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つ {ある ものであるが 國除 聯盟 
ごの 關係 もち 唐され を判强 どし 
てけ がか じ 凹 答し 巧 G いで あら 
ぅか 元 ホを 列强の 仲な 條 約は あ 
に 4. — ト條 約を あ礎ピ した もの 
であるから 今回の 新條約 締結—- 
就ても フランスは 圓際 聯盟を 始 
めどして 列 强惦じ U 本 及び 英厨 
ごは 隅 怠な （傑講 して 誠 解を 求 
める であらぅ と 巧が されて 居る 
パリ— I 二日 發 H フランス 政府 
は國格 長官 ヶ 0 ッグ 氏の 新 提議 
じ 就て 目下 考究 中で あるが あ然 
ウキ^ ソン 內閣 時化 ブラ キア ン 
國務 長宫と 駐米 7 ランス 大使の 
閒 じで 化が 十 凹 年 化 月 十五 日を 
なて 締結され C 晚 約は 五 馈年繼 
繪 後両國 政が にして 十二 简月 0 
內 に廢棄 を通吿 しない 限ら みん 
じ 現が する 一 補の ホ 化條 約が ホ 
だ 兩國歧 府じ從 9 て廬棄 されて 
居ない 事寶を 嫁を した。 

を條钓 のま 旨は ヶ 。ッグ 巧の 
巧 案ょ らも 窥團廣 く 何等 保留 
すろ 巧な； 兩齒 の閱に 惹起し 
■た 巧れ の紛ず もこれ を 外を 手 
段で 解み し 得ない 場を は絕對 
じ 武力 じ訴 ふるこ/ •なく これ 
を强厲 仲裁 委員に 委巧 する 
ごの 規約、 邸 も閱隙 聯盟 規約 滨 
十 S 章 じら 等しい 條 約が 現が し 
て おる こ VJ が 巧 巧した、 をつ て 
ケ 。ツグ 巧 八 除外 條件 ぃょる もの 
ご 當巧街 突す る' こご じ なる ので 
フランス 巧巧當 はこの 點-し 就て 
もがを 中で わる ど。 


本な 東を 轉電 (葉 お 巧轉载 


十 


遭難者 搜索闽 難 _ 

t 四日】 巧 巧 山大學 スキ 
學ホ屍 ホ搜お t け邊 崩ん た 
お 功で 電热 は搜藥 本部 ご 
との 击哩の 間 じ S りから 
してむ るが 現 媒な審 下 ニ 
でな をな ヒの搜 索隊も 手い 
けられぬ を據 だと。 

采京 大相撲 改造 一 

【四日】 あ 京大 化 撰 春 旗 所け， 

四 U ょを 始まる が 大相撲を を 
は财脚 法人 ピ なら 操 裁に 頂 
宮を 戴き-一 一巧 海 天覺を 抑^-を 
じ 巧し 化撲學 校を-® 開く/。 

棘 選 議員 補充 榮 

〔四日】 赫選藻 貴缺員 補が じつ 
き 抜 府は藥 京、 大 殿から 一: 名 
宛の 實業 がごを 巧 高官 か 4 
をを 椎 筋し 與黨 側の 長 若 g | 

薦 見込みむ き模犧 でを る。 

早大 選手 等渡歐 

(四日) 早稻 巧大學 陸上 選 ホ 小 
巧 骄雄等 十數あ ォリ ムビ 
を 學 を英题 じむき ヶム プ 
デ、 ォクス フォ！ ド ご 競 接の 

萬 0 

±赠 半休は 隨意 

〔一日】 生命 保驗會 社の ±屬日 
半が 案は を 社め 隨意 どな 4 た 

日 艱^ 巧 利下げ 

U 日) 新 おじな b 日本 銀を は 
巧 巧 下げ V 斷巧 すご。 


推 
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叛軍が ホ 海兵 團 奇襲。 n. カラ 一 
ンザ少 を 答 禮飛巧 リリ 大佐 一 
飛ぶ！ 獨 、、一 兩米 無線電話 直' 

通 i 佛飛巧 家計 劃變更 i 米 
闕議曾 再開 i お 刑 防止 案 お 一一 
づ！ 共和 黨が タマ ニ— 苛 ぶ，. 


(ワシントン 發】 邀ホ ニを どを 歡 する 蟹で ある ご。； 

遇 巧 じ 直- C - ニカラグアの 叛將サ - 【ホ ン デ ュ ラ ス 國 ブグ y ぶ it . 



ン デノ將 軍の 軍 陈はニ 固 じ ぶら 
て お 動 中の 乂轉 がを 脚 i 會戰し 
たお おがを 幽 備に 戰 巧者' あ A 、 
良 傷者せ 八 人を 生す るに まりし 
爲めお 軍 省では お 動 軍の 驳 請に 
をき を 地ょ 6 郎刻 千が お 十 人の 
海兵 簡を援 ちごして 出動ず ベく 
命み.' 下し 麓を じ 化ち 了は 尙ほ 
おを する 苗で あるが 出動 中の ダ 
ユ リック わ 佐は 飛 巧陈と 協力し 
て 叛軍の 本營へ 爆禪を 投下した 
との 帮 道が 達した。 尚 ほ モン タ 
ナ州 選出 民キ黨 ± 陈畿員 ホ ホ' ラ 
— 氏は が 巧の ニ 力 ラグ T 玫 策が 
遂 じこの 不祥 る 事件を 年む じ 
まつた ことを 憤慨し 巧 題の 眞相 
調 杳を議 會じ提 巧ず る當 。的 ほ 
目す 關 地に 滯 化して 居る 海兵 脚 
は ニモを 阿 人で ゐる ご。 

〔メキ シ 3 お ミ 日 後〕 ノキシ 

n 潑ゎ隊 で 最も 優秀な I 技術 家 
どして 知られて 足る 巧 ラン ザ少 
佐は 囊じ メキシコが ょら 米墨圃 
境が 巧 じ 成功して 巧 評を 巧した 
人で ある が 今回 は タン ド パ^ — ク 
大佐の 訪墨お 巧 じ 答禮の 息が じ 
て メキシコ 政府 よらを 式 じ リン 
ド パ I グ 大佐 ご 等し {米 墨橫斷 
飛 巧の 擧じ 及ぶべく 或 ひは' ィグ 
アナ じも趙 いて リンド バ ーク大 


パ 一二 H を】 チン •サ乐 バドで を 
出發 した リンド パ！ ダ 大佐が 僅 
僅 ニ 時間 十 かじて 當地じ 飛 ホし 
大統領 バタ ボラ 夫妻を おめ》 i し 
て ホ 閣を使 チン マリン 巧 其错ニ 
千 五な 人のを 民ょ ろ 熱誠な 歡 
迦 をず けを メ ダグを 寄贈 さ 4 た 
上 大統領の 贊 おとなつ わが 玉 乂 
佐に ニカラグアの 巧 程は 現 だ叛 
軍が ホ擬 おを 團ど 戰圖 して 唐る 
關係も あるので これを 變更ゴ る 
でを らぅ ど。 .1 
〔ベ' A 3 ン を】 獨 逸ふァ 
メリ 力 間の 無線電話 通話は く 
一般を 衆に 銷放 ずるべく 先. う 
が リン よら。 ン ドンまでは 衝を 
電信 ト 通話し じ 上 これを P >1' .ド 
ン i ら 電線 電信で 中繼 すべ 玉最 
初は 一 か 間 一 通話 化を 弗 ごぶれ 
て 居る が 開通 後 間もなく 化 興う 
れる 見込みで ある、 お ほ當地 £ 
南米の 無線電話 もを くを 衆ぶ す 

ベく 囊 じべ 八 リシ、 ブ エノス • 
アキレス 通話は お 巧し ねる-^ 南 
米 側の 發信 おじ 不 ちかな おが あ 
るので 獨逸 よら 强 方なる を屬器 
は送附濟^ u ったからこれホを 
く實 驗じ附 したる と 開なず ゾく 
南米は 短波、 化 ホけ を 波を 化 用 
.する 當 であると 0 


地 _! 鐵乘客 十 巧 

〔一日) 上野 没を 間 地； ト锁關 通 
式 當リ物 巧き；：* 乘 をは 十 方 人 
じ 速した。 

生糸 m 場は 闕散 

(一日】 生糸 巧 煤け 媛 ホ 淋し （ 
新を 活耀 難しい ごもい ふ。 


鳥 本 化 議卡逝 < 

( - 日】 熊 本縣逃 化蚁友 肉巧證 
'± 島 本 信 ニ 氏 逝去した。 

拂茲金 十六 億餘 

こ 日】 今年 中の 视込 をは 十六 
撼 S で 餘方脚 じ 蜜し か 償 ご 地 
ホ 憤は 頓に 啟增 した ご。 

調停 化賴 無根 か 

〔一日】 勞農乂 化舘ぉ 支が ごの 
國 タ擲跑 につき = 木 政 厨 じ 調 
停 化 頼した どの 說は無 化 ごい 
ふ 0 . 

外國 宣敎師 非難 

【 I 日) 来を U 日 新聞は 『巧 礎 
渊 朝鮮人 壓 迫の 菓 にはが 固宣 
敎師 ぁちて 銃器 類 十で 挺を 密 
輸入して 黎 徒に 提 化した』 ご 

いふで 

早大 雪儀豫 遭難 

【一日】 早 お 田大學 スキ ー 部賃. 
先裝隊 十一 名 化 アがプ マで 掌 
崩の ねめ 各 おへ 巧淹 されと 名 
救助され 四 名が 衛み明 ご。 る 


〔バリ ミニ 0 發】 處が じァフ y 

々を經 て 南米 橫斷飛 巧 じ 成功し 
呂 でべ 八] じ滯な 中で あ. る 7 ラ' 
ン； V の 飛 巧 家' 3 スブ をび レ' ブ 9 
ユ 呼 筋が うユヨ ミク よら バタ！ 

へ 横 斷飛巧 す V しごの 報道 じ 願 
し 後援を でを る ブ^ダー 飛 巧 磯 
會 社では 旣に ブンド パ] グ 、チ 
ャン パ！ レン 其 化の ホん 飛け 家 
じよら 西よ な 東への 橫斷娘 巧は 
ホ賴を 着けられ たもので あら 今 
あら これ じ 成功しても 巧 等诊を 
ごする じ をらず 寧る 好機を 利 巧 
して バブ！ よら ニ ユヨ！ クじ辕 

がすべ （勸吿 中 じて 一巧は 恐ら 
く 三 ュョー クを經 由し 便船で 歸 
繩 する 绪 である* J 0 
【ワシントン ニ H を】 ホ國議 
會は 愈々 明 H 正午を なて 巧銷す 
ベく 問題の 減稅 案は か府 側の 運 
動が 奏 巧して 一二 月 十五 日 S 會計 
摄吿 後に 上程 f る尝 であるから 
差當 > の閒題 どして は 恐らく 潜 
水絕ュ ス四號 の化沒 事件が 問題 
の焦點 ご なち ホ國 海軍の 不備 ホ 
難は 多み 調査 委員 曾の 組織 ごな 
るべ くこれ じ 願 職し 歲晚じ 海軍 
省 側から おした 大海 軍 案じ も 影 
響を 及ぼ 3 ベく このみ 關稅 引下 
げ案も 出て 居る が 與黨侧 では 六 
月の 大統領 淚補 選定な 前に 巧 食 
を あ 望して 居る £0 
「ワシントン ニ H を】 ュュョ 
1 ク州選 おで 院讓員 パミ^ トン 
フ キッシュ 氏は 黒人 記を 大會の 
席上 じがて を 州 じ 直る 黒ん な 刑 
を 防止すべく を 監獄 じ 磯 關袍を 
瞄へ醬 巧は 暴蝴 におつ てこれ を 
をが し 得る 權 能を 中央 故府 のを 
禅 ごして 制を すべし* J 懲遞し 黒 


ん 柿の 化 部褚别 ，辭 ホ-- ユ 9 … 
クホ のみ e らお 十 だみ 人口を を 
すに まるべ. おん 佛」 適な r * る 
が 巧憐蝴 を完瞄 ずるの 必要を 說 
きをら ー 進んで お 巧 じプ！ 力* 
7 シン トンが 化 著名なる 黑人帥 
の條 を、 ホび じ 黒人 祁解 化に 巧 
力した リンヵ！ ン 巧を の 替 巧を 
鬼 集した 黒人 柿の 义化 博物館 雄 
鼓を 慾 憑した。 

【 r 作バ - I 1 ニ H 發】 ユユ 3 

—ク W 角の 共が 黨雜 員は 目下 知 
事が な 命した を 貿じ化 b 調査 中 
じ廬 して 居る ク — ンズ 邸の 疑 
獄 じ關聯 しこの 際 徹底の じユユ 
ョ ー クが 郡の 施政を 調 巧して タ 
マニ ー の 不正 保を を 臨を しやう 
としこれ を磯會 どして 妍 知事 ス 
.'、 ス 巧の 政治的 威信を 傷け やう 
としつ ぇ ある もの、、 如 , ^ す 院 で 
多数を 制して おる だけ じ おか 黨 
の 鼻息は 頗る 荒い •か 化づ クキ！ 
ンズ邵 疑獄 S 成 巧を 見てから 柯 
等 かの 手段 じみぶ であらう く 云 
はむ て活 る。 

(7 シシ トン 二日 お】 上院 外 

をを 員を では お未爾 搭長宫 マ。 
ブグ氏 か提增 した 宋满す 戰條約 

就て 目で 賴 りじ 協議 中 じして 
アメリヵ 側は 太 体 にがてが！ ト 
やか 條 約の 精神を 適用す る 猪で 
をる が. フラン ブ 測では 斯る懷 約 
はす 一巧 方の いづれ かが 赏戰を 
巧吿 した 場を み 處廣じ 就て 餘ら 
じ徹溫 的で をる と稱 して 揖る關 
孫 も あら これ じ對 してと 提 一般 
が どんな 態度 じを ぶかは を 員會 
VJ し. て も褒も 留意を 要する こ 
じな つて 居る のでを みと 閒 題は 
進搂 して 居ない らしい ご。 


j ち巧- 

摩 天 閣物講 

〔ニ〕 由 紀男庵 ぁ 人 
ぶ 前の が 育に 於け る 建築を は 
強んで は ぁつたが、 ホ だ 機材は 
諭ん し 構 遊樣式 共に 纔て獸 測を 
國の模 破ごタ ホの 斩 味を 加へ た 
丈け で、 窝さ にがても お 十 年 前 
をは 一般は ホ 階な 下で ぁら、 構 
港 も キャスト •アィ オンの 柱 じ 

巧 等は 鐵 せょ b もがが を 巧 用し 
外壁は たか 石材を 巧 ひて 建缓し 
てゐ たもので ぁる、 をつ てを 建 
築 物のを 量は 癒て 壁に おつて ミ 
へた 爲 めじ， 壁を 大灌 厚く、 従 
つて 地形 じ 大變な 苔必ご 費用が 
か、 つた 爲 めじ、 巧 ホは 有つ た 
じした 處 で高樓 建築は 物は あ ひ 
も ょらな かつた 物で ある。 一八 
八 ニを フィ！^ ド 氏 (太 西洋 海 
巧 電線 驳設 者) が窠 一を ブ 0 I 

ドゲ で ィ (現今の 7 シン トン ビ 
グ デン グ 、が 育 發祥の 地) じ 有 
つた ヶ子 ザの (當 時を 数の 巧理 
度) 巧を 買 ひ 化 b 十二 階の 物を 
建築した、 化を 紐 育摩 天閣 のを 
をけ ごゆぶ 人 もちる が、 ホだ鐵 
骨 構造は 生れる 前で ぁら、 た； 
な 巧の 雄 築 術に 化つ て 比較的 島 
(幾 築した ホけ の 物で、 紐 育に 
めける 摩 天閣潍 築の 最 巧の 物 ど 
云へ ば 矢 張 b シユ ー ァブ ー 會社 
じ 建築 じ 通せら る 巧き 物で あ- 
而 して 二十 化紀じ 入る まで じ 
お ホた 愚 商の 建築が 二十 化 階 I ニ 
巧 九十 お 灰の パー クロ ー •ビグ 


第 五 十 四を 闕 議會 

刻に 政治問題 化する 

政府 不信任の 數々 

巧 閣彈劾 案の 提 がけ サ五 日頃 

東京 特電 四日 發 "み 陋ホ信 件 案の お出は 乂化 じがて 今 
巧 化ぶ-- cn み。 るべ く お 政 薇は これ. い 前に お A 院外 削 相 ゆ應し 
て 屋外 述 動を おすらし い、 がして か府 ら解驳 をを 越した もの か 
ホを。 をは お 提出を 延期ず も横糕 にして 他 組を 盛 脚 係 法案の 審 
諮ら 停頓 狀隨 である。 

巧戲 でもる 反 化 黨が反 か府速 
動じを モ してち るげ 今、 な族院 
ムお 政附鹏 巧ら みして 盤觀 V- 許 
さ。 いものが をい。 化 水な 嫉院 

の勒 政府 帖係 どい へば 底に 硏 を； 成. 無 所 威の 大勢は 著る し （反 
を ニ、 一二 幹部 ご 

_ 政府 首腦 部も幽 保で 

を まつて むだ、 しかし この間の 
'硏究 をの 巧 おじょ つて 义 しく 梓 
賴 して ホ だ ニ、 S 幹部の 統制 V 
いふ もめが 碳 底から 絶され、 新 
常 拱 貸は 節 部 おの 息の か i つじ 
もの ばか b いへ ばを の 火 部み 
が お 顔 揃 ひでんり、 その 背後 じ 
ある 靑 木’ 水が-小を 巧 氏な で 
'の 巧 幹部が 曾內 か 現が からおし 
- て でれ だけの 黑鞭 をつ ピめ稱 4 
餘地 'i, あるか 疑問で あ b 會 内は 
依が ごして 幹が 

'非 幹离の 街 立 .が おえず 
まじ 赫選 •タ额 か 厨 じ U をが、 

當 がを などの' - 1 ト H 曾が こど 巧 
に不 やの 巧を 發 する じ 違 ひない 
か 硏兜 おみが 制 力' にみ く 失は 


いて ムる ごいつて い I 、 る‘ ずれ 
ば 政府の 货族 院操縱 策は ごても 
いま、、 での やうに 衞單 じは ゆか 
のこれ ご间時 じを 正， を 話、 同 


め府じ 傾き、 巧ぶ 惧樂部 r , 民を 
系雜員 ごめ が系播 員の 推を トぁ 
るから ま づ昭か 巧 幾が の 大勢は 

反狹 府に倾 ぃてなる ご 
いつて ちい ミ、 硏な會 の 統制 力 
が 失 はれて 政府の が究禽 操縱が 
昔の やぅに 宫 もじ U らぬじ 加へ 
て昭 か俱樂 部の 大游が 反 议麻じ 
巧いて ム らどォ C ば、 貴族院み 
街 化晚隅 係け 臘る 惡いピ いつて 
もい {だ C ’ ぅ， 赖大麟 豫算間 題 
について は赏 なを 派け さきに 御 
乂礎费 .は 巧が 巧 追加 豫算 どして 
計上ず ベ；- イー 政府に 辣吿 し、 硏 
究 けで けぶ をの 


じの々 の 承諾を 輿へ て 商き U が 
ら j 般 が 算じ組 込 A だ-^ につぃ 
ては 貴族院が 派の 戚 情を ホから 
ず蒂 した-を 派では 近く 巧び こ 
いを 問趙ピ I て 善後策を 講中る 
模巧 であるから、 政府 ど 貴院ご 
の 威 僻 的の 隔じ b はこれ からの 
間 題 . グ中必 ごして ます' ぞく 
なつて 巧き d せの かど 思 はれる 

對支 外交 じっぃて ぶ 

お出を の 時機を 誤つ たこ ど、 す 
諸愼ぃ "宮傳 じょつ て 化 滿地ホ _1 
ホ 曾が のが 日 騒ぎ.^ 引きを した 
こご、 滿 藻を 渉が をく 停頓して 
しまつた 2、 滿鐵の 外 潰が 支那 
の 权對じ 1 つて 巧惱 みに なつて 
なるこ ごな どを くも 失態 S 锻々 
が擧 げられ、 近く 昭 かお 樂 部の 
閔趙ビ I て 旧 中 首相の 辯 明を 聞 
かぅ ごい ふご ころまで 進んで ゐ 
るので、 議會 じな つたなら ばな 
が 鞭搂八 巧を み 講ま間 題が まだ 
まだ 枯 がさいは し；：* いかご 思は 
れを 

地 粗 委譲 ご 化 銀 閒趙は 

租 譲に つぃての 說 巧を ミ も藏相 
が祖ん だ.- ごから 昭化俱 樂部ネ 
廚み 空氣は 一段 ど惡 し/、 なつて 
が だし か銀閒 題-し 辑 するな がの 
遵疑的 態度に ついては、 十五 銀 
巧 敦濟の 延延け 真 族な じ對 する 
政府め 言質 じかんが みて をの 誠 
窓の 認 わべ きらの がない どして 
も 巧究會 始めを 派 間に 一 樣じ閱 


常務 具 會の閒 題 t て 

至を ごは ホを したが、 非常な 激狸 どなつ てゐ るので、 簾會 では 
諭が あつたは でで ホウ、 政府は この 閒 題が よほど 深刻-」 孜お間 
货族谋 をが 巧を じ對 して ホを 式 菌化オ るで わらう。 


議會 解散 後の 選擧 U 三 巧 下 巧 頃 

東 一巧 特 I 苗 四日 發 .り 野 黨聯酷 じ 策 應を賴 ぉして 民政 黨 け 結束を 固み. め府 不信 巧 案 も 通過 
の 見込みを々 鮮刚 となつ た。 巧し 巧黨の 結束が この 儘繼綾 I て 講轉を 解散す るに 至るなら ぱ療 
選擧は hi 月 F 巧 か II 巧の h 巧に d か 巧すべく、】 方 貴族院のを 氣も 新春に 入つ た灼娘 あら じ 隙 
惡ご Gb 换 ぉの 四大失 化で ゎる 地 釉を讓 、對を 外を、 綱が 肅 正、 殺 道 針 割 筹を徽 お 的じ禪 劾す 
る 巧 f ある ご。 

1 

元な に 地震 V 一 吹雪 

策 京 巧に 激震 M 裏日本 大荒れ 

東京 特電 〔タ井 ムス】- 日链 = 元旦 匆 々おを おじ 大数 震が ホ 
つて 人々 を媳 かした、 殺 髮は恰 かも 元旦 御 屠蘇を 濟 ました 午後 
のこ ご ト-楚 動 あだし'.'' 棚の も S がを もた 位で あつた わ 化て たる 
おおは G い 校 けで-あを 。常が ホ 瞬 劇 煤で 觀 劇中の 人々 は 激震 ご 
針 b じ 巧 先き r 劇 おを 飛が し 舞 海の 徘鏡も 唯-人 障 媛つ たのみ 
で 化は あく ホ 裳の 拖戶 外にが 出す ごい ふ 騒ぎで あつた 震：！ は 
駭 秒に 止ま b てを の 後餘な もな く 巧が 棉渡 つた 空 S 下で 築し い 
わぶ 巧を 逝 ごした。 

ま 京 巧 電化 日雜 n まる か 八 HW 巧 化 部 H 本 一 帶じ大 吹 窒繫ホ 
しが 旧縣 地力は 特に 被 蠻游し < 川 崎激船 正 福 化は 巧 縣闲邊 郡 新 
崖が にて、 下- 觸乂 H 义は おか W 耶天モ が 沖 じて 巧り も 坐搬し 
當山機 にがては 漁船の 難 波せ る ものを 数に 巧び 巧 十艘わ 術す 明 
'を 列 ザは 上が 驛 じがな ホして ゐ る。 


と。 . 


國際 的む 不戰條 約 

國務 長官が 日英 佛國 等に 提唱 

ワシントン 一二 日 發汁疫 じフラ 巧を 官ケ 0 ツグ 氏は 去る 二十 八 
ンス 外相 グリアン 氏が 提唱した H 附 をな てを 式の 巧笞を フラン 
乂巧不 職な 巧の 締結に 賊聯 し國ス 政府に ホ 附し本 U これを をを 


じ 及んだ が、 を じ 化れば 
米 聞 政府は 單じ 不戰條 約の 範 
圃を 米擲蹈 のみ じ 止め や、 寧 
ろ 列强み 間に も 適用して あ界 
平 かを I 曆 促進せ しわる 
どの 大 時ょ ら巧算 した 案を 提嘻 
し 居 b ぶ フランス 歧府 への 超 答 
寫 文け これを 英國 及び H 本 政府 
じ も通碟 して 贊阳を ホめ を列强 
じ—- て涯 諮に 條賛 した 場を は 直 
もじ 協 幾 じ 移る の ホ必を 示しつ 
つを るが、 今 巧の 不戰條 めは が 
1 ト 氏の 仲裁 條 おのな ホを 延基 
したる もの じて 

ル） ト條 約は 閣 家の 名 奪、 簾 
一二 國 どの 閒じ 生じれ る 紛爭、 
画を の 宗ホ權 乃を 國みじ 重大 
なる が 審醜炼 を 有する 紛 ずは 
忡戴條 約ょ b 勝 外す るに 反し 
今回の 條 約は 剛 白じ廉 一二 國ど 
の 晒 じを じじる 紛 ず、 モン ロ 
— ま おじ 化觸 したる 問題 及び 
純 齒巧間 題 等を 除かした、 
形を じがて 傑 約を 締結 せんどし 


デ V グで おつた、 刚も h 巧 じは 
米だ焉 樓述裝 がが って 巧は た < 
桃 巧 ザで 閒 のをんで 總 てけ、 適 
去 二十ん ザ 間に 出 味 h つた 物で 

が & " 

或を も々 r む选築 家の 詰に 一; 十 
屯 ザが 始めて 組 巧を 訪れた 時、 
ゥォ ー が ド 社の*-^ — ムか持 じを _ 
堂 ご 巧え て 見へ、 專 巧みの 間に 
■を 築 物 も 化 邊の屏 さ W 構を 
上* 經濟 上から 見て 稱巧 。ぁ'」 
ご考 ゎられて 居た る々、 £ 云 
って 居る が、 日み をが 作って 巧 
た 雄 築 家 自身 すら、 が 育 巧天閣 
のお展じは苦を裕い て居るこ ^ 
を、 時々 見聞す るが をで ト る。 

二十 化 階の パ ー ク 01 •ビが 
ゲングを 玻 高の 建築 ごして 二十 
化が じ 入っ たが 脊逮築 巧 d 急速 
じ 驚く 巧き 勢で 巧 動 V 始め じの 
でを る。 一 化呈 をに お 巧む シン 
ダ] •ビルデ ングが I 九 C と 年 
じ まって 巧 四十と 階み ニー 吹の 
商 塔を 增裝を 成し， 化を 一の 裔 
樓雄 築の 名を 窓 じする ミ 僅か 一 
ヶ ちじして、 五十 階と が 吹の メ 

トロ ポ 9 タン 贏 塔は マ デ ソンス 
ク エア！ じ蠻へ 立つ た。 塔の 中 
臾じ觸 へた 直經 二十 ホ 吹の 大時 
計を 自慑顏 じ化界 一の 高 塔と 題 
はるろ 数年 じして、 一九 一二が 
ク グォ！ ス 塔の 建築が 始まち 一 
化 一. 四 年 じを 战 して 化を 一を 义 
橫取 b してし まつた み 第で ある 
化閱 二十 階から ご 一十 階に 渡る ホ 
ホ 摩 天 賴は相 おい f ド 巧のを 所 
じ搔 をし、 所謂 征を 競走の 時化 
を 出現し じので あ も。 

化の 如く じして 限られ だる 拙 
域內 じ离縷 建築の' 立 も ホぶ 爲め 
じは 日 あは 遮斷 され、 連 風は 張 
く， 语に朗 タタ ゎツタ .アヮ ー の 
を 通は 困 就に 落る ばか b 、 化* 
まが 置し 最< 時は、 組 育 市の 腺 
ホは 不健康なる 都が じなる ょ h 
か 無し ご 云ふ證 諭が 謡を の 間 L 
商 ょら、 数年 ホ 硏究の 結 あ 一* 
一六 年 じを って 組 育たに 取っ で 
時 筆す 可き 建 窠條咧 の 制を ごい 
った。 

あ條 巧は 『离 さの 棘 限』 『建餘 
面橫の 制限』 及び r 建築物の 化 
質と 其の 建てら る 巧き 區 域の 陥 
を』 の 一二つ ょら 成 b 、 其を の丰 
年間 じ ホ 國を都 巧で も 化れ じ脯 
つて をれ 適當の 建築 條例シ 
巧いた 程、 巧 順 ご 成つ たを 名け 
法律で を つれ。 をの 內 じて 最も 
興がの 深い 『建築物 高さの 制阪 
法』 の槪 要は、 •巧 建築され んィ 
する 鶏 所と 其 地の 面する、 道路 
の 幅 じ 蘭 巧す る 物で ちつて、 み 
おを が 化 城に 依っ て、 道路の 庶 
の 四を の 一二の 高さ 迄し か 建築の 
お ホ 《 地域 (お 外壁の ほを 化) 
から、 同じく ニ 悟 半の 窩さ をの 
物を 雄樂し 得らる t 化 域までの 
駭禪の 地域 じ區 劃して 居 to た 
の 商 さとを ふのは 道路 じ 面す も 
淫 築の 垂盧 面の 离 さで 有っ て、 
其れな 上 高く 化 度い 時には、 お 
路 の中必 ご 建築 面の 愚 h 揣 ごむ 
つなぐ 直線の 延長 線 W 外に 出 S 
範圍巧 じめ ては 差 支 無き を じむ 
つて 居る。 お ほ 時 種な 例外と— 
てを 建 幾が 横の 巧 かの 一な 内の 
面 巧の 物は、 一巧の 塔ぶ は 装 I 
ビ 見做して 寫 さの 制限 ゎせぬ T 
こよつ C 巳 らり 


ム Y. Matsumo れ， I 

Mechanica! Art Studio i 

124 W, 34 化 化 日 pposH Ma 巧 ’s i 

TeLChi かが ing 巧 010 j 
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SHOP 

172 W. 65TH ST. 


MIKADO TAILOR 
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PHE げ S & 巧邮 Y 


3 Maiden Lane N. Y. 
ェ 細を 鍛銀 金に 幷 お爾圣 

類 お舊匠 慧新最 


K. IWAMOTO, M.D. 

114 W- 70th St. 

Tel. Trafalgar 0352 


ん 


K 区民 民 & MAYOR 
1023 Third Ave. 

8et. 郎& 81 リ s. Teie か one おがが 28118 


^ 向 人 本 R 

巧 專離型 小 


を 小き 巧. を ホき 題. 足 小き 巧 


玉な 巧な MD 


N 難 


んし CEASA も M.D. I 

127 East 84th Street 
bei •わ ric & L な ingion む es ! 

禹猴卿 鼻 再 I! 

間 時 お診 i 

午 正 まが 十 前午自 ： 
恃 八を 時 六 後午自 i 
日 雁 I 

自 午前 十 時 ま 午を 一時！ 


了. KASA! 

Merchant 

Tailor 

測 巧 削! U) 巧 6 

Room 304 

が W 巧 RK 
Phone 

むけが お 巧 



栽 

を抽ミ 
を 育 か 



丸 巧 

山 

洋； 

服 i 
簡ミ 

^ ^ Te! • む yani 巧 巧 


IIP 巧 0 が E な 化 E 
y Custom 

— "i ailor 


丸 

ill 

洋 

離 


が W. が 化 化ん Y. 


Koike Studio 

730 巧 f 出 Ave. 
Cor. 目 7 陆 St. 
Tel. Circle 4406 


F. MU 民 民 AY HILL CO. Inc. 
ESTA 化 巧 化 0 18 お 
Room 614-615 29 む oachv が 
Tel. Bowlin 扩む阳 n がが が 91 



G 層卽 LL が RVi 化 

設備 整 お經聲 低廉 - 

Ca!!-T 坟 AFALGA 民 8200 
FRANK. E. CAMPBELL 

"The Funeral Church ，， Inc. > 
(NON SECTARIAN) 

区 roadway at 6 化 h Street, N. Y, 


r 




L 叫 .… 研 : 琴 J 


號 四 


百 四千 一 第 


m m 貧 规 


【 H 曜 水】 


H 四月 一年 H 和昭 



機械 設計、 機具 
運動具、 な 具、 类 
術 品 導 •ランプ 

松本バ シい 

「滯蘭 西 製 ダ！ 

ソンゲア^ ♦ラ 

ヶット 販賣ー 


|談 揉 治療 

マ ツサ ー ジ 、整形 

藥 風呂、 水洽 、電氣 治療 

西が 襟院 

フイ ジ才ン ラビ スト 

公認 西が 幸 男 
午前 九時ョ ，午後 化 時を 

出繫 治療 ニモ 應ジ マス 


齒巧醫 木 下义ぉ 

苗 0 ち. ご 1 をで. 

ぎ M 呈 ument 器 57 


正直 VJ 親切 ごを 旨 どし 雜 
實 信用 ある 巧 おを 精選し 
特别廉 憤で 販賛 致します.. 
ゥォ八 サム、 エ^ •チン 四截引 

指輪 鎖 貴を 薦ホじ 寶お類 一切 
パ.、 、片 トン 時；^、；^ 71 ド、 ィ 
ノ ィ K 時計、 を柿廣時計 
ゥォ I タ— マン 萬を を 
エバ シャ ー グ餘筆 

飽 おお 並に 錢器 一切 
润歸 朝の 御 ± を一顶 
午後と 時まで 開店 
西 四 f ニ T 目 一四と！ 一书と 
プロ！ ドゥエ ■ — 東 化 巧 
ロン クエ カ^ •ヒ瓜 テン タ 

ー黨九 一 0 号 ま 

岸靑 柳廊會 

電話 ブライアント 巧 一二 七の 
養宝- 岩畐 I 呈 .14 三 57 宝. た を Si . 


弊 巧は 實質 誠意 进速 ま義の 
まじ 御 ±產 物 一 ま卸賣 偏 段 
で贩賣 致します 多み じ拘は 
ら中 御用 命 仰 か 下さい ませ 
◎歐 ホを 稱 時計。 潰 時計 一 ま 
◎寶石 費お屬 。銀製 器具 一 ま 
◎を 邱萬年 筆。 を 銀製 鉛筆 
◎蓄音器。 レコ！ ド 見本 陳刹 
◎寫眞 器。 タィプラィタ！ 

◎船 切な。 紀を葛 眞帖繪 端 書 

フロ！ ドゥ 五！ 巧 お 十 香 

領事館 向 側 雄 物と 0 五號室 

がが；^ ホク ド. 

を' 会 タ 

，ぶ爾 令 

170 Broad 差 y ,. N . Y .宴 

ジ 一. Co を ミ を资37 G 3 芸 


クホ少 サム、 五 瓜 ジン*:^ 

ブ！ ド、"- ミ ‘ X トン 時計、 貴 
金駕 品、 艱 製品 類 等 鈍賣' 



御 衆め になる 節は 先 づ當ぶ 
御出で 下さい 

帝國 海軍 御 巧 か 承ら 居 b よ 一す 


紐 育 案 巧 


社で 


じ 

瞧^ 『3 
便 LSI 

化 S 础 j 

U 6 ん 

方 

萬 組が 


a 本及賊 溯な 萬 車 
激船 切符、 諸 箱 物 
穂 關手纔 、ラず ォ 
あ 具、 寶书 類ぶ が 
鴨 買， おを 大み宴 
會郷化 話、 料理屋 
夏場、 を 摩 資 買、 
徵 を 猶豫 願ず 簿、 
其 他 巧 事 ニ 化立ズ 
御 相談 ニ應 ジ^ 速 
誠實ヲ W テ 御ぶ マ' 
搜ジが 」 
東京が 會ニ陛 

ず 野武彦 


A ホ 動 巧 萬 長者の 九十 九 割を は 
± 化の お資に めって 成功せ b 
諸君 大紐育 巧を 地 じ 投資せ ょ 

AN *J •州 レスト ラント S 巧 弗 
殘 金は 月賦。 巧 間は 支那が 理 
A 床谨格 まま 急 譲渡し ます。 
AL 下町 チー グ 14 賣物 好機。 
A 白人 向グー ミン グ賣 物。 

A チヤ ブス イ卸賣 。賛 子ち 急 雇 
入 0 

A 本街道 沿 ひの 小農 園 化 ホ 盛。 


齒巧巧 

止な 基 

診を 時間 

自 午前 义時 U 十二時 
自 午後 一時 n お 時 
時間外は 前約に 願 巧 


談顧 診療 

的の 願上娱 

ゴ I ず か大學 

ド グトか ホプメ デツソ 

聲學蹟 ± 

吉 居悅彌 


0 

が 

げ d 3 
M C イ 

W . 0 
わ W W 

i D 

S お-^ 

み I 

• X 

M 


お 育 州を 認 
內務 省を 評 
巧 巧が 大醫 巧大學 
を 攀復留 巧キ業 
元池邊 

產婆 松本綠 


藤 卿 揉攘治 

靈動 思念 術 治療 

神經 痛、 リウ マナブ、 

あ 邪、 巧 身、 頭、 肩、 
腰痛、 再、 鼻ぶ 化 
自 午前 九 時 ま 午後 化 時 
お 張 治療に も應 じまず 
H 本 錄灸專 巧學院 卒業 
. を認津 輕東泮 

よ 巧 服 部 亀 之 助 
苦 Ha 重す = Place 呈 .141.1 ちぎ 
Tel . Edg 呈 omb 7734 


靈動 思を 術 療法 練習所 
禽員隨 意 御 巧 會を乞 ふ 

まほ 服 部舊么 巧 

ち Hi 苦 on pli 置. 14 こち Sis . 
を-置 gecomb 7 養 


辦 贿を認 マッサ！ ジ 


内務省を 許 
を發 敏炙醫 


平野 秀子 


電話 モこ ユメ 


吕完 


攒眼ホ じ 眼鏡 調節 


H す 哩髮館 

淸潔窗 

吉村 H 郡 

自朝八 時ち 巧 八 時 
生 曜は巧 十 時を で 


洋服 調進 

クタ！ ニン ダ、 ダイ 

ィング、 修譜等 一 瑚 

ミカド 洋服 店 

松 本 保 
集 話 ライン ラ V ダ— 
六 八 一二 0 


H 本雜貨 

ランプ 卸賣 


奈良 貿易 蘭會 




- ご 

語 


をき 米鹽 婦人 
日本 A への 英 
語敎授 じは 寒 
年の 經驗 をち 

す 0 1 レプス 

ンと 十五 仙 
每 H 鐵丸時 ょ 
をが 化 時迄柯 
時-しても をし 
U 曜日は 一時 
よら 四時を 


H 本、 ま 那寶ち 製 美 
满 お、 婦人 用替 飾が 
化 装飾 お 

进嗯ァ i トス 
チユ デす 
鳥 等ち 術 品 修辖、 

首 節 お、 X トリング 
H 本 服な 媛 


♦を緖 ♦お 誌 ♦新聞 
縱 覚ま 公開 
執務 午前 九 時ょ b 午を ぶが 迄 

紐 育な 本人 會 

西 お 十七 了 目 ニ-五 0 番 


電 

話 


コ ロム バス 




目本嗤 髮鑛淸 

西 四十 I 11 T 目が 番地 云が-! ハ ま 号 

タタ r 7 3 ア (第み 街. wgi 十 HT 目角) 


日本 散變屋 刖が歸 

おケ 年間 中 枯巧ど 共に 就業 9 

ジ ヤシン ト ♦フ 3 ツ 3 
S 定’累 ミ 纪. 严 ご ミ 
Bet . Gohimbus A さ. & Ce 古 iral Park 史 est 


評論 3 ,4^1* SC ^^每巧十 H 黎巧 
雜誌 t 毒-^ 一部 4- 他 
芸で st 置 i S こ 3 さ rUi で 


央お十 HTH 

ニニ H 

が 藤 
洋服 巧， 


電話 

プラザ 


八み ニニ 


0 でげ nA 


み 

n 


驗科醫 


0 


0 

0 3 P 


S : 


ネ 年の 經驗を R で 
最新を 巧學 手術 じ 
堪能 じて 信巧篱 

8 翼な 親啤 n 施術が 化廉 n 
• rlo >ー u 本.=^諸を>しは辑 

」 了 お‘ 懇切に 治 巧 

が^£^ を設 

ブル i ム 


呈 I 

黑諸 

D 我 似 


新 鱗 魚 か 一頓 

日本人 商き のを 魚澤 山な > 揃 へ 
特則廉 握で 大勉强 致します 

サヴオ ナ魚店 
』 osep 5 uavo 夏 

な 4 W •芭 St ま- 

H た • ooldgb 養 记一黨 


一 ごま si 芝 th st‘Niorlt 
ぎ Riv ミ 立 こご 3 £ ^ huyler 10 ま 6 一 

診察 制 

H お 午前 丸 時 1 午後 四時 

ド；- 小 栗乘ま 


D 如 

化 - S 1 

C 凸 1 

« むの 

^5 ん d 

以 一；! 
A ^ ™ 

T 加 C 

点 f W 
T け 


D 

此 " 

測 t 削 

U わ 3 
G れか 

0 刖 

0 化 U 
之 W .2? 

N 2 

A 

K 


診察 


午後 一二 的よ ハ 時 
H 巧は が 約 相頤巧 

ドク ト t 

高見 舊彥 


診察 時間 

午が 乂 時— 十 時 
午を 六 時 1 八 時 

け パ 小 栗 幹 ごー 

お 育 ホフ ラ 7 —おお 
巧 五 巧 病院 巧按 

武ボ コン バラン ド 

巧な 勘な 


諸集會 


话拜說 あ ( H ) ん時 
日 唯 華 校 (目 ご 一時 ザ 
家庭 集 曾 (水) 八 時 
祈禱會 及^ わ 一 \ 巧 

審 研を (ま賓 

婦人 會 
講演 會 

設 俯 


本 

人 

を 

督 

を 

修 

道 I が宿舍 、節 易を 堂 
曾 j が 葉 周旋、 をの 化 
人 奉の 御 相談 じ お 
じまず 0 


化 側 

h 綱 

&| 
み 姑 

I 嘶 

心'^ 

W i 

なが 

3 


I 本 
欠 
售 

な 

數 

0 


牧師を 崎繁】 
韓事 粟野 賴之祐 
諸を'’ 執— 

H 賴禮拜 午前 十 I 時 

日曜 學校 午前 十 時 

臟獅 H 曜キを i 

が 禱會水 随タと 時半 

常— 雨',； 舍 

位 羁を倫 巧 亞をお 
を 下时を 十五み 學 
ホ會 社員 じ 浸 適 

設備 圖書雜 誌が 巧 
ぞ禪娛 樂具滿 易 食 
堂を を 

便を 職業 周旋 おを 
案 巧を 禪 事業 鋪奔 


弊 巧は 永らく 白人 間に 信 
用を 巧し 熟練せ る お 術 ど 
親切を なて 販寶 致します 

寶石 貴を 屬 
.御 注文 おじ 
进速修 .儀 
諸 鑑定 無料 

旧 中簡巧 

一 W n， 65th Cor. Ma&isos A.v-e, 
Hel. 香 i 己 and ミ 5055 


圏 


診察 時間 

午後 一時 化 こ 麻 
午を と 時 U 八 時 
愛知 お 學± 

パ： 巖本谨 一 

古な 比 亟大學 及び 
ルず タン 病院 勤な 
H 巧は' 前約 巧 上 保 


2 諸を 會 

5 壽硏巧 あ 午 

レ 做-な 巧測會 々と 時半 
m 円 I i パ お 巧 說おタ 八 時 
嘛 飞 木曲 が暖ち タ-<時 
.は P I 目- 巧语 及び 裁 塔 
t - . 午 涂ニ巧 
± 曝 謠お會 又は 
ぶ話會 タ八時 

化 貪事莱 
お帘 が、 旅け 巧を 巧 
が* ん事 相談が、 詢杳 
報、 風 棠巧旋 が、 英语 
i 柳- 1 钱緣を 巧の な 課を 設 
T 化 け贫貿 度び ホ 會 員の 

3 睐を計 る 


S W 
■むむ ~ 才 

h 1 ^ .C 
C ^ 

化 J 


人 

I 某 


-加 

5 


な 

心 Ap 


蘇 ホ 洋搬巧 


在留 靑牟巧 想の 抑 体 

0 本人 靑年舒 

8 W 芸 5. ぎ 田 arki さ 4 


化粧品 卸 貸 

ぶ 味蘭會 

W E . ニ th 單. ， T . 百な 
Tei 芭ちさ sant ゴ4& 


努女巧 科 外科 



鑑定 無料 


摘疾 でも 惜巧 的の お狀で 
も 速 かに 化 治す。 皮が 病 
内 臟病化 液悔を X ホ 線 化 
柳 病、 尿 水が 杳 、比； 化 V 
ユ— マナス、 衰弱 症 
脚齒 b の ホは 是非 一巧 御 
おなさい 

脾間 自朔九 時ち 午後 八 時 

H 幡自锅 九 時 至 午が 四時 


Y 

S N* M 

Z * ^ 

巧 叫 

■_1 1 UH 

Z 獻 & 

2 だ 

请 I 

DS む 


第五 巧と so 

へ クシ ヤ！ 

ビ於 デン グ內 

小 池 寫眞舘 

電話 サ—ク 中' 

四の 0 ムハ 


稅關 事務 

東洋を 地幷 じを かお 
の 輸お入 ホを じ爛ず 
する I 切の 辄諮 牌-し 
應じ銘 お谋船 貨物 運 
貸ぶ ホ 帆お稅 關手銘 
書 等 進呈す。 軍耍都 
巧に 代理 巧を がし 誠 
育 孜速御 巧 命じ 應や 

巧險 取扱 


B 々 il ♦度 ♦街 薩 ♦函 ♦ 

n 


が 育生 命 巧 險會社 


養 

を 


S 木定吉 

保驗 


Z な 名 Y ミ k Li を J na ミ Km-C C、 

ご oh》3hel*i.sr 2ffi€Y3i?c-ity. 
Phon タ Worth 援 8 

を 社 ノ方ニ 御 掛か ノ節 ハ必 V 
御を な/あぶ ビ 電話 あな ナホ 
閒 女* 證幸 F サィ 




一! 


ニ 丹 二十 八 H 正 ホ 

ミ 0 圆六 0 絕 
十二 H 化 I U 

日本 株式 桶瘍表 

〔大陋 藤本 ビ^プ。— 力 ー 銀 
巧發〕 株を 相壤 〔單 位圓〕 

ち 巧ぶ 日 主 巧爭日 
をを お數 一号 王 含 一 呈 •ま 
大阪 指数 ニク 呂 ニを ま 
.を 京電燈 五一 •室 空 •八 0 
大同 電力 を 互 0 まち 0 
をが 電力 畜ろ 0 畜ろ 0 
大 H 本 製糖 を 盖 0 を ■窒 
王子 製祗 一ち •著 一竞ろ 0 
をが モス リン 畳 •呂 覃 •00 
H 本ビ 二言 呈 0 ニニを 00 

日淸 製粉 を •垂 查 •夏 
淺野 セメント まろ 0 ^^でき 
日本 巧 姐- ^^で虽 五す 爱 
東を 巧斯 さち 0 查又 0 
日本人 造 肥 巧' 契 •夏 岩呈 0 
义原 礦業 蓄 •言 を •室 


木；： n ル 1 ミ ンク 
1 言 7 皇 Ave. 呈 .置 己 養ぎ Sts 
ジ ie ロす 呈 す 巧 ミ 夏 27 


雨— 


0 


かるた 


はも*^^^^ の 遊び 
ホを 異文で 米 鹽人じ 龍 < わかる 
やぅ 簡擧明 臟じ說 明した ものが 
涩來 ました。 巧容 目次 進呈 致し 
ます、 御 臨 見下さい。 ‘ 

S . KU 夏 YA 置 MU 14 E . 基を St . 呈 y . 

T - D - fi - W で S ニ？ さ 戸 f さ rk 豆で. 


a な 

8 

S を 
S 

篇 


成功の 秘說 

米 國ホ裝 節を 話す 事 
は 成功の 第 一 義で 3 
本校 じは H 本人 敎巧 
じ懼れ た專巧 婦人 致 
师 あら 懇切 じ 貪話爾 
信 文 社を 語を を授 —， 
ょす。 日曜 週 H 共 じ 
午前 化 時よ 6 午後 十 
時まで 開校し 一 レツ 
スンと 十 虽侧づ I 
ネ日度 もじ 巧 校 あれ 


化 


0 

化 

i 

•郎 


稅關事 巧 取 級 

W1 臣臺 厂靈窝 が Go. 

Ro 百 二 2 苦 ごす oad まご タな 
旱ぎ至 吾-堅 i 9 ニで 913? 


闡爲替 さへ 安を ずれに. 

賓 易に U 懸念な し 

昨年の 义國經 濟界ご H ホ 貿易 窩 


〔原 商務官 事務所 着電〕 一九 
ニと 年の 米 固 經濟が 態を をを の 
を 邮敕ぞ じ 依つ て 昨年 同期 じ 

比較す る じ鐵道 貨物 速 お 
畳は ニを 殺、 工業 電力 巧 用 貴 及 
びを 厘 建築 契約 變ら 中。 棉化巧 
をを 一剧 一二 か 六が、 靴 生を 八み 
; 羊毛が 獲一剧 ニみ、 「み メント J 
お産 凹みと 煙、 何れも 巧 加を 示 
す。 唯 銳鐵の 製 産は とか ニ姐祕 
一 自動 単 ニ 制 見 當の减 少をボ し， 

一 おじ 廃 ザ 殺を じして 利益 か。 
く、 タ少 のな 動的 現象を 示ゼる 
かき も间鹿 息は 巧廣氣 たるを 失 
はず。 一九二 八 年の 乂齒 經濟じ 
關 するな 想 等 何れも 例年の か < 
樂觀 的。 るが、 之れ を觀 事情の 
健を じして 資 を豊语 事業の が營 
進 ホせ る 農業の 巧轉顯 著なる じ 
废 ると 爲 し、 本 巧の 牛连 が々 け 
まごして 鐵 鍋の 夫れ に 放 b 其の 
因は 「フォ ー ド」 の化袭 じがれば 
一般が お 滞货の 

少量 る 事 及び 「フォ i 
ド L H 澡 の關琪 甘る 事情は 明年 
のを 產 をが なすを に 充 み‘ 現ん 
や 今年の 大統紙 邀舉け 何れ じす 
る も 致氣の 維持を を 標榜す る じ 
於て 變ら ざるべ < 、些 して 經濟 
巧 じ 影響を及ぼす 巧き じ ホらず 
ごる ひ、 ホ國 財界の 基 誠 じがて： 
え 巧悲銳 すべきが 巧を 認め や。 
が 年中 歐洲じ 於け るか 業の 國際 


的 合 向の 磯述は 一磨 化 進せられ 
現 化 鐵銷金 お 機械化 學 工業 等 十 
一二 柿に 及びた &ど おに 一 般批政 
趟 巧の 恢化 ホ顯著 じして、 最お 
が 太 利のを 本位 按歸 じょら、 佛 
阁を 除き まお踐 けを 本位に な b 
爲轉か 壌は 現じ 裝 、蘭、 瑞 典、 
瑞 巧を 闕の 爲替を 輸出 點 じぁら 

昨 米 固を 塊の お 外 輸出 
十一 巧ょ b ! 億 五 千万 おじ 巧び 
其 ホ 閱を融 にぶ ぼすべき お 響に 
つき 邮 々の 證論 行は れつ^ ある 
が槪 して 么を先 巧を 利巧騰 のが 
巧 ご 看 傲し' なをの 駐 溢し 化る 
巧ぶ煽搭を巧ふ可-^^爲すが、 
本年」 超佛の 總逃擧 當 6 濁 逸 
は r ドー X」 案 ま 桃を 最裔 額に 連 
すると 共-し 赔償 協定の なを、 佛 
蘭 西は 巧 時 債 格ま拂 協定 批准 問 
越 及びを 本位 後歸 め 縣みじ おし 
化 お 媒巧ホ 一層ち 事なる を 

豫が 化せら る。 昨年 H 米貿 
おは 十月 末 もじ 勒米 輸出 I ニ 億 四 
千. 一昏巧 巧、 お 超 一億 一二 千 六が 
巧に して 昨年し 比し 減 おちを、 

お 超 八 か ホの おが じ 當ら翰 お 生 
糸 二八. 化* お 00 •千 弗' あ W* 
四 九九 •千 弗、 絹物 六 •よ 六よ • 
千 巧、 輸入は 棉あ化 S •ニニ V 
千 弗 じ 巧 加 額 著。 るが 差 當り爲 
替 めを 定恢 なは 最も 駕 まし > 事 
じて 貿易の お 底 じ柯等 懸念す 可 
き 奉 情なし。 


無電 問題で 

叉を ー縣爭 

會能 化で 意見を はず 
一二 井、 フ王 デラ^ 無電 問題は 
駐支 アメ y 力を 化？！ クマ レ ー 氏 
ご 巧 潮み おみ 官 どみ 豫備を 渉で 
大體 なをに 連 I 持る 腹案を 得た 
ので 本家の 支那 側を も 加へ 近く 
I ニ 闡の具 化 的を 渉を 開く こど じ 
むつた が、 を 渉 地の 選を じ 願し 
て r メリ 力は ワシントンを 希望 
し、 H 本は 北京を ま 張し、 未だ 
何らの ホを を 見ず、 アメリカ 側 
は 巧ら になを 說を 持^出し たが 
H 本 側け あ （まで 化を 說を 固執 
して ム る。 アメリカ 侧が斯 くの 
如く 殊 おし 化 京を 回避 せんごす 
る魂胳 どして 傳 へられる ごころ 
による ご 

一、 化 京 おを 議地 どず る ごきは 
お 期 中米 轉政 がごの 連絡を 計 
る 上 じがて： ha 侧じ 比しす 利 
益。 ホ 煤に 混 かれ 4 
- 、 化 巧 政が 蝴も張 作 霖&は 何 
ごいつても 日本 ど密 おな 關係 
が あるから 談 巧の 陈 アノリ 力 
が 孤な じ おもいる 懸念が ある 
i 、 無電 借 歎 契約の 悄替 じょつ 
て 化 巧 政府の 臘を 肥やす 結裝 
を 見越し.」 南 ホ 政が は 必ら中 
反對 ずべき を もつ て 初めょり 
係ず 地を 避け、 フ シン トンに 
化て アメリカ 旣巧當 、郎乂 n 
本 大化化 ホな 雄 氏 及び 駐米 ま 
'孤を 化 施 錄ぶ巧 S 間で み 体 案 
を 作製-、、 ぃょ：. ょ 上海 無 お 
台 述設じ 苔 手す るな 合は 南 化 
兩 政が じ 巧し 間が じを 涉 すべ 

庄 J 


きで ある 

くい ふ ドを る。 ァメ 9 力が 軍事 
上の 要求 じょり、 現寶じ フエ デ 
ラル 無電 契約を 生かを う VJ ずる 
觀圖 を •しょ つて、 ほぐ 察知す 
t あけで あるか、 H 本轉ピ して 
なが お 化 巧說を V . 一つて 讓らぬ も 
GI 如く •ために アメリカ 測 ミ 
しても 結 商は 化 ま說を 承認せ ざ 
るを 得ない こ VJ る だら うが 
を 涉地間 題 じ 願して 日 ホ 間 じ 右 
の やうな 意見の 相違が あら、 今 
日 じ まる も 末 解み のま {ごな 0 
て ゐるこ ご は會 溝の 進が 上歡； 
からぬ 障害で ある どし、 近 <u 
ホ 兩國歧 がは 巧を 渉を 巧 欄し 具 
かの じ會遙 化を 决 める はずで あ 


國際窥 船の 

新 陣容 成る 

皆 業 測 排の新 窓 向で 
川 崎を 船 所の 巧が 船中、 六隻 
(六 巧 トン 一け 銀 巧 鹽哪ょ f 興業、 
第一、 十五の！ ニ お 巧 じ擔巧 ごし 
てを 融 をけ かつて おた が、 川 崎 
の 現が け すでにを （窮迫を 吿げ 
て 居る ので、 今回な 還 期 到 ホ ご 
间時 じ擔化 流れ ご ub、 銀が 蝴 
の 共 N 經營 にじる 固 際な 船の 所 
巧 船 ごして 述 用され る こど じ y 
つた。 をの 結裝國 膝の； 速航 船は 
现化 四十 六ガ トンで あるが 五十 
ニ カトン じ 增加 する わけで ある 
同社の 頭を がょりの 借 入を じつ 
いては、 旣報 S 如 （一般 會 計に 
巧釋ら されを 案が な てられ、 償 
還 方な も 大体 みぞした ので、 こ 
の 機を にがいて 同社は 船舶 解理 
I ^ — 1 


を斷 わし、 收 入の 一部を これ じ 
が當 し' 八 千 トン 級の デ ー セが 
ま 貨物船 一一 一隻を 雄 造して が 運が 
み現狀 じがて 競ず-し 堪へ 得る 設 
.備 を。 し、 また か 當减資 を 巧つ 
て 船 他を 切 下げ、 政 おわ ホ 鹽お 
ホ じ も どづいて、 なる ベ < 外 厨 
港 間 蓮賃橫 じち 力を 注ぐ こど 
ごし、 これが ため L はヶ ー ラィ 
ン ごを 然を 離し 0 ン ドン、 ユユ 
—ョ！ ク 、シャト^に ぞ 巧を 新 
鼓 するど 稱 して 居る が、 减資じ 
伴うて、 黒 川 社を の 下 じ 銀巧瞄 
よら 化を や 取締役を 一を づ 5 超 
くこ ミ じ。 る だら う VJ いはれ て 
居る 0 


圓爲 替强氣 _ 

近く 四十と 弗へ 

最 巧の 圓爲替 相場を 見る に歲 
末 W ホ 俄か じ强 調す ごな b て 一 
週間 前の 巧 十六 お 五十 他臺 ょ々 
漸進し 大晦日 じは 四十 六 弗と 十 
お 化くな b まる 一二 日の 初な 引 じ 
は ザ マンド 四十み 巧 八十； 他、 
海電巧 十六 巧 八十よ 化 ごい ふ 高 
値を 呈 し、 こ のをで 巧けば あ < 
四十と 弗を へ疲 港す るで ゐ らぅ 
ど 見られて 居る がそ 那の 爲替も 
圃價 ど同樣 頗る 化 固で ぁる V - 云 
はれて 居る 0 この 外スぺ ー キン 
はあくを 本位に 回復す るで ぁら 
ぅどい ふ豫想 ょら—' て 十ん 仙 ニ 
四 どい ふ 過去 一二 倘巧 じがる 新 高 
値を をみ か 蘭 其 他は で 落の 模樣 
である 至。 


市 襟 春 氣配溫 健 

まま 特電 I 二日 發 H 株式 春氣お 
ま称溫 健で 期 米 正 ホ 小 確 6、 生 
ホ强 保を、 綿糸 見直し 氣 勢を 示 


して &る _ 


氣 運は 金 本 化に 

東京 特電 I 二日 發 IT 井上 日銀 總 
裁 曰 < 「氣 蓮け 愈々 金本位に ぉ 
ふ' 變 態は 永く 續 かね」 

郵便 敗 金が 增加 

まま 特電 四日 發 n 郵便が をは 
昨年 やじの 億 圓弱增 加して 十 あ 
憶 八 千 一二な 静方圓 どなつ た。 

休鑛 整理 ごが 界 

H 本 銀 わ 監督 役 着電 
先般 ホの 休業 銀 巧 預金 拂戾 S 
影 IjS も ぁ 6 認闇 明を 迎 へ、 を 準 
備旁巧 中 商品 賣巧是 迄買控 へら 
れ たる ホに、 押 詰つ て 割合 じ惡 
からず、 年末 お 融豫期 通ら 極め 
て靜穩 、ホ もを 換勞強 巧 高 近年 
まれなる 增 加なる が、 ホ ごして 
休業 銀 巧 其 化に 對 する 預金 彿戾 
資を 特別 融通み ねめ 資 をの 放散 
せられた る 結 おで 見ら る、 規期 
資を 取引 相當 繁忙なら' しも、 お 
行ず 許 準滿巧 屈け 么 ため、 繰姻 
比較的 順調 コ ！ ^ り ホ 昨年 じ 比 
し 五 •六 厘 安、 を 債、 株式、 ホ 
糸、 締糸 等淸算 市瘍槪 して 讓ホ 
納を である。 

• ■商呂 
兌換券 發巧嵩 一 •と 0 八 
制限 巧 五 ニ 冗 

一般 貨付 ， 八と 0 
外 罔 招を 貸 か と 0 
政 ぉ 巧を 二八】 
民 閒預を 八 六 
(な 上 十； 一月 S 十 H 現 巧) 


I み — 



KiN が 0 & 巧 T 洲 OP 

IMPORTER OF 

GOLDFIS 打 及 mRDS 

o 

動 其ろ 各 

物^ ナ種 

一 烏リ金 
切‘ 類ャ魚 


紐 親 巧 


八 S 


一 育 巧 峰 〇 
ーボが どと 

如 t 

ニー 四 良 八 
階 八 T なよ 
一番 目 H 


DANCING 

411 W. 1 巧 比 St i 

Tel. CafWral 4 が 8 诚 3 ; 


庵 桂 米 目 


. 店 鲁西東 ♦か 案 育 紐 

化 e EasUnd Wes け邮 k む . The tiewYork T 训 か け刖 ice 

41 1 WesH け 化 化， tl. ?. C. Te しむ ibedral 4 側 


よを 用 A 購壁籍 A 
す、 のを 買 巧は が 
，藤々 本 致の 勿 育 i 
買々 及し も 論 ホ 
のじび よの A が 
勞 はを すを 化發 
を特雜 。敏米 巧 i 
取に 誌 速國の 
b 調 御に 內書 


文 神 ご 
學學 力 . 

±± こ 

よ學 
が卒 
總葉 




通 年 〇 
乎聊を 
るかは 
も 化な 
の 固 米 
ごの 旣 
信奉に 
じ 情 化 


◊がご 巧 
述 案も內 
譯巧懇 技 
◊致 切び 
調し じを 
杳ま能 地 
◊ず 率 旅 
を n 的 巧 
渉 じを 


IKUINE 

Hotel 在 民が お want 

313 背 . 8 が h 化 New む rk 
Tei. む h がが 7 お 2 
Cab!e Add 巧な iKU ! 化 


TAIYO 

148 West 巧 化な . 

Tel. む 巧扣 hana 28 巧 

御 

壽 料 

I 太 《 

I I 


T 0 Y 0 KWAN 

41 £• 19 化 St 

B お . B'w 巧 & 4 巧む も 
Tel. が gcmqum が 88 


I 御^ 御 
1 料 東 旅 
理 綻 

洋 


-J 



340 W. 58 比 St. 

\ elephone: 
Columbus 8882 


{ 巧 S • 水) 司 巧 わ 


Cit 歹 Hail Tea Garde 打 

170 Na«aii 5 も Cl れ 
Next to the Tribune B!dg 
Loo Lin Manager 


ミ nteraa む 0 打 aJ 
おおむ Qa お 巧 
Tei. Morningside 9448 


TOY LEE 

別! 化が 化な 卽 則が 
11 巧 B'way, Cor. 巧 化が . 
Td 即 ickering 巧 18 



街 ホ 第 
ご 目 了 巧 十 巧 
巧 良 了 五十 ほ 



巧 E が パ S 化 Sireei 
Tei. Lexington 5727 


Kawasoye Hotel 

1 巧 W なり 巧 rd 化が i. 
Tel. Morningside 7154 


な ’ 




ぶーの り 式 点けみ な^ふ 




DARUMA 

巧 1- お h わ も 
Tei. わ 巧 n け お 8 


SHOWA 

53 We が 105 St ， 
Tel. Clarkson 0981 


The なか 0 00 . 

1 仙 W . お 化 化 
lew Ifwk 巧 わ 
Te しむ ahtg が 6559 


ん KUWAYAMACOi 

114E.59thSt. 
New York C れ y 

Phone. Reg 即 t 器？ 


SUMMER 

PALACE 

741 ぶ h む も AH 拙 Si. 
HEW YORK 

Ph 帥 s L 加が sre 日 084 


KATAG 刪邮 (TS 

の 4 に 59 化 St. 
New York City 

Te し Re が ni 348 日 - 34 が 








號 四十 巧 四-下 


第 


狮タ 3 邸な tl で 好た 煎 傲た 巧 


円 腦ル 


り 四月 一年 吉和昭 


井上 金魚 巧 

9 ニ 巧 xih A 吉 •， Ne 三 ork Ci 芦 
Phone Circle 9? ち 


支 唐 

14 ? sare 含 ont Ave . 置 iaio • 三 . 

£. 苗を を 1 含 薑 ' 
ま 巧 夏 rs. F. K. Sato- 


鱗 踏 M ん— 
.▼社 巧 ダン ， A 
▼ま 情 体操- 4 

を 

朝 十 的 3, 化 十一 時 
シャリフ* タン シ 

ング： t 鈴學 校を 装 

h 移 タマ 


了 寧 
親 巧 


K 紐脊 事務 烦桃 

ミ 草 1 an A 室 星， 一一 呈さ rk G 孕 


を 事 昨年 六月 中 當地じ 小さい 
家を 二が 買 ひ 入れた 化 來巧や 
かや ごぷの 用事に 紛れ 紐 宵 じ 
は 所用の 時 をら {參る 泣 じ 
てず つから ど 田 舍ぞじ 相が 候 
をは 誠 じ空氣 もよ く お 朝發聲 
の わな ゐ じは 必 地よ い 場颗じ 
て 時々 庭の 眞 中に 立つ て 御 H 
樣じ 向つ て 歌を 唱ひ 俊へ J んを 
の 日の やぅ U ノン ビリど 七た 
氣巧 じな b 誠に 別 化 界じ衡 座 
ち クタ スマス じけ 家內じ ホき 
^^ 樹を飾ち、 ニ十と：1 : の^を 
が ど 申しても、 みん で 二十 
五軒 丈け よ b 。 き 家々 i ち大 
小人 揃つ て 八十 化 人な を^: ぁ 
つま も、 化が サンタ どな ト錄 
銘 じス！ ベ じ ャを巧 ドな-冬ぃ 
たし 限 やかに 候 ひき 皆々 巧 希 
暨じ化 b ニつ 一二つ 喝ひ 候； i し 
が】 同大ぃ じ 喜び 申 较昨龙 一は 
义 タ デ ォ に て ホ ブ ： ァ タ 
じての 鶴 見樣の 御演說 
つきら W 承ら 乍蔭间 氏の，： 
しい 感精 •精 理を盡 した 酷容 
じ 富 わ お 話を 承 主 屑 身の 豁い 
必 地ぃた し曠 。御 逢 ひの 節は 
を 敷 御 傅へ 下され 巧 候が 任 又 
同夜 演說 いたされ 娱三ゥ ン 
ベ ] 々 T 氏は ゥネ 火 ソンみ 閣 
じて 陸軍大臣を お勤め 遊^さ 
れ 居候 時 同を 夫人の ビア Y じ 
てながう じひ、 お征兵 ±シ 慰 
めた こ £ も あを 去- し 日も獨 
ばれ 申 お 云々 


尋れ人 

(を 庫縣 人) 加 お 万一 
( 大酸府 人) 佐々 木を 
{をを 府ん) 狩が 藤 雄 
( 廣島縣 人) 常關ぞ 多み (蘇- 
(愛媛 縣 人) 藤 出義敬 
( 靜岡縣 人) 木 お 準 之 巧 
(熊 本縣 人) 鬻網良 一二 
狩 野 鶴 ま 
(熊 本縣 人) お 崎で 作 

右の まじ 通知 致 度き 儀を 么 
巧閣 本人 お < は 知人ょ b 現 
住所 御 通知 願 上 お I 

紐 育を 國 総領事^ 

臺 8sad5 N 芸す rk 夏 技 


御菓子 儘 

名物 栗鹽 頭、 大福餅、 線 羊羹 j 
贊澤 豆、 甘納豆、 巧 化を 種 
煎餅 卸小賣 。のし 餅は 前日に 弼 
注文を だ ふ。 H 本 食料品 及び難 
誌 等 も わらます 

御 注义は 松風 軒 鳥 橋 
這 W. 65 ih Si • ジニ 互 色 g ミ洁岩 


割え 祁 U 御戚舘 

を 巧 
巧を 

。な 育巿西 八十 八 T 目 一二 ニニ 
を 話ス 々イブ ー と 八 ニニ 



ちが 巧 巧 

が 廳を園 

司 埋人盧 蓮 
出勸の ホには 塞 絞 
の 巧 促 巧に 禪 へが 
間爵 席の 昭稱 じ應 
やぺ く磅頤 巧を 相 
不搂わ 引 立願 度の 
紙上 禪ま巧 申 上 候 


食堂は 優美 淸潔 
巧 巧は H ネ入お 

を 那料埋 

狗ホ ホを 待 -M 候 


美 ホ 調理 
日本人 歡迎 
支那 料理 

大同を 鑛 

每 ±、 日曜日 じは 
鹽 頭、 シュウ マイ 


名所、 古蹟 > {良 厳 其 化是物 


ま 覆 ホ 衆の 


親切 叮喀じ ¥ 
御 案内 致が 一® \ ^ 
自 午前 化 時 ま 午後と 時 
ごご ihst . N . W . 呈 '互 备巧芸 
が跑、 H 賴 H 

M . TA 岂呈， S す nk ミ 舌 = 豆.， 
養 逞臣ぞ 互 d . 

Tel . HYATT 芭 ILli ニ 98 W 


眞 面目 u る ホ 磯 同胞 じ灌實 
なる 職業を 罔旋す 

宮 m 事務所 

紐 育巧函 四十 ニ T 目 百サ一 を 
電グ 9 . • / ト とと 八と 

話 フライ アンぶ ハ化 八 


煎 餅 卸、 小賣 
を 腐 油揚 
日本食 料蟲 一切 

Smmse Race pk 。 C ? 
養 ニ hird かま._ 
妄玄 ala 巧 18 


ロスアンゼルス 

ホ リン ピック 
ホ テみ 

二 7》 於 n す d 吕 St -, Us An 巧 les- caL 


レ ヤト？ す 

N P 旅 縮 

30 で ま r Ave.s? Seattle, W ミ ド 

停車 琪前 通を へ ニ 了 左側 ホ 階 建 
日本 巧 船 切 巧 化 扱 波 ロ 場 送迎 

巧業區 お中必 、綴 領事館、 H ネ 
激船其 他 銀け 大會化 近き 壌 巧 

桑 港 ホ テ 火 

純 日本食 (特別 閒 あら〕 

御 一報み 第 自動車 御 お 迎申上 お 
8 ニ呈ぎ rnia St こ San Francii , 呈 if . 

A 淸 お" 親切" 氣樂 =兰镇マ 


勢 州 館 


伊勢 事を 乂間榮 が 
225 尚. 漢を Str ま t 
Tel . Rei ： 呈こ运 9 


スブ • 


タ 


邦人 俱樂部 自曲亭 

58 Sands St. Bro 臺 n_ N. Y. 
ジニ を呂 le 7475 


ずを 燒 

ぉじ 御お理 

巧 巧 十二時を 

あけて 居まず 
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美 ホに して 淸巧 

縣 品南德 

午前 十 時よ 


午 抑ち 時まで 


酷 巧 


皆 揉の 御嗜 がに 適 ふ 
樣な美 ホの 御 巧理を 

廣彭樓 

をし ますから 搪ク脚 
ホ ホを 願 ひ i す 


W y _ 
g S Y- 
I 一ん 

ト e w 

g がが 

n -r 
のな-如 
^ 3 


SI 永興樓 

瞬 揃 ひの 巧 巧 人數名 
が 日本人 諸ち の 嗜好 
に 遮す る 巧 巧を 差 上 
ます。 朝！ 一一 時を 聞 店 
(な ホ 五 了 目 サブ 
. 停車場の T) 


n 化 柳 
n が 削 7 
I -gM お 

3 1 •な 
I & 巧 

j ，m 


u 郎 
o 1 
的 3 


日曜 及 t 曜 じは シユ 

— マィ 春 捲を 据 へが 

巧理 奠罰厦 

自 午前 十一 時 清 g 

奉 前 房 半 遺 


民を 

Aii 

Fy 

品 

N ロが 

弘敝 I 

H 枯 

N 

U 化 

S W 
リ 


Si 新 巧 巧 

本 楼は銷 創な ホを 年 
一意 勉强 仕を 司理人 
ゼィ 、巧理 A 歐廉も 
相變 らず脑 前を をせ 
て 居ます。 .然るに 現 
巧 某 街某號 じがて 巧 
本樓 料理、 を 雇人れ 
たる 细き鬟 をを なし 
ちる も 全な 巧 彼 じな 
么 巧る 窜じ 御を ツな 
C 倍 舊强蟲 貧 じ おち 
おく 日本ん 諾資の 御 
ホ 巧を を驾 をし ます 
新 杏化 

主ん 謹啓 


岩 出旅纔 

化 川 作！ 
so で S ニ 置 害 et, 
ぎぎ yin こ 苗 一 

一力 旅館な め 

を國旅 舘淸水 

1 ま 去 . 霉 h St. f York 
lei. susquehai 芸 10 

紐 育旅舘 軍み 巧が 

あ 四十 了 目 ニ 四 ニを 
Tel. 星 edsia 玄之 

ボストン 巧 

富 ± 旅 絕大浦 ホ お 

妄 waiter St. 8ost 吾 S3SS. 

ぎ B. B. 4875 

化み 必地 1 き淸 潔なる 害 

鑛下宿 松林げ か 

養 Lex 景 hn he. 

ご 一 夏 d. Sq. 這 21 

府 御旅 錐 

桑 山 淸お離 

含 8 So 害 量 St. さ iiad 量 hia P 产 
Tei. 巧 alnut 7231 


n 

色 
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む o 一 

s 7 

h y j 
がが 

も邮 

測 M 


設備な 善、 廊 利の 
料理人、 調理は H 
本人 おき 

誦李聞 

御 光 ホを 待つ て 

居を ます 



蠻油請 gi 靜 I 蘇— 白米 

日棄飾 S 食料品； 魏 が。 へ gSi 龍 

巧 田 醬姐巧 ま會社 東部 一手 賣挪巧 

襄 食料品 蘭會 


漁師 銭鐵エ 等が を 一ん お 

九 人の 鐵道 スウ キツ チウ ー メン 
電あ 職工 I 人、 夫から お 姓が H 
十二 人、 農 間勞慟 をが 円 六十 四 
人 庭 帥が 一二 十五 人、 植木 下職 人 
が 九十 一 人、 運送 お 車の 駭 者が 
八十 人 ぁ 6、 巧に 驚 < べきは 波 
化 場の 仲 化ん をが 二百 二十 一人 
ゐるこ V- でゐ る。 巧 ほ ペンキ 
職人、 ゲ アニシ 塗な どが ニな 五 
十 一 人、 稱モ職 十 人 

靴 H が 五 人、 旨 動 車連轉 
キが ニ. な 八十 人、 女 採 偵 •か 八十 
二人、 警官が 二十 化 人、 禁酒 官 
K 十八 人、 旅 子な 四十 一二 人、 

が 巧 鐵谊お 掌が ト九 人、 がを 修 
摇職 一二 人、 貸 お 庫 業が 八 人、 芝 
巧 5 所 巧ま^ 八十 一人、 撥 球 業 
が 一二 人、 下宿 崖の ま 人が お 千 六 
H 九十 八 人、 ジヤ ニタア f 寺 守 
が 九 千 六 円 十二 人、 お 巧の クラ 
クが六 巧と 千 八な 十 とん、 た 
樹が 一万 人、 電話を 換 手が ニ 巧 
六十 八 人、 K テノが 一を ぞ< て 
尤巧ニ 千 五な S 十ぶ 人 ステノの 
ザ じみ 十お歲 な 上がが 一二ん 居ら 

西部に 遠征した 

早大 籠隸團 

. 各地 大學 ご轉戰 

昨年 H 本 じ 於け る大學 バス ヶ 
ット •ボー ル 選手 權を獲 場した 
ザ 稻旧 太學の 籠球 劇は 小手 試し 
の 意が で アメリカ 遠征を 訂靈し 
過般の をげ 化に てを 港 じ 上陸 ， t 
加 贿大學 、スタン フ才 1 ド、 

バ シフ 中ツク 大學 、オリン ピ 
ツク巧 樂部其 他 邦人 チ ー ムご 
も轉戰 あら じ 南 加 大學ょ b 

化 部は オレゴン、 ウネ タ アム 
メ- — ト 、ブ シン トン 大學其 他 
ご數 十回 禽戰 すべ { 

巧 春まで 本社 編 辟 局員で あつた 


てを 席し、 旧島會 長の 换楼 で縣 
を 開け U。 狼 一に 上出雅 をさん 
がをお 藤 原 まの 獨唱 お哦 って 瞒 
巧を 晚 し、 みに 美謠 曾の 元劍大 
木さん、 地 まさん を 始め 十 人 揃 
つて タキ シ ー ド ー 姿の 諮 曲禪化 
と天皴 ごがゎら 

♦窮 一二は 福が 巖君得 蘆の ゲヮ 

ィオ リン、 伴奏は フキ ッシ ャァ 

君で ゎっ たが、 福 井 君の 手腕は 
確かに 一段 S 進境を 示して 居た 
み じ 水 谷 君の 落語は 二十 五み 間 
お 場を 笑殺し 續 いて 紋服を の 小 
阪お 之辅氏 夫妻の 歌 揮 『薄墨』 
と 『戀 すて ふ』 ど あつて い/' の 
で ど體ホ 3 ある 一二が 線を 聞かせ 
みに ド マト 火に 父子の 獨昭 、米 
人 某氏 夫妻の 腺 やかな 去 人藝が 
あつて 中 入く じる。 

♦中 入 後 小が 家政 委員長が を 
麓して お 换を述 'へ 夫ょ b 內山領 
事 夫人の 巧え じ 一二 ホで 山 本泰辰 
君の 夫 A が 巧 ホ 博 ± の 作 『新曲 
滞 島』 を驅ひ 納めた がしつから 
しむい i 聲 で滿檐 恍惚 どす る 長 
巧じ續 いて 生 お 佐 野次 郞君 夫人 
が兩川 派の こまかい 藝 風で 『巧 
S 巧』 ど 『おじ も 春』 を 蛹 bn 顷 
は小阪 碁* 一二が は 同 夫 AU 是れ 
また 上々 の お 巧を で、 長 巧 VJ 共 
じ當 巧の 白眉で あつた。 みに 手 
品 西 巧ず ダンスな f あり 最後 じ 
忌 年 福引が あつて 演藝會 を閉お 
階で.： 有志の 舞踊 あ b 麗ぎ ぬい 
て散禽 ，たのけ 翌曉ニ 時。 


上 山 軍 A 氏の 

新しい 映 蠢來ろ 

近頃 ァ -- S リカの ス タタ！ ン界 
じめ き/- ご 名を 一一 買つ て 居る 上 
か 草ん 氏を まんを どし ぃ 怪奇 劇 
『支那 S オ] ム』 どい ふ 長を 物が 
今週から n n ン— 劇場で 上犧さ 
"1]ー窗葡 串ち i 一 i ; l むて 居る。 この 劇は 元— 遮 か 
が敎搔一一毫—氏が 一 


して 居る。 人員 左の 如し。 
マネ ー ジャ！ を 相 伯 


選手 


富 旧 
- 鉛 木 
富 岡 
ザ 巧 


毅郞 
重武 
政 一二 
俊を 


ん庭哲 夫 
黑澤 威夫 
早 川 良を 
稻垣 勝 治 
大內哲 意 


俱樂簡 ナ井ト 

ニ 年ぶりの 盛况 
♦御 敲閱 をけ ご あつて 陽氣じ 
昭かニ 年の 處晚を 送らぅ ご 云 ふ 
計議で ロネ 俱樂 部の クラブ •ナ 
ィトが ニ 年 振 b じ 巧 はれた。 現 
がの 會員數 約 一二な 六十 じ揖 して 
切符の 賓 巧は 四な 九十 枚を 超過 
し 二十 化 n の 夕は を 刻 前ょり を 
數 詰め掛け 階下の 大食を、 喫煙 
室 化 じ 蕾籍 室まで 卓子を 並べて 
巧 請の 壽司 や、 ぅどん、 わ でん 
を ばの お 待が あら、 模擬店の 裝 
飾は 山中の 廣瀬お 靴 君、 おがの 
武間君、 廣瀬が之お4^での采配 
で嵩氣 のい、 のが お ホ 上って 居 
る 0 

♦入口の 正面 じは が 鶴を 細い 
色糸で 釣つ た シヤン ドリ ヤ をの 
綺麗 U 装飾が 施されて ちる。 お 
藝 はと 時化 五み じ關 かれる こど 
じな つて 居た が、 時間 前にず つ 


であつ たが、 をの 扮 装を 手 傅つ 
た 草 人 氏の ホが 巧つ て 監替か 
囑 望され、 草 入 氏の 親切に 威激 
した 獨 逸人 徘優も 喜んで この 大 
役を 草 入 巧 じ 露つ たどい ふ 神々 
因緣の 深いを 化物で ある。 

時を 岡 じく！' て 

. ニを ホ 優が 逝 < 

お 目 お 巧い わ 正 巧ぶ ニ 曰 じ 姑 
んで 時を 相间 くして、 アメリカ 
が 生んだ 二人の 名 女 媛が 他界し 
た。 一入は 开 1 マニアの 大皇を 
マリ ー の 御 親友 どして 名 鳥い 化 
界的 舞踊 手 01 キ •フラ ー 壊で 
十 H 前バ 9 ミで 流 巧を 威 胃 じ 襲 
はれ 肺炎を 併發 して 逝いた。 濃 
は ィリ ノキ 州の 巧 姓の 娘 どして 
生れ 幼 じして 舞 蹄の 天才 ど 龍は 
れ 特じ献 潜で をを 龜 はれた 人で 
をる。 他の 一入は アメリカ のず 
ラ* べ八ナ！ドど呼ばれるフキ 
スク夫 入の 従妹で ステ ー デ ス 
クリ^ „ ン界の スタ ー である 义 
リ！ •ステ ダンス 攘でニ 円 朝 四 
十 お歲を 一期に 急死した が 死因 
に 就て は 禁劑を 用 ひ 過ぎ だとい 
ふ 說を傳 へて 居る。 


S 浦 環さん ょり 

''V ホを の 夏 歌劇 『浪 子さん』 を 
出 族した 後 新 城 西州プ n スぺク 
トプン 1 スに 閑居し つ^ある 三 
浦 環 夫人から 巧の 巧な あ 信じ 接 


—WT : 

提 の潇燒 わい しい 娜烧 

會席 御料 观 

晝 食は ホ廣へ 

巧喀倘 粗壁が 大 勉強 


御旅 辕 河 添， ^ 


高等 御旅 舘 

昭 和 

會賺御 料理 


日本食 料晶 類ぶ び 雜貨頸 卸*^ 賣 
味 之 素 大賣挪 桑 山蘭會 
が刊 書籍 雜誌 小間賴 日用品 各種 

巧 夕 九 時を 舊業 

東京 商會 

書籍 お誌桓 

グ^ム 旨 巧の 便 あち 
ト ブンク 巧 もまず 



新關業 

腕利きの 巧理 人が 日本人 諸君の 嗜好 じ 適 
する 稱鹽を 墓 上げます 

敝娜頭 和 園 

芝居の 前、 を居歸 b の 御 集を じ 最も 適當' 
の镇 巧です 是非 御 蟲負じ 願 ひます 


紐 育 唯一の 日本 百貨店 

片桐 兄弟 蘭 t 


スマ ドレ •プ 。ダク ッ 一ず 販費元 





の 十一、 二日 ごろ 

伊勢神宮で 「由の 奉體」 儀 

この 秋 惟 さる； 御大 禮鼓 初の 典 


大皇御 哪位式 V がげ さけ-が I 
ふ 巧を お 化、 が 势神冉 にを 吿 
せらる i の御權 だを ホ これを 
「ものを あ J ど 申して 御大 典繁 
一の 莊重 U る 巧 典 ごせられ て 
ゐ るが、 今 かの 御大 前期 = お 
吿 を*」 この 一巧 十一、 二日 ご 
ろじ 刺 化を 御 差遣 ホり •化 化 
をを 巧して 乂少冉 司-神官 奉 
化し、 乂御饌 、を带 のぶ 視お 
嚴を 秘め、 欠 巧な お 殿 ド じは 
齋 館に 御 參精ぁ C て、 御. む 身 
のが 齋シ 遊に され、 御を おじ 
を 化せら る ： 御 都を 一-' ある ご 
をはる。 か/て 今が 藥上皂 后 
兩巧 下に， 心、 を 都 じ 巧 ホ 啓 わ 


つて 蝴化赌 、乂嘗 なの 御 儀を 
の 化の 諸 儀を 畢 へさせら い、 
が 勢 神宮 御親謁 のた めじ 神 都 
じ 御着を あらせ 給 ふは 十一 貝 
十九 H 午後で、 巧が 所 (神宮 
巧廳 i に 御 一二 沿わ 6、 二十 H 
は 當を乂 神を (外を ご、 二十 
i 日は 皇 大神宮 (內宮 V し 御 親 
謁 わら ザた まふべ く、 この 御 
H 取 b は 先帝 大あ 天皇 御親謁 
の 御 日 化 同じく あらせら 
る、、 いご 拜 紫され をので 、神 
.を當 おでは 司廳 事務所の 移轉 
巧 化 所く しての 增築韩 證 並び 
に 一目 中 かの 期 H 奉吿を じつ 
きお 脂を 進めて ゐる 0 


自己' 3 不明を 無舰 して 

黃色 新聞 王が 辯 巧 

問題の メキシコ 搭謀說 は 僞造义 
愛國の 至情から 出た 巧 爲ご述 ぶ 


霉 一. メキシコ 玫 '麻 S 所謂が を 
怪义蓄 G る ものを 裝 表して メキ 
シコの ニ 力 ラボに がける 排米陰 
謀を 始め ミして ボ セゲ キキ 政 
府 ご協力して 

支那 赤化 じ 運動費を ま 

出した 化、 H 本が メキシコ ど 移 
K 及び 殖： が媒條 約を 締結して 

獨りメキシ コ一^み ならず ニ ホ ラ 

ダに も 日本 賄 K 地を 建設し 一旦 
え 墨の 間 t 危機を 生じ レ 場を 曰 
本 移 KU 擧 つて メキシコ のをな 
に瞄 マる 等 ど 巧鹿氣 切つ た怪义 
妻を 拱 載した のみなら や、 をの 
一部に 於て、 ァ メリ ホ 上院 讓員 

ボラ— •ノ — リス、 ラフ オ レツ 

ト氏等 じ 約', H 五十を ガ 兜の 運動 
巧を ち 出して 親 墨 熟を 實巧 せし 
於た 陰謀を 報 遣した 爲 めを じ 上 
おじは 怪文書 諷を 委員 會 なる も 
3 が 設けられ 怪文冀 を お 嵩の 貴 
巧を である 

黃を 新聞 王 パ ー スト 君 

を 始め ごして 径 文書を パ ー スト 
じ賣 6 つけた 自巧翔 事 採 偵 其 他 
一新 閒雜誌 記者、 外を ち 等け 績々 
審閒ををけつ ； あるが、'今リま 
での 經 過に 化れば 最初' J 1 スト 
がを の 怪义畜 をクー リッ デ大統 
領やヶ 。ッグ 國格 長官に 豫め內 
一 示した が 『M 等の 明答を 得な か 
つた』 をの 父 善。 る ものが を然 
自稱瞬 事が おが 『モノに しやぅ 
どした 爲 め』 の僞造 义菩で この 
一間に 於て 問題の 人物が ァメリヵ 
大使 舘に巧 人したら 常 じ 文書を 
賣 ホいた 等 どを々 國務 お侧じ 臭 
いおけ。 いで も。 いが、 殺/、 典 
今 凹^ 径义 書は 化の 新聞社で も 
僞をゴ 晩んで 買 化か 

拒絶した.； ごが 明白 ィ J 

; 斗ら、 かご 共に 化けの皮が 剩が 
れて ホた おか、 流石の パ ー スト 
君 も 遂に 昨朗 をな て 長文の スブ 
i トメ ントを 巧 お > 『を 一 ^ 筆蹟 
鑑定 薄 巧を が これを 僞逛 交蓄ど 
跡 やるならば 自をも 畜んで これ 
を僞 を文翦 ご 認める』 と 弱を を 
化ぃたもの {化閒の物笑ひを氣 


じ 現 はれて 盾る 事實 をの ものに 
は 否を すべから ざる もので あつ 
て メキシコ か ニ 力 ラボの なな か 

派に 對 して 武器 彈藥を 供給して 
居る こク J は、 館 じた 統領 反び 輕 
務長 をが をの 當 時を 然聲 明した 
所で あ b をつ てァ メタ々 巧 民 ご 
してけ 

この 重大。 る爭賓 を 無 
視 する こどは お ホない 等‘ 飛ん 
だ 方面 じ氣擺 を擧げ 、要するに 
自 をのけ 爲は 『愛國 のま 誠』 じ 
W ならない ご 節つ て 居る が、 上 
院議 3 貝に 街して 實傅 書を 出の 一 
かじ 就て は、 余程 着し いら みか 
『斯の 如き こごは 恐ち く 化 間で 
も 信じの！ 自をピ しても これ 等 
の證員 諸にけ 常じ诗 敬し つ > "あ 
るん 物^ 斷 じて 不ち攀 。巧爲 の 
ある こ V- を 信頼し ない』 ご 計ち 
に自 みのが 聞 じ おした 記事を を 
ち 除け じ 八方 辯 解 じ 巧め て 居を 
が、 ハ—* ト 氏の 陳謝で 調杳を 
員會 がが 默 する や 否やは 化 間 か 
ら興 ホを なて 眺められて ちる。 


ニユヨ ー ク女の 

職業 調. ベ 

一二 人 じ 一人 働く 

聯 巧歧府 商務省 統討 局から 發 
をした 致 あの 報吿じ 依る ど 紐 育 
巿の 

人口 は 本年 夏 i で じけ 優 
じ ホ 巧 方を 超 遇する だら ぅど 云 
はれて 居る が、 一 一番 注 藍され る 
S は 職裳締 人み 数で ぁる。 統計 
をの 發を する 所が 事實 ごするな 

ば 十四 歲 化との 娘 や 結婚した 
输人 中二 一人 じつき 一人 宛は 诞裴 
婦人で を 針 六十 化 巧 千と 巧 二十 
と 人 ごなる。 職業 巧 子の ホは 婦 
人の 二 一人 じ掛 して 一人の 割を ょ 
らは少 c -ょ いご 云 ふを 現を を呈し 
てむ る。 男の する 職業で 恐ら < 
婦人の せぬ ものは ない 揭 である 
とはな かで ある。 壁紙 張の 職人 
が】 人、 運河ん あ 人やボ —ト番 


<; が 四 人、 水夫が 五 人、 機械の 油 

した もの か 『併 かしこの 义普 I 差 か. 一人、 プラス タラ ァ、 
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致 本を を 博 脚 
拂达濟 資本を •六 千が 脚 
巧 立 か お 千 八り 巧が 苗 M 

雜竺ニ 井 銀 巧— ま 店 

本店 東京 ボ 日本 橋 臨 本を 崖 町 五番 地一號 
支 巧 小が 日本 おを 內 (策 京) 霞 
ぶ 古 崖 京都 乂販巧 (大 広〕 神戶 
廣を下 關門司 若 化 福 岡長始 
上海 淪妓を 買 脚 水 


輸出入 爲 を’ 堪信 送を’ ホ 送を' 旅 巧 信用が 
巧莱 信用 狀其他 一が 银巧業 

乂餘減 S 菱銀 朽| ま 巧 

鄕里 送を ち 本を 化 無手 教 巧？ 远速お あ 
本な 巧 金 (定期 通知 ノニ禪 ) 御便剌 取扱 
本 ま 巧 ま 京 (本は)、 大阪 * 神 巧、 京都 
が 巧 地名 古屋 、小 撥、 上海、 淪あ 


J 


k 


i 呂報號 外で 發 がごいた 

徵兵 延期 願 新手 績 

化 来に 比して 簡約 便利 ごな つた' 

斬 兵役 法の 宵 施 じ 伴 ひな 外が 人の 徵兵 延期 願ず 繪が從 巧 じ 比 
して ましく 俯め 便利 どなれる け 巧に 本紙 巧 報の 如く' であるが 十 
一巧 S 十 H の 官報 巧 かじ 化ら 新を な ホ ど 陸軍 堪みじ 準 彼せ るを 
役 法 施が が 則の 全文が 發 巧され た。 をは 孰れ もが 外 徵を觸 係を 
じを 大 のが 害を ちす るら ので あるから なの 內徵集 巧 期に 賴す 
兵役 法 施 巧が 則 猪 二十 章 第 六 疑：：：： ホ 固 外の 地 じ ぜる爲 め 徴集 延 
期 U 中當 地方 じ 適用 がらるべき 部 かを 摘 載して 一般の 參 ちじ 供 
II せいごす。 尙ほ該 施 巧が 則は 昭か 二が 十二 巧 一日より お 効 VJ な 
れ るげ a おに 報道し 淸 きたる も 化 ホの 事情に 化 b ては ホ 年度よ 
b を 巧す る (假 かげ ホノ^、 襯 橄導舘 のかき) 掠が も あら 紐 育は 
旣じ 本が 度 よら 宫巧じ 着手—' て 居る 巧 第で ある。 
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第 六 飲 ホ 段 外の 地 じがる ち 
の 徴集 延巧 

j 第一 二が 二十 六 傑 法 第 四十 ニ條 
第一 巧の 規定 じあら 巧 画かの 
地 じなる の 故を なて おめ て徵 
おの 延期を 願 はんごす るを は 
本籍地の 聯隊 區数 お官じ 宛て 
たる 願 萬を おのみち の 腐を じ 
依ら 差 おすべし 
、領事 官を昭 きたる 邮 にが 
巧 じな b ては-巧 I 11 .T j H 迄 
じがが 邮 を 帘の 領串舘 (換領 
お、 領擧 みがを をむ) r 差 ぉ 
すべし (颗 書々 ま 省路) 

一一 第 S 巧 二十よ 慷骄條 S 願 蕾の 
二な ホ 左み かし {蓄ま 省略) 

| j 第 S 巧 二十 八條前 ニ慷の おを 
じが b 差 出し じる 願書. シず理 
したる 官衙の 長は 其 願 當じ奥 
曹 証印し 之を 四 巧 十五 日 迄. し 
(交通 等の 熙巧上 包 わを 得 ざ 
る ごきは 成る ベ < 速に) 本人 
本籍地 廢縣が どし 當該 府縣廳 
じ 送 かすべし 化し 化 海道 又は 
播 太に 本籍を ちす るを にがて 
は 本籍 ま廳別 どし 赏該 ま應じ 
送付すべし 

を' 事を け轨 項の 普 攝ホ其 管掌 
する 胁域じ 威せ ざる 者の 願書 
類は 之を 支 廳挺乂 だボお ー 送 
かしを 事官 、ま 廳長ズ け 巧 長 
はを を 聯が臨 徴を署 に 差 出す. 

ご 

I 第一 ニな ニ f 化 條ホ較 巧 ホ發わ 
時期の 揽係上 溝！ ニ.，：： 二十ち 條 
じ おを す.；？ 手 績を爲 す こご 能 
はざる 巧は 四バ十 置 H を じか 
剧旅巧 S 下がを 受けた る嘗廳 
の ホ認霄 シ羞 出し 招きな 巧 地 
到 為後 十四 HW 巧に 第 己な ニ 
十六 條 におを する 官衙 の 長ょ 
b が留 証明書のを 付を をけ 么 
を 本摇化 聯隊 磁徵 兵官 おて 發 
送すべし 

i 窠 S な I 二十 條ホ第 四十 ニ條第 
項の 規を J 巧ら 旣じ 徴を延 
期い '許呵 V 受けた るを 引續き 
ホ國 外の 化 じな 蘭す る ごきは 
每を 一月 S 十 一 H を じな 巧 申 
吿游を 第二 r 円 二十 六 おの おを 
I に 準じ 差出ォ べし 
I なが か吿 苗の 様を 左の 如し 
_ (茜る が 略) 

前項 S な 留中吿 書を をけ たる 
官衙の 長け 引紹 きが 留 する 旨 
のか 洩 証印を 爲し第 H な 二十 
八 條の規 をに 準じ 取扱 ふべ し 

羣互 二王 储前條 第一 項の 

I 化 留非吿 普シ差 おさ r る 者 又 
一は 與 I ニな-ニ + と 化 义は第 S が 
- 1 ニい 八 傭.— おを する 屈 おを 巧 
; さ r る 巧。 徴集 延期 願 出の ぶ 
I あい* き 者 ご お做し 化投ふ 


第 I ニな 云 十二 储外城 旅 巧の 下 
せを をけ たる 官 鹿の 承認 書を 
添へ 徵集 延期を 願' おづる もを 
國內を 離れざる 前に 於て は 其 
の 徴集を 延期 甘ざる もの ごす 
第-二な S 十一 ニ條 を第阳 十二 條 
のが ぞじ化 b 徵お 延期を 許 巧 
したる 巧に 對 しては ぶ 年徵を 
檢杳を 巧け ず 

繁 一二な S 十阳條 を 第 四十 ニ 傑 
の規 をに 依 b 徵 集を 延期 せら 
れ たる 巧 徴集 延 則の 事を 止み 
たるごぅ は 十四日の .巧に 窝集 
延期 事故 出 魁を 本籍地の お 町 
村に 差 出すべし 其 お出 書 左の 
姑し (善 巧 省略) 

巧 巧が 長は 親 項の 属出シ まけ 
たる ごきは 速に 聯隊 瞎徵 を官 
じ 差 出す ご あにを 第 阿 十二 條 
第二 巧 及第 陛な 一條の おを じ 
巧，". 徵を 檢查を 受けし むべき 
手 おを 爲 すべし 

第一 二な 一二 十 五條 簇吉巧 十 一條 
の 規定は を鷄 四十 ニ條^ おを 
じ 依る 数 集 延期の 事由た みた 
る 者 じ 之を 準應す 
第！ ニ 巧 一二 十六 條法 第巧卡 一二 儀 
の おを じ 巧 b 一時 ホ 露 巧に 歸 
還し じる 澄 又け み 第な ニ條第 I 
阳號お 蕾に 揭 ぐるを は 上陸 地 
题境 又は 歸還 地に 於け る 警察 
官姐 又は 患を の 奥 誓 証印を 受 
けむる 屆 書を 歸還地 到着 後 十 
四 H 巧 巧 じ 本籍地の ホ 町村 長 
じ 宛 差 おすべし 其 屈 蕾め 撥 式 
左の 如し (菁ホ 富 略) . 

斯树 長は 前項の 屈 書を 受けた 
る ごきは 速に 兵 樂官タ は支廳 
長 じ 差 出すべし 
雜 一二な I 二十 屯條前 條の規 ぶに 
依る 屈 出を 爲 しわを 者々 第な 
S 傑に がぶ する 滯を巧 閒內じ 
出發 したる どきは 船 接 ヌは國 
境に 於け る蠻 をを 巧’ 憲 をの 
読 明を をけ 巧 越を 離れた る 後 
十四 巧に 左の 様式 じ 化る 
屆馨 を木賴 地の か 町が じ發送 
すべし 一. 茜を 巧 略) 

巧が おはが 項の 屈 書を をけ た 
る どきは 速 かじを 事 官义は 町 
接-— 差 出すべし (な' 下略) 


なめ 去る 二日 特圳委 貴を を 销いフ ィブ 作 マン ど 一勝 一敗、 ベア 
て 登 煤 人物を 選 作し ホる よ H 巧 1 W 1 勝 ニ 敗、 ぶ 加 奈太グ ゲイ 
先 づネ讀 みを H 本 化樂葫 じ閒い マを 選手の ライトに 勝つ た 成績 
てみ 過よ b 湿が 巧 じ 入る 善に てが 認められ たど 去 ふを 得べ < 鳥 
お 阳を負 長 も 喜劇 中の 人物 どし のが 一昨年の 第 十二 位から をち 


て 出演す る i どなつ て 居る。 


新眷 の敎會 

U 本人 美 0 敎會 じて はおを 初 
週の 厮腊會 を 今夕 午後 主 時半 J 
駱 き、 岡な 敎 おに 司 曾の 下に 


わのは タホ番 巧せ どを ふを 特べ 
I きも 新诚西 じがて アイデ り- 
じ 敗け た， 主 等 も お 因して 居る。 


明大 校友 會關倦 

明治 大學 出身者を 3 てがる 校 

i 巧 ご 其 ホ權巧 J 翌お 日は が 本 ~ 會は 新年 宴會を 兼ね 巧る 八日 I ® 家庭 及び 敎 育の 爲め 

『王を 曾ぶべし J ぺテ 


特別 新 禱會韻 

新年 初 週 祈禱會 

每が 午後 八 時ょ 6 
- 巧 四 H 司 會者前 巧 政 後 巧 
® ホ權者 及び 闕 ほの 爲め 

一巧 五 H 巧 會を淸 水が 師 
® 敎會 及び 化巧傳 道の 魚め 
巧 六日 司 會を大 賀帳治 巧 


菅沼忠 雄 巧 消息 


節 正に 司 曾の 下 じ 『外國 傅 おぶ 午 巧 六 時 H 本 お樂部 じがて 懇親 
び 內國蹲 道』 - kh は 山 ロ 一二 之 贴會を 開催す るに 决 しわが が 育 巧 
皮 司 會の下 じ' 『家庭、 學校 及び 义び阳 あな 住の 间校お 身 者は 漏 
靑 年』 の爲 めじ 耐禱 を捧 ぐべ くれた。： 出席を 希 绍卞ど 
♦本が i ら り 赠學 巧け 午前 十 時 
歷巧 說敎ピ 午前 十一 時 どを 正せ 

る. も ▲藻 鑑修 一道 會 じが パる； 一:擧 罐 顯ジユ ニア— 選手 
學— i をな 争關 か—? わ 1 氏は 今— 

れつ.. あらてり 本敎 化の 巧 題 じ 京 京 橋 區南巧 お 巧 ニ 了 目 十八番 廣く 同胞 兄弟 妳 妹の 御 お 摩を 
到す ち 態 巧 か巧ト をむ る當 A 尙地モ 化 旧 お內じ 球技 部 あび 贩賣 ます 
は 本年度 第 巧 懇談 會 と 日 午 部を 新設した るが 据お 球を 較は 
後 八 時よ h 閒耀 する ミに 巧を A 四ツ巧 十-を ポ成 クライン 一二 台 


前 ニ。 

十と 

『夫 化ての 人を 照ず 眞の ホは 
化に ホれ ら』 ヨ ネ蹲 一。 兄 
『で ホバ 家を たてれ も ふじが 
ら やば 建る もの I 勸勞 はむ で 
し』 詩な 二十と 


願 


が お H 本人 敎會 じて はと 曰 午を 英を ポケット 一を を 計 十 おを を 
ょ時ザょら例年の如く新年宴を 有し别じ談話室とバ ァミの設備 


紐脊 日本人 敎倉 

お 0 田. 57 をで. N . Y . C . 一 


を もな せる も 0 

訂ぶ 前藉第 十五が を 前 旧 
を お 衛巧御 麓 ホ 算薇吿 潜' 吿 文中 
ま おを 巧 八十 五 弗 葬儀. 社へ ま 沸 
ご あを たるは な 八十ち 雜 の誤椎 
じが 訂正す。 


を 糖し おを 氣 をを かひつ ミ 曾 員 
巧び お 己のを 證を溫 むる ぉ會截 
は 五十 他。 

送別 ザ餐ミ 被 露 

本 巧旣報 ホる 十一 二日 ぉ 發歐沸 
を 經て餘 朝すべき H 銀 化 熙巧監 
督毁 阿部 泰ニ巧 送別の 爲め巧 山 
領事、 田 島 日本 惧樂 部會 ぶ、 柏 

木 正を ま 巧 轻等發 企の 下 じ ホる ♦原 巧を 郞を 商務 書記官、 舊 
と H 銀 巧 俱樂部 じがて 午餐 會を繼 ホ 九 H 巧發 目下 南部 硫作地 ホ 
蘭 （を。 尙 ほを 遇乂繼 新な 藍餐 視察 中なる が 本 巧 中旬 歸 化の 善 
役 武ホ理 一二 郞巧紹 かの 梟银 たて® 親 戶元亮 氏滯紐 中の 東京 B 
を 後 六 時半よ も 阿部 慕 ニ 巧 ま 催 B 新聞 醉取绩 役、 巧 ミり 巧 巧 じ 
の爱透 披露 會 を：！！ 本棋樂 部に 開て が ストン， し 薄き、 巧 俄を ザ， 

甫經由 羅府地 ホを 巡遊の 


綺麗に 装飾され た 
一室 父さ秦 こ！ 

イン ト 、湯殿 か、 ケッチ ネ ー 
も あちます、 室 化が 巧 、 H •令！ 
± 、又は 夫婦を じ 貸し 巧し 
ミぎ 这 7开ち夏 ぎ 
Bet . 安 est End Ave . 斬 Broadway 


貸家 


昇降機 附六室 アバ] 
トメ ント 、直尙 なる 

地域、 家賃 恰 巧、 K 1’ プリン テ 
ン デントに お肆ね 下さい、 

ちご Broa を さ C0 こ 52nd 芭. 


一週 五 弗ぶ 八 巧、； 
人 又け 二人に 適す、 

巿 腹へ 十み タイム スス クコ ヤ， 

へ サ五か 電話 カンパ ランド 呈一コ 一 
148 宝 gh F BS を ミ 黒 崎梅モ 


キ ヤン デイ 敎授 

キャン ディ 類、 フレンチ ぺス 
トリ •一、 ゥ エッテン ク及 パ*— ス 

デー ヶーネ 、其 他 キャンディ 化 
菓子 等の 造ち 方を 晝巧兩 巧 じ 巧 
もて 敎授 します、 希黨 者には 目 
錢 J を 進呈し ます 委挪は 左へ 
ぎ 互 d ミを 1100 二芸 L 度 忌す n Ave . 


禪 


十五 年の 歷を ある 當授 はを 年の 
經驗ど 新 智識を をず る敎 邸を 聘 
し 自動車 
操縦 法 あ 
び 運轉を 
の 修得す 
べきを 要 
な 機驅的 
替識を 短 
期間に し 
て 最も 能 
牵 をる 徹 
底 的 技術 

を敎留 し霞狀 獲得を が 誠し 磯 業 
ロを も間旋 します 0 



T 寧の 巧翩ご 精巧なる 化 


てげ 


時 目の 迅速 ど 確實す 校正を 保証 

印 綱は. 斑 育 新報 社へ 


日 會の芝 おは 

'お 白粉 狂言.. 

新 波の 幫 劇に 變 はる 
が 巧： n 本人 留社會 部 ホ 催の 火 
お藝 食は 巧 臘中あ も 巧】 月 二十 
化：：： ご 內ぷし 岀演の 劇は 『を 例 
露せ 巧』 ごむつ ロが 都を じ 化 6 
'一月 十一 =(±幡 目) に錢 がし 岀 
しもの もせ 我を 潘 めて ホ 川祥ホ 
巧 鶴 まがが 謁雄氏 補綴の 新派 喜 

脚 『わむ 粉 巧言』 の 現 化ら のじ 
=!- -------- ; 1:■■■ = ■ 1 


各方 画の 新年 會 

ロ 本 俱樂部 じて は 例年の 姑 
元旦 午後 ニ 時 ょら 新年 宴 會を開 
きたる が 巧 席を 八十 余 名、 旧 島 
智 長の 迎春の 巧、 美 謠會の 大木 
信み 郞 を、 新 化が 軍 監督 長が 巧 
巧太雜 巧の 謠 曲な であ も 鹽巧禪 
じ散會 A S 菱銀巧 じて は 忘年を 
兼ね 親 年 宴を を 一二 十一 日夜 東洋 
舘じ 開き、 茂 木 桃 ホは 元旦 午後 
おを おは 间 巧、 一二 井 銀 わは 今タ 
孰れ も 東が 館 じがて 新年 宴會を 
開き 鐵道省 賀宴は ホる ホ 日校词 
じ < 巧が 箱に て 蘭 催の ホ A 紐 育 
日本人 會に ては 理事 會を 兼ねが 
る 十 一 H (氷 陋} 午後 ホ 時半 料亭 
都に 於て 新年 宴會を 開く 尝 


上 十と H を 港 お 机の サィ ベリ 
i 化 じて 歸朝 

e 鈴 木 一二 郞氏 大阪每 H 紐育特 I 
派 員、 城 芦 取締役 ど 商 巧 ボス- 
-じ をき 一兩 日中 歸 がの 笛 
◊ 1 — ◊ 

一日 本 巧タ— ル I 

◊ ク 

输 切が 巧 本局 午を と 時半 


電話 ヮ-^ 

わ 晒 違^ 
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キン スニお 0 九— ニ 九 一 0 
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巿巧巧 




干と 了： C 十二を 十醫目 


東部 じ 於け るが 字 言論 磯 W の 

灌威 、吾が 新報を^ まね 人な し 


一巧 五日 
をら び やお 
I 巧 八 B 

フ レジ テント • 
ダ アン ビユ 
! 月 八 U 
どき わ 見 
I 巧 十一 日 

フ レジ テント • 
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ビア* •—ス 号 
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日本 協會 大晚餐 

H 本 協を 例年 大晚 餐會 C 明 あ I 
日 午後と 時半ょ ら旣 報の おく ホ 
テ少 •ア スタ r じ 於て 閒 かるべ 

く會頭 タフト 氏 渡隊の 途次 じあ I 
るので窗會頓チ！ゾ ン巧司會の' 
下に お 平 大使、 鶴 見 賺輔氏 巧び 
ラモント 氏の 演說 ある 答。 


巧 桐 スペシャル 
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加^ 




リナ メ t み！ り特を 

一 

日本人 心 わ 買物 じは 聽別巧 費を 置き 無 
巧で 御 全 巧 致 开軍話 文は お 手紙 次第 御 
訪問して 御 使宜を 計らが めての わぶ に 
勤して！^ じ 注意 致します から 是非 お 
立 寄を 顆ひ 升、 ボ巧配 速は 勿論 n 本 其 
他を 地ち の わ 荷物 發 送は 當 そで 致し 升 

ジ ン ワナメ ー カ！ 


恩 旧 若が 十八 値 

東部を 球み 昨年度 成績 おは 先 
遇々 初發 おさいた 。右に 依れば 
ロ 本人 庭球 選手 確を 特つ子 おる 
目ぶ 庭球が 樂 部の 恩 旧貞一 君は 
祭 十八 位を おめ 昨年 廣除デ グィ 
ス盃 選ず どして 瘡 励した 獻羽貞 
を耗は 第二 十一 位と 云 ふを おじ 
なつて 居る。 盖 ！ 恩 旧 君が 一昨 
年の が 結 おの 云 十 位 W 下 よら 一 
雜 したのは ホ ど； 勝 一 敗、 


巧 譯小說 

お 家 £ 其 弟子 ニ •五 0 
藤 十 郞の戀 ニ •00 
ホ .化 1TOO 


化删 兄弟 商會 
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精 別寐價 で大勉 强巧诚 わな 常 巧の 持 長 
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▲暴 新ぶ を 等 殼備供 食の 遭 當が巧 もる は 乘錫賛 
め 熟練 親切 了 寧 さおに 稽 社の 語 ミ する 處 でず 
▲當社 おず 淨摘路 一二 等 設備は を 部革購 的を 貫.^ 
拖し 著しれ、 殊にを ホ辕の 如きな 巧 誰ジ！ リ 
ス トサ I ド 又は スナユ デ y トクラ ッスな 上の 
煩 億お髓 へて 席り-まず 

® を 港 お 帆 ホノグ 八經も 〔お V ホ 帆】 


が： 2 

I 加 

が H 


酉 比 巧 盛 か 
大が丸 
天 巧 化 

コレアみ 

眷洋化 


ー拜 十ぶな 
こ 巧 十 花：： n 
二月が 九 H 
H 污十隅 目 
h-i 巧 廿八目 


•な 

-け 
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I j ® シア X. ル围帆 〔午 巧 十 時 度 帆】 

|| 横- 演乂 ニ 巧 八 a 

尸 I 加 准—— I 一言 一一一 H 

.1 ® を奧を 日本 巧お锅 

箱 横. も 一 ぉ 十 狸 S 
或訪み 一巧 二十 八 S 
▲描 育 巧 帆む を 馬 揺を 日本 お 良错撫 i 月ニ閒 
A 観 道 切符 寢臺 を 其 被 萬を 御 價宜じ 御を 許を 持 
A 太 巧浑大 おがを お乘賠 切符 猶储 をに お 計ます 


朽 


日本 鹽賴會 を (あ ニを 横道 貪な) 

代理店 片欄 兄弟 蘭會 

■乘爭 、乘 船切将 ホに 小荷物 蓮 浸 御废种 じ取拔 申します 
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シアトル お 帆 (ぞ前 十 時) 
あらび や乂 一巧 十り 
をら げま化 一巧が 八 円 
るん" とん 丸 (坡巧 化晚) 一巧 十 化 日 
►一 蜜な 离 一丸 五 巧 

化し ば 4 すか るん どんみ U 一 五五跑 
ザ 一二 ま 日本 巧 五 玄巧ぞ 室 大を适 をを 室 要 巧 
▼涵 を皇じ 巧り I 综割則 巧 逆 切 巧绿巧 巧を お 

ロス 7 ンゼ ルス 出が f 午後 S 時) 
はわい 化 一巧 化 一円 
らぷ らた乂 一二 巧 二目 

T 1 等 横沒皇 t 巧 化 ロ わい かえに らお 一な 巧 
►括が 兰等 B 本 巧 么十丸 巧！ ►互 等 H も 巧 お 十五 巧 
▼を 巧羅 ながを 車 巧 巧 廣塞赛 巧 入 風 链旋化 4 巧 
▼が 育 線 パナマ 蛙 由 R タ定 がけ 3 巧 巧 弓一泪 
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ホれ はちく 身 じを ひ、 是 掛け tl! をく、 を 
して おぶ 合ょ らもを 持 もす る 事を 知つ て 
るから をす。 弊 巧け タ數 H 义紳 ± の 御用 
を 承つ で 夏ょ す。 

= 化瞒吿 •して 御 巧 巧の 方 じは 

六を 割引を します n 
脚注 义 ip を 柯じ係 はらず を も 巧 I 巧 巧て 
見て 下ト」 い 

ウオん 力— エンド フロ リオ 巧 解 巧 


晚香坡 お ニ 遇 一回 出帆 

▲で ム プレス 露 巧 盛 { 妄 •查 0 觸】 

ニ 巧 四日 

4 でム プレス 亞細强 ご ニろ 呈 巧) 

ニ 巧 二十 五 U 

A ユ ム プレス 加を 太 (吴互 00 嘴) 

ニー 巧 十よ UM 
一等、 二等、 一二 等を び 下等 客 設備 
最大、 善 お、 梟 巧 ホの 東が 航わ船 


、資本を 賽衞圆 (を 额槐 这濟) 

、巧を を 化 千 六が 五十 萬 巧 
巧 化 本ち 巧 N 橫演 {本店) 棄 京大 胶 
神タ長 盼下滿 をを 雇 

撥 獲ぶ 金銀 巧 § ち 巧 

ホ 巧を ま 巧 U 桑 港 雜巧沙 おがを 
其化化をを國ま要郡巿ニ ぞ巧及 コ レ 
ス 巧を 磅 


本 巧乂 阪化濱 •五 T 白 
が 育ま 巧 紐育ブ n ! ドゥ ユ！ な 四十 化番 

鷄 住ち 銀な 

'ぉ (東京* 橫 潜、 をを 厘、 を郝 、神 ロ 
尾/逆、腾島、吳、柳か、下ノ關 
巧 支な 《巧 司、 小 倉、 巧 松、 搏タ 、乂留 米 等 

本國 預金、 鄕ぁ 送を 華は 梅め 
て 御 偶利理 速に 御 おお 可 申 お 

II I . : -I Hi ■ … ： 1.if 


本 巧 朝鮮 京 城 

支店 出張所は ロ 本 巧 地の 樞要 都市、 朝鮮 
滿洲 、支那のを 地 及び 浦 嘘斯德 

觀鮮艱 巧 紐 育 お 張 所 

か 國爲替 一般 銀 巧 棠お枯 々御 巧が じ 取扱 可 
申 上 巧 


藤本 議券會 社 

一代^- 仪 巧が ノ赁 貫、 引受 ♦慕 集 
な融 、並 ニ 之ニ關 ス^) 巧ノ 業務 

餘賊 藤本 ミ；—？ 銀 巧 

紐 脊ぉ張 巧 


日本 綿花 株式 會化 
が 育ま 店 


J 巧 an Co け on Trading Co" LtdL: 
25 Ma ぷ son Avemi み 
Te !. Ma ん Scj . 369 日 


曰 ホ ホ 糸 株式 會お 
紐 育ま 巧 
N1 帥- BEUIIT0 K 剛 S 戦 i WISHA 
が K ； HI ぶ EI KUTO CO " LTD .》 
1 Park Avenue * 

Tel . Ashland 6246 . 47 - 48-49 


' 這品茲 蛹.--- V ，. 一-い- — — 化、 ム jfiT 肌が た’ - 


押 戶お木 巧 巧 
な 育 支な 


Su 玄 uki 在 Co ., いん， （ Kobe ) 
220 Broadway . 

TeL Cortlan お U49 ぶ 0 - 5 レ 5 ん 53 


日本を 糸 巧 まを を 
紐ち ま 巧 


Morimu な A な i & Co.i 4 が お S 

44 Eas パ 3rd S し 
Tc !. A 化 land 5320 


規を 名を を 
お 育 ザ 巧 
Hara & Co ., 

443 Fourth Avc ., 
Te !. Caledonia 7830-35 


Gosho Corporation , 


SUk Irapo けが fty 
が Kast 34 化 S かが t 
Te !. A , h!and が的ぷ 1 

Go»ho Co ., Inc.f 
Co け oo Expo け •け 
所 beav が S し 
む!. BowHing Green 88 抵ィ 6 




大阪 朝日 ニ 泉を 閉口 

化 巧ま內 
Osaka \sahi 
Room 308 World Building 
ToL Beskraan 4860 


大 おお H ニ ま 巧 H り 
鈴 木 S が 


jjOsaka Mainichi 
407 Tribune Building 
Te !. Beekman 4 な 9 
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久ぉ 商事 巧を 會社 

Kuhara Iradmg Co ., 
30 Church St ., 

Te !. Co け ! &ndt 4550 
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增兵非 雛の 聲高 

聯邦 議會 突如 停會 

奶 アメリカを 議を 前にが 院騷ぐ 

「憲法違反 だ‘ 侵胳 政策 だ」 

ワシントン 五日を n 上 化に が パる ニカラグア 巧を 非難の 興は 
By , おじ 裳り 邸 刻 孤を のか 巧を 淀 化しむ ヘフリン 〔別 巧 所報參 
ぶ〕 氏は 秘 左ら 本閒 越の 盛 討と ま 張ず る 外 お ホ 媒の進 ホ お證貧 

• I , ■ ミ < *1.1 — 一 


國務 省が 柯故じ おを を 海軍省へ 
洽遽 した かじ 就ての 迎 もを まを 
をが じ 求めた。 


ホ キラー をら々 朗 ニカラグア •しがる アメリカ 八の 租憤權 獲得の 
經巧 ぶび 巧 かじ 脚ず る 誠 査决證 を 提出す るに ま b 兩院 のを 氣は 
繫が しじが、 裝 化が お谢袖 協畿の お张ホ 6 巧 腿 U まで 議 食を 停 
會 する こど ご；： 6 つた。 停 诗の理 もじが ては 巧货 明白に されて 居 
。いが 缺 •しが 带 巧が ニカラグアへ お 兵-し 着手した 陈 では あ b 殊 
こ 正く、 J ゲ アナに がて 粥 催ず べき 化 アメリカを 满に大 が 領ク] 
リツ デ &. か 自ら 出 おせん どしつ、 ある 隙、 兩院わ 本 間 題て 政府 
じ おがず る'- ごは 會證 じがけ るアメ リタの 威信を 傷け るからで 
あらぅ ご 云は C て 垣る。 

マス ガア 【ニカラグア) 五日 發 U 前週 二回に 挂 b て米國 おを 
がご 瑕 おし 海 お脚侧 じ化餘 をの 巧 傷 おを 生せ しめじ ニ々 ラグ ア 
のお巧す ン ダ ノおがに趣する軍傑おニ千人なをのお據化でをる 
エ y •ナポ テを 瞄ザ しつ i ゐ るかが 兵閱 化の 化を 3 巧 隊ピ頻 ち 
こなな 中 れど 敵彭を 認め や、 磁彈お 下にを 威され 潜 兵した も 
のど 雷ら 化て 居る がが 兵幽- しは 旣じ 援兵 も セゴゲ キアに 到着. 


ゲユ 9 ク 大佐. 一れ を 指耀‘ 'つ； 
じ譜 をす る 常 でんる。 

ア メリみ 0 ぶ 泣を ラテン • T 
メリ* 轉 民じ憐 ふべ く 9 ンドバ 
—グ 大佐が 中 乂横斷 飛 巧 じが 事 
し - 近< ゲ ア ナ -し ^化ア メ リ 
カ禽 藩が 閒摧 さい やぅ ミ しつ i 
わる 際、 ニカラグア のをは 

戰 雲じ蔽 はれ'; ラグ ア 
おが ご 郎巧ホ 越 かを 脚の 衝突を 
說 いて かお 蜘の增 兵と Gb つ < 
あるが、 時節 脚 アィリ々 の講會 
でも この 出を 間 越が はま 黨 放び 
共和 媒載ホ 派のを 府攻娛 どなら 
な烈 。論 戰を賞 現して 馆 る、 化 
も 上院 にがては 民ま黨 のへ フリー 
ン 〔アラバマ 如〕 がが を 蝴の即 
刻撤 をみ 萬を 提出して 『ア メリ 
力の 巧爲は 明かに 巧 國よ黄 お 流 
の壓 政で ある ピ共じ ニカラグア 
轉 ちじ おする、 文明の 罪惡 であ 
る』 と 跡 じて 『政府が 隣が 轉 に 
にがらて 選擧 された お 裳。 を蚁 
府を 側ず ベく 武装した 軍隊を 狼 
遣し だ こごは々 然个も 義幡る 巧 
獅巾あ b 、 アメリカの 

憲法 は 宣戰ぶ 吿の權 限を 
谣台じ 一巧して おる じら 關らず 
乂 統領が 濫 b じ 隣が 威 おの 叟駕 
じ 反し、' 止當 じ選舉 さむて 居む 
い ダ アズの 隅を が 縷 1 る爲 めじ 
徒ら じ 兵を 進めて 巧を^ る 巧 人 
の ホを を犧牲 におして おる の U 
巧 か 一-患な 違 h の 巧 動で ある』 
ど痛擊 し、 共 かお 進 ホ 波の ナキ 

〔化 ダコタ 州〕 は* ン。 1 ホ義 
のな をは ラブン •ア メブ 力の 歐 
洲殖化 化 化を 巧 化 1 る じあ 6 ご 
て 前風務 長官 ヒユ -ズ 氏の 维明 
'を 引例した を 『アイリ 力は こ 3 
ま義を 今後 ごてら 徹 巧が し-;^ ベ 
く 努力し これ 等 弱少 國の 間に 栽 
起した 間 旌じ對 する アメブ 々の 
を 策は 巧ら < 


わ わ、 ホん 資傷 をは 近く 梭轉地 


强國じ おするな 策と 均等 
たるを要す、 ク1ブッゲ大統'領 
はこの 際 これ 等 顯少提 族のは 族 
自巧 t お 明して 節を 化 おじ 亟る 
べし』 ごめ 巧證 おを 上程し W 巧 
を資會 赃 巧され たが 下院 じ 的 
て も 岡檢の 非難は 先づ バッド 


ストンを じ 化ら て 化盖を 切られ 
た、 即ち 皮は 曰く 『今や ユカ 力 
グア にがて ホ國 海を 剧は戦 蘭 じ 
な 掌し つ、 ゐら 、疏 かも この 戰 
がは 何等 アメリカ 國 おのた め 
巧を されす、 偶々 アメ 9 カ极府 
を 化を して 派遣した 者 じ 化ら 巧 
吿 され 

眞じ 國 家を 司る を じ； g ら 
て 化を された 戰ザ でない、 今や 
中 ホのを じは ア メタ々 のぶ 話を 
を 明すべき 冀の大 化が 飛びつ 
あ*^*際、 地には ニ 力 ラ グ ア の蠻 
地 じかを 犧牲 どす る大化 •い 化に 
面しつ、 ゎる、 若し 大統領 じし 
て 令り 海を 團を ニカラグア じ 送 
り 得る；： ♦らば、 乂 統領は 恐らく 
巧 H にで も 陸海 軍を 泥 遣して。 

ン ドンを 爆擊し 得る であらぅ』 
とが 論し ボ キラン 氏は ホ か. こ 友 
證に银 ゆるに 『劍ご 强义を W て 
する 技 あ』 を麗ち 『余は ク ー ブ 
ッデ 大統領が 巧る 政 巧じ對 する 
非雖を をるべく 巧るべき 化ア* 
リカ 宵 粥に めて 
釋明 せんこ ビ をホ裝 する 
が 大統領 じこの 力 直 ぁ b や 否や 
疑け ざるを 巧む い』 ど 喝破し 民 
ホ 憩の 锁袖 ダ] ンプト 巧は 『ユ 
カラ グア じめ てホ國 人の 生命'*」 
が 巧の 危險 をを 阳乂も 指摘し 待 
ないじ 關 ら中濫 b じ 兵を 動かし 
て、 この 慘 劇を 溃じ C るは 巧 事 
ぞ」 ビ 詰問して 米國 海を 刚が叛 
軍 ご 巧 突した る 事情 一切 ホび じ 


我が 政府 ミ 

不職條 約 

原則 上では 贊成 

お ま 特電 六日 潑 n ホ閣 々務省 
は ホ 邸 不戰條 約の 凝し をみ 巧 省 
へを 附 する ご 共に B 本 政が じ對 
しても化式じ提講を；：^すごの內 
被 あら、 歐米 局長 堀 旧が 昭 氏は 
旧 中 曾 相を 訪問して これが 内情 
じ 就て 說明 すると 共に 日本め が 
の處 置' し 就て 協講 したが 大体に 
がて： n 本 政 廚は賭 朗タ」 し 1 これ 
に赞 成し 居 るら 
の 中 首 化が 腰 越へ 靜養 じあく 
く 途上の 単 中談じ 曰く 『化 ホ 
乂 化の 報吿 では 日米 不戰條 約 
の 提滤は 非を 式 じ 話し ぁつた 
模ほ だが 来 だ 正式の 提裘 はず 
けて 居 U い、 抑々 H ホ 兩圃じ 
は 离ホグ ー ト條約 じ 化る 忡殺 
をが 條約 がを つたこむ が 巧く 
な 訂朔じ 迫つ て 居る こどもち 
慮し なければ ならぬ。 アメ？ 
々が崇 鳥なる 精神 じ 於て-一れ 
を 提議す る こご じ 向つ ては 滿 
腔の 窗 敬を 锁 ふらので はゎる 
が、 具体的 案 提議に 接しれ 場 
をを 駐じ はを々 異 つぃ 國 精ら 
あるから 轉をじ 態度を 巧め る 
講じは 巧かぬ から 充 を 考 をの 
必要が をる でを らぅ』 

戰 巧の 『息義 J を 

侵略に を 限 

フランスの 回答 

パリー 五日 發 = ホ佛不 戰條約 
じ關聯 し' ノリ アン 外 化 a 國隙聯 
强を 始め ごし 歐洲の 小 聯を滅 ご 
の 關 巧ら あら これが 间 答に 就て 
は 袖々 な 方 画か - b 考藍 中で あ/ 
たが 义随侧 の 所謂 『戰巧 J ぃょ る 
ザ 句は 盛め て 漠然 だる もの ぞく 
假 b じ 甲騎が これに 贊 成した 場 
を 乙 闽が國 陈聯閒 員に ホ」 ざる 
隙 ザ 喊は隨 際 聯盟の 規約 じ谈ち 
て 自山わ 動を 化ら 将 ない 場を が 
生ずる ごい ふわで フランスごし 
ては 『戰ず J どい ふず 巧を 『侵 
略 的 戰闕ゎ 鹿』 になむべく 提議 
i をの 旨ク りー デ かた 化 じ訓を 
を 簿し树 巧 じ 往年 締結した ゾラ 
キ アン 巧の す戰條 約が 今闽 はえ 
~ 佛兩國 の 隅に 有効で ある や 否や 
の 疑問を 解くべく'- の點じ 就て 
も 正式 じ 質問した。 

ロンドン 五日 薄 H ホ佛 す戟悔 
巧を をら じ 日 奥 等 じ媽大 せんど 
する アメリカ 案じ 截 して 常 局は 
深甚；；^ る 注目を 拂ひ 居れで 巧 等 
態 巧を 巧し 居らず、 一般 輿論 も 
巧 則 ご I ては これに 貧 化の なを 
お 巧して 居る けれども 實際 上の 
述 巧に 就て は寶否 相半ばし 寧ろ 
アメリカ 强ュ 々ラグ ア のず 圆を 
引例し 巧て アメリカの 提唱を ほ 
がる もの 鈔 なからず。 


ベルリン 五日 發 n 獨逸 政が は 
今回の す戰條 約に 瞄 して 柯 等を 
報じ 接しない がブブ アン 巧搔巧 
の提 幾が 却て アメリカ じ攸 b 化 
界 化されん としてち る £ は即 
アメリカ 外を の 勝が でもる ど 見 
て 居る 0 

ゼ ネヴ ワ 五日 潑 n ホ满‘ 不戰條 
約の 提證じ 願し 國際 踰盟の 有力 
をは 大 みじめて をの 內 がは 聯盟 
のず 戰條 約よ 6 も 徹底せ や 聊か 
ず遲れ 気味で ゐ るが アメリカの 
趣旨は 結 謀 でれ る どの 程度 じ 出 
つて 居る。 


南支に 巧然 

共產 驚騷ぎ 

输 々ごして 死刑 轨巧 
漢ロ 五日 發 n 湖衔 省のを 地ょ 
- 達した 情報に 化れば 支那 共產 
黨員 はを 地 じがて 获 動を 起して 
恐橄 政治を 生み 掠奪、 虐殺は 到 
る 所 じがて 巧 はれて 居る が鼓漢 
軍 かが 動の 上 巧を 黨賃 に 見當 > 
次第 巧 刑を 執 巧 さ， て 居る、 尙 
ほ 巧を 政府の 管轄 化では め府の 
を かど 稱し 輸入 煙草 じあ 剧の追 
加稅を 課しつ I ぁるが これ 亦 
問題を 惹 おする らしい。 

廣泉 置 日發 = 廣おボ の お 側 
をる 小島 じ 抑留 中で ある 0 シア 
人 プア フは 十二 巧 +■ 1 日 當地じ 
起つ た 革が じ參 加した 廳じ 波ら 
巧 刑を 视 わされ じ。 が ほ 過般 廣 
東举 かを 鎭 腿した 李 將 軍は 本日 
入城し 盛大なる 歡迦 をず け 巧が 
解 軍の 人 城と 巧に 急進派を 標榜 
したが 働 組を は いづれ も 自ホ的 
じ解祗 しわ。 


中 お 東. ま轉電 (禁 お鮮轉 載〕 


化會 明りに 解散 か 


〔六日】 與黨 側では 反巧黨 の 襄を かいて 講 向の 化を 册け 劈頭 
じ 段が I り 進んで 解 欺を 葵 請す ると 塩ん に 云い 觸ら すじ おして 
旧 中 首 巧は 『劈 巧に 解散は 奏請し ない』 ど 言明して 居る けむで 
も か 情の 變化じ 伴 ひが ひは この 策戦に 及ぶ であらう ど C 


舘 山に 新 航空隊 

t 六日】 千 葉 縣館山 じがな 隊設 
最の 壁で スベ a を 新設が 楼は 
佐 化 巧 程度 だピ。 

關稅撼 許め 調印 

【六日】 邮領邱 度 ど臟稅 協訂案 
を涉 じつき H 水 拠では 眼呂を 
將ホじ 置きを < 調 巧の 建び だ 


學生 投票 ご兩省 

L 六日，】 學 ホの 普選 お 票で 的 擦 
當ど 文部省 ど峭 みを ひ 『父 部 
省 案は 巧 角の な 熏罐を 巧 巧 さ 
せ ロ 鎌を る』 ど 内務省 憤慨す 

ぶ 長 候補者 證衡- 

【六日】 四日が の おを 市 會を派 
聯を會 じ 巧て ボ長お 補巻 閒題 
じ 就て 議論 沸騰した が 結巧巿 
を 乙き、 秋 山定輔 、斑 玉秀雄 
一二を を 推薦す る こご じ 巧し じ 


富 岡少縣 逝去 ゴ： 

【六日】 あ 役 海軍 少將富 岡爾巧 
が 氏は 遊 去した。 巧 

富 出 ボ巧通 化絕； 

【六日 一當 山が 及び 附 ながを は 
舊臘 二十 八 U な ホ 今が ほ大吹 


雪 止まず 賴雪 屋根に 達しを 通 
杜絶して ゐ る。 

姬路數 十戶燒 < 

【六 巳】 姬 晩が 庚 魚 和ょ 6 お 火 

し 數ト戶 焼失した こ 

山 梨 總督初 上な 

〔六日】 山 製 お钥お 潑督は 十二 
H 京が 豁ト 一京ず べし ご。 

臺灣じ 領事 舘 を' 

t 五日】 化を 政府は 摹灣に 領事 
箱設祗 方を おおして ホた が 滝 
蒙を 涉の懸 引か ご 云 はれて 居 


州を ごし 千 化な 二十 一年に 廢藥 
された を响機 願ん ポ營な 傑 巧を 
ホめ 化 罪を M 會を 設けて を那化 
A の 刑 脚な 吿權 を賦 巧すべし ど 
ホ 狼し 巧 働 間閣に 就て U な化貨 
銀 巧を 設けが 人 及び 幼年 巧に 街 
する 罕八枯 陆勞邮 制 採用 及び 勞 
資ず 誰に 對 する 檢束 々は 豫め串 
賞を 調杳 し*', A い 限 0 反 おし 問題 
の 禁酒が 励行 じ 就て は贿 民ん 一 
般お麗 にめ る 改訂を 慾 邀オる も 
現い 憲法 か 巧が する 限 b こ；： が 
潮 行. ダ 息る 
じて おる。 


じ物ト ぁつた、 なつで t おじは 
巧 飾，^ 円 的で おじかち の属 巧を 
作 5、 ド ー ム A , 附 け、 义 けち 乂 
ぃ击 をの 账刻 にて 飾つ た 物、 或は 
を 面に 渡つ て 細微な 藤 刻を ほど 
こした 物 もが 巧た ので ぁる、 又 
かがを ぞ （化 用—- た. じ 云 ふ黏も 
勢 ひ 欺 巧な 威 じの おら 搭じ 雷々 
しいは 式を が b おした-巧 であ 
らう、 條例 制を 後 閒も無 < 歐洲 
太戰 後の 影 磐に 依つ て、 一頓 座 


を ホし、 数年間す 振を 續 パた 紐 
はお ホ。 いど 論 I 育 建築 巧が 千 化け 二十 ニ 年に ま 
つてが 育が 其繁 をを ホす とせに 


列車 遲着ミ 不通 

〔五日) 化幌 をを 撫列単 U 大吹 
雪の ため 述轉个 能で 一力 新濕 
おでけ 信越、 奥 羽 兩線測 車 化 ハ 
遲 着して ゐ る。- 

- 半休け 一部を 協 

〔四日】 ±曜り ザ かじ 閥し 大阪 
株式 こ 一部の 銀行 ミを 晚 成立 
した。 

取引所 初手 合ピ 

( 四日】 株式 お 引 所 耕 ホを せは 
ニな 八十 巧圓で 新築した が瘍 
で 開かれた が 一般に 氣重 くず 
6 氣 ホだった。 



确難お 遺骸 發 見-- リ大 位が 
ニ國 へ— 石油 事 か調查 り‘ 後 
藤 子、、 一口 シア— 潜水艦 沈沒. 
調查 i 藤 將軍奔 を— スミス 
知事の 敎 書— 英米 橫斷 飛朽 
船 完成— ハ ー スト 耻を搔 . 


(ボストン 五 H 發】 震に 化を 
した 潜水艦 S ス四 をの 海軍 査問 
會 ts 目 ド當地 じがて 鮮應 中ぃ あ 
るか 衝突した 沿岸 巡羅驗 逐艦バ 
ゥ瓜 デン グ號は 常に 酒類 密輸入 
を转 がしつつ I あつた もの じて 
當 H 潜水 鑑ご 衝突した の も 密輸 
又 船を 追跡 ザに 超つ たお 巧 事で 
ある' とが 暗 ホされ て 程る ■尙ほ 
ピン ゲレス スタ ウン 沖の 救助 作 

業は 着々 £ 進 巧し 一昨 H 潜水夫 
の 努力で 磯 願 部から 四 人の 彌難 
を 遺骸を 引 揚げ ネリ-け 濫 をの 遺 
骸を引 揚げた i 。 1 
〔マナ クアぶ リ發】 '本 H 午前 
十一が 化 五 かじ デ クシ ガ^ パを 
巧發 した 『空の 大 化』 9 ントバ 
1 ク 大佐は 午後 ニ 時せ か’ ニ。 
ラグ ア圖の 首都で ある 當地じ 無 
事 着陸し 大統領 デァズ をを 始め 
として 諸を 氏の 熱誠なる 歡迎を 
をけ た、 お發 地が 約 ニ 一平 灰の 高 
地で わらを の 上 山脈は が 六 千 吹 
も あるので 9 大佐は 約 八 千 吹の 
离 空を 常に 巧ち て 飛れ したが 途 
h 諸 化かの 上を 通過し ロのは 乂 
を 目 身 V 3 しては 始めての 經潑で 
あると 語つ た、 尙ほ 大佐は 叛軍 
ど ホ國が 兵國の 戰阅も あるので 
巧 線 臨 域の 通過を 中 化して 別 針 
路に 化つ て 到を した。 


取を 
云は 
- デ 子 

得 
ツ巧 
蹲 裁 


けヌ シン-トン 五 H 發】 ノ 
ス氏上 巧、 チ！ ポット •ド. 

油 旧 疑獄 じ賴 聯し當 時の 巧 
をフォ I が 氏に 贈賄した ご 
れて ちる 化 ご 一芳 弗の 巧 コン 
ン タ^ 會 社が 解散ず るまで 
た 利益を 一二な 巧 弗ょり 四な 
じ 達 t る 巧衛に 就て は 合 衆 
が 巧 じがても 會社 側の 重役 护载 
おを 忌避し つ i ぁる 爲め判 W せ 
ず これを 米國 上な 委員 會 のずに 
て調杳 すべし ごの 議案は 本甘滿 
瘍 一致を なて 巧 かさ n 巧曜 百め 
委貴 曾じ财 巧の 上 おもに 委 貧を 
巧 命ずる ま。 I 
【'モス カウ 五日 發】 後藤 新 平 
ずは 昨日を W - て レ ニン ダラ K じ 
出を しれ- 昨 巧。 シア 文化^ 會 
でけ 盛大なる 歡迎 宴を 灌し L 力 
メ子 フ 夫， 人 司 曾の' ト にを 數 
の演 說あク 後藤 卡等も 政治 is 題 
じは 觸れや 重し 文化の 提携を 力 


說 したがを 朦 よの ホ 朝 じ 化 


、共滿 蒙 じがる 搜道閒 題み' 曹み 


読 


經 濟的モ お：-; 就て 日 爱兩國 
解は 一曆增 進したら しい 
【ワシントン 四 H 發】 乂 jg 領 
ク！ クッデ 氏は 本 H 上下 兩 
特別 敎壽 を發し 最近 マサ 


'徵 


エセ 


• 3 丐 ‘ 一 ミ I — * -if . 1J - 

州 沖で 衝突 沈を しわ 潜^ 濫 
エス 四 號に關 し 街 突の 眞相 のみ 


なら や 術 ホ 潜水艦のを をを 期す 
る 爲め上 T 兩 魔は 約 立ちの 專巧 
委員 資をが 命して； 一、 切の 調査を 
ホめ たが 両院 お軍委 身長へ！ グ 
及び パト ラ！ 兩 氏は 直 七 じこれ 
をみ 議案 どして 上程、 一應 委員 
會に敞 巧の 上滿場 一致の 替 成を 
受 くべ （別 じ筛難 をの 遺族 慰 間 
金 及び 今後 潜水 乗組員 じ對 する 
特別 手 當まお ま 等 も 提出され る 
らしい ご。 ' 

〔 fc 海 四日 發】 南を 跌府 の統 
一 じ縣聯 して 蔣か巧 お 軍は 目下 
寢 食を 忘れて 巧奔 中で をる が尙 
ほ 暗流 ぞくして をの 實を 擧げ得 
や、 囊じ 外を 總 長を 辭 した 伍 朝 
框 氏じ對 して 政が は ァメリカへ 
恃化 として 派遣し 煤 約 改訂を ホ 
めた る も 化 氏は 現 巧の 情勢を な 
てずれ ば 時期が 早で ある ご反對 
しお b 、 廣を化 ホ じがても 李 お 
を じ 一難 幽 あら 外を 總長 巧理と 
して 載ち 化 氏が 目下 外交の 衝じ 
當らつ I あるが 蔣か 巧將軍 ミし 
ては 部す の 統一を 計る 爲め 一刻 
も 早 （化 京陷 落の 實を擧 げん 
のと 劃策し おる もの i 如し 山 東 
省 じがる 媽玉祥 軍 除の 進 擊じ就 
て蔣かおお軍は^本ご或る詰解 
を 蹲して 语 るら しい。 

(ァグ バこ ー 四日 發】 州 知事 
スミス 氏は S 方五モ 語の 長义ょ 
ら 成る 敎 書を 抑 貪に 送つ たが 知 • 
事は これにめ て 知事 四 年 制じ賛 
同し 州 k 院證 員の 巧 期 四 年、 下 
一一 院溝賛 ニ 年 制を 懲 憑し 州の 財を 
なを 策 ごして はを 漬歧 策を ホめ 
他 脚との を 通に 供すべき 巧や墜 
道の ボ設は ュュョ ー ク港巧 局 じ 
一巧すべし ごま 張し 水力 電力は 


ン ドン 四 H 錢】 巧 劇ト院 引いて は 建築を じ 昨ネじ 於け 
諮 貴 じして 大飛巧 船き 社々 長で が おき、 筋 ニの 目覺 よしい 征を 
ある バーネ ー 中佐は 巧 逊水隅 日 競走を 現出して 巧た のでが る 
をのて お 乂橫斷 乘を飛 わ 姬を期 がし 化の 第二 间目じ 於て は、 
航悠 開始の 要務を 帶び ニユョ ー 旣に 建築 條 例で 或 巧 巧の 制限を 
クじ 巧け 出發 すべ < 右 乘を飛 巧せられ て 居る hu 、 が 化 惜の暴 
船 a 是 み 搭載 量 五が 巧キユ ビッ騰 、.あび 化學の 進步は 前回の 比 
ク趴 、四千 二な 馬力の 疑 動 器を でな く、 がの なの 許す 範圃 じが 
装 薛し乘 をがん を 搭載し 得る もて 化 ホ 緑る 限 h 有利な 物を 雄て 
のじて 目下 ユ！ クシ ャ ネアの ホ樣 どす る處 から、 窠ニ巧 じがて 
! デンで 嫂 巧 中に 屬 しを （完が 見る が 如き 特異な 様 まが 必然的 
すべく 『リォ』 とが あされ 码十じ 生れて ホた のでを 
八 時間で。 ン ドン、 ニユョ ー ク 元が 建築 美術の 樣式ご 云ふ樣 
頭を 横斷 するど。 K 物は、 或 偉大なる 莱術 をの 大 
7 シン トン 四 H 發】 化 般巧業 どか、 を時恍 じがいて を 方面 
上院の 大 問題 ごして 視聽を 載き の 綜を藝 術の 現されて、 長年 巧 
つ i あった パ ト系 新聞紙の の 間に お來た 物で あるが、 襄術 
メキ シ 3 陰謀 怪文馨 調査 じ翩聯 ごは 最も 縁のを いを 律から 建築 
しを 員會 よを 四 人、 ハ ー スト 測萊 術の 樣 ま. い ホれ、 更 ご 其れが 
よ b 四 人み 筆蹟 鑑を をを 選を しビズ モス じ柯處 までら 立脚して 
問題 か义 書が 裝 して 儀 逛文菩 で 畳る ご 云 ふ 藤 >し 濃厚な ホ國 色が 
ある やを やを 審査 中で あつたが おて 居て 痛快な 巧で ある。 と 記 
八 人の 鑑をぷ は いづれ も 力 ユン新 犠まお 現じ 就て、 其 導々^ お 
ス 大統領の 筆蹟 其 化 使用の 言語った 物 じ 西歐モ ダ！ ンァ ートの 
タネ プラ キタ！ 等よ ち 推定して 駭 響と 云 ふ i も 見逃して はなら 
るの 艾 書は を然僞 造し ね もので ねを ど 思 ふ、 歐 測大戰 後西 歐諸 
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赛 （ h ふ 

お を 

错稱が 3 

巧 ご 


翅 じめ ては、 シン プ リシ テー 
ブラ クチ々 グ • ： ス. トゎン 'グフ 

.ング ご 云つ ロ 物を 旗 谤玄し 
て、 現 化を 化 じせ 脚した 所謂 モ 
ダ！ ンァ ー トが 、撞 巧して ホた 
建築 美術、 室内装飾、 或な 裝術 
エ藝界 を 風靡した 其の 樣 まが 紐 
流の 新鮮 ホ 
一を 入して 居ら も d 事 賞で あらぅ 
- 思は る。 高さは 制限 せられた 


C 


摩天閣 物語 

马ご 由が 男 庵ち 人 

化锡 をは、 道路 幅の ニ 格の 高 I 脊 の巧逮 築が 式ー 
さまで 建窠し 得る 化 域 じして、 

其 面す L 町 幅 六十 吹の 處 じがて 

をの 託す 謹で 柯れ ホけ の 謹 物の、 化は を讓面 稽ミ廣 
物が 建てえ 得る かを 示す 物で なつて 四を の 一の 面積で も 構 
ある。 哪も道 幅 六十 幅の 二倍が 遺 及び 經濟が 許す なれば、 巧 階 
二十 吹 十二 蟹では 畫じ 横み でも 窝く 建て 得られる 理由で 
重ねてな つて、 其 か 二十 巧に 蓮 卵 もが 年初 夏 發羡の ある 西洋 諸 
した B 點ど 道路の 中央 A 點 ごを 國の專 巧をまで 可能' み 巧 能を 論 
結ぶ 会 線 巧 延長 線な 內じ 於て じて、 視聽 をを 江た しめた 
は、 更に 十二 一 潜 十四、 十五 階と 四十 ニ T 目 鑽八街 巧 じな 十 階 千 
座 築し 得らる i ホ 第で ある、 闽ニ育 八扔の ラ； キン 塔 建築の か 

如 化 じして 段々 細くな つた 上 階き、 いょ 夢想の 實 現される 

の 面積が、 第一 階の 四を の 一 じ 時 巧 じな つて 巧た ので あ-る 
達した 時には、 巧 十 階で も 高く 又 中ち 停車 瘍のあ 化 隅に 完巧 
お來 るが 第で をる。 即も讀 をは されん ごして 居る、 グン ィヤ ー 
化處 数年 巧每日 をら る} 斩 途築ビ デンクは、 大さじめ て をら 
の樣 式が、 皆 一犧じ ホ上曆 部を く 化が-を 讓ら なかつ た ィク 
階段 式 じして、 或 程度の 高さ か タブが •ビが ゲングを 凌 窺す る 
ら急じ 細い 島 塔の 豐 わて 居る の 物で、 化の 一 ヶの建 窠物じ 用 ひ 
を 見られる と 思 ふ。 を 速築條 例ら る I 材料の 運搬 じは 五十 哩の 
の 制を をの 雄 物は、 巧れ も從ホ 巧窜を 用す る ご 云 ひ、 化れ をけ 
西 敦じ發 逢した 樣 式を 傲つ た 物の が 巧が あれぶ、 五十 眠ち 帝 階 
で 有る、 メトロ ポ 9 タン •タワの アブ パ ー トメ ント がな と 十 逢 
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はべ ニスに 巧る を 名な、 モン 
マ ー ク 寺院の 高 塔を 模 しれ 
物で わら、 クグォ 1 ス 塔の 裝飾 
は ゴチック まの 適用で あら、 或 
は崇礙 G る往 をのを を 取 b、 グ 
ネ ー サンス 巧のを 典 的なる 樣ま 
を 化 6 入れて、 化を 鐵骨 構造 ご 
云 ム龙大 な 建築 顿じ 引き延ばし 
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て 得られて、 一巧と モ 人を 入れ 
るを 宅 服巿が おがる といつ た 程 
鬼大な 物で、 尙ほ 化み とに 最 を 
の 煩 向 £ し 化ち 謹 築が 摩 天 巧に 
なつて、 巧 藥述築 ご 肩と 化べ る 
が 巧 じ U ら 、化の 調子が 柯處主 
で 進展す るか 稱ら打 ご 云 ふの が 
巧 巧 紐 育の 建築を である。 
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賠償 祭 償を 發 巧 . 

世界の 射界 をを 策 

本が 中 巧 頃に アメリカで 大 評議 

•ドー ズ 案は 事 實 上に 戀棄か 


巧 今べ 八 リン、 パリー ホ 面ょ 
6 ド ー ズ まの あ棄 、おおが 幽の 
化 おが 政界る ぶを 始遙說 か 巧は 
: ちつ i める が 右 じ 醜し 去る 五日 
I を 刊のジ 卞—ナ 。•ォ プ •コン 
I マ. 1 ス巧 所がに 化れば 

i 獨逸贻 償 ミ— 

理 じ熙聯 して ァメブ 力が 中必ご 
なち 割 策し つ： あるは 窜 ちじし 
てを じ獨逸 脂な 委貸 おで ある パ 
I 力ー ••キ ホ バート 氏が 舊臘 W 
ホ ブ ン ン トン じがて 大義を 始 
め ごして 火戲 長官 メ 。ン 、巧 松 
長を フーゲ r — 氏 ご 壊々 協 憩を 
重 わつ/ •ある S は事實 で、 かが 
は 太 体 じがて •キ^バー ト 氏の 提 
まじ 赞 周し、 問题は 今や 闕椅省 
の ホ じ 移 ゥ凰降 的；.： 本閒 題を 協 
强 ずべ'、 準備中.：：* る もの！ 如 （ 
會證 はを らく 木 年 お 巧 フラン， 
の 總遵艰 お をん をのが 搜 を傅离 
ごして 首が におを される 巧で あ 
。即も 脂 償金な 造の 

原則では 樹 逸のを 猜を 

して 出 ホる だけ 輕贼 從 つて 
ド] ズ まの 制を およ 6 も激 おし 


一 ニヶ 目 間の 景氣 

東京 特電 四日 姪：：：：： お 年 I ニヶ H 
間の 鐵道乘 客總計 ニち 五十で 
人收入 八十 五 巧 圓じぷ び、 タ 
躁 御陵 遂拜 を-巧 人、 地下 鹽 
乘を 第一 ロ 十五 义 人、 第二 B 
十二 巧 人を 歐 へた。 义化 一二 目 
間に 淺草致 園娛樂 旗に をら た 
をは S 十 方 画で ホ內ホ 巧の 娛 
樂 おのかを 合は して 約 巧万圆 
と 云は いて 屋 る？ 


をタ拂 ふご 共に 1 W の資 巧は こ 
れを 

胳償 委員'-」 一任して 居 

む •か、 今後 おけす. へきを 憤じ勒 
しては 政が が 全 貴 任を 0 つて 化 
證み上 踢瞭ホ 塔 じ 賣おザ どい ふ 
ので この 戲 -- 骗し 恐らく アメブ 
力は 獨 逸を おの じめ じ 一 肌脫い 
でを のをを をが 陪 するどい ふ 段 
取になる らしい。 脚 t > 上記 S 案 
の化ネ どす るが け 第一 じ ド！ ズ 
案では ホ だが 撤底 ごい ょつ て 格ら 
獨 こい 賠償 お支拂 おを ホを せし 
め、 第二に アメ 9 力に 勤して 憤 
榜 を， 八 位 超で わる 爽 、佛 、が禁 
他の 黄 巧は をを r メブヵ 勒獨乙 
の 償 按觸係 どな b ， 窮ニ 一に 独、 
が、 白 巧に 對 i て 賠償を ょらを 
ける 臂賀 的；，* 恩 愚を 與へ W て 全 
化が じ まら おがのを をを： iJS る 

し. 如'; 5 でを る。 


金け 化 超 


.たもの ご る；、 （、同時に 胳償 
をのを 領 にがて おも 焦應 しつ i 
ある フラン' スじ 割して 最も 必巧 
むる 裂 金. 手 巧す る 怠 ホょ なし 
て赔 償を がをお 巧せ しめ、 み國 
の對獨 現を 賠償の 要 ホを 襟牲じ 
供 甘し めて 別に アメリカを 中む 
どす を闕陈 的。 獨 逸を 償を を 巧 
し' アメリカの 聯を國 じ おする 
所謂 脚時貨 附^ 一切 このを 演じ 
巧換 しやぅ ど 云 ふので ある 0 こ 
の赔 償な 造 案じ 巧て 最も 有力な 
を 置 じ ホる ものは フランス じし 
て 総 選擧轨 巧を 化づを 本位を 回 
がした る 上 

米 佛兩顧 の 懸案. こたつ 

て 居る メロン* バ— レンジ ヤ 1 

のが 時 巧お條 約は 濁 逸の 胳 おを 
を 支沸义 a アメ 9 々の點 聯を國 
憤 娘巧輕 巧を が 化 VJ して 批 離せ 
しわる ごい ふじ ある。 目下 問題 
ど a つて おるな 述 はこむ を雜尚 
ごして な裝 さるる ものに て 化を 
讓 ホを 巧 卵 ごし、 英國な 前述の 
如 （獨 逸に 對 する 現を 賠 慣を隨 
牲 に’、 ァ ィヴ 力は；；；^ 聯合 國贷 
附を 獨逸賠 のをな じ轉 おし 化の 
職を 越 も 御 逸」 對 する 巧 求の 幾 
みかを 機牲 ごして を 侮よ b を岀 
する 现 をを 受 がる ごい，*' の P . あ 
つて、 これに 對し獨 逸は 化 ホの 
か （おじ 挪逸 S マ^クで 脑 借を 


がが の アタリ 力 

こゥョ ー ク 聯邦 準備 銀 巧の 調 
を じ 化れば 昨年 申 じ 巧け るァメ 
9 々のを 媒 出入の 鈍痕失 高は 一 
億五モ 一巧で 粥 じして 暢 馬上 儘 
入 じが' てと 巧 方 巧 0 入超 ご；： •つ 
て 居る もの ご が 巧 外ん 銀行の 

ぶ貨を 碌と靈 千 八. 

な 巧 弗じ增 加して 居る から 事實 
この 入超 も 帳消し されて 居る 譯 
でを る。 而 して 昨年 一 E ： 1 H 0 
前の 巧 人 銀 わ 所有 正貨は 四千 巧 
弗で あるから、 現 巧 聯巧嚴 巧の 
ホ 許に あるみ 頸 銀 わの 正貨は 約 
ニ 僚帮じ 達して 居る 譯 である C 
右の 報 吿じ浓 る ごがを 十二月の 
含- 骼 出は 厳 入の 化が 巧 弗に 黯し 
と 千 ホ 百 力 巧に ぶぶ ご 共に、 こ 
の 聞 じ 於て 聯邦が 管 S 巧 國银巧 
f 貨は ホが 方雍じ 達.-^ て 居る 
から、 このが 管を がを 少 流失し 
たと しても 十二 丹 中に 於る 錦羯 
を髙 はと 千 一二 巧巧魄 弱に 相當ず 
る譯 である。 これ 等の 流失した 
をの 巧 衞じ就 X 飯 吿は曰 < 『プ 

クジ 方、 ァ少 ゼン チン 等當 地に 

わける を 潰の 輸巧 をは 秘めて々 
おに I て、 をの 大部を は ヵナダ 
等の 季節 向 巧 濟を陈 き 

爲替 取引の 寶をじ 補 ぉ 

された も S で ホつ て‘ ポ！ ラン 
ド 及び V A 辛！ のみけ これから 
除外され て 居る』 ご；；：* し、 これ 
巧聯巧 保管の 外國銀 巧を は 別 ミ 
して、 千 化 だ 二十 五 年 ロ ホのを 
輪 出入 巧 失を 見る じ 千 化を 二十 
.五 年の お 失 一億 四 巧 万 巧、 翌年 
の 純 判 一二 億と 千： 巧 巧 おじ 勒し 
昨年 巧の 損失は 上揭 のかく 一億 
五 千 r 白 巧 巧 ご。 つて 居る 『外 
閑爲 替は槪 して 巧 調 ご 4：* ち 特に 
十二月 中 巧な ホ 幾を の爲 摔は當 
化ょ なをを 輸出して 利得. ダ陣し 
巧る お 巧 じまで 上騰した、 隨つ 
てを ホに を說 出の 記 錄を殘 
し U 十一 丹に 對比 ムて增 加した 
る も々 ナダ じ掛 ずる 


季節 お 或」 の 移動、 かん 
がわを の 取引は 比較的 じみ 雑で 
ぁ も わめ、 十二 丹の 純 損失 商は 
モ 化が 十九 年な ホの 愚 大記錄 で 
ぁる 巧 年 十 一 月 おでは ない 即ち 
十二月に 入つ てな ホの 輸 おを‘ パ 
モ とが ガ弗 及び 十 巧 一 H な 巧の 
赖 おが 管 外 威 銀 巧を の 取引を を 
針 ずれば お ニ 億 ニ 千 巧 弗の 純 損 
をを 生じる 澤で過 ま 四 個 丹に 直 
b ニ ユーョ ー ク から 輸出され た 
をの 巧 化 化 U 約 十二 一個 齒に腺 別 
されて 居る』 即ち 昨年度のを 檢 
おんじの る 得失 表は 左め おし。 
〔單 位. 門 巧 弗 一巧ょ も 十. 耳順〕 

◊は プラス ♦は マキ ナス 

を掩 が 管を を 計 
巧 四 (◊) ニ 0( ◊一六 四 ◊) 

ご 1§ 

ニ § 

ニを) 

九 まみ) 

- (文 


しかして 遞信 省で も かねて、 こ 
れを巧 待して むた こごで あるが 
いよ {これが 解决を 見い ば、 
が 船 食 おの 業績な 善を ホす 利益 
は ホ 火で あらう どされ てを る C 


ニ 20 一 

r- (◊) 

ニ 一(含 

ニ ミ ◊) 
化 (ク) 
六 (◊} 
二 (令) 
化 (♦〕 
五己 (令) 
媛 計 

六ち ♦) 

計 

と (◊) 


ニ (♦) 

九 (令) 
ニを ♦一 
四 0( み) 

さ 令) 


ニ s ( o ) 

义 (◊) 
二 (◊) 
六 ニ 一( 令) 
ニ 一(0) 

史 ぐ) 
巧0) 

ニ C } ミ 

S 四 (ろ 

を K 愛 

と兰 (み； 

あ 一 (を 


ちろ 爭) 

輸出 先き 而 して 上揭の 
如き 統 討を 生じた 金の 輸出 化き 
はを の 如し 〔單泣 千 張〕 

アか ゼン チン ムご一 •000 
プ ラジ 於 吉网 * 000 
ドィッ 一四* 000 
五 • 80 
四 • 08 
ニ • 000 

一二* OOQ 
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ニ* 000 

7000 
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ウ A グフィ 
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これに 酱 ずる 余' 輸人窩 


英醫 ょ^ 

カナタよ^ 

濛綱 ょら. 

フランス. よち 

H 本ょ を 
チプ 1 よゎ 
ホ ザ ランド よら 
五ク アトみ よら 


一二 一 • 08 
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ニ 0• 08 

と • 000 

ち 000 

ニ • 80 


海事が 究會ご 

航路 整哩案 

. 實與 すれば 利益 

ゎが お 船 諸 曾 社が 重複 錯雜ザ 
るが 路を雜 持せ る 現が け 單じ對 
み 競爭ト 著る し < 劣勢 じ 暗る の 
ほかな きのみ ならず、 巧 地 船 互 
ひじ 化を むの 結裝を 薇し、 これ 
じよ b てを ホる ホ 巧 益の 甚大な 
る じかんが み、 かねて ま 務官廳 
たる 遞信 省に わいて はこの な 善 
巧 じ つ き硏兜調をし て 居 る 、 
民瞄 のち 力業 者 V - 網羅す る お 事 
硏兜 をでは、 經蠻 航路の 整理 統 
一につ き 具 化 まを 練つ たお ま、 
いよいよ 委員を を 開催して ま務 
ちへ 陳述 菁を提 おする じ 巧した 
をの 內容は 大体が の 一 ニ 項 じみれ 
て 居る。 

一、 補が 航路の 統一 

ir 補助が 路 V 」 自 ホ 航路 どの 

整理 

一二、 自 ホが 路 じめ る統！ 整理 


み 
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雛 糸 蘭 合同 

英國 の祿お 業者 

を闽 綿糸 巧の 貴を 挽回 策 どし 
て、 綿糸 巧 輸出 商の 大を间 が 計 
蚕され て 居る。 をのを 間は 新年. 
早々 實 現される さぅ である ° 即 
ち 現 化 個々 別々 じ輸 おを 營んで 
居る 十二 巧の 腐庙が 合併して、 
新ぃ 'に 一つの 株を 會化 V 作る の 
e ある、 このを 同を する 輸出 巧 
の 巧、 慰 もを 力な ものは 南 ホ ホ 
面の 驗 おを 營ん でむる 某 海 巧で 
巧 會祖の 資本を は 二百 巧 ポンド 
である。 


絹 工場 一割 减給 

ホ國 じがけ る 最大 ゆ 絹物て 場 
ごして 知られで むる々 ネチ カツ 
ト贿の チ五ユ ー 兄弟 商會 では 今 
春 じみら 突然 穀 千の 努働 まじ 掛 
して 一 蟹の が 給を 發 まする じ 至 
つたが をの 理 3 は經 費の 增加じ 
對 して お 懼がド 落し 利错が 少な 
X けつた からで ある £ 。が ほ チ 
エニ！ の 减給斷 巧は 豫 てよ-^ 不 
振を 摇 めて 居る 一般 岡 業者 じ も 
影響を 輿へ るで あらう。 


稅關ず 巧か^ 

ま ILLIAML-Bi&lo. 

す— ニ泛 ニす oadwa ブ cj な 
ジ 一. ぎ 至 in 巧を es 91 瓷 ムニ？ 
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絮品 


第 お 街と 云 d 

へ クシ ヤ！ 

ビ八ー グン 

小池寫 

電話 サ ー ク 取 ‘ 
四 四 


貴 


.紐 育 案 巧 

社の 


I グ巧 

-旨 

ー综 


0 六 


化かる た 


はち- -- •の 遊び 
ホを 婪义で ホ 轉乂じ 能く わか 
やぅ 簡單明 隙に 說 明した ものが 
出 巧ました。 內を 目み 進呈 致し 
ます、 御覺 下さい。 

M iAyi 呈 ，ご 4 E . 呈 hst . 晏. 

T . D . Gomi - W でた ニ th Si , を壬 If ミ k 呈， 
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が Y - 


R P 9 

便 姑 I 


萬 品 



•^資 ぶ* ~ ミンク 
1 夏 7 3 rdAve ‘ 置. 造 护芸養 蚕で 
ジ le 菩 one をち 瓦 3 苦 7 
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XTi 

丢—、 

3 sl < 
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成功の 辕談 

朱醫 ぷ黄爾 をを 寸奪 
な 成功の 驚； 義 です 
本校には H 本人 激巧 
に 憎れ ね專巧 婦人を 
輔 あら 懇强じ 會顏遠 
僖文 就を 語を 敎 お—. 
ミす。 H 嚴遥 H 共 じ 
宇 詢丸時 16 すを， て 
巧まで 锅按 I - レヴ 
スンと 个 五鈍づ i 
今 U おもに ネ おあれ 
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G 

1 化 

8 瓜 

A る 帥 
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€v が 
V ■が 

I all ぶ 

_1| n ~ 


日本 及喊洲 巧ぶ 車 
窺 船 切符、 諸 

を 具、 款ち類 
鶴 買、 な 宅 大ホ宴 
會御化 話、 巧 巧 白 

夏場、 を お 養ち 
徵を猶 康願手 お、 
其 徳码事 こ 像- ゾズ 
御 相談 ニ 應ジな 速 
認實ヲ 巧 テ 御！ 前ブ 
巧ジが 

ま 京廚會 ニ^ 

ぞ 野が 彥 


A ホ屬 な 萬 長者の 化 十九 割-店は 
± 地の 投資に 化つ て 成功^ 
諸君 大站育 おを 地に 投資 


'作 弗 


AN • J 9 贿 レスト ラント ご 一 | 

殘 金は 月賦。 優闡 はま 耶で理 
A 床屋 格を ま急讓 渡します f 
A 上下 町 チ！ が！ ム賣 物が^。 
A 白人 向 八 1 ミン ダ賣 物。- 1 
公 チ卞ブ スィ 塾 貫。 賣子 巧景雇 
又 0 ー ..-- 


厶 本街道 沿 ひの 小農 園 化 ホ 


琴 


クホ 户ずム * 五 ジグ- 

7 ! ド、 一 _ ミが トン 時計； 一 
を屬 姑、 銀製 お 類 等 卸 遭- 
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靜 まめになる 節は 先づ當 でへ 
，御岀 で 下さい 「 
帝闡 お軍絕 用命 承を 辑 ち す 


新 雛 魚介 一切 
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慰める こご じなる だら うどい ふ 
話です。 『巧し-- いが 出 ホた. 

I •日本の 雛 巧 b も ァメリヵで 最も 
ポビ ユラー なおを ちじなる でし 
やう』 ィ」 ¥ ユリ ック さんは 眼を 
細 < して 養んで 居られました。 
大使を ホ賛じ 

人形 招待 會 

レ 巧 ド 夫人 ま 催 

『固 瞭兒 童ぶ 諮ち 進』 委員を 

ご あ 9 當 地へ ラグ ド •ト ブビユ 
ン な々 まホヮ キト n — •レキ 
ド ホ 人は お 人形の 到着と 松ず 大 
使 夫妻の ホが を機會 としてぶ H 
午後 マデソ .巧 西 巧 五十を の 
き 邸 じがて レセプションを 纏し 
た 正面 じ 飾らむ たお 人形を 前 じ 
ま 賓化半 大懊夫 まの 外、 關崖 
义部あ R を、 內山 領事 ホ 妻を 
みか、 人形 歓迎 委旨 お徳 招が 
を 受けた おを おのを 流 夫ん 令 
壊が 十 をん じ 逢し 
湯淺 永年 氏が 日本 区 窺 お 番の獨 
喝ぁ b 、 日 水の わ 人形さん を藏 
迎しリ 就を マリォン •グン！' 媛. 
がが 曲した ものを ジョン •ァレ 
ネ サンダー • P ッ V ャ が獨 
喝 して 喝采を 傑し、 お 化 曲は ロ 
ブジャ — 氏の み 息から 松ず ホ 人 
へ 記を どして 贈られ、 をれ 主 b 
ザ ュ 9 ック樓 セが 人形の 重大な 
る悚 命じ 就て カ說 した 後 散會し 

ブ J 0 

翌 くるみ： a は！！一 •ド •エンド 

テ！ ラ！ 商會の 特別を 堂 じて 
松 华大化 夫妻を ホ賓 空して 商 

會ま サミ ユグ •レキ パンを-わ 

盛大な 午餐 會を開 お 

ニユ ー ョ ー ク •クォ ー 八 ド 社 ホ 
プ リッず ー 氏を 始め、 敎脊掃 長 
ラキ ラン 陳 ホ、 一一 ユ 1 ョ 1 ク大 
學總長 ブラウン 巧 ± 、ゲ アン ダ 
1 ブツプ ホ 人、 フリド サム 大佐 
•ネュ リック 博 ± 夫妻 其 他 数名が 
出累 した ° 


巧 人の 辯 誰 ± はシユ ナキダ ー 
夫人が か a い 時 じ段颗 子から 
墜落して-姐 部 じ 震動を をけ た 
な ホ 時 じ 精神が 銷 乱した 事ち 
孽げ 、グレ ー 側では グンー は 
全然 シユ ナキ ダ！ 夫人の 魔力 
じ引きずられグ ；^1は無息識 
じこの 殺人 じ 及んだ 
こごを 唯一の 論據ビ して 贼 刑を 
嘆願し 歡 （お 死刑執行 S 十日 間 
の 延期を あめたが、 知 掌は これ 
じ 就て 刖じ 愚見を 吐かない けれ 
其、 大化 じがて 賊刑 若く は 巧 刑 
執 巧 巧 期の 要な しど、 これを 跳' 
がげ るで みら うど 觀測 されて 居 
る。 知 掌の 巧 ホは ホる 巧瞻 りを 
0 て 言 波 さむる 尝 である 0 


名な 一巧 選手の 顔 揃 ひ、 學 をで 
举閱 をの タネ！ と、 シヨ ンズが 
雄 辯を ふるつて 斯巧 のためにを 
を 化いた と。 




死刑 减 刑は 

結局 無 劾 

シ ユナ 井 ダ— 事件 

が 隙を じ對 ずる 慾 ご 色を 兩股 
にかけ、 妻子の ぁる 惯夫 グレ） 
ど共广 一人の 子供まで 生んだ 良 
人シ ユナ キタ ー を慘 殺して 化 人 
の 耳目を 蔑 邸せ しめた^ ス 《 シ 
ユナキ ダー VJ グレ—. は 睹審戲 巧 
で 巧が の 宣吿を 受け、 巧 刑期ら 
早 や 股 前 じを つ わので 型の 如く 
州 か 事 スミスた じ 掛し兩 人の 辯 
謎 十， はみ じ 『精神 錯乱』 を 理由 
ごして を訴 して 戚 刑を 請願 中で 
あつれ が. 

この 請願 じ對 する 知事の 聽化 

をは お H アが バニ ー で 開 曾、 


を 米に 直り 

ラ デ ホ敕送 

巧 円 動 革賣ぉ 記念 
プオ！ ドの 新 自動 單じ 勤抗し 
まる 四 H をない これ 亦 新型 自動 
苹ダ キク トリ） を賣 出し だ、 ダ 
ッデ •プラザ —K では 賣 おし 記 
をのの 盧 ホ. で 同 おを アメリカ じ 
おら ホ 曾を の ラデオ 放を を 試み 
て 化陆を 驚ろ した。 

脚ち この 放送は 查ホ 四十と 倘 
巧.？； な 送 所 じ 二で 哩の 電話 媒 
! 巧哩の 電線を 利用して 連絡 
された もので あ もが 
放送の 巧 幕は カリ-フォグ ニア 州 
活動 篇眞 村の がを さん ゥ キリ • 
。ッ デャ I i 自 をから 放送し、 
シカゴで 目 K 巧 行中で ある ブレ 
ッド ぶび トロシ^ ~ •ストン 父ず 

が 幕を じ樂 崖から 流行 喝 を、 書 
歌劇 佛優 ア片 •ジ 3 が ッンが 

ユ •* — ォリ アンの ロ！ ダゥ エグ 

ホ テ. 八から 得意の 聲を 厳かせ 
巧ら じ當 地から ホィットマンの 
ジャブを 化 送した が 

この 大あ 送に 要 L た雙 用は 
一 かじ 一千 弗 即ちみ 巧と 千 巧 
放送を じ對 する 報償が 二方 立 
千 弗、 電話 其 他 技術 上に 要し 
た 費用 一二 方 五千顏 、をを 送が 
が 速 窺を 持つ だけにを した 藝 
用 •かよ 千 六 巧 巧 
ミい ふ 素晴らし いち 額 じ 達した 
放送で わった。 

富豪が 集まり 

運動家 表彰 

食 衆を 無 處于人 
當 地で 拳圖其 化室內 運動 競技 
塔では 化を 祭 一を 謗る マゲ ソン 
ス 3 ぶ T ; •ダ— デンは を扭 黎连 
のを 寶 組織で、 この 運動 好きな 
富豪 雄は マ デ ソン •スコ エア； 
ボ ！ グン •ス ホー テン ク棋樂 を 
を 紐 織して 居る が 敏わ頭 化や虚 
業 蘭 業界の 名 ± ょも 成る この 裤 
樂 部の 潑 起で 『チャンピオンの 
巧』 どい ふ大晚 餐會が 去る 四り. 
がか ブグ •コモ ド ー アで 關摧さ 
れ た、 逮動 巧き な ゥオ！ 八 力— 
ボ 長を 司會者 どして 會 する ぞ賃 
じ 千 A ど！ •ふ 盛 巧 

この 巧ま賓 どして を彰 された 
をは 酥 球ぶ べブ •八 ス 、庭球 
のた グ デン、 举歸 のジ 1 ン • 
タ子 1 、 水泳の ゥ玉ズ シユラ 
ラ " 一 * コ パフの ホビ •ジヨ *— 
ンズ 、ホッケー の クック、 自 
轉 車の スベン チ！ 及び ウ キン 
タ等 ど いづれ も、 化界的 じち 


フロリダへ 飛んだ 

婦人 飛行 击 

自ら 操縱 をして 

八ス •エ グダ アを がめ どして 
ァメリヵ じは 婦人 飛 巧 i も鈔く 
ない が當 化の ラキに 居住し 歐浏 
及び 當 化で 蹤巧 術を 習得して 是 

許を 得て 居る 作ス •甘！ ランド 
ユ コラス 鹽はホ だ々 學 生では あ 
るが 婦人 飛 巧 ±£ しての 無着陸 
飛 巧 記錄を 進る ベ （去る 四 曰 午 
前 八 時 おを、 自ら ゥキド ま發動 
機の フ主 T チ ァキが ド 單葉乘 客 
機 じ お客さんで わる 巧を 二人 乘 
せて n ッヵ ゥユ - — を出發 、巧し 
も條 b しきる 雪を 潰いて， 一氣 
じ溫 がい 風の 吹く フ曰ブ ダ 州 マ 

ャ ミに 飛び、 予 二百と 十五 哩を 
十一 時 跑ク」 ト化 をで 飛び、 同日 
午後 八 時 五み 恙 。く 到着した。 
機の や 均 速力は な哩な 上で をの 
巧 鷄は約 巧 入の 新聞 記を を 賓客 
どす る 商 裴會證 巧の 魄餐會 じ 出 
糜し四 H 顯 じ發刊 した ニュ 1， ョ 
ク 新聞紙を 巧 長に 贈つ じど。 


頃を U てみ 妹 巧伴义 しぶら じを 
鄕を 訪問ず る こと {なつた。 巧 
ts このため 今 巧 中は 特に y 本人 
じ 限 b 糖 別の 廉 憤で 撤 おじ 應ゃ 
る 相で ある。 


醬油 樽に イン 睾 

東を 特電 六日 發 n 野 旧 臀独會 
社 倉庫 内が 藏 中の ニな ぶ 十 樽 
の酱 曲の 中 じ 巧者 か 1 ンキを 
を 人 （たもの がわつ たので 譽 
察で な 調 中で ぁる。 

巧の 死人に 香奠 

東を 特電 四日 發 H 埼玉 縣化埼 
玉 邸 廣曲韩 嵩 旧 文 左エ巧 (よ 
置) はを に 烟ら掩 の 中 じ 石を 
詰 力 一二 口が 言の 葬儀を 營 もを 
奠わ 击十圆 をせ しめた こごを 
を 見した。 


請巧數 犯が 巧つ た 

殺人鬼 服罪 ピず 

旣巧 のかく 1 サン ゼ於マ 巧 
の 銀 巧員バ ー々 t 巧の か 讓を人 
質，- して 殺害し も 質 巧を 巧 殺つ 

じ 殺ん 鬼 ヒブク マン 〔十 化以は 
逮捕と 興じ^ ントと 呼ぶ ト六歲 
の々 年 ごが じ樂 巧ち を强盜 せん 
どして お 害した を 罪を 自白し パ 
ントも 遂にを 證 された が ヒック 
マンは.-,—々！ 及び 藥店ま 殺し 
の 化 人 V - して 裁判所 じ廻附 され 
たる も 服罪せ や 辯 護 ± を 通じ 精 
神 観 乳を 理山 として 法廷 じ 爭-ム 
もの ー 如く ミ^ゥ ォ； ネボ じて 
も 殺人の 嫌疑が ぁるので 化 調 中 
じ屬してゐるが ^，'ン ト側は法廷 
じめ て 最初ょ b 殺人 共犯に 販罪 
の 申立てを する ご 巧-し 罪 巧の 大 
部 巧は これを ヒックマン じ蠻る 
らし； 獄中の ヒックマンは 時々 
ヒス テリ！ と b 巧ん を裝 ふこ 
ごも ホる ど 0 


年玉 的 


G なり 

Z S ^ 

h 

a!i 


淨瑞靖 速 化を 一冊 

河 添が 墙 君へ 
諸藝 ノート ブック 肯部 
(ち お 混 巧 じても 1し)- 

ぉ 川 祥^ 君へ 
々ラク リ股 鏡-一個 -i 

石旧薛 ±11 ちへ 

攀圃 用品 一切 

藤旧龜太^君 へ 

女房 一人 

をが 定も 君へ 
デゲ キスを 戰 招待 狀 一通 

. 恩旧貞 春へ 
をん 徘 句を 集一册 

•大木 信 次^ 君へ 
家族 ぉぉ 飛行機 一を 

猪 お 昌^ 君へ 

後繼 奢】 人 

. 岡巧直*3^君へ 

駕遠錢 一 欄 

岩 井な. ぶ^ 君へ 
を 妻 寶巧 一 人 I - 

塚 旧 数を おへ 
理屈 箱 (大小な 混せ て〕 ’ i ‘ 
東洋 舘 みま k へ 
電話 用語 輿 i ' 
を およ 日督へ 


織 世羅育 事務 麻 城 

ミ Shi 兽 Av 呈 養， 量 V さ 量 iy ’ 


，ふ 


人 


(を 庫 縣久) 如 藤 巧 一 
( 乂較府 人) を々 木 ホ 
<' 東を あん) 終 野 藤 雄 
( 廣島縣 人) 常 脚 宇多 次 {ぶ 陶) 
(愛媛 縣 人) 藤 旧義敬 
(靜陶 お 人) 木が 準 之 巧 
(熊 本 縣人一 經稠を 一二 - 
狩 野 鶴 ま 
(熊 本縣 人) 岩 曠方作 

右 0 をに 通 か 致 度き 儀を 么 
お 間 本人 お （は 知人よ b 親 
住所 御 通知 願 上 お 

紐 育帝國 総領事 舘 

1 BS ザ吉を さぎ 壬ジ rk 署 


鱗 踏 刪ん— 


▼班を ダンス 

►表 巧张操 


お 

1 幽 
1 C 

4 U 


了 寧 
親 巧 


を 

朝 十帖ョ 1 巧 十) 時 

シャリフ •ダンる 

ング 飾範學 俊卒袭 

し衫 タマ 


名所* を蹟 H 民 麼其化 見物 


を 霞ず 賓 


親切 巧嗦じ ^ 

雲 巧 致が 勇 3 

自 午前 化 時 至 午後と 時 
711. 害 St . 3. Tel . M 置 蓄 8 
夜間、 H 鶴 ： n 

M . T 吉夏タ 32 Bunker 舌 II nd ., 
雲 舊^ さ， 皇. 

Tel . HYATTSV 1 民 1298 至 


日 


庵 


電話 V ラィアン ト 

八 0 と 化 1 八 八 お 一二 

妍驟 特長 

紐 胥お巧 四十 四 T 目 
】 一二 S 1 】 八 茜 
三階) 


ま 店 

呈 百 ar 呈皇 y . B 呈 たタ NJ . 
ぎ 田を ell 1 皇呈 
ま 巧き S . F . K . 妄 0- 


眞 面目なる ホ 驗圆胞 じ權實 
。る驗 業を 周旋す 

宮竭 事務所 


電 

を 


ブラ 


tb . 蘇：！ 八 


煎 餅 卸、 小寶 
を 腐 油揚 
日本食 料晶 一切 

susris 货 IRic 。 G 巧 k 巧 GP 
畜 5 Th 置す 严， 

TeLP 置 a 畏 18 


滯米 かと 年 

堀 寫眞師 が歸朝 

アメリカ じ滯 巧す る こと 正に 
廿と 年、 この 閒藥 術寫眞 の硏究 
じ沒 頭し あくは 自 本に がける 大 
駭朝 H 新聞 ま おの 展覺會 、當地 
じ 於て は 白- 同業を の 間に も廣 
知られ 諸 美術が 誌に 名を 驅け 
れた 寫眞師 堀巿郞 をは 來るご 一巧 


御菓子 舖 

名物 栗鹽 頭、 大福餅、 練 羊羹、 
賛 深を、 せ納 直、 巧 他を 禪. 
煎餅 卸小寶 。のし 餅は 前日に 御 
注て をを ふ。 日本 食料品を び雜 
誌 等 も あちます 

御 注え は 松風が 烏礁 

29 这 .置 ih S 二 eu — 香 r 語 4 

か 內 & びを 地 旅行先 
ごも 懇切 じ 能率的に 
si 御案巧致しまず。 

紐 ： i W j ◊姐 譯 ◊調杳 ◊を 渉 
育 h 柄 jo 化は 巧ホ旣 じが I ニ 
加：！ 一 年 聊か 化國の 事情 じ 
述 する もの ご 信 ip 紳 

シカゴ 大學 卒業- 

嫌 聲上杉 鈍 雄 


巧 


案け 帖 

內 iw 


ロス アン* セ ルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

ニ 7 N S 登ぞ dro S ご Los li 霉 一 苦， 安一. 


若 旧旅雜 


江川 か 一 

W 夏で S ニ 置 Str ま产 
ジ 1. St ち ves 普 t 货51 


カ旅雜 なめ 

帝國旅 舘淸水 

1 萬 去. 霉 h St . f If 夏 
ジ I . 芒ぶ ミ han ミ 《610 


紐 育 旅舘？ が— 

東 妈十了 目 ニ 四ニ潭 

lel . Caledenia 适 74 


ボストン 南 

富 ± が舘大 浦 末を 

養 巧 0 養 一巧 S ニ cston ま ass . 
す 一. B . B . 岩？ 5 




が 

比 

六一 

ぶみ 

m W J 
s 4 w 
e 巧 

B 


ホみ じして 巧 巧 

$聊 品南樓 

午が 十 時よ b 旨 
午前ち 時まで— 


住み 也 地ょ き淸 潔なる を 

鑛 下宿 松が 好か 


ちの L な xington five , 
s . 至 ad . ミ. 這 21 


費府 御旅 鑛 

桑 山 淸お離 

を 8 ぎ U さ 思 h si . Phiia を 香 ia pa . 
呈 . wf ニ s 


College 王 nn 
311 H 1 む oa お 巧 
お L 巧 3 rd & 巧 4 巧 お S . 

Tel Mnrn'm び siric 7479 

Wing Hing Low 

Ch おが e む staurant 
お 卵 BVay ， ん Y . C か 

y ； ua 打 g G 瓦 打 Lowi 

Chinese 8 だ tail 巧 nl | 
112 W . 巧 化| 化 C 則 ： 

な* i g 

至 旨 S マ 階 
午午理 巧 ^ ィ及 

前前 イ 'お をた 

爵 ± 雪 看 

^ 園^^ 

まじが 隨が专 
へず 適 日 揃理那 
浮な。 す 本 ひ埋那 

^薑在 永 

の 了 時 巧 君 理^ 
下目を をの 人タ巧 
一す 蘭 差嗜教 
ブ巧 上が 名 ® 

ホ 致 巧 そ 揉を 1 
光し 爲1 な樣 
をよ 巧那 美の! 
顆す 届^み 巧 i 
ひか [の嗜 i 
まら.： 1： み ►御が i 
す 親 巧に • 
々 理適 
抽^を ふ 


愛堂は 優美 溃潔 
輯理， iH 本人 向 


^ S B 

s!l 

Y 化む 側 
のな 化；！ 

r £ W G 

細 W 相-御 あ 巧を 持 ± 煩 


支那 鱗哩 


fwo L 坛 ち Garde 。 
250 W . 116 {h Streei 
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本 樓は麗 劍岛东 多年 
三思 勉强 化ち 司 狸ん 
ゼィ 、料理ん 歐廉も 
姻變ら す 漉 前を 見せ 
て 程まず。 然る じ 現 
巧 某 巧 寡 蒙 じがて 元 
本樓 料理、 を 雇 入れ 
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日本 協 會の大 晚餐會 て 

目 米の ホ 和を 高調 

軍縮の 前途を 樂觀し H 木 2 對支 
政策を 釋 明して り义觸 な^ 論及 

松 平 大使の 鎭說 

抑敲閱 明けまで 延期され わ H ネ協 @ の 大晚餐 をは 别項巧 報の 
かくませ ちの 盛 を 呈し出 お 巧 U 米 人 千な 名に 速した が 松 半 
駐米 大使は 當日 午前 化 惊堆府 お 巧 ホ じて 夫人、 を 一等 書記官 
等と 共に ホ お 午後】 時 五十 五 か ペン 停 お 巧を 化に ホ テ 八 •ア 
スタ アに巧 お、 午後 * J ヘラ 火ドッ リビュ 1 ン社ま リード 巧の 
邸 じがけ る 茶 筵に 巧した。 左は 當 巧の 大晚餐 W じ ま賓た らし 


大巧が 說の大 なで ぁる。 

『一二 年 前 予が维 盛顿に ホな せ 
- る 3 ホを あなる 本を々 员 諸君の 
温雅む を氣の 裡じ予 自身を 巧 出 
すの 特典を 巧た のは 今一: をのて 
ちに 巧 巧 目 ごする』 ど 冒 巧 ザる 
がホ乂 使 ‘‘ i 化 巧 御 說閒の 時機 も 
紹 巡し 年々 氣銳 、進 ホ 的 じして 
曲つ 党将 - しあら せらる i 新ホ陛 
での 御 指導の 下に H 本 固 ほは 平 
和の ァ ’トを 開な する 爲 めじ 學 
舉 汲々 どし 昭 かの 元號に 肉む で 
專ら年 か 5 敷衍に 巧 力し つ i あ 
る 旨を 述べ ' 是れは 『巧 じ 空虚 
なる 辞令では む < 近年 吾 政府の 
を 要なる 段 際 的 措 粒は 日本が お 
腔の 熱誠を なて 平和の 支 恃じ從 
事して 居る t 一を 物語 b 胆お 周知 
の事實 U らご信 や』 く郎じ 進む 
でジェ ネゲブ 會議じ 言及し、 轉 
じて 現 內閣の 所謂 積極 政策 じ顯 
する 釋 明を 試み 最後に a 米關係 
の U を逐 ひて 密切 且つ 親善 じを 
つ /- ぁるを 說 いたが、 昨. 夏の 
軍縮 會溝 L - 就て は 
慶際間のホ巧を j 唐あ効：：^ら 
しめむ が爲 めじ ジェネ ダ 7 じ 
於て 晋 人け 何等かの 協を を齋 
ら すべく 强 善の 巧 力を 示し 此 
点に 綱し 則國の 認識を 得 ホる 
を悅 ぶ。 不幸 じして 該會謠 は 
不調 じ 了ら わる も予は あやし 
もぶ 無ぶ 義。 らざ らしを 感や 
る。 離 係 I ニ齒あ 該會雖 を投て 
最終の ものなら ど信サ 中、 寶 
がんる 一二 蹲のを 誦 階級 じがて 
じ ザ 晚捕肋 巡が 艇 問題を 解か 
する の 巧 あるべし ど 云 ふ 意見 
じ 一致して 居る。 扫 本の 齢す 
る 限り 假み該 脅 誰がず 調に 了 
らし じせょ、 製 應焼爭 を 避け 
レ ごする 旣 去の 政策 じ 秋毫の 
彭题も い。 

火 化は H 本の 對 支が 策 じ 觸れ最 
も愼を • し释 明して 曰 <• 

近時 米 閥 及び 化の 别國 じ歡か 
ら ざる 話 越を 提供し つ i ある 
支邢 r 願して は 吾が 日本の 政 ' 
巧 U 支那の 獨立 ごがを どを 避 
巧す る 誠な じ々 脚し 指示 せら 
いて 穏健 且 C 協調 的で ぁる 0 
吾闽 のが 識者 •か旣 じな 推謝讓 
せる がかく 巧闕ご 協調して 支 
挪國 K の正當 。る ホ 巧を 簡垂 
!' 速 化けし，^ る 政 巧を なて 終 
始 して 居る。 化 巧を じ 觸れて 
U 本ぶ び米齒 じがて 唁傅 せら 
いっ i ぁる 現め がの 『橫 極め 
巧 . I に 就：， て - 言せ むじ、 或 
る-部の 人 十は 化賴械 政策 ご 
巧す る ものを 目ず る じ 『區略 
政 巧』 で ホる W する 嫌 ある も 
予 けな 何のな たるを 解す るに 
をい。 のみ むらず 現 政府の お 
支が をを 化く 解释 すべき 理も 


の W 邊」 ある やを 知らない。 
乂 化は 支 恥化留 邦人のを 债 がを 
を お 譲す るが 爲 めの 必 をなる 排 
胚を 執る ， ’ 2 巧して 浸 略を 意 ホす 
べきでは じいぶ て 山を おちを 辯 
憩し、 次に 張作霖 ごのが 蒸を 涉 
に 言ぶ して 是れ U 滿溯 じがけ 
經濟的 利益の 發お 問題の 解かを 
なすに わら ゴ觸 じて 支が じがけ 
f 巧 曰 開な、 機骑 均等の お 則は 
辑 おを 谦の九 個闕搞 約に 照らし 
て 胳然た b ィ」 巧 破-'’ 吾が 條約上 
の 樵 利、 及び 瞒業 的關 係を 明か 
トょ らしむ る MJ を 0 て 『侵略 政 巧 
なら どす るは 事實を 曲解せ る も 
みで あると 言 ひ、 をら じ 日米 關 
烧じ掷 し 

ず かの 稱じ 巧き むと する 日本 
め 希望は ホ國 ごの 願 係が 密巧 
ごなる じ從 ひて 益々 ホ 輝を 加 
へ 日 ホ 相 なじま 證的關 係を 增 
進せ ♦け ごする の氣 運を 離 酸し 
つ t あらおに 兩國 のな 量 間 じ 
ぶ 泣 的 人形 大使のを 換を なせ 
るが 如きは 好個 S 証左で ある 
昨年 ホ國の おを ょら 日本の 弦 
董じ 贈つ わ 美事なる 乂 がは ホ 
おの 歓迎を 受けた が、 是れご 
同じ 威 愤じ薰 化されて ニな 五 
十万の 幼稚園 成び 小學兒 量ょ 
b 今次 五十八 個の 人形 大使 ご 
化惭處 おどを 贈つ て ホ じか 恐 
ら < 米閣を 重の ' > 1 ト じ觸れ 
てがき 巧を を殘 すで あらぅ 
ご 述べ 寮 後 じ 正義 ど 平 巧との 觀 
なじ おいた H ホ兩威 K の關 係は 
牢乎 どして がくべからざる もの 
か ある ど 結んだ。 

日本 協會の 

大 晩餐 會. 

千 巧 名の 新記錄 

H ぶ 協 曾の 大晚餐 曾は 旣 報の 


か （去る お U 巧 ホ ブルア スタ ア 

開か iu か^ 庄を數 を 前よ 賓 
松 ホ 駐米 大 化は 夫人、 な 一巧 書 
記官 、內山 領事 夾 妻、 日本 協 曾 
副會頗 チゾン 巧、 幹事 ヮ マドン 
氏 夫妻 巧 他 ど I もじ 迎賓 盡じ人 

タ數の H ホ 人ど贊 巧を 巧検し 
た^ 當 がの 出檐者 はで 巧を を 超 
過す る 新 記錄を 作つ じが、 午後 
と 時が 

進 巧 曲 の 奏樂ど ホに 一同 
着 お、 記念の 撮影が ぁ 6、 •テ ザ 
I トコ！ スじ 入れる お 化 年ホ國 
大を敎 巧た ゎし 閱歷 めり 削 巧の 
人々 ど 親を の 細 係を るが 巧の 法 
藝家 アンキ サンタ ア •チ ソン ぶ 
一? 抹を ごして 米國乂 統領 おじ 聖 
上 踏 トの爲 めじを 盃 を摇唱 I 、 
終らて チ 巧は り 本 協 會の略 おを 


I 說 き、 稳末 當阳の H 本を 紫骼せ 
一 しめてり 米關 係の 仲 展を語 b 先 
づ棋 巧祕輔 巧の お說を 要求した 
鶴な 巧は 慨單に 巧 化 円本の 政治 
の 進 ホを 說き 普通 選 擧のお ホを 
豫 想して、 保守派 ど 急進派 どの 
中間 じだる 自山派 ( 漸進 派) の 
ホ 旗を 述べむ。 みで モー ボン 

が 團の 雷鎭 である 米國 が 

巧の 驗將で わる トー マス •ラモ 
ント 氏は 輕 妙なる 諧 龍を 巧へ つ 
つ展近 自己の U 本 訪問は 單 なる 
經濟 がの 視察に あつた ご 附言し 
平 化な 二十 年 化 巧 的 反 勘に 依 
て 恐 焼を 惹起せ る 日本の が 巧は 
徐 々に谈 化に 向 ひつ i ある 內千 
化が 二十 一 ニ 年 丸 巧の 大震災 L . 遭 
をして 大打锻 を 被 b たる じ拘は 
らや 巧び 播±熏 ホの 意氣 ど實績 
ごを 如實に 示し 昨年 阿 巧の 銀 巧 
恐 胳じ陈 しても 巧みに 難 關を巧 

なりた。 予 け 滿 おの お賴を 化 
勇氣め b 才幹 ある H 木國ほ に 寄 
する 禱踐し G 、。 ごて 滿 堂の 拍 
ずを がび、 轉じ てり 本の 截ま政 
策が お 年 前 じ 比して 著しく 緩和 
協調の 

を 彩を 帶 ぶる を發 見した 
ど 語ら、 混滩 たるち 那の 現狀を 
おし 支那 國 民が H 英ホ 一二 國の思 
言に 聽從 する の 秋 あらむ をを 望 
むど陳 ベ、 ホ 國の對 外 政策は 巧 
西南 化 孰れ もず 和の 維 侍 じゎり 
どて 日本の 武力衝突が あち 得 ざ 
る； は 拾 も 太 西洋の 彼岸に ある 
善隣 お國 こぶ 國ど 武力の 衝突が 
あ b 得ない と 同一で ある ご 論じ 
多大の 感動を 聽 衆に おへた。 次 
で 松ず 大使の 演說が ホり (別項 
參 照-最後 じ 昨秋 日本 訪 間の 旅 
よ b 歸米 せる グリ 7 キス 老構 ± 

は 超 もて 大使 徽迎の 辞を 陳 ベ、 

宜 をの 英文 明治天皇 

御 一 化 記の 草稿 V 恭し， 
司會 者； . 星し、 司 脅を よら 更ら 
松 平 大使に 呈し 午後 十一 時 ザ 
大 晚餐會 を閉ぢ 、ホ よら ダン 
移 h. 翌踐ニ 時散會 した。 當巧 

の K ビ ー 力 アテ ー ブ少 じは 司會 

者ホ賓 みが、 お 旧 陸軍 大佐、 山 
本が 軍 大佐、 內 山が 事 夫妻、 グ 
フキ ス傅 十： 夫妻、， 武お 海軍 鎭 
守府 を官 グラン ヶット々 將 、新 
伟 陸軍 巧な 官 ，關屋 前 普通 學務 
局長、 ラモント 氏、 鶴 見 祐輔氏 
着席せ るが、 米人侧 よらは K ベ 

' 巧、 グ フン ダリ ツブ 夫人、 
i ン博十 夫妻、 ゲュ リツ ダ 
簡 t 其 他 約 化 巧 名 巧ん 側よ 6 ニ 
だを お 巧 苗した。 


太平を 橫劇飛 巧の 

準備と 調查 

航空 本部 員义米 

円 4 ょ b の 報道」 化れば 本年 
夏季 巧が せらるべき 針 溝 でんる 
太平が 橫斷飛 巧の 實 巧を 員 ごし 
て 海が 航空 本部を 化 おして 居る 
安東 M を S 々將 、化 永壽雄 中を 巧 
び 蒲渊知 少佐は 化 ホみ 固の 視察 
に 出 おする； ごな b ホの 內松永 
中佐は 本 y 十九 日 横濱出 奶の大 
が 义で渡 ホし 太ず 洋橫離 飛 巧の 
着陸 化 おご 目され て 居る シャト 
瓜 飛む 媛を 親 察し がら じを 地氣 
あを を 訪問して 怠 見の 巧が を 巧 
つじ 上 詳細を 飛行 協 曾に 報吿ず 
る ^ ご。った。 ょたぉ越着ょ中 


佐も閒 巧して 紐脊じ 滞な し餘旋 j 
の勞を 執る 箸で ある ど。 


徵を關 係 あの 

歸霸 特典 

■ 九十 n 間滯 なし 得る 
本年は 御 即位 大典が 巧は せら 
れ るので 巧 唾 や 太ず 洋 沿岸から 
タ數の 觀ホ酵 が 劃 講 さるべく 豫 
想され るが、 該觀ホ 脚に 參 加す 
る 徵巧關 係を は 去る 十二月 一 
から 臂 施された 新兵 役 法の 結果 
非常 じ 彼宜を 得る をに なつむ。 
即 もな ホ H 本の 徵兵 檢盎 期間 中 
四け 十五 H から 八 巧 一二 十 一 H ま 
で 歸國滯 化した 者は 一時的 歸雀 
であ っても 徵を 檢査を 受けな 
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巧 京 八日 髓 n 巧る 十 H を w て 
當化じ 開 鹿すべき 國皮黨 大會じ 
出席す V く 南支 政界の 政 おは お 
績當地 じん 込み 居 > 數 萬の 勞飽 
者け おか 石 おを のな 活を 歓迎し 
居る が お 巧は これを 機會じ 南京 
政府を 確立した る上內 じあ b て 
は 共を 黨 系の 政を を 一掃し 外 じ 
めて は 化 京 政を を 一目 も 早 <實 
巧すべく 努 方し 居ら 衆 翼 じあら 
ない 帳 b 軍籍 じ疲 する こごを 拒 
んで 居る が、 最も 難驟 とされて 
居る 財務 總長 じは を义 巧が 就任 
し 義に化 京 政府ょ b . 辭 巧した' 卢 
— グァー ド乂學 出身の 少お 者を 
部下と して 朗政 騰理じ 着手して 
居る が 梅を 政府は 巧 强に凿 して 
恐らく 南 ま一帶 の關稅 収入 ぞ拂 
を 要求ず る じ まるで あらぅ、 尙 
は 别强中 當化じ 領事館を 開いて 
居る のは 日本の みで ある。 

上が 八日 發 U おお 群 お 軍は 部 
下の 軍 除に 訓 ホを 您 して 共を 黨 
系 人物の 一掃を あめ 今後 斯る危 
隙 人物は 見當 b 巧 窮じ统 殺す ベ 
しご 命じ おし 共 產黨系 のん 物を 
知り 乍ら 銃殺し；；* いちは 詞樣じ 
巧 罰する ど 述べた。 


新銳擧 りて 



大典を 後の 頃 ほひ 
東 まが 電 九日 舞 n 御 郞位式 後 
の觀艦 式は 最初 大典が 京 郡で 
巧は る t 關係上 神を 沖に 巧を 
して 居た が 矢 張-^ 横濱 沖で 擧 
巧す t ことじな つた 0 


个 




个 


化が 邸 位 巧 御大 典の 後 昭か四 
年 十二ち 镇濱萍 で觀鑑 まを 巧は 
れ たが 先例に 鑑み 海軍では ホ 秋 
の聖ト •御 邸 お 大典 睛 後の 十一 巧 
二十 H ころ 大觀濫 まを 巧は せら 
ぇもの V ) . — ^ ^ て、 さき じ 禪大肅 尸 
の宫 制のを 巧 ご 同時に 着々 準備 
を 進め、 最 巧は 橫濱 沖で ごの 藻 
も ぁつたが、 御大 ハが 京都で 巧 
はせ. ゥ n る關係 上、 今回は 神 巧 
沖で 巧 ふ 方 かじかまつ わ 、もの、 
更らピ 別項 特 をの 如く 變 おされ 
たもので ぁる。 參加潑 艇は窠 I 
經隊 の陸敢 、扶 を、： 3 お、 長 門 
をは じめ 最巧完 故した 第五 戰隊 
の靑 葉、 ぶを、 細ち、 去 鷹の 新 
銳 、盛 ニ 艦 嫁の 金剛、 比敦 わ. ょ 
び 擦を、 四 巧に 鑑 おされる 航空 
戟 おの ホ 城、 鳳 翔、 第二 十一 
篤 六の 兩驅 逐隊 t 愛に 目下 儀装 
中の 航が 母髓加 賀も參 加す るに 
をるべく を 港 じ 派遣 さわる 儀禮 
濫を 除，、 巧 数十 隻の 新銳が 威を 
を 整 へら •を ご U る。 

潜水艦 廢止 

下院 じみ 議おづ 

ワシントン 九日 發 U 潜水 鑑ち 
ス 四を 化沒の 率實に 省みたち の 
か マサ チュ セット 州の 下院 藩 員 
ワォ 1 シング', ム 巧は 本 目み 議 
まを 提 おして 

お國上 T 兩院は 潜水艦の 魔た 
を 適當と 認め 乂國 及び 别强の 
造船を 中止せ しめ ホ國は 卒先 
して 列 强を勸 誘すべし 
となし ホ ー グ 議員は 潜水 絕の鄉 
難 お 遺族^ 慰 間を を 二倍すべし 
どの ホ議を おしれ。 


木な. 東を i 特 燕を U ホ ぉ鮮稽 を〕 


解散 r 前. 飞 地方 技官 異動 

〔十日】 第五 十四 諮會 心解敲 ごみを した 爲 めか 內ぉ逛 は' 突然 
左の かく 地方 良宫 のお迭 •结 おし じ。 即^ 山 脚 强巧氏 •かを 字 旧 
晶 氏の 後を 裝 ふて 間 題の み 一 崎縣 知事 じ 化かされた かぶ.；； 如く 錢 
をさむた。 

巧が 馬縣 知事 お 馬 縣巧格 部長 大お化 一 
巧 魔島縣 知事 神を 川 縣巧務 部を 後滕 ぞ臺灑 
巧 お手縣 知事 な 巧局體 册廊疫 凡 茂 藤が 
„ 寒は な < 描 なく 浮上つ た 0 


U い 破ら 齒を わが 活け ま 鶏 じし I ' S 巧に 更じ袭 •一の 延冀化 例を 制 I 
でを 相 づし両 踏の 通商な 活 •；- 巧て I をして々 をに 悔を淺 さの 遠大の I 
ぃ！- お 窜異講 なき もゲキ ナ て 計 盈を樹 々ザ' H ' しご 云 ふ 雜論ご I 
ホを された 物な の 穂 入け 元よ h . が玲 のち 天 蹈は無 < て はなら 《 
ゲキ か ナじ掛 する 郵巧 物め 巧悔 物で わる、 純 巧の 旗巧閣 を此ヒ 
等 U 一が 嚴禁 し'. し 思る、 蓋し こ 一 限を しなこす るのは、 がを 巿 の 
れを 認める こごは ゲキみ ナじ對 I お 展を阻 化し 樣ビ すろ 物 でんる 


松風 嘉を巧 逝 < 

L 十日】 昨年 勞働會 議じお 雨し 
たを 都の 松風 寇を 氏は 五ず 化 
.儀で 九： n 午前 逝去し じ。 

醬独爭 議解决 か . I 

【十 曰】 野旧酱 地ず 議は 解^ 曙 
ホ 君え 初めた。 

師錐學 校 生溺巫 

〔十日】 長 野師 舘專攻 科 化 
き 一は 歌訪 湖上で スヶ 
ダの 最中 湖水 じを もて 溺 
たが 本年 最初の 犧牲 者で ぁる 

積雪の がに をぶ 

一: 十日〕 信越 おび 化陸ボ おで 鐵 
道け 積雪の 持々 一時 運轉 .で 中 
化した る も 昨日を なて 萬^ 蘭 
通した がな 前 巧の 積 曇は 巧 眠 
じ 達し 附 なごのを 通は I . 切杜 
絕 して 居る。 

大ぷ保 巧が 渡米 j 

〔十日) B 本 鹽継會 社 重役で ハ 合 
保 巧は 郵觸 統路改 をの 任 を 
帶びお < 渡 求ず る 笠。 

鳥 松 宵 遠洋 醜 海 

【十日) 高が 宮殿 ドには 練 得 艦 
八 雲 じ 坐を 巧 月 填 南洋 お： 稱じ 
向は せらる i こご じ 巧し だ。 

新 も 長の 第一 聲 f . 

(十 0 ) 新 楽 京 巧 鬟巿を こ 一致 房 
は 九り 初登廳 をな し 巧 おで 向 
つて ホ 政 親を 卦の ステ—. 

ン トを發 した。 

す 戰條瀉 の對策 一. 

I ： 十日】 米醫火 使は 重ねて 
の 意嚮を 質した が 不穀條 は 
おを の提 まを 侍たず お 策^ 講 
宛の 溝。 

モン ロ！ 號 坐礁- 

〔九日】 プンシ ダン ト •モ 
;號 は F の關 じがて 化 前 を 
避けん V ) して 誤つ て 坐礁した 
るら 荷物を 引 楊した 上 別し 損 


ずる ポ！ うント のま 權を認 がす 
る； ごなる からで 兩应が 大戰前 
の 狀 態に を閒 ずる ことは 到お絶 
望 f ある ご 述べた。 


雄 築 物が 巧れ 程 高 < ならう が、 
人口が ちがし 檢 .か、 大おホ r 勒 
ずる 解决 まは 摧巧 でもなる ど 云 
ふ算謀 ごが、 巧れ ち 一 淀の 巧々 


〔ワシ V トン 八日 發】 大藏を 一た るが 巧の 專巧家 じ 化つ て機會 
官 * 。 I X をの 發 表する 所に 化 あるが じ 講演に 新聞に 嫌 誌を 眼 



註。 下ぐ ノ齡沖 じて 坐礁した プ 

レシ デント •モン。— 策は 十一 

巧 か 巧 H に當 地を お 帆した 世 あ 
一周 船 じて パナマ 速 河を 經て桑 
港經も 日本に 趙 いむ ものでぁる 
同船は ダラ'- 療船曾 社が 巧ち し 
千 化な： が米闕 船が おが 建造し 
た 窺 船 じして 總嚷數 は r 刀 おな 
化 H 嚼 でぁる。 

對露獨 策 新 傾向 

〔九日) 义巧 房么助 巧け 田 や 首 
相に 化 命を 報吿 したが お露獨 
策 新 侮 巧 ぁ 現說か ぁる。 

第 一 候補 市來巧 

〔八日】 東京 巧會を 波騎を 協議 
會で投 漂の お 驳巧長 核 補 お 巧 
こ產 氏と 十ぶ 粟、 閒秋 山を 輔 
氏十黑 ごな つた。 

河 上 博 ± の隱退 

〔八日】 マ 作 クスが をを 河 h 肇 
麼± は 一二 月 京大を まる 至 じ お 
したので 學ホ 連は 留巧 運動を 

JED 弘日 しむ 0 

漁業 規則 改正案 

(八日】 政府は 多を 今 議會じ 漁 
楽 規則 一部な 正 窠を提 おす ご 

臺覽 消防 お勸 ま.. 

一八 日) 消防が 化 ホが か H ニ 輩 
瀑 前に 於て 擧 巧、 お 報 郡部 か 
ら S 巧 S 千 人の 化 ま巻參 巧— し 
高 松宮驟 ドの 臺覽 がゎつ た。 

题切 代議 ホ 服 葬 

【八日】 議 會騷擾 擧伴剩 かじ 掛 
し 堀 助 善兵衛 氏は 控訴を 取消 
し 罰を 五十 闇を 納めた。 

巧營の 電化 設備 

【八日) を 營內の 電化 設購の 魁 
は あ 衛窮一 聯隊で か 事 部め ホ 
磨ぎ も電氣 装置 ビ タウ 縷計六 
巧 圓の經 費で 二十日 頃 完成 さ 
るが が 結 おな 巧 なれば を軍陈 
營舍に 化 設備を 度 ぼず ご。 


カナダが 円本に を 使 舘を設 

パナマへ H 歐洲 
の や 和を まらず リ "第一 二次 自 
苗を！！^ 償が i ジヤク V A 日 
に 酒 派が 結 まか— ロ、 \ド 
、k 巧 じ 未曾有の 洪水 騷 ぎ" 

農 じ^ 劇 一四 時 聞 後 じは 當 地に 到着して リ 
シド バ ー グ 飛け 媛に 着陸、 大統 
領を 始めと して 官民の 熱誠を る 
歡迎 をを けな。 

(ワ グソ！ 八日 發】 ポ— ラン 
ドごリ K ア ニアの 紛爭は 國際聯 
猫の 調訂じ 化ち て 表面 戰爭 の危 
檢 ょち 脫し 得た る も リス ア三ア 
首相 ウ で 少デ マラス 巧が ボーラ 
ンド新 卸 記者に 聲剛 しわ 所 じ 化 
れば 目下 ボ！ ランドが 施政し つ 
つ ある ゲ キ^ナの ホ懼を 回復し 


れ ば大藏 ちけ ホる 十六 扫を なて 
滿期 完了すべき 第兰み 自由を 憤 
四 割 四み の I 巧 お 二十-億 四千 
とな 方 弗を 憤 還す ベ < 問 時」 四 
を 五旌巧 附の轿 大藏漬 券を 發巧 
ずべ < 支拂 期限は 千义な 一二 トニ 
年 十二 巧 十五 H じして 今回の 價 
を じは 現を 敢引 をせ や單に 第一 ニ 
次 自由を 債の 乗換に 使用す る こ 
ご つてち る 0 ‘ 

『プ シン トンん H 發】 ニユョ 

! ク 州 知事に して 巧 力なる 大統 
領 候補 着で ある K ，' マ 氏は ホる 
べき ジヤクソン •デ！ の 大宴會 
じは 投治 上の 意陳 ょちして 出席 
ずる こごを 辭退 しだる も 囊じ大 
統領 候補た る こどは 辭 退した も 
の I 波然ビ して 禁酒を 勵 巧を ま 
張して S . i ， 知事に 反凿 しつ 》 
ある 前大藏 長官 マ ヵズ！ 氏は 當 
巧-出 旗の ±淸說 ずるを じ-.-- これ i 
を磯寶 どして マ ヵズ！ 派：；！ 婦人 I 
速を 動かして な スミス 運動を 起 I 
すじ まるべく 民主 黛の 候補 殻 も 
この 名乘 上げ r おじ 巧び 潭滩が 
態に 陷る でる らぅ、 僞 ほこの 宴 
會 を磯會 どして を 妍選擧 委賈は 
を ホ 黨大會 候補地を 選定す る こ 

kn . 巧 5'. て 磨''-^。. 

〔。ン ドン 八日 發】 先般 巧の 
降雪は 遂に 豪雨 ご變じ おお テ； 
ムス 河醉じ 源して 數 千の 民家 じ 
浸 氷し じる 爲め 十五 人は 溺 巧し 
河畔の 空地は 避難民で 充滿 しり 
ン ドン ホ 曾 巧の 大騷 ぎを 演じて 
居る、 侵人區 域は 河 下の 貧民窟 
じ 最も 巧擊を 輿へ て 居る けれ 共 
富豪 化を 原 域 じ も 裙當の 損害 あ 
を、 洪水は 巧閱 みお ホ 事で あつ 
ゎ爲 め妄會 服装の 紳± が 貧民 ど 
共 じ 避難して 居る 姿は 一巧に 人 
目を 惹 いて 居る、 洪水に 化る 損 
害は 不明で をる けれ 巧 テ！ ト类 
術 館、 タ ー ナ ー 美術 緯タ みで も 
とな 巧 弗 じ 達すべく 軍 膝 酱官隊 
が驗 おで 河 堤を 修復し 救 濟に從 
事して 居る。 


【日ン ドン 九 R 潑〕 

首相を 議 のお裝 先づァ メリ 了 
を 使 制を 布いた ヵナダ 自治^ 政 
府は化 （フランス じ滯が 中で ぁ 
る を員を變おし て を使 じ 昇^ せ 
しむべく岡時じ9本へ もる4^館 
を 段け てを 化を 交換と 巧し で尙 
ほ 南アメリヵ 自治領 政 梅は ユユ 
ョーク 及び 歐洲 のを 地 じ 総 部 事 
舘を 設ける 销で をる。 ‘ 
【パナマ 巧 化 U 發】 コンタ， 
々をを した リンド バ； グ 大佐は 


はし、 解决 案なる 物を をぶ して 
ゐる 0 

一昨年 八月 おから 特にが 劈は 
大き （なを 昨年 秋 末ょ で じ 拳ち 
の氣 のつ いたす パで も 一二 十と 回 
(まどして ヮ> — グ ド) に 及んで 
ゐ る。 讀ぞ じがても 屢 々見開 さ 
れ たこ ごご 思 ふ。 诉年 クオ ー 力 
!ボ 長に 化つ て、 がの 巧 力を、 

巧 ホの-流 專巧 あお 円 人から が 
る、 お 長恃別 委員？ 設けられて 
解 ホに お 巧 どなつ て 居る の も、 

化 等の 間 題. かま 体で もる 樣じ見 
わる。 あを 空想的 ど 見ら る t 樸 
な說 をぶ て、 巧 能 巧の 無 さを う 
G 計 壽を發 おする 論ち も 有る が 
紐 育と 云 ふ 郁 おが 今を も 現 巧 0 
と じ 進おし て 行く 物^ す ればホ 
巧の 紐 育 ボは如 巧なる あじなつ 
: て ホる であらう S 云 ふ點は 最も 
興 ホ 津 々たる 稱題 でぁる。 

前述 摩天閱 是非 兩 論を か 0 巧 
じ 超越して 遠き を 巧の 紐 育を 想 
像して 作らむ たのが 第 巧 巧で あ 
る、 邸ち 現な 建築され つ I ある 
摩 巧關が 時化 なれの 物 ミなる 時 

じは かく お 一 ブラ ブク •ジ リッ 

ドめ 巧 階 謝を の 建築 的 化を 實現 
ずる そ' ろ'*^ 5, 《 ，2^. を ‘' V - お -' I -^^^^. 
巧が 更に 經濟ト '盧 ホを 無 さな < 
なつた 時には 駭 晒の 域 巧に 义ぞ 
湿ち 妻 まじ 酱 ゆるさ 中 都市め お 
現と なつて、 が 空路の 發 逢ど概 
待っ て、 地表面は を 園の おき 物 
ごな も、 を 通 網は 其み 間に 自あ 
自 巧に 敷かい るで あらう どを ふ 
ので ある。 全く 妻を 滔む樣 な 話 
であるが、 現代 i での 紐 育を 見 
る 者 巧ん が 又 化れ を 絕對じ 否を 
し 得ょう か。 
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摩天閣 物語 

〔一二〕 由 紀男庵 ホ 人 

摩天閣 のホ來 

現 化 じがけ る 驚異の 都な 育巿 
が、 あまぶ び 現 化 じが. て 直面し 
將ホ蘿 々解决 じ 困らねば ならね 
最大なる 權の 一つは、 化の 尙は 
ち 加し 巧 （靡 天 おと、 其爲 めじ 
マン！； ッ タン 五十 九 T 目な 南の 
化 じ 朝夕 集散ず る晝間 人口め 激 
增 を如柯 じして 連び 得る か、 而 
して 化の 乂人數 の 健康を 巧の 程 
度を 保證し 得られる かど 云 ふ 問 
題で ある。 而 して 終局は 摩天閣 
じ 巧 因ず る 物で 有る ごして、 •今 
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♦狭 父を 殿下が がず 大搜 のか 
壊 i 御 結婚の 儀發 まさる i ず お 
の 一家ょ b この 巧選擇 じは が ホ 
の；！！ 本に 意義 潔き ものを し、 殊 
じな 留 同胞の 慈父 ご 仰ぐ 大使め 
】 家.かこのを擧じおした^はご 
ちわけ て 芽 お 度し。 

♦議會 解散 回避ず るか ご 思 
へば、 をの 翌日 じは 解散を 决 *む 
した ごやら、 旧 中 首相 お得 寇み 
戦略 かも 知れない が、 在 > どは 
この 廿化紀 じを い 戰法も ぁつた 
もの、 戰 はおら （堂々 ねるべし 
♦シ ユナキ ダ！ 夫人の 巧 巧 巧 
近づいて 俄か じ 締ん巧 刑 ネ可論 
が 輿論の 一部に 聞え て おる、 お 
かし ぁの 慘殺 ぶら を 想起す るな 
らば、 死刑は をい 位 C 
♦議會 解散の 聲を 巧いた だけ 
で、 績 々ど鄕 里の 支部から 『急 
電に 巧し』 化 錐 ± 候補 ごして 歸 
辆 t る 者が タ ごやら、 ア メリ 
力 製の 馈が ノコ {と H 本に 生 
えだす の も 妙 らん か。 
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第ぶ 十四を 顚議 翁 . 

首相 議會 解散 决必 

解散 回避み 實傅 •こは ぅつて 變 つて 
ニ大無 產黨の 合同 も 織 まるら しい 

来を 特電 十日 發 N 旧 中 首相は 遂に 爽む 
を 願め て 議會を 解散ず る こ，、-; なつた が 
解 敗の 時期は 恐らく 一巧 廿脚 五日 頃な ろ 
ベ/、 與黨 幹部 も 目下 解散の 準備に 熱中し 
て 居ろ 

東京 特電 九日 發 政府の 肚は 解散 回避で 民政 
黨 はが 崩しを 警戒して ゐる 

を ま 特電 八日 發 nn 本 農 お 荡 の巧體 であるを M 本 農は 組を 同 
盟ピ巧 農 幾のを H 本 農ち 組を ごのを 岡 成つ たが 巧で 兩欧黨 のを 
岡 がら わ ピ觀測 さ レて 巧る。 


さむる かじ 就て 法 禅 あ 等は 裸々 
ど 論 諸し 居-^ が ひは 鍋 島 侯爵 タ 
の 養女 化らん どを はれて 居る が 
宿 一 この 御 婚儀 じ 就て ホ 潍じ差 
隆じも 生じて おるならば 宮内省 
で これを を 表すべき 理 みなく 從 
つてな くを 內省 よらを まじ 御婚 
儀を おおす る じ まるべき が、 を 


證肯の 隅 おらが 迫して ホ じの 
で 昨今 S 本社 特 おけ 頻 々として 
政 お S 動搖グ 報じつ、 あるが、 
山中 首 か 姑め な 府首腦 部 じ おい 
ては 

與黨 幹部 -こ ぇ ‘隔感 。き 

总 おの 交換を 遂げて 對誠脅 策に 
つき 萬逍靜 。きを 朔 I てゐ るが 
お府 ，.て' レ 靡轿じ わぃて 少數 
の お 溝を‘。 て 2! 閒を 組織 I て 
ゐる W 上 ホ 證資の 解散。 がが の 
势 ひ。 ら 'こ！ 本 間 題を 中必 'こし 
て 對巧會 策を 歲 じて むる。 即も 
この 際が おどし てらつ ゴ もち 盧 
を 要する 所は 如 A る 磯 貪 f- 胁 
散を 跡 巧す るこくが 政 巧 ホに 與 
蕊 じかつて もつ ごちが がで ある 
かごい ふ一觀 ... 懸 つて ゐる 、こ 
の點に 幽して は選舉 和 おじ 蜜 
火な 脚 係 か あ も かつ 政 屁の お ホ 
にも 彭餐 する ごころ が垂大 なの 
で' 

閣傑 間. にも 1 鈴 部 間 

じ も种々なおを異にして-<^ るも 
のがを つてい まだぶ を じ 怠 見の 
一致を おて ム。 いがを 力 面の 情 
巧を 綜 をして 見る ご乂體 政府を 
腦 部の 見解ぶ 政府は 自 をの 手に 
解散の かぎを 握つ てむ ていつ で 
も 粥 おを 奏請す るを が 出 ホる の 
だから の赞 W を 部 用 3 なご 化 
間の 岡悄 をた する じ 化 違 U い、 
ょつ てが が U お 秘的じ 昭雖を I な 
つて 出と やぅ じこ どな <醉 事は 

正攻法に ib 化々 の聲 

でな つ 力 か 邸 も そ パて 立つ の 一 
キト 進 わ こ' こだけ ぶ 見が 一致 
してなる 反凿 哉：： な 巧を 眞お並 
! じを おな 案 5 を 技を 獨 占の 外ち 
化の 施が 方 かの 满說じ おしては 


首相の 巧備が もろ < 缺陷 だらけ 
;;^ど'- ーろをわらつてこぇじ攻擊 
のは こを 集中し 完膚なきまでに 
傷つく る 巧戰じ 出て < るに 巧 違 
ない この 點は 前議會 における 肥 
料の かお 間 題な ども あるので ほ 
贿 ごしても 旧 中 首 化 S しても も 
つ ミら 苦痛 ごする 巧ピが 今阔は 

i 刖議會 ご を W 事 衙を異 

じし 旣じ 政が じ おいて 解散の 腹 
をみ めて わるな 上け 前 譲 食の 如 
く 反お黨の 機嫌を取 る 必巧も^^ 
いから 巧 ぉ 黨の質 間 やを 擊じぉ 
しては 遥 旗； i *; 突つ 放す こごが 
お ホる、 この 態度で 臨めば 如卧 
に 田 中 首が でもな ぉ 黨の綠 期ず 
る やう；；？ > 失敗な 溃 やまい、 か < 
In ば お 蜀黨 はが や 業を 煮やし 
て騷 ぎぶ て 議事 妨審を 企つ る-に 
相違ない、 かくして 諸事み 進 巧 
がを くが 凿黨の 故意の 騷 擾で不 
巧 能 ど つじと いふ 時じ嚴 をの 
謝. 案シ卡 しもつ て 威 区の 

.同 構を 得 ょうく いふの 

でを る。 然して 蛟槪 はこの 礫爲 
の 割 ホを がるべく 速 か G らしむ 
る やう 网圃の 情勢を 動かす-し. 相 
違ない、 この 策戰は 反掛黨 がで 
うしても 不信な まの 提出を 急が 
ない 場を じ處 する 戰法 であ' るか 
ら 巧衡黨 •わ 早速 

不信任案 で戰 ひを いど 
ん でく る漠 をは 直 じ 解散を 斷巧 
する ことじ。 るから 耍 はなお 媒 
のお巧如州でかゼられる£ (な 
る いづ nr しても わ府は 反掛黨 
の聲で 立つ て 自己のを 利な 時に 
解散し をの 黃巧 だけを 反 對蹲じ 
餘 せしめん ごの 策戰で 巧々 お 策 
を潍 じて &る模 なで ある。 


相撲 規則を 改正 

まま 特電 十日 發 U 東京 相撲 協 
會 ではを ホ 不乂氣 じな つた 相 
撲の なをを 謝 巧ず ベく 先づ天 
覽相 撰を 始めに 摩 頂 宮殿 ドを 
總裁 ごして 新 協會を 組織 ご 巧 
しだが これに 拌 ふて 禪 々規則 
のな 化を 巧 ふこ こ i な 6 、 仕 
切らの かきら 今後 幕內カ ± は 
十を 間、 十兩な 下は よを、 幕 
下は 五 か 間 V - をめ 若し 巧 司が 
軍扇を 引いても 立 上らない を 
は败 けどな 正した。 


御 婚儀 U 大典 前 か 

松 平 大使が 子爵 家へ 復歸 の 說 

東^ 巧特 I 巧 十 田發 i な 米を 權大化 松 ゃ恒雄 巧は 節 子 媛の 
御 婚儀に 脚 蹄し を ひは 化-牛す 爵 ぶじな 歸 すべし どの 說 あら、 栖 
婚 度は 今上陛下の 御 卵 位 則に', 打 ふご おぶ H H が閱は 報じて 居る 
東京 特 を (タ并 ムス】 九日 おお 父 お 殿 T の 御 婚儀に 願し 松ず 
節卡 雄が 皇垄 御婚 機巧 典 S 刷 係 上い かなる 形式 じ 於て 御輿 入れ 


じ 興がの 深い 閱題 はお 攝 家の 一 
たる 一條を じは 殿 F じ 御 格好な 
み 壌 か あるじら 關 - ず 松ず 節 子 
媛 ごの 御 婚約 ミ：；* つたこ ご t : 恐 
ら<秩 父 宮殿 下が 化 年 ヮン ント 
ンじ 御立齊 6 あらせられた 嚴宮 
ら節子 濃を 御 選定 じな つた も S 
であらぅ ごい ふ 說でゐ る。 瞄ほ 
御 婚儀は 御大 典 0 前に 巧 はれる 
との 說も あるが これけ す 巧 能で 
あると 見ら いて 居る。 

泉 京 〔礙 を】 九日 谣り 都下 新 
聞 紙の 報道 じ 汲れば 駐米 大使 松 
孕な 雄 巧は 節モ媛 御’ 婚儀 準 儲の 
爲め六 巧には 歸朝 したる 上來る 
四 H をな て歸 朝すべき を ホ 慶 S 
郞男じ 巧 b 巧 英わ使 たるべく 內 
をし 現钟務 次官 化 淵 氏が 驻ホ大 
巧た らん ご 報じ 居る もが 敎省當 
おけ 四 巧を 3 て 一部 W を 官の異 
動を をを をる にを らん も 化や大 
使の おを 等 じ 就て は树冀 決を し 
てい。 いご 語つ て 培る 0 

搞京 政府が 

特使 派遣 

ホ 闕か府 は 承認せ ず 

蔣か 巧が が 一に 巧 力 

ワシントン 九日 發 H 南京ょ b 
の 報道に 化 た ば 南京み 府 U あく 
前か巧綾長伍朝樞氏をァ 9 力 
じ 派遣し 傑 約を 訂じ 就て 協議せ 
しめ A ど 欲して 居る 樣 乎で わる 
が國 務省當 ：？ ごして はお 年 前 じ 
はを 那の 地方 的を がを 假 りじ 承 
認 しを 涉じ應 ずるを な b しもを 
の 後 ガ舒を 一 變し將 ホけ 支撕じ 
確駐 たる 段 府ん樹 ホを をを じ 至 
ら ざる 限ち 條 約な 里ぶ 化の 國を 
的巧题 じは 觸れ ない 方卦 であ 
から おつて 伍 氏 じして 暇を-し 渡 
米した ごする も箇 入の 資格 ごし 
て國務 ちを 訪問の h 事 おを 陳情 
ずれば 喜んで これに 應や るが 南 
京 政 おの 化を どい ふを ま 資格 じ 
化る 一切の 協議は 謝絶す る 俊 様 
である。 
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巧し B が 川 T 巧が 



が 巧で け E 巧 K は 

Custom 


1 ailor 


が 化 46 化 化 N . Y . 
おし む ] fad 70 巧 


Y. ITO 

1 巧 E 的け 3 rd 化 
む r. Lei ( 阳が on わた . 


DR . D . BLOOM 

— NEW Y 〇 反 K OFFICES— 

34 th Street Cor. 3 rd Avenue 
59 th み r が t Cor. Lexin が on Avenue 
12 な h S れ e が Cor.Pwlk Avenue 
一 BROOKLYN— 

E.F.A 化 ec B! わ " DeKa 化 Ave •か Fulton St. 


n 堪 最多 
II 能 新年 

の 


ト r じ H 
い W T 本 掉駆觀 

ブ育寧 A 带 しぶ 
こが • 藉諸 S 了科經 
ルを 切を S 信學驗 
該 じじ* 巧手を 
始は巧 篤 術 W 

巧槐 I しじて 


科 


ム 


KE 民 民 足 MAYOR 
1023 Third Ave. 

む t が & 61 な s. Tel 巧 hone おが n け 如 9 


•若 向 人 本日 

巧專 靴型 小 _ 

を ホき 冉ぶ 小き 廣ぶ 小き 巧 


が tsm 。 


FOR THE SMA しし 目 ROAD FOOT 、 


G 歴化 LL な RVIGE ; 

設備 整 な 經 費ほ廉 I 
Cali-TRAFALGAR 8200 ； 
FRANK. E. CAMPBELL ! 

**The Funeral Church** Inc. ; 
NON SECTARIAN.! j 

Broadway がが th Street , 化 Y. j 



削 化 巧 & 巧邮 Y 


3 Maiden Lane N. Y. 

て 細冶鍛 銀を じ幷お 測を 

類 ぉ賓匠 意新最 


じ ndo & ICodachi* 1 打 C. 

がむ eenwieh Street Ciiy 
Tel. Whitehall 1b41-J 


遠 

藤 

小 

巧 

商 

晉 


諸 輸か賦 艦 
荷 お 巧 具 船 
物 人が き狗 
運 稅雜巧 用 
搬關度 品を 
取手 販 
扱續賛 


號 六十な 四千 一 第 


m m 蒼 潮 


H 權水 


日 一 1 • 巧 一年 H 和昭 


診察 

午を ニ 時ょ h 六 時 
日 巧は 巧め 拍巧保 

ドク トが 

窩 見豊彥 


診察 時間 
午を 六が！ 八 時 

な 見 ニ 一朗 

引漬 きべ 八 ビュ； 
病院な 勤 じが ホ栋 
間み ぶび 日 おは 前 
約 じ 限る 


園 fi 

8 S 1, 

o 成 一一 


午巧义 時— 十 時 
午後 六 時！ 八 時 

パ t 小 栗 幹 ご 一 

がを ホフ ブ 7— お院 
第五 巧 おお 巧が 

まボ コン バラ y ド 

病院 巧み 


診察 時間 
午を 一時 U 房 
午後 セ 時：：：： 八 時 
巧知 巧单 ± 

巖本捷 一 

を お 比 巧大華 及び 
片 ザ， ン病晓 勤務 
H 巧は お 約 巧 上ち 

お 巧な 

止な 基 

診察 時瞄 

自 午前 义時 H 十二 持 
自 午後 一時 H 五 時 
時間が は 前約 じ 願 巧 


諸を 會 


本 

人 

を 

督 

が 

悠 

道 

會 


巧 拜說を (日) 八 時 
日 醒巧校 ( H ) ニ 時半 
を 庭を 會 (水) 八 時 


祈 禱會没 
聖書が 巧 
婦人 會 
諸な 會 


(木 一八 時 


設 

寄宿を、 簡易を を 
巧 業 周を、 をの 化 
人 華の 御 相談 じが 
じます 0 


X 光線 談療 

前約 願 上 お 

ゴー子 ル乂を 
ドクトル ホブメ デシ ソ 

醫學巧 ± 

吉 居焼彌 


化 做 

- S 伽 

を 山 
ふ R 
. 也 

化 化 


お 飾を 崎繁一 
が 事 粟野 賴之兢 
諸 お 旬 

H 眼摄拜 午前て 時 
日曜 學校 午前 十 時 

臟獅 H ® キ 後一 一房 キ 
祝 禱會水 お 夕と 時半 
常宿 舍 


位语を お比亞 をが 
み 下町を 十五み が 
ホ會 社員 じ最遙 
設樹圖 書な 誌巧扣 
を 巧娛樂 具備 县 を 
堂 あら 

使を 職業 周旋 旅を 
ま 內を巧 事 塞調杳 


巧 留靑牟 巧 おの 明 ホ 

目 本人 靑年會 

»«9空ザ泛.す~.5ちでミ1244 


心 

~ 6 

- W 

巧 

〇 ? 

1-1 


資 

I 巧 一 

〔 I 佩す 

一人 


I 細 

ぶな 

I 加 

这 5 
J uJ 
e の 

化 側 

r 2 

3 


を 

を 

み i 
皆 


諸 弟 ホ 
日 巧 聖書 硏巧 あか 
共 鄕會タ と 時 ザ 
度 巧說较 タ八畴 
木 度が 侵を タ八聘 
ち 語 及び 裁 巧 

午が ニ 巧 
主 懼讓お 會义は 
茶話 會 夕 八 持 

'が 會寒ま 
を 宿 部、 旋巧 巧を 巧 
ボ ，人事 巧 おが、 讀を 
が、 货 裝巧旋 が、 お语 
度 縫を 塚の 琵 課を 設 
け會員 度び ホ 曾 旨の 
巧を 計る 


化が お 卸ち 

ぶ ホ商會 

W で ニ th 巧- K . T . 豆な 

呈 S 享 San こ 7 吉 


男女 內巧外 巧 



摘疾 でも 慢を 巧の おがで 
も 速 かに 根 あす。 巧 巧 病 
巧 瞧病化 液换杳 X ホ 線 化 
柳 病、 巧 水檢杳 、を 化 プ 

ュ ，マナス、 お 

御 困らの ホは是 ホ 一巧 巧 
出なさい 


S 化 

方 

誦出 

Z 腳 


瓦 S 1 

瞭間自 朗九時 至 午後 八 時 一 D 
縷ミ 無を X 擢自朝 九 時 奉が 四時 I H 


民間の 對外貸 附子メ リタ 

巧 S 十億 弗を 突破 

昨が は 十 お 億ん 千 萬 弗の 記錄 
不 をな 歐洲 が借受 主で 第一 化 


年を 
一 化 一四 
一丸 一 お 
.九 一六 
一九 一と 

一九 一八 

一九 一九 


一九 
) 化 
一九 
一九 
一 化 
一义 
一九 
- 九 


5 

ニ 

ニ 一 
ニニ 

一四 
一 お 
另 

一と 


發巧軟 
! 化 
八よ 
1 0 四 
六 四 

ご10 

八 一 
一 0 あ 
- 0 九 
ニニ 六 
を ニ 
1 一一 乂 
一 五六 
ニ 一' 扭 
ニ 四 八 


商務省の 調杳 じ仪れ ば、 千 丸 
百 二十と 年 十二月 一二 十一 n 現 巧 
アメリヵ がみ 固に 掛 する 比間贷 
附は戰 時 貸 W のな 億 巧を 除いて 
百 S 十億 巧 どい ふを 額に をして 
居る •邸 も 昨年度の 貨が總 おは 

新記錄 を殘 して 十五 億と 
千 四な 九十 六方 五 巧と 十五 巧 ご 
いふ 額 じ 達し 逝去 數年じ 置る 對 
か 投資を 通じて 十億 弗を 超過し 
たのは 窠五固 目 〔他は 千 九 百 十 
六が、' 千 九が 二十 四 年、 五ぶ び 
ろ 年〕 である。 歐渊大 戰は豁 了 
した もの i ド ー ズ 案に 巧る、 獨 
を赔 憤を の圓收 前を が 極めて 不 
をで あ 6 化つ て歐 がの 財 巧が 常 
に動搖 しつ！ あるじら 幽ら ず、 
巧る 巨が の 街 W 貸 照を 生む じ ま 
らし こごけ 當厨も 異常の 興 ホを 
なつて 注視し つ t ある 所で ある 
•か、 當巧 どして はネ年 巧の 貨附 
は 巧ら' に 巧が す V き： ごを 耕 待 
し 特に 民間 射 幽が市 填 化 外で 軸 
殖 する 額が 相 瓦に おすで あらぅ 
ご豫 期し 

伊太利 S おき 現じを 潰を 

巧談 中で ある ご 云 はれて 居る。 
而 して r メリ 力の、 對外 貸附總 
が じ 就て け當 ：1? 側では な 四十 五 
腹 弗ピ見 おつて 居る が、 先づな 
S ト 傑を なて 當 隙に 近い 貸辭鳥 
であらぅ ご乏 はれて 盾る 。郞も 
巧 おおの 報吿に 曰く 『千 九な ニ 
十と 年 巧に 於て、 アメブ 力 人が 
公憤 巧 場に をが しじる 外闕 證券 
類 総額は 十五 億よ 千 四な 化 十六 
巧-五な と 十五 ホ 〔額面〕 じして 
前年 巧の 巧記錄 であ ら、 十一 ニな 
千 八な 五十 五 巧 四千 八が 五十 巧 
- しおし 八サ 旌化 毛ホ增 加し、 
この 中ょ b 舊を憤 適用のを 憤を 
除 （独 貸附は 千义白 二十 六 年の 
十一 億 三千 四な 六 千 五 方 化 千 六 
巧 五十 巧に 比 絞して 

增加额 ニ 億 E ： 卞ニ巧 万 巧 
十 S 俊 四千 六な 化 十 化 方 ニ 千 八 
なと 十 A 巧 どなつ た。 而 して 昨 
年 十月ょ b 十二月の 躲四期 お 巧 
貸附は 一昨年の 四な ニ 千 八な 十 
巧モ とが 巧に 掛し五 原 ニモ 八. わ 
I 二十と 方 S 千 五' 内 巧に て ホに 一 
一年中の 致大記 錫で あ 6、 特に 十 
I 巧の 貸 做は 昨年 ニが 六 千 十で 五 


を巧离 

一二よ •よ ニ】 T と 五 0 
八 一二 一二 ■の 化 四 主 ハ-四 
一 • 1 ニー •0 八 0 •ニ 六 四 
と 一八 •一四と •旧 五 0 
ニ 九* と 一 五 ■000 
八 ニニ •ニ 四の* よし 0 
ムハー 云 ハ こ 九 ニ 五と 
六と を • 一 1 ニ ■义ホ 一二 
八 二八 •一二 化 化* 二八 四 
巧义五 •六 六 ニ • 一 IO 0 
~ ニ 化 •五一:- •六 八ん 
I •ニ 一二 九. 义ニ 0 •とお 0 

一 *1 ニ！ 八 •五 お 四* 八 五 0 

一 •血と 四 •化 六 0 •五と 五 

モ 弗、 i 昨年は 一憾 五が 八十 六 
万 五 中 巧 I これ 亦 一年を 述 じて 
姑ら 居 巧 じ 逢； した I 個 月の 貸附 
であつ た。 このみ 昨年 巧を 通じ 
て最も顯をぃ：^る現象は ！ 昨年の 
第 四 巧 じ 借を けでは 第一を を お 

めた ラブン •アメリカは 昨年 第 

一期 よら 

歐 測の ために 奪 はれ じこ 
でで、 巧 年 第 S 期の 對歐 貸附丸 
千 S が 六十 一巧 千 巧 〔南 ホは よ 
千と 百と 十 方 ニ 千 免〕 察 四 期は 
一二 億と 肯 二十 巧 万一 千 巧 じ掛し 
ラテン •ア リカは I 穩千 二な 
九十 八 巧 一二 千 五な 巧 ごな つて 居 
る。 而！ て、 一時 第二 位を 占め 
た カナダは 昨年 第 S 期 ょら この 
位置を ラテン •アメリカ じ讓ち 
しこ ど、 獨 逸の 貨附が 一昨年 第 
四 期な ホ 極めて、 調子が 訊两子 
ご。 つて 居る こどで ある 0 


アメリカ 〔現な〕 の 

財 產狀態 

約 六 百 八十 億 弗 

化 巧の 富を 一手に 吸 集した、 
ホ 凰 現在の が虚が 態は f ぅか 
四日 發 表の 華 麻 中央 政 あ 圃勢お 
調査を 見る ご、 を 米 四十 八が 中 

人口 H 萬 の 上の 都 巧が 
約 ニな 五十 ぁつて、 をの 巧を 財 
產總 額は 約 六な 八十 億 四な 九十 
お 巧 S 千 化 巧 二十 九 巧 化 ご 評 憤 
されて むる。 一口 じ 六 百 八十 億 
弗 ご 云 へば 龙大 な數 幸の 羅列 じ 
過ぎない か、 一ん 當 6 ホ 巧 六が 
二十 五 弗 S 十五 他、 邸ち 今日 年 
れロ 赤ん 巧に まるまで、 が 懼 一二 
千 五が 圓の 財を を 抱いて ゐるわ 
けで、 一々 穂を の 方は 國巧 、掛 
稅 、郡稅 、學務 我を を 計して ニ 
十-憶 二が 九十 义 巧と 千 ニな 八 
十九弗、 同胞も加 へ た 一 人當> 
平均 五十 弗 ど 二十 六 仙 だけ 間違 
ひなく 

納稅 義務 を督 巧して ゐ 
る。 劇 庫な 入は 二十と 年 庫を 見 
る ど ニ 卡セ隹 一二で 八が 九十 六方 
一千一 ニ 育 六十 ニ 巧、 め府搜 用は 
S 十 憾五千 ニな 六十 四方 お 千 巧 
を ホ 巧を 巧算が 十六 憶 巧 千 巧 巧 
で笨 助を ボ し、 を 共 施設に 一億 


五す 六が 巧 弗、 闕债利 r じニ憾 
化 千 一二 だで 弗、 繼樹豫 楠を をに 
九 値 六 千 S な 巧 弗で、 現が の 固 
潰總 巧は よ 十一 値 八 千 乃 弗 ( 一 
人當 b 巧と 十四 巧 措を】 あるが 
減債ぶ を かを 備 されて ゐ るから 
實 除は 五十一 憾あ 即ち 巧 二十 ニ 
巧 四十 ニ 仙め 一人 當 > 借を でを 


昨年の 入超は 

一億 乂 千万 

- 十二月は 約 ニ 千で 圓 
東 ま 特電 九日 發 n トニ 月 中 じ 
がける 貿易 鳥は 輸 お-億と 千 一二 
十五 ガ圓 、輸入 一億 化 モニ円 五 
十と 方圓 にて 差 則 人 超 高は ニ 千 
ニが 二十 ニ々 圓 でめる が、 昨年 
一巧ょ b 十二 巧に 直る 資 易精杳 
高：1輸お十九な乂モニだと双化 
千圓 、輸入 二十 一億と 千と 肯 一二 
十二 巧と 千瞄 にて 差 引 入超 高は 
一億 八 千 五が 一十 四 巧 八 千圓で 
ある。 


東京 電燈が 

外僖 一億 圓 

當地 であく 商談 說 
まま 特電 十日 發 = 東京 電燈會 
社では 十六り 徳會度 後し 岡 社外 


俱樂部 杖 球敎攫 

H 本 俱樂部 運動 委員 會の發 企 
じょ b 今回 ゴグ フ敎 授^ 1 バイ 

ン 氏を 聘 し、 會員 中が 球が 究家 

のた めじ フオ！ ムス、 スウ ング 
ス等每 過 水曜、 + 薩のニ H 間を 
利用し 巧 球敎摄 をな す 由 じて 去 
ると 曰 午後と 時ょ b お樂部 階下 
盖 じて 練習を 開始した。 化し 前 
約 あら ホ 溝水、 主 確 0外 にも 敎 
授 する ホ。 授業料は 一圓 S 十を 
一 弗 二十 五 化。 


ヮ—ド 夫人 講演. 

當化 美な を會の 淸話會 婦人 部 
では ホる 十 お H 午後 八 時ょ b 间 
-會堂 じ ユニオン 神學校 敎授プ 
夫人を 招聘して 一場の 講满 
を ホむ る 由。 一般人 .± の ホ聽を 
ど ふご。 


敎_ 


債 ニ 億圓を 前が 外 W お 官お實 吾 

氏 じよら ニユ ー ヨ！ -ク のが ヤラ 
チ'— •トラスト じを 渉のは づ 
だが 右は 內外價 九 千万 圓 償還 ど 
借入金と 千巧圓 整理の 爲だ ど。 


國債 償却 高 

十億 一二 千 八 白 巧 

を おょら 歲 入が タ< なつて 西 
つて ゐる羡 ましい を 現を のホ國 
大藏 省では、 巧 年 十二月 未まで 
じ十億一ニ千八な巧弗.^.償巧した 
大戰 直後の 一千 九な 十九 年 じは 
ニな 六十ぶ 億九モ 六な 巧 巧 ごい 
へ圃 憤の 山 も 政财當 局が 銳息償 
却 じな 力した 結果 二十 セ 年末 ま 
で じ 八十 五 協 六 千万 弗の 元金を 
憤 却し じので、 結局 今牟 初頭の 
國債 はだ 八十 億 おじ；； t つたわけ 
でぁる。 償却を 漬中 最も 重な も 
のは 大戰中 一二 四 じ わたつ てを 巧 
された 自由を 憤 六十 ニ 億 化 千 巧 
兜のを で、 圓 債と 富 つても を 部 
巧 潰 だから、 利子 も 元を も國內 
をうる はす 事 じなる ので ある 0 


目 銀 利 下け 

舊ぉ 巧に 實現か 
束 ま 特電 十日 發 U を 兢緩漫 の 
爲 H 銀が 下げ 舊 正ち 前實現 かご 

大日 本麥 酒增資 

東京 特電 九日 雜 = 大日 本を 酒 
會 社は 資本金を 倍額の 八 千で 圓 
じ增資 特別 配當 二十 削 どす。 

砂糖 協調 復 破ろ 

ま 京 特電 か 日を U 今度は 明治 
製 穂 •か 協調を 破 b 期限を 前 じ 新 
糖を 資り始 む。 


歐洲 王， 業に 對お 

お 商務 書記を 報吿 
商務省 巧 か 通商 埼 長は 五 H 下 
院豫算 委員 會じ 街し 最を 蜗渊じ 
がる 諸 工業 「力作 テ 八」 が 立 頻繁 
なる 實 精を 說 巧し をは 今後 外國 
の貿 為競爭 激甚を 加 ふるものな 
れ ば、 全 馬の 活動力 增 加の 娶ぁ 
も ごな し 同 當豫算 置 十万 弗 お 額 
方耍 あせる 由。 一般 巧 X を お ほ 
閑散 唯雜貨 小賣は 「ゥー グゥ ォ 
—ス」 其 他 まなる セ 遮 鎖 店® ^上 
十二ち 一億ぶな とす 万 巧、 昨年 
中 六 億 五 千 九な 五十二で ホ、 巧 
れも 前年 同期 じ 比し 一割 五 か 余 
塗の 盛 巧を 示しむ e 


B 本 株式 相瘍表 

〔大阪 藤本 ビ八ブ 。— 々—銀 
巧を〕 巧 ま 相場 〔擧 位圓〕 

ち 巧季回 一巧 九日 
東京 お數 一呈 •金 一冨 *1 さ 
大 嚴指數 ニを 室を 塞 
東を 電燈 至 •を ろ 呈 0 
大同 電力 をを 0 を •言 
ま 邦 電力 畜る 0 查主含 
大 H 本 製糖 み 互 0 をろ 0 
王子 製紙 10 を 言 一袁を 0 
巧洋 モス リン 巧ぞ 00 買ろ 0 
日本 ビ — ニ竞る 0 ニ竞る 0 
日淸 製粉 查 i を •養 
淺野 セメントち •ぶ 0 まる 0 
日本 巧 独 を •ま 晋 •夏 
ま 巧 巧 巧 查 ■を さ 一 互0 
日本 人造肥料 單呈 0 圉 •言 
久原擴 業 を 主 0 を •至 


木 田 ル 


ング 


ニ S 3 rdAve . 妄 .置 & 芸 Ih さま ts 

す 一ち す ミを 巧 nt 妄 S 


成功の 秘談 

米國ま 英語を 話す 事 
はが 巧の 廉 一 寒です 
本较 じは H 本人 敎巧 
じ 惟れ た 留任 婦人 敎 
師ぁ b 据切じ 會話浦 
信 文 曲を 語を 敎 採， 
ょす。 H 曜遇 H 共 じ 
午前 化 時よ b 午 巧 十 

時まで 瞬 巧 |し 一 レツ 

スンと 十五 邮づ \ 

今 H 胶 もに ホ 校 わむ 
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正 度 f 親切 V」 を 唐 
どし 確宮 信用 ある 
巧 品を 精選し 御 ± 
を 物 一式が 別廉悄 
で販賣 致します 


JOIC 1 CHI OOC さ M . D . 

171 置 t 臺 St - Ke ニ ミ k 
Tel . 宝 ミ sse 3573 >ジ置_5 1 養 6 

診察 壁 編 

H 巧 午的乂 麻] 午 巧 四時 
ドク トレ， 小 采乘ま 


磯が を 計， 機具 
運 勘 具、 お 具、 美 
術 お 萬* ランプ 

松 本 パ， \ い 

「が 荫西製 ダ— 

ソンゲア^ •ラ 

ヶット 販寶 一 


麵 揉治攘 

マブ サ—ジ 、整形 

藥 風呂、 水 お、 電氣治 撰 

西が 療院 

フイ ジ才シ ラビ スト 

を認 西が 幸努 

午前 九 時？ 午後 义 時を 

出强 治療 ニモ 應ジ マス 


な 育 州を 謬 
巧務 省を 許 
を 京 巧 大醫巧 大挙 
產舉 復習 科卒藥 
元地邊 

產婆 松本綠 


をき ホ國婦 A 
H 寺 人への 英 
語敎授 じは 寺 
がの 經驗を 有 

ず 0 一 レ ブス 

ンと 十五 仙 
每 U 髮九 時 ょ 
6 が 化 時を 巧 
時 •'しても をし 

り 躍 日は 一時 
よら 陛 時を 


H 本、 支那 寶书製 美 
術 お、 渝人巧 當歸其 
化 裝飽品 

闕嵩訂 ：^が 

鳥 等 襄顯爲 媛 縛、 

豎 飾：： 邮、 ストな. ング 

H 本 服戴缝 


紐育连 命が 險會社 

S 木を 吉 

娩保險 

S . VM ミ 

zew York Llifft ご 5 ミな ヴこ ニ-， 

ご oh »3 b ミに を ； zew Kor 》 ご ty . 

巧 hooe ‘ Wor ご 一 だ 88 

を か ノ方ニ 额掛ケ / 筋ハ必 V 
洒 自巧ィ あぶ ビを話 诉巧チ 申 
巧々* 巧 韦下 サィ 


稅關 事務 

まがを 地が じを 化界 
の 檢ぉ入 ホが じ關 ず 
する！ 巧の 御 諮閒じ 
應じ煤 道 お 術 貨喊運 
貸ぶ 巧 帆 表巧撕 手蹟 
書 等 進呈す。 を耍都 
巧 じ 代理店を がし 誠 
實お速 御 巧 命じ 應ず 

保驗 取が 


第五 街よ so 

へ クシ ヤ！ 

■ ビ八 デン グ內 

小 池 寫眞舘 

電話 サ！ ク が’ 

四 巧0 ホ 


紐 育 御 案內. 

營業 課目 0 0 通 辯 0 0 
A 日本 あ 软测巧 衡車療 船 巧な 
A 諸 荷物 稅關ず 緩 
A 自動車 家具 ラ デォ寶 
玉 大紐育 巧 街を 地 巧風購 
買 

A 巧理崖 夏場 家 f 貝 
A 上下 町 チ ー ^ I ム賣 物數粹 
A 白人 おグ！ ミン ダ 賣物數 が 
A ネャ メラ 巧 レンゾ 新 舊を换 
AN * J 挪 レスト ラント ホ 百 

雜 

A 本 巧 道 沿 ひの 小農 園購 A ホ 

SI I 

A 六 室を 具を 部 歸國じ 就 k 譲 
渡價格 S 冉弗 家賃 六十^ 弗 
徴兵 申吿 巧が 製 証明. 及す 數 
巧 菜、 期限 一巧 化 I 呂^ 

其 他 何事-し 依ら や 抑 相談に 應 

じ翅 速誠實 をのて 御用を 保 じ 

萬 便 孤 

平野 武 

ぎ 吾 夏 a ニ 苦 
140 辛 8害 F 三 C . 


弊 化は 實貿誠 患 迅速 キ '豪の 
基に 御 ±產 物】 式 卸 賣植段 
で販賣 致します 多少に 雨は 
らず 御用 命 仰 か 下さい 了せ 
◎轉 ホを 稲 時計。 置 時 許 一 ま 
◎寶石 貴を 屬 。銀製 器具. 一 ま 
◎を 棟 萬が 筆。 を 銀製 鉛^ 
◎蓄音器。 ン。— ドを 本^ 列 

◎寫眞 器。 タィプラィタ！一 

◎船 切な。 紀を 寫眞帖 纔瑞書 

ブ。 1 ドウ 五— 巧と.^ 
領事館 向侧を 城と 0 お 駆 室 

鍵ぶ 爾ホ 


ご 0 Broadway - 尹 Y . 
す U 量 a 量器ち 


妥 

寅 夏 


臟解 揉攘治 
靈動 思念 術 治療 

神經 痛、 リウ マナス、 

.風邪、 巧 身、 頭、 肩、 
娛 痛、 す、 鼻よ 他 
自 午前 九 時 至 午後 九 時 
お 張 治療に も應 じます 
H 本城灸 專巧學 院卒寞 
を 認津. 輕策洋 

よな 服 部％ 之 助 
97 Ha 重 t 呈 Pla 呈呈 .14ご42 ぎ 
Tel. Ed 巧 00 量 7734 


靈動 思を 循 療法 練習所 

貪 員隨息 御巧會 を么ム 

ま 任 服 部 么巧 
97 ミ 重す n Place す こ 41-142 ぎ 
ジ L Edgeco ョ b 2734 


鳩师 公認 マブサ 1 ジ 

內務 ちを 許 
を. 攀 鍊ホ醫 

平野 秀子 

あ 話 モニユ ィン ト 5 宾 
檢眼ホ じ 眼鏡 調節 


齒が醫 木 下义巿 

ゴ 二ち. ご ニ h St . 

ぎ MlHIi ミミ 57 


洋離 調進 

クブ 1 ユング、 ダィ 

ィング、 修辕 等】 切 

ミカド 洋服 店 

化ぶ 保 
追 露 ラ d ン ランダ 1 
六 八 |ニ 0 


券が 洋服 店 


時 旧 
洋服な 


時 田 信み 郎 


か 山 洋服 蘭會 


おを 巧み ノ巧 r y グニ睹 ニニ 0 な 

飾 齡丸山 洋服 蘭會 


お 五十一 11 T 曰 

ニニ ミ 

か 藤 
洋服 お 


を 話 
プラザ 


么ハ ニニ 


新鮮 魚介 一切 

H 本人 時き のを 魚澤 山な ^揃へ 
巧 别廉厲 で 大勉强 をし ます 

サヴネ ナ魚巧 
•Josephl ひ av 臺 a 

2 を W. 6 ご t St. 

♦ 、 rel. Columbus 91 接， 


稅關 事務 取扱 

wiE 臺广ま NE & 毎. 

Room ニ 82 ご Bidway , 妄 
ジ K ぎ 至悬 - Ga 臺 9 養を ゴ 


♦ち 揺 ♦雜誌 ♦新聞 
縱覺 塞を 聞 
執務 午前 九 時 ょら. 五 時を 

紐 育 日本人 會 

酉 五十と 了 目 ニ お 0 蕃 

電 n Q ム ，、ス 六 八と 六 
話コ ロム/ スホ をと 


日本 哩髮 舘淸 

西 巧 十一 ニ 了 目な 蕃地 H 旨ち 室 号 

タダプ フロア (第み お i 巧 十一 ニ 了 旨 巧〕 


日本 散髮屋 S が I 

お グ年觀 中が 巧 ご 共に 就業。 

ジ ヤシン ト ♦フ 3 ジ 3 
ごま. 器す 巧. N . ベ. 呈 y 
《瓦. を iumb 房 Ave . & を niral P ち k W 寅 t 

評論 01~^\每 巧 十 H を 巧 
雜誌 I f 他 
A14 で S 二 害 芭， f ぎ k 因 iv 


f 瑚 巧 かろた 

? I はも--^ の 遊び 

ホを 英文で 米 國人じ 館く わかる 
やぅ 簡單 明瞭に 說 明した ものが 
お ホました。 巧を 目 巧 進呈 致し 
ます、 御覽 下さい。 

M KUWAYA 宙 iU 0 J 14 E . 洁さ Si 田ぞ 

T . D . « omi . W でた ニ さ sl ._ zew さみ 百 ニ. 


弊店は ホら < 白 人間 じ 信 
用を ちし 熟練せ る お 術 S 
親切を W て贩賣 致します 

寶石 貴金蔥 

御 注文 並 じ 

巧 速修穫 

諸 鑑を無 お 

巧 中 商 巧 

12 巧 £• 65th wt., cor， Mpdisos A.<e, 
ジ| •巧 氏 己 anci さ 咨累 


國 






TOYO KWAN 

41 E, 19 比 St. 

わ i, BV 巧 & が h live. 

I お . が 呂帅叫 in 8798 



TAIYO 

け 8 W が （お 化が . 
Tei. Susquehana 巧け 



お ホ 第 
ご 旨 了 巧 
間 目 了 置 







〇 Miya£s> 

340 W. 58th St. 
I telephone: 
Columbus 8882 


DARUMA 

巧 1— が h & 化 . 
Te しわ 巧 ni お 巧 


SHOWA 

53 We が 105 St., 
Tel. Clarkson 09 が 




KINGYO & PET SHOP 

IMPORTER OF 

GOLD 巧 SH 色 BIRDS 
O 

動 其 力を 
物^ ナ種 

一 鳥リ金 

切‘ 類ャ魚 



KawMoye Hotel 
1 巧 Wm り 巧 rd 化扣 t. 
Tei. Korningside 7154 


IKUINE 

Hotel & Re が aurant 
313 WJ お h な . New む rk 
Tel. む M が 7822 . 

む bie yd 巧な IK 山 化 


The Tokyo Go. 

140 W. 的 化が . 

わ w む rk {：ity 
Tei. む ah おが 8559 


も KUWAYAMA 郎 I 

114 E. 59th St 
New York City 

化 0 阳 . R 巧 ent Qgfy 


TOY LEE 

排 iiiE な R 巧 Til 叫 AHT 
11 巧 旨 V 化日扣 . 28 化 化 
Te!. 邮 ckering おけ 


御ゴ た 巧を 
ホ 3 ^ 理堂 
來^ はは 

を 研 主 H 慶 

^ 料支禱 


m 


巧 潔 








ごの ホ 巧が ぞいので H 本人 會 
でも 微迎の 方法 やお 所 じ 就て 
補々 協 誰し H 本巧樂 部を 措 用 
して 展覺 せしめ やぅ ごい ふ說 
も あつたが こ n も化樂 がの 都 
をでお流れ 

結局は H 本 人爵が キ 催の-一 - 1 ホる 
十と： a を 0 てニユ ー ョーク 日本 
人敎會 堂を 借 受け 一 H だは 人形 
さん 達を H 本 入の 手で 歓^す る 
こご 》 なつた。 當 曰は 朝 かて 展 
覺は 自由で あるが 巧け 歡迦會 を 
開き 子供さん 達のを 興 等 L 可を 
して 居る ご。 


尺八 會の 發聲會 

紐 育に がける 穴 八 吹奏者な 十 
が 人に ± る尝 である •わ、 本 js * は 
御木ぶ 眞珠巧 支配人 瀬尾壽 | 1 氏 
幹事 じな 八會を 催す の議あ r 有 
惠枯謀 6 ホる 十八 日 H 本 俱樂部 
じ會を 晩餐 後を 聲會を 開く ホで 
をる から 同好者は' 續 々お 席 めら 
たし ごの ことで をを 0 

商賛往 巧で (】 

夏場の 新ゲ ー ム 

當 地ぶ 督敎修 違 會眞で 曇 自 
動 車 機械 じ關 ずる 發 明を なせる 
を 藤义么 化 氏は 去年と 月 更らじ 

『ス ビンこ ング •トップ』 ごも 稱 
すべき 夏場の 新 ダ！ ムを發 明し 
專賣巧 許 機を 得た るか 右は 電氣 
應用 ウネ！ 作 まじて 獨樂 の轉廻 
•し 依る お 望 U ダー ム であるが 希 
j 留 ちじは 喜む で說 明の 勞を 耕る 
Is 云 ふ。 


尋 れ 人. 

(を 库縣 人) 加 藤 万一 
(大陋 が 入) 佐々 木 化， 

(まを 府ん) 狩 野 藤 雄 . 

( 廣島縣 人) 常 岡 宇を 巧 (を 闕) 
(を 媛縣 人) 腾出義 敬 
( 靜閔縣 人} 木 W 準 之 助 
(熊 本縣 人) 麗獨良 一二 
狩 巧 鶴 ま 
(熊 本縣 人〕 お 崎で 作 

あの 者 じ 通知 致 度き 儀 有た 
候 間 本人 若 （は 知人ょ b 現' 
化巧频 通知 願 上 お 

紐 育帝國 総領事 舘 

1 をす 夏を ミす W ご rk 巧ぶ 


【 

r 

k 


御菓子 舖 

た 物 栗 緩 頭、 驚 餅' 線 羊羹、 

貨澤 豆、 甘納盈 、其 化を 種 
脚 餅 卸小賣 。のし 餅は 前日に 御 
化 文を 乞 ふ。 り 本 食稱晶 及び 雜 
it 等 も あらます 

御な 文は を 風 奸高橋 

だタ芸 th St . ぎ Tra 夏 ar S 想 4 

ホ內议 を 地 旅行先 
ども 懇切 じ 能率的に 
- 脚案內 致します。 

? ◊通譯 ◊調杳 ◊を 渉 
- 0 化は 巧 米旣じ ホー 一一 
I 年 聊か 化 陸の 串猜じ 
I 述 する ものと 信じ 钟 

I シカゴ 大學 卒業 

- 舖鞋上 杉 純 雄 

A が 育 ホ巧發 わの 書 
籍は巧 論 典 他 米菌內 
姪 行の ものを 敏速 じ 
赌 買を します。 

A 古本 及びろ 雜哉御 
用の せ々 じは 特に 調 
杳 、購買の 勞 をを 
まず。 
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高等 御旅 舘 

東 泮 

會寐 御料 種 


細 料理 織 如 i 

太 

善 司 巧：：！ わ も ぇず 


職世 羅脊 事務所 视 

ご 7 shian niue , す 立 さ rk 呈子 


as 構 

皆 I 

A 

D 4 ^ 


瓣踏 個人— 


- 社を々 ンス 

- 表 お 体操 • 


了 寧 
親 巧 


资 

觀 十盼ョ ，巧 十一 時 

シ 卞ジフ • タ V シ 

ング師 銘學校 卒業 
h 衫 タマ 


名 巧、 を蹟 、ち廢 其 化を 物 


M.TA 岂吉 ，岩 B 呈 ker 舌 II 巧 产 
G 呈為 e 妄产夏 ■ 
Tei. HYm 資 1LLE ニ 夏 W 


日 

米 


電話 ゲ ラィアン ト 

と 化； ル 八と S 

酒 |£ 特長 

が 育が 昭巧 十四 T 目 
一二 下 一' 一八を 
ニ 庭) 


ま 巧 

147 clai 呈 ニ* e . をを 一 0 - N . 一. 
ブ一 置 まち 1 . さ 置 
ま 巧 srs . F . K . ジ io - 


眞面吕 なる ホ 職 同胞に 獲實 
なる 酸裝を 固旋す 

宮 m 事務所 

紐 育巿西 四十 ニ 了 目 百サ！ 番 

霜 .，-- r / 、 とと 八と 

話 フライ アン 化 ホ 化 八 


煎餅 が、 小寶 
を 腐 油揚 
日本 食料品 一切 

WC ジ 巧ち e IRuce Cake CP 
臺 T 量 わさこ 
ぎ 量 a 巧ち 


ロスアンゼルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

ご San す dra SU Los A 這 寅 cal- 


レ タトル 市 

NP 旅 簾 

3 香-を 一一 Ave.s? weattl タ W》 を • 

停車 旗 前 通 東 ご 一 了ぶ 側 《階 建 
H 本 巧 船 切符 取を 波戶場 送迎 


商業 區域 中必 、総領事館、 H 本 

郵船 其 他 お 巧 大會社 近き お 巧 

桑 港 別 ホテ卢 

純 日本を (榜别 間 ぁ b ) 

御 一報み 第 自動車 御 巧迎申 上ち 
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Si 新 巧 化 

本 樓は開 創な ホを 年 
一意 勉强 化ら 司理人 
ゼィ 、巧 狸ん 歐廉も 
相 變ら中 挺 前を をせ 
て 居まず。 然るに 現 
在 某 街某號 じめ て 元 
本 壌 料理、 を 雇 入れ 
たる おき 廣 をを なし 
居る もを 然無 おじ 育 
么骄 るを じ 御 迷 じ 
ぐ 倍 舊卸愚 貪に 預ら 
度く 曰 をん 譲 賢の 御 
ホ ホを を堪 致します 
巧を 化 

主ん 謹啓 


、，.化 4 

反 E W 

E C が K パ 

M A 觀柳 

U A 邮 N W 

1 P 化 咖 


•新開 業 

腕利きの 巧理 人が 日本人 諸 智の嗜 巧 じ 適 
する 稱理を 差 上げます 


驗頤和 園 
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を 居の 前、 芝居 歸 ちの 御 集らに 最も 適當 
の壤 所です 是非 御 谅負じ 願 ひます 
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目 本 食料品 廊會 
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紐 育 唯一の H 本 百貨 巧 

•片欄 兄弟 蘭會 

スマ ドレ •ブ 。ダク ツ 一手 化 賣元 




松ず 大使 令鑛節 子さん 

秩乂宮 妃に御 内定 

皇室の 傳統を 外 じ 突如 公表 さる 
叔父 松 や 子爵 養女 ごして 御輿 乂 
喜がの 大使は 六月 頃に 歸朝 


東京 特電 セ 曰發— 關屋宮 內次宫 の談じ 曰く 

『姑 乂を權 大使 松す 恒雄 巧の 令 機 節 子镶は 秩父宮 

妃じ 御内を した 』•、 一 0 

■■■1* 

東 ま 特電 九日 發 i を ホ 火 使 松 ザ恒雄 氏は 六 
巧 頃を なて 錄 朝の 途じ 就く 答で ある。 

ま 京 特電 セ日發 H おを 朝り 新聞の ニユ 31 ク 特電 じ 娘れば、 
『棵山 伯が 渡 ホの 上がを 式 じを 涉 の おぉ 松 ホ 大使の み 磯で ゎる 
節 子 雜は秩 父を がごして 近 （正式 じを 渉の 普で ある』 ご。 

を 京 〔聯 を〕 セ日發 n 親王の 御 
熱必 さが 遂に】 ず おの 愛を 贏 も 
得た。 哪も 本年 ■ 
廿五歲 じあら せらる ミ獸 
父のを 殿- ト <」 駐米 哇權 大使 松 ホ 
恒雄 氏を 子 節攘子 ごの 御 婚約 お 
立の 確報が をれ であつ て、 近く 
を 式 じ宮內 省から を まを 見る こ 
ど： なつて 居る。 今回の 御婚お 
は 昨年よ 巧、 を國 大學總 を 山 M 
健が 郞 男の 手を 經 てがず 大巧 じ 


ま 京 巧を (ニ ユョ！ ク •タ井 
ムス〕 セ 日 巧 = 皇を秩 父ち 殿下 
ど S 米を 蜡乂化 化 ザ恒雄 氏み 擢 
烦モ機 〔十と 歲〕 どの 御鴻 約は 
本 U 技 式 じを おされた が 今回の 
御 娘 的た る や從巧 
皇室の 御 結婚が 五 攝家じ 
限ら て 居た VJ ころの 傅統 をを 
が 打破した もの ど 見做されて 巧 
る。 尤も 皇室を ホの な 正に 浓ゥ 
てを 誤モ 殿下は 貴族院 講 "目の か 
礫 ごの 御 お 婚は差 まへ じし ごさ 
いて 盾る けれ 化 ハ、 松华锁 子媒は 
= 本 じがる 貴 巧が 會 にがてな も 
舊い 大家で ホる もの、 法 伴 上し 
於て 父む でぁる 松 ホ 恒雄氏 じ 松 
ホ あの 裝爵 を辭 退した ので ぁる 
から 一の か 把の み 操が 王 あに 嫁 
ぐ こど I な.， •ので ある。 當內タ 
官の談 U がれ だ、 この 
法律上 S 資格を 樹 なする 
ため タみ節 f 姬は 一' がが ダ 君で 
ホる 子爵ん 養女 ご。 つじ 上、 御 
與 入りの 黄 C ぁるが、 今回の 御 
婚儀は 日本 國 民が 一齊じ 數迎し 
つ i ゎる 所 じして、 節 子 姫が あ 
t のか 育を をけ た 若き 女 巧で、 ぁ 
ると おじ、 が 父 宮殿 下の 民 ま 的 
な 御を 活や X ポ ー プ じ御激 也な 
御を 格は 眞じ進 ホ 的な U 本の 靑 
年の 典型で かる こ ミけ、 この 上 

Jb v( 

わ 似合 ミ 御 夫婦 じぁら 
せらる i ご 畜 ばいて 居る。 殿下 
じは 敢て唤 黃家ど 中 上げる 巧で 
はない が、 をの 御智 織は 極めて 
廣 化に 互 b 、 带踩 ホを 中 じ 於て 
も お 語敎師 * 5 -- 聘 して 御 硏兔じ 余 
を 、殿ト は 本り 堤 越 大使 か 
媒の御 結婚式に 御 出席 ぁ b て頗 
I を 御機嫌 鹿は し'.、、 をのを 學生 
I 脚の フット •ボ ー ^ 焼 技に 御 臨 
ー裝、 國民 ib 御 婚約の 賀を受 パ 
I られ た。 


供さん 達が ンン プグ では わるが 
而 かも 嚴 格。 敎 育を をけ つ^あ 
る フレンド •スク^ — の 生 巧で 
『空の 大使 J ブンド バーグ 大佐が 
少年 時代 じ學 んだ學 校で ある。 
節 子 城 受持敎 帥の 語る 所に 化れ 
ば 『節 子さん は ホ 常 じ 愛らしい 
少女で を 馈もぁ 6 、 敎授ゃ 生徒 
間 でら をの 才能を 認められ 居る 
のみ；：* ら ず、 わ 仲間のを 徒さん 
間で も 評 おのい： 方で 殊に 

銳 、頭腦 の 持主 ご敎師 
の閒 でも 認められて 居る だけ じ 
數學 W 巧 學は 最も 得意 ごされ ま 
す 妾 達は この 學 校から ホを ある 
未 ホの プリンセスを 送る こどは 
學校 自身の 名嚳 どして 書んで 居 
るホ窠 であらます』 と 由つ たが 
社交界の 重立つ た 人々 も-今回 
の 御 結婚は 東京 ど ワシントンの 
間にが らしい 博統を 生んだ 劃 元 
時 巧の 寶 現で わる ど 認めて 居る 



避し ホを 式-しを 渉され じので あ 
るが、 松 平 木 使 d 熟考の おお 大 
使 及び か镶 じどら ては 身を 不相 
應 の名馨 である ど V ふこ ご を理 
由 じ拜辭 したので あるが、 を 家 
ょら 重ねての 御懇 留を拜 して 

機 山 伯 が 渡 ホの 上 親しく 
大使 夫妻 共 熟談の 結果を じこの 
芽出度 ひ 御 婚約の 成立 ミぶ つた 
ので ある。 波 承は る 巧 じ 腹れば 
皇太后 陛 'トじ も 旣じ節 子 化を 御 
懇绍ぁ 6 しもの かく 騎 じあ 父 
宮殿 下が 節す 壌 ミ 御 親 巧の 閒祸 
である こごは H 本の 結婚 £ して 
は 極めて 異例 じ屬す も。 がほ皇 
室ず 鐵の細 巧 上、 節 縷は 御輿 
入い の 前に おや 家には 親戚の 間 
巧で ある 松 半 子爵 乃 ま 鍋 島 侯の 
養女に， ゴる 境で ある。 


節 子 攘の御 婚約に 

色 t 肯都 。社交界‘ 

.わ 得意は 數學 に科學 運動は 庭球 
學 校ても 評判の いく 才媛ぶ リ 


ワシントン 特巧化 日 == 發松牛 
御子 雄が 秋 父が 殿下 じ 御 結婚の 
煤 内定し じどの 巧ぶ は 首都 ワシ 
ン トンの 化を が じ 时節巧 一大 七 
ンセ ー シ ヨンを ホむ で 話題の 中 


む ど。 つて 居る 0 

節 子镶は 本年ろ て 十 

とお、 と k 巧院證 員の 子弟 お 育 
を呂 的と して 設けられ、 南院證 
負の 子弟は 勿論、 外 巧 巧の わ 子 


殊に 秩父 宮殿 下には 非を まなが 
らも、 曾つ て ヮシントンを 御訪 
間 遊ばされ、 節 子 壊が 當 地で 敎 
育を をけ て揖る 上、 今 巧の 御 結 
瞄 は、 わ 二人が 旣に 

御 親睦を 重ねられ たぉ 

巧 巧と して 異常 八 巧 化を 惹き國 
を 等 どい ム閒 題を 離れて、 御慶 
典を 喜び 合つ て 居る。 節 乎 獲は 
まだを 式に 社を おには おず、 最 
近では 樓 をら ご、 わ 人形さん の 
レセプションに 化 席され た 位で 

ぁるか、 今後 節 子 獲が 社を 巧 じ 

おる ごい ふこ ごは 恐らく セン セ 
—シ 3 ンの 中む じ。 るで あらぅ 
i を けれて 居る。 節モ 媛は 本が 
六月に ロ ホ 業の 當 で、 余技 ごし 

ては テニス. いわ 得盧 でもる。' 柯 
いじしても 當 地の 社を をでは、 

恰 かも ァメブ 々人が 外國の 皇族 
ど 結婚す るかの 樣じ 騒いで 居る 

想 おど. 深し 

宮バ 3 御對面 

御歸 朝の 途上 

陸 巧 ホを 中尉 大動位 秋 父を 雍 I 
た 親 主 殿下 じは、 大正 天皇 

第一 喜 子 t て 明治 

一二 十五 年 六ち 二十 五 H 御 誕生、 
大正 十一 年 ホ 巧 二十 五 H み父宮 


宣下、 巧 じ 英困じ 御留學 遊ばさ 
れ '千 乂な 二十 六 年 八 丹 化ァ八 
プス峻 峰を 踏破 遊ばされ、 同义 
巧 十と 日御歸 巧の 途巧 

いジ 1 に佛 大統領 ブ 1 

メ少グ 氏 ど御會 見、 二十 1 H ロ 
ドン じ巧歸 着、 十 巧 十四日 ォ 

クス フォ！ ド大 學のモ 1 ダレ 
ン •々レッ デ じ 御入學 、學 生々 
巧を 開始 遊ばさる。 御學修 課目 
は 異國お 並に 欧洲を 特に 政治的 
經濟 的發達 おぶ び 英語、 吳文學 
等を 御 選び じな b 、 又 社 會的ホ 
面を も 十み 御經驗 遊ばされる 抑 
目的で 

下級生の 自ホ的 管理の 
下にけ はいる 間 まの 諸 鞠の 催し 
も 加 はらせられ 給 ふじが 十一 
巧 化か 聖上の お 巧狀御 憂慮の 狸 
にも 御勉勵 遊ばされ たが、 十二 
巧 十一 日 御 巧 皇后陛下 ょら 急ぎ 
歸 朝の 碑 沙汰が ぁつたので、 御 
巧學 一年の 御 像定ら 中を じして 
同 二十 ニ B 。 ン ドン 御出發 、チ 

ク デンプ トン よら マゼブ チック 

号 じて 米國じ 巧は せられ、 巧が 
海 111 H じして 大面 洋上 じがて、 
聖ト '崩御の 悲報に 接し 給 ひ、 ニ 
十八 日の 夕刻、 初めて 

米國 々上 でを る ニ ユ^ 

. — タの t 地へ 步を 巧せられ 
j 疼を ホ テグ •ブラ ザ じ 明かさ 
れた 上、 愛扫ブ シン トンに 急 巧 
ク！ リッ デ 大統領 ご擲會 見、 松 
ホ 大化邸 じ お ニ 泊の 後、 直 もじ 一 
郁 西 巧、 二十と 年 一ち 四日 桑 港 
發 サィべ 9 ァ化 じて 御歸 朝、 十 
と H 橫濱 御着、 直ち じ弼入 巧の 
上 御參內 、邀宮 じ 御 拜禮ぁ 6 、 
大喪 儀 じは 聖上の 御 あ 化と して 
齒 簿じ隨 はせられ た。 松毕 大使 
邸 •し 御假 巧の 脚は、 同大 使 一巧 
タ J も、 親し < 巧 解けて 御 會談ぁ 
殊にみ 磯 節子镶 も、 同じく 
外閣敎 育を ず けられた ぐけ じ 極 
稱四カ 山の 御 寬談も ぁつた ど 灰 
聞ず る。 御 歸顯の 媛は 停車場に 
御 見送らの 

ざ-^ 脱 精 遊ばさ' いて 別 辭を述 
させられた ので、- ホ 妻 も 恐懼 
して 御麥を 仰いだ ご 云 ふこ/で 
わる。 四 巧には 义 々目 じ、 麻布 
一二 聯隊の 軍務に 服 させられ、 夏 
期 じ tsH 本ァ "ブスの 登攀を 試 
みられ 『マポ ー ッ の當』 ど —■ * て 
の 御名' 2 、 世 巧の 隅々 ま e 欣慕 
ずる やぅ じな つた。 十一 巧の 特 
別大溃 習-しは、 中隊を ごして 濃 
庭 S 寒がに、 一を 卒ど 共に 艱難 
を 嘗めさせられ じこ. こは、 軍隊 
の +氣を 振興した はか b でな く 
國 ほの 擧 つて 威 鎌 新ら たなこ ご 
である ° 


十と 日頃 じ 

人形 傑歡迎 

U 本人 會 かま 催して 
旣 報の おく 舊臘當 化に 到着し 
た 0 ホを 方面から 歓迎を 受け て 
居る 黒い 股の お 人 おさんじ 就て 
はを の 處みじ 就て 敎會 同盟で 
前号 じ 報じた やぅ じ禪 々ご 苦必 
し 一部は 目下 ボストンを お 巧 中 
であるが 

日本人の 間で も 是非 この 意盖 
あるず かの 使節を 歓迎したい 


為」 燒 

ホ じ 御料 巧 



高等 御旅館 

昭 和 

會雁御 料理 


井上 金魚 巧 

S8 巧 瓦 h Ayr 穿こ夏置产 
さ I Circle 973 巧 
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ろ 0 


指の 潇烧 わい しい 哪烧 

會席御 料理 

畫 食は 末廣へ 

叮巧储 巧 ま 巧 大勉强 


御旅 縮 河 添 


觀‘ ぶが.， i 御戚舘 

た 貧 を 巧 

与 お 巧 ホ 

r ‘が 育ボ巧 八十 八 T 目 一二-一二 
を 話ス 々イブ ー と 八 ニニ 


日本 食料品 額 あ ぴ雜貨 類 卸ル賣 
ホ 之 ま 大賣挪 桑 山商會 
新刊 書籍 雑誌 小間賴 自用 品を 種 
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貧 本を を 億 圃 
拂这濟 資本を 六 千黄圓 
巧 ホを お 千 八ち 巧が 巧 凹 

餘軌 S 井 銀な— ま 巧 

本店を 巧巿 日本 橋區 本を 法 町 五を 地一號 
す 巧 小 辟 日本 巧を 巧 (囊粮 な 
あを 崖を 郁 乂阪巧 (大 お) 神 お 
環む 下 關巧司 巧 松 福 岡な お 
上が 倫敦を 巧聊水 


輸出入 爲替 '巧 信 送金、 ホ 送を' 旅行 信用 狀 
巧 震 信 巧 狀其他 一般 銀 巧 お 

人鎌賦 S 暴 銀行— ま 巧 

獅 を 送を ハ 日本を 化 無 ホ お 巧？ 进 ま取投 
本店 預金 (を 巧 通知 ノニ 碑) 御懼 利な 扱 
本 支店 東京 (本 巧〕、 太 酸、 神 巧、 京都 
所が 地名を 屋 、小搏 、上 か、 偷を 


►郷里を を ぷびホ 送を (お 手を 巧)、 外面 
巧轉資 買、 巧巧替 取が 取 立、 信用 巧を 
巧 等 一 殺 銀 巧 業務 韵巧利 じ 取 圾呵仕 g 

g 賊臺灣 銀 巧が 旨 お 張 巧 

ネ巧摹 潰臺化 

ち 巧 まを、 巧な、 大阪 、神 ロ、 上 お、 巧 
ロ、 福 州、 厦門、 油 巧、 を 港、 廣 巧、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 を 頁 

— 々グ 々ッタ 、输 致、 巧 外專； 海 十四 ヶ巧 

一、 資本を 賣億圓 (を 額 巧 込 巧) 

一、 積 立を 化モ 六が 五十を 圓 

內 地ぶ 支店 溶 (本店) 巧 京大 巧 
神 おを が 下 お 名を 崖 

機鑽ぶ 金銀 巧— 支店 

ホ 厨を ま 巧 = 轰港羅 麻み ホ巧哇 
其 他 世を を 圃を要 都 ホ ュぞ店 皮。 术レ 
スを之 候 


本 巧大阪 化漬五 T 目 
紐 育 支 巧が 育ブ曰 1 ドゥで— 百 巧 十 化を 

證 住友 銀 巧 

お (東京 > 衛演 、を 古屋 、京都、 神戶 
おり 尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 巧 下ノ瞄 
巧ち 庙 《巧 司、 小 倉、 若松、 博タ 、久 留乂等 
本剧 預金、 鄕里 送を 等は おめ 
て 御 便剌适 速に 御 取 お 可申換 


本 巧 朝鮮 ま 城 

ま庙 ホ 張 所は H 本 巧 地の 枢要 都ボ 、巧 お 
滿辨 、支が のを 地 及び 浦 お斯德 

朝 鱗 銀行 紐 育 出張所 

み 國爲醫 一般 銀 巧棠お 精々 御 便利 じ 取扱 ザ 

申と' 候 


藤本 證券 會社 

一 殺 誌み お 慨ノ賣 買、 引受、 冀集 

▲み： 離、 並ニ么 ニ關ス グーが ノ業お 

S 藤本 ビ ミ。—？ 銀 巧 

紐 育 出張所 


立 


ナメ！ 力！ の特 を 


H 本ん の お 買物 じは 特別 巧 員を 睛き無 
料で 靡 案 內致升 電話 又は わ 手紙み 幾 御 
誌 間して 御が をを； 一が も 初めての わ ホに 
對し 王. は 特に 注盧 致しまず から 是非 お 
ホ 寄 心願 ひ 升、 巿巧 配達は 勿論 H 本 其 
他を 地 宛の わ 荷物 發送 はお々 で 致し 升 


を ヨン ワナ 




力 



共に 胸 鳴りして 

彌榮^ 讚 t 在留民 

各 巧が 披遞 しわ 感想の 數々 


一巧 十一 11 H み 港經由 
ろんで ん乂 

一巧 十五 日 桑 港經も 

プレジデント •ジ * クソン 号 


別 巧 所 報 5 如く 駐米を 權大化 化ず 憤 雄に のみ 踐 節す 機は 
皇おあ 父 お 殿下の がた るべ （御 巧を の 旨を をさむた、 囊 
じ當 地を 御迪過 遊に？ れて巧 等に 親しみ 深き 巧き 親玉 ご 
我等 化な 氏が 慈父 ご 仰ぐ 大 化み 罐の 御城 儀は、 日本 越は 
ごして’ 化つ アメリカ じ 化 巧す る n 本ん どして、 ニ 巧の 
盧 ホから 深い 蓄 びを 威ず る、 左に 記載す る ものは 當地巧 
留を 氏から 得た をの 誇び の 言葉で ある。 n 义寶な 記を 

彌が 上に も わ 芽出度い 極み 

U 本 銀行 監腎役 武 か 巧 一二郎 巧 
がず 大使み 磯が、 狭 父 巧が 殿下 じ御內 をした ごい ふこ ど 
をを つて、 衷必 から わ悅 びを 中 上げて むる。 巧に 背々 巧 

々猿が 殿下の お あ 召に 適つ たこ 


巧 禍 スペシャル 


巧 譯小說 
お 家 ご 巧を 子 
藤 十 郞の戀 
ず 化 


■五 0 
60 
60 


VJ は、 恐れぶ いこ ご。 がら、 御 
な緣な 上の 御な 緣 で、 巧々 下々 
のち も、 衷 也御悅 びを 中 上げる 
ご 同時 じ滿ぜ この 上 f : •い。 英國 
どホ韵 どで、 制敎肯 をを けさせ 
られね 御 二方ん 御 結婚は、 巧國 
敎肯 巧の 上 じ も 化； 一闕 をが をし 
でが も 凌 魔す る やぅな 巧 影響が 
ある〜」 倩す る。 


一段の 化榮 W 誇り 
日會 々長 革 信 巧 治 氏 
松ず 大使み 度が、 聖上の 御 弟 
君に ゐら せらる i 秩父 宮殿 下め 
妃殿下に 、海内を かおつ たこ ピ 
を拜 をして、 屬ほ 一般は、 どの 
位の 滝 足を 威 じて ゐ るか 知れね 
殊 K 、 巧々 化留 民は、 大巧 か 獲 
ごい ふこ ごだけ で、 i 段の ホを 
ご 誇 6 を感 中る ので ある。 化 年 
當ぉ御 逆 遇の 際、 ぁの 氣磊 （し 
て 然もず はがな、 直つ 御 细才の 
ない 御 姿を 仰いで、 一曆欣 慕し 
をつ て 否た のじ、 今义化 ホ榮を 
聞いて、 威激 r - 堪えない ので あ 


してり ホ 時報な 本社 後援の お說 
會を ホる 十四 H な 瞥敎靑 年 曾々 
舘 r がて 糖ず 事 じむ* つて 居た が 
阿部 & はお 國ょ b の 電命に 接し 
本 巧 中 お 桑 港發歸 朝す る ミじ豫 
をを 變更し 踏つ て 巧 撫不巧 龍 ご 
ならし 旨 通知し ホら たるを 拭て 
脚部 氏の 講溃會 を變更 してな が 
黄 年 を 家の 普選 じ對 する ホ 望 
を披 癒す る 淸說會 を 懼す事 £ な j 
ら紐育 お 曾、 修道 會、 靑年會 ぶ 
他を 脚 体 0 化を 辯 ± を 集めて ホー 
る 十四 H 午後 八 時よ ら兩 五十と 
T 目の 靑年會 々館に 於て 關 くろ I 

じ。 つた。 


か 桐 兄弟 蘭會 


この 上 もな レ 焼び 
磯關大 をが 旧 巧 太郎氏 
がず 大使み 壊が 巧 父を が じ 御 
みました ど 云 ふこ どは、 大使 及 
び T 冢の 名馨 だからで なく、 國 
民 一 腿の ホ榮 でもる ご 思 ふ。 残 
- I をる 巧 じ 依る こを 獲は、 を师 
迷 動じ 興悚ど 理解 ごを 持つ てゐ 
られる どい ふこ W でを るから、 
『ス ボ！ ッ の宮』 どして、 を化界 
が仰篡 して ゐる 秩父宮 さまの 妃 
殿下に 御 巧を した こごな、- 化 上 
もむ い 巧び である。 - 


お 術 雜貨蘭 組を の 

纔會兼 薪 年宴會 

旣 報の 如 < 紐 育美 術 雜貨商 組 
がの 新年 宴會は 巧る 十五 日 (日 
驛 B ) ぞを六 時ょ もが 添 旅館-. し 
がて 開德 ずる ミ どなつ たが 組を 
側では 相宜輯 陸を 園る 爲め會 員 
非會 員を 闕 はず 可が タ數 同胞の 
抵 席を 歡迎し 殊に ペィ ヨン 卞面 
コネ！ 其徳夏 燒經營 者の 參 加を 
希望して 居る、 出席を は 豫め河 
添 旅館を 通知 ザら れ度 しどの i 
で ホる 0 


新. 年赛會 

ホる 十五 H を 期 總會を 兼ね お 
年 宴會を 左記の 如く 極體 候に 
付ぶ 人 御 誘 ひを せ タ數御 おお 
被 ド 度 御 案 內申上 お 
時：：！ I 巧 十五 日 (日曜)， 
午後 正 六 時 

壌 巧 巧 添 旅籠 - 
會費お H 弗 

尙 膳部の 都を を 之 據間御 お 席 
の ホは 河 添 旅館を 御 通知 相 煩 
- し度娱 
i 月 十 一 H 

經育 R 本人 
美術 雜貨 商總合 


御 結構な 御 配偶者 

砲兵 大を小 柳 津化藏 巧 
自か はを 防 おお 其 化で ニ 一二 回 
殿下の 御前で ゎ 話し も 申 とげ. 
化が 巧國 ょら 御歸 朝のを も、 親 
し < 拜謁シ 仰せつか つたが、 殿 
下が 硏巧必 に を ませられ、 且つ 
頗る 軍事に 御 熱 •む G こごを、 目 
のを ゥ拜 巧して 柯 時ら 恐懼して 
ゐ たので ぁん。 火 使み 雄は、 ホ 
だ わ 目に 掛 つむ こど はない が、 
聰明な 上 じ 瓦つ 當闕 の新敎 育を 
を けられて、 才色兼備 とまって 
ゐ るから 恐れを いこ どながら、 
是巧 迄に 御 お 構な こどは ないど 
思 ふ。 實に 喜ばしい 限らで ある 


- 靑年會 新年 競技 

ぉ內西 九十 八 下目な 番地 H 本 
ん 靑年會 じて， レ 例年の 如 {ホる 
十四 H 午後よ 時半ょ 6 新年 競技 
會を 削き ピン ボン、， かるた、 暮 
將棋の 鏡な じ 新 銳の氣 シ養ふ 由 
なる が 多數闊 巧者の おおを 歡迎 

する ご ロ 


急 吿 

故本會 々員 ま 旧正么 氏遺產 を 
び 遺 債 淸算の 都を ち 么候間 ま 前 
同を じ 蟹—'' を 磯上の ク 'シ ィムを 
有から る >> たは ホる 二十 円を じ 
巧 確なる 証據 書類を 本會 まで 提 
示 植成度 化 段を 謙 吿候也 
昭和 S 年 一巧と H 

日本人 靑年會 

巧 卓. 顯 FNewYoriy . 


I 


靑が 巧を 家の 

普選 漁說會 

阿部 氏 滿お會 は 小 化 
旣巧 阿部 茂 夫 氏の ホが を 機 ご 


•武 ホ禪 一二郎 巧 新な 日銀 巧理 
店監瞥 巧、 家族 同伴 去る 六日 着 
がゥ 3 ストで ンド街 八 巧 云 十九 
番六ビ ー じト居 
•赤 尾 巧 太 氏 赤 尾 商 會ホホ 尾 
善 ホが 巧み 息、 前週々 ホ ホ 紐、 
紐 巧 支 巧 じが 勤 
参 厳 木 S 郞巧 大每 特派員、 化 
用を 帶び てを 雜頓- し 赴く 
•巧 島 夫人 慶擧ニ 一井 物產 支店 
長 巧を 繁ニ氏 夫人は 去る H 購 

午後 リ ビン コット •サニ タリア 
ム じて 女 兜を か娩 、淳子 ど 命名 
し 巧ず あじ 健ぜ のみ 

◊ ◊ 


求 共同 ぉ資者 

範 新なる 意匠 じを いじ 最も 有利 
ち學 む夏瘍 ダー ム 機械 (專 賣特 
許權所 巧). 製造 販賣 の爲め 至急 
確實 なる 共同 出賛 をを あむ、 委 
細 面談 

H . 資 TG 

ち 3- 舌. 143 rd Si 导 y 
ぎず aiJh 量ち 篇 


猶麗 に裝歸 された 


室义 d ニ ま アバ 

メント 、湯殿 付、 ケッチ ネート 
も あらます、 ま 化 恰好、 H 本紳 
± 、又は 夫婦 者 じ 貸し 度し 
巧 0 ぎだ 7 去. 1 夏 Ml , 

巧 里' ちを 置 Ave . & B 含 il 壬 さ 


高 こ閑靜 じして 陽當ら 

等！^ 達 宜き奎 、紳妾 


◊I 


日本 巧 メーも 


はま 婦者 或は ス ツグ オじ 適ず 鐵 
道 及 サブ 停 単 填じ數 T 
だ 至 it 否 ton Ave ., FI 民 h 吾， ぎ Flush 吾 5858 


締 かな 育 本 時 午後と 時 ザ 
巧 十一 日 ■ 沙巧經 由 

プ レジ テント •ヒア* •-ス ロザ 

巧 十二 H を 巧經山 
西 比 利亞丸 


ァパ 讓 

日當 6 をき 四 塞 巧 お 十五 巧餘國 
じか ま 急 蔑 巧し 家具 貴ても をし 
が 本 ミ Shi ミ A ま. 


す 


ホ處へ 十み タ イム K ス クコ-^ 1 
へ廿 五を 電話々 ン バラン ド ま 一 互 
呈是 h F 83 妄 。黒蛇 お 革 


IP® をぶ 販資 化に ラッカ 


.デコ レ— シ 3 ン事 


業 じして 轉聲 なる もの 創立；- 年 
余、 多くの 顧客 あち メ！ ン义ト 
ブ ！ ト に 商し ニ禍の シヨ] ぶネ 
ン ドク あら 所有 ま翰國 にが 娶價 
じて 至急 讓 渡し 度し 委娜 はを へ 
Toki こす 芭 0 ツ ニち す rgen ご r ま f , 

■巧 ik ~ ミ-ミミ Ki 另 ston As ., 

Tel . ぎ caiii 二 望 Q 


キ ヤン デイ 敎巧 


キ ヤン デイ 敎 


授 


キャン ディ 頻 、フレンチ ベス 
トリ — 、ウェブ テン グ及バ < — ス 

デ ー ケ^ — キ 、其 他 キャン ディ 巧 
お 子等の 遣ら 方を 晝巧兩 巧 じを 
もて 敎授 します、 希與者 じは 目 
錄 J 於 進呈し ます 委細は 左へ 

Tile ir 圧 ミジ | 1 呂| 巧是 L 男 喜呈 Ave . 


十五 年の 歷た ある 當校 はを 年の 
經驗ご 新 智識を 有する 敎 師を聘 
し 自動 毕 
操 縱法及 
び 運轉者 
の 修得す 


四十 五 年の 齡驗じ 依ら フ レーン 
チ •チ 弓 コン！ ト 、ボン ボン、 高 
衙な 飾ら 方ぶ ベ （キングを； 4 凑 
致します 毎日 午前 十 時ょ b 车後 
十 時 迄、 獨逸語 じ 堪能、 馈駕會 
一等賞 受領 - 
G 呈ぎ ii 呂 ery Sch 呈 一, A.R き呈夏 Third i ち 



べき 必要 
な 機關的 
智識を 短 
期 聞 じし 
て 最も 能 
率 ある 徹 
.お 的 技術 


を敎 習し をが 獲得を 保 認し驟 業 
ロを も罔旋 します。 


T 寧の 邱刷ご 精巧なる で 上げ 

時 H の 迅速 ど 邁嘗な 巧ぶ をが 証 


印禍 妓紐脊 新報 社へ 


電話 -9 トキ ンスニ あ 0 九— ニ 丸- 0 


わ 巧違必 むく 新報へ 


巿內巧 十よ 了 目 十二を 十 階 目 


東部 じがけ るが 宇 言論 磯關の . 

權 威、 吾が 新報を 讀 まぬ 人な し 


廣吿は 紐 育 新報へ 
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晚香 坡每ニ 週】 回 巧 帆 


▲エム プレス 蒸巧亞 (ー|ホ、 蓋 0 嘴】 

ニ 巧 四日 

A エ ム プレス 亞細西 ご ニろ 00 昭) 

ニ 巧 二十 五日 

A で ム プレス 加 巧 太 (吴 •星 0 增) 

H 弓 十 b H 
一等、 二等、 一二 等 巧び 下等 客 設備 
巖大 、善美、 最扶 まの 東が が 巧 船 
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▲浸 窺 巧み 等 設满供 食の 藝窩巧 巧 もる は 乘組良 
の 熟 嫌 親切 下 寧と おに 巧 姑の 萬 i ずる おで 寸 
▲巧 おおず 洋親路 一二 等設髓 じを 部萃睹 巧な 夏ん 
施 L ミし わ、 殊にを ホ 綠巧如 さは 巧 謂ッ！ リ 
ス トサ！ ド 又は スチユ デント クラ ッスな 上の 

巧 値み 備 へて おり ミす U 
® 桑 港 お 帆ホゾ 火が 經お 【正午 巧 帆】^ 
大が乂 ニ 巧 十 お H TO 
天洋化 二ち 化 化 日 、 B 
コレァ 乂 S 巧 十四日 K 
卷 巧み 一二 月廿 八日 抓 
西 比が 亞化 四月 十一 日 TO 

^ ぶ 


岳 
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® シア トム 出帆！： ザ 煎 十 時 出帆】 ^ 
靜岡化 一巧 廿 四日 J 
橫溶見 ニ 巧 八日^ 
加磬丸 一二 巧 一二 0! 诚 


ご I 


@ を努蟹 B 本 巧 出 化 

乘訪ぉ i 月 二十 八 8 
.が 見 も ニ 巧 十】 日 
A 紐 育 街 赃邑を 馬控を B 本が 接榜 お— 巧ニ潭 
A 淺遵切 醬寢舊 を 其 他 萬 華诞頓 をに 簡 取が ホ焊 
A 乂留 が お 緣髓を お 乘お切 巧が 煩を にお 計まず 
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日本 截船會 な (が ニを 度 道 貧 社) 


代理店が 欄 兄弟 廢會 

お 車、 乘船切 巧 並 じ 小 巧 物 蓮送勸 便利 じな 摄 申します 
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化 立 服を なしまず 

れ心宜 く 身 じを ひ、 見 巧け けを く、 


夫れ ゴ宜く 身 じを ひ、 見 巧け けを く、 を 
して 異か をょ らもを 持 もす る 事を 知つ て 
るか vf です。 弊 巧は ぁ數 H 米紳ト の郝讯 
を 承 て 居ます。 

此廣を じて 御來 巧の ホ'； 

ち み劑 引を しま -,' n 
がを 史の祭 M じ 係 はら やを も 巧-度 巧て 
見て すち'- い 一' 

ゥホ ルカ ー エンド フロ リオ 巧 服 巧 
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米 巧に 化 < 'ては、 がの 人 化み 雄 
がぶ 選-’ 當 ''たこ ごは、 一段の 
轮 ちを へ幽 中る^ である。 巧る 
上つ ふか.- っ 御ぶ 遊',」 された こと 
は、 ぶちり 化に がて 趙 つた 御 結 
がで' 火 化み 雄 i 锁る赞 巧 才色 
報 施 一.'、 んら C る こど^、 卸 思な 
に 適つ r 巧で、 巧 中の 御を え 端 
か h 」 らおぶ 出 ほ：， 極みで ある 


納 


育 


辦 

を 

靜 


感激 r 巧い 氣 持ら 

巧な か 巧 化 水を 巧 皮 
巧 父 おが 狗內 ぶの'' ごを 巧 ホ 
して' 誠 じを い タ< て育藥 ずら 
い*、。 然も、 この 無上の 尝 び：^ 
巧々^ な 者 化つ ては、 時ん 义 
巧 ご.、 ふ おも 近 t い 巧から 得ら 
れ たのは' 殊 お威激 じあい 氣持 
ちが 湧く ので ホる。 大使 御 一家 
の ホを ばかりで な （、恐らく 國 
I 民 W 裝 つて' こ S 巧び を 巧 も 得 
たこ ごは 滿 担の 限らで ある C 


巧 


四 

が 


號 


誠意 ある お喜びを 
が 務官巧 ロ 武夫 も 
巧ん ど 中して お蓄 びの 言葉を 
i 述 •へて ぃ I か、 をけ 適當な 言葉 
をが 巧ィ るの-— 黄 しんで 居る 位 
である 。ながが 偶々 役人 どして 
この 化； J あ 巧して 巧る 際、 駐化 
火 化の 御み 雜 .か、 がる 盛裔 .のを 
曝に 浴 さ n じこ ごけ、- 巧ら じ わ 
芽 お 巧い こごで もを ご 喜んで 居 
も， 化を 當地 V - 巧 おして 居る 役 
人 も、 何等かの 方 化で 誠 恵 ある 
お齊 びの 意を 披 礎したい どち へ' 
て おる ホ 第で ある。 

涙^ 晒ぶ 横な 喜び 
一二 か 銀 巧 烏木 隆吉氏 
I 幫查の 御 婚儀に 就て、 が 巧の 
I 例を がつ て、 化 殿 ドを 御 內を遊 
i じさぃた ぇ だ、 询じ 掛れタ いが 一 
，一 一般 勘 おごして、 本當 r 威 涙 じ 
ii 晒ぶ ので ある。' 殿 _ト の 賢明 じし 
j - -- て 平氏 的；」 が' ら せらる i こどは 
今. 史中 上げる を も。 （、海外で 
の 御敎育 U 、 媽が 上に も 一段み 
揀鹰を 加へ させられた。 乂 化か 
雄 も、 當國 のを 育 受 り、 且つ 
稀 r 見る 贊締 人を 巧 上 ごせられ 
て 下愤じ も 通じて & られる ど 聞 
一 < 。ホ 区 的 じがら ゼらる 殿 T じ 
この 化 殿下、 巧々 な、 誰 あ 韻ぃ 
ど 頭の 下る おひで ある。 

抑な 緣な 上の 華 典 

大龄お 船 內旧茂 氏 
今间の おタ巧 殿下 妃の 御內ぷ 
は 今を じ 例の；；* いこ' こで、 H 本 
勘 民が をつ て ゎ 悅び中 上げる み 
I 第で ゎる。 殊に 殿 F は英 風で 敎 
_ 育 をず けさせられ、 大巧々 雄は 
; ホ 固のを 巧を を パら れ たので、 
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150 Broadway 
Telephone Rector け 84 
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Tel. Caledonia 9758-59 

巧を 製 お 結 儀な ホ會社 
Katakura & Co., LtcL, 
225 5 此 Aveau み 
Te! ， A か ! and 4546 ぶ 229 
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n 本 電報 通信社 

か 围の致 お 巧、 貪 浆ぞあ 財带の 
事項を 巧を 且つ 磁 寅に 巧 おす 
お 日 入電 一ヶ月 巧を 五十 巧 

Tokyo Advertising Agency 
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Te!. Co け landt さ 0 がぶ 052 

大蒼趙 摇育支 巧 
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Advertising Cotxnse) 
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己 井 銜を巧 ま 曾な 
な 育 支な 
Mitsui & Co., 

6 〇 Broadway, 

Tel •技 owiing Green 7520 

义原 商事 株 巧會就 

Kulmr 度 TV&diog G 〇 m 

30 Church St., 

Te!. Cortlandt 4 巧 0 

巧 ま 會社岩 井 商な 
な 育ち 巧 
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株式 會な 
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\ amanaka 
680 巧れ h Ave., 
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H 本 綿花が 式會 化 - 
な 育 支店 

Japan Cotton Trading Co^ Ltd.» 
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お 育 支 巧 

Suzuki & Co., い ん （ Kobe) 

220 Broadway, 

T*L Cordandt 1149 ぷ 0-51-52 ぷ 3 

目 本を 糸 巧 式會お 
雜巧ま 庇 
Morimura む ai & む ., & がが S 

44 Easi23rd 化， 

Tel. Ashland 5320 

巧を 名會化 
が 育 支店 
Hai*a 在 Co., 

443 Fourth Ave^ 
Tel. Caledonia 7830-35 

ぃ osho Corpora が on. 

Silk impo けが も 
が 反 aat 34 化 Street 
T«I. Ashland 4987-91 
Go»ho Co^ Inc., 
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が Beaver St<, 
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部長には 巧聪縣 知事 縣な巧 巧 
補 せら， た。 

現金； 一千 圓 盗難 

【十-日】 日本 銀 巧から ± 浦 五 
十 銀 巧へ 送附の 現を ニ 千圃が 
則 車中で 盗まれた が 犯人は 捕 
へられた。 

ま 田 飛 巧 ± 死 じ 

【十-日】 名を 屋 飛行 學 校あ師 
ま 田 志が 氏 二三 ハ) は ホ a 潰 松 
じ 於て 飛 巧 中二 十ィ； トグの 
空中 ょら 墜落し 同 お 地 谷 病な 
じて 手當中 だつ たが 遂に 十日 
巧 己した。 ' 

山 本化議 ±逝< 

〔十-日】 靜岡縣 選出 民政 黨化 
議± か 本 勝み 氏は 逝 おした。 

氣 勢を 操げ た 

民主 黨晚餐 

スミス 知事け 好人氣 
ワシントン 十 I 二日 磯 n 大統顔 
候補 戦の 當年 一巧には 必や 盛大 
じ锥さ n るち ホ黨の ジヤクソン 
ディ 大晚 餐會 はお 巧の 如 < 今夕 
と 時から 熊 かれ、 同黨 大統領の 
憤 補を ご 目され で 居る h 院議 員 
リ； ドを' メタ ランドが か事リ 
チ！ 氏、 前 財務 長宫 マ々 ダ ー 巧 
モ九旨 二十 四が 當時 みお 補 港た 
らし ジ I * ン •ダ プ ？ ゥ •デ ゲキ 


K 氏、 と 院總務 P ビンジ ン飞 
下院 滋按 •ヵレット 巧 其他數 k の 
ホ 望が 說 、政見 あを が あった。 
當り K ，' ， 贿 知事は を務摇 淡の 
理由の' 下 じ 出席せ や 州 副 知 掌 ラ 
ン氏 化ら て：'、 ス 巧の 馨翰 でが 
讀 したが 千 互け の聽 ホは お！ jr し 
て 么を迦 へ當巧 第一の 好人^を 
巧した。 スミ K 氏は はま 黨 貝に 
出 ホ 得を 限 b を かじ 自黨將 の 
政策 政綱を 明確に をを すべて ご 
希黨 し、 斯 くして 肉 民を-^ では 
'ま窝 の 立場を 正解せ しむる が 
戰 必勝の 法で ある ご斷じ 义输調 
の 必要を 說 き、 谢權尊 まの 傳統 
的 政策を 高喂 して 中央 集 權め弊 
を 指摘し ロが、 前年 スミス 巧の 
敵であった マ ヵゾ！ 巧は ま ザ’ じ 
穩 健なる 意を をを 表し 頻り ji 自 
黨の 結束を 力 說し巧 前 候補す た 
る 予は特 じほ ま 黨じ凿 してを 言 
を呈 ずべき ものな し。 がれ 共な 
じ忌蜡 なき 意見を を換 して 黨 
の 成功の 爲 めじ 最善を 盡さ js ば 
ならぬ』 ど 論じ ユ— モリタ トゥ 
キ グロ ジャ ァス氏 もお康 しづ 得 
意の 諧 龍に 滿燒を 哄笑せ し 嘴た 
尙ほ民 ま 驚の 太統爾 候補者 
大會は 本を ホ 巧 二十 ホ りで 
は， キサ 3 巧 ヒク ストン ホ 于 决 
を しれが 南部に がて 同黨 巧大會 
を 開 < のは モ八百 六十 年な 帝の 
出來 事で ある ど 云 ふ。 _ 


しめた 

善 お 



ホ 巧 極東 局長 じ 义支條 約 
变正 おし" = 支那 一千 方飢織 
共產驚 殺害者 一方！ 大統領 
軍艦で ぉ發 i 彈劾 諸み 議の 
討議 延期 i 海軍 長官 擴張案 
辯 巧. i 英國 义學界 長老 逝 ' 


〔ヮシントン 十二：！：. 發】 前 極 
ま 時 長子 グ y ン e ジ 3 ン ソン 氏 
が國 務巧官 じ榮轉 しねる 爲 めを 
公 後 巧を ごして 逆去數 年に おら 
て ]ゲァ！ド大學じ極東譲座 
をを 持つ た スタン レ— •ホ ー ン 
ベックを が 巧る 二月 十五 U . ょ 9 
就 巧す る こど，、 なつた G 

『アト ラン テツ クシ チ 1 十！ 

呂發】 化 ホ傳道 踪會は 目下 當 
地で 大會 を銷眶 中で ゎるが まが 
傅 道 部では ごの 際畢 ホの 傳道師 
及び 學校 敎授じ 徽を發 して 一を 
のか 暇を ホめ 得る をはち 那 じあ 
きて 支那 人の 敎化 に 盡 力せ ょど 
のみ 議を 提出し 大會铃 事の 報吿 
する 所 じがれば 南 化で 那を 化を 
1 る S 人の 著を る 使節は 近く 
お 約な 正の 任務を 帶 びて 乂國じ 
ホる ベ （米ち 條 約の 改正 もな 三 
四箇 g の 中に 解決され るで ぁら 
ぅど 發 表した。 

〔化 京 十 一 H 發〕 嚴寒 VJ 國內 
戰 ずに 化る 農作 不 おの 結 あ揚す 
江 一帶を 始め ごして 滿洲 及び 直 
鎌 お 南方の 住民 約 一千 巧 人は 罐 
饿じ 源し つ i ゐる もの t かく 支 
那 の救濟 本部は 列强の 助力を ホ 
めち 那政 がは 千 九な 廿年當 時の 
如 < 救濟餐 どして 輸入 追加 稅】 
割の お 加を あ涉中 じて R 本を 除 
く 他の 巧强 はこの 提 證じ替 がし 
てち ると C 

〔上 お 十 1 H 發】 廣東省 じめ 
る ホ 化を 命じ 關聯し 目 おおの 談 
及び 官惠の 調査を 綜合す る じ 共 


產黨 員に 虐殺 さわた をは 恐らく 
一万 人 じ 達 t ベく 一が じて と 八 
巧 人 殺害され たもめ も 多 < 、を 
の 中にはな ぶち 殺しに 逢つ わ 者 
がを いど。 

〔ワシントン 十 I H 發】 、ィゲ 
ァナ じがる 化 ァメリカ 會議 じあ 
席すべき 大統領、 國 務長宫 るび 
リユ！ ズ垂權 の 一行は 金曜 口を 
化て 當 化を お發 、鹽路 辛！， ク 
で スト じあき 同地ょ ら戰鑑 タネ 
すス號 じ便乘 し巧曜 H の 開を ま 
に 列席 1 ベく 同 巧の 大統領 ホ 人 
は鄕里 マサ セットが ノ ー ザンプ 
トン じ 病な 巧 堂を をの 前日 訪る 
ベく 本 H 出錢 、を 曜日 午前 一時 
歸樂 ずる 苦で ホる ど。 

【フ シン トン 十】 H 發】 上院 
外を 委賣會 ごけ 靈じ 上院に 提ぉ 

さわた アメブ 力の ニカラグア 出 

をに 關 する 段 府彈劾 的の 諸ホ議 
案じ 就て 審邊の 結 あ 近く 化ァメ 
9 力 會議の 開體を 前に 本 間趙じ 
就て 彼是れ 論議す るのは 轉 ホで 
ぁると いふ 意 ホょ もして 會 後 
まで 討議の 延 糊を 中を せた、 货 
ほが 軍 省へ 達した を 飯 じ 化れば 
ホ國 海兵 闡は 叛軍 ごキユ ユ册を 
で 衝突し 叛軍は 十四 人の 戦 巧者 
をを じじ ご。 一 

〔ヮシントン 十一 日を】. が 軍 
長官 ク キがバ ー 巧は 本日 海軍省 
の作驟 部長 ヒュ I ズ 提督 ど 典に 
で院 のが 軍 委胃會 じ 出席、 が 軍 
省 要求の が 軍權張 まとな 五 千万 
弗の 內容じ 就て 說 明し 五 簡年雄 


進 計 劃に 化る 巡 巧 避か お雙 、巧 
巧 巧絕五 筵、 駆逐 お 導 お 化隻、 
潜水 お 化ニ隻 、媛 計よ 十二 雙に 
達する 膨大な' るが ザ 計 刹は 何等 
他國の 勢力を 假想敵 ご L ぃ-もの 
で G くを つ 五、 お、 S の 比率に 
のる 英米の 均等 勢 かじ も 達し；：^ 
いもので 從 つて 遊 艦 競ず を誘發 
する を ひは ないど 述べ、 現 巧の 
巧 力を W て するならば 圃防じ ホ 
忠實 であるの みな V ’ 乎 アノリ々 
の 海軍 利權 及び 通斯 航路の 保護 
を完 ふし 得ない ご斷 言し，，。 

〔吳轉 ド I チぶ スタ 1 十 I 目 
發】 吳 蜗文學 あの 長老 じ！ て、 
國際 巧に 著を なる 义豪ト ー マス 
户 — デ） 翁け 十二！： 十二 H じ 風 

邪の 氣 ホで 献床 0 巧 病勢は 一進 
一 退し 0 i わつ たが 遂に 巧 お： 
をを 通じて 熱愛し 且つ タ ぐん 勞 
作を 化 じ 間 ふじ 當 地の 自邸 じが 
て 午後 化 時 五み 長逝し じ、 寧 年 
八十よ 歲 のを 體 だけに 病 じ 苗す j 


る 抵抗力を 尖つ たものと 一 占 はれ 
て 居る。 

註" 化ト！ マ* •パ ー 尹-翁 
け植年 『ュー と严』 誌の 懸赏 
小說 じ； 一が をを を て」 ど 題 


しゥ エセックスの 度 民生 巧を 
描な した 勞 作を をまして 一醒 
を 名 数： C 篇に垂 々こす 
る小說 、詩歌 等を 潑 おー 我 國 
の义 潜に も 賊な泼 き 人で ある 


小が 欣ー 侯を 外務 次 宵に 

外交官 異動 內 をず 

駐ホ 大使 松 平恒雄 氏は 大英國 へ 

東 i 巧特 I 苗 十一 二日 壊-,. 超 民 新聞 及び 中外 巧を 新 谋は化 
ホ 強 巧を 權 大使の 歸 朝に 拌ひ ホる 四 巧を なて 巧 ふべき W 巧ち の 
大 異動は 左の 如''‘ 巧定 した ど 報道した。 


任 駐英 大使 
任旌义 大使 
任 外務 次官 
な瑞 典を 使 
巧 疆羅を 化 
任秦天 総領事 
任 背島總 領事 

巧 濟南綴 領事 


現 駐米 大使 
現 外務 次官 
現 情報部 長 

巧 奉天總 領事 
現 靑島摄 領事 
現 疆羅を 使 
現 濟街總 領事 

現な 耳 義わ使 
舘】 寒 嘗記官 


松 ぞ恒雄 
ぉ郷 勝み 
小 村欣一 

ま 巧 茂 
矢 田 部 保を 
が 乂み郞 
藤 田榮か 

矢 巧- 眞 


ロシアみ 產黨の 巧緻て 

革命の 元 動 連 追な 

トロ ツキ！ を 始め 反薛部 渡が 餘. 

雪の シベリア その他の t 命 地へ 

バリ， 十-巨 發 n ベ グリン ょら 巧 しられ 9 ボ で確證 された 報 
道 じ 化れば 勞 農。 シァ 首相 スタ 9 ン 巧の 政策 じ 對し證 骨 じ反對 
しつ つた レオン •ト 。ブ专 1 巧を 始めを 命の 元 動 等 約化餘 
人は 昨が 突然 チ ユカ 隊じ襲 はれ 指を の 列 奉 〔强測 的に 積这 まれ 
政府 指を 3 ご 命 地に 追な を 命じられ じ. 邸ち ト 。ツネ！ は了ス 
トラ々 二に、 前 駐滿大 化 ラゲ ブクは 停車 鶏を をる 一二 巧 五十 哩の 
地力に、 をみ 他 シベリア 等を 地 じ 送られ レオ •々メ子 フ ぶび 蘭 
第！ 二が 國岡盟 首領 ジノ ゲ五 ワの兩 人は 巧 乂國を 請願した ので 政 
唐は 六 箇月 S 巧 じ反ト "ツキ！ 的な 論文 髮 表を 條俾 ごして 巧 入 
莖を顯 ちずる' 一、 ご"^ なつた、 トロ ツキ {な 追放 じ 際し 『余を 追 
なじは 武 方を 必要 どず』 と强 硬に 抗議した i め こごで ある。 

-國 のを 命じ 嚴 しては、 假 か-大事 俾ご いけねば な "る 


をの お阔戰 線を 躁 った 孽命竊 勢 
カの閒から**<^幾タめ傷ましい犧 
牲を 出す の やむ を 場ない 場を が 

る、。 シ户の 

お 產黨巧 Q 廓淸は 革命 

十 周年を 期と して 先が W 巧 レ 三 
ン ダラ！ ドを の 化を 地で 巧 はれ 
ね黨員 除名 處 かにょ つて 大義 風 
襲を を豫 期された が、 を じ大を 
裂を 巧ず のがが 巧た、 多年の 反 
幹部 源の 棟 巧で を >、 新。 シァ 
建 國の元 動 どして 盛名 レ 三ンど 
相 化んだ ト 0 ッキ ー 氏 おょび ジ 
ノ ゲィ H 7 氏す ら現當 局に 忌ま 
れて 遂に 共を 黨の 最大の 制裁た 
る隐 名の 處 をを 受けた、 これは 
革命 十 年 記念の 視を氣 をみ なぎ 
る 十一 巧 十二 日 巧の こど だつ た 
この 時 じは 

右兩 ち 頭 の 外力 メモ フ 

ラコフスキ—、 バケ エフ 等 S 諸 

豪 も 幹部を 員會 から 除を された 
が、 なほず 黨 員では あら 場た、 
をして これら のん々 のをの 上の 
處 みは 今ち じいつ て 開かれ わ 第 
十五 回 共を 黨大會 のみ 議じ镜 つ 
こど I なつて ゐ た、 然るに 遂に 
十二ち 十八 日の 同 會議は 出席者 
満場一致で ト "ッネ ー 巧 一 ホみ 
反静部 派と 十五 名のみ が サプり 
ノフ 派なる 反 縣部別 働 派 か 一二 名 
を 計な 名に 化い をを な ホの 騎お 
連を こご く 共を 黨 から 一掃 
驅逐 する こごを 决議し 遂に 今回 
の 追 かじな つ わごい ふ、 實じソ 
ゲ玉 1 ト欧權 確立な ホの 


もい、 T 體 勞農當 局に 苗す 也 お 
菌 運動は 遠 {一 乂 ニ) 年 ごろ か 
ら麗政 派の 不ホ連 じよつ ては じ 
めら れ たが、 これは 今い ふ 所の 
反 辟 部 派な で じ 比すれば 緻 力な 
もので あつた、 この 重大な 共產 
黨巧紛 のを も'-^ のをち は 一九 
ニ 一年 レ ニン 氏の 英斷 じよつ て 
巧 はれた 新 經濟あ 策の 採用に さ 
かめ ぼる この おな 策のを ホは な 
めて 說 くまで もな くソ がぶ ミト 
の乂 理想 じる 鹽 巧の 徹底的 其 産 
化 じよる 眞 の社會 ま義國 建設が 
じ 世界 ぞ命即 も • 

對か 赤化 策が あじ 無殘 

な 失敕じ 終らん どして、 內は農 
民 大衆の 理辭を 得られ や、 かは 
反を か 勢力 即も いは ゆる 白波を 
援助ず る 巧强の 敵視 包 園 あら 眞 
じ炼義 なきを 死 回を の 策 ごして 
部を 的 資本 ホ 義復歸 、邸ち 巧 有 
權の 部を 的を 認 、通貨 じよる 物 
資の賣 貫を 許し、 蜀 外的には 宣 
傳 をを じせず して 巧 獲を 奥へ て 
外資を 輸入し、 外國の 好感を 固 
鞭し、 もつ て 疲弊 旧 ぱぃの 極 じ 
をつ た屬 家を 倒れざる じ 化 だつ 
て 救つ たの だつ た。 どころ が こ 
の 時 R ホ 

理想主義 で) 實 せんご 

する ト n ツキー 氏 一派は これを 
もつ てを 命 構 神 じ 反すろ もの ど 
して 幹部 じちを 引き はじめて、 
事篮 いよ 重大 ごな つたのは 
一九二 四 年 巧 頭 レ ニン 氏が 當圃 
の 中 じ 化を まつた 後でを つれ。 


翌年は 人 も 知る 巧々 溜濟扱 策の 
採用を をて、 內 をの 右傾は ち も 
ろん の i 、 割み 觸 係は 事實 h 宣 
傅 手を への 友が 政策で、 陸 力の 
姑傻ご 外を 隅 係の 巧 轉を是 ると 
反比例 じ 反 幹部 派の 增大ピ いふ 
結 おけけ だし 疆れ難 かつむ、 か 
{て々 メ ネ—フ 氏、 をの 他 ジノ 
ダ 1 エア* ラ •テック、 スミ かノ 
フ 、ラコフスキ ー をの 化 一時は 
レ ニン ホ こ 入 も 加は つて 革命の 

元 動 連が 新 反 幹部を 作 

らト n ッキ！ 踞 V ふ ロして 漸巧大 
勢力を 成し、 もつ て 今 H じ おょ 
ん だ。 大統爾 おの ヵリ-一 ン 、當 
相 格の み ィコ フの當 爲兩ち 頭を 
始め お產黨 幹事長た る* タ ー 9 
ン氏 や、 現 幹部の 腕利き プ パブ 
ン巧 等の ArH め 天 F は， 政府の 
權 威、 お產黨 の統觀 上から 反 幹 
部 淚に勒 して々 度の やぅ；；；？ 斷な 
たる 處 みに 出で ざるを 得な < な 
つたみ だ、 か （てこの 上は 両源 
€ も をれ の 立據 から 眞劍な 
紐 論を ま 張し をつ てゐ るを を、 
殘 るは 

力 ご 力での み 着、 ッゲ 
ェ ー ト國 の將 ホは 巧して 牢 化で 
はみ るまい。 兩 派の 爭勸 を筋單 
じ 述べれば、 幹部 蔽は新 經濟软 
策實施 0 來のあ 傾を 策を もつ て 
社會ホ 義國完 あへの 化むな きか 
つ當然 なる 必要 ま 段 どなし、 か 
< して お ほ一國 わみ じても 社會 
ま 義じ徹 鹿し 得る 可能性 A を ご 
信ずる いはぐ 現 實ま義 じ 立脚せ 
るに 反し、 反静部 派は か t る 

を 傾 方針は 化て ぞか精 
神 じ 反する 國家 ホ義的 政策なら 
ごして頭ご^:*しじ反對し、 かつ 
世 お 巧 命を 前提と をざる 限 b 1 
画 だけの 社 會ま義 越を の完 をな 
實 現は 期し 得られぬ 王 一、 工業の 
進を 不充 をな 現 C シア' では 農民 
を犧牲 じしても 更じ賴 極 巧じエ 
業勞輯 をの 繁榮を 計る i ホ じ 現 
幹部の 専横を 爆め るた め 黛內じ 
を 派を 認める ごい ふ 幹部 派ょ ち 
も一曆 理論的な 信條 をち してむ 
る、 これ e は柯 ごしても 兩 派の 
足 並が をろ つて ゆく はやがない 
今 曰の 不幸 もけ だし かがの 結 お 
であらう。 


一利 益々 配の 提携が ぉ 來れげ ……： 

乂原 巧の ロシア 觀 

勞農 政府の 生命 i と卡 年は 續く 

をみ 特审十 I ニ ロ お U 山中ち 他に 休 ぉ W ロみ 我 頌證會 じがて 外 
* を閒お 特に 支那 問 趣を 满說 する 當で 同が じ H 露 提携を も 大いに 
篇潮 する であらう ど。 

東京 特電 十二 曰潑 = H 露 漁を 條 のは 目下が 藤ずに 依 b て 巧 渉 
商 溢され て 居る が 調印は あ < 東 巧で 巧は むる まで ある。 


まま 特電 〔タ并 ムス】 十一 日 
發 n 设近 n シアょ ゥ歸 朝した る 
經濟 特化 乂巧房 之 助 氏の n シア 
觀じ 曰く 『。シアの 內か 紛爭は 
を 早逊巧 削を 過ぎて 锁 をに 向 ひ 
つ i をゥ實 際。 シアに 菊して 巧 
が國の 政治 ボ やち 菜 あは 餘 > じ 
ふ 配を し 過ぎな 化が ある、 化 じ 
0 シ ア ：^,今や女を期じ入つたご 
いふ こごを 認める こ f は 巧々 じ 
ビ つて 最も 重大で ある。 勞 農政 
府 の組徵 じが ふなら ばな 對 派な 
る もみ、 ながは 斷 じて 許して 屠 
ない、 これは U シアの かき 國家 
どして はこれ がをおに 海'、 唯'ー 
の 道 t ある、 なつて。 シアが 內 
かめ r 崩壊す る. いふ 巧を U 要 
する じ 化を でを つて おし 0 シア 
か' 崩壊ず たやう.：^ こごが あれば 


〔十 I 二日】 あぶ 會の なお 柿は 十 
ニ H をに 階が をに ぶんだ がを 
の 中二が ニ兰十 名は 巧 算用 だ 
と 0 

ニ 名± 共に 逝 < 

L 十一 二日】 が巧大 おを か 义八邮 
巧、 お 逃紘貿 小化靖 一氏は 共 


をれ は 外 図 ごの 戰タ 乃至 農 把の 
革命で をら うが 當局 はこの 兩樣 
の危 厳に 向つ て 最も 厳重に 監視 
して 居る ので あるから なビ して 
は 今 H み n シァ あ髓 がを 五十 年 
乃至と 十 年け 繼線 する であらう 
ごい ふこ ごけ 斷言 する にがらね 
がら ば 經濟カ 面は どうで あるか 
どい ふじこれ ホを < 難局を 脫し 
得る ど 信 中る しこの 爲 めじは 恐 
らくょ h 資本家 的な 政策を 採用 
する じ 至る であらう。 日露 條約 
の 如き も ホ 極めて お 易な 仕事で 
あつて ° シァは H 本の 援助； J 依 
ら シベ 9 アの開 巧を 熟 望して 
盾る が H 本 どして はこの 銷 掠よ 
b ホ じた 利を を" ツ T にげく 山 
みけす るの 覺梧 がわら U ければ 
w :* ら ね』 を々 ミ 0 


に 逝去した。 

岡 崎 巧 政界 隱退 

【十 I 二日】 政ぶ 會化雜 北 脚 崎が 
輔 氏は 今 證爵限 b 政 巧を 隱退 
すご。 、 

英國 大使 歸關ず 

【十 S 日】 駐 U 英鹽 义使サ ！• 
ジョン •テイ レ I 皮は ホ 人 同 


伴 化 H 發が 巧义 で歸國 ずと。 

矢 旧 部巧變 更か. 

〔十 一 二日】 靑島總 領事ょ b 遜羅 
を 化に 内を せら どの 矢 田 部 保 
ま 皮 d を 天總 領事 じ 獲- 史 され 
る ごの 說が ある。 ‘ 

海電 陸褐不 許可 

〔十 I 二日】 ゥェスタン •ユ ユオ 

ン 海底 電線 函舘 陸揚 のが 許 巧 
出がぬ ど遞信 省を 义蓄で 回答 

•し： ウ 

河原 旧 巧が 化 表 

t 十 I 二日】 國際勞 働會議 政府 化 
をは 社 窗局駕 一部 長 河 戚田炼 
吉 氏に 决定 しね。 

東京 稀 有の 寒さ 

t 十 I 二日】 東を は 十二 日 稀を の 
を さを 現は しま 北 地 ホ じは 大 
吹雪 襲 ホし 電信、 電話 巧び ボ 
通 ど。 る。 

日銀の 國債賣 却 

(十二 日】 を 融緩漫 じ 伴 ふ 投機 
を 操れて H 銀 も 今後は 手持圍 
債を 賣を常 だ ご。 

支那 賊徒 大 暴れ 

【十二 日】 まが 賊徒 朝鮮 駒境附 
巧 通 化 縣の目 本 領事館 か舘じ 
猛激 る贿 みを 浴 ゼを巧 じを 
ホし じので 巧留 おは 插 度の 不 
を狀 態に ある 0 

新 整地 部長 辭な 

〔十二 日】 復輿 局が 整地 部長 縣 
忍を 辭 表を おし 氷 巧 文相の 橫 
檢ト 岩手縣 知事 じな を 損ね だ 
を 巧 縣み務 部長 原 旧 惟 織 巧 其 
を 巧 ど. なる。 

海軍省の 薪 要求 

t 十二 日】 海軍省は 臺灣巧 油 試 
掘 致 ごして ニな 十 方 圓の新 要 
ホを 提 おした。 

一巧 上旬 賓易高 

【十二 日】 輸出 け 一二 千 己な 十六 
カ圓 (前间 期に 比し 增 四な 0 
四 巧 八 千圓) 輸入は S モ 四な 
よ十吉 巧み 千 W (間 威な 0 八 
巧 一千 圓) じして 差 引 入超は 
む 五十と 力 六千圓 である。 

製糖 界 紛擾 擴大 

I : 十二 日】 製糖 界 紛擾で を灣製 
糖 社長 武智を 通 氏 引寶辭 職し 
盛 水 渚 製糖 社を お 哲氏も 調停 
を 謝る。 

西 源 四 郞巧逝 < 

L 十二 日】 前 朱.— マ 三 ァを使 西 
源四郎 巧は 逝ました。 

が 護關稅 に反對 

〔十二 日】 京阪 地方 諸 名 ± 自由 
通 荫協會 を 創立し、 保 謹關稅 
巧對 運動を 起しれ。 ' 

縣氏 復興 局 入り 

【十-日】 おず 縣 知事は 一岛長 
野 お 内務 部長 原 旧 惟 機巧の 榮 
轉 じみを したが 水 野 文相の 橫 
檢 でか 茂 おず 氏 じ 獲を 巧 命、 
(前號 所 報) され、 復興 巧 整地 


第五 十四 帝 國議會 
不信な 案 y 樂觀 ずる 內圓 

泉 京 特電 十一 二日 稱 n 田中內 隅は 髮じ地 稱を讓 案の 提 おを をを 
けせた をで あつむ. か 叉々 蒸— 返し 岡 案 ど 自作農 化 法案を か會巧 
け 劈頭し 捉ホォ る豫ぞ である-か 像 期せられ つ i ある 現み 閱 不信 
巧ホ满 巧く は" M 奏 おじ おして 鈴木內 相は 頗る 樂觀的 態度を 示し 
中な がは 勿論 ぉめ 駕內 にも 反掛 おがゎ るから 結局 一二 十 祟 前後 0 
差で 巧 化し 去らる--' であらう i 富 明した。 

東京 特電 十-日 發リ 田 中 巧閣の 閣僚 中 大タ數 
の霖 見は 議會 解散 即巧じ 傾き 總選擧 に 第一 黨た 
るべき 見込みら 充み じついた ミ 頻りに 樂觀 して 
居る 0 

尾 崎 巧 雄 氏 不信な 案な 對 

東京 特電 十二 日 お n 無 巧 蔑の 粤を尾 崎 巧 雄 巧は 野黨聯 をの 巧 
賴ホ信 巧案提 おじ 關聯し 『現 政 蘇-レ 政府を 彈 劾す るの 資格な く 
閲罪 である 一 ごい ふな おから ホ 倍せ 案には 反勒 をす るで あらう 
ど 言明した。 

本 お來を 特電 (樂 ぉ巧轉 載〕 

. 無產敕 驚の 三 名主 立候補 

まま 特電 十二 日發 U 無を 玫窝 は聯 結して ホるべき 總選擧 にけ 
旣 がか 撰じ當 るべ くを の お 袖 者 ど 立 巧 補 化ピの 第一 巧發 表を 左 
の 化く をめ たが 之が 焼が は乂巧 ふを うな b ずで をら うご。 

. なお 補 地 新惯補 兩 候補 巧 
をを ホ 巧が 磯雄 〔社會 民 ホ〕 鳩 山 一郎 〔政ぶ〕 
神 ロ ホ 賀川豐 意 〔が 曾 民 ま〕 が 旧 重 政 〔政ぶ〕 
を川縣 大山 郝夫 〔農 勞黨〕 S も忠を 〔めぶ〕 

半 數餘是 皮算用 
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ケット 販寶」 


a 

化 

の 器 
K 
U 
Y 


麵 揉治攘 

マッサ I ジ ，整形 
藥戚呂 、水を、 電氣 治療 

西 村攘院 

フイ ジネン ラ ピスト 

公認 西 村 幸 巧 

午前 化 時 3, 午後 化 時を 
お 張 治療 ニモ 應ジ マス 


娜贿 公認 マッサ 1 ジ 

內務 省を 許 
產婆 缀ホ醫 

平野 秀子 

を 話 モこュ ィント 100 化 

撥 眼 並 じ 眼鏡 調節 


第五 街よ HO 

へ クシ ヤ— 

ビグ デン グ內 

小 池 寫眞舘 

電話 サ ー ク - 

四 四 0 六 


ころ、 この 巧 大体 あ 了した ので 
巧務 巧で 目下 化 b まどめ 中で を 
る。 を報吿 にょれば 十、 十一 兩 
片 のが 巧への 輸ぉ 島は、 前年 岡 
巧に 比較 すれば をる し <滅 退し 
て 影響 甚大の 化 < 見られて ゐる 
が、 これげ 大ホ 

一、 阳裙引 h 見越で 八、 化兩 
巧の 輸出 高が 激 巧した こご 
一、 支那 動 訊に 禍 されて 國內 
の 綿糸 需お激 嫁の じめ、 支那 
綿糸が、 印度 じ-タン ビング さ 
i たこ ご 

の ニ理山 じぶ 因す る。 八、 化兩 
月の 倫 出 島は、 前年 同月に 比較 
してず 巧 ホ 割 一二み の增 抑を ホた 
して 居 b 、 八、 九、 十、 十一の 
四ヶ 月を 通じての 諭 出 鳥は、 前 
'年閲 期に 比し v ^、 を ぼ 等しき を 
R て、 十、 十一 兩 目の 諭 ぉ减の 
かき 特殊 現を を W て 一般的 結論 
は 得難く、 支が 綿糸の 輸入 もま 
た 動乱 鎭靜の 曉は國 内需 要に 應 
じて 漸 がず べきは 巧 かで わる か 
ら 、輸出 業者は 直接 じは 極めて 
樂觀の 態で をる ぶ W 上の かき 狀 
態な ので、 商 H 省け 引上げ 實施 
後 H ダ 巧たら 中では.、 おの もの 
ミ も 山の もの どら 斷を出 ホ。 い 
から、 なほ 今後の 成 巧を 觀 るの 
外な しどされ て么 る。 


日銀 帳尻 ご 商が 

東 ま 特電 十 I 二日 雞 n 曰 銀 あ 巧 
商 十一 ニ 億 超、 制限 か發巧 一億 千 
八 巧で 圓貸出 高よ 億 九 千 五ち 巧 
圓 翌日 物 四 厘 五毛- 錢一 厘、 が 
績ホお 一 錢-厘 巧 至 一 錢五鹰 商 
晶巧 擦は あ 二重 十二 圃 二十 錢絹 
細 五 圓セ錢 、棉花 順調 じて 六十 
一二 圓 二十 錢続ホ 手堅 < ニ 巧陛十 
一圓を 糸 小戻し 百 S 十四 圓一 二十 
嫁 現物は 無が 閑散 期 ホ 昂騰して 
化 一圓 十九 錢あ 精糖 相 填 化靜。 

御菓子 舖 

名物 栗錢 頭、 驚 餅、 練 羊肇、 
賛澤 豆、 甘納 S 、 其 他を 挿 
煎餅 卸ホ賣 。のし 餅は 前日に 翻 
注文を だ ふ。 日本 食料品 及び 雜 
誌 等 も あ もます 

御 注文は 松風 軒 烏 橋 
29 宝. 8 置 芭. Tel . Trafa 拓 ar 5554 


& ル 1 ミ ング 
1 含 7 3rd A さ. 呈 . を & 60th Streets 

す lep す ミす 巧 至 《君 

成功の 秘 1 訣 

米國 ホ 英語を 薛寸事 
はが 巧の 溝 一義です 
本校 じは H 本人 教授 
じ 慣れた 存任婦 ん 巧 
師ぁ 5 憑 切 じき 話 通 
信 文化を 語を お 巧！- 
ます。 H 巧 遇 H 巧 じ 
午前 九 時ょ b 午を 十 

時まで 開 巧 L 1 レツ 
スンと 十五 化 づ I 
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紐 育 御案內 

營冀 課目 0 0 通 辯 0 0 
A 日本 及 歐洲巧 巖車氣 船巧符 
A 諸 荷物 稅賴 手緻 
A 白 動 单家其 ラデォ 寶 
玉 大紐育 巧 街を 地 巧駿購 
買 

厶巧理 崖 夏場 あお 賣買 
A 上下 巧 チ！ グ！ ム 賣物較 か 
A 白人 向 火— ミン グ賣物 あが 
厶 キヤ メラ 及 レンズ 新 舊を換 
AN 师 レスト ラントぶ 百 
お .一 
A 本 銜道沿 ひの 小 度 園 購入 希 
駕 

A ホ 室を 具を 諫歸國 じ 就き 譲 
渡 償 格 ご 再 巧 家賃 六十 八 弗 
徵兵 申吿嘗 作. 製 韶明及 手 お 
料 ニ 弗、 期限 一巧 册一 日限 6 

其 化 H 事に 依ら や 抑 相談* し應 
じ 迅速 誠實を W て 御 巧を 巧 じ 
ます 



平 骄武彥 


TeL ブ afa 面 ar ま 59 
三 0 至. 芸す 巧', N . Y . G . 


弊 巧は 實質 誠意 迅速 本義の 
基に 御 十' 產物 一 を卸賣 餘段 
で販賣 致します 多 ホに 的は 
らや 御用 命 仰せ 下さいょ せ 

◎贼 ホを 魄 時計。 语 時計 一 ま 
◎寶お 費を 屬 。銀製 器 其 一; ま 
◎をが お 年 筆。 を 銀製 鉛筆 
◎蓄音器。 レコ！ ド 見本 陳列 
◎寫眞 器。 タイプライタ！ 

◎船 切な。 紀念葛 眞帖繪 端 書 
ブ P 1 ドゥエー 百と 十留 
領事館 お側连 物と 0 五號室 


ニ 0 Br 云を さ N . 产宴 
ぎ C 置 landt 苦ゴ 6 富 


タ 


巧が 書 


丸み 洋服 廊會 


紐 育を 命 保 隙會粧 
ニ 一木 定ま 

« 保險 

タ客|プ_ 

zew YoficLIitftlnBCJ^eaceco 
51 chamben>st: zewKorkGuy. 
さ呂タ 'Worth 2288 

を か/力 ニ 辆掛ホ ノ巧ク が ザ 
御 自をノ あ 及 ピ巧話 巧 » チ 申 
肋々* 巧 キ T サイ 



正直 ご 親切 ごを 旨 
どし 確 育 信用 ある 
巧 おを 精選し 御 ± 
を 物 一 ま 特則廉 僧 
で化賣 致し まず 


洋服 調進 

クジ 1 ニン ダ* タィ 

ィング、 修鑄等 一 域 

ミカド 洋服 店 

松 本 保 
電話 ライン ランダ 1 
六 八 云 0 


勞 ホ 洋服 席 


時 巧 

泮服巧 


時 田 信ホ甄 


ホ 巧 ホみ ノ巧 W かグ y グニお ニニ OK 

純 純 丸 山 洋服 商會 


を 五十 M 1 T 円 

ニニ ご一 

が 藤 
洋服 巧 

??ラ¥ をこーこ 



をき ホ 固 婦人 
日本人へ のを 
語敎 巧には ホ 
年の お 驗を有 

す 0 I レブ X 

ンと 十五 化 
每 H 朝乂 梅ょ 
ら巧化 時迄柯 
時 じても をし 
H 曜日は 一時 
よち 四時を 


H 本* ま 那寶ち 製 美 
術 品、 婦人 用 ま 飾 其 
牠裝飾 お 

闕島 

商 等 爱術爲 检簿、 

唐 餘 品、 スト 9 ング 

H 本 服战键 


♦亩揺 ♦お 誌 ♦新聞 
が 費 室を 開 
執務 午前 九 時ょ 6 午を 五 時を 

紐 育 H 本人 會 

西 五十と T 目 ニ 五 0 を 

賴 。：ィ こ篇操 

日本 理髮 鑛淸 

西 四十 一二 了 目な 香 地！ ニな 六 室 号 

* ダプ 7 ロア (第 ホ 街 ミ 四十 Hr 目ち.} 


日本 散髮屋 則が I 

五ヶ 年蹈 中が 巧 ご 某に 就業。 

ジヤシント* フ9ツ3 
ごち. 苦さ St - K - Y . 暑 
巧 et ‘ Golibus A さ ■ & を至 をぞ rk Wesi 

評 ~ 一^：^^:: 一.^ 毎 巧 十 H あけ 
雑誌 _ 部ト他 
ミで た呈 h S 产 f ぎ k 晏 



なかる た 

はも'^'--- の 遊び 
ホを 英义で 乂厨人 じ 能く わかる 
やぅ 衞單明 陳に說 巧した もの か 
お來 ました。 內を 目み 進呈 致し 
ます、 御覺 下さい。 

M KU さ AYA 去 A GO , ミ E . 置 さ 田. 百 デ 
T . O . をョ i - U で S ニ 7 さ 罕， tl ミ さ rk 田で. 

弊 巧は 永ら （白人 間 じ 唇 
用を 有し 熟練せ る 技術 ど 
親切を なて 贩賣 致します 

寶石童 金 厘 
御 注文 化 じ 
題 速修穫 
諸 鑑定 無 巧 

巧 中 商店 

M 扣 E. まを St こ C ミ • Madiso 日， A ミ . 
Her Rhinla 己 さ 的 0 巧扣 




新辭 魚介 一切 

B 本 A おきのを 魚 澤山巧 b 揃 八 
特が 廉语で 大勉强 をし ます 

サヴオ ナ魚巧 
心 OS な を wavona 

224 w ^61^ st . 

Hel . ooicBb だの 爸接 


J も 2 
G L - 
In 1 4 

化が 巧 

a k 

d s リ 

.。ホ-一 


K 

在 


側 


0 6^ 
んが了 


鑑船 狗诏幸 
船具 貪 巧 お 
和洋を 雜 貸販賣 
輸出 人税 關す續 
諸 荷 卿 運搬 取扱 

遠 藤 小刀 簡會 


むごして がりの 失敗を 招致し、 
乂 固に 對 しては 巧が のない ポジ 
テイ ゾ ボリ シイを 腹々 释巧 せね 
ば U ら 口 おの 滑稽を 演出し じ 0 
巧 かるみ 閣は 確か じ 巧 劾に 値す 


る けれ 共、 普選を 前 じして 潔く 
敌 お的自 をを；；？ > す號 息 ど異 をィ J 
じ缺 けて 居るな 上窮 おの 巧 ごし 
ては 港會 解散の か 活路は ある ま 
いでは ない ず。 


イ夕リ ー の 支 おじ 匹敵ず ろ 

大紐育 市の 支拂高 


巧 債 償還 高の みで もべ ル ': H — 國 
の 豫算じ 六 倍 i 現在 巧 債 十 セ 億 


千 化が 二十と 年 巧 じがて 膨脹 
のニユ I ョー ク巿廳 から 化 おさ 
れじ 歲出總 がけ 十 族 八 千 十 号で 
五 千 ニな ホ 十六 巧、 即も 人口 四 
千 巧 人を がする ィタ ヴー政 暗の 
を 出に 匹敵す る ごい ふ 長 額で あ 
。をの 內譯の 一つで ある 普通 
支出、 ホ區 改止替 、掛稅 納我度 
びが 價 償還 ど 刺す 支拂 のみで も 
六 億ち 千 ニを ニ 一十 四 巧 ニ 巧 六十 
六 巧で、 現 化の 爲替 巧を じ從ム 
ピ べ^’ キ ー 政 かのを 算 総額に ニ 
おして 居る。 こむ か 細を に 化れ 
ば. ボ廳が 昨を 中に 化 扱つ たを 
をは 二十 四 憶 八な ガ 巧で、 純歲 
人 十二 一億 ニ 千と 巧 ホ 十八 巧 ニモ 
あな 化一六 巧、 歲お 一切 •か 十二 一 
億 四千 六 巧と 十九 巧-千み 巧で 
巿償 償還み 化を 除く 純ち おは 十 
億 八 千 十一 二方 五 千 二百 六十ち 張 
昨年度ょ b も 化 千と ると 十 ホ 
巧 一二 千 九 百 十九 巧の お 加 じて 現 
金收 入は、 一が 年の 九 億 八 千と 
百 二十 A 巧 八 千 八が 五十一 弗 じ 
おして 十億 六で な ニ 巧 ホ 千 八を 
五十 五 巧と なつて 居る。 支 巧の 
重 U る ものを 見る じ 
給 巧 

ニと 一二 •ニ 一一 •お兰 五 
敎育 

二 H ハ •ニニ I 1 V 曰 00 


醬を あび 消防 

と 0 •四 立 0• 000 

慈善 餐 

ニ 四 •八 四 一 •0 五六 

衛ホ及 給水 

六 ミ •よ 二八 • 000 

養老 費 

H ハ •八 00• 000 

: の 外 巧の 貸附を 除く 收 入は 五 
億 一二 千ち が 八十 九々 よ モ八円 四 
4- 六 弗’ お I 、 ま ぉは 八 億 四千 
八 巧 六十 四 力す 八ち 云 十四 报で 
支 ホ 超 遇 高は 五 千 ニな 二十 お 方 
六で- f - ニ 巧 じ 達ず る羣 である。 
さて この 膨大なる がのを 錢 上の 
取引を 見る じ 約 一万 立 千 件じ肯 
る 諸 取引の 監督、 登録 證巧 十八 
巧と 千 件、 契め 登録 巧 千 五な 四 
十 件、 臨が ま 沸 十八 巧 一二 千 ニが 
S 十が、 中央 ま拂 厨の 別 复拂小 
切手 一二な 方よ 千 枚、 時 別 巿庫保 
管 證券 一一 巧五モ 六な 二十 お、 ホ 
債 償還 及び お 子を 拂ホ 切手 ニ 万 
八 千 六 百 二十 五 件 等 じて 昨年 末 
現在め 市債は 十 ホ 億 化 千 ニな 四 
十一 巧 化 千 ニな 四十 I 巧 九 千 四 
なと 十 化 巧 二十 四 仙で， この 中 
戚債 基をから ま拂 ふべき ものが 
十 S 億化モ 八な 去 十九 巧と 千の 
百 九十と 巧々 十五 仙 * J むつて 居 


ニ 好ち 巧 强 

議會 解散 論 

內閣帷 一の 活路 

I 巧 五十 四讓 をのが 曾 期間 も 猫 
てをきみ 遇 月 巧 H を W て 開かる 
~ るき であつ たが、 を 派を 渉の お 
: あ 二十日まで 延長され ホ々 二十 
I 1 H より 開かる、 ごの 情報を 傅 
:へて居る：^,、 巧等特殊の惹ホリ 
I しじ 化會巧 巧を 延長す るのは 其 
I 巧 じ 己む を 得ざる 黨 略が あるじ 
I せよ な 局の 打開を 遲れ しむん お 
i から 巧て なが 及び 政な お 流の 懈 
^ 怠 た あ る ピ 化貴イ ？ き憤がが あ 
一 K ^。 政ぶ 會內閣 の 勒講會 策 ごし 
; ては 先 づホ較 を 擁する 民は 常： の 
黨 内に 動搖を 生やしむ る 化が。 

一 陰謀を 賴ゥ ごし、 之 じ 失敗 すれ 
じ、 新 玫化樂 部、 ち樂 同を 會乃 
'ま 無 巧 拍ご稱 する 灰色の 力 面を 
戚壓 I 、 おしく は 懐柔して 內閣 
彈 劾の 巧 議案 义は 上奏 まを 巧 巧 
し 去 b 、 無事に 今期の 議會を 切 
b がけたい ご 云 ふのは 當 がで ゎ 
一ら ぅ。 而 して 昭か四 年 巧の 歲出 
歳入 德豫算 をが 立せ し レる をに 
ー灌 きがり ておけげ 來 るべき 普選 
^ じ おし 巧 用を を堅當 じを おする 
I 地位を 占む るが なじ、 めぶ 會內 
閣の政 善が 化 持す る 可能性が 認 
めら むる ご考 へて 琶 る。 

; 乍が 環化の 政情を 照を ずむ ば 
_ か 巧に 黄白を 散 じ、 香 巧を 提供 
しても おを 政府 彈熟 投票 じ 獲る 
見' 应が 薄い。 郞も 民政 黨の ニな 
i 二十 四 寡じ對 して あぶ 會 はが 八 
I 半 化 票で 一二 十 己 累の少 技で ゎ b 
嚴正 中立を 標榜ず る實業 同を 會 
! をロ說 きをしても 僅か じ 九 票を 
j 數へ るに 遇ぎ むい。 巧ら じ 無 巧 
麽の 十五 票を 瞄 化しても 合討ニ 
十 S 票で、 化 巧黨じ 比して は 化 
要の 少お である。 おし 幸 か 不幸 
'か 新政 お樂 部を 切 b 崩して 二十 i 
六 票. ホの 半 わを 奪 化する こどが 
おホ4ご樂おしても勸<ごがニ 
十六 票で、 么 に反して はか 黨が 
新政 お樂 がの 半數を 併を ずれば 
二百 ミ 十五 祟の ホ數を 測ず る 結 
'おご^^る . 孰れじせよあぶ貪內 
顆が 現な W 上に 巧が め 窝を海 濁 
'せし わるが かさを を 的 罪 惡を犯 
イトよ らば、 普 逃じ廣 面して 必す 
'腐 惡の餘 みを 被る ベ <覺 悟せ ね 
げたらない' から、 晒が ホを の 勤 
巧會 巧を 巧ず せ レ よらは 進いで 
が 散の 一途を 選むべき である。 

- 過去 じ 於け ろ 政ぶ をの 歴 あを 
一が ホす るに 明 お時化 自由 巧 どし 
.，て 革 巧な 追の ためじ 慾趨せ 6 當 
時を 陈 いては、 資本を じが 服し 
ビユ ー " クラシ ィの 前じ拜 跪し 
_ て 固 民を 欺瞒 L 、 巧漫 、化 選の 
かぶ じ 化 b て 巧 お 無人の 政治を 
執つ た 記錄は 所謂 汗牛充 棟も魯 
らな いおで あつて 到庙が 時化の 
を 治 的 理がじ 基い リ 民衆的み 治 
の 街じ當 るの 資格は ない。 特に 
; あな 會的朗 がが 政 經濟の 立直し 
.じを 少の 巧績を 示せる 背後から 
を大 U る 巧算を 編ぶ し祐植 お 省 
。ど ど 巧ず る 無用のを 度 巧設を 
が 書し、 情 有 じの はれ 貴族に お 
びて 垂巧 S 十五 銀 巧を ま 援し恩 
を 一二の 富 篆じ資 b て 粗 稅を濫 
をし；： y から 柯等圓 民の 生活苦を 
: 救 治 ずるの 故 策を 持を はさ や掛 
I 外的には 大あ呂 かを 巧渊じ 巧げ 


公 漬續騰 で 

財界を めく 

十五 銀行 か 業繼續 

東京 特電 十二 日發 H を廣化 
藥續騰 のた めが 漬を をは 明年 
度 じ 繰越し どなつ たが！ 殺に 
は 遊資 ぞく 輿 業 銀 巧の 債券 一二 
千 巧圓の 應募旣 にか おし， 居 
る 0 

が ほ 十五 おけは 二月 十五 日 迄 
化 業を 繼緩 ずる。 

'个 <- 个 

を 未 金融界の が穩 十五 銀げ 整 
理 まじょ る H お八 于方圓 の資を 
顧を 等から 昨年 未の 無事 越年は 
らも ろん 本年ち 金 離が の樂 観を 
越乂氣 屈を となら、 义し < 沈滞 
巧 合を 績 けて ゐた諸 憤は、 を 値 
鍛が 一過 ど 見る 人氣ど 共に、 舊 
臘 俄が 買氣勃 をし、 第一 直を 利 
九十 錢 島を おめ、 窮ニ 五を 利ムハ 
十錢 高、 を 一二 五 か 利と 十錢 高、 
ザ 号 五 か 利 五十 錢高ど 何れも 酱 
を 並べて 幕 進し、 巧內も 頓じ激 
巧し、 頗る 巧 巧を 星して むた。 
なほ 巧 五み 利の 異彩 高は、 抽载 
償還！！ 係 もを まれて ゐるピ 云は 
一れ て 居た。 

無電 局擴張 

對米 直通ら 近し 

逆肢 ワシントンで 開かれた 國 
降 無線を 信 會證の 新 協を は 一九 


ニ 九 年 一巧から 宫 施される 事に 
な 0 てた 結果、 を國は 無電 おの 
新設 擴 張を 企てつ： もる ので、 
巧 遞信省 じめ てら 街 歐對乂 菊 南 
巧 的 無電 局の 擴張充 實を圖 る ホ 
釘で、 H 本 無電 會 社に 街して、 
明年 巧は 百で 圃の 補助を を 巧 か 
し、 同脏 じて 經營 中の 掛米扇 ど 
しての 原の 町 無線局を 改修し ず 
信擴 張を 巧 ふと おじ、 埼玉縣 又 
巧 郡 福 岡が の教ホ 送信 局 も從ホ 
のホノ 术八經 由を 廢 して、 サン 
フランシス n じ 直送す る こどに 

なめ、 酱 歐扇ピ して 一二 重縣 一二 重 
郁海藏 村に 乂十 巧圓を 投じて、 
新設 中のを 信 局 も 本年 I 巧 早々 
ょ 6 受信を 蘭始 せしめ、 愛知 縣 
碧 お 郡め 佐 美が じ 着工して 居る 
送信 局は 六 巧方圓 をな つて 明年 
S 巧まで じ 完成させる こど じな 
一ら、 なほ お 南が 局は 目下 極力 お 
地の 選を 中で わるが、 成るべく 
速 か；，.； 着工せ しむる 方 かで、 こ 
れ 等のを 省が 送を 信を 關始 する 
やぅに なれば 勒 かを 信は、 面目 
を 一巧 これる 譯 である。 

H 本 綿糸 ど 巧 巧の 

新關稅 影響 

ホ だ 甚大なら ず 

巧エ ちは 化 殺 ホ 係官を 大阪じ 
派遣 r . て、 去る 九 巧 二十 二日ょ 
6 古 施された 印度 S 綿糸 關稅引 
上 後の 影響 じついて 調查 中の ご 







Wing Hing Low 

抓 ine なお siauranf 
3200 8'way. R J. City 


Quang Gan Low 
Chine な Resiaursnt 
112W. 巧 化， 化 Ci わ 


Beem Nom Low 

が 4 ぶ 比 A VC. 

な et. 28 比 -2 か h St. 


TOY LEE 

圳 I 化な R 巧 T&UiUNT 
11 巧が 刖ん Gor . 巧 化 化 
Tel. (!hickaing 巧 化 


御 

化 

ホ 

を 

持 

と 

候 


支 
那 

巧 交 I 

视向潔 


巧 食 
理堂 
はな 

a 優 


College Inn 

お 00 む oadw 巧 
お 1 1 巧 rd 4 巧 4 比 Sts. 
Te し枯 orningside 7 が 9 


巧 ま 

奉晕 a 那 

籌！ 集 

半時 
開 
巧 


I 


1 曰 
マ 確 

ィ及 
春 ± 
お曜 
をに 
擦は 
ヘン 
解ユ 


International 
3 巧 9 む oadw 巧 
Tel. Morningside 9448 



巧 六 巧 
ご 目 了 四十 巧 
巧 目 了 五十 妈 


ImAGIRl brows ' 

I の 4E. が 化： Sti 
New York City 

Tel, Regent 3480-3481 



SHOWA 

53 We が^ 5 St. ， 
Tel. Clarkson 0981 


DARUMA 

巧 1- お h IUb. 
W. Bnrint 巧が 


SUMMER 

PALACE 

?41-8 化 i 巧. が 47 をが. 
HEW KORK 

即〇 邮 Umgacre 如 84 


Kl 脱 YO & 巧 T 洲邮 

IMPORTER OF 

GOLD 巧 S 技 & BIRDS 

動 巧 力を 
物^ ナ種 

一 鳥リ金 
切‘ 類ャ魚 


Kawasoye Hotel 
1 巧 Wm り 巧 rd Street. 
Tg|. M 肌 lin が de 7 巧 4 


御 

旅 

館 


河 


添 


IKUINE 

Hotel 在 Re が aurant 
3 巧 W.8 お h St Hew む rk 
Te パ chu か r 7822 

C か le A が怕 ながの 化 


TAIYO 

1 が West 巧 化な. 
Tel. Susqueha 帖 巧け 


TOYO KWAN 

41 に 19 出 St 

Bsi. 8V が & が h む e. 
T:i. W が nquin が 88 



•ダ^ £s» 

340 W. 58th St. 

Telephone: 
Cohimbu* 8882 


(BIB •水) 巧 巧 わ 


S . KUWAYAMAGO . 

1 14 に 59 比 St. 
New York City 

化 帅 も R 巧 叫 i ミ Isg 


TlieTo か 0 00 . 

1 が W . 巧 化 化 
わ W York C み 
Tel. わ加 8 が 巧 巧 


【ニ】 號よ十 百 四千 一 第 （! [か？ ぶな;! 脚れ 的で fflt 放が 【日曜:!：】 日 四十 月 一 午 ニが 昭 


美 ホに して 巧 潔 

£娜 品南樓 

午前 十 時 i 期ち 

午前 ムハ 時まで f 


を 樣の御 嗜好に 邊ふ 
樣な美 ホの 御 巧を を 

i 義 

をし まずから 績 々助 

ホ ホを 巧 ひ i ず 

晚揃 ひの 巧 巧 人數名 
が 日本ん 諸君の 增巧 
じ 適する 巧 理をま 上 
ます。 朝 一二 時を 開店 
(な ホ 五 T 目 ナブ 
浮 車 おの 下) 


化み 必化 ょき 淸 がなる ま 

御 下宿 松林 好か 

1 夏 Lexin な ミ A ま. 

で 一. Mad . Sq . 這 21 
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- Tel . Walnut 7 这 1 • 
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支 お 料理 

ホ 廳矣圍 

司 埋人度 蓮 
出勤の 方には を 化 
の 御 语巧じ 赌へ巧 
間會 席の 御用 じ お 
乎べ くを 聞 巧キ巧 
す 變お引 立願 巧な 
紙上 御 ま內申 上ち 
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S 新 巧 巧 

本 樓は開 創な ホタ年 
一意 勉强 化を 司理人 
ゼィ 、巧 埋ん 歐廉も 
相 變らや 腕前を 良 甘 
て 居まず。 巧る じ 現 
巧 某 街 某 おじを て 巧 
本 樓巧理 、を 雇ん れ 
たる おき 廣吿を なし 
居る もを 巧 賊根じ 巧 
么 巧る 害 じ 御を rs な 
< 培舊 巧を 貪 じ預 
を （ a おん 諸賢の 御 
ホ來 をを 為を します 

主人 謹啓 


美が 調理 
S 本 A 歎迎 
支那 輯理 

大同を 鑛 

每 ±* 曰灌 目には 

慶 頭、 シユ クマィ 


マ 或」 燒 
ホ じ 御料 巧 



胤 設備な き、 腐 利の 
W W 鹏巧理 人、 調理は 日 
パ パ 本人向き 

誌 ' g 麗李園 

脚 側；^ 御 ホ ホを 待って 

て 居ち ます 


紐 育 唯 一 の 日本 百貨店 

巧 桐 兄弟 蘭會 

スマ ドン •プ n ダク ッ 一手 販賣元 


据 のが 燒 わい しい 规烧 

會席御 料理 

晝 食は ホ廣へ 

‘叮 塔簡巧 y 望が 大勉强 


高等 御旅 舘 

昭 和 

會席御 料理 


岩 巧旅舘 

な 川 作 一 
200 で S ニで h St 星 
Telu 互 ve §<33 ご 


新開 業 

腕利きの 巧理 人が 日本人 諸君の 嗜巧じ 適 
する 巧 理を差 上げ ミず 

£禱 頭 和 園 

を 居の 前、 芝居 歸 うの 御 集らに 最も 適當 
の 送 所です 是非 御る 負 じ 願 ひます 


并上 金魚 巧 

918 Sixth / we.l New ジ rk 妄. 
Pho ミ芭 rcle ち 基 
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蠻油辭 縫 SSI 靡 s 白米 

日本 米 難 食料品 飄 。へ gS 

巧 巧 替油巧 まを 胜 をが】 手 賣擲店 

0 本 食料品商 會 


勸烹 が U 御旅 舘 

生稻^ 

はち 甫西 八十 八 T 目 一二 ニニ 
« 括 マ々 イブ 1 と 八 ニニ 


高等 御旅 舘 

東 難儀 

會席御 料理 


御料 理銳如 i 

太 陽 

壽哥巧 日を ちまず 


一靑 年主官 として 

範 お垂れ 給 ふ 殿下 

秩父 宮殿での 御 近 化.。 佛 耶お敎 
. の御檢 討から 英獻文 ザ も 御 研究 
タ井 ムス 紙が 御英斷 を驅歌 

東京 特電 十一 ニ曰發 1 巧を 朝 a お閒の 報道す る 巧 じよれ 
ば、 化 平な 米 大使 ホ 妾は 節 子が を 同伴の 上 五月 中 じは 歸 朝の 途 
こなく ベ < 九月 巧 旬 頃に 御 結 巧 儀を 執 巧され るで わらう ど。 


松 ホな 米 大巧を 媛 節 子 巧 ど 御 
I 結 巧の 儀 御 內を相 成らし 秩父宮 
I 巧 F が-倚 年 ±官 ごして、 をは 
一巧 かお 沼に、 攻防が 裝じ 、一般 
一 將卒 ごを； 巧 巧 除の 

I 御 勤務を 遊ばさた f 

: でを の範を 垂れ 給は る こごは、 
一等し く 巧 仰！ を まつて なる ごこ 
一ろ であるが 、殿下には 祭が じ 御 
^ 勤務の 傍、 を 方面の 硏究 •し 御， む 
; を 注がせら い、 みけて ま お 方面 
の專 巧巧檢 がに 悄進 遊ばされて 
居る ぶは 畏き梗 みで ある。' 巧 下 
. i , この 方面の が 兜に 巧め させら 
いてんる こどは、 僅かに 側 あの 
まの み •か 知 も ごころ であるが、 
殿 ドには 昨を 一巧 脚 滞 巧 中途に 
して 

御歸 朝霞 も。 く、 巧大 

の 姉 崎 正 治 稱± を なさせられ、 
を遇 一 圓づ 5 1 投をかじ つ い て 
の 御 進講を をけ させられ、 越え 
て 昨 巧 化 H 0 本は 巧 大講帥 矢 吹 
をが 巧 トを巧 させられ、 每週月 
木の 兩日 午後 四時から 六 時まで 
一げ 巧づ： をの 讓義を 聞 こ 1 め 
され>」&る。 矢か鴨+^は、 かの 
云 階を の硏 をで 前年 恩賜 賞を 得 
た 1 の 方面の 槐 威まト 、西が の 
を 大宗 敎 の槪蓉 から 說き 起し 佛 
を、 キリスト 敎 なでの が 義じま 
で： の ょんで 居を どの こどで わる 
♦> 

殿下に は 近 ホ 特に 熱必 じ 
御檢 討の 由で ある。 なは また お 
下 じは、 を 應乂を 义學部 敎授ダ 

ブリユ 1 •ぶス •，ィンス 氏を 

めされ、 を語學 ぶび おを 巧の 御 
が究 おこた bu くわら せらる 
が、 パインズ 氏は オック スフ 
一' 1 ド乂 をの お 身で ある ど。 
树ほ秩 父 宮巧下 ど 松ず 節 子 壊 


不幸 なる 御 運命が 今上 陛 

をわ裝 ひする やぅな こどが ある 
ならば、 一平 民のを 壊 も 皇ち陛 
じ 戴く こど iu る譯 であつ て 
斯 くの かきは、 近 化 日本 歷 おじ 
け 巧め ての 化 ホ牵ど U るので あ 
"今ょ b 1 化が 0 前なら ば、 
がくの 姑き こ £ は、 到 おちぇ 得 
ベから ざる こど でんる が、 今 H 
じ 於て は 巧る 可能せ が、 軍 じ 化 
人の 視聽を おくの もなら ず 

0本國技はこれじタ 
大の滿 足を 感じて 居る のでみ る 
由 ホ 巧 子の 出生を なて 將ホ 大統 
領た b 得る ので ある ごの 想像を 
抱く アメリカ人は、 をら ぐ 日本 
人が、 假らじ 自己の 男子は 天皇 
た b 得る こご 能は 中と す るら、 


の 御 お 赌ュユ ー ス じ顆聯 して 

ユユ— 3 — ク •'ダ キ ムスの 『時 

事 評論」 は 述べて 曰 < 

今が 秩父お 殿下が 松ず 巧 米 犬 
巧の み 媒ど御 結 結 遊ぶ される ど 
いふ 三 ユース が、 異常の 輿 ホを 
巧つ て迎 へられて 居る 所 W は 

殿下 が單じ H 本國 はから 
特に 愛慕され て 居る ごい ふこと 
のみでは なく、 皇族の 御 結赌が 
i 五 海聚な 外に 血族 贿 係を 結す ば 
^れる ピ いふ ' -ごホむ自をが極め 
て 稀れ G お ホを で わるから であ 
る。 而 して、 これ W 外 じ 衍は深 
を U る 注目を 栽か^て 居る こご 
は、 秋、 父を 段 ドが、 今が は H 本 
ホ团の 天皇た るべき 相緖 ちで あ 
6、 今上 踏 下に 御 巧す がわ ホれ 
じ；；^らなぃ限も、 が父ち巧下は 
化が どしての 御 位 政を わずらに 
G ると いふ こごで ある。 かじ 巧 
しを じ 御 巧 子 御 おを 前 


厄 かな 新 7^ 民 

二 ユワー ク 十一 日發 n ザ ジ 

シャに ホれ 當排で 肉屋を 開業 
して 岩る 3 ン スタン チン* パ 
パ デ ミス トラコ ポウ 3 ス どて 

提 字で 二十 字 も 要する 男が ボ 
民 楠 獲得を 請願した ので、 ホ 
藤の 役人 も 綴を みに 巧る から 
ホん を じな ちを し、 はで 5 か 
ご 勸め たが 彼れ パパ デミ スト 
ラ n ポウ ラタは どうしても パ 
バ デミ K .1^ ラ コ ボウ ラスで な 
くて は ら S ご 頑張つ た。 


宜 己の 女兒 じは 數く 巧、 國巧陛 
下た b 得る こごを 知つ た 日本人 
の喜悅 をを 易 じ 想像し 得る でぁ 
ら’ っ。 勿論 今ト 陛下の 

聖壽 襲：、 幾ん かの 御 
男子 御 お 生を 祝る 國民 のま 精は 
兎に角、 國 民は 恐ら < 、をの 愛 
慕ず る 殿下. が 梅め て おられ ク餘 
圃じ语 かれて わら、 立 あを 0 が 
から 誰し も 知る 資牲 豁達なる 彼 
女を 御娶 な； なるこ ごじ 向つ て 
喜 说の班 じ 巧 たれざる を 得 U い 
であらう 0 


ごして を 中 じ 出入され、 節 子 壊 
がを 習院ホ 菜の 持、 皇 太を 陛下 
の 御 目に留ま も、 父君の 大使が 
華 府へ魁 巧の 原は 巧 君 ご 巧じ皇 
太后 陛下に 謁見し、 茶菓を 巧し 
たこ どが あ. CV 、 をの 後 秩父當 巧 
下が 華 府じ御 一巧の 時、 巧 君と 
おじ お 下の 御 歓待 じ 巧め たこと 
な f 淺 からざる 御 因 おあゥ 、を 
の 後 皇太后の 思 巧 じよち お平大 
使へ 一木 宮內 大臣よ ち ホ 涉 がを 
つたが、 松 牛 大使は 辭お申 よげ 
た i め 今月 四日 ッ ァト 八經 由で 
歸 朝し ロ 煤 山 愛輔が が 使 まとし 
て 渡米の 上 大使 ごを 渉を なし 巧 
をを 見 じので ある ご 漏れ 承は る 

基 お廿萬 弗で 

風邪 征伐 

五 個 年 じ 直ち 硏を 
氣お 不順のを か 昨今 惡 るい 風 
邪が 流 巧して 居る が、 この 恐る 
べき 風邪が ぶで 諸 病を 併を し、 
ホたら 生命を 縮める こごが 多い 
現じ 巧究 された 巧に i る ご 
風邪 じ 罹る をは 男よ らも 女が 
ぞ （女 十 人に おしては と 人、 
男 十 人じ對 しては 四 人 ごい ふ 
ものな 風邪 じ 化され、 これが 
を 業 じ 及ぼず 彩 響 も 時 閱と勞 
力の 上から 極めて 深く、 戚邪 
が 基で 一年に 及ぼす 影-響は 巧 
f が 一 •四 H 、 ホモが ニ •一 
ごい ふ 割を をボ して 居る。 をれ 
で こ ユ—タ （クの 化 學贈輯 では 
この 恐る V ' き 風邪 征伐の ためじ 
十九 巧 置 千 弗を 投 おして、 目下 

ジョ 1 ン •ホプキンス 大學 じを 
受 をして 居る アド タナ リンの 接 
巧を、 純 ィンス リン 製 出の 發見 
まとして 著名な ジョン •エ 'ベ 八 
博 ± じ 委任す る こご i なら、 大 
學は 元よ h 、 ジ 3 ン •ホプキン 
ブ 病院 もを 方を 注 ひでこみ 硏究 
じ 協力ず る こど i なつた。 尙ほ 
出資 お 側では 必要の 場を 某 金を 
替 資する ことにな つて 居る と 


.'御前 講演 

想 巧での 節子攘 

前戏所 巧、 秩父お 殿： ト がに 御 
內 をした 松ず 節す 壊は 本年と つ 
て 十八 歳 〔十と 歳は 誤 b 〕 フン 
ン ド， スク ，* では 庭珠の チヤ 
ンピ ォンで ある。 松 ホ ホ 使は 曾 
つて 報じ じか',、 奮 會津藩 ホ 松 年 
を 巧の 子を 大の 第五 子 どして 明 
治 十 年生れ、 モ巧 家が 續 はみ 弟 
が 巧 子に 讓 つて か 家し、 信 子 夫 
人は 肥 前の 藩よ 銷 島を 大侯 〔ィ 
タリ！ 大使 どして か 名高 か b し 
人〕 の 四々 で、 が 君は 梨 本宮化 
か 都 子 巧 T である。 夫人は 曾つ 
て 皇太后 陛下の フランス語 巧譯 


ま 十 個 月間 世界を 騒がし、 米 困 
巧 巧のを 巧 高 じ 影蠻を 巧へ た 近 
年 稀 有の 事件で ぁつたが、 萬 一 
審 のジユ ー リ ー 裁 巧では 赛ホ蠢 
婦を謀 巧一黨 罪に 處し 死刑 じ 巧 
ふべ しご 云 ふが 决が下 ち、 爾ホ 
辯 護 ± が 色々 臘 薬を 絞つ て上吿 
じ 及んだ けれ 共、 州の 高等 法 お 
ではが 事を 部 第一審を 是 霞して 
化を つた。 しかし 女尊 萬 能の ホ 
固では 婦人の 化 罪を 寬大じ 親る 
煩 向が をる のじを じて 今度は か 
事の ス' 、、ソ '氏 じ 哀訴して スナィ 
ダ T ホ 人の 家庭に 女の子の 殘つ 
てゐ る-こご や、 を 巧の ある こど 
さては 少し 氣が觸 れてゐ ると 云 
ふこ どまで 申な て、 を 夫 グン ィ 
自身は どくじ 服罪の 覺 悟を 巧め 
奇麗 じ處 刑を 受ける 用意で ゐた 
が 辯 護 ± や 巧 親が 必祗 してな ホ 
奔 ました 0 しか ~ ^ か 事への 哀訴 
は 去る 十日を R つて 正式に 拒否 
され 旣じ絕 绍の徵 候が 見えて ゐ 
じめ でを るが、 スナィ ダ ー 夫人 
側の 辯 譜± は 最後の 手段 じ訴へ 
同 夫人が 良人の 生前 巧 ごか 赌着 
てプ片 デン シア 火 ホ 命 巧験會 
なじ 五 巧 弗の お險を 掛けさせ 自 
穿が 險 金を 沸つ てゐね n 其が 除 


ふ 汲 巧が 態、 フォー ドの ホ じは 
例の 新 ま 幸は おじと 十二で をの 
注文が あら、 引續き 注文 殺到の 
巧 巧を 星して むる ど 吹聽 t . てゐ 
るが， 米國ご 一大を 業の 一 どち け 
れる 自動車の 大 お覽會 なた しか 
じ壯觀 である。 


因に ホン スビー み 年俸は 西 万 巧 
で尙は 一年は 巧 巧で ある。 


飛 巧 機 じ乘じ 

鶴 見 巧度發 

總選擧 を 急いで 
目下を 化を 講演 中で をる 鶴 見 
が輔 氏は 母國 S 政界が 急 變しネ 
期 謹 貪 明け 頃に 解散 避け 難き： 
£ が 明白 ごな つじので 長途の 講 
常 旅 巧を 斷 を、 昨 十一 二日 當化タ 
ウン •ホ 1^ じがけ る 討論を お 
名殘ち •こして 直 もじ クリ ーゲラ 
ン ドニを き 同化から 時 じ 郵圾飛 
巧 機 じ 便乗して 大陸を 横斷 I 、 

巧る 十と： a じ サンフランシスコ 

を 巧 帆す る サキべ 9 r 化 じ便乘 
して 歸朝 する 箸で あるが、 お 巧 
機で ホ 大陸を 横斷 した H 本人 旅 
をは 蓋し 鶴を 巧を なて 噫 矢 どす 
るで をら ぅ 0 

蠢夫 蠢婦は 

刑 瘍の露 

世界を 騒がした 事徘 
昨年 S 巧 二十 り、 雜誌モ ー タ 


ァ •ボ — ^ の 美術部 記者で ある 

アか户 * — ト •スナィ タア を、 コ 

—七ッ ト旅賣 子のへ ンブ I •ジ 
エ ー •グン ィご 共謀して 殺害し 
た、 スナィ ダ ー 夫人の 事件は 適 


理髮 さんの 寄附 

ま 京 特電 十 I 二日 發 n 東を 巿外 

遮な 町な 四十 名の 巧髮師 は】 

ヶ H じ 休業を 一回 廢 化して 其 
の收 入を 大 ず 洋横斷 飛 巧に 常 
がする こご じ 決した。 

煙火 工場 W 爆發 

東京 特電 十一 二日 發 U 久留米 巧 
の 煙 乂エ媒 爆發し 職工 十名即 
巧-'.. ニ 名 ま 傷を 負 ふた。 

相撲 春 瘍所大 入 

東京 特電 十！ 二日 疆 n 泉を 大相 
摸 春瘍巧 初日は お十錢 均一で 
大入溝 員 どなる。 

をが 殺人の) 動機 ご 晩 まれて む 
た n 事貿が 原因と なを 保 險會お 
ごの 閱じ訴 謀と なつて ゐ るのを 
利用して 死刑 中 出め 運動を 始め 
たが 成 巧せ す 去る 十二 H 午後 十 
時 一を r 恐ろしい 電氣 死刑を 
の 露 ご 消ぇ かで 蟲ボの グレイ も 
十一 時 十 巧に 死刑 どなら あ 化の 
大 悲劇は 遂に 大幽 圓を吿 げた。 

を 動 車屋 かがつ て 

巧 場に 競爭 

自動 単を 持たない 現 巧 人は 7 
1 マンを 0 て自 巧ず る こどが 
出 ホない どは 黄色 新聞紙の 唱導 
する 所で あるか、 新 週ん 曜日 力 
ら紐 育の 眞唯 中で 自動車 大展覽 
會がニ 個 巧で 開ら かれて & る。 

I 方ジ 五 ネ ラグ •モ —タ アを始 
め クライス ラア 、ダツ •チ、 ナツ 
ン ユ、 A セツ キス、 ウネ ツぺツ 
ト 、シ ヤゲ オン]、 ビユ 1 イツ 
ク 、パ ド ソン、 スタ ア などの 新を 
I 単を グランド •セント ラ V 
レ！ スじ 飾ち 立て ~ '盛装の 上 じ 
懼 格の 大勉强 を 示して 公る。 义 
一方 じは 化 おの 自動車 市場を 驚 
倒させ a フォ ー ド會 社の 獨立大 

展寛會 お マ デツン •ス コ エア 

ガ ー ドンめ 地下室に 開き、 フオ 
1 ド 父子が 蹄 頭 じ 立つ て 聯合 軍 
を 白眼視しながら 質な 出す ご 云 


燒 巧した 同胞の 

遺 產處 みで 

總 領事 舘が Ehil 

一昨年 十二月 十五 H を刊 p ' 本 
紙 叢 一二 ぉじ 『自勘 幸 小 法で 巧 
の 同胞』 と 題し フン ッド • ^ 川 
なる 廣島縣 人 お ニユ！ ジャ j - シ 
I が レッド •バンク 米 人 方 七 

就 働 •中 同年 十二 巧 十二 日 

自動車 小屋 巧に て、 ガソ リロを 
使用して 自 々の 巧 蒼を 掃除す 
リン 爆を のた め燒 巧した 一；^ を 
報道して 置いた が， 同ん は.^ 川 
久ずど 云 ひ 米 人の 內緣の 妻 ザ ぁ 
つたが、 ホ 妻は 小川を 振ら， 貪て 
て 其を 柳 生 政治 ごやら 巧ぶ 词胞 
ど 結婚 间 棲し、 小川 ど 葛藤*!'* 起 
した 事が ぁ b 柳 生 どの 間に ニん 
の 子供を 設け、 目下 郷里 ウ牛ス 
コンツ ン 州に 歸 省して 居る でを 
ふこ どで ある。 然る じ 右 小 巧 巧 
は 生前 約 お 千 弗の おを を 有し 居 


W 託 i 

紐！ 

端 

D 4 加 


舞踏 個人 を授 


►社を ダンス - 

，表 巧 ホ 操- 


T 寧 
親切 


を 

朝 十 お？ 巧 十 一 時 

シャリフ •タン シ 

ング 師範 學ほホ お 

h 衫 タザ 


名 巧* 古蹟、 官度巧 他を 物 


S . ニ岂吉 ，ち Bunker 圓 Rd ., 

羣霉呈 y , Md . 

Tel H さ ゴ望ー Lli ニ ま 壬 


0 

と、 

桂 


を 話 V ラィアン ト 

八 0 と 九！ 八 八と 一二 

特長 

が 育 あ 西 四十 四 T 目 
一二 下 二八 番 
ご 磨 ) 


遺言 狀 もない ので 州の 遺 
を 管巧官 S 手で 保管され て 居る 
- ゎ鄕里 •しは 娜 妹が あるとの 葡も 
あ b ， 當地總 領事 おでは 間 人 遺 
產 の適當 なお 計 方 じつき 詳锁に 
ホ 州と 內緣の 妻で あつた 米 婦人 
ごの 間柄 等を 調杳の 必要が々 る 
から 誰 人から か破據 ある ィ^フ 
ホ ー シ ヨンを 巖 撰 をら. なし 
ご 語つ て 居る。 因 じ 廣島縣 ホの 
岡本留 一氏が 生前 小川の 事 化^た 
: 知悉して 居た と のこ ご で あこが 
總 領事館では 同氏の 住所を* 一 > 併 
せて か b じい V 一 云つ て 居た- 

ち 人 軍の 居 星 

ホン スビ —身替 

ち 人 軍の スタ！ として 昨年 聖 
グ キス •力 • 一 デナ 八ス から 
ンユ ど身替 ちされ た ロ！ ジ *1 I 
ホン スビー はお 巧 マグ。 1 胳巧 
に 化ち ち 人を の 支配人た らん ご 
云 はれて 居た が、 今回 突が がス 

ン •ブ レ！ ブスの 若い 捕ず ホ 
ボンを び 外 巧手 ァ^シュ とを 換 
の 契約が 成な した。 理由 じ 疑て 
はを まさいて 居；：* いが、 を人ぞ 
の 內註や 持 まィ- のな 目 等が をる 
らしく、 一說 には 居 人を がブレ 
1 プ マの 巧を 所有し 人氣 挽回 策 
じこれ を 巧つ むど嗔 されて 居る 


ま 巧 

呈 吾 33 呈 こさ •皇 ak N . 一. 
ぎ ie 三 さ 8 M 
ま 巧き S . F . K . S 己 0- 




眞 面目なる ホ 職詞胞 じがち 
なる 磯 業を 固旋す 

宮 W 事務所 

紐 育巿西 四十 ニ 了 旨旨サ 一番 


電 

話 


グ タィて ン 


蘇絲 


尋れ .人 

(兵 库縣 人) 如 お 巧 一 
( 大歐府 人) 佐々 木 光 
(東を 巧ん) 狩 巧 藤 雄 
( 廣鳥縣 人) 常 脚 宇 ホ 巧 (森 脚) 
( 靜岡縣 人】 木 衬準之 巧 
狩 巧 鶴 ま 
(熊 本縣 人；！ K 崎で 作 
(愛知 縣 人} 長 瞭德一 
(廣峭 縣乂) 岡 本留一 

ちの 者に 通知 致 度き 儀有么 
お 間 本人 若く はか 人 ょら 現 
住所 御 通知 願 上ぶ 

紐 帝國 総領事 舘 

1 巧す oa をぶ II ミジ rk C ミ 


煎餅 卸、 小賣 
を 腐油瘍 
日本 食料品 一切 

Sunrise Rice nake C ? 
養ゴ ird iur 
ぎ P 堅 こ 218 


ロス アン お作ス 

ホ リン ピック 

ホテル 

ニ S San ぞ dra St ., Iqs ji 賽 一を cal - 


レヤ トル t 

Np 旅館 

豪-ま f Av?wp w さを。， wa»r 
停 革を 前 通 東へ ニ 了 左側 ホ 階 建 
日本 巧 船 切 巧な 扱 波 ロ 場 送迎 


商菜區 撰中必 、総領事 お、 H ネ 
郵船 其 化 銀 巧 大會社 あきお 巧 

桑 港 小川 ホ テ 火 

愧目ネ を (特別 間 あち) 

御) おみ 常 自勘单 御 お 迎申上 お 

6 ニ呈 一 す rnia F San Francises , 星 芦 


スブ、 


タ 


巧 人 巧樂な 白も亭 

芸ジ nds 苗. Bikiyn ’ N . y . 
ジ一 . Triangle 7475 


日本食 巧 お 類 及び 雑貨 類 卸ル責 
ホ 么ま大 g 測 桑 山商會 
新刊書 竊雜誌 小間物 日用品 各種 


巧夕义 時を を 菜 

メ！ グ アドレス 〔年 一巧〕 

呈巧貨 お 東京 巧會 

書籍 巧 巧 巧 巧グ！ ム自 巧の 巧 あ b 
トブン ク預も 主ず 


一力 旅舘 なめ 

帝 圃旅舘 淸水 

14 历 W. i St. f ジ rk 
Tel. ぎ squehaima 夏ち 

紐 育 旅 舘單奥 塞 

を 旧 十 T 目 ニ 四 ニ 巧 
Tel. Caledonia 呈 4 

ボストン 巧 

富 ± 旅舘大 浦 末 松 

畜ま養 ster 資 . Boston Mass. 
ぎ B.B.487S 


4 溝が、 親切、 お樂 

勢 側 館 

伊勢 事を 义賴 をが 

225 E. 累を Str ま t 
ジ 一 .ikgent なち 


ま 雲ず 賓 
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Room 308 
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imoto Bros., Inc. 

Formeriy 

巧が uhc おを Co. 

17 Eas! 1 ? 化 fi.Y •化 
Tel. A!g 〇 fipin お 86- 目 7 


齡巧 1 ■ 巧 ding 如 . 
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HARUTA & C0, 
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Nippon 

Dry Goods Co. 
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拂这濟 資本を 
巧 ■立 を 


意 


億 圓 

し f チお圓 

立 千 八ち 四が 萬圓 


鱗賦 一二 ホ 銀 巧— 支 巧 


本 巧 東京 ホ 日本 谣臨 本を 崖 町 五 お 地一號 
で 巧 ふ お 日本 橋 化 S 帝き 横な 
名を 屋巧都 乂阪巧 (大 お〕 神 お 
頃む 下 關巧司 巧 松 お 岡長捣 
上 お 倫教を 買视水 


徐お 乂爲埼 ，を 倍 送を' ホ 送を’ 旅行 信用 狀 
巧 業 信用 狀其化 一般 お 巧 裳 


人鱗献 S 菱銀 巧— ま 巧 


槪里 送を ハ 日本を 地 無手 教 株？ 进 速取圾 
本な 預を (定期 通知 ノニ 碗) 抑 便利な あ 
本 支店 東京 (本は〕、 大阪 •巧タ * を 都 
巧が 地. 名古屋 、小樓 、上 お、 が 致 




A 愚 新式を 薄 設備が 食の 豊窩掉 巧 もる は 乘組員 
の お 練 親切 T を i 共に なおの 誇ミ寸 るを で寸 
▲當お 太平洋 航路 一二 等設滿 じを 部 苹が的 投夏も 
賄し ました、 巧 じみ ホ 操の かを は 所謂 ツ — V 

ス トサー ド 义はス ナエ デ y トクラ ジスな 上の 

值 値お備 へて 巧り ます. 

® を 港 お 帆 ホノ^ 縛 由 〔正午 あ 帆】 


大 がか 
天が 化 

n レ ァ 

をが 化 
西 比 利亞乂 


ニ 巧 十雨 U 
ニ 巧 サ丸日 
ご 一巧 十四日 
一こ 巧 甘乂目 
四 巧 十一 日 


® シアトル お 帆 〔午 齡十時 あ 化】 
靜閥見 一月 廿 四日 
橫演乂 ニ 巧 八日 
加賀 化’ 一二 巧 三 目 

® を敦酱 a 本 巧化讲 

或訪も I 月 二十 八日 
巧 見 も ニ 巧 十 一 B 
A が 青ほ晚 田を 馬 お 由 日本 巧 貨齒お ー 月 ニ 画 
A 搜道 切符 寝 妻を 其 化 萬を 御懂 をに 御 巧 訊を 味 
A 太 西洋 大窺腊 をれ 乘枯切 巧 御徒を じ 取 計まず 


藤本 證券 會社 

一斌 証が ち' 僧ノ窝 買、 引受、 装 集 

▲を融 、並 ニ 之 ニ 關ス八 一切 ノ 業務 

録賦 藤本 ミ？—？ 銀が 
紐 育 お 張 巧 


淘强黯 、雜 貨卸贊 

無 村 ブぅザ ！ ス 


雜貨 陶碟器 

ドラィ ダ— ズ卸賣 

太 洋資易 ホ W 會巧 

ま 巧 お 俄を、 ポストン 





蝴搜 等の おも 阳船问 額 ごする 山 
で 巧 （參加 規約 巧を もを おする 
當 でぁると 主 惟 お 化 川 氏は 語つ 
て 居た。 

0 本 協會新 役員 

H 本 協 曾 じて はまる 十】 日 西 
巧 十四 T 目 一二 十六 番地に がける 
會舘じ 巧て 巧 巧 媳替を 開き ヘン 
リー •ダ プタユ •タフト 氏を 會 .を 
に T レキ ザ ンダア •チー ゾン巧 
を副會 長に 巧 選し ユ ー 王ス 'スチ 

I が 社 互ぶ ジ で^ ムス •ェ！ •フワ 
!ン '作 氏、 ナシ ヨナ 八 シティ 銀 
巧强取 チヤ' レス •ミッチ 

M 八 氏を 名 嚳副會 長 じ；：' — ボ ー 
ドナ シ ni ナ少銀 巧 頭 化 アウス チ 
ン 巧を 名 曹會計 じ ウェス テン グ 

戶ウヌ 社長 ヲス ホ^ン 巧 ジ！ • 

ヒ •キン ソン 巧會の グリ— ンを等 
を 巧 事に 巧ん 側で け 相 木を を、 
旧島繁 ニ、 地 ま 延么巧 三 一 找が理 
事に 巧 選？ れ た。 

新年 素 謠大會 

美謠會 ホ應の 新年 素 謠大會 は 
明 十五 H 午後 ニ 時ょ 6 日本 俱樂 
部 じがて 開 濃すべく ホを の 番組 
は 左め 姑し 

難 波 ンテ 巧藤ワ * ぞ鹿 
雲が お ンテ瀬 尾 ワキ 曾 巧 
八 鳴 シテ获 原 ワキ 山 旧 
羽 あ シテ高 橋 ワキ 旧 中 
抓 鄂シテ お 川 フキ 巧氣 
東 化 シチ今 ホ ワネ 巧 ホ 
£' シテ地 まブキ 中が 
草紙 洗 小町 y テず 本 

ワキ 武 ホ 
黒ま 多 鹿 
ツ^ 河を' 
ブキ 大木 
ワキ 橋 本 
ワネ 桑 鶴 


巧 ^ チ氷鷄 
.ロ シブ 松 国 
小 鍛冶 シテ山 本 
鶴龜 シテ 望月 


華 府日會 新年 宴 

帮蔚 H 本人 會じ ては ホる 八 H 
午後ん 時 ょら 新年 寒會を ま弘巧 
弟 商 曾 階上 じ 開催し わが 出席者 
約 面 名 ホ 曾 巧の 盛 巧を 呈 しを 答 
會長巧 會の下 じ 有志の 淸說 あら 
了， りて 餘 興、 舞踏 じ 興を 添え 午 
後 十一 時 散會。 

澤田巧 令息 郭報 

単盛頓 大使 絕參 事官澤 田節藏 
巧が 息 (長男) はまる 十 H 東 巧 じ 
於て 腺 膜 炎の 爲め 長逝せ る 旨の 
郭 報が あつた 由。 

雜 訂正 前号 ネ紙繁 一 ニ 面 巧八會 
後 聲會を 十八 日 ごせる は 十四日 
即も 今タの 誤報 じつき 訂 ぶず。 

HHHUh 

•猪 侯 昌减氏 掷道省 紐 育駐巧 
技師、 十 H ホ 俄を におき 次週 歸 
朝の 箸 

♦が 野 お 善を お 軍 大佐、 前 海 
軍 省 軍務 局 簾 ニ 課長、 華府 大使 
館附武 をに 轉じ サィ ベリ ャ化巧 
にて 去る と H 着 桑、 す U 巧 地 着 
の當 

富田義 か 巧 台 灣總曾 巧官を 
十 日英 固ょ b 着 紐 S 月 十四 H を 

港 お 帆の コレア 化 じて 歸钥 の當 
♦が m 順 氏 東京 女子高 等 師範 
學校敎 巧、 同上 着が 十日 間 日本 
巧樂 部に 滞 化の 上 二月 廿八 H 轰 
渚 經由歸 朝 

♦巧 川を 經氏 東京 小石 川區長 
同上 歸朝 


♦上がを 巧 滞 紐 中の 厨 巧は ま 
る 十二 n 出帆の モン ゴリ ャ號じ 
て じが お經 ホ羅府 じあき ニ 巧 十 
五 H 出帆の 大が乂 にて 歸朝 
♦小が 政 一氏 . n ネお樂 部ち 配 
A 、 る 性 肋 膜 炎の 爲め ダイク マ 
ン ジュイ シュ 病院 じ 入院 加養 中 
なる が逐 H 輕 快の も 

n 曜說あ 


♦紐 巧 H 本ん 敎會 ‘ 
某轉の 人生観 其ニ淸 ホぉ師 
♦甚哲 お 修道 會 
題 ホを 今 井が 師 
♦ H 本人 美 敎會 
を 倚 ごを の責巧 宮崎 牧師 
◊ .1— ◊ 

I 吕 本巧ゾ ー ルー 

◊ ク 

締切 紐 育 本局 午後 セ 時半 
一巧 十五 日 桑 港經由 

プレジデント •ジャ クソ； V 号 


巧 桐 又 ペシ タル 


爽 譯小說 

お あ Vi 其 弟子 ニ •五 0 
藤 十が の戀 1 TOO 
を 化 ニ •00 


片桐 兄弟 商會 


新年 寒會 

ホる 十五 日を 期 總會を 兼ね 新 
年 宴會を 左記の 如く 巧 躍 候に 
がぶ 人 御 誘 ひを せタ數 御を 庵 
被で 度 御 案 內申上 候 
時 U 一巧 十五 日 { H 曜) 
■午後 正ち 時 
鶴 巧 巧 添旅雜 
會费 を ご克 

お膳 部の 都合 有 之 候 間 御 出席 
の ホは 河 添 旅館を 御 通知 相 煩 

一巧 十一 H 

紐 育り 本人 
..美術 雜貨商 組合 


急 吿 

な本會 々員を 出 正 之 巧 遺産 货 
び 遺 債 淸算の 都を 有 之 候 間 ま 前 
同氏じ掛—金錢上の ク ン ィ ム を 
有せら る i 仁は ホる 二十 n 迄 じ 
明確なる 証據 書類を 本會 まで 提 
示 相 成 度 化 段 及 謹 吿候化 
昭巧 一二 年 一巧と 日 

扫 本人 靑年會 

9W. ちを St, す 三 ork 夏 y. 

一室 又は ニ 室、 湯殿 

じ 近く スチ I 、 電 

燈 、ホット ゥォ！ タ ー 】 過 四 弗 
妄 entin で 章 2_ 巧备 互 ミミ 
を 电を臺 ぎ eet. 


ァパ ー ト讓 

日當 b をき 四 ま 巧 五十 五 苑歸國 
じが ま急讓 度し 家具 賣て もを し 
お 本 ミ shei A 去. 


賣度 邊譯パ i 

業 じして お學 むる もの 創を 一年 
余、 多くの 顧を あ b メ I ンスト 
リ ー トに 面し ニ 個の シ ヨ^ — ゥキ 
ン ドク あ b 所有 ま歸國 じがを 懼 
じて 至急 譲渡し 度し 委娜は 左へ 
ジ己 0 ぎ 宙 0 こ 2 苦 巧 ミ §;ミ Street , 

巧呂 kl ち， 呈ミ Kingston jue -, 

ヴ|. oit ミ？ 苦 Q 


御 禮廣吿 ： 

故 大木 要藏曇 送の 節 

は 御タ用 中に も不拘 態々 御會葬 
被 ド 婚化 香奠 等を 恭 ふしが 銘の 
ま 6 じ 御座 候宫は 一々 辞 趨御禮 
申 上 可き 當の處 乍 略儀な 巧 i 厚 
御 禮を上 候 

昭か 一二 年 一 巧 十四日 

ぶ 田 中 奧次郞 _ 

人 中 枝淸祗 
總 竹 巧繁巧 I 
巧 筒井 丈 去 
香奠 芳名 (略 尊 お) 

金 十五 弗 田 中み 巧郞 
金 五 弗ぶ 花環 巧 內繁巧 
おお 弗 お 中島 陽 S 中原 條ち 
筒 ザ 丈夫 橫澤 一二 郞を藤 巧 雄 
梶山 彌太郞 阿部 錐 次 郞が村 
尙 夫ず お 勝 太郞靑 柳廣蛋 
ま 田 管 巧郞鈴 木き 五郎 輔福 
が ホ 次が お出 もがを お 
義惠 中が な】 中戚 蕾五航 
を 一二 巧を 鄕 

金 ニ 弗 五十 她宛荒 川 千 化が 
鉛 木末 次 

を ニ 巧 宛 阿部を 晋 Y 旧 中 
田 中正 ホを 部 增一郞 I 
金 一巧 宛 チヤン I 長を 川 iF . 
木 藤 化 環 田 尾 ドク トみ 
討 百 二十 八 巧 I 
を 八 巧 四十 ミ 弗 お 巧 預金； 
を計义 巧え 十一 弗 
支 挪么部 
金な 九十 弗 葬儀社 
をな 二十 四 ホよ 十 他 病私豐 
をと十五巧巖本ド ク ト ル ^^^拂 
を セ 十 弗 五十 他 正を 立替 
金せ 五 弗ぶ 人 ょらの 立 基を 
を 五十 ホ が 育 旅館 宿把稱 


求 共同出資 者 

蘇斩 なるな 匠に 基いた 最も 有利 
お 學な夏 攜ゲ！ ム 機械 ( 專賣が 
許權 所が) 製造 販賣の 箱め ま 急 
確實 なるみ 同ぉ資 巧を ホむ、 委 
細 面談 • 

H . ち さ 

さ ザ W . 三 ザ d S 三 さ 
ぎで adhit 苦ち 


タンク 


£- マン 

イラ^ — を 

イン ノ 1 べ^ — シ ヨン トランクを 

物と 巧 五十 仙 よら 十二 躯 五十 化 

岂 で江呈 h Sir ま t 


を 串 ニ 霜 

を 十五 ホ 
を 十五 ホ 
を 八 弗 


諸鶏擊 
環 


特別 御供 へ- 
な 師 へ毒禮 
本闊 親元へ 電竊 
を 五 弗 葬 ま當 H のが； t 叩け 
か ホ 五 巧 五十 他 巧 新聞 廣 ^ 巧 
計-! ハな Mi 十五 薛と十 他 
差 引 殘額金 S 巧化击 弗^ 仙 
本留鄕 苗へ 送 あ 


綺麗に 装飾され た 一 
室 ミニ 室 ニ 1ト 

メント 、お 殿 巧、 ヶブチ ネ—ト 

も あ > c 'ます* 室化恰 巧、 日本 純 
卡 、义は 夫婦 巧 じ 貸し 度し 
す ま， ち 7 在- 1 夏 th ぎ 
巧 et . 至 男 t 置 Ave . & B 養を さ 


高 ¥'' A 、' こ巧靜 •；' して 暢當ら 

等 輩 達 f 奎 、紳妾 

は 夫婦 ま 或は スツ デオじ 適す 鐵 
道 お サブ 停 単 壤じ數 T 
だ 章 it 空 fon As ., Flushin 巧ぎ F 1 房 互 = g 5 重 


貸 室； 謂フ •ぃ S パ， 

好を 置 左へ 御ホ談 あれ 

Paul U 畳 置， 岩 7 再 養 さ Si 言. 1 

ブ le 吾呈 田 置 巧 呂重 1 をの 


一遇 五藤ぶ 八 巧、】 
人 又は 二人 じ 適す、 
巿廳へ 十み タイ ムス スタ 3 ヤ 1 
へ廿 五を 電話々 ン バラン* ト室三 一 
皇 ，是を F Broo 童 黒 崎梅モ 


キャン ディ 臟 

函 t 五牟の 經驗じ 化を ァレン 

チ •チョロン" 一 ト*ボ ン ホ ン> 

衍む 飾ら ホ 巧べ ト キングを 敎摄 
致します 每日 午前 十 時よ b 午後 
十 時を’ 獨逸語 じ 堪能、 横覽會 
一き 嘗 受領 

ロ置 咨 ti 冨 ry Sch 畳 こ. Ro 看， 蓄 章 d & ve . 


十 あ 年の 歷を ぁる 當校 はを 年の 
經驗ご 新 智識を 有する 敎 師を聘 
し 自動 卑 
操縱 をを 
び運轉 を 
の 修得ず 
べきが 耍 
な 磯關的 
智識を 短 
期間に し 
て 最も 能 
率 ある 徹 
底 能 技術 

をを 潛 しを 狀 獲得を が疆 し職藥 
ロを も岡旋 します 0 



T 寧の 印刷 V 」 精巧。 る 一せ 上げ 

• 時日の 迅速 な 校正を 化 謡 


巧 刷、 


〔紐 育 新報 社へ 


電話 7 トキ ン义ニ 九 0 九 — ニ 九 - 0 


わ 間違 作 


市內 


むく 新報へ 


西 十よ 了 目 十二を 十 階 目 


東部-し がける 邦字 言^ 機 願の 

權 威、 吾が 新^を 請まぬ 人な I 

廣吿貧 紐 育 新報へ 


麥 


ニ 


ハィカラな 紳± は 

仕 立 服を ちしまず 

夫れ はを く 身に 合 ひ、 見掛けは をく、 を 
して 出 ホを ょら もを 持 もす る 事を 知つ て 
るからで す。 弊 巧は 多数 H 义が ± の 御用 
を 承つ て 音ます。 

n 化壞吿 じて 御 巧 店の ホ じけ 

六 か 割引 致します H 
御 注文の が 何 じ 係 はら や 巧 も 巧 一巧 ホて 
見て 下 ごい 

ウオ ルカ— エンド フロ リオげ 服 巧 


日本 郵船 會を (を ュを综 道 貪 社 > 

代理 お 巧 欄 兄弟 蘭會 

お 車、 を 船 切符が じ 小荷物 運送 御 便利 じな 扱 申します 


シア ト心出 化 - 午 菊 十 時) 
ホら ばま乂 一巧せ 八 n 

あらだな 化 ニ g 丄ハ日 
るん でん 化 (坡溝 化 化) 一月 廿セ日 
▼ 1 を窗淳 一九を 巧 

おしば y 寸 みるん ごん おは 一 五 五 巧 
ザ 互 等 B 本 巧 五 左 巧を 室 大巧 造 お 巧 室 多 巧 
r 街を 望に 巧 4 1 ま韵 おを 巧 货巧資 巧 巧み* 

日ス アン ゼ ルス お 孰 (をを S 時) 
はゎい 化 一巧 化 一日 
らぷら たか S 月 二日 

で 1 窜沒萬 ニ ま 巧 巧 ロね いみ 生に らみ 一を 巧 
▼持が 一二 等 U ぶ 巧ぶ 十 丸 巧* 一二 津 日を 行 五十 直 巧 
T を 谨罹葡 巧を 車 切な 慶臺 をな 入御 贷壓 なリち 
マが な 類》 + マ 转由巧 本 女が 巧 岩 物較 8 1 顶 

日本 陶破器 雑貨 
ラム ブ卸寶 ， 

奈良寶 易商會 


リ本觸 破 黑雜皆 類卸賣 

ザ元ブ タザ— ス 


，鄕里 送を 及び 並 送を (無手な 巧)、 外面 
ちを 賣 買、 荷ち 替 化が 取 立、 信用が を 
巧 等 一巧 あ 巧 業務 稱 巧が じな 巧 巧 化 餐 


f 赋臺灣 銀 巧 § お 張 所 


本店 裹潰臺 化 

そ 巧を を、 橫演 、大巧、 辟戶 、上 お、 巧 
ロ、 福 州、 厦門、 仙 頸、 を 港、 廣 東、 新 

嘉坡 、ブラ バヤ、 スマう ン ：； タ ビヤ、 を 頁 一 
々グ カツ タ 、淪 を、 其 か專懲 4- 巧ケ巧 


，資本を 賽僚圓 (を 猫拂 込濟】 

、梭 立を 化 千 六 巧 お 十 萬 巧 
內地本 ま 巧り 橫濱 (本店) 巧 京大 阪 
神 ロ 良が 下顆 名を 屋 


撥鑽冗 金銀な— 支 巧 


米 固を ちが： = を 港 羅巧ホ ポポ哇 
其 他 世を を 围竜巧 都 ホ ニ ぞ巧及 コ 水 レ 
スな之 侯 


本店 
が 育ま 巧 


大阪 化. 賴五 T 目 

な育ブ 日！ ドゥエ' 


日本 內 
地 支な 


な 巧 f 化を， 

撥 巧ぶ 銀 巧 

東京 > 横 渡、 あを 房、 巧郝 、神戶 
尾ノ 道、 巧 島、 お、 柳 ホ、 下ノ隅 
巧 巧， 小 倉、 ちか、 幡タ 、义留 ホ 等 
ネ闕預 を、 鄕里 送金 等は 银め 
て 御が 利 巧 速に 御 化 扱す 中 候 


本な 朝鮮 京 城 

ま巧 ぉ張所はリ本巧地の樞要都ボ、 朝が 
滿渊 、ま那 のを 地 及び 浦 结巧德 


觀鮮 銀行 紐 脊曲張 所 


外 國爲替 一般 銀 巧 棠務靖 々御 便が じ 取扱 可 
申 上 候 


v.i 


H 本吳服 反物 キ モノ 

テ I ブルク ロ — ス類 

說靴貨 卸商 

能就日*^ドラーグ！ゾ^^# 

特則廉 巧で 大牺强 新 流行は 常 巧の 持 長 


精々 勉强巧 化 御 引 立願 上 候 

觸 魄器雜 貨卸寶 

眷 巧廊會 



n 木 陶器 雜貨 
ドラ 1 グ ！ ツぉ 販賣 

柳 職 茂 木 桃 ホ 組 

MOQI, MOMO 20I,cp,lnc. 

105- E ’ 1 6 tii St ., N . Y •ぎ 宴 — t 夏 5-8-7 


ホ 付けて 往 かれげ むらぬ 

紐 育 日本人 會 本年の 事業 


姑 育り 本人 會 本年 巧 助の 靴 串 
を じがて 會 長が 信 竹 お 氏が 迎お 
の 辞を 述べ、 巧 年中に 於け る 事 
業經 過の 大巧 ホ じ 本年 速成ず ベ 
き 事莱の 如何を 語つ たさぅ であ 
るが、 同を 創立な ホ： 一 话般の 消息 
に 通じて 居る 一 理事の 語る 巧 じ 
依れぶ 『昨年の な留 同胞 社會は 
巧 當タ杂 タ 端で わらを 部 •しがけ 
る 唯一のを お閒体 だる 組 育 H 本 
人 曾の 事業 も 多岐に 旦 つて おた 
i けれみ 巡 ホ じ。 し 得な 事を を 回 
j 巧す るょりも 將ホ かかけ て 化か 
; 一り ば；：： >ら《 事 菜を 坂ら を 正じ且 
j つ 適切 じ 整理し 處 みする i が 巧 
題で ある。 共濟 部の 巧 動は 昨年 
巧に 於て 特筆 乂蔚に 値する が、 
殘 された 遺言が に關 ずる 注 窓、 
叢 化 細則の おあい* でら をい 巧に 
片付けて 贊 りたい。 又を 務 部の 
'懸案で ホる 學を 懇話 會の閣 催、 
'第二 化の 職業 調査、： 移民 巧な 正 
一 £ イ胞 等のを 問題 も ポッリ く 
: 目鼻の ついて 岐 く 様 じして 欲し 
一い。 な 國學童 r パが お 展覺禽 も 本 
I 年は 實 現す をる ご お ふ。 商務 部 


i 紐 育 n 本人 會 

I 理事 例會 

I 新年 宴會を 兼ねて 

! 紐 育 日本人 會例巧 理事 會 
I は 新年 宴會を 兼ね 旣 報の 如く 去 
る 十^ H 牛 後と 巧巧タ おにが て 
開かれ じが 出席 着は 來賓 內山總 
領事 化理を 始めぶ 木、 娘 島、 お 
越、 巧 本、 地よ， 菊 池’ 香 西、 
西廣 、松祕 、が 上、 が 岡、 織 旧 
巧 宵、 丸 山、 萃 信、 淸水 一善 造) 
ま 田 (政を) 高見、 漉 ロ、 山 ロ、 
巧 巧な 巧 吉田 (ま 隆) の郑 '事 
二十 占 人 晚餐お 禪事會 に 入 b 草 
I 信を 長講 長 おじ 着きを なす 書記 
一長 化 巧の 指名 点げ ゎら、 會 長は 
I 迎 がの 巧を 述べ 昨年 中に 巧け る 
IH 本ん の 事莱の j 巧を 巧 おする 
; どなに ホ遂 巧のを 事 裳、 奉 項の 
; を 成に 巧 力す るのを 喪を カ說し 
i 前 曾お錢 の规讀 ゎらて 承認、 十 
: とり 紐脊 n 本人な を々 館 巧に 開 

.かるべき 

; 人形 大化じ 割す る レセプ 
j シ ヨンの 件 =; ハ 他 一二の 報吿 を、 

; 举務所 移 巧み 巧を： E - ホし、 松ず 
I 大巧に おする 祝 剖 贈呈の 件は 幹 
i 部 一な ど 快し ホれ よら ホ 賓內山 
;; 總領率 代理は 昨 ザ 中 じがけ る自 
M 本人 會の炼 力を 謝！ 類輔 きの 巧 
に 際して 新々 ろ 事業のを おを 
期待 ゼむピ 述べ、 今が 十一月 舉 
i - 巧 せらる. へき 御大 禮じ對 する 計 
费に剛 して 熟ち を强 いど 結び、 
一み じ 前 曾 も 地 ま 巧 之 助 氏は 『大 
ー^^^る拳震を成就し大なる問題を 
i 解 巧す るには 必が 的に 乂 なる 時 
一間を おず』 ご冒械 してり 本乂會 
: の お ホに 言及し、 高見 豊を 氏は 
- 昨 夏な ホ 栗 患に 罹らた るが を ホ 
j 面 よら タ大の 厚 泣を 帝せられ た 
るを 謝し 『化 米 S 十五 年 ホ だ 一 
I 旧 も 歸緋ゼ や 隨てリ 本の 情藝を 
; 詳 じせざる もが々 循 あし ホる 

i 新年 の お 蕾は 盖し舊 年中 
I じな し 巧 ざら し 事 策を をぶ すべ 


綱 係の 破 楽調を、 胎萬獎 蜘の問 
題 も 等閑に 附せ やか 當 5 フ ヮン 
ド を 提供し - しもよい るら 具体的 
に 進，：： J で ゆくな じホ强 する 現が 
が おして 居る が菩 組を を 監瞥指 
海して 其 事業を 盧義 わらし むる 
; はが 巧 部の 當が なすべき 事柄 
である ど 確信す る。 出 ホ 得べ く 
んば 商務 部の 職能を 糖 大してを 
堪 、おくは 羅府 地方に がける n 
本ん が 萊會蔑 巧の 巧 質を 加 ホせ 
しめ’ 貿易品の 紹か資 を お 販路 
の發化 等に も 化 常の 成績を 擧ぐ 
る樣 努力して 賞 ひたい もので あ 
る。 おを 部の 如き も 所 韶巧胞 の 
慰安 率 業 方面ょ も あが 嫌 正の ホ 
面に 觸 むて 巧く 用赢が 必要で あ 
らぅし、 勞 働が にが パる 簡易 保 
隙の 實療 化、 勞慟を 保健のを 巧 
も 養々 其 ホを 進めて ゆかむ ばな 
るまい。 巧 他を 爵員ホ 義じ淸 る 
會負 S 寒 集 速 動’ 會舘 ぶを の 善 
梭處み 等數へ ホれば 隨を 砂/、 な 
いけれ 共 要は 斤せ けられる もの 
は 片付けて ゆ < 遣 ロで 倦まず 臆 
せ 乎 進む で ゆ < じ 限る』 云々。 


き 巧 意を 葦 ふす る じあ h 』 ど述 
ベ、 次で 赤 木英道 巧は 化 太平洋 
協議 會の實 相を 語‘ ゥ支範 開 題、 
を お 問題、 人口 巧び 食糧 間 題、 
太ず 巧 國藤間 題、 をが 傳道聞 題 
の 附議せられ たる 事實を 冀げ移 
は閔 題に 觸聯 せる 第二 化 閱題じ 
潮す る 意見を 凍べ、 暴' 通 謡 米せ 
る 石 本音 ま 巧は 日本 じがけ る淹 
巧 語 『义 化』 のぶ 相 的なる 一面を 
語ら 政が も 四苦八苦 のが 態 じあ 
ら ごて 日本の 化 巧を 述べ 散會せ 
るは 午後 十 時半。 

わ 人形 大使 

接見 會は 十よ H 

本紙. 感報 H 本から 遙 々米鹽 へ 
わ 嫁入 じ ホた お 人 お 大使さん の 
お見會 は' 糾育 n 本人 會ホ 催め 下 
じ 愈々 巧る*! -- ごか 定し 岡：：： 
午が ょら 東 五十と 了 目 一二 わ 一二 十 
を糾育 円本 乂敎會 々館內 にて j 
般间胞 の 展覧 じ 供し 间が八 時 1 
らおを 會を 催し 草 信 H 本人 會を 
の 式が 後 H 本人 側の み 媛から 米 
騎侧 のみ 銭へ 人 お 大使の 譲渡 式 
を 巧 ひ H 米 國歌ゃ 量 諮の 合唱が 
みち グユ リック 蹲ト其 他を 數米 
人 も お 席の 當で ホる と。 尙ほ目 
下 化が 中の 翩崖前 普通 學あ 局長 
おじ 佐々 木 文部. 鹰 をま賓 どす る 
歡迎 午餐 會は 本日 正午 東が おで 

懼 される。 

御大 典 奉祝 S 爲め 

巧顚 訪問 團 組織 

今秋 十】 巧 京都 じがて 擧 巧せ 
らる i 新 帝隘下 即位の 御大 典 奉 
祝を 兼ね 西風を 訪問せ わごす る 
が ホ 脚の 妍織說 は 一 磐に 傳 へられ 
つ i あつたが 今み あ々 實現 する 
ミどぃ A も 前り 本人 美な 敎會節 事 
化川淸 一巧 •か 责巧ホ 催 者 V 】 な b 
美 W お會脚 巧の 人々 はか 論 御大 
典を 機會 じ歸钥 せむ ごする 一般 
巧 胞の爲 めに 極を を 謀る ミ どな 
つた. いを-し 期して な每 年せ 桐 巧 
巧に がて ホ 惟し 居る 巧國 訪問 曲 
ごも 協 恵な き 偽を を 遂げ 乗船、 


Japanese-Am が ican News Service 

n 本 電報 通信社 

故 固の 政治が、 實裝ホ 巧が がの 
事項を 巧を 且つ 巧 寬じ谋 道ず 
を 日入带 一ヶ月 巧を お 十 巧 
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二宮 到が 巧 i 

Tel. Worth 0581 

潮 川 お 隙 事務所 

H. Segawa, Insurance Broker. 
303 Fifth Ave., 

TeL Caledonia 4101 

巧 苗 商事 株式 貧 社 tt 育ま 店 
Uchida Trading Co., Inc. 
291 Broadway, 

Tel. Worth 1576 

島 賀あ揀 式會抵 ! 

Shima Tradin 径 Co" いん 1 

Telephone 民 ec わ r 1484 

株 ま會點 ホ 尾巧會 
Akawo 底 Co リい dL, 
295 Fifth Ave., 

TeL Calefloiua 9758-59 

• ホ 倉 製 お 紙摄巧 ま會社 

iCataku 化 & Co リ L そん， 
225 5 化 Avenue 
TeL A 沾 land がが -9229 

に Mildmo れ 
Mikimoto Pe&r レ 
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紐 育 目 本人 食 
The Japan 巧 e is 如 ciation 
2 如 West 抓 h がけ ei 
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H 共 巧 ま會化 
巧理巧 
窝 巧が 會 
1 如 Br 阳お化 N. Y. G. Tel. Re 加 r 7884 
Facto け : 2 刖 Rmon 化し ！. City 

淺 野叛產 株式 食 赴 
Asano Bussan Company 

Room 801-805 
165 Broadway 
Tel. CorUandt 80 がぶ 052 

大倉 なな 育ま 巧 
Okura 在 Co., 

30 Church St^ 

Tel. Cortlandt 2292-93-94 
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Advertising Counse! 
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Tel. わか min が 巧 

巧 お 洲货道 株式を お： 
なち# な 巧 

Sou 化 Manchuria ん R. Co., 

Koom 202 も C&na ホ aa Pacific か . 
342 Madison Ave. 

Te!. Vanderbilt 4135 

H 井 物を 巧を 會社 
お育ま 巧 
M お ui 在 Co., 

' 〇 5 白 roadway, 

Tel. Bowlinff Green 7520 

久愿巧 事 赋會ぉ 

K.uhara fracung Co., 
30 Chuixh St., 

Tel. Cortlandt 4550 

株式 會 かお ホ 商店 
な 育ま 巧 
twai & W., 

Wooiwortfa Building, 
Tel. Whitehall 6040 

H を 商を 株ま會 な 
系を 脊 支店 
Mhsubishi Shoji iCaisha 

(Mitsubishi Co., Ltd.) 
120 Broadway 
Tel. Rector 2560-2564 

巧を 會を 

山中 巧 會が育 支店 

Yamanaka & Co., 
680 F げ比 Ave., 
Tel. Circle 4014 

H 本 綿花な ホを 化 
なち ま 巧 

Japan Cotton Trading Co^ Ltd., 
25 Maai,on Avemi ら 
TeL Mad, Sq. 3 が 5 

曰 米を 糸が ま會な 
が 育 支店 
WCH1-BE! がけ 0 KABU が册 KAISHi 

(N に执 ぶ な KHTO CO ， LTD.) 
1 Park Avenue, 

Te!. Ashland 6246-4 了 >48 ‘が 

神戶お 木が 巧 
な 育 支店 - 
Suzuki 在 Co リ Lt ん ， （ Kobe) 

220 Broadw 巧 . 

Tcl. Co け ! an か 1149-50 ぶ 1-5 么 53 

目 本を 糸 株 ま會お 
煤 育 支店 

Morimura わ お & む ., i が nU 
44 East 23rd 化 . 

Tel. Ashland 5320 

巧を 名を 肚 
お 育 支 巧 
H&ra 在 Co., 

443 FourtlwAve., 
Tel. Calcaonia 7830-35 

い osilo Corpora 打 on, 

S 船 1 田 po け erSf 
化 East 34th Stroet 
Tel. Ashland 4987-91 
Gocho C 〇 4 Inc., 
CoUon Export。,* 

が Keaver S し 
Tel. RowHng* Gr«cn 8896-C6 
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第蓝 十四 帝劇 議會 


約册票 化の 差で 

不信任案け 否み か. 

. 併 かし 議會の 解散は 免れ 得ない 
首相 自ら 總選擧 を 采配ず る 

東京 特電 十 セ 日發. 講 t の 解散は 明か ごな つた 寫め 
か 巧は 着々 として 潑逃擧 3 を 脯-し 着手し つ、 をる •か總 選 擧の統 
巧は 出 中ち かちら ホ 酣を扳 ふべ く 選を を 員を じは 岡 崎 邦 輔氏ご 
巧まして 居る が 化 化を 蔑 案に がて'; S おを な 對が葛 ま b 昭か 俱樂 
部は が紀會 'し. 共闽 調査を 捉潑 した、 树は自 か 農地法 案の 提 おじ 
が LI ニ ±藏 がは 然 ごして な衝 しみ 隅の ホ 調 揃 a 中。 

東京 特電 十六 日發 h 小 倍 巧 案じ 對 する 與黨侧 け S 十 票 位優势 
こらい ふ - M れ じしても 解散は をれ まいが、 綴 選擧後 政ぶ、 ほ 
を 脚潑 おに 絶 体を 數は 難しい らしい。 

東京 特電 十五 曰 薄 n 議會 休會 明け 劈頭に 自作農 地ま提 おにつ 
き 農務み 官巧武 氏は を 巧みを を 招待し 么が說 解を 乞 ひ 同時に 旧 
中肯 かは 『選擧 のが 巧 ど してを あ ホ 官は擧 つて 同 案 提出' し餐化 
した』 どて 一二 ±藏 化の 諮 解を ホ* た。 

秩乂 宮殿 下 御內お 

節子讓 U 子爵 家へ 

東京 特電 十六 日發 豫て御 結婚 御 巧を の 旨 公 
表さ 化む 秩父 宮殿 下の 御內妃 たるべき 粧ホ 大使 
お 平 恒雄氏 令 讓節子 攘の松 ぞ巧男 子爵 家へ 人籍 
のがは 宮み 省ょり 許 巧され、 兩 陛下を 始め 奉り 
皇太お 陛下に i 御 同意 ぁり 一が 日中 じは 松や大 
使へ 正式に を 渉を る菩 I 

行政 權 r 無視して 

海軍 大擴 張を 實現 

.八 年 計 劃の 建 艦 蠻と億 四千で 弗 
「紙上の 髓 張」 は 御免 ミ决議 

旣叛の 如く ァ メリク 跌府 では j 虞まで も决 巧ず る。 

ゼ ネグァ 軍縮 會議 失敗の 跡始末 ごの 决議を 十五 惡對】 票 ごい ふ 
ミして 太 規模な が 軍 權張計 劃を 大多数で 巧决 した、 右は 勿論 單 
樹 5 年 未；^ 眷 i tesi ごい ふ-】 ごじ 就て 
五 年 計 劃 'をぶ 礎 ごする 一の 委員 食の 意志を を 明 しれもの 
補助 艦 雄 艦 愛と 偽 四千 巧 巧の 踩 j で曠 張の 巧を じ 就て はち じを ホ 
算を諮 會じ提 化し ト院が 軍を 省 j 面 のん ± を帶 問の よ 

委員 會 案を 作製し-一れ 

も議 巧。 報吿と 程す る じを 右 常 
でぁる •わ、 お 単擴張 派の 親玉で 
ある プリ デン 議員の 言明ず る 所 
に 化れば を 員 曾は 大 ホ じ 於て 巧 
案 でん & 巡が 鑑 か五隻 .贿巧 巧 
艦 出 獲 驅逐艦 化隻を 承認ず る 
わ 潜水 館 化 一 一隻は これを 化お隻 
にお 加 f も 萬に て 飛 巧が 艦は】 
隻千 化が 方 弗、 潜水艦 五な ガ弗 
巡が 賴モと 巧で 邦' 驢逐艦 五 百 
巧が 宛、 化隻 のみは 一二 年間 じ 建 
造ず ベく これ 等を を算 した 座 艦 
隻はと億四千タ弗ご^:^る譯であ 
るが 

年度 支 お の 内が は 一年 
肖が 五 千 五が サ万 弗、 をれ ょら 
一億 一千 四十で 弗、 一億 四で だ 
十で 巧、 一億 四千が 五十 巧 巧、 
i 憶 一 ニモ 九な 巧 巧、 化 千 一二な 巧 
巧、 四千 八 円 ホ 十万 弗、 一千 四 
十万 巧で 八 年 じ 直る 笠で ある。 


會 じ勉附 、を 負會 はまる 十が 
ょ リが軍 長官、 お 軍巧官 、軍み 
部を ヒユ ー ズ据替 等を 審閒 して 
計 割わ內 がに 關し 蹄々 調 杏し だ 
結 あ 『現が か ァメブ 力 海軍‘」 鈔 
く 共 一等 國 ごし てんが 単 力を か 
いてち る』 どの 結 繪じ剧 違し、 
同時 じ お 軍 省が おおした 五閑 年 
計ぶ が。 る ものは U が 計 おか - 词 
じ 過ぎ；；；* ■いこ どが 判がず る 等 か 
な b 强膀 的' じ も セン セ— シ 3 ン 
を 呼んで おる-か 委 お 會 では 揽張 
削 逊の條 件 ごされ で 居る 

巧 一軍 縮 協を の 際は 火 
'統領の 權 能に 化ら 本 討 到を 中 化 
- し 巧る ものと する ごい ふ 一項 じ 
就て 評雜 した 結鸦 
* 巧 ニ かお 縮曾證 は、 當 をは 絶 
望でぁ，.^同將じァ メリヵ どし 
ては この 陈單じ 紙上の が軍踞 
- おのみ ごせ や、 擴 張を 當然 & 
要 どす るが 故 じ 巧 政 部の 權能 
は 無 親し 計 倒は 計 剖 ごして 柯 


輿論 憤激 


日本 新聞の 論評 

ま 京 十六 日發 n ァメ 9 々の お 
軍 横 張に 關聯し 日本の 輿論は 
著し < 昂奮し つ i ある、 即ち 
アメリヵ 个戰條 約を 猎議 する 
一 ホ この 軍瞄擴 張の そ 盾を 指 
摘した もので 
『中外な 業 新報』 は 
不戦 條約 等の 平 かのを 礎け 云 
ふまで もな く 軍備を 縮少 せず 
A ば實 典す る 能は ず、 化つ て 
アメリヵ にして 平和 じ 凿し眞 
實 であるならば 造 艦 競 爭を惹 
起ず るが 如き 礦 張に 没ぶ のは 
不都 をで わる 

ど 論じ 『みやこ 新聞』 は 不戰條 
約 ど 海を 曠 張は アメリヵ 一流の 
デヨ ー クか ど 巧 肉 b 

暇 b じ 渡 張の 目的が 侵赂 的で 
ない'.」 しても 巧强じ 頭痛を お 
さす じけ 及ぶまい 
と 述べ 『東を 執り』 は 

T メ y 々は フランス じ對 して 
み戰條 おを 證憩 する じな しア 
ィプ々 自身 じ對 しては がを 膨 
脹を猫 惑し つ I あを 
ご 論じ 『帮知 巧 聞』 は， 

アメ 9 力の 海軍 機 振は 化を じ 
おする 敵 あ巧爲 である ご 共 
呂 宜の虛 榮を滿 さんど 欲す 4 
巧 動で トる 

ど 譽吿し 『時事 新報』 は、 

フラン ブじ對 する アメリカの 
.个戰 條約懲 憩の 精神は これを 
尊敬す る も 海 巧權張 策を 見る 
じ 度んで アメ 9 力が 化を をが 
ずに 徒ら じ 技巧を 弄する の 野 
、む 見 透きて 淺 1 し、 列 强の態 
度を 酷視 してが 軍 力の 標準を 
高む るが 如き、 とは 愚劣 髓る狭 
策 f わる 
ご 論じて 居る。 


がして' 居る じは 稱し 難いが 巧 
巧は 勘く みもの 目 操 じ 向つ て 
U 々進みつ t わるを を傕 信し 
て 居る 云々。 1 

ロシアから 

答 禮使來 朝' 

シベリア 移 ほ 有望 
東京 特電 十五 日發 H 靈じ獨 露 
じ 派遣され わ 實業化 節 义原房 之 
助 氏 及び 現じ ロシアに 滞 巧 中で 
をる 後藤 新 ホ 子の 答禮化 ご して 
シア 外務大臣 テ チュリン 氏 乃 


ま カラ バン 氏が ホる 四 巧 巧 ホ 朝 
すべし ごの 說が ある。 

東京 特電 十四日 媛 n 乂 おに 及 
び後滕 新ず 子の 渡 露 幹 旋じ换 b 
ン ベリァに 對 する 移民は お绍 >- 
なつて ホた、 衍ほ U 露述 巧み 伸 
展を蓄 する 0 シァみ 船 脫ず數 料 
じ おし 日本 船车侧 じ徹廢 論が 起 
つて 居る。 

東京 特電 十五 曰發 n 化 満拥じ 
がるち 那 人間に 柬支鐵 道 支餘布 
設潑 盛ん じして。 シア よら 貴を 
を諫 油す るで わらう ど。 


本 祖來を 特電 II 町轉 載〕 


秋 父 宮總裁 就任 

t 十 セ 日】 秩 父ち 殿下には 日 遣 
摇會媛 裁 ごなら せらる。 

小 林、 永 野 兩中將 

(十 セ 日】 小が 癖 造 中 おは 線 習 
澄隊 司を 宫 じ、 永が 修身 中將ー 
は 軍を 部 お 化を 仰せが かつた I 

困 中 代議 ± 脫會 

【十 セ 日】 實業閲 志 會大阪 支部 
長 化 證± 旧中讓 氏は 武藤山 治 
巧と ソリ がをはず 聴會 した。 

滿鐵の 保 險經營 

(十 セ 日】 滿翅 では 生か 保險を 
經營 ずべ （申請 中 だ ご。 

了-- 巧 逝 < 

〔十六 日】 現 日本 聯合 通信社 5 
前身で ゐる國 際 通信社の 社長 
であるぶ 共に U 本の 巧 間 通信 
事業が じ 貢献ず る所大 ならし 
英圈 人ヶネ デ； 巧は 遂に 逝去 
した 0 

註。 遊 去した ジョン •ラ ツセ 
が •グ子 デ ！ をは 千 八 ム (十 i 

年 十！ H 立 日 アキ 方 ランドの ブ 

ンーじ 生れた 人で モ 八ち 化 十 化 
年 米 路騎を 通信社 員 ごして ロン 
ドン じを 巧、 千 九 百と 年間 社 極 
東 ま 任と して 東京 じ 匙き 千 化な 
十四 年國隐 通信社の 設立と 共に 
重役 兼 支配人 どして 就任、 五ジ 
プト 、まがの 戰爭 等じ從 軍した 
'古武 者 じて 千 化な サ 一二 年 十月 册 


政 


1 H じ辭 ほ、 この 巧 ジャバ 
タキ ムスの 社長 も 兼任した 
府 から 動 ご 一等を 叙 動され たす で 
ある 0 

年 ま 切 拔け苦 策 

〔十五 日】 張 作霖お 軍の 年! ^ な 
が 策の ため 滿鐵 ょらち がす 寧 
鐵道 建設費 前 渡を 五な 巧^を 
貸附 くる 篱か 

巿巧 役が 山 盛ぃ 

〔十五 日】 を 派から 推薦し j 化 東 
を お 助役は 餘 -0 タ數じ 上ンた 
のでを 派 其 一旦 手を 引き 會長 
の選澤 '.し 一巧した。 

外債 買 入れ 實巧 

(十直日〕 熟潰基を0巧債5|^乂 
れ 一部は 今年度 中 じ覽巧 t 殘 
額， •しみ 漬買 人れ 計 靈もあ 十 ご 

保 倉 巧 銀行 局長 i 

(十五 日】 贿 戶稅觸 長が 倉 foil 
郎 氏は 大顯省 銀 巧 お 長し が 命 
され a 。 

お ホを 人の 歸朝 

〔十五 日】 明治 额年 巧哇じ 常な 
した 石が 他太郞 老人 d - 化 
歲の 宠齡の 身で ホ 月頃 琢骨觀 
ホの ため 歸朝 する £。 

ス ホ— 大會臺 •覚 

【+ 四日〕 お 父 宮殿 下には^ 

日 午後】 時 東京 發 、を 大^ 
キ！ 大會に 御 臨席の ため a | i 發 
遊ばされた。 


て 居る 0 

【。ン ドン 十六 日】 露に 逝去 

しり-交 豪^^ マス •パ！ デー 巧 

の 葬 幾 に ゥ X スト，、 ン スタ！ • 
ァベー じて 擧 巧、 义 壇、' 抜 ホの 
名 ± 多数 出席して 盛が を陆 め、 
遺骨は ァベ！ の 詩人の 梟 地に 葬 
られ たが、 ジ 3 ン ソン、 ず— が j 

スミス* サツ々 レ*—* ブロ — 

ング 、テ 三 ソン 等^ 文豪 等が 
葬られて 短る この 墓地 じを 化の 
文豪を 埋葬した のは •白 年 《 ホの 
巧 ホ 事で ある ご。 

〔ゥ キンナ 十六 H 發】 ホ闡の 
モ^ ボン、 パリ I の モリスを び 
ゼ子 ダァの ゥキ！ ムズ が 劇化を' 
は 本 H 打 揃 ふて 當化じ ホ b ォ！ 
スト" ァ 政府が 目下 國 みのをを 
機關 開が を 理由 どして 國際借 戴 
一億 ニ 千 巧 弗を 要 ホし 居る が ホ 
閣 政府 どして は 千 化 百 ホ 一年 度 
め 信用 貸附 債務 ホ 了の 爲め 議會 
が これを 帳 おし VJ しない 限 b 欺 
かじ 新惜欽 じ應じ 得ない が碑强 
の多數 はこれ じ賛 巧して 居 i 賴 
條も あるので 右が 脚 化 表は 果し 
て 前 貸附を 帳消しすべき やを や 
じ 就て 調奄報 吿の爲 めじ 巧た も 
のらし い。 

〔ゥネ' ンナ 十六 H 發】 パン； ダ 

— 政府は 同國 唯一の 大統領に 
してを つぎ 命幽の 首領 ど 目され 
國外追 かみを をけ た i 々玉 八® 
力。 リ 伯爵の 追放 期 も滿期 じな 
つじと いふので 叟らじ 改めて お 
爵の 逮捕 命を を 後し 伯の 巧度歸 
蘭を 巧 化する を ご なつむ、 政曆 
の 逮捕々 は 其 他の 一 ホに も 及ん 
ロ-夏る が 一部 じは 非難の 聲 高く 




米國 大統領 

ハバナへ 

沉 米會議 で演說 

ハヴ アナ 十 ホ日潑 n ホ 國大統 
~ 領ク ー リッ. チ 氏は 戟濫ブ キサ K 
號に 搭乗、 八十 餘 をの 一巧と 共 
じ 昨朝 上陸し キユ） バ 大統領の 
宮殿に 入. 0 沿路 官民の 熱誠なる 
微迎を 受け口が 本日の 化 r メリ 
ヵン 會證 焼會 をに 於て 氏は 曰く 
我等の 越 家には 常 じ友證 の、 む 
が 連絡し いかなる 紛ずも 巧 等 
自身にがて解巧する^がおホ 
る、 而 して こか 會議 たる や國 
の 大小を 問は ず 正 じ 均等なる 
位 超 じがて 諭畿 する もので を 
ら、 正義 ご 平等 ごは 最も 强い 
巧々 の 原則で ぁる、 ホ 國の宗 
ホ 權も曾 敬し 且つ これを なす 
をは 我等の 抱く ま 義ご原 貼に 
おする 最も 强 いが 証で あらな 
ければ^^ら《、 而して巧等の 
鼓 も信賴 する ものは ほ まま 義 
的 隙 仰の 膨贩 じして これを 完 



電力 トラストを 審查 y 州の 
歲岀豫 算ニ億 餘巧弗 i ハー 
デ— 巧 埋葬 i 壌 太 利 借欽調 
普 i カィロ 伯 排斥 i 賓あ密 
入 防止 1 英米 煙草 驟 -- 反 幹 
. 部 派 陰謀— 武器 密人 船釋晚 


【7 ンン トン 十六 H を】 今期 
雄會の 劈頭 じ モンタナ 州 選 あ 民 
ま黨 上院議員 ト ー マ， •ジス！ 
ク ォルシ ュ 氏ょ ら提 おせる を 米 
の 電力 電燈會 お 中獨ぉ 的を 質を 
ちし 不當 。る 料を を 巧 おょ b 褚' 
かしつ i ある ものを 嚴正 じ杳間 
し 旦つ爾 お 化 事 菜 じ 投資す る 約 
千億 巧の 資金を が 護す る 必要 上 
疑は しき 經營 をな し 居る 曾 社を 
兢 問すべし ごの 巧 議案は 現じ 上 
院の脚 際 通商 委員 會じ 廻附 され 
たので あるが、 ゥォ リシ ュ 巧は 
本 H 該 委員 會じ おおして 巧 議案 
め說 明を がみた。 ゥォ^シュ 氏 
は 電力 電燈諸 貪 社中 所謂 親會化 
ピ して タ數の 補巧會 社を 支配し 
つ t 巧 およを 不當 る 料金を 貪 
ち 居る ものを るを 査問して 獨占 


の覺を 巧 破 だざる-へから ずぶ々 
說し囊 じ バン 製 お 業の 獨 ぶ* で 計 
畫 せる 資本家の 横暴 摘 發をザ 謡 
して 巧 議案の 採用を ま 張し わ。 

(ァ八 バユー 十 ホ H 發】 N 、' 

ス 知事は 本年度の 豫算擺 成に 關 
し ダ ソリン 焼を 賦課ず ベく 巧 待 
さ ：；^.し おた じをし本日發をする 
巧 じ 化れば 本年度の 支 おは ニ 億 
j 千 九な サ六巧 化 千 六十 五 巧よ 
十一 一洒 、最 巧の 豫 をょ-も 丄 す 
巧 弗の がみ； なる も 昨年度に 兜 鞍 
し 千 一二な 五十み 巧 四千 S 巧 六十 
弗の お 加に て歲 入見賴 b ニ 儀の 
千 おが 四 巧 八 千と 百 よ 弗 じを 歲 
入超 猶千 五け と 十と 万化 千 六な 
四十 一典よ 十二 化、 ± 化稅 等の 
滅稅め S 割 一二み ニ お 五毛、 八 巧 
化 S 巧 ニ 千 一二な 化 一二が わ滋 慾し 


巧る か々 は 違憲で ある ど 認めら 
れて 居る。 伯爵 ホ 妻は 目下 パ 9 
1 じ 己 命中 じて 夫ん は玻巧 5 、 
やかな 巧を 經營 して 居る。 

〔フ シン トン 十ち りお】 大な 
み官 "1 マン 巧の お 表する 巧に 
化れば 巧け 來 るべき 满會 に對し 
こ ユョ！ ク 港の 巧關吏 現な 四 巧 
化と 人に 掛し 巧ら にの 円 五十ん 
の 巧施豫 算を提 おする 酱 である： 
がその 理もミ r る 所は 現 化の 稅 
觸 をは ぞ數の 船舶が お 入す る大 
港 じは 手不を 且っ 薄給 じして 巧 

ダネ アモン ド 其 化の 寶石類 じ 
して 約 ニ 劇を 徴稅 ！ 得べき 憤 格 
立 千 方 巧の ものが 國傑 的を 輸入 
劇 じ 依 も 稅關の 目を かすめて 居 
る ごの 事 實を擧 げた。 

〔ビッ ッバ ー グ 十五 日發】 現 

勞働 長官 ど— ムス •デゲ キス 巧 

のぶ 人が 當地 にがて 專ら增 しつ 
つ わる 所 じ 化れば 氏は 巧るべき 
纔選擧 じは ペン シグ ゲ ニア 州ょ 
b 上院議員 ごして 立 候 滿し現 上 
院議 員 ダビット • 91 ド 氏 ご 雌 
雄を 爭ふ 巧必 なる もの t 如く ホ 
國 勞働總 W 顆侧も ペン 州の 炭坑 
坑夫ず 議に 關聯 して 巧の 立 候 捕 
を 藤む に滋 憑し 运 るが 巧の ホ 候 
補は ザ 苗 じ 於て ベン 州 じがる 現 
大藏 長官 メ P ン 氏の 勢力と ず ふ 
i ごな b 從 つて 非常 じ 注目され 
て 音る VJ 0 

〔ロンドン 十五 H 發】 裝ホ兩 

國 煙草 業者の 商 買 戰は最 あ 漸次 

馨腎 ごな b クェ スト ミン スタ 1 
ボゼ ブト 巧の 報道す る 所 じ 化れ 
ば 米 國の斯 索 者は 最巧 合同して 
ロンドンを 根據地 ごして 廳憎販 


資じ化 事ず ベく これに 街して 巧 
圃 側では 今 巧は 約-千 方 弗の 煙 
かを アメ 9 々巧 巧：.； 巧して： れ_ 
江 巧 ふべ く 目下 举満 中で ある グ一 
博 へらる C 

〔モス々 ウ 十五 H を】 曼じト 

ブキ 1S 下の 巧 幹部 派の 共を 
幾 除を、 闕外追 かを 命じた ロシ 
ア巧 農が 巧は f の 巧 相に 就て 何 j 
巧を 表する 巧な ぐ 世人 も 不齋ご 
してち たが 今朝の プラウダ 紙け 

0 ツキ ー が 海外の 巧を 黨じ穂 
をの 電報を をして 勞 農な 府の个 
當な るを 策を 鳴らしな 幹が 派の 
後援を 化賴 しわ 秘密 义書 をを 表 I 
するど 共に 反 幹部 派が 共を 黨 お 
外の 人 ± に對 しても 氣 脈を ぶし 一 
て 居る 事寶 を擧げ ミン セゲキ ぉ‘ 
の 運動 じ も 等しい ホ 女 鳴らして 
居る 0 

(マユ ラ十甫 H 發】 チぶ コス 

ヴダア キアの お 船 じて 獨 逸人 船 
長 あび 乘親 員を がする プ ラボ 譲 
は 化 ミ 邪 軍 闽の大 せ 物 張 作霖軍 
r1 買 法むべき 小 統化万 挺 其化彈 
藥 類を 滿 載して 航巧中 石炭 缺を 
のた め マニラ じ乂潘 したが お 港 
じ瞭 L マニラの 支那 國化黨 員は 
軍器 橫这 みは ホ國の 中立 法に 違 
反す < 巌 重に 抗議して 差 巧へ を 
ホめ 一ホ乘 組の 濁 逸ん はで】 國 
民黨 の軍鑑 から 砲馨 さる： 堤を 
あらては どてち 給を 耍 あしたた 
め ブラガ 号は 約 一週間に. 枉ら常 
地に 立往生して 居た^い ホ 闕稅關 
局は 國お黨 の 抗議に 柯 等の 意義 
なしでて お 港 許可 證を賦 巧し 聰 
員の 間 題も辭 巧して 明日 ぉ 港す 
るこくぇ なつた。 


曰 三不戰 曰ぐ 不侵略 

平が 條約 


で 


喧唾 


喔唾 應援條 約から 「仲が， 


フランス ど アメリヵの 所謂す 

戰條約 締結は 別項 所 報の 如く ア 
リヵが これを 純然む る 不戰條 
約 ミして U 獨英魄 じまで 適用せ 
ん ごする じ 聲し フランス-^ 

侵略的な 戰爭 を屋す 

-條 約の 締結を ホ 張して 一 暗 唾 
を 起して 居る 樣 子で ホる。 斯く 
か t * もの じな つた 徑路を 賴單じ 
記 1 ご 下の 如き ものである 0 こ 
の條 約なる ものは 元 ホ娜國 外相 
プリ アン 巧が， 昨春の 四ち 六日 
了 度 ホ 國の蜀 獨宣戰 記な 日じ當 
つて、 ホ 國聯を 通信を 通じ 直接 

米國 民衆 S ミホ 佛 

相 瓦 ホ戰條 巧」 締結を 提議した 
ブブ T ン 外相の か i る デモ クラ 
ティ ックな 態度が 從ホ 四角四面 
の 外を 的 慣例を 破つ たとい ふこ 
ど.-、 主た 「す 戰條 巧」 の 外を 
新 用語 もまた ブリア y 外相 獨特 
の もの V 」 して、 當 時ホ國 民は ャ 
ンャ £ プリ アン 外相を 囉し 立て 
たもの だ。 をれ からを の 「不戰 
條 約」 なる 新 用語は 世界を 擧げ 
ての 流 巧 ごは なつた、 殊に 備國 
民は 米 國じ萄 し、 戰償 だけで も 
四十 億。 み 十 年を じは ホ 十八 億 
ドグ .を 背負つ て ゐる爲 に 常 じ ホ 
國の壓 なを 威 中る i 徵 からす、 
米馈 不戰條 約な でけ 
带ダじ でも い i から 見た 


L 


! ろ だから、 柯ん とか 「も 
の」 じしたい ご騷ぎ 立てた が、 
こもらは 义ホ鹽 、を 新聞は 大歓 
迎 し、 これが 締結を を 國じ曠 張 
する こごは 世 巧に 眞の平 巧を 持 
巧ず こど だ ご絕畔 した。 がるに 
上院 外を 委員長 ボラ！ 氏な ども 
「戰爭 を國膝 的の 化 罪ど認 むる 
取 極め」 をみ 國が なし、 巧 謂 「無 
戰化 あの 賞 現」 を 唱導して なた 
もの だが、 化 話が 持 も 揚がる と 
早速を ホ 商を 祖 ずり 姻 つて 運動 
したの が 今回のを 渉と なつた の 
である 0 ためじ ホ菌 平和 財團や 
3 日ン ビャ 大 學敎授 ショット ゥ 
エル、 チェ ムバレ！ ン兩博 ± の 

如きは、 目下 

す 戰條約 f 肇 中で 

ある、 どは 氣の 早い 話では ある 
が 右は ホ佛 不戦 條 巧の 草案で、 
をの 中 じ 曰く 「相 瓦に 如何なる 
攘をじ おいても 攻 毀を 孤へ ある 
ひは 侵略し あるひは 戰爭 じ訴へ 
ない 云々」 ごい ふ 主旨が をる。 

「赤化 J r 赤化」 ご 世界の 画々 か 
らを巧 繼卡披 ひじされ る 叢國も 
义ホか 愛が 國 たる こご、 間違 ひ 
ない 證據が ある、 去る 十月 一二 十 
U から ゼ子 パで 開かれた 國際聯 
盟 3 軍縮 準脯 委員 會で劈 即ち ソ 
グェ ー ト巧府 化 ま 9 トダ イノ 7 
氏は 所謂 「軍備を 廢 ま」 を 提出 
した T 戰ず をし い i が牢か K 


ので、 從 って ザ かを 巧む を國け 

軍備な どは 耍 るまぃ」 

f タン 力を 切つ たもの だ、 を 島 
會じ 列席のを 國巧 あは 字義 通 h 
「鳩 豆」 の 態で ぁつたが、 暂 •- 
して 「まあまあ、 をの 話は ホな 
S 巧め こど じしよう」 ごい ふ- 
な つた* さて ロシアは 言 ふ ド 
パ 言つ たから 默 つて 歸 るかむ/ 
觀てゐ る W 、 今度は リト ゲィ 
フ氏 例の 佛圃 グリア' ン巧 巧の 高 
をた i き 乍ら 「觸塞 不侵略 條約 
を婦 結し ようじ やない か」 とき 
つた もの だ、 大戰 後觸ご 露と t 
犬猿 さながらの 間柄で、 つい 化 

達ても (八月) ラ コッス キ 1 邸 

題で 喧唾 をした ばか-^ なの じ、 
さすがは ロシ T だが、 ブリア > 
外相 「いや」 とらなら や r 佛國み 
府 ごしても 巧み 间 問題を 考慮 4 
る」 £ 答へ たもの だ、 巧ん じ| 
て も 「仰よ （しませ， っ」 は 

? 傾向 じ 違 ひない W 

をれ' じ慨 じので なほ R 女を 保艇 
條 約」 「忡 裁條 約」 等の 提唱 頻で 
をれ 等は ロヵが ノ條約 W 來の化 
巧で あら、 これ も佛國 ププア 一 
外相 邊の 年々 歲 々のま 張で ゎ 古 
本年 邊 A 過日の 軍縮 委員 會 でか 
が 位藤 化 表さへ まを 保障を 提 
したが T 不戰」 「不侵略」 をを 町 
aj を條約 巧れ もが 「仲よ し 一 
なを ませう」 條 約で、 了 巧 十一 
二十 年 前の 「を 守 同盟」 「巧 嚮 B 
盟」 ごぃ ふ 横な 喧唾 應援條 約け 
ホ 巧した 樣じ 、こ-; からな、 ； 
巧 かを おの をれ 等の 新人 じ > 
これが 流 巧る I であらう。 
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古を 比 巧大學 ぶび 
デブ ン 病院 勤が 
B おはが 約 顕上反 


を 巧 巧 A ノ巧 W * r y r ニ 捲 ニニ 0 お 

細 綺丸山 洋服 簡會 


を' 五十 HTH 

ニニ 一二 

が 藤 
洋服 巧 

^フ^ なこ云 


磯槐 設計， 機具 
運麟 み、 お 具* 美 
術品霉 、ランプ 

炫まシ .； 

「银蘭 西 製 ダー 

ソンゲア^* ラ 

-ケ ッ ^販寶」 


齒が醫 木 下义ホ 

ゴ 0 巧‘ ご llh si . 

ぎ M 登 u ョ 董 8 洁 7 


男女 內科か 科 



鑑定 無料 


猶疾 でも 慢性的の おがで 
もを かに 根治す。 巧 腐 病 
內腺病 化 液 給を X ホ 線 花 
柳 病、 尿 水攒査 、其 他 9 

ユ 1 マチス、 ま 弱 施 

抑幽 b の 方は 是非 一巧 御 
出なさい 

瞭問自 朝 九 時 至 午後 八 時 
U 曠自巧 九 暗ま 午を 四 巧 


S 化^ 

N 化 叫 

I 也 5 

6 
1 • 

1 巧" 

端 




稅離 事務 

まがを 化が にを 化が 
の晚 出入 ホ 法に 幽す 
する 一巧の 御 諮閒じ 
おじ 笛 道を 船 貨物 運 
赁及 出帆 お 我 规手績 
薄 等 進呈す。 を 要 都 
巧 じ化理 店を がし 誠 
實歧速 御用 かじ 應や 

お 厳 取扱 

稅離 事務 取扱 

き EAM L ミ 再が 毎. 

ぎ i 二君 ニ Br 畳を さ 巧な 

TeLB 星 in 巧を een 9 養 -9137 


E 

y 化が 

Y 巧 5 & 

W 


化 

祖漂 

ill 

扮摧 

K 

U 

Y 


画 

0 


無 薩治臻 


•ブサ 1 ジ 、整形 
j 藥 風呂、 水を、 電氣 治療 

西が 攘隣 

フイ ジ才シ ラビ スト 

.を® 西が 幸 男 

午前 化晦ョ 9 午を 九 時を 

出張 治療 ニモ 應ジ マス 


結 育 贿を認 
巧務 省を 詳 
東 まを 大醫 科大學 
產 舉お留 巧卒藥 
元池邊 

產婆 松本緣 


姉 贈 公認 マッサ！ ジ 

■ 巧務 省を 許 
を 婆 錫炙醫 

平野 秀子 

带話 モニュメント 100 か 

檢眼 ホに 眼鏡 調節 


洋臟 調進. 

夕 9 I ニ シグ 、 -ダィ 

ィング、 修簿 等- 域 

ミを； 洋服 巧 

松皋保 
灌ー謡 ラ*'*^ ン ランダ] 
六 八 互 0 


證并 洋服 巧 


膊旧 
洋服 巧 


時 田 信 次 離 


な 留靑年 巧 想の 谢ホ 

日本人 靑年會 

W 考基さ 写 kL 豆 ark ち こ 244 


化が な 卸 巧 

ぷ味蘭 t 

W E - 二ず Si こ 甲产 豆ぶ 

S Stuy さ 置 王 37 舌 


化 み 

S I 思 I 

潑 y 
麗 i 

瓦 S 1 

D 請 S 急 

助！： 一 


腐科醫 

ネ 年の 經驗 をな て 
最新を 科 學ず術 じ 
巧 能 じて 信 巧 おし 

H 施術 巧 低廉：：：： 
H みん 諸君には 待 
に 了 也， 避 切に 治壞 

が 育 掛を蔑 
ぃ^ ブ ル ！ ム 


♦巧摇 ♦お 露 ♦お 聞 
縱覺 をを 開‘. 
執務 午前 九 時 ょら 午を 五 時を 

紐 育 P 本人 會 

西 五十と 了 目 ニ 五 0 を 
電コ P ム •、ス 六 八と ホ 

話 コロ ムィ 3 六 八 七と 


日本 哩 髮館淸 

西 酒十吉 T 目が 番地 nr 白 六 ま 号 

巧ダプ 7 巧 ァ C 巧み 街 ミ醒卞 3 了 旨 角) 


日本 散髮屋 細が I 

お ヶ年魔 中が 巧と 巧に 就業。 

ジ ヤシン ト 《 ブ 身 ブ 3 
ご 巧 J 迈 h 度. タ产 夏 y 
巧 ei - C 己 ib ミみ V 巧 ■ & C 呈 irai ぞ rk まを 

詳 諮；" ry ' 含；，^ 每巧十 H 髮 It 

雜託誠 画 


U 本、 をが 寶玉製 美 
衛 品、 婦人 用 曾 節 其 
跑 装歸赢 

闕島 Ut が 

鳥 等を あお 朦錢、 

替範 お、 スト' タンダ 

H 本 服銭辖 


若き ホ屬# ん 
目 本 入への' 费 
語敎 浸には 多 
年の 經驗を 有 

™ す 0 一 レブ K 

ンと 十五 點 
鶴 H 朝 九 時ょ 
ら凌丸 時を 河 
時 じても をし 
H 罐 日は 一時 
よを 四時を 


糾 育生 命が 隙會お 

S 木を ま 

髓保險 

S . ち 一ヌ_ 

2 aw yonlt iiifn J 3» cl , an 6 n 0〇 
ぴ 1 ohaL 3 be さ St : J - J^WYOrk ご ity . 
巧 hon タ Wo 江 h 巧 ま 

を かノ ぶ^ 御掛ケ 筋み 必 V - 
御 自巧ノ あぶ ピを話 巧 巧 チ 申' 
閒 ホた 夏キ T サイ 



.尋ゎ 人 

(兵 葉縣 入) 掘 藤で 一 
( 大扱府 入) 佐々 木 光 
(東京 唐ん) 狩 野 藤 雄 
;( 廣島縣 人) 常 騎ぞぞ 巧 (森 飼) 
(靜圈 お 人} 木材 準 之 助 
お 野 鶴 ま 
{鶴 本 麗人) 岩曠 巧が 
(愛知 縣 人) 長 靖德！ 

( 廣鴨縣 人〕 瞬 本留一 

ちの 窘じ 通细致 度き 儀を 么 
候顏 本人 巧户’ は 知人 ょら 現 
化所衝 通知 顧 上 候 

紐 育帝國 総領事 鏡 

1 累 8 養 量 ay 》 雲 ジ rk G ミ 

I 成 巧の 變熟 

ホ 圏を 英語を 露す 峯 
は 成 巧© 轟 _ 一義です 
本校には 日本 入敎按 
じ 慣れた 專巧釀 も 敎 
師を 5 繫顷じ 爵話绪 
信 文 社を 語を 敎授 
まず。 目曜遇 H 共 じ 
午前 化 時 ょらを 後 十 
時まで 開 段し 一 レ； 
スンと 十五 独づ i 
今 H 底％ じを 技 をれ 


苗 J S 
41 h 

触 

■. 引 け r 

8 刪 

dm M 

巧郎 

が诚 

• ぶ 

SBJ 5 
IL ^ 


御菓子 舖 

名物 栗賴 頭、 爲 餅、 線 羊義、 
賛澤 を、 甘納豆、 巧 化を 巧 
蔚餅 卸小賣 。のし 傑け 前日 じ 御 
注文を を ふ。 日本食 巧 品 及び 雜 
誌 等 も あらます 

御な 文は 松風 辟 高 橋 
这 至. 量 h St . ブ I - ブ臺 gar 設 4 



正 度と 親切と を 旨 
どし 確實 信用 ある 
巧 おを 精選し 御 ± 
產物 一式 特別 廉惟 
で販賣 致します 




良 S . 






かるた 


はも-,^ の 遊び 
ホを 巧 文で ホ 圃人じ 能く わかる 
やぅ 簡單 明瞭に 說 巧した ものが 
ホ 巧ました。 巧を 目み 進き をし 
ます、 御覺 でさい。 

M K 量 AYAKA 呈 ， 114 ご 害 度-百 デ 

T . D . を tni - W で S ニゴ h 其， す 玉 さみ 置, 

弊 巧は ホら く 白人 間 じ 信 
用を 巧し 熟練せ る 技術 ピ 
親 巧を のて 販賣致 レます 

寶お 貴金屬 
御 注 义をじ 
迅速 修錢 
諸 鑑定 無料 

巧 中 商 巧 

をを で.， col -’ Macliso ロ 杉 V ホ. 

叫れ1 •巧 Iii 日 IBadoIr 巧 0 SW 


新鮮 魚 か 一頓 

B 本 A 辟き の ホ 魚 澤山取 皆’ 鶴へ 
铸弱 廉疆で 大勉强 致します 

サ ヴォナ 魚を 

』osep 毎 W が VOSJa 
援 4 W - 普 を St . 

TeL OGhlsbtls 苦 資 


畔.—产，|漸 ‘，， 

沉了 メリ 力 

會議 ごホ國 政府 

まる！：： 曜 U をな つ‘ て キュバ お 
か 固の 首都 ゲ アナに 巧 集され 
め S 週間 じ 直らて 協麗 すべき 化 

アメリカン •ユニオン 總 貧には 
大統領 ク ー リツ デ 氏を 始め ミし 
て、 閣務 疫官ヶ n ツグ 氏 等 •か 列 
席ず る 外、 を權 ごして は 前圃巧 
長官 ヒュ ーズ氏 其化雜 々たる ア 
メブ 力の 政治み がが 席して 居る 
こごけ、 この 協逆會 .が 南 化アメ 
j リカん 陛 じご 6、 陆 めて 雷 巧 性 
j を帮 びて 居る こどを 立證 する も 

I ので ある。 

I 化 アメリカン •ユニオンは、 

i 今ょ b 四十 年谢 、即も 千 八を 八 
:寸义 年、 ァメリカ 講 をのみ 議に 
I 化ら 『巧 北 アメブ 力み 和 國の麗 
巧的融 を』 じる を 目の ド じな 集 
i さい、 度が ゴお化 アメリカの 賓 
'みお 進 策 商標 權巧 題、 を 通 機 
觸の结 達 巧を 白 的 ごした 會 合で 
~ わつ K が、 化 アィリ 力の 膨脹に 
一が ふ 諸 巧 V 刀 政治 間 題は、- 一れ 摩 
一の 會 をを 利用 L て巖 々城 強され 
I たもので ある。 尤も この間 じが 
一て 締結され た條 約は 二十 ニ じ 及 
;ん でが る けれ 其、 批准 さ いたる 
ものは 五 巧の ニ じ 過ぎ や、 をの 
|タ< は アメリカ じ勒 するな 威 か 
i ら巧 たもので あるが、 これ 等の 
^會合 じがて、 ァィリ々 の 政策 一し 
影響を及ぼ すが 如き 間 題が、 常 
じ 腿を 的 じ 不問 じが せられて 居 
たこ ごも、 これ 等 協護會 の惹義 
を輕 からしめ た， 所 0 ゼが つた。 

今阅 の化ア J ブ 々ン協 菊會に 
がて、 果 L て アメリカ 巧を がを 
ホの 细く 巧を 間 題の 討議を 回避 
する か、 化の 協議 曾お聯 結して 
なて ァメリカ のま 張を 巧擊 し、 

アメ y カ對 メキシコ' アメリカ 
，掛 ニカラグワ、 マ メリ 力 載バナ 
ザみ か 恼の閒 じを じて 居る 外を 
上の 懸案、 即も 排外 人 1 地 法、 
现も なき おお、 或 ひは パ' ナ マを 
曆 領地たら しめん ごする かかき 
攻ザ N 盟の强 請、 な 他 チ ブ—單 
ベ 瓜— の 図 培紛爭 一.: 熙 f るアメ 
ブ 力の 調 計 是非ずに 闕 した 諸 隅 
趣 お、 隔 なな < 對讓 さる： や 巧' 
ゃけ、 がは 會證れ 推移 じ俟 っの 
外は。 いが、 旣 じアメ V 力の 園' 
巧 じがても、 義 は ウ十ブ アム 
ス •タウンに 於け る シェブ 户— 

ド敎 巧の 『南北 アメリカ 事情 及 
び 調， 訂 委員を j 組織 會の 提昭、 

_デ ュゥ义 I お扶 、ゥキ リア. ム， 

- マレン •ホ y キトに 等 じ 依る 『モ 
ン 0 1 ホ義 をアづ リカの 侵略 か 
策に 轉 おせー めざるべ < 、新た 
じ實ー 一呂すべし』 どの ま 巧、 或 ひ 
- は ビニ玉 八 階 ± をして 『ア メリ 
.力は ラブン， アメ 9 力 共 か國の 
內政じ 干が せざる やぅ モン。— 
ホを を 改めて、 グ I リツ •チホ 義 
どず る h 院の 决證 頻出 等に をる 
ならば、 與論を 巧 致 どす る デモ 
クラシー を據 巧' する アメブ ホ ど 
して、 これ 等の 化 治め 問 おの 討 
溢を 四 避すべき 巧みを 飯め る- 
一 ごは 出 ホないで あ.，；' ろ 0 

想 ムじ對 メキ.- シコの ± 化义ぴ 
石油 法 じせよ，、 今 阿の ニ々 ラグ 
''ブ 出を ご 謂 ひ、：. づれの 点よ b 


觀 るら、 化 來南化 アメプ 力に 驳 
する 喊洲の 政を 的を をを の 化す 

べき モン ロー ホ お；：： ♦を ものが.、 

I 今や アメリカ 3 兩乂 陸-」 與 する 
が 政 的 征服の 道具 ご U りつ、 ぁ 
る こごは 事 巧で わる。 みを 今り 
の 化 あを 國は いづい も アメリカ 
の 資本を 必 を V 」 し、 特に 南化ア 
メ v 々 w 、 財經 的に みお U 幽巧 
を 結ぶ ごい ふこ どは、 致て 驚く 
に 足ら。 い 自然 八 狸では あるけ 
れ V 」 も、 苟し （も 化モ じがて は 
化が が 不轉條 約の 締結を 島唱ず 
- アメリカ •か、 祕 おじが ては 濫 


ら に、 お 少の隣 巧歐じ 巧を 諷か 
ずの みならす、' モン。— ホ義の 
假が じて、 お アメリヵ 一 稱を征 
服し’ 巧ら じ 進んで 乂が 巧の 擴 
張の計劃じな頭しつ^ぁる 一 事 
は、 偶々 化が ホ かの 指靖 者を な 
て 巧 中る とど もじ、 両半 をの 観 
者た る アメリヵ ごして は、 自家 
腔 着 もを だ [いもの ど 云は ざる 
を 得 nc ' を々 はこの 意み ょら. 

て も、 今 かの 沉 アメリカン 協議 
會 の 成. り 行きに 向つ て、 一层、 
深甚なる 興 ホを 威ず るち ので あ 
る 0 


フランスに 對 して 

起債 禁止 令を 解除 

年 巧の 引受 鳥は j ニ 億 弗の 見込 


か衆闽 政が な フランス ど戰時 
貸附條 約が まだ 批准され いじ 
めフラ シスの 一般 虎 渠じ對 する 
に 間の 貨附 けは 一巧 禁 化し 單 K 
政が のを 憤 償還 資金 どしての を 
懷 a こ C を 戴 許ず る 力 針を 繼績 
しつ！ ぁつたが 、本年に 入つ て 
ょ リア ランスの あ勞 も一變 一 、 
お 報した 如く 巧るべき 縷選擧 後 
には 金 本を じ 回復 I 同時に 米佛 
負憤條 約を 批准し ねる 上 別 じ ド 
ズ案 のな 遣に 着 ホす る 誌 解が 
成立'.^、 同 おじ 米 满の閒 じは 目 
下 不戰條 約の 議が 鏡議 中で ぁる 
ため、 ア メリ々 政府に めても 前 
をの 事 精を 调 察し、 この 際 一は 
ランス 國 民じ酱 して 择 意を ぞ 
ず 手疫 ごして、 她 にがては フラ 
ンス のを ネ なが 復 をを 易たら し 
わるた め々 齒 フランスを 債 わを 
償 禁止を' で 解驗 する 爵 一般 銀 巧 
家に 對 し國務 省から 適 碟を發 し 
たが 差當 b 急. し フランスが 起債 
する ものは 激 船、 鹽道會 趾の禮 
潰 じて、 をの 他を を算し 本年な 
內 のを 儀は 一二 億 巧 じぶ ぶで あ •'り 


了 / y 为ミ 

國隙 貸借 

金塊 移動の 将來 

當化シ I ホ ー ド •ナ シヨ ナ术 
類 巧 酣頭联 スタ ー ン 氏は 今拜發 
刊の信 巧會祉 お報じ 於て ァ メタ 
ずが 

が 年度 の 貿易 バラン マを 
巧濟 する ため、 約 一億 巧 ょら ニ 
億 巧の 余-塊 嚇 おを 必要 ど t る理 
由に 關 して、 興 ホ ある 論文を 蒂 
せて 居る。 挪 七に の 見解-し 從へ 
ば、 爲替巧 化が をを しない 限ト J 
輸化窝 を 巧 かじ 决 ずる こどは す 
可能で ある ご冒满 し、 昨年度み 
國瞭 貸借、 資本 輸义 の 比較 等を 
ぶ 磯 ごして、 昨年度 S 信用 貸附 
超過 島を と 億と モ六 だで 巧 ご 見 
橫 6 て 曰，〜 『昨年度 じめ ける、 
巧が 國の 輸出超過 窩 をを 算 して 
一昨年に 比較し b が 厨の 

債權 


w 


I 昨年ょ b も； 億と がで 巧の 威 
少 にして、'' を觀 輸出は 出超 一億 
あ 千 一が 巧 弗、 これを 一昨年の 
乂お乂 千 八な 巧 弗 じ 比して 千 丸 
な 二十と 年度の 信用 貸爾 額は ニ 
盧 四千 化 巧巧雜 ごな つて 居る。 
而 して 

金輸ぉ の縣 ホが いかなる 
お 式 じがて 納まる でを らう かど 
いふ こどに 就いては、 あ 圏々 巧 
じて 賣 買され 且つ 經持 されて 居 
る 證券 其 他の 藤 あ 顯 擦から 如两 
なる 括 度まで み國錶 巧、 會社巧 
ま 個人が 米國じ 保管され 居る 金 
額を 引を すか、'- を 巧 程度 じよを 
て ホすべく、 がが 度 じ 於け る ホ 
國の W 醫じ對 する 送を 高は をら 
くな 來の記 銭を 破ち、； 丸 置 互す 
六肯巧 巧に 達する であらう。 を 
の 巧 もとして 察-じ 擧 ぐべき も 
のは 米 人 旅を がが 國 じがけ る 

費消 高が T 昨年 i も 

增 加して 居る 一事 じして まだ 的 
隨 なる 數 字を 得難い が、 二割 五 
をと する も ' j 億 化 千 巧 疆じ莲 す 
ベく、 同時に 民間 Q あが 貸跋は 
一昨年に 比し 約 お 優 四千 五 巧 方 
巧增 加，， 'て 居る 見を み じて、 こ 
れ 等の 貸 附申約 八 割が 約國 じを 
された もの ごず るなら ば、 資本 
の輸ぉ 超過は 化 づ四億 一二 千 六 百 
巧 巧 S 推を し 得べ く、 同時 じ 米 
國 々巧 じ 於て み 麗人 じよ b て 巧 
有され じ 証券 類の 一割 五 かが I 貫 
却され 或 ひは 引出され たもの ど 
すれば 

その 額 は先づ 、一二 億 S 千 
と 巧で 弗の 程度で あらぅ。 尤も 
f 確な 統計を 某 礎 どしたら めで 
はない からが 人に 依 b て ホ國內 
じ 保管 ク わた 現を 乃 ま 謡 券 移動 
の 跡を 斷を ずる ことは を ホない 
を じ 前記の かく 一二 億 S 千と 巧 巧 
弗码度 じがて これ 等の 資本が が 
年中に 移動した ものである ご ザ 
る；；* らば、 今を アメ ザ 力から 外 
越に 輸 おず べきを 塊は， 約 ニ 億 
巧 程度 ご是賴 るべき であら， フ J 
云々 ご。 


が 一二 倍 ニモ 八が 方 
弗が 加して 居る。 邵七對 W 貸蹤 
Jb 生やる 利迦 b 、 が 巧 貸附の 
お 子 配 當及ひ コン ミツ シ 3 ン 
等：^ 】 昨年ょ6も、 化千ニが巧 
巧の 增加 じして、 これに 反— 移 
民の 鄕お 送を は 〔巧 格 省 調奄〕 


日 糖の 背信 

糖が 孫搂 まらず 
贼糖 協を が 媛々 破れた こどは 一 
本紙 も 巧 一二 報じた が 第五 巧 (十 I 
一、 十二 兩巧 一の 精糖 供給 置に 
おしては 先 じ 日 糖が 訓 停の ホ 場 I 
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巧理 歎を 巧 

本 樓は開 創な ホ ホ 年 
一意 勉强化 も 司理人 
ゼィ 、巧 埋ん 歐廉ら 
相 變らや 旋詢を 属せ 
て 居ます。 然る じ 現 
在 某 街 某 おじめて 元 
本樓巧 狸、 を 雇-人れ 
たる かき 廢 をを なし 
居る もを 巧 賊根じ 育 
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紐 育 唯一の 日本 百貨店 

巧 桐 兄弟 蘭會 

スマ ドン •プ n ダク ッ 一手 販賣を 


美が 調理 
日本ん 歡迎 
支那 料理 


大同を 鑛 

每 ±* 日曜日 じは 
霞 頭、 シュ クマイ 


住み 怎 地ょ き淸 おなる 華 

御て 宿 段が 好か 

一是 Le 己 毒 ミ ii さ- 

ジ I. 重 . Sq . 這 21 

費府 御旅 舘 

桑 山 淸ぉ郞 

4 岩 ジ量資 h 货 . P 呈 ad た phia P 产 
ジ 一 . Wa 量 7 技 1 


聲の主 〔ラ デ ホ】 が 

ちり わり V 一見 わろ 

ラデオ •テ レヴ 井ジ ヨンが 發明 さる 
五 年な 巧には 一般的 じ 通用 か 

巧 じは アメリカン 電話 會社 のずに よら 電話の 聲 のまが テレゲ 
キジ ヨンで、 あら-'-^ ミ 見られて 化を 驚かした が、 去る 十一 二日 
スヶネ クタ デ—. の ゼネラ ホち 力 食 社では をて よら 研究 中で あつ 
た ラダ ォ •ブ レゲ キジ 3 ン をち 驗し會 社内の 硏 巧まで 特殊の 乂 
人に これを 公閒 した。 ブンゲ キジ ヨンのを 信 器は 一二 立方 时の小 
型な もので、 ラダ ォを送 おの 蜜が 聲ど おじ あら {ご 映 b 、 擢 
草の 産 もは つき 6 ご 映つ たのみ。 ら す、 岡巿內 でも この 特殊な 
ま 信 器を 備 かけた 一二 家庭が この 初 實驗に 驚嘆した。 會社侧 では 
こ i 五 年の 內じ A - 般 的に これが を 用す るで わらう ご 云つ て 居 
る。 即も 巧々 がが を 隔てた 日本の 知己の 顔を 見 乍ら 數巧嗯 を 離 
れ C 當 地から 通話す る 時化の 到 ホ も. 段々 ご 近か附 いて 來た譯 
である 0 

營業 的に， 一般の 化賴じ 
應 じて、 電送 寫眞 を實 施しで 居 
る。 邸も自 をの 親蓄 をを のま/' 
電報 ご 间樣じ 受信者に 屈け て 居 
る。 文字 や 線 書を 電送す る巧理 
は、 甚だ 簡單 で、 亞鉛极 のかき 
を屬面 上に、 電氣不 導牲の ィン 
ネで 文字 や 線蠢を 描き、 これを 
小なる 圓 七う 上 じを きつけ、 こ 
の圆 ちう 面 上の 亞韶 板め 一點じ 
蓄音機 用 針の 如き ものを 巧觸し 
針 ど亞鉛 あどぶ 一つの 電氣固 線 
中 じ 取ら いれ 巧を 固を し、 圆も 
うを 回轉 しつ}、 をの 一端 よら 
他 端の 方に 移動せ しむれば 

針が 字 線た 喪る 時の 

み 電流が 斷 たれ、 をの 他の 時は 
通じて、 電流の 節 續が出 ホる。 
この 電流は 遠 化 じ 導き、 受信 巧 
では 竜 流の 斷續を ホ S 點減 .し 獲 
じ、 爱ら じこの ホを 細黯 ごして 
'を 送圓 ちう と 同一の 運動を なし 

つ} ある 或 ホ 性 フネ ホム h じ當 
て、 廢後 じを の フキ 八ムを 現像 
して 原圖と 同一の 竊眞 をが るの 
である。 がるに 通常の 寫眞 蕾の 
姑き ザ 調 部 (ボカ シ) をが する 
物を 電送す をのは、 や、〜 面倒で 
を 巧 この 目的には 非金屬 原素 セ 
レニ ュ ー ムを 使用した 。セレ ニ 
ュ ー ムは暗 所では 乂 なる 電氣抵 
抗 方を おず るが、 ホ もが 常れば 


テ レグ， フや チン フォ！ ンじ 
をいて テレゲ キジ ョンな るら の 
■か酱 明せられ、 

世界 科 學—視 S ミ 

。つて 居る。 巧 語で テ レグ タフ 
を 電信 ご 云 ひ、 •テ レ 7 ォ 1 ンを 
電話 ごゆんで 居るな 上 『テン ゲ 
キジ ョン」 を 『お 視」 と 云 ふの 
が 化を でぁるが、 電視 ではい ま 
だ 怠 ホが をら 中、 かつ，* プシャ 
語の 『ブ レ』 は 遠方を 息 ホし、 
『ヴ キジ ョン』 じ 視る であるから 
『ブ レゲキ ジョン』 を 『遠視 術』 
ご 名 かし じ^が 適當 ではない か 
と あん。 叟す るに、 お 話を 掛け 
&陈じ 巧す 化颜 •か 見えた" ラ 
デォ 放送ち の 顔 ゃ 麥が聽 お 者 じ 
見えた b する のが、 邸 も ブンク 

キジ 3 ン である 0 ブンゲ キジ 3 

ンは元 ホ、 巧 送寫眞 術の 祕 端に 
をを した 摄 後のを 物で、 をの 規 
巧 ど おを 寫 真の 巧 埋ご はを < 巧 
j でぁる。 電送な 眞術邸 も電氣 
の 力で、 な 異ゃ晝 を 遠隔の 地に 
送る こごが 實用期 じ 入つ たのは 
一千 化が 0 と 年 十月の ことで、 

a ホ n 火' ン 、ベ！々！.、 ベラン 
ゼン キン ス 等の 諸氏 化に ブ レフ 
ン グン 會 社、 ATT 會社 等の 深 
遠 G る 硏究が 巧は n 、 今 日では 
ュュ！ ョ—ク 、ロンドン 間の 如 
きは 


抵抗が 威 じて 带 流を 殖やしめ、 
をの 電 巧の 强 さは、 ザ b の おさ 
じは どん f 比例す る。 この 性愛 
を 巧に 利用して、 為 眞靈の 暗 明 
を 電流の 强 刺に 獲へ て 遠地 じ 送 
b 、 ま 信 所では をれ を 逆 じ 戻し 
ホ もじ 變 へて 感ホ性 膜 上に 當て 
更ら じこれ を 

現像して 寫眞 をが つて 

音つ じので ある。 然る じ セン ニ 
ユ ー ム は電氣的じ惰牲ご い ふ も 
のが 伴 ひ、 速 かじ 電送す る こど 
か岀 ホ；^ いので ある。 この 缺點 
を 除いだ フ ォ—ト エレクト リツ 
ク •セ か (電光 池) ご稱 する も 
の.^>、 最近前記 ATT 會おのず 
じょつ てを 明され た。 この もの 
は陰祿 がポブ タシ ユーム のかき 
を 麓から なつて をつ I 、 これ じ 
化が 當れば 電子が 飛び おして、 
電流が 趣 生され る もので、 これ 
じけ 惰性が ほごんで 伴は ない も 
ので ある。 この フォ！ ト エン ク 
トリック •七^が じ 電氣ろ 器、 
邸ち 眞を 管を 利 巧して 一つの 回 
線 中 じ、 數禪の 閒波數 をち する 
電 巧を 间時じ 送ち、 ず 所 じ おい 
てけ、 これを ろ 器を 0 つてろ 過 
し、 相を 干渉す る こごな （別々 
じを 奴る こ 交の 發明 等が あ b 、 
じめ じ 

電送 寫眞 の馨雨 機の 

運動を を 然岡期 的に 巧 ふこ ミ^ 
可能 じな つた。 をれ 等の ためじ 
巧 S 年な 前からは、 力 ビネ 形寫 
眞を 距離の 逆 あに 巧 はらず、 電 
話 線を か b てと を 聞 乃を 十二を 
閒 位で、 立派に 電送す る こどが 
出 ホる やう じな つたので ホる 0 
更ら じこの 發送 時間が 短纔 され 
高速度 どなら、 ニ ィンチ、 一 ニィ 
ン チの 寫眞が 十み をの 十 巧 間で 
送れる やう じな つれ。 さうな る 
ご J 砂陋 には 巧 一 の 寫眞を 一六 
回 < ち 返して 送ら 得る から、 最 
早 感光性の 膜 じ ホ 6 を當て t 現 
像して 見なく ども、 送ら わて ホ j 
た ホを の ものを、 あ 眼で 視れば 
T 巧 活動 寫眞ど 同じ 視覺 の繼續 
の理 じよつ て、 原物が 肉眼に 見 
える ので ある。 郞 もこれ か テン 
ゲ キジ ヨン 遠視 術な ので ある。 


のが 大 自慢 ど あつて、 この お 正 
巧の 八日には 知己 友人を 招いて 
晚餐 をみ じし G がら ニユ 131 
クのあ 送を 聞いて 居る ご 間 もな 
< アナ ゥン サ！ は巧衛 不明 まの 
探索 じ 就いて 浮 察からの 

訴へ を 取 b ホいだ 一節 じ 
圖ら ざら き 『をの 一人の 姓名は 
イサ ドア •ガ ー ズ バグ ク 、年酪 
四十と 歲 、黒い 眼の 黒い SW ど 
をつ たので 驚 < まいこと か、 ボ 
! ズ バグ グは をを ニユ ー 3 1 ク 
じ 打電し をの 巧な 単 じ飛乘 つて 
去る 日應 H 當 地の 人と なつた。 
停車 虔 じが も 兼ねて 居た のは イ 

チ ドアの 兄 ジャコ プ •ガ ー ズバ 
ググど 呼ぶ 醫師で 今から 二十 丸 
年 前、 イサ ドアが 十八 歳の 頃に 

別^し イチ ドアは ホ國陸 
軍々 醫班じ 投じて フキ リッ ピン 
K ないた 巧 ホ 巧 息が 不明 £ なつ 
たが ジャ 'コブは をの 後歐 洲大戰 
には フランスの 外人 聯隊 軍醫班 
S 大尉と なら、 セ グンの 戰で負 
傷した VJ いふ こごを 千 化 巧 十五 
年頃 チラ S 耳. しして からを 然巧 
息が U く、 イサ ドアけ 巧が 戰巧 
しむら のと 請め て 居た こ ピが巧 
明した。 

兩 人は 西 八十 I ニ 下目 四 十八番 
のをで 日罐 H 巧 盛んな 宴 會を 
張ち ラ デオじ 速れ て义 々ぶち 
で 踊つ じど. か。 


ユじ 上陸の 上 ニヶ 月間は 巧 地 
じ 休養を 調し、 ついで バサ ー 
じ 入つ てまた ニクち 氣候化 虫 
じならし、 ついでい i / r - 競 
お 場なる アム スブ^ ダムが じ 

乗达 わが 定 である。 


竹な 聽 記 ^ 

お樂 部雀投 

♦間が 竹 友 會ま催 新年 一二 曲ぶ 奏 
會 どい ふと、' 大變じ 鹿 ルら てい 
が 要は 昔 ぁつたかぶ 會 をな 巧し 
て大 いじ H 本 氣をじ 浸ら ふこい 
ふの が趣宣 である 由。 昔ち 附で 
は氣の 巧いた どは 馬で さへ 化 風 
が 吹 （ご 嘶 ひた こい ふ。 まして 
や 人間で ゐ るな 上、 唯 ロし」 も 


本 國の戀 しからな はない 故 


新 


罔 H 
の ご 一 

タ 


年初 頭、 琴 S ホ 線 尺八で 本 氣 
を じなる 事 も、 亦樂 しから-^ や 
ごい ふので 早速 拜聽じ 出掛 
令昭か 一二 年 正月 十の H、 紐- 
本お樂 部の 日ぶ 室 じ、 會衆 
十 人、 わ 摧し柄 どて 美しい 
の 多い のが 眼 じつく。 上手 康を 
背 じして 白ま 難を 敷いて 高 ホで 
巧ら どし、 先 づ都诚 流 本 曲が P 葉 
で 歌 誌 室 相 君が 先陣を 承は 节 
可も^::^ く 不巧 も‘ゴ きお ホを ょ_ 滨 
ニは 琴 南 流 おぉちの ホ 段、 尊. は 
內山 領事 夫 入、 S をは 市 川 ホ 
人、 巧 八は 先づ 申く いふ 處 、琴 
ごを は 上 出 巧。 繁 = 一はと 千が 獅 
子 尺八は 琴 古流の 玉 旧 若 ホ Lf が 

蹇侯講 謹 お 

を京特電十セ曰發=閑院當華 化火おな來は ぉ馴染の千鳥*^ 曲 

I - せけ 諫訪 、小 池兩 君、 琴は み 山 

を居兩 夫人で 訟じ 上等。 化 ふ 都 
山 流の 尺八 どして は 後 巧の 處じ 
崩しず が 入らな かつた のは. 善し 
か ミ。 

♦第五、 あ 之 湯音頰 、玉 旧を 节 
懿め ある 笛 じ 和装で、 御 國ぉて 


す 女 壬 殿す ご毕 頂候爾 ごの 結 
谣披淚 宴は 昨 巧 帝 國ホテ 八で 
權 された。 


排 H 判事を 

政府 戒吿 t 

岡胞歸 化權稱 題で 
巧が 闲 胸が ヵナダに 後 度し、 

殊こ ブブテ ブシユ •コロンビア 

掛 沿岸 漁 おでは、 隙が 英 人を 壓 
がし 着々 が あを 銷め てれ < のを 
嫉視した、 白ん 漁業 組合が 中 ふ 
こ；：. 化鄕 巧ん の 力を かつて、 
巧が 巧 胞の歸 化權を 奪は ぅご ぁ 
ら ゆるむ 面から 惡辣速 動を して 
むた が、 庭 巧に 索 b バンク ー バ 
耶利審 グラントは 置 年な 上 力 
ナダ じ 化 化せろ 記 明を 街 ィる向 
^ 胸の 歸化 願に 掛し 『 W 化ゼ ざる 
I ん 踏』 だ どの お 目で、 歸化 願を 
i 拒け たので パンク ー バ ー 領事よ 
一 b ォッ タヮ 襯 領事 おへ 報吿 し、 

I 化 永 前 お 颁事並 じな 井新 總領串 
j を 始め々 ナダを 化の 邦字 新 巧 も 
一 不法 お鳴ら I 、 オツ タワ 聯邦 敌 
I 府に 通牒した 結 お、 まる 十一 日 
ー附 けを 0 て赖が 政府よ ち パンク 
I バ ー 郡 巧蒂じ 『を ホ じがを しあ 


る條 巧を 勝手 じ 獨斷で 反 « する 
のは 越權も 甚だしい』 もの だ ど 
が吿 しじ。 

この 寒空 じ 

耐久 飛行 

一一 忘 共 じ 失敗ず 
太 西げ 横 斷娘巧 家 ごして アメ 
リヵの 耐 欠が が記錄 のが 持 者で 

わる クう レンス •チヤン バ 1 レ 

ン 氏 は展あ獨逸飛わが じ ょ * て 
淮 らいた 耐义飛 巧の 記錄を 破る 
ベく ヵ^ — チ* 飛行 曾 社の ロ チャ 
< •ゥキ 9 アム 氏と ホ じ 前週 ホ 
ホ備 しを かは ダ ソリン 管の 故障 
で S が 巧 後に 不時着陸 しお ニ 巧 
目は 去ら 十二 日 じみ 巧、 再び ダ 
ソリン 管の 破損 巧 他 凡ゆる 故障 
を もの ごもせ や ミッチ 王 八 飛 巧 
煤を 絶 b ホ 飛 巧し 十 巧 日 じは 恐 
ら< 新 記錄を 造る であらぅ ど 期 
持され たじ 反し、 記錄 じけ 僅か 
化かと 巧 どい ふ 間隙に なつて か 
ら ガソリン 缺 をの だめ 止 わなく 
不時を 陸した。 飛 巧 時間は 五十 


一時 閱五 十二を 二十 四 秒で アメ 
リカでは 新 記錄で ホる。 兩 氏は 
無を やる 瀬 G (底 もじ 機体を 修 
理 1 た 上 十六 R じは 巧から 險惡 
な 天候 じ も 願らず 第 S 恼 目の 耐 
义恭が じ 着手した が S 時間 ご 化 
をで 奚じ 遭遇した 爲め 空し < ロ 
1 ズゲ 3 " ト飛巧 塊 じ 不時着陸 
し；^ ど 0 


廿九 年ぶりに 

兄弟が 對面 

ラ デオの お蔭で 
綴て がさ デ' ォの 世の中 か、 ラ 
ゲォの わ 蔭で 化 離れて 消息が 絶 
えて おた 巧 あが 廿化 年ぶ b じ對 
面を した VM お ふ 

芝居 でも 見られない 嘗話 

が ある。 サンフランシスコで 藥 
劑則 をして 居る ィサ ドァ •ガ^ 

ズ バ八グ はげ 年の ク リタ マス じ 
ぶ 達から ラ デ ォを贊 つたな 巧、 
每 H これを ひねくら 昨今は ニユ 
—クの 放送 も S れる ごい ふ 


饌 魚から おた 鍵 

ま 京 特電 十 セ日雖 U ホ ノ片八 
じ 於て 練習 濫磐 まから 逃 出し 
た饌 魚は 特務 艦 早辆で 持も歸 
らん どし じら 之を 捕へ む 田 中 
は ニ 巧 張を 要 あして ゴ タゴタ 
t て 居る。 


晴れの 舞を じ 

駿お y 競 ふ 

城戶 少佐が ホ發 

- 本 ¥ ォランダ •ア占 ステ 片ダ 
じ銷 かれる 萬國ォ タム ビック 
競技に 魔 初の H 本 お 術 選手 どし 
て 選 おの 榮馨 ，ず 荷つ た 習 志 巧 陸 
軍 騎兵 學校お 宫遊佐 幸ず 中佐、 
脚 旧 小と、 城戶俊 一二 兩 々を、 吉 
出 重ぶ 大廚の 四 選手は、 をの 後 
出谨名 おの 選を どを S 線 習 じを 
力を ぁげてむ たが 陸軍省の 指み 
よる 

遊 佐 中を 乘用馬 サネ ボゲ (馬 
術 協會) 同上 豫削 (同上) 陶旧 
少佐、 城 ロ々 佐 同上 治寶 (騎 
を學 校)、 ま 出 大尉 同上み 山 
(闷 よ 

等 じて、 四 選手は い i いょ 正式 
じを 備に 着ず し、 フランス ■ソ 
ミス I ^ 騎を學 校 おを で 缺洲の 
拳 情 じ 精通して 居る 城戶 々をは 
十二 丹 十 化 H 四 名馬を 伴 ひ、 を 
の 附添人 ご 一名 ど 共 じ 晴れの 出發 
をした。 

巧を いふじ も 選手の 勝敗は、 
一つ じ乘用 馬の 罐康か 柯じも 
るので 大事の 上に も 大事を ど 
長が 海を 了へ て マ 作 七 


鮮ゃかな 太 旧夫 人の 琴、 聽 無は 
譯 もな < 夢の 國じ誘 はれる。 一 慾 
じは S 絶が ほし かつた。 察 夫は 
長晒售 の 柳 南 巧 君 じ懇は 小おホ 
人で、 派手な 結 爆なら の、 也の 
をを ぅけて 澀い粹 な 四季の 據が 
おる 巧は 成ら 立て ほや-^ 獲の 
おて いる 醫博杳 居 氏 一二を はお 川 
夫人 惡か らふ 答な し、 殊に 槽± 
のか 裝が 振つ てゐ ゎ。 

♦ホは 都の 奢誠訪 巧は 黑紋 か 盛 
裝め吉 居 夫ん に壓 ； れ たので る 
ぁるまい が、 民 八が 太 皴の镇 じ 
響いた のは 如何した もの か、 琴 
は 面白 かつた" ホ じ 化の 緣、 內 
山 夫人 ごみ お 夫人のを じ 誠訪君 
が笛を吹<、 一ニをは申みぃ：*' 

內山 夫人の 一二を じ 琴 じ 舞踊 じ朽 
く V ； して 巧なら ざるな き 御 達者 
振ら じは 敬服す る。 化 憩 後韓手 
入 6 六 段を 吉 お、 玉旧兩 君の 連 
管に ま 居、 太旧兩 夫人の 琴で お 
かじ 摘 奏せられた、 關属前 普通 
學務埼 を じ ダユー プック 博 十の 
一行の 參聽も ゎつ たので、 お ま 
も 緊張し じが、 お ホ 榮も今 R 中 
での 白眉 ご おはれた。 最後め 王 ロ 
居 君 並 じ お 川 夫人の 殘 巧け W 者 
野暮天で 肝要な 前 巧を 聞き おら 
した 故， 許は やめる。 を ホ ご i て 
尺八は 琴 やを じ歷 され 氣 ホで は 
かつた b ぅか 等 どち へな おら 
室を 出たら 隣 b の大质 間では を 
ちの 稽古で も ぁるか、 五色の 邀 
が 聞 b てゐ た。 妄評 多 罪。 
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を 胸 霞 


々金銀 製烟毒 入を 穗 

お ■ I 

商 ホ 美麗な ビで 時計 鑛 


晚杳坡 每ニ遇 一回 ぉ 帆 

▲エム プレス 露 巧亞ご ir 室 0 巧) 

ニ 巧 四日 
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ニ 巧 二十 五日 

▲ スム ブレス 加奈太 ( 黃 ふ 呂 お ) 

ご 一月 十よ 目 
一等、 二等、 一二 等 及び 下等ぎ 設備 
最大、 善美、 最快 まの 東が がわ 船 


A を 巧 巧を 等 設滿巧 食のを 宮 度な もる は乘紐 ft 
の 熟練を 切 T 寧 ミ 共 じを ホの 語 i ずる 處で卞 
▲當 かた ザ洋 おな 一二 等設滿 ロを 部ザ睹 巧を 夏み 
施しました 、殊にを ボ媒の 如を は 巧謂ッ —9 
■ス トサ— ド 义はス チェ グシ トグラ ッスな 上の 
お 値杏備 へて 巧リ をず 
® を 湛お邮 ホノグ 八經も 
大が化 
天 巧 見 
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西 化が 亞化 
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@シ 了 トル 出觀 I ： 卒骑十 時 出帆】 
靜職乂 一 另廿與 B 
橫齊を 二月 八日 
瓣寶見 11 貝 一こ 日 

® 送 裂發吕 本 朽お魄 

肅訪託 一月 二十み 日 
がえ も ニ 巧 十一 8 
A 叙 宵ぉ魄 E 奈暴摇 由 01 本 巧 霞 拽藉！ 拜ニ爾 
ム 凛 道が 蔚嬉蒙 勞其袍 萬 善 舞溃宜 じ鄉ぁ 計を ザ 
主 太！！ 浑大 燕照營 乾棄藉 切符 御裙 をに 取 計まず 


急 吿 

な本會 々員 吉旧正 之 氏 遺を 及 
び 遺 償 淸算の 都を 有 之 お 間を 前 
同氏 じ對 し金錢 上の ク ィムを 
有 甘ら る S たは 來る 二十 円を じ 
明確なる 証據 書類を 本會 までを 
示 相が 度 化 段 及 離を 候 化 一 
昭か 一二 年 一巧と 曰 

日本人 ¢1 年會 

9 至. 岩 ih St ., f 含 呈 .1 


一室 义はニ 室、 湯殿 
じを くろ チ ，ム、 電 
燃、 ホット ゥォ！ タ！】 遇 巧 弗 
Vaienti ミ， 韋 • 2, Ground F1 夏 r 
ち 卓 esi 9 害ぎ ま t. 


ネ ヤシ* テイ 敎を 

I 

キャンディ 類、 フレンチ ぺ索 
トブ i 、 ゥ エツ ゲング 及 パ II ス 

デ！ ヶ ー キ 、其 他ネ ャン デ 

藥す 等の 造ら ホを 晝巧兩 巧 じ 
ちて 敎授 します、 希 祟 者には 
録 J を 進呈し ますを 細は 左へ 
The I 呈 ミを す ミ C ま bxing す n Ave. 


一週 五 ホぶ A 兜、 一 
tBW. 人义は 二人に 適す、 
巿廳へ 十を タィム スス クコ ヤ ' ~ 
へ廿 五を 電話 カン バラン ド 室 S 
148 是 h F f 量。 黒 崎 梅 子 

十 あ 年の 歷お ぁる 當 校は タ 年の 
潑驗ど 新 智識を をす る 教師を 聘 
し 自勘単 
操 線を 及 
び 運 傅ち 
の 修得す 
べき か 要 
な 機爛的 
智識を 短 
期間 じし 
て 最も 能 
率 ある 徹 
巧 的 技術 

i を敎 習し 楚が 獲得を 保証し 職業 
ロを も罔旋 します。 



了 寧の 巧 綱 ご 穂 巧なる じ 上げ 

時日め 廷をど 確 貴な 校正を 保証 - 

印 綱げ 紐脊 新報 社. へ 

電話 1 :^ トをン义 ニ九0丸 — ニ化-0 


わ 間違が 


なく 新報へ 


ホ 巧ち 十と T 目 十 二番 十 階 目 


.一 ' 

東部に 於け る 邦字 言 諭 稳關の 

權 威、 吾が 新報を 讀 まぬ 人な L 


廢吿が 紐 育 新報へ 


シ了ト がぉ觀 ( 午前 十 時 ) 
ホら なま 化 一巧を 八 目 
あら ぞな丸 ニ 巧 ホ 日 

るん どんみ ( 化 港 お 帆 ) 一巧せ 屯 日 
V 1 等 横 あ； 五 巧 

但し ば 0 寸 みるん でん もじ 一 五 五 ホ 
►一二 等 日本 お 五 置 巧ぎ ま大な 遣を 族 室を を 
マ 望翻盏 じな 4 1 等 割引せ 復巧 巧を 巧 致 巧換 . 

ロス アン ゼが 文 巧觀 .( 午後 一二 時 ) 
はわい 化 一巧 册 一日 
.ら ぶら な 免 S 巧 二目 
► 一 宰橫濱 ニ HO 巧 値は わい 化 まじら か 一 蓋 弗 
で お 別 三等 B 本が 五十 化 巧 ►一二 等 日本 朽五 十五 巧 
でが 港 羅が巧 窓を 切 巧 お毫券 購入 御韓旋 仕り お 
I ► 紐， 育 線 パナマ 經由 日本 支那 巧 货物鉛 巧 一 阿 
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ラム プ卸賣 

奈良 貿易商 會 


Z： 本陶破 黑雜皆 類卸賣 

.ホ 元ブ タザ— ス 


H 本吳服 反物 キ モノ 

テ 1— フム クロ - ^ .ス類 

諸雜貨 卸商 

體 日本 ド？- グ 1 ゾ商會 

特別 廉 巧で 乂勉强 巧 流 わは 當 巧の 巧 長 


精々 勉强巧 化 御 引 立 憩 上 候 

陶 ，9 器雜 貨卸转 

春 巧晚會 


り 本 陶器 雜餐 

ドライ グ ー ツ お販賣 

S 殘木 桃ホ飢 

M001, MOM020I, Co., Inc. 
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日本人 
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立を 
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の 特色 


の お 買物 じは 特別 掛 員を 暦き 無 
美 巧を 升 電話 又は お 手が 次第 御 
L 御 便宜を 計ら 初めての わ ホに 
で 特に 注 怠 致します から 是非 お 
^ ぴサ 、巧 巧 配達は 勿論 U 本 其 
化の わ 荷物 發 送は 當 方で 致し 升 


3 ン ワナ 'メ 


力 


ハィカラな 紳± は 

化 立 服を なしまず 

まれ 心 宜く身 じを ひ、 見掛けな {且 く、 を 
して お 巧を ょら も 長 持 もす る 事を 知つ て 
るか ふです。 弊 巧は タ數 U を紳 十の 御 巧 
を ホつ て 吾ます。 . 

=1 此璃告 じて 御 巧 巧の々 じけ 

六を割引をしま ^u 
砂注义 のを 何 じ 係 はらず 兎ら 巧 一巧 巧て 
見て X さい 

ウホ ルカー エンド フロ リオが 服 巧 


‘ ►鄉 里を を 皮び ホ 送を (無ず 巧 巧 )> か围 
爲巧蠢 貝、 荷爲替 取組が 立、 厚 用 巧を 
巧 等 一 殺 象 巧 巧 務碑巧 巧 じ 取扱 可 化 校 

城賊 臺灣艱 巧— 出張所 

本 巧 讓灣辜 化 

ぞ店 東を、 横 お、 大 お、# ロ、 上 お、 巧 

ロ、 福 州、 厦門、 她 頭、 香港、 廣 策、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン 、バタ ピヤ、 孟頁 
々グ カブ タ 、餘を 、巧み 禁滑 十四 グ巧 — 

一、 資本を 替億圃 (を 額拂 & 濟) 

! 、賴 立を 丸 千 六な お 十萬圓 

內地 本を 店 = 横漠 (本が】 をを 大巧 
神 タを特 下 曲名 ホ 厘 

鑛鑽ぶ 金銀な S ち 巧 

ホ廣 をち 的 = を 港 羅麻ホ ボボ 巧 

其 他 世 おを 魔 お 要 郁 巧 ニ だ 店 度 コ少レ 
ス 貧之模 


本 店 大阪化 おお 了 目 
お 育 支店が 育ブ 0 ! ドゥ S 1 な 巧 十 化を 

懿 住な 艱巧 

3^ ち (東京、 擴 潰、 をを 屋 、京都、 神戶 
4 戸一 吾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳が、 下ノ搁 
地 ま 夏 巧 司ぶ 倉、 巧 松、 賴タ 、久留 ホ 等 
本閣 頂を、 鄕あ 送を 等は おめ 
て 御 巧が 迅速に 御 化 投可申 お ！ 


本 巧 朝鮮 巧 お 

ま 巧 ぉ 張 巧は U 本內 化の 樞要都 ぉ、 朝が 
滿洲 、支那のを 化 及び 術 嫌斯德 

朝鮮 銀な 紐 臂あ張 所 

外 國爲替 一 解 銀 巧 業務 梢々 御 瘦がじ 取扱 可 
中 上 巧 


藤本 證券 會な 

) な 誌が あ 償ノ贊 買、 引受、 裳 集 
▲を融 •並 ニと ニ關 'スグ 一切 ノ 業務 

鎌 城 藤本 ミミ— 力— 銀 巧 
紐 育 お 張 所 
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巧 本 お 度 億 旧 
拂込濟 資本を 六 千街圓 
巧 ホ を お 千 八内阳 拾な 圓 

錄岐 S 井 銀 巧— 支 巧 

本店ぶ 京 ぉ 日本 橋 區本革 M 町 五を 地一號 
ま 巧 ル お 日本 橋を 內 克曼 横を 
名 古 屋巧郁 大お西 (火 巧) が タ 
巧 島 下關巧 巧 巧 松 お 岡提始 
上が 倫 おを 買 酌 水 


輸出入 爲替’ を 信 送金' ホ 送を' 旅行 信用が 
商業 信用が 其 化 一般が 行 お 

A SU 裹銀 朽| ま 巧 

擲取 送を ハ ロ 本を 地姑爭 おを 盏速化 扱 
本店 預金 f ぶ 巧 通知 ノニ 補) 御 巧 巧 取扱 
本 支 巧 巧を (本が)、 大阪 、神户 、巧 都 
巧が 地名を 屋 、小 擦、 上 お、 倫 致 



日本 郵糖會 な (ホ ニを 留道會 社 一 

. 化理 巧巧禍 兄弟 商會 

乘 華、 ホ 船 切 箱 並に 小荷物 蓮 送 街 巧が じ 取扱 ホし ます 
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資金 偏 化は 大成の 前の 小祕が 
银 監督 巧 武ホ理 一二 郞巧談 


左は 日本 おわ 化 现店盛 督役ご 
して 致 近 ホな せる 武 ホ 理 一二 邮 
氏の お 臨 解禁 問題 等に 齡 する 
な 固が が 縱橫談 の 大要で ぁる 
(文を 化 記者】 

『金本位』 ど 云 ふ 言葉は、 目下 
が あの 兢聽 の中必 ごな つて ゐる 
が、 現が の 日本は 其 目 巧に 辿を 
つくべく、 逝 おの 半途 じある。 
日本 ご 云 ひ、 フランスご 云 ひ、 
元が 『を 本位 J の閣 であるの だが 
^實際 上には、 を禁擒 とい ふ 棚の 
下 じ 縛られて をの 本質を 發 傅し 
てるない。 を 巧 厳を 實 巧す るる 
即も r 金本位』 の國 じする こごは 
それが 最後の 目標 ごして 當 なの 
こご i なは 確信す るの だが、 か 
うい ふ 重大問題 じなる ど 是非の 
證 論が 出て ホる の もズ當 がで’ 

H 本し も 解禁な 勒 論は 相 當じ有 
力なので ある 

顧れ げ の'-' 年 前、 巧國が 
解禁す る 時で あつたが、 彼の 有 
をな 世界的 經濟學 ちヶ！ ンズ氏 
の 如き さへ、 『をな のかく 禁輸 
して 居ても 巧 等差 まへ がない か 
ら 解禁の おはない ではない か』 

ど 云つ てな 粥した ものであるが 
日本の 昨今 も、 化 閲題じ 蟹して 
この， 見地から ホむ 反稱 論が 確か 
じあえ C おしか 巧なる ホ 巧から 
ち へても 解禁す る ことは 當なホ 
るべき 問題で をつ て、 また さう 
あるべき もの だ ご 思 ふ。 經濟界 
の 推移に 頗る 微妙で あつで、 自 
然じ抗 してん 力で 左を する こご 
I は岀 巧の のみなら や、 假を出 ホ 
一た どしても な 害 あつて 一利 も；；； k 
I い。 この おが 一番 重要。 のでん 
るから 

滥リに 政府の 力で がが け 
たり-時機 尙 ザを 巧し 切つ た b 
をの 他 ‘< を 的の 解み ホを は絕体 
じ愼ょ i： •■けれ じ.：；* ら ぬ。 なが も 
國 はも、 この 除自 が S 成 巧を 注 
恵な く瞄視 して、 事に 磨す る覺 
悟が。 ければ 經濟界 の 健を な ホ 
みは 實 現されの 。幸に 日本は 大 
正 A ザ、 大震災、 昭 ホ ニ 年 ど 十 
年 担ら 中の 巧 じ S 回 もの おお 大 
變 動’ かあつた 爲 めに、 一般 厨 民 
は徐 々ご 目を めて ホ わし、 殊に 
昨年の 危機の 索は 本當 じ、 むから 
酷め たが 向か あるから、 この 質 
實な狀 態で 進んで 巧つ たら、 わ 
が 經濟界 は樂觀 すべき お 度 じ 達 
せられ やう？ 昨年 巧の 

賓 易の 狀 態を 見ても、 輸 
入超 過は 一億 八 千 おな 方 W 餘じ 
上つ てゐ る： S,、 この 巧 巧の 入超 
は 必ずしも 憂 ふべき こどでは な 
く、 ま那の 戰禍が 納まつ て 綿糸 
類の 需要が 殖ぇ •販路 權 おのが 
開が 化で ある 南洋 方面、 柬ァフ 
リヵ、 バ^ヵン 諸 地 A じ も 需要 
が 伸度す いば 巧つ て 出超 一し；：* る 
ので ある。 巧ん や貿 みな 外の ホ 
苗では 完を じを 化 勘を じな つて 
& るし、 乂 おに。 つて ゐる貿 あ 
; ずら 淸绕の 誤差を 考 へれ だ、 結 
,局入超は帮だけに；；^って仕舞ふ 
日本の 質 あの 中、 むは、 例 ごを つ 
て も 生糸、 綿糸で あるか、 生糸 


の 方は 年 额が五 億も输 巧した か 
ご お ふご ニ！ 撼じ i 下る こどが あ 
るのに 

綿糸^ 方は おじな 前から 
赏に 正則 じ 幾 巧 かの お 加を 示し 
て & るが、 これは 實に巧 業が 健 
實 。証 おで U 本の 産業 中、 を府 
の M の 後 おも 庇護 もな < 、獨立 
獨 ホで 完お しじ 唯一の 大事 業で 
ある。 この やう じんての 產業組 
織ら 進まむ* りれば たらの し、 銀 
巧 どても み 例に 漏む 口。 旣 じが 
蓄數 巧は、 先年 法々 のな 正 W ホ 
着々- 一 健を ピト * も， 普通 银巧 i 
お 銀 巧み じよって だん-^ な 革 
の 道程を 迪 るを どならう。 現 巧 
H 本に 巧て は大銀 巧への 資金の 
偏 化け 事賓 であるが、 化 現象は 
銀 打 組織の ホ 巧への； ホ V- 見る 
こ ゴも出 ホる し、 之が 爲をじ 起 
る 小さい 部を 的 地 ホ 的の 變 動は 
大成の 前の 小犧牲 であっ て、 か 
巧：？ も 事象 じ掛 してら' なを 前 
後の っきもの である。 一昨年な 
ホホ國 じがて、 日本は 
か 債を 黨ミ 多額め 金が 

入つ てむ をが、 理想 ごして は、 
『白 かで 稼いで、 自 をで 食って 
着る』 こどで あつて 借を 敌 策は 
避ける じ 越した、 とはない が、 曲 
巧に 資金が 偏 巧して 遊資が あっ 
て も、 を褲の 事業 じ旣 -し應 かの 
投資を して ゐる 0 上、 自然 外國 
の 新 ホの 方に お'.、.. よ b 仕方がな 
い。， 唯 この 際 借 もた 方は、 其 事 
業が 巧ず も拂へ お樣な i じなら 

いや，？ にお 力す るを 要が ある 
電力 拳 業め かきは、 資金の 大廓 
を出閒 不便の 地の 慶電 所な どじ 
注ぎ込む 爲 めじ、 成績 あはし か 
らや ご 云つ て、 手 輕じ變 更がお 
ホぬ から 需要 願 係 じ 特に 注意を 
要する が、 當事 巧は 今後 橫ほ賓 
なは ニ 億で も 一二 億で もを 要 ミ 見 
てゐ るら しいが’ 巧运へ 通ら 事 
業を 擴巧 しじら、 でう 云 ふ 結果 
じなる か、 數くホ 考慮す る餘地 
はゐ らう ど 思 ふ 云々。 

十年會 ゃ雜貨 巧の 

新年 宴會 

賴性モ 講十年 會ま權 の 新が 宴 
會 はお 報の か < 去る 十五 H 午後 
S 時 よら 巧 洋館で 開かれた が會 
員 及び 知己の お 族 六十 余 おお 席 
し 石 崎 憲ニ氏 開 會の挨 がを 述べ 
先づド V キィ ゲ） ム 、輪 投其他 
モお 連の 眼 やかな 遊びが ゎち お 
ホ獄 、壽 司、 雜 煮の 御馳 ちじ 一 
同を 善 ば 甘た。 次 じ お 巧-, 移ら 
德’戚 、布施 兩 氏の 淨瑞璃 よ 6 川 
本 も 人の 筑前 琵琶 樓狩外 一番の 
演奏 ホち ■佐 野 夫人の 常 磐津將 
巧 ど 孰れ も 大喝 來を搏 しを 後 
じ滞稽 福引を 巧 ひ 記を の 撮影を 
G し 午後 六 時 散 食した。 

が 脊 n 本人 美術 雜貨瞄 化合を 
巧 總會兼 新年 宴 會は间 じく 十五 
H 午後 六 時 巧を 树添 じがて 開か 
れ おを 艮杳巧 龍 雄 巧 開 食の 巧を 
述べ 胳 本が 事 司 會の下 一し ホ賓齋 
贼官補 一 煤の 淸說を 試みみ じを 
信 n 本人 食々 長、 本が 社 ま、 裔 


木 ホみ 郞 諸氏の 巧 上. 插說が もら 
夫ょ^化謠、 淨瑞璃、 斑前摄琶 
等の 餘巧綴 出が ザ 嘘 禪に 巧を 

婦人 界囊報 

が 育 日本 婦人を にて はまる 十 
S 日 午後 ロ 本 お 樂部じ 新が お莲 
を 開き 歌 かるた、 す 供 遊び、 福 
を 等 じ 巧を 湧か— 午後 六 時散會 
したが、 を 席を：： を 夫人み 媛み 
息 六十を 名 じ 建した。 尙ほ會 長 
巧 か 夫人の 報告に 依い ば 岡を め 
會 討が 態は 頗る 順調で あると ▲ 
同 會树會 を 巧る 二十 H 午を 開會 
ホ締 人の 家庭 講話が ある 箸 A 東 
亞 婦人が 樂部 午餐を は 巧り 午後 
'a 本俱 築が じがて 開催され たが 
會底ゥ ォア ドン ホ 人を 始め タ敷 
n ホ締ん の 出席が あ b 盛 况裡じ 
散 食し‘，’ こ 

俱樂 部の 競技 會 

H 本が 築 部に ては 轉員 ぶびを 
族の プリ ツゲ競 お爵を ホる 二十 
H (金曜) 午後と 時ょ b 開催し 爾 
後每巧 三阿ブ タツ デ ディを 開 < 
計 需 であると 云 ふ。 會 費は 一 弗 
賞 結は ニニ 二等 及び ブ ー ビ f ブ 
-， ィズを 贈る ホ 右 じみぎ ニ卡ち 
目 t 木曜) 並に 二十と H {お 曜) の 
兩 目に 一日て 午後 正 六時ぞ ょら 圍 
碁 大會を 開き 優勝者 じは 賞品を 
贈呈す る酱 じて 會藝 はず 要なる 
お 手を 標準 不明 じつき 巧 席を は 
本 丹 二十 一日まで じ 初段 一し 巧 目 
义は誰 人 じ 巧 目 £大 がの 標準を 
ゲ！ ム委員 へ 通な あらたし ミ。 


外を 政策 硏觉會 の 

第 巧 S 回 午餐 會 

外を 政を 硏究會 じて は ホる ニ 

十 j 肖 (± 曜日) ホチ^ アマ タア 

じが， て 溝な H 画？ 期 第五 闽) 午 
餐會を 館き 席上 骄麗 じ關 する 論 
議を 試む ベ （クリス チ アン サィ 

エンス モニタ r 紙 記者 ウ キリス 
ジで ' f •アボット 氏、 前 紐育タ 
ィ .ムス 詔 者 サィラス •ベント 巧 
國瞭こ ウス 社々 長 モ—ど マ •コ 

! ュ ダマ パ.— グ S 巧の 恵 見を 圓 
はす 篱 である。 ホ 會 員の 會繫は 
一人 ニ 弗 五十 他。 


ぶ 円 年會の 競技 會 

旣 報の おく 撫育 H 本人 靑年會 
の 新年 競技 會は 去る 十四日 午後 
と 時半 ょら 開催され た。 會 する 
ものおと 十 名、 圍 慕、 お 撰、 か 
るた、 ビン ボン、 チ 五 ツ々 I 、 
ラ ミ 等銳れ もなかく おやかで 
ぁつた。 競技 後 靑年會 員 手料理 
の壽 司、 ぅどん、 でんがく、 ホ 
が >- 舌鼓を ぅつて 散 貪した のは 
翌曉ニ 時。， 左は を 競技の 優勝者 
であ - る。 

鹽藤 

一等 鳥 崎 二等を 地 二 一等 寺 田 
將棋 

一等星 野 二等 齋膝 一二 等ち 田 

ラ ミ 

一等 巧 化 二等 由 利 一二 等ず 田 

チぶ ツカ*— 

一等 佐 藤 二等 大津 

ビン. ホン 

一等 河踩 二等 滕 な I 二等 今 ホ 
一二 A が 岩 崎 五 人拔巧 旧、 大下 
と 人が 佐 膝 

かるた 

一等 深浑 二等 乂下 一二 等 菊 地 
四 等 太 旧 


日本 懦會 講演 

H 本協會 じて は ホる 二十】 日 
午後 S 時より で ンジ -1 r リング 
綻爵 々舘 にがて ジ 3 セフ •ホ ー 
瓜 氏を 聘し 明治維新の 巧 •臣 山縣 
を 及び か 藤を じ關 する 講鴻を 巧 
ふち 

MnHMNMH 

♦柏 島 龜己郞 氏滯紐 中の 東京 
を區顿 繪小學 校々 長、 十！ ニ H が 
ザ あ 化の 便 紙 じて 渡英 
♦佐 藤淸氏 結谣前 おが 兄 お 商 
會 社員、 歸朝後 化幌市 郊外 琴 似 
村に 巧 住 昨秋 岩 井信 六 巧 氏み 妹 
f 結婚せ る も 

# 巧 本が 意 氏 萬 朝 報 巧 事、 同 
社 じがて S を 雪嶺 隱± を ホな £ 
して 目下 編纂 中の 『新 H 本を』 中 
が 外 同胞 編 賓料寃 集の 爲め 太ず 
が 沿岸を 經 もして 前週 ホ 紐、 東 
洋館 じ 投宿 

# 困島繁 ニた 云 ホ 物產ま 店長 
傲恙 じて 前 遇 ホよ な引寵 中の 處 
巧曜 H よも お 社 

•ッ； ャ！ 女を 轉寓げ 巧 ホが 

0 ホ ブレトン ホ！ グ じ假寓 せる 

同 女を は最あ 中央を 園 画と 十一 

發地 タウン パウ 3 ホ テ \ じ轉萬 

•が 本 正 雄庆が 化を 通信員、 
夫人 同伴 昨日 西 巧歸朝 
0 ク 


日本 巧タ I み 


- 


綴が 紐 育 本局 午後と 時半 
巧 甘 二日 桑 港經由 

プレジデント さへ イス 号 

巧サ 二日 ， 沙港 経由 
ろん でん 見 

月货 ニ！ 0 沙灌經 度 
をら V6 ま 常 

月廿 五日 沙潑經 を 

フ レジ テント •タ ブト 号 


巧 桐 叉 ペシが 成 


新澤庵 
姪の 療す 
いかの 盛キ 


か 桐 兄弟 簡會 


綺麗に 狡 飾され ね 一 

SW1 賣はニ 室 こ— ト 

メン .ト 、湯殿が、 ケッチ ネ ー ト 
も あ b ます、 室巧怡 巧、 H 本紳 
± 、又は 夫婦を じ 貸し 度し 
ミ ま， 養 w-i をぎ 
巧 里. West 置 Ave. & Broadway 


キャン ディ 臟 

四十 五 年の 經驗じ 化ら スン ン 
チ •チョ コン— ト 、ホン ボン、 高 

おな 飾 b ホ 及べー キングを 敎没 
致します 毎日 午前 十 時ょ b 午後 
十 時を’ 獨遮語 じ 堪能、 巧覽會 
一等 嘗ま飽 

C 皇 ection ち ニを gl ，产ぎ 看， 夏 Th 置 Ave. 


り 本 電報 通 局 ホト . 

が 因のを を 巧、 宵 彩を 巧财 がの 
事 巧を 班を 且つ 確 g じ 巧 道ず 
巧 日 入電 一ヶ月 巧を 五十 巧 


Tokyo A むが tis け g Agency 

日本 新 巧 お 誌 廣吿ー 化か 扱 
12 West 17 比 Street 
Telephones Watkins 2909-10 



二宮 到 商店 

I. NINQMIYA 

277 Broadway 
T ぺ . Worth 0581 


お 川 保 隙 事務所 

H. Segawa* Insurance Broke た 
3 的 巧 f 化 Av も， 

Tel. Caledonia 4101 


IC. Mikimo れ 

Miktmoto Pearls 
於 5 F ■ あ h Avenu 。 
Tcl, Vanderbilt 2519 


巧 お洲沒 道な 式爵社 
紐 育 事 琴 所 

South Manchuria R. R. Co., 

Room 202 み Cana ぶ an PaciHc Bldg. 
342 Ma ぷ son Ave* 

TeL Vand が b な t 4135 


が 育 日本人 會 

The jaiiane 巧 ） Association 
2 即 If ( はけ 7 化 化 eet 
Tei. む lumbus 8878-77 


兰井 物を 贼會社 
な 育ま 巧 
Mitsui & Co., 

^65 Broad way» 

T。!. Bowling Green 7520 


巧 田が 事 株式 會姑紐 育支庙 

Uchida Trading Co., Inc. 

291 Broadway, 

TeL Worth 1576 


島賓易 株式 會趙 
Shi 前 a Tra ぷ ng Co" Lt ん 
150 Bfowlvray 

Te!epb 併 le 反が tor* 1484 


巧す 曾 お 巧 あ荫嘗 
Akawo 足 Cs>., Ltd-, 

艺 95 Fi れ h Ave., 

TeL Caledonia 9758-59 


H お 巧 ま會社 
巧理巧 
をが お會 
120 Broa 細 ) (| N. Y. C. Tel. お 加 r 巧 84 
Factory; 別 8 お WS 邮 化し I. G ’ か 


义巧 商事 株式を 社 

Kuhara Trading Co., 

30 Chu 化 h St., 

Te!. Cortlandt 4550 


浅 野銜塞 株式 會ぉ 

Asano Bus 泣 an Company 

Room 801-805 
165 Broadway 
Tel. CortUn か 80 がぶ 的 2 


巧式會 をち ホ 商庙 
な 育 支店 
!wai 在 Co" 

Wooiworth Building ； 
Tel. Whitehall 6040 


大含 組が 育ま 巧 

Okura 在 Co., 

30 Church St., 

TeL Co け ! andt 2292-93-94 


H 羞巧事 株 ま會化 
紐 巧ち 店 

Mitsubishi Shoji Kaisha 

("Mitsubishi Co^ Ltd.) 
120 Broadw 巧 
Tel. Rector 2560-2564 


n 恩が 巧 ^ す 巧 乎 具 研み 貫 巧 L 

Katakura & Co., い ん， 
225 艮 比 Avenu み 
Tcl. A 此 ! and がが ぶ 229 


Paul に M. Thomas 

Advertisinff Coun»a) 

20 巧 THtume む i 谢巧巧 4 Kmaii 化 
Tb しわ ekm « 的 巧 


株 ま會を 
山中 贿會紐 育ま 巧 
Yamanaka & Co., 

680 巧れ b Ave., 
Tel. Circle 4014 


白み 綿 巧 株 ホ會化 
か 育ま 店 

ぉ 1>3111 Cotton て raiding 0 〇 •> い ん J 
25 Mad ミ 《on AwnuCf 
Tel. Ma ん Sq. 3 が S 


日米 ホ 糸 株式 曾な 
が W ま 巧 
NiCHl-BEl KI1T0 KABOSHIKI KAISHi 

(NlCHl-BEI KHTO CO., LTD.) 

1 Park Avenue, 

TcL Ashland 62 が *4 了 •48>49 


神 戶鈴木 巧 巧 
な 育 支店 

Suzuki 在 Co., いん， （ Kobe) 
220 Broadwaiy, 

TeL Co け landt n が ぶ〇 • 別ぶ： 2 - な 


日本 连糸巧 ま會お 
紹 ちま 巧 

MqH 商 ura む ai & む •, A が n わ 

44 Ea お 巧 rd が . I 

Tel, Ashland 5320 


摄を 名會お 
紐 育 支店 

れ扣化 狂 € 〇 •♦ 

443 Fourth Ave" 
Te!. Caleaonia 巧 30-35 


Gosho Corporation, 

S リ k Importe け , 

か Gast 84 化 Street 
、 Te し A か land がの - 91 
Goftho Co>» Inc •，ク 
Cotton Exporters 

筑 Beav が S し 

Tel. BowHna Green 8806-06 


大阪 朝日 ニ 巧 巧 朝 曰 

化 巧 ま 巧 
Osaka \sahi 
Room 308 World Buildins 
T«K Beckman 4860 


大阪毎 リニ 東 巧 日 H 

鉛 木 S が 

Osaka Mainichi 
407 Tribune Building 
TeL Beekman 4259 
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第五 十四 帝 國議會 


同志 おも 賛同して 

不信任案 提出 近し 

首相 ィー 淺ロ總 裁の 會見 取消し 

東京 特電 二十日 お n 比み 黨は 現内閣 小 信 巧 案を か ニ U 頃 提出 
ど 巧し 目 ド'- む-か 带瞄 t 化を ぎつ^ わ-*^、 乂阪ま 部を 山中 讓氏 
の脫 をで W がに# 搖 をを じて 居る 實を問 志 曾 もこの 隙 腹を 超め 
て 个陪化 おの 提出 じな 问 する 巧武腿 山を 聲哪 した。 尙ほ無 
所 威の 丸 山 浪雜' < 機 川 甫-洽 氏 议び總 選 擧に出 おすべき 宮島淸 か 
郎氏 等は いづれ ら今 M た ホに 政ぶ 會 へ入黨 した。 

東京 特軍 十九 曰瑶 H の 中を 相は お まみを 問 鹿を 政爭 かに 置 C 
ベく 濟 口総な じ認 解を ホ ゎる 直 ホよ b して 貧を をぶ めた る も 巧 

化か 貧 見の 申込みを 恥が した。 

11 

御 婚儀は 化 巧 噴に 

秩乂宮 御 婚約 剌許 

東京 特電 十九 曰發； ，i 聖上 陛下 じは 御ず 君秩父 
宮殿 下 ご 松 ザ 節子縷 ミの 御 媳約聽 許 ぁり、 御媳 
駿は 多み 九月 頃に 巧は るく 答 0 
まま 特電 十八 日發 n 秩父宮 が 別 當山邊 知を 氏は 正式 御 婚約 取 
おめ の 爲め今 朗化华 保 お半爵 ぶを 巧 問した。 衍ほ スキ ー ホ-,' 
薑 臨みむ たが 父 宮殿 トはネ 锅御卽 を 遊ばされた。' 

右. 5 が E じを ずる 中 本社け 直ちにを の 旨を 駐米 大使 化ず 恒雄 
& 」 が 也し 化 お. 氏を 化 もして 祝辭を 述べた るに おし 大使よ ち 左 
の 如き 返带し 巧した。 

貴 化の 懇篤なる ィツ セ ー チを 謝す、 この 際 余 ご 
してよ ステ！ トメ ント を發 表ず る 怠を なし 0 

： お' や 恒雄 

總領举 館 捜ぶ (を あ】 n 秩父 宮殿 T ど 松が 子爵 捶领ど 結婚の 
機 一巧 十八 H 刺 許 化成 6 た 6。 


『一時的 站 屯』 ごせ や 『永み 巧 
お 屯』 ど 卞る择 改めた、 これ じ 
化ら 政府は 海を 團將卒 の 妻帶者 
じ 街し ぶ 族 ゆ 帘の瞧 利を 與 へる 
も ご。 つて 居る。 - 

測 米會議 


海上 封锁 レぶ ぶか も 知れ 0 i 云 

はれて おる。 

を 地に 暴風 

ォ ハヨー 州 其 他 

シン シナ タ 十九 日發 U 本：：！ 梅 
ォ - 3 ' 州に 大获 風搂 ホし 千 化 
な 十よ 年の 腿 風格 事な ホの 大騷 
ぎを 演じた、 被害地は 甫ォ 、ィ 3 
街が 最も 甚だしく ホ だ 詳細は 
がが して 居ない けれで ら郞 巧者 
人、 負傷ぎ は 化 人 じ 及び 損害 
も 約 八十 方 巧' し 達ず ベく シン シ 
ナタ巿 の 郊外 カン-、、 ング 乂ゲキ 
じは 最も 打 おを 蒙ら 損害 高 約 五 


义國化 表側 謙遜 

ハヴ アナ 十九 日發 n 大統 がク 
リッ デ 氏に 依 b て開會 式を 擧 
げた 化 アメリカン 會議は 愈々 賞 
務 -- 移らを を 科 委員 哲か 顔觸も 
揃つ たが、. 

アメブ 々側では 乂 統領の 聲巧 
したる 機を 均等 ま義 飽迄も 
遵 ずす る盧 化ょ b してを 賞の 
選擧じ 際しても 頗る 謙遜^ 態 
度を 持し アメリカの 會謀 征服 
等 どい ふ 感情を おさない 樣じ 
巧 力し つ i ゐる もの： か 
現. し 本 回の 曾議じ 於て ゥグ グア 
キの 駐米る 使プ レラ 巧は ホ國の 
杳 權ヒユ ズ氏ぉ 約 議^ 緩 委員 
を ごすべ < 動議した るら ヒユ！ 
ズ 巧は これを 固辭し 却て 駐米 ア 
少 ゼン ナンよ 化を 證 憑し 遂に 同 
をが 委員を どなつ た 姑き をの 一 
例で ぁ もが ホ國 化を 側では 時節 
巧 三 カラ グア おを 間 題 じ 就て 化 
齒ょ 6 質問が ぁつた 場合 じは 
の 間 題 討議 じも應 やる 意志ら 
し < 委員 側 r - がても おみ じ 準備 
して 居る が巧睐 改正ぶ び 化アメ 
リカ ン委 貸會で これ 等の 紛爭が 
一閲轄 ごして 討議され る 形勢で 


十 巧 弗、 リンデン ワ— ドでは タ 


れて 二人 S 生徒が 負傷し 巧湛停 
車 巧の ぷ 化は 飛び 鐵逍 線路の 被 
寒 も 巧當ゎ i らしく タ駭 の展民 
は いづれ も滚 をが て ー 他に 齡難 
して 居る 0 

ル ー 井 スヴ井 ル 十九 日 發书當 

地 S 南部 地方 一 滞に' 日 Y 今が 大 
絮風ゎ b 、 め 十四 人の 負復 がを 
生じ 小 家屋は まに 舞 上る と- I ふ 
慘狀を 呈し镇 害 高は 約 五六す 
巧 じ 達 マる 見込み じして 風 ホは 
約 六十 哩の 程度で ゎった が'^ 命 
じ 願ず る 程 じ 重傷を 蒙つ た邊は 
なくを 官隊 及び 消防 除が お^し 
て 避難 おを 救助して 活る 、今回 
の 裳 風は 十 年 目の お 巧 事で * P 


數 のは 家こ學 校が 風に 吹 飛ばさ 


^ 社來宗 特電 一 樂 ぉ町轉 載〕 


みる- 


南 化ぉ那 一教し V 

不 ホ 等條約 廢棄か 

先づ 小手 試しは‘ アメリカ ご 交が 
第一 ニ 派. 9 元を 連を 起用 寸 るか 

東 i 巧特 I 巧 十九 日發 支那 南 化の みずは 別問題と して 
對外閒 趣 じは 一致して を 一二 派が がを 速を お 用し 不ホ 等條 約の 廢 
泰じ满 すべー ィの說 高し。 

化を 十八 日發 n 外を 局ょ b 發 ( 一 】 蘭： & 鶏欧 がは 總 ゆる 磯 
をされ ね 巧 U 條れば 化を 政府は 會 U がて 专 邪を 列强ど 均等の 位 
站义を 化 施ぶ- 藥氏 にぉし ァ メリ 超 じ 復活すべく 不 ホ 等條 約の 廢 
力 政が ど條約 改訂 S を 渉を 命じ 薬に お 力 t る、 これ 等の 條約廢 
たどの こごで わる かブ シン トン 薬，'- 斷 じて 妥協 的 精神を 廢 する 
ょ b 當 地に 連し じ 報ぶ じ 化る とが 萬 掌は ホ か 的な 手段に 化ち て 
踩務 省は 衔 化々 那 兩执府 5 化 ま 化 行す る。 

がが 胁 つて 首が— おりし h 巧が i 〔こ 條約廢 楽は 巧よ h を國 
をホ绍 しおる もの I 如く 支 抓 新 一を かキ どす るら ので あるが をし 
巧 紙の 巧を-し 化れば 巧を 政府は 一列 强 じして これを 巧 おしが ひは 


南京 抗議 


恐らく 今巧フ ラ/ クホ 氏を 派逍 i 
して 施を 化と 協力が 哉の 上 をら 
じを 一二 派のを は 曾を 設けて 條約 
改訂の 街に 當 らしみ 邮 & 巧け を 
員を の綺 おした る條 約を 嚴 巧す 
る でれ らぅ どを はれ、 この 委お 
ごして は顔蓝 度-湯 壽潜 、おな 
埼巧 前摄迎 が^ 呼 巧が 商い。 

上 お 十八 日發 n 裝に國 は巧總 
帥に おがいた がかを おがは 本り 
ブブ ー トメ ント を發 をして 亟じ 
お 外 政策に 雌す る 力 針を お 明し 
た、 を點は 左の 如し、 


何等の 効裝を 巧げ 得 W い 場合 図 
ほ黨&府は阁際的^:?>常奪キ段 ど 
して 政府 側ょ も 進んで 條 約の 麼 
楽を 截明 する。 

〔一二】 外閣 政府に おする， k 衆 
的 示威 速 動は 化て 煤の 中央 執 巧 
を 良 巧で 監轉 する。 

(四】 勞農 0 シア 政府 どの 國 
巧 化 巧は 0 ツア侧 がぞ那 の巧玫 
す 煽動を 誓は。 い 限 b 現 巧の 溢 

ど^^る ロ 

上が 十八 日發 = アメリカ 政府 
は 目下 ま 那じ駐 おず るが 兵 脚を 


武器の 密輸入 
上が 十九 日發 U 南京 政府の 巧 
を 部け 摄巧獨 逸人 商 曾の 手に 化 
b 獨 逸ょ b タ 数の 武器 禪藥 が靑 
島に 密械 入され 張 作 霖將帘 みず 
-‘1 移つ た 事 實を擧 げて巧 强總領 
事國 にが 證 書を ホを し 

斯 のかき 巧 動は 支那の み 乳を 
徒', っじ 渡滩 たらしむ るの みな 
ら ず、 列强 の對ぞ 武器 輸ホ禁 
止 かじ 違反した 巧爲 じて 琼關 
當 局け 斯 るを 輪 船を 差 押 ゆる 
とおに 今後 闕民黨 政 麻の 支配 
下に ある 獨逸 商會に 我して は 
巧 鎖を おじ 輸人じ 願 係した る 
巧 外人は 逮捕の 上 適 當に虛 罰 
するめ ま當 なる を認 わるもの 
じして 同时 r 獨逸 及び ノ ー グ 
ゥ でー 領ホ舘 は 自閣民 じ對し 
密输が 引の 禁止を 餐吿 すべき 
をを ホむ 

ビ 述べて 盾る、 元 ホ 支那 じがる 
武器の 密輸入 tf 南 化 おじを な 巧 
はれ亟に日本、 獨逸、 0 シァ^ 

ィ タリー 巧 面が タ< 英米 佛は禁 
化條 約を 嚴ザ しつ i あるが 跑を 
政府は 最近 勞 農。 シァと 外を 觸 
係を 絕も 密輸の 機 曾 少なく 遂 
この 抗簾 ごな つじ ものであるが 
南京 侧 では ごの 際が 巧 力を 動か 
しても 武器の 输入 をのと すべ 


總 裁八說 明拒絕 

ご 一十 日) 演 U 民 城黨滤 裁は 巧 
兜會 ib 地 粗を 議化 對說 明を 
ホめ られ たが 么を 拒絶した。 

日 ま 親# 一 5 巧勞 

ご 一十 日〕 旣報乂 倉 喜八郞 巧が 
動 一等 あ U 大絞韋 にお 潮 さい 
たのは = ま 親善に 盡 力した 巧 
じがる のだピ ° 

ホテル 設立 協議 

〔二十日 一 國家經 濟上ぉ 鹿 じ 巧 
ホぬ と 療船禽 社 化 おが ホ テグ 
設 n 協 簾の 常'‘ 

大觀 光鹽來 朝ず 

け 二十日】 ア ，ブ 々>* エキス 

ブレス ま愼 の隅宜 をの 觀ホ閱 
け 十九 H 聞橫濱 •し 着いた。 

遭難 船舶 二十 隻 

【二十日】 過去 一 ヶリ 間 じがけ 
る H 本が じめ ける 遭難 船舶は 
ニ ト隻じ 達しれ が 之は ポロ 船 
を 買 入 C て 船 まが 無理し やぅ 
VJ した 爲で 遞信當 ，柏では 善後 
巧讓究 中で ぁる。 

従業員 事故 S 方 

で 一十 日】 鐵道從 業 員 拳 故は 年 
年-ニ 巧 人に 達する ので 鐵道省 
では 之が 善後 萊を 講究 中で あ 


後藤 子歸朝 延期 

〔十九 日】 後 膝新华 f はモ‘ 
ク繫を か 一 H じ 延期，- た。 

大倉巧 叙 動 さる 

け 十九 日】 大倉 餐八郎 巧は 化 
大綾 韋を受 韻した。 


力 


國償窩 五十 一 ニ 億 

L 十九 日】 昨年 ホ强債 高は ザ fH- 
H 億 六 千で 圓で 利ず タ額ニ 億 
と 千 巧 M じぶん だィ 一。 

禁酒 讀本 を發巧 

L 十八 日】 禁酒 同 强會が 澤搬搏 
± 逝 まを じ發 をし れ澤柳 
讀本 をを 行す ど。 

選擧じ 祟る 爭議 

〔十八 日】 千葉縣 の選舉 は ： P 
巧 はれる がが 田 醬如會 社^ I が 
中の 職工 义な 名が 選擧權 一|! 化 
わおホな S で資本豕側が1|バけ 
V . なる 慑 あるので 苦 必中み あ 
る 0 

日 高少將 逝去ず 

〔十八 日】 退役 海軍み 將： n 是謹 
爾 氏は 膽 潰瘍で 逝去した、 享 
年 お 十一 歲。 

眞巧王 叙 動祇賀 

【十八 日】 ホ 國 を 明 協會で 十 
八 U 午 後お 時 ょ ら 東巧會^| で 
眞を王 御木本 幸 ま 巧の 動 巧 等 
叙 動 祝賀を 兼ねを 稀壽 違^-開 
摧會 長阪を 巧の 祝辭 あを！! 藻 
ち 民 タ數じ をんだ。 

資本 化 表 藤 旧 巧 

(十八 日' 一圃 際勞 働會義 資^家 
側 化 あは 藤 田 謙 一巧 じ 巧 4 し 
たが 巧 會議の 最も 重要 題 
a 展 化賃游 確立 だと。 

日 餅 間 直通電話 

。十八 日】 佐賀縣 呼子 ご 朝！! 塞 
山間 お 底 あ 話は ホ 年度 wj ず 
るが 円 支 問な 述ら實 現せ' 


動 

齡 I 


橫斷 飛行機 ご 日本 i 耐久 飛 
巧 失敗り h 院內輪 i め！ 外 
タ 委員 會 ，、一 諸み 議 1 全米 婦 
人 平和 か 議—叛 將ザ戰 死說， 
不戰條 約 失敗 i 英國 失業 お 
减少 i 問題の 巧 船が 支那へ 


『をを 十 化 U を】 ホ 越 飛 巧 協は まだ 僅かに 一巧 一千 巧に ェ构 
會寫の 雲す る 巧 C 依れば Hi ほ聖ぶ 弗を？ 喪"^. ける カ媒の 


名の 飛 巧 ± が 目下 必死 ごな つて 
練習 中で ぁる 太 やが 橫斷 飛れ 據 
は 殆んで ま 成 じ 近づきつ i ぁる 
が先づ をの 小ず 試し ごして 機の 
を お 後 千島、 化 海道 ホ 面 じがが 
すべく 約 六 旨 八十 ボロンの 燃 袖 
を摇 載す る 箸 じて 協 曾が 中必ど 


.完 がご 巧 じを 國じ 運動し. これ 
を酿を 1 ベ ぐ を 巧の 大 おがは 巧 
稍 正に 八千キ n 米突、 H 本に お 
て從 ホの 長距離 飛 巧は モ 五な 化 
キロ 米突、 が 間 飛 巧 僅か じ 化 時 
間で わる。 

『サン フラン ンス n 十九 りを】 

獨 逸が 巧を じ 依りて 殘 された 耐 


を スミス 大廚 及び ホん 海軍が 巧 j 
を ポンド 中尉は 一二 度動错 を脯' 

む 大巧 飛む 機に 乘 じて 【7 ォッ 
力！ ぶ 巫撞： 巧ぶ 千と が 十 バゥ 
ン ド】 これを みいした か 五十が 
間 四み、 哪も豁 記錄に 劣る こど 
一時が 十九 かにて 燃料 缺乏 の爲 
め小時着陸した、 兩氏にこれモ 
四 度 目の 耐久 飛 巧で あるかを 凹 
の 耐久 飛行' レ 失 化した もの i 斯 
のかき 帝憲で 長が 間に 直る がわ 
は钥 めて で わる ど 0 
(7 シン トソト 化 ロを】 襲に 
居 額の 選游 費. ダ 巧 化して ィ リノ 
'キ 州から K 院讓員 どして 當 選し 
た フランク •スミスを の 證員資 
格は 旣に 上院で 拒絕 され レが 本 
日の 嶺會 じこれ をと 程した おを 
共か黨ニ十 一 人、 お^^^黨化义人 
及び 農勞黨 一人 挪も 六十 一惠 お 
か 一二 蔡の 多敦で 資格を 認めなぃ 
ど} なつ じ、 おを ま黨 のへ フ 
ン 氏は 討論 中 偶々 カソ 9 ック 
敎徒 巧び スミ ィみ 事を 猛烈 じ ホ 
難して お ま黨頌 補。 ビン ソソ巧 
ご 衝突し へ 7 リン 氏は U 氏の 術 
釉 じる 資格を 彈 劾した 山では ホ 
驚 側では 議員 會 難を 開 體 しな 上 
化 一二 票對 一-票の タ數 で" ビン ソ 
ン をの 位置を ミ 持した。 

【ヮシントン 十八 日發】 上院 
外 巧 委員長 ボラー 氏のを をず る 
巧に 化れば'- 遇 間 後に 淮 すべき 
がを 委員 會な囊 じへ フリンを び 
八シュ 氏の 提出した ニ々 ラグ 
ア 出を の眞相 じ關 する ホ 議案 じ 
就て 討議し 恐ら''、 これを 講會じ 
上程ず る あ 勢 じて この 外 ホ國海 
を 觀が諸 ラブン •アメリカ 聯邦 
じ 註 屯して 居る 事實の 異相 度び 
撤 をみ 議を もち 蘆すべく がに 首 
部 じな 巧して 居る 巧强 のかを 官 
じ 凿しア メリ々 のな 律を を 部 適 
巧ず べし ごの ブブ ー ズ氏 か遙を 
討議す る當 でを る。 

(ヮシントン 十八 U を】 自 F 
當 化に 開 お 中で あるを ホ 婦人の 
戰 ずがた 大會 は滿場 一致を 0 て 
ケロッグ 國 務長宫 の則强 不戰條 
約 締結 運動を 賞揚 應援を 巧議し 
曇に 上 院議 旨 候補た らん ごした 
ベン •フー パ！ 夫人 じ 化を ホ か 
案の 懸賞 當選 をを 表した。 フ ー 
1 夫人 案は 列强に 不戰條 約を 
締 描^る とおに 若し 化國 ょち 侵 
略 的巧爲 をず けた 場を は 男女を 
聞は や 巧 給 化 巧で 徵 をし 同時に 
を アメリカのを 田を 動員 するど 共 
じ 世を 司を 裁が 所の 邊 加を 懲憑 
しれもの である。 

マナグア 十八 日發】 ュ々 
グア駐 巧の 米 國が兵 削 飛 巧隊は 
前 逝 ± 曜日ょ ち叛 將すン デ/ 縣 
軍の 一 ホが 潜 化して 居る 王グチ 
ポテ 方面に 激烈なる 爆彈 投下を 
試みん 命じ タ大の 損害を 及ぼし 
叛軍の】 部は ホン デュラス 方面 
じ逃么 みつ t あるが この 爆彈投 
下 じ 巧 b 叛將 サン デノ將 軍が 重 
傷を 蒙つ た 後 巧 己した どの 說も 
傅は， 〇 サン デ/ 將 軍の 夫人が 取 
急いで 去 グチポ テから 秘かに 遺 
嚴を 移送し じどの 增がゐ るので 
おを 幽 司令部は 目下 眞僞を 取調 


どの 化の 並びに 闽路が 盟ん瞄 巧 i 
上 アメリカの 提 おを をの 儘 承認 
する': ごち 出 巧 中、 近く ブリア 
ン 氏ょ b 發 ずべき 凹を に 化 b 先 
づ 一段を を 吿げる もの ご是 てち 
る、 蓋し アメリカ 側で： 5 度じ大 
統 がが- ゲ アナの 溃說 I 殺ず を 
も 闕際聯 溢の が 巧を 强 いて 無視 
する 形 VI なつて 居り フランスご 
して 到 お單糊 的な 巧 動を 許さぬ 

いふので ゐ る。 

〔日ン ドン 十八 H 摄】 勞慟省 
がをぉし a 報吿じ 化れば 千 化 巧 
ホと 年度 じめ る英國 のか 棠巧數 
は 著しく 臧 少し 一般 產棠 をが 不 
あで ぁつ リ にも 關らや 减給も 炭 
鑛山 がを かのと 割を 占む るの み 
じて 失業を 劇を な 千 化が 二十. 
年の 一割と をに 對し 化かと 鹿、 
激數が 十九 方 四千 一二な 五 人 じて 


一昨年ょ b も か 一二 巧よ 千 五 巧 化 
お 入城 少し ホ 巧 費 も ほ 下のを じ 
して 勞資巧 講に從 る勞慟 日の 損 
失は 巧 十八 万、 この 中と + 万 日 
はが 缴ず说 で ゎる、 刚も過 ま 十 
ザ に 比較 し て 最 も煩番 の い 
年で あつた ご 0 

〔マニラ 十八 H お】 張が 霖將 
甫广化 送る* へき 小銃 化 巧 挺 其 化 
の 巧 器を 搭膊 した チ 五。 ス 。ダ 
ァ キァのを 無は ぉ 國視關 1 りの 
許 4 を 得て 本 リ お 帆した-^ 巧 帆 
前 _し 脫 船した 獨湛乂 水夫 六 人は 
檢 送の 途ト 南ぞ孤 政が のす おが 
繫蟹 ずる 巧 能 性の ある こど I 船 
内 ホ 巧の 苗 痛を 濁 逸 領事に 訴へ 
ん としたる も 領事 舘 はなを はず 
巧び 歸 盤を 命じられむ、 船を は 
毒 磯が 巧から 化を 政府の 軍賴が 
寶譲じ ホる ご 一友つ て 居る C 
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千ぶな 人の 同系に 送られた 

革命の 元 動 ミ— ソキ— 

歐洲 革命の 失敗は 容認した が將 
來の 恐ろし..‘ 革命 ご 赤化を 豫言 


中 V ある ど 0 
〔パリ ー 十八 日を】 ホ 佛不戰 
條 約の 締結に 腳聯し アメリカ 侧 
はこれ を 大列强 に 適用 せんごす 
る も フランス どして は歐 洲が团 


ベルリン 十 セ日發 H 勞農 。シ 

ア政 麻が 霞-し 革命の 元 潮 約 九十 
餘 人に 對 しを々 追放を を發 した 
ことじ 就て はこれ 等の 詳報が 

海外へ 视れ る'- とを 慮ら 
一が の ニユ！ 7 じ檢閱 をを 課し 
醬 がしつ I ある 爲め柯 尊 詳細を 
がる じ 由な きも、 當化じ 達した 
確實 なる 情報 じ 化れば 追放 者の 
おれで も 最も 化 人の 注目を 惹き 

つ i ある ン オン •トロ ツネ 1 巧 
はち 曜 午を 化が 化を をな てモ * 
カウを 發し タッ y ユ ヶント 則 車 
じ乘 じて 追 故 化で ある" シア 領 
タ ー ゲ， タンと 支那の 國境 であ 
る ウエグ ニ ー じ巧發 した。 こみ 
前 H ラデック 其 化の 巧 幹部 數人 
は モス カウを 發 して ウラ^山脈 
の あ 方 こおす るを もない 化 ホに 
譲遂 された。 ト日 ッキ ー をが 停 
を虔じ 現れた のは お 發前數 をに 
てを 數の 

警宵隊 じ 守られ 停車 據の 
外側 じは 約 千 五な 人の 同を が 整 
則して 氏が 到着す るや聲 高らか 
『を 命 歌』 を窝唱 しで 歲をぁ 
びせ かけじが トロッキ！ 巧は 別 
じ 警宫隊 の卞涉 はを けない もの 
の淸說 ずる こごは 許され や 僅か 
じ 手を 振つ てが 集の 歡 呼に 答へ 
た、 間もなく 則 車が 徐 々として 
動 < やが 集は 聲を限 b じ 『お產 
黨万歲 、其 產黨聯 巧で 歲』 を 料 
ん だが トロッキ ー 氏の 顏 色は 流 
おじ 蒼白で をつ たが 而 かも 泰然 

して 居た、 ト 。ッキ ー 巧 等み 
追な は 巧んで 强制的 じ 執 巧され 
たが モス カクの ホ 中は 案外 じず 
穩 である。 巧は 

お發 前べ 7 ンの 一新 聞 
記 若ど會 淡し 巧 H の 紙上 じ揭載 
される 當 であるが、 氏は 今回の 
追放 ホび にお 產黨 幹部の 巧 動じ 
關 しては 何等 言及ず る 所な < 寧 
ろ 巧 農な 巧と 對外關 巧 じ 就て 盧 
見を 吐露した。 挪も 氏は 歐洲 £ 
アメリカの 間 じが ホ戰 ずの 突 凝 
を 見るべき 可能 牲あ b どなし、 
獨逸 及び 歐洲列 强は過 まじめて 
アメリカ じ賴 る所大 じして 特に 
獨 逸の 親米 熱は) 時 盛んで あつ 


たが 千 九 巧 ホ 四 年 U 巧で メタ々 
の 眞意じ 向つ て 悲觀し アメリカ 
の 惜獄 、ド ー ズ 等の 關 係から ア 
メリ々 V 一の 友 諸が 冷くな つた 點 
を 指摘 L 、 歐渊の 

革命は 千畜廿 一二 年が 絕 

頂 脚で をれ 0 ホは 失敗の 姿 じあ 
る こどを 容認 L たる も將ホ この 
赤化 熱が 勃興す るに まるで あら 
ぅご 豫 言し 『廠洲 の經濟 的げ 擊 
は 特に 下層 民 階級を 苦しめつ 
あら、 厨 時に 社 會黨の 勢々 失墜 
と共に ホるべき を 圃の疲 選擧は 
あ もず や 左傾 的た らん』 ご 述べ 
お强 のを 敞戴 あか 自か黨 の 親 
政策ら 到巧實 巧の 巧 能 徑を疑 ふ 
のみなら や獨 遲が英 露の 接 巧を 
求める 眞 意は 読解し 礙 るが 巧國 
の 左傾 派 ど雖ら 0 シア ご 提携す 
るの 意を あち やを やけ 疑は しい 
ご斷 言した。 

ベルリン 十 A 日發 n をめ 後モ 
ス カクょ b 達し じ 報道 じあれば 
トゥ ツキ ■ — の 

追放は をく 戯曲 化を を 

もので 出發 前半 巧 じして ト日ッ 
キ！ は 人波を みけつ、 V 乘 車し 惟 
然 どして お發 したが 見送 者 のぞ 
くは 學 生や 智識 階級 者に 占めら 
れ 列車が 徐 進した 隙 啜 泣く 男女 
の聲も 洩れた、 政府は 今回の 追 
放を 二部 じを も輕罪 者は モスカ 
ゥ をが じを なず るが ま 罪を は 遠 
一. 谓の地 じ 派す る こご >， なら々 メ 
ネフ や尹ノ グユフ はこれ を 拒絶 
したので 化むな く輕 罪の 部に 诞 
した.；， 反 幹部 派で 今尙ほ モスカ 
ウ にある あは ボ ロド ブ のみで あ 
る* トロ ツキ ■ — の 

じ 命 地 はり シア 領タ —ケ 

スタンの セ ミリち ナ五ン スキ 化 

じて ィ^ 河 ょら 去十嗤 隔てた 小 
部を で 人口 僅かに 二で 五 千ん、 
屡々 激震 じ 襲は る ± 地 じて 支那 
の國 境に 接近した アグ マ •アグ 
タで 恐ら <餘 生を 送るべく ト。 
ッキ ー の 健康-い 勝れない 爲め醫 
巧 i コ 1 カシアの サク チヤ ムを 
化 府こ慾 憑した る も 遂に これを 
拒絶され じ。 
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i 愚なる 競爭 

; 大戰 誘殺の 貴 巧 

クゥ y ッデ 大統挪 •かを 頭を お 
つて おを せる 昨 巧の ジ ユ子 ゲ 
軍結會 蔑は 英米の 正面 巧关ビ 
本の 路地 邊巡 ごじょ 6 て类 事に 
失 化の おを を殘 しゎ。 而も 爾巧 
S 大お軍 画の 寅 巧 ある 當厨 まは 
大巧 かの かく 吹聽 して ゐじ 
該 ザ 縮を 憩の 失敗は 逍城 じは 
相違。 ぃけれ おちび おお 競爭 
を なむる がかき を 險はあ b 得 
ぺ きでは ない、 ヴ エネ ゲ 7 じ 
がける H 固化を の隔 息な き 論 
哉は 巧ら じ 軍 結ち 講を 開いて 
當 初の 目的を 逮す るの 日を 巧 
- 待 I 巧る。 がつ て 現 化 U 上 じ 
お 取を 娘 巧す るむ 必要を 認め 
なぃ。 

勿治审 縮ち 諸の ち 敗を 糊塗す 
る 息 ホ も 加け つてむ たでは あら 
うがり 巧 ホの 當局 タリ 異ロ巧 音 
じ、 思なる おお 競爭を 回避す る 
ご聲 言した。 大統馈 クゥ リッ デ 
巧が 今巧赖 邦謠會 開院の 劈頭に 
巧へ たるを 書を 檢討 3 るら お 軍 
媒 張を 蒼 同せ る 文字を 發 記しな 
かつじ ルみ ではな < 、-香 人を し 
て 軍縮の 將 巧に ホ 巧を をを あは 
しむる 度の ホ おがを々 ごさむ て 
ゐ た。 おる じか 會關 けの 聯邦 議 
會じ 於け る 提案は 大镜領 の 輿へ 
たる 巧が 象を 篡 がつ T 則 固を 驚 
かした。 ゥキ分 バ ーおかはで院 
じがけ る ま 員會じ 於て 今 央捷お 
せる と 億 ニ 千 五 百万 弗 か 製 避を 
算は r 米 强お軍 本 ホの お 要に 麓 
じて 立案せ る もので るつ て H 本 
巧 < お 固と 比較せ る 吾が 海軍 
力を を黨 せる ものでは ない』 ど 
をへ 且つ 巧 等 ある 國じ勒 巧せ む 
ごする のでは ない < を ム點を 力 
說 して & るが， ヒ ユーズ 提督な 
『ホ 巧 海 ホが 一二 十お隻 ぃお 化 お 
建造を 計審 せる は 英圃の 海軍 力 
を考 をせ る 結 あでは じい か」 ご 
の賓 巧に 對 して 『がら』 ど 答へ 
『是 はは 千乂な 一二 十と ホ じがけ 
る英閱 おおを 計算に 入れた ので 
UCC * いか』 どの 化の 質 閒に羁 し 
て间じ < 之を 肯 を，' て & るな じ 
クネ^ バァ 海相の 意な が 製 超ん 
動 磯 及び 眞 相に 觸れ ざる こごは 
頗る 明瞄 であ' つて ホ國は 確かに 
齒ど製 潑競爭 をな さむ ごする 
意志 あ b ど 看做さいて ゐる 0 
吾人は 單 にぶ 化 山 事象を 富 信 
して 嫂 おお 爭の是 ホを 云爲 せむ 
ごする のでは ない。 苟 くも 華篮 
頓食 嫌を 通じて ま 明され ゎ自闊 
のま 張を 曾 まし、 时時 じを 關巧 
闕 民：； 輿論が 韵助 しつ/' ある 固 
恣平か ホ おの 具 ホ 化を 目的 ごす 
る 武装 制限の 方 かを 赞 同ずる の 
が 自國の 貴 巧で あを こどを をれ 
なぃ な 上がみ 巧國が 軍が 如何な 
る 皮 勢の 邮位 じあら うと も义日 
本 お 巧が か 巧 る お 勢の 地位 じ 
あらう ども ほ 巧兩歐 2 腹藏 なき 
惹 見のを おを もな さず して 化を 
を 賜し 威 唯す るが かき 計 茜を 立 
つるは み （ごも ホ 生 ホ かを 愛好 
する ご 炊 聴して ゐる米 巧 自身が 
大賊誘 發の黄 巧を たる こごを 宮 
- 党し ぃ でな <て^ 出 ホロ お當 
j である。 ホ 威が 若し 爭施頓 協約 j 
I の棉 神を 弊履の か （一擲して 巧 


び 巧 視股的 國巧攻 巧 じ 強した の 
である ど すれ ご 化 恐なる 競爭を 
開始す るの も當然 であらう けれ 
お、 なら ざを 限 もを。 じ 無贵巧 
であ b 巧を 無人で あるが 巧 滞 張 
の 提案は 必中 輿 謀の 大反 おお 巧 


裸 t るに まる ご 共 じ、 n 英巧圃 。る 見込み じて、 社 倩 あ 巧 一時 


は勿盏 無、 獨 、がの 别闡 も米國 
の 誠意 じ 尚して 一 黒点を 打 七、 
巧め じ 図瞭ホ 化 思想 滴 養の h じ 
大打 をを 巧 ふるは 疑 ふべ <も あ 
るまい 0 


借金 國の 借金ぶ リ 

木 年度 末 じは 六十 億圆を 突破 か 
驚 < ベを 國償激 增の跡 


別項 本社ち 京 持電け 昨年 ホの 
巧が 國の 齒償窝 五十一 ニ 億 六 干 万 
圓 でが 子を 額 ニ盧よ 千巧圓 じ々 
ぶ ご 報じられ 居る が 昨年度 中 じ 
轿規發 巧 父は 巧が 並に 貨 せを な 
すべ* る 潰 中 十二月 中旬 旣 じを 
巧 又はを 付 若 t くけ 貨 せを 了し 
たも の 巧 規を巧 一憾お 千で 
圓 中の 約. 四千 方圆 .こ、 震ず じ對 
する 貸付を 憤のと で ホな 巧圓西 
巧 借款 肩舒 b じ熙 する 

お 銀への を 付を 償 額 おを 
額虽 でな々 圓 、な 設锅道 賣收费 
等で あるが、 巧す るに 昨年ち 中 
に 新規を 巧 貸付、 わょ。 を か 
並 じ お 弦 憤の 措沒 へのた めじ 增 
加すべき を 憤 額は 
、新規. 錢巧 (全 韻 預金 部 引受 
けのは や) 一億 あ 千萬圓 
、矮 道買收 をが を漬 S 于 S 
四な 巧圓 

、震 手 整理の ためじ 貸が を廣 
と 千 六け 方圓 

、日銀に 勒 する 震災 モ影 損失 
補復 をが を资 一を 書 由 
! 、右を を 潰の 跨 憤ど發 巧價裕 
の 差額 增發 所要を 一. 續を巧 

一、 西' 煩 惜欽肩 替らの わめ じ 政 
府が興 銀 じ おじ 巧-林し たる 本 
牟 度を のを 巧を 债 額面を 額 
五 千を 巧 園 
をの 弛で もつ て 

增加 おは 四 億と 于巧圓 の 
ち 額じ對 しが 牟 巧に 被漬 ずべき 
- 、 剩を をの 巧を ノ 一の が镇を 
<ら 入 巧 四千 巧な 巧圓 
r なを 臧漬 ぶを 五 千 巧な 方圓 
計 丸 千 八が 方圓 

を漢 引いても S 億よ 千駭 巧巧圓 
を增 化.、 昭か 元を 度 未 じ 五十 
1 億を千を万圆で を つ も の が 
昨年を 未 じは 五十 云 億み 千方圓 
じ 叙 增 < る 外；：？ き狀 態で あるの 
に、 あらに 政府は 本年度 じ 於て 
新規 發巧 額を 四千 九 円 余 方 凹 じ 
巧 猫して、 一億 化 千 九 巧 余方圓 
とみを して 姑 6 、 臺 銀に 對 する 
H 銀 特別 觀 あか . る n をの 損 
失 ニ 億圃ら 本年を 中 じ。 補償す 
るか 要 生やべ く、 これが ためじ 
約 ニ憶圓 のる 債を H 銀 じを がす 
る ごせげ、 新規を 巧 お i をして 
旣」 約 四 僚 晒 じ 達し、 これが を 
巧愼 とお 面の 差が 一稱 です むと 
假定 しても 四千 万圆の 

差額 お發 のか 要が ある。 
おら じ 旣發を 憤 借 おへの ためじ 
約 一二 千で 圓の 差額 あを を 巧し、 

加 ふる じ旣 をのを 設鐵道 貫收を 
を付殘 がの 本年度 巧 かを ぶび 目 
T 政府 パ 計を 中 じ 巧す る お設留 
道買收 のた めじ 假 b じげ がな ご 
大差な しごせば、 本年 巧 中に 斬 
規 が巧旣 あを 憤 借が わよ びを が 
を 償 等等の じめ じを 倩のを かす 


る 額 じ、 媛に 五 億 圓をお 破す る ' 
狀 態で わる。 從 つて 本を 巧 中 じ 
破 潰さるべき 額を 控陈 しても 
明年 巧 未 じは 我 國の弼 債は ホく 
共、 ホ 十 僚圓巧 （じ 達し、 國民 
のを 擔 すべう 圃憤 利子 年 頰も父 
一二 億齒巧 h のち 額に 達せん どす 
る 形勢に をる。 


新 社債 雨後の 衛 

東京 特電 二十日 發 n を 債 巧 廻 
6 四々 摹 お現し、 が 憤 類 も 六を 
(一二 綴字 不附) 每 H 新規 社債 ニつ 
一二つ お奠 おされ 新年 巧ず 一 慮み 
千 巧圓に 上る。 


日 鑛帳屍 ミ 金利 

東を 特電 二十日 發 
を 巧 高 十一 ニ 億 凰 千 八 巧方圓 
鋪限种 一 億 六 千 ホな 万圓 
貸お离 よ 優と 辛と な万圖 
翌 H 物 六 厘 五毛ょ を 『錢一 厘 
結 績まお -錢一 鹿ょ 61 錢五厘 

一月 中旬 賓易高 

をを 涛電 二十日 發 
輸 おお モ 四な 二十 八 万一 ニモ 圓 
輸入 八 千 二な 九十ち 方-千 圓 
差 引 入超 

ニ 千 八な 六十と 巧 八千圓 

妙糖憾 を 巧切說 

東京 特電 十九 日 薇：： = 砂糖 おを 
巧顿 b 說ち 力くなる。 

信 巧 會社犬 儲け 

東 ま 特電 十 丸日發 N 遊資 溢む 
て 証 络類饋 上り ど。 ち 信託 會あ 
は收 益を 增—圣 國巧信 託 財を ニ 
巧 ホ じは 十 慮 圓の上 ごな-* ，いど 

東 電外倩 成立 か 

東京 特電 十 か日發 = 東な 電燈 
のが 償 ニ 優 五 千万 圏は 四、 五 巧 
頃 成立のを 込みで ある。 

ホ 露の 賓易增 加 

巧荫務 書記官 報吿 

义齒じ 於け も 「ソゲ ィエ ット 一 
政 称資易 巧理會 赴の 發表じ 化れ 
ば 昨年 中の ホ國 對裹輸 巧は 间社 
の 機が 類 買が ニ 千な 巧 余 弗、 棉 
化 買が 四千 ニが 巧を まごし 敏出 
入 合計は 共：！！ 組を のをを も 加 ふ 
れば約 一億 じ 達すべく， 前年の 
と 千で じ 比し 激 巧を ボ しじ。 巧 
まは 區 々寧ろ 化靜 i :* るが、 自動 
率 工業は を お 新型 競爭 激甚 一活 
現を 里し、 鐵娜 おは 最近 「ュ— 
ゴス」 注 义殘鳥 漸增し ホ 巧 作業 
は 寧ろ 昨年 ホに 比し 一般に 一 制 
ホのを 加を 見て 恢がホ 調で ある 
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す I S 置 Veit 37 さ 



鑑を 無料 


摘 巧で も 慢性的の お狀で 
も 速 かに 化 治す。 巧膚病 
內瞒病 化 液 擦を X 光線 花 
柳 病、 尿 水擦査 、を 化 ザ 

ユ 1 マ ナ ス 、 

巧 困 b の 方は 是非 一巧 巧 
出なさい 

時間 旨 朝 九 時ち 午後 八 時 
陋自钥 九 暗ま 午を 四時 


S ん M 

N 化 I 

I hb 

之 嫂 

■ la 
L 巧* 

ぶ E 

D 8 む 
— 1 


9 

R 柳 

0 も 1 

苗 

R の 恥 

RWW 
E け 

K ^ 

8 



弊 巧は 永ら < 白 人間 じ 信 
用を 有し 熟練せ る お 術 ミ 
親 巧を 巧て 贩. 賣 致します 

寶巧 貴金屬 

御 注文 並 じ 

巧 速修構 

諸 鑑を無 お 

巧 中 商店 

28 £!. 6扣を mt., cor‘ Ma を sn AV。. 
Tel， 巧 瓦 己 and さの 055 


圏 


腾翻 公認 マッサ！ ジ 

巧 擦 省を 許 
產婆 鑛炙醫 

平野 秀子 

電話 モニュメント 一呂 か 

攒眼並 じ 眼鏡 調節 




DANCING 

411 W.l 巧 比 St. 

Tel. Cathedral 4408 Apt. 3 


庵 桂 米 目 


g " 日 豆 煎 
量. 本 

巧 

巧 


ぎ 養寶料 


食 腐 餅 


賣 i P 品 油が 

一 バ 

P 切撰寶 


Whig Hing し OW 

Chine な 8 est 3 u 巧 nt 

3200 B'w 化 も Tf. C か 


Qua 打 g い 狂 打 Low^i Beem Noin tow 
加 inese お sUurant i がんか h Avc. 

バ 2 W. 的 化， 化 Cib Bet. 28 比 - 2 か h St. 


City Hail Tea Garden 

170 Nas 巧 u お . C な y 
Next to 比 e Tribune BMg 
Loo Lin Manager 


TOY LEE 

削 巧 巧 E BE 巧が！ lA が 
H 79 BV 巧 I £ 1 日 r. 2 お h な . 
Te!. Ghisk が ing 53 巧 


御 


支 I 皇 


巧 巧 だはな 
をす か H 優 
待 お 本 美 
と^ 人淸 

淚： ffll 向 潔 


Intern 度む 幻 打る ! 

3129 か (jadwajf 
TeL 巧 orning お de 8448 


Kl 舶 YO & 巧 T SHOP 

IMPORTE 民 OF 

GOLDflSH & BIRDS 
〇 

動 巧 力を 

物 十 種 

一 鳥リ金 

切® ャ魚 


I Japan 

I Provision Go. 

I 巧 日 W. 挪 h 化 

I むし Endicoti 97 の 


KATAG 附 BRITS 

の 4 に朗 比み . 
New York City 

Te しおが nt 3480-3481 




TAIYO 

1 が West 的 化 お， 
Tel. む SQuehana 巧 18 


TOYO KWAN 

41 E. 19 比 St. 

Bst, 8 % 巧 i 4 化む も 
む I が gonquin 8 巧 8 


College Inn 
3100 Broadway 
Bet. 巧 3 rd & 124 化な s. 
Tei. Morningside 74 巧 

~ 巧ぞ ！ 自 
ま呂 s 斋 マ曠 
午 午埋抓 ィ及 

聲前 春 ぉ 

;rr 牛 * 4 ^ お 聴 


SUMMER 

PALACE 

741 ぶ h む もが 47 化 St. 
化 W YORK 

巧 one Lon が ere 郎 84 




巧 East 29 A なけ si 
fef. Lexingfon 5727 


IKUINE 

Hotel 在 Re が aurant 
が 3 WJ 抓な . N 州む rk 
Tel. Schuyler 78 巧 
む bie ydre な 化 山 化 


DA 民 UMA 

巧レ郎 1 わ c. 
W. わ 巧 n パ扣 8 


SHOWA 

お We が 105 St 巧 
Tel. Clarkson 0981 


Tti パ 化 yoCo. 

1 が W . 脚 h St. 
lew York City 
Te しむ aWear S 559 


も KUWAYAMAGO, 

114 に 59 比み • 
New York Ci け 

化 0 邮 . おが nt 


Kawasoye Hotel 
1 巧 恥 :! 123 rd なな 此 
Tel, M 扣 ning おむ 7154 


御 

旅 

舘 


河 


I 添 

1 


• ' • 女な 



340 W. 58 比 St. 

Telephone; 
Columbus 8882 


( 晒 B • 氷) 巧壽ゎ 




號九 


百の 千 


第 


煎げ 盡 邸 沒な姗 孤 ttt を a 


【日 幡±】 


日 ー廿巧 一年 H 和昭 



舞踏 個人 ぉぉ 
▼社を ダンス ▲ 
▼表 お ホ 操 A 



朝 十時ョ ，巧 十一 時 

も ヤリフ •ダン シ 

ング础 箱學校 辛！ 
'とお ター 


衝話 .7 ラィアン ト 
八 0 と 九！ 八 八よ 一二 

新濟 特長 

が 育 ホ 西 四十 四 T 目 
一二 T 1) 八番 
ニ 磨) 


支店 

147 Glaion こ ve . すま I 产 N . Y . 
ヴ 三 込ま 三ち 害 
ま 巧ぎ S . F . K . ジ早 


木 由 ル 1 ミンク 

1 畳 ご rd A ま-》 里. 59 & 羣 streets 
ジ是す ミを 巧 至 ま 27 


名所、 を蹟 、官庭 其 他是物 


建 覆ず 絮巧 


S . TASA 夏， 32 fker 1 Rd .. 
畫填 臣ぞ 量. 
Tel . HYAlfTSVlLLE ニ 98 W 


眞 面目 G る求鐵 同胞 じ 確ち 
なる 曝を を 罔を す 

宮 W 事務所 

紐 育 ボ西國 十二 了 目な サ一 審 
霞.. じじんと 


ロスアンゼルス 

す リン ピック 

ホテル 

ニ ； fN S 旨す dro 芭こ Lus An 登 男 _ 星. 


レヤ トル 巿 

NP 旅舘 

w06l6tx WO* wapttli タ gawh* 

停車 琪前疆 をへ 一 IT 左側 《階を 
H 本 巧 船 切な 化 扱 波 巧 場 送迎 

荫業區 域中必 、総領事 結、 B 本 
鄰船其 他 お 巧 大會化 近き 場所 

桑 港 f パ ホテ^ 

魄 日本食 (お 別間 あち) 

御 一報み 第 自動を 御 お 迎申上 お 
巧ニ呈 ifornia St ., San Friii , Ca 贾. 


A 淸 巧、 親切、 氣樂 US 巧 ► 

勢 州 館 

が お 事を 乂間榮 作 
沒 5 E . 装を Str ま t 
Tel . すな n こ 這 8 

ステ^ ムヒ^ ト^ット ブタ 

巧 入 揖樂部 自由 亭 

. 58 Sands si. Brooklyn . N. Y . 
を . Triangle 7475 


あつた。 貝の ホには 

み 玉の 点を、 化 じは まを 

の 点を も， 〇 ばめ てあつた 金の 慶 
ごこれ i たを 驳の 普通 型の 雜ら 
を 持され た。 墓に 現 はれた 古 化 
文明の 道徳的 形县 はを < 新ら L 
(豫 期されて ゐ G かつた もので 
ある ご 報 吿蓄は 特記して 雇る。 

ぺ ニ— のみが 

ご 一十 五 億 個 

ガム や 菓子に 消える 
地下 鐵 、島 架戲其 他に ベ--! 

で ボム や チヨコ レ ー トを引 おす 

箱の 會社當 局が 澄ました 所 じょ 
る £ 、昨年度の みでの ぺ-ユ ー• 
ボブ クスから 引出した 數が 驚く 
勿れ 一二 十五 億 個、 一二 千 冗む 巧踞 
じ 及んで 居る。 大藏當 局の 談じ 
化る と、 百 下を ボじ流 あして ゐ 
る. へ ューは 四十と 億 ニ 千な 二十 
八方と 千 化な 個で あるが、 これ 
じ 就いて 會社當 厨の 談じ曰 < 

過 ま 二十 年を 通じて、 物璃は 
でし 騰貴す る 一 ホで、 五 
年 前に ぺニ ー で 買へ る ものは 
あるまい £ されて 居ね もので 

わるが、 ぺニ 一•ボックスは 

をの 古い 通貨の 流用に 新ら し 
い 關拓の 跡を をせ たもの だ 云 
云 VJ 。 

戀賞 一巧 弗で 

1 

富豪 r 、 ス氏 のみ 鹽 
當地 ゥォ！ 八 街の プロ！ 力 1 
で をら 富豪 聖 ジョン •スミス 巧 
の々 壊 フランシス' •スミス 濃は 
スミス •カレ t デ通學 中で あつ 
たが、 學 校の 成績が 思は し （巧 
いの じ悲觀 しわ ものが 去る 十呈 
扫 のを 曜日ょ を巧衛 不明 どなら 
或 ひは カネ チ々 ブト 河に 投身宜 
おした S か、 他 州 じがて 濃の 葵 
を 認めた 空か 禪 々。臀 が 傅は.^ 
タ 君は 最初 懸賞を 千 弗を 出して 
娘の 居所を 尋ねて ゐ たが 今 じ 判 
がし。 いので 遂に 一巧 弗を 巧 お 
し 目下め 巧に なつて 捜索 中で あ 

る VJ ロ 

活佛じ 因んだ- 

名前の 多い 米國 

ジ ヨ^ — チ •义 チユブ > — ト おか 

をア メリ かじなる す 供のを 前を 
調査した 結 おじ 依る ご 女の子で 
は マ？ が 一番を く 二百 万人 じ 
建し 巧で け ビルの ゥキ プア ムス 
が 二な. 五十 方 人に 及んで 居る。 
これ 等ぶ 名前は ぞくの 瘍 をを 動 
寫 眞俳隧 のらのを 失敬した のが 
ぞく ホぎ の 時 巧 じは アニタ，、 

グロリア ズ 、コンスタンス 等 ど 

いふ スタ ー 述 中の 名を 貸つ た 者 
が增 加す る 傾向で わる ミ發 まし 
て 居る。 


た。 當 地を 中必ピ する アキ グブ 
ンド 人の 中 じ もな 円 由 州 派の ま 
タ< 、不穩 なを 威 建 動じ 類した 
ものが あつて は ご 云 ふので、- ニ 
千 人の 蠻官ご 百 人の 探偵 がらの 
ものし く-一巧を 醬戒 した。 


ア—ト * 七ン ターで 

タキ シコ 美術展 

囊 じは ィンタ — ナシ ヨナ グ》 
ゥスで、 ニグ P の お 術 属がぁ 

6、 追々'-- 珍ら しい 展凳 ぶが 關 
かれ 居る が、 愚 巧 俄かに 親善 
數を廣 めて 居る メキシコが 府は 
ホ 星 文化の 提携く いふ 意 ホから 
メキシコ じ 近化盡 家の 作品を 纏 
め 目下 ア 1 ト •センタ！ で展費 
會を 開懼！ て 居る。 シン プ な 
太い、 明るい 線で 描か われ 巧 品 
が 多く、 をか戰 の， ヶッチ 等 も 
をる ど々 „ 


S 千の 嘗官 守られ 

愛蘭 大統領 訪米 

アキ グ ラッド 自ホ卵 太 統領 ゥ 
キ 9 アム • 3 ス グンー ゲ 氏は 旣 

報の か < 、訪米を おしを 曜 U 早 
朝 入 避み ホー メ 9 ブク號 で、 巿 
の 歓迎 委 一日 じ迎 へらむ て 上陸、 
ボ廳 じゥォ 4^ 々 1 巿 接を 訪 間、 
ヘキ ズ 大僧正 じ 敬 恵を をした 上 
度ち じ 特別 列 単で シカゴに 向け 
出發 したが、' ホ國 陸ず では 大統 
領じ 蟹して 十九を の禮 砲を 故つ 


一口』 

ご 


樂屋雕 記 I 

と 村 九 左て 巧裝 
♦當る ニ 巧 十一 日 紀元節み 言 
日を ト して、 H 本人 會社會 抓す 
摧の大 お 藝會が 開かれる 當 パ、 
獨嘻 、提琴、 踊、 長 巧、 = 岳 合 
奏 など プ 。グラム も 客 巧を した 
が 其晚の 呼び ものは 巧ん ごを つ 
てら 素 A 連の わ 芝居で あら， 于。 

♦前例が あると 云 ふので、 j 本 
年 も社會 委員長が 檢玉 じぁ •参っ 
て 自身な A 奔走した 上 お 川 一葦 
氏の 織 案じ か ib 伊藤 謁雄 氏の 
補綴 脚色し^ 喜劇 r わなが 巧言 
の 役を 振った。 左は 登燒 人物 
藝名 である。 

兼 を 喜 化 w 晴息 
女中 頭 お 花 水 野 素^- 
赤 阪藝を 玉 ま廣很 ill / 
金物屋の 旦那 巧 巧孤邏 
大工 彌ま 巿 が 糖を 
親モ 彌兵衛 小山 劍が 
巧 太 が 部蕉猫 
か尙 福が 驚 
♦一同は H 本惧樂 部を 本 酷 じ 
目下な 練 おを 始めて 居る が、 吉 一 
井の 喜 化 川 君の 象を は輕い 盤で 
は あるが 玄 A らしい 呼 巧で ぶん 
ど 練習を 巧し ない ごま ふ 評留。 
水 野 君ん お 化は ホル 顔を 振ら 立て 
5黃 をい 聲を 連發 する ので 祗き 
運け 糖 殺される こと 夥しい。 虞 
浪 だの 藝者玉 まは 是れ また 湿 ま 
b 役で、 あれなら 不見轉 ではな 
さを ぅだ。 

♦お 原 委員長の 金物屋の 邑那 
は 自然にを ホ 上つ て 盾る 旦那で 
輕げ ではなぃ がト ボヶ ホが 巧拙 
を 超越して 居て 面白い。 委員長 
の 本名は 石 田直吉 さんと 申す 由 
ホ 村 君の 大工の 彌 苦は 其の 識必 
振 b に幽 服させる。 尤も 時 A を 
い 腰を 一 屠を く延 ぶす 癖が ある 
のは ゴ A フ S 構が おつて 想 ふ 一た 
めでを らぅ ( ； 
♦小山 君の 顯お衛 は 溶 付い I た 
理想的の 親 力で、 武部 おの 里 太 
ど掛照 甚だ 妙、 一ニ菱 級 わの 顧 弗 
君 本を 福み 君の かおは 流石に 手 
じ 入つ たもの だ。 鬼 も 巧 ニ 藍ら 
ので 約 一時間の 大芝 おだか ふ' 
役を の 稽古 も 仲々 樂 ではな （ I 晝 
は 本業、 巧は 供樂 部で 內職 をす 
もの だから、 I 岡 晝巧兼 わの 体 
背景を 引ずけ たま 田 石 堂 證伯や 
下座を 擔巧 する 小 坂 夫人 も大骨 
巧ら VJ をる。 


美が じして 淸巧 

S 馬南樓 

午前 十 時よ b 
午前み 時まで 


を 棟の 御嗜 巧に 適 ふ 
棟な 美 ホの 巧 巧 巧を 

S 廣珍樓 

致しまず から 嶺 々勘 
ホ ホを 巧 ひます 

1T 歌鄭樓 

腐 揃 ひの 巧 巧 人數名 
が 日本ん 諸を の 嗜好 
じ 適する 巧 巧を 差 上 
よす。 朝 一二 時を 開店 
(巧 ホ 五 T 目 サブ 
停 奉舆の で 


ま 邪巧理 

が 處を園 

司理 人を 巧 
抱 勤の ホには ま 巧 
の 御 巧が じ 满へ巧 
間 貪が の 御用に 應 
ずべ く お 間巧キ が 
す 變わ引 立願 度 0 
巧 上 锅案巧 申 上 お 


岩 巧 旅 錐 

江川 作 一 
呂 0 で sti 害芭 reet , 
Tel . 芭 uyv 男 皇 なご 

一力 旅舘 なめ 

を 國旅舘 淸水 

妄 W . 苦 thst ’ Ne こ ミ k 

で I •をぶ ミ han ミ芸 1 {一 

紐 育旅舘 at ホ It 

策 四十 了 呂ニ四 ニを 
TeL 呈 edenia 夏 7 ム 

ボ .ストン 市 

富 ± 旅 舘大浦 末 松 

妄 Worcester St . Boston Mass . 

Tel . B ‘ B . 4875 

住み ふ 塊ょ き淸 潔なる 蚕 

御 下宿 粒 林が ホ 

養 Ux 悬 tan A さ. 

す 一. Ma 产ぎ這 21 

費府 御旅 縮. 

桑 山 淸五郞 

さ 8 W0U を 9 th 資. P 呈 adelphia Pa . 
ぎ Walnu ニ 2ゴ 


美陳 調理 
目 本人 歡迎 
支那 转理 

大同を 館 

毎 ± 、日曜日 じは 
護 頭、 シュウ マイ 


井上 金魚 店 

918 巧妄 Avr f ジ rk 呈 y . 
さ 呈ニ iix 万ち 蓋 


醬油 $體| 觀 Ig? 白米 
日案懿 食料品 觀 S 細。 へ sS 削 

巧 田醬油 株ま會 社ち 部 一手 賣挪店 

111 本 食料品商 會 


紐 育 唯一の 日本 百貨店 

片陋化 弟蘭會 


スマ ドレ •ブ 。ダク ツー 手 販眞元 




高等 御旅 繪 

東泮儀 

會廢御 料理 


御 料理 船卽趴 

お 駭 

蓄司每 日 わち まず 


巧 3 
5 


民 S 

Am 

Sii 

N ぶ 

A 帖 .圆 

H 邮 

N 

h 

が 帥 

3 


が® 新 巧 花 

本 樓は蘭 創な ホ ホ 年 
一意 勉强 化ら 司理人 
どィ 、巧 巧ん 歐廉も 
お獲ら す 腐 前を 見せ 
て 雇まず。 然る じ 現 
巧 某 お 某 巧 じ 於て 巧 
本 縷巧理 \ を 雇人れ 
たる かき 廣 堂を なし 
畳る もを 然無恨 じ 宵 
之が るを じ 卸 遂リな 
く 倍 舊韩蟲 負 じ 潰ら 
度く 曰 おん 譲 賢の 御 
ホ ホを を驾 をし ます 
巧杳化 

まん 謹啓 


拙 設備な 善、 腐 利の 
W 輪剛 .巧 理乂 、調理は 日 


も ゎ I 

W .i 

刷诚 


本人 おき 


歸 桃李 園 

御 ホ 巧を 侍つ て 
夏 もます 


新開 業 

麟莉 きの 料理 A が 日本人 諸君の 嗜好 じ 適 
ずを 狩 運を 差 上げます 

.騷類 和 園 

芝居の 前、 を居歸 ちの 御 集を じ 最も 適當 
の 磯 所です 是非 御を 負 じ 願 ひます 


き燒 

ホ じ 御が 巧 




慢 の蒲燒 わい しい 锁持 

會席 御が 巧 

晝 食は 末廣へ 

叮 i サ衞搜 まが 大勉巧 


觀烹が U 獅旅舘 

t 貧 をな 

d ? 巧 弟 

tt 育 ホ 西 八十 八 T 目 一二 ニニ 
巧讀ス 々ィブ 1 お八 ニニ 


高等 御旅 舘 

昭 和 

會賺御 料理 


日本 食料品 類 及び 雜貨類 卸小賣 
ホ 之 ま 大資测 桑 山商會 
新刊書 籍雜誌 小間拘 日用品 各種 


な 夕 九 時を を 業 

メ 1 グア ドンブ 〔年 一 弗〕 

白 本 推货巧 東京 巧會 

窗篇雜 巧 巧 貸^! ム自 なの 便 あ b 
トタン ク巧 らます 



技術に 學 術に 

夜 ぉ 日に つと 訓練 

太平洋 橫斷飛 巧 機の 完成 近づく 
シ了 トル 市から 懸賞 余 五巧圓 

ま京特 B 十 A 曰 巧け ゎが 太' 华洋 巧 節 飛 巧 燃は、 あんで 完成 一 
近づいて おる が、 换 をの おを 尙 ほな 良を 要する 点が、 を 見され 
むご。 

東京！： お 合】 十 セ日發 U 四 人の おき 日本の 满巧 ± は ホる と 巧 一 
H 頃を 期し 太 ホが 煤 就の 壯舉 になく ベ （目下が 習 中 じして 霞ク 
浦を 出 おしの 十八 時間を なて シ ァト < じ 無着陸 巧 巧の 萬で ぁる 
巧 巧資を 一二 十五 巧 弗 一！ ホ 拐 飛 わ 協會が 引を けて、 一般の 寄附を 
仰ぎつ I ホる が、 お 巧 磯 ニ 台に 十五 巧 巧、 離陸 滞 b 臺じ 五で 巧 
ニが お携じ 二方 五 千 巧を 必要 どず ベ <窠 一機は 藤本 照 巧 〔二十 
五な〕 ィ-が 江 田信武 〔二十 巧 お〕 が操縱 し、 巧 一-巧 難の 隆 ，レ 弧 
訪 宇一 〔二十 六 お〕 を 藤 巧を 〔二十 八を〕 が 第二 機を 操縦して 
出 巧すべく、 磯は 鼓 高速 刀 一時間な 一二 十五 哩 、普迪 速力な 嗤、 
搭腊の ダ ソリン モニ 円が。 ン 〔一二 •四 觸〕 磯の 總 重量 五 •五哦 
じて、 留動 燃は 巧を 製を 巧規 ずる 外、 を 部は 日本の 巧 巧を 巧い 
たもので、 ン アト^の 米人實 業を 巧 ホは この 大巧 巧 じ、 ニ 巧 五 
千 巧を 女 おして 居る が、 飛む々 程は リンド パー グ 大佐の 太 西洋 
横斷じ 比し 巧 四が のを 距離 じ相當 して 居る。 


i 太牢 ホ橫锁 機の 製げ をい をい 
で 居る 神 戶川西 飛 巧 機 嫂 か 巧で 
: は横斷 機の 順 ホ、 居 部、 モ向お 
一 ま疆。 V * が、： のは. ごやう やく 
ー完 が、 製作 圖を遞 信 あがさ 局 じ 
ー提 化した が 

I 發 動機 も 曰ぶ 綺飛巧 

: 機械 部で 製作 中で 一ち 中旬 完了 
一' 二月 上 巧 じは 巧 五十 時 瞄繼總 回 
I 轉 のが 联 をが つた 上を もじ 橫斷 
一機に wb つけ 霞 ヶ浦じ 移送 < る 
一 こご-し。 つた。 一ん 霞ゲ 浦が ま 
! が K 配感 しむ 後 煤、 お 本、 諷訪 
I が 江 旧の 四 飛 h + u がを 陵內の 
I 兵を にお 泊して、 准 十を"' 待遇 
I をう け、 一が おが ど巧樣 早朝 か 
I ら あがが を 法、 計器 測定 じで 學ー 
添、 宵 技の 訓練を 猛烈に やって 
一む る。 殊にが 巧 化さの 訓練を と 
.しては 長時間の 

I 夜間 飛 巧 ぉょび' 化 太 

i 平 巧に 特ち G 療霧 (ダス) を 突破 
I ずる 飛 巧な ので、 これ じ備 へる 
j ため 霞ヶ 浦が を隊 が今闽 はじめ 
てち ました モ をを 用 ひる こどに 
なつて なる。 邸 も 人力 軍の 瞬の 
やう： ものを な埋 式ァプ 。機の 
お 方の 操縦席に 化ら つけ、 飛い 
|± が搭ホ ずれば 座席の 上は、 ス 
ーッ ポリ 黒い 幅が、 かぶ； る や 
: じむつ て 飛 巧 磯の 視あ をを たく 
'さへ ぎら、 が 巧 ± はたぐ まつ 黒 
i ろな 

座席の 中で タ ，ン ィン 

デヶ ー ター をの 化の 許 器-— よら 
目的の ホ 向. へが 巧す る もめで、 

一 . - の 巧ら しいが みの 訓がじ わい 
I ては 前 その- ン ド^を 操縦して 
-を官 が舱舍 ああ— て やる ごい ふ 
こごに [て 居 も。 この 巧閒お 1 
ぴな 祭-しお する 特殊の 訓練を は 
巧が 威で もは r 《ての 試みで、 
が 巧では 今後 巧 間が わの 操縱訓 
がに このみ 巧を 採用し、 一胶を 
をの 訓が r 應用 する 方 かで わる 
ぁ較 地な け 霞 ヶ滿か 第-をを 化 
でぁるが、 傑斷 機の 飛 巧 能力は 
八 千 一二 円 五十 キ P で霞ヶ 滿シャ 
トグ 問は 八 千 一二 十キ n だから、 
差 引き ニ r 白 二十 キ 。の 余力し か 

一い。 もつ こも こ，；； じは、 巧を 
期のと、 八 巧は を ひ 風が ある 關 
係で、 乂み 節約が ホ ホる ことじ 


嘗巧 家の 意見は 一を して ゐ るが 
化 宝から 出發 すると 化巧ネ 。の 
の 節約が お 巧て 非常に 助かる、 
しかし、 化 室 じは 恭巧 場が お ホ 
て も、 工業 磯 願がない ご おに、 
どぅせ 飛び おすなら、 本 t か b 
ミの 希绍が 盛んな のでを 慮して 
居る。 

橫斷 機は ニ t ザ S 

量に ガソ ブン巧 二十 箱 化 上と 橫 
ゎ.か、 蹟ん达ゎじニ時閒ごか^ 
る ほで ち 乂 。もので、 線を 藍 五 


大禮 期日 報 常 祭 

東京 特電 十八 日發 = 聖上 陛ド 
じは 十と H 午前 义時 貴所に 乂 
禮期 H 報吿 をを けは せられた 

トン 四 00、 をの 滿載飛 巧を や 
つ’ てが 巧す わ ば、 ザ 巧 通 も 成 巧 
した ごいつて もい、、 が、 をの 際 
巧 巧の 機 ホを ぶつ こわした 俩が 
随 みある ので まだ この 滿載 試驗 
を やる かで ぅかは ホを して 居な 
い。 淸を でもを 港'^ ヮィ 間を 飛 
だメ- — ト ランド • ^ ダンべ 1 
力！ は ホ 千 フィ ー トで 離れい 例 
も あるが、 こちらは 千メ 1 ト八 
ね 下で 離陸ず る 確信が をる から 
霞ヶ 浦の 廣 さで 十を だが 

驅逐 艦の 派遣' しっぃて 
是非 玻少 限度 ニ隻は 出して 貸い 
これを 占 守 島 どアタ ー ウシ ヤン 
附近に 配備して、 無電の 連絡 や 
巧の 攜をじ おしたい 希 留でゐ 
るが、 まだ 化 式 じ 巧 渉は して 居 
い。 目 ド 幾 巧 お 巧 ± 建 はを 日 
午前 八 時から 十が まで 幌を かけ 
た アブ。 で ニ千メ ー ト "位の 上 
空に 上 6、 針 器 飛 わの 練 曾 中で 
巧々 プ 9 於を やる 危險を 繰り返 
へして ゐ るが、 あ本溃 習が 終つ 
たら 今 巧は 巧 能の よい 危險 のを 
い攻巧 機で が 避し、 をの 間 じい 
よいよ 一番 機が 出 ホ 上る 順序で 
ある 0 

橫斷飛 巧に 

藤 原 氏が 音樂會 

目' ト巧 陡ホノ グルより" サン 
ゼグス じが 巧 中で をる 巧 等の テ 
ナ ー おお 黎江 氏は か 固が 巧 協を 


のま おで 日本 ぉ發 前、 前を 二回 
じちる 太が 洋橫 巧满巧 後援 音樂 
會を閉 推、 收 入を 巧を これ じ 寄 
附 I 、 ホ ノ八八 及び》 アト グ地 

方の 晉樂 會收乂 もを がな 巧總領 
事 おの 手を 經 t 協 會じ寄 照す る 
こ ご じな つて 居る。 巧は 多を ニ 
巧 中旬 じは、 が 化のを 樂會を お 
ゎて 聲 地に 巧ら、 タウン •ホ ー 
火 乃至が P 劇 填で 晉樂營 を開罐 
した 後渡歐 すべく、 をみ アーサ 
I •ジャド ジン 氏 かち 配 人 どな 
る當 である 0 

盛り 澤 山な 

日會 鎭藝會 

芝居、 踊 b 化 舞 等 
紀元節 を 期して ィンタ II 

ナシ ヨナ 作 •'ィ ウス じ 開かれる 

紐 育 日本人 會お會 部ち 濯の 巧胞 
慰ま 大お 藝會の 準備は 着々 進が 
して 素人を おの 御 稽古を 始め 夫 
れ 夫れ 大車輪 じ 練習 中 だが、 旣 
じ 確を した 番組 どして は、 湯淺 
永年 君の 獨唱 、福 ホ 巖 君の ゲヮ 
キ オリン、 仕舞は 『蝶 川』 ご 『高 
砂』 の 一節で、 鑛は寶 ホ 流め 達 
人で ある 海霄 監督 長み 松 田 竹 太 
郞 大佐 か 本 まの 立 狼な のを 見せ 
る 堂で、 諮は 地 ま延之 巧、 大木 
信み 郞 、山 本泰 あ、 か 寮を 雄 及 
び內膝 長-一の 五 皮が 出場 {る。 

を こで 

長烟 ハは 本紙 締が b まで じ 
は ホ だ 確を のでは なかつ じが、 
內山 領事 夫ん の 一二 ホで 山 本 辯 護 
± 夫人が 『玉 川.』 を 出ず であらう 
ど 傅 へられて 居ら、 踊は 『黑髮 』 
と 『御所車 J じなる や も 知れず 
場を じよ b 化を 山 本 ホ 人に、 巧 
を か 本 辯 護 ± じ、 お V 」 らを巧 山 
領事 夫人に ご 云 ふこ ごじなる で 
をら うか ごも 增 されて 居る。 ご I 
曲の 出 L ものは タを 『六 段』 で 
を居國 ホ、 ち 旧、 がが 一二 氏の 尺 
八、 琴は 吉居 夫ん ご 太 旧夫ん、 
云 ホ' レ巿川 夫人 ど內定 した さう 
だが は 昨が 社を 部を 員 総會を H 
本 供 樂部じ 開いて、 都ての 巧を 
をな すごみ；，； 切な 巧 化の 耍 かを 
議し たど。 ’ 

五 千が 前の 

文明の 丽影 

英米 探 險隊が お 見 
五 千年よ らもつ ご 前、 チャ ル 
デー ス S ウ かじ 君臨し じ、 王 枝 
の ホ 陵 ど 

王様の 崩御 ど ども 广殆死 
した 王妃、 を樂手 あび 女官の 墓 

は ベン シ八ゲ ア三ア 大學ご ィ’キ 
^ ブス 蹲 物 館 探險隊 じよ b て お 掘 
された。 同を 見は メソ ポタ ミャ 
でが みられた 最初の 巧 葬 者の 豎 
掘で ある ど 探除踩 長の レオナ ー 
ド •ウ八 レ） 巧は 語つ てゐ る。 
義じ けで 礫の 宮廷の 人々 二十 名 
0 上の 

遺骸が 葬られて ぁったが 
王 樣の遺 嵌け お 見され U かつた 
寶庫 じは 物質え 華の 程度を 現は 
す 美く しく 飾られ じ、 率 やを 銀 
のかが あつじ。 墓 S 狸には ニ 化 
の 遊び道具 ど赛 をを へた 賭 蹲 板 
がが 見され た。 をの 一つは をぶ 
つの 點を 刻んだ 黒い 赛で 、他の 
- がは 獸の あを 彫 巧した 貝 具で 
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號 九十な 陋千 


第 


雜 新 育 规 


【円曜 上】 


H し ル' 训哪 


ロー か 巧 




▲寮 おぷ を 等 設滿供 食め を 窝時巧 ふるは 乘紐眞 
の おが 親切 下 寧く 共に 巧 化の 謗さず る處 でず 
▲巧 お 太 や 浄髓路 一二 等設満 はを 部萃時 的な ちみ 
施 L ました、 殊にみ 巧 操の 如を は 巧謂ッ — V 
ス トサ— ド义は スチユ 尹》 トクラ タス 巧ヒの 

煩 値杏備 へて 巧り まず 

~ を を 港 お 帆ホノ 八が 顆お 【正午 ホ 机】 


大巧 化 
天洋化 

n レア . 

'をげ 化 
西 比 利亞丸 


ニ 巧 十 お H U 
ニ 巧 化 化 日 ^ 
一二 巧 十四日 2 
ニ 一月 廿 八日 g 
四 巧 十 j 日 g 


# シアトル 巧 帆 〔午が 十 時 出帆】 ^ 
橫濱化 二ち 八日 M 
加賛义 一一 頁 一二 日 ^ 
伊豫 乂 1 青 十日 I 

@ を 寶疑目 本 巧ぉ妍 ^ 
が 冕^ ニ爲 十】 旨 
箱蜡み ニ 巧 二十な a 
A 紹 賣玻魄 たを 馬 縛を B 本 巧 接馈摇 i 巧ニ圃 
▲葱 道が 祥寢窒 を 其浊 萬を 舞複宜 じ辆 取が ホが 
▲お 巧 浮大絶 船を お 乘艇巧 符辑钱 まじな 計 ミす 


►擲里 送を ぶび 並 送金 (無手 おお)、 が 巧 
お替賣 貫、 猜巧替 取組 取な、 宮用 巧を 
巧 等 一 殺 銀 巧 業 採！！ 便利 じ 取 巧 可 化 お 

一^ 赋臺 灣艱 巧— 出張所 

み 巧 寒潍臺 化 

ま 巧 東を、 橫演 、大 お、 神戶 、上 お、 巧 
ロ、 福が、 厦門、 油 頭、 香 渚、 廣巧 、轿 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 を 買 
— 々グ カブ タ 、席を、 其 か T 苗 潰 十の ケ巧 I 

一、 資本を 壹億圃 (を 額 沸 込 巧) 

- 、 椅 立を 化 千 六な 五十 萬圓 

巧 地 本を 巧 U 横 巧 (本店】 ちな 大阪 
神 巧を が 下 巧 名を 屋 

横濱 正金 饌巧— 支 巧 

米 頸を 支 巧 U を港羅 巧み ボ 布を 
其 他 おおを 圃巧要 额巿ュ ぞ巧及 コホレ 
ス 巧を 候 


本 巧 大販化 濱五了 目 
紐 育 支店 紐を ブ U I ドゥ 五 1 が 巧 十九 番 

體 住ぶ 鱗 巧 

お (東京、 橫演 、名を 屢 、巧 都、 神 巧 
をり^ 巧ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 化" 下ノ隅 
おろ 店 (巧 司、 小 倉、 おお、 樽 多、 乂巧米 等 

木國 預金、 鄕 おを を 等は 極め 
て 御 便利 迅速 じ 御 収扱可 中 候 


本店 朗鮮巧 城 

ま 巧 出張所は H 本內 地の 樞要都 ホ、 朝鮮 
滿渊 、支那のを 化 及び 滿 塘巧德 

朝 鱗 艱巧紐 脊お張 所 

み 頤爲替 一般 銀 巧 萊お靖 々御頓 利 じが 巧が 
中 上 巧 


藤本 證券 會お 

，一般 蘇な あが ノ賣 買、 引受、 棠 集 
▲を 離、 化 ュ么ニ 關スが 一切 ノ莱お 

技 藤本 ビ^ 7 。—? 銀 巧 

紐 育 お 張 巧 


顯诚證 、維貨 卸 盛け 

森 村 ブぅザ ー ス 


雜貨 陶破器 

ドラィ グ ー ズ卸賢 

太洋賓 易 巧 ま會お 

支 化 が 俄を、 ボストン 


シ アトみ ぉ輒 (午前 十 時) 
あ なぞな 化 ニ拜 M ハ 日 
を ふち か 見 ニ 巧が 丸 H 
ば リザ 丸 ( 坡 遠ぶ 輒 ) ニ 巧 十 丸 9 
M 等 猿濱一 かお 弗 

巧し ば リず丸 るん ごん もは j をを 巧 
マニ 專目本 お 笠ぶ 弗 霉室大 を 造 案 族 室タ黎 
マ 望 御 幕に 儒：^ 一等 割 おな 復娜符 發巧致 田 儀 

ロス 7 ンゼ ルス 出帆 ( 午 猿！ ニ 時 ) 
はゎい 見 一巧 册 一 H 
A ぷ r ゥな化 一二 月 ニ B 
マ 一等 橫濱ニ 一二 0 齋化 はわい おまじらを 蒂顯 
で 错別 一二 酱 日本 巧 お 十九 题ザ H 等 a 本巧最 十を 弗 
マ 涉潘羅 师巧漁 車 切な 屬養發 溝 入 禪幹旋 かり 辰 
▼ 糾育 線 パナマ 雜由 R 本 支那 巧 貨物船 巧 一巧 


日本 陶撼 器雜賞 . 

ラ厶 プ卸賣 

奈良寶 易廊會 


り 本陶纔 黑雜皆 頰卸賣 

ザ元ブ タザ！ ス 


円本 英服 反物 キ モノ 

テ フん クロ ス^^ 

諸雜お 卸商 

體 日本 ドライ ゲ’.- ゾ廟# 

特别廉 巧で 大勉强 巧 流 巧は 當 巧の 待を 


ハィカラな 紳± は 

化 立 服を ちしまず 

夫れ は 巧く 身 じを ひ、 見掛けは 曲く、 を 
して か ホを ょら も お持ちす る 事を 知つ て 
るからで す -' 弊 巧は タ教 り义紳 ± の粧用 
を ホつ て 夏ます。 

N 此厲吿 じて 御來 巧の 方に け 

六か剧 引を しまず U 
御 注文のを M じ 係 はら 乎 兎 も 巧 一巧 ホて 
見て 下さい 

ウオ ルカー エンド フロ リオ 巧 服 巧 


精々 勉强巧 化 御 引 立願 上 候 

陶 W 器雜 貨卸寶 

春 巧廚會 


n 本陶 黑雜貨 
ドラ ダ！ ブ 削販賣 

I S 帶木桃 ホ 組 
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貸本が 登 德 脚 
拂込濟 資本を 六 モ巧脚 
巧 立を 五す 八 円 四が 巧 脚 

雜竺弄 銀 朽—を 巧 

本店を 京 市自本 橋區本 革’ お 町 五を 地】 號 
すな ルが 日塞乂 S (がき 悔演 
名 古 厘 京 郝大お 巧 (大巧) 神戶 
■ 廣な下 關巧司 お 松 お 岡 長が 
上が 倫が 賣机水 

•輸お 入爲替 ’電情 送を’ 化を を •旅行 信用が 
巧 業 信用 狀其他 一般 银巧棠 

人 錫 減 S 菱銀 巧が 肖 ま 巧 

衙お 送を" 日本を 地 無ず 歡 巧？ 巧を な 汲 
本店 巧を (を 期 通知/ニ 蹄) 御が 利 取扱 
本 ま 巧を 巧 (本 巧〕、 大阪 > 神タ 、京都 
所が 地名 ホ屋 、小が、 上が、 偷敦 


旨 本 戳船會 お (並 ニを 錢道貪 社) 

代理 巧 巧 欄 化 弟靡會 

あ 車、 乘船 巧巧兹 じみ 銜物違 送 御 巧が じ駭扱 申します 


ぶ I ム用 雜貨品 

，ダ. — ム 、，コン セッション、 妓 びォ！ ク ショ 

ン-し 最も 藝當 ずる 香水、 銀製 品、 費を 感寶石 
時 sis、 懐中時計 類專 雜貨械 入な 及ホ蝴 製を が 
取 揃へ て おらます から 是 ホ 御 巧み シ 願ます。 

値段は 沁じ 比し 低廉なる 事を が 紐し な 物ら 
巧 謂 『サム；； シング • 三 ュ！』 の 物を 何時も 持つ 
て 居ます、 目錄 ホ 攀の ホへ け 御 送 b 致します 

ジ ヤコブ ホルツ 商會 


タ S. 

L-Iri— 


日會 公務 部 主催の 下に 

六 人の 人形 大嫂 r 迎 へて 

擧 巧した 令 縷達中 也の 巧 見を 


旣韵 のかく 紐を ロネ 人會 
公務 部ち 催の 人形 大化 おを をは 
ま 4 十と H 午後 八 時から お 巧 お 
五十よ 了 目 云な 一二 十を 地の 糾育 
ロ 本人 教 巧々 をで 拖乂じ 舉巧さ 
いた •か、 赏り 午前中 ugs 事務 
巧ょ b をなず’ 香 西 ニ 氏が 出張 
して おお 侧の淸 水が 帥大な 幹事 
織 旧 其 化の 諸氏 ど 協 かしてぶ 禪 
模檢の 綺麗 U 服装を した 六 人の 
巧 汲ら しい おを、 靑 み、 良 崎、 
福 岡、 靜關 底び 山形を 巧縣 のん 
化大 化を 開函 しを お 給のを 持銳 
を、 ぶの 湯 道具、 羽す 极を 始め 
ポ ックリ 、雪耿 じ まるまでの 附 
谣 おみ^ 山中が をの 

が 化 思 じ 化り て惜 b 受けた 
を閣 地の 上に 按讲 （午な ょ b 績 
截 訪問者い あち 『がの レ セプシ 
ヨンには 參會出 ホません から』 
ごて か姨 み 总を衬 がせる が 人 ニ 
巧 名 -', ' 巧した。 巧見會 出席者は 
H ホ 人が 巧 お 十を 一同 先 .r 人形 
- 大 化に 一輯 して 着席、 司 貧者 水 
- を 渉 一二 氏 開を の 辞を 述べ 直つ が 
年 米 國敎會 聯盟の •キユ リック 度 
I ちか 專ら镑 鹿の 勞を 執らて】 巧 
一二 千を の米齒 人お乂 化を 日本に 
: 送つ た 事 實を陳 • へて 同 博 ± がタ 
i 年 日本 顆條 の爲 めじ 盡 巧せ るを 
^ 謝し 窮； じ キャンプ •フ ワイヤ 

-ア •力！ 处 (力 ー ■少 •スカウト) 


一 •か f 亞乂利 加 ゼビュ ー テフが』 

^ をを唱し巧 じ 文韶戚佐 々 木豊ぉ 
j 郞 氏は ホ强 ド） がを 京の 實况を 
一 述べ 


•皇室 を 始めみ 皇族の お 巧 
;!：; b る 典 化を をえ させられれ る 逸 
話を 巧 6、 々巧の 人形 大化證 送 
の 大要を 報吿 して 製を 家 お 他を 
力 巧の 辕牲的 努力を 謝し 佐々 木 
氏に みいで ま 颜白髮 の ダ ユリッ 
ク巧 ± は 司を 者の 紹 かじ 依りて 
U 本ん お 大使のを 巧、 ホ 俄 古、 
舉撫頓 が 育 ホ じ ポストン にが 
'けろ 歓迎の 顚 末を 略述-て 『人 
あ大 化のを 歓 が惹ゐ てみ 巧の 日 
乂お瞬 おのず 和の 剛 係の 慎モじ 
る -< まるべき を 信じて 疑は ホ」 
V - 姑び お淺 永が 氏は 日本に が パ 
るボ圃、お敕迎歌シ'獨唱し、 み 

を 山 綾子 嫂. か 日本 侧を 化を し 
ホ） が マン 操が 米 図侧を 代を し 
て 人形の 採與 まを 巧 ひ、 湯淺氏 

ロジヤ アス巧 

の 『ソング e ォプ .フ 
レン ド シップ』 を 獨增し ホよ b 
淸水坡 邸み 糜 の默迎 詩朗讀 、ホ 
— ^ マン 壊 . 3 『がを 越へ てのを』 
を 朗誦し 巧に 淸水宠 み 子 ホ おか 
づ子ニ か 壊の 無 邪氣で 且っ 可愛 
らしい 『雀」 ミ 『ラダ ォ』 の量謠 
わで 6 が あち 滿擦 山瞒采 を隱し 
た。 みで 淸 水が 歸み攘 るみ子 豊 
ず 敬 モが搁 巧な 镶 かづ子 窠山氏 
か 處 綾子 间瓷 子が 『さ，、 ら』 の 量 
謠 おど b を 演じた が 宛然ん 形大 
使に 魂 W 宿つ たやぅ じ类 しいの 
で 是れホ 磯る と 許を の 喝采を 得 
た。 最後 じ 參會者 一間 お 立 新が 
『陽と 星』 をを 增 しが 氣 満堂の 狸 
に 午後 十府 半散會 した。 


艦隊 歡迎 幹部の 警官 擔待 

割箸で 刺身を 挟みな がらを 歡 


- 昨お义 巧- ト甸 巧が した 練ぉ經 
i 隊 歡迎禽 幹部では 當賠挪 綿 申の 
I 帝 閉が軍 ± を 千六朽 あに 凿し非 
原 5 がを を每せ 司を 官 のを ホ訪 
相に、 水陸の 速餘 よた 巿 巧の 


I 觀 化に ちゆ.。 化 宜を 提供して 遺 


* 漏。/、 が 議舞旋 の 巧を 執つ た巿 
i 谱を常 病 タに對 し 裸 摩 だるが 意 
I を おする 則 蕾が あつたが 年 ホで 
ホを 共 多忙の' なめ 新を 日本 供樂 
部で H 乂を歡 會を疆 す i ごな つ 
I おじ がま る水職リ巧監ぉ副をト 


1 マス • エツ チ • マ？ フキ！* 監 
祭 ^ pH て ■ ~ サア * ジエ] •タッド 氏 

副 餘察官 で -— • ぶ 少 * ホゥ 氏、 證 
讶バ アナ アト • ジ五 i •ヲ ンナ 
ア 巧、 ジ 3 ン • H フ •ヲグ ラ ダィ 
巧、 巡 谋部段 ヴエー ムス •ィー • 
フキ ッジ ラ^ド 巧 等 括 巧 じ應じ 
て 出席し まん 侧ょ br 単 お 歓迎 
をを、 中 山 巧が 嫌 長巧理 、風 間 
を會部 お、 內山術 事、 聴が 乂、 
が岡タ W 、 を孫卡 n を 書記長 化 
理 、香 西 帯 記、 水な が 一二の 諸氏 
並 じが 軍を 化 お [ て 松 E 5 籍時長 
も お r 如は つた。 を 刻を 堂を 開 
き、 生まれて 始めて 純 U 本 料 州 
な 面した 留官逮 はの 物、 刺身 
しじし、 照焼、 ' 天浮雜 、酢の物 
ロ収 、ぶ婉 藻し などを 孰れ も 割 
旁 化 用 ご おがし 中には 茶 扳を嘗 
一統す る 人 も わつ たかを 信會 接の 
; 巧妙な ジョ —クじ 興を 添えつ i 


獄談 した。 デ ザ] トコ！ ス^ 入 
れるお 草 信會を おちて 騒 隊徽迎 
當時 じがる 馨察侧 の 協力を 回想 
してが 育ボ ブスめ 巧 菌ど館 率 ミ 
を頌 撰— 且つ H 本人 會 どの 協調 
を高喝 して かな S 理解を カ說し 
H 本人 祇 をの 同化 一 班を がかし 
みか 郎事 ~ '，又 營 をの 好意、 常 謡 
を說 いて 將 ホの 裕 力を ホ 望し、 
マー フキー 氏は H 本人 社會 ごの 
を 切なる お 觸を說 いて 答辞に 化 
え 撤宴巧 別室 じ 移らて 一同 あら 
じ 懇談ず る 巧 あらまを 歡を證 し 
て敬舒 せる け 午後 十一 時。 


近く 來ホ する 

早 巧 僧ぶ 

を 方面で 歓迎の 準備 
が 年 十月 己 十；：： 羅鶴 法皇から 
僧正の 巧 巧を 細が？ れたザ 坂み 
と 化に け 目下 滞佛 中で あるが 歸 
朝の 途みホ 閣を經 もす ベ < フ ラ 
ンス 線デグ ラセ 号 じ懐乘 ニ巧乂 
n パ ー ブル 潘を出 化 二月 十と 八 
H 頃 着が の豫を じて 府 もじを が 
フ シン トン-」 急がし 松ず わ 使 ど 
なを、 澤出參 事 官の辯 旋じ化 b 
が 化 公 化の 巧 是を濟 まして 巧び 
歸紐 すべ < な滯 が期閒 ぶび 歸朗 
順路を は 目で ホぶ じ おす ご。 當 
ホ じ 於け る 加 特カ敎 徒は 化 機を 
が 巧して 早が 僧ぶ の タ擧を 表彰 


ずべ （岛つ 満腔 S おぶ を おする 
' 爲め 二ち サ六 H 午前 十】 時、 第 
お 巧！： 十九 T 目 巧樂バ トリック 
大 ちな じがて 大が 正へ ー ス 、僧 
お ダン 氏邻 司を の： トじ 莊嚴 。る 
赌拜 式を お 巧す る ミに 巧を し溃 
いて 按見會 を 惟し 郎 巧の 請を ± 
じ割し化く巧待化ををすべ しご 
尙は當 H は n 本ん 侧じ 努めて 
廣 （參 列を ホ 留し靈 巧翩係 者 ’ 
日本人 諸 幽体 等の 手を 經て招 保 
がを 出す 萬 だが 一方 H 本人 側の 
ン セプシ 3 ン恶巧 時 H は ホ だ 確 
定せ 中東が 博 導 學按長 デ 五！ ム 
ス》エ ー •ゥォ が ユ敎父 反び 宗敎 
宣傅 本部 長ゥ キリ アム • ク キ！ 
ン 帥は 內山 領事 ご 委曲 巧を せ 中 
だが 當 U は スミス か 事、 ゥォ少 
力 ア巧長 其 化 ぞ數あ ± を も 招が 
する 豫を である。 

を 巧 階ぶ ( 敎をジ アナ リアス ) 
は 巧 人加特 力が 徒中最 おのを 位 
を 贏 も 得た る 人で 千 八 巧 八十 五 
年 邮をじ 生 ょれ 千 八な 八十 一年 
布 あの 爲 めじ 渡 日せ る 嫌ん 敎父 
ジャク 五—’ 氏の 洗禮 をを けたが 
實弟 ( 敎 名は ィン ネア ス) ど 共 じ 
深く 岡 あじ 歸 化し 獻じ實 弟は 函 
館じならてを父た-^。 をぁ僧正 
は 東京 じて 加特 カ敎學 校に 學び 
々化に して 選が せられ 羅 おに 留 
學し歸 朝 後 千 九ち 十一 年 敎戰じ 


人、 布施 夫人 

宗教 部を 揖化本 夫人、 ホ 旧夫 
人 ' お 崎 夫ん、 がを々 を 
プ 日 グラム 委貴山 ロ 夫人、 巧 
中 夫人、 を 崎 夫人、 ホ 木 夫人 
一 お 育 廓を 員を 働 夫人、 が ト：夫 
人、 がが ホ あ 


紐 育日會 ょり 

大使-祝電 

蘭 週開會 せる 紐 育 H 本人を 裡 
事會 じがて がず 節 子 麓 ど お 父 
宮殿で どの 御 媛 巧に 對 しなお 
の 一致せ る センチ メント をが 
表して 奉祝め 意を 表すべ <贊 
辞を が や 大使 夫妻に 呈 ずるの 
がは 幹部 一巧 W 巧を して 居む 
が、 去る 十八 目 愈々 右は 賴許 
を 得た る 旨め を電が あつたの 
で 萃信會 長め を義 にて 直じ鄭 
重なる 視電を 大使 じ 贈呈した 


就-* たので あるが 敎父ゥ ォザシ 
ユ師 プラィ マ 歸は外 壓傳道 部 創 
立の 許可を を （ベく 羅 おじ 赴い 
た 陵ヵァ デナが •ポン ザ ノ师が 
を お師を 紹介した こどが ある。 
爾後 早 巧を だ 画 館ん 寺 おじ 就職 
しみで 她台 、東を じ 移ら 現在 長 
お あ 腹 監督の 職に 巧ら て 二十 化 
人の 僧 おご 多數の 尼僧 ごを ま 配 
しおら、 化敎區 巧の 敎 巧は 五 巧 
ニモ 人 じて H 本に がける を 教徒 
のザ數 W 上に 達する ど 云 ふ。 


淸話 會大會 


H 本人 类 0 敎舒の 婦人 倒 体で 
ある 淸 話を じて。 まる 十五 ロ 午 
後 八 時 M ' 敎會 々館 に がて 大 貪を 
開き 山 ロ幡十 夫人 巧を の 下にべ 
ン ダァ會 長の 開 曾の 辞が あ b 讚 
美 歌、 聖書 朗讀 、祈臟 、合哨 等 
じ 巧ぎ 巧が 度の 會朴會 お 報吿あ 
ろ 終りて ユニォン 神學 校を 授ヮ 
— ド 氏の が 益なる 講满 をら を峭 
牧師の 祝禱 をのて 巧會し 一問 則 
室 じて 默談 した 出席者 約 お 十 名 
因 じ 本年度の 同 會新役 巧は 左の 


如く 决 をした ごる ふ- 


會長 


ス • ベンダ - 


副 會長山 ロ 夫人、 野中 夫人 
曾 計 岡 島 夫人、 松が 夫人 
書 お出 中 ホ 人 
社を 部 委員 渡 部 夫人、 武藤ホ 


レ ニン 記念 大會 

プロ レ タブ アの 偉ん レ ニンの 

記を 乂會が 本 夕 六 時ょ b 當ホ五 
十 T 目 第 八 街の マ デ ソン •スコ 
タァ • カ ^ テンで さるべ^、 

常が は勞觸 運動の 指 萄者ラ ブス 
トン 氏 フォク ヌタァ 氏が ホ闡資 
本家 5 ホ 轉ホ義 来 痛 整す ろ溃說 
がわ b 約 千 A のお瘍 する 巧 白い 
革を 一幕 劇 も ある 酱で あるから 
數 巧の 聽 衆が 化 < 模 撥で ある。 
尙ほ H 本人 勞働 協會 からは あの 
如き グリ -' テン グを該 大會に 送 
つた ご 0 

レこン 記を 會じ 際し H 本の 國 
情に 照し 無產 階級 政治 爭 闘に 
お陣ゼ る勞慟 農民 黨は 他の 無 
.產的 黨じ數 倍 だを 好成績を 擧 
げつ i あるは 明 じ 日本 無產大 
をが ンュン の 可能 的實 踐卞義 
を 後援し つ I ある ミを 確証す 
我等め 觀る 巧に 依れば ホ 資本 
家 S 遺激 なる 資本 集中が 著 { 
< ホ 國小蘭 業 人、 農夫、 勞働 
をを 貧 化しつ i あ . CV 、 彼導大 
衆は 生活の 慘 敗者 どな b 終る 
か、 然ら ざれば 化ボー デン じ 
巧を レ ニンを 記念す る 勇 + 一む 
■ ら わ C 


海軍 武官 更迭 宴 

旣 報の おく 華 府駐巧 大使 舘辭 
武官 山 本 五十ち 氏は 不 H ぁ發歸 
蘭ず る當 であるが 後任の が 巧 常 
善 火を ト紹か 旁 留別を 餐會を ホ 
る 二十. VH 日本 巧樂 薇に 於て 開 
權 する 皆。 


上 ぉ 巧 わ 獨唱會 

轉驛學 を會館 創立 當時 ホ人學 
生を n 本に 巧學 せ！ しむる 討 薄を 
試み 古 偷比亞 ib ゥキ火 ソン 氏 
を 渡 円せ しむる す ~ じが 巧した 上 
ぉ雅 を 氏は 爾巧通 辯、 繊譯の 業 
務」 巧 事し つ > 、おら 聲樂 を硏を 
せる が 今 巧 愈み 獨唱會 を ィンタ 
アナ シ 3 ナ术 户 ウス で懼ず 

となち 巧が 閒志社 出身の 间窓諸 
巧が 後 校す る锭 でが U は ニ 巧 ニ 
4 - 八日 午後 八 時。 


お 人 おん 


•お 明 ぉ郞氏 目下 南部 地方 視 
察 中の 商 巧 書記官、 巧 俄を 華府 
を 經て巧 遇 か 願日歸 巧の 巧 
♦內み 淸氏總 領事 化现循 事、 
费府 じがけ る 人 お 大使 レ セブシ 
ヨン じ 列す ベ/' 二十 四 H!F 地 じ 
あく 由 

♦お 本 ま 藏氏歸 朝 中の H 本郵 
船 會社紐 育ち 巧 長、 近 n 橫漬ホ 
發歸 巧の 途じ 就く 當 
，♦龜 が 填 義氏淺 巧 物 產暂趾 み 
港 出張所 長ょ b が 育 じ 轉佈不 H 
ホ 紐の 尝 

參岩瞄 英祕巧 一二 越 吳服巧 秘書 
役， 商工 省 囑巧事 巧の 視察を 兼 
ね雜誌 『現 巧』 に瞄 する 要務を 滞 
び 化 巧 ホが 當を滯 がの 箸 
參を 井關 治 氏 お 乂協會 碑' 事、 
ブラジ^ 企業のを 巧を 帶び 普選 
前後の 政 お 視察の 晓 め一兩 口中 






出 孩西巧 プレジデント •タフト 
ちじて 一 時歸锁 

U 曜 i 新 
♦紐 育 H 本 A おを 
望の 神 淸 水お師 
♦基督を 修道 會 ： 
新王國 への 曉望 今が 化师 
♦日本人 美な 敎會 
優れたる ものへの 思を 

宮崎重 ニ 巧 

◊ ◊ 

I 日本 巧 メール I 

◊ ク 

締切が 背 本局 午を と 時半 
一巧 廿 二日 を 港經巧 

プレジデント •へ ィス 号 

一巧 サ 二日 沙港経 

ろん どん 化 

一月 廿ー 二日 沙港經 |e 

をら 芳ま化 

一月 かち H 沙潑經 kt 

フ レジ テント •タフト 号 




： ir ： 欄 K ペシ タル 


新澤庵 
鍾の 筋ず 
いかの 結キ 


ミ 葉 巧き 外 婦人 H 本人 家 

VMM* 醒じ ^ ウ スキ 1 户！ 

と [て 一歷れ わし 3 削の 家庭には 

ニケ 年 就 働 

互 ary Hai こお E . 二ぎ d St - 


綺麗^ 居必地 宵き 室 

永らく 化 宿さる 

本紳十じ貸（度しを通魄利の燒 
所で 室 化は 普通 

watp 芝运 - 124 th SI 


クン ク 


マン 

イラ] 巧 

ンノ！ ベ！ シ ヨン トランクを 

物と 弗を 十 伽よ ち 十二 弗 五十 仙 
50 で S ニ蓄 street 


一週 五 巧ぶ 八 巧、 一 
人 又は 二人に 適す、 
ホ廳へ 十み タ イム スス クコ ヤ！ 
へせ 五を 電話々 ン バラン ド妄 一 コー 
皇 舌 ghFBroo 丢 n 黒 崎梅モ 


|.¥^15^^綺麗じ裝締された.ー 

集 M 賣は 一室 こ！ ト 

メント 、湯殿せ、 ケッチ ネ ー ト 
も ホ b ます、 室 化 恰好、 H 本紳 
± 、又は 夫婦 者 じ 貸し 度し 
さま ， 岩，/ 呈 . 1 言 ~hsu 
蚕 . West End す田. & B 备 dway 


が觸 兄弟 競 ^. 


キャン ディ 醜 

陛十お 年の 經驗じ 化ら フン ン 

乎 •チョ コン 1 ト * ホンが ン> せ 岡 

がな 離^ 方 及べ！ ネン ダを 敎授 
致します 毎日 午前 十靜 ib 午後 
十 時 迄、 獨違語 じ 遮 熊、 W 覽會 
一 彎嘗受 韻 

C 田 nfectionery Scho 昇产ぎ up 芦 萬 2 Third Aye - 


響店賣 度し-； 

華 盛 賴目拔 の 場所、 至な ま 潰 
じて 賣を 巧し、 御 一報 巧崇肆 
細 通知す ^ 

S . ジ基 ka - な 巧 1 |コ|<乌 呈~ »03 d 
雲 霉田タ 互 d . 


十五 年の 歷 を ある 當 校は をを の 
經驗ど 新 智識を ちずる 敎 姉を 聘 
し 自颤車 
操 親 法 及 
び連轉 を 
の 修得す 
べきを 要 
な 媛關的 
智識を 短 
巧 聞に し 
て 暴 も 能 
率 ある 徹 

底 的お颁 

を敎 巧し 鬼が 獲得を 保証し 職業 
ロを も岡旋 しま f 。 



了 寧の 巧 刷こ韓 巧なる： 上げ 
時日の 迅速 ご 確 i 


印刷 A 


な 校正を が 証 

織 育 斬 報 社へ 


電話 ユト キン 又 ニ か 0 化 — ニ 丸- 0 

わ 間違^む く 新報へ 

巧 巧 酉 十よ 了 肖 十 二番 十 階 お 


東部に がける 邦字 言論 m 飄の 
權 威、 吾が 新報 - 


HS まぬ 人な し 


廣吿が 紐 育 新報へ 



二宮 割が 巧 

Tel. Worth 0 站 1 

303 Fifth Ave.. 
Tel. Caledoni 化 4101 

巧 旧 呼 事 株 ま# 苗： 化育 ま 店 

Uchida 1 fading CcK, hic . 
291 良; road way, 

Te3L Worth 巧 76 

島 貿易 巧 ま會お i 

Shima trading Co ., Ltd . i 
150 Broadway 
Telephone R せ c わ r 148 為 

株を 會 な ホ 尾席會 
Ak 泛 WO 症 Co ., Ltd ,, 
29 另 Fifth Av も， 

Tel. Caledonia 9758-59 

斤 倉 製 絲綻蹟 巧を 會社 
Ka お 1 〇!化 在 Co., L お，， 
225 5 比 Avenue, 

Te!. A»Wfmd 4546 ぶ 229 

japanese-Ameilcan News S が vice 

n 本 電報 通信 神 

な函 のな 治 巧、 實 おが 巧が 巧の 
事 巧を 迅速 且つ 確 W じ 報道ず 1 

巧 日 入電 ーヶ巧 巧を 五十 ホ 

To む 0 A むが tising Apney 

日本 载閒 が 誌 觸吿ー 化な 扱 
12 W が t 17 化 Str が t 
Telephones W が kins 2909- 10 

に Mikimo れ 
Mikimoto Pearl* 
535 Fifth Avenue 
Tel. Vanderbilt 2319 

摇育 日本人を 
The お pan が e As 如 da!ion 
2 巧 West Sm なけ お 
Tel . Columbus 6878 -? 7 

s 共 巧 ま會社 
巧理店 
宮 话巧會 
120 わ oadway , N . Y . C . Tel . R 扣 ter 巧 84 
Fact 叫!： 站 8 Rawson 化し ！. Ci か 

j 淺巧 顿ま賊 儀し 

Asano Bussan Company 

Room SOI -805 
165 良 road way 
T*!. Cor け andt が ) が -S 任 52 

大倉 なが 育ま 店 
01 〇 1 化 在 Co ., 

30 Church St.> 

Tel. Cortlandt 2292-93-94 

Paul 1C, M. Thomas 

A>iverti»mff Counted 

巧 巧む ibtm パ ui 地 ng 154 Mismu 化 
1 Tei . む ek 曲 an 巧 巧 

巧 お 洲赏道 巧ま會 ft 
な 育 事務所 

South Manchuria R. R. Co., 

Room 202 ら Canadian Paci お c B1 か • 
342 Madison Ave. 

Te!. Vanderbilt 4135 

ミホ 物を 巧 ま會赴 
な 宵支庙 
Mitsui & Co ., 

巧 5 Broadway ， 

Tel. Bowling Green 7520 

义原廚 事 巧 或會截 

Kuhara iVa ふ n 径 Co 叫 
30 Church St., 

Td. Cortlandt 4 お 0 

な巧會 を お 井 巧 巧 
お育ま 店‘ 

Iwai & Co „ 
Wooiworth Building, 
Ttsl. Whitehall 6040 

云 第が 审 巧を 會社 
が 育 支店 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

(Mi わ ubi*hi Co., い ム） 
120 Broadw 巧 
Tel. Rec ミ 。! ■ 2560:2564 

巧 ホ會お 
山中 巧を 紐 育ま 店 

\ amanaka Gc Co ., 

680 Fifth Avc^ 
Tel. Circle 4014 

日本 綿花 撫 s ： 會化 
なを ま 巧 

Jaj>an Cotton Trading Co • ，いん , 
25 MadUon Awmi も 
Tel. Mad, S み 3 が 5 

日米を 糸 巧 ホ會を 
■ お 育 支店 

WCHI- 化 1 Kli 扣 KMUSHiKi KAiSHA 
(NIC 曲ぶ ロの ITO CO, LTD.) 

1 ド&ふ Avenue, 

To!. AftMand 6246-4 了-が -49 
— •— — * • — • - 

押 戶鈴木 巧 巧 
な 育 支な 

Suzuki & Co., いん， （ Kobe) 

220 Broadway, 

Te!. Cortlan み n が ぶ 0 • 別ぶ 2 - 巧 

ロ 本 生糸な ま會 か 
なち まを 
Mori 巧 ura む ai i むリ & がが S 

44 Ea おの Hi お。 

Te!. AsUanci ミ 320 

■原を 名會 を 
紐 育 支を 
Hara 在 Co ., 

443 Four 比 A *、， 
TeL Caledonia 7830-35 

ぃ osho v^rporatio 打， 

Si 化 I 柏 port がち j 

が East 84 化 Street | 

Tel. A»hland 4987-81 | 

boaho Co., Inc., j 

Cotton Exporter* 1 

が Beav げ S し 
恥 !. B 〇 wI!m Green 撕 5-06 

大阪 朝日 ニ 宋京销 U 大 おが H ニ ま 巧 曰 H 

化 巧 ま 巧 お 木 H 切； 

し款祇 • 

TeL Baekmau 4860 * TeL Beckman 4259 



第 お 十四を 國議會 


化會 巧け 劈頭に 政府 側 解散 

總選擧 U ニ 巧 二十 曰 じ U 地方 官會議 は 今 巧 廿脚日 
外相 こ藏相 施政方針 說巧後 じ議會 解散の 認 敕がづ 
東京 特電 二十-日 午後 一二 時發！ .‘ 第五 十四を 國議會 は 化 倉 明け 劈頭に 解 
散した、 總選擧 は 法规に 依り ニ 巧せ H をな て 執 巧ず ベく 總選擧 を 前にした 
地方た 官會議 は 一巧 か糾 日、 警察 部長 會議は 一巧 廿 五日 •こみ 定 した。 


を梯黑 锁袖擧 りて 

を 目 本に 演說巧 脚 

政 お > こお 政 黨 公認候補 約 V h 人 

佛敎 聯合 會 から 甘 一二 人が 立候補 

出昌 巧は 兵库縣 からが 爲 ずる 

東^み 特電-一 十四 曰發じ 都' ト 新聞紙は 普選で を 面を 埋 
めて ちる が 蚊ぶ 會 のを 諮 候補は 約 四 口人 じ 逢し をの 中二な 化 人 
は常逻 1 るら 巧ビ 見られ、 旧 中 首相 も 自ら 棋を 陣頭 じ 進めて を 
地 じ遊說 すべく-ホ； わ黨 のを 認お 補は S ち 人、 これ 亦 ニな 化 
人の 當 選を 期して 演0總 裁は 觸 巧、 近 幾 地方へ、 若襯緩 巧は 山 
陰、 東北. 化が 道へ、 巧 巧 總務は 乂州化 ホへ を々 陣頭 じ 起 七て 
お說が 脚を な レべ'‘、 ちを 5 變 た 巧 e は 彿を擲 を 會が大 を薛を 
師み徹 お的尴 なを 诗てリ S 人み 慎 補 者を 立てた る ご、 前 ュユョ 
I ク駐が 財が 官 にて 貌乂藏 が官た b し旧昌 氏は を庫縣 ょち 名乘 
ちを 擧 パを 越は 選擧氣 みに 满 もつ； あるが、 民が 黨ご 普選 擁護 
聯盟け を 齒じ監 规賈を 派遣して 政府め 卞 がを 巧 化すべく 東京の 
即挪を 者 や 笨规ち おの 許には 選 舉じ擲 する 化 事が 殺 倒の 姿に し 
て お選黎 W 戸別が 閒ど舊 正 巧姻禮 どめ を 別け に 就て 當 局は 非常 
じ 皆む して 居 tc 

興味 ゎろ 對陣 ぶリ 

を 地に 乂 巧を 散らず 立候補者 

東京 特電 甘 I 二日 發： = 讓 をの 解散、 摄選擧 則： n の决を ご おじ 顯 
巧を 政 おの 立お辄 者に 名乘 らを擧 ぐるを 續 々と 現 はれて ホた が 
をの 中で も 左の 顔 觸れの 載 立は 特に 興味を 化て 見られて 居る。 
巧を が 第二 瞄—を 部 磯雄 〔社 お〕 凿鴻山 一郎 〔政ぶ〕 

一二 重縣 第二 臨— 尾 崎れ 雄 〔新な〕 お 潑旧圍 怯 〔をぶ〕 

を 澤 巧— 永 井 柳太郎 〔民政〕 萄 中谣德 お那 〔政ぶ〕 
澳嵩縣 斯ニ应 — 山道 襄ー 〔おぶ〕 •對强 巧圭か 〔政る〕 

を 川 縣紫ニ 瞄—大 出郝ホ 〔巧 鹿〕 圏 互±忠 造 〔なる〕 
大み縣 第二 おー 松 旧 源 治 〔民政〕 對 巧旧肇 〔政ぶ〕 

尙 ほ前權 相ず 巧 一が 乂將は 岡山縣 で立懷 補した。 

斯く して 解散 ろ 

民政 黨 •、一 實業 同志 會が彈 劾 結束 
興が わる 無 產な黨 の 候補 戰 

ま 京 特電 【タ井 ムス】 が 一口 一を 解散の 詔 敕を森 旧 讚 長 じず を 


あ H 猪 あ 十四 ホ喊講 をは お乱禪 
じ 田 中 首が ， rj 詔剌葵 請の おぁ遂 
し 解散 さむ。、 こ、 けよ ろ髮き 

な對黨 でぁる お 政 黨は單 
濁 じて 化が 不倍巧 案を 提出 I 岡 
時に 雜好 戰のバ クンブを 揖る實 
榮同 をを 〔僅か 化 人】 も 不信が 
案を 提 おじ 度んだ 爲 め、 が蕉侧 
は先づ 不信 巧を の 討瓣を 要求し 
たる も 政府 侧頗强 におが b 先づ 
旧 小を 巧を 城 L て 一般 施极 化び 
じがを 方針 【別 巧 所 巧】 じ 就て 
說 明し、 次い。 占 1- H な 相の が 政 
方 かに 關 する 說明あ b し 後、 正 
じ 不信な 案の 討 巧 じ 移らん どし 
た刹册 、鳩 山 內閱嘗 記を 長は 講 


し、 なじを 五十 四 帝威 嶺會 は豫 
てょり これを 期待した 巧 黨侧の 
發 ずる 

萬 歲裡じ 解散 さ り、 一箇 
H 後搔選 擧を擧 巧す る こご どな 
つた。 外 3 を 兼攝す もを 相の お 
I 說は H 本のみ 巧は 即もぉ 支 かを 
一で ある こごを W 白 ごした が、 別 
じ呂觀 らしい ぶ 針で はないけれ 
一み か府 のこの ホ かじ 巧 等 則 腰の 
ない こどが 顯酱 なる もので あつ 
I む。 首 巧は をら じを の內化 方を 
としては 政ぶ をの 所謂 積 晚ま義 
をカ說 したが、 をの 重なる もの 
は 度が じ勒 する 圃康 の援 巧、 森 
I が 及び 漁 棠の獎 軸、 生糸 巿壤の 
I 確立、 巧 川 及び 港 潜 事 棠の發 建 


がを、 が 運 事業の 援助、 產業立 
圈 等を ヵ說 し、 

敎 育の 振興 r 就て はこれ 
が 巧 巧 化に お 力す る ご おじ H ネ 
の； 舊道德 精神は 飽迄も 保 ホす る 
方針で ホる ご 述べを 友爵の 政策 
ごして は 努哦て 地方 ほの 歡 格を 
買 はんごし つ I あるが 工場 综働 
をじ觸 しては 傷害 保險 法で 投票 
技じ訴 へんどして 居る 併 かし 政 
友、 民 蚁兩黨 の 政綱を 兒 るに 些 
しだる 變化 もな く 致ぶ 會が 地方 
民、 郁 ま、 製造 おお 階級 じ 秋波 
をを & じ幫し 民政 黨は今 网の普 
選 法で 生れた おらし い投禀 民に 
截 L て 社 會的觸 度 S を 革を 德榜 





が 友會： ぃ 地藝讓 モ地モ 

民の 納稅負 瘡を輕 からし めん ど 
する じ 對し民 扱黨が 闲樣の 目的 
にがて 地方の 敎資聲 を强庫 ょら 
ま 度を ま 張し つ； ある こごが 雨 
黨を策 上の 著 心い 相違 點 である 
ミ 認められて 居る。 更ら じこれ 
を 蟹？^ 政策 じ 就て 忌る じ 民政 護 
は ミ 那じ凿 して 寬. 容 なる 自を政 
策を 欲して 居る ことが 都會 民の 
歡迦 をず けて 居る、 一般の 識者 
はを おな ホ かめての 普選 實 施を 
非常 じ 垂大視 しこい じ 彼 ゥて玫 
巧の 刷新を 期待して お' る樣 そじ 
あちが、 事實 じがて だ 

舊改 黨の單 。る 政 權ず奪 

戟 であ b 爾政黨 の 政綱 じ 河 等 著 
しい お義 よの 相違を 見や、 遠い 
お ホに 於て は 恐ら < ホ義の 相違 
ト異 じした 攻黨め 化 現を 見る じ 
まるで あらぅ が、 今回の 選擧に 
がて 選舉 民は 恐らく 化 巧の 如く 
お 成が 黨 •し 投票す ベ < 結局を ま 
會が 少數の 差を のて タ數を 制し 
致 巧は 依然 どして. 个 まな 狀 態の 
P に廣 かれる であらぅ ご 豫想さ 
れて语 る。 

巧を (聯 を】 サ 一日 發 n 第五 
十四 滿會 解散の 結果 日本は 巧 お 
W 巧 初めての' 

普選 期 じ i | 選擧は 二月 ホ 

H を！； 5 て轨 巧され る こと t なつ 
た。 旧 中 內醒じ 巧ても 内閣 不信 
巧 まに 掛 して 巧黨 側の 鼻息を （ 
これを 滋曾 でず ふこ ごは か府側 
の慘 敗を 招致す る こどを 豫 期し 
C のでな もじ 詔觀を 奏請し 解散 
を 節む する に まつた もので ゐ 
が、 普選が 實施 巧に 入つ たのみ 
むらず 無を 派 政黨が これ じ 加は 







& こども々 を おホぷ めての お 巧 
事 どして 非常に 注目を おいて 居 
る、 一般が 巧 どして はか 論議 會 
の 解散は 肋 お 整理 じ 影響を及ぼ 
す ものごして 

はして 居ない がが お I 
及び 取引が じ 重なる 影響を及ぼ 
す穩 傾向は ない C 今回の 普選 
法に がれば 立 慎 補 者 或は 代理ん 
は投祟 ぉ得ん が爲 めじ 戶別 訪問 
を 許され 中、 この 目的の 下に ま 
人のを を訪閒 する こども 禁じら 
れて 居る が、 何を じ も 新 投票 民 
'約 乂肯冗 人を 增 すので 官憲 側 
でも 細 & の 注意を 沸 ひな お 補を 
の ビラ 撒き や 新聞 廣吿を 許う ず； 
を 銷の演 說會乃 ま お 聞 記事で 意 
見を 化 叢す るの 外は ない。 雨し 
て 巧るべき 總選 擧じ對 する 政綱 一 
ごして 巧掛黨 S ' 擧げつ i ある も 
のは 

財を の 整理、 就中 化 業 銀 
巧 整理 難 i ちを じた 中 產階潑 者 
の 普 痛を 擧げ 、巧 時に ミ 那最あ 
の 排日 迷 動は 現 內閣が 山 東 省に 
無爲 なる 出を を敢 てした 結果 じ 
外 むらぬ ど稱 して 居る。 

藏 相演說 

商務 書記官 着電 
第五 十四 議留 じがけ る 大藏大 
臣の 演說中 本邦 經濟 をの 實情 
じ關 する 部を の 要領は 左の 通 
ちで ある 0 

巧を 金融 おの 動 鎌ょ 6 生じた 
ら變態 的 資金の 偏が-し 對 しては 
政府は 預 を 部 

資金よ， リ蘭 時に 資金を 
地方に 還元せ しむる ご间 時に、 
n 本 觀業其 他轉殊 銀行を して 巧 
を じ 巧 カザし め、 ホ' 棒 银-し 詩-で 
も 巧 大部を は 近く 整理を 實 巧す 
る 事 ごな つた、 我鹽隙 貸借の 現 
狀は爾 巧な 善の 道を たでを つ I 
、即ち 金融界 ホ 曾 巧の 勤亂 
ま那 動乱 じ 基く 對ま資 あの 不振 
等 資易上 不利なる 事情 数から ざ 
もしも 入 お 額の 减み驗 著 tib し 
は 寧ろ' 豫想 なと S 成績； K ひ 得 
巧く、 右 入超 額の 大部を は 貿易 
鮮 のず 化 超過額を 化て み濟 する 
みこみで ホる。 外 國爲替 相瘍は 
おお 動乱 W ホ 化を せる が、 をは 
軸亂 前は まごして を踰岀 解禁 思 
惑-し 基き、 急激なる 藤 貴を 巧し 
たる もみじして 

國際 貸借の 實 勢を 反映 

せる もの く るふを 得 や。 なつて 
を激を 動亂ど 同時に 解禁 不可能 
の狀態 ごな b 、 然 のみなら やが 
巧 動搖自 體の惡 影響、 內 化を 離 
の 一時的 變態 じょる 本邦 資本の 
海外 流 お、 季節的 驗 入爲替 S 取 
組 お 加 等の 諸 華 情の 爲 め、 巧 時 
比較的 化 位に あるな 寧ろ 當 巧の 
巧 象 じて、 其將 ホに 就て は 政府 
は 成 巧く 人爲的 手段を 講ずる を 
避け、 齒際 貸借の 實 質的な 善に 
ょらぶ 根本的 回復を 計らん とす 
わぐ 役 機 あ 惑 等の お 因 S 爲め不 
自然なる 也 落を 見、 ホ 場のを を 
を窜 する が 如き 族を じけ 瞒機必 
要の お 策を 講ず 可き は 勿論で あ 
る。 要する じがが の 整理は、 大 
體 順調に お 渉し、 今や 一般 經濟 
巧の 趨勢は 漸み 回を 向上の 道 お 


をた でれ - 


-を 見と むる を将 


るで をら ぅ 0 

總選擧 4 で 

延期し ない 理由 

爺會一:一解散された、 併しか巧 
當 局と しては 

新 じ これ じ献 てを 方 巧の 
準備を 整へ て运 たので わる。 し 
かして 賴 散の 鶏を r 處し 、厳選 
擧期 U を如柯 にすべき かじつい 
て も、 先 殷ホ政 巧 部内に わいて 
を究 中で あつたが 、これに 對し 
てな 立が 當 時の 事な 官 側は、 選 
擧 期日は 選 擧法第 十八 條をご 一項 
じよら、 解散の 日よ b 化 日 0内 
じ 巧 ふこ ご、、 なつて 居. e .、 齡貼 
の 延期し 得る ごの 規定は、 選擧 
人を 溝 調製 じ 差ち ある 場を 一し 限 
られ てむ るから、 今 萬 解散を 巧 
ふご も、 延期の 要な しど 誘いて 
ゐ る、 一方 政務を 側で け、 ㈱ 則 
の 規定は がず しも 選擧ん 名簿 調 
製の み じ 

局限 さる t もの に あら^*^ 
して、 名簿 調製に 關 ななく 延顆 
し 得る ので ある、 懼第 一二 項は 選 
聲 人を 簿 調製に 關係 ぁる 撰を じ 
限 も、 髓 限を 設けられて あるの 
であるから、 これ じどら はる i 
が 要はない ミ稱 して ゐる 、され 
でを 府で もこの 雨 意見を 參醉し 
て 確々 攻 兜の お あ、 左の かき 理 
由 じよら 延期せ ざる こごに 巧を 
した、 邸も阔 をのが 則を 設けた 
のは、 選 擧を賞 施 後 0 淺 くして 
選擧 人名簿 調製が まだ 完了し な 
ない 壊を じ 解散が わるが をき こ 
ごを 豫 想して 設けた ものである 
から、 旣 じを 簿のお 巧 上つ た 今 
日。 延期の 必要を 認めず、 をれ 
ご 岡 時に 當時樞 を院じ おいて こ 
れが 審缓の 際、 選擧入 名簿 巧 お 

圃 難なる 瘍をじ 適用す る 
爲 めじ、 設を する ものなる ミを 
政府が 言 巧し. て ある 手前、 今 こ 
のま 旨 ご 反する 理由を 巧て 延期 
し 持る 藏 みを 避 ホす るは、 樞密 
院が 承知ず まい、 適 殺の 府縣會 
議錶選 寒じ徵 しても、 一ヶ 巧の 
選擧 期間で 充 をで、 毫も 延期の 
必要がない みみなら ず、 選擧期 
間が 長ければ をれ ホけ 選 擧赛巧 
をを く 要する を どなち、 な婦じ 
も闲 難を ホす どい ふじ あつて、 
これ 等の 點 じついて は、 內務省 
法 削 おで も 同意見で をる から， 
結局 延期し ない こどに ホ定 した 
のでを る。 を こで 內務省 じがて 
をの】 ごして 逃擧人 

ぞ 11 も碰定 しねが 當 馬の 
觀測 するど ころに よれば、 菊 有 
權を約 千 S な 五十 名に 销 し、 立 
候補者 數の 見を みは 九 百を 乃 ま 
千 名 (を 員 巧な 六十 六 名) で、 
大正 十一 ニ 年 淸浦內 閣當時 Q 候補 
潜數 (屈 おま義 によらざる ため 
を々 の 脫漏あ b ) 千な 五を (を 
員 四 巧み 十四 名) じ比數 すわ ば 
巧證を 制度を の 化 じよつ て ニ Ilf 
割喊少 する もの ご 見られて ゐら 
これ じ對 する 取締と L て 過般の 
府縣會 幾 員 選擧じ 警察 宫の个 足 
を吿げ ねので タ少增 員す る 意 お 
をち して ゐ むが この度 地 ホよ b 

報 常 された 豫奠を 見る ご 
勢 察 官の增 員が 計上され て ある 
から、 を 國お千 五な 乃 ま 千 六な 
名の 巧 員を 見る こ i なつて ゐる 


あに 選琪 人名簿を 薄 舉瞄係 おじ 
配布す るか ic いては-- 解散の 
換 をは 黄 巧ち 出を なすこ ごじ ホ 
をし 巧' 强 用紙は-巧 初が までに 
はを 部を 倾 にお 巧，‘ て、 何ね 解 
散が あつても こ n に瞒 、る 方針^ 
巧 下に 手配を 巧つ てんた ので あ 
る 0 

軍國 主義 的 

撥 張 案 非 雛. 

ボラー 氏 獨舞臺 

ワシントン 廿 云日發 n 今朝 畿 
會開曾 劈 巧に 《 シア 承認 案を 提 
おしたお ホ义し （化默 をず つて 



四箇條 におる 質問を 霞し 
順 かこれ をを 黨极 補に おして； 一: 
答を ホ レべ く 策 一け 現 巧 銭娟法 
娜 巧を 黨 のな 綱 じ 明記； るの 巧 
否’ 第二け 人 統領 當 選が 該法厕 
巧に 點 する 態度の 確立、 第吉は 
巧 巧 法を 化 正 L ワキ ン 及び ビア 
— 飮用の巧巧、 第晒：^巧巧む酒 
法 即ち 第 十八み 修正 憲法を をが 
廢棄 する の 可 巧じ關 する 質問 じ 
て ワシントンの 政界は 今や ボラ 
I 巧 獨舞臺 の 經を呈 して 居る。 

〔圈 。ボラ！ 巧〕 

ボス トンサ I 二日 發 N が ぉ 長官 
ウキ ，パー 氏は 今 タミ ツド片 七 
ツ クス 俱樂部 じがる 演說 じて 海 
軍々 備の 不巧實 じ 國 あの 化 辱で 
ホ る i てが空燦の擴巧を說きを 
しが 軍を 建設して 充實を 望まな 
い 限 6 巧々 け 寧ろを 海軍 力を 一 
掃すべき である VJ 長 時閒じ 互り 
て 痛論し な。 


，巧な 


居た 上院 外を 委賛長 ボラ 
i 巖近じ 至らを 然 

沈 默を破 6 例に 化 もてな 

ー府 の反郵 的^ 政策 じ おつて 堂々 
たる 論陣を 張つ て ホ 難攻 擊を續 
けて 居る、 郎 ちその 第一 聲は現 I 
I 政府の お 軍 獲 張 針 劃 じして ボラ 
; 巧は 海軍 長官を 始め どして 去 
る ± 曜日 ニ ュョ！ ク をに 於る 午 I 
I 餐會の 庵 上で 英米 戰 爭を豫 言し 
たと 傳 へられる プ ブンケ プト縷 
I 督の 言論、 並びに 現 海軍々 を鄭 
-畏ヒ ユミ •ヌ提 瞥^ タ^ず をし 
て 海軍 國 どして 剌强ご 均等を が 
たんご 欲する ならげ 

現 計 劃 でを ると 纔五千 巧 
靡 案ょ^も 更らじ ニ 觀五發 の 海， 

I 軍 力を 必要 どす る旨述 V た. る點 I 
を猎 滴し 『截の 如きは アメ ず々 
をして 軍顯 的たら しむる もので 
~ をる のみなら や、 をら じ 則强の 
遣 顆競爭 熱を 煽動す る もの じし 
て 今ゃ アィリ々 が 巧等戰 ずの 危 I 
一 厳 じ 直面して 居ない にも 願ら や 
强 いて 海軍 擴 張を 試る 爲 めの 軍 
鹽 論を 高調す る ミは 疆巧國 民を 
して 媛 稅の機 會を少 < する のみ 
なら 中 

軍費の-貧 擔を 益々 重から' 
I しめん £ ずる 反動 政策で ぁる』 

S て 現 政 巧の 平和主義と 節約 ま 
I 義じ對 する この 矛盾を 指摘して 
居る。 第二は ニカラグア 閒 題を 
I 中必 ごし 且つ 現じ^ ダ アナ じ 開 
醒 中で をる 沉アメ 9 々ン 會議を _ 

I 背景 じこの 際 アメリカの 沉アメ 

‘ 々政策を ホ國 上院 じて 中外 じ 
聲明 するどい ふ 策 じして ボラ 
巧は 該案を 先づ かを 委員 食ホ議 
のが 式 どして 上院に 上程す る當 i 
なる も 却つ て 

民主 黨侧の 外を 委員 ロピ 
ン ソン 巧 導は 『現な 沉アメ 9 タ 
ン會議 の 進 巧 中なる 點じ當 みて 
_ 欺る 巧 議は巧 ましき こど じ 非ら 
や』 ミ反對 しつ^ ぁるた め 若し I 
委員 會で否 おの 場合は ポラ ー 氏 
自ら 上院の 議 巧ょ b これに 顆し 
た盧 見を 陳 ぶべ < 、第一 ニは 旣じ 
大統領 立候補. i - 聲 明した 人々 じ 
掛 する 禁酒法‘ 腳 巧の 質問 じして 
ボラ ー 氏は 將 ホの 立 咳 補を はこ 
の 問 趙じ凿 する 態度を 明白 じし 一 
なくて はならない ごい ふ 立場 か 
ら先づ 々 1 チマ 巧 じ對し 




パナマ 速が の 

建築家 逝く 

+. 權日ぁ 午 自邸で 
パナマ 递 河の 速 築を としてを 
の聲 をを 疆を 的じ驅 はれた 退役 
陸軍 少將ジ 3 ミ チ • 7 シン トン 


ゴエ ダグを ゴあホ 八 商 H じ 互ち 
掉お一 レ 惱んで 居た が 遂に 去ち 廿 
一 H 正午、 来 八十 八 T 目 牛 二を 
の 自邸で 逝ました 、享年 あじと 
十歲 、臨終の 床には 夫人 及ブニ 
みなも 侍つ ゎが 將軍じ 逝 ま 一日 
前から 昏睡 狀废じ おつて 居た。 
遺骸は 生前の ホ 學に應 じ 巧目ゥ 
エ マト •ポ キントの 降 巧 七. を學 
校で 軍葬 じ附 した C 
逝ける 將 ずは 純が の ュユョ ー 
ク兒 じて 千 八が 五十八 年 六 目 
ホ 九 n 、 ォランダ 移民の 子 ご 
して ブル. ック タンに 生れ シチ 
，•々レッ デに をぶ こ v ,| ニ 年 

推されて 卡官學 校 じ 入 b 千 八 
百 八十 年に 卒業 お ± を お ほ £ 
して 活動して 居た が、 獻 米の 
を 姉 連が あ 巧 ごな つて 努力し 
た パナマ運河の 建 袋 も 失敗 じ 
歸 した 隣 大統領 n ! ズ ゲ玉グ 
ト 氏は パナマ 巧 か 圏の 樹立 这 
ュ 0 ン ビァ 國の條 約 締結を 機 
會に當 時 陵 軍 七 お々 佐で ぁつ 
た 故人を ま 巧お師 ごして 運河 
を 完成し 一躍 化を 的のを 師 £ 
して 知られ、 互つ パナマ 蓮 巧 
駐 化の ホ 國緩督 どしての 讚 一 
A 若で あつた。 


本社 乘京 特電 (驚 お町轉 載〕 


漁業 條鈎 ぶま 調印 

その後に リ 露 通商 條絲 新を 渉 

〔サ 四日】 久しい 顧の 懸案で あつね H 露 漁業 條 約は 後藤 新 平 I 
子等め 靈 力で 正 まの 親が を 終了し 巧 ホ 太 化は 霞く 巧を せの 爲め 
歸 朝の 上 あら じ歸巧 後は 新 述海礫 約の 締結 じ 就て を 渉す V < 巧 i 
巧 蛙 0 0 シア 太 化は 一昨日を なて 着任した C 

:闕 題の 武器 船に 怪說流 巧. 

【廿醒 日】 曇じ獨 逸人を 船長と I 張 作 霖お軍 じ 宛てた 小銃 六 
十 巧 其 徳彈藥 類を 搭載して マユ ラ じ 入港し 紛 ずを をした チで n 
ス甘ダ モア 瘡般 に關し 南を 致 麻は 途 h 擊 化の 計 劃が あるので、 
軍艦 大 井が こむ を 護衛す るで あらぅ どの 風說 高き のみなら 中、 
日本が まが じ對 して 武器 供給 禁と 協を を 無 親すべし どの 怪說流 
巧され つ； あ 4 も當 厨は これを 事實 無根で わる ご 巧を した。 

外務 大 おに 久原房 之助說 

〔サ 二目】 旧 中 首が が兼攝 して 盾る 外孫 大臣 じは 囊じ 。シア 
へ 經濟巧 節 £ して 派遣され 昔 相 己 親友の 間柄で をる 實業 家义巧 
房么助 氏じ內 をした ごの 說が 專ら流 巧され て 居る。’ 

文化 宣傳に 一二 万圓 r 寄附 

一: 甘 二日】 前ユ ユョ！ ク H 本人 會 書記長 巧 田 柳 作 氏は 歸朝 0 

ホニュ 3 1 ク ホに 設 <• へき ジ卞 バニ— ス •々グ チ ユア •センタ， 

じ 就て 朝野の 名 ± を 訪問 中で あつ わが この 趣旨 じ賛 しち 崎 小 班 
太 男は！ 二で 圓を をの 資を中 じを 附 しじ。 尙ほ 新年 巧々 歸 米の 箸 
であつ たち 旧 氏は ニ 巧 頃まで 出發を 延期した。 


中 上 川 巧鐘狱 へ. 

〔サ 四日】 を 名なる な 中 上川彥 
次郞 巧の か 息 である 中 上 川 S 
郎治 巧は 今回 鐘ヶ 淵巧績 株式 
會社 重役 ご •なつた。 

金利 引下げ 尙早 

〔サ I 日〕 を 利 お下げは 時機で 
ないど 井上 a 銀 總裁ど s ± 藏 
相 どの 意見 一致す。 

を 債 投資 白熱 化 

【甘 一日) を 償への 投資は 白熱 
化し 四十 一二 年 來の新 高値'^ 現 
はし 國償買 入れ 償却 ニモ 巧 化 
十万 圓じ 及び 威 憤 基を 殘額三 一 
千 巧圓は 今後の 買 乂憤還 じ 化 
用の 窜だ ご。 


川 崎 整理 巧 困難 

t 廿- 日】 川 晓造搬 の 後 巧 社長 
じ 閥し を 方 幸み 郎 巧は 伍堂 中 
將 を引这 めて 井 お 謙み 大將を 
ホ 張した のでが を 側は ツム" 

を まげ 其 整理 巧び 闲 難と £:*• 

米 實收六 千で お 

門廿- 日】 昨年の ホ實収 鳥は 六 一 
千 ニな 十餘巧 石で 大正 九 年 村 
ホの 大 豊作 だつじ どが ほ 一巧 一 
一日から 十五 H をの お ホ徐入 
總 額は 八 千 四な 八十 一 喷で昨 I 
年の 二倍 じ當 ると。 

化 日本 义大 吹雪 

【甘 一日】 新 巧、 山 お、 が 旧地 
方には 十 义日巧 ホ 义な大 吹雪- 
葉 ホした。 
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M. isuchiya, D.M.D 
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coi* •に 72 nd み . 
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2 巧 W ， 巧 nd 化 
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MIKADO TAILOR 

30 に 65 也 St. 
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3 巧 化 巧 お h 化 細む rk C 如 W.Giarks 日 n 巧 31 

一 ~ F おな 美ん よ 只 

.便 設 位 献練 聖日 H 
案宜 堂を 備 生か 羁 禱習 歌廳礦 ，•幹 牧 
巧 あ贿 を 下 常會 H 學禮! 諸; 事 姉 


を 職ら 娛圓 かがを 
裸荣 樂書 育を が 悔 
事 巧 具 雑じ 十 比！ 

を 旋簡誌 還五亞 j を 
詢 旅ち 巧 適み を ' 
奔ぞ食 曲巧孩 


水 

疆 

夕 

と 

が 
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校 巧！ 
午 午 

品品 

十 主 
時時 
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粟宮 


，野 崎 

食賴 

衝么繁 

がー 
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1 け [. 5 帥 化 Te しおが nt 巧 94 
Bd Uxin が邮 & わ rk Ares, 

左 時 八が 日谣： i ： ルち 




P 化げ S & 巧 廳 


3 Maiden Lane N, Y. 

ェ 雜冶艱 銭を じ 幷巧雞 を 

類お寶 お 意新最 
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Merchant 
t aiior 
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f! 抽巧目 UO 削 

Roam 334 

が 巧 巧 抓 


巧が 8 

む yan パ 3 巧 


娩 SS 酌屢貼 化！] が 

1 264 Lex. Ave. Cor, 85th St. 


授敎語 輿人婦 


JAPAN art studio 

624 LEX 巧 G 巧 N が L も Y. 
なしれ むる 閒 37 


♦ ま 满が用 おの 方は かが おがさ 十が み 巧 じを 話 ♦ 
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81 
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んし CEASA も M.D. 

127 East 84 化 化 枕 t 
bel ■ わ rk & L 巧 ingion むが 

異猴晒 鼻 耳 I 

廊 時を 診 
午 おお 時 十 前 午 肖 
時 八 ま 時 六を 午自 
日 赌 

自 午前 十 時 ま 午を 一時 


I J* Y* Maiisumoto, 

I Mechanical &fi Studio 

i 124W.34 化 化 OppMitl/la 巧 ’s 

i Tel.Chickeiing 巧 010 


YUKIO N ミ SHIMURA M G. 

200 We な 95 狂 ST， 

了 e!. Riv げ side 0863 


N. TOKITA, 

CUSTOM TAILOR 

ROOM 605 
1 が W. 42nd ST. 

巧し 郎 YAKT 巧が 


Y. ITO 

1 巧 Ees け 3 rd お 
む r. L が mgioft A け ‘ 



店 書 西 東 ♦內案 育 紐 

The East and West Book Co. The New York Touris け ervice 
411 ^sH 15 thSt.,N.Y.C. Tel. Cathedral 4408 


まを 用 ▲ 購爵 籍 ^ 
す、 のを 買 巧は 械 
。購ぶ 本を のか 育 
買々 没し も 論 ホ； 
のじび まの 其內 i 
をはを すを 他 猿 i 
を特雜 ° 敏ホ行 > 
なじ 誌’ 速题の 
を 調 御に 巧 書 


文 神 * 
學學々 

ホ ±ゴ 

上 ミ 
杉卒 
純 お 
雄 


通 年 〇 
す聊 を 
るかは 

も 化 在 
の國ホ 
ごの 旣 
信 事 じ 
じ 情 か 
舜じ H 


◊御と が 
通 案も內 
譯巧懇 皮 
◊.致 切び 


調 

杳 

〇 

巧 

渉 


しじを 
ま 能 地 
1 率 旅 
"的 巧 
じ 化 
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Koike studio 

730 Fifth Ave. 
Cor. 57th St. 
Tel. Circle 4406 




! KER 民 &MAVOR 

I 1023 Third Ave. 

Set. 60 & 6 パ ts. Tel 巧 hone おが nt 巧 09 

! ： ■ 

备巧人 本日 

巧專 靴型 小 


を ホき 巧. を 小き 商. を ホき 巧! 



I リお W STOCK 3 . 1 ^ TO 12 FWI 化 


類 計時ち 寶屬を 貴 

會商 柳靑岸 

目 T 二十 四 西 
をと 十五な一 と 十 巧な 

角 化 東 ーア五 クスス ム イタ 
グン デ/*^ ビ 一 力一 エ グン ロ 

室號 がな 九 

四 セ ミ 四 トン アイ ラブ 電話 
laSHI-AOYAG! CO 
147 - 巧 7 化が nd ST. 




逸 



ぶ 中で 每 逼 ^.'. 







♦ 寒籍 ♦ お 誌 ♦新甜 
縱覺 室を お 
執務 午前 九 時 i ち 午後 五 時を 

雜育 日本人 會 


西 五十と 了 目 ニ 五 0 を 


電 

話 


コロ ム \ K 


穀撲 


日本 哩髮舘 清 

西 西 十 HT 目が 霄 地！ ニな 六 室 号 

タダプ フロア ( 巧 ホ 街 5 巧 十 HT 宮 巧 ) 

日本 散黨屋 則が I 

五ヶ 年間 中が 巧 ご 共 じ 就業。 

ジ ヤシン ト《 フヨ ブ 3 
ご 辛 霉 h 芭 . 严 Y •暑 
巧 里 . calibus Ave. 夏 eni をす rk W を 

巧 讀 m .H 毎巧十 H 發巧 
雜露 LU4-S I 部 十 化 
呈で si 養 苗， f さ 「ニ 舌 


JO 巧 In 左 1 OOCR ご M.D- 

三 1 wst 芸 h 田 . す * 一 0 ; 
lei. Ri さ 星 e 黄 73 & ジブを er 1 忌ま 

診察 豁雜 UJril 

H 拍午的 九 時 I 午を 四時 

ドク ト-小 栗乘ま 


診察 時間 

午を】 時 hh 臨 
午後と 時 = 八 時 
をな 醫學 ± * 

パ： 巖本谨 一 

古 か 比 巧乂學 ぶび 
グダ ブン おな 勘務 
H 巧は S 約 西 上 お 


拐 巧 巧 

主な 基 

診を 時 巧 

自 午前 乂時リ 十二時 
自 午後 一時 N あ 時 
時 補 かは 前約 じ 願 巧 


韻纖 診療 

賄が 顯上娱 

ゴー子 か大を 

ドク トか ホグメ デツン 

醫學巧 ± 

ま 居悅彌 


診察 時間 
午を 六 時 1 八 持 

江 見 H 朗 

引 おきべ 八ビュ 1 

病院が 勘 じかを 時 
鹿 か 及び H 巧は 巧 
巧 じ 限る 


かろむ 

はも {の 遊び 
そを 奥 文で 乂閱人 じ 能く わかる 
やぅ 滿單明 朦に說 巧した ものが 
ホ來 ました。 內容 目み 進呈 致し 
ます、 御舊 下さい。 

M 呈去ミ 至 C 0 , 114 で 置 さ St. 田 甲 
T.D.GomL W 口 己 17 さ Si, ミ 壬！ forkC ぎ 


洋服 調進 

クタ！ ニン ダ， タイ 

イング、 懷簿等 一 域 

ミカド 洋服 巧 

松 ■本 保 

.4^) 話 ライン ランダ！ 

お A H 0 


_ 診察 時間 

柳 6 ー 午 か 乂 が— 十 時 
I 诚- 午み 六がー 人 巧 

れ fi 。 小 栗 幹 S 

I-W 巧 育 巧 フク 71 おな 
M W 巧 五 巧 病院 動な 
2 I 武ボ n N バラン ド 

お烧 勘が 


.1 雌 

. 州 -S 

r 

8 3 
む 
A 北 
n T 

这 

I 邮 

h 

ミ 
化 J 

r 
& ィ 

心 請 

i 劃 


訊を 會 

巧 巧說較 (目) 八 持 
日 谣學校 (H ご 一時 ザ 
家庭 集會 (水) 八 巧 

祈禱 會没つ お) \を 
聖薰 巧を (未 ース t 

婦人を 
講演 會 

鼓 備— 

海 宿み、' 猫み をを 
な 菜 巧を、 をの 化 
人 巧の 御 相談 じ お 
じまず 0 




-I 

II i 粧 


1 化 - 3 

加邮肯 

ん 卿え 
础 呼ん 

q 化每 

な - T- ■ 

^ n - 致 

i 祖を 

T 抓 


諸‘，. M .‘ A ’ 

B 巧を 書 硏が甫 牛 
み 勵會タ と時ぞ 
巧 巧 話な タ八巧 
木 おが 爲會夕 八 巧 
巧 お及び 裁 巧 

午な 二な 
生 跟讓な 會义は 
ホ詰會 夕 八 時 

'かを 事業 
あ衍 部、 旅け 巧 案 巧 
巧 * 人事 相談が、 調 ホ 
が、 巧 裘罔旋 が、 巧 淀 
巧 縫が 巧の お 課を 謀 
けを 貫 もび ホ 會 貢の 
使を 計る 


S かお 

TM 

U W £ 
齡 il 

-1 D 

r 8 IU 
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が 育 州を 認 
巧 務省最 許 
東を ホ大臀 巧大學 
を 婆 復巧巧 ホ お 

蠢 婆 - 松 本. 綠 


娜 I 公認 マブす 

内務省を 許 
產婆 鍊炙醫 


平野 秀子 


带轟 モニュ 


一 夏 九 


お 眼 ホ じ 化 錫 調節 


齒科醫 木 下义ボ 


310 辛. ご 1 ず 巧 
ジ I. Hint 8 器 7 


e が 

競 敷 

B 您ぉ側 

s-li I 

9 F. 
5 E 


驗科醫 

策 ザの 秘驗を 《 て 
最新 ま 巧を 手術に 
巧 能 じて 信 巧 篤し 
n 施術 巧 化 巧：：：：： 
目本ん諸をじは轉 
し 下 お， 懇切に 治 巧 

化育 W を 段 
い：： ブル 1 ム 


な 


勞弗 洋服 巧 


をき 米國 婦人 
H 本人への ち 
語敎授 じは 爹 
年の 提驗 をを 

寸 0 一い ブス 

ンと 十五 飽 
每 U 朝 化 時ょ 
も お 化 時を 巧 
時 じても をし 
り曜 B は； 時 
よ-®' 四時を 


H 本、 を 那寶モ 製 美 
術 品、 婦人 巧 曾 飾が 
他 装飾 お 

鳥 等 お、 瓣品 懷縷、 

資飾 品、 スト リソダ 

H 本 狼淺變 


紐 育を 命が 險會社 
‘ニ 木定吉 

養衣榮 
を お 接 

S. 3 1K* 

玄 《w Y ミ だ ご 一で hliiurxnd 'I 

510 了 a 吕 be? で ： ZOWYOrK ご ly. 
ミ i. gonh 泛爱 

を 社ノタ n 狗掛 節 が V 
御 自なノ あ 巧 ピぶ巧 あ 巧 チ 申 
巧 ホ 屯 置单下 サイ 


機械 設舒 、機具 
運動み， 玩具、 美 
術品臺 •ランプ 

松 ま ッ\; 

「沸 蘭 西 お ダ！ 

ソンゲアが. •ラ 

ヶ ブト 販賣」 


靈 揉治攘 

マッサ！ ジ 、聽形 

~ 藥 風呂、 水 お、 電氣 おお 

西が 襟院 

フイ ジオン ラ ピスト 

公認 西が 幸 巧 

午前 化 時？ 午を 化 時を 

街 張活療 ニモ 應ジ マス 


時 旧 
洋服 巧 


時 田 信 次 郡 


を お 十一 IITH 


己一 ニ 


伊藤 


洋服 巧 


f ラ g な こご 1| 




.-£.,r ちち ミ--、--、 广是 .- .1 


稅 關带務 

a が 東が を 地が じを おを 
C 6- I 刪知瞭 出入 ホ 法に 雜ず 
化 W ゎ 柳 子る！ 切の 御 諮問に 
出扣 2 おじ 货道谋 船 貨物 速 
が 此 W 曲 貸ぶ 出帆を 稱 械手鑽 
が咖 一 書 等 進呈す。 をを 巧 
WE 細^; ボに化 巧 巧を がし 誠 
M 替巧速 御用み じ應や 

ド 巧 驗取巧 
稅關 事務 取扱 

含 EAM UANE & C0. 

す i ご泛 ご Broad ミ， 呈ー 
T&.80 左是 -Ga 否 n 9136 ムニ W 


弊庙は ホら < 白 人間 じ 信 
用を 有し 熟練せ るな 術 ど 
親 巧を 巧て 贩賣 致します 

寶石 貴金頗 
御 注文 並 じ ' 
迅速 修辖 
諸鑑を 無料 

巧 中 商店 

N 《巧 • 65 を 皆 . ， oor. Ivjfadiscm お<タ 

*Tel •巧 hi 91 an4es 化 0 の 巧 



丸み 洋臟商 t 



も W 
• 0 
が 7 

抓 側 
4 


が 


T— 


ホ 巧 巧み ノ巧ピ y グニ横 ニニ 0 房 

飾 贿丸山 洋服 商會 


歡鮮爲 か 一切 

円本 入 向きの ホ お 深山 取 b 揃 < 
错别 廉疆で 大勉强 をし まず 

サヴ す ナ魚巧 

•Jseph UPVO 旨 

援 4 g. S 至® t. 

，rei. oohlsb だの 芭援 


C 

ふ ： £-5 

加 乱 

私- 1諭 

& 柳刖 

0 むん 
^ « T 


瓷晚胸 用 壌 
船み を 巧 お 
か 洋が雜 皆販資 
輸出入 稅 關ホ鑽 
諸 荷物 運搬 取扱 


遠 藤 小 刃商會 


第五 街よ so 

へ タシャ 1 

ビ八ザ ンダ巧 

小 池 寫眞舘 

電話 ナーク か' 

四 四 空 ハ 


巧 擅靑牟 理想の 议体 

H 本人 靑年當 

;呈| 13 ' ぎ Cla を皇 12 至 


化が 品 卸々 

お 巧商會 

W E. ニす 与. N. 一. 百 iy 
T たで uysi こ 7 吉 


男女 巧 巧み 巧 



鑑を 無料 


猶 おで も慢巧 的の おがで 
も 速 かじ 根治す。 巧 腐 巧 
巧 驗病化 液 給を X ホ お 化 
柳 お、 尿 水驗査 、み 他* 

ユ— マチス、 衰 を 

お 困 b の ホは 是非 一巧な 
出なさい 

が 間 自朝九 時 ま 午後 八 時 
幡自巧 乂時至 午を 四時 


Y- 

S 化. 扣 

N 化 I 

1 h い 

Z か 4 

2 よ 

RMi 

kF n h 

£3 o ゎ 


紐 育 御 案 巧 

營藥 課目 0 0 通 辯 0 0 

A 日本 及 炼渊巧 窺 車 窺 船 切 狩 
A 諸 荷物 秘闕 ホ績 
厶 自動を 家具 ラデォ 寶玉 
大組育 お 街を 地 月賦 購買 
A 料理屋 夏場 家 お資買 
A 上 ド 町 チー グ ー ム賣 顿駭件 
厶 白人 巧 か！ ミン グ賣 物數件 
A キヤ メラ 及い ンズ新 舊を換 
AN* J 地ン スト ラント 六 百 弗 
A 本街道 沿 ひの 小農 園 購入を 望 
ム六室 家具を 郎歸國 じ 就き 讀渡 
憤 格 一二が 弗 家賃 六十 八 弗， 

A H 本人す 宿屋 格を 賣物巧 急 
厶 日當ら 巧き 四 ま 家具 隅 巧價じ 
譲 b ます 家賃 お 十五 弗 
A 徵 兵申吿 《 作製 証明 及ず 數 
を 一 弗、 期限 一円 化 一日 限 > 


拽他巧 事に 依ら や 御 相談 じ應 
じ 斑 速 誠實を 化て 御用を 班 じ 
ま *^ 



や 野武彥 


ぎブ afal 驾吉 59 
1 呂 ち. 芸 Hi Ml , N . Y . C . 


弊 巧は 實質 誠意を 速キ '義の 
基に 御±產 ，物 一 ま卸賣 値段 
で販賣 致します 多少に 掷は 
ら中 御用 命 仰が 下さい ませ 
◎跡 米を 稱 時計。 廣 時計) 式 
◎寶石 賢を 屬 。銀製 器具 一式 
◎を 巧 萬 年 筆。 を 銀製 鉛筆 
◎蓄音器。 レコ ー ド 見本 陳巧 

◎ 寫眞 器。 タィプラィタ ー 

◎船 切な。 が 念 寫眞帖 繪端書 

フ 打， — ドウぶ 1 |rn 十 ^^ 

锁事 館向侧 建物 セ 0 お號室 

如が 作 心 か‘ 商 

線ぶ ぷ间 A 

ご 0 Bi を さ ！ ubty 

を. C 〇 ftiandf 8337 泛當 


をみ である ど轉 へらる。 

對米 外債 說 否定 

餐じ ホ國欧 巧が 掛 フク ンス民 
間 貸附禁 たを 解除した る じ勒し 
i がが 界 じな 早く も ニ 億万 巧の 
貸附 をが 說を 巧へ てゐ るが フラ 
ンス政 巧では をの 必要を 認め や 
ご 巧して むる。 

日本 株式 相瘍表 

〔大吸 藤本 ビ八 フ。 1 力ー 銀 

巧を〕 妹 ま 相 麓 〔單 位圓〕 

一巧 九日 一巧 二王 日 
一富 •青 一富ん 0 


東を 指數 
大 陌指數 
東京 電燈 
大同 電力 
東邦 電力 


を ふ 0 ニな 呂 
ささ 1 Q 至盖五 

を A 0 を ，受 
室吴 0 查 ふぶ 
大 H 本 製糖 をろ 0 を •ま 
王子 製紙 一另 •を ニ 一 互 0 
巧洋 モス リン 巧 •呂 ぶ 0 る 0 
日本 ビ — 呈を 00 ニ 0 を丢 
日淸 製粉 を •着 一呂 •云 
淺野 セメント まる 0 宅 互ぶ 
日本 巧 独 雷 ■呂ま *10 
東京 お斯 さ 一* 言 《ニ •を 
日本 人造肥料 圏-， き 憂 星ぶ 
义巧 礦業 を ふ 0 臺ふ 0 


尋れ人 

(ち 庫縣 人) 加 藤 方 一 
(大阪府 人) 佐々 木 光 
(東を 府 A ) 狩 野 藤 雄 
( 廣島縣 人) 常 脚 字タ巧 {な 岡) 
(靜岡 お 人) 木材 準么巧 
狩 野 鶴 ま 
(熊 本縣 人) お 崎 方 作 
(愛知 縣 人) 長 崎德一 
( 廣嗔縣 人} 岡 本留一 

をの 者 じ 通知を 度き 儀巧么 
候 邸 本人 おくは 知人ょ b 現 
化 巧 御 通な 願 上 候. 

紐 育帝國 総領事 舘 

1 を Bi をち New York 巧 b 


成功の 秘談 

ホ齒 式ち 語を 語ず 事 
は 成功 ゆ 第一義です 
本校には 日本人 敎巧 
じ 惟れ たぎ 任 婦人 敎 
師ぁ b 懇妨じ 會話遙 
信 文献を 語を 教授し 
ょず。 H 晒 週 H みに 
午 蘭 化 持よ 6 午を 十 
時まで 開 保 --! い； 
スンと 十五 化づ i 
今 H 烏 七に 巧 校 をれ 


詔 

HU 
■ T — 


0 

y 


就 

8 

が 

細 

化 

n 

0 

が 

如 

5 

B 

2 


御菓子 舖 

名物 栗鹽 頭、 潑銳 、練 羊羹、 
賓澤 狂、 甘納 畳、 其 化を 棵 
煎餅 卸小賣 。のし 餅は 前日 じ 御 
注义 をを ふ。 日本を 巧 品 及び 雑 
誌 等 も あ もます 

御 注文は 松風 辟 烏 橋 
岩 タ 置 ih St. Tel. TS 寡 ま 55 里 



正な ど 親切 VI を 旨 
どし 確賓 .信 巧 ある 
お 品を 椅 選し 御 ± 
產物 一式 特别廳 僧 
で販賣 致します 






i 招， 唯 巧 規 

I 普選 時代へ 

お 十 削議會 解散 

解散を ずるで あらぅ ごか。 解 
散を 回避す る ごか， さま じ 
を 測され て馆わ 第五 十四 ホ國爺 
を も、 化を 明けの 劈跑 じがて、 
政 巧の ホから 解散され た。 議會 
か 召集され て 回を 重ねる こごを 
に 五十 四、 明治 二十 四 年 十二 丹 
二十 五り、 政が の乖 を諸提 おが 
否 巧され たじめ じ、 が ホ 內閣が 
巧を を 解が し レ W ホ、 今回の 解 
おは 十一 ニ 巧 目で ある。 最 をの 巧 
なお 散は、 大圧六 年の 寺內 々隅 
の 不信 巧 案、 大正 九 年 ニち みを 
選を を 民意 . 」 問 ふじめ じ 解散' ザ 
斷 わした 巧巧賴 、大ぁ 十一 ニ 年 一 
巧淸滿 W 閒當時 じがけ る 幾媒へ 
のを 漢踢乂 による 混乱 證員 じ閱 
務を議 卞る該 息な しど G 理 かじ 
基く 解散 等で ある。 

今期の 證會 解散 じがて 觀 るに 
拽巧巧 黨は巧 蘇ょ 6 もみな であ 
つじ と 共し、 野 あみす 信 巧 ま 若 
し （け、 避 劾 まじ 戰 する お 束が 
盧巧じ もま 固で， b 、 巧 黨枕厢 
が 不が巧 r おつ， おおで あらぅ 
而 かし、 ザ 面から この 成 巧を 靜 
かじ お 察する じ、 が黨の 巧謂對 
ま 政策 非難 巧を がを 整 挫 におす 
るな 府の怠 漫攻を 等は、 をれ 等 
の 切らつ めた 点まで 試論す ると 
いふ こごは、 巧窝測 どしても、 
巧して 都を のぃ 5 点の みが ホつ 
た澤で ょ （、期 紀の肅 正 等に 
まらて は、 朝 巧巧黨 おじ 间 罪で 
; るる。 從 つて、 政府 どして は 堂 
堂 ごこの 不信 巧 案を 訝 論に 附し 
昭題 のち 梅 一 かを 堅 民の 前に さ 
ら ~~ ^ 出ず ご ふこ ミよ、 假ら こ' 
諸會の 解散が な （ごち、 普選 實 
施 じ 直面して 居る 日本 ごして、 
留 ほに 親切なる 巧爲 であら、 直 
つ舊 ホり / 遭 舉法か -k 刷 お （じを 
お 運動に 移る 前提 ごして、 政府 
はお （最後の 審 巧を、 閥 民の 前 
じあいべき であつ わ。 

化 ■か々 數黨 じたよ つて 居る あ 
黨で ホる。 これで 講會を 樂じ過 
ごす まご 考える こごが 間違つ て 
居る " 精一が じ奪勵 して、 巧爲 
おじ 化を むじ U つて 解散 t べき 
であつ た。 斯 く'- ■てこを 始めて 
朝 お兩黨 S 立 おが、 お 民し はつ 
きら ど 解る ので ある。 巧ん や 普 
選 期を 前にし わ國 を け、 をも繫 
張し わ 態 巧を なて、 政府の 對護 
會浆 をち て 居む ので ある。 がる 
じあぶ 會が斯 かる 小策を 弄し、 
無 窓 おな 且つ 唐突な 解散 策に 及 
んだ こどは 巧々 は衷必 よら これ 
を 遣が ごする 0 

而 かし、 講 食は 辭 散され じ。 
巧 巧 不信任案を 提出した 巧黨は 
タ キム 紙の 報道 - し よれば、 巧 
歲を S 巧した 相で あるし 巧ぶ 會 
ごしても あ ふ逾じ 入つ わ 解散 ど 
して 賣ん でむる であら， が黨 
である； Si 政 戴 ごしても、 巧必傷 
梓つ 脑の 不信 巧 まだけに びくび 
くもので 打つ た 手 化か、 化で 血 
を 洗 ふ 暑 論戦 ごなら 中、 （さい 
もの じ 藍よ 一義。 解散 ごじつた こ ' 
ごを 靑ん でむる であらう。 斯： 
一の か； じして 巧が かなに お娩を 
; を 打つ の 暇 もな く、 溝 會は解 敬 
されて、 普通 遵巧法 施 巧の 世の 


中 どなつ たので あ も。 

なにを 選 法に 化る、 府 おを 患 
貸の 理踩 がて ィら 、巧 背む ず 
涉じ及 A だ 政府で あ 古。 巧る ベ 
きお 選灌 じ、 干渉の 腿が ホる こ 
ごは み 論で あらぅ。 のみ。 らず 
無産 おの 晚爲も 今 巧の 試が を 前 
じして、 準棉 .'て ゐ るので わる 
から、 おぶな 駕じ相 當；？ 打 おを 
ぶ ぼす こ i はか 给 であらぅ。 こ 
の 秋に がて、 ホるべき 總選 おに 
ょら 日本 じ娩 がた る 政黨政 おの 
新 時 巧が、 おも じ 貸 現ずる ごい 
ふこ どを 巧 背ず るのは、 あまら 
じ 早計で あらう。 殊に、' 無產政 
黨 がが はん 乱れて ホ 調 一を せ や 


歇 .一のに 勞働 黛が 煤の 機が が 熟 
してが^^い今りどして、 化がか 
類 がをお 沒を する ご 信 中る こ i 
は 出 ホない。 

而 かし 議 をはが 散され じ。 普 
選な 實 施の 時節 到 ホした。 

我々 はこれ じよら て、 U 本の 
政治 制度 じ 急激なる 媛 化を ぷぼ 
さ；； > いどしても 數 < 共、 巧 化の 
か 治に 理解 ある 新人が、 閱 民の 
要 强じ應 じて 議會に 現は むん こ 
ごを 麻つ て t まない。 蓋し 政黨 
のな 造 も、 議會の 刷 耕 も、 これ 
を耕阳 化の 精神に 燃惡る 新人の 
出現 じ俟 つみ 外は じいから であ 


首相 外交 方針 說哪 


解散 直前の 第五 十四 議會 にて 


されて， 普述遵 巧な 旋 巧の 巧の 皂 b 巧 か 巧 

>- J 

! .,! i _ お 


ワシントン 二十 - 日 發 n 巧 中 
をが 兼 か 相が お 五十 四 諮會解 
散を 前に 試ん た溃說 .こして フ 
シン ト' ，大化 館で 發 ましぃ 槪 
をは 左の 如し - 

軍縮 會議昨 ミ 巧 米 

固 大統領 ク！ 9 ッ デに じあ b て 
ゼ ネゲヮ じな 集され わ H 奥 ホ 軍 
備 縮々 會議 は、 關係 画が 最善の 
お 力を 盡 したに も關 はら ホ 不幸 
にして ホ 裂に 終を ましむ。 帝强 
政府 じ 於て はこの 會 議じ勒 し、 
世界の 平和を 保 謡し 瓦つ 國 巧の 
許す 範圍內 じ 於て 國 をの 軍 債 貧 
擔を輕 < ずる お贴ょ 6 じ''',- 參化 
し、 巧が 化 まじ 於ても 目 本の 要 
ホず べき 点は 堂々 これを カ說し 
他面 英米の ま 張 調 かじ 努力 致し 
ました。 私は この 會諮 じがて 自 
本のを 縮 じ おする あ當 むる 立锡 
ご 世を 平 かのち 進に おつての 眞 
攀 。る 態度 どは 刻强の 承認を 採 
した こごょ 雜信 する もので あ b 
ます 0 

移民 隅 題 H 本どァ メジ 
々合 衆 國の驅 巧に 就きましては 
H 本人 じ對 する 差別 的む 移 技法 
が今闲ほタ年の懸案じ；；^つてお 
る こごを 遺慷ど 致しまず。 併 か 
し 乍ら、 この 郡の 間 題 解が に 就 
て 最も 必要なる 日本人 ごア メリ 
力‘ 人の 間 精 ある 驗お的 理解が 日 
ご 共 じ 伸長し つ . i ある こどを 磬 
で 居ち まず ？ 

對露關 係を 國こ 善踐勞 

農 ロシア . 聯邦 國 ごの 國變 は 、 H 
ど 共じ增 進し、 且つ 婦東繁 領地 
じがて 目 本人の 鱗濟的 伸展 も 極 
めて 巧轉 しつ I あらます 0 

對支 政策 みぎに おけ 帝 
國 じご b て、 摄も 緊切な 關 係を 
持つ 戈那の 時局-し 就て を 見を 述 
ベたい ピ 存じます。 ま 邪の 混视 
じる お 勢は 尙ほ をの 前途 じ 何等 
の ホ 明を 認め や、 か 情は 安定を 
缺 き、 支那に 顆係 ある 列强 じど 
b 總 ゆる おじ 影 蠻を义 ぼ （つ： 
ある こピ は、 甚だ 遺 城 ごず る 所 
であ b ます。 これは 軍に 經濟巧 
巧 面ょ ら概て も’ 眞 じを 慮じ堪 
えざる もの ホ < 、惦じ ホ軟 •し发 
ぼす 影響は 甚大で もらまず 。時 
じがる 狀 態は 

を國 とまが の關 巧に 最も 
密 おじる もの タ （、過. お數 年に 
ぶ b 巧が 巧乂 じよ b て 築き上げ 


られた 幾多の 經濟的 某 礎 ご ■を 
の 地 じある 巧 人の ホ命ビ がを を 
傷つ （るが かきこ どは、 巧 等の 
到 巧 忍耐す る 所 能は ざるら ので 
あらます。 ま那 のが 態旣じ 欺の 
かし ごせば、 をし 支 邪の 官憲 じ 
して 條約 上の 貴 務を無 蔵し、 外 
人の 生か ご 財 虚じ充 かなる お 譲 
を 巧へ ない ご ずれば、 巧 等は 必 
裝に應 じて、 宮衛的 手段を どる 
に吝 かならざる もので あちます 
勿論帝齒か府：？！ま那の 

內政 じ 何等 干渉す るの 廬 
志ト * きこ どは、 経じ嚷 々する こ 
£ を耍 しませ 田。 併しな がらを 
國は彼 地 じ 於る 巧 人の 生命 ごが 
產 がび じ巧權 をが 譲す るた めじ 
適當 。る 手段を 施す こ S じ 向つ 
て柯 等禱雜 する ものでは あらま 
せん。 昨年 五月、 山 巧 省の が 人 
じ危險 をぶ ぼし 相で 形勢を 生じ 
たるた め、 濟 南に】 時 皇带を 進 
めた の も、 即ら この 政策の 一端 
であらます、 で、 幸 ひじ もを め 
使命を 完 ふし 得た こごを 喜び VJ 
致します。 最近 彼 地の 時時を 觀 
察します るに を 地 じがて V'' 

み强 がが 議 しつ、 あるじ 
も 關はレ > や 、慑約 違反の 巧 動に 
及んで 居る 樣 子で あらます。 斯 
の 如き こごは、 ま 那勵民 自身の 
進歩の た々 じ も 巧 止した きもの 
でを b まして、 帝 國政巧 もこれ 
れを 看過し 能は ざる もので あら 
ます。 な 上は を府 のま 那じ對 ず 
る 一般的な 政策で あらます が、 
お 蒙、 秒 中を 部 地方 じ 就き まし 
ては、 をの 過去 じがる 歷 を的關 
係 して 打算し、 特殊のを 慮 
を 要する もの ど 認め、 帝 画 巧が 
ビ しては こ^ 地のを 寧が をを 常 
じ 維持して 居住 支那ん 没び W 人 
のをを。 る 居 化 地 どして •適當 
じる 經濟的 仰 畏を期 L て 居る 巧 
祭で あらます。 


滿鐵 新外僖 

當 地で 成立を し 

ま 京 特電 二十四日 發 = 巧 京 お 
燈英乂 外 憤は" ン ドン じがて は 

ホフ ィト ボ！ ニユ 131 ク 
ニが ては グ ブラン ティ •トラス 
ト •コンパ ュ ご 正 まのを 渉に 
着 ホした。 尙ほ 一時 支那で 問題 
を お 巧し だので 停頓の 姿 どなつ 
て ゐる滿 集 外 潰ら ユユ！ ョ！ ク 
でを 渉に 着手され あく 成立の 見 
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City Hall Tea Garden 

170 Nassau St, City 
Next to the Tribune Bldg 
Loo Lin Manager 


International 
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IKUINE 

Ho わ！ 在 民が わ urant 
313 W. 88 化 St. Hew む rk 
Tei . む hii がげ ？ 822 
Cable もが 巧な！ KUWE 


DARUMA 

巧 1- な h わ t. 
W. わが nt 巧 巧 


SHOWA 

53 W が 1 105 St., 
Tel* CWk さ on 09 が 
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TOY LEE 

CHI8ESE RESTAURANT 


117S BV 化 Cor. 28 化 比 


Tei. Chiekerhtg お 巧 

御 
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は 

は 

を 
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召 
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KIN 6 Y 0 & PET SHOP 

IMPORTER OF 

GOLDflSH & BERDS 
〇 

動 其 力を 
物 竿ナ種 

— - i リ金 
切 類ヤ魚 


DANCING 

411 W. 11 5 比 化 

Tel. Cathedra! 4408 Apt. 3 



35 East 29 かな red 
Tel. Lexington 5727 


Kawasoye Hotel 

け 8W がり 巧 nt 化 》 t. 
Tei. Mornin が ide 7154 


TAIYO 

1 が West 巧 化な . 
Tel. Susqueliana 巧け 


TOYO RWAN 

41 に 19 化 Sl 
B si. B% 巧 & 4 化む e. 
む I. がが nquin がが 


窝 

巧 

巧 

H 

を 


す 


太 現 

ホ 化 
宿し 


龐 

御 御 

i 8 東 1 


洋 


纔 



340 W. 58 化み . 

1 elephone: 
Columbus 8882 


( 晒 0 • 氷) 巧 巧 ゎ 


な e To か 0 Co. 

1 が W . 巧 化 化 
New York City 
Tel む 3 わ 18 が 巧 巧 


ん KUWAYAMA 郎， 

114 E ： •巧 比 St. 
New York City 

2*133 

即邮も 相が M Q 巧 7 


SUMMER 

PALACE 

741- が h む もがが 化な . 
NEW YORK 

Phone Lon 呂お巧 5084 


Japan 

れ日化 i 帥 Go. 

巧 OW. 65 化が . 

Te し Endic 加が が 


IIUTAG 附邮 (TS 

I 224 E. 59th St. 

j New York City 

I Tel. Regent 3480-3481 


庵 桂 米 日 


【 H 】 號十 二百 四千 一 第 類わ を 3 な !! な! 化 巧を 霞 ミ放 を 巧 【 R 聰フ ICJ ロ 五廿巧 一年 H 巧昭 


ずを 燒 
ホ じ 御料 巧 


美味 じして 巧が 

S 轟蘭樓 

午が 十 時よ b 
午前ち 時まで 


贿相 


ちほの 御嗜 巧に 適 ふ 
樣な 美味の 卸 巧 巧を 

S 廣趁樓 

致しまず から 績 々御 
ホ ホを 頭 ひます 

131. 

腐 揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本ん 諸を の嗜巧 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 朝 一二 時を 開店 
(巧 ホ 五 T 目 サブ 
を 車 度の て) 


支 肺巧理 

か 廳を園 

司 理人蘆 ま 
巧 數の方 じは まが 
の 御 化が じ 滿へ巧 
踞食 席の 御 巧に 應 
ずべ く お 間 巧キ相 
不變わ 引立顏 巧な. 
巧 上 お ま 內申上 候 


美 ホ 調 狸 
日本人 歡迎 
支那 巧理 

大同を 館 

毎 ± 、日曜日 じは 
蟹 頭、 シュウ マイ 


名 巧、 を蹟 ，を 廢其化 居 物 


莫 覆ず 賓 


S . TAS 妄 &- 32 す nker 舌 II 呈. ■ 
雲 霉百デ 夏. 

ジ 一. HYA ゴ svlLLm ニち 击 


電話 グ ライアン ト 
八 0 と 化 1 八 八と 一二 


削 烹监， i 御娘舘 

ち 貧 を 巧 
句 お 巧ち 

化 巧 ホ 西 八十 八 T 目 一二-一二 
を話ス 々イラ 1 と 八 ニニ- 


高等 御旅 舘 

. 昭 和 

會廢御 料理 


R パ 

A 則 9 
F い 柳 

New 

A 賊’圆 

H 邮' 

N 倍 

W 州 
S 孤 


S 新 巧 巧 

本 樓は開 創な ホを 年 
一意 勉强 化を 司 狸 A 
ゼィ 、巧 理ん 歐廉‘ 
巧 變らず 腐 前を 見せ 
て 居まず。 然る じ 現 
巧 某 街 某冀じ 於て 巧 
本 樓巧理 んを雇 入れ 
たる おき 廣吿 をな し 
居る もを 然破 恨じ肯 
之 巧る 襄じ 卸を ひな 
ぐ 谱舊卸 愚 資じ須 1 
度く 日 おん 諸賢の 御 
尤巧 をを 海を します 
巧杳化 

主ん 謹啓 


A 淸タ 親ち を樂 化 二な ▼ 

勢 側 館 

がみ 事 お 久阳榮 作 

.225 E . 58を 資 set 
ぎす 巧 n こ 299 

器 旧旅舘 

な 川 作 一 
i で sti 妻 芭蔓 
ジ 一 Stuy 養 苦 二 苗 1 

】 力 旅館な め 

1 帝 國旅舘 淸水 

146 W . 霉 h St . f York 
ブ L をぶ 居 hamia 

紐 育 旅館 帛 み— 

索 四十 了 目 ニ 巧 二番 
Tei . Caledc コ ia 寅 74 


ボストン ホ 

富 ± 旅 舘大浦 末 松 

畜 wisi 巧 si . Boston Mass . 
を. B . B .4 ち 5 


なみ 必 地ょ き淸 潔なる 室 

御 下宿 晦が好 ホ 

1 苦 Lexington Ave . 

TeL 当 ad . ぎ 苗 21 

費府 御旅 鑛 

桑 山 淸ぉ郎 

含 so 呈芸 St . さ iiadel 巧 hia す. 

ジ 一. 皂 aln 己 7231 


ザ 上 金魚 巧， 

置 8 巧 壹 Ave こ New さ rk 呈产 

さ i C 量 e ち 38 


I 鱗 踏 WAI 

▼社を ダンス ▲ 

▼表情 ホ 操 A 
朝 十 棘 3, 巧 十一 時 

も 卞リフ •ダン シ 

ング 帥雜學 校を 浆 

L 衫 タマ 


支店 

三 7 畜 reii Ave . B 己を タ 尹 一. 
Tsi . 历 を 己一 1 さ呈 
ま 巧 章 产 F . i {-ジ to - 


渡の 谎燒 おいしい 鄉铸 I 

會 席御辩 現. 一 

囊 食は 末廣へ 

叮巧簡 化を 巧 乂勉お 


御旅 絕 河 添 


日本 食料品 類ぶ び 雑貨 類が ル資 

ホ 之 ま 大巧 棚 桑 山廟會 

新刊 善 籍雜誌 小間物 日用 おを 種 


巧 タ乂持 迄を 業 

メ 1 グア ドレス 〔年 一茫 

曰よ お货巧 東京 お會 

香籍 巧を 巧 贷 八！ ム旨 かの 便 あ も 
ト タンク 巧 もまず 


新開 業 

腕利きの 料理人が 日本人 諸君の 嗜好 じ 適 
する 巧 理を差 上げます 

版 I 頤和園 

を 居の 前、 芝居 歸をか 御 集 もじ 最も 適當 
の谋 所です 是非 御る 負じ顕 ひます 


蠻油懿 giSSI 鸿 霄ょ 白米 
日 菜 織 食料 爲 iiSSi&S 

野 田 醬独巧 ホを 化 東が 一手 賣搁巧 

白 本 食料品商 會 


紐 育 唯一の 日本 百貨店' 

片桐 兄弟 蘭會 

スマ ドレ •プ P ダク ッ 一手 販賣を 


み 回 課題 立春 

一人 十 句な 巧 
期限 ； 一月ち 日 H 本 巧樂部 
內ホ 句會宛 


眞 面目なる 求職 同胞 じが 賓 
なる 織 業を 罔を す 

宮川 事務所 

紐 育帘西 四十 ニ T 目 巧 ホ 一を 


電 

話 


プタ ィアン ト 


蘇絲 


煎 餅 が、 小賣 
を 腐 油揚 
日本食 稱品 一切 

WC ジベな 0 1 R 10 巧 G が k な OP 
巧赛さ ird を r 

す； 昏呈 8 


ロス アンが > ス 

ホ リン ピック 

ホテル 

ニ S San peds S ご Us A 葛 寅 Cal . 


シャトル 巿 

NP 旅舘 

WG 6-6 th Ave . SP Sea 苗 一®， Wash . 

婷率 お前 あ 巧 こ IT 左側 ホ 階 建 
H 本 巧 船 切符 取扱 波戶場 送迎 


商業 區域 中必 、総領事 お、 H ネ 
郵船 其 他 銀 巧 大會社 近き 瘦巧 

を 港 小川 ホテ卢 

純 日本食 (特別 間 あち) 

御 一報み 第自 勘を 御 出 迎申上 巧 
巧 ニ California st ._ 野コ Francisc タ呈 ii - 




木 田 ル— ミン グ 

1 岩 ご rd す， 呈 .里 & 呈 h St まで 
ジ一さ 穿 ミぎ 巧を 《苦 W 


ステ • 


ブタ 


邦人 俱樂部 自由 亭 

笠ジ nds St. す 0 を享 N. Y. 
TeLTria 运 ie 7475 


普選に 對 ずる 

新 舊選擧 法の 對照 


巧 お 十 巧が 疫蘇 向は を じが 散 
さいた。 而 かし、 本を は 蔑を の 
解散のを 無 拘 はらず、 普選 法 
じ i る 第-固の ホ 寒院巧 負逃擧 
が 巧 はれる が、 この 进巧 法に 準 
じて、 昨秋 巧 縣食遙 M 選が も 巧 
はれた ので わるが、 今 巧の 選 お 
ごタ々異^;?るごこ々もぁら， か 


つ 昨秋の 選を じ辭 して 舊 運を 法 
の 化を が 深 < 浸潤 L ておい 結 架 
化々 じして 法 じ觸る t かご どき 
こごを 招 ホした。 これにょ b 、 
いま 巧 縣會選 おど ホ 議院 讓員遥 
を ミ 異る點 没び 從 巧の 選を を こ 
異る 点を おボ ずる ご、 巧の かく 
でもを 0 


.を疆 


一納稅 資格 

一 速 巧を 格に 必要 
G る 化 お 制限 巧 
間 

一被遽 擧年齡 
一華 族の 戶 ホの 被 
速お權 

I 學 ホの 運 擧被選 

蠢 

一新た に疲 淺お椎 
を 得たら の 

一 化 託を 
一 無 找殖當 選 
! な 字 巧 葉 
ー不 化な 要 

一 選が 運動 じ 脚す あら 
る屆お ま義‘ 

一選擧 事務所 敷 とケ巧 


がを 

ミ 

一年 

一二 十歲 一二 十歲 
なし じし 

巧に あら 共 じな し 

神宫 神職 僧 お 
まあ々 師ホ學 な ホな し 
校敎賽 

ニ 千圓' なし 
をら なし 

も 効 無 劾 
あら し 


I 新 麻縣會 

舊法 

腔 接圃稅 一二 圃 ぶ し 
な 上 f 

化 巧の 制限 ゎ 
> しも 住居の ニ 年 
制限な し 


なし 

無制限 


選 おが 動 お 


； 述 動 おお 


候補ち 遵擧事 
な 長， 選擧を 
眞 、事 お賈 及無满 限. 
淸說 父は 推 藤 
化 じよる もの 
じ 彼 b 第 ご. を 

選 舉を員 事務 ホ 却 を 
i せ 至て— 巧 


二十 五歲 
を ら 

共 じ をら 

衆 新法 ど 
同じ 

ニな 圓 
を り 
有効 
な し 

あ b 

ニケ 所 又 
は ニ 一ヶ所 


衆 新を じ 
同じ 


選を 委員 
事務員 主 
人 又を 人 


文 窜樹满 の 制 お 


一- ロが。 み お 
一な 化 看板の 數 
一 おお 截巧欄 

I 選舉期 H のを 布 
又は 吿示 

) 解散の 場を 選擧 
巧瞄 


r 逃がを 用 

-投耍 時間 
- 選を を 罰が 


なし 


衆 新法 じ 
同じ 


嚴禁の おを 無嚴 壤 
無制限 一二 十 個 
なし な 'し 

化 日 前 じを 布 一 約が 旷 


表 おじ 化 巧を 

記 L ポスタ ー 

さ爸 二度 刷 

ちた きさの 制 
限 

搔禁 
巧 個 

.一巧 丈け 無 巧 

期 H は少 W も 
茲 H 前にを 巧 

化 H な 內じ選 期 H は勒 をを 一二 ゲ巧 0 
擧を巧 ふ 0 て 定めが 日 巧 じ選舉 
前 じ 之を を 巧を 巧 ふ 

新に 制限を 設 
く (ち 懼お數 
じ 四十 錄を乘 
じて 議員を 數 無制限 
で 除した もの 
を 歐ゃ巧 一巧 
三 一千 圓) 

知事の 吿 
示 じよる 

蓄選賊 法よ b も捣 々の 誤を を則擧 
して 巧 罰を まくした 事 


ホ 新法 じ 
同じ 


午 時まで なし 


橫斷 機の 小手調べ 

夜間 實習 飛行 成功 

四月 頃には 大 連へ 無着陸 往復 

東京 特電 二十 ニ 曰發！ 太 ホが 橫斷ぉ 巧 ± 連は 十九 H 
巧 ±滿-ご 巧 間 飛れ をが みたか、 巧 結果を 蹲した る もの i 如 <、 
横 勘が おがわ 磯の お 成を 待 も 四 g おじは 心 おど 大 速へ 無着陸を 
おが 巧を がみる 吿 である ど。 

化 巧みが 空ぶ の 親聽を あつめ I なおは、 昨年 ホて 終了、 二十と 


て、 今夏と 月 ホ 巧 ご U る 巧が 太 
平が 横斷 娘が ± にえら ばれ じる 
をを のが 巧 ± 後藤、 弧訪 、藤本 
が 江 田の！： 氏は 横斷 がわ 窄備 

第一 期 が 巧^ 計器 じよを 
巧陆ぶび波1^|を0 い てが巧す 


日から 化 暇歸段 中で ぁつたが 
去る 一二 Hi 巧 巧び 霞 ヶ滿海 巧が 
を 隙 じんが、 お自 のを 中 新年 宴 
貪を、 いよ^'-^ 六 H から 第二 期 
橫锁飛 巧が 習 どして、 今度は が 
巧 おみを の おお お 夫 大尉 指 巧の 


下に 星座な 測 じよつ て 暗中の お 
行を を 修得す ベ < 、を 飛け ± 共 
一人 あじち 四十を 間づ ：、 巧 陰 
じ乘 じて 霞 ヶ浦か b 姚モ 、一二 崎 
巧往 俊の « 地が 習を 關始 する 
こご じな つた、 この 

練習が を 一週間 繼賴 され 
て、 おらに 宵から 朝 じかけ 長距 
離の 夜間が 巧 試 驗を巧 ふので あ 
るが、 この 飛が は巧說 どして は 
慶 めら れて 居る もみ ぇ、 ホ だ 化 
界 のが 空が では かつてが みられ 
ない こごで、 この 成 巧で 學說 ご 
黄瞭ィ J の 一を を 見る ことが 出 巧 
ごい ふので、 を 文明 國の 航空 
巧からは 化當 重要視 されて 居る 
一行は さきに 練習した 計器 信頼 
のが巧^^今ま迄の 

習慣 上ぃ は ゆる、 かを 
ホ 傅つ て、 最初は 大をじ 邪魔 さ 
れじ •か、 遂には 錐 もみ、 横轉、 
逆轉 •‘ な . f G が 態から 巧の 水平 じ 
か へ るのに、 が部が 一 切見え^^ 
いやぅ じして 居ても、 計器を た 
よつ て完 をな 水み じ 反る こごが 
巧來 た。 今度の 星座 観測 飛 わら 
橫颜飛 わ 練習の 賜 ごして 化を の 
航をぞ を 驚かす であらぅ。 

剛 1 部電 

秩父宮 御 結婚 じ 

ワシントン 二十 一日 發 H 大統 
領ク！ 'V ツデ 氏は 松 や 太 使 か 壊 
節 子 罐さ秋 父を 殿下 御 結婚 賴許 
の 入電 じを し 今上陛下 じ 向けて 
左の 如き 祝電を 發 表した。 

が 父 宮殿で S 松 平 節 子 撥 御 結 
城の 報じ 接し 慶賀の 至な じ堪 
へや。 殿下 じは 最近 當 地に 御 
ホ 遊 あ >、 松ず 攘亦义 しく 當 
地 じあを しこ W {て、 この 御 
報知は 余 及び 米陆 々おじ ど 9 
て 特じ欣 かの ま b に堪 へず、 
この 幸福なる 機會を 利用して 
陛下に 對し視 恵を 表す。 

尙 ほ國務 長を ヶ C グ をを 始め 
列强 外を 國 員け 續 々大使を 訪問 
して 視 意を 表しつ i ゐ るが、 大 
化 一巧は タか六 巧 巧 旬を W て I 
時歸朝 的豫定 である。 

ワシントン 二十 I 二日 發 n 大統 
領ク— リツ デ 氏 よらの 祝電 じ お 
し今上陛ドよ4 左の御載電れら 
朕は おのを 弟雍仁 親王の 谣儀 
じ對し 貴下ん 了 重なら 祝電に 
接し 感謝の 意を ホ 明す。 

米婦ん 富豪 ご 

同胞が 結婚 

シアトル ホで 

去る 二十 H おの シア トグ 電報 
はが 日の 本元で ある 苗 タリ フォ 
グ ニア 如で も 名家で ゎち、 且つ 
富豪 どして 知られて おる ルジ^ ~ 
ン ニン グ •ロス 夫人と 太 田 節 
藏 なる H 本人 ご 同地で 結婚式を 
をげ た ごい ふぜ よりな 報道を 傅 
へて 居る。 

この H 白 結婚は 昨 巧 夫人の ロ 
から 强表 るれ たか、 なんでも 
夫人が おが 漫遊を、 一二 年 前 じ 
歸 米の 途み 船中で 太 出 ご 知己 
じな 0、 遂に この 結婚 VJ ：：* つ 
たもの らしく、 太 田 も 日本で 
は 名 余の 出身で あると 云 はれ 
ホ 人は 曼じ物 おした。！ サン ゼ 


ユング 氏の々 巧じ當 b 、 夫人は 
これまで じ 一二 度に 一 瓦 ら、 寮 巧は 
かけを も、 結局は 離婚 £ いふ 結 
婚 生活を 經驗 した 婦人で、 最初 
は ジョン •ブラ ド プリ ■ — 、わみ 
ぎが 俳優の 户！ ス •グリ！ ンリ 
フ 、最後は お 加州のを 衆 國巧事 
n ス 氏のを 息ゥバ ，ト • n ス氏 
を 夫 ごして 居た 婦人で ホる。 
カリフ ォ八 ニア 撕 では H 白 結 
婚 をを 律 上で 禁止して 居る た 
め シアトル 巧に 赴いた もので 

あらぅ 0 

尾 上 梅 幸が 

舞臺 で氣絕 

帝劇は 興 巧を 中止 
東京 特電 二十四日 發 U 昆上梅 
幸 丈は 帝劇 じがて お溃 中に 氣絕 
し满 劇は 中止と いょ つた。 

東を 特電 〔タ井 ムス】 二十四日 
楚 N あく アメリカを 振 b 出しに 
驟洲劇 擅 視察 旅 巧の 途 じつく. 望 
で ゎつ じ H 本のを 優 愿上梅 幸は 
巧 曜日を 國劇锡 で ゎ 得意の 『巧 
木』 を 演じて ゐる 最中 じ 突然 卒 
倒氣絕 したので 化 役を する 若 も 
なくを じを 居は 中 化 どなち、 梅 
幸は 藥屋で 昏睡 狀 態に 階つ てゐ 
る。 優は 本を 五十と 歲、 H 本に 
於け る 名優の 一人で あら、 女形 
では 盖し 天下 j 晶ご稱 せられて 
ゐ る。 




大橋 巧令镶 頓死 

東京 特電 二十 二日 發 H 旣 報の 
如くを 庭 不和の じめ 嘗て 家 お 
した 博 文 綻よ乂 橋 新 太 郞氏長 
女 福 子 ニニ) は 二十 H 午前 自 
をに 於て 必臟窥 鶴て 急死した 
が專 自殺 說が 高い。 


グス巿 の 富豪' 一 


崇敎閒 題で 

議會一 揉め 

補々 ど 飛火す る 

ァラ パ マ 州 選出の 米國 上院 譲 
員へ ブリン 氏が 同じ 民 ま 黨の領 
釉 である 。ビンソン 氏 じ おし 

八當リ 接つ S 裝か端 

なく もへ フリン 氏の カソリック 
敎 徒攻擊 一： な 6、 叟らじ 進んで 
大統領 膀補戰 の 有力者で ホ I 
ミス 巧が. カソ タッ ク敎 徒で わる 
どの 人身を 擊 じな つたので 民 ま 
黨じ 動搖を 生じた こごは 前 親の 
本紙 じ 巧 横し たど 1 ろで あるが 
黨の巧 議でわ 吨らを 蒙つ たへ フ 
リン 昔、 自己 S 地盤で ある アラ 
パ マ 州の 政 客 や 新聞が 散々 攻を 
されて 居る のら 一向 構は や、 依 
が VJ して 

ぶが 舌を 化め ず、 月曜 目の 
議會 でも 自黨 員で ある 反 禁酒 派 
め プグユ ー ス 巧が 誰 擅も領 S 擧 
じ 及んだ じ も 願らず ヘフリン 君 
は 巧みに 議 擅を 奪取’- 、て 力 ジリ 
ック敎 徒の 陰謀を を擊し スミス 
知事 じして 若し 大統領 じ當 選す 
るなら ゴア メリ 力は 恐'-^ く メキ 
シ 3 VJ 戰踰 をを ゆるに 至る であ 
らぅ ど累 言して 居る が 民 ま黨側 
でも これを な 論 すれば 却つ てへ 
フブン をの 

鼻息を 荒く する 計ら ミ あ 

つて 巧の 淸說 じは 績 々ご 退席し 
議席 じある 證 員は 僅か じか 人、 
これ じ 反し 傍聴席は 巧 員 ご あ， 


のでへ フ 9 ン君 『吾輩の お說を 
聽 かんとす る 巧 聽者じ おしても 
演說を 許せ』 ど 怒号す る 等の な 
態を 極めつ^ あるが この間 題は 
補々 な 意 ホょ b してを 方面に 飛 
火し 枯當な 政治問題を 生わで あ 
リ ぅご 觀 測され て 居る。 

婦人 政 客 •こ 

州敕新 疑獄 

共か黨 がニユ ー ョ ー ク烘 政を 
司つ てゐた 際州ス 書記官 どし 始 
めて 婦んの 身を 巧て 當 選した シ 
ラキ ユース お 身の ナップ 夫ん は 
州 S 共か黨 なおでは 婦人 蚊 客 
の宜 頭を なて 巧 じ 大いに 港 躍 
したが 余 6 巧 動の 範 園が 廣く 
. c ；* つじ爲 めか 

前 巧の 畑 勢 調查の 隙豫算 中から 
宮 をの 親戚 其 化を どし' 良を 
ごして 巧 命し 柯 等れ 事は し U か 
つたの み i ：* ら ず、 無意 ホな 旅 巧 
等で をを を ごまかしれ 形 雜か明 
白 ごな 6 州 政 巧では 近く 吿訴の 
キ續じ なぶらし いご。 

デ ヴ井ス 盃戰じ 

新進 選手 y 

安部 民 雄 君 ぉ 場 

東京 特電 二十 二日 發 == 今年度 

のデゲ キス 盃戰 アメリヵン • 
ゾ！ ンじ 出場すべき 選手は 原 
旧武： 君を キャプテン じ 鳥 羽 
貞 一二、 太 巧巧郞 ぶび 稻円 棋樂 
觀 のを 雜お 雄ち どかを しな 旨 
H 本 庭球 餘會 から 發表 された 
个个个 

颖 らし，、 デ ゲネス 盃穀の 選手 
ご なつた 早大 ぉ 身のを 部 民 雄 君 
け 昨年度のを 日本 ン ン グル 選手 
の滨 一位で あ 6、 ダ プ於ク では 
福 巧 雅么か 君 ご 共に、 これ ホ蔡 
一位を もめた 八で、 胜會民 ま 驚 
領袖で ホち、 日本 運勸 巧の 恩人 
でぁる安部磯雄皮を父ご1、 當 
地 基督 敎靑 年學を 曾の 幹事で あ 
る。 日本人 どして は 珍ら しい フ 
オムの 持まで、. 囊じ灌 曰した キ 


ゼ ー 兄弟 や^ チマ ー ダを 等 か 
ら 『日本 じ 最もを 學な卸 造 的。 
庭球 選手』 ど 賞め られて 居る 靑 
年で ある。 

米 旬 會俳巧 


■ぞニ • パ 

グラ I デへ 雪徑 かる 


糸 堂 


を 等ら ホて。 

第五 街 人は 斜じ 

吹雪 か U 。 同人 

織れ 菜を 引きを ふ鷄や 
雪の 朝。 多郎 
黒影の】 つ 動く や 
雪 明ら。 - 同人 
摩 天 樓坎掌 どじつ て 
暮近 （。 草堂 
熊 眠る 大山 巧む 
吹雪 かな。 一葦 
.埋もれて 小川の 音 や 
雪の下。 同人 
貨車 徐 々じ 川緣を 

の邵。 蜡一 

新年が 句 

初空の 尖ょ b 明けて 
摩ち 樓。 一 を 
ド ソンの 崖 幾千 歲や 
初 B お。 礎 一 
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普選の 開幕に 直面して 


別 巧 第一 面 所 報の かく 去る 二十 一 H 突か ホ換統 食の 解 欺 ど G 
b 旧 中 内閲げ 疾虹 迅雷の 勢で ニ 巧 二十 H を逃货 わの 窓を 開く 
をど；^^心化が、 タ年をを巧べ て待も當してぉた化普選じぉか 
せる 一二 四 化が 識 をん 威 おを 左 じが かせい。 

随 ずる けれ あ 巧を 巧 おもて 產ま 


新なる を 命 

領事 內山淸 巧 

タ年國 おが 邀望 しつ i ぁった 
普通 運擧も 今期 讓 をの 解散で 眼 
前に 迫つ て ホた からな 固の 政戰 
は白熱的 じ iC * っ て 圾 治的修羅お 
をが 乎る MJ であらぅ が、 を ハ 結 お 
如 柯は树 人 もを 易に 逆睹し 難い 
と 云 ふの お當然 であっ て餘 b 巧 
言を の 如き 口吻を 弄する、 とは 避 
ける ちが 赞 明の 様 だ。 しかし 普 
選の 第一 戰か . W 濁り 巧を 界 のみ 
ならす 經濟巧 其 他 あらゆる 社會 
じ 新なる を 命を 巧 ゆる i は 間違 
あるまい ど 巧へ る 0 

惡 影響な し 

一二 か 物を ミ 巧を 

■旧 島 繁ニ巧 

旧中み隅 愈 々 第お十四誰會 
を 解散し、 巧て 期を されて おた 
を 選め 時 巧 ごな つた。 窗萊ホ 画 
じ沒 頭して 居る 晋 々じは H 本の 
か 情を 云爲 する の 資格は ない が 
理擧のおおがか树^^るかじ關し 
ては ザ 乙を 其觀む 所を 異にすを 
であら 5。 予の 卑見 どして は 先 
づ 大体 一般に 經 巧的惡 影響は み 
るまい とを へる。 選 擧の爲 めじ 
ホ產 力を お殺して 米 凰に 輸 おす 
る生糸の量：^>がずるなでど云ふ 
ミは ぁ 6 得ない。 而 してを 黨巧 
を 巧は おして 如 的 あるべき か 無 
產黨ら 々數 なが .ら 巧を 者を 議會 
•し 送る の 磯會を 得べ （政る、 民 
政の ニ 大政 黨 み 泌 閣は絕 掛多敦 
を 巧 もじ 跑難。 らや やどの 観測 
を 試む る 人 もを つて 實お 巧が 漢 
じは みら むご 去 ふ 外は ない。 

"激顯 を競爭 

横 あぶを ぞ巧長 

が 木 秀茂巧 

貴社ん 入電で 前 火藏巧 官田宣 
氏が 兵踩縣 から 立が 補した ど 聞 
いたが、 あれは 確か じ ニ ゥス だ 

愈 普通 選 舉を實 巧す る畔 巧が 到 
達した から 政ず は 恐らく 激烈を 
秘 いるで ホら ぅし、 殊に 第一 回 
の試驗 であるから に 必ら 輿餐し 
明治 時化 じぁった 巧檢騷 動も强 
も k いどは 斷ー貢 お ホ U い。 しか 
し 普通の 盧がじ 巧 はれる 選擧は 
な ホの 記錢に 化れば を. かみ 地み 
じ 路 かれる ので 町が を 眼は ず爲 
めじ 一巧 的 じがょ 巧致氣 を誘發 
する のは 事挡 である。 さ b ごて 
一般的に 經濟 財政 じ影嚮 をぶ ぼ 
すが かき 黎は あるまい。 巧し 政 
ぶ 勝っ か、 民政 勝っ かじ まって 
は神^^?^らぬ身の知るホもない 。 

野 驚は 有望 

十階樓 主人 

新ホの予’か化是だ時事を論詳 
一す るのは 當 地の 先冀請 君に 樹 b 
タ いど お ふが、 今次の 普選は 旣 
じ ホる ベ （一 nL ホ。 かつじが 化 
のホ兒 である。 人閒 のな も 巧を 
ら ずで 産まれる ご 化育 じ 脚 難を 


れ i ピ 健康で ある ごが じく 產み 
5 慨 みを 繼 けて 巧た 普選ら なま 
で 潜ぎ かけれ 皆闽 おも 對 普選の 
用 盧ご覺 悟が 出 ホて 居る から 假 
み 今み の選擧 はお 虚 -I せょ お ホ 
の 年-育け を 外を い £予 は 樂觀し 
て おる。 由 巧が 外にな 巧す る 岡 
胞 はが 國の 情勢 就中 あを あの 推 
移 じを 溯で わるげ だが、 か 巧 じ 
田 中巧閣 がナ！ ベが ホを を 揮し 
て 赂の蓄 S 郞 どやら 云ん 舊 時化 
んを 儀が 選擧干 がの 采配を 揮 ふ 
に 甘ょ 國ピ覺 楠の 巧 度は 案外を 
乂 である こどを 記憶 サね ば：；* ら 
口。 旧を で わをから ごて 知事 や 
巧務 部長を 使 娘して 露骨な 干渉 
巧 ふごし てら 無人の 野を 化く 
巧 •ゴ譯 にけ 間 崖が 卸さない。 巧 
ん や都會 にがては 政 タ會の 勝が 
は V い。 唯歷 あ，， '繰 返へ すご 云 
ふか、 彼のを 方內閣 時代の 樣な 
モ涉や も 縣巧閣 時 巧の 穩な 買牧 
運動を 盛なら しめて 選擧 をを 腐 
败せ しいる が 如き 罪 惡を敢 てす 
るなら ば 或は ぞ敦を 制し 得る で 
めら う。 乍 併 其 結を は 選 還 干渉 
の事實 明白と なれば 無が 訴敲の 
續 出を 促が すの みなら やを 然た 
る 輿論の 一 齊射餐 を 被 b. て內聞 
の 維持 さへ 化 巧 お 運み を 巧 致す 
るで あらう。 無を 階級 化を の お 
現 可能 巧は 勿論 ミニマム じ 局限 
う 、れ やうが、 質に 於て は 旣成政 
黨み愼 補 者よりも 慶 等なる もの 
を 選出し 之-し 化ら て將 巧のを 竊 
を冀固 じする ホ 巧が 禪 <- し 相違 
：：* いご 信じて 居る 0 


をを あび 總 領事 おど 協力して か 
當 S 成纔 をが ぐるが ゼ ねぶ。 ら 
3。 义國 東部の 學 校、 閒体等 じ 
於て ち旣 にかな の 到籍を 巧つ て 
居る ホ がら あるので 順み 居 賢の 
述び V 一なる であらう』 云々。 


外 國述信 協を 貫が 

大統領 訪問 

紐脊じ 於け る 外 國述信 養協會 
では 會員 中の 竹 志 おを 糾合して 
白 要舘じ 大統領を 訪開 ずるの 計 
盡を實 巧ず ベく 偷敦 ザリ ー テ レ 
グラフ 紙の ビユ レンを 誰に クラ 
! ク 氏 d 里 ラマ タンの レ！ ダキ 
! 氏羅嫣 ラッリ ビユ ずの ァビ ブ 
コスタを、 和蘭ゲ T ダ f ランド 
みメ！ ヶ作 バック 巧、 化 他ムロ 

引 

十四を は ホを 二十と H 巧 キ發审 
じて ぉ府に 赴き 翌朝 午前 十】 時 
クゥ ブ ツジ 氏 y 訪 聞^ ^ ーナシ 3 ナ 
V フン ス洪樂 部 じて 午餐の 變應 
を 受け、 午後 英總獨 を 大使館を 
歷諫し 午後 凹 時 松 ホ大化 官邸 じ 
めける 茶 筵に 巧し 同夜 解 圃隨意 
歸紐^ る善。 因じ曰本側では大 
每 特派員 ご電殖 持糧員 ごが 遂加 
するなら む ど。 


藤本 証券 支配人の 

新舊 更迭 决を 

當地 藤. 本 証を 株 ま會あ 支配人 
崖葺悅 郎氏歸 朝を をボを まを 化 
なせる が 同氏は 巧 週み 購日 ぉ發 j 
衝巧ニ 巧 十五 日を 濯 出帆め 大洋 
化に て歸 朝大歐 本を •しお 轉を命 
がられ 眞繼俊 一氏 後な じみを し 
た。 因 じ桑潑 支店 ま お 人 一二 上英 
一郎 氏も歸 朝し 騎お巧 太 郞巧後 
巧 ごして 本 巧 中旬 就な したる 由 

‘ 叫が ー 巧— 鸣—簡 


經て西 巧 ニ 巧 八 U シャト^ お 帆 
の 郵船 橫濱 丸に て歸 朝の 由 
♦大唯 德重氏 畜を 試驗壤 おず 
稽臘 1 サヵが 育 じ 滞な 中の 處お 
巧 r が お 机 渡英の 當 
- お 上 耕 一巧が エ省囑 巧、 一 
十 一 n 寿 紐 約 一 ヶ年滯 巧の 由 
，齋 脑义 化を 海軍を 機々 佐、 
一十 H が港經 お着が、 が 育 事務 
巧 勤務 

♦鉛 木 忠お氏 ホの 素 鉛 木專務 
化締 巧、 か 息 S 千 巧 氏 及び 山 田 
巧 氏间伴 去る 二十日 桑 潔 巧 帆の 
彼 船 じて 歸朝 

參山お 夫人 慶事を 京 巧 會ま山 
化 ホが 段 夫人 方に 慶事を ち】 昨 
廿ニ 一 日が 女 党 お ホ みや子 ごか 名 
し 母子み じ 健在。 ち ど。 

◊ ◊ 

I 日本 巧 タ—ル I 

◊ ク 

締 巧が 脊本馬 午を よ 時半 
一巧 甘 五日- 沙藩 経み 

プレジデント •タフト 号 

一巧が 六 H サンピ ド。 經を 
はわい 化 . 

一巧 廿 九日 桑 港 経由 

フン ジ テン^ • 

マッキンレィ 号 

i 巧 S 十 曰 ど タト タア經 を 

ェム プンス •オブ •ロシア 号 


ニ 巧には 暮荷 ずる 

學堇 のが 品 

大島 氏の 盡 力で 

二十 六日 附前紐 育 H 
本人 會 々長大な 巧を 氏よ h 公務 
部を 員に 宛てたら ホを ま 書信 じ 
依；； ば 昨年 间 部に てま 唱 せる 故 
閲學 重の 手 H お、 絳 書、 縫 取 等 
のが おを ホ國 になり 寄せ 當ホ敎 
育厨ピ 提携して 巡回 展變會 を 開 
: 引盡じ 基ぐ 作品の 黃 集に 顆し 
ては 外 擦、 义部兩 省の 熱必 U る 
盡別ゐ b 六 大部 巧の 小學 校ぶ び 
幼稚園な 重の 作品 數 なおを と 箱 
じ 收を巧 造 も 5 と 巧 B 錢送 ずべ 
しご あつじが、 愚 近に ま b 當地 
滞が 中の 文部 想を々 木 豊次郞 巧 
へ おて 同省よ も 右は 旣に H 本郵 
船會 社の 巧 意し 化ら M 盟 船ホ侧 
の敲 解を 巧 無 貸に て パナマ 經ホ 

■6^ じ 送 b 出を 了した どの 
通知 一方 郵船 本社よ ら當 地ち 店 
じ 同様の 電報. か 屈、 た と 云 ふ。 
而 して 豫て東 巧 r がて 大な 化を 
氏が まどして 奔走し つ I あつた 
雛 人が 反び 武あ 人が の 送 荷ら 人 
お 製を 化合の 同な を 得赂お 巧の 
ホ賴を 終る じを つた ご 5 ふ 情報 
じ おし じ。 右に 腳し委 貝の 一人. 
は 親ら 『公務 部に て 計 誘せ るを 
蚕 作な 並に 人が の 姑 < の も 遠い 
お ホでは ホるまい から 敎脊 局當 一 


令 H 本人 協 會賓宴 適 殺當お 

/ I スシ 3 ア •カフ 玉！ にて 體 

された る H 本人 協魯薪 年賀 宴 お 
席 者は 八十を 名に 達し 頗る 藤况 
を 示し い 、が 摩 長 链岡藤 巧 氏司會 
者 どして 本會 創立な 後を 其闊体 
どしての 職 捷を發 揮し つ ミ ある 
を 喜ぶ ご 述べ、 巧驗 犀を 巧 協同 
一致の 必要を 說 き、 山縣 S 省 民 
は會員 募集の ホ 策を 論じ、 淸氷 
島津 、大 江、 岩 崎 諸氏 化 演說後 
ぶが 勘 事は 日本人 協爵 創立の 產 
婆 役シ勸 めた る關係 ょら 說き起 
して 寡言 實 巧の 要談を 說 き、 夫 
ょら 餘興巧 出 歡聲裡 に 散會。 

♦が 春の 學ホ會 を まる 十 巧 
日 前山 千太郎 氏を じて 新春の 學 
生會を 濯した るが お 席 者 十數名 
一巧 前山 氏の 好意を 謝し 午餐を 
前山 鹽の ピャ ノ獨奏 、ホ 澤鐵の 
獨鳴等 あ 6 午 時と 時散會 しだ。 

♦領審 おが 書記 生常ボ 領事 
館 書記 生 ごして 飯 田 四郞巧 新に 
着 巧すべく 野 替外繁 氏は 本省 轉 
巧を 命せられ 事 換引繼 め h 歸朝 

•一 T •"人 私— .叫 

雜山 旧を 穗氏大 殿 朝 H 製版 課 
長、 二十 HH 太平が 沿 揮を 經て 
着が 

を ロ 德巧郞 氏 東 巧 朝 目寫眞 
課長、 右 同上 

拳を々 木 豊か 郞巧嫌 紐 中の 文 
部廬 、ホる 二十と H お發ボ がを 
を 經て西 巧 ニ 巧 十五： n 褒灌 出帆 
の 大巧 化 じて 歸朗 
♦巧 藤 S で ニ 氏 中外が 業新雜 
巧學 生、 今明日 中 出發華 盛頓を 


桐 K ペシが が 


新澤庵 
睡の 筋子 
いかの 嶺キ 


綺麗に 装飾 さわ わ 一 

集 M 賽 は一蚕 こ— ト 

メント 、骇殿 付、 ケッチ ネ ー ト 
も あらます、 室 化が 巧、 H 本紳 
± 、又は 夫婦 巧 じ 貸し 废し 

R — 資 w . ilhst ., 

巧 ef . 至を す d Ave . & すま d ま y 


キャン ディ 織 

四十 五 年の 經驗に 化を フレン 
チ •チョ コン- — ト > ボン ボン > 高 

的な 飾ら 方ぶ ベ！ キングを 敎授 
致します 每日 午前 十 時よ b 午後 
十 時を •濁 逸 語 じ 堪能、 簿覽會 
一等賞 受領 

C 呈す tio ミ 三 Sch 呂 一， A . RO 看， 夏 さ ~rd Ave . 


が觸巧 弟商會 


一週 五 弗ぶ 八 巧、 一 
人 叉は 二人に 適す、 
市廳へ 十み タイム スス クコ ヤ 1 
へ廿 五を 電話 カンパ ランド 登 S 
皇 舌 gh F Bi 置 一一 黑崎梅 子 


キ ヤン デイ 敎授 

ネ卞ン ゲィ 頻 、フレン ナベ ヌ 
ジ f . 、 ウぶツ デンク 及バ- — ス 
デ！ ケ^ — キ 、其 化 キャン ディ 花 
菓子 等の 造ち 方を 晝巧兩 巧 じを 
ちて 敎授 します、 希绍 者には 目 
錄 J を 進呈し ますを 細は 左へ 
The 量 or Scho 己 塞 L 置 一 虽呈 Ave . 


十五 年の 庭を ある 當 校は タ 年め 
經驗ご 新 智識を をす るを 師を聘 
し 自動 单 
操 游法あ 
び 運轉者 
の 修得す 
べき 必要 
な 機關的 
智識を 短 
期锁 じし 
て 最も 能 
率 ある 徹 
を 的 技術 

をを 巧し をが 獲祷を 巧疆し 職業 
ロを も罔旋 します。 





時 B 二月 十一 日 午後 セ 時開瘍 

同 八 時 開演 

入場料 一 弗 お 十 仙 均一 
場所 リヴ アサィド 一二 四 T 目 
ィンタ ナショナル ハウス 


D 


ご1 1 
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A がを を吗 

化 細 W み 
十 十日 取 I 

Vi 品 |i 

W M , 邸 間間 か i 

^ 8^ ♦♦路 


魄杳墙 巧 ニ 週】 巧 化 帆 

▲で ムプ 'レス お西亞 (吴 、ホ 爱頗) 
二月 四 

A で ム プレス 亞細亞 (ニ V 呂 0 巧) 

ニち す 五 

▲ュム プレス 加 巧 太 (ニクぶ 呂 順) 

S 巧 十と 

一等、 二等、 一二 等 あび 下等を 設備 
最大、 善类 、最 快走の 東 巧が 巧 船 


同胞 慰を 大演 藝會 


喜劇 S 白 殺を 言』 一, 一幕 
一二 曲長喝 おご，々 ヴワ并 オリン 
仕舞 獨鳴 筆賣 9 其 他 

ま 催紐臂 日本人 會 


了寧の巧刷ご精巧^:^る仕上げ 

時日の 远速ピ 確實な 校正を お 証 

巧 刷は 紐 育 新報 社へ 

電話 ワトキンス ニ 丸 0 九— ニ 九- 0 

わ 間違 cS むく 新報へ 

巧 巧 西 十 毛 T 目 十二を 十 階 目 

東部 じ 巧け るが 字 言論 緩 謡の 

權 威、 吾が 新報を 讀 まぬ 人な L 

. 廣吿は 紐 育 新報へ. 
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^貴參 金製と ツ プケ！ ス 
化 ^ ♦を緣 合财囊 
^ * 參金震 計 窺 

巧 

E 海 ♦金製 疊茲み 置 時計 
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H 本人の お 買顿じ d 特別 掛 員を 匿き 無 
料で 御 藥巧致 升 m 話义 はわ 手紙み 第 御 
誌 閒 して 御 便を を 計 6 初めての わ 方に 
留 しては 特に 注な 致します から 是非 お 
立 寄ら 願 ひ 升、 ホ 内 配達は 勿論 H 本 巧 
他を 地 宛の わ 衔物發 送は 當 ホで 致し 升 


ジョン ワナ 


み 


W W 化 脚 

fiu 0 0 ^ 

化 九 化 I 

M r" a 以 

ご 匡 

U 誌 Ne ^ 



▲最新式を 等 設備 供 食のを 窝鲜巧 もる は 乘組县 
の お 線 親 巧 了寧ゴ 典に 猎 かの 誇 さする 處 でず 
▲當 おおず 津航お 一 二等 設衞 はを 部苹 が的坟 真み 
施しました、 殊じを市撫の如をは^^謂ッ— 9 
ス トネ！ ド 义はス チ H デン トク ブッス な 上の 
お 德合髓 へて 话づ まず 

# 桑 潑出輒 ホノ^ ii. 經も 〔あ 午 街 帆】 
大洋 見 ニ 周 十 お H 
天洋見 ニ 巧 ホ*? 日 
コレァ 化 一二 巧 十搜日 
を 洋免 I ニ巧廿 八日 
お 比 利瑶見 狸 巧 十】 日 _ 


B 

曰 


愛 シアトル お槪 〔午前 十 時 出飢】 
漠濱見 一 頁 八 
加寶あ ニ 育 一二 
伊豫 見 — ニ 育 十 

感 を劈發 B 本 巧お賊 

が 見ち 二月 十一 8 
篇嘟か ニ 巧 二十 五日 
A 城 育 泣 赃邑奈 焉竊も B 本 巧貨窗 姑！ 巧ニ瑶 
A 鐵退切 蒋接舊 勞其化 萬 事御澳 をに 御 あが 申が 
今义廣 淳大給 S 會お乘 お 甥 替鄭银 をに お 計ます 


W 本 截船營 社 (並 ニを 淺道替 社) 

化理 巧が 禍 兄弟 蘭會 

乘 奉、 暴 驗嶺籍 並に 小 燕 嫁 蓮 達鞠瘦 判に 駭變 申しまず 
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シアトル ぉ视 (午前 十^ 

あ 6 をな 化 ニ 丹 ホ 
あ ふ.. りか 化 ニ 巧 か 化 
ば リブ 托 (巧 港 巧軌ー 二ち 十九 日 
ザ 一等 镇濱一 化 五 巧 

化し ぱリ すか ■ろんごん もは-で 
M 二等 0 本が 五ち 巧ぎ 室 大塞襄 族 ホ 
マ 望 御を に 巧 づ一專 割引が 復 切な 致 巧を 巧 候 

ロス ア A ゼ ルス お 帆 (午後 S 時) 
はゎい 丸 一巧 册一 
らぷら た 化 H 巧 二日 
► I 害橫濱 ニー 110 需但 はわい 化を じらを 宝 巧 
を 別 一二 筆 日本 行 五十 かお ► I 二等 日本 巧 五十を 巧 
マ 莎巧羅 麻 巧 涼 車の 巧寢裹 を 購入 巧 辟旋 仕り お 
►純 育 線 パナマ 経を 日本ち 邪 巧 貨物 姑 巧 一 お 


i 

n 


化^ 
) 8 
-tJ 4 

s s 挑 

A ^ 

化 t •刪 

^ m 

な 

1 T 


日本 陶髓 器雜貨 

ラ厶 ブ卸賣 

奈良賛 易商會 


0 


70 

B 

隊 
N n 
6 «u uu u 

囲； 一り 剛 

F 加 お .. SP 
w b A 


り 本陶絕 器雜替 類卸寶 

ホ元ブ タザ！ ス 


も 

5 


如 


t C む . S 

S S 巧な 5 

N G B W S む 






円本 吳服 反物 キ モノ 

テ 1 フルクロ^ - - ス類 

請雜お 卸商 

龍贼 0 本 ドラ ー ゲ！ ゾ .商會 

特が廉 階で 乂勉强 斬 流 わは 常 巧の 巧 長 


八 ィカ ラな 紳± は 

な 立 服を なしまず 

夫れ 心宜く 身に を ひ、 を拇 けは 宜 く、 を 
して 配が をょ む も 長 持 もずる 事を 知つ て 
るか A でず。 弊 巧け 多數 H お 紳± の郝巧 
を 承つ て 居ます。 

ム 化場吿 •して 邸 巧 巧の そには 

六み 割引を します H 
が 注た のを 巧 じ 係 はらず を も 巧 一度 巧て 
見て 下さい 

ゥホ ルカ— エンド フロ リオ 巧 服を 
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& 刪 則 S 啊 

A W 扣 刚 

机り. i W 

R 4 f N IK 

A 1 b 
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春 田隨會 
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渦卷く 普選の 波に 

混淹 たろ 祖國 政界 

臨時 議 をは 四 巧 上 巧 頃 じ 召集 說 
夫人 や 令 媛の 應援 溃說禁 化さる 
無 產な黨 が 不法 卞涉じ 憤慨 

東京 特電 二十 セ 日發- 政府は ホ ぉ 柿 ぁの 尖 人 ゃか 磯 
の 逃舉應 おが 說 を嚴禁 する ご 共に 鉛 木 巧 化は をを 部を のみは 現 
喊も陆 でぶ 慎 袖は ご ザね 旨 言明した。 而 して 鐵道省 议び遞 信を 
は稱 おおん お勸泌 を組替 へて 巧黑 3 る こと ごな b 附跑 投票 監理 
法 fe ホぶ を 化る に まつた。 無を 黛 おの 立 候 滞 者 U を 地 じ 出て 居 
るが か府 U ポスター 等を 利用 L て 他ぶ 候補を を 非難す る こ"' を 
禁 とずる にを つた 爲め 無を 黨 ^ 乂狼 おの 姿 じして 政が が お締じ 
名を 雜 6 て 越 患の 热審 をが みつ i ぁら.、 > て 無を 黛は 聯合の 上 反 
政府 的戰巧 萬を 發 お.‘. た。 

ホ 倏補者 y 樹 て-同志 討 

新進 立候補者のを 認は 少なし 

泉 ま お 電廿セ 日 巧 n 密规廳 の 高等 認 じは U 々普選に 閥した 質 
疑の 閔合タ （) 々齊面 又は 口頭で 回を する のじ 乂 弱*^ のかで ぁ 
るが を眺ぶ 政黨の 支が，」 時節 蜗大樂 を ごを て 何れら 前 巧 議± を 
を 訟愼補 おごして おて 舊 地盤の 巧 守に 努めて 居る 爲め 自然 新進 
人物を を勘ヴ や、 な 進 波 這 大いに 横槪 して 勝ず じ黨の あを 藉 b 
て 化 候補す る谋 みお 换 、政 友 兩黨共 じを 裂し 同ち 討を おむ る 横 
隐で ホる 0 

東京 特電 二十 六日 發— 總選擧 後の 臨時 議會は 
タ分四 巧 上旬を なて ち 集 さるべく、 現職 官吏の 
なお 補に 就いて 樞密院 側では 反對 の解釋 をして 

がろ こ 

選 擧の方 卸 U 秘密 


を應援 ずる 2 ご。 つた。 

學 生辯尘 大持て 

東京 特電 廿 五日 链 n を 政黨共 
じ 立 お 補を W 應 が 辯 ± がす 足の 
爲め贿 痛鉢卷 のをで この 爲め學 
生 辯 ± は 引張赋 でを る。 

貴族院に 新團體 

お ま 特電 甘 六日 發 = 貴族院の 
茶話を は 新 團體を 組織すべく 無 
所屬 派と おを した。 


藤 沼 知事が 出爲 

泉 ま 特電 廿 六日 發 n 新 潟縣か 
事 藤 诏庄や 巧は 鄕 おお 木 縣の第 
一區 から 立候補を 宣暮 した。 


普選 早 判り 


運動員の 辨當 代は 一を と十錢 

まを 特電 甘 六日 發 ===^ を 固の 馨祭 部を 曾 議は廿 五 a 午前 巧を 
巧 じが 集、 鈴 木 W 相， レな 概的訓 かを U しみ 山 挽 事 總長も 驚吿的 
訓 々を 發ィ」 たが、 午後 山陶 營お材 をはを 疵 長を 化々 じ 官邸へ 招 
致して 選 樂じ脚 t る おを の 方 かを 授けた。 尙ほ をの 部長 會議で 
は 選 お 速 動員 S 辨當 巧を 一食と 十錢 、宿泊 巧は 五圓 R 下、 ず當 
は S 圆 0 巧に をめ たるが 右は ホ 部の 標準で 挪 部は をら じこれ を 
少额 ごする 寒で ある。 

東京を 電廿 五日 壌 = 旣 巧の か< を 屬化ホ 長宫會 議は廿 四日 


シ 


加 特ヵ敎 徒の 

陰謀が 發覺 

巧び メキ シ n 巿で 
メキシコ ホ廿 六日 發： = 排ヵト 
ゾック を 法を 臀施 中で ある メキ 
化 府は化 然として 敎 徒の 政 
府轉覆 陰謀..」 對 する 譬戒を 息ら 
ずを 化 じ 秘密 探偵を 派 遺しつ i 
あるが 今朝 譬宫 隊は當 地の 有力 
なる ヵソ ブック 敎巧 集合 化を 襲 
ひ 僧 浴を 始め ごして 居を したを 
敎帥 及び ホ 徒 約 一二な 人を； 網が 
篮的じ 逮捕し 蠻察 本部で 取調 中 
であるが 十六 歲な 下の 生徒、 け譬 
察 叢から な 還され た、 逮捕され 
た 者の 中には ォ グン ゴン將 お 暗 
殺 陰謀に 參 加した 一二 人の 外蠢じ 
銃殺され た々 ジ リック 僧 侣の篇 
梟を 始めな 政府 的な 文書を 發見 
しを'、 反攻 巧 熱を を メキシコ じ 
宣 傅すべき 陰謀，？ 一端 も發 見さ 
れ たど。 


第 四 軍刚長 じあを を 命じ 敵 巧 ど 
氣 脈を 通 やる 攜 をを 豫 想し で嘗 
がを 巌 m にす る ご おじ 最近 P を 
政府が 内の 動搖 甚だし < 媽玉祥 
將 軍の 進 擊も阻 化されて 居る 磯 
尚 じ乘じ 逆に 飼 化に 着手ず る こ 
ご i たなを のな 戲 線に 命々 を發 
しじが 化 京では 政治的 じは 仰 等 
の異 鑽^ない。 


ホ 术トボ かじ 


午前 十 時 肉. 挤 省-」 瞄 巧、 鈴木內 巧は 一旗の 訓 をを 述べ 田 中 首相 
は.； 閒を 官邸に 巧いて 午發 をを じしつ t 懇談した。 尙ほ傳 ふる 
所 じ 化る ご 鈴 木 巧 化け 選 擧のボ かじ 關 しては 簡 A 的じ縣 密の訓 
みを した ど。 

弗上總 裁が 興奮して 辯 明 

新年 宴會で 財政 通の 政府 攻擊 

東京 特電 甘 六日 錢 = お 巧お樂 部の 新年 寅會 席上 じがて 山 本 
建 雄 巧 U 與內 隅-日本 銀 巧の ホ 針に 就て 柿 擊し阪 谷芳郎 巧は 相 
がいで 『政 窝じ蹈 巧な き 巧が 某 特殊 紐 巧の 總賊 じあ b つく 等は 
言な 悄 謝で わる^ どお說 し，’' ので 化 上 円が 擦 班ち おだしく 輿 奪 
して： わじ 就て 辨 W ! た > 


東京 特電 二十 五日 發； 明年度の 資巧豫 芽は 十 
六 億 六 年 巧 削の 程 おであらう V 一。 

- 二十四日：：：： は政黨 -11 一二。 め友會 


立候補 數 


M お 巧 特お化 六り 後 
本日 主で じが 出で し K な 候補 
が おは 左の 如し。 

二十 五日 化 お 四 五。 政ぶ 曾 
ニ OC 無を 錢 ニニ。 巧 楽 同志 
を 一二。 中立 ニニ。 巧 新化樂 
部 四/ぶを 刚紙 一。 巧は 水ず 
社 よらな お 補 者 化 人 じ 達し 綴 


數け みを ごなー 


四。 實業 W を會 及び 中立ょ 
6 を 一名。 革新 供樂部 S 。 お 
を脚體 一。 經化簾 ±截 お化廊 
巧は お 京で ホ お 補し 德針 六十 
四る である。 

野球 鹽 から 應授 

東京 特電 廿 置 日を H 早 稻田大 
學巧巧 軸の 諸 先輩は を 部 磯雄 巧 
の選舉 事務 巧を 組織し 専ら スポ 


費用 一で 五千圓 

别巧特 を らお < 蠻視廳 では 普 
選の 賀疑應 をに 大弱 6 と ある 
が 前ろ 所 報、 新 酱選擧 をの 對 
照に 规れた 普選 法の 中で 興 ホ 

ある 點を 擧げ るなら ば 

♦選 擧區中 選 擧障識 じよ b 
廚縣 をぶ 礎-こして 、之れ 議員を 
數 S 名 乃 ま お 名を 一區 
み 議員 候補 若 お 補 巧は 選擧 
蹈 H を お 後、 選擧 ロのと U な內 
じ麗 出ねば ならね、 を 膝 捕で も 
推薦-^'、^ よい、 一ん じ ニ 千圓の 
お 託を がを 耍で ある。. 

令當選 人-有効 投票の 最タ數 
を 得た る もの， 但しを 巧 選擧區 
內か議 貴を 數 で、 を 効 投票を 割 
つた 數の四 巧の 一 な との 微雲者 
たる も， 同数 者は を 良 者が 勝 vT 
同年 者は 抽繁 決し、 また 面白 
い i じは 選 擧隘で 議員を 數を越 
わざる 時は 無な 票で 候補者を 當 
選せ しむる、 一人 じて 數選擧 腐 
の當 選を を 諾は出 ホぬ。 

♦證 員の 任期 總選擧 の 期日 
よら 巧 ザ。 - 
会 訴議選 擧訴認 は 選擧後 S 
十 巧 じ 大密院 へが 證を 一二 酉 
圓で 提訴す る。 

♦選擧 運 胁選擧 運動は 議員 
候補 愚 改び選 擧事拷 長、 選を 委 
員、 選擧 奉お员 (柯れ もが 確ち) 
の 外は 許さぬ これなかの ものは 
たぐ 溃說 、推薦 狀 による 運動の 
みを 認められる 選擧 事務を は 速 
動のを 貴 巧者たら 選擧 事務所は 
諮： 貝 候補を 一人には おヶ 所を 超 
ゆるを 得 ゃ' 選擧 委員 及び 選擧 
事務 畏は懷 補を 一人に つき 述じ 
て 五 + A を おゆる を賴 す. 運動 
員は 實豐辨 償を ぅくる こどを 許 
され、 遭擧 事務員 じ 限 b 報酬を 
受 くる； を 認めら る、 運動 ホ 法 
は戶别 訪問を 許さ や。 

♦選を 费闲 選擧述 勤の 费用 
は選擧 樂務疫 なら ざれば 支出 4 
るを 得 中、 また 證員惕 補を 一人 
じかき 左の 額を 超 ゆるを 得ず、 
選擧區 巧の 議員 定数を もつ て 選 
を 人を 簿が をの H じ おいて これ 
じ 記載せられ たる 者の 總數を 除 
したる おで、 普通 一万 五 モ圓內 


がて ホ 軍が 

南 化 y 計 劃 

巧み 官 をが 憑して 
化 京廿ホ 日を H お 作霖將 軍は 
本日 重要なる 軍事 詳議會 を 召集 
したお 果最 化獨玉 おお 軍に 破ら 
れて 不振を 極めつ i ある 第 ！ニ、 


民政 復活 說： 

總選擧 i あづ 

リスボン 廿 六日 發 U 今ょ を ニ 
'年 前 武力を 《 て當 時の が 府を轉 
覆し爾ホボ ル ト ボ じ執政タお 
を 施しつ S あつた 大統領 力 ミモ 
ラ將 軍は 國內 のを 治ら 稍ず 穩じ 
なつた ので この 隙が 巧が 直搜選 
擧 員を 巧 命した 上を 法的な P 選 
擧を轨 巧し 大統領の 改選 じ带事 
すべく 發 をした がで 政 黨は邢 軍 
の 執め じ替 巧して 選 擧を協 貧し 
たる じ 對し皮 ま黨は 政府め 逃擧 
員 巧 命を 个當 として 反酱 し脑會 
黨の恵 見は み 裂し 居る も 適激派 
はこれ を 機 會じ自 黨の擴 張が 媛 
榜 して 新選 擧じ贊 成して 居る の 
で 緩選擧 かは 近''、 發 巧され る 堂 
であを 


ス i マ 氏を 巧 接する - r ホる かも 
知れない ご。 

〔南京 r 十 あ H を】 南を 政が 
の 巧 カレ。 るかを でみ る 王 巧廷氏 
やお 巧 巧 等け を化界 .にも 册の闕 
ほ ホ 落を を 傅し 曲。 不ホ 等條約 
改訂の 目的 じて 先づ巧 度を 振 出 
しじ 歐洲 、ァメリヵ 等を 旅 巧ず 
ベ （お 媛した が.' がは みして 空 
手では 歸 支し G いご 豪語し 化界 
を 闕じ巧 京 政 巧の 患の ある 點を 
知らし め W て 支那の 國ぶ 的を 礎 
を 固め 同時 じを 國ど のま 證を增 
進す る 屯 紙み である ごの 聲明蓄 
を發 をした。 


わ* 

重 





リ 大佐 再び 飛ぶ S 艦船 法案 
じ輿黨 破らる fi 英露 通商 關 
係 復活 か ー 出 東 省 一 帶じ飢 ； 
鍾 iyl ド 巧 正式 じ. な 候補 
南 巧の 有力 家々 化を 的宣傳 ：. 
の 旅一^. 南米 政策を 委 貴調查 


ブのモ 面から 前敎 巧のを 候補 


外になる' 


〔コロン ピア 國 々かタ ゲナ廿 

六日 發〕 みしく パナマで 靜養 
中で あつた 麗陵 親善の 飛 わ ± 9 
ン ドバ！ グ太 をは 同地ょ' 。•四 巧 
哩を 隔てた 當 地へ 午後 ニ时 十を 
じ 卸 着した、 飛 巧 時間は 約 四時 
間 ホで ホ 巧 速力 化 十 置 哩 、知事 
の 熱誠なる 歡迎を まけ 數 千の 薛 
集は 指を の 飛 巧 場 じ 密集した 爲 
め大 がは 止 社； y ' (まを なる 地帶 
じ 漸く 暮 陸した、 大佐は 明 a を 
3 て ホ ゴタじ 狼ぶ をで あるが 大 
佐 5 話に がると 漉む した 空の す 
はをくの無^境で森川がゎる計 
h - であるか らおし 不時着陸 でも 
する やぅな 燒 をは 危險ら をいで 
一め らぅと 0 

『ブ シン トン ニ 千 六日 馨】 ジ 
ョ！ ンズ 氏の 新 船舶を 案 中、 管 
船拂 下げは 船舶 お 委員で 滿場一 
致の 承認を 要する とめ 一項は ク 
! リッ-チ 氏のを 望す る 船が 業の 
民間 經營を 妨げる ごい ふを 媛 か 
ら與黨 のち 力を は 頗る 反 圏し エ 
プデ 氏の おき 滿麗 一致 制を を 数 
制 じな 正すべし ごの 意見を 提化 
したる も 破れ じる じな し 巧 案は 
民 ホ 黛のを 部 並びに おか 黨 では 
西部 地方の 議員が 賛成し 遂に 五 
十一 票 掛廿五 票 ごい ふ 大差で 巧 
おさい 與黨 幹部の 努力 も 空し < 
なつた。 

『ロンドン 二十 六日 お】 當化 
じて專ら期巧さる^所じ化八ば 
勞農 n ァ の 外務み ちリ トゲノ 
フ氏 はか 期 軍縮 會證じ 再び 出席 
して 英露迪 商 復活の 談判 じ從事 
すべく 第一 回の 曾 耗當帖 にがて 
チャンバ— レン 外相は 日 シアが 


英屬の 赤化を 陰謀す る 限を 酸を 
復活け 間 題 ごならず く 運べた ご 
ごもみ ら、 をの 後口 シア 政睛は 

太 逼斷を W て 街 ホ 革命を 標榜す 
る左賴 派の ト P ッキ！ 氏を じか 
せしめた ので スタ リソ 氏のを 策 
もを の 根底が 固 < なつた ので あ 
るから 適 魔 お活も 難事では ある 
まいど 觀られ て おる。 

〔上海 二十 六：： n 發】 山 東 省を 
び 直識省 ょら 達した 情報に がれ 
ば 岡 地 ホは お ホ じない 農作 凶作 
ご 戰爭の 爲め約 四な 方ん の 人民 
は觀 餓じ頻 しつ i ある もの r 如 
< 化 巧の あ 濟鹽は 上がの-ホ みま 
那觀餓 救濟會 におて i この 顔 一' 
百万 巧の 金子を 直ち じ 融通 をら 
たし ご 急 竜を 獲し 別に. 刻 强を麻 
を 動かし 臨时 に救濟 潰を 目的 ご 
する 輸入 追用稅 をを 涉 中なる も 
おかの 兒 込みは 少 い W のこ ご 
である、 的は 當 化の 救濟 圏が 目 
下 融迪じ 就て ニユョ ー クの 本部 
じ 向 パ 問 合 中で ある。 

(7 シン トン 二十 お： 3 發】- 
グブー 地 選出 ト院 講員ゼ ー ムス 
ブ—ド 巧は ほま黨 大統領 候辅ど 
して 起つべく ホ 患し むる も 程な 
くこ n を 取消して 居た がを め 後 
ミ ゾリ] 州 政を の 勸吿を なれ 同 
州の 選樂 委員長 フォ ー デ ー ス巧 
を委 貴を VJ して 民 ま 黨大會 に 立 
お 補すべく 當 化に 本部を 設 をし 
た、 本部 侧 では 最後まで 覇 をず 
ふ 巧 ふじて 目下 最も 巧 力 ごされ 
て 居る スミス 氏に 反 おの 意を を 
しつ 《 あるを 州の 外 東部 地方 じ 
も 運動ず るが 若し 大會で 膝签な 
き 堤を 成 ひは このを 力を 擧げて 


【ワシントン 化 五 H 發】 共 か 
撰の 進 ホ あ 系證】 は 脚は 請 貪の お 
事 進行 じ 触し 農が 救濟 、ラテン 
アィリ 力な 策 調査 及びが 資ず雑 
の i ン チヤン クシ 3 ン問顆 調 巧 
を 今期 證曾 じと 档 するどの 條伴 
めで-し 雜事進 巧に 贊间 して 居た 
骗をも あるので、 ウ キス コン シ 
ン贿選 おの ラス オ レット 氏け ネ 

H 巧 議を提 おしかを を 員 食を し 

て アメブ 力の ラブン •アメリカ 
並びに 南米 政策を 調杳 せしめ 且 
つ 今後の 政策に おての 擲吿を ホ 
め 該巧幾 はなちに 委員 會 で審潍 




I ど i なつた 一 


本を’ 承を 轉電 (禁無 町 轉载〕 


川 崎 社長 持麵り 

【サ 六日】 井 巧 謙 次た 將も川 略 
苗 船 社 技い る i を斷 つたので 
質 族 院議 おを 術中 縣大久 保せ 
f 爵を かつぎ 化し レ。 

芝 浦に 大 屠殺 瘍 

〔サ丑 日】 牛、 お、 豚 巧 殺 場が 
と 巧で 圓の蒋 費で 芝滿： 設立 


ヴ アン ネリ 1 オィル 奶造 


上 山 臺灣總 督辭職 


廿セ 日) 旧 中 首相から 辭 職を 迫られても 頑 ごして 應じ なか 
つた 臺灣総 瞥上山 滿么進 氏は 愈々 総選擧 終了 巧じ辭 截の內 意を 
洩らし じので 首が は 後 化に 勝 田 ま 計 氏を を 渉 中で ある。 


東京 巧 役の 年俸 

L 廿セ 日】 礙京巧 脅は 昨 U ボホ 
巧 長の 年俸 ニ 巧 お 千 旧、 ホ 野 
助役 一， 巧 五千圓 、お 木 助役 一 
巧 ニモ 諫 ■船 お 助役 一 巧圓ど 
をめ た。 

方ナタ へな 使舘. 

t 甘 セ 日】 カナダ V 」 日本 ごの 瑟 
娘を 樓 じつき 目 本な 之を 承諾 
したり 


大岡 育造 巧 逝， 


廿セ 日】 曾て ホ 議院 議長 どし 


てを を 諮 はれね 政界め を 十で 
ぁ も 視お大 岡 育造 氏 逝去した 

を 王 S 巧 御歸朝 

t 甘 六日) 御滯铁 申の 李 王、 同 
妃兩 殿下 じは S 巧 十 U マホ セ 

! ユ 發抑歸 簿じ决 をした。 

麗產 博ぉ蟲 二倍 

(せ ホ 日】 S 巧 ホ 四日から 上 巧 
を鹽 •し 驛體の 御大 禮 記を 關を 
獎磯 麗寶會 建築は 着々 進搂し 
を 晶お願 まも 旣じ 所を のニ镇 


を も兼營 する ご。 

航を會 社 補助金 

【甘 五日】 がを 會社滿 巧を 航空 
路 設駐餐 等は 臨が 强を 一し 提出 
の 造。 

自發的 移民 制限 

一;^ サ 五日】々 ナダの が 日 媛 かの 
爲め B 本は 自發的 じ 移民 酬限 
をな し 近く 英國な 府ごお 式 巧 


渉を すち 


ニュ I 3 I ク 秋 


一達した' 


♦總 選擧は 二目 化 U 、 わ 蔭で 
海外から 遠 巧した 『ホ 巧の 化 溝 
±』 もこ も •つの 岸で ホ 化を、 泣 
くじ や 泣かれず、 惡い こどは 云 
はな、 働け、 働け。 

♦太 旧 S いふ 四 段が、 年上の 
聚 婦人 赏豪ど 結婚、 驚 （勿れ 彼 
はを 道 +、 手 化 もや 寢 業は 朝飯 
前を こごな* ^0 

♦アメ 巧 癸み ニカラグア おを 

は闕鹽 I ちの 轄 待* し 傲る どと ユ 
i ズ 巧聲獨 、徑 し剌權 どい ふ 御 
驅走 じを やかる もの 话 、ア ブ 
々だけどい ふ もの。 


軍備 鑛張 論者の 悲鳴に 

大統領 一擊庭 


ぶ 




いたし 言警 由の f 云 乍ら — 

ワシントン 甘 六日 發 = 海軍省 攘黨 認め マ タグ 瀉軍 々辭 


大 


は 今朝の す 院お軍 委員 會 審議 會の廉 上 じめ て 委員の 賓閱 じ勒し 
『今回の 海軍 計蠢 である 達 艦 お 十 一隻、 豫黨た 億 隅 千 方 霞は 現 
巧アメ 9 力で 蘆 も 急務 W 認められて 居る 農 巧 救簿や 洪水 巧 止よ 
り もよ 6 重要なる 熙題 である』 ど 陳述し ね。 が ほ 海軍省に ラネ 
ト飛 巧機會 社じ對 しな 十四 巧 千 九な 十二 弗を ま お L 新を 齋巧摄 
百ム ロを 注文 契約した。 


巧シ A トン 廿 五日 發 n 昨今 ァ 
メ 9 々の 海軍 猿 巧 政策 じ 顯聯し 
陸海 軍の 有力者が を 地 じがて 軍 
備 の充實 必要を カ說 するど 共に 
現巧國 防の 不あ實 なるこ € を 指 
摇す るの みならず をの ま 張を 强 
めんが 爲 めじ 

國藤關 係 じ も 言 反し 恰 

かも 足 許から 鳥が 立つ かの 如く 
戰爭 の突發 、國 難の 襲 ホを々 說 
しつ ある こどは 大統領 クミ リ 
ッデ 氏の 頗る 必かゴ する 巧なら 
もの i かく お 統領は 昨 U 新聞 記 
者 圏の 脅を じがて をの 意を 洩ら 
した。 邸^を （退役すべき ブラ 
ン ケット 提督が プグッ クリン じ 
のる お 和黨員 午餐 會じ 於て 貿易 
上の 嫉妬ょ 6 生ずる 將 ホの 戰爭 
突發 可能性を 指摘して ァメリヵ 
の 軍 瞄不充 賞；；* る i を 鳴らしを 
のを 戰國 をな て巧國 である ご 暗 
示した £ は 著しく 英國 輿論の 反 
威を 招き 遂じボ ー ラ 氏の 海軍 擴 
張 非難 溃說 ごな つたの みなら や 
更らじ 

海軍 長官 ウキこ 1 巧 

が ポストン 巧の ミツ ド 八 セツ ク 
ス俱樂 部 じがて 『最も 化づ べき 


が 態 じある、 ア メリぇ の 海軍々 
備』 を 指摘—- て アメリカ はこの 
際 この 不完 をなる 海軍 力を お 賞 
せし むる か 寧ろ 一切の 艦隊 力を 
廢棄 して 圃 辱に 甘ん ずべき のみ 
V 一 獅子吼し たこ W け 偶々 目す 議 
會じ提 お 中で あると 億 五 千 方 巧 
の 海軍 擴張案 ご おじ 著い 圖際的 
反感を 惹起し だ こごが、 即ち 大 
統領の 聲明 £ なつた もので ホる 
大統領 ごして は 勿論 自己の 地 泣 
七斯る 暴言を 吐いた こ £ じ 向つ 
て 直接 何等 言及して 居ない がい 
かじ 

言論 自由 S 國ごさ 占 ひ 
乍ら 陸海を の 高官が 輕卒 なる 戰 
爭豫 言には 叙な から ざを 反感を 
抱く もの I 如く、 陸 お 軍人と し 
ては 恐ら < 誇大 的な 言論を 0 て 
輿論 じ訴 へざる 限ら 陸 お 軍豫奠 
の 通過 覺束 なし S いふ 立場から 
斯る 言論を 弄した もみで あらぅ 
が 責任 ある 位置の 髙を ご して 巧 
る 言論は 最も 愼し わべき もので 
ある こどは 「大統領 自身 どして 
もが - I 云は ざるを 原ない こごを 
化默 する 場を が ぞい』 一事に 徵 
する もい かじ 言論の 自由 U る も 
の ド デ タケ！ トな範 圍じ最 かれ 


てるる かを がる じを るべ. 

統領 ごして は斯る 

誇張 的な 富 論を なて 軍 
備 の 眞 賞を 計る をを け董ら なく 
岡 時に 巧簡 おは 強な てこれ を大 
装を じな 扱 ふ必耍 もないで はな 
いかとの 意を を 洩らして 居 
勿論 ホ國嗟 海軍 潑司か 官の位 霞 
ごして 大統洒 はこれ 等の 言論を 
封 じ 得る が これ ホ 言 謙の 宮 由を 
妨げる ごいん 間 題 もを じる こご 
ごなる ので 今 円のを をを 巧 ごも 
すを でし 難いが、 と 億 弗 じ 重々 
どず る遞信 省の 豫算 が柯 等議會 
の 聞 題と もなら ないじ 反し 軍擊 
費が 常に 問題を 惹 造す るのは 要 
する じな 治 季節の 一 現象で あつ 
て' 

軍備 穗張 論累 S こ 

の 時節に 於て 軍滿不 巧宫を 指摘 
する のみならず 戰 爭を豫 言して 
人民を 惑は しめ、 同時に 諸外國 
をして アメリカの 眞 意と 誤解せ 
しむる こごは 甚だ 遺 減で あると 
巧 意見を 抱いて 居る。 

ブランケット 提督の ブ 火ブク 
9 ン 午餐 會じ 於け る演說 じあれ 
ば 『將ホ 資易上 3 競 ザょ みお 國 
乃 まを の 化 則 强ミ砲 化を 巧 ゆる 
時節が 必 らず實 現す る』 ど 述べ 
て 居る が 演說を 更らじ 新 閒說を 
の 質問 じ斟し 

予の假 想は 勿論 英國 である、 
假 b じ巧國 が直楼 手を おさな 
く 共 小國ょ b 發 端して 英轉は 
結局 彼等に ホ ホす るで あち-っ 
アメリヵが 現在の 軍脯擴 張は 
巧るな まで この 戰 ずを 延 間は 
し 得る e わらぅ が、 戦ず は將 
ホ 必ら中 突を する の だ 
ご 述べて 居る。 
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A H 本人 下 お 雇 格を賛 物 要を 
厶日當 b 巧き 四 室 家具 附を價 じ 
讓 b ますを 賃お 十五 ホ 
A 徵兵 申吿酱 作製. 說 明を 手數 
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- 妊 ち 新 報 

- 太 ホが 通信 

能率 搬大ご 料を 

今 遇 木 粗り# 刊の紐 育 タイム 
ス 紙に 巧れ げ 巧に 巧 へら わつ^ 
あつた H 米 閒轿が 巧带信 お設の 

遙 n コンマ アシ アグに おおせむ 
ごする ウ エスタ アン • ユニオ 

の 新 計 巧 H に 隅し 扫本政 お當巧 
をが なおのを 嚮を おする ため あ 
設計 おを がに 一頓 挫を ホた 甘る 
もみ {かくで ある。 吾人は ホ だ 
該事 寅の 眞相か 何を 審 じせ ざ 4 
ら 巧し タイ ムス 巧の 報 やる 所 じ 
間違 化；；* いど r れば 吾人ら 大化 
间 巧のを 見に 贊 W 甘ざる を 得な 
い。 巧が 政府 當 巧ち と從 ホの が 
底 あ 信を がごの 間 じ 巧なず る 契 
約は 巧 等 ニ ウラ インの 刹 込を 巧 
否す.，、 き 巧 質を がせざる のみな 
らずリ 本 側は 往年み 旧 嘉言 巧を 
乂齒じ 派遣して 自發 のじ 三 ウラ 
インの お 設を提 唯し 當時 米閱侧 
のホ訟 - K 巧る じ まら ざ b し事實 
もめ b 、 化 點じ關 しては 彼 巧 孰 
れが 提唱を U る；.： せ J 主義 こし 
ては お带 パ增設 にな 割すべき 巧 
_ 由 はない 譯 である。 來國侧 どを 
渉み 第で をは H ホ 共 W 出資 経營 
の 巧 能を も あるべく、 相 當ち利 
の條 かを 附 して 巧 計 室を が 巧せ 
- しいる がよ い。 巧 政府 當局者 中 
じは キち牢 民の 日本 無媒 電信 會 
; 化の 巧 益を お 譲ず る 唐が じて 無 
線に おする お 線の 競爭を 回避せ 
む どす る 者ら あらむ が、 斯< の 
'かきは 巧を 一顧. じ 値せざる 謬を 
である C 無線は 無線 自身の 發達 
じ 依 b て 其 巧を VJ 利益 ごを お 持 
し 得べき はおん-ミ 議論の 餘地も 

ないじ 

然らぶ 例な 我 政府が 海 電新計 
誘のを 涉 に巧惱 みを 生せ しわる 
，が 如き 態度を 執つ い 一ので あるか 
是れは 確かに 一つの 謎で わる。 
'眞逆 じ宫儉 化府の r 豫算が V い 
から』 ど 云 A 常 奪 文句 じ 藉口し 
て 居る G ではむ るまい 0 タイム 
ス がの 卞 張に 待つ までら なく ニ 
; ウラ インの 敷設 t : お 線 會社閒 の _ 
焼ず ぶび 有線 對 無線の お 爭をお 
おしてぶ 化な 货 速を 化 進 するど 
同時-; 必然 巧に 巧を の 化 化を 見 
: もに 至る でもら ぅ。 巧を 化贼の 
問 趣は 現 化 じがても おゆる 方面 
'よ 6 提增 されて 居る。 通 巧瞄係 
- よら 益 じ てら 都ての 打を、 を涉 
照を、 み々 が 迅速で めれば ある 
一巧 かを じ お 利で あるけれ 共 普通 
.通信 巧を がが 脊 巧を 間 一語 ホを 
^ 八十と 如ち 急 被が 化 一二 巧を 要す 
るて ふ 爭當は 彼我み じ 不利 不巧 
を 忍ばむ ばなら ぬが 態の 下 じあ 
るから 通信 巧 低減 問題の 實 現は 
M りお パれば がい ホけ り ホの 通 
が關 係を が倘 させる。 

おら じ 一般 ニ ウスの お金を 一 
語 十 仙 巧 ま 十五 仙 お 度 どす るな 
らば 难じ述 信 化、 新聞社 等のを 
莱 方面 かこ‘ おたのみで G < ロ ホ 
間の 爭が •か 稱密巿 確 且つ 神速 じ 
疏 逝し 稱るホ 巧は 『强馈 的 半 和」 
の大 W よらが 势 してな も 巧し い 
i でゐら 。をす る じが 線 じせよ 
無 繰 じせより ホ 阮の述 信 能率を 
侦大し 词時じ 巧を の 化 ドを 謀る 
,^^は眼削の急がでぁる>とを巧巧 
: が當巧 巧に 祕 かせし いる S か必 
j 喪で わる。 


六 巧の な戳 期を 前に して 

禁酒法 勵 巧に 賛成 

大統領 候補 (力ー チス〕 氏 言明 


ワシントン 二十 六日 發 = 上 
な 外を を 旨を ボーラ 巧は ホる 
六月の がかち ホ 兩黨大 統茄候 
補 遇を のな 戰を前 じして、 現 
巧 禁酒 喊 わの 可否に 觸し旣 じ 
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大統領 お 補々— チス氏 

おか 黨 Ib 大統領 候補のを 乘 
6 をを げた々 ンサス 如 選出の 
共ぁ黨 トな甜 巧々！ チス 氏に 
對 し、 を 開 的な 質 間が をを し 
たが、 力 ー チ K 巧は 左の かく 
自己の 態度を 鮮明 じした。 

『余は 揉に がて 共 か黨の 政綱 
を專斷 的に 命み す & も 狂で けな 
いが、 余は 憲法 第 十八 項 修正 法 
は 飽迄も 潮 巧す V きもので ぁゎ 
直つ、 大統領 保 補 者は' これ •か訟 
意を る 啜 巧を 政綱の 中に 加へ る 
ベき ものである ご 信 やる。 余は 
この 禁酒 爛 わを 化て 最も 偉大な 
る 道 德あ敎 上の 巧 題で あら、 一 
般社會 も 亦 兩政黨 が この間 題に 


街す る 態 巧 鮮明を 要 ホして 活る 
もの ご 信 やる。 なじを じして 若 
し 大統領に 赏選 するなら ぶ、 こ 
のけ 綱の 営 現を 期し、 をつ 目的 
を 賞 徹する ためじ 總 ゆるず. 段を 
ら辭 さじい。 從 つて 余は、 州が 
を自 じがて 精 酒量の 範閣 をを め 
てこれ を 製造 販督 する 政策に 向 
つて 反蜀 し、 修正 憲法の 明ボさ 
むて ぁるが か < 、州のを 患が 海 
ろ この 法律 勵 けに 協力す べきら 
ので ある ご 信 中る。 貴では みが 
干 八な 八十 あ 年 ょら 千 八 巧 八十 
化 年 じ' H . る ヵン サ 7 州ン 3 ニ 
挪の捡 事たら し當 時の 記 錄を御 
記憶で ある こご ご 信 やる。 余が 
攒事 にが 巧した る當時 ドべ々 甫 
の 柄 巧は 化— を關 的な もので ゐ 
つ わ。 余。 當的 これ 等の 酒店 閉 
鎖を 政綱'- して 當選 しむが、 就 
巧 後一 二十 H じして これ 等 一切の 
酒店け 閉鎖され、 且つ 余が 就任 
期り' -6 し 四が 間は 查然 閉鎖され 
て 居た こどを 御 記憶で わる こご 
ご 思 ふ。 をは この 禁酒法 翻け ど 
いふ こごを 辭 せざる もので わつ 
て、 法の 精神を 飽を でも 遂 巧せ 
んご 欲する おじ 余は ヴオグ ステ 
ド 法 乃 ま 憲法 簾 十八 條 修正の 
廢棄 じは 絕 街な 對 である』 を々 


問題の シ 方ゴ聯 銀が 

突如 利上げを 斷巧 


を 地のを 利 統一 策廢 止の 前兆 


昨年 縣邦 準備 潔 巧 およ b 强制 
的に 利下げを 己む： r < された 爲 
めを がに 一間 猩を惹 趣した シカ 
ゴ聯巧 おけは 同 問題が きつ かけ 

な b て 銀 巧 馬總栽 S ちを ごな 

寒る しく 化 人の 注目を 惹 きつ 
つ わつ たが、 同获 巧では ホる ニ 
十五 日よ n 强制的 じが 上げした 
を か S を 五が を 四を に 利上げす 
る 旨を をした。 これに 就いて プ 
ルン トンの 經濟 通け をの 影響を 
左の 如 （觀て 居る。 

〔一】 今回め 巧 上げは 數 （共 
を题 的な を 利 統一 あ 策が 一時的 
乍ち 廢 化された こどを 意 ホして 
ゐる 0 

巧 ニ】 西部の 聯銀臨 域’ 挪ち 
ミネアポリス、 聖グキ 、カン サ 
ス ホ、 ダラス ホ 等 も 恐らくを 巧 
上け を斷 打ず るで ゐ らぅ。 

【 S 】 併々 しこ ユ ー ョー ク巿 

堤は、 恐らく 現行 率で ある 一二を 
五 おを 雑 かする であらぅ。 

〔四】 聯銀巧 及び 大藏當 姑が 
化 ホの 方針を がて i 、 或るみ ま 
で 化 ホ 縣銀當 局のを 利に おする 
自 の 手腕を 認め じる こど。 

而 して、 シカゴ 聯 銀側では を 
部 巧 もユユ I 3 1 ク じがる 資を 
の 西部 移動 可能性 等よ 0 して、 
このを に 及んだら ので あ 6、 ぶ 
ひは 中两部 地方の 農を を賴 あび 
r i 般が業 手形に 影 巧を ぶ ぼず 
であらう ごの 巧を も あるが、 大 
旗 お 馬 ど L てけ 寧ろ 樂觀 々を じ 
して ニュ ー a 1 ク のを 利には 恐 
ら '-、 挺 動は わる まじく 投機 叙シ 


煽る やう。 こご もない ど 見られ 
て 居る。 


社債 だけで 

乂 十億 弗 弱 

昨年度の 當 化ボ處 
昨年度 當地ホ 場 じめ てを 巧 さ 
れた アメリカ人 をび カナタ 人の 
社債 總額 はよ 十八 億 I ニ 千 六十 四 
巧 一千 ホ じて 一が 年度の 五十と 
億 四千 六 だ hi 十五 方 四千 巧に 比 
しな ホの 梟 大記錄 にして、 この 
中二 十億 五で 四： 白 十五で 巧即も 
二割み をと 厘は 舊債 償還を 目的 
どし じ。 巧は 一昨年 度の 舊債償 
還社漬 高は 十一 億 四千 五 巧 一二 千 
弗、 をを の 一割 化を ニ 厘に 相當 
して 竜る 0 


を ホ 取引所 

妍撤で n 本へ 化 表 
當 化に 於け る 生糸 取引所 設混 
はタ 年の 懸 をで ぁつたが 癒々 寶 
現の 期が 熟した も S ' か 棉花 化 引 
所の 生糸 部 ま 巧。 t ュス ブン巧 
は 約 六 週 閒じ卓 b 日本のを 糸 取 
引が 態 視察の 要務を 帶びニ 丹が 
巧 じ 渡：！！ ごみを した。 


お 油 ご 東洋 巿場 

お 商務 書記官 帮吿 
誰 誤を 始め どし 生糸、 ボ タシ 
ュ 、ヤイ ザ 火 等の 垂要 輸入な の 
懼格 まを を 目的 どす る 輸入 組を 
かお じ 綱す る 法案 じつき 十九 日 
下院 法制 委員 食 審問 會 じがて、 


巧 お 卿 放び 農が 卿け 何れも 頤み 
を ぉが 誰 & び 巧を 者の 利 猛のゎ 
めょ b を 輸入 紐を の 組織 必をぉ 
よ 張 せら ホ。 スタン ダー ド對ロ 
—ャ "、ダ ッデ巧 浊販費 競ず 間 頼 
撐 が。 前者の 印度 向 あ 関 石油 赖 
A 販賣暖 おは 今後 巧 巧巿場 じか 
ける、 兩 社の 競ず ま賣 益々 深劍 
を 極 わべ しど おらる。 貿易は 蛇 
年中 輪 ぉ 四十 八 億 六 千 六な 十六 
巧 巧、 化 超 六 億八モ 巧と 十万 前 
をに 比し 輸出は 一を】 厘ち、 驗 
入 I ニみ 五 厘 お、 お 超 八 割增、 牛 
二月の 饭入 羽二重は 五十と 巧 八 
千ャー ド、 絹 細 H 本な 六十 ニで 
支 W 八 万で ある。 


一二 ホは 一割 据置 

東京 特電 二十 六日 發 N1 こ 井 物 
虚は 一割 据 置と ホを したがん. 事 
の 異動な し。 


特 銀の 配當 復活 

東京 特電 二十 六日 發 == 特殊 銀 
巧の 配 當俊活 はみ 認可が あつた 


日銀 利下說 下火 

東京 特電 二十 ホ日發 HH 銀 利 
下げ 影 薄 ぐ。 


尋れ 人. 

(兵 庫縣 人) 加 藤 万一 
(大阪府 人) 佐々 木 光’ 

( まを おん) 務野媛 雄 
( 廣島縣 人) 常 牌 宇多 次 (森 岡) 
( 靜岡縣 人) 木 村 準么巧 

^ 熊本縣 人〕 削 瞬で 作 
(愛知 縣 人) 長 崎德一 
( 廣峭縣 人) 岡 本留一 

右の 者 じ 通知 致 度き 儀を を 
候 間 本 入 巧く は 知人よ b 現 
化 巧 御 通知 願 上 お 

紐 育帝题 総領事 舘 

1 篇 Broad さ S 二 ew さ r 二 苦 


成功の 秘談 

义國ま 装 語を 話す 事 
は 成 巧の 蘇 一 義 でず 
本校には H 本人 敎巧 
じ 僧れ た 専任 婦ん較 
師ぁ b 想 切に 營話瑞 
信え 社を 語を 敎 得. 
ます。 H 賴過 H 共 じ 
午前 化 時よ 6 午を 十 
がまで 關巧 1 1 レツ 
スンと 十五 御づ i 
ネ H おもに ホ 校 あれ 
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御菓子 舖 

名顿 巧經酶 、爲 餅、 練 羊囊- 
賛澤 置、 甘納 を、 巧 化を 巧 
煎餅 卸小賣 。のし 餅 前日 じ 御 
注文を た ふ。 日本を 巧 品 及び 雜 
誌 等ら あらます 

御 注 えは 松風 軒高嬌 

28 去. 巧 th S 二 el J 星 algar 5554 



正 おど 親切 ごを 旨 
f し確實 信用 ある 
巧 品を 精選し 御 ± 
產枚 一式 特別 廉惜 
で販 質を します 


♦書 お ♦雜誌 ♦新閉 
翰 覚まを 賄 
執務 午 お 丸 時 J ら 午後 左 時を 

紐 育 日本人 會 

西 五十と 了 目 ニ 五 0 を 

訓 。。ム ご鑛摸 

日本 理髮 館淸 

西 四十！ ニ 了 目な 發地 S 巧 六 室 号 

タ ダブ フロア (第 ムハ赛 と 四十 HT 旨 巧) 


，日本 散變屋 細が 義 

五ヶ 年 お 中が 巧 ご 共 じ 就業。 

ジ ヤシン ト •フ 3 ツ 3 
ゴ 去. 萬 さ St - N . Y . 置 y 

Bet . CqIu ョ bus Ave . & {一 さす al す rk 去 8 st 

評證 毎 巧 十 H を 斤 
雜誌 ぶ i 部 十 化 
414 lEast 基 ih Si Kew Y ミ 5 y 



化か. ろた 


はも/ \ の 遊び 
ホを 堤 义で乂 圆人じ 能 （わかる 
やぅ 衞單明 險に說 明した ものが 
ホ 巧ょ した。 內を 目み 進呈 致し 
ょす、 御覺 下さい C 
ニ i さ S 宮 J 14 E . 呈 h St . 呈- 

T . D - G 03 i - U で S ニ 7 さ St ■，ミ* さみ 亞す 

弊 巧は ホら < 白人 閒じ冨 
巧を 有し 熟練せ る 技術と 
親 巧を 化て 販賣 致します 


寶石 貴金廬 
御 注文 ホ じ 
进速修 鐘 
諸鑑を 無料 

巧 中 商店 

28 £• 65th St; Cor. Madison A4e’ 

* rnl , Rhi ロ lasljol-womm 


圏 




Wing Hing Low j Quang Gan Low! B が m Nom Low I 

Chinese む stauranf Chinese flestaurant 47 んか h Av も ■ 

巧 郎 が wa ん N. Y. C 則 ； 1 巧 W • 巧 化 I 化 C 种 ! kw • な 比 - 29 化 st. | 


City Hali Tea Garden 

170 Nassau St. City 
Ne がれ 也 e Tr あ une BWg 
Loo し m Manager 


絲親巧 
一 育切嗦 
一 南が f 
ニ 西 


ニー 四 お 

階 八 了な 
一番 目 


College inn 
3100 Broadway 
B 比 1 の rd & 124 化な s. 
Tel. Mo け ingside 74 巧 

巧 そ , 日 

ま 白 基義 マ曜 
午 午理が ィ及 

前が ^ 春 : h 

屍ち^^ 耗耀 

s ' 1 H 


KI 脱 Y 0 & P 打が OP 

IMPORTER OF 

GOLDFIS 技运 BIRDS 
〇 

動 其 力を 
物^ ナ種 

一 鳥リお 
切 k 旨ャ魚 


japan 

Provision Co. 

1 扣化 脚!) 化 
Te し Endic 她 9 巧 2 



TAIYO 

1 が West 扣 化な.. 
Te しむ 巧 uehana 巧 16 


TOYO KWAN 

41 E. 19 th St 

Bst. BVsy 五が!) わ e. 
Tsi. Mg 加 quin が扣 



巧 六ち 
ご 目 了 四十 四 
巧 目 T 五十 巧 


SUMMER 

PALACE 

741- が hive. « が ih が. 
化 W 巧 邮 

抑邮 e Lon がな e 郎 84 


KATAG 刪眺 0 义 

224 E •朗比 St. 
New York じか 

Tel. R 巧即 t 3480.3481 


DANCING 

411 W. 115 比 St. 

Tel. Cathedra! 4408 Apt. 3 


庵 桂 米 目 



oMvxsjCo, 

340 W. 5 か h St. 

Telephone: 
Columbus 8882 

( 巧 B • ホ) 巧 巧 わ 


DARUMA 

巧 1- 郎 1 わ e. 
let. Bryan} 3859 


SHOWA 

目 3 We が 105 St" 
Tel. Clarkson 0981 


The Tokyo Oo. 

1 が W . 的 化 化 
N か r York CHy 
T e しむ afsigar 6559 


UUWAYAMV 郎 . 

114に巧化託 

New York Ci け 

Phone. Regent 5 麗 



巧 East 巧 化 Sfr け t 
Til. Lexington 5727 


IKUINE 

Hotel 在 Re が aura 打 t 
3 巧 WJ 郎 1 な . New む rk 
Tel. Schuyler 7822 

む bie A が 巧な 化 晒 £ 



Kawasoye Hotel 

1 が W が! 1 巧 nl な reel 
Tel. Sorningside 7154 
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旅 
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、巧 
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I ト で 1 .. け 巧 ■•■ ザ ホ , 


ザ T 3 ザ ■1.， .以タ .し. 巧ぶ ク I 


… a ! ふ. 周 學罪 


mm 


號 一十 二な 四千 一 第 


が 虹を 9 準れ を 巧を 巧 ! tn 巧 


【日曜 - i :】 


日 八せ 巧 一が H が昭 


美 ホ じして 巧ボ 

£1 品南樸 

午前 十 時よ b ちち 
午前ち 時よ で 


を樣 の御嗜 巧に 適 ふ 
樣な美 ホの 御 巧理を 

|^藝廣趁樓 

をし ますから 溃 々巧 
ホ ホを 願 ひょ す 

瞬 揃 ひの 巧 巧 人數名 
が 日本人 諸君の 嗜巧 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 朝 一二 時 迄 開店 
(な ホ 五 了 目 サブ 
停を おの 下) 


そ 邪巧理 

が 廳裝闊 

司 理人蘆 蓮 
抵數の A じは 整 巧 
の御疲 巧に 棉へ巧 
間會 席め 御用 じ應 
や V (お 巧 巧卒巧 
ホ 變ぉ引 ホ 顔 巧な 
紙上 舞 累巧申 上 巧 


電話 プラィア ント 
八 0 ぶ 九 ミ乂八 おご 一 


R 化 

次 

Fy 

Pi 

心 

H M 

N 

Tw h 

s 


温 新 巧 巧 

本 樓は黯 創な ホネ年 
一意 勉强 仕を 司理人 
ゼィ 、巧 理ん 歐廉ら 
相 變らや 膝 脚を 見せ 
て 居ます。 がる じ 現 
巧 某 街 某 淀 じめ て 元 
本 樓巧理 、を 雇人れ 
たる 如き 廣を をな し 
居る もを 然梅很 じな 
之 巧る鲁 じ 御 迷ツな 
く 倍 舊巧摄 貧 じ 潰 L 
度く a おん 謠資の 御 
あ ホを を S 致します 
親 杏化 

ま 人 謹啓 


ホ 上 金魚な 

918 害 三 ve ., f さ rk 呈. 
Ph き e Circt こ？ 兹 


醬 油が 線 ISSi 諸 S 白米 

日本 ホ 鱗 S 食料品 i 刖 舰伊豁 龍 

巧 田醬曲 巧ま會 社を が 一手 賣规店 

目 本 食料 轟商會 


ま-店 

1 な cia § 登 t Ave . ぎ 章 0 , 

Tel . 田 を企ニ4 夏这 

ま 巧 章 S . F . Kuato , 


高等 御旅 縮 

東泮館 

會廢御 料理 


御 料理 銳則卽 

太 駭 

赛哥巧 H もちます 


マき 燒 
ホ じ 御が 巧 



ステ‘ 


タ 


邦人 俱樂が 自も亭 

芸ジ nds 資 .す 00 互 n . N . Y . 
ぎブ ian 晋 7 ニ 5 


▲淸 が、 親切、 お樂 ui ニ 巧 ▼ 

勢 州 無 

が势 事を 义 間を 作 

225 巧. 襄を Str ま t 
1己 .すな nt なち 


器 巧旅舘 


江川 作 一 

so で S 二 置 Sir ま 产 

TeL ぎ yvesant 3351 


一力 旅衞 改め 

帝 國旅舘 淸水 

1 ま W . 狂 th St . N 呈ご rk 
Tei . Sus ち ehai 芸 10 

雜育 旅舘？ ち— 

お 四十 T 目 ニ 四 ニ 器 
覃 夏 dcnia 泛之 


ボストン 巧 

富 ± 旅 銳大浦 ホ 松 

妄巧ミ 夏 ster St . ぎ 注貢 是 ass . 
ぎ B . B .4 ち 5 


住み 位地ょ き淸 潔なる 莖 

觸て宿 おがが か 


養 Ux 量 on A さ. 

S . 至を. ぶ. 這 21 


費府 御旅 舘 

桑山淸 五郎 

さ 8 ぎ uHi 9 th 田. さ ilailelp 己 a Pa . 
Tel . 重 呂ニ这 1 


巧 設備な 善、 脇 利の 
細 咖 料理人、 調理は日 
知 S W 本人 おき 

5 1 解聊 桃李 園 




測 M 御 ホ ホを 待って 
琶 らます 


新開 業 

麟 利きの 輯理 人が 日本人 諸君の 嗜 おじ 適 
ずる 科 選を 差 上げます 

S 頤和園 

を 居の 前、 芝居 歸らの 御 集 b じ 最も 適當 
の壤 所です 是 ホ 御を 負 じ 願 ひます 


紐 育 唯一の 日本 百貨店 

片桐 兄弟 蘭會 

スマ ドン •プ "ダク ツー 手販貸 元 


舞 鱗 概ん— 


► tt を*々 ンス _ 

►表情が 操 • 


了 寧 
親琐 


を 

截 十轉ョ ，夜 十一 時 

シ 卞ジフ C タン シ 

ング 師範 學馈卒 集 
上衫タ 


高等 御旅 舘 

昭 和 

會席御 料理 


日本食が 品 類义び 雜貨類 卸 ぺ賣 

昧么お 大巧 測 桑 山廊會 

新刊 義籍錐 誌 小間物 目 巧 晶を種 


每タ化 時を を 菜 

メ ，グ アド ンプ 〔年 一巧〕 

是 なち お お 京が 會 

巧 籍巧巧 巧 贷グ！ ム自 巧の 巧を b 
トク ンク 巧ら ます 


しわ 小 坂 夫人 も 快く 割の 惡い役 
を 引きを けて おれた み、 髮の化 
上げまでを 手傳 ひ、 石 田を 員を 

は 自ら ィンタ アナ ショ ナか • 
ウスの 舞を、 ウ ォーク ショップ 
へ 出張して 指棵 するど 云 ふ大騷 
ぎ、 巧 じ 巧 番組の 洗練され た 面 
白い を おは-新 記錄を 作るべく 
當 巧は 入 旗 お 一巧 五十 他 均一、 
早い もの 勝 もど ある 東 巧々々。 


名所、 を蹟 、を 廬其他 居 物 


UA 岩 夏， 32 B 呈 k ち 舌 II Rd , 
IM 這呈 产 夏. 

ヴ I . H さ nsvILLm ニち W 


眞 面目なる ホ 職阔胞 じな 實 
なる 職業を 閑旋ず 

宮が 事務所 

紐 育 巧 西 四十 ニ 了 目 さか 一 を 
電グ う.^ •ント とと 八と 

諮 フライ アン 化み 化 八 


煎餅 卸、 小寶 
豆腐 油 擦 
日本 食料品 一切 

wun 己 か。 巧 ice 广 aKe ぐ？ 
8 苦さ ird & さ こ 

Tel P 空 こ 218 


ロス アンみ ルス 

ホ リン ピック 

ホテル 

ニ 7N San で dro St - Los A 這 寅 cal . 


シャトル ホ 

NP 旅舘 

W 累 •■ま h Ave - wo * Seixt 二 タ " wwah . 

停車 お前 通 東へ ニ 了 お 側 K 階を 
H 本 巧 船 切 巧な 巧 波タ場 送迎 


商業 院 域中必 、総領事 お、 自 ネ 
截船其 他 銀 巧 大會社 近き 場所 

桑 港-^ U ホ - K 户 

純 日本を (特别 間 ぁち) 

御 一報み 溝 自動車 御 出 迎申上 巧 
巧 ニ Gaiifornia SI , San Francis 呂 ，呈 if . 


オも ル^--— ミ、 \ グ 

1言3己ミ.墨.适氏實資ミ貧 

ジ 一历 田 h 呈 e す 巧 nt 萬 2 W 



装め. 蒲穩 おいしい 働燒 

會席 御巧理 

. ，； 霞 原 ホ廣‘ へ.. 

巧 巧衙化 造化 大勉 お'‘ 


割 慕 並. 御旅館 

t 替佐巧 

耸移 巧ぉ 

が 育 巧 西 八十 八 了 目 一二 ニニ 
吿話ス 々イブ！ と 八 ニニ 


速 手 3 1 エンを 凝して 巧が の 
好ず 必 をを i つて 居る が 、 n 
13 ンが じを 易なら ぬ强 敵が 
現む て ホた。 

をの 相手は アメリカの 球 巧には 
珍ら しい 布吨 生いの ま那乂 ブィ 
チンち で、 ホ 畦大學 時化からの 
連動 選手、 を 支那 人を の S 蟹 手 
ど—」 て 大陸 じ 遠征の ホ 踏 止まつ 
て、 ま 部に 來 b 

フキ ラデグ 7 キアの 七 ミ 0 フ 
ロを お出し じブ A ツク リシの 
セ ミ •ブ n 野球 鹽 も 敏速な 
動作 じ驚嚷 され 

プリ ツチ ポ！ トの マキ ナ ー •リ 
1 グじ內 野手 V 一して 活動して 居 
たものが遂じ マ グ 口 |の股鏡じ 
叶つ て 春季 練習 じ 加へ b れるこ 
とじな つたので ある。 チン 君は 
所謂 ォ ー • ア ラ ゥ ン ド 內巧ま 
で、 身長 五扔 よけ、 頭腦も 俊敏 
であるから 巧擊 さへ 及媒 すれば 
天晴れ 居 人带の 選手 ごして 珍重 
バられ るで あらぅ。 


大演 藝會の 

面白ぃ 番組 

洗練され た諸藝 

紐 育 日本人 會の 同胞 慰を 
大演 藝會は ホる ニ 巧 十 一 H 午後 
と 時開瘍 (八 時 開幕) すべく、 

番 m の大耍 も旣じ 報道した 通ら 
であるが、 最あ 如つ た 『筆 a : b 」 
d 橫內淸 春 君わ揚 意の もの 寶似 
で、 神 田 猿 樂町邊 の產物 ホけ あ 
つて 其が 白い こごは 化を 一お奇 
想 天 巧ょ b をつ る 出し もの ご 去 
はれて 居る。 松 田 監督 長が 弔 駆 
を 腺いでの 仕舞は 溝 一が 『稷 川』 
で 誘 抵； れじ稷 子の ためじ、- が 
女と なつた 呀 親が 楼 川の ほ ミ b - 
じを 巧を 眺めつ i 舞 ふが、 築 ニ 
が 『高 砂』 の 切らで 目岀 度い お 
しもの、 松 田さん は寶ホ 流の 元 一 
動 野 崎 政 ま 齡 匠 巧 下の 逸 あで、 
招魂 社 慢內じ おる 能樂 堂の 本 舞 
臺を 踏みならした 

琪 道の 名人で あるが ら定 
^ めて アッ ト言 はせ るに 相違 ある 
まい。 S 曲は 『ホ 段』 ごき まら 
ま 居 降 ± を 始め 修道 會の玉 旧 君 
る 古尾 製陶の 松が 君が 尺八を 承 
j はな、 巿川祥 ザを 夫人の 讶 えた 
腐で 一二 ホ 線を、 ま 居 路± 夫人と 
太 旧 四 郞氏夫 入 どが 琴を 彈 やる 
こご じき まら 目下 熱 必じお 巧を 
を 進行 中。 內山 雑事 夫人の 踊 も 
愈々 『を 髪』 ご 『御所車』 を お 
す こ S じ 確定し、 山 备辯護 ± 夫 
人が 地を ひき、 山 本泰辰 君が 巧 
を擔當 する。 長 おも 旣報 のかく 
『タ麼 川』 を 山 本 辯 證± 夫人の 巧 
で內山 領事 夫人の 一二 ホ ピ きまら 
其 他 テナ ァ湯淺 永を 君の 聲費豊 
富な 獨增 、福 ホ巖 ちの スッ キリ 
t た - 

提琴が ぁ I 素人芝居の 
喜劇 『わ 白が 巧言』 は 約 一時 聞餘 
を耍 すろ をぶ で徵發 された 役 ま 
八 人、 振 b 付け 役の 伊藤 君、 背 
貴 ホ 任吉出 お堂盡 化な •ご 殆んど 
隔晚 じ稽を やら 巧を せ やら、 森 
がの ぶ 巧 部に 居る 武間么 男 君が 
ビぅ 書きを 手 傅い、 小 巧 替も格 
子戶 製造 掛ら をす るな ど、 孰れ 
も 仲々 の勉强 振を、 下座を 瘍ほ 


ホ、 一二 巧で 弗から 四な 巧 巧が 十 
四 名で 四千 八な |ニ 十六で 巧、 四 
な 巧 弗 か- - f 五 巧 巧 巧まで が 九 名 
で、 接 額 四千 一な 云 十 ご 一巧 巧、 
五な 巧 おな 上が 十四 名で、- 億 
一千 六ち 巧 巧の 收 入を 所得して 
ゐる 

割合に じ U つて ゐ る。 現 
巧 巧 法-」 ょつ て 一千 巧から ニ 千 
巧の 巧 巧 ぁる まの 中、 半み は 化 
じを はせ てけ かねげ ならない 人 
がゐ るた めじ、 を 祝に なつて 居 
るを がキ をで、 この 組じ屬 して 
ゐる 人達が 五十と 巧 一千 化な セ 
十六 名で、 納稅纔 額が なと 十 巧 
弗に 達して むる。 また 昨年 中に 
所得 稅還附 をぅ けた 者が 四百と 
万 五 千 五な 四十 ニ 名で、 德 額は 
と穩 ニモと な 四十と 方 巧で、 を 
の 

總 所得は 一音 十 お 億六モ 

五な 方 典に 達して ゐだ ミ。 が ほ 
昨 おめ 納稱 率は ホ 均一ん の骄得 
の 三 一 パ ー セントで ぁつた。 今度 
は 方面を 替 へて 煙草の々 を 見る 
に、 巧 謂 焼になる お金の 所稱稅 
額は 一二 億 八す よ 巧 把 十二 巧 屯 千 
八 巧 八十 茹八 十五 化、 をの 大部 


墓場から お千圓 

東 ま 特電 二十 六日 薇 H 岡 山 
お 勝 田 郡 化 脇が かで 义 をは 俾 
が 出稼ぎから 文無しで 歸 つて 
ホたん を 知ち 彼を 祖先の 墓所 
じ述ゎ 巧き® を 掘り 進したら 
十圓 紙を ばか b で おす 圓を發 
見した が、 この 金は 一二 十五 年 
前非 常 r 携 をに 使 ふため 埋め 
て 置いた もの だ ご。 

此み空 じぶ 十 度 

東京 特電 二十 ホ日發 U 東京 
の 二十 四 H は 不思議に 溫暖に 
して 寒暖計は ぶ 十 度 •し 昇る。 


をはを' 煙草の 生產增 加で、 一作 
年ょ b は ニ 千 一二 百万 弗 ごい ふ 驚 
くべき 增 加ぶ^ でを る。 郞も 

葉卷が 一重 互 ハ 十四 方 

四千 HC 1 二十 化 弗 八十よ 仙、 卷 
煙草が ニ 億 九 千が 六十 ニ 巧と な 
と 十 S 踞四 十六 仙* トバコ 類が 
と 干 化 十四 巧 六な と 十一 ニ 巧 八十 
四 他、 煙草が ぶび バキプ 類が 百 
二十 二で ニ 千 九十 H 弗 六十 八侧 
他 ごい ふ 割を、 これ じ 反して 自 
動 車 や、 劇場、 クラ プ巧 、不動 
產稅 巧は、 一億 お 千 八 旨 二十 ニ 一 
巧 ニ 千 八な 八十 ニ 巧 お 十一 牠で 
一巧 年の、 ニ 億 ニ 千と 百万 弗ょ 
b は减 少して 居る。 尙ほ チヨコ 
レ ー ト其 化の 菓子 類の 費 上 高は 
ニ 億 五 千 八な 二十 五 巧 一千 五 面 
ホ 十二 弗で、 この 中二 ュ ー 3 ] 
ク如 のみで、 一二 千 六 巧 四十 八で 
一二 千 ニ 巧と 十三 ホを お费 して ゐ 
る € いふから 恐ろしい 0 


ちん 軍へ 

支那 人選 手 

ライ •子ン 君がん 圃 

義じ P ジヤ ース •ホン スビ1 
を ボストン じ身替 へさして 世人 
を 驚かした ニュ ー ヨ ー グ •ジヤ 
イアン ッのマ グロ） 將 軍は 
* ンスビ 1 のを 巧 じ ユダヤ人 




總選擧 いろいろ 

〔 I 〕 金なくて 何の 己れ が 黨首哉 


♦お’ 加 お、 ぶを ご S 巧を^ 
を おのか 巧を' ィッ キリ L て 居た 
時代たら 田 中、 潰 ロの ニ おを の 
現 欧お广 及ぶ-ごい ふやうな 大 
げ さ。 こごは ヌキ ごして、 兩な 
を 論 ごい ふ 風。 ものを 巧いたら 
面白い ご お ふ。 

♦出 小 掛大 こいつた 城 じが 
し’ 演 P は 堅 育-お 張ち だ。 勿 
論、 政ぶ 會の黨 化 •かか 梅 的で 明 
るく が や^だ 0 -( じごへ をれ が 
を 廣 おじしても だ 一 これ じ 反（ 
て、 ほ なぞけ 消 俺 的で 地 ホに n 
ッ n ッ. こやる。' ■= 貨 巧の 近化經 
營 じほして、 がの れんじ 前垂れ 
かけの 海を さん ぉ 想は せる。 

♦銜松 おの 巧 化 だ。 ごいつて 
なぶ 曾を 巧ち 小僧 だ どはいは 0 
が、 衛 ロは 柯ん ごな'... モ 堅'、 て 
がむ 法さん； V 巧け せる。 田 中 ど 
、ムん 物が 明ち.、 、なげ 化で あ 
b 巧々 縮な みて、 屈託のない 顔 
をして 居る。 

♦热 ロは 巧 州を 達ヶ 原の 謙を 
の やう だ。 この 巧； 垂が黑 がね 
の、 あの 悲划的 G 爺さんる 想は 
せる。 捕 名のう ィォン、 は 彼の 
襯與 たら 雄 辯 ど、 をの 巨大 U 鼻 
から 巧け じ 印象 だら うが、 彼は 
をの 雄が のか/、 豪 化では G い、 
極めて 神經 過敏で 小さい ごご-じ 
も おりわず らう 廣 がゎる。 

♦出 中 じず ん ご ての 生 巧が 
をのを 部で わら お ロけ 官 おごし 
て 0 牛 巧 •かた ザで ある。 大半 ご 
い'* のは、 ホメ すぎた かも をれ 
ねを がごい つても い！ かも 知れ 


ぬ —— が、 彼れ には 十 年 近 （の 


黨人 生活が あを。 黨人 ごいつて 
も、 本 當じ黨 人 ごしての 苦勞を 
嘗めた かどぅ かは 知ら' 3 が、 を 
じ 角、 每 H 本部の 幹部 莖で 天で 
國 をを みやる こご 最も 忠 K であ 
つたのは を* だ。 

♦旧 中が 巧 おお 長 時化 じがけ 
るか 治め 巧 離を W て、 政治 あど 
しての 田 中を 認めよ， ごい ふ 人 
が ある。 けれで もこれ はお ロの 
十 年のを 人 生活を なて かなを 治 
あの ホ えがきだ、 £ いふじ ひど 


♦炼も 加 藤 も、 义 養ら 貧乏人 
の小俾 r ゎつ たお、 原は 名 あじ 
生れて おる、 芭學 して 化 じ 出で 
じごい ふ 側では。 い、 をの 生 ひ 
かも もが 人後のを 巧 も 貴族的で 
みった、 貴族 越 ホで あつむ。 ホ 
ほ 宰相 ご稱 して 居た がー 向平 ほ 
ではなかった。 义養は 電单の 吊 
皮 じ ブラ 下つ たが おは 常 じ 自動 
おで あつ ゎ。 

♦或る 宴席で ょごれで 足 装み 
でろ を紹 巧の 座 布團で 拭き、 が 
布 脚を ボン ビ庭じ 拾て たど いん 
逸話。 我々 無產 階級の 生活 _ ，しご 
つては 驚異に 懼 する。 しかして 
彼 山欧治 的を 躍を 拨 巧し-を 河 
- こ：. > ふ财踢 のみつ たことは 化 間 
を かの 事 擅で ある。 

♦加 綾が S を どぃ ふ 日本 •一の 
財閔を 背負つ て & たのは、 彼め 
ん格ホ 腕を' 十倍ち 二十 憐も 輝し 
: した かく、 原の も 河 もまた、 
がの 政治的 ホ 渥を 立派に しじ こ 


とは 巧め 3 事 K であ も。 

♦加 藤は 婿さん であつ わが、 
巧は 婿さん でゴ U い。 加 藤の E 
を t •■どころ であら 巧の 手瞄 家な 
点 だ ども 言 ひ 得 やぅ。 濱 ロは 何 
れの財 隅を 背 致 ごする かは しぶ 
ら< わき、 一.11菱が± を 人で あり 
± 佐 人を W つて 首腦 部を 固め、 
± をん じ 厚い ご 云 ム鄕國 的の 關 
巧な ある もの ご 見て よい。 濱ロ 
が ± 佐 人で あ 61 こ菱じ 知己が な 
いことは 巧る、 が、 濱 ロが 裝し 
ておの か < 自 もじ 大膽 じ、 一二 
菱 より 仰ぎ 得る かで ぅか どい ふ 
点じ U る ど、 必 細から ざるを 得 
なぃ。 

♦お ロは 正 島な 人で わと。 無 
策で ある。 ただ 滿 身の 誠 息を も 
つて 事」 當 ると いふの が 彼の ま 
義 であ b 彼の 恃色 でもを る。 を 
を键む もの じは 化を、 ニ 白 八十 
の黨 員を！ て 手足の 如 （、羊の 
かくを 順なら しめ 得た S U 原 如 
手 晩で あら、 をのち おのを であ 


♦人格 どな 見で 黨 員が 働く ピ 
は濱ロ 自身で ら考 へて は 居まい 
今 H の黨 人は がの 名論ょ らも 十 
圓 のをで 動く、 一 じ も ニ じ も 金 
である。 事 嘗をぃ ^1化議± 
ごなる こど. が 出を ぬ。 遊說 する 
じらを である。 をのを を 巧れ じ 
仰 r か、 何 志の 寄附 か巧權 か、 
黨 ょな 仰ぐ 外は ない 0 

♦ぃつて 巧みが、 政ぶ 本黨綴 
裁 時化、 或 人に 雙 じて 曰く 『も 
うを HC しい、 一から 十までを 
のこ 泣 だ、 をのむ 配 ばか > する 
ことが 縷 裁の 大雜 からしい ネ』 
ご、 蓋し ホ 言 だら う。 


富豪の ホ 婦人 f 五十 歲ご 一- 

結婚， お 太 巧 四 段？ こ 


ぅら 揃 つ 

前 我 本紙 所 報、 シャト^ にて 
南 加州の 富豪 巧を み シー •バン 
ユング 夫人 VJ 結婚して 就を 巧で 
增の的 ごな つた 邦人 太 巧 節 一二 氏 
は 本年 一二 十二 お、 ニニ 一年 前まで 

タコマ 附近の 

製材所 で 1 H 凹 巧の 筋 あ 

巧跑 ちでは ゎつ ゎが、 帶を 締め 
ては 沿 巧 唯一の 巧 人 柔道家で 謀 
滋舘四 段の 蒙の 者、 お あは 强敵 
サンテ 八 ご 試を のた めじ カブ フ 
ネグ ニア 州に 下つ た當で ホつ じ 
ものが、 漂然 豹の 皮を 兽し黒 狐 
の 襟を をした 前記の 蹄人觀 豪で 
ある 本年-立 十な の < シー さん ミ 
シ アト* ボ ？ お婚 式を 舉げぃ .、も 
のと 巧 明した。 太 出 巧 夫 入は 曾 
つて 米 齒大統 做の 校 補 巧ィ- ょで 

目され じな ヒ キニア ス •バン 三 

ング將 みの 娘で 南 力 9 フォ八 
ニア 州では も緖 あるを をの 出身 
I である。 バンこ ング おおな キヤ 
I タ リナ 島の 搁持 まご 瓦つ ゥキ八 
ミントン、 サンペ トロ 等に 奥大 
じ ± 地を 持 も 昆ガの だを 殘 して 
顿 おした か、 ルシ ー さんは をの 

遺 產を貸 巧け、 ミ 當時 

-オ八 ニア 州窮 一の お 人 ご 


力 


驅 はれた お貌 家で あつたが、 な 
I 裳の 娘 ご 化れ だ 悲し さが、 磯よ 
! b も 金に 目を 着けて、 もや ほや 


てシヤ トルから 當 地へ 

された 運 喻の惡 戯か、 過去 じが 
ける 夫人は 一二 度の 結婚 生活は 悉 
<不 蓮に 終ら、 最後の 夫は を 衆 
國 地方 裁が 巧の が 事で ぁつた ロ 
—ズ 氏の 長 巧で ゎ つれが、 昨年 
の 一巧 十二 H に 離婚 £ な b 、 本 
年 一巧 十二 日を のて 最後の 離婚 
許可を 得ね ので ぁつた。 ホ 人は 
りー サン ゼ ス巿南 n y モン ゥ 
エ八ズ 巧 五な 一 二番の 豪 おな 邸宅 
じ 化み、 太 旧 巧 段が ォリン ピッ 
ク會 がに がける 柔道 試を を 見物 
してから ぽ つどな 6、 をのを 四 
段 も 

公然 イー 阿 あじ 出入して 生 
巧して 居ぃ のみなら や、 一緒 じ 
H 本へ 觀ホ旅 巧 じあく 等 今 U ぁ 
を こど， レ 知己の 間で も 評 巧 ど。 
つて 居た 巧。、、 夫ん は 一 H もを 
く 太 旧の 段 ど 正 まじ 結婚す ベ < 
最後の 離谣 許可を 必待 ちじ 持ら 
誰び、 遂に シァト^ おで 夫人の 
親ぶ プリ ッヵ ー 失 人 •か 立 會の上 
姑婚式 r 盤が たので ぁる。 巧が 
さて 巧 H •あの 吹裕ぐ カブ フォ八 
ニア 州で、 この 珍ら しい 日白 結 
婚は彌 タザを、 嫉妬 半み で 碑々 
ご騷 がれて 居る が、 新婚の 夫婦 
は 化 H の 巧 ンカゴ じ出發 した オ 
ブン ビアンで 

特別に 化 立てた ご 1 キ 


ング 車に 納まら 東へ、 東へ ご 旅 
立つ た。 太 田 四 段は： 々ゴ から 
ニユ！ 3 i ク をれ から. バ 9 — じ 
巧 くんだ とる つて 居る が、 夫人 
は 一二 丹 じは 是非 0 1 サン ゼ少ブ 
に歸ら なければ ならない ご 云つ 
て 屠る から、 ごう やら シカゴを 
經て當 地に 巧 b 、 うるさい 人目 
を 避いて 巧婚の 旅を がふ ものら 
しい。 


な 巧を 者が 殖 へた. 

所得 稅 調べ 

賛澤な アタリ 力 

大藏 省の 作成せ ら米闡 めを 者 
を附 じょる ど、 巧で 巧の 上の 年 
收 あつた 者は か 年を 一昨年 じ 比 
^ するど 

甘 一人の 增 加で、 二な ニ 
十ん 名 ごな つた。 これは 納稅額 
じを つてつ くられ じ ものである 
.い、 千 九な 二十と 年 じ 二な 二十 
八 名が 所得した 純顯 額は 四 億 化 
平 S 十で 比 千 四が と 十八 巧で あ 
Jo が、 をの 中から ま 沸 はれた 所 
得稅 が八モ r 白 二十 四 巧 五モニ 
巧 一二 十四 弗 £ なつて 居ら。 然ら 
ば 巧 巧 長を をみ 類して 見る ご 
な 巧 弗から な 五十 冗 おの 所得 ゐ 
る 巧が 巧ぶ 十 名で 

總收 入が 一億 四千 音 ニ 

十六 巧五モ 巧、 な 五十 巧 巧から 
ニな 巧 巧が 四十 ニ 名で、 緩收入 
がと 千 一二な 四十 ニ 万一 千 巧、 

巧 万 巧から 三 r 百万 巧が がご 一十 S 
名で 總收 入が 八 千 四な 二十 五ガ 












美 f 袭巧 




M 邮 IMURA 郎 お.! 邮., 

巧-おぶ W. 23rd 化 I 
New York Cit| 

Te しむ am 日 rcy 3 扣 0 


THE FUJIMOTO 
な邮 RITO 郎 JNG. 

巧 Q Broadway HJ, のむ 
Re 加 r 241S 韻 3S 


THE 目歷 OF 拙 OS 巧！ な 8 S 臟邮擠 0 Bank; L 拍 . 


お邮 M の 9 巧 5BV が， tU. 

巧邮 もむ がが が おお 


化 W YSRg &SEIi が 
B 如 巧が 4 
1 が Broail 刖！ 

T お . お邮 巧 r 7444 - 74 が 


Til 旨 Ydkofia 隅 3 
Sp が お B 郎 k, L 泪 

おも R 伽， Epiiab おお 如. 
120 Broadway, H. T 

化 0M 8 がわ r 巧郎 


Flis Bank of Taiwan, Ltd. 

R&om 扣 8 

お n が nsotH 刖な iing Suiiding 
1 巧む 时 お 巧， も Y. 

Tel. Cortiandt 7232 - 33-34 


JaiyoTradingGo., 1 邮 . 

i 阳 [] 日 rt が s & Export が s 
IBIFii 化 ii 化,! U. 

Tel. Al が 叫 tiin 巧 巧 -5 

327 W. Madisw な け か 
I む ic 巧 Q, Illinois 

み 


WA は ER & 化 邮 !(） I 

CUSTOM TAILORS i 

20 DEY ST.. NEW YORK j 

Near Church St. j 

TE し CO 氏 TLANDT 7 な 7- 巧が ^ 


K Y. K, LINE 

社會醉 郵本曰 

NE 祁 YORK OFFICE; 

S—10 芭 rid 谷 e St. TE し. 目 0 彼 UNG GREEN 2262 

San Francisco Office: Los Acge! が Off ice: Seattle Office: 

な！ Market St. Bi】 位 lore Hotel Area か • Colman 巧 お. の!* st Ave. 

CMcago 0 だ ice: 1 狐帮 . Monroe SL 


as ぶ • Line 

大 販蘭 船 會が 

おお。 8 麵 T 卽る U 細げ 漏 
17gmE が 化 M1E 强 W 巧 お (な 巧 
? 挑 能郎 WL 诏 GIMEN 剛 2- お 


HARUTA を 即， 

U 1 -M 7 Fifth む 6 ,. 
佩 r. 21 s けり 
New む rk 0 け y 
TeL Ai 呂邮 qra 5 側 


ISuppon 

り ry Go 日。 s Co. 

1281 む fladw 巧， む わ. 

Cor. 31st SI. 

Tel. Pennsylvania 5950-51 
Room 415 


Imo 化か 日ん， In 臣. 

Formerly 

N1 が uh が M & C 日. 

け Easi けな も Y. な， 
1お， る! が nquin お 8 も お 


Nera Trading Go. 

1 ろ 丄-を th A_vemie. 
(Cor. 21が 削.） 

お I. を igonquin おが- 4?. 








眺 立-- 一 









A 




叩 iai 嫌:*^-' I' み;‘…: 可 与 料 世ち が リ! f; 雙 '學琴 巧 i ぉ界 画 晒!^!^?^ 71111111 PI 


號 


廿育 四千 


第 


雜辦育 湖 


円 囉 ± 


円八廿 パー 年' と满昭 


風 ; 






1111 


こ.； 仁 . C . こ」： て 一 






普選の 開幕に 直面して 


大勢 無 大差 

H 塞が 事 支 化 良 

風聞 武 H 郞巧 

溝 五十 四 巧齒潑 をの 解散 ど お 
じを あ 的 普選の 赏巧 促進 ごな つ 
i は 時化の 巧 求を おた す 所 0 の 

フォ 1 スト •ステップ である： 

選 紫 巧ら の I がが 乃至 經濟 おじ 
ぶ ぼす を嚮は 逃舉の おおか 柯じ 
あるで あらぅ。 若し ラダ々^ の 
み 子が 俄か じタ 験を 制 （て 穏健 
のを 子が 少數 である ど 云 ふ樣な 
結 おが 數 字の 上 じ 現 はれて 來れ 
ば 巧 おじ 必理 的錢 化が 表示され 
る ミ-」 ト * るで あらぅ けれ 共予の 
が おじ 依む ば 恐ら （今み 選擧の 
ぶ銷は ラゲ々^ のを 子： ぞ數を 
巧 あする るには なるまい し、 兜. 
を 大勢 じがて は 從巧ど 大差な く 
唯 部み 的當 落の 上では 所謂を 化 
はがが 起ょ * じ 相違 わるまい 0 を 
も 巧 巧黨が 勝を 占む を か 野黨が 
を おを 制する かの 問題は 誰 人 も 
輕 々じな 颜 ずる ミけ あ ホまい。 

敗 治み 進歩 

森 村 組ま 配 人 

地主 延之助 巧 

患 奴が U 本 に ホ かれて 化に 巧 
四十 年 じ垂ん どす る けれ お U 本 


じがけ る 政 媒の進 ホは を脊 、軍 
率、 を 震 •貿易 S 進步じ 比して 
はなじ 遲 々たる もので いつも 阳 
化の 進 速 V 引 3 摺 らいて 巧て 居 
ろ 威に おんたい。 を々 今回は タ 
ザ 図に の 鶴を ホ 望し つ t あつた 
普選の 巧 一 期 じ 人ら ぅ i して 居 
るか 逸 おの 結 取が 質 質 じがて 果 
して 如何の 差を 示すべき かは ホ 
知 救 ど 云 ふの 外は あるまい。 憲 
政の 進 蓮が フフ クトの 上 じ 示さ 
れるど 云 ふ i は 政 黛 政 派. かま 義 
ホ巧じ依6てお始し戰悔ずる^ 
W 列に けが b 偕 じい。 乍 巧 現 化 
の 旣が政 黛の 抽を 的な 綱 乃至 政 
をれ る も S 1 問題 S ホに がての 
み 異同が をつ て 其 腿 本 にがては 
殆んで 異词が い。 從 つて 政爭 
ゴ稱 する 政治的 迷 動が 動ら すれ 
を 啡ト缺 き 閣托の 輿論を ぶ 調 •と 
せず しで 週 去 S 遺留で ゎる 寡 巧 
#斷 、陰檢 、無理 想—- が C て 化 
舞は ぅごす るの y 辞々./ パ 巧し く 
痛嚷 ずる 所で ある。 旣 成を 黨が 
巧 影を をして 新 時化の 新 精神 じ 
適應 する ボディ ボリ テックが 日 
本の 欧 おを 支配す る 時機の 到來 
はま だ 俄か じ 驾み難 < はない か 
唯 乍 併を 選み 促進が 將 巧の 政を 
的 進步じ 一新紀元を 劃ず る マイ 
グ ブト！ ン ご，；；；^ るべき は 予の信 
じて 疑は ない 巧で をる。 


天 惠に洛 ずる 南部の 諸 州 


日本人み 發展 卞る餘 地は ある 
商務 書記官 原 明治 郞巧談 


紐 育 ななが 務 書記官 巧 明 
治郞 巧は 本 月 一 R 發ホ國 お 部 諸 
州の 産業 械 察を なして 廿 一二 H 歸 
紐した •か 其 視お談 じ 曰く 『こ 0 
一二 過 間 餘の旅 巧で 呂 みは ゲ ァデ 

ニア' ブネ シ— 、アラバマ、 ア 
! カン ザー、 八 ィデ アナ、 テキ 
サ X 及び ュ 。ラ ド 諸 州が 他を I 
巡して ホ じが 先づ 一巧 深 （感じ 
た ；记お へ 行'け ば巧（はど もて 
る こどで、 我 練 巧 鑑隊が U ユ ー 
ォ 批リ！ ン K で 受けむ 歓迎に 如 
河に 威 激し じがは 想像 じ 餘らあ 
る。 黒人の 虐 みされ る ことから 
想像して 內也不 を じちへ て 居た 
が 柯處へ 巧っても 氣持 もょ く迎 
へられた のには 寧ろ 怠 外な 巧で 

あつた 0 ニユ I •ォ リ—ン K 

はん 口約 五十 万、 南部に がける 
窠 一の 要港で 寶あ窩 もを ホで 繁 
二位 だ ごを はれて 居る。 自 みの 
今回の 旅 巧の 

nn 的 はりぶな を 如 H じし 
て賣 b 込い かピ ぶふ こど じあつ 
じ。 今を は 巧 ふ ミ ばか 6 考 へて 
|3ら込いことは、 てんでを巧じ 
巧げ^:^かつたのでゐるが、 今後 
は是等 ホ齒巧 部を 化へ おおを？ 巧 
b 达 まねば G らぬご あ ふ。 この 
点に 脯 しては ニユー •ォ がリ— 
ンス の渡邊 が 事 ども 協 嫌を 遂げ 
て 一 屠ぶ 力を 願つ て 巧た ので ぁ 
る。 问巿じ^^り本の商巧らある 
が柯れ もで を 方 ホ ごい ふ譯 •'.は 
巧 か 《 。を；，： 巧歷 面，^ おつ だけ 
にがが がを ると 云 ふ お 度で ゐる 
ブ キサ マ 州は を卿擧 つて 地 さへ 
掘 n にお 油が がる ごい ふ蓝 まれ 


た 巧で 八 千が の 山頂と 或を 化騎 
おの 山 どを 除いては 柯處へ 巧つ 
てら 整が 機の 林な でを る。 円本 
人で 巧當 ょい 鶏 おを 持っ て 可成 
を 扩ノ化 益を 藥げ てゐ るの も ある 
义间 州は 有名な 

稀ん 產化 ホけ ぁって H 本 
へ 輸出され も だけで も 年々 襄大 
i ：* 數 蓋で 斯 巧の 大 立物ク レ—- ト 
ン氏ぃ 。では 『数年間 H 本 ミの 取 
引は ま赖 順調で 實 にょい 御搏患 
で？ をぞ 。近くと ユ I ストン 巧 _ し 
は名嚳 領事を 歷 いて 賞 ひたい』 
なで I 語つ て 居む。 自をも 具 さ 
じ 同 州の 產業狀 態を 調査して を 
の 必要なる ことじ 異論は ない の 
で ホが 館 じホ窗 つた 時ら 之を 進 
言した 位で ぁを。 人口 約 二十 五 
巧 ダラスく 共に 同 州 重；；； ♦る 都會 
である •0 ダラスは 巧 ご 云 つても 
梢の 中必 地で 巧氣が ぁる。 お路 
を ホいても が もュユ 3 — クの第 
五 街を 步， 'やぅで 隨 つて 巧 女の 
服 嫂。 ども 餘巧 郡會 風で ぁる。 
今後 円本 人のを 展地 どして 最ら 
お 巧. しあ はれた のは 何 ど 云つ て 
も ダラス ど ヒユ— ストンの 線で 

みる .^、 現 化の やぅな や も 方で 
は脾は 見えて むる が 鬼に 巧を 馈 
じ 商品を 

提供 する こごは 必要で 之 
じは 生 產费を ま （するどい ふ 方 
法シ雜 じなければ ならの。 何し 
ろブ キサ マ 州ので 油け 前述 山述 
らを州 隅々 迄 化み 巧され てゐる 
ばか b か H 本を ± の 一 U の產額 
化は、 巧 じ 立つ て 見透かされる 
云 四十 本の 疆ホ 機が のみ 化し W 


むる ので わる。 數年 前； H ! 力 
— み ± 地 持 もの 蠻 さん： が 今け 數 
千 巧 ホのを 持 もじ'-:， つた ごい ふ 
珍 話の かきは 所がで 聞かれる が 
之は 其 ± 化が 石 池赌脈 一; 常つ た 
爲 めで、 をして を 額の 幾み かけ 
觀 つて ゐて も轉げ 込む からで わ 
る。 設備に 掛ける 巧 用の 關係上 
何の 破區 f も巧藏 族の 八を の 一 
を あみ 出せば かの 場所へ 移つ て 
巧； の だから、 あの 日本 圣 とょ 
b 畴い テキサス 一她は 蜂の 巢の 
ほじ 巧 だち けで ある。 マ ラバ マ 
州の 如きは が 木の 

產額 か 多く 石 地、 攒ご相 
俟 つて 凡ての 庸 業は エ萊 化し 殊 
じ 魁 工業に 盛んで、 パー’、、 ンガ 
ム のかき 比掷鑛 、石炭 等 僅々 ニ 
H 十峭 の 化から 潤澤 .し 得られる 
ある。 錄鑛を おが •し 購ひ石 
焚を 撫 順' か /っ 侍つ て 巧て 作棠す 

我激 工業 ごけ 雲泥の差が ある 
1 たジ a I みァ 則の 碱黃の 如き 
は济 巧へ 熱漫を 注ぎ 远ん 巧、 流し 
出ず ので 硫黄の 塊闡 なでは 固る 
巧に 雜ツて ある ごを ふを 樣 であ 
る。 一体に 南部 諸 地方は 物資 じ 
豐 富で 天惠 じがして ゐる 〔ホ 後 
ホ國 じがけ る 日本人の 發展 はこ 
の 南部で あらぅ ご 思 はれる。 殊 
じ 巧々 e 本ん じ對 して >1 艘 がが 
戚を 挡て迎 へて 吳れる こごは 色 
色の 意が じがて を おを 助けて 吳 
れ やぅ。 先づ當 巧の 山中 巧會の 
如き 仕組の 巧繩が 重要 都 巿じ開 
かれて 日本の 商 おを 絕 かずる 穩 
な こど じな つねら 巧 成ら 有黨だ 
らうと 思 はれる』' 云々。 


化れ おも ぞは普 速の 第 一 脚を 窺 
槛 えてを を氣ぁ 5 選を の 結 巧は 
を'-‘ を 想 出 ホざる も先づ 政ぶ 民 
政な 巧の ものと 被が 候 小 ホは 巧 
年 おなじ 落選の 巧 政治を 斷 念し 
て 巧び を 窓の 下 じ 退 邀致お 候』 


巧助兩 事の 移轉 


が ホ お內ブ n ! ドウ 王— ニな 
九十 一番 化に て營 業し つ； あ b 
し 内 田が 事が ま 會社紐 育ま 店は 


今圓パ （クプレ！ K 十 一番 
クムー レ イビ 八 デン グ にな 轉し 


た。 電話は パ！ クン 


五 セ 六 


海軍ち 倦 午餐 會 

本紙 旣 報華府 大使館 武宫あ 逸 
被 露 午餐 曾は 昨 H 正午 H 本お樂 
部 じ 開 罹され たが お 席 者 己 十 余 
名山 本 坂野兩 大佐の 挨 が あ b 盛 
現裡じ 散爵。 ' 


が 本 宗藏巧 消息- 

歸朝 中の 日本 郵躺 支店長が 本 
凑藏 巧は 靈じ巧 報の 姑く 巧々 歸 
なの 答ならー が 其 後の 入電 じよ 
れば肖 下腎臟 炎に 急性 肺炎を 併 
發し 東を じて 療養中の 由に 付き 
歸 巧は 當發 延期 さる I ならん ご 


が； 人 お 人 


を 務部特 淵 委員 


お 育 日本人 會 を 務 部に ては 囊 
じ 開 おせる 委員 會の 決議に 基き 
左の 如き 理事 會の 承認を 経たる 
特別委 員を 選な しね。 

遺 產が護 じ關し 遺言書 作製の 
を 叟を顯 知せ しめ 巧 時 r - 作製 
じ對 する 注意を 輿 ふる 体の 特 
則 委員 由 本 泰狡鴨 ホみ 
水を 渉兰 

第二 曲 職業 間 題 調査が 巧 V 寃 
集す る 第一 ホと して 銀 巧 業、 
貿悬業 海 速業 其 他の ホ 面 じ 
H 系 か 民 ゆ 一般的 力 至 技術的 
職業を 得る の巧戶 開かせられ 
居る や 否やを 照禽 調を する が 
の 特別を 員 高峰 孝 (藥ロ i ) 

矢 吹義夫 (海運) を 山 武夫 
(雜 食) 小が 大 一二 郞 (楠 花} 
石 田 あま (機が) お義一 
(銀行) 淸 水善逛 赤木英 
道 (雜) 水な 渉 111( 新聞 一 


亥角 艦長ょ リ 

昨秋 ホ航 したを 國線溜 艦隊の 
磐ず 聰 長で ぁつた 亥 巧霞藏 大佐 
ょもが 紐の 知己に 連した る 近 信 
じ 『貴地が 港の 節は M 胞 諸君の 
必 からなる 御歡 待を 辱 ふし 巧义 
結構 U る 御 - H 康 まで 巧 戴 致 御 厚 
志 難ち 奉 深謝 候 艦 除は 豫定の 如 
< 年 未 無事 お 須賀じ 歸着致 候 間 
御 ま 慮 被 下樓候 小生は 今 巧 擦 名' 
媛 じ 轉巧致 お 化 機を じ 同胞 諸君 
じ可然 御傳聲 下され 度 願と 候』 
云々 ど あつた。 


中が 萬 ま 巧 お 信 

を稻旧 大學敎 巧で 件 年 本が 縮 
輯部 じあつ た 中が 萬 ま 氏の 巧 信 
じ 曰く 『が おは 不况の ドン 底 じ 


该猪お 畳 お 氏 鐵遺卷 が 齊 事務 
巧 お 卸、 豫て巧 部 地 ホ 視察 中な 
& しが まる 廿四 H 歸 が. 

さ 靑盛あ 雄 巧 鐵道省 事務官、 
紐 育 駐在員 ごして まる 二十 四 H 
着 お 

@ 奧衬正 太 部 氏歸朝 申の 日本 
結 あ 窝趾觀 育ま 店長、 夫 入 今-鏡 
同 俘 ニ 巧 一二 日 桑 港 着 大洋 化 便じ 
て 同 セ n 頃歸 巧の 箸. 

受扭 ロ】 太 氏 結婚 東洋 アがミ 
ナム おま會 社取絲 役、 舊臟が 方 
ち 作 氏が 壌 常 モご結 漉せる も 


罐說敎 


令 紐 育 H 本人 敎會 
基督の 說敎 淸 水救師 
みを 督あ 條遺會 
基督の 人生 觀 今 かか 師 
み 日本人 美な 敎會 
巧を 遣し 給へ 宮瞄 牧師 


◊— 


; ク 


日本 巧 タ—が 

◊ ◊ 


歸切經 育 本局 午後と 時半 
一 丹 か义日 桑 港經ぁ 

ブ .レジ デント • 

マッキンレィ 号 

I 巧 一二 十日 ピ タト ジア 經由 

ぶム プンス •ォブ •ロシア 号 


： ir :： 晌 スペシャル 


新澤庵 
蛙の 筋ず 
いかの 盛 辛 


片桐 兄弟 商會 


♦自働 ホ學校 レキシントン 街 
と 巧 一二 十六を 地， メブ ヵン 自擲 
ホ學 おけ 創立 S 巧 十六 年 專ら操 
縱法並 じ 機械的 智識を 敎巧 しつ 
つ ぁるが ロ 本人の 同校を 卒業し 
たる もの も ぞく ホ 業 後は を狀獲 
得 或は 就贼 ロ岡旋 等の 特典が み 
る。 晝巧兩 科 ぁちて 入 巧者 S 巧 
をを 圖 つて 居る 詳細は 直が 树校 
じ 問を す るを 便 どす。 


日 1 留置郵便； 


人會. 

左記の 郵便物 當事お 所に 留匿 
有 么候間 自身 御 ホ 誌' 下さを が 
若く は 化 巧 御 通知 被 ド 度痕 一 
酌部淸 一二郎 藤 巧 兼 助 又 野 
實巧今 田 您衛石 巧 美 登 巧 
ホ 旧貞藏 G •ィシ ナリ (靜颗 
ょり) 加 藤 木 貞次お 原親義 
巧 岡を 夫 ゼ] ムス ホ是州 
ロ 純 之 助を 川 媽逛化 山！！ 吾 
み郞江 藤を 王 ロ ノミ政 太 郁 
長 旧 武夫 巧 お 3 方 助 圈函重 
一郎 大娩 巧な 下村豊 助-' 
ブ 1_ •セォ 旧 中 あき子 .す 
ドメ ま巧郞 一を 中大胳 美化 發) 

ソマ •••■シォ 巧 本 (福 岡 巧 
マキ 氏を) 'マ か. シタ •.シャービ 

り 橫 井榮藏 テ） 大枯ー 露 
文 館) 松 本 力 
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專用 洗面 蛮、 淸 潔、 
袖 下、 高架、 バス 等 じ 巧 巧 
M . 寶 ミ ch 養タ冨 W . ニ 7 th St . 

を t .24, Tel . 巧 adh ミこ だ w 


貸 願. iSS 或 


市 廳へ十 巧 タイム スス クコ ヤ 1 
へ か 五を 電話々 ン バラン ド 呈一互 
1 岩 量 St ; B 5 畫 n 黒 崎梅モ 


タンク 


1 ト マン 


テイ ラ I 巧 


イン ノ^べ ー シ 3 ント ランクを 


物よ お あ十侦 よろ 十二 兜 五十 他 


岩で s ~ 苦 ih S を 里 




紐 育 日本人 食 

2 寶 运 .巧 thst-f ジ rk , u - 

Tei . GqIu 量 ミ芸 7? 


賣度績 パ. 卽 


業 じして 有- 壤 なる もの 創 4 1. 每 
.余、 多く 巧 顧 察 あ*^ メ.！ ンス 'ト 


31 k , に 歷しニ 個巧シ 


.クキ 


ン ドウ ぁ b 觀を ま歸鹽 に# を懼 
じて 至急 讓渡 L 度し 委縮 這 左へ 

ジ kio 度 udios _ 12 遣 8 鸟的呈 stii 
巧 r 夏 置 n , 養ミ win 巧 S で n 芒严， 

TeL oihi 二 置 


綺麗じ裝輪された一 


窒 ミは ニ 塞 アバ！ 
ィン ト 、湯殿が、 ケッチ 寺！ ト 
もを もまず、 莖优 恰好、 目本紳 
ホ、 すは 夫婦 賓じ 貸し 度し 
ぎ篇 ，璧 毎. ih 芦 
巧 et . 革 男 叶 End Ave . & B 養 d 去 ay 


キヤ ンデ V 敎 


巧 


西 十五 年の 經驗じ 依ら フレン 


ホ 《チヨ コン— ト 、ホン ホシ * 古网 


尙な 飾ら 方 巧べ！ キングを 敎授 
致します 毎日 午韵十 時ょ b 午後 
十 時を •獨遮 語. じ 堪能、 隙覽會 
一華 赏 受領 ■ 

C ミぎ ti 養 ry 呈 一星， 产 R 邑写 養呈 rd を田. 


卡-立 年の 薩お ある 當按 はタ 年の 
經驗ど 新 智識を おず るを 師を聘 



し 直颤車 
操 縱をあ 
び運轉 を 
の 優 得す 
べきを 要 
な 磯 離 的 
智識を 短 
期間 じし 
て 最も. 能 
率 ある 徹 
を 的 技術 


を敎 巧し 免が 獲得 わ 保証し 職業 
ロを ち閔旋 します。 


時 n 二月 十一 H 午後 セ 時開瘍 

同 八 時 開演 

入場 消 一 弗 お i 仙 均一 
場所. リヴ アサイド 一二 刚下目 
インタず シ 3 ナル ハウ 又 


同胞 慰 {女 大 演藝會 


喜劇 『お 白 殺を 言』. ニ 幕 
S 曲お嗔 おでり ヴヮ井 オリン 
化舞獨 喔筆賣 9 巧 他 

主催 紐 育 目 本人 會 


了 寧 S 印刷 ご 精巧。 る 化 上げ 

時 B の 迅速 ご 鶴 實な梭 正を 保証 


印刷は 紐脊 新報 社へ 


電話 ワトキンス ニ 九 0 九.，. ニ 九- 0 


わ 間違 心なく 新報へ 


お內西 十と 了 目 十二を 十 階 目 




東部に 於け るが が 言 諭 礫 願の 

權 威、 吾が 新報を 讀 まぬ 人。 し 

廣吿 は紐臂 新報へ 


ザ 


。： てみ. も， い.. 


►が 里 送金 度び ホを を (無手 换 巧)* 外函 
• 巧替寶 買、 荷爲替 取組 お 立、 這 用が を 
巧 等 一般を 巧 お務巧 巧が じ 取を 可 化 お 

S 臺灣銀 巧 f ぉ 張 所 

本店 摹灣羣 化 

を 巧を を、 橫谋 、大度、 神 ロ、 上 お、 漢 
ロ、 顧讲 、厦門、 灿 頭、 香港、 廣 巧、 お 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン 、バタ ビヤ、 孟買 
々八々 ッタ 、倫を、 其 外專機 十四 ヶ巧 

一、 資 ぶを 蹇億翻 (を 額 沸 込を) 
j 、 橫 ホを 化 千み なお 十 萬 巧 

內地 本を 巧 U 橫演 (本が】 巧を 大巧 
神 巧 長 崎下熙 名を 尾 

纔濱冗 金銀 巧 f 支 巧 

ホ 國をま 巧 = 桑 港 羅巧沙 ボ巧哇 
其 他世界を 鬻 重要 都 巧 ニを 巧 度 コタ レ 
ス 宵を 犧 


本 庙大阪 化 漬五了 目 

紐育支巧 紐脊ブ n 1ド ゥ で 1赶四十九を 

戀 住な 銀 巧 

東京、 横 お、 名ち 唐、 巧 都、 神戶 
由 本 I 尾ノ 道、 懊 島、 吳 、柳 巧 下ノ關 
地 ま 巧 《巧 司、 ホ 倉、 巧 松、 博を、 久留义 等 

本願 想を、 鄕巧 送を 等は おめ 
て 御 傑 巧 巧 速 じ 御 お 极可申 お 

; .!—1 • 1 ;' 


本 巧 朝鮮を 城 

ま 店 おお 所は U 本內 化の 樞要郁 巧、 朝鮮 
滿洲 、'ま 邪のを 化 あび 浦 塘斯德 

瑚鮮銀 巧 紐 脊お張 所 

外 國爲替 一般 银巧 藥務靖 々御 巧が じ お 巧 巧 
申上愼 


藤本 證券 會放 

一な ななが 惜ノ賣 買、 引ず、 藏を 
ムを 誠、 並-一之 ニ 脚 スこ切 ノ巧 が 

浦試 藤本 ビちロ —t 銀 巧 
紐 育 お 張 巧 


淘强麗 、雜貨 卸 巧 

蘇が ブラ ダ ー ス 


, * 

然貨 .陶碟 器 

ドラィ グーズ 卸 質 

太洋 貿易が W 會社 

ま 巧 ボ化 古、 ボストン 
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資本を 
拂么巧 貧 本を 
枯 立を 


壹億脚 
六 モお脚 
置 千 八 巧 巧が 巧 脚 


U 二 弄 銀 朽—支 巧 

本 巧 東 巧 市日 本 橋な 本を お 巧 五番 化一摄 
で 店 ぶ お 日本 橋 化の 内 巧 彭横あ 
名古屋 京が 乂お西 (大 ぁ) 神 お 
旗な 下 隅 巧 司 巧 お 福 岡を が 
i — 上が 偷か賣 刺 水 

餘 出入 爲替 •電情 送金’ ホ 送を‘ 旅 巧 信用が 
商業 信用が が 化 一 殺 銀巧莱 

ん鎌 兰囊銀 巧— ま お 

鄕 お送參 日本を 地 無手 數 巧-一 テ 班 速 化 お 
ネ巧 預金 (を 巧 通知 ノニ贿 ) 御 巧 巧 取を 
本 支店 東 お (本が〕、 乂阪 > 神タ * 京 郁 
所 化 地 あを 崖、 小 構、 上が、 倫を 


八 ィヵラ：：*紳卡ゴ 

化 立 服を 召しまず 

ホれ はを く 身 じを ひ、 見掛けけ を < 、を 
して 化 ホを ょ^も 長持ちす る 事を かつて 
るからで す。 弊 巧は を 数 H 义视 ± の 御用 
を 承つ て 居ます。 

= 化嗔吿 •して 御 ホ 巧の ホ じけ 

六を 剧 引を します h 
御 注文のを 柯じ係 はらず あら 巧 一巧 ホて 
見て 下さい 

ウオ ルカー エンド フロ リオ 巧 服を 


▲最新式を 等設 施が をのを 嵩掉 巧ん るは 乘組貸 
め 熟み 親切 T 孽ミ 共に 留れ の 萬 i 寸る 遼で寸 
▲るか 太平洋 おお 一二 簿 設備は を 部 ホが 巧を 其备 
施しました、 み じみ ホ 結の かさは 巧 謂ッ— « 

ス トサ I ド 又は スナ H デ y トヴ ラジス 化 上の 
偵 値 杏 施へ て巧リ 主ず ぶ 
® 桑 渚 お 帆 ホノ八 ザ經ホ 〔史午 出帆】 瞄 


大 
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化 

化 

コレア 化 

をが 化 
西 比 巧亞乂 


ニ 巧 十五 H 
ニ 巧 化 九日 
H 巧 十五 日 
云 巧 ザ】 日 
四 巧 十 j H 
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® シアトル お觀 〔宇 煎 十 時 出帆】 ^ 
橫漬見 ニ 巧 八日 J 
加贊 見- ニ 頁 S 日 洗 
伊豫 見 二 一巧 十目^ 

® を费寒 日本 巧 あ 親 ^ 
狄見お ニ 巧 十 j H 
箱 崎 あ ニ 丹ニ卞 を . H 
A 鋪菁お 晚 £ 轰馬經 由 B ネ行 貨场摇 1 月 ニ 園 
A 感道切 巧 寢臺续 其 袍萬ま 舞错宣 じ 满 お計窜 が 
A 太 顏淨お 游船營 耗乘お 巧 替御裙 をに 取 計 ミず 


.シア h も出蜗 (午前 十 蹄) 
あ.. ぞな見 ニ 脅 六 a 
あ ふ. なか 化 ニ 巧が 丸 H 
ばリす お (坡灌 出輒) ニ 巧 十九 a 
ヤ 一等 横 霞-! 丸を 麗 

巧 L 泣^ず 丸 るん でん 知は 一 おを 邦 
▼一二 等. 0 本 巧 置を 乘雪室 おを 造案淚 室多較 
▼望 御 霜に 觀リ 一等 锁則 往復切符 發巧致 可 候 

ロス 7、\ ゼ ルス 巧 帆 (午後 云 時) 
はゎい 九 一巧 化 一日 
らぷら た 丸- ミ 巧 二日 
ザ 一等 穫濱ニ so 弗 おはわい 丸 まじら お 一冀带 
▼韩别 三等 日本 巧 笠 十 化黯マ H 等 日本 巧を 十を 邦‘ 

ザ 渡 違 羅商巧 窺 車 切符 寢壽 券黯 入御 餘旋 なり 候 
マ 紐靑雛 パナマ 經あ旨 本 安那 巧技 敎撒ぉ 一. 酌 


自 本陶撼 器雜貨 

ラム プ卸賣 

奈良賛 易 商會， 

M ホ陶破 黑雜寶 類卸賣 

ホ 元 ブタダ ！ ス 


円本 吳服 巧物キ モノ 

テ— フルク ロ—— ス類 

諸雜貨 卸商 

龍 試 日本 ドライ ゲ！ ブ商會 

特別 廉 偕で 乂勉 强热流 巧は 當 巧の 時 長 


精々 勉强巧 仕 御 引 立願 上 候 

陶 嚇器雜 貨卸璋 
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n 木陶黑 雑貨 
ドライ ダ ！ ツ お販寶 

齡贼巧 木 桃 ホ 組 

MOGJ, MOMO 20 1 、 Co., Inc. 

105- E . 16 を w ご N ’ Y . Tei •ぎ yv 男 ant ま 9 置， 7 


V 


み 





1H 亡 JAPANES 巨 * TIMES 


E2 W. 17 化 St" New York C れ y 
了 elephone, W み tki 打 s 2909-10 
Published Semi-W が Wy by 

JAPANESE TIMES CO. 

S. Midzutani, Proprietor and 
Publisher 

Subscription Rates: 5c. a 

copy. $5.00 per year, postage 
included. 

Entered as second class mat- 
ter March 2 ん I917,P 〇 stCH- 
6ce at New York, N. Y、.， under 
the Act 〇 ( March 3. 1879. 


m 


興! 娜曜腦 ： I 




- で 頭- - 




VO し 18, 加. 14 の 


を It ぞぷ 啤汾が巧 をな im が 


WED 化 挑が I 巧邮 UA が 1 19 巧 


- 去一 
r • ■ 

V; 

ら 

だ'-:.-' 
を ',.-. 


二宮 留 巧な ！ 

! .iSSi. • 

T,L Woi •化 0581 

衡川巧 像 事務所 

H. S 巧 &W み Insurance Broker. 
303 Fifth Ave^ 

Tcl. Caledonia 4101 

內坦綺 事 蛛式會 な 紐 育 支店 
Uchida Trading Co., Inc. 

291 Broadway, 

Tel. Worth 1576 

島 貿易 揀式會 を ； 

3lii 放 a Trading し 〇•， Lt ん ； 
150 Broadway ； 

Te!epKo 凸 e Rector 1484 

嫁 ま 會お赤 尾齋會 
Akawo & Co.y Ltd., 

29 目 巧む h Av ら， 

Te!. CaledonHa 97 弓 S-59 

が 倉 製 絲綠辕 株を 會輛 
Katakura 足 Co リ LtdL, 

む 茂 ghS ご。 た r 品 。 9 

1 

j K. Mikimoto 

! Mildmo れ Pe&rl, 

535 Fifth Ayenue 
Tc!. Vanderbilt 2519 

紐 育 日本人を 
化 e Japanese むが ciation 
2 郎 West 57 化 化が t 
て 61 . む山の 1 ) 115 閒 76-?7 

H 共 株 ま 貪が 
化 巧 店 
高が 巧會 
120 む oatiw 化 N. Y. C, Tel. Re 加 r 7884 
Fact 日け ： 208 Rawson 化しし C か 

ま 巧のを 巧 ホ會社 
Asano Bussan Company 

Room SOI -80S 
1 6o Broadway 
Tel. Co け! andt 8047 ぶ 052 

大 倉な お育ま 巧 
Okura 在 Co., 

30 Church St^ 

Tel. Cortiandt 2292-93-94 

Paul に M. Thomas 

Adv'ertising し ounse! 

20 巧む iintneBuilding 巧 4 わ》化 が. 
W. B 巧！ (min が 巧 

巧 巧讲蔑 道な ま會社 
が 育 事な 所 

Sou 比 Manchuria にに Co" 

Room 202 ら Canadian Pac 巧 C 技 Mg. 
342 Madison Ave. 

Tet Vand が bilt 4135 

H 井 物産 巧 ま會社 
結 育 支 巧 
M れ 8 ui 在 Co リ 

{65 Broadway, 

ToL Bowling Green 7520 

义 巧が 事 株ま會 慰； 

Kuhara Trading Co., 

30 Church St.. 

Tel. Co け! andt 4550 

なま 會 社を ザ 巧 巧 
おち ま 巧 
Iwai & Co., 

Wooiwo パ h Building, 
Tcl. Whitehall 6040 

S 菜が 奉な ま會お 
紐 育ま 巧 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

(Mitsubishi Co.» Ltd.) 
120 Broadway 

' Tol, Rector 2560-2S64 

巧 ま會貼 

山中 商 會紐育 支店 

/amanaka Co., 
680 Fifth Ave., 
Tol, Circle 4014 

日本 綿 化 巧 まを 化 
が 育まな 

japan Cotton Trading Co •，し tcL, 
25 Ma ぶ 化 n Avemi み 
Tel, Ma ん 5 み 3 が 5 

日米 连糸棟 ま會を 
が 育 支店 
m 帥-化 1 酣 0 KABtl が ! K 1 KWSHA 

(WCHI ぶ の KHTO eeX^LTD.) 

1 Park Avenu ら 
Tel. A>Uand 62 が >4 了 - 48 ィ 9 

脾戶鈴 术巧巧 
おち 支 巧 

Suzuld 在 Co., いん， （Kobe) 

220 B の adw&y, 

TcL Cortlan か 1149 ぶ Q-51 ぷ 2 ぶ 3 

目 本を 糸 巧を 會を 
紐 育ま 店 . 

Mwimura Arai & む " るが が S 
44 Easmnl S し 

Tel. Ashland 5320 

巧を 名を な 
紐 育ち 巧 
Hara 在 Co., 

443 Fou け h Av も， 
Tcl. Caietlottla 7 另 30-35 

Gosho Corporation, 
S 巧 k Importersy 
40 East 34th Street 
Tei. Ashland 4987-91 
Goaho COo incw 
Co れ on Expo け •れ 

60 Heavw S し 

Te], Bowlinir Green 8805-06 


な panese-AmehGan News Service 

り 本 電報 通 情 加 

か留 のめ おを、 ほぶ ホ 及 か 巧の 
薪 巧を 忍を 且つ 確な じ 巧 道ず 
每 日ん 巧 ーヶ 巧巧舍 五十 巧 

Tokyo A か ertising Apney 

日本 新閒 おお 巧 吿ー肢 化 扱 
12 W が t 17 比 Str が t 
Telephones Watkins 2909-10 


大阪朗 日 ニ 東京 朗日 
化 野 ま 巧 
Osaka \sahi 

Room 说 8 WorM Building 
TeL Beekman 4860 


大阪お H 二を 巧 U H 
鈴 木 H が 
Osaka Mainichi 

407 Tribune Bu なぶ ng 
Tel. B が ki、、an 4259 


立候補 定員 r 越し 

大都巿 u 旣に 二倍 

旧 中 首相が 菩巧 機に 溃說 吹么み 

岡 崎邦輔 をは 立候補 斷念 

東京 特電 S 十一 日 壊り a 本を 幽ムな 候補 巧 数は ザく 
もお貞 おとじ A ん おる ので 政ぶ 約のを 班 候補は の！ ニな 五六 十 
名に 化め ほ 政なら 立 バ名 . W . 內じ 化い ベ' (か 本 蔭 相は 二十 义 H 乂 
州に おつて おが」 出 致した るが 他心 隅 M も 明日の 閣 ホで H おら 
をが ぶし ニニ H 中' レは 全铅じ 活動を 閒 始す& 壁で ある、 冊して 
政ぶ 巧化滋 ± 5 も 別 巧で をる ぉが ザが 氏 U 昨 1. ぁ 歌 U r がて 今 
凹の 選舉 にはな 收 補が 《 ご宜 言し、 田小爵 化は 明り 選 擧じ圖 す 
る 贿說を n 萬に 吹 込む こご； じつた。 

を ま 特電 一二 十日 鶴 N なの 問 题で旣 成 政 おお 補を 認は遲 れてゐ 
て 凹 白 二十 3： 名のが 出 中 一二な 二十のを を 公認した じ 過ぎね、 尙 
は 無を 旗の 選 擧協訂 a 空义ピ K つてを 所で 對 立して ゐ る。 

東京 特窜サ 九日 盤 n 蚁友會 のをが 候補は 今の 巧 一二 巧 十 名で お 
苗 二な 一二 十 名な 逃すべし ご 云 ひ お政黨 はな 低な 化 十二を、 愚 島 
Aw 十一 ニ あな 選す •へし ごい ふ、 街 ほ 東を を中必 じして 閣僚 速 
は 自動 おお 說 をす & を ごな b 鈴木內 かホづ 之を 實巧 しじが 巧を 
巧け 遊說 'が說 、候補 惟 筋を 斷 つた。 

民政 系 新團體 出現 

お 京 特電 廿 九日 溝 n 巧 か 系 上院 錐 員け 革 正 曾を 組 播し两 みが 
化沮 、山縣 お 弧、 得能隹 苦、 み田大 一二郎 氏 等の お備を 質は あ鸭 
のが 巧 タ爵ぉ 氏 邸で 協議し 稽 知事' 缕 察部畏 等を ち 部長イ する 
、とに 巧した 參加 おな 中 川健滅 、を 旧 善 S が、 大塚 惟精、 太 旧 
もな、 川倘 をち' 塚ネ靖 治、 松が 義 一、 山川 瑞 夫， 中 川 學巧等 
W 下 一二 十 ミぶ' し孩ん だ。 


板 垣 巧 民政 黨へ 

ま 京 特電# 日發 ；：= か退贴 伯々 な 
极お守 化 氏 だな ぶを V 胁會 して 
- k 政 黨じ乂 った" 

冊 日まで W 候鄉 

東京 特電 か-日舞ぃ-- 化 H のな お 
補 屈 出は ホ 十 あ i ぶび 政ぶ 會は 
德 数な 四十 一を、 区政黨 はだ 八 
十四を ごな つた。 

巿從業 員 ご 投票 

東京 特電 化-日 發 U 東を ボ のな 
業' 封は 選擧當 U 午後 一二 時 じ 早 引 
けずる こご t 巧つ たが 街 带從業 
封の ぶは ホ だみ つて 居らね。 
破れた 無を おみ 


選 おじ 際しが 無 產故黨 が 巧 じ 
相 排繫せ 中して 旣お政 黨じ對 
抗 1 る i は 常が を驳な <こ とで 
あつて をのを 一 ホ ごして 我黨 
は 過 股の 府縣 難戰じ おいて 他 
無を 政 黨に對 してを 明なる 政 
戰を 。さんがた めじ、 フェア 
1 プ レー の提幾 を；，* したので 
あるが 不幸 じして われ 等の 提 
溝は 十み なる 効 おを 發 揮し 得 
なかつ た 然る じ 今圓質 黨がフ 


共同 戰線 


巧 角 協定-^ 空し 

別 巧 本趾特 おは 巧ち 協を され 
た 無を 政 裳の な间戰 線ち 事實上 
问志 がのを にあら 巧を 懼 へて 居 
るが、 これ 一一 元 巧り 勞黨が 化の 
無 まを に提證 した ホるべき 援選 
舉じ おする 選が 協を 協 絡 會じ街 
し 勞農媒 本が 幹部のを 向け 應誰 I 
じ 巧 I 社 曾 民衆 棠 選を 對 策を 网 1 
協潑 肖で これを 應諾 ずるに 巧を 
した、 ょ；' てが 農、 H 勞 、お 区 
H 蘇 間の 逃舉 協ぶ 協 能を にが ホ 
のをを が 立つ た、 ただ H 本 撰 お 
媒 U H 勞媒 どの 單樹 おぶ をホ堪 
して ゐ るから 右 協斌會 じな 巧を 
加は しない •かり 勞巧 ごの 協を を 
述 じて 勞 農、 社 民 兩戲ど 協を す 
.る J ご U b こ i に 率 巧 上 四無產 
I 裳 閒じ斯 選が 化 时戰線 かおな さ 
i れ たわけで わる。 即も社 曾は 衆 
一 験は 


化 千 六 巧 八十 一二 人が 

.日本 國籍 を離脫 

ホ ノ火术 '駐化 H 本總锁 事舘の 
調査 ごして ユユ 31 ク •タキ 
ムス 紙が H 曜 ちで 太々 的 じ 報 
吿 して 居る 所に 化る と 昨年 中 
じ H 本の 齒籍 を離脫 した 日系 
ボに 数は ご 一千 吉巧化 一人 じて 
その 中 許可を 正式 じ 仰 ひだを 
は 一二 百 化 六 人、 他の ニ 千 化育 
化 十五 入は 間 地 総領 お報じ お 
生ぉをし^=^ぃ自が離脫数でこ 
K を 過去 十一 年 じ おる 数 ごを 
算 すれば 化 千 六な 八十 一二ん の 
タ教 じぶんで 居る ど。 


ん でまづ 日本 勞農黨 ごの 提携 
貨巧じ 巧 力せられ つ 《 あるを 
聞きを 勞 農か黨 共同 實 巧の わ 
め 中* ょ b 養び を 禁じ 得ない 
我等は 兩黨 本部が 更に 前進し 
て あ （までを 勞 農政 窺を 同の 
ためじ 巧 力せられ もつ て 全日 
本 お農乂 衆の 戦線 統一の 要望 
じ 副は れん、 とを 切に 期 巧す る 
ピ共じ 巧 或 もまむ 一層の 巧 力 
を もつ てこの 大円 的實 現じ ま 
い 進すべき をを くら 返て 誓 ふ 


伸びる 計りの 

海軍 擴張 


エア ー フレ ー のが 神じサ 脚し 
じる 攤梨條 をに 關 する 提 謹を 
なし 求つ たを け 我等 從ホ のま 
娘 じ】 致した る ものと 認め 巧 
黨は 貴裳提 雑の 捣神 じ赞 慮を 
表ず るら ので ある 
宣 富し 制 時 じ 勞働農 巧 黨も左 
の聲明 苔を 發 おして 今日に 及ん 
で 居た も S である。 

わが 勞掛農 K 黨 は、 B 本 農民 
黨か 無を 階が 戰線 統一の ため 
に脚爭 のみ 想を 戟み され、 進 


こ i 十 年には と 十 
穏がじ 達する あ 勢 

ワシントン 化日藉 n お 報の か 
く. 海軍 長官 ゥキ グバ ー 氏は囊 じ 
と 燈巧千 巧 巧 ごい ふ お 年 計 劃の 
海軍 媳張 策を 議會じ 提出した が 

そ.' リ^^^^に まちて をの 討藝 
はせ 年 計 劃の 一部で わる ど發ま 
する に まつた ので 世人の 一蠻を 
喫しつ； ある 巧で ある々、 をの 
後 下院が 軍 委員 會 じて 海軍省 部 
內 のち 力 者が 陳述し つ、 ぁる 諸 
點を 綜合す る じあ 年 計 劃の 豫算 
よ 億 四千 巧 弗 大計 劃の 一 小 報 
をに 過ぎず、 鈔 くみな 十 年 W 內 
にはと 十億 麗 いお 軍 费をか 要 ど 
する 大計 劃で ある ど 見られて 居 
る。 郎 もを の繁 一はが 軍長 官最 
初のと 億躯 實際針 劃の 實現 に 
當ら てと 億 匹 千万 弗 じな つじの 
を 手始め じ、 ヒュ！ ズ 提督 3 言 
明 じあれば これが 

充實を 計る 爲 めじは 更ら 
じ 十億 巧の 豫算を 必要 ごする の 
みぃ* らず 二十れ 隻の巧 巡 巧驢雄 
化 旭に，’ 3 將 お八な 二十 五 人 水を 
ニ 万人の 人員 增 加を 必要 ごし、 
これ 等の 配 艦 ど 防備を 充寶 すべ 
きが 帝 极據地 其 他 必要なる 磯 願 
の 巧設じ 就て は ホ だ 言ぶ はされ 
て 居ない がを 晚 をるべき 問題 ど 


と 


! てこれ ホ 莫大なる 费用ま おを 
耍 ホず ベく、 ワシントン 條 約で 
がを された 千 九 ゎが 一年 W 降の 
ホカ鑑 補充は 一年 I 億 巧の 豫を 
じして、 この 巧 おがの が 軍 維持 
雙 のみで も S 拉ニ平 五 百で 弗に 
達して 居る、 郞も 

原 計 劃じ觸 して 增加 すべ 
きお ぞ费 は マッグ ン委胃 長が お 
じ魄 しつ i ゐる 如く 敏く共 ニ 倒 
おみの 增 加を をる 模 なじして 過 
般モフ で ットホ 將が潜 軍 航空隊 
の必耍 とずる 新 飛 巧 磯と な 五十 
九 機、 が 巧 かお 十五 隻、 (をの 
中二 隻が アジアへ) じ おし ボン 
子 か 大佐は 現 計 劃に おって 必要 
なる 航空 部睐 はが 巧 磯 モ四巧 化 
十 機、 これの みの 維持費-年 ニ 
モ とが 五十八 巧 五 千 化ち 六十と 
巧と 對上 する 等、 仲び 巧く 擴張 
計 割の 前途は 際限な しど 評され 
て 居る。 


一, 






萌京 政府が 


徵稅聲 明 


張が 森 腰を 巧る か 
上海が 日 壌 U 南京 かがの が 務 
總 長に 就任し K 宗义 をは 义し < 
化 京 じあ b し稅お 大词ち 那人秘 
當を官 の ホ 上を 機會 ごして 聲剛 
書を をし 

ま那化 一省の 中 南京 政府は 今 
や 十六 當即 もを 省のと 割を 施 
政し つ、 あ 6 なつて 化 京が ま 
那の 徴稅ぉ 支配ず るの 日は 終 
想し 正 じこれ を 梅を 蚊 府じ手 
渡すべき ものである、 從 つて 
南京 政府は 徵 親の 權 利を 自己 
じ収 A 化の いかな ち 政府 ど雖 
徴税の 權 利な きものと 認む 
ごの 電-婪 じる 文書を 發 表して 列 
强 外を 脚の 注目を おきつ； もる 
が 張 作 霖將軍 もこの 際 稅務大 司 
エド ヮ！ ド 氏を 上 おじ 派遣し 蘭 
祝の 處をじ 就て 南京 政府 當局ど 
の協畿 をあ認 する じ まつた こど 
は 張 巧霖膊 軍^ 大譲 ホを 政て し 
たもの ご 認められて 居る、 蓋し 
張 作霖將 軍い 前 稅務大 司 フラン 
シス 卿を 罷 をした のは 巧が 南京 
か府 の 臨時を 加稅を 承認し ねる 
じ 汲る が ネ问張 氏が 自ら 茜 京を 
府と 善後策 隐潑 をを 許した のは 
邸 も稅收 入のを 配を 豫め 内諾し 
たもの ごなられ て 居る。 


急激な 賊稅藻 じ 

大統領な 對 

造 艦 競爭も 否認 

ワシントン 化日發 U 大統領 ク 


! ジッ デを は 今夕 メモ リア 於 • 
コン チ ネンタ み •ホ！ 朱 じがて 
嘗業眞 大會の 席上に 於て ァ メリ 
々の 酣紋狀 態.：^ 關 しで 重要なる 
演說を 試み 闽償 償却 八十 お 億 お 
1 を 生じ たお子 3 節約 効果を 擧 
げたら 後 目下 兩院 の岡醒 どじつ 
て 居る 第一 ニみ 興稅 案じ 就て 言及 
し 議會敎 書に 巧ても 述べた るか 
くを 巧 的。 る 贼稅- しは 賛成す る 
も荀く i 歲乂 超過の 程を も 度 外 
視しゎ^ろ輕卒ぃょも滅稅案じは反 
點の盘 志 V - 明白と し-、 をら じ 海 
軍 計 壽に 就て は 大要 左の かく 言 
明した。 . 

今 凹の 海が 計 嘉はァ メリ々 海 
軍に を 要 じら ものを 備へ旦 つ 
廢顆補 おじが てん ごする 合理 
的。 計嘉 でぁつ て 計盡 承認 後 
は 速 かじ これが 完成に 巧む ベ 
き ^ アメリカ ごして は 何等 舜 
强く造 鑑競爭 にお づ るが 如き 
歲 志は 寒 も いる々。 


タキ シ n の 

修正案を 决 


協調ょ > ぶ 立した はま々 おの 
ま 巧で ぁつて 一闽 自身が 扱て 
を 指 填ぶ るが 如 きものじ あら 
や、 このち をは 純が たる 携會 
均等 ま義 S 下 じ 南 化 アメリカ 
のず かを 促進 せんどず るら の 


でぁつ て 化 ホを 衆齒 はこの 化 
ユニ ォシの 撕 おたらん V - 欲す 
る 野、 むは い 

ご 説き アメリカの 巧 必說を •掃 
して この 外を の 勝利を 巧した も 
ので わる。 


中な 東を 轉電 (紫 無巧轉 載} 


ホ 上總裁 ご配當 

(化-日】 ホ お 交 巧 巧が 年な 會 
じて ホ 上 自銀撼 裁け 裤殊旋 巧 
配 當な舊 を 非難し 社 償 條悴緩 
か だを 强 をの 禍の 本で ある ご 


.ふ 0 


一巧 中の 社 懷离. 

【化-日】 一巧 中のを 化 償發巧 
高 ニ 一隐八 千巧圓 、計靈 中の も 
の 一億. 一千 巧圓じ 達して 居る 

川 崎 造船 救濟難 

I ： ホ 一日】 資を 融通 銀け 閒 0 態 
度惡 化し 川 崎 造船所は 巧び が 
軍 じすが つて 居る。 

德川家 達を 病む 

【が 一日】 德川家 達を は 肺炎で 
ホ 十を 病院 じん 院 した。 

神戶ご 生糸 取引. 

t が 一日】 神 おお 引 所め ホ 糸 傷 
は 德選擧 後一し 認可の 模樣 であ 


お 電等調 奄關媳 

〔ホ 日〕 東京 電燈か 四贫社 電力 
統制のを 員を 擧げて 調査 じ 着 


手した _ 


巧 殖错お 年 新設 

【ホ 日】 が 殖巧設 をは 昭か四 年 
度なら む. こ。 • 

勞 働が 表 米 蓬 巧 

L 化 曰】 阅擦勞 慟貪講 派遣の 勞 
働 化 おは 游眞 組を ま 事 ホ蓮滿 
宾 巧お谣 一致 t 選擧 された。 

朝鮮 パ電 氣官營 

t 廿 九日】 朝鮮 總督府 では 電氣 
官 餐計晝 中で ゎる。 

統績 操短め 繼續 

〔甘 九日】 热績操 お 現ゎ 率 ニ 倒 
I ニを を 五 g ょら ザグ 年間 繼續 
する を ごな つた。 

觀船懷 千 五 巧 巧 


鬥廿 九日】 H 本锁術 シア ト八航 
路 優を 船 一二 隻の 造船 資金 ごし 
て 千 五な 巧圃 社漬惡 集は 一二 井 
ミ 蒙、 を 旧、 一二 十四を 銀 巧で 
'之を 引受：。 

ぶ 义市壤 の 合併 

一: 甘 八日】 神の 川た ホ 巧 鶴は ず 
が 東京 府知事ぶ びか 化 府诗議 
長の 醉旋で 廿とリ 午後 ニ 時 取 
引 所 どを 併 調が を 了した。 


曜 H 當 地に 巧 葬 t る こ VJ I な b 
ベー キンからの 會葬 巧は 輔々 
到眷 して 居る。 

な。 逝ける 义豪ィ バネズ 氏は 
社 曾 ホ 萬 巧で ある ど おじ 默み 
•錄 の巧騎 十' 化 化の 通俗 小說あ 
ミして 聲タ 高ぐ 化年當 化を 經 
由し 化み 一网船 じて U 本じ漫 
遊した こご も あつた、 '氏ぶ ス 
ベ-— キン じブ 9 モ •ダ • ブ ゲ 
エラの 執政々 治が 巧 かれた 3 
ホ この 政體 巧 掛 して 自ら 國 
巧 じ 亡 かを どなり おかま おの 
爲 めじ 筆 じ、 辯 論じ 現な がご 
戰 つた 圆 十： である。 

〔メキシコ お 化 九日 發】 フラ 
ンス 航空 界の勇 ± である コス テ 
及びい グリー 兩 中尉は 南 太 西洋 
の 横斷を 終へ ラテン 及び 巧アメ 
リカ 構斷の 壯擧を 巧して 本 円 午 


を ニ 時 一二 十み、 グ アブ マラょ b 
千キ U メ ー ト it を 飛んで 當化ゥ 
T ゾ 玉 ナ飛巧場じ到着し大統 
頭々 キ至 3 巧を 始め フランスを 
化 其他官 をの 盛大なる 歡迦 をを 
けた、 両 中尉け を數 H 滯 なの h 
化 づニュ オリ アンス ボ r - 無着陸 
飛 巧の 上 首都 プ シン トン じん b 
ニュ 3! ク まで 飛んで 大號 巧の 
化 命を 果す當 でを る。 


錦 




■ 


山 東 省の 飢蠻じ H 本 赤十字 
活動 。 廣お 支那 銀行が 續々 
破產 1 ウェルス 僧ぶ 職 叙 動 
へみ ダ 元帥 卒去 《 文豪 イバ 
ネズの 遺駭は 祖國に 還らず 
彿の ニ勇尘 タキ シコ じ 到着 


化 アメリカン 會議 
ハヴ アナ 化曰疆 H を ホ 化ァメ 
9 々ン •ユュ ォンの 巧 化 部は 化 
米を 衆 國の國 務を官 をな て 任じ 
をの 下 じ ホ 人 幹事を 置 < か 役員 
は摄て ヮシントン 駐 巧の 火を 化 
ど お 限され て 居た じ對 し. メキ シ 
コ か府 はこれ を 選擧制 どして 役 
員の 資格 も 無制限 どす ベ < 修正 
まを 提 おした る も ホ國巧 表ヒユ 
1 ズ たの 明か^る 释 明が 巧を 奏 
し 十 化票對 一票の 大差を 0 て 否 
みされ た。 席上 ヒュ ー ズ 氏は 化 
アメブ 々ン 主義を なて、 


【化 巧 化 日發) 山 東 省 一 帶じ 
直る 觀餓は 甚だし （國際 救濟團 
もこれ が 調査 ピ 救助に 就き 迷 動 
中 じてん 巧は 家を 燒 いて 燃巧ピ 
し 家具を 鬟彿 つて 食物と 兩替す 
る 者 ぞく 緩々 滿洲 地方に 避難す 
る者數 千を 算し歲 る 巧の 人々 六 
割け 化に 移を 送る 者は 病氣 ピーい 
ふが 樣 じて 滿洲ょ b 四十 ニ 巧 巧 
の 穀類が ホが され 軍用 巧 車ら 食 
糧品 めか 配に 化し < なおは 一巧 
着の 衣類を を 酌し ホ A 側な と 巧 
ニ 千 八む 巧 十八 弗を 救濟 基を じ 
を 附 した 外 日本 赤 十を 膝 も 義金 
を送附 しつ i あるが 教濟の 方法 
じ 離聯し 山を 省を 地の 支那を 憲 
が 腐敗して 遂 じこの 慘 事を お 現 
したを を理 をと し救濟 にな 蟹す 
る 米國人 も ぞい。 

〔族 巧 化 日發〕 逝去 一 構 H じ 
直 9 當 地を 中必 ごず る ま 那人銀 
巧の 破産す る もの 緻 おしを の大 
部を け疫ニ 一二 n ホ じ巧锁 して 巧 
鎖 銀 巧は を 化の 一二 剧じ 及ぶ し 破 
錠を 生みつ t ぁる. いちは 昨年 十 
一巧 革命 騷 動な ホん 必 頗る 不を 
ごなら 玫 巧の 取締け 履かす、 共 
產黨の 巧 おの 形勢を る爲 め。 る 
ごを 灌の大 銀 巧が あ 濟貸お I を 
拒絕 した 結柴 である。 

〔あ 京 化 H を】 义 しく 朝鮮で 
傅 道に 從 事して 居た ニュ 3 ! ク 
出身の メソジスト 敎曾 僧正 域' ィ 
—バ 1 ト •ウ 五 グス 巧は 近く 絲 


ホす るを 天聽じ 達しを 年 ま敎傳 
道の 巧を 嘉 せられ 戲五等 瑞寶章 
を 賜つ た。 

【ロンドン 化 0 發】 歐渊大 磯 
の 勇 ± じして 英國 陸軍の 大立物 
である ゥ ゴリン トン 化 ホの 名將 
であ 6 戰略家 ごして 著 あな 元帥 
ド ダラ x •ヘキ グ將 軍は 昨が 十 
一時 頃まで 當地 義弟の 邸宅で々 
i ド 等を 弄び し 後が 寢 せんどし 
た 刹那 突然 必臟麻 痒の 爲 めじ 卒 
去した、 享年 六十 六歲 。元帥は 
戦後 專ら 病を が濟じ 就て 盡 力し 
つ 5 ぁつたが 英國 を 府は戰 を お 
をの 巧 勞じ報 ゆる 爲め 上下 兩院 
ょ b 五十 巧 巧を 支 おし、】 般國 
を も將 軍の 邸宅 载用 ごして な 四 
十 I ニ 巧 弗を 贈る 等英國 々民から 
敬慕され たお 軍で あつだ。 

〔フランス •メ ント！ ンニ 十九 

H お】 當 化のを をで、 昨日 逝 ま 
した スぺ！ キンの 文豪 ィバ ネズ 
氏の 遼 嵌は スぺ ー キンな 府の希 
望に 依ら 氏の 故鄕ダ ァレン シァ 
じ 葬るべく 希 摩 一され てち たが 氏 
は 生前の 遺言書 じて 『余は をき 
て歸 らば スぺ ー キン 政な ょら 國 
事 化 ごして 逮捕 さるべ （若し 死 
して 歸 らば 余の 欲せざる 名 奪を 
余の がまざる 駒 家から 受ける 
wi なる、 をは スぺ— キンの 國 
體が現 化の 歷 である 限 b 二度 ご 
祖 図の ± を 踏 わを がせず』 どの 
ホ 望 じあき 遺族 ご 協强の おあか 


文苑 


パ i 離緣 裁判 


八十 ニ 了 目 ヲ t ヶ！ ホ 


登 瘍ん频 
巧 事 巧ず たらしい 顔 


居 b ますが 少 々巧 風なら 居 b ま I 
せん . 

お 巧吿 U 被吿 のがみ じ應じ 
てを の設 楠を く S のへた か 

夫 パィ お ホる だけを 巧の 歡 
& を 求めます やぅ じ 壁を を 部 上 
げ ょ* して^を 入れて をを を やし 
床の間に グブ ー ンを 作つ じ h 巧 
巧 家の ゴ作 フコ ー ス 作る 入を 罹 
ひまして 家中 じゴ フ ユ I K の 
談備を 致しました 

お 事 フフ] ン 、をれ でも 被 
吿は滿 足しない のか 

ホ 户ィ 、クオ— タ！ パサ I 

のない 家 じは お 足 お 巧ん ご 小 
言 ホし ます 

剌事 フフ ー ン 、薇吿 は磬澤 

か 

夫 ィ非常じ賛澤で御盛り 
ます 時 じは 一日 じと 八 ッもボ ー 
がを 失 ひまず 

夫 ^^1 ン 、ボ！ ^ を 失 ふ 
凌每 •し 原 吿はボ ー 八を 買つ て や 
るの か 

ホ ^ィ 

判事 フ ー ン 、をれ でも 穂吿 
は 満足し；：^ いの か 

妻柯 S もを 物の メ] ン製か 
ライト メジ ト ソンの ブラ クサ ミ 
クが ほか 買つ て吳れ ません、 で 
ぅしても：^ ボ] がの シ八 パ] キ 
ングや ダン & ブプを 買つ て吳れ 
ません 

倒窜 フフ ー ン 、す 供は 幾人 
有る のか 

ホ 一二 人です 


夫 


妻 


ポ. 


-ブス 


.グ一 


.ラ 


! の 形の が 

場面 

田舍の 裁が 所內が お 事 U が 事 
庵’ 夫は 左手 下の 椅 す、 妻 右 
手 椅子 

判事 化の 婦人は 巧吿 の家內 

ち . 

夫 パイ、 餘ら 日じ燒 けて 眞 
黑じ なつて 居らます ので 一寸見 
違へ ましたが ょく 見れば 家內じ 
阳 違を ません。 

巧 事フ！ ン自 みの 家内の 顏 
見 おれる 程， 原吿は 被吿ど 長い 
間 逢は ねの か、 

ホ パイ 春に な 6 まして 少し 
郊外が 暖 くな b ましてから 恰ど 
逢つ たを は 御座らません； 

判事 フ ー ン巧吿 VJ 截吿は 巧 
日 結婚した のか 
ホ 大正 一年の 十二月 じ 結婚 
しました 

が 事柯を 十二ち じ 結婚した 

のか 

夫を は ゴグフ 3 ! ス がかつ 
て 居 b ますが 其 外の 時 じは、 は 
いを 內が何 …； ： でには しいらん 
ですから、 をでなくて は 結婚す 
る 暇が 有りません 故で 御座い 主 

巧 事 'イ ' rl ン 結婚 後 お吿の 
家庭は 圓滿 でな かつた のか 
夫 一イ 次ぎの 春まで 面白 可 
笑し <暮 しました 
お 事 フフ！ ン をを、 が 後 巧 
かを つため か 

夫 バイ、 ゴ八フ nl スが义 

開きました 

巧 事 パ户] ン 、原を のあ內 
は 時には 家 じ 居る i が 有る のか 
夫 パイ、 時々 蓋の 時 じは 


妻 フオ ■ — ア 


巧事兩 人の k 目を 見て、 

体 巧 人が 正しい のじ や、 お吿は 
一二 人 S を ふし、 被 吿は巧 人 f 吉 
ふが 

夫 -ィ 、一二* < が 化しぅ 抑 座 
います、- を 內はゴ フ ばかち や 
つて 居を ますから、 「フ ホ！ ア」 
ど 云 ふ 言葉 ば ロ ログ セン ナッ テ 
ィ かです 

初 事 パー ン 、子供の 名は 
誰が がけね のか 

夫を 巧が つけ ましね、 マ シ 
. — 、ニ ブー ブック、 スフ！ ン V > み 

L 

が 事 フフー ン 、巧 < 出 ホで 
いる、 被告は 子供を 大事に する 
のか 

ホ 巧 日もス 3 ァ • 々一 ドみ 
持つ て 遊ばせまず 

が 事 フフ！ ン 、お 程 をれ が 
どんな 跋 化を 子供に 輿へ たか 
夫ク ソブキ のく せが 巧 巧 4 
して 殊じ數 字を 胡麻 化す S が レ 
手で 學校 でも 算盤の ホを じ柯瞄 
も吨 かられて います 
巧 事 一 ' J ! ン 、巧 吿は被 集 
ど 一潑じ 同棲した f - がを るの か 
夫 -ィ 、こぅご、 十六^の 
間 じ 十 一 遇 邸な 一緖じ 居ら if 
た、 時々 小言を 言 ひます が 
巧 事 フフ！ ン 、お前が 小き 一 
を 言つ た 時 被 吿は何 ど 言 ふか 
夫 頭を かいて、 今日の ゴ瓜 
ッマ ッチの ス 3! ア W 同し だ <— 

言 ひました 

お 事が 決を をた i いて、 エ 
ヘン、 本宮 はお 吿の 訴訟の か ， t 
離緣を 詔む、 尙ほモ 供は 巧吿財 
取ら、 ゴ V フ n 1 スは被 吿么れ 
をが 管し 被を はを 掃除して をみ 


の ゴ 八 フ n — ス を取ま-^^度を化 

¢>-0 を 命ず 


を-， 一； をん：^ 


'中’ 

‘ -‘. A .」.-. 


Sabro Emy, ivl ひ . 

75 & Park. Ave. 
cor. E, 72 nd St. 

Tel. Butterfield 9324 


DRE ぶ .YOSH 

222 W. 巧 nd 化 
TgUmiicd ! お 如 


Tl he Japanese Chm む an Association 
1 が 3 W, 143 rti 化 お w む rk C か， Te!. Srdhurst 8 剛 

1 を 道 - 修お释 を 人 本 H 

KANZOOCiURlMD 

214 も gh 化む 的 kl 扔 
Te しむ iang!e が 化 

T.C.TAKAMImd. 

1 巧 Cumberland 化 Brooklyn 
む し G 帅 berisnd 巧 11 

謂！ ! 設 i 養 3 喔 i ! 諸 i 

。巧 錠 、 1 1 會 をち タ 貧を 梦を 

相、 簡備 1 木 水 fcl H を 

談をあ i 幡 1 一一 ご 一な 

«| 

紐 

が 育 主； 午 午 ^ 
ボ巧巧 後晚診 

。おプ パ、 察 

y 街， 黑六九 g 
おバ巧 ブ棠 時 1 々暫 
院 ラ院！ が！ 1 ぶ 
巧ンが 病た 八十 
巧 ドな 巧 ニ！ お 時 

胃 j ；， 診 

貢 トが時 察 

置 y ぉょ 

農 相 ^ 

^ 巧 時 


fC. IWAMOTO, MJX 

114 W. 70 化 St. 

Te!. Trafalgar 035 之 


I Midor; Maisumo ゎ 
38 Post Ave. Cliy 

W. br 巧 お e が 3 ? 


Koike Studio 

730 F が も Ave. 
Cor. 67 曲 St. 
Tel. Circle 4406 


么 A 么 ム厶 AAAA 么 AAA 
まじ 其 お 徵讓日 H 憤 六本 N キ白 上が 大度 諸日營 
す理 他） ニを もを 本格 室 街 •ャ人 ド 现統動 衛本冀 
速 阿 巧审ま b 人 S 家 道 J メ 向町 鹿育爭 顿及課 
誠 事、 吿す好 下 巧 具沿贿 ラグ チ 南 稱喊目 
實じ期 巧を き宿乘 をひン 巧！！ 夏 街 家關洲 
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會藏 柳靑岸 
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室號 がな 九 

四 寸:ミ 四 トン アイ ラブ 電話 

laSHi-AOYAG! CO 
147 - 化 7 W. 42 nd ST. 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

わ t. 6 C & 61 リ s. Telephone Re が nt 2909 
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彭を 時間 
午を 六 時） 八 時 

な 見 ご 一朗 

贺績 きべ ^ ビュ！ 
病院な 戴に かお 時 
熙 がぶ ぴ a 踞は韵 
約 じ驳る 
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ジ 一. R 1 養 互 e 3573 & Schu/ler 養累 
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H 巧 蛮 萬硏を ぁが 
お 楓會タ ぶか お 
链拜說 お タん巧 
木が 斬 構會タ A け 
をを 及び 巧 巧 

午 巧 ニ 巧 

± 施が お會 叉は 
ぷお曾 タ八喊 
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咨お 部、 旅 巧者ぎ 巧 
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銀、 喊 萊巧旋 が、 瑪廣 
媒偽あ 巧の 諸 課を 蘇 
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D •化剛 

も - S t 
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齒巧按 

ま 合 基 

該 を時賴 
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診察 時間 
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巧知な 學 十 
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結裔 脚を 認 
巧 採 常を 許 
を 京 帝大醫 巧火學 
産婆 お 習 科卒策 
I 元池邊 

婆 お本綠 
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で販黃 をし ますを ホに 巧は 
'らず 御用 命 仰 かす ク いませ 
，◎歐 ホを 補が 計。 お 時計 一 巧 
◎寶お 貴を 屬。 嚴製 器具} ま 
◎を 蹄 萬 年 筆。 を 銀製 鉛筆 
◎莖音 器。 レ 3! ド 見本 陳剧 
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出なさい 

時 閒自朝 九 時 至 午後 八 時 
H 幡岛朝 化 時 ま 午後 四時 


靡 脯を認 マッサ！ ジ 

れ務省 免許 
產藥 颊炙臀 

平野 秀子 

带韶モ 三 ユメ ント 10 完 


おき ホ鹽 婦人 
日本人への 英 
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大 n 本お概 八晋盖 八を ま 
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ソン ウ ア^* ラ j 

ケット 版賣 I. 


H 毒、 を报寶 书製类 
御 品、 爆ん お 替飯其 
化 裝筛蟲 



商 まを 術 品 較辖、 
資飾 品、 スト 9 ンダ 
眼紘键 


ぶ M け 


しわ ー ~ を 洋を雜 巧販苗 
'加州； gi 輸出入 稅馳 すが 

K -i お-： 


& I 削. 

0 G d 

d 巧 了 

打 

E 


諸靖柳 鑑搬取 S 

遠 藤 小で 


? 


没み齒々西々强々居々巧々 供 み 您 W 


肿 
0 


紐 育を 命 巧 隙會社 


木を 吉 


旨保險 


を 


こ 


玄 》< YorK L.ifmii£cx-Knvn ご .；. 

ご ChamberbS 广 zew YorkCHy. 
巧 ho 日。 . タ。 rt 》 5 i 288 


をが ノホこ 邮掛サ / 航ぃ必 V 
御台 巧，. タあビ お 話 巧 巧 チ 申 
巧 忠も證 ホで サイ 


h 


♦巧 ♦度 ♦曲 




お 


な留 靑年瑪 想の 膊悚 

日本人 靑年穗 

;呈！ 1 苗. ぎ 日 arks ロコ- 2 た 


化が お 卸 曾 

お 味穗會 

W E . ニ S 巧- K . y . 巧な 

呈 ぎ YSS ミこ 7 舍 


腿 


d 

旅 


U 

| i | 
Is 

の 當 
K 
U 
Y 


麗 據治攘 

マ ツサ I ジ 、整形 

藥賊呂 、水を、 電 氣治激 

西が 攘院 

ブイ ジオ シラ ピスト 

を認 西が 幸獎 

午 满乂時 3, 午 錢义路 を 

お 張あ療 ニモ 應ジ マス 


洋服 調進 

タタ 1 ニン グ， タす 

ィング、 修禱等 一 域 

ミみ ド 洋服 巧 

化ぶ お 
電話 ライン ランダ— 
六 八 H 0 




0 


巧 かろた 
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総 齡丸山 洋服 歸貪 


乘お 十！ 二 


三 ニニ 


が 藤 
洋服 巧 


^フ^ なご ミ 


一 紐を 新 報 

- 不戳條 約と 

軍備 縮 少の嘗 際 

.'フランス ど アメリカの 巧 誰を 
I 時 騒がたら しめた 不戰條 約の 
綜 結は、 フランスが これを 『倭 
略 的の 煤を J じ 局限し、 先づ米 
佛 巧の 條 めじ 止めん とする じ 反 
して、 アメリカ だ、 B お獨 がの 
大列强 に 適用し、 一 视の化 巧 的 
ホ かが 隙 どい ふ 大きい 範跑の も 
のじ 墳か ぅごした あめ、 一時 恪 
頓 のをで ある？ がかし、 日み ミ 
アメリカ じは ^ — ト 窩か條 のな 
訂の 問题ら あるし、 アメ 9 力 ご 
しても この 巧が 的 やかの 理想に 
進まん ごする 恵 志を 拾て！ 居な 
い 限ら、 本 問題な 巧 魄囚本 固は 
どしても ち 段を をす る 間 題で あ 
ら * つ 0 

過 まの 膝 史的 视 孫よ 心 考察し 
おら じ、 をの 地 巧的關 係よ b な 
る も、 更ら . ぃ閒 ず S 可能 巧を 持 
たない この 兩阁 にして、 旣に條 
約締お 難を ホして 居る ので ある 
から 人帖 、歴史、 留惯を 異にし 
た 他 S 巧强 ，こ、 斯 かる 條約 がを 
易 じ 成な する かは 甚だ 疑問と し 
なければ ならの。 元 よら 巧 想の 
上よ な 見て、 |_ 勘ピ j 國が瓦 じ 
"戦ず をし ないどい ふこ ごを 約 巧 
する のは、 巧 < A 平 かを 熱を す 
' 诗國 家 ごして？ を も お 易く 成立 
一ず べき 問跑 じは 相違；： * ■ い、 併 か： 
- し ホ 法が を 易で もる だけ じ、 こ 
の條 みに- 货巧 難を ホ じす こごは 
想像す る じ 錐くない。 巧、 摩ろ 
巧 かる 約 ホの 前提 として、 ホづ 
列强の 軍備を 縮がず る こごが 、 j 
^ 第 一 S 方法で あちなければ なら I 

ぬ。 

- 想 ふじ 不戰储 約の 如き ものを 
締結し、 人類 八 間に 自然 的なず 
和 熱を のぶが V 養 ふごい ふこ ご 
は、 勿論め 嬰な す践 である、 併 
' か！、 一 閣 がが 装して 牢か をが 
もたん どし で 居る 限ら、 いかな 
る 不戰條 約 も、！ 片 のな ホ 紙 ご 
K る おを のぞい こごは、 適 去の 
歷 かが 明らかに ホし V 、 むる C な 
じ巧强 ごし . ては、 戰 巧が 化 本手 
段で ある 巧備ゴ いふ ものを、 お 
をに 栋 をし • 勘く お、 一 図逊 一 
凶 S 戰 ザを 不ザ能 たらしめ る 程 
； 度に-- れを 縮々 しない 限 眞 
.の ホ 和は 到お赞 現す る もので な 
i い。 今 U までの、 經逝じ 地る；：； 0 
^ らば、 不戰條 約搬お U 比較的 じ 
^ 衞 おであら、 带 施の 協定は、 傑 
: 雜； 従つ ご肉雞 ごじつて ゐ るが 
; 巧で。 は あきを ホめ て實 巧の 副は 
ない こどを する よち も、 寧ろ 极 
齡且 S ソ阳 難なる 問 超を が 巧し、 
をむ をが おたらしむ るの 贊策。 
る こどを か ' ぇを である。 

おじ ア >. リカ 誌 曾を 驚かし'、 

励 段を してが 巧の 奴晚會 をホゼ 
しめ、 巧界 S 猫 疑を 巧 ひ 勺、 あ 
るかく、 アメリカの 端 曾には 政 
; お 案 どして、 頗る 膨大なる お 巧 '' 
捣が榮 か 提出 をれ、 お 軍部 內ん 
が 力を-レは 公が 将 巧の 英ホ獻 ず 
' を 叫んで 居る 人 も ある。 ア メリ 
力の 满替 か、 お：、 て 巧 かる 大巧 
: がまを お 親す るで ゐら うかは、 
h 冗よ わ 門外漢の 斑 かし 得。 い 問 


趙 であ b 、 一 ホ じお界 的す 觸條 
約を ホ 張す を アメリヵが、 何な 
化ん にがて、 俯 5 大蹤 張を 必 
を ごして 居る ので あ & か、 巧々 
はを の 巧 恵を 誠 解す る じ、 巧し 
む ものである。 ア メリ々 か、 こ 
の 軍脯擁 張の 眞 想を 化 おじ 向つ 
て、 明らか どし ない 吸ら、 列强 


が アメリカ 製の 化 巧が かじ 賴ら 
ホ、 化が どして 喊 陈聯瞄 のをを 
じ . 巧 力す る こ £ は當 巧で あら 
ぅ。 蓋し この 図 隙 聯盟た るや不 
完 をながら も アメリカの 欲す 
る 如き 现想鄉 の 雄設じ 向つ て、 
逝よ 飲を じ 一目 . 6 巧 力して 居る か 
らで をる 0 


關稅の 修正に ほ對 

共和 驚の 下院 領 細が 斯< 言明 


1 VT 


ワシントン 二十 九日 體 n 目 T 
戶ゲ アナ じがて 隅 惟中で ゐる化 
アメリカンを 議 にがては r A ゼ 
ン チン 化 表ょ 9 アメ y 々の 

保護 關稅じ 就いて 質疑な 
岀 して アメリカ 巧を はが 護刚稅 
政 巧が ラテン •アメリカ じ 及ぼ 
ず 影 蠻に關 してな 方釋 明が 力し 
居 一ん 上下 兩院じ も 農树救 
濟 に關聯 して 綱 稅改史 間 題が 論 
溝され やぅ ミして 居る じ 約し、 
カネ ナカ ット贿 選 お 下院 號 員に 
して 與麗 に電 きをなず チル ソン 
巧は W ドの 姑.〜 述べて な斟 して 
居る of アメ y 力の 保譲關 親なる 
ものは、 今更ら 討讓 する をで も 
なく、 アメリカの 國策 W 見る ベ 
きもので あつて、 をの 狀 態れ 變 
化 じがない 時に 率の 上下を ずる 
こどは あるで あらぅ が、 保護 關 
親の 

原則 をの ものに 熟いて を 
や 巧 論議すべき 間 題では ない。 
なに 稅率 にぶ々 の變 をを 及ぼす 
锡 をが 生じ てら、 をの 摇 神は 飽 
まで もが 謹 駒 親を なて j 貫す ベ 
き *^ のでを る。 剖 も辦稅 をの も 
のは、 旣 じか 引で あるから これ 
がな 正 どい ふこ ごじ 就て は飽よ 
でも 化 引の 稱 神を 巧て しなけ わ 
ばなら ない ので ある。 然る •し 今 


や 大統頒 候 捕 者を 選を すべき 

兩 I 罪の 大會 僅かに 四 個 巧 
を 前にして、 關稱 なおを 徙らに 
ロ じを る こごは、 大統領選 擧戰 
ごい ふ 火事を 前 じ 割 お し 得べ 
わらざる もの . J .,、 なさん どもる 
もので みつて 大 統谢戰 にこれ を 
政舰 ごして ず ふこ ご • か、 淹業ぷ 
び 政治 じぶ ぼず 惡豁 響は をに 巧 
等 論 蒲す るの 必娶を 認めない 巧 
に 利ら 城つ じ 脚 題で ある。 蓋し j 
觸稅 改正の かき 轉題 はおら じ、 
こいが お 喪を 認めた 隣ピ雖 、ょ 
< ょくが 潮 機を 利用し ないなら 
ば、 をの 彩 響は ぃ もま もに して 

取 弓 や處楽 じぶ ほず ベく 

先般の 改ぉ 〔で 化 巧 二十 ニ 年〕 

3 巧れ 外の 生產狀 態： し'、 幾を の 
變 化が あ b 従つ て 現 なぞ 少の修 
正を 必要 ごず るら の あるは 事實 
であるが、 現 もの 如き 狀 態の 下 
に 巧 ふは 斷 じて 非で ホる。 旣じ 
が 護 離 稅の穂 神を 遵奉す る 限 *^ 
適 常なる 煤を じ 於て をの】 部を 
修正ず るは - 索 當 であるけれ 典、 
今： n はを の 場を ではない』 を々 
と。 而 して 現 巧 誰會で 行 ‘ U れて 
おる 幾 論は 農が 物の 關稱を 引 上 
げ 、農夫の 化 巧ず る 製造品 徽の 
利率を 引下げ やう こ 云 ふので あ 


英米 共同で 

聚電 外債 

' あく お 立の 見 化み 

本社 東京 時 電の废 報した かく 
泉 巧带燈 は、 かわて 本年 八 巧 期 
限の 米 潰 ニ 千 四 巧 方 ド^ 借替の 
計盡 で、】 應 外資 画 S 內を涉 を 
試みた ので あつたが、 當 崎は 所 
謂お電 、東 力 巧 社 電力 戰 の 最中 
で 投贊阁 はいたぐ これを 

ふし、.； 患競爭 休止の 
働 巧 ごな b 、 這 般のニ 社を 併も 
- 一れ じよつ て 促 遇さけ たこ ミは 
明らか リ事嘗 である。 を こで 魯 
社は、 本 月 十六 n の 合併 承認 總 
爵の可 化 後、 おもに S 務 願滞潑 
赞晋 氏を して、 ニユ ー 3 ! ク • . 

ダ卞 ラン テー • トラ 义ト ♦ n ン 

パ ニー ご 外 憤 引を けの ぶ 式を 涉 
を 開始せ しむる 笠で あるが、 媒 
领は 一徳 ド の 像を である。 を 
の 

が ^ に ついては 、前記， 今 
ャ ラン テー •トラスト 引ぶ 又の 米 

償： 一千 四が 巧ド术 、ロンドン • 

ホブ ィト • ホー グ •トラスト 引 

受けの 巧 憤 S がみ 十万 ゼン ド、 
( 期限 ホ替) 及び 本年 五 巧 期限 
の 懲巧汲 おカ內 憤ぶ 巧巧圓 、を 


韩八千 义が巧 圓の社 償 V】' 借 入 
れを約 お 千万 圓の 償還 整理を 巧 
ひ、 更らじ 本年度の ず電 設備 擴 
張 約 ニモ ニ、 一 こ 円 巧 聴、 をの 他 
の營業 工事 資を じ差當 する もの 
で わる。 を—」 てこれ えで 

外 償は いづれ も i ? 擔 がで 
あつたのを、 今度は 會社 圃定資 
を 巧 あ 底 五 千万 圓中呈 億 圆转巧 
のが 團を 設定して、 これを 擔が 
じ 人れ 化て、 條 がを 巧 利 じ 締結 
しやぅ どす る讓 向で あを。 なほ 
を涉は 米資鹽 ごする ものである 
が、 タが 英米 兩魏 投資 鹽の共 岡 
引 巧 ごなる べき 撰 樵で わる。 


化糸巿 場は 閑散 

がが 孩醬記 宫報吿 
■滿 物な 本 巧が 拖查じ 菊す るが 
を おら 樂ろお 質 向上 期待 じ好毁 
い ょるが、！ 般じ 米阅 なご 共*」 が 
礙閑 撒、 巧 二重は 相 携不變 。紹 
細は お 惑 お 敵" 段に. チリを 四十 ニ 
仙で わる。 ホ 糸 相 塔は あ 弗 一 五 
化、 四が 九 五 仙、 五 巧 及び 四 典 
お 仙で ある。 

日本 株式 相瘍表 

〔大吸 藤本 ビがプ 0 1 力 ー 銀 
朽 お〕 棟 式相踞 〔單 化圆〕 

i 巧 字 一目！. 巧 章 目 
東京 お數 SS ふ 0 S 子ガ 0 






C ミ ty HaH Tea Gsirden 

!7 幻 Nags 在 u St. C'i か 
N が t to tKe Tr あ tine BMg 
Loo Lin Manager 



巧 ホ 巧 
ご 目 了 四十 旧 
巧 目 了 五十 四 


Wing Hing Low ! Quang Gan し OW ; B が m Nom Low j 

む‘1 阳な Resb か ani ： Chinm R 的 burani ； 474 - か h Ave. ! 

32 邮 B' 刖 y, N.Y. Cii» 112 W. 化 化， 化 Cit! i b 。。 8 ル - 29 化 st. I 


DARUMA 

781- 帥* 化 
Tei. B け an け剛 


SHOWA 

53 W が 1 105 St .， 
Tel. Clarkso 打 0981 


The Tokyo Co. 

1 が W . 化 化 化 
flew む rk C み 
Tel. Trafalgar 巧が 


S^KUWAYAMACO. 

114 に 59 比 St . 
New York Ci か 

Phone. Regent JJfy 


College Inn 
3100 Broadw 巧 
Bet. 123rd & 124 化 化 . 
Tel. Nlorni 巧 side 74 巧 


ま自 
午 午 
前 病 

ニ- 4- 

時て 

半時 

開 

巧 


巧 ま 
理那 


I 呂 

マ曜 

4 及 
が 春 t 
采檐隨 

m III 

園 j ご 


Kawasoye Hote ! 
1 が West123nl なけ eh 
Tel Mornin がむ 7 巧 4 


IKUINE 

Hol : el 在 Re が aurant 
313 W. 8 抓！ な . Hew む rk 
Tel. Schuyler 7822 
む We Add 巧な 化! ぶが 



TAIYO 

1 が We が 城 h 化 
Tel. Susquehana 巧 巧 



TOYO mm 


41 E* 1 か h み * 
お i BV 巧 & が li iUe. 
Tel. Aigenquin が 98 




340 W. S か h St. 

Telephone 
Columbus 8882 


(巧 曰 •水) 巧を わ 


SUMMER 

PALACE 

Ml- が h む e • 的 47 化 Si 
NEW YORK 

Ph 邮 e Longa が e 5084 


Japan 

れ I 能 i 邮 Go. 

巧 0 W. 85 化 化 
Te し MicoH おお 



お East 2 が h な wet 
Tel. Lexington 5727 



KINGYO & PET SHOP 

IMPORTER OF 

GOLDF お H 在 長 IRDS 

〇 

動 其 力を 
物 十 種 

一 鳥リ金 
切' 類ャ魚 


瞧 6 刪 おが S 

224 に 5 か h み. 
New York City 

Te しおが が 3 が 0-3481 


DANCING 

4 H W.llS 比 St 

TeL Cathedrsi 4408 Apt 3 


皆 日 里 煎 
ミ. 本 

§ 食 腐 餅 
g 里 累-料 
J ; i P 晶姐卸 


岂ミ r 


小 

切揚賣 



•.か 
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號 二十 二な 四千 一 第 


摄 お を 違な 巧な巧を 巧ジ资 ななを 巧 


【日曜 水】 


n —巧 ニ 年 H 和昭 


まが 巧理 

が 廳を圆 

司 巧 A を 蓮 
出勸 の々 じは 畫飯 
の 御 巧 巧 じ 礎へ 夜 
题禽 席の 御用 じ 巧 
中べ，'- 校 間 巧 奉が 
不變 おおな 願 巧な 
錢上弹 を 內申上 核 


y% S 
ぶ h 

A W9 

F y 

G 帥^ 
Nc が 

A 

H 邮 

§2 

« f ~ A T 

韶 
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誠 i 新を 巧 

本 棲は 瞬 創な ホぞ年 
一意 勉强 化ら 司埋人 
ゼィ 、巧 巧ん 歐廉‘ 
相變ら ホ 腐 前を 見せ 
て 居まず。 然る じ 現 
- 在を 街ち おじめて を 
本 樓巧理 、を 雇人れ 
たる 如 S : 眞吿 をな し 
居る もを 巧巧跟 じな 

誘 

度/、 日を、 謹 賢の 御 
尤 ホを を满 致します 
'新を 化 ‘ 

主人 謹啓 


マき 燒 

ホ じ 御 料理 



美が じ-!】 て 巧が 

£1 ni 蘭樓 

PV な 


を 巧の 御嗜 がに 適ム 
樣な美 ホの 御 巧理を 

i 骇穫 

致します か. ぅ賴 々飼 
ホ ホを 願 ひます- 

.SMI 

威 揃 ひの 巧 巧ん 數を 
が 日み A 諸ち の嗜巧 
じ 適する 巧 巧を 差 上 
ます。 朝 H 時を 開店 
(な ホ 五 T 目 サブ 
停窜 海の 下) 


日本食 料 品 類 及 ぴ雜貨 類 卸ル賣 
ホ么ま 大巧 柳 桑 山蘭會 
新刊 害 籍雜誌 小間物 H 巧晶 を 種 

每夕九 時を を 業 

日 ks 東京 商會 

'書綺 巧な 巧 贷 グ ー ム旨 炊の 便 あ も 
トク ンク 巧ら ます 


ステ*— ムヒ 1 


ブト 7 タ 


巧 人 お樂部 闻曲亭 

58 ジ nds St . SrD 童 n . N . Y . 

ジ ニ riaiigle 74 ゴ 

▲淸 お、 親斌 、氣樂 n ! ニ 链マ 

勢州舘 

が お 事 お 久蹈榮 作 

: だ 5 K . 58 th S す eet 
ジ 一. Re 巧 ni だち 

岩 旧旅雜 

•江川 作 一 
so で si 1 置 Street , 
Tel . 巧ち vesan ニ 351 


一力 旅舘 なめ 

•帝鹽 旅 縮— 

1 を W . 雲 St . 京ゴ ご fk 
す 一 M ミち eha ミ a WS 10 

織 育 旅館 罩 奥— 

東 四十 了 目 ニ 醒ニ讓 
ぎ Ca 星 cnia 置艺 


ボストン 帝 

富 壬 旅 舘大浦 未を 

基 巧 ミ 含 ster Si •す si 呈 ま ass . 

ぶ L B J . 舍 75 

住み 必 地ょ き淸 潔なる 毒. 

§了 {がな 林 巧 か 

一 這 L 資 一 コ嘗こ ve . 

す 一. i . Sq . 送 21 

費府 御旅 纔 

桑 山 淸お郡 

さ 8 資量 9 th St . P 至 lade 韋 ia す‘ 
TeL gn 瓦 7231 


細刪 
y 


化 


設備な 善、 廊 利の 
料理人、 調理は 日 
本人 おき 

j 請 I 歸 桃李 蘭 

の 綱；^ 御が 巧を 擠 つて 
T -居らます 


御旅 舘 河 L 感添 


削 煮が U 御旅 舘 

t 資 を 巧 

与 移 巧 弟 

姑 育 ホ 西 八十 八 了 目 一二-一二 
あ話ス 々イブ 1 と 八 ニニ 


新 蘭 業， 

腕利きの 巧 理んが 日本人 諸君の 嗜巧じ 適 
すを 料理を 差 上げまず 

|娜 頭 和 園 

を 居の 前、 芝居 絲らの 御 集らに 最も 適當 
の 壌 巧です 是非 御 蟲負じ 願 ひます 


酱油 難 f 白米 

日本 米 鱗 食料 轟觀 5 職。 齡館 

巧 巧醬轴 株式 會社 東が 一手 賣蝴巧 

日本 食料品商 會 


超の が烧 わい しい 鄉炼 

曾庸鄉 料理 

, JM 喉 伯 ホ 構 ， P 

. 叮嗤倘 化- 驻化乂 勉強 一， 


高等 御旅 舘 

昭 和 

會應御 料理 


ホ 上 金魚 巧 

9 ち 巧 或 h Uve こ N 望す rk 夏. 
さ i 百を ニ 7 ち 


紐 育 唯一の 日本 宫貨店 

片桐 兄弟 賴會 

スマ ドレ •プ 0 ダク ッ 一ず 販資元 


舞雖 脚ん— 

►社 あ ダンス A 

►表 猶ホ操 A 



了 寧 
親切 


執 十阴ョ ，お 十一 時 

もヤ タフ* ダン シ 

ン グ顿範 學校卒 

.と 杉 タマ 


だ。 だが、 淋しい。 俺は 泣いて 
在る。 巧 H は 吹雪 だつじ。 

ネ H は 輝 やく 晴天で ぁる， を 
は ホ だ 盛い。 今は を だ。 欠み も 巧 
い、 かして 惡 くじい。 俺達け、 
君の 屍 ホの 上に、 熟 ど 化の 燃 ゆ 
る巧阔 を、 打ち立て るんだ。 を 
うして、 これが、 化の ア ー ノ' ル 
ド •ホフマンめ 個人 弦。 ので も 
る 0 


名所* ホ蹟 ，巧廳 巧 他を 物 



S . 夏妄 A , 32 Bunker 呈 I ま.， 
臺巷 芭一产 互 d . . 
ぶ！. ミ ATTSViLLm ニ芸 W 


曰 


あ 話グラ 1 アン ト 

八 0と 化） 八 八と 一二 

轉 長 

が 胥 お. 西 四十 四 T 眉 
一二 一! 一一 八を 
ニ 磨) 


ま 店 

吾 Giai 畳 i す ？ 量を 三. T . 
ヴ 一 B 置 ま I ニ含薑 
ホ 巧す S - F . K . 塞0. 


眞 面目なる ホ 職河胞 じ確實 
なる 磯 叢 お 罔 礎す 

宮羯 事務所 

紐 育 市 巧 四十 ニ 了 目な 化 一を 


電 

話 


ブライアン. ト 


とおん と 
化 ホ 化 八 


ロスアンゼルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

ニ S San Pedro SI . Los A 這 e 一英， Cal . 


シャトル 巿 

Np 旅纔 

3 累-巧 h A さ .wp seatttF ミ h . 

停車 琪お 通を ご IT 左側 ホ 階 建 
H 本 巧 船 切符 取扱 波戶場 送迎 


廚業瞄 お中必 、総領事 お、 B 本 
截船奠 化 銀 わ 大會社 近き お 巧 

を 港 小 パ ホ テ 八 

純 日本食 (特別 間 あち) 

御 一報み 溝 自動車 御 出 迎申上 巧 

巧ニ薑 ornia 資こ S 当で ancis 呂， 

木 旧 が 1 ミン グ 

1007 3 rd II ま’ 覃 ‘ 59 & 芸 th Sire を 
ジ le を one 京 巧 瓦 苦 27 


總選擧 


( ニ〕 金な ' 

♦なの T 面が 出來； いけ 總が 
たろ の 巧 格かぃ ょい。 乂 養が S を 
の 女婿で あつじ ら、 煩の やう じ 
乂 が じを を 作を 力が ゎつ たら、 
たうのを じ 總理大 むじな つて ゐ 
じか も 知れ じい、 S 十る たら 中 
の、 國民滿 らニ巧 八十を じ U ら 
得た かも 知れ じい、 惜しい こ*」 

じ、 彼は 一二 遙の贿 さんでは。 か 
つた。 

♦出 中が 敌 ぶを 總が じじ b 、 

巧 巧の 異論が あ b た •がら、 をに 
巧 お 城で ゎ b 巧た のは、 彼む の 
ん物 のがら したる と ころ だ-か、 

村 時 じを をが b 得る 力の ある こ 
ごら 巧へ；：* い。 久お 巧を 巧が、 
彼を 梭 パる ごか、 援 けない ごか 
乾 耕を 街が でう ずる どかい ふ 化 
がは 別 どして、 をが ある 政ぶ 會 
の 化帶を おも 巧る 物質的 能々 の 
ある' _ とが、 巧 中を 激 なのが モ 
じを 座 さしてを ぐ 所に である。 

♦絶 選 舉の懼 みで ある、 第一 
はを、 躲 二には な 策 だ。 な權を 
挺つ てな* かを かで、 巧 附の集 
ま 6 が 違 ふ。 だから 政權を 握つ 
てゐ なけむ ば ごい ふ。 民を 轟が 
弱腰 い ••'の もを のな やみから でを 
b 、 政 友會が 內閣自 を 論 も、 を 
の必 おじみ か；，， ら U い。 

♦陽性のを ぶ 宵 陰性の 民政 黨 
- 人、 をの 巧い ごころ じ ホる。 を 
I ぶを U 巧 幹 派で ぁゥ 、巧な 黨は 

^巧巧おだ ホは がず 的で、 

'化 方は 進步 的、 民 か黨バ 改進 黨 
の 昔 か.， つ、 'ソ イカ ラの 議論を が 
タ< 、、巧 タ會 .U 自 ホ 鶏の 昔 よら 
江 t 化 だ、 换 •しな 灌黨 あは 溝 論 


ろい ろ 

くて 何の 己れ が 黨首哉 

を 巧 ごぶ、 自も 藻は 議論よ らも 
實柯 だ。 

♦ - 方 rj 轉 薄、 一方は m 晤、 

つは 潘 情で ホ b 、 一 。 渡 精 だ 
をのた めじ 死す、' ごい ふのは 自 
由黨 系に ずぃ。 加 藤は 化が 十 年 
じして、 天 T を 握つ ただけ じ、 
将な滿 面で ぁつじ。 得 息に 醉ふ 
たかの 嫌 ひさへ ゎつ レ。 人が 登 
用に 當 つても、 巧ん. V 」 獨 颜でゐ 
つた。 けれで も、 人 拳 巧 段の 跡 
を かへ b みる ご、 無難 ごい ふ ホ 
けで、 飛 離 的 U お 色の お ホ ごい 
ふらのは 搜 '，、ない、 柩 おの コチ 
コチの 官據 A を廣伴 一郎を 滿鐵 
化 技-— しじを た b 如 料 かど 思は 
せる 0 

♦如 藤が を閣じ 時を 得 顔に、 
天下の がを 壽 ぶ，.、 ころ、- 將み 
化り 巧 骨 姑る！ の悲涙 じくる； 
もの、 决 して 觀 なし ごせず。 旧 
中が お 惟 じ 偏ず るは で、 諸け 巧 
賞 じ 忠なるは I 巧むべし VI する も 
をのむ 樂 じぶ も义 れぱ恕 すべき 
点が ホる ごい はれ やぅ。 

♦今日の 政 黨は欧 巧 じよつ て 
集まる とい ふよ 6 は、 人 じ 集ま 
b 黨じ 集まる、 d いつた ホが よ 
:> 、戰驛 時 巧 じ 諸 おみを 養 ひ、 
論 巧 わ 賞を 明か じせる と 何等 完 
らぶ ごころ はない。 黨 人は をの 
巧に よ.。 て大民 ごぃ* ら 、政務官 
とたち、 關を 長ち V - なる。 

♦寨れ 麗賣の 巧 採は 責 ぃ し 
と する も 『総 踩 大事』 ど 巧 性を 
失な つた、 む 事は 酌 墓の 余地が る 
らう 0 

み 凹 中 威を 巧 はれ や、 ごい ふ 


のは 事 宵で ゎる。 黨 員に 游は 《 
から、 ごい ふ ものが ある。 これ 
はたし かじ 眞巧 だ。 谋が 巧さん 
じ。 るまで じは、 數 回の 總選舉 
を やつて おる。 をの 工面から 巧 
から、 原の 息の か i らの诬 中が 
ない ごい ふ、 ニな 八十 名 だから 
こを 一糸 乱れずに 巧 動した。 旧 
中は まだ 一巧 も 總選擧 を やつて 

むだ。 

♦摹磯 總哲を 動かを ね どい ふ 
のは、 上 山の 首を 減る のが 至難 
だ ごいん ょら も 後巧艱 じある、 
v > 見るべき だ。 巧 も 巧 もとい ふ 一 
自薦 他薦の お督お 補を 如何にす. 
るか。 やら やう じょつ ては 紛糾 
する。 を こで をつ どして おく、 
つまな 上 山は 巧を 地帶の やうな 
もい'、 を こじ 立つ て & れば 礫き 
殺される 必 配：：* し。 

♦ i 切は 總選擧 後 じ、' どい ふ 
のが 本 當の化 だら う。 だから 盤 
滯 f る、 斷乎 ごして やれ、 ど 
つても やれない 奉惊 はこ I じあ 
る、 お 婿さん のな やみで あら、 
小姑の 煩 さいこ ど、 わ 婿さん じ 

つて 見て 始めて をの ホが ゎか 
る 0 

♦澄 ロは どうか、 舊 憲政 ご、 
舊ぶ黨 どを しつく b 顧を させる 
には、 M 必一か と 巧かず ども、 
威を がわ はれる じは、 これら 矢 
張 b- 綴 選 擧をや V, てから だ。 加 
藤は す 入 氣な巧 だつ たが、 獨斷 
專 わで ビシ ，一- やつでの けた 0 
のけられ たを 云 ふのは、 をのを 
の 力」' であ.- =:.、 數 巧の 總選擧 を 
やつた お蔭で ある。 旧 中 も濱ロ 
もこい からだ。 巧 ホ ごも じ、 區 
劃 整 濁を やつねば か b で、 まだ 
が 礎 工事に か i ら ない、 冗 事は 
ぶ 礎 工事め を、 郎も總 速 擧》 後 
ご、‘ ふこ とになる。 


れて をる 巧 調の、 御 ィス やブー 
プタを 照らし、 まま も顏で わる'' 
しかし， お 部屋には まだ 巧 等の 
披飾 もない。 これは やがてが わ 
宮を迎 へられて 後、 かの が宜身 
の 御 趣 おにょ つて 裝飾 する 棟 ど 
の 殿下の 御必 からで ある ど 承は 
る。 尙ほわ 二階 じは 御黨 庫、 御 
廣閲 、御寢 所 等が あ b 、 御殿の 
後方には H 本 風の 建物が あるが 
これけ 倚 女尊の 詰 所と なる は 中 
である VJ 0 

勞農 ロシア 

文化 展覽會 

ニ 巧 十 立 H まで 繼績 
'ニユ ] 3 — ク巧 じは 珍ら しい 
勞 農。 シアの 义化展 覽會が 巧 力 
者の 後援を 蹲し、 一二 十日から 西 
五十お1目の巧十九番で開おさ 
れて 居る。 展覽 會は每 H 正午 か 
ら 午後 十 時じ宜 り、 ホる ニ 巧 十 
五 H まし‘ 開暂 をれ、 巧な 現 化の 
ロシア 文化 じ熙 する 講衛 やを 樂 
等が あを 蠻 で、 陳列され たもの 
は带隊 、農業、 産業、 敎育 、勞 
働のを 方廚 はを ょら 農夫の キ細 
エが をら、 小 劇 媛の 模型 等 もを 
る 外、 を仿 P シアの 陶器、 素燒 
等が あつて 非常にが 評を 蹲して 
居る。 この 展覽會 は米繁 商業 會 
證所 及び 對露义 化關係 促進 會の 
ま 體じ浓 る ものである。 


を まけ：：^ が、 をの 中 じ十阳 名の 
婦人が 六 穴の 巧 子を 劇を して 悠 
々ピ尝 選した。 巧 長の 中で も 上 
位じ麼 かれる ブバブ ！ 作 巧。] 
•メ ー ャ ーじ當 選した マ ー ダ 
レット •ビー ダ アン 鱗 や 初めて 
の ホ 巧を どして レッ クス"' ム巿 
じ乘 b 1 んだ エド ッ ー ド •ジ 3 
! ン 夫人の 如きは 鼓 初の ホ刊事 
であ-^、 义巿會 議員 どして、 ち 
子 じ わ £ , f ぬ韋 越しな 政治的ず 
腕を 輝つ 了 居る。 面白：. こどに 
はみ 壊を 持つ て おる 女 お 長さん 
は、 何れもを のみ 磯が ホ 長 夫人 
の 役割 b を 努めて、 わを さんじ 
巧 巧ん 巧が 大きい ごの こどで あ 


秩父嘗 の 御結瓣 式け 

ホ 坂 離宮で 盛大に 

妃の宮 おを りの 報に 國を 擧げて 
の 慶び— 大使 三 かは み 巧 じ歸朝 


を々 秋 父ち 內親 主に 勸詳ぁ b 
しか 半 節 子姬の 父君で ぁ &お弁 
大 化夫娶 等は 五月 下旬 乃至 六 丹 
上 かじは 

翩國へ 歸朔 と 内定して 居 

るが、 この 蓄 び.^ 獲ぶ された H 
國ピおを-5的と仰がれ給ふ、 秩 
父宮 で 化を 契 ぎら せじ まふべ 
き、 がのを の 御 的を i いふ 慶び I 
_ のを 報は、 新 をん 慶福. ぞい やが 
i 上に もを ねる もので わるが、 わ' 
けて、 殿す のがは します お 町 御 
殿では 元 且^ 巧 y め r つて ホた 
除*:*>もなト-' おがきの人々をが 
め 御殿のを 化 者 巧は、 たぐを は 
を U どして、 やがて ホるべき わ 
興 人い のりの、 わぅ はさで もも 
きつて 居る。 父 巧內 あや 溃瞬離 
みで も 

喜を は 0 か -^ 深 < 、『松 
ホ大 化の み 娘 U ら —— ぁの わ 立 
お^わカ？^ら、 はんごじこの上 
ない 御良綠 だ』 ごは しやぎ 立 七 
を內廣 巧ち も 『これで おお も大 
をむ、 略れ て お 茜 ひの 巧を をに 
できる：：： もを づいロ 誘です」 ど 
皆ホツ どして、 電荷を ト した 樣 
がるい 颜 をして おる。 一巧と 


B の 朝、 踞 下：.： けぃつ もの 如く 
み 時 過ぎ 御 起床 後、 御拜 遊ば ク 
ぃ。】 通を ボ內 のぞ 新聞を 御覧 
遊 じされた どの 事で あるか、 や 
がて 午前 八 時半 御 お 巧、 聯隊へ 
御 出勤 遊ばされ たが、 正午 過ぎ 
御歸 邸、 麻 巧 天ホ敎 會じ擧 げら 
れ る奥网 大使み 藤の 

結婚式 じ頗 ませられ をれ 
ょ b 明治神宮 外苑のを 大掛 早大 
の ラグ ビ ー 競技を 御覽 遊ばされ 
た。 宮 灰では これから 底 も 御 
慶 ホの 举條じ 化 も か！ ら ねばな 

ぬが、 抑慶 をはを < て 、陽春 
一二 四 巧 取、 あるひは 御 都合 次第 
じょ b 、 化 巧 頃 VJ なる かもしれ 
ないどい はれて なる。 しかし 秋 
じ d 御大 禮 もを つて、 巧廷 では 
制 だがしい 事 どて、 なるべく 春 
じどの 御を 巧で ある。 爾陛ド じ 
はを を 巧 おち 頃を 城に 御 引き 移 
h の 事 どなる ので、 殿 ドの 御 結 
媽式は兩陛ド御ひき移ら後、 ホ 
阪 離を にがて 盛大に 擧 巧され る 
事 ど る だら ぅとい ふ。 ホ 阪離 
皆は 先年 殿下が 御 お 年式を 擧げ 
られた 事 もを b 、 もつ ごら 

適當 な御媒 所で あるが、 


もし 離宮で 巧 はれない 時は、 霞 
ヶ細 離宮に おいて、 御 お 巧の 事 
片 J ならぅ ご。 而 して 御 婚約の 街 
巧ぞじ、 'あらじ春輝か^:^秩父宮 
の 表 町 御殿 じは、 同 御殿 御が 築 
じ當 つて、 旣じ 化の 宮の 御室が 
設けられて & る。 やがて おの 宮 
の わ 姿を を こじ 群すべき 御宰は 
階上の お 面した 凡を 二十 疊敷ほ 

ち 巧 的 離婚 失敗 

クブ ，.ゲラン ドの 戶ム マ^ 
夫婦け、 3 ン パこネ ホ— ト> 
デ ゲォ！ マ (ぶを の 離婚) 即 
も 夫婦 相を の 義務を ごくが、 
同じを じ 離婚 後ら すむ 約束で 
ァゥ ィング お 事の 手で 假 離婚 
の手績 きをして 居た が、 結局 
ミ 十 H の 實驗の 結を、 このが 
驗 離婚 じを 輿、 離婚を ご らお 
じした が、 同 夫婦は 假 離婚の 
間は 夫は 家 まとして 妻 君は 女 
中 化理の 家政 支配人 どして 働 
いて ホた ので あると。 


洁盡の 一夜を 

津旧 義塾へ 

み曜 H じ リヴ オリで 
義じ ホテル •ネ ザ！ ランドの 
商贊 初め 當 け、 マネ ー デメント 
を 化を がの 婦人 連で 則を けこれ 
が純剌 益を 津曲義 藝お十 巧 弗の 
復興 费じ 寄附した 津旧 義塾な 興 
委員 曾では、 ゲ アン ダ！ 9 ップ 
夫 入を 委員' 技 どして おえす 活動 
しつ {ぁる：？，ホるを歷リの巧半 
から リゲ オタ 虜 場で クロ^ タア 
スヮンソン 媛の 巧映蠢 『雨』 を 
引受け、 當巧 劇淺の 案み 人から 
總 ては 社を 界の 婦人 連が 引受け 
をの 純利 益を 義塾の な 興 費じ酱 
附 する こご： なら 

ゥキ ブ •ダン メ八 •、、、ツチ ゴ 

术 夫人を 委封長 じ フランク 9 
ン •りー ズゲユ かト ホ 妻、 ア 
レキ サンダ— ® チゾン 氏 夫妻 
興 他社を あの 名 ± を パトロン 
どして 目下 切符の 寶棚 きじ 忙 
殺さいて 居る。 

當 がは 劇壞 けで ぉ菓子ぶ 化も賣 
る 堂で 致 近の 義塾を 撮した 巧壽 
專も ある。 巧 巧は 巧黨場 乃ず 東 
四十 八 了 目 二十 化 香の プ！ ン 
ダ キア I 壊の 許に 中 込まれね い 
とのこ ご で をる。 


どの 御 洋室で、 かねて 殿 ドの 御 
內盧 をもぅ かがつ ブ 設計の 內じ 
が へられて 在 じ ものである。 を 
の 御 部屋は 應按間 一つを へだて 
て 殿下の 

御 部屋 と 隣ら—' てを ち、 
巧を の 陽 ざしは ザを き あげられ 
た タ—ク •クリ — ンのフ 々 
どした 力— テンの 間から、 が處 
一巧に 流れ こんで、 おじ 整 へら 


かの 市長さん 

與巧 十四 人 

豪勢な お 踏のを 巧 
日本で 婦人 渗政權 運動と か 阿 
んくか 一友つ て 居る 間 じ、 ィ ゲリ 
ス では 一足 も 二足 も 先 じ 失敬し 
て 堂々 たる 女 巧 長さん が 巧會で 
長廣 をを 揮つ て 居る。 最近 ィン 

グランド V - ゥゴ 1 ルス じ 直つ て 

施 わされた ボ を選擧 じは、 保 ホ 
黨 、自由な、 勞慟黨 等のを 派が 
入 b 乱れて 大激戰 を 溃じわ 結 お 
ミ 貝 十と 名の 新 お 長が 勝名乘 > 


コモ；* アで 

溫川ホ 妻の 舞踊. 

米 人の 間に H 本の 舞 踰や萬 劇 
を 紹介して 知られて 居る 溫川道 
太 郞巧ホ 妻な アメリカン •クリ 
ブリォン 協會 の丰權 でを 嚴日午 

後 ホ テが •コモ ド] アのク クン 
ド •ホ^ — 八 八" ムじ H 本の 舞ち 

やな 言を 始め どし S ホ 線 ど 月 琴 
の 合奏を 試む るみ。 ■ 


擧童 作品の 積 お 

紐脊 日本ん 會を 務部遙 集の 本 
邦學 量の 手工 扉、 繪書其 化 のが 
品は 愈々 大晦 U に橫 澄を お化し 
じ. ハナ マ 線の 郵船 飛鳥 化で 積 お 
した ごい ふま 內が をつ じから、 
ニ H 初 巧には 細 育 じ 着く で をら 
ぅし、 を 展覧に 就て は 旣じ武 か 

の キャンプ •フワ 卞 1 •ガ！ 八鹽 

から 是非 展覺 會を關 いて 吳れど 
の 申を が あつたので 繼て 日本人 
會 理事 會じ 附議され る ££ なら 
う。 お ほかを 育 巧 V のを 渉 選 他 
じ關 しては 追て 詳報せ む。 


讀 者の コラム 

ホフマン 個人展 


し 


さ 


猶太 郞 君が 死ん だんで、 俺は 
死 面を 作った。 巧の 死 面は ホフ 
マンの 筆で、 池繪の 横圖を 作つ 
た。 見て おれ。 君の 骨壺ら ある 
香爐も ある、 題して々 メン どい 
ふみだ。 でう だ 笑つ て吳れ 、を 
うして 後に 錢 っむ 俺達の 泣 顔を 
見て 吳れ。 

力 ィン、 でう だ 題が、 好 いぢ 
やなぃ か、 假 巧.；：* の だ。 備 達の 
肉眼で みえる お，/」、 みえない を 
'ど f 一 ノ區別 だ。 みじヶ ムリ ご 題し 
たのが ゎを。 これ も 君の 事 だ。 
條け繪 と！'. ては 前ち 程に 好かな 
い。 然し 俺達のを 精の がをだ 

一言 じして いへ ば、 化の 二月 
一日 展覽 される ァァノ 八 ド •ホ 
フ マンの 個人展は 君の 屍の 上 こ 
巧 も 立てた、 殿堂な の だ。 を 部 
で 二十 一二 点 ゎる。 がを け や髓業 
師の化 藝ぢや あない。 化 等 かお 
の 一っ、 一つが ■物を 言つ てむ 
る。 をれ は 恰も- 單 春を 前にして 
凍結した 湖水が 溶けて 巧く をで 
ある。 つめ じい。 飽 まで 冷酷で 
ゐ る。 透徹 風で ある。 巧 ホで を 
る 0 

而 かも 紫色、 綠诗 、閃ら め/ 
金色の 淸澄 、不動の 姿を^る。 
をれ が， 彼の 凡てむ の だ。々 L 
ゥ 君の 巧は 無 跌ぢや あな かつた 
あ 達は、 無駄には しな かつた 當 
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貴 令 紳± 向帶革 、白を 

念 

麗 

寶 

石 . 

商 ♦金銀 製 金具 附 各種 


▼癖 里を を あび ホ 送を (無手 あ 巧)* か函 
巧替賣 買、 荷ち 替取铅 取 立、 信 雨 巧 獲 
巧 等 一般 銀 巧 業務 巧 巧 巧に お 巧 可 比 お 

g 賊臺灣 銀行— お 張 巧 

本庙 寧錢臺 化. 

ぞ巧 東を、 橫 巧、 大阪 、神卢 、上 お、 漢 
ロ、 福贿 、厦 巧、 池 頭、 を 巧、 廣 巧、 新 

嘉坡 、タラ バヤ、 スマラン：" タ ビヤ、 ま 買 
— 々が カツ タ 、倫敦 、其 か臺潰 十四 ヶ巧 

一、 資本を 壹穏圓 (全額 拂遂 巧) 

一、 積な を 化 千 六 円 五十 お跑 

內化 本で 巧 U 橫潰 (本な) まま 大阪 
紳 お 區悔下 お 名を 尾 

橫鑽ぶ 金銀 巧— ま 巧 

米廣 をち 巧 = を港羅 巧み ボ巧哇 
其 化 化が を駐 重を 都市 ニぶ 巧及コ レ 
ス肯を お 


縣裏黯 巧？ 玉， 寫玉當 

難 住ぶ 銀 巧 

お (東ち 賴演 、をを 屋 、京都、 神 ロ 
尾ノ 逆、 廢 島、 吳 、柳 ホ、 下ノ關 
がまな 《巧 司ぶ 倉、 苦 松、 惟 多、 义留ホ 等 
■本圃 預金、 鄕里 送金を はおめ 
て 御が 利 进速じ 御な お 巧申展 


本店 朝鮮を 城 

支店 お 張 巧は H 本內 地の 樞耍 都が、 错お 
滿洲 、支那のを 地を び 滞 谋斯德 

觀鮮饌 巧 紐 臂お張 所 

外 園爲穩 一般 お 巧裴お 巧々 御 巧 巧 じ 取扱 可 

申と 候 


藤本 證券 會社 

一般 有 化 髓券ノ 質 巧、 引ず、 裳 集 
A を 舗、 ホ ニ 之-一 願 ス^ 一切 ノ をが 

K 藤本 ビル， ロ—々— 銀 巧 

紐 育 お 張 所 


彌强黑 、雑 貧卸诗 

寐げブ う ダ ー ス 


雜巧 陶诞お < 

I ドラィ グ！ ズ卸お 

I 太 洋賓易 採を 會か 

_ ま 巧 ホ お古、 ポストン 


▲度 巧 巧を 等設髓 がを 0 赏这货 巧ん ろは 巧 組 真 
の熟澡現切下寧ゴ共に巧化のをゴ卞る處でザ 
▲を 抽 太平洋 航路 一二 等設糖 ロを 部す がか 吸 度み 
施し 生し む、 みに 沙ポ按 のか さは 巧 謂 ダ Is 
ス トサ— ド 又は スチユ デント タラ ッスな 上の 

復盧 備 へて 居リ ミず 

® を 港 出帆 ホ/^ グ經お 【生 午 お 帆】 
大巧 化 ニ 巧 十で H 
天洋 化- 二ち 化 九日 

コレァ 兄 云 巧 十五 日 

をが 化 -1 ニ 巧 化 一日 
西 比 利亞乂 四月 十】 日， 


® シアトル 出帆 〔午 荫十時 お 帆】 
镇濱か 二ち 乂曰 
加贊 '化 ご 貝 一一一 H 
伊豫— 化— 一一 頁十呂 

@を 巧發 日本 巧 出 机 

箱峭お 二月 甘 五日 
白山 か 一一 頁 十日 
AM 青 お 軌坦妄 馬 おを 日本 お貨场 殺— ち ニ 固 
A 截道切 巧 磨 導 券 其 化 萬を 御 被を じ 御 おがを 炸 
◄を 酉 泽大菊 結を ホ 乘お切 巧裤愧 をに お 計ます 


クナメ i の特を 

H 本人め お 買物 じは 特別 あ 員を 愚き 無 
转 で！* 巧を 升 電話 文は わ 手紙み 第 御 
訪闡 して 御 促宜を 計を 初めての お ホ じ 
載； しては 轉 じを 意 致しまず から 是非 お 
ホ 寄ら 願 ひず、 ホみ 配達は か 論 H 本 其 
値を 地 おの お 荷物 發 送は 當モで 致し ホ 

.レ 3 ン ワナメ . ！ 力. . — 


晚杳坡 每ニ週 一巧 出帆 

▲ エ ム ブレス 巧 施な 三 T 呂 0 お) 

二月 廿五 H 

▲エム プレス 加を 太 (吴 •正 呂哦) 

一二 巧 十と H 

▲で ム プレス 繁巧亞 ニ ろ， 室 0 嚷】 

四月と 日 

A ェム プレス 西細亞 0 ニろ 呂 巧) 

四巧廿 六日 
一等， 二等、 一二 等 及び 下等 客 設備 
爲大 、善 お、 最 快走 S を ホが 巧 船 


日本 郵觸會 を (お ニを 溝道會 社) 

化理巧 巧禍化 弟商會 

粟 革、 乘 船切爵 並に 小銜物 運送 御 犀利 じお褒 をし よす 


シアトル お 帆 (キ前 十 時) 
わ ふ- ゥか化 ニ巧サ 九：：： 
ぁらび や 化 ご 一月 十 H 日 
ばりず か (坡 落は 贼) ニ 巧 十 化 日 
>■ 1 等橫濱 一丸 五 ホ 

化し ばり， プ あろん ごん もは 一 五 五 邦 
►一二 等 日本が 置 五 巧ぎ 室 おかを‘ 琴 族 室を 數 
マ 御が 導に 依り 一等 割が せ複 切巧漫 巧を 巧 板 

ロスアンゼルス お 帆 (午後 一二 時) 
らぷら た 化 一二 巧 二日 
さんと すか 四 巧 S 日 
► I 事 横濱ニ 一二 0 巧 化は わい 化を じら 化 表 巧 
ザ 傳別 一二 筆 日本 巧 五十 九 お ►一二 等 目 本 おち 十五 弗 
でを 港 羅巧巧 漁を が符媛 事勞嚴 入御 幹旋 化リ馆 
マ 糾育辕 X ナマ經 お B 本ち 那巧 貨物船 月 一巧 


日本 陶撼 器雜賞 
ラム プ卸賣 

奈良 貿易 蘭會 


リ本陶 嚴麗雜 皆 類卸寶 

ホ 元ブ タザ！ ス 


H 本 裳 服 反物 キ モノ 
テ i ブん クロ 1 ス類 

諸雜貨 卸商， 

驚 日本— ゾ商會 

特 别廉滔 でた 懸强巧 流 巧は を 巧の 持を 


靖 々勉强 巧 化 御 引 立 驗と候 

鞠. 嚇器雜 貨卸寶 

# 阳廊會 


n 本陶 麗雜貨 
ドラィ グ ー ツ ぉ販賣 

能 贼巧木 桃 ザ 組 

MOO 产 MOMO 201 , CO ，， Inc . j 
一黄 - E •一 ミ h S 产， N . Y •ぎぎ yint 8 品 5-6-7 


八 イカ ラな 紳± は 

立派を ぶ しまず 

ホれ は 宜く身 じを ひ、 君 掛けは をく、 を 
L て お ホを ょ b もを 待 もす る 事を 知つ て 
るか ふです-^ 弊 巧け タ數 U ホ 紳± の 御用 
をを クて 居ます。 

=: 化嗔吿 じて 彻巧化 方には 

六を 剧 引を しま f リ 
厥 注を の 奈何 じ 係 はら や 鬼 も 巧！ 巧 ホて 
見て 了 ごい 

ゥぶ ルヵー エンド フロ リオず 服を 

夏場 ダ 1 ム 向き 

今回 ± 記の 處じ 移轉し H 本 あび 獨 逸製玩 
具、 雜貨 々び 陶器 お 窠夏模 おき おを 部 取 
揃へ 陳列して 居ます から 御來 紐の 節は 是 
非 御 立 嘗も御 一覽を 願ます 

子 — デル エンド シ厶 ノル 
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資本金 亮 な 圓 
拂这巧 資本を 六 千 巧 腰 
か な を ； 立 平 八 巧 四が 巧圆 

偷岐ご 一井 銀行— 支店 

本 巧 策 京 ホ n 本 橋 摇本ぞ お 町 五 巧 地一號 
す 巧 ル 巧 日本 橋 化の 內 ( 窄を 梅演 
を ホ 崖 巧が 大殷巧 (大阪 ) 神戶 
演な下 關巧司 お化活 岡な 巧 

1 1 1 ■; 

輸出入 爲替’ 電信 送を’ ホ 送を’ 旅 巧 信用が 
巧棠 信用 狀其 化- 般を巧 業 

人 餅 誠 S 義銀巧 f ま 巧 

鄕お 送を" 日本を 地 無ず お 巧； 迅速 取扱 
本 巧 預金 (を 期 通知 ノニ 蹄〕 御 使 巧 取扱 
本 ま 巧 まを (本な〕、 乂 お、 神戶 、京邵 
巧 化 地名 も 雇、 小 梅、 上が、 槪致 


了 寧の 即 刷と 棉 巧なる 化 上げ 

時日の 理速ピ 確 貸な 校正を が 謡 

印刷は 紐 育 新報 社へ 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九- 0 

わ 間違^な く 新報へ 

巧內巧 十と 了 目 十 二番 十 階 目 

東部 じ 於け るが 字 言論 機關の 

雜 威、 吾が 新報を 讀 まの 人な し 

廣吿 は紐脊 新報へ 


時日 ご 月 十 J H 午後 屯 時 開襟 

同 八 時 開演 

人 場 料 一 弗 瓦 十 仙 均一 
場が リヴ アサイド' 一二 四 下目 
イシ タナシ ヨナ 化 ハウス 


同胞 慰を 大演 藝會 

喜劇 『お 白銳 狂言 ニ 幕 
S 曲長嗔 おごり ヴヮ井 オリン 
化 舞 獨唱筆 賣り其 他 

主 權雜育 p 本入會 


.讀需 滯锦屬 




S 營置 郵便 

左記の 郵化 物 當事あ 所 じ 巧 巧 
を 之が 間自 み 御巧訪 下さる か 
おくは は 巧 御 通知 被 下 度 候 
滕巧兼 刷ん 巧 實市今 田を 
衛 ホ 出貞藏 G •ィシ ナリ 
(靜 岡ょり) 加 藤 木 真 次 栗 
巧 親義化 岡を 夫 ゼ ー ムス 
ホ 岩な 川 輝 造化 山 喜み 郞 
ノミ政 太 郞長旧 武夫 野' 殿 
お 助 岡 田 重 一郎 大森竹 化 
でが 型 助 巧 中 ぁき モサド 
メ ま巧郞 H 口中 大脇 美化 發) 
ソマ •トシォ せ 本 (福 岡 巧 

マキ 氏發ー マ 成シタ •たヤ .ビ 

り 橫 井を 藏ブ ー 大お (博 
义 館) が 本 力- 

紐 育 日本人# 

夏 卓 bthst.f Y 冥 三- 
M 呈 置買 蓄 7 


綺麗に 裝餘 された 一 

驾を义 は ニ 室 こ， — ト 

ィン ト 、湯殿 化、 グッチ 寺！ ト 
も あ もます、 室 化 拾が、 H 本紳 
± 、又は 夫婦を じ 貸し 度し 
五君タ だ ご产 1 言 thSt., 

巧を 岩を 星 Jve . & で 畳' 言 y 

r 遇 五乘ぶ 八*、 一 
人 又は ニ 入に 適ず、 
ホ 麓へ 十み タ イム スス 夕ュ卞 *f 
へ廿 五を 電話々 ン バラン ド 蓋 ご 一 
呈是 hst: f 吾黑 歸梅モ 


十五 年の 藤を ぁる 馨 校は 多年め 
經驗 どが 智識を 有する 敎 跡を 聘 
し 旨 動 革 
操 縱な及 
び 運轉を 
の 修得ず 
べき か耍 
な 機鱗韵 
智識を お 
期間に し 
て 最も 能 
寧 あら 徹 
廬 的技絕 

を敎 巧し をが 獲得を お疆し 職業 
ロを も罔旋 します。 



自慟 車運轉 を 機械的 智 
識¥ 個 も 的 じ 教授ず を 
狀お 謡、 就職口 澤 山、 

敎授巧 

十 弗 

晝依兩 巧、 日本 A 歓迎 
敎授 用に. は 新型 クライ 
スラー っこ を 化兩す 



早 川 雪 溯 

今 遇 中ぉ演 

**The Man Who L . a 南 h ち 
畫輿巧 n ニ時兰 十を 
巧 間 n 八 時 一二 十 か 
P 若 LAC 巧 T 苗 EAT 巧 巧 
47 を wt . & 筑 roadway 

謹 吿 

小 ホ 儀是れ まで 日米 時報 ホ 筆 
どして 勤務して 居り ましたが 
今时 都を にょら 其の 職を 辭し 
ましむ、 化て 间社じ おし 今後 
小生の 賓巧ど 義務 ごは 御座い 
ません' 

化 段 辱知 諸を に謀吿 致します 
昭か 一二 年 一巧 廿 

島 森 進^ 


嘴の 人 齋藤總 領事の 昨今 

加を 太の 新閒 からず 轉を 頂戴す 



.ぶ* ぶ fy . 
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J 

水 

曜 
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规 
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辰 
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- 

で 

四 

百 

か 

ニ 
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去年の を 內山淸 さんを 總 

領事 化 巧-. し殘 して 联 いて 『避 ま 
でには を巧歸 るょ」 どな 輕るさ 
じ 巧 化の 紐 巧を が おした 齋藤 
總 領事は 霞々 關を 潜つ じが 最後 
外 巧省內 かの 異動め る 巧：^ 巧 作 
のが おまし （、赫 件に 陛進 する 
ぶ閒 もな く豫 ぶの 巧動ピ あつて 
先づ 支那 披 遊の 旅 じ 上つ た。 が 
I 歸轴 前に 久原房 么助氏 ■巧の 露 
:獨 訪問 化 節に 如は る i ど r ょ b 朽 
! 李 勿々 一巧 ごせに お發 しじ。 す 
j る ご 今 巧は 一巧 二十と H 化 本社 
一策 巧特 おでり 本は 加 祭 太 ごを 化 
j を 巧が する こごを ホ 誰した ご 云 
ふ 報道が あ 6、 是ご 前後して 加 
I を太ト U ント巿 の 新 閒赴化 ぉを 
一から 當 化の 

i 總 領事 おへ 『紐 育 じ泌領 
- 拳たら しず 爵齋藤 巧 巧の 加を わ 
お 御 公 化 巧 命の 說 あち、 眞僞细 
j 何』 ごの 照 巧が あつじ。 なお 說 
一の お 所，」 ォッ タワ 邊 ' W し；- ご 云 
I はれて 居る が、 ±« H - し 樂磕 
I 頓の大 化 縮で も 問題 ごして 居た 
~ しかし ある お 息 通の 語る 所に が 
一れば 『成 おお 獨訪 間の 旅から 歸 
I つて 間もなくで はわ b 齋 藤を 加 
I を 太へ ごは あらさぅな 嘶では あ 
I る けれ 共 まだを 使 じは 鳥渡 早い 
ご 云 ふ 惹見も おやう しおし が 平 
大 化が 化夏歸 朝して 駐英 乂使じ 
轉 ずる 揉；； 6; になれば 黃 I じ输 
致の 參擧 を-し 慾し がられる は必 


定 .亡し 出 挪ホ官 がか 平さん の 跡 
を じむつ て 

華盛頓 じ ホれば ホ 闕骚の 
齋 がさんは なじら 婿 人の ロは わ 
る L 獨ら i がらで 外務 街が つて 
の 不評 巧の 小が 欣一 クンが ホ官 
の 椅子に 着けば 情報部 援 のを 椅 
モも ホる。 のみなら ホす 度 旅 巧 
の 伴侶 ピ なつむ 久お 於け 小她張 
を 氏を 外務をから 引き 擢曼 出し 
た輯 の錢哲 おだから 齋腾 さんの 
入物、 才識 及び 手腕に 着眼して 
重役の 椅 すを 提供ず る 稼 機を 
も 巧して 絕 無では ホるまい I 义 
々がの 御大 典 や 秩父お 殿下の 御 
が 儀。 で じけ 勒 みん 事項のを 務 
も 化 ホて 當か 本省 勸 がご r •る 擦 
な 可能 畦 も あら 化 處增の 人齋藤 
總郎 事の 昨を け 雲 0 山 S 判らむ 
い』 ご云ふ。 何4夫れ巧までじ 
ら船 しな、， でも J よさを ぅな もの 
だ、 しかし 破必 •し 巧 留间胞 か 事 
を考 へて 原る ど 思 ひなが'.' っ 化 某 
が ホ 某に 訊いて 見 しら 『ィ ャ賓 
は德 領事が 歸紐 ずる かしない か 
の々 ヶ をして 居 をんで ね』 どは 
面白い 睹博必 狸の 表示で おる。 
因に 加を 太を 巧絕 新設の 豫奠は 
ホ だ 議會じ 提出され て 居 や 巧る 
四 巧 銷會の 臨時 譲 會じ追 跑を算 
ごして 提出す るか 然ら ざれば 本 
年 十二月の 疆常 講會じ 提出ず る 
の 外は ない。 豫奠の お ホ お 蘭に 
はを 使の なをは あるまい と 言は 
れて 居る。 


が 轉通お 協を 資の 

華府 訪問 

.白 聖舘を 始めを 
國 大使 舘を 歴訪 

旣 報が 肯み齒 述信協 貪々 員 如 
窜が 訪問 闽！ 巧は ビユ レン 巧 
(偷敦 •テ レグ ラブ)、 クラ アク巧 
(神) ザー ゲ キス 氏 (ラ •ナ シヨ 
I ン) アビ ゾ コスタ & (羅 おツリ 
ビ ユナ】 ボニ 夫人；. か 醜。 ダア 
タム) シ 3 片ブ氏 ( 米齒 ゥォ ー 
- A ド哄 、吿 .なが々 段) ブ八ジ 3 r 
- 氏 (加 魚 も モン トリ i ^) 鉛 木 
ーご一郎氏^火巧お巧巧派員) 水が 
I 渉 I ニ 氏 (り 本 常 報 逝 偉恃お 員) 其 
I 他を が 十. 一名 化 半 ベン 停 お 鶴 出 
發盤朗 午前 十が ナシ 3 ナ^プ レ 
I ス供樂 部 八賓を ごじち ニを の自 
； 動 おじを 乗して 化づあ 図を 化 お 
I を 訪問し を 化、 滲 事を 等 ご彷誤 
I お 午 削 十一 時 ザ 白 お舘じ 赴き 大 
I 統領が 帯官室 ドて ホ 憩 同 十一' 時 
:闽十 おか 1 M は クゥ リッジ 巧の 
I プラィ ゲエ！ トヲフ キス-しま 巧 
せられ 懸懲」 握手を を 巧し、 ビ 
ユン ン氏ゴ 大統領 _し 對 して 協 巧 
I 創立の 沿を、 現が を 述べ 新聞 V - 
: 図 巧 問題 この 脚 係、 通信 良 ど 輿 
論 ど S 脚 係を 說 きて あ 火なる 寅 
任の 自覺 シ吿げ 大統領の 高見 か 
一 阿 ごて 化默を 巧ら む どす る クゥ 
リッジ 巧の 脚 ロを 巧が せる じ掛 
; し、 大統領は 微笑 シ湛 えつ i 
: 一 特に 學府を 訪問せ る 諸君の 好 
^ おを な 謝すな。 を 下の 化 r 說 
; かれた るが 如，' 巧： ト 等の 寅 巧 
i は 非常 じ宽乂 でぁる。 予の巧 
一 が 聞な 是は挺 >」 ナシ 3 ナ卢ブ 


i ►ス 巧樂部 じがて 發 表せる が 
如く 國家 社會じ 有害なる 新聞 
の 政策は 動 も すれ だず 巧を 鏡 
孔 せむ どす るの 愤 あち 
ごて 新聞の 性質、 報道 記 拳の 影 
j 響を 述べ. 廣 際ず かの 爲 めじ 貢献 
せらい む J を 驾むど 結び 巧 二十 
みに てを 見を 了ら、 一同 台垂舘 
退去を 直に 獨逸 大使 おに 梟 近 ホ 
なの 大使を 訪問して 巧々 獨 違の 
ぉがを 聽 取し、 午後 一時 華 おが 
踐迪偉 員 協 曾の ホ賓 として 英國 

大巧 ナ， .•五 ヌ -、、 ！ •户ヮ アド 氏 

招待の 午餐 曾 じ 巧し 食後 大使は 
諧 龍を 巧へ つ i プレスと 外を 官 
どの觸係を 1 層親厚^:^らしむべ 
しど 論じた。 午後 一二 時 I 巧は が 
太 巧 大使館 じマグ チノ 大使を 訪 
隅し 巖後じ K 街 ニニ ニ 一番に お 
ホ 大使を 訪 間した。 H 本 大使館 
でけ 大使 夫妻を 始め 渾旧 參事宫 
を 雷 記を 巧び 東鄉 、媒 島、 佐 藤 
を 書記官 ホ斐も 加つ て 接待 じ努 
め 午後 巧 時半】 同 茶 莲じ陪 して 
歡を をへ 午後 五 時 名 殘を惜 みつ 
つ 別 V 吿げ たが、 巧び プレス お 
樂部じ 曾を の 上解國 隨な歸 がの 
をに 上つ む。 


優秀 船 新造 ご 

日米 間 酷 船 

大 をが 務 巧米說 あら 
が 報の かく U 本 郵船 爵社 じが 
て抒 T 述を計 薇を 進めつ i わる 
日米 航路に 化かの 錢秀椒 中 一隻 
は旣 じ長帖 一一; 逆を 触 巧に がて エ 
事に 暮 ずし 居り、 ホ 年 化 巧 進水 
すべ <窮 ニ 船 も间じ C 词を船 所 
じて 巧 年々 ホ 進水す る 巧を じて 
工事を 進む ベ （第 H 船は 昭かガ 


U 


年 六 丹前 後に 橫 あ 船渠 曾 おじて 
お エホを 顺巧橫 潰を 粥閒に 就が 
のをで わるが 現 化の 大洋、 天が 
おが、 コレ ャ 、西 比利亞 のお雙 
中二 隻は化 線に 轉 がせし め 新を 
船 一二 隻ミ酱 船 一二 隻ご 都を 六隻を 
0 て 十二 H 目每じ 一隻が わの 豫 
ぶ計盡 である ど 云 ふ。 而 して 他 
線に 轉 がすべき'」 をら < n レ卞 
西 比 利 盛の ニ 船 じるべく 若し 右 
ニ 船が 横 潰を 港 線ょ b シャト が 
が路に 移る MJ ごじれば 現な のシ 
ャ トルが 竊 船に も變 巧を ホ 中る 
は 勿論 リら わ。 尙ほ 趙船專 おお 
締役大 谷を 巧な お < 視察 旁 巧 格 
を帶 びて ホ 米すべし ごの 說が專 
ら である 0 

yMHMNMh 

♦福 十 政】 氏 ま 巧 帝欠 醫學鄭 
講師、 日本 醫巧 大學敎 巧、 まる 
二十 ニ H 着 お 約 二週間 ホブ分 • 
ロン. モド— ァじ滯 おの ト '渡歐 

♦八 木を み 氏 東 化を 國大 學敎 
授 、去る 廿】 U 着 紐 三月 十 H 頃 
渡 佛の堂 

6 今 W を 治 氏 遞信省 事務を、 
同上 渡英の 普 " 

•森を 太郞巧 東京 美術 學巧敎 
授 、去る 什 六 B 着絳明 二日 西 巧 
歸 朝め 尝 

«大 お 常 喜 巧長曠 騒人 大巧 常 
喜 氏 (五 兰才) は 肺 おじて シ ー ダ 
ユ！ ホス ピ タグ じ 入院し 約 j を 
半 療養中で ぁつたが まる ザと H 
午後 霉時 五み 巧 まじつ き 日本人 
會 では 靈 骸を夾 葬に •酷し 遺 昔を 
鄕里 じ送辭 する 手續 をな つた お 

◊— 


◊ 

I 吕本巧 タ！ が ~ 

◊ ◊ 

濡切紐 育 本局 午後と 時半 
ニ 巧 一日 沙港經 お 
を もを なを 

二月 一二 日 沙港經 を 
蹟漬鬼 


巧® 又 ペシが 成. 


赫澤 庵， 
おの 筋ず 
いかの 爐辛 


化禍 兄弟 蘭會 


パ； クの 中央で 自本 

A 捜 人の。—； クご 

ダー ムじ 好適の 襟 巧 貸 度し を 绍 
の ホは な與 本人 御 ホ 談を色 ふ 
sy 吾 ic すを-三 量 写 N. J. 


キャン ディ 醜 

四十 五 年の 終驗じ 化ら フレン 

乎 •チ In コン— ト 、ホン ボン、^ 

がな 締 b 方 及べ！ キン/ ク を敎搔 
致しまず 每目 午前 十 時 ょら 午を 
十 時 迄 •獨逸 語 じ 堪能、 憐變會 
一等 嘗受郎 

Confectionery Sch 呂 一 • A - R0UP 芦洁ご hird 一一 ま- 






机， 1 が ||.||!|| 、 11.111 I 川 . II. 


.，知み y し 1 、 山み ス が;-- 今 ル 暴.、 I し 




VO しけ , 加 1 14 巧 


巧 虹？ 没な |1な巧 を 巧を 毀 im が 


SATURB が . 巧邮 UARY4 1928 



♦ 


が -- 


二宮 蔚が巧 
i. NIN0MIYA 

277 Broadway 
Tel. Wor 比 0 が 1 


瀬り I 保 隙 蒂巧巧 

比 Segawa, insurance Broker. 
303 Fifth Ave., 

Tel. Caledonia 4101 


巧 困が 藥 株式 會就 M 脅 支店 
Uchidla jTracang し。 • ，も 1C. 

291 呂 road way, 

Te!, Wor 比 巧 76 


島 賛易揀 式鲁殼 1 

S 杠 mia Tradmg Co., Ltd. j 

150 Broadway j 

Telephone Rector 1484 


綠式禽 栽 赤 麾庸會 
Akawo & Co., Ltd., 

2 が F ■ び沁 Ave», 

TeL Caledonia 975S>59 


ホ詹製 おが 蹟 株を 食 お 
Katakura 在 Co., LtcL, 


225 5 化 Avenu み 
TeL Ashland が 46-9229 


に Wldmolio 
Mikimoto PearU 
535 F 报 h Avenue 
TeL Vand が biU 2519 


紐 育 日本人 會 

1 ぉ Jaiian が e A 巧 Qciation 
2 如货 巧け 7 化 Street 
Tel.ColumlJus8876-77 


S 共 株 ま簿社 
巧理巧 
窃 巧琼會 
1 祁お 63 かが , S. Y, C, Tei. Rec お r 巧 84 
Facto け： 2Q8 お vrstm 化し ！ . C 則 


巧 野 銜產巧 ま會な 
Asano Bussan Company 

Room 801-805 
1 o5 Broadwav 


T«L Cortlandt 8047-8052 


大 倉紹雜 育ま 巧 

Ok 地 * a 在 Co パ 
30 Church 託， 

Tcl. CoHlandt 2292-93-94 


P&u! 1C. M* Thomas 

A か。 け t,iog Ccmnsel 
巧巧扣 bune む i 诚巧巧 4 わ mu 化 
Te しお ekmw 69 巧 


常 お 渊疑道 巧 まを 社 
I 辄育事 巧 所 

I Sou 化 Manchuria R. R. Co., 

! Room 2026, Canadian Pacific Bldg. 
I 342 Madison Ave. 

j Tel. Vanderbilt 4135 


H 井 物を 賊會化 
お 育 支店 
Mitsui & Co., 

{65 Broad way, 

Tel. Bowling Green 7520 


义巧 商事 巧 ま 食廚 ; 


Kuhara Trading Co., 
30 Chuirch St., 

TeL Co け landt 4550 


巧ホ會 社ち ホ 巧 巧 
が 育 支な 
$wfti 在 Co,, 
Woolwoir 沁 Building, 
TeL Whiteha リ 604 扫 


H を 巧を 株 まを お 
が 靑ま巧 
Mitsubishi Shoji Kaisha 


採 ま會を 
山中が をな 育ま 巧 


(Mitsubishi Co., Ltd.) 
120 Broadway 
Tel. Rector 2560-2564 


日本 綿花 ほ まを な 
巧ち 支な 

Japan Co は on Tjra ぶ ng C 〇 4* いん , 
巧 Ma ぶ fton Avemi も 

Te!. Mad. Sq. 3 台 95 


fainanaka & Co リ 
680 Fifth Ave., 
了 。!. Circ!e 40!4 


Japapse-Am が lean News Service 

H 本 電報 通 情 ホ h 

か 固の かお 界、 實萊界 及 財ボの 
事項を 迅速 且つ 確 寅に 巧道イ 
每日入 巧 一ヶ月 巧を 五十 巧 


Tokyo Advertising Agency 

日本 新閒雜 誌觸吿 一般化 扱 
12 W が t 17 比み reel 
Tefephon が Watkins 2909-10 




曰 ホ 生糸が ま會赴 
姑 育ま 巧 
N1 削 I-BEI KIITQ KA 叫 SHW KWSHi 

(NICHI-BE1 KUTO CO., LTD.) 

ミ Pwk Avenu も 
Tel. Ashland 6246-47>48-4^ 


舟戶鈴 木荫巧 
紐 育 支 お 


Su 玄 uki & Co ッ Lt ん， （ Kobe) 

220 技 roadway, 

TeK Co バ iandt 1149-50- 良 1-52-53 


曰 ネホ糸 株 ま會お 
化す まな 


Morimura む ai & む .| るが nts 
44 East 巧 rd な.， 

Tel. Ashland 5320 


巧を 名會な 
が 育を 法 
Hara & Co., 


443 Fourth Ave., 
TeL Caledonia 7830-35 


vaosho i^rporation, 

ご ilk Importer み 
40 East S4th Street 
Te し Ashland 4987-91 
GosKo Co., Iocm 

Co む 0 凸 Expo けなな 


が beav が St. 

Bow む 


，む 。 g Green 8806-06 


大お锁 日 ニを を 朝日 

化 巧 ま 巧 
Osaka \sahi 
Room 308 W'orld Bu リぷ ng 

Beekman 4 公 60 


大度 お U ニ 東 巧 H H 
鈴 木 H 郎 


Osaka Mainichi 
407 Tribune Building 
TeL Beekman 4259 
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選 擧費約 一千 巧圓 

結局 政 友の 勝利 か 

化し 旣成 政黨の 勝算は 足 許危し 
鮮明なる 政綱の 爭 ひを 欠いで ， 

東京 特電 一二 日發： を拉黨 5 總選擧 獎け政 タ會ピ 一 育 五 
十ガ脑 、にわ 滋か兰 村 方 脚 か' 化を み 鋒して 約 一千 方 脚 かご 云は 
いて 拓 るが 巧 選 お数！- 餅て 巧族院 測の お 力た 力 面は 

政 友會ニ 1 10 民政 黨 一九 0 

の お 巧で あらぅ ご脫测 して 居る。 

ち 京将窜 二日 發 n を認お 補の 選を で 政が 與黨は 弱 5 ないて ゐ 
る だ おおる 歲け ニ一 。 五十 名で 打が b 非 公認は ぶ 六十 名を かど、 
一方 K 政 栽は を 後の 円 標は少 ： ミら 巧狀 維持で 巧 京、 大阪 、愛 
知 等 じ ホ 力を 注ぐ ホ 封で ある ご。 

政 巧の 不法 干涉說 

東京 特電 (タ井 ムス】 二日 發 U 普選々 をの 立候補 戰を 見を じ 
巧 等が 明。 る 政 網た の 巧 ひは なく ロ 巧雖じ 終る 觀 をる も 日本 最 
初のを 選 だけにを か 戲め武 をぶ らもの-- --- i きらの あるが 棄權 
をら 化當 ぞい' こ 見 b れて 居る。 而 して 巧 鄕 軍人 劇 本部では 協議 
の おお-の 際 削 貴が 故ず の視 中に 投ホ るは 巧 ましくな いどの 議 
論を 数を おめ 遂に 叫 脚の 立 お 補 者 二人は 引 おする じ 至つ た、 反 
對窝 巧ら に聲を おじして 政府の 不巧 干渉 じ 憤慨し 營官 はを 務 
を 外にな が 補 者の 一け 動を 監視し 過 = む 族院の j 飯 i 民政 黨 員の 
懇談 留 には 探が が 給 化 じ 化けて おがした ミ 云は わ、 新聞が の 報 
道じ论 いば 無を 派の な 妊 液 說會に 摩々 立禽譬 官の爲 めじ 解散を 
かじ. っれて おる ごみ こごで ある。 而 して 両黨 々ちは 黨音陳 にを 
おを 吹 込む 巧 鈴 水 内 化を 除き 關條 をが じ 明日，- ちみ 闕遊說 のを 
じが、 ベく、 今り までの 立 お 補 巧 六 円 化 化 A、 無を 派は 四十 八 
人 じて 兩黨 いづむ も 勝が を豫 言し つ I ある も事資 にがて 兩黨の 
勝 鋒 もが 投惩弟 5 な 向が 辭ら ない ので 足 許は 頗る 危 いもの であ 
る ご 觀られ て 居る。 


を 部 巧 もがを み 

東を 巧電 一二 H 發 n 社を お ホ 黛 
の領 補：、 んる 女が 磯雄 氏 も 出 中 
を 巧 やお ロ總 我に 做 ひ 政見を 蓄 
音 磯に 吹 込んだ。 

立候補 六 百ぶ 十' 

巧 京 特電 一二 曰發 n 昨 H までの 

ホ お 補 者烟ホ 敬ち の 如し。 

▼に 敌截— ニな 置 十九 ▼政ぶ 
を！ 一： むり 化 ▼を お 化樂部 i 
十八 ▼巧 楽 4 志 曾— か 六 ▼無 
をがー 五一 一一 ►中 ホ i 八十 六。 
をな」 (订と 十一 人に して 营戚通 
あた a 化ぶ 巧の 地 飢を讓 じ 反 お 
し- ム政满 からな 极 帥した。 

ホ 候補者 六な 餘 

ま 京 特電 二日を = 削： X 末 りを 
の ホ 候補％ お数';! 六 肖 十四 名で 
巧の譯はお-^>遇り？ぁる 

▼敌友 巧— ニ 村 0 八 あ ▼は 政 
おー 一一け 化 八 お ▼をが 化樂部 
— 十六 わ ►巧 業 4 志 巧— 廿六 
名 ▼無旌 おー 四十-一 ハタ ▼中な 
— 八十 タ 

.文雖 からの 應援 

東を 特電 二日 豬 M 船地览 、义 
ホぶ 雄に 等け を 故 磯雄 氏の 選擧； 
速 勘を が投 する。 

候補の 當 選新禱 

ま 京 巧 軍 二日 發 n 帮涧を 立 お 
術が のた め 鹤化總 持を じがて 當 
遞術齡 を i: ♦す。 

^ 電話運動は不問 

; 東ち 特靖 二日 巧 H 遞爲 巧は 述 


信の 機密を 嚴ず する ため 軍 話で 
の 選擧が 動を； 切 不問に 附 する 
こごに 巧を した。 

，貴 院新黨 同和會 

ま 京 特電 一日 發 n 貴族 お あ 話 
會 及び お所屬 劇は 一二 十一 日 何れ 
も 解 體—巧 じ 同 か诗を 組織し 阿 
十一 あい 食爵 をのて 一日 結黨ま 
を 巧つ む。 

候補 半數は 新顔 

東京 特電-日 發 n 普通 選擧 
巧 現を け. お 補 巧 S 約 ザ數が 新顔 
でを る， とで かぶ、 民が 巧 强榮岡 
率に 化め 将徴が ぁる。 ■ 

巧對黨 こを 下 L 

まま 特電-日 發 ITT 田 中 首 か d 
のり 關巧遊 說の途 じ h るが 化 一 
H に U 把け 黨 こき 下しの 蓄ー昔 礫 
吹这 みを やつた。 

演說が 込み 競爭. 

泉 京 特電-日 转 = お ロ 巧政黨 
滋なぃ W m 中 曾 化 岡 巧 選 擧お說 を 
蒂巧战 に 吹达ん だ。 

池 出 局長 ホ 候補 

まま 特電-曰 發 ；：：： 印刷 巧島她 
田 巧 八 氏は 鄉化 iii 電縣で 民化黨 
よら々 が 郁した。 


新 化を 帶 びた 

仲裁 條約 

フランスご アメリカ 
ワシントン 二日 發 n フランス 
及び アメリカ 政府が ホ 週月赠 H 


を おて ク n— デ 八 大使 ご 菌務み 
官ォ— 八 ド 氏の 閒じ 締結すべき 
仲栽條 約は 曇に 間 題 どなつ た 

不 戰條貌 が 失敗した 跡 

だけ じを のみを じ 就て は 非常な 
興 ホを 惹 いて おる、 即も お條約 
は ル ！ ト 氏を 中必 どして 婦結さ 
れ 円本、 巧 越、 ィ タリー 等 共同 
楼じ 締結し いづれ も あ （改訂 巧 
じ 移つ て 居る からで、 殊にす 戰 
條 約のを 渉に 際し フランス 政府 
は 鹽際聯 趙じ掛 する 自國 の黃巧 
を 立 おごして アメリカが 本條約 
を。 纏め ごして を 巧强じ 及ぼさ 
ん とする じ反對 しね 關巧も あら 
をつ て 一 廢が條 約の 內 をが 化 人 
の 注目を おきつ 5 ある 所で ゐる 
が條 のは - 

相互 譲步の 精神を 務揮 

し フランスは ホづ アメリカの モ 

ン。 i ホ 義を條 巧 上 正式 じ 承認 
する ご ホ じ アメリカは 同時 じフ 
ランスの 輕踪 聯盟に 對 ずる 責務 
をを まじ 承認 するどい ふので わ 
る、- 邸 も アメリカ ごして は モン 
n — ホ 義のぜ がを 認める と 典 じ 
園 媛聯蹈 のがが をち を 式に 承認 
イる こど i なる 譯 でを ホ 媛 ゆる 
篤を にがて 礙盛 どの 接 觸を闽 避 
した アメリカ d して 蓋し あ ホ じ 
ない 讓ホ ぶら であるが fc 院じ於 
て も 

反職觀 派の 蠢 でを 

直つ み 巧を 員 良で ある ボラ！ 巧 
が この 條項 じ內諾 して 居る ごい 
ふので あるから 批准に 隙して は 
例 じぶ 6 反雜盟 派の 激烈なる 反 
對じ逢 ふべ く 曾て 國際蹄 盟を眞 
向から 攻擊 した ま將 ボラ！ にが 
今度は 辯 明の 段 取ら じなる であ 
らうむ 


約が 八 時 脚で 

太 西洋 橫斷 

乘を貧 僅か 四が 赌 
ヮシ A トン 二日 發 M 裝ホ 航空 
旅お會 かの 設な 者で ある ド 院議 
員バ！ 子 i 巧は 本 H 大絲 風クー 
ブ ッ デ 巧を 訪問して 將 ホの 計 劃 
にが 佛 々懇談 f る 所 あつた. い 
飛 巧 機は ホぎ 百 人、 銜 物千顺 
を 搭載し 曰リ P 斗を 動機 六 機 
を 備へ化 八げ 間で 太 西洋を 橫 
斷 ずる ど云ム ので ある。 乘を 
貸ら-人 四な 弗 ごして 禽社侧 
では この 大型 飛 巧 磯 約 五 機を 
0 てを が 飛 巧を する こど i な 
つて 居る。 

バ ー ネ ー 氏は 目下々 ナダ 及び ホ 
國歧 がに 巧涉 （右を 期 飛行に 郵 
巧 物 をら 搭載 3 契約を 結ばん も 
の ごを がし- 0 i ある もの、 か < 
別に ァメ 9 々人侧 でも パー 子— 
氏と 同 巧 じ 計 割を おて I 居る 巧 
も あるが 磯の 製 巧 整が 乂國 ょら 
も 約 五 倒ぶ 低廉で あるを は獎國 
侧 のが 長 ど 認められて おる。 飛 
巧の 嘗隙 宿を 則は ホ だが がして 

居戶。 


木な 束を 特電 (葉 お巧轉 載〕 


橫斷 飛行 じ 延期 か 

ご 二日】 稍 完成 じ 近づいた 太平 ホ 橫斷機 じが ほ 缺點の ある J 
が發 見され たので がかに 設計を 變 あする の 化むな きじ まつむ 爲 
め大 速への なお 飛 わ 等は 一時 延期す るで あらう ご。 


大倉巧 急病 歸京 

【I 二日】 大倉蓄 八 郞巧小 旧 巧で 
病 氣ピな b 借 巧 b 則を で歸京 
した。 

骄 田爭議 解み か 

ご 二日】 野 出 醬油爵 社巧議 劇は 
お條 件で 勞働 総词驢 のを 岡 駒 
ま 巧に 調停を 依頼した。 

福 旧將軍 摹灣へ 

ご 二日】 旧 中 首相は 台灣 総督 上 
山 滿之進 氏の 後せ どして 福 田 
雅太部 お 軍を 巧 命す る 蘆 向で 
をる。 

高等 學校 入學難 

ご 二日】 を闕 S 中學 校入學 難は 
化然 V」 して 甚だし < 巧 京 第】 
高等 學 校の 入學 志願を けを 員 
じ 八 倍し 佐辑 高等 學披の 如き 
を 員ょ らも 十一 倍と いふ 破 天 
荒。 記錄を 示して おる。 

練習 艦隊 ぉ 發期 

ご 二日】 高 化を 殿 F 御 搭乗 小が 
中 蹤を哥 み官ピ する ホ 閥 練 省 
艦隊 八 雲ぶ び 出 雲は ホる 阿 日 
廿 SHr 横 溶を ぉ發 .シン ダ 
ポ 1 八、 慶洲 、ホ ノ来ル X ら 

南洋 諸 鳥を 訪問し 十ち 兰日歸 
■航 する 堂で ある こ 

淸浦 巧な 喚が 調 

ご 一日】 淸浦奎 吾 子爵 か 息奎杳 
氏は を崎巿 競ぉ樓 橡轉閔 題に 
離して 酱視廳 じな 喚、 長時間 
取調べを まけた。 

市瘍認 すを 急ぐ 

ご 一日】 反 對速動 擴大を 恐れ 神 


おの 生糸 市 煤 商工 省で 認可を 
急ぐ。 

中 野 貫 一巧 重態 

ご I 日】： n 本々 她禽お 重役 か 野 
貫 一巧は 重態に 蹈 つた。 

天然痘 患者 蔓延 

ご 一日】 乂か縣 下 S 天然 窓は 益 
益 猎觀を 描め 一 月な ホ 患者と 
十 名 じ 達した。 

お 方ぶ 彥巧避 去 

ご 一自】 松み 化彥 氏は チゾ K で 
逝去した。 

秩父宵 殿下 臺臨 

〔 - 日】 秩 父を 殿下-」 は 化 一 

ホ 國ホブ A じがけ る シア ム炼 
會纔截 奉戴を じ 鶴 ませられ 賞 
に琶事 G 御 演說を 遊ばされた 
が 二月 中旬を 期して 化が 道 旅 
行 じ 上らせら li を も 述べさ 
せられ ゎ y. •が ほお 國協倉 も 狭 
父 宮殿 下を 名 疊總裁 じ 推戴し 

ご 0 

德川公 容態 良好 

,〔 - 曰】 旣 報の 如く 麻 炎の 爲め 
赤十字 病 挽に 入院した 德 川を 
導る は 容態 稍 持 も 直した 

ホの 買 上 急がず.^ 

〔 一 B】 第 I ニみ 米穀 買 上， げは米 
懼が 持ち直した のど 巧 池の 理 
由ら ぁつて 實 巧を 急がぬ 巻 だ 
公0 

川 崎の 祉長閒 題 

。 _ 日】 川 崎 造船の 社長 問題 じ 
就て 海軍 側は 絕 体に 手を 引く 
と 云 ふ。 



國民黨 結束を 急ぐ— 第 S 期 
大統領 否認 案 》 英國 全權ザ 
ホ 國を辯 護— 英國 外務省 じ 
疑獄 == マ 力が I 語る == 炭 巧 
罷ェ調 蜜り" ナップ 夫人を お. 
く 起訴 米佛 仲裁 條約 成立 


(上が ニ H 發心 南京の 闕ほ黨 
は 昨 H ょ b おを に 第幽间 總會を 
開 おー.- 膊 か巧將 軍は これを 機會 
ごして 黨 巧を 統一して 武將 等の 
ほ 旨を 一掃 I 媽玉祥 軍ど應 呼し 
て 化 化の 途じ 就' \ ベ （奔走 中に 
して 昨： H の 會誕け 重 じみ 政間强 
じ 化ら かを 上に も垂 要なる 宣言 
書を 敍を する じ まるべ < 反 南を 
政府 じ ホ ホす る i ど 疑 はれた モ 
正 姪 氏 等の； 巧 も マ-一 ラに 到着 
した どの 報道 もを. ゥ築四 巧綴會 
は 恐らく 圓 磯に 進 巧ず るで あら 
ぅがが ほ廣巧 方面の 政墙じ a 不 
まどすべき もの 多 （蔣 かおの 最 
も 苦、 むする のは この 方面の が 時 
检収 でを らぅ ご。 

〔ワシントン j H 發】 共 お黨 
急進派の 畿員 である ラフ オン ツ 
氏は 囊じ 三ュ ヨ—ク 畑の おか 黨 
大會が 議員 禽ゲ 『先 づク ー V ッ 
デ 第一』 を 標語 じ大 貪に 臨む ど 
ホ 窺した るに 掛し闽 父 フシ ント 


ン V 始め ごして 前大統領 がい バ 
.れも 第 が々 促 補を 巧 絶した g 
がを 支持し つ I ぁるじ 反し 1:.. r 
ョーク 如の 化 藻 員が 斯 るみ 議心 
したのは 怪しから ぬ ごて 今期 浅 
會じ窮 一二 期 大統锁 立候補は 絕化 
にお 冰ぬ ごの 决講を 巧し 今觀讓 
會で 是非 巧 通過せ しむる ど 力 i 
て 居る。 

〔 0 ン ドン j n 發】 ゼネゲ ア 
馬 縮皆議 にお 國 のを 權 でぁつ ゎ 
ブブジ マン 提督は アノリ々 か；！ 
軍擴張 案じ 願し 『ァ メブ 々が C 
風の 闽巧ど 貧み 述路を 巧 譲す & 
爲 めいかな ろ 大海 軍闕を 述設寸 
る 共 をれ はて メブ 々の權 利 でん 
つて ヮシントン 會議の 協定 じを 
反しない 限 b 巧々 が 彼是れ ピ播 
評した 6 抗餘 ずべき ものでは た 
い、 ゼネゲ ァを畿 じ 於ても 首な 
は 最初から 圆防 ごい ふこ どに が 
ては おなじ 了解を して 扳か ぅで 
はない かご、 提 諮した 位で を C 




S で M 吿* J 


た』 乏 々ご 巧つ た。 

〔。ン ドン - H あ】 み 務み官 
グレ ゴブ ー 巧の 前秘醬 役で わつ 
じ 一 婦人が 爲替 S 思惑に 失妝し 
て 銀 巧の 賛を间 收に晚 せ や 遂に 
裁 巧 ごなら 始乂は 敗訴し； i が、 
この 審問 中に グレ ゴ 巧 自身 
は 元ょ ち ニ 一二の 外務 おな 員が 媒 
人を 通じて 盛ん じ 思 萬 L 時に グ 
レゴブ ー 氏は 乂バ磅 を 損失した 
事寶が 現れた ので 首相 ボーか ド 
ウネ ン 氏は グレ ゴブ ー 巧 巧 下を 
一時 化 職せ しめ 委員を 巧が して 
調査するこご^なったが、 一般 
社會 では かなり 七 ン 七！ シ ヨン 




を 呼んで 居る ど。 

〔リッチモンド I 日 整】 最近 
政治問題 じ 就て 鳴 6 を 潜めて 居 
た 前大藏 長宮マ カブー 巧は 今夕 
反 酒店 同盟の ま懼 じあ b ホのを 
會を じがて 『禁酒法の 勵 巧』 じ 
關 して 溃說！ 苗く もホ國 大統領 
たらん ご 欲する をは 巧 酒 法の 擲 
巧を る 約す べきら ので わる ごな 

し、 ニ ユヨ！ ク 及び メリ ランド 

卿の 政治が 涧店 のが 權じま 酷 さ 
れて 居る. を 痛撃し 『ホワ キト 


ニ ゥスを 酒賣 貫の 中 •む どす る I と 
はアメ ザヵ國 把の 斷 じて 許 お 乎 
る 能は ざる 所』 i て 化 面ょ らス 
ミス 知事の 立 お 補に 向つ てな 割 
した。' 

〔 7 シン トン； H を】 々 9 フ 
ォこア 州 選出 h 院幾員 ジョン ソ 
ン 巧は 最 を ペン シ作ゲ ニ r 、 两 
ゥ アジ ニア、 ォ八ョ ー がに がる 

軟がお 罷エが 待 乂戰じ 移つ たお 
梁罷エ おのを 庭は 飢 健に 源し 坑 
山 まの】 部が 破産した 實 例を 擧 
げこの 際 h 院 ょ-^ 調 巧を 費を 任 
命の 上 實情ゎ 審査—' 適當 なる ホ 
をを 誘ず べしく 懲 逸し リ！ ド 及 
びコ プラン ドを 等 も 巧々 實あ 
の 上 調を を 一二 州 じ 止め やを 產業 
じ 及 だす V しご 說 いて 居る が、 
勞資巧 方 じを々 ホ 方し つ i ゎる 
證員 も調查 じは 一致して 賛成し 


て 居 る ど 


V グ バニ ー 1 H 發】 スミス. 


知 率は 囊にン •ボ ーフ 巧を して 
共 か 黨の州 蓄記宫 であつ た ナブ 
プ 夫人が 千 九な が 六 年度の が势 
人口 調 查じ當 b をを を 無暗 じな 
用し 旨 己の 親戚 其 他 知己 じ 調を 


胃の 巧義を 巧へ てを をを なをし 
む 事件に 隅す る調查 書を 灌議中 
でぁつ たが 同 知事け 愈々 本 幸 件 
のお訴 にを 成し ナップ 夫人を 中 
>む（ ァ パ こ ！の郡檢事户 リ ッ 
ク 氏を ホ 巧 どして 起訴 吿發の 上 
陪典 戴剩じ おすべ （なみした。 
おけ ナップ 夫ん はこれ じ 憂が も 
シェラ キュー ス大學 のを 庭經濟 
巧學 おの 磯を 辭 した。 


r 


日 お】 ブリア y 許 


相は な 米 大使 ク U 1 グ作氏 >1 對 
して 訓 みを 發 しじが 右は ホ满か 
裁條 約のを 巧に 關聯 [だもので 
プリ ァン 巧は 囊じ巧 國の間 題 VJ 
なつた 不戰條 約 討 幾は 一 ホづこ 
れ をげ 切る が 新 仲裁 條 約の 前文 
じは 兩國じ 若し 紛 巧が ホ じじ 壌 
を これが 解 巧 じ 向つ てま 力を 使 
用ん ない ことを 明記すべく ァメ 
リヵ 側 も 大伟じ 於て これ じ 協 貧 
したら しい C 

註。 國格長 {良 ゲ n ッグ 巧は 去 
るか 一日 照を なて ホ鄉 忡裁條 
みは 兩瞬條 約 締結 阿五 十 周年 
と悼當 する ニ 巧 六 H を n て 調 
巧す るご發 表した。 


大統領を 立 喉 補， したん々 三 



鋪お 道に 背った スミス 〔上】 

貧民 溝から 首都へ 

五十 弗の 新 洋服が おおの 振 おし 
彼の 運勢は 兹 から 開かれた 


今から 化 四 年 前の こごで あつ 
た。‘ 當時 全盛を 極めた タマ ニ ー 
ホ— 八の 『ボス』 であ クた 『ビ 
ツグ •トム』 フオ レ！ をが、 が 


歳 位の 青年を 顧みて、 V らんめ 
い 口調で 尋ねた。 

『をれ が お前の 持つ て 居る 一番 
い i 洋服 かい？』 ど、 

靑 年は ぅい y ついた。 ど、 フ オン 
は ポヶットから 五十 弗 化 一枚 
を 驚 働み じして 云つ た、 

『じ や これで 新ら しい 巧 服を 買 
つて ホ るんだ、 をれ じ 今晚の 
集會を 忘れち やい けない せ、 
お前は 州會邊 貴じ當 選す る 人 
だからな ア』 


この 無雜 作な ボスの 一言で、 
今は 化に 時め くニユ 3— ク奶の 
知事、 來 るべき はま 黨 大統領 候 
補を どして 最もち 力な ア^ フン 
ド •ィ ，— •スミ ブ 若め 運勢は 
開けて ホた ので ある、 併 かしこ 
の 運勢が 開けて ホる までの スミ 
ス じは、 苦圖 苦節の 曾い 經驗時 
化が あつた、 彼は 荷を 觀 者の 子 
であ つれが、 ホ S 歲 じして 父は 
あの世に 旅立 皆.、 新聞 賣子 をし 
て 居む 彼は ォリ ゲァ！ 町 ホ 五番 
どい ふむ さくろ しいを じ、 巧 ど 
共 じ 細い 煙を 立て i 居た。 

巧は 傘を をの 手 巧 職を して 居 
た、 成長した ア 八は 新聞 賣モ 
から ィ 1 スト 河の フグ トン 巧 
場の 賣子じ お化し、 貧しい 乍 
らも 巧と 二人で 溫 がい 家庭 生 
活を 送つ たもの だ。 

貧乏人の 子供に 生れた 彼には、 
これ どい ふ 巧の 敎脊が あち やう 
當 はない、 幼ない 頃じ聖 ゼーム 
スの 小を 校 じ- 寸颜を 出した 位 


の ものである、 而 かも 彼の 溫か 
い挥裕 が、 敵 ホ 方を 間は やじ 賞 
讚され、 今や アメリヵで 推し も 
推され もしない なお おな 力 どな 
つたのは、 をく サ牛ド •ゥォ ！ 
クで體 得した 化き た 學閱の お蔭 
である。. 聖ゼ ー ムス 劇画 ごい ふ 
素ん を 居の 中に おつて、 親 不幸 
聲を 絞つ たお 蔭で あつた。 
靑年膊 化の 彼は タマ ニー •ホ 
が 繁四區 の クラブに 入會し 
た。 こぇで め治學 の 络一步 を 
踏んだ 彼は 選擧 區を戶 别じ訪 
問したり、 先輩の 政治 談 にす 
を 傾けた b すを 報じ、 天晴れ 
政治屋の 下 廻ら， たる 資格を を 
をに 得た ものである、 彼の 英 
語は 必ら中 しらで 法に 適つ て 
は 居， なかつ たが、 をの 爽やか 
な 麟をど 人を 威服 さす 論法は 
特に 選擧 運動員 ごして 最も 調 
を がられる なにな つた。 
瞎雜官 呼 お 役を おおし じ、' 一擢 
州會講 員と なつた をき ィ I スト 
サキ ダ！ お、 間もなく 州の 首都 

アグ パ こ！ の 第二 流の ホ テ 瓜 じ 

化 居して 炯會じ 通 ふ 彼の 姿を を 
見した、 晝 は州會 じ、 巧は 先輩 
の 話 じ傾聽 した 彼の 生活は 餘 6 
にも 單 調で あつた、 一二 年後 じ 
は ほご ほご このを 巧じ飽 いて 了 
つた。 了 瘦州會 も 明日で 巧會ご 
いふ 前晚 、彼 ご 彼の 同輩は 難解 
な 法 維 語じ滿 もた 幾タの 決邊ま 
を 調べた。 ご、 ア^は 突然 この 
書類を 巧に 投搶て i 呼んだ。 
『トムを、 こなや 俺 やお 前の 畑 
ぢ やない せ』 ミ ミ..： ° 


千 化 巧 六 年、 當時 議長で あつた 


ゼ 1 ムス • 7! ズク ォ—ズ 氏は 


.年少の かを を敎 刷す る 意 ホで、 


スミスを 巧 隙 委員に 巧 命した、 
當時 卵の 巧 除に 就て は ナャ ー 八 
ズ •ヒユ ー ズ 氏が 大 々的 じ識杳 
しつ V をつ たので、 このま 要な 
間 題の 委員に 巧 かされた をき K 
ミス も 流石に 政務 じ 就て 輿 ホを 
覺へ おした、 彼 じごつ ては ゲリ 
シャ 語の 勉强ょ 6 も 難解な 巧險 
法 間 題 も、 をの 懿 * むな 勉强 が忽 
も 奏功し、 スミスは 本 間 題に 就 
て 州 會で屢 々討論した。 

モ九宮 十】 年、 共 巧 黨の黃 を 
時化は 遂に 過去の もの ごなら 
巧 ま 黨が州 貪のを 数を 翻す る 

ミゴ なつた、 お少の スミスは 
一耀を 数黨の 領袖 ど 仰がれた 
が、 若き ス ，、 K は 政務 じ銳て 
は、. おな どして タマ- 1 i のボ 
ス 'である チヤ— が •マ 1 フキ 


! の訓 みを 後生大事 じ實 巧し 
たもので ある 0 

從 つて 州 會のあ 勢は 輿論の 削 待 
じ 反 1 る もの 多 （、民 ホ黨 のが 
カ機圃 である ゥォ ド 紙 巧 他 
の スミス 攻撃 V, なつた、 をの 翌 
年の 摄選擧 じがて スミスは キふ 
じて 巧 選した が、 この間 波が 輿 
論から をけ なお 訓 は、. 將 ホの 彼 
じごつ ては 意義の 深い もので ゐ 
つた、 千 化 百 十一 ニ牟 、巧び 民 ま 
薄は タ敦を 刺して 彼は 州 會講長 

£ なろ、 知事 ゥキブ アム •サ瓜 
デ ー の彈劾 ごな つたの もこの 年 
でゐ る、 をれ ょら ニ 年 じ 夏ら 少 
数黨の 領袖で あつた 彼は、 モ九 
な 十五 年の 州 憲法を 溝 じ 巧 表の 
一人 £ して 出 庵し、 ホ曹家 エブ 
フ • ^ ] ト 巧 をして 
『が 致 じを も姐曉 したる 第一 人 
‘者 である』 

ご驚嚷 せしめた ものである。 
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卽靴 化！！ な RVIGE 


孽滿 整が 解 费船糜 

CaH-TRAFALGA 民 8200 


F 民 ANK. E. CAMPBELL 


"The Ftm か a! Church" Inc. 

NON SECTARIAN/ , 
Brondway at 66 th Street. N. Y. | 


道 

'-パ 



削 E げ S も P 巧が 


3 Maiden Lane N. Y. 

王"^ 鑛 錫を じ 幷巧觸 を 

類お蠻 お 意新最 


號 H 十二 巧 晒 千 一 第 


雜辦 蒼 繊 


H 曜 ± 


で ^ ■ 巧 巧 巧す . 巧り ■，■だ 


日 四月 ニ 年 : E お昭 


ず 









..lifia 




注 


通 



養 察 

午後 一二 時よ > 六 時 
日炬 はが 巧 相 巧ち 

ドク トグ 

裔 見豊彥 


JOKJn 至 1 OGCR 1- M . D . 


ニー 丟 た臺タ f ぎ！； 
1た. 宝 ミ side 3573 & ジ huyler 1 岩 某 



H 账 午が 九 時 1 午を 四時 


ド タトが 小 果乘ま 


齒 科が 

主な 基 

殻を 時 聞 

自 午前 九 時 = 十二 持 
自 午を 一時 ns 時 
時間外は 前 巧 じ 願 ホ 


前の 願 上 保 

P ! モか大 を 

ドク トわ ホア メデ ツソ 

醫學巧 ± 

ま 居な 彌 


を 察 時間 
午を ホ 時！ 八 時 

江 見 ご 一朗 

巧 唐き V 八ビュ I 
病院を 勤 じが 右 時 
賴 かぶび 日* は 前 
的に 限ろ 


资お衔 と 三 10 

へ クシ ヤ— 

ビグ ザ ンダ內 

小 池 寫眞舘 

電話 サ！ ク か' 

四 旧 0 六 


• 0©0•< 參9 


發 巧は 實質誠 窟巧速 ホ義の 
基に 御 ±產 物 一式 卸 賣敝段 
で贩斑 致します ぞ ホに 拘は 
ら中 御用 命 仰せ 下さい ませ 
◎歐 ホを 補 時 則。 廣時 討. 一 ホ 
◎寶石 霞を 屬 。銀製 器具 一 ま 
◎を 柿 萬が 筆。 を 銀製 鉛筆 
◎蜜 音 器。 レ 3— ド 見本 陳别 
◎寫眞 器。 タィプラィタ； 

◎船 切 巧。 紀 なを 眞帖繪 端 書 

フロ 1 ドウで ！ なと 十 馨 
巧 事 おお 側 雄 物と 0 五號室 




4^ がが 请 
錢 ぶ商媒 

178 B 養を a こ. 一. 夏 y 
お 一. C ミ tlandt 巧 37 货篇 


^ - 診察 時間 

U 柳 6 i 午 か 凡 時— 十 巧 
舰 j 午を ホが ー A 時 

g 化 非 I パ t 小 栗 幹 S 

一 - がち ホ ブラ 71 病な 
y W W’ I 巧 五 巧 病院 巧な 

W 2 一' 武が 。ン バラン ド 

0 掏院 巧を i 


諸集會 

巧巧說 な ( 日) 八 時 
日 赌を校 {日 ご 一時 半 
を 庭集會 ( 水) 八 時 
祈隐會 没^ お 一ん 巧 

雲 i (をス 的 

婦人 會 
第が 會 


設 


備 


寄宿を、 滞 易を 堂 
城 菜 周旋、 をの 化 
人事の 御 相談 じ お 
じ、 ます 0 


9 

化な 

h 刪 

•K 

& 咖 


a 柳 
に M 
施 =1 

if 

触 龍 


よ 

ん 

美 I 

を 


的 


お郎を 崎繁】 
韓事 粟野 賴么爾 

,お あ 貧 

B 嚴檐巧 午前て 時 
日 雁學校 午が 十 時 

« 騰》 曜キ— 時 ザ 
祈縷 會水擢 夕よ 駱ザ 

常..’ 祗—给 

位 聞を お比强 迄が 
み T 巧 迄 十五み 巧 
ホ 會化員 じ蟲適 
設滿 圓蓄雜 誌が 曲 
を巧娛 樂具髓 ちを 

—•よ ，一つ *0, 

便宜 教藥 巧旋 旅を 
お內 タ蛛事 菜詞巧 


機械 設計、 機具 
運 勘み、 扣 具、 美 
術り g を、 ランプ 

お ま ッ-一; 

「佛蘭 西 製 ダー 

ソンゲア^ ♦ラ 
ケツ ト販贊 一 


2 

5 
? 

6 

t W 


.2 


赛 


をを t. 

B 宙 聖書 硏兜ぁ 午 
共 剧會タ とが ホ 
话巧說 を タ八時 
木 巧が 沒をタ 八 巧 
お捂 及び 巧沒 

午 ホ ニ 巧 
主踞ホ 巧を 叉け 
茶記會 夕 八な 

妃會事 巧 
窥な 部、 旅け ちま 巧 
巧， 人事 相 淡が、 訝杳 
が、 頌 裳罔旋 が、 お 巧 
藏 縫を 巧の 諸 課を 設 
バ會員 没び ホ會 旨の 
把を 計る 


診察 時間 

午後 一時 i ニが 
午後と 時 n 八 時 
愛知 K を ± 

": 囊礫ー 

を お 比 亞大ホ 及び 
グザ チン 病院 勒務 
U おは 前約 顔 上 巧 


11^ 




^ 稅關事 終 

a STM j あがを 地# じを 化 巧 
C 6 曲 邸の おお ス 方法に 關ィ 
化 W か 柳 I する I 切の 御 諮問に 
mwL gj 應じ傑 逆な 船货物 蓮 
W W W 迎 貧ぶ お 帆ホ視 おモ錄 
3 m A 加 f 截等 進呈す。 を耍都 
ホ じが 理 がを かし 誠 
^ 邮 U 一 實お速 御用 命じ 應や 

F が 險取巧 


稅關 事務 取扱 

W 臣 |臺 广ミミ が 毎. 

ミ i ニ泛 ニ B 吕 ad ま产 巧ぶ 

ぎ Bo 呈 ng-Baeen 9 二 严9 ニ 7 


に 

化 

以 的 

W い i 

排が I 

MW 拉 

U 

Y 


麵難揉 治療 

マ ツサ！ ジ 、機巧 

藥 風呂、 水を、 電氣 治を 

西が 攘驗 

フイ ジオ シラ ヒス ト 

め認 西が 幸與 
午前 化 時？ 午後 义 時を 

お 張お療 ニモ 應ジ マス 


が 育 州を 認 
み 巧 あを 詳 
東京が 大醫科 太を 
ま 攀復留 巧ホ袭 
元池邊 

產婆 松本綠 


洋服 調進 

I クタ！ ニン ダ、 タイ 

ィング、 懐錢等 一巧 

ミカド 泮服巧 

松 本 お 
震 話 ライン ランダ！ 
六 八！ ニ 0 


けを 方面 昇 送 b 勝で ある。 

号 ご 

V 巧 面 



日銀の 公債 賣却 

東京 特電 二日 發 H 遊資 吸收應 
急 あごして H 銀は 巧ち を懷 一億 
圆を十 頃寶 却の 善。 

一巧 中の 賓易窩 

東京 特電 二日 發 n 1 月 中の 輸 
お离は 一億 四千 一二 百 四十 六 巧と 
千圓 、輸入は 一 償 八 千 八 巧 一二 十 
一二で 巧モ圃 じて、 差引义 超は 四 
千 四な 八十 六 巧と 千圓 である。 


を 俄み 發巧裔 
制限 外 
! 般 貸が 
外國 巧を 貸 か 
政 埼預を 
扶間預 を 
一巧 未 化 ホ 相場 

ご 一十 一圃 七十 錢 ■ 
ニ 巧 一日 


ニ 四 ニ 
屯 六 四 
一 五 
ミニと 
i 五 九 


尋れ人 

(を 庫縣 人) 加朦 万一 
(大阪府 人) 佐々 木を 
(東を おん) 狩 野 藤 雄 
( 廣島縣 人) 常 随宇タ み (お 脚) 
(靜 が 縣 人) 木 村 準么站 
狩 野 鶴 ま 

{熊 本縣 人) 揖 崎す 巧： 

(愛知 縣 人) 長膝德 一 
{神 ちネ 井 慕 
(福 岡 藤 人) 稻み國 あが 
ま 永 慶藏持 山 巧 太 郎を川 
正き ホ h 幸藏 おが 馈朗 
渡邊篤 寶餘留 宵ち 川 お 吾 
上 巧修ホ 井な 貫 盤 酒 雄 
貫 造 太 郎ホ家 武雄柴 お 善 
雄 

右の 著 じ 通知を 度き 儀ち 么 
お關 本人 若 （は 知人ょ b 現 
を 巧 御 あお 顧 上 お 

紐 育 1 帝國 総領事 舘 

1 煮 B 一 養 d 丢 y 京 宝す rk Ciiy 


威 巧の 秘談 

米感ま 英語を 語ず 事 
はが 巧の 第一義です 
本 役には 9 本人 お 巧 
じ 懼れれ 穿巧婦 A が 
師ぁ 5 愚 巧 じを 結 通 
信 文 就を 巧を を 巧し 
ます。 リ踏週 H 共に 
午 龍 化 時ょ b 午後 十 
時まで 開 巧 C - レツ 
スンと 十五 仙づ I 
今 H おもに ホ 校 われ 


お 


巧 

扣 

8 


S 帅 

• r}f 4«> 

8 喊 

• **■•••* を 


ん 

化 

化な 巧 
y 6 ^ 

わ W 


疯巧醫 
日 _ 東京 猶科搔 學 ± 


d 


クトグ 


井上 義人 

お 育を 換 旅館 內 
自 午を 一時 = 至 十 時 
午前中は お 約を 願が 


靡麵 公認 マッサ 1 ジ 

内を 省窟許 
產藥 鑛ホ醫 

平 酸秀子 

寬詰 モニュメント I 含 化 


俊 敝並じ 殿 鏡 調節 


齒科醫 木 下义巿 

ゴ0 荣 .ご lih St . 

Tel •这 iin ニ 557 


日本 散變屋 s<l 

五ヶ 年蹈中 村を ど與じ 就業。 

ジ ヤシン ト》 ブ3 ブ 3 
ゴ W . 萬を 資 . N . ベ. 苗で 

量. { loiib 岩 iWe . & C 呈 tra;ark West 


巧 誰 m . H . 每巧十 H を 巧 

雜誌 F 却 / i 部ぶ 

414 で S ニ 善 SK * ミぎ 三ち 


赞 ホ 洋服 巧 


をき 乂踐 婦人 
日本ん への 吳 
語敎巧 じは を 
'年の 經驗 をを 

す 0 一 レ ブス 

ンと 十五 牠 
每 H 朗九 時ょ 
も 提化時 迄 巧 
時 にても をし 
H 曜 B は 一時 
よち 四時を 



墙疾 でも 慢性め の 拖狀で 
も 速 かに 根治す。 巧 巧 病 
巧臟お 化み 換杳 X 光線 化 
柳 お、 巧水檢 を、 み 化リ 

ユ — マナス、 症 

狗阳 b のぶは 是非 一巧 勘 
巧なさい 

げ間自 朝 九 時 ま 午後 八 時 
a 陥 自巧九 時 至 午を 四時 


丸 . S 洋 臟蘭會 


ぉ巧巧みノ巧 >>;^^ r ングニ趙ニニ0が 

練 齡丸山 洋服 蘭會 


を 五十 HTH 

ニニ ご 一 

伊藤 
洋服 巧 

f ラ 鄉なハ ニニ 


新 鱗 魚 か 一切 . 

日本人 杨 きの 生魚 澤 山な b 揃へ 
特巧廉 潰で 大勉强 をし ます 

サヴオ ナ魚巧 

」© se 巧 す wavonw 

段 4 W - 61 st ぎ 
Hel . C 己一 usb 是 91 ち 


H 本* を 瑕 寶书製 美 
術 お、 絲ん 巧を 餘其 
化 装飾品 

13* づ 嗔ァー トス 
モユ デネ 

爲巧护 * 滿お 條簿、 
皆歸 お、 スト y ンダ 

B 本 吸な 璋. 



正直 ど 親切 ィ J を 貫 
ごし 礁蒼 信用 ある 
巧 品を 精 嫂し 御 ± 
を 物 一式 特別 廉價 
で販資 致し ます 


fewr 


なが 寄 羊 巧な の烟ホ 

民 本人 靑年會 i 

« W ちず St. Tclb ミ ki 12 た 


化 巧 品 卸ち 


> ニ、 




♦ 巧籍 ♦ 雜誌 ♦が 聞 
縱覚 をを 酷 
執 お 午前 九 時ょ も 午後ぶ 時を 

織脊 111 本人# 

西 五十よ 了 目 ニ あ 0 器 
電 コ C .< •、ス 六 八と 六 

話コ C ム / ス六 八と お 


日本 肆髮 舘淸 

西 四十 H 了 固な 蕃地 一二な 六 室 号 

タ ダブ フ 3 ア ( 第み 蕾 ミ 四十 一二 下目 巧 ) 






かるた 

の おび 

ホを 與 文で 乂闕人 じ お < わかる 
やぅ 備單明 賊に說 明した もの か 
あ 巧ました 。内な 园ホ 進呈 致し 
まず、 御覺 下さい。 

M 呈ま ニ置岂 ， 114 E. 基 hSt. 畳 y. 

T. D. Gomi. W で S ニ呈 笠 . ， す 主ぎ k G ぎ 


弊 巧は ホら く 白人 閒じ信 
用を あし 熟練せ る 技術 と 
親切を 0 て贩賣 致します 

寶石 貴を 頗 
御 注文 おじ 
な 速修鑄 
哉 鑑を無 巧 

巧 中 商店 

E . 65を wt ., COIV 2 か 由 ミ 扫 ><? 
He 产刃芭 nl ミを rSQS 巧 



に 

h y 
■ ^ Mu ? 

c J . 

h t 4 
c 目 5 


a h 1 

d s が 
で み 


& 


6 

i 麵 


齡無樹 巧 巧 
抵 貞食粋 お 
かがを 雜 篇販賣 
輸出 人我 關手續 
諸 荷 崎 運搬 化 扱 


iw 遠 藤 小で 簡會 



を 




.短‘ 青 —ぉ __ W , 

政界の 情勢 

人選 雛 ミ 爭点雛 

米 因 乂統铜 連 巧の n は 約九顺 
巧に 迫 まつて ホむ が、 おか、 民 
ま ニ 大政 裁の 立候補は 隨 々どし 
て、 其を むく 巧をから や、 n ッ 
クスを 一规 しじ' 一 T ゲング 時化 
ょら、 ククリツジど^^つて八年 
閒政權 を把瘡 して 盾る おか 窓 巧 

じめ て さへ、 フ ー バ- — か ロ！ ダ 
ンか ド— ズか將 れカア テス かク 
キリス かを 易 じ搞趟 がぶ まらな 
いのみ むら や、 法 だしきは 疲れ 
切つ だ クゥ リッみ を 表が 巧び 磅 
補 じ 立て わと する ジ * スチユ T 
の 下 じ 一 抑の 羊頭狗肉 策を 弄せ 
むごす る もの も わ bo が！ ズヴ 
* 八ト 、巧 ま 建 ホ ± の 起つ た 時 
巧の あ 情 どは をが 巧 色彩を 異に 
して 居る。 出 お ホに まつて はち 
らに乂 還 猪 じを みつ； を b て 陽 
はじ 消 诞的恶 度 ぉ 本-」 て 居る マ 
カブー のかき、 槐會 める お'」 巧 
年の 武凿 をに 撰して 自あ 巧の 革 
- 巧 飯 頭目を 0 つて 巧 やる お樣で 
あ も、 が 肯 州を 唯！ の 巧が ごす 
る スミスを 目の 雙 として、 兩巧 
併び 立たざる 實 例を 稀 端 じ 現は 
し、 反つ ては ま荡 5 大御所た る 
势 力を 維持せ む ど 試み， 最巧ア 
ンテ •サ < i ン •リ 1 グじ擔 が 
:れ てな 効に ク玉 ットを 毀の 巨彈 
をの じた 程で ある。 スミスに ホ 
ぐ メ^リ^ ラント 州 事 リツ チ 
— け スミスが の曉將 で、 州權尊 
蜜を 裔唔 し、 動もすれば 中央 集 
權萬 能たら むごす る傾府 が顯盡 
である； ZZ 聯邦 巧が まごして はを 
れ 難き 傾 おでは をる が H 共巧黨 
內閒を 滿擊し 飽くまで 州權 尊重 
訟じ 終始して が おを なじ ホめ む 
ごしつ i あを ミ ゾリ； がの？ — I 
ドは 段界の 腐敗を 摘 おせ も政搪 
め 巧 錫を 資産-' して 漁夫の利を 
とめむ ご 窺つ て 居る。 

な - K の 外、 みか 黛に ボ！ ラ あ 
ら謀数 派-し ノ — リス あ b 、 段 ま 
媒じ ゥオ片 シユが あつて 虎視枕 
々たる 形势 である •か、 クオ） 八 
街 ど 3 つて-。 がむな 驅掠 じある 
共か蹟 、弧 も. ぶま 黨ょ b は； 慰 
I 殺 障 をん. キお的 段 驚た る 共 か 
黨 ごして に 、- K P ン藏 化の 盧見 
j を巧蛋 ずるぶ 如； なで あつて、 お 
一し メ。 ンかフ ー バアを 選 i 正 すれ 
_ げ みか 黨人 をの 大勢は フ ー バア 
のノ ミネ — シ ョ ン ご つ て がは 
大統領 當選 可能性の 六 制な 上を 
おず る- i : まるで あらぅ と觀 測し 
得べき カ强き ホみ が 巧 化ず る。 
謀叛 派の なお 補 U 第一 ニ 蘇を 樹立 
- ずら じあら ざれば 到な 實 現は 窺 
み 難，〜、 巧し 共和 媒が ダン 
父は ド ー ズを乂 統領が 滿 あじ 指 
名 すれば、 大体 共 か 裳の 巧黑じ 
加搭 ずる 棉势を 馴致し 得べき も 
フ I バアを おな すれば、 中 西が 
の 巧叟 は、 州 じ W つて か毅 し、 
州 じめ ト ては はま 蘇に ホら む* 
巧 b か b 難い。 乍が お ホ おとて 
も ソリッド サゥスの 绍み 漸くが 

、、人が 拂 をの U やみじ 加 ふ 

レ乂符 じがけ る 火 統領 お 補 おお 
-條 件の 一項た る S みの ニ 遇 出 制 
.巧 か 腐は つ 了 居る から、 を 協は 
; 巧して が 易では ある i い。 リ 



チー 知事 0 州 權巧里 謀 も、 爭資 
じ 於て 現 化 蹄が 政 巧の 施政 じ堪 
ゎ莱 W る 底の 缺 階を お 摘！ て、 
風に を t てせ なせし むる-； 足る. 
丈け の 盛 讀が输 なす々 ので。 け 
れ ぶ、 化 年 維が 遜が 據榜 した 横 i 
な 『新自 もま 義』 巧に 駒 民ぶ 追 
随を がし 難 （はもる まいず。 
孰れ じせよ、 ニ 大政 凝の 火會 


も 四 刪 月な 內じ なつて 屑る 昨今 
の 敌界は 益々 脈は し'、 だる 一 ホ 
で瓢澳 から 駒の ある 巧な 诊 現み 
も强も おて ホない ご 節 冒す を 者 
は あるまい けれ 共 改戰の 巧候戰 
が 振け ない ミは ず おのを しい こ 
ィ」 をな 謡して 居る V 評して 塞 ま 
へ あるまい し ホ 國の欧 がは な暫 
ら<赔 流を 莲の閒 じあら う。 


與黨 幹部の な對 劾な < . 

船舶 官營案 可み ず 


ジョ1ンス案ぉ一ニ對ニ一 1 票で 


大統領 ク ー 9 ッデ 巧を 始め ご 
して 化か 黨 領袖が 先 お ホ 頻らじ 
巧勒 しつ I あつた がの 船が 官 
をを 窓が す もジョ —ンズ 總舶法 
をけ 巧 黨縣部 か 巧の 巧 力 も 劾。 

■お 化 案は 悉く ー激 されて め 案 
のま ー あ 十 S 掛云 十一 愛 ごい ふ' 
大差で 去る 一二 十一' りじ 巧み、 案 
はト院 じ 廻 ㈱ され K が.- れ 亦を 
数で 巧 巧の おおで わる。 即も大 
統領 ク！ 9 ッ •チ 巧の、 をが 巧 お 
船廚 船隊 じ勒 する 政策は、 現 も 
蘭船ト 速やかに 賣巧處 かして、 
船が 院の 損失を 輕 がせょ ごい ふ 
.しあち、 この 勸 吿は從 巧し ばし 
ばク1ブッデ巧9述べ來つた<ー 
ころで あるが、 上 院議 貴 ジョン 
ズ 氏の 立案は、 を然 これ ビ巧 お 
で、 乂國政 暗は' あらにを 巧の 商 
船を 建 追し、 これを 欧 おを 轄の 
下 じ、 船舶 院 をして 経營 せしめ 
んィ J する じを る。 郎 も、 この 法 


案は、 义 歐玫府 i 自控 めみ W 貿 
易を を 速 ザし むる 上に お'、 て、 
また 胁 巧のを 化か'^ 見て 充をリ 
らど思惟{ らだけのタ數商船を 
永久 じ 維持 せんどず るめ 策を 靈 
ね て W 雖じ せんごず る もので を 
る。 なは ジ 3 ンズ たの 法案 じだ 
現が 船舶 院所特 ぉ 船の、 化 船を 
建造すべき ぉお 模の巧 船 補巧モ 
法が 規 をされ、 併せ' て これら 商 
船を： i £ がに 沸 下ぐ る媒を じは、 
船舶 院 理事を 部の 间 意を 要する 
こごが おを されて 居る。 たぐし 
る 補充 商船 摧逛聲 じついて は、 
一を のを 額は 明記 さけて 居ない 
が、 ジョンズ をは、 船舶 院がこ 
心 法案に 基く 政府 巧が 廟 船隊 建 
造を 數ヶ 年の 繼綠 事業 ごし、 を 
の經養 どして ニ 億 五 千 方 ドが を 
要求 卞る であらう ど 信じて 居る 
梅 ほ 大統領は 恐ら （該案 哉 巧を 
，拒否す るで あらう VI 0 


ロシア 貸附じ 

.闕務 省反對 

酱廣 權お述 動の おお 

旣 報の 如、 勞農 ロシアを 衙は 
當地 チぶ— ス •.ナ シヨ ナ八銀 巧 

梅を し、 鐵道惜 飲の 一-報 約 一二 


千 巧 弗を アメブ 力 巧 場で 賣岀し 
利子 巧 化は 一切 巧で ま拂ム こ， こ 
ど：； |>つ たが、 一方に 化て ニユ ー 
1 クホ かが 險會 社では、 千 九 
百 十と 年の 0 シア 革命 じょら、 
曾 社の 所ち しわ 約 四で お 肖ガ术 
プ 火の 擲 道を 憤が 今に ま. りて 
も馈却 む。 い率窗 を擧げ 、且 
つ义 器の 歐巧も 挺 巧して 居ない 
理由ょ らして このを 憤賛 おし じ 
抗議 L 、 をの 旨 國務省 じ述吿 
たので、 國務 省では 焰 溝の お 果 
アメ リタを ぶは 勞農 。シアな 
府じ對 する を 潰の 賓 おし 乃 ま 
ホ諫 むは 反掛 しつ！ ぁる もの 
じて、 從 つて 今 巧の 磁 道を 馈 
資 出しに 對 しては、 馈贊 する 
能は や。 闕格 省は 银巧 及びを 
顧が 脚が この 政 巧を 支 村す る 
じ まるべき こ i を 破 信す。 
ごの ステ ー トメ ント を發 ぶず る 
じいた 6、 ナュ —ス侧 でも 自が 
を巧貞 出しを 斷を する ことに i ：* 
つじ ど 0 


してな 躲 おどして を 觀緩漫 の 巧 
では ぁゎ、 お 利 引上げ じは がぶ 
まいとの 像 想が 玄人筋で 儘ん-し 
嚼 道され て 居た じも關 はら や、 
去る 二日の が 媛 引け 後 突然 四み'. 
じ 引上げの 旨を をを し、 ゥォ！ 
グ 巧の 仲買人を 驚倒せ しめた。 
ホ 阿の 利上げには 最あ 株式 お嗔 
じがけ る繁 骨な 投機 筋に 對 する 
醬吿 もを まれて ゐ をが 一般では 
れ を磯會 どして、 を 米の 銀 わ 
刹 引率は 恐らく 四を-」 統 I され 
るで あらぅ ご觀 測して 居る。 

尙 'じ 一說 にょれぶ 當地聯 銀 如 
がー げじ賊 .' ッ シン トンの 聯 
おを 脯 巧の 意見は 贊否巧 半ば 
してち るとの こごで あるから 
を晚 これ も 諮 宵で.； 問題 どた 
るで あらぅ 0 


當地聯 銀が 

金利 引 上け 


を 乂も一 齊じ做 ふか 
巧に シカゴ 六 蹄 巧を 髓錶 巧が 
卒巧ゴ してが ホのを 巧 一二み を' 姐 
を、 四を じ 引 さ 上げ.. •こので。 リ 
ツナ モンドぶ 化の 赖が もこれ じ 


を 方 おの 反 掛ぁも 

生糸 取引所 認可 

東京 特電 I 二日 發 n 神タ を糸淸 
算 が 場誕 可の 仲發 おされた が、 
神 ロ ホ 糸 淸综お 煤 認可 S 巧 じつ 
きあを銀がは反對の陳恼を；^ 
報知、 時 奉 兩新閒 は 反 約の 社說 
を蜗 げた。 かは 謹 糸 中央 會を糸 
生産 調節を 貴 ぉ巧務 理事 會 では 
ニ 剌操麵 じ 伴 ふ ホ 糸の 乂ぉ靖 一 
割 制限を 巧議 した。 


做つ たが、 ニユ I ョ^ — ク 蹄が ミ 


が 界は 見送り 姿 

H 本 銀 巧 監督 役を お 
お 節季 平 穩紹過 お、 恒例ち 未 
資 をの 州 需娶滩 にて、 を 兢は績 
緖竊 お、 を 演键騰 せる が、 巧 式 
は 無巧氣 、綿糸 其 他 巧な 界浓然 
不 あ；^ る もを 糸は 速 H 巧賣 けを 
見つ！ あち。 緩 選を を 巧へ が 巧 


一ト V ; 看 もが 


.. 1; ド，‘. お 





TOYO KWAN 

41 E ： .l お h み . 

わ そ , BV がを 4 化む e- 
Tsl. が呂 onqiiin が 98 



TAIYO 

1 が Wes! 巧 化な . 
TeL む 巧 uebana 巧け 


City Hall Tea Garden 

ミ 70 Na •化 u St •じれ y 
Next わ the Tr み une B!dg 
し oo Lm Manager 


College Ion 
3100 む oadw が 
お 1. 1 巧 rd を 124 化 Sfs. 
Tg し Mornings ! お 7 が 9 


Wing Hing Low I Quang Gan Low; B が m Nom Low 


Chine がむ staurant 
お 如が 削 もん Y. C か 


Ciiinc が R だ fstiuni 

112 W. 巧 化， 巧. む わ 


4V4- か h Ave. 
Bet •が th-2 か h St. 



街六裝 
ご BT 巧 十四 
巧 目 了 五十 四 


KINGY 0 & PET SHOP 

IMPORTER OF 

GOLDFISH & BIRDS 
〇 

動 其 力を 

物 策ナ種 
一 鳥リ金 
切® ャ魚 


排琪巧 


雷 
八 話 


一 育切啤 〇 
一 おが どと 
ニ兩 化 

，.罩 轉ふ 




國長 


八 

と 



お East 巧 化かけ ef 
Tei. Lexington 5727 


IKUINE 

Hotel 在 反 がれ want 

3 巧 WJ お h な . New York 
Tei. む ！ lujfier 7822 
む舶 るが 巧な iKUINE 


Kawasoye Hotel 
1 お West 123rd 化 eel 
Tel. Morningside 7154 



oMlyaKo, 

340 W . が 比 St. 

Telephone: 
Cohrnib 刖 S 另 82 


( 巧 目 • 氷) 司 巧 わ 


DARUMA 

? が-お b わ e. 
Te しわ ] rant 巧閒 


SHOWA 

53 We が 105 St . ， 
TeL Clarkson 0981 


The Tokyo Go. 

140 W . 巧 化 化 
わ w む rk む h 
Te し Trafa! が r 巧が 


も KlWmMAGO. 

114 に 59 化 St 
New York C な y 

Phone. む 8 扣》 討賓 


SUMMER 

PALACE 

741- 邮む e.M が 化な . 
I 化 W 側 K 

Phone L(mg：acre 5084 


Japan 

れ 0 化 ion C 日 . 

巧 fl W. お 化な . 

Te し Endico け 97 お 


KATAI ； 刪郎 0 ぶ 

2 が E ， 59th み， 
New York City 

Tel. R 巧 ent 34 邮 -34 が 


DANCING 

411 W.H ち 比 St. 

Tei. Cathedra! 4408 Apt, 3 


庵 捶米日 


號互 十二 巧 四千 一 第 


霞 かを 盈 な imt がで ® im を 巧 


【日曜 ± 


日 四月 ニ ザ H 和昭 


高等 御旅 縮 

東 難儀 

會朦 御料 雖 


御料 理齡 知卽 

太 陽 

壽巧巧 日を もます 


お ホ じして 巧 巧 

競 品靡樓 

す 前 十が よ 6 


午前 ホ 時 まで 


開ち 


をはの 御 嗜好に 適 ふ 
樣な案 ホの 御 巧 巧を 

S 廣珍樓 

致しよ ずから 紹 々廚 
ホ ホを 願 ひます 


琴 承興樓 

隧揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本ん 諸ち の增巧 
じ 適する 巧 巧を 差 上 
ます。 朝 云 時を 開 巧 
(さか お 下目 サブ 
停を 塔の ド) 


日曜 及 +： 階 じは シュ 
— マイを 巧を おへが 

支那 

巧理 舅 一が 厦 


自 午が 十一 時 
を 午前 ニ 巧ず 


開 巧 




ま 那巧理 

が 廳を園 

司 埋ム读 蓮 
お數巧 ホには 香が 
の 御 便利に 糖へ 巧 
偶 貧 巧の 御用に 應 
やべ く 候 間 巧キ巧 
不潑ゎ 引 立願 巧な 
紙上 辫案巧 中 上 侯 


ステ 1 


タ 


巧 人 俱樂が 自お專 

芸 Sands St す 0 量 n . 严 Y . 

S . さ 喜 ニ S 

A 淸浓 、親® > 氣樂 ns お ► 

勢州舘 

がみ 事 佐 久間榮 が 
.225 E . 萬を Str ま t 
ジ 一. Re 巧 nt な 93 

醫巧旅 縮 

江川 作 一 
so Eas ニ 害 Si 星 
ぎぎ yvei ご 351 

一力 旅館な め 

を國 旅館— 

之 S W . 萬 th St . f ご rk 
Tel . Susquehanna 8 泛 0 

雜育 旅館 B * み— 

を 旧 十 T 目 ニ 四 ニを’ 
Tei . 墅 edcni な 夏？ 4 


ボストン ホ 

富 ± 旅 舘大浦 末 松 

妄 wisier Si . Boston 貢 产 

ジ L B . B.WS 


住みが 地ょ き淸 潔なる 寒 

御て 宿 松林 好 > 

養 Lex 量 ミ みち" 

ジ K 量. sq . 這 21 

費府 御旅 鑛 

桑 山 淸五廊 

含 8 ジ uth 黃 Si 呈 iade 韋 ia す. 

ジ 一. 巧 al 夏 1 7231 


打 

I li_ 

G 化吟 I 

^ け .e 

が'-: 

し w 加 
J 0 • 
WWW 


設備な 善、 腐 利の 
巧理 人、 調理は 日 
本人 4 H * き 

贼聊 桃李 園 

御ち ホを 待つ て 
舊 らます 


ずを 燒 

ホ じ 御 料理 



£ 丽新 杏花 

本 樓は開 創な 巧 多年 
をな 一意 勉强 仕ら 司理入 
加 •セィ、 巧 巧ん 傑廉ら 
2； 相 獲ら や 腺 前を 見せ 
、..け 晚て 屠まず。 然る じ 現 
惦视： 一を 某 巧ぶ おじめて 充 
J 雌 本 樓巧理 、を 雇 入れ 
W 批 ， i たる 如き 嚷吿 をな し 
片 ：一 居 るら をな 巧狠 じな 
N 化扎么 巧る を じ 卸を J な 
U H C 幢舊 巧を 資じ 潰-^ 
S W 度 （9 おん 绪資の 御 
52 ホが をを堪 致します 

ミ 新 杏化 

主人 馨 


ザ 上 金魚 巧 

S 8 巧 xth Aye ., す 三百 rk 田 芦 
さ I 思を こ？ 38 


支店 

ミで ai ミ t Aye . 13 妄 al 三 • T . 
ヴ一 •巧を e 三舍 8 ま 
まを 里 rs . F - 严 Sat タ 


超の 蒲燒 おいしい 瓣燒 

轉庸 御料 鄉 

晝 食は ホ廣へ 

叮塔靖 化 却 遠 お 大勉が I a 


御旅 絕 迴感添 


割ぶ 施.， i 御旅 舘 

お 陪佐巧 

与 巧 弟 

化 巧 ホ 西 八十 八 T 目 H ニニ 
宽該 スカイ ラ！ とん ニニ 


高等 御旅館 

.昭 和 

會席御 料理 


日本食 料 品 類 及び 雜貨類 卸小賣 
ホ 之 索 大資挪 桑 山商會 
新刊 善 籍雜誌 小間物 日用品を 種 


日本を 巧 お 
日本 雜货煩 
を賴 おなお 


每夕九 時を を 業 

メ！ グ アドレス 〔年 一を 


東京 商會. 

貸がー ム宮 がの 巧 あら 

トタン ク預 らまず 


新關業 

腕利きの 巧理 人が 日本人 諸君め 嗜巧じ 適 
する 料 巧を 差 上げよ す 

温 頤和園 

ま 居の 前、 を 居 歸らの 御 集らに 最も 適當 
の藥 所です 是 ホ 御を 負 じ 頸 ひます 




蠻油龍 織 SI 駕 —白米 
日 ま 難 食料品 誕 

巧 田 臀独巧 ま會社 東部 一手 賣測巧 

日本 食料品商 會 


紐 育 唯一の 円本 百貨 巧 

片桐 兄弟 蘭會 

スマ ドン •ブ "ダク ッ一 手販貸 元 


舞踏 欄 人— 

►社交 ダンス A 

▼お 靖俸操 A 


餐 


了 寧 
親 頭 


轉 十的ョ 。 巧 十一 時 

も ヤッ フな ダン シ 

ング 础範學 傢卒榮 

し衫タ マ 


御菓子 舖 

名物 巧錢 頭、 蕊 餅、 裸 ホ 藥- 
を澤 岳、 甘納虽 、巧 化を 神 
煎餅 卸 小 費。 のし 餅 ts 前日に 御 
注 义を乞 ふ。 u 本を 巧 お及び 雑 
誌 等 も あ b ます 

御 注文は 松風 巧窩橋 
29 タ B 置 SI ジ一 .ブ皇 ち 苦呈 


名所、 古蹟 •官廢 巧 他是物 


ま 養ず 衆の 


S . TA 岂吉 - 32 ぎコ k ち呈三 d ., 
呈を巧 田 ly , 置. 
M 疋さゴ芭夏 ニち W 


眞 面目なる 求職 同胞 じ淹ち 
る 職業を 岡旋す 

宮 W 事務所 

紐 育 敢西賴 十二 了 旨昏サ 一番 

電 プライ， \, X .. とお 八 お 

誘 フライ アンを ハ 九 八 


煎 餅 卸、 小寶 
豆腐 油揚 
日本食が 品 一助 

Dtmns 巧 巧 ice Ceik 巧 CP 

萬 S ゴミ 4 ve こ 

ぎ 五 al ニ 218 


ロス アン •セ ルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

ニ 7 N ジ n Pedro St ., Los A 另 eles - cal - 


レ ャトパ ホ 

Np 旅館 

w 受 —6 th A さ. So . Seattle ， Wash . 

停宰诸前を棠 ご一了ぉ側一^階建 
a 本 巧 船 切 巧 化 扱 波戶場 送迎 


が菓 お 域中必 、総領事 お、 U 本 
截船其 他银が 大食 社 近き お 巧 


を 港 


fl 

^ H 


ホ テ 火 


T 尸 

純 H 本を (特别 間 あち) 

御 一報 巧织 自動 审御巧 迎申上 お 
612 California Si . San Francisco , calif . 

木阳 ル！ ミン グ 

薑 7 3 rdAve . 霉 .道 & 芸 thfets 
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總選擧 いろいろ 

〔I 二〕 迷 盛な のは： 一千 圓の 保証金 


♦お 遇 おも、 縣曾哉 投選巧 ご 
いふが 脯お 巧を やつて ちる から 
大抵を 當も っいて 居る はづ だか 
M んごい 0 て も 『巧 選」 ごい ふ 
结み 大きさに、 ザ 恒ザ疑 どいつ 
た危 おを いだい こなる。 戰略も 
たて かへ むじなら の ごい ふ、 逃 
お 方法 も變る —— 一一 事が ガ 事、 
睾 おらし L 。 ただ 錢ら « こごは 
をみ いる、 ごい ふ 華 丈け だ。 

♦をの いらの 遇が をす る ごい 
ふの が、 を 選 派 Q ま 張だった。 
を S いら 归 こごに 寸る にけ、 法 
がを もつ て 選 お獲を 制限し やぅ 
どい ふ。 な 伴 さへ あれは、 化 罪 
が。 く。 る どち へる ど 同じ..'、、 
颇 ぶん. 甘い —— 現じ 巡 股の 縣貪 
藻： り 選 おじ 诗て も刊 かる。 駐ホ 
巧用拖 b じ やっ じ、 极補 をが 巧 
人 おる C を換 撰ろ しごい へ 共 五 
人 VJ は 居まい。： もまいだ や い 
あ來 。いの だ。 

♦晚じ ホつ てな ては、 を 逃す 
ろ を 選 U いや だから、 どい 
ふのは 當 b . 前へ 過ぎる，' を こで 
い i 加が。 おぉでを す も。 總選 
漠 どて 间 じこ ごだら ぅ、 矢 張ら 
をは か 5 る、 をが いる こど じつ 
いて，- i 制限 還が の 化 ミ かゎ b が 
ない 0 

♦邮^ も、 迷惑な みけ ニ于脚 
のが 誰を である。 旣成政 類の、 

わ 嵌々： ご I 千圃 ぐら ゐ であるか 
も 知い むが、 無を 媒 じどっ ては 
大枚 ニで 阁 だ。' この 關 巧が ある 
ためじ、 でんな じ惱 やむ か 知れ 
ロ。 丸が 辅を槪 限して 選 巧を 巧 
を少^;^くするど k ふ のだらぅ々 


これ ぃょ V 一は 明かに 普選の 精神に 
反する 惡制巧 だ。 

♦脚 話が 題、 ごころ で、 政ぶ 
會ごお 政 お だが、 過 肢め縣 諮 逃 
擧じ 見る に、 なぶ 會の 立候補み 
斜ゴ いふ も S は、 弈大ま 索 じ 引 
乎ら むた のかの 觀が あつむ。 こ 
れ は、 がず なの 殺 情 巧 ごして 化 
むを 将。 かつじの かも 知れぬ。 

♦ホ づ豫選 食は を 逃 だ。 ご稱 
しながら 矢つ ぼ 6 幹部の 專 制で 
决 めた、 而 かも 候補を の條 が ど 

いふの <3、 金の ある こどで わら 
がら ざむ ば、 黨の 順序 どい ふ。 
田 中が 山 梨を 起用 L たやう じ、 
今 巧は 太 郎を衡 の 香 だ ごいつた 
厳^^逃ちぇがだ。 

♦太郞 お 街は 大抵の 洛を にお 
いて、 現縣雄 中の 參ホ貪 員 か、 
或は ボ會 あを どいつた 類で あつ 
て、 阿れ もを 人が ぞい。 を 人は 
化つ きの 速 中で マで じ 試驗濟 み' 
新興 勢力 じは 一 顔の 憤 値 もない 
やう じ 人々 だ。 

♦東 化の 某縣の 如きは、 政ぶ 
派の 大 幹部れ をなら' ベて 打 巧し 
た。 打 巧した、 面々 ごい ふの が 
縣會 副議長 だ ごか、 縣參 歌を 員 
どかいつ た、 政 友 派の ちが 連中 
で、 を V 八 閱歷じ おいて、 をの 带； 
資じ おいて、 政ぶ 會 をして 滿せ 
せし わる やうな、 型の 人間 ばか 
b であつ た。 

♦ふたを あけて、 あつ i をつ； 
てら、、 もうを をい。 何故 負 パ 
む、 ど考 へた ころは きのうまで 
は 白面の 一黨 ホだった 、貧乏 記 
まご か、 辯 諸 十が、 意氣揚 々ご 


して 縣欧を 論じて ゐる 。審 生の 
當逃 リッの ょかっ じのは、 をぶ 
食 ばか b でない、 民な 黨ら然 b 
ピ ィ^^して むじ 空つ けつが、 
常 選した どい ふ 反面 じは、 新興 
勢力の 投漂 ごい ふこ どを、 蔑視 
した 舊 ぶな 戰 蓉の败 化を 物語っ 
てむ る。 

♦を だしい のじなる ど、 蠻察 
が 働ら かな かつた とい ふ。 營察 
が 働ら かな かつじ ごい ふのは、 
干渉が 手 W るいご 云' ふの だ。 を 
れ かこす でに バカ-..^ i い 頂上 
で、 干渉を ほのめかし、 鉛 木 内 
相 如きが、 蠻 おが 長 會遽 ぁたら 
で、 反對黨 を戚跋 してんる ご、 
巧ん ぞ 知ら A 、 新興 勢力け 絕大 
な 6 な戚を もつ てむ た。 干渉が 
何んだ、 腰を が 阿んだ、 人間の 
必の あにけ、 自 おを ホめ てを や 
ぬ 魂が ある。 反抗 どい ふこ どが 
人間い 魂のぅ もじな かつたら、 
あるひは 無な 省 じ 卞涉じ 屈した 
かも 知れぬ が、 立憲 お 下の 巧を 
を 巧 ふ、 人々 はか 巧 U る 媒合じ 
も 無暗に 屈服は しだい。 

♦かぶ 會の 敗因は、 蠻察 をた 
主 b すぎ；；：； こご、 干が の 力を 逝. 
信し ザぎ た 点に をる。 而 かして 
父 旨 目的。 事大 ま 養から、 ホ么 
い 型の 化 ッキ 候補を 立てた にょ 
る 某縣み 如きな、々 数の 民政 黨 
一耀''- て、 絶 お タ數 ごな b 、 タ 
數の 政ぶ 會 十と 名じ慘 敗した， 
慘敗 S 眞旧 は、 上述の ニ 大巧 由 
じある こご 疑 ひを をい ない。 

♦がるに、 がぶ 會 のがが 的 思 
想： I ， けなた まる じ まらず し 
て、 舊 をを をの ま、 に、 總選擧 
じ のぞまん ごして ゐる やう だ 0 
大敗を 招く じ まる ど すれば、 戲 
陷 はこの 邊 じあら う。 


珍ら しや 罪の/トロ ポリス 

昨年度の 犯罪が 減少した 

自動 単 事が^ 同じく 减 つて 米た 


'一指は 巧 非の 波じ繫 はれ、 犯 
罪で も化界 第一 ど 云 はれた ニユ 
ク 市ら、 がをは 珍ら し < i 昨 
年 じ 比較して 化那 率が 

少し V ' のん ならで 自 
働 ザ 事 かもが 少— しじと いふ 裙吿 
が、 巧 視組監 の ホから 巧を じ 報 
じられ た'' 即も兩 年を 比較 すれ 
だ 左の 如し。 

I 丸一ち 年 一 か英年 
殺人 化 殺 ニよ 八 二八 九 
强盜 ホな 化 お- 一! と 一二 
巧. 盜ご H 二八 0 S 三と I 
歐巧剣 傷 ニ 一 よ® ニニと 丄ハ 
を 計 六と 八 云と 一 0 化 
即 七-昨年 S 八で な 一二 十と か 
じ 比較 ォれ ば® だ 結擺な ことで 
わる。 先づ强 盗から 

殺 寒 クれ たものは 五が 八 
みのが 少 、强 盗に 教 され t 巡费 
や i 等が のが 1： かが 少 で、 を 
の乂御 ニをまで a 化 人の 潘 拙で 
解 巧され た。 殊に ホー ホ ド •ァ 
ッグに。 る ご、 巧番 一 方 ホな 上 
が 六 御 化か、 千 化から 一巧 巧 ま 
でが あ 倒 ニみ ごい ふが 少 で、 巧 I 
をが 比較的 お 加した のはり 中の 
をが が 巧した 結 策で ある。 更 
ら にむ 動 車 事 化から 化 じじ 

梅 事の 跡を 巧る じ、 十六 


歲 おすの 少年で おさいた をが 一 
昨年の 四け 十 ご 一人 じ對 して、 四 
巧 八 人、 十六 歲 S 七が よ 巧 四十 
よ 人に 蜀し とむ 一二 十 人、 を 針 も 
千け み 十から モ巧ニ 一十 八 人に 贼 
少し、 巧 傷が では 十六 歲 なでが 
I 巧 ニ 千 二が 四十】 人、 十六 歲 
化 上 •か 二で 八 千九宫 八十-人、 
を 針ち‘ 一昨年の 四方 六 千 四 巧 九 
十九 人が 四 巧 千 ニ 巧 二十 二人 じ 
贼 小して 居る。 


地下 鐵賃を 

こ 仙 値上け 

會社ご ホを 局爭ふ 
當 地々 下锁 道の 総を 難に 轨て 
會社 侧は頻 b じ 現が あ 仙の もの 
をと 仙に 化 トイす ベ （が ホ 面 か 
らち 傅し 現じ 前期の 巧 長 候補 戰 
はを が この 地下 锁巧五 仙み な 巧 
が 化 綱 ど。 な 

ウネ 作 力！ 巧 をら これを 標榜 
して 常 遇した ももを の 後を 計 
監 巧官ぺ 9 — 氏の 調を したお 
巧 地下 鐵の媳 巧 ごこれ じ 伴 ふ 
巧 用は 到な 現が のぶ 仙では 間 
じを はない 

どのな 見を 發 おー 端。 < も內隅 
の间志 討を おず る等械 々ど 問題 
を ホんで 居る が、 これに 先立ち 
册 下城を 社では 來る 一二 巧 llln を 


化て ニ 化の 値上げ 斷 巧を 發 表し 
てを の 準備 じ 着手し 先づ ホのを 
通委旨 食に これを 請願 ィる當 で 
をる が、 委員 食では 却下の 窓 向 
か 明白で あるから 恐らく 會社ご 
巧當 局が 法廷で をの 是非を 爭ふ 
のがな かるべく、 これ じ 賴擲し 
て M お 當码の 地下 殺じ贸 する 製 
肋 針 劃' 未巧濟 のを 馈 等が 倒な 
民事 串が を 出 L 延ひ ては ボの自 
治 機 願に もが 響すべき 閒题 どし 
て ホ おじ 電 要规？ れて おる が】 
部では’ 巿 ib 巧つ て 負 憤间收 
で 地下 鐵抑收 の 謙 論ら 巧 はれて 
育る。 

邦人を 見て は 

强 請ず ミ 男. 

サブ 停車 おを 中必じ 
『お 僧 じ 見ぇた つて 是れ でも 
二十 九族に る』 ご 下手な 憐 一' 
を 切ら U がら、 ある 時は 中央 停 
単 場 じ、 ある 時は ペン 停が 媒じ 

义 ある 時は タキ ムス •ス コ ぶヤ 

ァの サブ 停車 操 内で、 H 本人の 
紳±ピ 見る や 否や 『ニ ゥヮ ー ク 
へ歸 る々！ •フユ 卞 1 がない か 
ら」 なで ど 威 かし 半 かを を貨つ 
て あ 4< 巧 偕が ある。 を 掛け じ 

巧 スパ三 ッシュ 人の 檢に 蒼白く 

モミ 上げを ドげ、 小 供の やぅな 
颜色 をして 居る 奴が 出を する。 
么 前は、 ロから 出經 目のを 雄 お 
する 巧 ださう だが、 相手み 第で 
『俺は 新聞に 出て 居た ホ 木 曾 だ」 
ぃ-4 ど ど 宮蜡 じ も ら の が鹿自道 


をす る 癖が ある ご 云 ふが、 A 相 
骨烙 から 見る ピ 恐らく、 例の 太 
曲事 件の 雄累者 V - 瞬 まれて 引つ 
張られた こどの ある 小 木 曾なら 
む どの i である 0 


久しぶりで 

廢應 野隸團 

一二 巧 ホ 化 H じ 渡 ホ 
東京 特電 一日 豬 U 慶 應大學 
野球 幽 な、 I 二月 二十 九 H じ 横 
: 傑を 出を して 渡 ホすべく、 歸 
をは 布哇じ 立ちを b て 試合の 
豫を でぁるが、 一巧ん 顔觸れ 
は 腰本壽 一氏 シ 監督と してぶ 
のかし 0 

投ホ —— 島ぶ、 宮武濱 崎、 
補 手 —— 陶 旧、 が 藤、 

一 壁- — 福 島、 

ニ 壁 —— 本鄕 、ごを、 

S 壁 —— が 川、 お ホ、 

遊 摩 —— 加 藤、 

外野 楠を、 町 田、 梶 上、 
.山 ド、 巧が、 

向 ほ 東部に がける 試合は 左 3 
如 （决定 したが、 テキサス 大學 
の 招待は H 割 6 め 都を で タを斷 
はる こど じなる であらぅ WO 
A 立：：：： 八： n 、 丸 H 對 イジノ 


前拳圓 王が 引退 

前举圖 王ジャ ッネ •デム プ 
シシ！ の 巧 起に 就：， ては 愧々 
評 おされて 居た が、 興業 王リ 
ツカ^ — ドか缓 泉した 所 じょる 
VJ 、 ジャッキは 旣に 引退を 决 
ふした S で ホる 六 《 の說 をは 

ンヤ キ—を リス コ 、テラ ニ 

! 對 ヒ ー ニ ミ の優勝者を タ ホ 
ネ ー じ當 らしめ るが はない ミ 
の i であるが ま 入鑛で U ジ卞 
ツキの 引退は 一時的 S ' もので 
恐らく 六月 S 勝負を 見た 上な 
めて 九 巧の 大 試を じ 名 乘を寒 
げるも S •ピ觀 察して 居る 0 


イ大學 A 十 




アクロン 


セミプ 。么 十四 H ジョ！ 

チタ ゥン 大^!' 么 二十 呂. — — フ 

ゥシ ユ ィブ ク ，七 ミグ. ロ A ニ 

十二り \ - — バ t ト 大 學 ム 

二十 四 B ~~ i ‘ニユ I ョ グ大 

舉 A 二十 八日 H ! ^ 大學 

S 十い ニュ i rr * ■ — ク • 


アスレチック •クラブ Ai 二十 

_ 目 ブォ！ タム 大學么 六 

月 j 1 1 り パフ ア U 、 セ ミ 

プヴ A 六日 シホ ゴ大學 

原 田 選手は. 

出場し ない 

本年 デ ヴ井ス 盃戰じ 
ま 京 特電 二日 發 n ダグ キス 
盃戰の キャプテン である 巧 旧 
武 一氏は 本年は ぷ 庭の 都合で 
ず碟戰 r 惑 加す る こごは 出 巧 
のが、 を 部 お 雄 巧は ニ 丹 十 化 
日 お 帆の コレア 化た 渡米し を 
地で 練智を 腐む こど つた 
木— 

パリ—- 日發 ：：：：： 本年 巧の デゲ 
キス 盃峨 参加 脚は 一二 十一 ニヶ 闊ど 
いふ ホを をの 記錄 じして、 アメ 
リ カン 巧の 六國を 除き-化は 悉 
く歐 洲で戰 ふべ く、 アメブ カン 
滞は カナダ、 支那、 日本、 キュ 

パ、 メキシコ々 び アメリカで、 

其 化のを 加 図け 左の かし。 


チリ、 ア方 ゼン チン、 療洲、 
フネ リツ ビン、 フ キン ランド 

諾 威、 瑞 典、 獨遂 、ィ タブ I 
グリ— K 、 巧頤 、を 親、 ポ— 
ランド、 瑞 西、 ン ボリ—、 

ナエ コス 0 グ キア、 か關 、ユ 
ゴス ラゲ ア 、ホ 少トダ 八、 ベ 
<|^/キ1、南アフリカ、スぺ1 
ネン * デンマ^ — ク 、才 スト 

リ— 、瓜— マニア、 インド、 

ニ ュ 1 ジ 1 ラ ン ド 0 


女の 橫 暴から. 

男子 y 解敕 

珍ら しい チベット 
最 あの 化 京 ぉ電は 耳を 
珍談を 巧へ て 巧た、 即も ナベ ッ 
では、 女尊男卑の 風が 甚だし 
、チベットの 巧では 女子の 横 
暴 じたえ b れの ごて、 が 年 十 巧 
示威 連動. 起し、 宣言 文を をを 
したがを 宣言 文には 

五 口人は 女性から 膨迫 をを < 
る や A しく、 ホを は 吾々 を 奴 
隸視 する こど 牛馬 ご 異ならず 
女 巧の 橫該の 例は 化 擧ぉ來 の 
が、 重なる ものを 擧 r れ ば} 
婦數 夫に て、 これ 等を 巧 具 同 
樣 にあつ かひ、 少 こし 氣じ噫 
はねば を逐 ' f る。 また 男子は 
々牲 に驅 化され'’ 、辛苦して 
稼 t だを はおんで 居る 女性 じ 
自由 じ 化 はれる。 をれ じ、 女 
性は 馬婚が 自由 だが 巧 子は 妻 
を 失つ 7 を、 巧婚は 許され 
いでを くは 僧侶 じさむ てし ま 
ぅ。 かぐ 屈辱 シ-受 ： る チべ ッ 
トち 子は 自 ホず 等の 權 利を 巧 
がせねば むらの。 ょつ てこ i 
じ、. 巧 前の 示威運動を 擧 巧す 
るの て、 奴隸 たるを 欲せ ザる 
血 ある 巧 子ょ 起て。 

どい ふので あつて、 彼等が 提お 
した 條 件は 

一、 女性な 一人の 巧 子を 诗つ 
だけで、 夫の 巧 お 再婚し 得る 
のみ どず。 

ニ、 な 性は 巧 子を ま 配す， > の 
權利 なぐ 男ず の 得た をは 夫婦 
じて ホ 等に 使用す る こ VJO 

一二、 妻の 巧 後は 男子に 再婚の 
自 曲を， 00 

四、 巧 子—- 對し 本人の 閲 恵な 
( t て 僧侶になる こどを 强制 
す もこ ごを 許さ 乎 0 
ぶ、 央婦 はを 恵 じて 離婚し 離 
堀な 再婚す る 0 もを 得。 

丄 ハ、 夫は 妻の 不義に 蜀 して 卞 
涉 ずる こごを 巧。 

と、 結婚 一-居の 間 一 ホ または 
双方の 則 崖に 巧. 柯 じて 使 ふこ 
どを 得。. 


舊劇 おの 新人が 

勞農 ロシア 入り 

わ •か 國媛劇 猫の 耕 人で ある 巧 
川 左 測み {長 島 媛)‘ 巧川壽 お廬 
(升 旧法)、 ホ 川松寫 三面 島 尾}、 
お 川筵サ (間 上)、 中 村を 鶴 (が 
廟 指)、 が 川 荒十郞 f 新 成 田 犀 一 
ぶび か 川 お 升 (成 旧 尾} の 一座は 
赤 露 革- 衙十 周年 記を 巧 じ おがさ 
れて 先般 歸 朝した る 小山 內漆氏 
の 化い > で 渡' 露し、 モス カゥ、 
レニ ングラ 1 ドで 日本 劇を おお 
してり 本 戴 術を 緒 かすべ （、 け 
乂 漫遊の 巧が のぶ 銜巧 ごも 露 補 
で 一緒になる 萬で あると。 
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自慟奉 運轉及 機械的 智 
識を 個ん 巧 じ敎授 すを 
が 巧 証、 就職口 澤 山、 

を授 科. 


晝巧兩 科、 U 本人 藏迎 
穀巧用 じけ 巧 巧 タラ； イ 
スラ！ 「六」 を 懐 用す 




▲最 巧ぶ を 等 設満が 食の 邀富掉 巧を るは 乘巧真 
のを 媒を 切下餐 d 共に 巧 化の 謗 S ずる 處で寸 
A をな 太平洋 おな 3 等設髓 はを 部苹 巧が な 見 屯 
施しました、 みに を 市 巧の かを は 巧謂ッ Is 
K トサー ド 义はス チ 王 デント グブ ジスな 上の 

巧麽お 儲へ てな りまず 
#を港ぉ帆ホ ノ ホ ^^^經ぉ 
大巧 义 


天が 


T 


化 

化 

を 洋見 
西 比 利 巧 化 


【正午 化 化】 
ニ 巧 十ち H 
ニ 巧 か 九日 
ニ 一巧 十五 日 
ご 一巧 化 一日 
四月 十一 日 


N 


® シアトル 出觀 【す お 十 時 巧 化】 
加賀化 ニ 頁 六日 
， 伊豫 か 吉丹 十二 日 
靜岡义 四 巧 五日 

@§敦 登 目 本 巧 あ 祝 

箱啼み 二ち 世 五日 
白 化 お I 二 巧 十 B 
A が 青 巧 现芭轰 禹お由 B 本朽 貨物船—- 巧 ニ 厨 
A 媛 道な 待 寝 塞を* 化 萬 事 御 便を じ 御 取 計 申み 
▲太 廣を大 を賠會 姑乘躲 巧を 刹銜 をに 取 計を 寸 


シアトル お奶 (午前 十 時) 
あ ふ‘ りか 化 ニ 巧 化 丸 H 
あらび や 化 一二 巧 十三 弓 

ばりず 丸 C 坡巧お 酌) ニ 巧 十 化 日 
I 等橫漬 .一九 五 巧 

化し ばリず かるん ごん もは I 置 直 弗 
▼一二 等 目 本せ. 五 五 巧を 室 おな 逛ぷ 族まタ 數 
►御を 望に な 4 1. 等 割引を 逸 切 巧を 巧 致 巧 お 

ロス ア A ゼ ルス お 帆 (午後 一二 時) 
らぷら た 化 一二 巧 二目 
さんごす 化 四 巧 ご 一日 
► 一を 横濱 ニ！ 一一 C 银但 はわい もま じらを を 巧 
▼ 特別 三等 日本 巧 五十 丸 お ▼ I ニ莲 日本 巧 显十左 巧 
マみ 港羅 が巧淹 を 切 巧嬉毫 勞赌入 i 旋 化り お 
►統育 線 パナマが 由 日本 まがを 貨物 掘 巧一圆 


B 本陶藏 器雜貨 
ラム プ卸賣 

奈良賓 易商會 

リ本 陶媪黑 .雑會 類卸寶 

ホ 元 ブタデ ー ス 

H 本 典 服 反物 キ モノ 

テ！.— フルク ロ ス類 

諸雜貨 卸商 

特別 廉懼で お 魅 强巧流 わは 常 巧の 巧を 


精々 勉强巧 化 御 引 ホ 顯上候 

陶 输器雜 餐卸寶 

眷 旧腐會 


を 向の 大室 、ッィン 
ベット 皮綺 難な プッ 
デォ 巧の 部屋 ぁ 6 湯殿 じ 隣梭、 
ホ！ ムラ ィク、 商尙な 家庭 
互 rs. A. C. Sullivan, 吉 0 电男 t 置 Ave. cor. 78 St 

トタ シク- い u い^ 

イン ノ 1 ベ— シ 3 ン トランク 

物と 弗 あ 十 仙 よら 十二 弗-立 十恤 
岩 夏 空 ill S す ei 


’ ヤ A ’ デイ 敎巧 

キャン ディ 類、 フン レ チ ベス 

トリ—、 ゥユブ デン グ及バ ！ ス 
デー ヶ ー キ 、其 他 キャンディ 巧 
菓子 等の 造ら モを晝 が兩巧 じを 
ちて 敎授 します、 希留 をには 目 
錄 J を 進呈し ます 委細は 左へ； 

さ e Irid ミす h 邑 I 壺 Lexin 量 1 As. 


1 週五雜及八巧、 一 
soft ん义は ニ A じ 適ず、 
巧 廳へ十 巧 タイム スス クコえ 1 

へ廿 五を 電話々 ン バラン ド 量 一二 
養 宝 gh ぎ f f 黒 驗梅玉 


資本を 登 宿 圓 
拂込濟 資本を 六 乎 巧 脚 
校 立を お 千 八ち 四が 巧 脚 

鱗 賦ご弄 銀 巧— ま お 

本店 東京 巧 日ぶ 禄 K 本ぞ お 町 五を 地一號 
す 巧 ル 樽日蕉 化の 內定安 横 致 
名 古庭を 都大 阪巧芙 堅が 戶 
顆な下 關巧司 お松賴 岡長捣 
上お偷 がを 買 g 水 


輸ぉ乂 爲替’ 巧 信 送金’ ホ 送を' 旅 巧 信用が 
商業 信用 狀其他 一般 銀 巧 業 

乂渡 ご囊銀 巧— ま 巧 

鄕お 送金 ハ 日本を 化 無手 數 巧？ 迅速 化が 
本店 預金 (を 期 通知/ニ 踊) 御 巧が 取投 
本 ま 店 まを (本 ほ)、 4<阪> 神戶 、京 郁 
所が 地名を 塵、 小膊 、上海、' 渝软 


▼鄕里 送を 及び ホ 送金 (無手が 巧)" 外圓 
巧 韓賣貿 、荷 爲辑 取組 取 立、 信用な 獲 
巧 等 一 股 お 巧 業 巧御瘦 おじ お 巧 可た 候 

鱗 航臺灣 銀 巧— 出張所 

本店 摹灣臺 化 

ちな 東 巧、 橫 巧、 大駭 、神戶 、上海、 巧 
ロ、 蘭 州、 展 巧、 她 頭、 香港、 廣 巧、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 宝 頁 

々八々 ッタ 、輪教 、其 か專巧 十四 ヶ巧 

i 、 資 ぶを 量億圆 (をが 拂 & 済) 

一、 積 立を 乂千六 巧 五十 お圓 

內地 本ち 巧： = 橫濱 (本 巧} 巧 巧大扳 
神 巧を 時下 期 名 右 達 

機鑽 お金 銀 巧— 支 巧 

ホ國 をち 巧 = 囊港羅 巧沙が 巧を 
其 化 世 あを 國 をを 都市 ュ义店 及 コルレ 
K 宵么转 


本 巧 大波 化 簽お下 巧 
紐 育ま 巧が 育ブ 《! ドゥ 五 1 だ 四十 九番 

能 就 住ぶ 銀 巧 

3 (東京、 橫濱 、名ち 屋 、京都、 神戶 
4 I 尾ノ 道、 廣 島、 吳 ，卿 か、 下ノ顯 
地 支 巧 一巧 司、 小 倉、 を巧陳 多、 义おホ 等 

本閣 預金、 鄕お 送金 等は 極め 
て 御 便 巧 巧 速 じ 御 化 扱 可 中 お — 


本ち 朝 货巧威 

ま 店 お 娘 所は H 本 巧 化の お 要 都 ホ、 朝が 
お拥 、ま 邪のを 地 巧び 浦 廉巧德 

朝鮮 艱巧 紐臂 出張所 

外 國爲替 一般 銀 巧お務 精々 御 巧 巧 じ 取扱 可 
申 上 候 


勝 本 證券 會 _ 社 

一 紙 お尙師 な/質 買、 引受、 裳染 
A を 離、 ホ-一之 こ關ス こ切ノ 業を 

録賦 藤本 ビル，。— 力— 銀 巧 

紐 育 お 張 所 


淘诞 叢、 雜 貨卸齊 

雜がブ タザ ー ス 


お貨 闽 おお 
ドラィ グ ー ズ卸賣 

太洋 貿易！ 會巧 

支 巧 が おを、 ポストン 


を 



ハィカラな 紳± は 

化 立 服 をな しまず 

ホれ はを く 身に を ひ、 を 掛けは 宜 く、 を 
して ホ ホを ょら もを 持 もす る 事を 知つ て 
るからで す。 弊 巧は タ數 U ホ 紳± の 御用 
を ホつ て 屠ます。 

n 此舆吿 じて 御 ホ 巧の ホ じは 

六を 剧則 致しまず ：= 

御な 文の お 何 じ 係 はら や 兎 も 巧 一巧 ホて 
見て 下さい 

ウ オル々 i エンド フロ リオ 洋服 店 


S ぶ强 船會敦 (あ ニを 銭道會 社} 

代理店が 欄 兄弟 商會 

乘 奉、 乘船切 お 巫 じ 小荷物 運送 御 便 削 じ取摄 串し i す 



H 本陶 畿雜貨 
ドライ グ ー ツ お販寶 

2 賊 巧 木 桃 ホ 組 

MOOI, MOMOZOJ, COJ Inc. 

105-E. 16th S ご N. Y. ぎ $畫8$皇 這 5 を 


'今 


十 お 年の おを ぁる 當梭 はタ 年の 
經驗ご 新 智識を なする 教師を 聘 
し 自勘単 
操縦 法 巧 
び 速销を 
の條 得ず 
べき 必要 
な 機满的 
智識を 短 
期間 じし 
て 最も 能 
率 ある 徹 
をの 技術 


' S 

涨 I 

M 側 

A 7 

を お 習し を狀 獲得を 保証し 職業 
ロを も罔旋 しまず。 



留置# 便 

左記の 郵便物 赏 事務所 じ留廣 
有 之が 間 自身 御來訪 下さる か 
おくは 住所 御 通知 被 下 度 候 
藤 巧 兼が-入 野 10； 巧 今 田 嫁 
衛 井 旧負藏 G •ィシ ナリ 
(靜 岡ょ 6) 加 藤 木 貞次栗 
お 親義か 弼旱夫 ゼ] ムス 
ホ 岩 森 川 輝 造化 か 蓄次郞 
ノミ 政太那 を 田 武ホ野 飯 
岩 巧 岡 巧 重 一郎 大お せお 
下 村 豊巧巧 中を きす ナド 
メ ま巧郎 三？ ザ大騒 美化 發) 
ソマ •ト 'ゾォ せ 本 (福 岡巿 

マネ 氏發) マが シタ •シ ャビ 

日 横 ホを 藏ブ ー 大せ (博 
文 館) が 本 力 テ ー •七 ォ. 

紐 育 日本人 會 

為 0 卓 •巧を st.New^rkJ-Y. 
Tel を iu ョ bus 霉 W 


夏場 グ I ム 向き 

今回 上記の 處じ 移轉し 日本 あび 獨逸製 お 
具’ 雜貨 及び 陶器 顔 黃夏構 向き 品を 部 取 
揃へ 陳别 して 居ます から 御 ホ 紐の 節は 是 
非 御 立を b 御 一寛を 願ます 

子 1 テル エンド シ厶 メル 


T 寧の 巧 刷 ご 精巧：^ ぶを 上げ 

時日の 迅速 ど 儘 寶な橡 おを 保 誰 

印 綱 德經脊 新報 藏へ 

電話 9 トネ シス ニ 九 0 か— ニ 九 io 

わ 間違 的な く 新報へ 

巧內 一^ 十よ 了 目 十二を 十 階 円 

東部に 於け るが 字 言論 擬關の 

權 威、 吾が 新報を 讀 まぬ 人な t 

廣吿は 紐 育 新報へ 


時 円 二月 トー 門 午後 セ 時開瘍 

同 八 時 開演 

人 場 料 一 弗 お 十 他 均一 
場所 リヴ アサィド j ニ 四 T 目 
ィシ タナ シヨ ナル ハウス 

同胞 慰安 大演 藝會 

喜劇 『わ 白粉を 言』 ニ 幕 
二 I 曲 長 噴 わで か. ヴワ并 オリン 
仕舞 獨喔筆 賣り其 他 

主催 紐 育 日本人 會 


♦乂內 武ホ巧 京 城大學 助敎授 
间上突 図よ b 着が 約 ニ 遇 間 滞が 


を 港 だ 


農業 王國の 加州 

農じ惠 ょれ だ 加 如は 昨 一九二 
と 年度 t がて は j 昨年 じぐら ベ 
て稍滅 作を 見た どは 云へ 州內農 
產 物の 總收 獲は 一千 0 六十 おで 
i ニ 千と 巧 餘顺の 巨是に 上ら 總額 
一二 德八千 ホ 巧 五十六 タニ 千餘お 
£ を ふ 素晴らしい 數 字を 巧し 依 
然 『度 業 王國ち あじ 背かない。 
怖 農 跨 局の 調査 じ随 ふご 右の 牧 
獲を ホんだ 畑の お 別は ホな S 十 
五 方 一千 ニ r 百英町 {果物 一六 八 • 
一二 00) 野菜 其 化 四 六 六 ホ • 0 
00 であ も、 お 目 じして 最も 上 
をに 座す る ものは 果物では ォレ 
ン デの 六 千と 巧 六十 ニ 万 弗、 か 
が 葡萄の お 千と 巧 サ化万 鬼 (レ 
i ゴン をを む) S をが レモンで 
モと诗 六十 巧 巧、 他の 農作物で 
は 巧の 六 千 四な 四十 五 巧 弗が 首 
位で、 バ li! の ニ 千 五な 四十 
ニ 巧 弗が み、 S 位は ホキ！ トの 
千 六な 餘巧弗 ごな つて 居る。 ゎ 
れ 等の 命の 糧 なる 米は 窠四 位で 
一千 OS 十 方 四千 巧 (作付き 巧 
別 十六 方 英和、 收獲媳 量 八 巧 九 
十々 巧ブッ シエ か) で 相 當威繁 
つて ゐ る。 因に 一昨年 度の ホ 作 
はと 百 化 十八 方 六 モブッ シエが 
で 昨 辱は をれ じ 比し 約 巧 巧ブブ 
シ で グ 弱か增 加して るが 金目 じ 
しては 巧つ て 十五 万 巧 余の 嫁少 
であ. CS、 之は まごして 年 產過劍 
VJ 日本の 豊作が ま 因で ある V」。 

H 曜說敎 
勞紐育 日本ん 敎會 
現 はれし 手の 蔭 
♦基督 敎 修道 會 
題 ホを 

令 日本人 美 0 敎會 
神の 國ご 巧義 
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同胞 慰安 大演藝 會の间 的 

收 まが 償へ ば剩餘 はを 共 事業に 
が 胃 本人 會 社を 雲 お出 直 ま氏談 


•左は 目下 准 備進巧 中の 紐 育 日 
本人 食 お 巧 部 ま 惟 同胞 慰を 大 
お 藝曾じ 脚ず る ま 貸 長石 旧 直 
吉 巧の 淡片で ホる。 

目下を 備 L ； に 殺されて ち 
る お 食 部ち 催の 岡胞 慰ま 大お酱 
會も あ々 が H の內 じを まつて ホ 
ましたので 關 係が 委眞 並に 特志 
出演者 諸君は 多大の 犧牲を 沸つ 
て ホ々 お 巧の ホを— ぶ おせられ 
つ i をる じ對 しなは 當廚者 どし 
て 深厚；： > る 謝を を あしたい ご 思 
ひます。 巧く 所 ド 化ら まする ど 
社會部 ま懼の 大演藝 をはを 年の 
を 帆 どなつ て 居た のがげ 年は 御 
誘簡の 巧め じ 中止 ご；：* つたの だ 
さぅ で、 本年は 御な じぶ 出 巧 前 
をを 祝福し やぅ こ 云 ふので 大淸 
藝食 のが 機を も ニ 巧 十 1 H ご 云 
ふが ザ 節の ま U シ邊 ましたみ 窠 
であ# まず 

由來 化 大衛藝 會の肖 的け 
タ牧 閒胞諫 をの 慰を を專ら どし 
晉樂 の溃奏 、戯曲の ぁおな どじ 
化 6 て 间胞の 趣が がを 硬 養ず る 
じ 資する ど 共に H 本人 會 々員を 
中 也 どせ る 『愉快 る會合 』 た 
らしい る じ ホる ので あらます。 
隨 つて プ n グラムの 編成 じは 扇 
がでは 一寸 巧らない 巧の 苦 也を 
用 ひたので あ- ます。 假 みば 大 
な 盛 曾の 大序 V- しては 时が黨 一 


じ適當 でぁるか ごを ふ おを 證衡 
熟 誰した 上で 矢 張な 典雅 優婉の 
S 曲 本選 レ だ 檢じ譯 で 典 他 十 幾 
柿の 提案 中から 貴紙 上に お げら 
れた 横な もの 丈け を セレクトし 
たので あらます が 

入場 料の なじ 關 して， b 晋 
吾を 貴は 愼 重」 を 貴を 拂 0 まし 
た。 旣じ一 か 年は 一巧 ど ニ 弗 ど 
の 二階 級に をけ、 ニ 晚を楚 しじ 
のです が收 入は 千 五な 余 ホ、 是 
れじ おする 支出が 自 .^增 大して 
乍遺樹 結局 收 まか 償。 たかつ た 
のです。 を こで 本年 若し 一が 巧 
1 < すれに 一 晚 丈け の大衛 藝會 
で U 卞巧乃 ま 千 ニな 乘 巧との 收 
人を 期待— 得ら t ない MJ が哪瞭 
でぁり、 左 ずれば 計數 b 而白 < 
。いど 云ふ盧 見に 巧 b まして 一 
お 丑十师 均】 ミし 階級を 撤廢す 
るご柯 時に 同胞を 自わ敎 擔 'こ （ 
てもムービ！観覽おの巧度どし 
た爲 めじが 賣巧も 頗るな 巧で ホ 
るのは 喜ぶべき 次第です から 當 
巧は 瘡 つて ホ會ム ちたい もので 
ず。 勿論 大演藝 をの 呂 的は 强ゐ 
て剩餘 をを 巧ら ぅと 云 ふので は. 
ぁら i せんが、 收支相 償へ ば剩 
お金は 結局 日本人 會を 通して あ 
爲義 なる を お 事業 じ 使用され る 
ので あるを も ゼ て 御！ 一誠 承 わち 
たい ものです。 云々 


0 
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神戶じ 新設の 

生糸 巿瘍 

何の 必要 かが 疑閔だ 
本紙 第二 面 巧 報 昨を 曜 東京 發 
特電 じ 依れば をて 政ぶ 會內閣 の 
がエ 省で 認可の ホ 卸を 執って 居 
た 神！；： .生糸 淸算 おを 所 新設の 件 
な 常 業を、 為替 級 巧 等の 巧勒を 
一襯 して あ々 認可す る； になつ 
た' こ 云ん が、' 當化 じがけ る ホ ホ 
I 輸入 おお 乂 银巧お 巧 側の 盧見 
を聽 かする に 生糸 檢 おのと 割 五 
かを おむろ 橫濟 にがて さへ 現な 
化 引 所なる ものは 巧 巧を 要 駆せ 
ら むざる 倾 向め h'、 神戶 ょら 輸 
おせ .っ る t 生糸は總敵ホ额の約 
ニ 御 五 かじ 相 常すべき も 旣じ橫 
濱じ 生糸 取 却 所が 棋を おする お 
上 生産地た る 日本 じがて 別個の 
化 引 所を を 要 どず る 理由は ない 
がる じら 拘 はらず 欧 たを 內觸が 
急いでが 設認 W を與 へたる 薬 面 
の 納总は 恐らくが S ボリ テック 
じ禍 さかた じが 違ん るまい ど 云 
ふの がぶ が P ぁる。 右に 關 I て 
は橫 演じ 關係 がき 輸入 贿の 意是 
のみで U く 寧ろ 神 口に 賊係 深き.. 
駿入巧 中强硬 る. 反菊議 をを；, P 
斯 かる 無想 義の 巿壤を 新設す 
はなつ て ホ 俄の 自が 的が： ご 調 
締 どを 闲 難。 らしい るに 化 まら 
巧 寒 わ b て】 利な しど ホ 張し つ 
I っ ぁ 6 本社 時電じ 依ぃ じ 生糸 取 
引 所ご密 巧の 細 巧を ら橫澄 正を 
が 巧は な對 の陳恼 を。 しが 事、 
，巧知の ニ 新聞 も化說 にて 其不必 
r をを 論じて 掉 る。 大 扱神戶 々晒 
一の 實業 ああび 政閒 等に おぴ むご 
i する 中 橋が ェ 大臣は 總選 紫を 眼 
一前に 控 へて 居る 昨今を が 用して 


往年の 大連 取引所 設立る」 電ホ 
巧 火の 如-く 認可. したので あらぅ 
ご 言 なれて 居る が、 新設め 結を 
如何 あるべき か r 注意され る。 

，韻藝 巧合會 

二月 十り 夜開權 

お 育 H 本人 會お會 部 ま 催の 大 
演雜會 は 大要 旣 報の 如き ブヴグ 
ラム じ 依な ri 本 巧 樂部總 領事 邸 
其 他な 窓の 蹲 巧 じがて ホ々 稽古 
を勵 巧し つ i あるが 大 演藝會 の 
前が 邸 も 本 月 十 H 巧よ 時 1 
般の 巧を會 を會撰 インタ アナン 
ヨナ 八 •^ゥ 3 r 開き 巧 旧を 員 
長 始めが を 員、 お 演者 も會 をし 
お 藝當提 の 監督た も 石 本音 彥氏 
の 指導の 下に 夫々 の 順序、 時間 
割を 確を する 由で ある。 尙は大 
演 藝會當 がは お雜を 防ぐ 爲 めじ 
出满 者は ホ 色激 章を 用 ひ お演若 
楼待委 1 ホ 円兩 をの 徽章を 附 
し 稱水善 造 氏 委员長 どして 鞋旋 
すべし どの f-O である。 

擺 巧の 個展 

次週 ょら 俱樂部 じて 

本紙 妨^な 紐 二十と 冬 尚 美術 
寫眞の j 研」^ かじ 従事； で 底た る 堀 市 
郞を な 嘶' 打 じめ てる-； チユア 
巧 像 溝 作 盤の 方面 じ 卓拔の 技倆 
を 認められ 千 九な 十四 年 W 巧數 
回ナシ a ナ少ア ホ デ ミイ 展覺曾 
じ 入選し 殊に 千 化な 十と 年の 東 
鄕大將 巧 傑 諮は タイ ムス 紙の 激 
賞を 巧した が 今春 歸 朝の 計喬じ 
て 去る 一巧 中大制 引を R て 日 ホ 
顧を の 用命に 應 じて おわが あら 
じ 一ヶ月 延 をし 本 巧 中 依然 巧 五 
街 六 六ぶ を 地 じて 關 装し、 ホ 週 
よ b は 日本化 樂部 じがて 自作の 
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個人 报覺 曾を 開催す る ミ ど，‘ なつ 
た ご 云 ふ。 

早阪 僧ぶ 消息 

本 パ 十 セ H 頃 着が の豫 をで あ 
つた 加 特ヵ敎 僧正を 阪义 么助師 
歡迎グ n グラム 化 製 3 都を じ 依 
b 當 地に 於け る 接 巧を 員 挺クキ 
ン師 よ. 〇 照會 せる じ耐僧 化は ホ 
るべき ィ' — スタ アの巧 巧を 円本 
じめ て擧 巧ず るを 駕 じて 米 閱經 
もを お ホ 得る 限 b 早めむ どす る 
もの I か < 、巧が 期ら 本 巧 十 互 
日 前後 ィ 一なる らし，'、 日本ん 會側 
より 講お 曾銷播 のかに つき 接待 
委眞 長を 經て 照會 したる も 諾否 
ホ だ 巧 お サホ羅 て 日本人 侧の歡 
迦晚 餐會も ホを の歷 ごな つて 居 
るが ホ 週 巧々 には 確定すべき か 
ど 云 ふ。 

紐 育 日 會諸會 を 

が 育 H 本ん 會 々館を を 特別を 
員會は ホる tH 午後 六 時半 料亭 
昭和 て 開催のを A 尉 理事 會は 
目下の 處 例月 i. 逆 b 十四日 驚 ニ 
火 贈 日 化が 寧 都 じて 關懼 の豫を 

お 山 巧模鑛 試を 

H 本 巧 樂廓ゲ ー ム 委員 會ま獲 
で 目下 俱樂部 禽員じ 橋 球を 敎授 
しつ ミ ある お 山を 嶺氏 VJ 紐育ァ 

マチュア タラス A のグ ィスを と 

の 模範 試を を 本タよ 時半よ b 俱 
樂 部で 擧 がする 善。 

太績藝 切符 

ホる 二月 十一 日 午後 八 時關溃 
.の H 本人 貪 社 會韻ホ 疆巧識 慰 
を 大演藝 會乂縷 料は 一 弗 五十 
袖 均一で あるが 切 巧は 本社 讀 
者の 爲 め。 特 -し 取次いで あげ 
ますから ホ 望の おは 申を まれ 
たし 

鄕敏 巧の 講演 

南 滿が鐵 道 禽社紐 育 事務所 長 
鄕敏 & はボ Z トンボに がける ニ 
十 おが 狼樂 部の 招 持 r 應じ本 H 
開催 S 午餐 倉に ぉ 席して 『滿洲 
じがけ る 日本の 地位』 ご 題し i 
媛 八 講演を 試みみ 日歸 紐す る 由 

如水會 の晚餐 

一橋 高 商 出身者を なて 組織し 
居る 如氷會 じて は來る 九日 午後 
と 時 よら 日本 俱樂部 じ 於て 兰 ホ 
賴を 調査 化 鉛 木な 氏、 新が H 艱 
監督 役 武か理 I ニ郎氏 S 歓迎を 兼 
ね 校ぶ 會を 開く 由 じて タ數な 紐 
校ぶ の 出席を ホ 袋して 居る。 當 
番 幹事は ニ 弗 物 產の巧 島 繁ニ氏 
であるか らお 席を 璧 をは 岡巧ヌ 
は 日本 巧樂 部へ 申を まれた しご 
會磐 H 弗。 


公人 か 人 

•一二を 嘉十郞 氏滯紐 中の 巧が 
銀 巧ぶ 巧* K 配 人、 前週 ± 願拂曉 
出 化の ア タキ タニア 号 じて 歐 .削 

經 曲歸钥 

♦佐々 木 豊次郎 氏滯紐 中の 义 
部省屬 、敎 育を 方面の 視察を 終 
へ 去る ニ H 午後 出發 西巧歸 朝の 
途じ 就いた 

♦巧 瀬慶 一二 氏 お 化 帝 閱大學 助 
敎 巧、 去る 一 日英 國 ょら 着 十四 
りを 帶 出帆 歸 朗の尝 
♦か 帖嘉德 氏 京都 帝 阔大學 助 
お 巧、 二月】 日佛 凰ょ b 着 紐 約 
一二 週問滯 なの 笠 
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米 闕議會 に 突如 

潜水艦 廢棄 案化づ 

英吉利は 喜ぶ が フランスは 巧對 

日本は 「理想論」 だ ご 嘯 C 

東京 特電 セ日豬 n り 本 於府は アメリカの 邊替じ 現わた 潜水艦 
の髓^ 案に 就て に單； る 理想に 過ぎな'、 く 見做し ブ シン トン 曾 
端‘ W ホの 形勢よ b 打 劈 （劇 おものに たら。 いご 觀 測して 闲る 0 


が 頃 本 お 東京 特電が 報じた ホ 
齒地 をの 潜水艦 離棄が 議案は ま 
る 一二 円の ■ 

下院 じ ぉが マャ チユ セッ 
トが邀 出 おか 熟 貴 < 1 キズ •フ 
U ジユグ - ム氏か - T 提出され た 
溢おをお 4 ものに て氏は化誰お 
提出 前な め闕務 技官の 蟲 をを ホ 
めじる におし ケ n ツグを は書脑 
をみ て 『ホ 図 雄 曾の 慮 見 ごして 
則强は 潜水 鶴を 麼楽 すべきら の 
で わ も ごを 明す 么 ことじ 向つ て 
何等 異能 はない、 巧し 乍. っ 一圓 
のみが 濟ホ 鑑を廢 薬す るく いふ 
こどは 到底 不可能 事-しして アメ 
リ 々政府 ごして じ列强 政府 じ （ 
て 絡 巧す & 限 6 潜水 腊廢 棄條約 

こ 主 

喜んで こわ じ應 ずる もの 
- であ' る ■故にみ 難文は かお 列强 
U お 水 瞄を礙 止すべき もので あ 
るを 衆 陆欧府 にこれ-」 努力ず る 
ものと 賴レ j . ヒ みお 度に 修正す 
ベ （微 をし W もので、 フロン ニ 
グ' \ ム 氏け 段な 畏 をの 霄簡ピ お 


- し 潜水 猫廢 薬の 巧 議を提 おした 
ので わる。 本案 d 先づ 海軍を 員 
會 'レ 迴屬 されたら ので 同氏は ヮ 
シン 护ン爵 議當 巧に がて 園 格を 
をヒユ ズ 氏が 本案に 賛成した 
こ VJ を 指 楠し 『當 時吳國 も府は 
舊 A で これに 應 中る 意向なら し 
も 日本、 ィ タブ ー ぶび フランス 
が 承 斑せ ず 遂に 今日 じあんだ も 
ので ぁるが をは 時勢の 

推移に が ひ 若し 今日 ァメ 
リタが これを 巧び 提唱す るなら 
ば列强 t ホ 潜水 燈廢 案じ 替閒す 
る こごを 確信す る』 ご 稱し居 b 
お 軍を 員良バ トラ！ 巧を 始め か 
ずを 員を ボータ ー 氏 等 も刘强 め 
協賛を 條 かごして 本 まの 巧議じ 
12 大贊 成の 模様で ぁるが 氏の 說 
明す る 巧に あいば 潜水艦 廢 化の 
動 磯は 喊渊火 戦中 じが t 獨逸潜 
水 艦の 殺人的 巧 爲を闽 想— おを 
勘る が蠻 むる 活動を 絕對に 禁止 
すを こどは え 明を 進 國の義 を ど 


立法の 違な、 商船 蹈検の 是非を 
巧を 閒 はず、 潜水艦を の もの i 
紐獄 自身は 

殺人的 巧爲じ 依らざる 限 
b 到底 窺 船 其 他 ご 正面から 堂々 
ど戰 ふを 搏 すご 獻じ 『をは 國防 
め 必要を 認む るら をな 戰 時ず 時 
を 問は や 殺ん わ爲 じけ 絕 おじ 反 
對 であら、 邸 も 潜水艦は 毒宠斯 
じ 等しく ホ 戰圖員 ど 文明に 對ず 
るを 威で ある』 ど 堂々 たる 理想 
論を 吐いて 居る が、 日本は 旣じ 
別 巧 特電の 如 < これを 理想論 ど 
して 頗る 笑殺し 居 b 、 0 ン ドン 
よらの 飛電は を搜 としては 夙 じ 
巧く よも 潜水 燈廢棄 を ま 張して 
居る ので あるから 輿論は 匆論猛 
力 アメリカ 案を ま 持す るに 反し 
英國の おお ま義じ 鬼ち 反目し つ 

つ ある 

伊 佛は化 然として 强硬じ 
反勒 して 居る。 蓋しが 儲 兩國は 
ヮシントン 會議 じがて ま カ鑑率 
を 4 本の 下に 磨かれた な ホ國化 
充實 S 見地よ も 補 肋 艦の 雄 造、 
就中 潜水 驗は大 艦 ま義じ 對抗ず 
べき 唯一の 武器 ごして こわが 進 
ホを 達に 頗を惱 まし 現じ 兩题 巧 
本年度ん 海軍 計 劃 じは これが 擴 
張を 計上し つ I あるので あるか 
ら假 わじ アメリカの 提案が いか 
なる 形式 じがて 巧 國を勸 かずじ 
もせよ 單-し 潜水 魔の みを 廢藥す 
る ごい ふを は 絕對に 不可能で わ 


~ が おを じがけ る 違な 巧爲の 最初 

でゐる ° 

選擧 法の 改正 諭 

東京 特電 五日 發 U 解散 後選擧 
迄の 期間. か 一二 十 H では 餘 b 短が 
過ぎる f い ふ巧をで選擧な改ホ 
論が 政友會 内に おつた。 


ホ 佛條約 


信ずる もので をる、 隸じ 潜水 鷹， 

の糟 値い* る も 3 •し 熟て 1:5 戟時中 I らぅ ど 見られて 居る C 

/•■/■I') : -f / •/ ! ' > 〜 、ご -' w-N-vf 、 

選擧は 消極 政 築に 

天理 敎 信者 奪 合.： V 

內 闊は總 動員の 娑 でを 地に 遊說、 

天理 敎 本部 止むな く 中立を 嚴守 

實業家 久原房 之 巧 巧 立候補 

.東京 特電 セ曰發 1 ’= をを ぉ-政の 雨 黨は約 ホ 百方 人に 
垂 々ごする 天 巧を なをが き 込まん どて 激 効なる 運動に 着手した 
爲め 天理を 本が でけ 將 巧の 視を必 おして 斷然 中立を 嚴守 する こ 
ど i なつた が、 野黨の 化戰ぃ * 忡 々じ 侮 9 難き ものが をい ので， 

政府 伽 f はが か •し 譬戒 を嚴重 どした 而 して 民政 黨 のを 認极補 
あは 稱 々一二が 名 泣の お 度で 止 4 ^ しく 政ぶ 食 もを 認數 ぶを は當 
邀ま義 へど 漸ホ巧 楠 政策に が >、. 稍 だれを ホで ゎるもの t ま 京 
ボ 第一 臨の 加き はぶ 貿五 あに 勒 して 旣じ なお 補を は 十八 名に 及 
ん t 白叙戰 をが じ お 報义懊 の乂み 菊地觉 氏ら 大量に なつて 奪圃 
して 居る。 旧 中を おは ニ 一千' 藏 化を 间 伴四砖 東京を 發 I て巧阪 地 
方に 逊 き-山 A 度 化、 小川 锁 化、 水 野 文化 等は 諸方に 巧 躍を 續 
け 近く 中 掠 曲 化、 聲巧遞 相 も 遊說旅 巧-—. 上る かで 首郝 じけ 獨 b 
鈴 木み 化が 居残る のみで 恰 かも 內閣繼 動員の 觀 もら、 旧 中を 相 
の 叙必。 後 校を じて 義じ獨 露 傑 濟ゆ節 ごして 歸朔 おか 務 大臣 じ 
擬 だら れて 居た 質 業み A 原房么 助' 化は 山ロ縣 第一 臨で ホ 候補し 
た •か 氏は 今み 專ら 政が じを 動し 實業巧 か £' 引退す を 笠で ある ど 


菊地寬 氏ぶ 候補 

東を 特電 五日 發ぃ父 蹈の大 御 
所が 地な 氏は 東京 窮一 おじが て 
化符民 ホ黨ょ b ホ 候補した。 

名稱り 上け た數 

.まま 特電 五曰發 n 二月 二日を 
の 立候補者 数は 找 ぶを 二れ 六十 
:六タ 、比 か黨ニ 巧と 十と を、 革 
.巧 化樂部 十と あ、 實巧间 志な ニ 
十八 あ、 無 產を板 六十 一么 、中 


立け 0 1 を、 総計と 巧 五十 名で 

みるり 

鮮人 有權者 一方 

東京 特電 置日發 U 内地な 住 朝 
鮮 人のを 樵 者は 約 r 力 人で ある 

選擧 違な の 最初 

巧 京 特電 五日 發 H 巧 京 第四區 
立 時 補 おち 崎 龍 か 巧 運 勘 貫よ を 
は 届出な しじ ポスター を 貼 b 選 
舉遙 反で 罰を じ處 甘ら れ たが 之 


二月 六 H じ 調印 

ワシントン ホ日發 n フランス 

と アメリカが 最 かの 條 約を 締結 
してな 五十 年 肖に 相當 する 今朝 
豫 て' ぶら 問題 ご。 つて 居た ホ佛 
忡截條 約は 瞬 お 農官化 巧み 官ォ 

ル プ巧こ 駐米 フランス 大使 ク日 
デル 氏 ごの 間 じ 調印され 巧く 乂 
統頒の 許 じを おの 上議 會の 批准 
を 得る を どなつ ね。 今 凹の 條約 
は モン 日！ ホ義ど フランスの 國 
際 聯盟 じ對 する 貴 巧を 相な 一 的 じ 
承認した もので モン。！ ホ義が 
列 强じ化 も媒約 上で 承認され た 
のは これが 始めて ぐゐ ると 共に 
アメリカ 闕際瞄 盟の貴 おを 化 式 
じ 認めた の も おじ 新 外を への 新 
らしい 發 をで わる ど 見られ 今後 
アメリカの 仲裁 條約じ 就て は 恐 
ら< これ ど 闊 様の 方法に がて 片 
—ト條 約を 修正す る じ まるで あ 
らう ご 云 はれて 居る。 尙 ほ問趙 
みみ 戰條約 じ 就て は 後日な めて 
获 巧を する i じ 巧を して 居る。 


i ^ J 

のでは なく スピツ ブバ！ ケンを 

化據地 ごして 數 週間 同化に 滞 巧 
して 废 々飛け 船を 化 湿のを じ 派 
して 化 化の 氣 流、 天文 等に 觸す 
る 巧 學的調 杳を試 わべ くこの 爲 
め 搭乘者 も機關 がを 除き 他け あ 
巧學 おを n てす ベ < ニ 入の ロ 
シアん 巧學 おの 巧は 潑てィ タリ 
! 人を おて する こど ミな つて 唐 
と 0 

〔上 お 五 H 發】 五 週間 前の 廣 
ま 其産歲 革命軍を 擊 退した W 巧 


JT 


LT 


共を 强が b を 速 結し つ t ある 率 
將軍^^昨《もホなぶ十んを逮補 
しこれ じて 逊 ま-ニ リ 間になる 共 
を 黛 嫌疑 巧に して 逮 補され わ お I 
は ニ 千 人のを きに 速して 居る が 
をの 中で もを 罪 Vi 覺 L い ニ だと 
十 人は 昨 H 擊 殺さ い じ。 

〔ッ シン トン 五日 獲】 を ホを 
都 巿はタ やボ賓 I ニを の 一を お 育 
隻じ 使途して 居る、 即 もが 巧を 
調度、 人口！ ニ ザ 人 0 上の ニな お 
十 都 おが 千 九む 二十 六 年 r 千 か 


#1 

円ト六 年 巧 じ 費した 敎 育まを を 
るに 前者は ホ 僚と 円 五 巧 化モ八 
な 五十 兰 巧、 ホ餐の S 刺 おかに 
て 一ん む 擔苹約 十 巧 巧 瓦 十一 化 
にお— 後 巧の- んホ巧 ハ 巧！ ニ 
十 抑 じて 前 巧 •か 學校雄 築 其 他 前 
を 巧ょ b のな 憤 繰越し 化 憶 八 千 
ニな 巧 弗に 掛し 巧を は 一二な 八で 
五け 方 弗、 同年 巧の みの 學校座 
簽 投資は 前者‘；， 化-億 千 二け 巧 
弗 じ對し 巧を はとな 五 千と 万 四 
中 巧 じ 過ぎむ い。 


大統領を 立候補、 した 人々 【。こ 



千 化 巧 十五 年の ホ、 我が 若き 
政を ア八 はか 俸と 巧 五 千 巧で、 

ニ ユョ！ ク贿 執巧官 ごなら、 更 
らじニ 年を じは ニ ユョー クホ參 
事會 々長 どなつ た。 

アグの 聲 名は H ど おじ 高くな 
つた、 ア作 をして ニユ 3 — ク 
州 知事たら しめよ ごい ふ聲は 
期せず して、 モ 九が 十八 年の 
州が ホで 叫 ぼれ た。 彼は 當時 
二期の 知事を 勤めて、 卿 政を 
司つ て 居た チャ— グズ •ホキ 
ト マンを 相手 じ 華々 しく 選擧 
燒 狸で 惡 戰苦圈 、遂に 强 敵を 
一巧 五 千 票の 差で キ （も 破 b 
r 於は 天晴れ、 スン バ キア • 
ステ！ トの 知事 どなつ た。 

をれ からな お 今 H じ まるまで、 
タミ スか 事の 政治的 生命は、 不 
人氣な ゥキ作 ソン 大統領の 後を 
繼 いだ 共か黨 - i デン グ 大統領 
の ラン ドス ラキ ドで、 巧知 事の 
椅子を ミラ ー 氏じ讓 つじ 巧、 一 
度 ごして 政戰 じを 選ず る やぅな 
憂目に 逢つ たこ ごは ない、 否、 
この 落選 替時 でも 彼が をけ ゎ投 
票は、 民ま黨 大統領 慎 補よ らも 
巧餘 巧ち タ いどい ふ 記 銭を 殘し 
て屋 る’ をのを 巧び 知事 じ 巧 選 
した ホの 彼は、 左キ じは 州會 
で 多 數を關 するな 巧黨 、る 手に 
は自黨 巧の 反逆を でぁる ゥ キリ 
アム • ^ スト や 前 ホ長户 キラ 
ンを 相手 じ、 惡戰 とい はん よら 
は 寧ろ 善 戰善圆 、今期 選 擧でァ 
グが 受けた 投票の ポプ ユラ 9 ブ 
1 は 實じホ 八で 六 千 票 どい ふ 差 
で、 袖 手を 應倒 した。 アメリカ 
唯一の ボ 州に 知事 ごして 當 選す 
る；四回、 この間反掛派を壓伏 
し 知事と しての 手 腐を お 揮した 
記錄 が、 即ち 彼を して 最もち 力 
じる おま黨 大統領 候補 若たら し 
めて 居る 巧 0 でを る。 

〜 ク^--* 〜 

彼が 知事 どして 擧 げた 巧績は 
地方自治 をを 始め ごし、 巧 十 
九に をれ た 州のを お、 課、 委 
員 等を 十八に 縮 少して 節約の 
實 を擧げ 、一二 億 おのを 償を 發 
巧して 激道會 社の 危檢 な巧义 
點を 省き、 挪 なを 園 制度の 布 
較 、游働 法、 婦人の 四十 八 時 
間勞働 制、 勞 働を 養老を 法、 
住宅 法の 發 巧、 州 費負擔 のか 
育お舆 等で わつ た。 


鋪お 道に 育った スミス 【下 一 

山高帽 から 絹帽 へ' 

新裝 した タマ ニー 黨のリ ー ダ] 

その' 一生を 通ず る 努力の 結晶 

ァ式 じを はし むれば、 州の 豫算 I 援を誓 ふ ど 共 じ 『混は ニ ユョ- 
が-、* がじ增 かしてら、 贿民 がを I クじ矜 る ザ モク ラシー の 指 填 者 
れ じ巧當 した 恩惠 にがす るを 得 I でぁる』 ど 喝破し わ、 な も、 彼 
れば 結構では ないか、 どい ふじ I は 正 じ サキ ド ゥネ！ クじ ホれ、 

サキ ド クオ トクに ちつね ニユ f 
i クの デモ クラシ！ をを 要 じ 化 
表した 政治家で ぁる。 從 って 彼 
億-千 五 白巧苑 ，今年は ニ 億 は 入物の 採 巧-し 就ても、 タマこ 

- 1 •ホ； 八の ボス 化を には】 巧 
頓着な.〜、 自己の 唇賴 する じ 足 
る實カ あるん 赖の 採用を 常に 巧 


ある。 郞ち 彼が 第-勘 就 巧當時 
の 豫算と 千 八な 巧 弗は、 お 七 じ 
化モ 四な 巧 弗 ど. なを、 昨年は ニー 


千 五 百 巧 弗 ごな つて 居る。 豫奠 
の 增加じ 就て 一 廓の 狸 人は 屢々 
これを 非難した が、 彼は 
千 丸な 卞八 年の 敎脊墅 州 庫 ま I つて 居る。 
お 一千 万 弗が 今や 化 千で 巧 ィ」 

な b 、 道路 ホ設 費と なで 弗は 
四千 巧で おの 外州營 病院 經築 
及び 維持費 千 化な 万 弗が ニモ 
八な 方 鬼に 增進 しな 事 賞を 擧 
げ て反驳 して 居る。 


州か擧 としての 彼の 巧 政は、 斯 
の 如く じして 用意周到な マ S ス' 
の 力に 支配され て 居る、 州債發 
巧 其瞄に 就て 共和 黨の 反缉 しつ 
i あつた ものが、 巧 衆 投票 じが 
ては スミス 氏の 爲 めじ 悉く ー徽 
された 居る こごは、 抑 民の 彼に 
對 ずる 信頼を 明白 じ 物語る もの 
であらなければ；；*らない、 瓦ホ 
州 知事の 四 年 制に 就ても、 スミ 
スが 逸早く これを 哨 道した るに 
對 し、 おか 黨は 大統領 戰ご 同時 
じ わ ふごい ふ條 件で* ミス じ 反 
おした が， これ ホ 選擧で 一锁さ 
れ たこ ごも 化人閒 知の 事嘗 であ 
る、 彼は 正に アメリカ じ 巧る 『選 
擧の 神樣』 である。 

がら ば 州を 離れた 國內 一艘 巧 
の 問題は でぅ であるが、 この 
點じ 就て 最も 顯 著なる ものは 
蓋し 禁酒法で あらぅ、 彼は 千 
化な サ 年の 共 か 黨州巧 頭が、 

■ 一般 民を 投票 じ 間 ふ 所な くし 
て 禁酒法を 制定した こごを ホ 
難し、 禁酒法を 州 法で 擲 巧ず 
る ミュラン •グ ー デを を廢棄 
せしめた のみならず、 州 法の 
權利じ 化つ てヮ キン 及び ビア 
の 製を 販寶を 許を 常 じ ま 張し 
て 居る。 更らじ 最近 アメリカ 
の 與論を 動かして 居る 水力を 
氣等じ 就ても 國營 、州 營を常 
じ ま 張して 居 f 。 

先 則 大統領 戰の民 ま 黨大會 じが 

て、 スミス お マ々 ズ 1 の 勢力が 

伯仲した 結 あ、 遂に ジョ！ ン《 
デゲ キス 氏を を 倫 候補 どして 樹 
てた 際、 スミスは デゲ キスの 後 


ブラゥン •タも ヒ—を 脱 レた 
ス ，、ス は キ • ！^ ツト じな つ 

た ご 傳統銷 な タマ 二！ が 不平 
を 波ら すの もを である、 巧の 
蜜 察 署長に 淸廳 潔白、 タマ ュ 
! を 脈 中 じ も 置かない マタラ 
クリン 巧を 選んだ の も、 彼の 
'奠斷 である、- 現 巧の クミ タ 內 
閣 じみ 人め なか 黨 員が ある、 
H 人の 反 タマ 三 i 派 民 ホ黨員 
が ある 外， 彼樞 人の 政治 顕閒 
じ 共 か黨め n バ！ ト •モ ーゼ 
ス 、社會 矯風 家の モス コ ゥネ 

ズホ A が ある 等は、 彼が-一 ュ 
ョ ー クの デモ クラシ！ 指導を 
を S て 巧ず る 所 R である、 ニ 
ユョ！ ク を デモ クラシ— VJ は 
新装した ず マニ ー •ホ— 八を 
意が する も 

彼が々 ソリ' ブク敎 徒で ある ご k 
ふこ どは、 なの 蚁治 的位感 にと 
つて 户ンデ キャップを 輿へ て 居 
る。 けれ お 彼は 云つ て 居る。 
『みは アメリカの 市 おで ある、 
アメリカは 宗敎の 自由を 憲な 
で 認めて 居る、 余が々 ソ リッ 
ク敎 徒なる がな じる 人た るの 
資格；：： > しごを ふなら ば、 乞 ふ 
化づ 余が 施政の 跡を 審査した 
を 批評を 仰ぎたい』 ミ。 

彼は 彼自 えが 語る 如 < 、讀 書を 
ではない、 併し 彼の ヴク リユ 
シ ni ン をの ものは、 書物 よら 
生活 自身から 巧て 居る。 國際閲 
題 じ 就ての 意見 も决 して 明白で 
は。 い、 彼じバ 八々 ン 問題の 眞 
相が 解って 居る や 否や も 疑問で 
ある、 併し 彼は ュュ ョ！ ク 州の 
憲法 じ關 する 疑義 释明じ 就て 何 
人の 道從る 許さない かく、 若し 
大統領の 椅子 じ 坐るならば、 巧 
筒の 大統領 ロ b 得る i はか 諭で 
ある、 蓋し 彼は 『巧 力』 の 人 だ 
からで ある 0 【この頃 完】 


軍隊 巧に チブス 

I： セ 日】 豐橋 第卡八 聯隊 じは ナ 
ブス 墓が し旣じ 八十を が 罹病 
して & る。 

東京の 物 價勝貴 

【セ 日】 東京 ボ內諾 物 惜卸資 値 
段 一月を は 十二月ょ b 乂厘方 
騰貴した が當 をは ドを しまい 
ご 0 

東を 巿電 値上げ 

(セ 日】 東京 ホ電な 乘ホ賃 片道 
ニ錢 、往復 S 錢 値上 ホ 計畫中 
である NJ 0 

ホ あ 巧 理事長に 

'〔セ 日】 弗が 孝 氏は 横 潰 取引 巧 
巧 事を 留任ず 諾 した。 


臺灣の 糖 業 自給 

〔セ 日】 を灣 のが 徳業 自給 呂足 
の 時機 じ 入 b 巧 護の 目標な く 
る 0 

川 崎 造船 社長 難 

セ 日】 川 崎 造船 化 長 巧 題は 又 
もや 伍堂 中將に 逆轉か ピ いは 
れて 盾る。 

橫斷機 設計 變更 

〔五日】 建を 中の 大 平が 橫戲磯 
は 線 習 用 ごし 別 じ 橫斷じ 化 用 
のみは 設計 變 へを する。 

柳を 巧が 相談役. 

尸 五日】 柳み 卯 S が 氏は を 旧 お 
巧 相談 巧 ど U b 常 お 席 じ日勸 
、、る 0 



國民 黨總會 《 支那の 關祝攻 
正 案— ホ國の 出兵 じ 新か議 
油田 疑獄 政爭 化— i . フ！ バ！ 

近く 立候補 i 再び ホ 極 飛行 
探 厳— 支那の 共產黨 狩り 續- 
く ー 全 ホ 都市 ご敎育 費賃擔 


( 東を 特電と B 發】 南を ょら 
の 殺 道 じ 化 ゎ ば 1 黨 中央 執 巧 
委員 第网巧 緩會の 結果 典 産黨嗦 
をず は 愈々- 掃され て 新を そが 
加つ た ご。 、 

門 上海 六 円發】 も那稅 お 纔司 
ュド 7 — ド 卿は 支那の 驟 稅化乂 
じ關聯 しこむ を あ 京 政府 ご 協定 
すべく 張 作霖の 承諾を 得て 昨 U 
當地じ 到着 •南を 政府の 財お總 
長宗 艾巧ピ '會 見した が兩 あは 共 
じ 巧を 具 ホ 的なる 意見を 發 表し 
て 居ない が H 本 側の 通信社では 
會議の 不成功を 朔待 しつ i ある 
が、 卫ドヮ ー ド 卿を 始め VJ して 
お 國を府 が 新 輸入 追加 我 一割 ニ 
み 五 厘 L し 養成の 巧 意を 蹲へ たを 
は H 吳の 政策を 裂を 意味す る も 
のじて 日本は 對ま貿 おの 優勢な 
る 位置ょ b してで ド 7 ! ド 卿 じ 
巧 h 日本ん を總 税務 司 V 」 する の 
ま當 なる i を ま巧オ るに 對し エ 
ドヮ ー ドは 南 巧侧ど 或る 默 契を 
結んで 巧の 位 お 承認を を 渉 中。 
る もみ、 か. 南京 側で t ! 稅收 め 
と 劇 おを め姬附 方を 希黑 してち 
る、 向は なま フラン， を 化 マ . I 
ブ作 伯は 南を 視察 じ 赴き 佛ま條 
約な 訂の 意を 明白 ごして 稍 問題 
を 惹起して 居る が、 頤民黨 中央 
執 巧 委員 食では 今 巧 円 中 じけ. 內 
外 政治 じ關 した 宣言書を を 表す 
る窜 である。 

(ヮシントン 六 H を】 ホ國の 
ニカラグア おを じ關聯 した かを 
決議案が 本日 上院に 提出され た 
一は 巧を 委費長 ボラ ー 氏の もの 
でデア ズ內閣 承認 归ホホ 威海を 
團をホちするじ至ちし理由ど事 
實 、叛徒 どの 會戰眞 化 おび 戰死 
者の 發 表を ホめ 一はに ホ 黨のネ 
ン グに决 議案 じして 諮 曾が 宣職 
布 吿の權 能を おする こご 並び じ 
陸海 軍を 動かす 豫算其 他 も雜會 
のを 認を經 なければ なもない ど 
いふ 憲法 上の 立 海から 大統領の 
權 能を 問 ふたら ので ボラ— 案は 
シヨ.^ — トリ ッチ 氏の 動 磯で ホ だ 
と 程 さ れ 中を らく じぎ ウ つぶし 


ごなる 模な であるが キング 案は 
司を 委員 會に 姻附 され 化く h 一 程 
討論の 當 である。 

〔メ キン n 六日 發】 ジヤ タス 
n 、 ミ 3 アカン、 アグ アスカ リ 
エ-ン テ、 ユ リマを 奶じ おゎて 叛 
を 類 ゎじ 巧 載を 朗始 [良 おを き 
しめつ i ある 爲め 正規軍では 最 
近 アメリカ よら 購入した る ド 
グラマ ま 大型 飛 巧 磯 ニ 機 其 他を 
お 動せ しめ 騎 を、 砲兵、 ホを 等 
共同して 叛軍の 死守 地を な擢袍 
擊ぷ び爆繫 しつ-' あるが？ 一グム 
n では 叛軍 十八 人戰 巧した る も 
笔信 電話線は 切斷 されて 居 也 お 
ほ证規 軍は 化に 於て は々 ジリ ツ 
ク敎徒 間のを 命 陰謀 警戒に 忙殺 
されて 居る ど。 

巧 ワシントン 丄 ハ日發 〔囊に ± 

院の 油田 疑獄 事 か 調査 會じ 於て 
コンチネンタ^ 取 お商會 のが 得 
金 わ衛に 關聯質 聞を 受けた る も 
网 答を 回避した ィン デ アナが ス 
タンダ！ ド 巧油會 化 頭が ス チコ 
ツ ー ト氏け 愈々*^ 院 よら 法廷 侮 
辱 罪に r . 起訴され 上院 委員 會で 
は 前を 衆圃檢 事總長 ゥネ ツカ 
シ V ム 氏を 顧問 辯 護 ± ご して 明 
ロ よらを 廷じ巧 ふこ. ピ I じつた 
が！ 般 ながでは 油 旧事 件の な 爭 
化を 期が （か 期 大統領 戰じ 面び 
問題 どして 敗 扱 はれる であらぅ 
ご豫 想して 居る。 

〔7 シン トン 六 H 發】 化 俊 補 
じ 就て 化默を 守つ て 居る 商務 度 
官フ I ゲア I 巧は 四圍 W 事情よ 
b して 孩 一週間 0 內 じは 愈々 化 
式 じ A 膜 補を 聲 明す る酱 である 
がを の爲 めじ 商務 長官を 辭 職す 
る樣な こくは ないど。 

一:。 1 マ あ 日 避】 囊じ探 隨¥ 
アマン ゼン 氏ぶ 他搭乘 して 化 極 
のをを 征服し ね 飛 巧 船 ノ^ ダを 
の お揮官 ゥンべ 术ト •ノビレ. ー將 
軍は 今夏を 利用して 巧び 化提の 
空を 巧學的 じが 発すべ < これが 
打合せの 爲め獨 逸 あび 曰 シア じ 
赴いた が 今 阅の飛 巧は 巧 年の 如 
く 單じ化 極のを を 過ぎる どい ふ 


中 社 東を 特電 (紫 ぉ巧轉 載} 
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授敎語 英人婦 


I 類 計時 石 寶廢を 貴 

! 會 蘭 柳靑岸 

目 T 二十 四 西 

! を お 十五が 一と 十四な 

i 巧 化 東 ーアエ クスス ム イタ 

I グン テ*/*^ ビ 一 力 一 ゴ グン ロ 

I 室 巧が な 化 

1 四 セ H 四 トン アイ ラブ 電話 

KISHI-AOYAGI CO 

I 147 - 1 B 7 W, 42 nd ST. 


I KERR & MAYO 民 

102 S 3 ThirdAve . 

Bet •が & 81 Sts. Tel 巧 hone おが n! 2909 


姜巧人 本日 

巧專 靴型 小 


を 小き 巧ぶ 小き 氣を 小き が 
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GAMPBEU な RVi 化 

設 整が 經费 化廉 

Call-TRAFA し GA 氏 度 200 
FRANK ； •に CA も PBEuT 

"The Funeral Qiurch" Inc. 

• NON SECTARIAN* 
Broadway が 66 出 Street, N. Y, 


號 四十 二な 四千 一 第 


錐辦 H 纖 


【 H 曜水 


H 八月 ニ 年 S 和昭 


診察 

午後 一二 時ょ 6 ホ 時 
H 巧は お 巧 相頤お 

ドク トか 

烏 巧豊彦 


諸集會 

插拜說 を (日) 八 時 
日曜 ホ 校 (日 ご I 巧 半 
家庭 集る (水) A 時 

S 雜 S (木) 乂時 
錄 A を 
諸お會 

設 備 

窗 宿を、 お あを を 
巧 集 周を、 をの 化 
人を の 脚 相談 じ お 
じまず 0 


巧 0•0♦0•0©0 

雜育御 案 巧 


JO 巧 1 C 至 00 C さ M.P 

1 ご菱 こ臺 st . N ミジ rk 
ぎ 苦さ rside 3573 > ジ 置 le 二 忌ち 

^ を 巧 斗 お 九 持 1 午を 一時 

髮寞を 六 時 1 午を 化 巧 

H 强 午前 丸 時 1 午後 四時 

ドク トン/小 栗乘吉 


化 伽 

苗 
& to 
崎 

お 

化 


か 

n 

设 . 
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牧師 宮 綺繁！ 
幹事 粟野 賴之祐 
， 諾ホ 苗 

B 賴盧拜 午前 王 時 

目 罹學校 午前 十 時 

IIH 望 望？ 

が禱會 水曜 タゎ 時半 

嘴‘— 梅， ，！ を’ 

位裝 を餘ホ 巧を 巧 
を 下がを 十五み 巧 
生會 社員 じ最窥 

設滿 圖書雜 誌巧扣 
を 賴娛樂 具 簡易を 
堂 あ も 

便を 職業 周旋 旅を 
案 巧を 歸事 菜調赛 


お I 


2 

R 育 
I 阳：焉 

細邮甘 

心 嘶 I 本 

Sr 

W W 某 

腹 化を 

J C 」 # 

為 

J 


，满 . ：半...皆 . 

日 巧 蛮 嘗硏烫 お 午 
巧 剧をタ と 時 ホ 
.搪拜 說おタ 八 辟 
本 巧が 禱をタ 入 巧 
巧语 ぶび 裁錢 

ぞ巧ニ 巧 
± 吸 謀 お 會义は 
ぞ 諮き タ八時 

'赴 食事 ま 
奋お 部、 娘 巧 宋棄巧 
巧、 人爭 相談が、 飄巧 
が、 巧棠罔 おが、 堤 祭 
措 縫 教授の 諸 課を 設 
け 曾 員 及び 非會 貫の 
巧を 計る 


在留 靑年巧 おの 曲 ホ 

目 本人 黃年會 

;ちを 巧- ジ！ . f で ミ 1 芭 4 


化が 掃 卸 負 

五味 靜 t 

W E •ニぶ 巧.， H . Y •百な 

. TbI S 畫養 n ニ芸 


男女 巧 巧 外 巧 



鑑定 無料 


满疾 でも 慢巧 的の 症 化で 
もを かに 根を す。 巧猜病 
內嫉巧 化 液檢巧 X 巧 線 化 
柳 病、 巧 水搶奄 、其 他？ 

ユ I マ チ ス 、 19^おお 

脚 困 b の 方は 是非 一巧 巧 

出なさい 

時間 自朝九 時を 午後 八 時 
幡自朗 化 時 ま 午後 四 お 


S 化 M 
N 化 I 

2 

L がか 
RMI 

Dow 
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11 


診察 時間 

午後 一時 化 ニ 時 
午後と 時 H 八 時 

巧知 》每± 

": 囊捷ー 

古を 比 亞大ホ 及び 
4. ザ クン お 院数巧 
H おはが 約 顔 上 お 


粗 育 州る 認 
内務を 是許 
巧を 巧大接 巧大等 
を 婆を 密巧卒 震 
を 化邊 

產婆 松本綠 


おお 街と so 

へ クシ ヤ 1 

ビグ デン ダ， 巧 

小 池 寫眞舘 

電話 サ ー クか， ■ 

巧 四 0 六 


平野 武彥 

今回" 速 送劑を 新設を し娱 間を 
巧に 不拘 御用 命の 程 奉 希 お 

皇 W . 吉 fh 苗， N . Y . C . 

Te ニ S 空 ga 二 置 

♦0♦0♦(♦0♦0 


繫 巧は 實寶誠 慮 迅速 韦義の 
基に 御ホ產 物】 式卸賣 が 段 
で販賛 致します タ みに 拘は 
らず 御用 か 仰が 下さい ませ 
◎歐 ホを 禪 時計。 置 時 訝】 を 
◎寶巧 貴を 屬 。銀製 器具 一 ま 
◎を 補 萬を 筆。 を 銀製 銳筆 
◎善 管 お。 レコ！ ド 見本 陳列 
◎寫眞 器。 タィプラィタ1 
◎船 切な。 がを 寫異帖 繪端蓄 
フ。 — トウぶ . — 巧 十 蕾 
領事館 ぉ 側 雄 物と 0 五 幾ぎ 

謂タ请 

靡ぶ ィ间 A 

ご 三 養 呈 a 产产 Y.Giiy 
Tei . Co を an 氏泛 3? 适基 


診察 時間 

午 お乂時 J 十 時 
午後 お 時！ 八 時 

パパみ 栗 幹 S 
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(をを がん) 狩 巧 藤 雄 
( 壞烏縣 人) 常 岡 ぞタホ (森 瞬) 
( 靜岡縣 人} 木 村 準 之 巧 
狩 野 鶴 ま 
(熊 本縣 人〕 を 綺方巧 
(あ 知縣 人) 長 腾德一 
(神 を) を 井 某 
(福 觸縣 人) 锅み 國み挪 
を 永 慶藏持 山 巧太郞 をが 
正 ま 井 ト幸藏 おが 節朗 
渡邊 篤寶綺 留まを 川新專 
上野 修毕 井な 貫 造酒 雄' 
賈造太 郞を家 武雄柴 曲 善 
雄 

をめ をに 通 おを 度き 儀 宿を 
镇閱 本人を くは 知人ょ ち 現 
を 巧 御 通知 願 上 接 

紐 育帝國 総領事館 

1 85 Br ミを ちす 度す rk G さ 

成功の 穗談 

米 國ま吳 語を 誇す 事 
は 成功の 鎮 一義です 
本校 じは 目 本人 敎授 
じ 慣れたを 巧 歸も較 
師 をら 懲切じ 會話通 
信义 社を 語を 敎授し 
ょす。 B 濯 遇 H みに 
午前 化 時よ も 午を 十 
炼 まで 蘭 校し 一 レツ 
スンと 十 丑他づ I 
今 H 泡 もじを 校 あれ 


撫 

nn 
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邮 W 
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機械な 計、 機具 
運 働 具、 な 其、 美 
術 お 祟 •ランプ 

. 震’ ァ 1 ト 

タ スブ •チオ 

「鍊蘭 西 製 ダ ー 

ソンゲア^ •ラ 

ヶット 販寶 I 


齒科醫 

ぞ 年の 經驗 を抖て 
最新を 巧學す 巧に 
進 能 じて 信 巧 蔑し 
H を 術が ほ廉 W 
H 本ん 諸 おじは 巧 
じ T 寧遐 切に 治療 
化育 州を お 

バ^ ブ ル 一 ム 


V : 


洋服 調進 

クリ 1 ニン グ、 ダィ 

ィング、 修簿等 一 额 

ミカド 洋服を 

化 本が 
電 茜 ライン ランダ 1 

六 八！ ニ 0 


ま 五十一 11 T 円 

ニ ミニ 

が 藤 
洋服 巧 

?! ラて ハニー 一 


H 本、 まが 寶毛 製类 
撕 お" 婦人 巧を 飾 其 
他 装飾 思 

一 : 烏訂 •；；： が 

烏を お 術 品 嫁簿、 

島馈 お、 スト？ V ダ 

H み 服热燒 


税關 事務 取扱 

ミ Hi L ミ ま & Cd . 

Hoi ニ 82 11 Broad ち a こ ity 
le ; 妄 H 另 -8 塞 n 8 ニで 9137 
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繼蟲 

Mil 

ぶ 蓋 

細 加 宿 

M W 化 
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I 鱗 據治纔 

マ ツサ.一 ジ '獲 形 

藥風 真、 水 治、 電氣 治療 

西が 攘院 

フイ ジホ シラ ピスト 

を 鼓 西が 幸 男 

タ 請九駭 f 午後 义 時を 
出張 治禱 -1 モ應ジ マス 


齒お醫 木 下义お 

310 巧. 1 ニ ih 巧. 
ぎ菁— n ニ洁 7 


绽 ホ 洋服 巧 


時 旧 
洋服 巧 


時 田 信ホ郎 


お 巧 巧み ノ巧 公* 尹 y グニお ニニ 0 巧 

練 前み 山 洋服 蘭會 


巧 かろた 

はも {の 遊び 
力を 装 文で 米 國人じ 能く わか る 
やぅ 衝單 明瞭に 說 呪した ものが 
お ホました。 內容 目ぶ 進き をし 
ます、 御覺 下さい。 ’ 

二 UWA だま 写 云 ごま hSt . 田タ 
T . 0 量 ご as ニ呈ぎ fi 里ぎ k 呈 y . 

巧 店は ホら く 白人 間じ僖 
用を なし 熟が せる 技術と 
親切を 0 て販賣 をし ます 

寶巧 貴金屬 
御 注 义並じ 
な 速修鐘 
諸鑑を 無が 

田 中 商店 

2 S ド 65 th S 产， cor . Mudlison Ave * 

Tel . Rhi 己 ami ミ 望を 
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ホき 米齒 婦人 
日本人へ め あ 
語敎授 じは 多 
年め 經驗を 有 

す 0 一い ブス 

ンと 十五 视 
每 H ® 丸轉主 
らお 兑 時迄祠 
時 •しても 實し 
U 權 召は！ 薛 

よも 頭時蕃 


な I 

す 

祝 

ilj 


B ♦■♦担 ^ 


が 育生 命が 險會社 

.兰 木定吉 

辦保險 


諭 

巧 

埋 

ず 

巧 
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S -5;- 

zew "yoric JLif « Jswcfw»ceco 
51 ch 》 ョ be さジ ； X な wY 弓 kCity . 
Pho ミ. Wor を 段 器 

を お ノ方こ 御 掛ケノ が^ 必 V 
抑 白を ノあ ぷピ をな 巧な チ 中 
巧々* 巧* f サイ 


化 



正直 ど 親切と を 旨 
どし 確嘗 信用 ある 
巧 品を 精選し 御 止 
產物 一を 持 別廉惟 
で販賣 致します 


♦# 緖 ♦雜誌 ♦巧 勘 
が凳 ぎを 熙 
執務 ネ莉九 時 ょら 午を 直膀を 

織 育な 本人 會 

西 あ 十よ 了 目 ニ 五 0 番 

巧 n P ム バス 六 八と 六 

證 n P ム ，ス六 八と と 


目本哩 髮纔淸 

あ 四十 三 了 旨な 番地 互な 六莖号 

タダ プァ ロア (を ホ 街 ど 西 十一 ニ 了 目 巧) 


日本 散髮屋 則が 難 

五ヶ 年 閱中树 氏と 共 じ 就業。' 

ジ ヤシ グト * フ 3 ツゴ 

31 在. 萬 さ S 三 . y •暑 
巧 里. を iibus Ave . & C 呈臺す rk ま st 


評論 毎月 十 扫發巧 
部 十 他 


窺 誌 一 


414 で S 二 害 苗.* ミ さ rk 晏 


新 瓣魚か 一 域 

日本人 柄き のを 魚澤 かお 6 滿 < 
持 則 ホ 巧で 大勉强 をし まず 

サヴオ ナ魚席 

』oseoih 0 が VO 巧が 

224 W ■瓜 一を St . 

Hei . Columbus 91 接 




脚，；，！ 清 ‘；，‘ 渐！ 满’ 

主權と 干渉 

化 ホ會議 の惱み 

' N ゲ アナからの 報道に 化れ に 
化 アメリカンを 幾には、 ア 6/ セ 
ン ナン、 メキシコ 等が 共问 して 
『いかなる 形式 じ 依る 共 化 画に 
一 出を のト ：、 みか じ干涉 する こ 
i は 化 ホ：：^ い』 ごい ふ議 まを 提出 
: したる じ對 し、 アメブ 力は ぺ A 
—、 プ ラジ*、 キユバ 寒を ホ 方 
__ じして、 『一圃は 何等 事 仲に 脚 
: 知せ ざる 國找巧 ま 敏お必 をボさ 
/ さる 固 家 じ掛し ■磁ら じ 武力を 
使用す るを 得 中』 どの 證 案を 出 
して 巧逊 し、 を議は 今や 决 裂の 
- が 態 じ 入らむ ビ して 居る。 

アメリカが， ペキンを 破つ て 
化 ホ、 所謂 カリビアン お 策なる 
も S をを し、 ホー ト •ブ。 を 併 
をし、 キユ ； バを 化へ、 パナマ 
を n ロン ピアょ b を ひ、 キチ 
サント •ドミンゴ 、ニカラグワ 

等を 弗 外を で 自み藥 館 中 のら か 
ごした のみ。 ら ホ、々 や ニ カラ 
グワ じがを 鹽を 出を せしめて 器 
をなる 帝 國ホ義 を發繁 しつ i ん 
る-一 どは、 獨 b ラテン •ア メリ 
力の みな'. ッ ず、 アメリカの 讓禽 
に めても これを ホ どす る輔 々な 
决證 まに 現 はれて 居る。 この 帝 
國ま第 的 お 巧に、 をろ しい 資本 
ま義の 威を を您 じる メキシコ、 
をの 最裔願 お 政策 じ 『强 外を J 
の详ぶ . V 或め ろア火 ゼン チン •わ 
この 磯倉に 化て、 アメブ 力の お 
を投 巧を なめし めんと しつ i あ 
るのは、 蓋し 自热の おであらう 
併 かし、 これ 等 武力干渉 反教 
者の 巧 龍 『內 を』 而 して 、 r メ 
9 力の 稱ィる 『柯 等關 係な き國 
民に おする 非 法的なる 巧爲』 ど 
いふ こごは、 巧 じ莫巧 どした 言 
葉で ある。 苟し くも アメブ 力ん 
如き 强 巧が、 假ゥじ お 巧の ホ樓 
地！： がて 不法' しも 殺 省され たや 
う i ：* 煤を、 この 殺害を 默 つて 看 
過ず る やう U こごは ない。 巧 政 
のがが が 旣に滕 艦と して 居る し 
干涉 ごい ふらの！、 をむ がいか 
なるお 式.— めて 窗際 的な 干が ご 
なら か •1 就いても 巧が して 居な 
いので ある。 而 して をれ か內政 
の閒跑 でぁるか、 國際 的の 間 磨 
でを るかを が斷ィ べき 權威者 も 
ない ので ゐ る。 即 も反對 論者の 
論 據は祕 めて センチ メン タグで 
わる。 をれ ど问 むじ、 アメリカ 
のま 張す る 巧 的なる 巧每』 
のお斷け、 常じ强國に依^て嚴 
めら むる I 『ホを 的』 なる もの 
じ 過ぎない。 而 して ホ （の 巧を 
强國の 認めた 『ホ 法 巧爲』 は 出 
をの お 巧 V 一。 つて 居る。 邮も前 
者のホおはをがセ ン ナメ ン タ^;. 
でぁら、' 後を のま 娘な 雌が 的、 

な 動的な ホ 張で わつ て、 共に 抽 
なれざる 證論 である。 

化 アメリカン 會讓 が、 この お 
栋端的：：^る紛爭を、 いかなる形 
式に 巧て 解 巧す るか、 巧 じ 巧 ザ 
がの モン。！ ホ 義を國 巧 的に 樹 
立して 居る もの I 、 お 米 諸齒が 
固 際聯搜 じを 化して ちる ごは、 
アメブ 力 i しても. 巧の 不 をを 
威 じて 居る。 この 不 巧を 一掃す 
るた めじは、 確 巧 レる ホ かの 基 

よ ： 4 ! ■ 1 ■■ : . : 


礎を 樹立し i ;* ければ ：；*ら《 。を 
ん 半面に 於て、 中乂 、南 ホ諸國 
は 粋 巧 的；-、 アメブ 力 ごが 離れ 
& こごは、 をの 國み的 円 殺を な 
ホず るち の VJ して、 獨 6 ホ權獨 


立の 理 あじの み 偏す る こどは 巧 
來 ない。 ア シア じがて、' アメ 
力 じ 等しい 憐 みを 威ず るり 本は 
この 成む じ 巧つ て 巧き な 旨を 忘 
る こどは お 巧の 0 


產業 平和を 確立の 爲 めに 

勞資 協調の 大 評議 . 

直接 穀響卞 る 諸問題の 討議から 


お 國の勞 贊協誠 食 諸 r 随舊し 
た譯 でも ホるまい が、 乂國を 典 
偽 會こホ 國勞働 總袖閣 ごは 勞資 
のな 調、 をを 半 か. \ '確立を 呂的 
ごして 將ホ 產樂ず 議に關 する、 
自ま的 忡機機 關の設 霞に 就て 格 
蔑の 步を 進めっ、、 をる が、 名 法 
薛家 玉リフ •<— ト 氏を あ擧食 
頭 ごす &ナ シヨ ナグ •シゲ キク* 
フ H デ レー シ 3 ン でも 今 间勞働 

紐を、 資本家ぶ ひ 一般を 共を 化 
をす る 人物を 選を し グ メ 9 ヵ產 
業 巧め 巧 か 確が じ 就て 最も かお 
ご 認め なれて 培 & 左の 四閔 題に 
就て 協議 解决の 友を を講 乎る- > 
-になつた。 

一-】 シャ 1 マン じ. 反 トラス 

ト を、 若し （は クレィトンを 
巧 まこれ じ 類似した 法律 a 現 
巧の ま： 放 巧す るか' 修正す I 
るか、 或 ひは 廢棄ィ べき か。 
ごこ 勞働 組を が 憲法 上 S 權 
巧を 跋哪 ずる もの ミ稱 する ミ 
ころの 勞資爭 議の镇 をに 稼し 
裁 巧 所が 勞勸 組を じ掛 ずる々 
誘を をを の 讓巧灌 はこれ を嚴 
禁 すべきで ゐ るか。 

【= こ 假らじ 被 雇人が 勞働親 
をに 巧麗す るが おじ 雇 巧 ホを 
傭 まが 拒絕 した どして、 この 
權 力は 巧る 敎會乃 ま n ッデ員 
等 じ もぶ ぼず V きもので あら 
ぅか。 而 して 斯 かる 勞勸 契約 
d 法律が が 譲 t べき もので あ 
るか、 或 ひは る 共め 策に 違反 
するど 慶 むる やを や。 

【四】 假らじ 傭书侧 にがて 自 
己の 巧む、 所謂 コン バニー • 
ユニオンを 紐 織す る こ ピが合 
法的で あると して、 この 强み 


.触 債 利麵約 六み 

まま 特電 四日 發 H 郵船 會 化々 
債； 千 五 だ巧圆 はお 報 あ 巧の 外 
州崎 第な、 住友、 山 ロ己级 わを 
加へ 引を ける こご じな つたが が 
迴 6 はおを 九 姪 S 毛 だ ご。' 

對米 貿易 第 •一 化 

東京 特電 四日 發 n 昨年 中の 圈 
別 貿易は 八 億 S モー ニが 方 圆のホ 
威が 晚が 第一を を もめ 右の 中輸 
お、 輸入は 六 億と 千 一二な 方圓で 

主の る ど 0 


昨年の 國際 貸借 

東京 特亀 セ日發 = 昨年 中の 對 
外 貿易な 外の 威 際 貸借は ず 取 勘 
をよ 値 ニで 巧巧圃 、ま拂 勘を は 
五 § 千 二が 乃圓 、差 引 一 おと 
千 九な 方 圓を取 超過 ど；；^ ち、 千 
义が 二十 五 年に 比し S 平 九な 巧 
晒の が ホを ホす ど大藏 をは 獲を 
.した。 


ぃ * る 化を じ對 しが 勸紐 をが お 
おす..、 き、 を 際 的 ホ 法 ぁらや 
否ゃ。 

おして フ五 デン ー シ 3 ン 側の 發 
表ず る，、」 ころに 化；；；， ぶ 『 7 五 デ 
レー シ 3 ンは觸 化を 涉機 翻の 承 
認は產 をー华 かの ぶ 礎 ど 認めを ホ 
ミても' 一れ を丰 巧』 し 0 、 あつ 
たもの； 由 じて、 今 巧 詳義會 を 
召集す る じち b し 磨 接の 動機は 
『今 阅の軟 巧鑛鑛 夫の 罔 盟罷エ 
じ離瞒 し、 が邮じ シャ！ マン 法 
の 修正 乃 ホ 廢雍の 必要を 或 じた 
からで あつて、 軟炭东 業を 見る 
じ 約 ニ 千ら 余計な 鑛 山が 散 化し 
其 處じお 二十で 人の 余計な 從業 
員が がな しつ！ わる か'- 5"、 これ 
を 解み する じは シャ！ マン 法を 
倒 等 かの 形 まじ 巧て 改 ff する の 
が 要を 認めた からで ある。 而し 
てク レ— トンを は、 を 働 紐を の 
運 勸じ依 も成显 しむ もめで ぁる 
が實襟 じがて この 法律は 勞鑛を 
S 權 利を 侵害す ると 稱 せられで 
居る からで ある S じある ど 述べ 
て 居る。 同フ H デ レ！ シ ヨンの 
會 顔化理 はえ 國勞働 絕树疆 の 副 
長 マシ ユ） •ゥ ォル 巧で をる が 
これ 等の 問題を 評議す ベ < 選定 
された 五十 S を 員の 中、 著名な 
人々 どして は、 

ォ— ゥでン •ヤンク、 セン ク 

ス敎摄 、銀 巧を ォット •々 i 
ン 、鐵道 壬 ダ >_ .ぶが •ゥ キラ 
! ド、 前勞慟 長官 クキグ ソン 
が 業會議 巧會頌 ァ—ゲ キン® 

ブッシュ。 - 

其 他を 巧 業 おの 熏鎭を 始めと し 
て勞働 組合 巧 表窜を 網羅した も 
ので ホろ 0 


に 毫も 異る 所は むいが 最近 獨佛 
を 渉の おを ド！ ズ 案の 一部を 修 
正 か h 簿 道を 潰を ァメ 9 力 其 他 
の 外閣巧 填に 賣 b おしこれ を賠 
償を 支 沸に あてを どの 報道に 街 
し 大藏當 局 どしても 早晚 この 禪 
の 修正は 止む を 得ない 巧で ある 
ご觀 測して 居る。 


ドー ズ案 修正 か 

ワシントンみ 日發 H 乂 圃な府 
じ 割 歐貸附 じ 苗す るを 策の ぶ 巧 


人絹の 消費 薇增 

おが 務鲁記 宮報吿 
株式 仲買 貸 出 裔は尙 ほ 髙位じ 
ある わめが 俄を リツ チ モンド じ 
引 線き、 二日 お 育 準 お 銀 お 巧 刹 
引率 四み じ 引 とげの 結を、 巧 ホ 
ホ 旗 崩を をを たるが、- 巧 卸 ホ 
寶商 内ず 調、 工業 製產は 季節的 
踞係も ぁ 6、 锁 が、 自動が 製產 
等槪 して あ 加、 人造絹糸 ぶび 絹 
工業 も 巧 巧 じして、 滿 化を じ 綿 
エ萊 操短 繼緒 、人造絹糸は 昨年 
化 巧 生を ニ憾六 千' 立な 巧 封 度、 
米國 ホを と 千 五 百万 封 度、 輸入 
千 六な々 封 度、 一昨年 ょらの 待 
越を 加へ が隻- 億は 天が 絹糸 化 
を か 搜總额 を 越へ、 本が 米國を 
を 豫想九 千 丑な 巧、 輸入を おは 




City Hail Tea Garden | 

170 Nass 城 Sl む 巧 ！ 
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Phone, おが nt 化 ら 了 
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Japan 
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Te し Endi 的け ' 9792 


KATAG 脚郎が S 

224 E. 59th St. 
New York City 

Te し R 巧即 t 3480-34 が 



Kawasoye Hotel 

1 巧 West 123ni Street. 
Tei. Morningside 7154 
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Telephone; 
Columbus 8882 
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SHOWA 
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Tel. Clarkson 0981 
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化 W IfOBK 

Phone Long が巧即 84 
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號脚 トニ 巧 四千 一 第 


oil が 3 泣拜を 好を® tm 掷 


【ロ赠 水】 


H 八 巧 ニ 年 吉が昭 



支那 巧 理^ 

が廳 茶園 

司 理人蘆 蓮 
巧 勸の方 じは 皇废 
の 御 便が じ觸 へが 
間營 巧の 御用に 應 
ず V く展 お 巧キ巧 
不錢お 引 立願 巧な 
紙上 裤ま內 申 上 お 


ずを 繞 

ホ じ 御 料理 



美 ホ じして 巧が 

£ 娜 品南攘 

午前 十 時ょ らぉ お 
午前 ホ 時 よで ー 


皆な の御嗜 巧に 適 ふ 
傑な 美味の 御 巧 巧を 

S 廣珍樓 

致します から 淸 々街 
巧 ホを 頭 ひます 

一一^ 鄭樓 

瞬 揃 ひの 巧 巧 人數名 
が 日本人 諸 若の 嗜好 
じ 適する 巧 巧を 差 上 
ます。 朝 一二 時を 駒 巧 
(巧 化 五 了 目 サブ 
停車 おの 下) 


劑烹驱 .，1 御旅 舘 

生稻^ 

がち 巧 西 八十 八 T 目 一二 ニニ 
巧 話 スカイ ラ ー と 八 ニニ 


高等 御旅 舘 

東洋 館 

會廢御 料理 


御料 理齡貫 

お 勝 

壽司每 H をら ぇ す 



が SS 新 杏花 

本 樓は開 創な ホ ホ 年 
一意 勉强 化ら 司理人 
ゼィ 、巧 埋ん 歐廉ち 
巧 變らず 腕前を 見せ 
て 居まず。 然る じ 現 
が 某 街 某 费じ铃 て 一 冗 
本樓 料理、 を 雇ん れ 
たる 如き 嚷を をな し 
居る もを 然巧根 じ 何 
之が るを じ 卸を rs な 
< 倍 舊巧愚 貸 じ漬ら 
をく9ぉ\窠賢の御 
巧乘 をを 項を します 
新 杏を 

主人 謹啓 


日本 食料品 類 及び 雜貨 類が 小賣 

ホ么素 大巧 挪 桑 山商會 

新刊書 籍雜誌 小間物 日用品を 種 


お 夕 化 時を 运業 

メ ] アド V ス 〔年 一 弗〕 

0 ネ巧貨 お 東京 巧會 

書 緖巧巧 巧 ま 八 1 ム貧 巧の 巧 あら 
トブ ンク巧 もます 


井上 金魚 巧 

918 Six を/一ち-, 穿* York 呈 ご- 
さ 呈 e 妄 己 こ 738 


蠻袖 ssgisi 韓霄ょ 白米 

日本 米 食料品 isS 雜 i 觀 

巧 田酱油 株式 食 社 東が 一 キ資挪 店 

曰 本 食料品商 會 


紐 育 唯一の 日本 百貨店 * 

片桐 兄弟 廚會 

スマ ド：. •ブ 々ダク ッ .一手 販資元 


裝の潇 お わい しい 娜燒 

食 席 御 料理 

畫 食は 末廣へ 

巧 峰 節 化 逛巧 大勉强 


御旅 絕 到 添 


高等 御旅 舘' 

昭 和 

會席御 料理 


ステ— 么ヒ 


タ 


が 人 俱樂が 自南亭 

是ジ nds St . す呂互コ. N . Y . 

ジ 三 r 夏 U 74 ゴ 

A 淸 巧、 親切、 氣樂 ==1巧マ 

勢州鑛 

伊勢 事を 久間 をが 
に 25 K . 凑を Str ま t 
Tel . Re 巧 ni W 迄 9 

1 器. 旧 旅 縮 

な. 川 作 一 
so で S ニ 雲 S 1 ミみ 
ぎ 巧 uyvin {33 ご 


一力 旅 親な め 

を 國旅舘 淸水 

1 轰运 .霉 h St . す こ ork 
Tel . 質 ぶ ミ han ミ WS 1 H 

紐 脊旅舘 帛—が 

棠頤十 了 目 ニ 四 二番 
Tel . Gaiedcnia 雲 4 


ボストン 南 

富 ± お 舘大浦 ホ 松 

養 菁 養す 『 St •す si 呈 Mass . 
TsLB . B . 舍 75 


住み 必 地ょ き淸 潔なる 軍 

御 下宿 松が 好か 


109 一 資烹 一 ミ AVB- 
妄 菁 d. 穿 . 2 ち 一 


費 府 御旅館 
桑山淸 五郎 

を 巧を U さ 9 を兹 ’ Phiia がぶ hi » Pa . 
Tel . 至 alnu 二这 1 

抑 設備な 善、 赌 利の 
‘做 觀 -巧理 人、 調理は 日 


G 


パ 


本人 向き 


^ 謂 I £1 桃李 園 

TO 刷 M 御 光 巧を 持って 

T 屠らまず 


新開 業 

腕利きの 巧理 人が 日本人 諸君の 嗜巧じ 適 
すを 踩理を 差 上げます 

S 願 和 園 

芝居の 前、 を居歸 ちの 御 集らに 最も 適當 
の 壊 所です 是非 御な 負 じ 願 ひます 


舞踏 個ん— 
マ 化を ゲン ス ▲ 

►を 橘 体操 A 


T 寧 

親切 


を 

朝 十おョ ，巧 十一 時 

シャリフ •ダン シ 

ング 輔銘學 俊を 袭 

- H 杉 タマ 


.御菓子 舖 

名物 栗經 頭、 爲 が、 が ホ 藥_ 
賛澤 な、 甘納豆、 其 化を 巧 
煎餅 卸小賣 。のしが U 巧 日に 御 
注文を € ふ。： n 本を 巧 品 及び 雜 
誌 等 も ホ 6 ます 

御 注文は が 風が 嵩 橋 

29 至. 置 th St . ヴ I . Tra 星ち 5 置 4 


名所、 古蹟、 官醒巧 他見 物 



S . 養 £, 32 fk 巧 量 ま.， 

呈す 巧立ぞ 富. 
Tel . 至己な 青 LE ニ 98 W 


日 

ザ 


庵 


電話 ブラィアント 

八 0 と 九 i 八 八よ 一二 

巧啤ご ちズ 
親が が-^ £ 

が 育ボ西 四十 四 T 目 
こ ニ ー 1 1 八を 
ニ 磨) 


ま 店 

呈 因 alB こ va . Bu 章 三. Y . 

ヴ I . 苗を e 一二 さ 量 
ま 巧 互 rs . F . K - 野ぎ 


眞 面目なる ホ 藏岡胞 じ確實 
なる 戰 業を 巧旋す 

宮 m 事務所 

紐 育 巧 歯 四十 ニ T 旨 呂サ一 を 


電 

話 


プラィア ント 




煎餅 卸、 ル賣 
一 豆腐 油 操 
日本 食料品 一巧 

Jsusrlse 巧 ice nak 巧。？ 
萬 こ hird Ave こ 
Tei . P 堅 a -5218 


ロス アン お ルス 

ホ リン ピック 

ホテル 

ニ岩ジ n Pedro St ., Los An を es - Cal . 


シャトル 市 

Np 旅舘 

w 含 占 妄 Ave’so. weat 宙タ wsh* 

停牵壤 前を 策 ご 一 了 左側 K 階 建 
日本 巧 船 切 巧 取扱 波 お 場 送迎 


商菜區 域中必 、撼 領事館、 H 本 
數船其 化 銀け 大會祖 近き 場所 

を 港-^ パ ホ テ 八 

純 日本を (特別 巧 あ b ) 

御 一報み 第自勘 牽御お 迎申上 お 
巧ニ呈 ifor 己 a ぎぎで ancisGO , 呈 if . 


木 由 ル 1 ミ ンク 
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を 乱打され 化に 染れ て 死んで 居 
るのを お 見、 おも じ蠻 をへ 急報 
して 檢 死い 結 お 兜 巧は 午前中 じ 
巧 はれ じ もの ご鑑 をされ じが 化 
人 じついて け巧單 のず 懸 6 もむ 
い。 婦人け 四十 歳な の 年ち 女で 
あるが 痴情のを てらしい ど。 


地下 鐵賃戰 

いょいょ 法廷へ 
前号 巧 報’ 當 化々 下 機 道會社 
の乘軍 貧と 他に 化 上げの かは ホ 
當 馬と 會社 側のを 律戰 ごな b プ 
P ン クス 市民の 値上 禁止み 訴認 
は 敗訴し じので ボ當廚 側では 巿 
長を 中む じ 法曹 家の 秘密 會議を 
開き 柯等 かの ホ算を 得た る もの 
の 如，'、 俄か じ 態度 緊張して 居る 

倉庫 十八 棟燒失 

東京 特電 六日 踐 n 長 野縣岡 
谷 山 お 製糸 H 場お罐 室よ b 發 
火し 倉庫 十八 揀燒 失し 一二 名 負 
傷— た。 


巡査さん にお 棒 

東京 特電 六日 發 n 巡 窗の化 
.劍 を廢化 t て 棍棒を 携滞 する 
こどに 馨が 委員 會 でかぶ し 明 
年 1 ら實 施の 見込み だ ど。 

德川侯 皇族 招待 

まま 特電 四日 髓 H 徳川義 親 
おは 秩 父、 鳥松兩 宮殿 ト外六 
皇族を 晚餐じ お招きし み 獲 達 
の 長 頃 や 舞踊で 興を 添えた。 

高速度 電鐵お 願 

東を 特電 四日 雜 n 東京 大阪 
阳ぶお 閒歲速 巧 電氣蟹 道は 义 
もや 出願され たが 今度は 認可 
されん ご。 

が 恐らく 問題は 法廷 じ 移を 激烈 
なる 法理 論に 移るべく .一 說じ依 
ればボ 當屆の 地下 壊押收 か舊懷 
ホ回收 どい ふ會社 側の 弱 ホから 
頻 らじ唱 へられ 會社 側では ダス 
會 社の 實 おもわ b 是か ホで もと 
仙 案を 押を す覺 悟で これ 巧、 準 
瞄 おこ ぃ b G くな 數リ 中には、 
双方の 態 巧 も 確を する 模撑 であ 


h ホ 雅孝氏 

鑛唱 ブロ グラム 

江 八 H 〔火曜〕 のが 
旣 報の 如 （聲樂 家 上お雅 ホ 氏 
は ホる 二十 八日 午後 八 時 十五を 

よな ィンタ— ナン ヨナ か •パ. ク 
ス じて ゴ リザ •ヘス •户 1 ボ 1 ア 

子の 伴奏で H 本 民 謀お唱 會を懼 


すべ （目 T 準 雁 中で るが 當 化の 

プログラムは 

第】 が 何處へ -ン ゲ户 
日ぶ 民 諸大島 節せつ せ 0 せ 
化の 哦 〔が 滕祐司 編〕 

ィタ 9 1 ニナ •ペシで 

日本は 謠 さくら ざ くら 
沖の かもめ 深 川 〔が 藤爾 
司 編 及び 山 旧 耕作〕 

ボ ヘム 〔プチ こ〕 

窠ニ郁 日本 お 化民謠 

戀 歌： 一つ かへ b 路 〔山 旧 
耕が 編〕 城ヶ島 からた も 
の 花 〔山 旧 耕 か 編〕 ぺ八ジ 
アン •ダ 1 デンに て 〔ブ デ 

レ • 一 マン〕 

等 じして 岡胞 諸氏 じして 若し 巧 
聽 を希留 する 人 あるなら ぼ 氏は 
喜んで 切符を 送る 由。 

ラデオ •フホ ー、\ 

リシ デ— を 知らぬ 

チヤ 1 八ス •リンド バ 1 ダ ご 

云へ ば 今や 化を 的の 號巧 家と し 
て、 恐らく この アメ ブ 々では 一二 
歲の 畫モど 離ら からぬ 濟 なく、 
昨今 生れた 子供 や、 運動 クラブ 
^117 でブン デ！ を 失敬す る もの か 
多い 世の中 じ、 ア^ホ ンソ 如 
フ ぶ ゴデ ダキ "のさる 學 校を 巧 
つた メン タ少 •テストで 『タン 
ドバ ー グ どは 誰か』 ごの 質 棘 じ 
對し 左の 如く 诊 答した 四 人の 生 
徒が あつたが だ。 

リンド パ！ ダは 萬 十四 化 お 時 
化の 瑞 巧の 首相で ある。 

9 ン ドバ！ ダは 歐 洲大戰 一^が 
ける 獨邀將 ずの 名前で あ*^ 

9 ンドバ ー グはボ が セゲ^ キ 
の 領袖で ある。 I - 
サンド バ ー グは歐 渊大戰 ホめ 
て聯を 軍が 最も 苦必 した 戰線 
のを 稱 であを。 

H 本人の 歸化 元祖 


ニユ 


'ク •ウネ—^ 半紙 


の^^書欄じ左の如き投譬がゎつ 


こ 0 

ゥネ ー グド 記を 足下。 去 去 十 
ニ 巧 二十 五 H 發刊 貴紙 上々 ド 
マン 博 ± が 日本人に して 最巧 
T メリ々 に歸 化した 人は ベン 

ジ卞 ミン ♦フランクリン* ィ 
シ ジマ V 一を つたこ どじが き 一 
言し じい。 蓋し 余は 千 八な 九 
十 年 十二 巧义 日、 ペン シ术 
ヴ T ニア 卵 グラウ 玉 T 1 郡メ 
デァ じがて を 衆 國の巧 民權を 
II 獲得して 居る からで ある。 

グ リンス •カネ ン 
こュョ ークボ じめ て、 

一九二 八 年 一巧 十二 B 

親愛，^ る プリンス •力 キンよ 一 

寸 顔を 見せて 下さい。 


T 寧の 巧 刷 ご 精巧 U る 仕上げ 

時 0 の 翅速ご 確實な 校正を 保証 

印刷は 紐臂 新報 社へ 

• ' /)■*'/}[// J''/) K. i'\. 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九 1 ニ 九- 0 

わ 間違 ^ むく 新報へ 

巿內- 西 十と 了 目 十二を 十 階 H 

東部 じ 化ける が ザ 言論 機關の 

權 威、 吾が 新報を 讀 まの 人な し 

廣吿は 紐 育 新報へ 











總選擧 いろい る 

(四〕 ライ ホン •こ タイガー の 取組み 


I ♦言を の 力で 勝つ た、 とに 政 
巧は いつて 居た が、 自惚れ もこ 
I う；；* る ご愛叛 じなる。 言論 ぢや 
j ゐ 。い间 巧 だ、 官 權じ勒 ずる 民 
I ホの 化成が、 棚け ロを にか 黨し 
みつけた、' どいつた 方が よい。 
もう 少し おを なが 質劍 でぁつ k 
；：* ら 、もつ ご'' - 大を した か 
もしれ の。 

♦かま 食 もを をまい た。 が 民 
なお も 可 巧 b 化つ て 居た。 過般 
の縣靡 逃を じ 巧收の ぁごを おて 
'0、 ど 確信を なつて いひ 得 るん 
が もる が. < 、うか 0 

♦が 說诗の 化締ゥ じだが しさ 
じ、 悲鳴を ぁげて 居た 蠻官 をの 
が 守の 間は、 無人の 野を わくが 
如し。 をの ぁろ お' 袖ち の强 かつ 
た 点は、 ご b も U ほう 中、 選擧 
なわ わ 陵で ゎる。 彌ホ封 じ、 鴻 
說 會化締 bv 殺を にした 反面に 
は賞收 をよ > 自由。 らしめ た。 
頭^く して 冗 か （さや どいつむ 
か じむきが 。 い で も；^か つ た め 
は 笑 t どい へば 笑止 だ。 

♦あぶ 曾け 旨黨 の 捣 神に 還へ 
れ 、を 患； i 力を たよるな な VJ . こ 
いふのは 邪道 だ。 鈴 木 内相が、 
をの 官傑的 偏見を すて や、 選を 
に のぞむ のは 乂 。&危 隙を 招ね 
く。 総 速 巧 終 T どを じ 旗を ミい 
て、 退が I なりれば。 るまい。 

自由よ、 自 曲、 やよ 自由、 ど 
歌つ てで 獄 した 自由 黨志 ± の、 
意氣 をら つて 圖 ふこ V ころ じ 政 


ぶを あちの 道が 開ける。 圾 巧の 
重きに 巧 ホる. こい ふ 攻ぶ會 のた 
めじ 勸吿 したい。 

♦民玫 なじ！ てら、 をの 述リ 
事大 ホ 裝で やつ じら まける 。巧 
進が 巧 少ィ巧 人を な 罹して、 降 あ 
を 整へ る 巧が ホる。 濱ロも 下手 
G 、 勞資 協調 論；：* ん かょし じし 
てを 齒- し遊說 すべきで ある。 

♦とれを 要する じ、 總選擧 の 
大勢を を 配 もる のは、 云け ず ご 
知れた K 政黨ご 政ぶ 會ご である 
中立 •し 問題」 U ら ない。 事實縣 
會遙貴 選毕じ わ：. て も、 中立は 
問題に。 ら 。かつた。 地モ 地盤 
は、 政ぶ 旨 かは 政 黨が殆 んで占 
旗して ちる。 中立は 徽 々どして 
振は ない。 族滿 者は 化づ 民み 黨 
かなぶ をで。 ければ U らい f .、 な 
つた。 をれ は V 黨 勢は 深/、 化 ホ 
じ 侵 潤して 居る。 

♦巧を 議員から 部落の 魔 長 ま 
で、 政黨 員で ある 今日、 中立を 
0 って 蹈む がご ごきは、 無謀の 
沙汰で ある。 ニ 大を黨 の 政權獨 
もけ 暫 らく 繼 綾す る もの ゴ 見る 
べきで あらぅ。 をれ ど 岡 時-」 旧 
をのを 治ゴ n は、 正業を 化に 求 
め 乎して 濟む 露で わる。 

♦化 活 手段 £ しての、 议治ゴ 
ロ、 選 磬ブ。 ！ 力 ！ ごい ふ もの 
はが 中柯 かの 選擧 でを 活 して 居 
る。 大は 衆議 肖選擧 よら、 小は 
が會 議員 選擧- しまで たづ さはる 
かう して 失業を たもを 冗 目 じか j 


パて 立が U 門戶を かま 玄てゐ I 

♦選 礙の革 正を 语 巧して 、を 
つ ごず る、 をの おを け 買つ て や 
るが、 ち 陈選擧 じがて は、 遺 城 
ながら 劣敗す る。 彼等は 生活 手 
段 ごして 居る だけ あつて、 をの 
邊の 名人で あ 6、 達人で わる。 
が プロ— 力 ー じあらざる 正義の 
± は往 々じして 選擧じ 暗い。 

♦羽 左衔 巧が 黒 田 淸隆を やる 
よ 60 上の 冒 隙 だ。 澤 ぶが 働 進 
帳を やる やうな もの だ。 選擧を 
やる お 上 勝なければ ならね。 を 
居を やる W 上大乂 b を ど b じい 
の £ 岡 じこ ど だ。 こ {じがて か 
勸進 帳じ澤 化よ 0 も 幸 四 郞を取 
る だら う 0 

♦地方へ h (ど 不景氣 で 困る 
から、 總選擧 - か あれぶ よい、' ど 
いふ もの •か ある。 選 擧の胃 潰は 
このを 治ゴ n ご、 黄を 化 谦± に 
あるこ ど今に姑まつ たこごで；；^ 
い。 綿眞：：^る淸年や新ち權者は 
何 處へ巧 （。 

♦田 中ど演 ロは をのを 磯 工事 
を やる じ當 つて、 でう いふ 風な 
工事を する か、 設計は も ごよ b 
エ攀の 費用 じら、 建設 じち 兩黨 
をの 必持 —— 信念を 窺 ふこ V が 
お ホ やう。 單。 る 勝敗 ど、 な 厨 
の變化 こい ふな 巧に、 かう した 
一面の 興 ホ もふく まれて ゐ る。 

♦善 戰善圖 すべし、 同じ 戰ふ 
ならげ、 一脈の 新 ホが わつ てら 
よさ i うな もの だ。 望む ホが 無 
理か 、望まれる 方が 無理 かは 別 
として' 一は ライオン のか （ 、 
一は タイ ダ ー の 如ぐ 戰 ふか、 を 
の 意 ホから いつても、 總選擧 け 
一段の 面白 ホが 有 だら う。 (完) 


天 城 神碱に 奉りて ‘； 

神^ ゾ 御大 禮儀 

. 亀 ト點定 の 儀！ 悠紀 、ま 暮刺定 


ま 京特軍 六日 發 n 御大 禮悠ま 
地力 11 披妈縣 まを 地 A は 福岡縣 
S 五 H 勒 をされ じ。 

A — 个 个 

巧乂 禮じ當 も大嘗 巧に 天神 地 
械じ 奉っ じ 上、 聖上 陛下 親しく 
パ h がらい る 新穀は、 わが 國を 
ホの 傅が にょって 悠が 、まを ご 
么 か パら れた 二っの 齋旧 ご、 收 
猶 したおを 用ゐる 事 ごな つてん 
るが、 この 二つの 齋拍 は、 五 H 
を 中 神殿の 乂前じ わいて、 龜ト 
點定の 儀 どい ふ、 神 さび わ 御 儀 
を 巧っ て 

神ぶ 思に じか G った 複 所を 
ト して 傲ぶ された ので わる。 巧 
ホを 紀 ごは、 な卻 なを お 南、 ホ 
ぶ ごは 京都 W 西 W 化の 地 ホを 指 
さォ もので、 大 f 天皇の 御 時に 
はおが 齋 旧は あ 知喊 ドに ま 基 
齋 田は 香川縣 ドじ颊 をされ て & 
る。 をして こ：； 龜ト點 をの 御 儀 
ごい ふのは、 觀的 巧を な 波迦木 
ル 化で 烧 いて、 をの 上に 生じ じ 
_龜 恐 じょ もて 九 條孽典 長が 齋出 
一の 位 挺を ト ひ、 刺 裁を 仰いだら 
I ので ぁつ，、、 をぐ 神化な がらの 
! 神秘な 儀式で わる。 この 御 儀に 
用 ゆる 

亀の甲は タ、 f 、 捕禮 
を 十 年な 上を 經 逝した 梅經 S 尺 
化の もので a ければ ^な《 が、 


今间 は 龜の產 地 ごして、 名离い 
小 笠島產 のらの が、 時に 選を さ 
れ また、 この 甲を 燒 くべき 波 波 
迦木 ごい ふのは、 h 溝 棲の 幹 か 
ら 作る もので、 今 凹':: 緣故 深い 
奈 良から 納入され た。 巧に 龜ト 
ごい ふ 事は、 をの お ホす る 所ず 
.1 ぶる 古' 支 服に おいては が 書 
大离謗 じ も W ぇ、 ホ 事 記 じは、 
天な 

降臨の 爆 t 巧 はれた や 
ぅじ 書いて あるが、 齋巧點 をの 
A 法な でら 古 あを まの ま： じが 
つて 巧 ム爭ど U ら 、龜ト な 前 じ 
これを 豫知 する こどは 絶對 じで 
きなぃ。 尙ほ乂 嘗ち悠 が、 まぶ 
兩 殿、 池な 殿 等の 御 建物 山、 仙 
炯 御所 內 のなる ベく、 立 木を 避 
け、 はぐ 大正 天皇 脚 大禮の ごき 
ご 同じ 培 巧に 诬て させられ、 悠 
が、 まを 兩殿 ごもを 一二 間に 四 間 
をの 

淸楚な 御 雄 物で をる。 か 
: L て、 兩齋 田地の 縣が お定さ 
れ 、あ 七に をの 旨を 大禮 化に 上 
中し、 大禮 化は まじ 陛 r の 御な 
巧を 經 て、 ち縣の 知事 じ 割し、 
敕 命を ドした ので わるが、 縣廳 
じ 於つ-は、 縣 下.— 適 當じ齋 山を 
逃定 し、 こ： に 準備の 諸式 ごし 
て、 齋 旧の 破 式、 娥 入の 式、 播 
邮 式、 田植 式が 巧 はれる ので ゐ 


る、 九 巧 中句 兩窺田 こもに 巧 成 
の 時季に 巧づ くご 巧 時 じ、 悠紀 
ま 基の 兩 殿へ 拔穂 使た る 掌 典が 
一人 づ i を 向を 命 やられ、 な 穂 一 
の 儀が 擧 げられ る。 が ほこの 間 
じ、 八月 中旬 京都 大嘗宮 、を 古 
尾 離 お 賢所 假 殿、 ホ びじ 齋殿齋 
壤の地 猿を が あけられ るが、 や 
がて 前記の 

穀^^^ の 儀が 殺る ど おじ、 
雨齋 出* レ 共 じ 收獲壽 春され て' 

十 巧 中旬 兩 地々 を をの 手に ょつ 
て、 新穀 輸送れ まを 巧 ひ' をの 
输 送を まけれ 巧 都では また、 大 
藏使 がを 都 皇宮 巧の 齋库 前で こ 
れを 受け ご-^、 新穀 供納 をを を 
げて齋 庫じ收 める のでを る。 


ホテルの 一莖で 

婦人 r 慘殺 

犯人は 巧衛 不明 

當化 ブロ ー ドゥエ' — どご 一十一 
T 目の グランド •ホ テが ご 云へ 
ば 殺人事件で 名 嵩い ホテ^で あ 
るが 去る 六 H じ 又もや 素 牲の细 
れ U い 婦人が ホテ^の 一 蛮で 檢 
殺されな 事が がわつ た。 

婦人は 去る 水曜 H ト。 キのゼ 
! ムス 夾寒ご 巧して な 宿し わ 
もので 失ら しい 巧は 六日の 卽 
ホ テが の メード じ對し 妻け を 
みか がれのから ニ 時 頃まで け 
なずな。 

ど 云 媛して 立 まつじが 一二 時 じた 
つても 起きない ので メ ー ドが 公 
鍵で 扉を 隅き が刚を かぶつた 城 
人を 見る ど 無慘じ もを 蜡で 頭が 
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本 おた 嚴化 黨靑 T 目 
親 育 支巧輛 矜プ。 1 ドウ H ! な 巧 十八 帶 

懿 なぶ 銀 巧 

日本 (をを* 橫演 、名を 尾、 京都* 神 お 
なり 尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 井、 下ノ弼 
がまな 《巧 司、 小 倉* 若な* 陣タ * 义留ホ 等 

本 固 預金、 鄕里 をを 等は 極め 
て 御 便利 进 速に 御化扳 可申榜 


本店 朝鮮を 城 

ま 巧 お 張 巧は 日本 內 地の 偃 要郁巿 、朝が 
滿洲 、支那のを 地 及び 浦 捕巧德 

觀鱗艱 巧 紐 育 出張所 

外 國爲替 一般 おけ 渠務靖 々御 巧 巧に 化 扱 可 
申 上 候 


藤本 證券 會社 

一般 有な 証が ノむ 質、 引を、 裳 集 
♦を 離、 並ュ么 ニ關ス 火) 切 ノ棠務 

2 賦 藤本 ビル 7?? 銀 巧 

紐 育 出張所 


觸破 語、 雑貨 卸賣 

無が ブ タザ— ス 


お貨 阳碰器 

ドラィ ダ— ズ卸資 

太 洋資易 株 ホ會社 

ま 巧 ホ お古、 ボマ トン 


ヮチメ ー 力 ！ の 特を 

日本人 之買顿 じは 特別 掛 員を 置き お 
，料で 御 案 巧 致 ホ 電話 又は わ 手紙が 第 御 
訪間 しち 御 便を を 計ら 初めての お 方に 
對 してな 肆じ 注意 致します から 是非 お 
立 寄 も驗ひ 巧、 を 巧 配達は 勿論 H 本 其 
他を 地 の わ 荷賴發 送は 當 ホで 致し 升 

シ づ. ン Cs ナメ . — 方 ^ -- . 


八 XI カラな 紳± は 

仕直 服 を し ま ず 

夫れ はもく 身 じ 合 ひ、 尋 掛け 化く、 を 
して 出 ホを ょら も 長持ちす る 事を おつて 
るからで す。 弊 おはぶ 敦 U 米 紳± の齡用 
を 承つ て 居ます。 

リ 化壞當 じて 御 巧 巧の 方には 
I みを 割引 致します n 
が 注 义巧奈 巧 じ 係 はら や をら 巧 一度 巧て 
見て 下さい 

ウ才 ルカー で ンド フロ リオ 巧 駆 巧 


夏場^ 


ム* ■巧^^ 


今回 上記の 處に 移轉し H 本 及び 獨進製 お 
具、 鷄貨 ぶび 陶器 類 等夏攘 向き おを 部 取 
揃へ 陳 刹して 居まず から 御 巧 紐の 節は 是 
ホ 御 立を b 御】 覽を 願ます 

子*— テル エンド シ厶 メル 


グ ー ム用 雜貨品 

ゲ- — ム 、コン セッション、 及び ォ — クシ ョ 

ンじ 最も 適當 する 香 氷、 銀製 ロ g 、 費を 蘆寶お 
時計、 懐中時計 類 等雜貨 輸入な 及 ホ 閱製ネ 報 
な 揃へ て 居を まずから 是非 御 吊 命を 願ます。 

値段は 他 じ 比し 低廉なる 事を 巧 証し お 物 も 
巧 謂 『サム シング •三ュ ー』 の 物を 何時も 持つ 
て 居ます、 目錄 ホ 導の ホへは 御 送 b 致します 

ジ ヤコブ ホルツ 商 曾 


A 最巧 巧を 導 設滿供 食め を 富 お 巧 もる は ホ 化を 
の 熟練 親切 下 空 S 共に 當 おの 誇 i 卞ろ齒 です 
▲當か 太サ浮 おな 一二 等 設備は を 部を が 的 攻良备 
施し ま L れ 、なにみ ホ 線 0 かさは 巧謂ッ 1 S 
ス >サ ー ド 义はス ナユデ y トクラ ッスな 上の 
廣植 私備 へて 招リ をず 

® を 港 お 帆 ホノ八 4 ^ 經も 〔正午 あが】 
大が化 ニ 巧 十五 H 
天が 化 。ニを を 

コレァ 化 S 巧 十五 日 

をげ 化 一二 月册 一日 
西 比 利亞化 四 丹 十一 日 


が 

1 


# シアトル お 帆 〔午 麻 十 時 おか】 

. 加赞丸 一一 貝 六日 
伊豫 化 S 巧 十二 日 
靜岡見 巧 巧 五日 

承を 敦彰 日本 巧 おみ 

霜姆お ニ 巧せ を B 
白みみ ニち 十 B 
A 都 脊お贼 な寞馬 殺を B 本 お 寶构掘 i 丹 ニ圃 
A 潑道謂 巧寢望 券 其 他 萬 事 御 镇宣じ 御 おお 申 ザ 
A 太 巧 淨大藏 が 會姑乘 铅巧符 御換を じか 計ま寸 






十五 年の 歷を ある 當 校は 多年の 
經驗ど 新 智識を 有する 敎 師を聘 

‘ 動 

び運轉 を 
の 修簿ず 
べきを 要 
な 磯熙的 
智 謡を 短 

西 

率 ある 徹 
底 的 お 術 

をを 潭 しを 狀 獲得を 保 誠し 磯 業 
ロを も 罔を します 0 



な 住 巧ぶ 一廊儀 

豫 てょ な病氣 中の 處藥石 巧 
な < 1 巧 サと日 シカゴ 巿じ 
て 巧む、 岡 地 じて 火葬に 粥 
し 候 段 ホ 前 辱知 諸を じ謹吿 I 
仕 候 

昭か 一二 年 ニ 巧 ニ H 
妻 きお 

農が シカゴ 溝 野 
± 生 茂太郞 
化 ま 川龍吉 
—iiii 


▼鄕里 送金ぶ びが 送を (無手を 巧)* 舞！！ 
巧替薑 貝、 荷ち を 取が 取 立、 信用が を 
巧 等】 殺を 巧 おを 闽巧巧 じ 取 あ 可 比 侯 

S 脱臺灣 銀 巧— ぉ 張 所 

本店 摹灣摹 化 

タ巧ま 京、 横 巧、 大 お、 巧 ロ、 上 お、 巧 
ロ、 福 州、 厦門、 灿 頭、 を 巧、 廣 巧、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン 、バタ ビヤ、 孟貿 

々グ 々ッタ 、餘敦 、なか 募 潰 十四 ヶ巧 

一、 資本を 壹億圓 (を 巧 拂达濟 ) 

一、 稽 なを 化 千々 な 五十 萬圓 

內地 本ち 店：：：：： 溃濱 (本店) まを 大阪 
神 戸 長 隨下顆 名 古尾 

機鑽冗 金銀 巧— ち 巧 

ホ 固を そか =: を港羅 麻ホ巿 .巧を 
其 化 化 おを 國 重要 都 巧 ニ そ 巧 皮 n か. レ 
ス有之 候 


晚杳坡 毎 ニ 遇 一圓 お 帆 
▲ ユ ム プンス 亞細亞 (二 T 客 0 觸) 

ニ 巧せ 五目 

▲卫ム プレス 加を 太ご另 •爱 0 嘴). 

H 巧 十と H 

▲ エ ム プレス 露 西 盛 三 r ホ 是贿) 

u 巧と 日 

▲ エ ム ブレス 西細亞 (一二ろ 呂 巧】 

四巧サ 六日 
一等、 二等、 111 等 及び 下等を 設備 
最大、 善 実、 最快 ホの 東 巧 航巧船 


I -1*— i — ‘ 1.1 ■11■: — ! f 1• . I -I. . Itj'i'-i 

日本 郵船 會 を (お ニが 銭道會 社) 

代理 巧 巧 桐 兄弟 廟會 

乘單 、乘 船切蒋 並に 小 猜横蓮 送 頸暖科 じ驳褒 '吊しまず 


シア ト也 ぉ祗 (午前 十 時) 
あふりかを ニ 巧が 九 ： n 
あらび や あ S 冯 十一 113 

ぱリ寸 無 (坡蘿 出 耽〕 .ニ 巧 十九 B 
タ 一等 猿濱」 九を 賄 

但し ば リず丸 るん でん もは 一 五を 巧 
マ 一二 等 a 本 巧を 五 魏宴室 おを 造 家族 室 i 
で禪 希望に お リー 等 割 則を 復が 辑發巧 敎巧镇 ■ 
ロス 7 A ゼみ K 出帆 (を 後 S 時) 
らぷ らた祀 ご 貢 二日 
さんごす 見 頤巧 一二 目 
T I 等 橫漠ニ 一二 C 帮値 はわい 丸 ミに らお 一冀弗 
▼特別 S 等 e 本 巧 立 十丸萊 ▼一二 等 日本 巧 お 十を 報 
▼莎 藩羅祿 巧瘋を 瑚符農 義赛離 入觸轉 旋仕リ 候- 
マ 紐 育 織 パナマ 經あ目 本 支那が 貨衙滞 巧一圆 


日本 陶礙 器' 雜貨 

ラム ブ卸賣 

奈良賓 易蘭會 


リ本魄 厳 麗雜貨 類卸賣 

ホ 元 ブタダ ー ス 


H 本吳服 反物 キ モノ 

テ ■ ■フん クロ . — ス^^ 

諸雜貨 卸商 

龍 就 日本 ドライ -t ツ蘭會 

特別 簾 僧で お 勉强巧 流 わは 嵩 巧の 持を 


精々 勉强可 化 御 引 立願 上 候 

鞠 磁器 雑貨 卸寶 

蘇 旧腐會 


旨 働を 運轉义 機械的 智 
識を 個ん 的じ敎 巧ず を 
狀 保証、 就職口 澤 山、 


敎授が 

十 弗 


畫巧兩 科、 a 本人 歓迎 
敎授用 じは 新型 クライ 
スラー 「丄 ( I を陡 巧す' 



キ ヤン デイ 敎巧 

キャンディ 類、 フン レナ ぺス 
トリー、 ゥ エッ デン グ及 パ！ ス 
デ！ ヶ） キ 、巧 化 キャンディ 化 

菓子 等の 造ら 方を 黨 がが 科 じみ 
もて 敎巧 します、 を窝 者には 目 
錄 J を 進呈し ます 委細は 左へ 
ゴこ rjd ミ Mch 畳 I ち 9 广 e 巴る 呈 & ま. 
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貧 本を 替 療 圃 
拂込濟 資本を 六 モ巧瞄 
賴 ホを 五 千 八 巧 四が 萬圓 

能兰弄 銀 巧— ま 巧 

本 巧 巧巧巿 日本 橋區本 革桂财 おを 地 I 號 
ま 店 ルが 日本 谅义 S 乐妄震 
をを 崖 京 郡 大阪巧 (大阪 ) が 戶 
興 島 下 關巧司 巧 おお 岡長构 
倫を を 巧 刺 水 — 

おぉ 入な 替’谁 信 送を' ホ 送を' 旅行 信用が 
巧 策 信用 狀其他 一 おお 巧 業 

ん 鎌 竺囊銀 巧— ま馆 

擲裝 送金 ハ 目 本を 地 無ず 骇巧； 巧を がを、 
ネ巧 預金 (定期 通知 ノニ 碑) 御 便利 取扱 
本 支 巧 お 京 (本店〕、 乂 お、 が 巧、 巧 都 
所が 地名を 屬 、小が、 上 お、 がを 



り 本 陶器 雜貨 ■ 

ドラ 1 グ！ ブ 卸販賣 

能 試 殘木桃 ザ 組 

MOOI , MOMO 2 0ヴ Co ., Inp 
1 05- E . 1 6 th S 产 ， ML Y •ぎぎ yvesant 黄 9 至- 7 


避寒地て 靜養 中に 逝ける 


グリフ 井 スを博 ± 

• 『 B 本の 友人』 をな て 終始した 人 


1. 示敎家 どして おた 家 ど 
して 又を 有 家 どして 著述家 謀 お 
i 家を 兼：； ゥキ y アム •王 リオ 
i ット •グリフ ネス 巧 L は豫 て' 避 
を 化で ある フロリダ 刑ゥ キン タ 
アバ ー ク じがて 靜 かじ おおのむ 
胳病 をを ひつ i あつた •か、 去る 
'五日 ( H 聰) 病む ； 二日 じして 證 
鸦為黃 しじ。 老搏 ± 終爲 のがに 
は 夫人ら 巧して ちじが、 逛骸は 
值 じが 脊じ 送られ 葬儀は 本 円 午 
を スヶネ クタ グイ 巿 にがて 執 巧 
される つた 由で ある。 グ 
ブフ キス 搏± は 千 八な 四十 S 年 
乂巧 十と n 搜が じを まれ 跑 先は 
英齒デ ゲオン シア 挪 出身の が 員 
で 現に 父ち は フキ ラ デ^フ キヤ 
じがて 巧 人 ど。 もまで 船 接で あ 
つた。 博 ± は 六 歳の 時 父 若に 伴 
; はれて 巧 石炭 賴入 巧が で 軍艦 サ 

マ ク ユ ナ號の 

進水式 を 賞 見した が不お 

講じら 化 軍 超は 後年 H 本 開港の 
役目を 巧 じせる ペ^リ 提督の 旗 
おどな も、 搏± は 『 a 本のぶ 人』 
を 化て 終始す るに まつた。 裤± 
は 南化戰 ずの 際は ペン 州窠 四十 
四 聯隊に 度し 軍人 ごして お征し 
たが、 歸 ホラ トガア ス大 學じ乂 
ら千 八な 六十 九 年に 卒業した。 
巧 ±が U 本人 じ 接した のは 當時 
间太學 'しり 本が'' ッ巧學 に 巧て 语 
た 橫か小 楠の 强に をつ たのが 始 
めて である。 冊！' て淸 中は 千 八 
巧と + 年 (明を H 年) 同大 學 のず 
を經て H 本 政が じ 招聘 さむ 新制 
废の學 校 組織 ホ-」 物理 學 をを 授 
する 爲め词 年 十二 年 東京 じ 着し 
おと 過 間 東を ホ 圃大を じがて 講 
座を 担な したが， 翌明お 四 年 ニ 
巧 越 前 藩 ま 化 半 俟のお 聘に依 b 
十二 人 5藩± に證衛 されて 陸路 
福が じ おき 艘じ 

大小を 卷 けた 若 ± 违に敎 
巧した。 がを じ间 が 十 年 蹈潑廣 
縣の 新制 巧が 巧 かれた ので 隱± 
は 越 前 おのが 中で ニ 千の 藩 古 ど 
訣 がする 齒的シ I ンを觀 て 東京 
に歸 ^ 邮ホニ 年間 專巧學 狡の 創 
なじ 盡カ しつ I 傍ら 大學 じ敎鞭 
を 執 b か 妹 マ ー ザレット •クラ 
I ク •グリフ キス 女史 も 又 女子 
學巧 おの 前身た る 最初の 女學梭 
に 校長 ごして 親任して 居た が、 

が （して 封建 政治のを 始 維新を 
目 おしながら B 本の 靑 年を お 導 
せ 么 牌 ± 千 八が と 十 巧 年 辞し 
て 歸义儿 が 後 五十 餘 年間 東西 融 
合の 爲 めに 努力した。 博 ± は歸 
ホ 後 スヶネ クタ グイの 第一 リフ 
オーム ド 敎會じ 牧師 ご C ；? ■ら千 八 
巧 八十 四 半ユユ オン 神學 校を キ 
策して 神學巧 ± の學 化を 得た が 
千 八が 乂 十六 年 ょら 千 八 巧 九十 
S 年まで ボストン 組を 敎會 じ极 
師 たも、 みで イサヵが の 組合 敎 
會を ホを して 千 化な 一二 年に まら 
が後每 ら谋满 皮び 

著述に 從 事した。 が ± は 
巧が 滕を U 馈 通して おたのみで 
な'‘ か 巧の 脖 を じ も 造詣な く 千 
八げ 六十 九 年 じけ ウキ^へ グム. 


女王の 戴 通 まじ 列し 千 八 巧 化 十 
八 年 じは 外を をを 大巧 じ も 臨席 
したが ホ圃歷 をを 會 創立 常時み 
會员 であゎ 其 化を 數の學 會じ關 
係淺 から や、 糾 巧り 本 協 食のを 
舉を質 どして 活動し わ。 愧 十の 

去る 1 H 五 H ホテ^ •ァ スタ ァ 

じ 開かれた 松 牛 乂 化 ホ 貧の 大晚 
を替じ 巧した のは 日本人 ごの 最 
後の 訣別で あるが、 昨年は 夫妻 
相 携ぇて H 本に 再遊し、 新ホ陛 
Tr 巧謁 仰せ付けられて 動 吉 等 
化 口中 絞 章 V 授けられ、 軸野官 
K よら 前が。 き 巧 遇 V 受けて 歸 
义 した。 博 ホ仍寒 書中 『ミヵド 
の 帝國』 『日本の 美は しき 化が』 
『亞 姑亞 を』 『ま那 熟が 巧び H 
本』 『朝鮮の 內 み』 『± ごしての 
本 去』 『タウン センド 一， プ』 
『東 ホに がける ホん』 『お 架 巧の 
建設を』 『進化 f 目本閱 お』 は 
人口 じ 喉 炙 i て 居る がか 蘭に 關 
{ ，，-著書、 爽人じ賊する著書も 
歡 くない。 

各方 面より 

表 巧態戀 

大使よりは 花輪 

ウネ タ アム •ぶ ジオ ブト •グリ 

フキ ス博 十； 長逝の 報 一度 新聞紙 
-，. 僖ぶ をを を お 巧 i 〜焉 巷吗詞 
を 茜せ て ホた が、 H ホ協會 々頭 
德 川を 達を 髓澤 子爵 等 よらは 特 
じ 懇篤なる 弔電が あ 6、 がず 大 
使は 弔電と 其に 花輪を 贈な 內山 
總領拳 巧 巧、 目 本協會 、紐 育 H 
本人 會 よら も鄭電 なる 弔 叢义け 
弔詞を ホ 己 人に を せれ。 博 ± の 
死-し 對 して 平年 親を の あつね H 
A 協を 副會頭 ブィ ゾン 巧は 語る 
グリフ キス 博 ±リ歷 史家、 著 
述を ごして 有を であつ た S 商 
時に 人格 崇 鳥；；； ち敎育 家で ホ 
h 又を 教 家'.' あっじ。 乂 = 本 
ど ホ 國ピの 願 係を を搂 じし 相 
瓦の 理解を 化 進す る 上に を 正 
のま 張を おて 終始 甘る は 敬服 
のかな く B 本 協 曾の 事業に 對 
''しても 名 擧會員 ごして 陰に 陽 
じ 替助參 蕾せ る所較 からず。 

巧 じ 予の痛 威せ るは 博 古が 長 
逝數 H 前ウ キン タ ァバ！ クじ 
巧け る 0 ! リンス 大學 におて 
封建 時化の H 本 ごが 曰 本と じ 
願す る 講演を なし 巧 じ 幸る ま 
で U 本を 変した 一事で ある。 
搏± の 永眠は 實じ タ大の 損失 
であるり 

內山繳 颁事巧 巧 も 曰く 
予の 始めて 巧 ± を識 つたのは 
本年 一片 日本 協 會の大 晚餐會 
であつ たが 談笑の 間 偶が 傅 ± 

の 席 じ 隣ら し、 明治 時化の 日 
本に 關 する 愧± の 該幡； ，よる 智 
識じ 驚い わが、 當巧巧 ± は漸 
(脫搞 せる 明治天皇 御 一 化 記 
を 携えて 出席し 其 至誠を 罵め 
精力を 傾倒して 嘗 いた マこユ 
スク リグ トを松 ホた 使 じ 星し 
た 事 貸を 间想 するど 威 慨誠じ 
がい。 隙于の 如きは 眞に 『H 
本のぶ 人』 であつ た。 幸 じ 右 


の 著 窜は乂 化歸朝 後日 本に が 
て か 譯しホ 版す る もで あるか 
ら愧 ± の 還 著 ごして みく 日本 
人の 記憶 じ 强るじ 違 ひ。 い 


大ハ合 裳 巧 來紐巧 

本 巧 I H 發刊 本紙 巧 報の H 本 
郵船 會社 專搭 取締役 乂 谷を 氏は 
陽ホ視 をのが め ホる S 巧廿义 
横 潰 巧 帆の 乂洋 化に 化乘 、四 巧 
十 S 日 桑 渚 A 陸 太が 巧 沿岸 地方 
を 巡遊の 上巧紹 （前 お 約 ニケ 巧 
ザ滯 米の 後 软卻を 經て九 巧お歸 
朗の揀 ぶ。 を 旨 確なる ホ 巧へ 入 
信が あつた。 


雜貨請 組合 總會 

紐 育 お 術 雜貨巧 組を じて は ホ 
る 十二 HfH 曜军後 ホ 時よ b 料 
亭 が おじが て 總會を 開き 本年度 
役員の 選擧 、組合 事 萊お吿 其 他 
重要 事 巧を 協 難す る 黄。' 


日 ホ 婦人 會合 

紐 育 H 本 婦人 會 にて け 巧る 十 
屯 日 {金曜) 午後 ニ 時半 ょら ロ 本 
俱樂廓 じがて お會を 催す あじて 
本年 巧 役員 及びを 員 推 選の 報吿 
も あるべし と A ホ亞 婦人 巧樂部 
會 員は 巧る 十六 n 年後 ニ 時メト 
n ポリ タン 壞職 館を 參ー觀 し 終 b 
て 東 八十 ニ 了 目 二十 一番 地マク 
ドナ^ド 夫ん が じがけ る 茶 筵 じ 
巧ず るを 0 

な ん _ か 人— 

♦奥が 正 太 郎巧歸 朝 中の H 本 
綿 化 紐 育ま 店長、 旣 報の 如/、 夫 
人を 壞闲伟 ホ.： T 宫餐 、十り 播經 
の 幾を 

•髓 藤を S 郞 巧-太が 貿恩株 ま 
會 社長、 まる 五日 助發ボ 俄を を 
經て西 巧 十五 目 桑灌ぉ 帆の 大げ 
化 じて 歸朝 

6 內旧茂 氏大阪 商船 禽社沙 港 
ま 巧 長、 前 過當地 出地歸 がのを 
じ 就いた 

» 鉛 江匡輔 氏. 當巿ブ a ! ドゥ 
で！ ニ 云 0 二番 餘江商 巧 主、 老 
親 訪問の 爲め まる 當 地お發 
西 巧 一 時歸朝 四月 歸 紐の 豫を 
拳 H 廣鑛 一氏が 軍 造兵 大佐、 
本省 i ら柬圃 を 張を 命せられ ま 
る 一二 ロ 着が 當み滯 紐の 由 
♦縮 引 朝を 巧 京 城臀巧 大學敎 
授、 醫學樓 十、 去る 四日 着 

•化 旧 正 ー郞氏 ニ H 年 前が 育 
ょ々 ホ 俄を に轉 住した 住 旧 正 一 
部 巧け 豫て病 氣の處 ま 巧 二十と 
日 午後 十 時 同地 じて 死去した の 
で I 二十 H 葬儀を 營み 遺骨は 鄕里 
へ 送る 2 ごな つた 由 


◊- 


ぐ 


日本 巧 ゾール I 

◊ 

締助紐 育本埼 午後と 時半 
二月 十日 桑 港經を 
大痒化 

二月 十二 0 を 潘經由 

プレジデント •グ ラシ ト号 

ニ お 十一 二日 沙渚經 南 
ばらず 化 

ニ 巧サ日 ビクト ブア經 由 

ぶム ブンス •ォプ •盛 細强号 


巧 桐 スペシャル 


驚 印 蓄音機 レ n — ド 


か 桐 兄弟 商會 


34 -_ s . 

人會' 


留置郵便 


惠 記の 郵便物 當 事務所 じ 留置 
有 之候瞄 自身 御ホ訪 下さる か 
若く は 住所 御 通知 玻下度 候 
藤 巧 兼 助 人 野實ボ 今田廢 
衛 ホ 留貞藏 G •ィシ ナリ 
(靜 岡ょり) 加 藤 乂貞次 栗 
お 親 義ゼ！ ムスず 岩 森 巧 
輝 造 メミ政 お 郎長旧 武夫 
野 阪岩巧 岡 田 重 一郞大 .森 
巧 松 田 中 ぁき モサド メま 
み郎 (を 中 大脇美 巧發) ソマ 
トシオ が 本 (福 岡 巧 マキ 氏 

發) マ 少シタ •シヤ ビ‘日 橫 

井を 藏ブ ー 大 が i 棒 文絕) 

松 本 力 ブー •セネ 

紐 育 日本人 會 

為 ow . smsueiorkJ . Y . 

ぎ呈 U 夏 us 養 7 


W ¥ ジョ！ 方ァ入 ニグ 巧 
S 使用、 極上が み テ- 
ブ少 九台賣 凄し 
Z . ち 夏 YA 

K ミ shingt 呈 Walk , Cor ■堅 ま 笠. 产 U ミ ey 互 登 d 


一週 お 報ぶ 八雜 、一 

集 ん 又は 二人に 適ず、 

巧廳へ 十み タぅ ムス ス クコ ャ， 

へ 廿お發 電請々 ン バラン ド 壺一ゴ 一 
養 苗 gh S こ roof 黒 崎悔子 


時 円 二月 十一 日 午後 セ 時開瘍 

同 八 時 開演 

入場料 一 弗 お 十 仙 均一 
場所 リヴ アサィド 一二 四 下目 
ィン 夕ナ シヨ ナル ハウス 

同胞 慰を 大演 藝會 

喜劇 『わ 白粉な 言』 ニ 幕 
一二 曲長嗔 おでり ヴワ井 オリン 
化 舞 獨晤筆 賣り巧 他 

主催 紐 育 日本人 會 
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日本 電報 通 巧 社 

か 巧の 孜 治を、 官叢 界义お 巧の 
事 巧を 班 ま 且つ 確 « じ 巧 道す 
を 日 入電 ーケ巧 巧を 五十 巧 


Myo Advertising Agency 

日本 新閒雜 な腐吿 一が 化 扱 
12 W が t 17th Street 
Telephones Wfitkins 2909-10 


大駭 朝日 ニ 東京 朝日 
化 巧 ま 巧 

Osaka \ 化 hi 
Room 308 World Bui! ぷ田 g 
TeL Bookman 4860 


大阪お H ニ 東な H II 

お 木 H が 

Osaka Mainichi 
407 Tribune Building 
Teh Beekman 4259 


ニ 皆 卸が 巧 j 

Tel. Wor 出 0581 

H-SeSSSSr 。 心 . 1 
303 巧む h Ave*, | 

Tel. Caledonia 4101 ' 

巧 围靖事 株ぶ 蘇 社 撫育 ま 巧 
Uchida Trading Co., Inc. 

291 Broadway, 

島 貿易 巧 ま會姑 1 

Shima Ira ぶ 打 g Co., Ltd. j 
150 Broadway 
Telephone Rec れ r 1484 

採 式を お ホ 尾巧會 
Akawo & Co リ Lt ん， 
293 FiHh Av も， 

TeL Caledonia 9758 ■目 9 

が 倉 製 蘇綠賴 株を 食 社 
艮が akura & Co., Lt ん， 

の 5 5 化 Aremt も 
Tc!. A み ! and 4546 ぶ :^ 29 

に Mikinio れ 

Mikimoto Pearls 
535 Fifth Avenue 
Tel. Vanaerbill 2519 

紐 育 H 本人 會 

The J 巧 an が 8 A な oci が Q 只 
巧 0 W 的 打 化 化が t 

H 其 巧 ま 貪 社 
巧理庙 
富# 商會 
120 わ时 お 化 N. 'f. C. Tei. R 扣 tor 7884 
Fa 加け： 2 則 Rawson 化し 1. 刖 y 

j 淺 野物產 株式 會社 

i Asano Bussan Company 

1 氏 oozn 8 刖 -805 

1 165 Broadway 

i TeL Cortlandt 8047 ぶ 052 

大食 おが 育 支 巧 
Okura & Co., 

30 Church St„ 

Tel. Cortiandt 2292-93-94 

Paul に M- Thomas 

Adverti«ins Counsel 
■ 如 巧 Tribune む i 地 巧 巧 4 おな au が . 
hi. Beekmsn 巧 巧 

巧 お 洲掛道 株式 會 ■社 
な 育 事が 所 

South Manchuria R. R. Co., 

Kooin 202 ら Cana ぷ art Pac ぶ c Bids：. 
342 Madison Avo. 

Tel. Vanderbilt 4135 

云 井 物産 賊會社 
な 育で 巧 
M お 山 & Co., 

|65 も o&dweiy, 

Tel. 邑 owKng Greea 7 ち 20 

久煩 商事 賊會ぉ 

Kuhara fraauig Co., 
30 Church St., 

Tel. Co け 1 扣 idt 4550 

巧 ま 會を巧 ホ 巧 巧 
紐 育 支店 
Iwai &'Co., 

Woo! wo け}! 反 mi ぶ 打 g, 

Tc!. Whitehall 6040 

S 寒が 窜巧 ま會社 
が 育ま 店 
M け suJbishi Shoji Kaisha 
(MttsubisKi Co., Ltd.) 

120 Broadway 
TeL 反 《ctor 2560-2564 

株 ホを 化 
山中 商を 紐 育ま 巧 

fainanaka 化 Co., 
680 巧れ K Ave., 
Tel. Circle 4014 

曰 本 綿花が 式會せ 
がち 支な 

Japan Cotton lrad;n; Co 巧し 化， 
Z5 Maaison Ayenue* 

Te!. Ma ム Sq. 3695 

目 米を 糸 巧 ま會社 
お 育 支店 
NICHUBEI K11T0 KABUSHIK1 KAtSHi 

(N!CHI ぶ E! KHTO CO"LTD.) 
1 Park Avenue* 

Tel. Aniil 地 d 6246-4 了- 48- が 

神 戶鈴木 巧 巧 
な 育克巧 

Suzuki 在 Co •，いん， （Kobe) 

220 Broadway, 

TeL CortlantU U49 ぶ 0 ぶ 1 ぷ么的 

目 本を 糸 株 ま會栽 
紐 育ま 巧 

MoHmttra ftrai & む •.な enU 
44 Eas パ 3rd 化， 

Te). Ashland 5320 

巧を 名會お 
お育ち 巧 

Hara 在 Co パ 
443 Fourth Avo*, 
TeL Caledonia 7830-35 

Gosho corporation, 
Silk importers* 

が 狂 ast S4th Street 
TsL A か land 4 说 7-91 

Gosho Coq Inc., 
Cotton Exporters 

60 Bea ▼が St«, 

TeL BoWinff Green 8806»06 
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孤立 政策が 祟り 初めて 

不人 氣むア /リカ 

潜水艦 廢棄ゃ 不戳條 約の え 張 も 
歐洲は 蝴笑ふ == ホ 人 記を の觀察 


パリ ー 特電 【タ井 ムス】 丸 日 

雜 ：= 一城 近 アメブ 力が がが 外を 界 
じがる 人氣を N 俊すべく 非常に 
努力し つ t わる；- は 

歐洲 S かを ホで も 認めて 
居る 所で ぁ &、 即 昨 复アィ 'リ 
々がな 渡した、' 軍縮を 誰を かめ 
として 致 巧 捲 巧し K 化が 的な す 
戰 なお 案、' 潜水艦 か處薬 まがを 
辆ル こして アメリカの 化が 巧 法 
规巧所 參加化 お、 がを 脚の 雨 服 
をを 用した サン タク 01 スを中 
_v いごず る' ソケ アナの 贫遙 や仲战 
條 おの 改訂 等は いづれ も 歐洲外 
をが':; タ ごず？ ■•所で アメリカが 
國巧 政治 化 策み 故 訂じ閔 々たる 
史惰を おして 居る が、 而 からこ 
の 努力に 掛 ずる 歐渊の 反動は 極 
めて 冷淡で ぁる。 柯 なじ 袖 •冷 
淡で ゐ るか. 一い ふこ ごじ 就て は 
巧を ご 巧 山らん るで あ--^ ぅ 力を 
の 彼 本 的。 ものは 
過 まと 年 じ 占る ァメ ，力 
の巧錄 -」 がみて ホ だアメ 9 力が 
化が の 協赞を 牌すべき 位 おに 立 
'つて 居 じいので をる、 蓋し 巧々 
は 常に 孤な 放 策を 操 巧して 化國 
の 化 織し 神々 i：* 致を 的 運動に 
卞與せ や、 をつ てこれ 等の 速 動 
ど 進 ホじ對 して 巧々 がを 揮し 得 
る 力 や 威 化を 樹む W 機を 失した 
ので ある、 な 程 今 U アメリカの 
降大 なる 閣 力は 元 よら アメリカ 


の ものごして 現が はして 居る で 
むらう が これけ 理論 上の こごで 
朽際 問題から 觀 をして 巧 < なら 
ば、 巡 去 お 年 じ 直る 孤な した 朦 
胞 政策は 巧々 の 化 お 的な 大事 業 
か 前途 じ 巧つ て 

幾多 の 隙 壁を おを つて 居 

るので ある。 彼等の ぞくは ァメ 
リヵの 甄 機を 疑 ひ、 いかじ も國 
あま 義 的な 異な b し 外を 的 態度 
を 非難ず る、 なじ r メリ 力 じし 
て 若し 世 お 的な 事業に 手を 染め 
.んご 欲するならば 先づ過 まじが 
る自 ごの 誤つ たかを 政策の ホを 
反省し ぃ * ければ ら の。 早い 話 
がプ 。ッグ 國務 長官の 潜水艦 廢 
棄じ掛 する 反對じ 就て 観る じ、 
阿 人ど雖 をの 眞款を 疑ん 者は な 
ぃが 英 閑を 除く 歐渊^ 態 巧 U 邸 
めて 冷淡な 態度 じ ぷんで 居る。 
こ h を 致 も 解 易い 言葉を なて す 
るなら だ 『匆静 お前さん 達は こ 
れ から 幾隻 かの 
立派 な 巡洋艦を 造る 人 だ 
から 潜水艦な 嫌で ぁらう し、 が 
舰陳 ら媳张 するとい ふの だから 
潜水 驢は 勿論 戰 時と なれば 商船 
にどつ ては 邪 磁顿だ うさ、 こ 
れや縣 63 つた 話 だが、 而 かし 
化 間には をん なじ お 鹿 ばか’ 居 
る もの じ やない よ』 ご 云 ふ、 こ 
れは爲 もざる 吿白 である。 密ら 


I K 化が 词法 裁が 所の 參加じ 就て 
もこれ ど 同樣 である、 即 もアメ 
リカの 參加條 化なる ものは 西 ザ 
球に 化る アメリカの 利權 じ關聯 
した 問題は アメリカの 承諾を 經 
中して 討議す る こごは お ホない 
ごい ふに あるが、 巧の かき 

特權 は 化の 蹄 體國を 足 許 
じ 踏んだ やぅなら ので 闕 際聯溫 
は 英國の ホ 張を をむ てこの 保留 
條 かを 巧 絶した ので ある、 聯範 
は 勿論 アメリカ じ對 I て 頗るい 
ん ぎんな ろ 態を じ 及んで 居る が 
而 かし 蹄盟國 の享 がしない 特殊 
の 位 据を與 へて だ 居ない、 梟を 
义碟 不戦 條約じ 就ても 佛獨吳 は 
巧 くら 聯盟 輕 どしての 義務を 傷 
くるが かき 條 約に 應じ 能' は G い 
とい ふ フランスの 態度を 協力 ま 
持し だが、 想 ふ-し アメ y 力が 聯 
盟巧じ 孤立ず る こごが でれ だけ 
得策で あるか どい ふこ ご. は 別間 
題 グ> して、 齡くお 巧々 のピ つて 
居る 

政策 央れ 自身は こァ、 

ト作 n 、 メキ シ 3 を 除き あ 巧の 
外を を アメリカ ど 其 化の 列强 ど 
いふ 腐： ■を 野 じ窗立 甘し めた £ 
いふ；； ンデネ ヤブプ の ある こご 
は 拒まれない、 今回の 忡裁條 巧 
なる もの も 理論 上から 巧けば 他 
の巧强 がー 國 として わが アメ 
々ど戳 ふこ ごは 許さない であら 
ぅが、 而 かも 彼等 列强は 國隙聯 
盟の 一勢 力 ごして 我々 じ 摊戰す 
るの 權 がを 留保して 居る こごは 
アノリ ク 人の 反 おを 要する 點で 
をる 0 


われこぅ 第一 驚と 

威張 リ屋に 力み 屋 

中立 候補 爭奪戰 じを 奔の 贿黨 
外い' まいは 補ら 也 狸の 皮算用 

泉ち 特笔 十日 發 旧 中 首相は 贼 西の 遊說ょ b 歸を 直後 官邸- ’ i 
じ鸠扣 翰を、 を幹畢 お、 をが 選 舉が轻 を 招致して 選擧狀 巧を 質 I 應 援說溃 をした 
しんる S — じ 就て 檢 が畜 補が： がしは なが 半 叩.^ で I 監視 員 撒 退决議 

まま 特電 九日 潑 U 新潟縣 では 
段政黨 の選擧 監視 員の 撤退 要 ホ 


ダが 友會 —Hr ゎ册 ニを ▼民政 
黨丄ニ 巧 化 ニを ザを 新 俱樂韶 
1 十る マ實棠 同志 會—廿 化 
名 ►無產 を 派— 八十 一名 ▼中 
な ニな 化 ニ 名'。 

文 ± 菊 地 巧 後援 

東京 特霉 か日發 N 文 擅の 大家 
お宗 白鳥 氏け 立候補の 菊 地寬氏 


化 化 おな なのら W 凹卞 凹を、 をの 中 化ぶ 曾に 麗 する 者 十 凹 あゎ I 
ら "選 舉愧か 楽に 凿 する 當 局の 防 化 連動は 着々 効を 奏し 恐らく 
i 二割 W 上 じは 化ぶ i いどのが 想で ぁるが 蠻规廳 では 秘密に 無産 
を 派 校が W 化 巧を や選擧 盤の 出 所を が 誠 ベても る ごの 風説が ゐ 
る。 おは 化哲 K ホ 黨のお 姉な 峭龍 かにけ 演說 最中 じ咯 化し 煙卡 
夫人は 化 跑じ氣 をがん で 居る 儿 H 巧 化の 立 榜補ぞ は 政ぶ 會己 
が 四十 あ、 反换媒 一二な 册六 名、 をが 供 樂部サ あ、 無産 黨を派 八 
十四 名、 中な ニ だ 化， 八 名で ある。 

東京 特電 九 り發==: 總選擧 ら媛卞 所 旬日 ご；： ♦つて、 諸 所に 白 
激軟が 行 はれる やぅに U つじが 孜 次、 民 欧兩黨 共ぶ じ 自黨の 勝 
巧を 藥 みて 譜 もず、 政ぶ 曾は を 越 候補のと 十一 パ ー セントは か 
ず當 選して 見ゼ ると 窓 娘 6、 は故黨 ら巧黨 はと 十 パ！ セントみ 
當 選は 確赏 t 第一 媒 たるを M ひなし ご 力 わで & るが、 柯れ にも 
せょ、 をみ 差は 倦ツ でを る ごの 見：： 2 みから 化隊 政局を 支配す ベ 
きものは 巧つ て 中立 じある ごを 做して を じ 中な 候補ず 奪 じ賴を 
削つ て & る。 巧 ほな が 補 者 総数は ぶ妈の 二倍に 連し 逃擧 違な は 
十一 縣 一二 十二 名に 及んだ が與窺 かぶ 的 じは】 人 もない。 

泉 京 特電 九日 發 = 久巧 房么助 巧は 實裝 巧を を然隱 退し 政 友 
舒じ 入つ た。 と H をのを 巧 補を 總骇 はモ 0 二十 ホ 名で を療 のみ 
巧 左の 如し。 


巧 簾を 述逊 しわ。 

無產派 共同 抗議 

東京 特電 八日 發 = ホ H をのを 
國 かお 補 お 數は平 化 十二 名 じ 達 
し 化 ま、 技 政 兩黨は 共に 一二な 什 
阳 を、 革新 俱樂部 十八 名、 賞 業 
同志 會サ义 名、 無產が 派と 十と 
名、 中な 二な 二十 名 どい ふ 割合 
f 選擧」 關 する 違反 人員は 同日 
を じ 千 00) A じ 巧んだ、 が ほ 
無產 I ニ 波は 共同して 當局 の壓あ 
に截し 政府 じ 抗議した。 

宮崎 夫人 街頭へ 

まま 特電 八日 發 = を 的 煙 子 夫 
人は 夫君 龍 か 氏の 選擧豐 用を 得 
るた め 巧蹈じ 立つ て 自筆の 颊册 
を 寅つ てゐ る。. 


いつしかに 换 化を 白し が 5 をめ じ 
今 巧す 銳是 るけ 悲しき 

=1 ホセに 寄ず る 

この 日' 頃、 生れて ザ歲 ぶかり 
の 小狗を 飼つ て、 起居を 共 じ 
して 在る。 眞白 きむ < 毛は 美 
しい。 かの ホに 耶 いて ゐ る、 
つぶらむ 眼は、 骨身 r 泌 みて 
可を いのでを る。 ホセ i いふ 
名を つけた。 

白々 じ 趣き あで ぬるに わが ホ 七 
は 巧 や 當環嘟 へ あ 許に 寄れる 
ひ レぢき やわれ じ灑 け 6 : 粒の 
胡麻 落 もたる お 探す か ホセょ 
敏き 耳し ばぶ き I つ 聞き わけて 
あるじの 姿 巧 も お 5 巧な 巧な 
銳 さや 黒き 小算を ぅごめかし 幾 
包みせ る じ 糧どぞ 細れる 
隣人 やを みな】 人の 靴音の ひを 
やかなる じがえ いでに けら 
あ S 遂に 畜生 なれ や 脚 延ばし わ 
のが 巧 股な めん ごす も 
落葉 踏む 音の 淋し も ひしひし ご 
ボ七曳 /、 綱 じ 涙 るら ホ 
丘へ 上る 道 じして 逢 ふ人每 にな 
.へて 戯れつ （ホセ 妬ましき 
わけてけ ふ 日照ら 良 けれど 襟 寒 
み ホ 七 曳く綱 もた ゆ ど ふ 化 風 

四 赤き 帽子の こた 

朝に 夕に、 おは ホセを 曳 いて 
附近の 丘々 へ、 運灿じ 伴れ て 
巧く ので ある。 をの 丘々 じは 
同じ 必の 人々 が、 思 ひ 思 ひの 
を 犬を 連れて 逍遙して むる。 
—— をの 中 じ、 巧を 知ら 口を 
も 知らの】 人の 乙女が ある 
テ ， — ごい ふ 名の、 をと 同锦 
の 义を曳 いて ゐる 0 


かの 乙女け ふ も 小 直の 枯草じ ホ 
ど 遊べ b 言を して ご一 H 
こつこつ こ 巧 巧 高き 崖 T もて 背 
送 b 吳る t こ 女 十ち 
を かき 嗎 やや 色 诞せ たれで 向っ 
丘の 枯 草の 中 じしる < 見 ゆる 
ホ b がて や 丘 じ 別れを 吿げ 居れ 
ば プリ！ は啼 くじ ホ七應 ふるに 
後を 忌を >く る、、 こ 女子の 變ゎ 
かすめて 渴 ぎし 寒風 
かさかさ とを 葉の 丘を 踏 嗚ら— 
巧ぬ ごもからで 今日 も 待 もけ h 

五物 賭く る 人ら 

もの 赌 くる 人 等 相 寄 b 夜を 徹— 
愛しき 巧 子を がふ 暇 もな し 
日 並べても の腊 くる 人ら 夜を 独 
みけは しき 眼 巧 虛の脖 
勝てる 哀しみ 負けぬ る愁 あるが 
ある 時 ゎが 日の 誌 
がち 誇を 盈 てる 歡び忽 もじ 哀— 
び 誘 ふ あか S きの 疲れ 
家の外の 雪 どなれる も 知ら 中— 
て曉 かけても の 赌けじ けら 

ニユ —ョー ゥ 春秋 

♦て 壇の 御 お 菊 化 寬が政 壇の 
人 ごじつて 居る、 ベンく ロの か 
け 持ちで あるが、 これ こを 書 施 
ょ b 巧 頭への 讚 一人 まどして、 
試が じ 値する、 寬 もやん、 し ( 
か 6 賴み ます。 

♦戀 する 巧、 笑 ふ 巧 ど 御苦说 
にも 加州 くんだり まで 誤 電さゎ 
た 雪 州 君、 さぞ や くすぐったい 
氣 持に なつむ i だら ぅ。 

♦ホ佛 仲裁 條 約に 敝 ひ、 目 化 
仲 截條巧 じ n 本 政府の 祭 摘は 化 
って 居る 相な、 あれ 位な か 裁 化 
約なら ば、 別 じ 力 主なくても ホ 
ぐ お ホる さ。 


111 <.M 

；； ンン ボボー が 八： n 發】 支那 
の 對外不 ホ 等條約 改訂 宮稱 化な 
朝 鳴を 及び お 文 氏の み 息な 巧を 
の 一巧は 目下 常 地 じ 滞な 中で ぁ 
る* か 伍 巧は 本り 滿員ご おじ ぞ那 
人 商業 曾議 巧を 訪 間して 辭 まし 
じ 陵 一を の 巧淺は 突然 氏を 暗殺 
すろ 目的で 慶植 したる も 梁 さ 中 
氏の 随員が 負傷し 犯人は をの 瘍 
で 逮捕された。 


諸々 の雜業 

漂々 亭微醉 

j 孤 居 五 年 

今 じして 思へ ば、 あれ も 昔 こ 
れも昔 だ。 私の 上に 時が 經ク 
たの か。 時 じな が乘 つて ホた 
のか。 

个个个 
セ おのを の 化 ひの 庭 じ 巧て 啼 
く 鳥の 名を 知ら や 旅立つ。 

鳥の 名は 今に 知られ ホを の 儘 
じを じ まら ば あ ひ殘ら む。 

春に 來て 夏が て 秋に ホし 鳥よ 
このを 知らず 巧は まる かも。 

个个个 
この 僅か S 曾の 歌を 殘 して、 
西海岸の 港听 i 別れてから' 
指を 繰れば、 もう 五 年に なつ 
た。 依 おとして 孤洁 のな じ、 
をの 第五 年が 姻 つて ホた。 
高き を ゆを の 頂の 义 木の 蔭 よら 
昇る が 日の おか も 
ひむ がしの 空 じ 搖曳く 雲 破らて 
さやか じ霉る i 大朝 ほらけ 
ぁぁ かか ど 大き 踢 昇ぶ ひいが し 
の 空の 浮雲髮 形す も 
西の 空 ゆ 仰ぐ 靑空 雲な びくを の 
西の方 隹き人 住まむ . 

窓關 けば 雪眞白 じだ 降ら じけ b 
锁寢 のがの 窓を 開けば 
この 植木 暑き 巧 哇じ繁 る 日の 捏 
ゐらあ b V 芽を 持たせけ り 
今年 タ （は 流れ 凍ら や 一 ド ソン 
はさ i 蟹甸 ひて 氷溫 みつ ^ 

戀 知らぬ 營 みなれば もろもろの 
雜 業い ごぐ 醜 かる V し C 

ニ 恐ろしき 手鏡 

巧で あちながら、 覺 まない 手 
つきで、 綻を縫 ふこ どは、 巧 
の 因を だら う。 何時の 世の 約 
を だら う。 

夜着 縫 ふご 綻 見れば しみじみと 
針め 冷ね ささみ しかち けら 
こか 綻縫 ひつ、 もれば ふと 見 ゆ 
る卦の 小錶の 佗しく ぞ ある 
ひどを を 裏 ご 表に ぶは ィを覺 巧 
なし どひ ど b 微笑む 
病む 使 b を ひぬ る 便ら わが 許 じ 
たぐ 一. つの 必 寄せく るな きか 
さすら ひや この 五 i せの 旅枕 夢 
じ 通 ひし 眉目の よろしき 
今宵は も 君戀ひ 居らむ ね も ごろ 
じ 巧の 影 抱かむ しじ ま 
思 ふこと 大方 秘めて たよち す 
一二 日 じ 着きた る あ b かなる 义 
雨し どぐ 窓を 濡らせば ォ フエ 
ァの巧 乱の 歌 聞 （じふ さはし 
くちな わのう ね 6 くねれる 業 念 
の 姿 S な b て 惟 みても 見む 
階む こご 知ら 中 あかごき ふ ど 覺 
めて 聖者の ご どき お凝らす I 
香禮 はがけば た ゆめ ど 永劫の 空 
じ續 くかい ご おを ろしき 
あやしく もき の ふの 淚けふ 消 ゆ 
ご巧呆 のかき 言の ろて 居ち 




中遂 みを 额の II 一巧 - i をした ご 

金澤 地方に 强震 

户 九日】- VM 化高陶 、を 巧 化 ホ 
じ强 叢が あつた。 

聖上 雪 挺に 御 興 

1^八日】 ホ日巧巧巧の積雪じ蜜 
上 じは ホ阪 離を じがて 若き 侍 
從速ご 7 キ—じ 御 興じ 遊げ さ 
れ た。 

訪 露の 藤 子歸ろ 

。八日】。 シア 訪問から 歸 朝し 
た 後藤 新ず すは 『"シアは ま 
那 問題で 日本の 誠 解を 塔んで 
ゐ る、 をして 彼闕 .5 政治家は 
皆眞 面目で ある』 ご 語つ た。 

巡洋艦 外 國註义 

〔八日】 川崎逍 船を 妊めし じが 
軍 省に 一 巧 順 級 巡が 艦を 外國 
會 社に 註文す る模據 であるが 
が軍當 r? はとを 巧認 す。 

川 崎の 航路 擴張 

門 八日】 川 崎 薇船會 社は。 シア 
商船隊 南*^ 那 航路を 引受けた 

原 化 選手が 結婚 

尸 八日】 庭球 名 選手 旗田武 一氏 
は 六り 結婚し じ。 

化條男 夫人 逝 < ' 

【八日】 歌人 ごして を 名な を 九 
I 傑 良を ち武子 夫人は 遊ました 

歸船 も髓償 募集 

〔八日】 大阪 梅船會 社は 南米 お 
路じ 使用の 化で 五 巧 顺の巧 客 
船ニ隻 趣を のた め 社 憤 一千 巧 
圓を 募集す る。 

ど 見 傲し か務當 局は 若しを ぶじ 
右 提議 じ 接するならば 愼 重じ考 
量す るら 今 H は 怠 見を 化 露す ベ 
き 時期で ない < 稱 して 居る が 海 
軍當 局は 曰ネ じど b て 潜水 臘は 
圣然圃 巧 上 必要 じ L て 特に 日本 
は 化 外國の 通商が 路よ らも 遠隔 
の 地 じを るから 従つ て攻势 的た 
ゎ 能は ざるに 巧し-直 か 敵と戦 
ふ 旗を 航空 咏廳 等の ホ 襲に 對し 
ては 潜水 鑑を 唯一の 防嚮 武器と 
見做さ ざるを 得ず ごの 意見を 抱 
いて 居る •わ 旣じ佛 が巧鹽 め反對 
も 明白で ある 際どて 今回の 廢棄 
論は 結局 理想論に 終る であらぅ 
运觀て 居る。 

(即度 デが じ 八 H 發】 囊じ印 
瘦の將 ホ じ關し 確固たる 政策を 
樹ぶ すべ < 癸 國故府 よら 特派 さ 
れた ジョン •サキ モン 卿 一巧の 
ホが に對 t 印度 國民黨 の 反 示威 
運動は 官憲の 壓 迫に 依ち 失敗の 
姿で あるが サキ モン 卿は 吳國側 
よ b と 人、 巧 度 國巧議 貧 側よ を 
と 人の 化 表を 選 おして 總 ての 文 
書を 提 おし 隔意な き 討議の 上で 
の 巧を 事項を 英國あ 麻に 提議す 
べし ごの 提議 じ掛し 印度 画民議 
會は 到底を 平なる 巧を を 見る 主 
はお ホぬ VJ の 理由の 下 じこれ を 
拒絶した。 

〔を繼 八； n 發】 宣 敎師團 よら 
の 帮證じ 依れば 廣東省 沖の 孤島 
じて 赤化 随徒 脚は 約 一二な 人の ま 
狐 商人 及び 宜敎師 を 襲 巧して 虐 
殺しず 數の巧 品を 掠奪した のみ 
むら 中を 力なる 巧 人を 人質 どし 
て 人質 巧を 請 ホし つえ あるが 外 
乂 じけ 巧 等の 被害な しご。 


し 


- I , 

目電 外債 

九ち 巧弗資 お- 
お 報、 大阪巧 竹 巧 巧 貪、- リ 

ス •フオ — ブス，， テロン -y] 

' V ヤ ラン ブ！ •トラスト 商 
會 引ずけ の 日ぶ 電力 曾 化 第】 回 
社 憤 化な 巧 巧は 愈々 九日を 0 て 
當化ホ 煤に 賓 おされた がが 面は 
化 十四 ホ じて 巧姻 b は 約と をの 
見當 である ど。 

條約 改訂. 

H 本の 準備ぶ る 
ま 京 特電 十日 發 U 當巧 は、 H 米 
仲 殺 條約じ 猫ず る魯 誰の 準 側 
は旣 じがる ど 巧し 居る がァメ 
ブヵ 側では 移は 問題に 觸る i 
をを 避ける 態 巧を 取つ て 居る 
ので 日 水 政府. し 難色 あら 。 ' 
ワシントン 九日 發 = 政府は 巧 
なと 巧 サーニ H をな て 満期と な英 
ホ滿忡 戳條約 並び じ 八 H ホ 四日 
贿 刺* 一な 7> 日 ホ か 裁條 約の 改訂 
W 談判 じ 着手ず ベき-^ 實際 上の 
戲 巧は 恐らく ホ锁 忡热條 約の 上 
恍 批准 後 じ 巧 ふ 帯 じて 大ホ にが 
て對 佛條拘 をを 礎と して 之を 日 
巧 兩鹽じ 適用ず る绪 であるけれ 
で J も 兩圃某 じ フランス どは 異つ 
た 事' 情 もを るので 條 約の あまじ 
ら 自然 一變 動を ホで るで あらぅ 
ビ 見られて 居る。 

パリ i 九日 發 n フランス 政府 
はケ S ツグ 巧よ ら電 ねて 米魄獨 
おの 頤箇國 を 中 > む i する 不戰條 
約の 挺 溝に 接する であらう S 期 
巧して 居る。 




航を局 誘 解ピん 

( 十日】 义平巧 橫斷骗 わ 磯は が 
を 局 侧で製 巧ち の說 明を 納得 
し 飛巧斷 巧の 認解 がが 立す る 
搂模で わる n 

巿倩 返還は 金が 

〔十日】 兼て 東を 市 ご フランス 
間に 係ず 中だった おを 市 憤の 
を フラン 支 拂ひ巧 ホに 劉し 東 
京 おは 控訴すべく W 務 省を 經 
てず 賴 きを しれが 結 巧忡 裁々 
巧 r 附簾 されん か V ニ 友 ふ。 

藤 子 首相に 進言 

〔九日】 先般 訪 露から 歸 朝した j 
後藤 新ず 子は、 H 露 通商 條約 j 
を 渉、 ぶべ ブァ開 後、 a 證提 
携 促進 等 じっき 田 中 首相に 進 
言した。 

舊鈴木 幹部 活躍 

【九日】 鉛 水 商店 整 潮の 別勸隊 
は H 商 株式 會 社なる ものを 組 
織—' て 鈴 木 商店 舊幹報 數をも 
入社し 活躍す る i と つた。 

信 揉 闇市に 抗議 

〔九日】 お 報の かく 囊じ 信巧閒 
じ 引 巧け さした 東を 市 僮は を 
の 後が 當 局が 毎び 銀行 轉 じを 
渉した ので 信 巧 闇ょ も 抗議を 

しち 

外 償 半額 巧 債へ 

。九日】 化資の 流入を 慑れ銭 巧 
信 巧 翻け 東京 電燈 み廣 半額 
を 巧 地で 募集す るな 申込んだ 

郵船 償 ホを 三倍' 

【九呂 1 H 本 郵船 社債は 巧瑰で 



國民 黨総會 終る！ 石油王 上 
院で 審問 i ポアンカレー 內 

閣 大勝 i 潜水艦 廢棄を = 本 \ 
は 理想 諭 ミ 斥く = 巧 度會議 _ 
じ 一 悶着 = 南京 特使 暗殺 ホ 
遂 i 支那の 赤色 匪徒 大荒れ 


〔上 ぉ 九 リ搂】 國お黨 み央脊 
；： 委員 會の緩 禽は蔣 かお 將軍派 
? 大勝 どなり 巧 巧 政を じ 割す る 
さ 一呂 叢を 媛ました^ 凿外覚 言 
^ ホ 等條約 廢棄の 外には がに 円 
W らしい ものな <內 め 的 じは 共 
化黨 S 職 害 V 指摘し 國民黨 は_ 
階級 力ま 一憲 一派の 幸福 お 進を 
ロ 的 ごせ やま 那國 氏の 福 祂增進 
? 爲 めに 化 閥 ど戰ふ 旨を 宣言し 
し 居る が武漢 ぶび 漢 策のを 南京 
队府 難は おは 盛んで わるて 一 じは 
のか あ も 持て あましむ おで ゐる 
W ほ 媽玉祥 お 軍は 山 東 省で 大勝 
W 帮 わる も 最近 同省 じ 勢力を 扶 
g しつ 5 わる 孫 傳巧將 軍は 仲々 
し强 敵で ある ご 見られて 居る。 
g かお 將 軍は 化 伐带费 調達の 爲 
明日を なて 當 地に ホを を 財務 總 
おと 重要な 討議に 從ふ 答で ある 
『》 シン トン 九 H 發】 目下 プ 
ン ン トンで 進 巧 中で ある 池 田 疑 
佩のと 院 審問 广凿し ィン ゲ ァナ 
州 スタン ダ ー ドる 她會 社の 重 彼 
ィテ ユヮ！ ド 氏は ホ 正 ホ 益の 巧 
俩じ關 し ロを 巧して 答 辯せ や遂 
レ 法廷侮辱 罪で 吿訴 された るに 
おし 石 池 王ロツ クフ S ラ ー 第二 
化は 電信、 書面 巧び 口頭を 3' て 


ステ ユワ； ド 巧じ對 しこの 隙を 
共の 利益の 爲め 一切を 明白 どす 

く 懇談した る も 氏は 應を サロ 
氏 自身 こわを 調查 委員長 ワ^ シ 
ュ巧 じ賴吿 しためで。 巧 もを く 
証言 台に 立つ ベ < - 方 ステ ユワ 
I ド 氏は 電 役の 職を 辭 しても こ 
の 閒隨じ 就て は 一切 ロを 關 わな 
い ホ 針で ある ご。 

〔バリー 化 目送】 ボ r ン 々レ 

1 巧 閣の制 校々 策 じ 願し 陆會黨 
は 過去 ニ 一週間 じ 直 b て 種々 ホ 難 
攻撃し つ i ありて か 府側 も萄戰 
の餘 念な かつた が 愈々 本日を 0 
て 討論は 最後の 舞 臺じ乂 を化づ 
社 會黨の 非難に 對 する 跋 麻の 信 
巧を 閒 ふた おお 一二 巧と 十 囊勒な 
廿 票して 政府 側 勝ち をら じ 財を 
々策に 就ても 政府の 信 巧を 闽ひ 
亦政府侧の大勝じ歸（政府め腰 
も 强 < なつた。 

〔東を 八 H 發】 ホ國 々務 ぉ官 
ヶ 。ッグ 巧の 潜水 濫廢化 ま 娘に 
觸し H 本の 輿論は 祕 めて 冷淡で 
ある、 海軍 當 厨は 本 問題に 就て 
深甚 る 利普關 巧を 感じつ i あ 
るも^ の 前途に 就て は悲觀 的に 
して 阅な 長官の 馨 むが 如 < を國 
の 協臀を 降す る J はま 難で ある 


本な 東を 時電 (紫 ぉ巧轉 載〕 
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A 丄 • CEASAR, M.D. 

127 Easi 8 が h St 巧 ei 
be け ark る Lexington むが 

講猴晒 鼻巧穀 

間 時を 診 
午 あを 悄ト 削午自 
巧 八 ま 時 六を 午自 
日 耀 

自 午前 十げ 至 午後 一時 
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會商 柳靑岸 
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CUSTOM TAILOR 

ROOM 605 
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JAPAN ART STUDIO 
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DFt. D. 芭 LOOM 
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34th Street Cor. 3rd Avenue 
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1023 Third Ave . 
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会 向 人 本日 

巧專 靴型 小 

を 小き 禹 ぶんき 廣 ぶかき 巧 
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類ぉ賓 を 意新最 
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，診察 

午後 己 時ょ b み 時 
目！！ はか 巧 相廣埃 

ドク トグ 

高見 舊ま 


諸 集 貪 

唐 拜說お ( a ) ん時 
日 賺单校 ( H ) ニ 時半 
家庭 集 曾 (水) 八 時 


八 時 


祝禱 會度つ ぉ.， 
聖蓄研 巧*^ ィ' 
婦人 會 
講演 會 

獻 "，— 側 


窗 おを、 簡易を を 
職業 巧旋 、をの 化 
人事の 御 相談 じ應 
じ i ず 0 




稅臟 事務 

化げ を地幷 じを 化み 
— 6 の^ーのおお入ホ法じ瞄ず 
化 柳 一す る-切の 御 諮闽- 
I おじ 战道族 船 貨物 運 
I 貸义出 化を 稅賊 手績 
書 等 進呈す。 重を 都 
ホ じ 化 巧 巧を がし 誠 
育 软を御 巧 命に 應や 

巧輸 取扱 
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稅關 事務 取扱 

さ EAM LiE & 宮. 
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麗 揉治纔 

マッサ ー ジ 、整形 

藥 風呂、 氷 お、 電氣 治療 

西 村攘院 

フイ ジオ シラ ピスト 

を認 西が 幸 興 

午前 化 時す 午後 九 おを 

出張 治療 ニモ 應ジ マス 


脚邮側 
W • 0 
な 化が 

& ミ ，； S 

M 就 
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ひ 3 さ 
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お 育が を認 
みな 省を 許 
東 巧を 大醫 科大を 
產 婆復晋 巧を 業 
元也邊 

產婆 松本緣 


嫌 難 公認 マッサ— ジ 

巧務 を惡詳 
產婆 鍊炙醫 

平野 秀子 

電話 モニュメント 5 完 


檢眼並 じ賊鏡 調節 


窠で 街と 一ニな.'. 

へ クシ ヤ し' 

ビグ グン グ內 

ホ 池 寫眞舘 

電 語ヤ！ クグ. 

四 巧 0 六 
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紐 育 御 案 巧 


營藥 課目 


通 辯 


寶玉 


A 日本 及歐 浏巧氣 車を 船巧将 
A 諸 荷物 税關 出ん 阔ず績 
么 自動 幸 衆 具 ラデォ 
大紐育 ぉおを 地ち 賦罐貿 ' 

A 料理屋 夏場 家 お賣賽 
A 上下 町 チー グ！ ム賣 物數悴 
A 白人 向 八，— ミン グ賣 銜數が 
A 专ヤ メラを レンズ 新 舊を換 
00000000 000 on 
A 大ホ アバ一 トメ ントを 具銷賣 
0 

馈 

• J 贿 レ ス h ラ ン ト六巧巧 
A H 本人 下宿 尾 格安 賣顿要 急 
其 化 巧 事 じ 淡らず 御 相談に 巧 
ら理速 誠實を a て 御用を おじ 
す‘ 


平野 武滲 


今 画 速を 葫を 新設を し 疲賴遠 
近 じ 不巧擲 用命の 程 奉 希 接 
云 0 W . 雲 S 三. 三. 
Tel . ブ皇 gar 是 基 

•0©0«‘♦0♦0 


弊店は 實質 誠意 斑を ホ義の 
をに 御 ±產 物 一 ま 卸 賣艇段 
で販慑 致します を々 に拘は 
らず 御用 命 卿せ 下さい ませ 
◎軟 米を 禪膊 計。 祗 時計 一 ま 
◎寶石 貴を 麓。 銀製 器み 一 ま 
◎を禪 萬が 筆。 お 銀製 鉛筆 
◎蓄音器。 レコー ド 見本 陳列 
◎寫眞 器。 タィブラィタ！ 

◎船 切符。 がな 寫眞帖 繪端馨 

フロ] ドゥ 五 

領事館 向 侧雄物 セ 0 で號室 
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H お 午 お 九 時 1 午を 旧時 

ドク ト 小 聚乘ま 
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》 L 

己 o 

札 細 

お 


j 摇 

す 
I 自 
I 本 

I 人 

也 

琢 

お I 

诗 


諸. 谁 .k 
日 坦を書 巧 究ぁ午 I 
共劇會 夕と 時 お 
鹿 拜說お タ八辟 
木 お 新 腐 會タ八 時 
巧语 及び 裁な 

午を ニ 持 i 
± おを 淸會义 だ. 

ホ 話 食 タ八度 

がを 事 ま 
寄宿が、 旋巧荣 ミ 巧 
巧、 人事 巧 誤 部、 課査 
が、 锁 裝巧旋 部、 ち 段 
ぶ 縫 お 巧 課を 設 
け會封 度び ホを 費の 
使を 計る 


診察 時間 

午後 S 化 ニ 麻 
午を と 時 H 八 時 
あか 留巧 ± 

バ^ 巖本谨 一 

古み 比西大 かぶび 
ル， ザブ ン巧院 勤な 
H 雨は お 巧 巧 上 巧 


巧 女 內 巧が 巧 



鑑を 無料 


滿疾 でも 慢性的の 症 化で 
も 速 かじ お 治す。 巧膺病 
巧臟病 血液 横を X ホ 線 化 
柳 病、 尿水捡 愛、 な 化 ザ 

ユ— マナス、 衰弱 お 

御 阻ら の 方は 是非】 度沟 
出なさい 

腺 間 自朝丸 時 至 午後 八 時 
囉自巧 九 時 ま 午を 四時 


葬 洋服 巧 


洋離 調進 

クタ！ ニン ダ、 ダィ 

ィング、 修犧等 一 颈 

ミ 方 F 洋服 お 

化 本 保 
電話 ライン ランダ— 
ち A H 0 


D 

M- n 

II 期 

常 I 

Z り 化 

r 


診察 時間 

午 放 九 時 I 十 時 
午後 六 時] 八 時 

い： 小 栗 幹 ご 一 

が 育 巧 フブワ ー病喀 
巧 五 巧 お 院驭み 

武ボ コン バラン 一 

病院 巧稱 


商科 醫 

井上 義人 

西 六十 五 了 目 I 四 六 番地 
紐 育 帝 勘 旅館 巧 
電話 トラフ アグ ボ I ニ 五六 五 
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8 

5 


化 

化 

も d t 

.巧な 咕 
ふ 3^舶 
W 化 h 

施 


ト i 0 

巧*"* 巧 

伯 Ms 

Y 7 阳 

尤 一 
F の 
化 I 

D 


化 


.£ 柳 

& 緑 

r 

S 3 I 

c む 
P-M 
旅 =1 
化 比 

^ 0 
化け 
か，‘ 


お 巧が 

主 谷 基 

診察 時間 

自午お 丸 時 U 十二時 
自 午を I 時 N 五 時 
時間外は 前約 じ 願 ホ 


化 化 的 
^ん d W 

m 輪 

E ご 

^ 再 Bu 

I J り- 


談师 診療 

前約 願 上 お 

コー子 ル大を 
ドク トかホ ブメデ グン 

醫學巧 ± 

吉 居悅彌 

彰察 時間 
午な 六 時 1 八 時 

江 見 ニ 一朗 

引績 きべ ルビ ュ • 
病院 巧數じ 付を 持 
聞かぶ び 日 恶は班 
巧 じ 限る. 


牧師を 崎繁一 
幹事 粟野 賴么お 
諸 か ' 卸 

H 疆慶拜 午前 壬 時 
日曜 學校 午前 十 時 

臟獅 Hf 後一 一居 半 
祈禱 會氷睡 夕よ 時牢 
嘴‘’ お 舍 
位 廣を倫 比 亞をか 
を 下町を 十五み 巧 
ま會 社員 じ 最適 
鼓 お 圖壽巧 誌巧历 
を稱娛 樂具髓 あを 
を あら 

使を 職業 周旋 旅を 
案 巧を 稀 事 棠調杳 


齒巧醫 木 下义ボ 

ご 0 丢 .ご 1 ず芭. 

ぎ賽— 瓦ち 57 


紐 育を 命が 險會社 

S 木定吉 

齡保險 

s ’ 云 5_ 

2 «w YOJrlc Li な eia « cri *» cni.yo 
5 1 ( 一 hwmbe さ mt : NfesYorJC city . 
Pho 日タ "Worth 22 巧 

を 姑 ノ方ニ 狗掛ヶ / 筋^ 必 V 
狗自 巧/あぶ ピ巧お あ K チ审 
閒 力ち を キ f サィ 


をち せ 中 かつ 破 まあ 領は 廣漠た 
る 未糊祐 地で ある。 

の H 本に 譲渡し じ化サ ガレ 
ン をの 化 沿が 州に がける 巧權の 
成績け 槪 ねを 好で 柯 等危俟 ずべ 
き點ぃ 41。 

ぶ從 つて 秘東 H 本の 投資を 
巧 確の お 式 外に わいても 歓迎し 
かつ H ぶ 移は のた め ± 地 が權を 
H 本に 提供して 差ち へな し。 
乂ホ をの お 據 じょつ て 日本 どの 
接を を 策し つ i あるを もつ て 現 
化を 農當 馬の、 日露 親善の さけ 
びは、 化 ホ じない 力を もつ て 居 
る。 的 ほ 朝鮮人 閔 題ら 解み する 
沿お她 氷田 利權 もこのぅ ちじ 包 
を さ 化て ゐる やぅで ある。 

日 鑛帳巧 ごを 利 

ま 京 特電 十日 發 n 發巧 高-— 十 
ニ 億 一千と 巧巧圓 A 制限 外— 一二 
千 四な 为圓 A 貸 お 富— よ 億 一 ニ 千 
八な 巧圓 A 蜜 U 物！ 五 厘ょ な 一 
錢 一旗 A 紛績 手形 1 化 厘ょ ち】 
錢 I 厘。 

ニ 巧 上旬 賓易高 

輸出.— 五 千 八ち 四十 五で 化 千 
圓 。輸入— と 千 一二 巧 八十 二方 圓 
差 お 入超— 千 五な 化 ホ 巧 I 千圓 

尋れ人 

(東を お A ) 狩 巧 藤 雄 
(熊 本 お 人} 巧 崎 万作 
(愛知 縣 人} 長 赔德一 
(神 戸) 今 ホ 寡 
.(福 脚 縣と稻 永 國み郎 
まを 慶藏持 出 巧 太 郞を川 
正彦井 h 幸藏石 お節规 
渡邊篤 寶銜留 苦を 川 新 吾 
上野 條 ず 井な 賞造循 雄. 

貫 造太郞 古家 武雄お 阻 善 
雄 

(を 賀縣 人) 架 山 善 六 
(を 良縣 人) 木村醉 (波 壽) 

右の 著に 通知 致 度き 儀を 之' 
候 閱本入 若 < はお 人ょ b 現 
化 巧 御遙知 願上淚 

紐 育帝國 総領事 舘 

一 寅 ず 邑 d 在 さ New York 色 iy 


8 到 

aff h 

8—* It 
1 み § 
- そ it 8 


I — 5 

8 
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成功の 秘談 

米國ま 英語を 話す 寧 
はお 巧の 瓷 一 羡でず 
本校 じは H 本人 お 巧 
じ 慣れた 客 巧 婦んお 
師ぁ 5 懇切 じ 會話溝 
信 文 社を 語を 敎授— 
ょす。 目 躍 週 H 共 じ 
午前 化 時よ 6 午後 十 
時まで 關较 L 1 レツ 
スンと 十五 牠づ 
今 H 怠ち じ巧换 あれ 


む 

化 


唱柄 

■ ■■>■■■ e 

n L 

nu w 


g 邮 邮 け 
B 化础侧 

祀 I 

■•邮 化 w 

ム M 


機械 設計、 機具 
運動具、 な 具、 美 
術品舊 •ラン フ 


胺本 


ア 


グオ 


「儲 蘭 西 製 ダ— 

ソンゲア^ •ラ 

ケット 販資 I 



正直と 親切 ごを 旨 
どし 確資 信用 ある 
商品を 精選し 御 生 
を 物 一を 特則廉 値 
で販賣 をし よす 


在留 靑年巧 想の 柏 ホ 

目 本人 靑年會 

; 養 SI ぎ Clark — 妄 4 


比 巧 な なな 

五味 商會 

W E . ニ さ St - N . Y . 百ブ 
互ぎ yvesan こ 7 さ 


♦を 婿 ♦雜誌 ♦あ 聞 
縦覺 室を 開 
執務 午 お ホ 時 ょら 午を を 時を 

紐 育 日本人 會 

西 五十よ 了 目 ニ あ 0 蚕 

—魏 ，。ニ こ 装が 

日本 埋髮 館淸 

西 四十 S 了 目な 番地 nr 白 ホ 室 号 

タ ダブ フロア (帯 ホ 翁*」 巧 十 云 T 目 爲} 


目 本 散髮屋 S が I 

五グ ザ 閒 中が 巧 ど 共 じ 載 叢。 

ジ ヤシン ト ■フ 3 ッゴ 

ゴ w ‘ e 害 ShH . ごさ 

巧 et . Calu ョ b 占 S か ve . & C 呈 irai Park 至 est 


時 巧 
洋服 巧 


時 田 信み 離 


丸み 洋服 蘭會 


乘巧巧 かノ巧 け r y グニ隱 ニニ 0 按 

細 歸丸山 洋服 商會 


を 五十一 ニ T 目 

ニニ 一二 

が 藤 
洋服 巧 

? ラ 備なこ ミ 


をき 米團 婦人 
日本人への 英 
I 語敎授 じは 多 
I 年の 經驗 をを 

I す 0 ! レ ザス 

ンと 十五 化 
每 u 勘 九 時ょ 
ら梭化 時を 巧 
時 にても 宜し 
U 懼 日は 一時 
よも 巧 時 迄 


H 本* を那寶 毛製类 
術 お、 婦人 巧 替歸其 
化 装飾 お 

'^ま巧ァ！トス 
チ ユデオ 

烏 等を 满 品 隨稽、 

唐 節 品、 スト， V グ 
H 本 服哉摇 


紐 I 補； 

育 

案瑞 

♦山 

Sii| 

書識 一 

品^ 

が 


お內 及びを 地 旅 巧 化 
どもを 切に 能难 的に 
御 案み 致し ょ す。 

◊お 譯 ◊調を ◊巧 渉 
0 をは だ ホ 旣じ廿 一二 
年 聊か 化齒 のを おじ 
述 する もの ご 信じ 外 

シカゴ 大祭 卒榮 

嫌 舞 上 わ 純 雄 

▲お 育 ホみ お 巧の 書 
籍は 勿論 K 化 米願內 
矮巧 のらのを 敏速 じ 
赌買 致します 0 
A を 本 及びを 雜誌卸 
用の ホ々 じは 特に 調 

を、 赌 買の 勞 をな. 

0 


i 


化かろ 


f 


は 七-.^ の 遊び 
ホを 爽 文で 米 固 人 じ 能 （わかる 
やぅ 衙單 明瞭に 說 明した ものが 
お 巧ました。 みを 目 巧 進呈 致し 
ます、 御賣 下さい C 
ご i さ置呂 ， 114 E - 置 thSl . 呈 y . 

T . D - す 3 i - W でた ニ さ 苗.， Hew York C さ. 


弊 巧は 永ら < 白 人間 じ 信 
用を おし 熟練せ る お 術 ミ 
親切を 化て 版寶 致します 

寶お 貴金屬 
御を 文 あじ 
班 速修簿 
諸鑑 を無稱 

巧 中 商店 

お E •まを で.， Cor. 2 adison Ave. 
Het. 巧 hinla ロ der 饥 05S 



新 鱗 魚介 一切 

日本 入 向きの 生魚 澤も驭 b 揃へ 
特别廉 優で 大魅强 致します 

サダ ォナ魚 店 

JIOS 巧 巧 h U が volt 巧 

接4 為. 61 st St ’ 

Hel - 0 色 csbu 巧 91 援 


h か？ 鑑船 御用 牵 
作が 具 食 おお 
が 喊けか 洋を雜 皆販賣 
^^^:一 輸出ん稅脚ホ績 
麵諸 荷物 運搬 取 汲 

W •遠 藤 小で 商會 


世界を 征服ず る 「弗」 の 力 【上】 

金本位 わ價値 喪失 

世界み 財界を 擺 がした 英翻銀 巧 
家 マッケンナ 氏の 大膽 なる 意見 


I 美 靡 麗巧 

; 外を 上の 小道具 
所謂 ホ龄魄 句み 卸 巧 崖が お洋 
I の 支那 か、 お 西の 巧吉 利か ホれ 
I ども H 乂佛が の 列 瞬で ある々 は 
j 觀ホ じょ b て異 るで あらう が是 
I れは外 巧 的巧潛 からがら 離ず こ 
この 出 ホ i ： ♦い 小道を である こど 
は 宮人 も 首肯す る。 しかし 化 小 
道具のを 質を する こごは 类醉經 
I 巧 其 もの、 低 化を 著しく 减 おす 
I るのみで^^く巧を舞壽じ出おす 
I る佛後を述じ1外巧劇みらの{ 

I 巧 化を 化 V ： -- >随 てを ホの 3 フで 
; クトを 損じ 觀 をた る列圃 々民の 
一信 用を 失墜す るのは 必然の 結果 I 
! で ホ 己い を 得。 い。 おじ 类辭麗 
一句の A 道具を して 舞 基 じ 活躍せ 
'しめ やう どす る。 らば 『言 巧 一 
を J の 巧 まが。 くて はなら ロ.’ 

_ がる じ 娩 なん 傾 お，」 『言行一致』 
のを赏を巧おしつ { わ6を巧や 
'が 問題で わる。 

; ミ 那は暫 '与く 論 どず るも卒 
あに 言へ にお 斑は 巧 おじ 無を 媛 
: の 富 腺を 擁する ホけ わつ て种を 
'的 おみ じら 常む モ居 4。 而 （て 
を やしら 小道具 のみでな/、 辭を 
一の 實齡 化を 葛へ て おる。 假 かじ 

一 メキシコに がける モ。— 大使の 

一巧 力の かきは 其 一例で あらう。 

; 現を 化を の 大勢から 推定 すれば 
I か 巧なる ジンゴ！ でも 政治的 じ 
/キシ n を 米 固 K 雑ら 村け 樣 £ 
一は 假 みちへ てら 巧 ホない 相談で 
; ある。 nbvj て 米 星の 销 係を ち 
一が、 紛擾、 猫 疑の 間に 廣 いては 
- 甚だ 危險 である。 巧 じがて メキ 
シコの ために も將 た朱國 のた め 
^ じ も 最もち 益で あ b 且つが 密で 
あるのは 鮮濟的 協 謂ク- 事で あ 
る。 化 方面に 绍 f る モロ— 大巧 
.の 巧 力に. 依 h て メキシコの 掛米 
M 盛 •か 幾を た b ども 緩 かせら る 
る G らぶ 我等の 幸福で ある。 モ 
。 ！大 お 有 身は 加 特カ敎 信者で 
- あるから >キ シコ じ 於け る加特 
力 お 教化が 0 紛爭を も 調停して 
適 當の巧 解を 稱 る-ど： 化 ホれ 
ぶ 是れ父 彼我の 幸福で ある。 

南 隣の ィキ シコ じ 於け る 外 巧 
丄の 事象 J ’ 巧々 『言 巧 一致』 の 
巧 風 採用 r 近づいて ホた が 中米 
，並に 巧 ホに 對しヶ 0 ッグ 國務長 
宮がム る 八 U ォツ タヮに 於て 力 
說 したる が 如. 每 敬、 寬を 反び 
忍耐の 炎 お 麗句が 遺 城な： 實隙 
化されて 居る や 巧 や。 加を 太に 
勒 しても ホ 採が 若し 誠を を て 
接する ことに 終拉 するなら ゴ舆 
一-しは 細 稅の協 熟が >む 要で ある 
加 おぶ 自身 ごしても ヶ •ロッグ 圃 
; 巧 長官 S 巧 敬、 覚容 及び 忍耐 じ 
巧 溢がない；：^' ば、 移は の 出入 
.固、 水力 谁氣の 提携、 農を 物 巧 
煤み 焼爭 等の 上 じ おしき 實咧を 
ーボ すべきで ある。 幸 じ 今 ホ 首相 
キング 度の が ホを 禮を 目的と し 
て 加 お 太に 化した ヶ 。ツグ 巧ィ J 
.ォッ タヮ か府 この間 じ隔 息な き 
-炼 巧を 遂げぶ 巧を を かさぐ る 意 
ホの乂加お調を實現ずる4:*らば 
卖が黯 巧は こ i じ 化 巧 値を 餐巧 
^ する の 傑 台を 巧 やう。 を じ巧宮 
;心 け總 ての 國際的 應酬が 一斤の 
i を號 から 言 巧 一致の 境地 じ 入ら 
こどを 切辨す るら ので わる。 

** I — を 


自山黨 の アスク キス 巧顆時 
巧 じ 大藏が 書の 重 巧を 裝 たし 
現じ 資本を 二十 億 巧の ミッ ド 
ランド 銀行 頭 化 どして 世が の 
か 巧じ垂 きを ず レ デナ ルド 
マック ヶン ナん け、 過般 化 巧 
財界 广腳 する 意見を 化 露-しじ 
一節に 於て、 お 巧の 賴準惜 が 
は、 を かでは；：^ く-アメリヵ 
の 『巧』 でめら、 典の 僧 格は 
をを 本位 V 一せ す 『を < 人 あが 
•なら 聯が お備銀 巧埼の 信用 ホ 
針を 基礎 どし、 化つ て 巧の 騰 
貿 力は 邸ち 化 巧 的。 物 借 推移 
のが 動力で わる』 ど 斷 じて 間 
題を おなした e 左'.- 迎載 する 
ものはニ巧六リのニユーョ！ 
タの( ォー片ド紙じ 揭載 さ 
たが 說 槪要 である。 

.^1 A 1. ^! r ~ 

奥貨ぃ クン ドが、 を 木 位じ圃 
化してから おじ S 年、 他の 重要 
なる 迦貨 も槪ね 金本位を 固 俊し 
化つ てを 面 上 じがて 

通 貸 ，、一信 用の 關巧 W 大戰 
前の 狀 態に 後歸 したか^ 如く 見 
へる が、 而 かも 今少し < これが 
深み ぉ吟 ホす るなら ば、 顯 著な 
る變 動の 跡を 發兒 する であらう 
即ち アメリヵの 中央 錶 巧な 策な 
る ものけ、 をを おて 園 驚 巧濟の 
仲 かごして 居る が、 結局 じがて 
をの 機能的な 樓 値を 奪 はれる こ 
とじな つて 居る。 先づ この 前に 
なをを 要ず るの け、 戰 前の 狀践 
であつ て、 當時 中央 銀 巧の 信用 
じ掛 する 態度は、 極めてを 動的 
でぁ b、 厨內 通貨の な雜 もじ 就 
いてら、 みのお 外 流 お 乃 ま 流入 
は 格め て 自由で を 0 た。 卿 もを 
しあの 流出 お 激しければ 信用 ご 
通货は 膨脹し、 か萊の 必要 0 上 
じ 信用 貸 附が膨 眼す る；， 4 らば 

* 物價も 自然 騰貴」 たで ぁ 

らう I、 をが 流出して 信用 贷附 
じ浦貨 が縮少 ずる。 らば、 企業 
の 膨脹は 阻止され、 顿 街は 自然 
T 落す るので ある。 邵 もこの 經 
路 じのを、 化を の 物 憤は をの 供 
給 力 じ 左る さ n て 居た ので ある 
尤も この 巧 じを 産 放び を 通の 改 
善に 化る 物懼じ 影響した 点 も あ 
るで あらう が、 この 影舉は 極め 
て 度い 時間を をす る。 これ 等 中 
央が 巧の 巧 動的な 政策なる もの 
は、 要するに 英蘭銀 巧の 特殊な 
糾 織^ら 發 をしたら ので、 常時 
の ロンドン はを ふまで もな く 

'自由 金の 取引 ホ 場 ごして 
は 化 おの 中， むで あつたの みなら 
や、 化が 唯一の 償權國 であるか 
ら 、自 が貸附 の中必 ごな b 、 國 
巧 貿易の 大部み は バゥンド によ 
b てを 触され て 居た ので ある こ 
れ 等の 事 巧よ b して、 をの 移動 
じよる 影響. い 0 ン ドンが 中必方 
du ち、。 ン ドンの 物價 はを の 
移 勘を 述じ てを 國の物 憤に ち 影 
酱を 及ぼして 居た ので ある。 元 
ホ 舆蘭銀 わの 制度 じよる 準 協を 
る ものは、 をの 要 ホに 對 比し 


極め r. 僅少なる もので ホる。 然 
ら余 なじ 僅少で あるた め、 暇 も 
じを の 耍ホど 流出が 閱巧 のが 庫 
じ 照らして 

合理的 む範鹽 。もので あ 

つた ごし てら、 尙は 且つ 流 おを 
化 護す る 力 かし をんで 居た。 即 
もを の 移動 じ 依る 適貨 ぶび 秘憤 
のお灣は極めて甚大であ--:^、 從 
つて、 を こじ 一を の 確固たる 扱 
ぶ も 樹立せ や， 從 つて 中央 銀 巧 
の 信用 貸附ち •邮ピ いふ ものは、 
何等 新 かなく 進境 もな < 、掠め 
て舆 おた る もので あつた。 然る 
にを の 移動が、' 信 巧 及い 通貨の 
ま おに おつて、 をれ おじ 摩 越 L 
たもので はない との 意見が 現は 
れ たのは 卞 义 お 二十 ニ年ゼ ノア 
じがて 閒 確され た、 國藤 經濟會 

議も レコ メンテ！ シ ヨンで をる 

當時 

會議で 匿を じ 曾 ミ 見 ざ 
る 重を なが 命 帶 びて 巧 命され 
たか 政 委員 魯 は、 を ホ 面の 權威 
ある 報吿 綜 をして、 をの ホ產 I 
阻 ± 等 じょる 金塊 獻 をの お 除を j 
看 化し.‘ 將ホ發 達すべき 蘭際資 
為に 必要なる 信用 貸 解 及び 通貨 
の 膨脹に 對 する をの 不足に 就て 
頭を なやました 結果、 委員 會は 
先ず、 を 巧 流 巧の 節 おを 討る わ 
ろじ 先づ戟 前の が 態俊歸 、邸 も 
自國を 本位 どす るを 準 糖 じ 化 ふ 
る じ 大部 發の 

國 家が 金 爲替壊 準なる も 
のを 樹立し、 最後 じ垂浩 がが か 
要 どす るを 準備は これを ニ S め 
國 家じ委 巧し やぅ ごい ふ レコ メ 
ン デ— シ 3 ンを發 表し；：：^。 この 
呂 巧は 即ちを の 浪餐を 巧ぐ もの 
であつ で、 時 {圧に 適した もので 
あるが 遣 城ながら •このを 爲替 
標準なる ものは 最 がの 目標から 
離いた おで、 中歐や 南米に 適用 
された もの： 寧ろを 本位 巧 俊へ 
の 道を ホんだ のみならず、 を 巧 
替本 化を 樹立した 國ら 、み 管な 
外 正貨を 動かして ボ巧 益な を 単 
佩の 買 附けじ 手を 染めた ので あ 


西 化 利 移民 

露 國の對 B 政策 

义原宵 裳 使節 や 別項 恃電の 如 
(歸 朝し じ 後 滕モの n シア 訪間 
で H 本の 西 伯 利 移 おもち 留 ごな 
つて 房る が、 n シアの 對 H な 策 
は 大体ぶ の 如きら ので ぁる。 

一 日本の 人口ち 加は が々 な 
巧 じ 達し H 本當 局は 人口 食糧 禪 
題の 解かに 苦んで & る。 0 シア 
が H 本ご滿 蒙、 シベリア、 支那 
弼題 じつき 協を する じは まづ日 
本を 民 問題に 掛し 同情ず る' とが 
政策の ぶ 誠で ぁる。 

ニ 日本は 啸國じ 街し ィンド 
ぞ瓶 じがけ る 巧を 間 題を 提窥し 
たが 佛齒は 人佛的 見地ょ もこの 
H 本の 提議を 拒 おしな。 

一二 巧る じ ソゲ 王ツト • 0 シ 

アは人 蹄 問題 じつき 巧 等の 偏見 
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高等 御旅 錠 

東泮儀 
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壽司每 B もちます 


美味 じして 巧 潔 

S ロ 贿南樓 

PSV 


を 棟の 御嗜 巧に 適 ふ 
樣な美 ホの 御 巧理を 

S 廣趁樓 

致しまず から 績 々勘 

巧 ホを 願 ひ i す 

is 魏樓 

願 揃 ひの 巧 巧 人數名 
が 日本人 諸君み 嗜巧 
じ 適ず る 巧 巧を 差 上 
ょす。 朝 I ニ 時を 聞 店 
(だ ホ あ 了 目 サブ 
■ 停車 填の 下) 


ま 邪 巧 巧 

ボ廳を 園 

司 理人遣 蓮 
お 勤の ホ じは 臺が 
の 御 硬 巧じ硝 へが 
閣會 席の 御用に 康 
で •へく 侯 巧 巧卒括 
不變わ 引を 願 巧な 
紙上 勘案 內 申上磅 


ステ— ムヒ 1 


ブタ 


巧 人 巧樂が 自由亭 

58 ご nds St. Bi 互 n. 

を. ゴ angl ニ 475 


A 淸 巧、 親切、 お樂 HH 巧 ▼ 

勢側舘 

がみ 事 佐 久頤榮 作 
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Tel . Re 巧 n こだ 9 
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一力 旅館な め 
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紐 育 旅 舘—ぁ i 
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ボブ トンボ 
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お 


設備 改善、 臓 利の 
巧理 人、 調理は 日 
本人 向き 

ま那 桃李 園 


かが 

a 抓 巧 

G ft h- 

e H が 

化- I 一 巧理^ 

TO 側 U 御 ホ ホを がって 

T 居らます 


R パ 

AS9 

F い觸 

G 禍： i 
N 巧が 

A 齡 -I 

H 肺 

.N 

誌 
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i 新 巧 巧 

本 樓は關 創な 巧 多年 
一意 勉强 仕を 司理 人' 
ゼィ 、巧 埋ん 歐廉も 
相 變ら乎 腐 前を をせ 
て 居まず e 然る じ 現 
巧 某 街を 巧 じ 较て充 
本樓 料理ん を 雇 入れ 
たる かき 廣 をを なし 
居る もを な披恨 じち 
之 巧る を じ 御を ひな 
く 倍 舊卸蟲 貧 じ 頂ら 
をく 曰 おん 諸 資の御 
ホを をを 等-をし ます 
巧杳化 

ま 人 謹啓 


ま 店 

妄 ciaion 三 ま ■ Buffak 
T & i . 置ま| 二さ芸 
を 任ぎ S. F . K . Sak , 


御旅 縮 M 添 


割烹が.， i 御旅 縮 

尘稻^ 

かちあ 西 八十 八 T 目 H ニニ 
を 話 スカイ ラ 1 と 八 ニニ 


すき 黨 
ホ じ 御料 巧 



新開 業 

腕利きの 巧理 人が 日本人 諸君の 嗜好 じ 適 
すを 粋 理を差 上げます 

版 娜頤和 園 

を 居の 前、 を居歸 もの 御 をら じ 最も 適當 
の 集 所です 是非 御 巧 負 じ 願 ひます 
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9 ちち 妄 Ave_ • す W Ifork 置产 
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馨油難 SIS® 諸— 白米 
日 ネ米歡 食料品 i 觀 職/ gM 
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H 本 食料品商 會 


紐 育 唯一の 日本 百貨 巧 
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舞踏 個人— 


► ft 交 ダンス ^ 
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T 攀 
親 巧 


を 

朝 十 似？ 巧 十一 時 

哀卞 タフ •ダン シ 

ング 础舘學 校卒を 


松 タマ 


提の蒲 お おいしい 娜烧 

會庸御 料理 

畫 食は 末廣へ 

巧 寧 鞠化垄 お 乂勉强 


高等 御旅 舘 

昭 . 和 

會龐御 料理 


日本 食料品 類 及び 雜貨類 卸小賣 

ホ么ま 大巧 測 桑 山商會 

新刊書 籍雜 誌小簡 物： H 巧 品を 種 


是巧貨 煩 東京 商會 

を 错が巧 巧 S グ！ ム宮 なの 巧 あ b 
ト ブンク 巧ら ます 


を タ九 時る を 業 

メ 1 グ アドレス 〔年 一®^ 


御 棠子舖 

名物 巧 獲 頭、 爲 餅、 な ザ 薰_ 
賛澤 豆、 甘納 吾、 其 他を 巧 
煎 新 卸小資 。のし 餅 d 前日に 御 
注文を だ ふ。 H 本を 狩 品 及び 雜 
誌 等 も あ 6 ます 

御 注文は 松風 軒窩橋 

28 W . 是 th Si ジ I . T を algar 置 置 


名所、 を蹟 、を お 其 他見 物 


一案 覆 萎の 


SJ 窝妄 な Bunker ち ii 巧产， 

臺忌 e 置， 置. 

ジ！ .ミ ATTSVlLLm ニ 88 W 


冀 面目なる お 職間胞 じ雜實 
なを 潑 葉を 閑 錠ず 

宮川 事務所， 

が 育 市 西 四十 ニ T 目な サ 一を 

とと 八と 
九 六 化 八 


電 

話 


ブラィアント 


煎 餅麵 、小寶 
豆腐 油揚 
H 本 食料 晶 一巧 

well ご se 巧 ice cplke CO, 

巧 苦！ fhird /一 さ こ 

ジ 一. 量 こ 2 ニ 


ロス アン •お ルス 

ホ リン ピック 

ホテル 

ニ 7H wan ぞ dro SU Los A 這 一 器， cal. 


レャ トル 巿 

NP 旅館 

W06 を f A さ .WP seElsl タ wash - 
停を 琪前通 東 ご 一 了 左側 ガ 階 建 
日本 巧 船 切なな 投波巧 場 送迎 

商業 瞳 域中必 、総領事 お、 H 本 
截船其 化 銀け 大會化 巧き 虔巧 

を 港 ホテ少 

純 H 本を (特別 間を ち) 

御 一巧み お 自動車 御 お 迎申上 侯 
巧 ニ C 童 iia F San Fiisc 吉 章. 

木 巧 ル 1 ミン グ 

1 岩？ 3rd A ち. ぞ i . 59 & 基 th Streets 

ジ le ロ ti 呈 e 安 巧 至 《芳叫 


ぃょぃ ょ； 今晩^ 

同胞 慰を 大演 藝會 

ニ. I 洒 合奏 良嗔 から 仕舞 や 芝賠等 
新春ら しい 氣 々を 漂は ピて 

伴 


をて ょら 间胞が 待 も 焦れて 居 
た 日本人 お 主 惟ぶ 间胞 慰を 大满 
茜 曾ぶ あ々 今夕 八げ から、 ィン 

タ— ナショナル • ゥスで 開な 
ずる こご t なつた。 今 巧の が藝 
をは、 おのを 封 お •かおを を わす 
れ てを 力し、 が 力 面 ' S 協力を が 
した だけに 吉曲合 葵から 獨唱、 
'モノ" 1 グ 、お 巧、 化 舞、 踊 b 
^ ダフ キォ 9 ンの ソロ じ當劇 ごい 
'ふ お b 巧 山た もので、 內山総 術 
: お化理 夫人の 拙 b 『黑髮 、御が 
一が」 や 辯 誰 十 山 本 慕 辰 氏 夫人の 
: を を 巧め ごし、 化 舞 『樓 川、 
.^烏妙」 では化旧槐關乂佐の舞に 
一地 まさん をの 贴御歷 々 Q モ ー モ 
.一-速 中 •か謠 つて 巧を 添へ るし、 
苗 劇 『御白が 化 言 J の 出 編 俳優は 
'いづ 化 も假％ ながら、 おお 委負 
: お 0 で 迷 媛、 大根 俳嬉 緒が、 背景 
一-は 巧 堂を 伯-溢 力で お ホ 上ら：- 
; かじ も 巧を らしい 氣 をを 漂け し 
一て 居る 0 確を したる プ 0 グラム 
: は 左の かきもの であるが 巧し 時 
^閒が許すおをは觀衆をァ ッとる 
: はせ るを 外を 巧ら あち 巧で ある 

I 司會 委： M 提 巧 田 直 
喃 おと 辭锁事 內山淸 
を 組 解説 胳本誠 一 
一 - 一二 曲を 奏で ハ 段」 

I 替ホ琴 巧 お悅骗 夫人 
I 同 太 旧四郞 夫人 
^ S 化 線 


尺八 
をず 巧 
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ニ 獨唱 r 數 
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:|1 ぃ 1 

玉 旧 蓄ム郞 
松が 彰夫 
歌 巧 化」 

湯 後 永年 I 


I ニ 

四 


五 


奏 ナィ ガ — =- 罐 
モノ。 1 グ横 內淸を 
長 巧 「新曲 多摩川」 

^ 山 本を お 夫人 
一二 味 線 內山淸 夫人 
化 お r 樓川 、商が」 


舞 

諮 

间 

同 

同 

同 


が 田 竹太郎 
地主 延之巧 
大木 信み 郞 
山 本 泰辰 
巧 藤 長 一 
和 氣あ雄 




化 憩 十み 

お楼 食を お 信 化を 
六 ぉでら. 「ぉ 髮 、御所が」 
蹄 內山淸 夫人 
一二 味 線 山 本泰辰 夫人 
セ 提琴 獨葵 

福井巖 

俾麥 アィ •フィ ツ シア 

八幫劇 「御白 粉な 言」 

. . 時 n 現 化 

作 者 市 川祥す 
舞臺 監督が 膝謁雄 
背 致 者 巧 石を 

H ホ 線 

小 阪忠之 輔ホ乂 

第一 稳 ホ 阪 S 巧属 庭の 携 
第二 幕 强を衔 まの 撰 ニ 年後) 
爾 まを モ 兼を 喜 代 川晴風 
女中 頭 わ 巧 水 巧 素 舟 
赤 路藝者 玉 昔 腐浪薰 
を おお 公ま那 巧が が 賭. 
大工 彌ちボ 川婚弓 
爺 粥兵衡 小山 奴が 
輿 太 武部 蕉風 
か尙 福 井 潔 


巧稱 化に ぶ 千乂巧 六十 嗤 

空の ホが 巧 節歸ろ 

因緣 深き M 巧の 空 ハバナに 着い 
て 使命を 架した リンド バ！ グ氏 


よろ 十二 巧 十一 lln 『をの 親善 
特使」 S いふ 肩幫 きを 巧て、 首 
が ワン ン トンから 一； 氣 、大陸を 
按斷 （て 隣が メ キシュの 首都 ィ 
キ シコが じ 飛んだ 

國膝的 人氣 まで ある、 


も アメリカの 

屬 領地に も 等しい パナマ 
化か 國のバ ナマぉ 〔巧が 啤 '〕 に眷 
陸、 搪は 四十 哩を 隔てた フラン 
スが巧 麓に 超いて、 一月 二十 六 
目までは、 悠々どして猛獸狩^ 


^ 四-い 嗤を隋 てじコ 。ン ビア 顚の 


チヤ，；；'; パ— グ 大を i げ、‘ 5 泳け 化 協：' て? 養 
ははを々 をの 使命を 裝 してよ る 
八 H には キュ！ バ の 首卻 ^ダア j 
ナに到 碁し、 巧 柄閱會 中で ある 


; a る 笠で あるが、 この ニ 巧 どい 
ふ H は*' ンデ ー 君 じと つては、 
を だ 因 緣の淺 からね 月 ご ある。 
ごい ふのは、 去る 四日 じ 第二 十 
六 回目の 誕生 H を迎へ じどい ふ 
ぶか b でな < 、千 化 巧 二十 ニ 年 
の ニ 巧は ゥ キス コン シン 大學の 

工科を やめて、 ブンコ 八 
ンの 飛が 學校 じ乂學 しじ 巧で を 
ら 、千 九な 二十と 年 じは 二月の 
末し 加挪 ザンデ イゴ じがつ て、 
を 磯 『タピ ブット •オブ •七ン 
がキ」 を 注文して 居る。 この 
巧 機に ょつ て タン デー 君は 太 巧 
洋橫撕 の 化擧を 遂げた ので ぁる 
拘はリ シゲ） 君の 略歷を 述べる 
と、 彼の 生れ じのは ミシガン 脚 
のデト 。ィト 市、 父は 她の畿 員 
であつ た。 千 九 百 十 年 化ち、 八 
歲 じして 華府第 匹小學 校し 入學 
ニ 年 級の 時 巧め てを あ 附近で 飛 
わ 機なる ものを をた めで ある 0 
六 年を の 千 化な 十八 年、 高校を 
ホへ 翌 々二十 年じゥ キス 3 ンシ 
ン大學 じ 進み 前記の 如 （リンコ 
< ン飛 巧學校 ヘスつ て 

ニ 巧 目-」 始？ 飛 ゎ 機に 
乘 つた。 二十 四年吉 巧には ブネ 
サス卿 サン •アントニオの 飛 巧 
慎 補 ホ VJ な 6 、 翌年 じけ 少騎 ど 
なつて ミグ 4 i 州の 監視 隊じ編 
入され じ。 更らじ 二十 六 年 四月 
からは シカゴ、 セントみ 年間の 
飛わ郵 がの パイ。 ット どな b 、. 
化ち 頃から がが 乂飛 巧の ことを 
無び。 おらち へむ C 實じ 彼のん 
飛 巧の 化擧 U この頃 からして 必 
底.* ずを 萌しつ i ゎつ た。 阔年 
終 b の おが 育へ おで 訪隙飛 巧に 
鹏 ずる 患 見を をみ 面 じに、 いた 
C :」 お rf がみ 

第一 段 を 踏んだら のどを 
つてょ い、 この 第一 段を 踏みし 
め C がは 翌ニ十 セ 年 二ち 早々、 
愛機の 注义を I、 完 おを 待つ て 
五月 十日 化渐 機を 操縱 して、 サ 
ン デイ ゴ から セント •八キ まで 
十四 時 二十 おみで 歸 って ホね。 
かぅ して 化ん 實 巧は、 一二 段 四 段 
ど 進んで 巧つ た r あ 巧 十 H 朝 紐 
育 じな 巧し、 約 一巡 間 天 おを 晩 
ん でむた が、 遂に 壯擧の 日は 巧 
たので ある。 岡 巧 二十日 彼は ロ 

ング アイ ランドの ク I スゥぶ グ 

ト飛 ゎ搂を 朝のと 時に 出發 、 1 
路户リ ー をを がけて、 飛んで 飛 
んで 飛んだ。 翌 二十 H 午後 お 
時 過ぐ る こど 少し、 彼は G 里ツ 
子の 群集 歡聲 のうちに 圍ま むて 
堅た。 


か滨國 じ留學 中戀じ おもい b 、 

巧携 へて 歸國し じが 

巧 ± の 許しを 得ず して、 
暫ら 盤を 東京 じつく つて &た 
が、 間もなくを 庭 上に 不 かが 生 
じ、 ホ 八 ムス 夫人が 漂が ピホ國 
じ 渡ら、 當 化の 舊巧亭 『み ど b 』 
じ 酌婦 ごして 現 はれて 居る 中に 
化舉 中で あつた 礁埃 ドク トグど 
戀 にお 七い b 遂に 加州へ 趣いた 
ものであるが、 をの 間 じ 日活佛 
優 じ。 ろ々」 いふ 觸れ 出しで 日本 
じ 进いロ こごら あつた。 一方 ホ 
巧は 寶塚 じて 歌劇 おの ク キン 雲 
井浪 子ど戀 一 4 おもい b 結谣 して 
しまつた 。ホル ムス 夫人の 必は 
ょず'^^^ 荒み、 

禁劑を S , て さみしぃ 

やる せ。 い 也を 慰めて ゐ たらし 
かった。 一九二 一二 年の 始め 頃、 
橋壤 ドクト^と 離婚して から 僅 
か 十み 化の 年若い 支 耶人靑 年を 
得て 愛^ 巢 をっ < つて 盾な が、 
往年の 畢 々しさ じ 似乎晚 年は 實 
じさみ しい ラィフで あつた。 ± 
巧 ご 彼女 どの 戀を 物語る じ 足る 
r を髮 のを つれ』 い 著書は 令猶は 
さびし： ぶ 崖の 妻 棚に さらされ 
て 居る 0 


ごな 言し がに 惡 びれ た 風 もなか 
ク なご 0 


力 ー タゲナ 、おらに 四 巧 哑のボ 
ゴタ から 六', り 五十 哩 離れた ゲェ 
ネズュ ラの マラ ケ！ グに 到着、 


化 アメリカンを 游 から 白熱 的 U 一 _ 一‘、'.!- ド •昆 こ/ r ク 
ンデふ 巧 程 をれ う—, で- 氣じウ T . シ 

ン辞島 S 聖ト ー マス じ 魅き サン 
ジュアン、 サント •ド ミ シゴを 


歡迎を 受けた 

を 顧る じフ シン トン •メキ シ 3 
問の ニモ 唯を 振 b 出' しじ、 グァ 
ブ マラへ みなと 十峭 、巧領 ホン 
デュラス のべ， ゼへ 二宮 八十 哩 
をれ よ b サン サがバ デアへ ニな 
六十 嘟 飛んで、 今度は な 八十 嗤 

の ホン デュラスの デ クシが 作フ 
ブじ入 >、 をれ よ b 大膽 にもが 
巧 ホ 固が を 谢が叛 审じ滿 かを を 
へつ I ある ニカラグワ 固の 首都 
i マナグア 〔- むち 十呵〕 じ 入 b 、 お 
I らじニ 巧 八十 哑 飛んで コスタ* 
リカの サンノゼ じ到眷 、をれ 主 


絡て 最後の 目め 地で わる' ィゲ T 
ナじ 無が 到着した もので 

查行 避は あ-し 幸八枯 六 

十哩 、飛け 時 巧が 一時間 ごい ム 
速さで、 長を の 飛け じ 唯の 一巧 
のが 陈や 不時を 陸 もな く、 V ン 
ゲ— ぶじ 飽を もが 間を 嚴巧 しじ 
こごら 驚異に 値する。 リンゲー 
はタ み、 ホる 月騰 B 頃を なて 户 
ゲフナ を おおして、 フ曰 リダ 贿 
じ 入"'、 巧ら に 蛮 グキ巿 の 人 ど 


『金髮 め 鶴れ』 のま 

毒藥で 自殺 

坪 內± 巧の 前 妻 

ホ 巧 內十巧 夫人 V して 知られ 

をの を フン スノの ド クタ ■ ~ 婦場 

嘉么 がた 夫人 どなら、 更 らに數 
年 前 ょら 若き 

支那 人 靑年 ご 愛の 巢 をつ 

< つて 运 たホグ ムス ホ 人 ニニ 五) 
は 過 H フン プノ じがて 摧赃藥 デ 
ロナー 八を 過を じを みて、 睡眼 
ょら さめす、 遂に 巧ました。 底 
もじ 捻 巧 裁 おの 結果 自殺 ど お 巧 
され、 7 レス ノ共間 墓地に 埋葬 
された。 ホグ ムス 夫人は 前記の 
ごピ く坪內 逍遙 階 十歸子 ± 巧 氏 


靑年殺 \ 鬼に 

謀殺 一等 犯 

陪審 裁 巧で ホ定 
囊じ ロー サン ゼ ホスの 銀け 員 
パ ー 力ー 氏のを 讓マ ブネ ン •な 
少女を 入質と してん 質 料を 奪 
つた 上、 少女を 惨殺した る 外、 
殺 A 、 强盜數 件を 化した 稀 化の 
靑年 殺人鬼 t ブ ク巧ン 〔十 化 歳〕 
け過殷 ホロ！ サン ゼが マホで 陪 
審我 おじ 附 せられ、 被 吿辯護 ± 
は邀傳 巧な 精神病を 糖に、 本人 
は氣巧 ひで ある ことを 巧 由 どし 
て、 抗爭 しつ、 ホつ たが、 去る 
九 H はを々 原被 兩吿の 辯 論 も 終 
了し、 膊審資 譲に 移つ た 結果 
被吿 ヒックマンの 兜 巧 當時じ 
がける 精神が 態な、 毫もず 人 
ピ異 C ^ら ホ、 なじ 一等 謀殺 化 
?! が ホを 下すべき もの ご認い 
滿複 I 致、 僅々； r 十二み 間に 
て 巧を したので、 愈々 ヒック マ 
ンけ 死刑 巧 至 無期 徒刑の 巧决を 
受 パる こご 5 なつた。 被 吿ぉ罪 
巧を の 賴ど共 じ シカゴ 大學は 直 
もじ 裁判所に 凿 （化 罪學參 をの 
ため 被 吿の巧 刑な 死體の 引取 方 
を 請願に 及んだ が ヒックマンは 
どうせ、 かう なれば 絞 曾を は 
覺 悟の 前 だ， 俺の 體は 寧ろ 四 
十八に 切 離して アメリカのを 
州 じ 寄附した らい I だら う 


フランス 琳巧家 

首都で 歡待 

けふ當 地へ 來る 

髮じバ ブ^ — よち アフリカを 經 
て 南 太 西 巧を 横颜 し、 南米 一帯 
を經て 中米 じ 入 b、 あらに メキ 
シコ じ 飛んだ フランスの 飛 巧を 
コス テ 及び レブ リユ—' 中尉は 去 

る 八 H 首都 7 ンン トンに 到着、 
官战の 叙 誠 じる 歡迦を 受け 九 U 
じは、 大統領 クー リツ デ 巧を を 
式 じ 訪問した。 兩 氏の 飛 巧々 程 
は 正 じ 二方 ニ 千 八。 困 十一 ニ嗤、 
S 万 六 モ屯百 巧 十おキ P 米突に 
て、 飛 巧 時間は ニな 十二時 間と 
を、 一 お 間の 速力 平均な 哩 五、 
百と 十一 ニキ" ホ 突 じて、 兩 をは 
主曜 H の 早朝を 都を 出發 して 當 
逾じ 飛が し、 ホを のを 式 歡迎を 
受く ベく 多を 水耀 B まで 滞 化の 
上シ '々ゴ 、聖^ キボ其 他 電叟な 
を 都 巧を 飛む 機で 訪問の 上、 サ 
ン フラン ンス n じ 入 b 同地 よら 
演 船で 布哇 、日本 じを いた ト -、 
フランス じ 一宜 歸國 しあら じ 太 
巧 洋漠斷 の 壯擧じ 就 < 善で をる 

H ぶじ 因燦が 深い 

ピ了 ニス ト獨奏 

0 シァから 日本 じ 赴き 帝劇で 
演奏 會 を" 惟した h 時事 新報 社 か 
ら 記を のを メダ 八を ず領 した ぺ 
ンノ •モィ ピ ゥネ ツチ 氏は 當地 
の樂擅 でら 新進の 昔樂を ごして 
巧 評を 博’ 今り まで 滿奏會 を 催 
す こど ニ 画に 及んだ が ホる 十二 
日、 曰應日 午後 S 時から タツ ン 

ホ*— グごン 3 户ン 、ベ ト— べ^—~ 
ン、 V ビユ シ！， 0 ボス、 义ト 
ラタ セ、 ゴ ドク スネ （導の 名 酷 
を彈 奏する こごに なつて 居る。 
が ほ 氏は この 演奏を を 殘らじ 巧 
び 目 本へ 赴く 當で をる。 


が 習 艦隊から 

總 領事 舘へ禮 言 

昨秋 ホ國 練習 廳隊 ホが の隱當 
地な 留 同胞が 熱 訟を單 めね る 歎 
迎を なせる じ對 し、 本年 一巧 十 
四 H 巧を 0 て 外務大臣ょ b 左の 
盧 ホの 信 蓄が總 領事 おじ 着いた 
昨年 帝闕 練習 腊隊 貴地. へ 廻が 
の 隙は 貴地 方を 留 がん 諸氏の 
激 むなる 歡迦じ 依.* ^ 巧 お遂巧 
上 タ大の 便益を 得た るの みな 
ら や、 國を 上不勘 好影響を 齋 
らし 同 艦隊は 十二月 二十 ホ 日 
無事 橫須賀 軍港に 歸 がせる じ 
巧を の 旨 お軍赏 局よ b 傳 達を 
ちた しどの 申 巧 あらたを 0 


了 寧の 印刷 ご 精巧。 る 化 上げ ’ 
時日の 迅速 ご 確實 なが 正を 保証 


巧 刷は 紐 育 新報 社へ 


電話 ワト 


キン ス 


ニ 九 0 九— ニ 九- 0 


わ 間違^む く 新報へ 


ボれ西 十と 了 目 十二 お 十 階 目 


東部 じがけ る 邦を 言論 機關の 

確 威、 吾が 新報を 讀 まの 人な L 


廣吿は 紐 育 新報へ 






HA 邮 TA & 挑， 

141 - 1 が FifiUve .， 
げ or , 21 s けい 
New な rk City 
Td . Al が 琴 en なお 


NA 化 L & SHiMU 

Doiis ^ Toys and 
Seasonable Novelties 
お EasM ? 陆お red 
け歷 N 巧 UAR む 
Tei Al が 叫 uin 巧 77 


THE FUJIMOTO 
SE 即 Rm 巧 削.，! 船 

120 Broadwayli . Y.City 

わ 加 r 2 が も お 巧 


巧 E BANK 邮 削 OSEN 

相 帥 巧 巧 け 5 B > w が， ん Y . 

即 抓 も Coiilari が S 巧 3 


T 帖 Stimi 咖 9 朗化 Ud . 

巧 W 巧 挑 AS 巧が 
お〇 阳か 4 
149 8 nt お way 
Te し Hsns 巧 r 7444*7445 


Ilie Tokoliama 
S |] ぉお gg[)k, L 扣 

別 h Fi 咖， Egui なお e 8 ! お. 

1 巧 Braatlw 巧，！ i . Y . 

Phs 巧 e B が iflr 巧 巧 


ihe Banks! Taiwan, Ltd. 

ぉ〇讯 别呂 

お 打 nens 郎 In 巧が ng BuHdiag 
1 巧 Braadwa も fi . Y . 

Tei . むが 加が 巧が がが 


ち 本を 巧 

文囊 ちほな 社 式 

々 •： 福東讓 歲 
ッ 5 州京濟^ 

ん 灣 

! スバ 巧 銀 
其 ラ 達產わ 

外 ン、、 が 
墓 三を 神 育 

擎タ ち 巧 

巧 ^ 廣上 
ケ 'なお 照 

i 巧 賽巧巧 所 


巧ち 鄉 
等替里 

fiS 賽 1 

を’ 及 
巧 荷び 
業な 並 
巧替送 
御 お金 
便が £ 

じ 立! 

な、 資 

を 信 S 
可用 1 
任 巧が 
候 獲 g 


TaiyoTradlngCo., Inc. 

怖 が け ers & Exporte は 
101 阳化 わ も,! U . 

Tel . AI が nquin 巧 化 5 

327 W . Madi 扣パ t け 比 
Chic 巧 0 , Illinois 




太 


ん 


み'. 



M0 圏 瞧眺 0S.!n &.， 


53 - 脉 57 化 23 rd 化, 
New York Citj 
Tel . Gramerc パ 巧 0 


淘 

寐馨 


が雜 


ブ 

ク 


貸 


け 


ス 





曠 

說 

教 


V 




去 


- j 


精々 勉強 巧れ 御 引 立 顚上候 

陶堀器 雑貨 卸賣 

眷 旧厳會 


H 本陶 黑雜貨 

ドラィ グ ー ツ 到販賣 

S 茂 木 桃 ザ 組 
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ケ^— ム 

今回 上記の おじ 移轉し H 木 及び 獨巧製 お 
具、 雜貨 ぶび 陶器 額 等 夏 編 ぉき おを 部 取 
揃へ 陳 巧して 居ょ すから 御 ホ 紐の 節は 是 
ホ 御 立 寄 b 御 一覺を 願ます 

子™- テル エン トシ 厶 パル 


一、 資本を 青傭圓 (を 額 拂込濟 ) 

~ 、 積 ホを 化 千 六 巧を 十萬圓 

內化 本ち 巧 =：!£ 演 {本 巧} 巧を 大較 
神戶 をが 下 巧 名を 尾 

犧鑽 正金 銀 巧— 支店 

ホ 國をま 巧 n 轰港羅 巧が ホボ哇 
其 他せ をを 國重巧 都市 ニ 定巧及 コ it レ 
K を 之摂 
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黃本 をを 億 
拂を濟 資本を 六 モ巧曲 
椅 ホ か ぶ 千 八 巧 巧が 巧蝴 

送 ニ. 弄 銀な— 支 巧 

本店 東 お ホ 日本 橋 隘本革 馬 町 五を 地一號 
まな 小 お 日本 梅 化 異乐哀 荫演 
おホ屋 京都 乂阪巧 (大 皮) 神タ 
環な 下關巧 巧を 松 短 岡 おお 
上が 倫 致 盛 巧视水 

叛 出入 爲替’ お 信 送金’ ホ 送を' 旅行 信用が 
巧 楽 信用 狀其他 一般 お 巧 お 

ん n ご裹銀 巧— ま 巧 

. 赖お 送を', 日本を 化 無手 教巧？ 迅速 取扱 
本店 預金 (定期 通知 ノニ輔 ) 御 巧 利取投 
本 支店を 京 (本 巧〕、 大 お、 神戶 、京都 
巧な 地名 古屋 、小 お、 上 お、 愉致 




♦姑 育り 本人を 宵 
救 ご敎訓 
參基瞥 敎修进 曾 
基督の が 巧ホ活 
♦日本人 美の 敎巧 
を きんが 篤に 


巧 水較師 
今 ホが 師 
を 崎敕師 


替置 郵便 

左記の 郵便物 嵩 事務所に 留度 
有を お 間 自身 御巧訪 下さる か 
おくは 往所御 通知 被' ホ 巧 候 
藤 巧 兼 巧 入 野實ボ 今困您 
構 ホ 旧貞藏 G •ィシ ナリ 
(靜 岡ょ--) 加 藤 木 貞次栗 
原親義 .ゼ！ ムスず 若 お 川 
輝 造 ノ ミな 太郞 ，野 阪猜助 
岡 田 重 一郞大 な 竹 化 ■旧 中 
あき子 サ ドメ まみ 郞三 口中 
大脇 美化 發) ジマ •トシォ 
せ 本 ニ 禍岡巿 マキ 氏發) マが 

シタ •シ ャビ日 橫 并榮藏 

ブ！ 义 が.. 簿义舘 ) 松 本 力 

テミ 《セオ 

紐 育 日本人 會 

薑 W . 罩 hst.f y 夏， U . 
ぎ呈 umb 戻 養 7 




タンク 


户 . — ト マン 

テイク^ — 巧 


イン ノ • — ベ ー シヨ ント ランクる 

物よ 弗 五十 仙 ょら 十二 弗 五十 仙 
涅星里 ih Str ま 一 


一遇 五 お 及 八 弗、 一 
® Hm. 人 又は 二人に 適す、 
市廢へ 十み タ イム K ス クコ ヤ 1 
へ廿 五を 電話 カン バラン ド呈三 I 
148 宝 單 F ぎ okl ち 黒 崎梅モ 


0 

0 庫. 3 
T 働 L 

U 自 
<1 
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L ^ h 

U 鎮む 

可 作 

R W 
0 
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自 働を 運轉发 修理を を 
經驗 ぁる 敎師 じの も 親 
切に 敎授 す、 お 雜の道 
路も自 もに 
操縦が ぉ來 
る犧 じな 
'まず 免が お 
証、 就 磯口 澤 山、 晝巧 
敎授用 じ クライス ラ 
一九二 八 年 型を 使用 



K レトを ジ 3 ! ヵァ入 ニヴ巧 
S 使用、 極上 お 力 テ..— 
ブ火 化台賣 度し 
Z . お呈さ 

I {呈 shin な呈 Waik , & r , ぎ 宙马产 を 夏 y 星呈 d 


十 お 年の 歷 あぁを 當 扱は タ をの 
經驗と 新 智識を 有する 敎 師を聘 
し 自載車 
操 縱法及 
び 運轉者 
の隐 得ず 
べきが ま 
な 磯瞩的 
智識を 短 
期間 じし 
て 最も 能 
率 ある 徹 
底 的 技術 

を敎 習し 是が 獲得を 保証し 職業 
ロをも罔旋しま^ 。 



明目曜 午後 一二 時ょり 

夕 ウン ホ！ 处に 於て 

ベン i. を V を 40 葬ツ爭 

■接 了 J 攘奏會 

お 京 時事 新報は モィ セゥ ィッチ 巧の 塾 術に 對し 昨年 メダ八 
を 贈呈して 苗まず、 词 氏げ 今年 十一 巧 再び 渡りして お奏會 
を 催す 事に なつて 爵 ます、 H 本ん 諸ち の 御巧聽 をを 望し 升 
入場 巧 ~ 強 十 他よ b . ニ賴 二十 蚀 


ニ 巧 十日ょ：^ 廿 0 をへ 每夜十 時 まて 心 
黨 巧は 日本 俱樂部 (御 來觀 歓迎- 

堀市郞 II 作品 展覺會 

私事 當市 じて を眞 巧開裴 二十 餘 をの 處ネ巧 
都を じ 依‘ り 歸國 の爲め 記念 惜則 ごして 展覽 


or 

がい 

化 K 
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巧 

^ c 如 


T . 
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觀日 

L 本. 

K •鄉 
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^會 
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•ー顯 


八 ィカ ラな 紳± は 

仕 立 服 を^^し をず 

夫れ は 宜く身 じを ひ、 是 掛けは をく、 を 
して 化 ホを ょりも 長 持 もす る 事を かつて 
るからで す.' 弊 化は タ數 U 米 紳± の 御用 
を 承つ て 居ます。 

n 此巧皆 じて 御 ホ 巧の ホ じけ 

六み 御 引を します H 
御注义 のを 柯じ巧 はらず 兎 も 巧 一巧 巧て 
見て 下さい 

ウオ ルカ ー ェ A ド フロ リオ 巧聰巧 


▲度が 巧ぶ 签語備 かを の 藍 富掉新 もる は 乘化員 
の卸：が巧切了寧ミみじをおの萬己ずるをで寸 
A 宵 おおやが 航路 一二 ま 設備は を 部 革が 的な 是も 
施 L ました、 みに め ホ镑の 如を は 巧謂ッ I* 

ス トサ I ド 又は スナユ デント クラ ダスな 上の 
價 植知備 へて お 4 まず ぶ 

# を 港 お 帆 ホノグ 八經由 【正午 巧 帆】 隐 
天洋充 二月 か 九日 训 
コレァ 丸 S 巧 十四日 ^ 

を 洋化 S 巧が 一日 
西 比 利巧乂 四月 十一 日 
大が乂 四月 サあ H 


W 苗 


® シアトル 出帆 『午 勘 十 時 巧 帆】 

加賀か ニち 六日 
伊豫 义 S 巧 十二 日 
靜岡亢 I 胃 五日 

0 芭装發 目 本 朽をあ 

箱 職 か .ニ 巧 ホ 吾 
を おも 一二 巧十吕 
A 紹青お 机 泛奈患 癖を B 本お寶 阁挖！ 巧ニ规 
▲淺遵 切 辖舊臺 券其經 萬を 濟镇 をに 御 取 許ホ掉 
A 太 齒痒お 藻 船を を乘 Sg 巧符顯 便宜に お 計を ず 
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B 本 郵船 會赴 {盤 ュ各變 道 食 社') 

化理 店が 欄 兄弟 藏會 

お 車、 暴 船 域 巧 盡じ小 荷賴連 送御梗 おじ 取扱 申します 


ル お 帆 


说赶 
.縱焉 

VBXA 


K 扇 

峰駿 
0 尖 


邮郎ぷ 一 
画な お 

肌 刪が 
S ； a .. 巧 
1 E 巧 I 
化な おー 
H E 8 ; 
巧が g ! 

削 孔郎™ 

W Y 嘴 j 
ぷ R が 
^ 巧 ff ! 

端が 削 
2 B 削 
7 — P 


(午前 十 時) 
ニ 巧を 丸 B 
ご 育 十 HB 
ニ 巧 十九 a 


シ了 

あふりか 見 
あらび や 化 

だ リずお (坡瀑 出慨ー 
ザ 一等 橫濱 一九を 齋 

巧、 しば リブ かるん どん もは 一 おを 银 
▼一二 等 日本 巧を を 蘇 客室 ぉ攻 進讓磅 室タ數 
マ 御 患 望に 化 4 r 華 割引を 舊 切符 發 一れ 致 巧 儀 

ロス 7、\ ゼ ルス ぉ 帆 (午後 ニ 一時) 
らぷら たか 一二 巧 二日 
さんどす 見 四 巧 H 0 
▼一等 横漬ニ HC 裙化 はわい かを じらみ 一を 巧 
►巧が 一二を 日本 巧 あ 十九 巧 ►一二 等 目 本 巧 五十 五 巧 
▼を 潘羅な 巧 漁 奉 切な 綾棄勞 購入 御 幹旋化 4 候 
▼紐 育 線 パナマ 齒由 日本ち 耶巧貧 物 船ち 一巧 
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郎が T 
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础 A 賊‘訓 

邮础 
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日本 陶撼器 雜貨. 

ラ厶 プ卸寶 

奈良賛 易商會 

n 本 陶瓶叢 雑貨 頰卸賣 

ホ元ブ タザ— ス 


§ も 
-! 卵 ’ I 


, W 

b ci 
巧-巧 
化な パ W 
- IW . 細 4 

刷 が關 


H 本吳服 反物 キ モノ 

テ— フん クロ ス^^ 


謙雜貨 卸商 

浦 I 日本. トぅ f グ 1 ゾ商會 

特が廉 惜で乂 賴强新 流む は 常 巧の 待 長 


本 巧 大跟化 遺ぶ T 目 
姐 育ま 巧 おを プ C 1 ド','' ュ —6 巧 寸义を 

鱗な ち 銀 巧 

3.14 至東京、 横 潰、 名右屋 、京都、 神 ロ 
日才户 I 尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 か、 下ノ顆 
化 ま 巧 < 巧 司、 小 倉* 巧 松、 傑タ 、义留 ホ 等 
本閱預 を、 鄕 あなを 等は 跋め 
て 御 便が 巧 速に 御 取扱 巧 申 お 


本店 胡 鮮巧城 

ま 庙ぉ張 巧は H 本內 化の 樞要 都巿 、朝が 
お 測、 ま 恥のを 化 あび 浦 お巧德 

瑚鱗艱 巧 紐 育 お 張-所 

外 厨巧替 一般 銀 巧 榮務靖 々御 使 利 じ 取扱 可 
申上懷 


藤本 證券 會お 

一般を 巧 部 巧ノ資 買、- 引受、 帯 集 

A を融 、並 ニ Jf 關スこ 切 ノ棠お 

I 脱 藤本 ミミ— 力-銀 巧 
紐脊お 張が 


時 n n 月 +-1 鬥 午後よ 時開瘍 

同 八 時 開演 

人 場 料 一 弗. 化 十侧 均一 
場 巧 リヴ アホ ィド 一二 阳 下目 

ィンタ ホ シヨ ナル ハウス 

同胞 慰 {女 大 演藝會 

喜劇 『わ 白粉 狂言』 ニ 幕 
S 曲長嗔 わごり ヴワ井 オリン 
仕舞 獨喔筆 賣り其 他 

主催 紐脊 日本人 會 



假令 天地は 死ず，、 一 も 
强く 美しき もの y 活か ザ 

故 グリフ 井ス巧 ± のり 本に 
對 する 別辞が ル說の 巧义じ 

旣報 


H 


1 

i 

曜 

円 


规 


窝 


巧 

類 


讓 


第 


千 

四 

百 

サ 

お 

號 


かゥ キリ アム •で 9 
オット •グリフ キス 巧于 S 葬 倦 
は 去る 円 午後 スヶネ クタ •ティ 
じがて 執 巧され たが、 傅 ± は 巧 
じ 先つ こご 僅々 數遇 前、 豫て親 
をのみ つた 著述 あで ダブ •で ！• 
ソ ー ャア女 おから 近く 上 巧され 
やう どし 居る り 本 じ關オ る小說 
の 序文を 化賴 され 誠を を ザが めて 
一义 をを した。 目下 滞 紐 中の ソ 
! ャア ホを はを 巧 文の！ 節を お 
をして 本社 じあ 越した が、 夫れ 
I は 宛が が ± かず 生が 愛し 义憐 ± 

I をを 慕して おた H 本國 区に 對す 
; る 跑± 自身の 別辞で あるかの や 
I •っじ 规 せらる、、 なも少 くない。 

! 巧 ± 円く 『千 九 巧 二十 六 
; 年 ど 二十 お 年に 直つ て 五十 ヒ年 
'前 瞻留ゼ る 爲卡の 日本を 巧訪し 
，驚' べき 獲 化を 發駐 した。 ぺか 
ーリ 提督の 旗艦たち しナ ''ク で^ 
j ナ號の 進水式 時化よ bn 本を 識 
れる予 より 觀れピ 日本が 泰西よ 
b 採用せ る 幾を の ものが 未だ 圓 
i 熟の 境に 入つ て 居ない ものが お 
j かる。 しかし 地 1 薛 いた 補 子 ど 
同じ様に 立派な お ホの 收 獲が あ 
j ら あら も期禄 される。 櫃 が其蠻 
I 化は 初期 じがて 美化され ては 居 
i ない？ しもせ よ媳て I 

'.落 中 ^ 白透& かぐ 松き を 

ふやう じなる であらう』 獲. ± は 
斯く 厚き 信賴を H 本人の 將 ホに 
觸 して 居る。 が ± ホロく 『ニク 
ブラン スク 斗ツク じがけ る ラト 
ダア K 大學 にが 學 中二 欄 年 問 親 
をのぶ をを 結む だ 東げ の ニ靑年 


が予 をして n 本じ對 す.^ 異 巧の 
趣が を 喚を ゼ しめじ S である C .. 
日本 政府から 米 人 お 師义お 職し 
て 新 文明の 巧 則を 解释し 且つ ホ 
威の ホな じ 化る 學校 組織を 樹立 
せむ が爲 めじ 誰 人 かを 派遣 せら 
れた しど ゆ 校た る ラト ダ アスじ 
お W をして ホ じ 巧に 「敎脊 はすべ 
ての 進 ホの ぶ 礎」 である ミを 立 
証すべき 巧 務じ當 るべ く 選 化さ 
れ たのが 予 でかつ じ。 

予け ：^:本が耕：^:本の基礎 
を 築 （ベ <歐 測を びホ國 ょら 歷 
瓶した か 人 バィォ ニアで あつた 
やは 千 八 巧よ 十を 十二月 二十 九 
H じ 日本 じ 着した。 越 前 福 井で j 
は德川 封建 制 ほのを 巧 儘を 観た 
おして 次年 十月 1 U じは 教化が 
間が 績 甘る 封旌制 巧の 礙棄 ごな 
h 翌リ化 磐 大名が 一個の 市は ご 
してを 都に 出を する I 巧に 加つ 
た。 數個巧 間 唯一 人山 外 國人ど 
して 孤 おせる チは 最初は がし さ 
の 威 じ 堪えな かつた けれ あ化奇 
異なる 生活 じ勒 する 舆 ホは 遂 •し 
淋し さを 征販 してれ 舞つ た。 し 
かし 日本人の 親が 過る のじは 寧 
ろ 閉口した (千 八 宜と十 年 ょら 
と 十四 年までの 間に 受けた 親切 
千 九 巧 二十 六 年ょ ち 二十と 年 じ 
且つて 受けた 親が) 人類を 愛す 
る まけ 勤 t ? に ホ A だ あ 《常が 
ど 美質 ごが 將ホ 日本の 羣固 じし 
て 動かし 難き 礎石 < ならむ ミを 
轉わ であらう 。た V ,- へ 天 ど 地 ど 
は 巧す る ごも 日本人の 靈 魂の 裡 
じ 秘めて ちる 强< して 美しき ち 
のを 滅巧甘 しめては なら 8』 と 


問 日本. かお 園ょ ら繼 ホせ る輒 
惜權の 期限 か柯 
答 ホー ン ベック 憐 +n 關ホ州 
即 も旅大 おお 權 ど、 滿鐵 沿線 
f をを 線とは 異 つて 居る どて 
說 明を 加へ たる 後 U 千 九が 十 
五 年の リ支條 約に 化ら て H 本 
は 稱借權 をが 待して 居る。 
右の 外 ホー ン ベック 隙± ょ 6 鄕 
氏に おし 過 ま 二十 年間の 輸巧額 
を 質 間し、 鄉氏 之に をへ、 ホ 階 
± 巧び 撫順 炭化の 採炭 額を 尋ね 
鄕 氏は 現な 年額 ホな 巧 順なる を 
平巧嚼 しお 加ず る 計 蕾 りご 答： 
へたる じ、 ホ 踐± は滿洲 開發の I 
著しき もの あるを 指摘し 對外輸 
お 窩も約 五 年 前は ま耶 S 第 六を 
たら！ものが今や巧ニ位じ躍進 
せら ご 説き、 最後 •し 化 年 滿鐵じ 
巧乘 旅行 中偶随 謝を r 遭遇した 
るに 串 巾と 而鳥 料理 >5^ 藝 せ.- っれ 
ホ國 々旗 ぃ：裝 飾を 目擊 して 深甚 
なる 好 印を をの こした 事 實を語 
、'一 ドソ 'ン巧 + も 滿鐵の 用意 
周到なる 旅を 货遇 振を を 激稱し 
拍手 禪じ會 を奶ぢ わ。 


U < ド 巧 船 コりム バス 號 巧に 關 
いたが ホ會 者は 實-レ 六な 余 名に 
谨 （降雨の がに 拘 はら ホ 非常の 
输况を 示し 會を ァ！ ムスト ロン 
グ巧 (お 國總 領事) 巧會 おどして 
開 巧の 巧を 述べ 新ぶ 紐 育 陸軍 司 
か官！ ^ン ソン •ィリ 1 々將、 前 
が 育挪 知事 ナサ ン •ミラ ー 氏 並 
じ國務 々官 ジョンソン 巧の 溃說 
•かあつて 舞踏 じ 興を 添え 巧 半 散 
會！ た。 H 本ん 側では 內山 領事 
ホ 妻が 數氏 出席せ る 由。 


上下 兩院の 

移民法 案 


日本 對滿洲 の圓係 ダ妍魏 

ボス トシ 大學 俱樂 部に 於け る 
晚餐會 ての 趣味を ろ 問答 


i ボストン じがけ る 第二 十化紀 
i 化樂 部の 午餐 曾 じ 出席して S. 摘 
ー拥 じがけ る H 本』 の 題で じ i 模 
I の谋 がを 試みた 南 滿鐵道 紐 育 事 
I お 所 お 鄕敏ん は 前生 嶋巧 ユこバ 
ン ティ 巧樂 部の 晚餐會 じ 招待せ 
られ たが、 化 席を は' イアパ アド 
乂 學敎授 連を 中、 むじ 知を の 銀 巧 
家 質 策み 等ら 加は つて 居た ので 
鄕 巧の 講お後 趣 ホ ある 質 間應答 
が あつじ。 同 おは 流 巧に 巧識を 
の 食 合で あつた ホけ 肯 凌を 巧た 
質問が を かつた が 巧 一部を 紹か 
すれに 左の 如 < である。 

問ナ シヨ ナ少シ テイ 銀 巧 支配 

人 某氏 n 猫 扱が 外 憤を 特に ホ 
固 じ 仰がむ ごする 巧 由 如何 
を 政て ホ國じ 限る i なき も ホ 
國は化 巧の 大憤權 閣でわ b を 
利 もま かるべし ご考 へた 爲め 
で 亦が 齒は 曾て 滿洲じ 投資せ 
む ど 試みた 擧實も わ 6 同化 方 
の g 化 じ 通じてち るど考 へた 
爲め である。 

閒 - アゲヮ ー ド大學 法科 敎授 
户ド ソン 傅ト n が洲 じがけ る 
巧が の 巧 態を 巧て して 巧して 
ロ 本の あ铅 する 巧 巧を 得る や 
答 U 本の 期待を 滿 をせ しむる 


爲め K は鐵道 敷設が 先 か 間 題 
である。 故 じ H 本は 鐵 道の 敷 
設じ 努力し つ I あを 
問 - K シヨ ナ^シ ブィ 銀行ち 配 
人 某氏 n 日本は 滿浏じ 於け る 
現在の 地位 じ お足し 居る や 
答 痛 おして 居る 但し 支那の 協 
調を 得る MJ を 必要 條か とする 
問 果して 支那の 協調を 得る 見 
込 あ 6 や 

答 お 洲の開 發ピ は 結局 森林を 
切 b 開き、 農産物を 拙 上で 收 
獲し 地中ょ > 鑛 産物を 採取し 
て鐵 道を 利 巧す るじ歸 着す る 
が投 貧の 八 割は 支那 人を 働 ま 
の 掌 裡に乂 ら剩す 所の ニ娜巧 
內 かが 巧の 提 化、 資本の 投人 
じ對 する レタ アンで あつて 此 
一事は 旣じ 支那 人が 知悉して 
居る。 

閒滿 W じ ホ 化する まが 移民は 
滿洲を 日本の 錢道じ 化 賴し置 
じ 反 威を 抱き 居&や 
答 最近 困務省 お柬掃 長に 任 や 
られた ホー ン ベック 博 十鄕氏 
じ 化ら て N ま那の 移民は 巧 等 
政治に お ホを 荷せ や繁を V 」 秩 
巧 どを 有すろ 滿洲 じを 住卞る 
; を 望 わで 時る。 


比較的 注意を おかの 
今期の 礎が 議會 じは 淺タの 重 
要 巧 案が 爆 おされて 居る ので 時 
時 磯え 上つ て ホる を 民法 修正 間 
題も餘 をホ國 々段の 視聽じ 影響 
しない 領 巧が をえ るが、 現 巧 移 
民法の. 一部 修正は をず 上下 巧 魔 
を 通過す るで わらぅ ご 觀 測され 
一/. お '0 0' 即 もま， <, 】 巧ち 六 H じ 
は 下院のを B 貝 長た るァ 八" ァト 
ジ 3 ンッン 氏から 外人 送還 法案 
が 提出され た。 其內 をは 正 まじ 
ん國を 許されない 篱の 外人が 乂 
國 して 五ヶ 年な 內 じ發駐 された 
攘 を、 で 化な 二十 お 年と 巧 凶 降 
の乂國 外人で 不 が手續 又は あ 調 
波れ み爲 め乂國 した 者が 發 見さ 
わじ 場を、 入 圏 後 五 年な 巧 じを 
共の 扶養を 受けた る もの、 禁酒 
禁劑 及び 白娼 法を 犯 ダる み國人 
如何なる 手段を 間は ホ 不法 A 國 
者 のん 國を锦 助せ る 外人を 送還 
する VJ 云 ふに あるが、-、、 ネソタ 
贿選巧 上院議員 シップ スブッ ド 
巧は 國籍 别碱じ 依る 移民 义國數 
改正案を 提 おし 居 5 加贿 のジョ 
ン ソン 氏は 之に 貧 成の 意を 表し 
ペンシ^ ダゲヮ ニァ 脚 選 お 上 お 
議員 ダニ 五八 リード 氏は 『學校 
敎 飾は 現 巧 確 實のほ 所な/、 も、 
入國 後脊矣 事業な 外の 化 事を む 
さざる 認胳の 下 じ入國 をを すべ 
し』 との 提案を して 居る。 是れ 
は 前年 同が 選出 議員 じらし ぺッ 
パァ 氏な 巧當時 ペン 大學の 要求 
じあき 吾が 畑が 傅 ± 等の ホ 嗎運 
勤に 其 端を 發し たもので ある ご- 
ら 言 はれて 居る。 巧 化 紐 育 選 お 
上院 講員 n — プラン ド 氏を 始め 
上下 兩院 合計 二十 數 まが あるが 
ぶ內 ある ものは 合併 案 ごならて I 
あ 過し わるものけ 其 儘み 期議會 
じ 葬られ ある ものは 單獨じ ホ 法 
される じ まる や 知れない。 


.ホ 領事 協會 大礎餐 

* が 脊じ駐 化する 外 國繳贿 事 及 
び 領事に 依りて 組織 せられて 居 
る锁 事協會 では まると H 創立 簾 
S 年 ホ 晚を會 をノ！ スジ アマン 


あ 堂蠢化 個展 會 

H 本 證家ま 田 お 堂 巧は 當巿に 

てらむ 名なる スプ ー •ア^ブ 化 ハ 

樂 部の 會 員た ゐる 富豪 グユ ボイ 
ス 夫人の 紹 かで ホる 十 HH 月曜 
午後と 時牢ム b リゲァ チイ ドド 
ライブの 同 惧樂部 じ おき 水 彩 書 

の テ モン タトン 1 シ 3 ンを巧 ふ 
ベぐ 一二 巧 二十 六 円 ょら 自家の 作 
品 個ん 展覽會 を閒じ （惧 樂部會 
館內じ 開： ミ どなつ てゐ る。 因 
じスリ ー / I ッお樂 部は 盧 曲、 
音楽 及び 餘憲 の硏究 •獎擲 、鑑 
賞を ま 股ぶ する 圈 体で デュ ボ 
ス 夫人は な 方なる 會 員の 一人で 
ぁる：^^メト一一ポリタン 博物館の 
寶お 部に 巨額の コレクションを 
寄附した 入で あるり 


囉巿郞 巧 茶 違 

今 過々 初ょ を H 本 お 樂雜じ 於 
て 展覽會 を 開いて ちる 美 衝蒋眞 
家 堀ホ郞 巧は ホる 十 丸 日 (日曜) 
午を 一二 時半よ hx ハ 時まで タ數め 
日米 人を 招待して を 筵を 權す由 


た ムか人 


♦栗み 茂 巧む 里 大使館 一等 書 
記宫 、ホん 同伴 まる 九日 太み 浮 
沿岸を 經て着 紐 ホ テ 八 •ビが •ト 
* アじ 投宿 巧 日出 化の 便船 じて 
渡 儲- 

を みぁ 之 氏 華 巧 大使館 一等 書 
記官 、栗 山 巧 お 迎旁化 B お 紐 
•蒙 川 敬 S 巧 ■鄉國 大使館 销事 
官 、數日 前 着が ホる 十四 8 おを 
ナイヤガラ、 オブ タワ、 帝 俄を 
を經 て桑潘 お帆歸 賴の窒 
◊ — —ク 


◊— 


日本 巧タ ー 獻 


締切が 育 本 辱 午後と 時 ホ 
二月 十二 日 を 灌經も 

フン ジ テント® タラン ^ 写 

ニ 巧 十一 二日 沙潘經 も 
ぱらず 化 

ニ 巧晋日 ビクト 9 ア經由 

ュ ム プレス •オブ .巧 細 西を 


片胸 スペシャル 


巧で も ある 

流 巧 歌を 集 •一二 0 

今は やる 

新 流行歌 集 •四 0 

新しい 

歌劇の 歌 ミ 
最新 流 巧 歌 •四 0 


か桐兒 弟商會 
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與論の が 對 激烈 ごな り 

海軍 撼張案 半減 か 

八 億 弗 案は 誇大 だが 海軍 長官は 


アィリ 力の が 带擴张 巧 じ關し 
ては 喊節祸 蒲 巧を 質 食の 驼講進 
巧 じ 化ひ慑 巧の 满 諸を々 担 b こ 
のが 蠻も滋 く 

日英 兩闕 の 與論 じ 波が 

ををんで居るが去る十ロのヮ シ 
ン トン おぶ 報は この 海： も曠 がに 
おす も 與論、 特にを 會を 中必と 
すち 姑乂 速の 反對が 激烈を 牺め 
T お 海軍 委封 並びに ホ V キト • 
户ク X におけ ておしら；； i る抗講 
备が H 々山枯 の 巧な ご あゎ、 巧 
ま 八 億 兜 S 捣 おお もこの 蟹 巧な 
らお ザ滅乃 まご 一 か S 1 じ 贼少さ 
れを 形み であ 4 巧 雜み亟 なる 
巧 山は モ 化む 化 ホ 年し がる 大統 
領ク ー リツ デ 氏の 滿說を がし 
當 W 大統 锁はア メリ々 の 現 化が 
.8^ 勢力に おを し 『酸 も育踐 的な 
ち範」 ど 推を したに ら馳 .，， 中二 
をお^ 今り じ 虫 b て 姑く 盛 巧を 
を錢 すち-しを つた 

，事 憐說明 を 求 A てを の 
を 當を缺 いた 態 巧を 詰つな もの 
がを い 相 t わる、 則 も 前軍 委員 
長バ トラ ー 氏 G かき 『をは 過 ま 
- 化 ニ 年じ宜 6 す 院談貴 ごしての 
ホ话 しがず を： 2 をのて 終始して 
居る. い、 今 闷のお 軍 彼 張 まじ お 


國 民の 賛 费を對 照に 揽 張を 說 

する が 如き 國內の 抗蘇富 や 電報 
をを 化つ た-とは 巧め てで ある』 
ど 語 b ■ プリ テン 委員ら 『が 軍 
游跟 の反勒 連動け を 食を 中必ピ 
して 頗る 組織的で ある 特に 婦人 
のが 證- かを 數を むめつ、 あるが 
この 與論の な變は 恐ら （が 軍長 
{良の 提出した 巧 案を 幾を 削减す 
るの 外は あるまい』 ピ 述べて 居 
ろ。 而 t て 今 H . までの 躁過じ 依 
れば糖 張 案の 中で も 

潜水 艦隊 一二 十隻 、一憾 

とモ 五な 力 弗は 恐らく 委員 會で 
を 然否块 さるべく、 一隻 千と な 
巧 巧ピ云 はれる 巡洋牆 世' も 接の 
礎 張ら 十五 隻 から 十二を お 巧に 
縮少 ずべ；、 一隻 お 巧 方 巧を 要 
ずる 鹏逐 指導 艦の 增加じ 就ても 
を 負 中 じは 無用 論を 叫ぶ 者增加 
し 居 b 、 飛 巧 巧 篮五隻 も 約 ニ 一隻 
位に 修正され るで あらぅ ご豫想 
されて 居る。 海軍 側では この 不 
人氣に 願み て頻 h じ增絕 熱を 煽 
ら がず を {良 ゥ キ^バ—' 氏の 如き 
よる 十 ミ 日 ィン デ アナポリス じ 
がる 溃說 じがて あ軍國 どしての 
アメブ 々の 位廣を 論じ 小 態邑砲 
ま義 を高唱 する 巧 遊 縮 競 爭を敢 
てす る 必要な きも 現な 英國の 勢 


力に 均等を 巧つ ちめ じは 

現 攘張案 は 放て 不當 •し 
非らず どなし 『これを R て 一部 
な凿 論者の 如 （軍 國ま義 的で あ 
る ど 非 離す るのは 恰 かも 目隱し 
をして 戰爭 せょ ど 命がず る じ 等 
しい』 ご 難 じ、 ゼホゲ ア會講 め 
經 過を 詳細に 說 明し 若し 英米に 
してを 協 ザる 共 日本は これに 反 
おしり 乂兩國 は克く 協調し 得る 
も お 國の赞 同を 将る 能は や 『而 
かも お 威 案は お 軍縮 少じ 非ら 中 
して 窜ろ 海軍 媽 張に 等しぃ 提案 
であつ た」 v> 說 明して 巧國 政府 
の 態度を 難 じた 後 『阻 人は 今度 
の概張 案を W て圆 庫の 浪餐 であ 
るゴ難 じて 屠る が 今 固の 曠張案 
なる ものは 九 箇年計 劃 じて と 億 
四千 巧 巧なる じ 巧し 千 化な 二十 
五 年、 國 巧で 冗 養され た 一 をの 

わ 菓子 化 だけで と 億 五 
千 方 ホ、 をを お 反び 化粧品 じ曼 
されな 金 か 十八 億 ニ 千 五 巧 巧 弗 
なる に想剧 すろ じらげ これを な 
てが 軍费 のみを 浪費と 稱 する 能 
はや、 國 民は 國 あの 爲 めじ 白が 
ょ b ら彈藥 の 必要 る 秋の ホる 
をからざる 巧らず、 今 周の 二十 
年 計 劃を 非難す る 者 ある もこれ 
じがる 年額 ま 出は ず 均一 億 ニ 千 
化 百で 巧で あるが こめ 間 じがて 
國 はれ 壊を じ 叟オを 額 一二な ホ 十 
儀 弗に 達する を 知る や 知らず 
や』 化團太 踏んで 擴 藤の 太鼓 
お鳴らして 居る。 


立候補 翁 〔化 六と 人〕 

總選擧 U 本 舞臺へ 

無産 派大 頭株の 當 選は 權實 らし 
都 會は流 おじ 華々 しい 言諭戰 

東京 特電 十五 日發 ：. ホ乂都 ホの 選擧 殿は 目下 敕烈を 
極め おを じがて はを。 る お栅お 運は 先づ をを らしく 橫潑 ホは お 
戰化 態で 五剧 の楽權 おがわら ぅご 觀测 されて ゐ る、 大醉ボ は 今 
や 言論 戦酣 t 姑 人 連まで 動 具を 喉つ て 活動' してなる •が 面 庭末廣 
鈴 木 文治、 が 山 尤治哪 に 等の 無を 黨 員は 當逃確 賞で 京都 おもが 
数を の 候補 あ 速が 入 乱れて なる が片 脚直溫 、お 旧 茂を 等の 古顔 
は 顾る樂 がの 体で ぁる、 神戶ボ じがけ る お 政黨は 頗る 苦戰 だが 
めを 待の が 巧を か 氏は をを らしい。 

東京 特電 十五 目 後 =:== なお 補を 総数は 内務省の 調な じ 化る ど 
政ぶ 會 一二な 八十 五を、 民政 黨 MV 白 六十 名、 實業 同志 會 一二 十二 名 
革 斩俱樂 部 十五ぶ、 無を 政黨 八十 丸ち、 中な 八十 八 名を 計 化な 
六十 化 名で ぁを。 

まま 特電 十四日 潑 = 中な 雜 民^集め て新刚 がを 組 観す る： i £ 
おの •下 じ 新政 化樂 部のを 黄 e 勸 誘が をを 所に 發 したが 之に U 尾 
帖巧雄 氏 等が 巧 勘して ゐ る。 

しじを を 崖、 大阪 等へ 遊說 する 


阳中 首相は 樂觀 

まま 特電 十五 日疆 = 山中 ま 化 
は 名を 崖に がける 政ぶ 大食に 臨 
むを 中が 中 じがて 頗る 樂觀 しつ 
つ おつ^ 所に 依る ど 『巧 蕊がも 
しは な 窓に 破らる i ならば 立遙 
的 巧蝴を 採る ま ト-ぐ あを』 ィ J 。 

首相は 遊說 中止 

ま 京 巧笔十 置 日縣り 田 中 首相 
は 引張赋 にを つて 遊 說を中 化し 


濱ロ總 裁が 薇勵 

東京 特電 十五 日發 M お ロ 民を 
黨 総裁は ニ S 日中 じち 化 地方へ 
遊説-」 なくが 柬を 出を 前を 國支 
部 じ 向つ て武 ホを々 と 敵を 倒さ 
んど 激腳的 訓令を 搂 する 當 であ 
る 0 

互に 欠點 をが 評 

東京 特電 十五 日發 = 『かぶ 會 


巧 巧で 監 巧を する、 を ロ 民な 巧 I の 候補は 一般 じ 立 埋れで 策戦 も 
總裁も 十 ホ、 と H ' 頃 巧 京を 振 出 i まづ い』 と 云へ ば 民政 幾は 攻 g 


一天 張らで 意志 疎通を か 5 損を 
して ゐ る』 ご 應じ瓦 じ 蔑し を ふ 

前 外相 段な 應援 

東京 特電 十四日 雞 U が 外相 锻 
お義 巧郎 氏は を ホ 屋地モ じがけ 
るは 政 黨應授 じ おいた。 

無產黨 地盤 協を. 

東京 特電 十一 二日 發 N 化 盤 協を 
を。 し U がらと を 反を にして & 
じ 無産を 派は 昨今の 形势 不利 じ 
直面して 义選擧 地盤 協を じ復し 

2 C 

河 上 博 ± が應援 

東京 特電 十一 二日 發 = 京都 ホ大 
河 ト肇隱 卡は大 み 郝ホ 氏の 應援 
演說を L じが 愧 十一を 擁護す る學 
生 ご 博 十を 抑 酸した と 云 はれる 
政府 侧ど T つの 波 絞を 描いた 

.曝された 懂 文！！ 貝 

東京 特電 十二 曰發 H 東京 朝 H 
辆閒 は總選 孽じ關 する 松ぶ 會の 
怪文書を 發 表した： 么じ绍 し 政 
ぶを な 虛構ど 乏ひほ 政 黨は飽 を 
趾彈 すごい ふ。 

東京 開票 甘 一日 

東京 特電 十二 日發 ：= おを 巧の 
選舉關 票は ニ卡 一 H 施れ の當。 

東京 別電 十二 日を = u 本を 國 
は 今や お 逃擧戰 で活氣 づきを 治 
話で 持 切ち の 姿で あるか 新 投票 
を 中 じは まかに 棄權 者が ぞい' ど 
豫 あされて 居る。 


本社 束 京 特電 (紫 無时轉 載〕 


德 W 公明 日 退院 

L 十五 日】 急性 肺炎に て ホ 十字 
病院に 入院 中の 徳川家 達を は 
十六 H 退院す る。 

浮ばれない 川 崎 

L 十五 日】 川晚 造船への 資あ融 
あ 問題に 關し 銀れ 侧の 態度 硬 
化し 海軍の 敲 解な くば-時 中 
止 ぜんと 0 

洋灰 制限の 繼績 

(十を 日】 セメント 律產 S 割 五 
を 制限は 來るお 巧 ホ 迄 槪績ず 
るで あらぅ ご。 

ニ 公使 近 < 赴任 . 

〔十四日】 チエコ •スロ ダ アキ 

ァを化 木が 銳ボ 氏け I 二月 十五 
B 、 智 利を 化 森を S 郎 氏は 岡 
二十 H 柯れも ぉ發赴 巧すべく 
一家の ず 幸の ため 急遽 歸钥し 
たお 圖 大使 鏡を 事 官位を 利貞 
男 氏は 岡 じ'〜 廿击 H 霞シべ 9 
ァ經 由に て歸 化する。 

伍堂 中 將引據 ぐ. 

〔十四日】 幾た び も 蒸 返して ゐ 
た H ： 崎を 船 社長 問題は 遂に 巧 
詰ら 伍堂 中 おは さつと 吳じ歸 
つた。 


新舊 思想の 衝ぶ 

〔十一 二日〕 柬 巧帝乂 じがて マ か 
クスの 資本論 銷講 におし 頭の 
古い 敎授进 は 之.^- 防塞し だの 
で新舊 思想の 爭ひ 起ち 險 おの 
横な である。 

蠻油爭 議政爭 化 i 

〔十 I 二日】 野田截 她爭講 は^だ 
解 巧を 見 乎ぷ儘 だが おな 影は 
乘 b 出して 銭て 調停 化賴 どを 
けて むた 總同瞄 ど 協间 せんご 
して 居る。 

朝鮮 關稅引 上 b 

〔十二 日】 朝鮮に 顯お引 上す を 
なし 外 ホ 輸入を 抑制' す ど 

國 債を 離た 証據ー 

〔十二 日】 巧 京 巧 債は 九十た 圓 
よ 十 ぉ 鏡、. 利率 五を 五 厘で が 
之は 一 般資金：^^國償を離た証 
據と H 銀側では 觀測 してんる 

印棉の 輸入 激减 

〔十二 日】 巧を 棉花 輸入 敏 おで 
賴靖半 か B 下 どなら 船寶 おは 
乂恐臨 ぉ ホして ゐ る。 

大 み 巧 視察 旅行 

(十二 日】 日本 郵船 會社 大み專 
おけ 一二 月 ホ 九日 太 巧 化に 1 歐 
ホ 海運 視 祭の 途じ 上る。 



自由 黨の前 総裁 ア スキ 井 ス 
逝く！ おお 聯合 軍 ホ 巧に 着. 

手 i 魅 支 米國を 使が 南 まへ 
リ大 を歸る 搖の ロシア 
匈牙利 大學生 化 校 お 油 疑 
獄 '、一政 黨リ波 蘭 新 軍律 實特 


(りン ドン 十五 H を】 英國の 
政界 じ 澄 躍す る こ ミ 正 じ 四十 年 
旨 由 黨領郁 ごして 驟渊乂 戰當時 
巧國 をして 獨遞 じ宣戰 をが 吿せ 
しめて 精 じ 著名 どな b 吳國 政界 
じで 第二め グランド スト ー ン /」 
稱 せられて 盾る T スキ キブモ は 
ニ 年 前 がをお 遂に 自由 黨總 裁の 
位 瞬を ロキド •ジョ ー デ & に讓 
ら靜養 中 でんつ だ^ 去らり 瞩 H 
S ホを 態 急 獲して あ 篤 ご。 らニ 
日 前から をく 意識を 失 ひて 巧 期 
の刮 ろを 侍- f- つ} をつ たが 遂に 
今朝 六が 五十み、 サットン •コ 
1 ト 子— の 自邸に 於て 遺族 じ 見 
守られつ； 逝ました、 喜 年と 十 
置 歳、 英國の あがは 政敵のを 柯 
を 論せ や いづれ も 偉大なる 政を 
家の 巧を 弔つ て 居る。 

【上海 十四日 發】 蔣か 巧將軍 
は媽モ '祥將 軍 ご 化 伐に 關し 目す 
親しく 相談 中 じて 近く 東西 相 呼 
應 ごして 化 京を 衝 くべき 計 割を 
樹て張 作 霖じ對 する 不平み 子の 
化 支軍閱 ごも 連絡を どらべ く最 .1 
近を 國軍 じ叛 亂が屢 々生じて 居 
るの もこの 結果 ご 見られて 居る 
が而 かも 巧 ホ 派で もま 漢方 面は 
依然 どして 蔣 かるに' 不滿 を袍き 
廣 東の 李 將軍ど 共じ獨 ，比を 宣言 
する 形勢 も わるので 化 伐の 前を 
も必 細い ご 云 はれて 居る。 

【化を 十四 U を】 駐ち义 図を 
使 マ クム レ— 氏は 近く 當 地を 出 
をし 鐵路濟 南 あじ 赴き 山 東 省の 
戰 巧を 視察し つ i 靑島じ 赴き 問 
化 よら 磨を 居 巧 堅 巡 ホを じを を 


して 上がよ ら楊モ 江を 下 ゎ 南 
支 一帶を 視察 旅 巧す ベ < 事^が 
許す 限ち 漢ロ よら 香港を 經で廣 
東 じ もを きが 地駐な S ホ圈 領事 
ご 今後の ホ 針 其 他に 關し 礎な 巧 
をの 上寶 情を よ國 政府に 報を す 
る 笛。' 

【聖^^キ巧十云日發】 ネ隣ニ 
時 二十を に キユバ 圏の-ダ r ナ 
をお發 した 空の 平和 化節リ - ド 
バ ー グ 大佐の 飛 巧 磯 スピリ ブト 
ォプ •聖 ルネ 号は 豫定み 時 巧よ 
らも 約 S 時 閱遲れ 巧 柄の 濃： 祭 ご 
豪雨を 化し 午後 四時 五十 五 か 無 
事當 地に 歸 着し 長途の 平和 飛行 
は 終了した 。飛行' 距離は モ 二百 
哩で 飛行時間 十五 時化 か、-; 

巧 十四り 首都す シン トンよ 去 ニ 
千哩を 隔てた メキシコ ボへ 4' 飛 
む K ホ 中 巧、 ラテン •アメ み 力 
を 歴訪した 飛 巧 哩は化 千ち 卡哩 
で これに 豐 した 飛 巧 時間は を 十 
六 時間 ど 化 五み である。 

〔'パ，— 十 I ニ H 發】 P シ T 
b 達した 報道に 化れば 左傾 派 放 
逐で稍 一息を 吐いた ス タリ 7 內 
閣は 今度は 右 條派恃 じ 農 ほ 階級 
の動搖 で) 禪の すを じ 襲 はれて 
运 る、 即ち 農民 階級は こ.？ 瞭 を 
がが 巧ほ溫 かなる 政策 じ 出で て 
自由 取引 じ 巧る 經濟 上の 發逮を 
ホ 駕し盛 A じ 暗中飛躍 しつ、 > あ 

るが スタブ ン 氏の 背後 じある せ ハ 
を黨 員は 約 お 巧 人の 勢力 じ 巡ぎ 
ない とい ふので 今回の 右傾 政策 
じがても スタ 9 ン 巧のを 最は危 




’ど云 はれて 居る" 

【ブダペスト 十一 ニ りを】 'ノン 

ボリ ー を乂學 じがを を替 を徒學 
ホが ユダャん を ホの 排斥運動に 
着ず—'' を 巧じ敲 動が ホ じて 居る 
爲め 文部省で けこれ が 善後策 じ 
就て 協 請し ユダャ人 學 生の 入 學 
制限を 考究 中で あるが グダ ベス 
大學 化の 如きを 然排 巧を ま 巧 
し. て 本 呂遂じ 同盟 化 校を 宣言す 
- に 及んで お 勢險惡 ごな b 學ま 
は 巧戶を 閉鎖して 一々 巧 入の 學 
まを お調べる ごい ふを 樣で 岡盟 
か 校は を 大學に b 及ぼす 氣 酷が 
あるので 义部 省は 遂にを 輕の大 
學にホ 校を 命じた。 

(ワシントン 十二 一':!! 發】 と院 


の 油田 疑獄 調査 委員 會の 席と じ 
がて 巧 油 王 n ブク フェラ— 第二 
化け 政黨 K - お她棠 をの 醜视 孫に 
就き これが 廓淸を 期す る 爲め喜 
んで委 旨 巧に 協力す る 旨 明答を 
典へ ねがを 員會で 調査 L ゎ おお 
シンクレア ー にが 經會し 前內務 
長官 フォ ーグ 氏が 收贿 した ご 傅 
へらる I ユン チ ネンタ 八 巧 引 巧 
貧の 純が 得の 一部は 自 かを 償の 
形式で 千 化な かが 度の 共 か黨選 
擧费 不足を 補 憤した 事實 が利然 
したので 委員 會は前 おか 黨遇擧 
委員長 ヘキ 氏を 巧 喚して 審閒に 
着手す ベ （同時 じ闲 年度 じ 於る 
約 巧 十万 巧め 選 擧費不 をを 巧し 
た 民ま黨 側に もこのを の 一雜が 


流 込んだ 疑 ひ： i ぁるので 委員 食 
では K ホ 黨選舉 を 員を も 召喚の 
h 雜間 する 笛で みる。 

〔ヮ^ ソー 十一 二日 發】 ポーラ 
ンド 陸す 省は 殿 前の 獨逸陣 軍 じ 
做 ひ 今後 お 校の 妻帶じ 就て は 政 
巧 じがて 家族 挟 巧の 見这 みが 充 
をで あると 認めない 限ら これを 
禁止すべく 大 ホに 巧て 妻 帶の資 
がは 大廚お < は をれ W 上 ど I 、 
大尉の 下の 妻帶じ 就て は 一を の 
が證 をを 政府 じ 納め 始めて 許可 
さる じみ 定 しその 3 け發 まじ 
及んだ 爲め 义 しい 間の 巧み ホ 巧 
じ 疲れ じ 巧い 將校 連は 狼 巧し 頻 
6 じを 持 もの 婦人を 妻に t ベ < 
物色して 居る。 


大繞領 を 立候補した 人々 7】 



〔上】 


節 豹の 救 巧 まフ！ パ— 

鑛山 技師から 役人 

月給 五十 弗の 速記者を 志願して 
.一躍 世界に 名を 轟か > しわ 人 


フォン ユ巧 帥、 日 フエ 元帥、 一 
ヒン デン バ' ググ將 軍 0 バ一 シ 
ング將 軍' ジャリ コ 提督、 曰 
く 誰け、 曰.、 誰れ ど。 歐渊大 
戰じ 盛名を 驅 はれた 陸が 軍の 
勇± は數 ぞい、 これを 政治家 

じ 見る ごア スキ キス、 ロネ ド 
グ 3 チ* ホアン タレ！ ク 
ン マン ソ 1 、クキ グブン 、曰 

<、 日 'く ご をれ こを 數ふ ぶじ 
暇がない 位 ある。 而 かし 無名 
の 一 アメリカ お 民 £ して、 頗 
る地ホなべ ^^¥;救濟事業か 
ら、 I 躍して 世界的 じ 名を 叢 
'はれた 人 じ、 パ ー X ? ト • 7 
i ゲア！ 巧の あるで 一は、 一二 歲 
の 重 子ど雖 、をく 知 どご ころ 
で^ 5 ら ，っ 0 

戰爭 中に 化を 儉約 どち へば、 プ 
1— ゲア！ と 云 はれる 位じ驅 はれ 
た 人、 節約と いふ 言葉の 化ら じ 
『フ！ 'ダ アラ ネズ』 どい ふ 一語 
が、 をを 辭典に 舶 つたの もを の 
頃の ことで ある。 戰 後世は あか 
黨の 時化 どなり、'' > 1 デン グ、 

ク ー ブブ デ兩 大統領の ニ 化內閣 
じ 商務 長官と して 奮圖 しつ i あ 
るフ！ダアーをわ、 今やみ化黨 
じがる 最もを 力なる 大統頭 候補 
者た る こどは、 氏を かるを の敢 
て 不思議 f する VJ ころでは ある 
まい、 沈默の 大統領 ク ）9 ッゲ 
巧が、 遇 H 新聞記者 國 ごの 會見 
じぅつ かを 『大統領 フ] グア ー』 
ど ロを すべらかした ところから 
見れば、 フーグア^巧じ街する 
ク！ タッ チ 氏 信頼の 程度 も ほぐ 
知る をが 出 ホ やぅ。 

彼は 本年 五十 四歲 、をの 數奇 
波爛 じ， 富んだ 半生 じは、 尙ほ 
P マン ブックに 富んだ 前を が 
ある、 今は アメブ 々政界の 星 
ど 輝く フー ゲア ー も、 元を た 
だせば アキ オヮ 州は ク 五 スト 
ブランク じ 生れた 小さな 星で 
あつた。 父は ォランダの 血を 
ずけ た 鍛洽屋 さん、 巧は ホが 
主義、 お 服の 質素、 言葉の 單 
純、 牧師な き 宗敎會 を 等を な 
す ど 辭蕾じ 明示され て ゐるク 


' 々 — 敎のフ 


チヤ] で 


をつ たが、 彼が と歲 じして 兩 
親は を S 世 じ 旅立つ た。 

と歲 じして 孤 党と つた 彼な 親 
類の ホ じ 引 がられ、 ォレゴン 州 
はサ レムで、 この バキォ ニ r 時 
巧 ご （ては 最善 S 敎汽を 十 S 歲 
まで 受けれ。 をれ からの 彼は 庭 
園エ どなつ たち、 巧の 番頭を 勤 
めたら して 褲 々ど 勉强 をして 居 
ねが、 ヵリフ ォ瓜 ニァ 如の パ 0 
アが トじン ランパ •スタン フォ 

— ド 大學が 創立 さる t や、 彼は 
第一 巧の 學生 どして 入學 した。 

: 彼が 專 巧した もめは 地質 學じ 
鑛山ぉ 雌で'、 霞が ぉ駿 が涩喊 
會の 見習 生ゴ して 働いた もの 
であるが、 彼が 最初に 化 事ら 
しい 化 事を 得 じのは、 グ！ キ 
ズ •ジャ ニン 巧の 託に 働い わ 
時からで ある。 この ジャ ジン' 
氏から 化 事を 得た こ ミに 就て 
は、 いかじ もフ； ゲァ ー 氣質 
を發 揮した 物語らが ある。 

ジャ ニン 氏 ど 云へ ば當巧 沿岸 j 
帶 では 飛ぶ 鳥を も 落す 樣 U 勢力 
の ある 技師で あつむ。 を こじ 就 
磯を 中 送んだ フー ゲァ！ 君、 ジ 
ャ三ン 氏は 嫌々 乍ら 逢 ひは した 
もの， i 若き フ - — ■ グァ— が 聲わや 
ぅな 化 事は ない W 、 きつ ぱち觀 
つた ものである。 常人なら ば こ 
れで 暗が と 引下る こころで ゐる 
が、 フ ー ダァ ー 君は か々 じ 動か 
ない。 

『若し おの 豊む樣 な 仕事がない 
ならば、 柯か化 じ 化 事は ない 
もので しやぅ か、 小 使で もょ 
ろしい、 ジャ ユタ ー でも 結構 
です』 

と 頑張つ たもので ある、 これ じ 
はジャ ニン 氏 も ほど--...^ 困つ た 
撰 巧 

『速記々 者 どして ならば 傭つ て 
もょ ろしい、 而 かしを 二週間 
0 內 でない W 賊目 だ』 

W 云が ぐ 若い 鑛山 技師を 西ら す 
意 ホで 搏へ わが、 結構です ど 計 
らじ 引受けた フ ー ゲア 1 ちは、 
ニ 遇 間 寝食を おれて 速記術を 習 
得した 上、 一箇 巧 五十 巧 ご いふ 
約束で 立派に 入 化した。 


これが フ ー ゲアー 巧 ホを 傅の 
を も'..-... の 第一 貢で、 廿 年後 
のフー ダア！ は 速記者から j 
躍して 世を お數の 顧問 技師 ど 
な 6、 療洲 、ま那 、ニ ユジラ 
ン ド、 が 度、 メキシコ、 0 シ 
アは 元- 6 りを ア ■.リカの 鑛山 
を 踏破 L 、 每年 カブ フォ八 ニ 
ア 州に 歸省寸 る 氏 じは、 お 年 
一つ宛 新ら しい 冒 驗が殖 へて 
居た、 斯< して 千 九な 十四 年 
じ まる 間 じ 於て 彼の 許に 働い 
わ 者は 無慮 十と 巧-五 千 人、 而 
かも この間に 唯った 一圓の 勞 
，.； 颤ず 譲を 葱 趣した こ 空： はな か 
っじ、 千 化 円 十四 年、 歐洲の 
空 じは 碰聲 轟き， 幾タ勇 ± の 
名は あ界の 隅々 じ までら 傅つ 
たが、、 ィーバ —ト •フ！ ゲア 
1 の 名を 知る 者は 單じ鑛 山 技 
師 仲間に 過ぎで かった C 
讀 まは 贼渊 大戦 突發當 時、 排日 

の カタ フォグ ニア 她じ パナマ 太 

ず 洋大濟 覽會が 開 おされ、 H 本 
も 盛ん じ參 加した こどを 記憶し 
て 居る でを らぅ、 フ^ゲ アー 氏 
は 賞に 當時 この 博 寛會の 要務を 
帶 び銳浏 政府の 參 加を 勸誘 すべ 

< ロンドン じあ つれ、 突か どし 
て 突を した 戰爭 、アメ .リ 々人の 
避難 等と いふ 種々 ど 面倒な 事件 
が 生じて ホね、 フ ー ゲ T 1 は當 
時の ベ ー デ 大使に 依頼され て、 
これ 等 アメリカ人 避難 客の 救濟 
じ從 事す る こ VJ 一 i なつた。 

フ I グアー が この 救濟 事業 じ 
從 事した ごい. ふこ f は、 鑛山 
技が W しての フ ー ゲア ー の 生 
巧を をが 過 まじ 葬ら、 新ら し 
い 『世界人』 としての フーゲ 
ア I どなる 動機で あつた、 彼 
は をれ 0 ホ アメリカの 巧府か 
ら給與 される 年俸の 外 じは 一 
文の 収入 もな く、 今日 じ まっ 
て 居る。 ベ グ の 救濟ょ b 
更 らじア メリ々 の 食 精管 巧官 
どな 6、 ホいで ニ 代の 閣じ巧 
お 長官 f してを やる 彼の ホ活 
は、 暗の 鑛 山から 明るい 政 巧 
の大 化物 じな つたの だ。 
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古な 比 亞大學 ぶび 
ダ， ン巧院 勘な 
目 巧は お 巧 困 上ち 


祖化 i 

111 
組 ご 
饥 ぶ 
日ぶ 

K 2 T 

K 

U 

Y 


マッチ！ ジ 、整形 

藥風宮 、水 治、 電氣 治療 

西が 攘院 

フイ ジ才ン ラ ピスト 

を認 西が 幸 男 

午 お 化時ョ ，午後 九 時を 

巧 壌 治療 ニモ 藤ジ マス 


JOKJO 至 一 OOC 巧 一, Mb . 

171 壬 st 呈ニ tJ ミ to ; 
ぎち V ミ 穿 3573 & ジ臺 e ニ 04 某 

キお九 時； 午後 一時 
?|?8^寞午をハ時1午を化《 
UW 午 的 九 時 1 午を 阻 時 

ドクト^ 小 栗乘ま 


男み 內巧外 巧 



鑑を 無が 


摘 おで も慢巧 的の おがで 
も 速 かじ 根治す。 皮膚病 
巧 おお 化 液 給を X 光線 巧 
柳 病、 尿 水檢杳 、あ 化 9 

ユ— マチス、 衰弱 症 

御 困 b の 方は 是非 一度が 
出なさい 

時間 自朝九 時 ま 午後 八 時 
權自巧 九 時 ま 午を 四時 


稅關 事務 取扱 

さ臣 AM 广ま舌 & Co. 

すロョ ニ 苦 ご Broad ミ 产 City 
Tel . Bowlin 巧 Ga ま n ち 資—9 ニ W 


擦 股 並 じ 眼鏡 調節 


齒巧醫 木 下义市 

ゴ0 W . ニ 1 th St . 

ジ一. 互 誠 Ben 二话 7 


洋服 調進 

クタ— 三ン ダ、 ダィ 

ィング、 修錢 等】 顿 

ミを ド 洋服 店 

を 本 保 
電話 ライン ランダ； 
ホ 八 一二 0 


蘇 井 洋服 巧 


時 巧 

洋服 巧 


時 田 信ホ廊 


丸 山 洋服 商會 


表を 巧 乂ノ巧 W 心 r yr ニ猜 ニニ 0 括 

練 齡丸山 洋服 簡會 


を 五十一 11 T 目 

ニニ ご 一 

か 藤 
洋服 巧 

t フ？ な こ ミ 


第五 巧と 一二 0 

へ クシ ヤ 1 
ビ 户ザン 

小 池寫違 

電話 サ！ クグ 
四 巧 


ザ內 
旨 
综 


で ハ 


巧 留靑お 巧 あの 两化 . 

目 本人 靑年眷 

; 害 || S こ CIbarki 12 宝 


化 巧な 卸資 

五味 商會 一 

W で ニ ih S 产 . K . t . 口 さ' 

Tel ぎ y ミ 呈こ 7 孟 


う‘ 苗 装 

_產婆 お* 


靡脯 公認 マ ツサ！. ジ 

內務 省を 許 
產婆 錢タ醬 

平野 秀子 

電話 モニュメント】 皇化 


♦ g お ♦お 誌 ♦新規 
が覚 ぎを 瞒 
觀お 午前 九 時ょ b 午を 五 時を 

紐臂 日本人 會 


西 お 十 お 了 目 ニ お 0 燕 


電 

話 


3 ロム バス 


氣賴 


日本 埋髮舘 溝 

西 四十 I ニ 了 呂な蕾 地 H •白 六 室 号 

タダプ 7 曰ア (察 六 奮 ミ 四十 H 了 目角) 


日本 散髮屋 S が I 

五グ 年間 申 持を ご 共 じ 就業。 

ジ ヤシン ト 》 ブ 3 ブ 3 
W 1 W J 迈 h wi •芦 Y . 田な 

草. Coiu ョ bus す e . & C ミす a;ark We 色 


評論 3^14*\每 巧ず H 發转 
雜誌 一部 4- 偶 
A 14 で st 養 Si . N ミぎ k G ぞ 


機械 設許 、機具 
運動具、 な 具、 美 
術 品 摹》 ランプ 

麽おァ J ト 

- みゴ FV スッチ オ 

「彿蘭 西 製 ダ！ 

ソンゲア： ラ 

.ケット 贩賛一 


巧き 米國 婦人 
日本 入への 吳 
語を 授じ はを 
をの 證驗を 有 

す 0 j レ ザ K 

ンと 十五 轉 
毎 H 朝 九 時ょ 
6 お 化 時を 河 
時 じても 宜し 
M 耀 日は 一 時 
よ 6 四時を 




解散と 財界 

外務 大 ぉを 八日 紐 
育 商務 蓄記官 を 電 
一巧 翰 出 だ 一億 四千が 巧圓、 
入超 四千 ニ 巧万圓 、大藏 省發表 
が 年 ホぶ 貨現巧 高總が 十二 僚と 
千 一二れ 巧、 前年 同期 じ 比し 八 千 
四が ガ お、 總額中 海外 現が 一億 
八 千 六な 巧、 昭か 元年 賓あ 外收 
まけ 受が 勘を と 億 ニ 千 巧 巧、 受 
取 お 適 一億と 千 九 丹 巧 阿 巧 じて 
を離界 は靜穩 、が界 一部 じを お 
禁化 進謝摄 頭す。 昨年 春な ホ大 
勢渐 をの 物搜 反騰し、 綿 業 ホは 
ホ 棉お落 操短 効 あ 微弱 じて 不現 
お巧講を中^=*るが、 今般神タな 
引場は ホを 官廳 の內 認可を 得た 
るた めを く 生糸 上燒 開始の 豫を 
ごして、 議會お 散を が界じ 格別 
の 影響な く 一般に 馨がじ 見送 b 
妻で ある。 


貸 お 日步を 協を 

まを 特電 十四日 發 n 大阪お 巧 
國じ貸 お 日 ホ 協を 巧ました が 東 
京は 闲 難の 撰 曝で ある。 一ホ勸 
業 錄朽は 鑑定 役を 增 施し 小口 貸 
おしの 準 購が化 巧 じど。 


尋ゎ 人 

(東を 唐ん) 狩 巧 藤 雄 
{熊 本縣 人} を 綺巧作 - 
(愛知 縣 人) 長 歸德ー 
(神 戶) 今 井な 
(福 岡縣 人) 稻永 國巧郎 
安永 慶藏持 山ち 太 郞を川 
正 遠 井 石が 節 餅 
渡邊 篤寶镑 留まを 川 新 暑 
上野 修ホ 井な-貫 遣 酒 雄 
貫 造 お 郞を家 お 雄 柴巧善 
錐 

.(を 賀縣 人) 栗 山 善 六 
( 奈良縣 人) 木 村 幹 (波壽 V 
右の 者に 通 か 致 巧き 犧有么 
お 聞 本人を < は 知人ょ よ 現 
化 巧 御 通 细願上 候 

紐 育帝國 総領事 舘 

1 蚕 Braaciw ち Ne 三 ミ k 互で 


お 

S 

Hal 

細 

8 

■S 


威 巧の 秘談 

米國 を 英語を 誘す 事 
は 盛 巧の 窠 一 養です 
本校 じは 日本人 あ 没 
じ 懼れた 奪 巧 婦人 敕 
師ぁ 5 懇切 じ 會詰藻 
信义 社を 語を 敎 巧し 
まず。 日 爆 週日 共に 
ぞ前化 時ょ b 午後 十 
時まで 開 役し 一 レブ 
スンと 十五 仙づ i 
今 目 直 もじ ホ 枝 をれ 


•A 

-B 

5 

6 
2 


新 鱗 魚 か 一 切 

日本人 向きのを 魚 澤山取 b 揃 へ 
榜判廉 攫で 大勉强 致します 

サ ヴォナ 儀を 

」 ose を wavon 曲 

度4 さを St - 
H 巧 1’ Col 一 3 Bb ロ B 91 資 


H 本、 支 瓣寶韦 製 美 
满 詰* 婦人 駕营歸 其. 
徳裝締 品 

闕島パ引^:け 

鳥 等 策 術品朦 獲、 
島歸 品、 スト ブング 
H 本 股銭键 




巧 かるた 

はも {の 遊び 
ホを 巧 文で ホ 國人じ 能く わかる 
やぅ 簡單 明瞭に 說 巧した ものが 
出 ホました。 巧を 目み 進呈 致し 
まず、 御覺 下さい。 

M 呈 wm 呈呂 J 14 E . 置 さ 窜妄" 

T . D . fi - U だ t ごさ 巧 .， f If 与 i , 

弊 巧は ホら く 白人 間 じ 信 
用を あし 熟が せる お 術と 
親切を なて 赃賣を 5 ます 

寶ぉ 貴金屬 
御を 文 並 じ 
殖 を 修錢 
議鑑を 無 巧 

巧 中 商店 

Ms E . 65 を扣 r cor , sadism A ミ • 
* re ~. Rhi 己 ミを rSO 篇 
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艦船 巧用宰 
が 具 食料品 
か 巧を 雜貨 販賣 
儀 出入 稅關 す 續 
諸淸物 運搬 取扱 


遠 藤 小刀 商會 


^ 麵 ^ 1 | 夺 || 々 — 夺 1 |^ 1 | 告 ■ 寺 

li 

巧 

li 


が 育生 命 巧 險會社 


養 

を 


ニ 一木を 吉 

保檢 


ZAW Yorl ; 户 な ehscjrwiiceco 
51 chamberast : Yorkcity . 
Pho ロタ Worth 22 ま 

を 社ノ 方ニ狗 掛ケメ 泣、^ が ザ 
が 自をノ あを ピを話 巧 巧 チ 申 
讶カ ちを 幸 T サイ 


h 


♦ ■ ♦ fl ♦{■♦■♦■♦■♦■♦■I ♦ 


; 辟— 育 I— 嘶— 顧 

新 仲裁 條約 

何等の 新味な し 

I 义巧 忡我條 約は 曲 6 ながら も 
一統 おお おを 見、 近く 巧 おの 批谁 
I じ附 したる 上、 をの 蜜 巧を 見て 
j アメリ^を おは 先 づ巧國 及び U 
I 本 ごの 新條の おお 誤 おじ 着手す 
i る ご 巧 へられて 居る。 元よ ら英 
I 固 戊び 日本は、 フランス ど齒巧 
I を 異にし、 從 つて アメリカ どの 
:踞係 もこの 條 約を をの 懂 適用す 
I る こどは お來 ない^、 殺く 共、 
_條 おの お 本のみ は 恐ら < 大同み 
ー異 であるまい かご 思 はれる。 巧 
j ! ておりと する じ らば、：：！ ネ當 
一巧 ごしても、 ホづ え佛條 約の 內 
I 容 じ愼蓝 じる 討 幾を 必要 どす る 
~ でみ らぅ 0 

仲裁 條 約は 元よ b 不屛 むる 巧 
爭の廻 避を 目的 どす る 平が の條 
- 巧で ある。 從 つて 巧々 はおめ て 
こみ 條 おじが 患を 示め さ。 けれ 
ば むら U いが、 今回の が條 約に 
疑惑を 狹 むじ 足る も S . ; をい こ 
，ごを 遣 城と する。 即も條 約の 第 
一 一 儀は 『巧國 じ おを したる 紛ず 
- じして 外を 手段に てが 决 され や 
- をつ 適當 なる 仲裁 機關の 調， 訂効 
> から しおを、 雨茵设 暗は 紛ず 
の 巧 因 じがて 調を 報吿す るら の 
^ どす 一 ど あち、 菊 名；：* るブ ラキ 
アン 平和な 約の 精神 度び 国際 礙 
: 巧が 約の 精神を 巧 用した もので 
'あつて、 理巧的 じ 條項ご 云け な 
- けれ ’ d なら 幻。 

一 お ニ 條はグ 1 ト 0 ジユ七 ラン 
が 約を な活 した もので 『若し、 
蘭訂 する じ 巧る 紛爭 がを じだ 場 
を 巧 固 陵が はおらし < 調 なすべ 
き條 約を 締 おず』 どを るが、 こ 
れは絕酱的；：^も0で^<、 綺盟 
窗は單 じ、 假想 的な 恵 ホを 表示 
- した もみでん つて、 输 ずを れ自 
うは 勿 誰、 紋 ずを 調訂 ずべき 條 
巧を 必や綺 結ず る と 誓 おした も 
のでは ない。 爱 .4 に、 簽 一二 條じ 
おらて は、 恰 かも^ ス かを 解く 
が 如き おが ある、 即も 『闡內 問 
題、、 第一 ニ 随の利 寒に 駒 保す る こ 
ど、 ア メリ' 力の 問題 じ掛 する 傅 
一統 的な を 態 巧 及び 轉擬槪 盟の協 
，めし 勒 する フランスの、 黃 おじ 
關 する 諸閒蹈 は、 忡裁义 は 司法 
i なお じ附 ずべき もの i 中 よら こ 
一れ を 除々 ず』 どされ て 居る。 即 
も ブラ ネアン 條 約の 「いかなる 
紛爭じ 就ても これを 半 ぉ 的キ段 
- にがて 調訂 する もの どす』 ど 巧 
i ■記 こゎ、 これを 適用した 本條約 
の 第一な G る ものは、 閱巧巧 題 
.モン 0 1 ホ義 & び 酉 際 聯盟に 蜀 
しての みは 適用され ず、 從 つて 
第 S 傑は をが 第 一條の 化 愚を 巧 
''覆し，」 なる のみなら や、 第二 條 
はを く膜臟 た-.:' 態 巧を 示した も 
! のでを々 第 一條 ごを ミ條 はち じ 
i 相反的な 約束を 强 いた 形 じな つ 
_ てち ももの ごを 4：?. ければ ならぬ 
一 アメリカの モン ロー ま 萬は、 

I アメ タカの 國是 であ ゥ 、を 闽も 
i こむ を 認めて 居る。 條 約み 正义 
I じ モン n I まを ご 国 巧 聯盟の 資 
一一 巧を 承認した こごは、 お ホ ごい 
; へげ 新 ホで あらぅ が、 おし 第一 一一 
I 化の 规 めじ 從ふも 八 どして、 西 
ザ 球、 郞も ラブン •アメ ブカじ 
巧す る醫み じして 聯盟 員で ある 


- 妻 H 


固の 持 出した 洒 唐に 巧て、 フ 
ランスは 條約上 何等 嵌 言す るの 
權が をせ しない こごになる 。な 
じ、； ホ じ 巧て アツ リカは、 
フラン > の 聯盟に 對 する贵 なを 
承 鼓して 居る ので あるから、 條 
めの ち 怠' い裝 して 影る.」 あるか 
両 な巧當 巧に して この 陆 消息を 
明白 どし じい 限 ら、 闻 民は 迷は 


ざ もを 得ないで あらぅ。 巧ん や 
この間に 記入され て わる 第二 條 
が、 お述 のかく 絕巧 的な もので 
ある どず るなら ば、 谭ろ 荆强は 
朱 1 トを 約を をの ま； な 巧す る 
ホが 却て 單 道では ある よ い. か。 
特に 移 お 問題 等 所謂 國內巧 題に 
關巧タ き H 米巧閱 ごして 條約修 
正の 前を は 梅め て暗膽 である。 


世界を 征狐 ずる 「弗」 の 力 一: 中】 

金本位の 隠 値 喪失 


準備金を 頻 b じポ める W いふ 
とは、 要する じ戰 前の が 態を 
回想し k 結果で あ C , うが、 事實 
じがて ネ 曰の 狀 態は 

金 本 化の 國 をでぁって 

を準備^るもの：^:,、 想像する巧 
じ 重を U るな 置を 巧つ て おない 
ので ある。 をの 巧 個の 胥例 ごし 
てを ぐべき ものけ、 蓋し アノリ 
々であらう。 先 づ衞單 に 述べる 
ならば、 中央 銀 わの 買附け 及び 
貸峭 なる ものは、 槪ね化 銀 巧の 
資 をを おし 從 つて 信 巧貸附 膨脹 
の墓疆 どなる ものである、 歲言 
すれ だ、 中央 缀 巧の 一摩 一 動は 
資を酷 通の 根元で あつて、 化つ 
て 中央 お 巧の 買附け や、 貸 おし 
どい ふ ものは 準觸 をの 移動 じは 
一向 無頓着で、 通貨の 融通を い 
か橫 じち 支配し 得る もので あつ 
て、 をつ て 貿易 上の お 耍等じ 離 
してら 中み 錫 巧 じ 自己の 

が斷て 資産の 一 廓を 提供 
してを 買附 けを ずるで あらう し 
を ひは をを 賣附 けて 資産を 買附 
ける こと も 33 絮 るので をる。 こ 
のち 配 力は、 旣じ 中央銀行 觀度 
をの ものに 謀せられ た、 先天性 
を 滞び ロ もので、 戲前英 蘭銀朽 
のかき を お 備には 一向 無頓着で 
資 をの 賣貝 じな 事した もので あ 
が、 この ホ卦 わるものは、 實 
じが 備 金のを 動に 伴 ふ實除 的な 
狀 お」 適應 した 銀 巧の 金利政策 
じ 助けられて 巧，」 れ たもので あ 
る。 邸 も 準備金の 賣買 をの もの 
は 級 巧の 巧ち をを ま 配す ベ 唯 
の 武器で あを、 化つ てを 離の 
巧 動力 どなつ て 居る ので ある。 
アメリカの 場を じ 就いて をる じ 
國 巧の 

を貯藏 高は、 人 も 知る ご 
ミく 甚だち 額に 達して 居る のみ 
なら や’ をの 移動は 甚だ 頻繁を 
祿 めて 居る ので あるから、 巧し 
これを 放任す るなら ば、 尸ィ 9 
力の 物 巧 標準に 恐惦を 生じる の 
で 準 滿銀巧 どして は 早 < も をの 
對 策を 講ずる じ 至つ た。 即も千 
化が 十 巧 年ょ 6 十一 ニ 年間 K 見 
いかじ 準 煤を 巧が このを 融界を 
支が する じ 至つ たかは これを 五 
巧 じみつ て 見る こどが 岀 ホる 4 
即も をの 第 一 巧は 歐洲 大戰 突を 
が 後 ょら 千化昏 十九 年 じ 直る を 
の 蚊 集 時化で あつて、 準備が 巧 
がち 附 けたを の 流入 超 逝は 十 借 
がに 垂 々ごして 居た が、 これ 等 
のをは 戰前 時化の 政策 じ 做つ て 
信用 貸 附の資 を どなつ じが、 こ 
れ でも ホ だ 物 おらない かの か，〜 


世界の 財界を 騷 がした 英國銀 斤 
家 マッケンナ 氏の 大膽 なる 意見 

銀は を 額の 割引 率を 權 
大して、 こ む の 上 じ貸附 膨脹の 
余地を 舆 へたので ある， をの 結 
果 どして 貸锁を 益々 膨大し で 流 
人す るを を 完全に ま 配す る そ 法 
も 設けられず、 インフレ； シヨ 
ンス 道は 完 をに 開放され て 居た 
ので ある。 窠 二期は 千 九な 十 化 
伞のド ザ季、 挪も戰 時のを 輸解 
禁時优 からを の 翌年の 夏に 頁る 
期閒 で、 この間 じ 蚊て 南米 及び 
播 東の アメブ 力に がける がか 正 
貨は績 々どして、 アメリカの ホ 
媛から 引 おさむて， をの 額は 正 
じ 巧 優 弗に 達した。 このを 輸出 
の衝じ 堂つ たものは 聯艱 である 
が、 を じ 留意すべき はこのを の 
流 ぉが 巧等巖 巧の 贈 藏金じ 

影響を を 及ぼ ミミた 

事で ある。 蓋し 當 時の インフレ 
- 3 ンじ 刺戟され た 聯銀當 厨 
は、 割引 手 おを 依然 濫を する ミ 
其に、 資產 の買附 けじ從 事した 
を融 膨脹の 基礎を、 签 々獲大 せ 
しむる じきつ ねので わる。 第 S 
期は 十 化な 二十を ょ- 千 托なニ 
十四 年 未に 置る 四を 簡 じて、 こ 
の 期 蘭ら 化然を 流入の 黄を 時化 
を お現した 爲 め、 聯邦 準備 局で 
け 巧 （もこれ が蜀 策に 就て 多大 
の 苦 必を拂 つた ものである。 邸 
も絕 へざる をの 輸入を このま、〜 
ななす る^ら ば、 貸附は 益々 膨 

大して 遂に イン アレ— ン ヨンを 
惹お ずる どい ふので 流入 金の 貸 
おしに 就て は 後 H 貿易 上の 必耍 
かを じる まで 

簾 重 i な婦る ごい ふそ お 
じぶん だ。 即 もこの 萬 一二 期 上 ザ 
じがて、 金 おは 中立 狀態 ごな b 
下半 じ 巧て は 新ら しい あで 銀 巧 
の 所有を ごな つて 居る。 而 して 
最 巧の ニ 年は 戰時 中の プ！ ムじ 
對ネる 9 クキデ ー シ 3 ンの 時化 
で十隱 巧じ垂 々ごする 金が 流入 
し、 おつて 銀 巧の 所有を は 非常 
じ 膨脹した が、 これは 聯銀じ 巧 
ら 中央 銀 巧じ對 1 る 滞 巧手 おの 
拂达み £ な つじので わるから、 
线 巧の 帳 巧 上 じがけ る 現金の バ 
ランス じは 何等の 異動ら な <、 
流入した をは 刹 引手 おじ 化 b て 
お備 あけが 所を して 居た が、 こ 
れ はお 巧の 接 業を の もの じどつ 
ては を b じ 烏 憤 U る犧 巧で あつ 
たらの i 、 中央 银巧 ごして 財界 
の 危機を 巧 化すべき 某 礎は を じ 
築かれ、 戰節 じがけ る 中央を 巧 
のを 强ホ かも この 瘍合 時を じ 適 
しない もの £ して 放棄され たの 
である 0 
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DANCING 
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物^ 十 種 
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切 is ャ 魚 
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£ 目了 四十 四 
晒 目 了 五十 四 


SUN HANG FAR 

213 も 7 化む e. Bd. 巧 8 扣基 巧 ? 括 化 . 
Te!. M が ningsi おが お 

City Ha!! Tea Garden 

170 Na»*au SL むけ 
Next to the Tr ル line 区 ! dg 
Locf Lin Maneiger 

し ollgge In 打 
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啓 まの 潰 ひじな 入て じ 見廉理 多スむ 
す 御ら なち しれ 元 現せ も 人 年 W 

紙 ホ や 間の あ ホ 

上 變べ貪 御 勤 が 1 

辭 ゎく 席 巧の 司厘搜 
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ーナ開 差嗜數 ± を 
ブ巧上 巧 名 ® 

ホ 致 《 ホ 棟を 
ホし 貫 蓋な 樣 
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願す 巧^ ホ 御 
ひか 巧 重の 嗜 
まら： 御 好 
す續 j 多 巧に 
々 理適 
勘® を ふ 
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號 六十 二百 四千 一 第 


®lj をぶな ! 城 なぞ 巧で ® i 的を 巧 


日曜 水 


円 五十 月 ニ 年 H 和昭 


阳昭 議 


美 ホ じして 巧 巧 

S 品南樓 

午前 十 時よ b 肖 g 
午前み 時まで g/ 


設髓 改善、 廊 利の 
料理人、 調理は 日 
本人 向き 

gl 桃李 園 

御 ホ ホを 待つ て 

居らます 


新開 業 

腕利きの 巧理 人が 日本人 諸 若の 增がじ 適 
すを 巧 理を差 上げよ す 

§ 頤和園 

芝居の 前、 芝居 歸らの 御 集を じ 最も 適當 
の溪 巧です 是ホ 御る 負 じ 願 ひます 


邦人 巧樂が 幽由亭 

置ジ nds St . Brooklyn . N . 产 
Tel . Triangle 7475 


A 淸 お、 親切、 氣樂 ns お ▼ 

勢 州 縮 

が お 事を 乂間榮 作 

225 E . 男を S すま t 
• Tel . Re 窝 n こ 這 


舞踏 個人 敎授 
▼社 巧 ダンス ▲ 
►表情 体操 A 



勒十时 3- 巧 十一 時 

.も 卞リフ •ダン シ 


ング 她掩學 校卒藥 

丄が タマ 


住み 必地 ょき 淸 おなる 室 

御 下宿 松 かが か 


養 Lexington A ま- 
- 1 里. 量. ぎ 這 21 


一 御菓子 舖 

名物 粟 獲 頭、 爲谢 、が 羊 糞_ 
賓澤 豆、 甘納豆、 ぶ 化を 辖 
煎餅 卸 小 費。 のし 餅け 前日に 御 
注文を 乞ム 。日本 食料品 及び 雜 
誌 等 もめ b ます 

御を 文は 松風 巧烏歷 
29 W . 置 th St . lTel.Trafalgar 里 置 


名所、 古蹟、 官處其 化 見物 


S JAi 产 32 す nk ち吉 II ま.， 
雲 逗田 一产 sd . 
ぎ Hvms 青 L 二 苗 8 ち 


曰 

米 

桂 

庵 


電話 ブラィアント 

八 0 お 九！ 八 八と ご一 

新 It 特長 

が 育ボ西 四十 四 T 目 
ニニ ー 1 1 八番 
" ニ 磨) 


ま 店 

147 百ち 呈 0 己 Av タ芒 ffalo , N . Y . 
ぎ 田を を 14 畳 3 
ま 巧 f . F - K . 置0- 


眞 面目なる ホ 職厨胞 じがち 
なる 磯 叢を 固 度す 

宮 用事 務厮 

絡 育 ホ 西 四十 ニ 了 目' 白サ一 を 


奪 

寫 

累 


ブ タィアン ト 


蘇絲 


レヤト ルボ 


ぶな 化 卿 

化邮加 H 

お：脚0=| 

る W 0 一5 

J れ巧 H 


馨油 範縫認 I 裤誓 ± 白米 
日 案 鱗 食料品 ii 驟 。へ SS 

巧田醬 油が ま會社 東が 一手 賣蝴巧 

B 本 食料品商 會 


紐 育 唯一の 日本 百貨店 

片桐 兄弟 廊會 

スマ ドレ •プり ダク ッ 一ず 販資元 


品は、 目下 日本 俱樂 部に 陳列 さ 
れて 居る。 去る 十日ょ bl;.. 十日 
までの 期間で ある。 同 君の 為 巧 
家と しての 靈胳 は、 陳列 作な 約 
な點 じがて、 いづれ も縱帯 じを 
現せられ て 居る 0 例へ ば， へ！ 
ボン 蹲 ± の 党が、 ま鄕大 おの 溫 
顔、 巧 人タゴ の 神秘的なる 
いづれ も、 偉ん 哲人の 面影が を 
ける がか <撮 影され てむ る。 殊 
じ 天才 舞踊家 バゲ。 ゲヮ夫 A の 
儀 態 千 姿 十数 葉は、 一つ ごして 
藝 術の 妙を 盡 さざる は。：、 人 
をして 恍惚 黄塵 方丈の 騒 管の 郁 
巿 しある こごを 忘れし いる。 

♦同ち の 寫眞を 語る ものは、 
まだ 同 君を 盡 さやで、 巧 君を 知 
る こど 遠し ど 云は ざるを 得ない 
をれ は 同 君の 余技た る油繪 であ 
る。 之れ は實じ 堂々 じる もので 
余ち どは 信ずる こごは 到を お ホ 
ない もの だ。 この 池繪 は、 寫眞 
展の隘 室 K 十敕點 (令妹 どく 子 
女を の 作 おも 加は つて) 陳列せ 
- られて 居る。 あくまで 描法の 自 
然 的な、 柔らかい 筆法は、 呂然 
を 生ける がま i じ、 有る が 儘に 
描寫 して 居る。 同 君の 寫眞 あ、 
洋壽 おを 觀て 我等な 同 君を 『自 
然 人』 ご 巧びたい 程、 祠 君が 自 
然ご 人生 ごじ 對 する 執着のを、 
尊敬の 態度は 現 はれて 居て 淚ぐ 
ましい までに 巧 方の 擲 、天才め 
靈 腺は を內 のを 作 席を 通して 認 
めら いる。 この 惜別 展覺會 皆 近 
來 まれ じ 見る 巧い 權し であ 下 
思 ふ。 なじ 敢て 一覽を 江湖」 獎 
む。 妄評 タ 謝。 


米 旬 會俳巧 

を 春 

春 立つ や 十 鼠が おでし 


浊の 端。 余 堂 

春 立つ 日 凍 港に 船の i 

旗揚げて。 すが 

揖 蔭の 雪 黒 もつ i 

春 立 も 0。 同人 

雪 解す る 遠山の 色 や 

春の 立つ。 S 

立春に 素人 劇の 

豫習 哉。 邸 人 

立春のを 園 晴れて 

鴻ポッ お。 殘 一 

力 ナリャの 氷が ぶ B 向 

春 立 も I 。 同人 

春な つや ネ 朝の 

散步の 人に も樹じ も。 巧 人 


宿題 春の 山 (山 笑 ふ) 

猫の 戀 木の芽 
化 句 歓迎。 句數 無制限 
締切 二月 二十 八 0。 

H 本俱樂 部內ホ 巧會お 


若 旧 旅 縮 

江川 作 一 

so で si15 さで it, 

ヴ 1. St ち V 男 antw351 


一力 旅館な め 

一 帝 國旅鑛 淸水 

1 食ち. 置 th SI 京さ ご rk 
す一. WU ぶ uebn ミち 10 


紐 育旅舘 B キちホ 

を 四十 下目 ニ 四 ニを 
Tel . Galedsia 巧？ 4 


.ボストン ホ 

富 ± 旅 舘大浦 末を 

145 wist 巧 SI son ま ass. 
TeL B. B. 4875 


- 


ン パ*— である o 


ポジション 

投手 

同 

同 

捕手 

同 

一璧兼 捕手 靜岡 中華 


ニ 壁 
同 

一二 壁 
岡 

遊擊 

外野手 


出身校 巧 名 
神 巧 商業 演崎眞 
髙松中 學を武 一二郎 
髓川 中を 島 本 篤 ニ 嘶 
甲 陽 中學岡 田貴隹 
巧 旧中學 伊藤 勝！ ニ 
福 鳩 鏡 
本 鄉基幸 
ご 一谷 八郞 
村 川 克己 
濱弗武 雄 


慶應 (普) 

神 港 商業 
高 松中學 
廣 島が 業 

廣陵中 學加藤 喜け 


岡 山 一中 楠兒幸 信 
同 兼 投手 神 港が 萊町田 ま 信 
同 廣島巧 業 梶上初 
同 神淺 商業 お ド 實 
同 高が 中學 巧が 榮一 
尙ほ腰 本 監督 及び 梶上 初) 君は 
いづれ も 布 畦で 岀 生した H を ホ 
國ホ 没で ある。 - 


巧を i 堂じ鍾 めた 

藝術 寫奠展 

岩 崎 生 

♦巧 像 寫眞の 大家 堀ボ挪 君が 
育を 去る！ の 巧は 我等 紐 育 じぁ 
ら て、 タ年同 若を 知る もの、 齊 
しく 惜を ずる 處 でもる 。同 君の 
が 育 ホを H 二十ち セ 年の 庭を は 
實じ 巧人發 接の ぺ ! ジを 飾る じ 
足ら、 一面 大 が 育の 生長 じあ 比 
例して 居る。 间 君の 爲眞 業は が 
育の 大發展 ご 共に 益々 を 長して 
其圓樹 なる 人格々」 積々 たる 名聲 
公は 巧 入の 就會じ 巧て ょらけ 寧 
ろ、 斯界の 泰斗 どして、 白人 祉 
會じ喧 傅され て 『ァ —ブ スト 掘』 
の 姓名は 年 每じ搔 まつて 巧た の 
だ。 堀 君 £ しては 巧 成ら、 名を 
遂げての 歸 朝では あらぅ けれ 共 
我等を 年 岡 君を 知れる ものは、 
何れも、 が 育 日本人の 大 なる 誇 
6 を 失 ふこ ごを 痛嘆して ちる。 

♦同 君の 靈 腕、 r どた び キャ 
メラに おへ ば、 雲 おを I 、 風を 
生ずる 底の 巧妙 さで 如何なる 人 
顿 でも あ景 でも 嘉 面に 躍々 VJ し 
て 表現 せらる、 から 不思 儀む 腺 
だ。 然し、 この 不思儀 さけ ホし 
て 魔術では ない。 同 君の ホ 化を 
知る ものは、 阳 君の 人 あお 現た 
る こごを 信じて 居る 箸 だ。 飽く 
まで 藝鄉 L 凿 する 徹 を ま義 、忠 
實ま義 の 表現で' をの 眞攀 なを 
態度、 敬虔なる 巧 力は、 實じ涙 
ぐ ましい 稱 だ。 之れ で こを 生々 
躍動 生命の じじ わ やう U 寫眞が 
巧 ホる の だ ど 思 はれる。 

♦この 藝 術じ對 する お 力、 忍 
從 化を 二十 余 年の 結晶 じ 成る 作 


ホ 上 金魚 巧 

9 ち 巧 童 Ave ., New ITork 芸. 
Pho ミ 田 rcle ち 3 巧 


了 寧の 印刷 ご髓巧 G るか 上げ 

時日の 理 速と 確實な 校正を 保証 

印刷は 紐 育 新報 社へ 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九- 0 

わ 間違^む く 新報へ 

ホ內西 十と 了 目 十二を 十 階 目 

東部 じ 於け るが 字 言論 磯 開の • 

•權 威、 吾が 新報を 請まぬ 人な し- 

廣吿 は紐臂 新報へ 


P 旅 舘 

W 0 巧-巧 tlx . A さ * wo 。 weattl タ W " ミ IJ * 

停車 お前 通を ご IT お 側 《階 建 
日本 巧 船 切な 取を 波 巧 場 送迎 


商業 區域 中必 、緩 領事館、 
截船其 他 お 巧 大會化 あき 琪 


本 
規 

を 港-^ パ ホテ少 

魄日ネ食 (特別間ぁ^) 

御 一巧み 第 自動を 御 お 迎申上 巧 
巧 ニ G 童 iia S 一 San Ficisco 言 if. 


木 田 ル 1 ミン ダ 

養 7 3 nU ま-を t .59& 基 th ぎ eels 
ジ一 ちす ミ 京 巧 至 《苦 W 


ずき 燒 
ホ じ 御料 巧 



御旅 舘 河 I 添 


割烹 距 Li 御娘舘 

t 貧 を 巧 

¢1 蒋 兄弟 

な 育ボ巧 八十 八 T 目 一二 ニニ 
を 話 スカイ ラ ー と A ニニ 


高等 鞠旅舘 

東洋 館 

會廢御 料理 


御 料理 P 紅 

お 陽 

壽巧每 日を ちます 


高等 御旅館 

昭 和 

會庸御 料理 


費府 御旅館 

桑 山 淸ぶ廊 

さ 8 ジミ h ミ h 度 • 呈瓷 里 phiw P 严 

Tei . Wainu ニな 1 


ロスアンゼルス 

ホ リン ピック 

ホテル 

ニ S M ミす dra St., bs A 另 el 男， t!aL 


媛の 蒲燒 おいしい 娜燒 

會席御 料理 

晝 食は ホ廣へ 

叮喀衝 化 まが 大勉强 


日本 食料品 類 义ぴ雜 貸 類 卸ル賣 
ホ么ま 大資挪 桑 山商會 
新刊書 籍雜誌 小間物 日用品を 種 




日本食 巧晶 


を 夕 九 時を を ま 

メ！ グ アド ンス 〔年-巧〕 


東京 商會 

~ > -H T" 


書篇 巧を 巧 


巧 八 1 ム 自炊の便ぁ^ 
ト タンク 巧 b まず 


讀 若の n ラ厶 







斗 


,片- 




大根 劇拜見 


を媒 人物' 


巧み 郎を街 
萬 太 八 

がみ マ. ィ畳 太、 日 ネ人ヶ 
の问胞 慰ま 乂お 盤會 をの どいた 
か、 エー ま 的。 入 b だっ たな ぁ 
ぁ b やが 立な ホの 記錄破 b だを 
ぅだせ 

富 太 ゥム 凄い 大义 6 だつ た 
な、 化なん ざ 烏渡遲 （化っ むの 
で 到頭 スタン デンク 少 — ム 

ンター よ。 あんな 泣なら 剧 引し 
て貨 へばよ かつた。 ■ 

が ホ シ ミツ タレた こごを い 

ふなが ぁる もんか、 手前 だっ て 
江 巧ッ兒 じぁー ネ！ 力、 開演 も 
か 閒脚巧 e キ ナン ピ 八 時 じ 始ま 
つた4:-*ぁ链しかつじ.^。 委員長 
の紹 かで み 山 領事が ゥ メィ 事を 
云っ た ぁごで 雄 辯 家の 腺 本 先を 
の 视卞ン キー巧 お 語の 說明も 脂 
かを って 居た 

离太 先生 乂入 b で 嬉し かっ 
た ご 見えて 大 々的 じ昭 力を 掛け 
たん C 、、 梅 鹿に 調子が' ィズン で 
おた 巧 だ。 S 曲 『六 段』 の純大 
和 流は 御閣振 b を 巧， て 米 人の 
をを 驚かし じよ 

がタ 琴は 名人の 吉 居、 太 旧 
お 夫人の 外に 巧 夫人ん も 化つ た 
ので 脈 やかだった。。 三 ホ 線は 
巧ん こ 云 つても お 川 ホ 人 さ。 尺 
八 も かき 手が 揃つ て 居た よ 
咨太湯 渡さん の獨唱 も' よか 
つたが、 巧み-"^お巧义人のモ ノ 
グは本 もの だせ、 ぁ b や 確 
かに 本職 hb さ。 しか— 大ん殿 
莖の 池を、 ーシ 3 ッて 逃げ じのは 
ズ ^ 1 よ。 長巧新曲 『多摩川」 

も 吸 ご 云 ひ 一二 睐ご云 ひ 申を はな 
かった せ。 

媒义化 おの々 は 俺達の た 育 
にやから なかつ じ-い、 を 巧の あ 
じ 聞い じ-っ 矢 銭を め もぎつ て语 
た。 松 巧の 陳 'を も 隅 じや歷 けね 
い。 諮の 置 旦册 もが 服を で 豪勢 
^:^らのだった上蒂々々。 ホ憩の 
巧 じ 一体 『白粉 巧言』 の 巧を の 
本る は 誰々 だって 蒼 離く 聞かれ 
て 閉口した よ 

鲁太 草信會 長の 滿說 のみの 
ゐのわ でら け ドー グイ。 で-山 
本 夫人のを 巧いた 態度で 澄み切 
つじ 喉から M ごも 言 ひ 犧のネ ー 
爱 いがき ティ 横な 聲が 出た や。 
ぁれ じ や 巧 崖の 本家と 間違ら れ 
だ。 內山 領事さん の 奥さん 
はみ 當じ 多淺 K ん ピリ。 化 舞つ 
て 居て は 惜しい モン ダ 持々 巧し 
て 貸い テイな 


彌み福 ホさん の 巧 チャ 
ゲブキ オリンは 本 もの ごな つて 
來 じせ、 巧 巧 义歐羅 じへ なつて 
胳 きを 巧け-. ホ るんだ さぅ だ 
喜 太さん を々 わ 待 兼の 芝居 
ど ホた。 俺 b や S 度の メシ 
をが が 好きなん だが、 到頭 あの 
晚もニ 幕 共立 見を させられ たの 

じ やおいた。 剩 引は 

がみ ょせ 又シ ミツ タレ わ こ 
とを S ひ おしやが る。 据台 監督 
のが おさんの 木で 小 度さん 夫妻 
の 大津繪 であいた のけ おおじ 嬉 
しかつた ょ。 一二 好 逢の 背景 じビ 
ックリ した 連中が、 先づ 敬意を 
石 堂さん にを L たのけ 自 がだツ 
たな。 いまを ホん な眞 面目で 立 
派 U 巧景 V ' 素人芝居で 觀た こご 
は 本—、 秦 的々々 
蓄太 一々 の藝 許は 其み 緩ク 
する か、 お頗 孤雁 じ やネ！ 石 
旧 委員ち の旦 抓は ゥマク 型 じは 
つて 居た し、 llr - H 圓を玉 王 ロに 
渡す まで 成を 必巧 がょ （映つ て 
むた じやネ ー か。 喜 化 川 事爵化 
かさんの 兼を は輕 妙で ょかつた 
水 野 素 か 事 水 ハ 合 君の わ 化は 隨を 
荒ツ ポク ばら. いき 振 b を 出した 
ん だ。 化ら や醫が 落ちて おれ 
b や あい i ど 思つ て 居い のさ 
顯巧 お 化の 手が きご あるき 
ツぷ りは マブ かつた ょ。 聲も時 
時 巧 じな つたら したが 素んだ 勘 
忍して おくさ。 廣浪薰 事 おがの 
巧 猫 則么替 S 玉吉 は、 からだの 
大きい のがぶ じ 瑕で あ V 一。 第 i 
等の 出 ホだった。 お 川 晒 月事 博 
物 館の 巧哥ボ 川祥ホ 昔け 煤數を 
履む で 居る ホけ じ 客を 甘く見て 
ゐだ檢 子 だつじな。 情 合が 足 b 
なかつ たけれ み 理想的の 彌き兄 
哥さ 

善よ ニ誓の 『おしろいが' 
言』 は 前 幕 ょら 手が こんで 居た 
丈け じ 芝 お好きに やあャ V 切れ 
;:^いおょかクたょ。 小山劍が事 
小 おの あさんの 爺 彌を衛 は大當 
ら さ。 武部 蕉風 事 武間么 巧さん 
の 巧 太は ブマ處 か 奇智 巧 出、 わ 
化 ごの ャリ トリなん ざ あ 感服し 
じ。 化が あのを 居 じ 這 入ら や與 
太を 買つ て おるな。 

彌み福 ホ 潔 じやい A い 福 本 福 
さんの か尙も 斯道の 天才 ホけ 
あつて 調子 もょ し聲 もょ し、 信 
女の な 牌の 出て 巧る の も 面白い 
し、 おしろいを 毒藥じ 化けさせ 
6 趣 おも 满んだ おひ 付きで 慕 切 
れ まで 夢中 じ 見物して 仕舞つ た' 
を。 めでたし'--.- 皆樣 御き 勞御 
苦勞。 


地下 鐵戰 U 法廷へ 

値上げ 間 題で 巧 廳ご會 社が 競爭 

遂に 合衆國 大審院で 抗爭か 


旣報 のかく ィンタ ー •ポロ 化 
お 道を 釉が從 ホ 邮の 乘単賃 i 
を S 巧 巧 巧 ょらと 仙に 値上げの 
旨を 突§ ぶした る じ 掛しボ お I 
侧 では これを 違法 巧ち どして を 
の お 策を ちな， t、 會社 側では 巧 
麽 側かい かなる 巧 動じ 及ぶ かを 
がかに 藍 親 中で あつたが 

巧 お 側は ウオ^々] ボ 長を 援 j 
指揮を に 名 法 皆み ウン. ターメ 
ヤーを 鼓 裔庙巧 辯 證± ご I て 
巿の巧 通 委員 曾は 勿論 州のを 


通 委員 會ど 連絡し 巧 ホから 會 
化 側の 値上げ 防止 策 じ 出で 會 
社の 巧に 街す る 負 償 ホ 拂を理 
由に これを 押收し 巧の 睛舊巧 
ま 直 お 監督の 下じビ ー •エム 
テ ー じ經を わを 巧す るで みら 
ぅど 搏 へられて 居な が 
を 社 側では お 應の策 戰を藥 切ら 
火 賭 U 突如と して 合 衆 固 裁 お 所 
におし 「本 曾 社は 停車場の ブラ 
ツ トフ オ ー ム巧 張、 車 巧ち 加 等 
の 必要 上乘車 貸の 値*^ げを する 


じ おし、 ホ 麼视じ 巧 等 これを モ 
渉す るの、 權 巧を 認めし 力 n や 
ぅ』 ミの 請願を 提訴した ので 一 
ホ遲れ のを ホ ごな つた 巿廳側 も 
躍な じな つて 州の 大審院に 街し 
を 社は 契約 £ 五 仙の 乗車 貸を 依 
然繼績 する こと、 巧 通を 員會が 
ホ じ 巧ら て會 社を 相 ホ お 6 値上 
げ反對 を 提訴すべき こご、 を 共 
委員 會は 規約 五十と 條を循 じ會 
社 側の 乗車賃 値上げ、 プラット 
ォ ー ム機 張の 不實巧 等を 契約 
違ぶ の 違を 巧爲 ごして 訴 認を提 
なする 旨 S モ じみれ て訴 譲す る 
じ 及び 地下 錢間 題は 今や 純 法廷 
戰 ごな b 巧 方 歲爭的 じ 本 間 題を 
合衆國 大審院 じまで 持 おし 最後 
で 爭ふ巧 也ら しい。 


慘殺 犯人は 

元 陸軍 少佐 

島 飛びして 逮 ける 
去る ニ 巧 五 H 當地 グランド • 

ホ テ il . じゼ ー ムブ '夫妻 ど稱 して 

投宿 中ゼ ー ム マ 夫人を 慘 殺して 
をを 隱 した 化 人の 巧 衛-し 關し當 
地 警察では 大 活動を 開始して 嚴 
探の 結 あ 犯人が フキ ラデグ フキ 
アの 木賃宿 じある ことを 突 留め 
當 地から 巧 張した 探偵は 间 ホの 
警察 ご協力し 前 遇 H 體 H に 逮捕 
尋 間の お 巧 犯人な 兜 巧の I 切を 
自白'.1わ。’ 

化ん は ヤン" •キヤ ンぺ 火と 
巧び 犬' 戰 前から ホ國 軍隊に 志 
願す る こど S 固、 この 閱 一を 
をから 隨 進して 飛れ々 を ごな 
b 今から と ザ 前に 除隊 どじつ 
た 男で 前 妻と 離婚 後今闽 殺害 
した 第二 夫人 マ V I •マ タヴ 
! ン ど 六 年 前 ポストン にがて 
結婚し 

感化院の 敎悔 帥から ダレ— ト子 
ック 附近で + 巧賣買 業者に 早變 
b したる もち 敗を 重ね K 上 夫婦 
諸み 兑 わ、 な H 前 當地じ ホ じを 
であるが、 本人は 貧 まの をら 妻 
と共に 情死を 企て 十 他のを 楷を 
ホめ て 先 づ棄の 巧 上に 一 擊を加 
へた 後 自をも 宿の 窓から 投身 自 
殺す る 積ら であつ たか 急に かが 
惜しぐなら、 逃 ごした と稱 して 
居る。 

尙は 犯人け 岡 地で 陪審 禽議後 
當地 じ議送 さる； 尝 である。 


巧ん 家庭 勞働 者が 

五 方 弗辦償 要求 

シカゴ ホ レ— キ 3 1 街 ニ 四 四 

0 番の米 聞 供給 會 社を 7 ト ソン 
氏は 過日 同を をの パト ラー たる 
H 本人 靑年巧 ロ 勇が ビック ス 
(胡瓜) 漬けの 瓶 十 個を 盗んだ ビ 
いふので 窃盗罪 ごして 吿發 、へ 
ィス 判事 法廷で 審理に おされた 
が 野 ロ 勇は 寃罪だ どい ふので 化 
言を 雇 ひ抗爭 した 結を 無罪 
つたので 巧 ロは 更らに 右 ブト ン 
ン 氏を 相手なら 、五で 巧の 名譽 
毁損辨 償 訴認を 提起した ご。 


當 化で 試を ずる 

慶應臀 球 團顏觸 

本紙 お 巧の 如 （慶應 野球 劇は 
一二 巧 二十 九日の 太洋 化で 橫濱を 
出を し、 當地 じがても ニユ ー m 
!ク巧びフォーダ ム大學と試を 
する ことじな つて 居る が、- 巧 
の 腰本壽 氏を 監瞥 どし 左の 如き 


ま 蠢ホ賓 



N. Y. K. LINE 

社 會船郵 本日 

N 巨 惟 YORK OFFICE: 
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GEO 郎 E W. WELS が S S 測 S ； 


YORKVILL 控 AUTO SC 扫 00 し I 

最も 優れ わる 自働 車を 校 
204 E, 86th St. TeL Regent 2390 


沒 ROADWAY 
OPPOSiTE 
ST.PAUL，S CHAPEL 
A 了 V 区 SEY STTREET 


Nippon 
び Goods Co. 
巧 1 Broadw が， Ci わ， 
む r. 31 si ミ t. 

,Peims が vania 巧 58-51 
Rornn 4 巧 


liDOlQ 目 ros., I 邮 . 

Formerly 

M が uh が hi を C 日. 

17 East 17 な U. 化 
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1 弓 l-5th Avenue. 
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大飯 藏 船會社 

2 發 7-8 觀巧 EHMi 欄 LDi 桃 
け 呂る巧 E が 化が E 化が 巧 RK む 巧 
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SECURITIES 00 ,, INC. 
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お が 扣 2418 ぶ 3S 


巧 E 則郎 OF 閒 OS 即 
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巧 8 Sumito 咖朗！ Ik , 弧 
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巧 D Broadw が I も Y. 
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な 8 貼 nko け ミ iwan, LM. 
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HA 關 TA も郎， 

141-1 が FifMve.. 
(Cor.21slSt.) 
New Y 日 rk Gi わ 
Tel. Algo 叫 uen 巧 3 目 


WALKER & 化 ORIfl 

CUSTOM TAILORS 

20 DEY ST., NEW YORK 
Near Chur か St. 

TE し CO 反 TLANDT 巧 57 • 巧 58 


お 加 佩 an 細 ak 8 け gw York 

Cor. 9 忧 St:, and Broadwsiy 

Guldens Office 
a 打 d Shopping Service 

Mr ん起 dith 拉 u 掛 phrey 
Special Japanese Guide 


N 服 L & SHiMM 化 

Dolls, Toys and 
Seasonable Novelties 
31 Ea が 1 ? 化 Street 
I ( 細 训巧 D 歴） 

! Tel, Ai 狎 iquin 1677 


なけ oT 阿 邮 が 0 ., Inc. 

importe は & Exporters 

101 Fii 化む e" NJ. 

Tel J! が nquin 3 的 3-5 

j 327 W. Madison なな et, 
ChicagQi illinois 
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MORiMURA BROS. Inc., 

53-55-57 W. 23rd St., 

New York City 
Te しむ amer 巧 3850 
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▲最新 巧を 等 設備が をの 遵 富が おもる は乘 紐を 
の热練 親切 了 寧々」 おに 巧 おゆ 謀 ミ 寸る處 で 寸 
▲猜化 太平洋 航路 一二 等諮滿 はを 韶苹が 的な 冥み 
施しました、 巧に 涉巧 線の がきは 巧謂ツ ts 
ス トサ！ ド 叉は スチ王 デント ダラ ツスな 上の 

價 値餐備 へて 居り ミず 

® 桑 進出 軌 ホ/ グホ經 由 〔正午 化 机】 
天が み 二月 廿化日 
n レア 化 S 巧 十四日 
お 巧 化. 一二 巧 化 一日 
西 比 利亞乂 四月 十 一日 
大巧 化 四月 サを H 


® シアトル お 帆 〔午 胳十時 巧 帆】 ^ 
加賛乂 一一 貝 六日 J 
豫丸 兰丹 十二 R が 
靜岡化 ，四 巧 五日^ 

@6敎 度 日本 巧 巧 化 ^ 
箱峭 み ニ 丹 甘 五日 
白山み 一二 月 十日 
A お 青 お 踞己宗 馬紹を 日本 巧實物 お— 巧 ニ 厨 
A 级道切 巧 廣窒を 某 化 萬を 强潭ぞ じ 御 あお 申评 
A をお洋 乂旗蜡 をを 乘お切 巧 御 快 宜じお 計まず 


貴 令を 製 ナイフ 銳筆類 

金 


屬 


みを 離 お 白 


を 胸 錦 類 


寶 禽金銀製烟||!^人を種 
が 令 美麗な ビ_户 時計 頸 


宫働車 運轉及 修理 決を 
日本人の 敎帥じ 化ち 親 
切 じ敎授 す、 泌雜の 道 
路も旨 も じ 
操 縱が出 ホ 
る樣 になら 
ますを 狀保 
証、 就職口 澤 化、 晝お 

敎巧用 じ クラィス ラー 

一九二 八 年 型を 使用 



シ ア ^ ル ぉ 輒 (午 詢十睹 ) 
を ふ， りが 見 ニ 巧が 丸 a 
あらび や 見 一二 巧 十一 二日 

ば^ ザ 丸 (坡淺 お 親). ニ 巧 十 丸 a 
ヤ 一等 橫冀 I . あを 萊 

值 L ば- ず お るん でん もな 一 を 五雜 
▼一二 等 B 本 巧 おお 康 客室 おを 造 案 族 室— 
. T 御 轟 望に お リー 等 割 則を 復が帮 發巧致 巧 侯 

ロスアンゼルス お 化 (午後 二 一時) 
らぷら たか 一二 月 二日 
さんごす を 四 巧 一二 日 
マ 一 菩橫巧 ニー 11 C 巧 化は わい かま じらを 奎巧 
▼巧 別 三等 日本 巧 五十 九 巧 ►一二 掌 目 本 巧 五十 置萊 
▼み 港羅 が 巧 窺を 切が 瘍 奪を 購入 御 幹 鹿せ 4 お 
►紐 育 線 パナマ 経由 日本 支那 巧 貨物 醋巧 一回 


日本 陶破 器雜貨 

ラム ブ卸賣 

奈良賓 易商會 


リ本陶 娘 黑雜貨 類卸賣 

ホ元ブ タザ ー ス 


円本 吳服 反物 キ モノ 

テ - — フルク ロ ^ — ス^^ 

謙雜貨 卸廟. 

懿 日本 ド？ グ 1 プ蘭會 

特別 廉楷で 乂勉强 巧 流 巧は 當 巧の 恃を 


十五 年の 歷を ある 當 校は タ 年の 
經驗ど 新 智識を おする を 師を聘 
し 自動車 
操 縱を及 
び 運轉者 
の 修得す 
べき 必要 
な 機關的 
智識を 短 
期 聞 じし 
て 最も 能 
率 ある 澈 
を 的 技術 

をを 習し を狀 獲得を 保証し 磯 業 
ロを も罔旋 します。 
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資本を 尝 お 圓 
拂‘込 巧 資本を 六 モ巧圓 
損 立 お 五 千 八 巧 四が 萬圓 

飾 蚊 三 ホ 銀 巧が 旨 支 お 

ネ巧 東を 巧 日ぶ 橋 腐 本を 捶町お 番地 ー號 
支店 ル お 日本 橋 乂の內 帝京) おお 
怕 I 名 古 崖 お 都 大お巧 ( 大阪〕 神戶 
强な下 關巧巧 巧 化 福 岡 長が 
'上が 倫 敦賽凹 水 

輸出入 爲替’ 電信 送を’ 化を を、 旅行 信用 狀 
巧 棠信巧 狀ぶ化 一般 お 巧 お 

人鎌賊 S 菱銀 巧— を 巧 

撒 おを を', 日本を 地 無ホ駭 巧？ 迅速 取投 
本 巧 預金 (を 期 通知 ノニ 拙) 御 使 利な 炭 
本支庙 東京 (本は〕、 大阪 、神タ 、巧 部 


►鄉里 送を 及びを 送を (無手を 輯 )> か 》 
巧替賣 貫、 荫爲替 取 お 取 立、 信 巧 巧を 
巧 等 一 殺 銀 巧 業を 碑 巧 巧に 取扱 巧 化 お 

g 賊臺灣 銀 巧— 出張所 

本 巧 襄潰臺 化 

ち 巧 巧を、 橫演 、大阪 、神戶 、上海、 巧 
ロ、 福 州、 廣 巧、 仙賴 、香灌 、廣 巧、 新 

嘉坡 、スラバヤ、 タマ ラン、 バタ ビヤ、 を贸 

々グ 々ッタ 、淪 を、— 巧み 臺潰 十四 ヶ巧 

一、 資本を 賣億圓 (垂額 拂达濟 ) 

一、 積を を か 千 六な 五十を 圓 

巧 地 本ち 巧；；： T 萬演 (本 巧】 巧 京大 お 
神ち 長 崎 下 お 名る 尾 

橫鑽ぶ 金銀な— ミ庙 

ホ 画を まが U 桑 港 濯を ホ ボボ 哇 
其 化 世界を 國ま 要郁巿 二ち 巧及ュ レ 
ス台 を孩 


ネ 巧 大阪化 淺五了 目 
紐 育 支 巧 紐育ブ 6 ! ドゥ 玉 1 巧 四十 化を 

籍 住ぶ 艱巧 

東京* 橫淸 * 名齿 崖、 巧 都" 神戶 
4 戶 I 尾ノ邀 、糜 島、 吳 、柳が、 下ノ關 
お ま 里 巧 司ぶ 倉、 お 化、 碟タ 、久留 ホ 等 
本菌 預金、 鄕里 送金 等は おめ 

て 御 極 利 迅速 じ 御 取扱 可 申 お 

1 


本店 朝鮮を が 

ま 店 ぉ 張 所は H 本內 化の 樞要郁 巧、 朝 お 
滿洲 、ま那 のを 化 あび 滿 捕巧德 

朝鮮 銀行 紐 育 あ 張 所 

外 國爲替 一般 銀け 業務 精々 御 便利 じ 取圾巧 
申 上 慎 


藤本 證券 會社 

:般 ちが 部が ノ贸 買、 引 巧、 募集 
▲を 離* 並-一之 こ 關スグ 一切 ノ 業務 

録献 藤本 ミ 7。- 力— 銀 巧 

級 育 出張所 


魄杳坡 お ニ 遇 一 闽ぉ帆 j 
▲五ム プレス 巧細亞 (11 T 客 0 增) 一 

二ち 廿五 H j 

▲で ム プレス 加 余 太 (ニクを 0 巧) i 

ニ 一巧 十と H I 
▲エ ムプレ マ 露巧亞 (ま、 查 0 唯】 I 
四 巧と 呂 

A エム プレス 强細亞 (云ろ 00 顿) 

四月 廿ホ日 
一等、 二等、 互 等 巧び 下等を 設備 
最大、 善类 、最か 走の 東 巧が 巧 船 i 


日本 题體會 を (並 ニを 留道食 社) 

化理 巧. 巧 欄 児 弟薩會 

乘孽 、乗船 切 巧 ホ じみ 荷物 運送 御 巧が じお摄 申しまず 


精々 勉强巧 化 御 引 立願 上 候 

陶磁器 雜 貨卸賣 

眷 .巧 厳會 


M 本 陶器 雜貨 

ドラ 4 グ^ ^ ツ 封販賣 

II 残 木 桃 ホ 組 

MOOI , MOM 020 产0>.,1^:. 

105- E . 16 th St ., N . Y •ぎ Siuyvesant 8 票-で 7 


li 

な 高 おな 社を ダン マを 叮 i や： J 親 
切 じ敎授 します。 

吾 SS.Li 弓 81 云 20 w .82 =d St . Tel.T 互 岩 ar を a 


賣度 


ジ 31 カア入 ニサ 巧 
化 用、 極上 ボカ々 
ブ八 化台賣 度し 

Z . 品 岂 YA • I 
K 呈呈是 す n 星 k . Go こ呈 写で C 呈巧 IjM 

一過 五 弗 及 八 弗"^】 
人 又は 二人 じ 適よ、 
市廳へ 十み タィム スス クコ^ 1 
へ廿 五を 電話 カン バラン ド 登 一 丑 

18 三 雪 F Bikl ミ 黒 縣梅も 

キ ヤン デイ 敎ぉ 

ネ ヤン ディ 類、 フン レ チ ペ- 
トリ—、 ゥ エツ デン グ及バ ，— - 
デ ー ケ^ — キ、 興 他 キヤ ン ディを 
菓子 等の 造ち 方を 晝夜兩 科 が 
ちて 敎搜 します、 希駕 者に 庄目 
錄 J を 進呈し ます 委細は 左 心 

The Iridor Sch き I 萬 9 Lex 基 登 Ave‘ i 


ニ 巧 十日ょり 廿日を (每夜 十 時 まて} 
場所は 自本 俱樂部 (御 來觀 歓迎) 

掘ホ郞 邏作晶 展覽會 

栽 事當巧 じて な眞巧 開業 二十 餘 年， の 虞 今回 
都を じ 巧な 歸 P の爲め 記を 惜別と L て展覽 


ブ- ナメ^ ホ^ の 特を 

扫 本人の お 買物 じは 特別 掛 員を 置き 無 
巧で 御 案 巧 致 升 電話 父は おず 紙 次第 御 
訪 間して 御 便宜を 計らが めての お ホに 
對 してで 榜じ 注意 致します から 是非 お 
立 寄を T ひ 巧、 ボ内 配達は 勿論 n ネ其 
他を 地 宛の おお 物發 送は 當 ホで 致し 升 

ジ身ン ワ ナノー カ！ 


ハィカラ じ 紳± は 

な 立 服 を 乃 ロ しまず 

夫れ は_宜< 身 じを ひ、 見掛け U をく、 を 
して纸かをょ^も長持もする事をかつ て 
るからで す。 弊 巧は タ數 n ホ 紳± の 御用 
をを ニて 居まず。 

M : 化廣を じて 御 ホ 巧の 方に け 

六み 割引を します = 

御 注ぶ のを 巧 じ 係 はら や をら 巧 一巧 ホて 
見て X さい 

ウホ ルカー エンド フロ リオ 洋服 巧 


夏場 グ 1 ム 向き 

今回と 記の おじ 移轉し 日ぶ をび 獨堪 製な 
具、 攤貨 及び 陶器 類 孽夏矯 ぉき 品を 部 取 
揃へ 践 列して 居ます から 御 ホ 純の 節は 是 
非 御 立 寄ら 御 一覺を 願ます 

を-— テル エンド シ厶ゾ ル 
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衰運 挽回の 一策 ミして 

特殊 商品 y 融述 ずる 提案 


紐 育美 術 雑貨商 組合の 新計盡 


紐 育 お 術 雜ち曲 化を は當 
巿 じがけ る 巧 人の 小贊 商を 中 V む 
じが 人の 輸入 商 ホに 夏 墙餐萊 を 
をな て 組織され て 担る が、 まる 
十二 日が 河 添 旅館に がて 定期 總 
曾を 開き、. 前年 ほの 事務 會計報 
吿 等を 了ら じる 後 本年度の 役員 
選擧じ 移ら 投票の 結 お 姐 合 おじ 
香 巧 龍 雄に、 副 組を おじ 高木 ホ 
み郎 氏、 佐 藤欧藏 氏、 貪 計に 敝 
本 誠 一巧、 幹事に を かお 巧氏當 
選し を計檢 进を眞 じ 小 巧 山 宇一 
郎 、树 野太 藏 S 兩巧 選擧 せられ 
評讓 員は 前年と 时じ顔 觸れと 巧 
をした。 引 結き 娘 事に 移つ たが 
香 西 組を をよ-^ 巧 人の 

巧 じ 長期に 直る リ！ 
スを 有し 比敎 みほ 廉の 家賃を 支 
拂ふ ものは 相當餘 がを る も逐ザ 
を 貸 昂騰の 傾向ん ら化儘 推移す 
れば 益々 巧 詰よ るの 外い* かるべ 
(、斯 かる 寮 巧. ゲ挽闷 する 何等 
かの 良 巧を 謀で るゾ 必要 わ.-^ わ 
ご 提唱 I 、 化づ 第！ 當 面の 策ピ 
しては 時殊お 品を 融通して 新生 
面を 閒く ベく 巧 力して は 如柯ど 
述べ あじ おし 出席 組を 貢よ ち 補 
補 恵を を 提出し 討議の 結果 新せ 
役員に 一巧して 具体案を 調査 硏 
究 しがる 上 じて 巧ぶ すべし ご 云 
ふを ごな つた。 是れ じ關聯 して 
一淸息 通は 語る 

本年 は 大統領選 擧 のな 戰 
を 目前に おへて 居る が爲 めじ 米 


厨の 巧况は 因習 的 じ 不巧潑 なる 
べしごの像感^^ 1 般的じ搏播さ 
いつ； あるは 事實 でめる。 随て 
化豫 威に ま おせらろ 》 が 衆必理 

主 マネ 1 サ アキ ユレ* ~~ シ 3 ンの 

緩 おを 誘起し 不景 氣^嚷 轉を聽 
く-し 至る であらう。 乍併實 際の 
上では 树 等が 觀 ずべき 招 面が あ 
る の で はな い か ら商^^買ん自身ホ 
おを 振 かし、 工夫を 凝らして 邁 
進す るぃ ょら だ ホれ 巧畏る I ; は 
な：-给である。 唯巧人の小||贤南 
諸氏は 傷 ホの 方針を 固執して 保 
守一踰 であるから 行き詰ま 6 の 
外は。 いので ある 0 

幸 じ 特殊 商 おの 融通が 實 
巧され I じ 幾 かう ィフが 這 入る 
をし ならう。 削 も 目 家 商店の 位 
嚴 、附近の み 人が 巧が、 J ンド八 
しつ i ある 荫お 及ブ賣 憤、 リー 
ス ごの 願 係 等を を 杏したら 後假 
かピ 一時的に も ザよう ンザ 類を 
販黃 する かむ ホ ピ考 ゆるな 
らピ 組を の 保証 义は 翰旋じ 依な 
て コン サィン メント 若し'.〜. は 化 
の 方法 じて 巧 おの 雜 通を をけ 之 
を 試 貴す る iw むるべく を やし 
も 日本 陶磁器 雜貨に 局限す るに 
及ば や 米 國製馬 及び 歐洲 おじ 着 
眼す る も 强ち不 ザな 力るべし。 
要は 巧 おに 對し 自信 ある ジャジ 
メント をを する i 、 組を 員が が 
同 ホ 調を 執ら 自殺的 S 殿爭 をな さ 
ざる 主で あるが 化 際 是非 巧 詰ら 
を 打開ず をが よいる々。 


大鑛 藝會は 空前の 大 入け 


約 千 人の 入 瘍で壽 司 請の 盛 お 


旣賴 が 育 n 本人 會 か 會部丰 催 
の 同胞 慰を 大棋 壁會 はお 部 委員 
ぶび 臨時を 員 S 周到 リ るを 備ど 
熱必； る 運動 か 効た 奏し 去る 十； 
一日 紀元節 巧.：： 午を 屯 時 開 横 じ 
先 もて 入褚者 殺到！ 午後 八 時 じ 
九 か 通 b の 入場を が あつたが、 
內か總 領事 化理の 閒會の 辞を 陳 
V つ I ある 間に 滿棋 立錐の 地な 
きまで 毒 司 詰の 盛 巧を 呈し乂 儀 
巧總数 八な と 十一 ニ お 岡 巧の 子女 
駭十 人乂摸 券を 用 ひざらし お演 
者 も あ b 乂入化 山め の 巧め まし 
く 歸途じ 就いた もの も 一二 四十 人 
あつて 約 千 人の 火勢 じを しを 前 
の 化 巧 どま ロ はれて 居る。 を 刻 お 
巧 委員. をを 巧化づ 巧山懲 領事 化 


理を紹 かし* 內山 巧の 開 會の辞 
あ 6 夫 ょら 腺 本 誠 一氏 說明役 ど 
な b ぞ數 ホん 觀 をの 爲 めじ 暢達 
なる 巧 語 じて 一々 親切 じプ C グ 
ラムを 說 明し 前号 巧 報の か',、 己 
曲 合奏 ょら 順み お 了した か、- 當 
巧の 舞を は經驗 ホ， •石 本文 學± 
の 監督 じ 依ら 凝滞ず る 所な くス 
片 K 八 進が—. 頗る 快感を 觀を 
じ おへた。 午後 九 時 十を々 憩 後 
おど b 、 提琴 獨奏じ 巧いで 喜劇 
『お 白が 巧言』 ニ 幕を 演じた るが 
おを 齋伯苦 也の 背 致は 非常の 巧 
評を 博し、 登攜 人物 ヌ銳れ も 適 
が 適所 どのを 評 あち 喝采 裡じ溃 
了觀 客】 岡滿 をの 蔥を 表して 散 
會ゼ るは 午後 十一 時 四十を。 


日曜 午前 h 1 時 

本紙 虔ぉ U 本人 最初の 加特カ 
敎司 おに 巧 やられた 同を S 島 僧 
早 巧み 之 助師は ホる 十と H デグ 
セ 巧に て' ノ 1 ブが 巧ょ ち暮 が 
すべ < 同 師滯紐 中の 歓迎 プ 。グ 
ラムは を 腿 午前 ク キン 師ゥォ 火 
シユ師 等 ど 早 巧司敎 で' を 見す る 
をを をで もる. か ホる 十乂日 (日 
幡) 午爾 十一 時ょ b 岡 師の爲 め 
じ莊嚴 なる 御 粥 撒 (パィ マス) を 
第五 柄 五十 下目 巧聖 パトリック 
わ 伽藍 じがて 擧巧 する 由で を大 
聖を じは 大司敎 へ イス 聞 下 あび 
司敎 ダン 閣下 も 臨 壌すべく 當 H 
は 信者た る V - をと を 間は ず槪迦 
し H 本人の 爲 めじは 削 巧の 設備 
あら 义股 裝を隨 意で ある どを ふ 


紐 育 R 本人 會 

理事 例會 

會舘 基を 間 鍵の 論戰 
御大 典 祝賀 委員 選 巧 
本 巧の H 本人を 理事 例を は 昨 
~ 十四 n 化 都 じ 於て 關 かれた が 出 


席 巧 事 云 十二 名に 逮 した。 草 信 
會長 幾を 席に着きを お 子 書記長 
化 巧の 指 おなげ、 前 食記錄 が 讀 
を 務報吿 わら、 ま 田な 計の 曾 許 
報吿じ 隅し ニ 一二の 巧 問應答 あち 
てを 詔、 公務 部 よらは 氷 谷 委員 
人が 乂化 巧是會 、木 邦 學童か 品 
着荷、 移 ほ 法の 惟 移に 瞄 する 報 
:吿 、お出 社 食を 真を よ b 大溃藝 


j をの 報吿 、地主 商務を 員を よ b 


k . 


本 巧 二十 六 n i スト ラント 業に 
隅す る 懇談 會開 確の 報吿 、鴨 ホ 
共濟 委員長ょ 6 舊臘 刑を 所 病院 
孤を お 等 訪問の 會計 報吿ぁ b 夫 
ょら 會館 をを 所み に關 する 特別 
を 員 會の報 吿討讓 じ 移りが 岡委 
負を 缺 席の 爲め香 巧 委員 化な て 
說 明を 試み 『會雜 設摄の 方針を 
持績し 進む でぶ 金 裳 集を 員 曾を 
設 をし、 间基 をの 利殖を 謀る』 
旨を 述べを ホ •織 田、 水を S 理 
事の 巧 問ゎら 水み 理事は 該報吿 
をを 認し 巧を は總會 の决議 'に從 
ひお資 巧の 承認を 終て 普 逆を を 
又は 特別 あかじ 移すべし との 動 
讚を 出し 織 m 神事 么 じを ぶし 
を 困 巧 事は 『一應 を 員會じ 返上 


してち 燕を 遂げ 具体 まを 要求す 
ベ. し』 ど 陳べ盧 見 巧 巧 採み の 結 
お ま 川 まは 二十 票の タ數 じて 通 
過し 水な 巧 事 S 動遙 はが 滅じ歸 
しじ。 ホ 終 ^ て 御大 典 祝 お 恃别 
を 員 食設廣 のか’ 天 接 節 祝賀 曾 
開催の 件 其 化 ニ 一二 化を 可 巧し S 
巧 事の 補 缺遇與 を 巧 ひ內山 領事 
のを お 戰ず间 顧談が あつて 閉會 


早が 司 おを 迎 へて 

御 彌撒執 巧 


滿鐵 でお歸 招聘 

去る 一巧 中旬 大 速から 上京せ 
る 南 滿鐵道 社長 出 本 條太郎 巧の 
發 おした 滿鐵 事業 檐張 案のぅ ち 
鞍 山製鐵 巧の 規模を 增大 する 一 
項が ホる。 を 計 書に 基き をら じ 
五な キ 0 嚼媛鑛 爐を提 えがける 
ミと なつた が、 本社 ょら 當地事 
お 巧への 命み じおト "ホ 顏窠 一流 

の ユン ジ ニアで ゐる ペリ— ン • 
エンド •マ！’ シャ术 ど 巧 渉の 結 
果同商 會の推 黛 じ 化ら ボーグ e 
グバ ー ス 巧を 招聘す る ミミな 
問 巧は 泳る 二十 四 H 晚を坡 巧 
化み ュ ムブン K 强細亞 号 じて 渡 
H する 善で ある ご 


を 東少將 一巧 

ち巧陌 H 大が 化で 着 桑の 海軍 
々將を お 昌喬巧 •お 越-を 永 雨 
中を の-巧け 太 ホが 沿岸を 視察 
し 二十 ニ U 蒂旌頓 じ 着、 夫ょ b 
ゲト n イト、 巧 俄を を經て 二十 
义日 お着 紐 馬 越 中佐を 除き 一巧 

は 己 巧 九 U お 化の マ ジュス ブイ 
ク號 じて 渡欧の 豫定 


國ま蠢 化 展覽會 

輕ま 康雄壽 伯は 目下 マ デ ソン 
巧 ホが 番の ダニ 王^ 壽房 にがて 
『间 顧展 寛會』 を 開催し つ \あら 
閉會は S 巧 一二 日の 由で 巧 品は を 
計 二十な をの 內 『曉 を吿 ぐる 鷄』 
『林 機を 盗む 少年』 『幸福の 島』 
『强 き々 ど 子供』 『夢』 『船長の 
娘』 『水を 怖れる す 巧』 なでの 
逸 什 も ある 由。 


ぉ 人が 人 


•小 巧 文 太郞氏 一二 ホ 物 產紐育 
ま 店員、 本 化 詰を 命せられ 二十 
一二り 家族 閲伴 おを 西け 二十 九日 
を 港 出帆の 天が 化 じて 歸朝 
♦永 島 政 太郎氏 一二が 物産 生糸 
部 旨、 あ 族 同伴 天げ 化懊 じて 一 
時歸朝 

♦今 ホ 精一 ニ 氏 一二 井物產 會化榜 
腦部 貴、 南部を 經て 西巧ネ H 桑 
潘 ホ 帆の 大洋 化 じて 一時 歸孰 
♦大掘 篤 巧 基督 敎 修道 會 牧師 
ホる 二十 一日 當地 お發約 六ケ巧 
のをを にて 一時 歸朝 
參化巧 夫人 入院 大阪朝 目 紐 育 
特派員 化 野 ま 巧 氏 夫人は 胃 勝 病 
の爲め 去る を 曜日 グザ ミン 病院 
じ乂院 したる が 逐日 輕げの 由 


•冀 輪が 巧 前年 橫濱 あを 銀 巧 
當地 支店に 在勤せ る词 氏は 今回 
を 渚 ま 店 支配人 代理 ごして 巧び 
ホ 米せ る 由 

•が 井 知 至 巧 第一 外 园語學 校 
校長、 まる ニ H 着 紐 五六 巧 頃 迄 
が 育を 中 必じ滯 留の上 渡英の 望 
♦鞍橋を 義巧 住友 银巧お 張 調 
杳 員、 アン トュ T 号 じて 十四日 
着 紐 ホ テグ マグセ ー ュじ 巧を 


◊ 


◊- 


日本 巧 タ：ル 


!◊ 


ク 


締切 短 育 本局 午後と 時半 
ニ 巧 十 ホ 日 桑 灌經ぉ 

ブレス ザント •ァ ダ. ムス 号 

ニ 巧 十九 日 沙港經 も 
富 山乂 

ニ 巧 廿日 ビ クト？ ア經由 
で ムプン K •オブ .亞細 盛ち 


又 ペシが 沁 


巧で i ある 

流行歌を 集 •一二 0 

今は 夸る 

新 流行歌 集、 四 0 


新し' 


歌劇の 歌 ミ 
最新 流行歌 •四 0 


か 桐 兄弟 商會 


日本 替置 郵便 


人 會 

左記の 郵便物 當 事務所 じ 留置 
お 么候間 自身 御巧訪 下さる か 
若く は 住所 御 通知 被 ：ト 度 候 
藤 巧 兼 巧 A 野實ボ 今巧您 
衛 ホ 出身 藏 G * ィシ ナリ 
(靜 岡ょり) 加 藤 A 貞次栗 
原 親義ゼ I ム ，ず 岩 お 川 
輝 造 ノミ政 太 郞野陋 皆 助 
大族 かが 旧 中を き 子 サド 
メ 香み 郞 {台 巾大脇 美化 發) 
ソマ •トシォ 巧 本 (福 岡 ホ 

マキ 巧を) マ グシタ •シ ヤピ 

り 横 井榮藏 テ ー 大村 (博 
义舘) が 本 力 ブ ー •セオ 


紐 育 日本人 會 


2 普 w .5? thst.Ne 三 星 JJ . 
ぎ呈 umbus 養 7 



が 割 五分 引 

ち 二十 五 T 目 


^じ巧：^風呂 




J づ 


晝 間一张 ！ 晚 ) 弗が お 仙 

巧ず 入口 一 さ W . ニ 置 susr 7ず A ま. 
婦人 入口 1 装-養 定-ニ 害 st . lie ミゴ吉 ve 

J 
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居る。 

个 个 个 
別項 所 報の か，、 巧 角の 太平が 橫 
斷が巧 も 今や お悲 おず べき 狀態 

に 階つ てぜ るが 

橫斷 がわ 機を の ものに 就 
ては 斯 がの 權 威を が 瓦 じ 造詣を 
傾けて 設計し 神 戶巿の 川 西 飛 巧 
機 製 か 所でが 秋から 工作に 取 h 
掛つ たもので あるが、 柯 しろ 日 
米 間の 大诞 巧八モ S ぶが キロ ニ 
蓄 巧を 一氣に 翔破す るを 設髓の 
重嗯五 トン 半 どい ふ 化 巧が 空 あ 
初めての ものである 設副 檢杳の 
結ち も 弦 玉 大佐の 云 ふ 如く 固》 
の體面 じら 願ォる 問題で あるが 
この 外 じな 玉が を 官£ 或る お 間 
飛行家に 威 情 上の ある 隅 係が あ 
ってを 玉 大佐が 

が ■^逼 に橫斷 機の 不備を 鳴 
らし 瓦つ をの 內 患を も 人 じ 波ら 
した どい ふ樣な 香し くない 增も 
流布され て 居たら ので ある。 が 
かし 一方 太ず 洋橫 劇のを 滕 、藤 
本， がな 旧、 諫訪凹 飛行 七に 對 
する 霞ヶ 浦が ま隊を 指揮官 速の 
訓育は 熱必を 極め ニ 巧中甸 頃に 
は 計器が 用法ら 十を じ 修得し 終 
る幾定 ' i なつた ので 同月 末ょ々 
實 施すべき 長距離 飛い の 具 ホ 案 
を發 おした 0 これ じょれば 

最初は 霞 ヶ滿の ニニ 式鑑 
上を 裝機 ニ臺を 使用し ニ 巧 ホ H 
じ おぃて 霞グ滞 化が 乂 が 小を お 
島 ホ おへの おが 猜 巧を 决巧 おが 
しみ 上 四月 上旬 太 ホが 橫斷 練習 
機の 完成を 侍つ て 第一 回 霞ヶ滞 
台 徵上お 間 (藤本 お 江 田た う 乗) 
第二 问霞ケ 浦 朝 辭大連 間 (後藤 
諷訪 たう 乘) 飛行を み 巧す るは 
づ でもる , .0 


無產黨 融和 不ぶ 

東京 特電 十六 日發 ：：：： 無産を お 
の 離 化は 攸 おご L て おらず 選擧 
おじ 地盤 葵 縮の 度を を ご。 

宮崎 ホ人大 奮闘 

東京 特輩 十六 日藉 = 宮崎龍 か 
巧は 咯化 W ホが が じぁる か雜卡 
ホ 人は 看護 旁 選 擧運勸 ご 圆ひ續 
けて ム る。 

おを じ强 請出沒 

ま 京 特電 十六 日酱 N あ 巧 立 お 


藏 相が 鼻て 笑 ふ 

ま 京 特電 十 セ日猎 n 通貨 收縮 
の 目的を おて 國馈 の處 をを j 
流 銀 巧 おを 壁し つ i ある も S 
±藏 巧は r 炼 b 蟲が よず ぎる J 
ご 鼻で 笑つ て 居る。 


補 者の なち にが 入 6 選擧 费を强 
請す るるが 流 巧し 鉛 木な 十-が 巧 
はとな 圓 、中 溝. 玉吉 巧は ニな 五 
十圃 其化タ 歎の 被害が ぁつた。 

久原 巧に 對 崎ず 

東京 特電 十六 發 n 民政 黨お補 
は 山 ロ 縣获町 じがて 义原房 之 助 
氏に 對抗 してぶ つた。， 



建麗 機不充 みで 

太平 泮橫斷 中止 グ 

監督官 側で 檢普 5 結果 建て直し 

協會 側は 小手 試しを ま 張ず る 


東京 特電 【タ井 ムス】 十五 日 
發：=りネ帝齒が巧ぉおのま椎{ 
るお毕 巧巧斷 がむ おは 川 西 製が 
所で 

建造 にを ずし 巧 b 約 四み 
のミ义 主で 出 ホ-^ つたが、' これ 
が 藍 替官糜 である 遞倍 ちから 出 
張した お： 虫が を 宮が檢 をした 結 
お 一機は 共 じ乂洋 構斷機 どして 
じ不ぷ をで わるく 制定 さる •、に 
ま 6 がわ 協 田々 頭 山田將 軍は 兎 
も 巧 も 一機を 破搂 する 覺 悼で、 
小手 試しを わ ひ 3 て 新 磯の 偉み 
を 示した 上 巧勘鴻 巧を み 巧す る 
どま 張 L 橫斷飛 巧の 前途に 時な 
らリ昭 蜜を をんで 居る。 哪も琼 
玉 火 佐は が 巧 機め 

機 造 をの ものが 既じ齒 際 
航を 委員 會で 制ぶ さむな 舶巧搪 
のをを 巧に 適 化さむな いのみ。 
ら ず、 機み だが ど 長さがず をの 
ダ ソリン 搭載に 耐へ 巧。 いみみ 
ならす、 飛冀の 組織- = 餘 6 じ輕 
いか あ媒で わる こごを 承設巧 
おの 巧 も i して 居る が 飛が 協會 
侧 ごして 今 ちら じ 磯の 鼓' 計 其 化 
をを が 根本的に な 盤の 上 お 媛を 
おおす るには 到底 謀を の 飛が 视 
日で わると 八 巧まで じは 閒 じを 
はや， をれ -w 後 S が 巧な 天候の 
i 上 

絕對 じ 不可能で あらから 
この 苦情には 大いに 頭を 惱 まし 
て 琶る換 SS であるが、 國隙航 を 


委貸 巧の 規則に がふなら ば おし 
横 斷飛巧 機 S 能力に 就て 不器が 
まじた 蹲を これが 耐久 方は 磯を 
破 おしてが 綠し 得る ごがを され 
て 居る のでが 巧 協脅侧 ごして は 
窮 おの 一策 ごし 一機を 破溪 する 
愛 悟で 試驗 耐久 飛 巧を 申 おでた 
ものである C 山旧將 軍は 右に 關 
聯し 『をし この 飛 巧 じして 巧 年 
じ 延期され る樣な こごが ホる。 
ら ぶ、 自 巧は 

切腹 する か、 巧 ホ じなる 
外は ない』 と 冗 藤 おりじ 言明し 
て おる が 飛行機の 不まお U 彌巧 
資 をの 碟金じ も駭變 する ので 協 
肖 側 f は 狼 おして 居る。 而 して 
製が 巧の 翩巧 技師は 新 飛 巧 機 K 
翩聯し 『自 をは この 中に 從 ホに 
。い 親ら しいら のを 製作した の 
であるが を 玉 大佐， 心 これを 認め 
^て吳れ；：<'い』 ど辨やるじおし、 
を 玉 火を は 『が 特關內 君け な 派 
。天才的^:^お師であるかも知れ 
ない が、 問題は 彼 自身の 巧" 閒を 
採る か、 をれ 共 

世界 の 满巧聲 巧 家 じ 依つ 

てを めら れ たらのを 採る •しある 
のみ』 ビな感 し、 この 際を 方面 
の專巧 ホを 網羅して 機體 を檢査 
せしめて はでぅ かごい ふ 巧 協 案 
じ對 しても 巧 玉 大佐は 『が 製驢 
逛 のな 飛 わ 機 e この 化擧じ おで 
るのは 國 索の 體 面に 關 する』 v > 
針ら じ 頑 どして これを 拒 鉛して 


ご一 大臣 y 相手に 

勞農 驚が 訴訟 提起 

n 、 こ 共に 深刻 ごなる 選擧 の于涉 

大山 巧の 運動員 悉<檢 束 さろ 

東京 特電 十 セ曰發 i 選 擧戰は 今ゃを 圓を述 じて 白熱 
化し 化ぶ 曾， レを 越ろ 部に 向 ひて 激擲あ 報を 發し 民政 黨も 政府の 
壓 迫、 地方を^ す ぉ 巧爲を 結々 吿發 すべく 選 擧監规 員を 激蝴し 
つ i ゎるが おがを 川縣 ，ご 一二 ±喊 化ご關 ひつ I ぁる 大山 郁夫 巧の 
述聊 おを 部が 檢 がさる i じ ま b 、 H 本巧麗 篤は 妓府の 不法 巧爲 
にお 慨 して 鈴 木 内 化-一二-^ 藏 か、 小川 機 相を 逃舉法 違反、 選舉 
化 寒で 吿较 する に まつた が、 秘 端。 る壓 をに 藥權を ぁるを 懸を 
しが U 巧 聞は 能 一曲に 赤 ィンキ t 『干涉 を 恐る liy 買収を 排 
せょ』 ごが 刷 I て化閒 のな 目を 栽いた。 が ほ 巧 诚縣稻 敷 郎裔旧 
がな 瑞は 火を 媛して 選舉 人を 簿を跡 方 も。 く燒 いたので 選擧日 
はが 則され た 

東京 特を 十六 日 蝶 N お 逃 與の開 恶は巿 部は 化-日、 郡部は 廿 
ニ H で述 くも か 一二 ロ 化までに はを 闕の紀 巧が が 明す ベ/、 東京 お 
はか - ^中じ巧がするでぁらぅどをはれてぉる巧ほ逃を閒日も 
切迫した のでみ 巧當 おは 巧縣 知事に h 巧を 命じた。 


首相 巧 階を 蹤< 

ま 京 特笔十 セ日發 = 田 中 首相 
は 自身が 吹 込んだ 逃 擧が說 の レ 
n — ド あび おな r 戰 ぶ』 等を を 
图の 巧鄉軍 A 團 だが じ送附 して 
問趟を 惹起して ちる がが 旧 其 化 


からこれ を 送 おした もの も ある 

帶原男 名 古屋へ 

東京 特巧 十々 日發 H 前 外相 根 
巧 誇 重 邮巧巧 巧の 如 < 段 政黨應 
授の ため 十五 H がを を 崖に 向つ 

マ J つ 


本を 東を 特電 (紫 お巧轉 載〕 


芝 公園 瞄近 大火 

L 十 セ 日】 を公阁 巧四號 地は 十 
お H が 出 化しが 興 巧 ぉ 張 所、 
鐵道省 宫舍等 十二 タ燒 失した 

お视 貨物船 爆沈 

【十 セ 日】 S 莖扱 ひの 巧國 漁船 
ナ ユキ— 號 a 巧 油を 滿載八 丈 
島 沖 (橫潰 ょら ニが 五十 哩) 
で 爆沈し 船長な 下 十四 名慘死 
しか 一名 救助 さる 0 

兩 陛下 お轉 九月 

〔十六 日】 樂 上、 皇后 兩幡下 じ 
は 九月 赤阪 離宮 ょら 宮城 内へ 
御 移 轉じ內 をした のでを < 四 
十で 圆の經 養で 修理を 巧 ふ 箸 
巧 ほお 局け 廢化 された。 

西圃 寺を 爵感胃 

〔十六 日】 興 津の西 圏 寺を 望を 
は 風邪に 罹 b 跌巧 中で をる。 


大ハ合 翁奇禍 負傷 

一: 十六 日】 あが 紐を の 元を _ 天 各 
磊兵衔 翁け 鎌 倉で 人力 お节自 
動 車 ど 衝突し 打撲傷。 

兩驅逐 艦 衝突 

^^十六日】 驅逐艦第十义号|_ 游 
化 云號は 一二 出 巧 沖 じて 滿^中 
衝突し 弼艦 おじ 大損 傷を 一家ら 
吳 軍港に 辿 b 着いた。 

新發 見の 删瑚礁 

【十六 日】 舘 山海 岸十嗤 沖し 珊 
瑚礁 .か發 見され た。 

難 關は金 輸解馨 

(十六 日】 を 田 銭 巧 お會庵 ぶじ 
がて を 田 善な 郎 巧は 『を 界 
の 難關け 金本位へ のな 活 じあ 
る。 今を 金触界 のが 轉ご 巧と 
は 日銀 特別 融通 諸 間 題の がみ 
じがつ』 ど 云つ た。 



洪水 防止 豫算 i 巡洋艦 增加 
はみ 巧 か ー を ホの 失業 調查 
比島 人乘客 肺炎で 磐る = 娜 
の 金 輸入 稅解藤 == 拥 米會議 
ご 移民 fi 英國 ，、一海 ザ 裁判所 
條約 i/ ピレ將 軍が ホ 極 ム 


【ワシントン 十六： IT 繫】 大統 
領ク ） リッ デ 氏は ミシシッピ キ 
が 地方の 洪氷巧 止 巧 どして 囊じ 
はフ ー ゲァー をを 調査に 派遣し 
じがを み 後 陸軍 エを隊 の 調查じ 
依を 像 算ニ億 乂モ巧 巧、 この 中 
じて 中央 政 痛の 負擔八 割、 を 測 
政が 削當 二割 まに 賛が しこれを 
下 魔に 姻附 して 條賛を 求めた る 
も' 下院では 別 案を 挺 おし 陸軍 エ 
兵隊 案ょり 更らじ 一億 八 千 一二な 
方 弗 ■豐 用を 部 中央. 政府 食嬉案 
を据 おした、 該案 じ 依れば 現 化 
罹が 地々 ホを 當督 しつ i をる 洪 
水 委員 及び 陸軍 エを隊 の 化り じ 
四 人の ± 木技帶 をを むと 人の 委 
貴營 を識會 .ょら 巧 かして 直接 衝 
じ 當 る ，と VJ つ て 居 る 。 

(ワシントン 十 ホり を】 ホ國 
のが 軍々 做 横 張 ご國み 輿論の な 
お •！ 關溃 .'て ド 院お帘 委真ブ 9 
テン 氏は ホワ キト • ゥスに 大 
統領 ク！ リッ デ 巧を 訪問し 数 時 
閒 じ. 岛 なて 懇談す る 所が ホつ じ 
結裝現 化の 赌巧 案じ 太 修正の 細 
へらる は 明白 どなつ i 一‘ が大 
統領 ごして は 化の 顆艇補 あ 乃 ま 
媳 張に 就て はを し 輿論^ 反勒が 
あれぶ 譲 ホす る 意向で ある もの 
の 巡 洋偏廿 五 隻の增 加 だけは 如 
巧^:^る場を-しがても巧巧する こ 
ィ J を希绍 しつ、、 ある もの I かく 
若し 巡が 艦 本位の 擴 張を ずれば 
豫冀は 約 四 億 弗 お 度 じ 化る であ 
らぅ ピ 0 

【ワシントン 十 ホ 日を〕 ニユ 
ョ ー ク卵 選出の が ' h 院議 員フグ 
ナ！ をは々 H の 證會處 女 滿說じ 
て 三 ユョ！ ク如 知事の 失 震救濟 
策 ごしての を 路楷張 計 劇 等を 引 
例し 勞働 接を じ 割して 現な をァ 
メ 9 力 •し 挂る 失業者の 正確なる 
數を 提示を ホめ 岡 時 じ滋钓 はこ 
れが巧 策を 謀 や，/ しごの 化 藩を 
描出し じがを は 度ら じ 委員 會じ 
附 托され 不日 上程を お】 をで 巧 
かされる 酱 である 0 


. 1 : ホ ノル グ 十六 U 發】 m 本は 
巧 巧に U い 寒さの 爲めブ レ ニァ 
ント •ク リ！ グランド 號 じ^ 乘 
して 橫濱 じを 港した フ キリ 
ン乘 客め 大ぞ較 は 風邪が ぶす 肺 
炎 どなら 航触中 じ 十ち 人は 雨 己 
し 他 じ 重態のを を 十五 人を 苦 じ 
た爲 め同號 2 おおを 急いで 一日 
早 （當地 じ 入港、 重病 患者は 臨 
時 上陸せ しめて 當 地の お 院に化 
容 された が 他 じと をの 患を をる 
も 左程 重態では ないど。 一 
(パ 91 十五 H を】. ボァ 乂々 
レ 1 內閣は 政府案 ごして 驟がお 
ホ 重に 奠闕 ょものを 輸入 制 吸の 
目的で 騎 をされ た 金塊 輸入 親 ニ 
みの 解瞭 案を 議會じ 提出した が 
右は フラン マのを 本位 闽復 ご 典 
じ フランス 銀朽が 目下 ニユ 3 ! 
ク じぁる 爲替資 を 十億 弗、 り ン 
ドン 銀 巧の 化が 正貨 等を 早晚取 
をせ る 前提で ぁる ど 認めら わて 
居る. が、 經濟 通で るる 前 藏かマ 
1 サル 巧は 論文を 發 表し 米國の 
を 利 吐げ は 今後 資金の 踰 ぉず 嫁 
少 すべく 從 つて 縣洲も 今後^ 本 
を 敢てァ メブヵ じ ホた る必 
く歐洲 にがてな じ融 姐し 金よ 位 
回な 後の フランス も戰前 じだる 
財 ホの 位置を お活し 措る 黨扛タ 
しど 述べて 居， な。 一 
〔ヮシントン 十五 U 發】 ホン 
タナ が遵岀 上院 強眞 ヮルシ 氏 
のを 米 屯々 トラスト じ縣す f 議 
曾 調を 案は 共 か、 技 ま 兩黨が 守 
派の な掛强 < 反 勤 派な ジ 3 --デ 
ァ卿 選出 幾 員ジョ ー デ 氏を して 
右 じ觸聯 （た 調杳を 聯邦 貿具取 
引 委負會 じ 一巧す るの 條正 案を 
提出し ねが， 巧 案 派は 政府を 員 
の 調査は お 厨 龍が 蛇が じ 終る-ご 
盛んに 反掛し 討論す る こどみ 十 
時間、 諮 事は 珍ら しく 化の 化 時 
に 及んだ が 結局 投票に 移 6 遂に 
四十 六 票對化 一禀の 差を ロて ジ 
ョーデ 巧の 修正案が 巧みされ ワ 
がシュ 案は 當が巧 巧め 連 命じ 逢 


つち 

【； ァナ 十 _ お 日 お】 化乂曾 
證 じがて 移民 岡 趣に 細频 しじ 決 
讓 案が お出された、 挪も 化アメ 
ブ カン 曾讓參 加國 今後な 溝國 
- 3 外の が 民を 制限し 得る 權 能の 
が 留を宜 旨 卞るご 化に 會崩參 加 
國 ほの- 國じ掛 する 侈 お 劇 限を 
蔡止 すと いふじ あらて おもに 委 
員會 へ姻附 さいたが ホ网 化み フ 
レツ チヤー 氏は 今 H の 總會が 上 
じがて 右に 關し ホ國け 移民法の 
制を を 化て 純が たる 齒內 問題' 〇 
認 わるが な 化闽ょ 6 の千涉 じは 
一が 應じ い 旨を 明かに して ラ 
ブン • T メブ カ諸國 の乂阅 移民 
を 修正案を 一 織した。 

【。 ン ドン 卡五 H 發】 奥 固の 


前轉際 聯盟 化 おたりし セシ^ 卿 I 飛 巧 船に 乘 じて 巧び 化喊 を巧學 
はへー グ勘巧 巧に 掛し 政府は 無 的；，； 探険ず ベく H でを 化 じがて 
條件 じて 一巧の みず 仲な を W 賴 ナン セン 愧 十が 他 化 巧巧换 にお 
すべし ごの 條巧締 おを 懲 遞し戰 I 化を 巧す るを 巧 等 f 疯 講中で あ 
前獨 逸の 棋 をを 引妍 して お阅が I る. い探隨 は， ピ ツジ バ ー ゲンを 
これじ參加し^^ぃ限ら味る V き~根酿地ビして第 . 旧の稱巧は化 


戰爭 じがて 巧 踏は 恐ら，， 、獨逸 ご 
同な の 位语じ 立つ であらぅ ご 上 
院で 述べた^に 對し 卿の 後 巧 ど 
して 閱際 聯强に 化しつ-" ホる 力 
ッ シでン ダン 卿は 舆閥 政府 ピし 
ては 今や 醫敵ピ もを々 仲裁 お 約 
の綺 結に 化 事し 國 をの 巧 進を 計 
ゥっ 《 ある關係上今：：一巧の如き 
條 約に 無條 件で 參加 ずる こごは 
出 ホの ど觸 遜の 結を を 答 辯した 
〔ベルリン 十五 日發〕 イ 'タリ 
のがを 巧み 官 ノビレ 將 軍は 今夏 


0 ' ゾァ 没び ナキべ ヴァに 巧 A で 
測 磨の 上 引返し、 第二 巧 目け 化 
傑 じがんで 約 一二 週間 じ 首ら 極地 
の 脚 化の 深さを 始め どして 水溫 
天候 等を 観測 1 ベ （第 S 巧 目は 

フ ヴンス •ア 八バ • 一 ト * ♦へ— フ 

キン 孩ヴ 化械 問を 測を すべく ス 
ビッ ツバ！ ゲン じは 四 巧に 飛け 
する を じて 將 軍は 今夕 ロー マに 
引返した が 今回の 探 險隻は イタ 
91 地理 協會 から 支出され る舊 
である。 


大統領を 立 候. 鄉 した 人 ： 々.三 


肥 


i 


巧 3F ^ W‘.rK i 

纖鲁： 


'で- 


ベ グ •ネー の 救 濟雙は 正 じ 十億 
弗、 これ じ關 係した 國 家は 同 
情を 注がむ たべ <ゲ| だけに 
化界 の諸轉 を撇羅 し、 運用す 
る 歲船正 じ ニな 隻 、而 からこ 
の 十億 弗 じは 國庵金 あを 伽乂 
の 海附ゎ b て複 雜を拖 めた も 
ので あるが、 巧が フー グア！ 
君は この 處 をを 少しも 滥滯す 
る 所な く 行つ た。 お戰 終結の 
直後 獨逸 政府は がに ニ 億 五 千 
巧 弗を 巧して 飢罐め 救 濟を一 
巧した、 おか も 獨逸政 麻は 唯 
の 一言たら 共 彼 じ 向つ て 資金 
の 巧衛を 質問し なかつ た。 敵 
國の 一人でを る 彼 じこの 巨を 
を 巧して 默 つて 馆る獨 逸 も 豪 
いが、 をれ 程-し 信用され た 彼 
も尙 をら 豪い。 

フ！ ゲア！ が 名を 賣 つたの はこ 
のべが’ キ ー 救濟 事業で あつた。 
まら じ アメリカの 參戰じ 及んで 
彼は 食糧 管理 官 どならて を ホに 
『フ！ ダ アラキ ズム』 を 宣傳し 
バリ！ 鑛か會 議の經 濟を權 とし 
て 活躍した のみ むらず、 彼は 千 
化 百 十九 年 じは 約 一千 百 人の マ 
メリ々 將 校を 歐洲 の廿餘 箇國じ 
派遣して、 戟 をのな 舊擧 藥を妨 
け、 鐵道 、電信 電話線の 後舊は 
云は や も かな、 食糧 品のを 配 其 
化に 努力して、 斯ぅした お滩期 
じ おら 易い ホ 化 運動を 豫 めが 止 
しわ もので るる、 これを 指揮し 
た 者は フ！ ダ r — である。 而か 
も 彼の 下に 働 < 部下が が々 自己 
の 職務を 自覺 して 部署 じ 就き、 
彼を 慈父の か （敬慕して 居た こ 
ごは、 フ！ ゲア！ が舉じ 組織 者 
ごしての 天才で あるの みなら 中 
溫 かい 人間で をる i を 立派に 證 
明した もので あらぅ 0 
彼は みか 黨旨 である、 而 かも 
民 ま黨の ゥキグ ソン 巧 閣じ敢 
おどして 働き、 現じ 上下 兩院 
.改選 期 じ 擦しても 彼は 國家タ 
事なる をを 理 もとして、 國民 
は須ら < 民 ま黨幾 員を よらを 
く 選出して ウキ火 ソンの 大事 
業を 後援す べきで をる ごを な 


節約の 救世主 フー パ！ 【王 

鑛山 技師から 役人 

月給 五十 弗の 速記者を あ 願して 
一躍 世界に 名を 轟か， した 人 


ブブー トメ ント を發 表した、 
彼の 大統領 立 お 補に 兎 巧ヶナ 
を附 けたがる 政敵は これを 引 
网 して 彼み 政治的 良 也を 非難 
して 居る が、 を 明 正大 る 彼 
じは 政黨員 ごしての を必ょ > 
も國民 ごしての を 必が强 いめ 
である。 千 九な 化 年の 大統領 
改選 期 じ お ま 黨の大 磯 觸紙ュ 
ユ 3 ! ク •ブ— 分 ド 紙 か 彼を 
民 ま 黨大統 おじ 擔 だの も、 
敢 てす 巧 思議では G い。 

彼が'^! デン グ內閣 じ 入閣す る 
こ ミ じ 就て は、 例の 池 田 疑獄で 
引退した 前檢事 總長ダ パテー や 
前 巧務長 宫フォ ー グ 等は 頻らじ 
反對 した もの だ， 而 かし 彼は' 一 
; デン グ から 『絕對 不干渉』 の 
一 化を 賞つ て 入閣した 0 ホ、 こ 
れでニ 化の 內顕じ 化へ て 居る。 
議會 •しは 反フ ー ゲァ ー を標 巧す 
る 有力者が タ いじ も 關ら や、 不 
思 遙じも 彼が 司る 商が 省の 事業 
じ 就て 證會 のな 對を をけ たらの 
は 一 ホ もない、 其 他 コ 0 ラ ド 河 
の 委員 制、 ミシシッピー 柯の氾 
濫救濟 等 どい ふ大 問題 じは、 フ 
— グァー 富が 何時も 顔を 出して 
閱 題を さつ さと ホ附 けて 居る。 
ご 云へ ば 彼は いかにも 獨裁 的で 
あ b 、 自己の 手 腐に 浓賴 して 他 
人を 顧みない 肌の 人で あるか V - 
いふじ 巧して さぅ でな く、 德ゆ 
る 人々 の 意見は 克< これを 傾聽 
し、 『事 實』 じあて はめて 自己の 
裁 謝を 最後 じ 下す ごい ふ 風で あ 
るから、 自然 敵がない、 彼は 所 
謂な 治 じは を （素人で あ b 乍ら 
過 ま 八 年の 閣員 生活 じ一點 非難 
み祿 地を 殘 して 居；：：^ いのは、 蓋 
し 人が の 力が がらし めた もの ご 
を ふべき であらぅ 0 

事務 ごい ふ點 から 見ても 非常 
な 精 潮ぶな で、 nn ラ ド 河の 
か 力 電氣間 題の かき、 諸 州の 
議静 がを しくを じ 彼の ま おで 
サン タフ 玉附を じを 抽化 をの 
會遙を 開いた こ ミが ある、 十 
四 五 人の 化を 速 いづれ も自說 
を 頭 どして 勘 かさや、 會 諮は 


数日 繼 筋した。 委貴畏 である 
彼， は 一り 十 S 時間から 十四 時 
間に 置ら て 討論せ しめて 居た 
が、 をの 中 じ 委員を の 精鄕ぶ 
ら じを 贿の化 表が 避 易し、 十 
ホ H 目 じ 彼の ま 張が 苦 もな < 
可 ホされ た i が ある。 

どるへ ば 彼の 政治は いかじ も 中 
央集權 らしく 邸え るが、 實 はを 
の 反 對で出 ホる だけ 中 おが 府か 
ら 巧々 な睾 業を 巧 離す ことじ 巧 
めて 居る、 而 かしを 米 じ 埋沒し 
て 居る 無限の 富 源 や， 水力 電氣 
の 發達等 ごい ふ 間 題になる と、 
こ^じ 集注すべき 資本の 力が 事 
業の 前途 餘 b に簿 ごして 眼前の 
利益 少なく 從 つて 資本を 惹 くこ 
ごは 難しい、 ごいつた 化 場から 
巧は 柯處 まで も 中央を 府が 局を 
入れて これを 國が的 a 事業 ご 見 
做し、 先づ國 をの 力で 销 がした 
上を の 慕 礎が 成つ て 始めて 段 間 
じ 經營を 一巧すべき であると 認 
めて 居る。 


をの 化に がて 彼が 外を や內& 
の 間 題に 就て どんな 政見を 抱 
いて 居る か、 これは あ < 彼が 
をます べき 立候補の ス ブ—ト 
ノン. トじ俟 つの かは ない が、 
禁酒 問題 じ 就て rr アィリ 力の 
を榮の 素因 どして 禁酒を の實 
巧を 擧げ 得る』 £ 曾て 年報 じ 
報吿 した ことがある、 をの 化 
じ まつて は】 切 ホ 明で あるが 
この 組織力 じ 富んだ 巧 ごして 
化 人を 擬 かす やうな 抱を 經給 
をから やや 世 じ間ム こごは 勿 
論で あらう。 

彼は 眞じ 超人で ある。 而 かしを 
れは 彼の r 画で をつ て、 家庭の 
彼は 二人の 子 お、 ニん のな を 持 
つが々 爺で ある、 專 巧 的な 書見 
じ 飽きる 这 釣魚に 樂 しみ、 徊人 
ごの 對話 じもジ 3 1 クを 連强す 
るし、 採 偵 物活が 巧ょ b をが 讀 
物と いふ 人間 ホの 溫 かい 人物で 
ゐ る。 アメブ 々の 大統領 どして 
一點 非難の 打ちで ころがな いお 
補 者で あらう。 〔この 項完】 
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午を 一 財 化 ニが 
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特别廉 憤で 大勉强 をし ます 

サヴオ ナ魚店 

■ Josffl 百 一一 wavon な 

段 4 'W • 芭 St 出 t. 

Tel . oohl 3 b 扫 B 苦 提 


t B ♦苗 ♦BAB 今 91 ♦函 ♦ a み 西 wi 


が 育生 命 お 險會社 

兰 木を 吉 

龍保險 


玄 WOJ*l£.LifetlBC『aurrt 广 C 
51 ohambe さジ： ZAWWOrJcoity. 
Pho 日タ Wort:h 巧 器 

をが ノ戈 ュ敵搪 々ノ節 八必ズ 
衙自 な/おぶ ピを話 聚巧チ 申 
閒 力ち 爱キ ド-サイ 


さ 


^ ..'お 芒 


差當 b の 離 通 額は 約 巧な 巧 弗 招 
巧 じる ベ < 豫算 局で も 農 巧 省 S 
協 落の 上 承認の 內 息を 傅へ る粮 
巧。 ある。 搞ほ耕 巧者は 被 普 地 
じ 農務 省から 技師を 派遣し 窜蟲 
鹏 除の 細 化を ホめ て 居る ミ。 


護 誤 巧 襟に 動搖 

巧 商務 書記を お吿 
紐 お 護 誤 おおは 癸國 首相が ス 
テ ゲン ソン 劇 限 法改正に つき 巧 
な委島 含に 調査 報吿 々を 命じ じ 
るの 報を 入れ、 をは 词 委員が な 
ホ 巧 紐を どみ じ 制限を じな 對 
な b しじ 鑑み 結 巧 弱氣が 巧ピ看 
做し 淸算 お瘍賣 崩り 巧 化 十 巧 ま 
S 内 ポィント ホの ゲタを を 示し 
た。 現物な I 二十 四 仙 半 唱ぇなる 
が 先巧尙 ほお 氣を 見越ず も のぞ 
く、 紐 育 譲 講プ！ ^ 及 製造 家 等 
をが 當 U 一 ストックを 焉し 居る 模 
様 じて 一般め 注目を 惹 きつ 5 あ 
ら 。其 化涩濟 界ホ隱 、絹物 羽 ニ 
重 珍ら しで ’ 稍活贺 じて 一 •ニ 他 
高なる.^ 本邦 ホ 糟變颤 じすを を 
釀 ずを をれ あれば 化 隙 特に ホ 借 
をを が 化 要で ある。 絹 細 賢 ひ 一 
段 一して 化靜 、を 致氣待 もで ある 

尋 れ 人 

( まを 府ん) おお 藤 雄 
( 藤本 縣 人} お 崎 万作 
( 愛知 縣 人) 長 瞬德一 
(神 戶) 今 ザ 某 
( 福 脚縣 人) 礎み 國 みが 
ま 永 慶藏持 山を 太郎 .を 川 
正彥ザ h 幸 藤 石が 锁朗 ' 
渡黎篤 寶饒留 言を 川新晋 
上野 修ず 井な 賞 造酒 雄 
貫 逛太郎 を 家 武雄柴 田 善 

巳 こ 'J 
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お閒 本人 お （はお 人ょ b 現 - 
を 巧勸 通知 願 上 お 
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米 圏る 英語を 話す 事 
はお 巧の 第一義です 
本校には 目 本人 敎授 
じ 慣れた 替巧 婦ん敎 
姉 あ 5 怒 切 じ 會話通 
信义 社を 語を 敎 巧し 
ょす。 B 曜 遇： n おじ 
'午前 化 時よ b 午を 十 
時 ミで 顆 校し 一 レツ 
スンと 十五 抑づ I 
今 U 直 もじ ホ 校 あれ 
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化かる た 

はも''-^ の 遊び 
I ホを 裝文 C 米 國人じ 能く わかる 
一み ぅ簡單 明瞭に 說 明した ものが 
! 化 巧ました。 內を 肖み 進呈 致し 
ます、 御覺 下さい。 

M 呈 皇 YA ミ呈 ， 114 E . 呈 hSt . 暑. 

T . 戸 Gomi . W で ニニを S ご 穿* さ rk 百 ty . 

弊 巧は ホら く 白人 間 じ 信 
用を 有し 熟練せ る 技術と 
親切を なて 販養 致します 

寶石 貴金屬 
御 注文を じ 
な 速修緯 
諸 鑑を無 巧 

巧 中 商店 

沒 £• 6 S をで.， cor . Madison A ミ. 

TeL 巧 氏 己 and ミ SO 巧扣 
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ンセ 十五 細 
每 H 朝 九 時ょ 
b がか 時 迄 巧 
持 にても をし 
H 耀 日は I 時 
よら 凹 時 迄 


H 本* ま 那寶ち 製 美 
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户 U I— ^ - 報 1. 

あがの 普選 

I 宿弊 一掃は 絶望 

一 n 本が 薄められての 巧 姑 初の 
一記 錄を 作るべき 『普 逝 選を』 は 
'を々 巧 迦巧帷 H よりお 補 者 じ お 
I する 投票を 巧 ふ ； ごじつた。 連 
一 n 本社 柬京特 屯の 報す る 所 じ 化 
; れ ぱ都會 にがてけ 巧 巧 篤た る 技 
_ を おの 旗色が よく 町村 地方 じが 
I て U 化巧爲 たる 政ぶ 派が 稍 I 優 
一勢を 示す もの i かくで ある々 な 
I 友 會內觸 の事實 上の 理摩 委員長 
~ たる 巧 相 鈴 木 墓 一二郎 氏の 聲 言し 
i わ糕じ 絶對タ おなでは 豫想だ も 
一 出 ホ C ;* いのみ ^:>ら ず 氏 政 黨の爲 
一め に徐 々じ 化 盤を 潑 食せられ つ 
; i あらてを みに 樂觀を 許ろ 乎 現 
一に 傲岸 U る 山中 サ '，'.べ^ 首 化さ 
一へ 『巧 鶴が 巧し 民政 黛に 肢られ 
一た らば 立 患 的 巧 動じ 出る をで 
I ある J ピ 弱い 昔を かいて お气 
一 斯 かる お 勢で あるから 政府の 
選 お干 株け 補々^ る 形まで 益々 
お 骨 ごな も、 を 川縣じ 於て け S 
主藏 相を 一 觀 せむ どす る 大山 郁 
ホ 氏の 連動 貸を 部を 檢 束し 其 化 
ー勞麗 巧の 候補を 及び 運颤 貸を 底 
腿せ るが 爲 めじ 鈴 木 巧 相、 小川 
搜相 おじ 吉±藏 相は 選 擧を違 お 
め廉 で吿發 さる i に ま b 、 民政 
''黛の 別働隊た る選擧 監視 委員 じ 
: おする 威嚇を も敢 てし 地 ホ 長官 
- の 選擧法 違な 者は タ數じ 上る 傾 
： 向が ある。 幸に してを だ 化の 雨 
を 降らせる 據な酱 巧め 嶺 をは 報 
_ やられて 居 U いけれ 共 最後み 數 
日は 特に 政戰 激烈を 賴 むる じ 相 
違 あるまい。 更ら じ最あ 着の 巧 
巧が 電じ 化れば 政み 干 涉の奧 の 
手は 薬權 をを ホせ しいる 方針を 
'執 6、 東京 朝 曰は 『干渉を 输る 
るむ 巧 收を排 せよ』 ど ホ ィンキ 
の大义 字を 描げ て選擧 おを 敎脚 
して 居る どの i であるが 、干が 
買收 の醜峽 なる ず 段に 訴 へて 選 
擧じ顆わふが化に非立憲户^ 甚し 
きもので あつて が 郵黨じ 敗れ i 
ば 『立憲 的が 勸 にお づ る』 ど 言 
明せ る 巧 中を かは 巧 故化づ 普選 
の 皮 がら じ おして 曾ら （勝な を 
- 巧の 规 しり 本の 政界を 廓淸 する 
じ 化る 大ぞを 禅は なかつ たか。 

盖し 吾が 逃 お 巧の 癌は 化 年 松 
方 山縣 等に 依 もて コミット さ 
れた 政治的 罪惡 のな 窠貝收 であ 
る。 お 年 四 巧 幾 十の 巧 戲が衆 潔 
'院じ 並ぶ けれ お 彼等の 九十 バセ 
ントじ 悉< 『投漂 買收』 て ふ 政治 
め 罪 盛を 化せる 落で ある。 日本 
の 化络を 治は 投票 貿收 から お獲 
'して おた ので ある。 選を 民の 無 
-智に 乗じて 化 劣なる 買 收の範 を 
垂れた のが m 中首错 等の 化冀で 
をつ た。 隨 つて 藩 脚の 餘薛 であ 
- る 田 中 首が じ 選を 界じ赚 淸を期 
待す るのは 巧 導の# 说 わらぅ 
i けれ 巧、 若し 赃 削の 一勝 一 化に 
じ囚 はれ や、 髙處 よら 俯颐 して 
な 窓 お 治の お 巧.」 巧 明 わらし め 
む どす る 信を が ある らば 今み 
の 普 逃は 干渉、 質收の 宿弊を 一 
掃す る おがの 战灼で わつ て 過去 
じがけ る 旧 中 首相 及び お 巧政摄 
の 化した 那惡 を賊ひ 『旧 中内觸 
のクレ ダット』 ごして 昭和 政治 
を 中に 恶 はれた であらう が濟巧 
しがいは め ホの 巳を で わる。 


世界を 征服ず る 「弗」 の 力 (： ト のこ 

金本位の 價値 喪失 

化 界の财 がを 騷が L た 英國銀 巧 
. を マッケンナ 氏の 夭 赡 なる 愈 見 

然るに 第 S 朔下 半季に 流入し 


たを はを 然異 つたが 式 じが けら 
化 ほひを 受けた。 蓋しを 時な 一 
時 不振を 械 めた 连柴 A は 巧 おし 

賓易も ホ ぉ 活朔じ 入っ た 
ので、 銀 巧の 離 通け た 殺 期 じ 移 
つたた めで ホる。 を翩 の 增加は 
な 論 銀行 資金に 影響す る 巧が タ 
いので 流人され たを も 職 銀 融 
迪 した 列、 これを 永义 的な 準脯 
を じ 繰 义れた 場を も あつじ。 お 
かも こむ 等の 資 か-要 ホが 梅め て 
繼給 的で あつた 外聯 をでは 篮ん 
-'， 証を 類の 貫附 じな ホした 結联 
ごして銀わ預を.-‘*め八十億巧か' 
激おをホたしぃ.':^5、 こ：じ留意 
を 要する のは 職が 準滿が 巧が こ 

流入 金 を こ - S 播お 管せ や 
こむ を 大藏省 じを 附 して 金券と 
巧替の 上’ 聯 銀の 流通ず おに 利 j 
用した こ VJ である。 滨四 期は 化 
巧の 流入 時化 ed 反 蟹に をの 流 
出時 巧で ある 即も千 九な 二十 四 
年 ホょ b 二十 五 年に おを を说輸 
出は I 億 お 千万 弗に 及び、 巧れ 
も聯 銀ょ も賣出 L たもので ある 
が、 而 かち 銀 巧の 巧ち をなる も 
のはを の 流出 じ 對し巧 得 賣產の 
お 腾で柯 等の 屬搖も ホ さや、 取 
則 巧の 殷盛 ご， 槐俟 もて 銀 巧の 貸 
階は 巧つ て 巧 加し 聯邦 お 巧の 位 
抵け 益々 固くなつ た。 誇 五 期は 
をれ U 後 i ち 于九巧 二十と 年 十 
•巧 じな； る 時 巧で 前期の 

流 おじ 化し 極めて 複雜で 
ゐら丽 かもを の範圃 は狹い 乍ら 
も 巧び 實 現された をの 流入 時化 
である。 この 流入 期は 巧して 繼 
績的 なち のでな < をの ホ 期に が 
ては 外国 銀 巧の が 外 貨 補充が 
びじ 正貨 引 巧し をじ浓 S て狼诞 
たる あ势を ホんだ ものである-か 
聯銀 準瞄巧 どして はを の 流 お 人 
いかんに 關 a らホ 依然 じる 貸附 
政策を 繼績 したので ある。 而し 
て 聯銀當 局 W 貸惭 ホが じ 就て は 
千 九ぃ 二十 年な 降の それを 最も 
留 怠ず ぺ きもので ある ご 信ず る 
郞 もこの 間 じがけ も アメリカの 
金输乂 

超過 嵩 は 約 十と 儘 弗 じし 
て、 をの 約ぶ 割は 蹄 邦 準備が 巧 
に 化 h てが 费 され 殘额は 大激省 
じがを された 上聯 銀の 流通 キあ 
ご つたを 巧の 準備に 流用され 
たもので ある。 而 してを 輸 人な 
の 中で 級 わの 新ら しい 現を どな 
つじ も；？ は 約 一二を の 一で あるが 
この 財 お タ忙巧 じがて 聯銀 準備 
巧 どして はを の 流 ホ 巧を 流 A の 
いかん じ總 はらず、 銀れ じ おす 
る 現金の 觀 迪じ對 I ては 取引 お 
の 嬰 ホに 順 應し掛 めて 嚴 まなる 
制限を 施した。 而 かも この間 じ 
がて 內か のな 引は 非常なる 膨脹 
期し 入りが 巧の 

預金 も 約 四 削を 巧して な 
お 十 臆 巧 じ U つじ ど 共に、 巧 < 
どころ 可なら ざる ものな きアメ 


リヵの 繁 を ^ 物 巧のを 定 じめ b 
て 益々 をの 藻 礎を 凹む るに まつ 
た。 巧々 は 一一 i : しを 踊 政策の 成 
败じ觸 する 徹化 的な 試が じが 面 
す もこ ごが お ホる。 盖し 一時的 
なを 裳の ブ—ム はな 漫 なを 融政 
巧で 實 現し 得る であらぅ か。 永 
久 的。 る繁 をは 物假 のをを を 巧 
外視 する こごは おを。 いので あ 
を。 W も 我等の こ、 じ 最も 留盧 
すべき こごけ 化て をの 顔を がを 
本位で ある ど 巧と じ總 はらず、 
物 憤の 安を なる ものは 化 引 膨脹 
の範簡 、金利、 遊 貧 茂の 動き じ 
泌ら て决ゼ ..っれる ごい ふこ ごで 
ある。 「みちを 結 〕— — 

満测に 農業 

農業 天國を 夢み 

關柬拥 巧、 裝樹 組を、 纔化栽 
培 組を、 蓄產 組を の 有志 および 
をる 關係 者は 測み にわいて ニ 千 
な 方 巧の 農耕 化を 厮 をし、 お 業 
者 ニ 千 五十 I 人を (家族を をせ 
約 五 千を 链擁 する) 資本金 一千. 
巧圓の 一大 農業 會 赴を 創立す ベ 
(秘密 禪じお 蕾を 進めて 居た が 
いよ-..，-- 具み 化して 舊臟願 孫 化 
ま 者會を 開き、 最後の 决を をな' 
したる 上 木 下關を 長を および 山 
本協鐵 社を じ 陳情した こどは 現 
が 六を 巧 坪の 官有 巧を 沸 ひすげ 
てなる 洲 巧が 人 農業ち、 ニ 旨 化 
十 化 あは 窮地に おもいれ る 現が 
打破の' I ホ 段 どして、 現な 關東 
廳 よら 貸 下げを 受けて 居る、 六 
百万 巧の 官有 地の 無償 資すげ を 
銷泰 を官じ 請願し、 こわを 擔 が 
ご して 滿鹽 よら 年利み かじて お 
肯巧 B の賴 通を をけ、 泛涯內 じ 
て 一千を な 力 坪の 居ち 地を 買收 I 
し 愛らに これを 會 社は 五が 0 巧 
じ ホ 円ぶ 十 入！.； 買收族 憤を もつ 
て賣 渡す ちので、 かぐて 會 社け 一 
殘 b ニモむ む 却を ニ 千 五十 一 A 
の 農業 おた る お ま-しよ つて 得る 
こご、。 るが 

'をら じ會社 U 買收 せる I 千 あ I 
巧ガ巧 . V 擔が W して 滿鐵 よら 
お'. りお 凰の 化 お 資金の 融通を 
受け これで 一千で 圓の 解殊農 
業會 社が 成立し 農業 壬 齒が建 
設 される こと i なる ので ある 
會祉 5 事業は あ樹 栽培を ホ どし 
綿 化の 栽培、 菩產莱 -4* やる 外 肥 
巧の 製造 贩賣を 始め 關 係が 雑事 
業を なず じある ご。 

樵 耕作 補 欺 

下院 じ 新み 議案 

ワシントン 十六 日潑 n 南部 ® 
方 巧 身の 下院議員は 昨今 打 揃 ひ 
て豫奠 扇を 訪問し、 南部 地方 じ 
於け る棉化 耕作者が 昨年度 害蟲 
のた めじ 耕地を 化されて 新 耕作 
の資を 缺乏を 生じ 非常なる 窮境 
じ陷 つて 居る 事實 を擧げ 、特に 
を 巧 家のを 融^ 不 あして 農民は 
をの H の 幕し にも 差 まへ つ i あ 
る こどを 陳述し、 この 際を 算の 
一部を 時 じ 棉花 耕 か 地に 約 五を 
の 化が で 融述し 耕 か 地を 擔が <」 
j して 巧を を 期す ベ < 懇談 中に て 
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新開 業 

腕利きの 巧 巧ん が 日本人 諸君の 嗜好 じ 適 
する 巧 理を差 上げます 

S 頤和園 

芝居の 前、 芝居 歸 ちの 御 集らに 最も 適當 
の瘦 巧です 是非 御 湿 負 じ 願 ひます 


美 ホ じして 巧 巧 

S 品南樓 

午前 十 時よ ら销お 
午前 六 時まで 


皆樣 の御嗜 巧に 適 ふ 
棟な 美 ホの 御 巧 巧を 

S 廢義 

をし ますから 镜 々が 
ホ ホを 顧 ひます 


1 飾賴 

な S 7 

G 馳娜 

U 化；！ 

冊 測 M 


設備な 善、 廊 利の 
料理人、 調理は 日 
本人 向き 

誦李園 

御を 巧を 待つ て 

居ち ます 


スブ— ムヒ — T ト 户ツト •ブタ 

巧 A 俱樂が 自お亭 

58 ジ nds St . Brsk 夸 ‘ 

ぎ ブ置こ 475 


ずき 燒 
ホ じ 御が 巧 



木 白 及 龜甲萬 印 庫 元を 

舊が if を 入。 g を 上* ILL ザ 

日本 ホ 離 食料品 豁 is。 酷卽 

巧 巧 醬池巧 ま會社 東が. 一手 賣挪巧 

曰 本 食料 贏商會 


紐 育 唯一の 日本 百貨店 

片欄 兄弟 廟會 

スマ ドレ •プ P ダク ブ 一手 販資元 


ま 巧 

14? 芭 aint 夏. ぎ ffal 三. Y . 
Te 三‘ 互 ま 11 1 会 8 ま 
ま 任 立 rs - F . K ‘ジ芦 


高等 御旅 縮 

東難鑛 

會席 御料 種 


御料 理錄 •詰 

.太 做 

壽司每 目 わち まず 


日本食 料 品 類 及び 雜貨類 卸小賣 
ホ么索 大資糊 桑 山商會 
斩巧 書籍 雜誌 小間物 日用品 各種 


日本が 貨巧 東京 巧會 

香 猜巧巧 巧 巧 グ！ 4 自 巧の 便 あ も 
トランク 預 もまず 


每 夕九磅 を 替業 

メ 1 グ アド ンス 〔年 I 弗〕 


井上 金魚 巧 

918 巧 妄 か ve ., N 舍さ rk C さ. 
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御旅 縮 河 I 添 


割 農 並 -U 御旅 舘 

を 巧 
巧を 

お 育 ホ 巧 八十 八 T 目 一二 ニニ 
電話 スカイ ラ 1 と 八 ニニ 



高等 御旅 舘 

昭 觀 

會龐御 料理 


▲淸 あ、 親切 >お樂= 一二 德マ 

勢州舘 

ザ势事 おみ 巧榮巧 

‘225 K . 苗を ぎ ま t 

lel . I 一品 呈 i 巧ち 

器 旧旅纔 

江川 作 一 
so で S ニ 票 Sire み 
ぎ 巧ち ま san こ 苗 1 


一力 旅館な め 

を國 旅館— 

1 お龙 .里 ih St . 京 こち k 
Te 三 usquehatma 量 0 


雜育 旅鑛？ ち自 

東 蹈十了 良 ニ 妈ニ蚕 
Tei . Galedcnia S 374 


ボストン ホ 

富 ± 旅 舘大浦 末 お 

145 巧 ミミ sier St . す 里 呈夏 ass ’ 
lel . B . B . 48 な 


化み 必 地ょ き淸 潔なる 莖 

御て 宿 松が がか 

養 Lex 量 ミ かち" 

ジ 一. Mad . Sq . 2 苦 一 

費府 御旅 縮 

桑山淸 五郎 

さ 巧ぎ uih ち h 结- さ iia {一昔 hi » す. 

ぎ Wa 量 這 一 


御菓子 舖 

名物 栗嚴 頭、 爲 餅、 が ホ 囊- 
賛澤 豆、 サ納 置、 其 他を 棟 
煎餅 卸小賣 。のし 餅け が 日に 巧 
な 文を とふ。 日本を 巧 お及び 雜 
誌 等 も あちます 

巧 注文は 松風 巧 鳥 橋 
这 至. 式 th Si Teusfal 坦 r 5 置 4 


名所、 古蹟、 官魔其 他見 物 


S . TA 普吉 - 32 fker 舌 = ぎ.， 

呈す巧 己 ざき. 

ぎ HYATTSVILLE 1288 运 


眞 面目なる 求職 同胞 じ 確 育 
なる 磯 業を 周旋す 

宮 S 務所 

紐 育 ホ 西 四十 ニ 了 目 百 ホ 一 巧 


$ 

白ち 

話 


プラィア ント 


蘇絲 


煎餅 卸、 小賣 
豆腐 油瘍 
日本 食料品 一切 

;!>11呂ご5 巧 IRlC な GP 巧な V.P 

養 lllird A さ M 
S . P 芭 a §8 


ロス アン お ルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

ニ さ S ミす dro St ., Los A 這 賢， 呈- 


レャ トル 巿 

NP 旅舘 

W0 タま h Ave. W? Seattle, W ミ h- 

停車 袭前通 東 ご 一 了ぶ 側 六 階 建 
日本 巧 船 切 巧 取扱 波 お 場 送迎 


商業 瞄域 中必 、綴 領事 お > H 本 
鄰船其 他银巧 大會社 近き 場所 

を 港 小；：；^ ホ テ 

桃 日本食 (時 別間 あち) 

御 一報み 萬 自動 革 御 お迎申 上ち 
巧ニ呈 一 ぎ nia 芭： ぎ Franci 羣呈 if . 


木 旧 ル 1 ミ シク 
1 看 3 rd ご， 量. 芸 & 呈 さ Streets 
ザ lep す ミすな nt 


ニ 一二の 所から も注义 をを けたが 
拒つ じ 古 云 ふこと でを る。 神 巧 
の 小川 印刷所では、 蠻視廳 から 
『選 擧の也 得』 八十 六方 枚の 注文 
を 受けて ニ 111 H 前納 入し、 この 
ピ ころ 印刷 崖さん は不悬 お知ら 
やの 書 入 時と ある。 こん‘ i ：* 間に 
選擧 印刷 プ n I 力ー ごい ふ特補 
職業が はびこ b だし、 政黨 ある 
ひは 

候補者を 歷訪し ミ 注文 
を 取 b 、 これを 中の 下の 印刷屋 
じ化賴 して 稱 取りを し、 をつ て 
大 邱刷會 社よ b も、 ホげ 刷會社 
が 小 劇 体 や 個人の 注文で 繁昌を 
呈 して 屠る。 


年の 記録的** 利得は 
千 化 巧 十六 年歐 卵大 戰ぶ 最中 

じる ュ— •エス •スチ J がの 

ニ 億と 千な 五十一 ニ 巧 千 心', り H 
十 巧で あるら の i 、 こ 主は 戰 
爭を 背景 どし じ もので ず 和 時 


お 方 巧の 名壽麗 

東 ま 特電 十 モ日發 U 松 方 幸み 
郎 巧が 欧洲よ b 党 集の 名壽ニ 
百 六十 お 點は東 巧 上野 美術展 
覽會媳 で ご 一巧 十六 日から 向 ふ 
二十 H 間 展覽會 を 開，〜 答。 


自動車 會 社が 

儲けの 橫綱 

ゼネ ラル •モー ターズ 

ゼ ネ ラ ^ • モ ！ タ ！ ズ W 云 へ 
ば、 アメリカ でら】 億ホ會 社で 
は 顯脇格 じ 坐つ て 居 b 、 盛ん じ 
フォー ドを 相手 じ競爭 をして 居 
る窝 社で ある。 

フネー ドが 自動 輩 王 フォ！ ド 
一を で經營 され】 極の 專制王 
國 ぶら を 示して 居る に 反し、 
ゼ ネラ^ •モ 1 タ！ ズは廣 く 
世間 じ 株を 賣 出す 民 ま々 義的 
な 組織 どして 一禪の 面白い 勒 
照を をんで 居る が 
を の ゼ ネ ラ • モ ー タ ー ズ の 昨 
年度 じがけ る、 純利 益は 會 社で 
經營 しつ i ぁつた 一二 乾か 會 を 
の破產 失敗 等の 捕 償 じ 化る 損失 
を 差 引いて ニ 億 ご 一千 五な 十 巧 四 
千 八 百 二十 ホ 弗 どい ふ 居 額 じ 達 
した。 な ホア メリ々 の會 社で 一 


じ ゼネラ A •モ —タ 1 ぶ 


が _ 


の 儲けを 擧 げたのは ァ -' i リカ 
の 産業界では 最初の 出か 畢£ 
して 注目され て 居る。 

巧は ペンシ^ ゲ 7 ニァ 鐵道皆 社 
の 昨年度 純利 益は 一昨年 巧ょ な 
も 六十 巧 弗を 增 して 六 千ん お 十 
六冗ニな九十六巧じ達し^:|^.^。 

地下 鐵 工事に \ 

ホ 家屋 倒 盤 

窠八お 五 

化で 鐵道會 社^ 乘 車賃 ニ^ お 
上げで 巿廳 ど會社 側が 法廷 戰を 
演じつ！ ホる 最中、 皮 巧 じ も 目 
ド 繁八 街の 巧 地下 鐵線 工事で じ 
家屋が S 軒 も 崩壊して 多數 S ' 勞 
働 者が】 時を 埋め ィ」 な 6 譬ち隊 
や 巧 巧隊が 出動のと 漸く 挪化一 
名、 巧衞 不明 一名、 甫傷 一 で 
濟んだ 椿事が ぁつた。 

去る 木曜 U 午後の お ホ 事 じあ 
る。 携 所は 窠八街 ど 五 ニ J 目 
及び 五一 ニ 了吕じ 直る 化 T 戲エ 
事の 瘍 所で 一二 軒のを あ 屋は旣 
じ 立 退き 無人で ぁつたが 丄事 
中に 俄然 地 迪らで 崩 壌し？^ も 
のら.- 3 

當が約 十四 五 A の勞働 者が お 働 
中で あつな 爲め 大骚ぎ ご；： V " 救 
巧 除が 大急ぎで 堀 6 おした 括果 
幸い じして 前述の 如く々 數？ 巧 
傷者で、 椿事 も 納ま 5 】 應べ火 
ゲユ ー 病院に 收 をされ て、^ 急 
ホ當てをまけたが會社側で|^時 
節 柄 崩壞の 原因 等 じ 就て 詳^い 
こ £ は發 表せず、 罹災 まの 新聞 
記者 訪問 等 も-切 あ絕 して 居る 
らしい。 


又もや ニ大摩 天閣が 出現 

工事費 だけで- 千 八 百で 弗で 


み アバ 1 トメ ント •ホ テ 於 じ 
みぐ じ會社 ビグ デン ダで、 摩 
天 閣の郡 どを はいる ニユ I ョ 
— クの空 じ、 あく 又もや ニ乂 
摩 天樓が 築かれ やぅ どして 居 
る 0 

♦をの 一つは レキシントン 巧 
の 四十 ニ T 目から 四十 一二 了 目 
じ 通 やる 事務 巧ビ作 デン ダで 
高さは と巧趴 、工事費 千 六な 
巧 弗。 一つは 第 八 街の S 十四 
了 目から 一二 十五 T 目に 豆る 一二 
十九 階 盾め 巧 ホ テグ •ニ ユ？ 
ョーヵ 1 で、 工事 裳は ニ 千 ニ 
巧 巧 弗、 前 若は 巧 巧 一 けから 
後者は 旣じ 今週 水曜日から エ 
事 じ 着手した。 

♦前者は。 ン ダビ！ チの 前が 

焉ク キリ アム •レ^ノ ^ — ド 巧 

の 所ち で、 ± 地の みの 評 傾が 
お 五が 巧 巧、 ゥー 八ゥォ ー ズ 
ビ术 ゲングのと 巧 化 十二 吹に 
對 して、 マ デ ソン 街 じを び ゆ 
る メトロポリタン •ビグ デン 
グ のとな 吹 ご 共 じ、 离 さでは 
巿內の 第二 位 じ 坐る 譯 である 
建築は 綜合 式で 二十 あ 階 どし 
て ホ 年の 八 巧 じは 完ぶ すべ （ 


一二 十 個の 昇降 器を 設け、 階下 
は グランド •セント ラ片 停車 
場 じ 通路す ベ < 、レキ シン ト 
ン 側に ニ 巧 吹 十 巧， 四十 ニ T 
側 じ ニが 五趴十 巧の ± 地を 占 
め 擔 は ィみ ミホ^ シ ヨンで、 
さなき だ じ 明るい 白燈 巧を 更 
らじ 明るく する ご 云 ふ。 

舍新 ホテ^た るべき ニユ 1 ヨ 

I 力ー は、 これ じて 推し も椎 
され も 一 I ない ニユ —ヨ ーク第 
一の 大 ホテ^で、 室の 總數正 
に ニ 千 五な ご 一二、 即も ペン • 
ホブ がょ 6 け S 百 H 奎を くを 
室には 湯嚴を 設ける 醬 である 
♦地下よ 十 吹を 端 6込 むだ こ 
この ホブ^の 高さは 四 巧扔ご 
云 ふので あ' るから、 リダ ッ》 
タ 7 1 を 除けば ニユ 1 ヨ 1 ク 
の ホ テ 八 どして は 高さで も 第 
一を、 をの ± 地は 繁八街 L ニ 
な択 、一二 十四、 五 T 目 じだと 
十五 职 跨がら、 ホ 年の 夏广は 
出 ホ 上る が、 入口は 六方 r を 
ち 下を 氣の 流通を 針る か、 地 
下 まじり 化 お 最大の 運動ぎ を 
設け、 宿賃ら 頗 ぶる 低廉 ドし 
て競爭 ずる 相で ある。 


ン じを つた アメ サカの 婦人 記者 
•ヘプ • n I ヘンの 談 ごして、 ッ 
ァ— ルの ホに あじる、 ォ グダ 太 
を 姐が ベ グリンの 病院 じ ァナス 
タシァを 訪れ じ 結果、 この 奇怪 
な 婦人は 自 かの 姪で ある こ ごを 
認めた どい ふので ある。 

話は 巧ぅ である。 今から 八 年 
前の 今月、 邸 も 十二 巧 、 V ^ 
9 ンの ロンド 7 五 片運 柯じ投 
身自 巧を 則つ て 通 巧 中の 警官 
じ 救助され た 女が わつ た。 こ 

れ 々アナスタシア 參フ オン® 
チヤキ コウ スキで あつた 。彼 
女は いかじ も 恐怖を の もの じ 
おびえて 居た のみ U ら ず、 ホ 
常；；？- 重患で あつた 爲めユ リザ 
ベス 病院 じ收 をされ た。 が、 
彼々 は自 みの 素性を の 他 じ 閥； 
.しては I が ロを つぐんで 語る： 
こどを 拒絕 した。 化が 態は ホ 
遇 閒も纔 いた。 警察ら 稍々 持 
てを したおで、 遂じ 彼女を ダ 
1 グド n フの 精神病院 じ收を I 
した 0 

精神病院の 記録は 彼女に 就いて 
左の 如 （示して 居る。 

頗る 溫 か、 常 じ 床上に 坐 して 
ロを 開かず 沈默 す。 が默 すべ 
き 理由 あ b と稱し 彼女は 醫師 
じ柯 事を も 語る ぺ きこ どなき 
こ-圧を 信じられね！' ど 述べた 
るの み 0 

が、 彼女は 巧して 精神 お 患者で 
な^つた こごは、 過去 八 年 じ 直 
つて 診察した 八ん の醫 姉が 固 （ 
證 巧して 居る。 彼女の 恐怖 觀念 
は ロシア 乂 であち 乍ら n シア 靑 

をら 語らし めず、 時々 巧 語 巧 ま 
«ンァ 語を 使 ふが、 を （の 媛を 
は 貧い 獨逸 語で ぁつた。 

彼女は この 病院で ニ 年 S いふ 
巧 H を 送つ た。 精神病 者で な 
、い 者を 收を する 病院の 迷惑は 
i 通らでは ない。 巧 S 巧 四 彼 
じ 退院を 迫つ わか 頑 ごして 應 
じな かつた。 をのみ じ 或る ロ 
シァの 巳 命 客が 彼女の 引取 ホ 
を 中 出で、 彼女は 巧び 明るい 
化 巧の 人 ごむつ た。 退院 後の 
彼女は 普通の 女性で な 人ら し 
いこ VJ は 微塵 もない。 

をれ にしても 彼女は 果 [て 王女 
であらぅ 力 0 


やぅに ホても' •さばい 下 仕舞 ひ 
まず』 ごいつて 賣る 0 

牛を の H 淸朝 刷では、 民 
政黨 本部から 『 S 十 巧 部げ から 
の、 卽刷 ぉ引き受けて もら ひた 
い』 ど景氣 のい、 注文を 受け、 

こ む ^ 窗 後 L て 內 務 省 か ら も お 
十 巧の 『普選 如 スタ ー 』 の 大口 
を 引きずけ、 この 外 巧京府 から ~ 
の中达 みの 『府下ち 權 をを 簿』 
の 印刷を 急いでを ら、 いづれ を 
ザく 早く どせき ホて るので ある 
日本 橋の 巧 京 印刷 會 おでけ 府廳 
から 選礙 人お簿 の 注文を 引きを 
け、 化の 較ヶ所 G - S 刷 所に 振 b 
みけ 

夜業を しても 追っ か ミ 

いおの 化し さで、 をの 他 じ、 個 
人から も ニを の ポスタ— 一万 か 
ど、 まだ ニ 一二 件の 申込みが あ b 
ごても ホが 巧らない ので 選 興じ 
關 する もので、 千 葉 縣廳を 始め 


疑問の タ了 ナス 夕シ了 【上】 

彼女^^果して王女か 

詐欺師 か、 氣が 巧つ たな 姓娠か 
舊 露を S 遺族に 總 まる 搔 事件 


可哀想 じ 彼女が を S ホ ニ n ラ 
ス陛 すの 王女が 成れの まてで 
ある！ 巧、 彼女は 詐欺師 だ。 
彼女は 脾を i か だ！ 曰く、 曰 
くご、 歐洲の 貴族 か會や 社を 
巧を 骚 がした 問題の 彼女、 ア 

ナス タシア ■フ オン* ナ ヤイ 

n ゥ ，キ が、 過般 人 港し じ、 

モレ タニア でん 目 じ 隱れて h 

陸し、 彼女を わざ^ ^ア メリ 
かじがん だ U ング アキ ランド 
のな 篆リ ー •ト夫 A の 锁宅じ 入 
つた C さて 0 


~ 彼女は おして 王女で あるか。 を 
れ ごも 巧 化の 知れない ボ ー ラン 
ドのは 姓で あるか、 お 女 並び じ 
彼 みん 索 巧を 信 やる 人々 は、 い 
づれら 彼女が ン ベリァ 流が 中に 
揣 じく も錐衛 の。 ンァを じ見染 
めら れ て、 ッァ ー が 一族 惨殺 前 
じ 流刑地を 脫 化して < — マニァ 
.じ 入 >、 同化で をのを 卡ど 結婚 
しじ ことが 發覺 し、 間 もな < ホ 
, u 過 敵 おのた めに 慘 殺され、 銃 
巧で 頭を しむ： か 駿られ た 化 女 

1 補の 不 もじ。 つた 彼 

女の 相好が 幼。 い 時に 異 つて 居 
るのは をのた めで、 ア メリ々 へ 
來 たの もこれ が據 治を 受ける た 
めで ある ビ云 ふ。 


がるに ユ — ベン^ 1 ダンの あ 
る。 マノフ 家の 一族の 人々、 
な かんづ （ブア I ^ ニア 〔皇 
后〕 の 巧 弟で あるへ ッゼ •ダグ 
ムス タッド 太を のかき は 彼女 
を 0 て腾 物の モ 女、 氣が 巧つ 
たポー ランドの 肯姓 娘で ある 
ど 巧んで 居る もの i 別じ掛 が 
をした 譯 でもない C 化 間は、 
さぅ L む增 のな々 をが 料 ドし 
て 唯 だ、 本當 だ*」 騷 いでち る 
ので ある。 謎！ ち へれば 葛へ 
る 程 じ 迷宮 じ 入る、 謎の 鍵は 
この 可憐なる 一女 巧の 身の上 
に 注がれて 居る の だ。 


一族が、 過敏 お 軍 傑の ためじ 銃 
殺され、 眞 白い 雪を 血 じ 染めむ 
こごは 事實 であるが、 をの) 族 
の 一人が、 がか じこ i を 耽 出し 
た ごい ふこ ビもあ 6 巧る ご 云へ 
ば 一ぶ へ 《 こごは ない。 王 巧 一 家 
のり 衛じ 就て けを の 後 じても 純 
裡 ビ調查 され、 現じ ッァ ー - 陛 
下 U がか に 問 地を 脱出し H 本の 
首都 東を じ 潜伏し C 巧る 等 ご. 

ふ お鹿氣 切っ た增も 流布され た 
こごが あつた。 どもら じしても 
をの 眞 柏を 知る じ 由 も。 い。 従 
つて 王族の 一人が 同化を 脫 おし 
たとい ふこ ピ は、 あ b 得べ く， 
からう が、 をの 半面には 『あ 一 
つた かも 知れない』 とい ふ 疑問 I 
がを つて ホろ。 


さ ホ、 巧うな つて ホる ど 現な 
この ニユ！ ヨ I クじ をる アナ 
スタ シア •フォン ♦チヤず n 


辛は 


〔こ 


をく の 託欺師 か。 
をれ 共氣な ひか。 
或るな 略を の 陰謀 か 
ら灌眠 術 じか！ つて 
居る もの か。 

をれ 共 王女 か。 


ごい ふ 疑 間に 襲 はれる。 


千九冉 十八 年 シベリアは 五々 テ 
ブンバ 八 クに巧 ホ 中の ツ T ! グ 


千 化 百 二十 五 年のと 月頃、- 1- 
- -3! グ •タキ ムス 巧の ベ 作。 

ン 特電は 彼み じ顆 する 第一 報を 
アメ 9 力 じ 寄せて 『前 獨を皇 太 
子セシ ヴタ； はこの 不可思議な 
女を 訪問し、 彼女の 物語 b じ 就 
て 威 勤した 模樣で わる』 ご 報じ 
たこ ごが ある。 當時 或る 新聞の 
副 編輯 長で あつた ジ 一* ン • コ グ 
タ！ 君は、 宮 みのぶ 達で ホ ち、 
營 つて ッア— みの 倚馨 であつ た 
ホト キン 巧の 息す である ク レフ 
ポト キン じこれ を 示す ど 彼は 
今頃 アナスタシアが 生きて 居 
る 善 わ ある もの かい 
ご 笑殺して 了つ じ。 をれ から 六 I 
個 巧 も 総つ たおで あつた、 ニユ 
タキ ムス 紙は べ八リ 


ク ♦ 


選 擧宣傳 の 大口 注文に 

目の iu ろが 刷屋 

洋紙 だけで も旣じ 一千 囑を 消費 

早くら 化 來た印 邮屋了 ロー 力ー 


まま 特 を 十 セ日發 n 総 選を 宣 
傅 文 掌の が 送で 郡 化 局 ごが 刷 
崖は 目 ド 目を 姻 はして 居る が 
なお 補 締切ら i でに 流 巷し；？^ 
巧 紙は 正に 一 千觸 ど 云 はれて 
居る 0 


〔東京 巧 信〕 义 薄で お說 のみ 
だ 武器で ある 普選で ある。 旣じ 
解 敬の 一日 前 神 旧ち ± 化 町の 一二 
秀をじ 思 ひも かけ； 2、 大 注文が 
巧 務省發 が 巧から 濟ひ达 むで ホ 
た 『響を 必静 普選 巧 巧』 ろ パン 
フン ツト 十万 册 どい よので、 巧 
かも をれ を S 四 H の內じ 納入す 
べし ご. いふ 


火急 的 化 文で ぁる。 注文 

品 t ! 巧に H を繼 いでの 大単 輪で 
が （二十 一二 H の 午後まで じ 完了 
> 、あ もじ 餐化局 じ规乂 するど 
今 巧は 入 違 ひじ ポスタ！ ニ 巧 刷 
ら 十-力 枚 ごい ふ 下命で ぁる。_ 

_ 方肯 ちんの お 補をから も、 宣言 
書 印刷の 注文が ぁつて、 索 晴ら 
しい 廣氣 でぁる。 小 巧 川 久毀町 
のが 同が 刷 巧式會 社は、 內巧お 
から 白 あの 矢を たてられ’ 是が i 
非で も大急 巧で やつて おれ どい 
ふこ こ。 京 橋- 阮 築地の 中累 印刷 
_ 所では 『赏 言®: K 細しての 照 曾 
は 毎 H 數化あ b まず。 いつ 山の 







! YORKVILLE AUTO SCHOOL 

! 最も 擾れ わる 自働 舉學校 

之 04 E. 86 也 St. Tel. Regent 2390 


M 邮圓 RA 郎 化 .! [) 〇.， 

巧 - 巧ぶ 化 23rd 化， 
HewYorkC け！ 

Te し Gramerc バ化 8 


巧 E 阳 JiMO 巧 
な即 RIT! はな ). ， ING. 

120 BroadwajiN. Y, City 
R が tor 24 巧 4 お 9 


THE BANK OF 削 0 な N 

Boa 曲 巧 巧 1 おが tf 刮， 8.Y. 

Phone. Cortian が 8583 


Tlie Siimito 剛 B 郎 k, L 相 . 

化 W 巧 Ri (が 巧む 
お e 帝が 4 
1 が 8 巧 3 お巧 

Tei . お 郎巧 r 7444-7445 


なけけ radii! が 0 ., Inc. 

I 面 !] oriers & tx がけが S 

101 Fifth A 巧 . ， ん 1 
Tel. が gon 叫 in 巧 化 5 

327 W. M がは an 化 eet, 
j Chicago, Illinois 

! 痴 


N. Y. K. LINE 

社 音瓣録 本日 

NEW YORK OFFICE ： 

8-SO 呂 Fi な 弓 e St. T 巨し . SO 地 UNG G 只 EEN 2262 

S 注 n Francisco O 巧 ; が： Los Ange! 巧 0 だ わが Sea なわ 0 主 だが； 

5 き i M が ket St. BHtmore Hotel Arcade Coin は 打が d だ. の 巧 t Ave. 

Chi 说 go O だた 6: 化 0 み '. Monroe St 


Tlie YokQliama 
Sp が lg 酷 ilk, L 扣 

閒 i Fi 日扣， Egu お bk お dg. 
巧 (I 8 巧 曲 化！ I. r 
Pb 则 g Bsd が 2 巧 ti 


F お扣 献が な iwan, Ltd. 

Baam 515 

お邮 がは (m i 刖 esting む ; Iding 
巧艮む cadwa も 8 J. 

お i. む rtiari がけ 32-3 も 34 


WAUER & 化 OHIO 

CUSTOM TAILORS 

20 D 巨 Y ST., NEW YORK 
Near Church S し 

TE しと 0 氏 TLANDT 巧 57-7558 


! 街が 9 Br 日 も，！ ns. 

Formerly 

段が tihacW 是 む . 

け East 1? 化 U . 化 
Te!. がが 琴 in お 8 もが 


解巧 T 帽咖 g Go. 

玉ら 丄 -5th _AATemie, 
(Coi*. 21st St.) 

Tei. お g 日 squb お 48 - が 


0 ぶ .K. line 
ホ 飯 廚船會 社 

2 お ?* 8 職 i 巧 HALL 賴 ILBI 指 
17gmE お PUGE 旨 EW! 郎 K 封 巧 
PfiQ 辟黯 WUNS 郎巧肖 8382-93 




m 脚 TA & 邮， 

1 が -1 が Fi 加わ も， 
げ 0 し 21si 化） 

N れ V む rk 巧 ty 
Tel. Alpn が en が お 


Nippon 

Dry Goods Co, 
1261 Broadway, City. 
Gor.31si St. 

Tel, Pennsyi 巧 打 ia が闕 41 
Roo 柏が 5 


I 議 EU SH 圓 EL 

I Dolls, Toys and 

Seasonable Novelties 
31 East り 化 Street 
(UNI 训 S 郎廳） 

* Te! Alpn が in 1 が 7 




が こ.： 


なわ ニ 立山 占^ 




M 



號よ廿 百 四千 
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雜辦 裔 规 


【日曜 ±】 


十 あ 年め 歷 あぁる 當巧 はを 年の 
經驗と 新 智識を なする 教師を 聘 
し 自動 卓 
操 凝を 及 
び 運轉者 
の 修得す 
•へきを 要 
な 磯 隅 的 
智識を 鑑 
期間 じし 
て 最ち能 
率 ある 徹 
底 的 技術 

を敎習 L 黯默 獲得を お 謡し 顧 業 
ロを も 罔 綾し ま 1。 



自擲ホ 運 轉及惨 理法を 
U 本ん の 敎師じ 浓ら親 
切 じ お 巧す、 混 雜の道 

路も 自由！， 

操 縱が出 ホ 
る樣じ G ら 
'ます 免狀保 
証、 就 磯口 澤 山、 晝巧 
敎授诏 じ クライ 3 ラ’ 

一 化 二八 年 型を 使用 



本 巧 大阪化 演五了 目 

紹育支 巧が 巧ブ C ! ドクで！- 白 四十 九を 

變 化ぶ 銀 巧 

ぉ (おを、 横 港、 をを 崖、 巧 都、 神 ロ 
g り 尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 巧、 下ノ熙 
がま 巧 《巧 司、 ホ 倉、 巧 松、 構 多、 义留ホ 等 

本國 預金、 鄕 M 送を 等は 械め 
て 御 便利を 速 じ 御 お あ ザ 中 お 


本店 朝鮮 巧が 

ま 店 出張所は H 本內 地の 樞要 邵巿 、朝が 
滿洲 、ま那 のを 地 及び 浦 補巧德 

朝 鱗 銀行 紐 育 班 張 所 

外 蹟爲替 一般 銀 巧 業務 精々^ 利に 联巧ザ 
中と 候 


藤本 證券 會社 

一般を 巧誦 なノ賣 貝、 引受、 裳 集 
A を 触、 ホ ニ 之ニ關 ス^ 一切 ノ楽務 

鎌賊 藤本 ミ？ t 銀 巧 
級 育 お 張 巧 


陶媪 器、 雜 貨卸寶 

蘇が ブラザ ^ — ス 


雜哲 尚な 器 

ドラィ グ ー ズ卸資 

太 養 易！ 會社 

支 巧 お 化 古、 ポストン 


A 最拓 巧を 等設滿 がを のを 當拾巧 もる け 乗な 具 
の 熟 採 我が T を S みに 巧 化の 萬 S する をで 寸 
▲當化 おや 洋 おお 一二 等穀髓 はを 部苹睹 巧を 度み 
巧し ました、 巧に ホ 市 操め かを は 巧謂ッ ー * 

ス トサー ド 又は スチユ デント グ ラダスな 上の 

毎 おも 箱へ て 病 4 えす 

#を港出帆ホ ノ グ ^^經由 〔正午ぉ帆】 


天が 


r 


化 

化 

を 洋乂 
西 比 利强化 
大巧 化 


ニ 巧 化 九日 
一二 巧 十四日 
一二 月が 一日 
四月 十 j 日 
四 巧 サお日 


#シ 了 トル お 帆 〔午前 十 時 おか】 
加辑乂 一一 貝 六日 
が豫丸 云 巧 十二 B 
靜岡乂 四 巧 五日 

@ を緊爲 日本を 想が 

穎姆叛 ニ 巧 せを B 
も出祐 ゴ 頁 十 8 
▲紐 春没魄 ちを 馬 おを B 本が 貨错 船！ 巧ニ圃 
A 絮裘 域！ 導 勞其疲 萬 ホ お 操を じ おおが ホ ザ 
▲太 廣洋乂 を 隙を 社乘摇 巧を 御银宜 にあ 許えず 
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舞踏 敎授？ 謹 

i ；* 裔树な 社 巧 ダンスを 叮喀じ 親 
切 じお授 します。 

Miss . Lhine 云 20 W . 苦 nd Si ぎ Tra 寡 ar 岩 苦 

~~ TW 五 ホぶ 八 弗、 一 
人 又け 二人に 適す、 

巿廳へ 十を タィム スス クコ ャ 1 

へ か 舌を 電話々 ン バラン ド呈 三一 
養 量 FBro 。 言 黒 條おモ 

賣度 おに：： ち 

ブ八 九台賣 度し 

Z . T 里 量 


• > • • ■ 7 3 






▼鄕 里を を 底び お 送を {無手 お 巧)* 3 ¢ 面 
ち替賣 買、 荷爲替 ながな 立、 信用 おを 
巧 等】 較お巧 業務 巧 便 巧 じな 巧 可 化ち 

S 臺灣銀 巧— 曲 張 所 

本店 秦潰臺 化 

を 巧 あお、 儀を、 大較 、神 ロ、 上海、 巧 
ロ、 庵 州、 厦門、 灿 巧、 香港、 廣 が、 あ 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 をち 
— 々八々 ッタ 、偏敦 、其 外 臺潰十 旧ヶ巧 

一、 資本を 壹橫瞩 (圣额 拂る资 ) 

一、 轉 立を 化モ 六な 五十を 圃 

內地本 ま 巧：：：： 橫濱 {本 巧) を 巧大阪 
神 戶長格 下 蘭る を 崖 

犧鑽 ぶ 金銀 巧— ち 巧 

ホ國 がち 巧 n を 港 羅巧ホ ホ布哇 
其 他 化 おを 既 重を 都市 ニ だ 店 度 n * レ 
ス ち么榜 


ハィカラな 紳 古は 

化 立 服 を し ま ず 

ホれ は-補 （身 じを ひ、 兒 掛けは をく、 を 
して お ホを ょりも 長 持 もす る 事を かつて 
るからで す。 弊 化は 多数 H 米 紳+の 御 巧 
を ホつ て 居ます。 

N 化 巧き じて 御 巧 巧の 方 じは 

六 か 刹 引致し ます U 
御注义 のが 柯 じな はらず を も 巧 一巧 ホて 
忌て 下さい 

ウオ ルカー エンド フロリ ホ 巧踞巧 


日本 撰 離會感 (ホユ が 壊道窝 を i 

化理 おが 稠 兄弟 顯會 

乘窜 、乘驗 頭 豁蘿に 小荀— 频建證 御霞挪 じを 摄串 しまず 


シア.*- が遣觀 (午前 十砖) 
も ふり か 化 】 肯ホ見 H 
ぁらび や 化 H 巧 十 Ha 

ろん でん も (坡溝 度 親.) 三月 ホ お B 
y I 等 權濱】 ぉ豆雖 

货 しば 弓寸丸 るん でん もじ】 虽を琼 
ミ' 霉 a 本 巧を を 藤 客室 大な 造家叛 室多數 
▼御 憲窒じ 彼 9 1 等 製 引を 儀 蹲 得を 巧 致 巧 候 

ロ 又 アン ゼ ルス ぉ軌 (午後 一二 時) 
らぷら たか ゴ貝ニ 曰 
さん ミす 見 四 巧 一二 日 

マ 一等 橫黨ニ 111 C 嚴化 はわい 丸 吏 じら お 一窒乘 
T 碌别 一二 等 S 本 巧 五十 九 熟 ▼一二 莲 S 本 巧 立 十 左 燕 
ダを 灌霜廊 朽錫棄 切符 寢肇券 購入 擲薛旋 か 4 候 
►紐窗 線 パナマ 鹤ぉ B 本ち 那ぉ揉 物撫巧 一 厨 


日本 陶撼 器雜貨 

ラ厶 ブ卸賣 

奈良贊 易商會 


M 本陶撼 器雜皆 類卸寶 

ホ元ブ タザ ！ ス 


.日本 吳服 反物 キ モノ 
テ 1- フん クロ ^ — ^ス類 

謙雜貨 卸商 

懿 日本 ど 7 -^ - ク i プ蘭會 

特別 窮巧 でた 勉强巧 流 わは 常 巧の 持を 


精々 勉强巧 化 御 引 立 顚上候 

陶触器 雑貨 卸賣 

春 巧厳會 


H 木陶 黑雜貨 
ドラ*^ グ^ — ツ ぉ販賣 

fg 茂 木 桃 ホ 組 

MOG , MOMOZ 。 グ cf Inc . 

105 - E . 16 を ； Sr N . Y •ぎぎ yveit 雲 5 - 6.7 


S 醫霞 郵便 _ 

左記の 郵巧 物當率 務巧じ お 暦 
ち 之が 閒 自身 御巧訪 下さる か 
若く は 化 巧 御 通 か 被 下巧爲 
藤 野 兼助乂 巧貴巿 今旧您 
衡 井出 貞藏 G •ィシた リ 
(靜 岡ょり) 加 藤 乂真次 巣 
巧親義 ゼ ー ム 7 ず岩お 川 
輝 遣 ノ ミな 太郞野 殿ぶ 助 
大お竹 松 旧 中 ぁき子 主 ド 
メ吉 お郞三 口中 大脇 美化 發' 
ソマ •トン オ 巧 本 (福 心巿 

マキ 氏發) マ' 火シタ •シ 乂ビ 

日 横 巧榮藏 ブ！ 大 が || 博 
文 館) 松み 力 テー •セ オー 

紐 育 日本人 會 

實卓 . 57 th St . f ぎ U . 一 I 
ぎ colibus 基 77 


ト 


タンク 


_ トマ； ン 

テイ ラ！.- 及 _ 

イ ン ノ ベ シ 9 ン ト ラ ン タ *"|'111 _ 

赖お葬 五十 解ょ b 十二 瓣 を 十 傭 I 
EG で 己 置を で reet i 



；5 割を 巧 引 

ち 二十 五 T 目' 

ルシア A . 

タ ー キシ A-JfU I 

晝閒 I 菊 一, 晚 f 弗 お 五 鱗 
男子 入口 畜. W . 養さ 芭. fr 7Mie . 
蠕 A 入口 養-一畳 苗. 12 害 巧 J 星 二 著 ve - 


夏場 ダ I ム 向き 

今回よ 記の おに 移 轉し日 水 あび 獨猶製 お 
具、 雜貨 あび 陶器 榻巧夏 構 向き 品垂 部な 
揃へ 视 巧して 居ます から 御 巧 紐の 節は 是 
ホ 御 ホを b 御 一寛を 願ます 

モ— デル エンド シ厶 メル 


nn ^ 


0 


が 


W ! 

W パ 

W 

N ^ U 


资 本を 
拂这が 資本を 
が ホを 


宣据剧 
六 モお脚 
五 千 八 巧 四が お 脚 


錐 城 S 井 銀な— 支店 

本店 東 巧 市日 本橋區 本を 法 巧 五番 地一泌 

ずな 宗ロ 本お乂 S (おち 震 

名 古 お 京都 大お西 尖 お) 神戶 
廣な 下瞄巧 巧を おお 岡 長 巧 
上が 偷敦孟 買 机 水 


~ 1 W か 
ん 邮 0 
巧.' ^ A 5 

紙减 

b — UW K 9 
■巧 叫ん 相 
A E W S3 
nu 1M d R 

じ M 

w nT 

o 2 

ミ 8 1 


儀 お 乂巧替 •電信 送を' ホ 送を， 旅 巧 信用 狀 
巧を 信用が 其 化 一 殺 银巧業 

ん S ご 囊銀巧 f ま 巧 

概を 送を ハ 日本を 地 無手 巧 巧？ 进速取 お 
本店 預金 (を 期 通知 ノニ 補) 御 便利 おを 
本 ま 巧 巧巧采 巧〕、 大阪 、神 ロ、 をが 
巧な 化 あを 崖、 小 樽、 上が、 儉を 


. 御 太 典泰燕 母* 訪閱圓 員 募集 

今上 陛ド御 邸 位 ま 拜觀の 震に 潜す る 空前み 好機 
齡齡 = 今秋 十月 十一 日 (加) 午を 六 時 こトを ベン 停車場 度發 
詞 十七. り {水) 沙 港發郵 盤細賀 化！ し 便 乘の上 十一月 二日 (金) 
橫濱德 着 I 

歸ホ = 明年 一二 肖 化 U 横澄發 、郵觀 辭陶化 硬に て 國巧十 S n 

; '豫を なれ 典 隨盧歸 米 差 支へ 無し 


沙潑 着、 同卡乂 H 紐 育 着の 

翻裝 ：= な 道— ニ おみ 十 お， { 
ブ成 マン 寢を 券、 食事， 泳 
ボ 4 ボ ！ タ I 、む 觀 等逾ト 


巧 華 一等、 汽船 二等) ■ 

灌ホブ 八 巧、 宫働畢 、タツ クス 

の 乂雙を 部を 含む 


往復 i 四 お十雜 
窜送競 定其他 詳細は 粒梭ホ 
紐 脊市東 弔 


I 體者じ 擲照曾 もられた， し 
- 十九 了 目 ニニ 閣 

も！： 觸 兄弟 蘭 辯 

第五 次毋國 訪閒團 

.紐 育 ホ 巧る 八 T 昼 ニニ. 一二 
り 本 A 策な；^ 晉內 

j 御大 典 奉 視巧國 訪間鹽 


Z 了 

T 巧 

化眶眶 
4 & S 0 
L Y 

59 ^ W 

常 僻 

皆 


ダ I ム用雜 賞品 

ケ i ム、 I コン 七ッシ ョン、 及 ひォ！ クシ ョ 

ンじ 最も 堪 I 當する 香水、 銀製 品、 貴を 屬寶巧 
時計、 懐 ホ 時計 類 等雜貨 輸入な 及ホ國 製を 部 
取 揃へ て 居らます から 是ホ 御用 命を 願ます。 

値段は！^ じ 比し 化廉 なろ 事 ¥ 保証し な 物ら 
所謂 『サム シング •こユ ー』 の 物を 柯時も 持つ 
て璋 ます、’ 目錄 が 導の ホへは 御 送 も 致します 

I ジ ヤコブ ホルツ 商會 




日本の‘ 不景氣 は 當み續 く 

■ 生 巧は 向上した が 農村は 困滯 

H 本紹 化が 宵え 店畏奧 がぶ 太 郞巧談 



為 「' w ' 




日本の 不畏 をは ァメリヵ 
で考 へて ゐ るよ らも 大きい ど 云 
ふ i を おは 察した。 昨年の 大變 
敷 0 ホ殆ん でを 怖じまで 近い わ 
びえ 方 じ 化んで ゐる 財を は' 兎 
も 巧 十五を 巧 巧 他の 銀 巧の 猎理 
じ目舆 がつ < ご 同時 じ、 をのが 
淵から 甸ひ 上つ た 形で あるが、 
もう 之で 更生への 鎮一 ホを 路み 
しめむ の だから ご 云つ て、 遽じ 
樂化 はお ホぬ ど 思 ふ。 なる 巧最 
巧 關はパ マし むし S 際 上に 巧て 
も！： 化 じ 向 ひつ i あるぶ は 云 ひ 
化、 このす 葱氣は 可が 6 化 强< 
て S 巧 や ザ 年で 眼 じ 見える やう 
なが 轉み徵 はない C この 化强い 
不嵩氣 は 云 ふを もな （、一般 か 
ら乏 へば 資 をの 停 顿 '投資 あか 
ら 云へ じを 融の 援漫 から ホた 當 
がの 結 おで ホる が、 前述の やう 
じ 愚 毙熙は バスし じの だけれ で 
まだ 思 怖が 其 影を 人、 むめ 上. I 殘 
して ゐ るので、】 流 銀 わ 等に 冀 
大なを^=餐てむるご云ふ狀態だ 
からな 資 事業は 柯ら巧 のので 
ぁる。 捣て I 加へ て 

支那 ろ おえ 間の。 ぃ爭乱 
の爲 めじ 物資の 輸出は 低 滞して 
成る 袖の かきものは 大 殿、 神タ 
港な で じ 荷が 山め 樣じ なつて ゐ 
る。 支那 巧 地 じは が當 をの ある 
i はおつ てゐ るし 綿製品な 化の 
雜貨 U 質れ る i . はが h 巧つ てゐ 
るがず 乱 最中 商 おが 途中 巧う G 
つて 化 舞 ふか おらね 懸念が 多い 
の ご、 一方 支那 巧 人 も 化ず 乱の 
爲 めじ 徵收 されて 仕舞 ふのを 惧 
れて をはない 風じ裝 つて ゐて 旁： 
對支貿 おは 支那の 現が が潑 いて 一 
ゐる 中は 餘らじ 滞み じなら ロ。 
をに 巧 現な じ 於て 一を 困つ てゐ 
るのは 巧 困ち ホ じ 差異 こを あれ 
資本家 ご 失業ち，」 で、 現な 職を 
持つ て & る 中流 口下 S 化ての 職 
お 者 U S を錢 動の 爲 めじ 給 おは 
下げられた 譯で なし、 物 懼は上 
つて 拭らぬ の だから々 しも 生活 
に 難 漉して 居らの。 之が 反映し 
て M 處のデ ハ— トメ ント ストア 

も 小巧视 やらは 衆 娛樂傷 も 頗る 
拖 かを 呈 して ゐ ると いふ 狀 おで 
ある。 なは 六 年 目に 歸钟 したの 
だか 横. 游 、束 京 i ：* での 

復興の 速ぃ-、 ごゃを 巧大 

阪； ；？ での ゲバ— トメ ント ストア 
が ホ 越のを れど时 域に 何でも 整 
I ふ もみじ 禪蘭 西を 水、 お國お 
でのげ 服地 等 じ まつて は 巧つ て穗 
f 類 か米國 より 多い かど 思 はれる 
のに 驚いた ので わる。 何れ じ も 
せよ 減 巧のを 銀 巧が 蘇生の 緖じ 
ついて 今にも 貴氣阅 化か ご あは 
れ じのは が 年末の 景氣 でぁつ た 
が 遂じ么 もを 景氣 でが 今 まだ ま 
だ 喘々 の 聲を をして 色る。 總選 
舉も殘 ず こご ニ H どなつ たが 普 
速 じ 依る 逃を は 最初の 經驗 でぁ 
ち 或る 淸 がさは 感 する けれ でら 
ホ だ 選 おじは きをが 巧 常 要 
る こど だし 無を 孩 •か 赏權を 握る 
は抵か 大势を 左右す る 力 も 持て 
いので あらう から 巧び 政 友 曾 


が 政 巧を 框 C じズ 一つの 人 おは 
をら うし、 は 政 窺が 奪へ ば 恐ら 
<實 質的な 时化 策を 講 する だら 
し 鬼 も 巧漸み じは 读氣 持直し 
じ 進んで は 巧 かう ど あはれ るが 
世間で 觀 測す るか （ザ < 且つを 
易 じに やつて ホない くが ふ。 を 
におの 云 ふ樂觀 
尙早 る考 へられる ので あ 
る。 を 解禁の 問題-， が 年 時隱を 
逸し じから 巧び 好機を 搁 むまで 
は替 巧を 是る さは お ホまい. こお 
记れ る。 支がず 乱め 影響を まけ 
て 可ぶ ゎの 上树 ぶを 失つ てゐる 
が 態 だから 巧 綿 業界 もがを を受 
け S 巧 流の 妨績會 社な どは 難儀 
。ちれで 却つ て大 資本の 一流 會 
社は 化 間から 見た お 巧つ て 垣ら 
の。 これ じ似述 つた 關係 じみる 
のじ デ';— トメ ント ストア ど 尾 
ホの 小賣商 ごで、 前述の 细く中 
流 W 下の階 級が 一 ぉす 景氣 めが 
が がら や デ パ 1 トメ ント ストア 
かお々 と娠 ふじおして ホ賣 商は 
非常-—- 影蠻を 受ける やう じな つ 
たので をる。 數年 巧め 豊 がの 爲 
めじ 米が をくな つて 
巧：^ はこ ぼして ゐ るが 米 
がを くなる ぶは 一般 閱 皮に 取つ 
て 生活の すを を々 しで も 除く を 
じな つてよ い J だが、' 么が爲 め 
に 未だ 農楽閣 である ご’ る つても 
よい 円本で 農家が 困る やうでは 
政策 宣 しきを 得て 屠ら 巧。 米懷 
は 下 つても 别じ應 村を 活の 苦境. 
を 救 ふべき 树等 かの 施設が 巧 じ 
。けいば ならぬ。 を 働 者は 困る 
阻る ど 云 ひ がらを 指輪 もを 時 
計 も 持つ ので もる。 然し' 乍ら 農 
村の 姐る ご 云 ふのは をつ て 養る 
の もやつ W である。 しかし】 も 
的 じ觀れ ば數年 前に 比し てん 聞 
生活の S 巧 素で ある あを 化が 上 
等 じな つね ご 云ん 資涩 じ；： > つた 
ピー 槪 にはる ふこけ ゴお 巧な。 
摩ろ 生活の 悅 '上 e わる ピ巧斷 し 
てよ からう 0 ( 文賣巧 記を) 

日 會叢報 

學生作 お 展覽會 やら 

天長節 祝賀 會を 開催 
前號巧 報が 育 H 本人 會现 事例 
を じがて 補 缺選擧 せられ K る理 
事は 武ホ釉 一二郎-阿 報を ニ 氏 後 
な) 眞繼 後一 {崖 暮が郞 の 後任) 
龜 かお 義 (中元が 助が お 巧) の 一二 
氏で ある A 社 會部ま 摧叫胞 魁を 
大が藝 會は豫 想 W 上の 成 巧を 齋 
らした が ホる 二十 一日 午後 六 時 
H 本 お樂部 じを 員、 出演者 反び 
腳係者 一同を 招待して 逾勞晚 を 
含を 閣く尝 A 食 員 装 集 委員 會は 
み 遇巧曜 りが 昭 かじて 關 催の ホ 
么去る十四りの巧宗會にがて巧 
讓を ホ 聲 する 意志を 表示され た 
を 韶 まを おみ 案に か 化 n 特別委 
員 食を 瞬きて 熟 誰の 窜 A ホる 四 
パ 二十 丸 U はおを 節に か 當し誌 
閒 明け 第一 次の 佳節 じつき 间胞 
の 规な晚 を會を 開く i ごじ b 特 
別を 員 逃 巧を 會長じ 一な した A 


ホる S ぶ 一二 四の 兩 H あ ホ 女子 お 
を 學がじ j がて 盛大。 る 人 お ホ 化 
の お 見 ダ 開き 巧 希望を 义國を 
巧 聯粧へ j 中が ぁらを ご W 時に 本 
の 本が學を作おを 
數 U 間 じ 化した しどり 曾 じ 
通牒を t 目下を 巧 部 じて 硏を中 
G るが をな 子黨 記を 化理 は昨锁 
校長 アレ I ン 夫人 ご會 見し 视 々を 
備 的のを せを した ど A 來る四 
巧を 巧^ 會準捣 の爲め 理事が 巧 
巧 指 あ 貴 會を設 思す る 化は 同 
じく 埋ま 會 じて 巧み A 今 巧 御大 
典に 關 する 特别 を員會 もすな 敢 
設 磨す もを •し 化定。 


信仰ち 愛會 講演 

紐 育が 留 印度人を 中， むごして 
ホ 人 ま おお 並 じ敎巧 家の 後按を 
得て おを 信佛ぶ 巧を (フ で。— 

シップ。 ヲ '/ •フ で ィ！ <) ま 罹の 

講溃转 はみ 週み 曜 H こ 一十一 B ) 
を 投て西 六十 八了呂 四十 番地 じ 
がける ウ ワィズ 搏± 词宰 のフブ 
! シナ プグ C 醜 かるべく 當 巧は 
をが 敎に觸 しては チヤ 7 キー敕 
師 、佛敎 じ おしては ジヤガ デシ 
す卞 アジ 博 ± 猶太 敎 じ 關 しては 
シ かパア マシが ± がを 十五 か 宛 

講演し あらに 接神學 、新 思 憩、 
偷巧觀 、義裙 等 じ關し スベンず 
ァ博 卡やフ ず} ド 女を の 十を 講 
演がぁ.*^目下顯留中の南霞寫被 
夫人の 日ネ 戟獨唱 なぞ も ぁる 由 

村 ホが まを 動靜 

旣報前 遇 着 紐せ る 東京 築 一 外 
國語學 校長が 井 知 至 巧は 智 子み 
攘词律 直じ孽 唐に 赴き 河 上淸巧 
モ •して 靜 養旁讓 潰の 準備中なる 
が 本 巧 下 ぉぉ 紐の 上 日本 文化に 
蘭す る 譲 演の爲 め 栽 奠測贿 'ホを 
壊 遊 1 る豫 ぶ。 

臺銀ぉ 露 所 移 室 

を 灣潔行 紐 育 出張所は をホブ 
n ト ドゥ 五！‘ な 六十 五を 三 一巧 六 
号 室に をつ ねが 本 H ょらを 巧 十 
五ち 室 (第五 階)*! 移った。 

美な 敎會 音樂會 

奥 W 敎餐内 M ボー ぇリ！ グま 
催の 音 樂會は 明 十九り 午後 八 時 
ょも 開かれ 福 か 巖巧擦 意の ゲプ 
ィオ リン 獨奏 (が 奏は フネ ブシ 
ャー 巧) 並 に 水木 音頒 巧の 獨唱 
も あるを 0 

ん！ が 人 

參虽野 勇 氏歸辆 中の H ホ 生糸 
巧式會 '祖 が 育 支店長、 前週々 ホ 
歸巧 

•加 藤 補 一. 氏 お 树冗弟 商會社 
員、 今 巧 西な 八十 ニ 了 目と 十一 
雷 アバー トメ ント四 C じ移轉 
•并 ぉ欽 一巧を 年シヤ トグボ 
じ閒 業して 居た ドク トグ 井出 欽 
一氏、 岡が 出 ひろ子 夫人は 去る 
十五 H 午前 碁 紐し ホ テグ •ペン 
じ 投宿、 當巿觀 巧の 後 昨 H 壁が 
じ 赴ける が 約 ニ 年 同市に 滯巧硏 
究に從 事ず る 由 
♦巧 上 譲 氏み 息奇 禍お內 西が 
十一 了 目 一二な 四を 地 ザと 譲 氏み 
息は 前週 月耀 午後 自宅の 化 還で 
疾走し 來れる ホ人自 働を の爲め 
•し 跳 打ら れ 頭部に 負傷し、' す 部 
よ b お化して 一時 人事不省 じ 暗 
.つたが なじ 聖路加 病な じ 入院 治 
热 中の 處漸 巧な 識も恢 おし 逐日 
巧 方に 赴きつ i あち ご 


H 絕說を 
♦紐脊 n ネ人敎 を 
神の 詩 巧 水 牧師 
♦基 瞥敎 修道 營 
永爐の 能力と 神性 今 井 牧師 
♦ロ 本人 奥な 敎會 

十字が の 敎 宮蜡 牧師 

◊ ◊ 

i 日本 巧 / 1 ル I 

◊ ^ ◊ 

締 がが 育 本局 午を， と 時半 
二月 十九 日 を 港經由 

プレス •テント •アダムス 号 

二月 十 化 日 沙潘經 も 
當 山 化 

ニ 巧 甘 日 ビクトリア 經を 
ぶム プレス •才プ •盛 純疆号 


巧 桐 スペシャル 

巧で もを る 

流 わ 歌を 集 去 一 0 
新 流 巧 歌集* 四 0 

新しい 

歌 鎮の歌 ご 

最觀流 巧 歌* 蹈 0 

が樞 兄弟 禱會 


急 を 

目 本 最初の 加 替ヵ敎 巧 敎早お 
養を お 閣下 御 ホ 化のを 機を ト 
し 左の かく 大聖 露 (パ，— マス) 
擧巧 化お麗 ホな 敢御ま 巧を 上 
候 

尙ほ 大司敎 ヘィ ス麗 で 哥敎ダ 
ン閣を も 御臨廢 あるべく，}' 般 
日本人 諸君の 爲 めじは 別席を 
も設髓 を 廣 おじが 信者と 否 i 
を 間は ず 奮つ て 御 來會被 下 度' 
あ 學れ慑 

時：！： ニ 巧 十 化 日 午前 十一 時 
鶏 巧 滨五街 五十 T 目 

蜜 パトリック 大寺院 
服 裝隨盧 

昭和 云 年 二月 十八 日 

日本人を 穀 靑年會 






ハミル トシ 

テニス コ 

一、 ダィク マン 涩 6 ネ一ゲ 八 街 
巧 サブ 停留 瘍 のを 側 
ニ、 新設 中の 『コ ！ ト』 兰 十、 間 
隔蹟潤 じして 設楠 頗る 良 L 

S 、 廣き 『ロッカ， •が一 ム』 

『ボッ トシヤ ヮ；』 の 設備 ゐち 

四、 化 陈シー ズン赁 貸 契 的は 特 
じが 條件 じて 歡迎 

五、 詳細は 左記に 御照會 あれ 

ジ吾 す ま 至 geco ヨこ 4 ち 


七 1 ルス マン 入用 

巧 服の セ ー がス マン 雇 度し 給が 
或は 3 も ミツ ン ヨン、 委細は 面 

談义 はぶへ 手紙に てを 渉を 乞 ふ 

置 こ.， H さ al ぎ C 星 量 赛ニ 3- 置 Av 8. 


セ— ルス マン 入用 

二十 六 巧ち 十 仰 よら 三十 化 弗 五 
十 仙の 仕 立 暇を賣 > ホく 人を 雇 
ひ おしを 細は 左へ 巧 渉 あれ 
St . DenisTailsrillgco ., 7 苦 B 養 li ま y 


し' ド 


— 
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十八 n 岡で 英攘を 橫斷飛 巧 
巡が 艦搬 張は ザ减か ー 勞農 

ロシアに 凯飽 の 化 """ フ — バ 

I . こ 禁酒法 前— 擲 をの 城 太 
が橫斷 飛行 說 濁 逸 じ大罷 
H 超る か， n 州が 失業を 救濟 


( 0 ン ドン 十 化 n 後】 大膽じ 
もを み。 ン ドン 凌糾の 横斷 がが 
じ 化 串し つ i ある 吳啟が 巧家ヒ 
ン クラ t 乂 おは 今 巧 南 バグ マょ 
ゎを 雨を 化して 八け 五十 哩を飛 
び 午を 凹 的 シン ボポ！ ，の 飛 巧 
祕じ對 着した が。 ン ドンを &ホ 
これで 十： ニ U 目に て 単身で 斯く 
接 化 離が がに お 事した 新 記錄で 
ホる か 乂说は あか 明 n をな て 同 
昭を出 後 LI 11 U 閒な內 には 淺測 
じ 到を マべ < おし" ン ドン 岀發 
W ホ 十八 日の 巧で 橫斷 すれば 太 
がは U キド符 社み 赌を五 千磅を 
經楷 する 常で をる。 

〔ワシントン 十 化 H 發】 下院 
お 带を貨 舒は明 H ょ b が 洛會溝 
にがら おが 巧 做 張 案じ 就て 最後 
のみを じがる ベ < を 良 食 どして 
は 大統烦 > 一 も 懲談し 輿論の 反凿 
もを おん 上 この 陈が軍 省の 颜を 
ぶて I 巧 おと 十 一隻の 速を 案は 
- 猶巧 出す る もを 當 b 巡が 艦サ 
五 逆の 中 雄を じ着モ する ものは 
トを乃 ま 十五 隻 •飛れ 保 艦五隻 
も替 際が をを ニ 占を に 止めて 判 
强 ごの 巧お瞄 制限が 渉の 推が を 
持つべく お 水 おのち がは 旣じヶ 
。プグ 氏が 潜憾廢 止を 提哨 した 
關係上 これ ホ縮少 された 巧 巧 じ 
止る であらぅ ご。 

〔モス カク 十 化：：： あ】 坡近勞 
農 " シア 本 ± のがが、 バタ！、 
額が、 巧驗 、ぶ 服が；？ 缺乏 a 姑 
A で をん 掏 巧に 速 （政 おは 驳も 
過激。 るず 段に がて これが 善後 
策を 施し 、あ も ふの I かく タ 


く & 蘭人は 物 僧 吊上げの 一策と 
してを 易 じこれ 等の 物品を 資挪 
はやめ 府晚營 の お 濟巧場 前 じは 
人の 黑 山を 築きて 忽も賣 がれの 
姿 ど，：： * 6 化むな < ホ诸 では 巧る 
制限を 附 して 化 給ず るを 樣 じて 
往年の 飢 健げ 化 再現の 化 ある 爲 
め 段 泡は 一方に 於て 不 が 商人を 
吿後 するど 共に シぺ リア 化 ホの 
援 肋を ホめ つ i あるが お 因は 穀 
類倉渾 巧が' 个盧 どなち 去年 ょら 
も 毀 作に 醜ら や 供給め 途が 欠を 
して 球た からでを る。 

【ヮシントン 十九 n 發】 目下 
フ 。ブダ 地方で 化 養 中で ある 有 
力なる おか 黨乂 統領 お 補フ！ ゲ 
ア ー 氏な と 院雜員 ボラ ー 巧が を 
乂統谢 候補ち じ發 した 禁酒法 娜 
巧に 銷 する 質問 じ 興し 明 ロ 頃を 
3 て 回答を 公を する 黄で あるが 
フーダア|氏じ第十八巧修正憩 
法は 廢 楽し 得 るら のでむ くこれ 
を姆 巧す ベ 含 もので をる ど 信す 
る 巧 をの 態度を 明白と する 篱で 
ある 0 尙ほ氏 • かォ - 31 州の 立 
お 術は 殆ん -芭 確定して 居る が 下 
院の麗 鹿黨の 親玉 グッチ カム 氏 
も 農が 救 濟の寬 味から 巧の 立 お 
補を 援肋 するど 截 明した。 

〔.ベ ，ン 十九 ロ發】 ア レキ 
ザン ダー •ゾ ブコフ 夫人 ご 云 ふ 
ょ 6 はお， ろ 前 獨逸皇 ホの 妹 じし 
て義 に。 シ y 々ら ホいた i かの 
おいが は ご結赌 した ゲ キク トリ 
ア •シュン バ八グ •，ベ 韦がホ 
巧は 目ド當 地の 一 ホ そ 八 じ 濁が 
中 e わ t がプゾ n フが搂 我 する 


所に 攸れば ホ 妻は 近く P シァ 人 
飛れ ± を 操雜尘 どして 大型 船な 
機 じ 乘じ太 巧が を 横 勘すべく 準 
備 中で ゐる ご ® 

【 V ルブ ン十义 U 發】 獨 逸を 
生 巧 業 勞锁を 約 巧 万人は ち 給 間 
越の 紛ず ょらして ホる 水曜 りじ 
はエ媒 閉鎖の 運が じ 烏 面しつ i 
ホる が これを 磯 曾 どして 獨逸勞 
働 組を はを 產 業に 置 b て 巧 給を 
要ボど ホし 巧 巧 一時 プ ー ムを强 
めた 獨 逸の お 業も危 （范 解の 運 
命じ 會 はん どして 居る。 即ち ホ 
る 四月 頃を なて 滿朔 ごなる 勞働 
契約は 約 ニ 円 四十と 桃 じして 約 
一二 巧で 人の 勞働 おじ 影響す ベ （ 
彼等は 一齊 じを 給を 要求せ る も 
資本家 侧 では 貿易の 不 おを 始め 
どし 國內 の念融 硬化し 企 菜 資金 
の惜 受け 利ず 一割な 上 じ 達する 
孽 賞を 指摘して 寧ろ 减 給を ま 曝 
し 居ゥ簾 I 二者の 調 訂蜘體 も 最早 
勞資紛 爭の調 訂じ應 じ 得る 精力 
い ふしど 稱 して 頗る 悲觀 ずべき 狀 
態を 生んで 居る。 

〔ァ ' 严バュ ー 十 化 U 媛】 州 知 
肇ス， 、ス には ユユ ョ！ ク州 巧の 

失業お間題に 驢聯しをお委員 
--、 少 トン 氏に 調杳を 命じ じので 
巧は ニ 巧 中句な ホ 州 内を 地を 巡 
視 した 結果 ユユ 3 i クボの 如き 
大都曾 にがては 一般的の 調杳は 
不可能で ある もの i 大体 じ 於て 
千 九な 二十 一年 W ホ 最も 憂慮ず 
べきが 態で をる ど報吿 したので 
知 寧は 今朝 州 巧のを 鄰ホ 々長を 
始め ごし 挪 のを 局じ掛 しこの 際 
恐る. べき 失業を 救濟 ずる 蔵が じ 
てを 地方で 旣じ豫 算を巧 ホし ね 
道路の 巧設を 始め どして 建 等 巧 
他の 事業 眷 手を 警吿し 挪當埼 ご 
しても これを 貨 巧す る旨說 いた 
が 共 か 驚の 一部では これを 巧て 
スミス 巧の 政略で あると 非難し 
て 居る 者ら ある ど。 


■を 部、 鶴 見の 花形 等當 選し 

怪文書と 巧 相 暴言で 內閣彈 劾 ’ 

からり，、 一晴 わむ 普選 日和に 民衆け 靜肅じ 巧 票 

册六區 では 民政 黨 優勢 

京 京 特電 廿 - 日 午後 十一 時化み 發 本 H 熙漂 しわる 化 六' 防の 選 擧院を 員け 四十 名 中で が 然し 
たる ものは にか 黛ぶ 十二 お ’ 政 友 留化乂 名、 無産 熟を お 六 名 ’ ぎ 新派 ニ お、 實萊 同志 會 ニる、 中 
ぶー 二を をを 則が のを -- て 岡 ル 縣の鹤 兒祐輔 氏は 最鳥 點で當 選したら しい。 

東京 特電 廿 - 日 午後 八 時化 分 被 U 今夕 午後 乂时 調を 側が し - 巿爵谴 長 ホ 留も郎 、宮 棘縣 のず 
たる 著么 i;* るを 雄 おは 無を 黨 にがては 火 阪府鉛 木义治 〔社 倉 お 
衆 第 四 お〕 兵庵縣 第一 おで 中 ホを 巧 巧， - た赔 肤ホ逛 、ホ 顔では 
で 繫縣 政ぶ おの 剧 ± を植庄 一郎、 新顔では おを ホ 巧 五が から お 
じ 元の 隨 が 少 おどる はん ょ h. 徘人肋 背 尸' 知られて 政 友 待の 化 お 
安之助、 第一 ニ 協の かぶを が お 痴遊 こごが 膝 仁 太郎氏 等で が 明し 
たを 選が 中の 额觸れ にホ颜 では お 巧が お r 帖じ中 ホを 標榜して 
おがいだ 戚化 惟郎 ’ を ニ お の 神 旧から 嫌應 し-」 巧 上げられた 
を烏 一 雄、 與 一 協んおが派鈴木お四郞、 讓をでこ^化々木を五 
邮 、お； ニ おから 出 政ぶ 曾 民で 柬巧ボ をの 化 お 化 應速兒 、選を 
述動お 中 じ咯化 I た A 述 夫人のを 人を 崎 龍 か、 火 瞬 おでは な 一二 
I 院の 中立で 巧 遇の 神 蝶ゴ顯 はれた 今が 恣 ホが ±’ ホ 巧 じ 有 巧 ご 
j ならわ お K 円 木 巧 搜蔚の 杉 山 巧み 郎 、第一 瞬の 政ぶ 板 野ぶ 造、 

一兵が 縣 では 船 化を 5 勝 山 級み 郞’千 楽縣で 乂を 肥祕の 前を を 


渡 信、 寫 山の 裔見之 逆 巧 等が ぁ 

る 0 

東京 特電せ - 日 午後 五時發 = 
巧 巧 ホ 内で 激戦を 械 めた 第二 睹 
じがて 社 曾 K 衆黨 S ま 部 磯雄‘、 
鳩 山 一郎を は 共 じ 常 選し， 京都 
府窮一 蛇のは め黨か 岡あ溫 、大 
阪化巧 ニ 臨の 貧を"？ 志 曾の 武藤 
山 治に いづむ もを 選し、 文 十 菊 
化寬 、の 川 大吉 郎氏 等け 東京 巧 
でを 選の 憂目を 見た。 

束 京 特電 甘 ' I 日 午前 九 時を M 
內採 おかかを 巧し む ど 巧 へらる 


る 逃擧じ 脚した 择文裏 率 か ホび 
じ 鈴木內 化の 游貢じ 就て 殺 選を 
のを： 5： じ關 ホ 證 食前 じ 内閲 倒 
壞の おお 速 動 超る 化 あり、 邸 も 
問題の 怪义 富は 化 罪を 鶴 化せ や 
ご 词法當 扇の 怠ち はみ したる も 
鈴 木 内相が まる 十九 U 『日本は 
皇室 中必 S 國あ でを つて 民政 黨 
の唱 へる 畿會 中必 主義は 鋼憲棄 
亂 の言斷 である』 ど聲 明し 巧 巧 
普選 執 わの 曉じ講 向 政 おごな 黨 
政治を 批 巧せ るが 如き 言論を な 
したので 一般 言論が に 一大 セン 
セ！ シ ヨンを をす じ ま b 遂に 民 
衆 運動を 惹起す をの 化を 示す じ 
まらを 斩閒紙 いづむ も 筆を 揃へ 
て內 相の 露 言を 非難した ので 巧 
格 省の 狼 お】 方なら や、 ホ尴會 
難禽を 開いて 目 ドを の對 巧を 考 
究中 e ある 0 

東京 特電 甘 - 日 發リ 棄權率 I 
割 乃 ま 一二 割 ど 見られ 普が 局では 
欧ぶ派 ニな 二十 名、 民を 派 百 化 
十ろ をの 當 選を 豫 想して むる が 
巧政黨 では 少 （ども ニな 十 名を 
期 侍して ゐ る 。' 

東京 特電 【タ井 ムス】 二十日 
雖 U 日本 最 巧の 普 述選擧 は 本 H 
を _w で一齊 じを 國じ執 巧され た 

投票け 午前と 時を なて 開 
始 され 湿め て徐 々く 進が、 午後 


無產 派の 顏觸れ 

東京 特電 甘 一 a 豬 3； 無 產派政 
黨 から 選出され て當 選罐實 i 
判然した も 0 は 神會は 衆黨の 
を 部 磯雄に 鉛 木え 治、 をへ 庫み 
日本 勞働黨 河と 丈お郞 、を 郡 
巧の 勞農黨 水 谷を S 郎巧 等で 
勞農 黨の領 補で 一二 -H 藏 相を 相 
まごす る 大山 挪失氏 其 化の 消 
息は 判然して 居ない。 大都ホ 
の 投票は 案 かじを （巧 明す る 
であらう が 化々 の 投票-しは 额 
潜區 々たる もの あちを 易に 信 
を 置く 能は 中、 か 一二 日-頃 じは 
判然の 見这 みで ある。 


じ ま b て 投票が なおした る もを 
所 じ 設けられた 選擧 所の 淮離蠻 
おじ . 〇 し爲め 投票 -r 掠めて 靜肅 
じけ はれ じが、 東京 お 巧は 特に 
秩序 整が として 衆ん の 目 わ. 惹い 
て 居る、 投靈 ぎは 化 巧 調を の 選 
擧 -^ を簿じ浓 ^ 郵懊：？を經てず 
化つな 投票用紙 •し 認め これを 巧 
つて 投黑箱 じ设込 わので わるが 
あ京ボ 巧の 投悪 一切が 開 蔑まで 
堅く 秘密に 脚せられ て 居る が 恐 
らくを 國ら 然るべ くな 票は . 

明白！ 引 線き 桃け される 
の VL > あるから 総 選 擧の結 裝が巧 
然す るのは 恐ら （水曜日 頃で あ 
らぅ ご 云 れて 居る。 おして 巧 
巧ち の觀测 に攸れ ば圣國 におる 
投票率は 約 八 割の 見込み じして 
勞融 者の 投禀ら 相 當の數 じを し 
て 居る が 皆し 巧 票 時が を 午後 六 
後に 繰延 . 、る。 らば 尙ほタ 
数の 勞慟者 投票を 得る であもぅ 
ご 云 はれて 居る。 

東 ま 〔聯 を】 二十日 發 n け ふ 
普選の 裝 一 けは 

晴朗、 東巧甫內じ 
設けられた 四十の 投黑が はんの 
黒山を 築いて 居らが 化 西部が が 
雪に 强 はれ のでを 巧は 勿論 H 
本を 國 のな 票結裝 はな 一二 H を 
ならでは 判が サ ざるべ < 、一般 


が おも 祿 めて 平穏で ある。 


仲裁 條約 

目 本 提議^^ 

突 ホ じ反對 し， し 

ゼ子ヴ 了 廿日 發 = 岡 際 職 の 
をを が 巧臟約 制を を 員 おは ァ > 

タカ 化 表を オフ ザ* — ク ア^ ごし 

て 本 n 瞄懼 され 疎々 興が ぁ I る提 
案 わを しが B 本 化 表な 突如 どし 
てが 阔の忡 裁條約 中ょ b 『ー國 
の領生首權、 をホ權巧至网^じ 
關聯したるもの』 4;^る巧巧斯項 
はこれ を 除かして 寧ろ 適當 
司法 權の剩 を じ 持つべし ご fK 哉 
した、 即 ^ 今回 H 本の 提案-なる 
も S は ホ佛兩 踏が 不驟條 約攻渉 
當 時ょ b も尙は 過激なる 提案 じ 
して 日本化を は 乂戰化 巧 則 趣の 
狀 態が 一 變し從 つて 舊 巧の 仲裁 
條約も 一變を 要す ごのを 解で 抱 
き 餘らじ 漠然たる 條 約は 巧まず 
ぶい ふじ あるが 日本の この j お 案 
じ 劉して 近/、 條約 改訂 じを 


普選の 時代 じを _ 

朝 賢 各 {お 


褐げェ 


どす る アメリカの 態 巧が 蹈も注 
曰を おきつ i あるが； ホ じがて 
右の 蹈 おけ 巧 國に 反對 しじ もの 
である ごを られて 居る。 

而 I て ロ-シア 化 表は 巧び 頗る 
過 厳なる 軍縮 案を 提出し 先づ 
を 世界の 陸軍 力は 顧みの 巡羅 
ごい ム 程度に 化い るまで 縮少 
し 彈藥座 及び 毒 ダマ 製を じ對 
しても 齒際的 條約じ 化ら 乂々 
的じ制化するのみ^^らゃ少年 
義舆 軸を 始め どして 帯 年幽の 
軍隊 調練 等は 一切 これを 嚴禁 
し 0 て 化が ホ かの 基礎 どす る 


ご 巧 じ ホ かの 瓶を を 養成 t る I 
こどは 今日を 図が 諮すべき 急 一 
務 でぁると 述べ 彈藥 製を の 如 ^ 
き 一切 對か 戰關じ 巧 ゆべ から 
乎と 提哨 した。 

リ ー ド 巧が 遊說 

ダラス 廿日 發 H ぉ本黨 大統領 

候徘 者で ある セ* ~ ムス •ブ 1 ド 

巧は 本自當 地で 立 お 補の 窮一聲 
を 擧げ共 か黨の 疑獄を 摘 おして 
をの 醜態を 痛 篤した 外 禁酒を の 
厕 巧を 叫び 南部 特 巧の 白 あ 画に 
も贊 をを 表して 巧 部 人 十の 歡 •む 
を 求めた。 


本 お を 特 電 (禁ぉ町轉載一 


なん 


秋 父 宮殿 下 化 海道へ 御旅 

〔甘 - 日〕 秩父 宮殿 下には 二十日 午後 I 時 まを 發 十五 日間の 
御豫 をで 化 お 道 旅 巧の 途じ 上らせられた。 

生 埋めの 工夫 甘よ 人 救 巧 

( が 18】 長郎縣 天龍川 氷 力 發電巧 トン ホが ェ辜 崩壞 のた め 
生 埋め V 」 なつた 廿お 名は 湧 氷で 命を つなぎ SH 目 じ 救出され わ 


臨， した 

の 旗印し 

肉薄した をの 財政 經濟策 
反動、 進步 、ぶ 翼 派が 入 亂れて 


國 はが 巧ち じ涛 つた 普選ち あ 
愈 か自を 巧て 礙 巧， 化 rH - し 
顯 祟し をの 結果は 別項の 端く 
ぼちり ぼち b ご 巧 然して 巧る 
が、 をの 勝 敕み數 はを じ 巧. 

こ S 盧義 ぁる 總選 擧じ哲 臨し 
たを 政黨の 旗印の 中で 最飞重 
おな 財政 經濟 政策の 大綱 ぞ擧^ 
げて みる £…1。 

攻友會 占 看板の 康もを 

國ご 農が 振 輿 どで 起つ て 居る 與 
黨な 友會の 反動 政策は 飽 を‘ ゎ 政 
友衙會 巧で 热ぶ禽 の 重要げ 策 じ 一 
關 する 諸 费扫を 計上 t 、 ま」 を I 
債 政策の 她 きも 庭 债ホ據 の お 勢 
をを て內 憤を 枯當じ 寡 集し-し 一 
かもが 媒 より 一部を . どを 慕 f る 
ほか 化 ホ 潰は 地方 産業の 振興、 
す景氣 挽回め ためじ 必要 ご認む 
る ものは これを 認可し 民間 巧 債 
は巧壓 よもむ しろ 歡迎 して ボ廣 
氣挽 凹に 資し 他 H 抑を 融协 策」 わ 
いては 截 お激增 じよる 頭を 都赏 
をの 化々 還元、 中小 商 H 業歡濟 
資金の 融通、 米價 維持の ねめ の 
預金 部 低が 資 をの 飄述 、不動を 
巧の 則 下げ、 時別融 姐を じ 基づ 
く 資金の 融通^ どじよ つて おを 
利を 策し が じを 解 銭の 如きら 當 
を これを 行は ざるの 力 かの ートじ 
次の 如きを 業な 國 農村 お 興、 を 
の 化の な 巧の 遂 わを 期し てんる 
- 、 地租を 讓 
一、 自作農 3 維 待 創設 
一、 はを 逍が 促進、 漁が おお、 
. 産 菜が おな 善、 重を 工業が 成 
肥料 故 善、 謡絲 ホ 慨 維持を の 
化 

】、 鐵逍の 普々、 電信の なを’ 
航空 事 楽" 補 肋 
)、 水 巧 腾道齡 の 修築 
一、 拓殖を の設窗 、移 他 氏の が 
證獎側 

一、 賊 憤ぶ をの 特別 曾 計資瘡 

ほ政黨 唯一 S . 大野 蕊 であ- 
る 民政 黨は 稍進步 的な 政策を 懐 


榜 して、 が あ 上 じ おいては 中央 
が 政、 地 ホが 政 ども じな ほが 巧 
において 整 巧 緊縮の 方針を 懲親 
し 財政の ぷ 礎を あじ！ 曆毁 固な 
らしめ を 償 2 姑き もが 政の 經濟 
じ對 する 腿 おを 除 （ためじを の 
發巧 額を々 からしめ ホ燒ょ h は 
これを を 募せ す、 地 ホ 債 も 緊急 
化 を 得ざる もの*- ほか 認 巧せ 
や 外債 も 廣際贷 借な 善の 趣旨ょ 
も お ホ 恩る 限な 抑制し、 徒ら じ 
通貨を 膨脹し 中 閒致氣 を 煽揚す 
る こごは 實じ商 白から ざる 結 あ 
を 擔 ホす る ものであるからで 考 
得る 限ら 中間 致 氣の發 生を 巧 出 
すべき ホ 針の も ごじ 通貨政策、 
金融 化 策の 遂 巧を なし 巧 輕の財 
おの 甚 礎を 健實 ならしめ たる 後 
じを 解禁を 速 かじ 跡 巧し 巧 越の 
貨幣 並に 轉濟狀 態を 自 がの 法則 
に復餘 せし 0 る お 要が ある どの 
見地から 巧の ごごき 諸般の が 政 
經濟 政策の 遂 わを 旗印 どして な 
る 

)、 義務 敎育 費の 网 摩を 額 負担 
一、 國 際貸惜 のな 善 
一、 を 解禁の 實現 
一、 電力 統制を の 他を 典 事業の 
統制 

一、 ホ 憤 化に 藤 俄の 調節、 農村 
漁が 經濟な 善 r - 關 する 諸 施設 
一、 自作農の 維持 創設 
一、 小作 問題の 解決 
一、 H 屯 銀が、 特殊 銀 巧を の 化 
の お 離 慷關の 整理 巧 善 
一、 中小が 工業を のた めのを 融 
機關 の設搔 

巧 新 f 黑 が 巧の 恢化 整理 促 
進の ためじ おの 如き 政策の 實巧 
を 期して ゐる 
一、 地 靴を 讚 

一、 黎巧お 巧 裳を 额闕 巧を 擔 
一、 中央が おの 盤观 緊縮 
一、 累進 的 課 化の なが じよる お 
巧稅 のな 収 、間が 稅の 货擔輕 
贼 、生活 必需 おの 課 稅を廢 


一、 小作 法の 制を、 觀作權 の 確 
立 

實業 同志 ミ財經 策の 

旗印は 左の 通ら 
- 、 巧政批 政の 整理 
1、 粮 制の お 本が 整理 
一、 會針檢 を 院の權 限擴張 
1 、 鐵道會 計の 獨立會 計廢止 
一、 剩餘 おの 查 額の 戲 憤ぶ を充 
當 

一、 保護 縣截 の廢止 
! 、農村の 工業化 
一、 ち 業の 廢化 

勞農 黨特權 階級の 利害を 
巧 表する 旣 がめ 黨 をれ 破し 無產 
階級 S 政治的 經濟的 社 會的解 あ 
の實 現を 期す る わめ じ不る 平な 
る ± 地を 產を 配の 制度を 確立ず 
ベく 左記の 财 政策の 實 現を 勘し 
てゐる 

i 、 稅 制の 破 本 的 じを をし H 用 
なの 消費 稅 、關稅 の撒廢 、財 
產稅の 高率 累進 賊認 
一、 闡結權 、罷業 權 、闡體 契め 權 
耕作 權の滿 立 • 
i 、 最低 賃銀の 制を 
一、 ホを および 婦人の 巧 間勞徵 
坑内 勞働 わよ び危險 作業の 廢 
止 

! 、八 時間 勞働 制の 確立 
一、 H 媒 法、 鑛業 法、 海員 巧の 
改正 

1 、 官 をを、 雇員、 傭 員 わよ び 
下級 俸給を 巧を の 最低 賃銀の 
制を 失業の 防 化、 關お樵 確立 
を 基調 ごする 服務 規定の 制定 
な廢 

一、 義巧あ 育 わよ び 曠業お 育 期 
間 じたけ る 一切の 餐 巧の 画 庫 
ま辨 

1、 失業 疾病ぶ 害が 隙 制度 制定 
養を 年金の 制を 
一、 居 化權の 確立 

日勞黨 無を 階級の 利審を 
巧 表し 無を 瞬 級を 經濟神 貪な 治 
的 じ 瞬な すべ 地 生を み 配の 
制 巧 化 革を 期し ホの かきが 政經 
濟 政策の 遂巧 をは からん どして 
ゐる 

一、 生 巧 必要品の 消眷琼 たよび 
關 巧の 撤廢 


外相 比 總轉巧 待 

【廿日】 田 中 兼 掘 外 かは 二十" 

ヒ リツ ピン 總旣 スチム ジン 巧 

を 午餐 じ 招待した。 

秩父窝 英語 演說 

一十 A 日】 秋 父な 殿 f •しけ お 図 
協 會總独 お 戴 式に 臨ませられ 
:英 おじて 御が 說に 。つた。 

神戶 取引所 戒告 

十八 日】 神 ロ 取引所け 違な 巧 
巧 C 又もや 巧吿を 巧く 巧 化 引 
所は 資本を 一二な 五十で 圓 、米 
一 殺ぶ び 株式の 化 引を なし 理事 
長は 備川 儀が 氏で ある。 

一一 一一 簡 H 省 知ら 妃顔 

〔十八 日】 巧には 底が ぁって 大 
、扱 ど 神戶反 円し 大 おのを 糸 上 
4? 願 ひを 商工 省は 問 趣に せず 

や 林 候補 逝去ず 

【+ 八日】 大阪 巧のは 政 黨條補 
ホ 林ぶ 信 巧 逝ました。 

ち 地會社 激增ず 

〔十- SC 日】 小作 ザ 講對策 どして 
主邸會 社激增 ず。 

一、 教を稅 、所得 巧、 相 績稅の 
高率 累進 賦課 

1 、 麗お權 罷業 機 耕作 權の 確立 
一、' 最化貸 銀 法の 制定 
一、 八 時間 勞働 制の 育 施 
一、 婦人 少年の 疼間勞 働、 船 巧 
勞働 巧內作 棠危験 作業の 禁止 
一、 H 據な簿 業 法 船員 隅 巧 法規 
のな 正なら びに ± 木が 築 自由 
を 働を の 保' 護法の 制を 
)、 居住 權の 確を 
一、 郵便 おを 制度、 產震 組合 制 
涅 のな 正を の 他 無を 階級 的を 
融の 確立 

I、 を 要 食が 晶の懼 格な を 
一' おお ホ 產 のが 議 
一、 失業 疾病を 療お 蓄が險 制度 
の 確立 

民衆 黨大體 上記 兩黨の 趣 
旨から 左の 如き 化 政 巧の 實 現を 
期して ゐる 

一' が 產稅、 ± 地ち 偕稅 、不勞 
利得 親の 設 を、 が 糖 消 蒼税、 
ホ活必 耍姑關 稅の廢 止を の 他 
一、 資ネ截 擁護の 補助を 廢止 
1 、 預か 部 資金の 勤 游階お 運用 
1 、 化 卞稅の 整理 
1 、 を 共 事業のを 營 、中央 銀 巧 
の 岡 營撫お 銀 巧の 新設、 中央 
卸 賣お場 S を營 
一、 化を 地を か 官をあ 地の 桃 下 
げ巧止 

一、 勞働 立法の 完成 
一、 農業 政策の 確立に 關 する 徹 
巧 的 方策. 

一、 肥料、 農具の 闕營 、農業が 
隐の設 を、 最高 小 かがの 設定 
耕作 あ 階 おのを 融巧實 その他 
一、 居 化權の 確な 
一、 失業の 撤巧的 掛策じ 醜ず る 
諸 施設 

日 農 黨大體 si ょら 

右冀 的の 思想を 目標 ごして 左の 
か 策を 實現 ゼん として ゐる 
一、 年を を 本位の 耕作 法の 制を 
肥 巧 お 醜 倉庫 S 閔營 
! 、閒お 稅 の做廢 、不巧 所得の 
窩を累 准課稅 

一、 蒂 巧を 育费闽 庫を 额 を お、 
地 おを 譜 
一、 を屋 巧の 廢化 
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をを 比巧大 學义ぴ 
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霞 謡 ラィンう ン ダ！ 
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姉 あら 惩切じ 會語速 
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診察 轉間 
午を 六膀 i 八が 

江 見 H 朗 

お續 きべ 分 ピ，！ 

病院な 勤に 巧 ホ 時 
瞄巧 及び 日 满は前 
約 じ 限る 


お酣宮 略變】 
幹事 粟野 賴么祐 
棠 お貪 

H 幡赌拜 午前 十一 時 
日 踞學校 午前 十 時 

鱗 髓—キ 1 時 ザ 
祈 燒會水 騒 夕と 時半 
寄宿を 


位爵を 渝比亞 をを 
か 下町を 十 置み を 
ホ會 社員 じ 最適 
設備 圈書雜 誌 巧 巧 
を 補 娛樂具 簡易を 
を あを 

便宜 職 索 周旋 旅を 
案內を 禪事菓 調を 


な留靑 を 理想の 谢体 
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化粧品 郵巧 

五が 商會 

W E . ニを 这-- H . t . C さ 
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男女 巧 科 外科 



鑑を 無が 


滴娱 でも 慢性的の お 化で 
も 速 かに お 治す。 巧 腐が 
巧 腐 病 化 液換お X 光線 化 
柳 病、 尿水檢 を、 み 化タ 

ユ 1 マチス、 窝弱お 

狗困 b 0 ホは 是非 一巧 巧 
出なさい 
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H 幡旨朝 九 時 至 午後 四時 
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特削廉 潰で 大勉强 致します 
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やぅ 節單明 膝に 說 明したら のが 
ホ ホました。 內を 目み 進呈 致し 
ます、 御覺 下さい。 

M 是 W 5 吉 A 呈 - 114 E . 5蓄 St . 呈 y . 

T . D . をョ 一. W で st ニ さで.，！ I 呈 さみ 呈， _ 

弊 巧は 永ら （白人 間 じ 信 
親 巧を 巧て 贩賣 致します 
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ち 巧 丸 時 迄 巧 
砖 じても をし 
り 曜日は 一時 
よも 四時を 
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銜 封を/を 及 だを 話 器 巧 チホ 
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♦ » ♦巧 分 


.をめ く 總選擧 デー 

東京の ニ區 大接戰 

法規 票数 じ滿 むず ば 選擧遣 擅し 
お 政黨が 夜警 脚を 組織して 警戒 
沖繩縣 5 棄權け 六 削 五々 化 

東京 特電 二十！ 日發 總逃舉 の染觸 率に 隅し 巧椅常 
局の が 想す る 巧 じ 依れば ホ 巧 巧 巧は 約 ニ 刹 六と か、 一般は 一剌 
から ニ 御見當 じして 東 化 地 ホは 天 氣瞄朗 にて お權 率は 一 削'‘ 沖 
繩縣坡 巧 だ 1( ぶ樹五 かお 巧た をべ く、 來 巧が。； 第一 贴ご策 
四隐 のを 遇 巧は お 補を タ駭 のた めを 规の 冀贩 K をし ない， む 配が 
あらその 誤 合は 巧び 遇 紫を 逍 赴ず こご じなる でを らう こ。 


; 東 ま 特電 十九 日發 n 總逃巧 期 

- U の 切迫-こ 共 じが 地の 

I 競 爭戰は 激烈を 描め 巧に 
一 ホを をる 普選を の 劈頓を 飾る 摧 
舉 だり じな みな 氣么 みは 湊 ょじ 
，〜 且つ 無銘 ザの 無風 帶 はか 間 僻 
衬 じち るら 化 出さ ' i ず、 補 巧 地 
の 如き U 民政 ニ 大黛巧 瞬に 加へ 
て 無を、 な 、が 新、 中立 等が 
破 乱入まん じじん 白熱の あ薄喊 
I をが じて お 也。 化 時 H 巧を ご お 
i じ 政府の 干涉貞 收を應 bK め 親 
の 如きは 彼の 大裝 ぶ當 時の. 特殊 
産物で ある 校嘗 脚を 新ら し/'、 組 
織し 暗 巧の 

i 瞻巧爲 を 阻 立 じ 巧め 且つ I 
.問 黛の 化を 前 化 議十述 は 本部に 
^ 會なを開きなぶ會 の 怪文書事件 
及な がの 選擧 妨崔樂 が じ 就て 協 
; 難を 遂げ 左の 如き 巧 諮を 逝 過し 
; 出 中を 相に 對 しては 干渉の 實例 
一を 示して 舊吿し 族を 相、 み山檢 
_ 事 絶を にお t ては 選 おのを 正 維 
~ 持を 喪 聲 した，' 

一 政府の 于涉雌 あは 普選の 根本 
~ を 破 機し 患が の 大義を が 巧す 
るの 甚だし きらの. Gb 、 巧黨 
i は宮 患の 赔 迫を 巧し 普選の 擁 
一 諮に 任じ 憲政の 大義を 貫かむ 
こ，/」 を駕む 

i を义 書が ぶのを 冗は 內務 
一 おの 一巧ら し/、、 之 じ 巧を 衔た 
： にか 黨は巧 法 化を 盛んにな 窮し 
，てゐ る。】 カ巧醒 蘇は 髮じ 不當 
駆を 逃 お干が を 巧 じ 旧 中を 相、 

; 鈴木內 相、 一二 上激 相、 小川 錫 か 
; 等を 吿訴 たが' 政府は 之を 化 
一ち h げや、 知らぬ 錄を述 す模據 
.らし < 巧. ひ 野爲は 田 中 首相、 鸠 
一山 翰 おを 吿訴 してが 非を 鳴らし 
居る。 巧大阪 じがて は 政ぶ 會 
^ を 敲お補 森 出故義 氏、 民政 黨を 
一 認佚辄 本 田 離 一 W 何れも 吿 あさ 
! れ 昨 U をに 逃が 違な 事件は 四れ I 
与 十二 件 ~ ち ハ 目 十四に 故んだ 
: 逃柴に 

靖奮 のの 余 b 九州 大牟旧 
ホでは お 政 黨の中 巧正剛 ムが淸 
^說 中人繫 をが せ ふれて 蚕 身 巧を 
II 佛 ごな b 頗る 惡 寅い 普 難の 試が 
じを ひ 或と 現役 軍人は 上 規ホ邮 
推康 化に 署名'— て 違反の なを 巧 
けられ 憤粮 どして なおで 之を 化 
消す あはて ホむ。 ど 悲養蝴 緒 出の 
_ ち 捻で ある。 

; が ほが 項 巧 おの 巧へ る 如 （投 
喪す おで 逃艰迎 おしを 傅 へら 
れて 居る 巧を お S お 一路は を 
i 員 お 人で 趟 町、 芝、 廝 が、 ホ 
阪 、巧 谷、 牛 这區じ 見 b 
を乘を 巧げ たお 補を は 川ず 忠窮 
; 〔政ぶ〕 お ル 勝太郎 C 民 も Ji ニ 木 巧 


ま 〔ぶか〕 鈴 木 お W 郞； .革新〕 水上 
嘉 一が 〔巧 词〕 出 中渾ニ 〔中ぶ〕 葱 
巧 惟郭 〔小 化〕 本 批義成 C 歧 友〕 化 
川- が 〔わぶ〕 蝶み 辰那 〔お 政〕 瀬 
川 ホい 〔技 政〕 巧 木 欠 平 〔故ぶ〕 

巧凹帖 U を妇阳 あで 本 巧から 

が 川が：.； 其ら 

旣-お 粟ら を 獲げ じぞは 政ぶ 爵 
の 磯部が . r 筆 如し 潑 巧と 郞 〔か 
友〕 小 候な- 〔ピ 故〕 ホ お 彌 一 郞 
〔氏 政‘ 一 寺が 極が！： 實閲 '一宮 崎 龍を 
〔 K 衆 一幽枝 松み 靴 〔巧ぶ j 太 旧 信 
治郎 〔 K を〕 お 崎 S 么巧 〔なぶ〕 賴 
お 磯 か 〔单 轿〕 深山 彥平存 を〕 蘇 
健 二 〔政ぶ〕 中 野 異治郞 〔投 ぶ〕 で 
をる 0 

な府 露骨に 

選 擧卞渉 

違が 者 ニ 名 自殺 

寮ぶ 特電 (トリ ビユ ン〕 十九 呂 

發 n 過よ 數遇閒 におら 巧 黨の選 
擧法違 お あを 發で化 間を 騷 がし 
れ柯 あな ホ 農 かの 

普選 も 愈々 今 おを 投て運 
動は 締 がられ、 明 H を 義 ぁる 德 
選 擧を迎 ふるこ VJ ! なつた。 敎 
府 の選擧 干渉は 邁去 i 週 跑じ赶 
b 最も 瀑骨 じ. 現 はれ， 遂じ 違な 
お審埋 のをを じ 於て 一人の 運 勤 
員は 哉 利 巧の 窓から 琳陈 n て投 
身 自殺し-人は 『この 上な 候補 
者 じを 惑を 及ぼして はを はす 顏 
がない』 ど遼 旨して 自殺 するど 
いふ 悲劇を ホんで 居る。 今 おの 
選 紫は 普 迪選擧 をめ 眞の 借が を 
阻に 問 ふべき 時で、 舊選與 法の 
投票 權巧 使者 S 巧 万人は 一躍し 
て 千 ニ 白 乃 人掛ち 

•絲匹 倍の 新 勢力を をした I 
もので、 定員 四讶 六十 六 人に 勒 
し、 無を 派 蚁黨ょ A おで i 中央 
政 巧に 活躍ず べき 當選 あは 約 八 
人と 緣 想され て 居る が 興がの 中 
必は典 潔で ぁる 政ぶ 會お 技政黨 
の爭 ひじて 政友會 はか 十 票 おな 
のぞ 數じ たま b 兩黨 共じ絕 お タ 
數を 制する を 得 や、 結局 中々 派 
化 證± が 投恶み バラン ブを 利す 
るで あらぅ ど 云 はれて 居る。 而 
して これ 等み 中立 派 没び み 救 慾 
强眞 1:。 逃 お 後 じ 新 化 鐵をお 織 
する じ 至るべき 形勢 濃 障で ある 
が、 わ おの 巧 黨じ掛 する 干渉は 
時 じ 

無產 派の お 補 者 じ 巧して 
は憾 巧を 械め おら、 がる お 補 巧 
の 如き 『現 化の 無を 波 政 爲の勢 
力は 垂投的 じは 橘め て微 々たる 
もので あらう が、 而 かも 巧ず の 
眞お目 じる 努力は 遠から やして 
貴を おぶ こごが あるで あらう Jj 


とお 說 したため じ、 立會 の蠻官 

淸說中 化を 命せられ、 化の 
- 人は 無を 歧黨 を--: 街す もめ 府 
のまけ 論 自山腿 迫ご怔 がま 藥を攻 
巧して 吿 を さいたを i わると い 
ふが 巧 じして、 巧潑 のを E を 見 
たのは 戶が 緋閒嚴 禁じ 違な した 
をを/、、 『朝 H 節閲 J のかき ■ 

卞涉の 報道に お槪 して、 

第 r 耐じ 小ク ，.、ホ ィンクを « て 
『選舉 干 巧に 恐ら！ ど转 書し 
て棄權 する かれ ど 禪：吿 し、 或 ひ 
は 一 協を 『池. ザ 飮む化 滿± に 
化 撰ィる 勿い』 とみ 證 したろ に 
對 し、 化の； 協咨 a r 酒を 飮む 
化 盛--^ に巧黑 せょ』 ご 皮 對が决 
燕を 巧 蹲す る 等、 沿ぶ を 操め て 
お. で。 が ほ 總遇舉 巧 違反の 罪 じ 
問は いた 巧 のな 一二 十 化. •で ホ 
'わ 人に'— て、 この 中 政た 禽じ駕 
雜を廣 ； お 僅かに あ 十 人、 お 補 
総 殺 九む 六十 义 人の 中で な 十六 
人は 著述家、 新 閱記裔 等 文筆 顆 
孫單 をぐ、 佛敎 僧侶の 立 候 飾を 
はと 人に 及ん 户 '居る。 

選擧 と慰界 

H 本 銭が 藍替役 着電 

を 威の 緩 澄は 益々 著る し < 、 
お 麓は 遊資 お 化に ちしみ、 其閒 
余弊の 發 生を 窓 6 寄々 教 策ち 究 
中なる が、 が自 自重し 运 ^ 差當 
もな 資上懸 をすべき 傾 巧は ない 
を 債、 社漬お 巧借替 頻繁. V る も 
を 償ボ攘 過般 巧 績騰の 揚句 聊か 
，け： 勘へ 氣 かじて、 昨今は 軟調 £ 
な b 、 驗 選を 目 睫の 間に 迫 6 て 
おを はが 局氣か 加は 6 氣乘 薄に 
网 散、 蘭 現 I 般じ化 靜リれ 共、 
生糸 賣 巧を 巧、 化猜 薄旁窠 おも 


二月 中旬 賓易嵩 

東京 特霞 二十日 發 
輸ぉ H あ 千 S 巧み 十九 方 ニモ 圓 
(前年 厨 期 じ 比し 增八巧 十六 方 
六 千圆) 

感 入：；；；： ち 千ろ 十 化 巧 义千圓 (同 
减 四な 五* i -! 巧 网千圓 ) 

差 引 入超 N とな 00 巧よ 千圖 


聪 b 、 义は第 S み 政府 買 上實現 
難じ軟 解で ぁる。 

号の 

を お 祭 お 巧 鳥 一 •一 化 八 
制限 巧 一 あ 
一般 貸附 と； 
外画爲 巧貸附 一 0 • 
政府 預金 S 丸 ニ 
民間 巧を 二三 四 
東京 物 おお 數 

ニニ 四 •一一 ごま •ニニ) 
一巧 中檢乂 一八 八 
輸出 一四 一二 
一巧 中手 形を お 商 

束を 1 T 四 0 お 
大阪 一 •と 化と 
組を 銀行 勘を 二月 十日 現 巧 
東を 大阪 
預を 一 •九 I ニニ 一 •ニと お 
貸 出 ニ -吉 ハ ニ M 1101 ニ 
n 二八 ご10 
を 銀 ニ 六 六 一一 ニ 
二月 十六 H 


乂闕の 質 易减少 

腐 商務 馨 。記を 報吿 
j 巧 中貿お 輸出 四假 一 千 唐 方 
巧 出超と 千 一二が 巧 輸出入 前片じ 





B が m Nom し ow 

4T4- か h Ave. j 

Bet. 28 ホ -29th St. | 


Wing Hing Low j Quang Gan Low 

Chine が Restauran ミ ： Chinese Resbtirani 

32 邮 8'w 化 in . 邮 り 2 W. 化 化， 化刖 , 


Cky Hal! Tea Garden 

170 Nassau St. City 
N かけ to 化 e Tribune Bldg 
Loo Lin Mamager 


Two Lee Vjarden 
250 W. 116th Street 
M な nivers お 巧 94 


露 b をぶな im む p 好を © fm が 【日 曠ノ た】 


円 ニサ 巧 ニ 年 S 和昭 





TAIYO 

1 が Wes パ Sih な . 

TeL Siis が e ’ 加が 巧け 


巧 Y 0 miN 

41 E. 19 比 St* 

お t. B • が y & が h わ 6. 

TeL Algontnim がが 



巧み 第 
ご 目 T 四十 四 
曲目 了 五十 四 


おが Y 日 & PET SHOP 

IMPORTER OF 

GOLDFISH & B：[RDS 

O 

動 其 力を 

物 I j ち 十 種 
一 鳥リを 
ぶ k ャ魚 



IKUINE 

hotel & Restaurant 

3 巧 W. 88 化な . New む rk 
Tei. Schuyler 7822 
む邮 y むが s IK 山 化 


DARUMA 

781--S 化む も 
Te しむが n け 巧 8 


SHOWA 

53 We が 105 Sh, 
TeL Clarkson 0981 


机バ Dkyo Go. 

1 が W . 巧 化 化 
New む rk Ciiv 
Tel. Tr が 3! が r 6 巧 9 


S.KUWAYAMACO. 

114E ： .59tliSt. 
New York C;ty 

• 巧邮 も おが nt Qjgj 



SUMMER 

PALACE 

7 が - 8 化む もる {47ihSt. 
HEW Y 即 K 

Phone Umg が巧郎 34 


Japan 

れ ovmon Gfl. 

巧 0 W. 6 加が . 

Te し Endieott 97 の 


KATAG 刪邮 (TS 

224 E ： •が 比 St, 
New Yoi*k G か 
Id おが nt 3 が 0-3481 


DANCING 

411 W.l 巧 比 St. 

Te し Ca 化 edra! 4 が 8 るが . 3 


資日思 煎 

ヴ -よー 

2 ■本 

ミ 食 腐 餅 
ぎ 雲 f 料 

J i P 品 油 卸 

ニ r か 一 / ト 

? 助揚 寶 



Kawasoye Hotel 

巧 8 W なりの rd Si 巧 化 

Tel. Morningside 7154 


御 

旅 

簾 


河 


添 



也 

340 W . が 化 St. 

felephone: 
Columbu* 88 の 


( 巧 日 • 氷） 巧？ t わ 




美 ホ じして 巧 巧 

競 贏南樓 

午前 十 時よ b 
午前み 時まで 


を 樣の御 嗜好に 適 ふ 
様な 美 ホの 御 巧理を 

S 廣骇樓 

致します から 賴 々巧 
ホ ホを 願 ひます 


0 永興樓 

晚揃 ひの 巧 巧 人數名 
が 日本人 諸 若の 嗜好 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 朝 I ニ 時を 開店 
r 扫サ五 T 目 サブ 
惇窜瘍 の 下) 


ま 那巧理 

が 廳み園 

司 巧 人な 蓮 
出勤の 方には 尝化 
の 御 巧 利 じ 備へ夜 
閒會 席の 御 巧 じが 
やべ く娱間 巧卒な 
不變わ 引 立願 巧 'W 
紙上 御 案 巧 申と 巧 


設備な 善、 臓が の 
巧 巧 人、 調理は 日 
本人 向き 

S 桃を 聞 

御を ホを がつ て 

居らます 


I 疑問の 女 了 ナス タシ 了 ロド】 

I 氣 巧の 形跡 けむい 

不可な 議な オルガ 妃が 涙の 對面 
謎を 解 C のは これから のこ ミ 


j 彼女が巧してお巧ひで^:^いこ 
j ごは 巧 帥の 證 明で 巧 巧した。 

I 巧ら ば 彼女は ある 陰謀が の谣 
一 販 術に 罹つ て、 をの 人の 云 ふ 
がま； じ。 シアの 王女 じな つ 
たおで あるので わらぅ か。 I 巧 
巧 ある 横 帥の 診斷に 化る どこ 
I れも 想像に 過ぎない VJ 云 ふ。 

一' をれ からの アナ プ タシアは、 

j 。ッべ ー へー ゲン じ 住み、 舊 
ッ T — 方の な 父に 當るヮ が. テ 
- マを の 手 じ 引き がられ、 濁 遮 
おなォラ ンダ大化のホでべ Ji , 
y ン の 病院に 入院した。 樹師 
も お 誰締も 大使が 充か がかし 
した 上 採用し じ。 コッペンへ 
— ゲンの り マノフ 一族は、 蔭 
嫂ん を 派して 病 巧 じある 彼女 

I を 訪れ じ。 

j 千 九 _•= 二十 五が‘ ュ ッ ペンへ— 

I ゲンの。 マノフ 一族 ri ' 獨 逸の 
I 货族 速からの 化ぶ に 基いて アナ 
一 スタン アの索 巧を 眞 面目に 調べ 
~ る こ ミ-しじつた 0 をのた め アナ 
スタ シアの 幼。 い 巧を 知つ て 屠 
るゥォ グュフ 老人を、 わざ^^-^ 
掏 おじが 遣し ぃ '、。をの 夏から お 
にかけ て 彼女を 見舞つ た 神々 な 
人達^ か （、 ゥォか コフを 人 も 
彼女の 索が 一し 耕いて け眞面 H む* 
疑惑を 抱いた。 ごは' ぶふ もの、〜 
ゥォ作 3 フを 人は 『彼女は アナ 
乂 タン ア ではない、 彼女は 爲遣 
の壬妃 である』 どキッ バリ 云 ふ 
こ ミは 化巧ぃ ふかつ た。 彼は が 女 
を 常 t 看 強して 想る' ィリ ユット 

j フ オン •ラ ゼがブ •ヶ キ來 マン 

一 ホ 人に 云つ た。 

j 『化の ッ ラィ 立 煤 もちへ てで 
j さい。 巧し おか 化 女を W て眞 
i の アナスタシア 姬 でみ ろと 劇 


定 してら、 若し 巧 じな つて 彼 
女は 王姬 じあら や ご 云 ふんが 
ホた おを、 なじけ 何ん ご辨解 
してい I こ VI か ！ J 
涙 じ！ 3 れた ゥォ A ュ フを 人が、 
疑問の 彼女の ず じ お 層を して 病 
院を 出で たのは、 をれ から 間 も 
いこ ごで あつた 0 

ゥォグ ' n フ 老人の 報 吿でロ 
•マノフ 家の 彼女 じ おする 調杳 
も 益々 嚴垂ご U つた。 彼女 じ 
をっ た 巧 も、 誰も 彼 も 深い 刚 
象に 巧 じれた. をして この 謎 
をが （のには、 でぅ しても 數 
永く 巧つ の 外は。 いご 决必し 
た。 彼女は をみ を时 骨膜 おお 
巧に 化されて 啟 ぶろ 重態で あ 
つじ。 ある 時は 化に 盧 がした 
こご もめつ た 位で ある、 從つ 
r 彼女を 逮 へて 彼れ 是れご 訊 
間す る こ i は 出 巧な かつた。 
をむ にしても 彼女の サキ ベリ 
アに關 し レ 智識の 深い こごに 
は 何ん も 驚かさい たもので 
ホめ つた。 

梟 後」 彼々 を 訪れた のは 舊ッァ 

のがで ある ォ が 太を 姐で 
これ じは、 最も ドラマ ブックな 
强 激じ搞 もた 谣 面が あった ° ォ 
か' ダ 太を 妃 ごの 到 面に 立 七 合つ 
た、 ラ ドネフ 醫邮 、看 謹の ラセ 
レフ 夫人は 巧 ふ 述べて 居る。 
『ネリア^ — ド 〔アナスタシア 

姬 S 侍從で 家庭 敎 帥であった 
人〕 はおを廊トじ呼んモ彼女 
わ どぅやら 眞の アナスタシア 
姬 らしい ご、 これからは 自み 
の 一 をを 捧げて この 鍵を 解く 
穂り である ご 語つ た。 オ作ボ 
太を 姐 も 

『妾の 城は ど う もこれ 一 i 、 


アナスタシア ではない ご幡 
(が、 まの、 むは ィャ 彼女 こ 
を アナスタシアで みる ど喊 
いて 居る』 

ご 述べられ、 シ ユラ 〔•ネリア 
アドを 人〕 も 涙に 暮れ 乍ら 
『で； して この 子が まじを 
らしい のか』*」。 

ラセ レフ 夫人の 陳述 善は 當時お 
院を 親しく 訪問し、 シ ユラと を 
をつ たべ ラ • n I エンが 証剛し 
て 居る。 がる じこの 人 逢 も、 を 
の後かしもお晓に顔を見せ^^い 
のん ならす、 ネラ^ ~ ド か 一 ホを 
捧げても ご醬 つた 言葉 もな を ご 
なつて 了つ た。 千乂巧 二十 五 年 
の 十：！：：、 彼女のを 態は 除惡に 
I る 一方で 到を ニ 個 巧の 上の 生命 
はが も 巧まい V , 診斷 した。 けれ 
でも 彼女の 健康は 巧な しわので 
わる。 をれ から 鞍ヶ 巧なら ずし 

て、 グレ ブ •ポト キン や タナア 
ナ •メグ ユタは 彼女を なて、 正 
じ アナスタシア 姬 である ご斷を 
した 0 

彼女の 同情を が、 彼女を 慕が つ 
じこ ご •し 憤慨した ラ 七 レフ 夫人 
は、 へッゼ •ダ" ムス タド 太を 
め 撥 閱を經 たと、 彼女に 瞄 ずる 
一切^ 奉實 を、 べ少 タンの 甲 ご 
いふが 聞に 連載-'' た。 ダ 八 ムス 
タド太 公 も 自身で がを じ 問題の 
眞か 調查じ 着手した。 ラセ レフ 
夫人の n 記錄を 連載した ザ ごい 
ふ 新聞紙は をれ から ニ 過 間を 經 
て 極めて セン セ ー シ 3 ナがな 報 
道を 發 をした。 

彼女は ポー ランドの な 姓の 娘 
で氣が ひで ある I 
けれで もこの 報道は 後に 至つ て 
ダ 瓜 ムマタ ー ド 太を が 甲 巧 聞を 
動かした 陰謀で ある どい ふこ ど 
が 曝 おさいた。 

をして アナスタシア はこの ア 
メリ 力 じ 巧た。 

重ね L 云 ふ、 彼女は 裝 して 王女 
アナスタシアで あるか。 謎を 解 
くのは これから である。 〔完〕 


n 8 が 
n が 化 7 

*;韶| 

が 崎 & W 
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号 S 5 
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日曜 及 t 曜 じは シ 
— マィ ま 巧を 巧へ が 

支が 4 霉重 罰 

巧 理舅 一が 厦 

自 午前 十一 時 
ま 午前 ニ 巧 半 民な 


ぶ： け 
A 巧— 
F い鹏 

G ぉ 

N ロが 

A s.i 
s M 
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s 新 蕾 巧 

本 樓は辭 創な ホを 年 
一意 勉强 仕を 司 狸ん 
ピィ 、巧 埋ん 歐廉も 
相 獲ら ホ 碗 前を 見せ 
て 屠まず。 然る じ 巧 
なお 巧ぶ おじ 於 rl 冗 
本樓巧 巧、 を 雇人れ 
たる かき 頃を をな し 
居 るら を 巧 巧 恨 じだ 
之 巧ら 良 じ卸龙 J な 
< 巧 醬巧搔 み じ 潰 b 
を，、 a た、 番資の 御 
巧 ホを を 沿. 致します 
が 巧 化 

ま 人 謂 啓 


ステ-— ムヒ— ト户ツ トブタ 

邦人 巧樂が 自曲亭 

芸ジ nils Si . ず 00 互 n ’ N . Y . 
ジ 一. 置霉之 75 


A 淸浓 、親切 > お樂 

勢 州 縮. 

が勞 事が 义赃榮 作 

技む E . 赛 をで rst 
ジ L ミ gent 3 兹 9 

器 巧 旅館 

江川 作 一 
SG で S ニ 置 Str 置 • 
ぎぎ yv 男 a 見沒 51 


力 旅館 改め 

ー帝國 旅館— 

1 食 W , 霉 h S こ e ニ ork 
ジ I . をぶ ミ hanna 》610 


雜育 旅館 署 奥— 

東 四十 T 目 ニ 四 二番 
ぎ Galed ロ nia 望 4 


ボストン 巧 

富 ± 旅 舘大浦 末 松 

養 W ミミ ster 資. すを = ま ass . 

lel . B ’ B ‘去 75 


住み 必 地ょ き淸 潔なる 室 

^ 了 5? 松が 好か 

1 夏 Lexingi 呈 iwe - 
Tel . ち ad . Sq .基 21 

費府 御旅館 

桑 山 淸五廊 

を 8 挣 量ち h 其 Phiiade 韋 ia pa . 
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神般 慰を おお 雖巧 


後日 物語 


; に 巧 ホを 化賴 I 、 溃 W 巧の モノ 
，ロー グけ おを 資じ ロ說 きを L て 
挡 ひお吼 ごわで ト ，はを 貴を ご扣 


ものを か藤謁 雄む か 補綴 ど 云 ふ 
よりは 寧ろな 作し じらので 原作 
の义藝 の 巧 化に 乏しい 點は 巧ら 


第 


晒 

巧 


八 

號 


ニー 


協調.、- 努 別み 賜 

♦がけ U 本、 ち 乳 巧が キ懈 .一 
柯胞 あ女大 がが 巧が 濟 わで 小さ 
; い H 本*^ 社を はおが 齡配 i 過 か 
威が ぁる。 で A じない 巧 前い 乂 
i 入、 文み Mb な雜 引地 も ぃょぃ 梧 
i の 成 巧' 中鹤 .，りした わの 懼 しの 爲 
..めに を 煤ん がで ぁつ わ お 巧 部 
: を：： 岗技 々びを；！ 貝の プ 。グラム 諸 
; おご 云 ふむ づ かしい 化 率が ぁつ 
一た'. を 巧ら 再剧 のみで。 くを か 

化 ものに 悲劇を どのな なも內 
I 部に U ぁ 勺.。 けぃでも、 銳 巧ず 
一る 時. こを. この 巧 猫を 巧な し、、 比 
按 的を のか i ら た：、 ものを 逃を 
I した。 化ら 赏初 はお 劇を 閒题じ 
I せ 中 r 『が 巧の お拖 .一を 出す 巧 
'であつ じ.^、 を 中で ヲ クラと い* 

I つたので あると ろ ふ。 

I 夺吉 曲 みん 遇ぃ i では 亩巧 ドク 
I ト ホ 川； 肿ホ 氏が 擔當 し、 化 
I 舞を 出す •し 就ての 絳旋ぶ 力は を 
I 質 接 始め お謠 ななを 轟 おにむ ふ 

j 所が ぞい。 巧 化 湯 巧 巧の 獨哨は 本さん が アレン デメント じ 骨を 
I 招が 巧 街記官 じ、 福 ホ 巧の ゲヴ 巧つ たさう だ。 巧 劇 『わしろ い 
i キネ リン t ! 田な H 本 化樂が 行た が 言』 U 巧 H ； 一を ちの 書な しじ 
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腕利きの 巧 埋んが 日本人 諸君の 嗜巧じ 適 
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誌 等 も あ b ます 
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♦大工の が 亩ご酱 おの わ 玉を 
ま 役 ごして 眞 面目な 滋をお 巧 ひ 
^:^がらソ コ へ突巧子もない滞楼 
を狹 むだ 兩化 者の 苦、 むは 買つ て 
逆るべき もので、 r レ码觀 をが 
笑つ て おれ I に 喜劇の 目的は 遺 
喊； ；4< 連した 譯け である。 あ 裳 
も殆ん でを 部 借 b もので 問 じ 合 
はせ たが、 稽古の 巧々 自 み々々 
で 工夫 V 凝らし、 义 像ぶ である 
役者の 忠 をを ±毫 として 播へ上 

げた。 ドレス •レ', アサ 术の魄 

じ 着た 一幕 目の わ 玉の ぶ 裳を 本 
舞臺 では お 巧のを 裳 どを 煥 しわ 
6、 彌 ちの 野 幕 じ 角 滞が 茜木締 
の 化 事帮じ 化つ た b した 樣 じ、 
おをひに 巧を 掠つ て 居た。 殊に 


背 致、 大小 道 其の ホ 巧で あつた 
石を 豁 伯の 人知れぬ 精勵 苦む は 
驚くべき ものが あつた 0 

♦ニ 幕を 無事に‘ 溃 了した 時 じ 
山 本さん がが て 『矢ッ 張 b 瓣を 
じなる と酱が 大き，、 なつて 嬉し 
かつた』 ど 慈め て吳れ じので 樂 
莲！ 同 急. し 鼻が 高/、 なつた さぅ 
だが 巧 も巧觀 客を をんで 巧つ た 
を かき 態 巧は 素人 じは 惟く らし 
い 程で ゎつ れピ今 ホの 大お 觀會 
が あれ おのぶ 巧を 見た のは 結局 
が ホ 面の 協調と 努力の 賜で めつ 
て、 濟んで 兒るど 『一 弗ぶ 牛 仙」 
は高くなか ったご云ふ£ががっ 
たらしい めでたし-.^ (幕 W 生) 


別項 所 報の 如く 總選擧 戦の 前 
途は尙 ほ潰滩 たる もの ぞいが 
今 固は をて。 かつた 無を 派の 
立 おが や 中立に 文 ± 等が 化で 
幹部 连ど雖 ち油斷 なら 中、 を 
の 中で も激 戰を豫 想され る 好 
取組を 上げるならば 

‘ る化縣 第一 區の 〔を 員 一二 
人〕 大正 ホ 年に。、 巧 陣の永 
ホ 氏が 中 橋 氏 じ 敗れ、 化を じは 
戰 ひが あら 中 ご 見て 中 橋 氏 逃げ 
十二 一年には 膝が 巧が 出で 永 ホを 
じ 敗れた。 をの 一二ん が 一二 巴の 戰 
ひ、 けだしを 敦の 好取組を 失は 
3。 永 ホ 巧は を浑 ぉのと 割は 取 
れ るど稱 して 运 るのに 對 ，，-、 中 
橋 把は お川鄰 をが 據ご してを 澤 
じを ひ 込まう ミ 云 ふ 算段、 をれ 
じ赌遵 巧け 江 おど 館 奕 この ニ 滞 
を 占めて 矢 張ら お澤を 漁らう ど 
いふ 作戰 、永 巧を"^ この 一二 斑に 
入らう ごしても、 を こは 悲しい 
かなは 政 S み 五 煙の 地盤で ある 
閒 じは 欧 から も 一人 憤 補が 立つ 
こご」。 らうが、 さう すれば 永 
ホ 巧 も 幾な 戰 びが あ 巧る。 

東を 府 第二 區の妄 局が 
お 人〕 無を 霸 W 巨が、 政が 黨 
り 化 お-こい ふ 肩書を 拔 きにして 
もまた どない 巧取排 であるが、 
をめ 中へ 濱ロ總 裁の 祕崇 でもる 
中島 彌蝴 みに が 加は つて、 別の 
輿 ホを 添へ るみ じ 矢 野 経 ま 一政) 
小义江 萊化吉 (民) お 脇 源 S 郞 
(民) 小 滿あ雄 (ほ) 諸氏，— 顔が 見 

える 0 

大 々縣猪 r 協の 〔を 員が 
S 人〕 この間まで 、岡 じ 政ぶ 
窝本黨 の 幹部 どして 仲ょ < やつ 
て ホた 二人が 今 巧は 敵化ム にか 
かれての ず ひ、 奴ぶ おかご， は 初 
め 元の 氏の かじ 木 下 (謙) をが 出 
る こ-- じな つて 居た が、 木： ト氏 
が 關架長 宫に就 巧した ので 政ぶ 
派は 樂な微 ひが ホを るのに おし 
は极 派は 松 出 氏の 外にを 松 巧が 
出で t 爭 ふので、 この 二人の 化 
盤 協 ぞが强 敵を 巧う じして なか 
なか デリ ヶ — ^ な 譯ピが をれ が 
でう にか 成立し、 松 山 氏は 舊本 
黨の 地盤を 巧て 戰 ふこ どじな つ 
た。 急 ごしら への 斬らし い 地盤 
である だけ じ、 化 出 氏の A 場は 
巧して 樂觀を 許さぬ ごい ふの： a * 


名乘 りを をげ た 猛者 連 

興味深 女」 が 取組み 

鳩 山 封を 部 1 小が 平 ご 組む 小說 
家 藤 森成吉 。 中 橋 永 ホの 一騎が 

一般の 是ホ である。 

香川縣 窠ニ區 で 〔ぞ 員が 

三 一人〕 香 川が 化した 初めての 
大臣 二 一太 巧の 地盤は、 いやが 上 
じ も 堅い。 を こへ 去る 縣嶺戰 で 
四名當 選した 勞農黨 が 御大の た 
めじは、 先づ をを な 地盤 ごして 
巧し 立てる こど じな つたが、 農 
お 組を の 盛んな 綾歌 郡 あたちで 
は 一二 出。 大山が 氏の 衝突が 興 ホ 
を ひく。 このが 山 T みみ (政) な 
旧 ご 覆 (民) 秋山襄 (政 系 中二 ー麽 
俊を (臨 濟奈 派) 諸 皮な どんを ま 
じつての 泥戰 であるで 

長 野縣鑽 I ニ 腐で 香 島 四 
人〕 前回 丸 茂藤伞 巧で 苦戰じ 
しね、 小川 鐵相 も、 丸 茂 氏が お 
手 じ 納まつ て 居る a 上、 を 廣 


お增 加した。 しかし。 がらを お 
は 氣樂な もの だ 色い ふ。 極な 巧 
も 民 民政 黨 ではが しも 巧され も 
せぬ 幹部 さすがに 必配 はいら 
ぬらしい。 文 擅の マ^キ マ* 歌 
訪お 身の 藤 森た 學± が 思想 的 一し 
進んで をる 長 野縣人 じげ びかけ 
て、 みい 黨ん と一戰 をを へやう 
ゾ、 する。 この 外、 戸 旧お类 (找) 
华 がを 四 部 (なお 濡勝 (無を) の 
諾 氏が おる。 

據木縣 窮一區 の 妄員五 

あ〕 故橫巧 氏の 地盤に 救 ひ あ 
げられ てから、 縣下 じすつ か b 
勢力を 張っ じ 森 外な 政務み をが 
日勞黨 の 黨旨格 麻 ホ 氏 どの- 騎 
打で 興は 凍い が、 推を は 德巧郡 
じ麻ホ巧はお巧を中必に（て化 
禪の靑 年を 補へ ょうごい ふ。 尙 
ほ 高 旧 お ホを (お 一は 墟咎 、那巧 
兩碰で 族を ど 衝突'- 面白い 戰ひ 
をな せょう。 をの 巧 じは 齋操藤 
四郎 (な) 齋お 太を 衞 ( K ) 高 磯元 
四郞 (反； 諸氏が 出る し 联巧ボ 的 
役の 船 旧 中、 星赏 、巧 m 仁太郞 
S S 氏 もな ぶか •.り 晦に 上つ て 相 
る 0 


野 澤吉王 丈 かろ 

昨秋 太 ホげ ホ おょら ホが しじ 
淨瑞璃 の お 帥 匠さん 巧 巧 吉书ホ 
は- 旦中两 部 化々 じ 赴い わが 化 
お 巧び ホ M 目下 河 お 旅館で 救 人 
のを 子. 3^ をへ て转 るが あく 戲太 
ホ 义會を 開 く が盡か ホる ごる ふ 





YORKVILLE AUTO SCHOOL 

蹟 も德れ わるな 働 車學校 

204 E. 86th St. l ei. Regent 2390 


8E0 鴨 E W, W 化 sirs SONS 


1. 控 ROADWAY 
OPPOSITE 
S 了 . PAUL'S CHAPEL 
I AT V 巨 S 巨 Y STREET 


N. Y. K. LINE 

社會鑛 鄭韦目 

NEW YORK OFFICE: 

8-10 呂 HdSe Si. TE し. 良 OWUNG GR 巨 巨 N 2262 

Sail Francisco Office: Los Angeles Office: Se なけ e Of だ说： 

551 Market St. Biltmore Hotel Arcade Colman JBldg •巧 rst Ave. 

Ciiica が 0 だ i が： 100 W. な onroe St. 


I 化 FUj 聯 BTO 
SECURITIES CO ., ! NG . 

120 Broadway H . Y . City 
Recior 24 巧 - 3 お 9 


巧 E 目る NK OF 削 OSEN 

Rflo 帘巧巧 巧 5 BVay , も Y . 

.巧 one •む rtlaniitS 郎 3 


T 帖 Sum 舶麵 Baiik , L ! も 

化 W If おなが Efi が 
fko 柄が 4 
1 がを 如 ilw 巧 

TeL ii が BVM 7444-7445 


Tlie yokoiiama 

Sp 娘 g 閒 n も Ud 

5ih Fioof - EqaHabie Bidg . 

12D Brsad 刖ん K . V 
Phone R が i 刖 2 巧 fi 


Oig Baiiken お 顧 , L ! も 

Room SI 5 

Ben ぉ nsan ! 刖が iing BuHding 
t おおが お 化！ i . Y . 
le !, CortlamH 巧が 巧ぶ 


as ぶ . Line 

ホ 飯 禱驅會 社 

2 お? - 8WII 巧郎 MIBITl 幽 8 
17 miERY PL 化 E 邮巧 巧郎 0 ! T‘f 
郎 0 お郎 WUfl8 贼巧 N おお-お 


Nip わ 〇な 

Dry Goods Co . 

巧 81 8 巧 adw 巧， Ci お， 

C が •おお お. 

Tei . Pennsylvania 5350-51 
Room 415 


補が 0 Bro も； Ins. 

Formerly . 

巧が lihachi を Go . 

り EasHTihU . 化 

Tel . Hip 叫 dn お郎 •が 


Ira T 巧 お !1 目 0. 

1 ら丄 -dth Averme . 
(Cor. 21st St.) 

Tel . Hlgonquifl 3648-47 


NAIM 色洲 IIEL 

Dolls , Toys and 
Seasonable Novelties 
31 Ea お 1 ] 化な 巧 別 
け fil 训 S911A 化） 

Tei Wgonquin 1677 


WALKER & 化 BR!0 

CUSTOM TTAILORS 

20 DEY S 了 -， NEW YORK 
Near Church St- 
TEL.CORTLANDTW57-7^8 


JofiiiWapamaker, New York 

001 *. 9 化 St:, and Broadway 

Guide's Office 
and Shopping Service 

Mrs • 拉 di 化 打 umphrey 
Special Japanese Guide 


邮 y け ra が ngC 日.,! 邮. 

i i 扣 porie け & E 巧 orh け 

■ 101 Fifth A 巧., U . 

： Te ! . が go 叫 uin が 巧 - 5 

j 327 ん Madison が reet , 
j Chic 巧 0 , 川 inois 




I 洋 


ボ 

が 

古 

> 

ボ 


も’ 
會 S 
ifJl 


雜 

貨 

陶 

破 

器 


抓 別！ iM 郎 QS .! n 扫 .， 

53 - なぷ VUSrdS し 
New York Citj 
Te しむ amer 巧 3 化 0 


爾 

破 

イ參谎 

そち 雑' 
が f 

ブ卸 

な； 

ろ U 


ス 


CANADIAN PAGIFiO 


NEW YORK OFFICE 

344 Madison Avenue 

Telephon も Muir 化 y Hill 4000 

♦ 間 日 十を 本日 ♦ 
♦ 間 u 四十 迄邮支 ♦ 

路 航短最 めが ザ 太 




H る郎 TA & 郎| 

141-147 Fifth ivc ., 

け 由し 21st 化） 

New y 〇 rk Ciiy 

Td illgotiQuen がな 


號八廿 百 西 千 


第 


妻を 辦 育 織 


円曜水 


[! 



サ巧ニ お S 和昭 



自働車 運轉鼓 修理 かを 
H 本人の 敎師じ 化ら 親 
切 じ敎授 す、 お 雜の道 
路も 自由に 
操 縱がぉ ホ 
る檢 じなら 
ますを が 巧 
証、 就職口 澤 山、 晝巧 

fi 罰；！ 



十五 年の 歷 を ある 當 狡は 多年め 
經驗ど 新轉識 をち ずる 敎師 を聘 
し 自動車 
操縦 法 及 


び運轉 を 
の 修得ず 
ベき 必要 
な 磯關的 
智識を 短 
期間 じし 
て 最も 能 
寧 ある 徹 
邁的 技術 

を敎智 しを 狀 獲得を 保 詰し 磯 案 
ロを も 周旋し まず。 




貴舍 金製 ヒツ ブケ ー ス 
絲- 令を 緣を 財囊 
寶參を 銀時計 韻 
商 令 金製 疊を矿 置 時計 


一週 五 兜 及 八 ぉ、 一 
人义は 二人に 適す、 
巿廳へ 十を タィム スス クコ ヤ！ 
へ かおを 带 話々 ン バラン ド 0 里 互 
1 芝 舌 gh,F Bi さ。 黒が 梅モ 


A を 新式を 等 護 猫が 食の 普畜掉 巧ん るは 乘 紐を 
の あ 棟 親切 T 餐 i ホ じを かの 誇 3 すろ 度で マ 
▲を おお 平が 航な 一二 ま設馈 ロを 部 ホが 巧み 理去 
施し ましむ、 み じを 巧 お巧 化を じ 巧謂ッ — 4 
ス トサ！ ド 义は スチユ ドント グラ ツスな 上の 
痕 爐合嬌 へて 病リ ます 

® を 港 お 化 ホ ゾ^ 八經も 【正午 巧 帆】 

コレア 化 S 巧 十を 日 

をが 化 S 巧 化】 日 
西 比 利亞化 四月 十) 日 
大巧 化 巧 巧 サ化日 
天 巧 化. あ 巧 九日 


#シ アトみ あ 帆 (午 贿十時 お 帆】 
細臂化 一一 頁 六日 
巧豫化 吉巧 十二 n 
靜岡見 —— ，四 巧 五目 

@ を 巧を 目 本れ 出视 

白山た 一二 お 十日 
北駿か 一二 其 甘 三日' 

A 綠青 出帆 芭奈 馬紹曲 B ネお 貴錢飯 i 另ニ礎 
▲鐵道 切 釋寮裘 券 其 娘を を 蒋钥宫 じ 碑 取が ホ 辟 
A おお 浄大絡 城 替お乘 船 切 将御镶 をに お 計ます 
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キ ヤン デイ 敎授 

キャン ディ 類、 フン レ チぺス 
トブ — 、ウ エツ テン グ及 パ！ K 
デ！ ヶ ー キ 、其 他を ャン ディ 花 
菓子 等の 造ち 方を 莖が兩 科 じか 
もて 敎授 しまず、 希 撰者には 旨 
錄 J を 進呈し まず 委細け をへ 
The Iridor Scho 己 ま S Lexingt 登 Ave- 


留置郵便 

左記の 郵便物 當 事務所に 留潭 
ち 之 核 間 自身 御ホ訪 下さる か 
若く は 住所 御 述知被 下 度 候 
藤 巧 兼 助 又 巧實市 今^ 嫁 
衛 ザ W 貞藏 G •ィ シナ! ジ 
(靜 岡ょ b ) 加 膝 乂貞巧 f 栗 
原親義 ゼ 1 ムスず 岩 ■盛 川 
輝 化 3 ノ ミな 太が 野 阪揖助 
大 おが お 田 中を き 子 チ ド 
メ吞 み郞之 口中 大脇 美化 發) 
ソマ •トシォ 巧 本； 福蹈巧 
マキ 巧發) マが シタ •シャービ 

P 橫 井榮藏 チー 义が {! 據 
文 館) 松 本 力 テ！。 セォ I 

紐脊 0 本人 會 

蓄 W . 5 呈で . f さみ！ ゴ 
互. 置 umbus 萬？ 7 I 


►鄉里 送金 及び 並 送を (無手を 巧)、 巧 苗 
ちお賣 買、 荷爲巧 化が 取 立、 信 席 巧を 
巧 等 一般 銭 巧 業務 抑 巧 巧 じ 取を 可 化ち 

$ 賊臺灣 銀行— 出張所 

ち 巧を 巧、 廣淺 、大阪 、神 ロ、 上 お、 巧 
ロ、 福 州、 度 巧、 袖 巧、 香港、 廣 巧、 新 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 パタ ピヤ、 を 買 

I 々グ 々ッタ 、輸敦 、が 外事' 饋 十四 ヶ巧 

一、 資本を 黃億圓 (を 额彿込 済) 

一、 構 立を も 千み なぶ 十萬圓 

內化本 支 巧：：：： 梅 お ~ 本 巧！ をを 大お 
神 お 段惦下 隅を を屋 

橫濱冗 金銀な— 支店 

ホ 威を ま 巧 = 桑巧經 巧み ボ布哇 
巧 化せ おを 圃 重を 部 お ニ 定巧及 コ かい 
ス 巧之孩 


本 巧 大扳化 猪 あ 了 目 
が 宵 ま 巧が 育ブ C i ドウ 王，— 巧 四十 九潭 

體 なぶ 鑛巧 

お (おち 横. 猪、 を古属 、京都、 神 お 
K , い 愿ノ 逆、 腐 島、 ち 柳 か、 下ノ關 
巧 支 巧 (巧 司* 小 倉、 巧 化、 巧ぶ、 久お乂 等 

本閔 預金、 赖里 送金 等は 極め 
て 御 便 刺な 速 じ 御 化 扱 可 申 お ー 

本店 朝鮮 京 城 

まなお 張 所は H 本內 地の 樞要部 ホ、 朝鮮 
滿洲 、支那のを 化 及び 滞 捕斯徳 

.朝 鱗 鑛巧紐 育 出張所 

外 國巧替 一般 銀け 叢が 精々 御便剌 じな 扱 可 
中 上 候 


藤本 證券 會社 

一般 おが 記が ノ嘴 買、 引を、 冀集 
A を融 、並 ニ 之 ニ 願 ス^ 一切 ノ 業務 

I 賦 藤本 ミ；— 力！ 艱巧 

紐 脊お張 所 


日本 節船會 を (ホ ニを 蠻道替 魅') 

化理 巧が 欄 兄弟 蘭會 

菊 お、 乘韶 切符 强 じみ 荷嚇 運送 樹霞巧 じあ 摄 申しまず 


-ン/ アト ル か 化 (午前 十 時) 
わらび やか Hg 十 S 日 
あらに ま 化 四 巧 ふ - B 
るん でんか (彼 巧 出前) 一二 巧 ホ 目 
1^-葦；橫 演 一え' 五 巧 

促し ば リず丸 ろん"、】 ん もは 一を を 碟 
ザ 一二 等 目 本 巧を 置齋 客室 わを 遣 寒 族 室多敎 
T 御 兼 善に 狡 づ一帶 割引を 遊胡符 發巧教 4 稱 

ロ 又 アンを ル K 巧魄 (午後 云 時) 
らぷら たか S 巧 二日 
さんどす 化 四 巧 一二 日 
▼ i 等橫讚 二三 0 雜禮 はわい おまじらを 番弗 
ザ 棘 別 一一 一等 a 本 巧を 十九 弗 マー 二等 R み 巧 直 十 お 邦 
ダみ 藩羅 蹄が 端舉巧 禪寢讓 券鹽人 御辩旋 化り 候 
►糾宵 織 パー > マ 總お目 本 支那が 货物體 巧 一圓 


日本 陶^器 雜賞 

ラム ブ卸賣 

蓬 良 貿易商 會 


テ 因 
1 本 

H 

.本 

ル 殿 
クな 
ロ 物 
け 

スモ 

類ノ 

ブ雜 
タ嘗 
ザ 類 

て 卸 

j 資 
ス 

i 


巧 ま ft 7 

會社 LJ. 

特別 廉徑 


雜貨 卸商 

ラ グ 1 バ‘ 蘭會 

で大勉 强新淹 わは 常 巧の 特長 


セー ルス マン 入用 

j 十六 兜 お 十 仙よ 51 二十 凡 弗 あ 
十 化の 化 立 服を® 5;>ホ< 人を 歷 

ひ 巧し を 細は 左へ を涉 あれ 
Si D 呈 is Tailor 忌 U0-, 788 Broa を さ 


1 

な 高がな 社 巧 ダンスを 叮瞄で じ 親 
切 こ敎受 します。 

呈 ssliii ご 32S. 房 是 SUel.Tra 空 ga 夏适 


ナメ 


力 


の特を 


S 本人 巧 お 買物 じけ# 别掛 賞を 廣き無 
料で 御 案 巧 致 升 電話 又は お 手紙 次第 御 
訪 岸し jr * 御が {且 を 計らが めての わ 方 じ 
對 しては 特に 注盧 致しまず から 是非 わ 
立窜 を^ ひ 巧、 巿內 配達は 勿論 n 本 其 
他が 地 化の お 靖物發 送は 當 方で をし ホ 


ジすン ワナメ 


力 


ハィヵ I ラな 紳 古は 

ddi ぶ 狼を 寫 しまず 

夫れ はす-く 身 じを ひ、 見 巧け t ! をく、 を 
してがず をょ らもを 持ちす る 事を 细 つて 
るか ふです。 弊 巧は タ數 H ホ紳 ホの 御用 
を 承つ て 居ます。 

祀 曝を じて 御 ホ 店の モ にけ 
'一 六み 割引 致し ま fn 
が 注文 巧を 何に 係 はら やを も 巧 一度 ホて 
見て 下 い 

—ゥオ 力ー エンド フロ リオ 洋聰巧 — 

夏場 グ^ ム 向き 

を 旧-^ 記の 處じ 移轉し 日ぶ 及び 獨逸 製玩 
具、 擺貨 政び 陶器 錦 窜夏踞 向きな を 部 吸 
揃へ 陳列し マ 巧ます から 御水 紐の 節は 是 
ホ 御を 宵 6 御 一覚を 願ます 


を ！ デル 


ド シ厶メ 心 
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♦ ! 
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8 k 設 

1 ■ w 

•巧がん 
b E w が 
nu 1 M d B 

お M 則 - si 
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巧 本を を 億 圓 
柳込濟 資本を 六 モ萬圆 
枯立金 丑 千 八 円の が 巧 阻 

鶴喊ー 一一 ホ 銀 巧— 支店 

ネ化巧 巧が ロ 本 橋 お 本を お 和ぶ 番地】 號 
心！ ミ 巧 ル 巧 日本 橋 化の 內ぷ 运捣演 
W ! を臺 京都 大吸巧 (大 ぁ〕 神タ 
- 廣な 下脚 巧 巧 巧 化 鹿 岡お龄 
— 上が 倫敎を 買圳水 

お出 乂爲 啓’ 電信 送を’ ホ 送を、 旅 巧 信用 狀 
巧莱 信用 狀其化 一般 お 巧 業 

人 SS 萎 銀 巧— まな 

鄕お をを ハ 日本が 地 おず 救が？ 迅速 化を 
本店 巧を (を 期 虛知ノ ニ 柿) 御が 利 取扱 
本 ま 巧 ま 京丢扭 、大 お‘ が 戶 、を 都 
巧が 地名を 馬、 小 梅、 上海、 倫を 


晚を坡 お ニ 週 一 阿が 帆 

▲エム プレス 加 お 太 (き •爱 0 哦) 

ご 一巧 十と H 

▲エム ブレス 露 巧な ニー 六>巧 惡頌 } 

w 巧と 日 

▲エム ブレス 西 細 西 クニろ 呂嗤) 

四月 サホ扫 

A 王ム プレス 加を 太 (二 六 ふ 呂 巧) 

置 巧 十と H 
一等、 二等、 ニ 奪 及び 下等 客 設備 
最大、 善 お、 愚 快を のまげ がわ 船 


精々 鑑强 ザ 仕 御 引 立 M と 候 

觸 破器雜 貨卸幫 

養 阳廠會 


H 本-鞠 麗雜貨 

ドラす グ I ブ 卸販賣 

S 殘木桃 ホ 組 

MOOI , 20 MPNO 尸 Co ., Inp 
一黄， E . s を St ., N . Y •ぎ S 享 esa ^ を 黄 ム-7 


兰 千の 善男善女が 

渴 仰、 した 早 坂司敎 

い.、 一 i 莊嚴 なる 大擎 祭を 擧巧 

.二十 一二 日夜は 講演 貪 開 雌 

加特 みまが 立敎 W - ホ投 がの H 本人 おごぃ* b 间お 中に がける 
髙 僧のを 位に 陛 つたが 驳蕃糸 则帥ー 俗 么义么 助) の 脚歷に 願して 
は 巧 じ 本紙 所 報の おくで をる •わ、 师は去 6 十と り 夕刻 入港の 佛 
规阳線 デ グラッセ 號 じて 着が 阳宗 を國 化な 部接ゥ キリ ァム •ク 

キン 師方じ 停 錫、 翌 りは 多数 
の 訪間 おじ 巧 見し、 去る 十九 
H 午前 卡 一が 豫 てが 瞄 して あ 
つじ 御 雄 撒 (火 架な 又は- ィ 
マス ど稱 す) を舉 巧し、 去る 
ニト U メリ/! グ じゥォ ルン 
ユ師 翔な まを し繫ち 東が 傅 道 
を 校を 哉閒 し岡惦 々巧 •して 華 
拖頓に 赴き 維が 法皇の 駐米 化 節に る ピ五ト 。•フ マソ ニビ ォン 
プ師を 訪問し、 木幡 H :! 紐、 同化は が 白 H 本人を ま 偶の リ本お 
樂 部に がける 晚餐曾 じ 臨 お’ 同 八 時 ザ两お 卡义了 H 巧 二十 番加 
待み お樂部 じがて】 培の 講演を 試い る ふご なつて 居る。 

j て お 要；：？ る息畿 をがず。 お 孩禪 
S を 位 •し锐 ける は 必ずしも 加 巧 



昨秋 十 巧 ご 一十り 滿お法 

皇 ヒア 7 お 十一 化よ 6 司敎 (ビ 
ショップ 一のを 位を 授けられた 
早が 善 奈朗師 の ホが。 なが 信が 
は 勿 誰 一般 阅胞 おび. 义 人よ らも 
タ 火の 巧が を 措っ I あつたが、 

同 師おグ グラッセ 號 じて 十と H 
午後と 時 ホ被游 五十と 號じ 着、 
是よ b 前き 歡迎 の爲 めじ 奔 をせ 
る 巧 巧 巧道學 校を ジで ー ム， • 
ユ！ •ゥ ォグ シュ師 、.を 國ホ敎 
部 技ゥキ 9 アム •ク 午ン 師を始 
め 草 信 日本人 會 々長 其 他 信徒の 
人ん をを せて 二十を 名 U 港换局 
長の 特許を 巧け て 直 广け十 お哥敎 
の 船室を 訪問し、 接を 室 じて 挟 
お it 巧換 後、 を 堂に 又もて 晚錢 
をみ じした。 早 坡讶敎 はなじ ク 
キン 師 方に 一治、 型な は 加裤カ 
敎關 係ち 力 弟 並 じ 新聞 記 あの 訪 
問に 巧し n 幡 U 午前 十一 時當巿 
第五 術 あ 十 了 目 巧聖 パトリック 
大 伽藍-し 於て 

御彌 撒を 執で たがが 

惡敷乂 对敎へ ィス 師はバ マ 鳥 
じ お 張 中な ので 司敎 ジョン •ジ 
でー •ダン 師が 化り て 司ました 
當リ參 詣ゼる 善 お 善女は 實じ云 
千み < ピ 註せられ、 定刻 前 よら 
入娥 さしら じ澗い 大寺院 も 一時 
は ホ おの 雜 脚であった 。日本人 
侧 よらは 同滨信 巧は 素よ b 內山 
領お 夫妻、 日本人 會化表 お、 本 
社 記 若 等を は 一二な をる 怠會 しれ 

- を S パィ マスは いど も莊嚴 なる 
; 式で あつたが、 プロ 七シ ョンは 
j が 典 語の ヒムじ 誘 はれて 始ま b 
j 数十 人の 稚班 S 巧 列 じ 次で が お 
I 司敎 はな 幅ず 型のを の 巧 適を 巧 
: きお 娜の架 楽を 巧け、 なの セプ 
； タア をを ずに 携えて ダン 司敎ど 
I 共に 十数る のが 侣じ齒 ま いてが 
I 擅 じ 上り、 夫よ b 讀經 、問答 ヒ 
I ムを哨 等 最も 殿 慰に 巧 はれた 0 
I ホ 一巡 了 b て 

I i カエ 八 • ジ 

.. 3 — •レグ ユリ ー 師はが 化 司 お 
i 獄迎 の 辞を 陳 ベて 『ザが 帥の ホ 
: ホは 兩國閒 の 巧 飯 情を 摩 固 じす 
i る』 巧を 說 き' がな 部を ク キン 
j 師は 『ある 歐雜 じに がける 新聞 
紙は をが 帥の 司 敎職じ 就ける は 
加特 力が 2 巧 政策を 樹立 ザる も 
のでめ ると 哨 へて おる が、 木 R 

の^ ホ舉 U 加が 力が 告般じ 甘 ib 

r - - - ■_ — — 


力ん が 政策に あらや 予 はを お 司 
敎 •か 米 人ぶ びえ 人 信を のま 誠を 
リ冰じ齋らさむ^を熱禱する』 
ご 結び、 ホょ b 巧び 讀經 、を喝 
耐禱が ホ 6、 式 後 数 巧のを 請を 
は 早 圾師の 右手 じ猴 めて 居る 法 
皇直 巧め 黒 環 踏の 指輪に 接吻し 
孰れ もな 甚 r* る 敬を の 意を 表し 
て イム グ レシ！ ダな 式を 巧ぢた 



ある。 を じ 關し化 ホが 擦を 員 技 
は强を 

今次 の 如ぎ 曾な は 第一 阿 
ょ b な ニ 巧 ど顺み 曾を を あねて 
化く 間に 岡 業ち 間の 協調 も 出を 
事業なら のの 得失を 明かに ずる 
ので あらぅ が、 をに 巧 巧き た 事 
質に ホ 脚し でかな じ硏 兜を'* る 
氣进を 助を しじい ので ある C 巧 
が 邦人の 獨な 自當を 促進す る i 
るふ 間 題は ホして みさい 問題で 
はぃ ょいから、 吾々 も 微力。 がら 
お ホ 巧ら 限 A 巧 人 社を の お ホの 
爲 め-」 化 當根抵 の ある 事 實ぉ調 
壁して 參 ち；； 資 巧を も提 おした 
.'、ごを， へて おる。 夫れ で 先づ窠 
一じ餐 手した のが レスト ラント 
の 問題で わるを々。 


商務 部 ホ 惟の 

懇談 

日 礙ぞ後 ニ 時ょ な 

在留 同胞が 經營 して 將來 
發展 め髓地 ホる 諮 稱の驟 業 及び 
企 楽を 調 杳妍究 する is 焦 屠の 
急務で ある ビをふ おは 誰 人も肯 
おする 所で ある。 邸 も H 本 じが 
ける 資本 化 じ 資本家を 背教 どし 
て活 離しつ i ある 貿易、 を融、 

お 速の 如き 方面で；^ (、岡 胞の 
獨 立円營 を働獎 する 爲 めじは 先 
づ 眼前に 横は つて 居る 擧 をを 抵 
へて 硏 がらし 考察 もした 上で 巧 
實 がを 勸踞 せね ぶ らぬご 云 ふ 
のがが 育 日本人 會お務 部の 意を 
であるが、 昨秋 十一 巧 隅 健した 
巧 お 委員 會 じがて 熟證の 結あ不 
化敢： k スト ラント 事業 じ關 t る！ 
@ をを 闢 いて 同胞 當 業を 中の 經 
驗 ある A 々じ 巧 頼し 該 事業の が 
敗、 磕 をの 裝 なを 硏究 する ため 
第】 阿の 懇話 I 巧を ホる 二十 六日 

日囉 午後 ニ 時ょ 0 當巿巧 
S 十五 T 目 五十 一番 H ホ ヵフで 
テリア 巧內 じて 開<主 ごな つれ 
當 n は該拳 業に イン トレ スト あ 
る 人々 の ホ 曾を 待 もて 第一 レブ 
ト ラントの 禪類假 々ば テイ グー 

ム 、ランチ カウンタ ア 、グリが 
ナイトクラブ 、カフ 五— ポット 

ロ*— ト (ウス* ア ハ*—* トメ ン 

巧挪 '巧、 ボ 俄を ま 簡易食堂 、 H 
本が 地ぶ び ナャ プ スイ 等の 現狀 
を妍究 し、 巧 胞踞係 おの 餐業狀 
腊 ぶび 其將 ホ、 過 まじが ける 成 
敗の 事實 政び 化 因、 該ホ 業の 裝 
楽た る資 水、 嫉 所， がが 經營資 
巧よ > 進む で 裕稱の 方法は 個人 
經錢ご 巧 ま 經錢の 巧 失、 チ H イ 
ンシ ，ブム 、雕買 組を の 組織 等 
じ 甘； b て W 際 的 じ誰究 する もで 


注 窓すべき 新が 巧 

誤 電の責 巧 

今週ち 聰 U 華盛顿 大審院 じが 

てウ五 スタ アン •ユ ニヲン 電信 

お 社.^ 上吿 した 誤電じ 願す る 新 
判^け 注意に 値する。 即も アラ 
バマ州 ダリ！ ンゲネ 味巿の ン 1 
五 ツチ •プリ！ スタ ア商 會わヒ 

! タン ナプブ の 注文 じ對し 一封 
巧 『あ 十 他』 の®; 値を ニ ゥォ八 レ 
アンスの 顧を じ 電報せ る廣ゥ で 
スタ アン ユニオンは 相手方 じ對 
して 『十五 触』 ご 誤 電し爲 めじ 岡 
商會は S な 五十二 乘十 細の 損害 
を繫 つたと 云 ふ 事俾で 聯邦 控訴 
院 では 巧 吿が 朦訴 しねので ある 
が、 大審院に 於て をは 發電 者と 
電奮會 社 どの 契約 化に 州 媛 通商 
委賞 食の 規則。 基き レビ ー トを 
なさ r ち 電信に 對 ずる 寶 巧は 五 
十 弗を 限度と すピ おを された の 
である。 重要なる I 也稷 注文のを 
渡 じは ン ど！； トを する のかを 圣 
で わらう) 


日本 婦人 會 報を 

經育 U 本 婦人 會千化 巧 二十よ 
ザ 巧の お 計决算 報吿は 頃日 會員 
じ鄉附 された がを じ 依れば 收入 
の 部は 轉繫 一二が 六十 六乘 、前年 
巧 繰越 ニな よ 十よ 巧 二十 八他雜 
收乂 十五 巧 二十 五铜 合計 六 巧 五 
十八 弗 五十 S 仙 じて 支 ぉは 例 巧 
會を費 だ 0 化 弗 五十 五她 ォペラ 
講義な お 十五 弗 化 十五 他が 刷郵 
便费ご 一十 九 巧 八十 仙 クリマ マブ 
謝禮 一二 十八 弗を 際费 二十 弗 家政 
講義 六十 お 巧 二十 仙 新年 懸親會 
餐用乂 十二 ホ 十 仙を 計 お 巧 十二 
弗 六十 仙 差 引殘离 本年度へ 繰越 
金が 巧 四十 五 弗 九十 S 他で ある 


茶 筵 ご 雛祭 開催 

ホ 西渝人 お樂部 じて は ホる ニ 
十よ n (巧 職) 午後 ニ 時半ょ ち 巧 
と 十と 了 目 ニ 巧十番 ベィン ホ 人 
邸に がて 俩 曾を 廉ねぷ 筵を 開 （ 
を A 當ぉ西 九十 六 了 目 二十 八を 
マグ ナス 夫人 方 じて は 例年の 如 
< ホる S 巧 六日 (お 曜) 午後ょ 6 
雛を を舉 いする 山に て 同 夫人 议- 
びマグ ナス 女を 速を の お 待が を 
を 方面し 發 した 0 

娜巧茶 筵け 盛况 

旣颖ぉ 術 游眞あ 掘が 郞巧 キ饌 
の あ 造は 去る 十乂 H H 本 お樂部 
にがて 開か n たが H ホ 人 約と 十 
お 席 頗ら雖 巧で あつ わ (當 円は 
米ん 操瓣者 も數名 加つ て 居 5、 
早 川 雪 測 夫人、 一二 滿環 夫人 其 化 
藝術 家、 美術 方 おの A ホを 網 嫌 
して 居た。 因に 词 巧の 寫眞展 は 
か曜 おぶ 巧禪じ 閉會。 


勞働 演說會 開催 

が 育 H 本人 劈 働 協 曾 外 ー閒体 
ホ權の 下に 今週 t 曠日 午後 八 時 
ょら 西 巧 四十 I ニ 了 目 四が 五十 一二 
雷 基督を 修道 會 々舘 にがて 勞截 
お 說會を 開き マニ ュェグ ゴメブ 
氏を 始め 巧. 衬義 雄、 旧 中 綾子、 
鬼 巧 銀 一、 获野あ 化、 掘內 魔を 
諸氏 3 演說 がを る も入據 無料。 


を 杳旧正 之を 遺產 

整理 淸算を 終了 

昨年 八 巧 十 お H. 逝去せ る 前 本 
社々 員 {を 天 香 田 お 之ち 遺を をび 
遺 債 整理に 關 しては 紐 育 H 本人 
會の幹 旋ど靑 年 會の盡 力 ごじ 化 
b て 都て 圓 酒に 進抄し 同氏 名義 
の 銀巧預 余： おじ 靑年會 じがて 巧 
管せ るを を 加算し を 計 モ四巧 四 
十な 弗 六十 仙 其內ょ b 辯 謹 ± へ 
五十 巧、 ボンド 其 他 二十 八 典 五 
十邮を 控除し 殘金千 ご r 百 六十と 
弗 十 仙は 十二 ロの 生前 償 務を部 
償却に お 當し遣 おの 金げ 計 及び 
知ぶ よ b 裔贈 された 日本 貨 おは 
書留郵便で 靑年會 よら 化 鄉お福 
岡縣 乃み 息へ 宛て 送附 しを じ淸 
鲜を終 r した。 


お 人 が 人 

©瞬 本德 治を 题船會 社が 育 支 
巧 船を 保ち 巧、 ホ お 專務ホ 紐 後 
歸賴 の豫を 

度 巧 的 夫 入 歸朝大 倉 紐 紐 宵 ま 
店長 お 困 お ま 巧 ホ. へは か 息が 伴 
一二 巧 ホロ 頃 巧 發西巧 巧 十五 H 桑 
港 お 帆の コンデ 見 じて 歸 朝の 绪 
さ 撰 井 政 雄 巧を 港 お 巧 栽培 業 
あ、 東部 お 擦 視察の 要 あを 帶び 
兩 S 日 前 ホ 紐、 不 H 歸 桑の 堂 
巧玻 ホ ホ 夫 巧 前を 港 H 米 新聞 
記者、 當地 H 义 時報 記者 £ して 
前週 木 應日暮 紐 


iC ： 桐 又 ペシ タル 

轉 でも ある 

流 斤 歌 全集 •一二 0 

今は をる 

新 流行歌 集 •四 0 

歌 i の 歌 ミ 
最款齋 行 歌 •四 0 

か 桐 兄弟 商會 


ハミルトン 

テニス n 


-ト 


一、 タィクマン 通 b ネー ゲグ街 
巧 サブ 停留 據の 右侧 
ニ、 新設 中の 『コ ー ト J1 二十、 間 
隔廣欄 じして 設備 頗る 良し 

ミ、 麗き 『ロッカ！ •火 1 ム" 
『ホット' ゾャ ヮ；』 の 設備 あち 
四、 化 瞭シ！ ズン赁 貸 契約は 時 
じ 巧條件 じて 歓迎. 

お、 詳細は を 記 じ 御 照 貧 ぁれ 

T 里 量 0ミ Edgesm 二た 8 


p 卿 叫 山. 


VO し 18, 船 14 巧 


f 芽 遷鄉觀 tf 巧を な im が 




.1 -心 4M 犀 4 


SATUR 0 が ， FE 邮 UARY 巧] お 8 



二宮 卸が 巧 
I. 誦 0M け A 

277 Broadway 
Tcl. Worth 0581 


滿 川保險 事務所 

H. Segawa, I&gurcmce Broker. 
303 巧れ h Ave., 

Tel. Ca! が ionia が 01 


內困靖 事 株を 會社紐 育ま 巧 

Ucilida TVadi なぎ Go., I 巧 C- 
291 Broadway, 

Tel. Wor か 1576 


島 貿易法 式會 を 
ご hima trading し 〇" Lt ん 
150 な] roadway 
Teie か one 民 ec れ r 1484 


おを を お 赤 尾商會 
Akawo & Co リ L をん， 
29 邑 Fifth Av も 
Tel， Cal か iania さ 7 さ 8-59 


ホ 倉 製 絲結橫 巧 巧 食 お 
K が akura & Co., Lt ん, 
225 5 也 Avemi ち 
Tel. Ashland 4546 9229 


に Mikhno れ 

Mildmo わ Pearls 
巧 5 Fif 比 Avenue 
Tel, Vanderbilt 2519 


紐 育 日本人を 

1ぉ J 巧 3Mse lUs む! がぶ n 

巧 0 W 础卽 It Sireet 
Te し Columbus が 巧- 7 7 


S 共 株 ま 貪 社 
代理店 
窩 巧お會 
120 8 巧 a おが, も Y. C, Tet. 8がわ1* 巧 84 
Fado け； 208 Rawson Sh ししむ ty 


巧 巧 妨ホ巧 ま會社 

As 度 no Bu が am 仁 0 拍 pany 


Room 801-805 
165 Broadway 
TcL Cortlandt 80 がぶ 052 


大蒼紐 摇寶ち 巧 
Okura 基 C 化， 

30 Church St., 

Tel. Cortlandt 2292-93-94 


Pau! IC. M* Thomas 

Advertisizig Counse) 

20 巧む ibune むリ difig 巧 4 Kmau 化 
Tei. Beekm がが 巧 


巧 巧洲銳 道み ま會社 
紐 育 事を 所 

South Manchuria R. R. Co., 

Room 202 ら Canadian Pacific 良 ! む， 
342 Madison Ave. 

Tel, Va 凸 d が bi!t 4。5 


ミ 井 物を 賊會社 
な 育 支 巧 
Mitsui & Co., 

|65 Broadway, 

Tel. Bowling Green 7520 


义原 商事 株ま會 を 


rv.uhara trading c 〇 ., 

30 Church St., 

TeK Co け landt 4550 


巧る 會おお ホ 巧庙 
お 育 支が 
Iwai & Co., 
Woolworth Building, 


Te!. Whitehall 6040 


s 寒 商事 株 ま會社 
が 育 支 巧 
Mitsui) ミ shi Shoji Kai&hs 

(M な sublshi Co., Ltd.) 
120 Broadway 
Tel. Rector 2560>2564 


なま 會肚 
山中 巧會紐 育ま 巧 


な paiigse 4 阳が ican N 6 WS Service 

日本 電報 通信社 

か 固のを 治 あ、 實を 巧ぶ が ホの 
事 巧を 班を をつ 確 巧に 賴 道ず 


毎日 入電 一ヶ月 巧を 五十 巧 


famanak 。化！ リ 
680 Fifth 
Tel. Circle 4014 


Toky 日 A むが ising A が ilcy 

日本 新聞 雜誌 贿吿ー お化投 
12 W が t 17 化み re が 
Telephones Walking 2909-10 


a 本 綿花 株式を*: 
紐 育 支店 


Japan Cotton Trading Co., Ltd., 
29.K^adt«on Avenue, 

Tel. Mad< Sq. 3695 


目 お 生糸 株 ま 曾を 
お育ま 巧 
国! -BEI KliTO KABUSH 化 i KillSHA 

(NIC 陆ぶ El KHTO CO, LTD.) 

1 Park Avemu^ 

Tel. Aahland 6246-47-48-49 


神 戶鉛木 巧 巧 
お育ま 巧 


Suzuki & Co., Ltd., (Kobe) 

220 Broadway, 

T*l Co け iandt 1149 ■前ぶ 1ぷ2-53 


曰 本 生糸 株 ま替赴 
紐 育ま 店 


Morimura A け I & む リ igenis 

44 Easi-23rd お.， 

Tel, Ashland 5320 


巧を 名會就 
化育 ま 巧 
Hara 足 Co., 

443 Fourth Av«*> 
Tel. Caledonia 7830-35 


い osho Corpora 打 on, 

ご ilk Impo け er* 

4(i 及が t 34 化 S れ det 

£e!. A 此 land が 87 •れ 
Gosho Co>) Incw 
Co け 〇凸 Expo け ers 
60 Beaver St<, 

Tel. Bowlizur Green お 05-06 


又 取 朝日 ニ 東を 朝 u 
化 巧を 巧 
Osaka 4sahi 
Room 30S World B 山 Wing 
Tel. Beekman 4860 


大阪お H ニ 巧 巧 0 り 
鈴 木 H 郎 


Osaka Mainichi 

407 *Tnbune TW! ぶ ng 
Te!. Bcel:maii 42;;9 


て‘ もが.! ザ V :-、 


づ ■が 心う お- 




中原の鹿は 果して 何處に 

最後の 一票で 决 、し 相む 總選 

民政 黨勝 つか 政ち 奇勝ず るか = 區 々たろ 新^記事 

東京 特電 二十四日 發 I 總逃擧 め 結果に 關し廿 凹り の 午前 十 時^ 在、 を 黨 
派 巧： J 就て はを が 間の 報道 隘 々、、一して 判然せ ず、 即ら 泉ぶ R リ^ 聞 及び 時 
事 新報は 政ぶ 會 ニ-八、 巧政黨 ニ-セ、 朝 H 新聞は 政友會 ニ-九 j 民政 黨ニ 
_ セ、 國巧 新觸は 長崎縣 がー 區 じて 中立を 標榜して 當 選した 化 屋± 西 岡 竹 
み郎 氏が 政 友 曾へ 入 黨の爲 め 政 お 曾 ニニ 0、 民政 黨 ニー おごを^ なりし 敦 
字を 揭げて おる 0 が ほを 國の 棄權 率は 約， 一割 化 分 一 厘强で をん 


戰叢直 もに 一覇 となりて 

現 巧 閣倒壞 V 一み し政變 近づ 


第一 黨を 夢む 段政黨 H が 巧の 犬 勢に 影響 ろ まじ 

東京 特電 二十四日 發 " I 般お 巧の 盧嚮は 潑選擧 の 結果 近く 政變 巧る ベ •了 期待し 現內 
閒 がかを ずる 共大势 .，，- 影蠻 あるまい ご 観測して 居る が： n 本 嚴巧嚴 裁 ホ 上 準 之 肋^は 『政 巧は 依 
妨 ごして 不 女』 ごを ひ 福 裸 挑 かにに 『實業 間を 會化講 ± 激藏 、化 S 中 じ 神も佛 も^いもの か』 ご 
- h 、 巧つ て 巧る" . I 

東京 特電 二十 =1 曰發 n ' 本 B 午を ハ 時 現が の 當選講 旨は 政 友 會-宫 + 七、 民 あ 葛 音 十 
八、 をが 供 おお 一二 人、 質 業 W 志を 四ん， 社會 おを 黨阁 人、 U 本 勞農黨 二人、 中^派 十五 人、 な 化 
S ん にて を别 巧な」-、 十六 人、 邸 も ほを 露は をを 會を剌 する を 僅かに 一票 なれ ど^ 早 第三 黒を 翻ん 
だ どかの 天に。 つて おびつ-" あるじ 反し 政が 側では 中ぶ 派め 抱达 みを 頻 をに 奔 中 じして、 貴族 
院 のが 力を はれ 變化 しご 觀 測し 居る が、 勝 誇る おを 驚は 本日 緊急 幹部 會を 召集で て 內閣倒 壞運到 
じ 幕 ホし 無を 派の 三 疑ら 削' 社して 內贼彈 劾を 決. 遙 しね。 

東京 特電 二十 一 二日 發 をのを 巧 然した 撥 選 擧當選 おの 中 じは 中立 派を 冗を で 普選の 神 
が ど 遊 U れ たお 贿わ雄 K を筆现 にお 映黨 級裁搜 □雄 幸には 爲知縣 豁ー歷 で 簾 二位で 當 逃した るは 
聊が媒 の 賴威を 失した 形で あるが、 巧 巧 陶山縣 第二 區 から 推されて 返换 いわ 政 友 曾の 蟲窩 顧閒义 
養毅 翁が 辛 ふじて 咨 遭した のは 化 人の 意 巧 ごする 巧で あるじ 反し 東. を お 第五 賠 から 巧び れつて 出 
た 音 口の 證員 さ，" で迪 つて おも 高木 お 年を. 〔ほか〕 が 四 巧と 千 ニけ と 十と 票と いふ 驚くべき 人氣 
を 占めた もも 澄き の槐 ど；：* ■つて 居る。 其 化 多大 S 期待を 巧て 逆 へられた、 お川縣 第一 區の中 橋 相 
徳 ぶ 郞氏 ご 民 故黨永 巧 柳ふ郎 巧の 一 靖 が-^' は 雨を 共 じ臀ト ホべ て當 選した の もを 巧せ であらぅ し 
が 川縣で お 円を 賭；. てず った 大藏 大臣 己±忠 遊巧對 H 本勞農 黨满袖 大山 挪夫 氏の 一麗巧 もも 遂に 
大山 氏が 落選の 壊 目を 駐、 .寶樂 おを おがて t な 友會員 どな 6 鄕 串： 山ロ縣 から おれ 乂原房 之 肋 氏 も 
當 選，-' た。 民な 潑の 小川 鄕太郎 隣 ± の當 選は 敢て 珍と する じ 足らない が 前大藏 次官 旧昌氏 〔民を 
巧 渾縣〕 が‘ 同志の 展岛隆 ニ 氏と 典じ當 挫し 祕 脚で 無産 派の 亀 か 貫 一郎 巧 ピ淺旗 健 H 巧が おじ 當選 
し 沖繩縣 からな お 補した 退役が 軍 少將漢 那態化 巧ら 當 選し、 玻をニ ユョ； ク から 急遽 嚇巧 機で チ 
ン フラン シ 乂 n に 飛んで 歸锁 しじ 鶴 妊 祕輔氏 〔中. り0 けを の 如く 縣下 最高 黯で當 選した が、 落選 
したお 3 山. ド， U 前 数 泊み 宫を 巧慶隆 、渡 淺化中 巧 等が あを。 树 ほか ニ n のがは はな 黨な 五十 五名 
歧 友け', り 五 1 を；：‘* b しも； irhlH 午前 ニげ お 化 じ 化れ だはな、 政ぷ窗 共に ニな 十 阿人ピ いん 同數じ 
て お 尉 政ぶ をは 中- ィ 派を がふて キム じて K 政黨ご 伯がず ちか、 おら やん ば 僅かの 差で 第一 黨 たら 
待る でめら うご 拠 測 さいて 居る。 

中立 派の 議員 r 抱 込んで 

現內閣 U 現狀を 維持ず ろ 方針 

そ H 典 巧閣投 がし か U 巧 ぴ議會 解散^ 舅氣 なし 


東京 特電 二十 j ニ 曰發！ な 巧は 總選舉 の 結 あ々 數 でも 中な 派 ど 提携し W 関赠 がきを をく 
もをて1居る.^, 1 か’以政黨では選擧後直も-:巧務あががか-し出版したと博へ らる^怪文ホ白事化ご 
鈴 木 巧が の お 《 閒 趣を 械 に内瞄 倒壊の 民 ホ 述顿じ 着 ホ どみ しむが、 內 かの 襄言 問題は を々 おじ 飛 
化し 巧め じかぶ をへの は进を おを したら のをく 自然 總逃擧 のが 綠 いかん じあ b ては 黨 内ょり 內化 
排が逆勸を抱お *な換檢」して赏族お昭か化柴部':^皇至を政爭じ化したとてぉ婚の蔡言じ憤慨し 
居り、 来 お UU がが は 『谣 宮中 •むま 錠'-;^ る も S は 何等 乂 がの 錢勸 i 予 盾せ ず邊會 政治を 認めむ を 
け 寧ろ 普 逃 S 化の 出現に 對し耻 すがき である』 ご 痛憤し、 棠を朝 H 额 聞は 『少数 黨 でも 饌 はぬな 
らば 渡 曾 y がおイ 4 埋山 W おじを るか』 ご 述べ、 時 拳 新報は 『巧 巧の 普 逃 も 鈴 木 巧 相み 暴言で 不 
渝 化たら しめた-ど 論じ 與論は いづれ もな 對 して 居る。 

東京 特電 〔タイ ムス】 二十 I 二日 發 = u 本最 がの 普選に 化る 普通 逃擧は 數學的 じを へばを 然ど 


た 形 レ-.,- ♦ン てち る わで 山中 唐 W としては 抑 W を 踏んで これ 等の'! 散當 がご 異なら 中、 ニ乂 既成 政 
み 数 派を 自黨 2： じ 抱を いを を 許さ；；^ いのみ；；^ ら や、 民れ' 媒 。を I 黨 にかが に蝴 して 居る こど U 偶 


新必び 無を 派 ど 組し 頒 ごして 政府に 載 立して 洁 るので ぁる i 。 政 
义曾本 ホ ごして は」 の 隙 抄く共 お欧藤 ごの 韵立 上を の跑 占を 維 
持す ベ < 中な 派 滋 持の 乂黨を 努力し 居る が 民政 黨 ごして は當逃 
議員が 豫 想ょ らも ホ 人のを 数を 占めたる じが 整し 居ら、 1| 殷轿 
間 紙 も 過去-じがる 選舉じ 政府 黨が 常-」 大勝を 占めて 居 &窠賀 じ 
顧み 今回の 選擧を 0 て 政府の 大 失敗 ご 見做し 一部では 政 化の 選 
擧卞涉 が 巧て 火 敗を がいた お 凹 t ぁる ど殼 めら れて拉 る。 

この 際 政府 側 ごして は 

妥協 か 內閣巧 渡し 

しかし 民政 黨 i 弱さでは 同 超 お 

がして 出 中 首が どして この 政# 難局 じ處 する 爲め レー 一 j つの 
途が 横つ て おる 樣で をる、 那ち をの 第一は 政府が 巧 驚の 威を 
買ふゃぅ4^政巧を引这めて姿協的政策じぁび巧閣のをか.3^ 一時 
乍ら も 支へ る こご、 第二は 內 隅總銷 職を 斷 わし 元を 西 園え なじ 
計りて 潔く 民政 黨じ內 閣を明 渡す こピ 、第 S は 臨時 議會 のぶ 集 
共 じ 政府 3 不信任案 堤 おを が 期し 巧び 議 脅を 解散す る こ マ 等 


でを るが、 內閣の 巧 渡しは 要する じ 弱が のぞい 內閣 が單に 
ホ 同じ 程度の 弱味 じある 内聞を 出現せ しむる に 止 b 政を の 
は W 然とし _ し徐 まされ や’ 然 らば 繊選擧 を 巧び 斷巧 する ご 
こど じ 就て は 化政黨 が選擧 費の 缺乏を ホして 居る 關係上 政 
ミして は 第二み 總選擧 じ 大勝を 簿 ずる こごは を然 ではを る 
の 黨內じ 激烈なる な 對がゐ を 却て 內輪 割れを ホす のみな .k 
畏 き邊ら じが かせられても 御 裁 巧 相 成る まじ ご 期を されて 
從 つて お 府 ごして はこの 際單じ 巧閣め 椅子を 占む る じ 止ら 
の 轉換を 待つ のかな しどの 觀測 がを 力で ある。 尙ほ 撫產派 
擧戟じ 就て をる じ 八 人の 當 選を 見れ もの i をの 投票 ぶら は 


れ 

碼礁 

いふ 

ぶ會 

もの 

个、 

居る 
形勢 
の 選 
す 離 


滅幾 じて 互し 閔じ 地盤で 爭 つた 爲 めじが 角無產 階級 まの ぶ棠も 


み 裂を 巧し、 偶々 鹽結 しわ 地 ホ も 失政した る もの ぞく 當撰 
八ん の 中 六 入は を窠 跟じ屬 しあ 入は 大學 校を 卒裴 しわ 智識 
でを る 0 . 


般市瘍 U 安 含み 


東京 特電せ 四日 壊 n 纔選擧 'しがる 商 お 株を 巧鬻 の動搖 V 心 
じ 本 H じ まらて 最も 甚だしくな ク た。 即も 左の 如し。 


羽 ニを 
絕紳 
捕 花 
綿糸 
律 糸 
現物 
鄰船 
鐘 結 
東 株 


•- A "! 轉き 
おら 窩 
ホ 化 
を 含み 


が 云 目 
.こて 四 ひ 

ま 一 ' 

五 化*. 八 0 
ニニ 八 •一' 10 
ニニと •00 


した 

がず 


一見る 


0 

0 


ま 


か國を 

二呈 i 
'ま I 

化 落 志 九 
低を ニニ 四 场 
氣迷ひ ニ ミ ハ •互' 0 
ぼん やら - 一 

ょ 一る で 

を さ 

八 五 王 ニ 0 


七 T お 0 

ニ 五 ニ •よ 0 
一八 お •00 

中立の 武 藤氏が 政ぶ 會へ I 

東京 特電 甘 二日 發 U 邊 には あ黨 ょらを 認 候補た るを を 拒絶 さ 
れた武 賴と郞 巧は 選擧 じを 選 後 直ちに 欧友 倉へ 乂黨 した。 一 . 

落選の 本 お前が 議 主家 お： 

泉を 特電 廿ニお 壌 H おを 巿镇 j 區 から ホ极 流した 前 政友會 巧 
議± 本 田義化 氏は 落選した のじ 悲銳 して か 『落選して 中磬 なし 
をを 械 む』 との 范 報を 箱跟 から 餐 して か 


日 おが 衛 不明 巧 

關原 者け 目 ド搜索 中で ある ごの 悲劇が 新聞で 報じられ た。!^;. 


安部磯雄 巧 現巧閣 に反對 

東京 特電せ 二目 發 N 社 曾 段 ま 黨の領 祂を鄰 磯雄 巧は 議會 i じ徵 
しては 造々 非々 ま 義で進 杉が 現 巧 顧じ斷 然反豁 ずと 聲 明し j 作 

選擧 ，で 製紙 生產 一割 增 加^^. 

東 ま 特電 甘 二日 疆 N 普通 選舉施 巧で 紙の 巧 費が 激增 しれ 
生産 も 一剖增 加し 自傍 製紙 藥 者の 威產 協定ら 沙な 止み ごな 


爲め 


ん 結ら が で ホ る 、 即.も 本 日 深おぞ 化 か ら 连 し じ 情がを綻をす る じ を員 四巧六 十 六人 の中四なレ^: 
十-人の 當 逃は 制が し 盾り、 は 政 哉';? 撫 を派妓 びを 巧 派ぶ 他を を算 して ニ 巧 一二 十一 二人 脚ち を 員の 
半数 ど 占の て 巧る が おし 政义爵 。して 殘る五 祟を 麻 も 得た b ごする もがは 野黨の 勢力 じ銷し 僅か 
じ 巧 等を が も 树るじ 過ぎない 狀應 じある、 邸 t , 現 化が がして 睹る ものは 政ぶ 轉 ニが 十六、 民政 黨 
ニ' む 十ぶ、 中立が 十四、 無産 お八、 を 新 お樂部 四、 替笨 W 志 お 一二 等 じして 無 產派ご 華新俱 樂部展 
び 中立 派の 六 人は にみ 煤 じ 典すべく 結局 ニ 円 一二 十一 二人に 速ネ を 見这み じて 政が 側では 中 ホ お八 人 
實集閒 志な 四 人 ぷび當 逃 不明の； 立 人を なぶ 曾と 認めて が 黛に おおす べきが 政 友を では 議會昭 散 前 
- は 少殺黨 ならしら 今 巧の 選舉で 二十との 講 席を 巧した 强 である。 元 ホ 日本の 政黨關 係が 少数の 差 
; じ 止つ て 居る i どは 麼 々前例を 6 しも 今回の 絕選擧 は ニ乂政 黨の掛 立で 少數黨 が 殆んで 一掃され 


東京 【聯 を】 二十 I 二日 發 N 本 円 
深ち 內務智 じ 達し わを 報に 化れ 
ば 去る 巧曜 H をな て擧 巧され た 
總逃擧 の 結 お 政ぶ 會は約 S 葉の 
ホ數を 制す ど 傅へ 居れで 

新聞紙は 賓 にもを 信 

せず 最後の】 票まで が^もの ど 
も 山み もの どを 解らない ご 端 じ 
成 ひは 阅數 では わるまい かと 豫 
想され て 居る。 即も化 州 化 方の 
一部 結果が 判然 しないので 化 人 
は 五单； 毅中じ 迷つ て 吊る •か 一般 
では 兩巧 いづれ が 勝を 制する ご 
しても をの 差は ニ 一 黑じ跑 ぎ ホ 


のは 

入の 

ちか 


晋時 


結な 諸 食の 多數を 制す 
旣じ當 選 確 實玄 なつた 十五 
中な 添 及び 無產 源み 八人郞 
I ニ 人力 バランスを るで を 
ご 云 はれて 盾る。 郞 も開靈 

巿 郡て おんど 欧ぶ魯 
倍を 制した お 政 驚は 旧を み 
で忽 もめぶ 會に 覆され 一時'^ の 
差 十 票 ごな つた もの、 これ も 間 
も。 く 同数 どなつ たので ある。 

而 してを 乂の則 待を おて' 叟 へら 一 
れじ 總選擧 も選擧 確は 攒 され I 
たもの-- 小作人 や 中を 階級 の ~ 
か 黨じ對 ずる 必理は 化 然講曾 解 I 


一る r 


の ニ 

投恶 


偶新投 巧は-. の 也埋を 物語る もの 
と 忌ら れて 居る 0 
を 京 特電 トリ ビ ユン】 サニ 
日發 ：；；： 去る 月瞄 H を 0 て舉 ださ 
れた 緩還擧 じがて 無を 政鷄 ょら 
當 遇した る 者と 名に 速し じる が 
總選擧 の 結を じ 就て け お ほ ホ 明 
じ屬 1 る もの 十九 人、 結 お 政ぶ 
會の多 數はキ ふじて 一票 じ 止る 
£錄 測され て 盾る。 邸 も 幾る 十 
化 人の 中な ぶ禽九 人、 民政 黨十 


人の 銭を じて この 遵按述 b じ ド 
けぶ 政ぶ 巧け ニ 巧 十八、 は 政 黛 
'ニな 十と、 其 地 化 一 たるべく 孜 
がが 識をド 絕對ご 数を 欲する。 
らば 尙ほ卡 六 祟を 要ず ベ く 常 逃 
しわと 人の 無産 派 中 じて 大學を 
卒業した るち 五 人を 緯しロ 本の 
ゴンバ I スと 呼ばれる 鉛 木 文治 
及び K 本 じ 始めて 野球を 紹介し 
たま 部 磯雄 巧 等 も おつて 居る。 
が ほ 今回の 總選擧 じがて な權お 
の 巧 八 割まで け 投票した。 


本社 東を 特電 (紫 お 町轉载 } 


當 選した 選良 ー覺 


元當地 財務官 田昌 、勝 冗 憲巧等 
當選 i ホ 國通植 原、 中 村 氏 落選 
政黨總務連の落選けホな い 

二月せ SU 午前 十 時まで じが 然した 當選巧 議± 氏名 左め 如， 


寒を 府 

窠 1 N 繼川ホ 巧 (お) 一二 木武 
吉 (民) 横 山 勝太郞 (民) ぶ 川 
太郞 (を) 撰の あ郞 (お) 

篡ニ n 中島 彌圈が (お) 鳩 山 
• I 郞 (政) を 部 磯雄 (趾) 矢 野 
錢ま (を). 小 瀬 辰 雄 (民 一 
第 頼せ 木 桂 ま (民) を 藤 
正 純 (致) が 膝 仁太郞 (を) 高 
木 益太郎 (巧) 

窠四 n ホ お 政 一 ( を) 太 田 信 
巧郞 (お) 磯部 お (政〕 圃技搶 
巧挪 (政) 

築 お n 窩木正 年 (ち) 鈴 木 富 
十' 趣 (民) 牧野 賤お (政) 斯波 
貞ま (技) を 藤を 之 か (政) 

.第 ホ H 中 枯繼男 (民) 前 巧 ホ 
藏 (な) を 島守 巧 (致) 鶴 岡 か 
文 (を) 佐 藤 里 (巧} 

大阪府 

第 一 n ! をを ま (ほ) ホ賀巧 
(政) 树あ寅 治 (民) 

第二り 紫を 教化 郞 (民) 武藤 
岀 治' {實) お巧嘉 i 郞 (民) 

第 己 n 武巧作 平 (民) 撰瀬德 
藏 (民心 西 尾ホ廣 (お) ま津度 
(な) 

繁四 n 鈴 木 文治 (社) お 川な 
(民) 吉 川き 郞兵衛 (民) 森 旧 
政義 (致) 

第五 n 田 中 萬 逸 (民) 滑 崎 幸 
が郞 (政) 勝 田永靑 (民) 佐せ 
庄と 長) 

第 六 n な 田せ 千 化 (民) ホ 扱 
豊充 (ほ) 山ロ義 一 (を) 

京都府 

第 一 n サ 岡お溫 (民) 森 旧 巧 
(民) 旧 中 信義 (革) 水を 長 一二 
郎 (勞) 鈴 木を 之 助 (政) 

溝 ニ U 川 晓を之 肋 (民) 磯部 
淸ま (政) 山 本宣お (勞) 

築 ニ 一:::: 吉 がが 助 (政) が 山 固 
ま (民) 水鳥 意 一郎 (欧) 

千葉縣 

第 一 U 鈴木隆 (を) 本を 貞ホ 
郎 (民) 川 島 淸が郞 (民) 志が 
淸 右衛門 (ほ) 

第二 H 猿 澤宇八 (民) 吉植庄 
一郎 (政) 今 井健途 (か) 

お HN お 蠢劇 A 革】 主屋淸 一二 
郞 (革) 千 楽吉郞 (實) 橫 堀を 
S 郎 (政) 

兵庫縣 

第 一 n 巧 田 文 一郎 (反) 砂 旧 


重 政 (政) 藤 巧ボ邀 (中) 河 上 
丈 太が ( H 勞) 中 亥歲巧 (ほ) 
第 四 n 大野 敬 ま (民) 原悠を 
衛 (政) 主 井權大 (を) 淸猫一 

郞窜) 

第五 リ旧昌 (民) 

富山縣 . . 

溝】 n 巧. 对嘉六 (民) 寺島權 
驚 (民) 石 路豊ニ 致) 

察 ニ = 山 旧毅】 (民) をが 謙 
S (ほ). ± 壁 安太郎 (民) 

H 重縣 

篡 一 n 尾 崎け 雄 (中) 

第二 n 濱田國 松 (政) •池 巧 敬 

八复 

島知縣 

第 一 U 濱ロ雄 幸 長〕 . 

岡山縣 

第二：；：： 鶴 見敲輔 (中) 小川 鄉 
太が (民) 

山ロ縣 

装 一 == 久原 房么巧 (政) 

お川縣 

窠 一 n 中搔德 五が (政) 永 井 
柳太郞 (民) 

香. 川縣 

第二 化ニ±忠 造 (政) 

福岡縣 

溝. 一 n 中 野正剛 (民) 阪井大 
輔 (极) 

第二 n 淺が健 一二 (民 憲) 龜井 
貫一郞 話) 

第 ご In 勝正憲 (民) 

沖繩縣 

漢那憲 か (民) 

秋巧縣 

町 田な 治 (民) 

大ホ縣 

第一 n ホ田肇 (政) 

新潟縣 

第 四 n 增田義 一 (中) 

化 海. 道 

第一 = 中 西々 一二郎 (民) 

廣島縣 . 

第二" = 導 g 圭か (政) 

岩手縣 

第 一 n 旧 子 一民 (か) 

覺島縣 

第 一 n 巧 かがみ 郎 (民) 


お 歌ん 縣 

お 一 H 中讨 巧巧郞 (ほ) 中が 
識 岳} お 綱！； 连ご 中心 

熊本縣 

鑽ニ = をを 謙藏 (ほ】 

長黙縣 

第二 In 小川 年吉 (を) 

宮城 縣 

お】 n 藤 深 幾么輔 (お) 营巧 
懼 (ほ) 

群爲縣 

窠】 n 武 藤を ま (政) 

福島縣 

第 一 n 菜 山 巧 (お) 

埼玉縣 

第) H がを 義 一二 (あ〕 秦豐助 
(政〕 旧 中 千 化 松 (は) ぶ 塚が 
ニ邮 高) 

氣三 1= 野中 欽化ー 不明) お ホを 
ち (あ】 遠 藤 柳 作 (中) 

‘神 奈川縣 

第一 n 戶ホ嘉 が (民) 一二 宅 磐 
(民) 磯野 廬幸 (不明】 

愛知 縣 

第一 == 旧 中 善 立 (お) 小山 松 
壽 (民) 加 藤 鐵五郞 (政) お 
尾辨直 (魄) ああ 義齊 (ほ) 

佐贊縣 

溝 一 U 福 旧 五郎 (民) お ホ II . 
郎 (を) 旧中亮 一 (を) 

を 選者の 重を る 者 
を川縣 大も郝 ホ (勞) 
を摩縣 ホ 蜜滿亮 (社】 
大を縣 淸瀬お 巧 雄 (な) 
中が 嘉壽 (民) 
植お悅 二部 (政) 

朦 な 成 ま (勞) 


魔島縣 

畏巧縣 

巧 


節减 された 

海軍 擴張 


下院 委員 會 ，巧み 

ワシントン 廿 二日 發 え 殺 ホ 
ホ國議 脅は 元よ みみ 外 輿論を 著 


しく 刺戟し つ t あつじ 


-力 


の 潜 軍 擴張案 即ち 豫算と 庭 四千 
方 弗 新 遊 艦と 十二 隻ご いふ' がを 
長宮ゥ キ八バ ー 案は 其後激 恐な 
る 輿 諭み 反 おを 蒙. り 大節贼 を 期 
恃 されて 居た が、 

果然 本 a の 下院 海軍 委員 會で 
1^サ禀對 一票の大タ數を《て 
ま 要礦張 案じして 大統領 もこ 
れ だけは 通過した いごを 黨し 
つ i ぁつた 一巧 嗯殺 巡が 腥廿 
五隻を 十五 隻じ减 じ 新 飛行 巧 
艦 五隻も 一隻 ごしを の 化 潜水 
渡、 驅逐 指導 鑑 はを 部 否みし 
たのみなら や、 新が 軍 案ち 大 
統領の 方針 じ 依ら 適宜 じこれ 
が述 造を 中 化せし むる の權能 
を賊與 する じ まつた。 

邸 も 今回の 新媳お まは H 年 0 內 
じ 着手して ホ 年 計 劃 どし 豫算ニ 
億と 千 四百 巧 巧で ぁるが モ ー フ 
玉ット 提督の 陳述 じがれば I を 
の 飛行せ 艦に 要する 飛行機は な 
お 十 磯、 六な 化 十五 ガ 四で 四ち 
五十 巧、 新造 巡が 渡 十五 隻じ配 
置ず べき 飛 わ 機が 化 四 機で 五ち 
化 ニ巧モ 八が 五十 弗を 要する 上 
これに 要する 人旨增 加の 年額は 
とな ガ弗じ 達する 强 込」 して、 
本 まは 巧隨 日を なて 諮會じ 提出 
される 尝 である。 
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i が 3 化 143が 化 li がむ rk C も I TeL Bradh が st おが 


K.JWAMOTO, MD. 

114 W.70th St. 

TeL T 化 fa ミが r 0 お 2 


Sabro Emy, m ぶ. 

巧 5 Park Avc. 
cor. E. 巧 nd St, 

Tel. Butt が 肖 e!d 9 お 4 


DIi.F»E.YOSHIl， 

2 巧 W. 巧 nd 化 
MEmhc 桃 巧 お 


M. TsucWya, D. M.D 
105 W. 巧 rd 化 
Tei. Trafalgar 6508 


DR. D.B し OOM 

-NEW YORK OFHCES- 
34th S れ eet Con 3rd 入乂 ,6 打 \16 
59 比み re が Cor. Lexin が on ‘Avenue 
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BROOKLYN— 
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じ 日 n 堪 最多 
が 下 本 U 能が 年 
育 寧ん f に 式の _ ■ 
掛盤諸 g て 巧經 ^ 
を 切 君 £ 信 學驗タ ぶ 
裁に じ 1 巧手を - 
治は 巧 篤 術の I 
を恃 U しじて 


んし CEASA も M.D. 

127 East 8 桃 化扣 t 
bei. わ rk & Uxi 化 ton Ayes 


養 喉 晒 鼻 巧 I 

間 時察該 
午 正 ま時ト 前午自 
巧 八 ま 時 六を 午自 
日 曜 

自 午前 十 時 ま 午後 一時 



F, I. FREDERICS CO. 

醫巧 眼を 大亞 比渝を 
1 巧 L お 化な. Te し R 巧即 t 川吕 4 
6et. Lexington & Park i«v8s. 

を 時 乂巧日 谣± 氷ち 


KER 民 も MAYOR 

1 犯 3 Third Ave. 

Bei. 60 & 61 な s. Tel 巧 hone R 巧 帥け 309 


含 巧 人 本日 

巧專 靴型 小 


を ホき な. 足 小き 巧. 足 小き 狭 



i SIZES IN STOCK TO 12 F WIDE 


Midori Ma1 : su 前 0 れ 

が 化 st Ave. City 
TeL Lorraine 0437 



巧 E げ S & 巧邮 Y 


3 Maiden Lane N. Y. 

エ瓣 冶鑛銳 をに 幷巧綠 ) を 

類 ぉ賽匠 意渐最 


ん Y, M が sumo わ, 
Mechanicai む け iudio 
124 化 お 化 化 OpijasH Ms 巧 ’S 
むし Ghiek が inglOSIO 


F . MU 民 RAY HILL CO . Inc . 
巧 T 帥 USH 巧巧郎 
Room 614-815 23 む aad 押 aj 
Tsi. BowHng- む 脚! がが 巧 si 


MIKADO TAILOR I 

30 に 65 比 St ‘ 

Tel, Rhineland がが 30 


T， KASAI 

Merchant 
T 泣 恥 r 
袜 

n おな 舰 LO 削 
Room 304 
m YORK 

Phene 

的 側 パ 3 け 


N. TOKITA, 

CUSTOM TA 比 OR 

民 OOM 6 妨 
1 が W • が nd ST. 
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Y. ITO 
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Miss Sianciie Fisher 

1264 Lex, A V も Cor. 8 な h St. 


授敎語 英人婦 


JAPAN ART SI UDIO 

624 LSX は GTGIU 巧. H. Y. 

巧し 化を n 8卽7 


Endo 在 Kodachi, Inc. 

がむ 巧 nwich が 巧 et, む ty 
Tel.Whiiehall 1541-2 

諸輸 和髓賴 
靖お洋 具 船 
|| 装 杨入各 食 病！ I 

甲 藻 焼 P 转用 
/ト 羅關 督晶建 

了！ 化手販 

^ 扱續賣 

颗 

營 


快感の 目的で 煙草を 
希望ず るなら 

眞の快 威を 與 へて 

く れ-る ネ ヤメ ノレを 
た繫 かなさい —— 
1 ； 喫 細の 回 的は 
享樂 にあります ; 1 


Camels 

* ヤイ グは 巧ち « の 愛が 巧を ちし 曰み じ 角へ るの みです 

K. ,T. Reynold Tobacco 
. パり いり ii.v, \Y:nst 〇 n- み Uem, N. C. 



が MP 化！！ 化 RVIGE ; 

設備 整が 經を 低廉！ 

Call-TRAFALGAR 8200 ' 

FRANK •も CAMPBELL i 

**The Funeral Church** Inc. 1 
(NON SECTARIAN) j 

Broadway at が 比 Street, N. Y. i 
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忘 

化れ 

eh 

ぶが 


お師宮 お繁一 
が 事 粟野 頼 之 就 
諸を 會 

日 賴旌拜 午前 壬 時 
日 廳學校 午前 十 時 

細暫 日曜 キ 後一 一房 半 
祝 驗會水 巧 夕と 時半 

帘！ 階— 谁 . 
位 痕古倫 比 强を巧 
み 下町 迄 十五み 學 
ホ 會胜員 じ 最適 
設煤圈 書 雜誌巧 曲 
を禪娛 樂具簡 みを 

KV 

巧を 巧 業 周旋 旅を 
ま 肉を 棵事 藥顏杳 


2 

^0 
邮 内- 

ji 

化 I 

哗抓 

J L 

.2 朋 
札 g 
3 


語‘. ホ 
H 巧 聖黃硏 巧を 午 
共 勵會タ と 巧 ホ 
磁巧說 お タ八巧 
木 阻が 騰會夕 八 巧 
巧 語 及び 搜な 

午を ニ 巧 

± 晒 謀 馈會义 は 
茶話 曾 タ八時 

，社 會事ホ 
蒂巧 部、 旅行を を 巧 
巧、 人事 相获 が、 讀巧 
が、 哦 業巧旋 が" 巧 巧 
裁縫 敎 巧のを 課を 設 
け會員 反び 非を 員の 
巧を 計る 


巧 タ內巧 か 巧 



鑑定 無料 


猶族 でも 慢性的の おがで 
も 速 かに 根治す。 巧廣病 
内瞒病 血液 絵を X 光線 化 
柳 お、 を 水檢査 、ホ 化 9 
ユ 1 マチス、 衰弱 症 
ぉぉ6のホは！#1^^ 】 度巧 
お なさい 

時間 自朝九 時 ま 午後 八 時 
曜自朗 九 時 至 午を 四時 


Y* • 

S 化な 

W 萬 

rfl 

Z 52 J 

ぶ 的 i 


帖 



午後 兰 時ょ b ホ 時 

目 懲は前 お 祐願娱 

ドク ト ホ 

窩 見農彥 


諸集會 


本' 

人 

基 

督 

を 

修 

-道 

曾 


齒拜說 を r 日) 八 時 

日 罐學校 (H) ニ 時半 

家庭 集會 (水〕 八 時 

祈禱 會戍っ お) ふ 巧 
聖書げ 究 (ホー/ 朽 

婦人 會 
講演 會 


設 

海 宿を、 簡易を を 
巧 業 周旋、 をの 化 
人事の 抑 相談 じ お 
じます 0 


診察 時簡 

午後 一時 化 ニ 段 
午後と 時 H 八 時 

愛知 鬻學 ± 

バ t 巖本谨 一 

を 倫 比 趣大學 及び 
少ダ ラン 病院 勤 お 
日 磨は 前約 願 上 保 


齒科醫 

主 谷 基 

診察 時間* 

自 午前 义時リ 十二 跨 
自 午後 一時 H お 時 
時閒 巧は 前約 じ 願 巧 


S 藤. 

前約 願 上 お 

ゴ ー チ か大を 
ドク トか 卞グメ デン ソ 

醫學巧 ± 

吉 居悅彌 


診を 時間 
午を 六 時] 八 時 

江 見 二 一朗 

引賴き V 八ビュ 1 
病 おな 勸じ付 右 時 
間 外 及び 日 班は 前 
約 じ 限る 


靡 肺 公認 マブ サ—ジ 

內務 省を 許 
產婆 鑛あ醫 

平野 秀子 

電話 モニュメント 10 器 


給 眼 並 じ 眼鏡 調節 


JOKic 左 - 00 C 置、 M.P 
171 f t 芸 h £星 さ rk 
ぎ 宝き 置 こ 573 & ジ置 ler 皇是 

みみを 巧 年 お 九 時） 午を I 持 

議 ギ奠甲 午を 化 時 

H 曜 午前 九 時 1 午を 四時 

ドクト^ 小 栗乘吉 


D 

M 

n 郎 6 

ぶ 器 

- U む 3 
旅れ'# 

之け*: S 
N2 
A 
K 


診察 時間 

午 齡儿時 1 十 時 
午後 六 時！ 八 時 

けい 小 栗# S 
紐 育 ホフ ラ 7 — 病な 
巧 五 宿 病院 勘み 

武が コン バラン •• 

病院 勘琪 


齒巧醫 

ホ 上 義人 

西 六十 五 T 目 一四 六潭化 
お 育 帝 固 旅館 內 
電話 トラフ アグ ダ！ ニ 五六 五 


化育 州を 認 
內務 省を 許 
をを ホ 大醫 科大學 
を 嬰な お 科 卒業 
，元 化邊 

產婆 松本緣 


ぃ例 


巧 かるた 


はも-^^^ の 遊び 
ホを 英文で 米 廣人じ 能 < わかる 
やぅ 銜單明 胳じ說 明した ものが 
出 巧ました。 內を 目み 進き 致し 
ます、 御覺 下さい。 

M 呈 WA さ呈呈 114E. 呈 hst. 呈 y. 

T. 戸 Gomi- W で S 二 7thsiJgsH<sty._ 

弊 巧は 永らく 白人 間に 信 
用を 巧し 熟練せ る 技術 ど 
親切を 巧て 販 I 貝 致します 

赞巧 貴を 旌 
御 注文を じ 
进速修 鑄 
諸鑑を 無料 

巧 中 商店 

E. 6W をで. • 0 ミ • 2 かを ミ 3 > ミ- 
He 产 Rhinlan を r 送琪 



新鮮 魚介 一が 

H 本人 向きの 生を 揮 もな b 欄へ 
惊削 讓慣で 大魁强 致します 
■サヴ オナ魚 店 
』os 召 f wavo 旨 
技 4 ミ. さ St St . 

H 色. oolcBbus 912 明 


機械 設計、 機具 
運動具、 な 具、 美 
術品臺 * ランプ 

容 K ァ -： ト 

ス ブチオ 

「滯蘭 西 製 ダ； 

ソン ダ アグ •ラ 
たツト 販寶ー 


滞 關事籍 

東洋を 地幷 じを が界 
の 輸出入 方法 じ驟す 
する 一切の 御 諮 巧 じ 
應じ馈 道 激船貨 蘭 運 
賃及ぉ 帆あ稅 關手續 
書 等 進呈す。 垂耍都 
ホに 化 狸 巧を なし 誠 
實を速 御用 命じ 應ず 

巧驗 取扱 


窗巧醫 木 下义市 

ゴ巧 W‘1 ご th St. 

Tel. 至呈 it 8 琪 7 
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ミカド 洋服 店 

松 本 保 
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ホ 八！ ニ 0 


笠 ホ 洋服 巧 


瞒巧 
洋服 店 


時 田 信次那 


棠 五十一 ニ 了 肖 

ニニ I ニ 

が 藤 
洋服 巧 

f ラ f を S 一一 


おき 米 陸 婦人 
目 本人への 巧 
語を 授じ はを 
年の 經驗 をを 

す 0 一 レ ブス 

ンと 十五 做 
お H 朝 九 時ょ 
ち 格 化 時を 柯 
時 にても 宜し 
U 曜日は 一時 
よら 旧時を 


H 本、 支が 賓玉製 美 
術 品、 婦人 用を 飾ぶ 
化 裝输品 

'闕 爲訂 r ァが 

島 寧 美術品 修篱、 

を 飾 品、 ス-ト タング 
日本 服 裁縫 


♦ 

m 

♦ 

a 

♦ 

麵 

♦ 

麵 

♦ 

■ 

朱 

♦ 

■ 

♦ 

■ 

♦1 

おみ 

巧 J 

削 

(の 方は 午 

前ん 巧 

さ 

十 時を 巧 

じち 巧 

画 

♦ 

■ 

る 

♦ 

1 

♦ 

n 

♦ 

麵 

14 

巧 

ホ 

た 

を 

幸 

卞 

サ 

巧會 

肖 か 
巧ノ 
ノ方 
タニ 

ぶ 巧 
ピ掛 
おヶ 
法 
巧が 

巧ク、 

チ必 
中 ザ 

if 

3 H ； 

W ぞ 1 
ささ 百 
呂苗 S 沪 

it 

hi 

r* 

を 

お 

養 

ニ 

’ 定 — 

糾： 

育 

生 

命 

保 

會 

疆 



ad 

3worth / 

094 な 
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尋れ人 

(巧 巧が A ) 狩 巧 膝 雄 
(熊 本縣 人) おがで 作 
(を か縣 人} 長 崎德一 
(神 戶) 今 ホ 某 
(福 岡縣 人) 稻永國 みが 一 
を 永 慶藏持 山 巧 太 挪ら川 
ぁ彦ホ L 幸藏 おが 節朗 
渡 邊篤寶 巧 留ま 古川が 客 
上 巧修ず 井弘賞 造酒 雄 
貫 遣 太郞を あ武雄 柴扣善 
雄 

(佐 賀縣 人) 架 山 善 六 
(をを 縣 人) 木 村 幹 (诞壽 ) 
右のを じ 通知を 度き 儀有么 
候 間 本人 若 < は 知人ょ b 現 
住所 御 通知 願上娱 

紐 育を 國 総領事館 

165 83芭 宝 さ fi ミ ご rk Hiiy 
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成功の 秘談 

乂國ま 英語を 露す 事 
は 成功の 窠 一 義 です 
本校には 日本人 敎授 
じ 慣れた 專巧 婦人 か 
姉 あち 懇切 じ 會嚴通 
信 文 社を 語を おおし 
ょす。 日醒遇 H 巧 じ 
午前 化 時 よら 午後 十 
時まで 開 枝し 一 レー 
スンと 十五 化づ i 
今扫 直ち じ ホ 校 あれ 
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親關 事務 取扱 

楚琶臺 广空萬 & 皆. 

穿 1 ニ 82 二す oadw さ-巧が 

TeKBawiing’G ミ さ 9 養 —9137 
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細 1 1 
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麵 攘絶療 

マ ツナ！ ジ 、整形 

藥風留 、水を、 電 氣活療 

西が 療晓 

フイ ジオ シラ ピスト 

を認 西が 幸 男 

午前 化 時？ 午後 九 時を 

出 巧治嫉 ニモ 應ジ マス 


♦ち 揺 ♦お 誌 ♦新聞 
お覽 室を 熙 
執務 午前 九 時ょ ち 午を 五 時を 

紐 育 日本人 會 

西 五十と T 目 ニ 五 0 を 

電 n P ム ，、ス 六 八と 六 
話コ n ム / スホ 八と と 


日本 理髮舘 溝 

西 四十 ST 目な 番地 ミ 百み 室 号 

# ダプ 7 ロア (巧 ホ 街 S 四十 HT 目を：！ 


日本 散變屋 S が脯 

五ヶ 年間 中が 巧 と 共 じ 就業。 

ジ ヤシン ト • ク 3 ツ a 
W1 W. 萬ず 苗 • H. 一. 芸 y 

巧 et. 呈 U3b 田 S か ve. か C ミ 臺 srk ま 扣 si 

毎月 十 H を 巧 

雜薇 1 部十倾 
芸で st 臺 Si. f さ rk 普 一 


丸 山 洋服 蘭會 



あ 巧 おか ノ巧ピ か r ング ニ提 ニニ 0 控 

細 挪丸山 洋服 歸會 


普通 選擧ゴ シッフ 

外交官から 政界へ 

家庭生活 じは 惠 よれな かつた が 

な 治に 惠 まれた 龜ザ貫 一郎 君 


^ 今度のを 遇 じ 打つ て 巧た 較ゎ 
I る 人の 中 じ 曾て 當化じ 役人 生 
- 活 をを り 運が < 普選 じあ まれ 
j た 幸福 人が 一二 人 ゎる。 一は 元 
-. 當地 繳橄聲 おの 領事 宮捕絶 井 
: 貫 一郎ち 一は 元 當地駐 化 助 移 
; 官 で前大 なみ 官 でぁつ た曲吕 
一 氏 ご 勝 正 患 氏で 共じ當 選した 
I ' 个个个 
. 嫌 倉 ゃ御佛 なれで 释迦 ホ 化は 
一 美 巧 じがず 夏木立 かも 
園 秀歌 A 輿 謝 野 品 子じ龜 はれた 
大佛 さんは， を まら 男 やきの す 
る 顔で もない か、 鎌 倉 火 町名 越 
六法 井の 化 人 龜が貫 一郎 氏は 

^^^ら> しい お 央 でかる。 

巧 州 津か野 藩龜化 伯の か 家で 大 
'正 六 年 ホ 乂奖ホ 巧を 出で、 外務 
ちじ 乂クて 天津 領事館を ふ b だ 
しじ、 ュュ！ ョーク g 化 锁事宫 
補を 經て 外務 奉お官 どな b 本省 
じかへ つねが あぁつ て 退き、 い 
ま 度- 應大學 じ講帥 どして 敎 鞭を 
S クて むる 0 1 ホ 社會找 ホ黨じ 
乂黨 して、 外を 方面を 承つ てゐ 
るが、 外を 官 畑から 無を 政黨に 
-乂 つたのは 氏を もつ て 鳴矢ィ J す 
る 。推された 地盤の 福岡縣 第二 
隘 は、 献資 民な 黨 ごの 合間 じよ 
つて 

段 衆黨の 勢力 寞 した 

'どころ では あ' るが、 こ： じは 八 
幡民 惠黨を 率なる 九州 勞働速 勘 
おの 雷 鎭淺巧 健 S 氏 もがて、 無 
產齋偶 じ も 数戰は をれ 得な かつ 
たか 兩 氏は おじ 當縷 した。 あか 
.ヶ演 にあぃ 巧 五十 坪 ばか 6 の 地 
じ淫 てられね が 館 じと 寸】 じ a 
る祖 巧の 據で リ自 ど、 を 巧 一 綱 
君 (八つ) とが さびしく® 守を 守 
つて おる 『不幸な 家庭で』 ど 媛 
モ刀自 が；；： y け < 通 b、 巧 自の一 
人 娘に 迎 へた 養子が 銀 巧に 聰巧 
して 失 おし、 妻子を 殘 して シン 
ダ' ッボ ー ^ じ まら、 をの 年 夫人 
二な 一郎 氏の 巧} は腎燃 病で 

I 世を 早めち 六 人の な 

を 抱へ た 綾す；^ 自の 苦必ど 難局 
じ處 する 質 夫人ぶ b は、 龜ザ一 
家を 知る 人の、 こど ごどくが 激 
I 赏 するど ころで、 賞 一郎 氏は 大 
學を 出た が、 化の 巧 弟は を 部を 
_ 人 じする ちへ で、 み 巧の 凱 夫 氏 
は 海が 乂尉 どなつ ていよ 巧 京 じ 
留 をし、 一二 男 ど 五 巧ら 軍 除に 入 
- つたが、 S 巧は 中 勘で 巧 化 （五 
男は エを少 おで ぁる。 身体の 弱 
い 四 巧は 商大を 卒萊 I、 長女は 
巧 巧の 當を にか たづいて 化き の 
J. 不幸な 家庭』 はい ま 『幸福な 
■あ 庭」 どなつ じ。 しかー 貫 一郎 
巧 も 

家庭的 じは ぞ ょれず 

當化 でも 兎 巧の 增も あつた 化 夫 
人 d 歸國後 某 駒 大使館 員 ど 浮を 
を 流して をに 離別し、 こどし S 
十六で 獨み生 巧を つぐけ て 居る 
處ケ關 の 出身で も 腰の 强 さはを 
道 ニ 段、 右冀 のに 衆黨 巧で、 左 
I 黃巧 神を 商唱 しを の 雄 辯は 巧が 


磯雄 氏を してを をまい て 驚嗦せ 
しめた ご％ ふ 0 

俗界 逆戾 9 は 失敗 

松島毕 化で をを 賛 つた 例の 高を 
么通 君は、 0 ホ 京都の わ 巧で 座 
厕 一二げ、 ± 地の 高を 巧び いきの 
連中は、 旣じ 無罪 どなつ た W 上 
名擧傢 なのた め 是がホ でら ご 云 
ふので、 『宵ぶ 會』 とかい ふ瞄 
化が 中 也に なつて、 爲見 氏を 化 
を じ 引き もどず ベく 運 勘した が 
俗が 逆戾 6 は閣 魔め 逆鱗 じ觸れ 

て マン マ ご 落選した 0 

栽 切らず して 落選 

を 島 一雄 おは、 穩 盾の 氣樂 さ、 
新春から 熱が の お S 浦觀樹 おず 
のが 邸で 悠 々內風 田 I じひた つて 
おた が. 證會が 解散になる ご緣 
なの 深ぃ 神 田、 小 おが、 本鄕、 

下 谷の お 志が、 かは る*''^ やつ 
て 巧て 是が非でも 推 すんだ どの 
膝詰談 が、 をの 都を、 君が 煮ぇ 
切らぬ ので 氣の 早い ち 志が 例の 
神 田 松 本を に 集を し、 最後の 回 
答を 促すべく 巧電 する ご、 君の 
返電 じ 『鞭る ものは 散る じ 巧せ 
よ 化の 山』 だから これ ホ 美事 じ 
を 選した。 

歌壇から 親爺 應援 

が 藩 湖畔で、 ± じ 親しみながら 
『歌 j の よろこび じひた つて 居た 
ま 植化亮 若、 普 灌戰が 開かれて 
父 (商工み 宫庄 一郎 巧) の 地盤 
じ 競ず 者 類 出の 模樣を 聞き、 歌 
擅を おで i 選舉お 行脚 ど 化を 巧 I 
め、 草鞋 ばき の おを したわ 蔭で 
親爺 庄一 郎君 もどう やら 當 選し 
た。 ず 出度し。 

巧氣 がい； 安部 翁 

東を ボで當 選した 社會 民を 黨を 
部 磯雄 君の 選擧 事務所は 實じ振 
つて 居て、 選 擧を貴 や 事務員^; 
速 中は 大か 野球の コ ー ナャ ー ど 
ろ ひで ある。 をの せいでも ある 
まいが 作戲お 轟の 眼 やかな こご 
ごいつたら、 どても 他の 擧巧巧 
では 見られ ロ 巧 だが、 巧々 ま コ 
! チををのま1遽擧じ移してく 
るろ で、 化 腎の 運動の ホは をつ 
ものけ で、 守備が どうの 攻 巧が 
どうのと、 いさ i か 化 上の 作戰- 
じこら 適ぎ る 傾む き！ Js あるを う 
だが このを 部 君 『なは ホ 十四 歲 
だが 今から 二十 年間は め 治 運動 
を やる 覺悟 だ』 どい へば 侧じ居 
た 怯 ホ 黨の靑 年 闘 ± 速 『をん な 
じを が （やられて 一 ホ 己 達は ど 
うリ るんだ』 W いつた 顔つき* 
『大 殴さん は あの 通ら 元氣 だつ 
た、 な もい さ i か 自信が わるの 
で、 毎朝 必ず ニ 里 位は 散步 して 
居る』 どを 部 君 少し 元氣 がよ す 
ぎる やう だつ たが、 この 元氣で 
當選 しむので あらう。 

ホ 化生の 仙人 當選 

说會解 敬 當時獨 逸で 立往ホ 中の 
か 歌 山縣山 淵盟巧 仙人は 兄赏か 
ら 六が 画の 旅 巧を 電送され. 選舆 
間 瞭に谢 く歸锅 、をれ でも 帝 年 
則の 手で 漸く 當 速した。 
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Chine な lie が aurani 
112W . 65 化 •な . C け y 


47 んか h A VC . 
Bet . 28th - 29th St . 


Gollege Ion 
' 3100 Broadway 
B お . 123rd & 124 扣お s. 
むし Morni 巧 side 74 巧 

巧す i 日 
至 負 Sm マ曜 
午午埋 規^ ィを 

前 煎/^ ■春！： 

ミ 牛 お 礎 


Ci か Hall Tea Garden 

ミ 70 NaMSui St ‘ City 
Next わ the THbune Bldg 
Loo Lm Manager 


Kl 舶 YO & 巧 T SHOP 

IMPORTER OF 

GOLDFISH & 長 IRDS 

〇 

動 其 力を 
物^ ナ種 

一 鳥リ金 

切 k ャ魚 



お East 巧 化 street 
Tel . Lexingfon 5727 


TOYO KWAN 

41 E . 19lh St . 

Sst . BV 巧 も 4 化む も 
Te !. が巧琴 m が 巧 



巧 六 お 
ご 目 T 巧 十四 
巧 目 了 お 十 巧 


K & w&soye Hotel 
133 West 123rd Sireei . 
Tei . Morningside 7154 


御 

旅 

縮 


M 


添 


IKUINE 

Hotel 底 Re が au 化 打 t 
3 巧 W.g 拙！ 化 お w York 
Tel . む li 巧! が 78 巧 
む We Wdress IKUINE 



屋 yftKg ， 

340 W . 5 か h St . 

Telephone ; 
Columbus 8882 


( 巧 目 • 水) 巧壽ゎ 



TAIYO 

1 が West お 化が. 
Tel . Susquehana 巧け 


SHOWA 

お We が 105 St . ， 
Tel . Clarkson 09 別 


DARUMA 

7 が- 閒 1 わ e . 
むし わ巧 が 巧 巧 


Tlie なか oCo. 

1 が 化 巧 化 化 
New む rk 巧 1 | 
lei . Trifaigar 6559 


も KUWAYAMAGOi 

114 E , 巧 比 St . 
New York Ci 巧 

Phone . Regent ミ韶 


SUMMER 

PALACE 

741 - 8th Ave ； At47ih St . 

NEVn 邮 K 

即 one Unpcre 目 084 


Japan 

Provision Go. 

1 如 W. 拙 h 化 
Tel. Endicoii 97 が 


KATAG 旧 I 眺が S 

224 E ： •が 比 St * 
Naw York City 

Te しわが が 348Q-34 が 


Koike Studio 

730 Fifth A 化 
Coi *. が 出み. 
Tel . Circle 4406 


紐親叮 
…育巧 尊 
一 ホが 
ニ 西 
I 四 

^ — » - 4 — 

ニー 四を 
階 八 T 麟 
一番 目 


衝 
八 話 

お 

をト 


DANCING 

411W . 1 巧 地 St . 

お!， む tW 巧！ 4 麵 Apt . 3 


庵 桂 米 日 
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■ W お 如 I 坤琴 明％ | 4V ， J . 
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號 九十： L 旨‘ 四千 一 第 


がわ P 知な : P な n 酸 獲 im 旣 


【日曜 ± 


日 五 廿巧ニ 年 S 和昭 


美 ホ じして 巧 巧 

S 品南樓 

PSV 


を 様の 御 嗜好 じ 適 ふ 
樣な美 ホの 御 巧理を 

S 廣趁樓 

致します から 横々 御 
ホ ホを 願 ひます 

到 

晚揃 ひの 巧 理人數 名 
が 目 本人 諸を の 嗜好 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 朝 一二 時を 開店 
(巧 ホ定 T 目 サブ 
停車 海の 下) 


支那 巧理 

が廳 茶園 

司 理人慶 蓮 
巧 數のホ じは まな 
の 御 便利に 備 へが 
間を 席の 御 巧じ應 
や V く 候 間 巧卒枯 
不變わ 引 立願 まな 
紙上 猫 ま 巧 申 上 侯 


ホ 上 金魚 巧 

笠 8 S 是 h Ave-- す W Ifork C さ. 
さ I Cinsl ニ 738 


捉 の蒲禱 おいしい 鄉燒 

會席 鄕巧颈 

晝 食は ホ廣へ 

吁喀偷 化ま锭 大勉强 


高等 御旅 縮 

東洋 儀 

會龐御 料理 


ず 燒 
ホ じ 御料 里 



R 化 

A 刷 3 
F い剛 
G . 邮ゎ 
リ防 

賺¥! 

HI M 

N 

U 诚 

S W 


Si 新を 花 

本 樓は辭 創な ホ 多年 
一意 勉强 仕ら 司 狸 人 
ゼィ 、料理ん 歐廉も 
姑變 らず憐 前を 見せ 

巧 某 街 k 號じ めて 元. 
本樓巧 巧、 を 雇人れ 
たる かき 廣を をな し 
居 るら をな 無根 じを 
之 巧る 晕じ 御を ひな 
く槽 舊脚蟲 貧に 贸ら 
をく H おん 諸賢の 御 
ホ ホを を學 致します 
新 杏化 

ま 人 謹啓 


スブ^ ムヒ^ ト户ツ トブタ 

巧 人 俱樂郁 自由 亭 

58 ジ nds Si . Brooklyn . N . 一. 
Tel . Tria 暑 7475 1 


▲淸 お、 親切、 氣樂 nsiM 

勢 州 錐 

が势 事を 义間榮 苗 

2 仪 5 苗. 漢 ぶ Str ま t 

Tei . Reg さこ沒 9 

岩 巧旅纔 

江川 作 一 
so で S ニ 置 Str ま 1 , 
ぎ Stuyvesan 二 治 t 


カ旅舘 なめ 

帝 國旅舘 •帛ホ 

基 WJ 置 Si す 三 ork 
Tel . Susquehanna 芸ち 


紐 脊旅舘 覃奥寒 

東 旧 十 了 目 ニ 四 二番 
Tel . Gated 呈ー a 琶ム 


ボタ トンボ 

富 ± 旅 舘大浦 末 松 

妄巧 i 其 t ミ 芭. Bos す n 巧 ass . 

ぎ B . B . 舍な 


化み 必 地ょ き淸 潔なる 室 

御 下宿 松林 好か 


養 Lex 量 ミ/一 ve . 
S - Mad - ぎ 這 21 


費府 御旅 舘 

桑 山 淸五郞 

4 這を 瓦 h 9 ih 資. P 至 jadelpIT 古 P 产 

ぎ Wa 量 7 這 一 


n 

ぶ t 

W 側 

なお W 
( J h y 

が 欄^ 

化；！ 

猫 細 M 

T 


設備な 善、 赌 利の 
巧理 人、 調理は 日 
本人 向き 

S 桃李 園 

御 ホ ホを 待つ て 

養^ます 


割熏 並に 御旅 舘 

、生稻 


を 巧 
巧 巧 


な 育巿西 八十 八 T 目 一二 ニニ 
巧話ス 々イブ— と 八 ニニ 


御料 理齡 ， fk 

太 陽 

壽司每 H をち まず 


高等 御旅 舘 

昭 巧 

會席御 料理 


日本 食料品 類 あび 雜貨類 卸小賣 
ホ么素 大賣測 桑 山商會 
新刊書 籍雜誌 小間物 日 巧 お を 種 


お タ九 時を を 業 

t メ ，グ アド ンス 〔年 一 弗〕 

日本 お貨巧 東京 商會 

S 摇雑巧 お 巧グ； <4 自 がの 便 あら 
トブン ク巧 b ます 
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ホ內 技び を 地 旅行先 
V 」 も 懇切 じ 能が 的 じ 
脚 案 巧を しま ザ。 

◊通譯 ◊誠 宵 ◊を涉 

i 0 をは 巧 米な 广サ 一一 
™ 年 聊か 化 踐の事 精に 
I 通ず る もの ご 信じが 

- シカゴ 大を卒 実 

j 鋪赞上 杉 純 雄 

▲がを が刚驗 がの 書 
籍は巧 論 其 化 ホ國內 
搂 巧の ものを 敏速 じ 
溝 買 致します 0 
A を 本 及びを 雜誌御 
用の み々 じは 持 じ 調 
査 、購買の 勞 をな 
ます 0 
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公 日本 及 歐渊巧 瘡車お 船 切符 
A 諸 荷 晚稅關 出入 國ず續 
<1 自動車を 具 ラデォ 贊玉 
大が 育ボ街 宅地 月賦 購買 
<1 巧理崖 夏場 家 属賣買 
<1 上下 町 チ！ グ—ム 賣物較 巧 
<3 白人 巧グ！ ミン グ賣 物數牌 
<1 キヤ メラ 及 レンズ 新 舊巧換 

公 乂 ホア パ ー トメ ントを 具お賣 
0 

物 

AN • J か ン ス ト ラ ン ト六江'^ 
<! H 本人 下宿 尾 格 {女 賣 物要證 
.其 化 河 事に 化らず 御が 談じ輿 
ら适 速誠實 をの-て 御用を 使 じ 
. 案す 
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蕾 

平野 武意 


今國 運を 荀を 新設 致し 候债讓 
近に 不拘獅 用命の 程 奉希娱 
1 さ运 .苦を Si J - Y - G . 
Tel . Tr 己 algar 是 置 


•〇♦〇♦0•〇♦〇 


發 巧は 實質 誠意な 速 まちの 
基に 御 ±產 物】 ま卸賣 品 段 
で販資 致します をみ じ は 
ら乎 御用を 仰 付 下さい ‘みせ 
◎歐 米を 簡 時計。 置 時計-ま 
◎寶石 貴を 屬 。銀製 器具 ま 
◎を 棟 萬 年 筆。 を 銀製 紛 
◎蓄音器。 レ 3! ド 見本 I 器 巧 
◎寫眞 器。 タィプラィタ' 了 
◎船 切符。 がを 寫眞 帖繪 5 碱書 
プ。 1 ドゥで ー 巧と 十歡 
領事館向側建物と0五^^室 

巧が 卽请 
綾ぶ 商を 

17 G 巧 road ま a ご 芦 ごミ 
Tel . C 量 a 量泛 37 泛晋 


舞踏 個人— 
►社を ダンス ▲ 
►表情み 操 A 

朝 十 時 3, 巧 十一 時 

シャリフ •ダン シ 

ング就 範學校 ホ 業 

上が タマ 


巧の 大飛 巧に 最も 速い 記 錄を碟 
した 上 十一 二日 目 じは 印度に 到着 
した 上 十五 日間を なつて 奠事療 
洲の ダ！ ゥサ ン港じ 飛び 單身飛 
巧 ごして 五つの 世界 記 錄を殘 し 
ねの みならず n キド會 社から マ 
ンマご 賭を 千 五な 磅を せしめた 
氏は 同地で ニ 巧と H じ a ンドン 
を 出を したな ホ 初めて 機体を 一 
應 解か 捡查の 上、 二十四日 じと 
巧哩 をがん でク キン スラン ドに 
入ら ±曜：11 じは 

故 鄕のご ド バ—グ じ 到 
着す る當 でぁるが、 氏が 今回の 
大 飛行 じ 使用した 小型 飛 巧 機は 
S モ 五を 巧の 時 僧で、 奠 圃のク 
キ ドン 飛が 壌を 出發 して 療洲 
じ まる 間の 食糧， 燃料 其 他を 合 
算す るに 小型 飛行機 だけ じ 着陸 
や 離陸 じ 人手 も をらない 爲 めか 
僅か じ總計 二な 五十 弗、 一哩 ホ 
巧 ニ 仙の 餐 用で 一万 ニ 千 哩の長 
巧を 飛んだ ことじなる。 この 飛 
巧の 旅は！ 人 だけ じ 機 繊手から 
德 ては 自 かが 勤めね 上 

飛行機 の 馬力 も靈 じ英湊 

橫斷 飛行を しね スミス 兄弟の 一二 
巧 ホ 十 馬力、 アラン •コプ バム 
卿の 四な 馬力に 比較し、 ヒンク 
ラ ー 巧の 機は 僅か じ 八十 馬力 0 
下 どい ふ もので、 これ ホ 新ら し 
記錄 でぁる。 

尙ほ 目下 當地 じを 6 屢に パリ 
— から 南 太 晒が を橫斷 して 南 
ホ' 中 ホ、 メ キン コ わらを 都 
ワシントン じ 飛んだ フランス 
飛 巧が n K テ 及び レビ プュ氏 
は H 曜 H 當化 お發 、米 大陸を 
橫斷し サンフランシスコから 
お 船で H ぶじ 赴く 當 である。 


組を 承認から 

地下 鐵驟 



乘軍賃 値 h 後 聞 

當地 ィンタ ー •ポ 。地で 鐵道 
會陆が 五 化の 乘 車賃を よ 仙に 値 
上げす る 案は 今が は 法廷で 審理 
中 じ 麓し 巿の 自を灌 S 合 衆醫裁 
巧 所の 權 館が 疑 閒の中 必どぃ 本ら 
會社侧 では 飽をも S 巧 一二 H を K 
て飽 上を 實巧 する、 i ま 張！、 つ i 
あるが をの 一 ホ じ 巧て 間 會赴就 
働 者の 組を 排 織に 縣 しを 祉 側が 
をの 雇員を 解雇す るに まちした 
め ホ國勞 働總巧 盟ら大 いじ 激昂 
し 組合 確を 承認 ザ ホん ば總 同盟 
罷ェじ 及ぶべし ど 威 脅して 形勢 
は混滩 ごして 居る。 


化 お 齊年巧 想の 巧 体 

H 本人 靑年會 

W お 臺芭 .ジ L Clark — 夏 4 


化が な卸實 

五味 屬會 

W E . ニす 马， K . y .田 ly 
Tel S 宫ミ an こ 7 竟 


御菓子 舖 

名物 栗錢 頭、 黛 餅、 練 羊 糞_ 
磬澤 置、 廿納 吾、 巧 他を 梅 
敌餅 卸小賣 。のし 餅け 前日に 御 
注文を を ふ。 印本 食料な 及び 雜 
誌 等 も あらます 

御 注文は 松風 好离懦 

2S W. 呈 h St. ぎ呈 a 雪 夏 4 


名所， 古蹟、 官廬其 他見 物 



鴻ホ義 


S . TAS 黃产】 W ぎ nk ミ 至 = 巧产， 
晝品 e 田 t 产夏. 

Tei . HYATTS 青 LE ごま W 


眞攝 目なる 求 磯阔胞 じ確實 
なる 磯 業を 罔義す 

宮暴務 所 

な 育 ホ 画 四十 ニ T 目 百 ホ 一番 
電 ，マライ r / ト とと 八と 

話 フライ アン 里 ハ化乂 


煎 餅 卸、 ル賣 
を 腐油瘍 
日本食 お 品 一切 

。旨 m。 器。。 rake 广？ 
基 5 さ ird Ave こ 

苗 - P 量呈 8 


ロスアンゼルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

ニ 7N S 尝す dro SU Los Ange 寅 羣. 
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NP 旅纔 
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停車を 前 逆を へ IIT お 側べ 階 建 
日本 巧 船 切 巧 化 扱 波 戸 場 送迎 

巧業區 域中必 、摄 領事館、 H 本 
郵船 其 他を 巧 大會お 近き お 巧 

を 港 U パ ホテ少 

純 日本食 (特別 間を ち) 

U 報み 溝 自動を 御 出 迎申上 お 

笠2 C 童 iia SL San FrIiss , 呈式. 

木 田 ル — ッグ 

1 呈 7 ぎ Ave . 呈 .置 & 呈 h ぎ e 己 S 
ジー epho 呈 Re 巧 ミ 若 27 . 



ガロ 劇瘍で 獨喝會 

新ら しい 鬥 本の お謠 等を 中む に 


『我等い テノ ー』 ごし 最近 ： n 
本のが々 滿 々を S 寸の侧 がで 惱 
おした 藤 巧を 江 氏け 目： ト太华 巧 
巧锁 がわ 協を の資 をを 附を 兼ね 

て 力 グフォ A ニアのを 地で 满唱 
會を おし、 內外 A ょ b 刺る、 が 
かき 人 氣じ迎 へられて 居る が、 
巧が お 勘が わ 機が 今夏を 陛 すべ 
き シア ト八ホ じがけ る蒂 附音樂 
曾を 済ました 上 I ニ 巧 上 かじ d 當 
地を 紹由 踩洲へ おおのが を 結け 
る こど じ U つて 居る。 を ホ當化 
で H 本人 救 衆. どみ 手 じ 一二 度滿 
唱 した 巧は 愈々 ニ ユーョ ク樂 
跑_ のが おを じを W 巧 偵を 岡 ひた 
いどは 氏が タ年 熱駕 して おじ 所 
であるが、 ネ 巧は シャジ '■■'ビン 
や スキ バの マネ— ジメン トで知 
られて 畳る ア^- ザ^ •ジ 、トソ 
ン •レ サキ タグ •マネ！ ジメン 

トミを 涉 .かぶ 立し 巧る 111 H 十八 
H 〔り罐リ〕 午後八時古十か^5 
ら 今年 巧 築きれ 昨今 レサ キタ。 
の メッカ ご つて 居る ザ U 劇場 
で， 待を S . 巧 謠を閒 かす： ど、。 
つい。 プ U グラムは H 卞 の民謠 


を中必 ごした ものであるが 第一 
がは ィ タリ] もの、 巧 ニ 巧は H 
本 もの、 第 S 部は 化 巧を 固の 民 
謠 どい ふま 色の 變つ たもみ であ 
るが、 をの 中 確ました H 本 民 諮 
は 左の 如き もめで ある。 
曼珠沙華 山 旧 耕作 作曲 
とんぼが へら 间 
錄 がなら ます 同 
烏の 番 雀の 落 同 
もんもん 千鳥 近衞を 磨 作曲 
巧 化の 港 中 山晋华 作曲 
鋒を おさめて 同 
沖の かもめ 山 旧 耕が 編 
船巧哦 が 藤 郝司編 
がは 當 がの 人 摸 切符は ホ 週 勿々 
ょゥガ 曰 剧诲 でを 賢す るが H 本 
ん 諸氏 じは 巧宜上 本社で 取扱 ふ 
こど じな つて' 居る。 

『こユ ー ョ— クの樂 壇で 外人 
を 相手に 歌ム ことは、 を じご 
つて I 生の 淳化 じか！ る 重大 
な 試煉 だ、 どうか 敬を する 岡 
胞 諸ち の應援 を熱留 いたし ま 
す』 ご 巧から 便 6 の 一節 じ 見 
元た。 


輿論の 反對じ 動かされ. 

白 お屬假 面を 脫ぐ 


『乂 森林の 騎±』-、~ 名を 改めて 


ク •ク 八ツ クス 雜 々ラン 卽も 

日 あじ 假曲 趣って 炎ん たる 猛化 
の 十字架を 山上 じ 燃やし、 こ グ 
日の 壓 を、 奮を 徒を I が 巧、 ふ （ 
々巧き、 お 人を、 等/こ 文明 ホ 進 
曲の アメリヵ じ 似を は G い 反動 
附巧 動じ 及んで 化 A の 必膽を 寒 
がらし めた 白 お蝴ら 
鼓な 與論の 激 ご 反が じ 腿 迫 
されて、 人氣ん ^じ暖 もむ 威 
が ぁ b 、 所謂： jt パ ー セントの 
アメリカ ニズ でも どう をら 立 
舆が 怪しく、 下 フンの 執-玉で 
ゐる イン ゲア 了が 5 ュウア 
ゾは 整に 今麥 ラン： 巧 じる を 


は 今後 假がシ 
ホ。''、 ご 度ぶ 


^ 化 ゆる こどは 出 

したが 


愈々 まる 三 主 ニ H のがを 0 て 
白 おがは 正 ホ r 恶缸を 脱ぎ ク* 
ク t ッ クス •夺 プンら をのを を 
なめて 『ナキ^|*|ォブ* ゼ《 グ 

レ！ ト •フォ スト』 聞 も、 

3 ■大 おがの 騎 ど 巧す る こご 
じ。 つた。 こかな 當地 e らジャ 
メキ 力* クラ^ 趙は例 じ 化ら、 
f たる 猛火 甲下ぞ がを 巧して 
『與 めつ はも。」 の 殻 お 歌を を 
唱 、腑禱 しじ 巧 珍ら し （も、 假 
旧を 脱いだ 乂既餐 角を 閲催 
上 お證旨 S マラン 派で あるへ 
フリンの が おがわる 皆で あつ 
たけれ 共、- 代な て 前 ニで ー ョ 
—ク 州な 钱 lif 间盟 をの ァン ダ 
! ソンが 满說 し、 メヌ！ り 所 
に wb 鷄 のぶお、 ュニ テ—* 
ビック ルス 

豆 等 ど クラ 

曾貨 には 知ぶ 叫 人は 一人 も 


の 言 じ 化れ にな 名の 理由は クラ 
ン員 中に も クランの 肖 的を 誤解 
する まが タ<特 じ 西部 技び 東部 
の 巧 載が 激烈で ぁつね 爲め でぁ 
るが 

クランが 標榜した 新 移 お 法の 
制定は 旣じ國 策で」 なつて 居を 
し、 今後 我等の 盤ず べき 義お 
はこれ 等の か 人を アメリカ じ 
■じ 岡 化せし め アメリカの 法 棒 
憲法を 遵笨 する-」 ある。 

ど 述べて ちる。 

; 1 1 — : I — : • 1 I 

痴情の 裝て 

情婦 y 燒殺 

犯人が ほわ衔 不明 
去る 巧曜 U め 朝 ニユ！ ジ ヤシ 
1 州バ ー ナーゾ ダキ^ん 淋し 
い 道路に ガソリン でを 身燒か 
れ 見么ら 無を。 I 人の 婦人の 
死屍が 横つ て 居た。 

發見 I た 人の 急報に 巧した 警察 
では、 てつきら 被害を はニユ I 
31 クモ 面の 者 ご 瞬んで、 通報 
し忽 もが 聞 紙じ揭 載され たお 裝 
死屍の ま’； 當地 バ—ク 巧で 前 逝 
まで 家庭 お 帥を 勤めて 居た、 本 
年 四十 I 歲 のを 嫂 マ I ゲンッ ト 
ブラゥン がで わるまい かご ま 
人 やぶ 蓬が 同地に 急行、 燒け调 
れた 死体を 檢 巧の おち、 紛れ も 
なく 同跑 でみ る こどが 解 > 踊々 
ゴを 方面を が b 調べた 結裝 嫂は 
ニ 千 巧の 巧 偕 証券 ど 僅少 G らざ 
る 現金を 兜 巧 當り携 へて 居た こ 
ども 巧が しむので、 落お署 では 
機が 過 ム數ケ 巧に 甘 I ら處 々自動 
ザで 遠乘 わじ おかけた 醫師 がわ 
る ごの 悄 報じ 接し、 專ら この ホ 
面から探査のホを進めっ1ぁっ 


木 巧 日 じ 至ら ニユ ー フ ー クホ 
の 巧 印で 『自を こを ブラウン 
礫を 殺害した 犯人で あるが 自 
巧の 姓名は 申 兼ねる』 ご 冒頭 
した 手紙 ご 共 じ ニ 枚の ち僧莊 
券を 封入して 截 送して ホた 男 
々ぁる 0 

手紙の 要旨' に 化れば、 この 男と 
プラ ウン 媛は 數ヶ巧 ホ 友達の 間 
梢で 屡々 結婚を おつた が 『貧乏 
な 人*」 結婚は 化 巧 《』 ご 拒絶し 
魄 巧の 當日も 自動 単の 遠 乘を約 
束して 二人は 小 淋しい 道路に 車 
を 止め 7 キン ニ 本を 毕げ て相變 
らや 結婚を 迫つ たもの！ 拒 おさ 
れ たので あは 中 頭部を 撲 つむ 際 
ブラウン 攘は絕 息し わので 
媛の ホ 提げから ち憤證 をのみ 
失敬し. 1 他は ハ 合を じ お捨て 兜 
巧を 隱 すため じ ガソブ ンで燒 
殺した 0 

ご 認め 『自サ はを が あぶ 限ら こ 
の 目 動 車で 逃げる が 若 L 逮捕 さ 
れむ .裳を は 自殺' ずるみ 必 だ』 ご 
認めて ある。 が ほ 犯人は 『醫術 
を 研究 中のを』 VJ 稱 して 居る。 


日本語を 

電信 用語に 

これで 國陈 的になる 
昨年 ホヮン ン トンで 關 かれね 
國擦 無線 會議じ 引きつ r き懼さ 
れ だ巧國 信号 書 修正が 設じ關 す 
るを 員會の 决議の 結を. 

一、 巧 補 信を の あ稱を 可視 わ 
ょか 音響 信號 になめ、 巧を も 
一部 修正す る こご 
ニ、 電信 用信號 書を 創設し、 
をの 用語 ごして は ィダ ブス、 

アメリカ* ■ドィ .ツ 、フランス 
ィ タリ，—、 日ネ 、スペィン、 
および スタン チナゲ キアのぅ 

も、 一圃な 上 八ヶ國 語を 使用 

する こ乏 

を决講 し、 前者に ついては ィが 
ザス 委員の 手に よつ て 目下 修正 
案が 起稿 中で あるが、 後者は 電 
信用 信 號£ して はじめての 計靈 
であるぅ へ じ、 わ' が國 としては 
日本語 か はじめて 輕際活 ごして 
用 ひられる こくじな つた もので 
あ b 、 体面 上對 外的に ふわき 意 
ホを をす る もの どして 巧 外の 注 
意を 惹 いて 居る。 これが ため 遞 
信 省では、 を國 語-」 對 する H 本 
語の 謬 語 一を の わめ， 海軍省 ど 
協力して 編纂 じ 着手し ねが、 を 
の內 をが ザ 成ら 大きい をの こな 
るを 这み じて、 完成まで じは 一 
ザ 巧 ま 一年 ザの U 子を 要すを も 
のと 見られて ゐ るが、 今 巧 ロン 
ドン じ おいて 開ら かれる 委員 會 
じは、 を國 16 風 案を 侍ち よ b 
巧ち をせ を；； <> す こど： なつて 居 
るので、 をの 時期までに 日本 案 
の脫 稿を いを ぐを を r .::? つて 居 


一巧 お 十 弗で 


万 ニ千哩 


ヒンク ラー の 飛 巧 
囊じ 十八 曰 間 も、 單身 小型 飛 わ 
瞬に 乘 じみを。 ン ドンから 療洲 
までがん でを せる ご訂ら にロキ 
ド 曾な ど 

五對ー の剧 をで 宮ら赌 け 
た與國 の恭巧 ± パ ー ト •ヒンク 
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自 働を 運轉る 修理 法を 
B 本人の 敎師じ 化ち 親 
が じを 授 す、 诞雜の 道 
路も 自由に 
操 凝が ぉ來 
る樣 じな b 
ます 免狀保 
証、 就 磯口 澤 山、 晝巧 
敎巧 用に クライ 3 ラ ー 
一九二 八 年 型を 巧 用 



化 森 淸鳳巧 f 

の爲 めが 育 ホス ピタ V じ 入 

お 如 養 中の 處藥石 其が ぉ奏 j 
せず ネ H 午前 六 時 十み 巧ぶ 
被 致 候に が 化 段 難 吿仕慑 
尙ほ 葬儀は 巧 二十 ホ H 午 
前 十 時 一二 十を 當巿西 五十 
八 T 目 四十を プラザ 》ヒ- 
ユ 1 ネラ於 •ホー ムじ巧 

て 執 巧 可 致 候 
昭か 一二を ニ 巧サ五 H 
巧巧實 
ぶ 名 醒佐ぉ 
を々 木道範 
人 お 誠 
- 鈴 本 博 



1 - 00 
な 高がな 社 巧 ダンスを 巧#- じ 親 
切 じお授 します。 

き SS . Lil ,32 s . 客 d St . ぎゴ . afa 晉岩里 


藤 原！* 化 獨唱會 

入 旗 料 セ 十ち 仙 一 嚴十独 

_ 一 遭 ハ 十 置牠ニ 報廿仙 

S 巧 十 A 日 〔円曜 H 〕 午後 八 時讲み 

客—藝じて 


十五 年の 薩 た ぁる 當 接は タ 年め 
經驗ど 親 智識を 有する お 師を聘 
し 宫動単 
操 纔を及 
び 逮轉を 
の 修得す 
べきを 要 
な 磯鷄的 
替 謡を 短 
期間 じし 
て最 ，も 
率を る徹 
底 的 技術 

を 敵 習し を狀 獲得を お 証し 織 業 
ロを ら罔旋 します 0 



一 ムがス ラッカ r デコ レ十シ 

蟲荫渡 3 ン讚 董歸卸 

が 僅少の 懼裕 じて 讓 渡た し莽細 
は 電話に てを 記へ I 
東を ス ツグ オ Bsatur 7 s 云* 



"か 割 五み 引 
百 二十 五 下目 

巧：；： 風呂 

薰間 一 弗 一 晚一张 がお倘 

男ず 入口 一若 wb 置 資 J 夏 ニ ニ一 Ave . 
嫌ん 乂 ロニ 8.1 夏 运-ニ 害 stjsr ゴ吉 ve . 


ニ 巧 かと H 沙灌經 も 
加賀化 

I ニ ぉ 四日 を 灌經も 

ブレジ ザシト ♦ 

ザ— フキ 方 ド 号 

一二 巧 お 日 .•沙 灌經を 

プレジデント ♦マ デジ グ焉 


片胸 スペシャル 


お 節句 

雛人形 

を 補 




ばら 巧 
巧 入を 良漬 
紫蘇 美 潰 

かき 馈 せんべい 
並じ谣 豆を 鞠 


化稠 兄弟 簡會 


ハミ 化 h シ 

テ ニ Kn 


一 m£it 


~ 、 ダィク マン 通な ネ ー ダ产街 
角 サブ 停巧矯 のを 側 
ニ、 新設 中の 『コ！ ト J 1 二十^ 間 
隔廣欄 じして 設强 頗る お 亡 
一二、 廣き 『リッ々！ •が’ 
『ホット ツヤ ワ！』 の 設備 も， 
醒 、化 緊シ！ ズン貧 貸 契約 一 商 持 
じ 巧條俾 じて 歡迎 
お、 詳細は 左記に 御照會 あ- 

- ゴ ぎ！！ 呈 ニ 是宙畐 こ 4罢 


▼魅 里を を 及び ホ 送を (無手を 巧 r 外 》 
巧お賣 買、 靖爲替 取な 取 立、 僖 用が 餐 
がま 一 殺 お 巧 業 お 狗巧巧 じ おを 可 任ち 

g 賦 臺灣艱 巧— ぉ 張 所 

本店 襄潰盞 化 

そ ほ 東を、 橫 巧、 大 殺、 神戶 、上海、 浅 
ロ、 屬州 、厦門、 灿 頭、 香港、 廣 東、 新 

嘉巧 、スラバヤ、 スマラン、 パタ ビヤ、 を 買 

々グ 々ッタ 、胳 致、 其外冀 满 十四 ヶ巧 

一、 資 ぶを 貴億圆 (を 额拂这 巧) 

一、 蹟 立を 化 千 六げ お 十あ圓 

巧 地 本を 巧い 橫演 {本 巧) 巧 京大 巧 
神 巧 長 時 T 顯 名を 屋 

，橫鑽 ぶ 金銀 巧— ち 慮 

ホ 國をま 巧 n を 港 羅府沙 巧巧哇 
其 他 化 あを 頭重を が ホニぞ 巧及コ A ン 
ス巧之 核 


本 巧 大展化 潰 五 T 目 

.が 育ま 语稱 脊ブ。 1 ドゥで ！ 白 巧'^ を 

.織 住友 銀が 

ち 京* 橫娩 、を 古盧 * 京都" 神戶 
才 i 尾ノ 道、 礙 島、 吳 、柳が、- 下ノ關 
地 ま 巧 一 巧 司、 小 倉、 お 松、 槐タ 、乂 留乂等 

本國 預金、 鄕里 送を 等は 協め 
て 御 お 刺 迅速 じ 御 蚁扱巧 申 お 

i — iiil — ..— — 111 !1•‘： 


本 巧 朝鮮を 城 

ま 店 お 張 所は 目本內 化の 樞霎 都ボ 、朝が 
痛 淵、 支那のを 地 あび 術 辅斯德 

觀鱗艱 巧 紐 育 お 張 所 

外 國爲替 一般 銀 巧 萊お靖 々御 巧 刺 じ 化 扱 可 
中 上 巧 


藤本 證券 會か 

一般 お 階 証な ノ贸 買、 引を、 棠集 
ム < ホ-離、 並； ご關ス こ切ノ 業務 

齡賊 藤本 ミミ-ホ！ 銀 巧 

紐 育 出張所 


觸疆證 、雜 貨卸賣 

蘇が ブタ ず'— ス 


巧貨 陶碰お 
ドラィ グ ー ズ卸賣 

太洋 貿易が 式會な 

支店 お 俄 古、 ボストン 


▲る 新式を 等 設備 供を の 藍 落が 巧 もる は 乘紐致 
の 熟練 親が T 装 ミ 共に 塔 姑の 謗さず る おでず 
A 當お太 やが 航路 H 等 設備は を 部苹購 的な 夏 も 
旌 しまし む、 巧 じが ホ 線の 如を は 所謂 ッ ー，^ 

ス トサー ド 叉は スチユ デ y トクラ ダス 巧 上の 
街 痛み 薇へ て 巧 4 まず 

® 桑 港 お 帆 ホ/ グ八經 も 【正午 出 机】 


コレア 化 

春洋化 
西 比が 巧 化 
大 がか 
天が 化 


一こ 巧 十五 日 
ニ 一月 化 一口 
四 巧 十一 日 
四 巧廿お H 
五 巧 九日 


# シアトル 出帆 〔午前 十 時 おか】 
加賀化 一一 頁 六日 
が豫見 H 丹 十二 肖 
餘网化 四月 五日 

0 を駭髮 B 本が 出魄 

自山お 一二 巧卡 8 
北 野 化 ご 頁せ 二百 
A 捉育お 親ち 奈馬經 お S ネ お貨锡 船！ ち ニ留 
A 錫 道 诏巧寢 塞を 其 他 萬を 额裙 をに 简お郭 ホ 幷 
A 太 西 浮大嶺 がを 棘 乘が巧 巧 御 使を じ 取 許を ザ 


シ アトみ 出视 军孽 時) 
ぁらび や 丸 一二 S 十 SB 
をら 设ま兑 闽巧十 g 

るん でん お ‘ ( 坡灌ぶ 帆) 一二 巧 廿セ目 
ザ) 等嶺漬 一室 邦 

沿し ば： ず 丸 ろん でん もは 一を を帶 
マ 一二 等 a 本 巧 狂を 邦 客室 おな 造 家 娱室タ 殺 
▼御請 達に 巧 リ一赏 割引 辑復 切符 發お 致巧惧 

ロ K 7 A ゼ ルス お 帆 (午後 一二 時)' 
らぷら たか ニー 巧 二日 
さんどす 化 四月 一二 日 
で' 一巧 锡资ニ 一一 10 弗 化は わい かま にらを を 巧 
▼お别 三等 目 本巧亞 十九 粥 ザ 三等 日本 巧 五十 直 巧 
▼み 港 羅麻行 滚お切 巧お窒 を 購入 御 幹 鹿 仕 4 お 
マ 械宵線 パナマ 挺 お 日本 支那 巧货物 紙ち 一圃 


日本 陶撼 器雜貨 
ラム ブ卸賣 

奈良寶 易商會 


11 

rt 


本 陶媪聖 f 雜皆 類卸賣 

ホ 元 ブラ ザ！ ス 


■—； 11 

日本 吳 腿た 物キ モノ 
テ i ブルク y 1 ス媽 

諸雜貨 卸商 

イグ 1 ブ； 

巧 別廉惜 大勉强 新 流 巧は 當 巧の 特ち 


體 日本 ピ 


々勉避 巧 化 御 引 立願と 候 

陶 ，， 斬器雜 貨卸寶 

/ 春 旧瞒會 


夏場 グ I ム 向き 

今回 丈 記の 處じ 移轉し H ぶ 及び 獨湛製 お 
み、； 雜貨 ぶび 陶器 類 薄 夏 おぉき ぉ查 部が 
揃へ 陳列して 居ます から 御 巧 紐の 節は 是 
非 御な 海 b 御 一覚を 願ます . 

于 テル エンド シム メル 




•谷 ■ 


0 

no 


*1 C 榻 

顧 S 

: z:r 邮お g 

洲 r 1 -| 

w ^ む わむ 
SB N rr ん 


F _- 
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賈 本金聲 絞 圓 
挪这濟 資本金 六 モお駐 
稍 立 金 五平 八 巧 四が 與圓 

送 ニ 弄 銀な— 支 巧 

本店 東を ホ 日本 橋區 本を 崖 町 おを 地一號 
まな 小が ロ本掩 を內 帝彥靈 
名を 尾 京都 大阪西 (乂 あ〕 神戶 
廣 を 下 關巧司 若松 お 岡 長 お 
上 お 倫 软ま買 刺 水 


輸出入 爲替 ’ m お 送金‘ ホ 送金’ 旅 巧 信用 狀 
商業 信用 狀其化 一般が 巧 業 

提云義 銀 巧が 帛ま巧 

鄕 ち； 送を ハ 日本を 地 無手 お 巧？ 迅速 取を 
本店 預金 (を 期 述かノ ニ 巧〕 御 便利 取摂 
本 支 巧 ま 京 (本 巧)、 大阪 > 神戶 、京都 
巧 化 地名ち 属 、小橫 、上游 、お敦 


ハィカラ：： •紳 ± は 

化 立 服を なし 4 ず 

夫れ はを く 身 じ 合 ひ、 見掛け U を < 、を 
して 出 ホを ょりも 長 持 もす る 事を 知つ て 
るからで す。 弊店は タ數 H 义紳 ± の 御用 
を 承つ て 居ます。 

N 化嚷吿 じて 抑 ホ 巧の 方には 

六み 割引を します U 
がな 文のを 柯じ係 はらず をら 巧 一巧 ホて 
見て 下さい 

ウオ ルカ！ エンド フロリ ホ 洋服 祐 


日本 郭船會 を (をュ を 錢道會 社) 

.化 理店巧 欄 兄弟 蘭會 

乘 単、 乘 船切特 並に 小荷锁 運送 御 巧 利 じお烫 申しまず 



本陶 黯雜貨 
す ィグ- ~ ッ ぉ販賣 

諸 残 木 桃 ホ 組 

MOG, MOMONO 产 CP Inp 

一爱 - E . 16 を St , N ‘ Y •ぎ 登 養 互 夏 置 .7 
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ニー 

年 
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巧 

甘 
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曰 


1 

i 
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曰 


縱 


窝 


新 

を 
ま 


早 坂 巧 敎が熱 辯で 

化 時 カ敎義 を釋哄 

- り 本俱樂 部歡迎 晩餐 會の盛 化 
_宗 敎に對 ずる 理解 必要を 高調 


滯紐中 わ：：！ 本加特 々敎會 
司 お 巧が 善を 箭師は 昨 巧 出を 巧 
巧 お 執の 途じ がいた^が 紐 あぶ 
あび 巧 入信 徒 S 歎 迎晚餐 曾は 去 
る 二十 一二 U 午 ほと 時日 本 お樂部 
じがて おかれ K 。 當 巧は 德 田、 
瀬 川、 靑 木、 巧 本、 横 化、 •ネッ 
i ブス 諸氏の 熱 る 信徒を 始め 
內山 領事、 化!^ 正を 支店 接、 高 
見 ドク ト 八、 地 ま 森 村 支配人、 
束 住ぶ、 お 木 三 銀、 風 間 I ニ冀、 
i が ホ 旧が 銀、 普 商 鈴 木、 黛 おを 
あを まか お、 .信 日本人 貪々 を 
.原 U 大お 事務を 等 お 十 余を、 ま 
賓 早が 司敎 、险賓 どして 柬巧巧 
道學 校々 を ゥネ グシユ 帥、 布 お 
部を ク キン 師ご 迎资盖 じて 握モ 
をを が L 、 午 私ヒ帖 半を をを 關 
き】 M 微談 理じ晚 なを r ら •テ ザ 
. — ^ ユ ー スに 人で る與が 木" が n 
本妈樂 部會長 司す 者 ごして 

備單に 歡迎の 巧を 陳 ベ、 
なじ內山領事をがかし’ 规事：^ 
出おおを化をし\1-をが巧敎のを 
をに 就きた るを 度賀 し、 國 境な 
きを 敎の自 ホ K 横 神を し 淀麗せ 
らる I を 謝し 固 隙 的 \语 仰 大使の 
渝か ド* る巧務 じを るが 蒙 43 ご述 
I ベ、 ホ 瞄 ホ 帶の ザ-お. 軒は 起 もて 
I 『获 ，む よら 懇切なる^ 夕の 歡迹 
I を拜 謝す』 と 冒が > い がおか 巧 
I 日本を お 發し佛 蘭西ト 羅躁じ 
|ん も 十 周 S 十日 羅馬至 基 ょら 日 
一本に がける 最钥 のビシ V ップ職 
; を晚授 せられた るは 意 黄 滯 きも 
一の あ b ごてを 敎 の眞髓 'け 人禪を 
超越し 固 境を 腔 越して，^ の 道を 
-傳 ふるに もら，」 觀 じ、 ' I 閣民玄 
_ しての み G ら中 义化界 の 一員 
占し てん 類の 救濟 指導' シ扩 さむ 


が 巧め じが ゆ も 犠牲を 拂ひ闲 難 
を 征服す るは 吾 入の 黃務 である 
と說 き、 を 信 H 本人 會 々をのを 
甥 じて 一阅 巧が 司敎の 巧め じ 

萬歲を 一二 嗜 し、 i 師么 

L 答へ 午後 义時西 五十 か 了 g 巧 
二十を の 加特カ お 樂部じ 赴いた 
间棋樂 部の がを-し 依 b 溝 違の 爲 
めじ 階上の 講を 兼を をを 提巧さ 
れ じが 午後 化 時 二十み ぶ 刻に 遲 
る； J 約 一時間 草 信 日本ん 會々 
長 わ 化 為 •して 巧 巧が 敎 、加 巧 力 
供 樂部會 良 マントン 巧 事、 巧敎 
部を ク キン 巧等講 擅に をり 着席 
ど 共に 草 信を 控關會 の-巧を 陳べ 
ザ 奴 司 敎のホ 紐 じ 依らて H 乂兩 
瞬の 愧 神が-し 輿'* を 好影響は タ 
大 である ど 結び、 先づ マントン 
啊 事を 銷 かし、 マントン 巧 事は 
巧 坂邮が ビショップのを 位を 贏 
も爲 たるは 偶が じみら や ごて 過 
ま 六十 年に 置る H 本の 進 ホを 推 
賞し、 加特カ 敎義の 一視 巧た. な 
る 所 W を說 き、 みに クネ ン師は 
加特カ 敎のユ ニゲヮ ー サリ ティ 
i ユ三 ティ ごを 离 調して 徽迦の 
誠意を 披疆し 最後 じ 早が 師は费 
頭 日本人の 誠意 じ 溝ち たる 微迎 
を受 くるは 單 じ-身の ホ榮 なる 
のみなら や 加特カ 敎を迪 じて 相 
なじ 誌 解す る 

綴 巧の 磯會を 得た るを 爾 
す ど 述べ、 進 •けで 加 辖カ敎 の 語 
源 ご 歷を ごを 說き 基督のを 子 十 
二人 中み 頒 目たち しン モンが 聖 
ビ ー タ ァ ミ なをして羅おを布敎 
の 策源地 ご G せる 由 ホを 明か じ 
し 物寶的 文明を 飽 喫せる 羅 馬が 
精神的に 墮 落し 居た る 点を 說き 
互つ 加 特カ敎 組織のを 革を 略叙 


し轉 じて プ U テス 义ント のを 敎 
を命述 動じ 言及し 羅お舊 敎の立 
おを 闡明 したる 後平 五 パ 巧 十九 
年加特 力を が 印 巧を 經て H 木 じ 

巧を せられた る フラン ンス •ゼ 
ビャの 鹿 斑 島 方面を 极嫉 どして 
布教 ゼる宰 賞を 述べ、 爾後 約 半 
化 紀の間 じ 一二 巧を 方の 信 巧を 巧 
する じ 至ら、 巧 字を 円本に 輸入 
して 太伞 記を 羅お 字に 綴 b て 日 
本 語を 硏 兜し、 H 本 歷ぁ其 化の 
义献 を觀譯 しまを 文書を 刊 わせ 
る 苦. むを 陋び •加 特カ敎 .か H 本 
义 化の 上-レ 巧へ たるす 献 をヵ說 

> 、佛敎 徒の お對 、封建制度の 
下 じがけ るを 大 をの 

政治的 巧必 反び 化 おみ 人 
間 S - W 目が 加特 力を じ對 する 一 
大打 蟹の 原因 ごぃ 4 b 遂に 逆 礫の 
械 刑、 所謂 踏 給の 蠻 巧、 宣お鋪 
並 じ 信徒の 放逐 虐殺 ごな なし 反 
なま 丹 巧 動 £ 撐頤を 語ら 爾後 S 
が 年 異端 邪宗 f ■讚题 せられた る 
事 賞を 劈 驚ぜ しめた。 師 は更ら 
じ 明を 維が 後長 轉じ货 ける 外人 
の 建設せ る 加特カ 敎會を 司宰し 
たる 佛蘭西 入 ブナ ジャン 師が苦 
あを 隙べ 魄然 の磯會 ょも 長歸縣 
を中必 ごして 一巧 五 千 入の 情を 
が 爲政者 並に 既會 のを 害を 蒙ら 
なが 猶は县 つ セント マ y ヤの 
壽 像を 儀ら つ i ホな し 驚くべき 
事寶を 指摘して U 本 じがけ ちが 
特ヵ敎 布 敎の歷 をを 述べた。 早 
坂師は 加聘ヵ 敎じ對 する 一部 人 
尘の 誤解を 釋 明し 最後 じを 敎ミ 
人生に 關 する 意見を 反覆し 『巧 
ホの 巧 A が對ホ K る歐义 人の & 
狸を 知 じ， レ f ならば 化 お 典 通人 
類 共通の 眞埋 、正義、 あび A 道 
を 化 本義 ごする 奈 敎じ掛 する 理 
解を を 要' こす。 がら ざい ば 到底 
敦ホ 人を 理解す る i は 出 巧ない 
络 むらく は 諸君は 化 おじ 留意し 
泉 敎の硏 兜を 等閑 じ附せ やを 自 
の 使命を を ふして 大 なる 事業を 
完 がせられ たし』 ご 結び 喝巧裡 
.じ 遥演を 了つ む。 


た。 尙 なぞ 巧を 一巧が 化 一二 十を 
名の 巧 貴は 二十 二日 東が 館で 盛 
ん む晚餐 をを 雁した C 

學友概 會の茶 筵 

當邮 n 。 ム ビヤ 大學の 邦人 學 
生 諸氏に 化 b て 紐 織され て 居る 
H 木 人學ぶ 協禽ま 催の r じ 巧る 
一二 巧 sn ( ホ 醒) 午後 四時 ょら 日 
本巧樂 部」 がて 春季 例會を 兼ね 
日 ホ 懇親 茶話 會を 開くべく 當日 
は 內山領 率 夫妻を 始め 同胞 かを 
のん 十 並 じ タ數の 同大 學を授 を 
も 招待して 親睦を 謀る 由。 

華 府日會 新 役員 

雖府 日本人 會じ ては 本年度 あ 
役員を 改選せ る 結 あ 左記^ 諸 巧 
當選就 ほせる 旨 去る 十九 日厮を 
0 て發 表しむ。 

會を化 お 伊四郎 副 會長日 
野 善 お 幹事 旧 巧 祗生副 幹 
事後 藤 宗八會 計 まな 乂巧 
評議員を を龜 太が 柳巧實 
巧を 宗 一二郎 ホ かを 


上 出 巧^ 獨唱會 

旣報 上ぉ雅 を 巧め 獨唱會 は 巧 
る 二十 八 B (ぶ 週 火曜) 午後 八 時 
十 あみ 西な 二十 四 了 目 9 ゲヮ ー 
サィド •ドラィブ 國 燦會舘 じが 
て 開か ふ I をで あるが 旣じ發 巧 
せる 乂婚 券け 約 ニ 千 枚に 上つ て 
音る ご 0 

お 旧夫 人 茶 筵 

旣報近 <歸 朝の 豫定 である 大 
倉 紐' が 育ぞ巧 長石 旧 直 寿 氏 ホ 人 
ば ホる 二十 八 B 午後 ニ 時よ ち 目 
本搏縷 嫌に めて 知己の 日米 婦 A 
を 招待して 茶 筵を 罹す を。 


突然 輸入 關稅 一の 引上げで 

我 國產の I 販路が 杜絕 さる 

■ ^ 蛇に お來 ない 盤縷ラ ツグ 


第 


化 巧の 一等 腐 巾を 源の ぶ 弱な 
点じが てまた 一等 國 にる". 本が 
海外 輸出 おじ 乏しい のは 笠が で 
あらぅ けれ 典 r - 1 か i 〔一が々 
しくな 瓷 ご なれぶ 對手國 で關稅 
引 上 乃を 親ず お出 現の 庭 ミレが 
巧 開 巧した ボ谋の 地盤を 皆を さ 
れだ 例は 枚舉じ 道がない^ 最近 
の 一例は 一年 約 四ぶ 五十ず 邦に 
連ず る H 本の ホを 品で あこ 诺縷 
ラ ッグが 乂 國ボ塘 から 驅ぶ せら 
れ やぅ ごする 事 當 である- 

日本の 復樓フ ッグは 蝶 ホ おを 
申& じか 歌山縣 、祭を 縣 、大較 
'麻 附近に がける 農を の 潮 S で 化 
巧大徴 後を 年 お 米 輸出 额^> 敏增 
: し、 特に 過去の 年間は が おじ 於 
て も 累進し 昨年の-如きは 實 ，じ 八 
一十 方 才を渝 出した ので わ'^ 啼、 
從ホゲ ワジニ r 州、 ケン 么 一-ツネ 
一 ー 州 及び ペン シ V ウツ ニア 挪化 


追 まら 斯くては 米轉 々巧產 業 
の 衰運を 巧 致す る = 事實は 彼等 
の ナィ ド •ビジネスで 副 產物じ 
過ぎない けれ 比 ハ =： じ 了るべし ど 
說き大 藏省當 厨 踞稅を 員 會を動 
かした 結 あ 現が 從憤稅 ニ 一割 五を 
であつ た稅 率を アメリヵン ゲヮ. 
ジユ 五^ シ 3 ン 巧 も 米 '靈 おがに 
おし 一二 割 五 かを 課する； となら 
ニ 巧 十 ご 一り 大統領の 赏言書 どな 
つて 本 巧 二十 八 H ょ b 効力を を 
ずる じ まつた。 

即も該 巧 おの 米 閣ボ惜 におす 
る！ ニが おを は H 本' 原 僧 じ 對し十 
割 0 上に 化當し 明か じ禁 化巧秘 
率を 適用 中る 結鸦 ミなる ので 潑 
_樓 ラッグ 輸入 當樂 ちは 一大 巧 摩 
を絮 るみ 第で 旣じロ 本を 賴 出し 
半途 じ わるものが ニ 巧 二十 八日 
- W を じ米國 港に 到着 すれば 化 新 
鳥率税 を徵收 せらる U どな b 


方の あ 物 製を 泉の 副産物で すつ j おがの 販路け 勿論 杜 おの 外な き 
た 米 國內化 製— 湛樓 ラッグは て 本悲 坡じ滔 つじ。 右 ラッグの 邦人 
なに 對抗 する をが 出 ホな くな b ~渝 入 巧の ち攀 ホ 蛇 巧 巧 ご 巧 巾 
漸くが 晚ょ b 其が を沒 する か-ぅお 貪. こで あるが、 ホ お 商 會紐肯 

じ。 つたので、 な 等け' 職が 政府 ミ 店長 巧 本音を 氏は 巧る rr 貴は 

こ ■ . I* . . 1 If 


華 おから 今朝 歸 つねので すが 今 
回 の 大統領の フロ ク ラメ！ ツ！" 
ン中じ も 米 國巧地 製品が H 本 製 
體縷ラ ツグ ど巿 瘍で饒 ザし# ら 
れな いめが 稅率引 上の 原因で あ 
る ど 明記して あらます が、 突然 
二月 十一 一一 H じ 宣布して 十五 H 巧 
後 おじを 敎 どなる ご あつて は輸 
入當 業者の みな _ら ず 消餐者 側で 
もま 大 なき。 姑を 受ける のです か 
らニ巧 二十 八日 前じ穗 みおした 
商品 じ卦 しては 舊稅を 課する ご 
云ふ梭 じがを を 付' けたいと ちへ 
たみ 祭です が 角苦必 して 吾が 國 
產 なの 輸 おを 盛 じすれ ぶ タブ フ 
の 障壁で 推し 倒されて 化 舞 ふの 
は 遺 城 千を で ホら ます 巧 國觸稅 
の 制を は 言 ふ 迄 もな （を 自國の 
主 權の發 動では ゐ らぅが 巧 S か 
協調 わ 越废を 執つ て實 ひたい』. 

ぶ 金 支店長 會議 

本 丹 中 かょ b 當地 にがて' 倫敦 
を 巧、 沙港 及び 組 育の 横 お 正を 
銀行 鉄 米 支庙長 會證を 開いた が 
會證あ 了 ご おじ 倫 致 支店を 野原 
大輔 氏は 昨 H お 帆の オリ ムビ 
ク 号に て歸 巧し、 を 港 支店を 野 
ロ 能 敬 氏、 ホ 港 支店長 禪內篤 粥 
をはが U 午後 ニ 時 四十 五 か 中央 
停 お 巧 おが 西巧歸 巧のを じ 上つ 


化 森 淸鳳巧 逝去 

美觸 漆器 書家 淸鳳化 お 巧 ニ 巧 
は 前週 七曜 H 营膳 あじ 罹りが を 
スビ タグ じん 巧 療養中で あつ 
たが 手術 其 巧を 凑 せず 昨 二十 晒 
日 午前 ホ 時 十み 逝ました 同氏は、 
明治 二十 八 年 一二 巧 お n 當山 縣婦 
を 郡 寒な が じ 出を 先年 渡米 後 美 
術 漆器 製遣會 社^ 就職し 傍ら 繪 
蠢の硏 究じ化 事し つ t ぁつたが 
享年 H 十 S 忽焉 どして 永眠せ る 
は 措むべし。 

— な 人が ソ __ 
♦が 本 硏か巧 目下 ズ！ リ タク 
じ於て硏究中のド ク ト 、 本巧 
下旬 開 地巧發 がぶ 巧、 あ ± 利を 
視察 四 巧 巧々 伯が 1 ら西 比利亞 
線に 便乘 一時 歸朝 今夏 巧び 渡米 
する 豫 をなる 旨 人 信が ぁつた 
•淸水 愛之祕 氏帝國 旅館 ま、 
過 H ホ 感冒の 爲め引 籠 療養中で 
あつじが 数 H 前 バン アメリカン 
病院に 人院 せる 由 

~~ ^—曜1說 を 


♦紐 育 n 本人 敎會 
を 化 ど 犠牲 淸 ホ敕師 
♦基督 敎 修道 會 . 

を 皆の 腑騰 4 巧 今 ホ彼師 
♦でみ 人 菜な を 食 
を督の 遺産 备崎 牧師 

◊ ◊ 

一日 本 巧/ — ル I 

ク ◊ 

締切が 育 本 時 午後と 時半 
ニ巧廿 六：：： 衆 灌經も 
プンジ ザント • 

クリ— ブランド 号 
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Paui に M* Thomas 

Adveriiting Counsel 
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Sou 比 Manchuria R. R. Co., 

Room 202 も Cana ぶ an Pac お c BI か . 
342 Madison Aye. 

Tel. Vandl が Wit が お 

ミホ 物産な ま會お 
なち ま 店 
Mitsui & Co., 

巧 5 も oculw が， 

Tel. Bowling Green 7520 

.ぶ 

久巧巧 事 株 ま會社 

Kuhara Trading Co .， 

30 Chu な h St., 

Tel. Cortlandt 4550 

巧を 會おお 井贪巧 
な 育 支が 
Iwai & Co., 

Woolworlh Builcting. 
Tel, Whitehall 6040 

S 赛巧事 巧 ま會お 
紐 育ま 巧 
Mhsubi 舶 Shoji Kaisha 

(M ミ t,ubishi Co-, いん） 
120 Broadway 
TeK Rector 2560 -2364 

巧 ま會肚 
山中 商る 紐 育ま 巧 

、 anmnaka 化 ^., 
680 巧れ h Ave., 
TcL Circle 4014 

H 本 綿 巧 巧 まを 化 
が 育 支店 

Japan Cotton 了 radhig Ltd け 

25 Mailifto 打 Avenue ， 

Tcl. Ma ふ Sq. 3 が 5 

日米を 糸 株 ま會お 
が 育 支 巧 
III 州 I-8E け lint lUBUSHiKi KiilSHA 

(NIC 排ぶ な のげ O CO., LTD ，） 
1 Park Avenuet 
Tel. A»hlandl 6246-47-48-49 

# 戶 鉛 木 巧 店 
なち ま 巧 

Suzuki & Co •，い d., (Kobe) j 

な 0 む oadw が， 1 

TeL Co け Undt 1149-50 ぶ レ 52 ぶ 3 

H 本 生糸 株を# お 
紐 育ま A 

Morimu 巧 Irai & む ., i が nts 
44 Eas パ 3rd S し 

Tel, Ashland 5320 

巧を 名を な 
化育 ま 店 
H&ra & Co 。 

443 Fo 扣 '比 Ave»« 
Tel. Caledonia 7830.35 

Gosho \^rporation, 

Silk importers, 

化 £a が 84 化 Street 
T6!. Ashland が 折 -91 
ぃ 0 iho C 〇 t Inct 
CoUon 巨 xporters 

60 lieav が 化 . 

TeL Bowling Green 88 班 >06 

大阪锅 日 ニを 巧 朝日 大阪每 H ニ 束を 日日， 

化 巧 香 巧 鈴 木 H が 

TeL B«^unan 4860 Tel. Beckman 4239 




VO し 18 Jo. 1430 


巧 h> ぶ 巧! なが 巧を な im が 


WE 日 化 so が， FE 邮 UARY 巧 19 巧 



政ぶ 會の 部內に 

巧 度 解散 說高 i ら 

寧ろ 政 友を 中 如 じ 斩黨組 儀 ホ 張- 

社會 民衆 黨が 選擧 費用を 公表 

東 ま 特電 二十 八曰發 i 政る 會の 部内 じさ 一の 際 誰を 
を 巧ぶ 解散して K 政 黛 じ凿抗 すべし ごの 說を ま强 する おも ある 
がその 一面じ：^ 『 1 の際をろをいあト脫して新時化じ順應すべ 
(を 友會を 中必じ 新政 黨を紐 織し 看板を 塗 おへて 故 策 S 民衆化 
を 乳ら 逆 お 諮 おまでに 絶 對笨駭 を 擁して 昭か 新政の ぶ 礎を 築く 
べきで をる』 どの 总見も タく轉 ク VJ 論じられて 居る が 今 闽の逃 
舉畏 用-し 關 して 化 會氏衆 蘇の 安が 磯雄 & はを くも お吿演 說會を 
銷 惟’ 岡 氏は 貧 巧み 干な 凹」 酱 して あ 附を八 千 おむ 圓 、殘を ニ 
千 四，：：： 脚、 副潑理 格の 鈴 A 文治 氏の 餐 用は 八で^ 十五 圓 ，巧 尾 
末が 战は 四十 五 白と 十 卸で 鈴 木 氏の ポスタ！ 化 ニ 千 圓じ缉 し 西 
尾 氏のを いけ ニ' C 六十 閒 e わつ た ご。 

內閣 居据リ おみ 意 

小 立派の 議員を 抱き をんだ 上 

東京 特電 二十 七日を = 政府 U 臨阳滿 曾な 集 ミで じは 中立 化 
: 滋上站 化の 抱 込み や 敲解述 勘に 化ら て 不信 巧 まを 唆 止めて 內閱 
ち 据ゥを ホ ふ*' >- 4 じ まらし 巧め 找政 黨侧 でも 中立 潑 員の 抱 込み 
じ 躍 おど，-: て 盾る が 貴族院' S 大勢 も攻 がに 不利で ある 模 棟む 
る爲 めな か侧で d - 八み 化關 への 赏 傅に 就て 努力し 

『民政 黨 2 ： 閣が 暇^ じ 出現した どて 政局が 巧が ょ > も 良 化 

した b 安を をす る ごい ム やぅむ 窺み"：！ ない』 

ごが 祕的 じな 巧す る 一方、 旧 中 宵 相 自身は 

『小 信 巧 案が 化い ば こいじ 應 やる だけの 道は 化に 化 ホて 居 
る が 皆逆邀舉法も^:*ん ご か な化 せ ねぶ ぃ* るま い 』 

ど 語つ て おる。 をの 半面に 於て 野黨侧 では 單じ 鉛木內 相の みで 
なく 紛括的 U ぺ隅彈 础じ鹏 す 6 政が のが 崩し じ掛 巧し 野 讓擲紐 
の 組 纖*」 巧め 替 々進が して W るが 的 ほ削途 なず 明で ある。 

無產黨 のを 派 俱樂部 組織 

東を 特電 二十 セ日發 無産が 派の な內お 樂が設 愚に 就て 社 
會 '山 衆 銭は 頻りに 浊勘中 じて 革 轨お樂 部に も 時々 協 遮の 上餘調 
すべきら のな 適が じ 協 如ず るを どなつ ずがる。 

輿論は 普選 法改 ぶに 傾く 

菜 京特笔 二十 六日 巧 H — h 巧 油 嫂が 巧の 改正が 見‘， J 總選擧 後を 
派-.- 跟 つ； おる が、 をみ 論 巧け 

城裝じ =：：= 比例 巧を のホ媒 ぞく • 

政 A お 小 灌舉帖 制を 棋活 して 選礙 費ち お额せ J 
無を 派け：：： の 際 徹お的 いょる 化の 改 化を ホめ 
內が當 は^ = なと 準赃 じか I ら 々案 中で あるが 
貴族 巧 ■はなおは げ蝴 がが で わる ど觀 測，， .'て 的る。 

總選擧 の 開票 結采 

兩政黨 ^數字 じけ 著しい 相違 

東京 特窜サ 六日 猶 .’'U お 選 おの 結裝 •し 化る を改黨 のみ 野 ドが 
ては ホ だ A おぜ lb 正式のを おを 巧る じ まら や、 大政 黨は いづ 
れ fc 自己の なが。 る 結 裝を坡 おして 化 人け 迷ぶ されて 居る が 出 
中 首相は 本 U 絕選離 S おおを 畏き邊 りに 袭 上した ど 傅.、 られて 
居る が をれ ど 叫 時じ發 表され じな 友岔 及び； a 政黨 の 當選 裝を對 
照す るに 左の 如し。 


〔欧 ぶちの 統計〕 . 
政ぶ 食 〔お 政を 六を をを み〕 ニニ- 
技 化な 〔お 民 系 一名を をみ〕 ニ 一四 
革新 化榮が 一二. 
實萊 M 志を 四 
無を 裁を が 八 
中な が 乂 
巧 他 と 


〔民政 黨み 統計〕 
. ニ 一六 
ニ. と 

H 

の 

八 

一と 


地方 官 異動 

ま 京 特電 廿 八日 瑶 = 左の か < 
知事 其 化の おを がを つた。 

巧が 刷 掃 長 杉淸 造. 
巧 巧潟縣 知事 

秋旧縣 知事 力 巧 雄- 郞 
巧 岐を縣 知事 

おお 縣巧巧 部長 金 澤正雄 
巧 一二 あ 縣知樂 

化 お 巧辕地 部長 巧 旧 惟 織 
化 巧巧縣 知事 

神を 川 縣馨察 部長 规お駿 
巧化會 局社會 部長 

岐阜 縣な事 大巧 錄一郞 

主力艦隊 南支へ 

東 ま 特電 廿 A 日發 n 軍 鑑長巧 
陸 あ、 扶を外 十 ご 一隻は 加藤寬 治 
大 お指權 9 下に 廿义日 午後 四が 
九州を 伯 灣お鋪 お 支那 沿岸 巡航 
の途 -」 上るべく を 港へは 四 巧 四 
H 到着の 豫をだ ご。 

戀 兵が 巧な 訴訟. 

東 ま 特電 廿 八日 發 = 张京府 ド 
巢鴨痕 兵晚潑 ち六卡 五名は 調查 
漏れで 選擧 がら 化 除 けられ じの 
で 彼等は 憤慨の 餘も 行政 訴 露を 
起さん ご。 

小島 巧の 美術展 

ま 京 特電せ 八日 發： =： 小島 烏 水 
党 集版證 一二 良 五十 點 はお 京 朝 H 
新聞 樓上 じがて 四月！： n よを 十 
四日 間 展覽會 を 閒< こ ミに 巧を 


而 して 東な 朝 U 轨閒の 報道に 化れば 『巧 票数は 民 故黨へ tJ 四な 
ホ 一巧 八 千 s _，= 九十 化 票、 政ぶ 曾へは 四订 十八 巧 置で 九 丹 六十 
H 票で 丰 ふじて 勝利け 政ぶ 貪の キじ歸 しじ』 ど 述べて 居る。 


建 艦 政策に 

除外例 か 

反 機 張 派が 提瞩 

ワシントン 廿 セ日發 ==， メリ 

力の お 軍倾張 まじ 關 し： 下院を 貿 
尚では 旣 報の 如 < 

お 軍を 案 e わち 豫黨と 億 四千 
巧 巧が 猫と 十 ご隻を おんで 骨 
化き ごし 巡が 腹の 雄を を 十' 立 
隻 にんめ 飛 巧 巧 お- 隻 削滅 
したる に對し 

大統領 ク！ ブッデ 巧は 稍 失望の 
を じして 鈔 くが 巡げ 篮廿五 佑ろ の 
建を は 巧案迪 b に 貫徹 せんこ S 
を ホ 遵 しつ i あるが をのが 軍 案 
は WH を 0 て 議會へ 正式 じ播出 
される 帯で をる が ド院の 反擴娘 
派では 

トぶ をの 雄を を 六' 年 0 內じ遂 
がず， 己一の 條ぷだ 除外例を ホ 
.め 巧し で 九 お 地 ゴ泽 までに ア 
ぶ タヵ 乃 お 化 列強の ま 煤で： 御 
: おか 備縮 少資 靡が な 集され た 
る 場を 大統領は 速逛を 中止し 
巧る 權がゐ り 

ごの 修正案を な 巧すべく をの 一 
み じは 『巡が 艦 十 お 隻み逮 港は 
邀ろ こいを 中止し グメ リカは 列 
强 じ俊ム お劣らざる 潜水 腹の 概 
娘を 跡 巧すべし』 ごの 溝 案 も 現 
れ る横说 じして 
政が 侧ピ しては 遊 じが 軍ぷよ 
>提ぉした巧をには方 一 窮 一 
み 軍縮 替燕開 槛の巧 合は 大統 


領の權 能で 建 おを 中止し 得る 
ごの 保留 案を 附巧 せしめた る 
も 下院を 目 旨は これを 否 巧し 
た 細 係 あら、 なる じ 今回の 如 
< 削贼 されな 滞 張 まじ 巧つ て 
巧び 除外例の な 活は政 巧 ミし 
て赞 ぶし 能は ざる 立媒 にある 
も か t 左 bw て 巧 まご 共じ提 


出した 踞係 上一槪 じこれ を 巧 
ける i も お ホ や 
これが 處 みには 迷惑 顔で をる が 
この 外 アメリヵ 敎會 同盟 化を は 
本 H 乂統 がを 訪問し 重ねて 今 ホ 
海軍 擴張ま t ! 絕 おじ 軍 闕ま義 で 
あるとの 立 壊から 巧勒 する 旨の 
決議を 手を した。 



テリ I 女史の 誕生 禍ひ ー 米 
國の對 支 政策 變らず U 自治 
領じ 新制 度 採用 か— 鹽王侮 
辱 さる ー ホ 佛不戰 條約再 巧 
渉— 第二で 國間盟 集合 1 猶 
- 太 人王國 建設 i 佛 伊が 反目 


(ロンドン 二十と 日を】 英國 
が 生んだ ホ錢 ごして 化 巧 巧 じ 著 
名で わる エレン •テリ 1 ホ 入は 

本日を なて 八十 おの 誕を H を迎 
へたので ジ a 1 デ國 王を 始めと 
して 世が 9 劇壇、 义壇 著を の ± 
ょち 祝電が 殺 倒して 居る がブリ 
— 夫ん は ニ遇閱 前ょ b 風邪の 氣 
ホで 引 籠 中で ある 爲め 自ら ラダ 
ォ でな 送 お ホ ホ 巧理を 派して 一 
般化會 の 祝意に 對し 感謝の おを 
述べた。 

〔上 お 二十 お 日發〕 南を 政府 
の 施政 地を 視祭 中で あつた 駐支 
义國公 化 マ' クム レ！ 巧は 本日 當 
地乂人 商業 會證 所の 歓迎 晚餐曾 
に 出席し 『ァメ ブ 力の 對支 政策 
は 梟を 支那の 政情 推移が 何じ關 
らや 化が どして 公正なる な 策を 
標榜ず る點 じがて 毫も 變 化せず 
支那の 紛爭は 過去 じ繼總 した 如 
(今後 幾年 かも 依然 繼績 する で 
あらぅ がァ み メリ々 のな 策なる も 
のは この 紛爭の 推移に 放て 胁か 
される-ーどは 4 ;^い』 /ー說き商業 
會繁 所々 をフ k ンナ氏 及びを 曹 
あ フランク リ . s 氏は いづれ もア 
メリ々 の勒 ま强规 政策を ま 張し 
ァ ■'•リヵの おを じな おした ぜま 
英乂人 新聞 記を が勞農 思想 じか 
ぶれて 居る こどを 痛罵した。 

〔。ン ドン 二十と H 發】 英國 
の 自を領 乂臣ァ メリ t 巧は 化 ホ 
み 隅 阿を 破ら 瞬を 親しく 自治 锁 
を 部を 視ぉ 巡圃 して 歸 おの 上 首 
相 ポーか ドゥ キン 巧 し 自治領 施 
政 方 卸の 刷 おを 路溝 巾で-:; る •か 
をの 結裝 ごして 現 化 單じ题 でを 
化 あした 脅 格で； 巧 中で ある 總 
督 制度の 外 じ 议府を 化を する 大 
宫を ななせ しむべく ヵナダの か 
きこれ じ 賛成して 居る が 濛洲や 
こユ ジラン ドの 如きは 斯の 如き 
必を^:<'しど反對をしでおるもの 
のをが ごして な 自治のを 化 巧 か 
じ 等しく を 自治 韻の 必巧 - i 1 巧 
して この 新制 巧を 實 現す る篱で 

りる 之 ロ 

〔ベ 方 リン 二十と H を〕 目 ド 
喊测を 劇を 旅 巧し 到る 所國賓 ご 
して 歡迦 をを けつ i ある ァフダ 
ユ スタン 飄王 はぶ H 當 化の 資客 
どなつ たが 觸 逸典 產黨員 敷 人は 
王の 入 凰を 磯會じ 示威 递 動を 远 
こし 『ァ.. ブガ 三 スタン 國 王は 漂 
泊ぷな b 彼は 須 らく 働 （こごを 
學 ベ』 ご大 萬した 旗を 抑 立て t 
騒ぎ 追 巧に 及ばん ごして 巧ち 隊 
の 巧じ檢 おされた が 濁 逸 語を 知 
ら U い國 王は これを 自 をの 歡迎 
ご 誤 b 脫帽 して 烦を 御機嫌で わ 


だと， 


〔ワシントン サと H 發】 一時 
停頓 S 姿ィ」 なつて 居る 米 佛不戰 
條約じ 關し國 お 長官 ヶ 。ツグ 巧 
は 本 H 重ねて アノリ々 の 立 度を 
說 明して を义 藝をク 《.! デグ大 
巧 じ まを し 文書 &內 をは 水 躍 日 
をな てを 表さる ベ < 同時に 焕府 
はこの 寫 しを 目 ネ 及び 英國 、獨 
逸な 府 じち 傅 達した がその 巧容 
は 不明で ぁるけれ ども 大体 じが 
て 曇に 沉ア メリ々 會議で 可 巧し 
た 相互 不戰條 約を 骨子 ごした も 
のらし く フランスの 意志 も 巧 ま 
し！ 艘 的す 戰の外 じ 侵略的 戰爭 
を 不法 忘 認める こごを も 附記し 
たもの じて 先づ フランスの 據替 
を ホめ たる 後 巧ら じ 白 お 濁を 動 
かしこれ をを 列强 じな ぼす こ VJ 
ミな つて 居る。 

〔ジユ 9 ツナ 二十 ホ 日發】 ゼ 
ネダア じがる 國際 聯盟の 列强相 
を やかが 障を 島會が 一週 瞄に迫 
つて 居る 廣 おがを 固の お 力なる 
化 會ま義 化 表 も 當跳じ 集を して 
同 犠の間 題を 討 叢す る こごえな 
つね、 今回の 大會 じは 前 典齒巧 


務 大臣へ ンタ ー ツン 、前べ み y 


—外相ゲア ン ダウ 五 it /ク其他の 
を 力 家の外 千 一二 岛方 人の 會賃あ 
らど傳 へらる、 万感 勞慟を M 觸 
の 化 表 其 化 第二で 國閒盟 系め 居 
星 も 混へ たもので あるが 軍備 縮 
少 のかき も講會 政治を 通じて 巧 
ふめ 外な しごの 巧 議を發 表する 

学いでも る。 

【》 ン ドン 二十 六 けを】 .ロン 
ドンの 日耀 タキ ムス 紙 モス カウ 

特電 じ 化れば 勞 農校府 はを サキ 
ベリアの 一巧 〔ベ か •キ！ 國大〕 
に 西方 D ン 7 じ 集合して 居る S 
シア 系 ユダヤ人の 植民地 建設の 
目的 じて 着々 ご 準 施の ホを 進め 
つ〜、 あるが 政府 ごして はなお 年 
0 巧に 約 五 千の 家族 的 移住を ホ 
めて 居る ど。 

【パ， 1 二十み 日 澄】 囊じィ 
タリ！ ょゎぶ 辆の貨 おじ 滿峨さ 
れじ 軍器 彈藥 が、- ン ボリー； i を 
輸ん された こごは 嘟盟 & び： ニ國 
條 約の 違な である ごの 理 みに 恶 
き闕隙 聯盟は 一二 H の 巧事禽 にて 
これが を 式 調 巧 じ 化 事す るまで 
あるがィタリ）侧ではこれをな 
て フランスの ミ 配に 屬 する ユゴ 
ス ロゲ キア、 が ー マ ユア其 W 小 

樹を閣 の 笑 ふべき 陰謀 じて I ' ィン 
ボリー. かこれ 等 小 聯を國 をが 手 
じして いかじ 戰ひ 得る もの だ ご 
痛駡し 聯强が 巧の かき 政治的 陰 
謀に 動かされて 調 渡す ち こごに 
d 支對 して 居る 模樣 である" 


本な 東を 特電 (紫 お巧轉 を〕 


當選化 議± ー覽ま 


東を 府 

第 1 H 瀬 川 ホ 巧 (民) S 木武 
吉 (お) 横 山 勝太邮 (お) ホ 川 
太郞 (政) 嫂 内辰郎 {お) 

第二 H 中 鳥 頒幽ホ (お) 鴻山 
i 郎 (政) を 部 磯雄 (社) 矢 巧 
お吉 (政) 小 渐辰雄 (民) 

祭吉 U 賴 巧 ' 木挂吉 _ 巧) を 藤 
正 純 (政) が 藤 仁太郞 (政) 高 
木 益 おが (お) 

第 四 n 小 侯 政 一 ( お) 太 旧 信 
ホ郞 (を) 磯部 尙 (政〕 國 技を 
み郎 {政) 

祭 五 H 島 木 正を (氏) 鈴木當 
±彌 (良】 敬 野踞巧 (政) 巧 波 
貞吉 (巧) を 藤を 之 か (政) 

筵 六： =: 中が 繼巧 (民) 前 田 ホ 
藏 (政.) 中島 守 利 (な) 鶴 岡 か 
文 (民) 佐 藤 正 (ほ) 

ホ 阪府， 

第一 n I 松を 吉 (民) 伞貸周 
(政) おを 寅 治 (民) 

第二 H 紫を 轿九郎 (民】 武藤 
山 治 (實) 巧 旧嘉】 郞 (民) 

第一 11 H 武巧作 平 (ほ) 廣瀬德 
藏 (お) 西 尾未廣 (社) 吉津度 
A 政) 

祭 四 N 鈴 木た を (社) 石 川な 
(民) 吉川吉 郞を衛 (民) お 田 
政義 (あ) 

第 お H 旧 中 萬 逸 (巧) 磨が 幸 
が郞 (化) 勝 旧永靑 (民) 佐が 
化と (民) 

第 ホ n が 田が 千 化 (民) 弁 度 
豊巧 (民) 山ロ義 一 (お) 

.京都府 

窠 一 n が 岡商溫 (民) 森 田 茂 
(民】 田 中 信義 (を) 水を 長 一二 
郞 (勞) 鈴 木 ま 之 助 (政) 

镇ニ = 川 隔を么 巧 (民) 磯部 
淸を (政) 山 本宣を (勞) 

第一 ニ M 吉村 伊が (政) が山國 
ま (民) 水島彥 一郎 (な) 

千 葉 

簽 一 H 鈴木隆 (を) 本 タ貞巧 
郎 (民) 川 島 淸が郞 (民) 志が 
淸を銜 門 (民) 

第二 リ鶴 澤宇乂 (段) 香植庄 
ー邮 (な) 今 ホ 健 意 (政) 

萬 sn が 蘆满 f 革) 主 屋淸一 一二 
郞 (革) 千 葉 S 郎 (實) 漠擺お 
ご 一郎 (政) 

兵 庫 

冀 1 H 巧 旧 文 一郎 (民) 砂 旧 
ま 政 (政) 藤 巧ホ遥 (中) 河 上 
ホ太郎 ( 9 勞) 中 亥歲男 (民) 
第二 H 前 田 房 之 助 (民) 廣岡 
宇一郎 (を) 小 寺 謙 ま (民) 山 
を 太 I ニ耶 (中) 

第 四 H 大野 敬吉 (ほ) お 想を 
衛 (な) 尘 并權大 (欧) 淸瀬一 

邱丢) 

第五 n 田昌 (民；； 齋藤隆 ま 民) 
若を 貞夫 (中) 

富 山 

築 I n がが 嘉六 (民) 寺島權 
豫个 巧) お饒毁 一 ( 玫) 

，.第二 = 山 m 毅 一 ( 民) 松が 謙 
S (は〕 上 避 タ太郞 (民) 

ニ一 重 

お I 尾 崎け 雄 (中) 


第二 = 濱阳圃 化 (を) 地 旧 敬 
八 (お) 

高 知 

第一 = 演ロ雄 幸 (民) 

岡 山 

第二 U 鶴 是祐輔 (中) 小川 鄕 一 
太 郞 § ~ 

山 ロ 

资 一 == 义お房 之 巧 (政) 

お 川 


第 一 H 中お德 五郎 (政) 永 巧 
柳太郎 (民) 

窠お n 禪井平 五郎 (民) 靑山 
恵 一二 (か、 佐藤實 (民) 

香 川 

第-::：: 宮 脇を ま (を) 小 西 か 
(度】 戸澤 民十郞 (民) 

第二 ns +ー 忠遣 (を) 山 F ぷ 
次 (政) が 旧 S 德 (民) 

福 岡 

第一 U 中 巧正剛 (民) 阪井大 
輔 (极) 

第二 n 淺扳健 一二 (ほ 憲) 龜 ホ 
貫 一郎 (叟 

第 Hn 勝正憲 (巧) 

沖 繩 

漢那憲 か (民) 

秋 旧 

町 旧を お (は) 

大 み 

第 j n 1 を 房み 郞 (民) 一二 浦 
數ず (政) お 旧 源 治 (ほ) を ホ 
庸ホ (政) . 

第一 n 元旧肇 (政)' 

新 .潟 

第 四 n あ旧義 一 (中) 

■化 海道 

第 一 n 中 西 六 一二郎-を) 

窠 llln 佐々 木 ザみ 郎 (中】 黒 
化成 章 (政) 乎 お 喜 S 郞 (民) 

祭 五 n 木で 成太郞 (巧) H ホ 
德寶 (歡 )' 小 池仁郎 (民) 前 田 
政 八 (民】 


廣 島 

第二 n 駕丹 まか (极) 

，岩 手 

第 一 H 旧モ 一 民 (を) 能 ハ合巌 

を) 鉛木巖 (婪 

游ニ U を 賀かタ 利 (か) 棚 瀬 
軍 之 助 (民) 廣瀬爲 欠 (政) 小 
野 寺 章 (を) 

覺 島 

第 一 n 巧 次がみ 郎 (民) 

和歌 山 

第 一 N 中 村 蓉巧郞 (民) 中が 
銳 (民) 旧 淵豊を (中) 

熊 本 

第二 = を 達謙藏 (民】 

長 野 

第 1 U 松 本忠雄 (民) 小が 順 
遊 (お) 山 本愼平 (政). 

第二 = 犧巧和 お (政) 小山 巧 
太郎 (中) 山 邊常重 (民) 

溝 一二 n ホ 川 ホ ま (玫) 稀ロ秀 
雄 (民) 伊藤 五 郞を衔 (な) 巧 
旧み 奠 (民) 


茨 城 

第二 H ル 峰 お 巧 (民) 山 脱な 一 
(政) 巧 井 一二郎 (政 一 
第一 11 U 飯が おが (玫) 巧修次 
が (把 一が 老巧 巧々 郎 (民) 宮 
をを S 郞 (政} 

宮 城 

第一 = 藤 巧 幾么輔 (民) 管 お I 
傅 (ほ) 

群 爲 

第 一 U 武 藤金杳 "扱) 靑 木精 
1 ( か】 飯 塚を 太郎 (民) 淸水 
留 S 郎 (ほ) ま 膝と 郞 (中) 

第二 n 木 梢 一二 四郎 (ほ) 窩津 
忡巧郞 (致) 井本 常 作 (民) 木 
を武 太夫 (政) 

福 島 

第 一 U 粟山 博 (民) 堀が 善 兵 I 
衔 (政〕 管 善 右衛門 (を) 

第二 n 八 田 まま (を】 石が 文 
五挪 (政) 金 澤を么 助 (民) 菅 
がよ 帛 (お) 巧を 巧 (ほ) 

埼 ，玉 

第一 H が谷義 S (政〕 秦豊助 
(政〕 旧 中 千 巧 松 (民) を塚紋 
ニ郎 (ち 

第二 U 高據 盛ず (不明) 大澤 
寅み 郎 (致】 巧が 養 ホ (政) 長 
鳴隆ニ (中) 

窠 sn 巧 中を 化 I 不明) 出 井 兵 
ま (政) 遠 藤 柳 作 (中) 

神奈川 

第一 U 戶井嘉 作 (民) S 宅 磐 
(民】 磯野 庸幸 (不明) 

お ニ n 小 野 重 行 (民】 ホを 又 
みが (民) 赤 尾 藤 まが (政】 川 
ロ 善み (な) 

愛 知 

第一— 旧 中 善 立 (民) 小山な 
壽 (ほ) 加 藤 黛ぶ が： (政). 推‘ 
尾辨匡 (滞) あ 化義齊 (民) 

祭 ご in 髓ぁ雄 (民) 一二 翰ボ太 
郎 (玫) 加 藤觸ー (巧) 

第 四 n 岩 晦經吉 (中) 武富濟 
(を) 岡本實 k 郎 (民) 

佐 贊 

第 一 n 福 田 五郎 (民) 巧 ホ ニ 
郎 (政) 旧中亮 一 (政) 

窠ニ n 蕊餐ー (民】 川原 茂輔 
(を) 西英 太が (投) 

德 島 

祭；： = 原 旧 佐 之 治 (ほ) 生 田 
かず (政) 淺を惠 八 (校) 

駕ニ U 秋 田淸. {歧) 眞鍋 勝' 
(民) 髙島兵 ま (ほ) 

滋 賀 

を 縣一區 U 淸 水銀 藏 (な) を 
巧たち 衛 (政) 堤 康巧郎 (民) 

旧 中養藏 (民) 富 巧八郞 (を) 

愛 媛 

巧 一 n 巧/みお 吉 (政) 高山 
良 幸 (政) お 晴一离 政) 

第二 U 河 h 哲太 (政) か內鳳 
吉 (な) 小が 寅 ま (民) 

第 sn ニ 神礙吉 (な) 村松恒 I 
一郎 (民) 佐々 木 長 お (を】 

奈 良 

全 縣一區 M お 本モ吉 {政) 

木 逸郎 (民) 磨 本武助 (政) 

井 産 H (民) 松 尾四郎 (民) 

宮 崎 

を縣 r 隘 n ニ 辑甚鄕 (民) 鈴 
木 患太郎 (は) S 浦 あ 雄 (は) 
大蓬甚 作 (民) 矢 巧 力 治 (巧 


八 

福 


...tA わ-'-..; kk . t'kcr 巳 も r - ‘ 一'. ト rvik . itiAiJ .-- r ■ド 层 之. を. ■旷：<^ 


'を IL 一 


賺が广 表.、* 




The Japa 打を さ e Christian Association 

が 3 W. 1 が rd 化 お パ加 Gi わ ， leL Bradhurs け 3 が 

會道修敎倚基人本 ^ 


Koike Studio 

730 巧む h Ave. 
Cor. 57th St. 
Tel. Circle 4406 


に IWAMOTO, M E>. I 化 

n 4 W. 70 比み . j It 

TcL Traialgar 的 52 、 | 铅 


J. Y. Ma わ umoto, 

MedianicaUrUiiidm 
124 化 34 th 化 G 邮 osH 抽 acy’s 
むけ biekeri 巧 巧 010 


DR . Z I NS 

llOEA 巧 1 か パ T . N.Y 

わ hmn が h A け . 4 I け ing Race 


辦ぉ 8 ! 卽加 8 Fisli が. 

1264 Lex. Ave. Cor ， 85 th St 。 


授敎語 英人婦 


JAPAN ART STUD ミ O 

624 けが邮 巧 N る 化 fU. 

巧し PUZil が97 


Mi に ADO TAILOR 

30 E • が th St. 

Te! ， Rhineiand が 8830 


T， KASAI 

Merchant 

Tailor 

が 

1 骑巧 8 im.O 巧 G 
お s 巧 304 
が耗巧 SK 


Phone 

む 巧が 3318 



PHE げ S & 巧郎 Y 


3 Maiden Lane N. Y. 

： f~ 繊海鑛 錐を じ 幷を縛 J 金 

類お賓 を 意新最 


KE 民 民 &MAVOR 

1023 Third Ave. 

Bet. 80 & 81 リ s. む ! ephone R 巧 ent 29 日 9 


を 向 人 本日 

巧專 靴型 小 


を ホき なぶ ホき 巧ぶ ホき 巧 



に MURRAY 出 LL CO. Inc. I 
E な ABLI 圳扣け 96 
Boom 6 14*6 巧 巧む oadway 
TeiiBowHng-Green がが- 4981 


A •し CEASAR ’— 約 な 
127 East 84 th Street 
bel Park 在 Lexmgtfln iUes 

舅 喉 咽 鼻巧騰 

間 時 察 診 
午 おを 巧ト 前午自 
巧 八 ま 時 六を 午宫 
曰 曜 

自 午前 十 時 至 午を 一時 



駭巧 殿を 大巧 比输を 
り 8 E. 拙!！ 化 Id Regent 7894 
Bei. Lexington & Park Aves. 

迄 時 八 砖日蹈 ± 水 巧 


Y. ITO 

I 巧 E 巧け 3 ni お . 
Cor. Uxm か ) n わ8 .| 



類 計時 石寶屬 をを 

會商 柳靑岸 


； 目 T 二十 巧 西 

I 帶お 十五な 一と 十四 首 

! 角 化 東ーァ 3 タス スム イタ 
i グン デ 八 ビーカーぶ グン ロ 

室 お 拾な 化 

四 セ = 四 トン アイ ラブ 電話 
K に 出 - AOYAG! €0 
1 が-巧 7 化が nd ST. 



DR. D.BLOOM 

—NEW YORK OFFICES— 

34th Street Cor. 3rd Avenue 
59 th Street Cor •し exingto 打 Avenue 
1 25th Street Cor. Park Avenue 
-BROOKLYN— 

E.F.Albee B!d もぶ eKa 化 Av も が Fu れ on 5t. 


ト r じ 日 n 堪最ぞ 
心， 紐 T 本 U 能 新年 
ブ育 寧ん 器に まの - 
ノ掛懇 諸 g て 巧經 ^ 

瓷切君 基 信を 驗 ^ 

嚴 じじ 藍审 手を 店 か 
治は n 篤 術な 
读巧 I しじて 


ル 


ム 


削 始 P 化 化な RVIGE ! 

設赌 整な 經蠻 化廉 j 

C ゴ H-TRAFALGA 反 8200 j 
F 民 ANK. E. CAM ド BELL ； 

'*The Funeral Church** Inc. 
(NON SECTARIAN! 
Broadway at 66 化 Street, N. Y. | 


を 

ぉが i 
をを み 

丸 含 

山； 

洋 ^ 

身技屋 



丸 

み 


UP TO DATE STYLE 律 

む 臟 


g 


W W . が 化 Si. N. Y. 
Tel. Eryant 7079 


N. TOIGTA ， 
CUSTOM TAILOR 

ROOM 605 
M7 W. 42nd ST. 

化し BRYANT お 31 


時 

田 

信 

巧 

郎 


绝時 

蘿巧 

店 


號十 S ち 四千 一 第 


まを 辦 真 器を 【日曜 水 】 


H 九 サ月ニ 年 S 和昭 


なお 靑年巧 想の W ホ 


日本人 |円 年會 

の ジ . ジ Ularks ミ 12 を 


」0 タ In 圧 - 0 OC 否 - Mb. 

ニ 1 す st 9 拿 St . N ま If ミ k 

let . Rimsiti 二 夏 & を ミ 昔 r 養 萬 
^ をがず が 九 時 1 午後-時 

H 駆 午前 九 時] 午を 四時 

ドクトル 小 栗乘ま 


D- ^ 

W 加 り 

H わ K 
か t d 
ASM 

w s 

J if 

ぶ 

T け 


診察 

午を ニ 時ょ i ハ 
H 巧は お 巧 柏 巧 

ドク ト * 

鳥 見 墓 A 


D 


- 診察 時間 

U 化 61 午が 几 時 1 十 時 
W 加视 I 午後 六時！八巧 

的 化 f I "t 小 栗 幹 号 

W :iw 一 姑育ボ フク プ ー病镑 
が H M ! 巧 五 巧 病院 數を 

W 一巧 ボ コンパ-フン ド 

0 おお 勒巧 


諸 お 食 

唐 拜說を ( 日) 八 時 
日 確军校 (U ) ニ 時半 
家庭 集 曾 ( 水) 八 時 

斬禱會 及 ^,^ 一 \ ホ 
聖書 研を (ネー タが 

婦人 曾 
讓お會 


設 備 


寄宿を、 滿易 をを 
風 業 周を、 をの 化 
人事の 街 巧 謀に お 
じまず 0 


第五 街と 一二 QI 

へ クシ ャ— 一一；. 

ビグ デン ダ朽 

小 池 寫眞舘 

電詔サ ー ク か ', 

巧 四 空 ハ 


2 
C •巧 

打 6 

如 做 

W 円 ’ 

I 6 
n J 

这 P 
* M 

が 




%, 

Y 

削 

S 

-加 


e 巧 
h お 

T も 
r 2 
3 


お I 

ず！ 

: 0 | 

み I 

人 一 

星 
督 I 
か I 

替 I 


ぉ， ぶ， . ぶ . 

H 巧 おを 硏 巧巧タ 
み 擲會タ と 時ち 
插拜說 敎タ八 臨 
木 强が稳 會タ八 か 
巧 庭 及び 拽爲 

午 法 ニ 巧 

主 曜謀淸 を义は 
茶話 會 タ八巧 
が， 會 まま 
蒋な 部、 厳む を 案 巧 
が * 人事 相談 部、 說巧 
部、 成 裳 周旋が、 巧 接 
を镜 おおの 諸 課を 設 
けを 員 皮び ホ 會 員の 
巧を 訝る 


な 卸ち 

お 巧商會 

W E. ニ さ 資 .. N. Y. S な 
Tei S 星 さ sant 37 さ 


診察 時 聞 
午後 一時 社長 
午を と 時 U 八 時 
あか 醫學 ± 

本琼 - 

古な 比亞大 をぶ び 
グ ザブン 病院 勤 お 
日 おはが 約 煩 上 お 


齒巧醫 


ホ 上 義人 

西 六十 五 了 目 一四 六 番地 
が 育帝廣 旅館 巧 
電話 トラフ アグ ガ ー ニ お 六 五 


M 

化 


9 

5 


. げな邮 
ホ 3-^加 

S 

M- 

化 

h 0 
s パ 巧 

造 

5 

化！ 

D 


齒科臀 

主 谷 基 

彰察 時間 

自を前 九 時 U 十二時 
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風前の 燈火 

I 普選 後の 現內閣 

I i 本の 暗黒なる 政 お 化に 明る 
I L 1 巧が 一 冗を 剖すべき 答で あつ 
: た ご 一部の 人 ± か ら觸學 されて 
; 居た 巧 遵八經 あご お果 ごじ 韵し 
; てき 人は 秘めて 淡い 失 绍の幽 を 
一抱かざる を 巧 G い。 邸 も 往が藩 
^ 隅政府が毒索を植ぇがけ た干涉 
! 買收 、腿 あのな を 的 徽菌は 化 巧 
i どして を 選 巧に 跋趋し 政 巧の 廓 
i 奇 は - め ユ ー ト ピアた. る じ 了 
一む どす を 一事で ある， 具眼 者 か 
平 ホょ b 廢滅を お 叫し つ 、 > をつ 
一む おお 孜 装は ホ だ おみ''」 幕 巧を 
堀る じ ' 全らざる のみ：； * く ホ、 化 
- 朝な たるめぶ 食じ廬 する 雜員ご 
化 巧 揉た， 一 技 政 黨じ屬 ずろ 議員 
ご 0 が 数を を算 すれば 優に 赃俩 
的势 力を がし 正さ じ 雑 席の 化か 
四 姐を 獨 占して 居る。 勿論 化を 
Q タ駭 が籍を 所謂 - I 大政 黨に羁 
< 巧0 は 眼前」 よ ホず る 『政 權』 
，爭お 戦の 牌を た b' 、 搞將た 6、 
統瞥 たるに 化 b て 得べき 甘き ホ 
: を おはむ ごず るの 外餘 を。 きみ 
第で あるから 其 離を 集散 もを 蜡 
: の 腐肉に がける 關 孫と 異なる 所 
: はない。 

, がるに 香が； 千ガ 炼の國 はは 
普媪選 舉の權 巧を 亨有 したじ 巧 
'はら 中 自己の 政 おじ 掛 する 發言 
權 のをを ；；* るを 悟らないで 或は 
を 窓の 卞涉じ 屈し、 情實贩 迫に 
降ら、 ちくは 黄白 じ 左右され て 
不誠督 なお 票を 敢 てした ものが 
多数で あつた どす いぶ、 普選の 
前途に おやし も 樂觀を 許さない 
換富 ずれぶ H 本に がける 邊诗攻 
治の 淸 健。 る 理想の 疑 達は 道愤 
ながら 遲 々わるを をれ ないて ふ 
結論に 到着せ ざるを 祷 い であ 
ら 50 

な h は 普選の 姑 柴じ對 ずる 理 
想 的 お 判で をる が、 差し 當ら巧 
视化野 如 ニ 大政 黨 はを 面殆ん f 
伯 沖の 势 力を 維持して 居る こご 
^ ぶ 証され た。 なし 化朝黨 とし 
ては 干涉 、買 化、 腿 迫の 武器を 
楠 巧じ齡 用して おか もキ じて だ 
野黨ど 巧抗し 得た ので あるから 
巧 貨際的 势カど 信 姐とは を 平に 
觀れ じ； ホを が 巧 萬に 譲らざる 
- を 巧 ** い。 巧 じ 策戰の 拙劣なる 
は、 鈴木內 相が 吐康 せる 時化 錯 
誤の 放言に 徵 しても 瞭が たる も 
のが あつて 旧 中 內閣が 畢生の 智 
慧 と 蠻 勇と をが ひち 额の 軍資を 
を 撒が した 成綠は 如何 じ 坂 負 目 
じ概 てら ホして 香ばしい 結を で 
' はわら 巧な かつじ。 

を じ 巧る V き 願 時畿會 じは 巧 
中巧閱 の明礁 暗礁が 横つ て 居る 
だが 黨じ掛 し 僅々 十 人に 達せ ざ 
: るを おを 賴 むが 朝媒 におして 柯 
力 お ホる であらぅ か。 有 ゆる 島 
ホから が 巧 黨の突 巧は 革新、 無 
を、 實案间 まぶび 中な 無が 屬 1 
郁の サッ ボート を 得る 望みは 充 
かで わる。 随て旧 中み 銷の 運命 
は 今や 配 前の 澄 火に 巧 L い。 選 
を 干 涉の閒 題、 鈴 木 巧が 失言 問 
題、 お 支 政策の 停頓 問題、 地 粗 
を 憩 巧 題、 が 界 不安を の 問題、 
を算膨 敝の閒 題の 巧 就れ か 一間 
題 丈な b 惡 化し 紛糾 すれば 溢院 
內のをぉのみ：：*>らゃ、 現み閣倒 
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戲を をへ じんみ であ 6、 化 儘を 
敵じ韵 してな 旗を 揭 r るを 潔 ご 
しまい。 W 政敵の もずる 郎数不 
をの 弱點を 看を か L て 謀 會開會 


前 じ 突如 內銷を 明け 波し おき、 
臨時 雜を じけ 巧黨 ごして 新內閒 
の 礎へ ざる じ乘 じて 巧び 天トを 
奪 ふの 巧戰じ 出で るなら だ 死中 
r 巧を 巧る の 嘴み は あ b 得 やぅ 
吾人 を じ輕ら （朝野の ニ 大政 
黨 が如柯 U る 政戰を 開始す るか 
を 注視， t 、 ' おら じ峻嚴 U る批巧 
を 彼等 黨 人の 助 上 じ 加へ レ どず 
る ものである。 


民間 貸附 た。 で 

總額巧 四十 お 億 邦 

政府 貸附を 混， ぜて 二百 五十 億 


當地バ — トン •グリスコム 商 
會副 頭取 マックス •ゥ キンク ラ 
— が ' fH はニユ ー ヨ！ ク 外を わ 巧 
協 會の化 頼を 受けて アメリカの 
勒か貸 附じ觸 し誠杳 中で ぁつた 
が 去る かとり 附を 0 つて 千 么：白 
二十と が 十二 巧 S 十 一 H 現が の 
ほ 閒 貸峭總 額は 村 四十ぶ 條 弗、 
これ じ戰化 中アメ V 力な 瞄ょ 5 
聯を阁 に貨附 けむ ものを を算す 
る。 らば、 實じニ 巧 五十 億 弗の 
ち 額に 達すべ < 、これは ィ ギリ 
ス 固の 割 外 貸 附黃を 時化の 巧 八 
十億 巧 乃至 ニな 億 巧に 比較す る 
こどが 出 巧る ビ報吿 した。 郎も 
昨年度の 對‘が 貸 附は舊 債 償還 資 
を 用の 金融を 除き 二十 億と モ巧 
九十ぶ 巧 四 平】 肯距 じして、 從 
ホを ぶされ たを 巧會の 調査に 比 
較イる ど 稍を 銳 失した がき も 
をる が、 ゥ キンク ラ ー 博-！- 'の 調 
查し たものは j お 巧 瘍じ資 出さ 
れ たが 國 証券の みむらず、 を融 
が 削の 個人 引受、 アメリカ人の 
外國內 償貴附 = パ 他 外 固に がける 
不動産の 買附 等の 外、 一年な 上 
じ 直る 外國政 前、 脚、 ホ 及' び お 
僮 類の 一切を 舍 むで 居る ので あ 
る。 而 して 巧 ± は をの 報 吿の一 


節に 於て 『ア メリ々 のお大 々陸 
に對 すを 貸舶は 巧が ホの 形で ホ 
るが、 巧 動のを 地は 化然 ごして 
巧が し、 本年 化 降 U 寧ろ この ホ 
おじ 對 t る 開が じ 化り てアメ y 
力の 巧みな 資は 膨脹ず るに 至る 
ベ '. 、、 現む アメら 々ン * ダラ！ 
を ホ わる 聲は 化界 のを 地ょ ゎ 響 
きおち、 假 6 じ排ァ A 9 力 人的 
な 傾向め ある 地 ホ じがても ダラ 
—じ掛 する 差別 的槪 をは 絕對じ 
むい ご稱 しても 差 まへは ない』 
ど 述べて がるが、 巧 化の 投資 か 
巧を 按 やる に瞒渊 はが 然 ごして 
第 1 泣を 占めつ ミホる もの S 、 
カナダぶ び 南 ホの 縣 ホは 歐 測を 
風靡ず るの おを ボ して 居る。 邸 
も 千乂首 二十と 年 未 現 巧の 貸附 
みがは 左の 如し。 

宗 

歐洲 巧 王 ニと 9000 

カナダ ごて 化 ニニ ■000 

南 ホ 一一 * ニ 四 六 * 五 00 

中 ホ iT 义 一四 王 ハ 00 

■を 一 さお 00 

其 他 - 一二 ホ 一子 四 00 

綴が： ' 一 旧 • お C 9000 


廟ェ界 不振 

原 巧 お 書記を 報吿 
ホ國 のが ぁはの 然資を 潤澤に 
して、 を 意强 調む るが 株式は 先 
遇み 巧を 後 小康を 得、 投機 稍々 
終媳 の模檢 なれ ど もが ほ 碧戒手 
おの 氣ホ じて 不振、 商工 界ら年 
頭の 期待 巧 じは 好轉せ や。 自動 
単、 鐵 鎌、 繊維工業 等 回復 ホ 調 
を迪れ るが •實 勢は 昨年 词 期に 
比し 遜色 めら、 が 育 ホ 中の ま 整 
巧 工業 六十 八輔じ 就きて 觀るじ 
昨年に 比し 好 巧 S もの 僅かに 六 
禪 、同檢 の もの 四十 ニ 桃、 す 巧 
の もの 二十 械 V こ 占 ふ。 を國 一巧 
X 裘 電力 消 裳は 昨年 鬧 ちじ 比し 
よか 凹 煙 お：； ^ れ で、 工業な 業 旨 
なは 自動車 工業 八み 六鹰增 、タ 
ャエ 業 五み 四 お 增を 除く の 外 . 
彼 じは 貸 銀 總額ど おじ 五を 五 
. 应の お少を 示し、 其 他家 馬-雄 築 
契約が々 錫 道 速 檢量渐 採、 農產 
な S 外靖 動き 藏 退し、 物 憤は 保 
をへ & が、 巧 買は 當用貢 に 化 b 
旁々 を お 不順の ため も ぁ 6 てが 
がしから や、 不規則 院 々の 巧が 
じて 唯 泰巧氣 待の 姿なる 等を々 
面 お差した る 暗雲 きら 大 ホな 
當み弱 氣か化 測 せらる。 一巧 輸 
入 羽 ニ 雷は 五十一 ニ •力 六千ャ ー ド 
絹 細は H 本と 十五 巧 ニ 千、 支那 
は 十四 巧 五 千で ある。 


景 氣の眞 相調签 

ホ國 上院の 巧旋罷 エ规察 委員 
は 大体の 調 奄を終 r したので 化 
くこれ が 報吿を 畿會に 提出 1 る 
こど！ なつで 居る がを じ 關聯し 
有力なる 議員の 間にげ これを 機 
會 ごして アメ ブタ現 巧の 繁 をな 
る もの々 あ 一 ^ て 一般的な もので 
ぁる わじ 就て 徹底的な 調査 じを 
事すべし どの 聲 高く 恃じ 選擧期 
を 前にして この 議論が ち 力 じな 
つて 居る ので 議會 でも 巧 巧す る 
模 猿で わると。 

保險學 校の 新設 

東京 特電 二十 八日 發 n 粟津 淸 
亮博 ± を中必 にが 除學 校を 四ち 
ょ b 開校の 當。 

日銀 貸赌の 整理 

東京 特電 二十 八日 發 n 通貨 膨 
脹巧 比さる ため 日本 銀け 固を 貸 
かけ 整 堪じ大 藏當局 意見 一致す 

渡邊 理事長 奔走 

東京 特電 二十 八日 發 n あを、 
乂‘阪 じを 糸 靖算ホ 場、 横 灌ご神 
戶 はを 渡 化に 大吸 一二な 化 引 所 巧 
事 長 渡る 修氏 運動を 賴 （。 

日銀 帳 巧 ご 金利 

ま 京 特軍廿 八日 發 
が巧髙 十二 億と 千 八 巧で 回 
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號十兰 百 四千 一 第 


が おを 3 沒 pat 化 巧を 煎 傲を 巧 


【曰曜 水】 


白 九 廿巧ニ ザ H 和昭 


美味 じして 巧が 

S 晶南樓 

午前 十 時 ょら 
午前-! ハ 時まで 


巧 巧の 御嗜 巧に 適よ 
樣な美 ホの 御 巧理を 

S 廣義 

致します から 績々 狗 
ホ ホを 睡 ひまず 


W か- 
ぶ W S I 

L 巧 L 
g M J 

P い 
が |1 

邮邮 

W お 


0 永 興 機 

婉揃 ひの 巧 理人數 を 
が 日本ん 諸 昔の 嗜巧 
じ 適する 巧 巧を 差 上 
ます。 蘭 一二 時を 開店 
(再 ホ 五 了 目 サブ 
停 窜瘍の 下) 


篤の が燒 わい しい 锁烧 

會席 御料 埋 

晝 食は 末廣へ 

巧 塔 簡巧进 お 大勉强 


御旅 舘 河 I 添 


高等 御旅館 

東 難儀 

會廢御 料理 


御 料理 錄知紅 

太 駭 

壽司每 日 あ b 主ず 


まが 巧理 

ボ廳を 園 

司 巧 人 蘆 蓮 
巧 勤の ホには 臺な 
の 街 巧 利 じ 猫へ 巧 
閱鲁 席の 御用に 廉 
乎べ く あ 間 巧キ巧 
ず變 お. 引 立 顧 まな 
紙上 御 案 巧 申 上 侯 


すき 燒 

ぁじ 御料 巧 



を お 

A 巧 B 

ご 刷 

、ぶ h 16 

船側 I 

弘紙 I 

H M 

N 

認 

3 

2 


歸斬潑 な 

ネ縷は 開 創な ホ ホ 年 
一意 勉强 化ら 司理人 
ゼィ 、巧 埋ん 歐廉も 
相 變ら中 腐 前を 見せ 
て 居ます。 然る じ 現 
巧 某 巧 某 おじ 於て 一 冗 
本 樓巧理 、を 雇人れ 
たる かき 壌吿 をな し 
居る もを な喊 根じ符 
之 巧る 窜じ 御を ツな 
ぐ 倍 舊卸嶺 負 じ 潰 b 
度，、 4 おん 邊贊の 御 
ホ 巧を 余鸿 をし ます 
新杳巧 

モ人 謹啓 


井上 金魚 巧 

918 S 昆 h Ave ._ 京 ちす み妄. 
さり ミ Circle 9738 


紐 育 唯一の R 本な 貨巧 

片欄 兄弟 蘭會 

スマ ドン •プロダクツ 一手 販貸元 


普選 あ 第一 頁の 選擧費 物語 上 

選良たら ん爲に 

背負^- れろ 一巧 圓 

を 額 拾收じ 苦む あ 超過に 惱む者 

普選に ょる かつの 化 恣± も あ々 を 貴 四な 六十 六 名 選 おされ 
たが、 立が 滿じ對 して 使用し 得る 運動 資 をはを 密をホ 均して 
- 人 r カ圓 余らが 法定 額で あら、 この 範國內 で 連動を 巧 ひ、 
をの 化途 をを 閒 する S ころに 普選の 稱 神の 一面が ある。 云 ひ 
换 へれば' この 迷動資 をを、 どぅして がめ 得 たかをを 開し 得 
る どころ じ、 今度の 選を 3 新生 おが ある。 まづ 第一 回に 無産 
候補を を 主 どして 旨 星い 俊 補 者に 資を 調達の ホ 法 ど 使途の 豫 
算を きいて 忌る 

友人が 巧 給 前借金 r 提供 


一二 ±媒 相 ご 相 おした 勞農戲 の 御 I 
大 大山 郝ホ 氏述惡 くを 選し じが 
立候補を 宣言し ぃ 時け、 がまぐ 
もを' ノ タィ テ 僅 じあ 十瞄 しか。 
かつた。 巧乂の 弟子 達が これは 
いけ。 いごを 部さん 間 棟 八方 駆 
け づら勉 はつて、 中 込み だけは 
ニで 圃巧 ぁつたが、 現み は ニ 巧 
の 十：：： おでな けれに 集まら。 い 
どうし たらの かご、 がま 投げく 
びの 巧 際、 某 親友が 『幸 ひ ニ 千 
圃貯を か あるから、 を まるまで 
立て 替へ i う』 をいで 化 託を が 
出 ホた 巧 G 內 ぁけ 話 だ。 香川縣 
農民 化合 支が で；^ ん どか 化樣ど 
いつた、 だが- れ は選擧 をに 當 
て た く は い ご 蓮動資金調建 で 
乂變 。騒ぎで、 中 じは 巧 給を 前 
惜して をい を 提供した もの や、 
五圆 、十 圓づ： 集まつ ぃもの/' 
も 陽 W 前の ぁけ 雪の 襟 G もので 
化 力が な （、を 冕を 賣物 にたし 
たが、 急の 瞄 にはを ひさう もい* 
(、これを 兒 かねた 义± 、詳論 
家 述が述 おで 蒂谢を 裳 集を 大々 
的には じめ、 でう やら これが 巧 
成 磯で ニ、 一二 千圆位 ひは 集まっ 
たが、 目の前 じ 現を がない ので 
大山 氏议 外の 旅叟 がな く、 逃を 
祕へ かお ひら ゆけ。 い 巧。 をの 
工面 じ 一苦勞 だつ たど。 

先生の 興廢 

.こげ かりじ 

吉岡お 軍 連 巧 躍 

- 々火 敵 梅 山、 中島 兩 氏を 向 ふ 
へ 阿 i て 天 峭れ送 選し じ 社會お 
衆黨 のをが 磯雄 氏け、 を 年 茜へ 
て 居む I ニ千跑 のをを 投げ おした 
が' 化 託を-? ニで 腫. ぞ 差'‘' 引い 
ては 残を 化かに 千 脚、： いでは 
ポスター を！ 巧 作れ じ 無くなる 
ごる ふ寸 巧-そこでが 巧、 押 川 
山 H 岡、 野澤お ザ，* んで稻 門 曾の 
も强 者-か 馳せ參 じ 『えを の巧廢 
I この 戰ひ •，しみり . L … ；： 』 ご ばか 
I ら じを 固の 同志''-: が' K . おだして 
I やつ £ おまつて をが 四千 脚、 都 
云 ロと で 脚 トを權 化 お黨お 補'’ 化 
I み Vj ろの 戰ひ をした もの だ。 

: 白蓮 ホ 人の 

I 懐ろ 金 

. 殘 つたは 借金 だけ 
柯務巧 崎 龍 かちは、 鄕 里の 化 楽 
ごい ふ 人が if ょし われが 貸して 
やらう』 ど ニ千圆 S 國庫憤 券を 
揺 巧して おれて、 を b 巧に も、 

化 託を だけは 濟 まし、 も L 戰利 
j もら 中沒 化され むら、 かせいで 
i 返 巧す ると いんこ. こじ つて 居 


るが サテ 運動 海は ビ U る ど、 白 
蓮 女 おのかせ ぎな め や、 ぶ 人 か 
ら借 集めて ヤッ ト千圓 『モゥ 千 
圓 ほで 無，〜 てな ビラ も 紙 巧 もが 
嘗の 事務が も々 b ません」 ごい 
ふ お 横で 運動 最中 咯血 はずる 運 
惡< 落選は する し、 幾つた のけ 
借を だけと なつれ。 

汗の 金 

脂み 金 

血の 金 

大阪 から 常 選した 民衆 黨の餘 木 
文治 氏は 高がのを をっ かんで 間 
にを はし、 福 岡で 當選 5 龜 井貫 
一郎 巧は 紐を の 預金を 抵當じ ま 
づ化 託を を沒牧 される 横な 1 ど 
は あるまい ご 銀 巧から 拜 借、 運 
動 金は 大學 時化の ぶ 人を 說 ぃて 
集め'’ を 巧 e 落選^ 赤松 克應氏 
は黨籍 おから 前借して 供託を だ 
けは 間 じを し、 長 野で 落選め 文 
十 藤 おお ま 氏は 農 巧 黨 のま 部 か 
ら 四千 圓穂 おで、 これ がをお 補 
の' 切を 射だった。 尙ほ 之れ も 
を 選 組 S H 勞黨の 加 藤 勘 十 氏は 
巧營乘 を自軸 卓のを 裳 員は じめ 
德聯 を、 昭業員 おを、 を 同 組を 
同盟を を 桃の 巧 働 お 達が、 巧ピ 
脂でかせぎ轉：：^っもから， なを 
な淨 がが 唯一 一の 選擧醬 用' こなら 
をれ た パに まが**'’ グット 勘'.、 切 
ゥづ *て、 4 ぃさっ狀、 名刺、 
が简 、推 旗が 等諸雜 費が 九が 五 
擲 、が 誰 食の ビラ 四 村 六十 甫圓 
禽 お 裳と， り 圓 、を 通餐巧 四な ボ 
十圓’ ポスタ ー 事務 豐等 全部く 
るめ たも S が 一二 千ん 巧圓 。選擧 
数 H 前な で、 を 居の 一勞 働を •か 
がみで ろじな った ハ ッビの かく 
しから 二十 瞄を つかみだ おして 
r 淺踞礙 にっかつ て 下さい』 ごわ 
ざ わ ダが けに 巧む b 、 をの 化酱 
祉 やみを、 木炭な でを 勞働 をが 
なしい 化 巧を 無理— て恃も おる 
。で、 無產者 U らでは 見られな 
いどころ： をい。 

組合の 賴金 
を 祗當に 

東京で を 選した 近 赔達兒 氏は、 
『評 巧の 貧 ミトず か. り、 おる ど 
なる ご、. 知人から 出 いらの あ-唐 
さんまで が 化 巧 潰 巧 やが 當償券 
を ニが 三 一枚 ご 持つ て ホ C くれる 
のが ニが 枚ら 集ま b ’ おかげで 
供な 金は 無事に 納めました、 選 
擧 を 用の 方は がを ががく 必 配し 
て くれたので 勢い込んで やつた 
のです が 遂に 目算が 外れました 
大阪 から 立 お 補した 勞農黨 の 野 


田 律 太， 大橋 お房兩 をの 遇孽费 
巧は 化の 候補者と 遂 ひ、 を 巧 同 
鐵員の 化の 出る やうむ 霉細 なを 
附をじ 待つ ゎけで、 を エ媒等 か 
ら績 々集まつ たが 府硫 を會 では 
大体 第一 臨、 第 四 瞭英千 五円圆 
乃 ま ニ千圃 まで r あげる つもら 
で 立 お 補貴傳 ビラ-!^ 极费用 約 
八な 圓、 演說會 場* I ニ‘ H 圓 、雜 
费五巧 圆乃ま 平 圓^豫 想し 出來 
る だけ 切なつ めても る やうに 豫 
をして やった。 野^ 摔太氏 事務 
所でら を エ瘍等 かろ 二十 圓 五十 
圓ど 集まら、 大 ホ^を 曾の 槪算 
千五白阳な巧で あげた い < % ふ 
目算で か i つた。 

借金の 條 件. 

無利息、 無期限 
無 證义で お 託 金 

巧 京で 落選した ほを 黨の爲 藤 お 
郎 氏は 語る r 解散 じな つた H じ 
新津君 わらを 認の 話は あつたの 
です が 巧 L ろ 蓄：な f 1 文 だつ 
て ある 舊 もな （、 H 頃の ぶん 四 
お 入が 五な 圓 位び づ 5 おしてく 
れ たので、 やつ ど 二十 六日 •し 巧 
託 金を 納めで 屈 出た のです、 を 
れも をはを を もらう めは 嫌 ひで 
すから 昔して もらつ じので す、 
無利息、 無證义 、無期限と いふ 
有難い 借を でず が —— 建 動 費ら 
こ、 は 他の 借 も有權 をが 居る の 
で、 义 書を （ぶる だけ でら ニ 千 
圓も懼 ぶので、 •£ うしても 五 千 
圓 をの 蓮 動餐は 要る 諮です が、 
ぶ A 五十人 程から、 お 十 圓づ！ 
辖树 の樣じ 借して くれ も窜 じな 
らました し、 二十 圓一 二十 圓 ご ぽ 
つぽ つを 附 して くれたので、 を 
れで やつて 巧く つもらです。 う 
れ しい 事 じ 懇意な 人から 文書 や 
ポスタ！' 六 紙は 必 配な しじ 貸し 
て やらう ミ 言 はれた ので、 この 
也 酷は あ b ません。 演說會 は 一 
HH 间 から 五 凹を、 と 八十 固 や 
つた。 潜6を學校はご1'校でぉ圓 
だつ たら、 一校で 十瞄 がられた 
な i ち^.^ でした 0 


橫斷 飛行機 

製が 遣直し 

最後み 化を け ホ だし 
ゎがぶ ホげ 溃斷飛 わの 激習 磯に 
川 西 飛 巧 磯 製 巧 所で 關 □が 師援 
監 をの 下に すでにと を 姐 b 完成 
したので 、二ち 十- n じは をの 

起工式 を擧 わする 運び じ 
までな つたが、 こいに ホ 立も橫 
斷 機の 設計 おょび 巧 能捻査 じつ 
き虜臘 ホ遞信 省が 空 厨で けな 玉 
お 術 誤 長を ホ 巧 ごして 專巧航 を 
宮が愼 重に 機化を 部の 嚴密 な審 
査を 巧つ じと ころ、 計ら や- 川 
巧 製作所 侧 どが 空な 技術 官 との 
間 じ 性能に 脚す る盧 見の 相違を 
を やる じちつ じので、 帝剧 飛行 
協 曾では 穀急實 巧 委員 會を 開き 
山 旧實行 委員を、 柄な、 お本兩 
搏 ±( 實 わを 貿) W 下 委員 全部 集 
を、 陸海 軍 及び 化を 巧から 武石 
がを 宫もお 席し K 時間 じな つて 
協 兹を電 ねた 結柴 、現ぜ 通 b の 
設計では お'‘ て 瓦 •化 トンの ォ 
1 バ ー 。 — ドで 離陸し 符るや 否 
や 

不安て ある ど 云 ふこ ごじ 
なら、 左の 决講 をな すに ちつた 


一、 目下 製 か 中の 第一 機は 强 
巧 じ わいて 橫斷磯 どして はタ 
々不 十み の點 あるら 巧な の設 
討のま^ なる ベ （速 かに 完成 
せしめ、 繰 習 用 機 どして 化 用 
ずる 

ニ、 第二 磯は 實け 委員 會の指 
示 じょ b 修正 ^ 化へ 第一 機の 
成績を 參 酌して 改めて 製が せ 
しむ。 ただしを の 修正を 加へ 
製作 すれば 太华 が 橫斷 じ堪ふ 
べき 强度 をを する 飛 巧 磯を 作 
ら 得べき もの ミ 信 中 
れ じょつ て 見る じ、 第一 機は 
をのま^おかされるが、 單じ練 
習 機で あつて、 この 第一 機の 完 
成を 待 も 長距離飛行の 試 驗を巧 
つじ よ さら： しる 都の 修正を 朽ひ 
をの 後 じが 下橫斷 礫の 製作 じと 
掛る こと、 なる ので、 果して 
1 ス 上の 氣象關 係が 最も 有が 
ごされ て 居る 八月 中に 橫謝飛 巧 
をみ 巧し 得る かで ぅかが 疑問 じ 
なつね ので、 協禽 では 練習機の 
製作 完成を お ホる 限ら 急ぎ、 溝 
ニ 段の 橫斷磯 製 かじ とら か i る 
; ご なつた。 を じつき 

協會 側では 『是非 練 お 機 
の 製作を 急ぎ、 八 巧 中 じは 實巧 
する』 ど 語つ て 居る. か、 航空病 
側では 『巧國 の 名擧を かける 大 
飛 巧で ある だけ、 愼 患な 態度を 
な も 練習機の 完 なを 待つ て巧围 
も 試験 お 巧を 巧 ひを のんで を備 
ま 藍で 實 化に 離 陵の 試驗 もや b 
最後の 巧を を 典へ るを へだ』 ご 
いつて 居る。 


あ 父の 宮の御 使 ひ 


く嘗 都へ 

御 婚約を 御宣示 

秩 父のを と 松ず 節モ 姫の 御 結婚 
の 儀は 初が 义月 または 十 巧の 候 
赤阪 離宮に 於て な b 巧は せらる 
ベぐ 巧藏 されて 居る。 あ 侍の 宮 
巧を 掛員 の談 じょれば ，殿下の 
御 婚儀の 準備け ホ だ ご i のはせ 
給は ない が、 聖上の 御 邸 位の 十 
巧 十 n の 前 じ お 煤ぶ のこ ど i 
は 確かで をる。 就い r は 近く 宮 
内ゎ官 の】 人が 殿下の 御 婚約に 
つき、 松 孕 大巧 じ宣 示の ため、 
學府じ 派遣 されら はずで、 岡 使 
臣ピ 大使との 間で 詳細 取 b をめ 
の 上、 大使 夫妻‘： 節す 姬ミぉ 伴 
- 朝す る こごに なつて 居る 。御 
破 儀は すべて 皇室典範の おちす 
る處 じを つて 巧は せらい-る。 御 
新婚 旅 巧の 儀は 巧は せられ や、 
御 式 後は ぉも じあ 近 赤 おじ 御 遣 
營の御 新 殿に て 新を 巧に 入らる 
る ぞぅ 波い 承は る。 御 式は 一二 日 
を 喪す るを 込みで あるか、 をの 
化 前 じがても 邱 々御 準備の 御ず 
績を お踏ませ 遊ばさる {こど i 
拜 察する。 

ジョ フル 元帥 じ 

立 除 y 命令. 

巧 給 僅か 二百 弗 

歐辆大 戰當時 佛蘭面 軍の 司々 
を 島と して ゲエ八 ダン-! 英名を 
諮 はれ、 フォッシュ 巧 帥 やピテ 
ィン 元帥 等 ど 共に 化を 庭 あ 中の 
ん物ど 云 はれて 居る ジ 3 フ 火元 
帥は 佛蘭 巧の 陸 巧々 じ 化 b 現役 
VJ してな 巧し 每巧 ホ貨じ 換算し 
て ニな 巧の 俸給を 得つ >> あるが 


現な 化む でち るァ パ！ ト \ ント 
の 家 貸 ニ 惜じ 引き上げられ ト 
ブモ拂 え；^ いど 云 ふので 気の毒 
じら 锁 人のを ホから ホ 除み^ をな 
つむ。 夫れ を 聞いた 西 班た 人の 
富豪が 非常に 间 情し 自らが おの 
アパ ー トメ ント を提 化し 王 元帥 
の 窮请を 救つ たど 近着の パリ） 
電報を 其 臨。 


矢 部 竹 肋 氏が 

戀兵 救濟を 運動 

U 露戰爭 で廢兵 じな つた 入々 
も 今は 愚 化が 四十 歲ご いふを 境 
じ 入 b 巢 鴨の 廢を院 じ 巧 陵して 
居る ので 桑 港で 巧 崖を 營む矢 部 
か 助 氏 氏 どい ふ 奇特 家は ター 年 巧 
ホ 同胞から 酿 をの 上 總 領事 舘を 
通して 寄附して 居れが 今を I は 御 
大典では を' ゥ廣く 巧 ホ 同胞！ から 
脊附を 集めたい ごい ふので、 本 
社 じを 依賴 のず 紙が おいた h 右 
め 義捐金は 六月 化 U をな て婦切 
るべ く 间胞の 問 精を ホ 蟹して 居 
る。 巧の 宛を は 桑港ボ スト 巧 j 
ホ of の A である。 ，一 


去 今 ま 曾ち の ； 

不貞 寢 女が 逝乂 

今を 去る 四十 年 前、 ふとで ね 

ご から 犬 も 峻はリ い 夫婦 商 I 唾 
をし ね ホに 夫に 凿 して 『アブ タ 
ごは 决 して ロを 利かない、 ぞか 
ら寢 ますが もぅ 巧から 離れで せ 
ん ょ』 ご 巧然寢 まじ 乂 ち， P 巧 
四十が 間、 今年の】 月と 日! §! に 
寢 がに 横な つたょ、、 鼓 後の なを 
ひきどつ た 恐ろしく 强 情なみ が 
あつた。 彼女め をは*- S ! ノ 
ポプ スト ど 呼び、 米 圏 アラ 
がの モンテ ゴ メリ！ み 住民 ぞ當 
の 相手の 夫が 巧んで から 數^じ 
なる。 享年 化 十二 歲 である ら 
お 十二 歲の 時から 寢 通した 一^で 
あるか、 恐ろしい 長い 不貞‘ 一!^ も 
あれば わるもの だ.。 これに て 
云 十 年願寢 通した 男が アキ フ 

ン ドの ベルフ ア スト じ もる、， こ 
の 男け ジョー デ •トムソン' すい 
つて、 働く のが 嫌 ひで 寢巧 入 
b 母親 じ 養 はれて 居た が不 0^ 議 
じ も 矢 張 b 正 巧のと B じ 巧んだ 

普選 演說 會盛會 

旣 報の 如く H 本人 勞働 協鲁ま 
躍の 普選 大演 說會 はぶる ±IIH 
巧 修道 會巧會 館に がて 開催され 
たるが、 貪集^る者約八十を、 
石 捏氏司 會のも ごじ、 米闽 反を 
國ま義 同酷醉 事ゴ！ メヴ 氏は 立 
ちて (人が 隅 題は 帝 圃ホ義 のが 
なする 閒 解かせず、 帝國 ホ義、 
資本 ホ 叢の 滅亡し じ 時には じめ 
て 解かされる〕 ピ一 二十を じ わじ 
b ての ベ、 旧 中 綾子 氏は ぶ 肉を 

じ (結 梅 婦人の 解放は 無產階 
級 運動 ご 結 ホし、 手を じぎる じ 
あら ざれに’ 眞の 解放は 绍み難 
しどの ベ' 喝采を 拍 し、 雄辨を 
どして 知られて 居る 鬼 頭 銀 一氏 
はキ 9 スト 敎の 慈善事業は 結械 
現 化の 失業 問題を 解决 する もの 
じあらず、 社 會ホ義 をのつ てが 
會 のが 本を な 造す る じあら ざれ 
ば、 社 會の猶 疾を醫 し 難し) ご 
述べ、 お 月 か 助、 获巧正 化、 長 
各川鐵 &、 堀內錫 治、 最勝寺 俊 
隆 、端 藤太郎 、巧が 義 雄の 諸氏 
こもごも 立 七て 雄辨を ふる ひ、 
散會 しむを はが 半で あつじ。 


御菓子 舖 

名物 栗 儀 頭、 爲辩 、が 羊羹- 
赞澤 畳、 甘納豆、 其 化を 巧 
煎餅 卸小賣 。のし 餅は 前日 じ 御 
注 义を乞 ふ。 U 本を 巧 品 あび お 
誌 等 も あらます 

御 注文は 松風 巧 高 庵 
这 W . 置 th St . ぎ Ira 空坦こ 置 4 
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良む E . を を wtr ま t 
ジ 一. R な ent 巧 黄 

器 巧旅纔 

江川 作 一 
基 0 で S ニ 害 資塞 
ヴ 一. S 畫房 呈ニ 结 1 

一力 旅館な め 

を 國旅舘 淸水 

1 ま运 .毒 h 資 . f York 
Tel ‘ ^squehai 86 ち 

鎌 育 旅館® ホち— 

萬 熙十了 目 ニ 巧ニ靈 
ぎ！ Jaiedcnia 摄 

が ブもン ホ 

富 ± 旅 舘大捕 末を 

妄ま養 ster S 1 .すたを sa 男. 

ぎ B . B . さ？ 5 I 

住み 必 地ょ き淸 潔な^ 室 

鄉下猜 がか 好か 

109 Lex 量呈 市 

ジ|. ま ad . Sq •昔 

費府 御旅 鑑 

桑 山 淸立郡 

を B が 0 量ち h 苗 •呈 la を韋 ia P 产 

Tel Mi ニ 231 

嫌 t 設髓な 善、 鱗 利の 
如 賴 料理人、 調 選は H 
^ け パ 本人 向き 

I 請 I S 桃李 園 

TO 刷 M 御 ホ 巧を 待って 

T 居ち ます 


新開 業 

腺 利きの 巧 狸ん が 日本人 諸君の 嗜巧じ 適 
すを 巧 理を差 上げます 

II 願 和 園 

芝居の 前、 を居歸 ちの 御 集らに 最も 適當 
の 壌 巧です 是ホ 御を 負 じ 願 ひます 



YORK VILL 巨 AUTO SCHOOL 

最も 径れ わるを 働 車を お , 

204 E. 86 出 St. TeL Re がが 2390 . 



N. Y. K. LINE 

社 會船郵 本日 

NEW YORK OFFICE: 

8-10 Bridge St. T 巨し. BOWLING GREEN 2262 

San Francisco Office: Los Angel が 0 だ わが Sea は le 〇 Jf む ce; 

日な Mark がな . BUtmore Hote! Arcade Colman Bldg. Fir が Ave. 

Ch お ago Office: 100 W. Monroe St. 


祖 化 R & 化 ORIO 

CUSTOM TAILORS 

20 DEY ST" NEW YORK 
Near Chur か St. 

T 技し CORTLANDT 7557.7558 


JolinWanamaker, New York 

Cor. 目 th St and Broadway 

Gu ミ dle ，8 Office 
a 打 d Shopping Service 

Mr ん E が th Humphrey 
Special Japanese Guide 


GEORGE W, W 化 sirs SONS * 


Ttie Yokoliama 
Sp がお扣 化 L 扣 

5 化 F お or, E 叫 iiaWe おお. 
120 8 rca おが， lU. 

巧 m fi がわ r 巧 巧 


ills Bank fit Taiwan, Ltd. 

Boom 515 

Bennens 抓！ な 化が ng 8 iii 地 ng 
165 む oailw が， ん Y. 

Te しむ rfland り 2 がが が 


了 HE FUJIMOTO 
SECURITIES 00 ., INC. 

120 Broadw が NJ •むむ 
お 加 r さ 4 巧 - 3 お 9 


THE BANK OF 削 0 淵 

Ihmm 巧 巧 1 巧が 呵， N. Y. 

Phone. Coribn が 8583 


TI) パ iimi れ 瞄 gallic, Ltd. 

化 W 巧 RK A がが Y 
お 0 讯が 4 

143 む wdw 巧 
Te し Hano 化 r 7444 J 445 


；Taiyo trading Go., inc. 

im が rters & Ex 叫 rt が $ 

101 Fifth わ も, O. 

■ Tel. が 巧 nquin 巧 巧 - 5 

327 ん Madison 化が t, 
CWc 巧 〇| Wimiis 


MO 圓瞧邮 OSJnc., 

巧-巧ぶ W. 23 niSt.. 

New York Cit) 

Tel. G な meixy 3 お Q 


-ICANADiAN PACIFIC 

NEW YO 民 K OFFICE 

344 Madison Avenue 

Tekphon も Mu びが Hill 4000 

♦ 閒日 十を 本日 ♦ 
♦ 間 u 四十 迄 邪 ま ♦ 

路航規 最の泮 平 太 


O.S.K. Line 

大 贩賴 船會 社 

お 37 - 8 WHrFEWLL 郎 iU 3 巧 8 

17 8 が巧が化が£化巧丫前 1 (な^ 
PK 0 化閒 WUNS 郎巧 巧 お-お 




HA 則 TA & 即| 

141-147 Fifth Ave„ 
げ or. 21 st 化） 
New む rk Ci わ 
Te し Algo 叫 II 帥 58 巧 


Nropon 

D び Goods C 〇 . 

巧 81 8 r 扭 ailw 巧， G 巧 y, 
Cor. 31 が お. 

Te しお nnsjfWania 巧 即 -51 
800 谢が目 


怖が 0 6 化 S., I 邮. 

Farm が y 

MfiruhaGiii る Co. 

け East 17 化 fU. 化 
Tel. が go 叫 uin 把 版が 


N がバ 做! お g Go. 

15i-5th Avenue. 

(Coi\ 21 がな.） 

Te し Aip 叫 uin 3648 - が 


BROADWAY 
OPPOSITE 
ST. PAULS CHAPEL 
AT V 巨 SEY ST 民 EET 
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【日曜 水】 日 九 サ巧ニ 年 S 和昭 









自顿車 運轉度 修理 ホを 
H 本人の お 師じ化 b 親 
切 じを 授 す、 お 雜の道 

おも 自 わ！ 

操 縱が出 ホ 
る檢じ り 
* ますを 狀保 
謡、 就職口 澤 山、 畫巧 
敎巧用 じ クラ 
一九二 八 年 型を 使用 


戀 


t フ •— 


ワナメ ！ か ！ の特を 

H 本人め わ 貫 物 じは 特別 巧 員を 磨き 無 
巧で 御 案 內致升 電話 文は お 手紙 次第 御 
訪問して 御 便宜を 副ら 初めての わ ホ じ 
對 しては 特に 注盧 致します から 是非 お 
立 寄ち 願 ひ 丹、 巧內 配達は 勿論 H 本 巧 
他が 地 宛の お 荷物 發 送は 當 方で 致し 巧 

レ ヨン ワナメ ー カ^ 


八 ィカ ラな 紳 十は 

化 立 服 を^^ し ま ず 

夫れ は 宜< 身 じを ひ、 鼠 掛けは 宜く 、を 
して お ホを ょら もを 持 もす る 事を 知つ て 
るからで す。 弊 巧は タ數り 米 紳± の 御用 
を 承つ て 居ます。 

n 此廣吿 じて 御 巧 巧の ホ じは 

六を 割引 致します： = 

御 注文のを 何 じな はら や 兎 も 巧 一度 ホて 
見て 下さい 

ウホ ルカ I エンド フロ リオ ホ 服 巧 


夏場 グ—ム 向き 

今回 上記の あじ 移轉し 日本 及び 獨逸 製な 
具、 雑貨ぶ び 陶器 賴第夏 傷 おき おを 部 取 
揃へ 陳 巧して 居ます から 御 ホ 紐の 節は 是 
非 御な を b 御) 寛を 願ます 

予^ テル エ-ぶ ドシ厶 メル 


な 化 森 淸鳳巧 

葬儀 執 巧の 際は 御を に 中 
遠路 お々 御 會葬被 成下且 
'つ 鄭重；：：* る 香華を 賜は b 
難な 奉 深謝 おを 乍略義 W 
紙上 御挨 が 申 陳度如 化 御 
座 お 

尙は 遺骸は 0 ン グアィラ 

ンド •フン ッンユ ポンド 

にがてを おじ 附し 遺骨は 
不 H 鄉 里へ 送付 巧を 候 
昭が 一二 年 ニ巧サ 六日 
內田實 
ぶ 名 阪をボ 
佐々 木 道 鉛 
人 巧 誠 
鉛木憐 


bn 


誦 - 11 揣 

洲 li 

^7(y 


ネ ヤン デイ 教授 

キャン グィ 類、 フン レ チぺス 
ト 9* 、ゥ エツ テン ク及バ I ス 
デー ヶ^ ^ キ 、其 他 キャンディ 花 
棠 子等の 造ち 方を 裳が 兩科 じか 
もて 敎授 します、 希绍 者には 目 
錄 J を 進呈し ます 委細け をへ 

Ttie 一吉ミ Sch 呂 一巧 ま Lex 量呈か ve - 


▲巧 巧 まを 等設滿 供を の 避ち 巧 巧 もる は乘 細を 
のか 練 親切 T 攀 ミ 典 にげ ド ホの 謗さず る おでず 
▲巧 か 大ぞ洋 航路 一二 等設滿 じを 部 苹が的 か 招み 
施し 生した、 み じを 巿辕巧 如きは 巧謁ッ ー リ 
ス トサ！ ド 叉は スナユ デ y トグラ ッスな 上の 

憤 馈也備 へて 席リ 支ず 

® 桑 港 出帆 ホノ八 八經お 〔正午 お 祝】 


コレア 乂 

をを 乂 
西 比 利亞化 
大 げか 
天洋化 


三 一巧 十五 日 
I ニ 巧 化 一日 
巧 巧 十一 H 
四 巧 ホ 化 日 
五 巧 九日 


® シアトル お 帆 〔午前 十 時 巧 帆】 
が豫 .化 il 貝 十日 
靜岡乂 四月 五日 
横潰乂 四月 化 一日 

® 6 あ 資 日本 朽巧化 

白山 お 一二 巧 十 B 
化數沁 己 巧を 言 
A 城 寶盛视 むを 惧竊を B ネ 巧接场 おー 另ニ画 
▲お 遺 切 巧慶を 费其化 萬を 叙が をに 御 あが 申 ザ 
▲太 お 洋お渡 賠を賠 乘摇巧 巧 御使宜 にお 計ぇ 寸 


西洋 料 埋巧賣 渡した し 

夫渝者 じて 經營の 西洋 料理店 今间 なじ 歸巧 する じがき 賣 渡し 
たし、 獨 身を、 或は 夫婦 素の 經營じ 至 喊適當 せら、 アツ パ一 
ト メント 付 二階 わり 家賃 ホ {おじ 格を なら、 引を 者へは を 部 引 
渡す 爲め其 H よら 商 賣し义 住居し 得。 

希學 をは 左記の 名宛へ 御 姐 信を 色 ふ 

貼 谷 生 

書 0 T 呈 I - 養3 H . ぎ N . E . . 至 ash 忌享 D . G . 


T 霉の 印刷 ご 精巧 G る 化 上げ 

時日の 迅速 ご 確 實な巧 正を が 謡 

印刷は 紐 育 新報 社へ 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ か - 0 

わ 間違^む く 新報へ 

ホ內西 十よ 了 目 十二を 十 階ち 

東部に 巧け るが 字 言論 機關の 

■權 威、 吾が 渐 報を 讀 まぬ 人ぃ 

廣吿は 紐 育 新報へ. 


新着 

抵詰 アミ 化 煮 二十 五 他 
瞒唐 をを 燒松常 一二 十五 他 
スタ ー 印 化 薪 貝 二十 仙 

品贊 本位 


桑 山 商店 

ご A 芭 ST 芸 th ST : N . Y . C . 
Ph き e . す 巧 n こ ニザ黃 57 


RVV 永久 _ し績 くを いけ 事 
ロの 機會が あちまず 

レフ H レンス 轉參 あれ 適 當の人 
なれば 鳥 給を 挪ム 、委細は 左へ 
ぎ 1 611, 1 De Haib Ave ., Br 呂臺 


】 週五巧巧八弗、 】 
人 又は 二人に 適す、 
ホ 魔へ 十 巧 タイム スス クコ ヤ 1 
へサ 五を 電話々 ン バラン ド 畜一互 
1 芝 量 F f ごち 黒 綺梅子 


一過 お 弗、 昇降 器附 

アバ ー トメ ントと 階 
バスが パ ー ラ ー 使用 随意 
Mrs . 巧 里 コ， 實 W . 1 呈 St . 

言. 30 

ハミルトン 

テニス n— ト 

一、 タィクマン 通ら ネ ■ — ダグ 街 
巧 ナブ 停留 場のを 側 
ニ、 新設 中の 『コ ート』 一二 十、 間 
隔廣欄 じして 設備 頗る 良し 

一二、 廣き 『ロッカ— •八— ム』 

『ホッ トシヤ ワ ] 』の 設備 あら 
四、 化際シ）ズン賃貸契約は持 
じが 條化 じて 歡迎 
置、 詳細は 左記 _し 御照會 あれ 
ジ宫 lli Edges ョこ 438 


十五 年の 歷 あぁる 當 校は タ 年み 
經驗ご 新 智識を 巧す る敎 師を聘 
し 自動 幸 
操 縱法及 
び 運 巧者 
の 修得す 
べき 必要 
な 機賊的 
智識を 短 
期間 じし 
て最 V 能 
率 ある 徹 
唐 的 技術 

を お 習し 免狀 獲得を お莊し 職業 
ロを も罔旋 します。 



貴 ♦紳 ± 向帶 革、， けを 

金 

媛 

寶 

ち 

巧 ♦を 銀製 金具 附 各種. 


►锁 里を 金 及び 並 送を (無手 巧 巧)* れ * 
巧替® W 、 荷爲 を 取組 取 立、 信 巧 巧を 
巧 等 一 おを 巧 業 お 御 巧 巧 じ 取 巧 巧化模 

獻就臺 灣銀巧 —出張所 

本店 萬 海摹化 

ぞ店 東京、 横 巧、 大 お、 神卢 、上海、 淺 
ロ、 福 州、 厦 巧、 她 頭、 香港、 廣 な、 巧 

嘉坡、 K ラ バヤ、 スマラ' ン 、バタ ビヤ、 を 貝 
力が々 ッタ 、输 致、 巧 か臺潰 十四 ヶ巧 

一、 を 本を 壹億圓 (全 额拂込 巧) 

一、 積な を 化 千 六 肖 冗 十お圓 

內地本 まな 演 (本 巧) 東京 大阪 
神 タ を 椅下 お 名を 屋 

撥濱 正金銀行— 支 巧 

米国を まが： = を港羅 おみが 巧哇 
其他化巧を殘重要郁ぉ ニ そ巧及 コ ン 
スち么 接 


本 巧 大阪化 溶 置 了 目 
が 育ち 巧 紐 巧 プ 《 1 ドゥ ユ ー な 巧 十 化を 

難 巧ぶ 銀 巧 

お (東京* 横-汲、 名ち 屋 、京都、 が 戸 
6 il ちノ 道、 廣 島、 吳 、柳 ホ、 下ノ關 
巧 支店 《巧 司、 小 倉、 巧が、 陳タ 、乂留 ホ 等 

本國 預金、 撒 里 送を 等は おめ 
て 御 便 巧 迅速 じ 御 取扱 可 中 族 


支 巧 お 張 巧は H 本阳 地の 蹈要 都巿 、朝鮮 
滿洲 、支那のを 化 あび 滞 捕巧德 

朝鮮 銀 巧 紐 脊曲張 所 

み 國爲替 一般を 巧 業務 精々！！^ が じ 取扱 巧 
申 上 お /- 


藤本 證ぶ會 な 

一般ち 惜韶 巧ノ贸 8^、 引受、 裳 集 
▲を 棘、？ さ 品 \ こ 切 ノ業お 

基 藤本 ミ^。 1? 銀 巧 

紐. 4¢ お 張が 


淘猫麗 、雜 貨卸賣 

森が ブ タザ ー ス 




巧ち 巧な お 

ドラィ グ； ズ卸巧 

太 洋貿晉 式會巧 

支 巧 おがを、 ボストン 


魄を坡 每ニ過 一巧 出帆 
▲ユム プンス 加を 太 (黃 •客 0 嗎) 

一三 巧 十と H 

▲で ム プレスを 巧 お 三 六、 六是 巧】 

の 巧と 日 

▲ M ム プレス 亞細亞 (一二ろ 呂哦) 

四月 廿六日 

A ェム プレス 加を ぶ (一京 ふ 含 巧】 

五ち 十と 日 
一等、 二等、 一二 等 及び 下等ぎ 設備 
最大、 善 お、 最 がまの まげが わ 船' 


日本 郵船 會 を (並 ニを 巧溢會 社) 

代理 巧 巧 欄 兄弟 痛會 

乘 奉、 乘船切 巧 おじ 小荷物 運送 御 便利 じが 摄 申します 


シアトル お 帆 (午が 寸時) 
あらび や 义 H 巧 十一 二日 
あらに まを 四 巧 十日 

るん ごんみ (坡港 巧 耽) 一二 月 ホ ホ B 
► i 巧 横 演一化 置 巧 

巧し ばりず 化 るん でん もじ 一 立 五 巧 
▼一二 等 日本 巧 里 五 巧ぎ ま 大な造 お 族 室を 較 
►御を 望に 巧 リー 窜 割引が 復 切符 發巧致 巧 候 

ロスアンゼルス 出帆 (午後 ニ 一時) 
らぷら た 化 三 巧 二日 
さんる す 化 四 巧 云 日 

ザ 一等 橫濱ニ 一一 1 C 巧 化は わい 化を じら かてが 巧 
▼巧别 一二 萬 R 本 巧 あ 十九 巧 ▼一二 等 H 本 巧 近 十五 巧 
►を 巧 騒 お巧游 をが 巧 庭 裏を 疆 入御 幹 鹿を リお 
▼紐 育 徐 パナマ 偽 由 日本 ぞ那巧 货物船 巧 一回 


U 本陶撼 器雜貨 
クム フ卸寶 

奈良寶 易商會 


り 本陶破 黑雜貨 類卸賣 

ホ 元ブ タザ 1 ス 


日本 吳 服な 物 キ モノ 
テ 1 ブルク ロ ー ス類 

諸雜貨 卸商 

|贼日本ドラ-グ|ブ1§會 

特別 廉 憎で 乂勉强 新 お 巧は 憤 巧の 持を 


精々 勉强巧 化 御 引 立 顚上候 

陶磁器 雜 貨卸寶 

春 巧廟會 


H 本陶 簾雜貨 
ドラィ グ^ — ツ ぉ販賣 

I 就 巧 木 桃 ホ 組 

SOG 产 Soso 20 I , COMInc . 

1 05. E . 16 th St ., N . Y •ぎぎ yvesant 夏 5’で7 




卽 


：：：：； M お！' け 
洲 w 細 I 幽 

听！ 5 む. 1.1 

M N 


CL 

化 






加 

B k パ 化 

W 邮 
Hu 1M d R 

s ? 辟 


-■■1、 

6 

hn 

T 


相 巧 


寶 本を 壹 億 凰 
拂这濟 資本を 六 千 お 脚 
巧 立を 五 千 八 巧 四が 萬瞄 

瓣船ご 一井 銀 巧— 支 巧 

本店 東京 市日 本 橋 院本 革 培 町 五を 地一號 
支 巧 ル 辟 日本 橋 义の內 (おを) 横な 
名 古 属巧都 乂阪巧 (大 お) 神戶 
旗を 下 關巧巧 若 化 極 岡 長 お 
上 お 偷おま 買 刺 水 


檢 ぉ入爲 巧、 電 情なを' ホを 金， 旅 巧 信用が 
商業 信用 狀其他 一般を 巧 業 

人能航 S 薬 銀 巧— ま 巧 

赖里 送を ハ 日本を 化 無手 數 巧？ 忍 速 化 扱 
本店 預を (を 巧 通知 ノニ禪 ) 御 促 利 取扱 
本 ま 巧 巧 ぞ采搜 、大阪 > 巧戶 、を 都 
所な 地名 古 崖、 小 お、 上 お、 倫教 


熱い 挪緋を 啜りつ く 

レスト ラント 事業 r 妍究 


: 化 カフェ テリ ヤ にての 曾 合 


旣報糾 巧 日本人 曾 商務 郁 
一 ま 偶の 岡 胞馳係 職 萊潑姐 調査の 
第一 ホた る レスト ラント 事業 硏 
巧會 はまる 二十ち H 午後 ニ 時よ 
b 巿內西 一二 十五 T 目 五十 一番 H 
ホ々 フ H テリ ヤ內じ 於て 開いた 
. ^一嚴をむリ晒日じも拘はらや熱 
也；；* る：！？ 胞會員 ホを 員を をゼて 
六十 余 名に をし、 日 お 幹 郁よ b 
はが 信を 長 も 新が 西 州よ 6 脂々 
I 出 おした。 劈が 巧な 部 委員長 地 
ま 延么巧 氏 おもて 一同の 巧會を 
謝し、 開を の 趣な を陳 ベて 自ホ 
じ ラウンド テ ー フ^ 式の 協 薄を 
ホ 塔： しむが、 日 化 カフ H テリ ヤ 
の 共间經 巧を でを b 义 H ホが 理 
巧の 巧れ まで あるな 旧 德巧郎 氏 
は 先づ該 事業に 脚す る經 験を 語 
6 始めた。 同氏の 說 じな へだ 

紐肯 じがて U 本人の 經を 
しつ i わる 所 諮げ を 巧ピ約 六十 
軒に をして 屁る。 而 して 化事萊 
が H 本人に 適し 居る や 巧 やじ 腳 
してち をす るに 大体 じがて 適當 
し 居 もと 確信され 且つ 事業 其 も 
の} 將ホも 見込は 巧を あつて 巧 
して 曽險 的な 事業では ない。 タ 
併經 をの 要訣は 第一 藉 巧の 選を 
第二 適切の 設揣第 S リ ー スであ 


る。 其內 じもリ ー スの契 おを ち 


當は四 か 五' 庇を 出で 中 巧拙 ごし 
ては 义人 向きの 風 ホを かを 條件 
どず ご述ソ じ。 化 他むな 進 巧の 
法が 智識の なきは 失敗の 一因 U 
b ごの 說 、が 上赌 と、 乂 石を 諸 
氏の 息 見 も あり、 一同 H ホ々 フ 
エブ リャの 巧 寂 - i 依る 熱い 

规緋 を 啜らつ I 叙 也に 硏 
兜を 緩 巧し、 午後 六 時 お 田式雜 
巧の 變應 をを けたが、 硏 巧を 員 
巧設 おの 提爺あ b 1 應日會 ま 催 
の硏を 會を閉 K を 信 巧 お 氏を 座 
長 どして 委員 お干 名を 指を して 
尙け硏 兜を なすこ ごじ 巧— 散 倉 
せる は 午後 九が ご。 つた， 右に 
翩 （ 化 席 巧の 一人は 語る 『今 巧 
の 研究を a ぶ 碑を 談ど 異ならが 
おに あ 面目で わつ て お 益の 禽を 
である ご 信 やる。 唯 あ 席 巧 中 ザ 
引 じ も 新 じ料禪 巧を 創設ず も 協 
雑食の 如 < じ誤辭 した A も わつ 
わ 巧で ホる がりぶ 乂會は 資利事 
莱 をな 終す る機關 ごは なく 同胞 
の爲 めじ 其ず 引きを なし 斯 かる 
を 運を 促進ず る 職能を 持 《て 居 
るので るるから、 要け を 自の奮 
發 、む 育け 力 如何に ある』 る々。 


利 じ 且つ 半永久的 じして をけば 
萬 一 煤 所が 裡想 的で なくと も、 
ブ . — スを賣 る 主 かお ホる から 是 
が 最も 大切な ホで あ' る。々 フエ 
ブリャ 式の 事萊は 一二 十四 了目邊 
から 五十 九 了 目まで がよ い琪巧 
巧で あらぅ し 四十 ニ 了 目邊は 

最良 S 煤 所で あるけれ 共 

レントが 商いから j 寸手 かかく 
まい。 鬼 も 巧 設備の かき もが 鑽 
じ 化 6 て適當 じする を 要は ある 
が シス ブムを 乂人ご 同】 ホ 法と 
すろ ミが 化を た ある。 义 ブイ 八^ 
— ム が從ホ化巧し得^-よかつたの 
は 高い よい ものを々 験の 客に 提 
供す る ホ 針で をつ た あめで ある 
が 巧 巧では 滩 利多資 ホ 義で 遣ら 
ねばならぬ よ •か 巧つ て ホた。 故 
じ n 木 人の 資本を 集注して 適當 
じ經營 ずれば 稱 かじが 堪 である 
榮 出た じみぎ お井德 長を は無經 
I 驗の乂 敗 談を冒 巧 じ 傭人に シ ユ 
ャァを 巧へ 共閒經 資の實 質を 採 
'つて 居る 2 おじな 人の 合 お 所 建 
; 鼓の 必要を 唱導し、 括玉鎭 氏は 
ン スト ラントの 柿 類 じ 就て 說明 
をな し、. 堀乂を 氏は 自己の 

が 計 を根據 どして マン、 イ 

ッ タン じがけ る 二十 ニ 軒の 巧 人 
ホを 巧は 自己の 計算 じ 依れば 一 
巧 八 千 ニ 巧 二十 五が の 煩 格を を 
し一グ パの 賣上 十一 ニ 巧 巧 じ 逢す 
ご 述べ 米 人 料理 巧 被 傭 问胞は ニ 
を 二十 六 人、 化】 ヶ月の 俸給 ニ 
一方 四千 八ち 弗、 日本人 經 をの 洋 
k 氏 巧 被 傭 W 胞は ニな 八十 化 人】 

I ヶ月の 俸給 二方と 千 おが 五十 巧 
I ティ グーム 十六 軒 化 俸給 二方 ニ 
i で 巧で わち 旨を 語つ て 同事 業の 
一重を る ホを カ說 し、 を 重義氏 
一巧 胞經 をのち 那巧理 はが 育に て 
一は 熟 爭の鹽 なぎ も 旧を にて は 其 
ー绍 あるべし 化し 投資に 勒 ずる 配 


郵船 桑 港 線で 

，海上 版發刊 

顧客 木 位の が 策實現 
B 本 郵船 會 化が 東洋 巧 船を 併 
をして おおを 港 線 綺營の 街じ當 
つて 0 ホ r 顧を 本 化」 の 商策を 實 
現す ベ'' 銳 意な 善を 謀つ て 居る 
ミは 一二 等 船を 待遇 向上、 優秀 船 
建造に 依る 航海 円 數か縮 計 書 等 
で 立証され て 居る が、 最近 じ ま 
ら太 西が じ 於け るを 線で が育ゥ 
ォ ー 八 ド 紙、 ッ リビユ ー ン紙ど 
聯絡して 船內の 日刊新聞 をを 刊 
しつ i ぁる 例 じを じ 郵船 歐洲が 
おの 例を 參 酌して 『海上 版』 を 
を 港 線を 汽船 內 じて 簿刊し 船客 
の 旅 橘を 慰む る 一端 ごしむ 爲め 
に 非常の 巧 評を 傅して 居る 0 を 
『海 t 版』 は 東京 時事 新報の 編 裳 
じ 依ら 八ぺ ー ジ 日英 巧え の もの 
で ラ デオを 利用した 趣が ある 新 
聞で わる。 


らに惡 し.'、 人情 風化み ホ 國じ引 
きが へ お巧お^^る處が之お尤ら 
約 一二 ザが ちじ がらで 破々 ホ國を 
敲 解せ ざ b し 小生は 旅烏ん みを 
おて 採 削を 励を 化 評する 巧の 巧 
索 無 之 候へ 共 ボム ペイ V 兒 てん 
問の 輯藉の 殺 モ年閒 W 等 お ホの 
城を 示し 朽ら ざる じ增 .々悲哀を 
威 じが』 云々。 


化 森 淸鳳巧 葬儀 

な 化 游淸獻 巧 葬儀は り幡 午前 
十 叫 ザ 巧 五十八 T 円 四十を ブラ 
ザ 葬儀社 じめ て淸水 牧師 对 まの 
下 じ 執む、 祈禱 、蜜 冀期讀 の 後 
構 水 牧師 S 說敎が あ b 午前 十一 
時柩を 日ング アイ ランドに 送つ 
て 茶化 じ附 した。 


公人が 人 


♦奥が 正 太 郎氏日 水 綿花 紐 育 

ま 巧 長、 ホテ少 •マジ 五 スブツ 
クょ b ニゥ 0 ッシ でが おォ バア 

八ック • 。 1 ド 一四 お番 じ移轉 
♦お 越 喜と 巧 海軍 中佐、 去る 
ニ - r ) ni 華 府を經 て 着 當を紐 育 
監督 事務所に 巧 勤 
馨猪候 昌臧氏 徵道省 紐 育窜務 
所モ ほお 師 、五月 九 H お 帆の ァ 
クキ タニア 號 じて 渡瞒巧 月册一 
日 瑞西じ 開催の 國際 勞働會 講じ 
出席を 命せられ 曾議 終了後 餘瑚 
♦巧 川壽 S が 氏 報知 新聞 經濟 
部 記者、 前週 着 紐 H 本 お 樂部じ 
投宿せ るが 六月 頃まで 滯 巧の 普 


♦川 島 牧師 夫人 計 音 前が 育 U 
本人 美 W 敎會 牧師 川 島 末 么進氏 
夫人は 鄉里 にて 病 巧せ る 由 じて 
同 枚 師は本 H 桑潘お 机の おが 化 
じて 一時 歸朝 する £ 


◊— 


;◊ 


日本せ タ—ル 

◊ ◊ 


締切 紐 育 本局 午後 お 時半 

ご！ 巧 四日 桑 港經も 
ブンジ ザント • 

ガ ） 7 キ作ド 号 

一二 巧 六日 沙港お 由 

フン ジ テント •マ ザ ソン 号 


dl^ 桐 スペシャル 


御大 典 ミ 献上 晶 

今秋 擧わ せらる i 喪 上 階下 御 
邮 位の 大典に 際し 一般 献上 ぉ受 
巧の が じ關し 宮內省 じがて 內を 
せる 巧に 依れば をは 大体 先帝 御 
削 位 式の 树じ像 ふべき が、 廣吿 
じ 類す る もの 又は 華美 じ 流る i 
ものは 之を 巧け を 巧縣じ 在らて 
は 地 ホ 長官、 植民地 じあら ては 
上 長官、 お 外な 留ま じあら ては 
大公 化 領事を 經て 懼献じ 巧る も 
のを 受 巧す る當 である ご。 がは 
糾脊 では 義に H 本人 曾 じがて み 
をせ る 特別委 貧を じ 附議し 適を 
の ホ まを なす 順 巧 どなつ で 居る 


一松 攻ニ 巧ょり 

搭臘 ホ發お 渊を銘 おして 餘朝 
のをに 就い たん 巧 商事が 育 巧 張 
所を 一松 政 ニを は 本 パ 初旬 お改 
よ b 跌洲蹈 遊 中の 所随を 左の か 
く醬 いて あおした 『時節が 最惡 
の 時期に 巧を せる 庭め がをは 更 


『お 節句の 雛 人 あがず 麗じ 
陳列され ましむ 
御を 寄ち の 上 御 撰 擇を願 
ひます』 


か 桐 兄弟 商會 


瓦^ 賣孽 


綺麗 じ 塗り 替 へた ポ！ グ. 一個せ 
如で 御み けします、 左へ 
S . K . P . 0. ぎ产 だ？ long 田 空 ch - 广 I . 


セ— ルス マン 入用 

洋服を 直 お 顧客 じ 賣ち步 く 人を 
あわ 一遇と 十五 弗よ b な 苑の收 
入、 絕 巧の 機 曾、 左へ を 渉 あれ 
里 G 夏 星 さヴ ilors , ニ 0 F 妻 A ま’ 






RKHH 




二宮 剧巧庙 

Tel. Worth 0581 

お 川 巧 隙 事務所 

H. Segawcty Insura 凸 ce Broket*, 
303 巧 わ h Ave., 

TeU Caledonia が 01 

巧 田 商事 株を 會 社が 育ま 店 
Uchida Tsradm 咨し 〇 •, Inc. 
291 Broadway, 

Te!. Wor 比： 1576 

島 寶易揀 式會栽 1 

Shima Tra 幻 m 径 Ltd. | 

150 Broadway i 

Telephone Rector 1484 

祿ま會 化 赤 尾商會 
Ak&wo & Co リ Li ん， 

295 Fifth Ave,, 

Tel. Caledonia 9758-59 

ホを 製 絲巧樣 巧を 管 化 
K&iiakura 在 Co., Lt ん， 
225 5 化 AvenuA 
TcL Aihland がが ぷの 9 

な {lanese-American News Semce 

日本 電報 通信社 

な H のな お 巧、 ちま-巧々 か 巧の 
事 巧を 巧を 且つ 巧* じ 巧 道す 
每曰 入電 一ヶ月 巧を 五十 巧 

Tokyo Advertising Agency 

日本 新聞 雜誌 廣吿 一般 取扱 

12 West 17 比 Strew 
Telephones Wsitkins 2909-10 

に Mildmo わ 

Mikimoto Pearls 
53 邑 ドが 比 Avomie 
Xa. Vanderb;U 2 別 9 

紐 育 日本人 會 
The おが nwe Association 
巧 0 West 5 州 化が i 
Tel. Columbus 6878-77 

H 巧 株式 會社 
化理店 
島を 商會 

129 わ 扣か 化 N. Y. C, W. Recior 巧 84 
Fa 加け ； 208 Raw 扣 n 化しし City 

沒巧妨 を 株式 會社 
Asano Bussan Company 

Room 801 -805 
l6d Broadway 
Tel. Cortlandt 8047.8052 

大倉 おお 育ま 巧 
Okura & Co., 

30 Church St.> 

Te し CortUndt 2292-93-94 

Paul に M* Thomas 

. Advertiwng Counsel 
2 の 3 む あ 刪 む i 地 ng 巧 4 わ s»u 化 
M わ ekman 巧 巧 

巧 お 渊淺道 株式 會神 
な 育 事を 所 

South Manchuria R. R. Co,, 

Koom 202 ら Cana ぷ an Pacific Bldg. 
342 Madison Ave. 

Tel. Vanderbilt 4135 

H 井 物產賊 會社 
な 育ま 店 
M お ui 在 Co リ 
{65 Broadway, 

Tel. Bowling Green 7520 

乂巧 商事 賦貪制 

Kuhara Trading Co., 
30 Chu 化 h St" 

Tel. Cortlandt 4550 

株式 會 なお ホ 巧 巧 
組 育. 支 巧 
Iwai 在 Co., 

Woo!wor 化 BuH 出 pg, 

S 萎 商事 棵ま會 社 
紐 育 支店 
Mhsu 占 isfai Shoj'i Kakha 

(Mitsubishi Co., Ltd.) 

’ 120 Broadway 

Tel. Rector 2560-2564 

株式 會肚 

山中が 會紐育 支店 

Yatnanaka & Co., 
680 Fifth Ave^ 
Tel. Circle 4014 

目 本 锦化巧 まを 化 
紐 育ま 巧 

Japan Cotton Iradmar Co*f Ltd., 
25 Maditon Avenu み 
TcL M&d, Sq. 3 が 5 

日米を 糸が ま會社 
紐脊 まぶ 
N1CHI-BEI X1IT0 KiBUSHIKI XMSHA 

(NICH ! ぶむ KHTO CUmLTD.) 

1 Park Avenue, 

Teh Ashland 6246-4 了 - が - 49 

巧タ鈴 木が 巧 
お育まな 

Suzuki & Co リ Lt ム ， （ Kobe) 
220 Broadw が， 

Tei. Cor け andt 1149 ぶ 0-5 レ 巧ぶ 3 

日本を 糸 巧 ま會お 
紐 育 支な 

Morimura む ai & Go., Agents 
44 East23rii S し 

Tei. Ashland 5320 

原を 名會な 
紐 育まな 
Hara 在 Co., 

443 Fourth Ave" 
TeL Caiadoma 7830-35 

Vjiosho Corpora お 0 打， 
Silk Importers^ 

40 反 a が 84 化な reel 
Tel. Aihland 4987-91 
Gosho* C 〇 n Inc*, 
Cotton Exporters 
60 Beaver St . 

TeU Bow! 化 g Gre 如 1 8 如 &•0€ 

乂阪 朝日 ニ まを 朝日 大巧 お 目 ニ 東を 吕 H 

化 巧 ま 巧 お 木 S が 

Osaka \sahi Osaka MainieW 

Room 308 World Buil ぷ ng 4 〇 7 Tribune Building 

T«L Beekman 4860 TeL Boekman 4259 

‘ — ■ . — — - — ■ — っ - — — ■ — 
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贫 お？ ぶな ぉ巧な がを 巧 im が 


SATUR 日 AY ， MJl 邮 H31 の 8 


I 心 社 4^ 穿 特電 (禁 お町轉 載〕 


中 黙 貫 一巧 叙 動 

ご 一日】 お 報の 如 （去 &化お H 
逝ました H 本 お 姐 取締役 中 巧 
貫 一巧は 動 一二 等 瑞寶章 じ 叙せ 
られた 0 

鐵道 常備 費 節約 

ご 一日】 本年は を國を 通じて 非 
常じ溫 かいので 媛 道 省は 常備 
裳な 化 巧圓の 中から 五十 方圓 
な 餘裕を 見る だら ぅ ¢0 

一二 ホの 重役 更迭 

〔ニち】 S 井 銀 巧 化 締役岸 本 兼 
太郞 巧監杳 役と な b 、 見 城 重 
ホ 巧 取締役 ごじる。 

兩師團 長の 轉輔 

〔_ 日】 紫 十師國 長長を 川お敏 
中將 はを 衔帥 幽畏 じ、 支那を 
化 舘附本 化繁中 おは 窠 十師團 
長に 柯れ も轉輔 された。 

工事 認可に 反對 

(一日】' を濱 運河 工事は 淺野總 
一郎 皮に 認可 說 あるので 猛激 
なるな 對蓮動 起る。 

郵船 支店長 化理 

【 - 日】 目下 歸朝 中の 郵船 支店 


長が 本宗藏 氏は 病 お靜餐 のた 
め 本社 詰 どな b 副 支 巧 長 た 吹 
装 ホ 氏化理 ごなる。 

通貨 收 縮に 反對 

t 甘 九日】 通貨 収縮に 毁 しがぶ 
會はほ 凿し秦 幹事ち は 一二 止藏 
相 じ 之を 陳情した。 

川 崎 造船 新 社長 

【甘 九日】 川 略 造船 社長は 舊神 
タボ長 鹿 島 房次郞 巧に 巧 巧し 
神 戸 製鋼所 新 社長には 前が 軍 
省經理 局長 永を 晋次郞 中稱就 
巧すべく、 鹿 島 氏の 就任で て 
銀巧團 父び が 軍 側も滿 巧で て 
居る。 - 

遞信兩 局長 任命 一 

L 甘 九日】 廣鳥遞 信 局長 園で 榮 
五郎 氏は 髓 あが 險廚長 じ f 熊 
本遞信 局長 おが 寶 一氏は 島 
遞信 局を じ 巧 命され た。 

利下げの 望薄ム 

IL サ 九日】 皮 間 銀が 利子 引 j じけ 
は當 をは 間 題 じなる 主い' 

つて 日銀 巧 下げ も 遵み薄 
つた ど。 


- 


て隨 

な 



石油 疑獄 ご 共和 黨 = 彿米仲 
裁 條約ゴ 議會攪 准 《ス テム 
. ソン 總督 着任！ 中 ホで 大學 
生 暴動 IN ジ プト條 約を 斷 
るり リンデ！ 大佐 じ 金 イダ 
ル 寄贈。 ム ァアズ 元帥が 逝- 


(ブ シン トン j 日發】 シンク 
レアの 巧 池 疑獄に 關聯 した 上院 
調を 委員 貧 じがで パ] デン グ大 
統領 時化の 選擧 委員長で あつた 
前 郵便 總監 ヘキ ズ 氏は 千 化 巧 ニ 
十 年度の 選擧 費が す 足し じ爲め 
ンン クレア 巧よ 6 十 ホ 巧 巧め 寄 
附を 受けた のみなら や 一時 同氏 
よら サホ巧 巧の 政府 公債を 黨雙 
じ 離 地を をけ をの 一部は 當 が 巧 
び 氏の 許に 返還した こごを を認 
した、 これで 巧 油 疑獄の 莫 いを 
が 共 か 窺の 選舉费 r 關 巧の 深い 
こごが 利が した 譯 である。 

註。 間 越の 巧 袖 疑獄は 前內務 
長 宫フォ ー ル 巧へ 贈赌 したる I 
じ 媪を發 し'^! デン グ內幽 の I 
腐 股 政治を 邀 減。 く聰 露した 
る もので をら 0 一 
〔フン ン トン 二十 化 日發】 ニ 
巧 六日を なて 締結され た 义備新 
仲截條 約な h 院外を 委《 會を滿 
瘍 一致で 通過し 近く 上院に 姻附 
の h 討論 批准の 豫定 じして 國務 
長宮ヶ n ッグ 巧は 委員 會じぉ 席 
し新條 のご舊 ブラ キア ン條 約は 
阿禪 衝突し ない/一 確言した る も 
委員 會 では 重ねて これを を义嘗 
V . して 兩図 政府が をの 诗 明記す 
ろ ことを ホ めれ ので 閥務 省は 直 
もじ フラン' マ 政府よ ゎ これに 關 

したが 証を 要求ず ベく をの 上は 
議會 の 批准 も確寶 である ご 認め 
られて 居る。 

『マニラ 二十 九日 發】 7 ネリ 
ツ ピン 總督 どして な 巧の 途上 H 
本、 支那、 杳 を 等に がて 官民の 
歡迎を 巧け 時 周に 關 して 窓談し 
た ヘン 9 •ス テム ソン 巧の 搔乘 


化 どして 巧 際 的に 毁名 ある 飛行 
家 ナヤ 1 片ズ •プ ンドバ 1 グ大 
佐に 金メ ダグを 贈るべく 镇奠千 
五が 巧を 巧 かした。 

記者 曰 <當 化に 本部を がする 

ウドり！ •ウキ 方 ソン 平 おが 
刚 でも リンド バ ー グ大 佐が 平 
和の 化を あ彰 する 盧 ホに めて 
昨年ぶ び 本年度の 孕 化 賞を 五 
巧あモ 弛を 乂をに 贈る ベ < 可 
巧した。 . 

〔。— マニ 千 九 H 發】 歐渊大 
戰中 にがて イタ ブ ー 軍總司 か宫 
どして あ 聲を龜 はれた アグ マン 


ド •デ ァズ无 帥は をて ょら 病 秋 
中で をつな が藥巧 巧な < 今朝 あ 
ました、 元帥の 遇骸 はが 鄕 軍人 
閱 にがられて 居る がす 日 厨 葬に 
附 すべ （巧 王を 始め どし ムソリ 
ユを 巧は 使節を 派遣して 弔 恵を 
述べた。 お 軍は 駭讲大 贼席後 ま 
では 無名の 軍人で ぁつたが 一罐 
ィタ 义 1 軍 司み 官 に 巧 かされ 列 
强の 司み 官の 中で も 最も 年若き 
將巧 £ して 知られて 居た。 將軍 
はスぺ ー キン 系の イタ リ ー 人 じ 
て モ八巧 ホ 十一 年 ナポリで をれ 
たんで ある。 


當選化 議± 一 覽表 

.岡 


した マッキ ン レ！ 號 は海隆 飛 

巧 機 十二 機の 外 驅逐鑑 凹隻； レ迎 
へられて h 陸し 直 もじ 官邸の' 入 
ごなら明 0 の就化式じがて&は 
比島 政策 じ 關し里 要。 る聲 明を 
試むべき が 新 總督は 比島 獨 ふを 
0 て 時期 尙 早と 認 むる も畿島 と 
はな 調 ま義で 施政す る ホ 針 C あ 
る ご 0 

「ゥス ネ ジュラ 麗 々ラ々 〔； ニ 
十 化 日發】 過般 催された つ ザ ま 
週間』 の 大な騷 ぎじ 乗じ 少； 欲の 
太學 生が 政府の 施政を 批評した 
爲め簿 a 宮に 抑留され た 反響 意 
外に 大きく 約 I ニが 人の 大學 5 王 は 
蠻察署 を圈ん でを のす 法を 品ら 
おじ 抑留 だんこと を遵 みて む證 
されを 大學 生は 岡 盟化校 じ び 
つ i あるが V れじ 同情す る S 話 
を検 手、 巧 锁エ等 も 今朝 同端罷 
エじ 及び 騷 動は を國じ 及ぼ イあ 
勢で わる ご。 、 

〔々キ 0 二十 化 U を】 昨 2 エ 
ジ ブトを 化 表した サ！ ツ ツ子 • 
パシャ VI 英圃の チャンバ — r ン 

外相の 間 じ 締結 5 れた 巧條： P な 
其 後ュジ ブト 内閣に めて 燕 蒜 中 
であつ たが か府 はが 傑 約を がて 
玉ジ ブトに 不巧 である ど 認吻證 
食に 批准を ホめ やを の礙巧 おご 
巧定 しじ もの、 如く 幾多の が 聞 
紙は 頻 ち-し 條 約の 内を じ 就で 彼 
是れ 報道して 人 &を不 をな 了 
めを 所 じがて 條 約反對 のみ 威 蓮 
動じ 及びつ i ある 爲め 政府は こ 
れ 等の 保 道は いづれ も 虛辄で わ 
る ど 蠻吿を おへた。 

【ワシ シ> ン 二十 化り を】- で 
院は本 H お 場' 一致を なて 空が 大 


靜 

第一 H 化 円 あ 五郎 (政を 滞を 
を銜 (は) 小み 江 実巧吉 (民) お 野 
一靖 (民) 松 本 君ず (政) 

第二 U 岸衛 (民) 巧 司良郞 (なご 
郡谷昭 一郎 (政) 小 泉 策お郞 (を) 
窠 ホ 上剛ニ お) 倉 本 雷 一 
(政) 乂橋 ホおエ (政) を 旧 喜 ご 一 
郞 (民) 

黃 森，. 

第- = 中 川 お藏藏 (政 朦井建 

を叟 H 藤鐵 をち 

第二 U 鳴 お 文四郎 (政) エ藤十 
一二 雄 這) 長 内が 昭 (お) 

福 岡 

築 一 H 中 野ぁ剛 (段) 山 ロ恒太 
郞 (政) 宮 川’. 貫 (中) タ田勇 雄 
(政) 

第二 H 淺お璧 11 ( 民) 龜 井貫】 
郎 {民} 久恆貞 夫 (不) 大里 廣み郞 

(民 香田璧 ちち 
第一 11H 山 搞達么 巧な S 旧 俊 
が (あ) おおを 雄 (を) 白 巧义巧 
岳) 大內暢 ご 一 (を 
瀑四 h 内野 辰巧郞 (政) 勝正憲 
長) 未が 偕 一が (民) 阪 井大輔 
(を) 

化 海道 

祭 一 = 中堅 ハ 一二 郞 (民) 森 正則 
(政) 山 本' 塔 S (民) 岡 田 伊太 
挪 (な) 

第二 リ巧武 (政) ホ路 一 ( 政) 殺 
東 幸太郞 (ほ) 淺川浩 (民) 

■第 四 n 板 谷 順 助 (な) 松 見 喜 巧 
お (な) 岡 本幹輔 (民) 檀が禮 巧 
(吸) 神 部を 藏 (民) 

廣 島 

簾 1H 藤 田 若水 (民) 岸 巧淸記 
(璧名 川侃ボ (政) なが 祕曼 民) 
繁ニ N 導 目 まか (政) 化 道襄一 
(巧) 宮旅幸 一二郎 (民) 肥 巧琢ニ 
(を) 

第一 11U 鳥ち お (政) 宮澤路 (政) 
小山 貫藏 (政) が 巧 离太郎 (革) 
橫 山を 太郎 (民) 

大 か 

第二：： = 1 冗巧肇 (政) が淸 信愛 
(あ) 重 松 重 治 (巧) 

鳥 取 

豊旧修 {政) 矢 巧 普 化 (な) ご 一巧 
をみ 邮 (お) を ロ 源 十が (ほ) 

島 根 

第】 n 撰 巧幸维 (民) 巧 夫み 郎 
(技】 木が 小 左衔巧 (民) 

?を 了 = 媛 孫 一 ( 民) 島 田 俊 雄 
(政) 沖 島鎌藏 (中) 

兵 庫 

第一 llnl ニを 利. ホ (民) 靑木雷 


第二 n 髙橋ホ 威 (巧} 佐 藤 巧 一 
(民) 石 塚 一二郎 (民) 加 藤智正 
(あ) 

第 111 N 山 旧义司 (民) 裔橋 おみ 
郎 (政) 堤淸六 (政) 大が貫 ニ 中) 
飯 お 知 信 (民) 

第 四 H お旧義 二を) 巧 巧德太 
郞 (政) 商 鳥顺作 (民) 

山 お 

络 一 U 高 橋 おみが (政} お 方 利 
編 (政； 黒を 泰ホ (民) 佐滕啓 (ほ) 
第二 n 熊を おを を) 松 岡 俊 ニ 
(を) か 山亀藏 (民) 淸水德 ミ 
郎 (民) 


ニ 一 


重 


一二郎 (な) 山 本 唯み (政) 

茨 城 

窠 一 n 內里信 化 (政) 中綺俊 
を (民) ホ栖 よが (あ】 

宮 城 

第 一 n 滕澤 幾么輔 長} 中島 鹏 
六 (政) 內ヶ係 作 一二郎 (民) 守屋を 

まを 葛 原ち を)’ 

第二：： Z . IK 本ず 之 助 f 巧】 菅お英 
伍 (ほ) 小山 倉 之 質 お) 

.高 知 

第 一 n 中を 貞賴 {民} 濱ロ雄 幸 
(ほ) 當田 幸お郞 (お) 

溝 ニ n 下 元 巧么助 (ほ} 大西淸 
蔓民痕 本 志魯雄 (政) 

お 川 

第 i n 中橋德 五郎 (政： 一永 ホ 柳 
太が (を) 箸 本 太を (不) 

山 梨 

’河西 豊太叟 おち 邊と六 (政) 
大綺淸 作 (政) せ內 ぶ次郎 (政 K 八 
水 要と (政) 

屬 '島. 

窠 一 H 巧 か 竹み 郞 {民) お 切を 
雄 高) 藏園 一二 四郎 (民) 巧雙き 
君 川與巧 (中) 

第二 H お鄕實 (民) 寺 田ボ正 
(民) ホ 塚史巧 (お) の 山 武夫 
(巾) 

第 突義を (政) 津 崎尙武 
永 田を ま (政) 

神奈川 

第 SU 鈴 木を 维 (政) 岡 峰义が 
郞 (政) 胎中 楠ぶ 街 巧 (を) 半 川 松 
お郞 (民) 

福 島 

築 比 佐島华 (民) 木が 淸治 
(政) 松ぶ おを 衔巧 (な) 

福 ホ 

山 本 條太郎 (玫) がか 义太郞 
(民) 添 旧 敬 一郎 (ち) 佐々 木乂 
ニ (政) 熊 谷 五右衛門 (民) 

和歌 山 

祭 一 U 中が 啓み 郎 (民) 山恃傳 
之 巧 (民) 本本 ま 一郎 (な) 

第二 H 小山を 磯 高) 中が 雙受 
田 淵豊ま (中) 

熊 本 

络 1 n 小 お 一太 (民) 平 山 3 巧を 
(民) 松が 鶴ず (な) 大麻 唯 巧 
お 巧十衔 (踩) 

第二 n 深水淸 (民) 中 野猛雄 
(政) 上溪词 (政) ま 達謙截 (民) 
中 山貞雄 (政) 

新 瀉 

祭 一 n 山 本 巧み 郞 (な) 困邊熊 
ニな) 阿部が 太郞 (す) 


第 1 n 加 藤を 四郎 (あ} 木 村を 
興 (民) 川崎克 (民) 井口 延み郞 
(政) 井が 秀 五郎 (政) 

第二 n 池 旧 敬な 民意 崎 巧 雄 
(を) お 田閱松 (を) 岸 本康姐 

長) 

岡 山 

第一 n 鶴を 就雙 中} 玉 巧知 義 
(政) 岡 巧忠產 (な) 横 山泰遣 
乂山知 之 (政) 

第二 n 小川 鄕太雙 ほ) おがが 
次郞 (技) 星 島 ニ叟政 •一 小み 節 ホ 

蔓犬 養攀き 

岐 阜 

第 一 N 山 旧道 巧 {民} 匹 田銳を 

(を) 川 崎 助太郞 (實) 

第二 n 井上 孝 哉 (な) お 村千藏 

(民) 佐 竹 唐次郎 (を) 

第 牧野 良 111( 政} 平 井信 四 
が (政」 渡 邊德巧 (お) 

山 ロ 

第 一 n 义 巧房么 巧を) 巧 普 太 
郎 (政) が 谷音藏 (政) 藤 ホ 啓 一 
(民) 

，窠 ニ：：：： 淺本與 r 岳) 葛 爆 猪 
や (政竟 玉を 一( 致) ま本踢 (ち 
西 村 茂 生 (な) 

振 木 

第 In 森恪 (な) 鳥 旧 おや 長) 
窩橋 元四雙 お) 齋藤 藤巧郞 (政) 
齋藤 太を 衛 (民) 

繁ニ n がが 龙 S (政) 藤 お 虫 や 
(が) 神 田 正 雄 (民)： を 巧き S 
郞 (民) 

秋 旧 

祭 一 n 町 田を 治 (お〕 池 巧ホ淸 
(政) 旧中隆 一二 (ほ) 鉛 木を 康 
(欧) 

第二 = ホぉ繁 一二郎 (あ) 御田 淸 
を衛 (民) 池 田 濯 治 (欧) 

愛 知 

窠ニ n 西脇晋 (民) 久 野臂資 
(民) 丹 下 巧十郞 (政) 

第五 n 大口 喜み (政) 鈴 木 五 ホ 
(政) が 滿武雄 (段) 

長 崎 

萬 一 n 巧 岡 巧か邮 (政) 向井 倭 
雄 (政) 則 巧由康 (民) を 波を 一郎 
(民) よ 旧を 作 (民) 

第二 H 牧 山耕藏 (ほ) 森肇 岳) 
齋藤巖 {政) 本 田恒妄 民) 

長 野 

窠 四：： = 上條信 (极) を 旗 元太耶 
(ほ) 植 原を 一郎 (め) 

P, 龜 

巧 鄰 

漢那患 か (民) が赚舉 (ほ) 竹 F 
定隆 f 政】 奮 刹を 满 {な) 巧が み 

婪 な) 


は U 米 お 忡裁條 約 中には 是非 
共 移民 閒題 をを ませる やぅ 態 
巧を みした ご 云 ふ。 

ワシントン 二日 發 ：：：： 圍お 長官 

ケロッグ 氏は 重ねて フランス 政 
巧 じ斟し 不戰條 約の 提議を ホ 盛 
して フランスな 府の 考量を ポめ 
つ i あるが 今回の 不戦 條 約は 過 
般 'ィゲ アナみ 化 ホ 會議で 通過し 
たる ものを ま 旨 どし • 

獨らプ ランスの みならず 日本 
英國 、ィ タリ]、 獨 逸ぶ 化の 
列强ご 締結して 戲 ずを 絕對じ 
不法を 段 ど 認め 凡ゆる 國陈間 
の 紛爭は 平和的 手段を 0 て 解 
决 する； を 宣誓ず るが、 

敢て 不法なる 戰 ずの 突發じ 際し 
聯盟 閣が 化の 締猫國 じ 軍事的 援 
肋を 與 ふるこ ごを 意陳 しないも^ 
ので ある、 從 つて ホ 國 政府 どし 
ては この 條約 じ參 加す る ことは 
フラ y スが甘 力 少ノ條 約を 締盛 
したる じ 等し < 巧 等 國際聊 盛の 
責務を 化ず もので ない S 認め 先 
づ フランスを 慾 激した 上 他の 别 
I 强 VJ を涉じ 着手す る審 である。 

ロ シド シ から 

軍縮 冉 提議 

先づフ ランプに を 渉 
パリ—- 日發 = 最近 獎劇 政府 
はフ えンス 外務省 じ對し 第二 軍 
縮 會等じ 就て 重要なる 提講を 試 
みたる もの i^< 提議の 巧を は 
^ゼ子 グアじ 化ん H 英米 軍縮 會畿 
の 失敗に 閥 蹄し 英阔 政府は ワシ 
ン トン 條約じ 則らて まカ騰 問題 
及び 艦齡の 延長を 協定す ベ （先 
づ こかを 閥 際 聯盟の 軍縮 準備 委 
員會じ 提出した 上 今を なめて ゼ 
ネグア じ 窃議を 巧 集したい どる 
ふので ある。 

ワシントン-日 發 n お 闡の軍 
縮 曾 諮 巧 集說に 腿し 感 お及びが 
軍 省には 何 谭の述 蝶 も 達し ちら 
中 且つ 巧國 にして をし 斯る 爵講 
を 希 摩するならば フランス のみ 
じらず H 米 巧 云國の ホ認を 必要 
どして 居る。 


スぺ！ みンが 

聯驢 巧參加 

ア .メ 9 々に 反 巧して 
マド リツ ド 一日 發 = ス ぺーネ 
ン 政府は 最巧 化アメ 9 力 會議じ 
於る ホ 國の凿 ラブン •アメリカ 
政策の 非難に 悟る 所 ぁ b この 際 
南米、 中米 等の スぺー キン 系図 
あの 指導者た らんと 欲すれば 是 
非 國際聰 盟じ遂 加し これを 利用 
して 政 お 的に 巧 脚す るの 必要を 
自搔 した もの か ラテン •ア メリ 
力 諸闕の 勸吿を 待たず 自を的 じ 
巧び 圈際聯 班員なる べきを を か 
必 しゼネ ゲァ駐 化のを 化に をの 
旨訓 々を おした が列强 どの 誌 解 
も旣じ 成立して 居る ので ぁるか 
ら ホる 一二 月の 巧 事會へ 正を じを 
の 旨を 通牒して を 加す る £ どな 
るで あらぅ 0 



尙ほ杳 川縣で 己止激 
.鄉夫 氏は 甘 化 日が 巧 
の 懲宫が 央巧驛 がで 

東 ま 特電-日 


鈴 木 內损辭 意 y 雛し 

內閣祠 志會に 秋波 

り赏 梢が 伊柬 己代治 伯を 訪昭 
して 樞府の 感情 離 和に 努力-.^ 

臨膊議 曾は 四月 甘 日に 巧樂 

東京 特電 二日 發 ‘鈴 木み 相は 誰會中 必ま義 否認 S 聲明 
書が 崇 つたのに 氣を藉 らムて 首 估の 許じ辭 なを 洩らした る も 首 
柏 じ 慰撫され て辭峨 なお 止つ た横梭 でぁるが ながは 蹈 がの 威 精 
を 融和す る 病め 昨日 午前 首 化 自ら 伊東と 化 治 伯 y 訪 間して 懇談 
しじ 外遙 おでを 敕を赋 する 巧め 實菜间 志 會の武 藤 山 治 氏に 誠 解 
を ホい ベく 巧み 倒しの 爲め 近くを ぶ 曾ょ b 化 おを 出す 萬で ぁる 
相を 化 キじ圆 つて 破れた 日本 農 勞黨の 大山 
擧お禪 から 歸 巧した がお迎 のが 集ピ 一 ニ 巧 人 
衝突を 满じ遂 じ 十九 人の 檢 おちを 化 じた。 

=. 樞密院 は現內 閣じ對 して 快 
からざるiのAj^,く從つてガ 一 の政變^:對して^ 
態が 硬化. 5 風說 がが 阿い、 尙は 臨時 議 曾は W 巧 甘 
H じ 召集し 開 期は ニ 週閒に 及ぶ 豫 をで ぁる。 

少數派 ぉ交涉 脅 參加權 r 

東京 特電 一日 瑶 i 無産 政黨 は滋會 では 別々 じ 巧 動し 講長選 
樂 等に 脚して は 別 じな 故黨 のをが じは 應じ 。い 意向なる が 一方 
政ぶ 好で な々 数 脚 体！： を 渉 會參加 權を與 ふべ （具体案を 作製し 
政ぶ、 はか' 3- 外を 一衛の 蝴體 £ してが 扱 ふこ ご ir ょつ て 居る。 

丘 ハ 庵 空 一 雇で 政ぶ 浮上る 

ま 京 特電-日 發 ：*== 闽民 新聞 その後の 計算に 依れば ぶぶ 會は 
ニな か ニ あ' おが 黨 P ニな 中と をと をる が 兵 庫 縣簾ニ 協から 當 
選の 山を お di •立〕 はサ 八日 校 卒去し a のでみ 點お 蔭山 
貞ま巧 〔政ぶ〕 がげ 上つ た。 

選擧法 違な 者の 檢擧 續々 

警察の 壓 迫に 農 お 組合 幹事 憤死 

東京 特電 ニ 巧ニ夺 九日 豬 = を 川 縣綾敬 郡 羽が 上 村の 農 巧 紐 
を 幹事 盛出强 みは ホ 山鄉夾 氏の 運動員を 捕總 した 蠻 祭の 處廣を 
愤らナ キフで 自殺 i 遂げた。 が ほ 蠻視廳 は 目下 お 政黨の 逃舉法 
違な をを 檢與 しつぇ ぁるが 一 ホ檢事 おでは 蚁ぶ おの 違反 おを 續 
續檢舉 して ホ觀 ををー て 居る。 

段 政黨按 暴の 條 件に 

產兒 i 制 殿 法^ 要求， 

號產 各派が 提携して 託 文を 出ず 

泉 京 特電 〔タィム |<】 -日發 

:::: 特別 雜 巧は ホる 凹ず か U を 0 
て 召集され 會烟ニ 過 商-- 及ぶ ■ベ 
く 政が 側：： 巧藏 H をが 戦せ や 
陳算 じがて 蚊が が 黨_5 所謂が 極 
ホ義に 則る ものは を〜 化 楽され 
豫鲜け 前期 證 巧の もがを おがき 
御大 槐搜 が 他 牌趙化 j しだい もの 
を 上 おする 巧で みる I か 政府の 逃 
巧 千が じ 就て は 與翰敵 おし ■問 
題を 栽を する お 勢で 扩 る、 卵 も 
をを ボ；？ かき 大卻 出では 比轉的 
を化。る選ぉ化締をー化ゎ^るも地 
力に. をら ては 政が 萊じ おす 


込ん -I 化しく おつ 一' ケ "ツグ 國 
務に嘗 5 不戰お 約 W かきが を 隅 
趟 W 柯巧 ち瘡 され がら や、 無を 
を 派は は政黨 援助に 棚し 邱々 條 


る 非踞ら 許さ i ず、 


胥じ 無逸拡 


じ勒 ずる 干渉は 叙が をみ め 居ら 
これが 善後 巧に 就 vj 政府の 橄底 
的 答 おを 求い る-^ 至るべく、 
選が ホ 違 k あ U ぉ龄和 四な 人、 
をの 中 八な 人は に 醉媒封 じして 
な 校が 巧な 十八 人 G をの 中 十一 一一 
人 a 無 ホ 派〕 は 逃が‘ 途中で 貧 力 
を 失 ひ 化 独を を も 4； 收 されむ。 
而 して 政巧侧 中立 證 技の 化 


第二 皇女 御 不例 

泉 ま 特電 二日 發 n 第二 皇女 义 
巧郝よ 内親モ じは 去 H 二十 
= 朝な ホ 稍 高 戲を發 せられた 
ので 一二 名の 侍 醫は御 巧 診 中 h 
げ てなる がを 內あ當 局は 『左 
描御乘 態では。 い』 ど 云つ て 
ムるウ 


件を 捉が じあんで 居る がを の 中 
じけ 庵な 制限 法 施 巧、 鼠 化贷銀 
ホん. 制を ぶびを 捣物偕 調節を 等 
もを ま 化て 居る。 

仲裁 條 約、 こ 

移民 問題 

H 本は を 涉をか 息 
東 ま 特電 二日 お N 報知 新聞の 
お 道す る 所に 化れ ぶ 日本 かお 


M.T 8 uchiya,!XM.D 

1 お W . 巧 rd 化 

Tsi. Trafai が r 巧 日 8 


S を bro 区 my, wld, 

755 Park Ave» 

CO * ••に 72 nd St. 

Tel. Butterfield 9324 


D 反 •E.El.YOSH だ , 

2 巧 W. 巧 nd 化 
Tel. Ed ぶ诚お 33 


T.CTAKAMImdJ 

リ 6 む扣 b が ! a 田 d 化 6 巧 okl が | 

Tel. G 肺 ! Ij が land 巧り 


K. IWAMOTO, m.d, i か 

114 W. 70 tb St. j に 

Tei. Trafalgar 0352 I を t 


MIKADO TAILOR 

30 E. 65 th み . 

Te !， Rhineiami が郎如 


I KANZO OGURI m.D 

! 214 }! 邮 化む 抑 叫 It . 

Tel. Triangle 3838 


i he Japanese じれ 打 stian Associate 
4 巧稱 • 143rd 化 > i が York む お. TeU け dhur 別が 

會道 像を 併 ま 人 本日 


じ 人 巧を 
ま 事黨宿 
すの 巧を 
。お 旋 、 ‘: 
相 ' 衛； 
装を 易 

じのを 
お 化 堂 


. 鼓 : 


備 ; 


謀婦聖 が 家日窗 
* 蓄構庭罐拜 
み A 研會 お单說 ii 
曾 會巧皮 咎校敎 h 
木 水 H 曰 1 , 

'V-/ ^ ^ , I 

八 八屏八 
時時 半時 



T, KASAI 

M が c;hant 
faiior 

n 號な臟 L0I 郎 
tom お 4 
巧 舊巧縣 

巧 6が 

的 fan! お 1 否 



PHELPS & P 巧が 


3 Maiden Lane N. Y. 
ェ 綱潜鍛 露を じ# お 測 金 

類お餐 お 慧新最 


店 書 西 東 ♦內案 育 紐 

扣 8 East and Wes け 邮 1 ( む， The お w York Tcuris け emce 

41 1 W 扣川加 化， N. If . C. Tel. Cathedral ' 4408 


ま奄用 A 購發籍 ▲ 
す、 のを 買 巧は が 
。購方 本を のな 育 ; 
貢々 致し も 論 ホ！ 
のじび まの み內ミ 
誇 I よちす を 化 獲 ! 
を持雜 。敏ホ か 

~~ ^ こ'！ 

を 調 翻に 內書 


义 神 *^ 
學學 •力 
モ± ゴ 
ト乂 

古 學 
杉卒 
-純を 
雄 


通 年 〇 ◊ 
す聊 私通 
るかは 霉 
ち 化 巧 ◊ 
の 轉ホ調 
ごのな 杳 
信 おに ◊ 
じがせ で 
外に H 涉 


脚 ど ホ 

案も內 
巧 お & 
を 切び 
しじを 
ま 能 地 

1 傘 旅 

"的 巧 
じ 先 


J. Y, Maximo !;。； 

' MechamealSrtSiadio 
124 W ， お ih 對 1 9 牌 isit お a 巧 ， s 

相 ぶ hi 站が ing 巧 お 目 


； 類 f ト時巧 寶戚を 貴 

i 會商 柳靑岸 

目 了 二十 巧 西 
番お十 おな 一と 十四ち 

角 化聚ー アスク ススム イタ 
I グン デ ク^ビ一 カー 玉 グン 巧 

室號 拾な 九 

四 セ吉四 トン アイ ラブ 電話 

iaSHI-AOYAG【CO 

1 が - 157 W. が (id ST. 



Koike Studio 

730 Fifth Ave. 
Cor. 57 th St. 
Tel. Circle 4406 


Midori Maiisumoto 
おお sH 巧 • CUy 
Tsi. b び a お g 0437 


N. TOKJTA ， 

CUSTOM 了 AILOR 

ROOM 605 
1 が W. 42 nd ST. 

巧し 目 削が J 巧 ミ 1 



が 巧 BME 巧 化 E 

Custom 

Tailor 


が 化が 化 化 N.Y. 
8 mnf 巧 巧 


Y. ITO 

巧 3 Ees け 3rd 化 
Cor. Lwm が en む 8.1 


iiss Bianelie Ffster 

12 贫 4 Le ん A ダ e. Cor. 飯を li St. 


授敎語 英人濡 


JAPAN ART STTUDK) 
824 LEX 職 ] "ON 巧 L ん Y . 

巧 L. py な 8 踞 7 


M 巧 化 L な RVIGE 

莖臟 整が 經普 低廉 

CaU-TRAFALGAR の 00 
FRANK. E. CAMPBELL 

い The Funeral Church け In 。 
iNON SECTARIAN) 
Broadway at 66th Street, N. Y. 


DR. D • 良し OOM 

-NEW YORK OFFICES— 

34 th Street Cor. 3 rd Avenue 
59 th S わ eet Cor •し exhn が on Avenue 、 
X 25 th お r が t Cor* Park Avenue 
—BROOKLYN— 

に F.Albee B { む . .DeK & 比 Av も Fulton St 

兰 I H お! 蒙齒 

-ilifSIlS 

! 設 じじ f 巧手を 広 化 

； おは 巧 装 術な 

ム 巧 巧 II しじて 


KERR & MAYOR 

10 の Third Ave. 

Bet 60 & 61 が s . Tele か QM わ 巧 n ! 23QS 


会 お 人 本日 

巧專 靴型 小 


を ホき なぶ 小き 巧ぶ ホき 狭 


巧说 なが〇 


野 日 惦-上 ま 

! / 靴 

小さき 典き あに 適す 


な ZES IN ST 邮 K 3 K TO 12 F WI 叫 


I 

んし CEASA も M.D. 
1 巧 East 8 邮化 eei 
bet . Park 4 Uxingion iUes 

g 喉 晒 鼻ち 繫 

間 時 察 診 
午 あちみ ト 前午自 
を 八を 時 六 後午自 
日 曜 

自 午前 十 時 ま 午を 一時 



r !. FREDER に S CO. 
臀 巧腺學 大巧 比倫 去 


1 巧 E . 拙 h 別. Tei . おが ) li 7 叫 4 
8 比 Lexin が on を Park A 扣 S . 

を 時 八 巧 日 權± 水ち 




號 一十 S 百 四千 一 第 


雜 雛 窝 纖 


【日曜;!： 




錢科酱 

主な 基 

黎察時 お 

自が前 九 時 n 十二時 
自 午後 一 時 n お 時 
時間 かは 前約た 願 ホ 


M 00 

耽み 願 上 板 

コ ー 子 ル乂學 

ド タト か ホプメ デジ ゾ 

醫學巧 ± 

吉 居俄彌 


診察 時間 
午を 六 時！ 八 時 

江 見 ご 一朗 

引績 きべ 於ビュ ー 
病院な 勤 じがを 時 
間 外 巧 リ日恶 は 前 
約 じ 限る 


一^ 察 

午後 一二 時ょ > ホ 時 
日 巧は 前め 相 西 g 

ドクトル 

烏 見豊彥 


ロ g 卸*: 

五味 商會 

W E . ニを 芭 こ N . Y . 呈 J 

Tel wtuyyeszint ゴ45 


診察 時間 

午を 一時 NH 应 
午後と 時 N 八 時 
を か 採 學± 

パ： 巖本踐 一 

古を 比强大 をぶ び 
< ザブン 病院 勤な 
H おは 前約 巧 上ち 


華 S 臀崖 

夕 タ {ニン ダ、 ダィ 

ィング、 修禱等 J 域- 

ミみ H 洋服 店 

松 本 保 
電話 ラインう ン ダ！ 
六 A H 0 


みお 靑年瑪 おの W ホ 


日本人 靑年會 

; 9 害 St . ぎ Cla を 写 ニ 44 


. Jolcln 里- OOC 否- M . O . 

171 まこ 9 さ 苗. f ジ； 
ざ. ま 去を を 苦 73 > すを yie ニ 04 ま 

liMP ^ 

H 战 午が 九 時— すを 四時 
ドクト^ 小 栗乘吉 


診察 時間 

午 贿乂時 1 十 時 
午後 六 時！ 八 時 

。小 栗 幹 S 

紐 育 ホフ ラ 7— 病な 
巧 五 巧お院 巧な 
武巧 n バラン ド 
病院 巧な 


ん做 

品 

& 鬚 

苛 

pii 化 

: 化 

猶 


化師宮 畴繁一 
.鈴 事 粟野 賴么祐 
諸 お倉— 

目 曠禮拜 午前 玉 時 
日 醒學校 午前 十 時 

臟戮 日® キ il 時 ザ 
祈禱 會水摧 夕と 惊半 
酱 お を 

位 爲を徐 巧 亞迄か 
を 下町を 十 おみを 
生會か 島に 梟 適 
設お圖 書 雜誌巧 舟 
を 辖娛樂 具 筋 易を 
雲 あち 

樓を磯 業 周旋 旅を 
案 巧を 褲事菜 誠を 


，s 

M 抗 

化齡ぉ 

n k 


t 

. g 师 

5 I 

化.！ 

が 加 

6 5 

J t 
たぶ 

れ誦 

3 


■諸を 令 
日 巧 樂當硏 巧 巧 ザ 
共 勵會タ とが 半 
话巧說 お タ八時 
末座が 禱會タ 八 科 
お 萬 及び 我链 

午を ニ 巧 

主 照 蔑お會 叉は 
あ 誌 曾 タ八持 

がを 事業 
あ 宿 部、 旅け をを 巧 
巧 > 人事が 誤が、 調を 
節、 馈 棠罔旋 が、 巧 お 
な 緣を拇 の 諸 課を 設 
けを 員 かび ホ 會 員の 
巧を 計る 


男女 內巧か 巧 



鑑定 無料 


摘 巧で も 慢性的の 症狀で 
も 速 かじ 根 おす。 巧膚お 
內據病 血液 檢巧 X 光線 化 
柳 病、 尿水换 壁、 其 他？ 
ユ— マチス、 衰弱 症 
御 幽らの 方は 是非 一巧 巧 
出なさい 

が 閒自辨 九 時 ま 午後 八 時 
耀自朝 九 時 ま 午後 四時 


S 化 M 

W 化 如 

ammm b わ 

7 か & 

2 1 相 

ぶ ^ 

一〇| 0 ゎ 


♦を 箱 ♦お 誌 ♦お 聞 
が覺 室を 開 
執務 午前 九 時 ょら 午を 五 時を 

總育 日本人 爲 

西 お 十よ 了 目 ニ お 0 を 

亀 コりム パスみ 八と ホ 
話 コム/ スホ 八と と 


0 本 頸 髮鑛淸 

西 班 十一 ニ了資 •良 蕃地 S 旨 六 室 号 

ダダプ 7 ロア (巧 六 街 S 搜 十三 一 了 旨を) 

11 

ジ ヤシン ト • フ 3 ツ 3 

31. W . 臺 St . N A 巧な 
す i 呈丘 塞 U こさ • & Ceni をす rk 去を 


霞 0 本人 ？轉細發巧 

ち4 で 瓦 5 苗 h SI . New ぎ k 夏 


笠 ホ 洋服 巧 



るむ 

はも...^ の 遊び 
ホを 英义で ホ 圃人じ 能 （わかる 
やぅ 備單巧 隙に 說 巧した ものが 
出 巧ました。 巧を 目み 進呈 致し 
ます、 御覽 下さい。 

W 呈 wm ミ 呂 ，ミ E . 呈 hSt . 臣タ 
T . D . す 3 i - W で S ニ 7 th Si . Hew さ rk 田す • 

弊 巧は ホら く 白人 間に 島 
用を 巧し 熟珠せ るな 饿 ご 
親切を なて 販賣 致します 

寶巧 貴を 屬 
御 注 义並じ 
理速修 錢 ■ 

諸 鑑を無 巧 

巧 中 商店 

哀 E •ホ 巧 h 巧.， Cor. sa を ミ！ n Ave. 

Tc 一. 巧 hi 己 aniJ さ 化 0 器 



機撼 設計、 遽 
運動具、 な 具* 
術 お臺， - K ン 


松 本 


了 


「罐蘭 西 製 ダ 

ソン ダ アグ 立 

ケット 販賣 


具 
美 
デ 

.ト 

オ 


葬 巧は 實質 誠意 理を ま識の 
まじ 御 ±產 物】 式 卸 賣喻段 
で販賣 致します を ホに •有は 
らす 御用 命 仰 か 下さい' てせ 
◎歓 ホを 縄 時計。 置 時 討 |1 ま 
◎寶巧 貴を 屬 。鼓 製 器具 ま 
◎を 柿 萬 年 筆。 を 銀製 鉛 
◎蓄音器。 レ コー ド 見本. 
◎寫眞 器。 タイプライタ 
◎船 切 巧。 がな 寫眞お 繪输書 

ソロ#-— トウぶ で 

頌事館 向 侧遵顿 よ 0 直號室 

褒令 ^ ホ— 

I ぶ 商’ ぶ 

1? orQadway , NJ-by 
Te 三 ortiandt 夏 3? 愛當 


第 おおと 一二 0 

へ タシャ 1 

ビ 〇 プング 巧 

ホ 池 •爲眞 舘 

電話 ナ—ク か. 

四 四 0 六 j 


正直と 親切 £ を腎 
どし 確賓 信用 ある 
が 品を 精選し 御主 
產物一 ま 特別 廉懼 
で販實 致します 

一二 割 力 至 四 割引 


齒巧醫 

ホ 上 義人 

西 六十 五 了 目 一巧 六 番地 
が 育が 固 旅館 內 
電話 トラ 7 r グ がー ニ 五 ホ 五 


紐 育が を認 
巧務 當疆爵 
お 京 帝大酱 科大學 
産 壤俊習 巧卒お 

產婆 お本綠 


時 巧 
洋服 店 


時 田 信 次 郡 


丸 山 洋服 廊會 


ぉ巧巧かノ巧5>^1尹 y グニおニニ0房 

値 締丸山 洋服 商會 


を 五十 STS 

ニニ ご 一 

伊藤 
洋服 巧 

f ラ？ き-一一 


新鮮 蕉か 一切 

H 本ん 向きのを 魚澤由 おも 滿 へ 
曝削廉 優で 大魅强 をし if 

サヴオ ナ魚店 

』 毎 S 间 pii wa.vos か 

爸 4 W. S1 至 ま. 

Hel. C01U 吕 b き 91 提 


をき ホ鹽 婦人 
曰 本人への 巧 
語敎 巧には タ 
年の 媛 驗を有 

す 0 一 レブ K 

ンと 十五 飽 
每 H 朝 丸轉ょ 
ら巧化 時を 巧 
時 じても 宜し 
H 曜日は 一時 
よを 顆時迄 


H 本* 支が 寶玉製 美 
術 お、 婦人 用 酱餘其 
他 裝鋪品 

购島 U お 

高等 契 雜品蔭 鑄、 
替節 品、 スト 9 ング 
H 本 服藉辯 


C 

.£ y 

U 閒 ： T 

M 的 t 

1 Q S UU 

私 li 

& 柳 W 

咕 


鑑船 御用 建 
船具 食 巧 品 
和洋を 雜 貸販寶 
輸 お入稅 關ホ續 
諸 荷物 運搬 お 扱 

遠 藤 小で 商會 


を; — 

巧 < 

|| 

薪 

午 

王 

が 

の- 

事 一 


紐 育を 命 保 險會魅 

S 木定吉 

. 1 保檢 


2のタ ， YOK 片 Ltife Illmcrano 扣 Co 

乙 0 hp 3 he 2 sr ZASKOrkloity . 
巧》 03 タ wort 》 沒漢 

々巧ノ ホ-一 御 おか ノ節 必 V ’ 
御自 を/ああ ピ巧お 巧な チ 申 
巧 女 も おみ F サイ 


ホ 

を II 


參 0♦0♦0♦0•0 一 

良 動 車 ラデォ コタ 

巧 巧 巧 日白 人 下宿 夏 I 
が 育 巧 巧を 地 月賦 購人岡 

紐 脊御榮 巧 

通 餘を渉 萬 便 

其 德的事 V 依らず 觀顧談 パ 

遮 速 誠實を おて 御用を 類と. すず 

募ち 夏. T . 是夏碁 


140 W - sth F N . Y . G . T な 三 ra 空 gar 

♦0 巧 0«(受0 み 0 


雪 


鎭 巧の 祕談 

米 圏ま英 諸を 話 拳 
は 成 巧の 鑽 一 義ー 、す 
本校には H 本人 お搜 
じ 慣れね き巧婦 A 敎 
師るも 懇巧じ 會な疆 
信 文 社を 語を 鬆 なし 
ます。 a 譲 遇り ぶじ 
を 蘭 丸 詩ょ b 午 一 
時まで 謂钱 i 1 
スンと 十 置納づ 
ネ 日直ち じ 巧 役 ホれ 


t 

fly s 
h 

STt 8 

111 'が 

n ^ 

aasaM-n ft 

i 化 

這 A 

CO 巧 

龄が 
uf ，お 

• Roottw ぶ 

k&ss lb 
お 


，閱 償陋億 圓增加 

東京 特電 二日 壌 n 闕償額 本年 
巧 お 巧は 約 四 億 圓で近 < み 十億 
鹽じ连 ずる ど。 

乘電ご 大同 タ涉 

東京 特電 二日 發 n 巧 巧 電燈こ 
乂 村を 力 ごめ を 併の 內 をが 開始 
さ た 0 

銀 巧 貸 お* し擴張 

東京 特電 二日 發 ==. 一流 銀 わ 貸 
出 t 範圍 を蹈 娘し をの 爲めニ 一二 
わ 銀 巧が が あされて 居る。 

ニ 巧 中の 賓易离 

ま 京 特電 二日 键 n ニち 中 じが 
る 輸出は 一億 五 千 五十と 方 六 千 
圓 じて 昨年 尚 期ょ らも ニ 千ぶな 
二十 六で 一二 千圓增 加し， 輸入は 
一億 化 千 八な 十！ 巧 六 モ圓で 千 
み 百 十 匹ぶ ホ 千圓增 化し 差 引 _人 
: 超は I ニ 千 お 巧 五十 隅で 圓 であ‘ る 

織 選擧後 S . 簡况 

H 本缀わ 監督 役 着電 

一般 商？^ 化な 活氣薄 じて、 金 
融緩漫 。がらを 屑 案じ も あ - b 人 
氣迷 ひ、 巧 式は 極度に 閑散、 を 
債 軟弱に てが 今 一般 巧が は、 年- 
糸は 先 股が 巧賣の 揚句を 挽糸乂 
猜待じ 沈静、 义は 出荷 增如 見越 
じ 軟弱で ある。 

晉円 

を 溃を發 巧 島 -• H ミ 0 


觸限か 一國 と. 
一 毅貸爾 お 四 置 
か國爲 替貸附 ニ陛 
致廚 頑を 陛ニ 化. 
民 閱預を 一 0 1 


二ち 末 正 米 相 媛 

三 一十 一圓 四十 獲 

尋れ 人. 

(寒を おん} 狩 巧 藤 雄 
{熊 本縣 入〕 を 瞬 方 作 
(巧知 縣 入) 長 瞬德一 
(神 ロ) 今 ザ 某 
( 驢樹縣 人) 稻永踐 み 離 
安永 慶藏持 山を 太郞 古川 
ぉ彥ホ h 幸藏石 松観朗 
渡邊 篤寶靖 留まを 巧 新 吾 
上野 修ホ 井な 貫 造 街 雄 
貫 造 太 郞を家 武雄柴 ぉ 善 
雄 

(佐 賀縣 人) 栗 山 善 六 
(をを 縣 人) 木 村 幹 (波 壽) 
(愛媛 縣 人) 鑽田常 吉事 常 治 
忡座宮 之 巧 

右め 者に 通知 致 度き 儀を 之 
お 間 本人 お （は 知人ょ b 現 
住所 お 通知 願 上 候 

紐 育帝國 総領事 舘 

1 を Broad 是 y New ご rk 巧ぶ 


稅 關事祿 取扱 

WHliL . 呈 NE & GD . 

ぎ I ニ 苦 ご Broadway 苗な 
ジ L ぎ を罩 G まま 91 黄- 9 ニ 7 
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羅揉 治療 

マツ チミ ジ 、整形 

j 藥 風呂、 水を、 電 氣治晚 

西 村攘晓 

ブ イジ ホン ラ ピスト 

を 認閔が 幸 巧 

午前 九 時？ 午後 九 時 ホ 
出强 治療-一 モ憩 ジマ 又 


齡齡 を識マ ツサ ！ ジ 

巧 巧 省爱詳 
を攀 錫炎醫 

平野 秀子 

電話 モニュ イン ト so 九 


攤聽兹 じ 殿 鏡 調節 


打 

a 

H 類 


■1 0 
ト E 


税關事 嫁 

坤 5； 一 東洋を 化幷 じを 化 ホ 
の檢 出入 方を じ賊ォ 
する 一切の 御 諮問 
おじ 餓逍激 船 貨物 速 
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5 邮 W 蜡貧ぷ 出帆 おお 鹏手猪 
ぶ 測鮮咖 I 畜菩 進呈す。 を 巧 都 
U , 


M 

F . 


• 8 
被 


ボ じ化埋 巧を がし 誠 
ー實軟 速が 用命 じ應や 

巧 輸取巧 


.窗 科醫木 下义市 

ゴ0 W. ニニ h 資. 
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その 不信 じ 世界的 

义佛轿 忡热條 か 号 上下 兩院 
のが タ委封 會で協 製され て 居る 
昨今、 アメリカの 駐務 長官 クロ 
ツグ 氏は 巧び フランスの プ リア 
ンか相 じ 街して、 堀 b 乂满 のみ 
I なら や、 英國 、日ぶ、 濁 逸 等の 
を列强ををい 一 般的；^不戰條約 
を提咽 t て 居る。 我等は この 提 
I 韻が 鼓 初 じな された 原' アメ 9 
; 々じ 欺るな 約を 締結 
寧ろ 國巧赖 盟じ投 ホ 
道で ある こ i を 指摘 
一は 今 H じがても 尙 ほこの がを ベ 
I きこ どを 信 中る もみで あらが、 
心 r 巧の 固 巧 長官の 新提潍 を-請 
，する じぶん，-'、、 アメ 9 力の々 谋 
に關 しを わて 一柿の 巧 惑を 抱り 
ざるを 得。 t 。 

即ち ケロッグ 踐巧 を官 は、 厨 
駭聯 巧の 化 約 乃 ま 


の 力で ある 簾 曾の 態 巧 じして 巧 
がし い 限 6、 视 かじ 贊 ぶを ま 
明し ない こ ごけ、 がて 珍奇 ごす 
る じ 足らない。 

若し ホれ が堪 本社 東を 特電の 
媒ム るかく、 U 本が ホる. へき H 


米 忡な條 約に をは 問題を が 出さ 
ん ごず る 如き こ VI は、 絕 おじ 
ァメ y ヵ講食の協贊を巧 、れ；：* 
いもの どして、 巧 等は がろ H 本 
ょ b 巧 かる 閒 題の 討 港を 巧 避す 
るの實 策た る. こどを 情 やる。 


ずを よ# 〇 も 
る こどのを 
した。 我等 


で グノ條 約 


，等は、 巧む も 化 巧の 甲 抑を 耍巧 


ずるので あ b. 化つ 
ッカ^ 提哨 した 不戰^ 約 S け 的 
も、 正に これが 實現 一への を 一 ホ 
を 目 -- ^ たもので あ 


資格 や條 件を つけ や. 速 かに 緑 


て 今 间 アイ 


『列强 が 


> ま 張して 


結すべき もので あ 
语る 。静貴 は 巧 じ お々 堂々 たる 
もので あら、 恐ら （が 圃ど雖 も 
これ じ反凿 ずる ものが；；；？ ■いで あ 
らぅが、 が 資格、 無 故 かを ホ 張 
る アメリカ 自身が、' 巧 じ モン 
n — 主義 乃 ま 移 K 間^の 如きら 
のを 『闡內 問題』 ど 百 徹し、 こ 
れを 仲な 條 約の 諸條 中ょ な 除 
外しつ i をる ネ 盾を^ かじ 释巧 

一 ， J 1‘？ •） > 0 一 


する 赖ら であらぅ か。 

のみならず 、問題の 齒際词 法 
裁判所 參 がまの 如 きものじ 街し 
て も、 ア メリ かは 西 ザ 域の 關聯 
した 阀趨 である 限ら、 アメリカ 
證 をの 偽 贊を經 やして こかを 審 
能す るを 得 中等 ごい ふ' み然錢 
際的禮 譲の みなら や、 轉瞭戴 巧 
巧の 權威 をの ものを 無視した 化 
留まを 提 巧して がる。 耐し てこ 
の お 巧を じる ものは、 實 じ瞬務 
を 力ま 乂統 がの 恵 志を み 示した 
もので .£?;、 『アメリカ 譲會』 
のを 思を 示した るに 適 ぎれ。 而 
かも この 幾 巧は 化に グアが サキ 
ユな 約を 反古 どし、 國際 瞄盟を 
臟洲の 平 か 焼關じ 止め、 自國の 
大統領 かが 巧 築 上げかず 化の 樓 
閒 を破竣 した 集 削で ある。 

なじ 今 脚の 齒持 長皂 提議に お 
しても、 歐測 かを 官が 化ず 知ら 
んご 欲す ブ T ものは、 この 條約批 
准 じ 街す る アメリカ 溝を の 保 隙 
であらぅ 。盖し 歐浏を 始め どし 
て、 苟し < もア メリ々 を 化 手 じ 
傑 約を 締お ゼレ どした 屈を じし 
て、 この 誰 曾 どい ふ圍巧 的惡戚 
者の ためじな。 き悔辱 を 蒙 6、 
理由。 5 て 固が 的 ホ 面を 巧け 
られ ない ものけ ない。 化つ てヶ 
P ッグ 氏が 「資格 や猶 件を 云 庭 
する ことむ く」 どま 巧して 居る 
ことは、 アメブ 々が 路讲 じ勒す 
るよ 6 も 寧ろ アメリカの 继をじ 
勒 してな す •へき もので ホる。 蓋 
しケ曰 ツグ 巧が いかにを 明ぶ 大 
なる 梢 神を W て 不戰條 約の 巧 則 
を 鳥 誠した どしても、 をの 背 巧 


普選 あ 第一 頁の 選擧贊 物語 で 


刀 劍が會 場代に 

變化自 を。 轉 々振 ^ 

をみ 餘る 金を 切 詰を るを む 


-り 


明るん にさら けだし てら、 过 .つかしからの 镇の選 擧餐用 —— 
だ ご 無を 黨 のが々 は 巧芭 八を の费 用を 出 苗 也 物 超 b を やつ t 居 
るが、 こいじ 對 して 旣あ 政黨殊 じを 持 校 補 達は 製 用 撥 出は 旧ら 
な、、 ごいつて 居^がら、 をの 巧を はを 牌し かねる 商き が 多い。 
しかもを のをり 余る 費用が 兎ら すれば 制醒 額から-ミ だし さう 
じなる ので、 如 巧 じ'-、 て 欄 限 額 ご つじつまを をはせ 樣 かと、 か 
へつ てを の 事で 四苦八苦ん々 巧で わるのは 無を 黨 のな 出苦闕 ご 


巧對 照で ぁつた 

娘の 嫁入 費用が 1 

あたら 宣言書，、 一な つてを じ 岡 散 


を 京で 當 選の 寐姑惟 廓 巧みが 
も銷 パ 話は みの 姐ち だ。 『時懼 
よ、 八 千 圓の壽 霜 曾董で ニ千圓 
の 供託金を 巧ら うご 思つ たら、 
お 許 じつけ 込んで 二足 一二 文 だか 
ら をめ、 今度。 刀劍 二十 數本皆 
鑑を あじ 巧せ ると 時假ご 一千 五六 
巧 圓の相 擦 だ ごい ふので 持つ て 
れ （と 五岛圓 しか 貸さない ごい 
ふし、 やう やく， モ麗 賢す こ ど 
じだる ご' 巧 一二 割 五を で テン 引 だ 
とい ふ. 譯 だ。 これを £ られ ては 
藏 原を のがを 藏魏 ひじなる ので 
をつ て 居る ど、 薛澤の 巧んだ 親 
友の 養子 松 本源 次郎 氏が ニ千圓 
の 國庫償 鋒を 持つ て ホて 貸して 
くれたので 漸 （お 託を を 納入し 
た。 サブ 運動を だが 薇の 嫁入 裳 
用 どして 骨董を 寶 つたを で H 淸 
妨の おを 舊十 株、 新 十 株 貫つ て 
居 k ので、 まづ こいを 1" 貴つ た 所 
舊十 株が モ巧圖 、巧が 四な 十一 
圃 、神を 川 一 をの 醫 をが 

無利子 で 五な 圓ご 、自動 
取 二-蜜-」 運轉 手を つけ、 運 W ず 
の 食罐米 一. 媛を つりて 吳れ た。 
無 あ 氏が ニな 圓 、殺 婿が 四な 圓 
本 巧の 奇特 家が 二百の 程 奇附し 
て くれた。 郁 や宣傳 ビラ、 巧 紙 
のら、 墨汁な で 漸み蓄 贈が ぁつ 
たし、 朗鮮 、讓灣 、支那の 知人 
な. f からぶ 十、 なご ホて まや 五 
モ圃は 集まつ た。 これで 立派 じ 
巧を 選擧を やつ じ。 をの 化を は 
を ホ 學校六 校 化 約束 九十 圓 、麻 
布 小 學校六 校 巧 四十 お圆 、寺 一 

が十閒から十}^;圆、 推薦狀ど 
貴 言 書と、 略歷が 十万 枚 ほど 作 
つたが、 これが' 一番 おが か i つ 
た。 ま づ一錢 一 厘 も かけを のな 
いが 巧け 話し だ。 これ 位內 慕を 
さらけだせる 人は なから うぢ や 
ないか」' 

供託金は 
知らぬ 間に 

奇特な 间情卷 

東をから 選 かされた 政ぶ 脅の 
を 滕化純 巧に 『H 頃が 貧乏人 だ 
から 今 巧の なじ 法 棘で を 用を 制 
限して くれたのは 巧々 の 選を じ 
もつ ごら 都を がよ い。 解散に な 
る ご 傑の 知らの 脚 じ 供託を を 公 


債で 持つ て ホ 1 おれれ 人が ぁつ 
た、 利害の 伴は ない をく の 精神 
的な ぶんや 同情を が攘の 接な 貧 
乏ム じは お t 巧て をを 寄 輿して 
くれたから おの 中は を 難い。 一 
体 選擧を 勝負 や試驗 の 擦に 思り 
て 屠る からを をい るが、 中等 學 
校の 選拔の 擦に 原則として n 頃 
の 成績を どつ て 居る 犧 じず 素自 
治の ためじ 利害を をが 觀 1 て眞 
面目に、 忠實じ 働いて 居る こど 
がを 要 じ やない か、 僕は 多少を 
の ホ 商に 努力した 飄慑金 も いら 
ないど 思 ふ、 ち 使は うごい つ だ 
つて 無い が、 を國 的に 我々 貧乏 
人の 揉じ隻 用を 嚴格じ 徒 用して 
巧つ たら 巧る い、 有意 議ト A 選擧 
が 巧 はれ •々ざ 思 ふ ° 

變用切 詰に 

苦ん の痴遊 

政ぶ 會の痴 遊さん 事 伊藤 仁 太 
離 あは 長髮を 扱きながら はなす 
『お 源の ホは 既に 用 息が 整つ て 
ゐ ねが’ 場所柄 r 方 ニ 千 圓の制 
腹には 巧 生した C 自 かな 一切 言 
論戰で 巧つ ね. か、 溃說會 を 五十 
回 やつて 一圓め 攫 用が I 二な 圓か 
から、 一巧 五 千 圆で翻 限を 突破 
してし まう。 どころ が 巧 刷 物を 
の 他雜冀 がな か-^ 小さぃ もの 
でなぃ、 事務所 山 ハみ 耶ど两 鳥 越 
ど 人形 町の S ヶ巧じ 造ら、 をの 
方の 费用 だつ て 五千圓 喪ら'’ お 
說會の ホは と 千圓位 じきを つめ 
ました』 

著書 お 版 儲け. 

1 方圓が 

ちから 左へ 

お 井 摘巧談 。昨年 正月から 夏 
じかけ て 留道讚 本を お 版して 一 
万圃 0 上ょう けた、 をれ じ 有志 
や 先輩から 後援が ぁら 一 万 五 千 
圆位 はいう じ 出 ホよ した。 なは 
制限 巧の 费 用で、 もも ろん おく 
も々/、 もな （手 j 巧 じ 金を 隻ひ 
あ 說じボ スタ！ じ 文書 じ、 正み 
を々 ど戰 つて 見る をへ です。 こ 
れ じょつ て f れ ほど 新ち權 をが 
を 正されて 居る か r 試め される 
誇で巧（てぁいょいな變；^をホ 
の ぁる 人の 投票は 絕對じ 避けて 
ゆ く 橫^ である。 






Wi 打 g Hing Low 

(}hin だ e ft な tail 巧 ni 

お郎が wa も H.Y. C か 


Quang Gan Low 

Chin が e R が taurant 
112 W. 巧 thi 化 (! け y 


B が m Nom Low 

474-6 比 Av*. 

Bet. 28 化 - 29th St. 


City Hall Tea Garden 

170 Nassau SL C な y 
Ne がわ the Tribune B:dg 
Loo Li 丘 . Manager 


Two Lee Garden 

巧 0 化り 郎 1 お r が！ 
Tel. II な iversity 巧 34 



おホ裝 
ご 目 了 四十 巧 
巧 吕了お 十四 


TOYO KWAN 

41 に 19 thSt 

8 s!. が 側 & 4 化む も 
hi. がが 巧 uin 87 巧 



TAIYO 

1 が We お 巧 化 お . 
Tei. Sttsquehana 2816 


SHOWA 

お We が 105 St., 
Tel. Clarkson 0981 


GoHegc in 打 

3 巧 0 む oadw 巧 
目 et. 1 巧 rti & 124 化が s. 
Tei. M が ningsid パが 3 


ま自 
午 午 
前前 

焉 + 

半時 

開 

巧 


S1 

集 

雅 

慰 


10 
ブ 曜 

4 る 

若: t 

捲曜 

をに 

おは 

ヘシ 

がユ 


DARUMA 

巧 レな h わ t. 
Tel. わ iiant 巧卽 


KWGYO を P 打 SHOP 

IMPO 反 TE 反 OF 

GOLDFISH & BIRDS 
〇 

動 其 力を 
物!^ 十 種 

一 鳥リを 

切 類ヤ魚 


japan 

Prov 抽日 n Go. 

1 如 化 お th 化 
Td En が C が t 9 巧 2 



35 East 29 比な 加 
'!ei. Lexingion 5727 


IKUINE 

Hotel & Restaurant 

313 W. が 化な . New York 
Tei. Schtiyl が 巧の 
む ble A が 巧が！ KU ! 化 



JllyaJCa, 

340 W . 巧 出 St. 

Telephone; 
Columbus 8882 


( 曝 目 • 水) 巧 巧 わ 


SUMMER 

PALACE 

Ml 掘む e.M がが 化 
NEW YORK 

Phone L 帥が ere 5084 


The Tokyo Co. 

1 が W . 巧 化 化 
Nw む rk Ci わ 
Te!. Trafal が r 巧 巧 


も KUWAYAMAGOi 

114 に 59 比 St. 
New York CUy 

Phone, わが nt J 麗 


KATAG 刪 郎 0 タ 

224 £：• 59 th St. 
New York CUy 

Te しおが ni 3480 - 3 が 1 


Kaw 泣 8 〇 ye Hotel 

1 巧 # 巧り 23 nf 化 姑 . 
Tel. Morningside 7154 


御 

旅 

舘 


頸 


添 










. ぶーが が 巧 ;-- ， ふ . い '- ‘ 一 … 









號 


十 H 昏四干 一 第 


巧 !) [ でぶな pa なで 妇で搜 ittt 的 ! 


【日曜 ±1 




日 S 月 H 年 S 巧昭 



美 ホ じして 清が 

歸 品南樓 

午前 十 時よ b 
午前-一 ハ 時まで 


皆 樣の御 嗜好 じ 適 ふ 
樣な美 ホの 御 巧理を 

£顔 廣骇樓 

致します から 績 々御 
ホ ホを 願 ひます 

一議 永興樓 

晓揃 ひの 巧 巧 人數名 
が 日本人 諸を の嗜巧 
じ 適ず る 巧 理を差 上 
まず。 朝 一二 時を 開店 
(巧 什 五 T 目 ナブ 
淳奉舆 の 下) 


支那 巧理 

ボ廳を 園 

司理 人な 蓮 
巧 勤の ホには ま お 
の 御 便利 じ 備へ巧 
閒會 席の 御用 じ お 
中べ く娱間 巧卒巧 
不變わ 引 立 顔 巧な 
紙上 御 ま 內申上 お 


設購 改善、 麟 利の 
料理人、 調理は 日. 
本人 向き 

舶娜 桃李 園 

御 化 ホを 待つ て 

舊 らます 


ずき 燒 
ホ じ 御輯理 



高等 御旅 舘 

東泮舘 

會庵御 料理 


御料 理錄叫 k 

太 陽 

蕃司巧 曰 もちます 


高等 御旅 舘 

昭 和 

會廢御 料理 


ぶ 2 

A W 3 

ド：^剛 

N ロが 

A ¥1 

H 肺 

n^h 

U 化 

S W 

3 

則. 


如 娜新巧 巧 

本 樓は開 創な 巧を 年 
一意 勉强 化を 司理人 
ゼィ 、巧 狸ん 歐廉も 
相 變らず 腐 前を 見せ 
て 居ます。 然る じ 現 
巧 某 街 某 巧 じがて 元 
本 樓巧理 、を 雇人れ 
たるな き廣當 をな し 
居る もを な惦狠 じち 
之 巧る 害 じ 卸を リな 
く 倍 舊卸窗 貧 じ 潰 6 
孽く B おん 諸賢の 御 
ホを をを 驾 致します 
新 杏化 

ま 人 謹啓 


スブ— ムヒ！ ト^ット y タ 

巧 人 巧 築が 自お亭 

58 ジ nds St. Bro 臺 n_ N. Y. 
Tel. Triangle 7475 


A 淸 巧、 親切、 氣樂 Hs 德 ► 

勢州舘 

が势 事を 乂既を 作 
•225 E. 费を S すま t 
TekR 品 ent だち 

‘岩 も旅舘 

江川 作 一 
呂 0 で S ニ 害芭星 
ぎ 宴— ご 為一 


カ旅舘 なめ 

を 國 旅館 帛ホ 

1 を 辛 京 th St. す W ごみ 
Tel. Susquehanna 8 泛 0 


紐脊 旅館 帛 *— 

東 四十 了 目 ニ 四ニ惡 
を . Caiedenia 苦 ？ 4 


ボブ トン ホ 

富 ± 旅 舘大浦 末 松' 

1 さき 賽色 ミ St. B 星呈 Mass. 
ぎ BJ. を ？ 5 


住みが 城ょ き淸 潔なる 室 

御 下宿 松が 好か 

1 是 Lexington Ave. 

T 色 . Mad. ぎ 這 21 

費府 御旅館 

桑 虹 淸五那 . 

を W 换 量 9 を資 • 呈 lade 韋 ia pa. 
Tei.wa 量 7231 


ザ 上 金魚 巧 

9 ち芭 xth A ミこ New ジ rk 皇产 
さ 百 ミ Circle 巧 お 


蠻油龍 fissi 鬻 f 白米 
日 案 is 食料品 iis 齡觀 

巧 田 醬她株 まを 化 東部 一手 賣測店 

日本 食料品商 會 


偵の 蒲 お おいしい 郷烧 ' 

會席御 料理 

晝 食は 末廣へ 

げ喀備 巧 蜜が 大 おお 


割 慕 並に 御旅 舘 

生稻 ^ 

お 脊市西 八十 八 了 目 一二 ニニ 
を 話ス 々イブ ー と 八 ニニ 


新 蘭 業 

腕利きの 巧理 人が 日本人 諸 若の 嗜巧じ 適 
すを 斜理を 差 上げます 

S 頤和園 

を 居の 前、 芝居 歸らの 御 集ら じ 最も 適當 
の 媛 巧です 是非 御 巧を じ 願 ひます 


日本食 巧 品 類 及び 雜貨類 卸小賣 
ホ 么ま大 ち 棚 桑 山商會 
新刊 書籍 雑誌 小間物 日用品 各種 


を 夕 九 時を 径業 

— メ —グ アド ンス 〔が I 乘〕 

日本 おち お 東京 商會 

を 緖推巧 巧 貸 火， ム負 巧の 便 あら 
ト タンク 巧ら ます 


紐 育 唯一み 日本 百貨 巧 

片禍 兄弟 赌會 

スマ ドン •プ日 ダク ツー 手 販資ホ 






濃霧に 襲 はれ i ! 

橫斷 練習機が 墜落 

樹木 じ 衝突して 火を 發し 後藤 一 
等 飛行 ±慘 死 = 操 縱± 等は 重傷 
をく" 晴れの 大飛 巧を 前にして 

東京 特電 二十 九日 發 i 太平洋 橫斷 飛行 練習の 
爲 め霞ヶ 浦を ぉ發 、九州 大村附 をへ ー氣じ 飛ん 
だ 練習機は 突然 同地 附近で 墜落し 操縱者 一等 飛 
巧 ± 後藤 勇 吉 氏は 即死し、 同乘 の諫訪 宇一 飛 巧 
± 及び 网が 大尉は 瀬 死の 重傷を 貴 ふた 0 

ま 京特更 〔タ井 ムス】 二十 九日 發 yH 本の 太平洋 横 斷飛巧 ±s 
して 涯 がされな I んの 飛け ± 巧膝奧 まを は 本日 お 軍練稱 機じ搭 
乗、 お 巧ょ b 大 かじが び 巧ら じ大 がょ b 霞ヶ 浦に 引 還へ すを 中 
を 贺峭 近に て 機 U 突な 壓 をして ホ 炎を 生じ、 後藤を は慘 死した 
格 掌の 突货 したを 時 後が 飛行 ± は 觀聲席 じあ b 飛れ ± あ び同乘 
者 I 名は 重傷を 案つ たもの i 危く 生命は 助からた る じな し、 後 
操 氏の 坐 庵は を かも 揮較视 タンクの 隣ら であつ た爲め 忽ち じし 
て烧 おされた ので ある。 繞 失しに お 巧 機は 吳强ょ b 購入した ネ 
ピァ •ラ ネォを 動 茂の 巧 磯 じして 機は 離陸 後 渡 鑽じ叢 はれれ 爲 
め 巧を をが 行中 樹木 じ 街 おしたら ので ある。 この 悲劇に 就いて 
おひ 出さる iu 適 殺 おを で おされた 飛行 ± のを 朔宴 じて 四 勇 ± 
め - んが 『巧 等： J 死を 覺 おして この 龍 巧を をつ』 と 述べた 悲化 
。る 一言で かるが、 大 おけ 委員長 山巧將 軍は 『この 椿事は 遺 減 
V , する も橫斷 飛が は斷 念せ や、 否 これを 欢り する こ € は 巧者を 
慰める 准 一巧 逆で ある』 ご 言明した。 ホ 藤 飛 巧 ± のま ご 人は こ 
の 椿 華の 雜をザ じした るも淚 一つが さず 『飛 巧を の 妻 ごして 覺 
悟の 前です/』 ご健氣 にも 語うて 居る が、 恰 かも 昨日 逝ける 夫の 
那巧 機が^ 巧のと 空を 述 あした 際 夫人は、 いどけ ない 遣 子 じ 父 
上のお巧^^を見させて遣 b 、 今日の午後ニ時じは巧びをつ かし 
い プロべ テー の 一を じ 接ず ベ （必 待ら じ 待つ て 居た ので あつた。 

逝けを 後藤 勇ま 巧は 

民 欄 飛が ± では 第一人者 

一 思 懸けない 椿事を 耳 じして 航空 
; 視察の 安東 少将 慨然 ごして 曰く 


前 霞 ブ浦航 を 除 司々 官 あを 昌 
喬ホ おけが 永 中佐、 蒲 瀬々 佐 W 
伴 二十 化な 锅華 おょら 巧が し 目 
下 ホ テ か i * ァ X タ ！ r . なあ中な 
るが、 少 おは 記者の 齋ら せる 
太 か 巧が 跡诚 巧が お中^ 幡 事に 
鹏し驚-一^一^の眼をが。 っ、>語る。 

『をの 谦巧搪 は霞ケ 浦が を隊所 
戚のお 單攻お 磯で 一二 人乘 ら の舊 
ちリら .みで わる。 ホ ホを 釀 磯の 


調子 U ら 成功す る だら ぅど 賴巧 
しく 思つ て 居た のじ、 今 

此 悲報 を 聞：. て實 じ飯慨 

じ堪 るない。 着陸 ォるシ アト* 
の 號わ瘍 の 調査ら 終 b 、 航路の 
が 巧 も 化 づ完を じ 濟んで 今は 第 
- 磯 2 竣成を 持つ て臺灣 巧な S 
+ 時間の 飛 巧を 决 巧して、 愈々 
化を じ 就 X 酱 だ.‘ た 矢先き であ 
るから、 おを > むに# くもの か强 
い 0 H 本の 飛 巧 ± の操縱 はかし 


墜落 ご' 户 こ. こ U 施る 诊 らし 

こごで. 一， 前に も 唯一 阳 位の 例 位 I て 化の 諸み 國 t - 劣る やぅ：：* 
しか。 い。 お-文には 摩を ご ホつ I MI :. M . nnNr ! 1 1 
て 恐 一'? (白 か：！ 離陸の 時の 揚 I 
げ がの 會 違 ひからな つたので は I 
a いを ど 想 傑して 运 も。 何れ じ 

もせ-* 户 

お平洋 横斷 飛が の 第二 お 
補の 後 勝 巧を が ひ、 狐訪 をは 大 
電 傷を 巧つ た'- ごは 化 際 ホ 常 じ 
殘 をで ホる し、 證ヶ滿 の 岡树乂 
おもぶ 爲 の お 校た 恐ら （生かを 
化ら 也 めても、 巧び 化 巧 隊で活 
嘴ず. こ ごは が ホまい ど お ふ £ 

頗ぶ jL 惜しぃ 氣持 も. かする。 こ 
のぶが のた めじ、 一時的に 怖 あ 
がを たか も 知い のが、 をれ は 
巧つ て 第一 候補の 藤本、 お 江 田 
巧な か 後が を 化が し、 化 化の 關 
為 諸^ら ■思の 総 験を 巧て を々 
I 横 敵で けに 巧 力して ゐ る： とだ 
i らぅ ご あ ふ。 を腾 ちの 如きは、' 

I をぃ 可 打 ± で總 計-千 時間 - W 上 
_ の玻 わ 記錄を 持ち、 民 關随- の 
八 巧 操縦ら 巧々 巧を て わつ た。 

ロム^ぉぉ前も霞グ滿 へ 巧ってを 


足 飛れ 練 巧 振らを 狂て、 この 


葬儀は 六日 

靑 山齋瘍 じて 
東を 特電 二日 發 n 太平洋 祗 
巧 練習 中に 墜死し わ 後 腾異吉 
氏の 葬儀は ホ H 靑山齋 機に 巧 
はれる が、 寅 傷を を ふた 諷巧 
を 一氏 反び 岡が 大尉は 二週間 
な 內じ化 化せん ご。 が ほ後腾 
氏は カナダ •ナン 生を 保晚會 
化 ご I 巧圓の 契約 •わ あるので 
近 < 遺族は 之が 支拂 ひを 受け 
る楚 である。 


はない が、 少し 荒つ ぼい 傾 巧が 
をら、 今！ つは 機械 や 機体 其 他 
操縱 0 外の ことじ 就て け 比較的 
智識 じを し'' — 色々の梅事 
を 惹起して 居る ので ある。' ホ/、 
ともおけ 壌た るら の tt 、 操游す 
る こご U 外 じ、 飛む 磯に 關 する 
限 b の 智識は、 を 部 併せ持 じな 
けれぶ。 ら 3。 巧な、 化 巧 じが 
ける が 巧が おが 間は 五十二 時間 
で、 六、 と 千が 米の 距離が 顆の 


山で ぁつたが、 今回の 太 伞巧橫 
敵な 巧 距離は 八 千 基 ホで 少し 向 
ひ あじで もを つて 速力が じぶつ 
たら 目的地 じ 着く 迄に 燃 巧を 無 
i て 化 舞 ふので ゎる。 太 西が 
お斷 や、 世 巧早姻 b 機の 如 < 化 
空飛 巧が 巧 ホれば、 波頭 じ 化つ 
て あの 强 さも ホ 向 も、 隨 つて 之 
じ處 する 最善の 處置も 臨時 じ お 
來 るので ぁるが 今回の 太平 巧が 
路 は、 義が 深く 千乂突 位の 

ホ 问空舍 飛ばなければ なら 
0 こどは 覺 悟の 上 だから、 右 じ 
述べた やぅな、 植 巧は 何一つ ど 
して 得られ い。 巧じ航 績の餘 
力の ある 中 じ、 目的地 じ 達ず る 
のでな^、 まあ ぎら'^^ — ^ 1 が々 
豫を であるから、 誠 じ 天 おの 一 
小 部を 的變 化ら 馬鹿-しして ぶれ 
0。 をれ でも、 途中 不時着陸の 


お氣淸 磨の 墓 お 

東京 特電 一日 發 H か 氣淸磨 
の 墓 巧が 岡 山 縣か氣 郡 恩賞が 
からを 見され じ 0 

感冒 死を 約 五 千 

ま 京特笔 -日發 H 東京 じが 
ける 流 巧 性 威 冒の 死者は 昨年 
十一月 0 ホ 四千と 巧 0 六 人 じ 
達した。 


J よ 一 


切 豫をじ 乂れホ 鬼 も 
巧) 氣 じがび 終は すを 氣 込みで 
あつた。 何れ じ もせょ、 H 本の 
飛行を は、 今少し',、 飛 巧 機 じを 
する 一切の 智識を 持つ こごが、， 
急務で ある。 かぅな n ば 巧 飛 巧 
術は、 歐ホ 先進 固 >し 比 L て遙か 
じ 上位 じ 巧け ると 思 ふ。 軍用 飛 
巧 磯 も 其 目標 ごして 進む 巧は が 
續 時間を 長 H 」、 出 ホる 丈け 
澤 山の 武器を 積む こご じある が 
おし 今の 巧 太 西洋 や 太平洋を 橫 
斷 すろ 巧の 飛 巧 磯を 作る こ ごけ 
罵 事 上 今の所 さぅ を 要 ことで 
ない。 ホ圖を 始め 歐测諸 幽も軍 
用 機は、 をづ 十二 云 時間 位の も 
ので ある』 ミ々 と。 闲ほ间 みお 
巧 だ 九 H 出發マ デ王ス テック 

ちで 渡 隙し、 十み ケ爾の 飛が 巧 
を 視豁硏 兜'.' 四月 末お歸 朝の 獄 
をで ある。 


地下 鐵罷 H 

市 良が 仲裁の 勞 

ィンタ ー ボ曰地 V - 鐵エの 巧 働 

組を 組織に 對し會 社が なおして 
首謀者を 解歷 した こ ビは就 働 員 
の ストラィキみ 議 どな b 形勢 不 
をで あるた め 遊 般同樣 の 爭議を 
調 許した ゥネー 力！ 巿 長は 重ね 
て 化 裁 せんどし つ、 ある も會社 
侧 では 體 巧く 巿長 ごの 會 見を 巧 
絕 したので】 層不 まの 化は あつ 
たがを の 巧 曾 社 も 腰を 巧つ て 巧 
長 どの 會 見を 承諾す る じ ま 5 目 
下頻 b じ調訂 中で あるから な 年 
のかき 罷 ェはゐ るまい か會 社で 
はで】 のむ めじ 新人 員を 裳 集し 
て 居る ご。 - 


を 雄タ井 < jn ツ 7 

巧び^^府ィー契約 

野お界 のぶ 雄で あ 6 を 物 巧で 
ある タキ •で ッブは 昨年 搜府ア 
スレ テック ザ じじ 年俸 五 巧 弗で 
外野手を 承りし も 今年は が 給の 


ため 球が から 引退す るで あらぅ 
ご 傅 へられて 居た が、 をの 後 巧 
渉の 結果 巧び 费巧ぞ の 外野手 ご 
して 活驢 ずる こご じ；：^ つた。 今 
年の 截府 あか 巧手は 恐ら （古武 

をスピ ー 力） を 中堅 じ コツフ を 
右翼、 新進の シモンズ 左翼 手 ど 
•::* b 健棒 揃 ひで 脅かす もの ど 見 
られて 居る。 


巧 左衛巧 夫妻は 

今月 ホ 渡米ず ろ 

梅 幸 夫妻 どれち 連れて 歐ホ漫 
運の 途じ 上る V < 準備中の 巧が 
お 左衞巧 夫妻、 梅 幸を 病の ため 
中立の 增も 出で たが、 巧 巧の 機 
會を 逸する こどは 逍城ど あつて 
中 化せ 中 S 巧 二十 九 H 横 演出 化 
の 太を 化で 巧發 する こど、 なつ 
2 0 

樂漬 消息 

『浪 子さん』 を 放送 

チ プラノ の 一二 浦 環さん は ホる 
水曜 H 午後 十 時 H 十を か b な 送 

馬 ダブ リユ， •ィ 1 •ゴ！ •ユ 

フを 通じて 夫人 お得 意の 新作 英 
語 オペラ 『浪 子さん』 を 放送す る 
こご i なつた。 指揮者は フラン 
ケ ジナ 氏で わる。 

南部 高嶺 夫人 獨婚 

整 巧 グランド •オ 'ペラで 今年 
S シ ー ズンじ 『蝶々 ホ 人』 を 巧 
つた 南部 高嶺 夫人は ホ 過 水賴け 
校 第五 街 £ 十一 おの 某當 豪の 邸 

宅で ブラ キゲ ゴ！ト •コン サ— 

トを曜 す。 

藤 原 氏 獨喔會 切符 

旣 報の 如く ァ！ サ ー •ジャド 
ジンの マネ— デメントで ホる 十 

八日 巧が n 劇 瘍でお 唱會を 催す 
藤 原義 江 氏の 乂瘍巧 巧は 今週よ 
巧ん 間には ぶ 社で 猿賣 を取摄 


って 居る。 入 お 巧は 巧 別席 〔十 
人 入 6:1 二十 お 巧 置 十 仙、 ォ！ 
ケス トラが ニ 弗 二十 仙 ピ I 巧 六 
十五 化、 メザ ニンが 一 弗 ホ 十 他 
バ八 コニー が 一 弗 十 化で ある。 

♦こんな こども ある ♦ 

飛込んだ おが 干 兜 

ニユ！ ジャ 1 シ i 州は トム ス 
リ ゲア] じォ！ シヨ ン* バクス 

を 過去 S 十 年 じ 直っ て經舊 して 
居る ジ 3 i デ •ホ 八 マン 君の 許 
じ 發信ま 不明の 手紙 じ、 ボ 7 ブ 
1 が菩 銀行の 小 切ず 千 弗を お 入 
して 送っ じ もろが あった 。をの 
手紙の 中 じは 簡單じ 
今から 數年 前、 をが 貧までを 
った 時化の 御 恩を 返す 爲 めじ 
ご 記されて ある 計 もであつた。 
ジョ ー デ 君もジ mf デ 君の 家 巧 
も頻 b じ 首を ひねった が、 誰れ 

じ 親切を した ものが 想 ひ 出せな 

* 0 
し 

『のみなら や、 俺は 千 巧め 親 
切を 施した こごは ない せ jJ 
と云って居る。 併しジ 3 !デ君 
はを 速 これを 現を じした。； 

モ I 君 屠殺の 原 巧 
高 知縣哀 岡郡大 が村窝 橋輔賴 
ホで 珍ら しい 事件が 起っ た を 
れ は楠賴 一家が、 親戚に やぶは 
れて 一治し 朝 わを く歸 って 見る 
と 小牛が 空腹の ため か、 小 尾を 
なけ おして、 のを-— 座敷」 上 
b 舊正 巧用玄 してっいて あ' ンれ 
- 斗 五 巧の ももを ベろ 氏っ 
てし まい、 なほ 神前 じを なへ て 
ぁったな ホーホを も 食って 十 ま 
ったので， 急性 胃頻 張を わ-一一し 
座敷で 動け なくなっ て 居た がで 
本山 馨の 高岡獸 醫を迎 (て 寻當 
てしたが を 快 おぼっかなし 一 jj い 
ふので 屠殺した ど。 


'玉 


◊今年の 春着 化 ：.：..：• 殿御^ 

ざつと ニモ 二百 八十 一二 雜 

洋服が モセ百 お、 靴が 百 十一 ニ黯 


◊ ... I '氣榜 木瞩な 今を のを も 
昨今は どぅやら お天氣 つぐき で 
春めき、 第五 巧の 所謂 貿物お 城 
じは、 が 服'’ 靴、 ネク タキ 等 £ 
春の ファ ジン ョンが ザ.'、 も 陳列 
されて、 おしやい 述の 眼を 惹い 
て 居る が、 ニユ！ ョ！ ク の裁斷 
クラブでは 今が 殿御 等が 召す ベ 
き 春着 化は 『レグラー •ガ キ』 
を 標準 じする ど ニ 千 ニ パ 八十 三 一 
巧、 1 れ もが 詰めた 勘を で わる 
S 發 あした。 

◊ 11 が 服 ご 外 蒼の 方面から 
勘を ずる ご 

巧會 あが 百' 五十 弗、 タキ シ ー 
ドが が 一二 十ち 弗、 晝 5 フォ ー 
マグ •ドン， わ 巧 ニ* t * ■お 巧、 

ィンフォ 1 マル •ドレス 力な 

十五 巧、 ビデ ネス あ 五 着 〔を 
中 ご 一着 パ ダグが •ブリス テッ 
ド〕 五が 巧、 乂ポ！ ッ服 二着 
がが 八十 巧、 ドン， の 外 蒼が 
巧 五十 弗、 普淹 あの 外 奮岛ニ 
十五 巧、 ス ポーッ みを が 弗、 
ァグ スタ ー 巧 十五 ホで 
を 計 すれに 千 六 巧 九十 五 巧。 尤 
もブ ニス や •ホ C 巧 化の 洋服 化は 
舍 まれて 居ない。. 

◊おみぎ が 靴で 


提を 用が 十よ 弗 お 十 他、 ィン 

フォ ー マ^の ィ ダニング 巧が 

十五 弗、 普通 用 一二を で 四十ぶ 
弗、 スポ ー ッ用ニ あが 一二 十五 
弗、 を 計な 十二 巧と 五十 牠。 
靴の ホぎ-! 幅 手 どなれば 

シホク •ト ッバ，. か 二十を、 
ポ ー ラ I が 十 弗、 ソフト お ニ 
倘で 二十 弗、 スポ^ ~ ッのー _ ッ 
ト巧ま キャップ 十 巧で 六ト巧 
◊. ミ.… 併しが 服 や 靴 だけでは 
いけない からが 滞 物を 見る ピ 
下 蒋六着 じご 一十 弗' 靴下 十二 
足が 十八 弗、 ゴがフ 用 一二 足が 

十五 敢 '、ゴ 少フ ..マゥ 五々— 

が 二着で ニ 一十 弗， ク ラゲ アッ 
ッー 打 一二 十 巧、 一二 本の ヶ！ ン 
化 五十 巧、 絹の パ デ ャマニ 着 
で 八十 弗、 ンャッ ニ 巧で 巧 ニ 
十 弗、 べグト 一二 本 十二 巧 左 十 
仙で 一二な 六十 お 巧 五十 仙、 一を 

れじ スパッッ やサス ペン ，11 

其 化 五十 巧。 ' 一 
◊ - の 外に 乘お服 もみむ 

よ ドレ シンク 曹 ジ^ ~ フ もみ f ごつ 

し、 數へ 立てれば 制限 も あ t ま 
いが、 先づ ざつ £ ニ 千 ニな 八十 
一二 巧を 费 して 惭 やく 『ンギ ユラ 
1 •ダ キ』 のか 間 入らが 出 ホる 
ので ある 0 


御菓子 舖 

名物 栗錢 頭、 爲辩 、が 羊羹_ 
賛澤 豆、 甘納豆、 巧 他を 禪 
煎が 卸小賣 。のし 餅け 前日 じ 街 
注文を 乞 ふ。 H 本を 巧 品 及び 雜 
誌 等 も あ もます 

御 注文は 松風 抒窩儒 
28 去. ま Ihst . ぎ Tra 是 ar 置 54 


名所 > 古蹟、 を處巧 他を 物 



蠢ホ賓 


产 Tm 夏， だ fk 巧 舌 II で产， 
雲霉 呈ゴ互 d - 
ジ 一 . 玉 YATTSVlLLm ニ 88 W 


G L 3 

S ^ 

げか 

as! 

W W I 

A 

D 4^ 


舞踏 個人— 

▼化を ダンス ▲ 

►表情 ホ 操 A 

朝 十时ョ ，巧 十) 時 

シ ヤブフ •ダ シシ 

ング 鋪錢學 校を 葉 
上杉タ 一 


0 

米 


庵 


電話 ブラィアント 

八 0 と 九] 八 八 おご 一 

新 IS 轉長 

紐 宵 巧 西 四十 四 T 目 
一一 ニ ー こ 八を 

三搂 


ま庙 

'呈夏 1 nt Ave . 芒 ま k N . 一. 
ぎ 苗を 呈皇害 
'ま 巧き 产 F - K . ジ io - 


眞 面目なる ホ 磯圓贈 じを 替 
なる 威 業を 周旋す 

宮羯 事務所 

紐 育 巧 西 四十 ニ 了 目 百せ 一番 


電 

話 


ブ 


アン 




煎 餅 卸、 小賣 
を 腐-油 擦 
目 本 食料 晶 一巧 

WC 田 rise Rice Cake C? 

萬 5 さ 置 Ave -, 

ぎ 量 ニ 21 巧 


ロスアンゼルス 

ホ リン ピック 

ホテル 

ニ S San 置 3 SU Los A 這 寶 CaL 


レヤ トル 

NP 旅館 

30 タま h Ave.sp weattie - wajlh * 

停車 洛 前を 東 ご 一 了 左側 ホ 階 建 
H 本 巧 船 切な お あ 波 ロ 場 送迎 


お業睹 域中必 、総領事 箱、 日本 
數船其 化 お 巧 大會社 近き お 巧 

を港 小パ ホ テ 

魄 日本食 ( 惦別閒 あち) 

御 一報み 溝 自動車 御出迎 申上误 
空 2 呈 ifofniw St ; San Francisco , Cali 产 



木 田 ル — ング 

1呂7 3 rd A 去. Bet . 置 & 呈 h street 
ジ一 さす ミす 巧 nt 芸 s 



N. Y. K. LINE 

社會 ^1 鄭 本日 

N 巨 \W YORK OFFICE: 

8 一 0 BHdge St. T £ し BOWLING GR 巨 EN 2262 

San J? 化 nci が o 0 だ ミが； Los Angeles 0 だ ; ce: SeaUle Of む说： 

551 Mark が Bt. Biitinore Hotel Arcade Colman B1 泣 gr. F かが Ave. 

Ghicagfo Office: 100 W •抓 化 roe St. 


(XS ぶ 。 Line 

ホ P 廟瓣會 H 

巧おぷ W お TEH る 化 お HL 扣帖 
1?8 が 巧が iHiGESEWY 拙 K 巧む 
PH8HE 郎 WUH15 挑 EE 肖 お 82 - お 


Nippon 

Dry Goods Co, 

巧 81 わ oadway ，なわ， 

C 日 r. 31s パ I 

Te し Pennsylvania 巧が 51 

Room が 5 


Imolo Bros., ino. Nara Trading Go. 


Fermeriy 

拍 aruhachi Co. 

1? East 17 化 U . 化 
Tei. iUgonquia おが-が 


151 -5th Avenue. 

(Cor . なが St.) 

M を ipnquin 巧が - 47 


YO 氏 K の LLE AUTO SCHOOL ' 

鼓 も 極れ わる 自働 車を 校 

204 E. 86th St. Tet. Regent 2390 


NAIM & SHm 化 

Dolls, Toys and 
Seasonable Novelties 
j 31 Ea がり 化 Sireet 
け fil 训巧 UA 化） 

Tei. が gonquin 1877 


M 邮 IMlifU 邮脱 Inc. 

巧 • 巧ぶ W.23nlS し 

New York Ciiif 

Te しむ am が 巧 3 化 0 


THE FUJIMOTO 

な即關 は 抓 . ， INC. 

120 Broadw が X. Y,C か 
Re 加 パ 41 8 ぶ 39 


THE BANK OF 削 OSEN 

邮日怔 巧 巧 1 お BV が，！ U. 
巧邮 もむ ホ an が扣 83 


Tiie Sumitomo Bank, Ltd. 

化 W 巧 flK AG 巧 CY 
I! 郎讯が 4 
1 が 8 巧 3tiw 巧 

leL li が over ?444-7445 


T!ie Yokonania 

Sp が お 貼 !] も Ud 

5 化 Fi 如 r, Equitable おお . 
巧 0 Brtiadw 化ん Y- 
化 8n 目 Rg 加 r 巧 巧 


rt)g Ban ! (がな iwan, Ltd. 

Room 515 

S 即 nsnson ! 训巧 ting Building 

巧 5 B 巧 a か fa も ん Y. 

W. 0 が お n が 7232-33-34 


taiyoTfadin が 0 ., I 邮 . 

Impo けが s & Exporters 
j 101 Fifth Ave..H. y. 

; let. Algonquin 3823-S 

327 W. Madison 化础 
Chic 巧 〇 i HI ぶ 山 s 

が > 


WAUER & 化 ORIO 

CUSTOM TAILORS 

20 DEY ST., NEW YORK 
Near Church St. 

T 技し CORTLANDT 7 巧 7-7558 


HA 削 TA & 邮， 

141-1 が Rf 化 / 1 化， 
げ or‘21sWt.)' 
New York (! か 
Tel. iigonquen 5635 





號 


十 H 百 四千 一 第 



新 同 



日曜 : L 】 


ロ H 巧 S 年 H 和昭 


幡說を 


I ♦紐 巧 H 本 尺敎會 

题ホ 定 ； 

I ♦を 瞥敎修 近 脅 
基替 の 修道 ホ活 
I ♦日本ん 美 P お 食 
地の 捕 

◊— 


淸水 牧師 

今 ホ 化師 

皆 崎 牧師 

;◊ 




締切が! CE 本埼 午を と 時半 
|ニ 巧 六日 i 沙港經 由 

ブレジ グン ト •マ デ ソン 号 


巧 桐 スペシャル 


『お 節句の 雛 人が がを 麗じ 
陳列 さいました 
御な 窗らの 上 御 撰 擇を願 
ひます』 


片禍 兄弟 簡會 


新着 

瓶詰 アミ 御 煮 二十 五 仙 
廣島 名產燒 が 昔 一二 十五 仙 
スタ！ 即化等 貝 二十 倘 

品質 本 化 


桑 山 霜 巧 

114 空 ST 芸 ihp N . Y . C . 
呈 one . 巧為董 S 3 ザ 0557 


造花 道具 一式 

ホ 固 製造 化 道具】 ま 揃った 歷 
至 巧 あまじ 譲 もたし 委細 左記 
へ 御照會 あられし 

岂是 ，' 28 苗 童 Ave . 》 呈さ rk 
ぎ 吾 cl こ 73巧 


特別 集 會廣吿 

S 巧 四 H 午後 八 時 ょら 

特別 禮拜 說敎- 

司 會ぁ淸 水 牧師 

大贩 自もメ ソザ スト 神 雖校畏 
目かメ ソデ スト 敎會 敕師 

主 山 鐵次巧 

說敎 

題 「信仰の 馳瘍」 

レント 期-しが ける 特別 集會の 
第一 回です •柯卒 皆様 ホの 御 
お 席を 願ます。 

紐肯 日本人 敎會 

W 30 E . 57 を； St . N . Y . C . 

各 化 


表 おきみ 大 室-人 义 
達は ミ 或は 夫婦 f 
適當 、を 通 便利の 霜 所 
室 化恰巧 左へ 御 訪ね あれ 
置ぎ Si ニ ごさ 芭. (吾 7 ち 


ぶ も 一週 五 ホぶ 八谣 、一 
人 又は ニ 入に 適す、 

が 糜へ卡 が タイム 义スク 3 ヤ] 
へが おを 電請 カン バラン ド 蓋 一直 
養 里 皆 Ff 宴 n 黒 崎裤子 


ト 


タンク 


户 一一 ト マン 

タイラ！ ぶ 


ンノ 1 ベ i シ 『-ン トランク ■14^ 

物 お 弗 お 十 他よ を 十二 兜 五十 化 

岂塞寧 h ぎを 


十五 年の 歷を ある 當 校は タ 年の 
經驗と 新 智識を 有する 敎 飾を 聘 
し 自勘車 
操 絶 法を 


び 運轉を 
の 修得ず 
べきを 要 
な 機踞的 
智識を 短 
期蹈 じし 
て 最も 能 

率 ある 徹 

を咱捷 術 

をを 潛し 是狀 獲得を 保証し 職業 
ロを も罔旋 しま イ。 




斜 五み 引 

百 二十 五 下目 

S けが： W 風呂 

晝間一 お 一晚 一 弗サ五 化 
男ず 乂 ロミ W . 12 害 St . ぞ ar 7 さ Ave . 
婦人 入口 1 芸-養 W . ニ呈 st . n 这 r 7 Mye . 


▲最新 巧を 等 戲滿か 含の 豐窝鲜 巧を るは 乘 組る 
の 故が 親切 T を S 共に 巧 化の 誇 さする をです 
▲巧 化 太 やが おな 3 薄敢備 はを 部 ホ 晴 かな 良み 
旌し 支し む、 巧に 沙市 結の かを は 巧部ツ — V 

ス トサー ド 乂はス ナエ デ y >ヴ う ツスな 上の 

巧 値み 筛 へて 巧 リ まず 

® を 巧 お 帆 ホノグ 八經わ (あ 午 出帆】 


コレア 化 

春 巧 化 
西 比 巧亟乂 
大洋 化 
天 巧 化 


一二 巧 十 あ 日 U 

ニ 一巧 化 一日 ^ 
四 巧 十一 日 2 
四 巧 什で 日 g 
五 巧 九日 g 

N 

® シアトル お 化 〔午が 十 時 お 帆】 ^ 
伊豫 か S 巧 十二 B J 
靜岡凡 四ち 五日が 
溝 潰 凡 四 巧 化 一 H g 

® を教お B 本 巧泣枫 ^ 
化薛か H ぉサ Ha 
樣 おか 四 巧ぶ 日 
▲雜 脊巧魄 色を 馬 挺を B ネお貨 域 船.— 丹 ニ 商 
A 鐵滋巧 巧 强赛券 某 f 李 御 褐宜に 御 お辭を ザ 
▲太 酉泽お 漁賠會 お乘腊 切符 御洩 をに 取 計 ミず 


シアトル ぉ视 (午前 十 時) 
あらび や 化 Hg 十 S 日 
あら ば ま 化 四 巧 十日 

るん でん お (坡潘 お 脚) 一二 巧 ホセ B 
ヤ 一等 横濱 一九 置 巧 

化し ば リず化 ろんごん もじ 一 五 笠 巧 
V 1 ニ 葦 H 本 巧 瓦 豆 あぎ 室た おお あ 族 室を 數 
▼御を 望 じが リ 一等 割引を 谁切 巧を が 教巧お 

ロスアンゼルス 出帆 (午後 一二 時) 
ら ぶら た 化 一二 巧 二日 
さんごす 化 妈巧 一二 日 

ザ- 嘗描演 ニ HC 巧 化は わい か 主 じちみ 一を 巧 
V 榜別 H 菩 日本 巧 五十 化 巧 ►一二 等 日本が 五十 直 巧 
▼ホ 淺羅化 巧 涼 車 切巧麽 凳券踞 入® 旌 仕り 候 
►が胥 線 パナマ 經由 日本ち 那お 貨物船 巧 一画 


日本 陶破 器雜貨 

ラム ブ卸賣 . 

奈良 貿易商 會 


り 本陶礙 黑雜棲 類卸寶 . 

ホ 元 ブタダ ー ス 


日本 吳 服が 物キ モノ 
テ！ ブルク ロ ー ス類 

謙雜貨 卸商 

鱗 日本 ドライ グ！ ブ蘭會 

特別 廉 階で 乂勉 强轿流 巧は 當 巧の 持を 


自働車 運轉及 修理を を 
H 本人の 敎帥じ 娘 も 親 
が じ敎授 す、 泌雜の 道 
路も 自由に 
操縱が お ホ 
る檢 K なら 
ます 免が 巧 
証、 就喊 n 澤 山、 晝巧 

敎巧用 じ クライス ラー 

一 化 二八 年 型を 使用 



夏場 グ 1 ム 向き 

今回 上記の 處じ 移轉し H 本 あび 獨逸製 お 
具、 雑貨ぶ び 陶器 類 赛夏操 ぉきなを 部 取 
揃へ 陳列' して 居ます から 御 ホ 紐の 節は 是 
ホ 御 ホ をら 御 一 弦を 願ます 

子 — テル エンド シ厶 メル 


►鄕 を 送を 度び 並 送を (無手 おお)、 か！！ 
爲巧資 買、 荷 島 替な耕 取な、 情 用が » 
巧 等】 お 銀 巧 業 お 狗巧巧 じ 取を 可 化 お 

S 臺灣銀 巧が S 化 張 所 

本 巧を 鲜等化 

女 巧 京 京、 橫淸 、た阪 、神 ロ、 上 お、 巧 
ロ、 福 州、 廣 巧、 袖 巧、 を 港、 廣ぞ 、巧 

嘉坡 、スラ パヤ 、スマラン、 バタ ビヤ、 を 買 
—ヵグ 々ッタ 、渝 を、 其 外 尊溃十 巧ヶ巧 

1、 資 ぶを 賽撼圓 (查 额拂这 お】 

一、 積 立を 化 千ち なお 十を 腫 

巧 地 本 ま 巧 演 {本な) 東京 大联 
神戶 をが 下 隣 名 忘 房 

戀鑽化 金銀 巧— ミ 巧 

ホ頤を まが = を 潘羅巧 沙が布 巧 
其 他 化 巧を 齒 重を 都市 ニ 支店 度 コ水レ 
ブ ち么较 


ネ 巧大阪 化濱五 T 目 
が 育ま 巧が 育ブ C 1 ドゥ ユ ー だ 四十 化を 

難 住を 銀 巧 

3 ドち (東京* 横 潰、 名 ホ屋 ，京都" 神戶 
W 才 尾ノ 迸、 廣 島、 吳 、柳 ホ、 下ノ關 
地 ま 巧 《巧 司、 小食、 巧 松、 博タ 、久巧 ホ 等 
本爾預 を、 鄕お 送を 等は 極め 
て 御便剌 迅速 じ 御 化 巧 可 中 候 

. "I !1:. I —I —1. •1-1;1 .ml 


本店 朝が を 城 

ま 店 お 張 所は H 本內 化の 樞耍 都市、 朝が 
満洲、 ま那 のを 地 及び 浦 铺巧德 

朝 鱗 鑛巧紐 育 お 張 所 

み 國爲替 一般 银巧萊 お 精々 御 便利 じ 取扱 巧 
申 上 お 


藤本 證券 會お 

一般 あ储証 錄ノ资 買、 引受、 募を 
▲を融 、化う 么三關 スニ切 ノ業あ 

鎌賊 藤本 ミミ i — 銀な 
が 育 化 張 所 


鞠が 語、 雑貨 卸賣 

水 林が ブクザ I ス 


巧貨 陶碟器 

ドラィ グ ー ズ卸質 

太洋資 易！ 會 巧 

支 巧 ポが 古、 ポストン 


八 ィカ ラな 紳± は 

化 立 服を なしまず 

夫れ はな < 身 じを ひ、 見掛けは をく、 を 
して ホ ホを ょら もを 持 もずる 事を 知つ て 
るか^1-£'です^ 弊巧けタ數：：：米刹±の抱用 
を ホつ て 居ます。 

N 化廣告 じて 御 ホ 巧の 方には 

六を 劇 引を しまず H 
御化义 のを 悄じ陈 はらず をら 巧 一巧 ホて 
見て 下さい 

ウオ ルカー エンド フロ リオ 洋服 巧 


H 本 郵船 曾を (お ニを 感道食 社) 

が 理巧巧 桐 兄弟 藏會 

乘牵 、乘船 切 巧 並に 小荷物 運送 街 使が じが 扱 申します 


精々 勉强巧 化 御 引 立願 上 候 

陶 戚器雜 貨卸賣 

春 巧蘭會 


が is 賣度 

綺麗 じ 塗ら 替 へた ボ ー グ 一侃サ 
仙で 御み けしまず、 左へ 
S . K . P . 0. Box , ち 7 Long を ach , 广 I . 

セ— ルス マン 入用 

浑 服を 直梭 顧を に 賣 なを を 
求い 一週 お 十五 弗 よら ぼ 弗の I 收 
入、 絕 好の 磯會 、左へ 巧 渉 五れ 
互 ite ニ兰写 こさ 呈 h Ave . 


御大 典 奉 視巧闊 醒 0 貝 

今上陛下 御 邸な ま 巧 觀の榮 じ 浴す るを 前の 巧 機 
旅|^1今巧十巧十】 日(木)午後六時ニ十をぺ ン停ぉ場ぁ發 
同 十と H (水) 沙 灌發擲 撫加贺 化に 便 乘の上 十】 巧 二日 (を) 
橫濱港 着 -1 

歸ホ = 明年 S 巧 化 n 攒逸發 •郵船が 岡化愧 じて 四 巧 十 S 日 
沙港 着、 同 十九 H 紐 育 着の 豫 を：；^ れお随 ぶ 歸ホ差 支へ 無し 

画 費 = 片道— 二な ハ 十 进巧ホ 一等、 巧 船 二等)' 

プ 八 マ ン 寢を券、 を輩、 泌港 ホ ブ 化、 自働お、 タ ッ ク ス 
ボ！ イポ I ター 必附等 途トの 入雙を 部を をむ 
往なー 四 巧 十が 

申 法規を 巧 化 詳細は おがよ 摧者じ 御 照 曾 わられた し 
組肯巿東1^|十化下目ニ ニ 巧 


择欄 兄弟 蘭會 


な 育 か 巧 巧 

: 本ん ホな 卸 


第五 次巧闕 訪問 團 


八 T 目 一一 一二 ミ 

I 化が 淸 

御大 典 奉 視巧闕 訪問 圏 


西洋 料 埋が賣 渡した し 

夫婦 おじて 經營 S 巧が 巧 巧 巧 今 固 急に 歸 朝す るに 巧き 寶 渡し 
たし、 獨身 者、 或は 夫婦を の 經營じ 至極 適當 せち、 アツ パ！ 
ト メ ン ト化ニ階ぁら家賃非常じ格を^.*ら、 引ぞ者 へ は圣部引 
渡す 爲め其 H ょら 商賣 し义化 居し 得。 

を 學 まは 左記の タ おへ 御 通信を 色 ふ 

; 蘇 な 生 

畫 0 TA 罕ニ設 正-ぎ 芦 E . Wash 霉 0 コ； 戸 C . 


了 寧の 即綱ご 精巧なる す 上げ 

時 a の 迅速 ど雜 貧な 校正を 保証 

印刷 也 紐 育 新報 社へ 

電話 i - キン 义ニか 0 九— ニ 九- 0 

わ 間違 6 ゎく 新報へ 

巿內巧 十と 了 目 十二を 十 階 目 

を 部に がける 邦字 言論 擁關の 

權 威、 吾が 新報で 讀 まぬ 人な L 

廣 をは 紐 育 新報へ 


が N 

mo 

答が 

a U 

打 J 

d H 

a T 

如の 

洗 A 


藤 原義な 獨唱會 

入壤お I セ 十を 仙 一 热十仙 

一 葵 十 置：^ ニ霉仙 

一二 月 十八 P ： (日曜 午後 八 時货か 

客！馨じて 

现符 取扱 所 紐 育 矿報社 




K が 

N ^ 

A 巧 
OD A 


0 

3 

即 


训欄 i —1 

M N 1 ん 


re 

H 

T 


6 


池 

"■一 M か 
もが C 

咖 pi 

帥 =1 跳 


貸本を 
拂这巧 資本を 


を 

六 


宿 

モ萬 


餘 出入 爲替 'あ 信 送を’ ホ 送金、 旅け 信用 狀 
巧 業 信用 狀其化 一般 银巧業 


邮 S 


人 鱗 試 S 萎 銀 巧— ま 巧 


m 8 む 

帥 0 
0 2 


鄕里 送を" 日本を 地 無ず 数 巧？ 迅速 お 扱 
本店 預を {を 巧 通知 ノニ 碑) 御 促 利 取扱 
本 ま 巧 ま 京 (本 巧〕、 大お > が タ 、巧 都 




勘 

旧 


巧 立を .五平 八巧阳 がな 凹 

能 賊ご弄 銀 巧が 帛 支店 


本店 巧を 市日 本 橘 區本革 起 町 五番 地一號 
す 巧 ル 梅 日本 橘 化 S (ぉ 安横演 
をを 崖 京都 大阪巧 ( 大阪〕 が戶 
がな 下 關巧司 お 松语岡 おが 

* 上が 输软賣 器 



H 本陶 叢雜貨 
ドラィ グ I ツ 簡販賣 

能 賦巧木 桃 ホ 組 

MOO 产 MOMOZOI , CO ，， U 1 C . 

105- 円 • 16 を W 产， N . Y . TeL ぎ y ま sant 苗ち-三 


齒科醫 パ t ハ リアン 

Dr •护 dward haman 
を寫 on 1} 呈壺 

巧 黄 W . 181 st St . TeL 呈 lings お 76 


貸家 巧 室、 電燈、 


ウッド フ p フ 1 で 壁 
は 綺麗に 織 巧に デコ レ 1 ト して 
あ b ます 家賃 五十二 弗 

574 W . ニ 害 susf . N 害 oiasA 更 


四 室 及 五 室、 スブ 1 
S ム 、ホ ブト クオ！ タ 

—、 電燈 、其 他の 設惦 完全、 家 
賃四 十六 弗 度 五十 五 弗 
實 W . ニ 1 さ St . { Morni 看 穿す さ 


御 禮廣吿 


ニ 懐 紐育ナ ー ス •で ン！ 

巧壽ご チヤ ィグド お院 

じて 療養中の 處藥巧 効。 < 
去る 二十と 日 死 ま 化ら 本 H 
概 葬儀 執 巧の 節は 御 タ用中 
じ 不拘目 本ん 會化 お峭 井み 
巧 其 他の 御會 葬を おふし じ 
る 段 難 巧を 深謝 お 乍ち 禮な 
'放へ やな 紙上 御 禮申陳 度 
一如 斯じ 御座 候 

昭か S 年 二月 廿化 H ' 

父 宮川經 孫 


た- 


br 


を 委員 會の赋 惟 



W 同氏 旅 わの 目的は 救世軍 隅 係 
社曾杂 萊懒 お則齋 のな 源を 作る 
じあ b ごを ふ。 


な 育 U 本人 衍 商務を 員 會ま他 
I の レスト ラントを 巧硏究 をを じ 
一隅して は 本紙 前号 所 報の 如 < で 
- ぁるが、 商務を 段 食は 巧 週 水 職 
午な 六 時半よ b 料を 太陽に 開 
かる 一； 菌尙は 同 部 じ該事 策硏究 
委每を 特設す る こご i な b 山 略 
度 兰、 お井撫 良、 を出徳 ホ郎、 
吉 旧宗隆 、大ち 富 巧 治、 むが 唯 
紫、 巧 西 龍 雄のと 氏を 員 じ 指 あ 
された A 巧 則 あび 細則 巧 别委眞 
會は ホる 二十と H 巧 都に 巧て 閒 
胳サ これ、 を信稱 挺、 淸 化、 鴨 
; ホ、 が 岡、 菊 化、 窩 木、 水 なを 
'委員み な 卡觀お 長 化 巧 ぉがの 上 
曾 則 中の 字句 修 tf 、 細則の-部 
修正， と巧證 しみ 凹の 巧 事 曾に 報 
吿 ずろ こご I つた A 社 曾を 員 
をは 水 H 午後 一時 牛 料を 太陽に 
がて 瞄 がのを A 藻に 邱 拳を よゎ 
再ぶ V かせら りた 會舘基 か虔々 
特別を 良を は 六日-み 暇 ぉ 巧を 
:郝 じて 瞒 撒の 豫を A 本が 學 をが 
な剑 着' し 付 宵 物 調 巧の 巧め 公務 
委員 中の 特別を 資會 じ 去る 二十 
九日 午を とが ザ 開かれ 円 錄ど現 
.品 ごを 巧校硏 兜の 巧び 荷 造 もを 
むせる 上が @ゼ るは 午が 零時 半 
化 おを ぶ脸 本、 山 本、 磯山、 ま 
お 子ぶ び ルな (を) 氷み (渉) の 六 
氏で ぁつだ A 巧事妍 をは ホる 十 
I 二日 游ニ入 職 日を なて 開懼 ずる 
i 辑 A 孽務規 は ホる 八日 よら SR 
I 間にな！ もで 移轉を 開始す' ベ < 新 
掌 お 巧は ブ 0 — ドク ユ ー 千と 巧 
と 十五 巧シ M ネラ戶 •モ ー タア • 
ビ デ ン グ巧四な - 号室で電話 
を 巧は サ] クル 1 00ょ0 及び 

一 00 至帶。 


「縱 諭橫議 J の會 

巧六ヶ 日.. 胁ザ國 を 地を 親を し 
て 目 ド 滞が やの 一二 越秘 壁役、 巧 
エぜ嚇 託、 踞談お 顧問 じる 岩 崎 
巧脯 氏は 本 U ょ b 引 結き 十 H 、 
十と、 サ四 n (を +幡) にな b 午 
後 六 時ょ bH 本 巧 樂部じ n りン 
ビャ 乂學 、が 靑乂學 等に 化學ず 
る 化が を 民族 S 學库 約よ 十 名を 
(を 闽巧表 約 一を 力 至 ニ 名宛) を 
招待して 晚錢 食を おし 席上 學生 
の 懐抱 ゼる 固ぶ 問題、 社 會闽題 
日本 觀 等の 諸問題 じ 就て 忌 降な 
きな 見を 討讓 巧が し 『縱論 横議』 
のをを を懼す 笠。 


化乂氏 本社へ 轉じ 

郵船 支巧畏 更迭 

H 本 郵船 會 社が 靑だ巧 居が 本 
を藏 氏は 歸が後 お氣の 巧め 靜養 
の 部を 上 一巧 二十と n 附を 3 て 
本社 詰を かせら' け 岡 巧 じ 巧 巧 紐 
育 副 支な. を 矢 吹 義夫氏 支 巧 長の 
事 巧を 執る ろ ピー： A もま 店を 化 巧 
を 命せられ C な 本 目】 日を 0 て 
發 をした。 


がか 知 至 巧歸朝 

本 巧が かな 來带巧 じ 滞留 中で 
ぁつむを 巧 第一 外 瞬 語 學校良 村 
ホ 知 至 氏ぶ び 智子か 礫は 二十 八 
H 出が 翌朝な じボ 3 トンに 赴い 
たが、 村が 皮は 目 化經餐 の學校 
•し腳 する 緊急 要務 突 潑の爲 め 同 
地ょ 6 を 港に 急 巧 本 月 十 お 日出 
帆の コンヤ 乂 にて 餘钥 すべ （智 
ずみ 嫌は ポ X トン じがて 硏學ず 
る 2 ごな つて 居る。 右 じ 付きが 
育々 面に めける 同氏 巧聘 麗演會 
も 自然 沙汰 化み ごな つたみ 第で 
をる 0 


佐麟傅 ± 一巧 

貴族院 證段巧 爵醫を 博 七 佐 藤 
速み 郎巧 はか 蛾 同が、 京 城が 國 
轉巧大 學敎巧 綿 引 钥ホ博 ± とお 

じ 二月 ホ 暂紐ボ テグ •コモ ドア 
じ投衍したる：^^ホ過宋渡歐のあ 
因 じ 庙腾憐 は 巧 お時化の 大醫 
な 佐 滕お巧 ± のを， 中 繼ぎ順 天を 
おおを 從營 して おる 刀 ま 巧の 重 
鎭 である。 


移 轉廣吿 


來る S パ 八日ょ も 本 曾 事務所 
を： ト 記の 所に 移 轉す致 電話 も 
亦 下記の 如く 變更お 成 候間此 
段 講吿化 候 

The J がち ミち AS 資 C を ion of 安 巧 ご r ご Inc - 

Roo 吕 401 
^Jenerai Motor 
177 巧 Broadway" 2 ew York 

Tel. Circle 100 7910071 


追 而移轉 の 爲め八 H 
九 H 十 R 孝務所 閉鎖 
化 候 間爲念 申添攸 


昭和 一二 年 H 巧 lljH 


紐脊 日本人 會 


小 林 參単來 紐 期 

ホ 港 じ本懲 をが する 救 化 巧な 
.米：！！ 本人 部 ホな たる 參軍小 林政 
i 助 巧は 夫人 同が 旣 に义國 一岡 旅 
i 巧のを じ 上 b 中 西が を 經てあ < 
j 東部 方面を も 巡遊す るかで ある 


が 巧り 本人 敎を 

特別 禮拜 說敎 

ホ 巧 東 置 十と 了 目 二 r 円 S 十を 
紐 育 n 本ん 敎 脅では レント 期 じ 
がける 特別 集會の 第一 巧 どして 
明 巧 U ( H 曜) タ後八 時ょ ら淸 
水 牧師 司を ので じ乂阪 自由 メジ 
ザス ト神學 巧々 長 尘山鐵 次 巧を 
聰し 『信仰の 馳 塔』 ど 題ず る說敎 
を 試む る もに て 一般 同胞の 來會 
を歡迎 ずる ど。 


偈 樂部摇 球大會 

日本 お樂 蘇では 巧る 十五 日、 
十六 ロぶ び 十と U じ 豆ち 巧 巧と 
時 よら 索 季梅球 パン •テキ ヤップ 
熟 巧 大食 (無會 費) を 開催す ベ < 
禽員 中の 參加 を绍 者は 本 巧 十日 
主で じ 申込を なず 必要 あ 5 £0 


な 人が 人 


•永 廣齊氏 國際巧 船を 社 紐 育 
出張所 巧な 鴻お 船を、 本 巧 十日 
化 帆の 化 船 じて 偷敦 じ轉 巧の 由 
♦山 旧 お 一氏 送別 會 巧ぶ 銀 巧 
紐脊ま 店員 山 出 澄 一氏は あく 歸 
朝す るか じて B 本 庭球 化 樂部じ 
ては 昨巧种 巧の 爲 めじ 送別 會 k 
開いた が ホ 數のぉ 席 若 あ b 盛贺 
であつ た 

参 野 崎 ホ ぉ 氏 巧 峭巧會 ま、 目 
下 西部 諸 地 ホ視お 中なる が 十五 
H 前後 ホ 紐すべし ご 
♦菊 地 楠の 郎氏 窒素 工業 會社 
拔師 、まる 二十 九日べ レン ゲリ 
ァ号 じて 峡洲ょ A 着. 


^^kbkk^v 


F 
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二宮 掛 がな 

T。!. Worth 0 站 1 

比 SeESStw 
303 F 巧 化 Ave 。 

Tel. Caledonia 4101 

內 田が 事 株式 曾な 姑 育ま 巧 
Uchida Tra ぷ ng Co., Inc, 
291 か oadw 巧， 

Tel. Worth 1576 

島賓 あを 式會魅 ■ j 

Shima Trading Co., Ltd. 

150 Broadway 
Telephone Rector 1484 

巧 ま會化 ホ 尾商會 
Akawo & Co リ Lt ん， 
295 Fifth Avc,, 

Te!. Caledonia 目 758-59 

が 倉 製 蘇絲績 株式 會社 

Kai:akui*a 色 Co ，， Ltd., 
225 な h Avenu も 
Tcl. A 沾 land がが ぶ 巧 9 

な pangse-Amwican News Semce 

日本 電報 通信社 

K. Mildmoto 

Mikim が 〇 Pearl* 

535 Fifth Avenue 
Tel. Vanderbilt 2519 

紐 育 日本人 會 

The おが ne 巧む 如 cia お on 
巧 0 West 57i パ i び 別 
Tel. Columbus 巧 7 目 -7 7 

H お 株 ま 貪 化 
巧理店 
宮 巧商會 
12!) Br 的 dvr 化 N. Y. C. Tel. R が tor 7884 
Factory; 208 Raws 加 化し i. 扣 ty 

淺 野频產 株式 會社 
Asano Bussan Company 

Room SOI -805 
165 Broadway 
Tel. CorUandt 8047.8052 

大倉組 お育まな 
OIoi 化 在 Co., 

30 Church St.| 

Tel. Cortlandt 2292-93-94 

お 山 に M. Thomas 

Advar お slog Counw 

20 巧む ibtme む !1 が 巧 巧 4 わ な au 化 
Tel. わ ekmsm 68 巧 

故 固の 政 おが、 實莱ホ 巧 お 巧の 
事項を 迅ま旦 つ 確 寅に 報道す 
毎日 入電 一ヶ月 巧を 五十 巧 

い kyo Advertising Agency 

日本が 规 おお 巧 吿ー化 取扱 
12 W が!： 17 比 Sireet 
Telephones Watkins 2909-10 

巧な 洲巧滋 巧 ま 倉 社 
が 育 事^所 

Sou 比 Manchuria R. R. Co., 

Room 202 も Cana ぶ an Pacific Bldg. 
342 Ma ぷ so 打 Av& 

T«l, Vand が WU 4135 

己 井 物を ホ 式會社 
な 育ま 店 
M れ 8U; 在 Co., 

|65 Broadway, 

Tel. Bowling Green 7520 

窺 巧 事 贼會ぁ 

Kuhara jfracung Co リ 
30 Chu 化 h St., 

TcL Cortiandt 4550 

みま 會社 おか 巧 店 
が 育 支 巧 
Iwai & Co 。 

Woolwortb Building, 
Tel. Whitehall 6040 

H 菓 商事 株 ま會化 
が 育 支店 
Mitsubishi Shoji Kaisha 
(MUsubUhi Co., いん） 
120 Broadway 
Te!. Rector 2560.2564 

株式 會を 
山中 巧會 お育ま 店 

Yamanaka 化 W., 
680 巧れ h Ave., 
TcL Circle 4014 


日本 綻化巧 ホを 化 
が 巧す 巧 

Japan Co け on 1 radmg C 〇 w Ltd，, 
25 Mtuj;,on Avemi も 
TeL Ma ん ミみ 3 が 5 


目 米 连糸獄 ま 曾 お 
紐 育ま 店 
Ki 郎 I-BEI K!iT0 KABUSHIKI K が SHA 

がに H し BEI KHTO C 化 * LTD.) 

1 Park Avenue^ 

Tel. Ashland 6246 ■ がが - 49 


神戶鉛 木巧庙 
な 育支庙 

Suzuki & Co リ Lt ん ， （ Kobe) 

220 Broadway, 

TeL CortlamJt H49 ぶ 0-51-S2-53 


H 本 生糸 株を 會お 
紐 育ま 店 

Morimura iirai & む .| Agents 

44 East 巧 rd 化， 

Tel. Ashland 5320 


巧を 名會社 
紐 育ま 巧 
Hai*a 在 Co., 

443 F 〇 u"h Ave" 
TeL Caledonia 7830-35 


Gosho «»«^rporarion, 
SHk Importer も 

供 Ea が 34 比な rcet 

Tci. Ashland 4987-91 

Go>ho Co*» incw 
Cotton Exporters 

か Beav が St*i 

TeL Bowlinsr Green 8806-08 


大阪辆 日 = 黄を 朝日 
化 巧 ま 巧 
Osaka \sahi 
Room 308 World BuiMing 
TeL Be«kman 4860 


大阪が 日 ニ 東な 曰 日 

鉛 木 H 巧； 

Osaka Mainichi 
407 Tribune Building 
Tel. Beekman 4259 
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研-, 學祖 


VO しけ I 仙 . 14 お 


巧 h> ぶな jmtt がを 巧 im が 
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巧 根 上に 恃別 U 飛 巧 機を を設 （ 

- ならぶ 千 化な 巧 弗を 支 化して 
が 巧が 艦を 雄を する 必 をはない 
と 述べて 居る。 

〔フ シン トン お いを】 -- ユ 3 
ク州 選出 新 上院 議员ヮ グナ！ 
氏 本日の 畿曾 じがて おな 演說 
を 試み、 を ホの 失を が 態に 願し 
大 統械ク ー リッ デ 民 や 商が 長官 
フー ゲア！ 氏は アメリヵの 好 致 
氣をロ じしつ I あれで、 商 移 あ 
發 巧の 片 報じ 化る を國の X 晚繰 
業 短縮の 跡 度び 勞働 君發 巧の 巧 
報に 化る 勞働 者の 减 員、 勞慟時 
聞の 减少は 明か じ r メリ 力の 不 
愚氣襲 巧を 雄 辯に 物語らつつ あ 
らくて を ホ じ. 日； るホ棠 をは 恐ら 
く 四な 巧 人 じ 達する であらぅ W 
喝破 （、上院は 異遙。 <勞 働を 
宫じ對 しを ホ 失業 狀 態の 正確な 
る 調 查發表 ホ 講を可 巧した るが 
フ グナ！ をの 演說は スミス 卿 知 
事の 大統領 立候補 じら 深き 閥な 
をが する I 鞠の な 治溃說 である 
と 認められて 屠る。 

ン ン ト ン四日を】 前期大 
統領 戰 じがて ュユョ ーク州 知事 
スミス 氏 じ反掛 して 民 ま 黨巧補 
を爭 つた 前大藏 長官 マ カブ！ 巧 
の】 派は 飽 をを 禁酒を 勵 巧を 黨 
の 政綱 どす る爲め 自己の 立极雨 


は 劇を した るら スミス 氏 ご间じ 
く カソリック 敎 徒にして 而 かも 
が 酒 派で ホる ト院の 民 頭 ヮがン 
ユ 〔ち ンタナ ー 州 選 お】 巧を 大 
統領 候補に 推ず こど I むらた も 
これを げ諾 したので スミス 巧の 
立 お 滞は 一層 闲難 VJ なつた のみ 
なら や兩惦 補の 掛 立は 恐らく 前 
期 大會じ 等しく ほ ま黨の 勢力を 
裂を ホす じ おるべし ご 觀 測され 
て 居る。 

註。 7 八シユ 巧は おホ黨 上な 
薄 員の 有力 泉で ある ど 共に 窓 
法學 をで あ b 巧 地 疑獄を 摘 後 
してな 巧に セン 七！ シ 3 ンを 
をんだ 宵 力を である。 

【々キ 。四 H 發】 曇 じで ジブ 
トの 自由 黨 首相 サー ブット 氏 ご 
堤國の チャンパ 1 レン 巧の 間に 
締結され たお 埃條 約は 內閣 々議 
が 批准を 巧 絶す る じ 至らす—’ ヮ 
ットみ 題は 遂じ國 王じ對 して 擦 
辭 まを 提出に 没び 政を は 動搖し 
つ、 あるが 巧 絶の 原因は 冀國が 
化 然として あ備 軍を 駐屯せ しむ 
るの 意を をる ど 共 じこれ を 承認 
する こどは ス— ダンに 巧る 異國 
のま 權 をを 認 する じ 等しい ご 云 
ふじを b 轿 内閣は 趣を を 對英强 
硬派を 0 て 組織され るで あらう 
が 英國侧 じは 巧等讓 ホす るの 化 


もな < 問題は 化 然として 紛糾す 
るら しい 0 

"ベ ブ ン 四けを】 前獨あ赏 
义ず 殿す は 昨今 か飄 雜广隔 つた 
ので 庭に ブが シャめ 巧から 賦巧 
しむ ォー ルズ の别莊 化】 巧 おで 
が 町の 中 六で 巧 町の 森が を獵化 
どして 他 V 賣却 する こど i なり 
旣じ をの 一部は】 巧 町と 十书巧 
の 制を に 化つ て質拂 つたら しく 
前 皇太子は 旣じ夙 <ょ6 この 別 
邸 地から 盛ん じ 伐木の 上 これを 
ボ 鶴に 資挪 つたこ ごち あろ プ少 
シア 政府は が 巧 弗の 脫稅 訴訟を 
提起 中で あつた 巧 突然 この 巧 動 
じ 及んだ もので 訴 詔の お 巧 じ 新 
ては 柯潭約 然して 居なぃ。 

户 モス々 ゥ 四日を】 ィズゥ 五 

ス チア 紙の 報道に 化れ ぶげ 年度 
國势調 杳の結 あ 0 シアの 人口は 
一億 四千 六な 万人、 廿年 前の 婦 
人過劍 人口 五十 万人は 一躍して 
五な 方 人 ごな つて 居る が この 中 
でも 純 0 シア 人は 五 割 ニを 化 厘 
で ロシア じ屬 する 六 職 巧 じけ 五 
なと 十との 巧 族'^ ら 邸ち ゥ クラ 
キナグ 八十 六 、 n — 々シアン じ 
化十乂、 タ — ケ K タ ン じと十乂 
等 じして これ 等の 輔 族は 巧 五十 
の 異な b し 言語を 使用して 居る 


アタリ 巧 海軍は. 

二流 か 三流 どころ 

假 りに 今次 鶴 張 案が お現して‘ ら 

下院 海軍 委員 會報吿 をを 表 

他 列强の 


アメリヵの 巡が 腥計割 じ顯聯 
して 下院 海軍 委員の 一人で ある 

アンド 9 五！ 巧-マサ チユ セツ 

ト綱 選齿〕 は 去： る 一 二日 附を おて 

列强 勢力 ごの 比 敎じ就 
て 興味 ある 調査の 結果を 巧吿し 
た。 邸 も 氏の 報 吿じ從 ふなら ば 
シン トン 會遙で 協定され ねま 
カ鑑 比率ぶ ー 五丄 ニは、 巡巧廳 
じがて は一轉 して 五 • 0— ニ • 
六； =; 一 •四め 割合で 英國が 第一 
位 じ H 本は 第二 位 ごなら ア メタ 
々は 鑽吉 位に K つて 居る。 即も 
が 軍長を ゥキグ パ！ 氏の 計 劃で 
ある 豫算と 億 四千で ホ、 隻數と 
十二 隻は をの お 下院の 小 お 軍 諭 
者じ壓 例され 海軍 當 どのを 條案 
である 豫算ニ 億と 千 四が 巧 巧、 
一方 順敍 巡げ 艦 十お隻 、が 空 巧 
鑑 一隻と なつた ので ある。 これ I 
じ關聯 して 思出づ るは 前週 敎會 
聯粧化 表 ょら 世 おず かの 爲め 

擴張計 劃 の 縮 少を幾 憩 

された 大統領が 『今 巧の 海軍 計 
劃；：* ■る ものは アメ 9 々が 過般 ゼ 
ネグアの お 軍縮 ホ 會讓じ 提示し 
たもので あら 而 かも 英 國が闕 巧 
上不充 をで ある £ 拒絕 された も 
のでを る』 ど 巧 答した 一事で あ 
る。 ぶ も アンド リユ - — はを の 
報吿の 一節 じがて 今 か 計 劃の 建 
艦は 十六 隻 に過ぎない がを 員會 
どして は 千 九 回 十ち 年 計 劃 中の 
ホ遂製 おが あ b 且つ 今み 媽張お 
案に を まれて 居る 駆逐 指導 艦 九 
隻 度び 潜水艦 一二 十五 隻の 中から 
一一 一隻 だけ j レ逮 をし 得べき もので 
ある どの 怠 兒を附 加して 居る。 
而 して 巧は 今み 新 計 割なる もの 
は巧窜 


勢力を 脅威し 
が ひは 造 灑競爭 を 誘發し 得る 程 
度の もので な （『を 計 割を を雜' 
實 現した 曉ご 雖アメ 9 々の 勢 方 
は 化淺鑽 ニを じ 置かれて 居る』 

W 結論して 留 る。 郞ら 巧の 調杳 
じ 基く 别强の 新 ホ 巡洋潑 じして 
目下 建猎濟 、雄逛 中の もの 化び 
じ 計藝豫 算漸の ものを 比敎 する 

ニ > 

國 名隻數 -嗎歎 
英國ホ 一二 _ I ニ么 ハち 一 云 C 
H 本 111111 . ニ 0 六 •四 一 五 
ホ國 一八 I 四 六 •000 
而し てこの 隻 数を び顿駭 じがる 
比率を 示す じ 左の かし 

國名 震 嚷數 

淀國 五 • 0 ぶ • 0 
自本 ニ •六 二 * と 
米閣 V 四 7 化 

0 上 比率 の 如 <ア イブ 
々が 一巧 級 十 直 隻の巧 計 劃を 遂 
巧す るに なし 英或 皮び 日本が 現 
巧の 計 劃を を然 放棄した 場を 额 
敎 じがて 英 園は 一 二十 八方 六モ六 
な 三 一十 六硕で 化が 第一を を 占め 
I r メリ 力は キ ふじて 溝 二位 ごな 
もが 化 方み 千喷 、日本は か 巧 六 
千 四 巧 十ぶ 顺ご なるべく をの 隻 
数度び 嘟數 比率は 左の 如くなる 
疑 名 隻數 顺數 
英國 お • 0 五 • 0 
ホ國 ニ •六 ごて 人 

日ぶ ニ •ムハ ニ •お 

而 して 吳國の クヤ？ 3 提 皆は 艦 
隊 編成の 必要 上 まか 濫一 僅じ對 
し 巡 巧 備五隻 ごする も アメリカ 
の おみ 部稳ヒ ューズ 氏は 


主力艦 一 隻じ對 して 您 
巧濫 一二 隻ど 計上し 『乂 委員 會 W 
特に 留意を 乞 ひたき ものは 今み 
の 巡洋潑 十お隻 •わ 完成し わ曉 V 
雖 ァメリヵのを する 新式 巡洋臘 
は ご 一十一 ニ隻 (をの 中十隻 はもす 
六ち 砸髓砲 ホ时〕 じ 過ぎず、 お 
軍々 か 部の おむ も最化 限度 じ $ 
る闕 巧に 對し 十隻の 不足 じし V 
'假 ちじ ジャタ .タ 提な 0 ま 張す t 
か 隻じ對 [巧： 軍々 部の 廿 八が 
を W て 驢隊を 編成した 際 軍隊 成 
送の 警護、 貿易 路の巧 謹 其 化 e 
制が 巧 谓じ補 巧し 得べき 巡 洋紙 
は 僅か 五 隻を殘 すじ 過ぎない、 
换じ 若し 今み の潜髓 案じして 化 
棄 さる i が 如き こごを らぶア 一 
ブ 々巧 軍は 

制 海 作用 じ 1 すご 

軍鑑は 一隻 もない のみなら ホ W 
隊編お 上 じも尙 ほ十隻 のす を，： 
生やる ので ある』 V , 報を され 一 
居る。 更 もじ 航を巧 體の狀 態，： 
見る じ ま 島 會は現 化 三 万 S モ化 
の レキシントン 及び サラ トダ § 
の 能々 を 巧を じが ホす るまで し 
お ま 義を廢 して 差當 b i 万 SV 
八が 嘟級 一隻の 建遥じ 止む ベ ， 
大型 巧 糖の 飛 巧 機 搭載 力よ 十し 
隻じ對 しみ 型は と 十二 隻 であ • 
が 報 吿醬は 『八 时跑 の . 一巧 顺 I 
巡が 騰 十五 隻 & びが 巧が 艦 一 i 
をを 一二 年な 内 じ建逛 する こご 1 
現が ァメリヵ おおの 缺 階を 補 . 
べき 唯 I の 策で ある』 ご 述べ 一 
居る。 尙ほ ドな の 

船舶 委員 も s 下 巧 船 ^ 

の お 織に 關聯 しを 方面の 人 ±- 
な 喚して 意見を 聽 化しつ i あ， 

が ニ ユボ- — ト •ニュ — I 义遁船 t 

社々 長 ファ ー ダジン 巧は 『商 一 
懷を 背教 ごせざる 海軍の 诣 艦- 
無蔥義 である 』_ ごい ふな 壊 か‘ 
施ん じ荫船 嫁の 膽張ご 航路の i 


持を ま 娘した- 



本な 束を 特電 (紫 お巧轉 載〕 


聖ト 御風 邪に 

第二 皇女 乂宮內 親王 重態 

り 本を 風靡ず る ィンつ ル エン ザ 
出 中 首相 も 肺炎に 化されそぅ 

東京 特電 六日 發。 d 聖上 陛下 ぉ 後の 御 お應じ 就て あるじ 
單；：^る御化那3お化じあらせらわお山惦±けながを中上げたが 
化 出岛が 中を 學校卒 菜 式 並びに か 豆 大餘ご 八 ホ 島 巧 幸 S 儀 もこ 
のちめ 御沙汰 ムみど U つた。 巧 ほ 义お內 親 壬 じけ をの 後の 齡を 
態な 稍 脚 快 力に 向は せられ 皇太后ぶ び 皇后 陛 ドに け徹 お 卸 看護 
遊ばされ ぃ、’. か 五 U の 勘を おは 午前 置 帖 H 御 熱册九 巧、 御 脈 僻な 
六 t 六、 おがの 化 九、 午前 十指 n 御 熱 化八废 八を、 御脈膊 C 五 
十五、 御 呼の S 十六に て 本 H の 地 久節じ 皂后陛 f はを がへ お 御 
御 か 化 止み ど；；^ つた。 而 して あ 父 宮殿 ド じは 昨朗八 時化が 道の 
御 脈ょ 6 御； 一を、 缸 もに 义 をの 親王を 御な 舞 遊 だされた。 

東を 特電 五日 發 = ま 巧廿と H お來窝 激を發 しら ゎを の 後日 
巧し 御 化ぶ じ • 间は せら； i つ i み bi 第二 皇女 义を 就ず 內親韦 殿 
でに が 今 おび 御を 態 -^ なお 內ぶ ，レを おした。 がは 非公式の 澄 
ぶし 旅れば 盤 上陛ト しも 輕微の 風那じ 化さ ' け 給 ひ 御用* のちめ 
ゎ引韶 中に てな つてが 軍 特命 檢閱化 竹 ト舆大 將ぃ奏 h 謁見は 衝 
化 化め ごかぶ つた。 

ホ 齒總锁 おお 公 お . = 义ち祂 す W 親 モ殿ド 去る 一り 晒 邮姉タ 
を ど拜ゼ らい 其 後一 的 御 おが 御蜡 かの 徽を 巧した る も 四： 3 巧び 
御ホ溫 御み 上な じ 柳 装 菊 おぶさぃ 败化 お. こ 疑 ふべき 御徵 巧を 加 
へらい 御巫が こ幷 しを る 一は 五 U を 内省ょ ち 度 おせらる。 

東京 {聯 を】 四日 疆 塑 h 陛下には 銜轉微 なる 威貿じ 化さ 
れ給ー 御 臥 化 中。 るが お ニ 皇女 久 おみ 親での 御が 態は 頗る 御 重 
お：：^る巧公みをれた. 久お2:親：上は御年半歲、 數日ホ御發熱ぁ 
^ しもぶ 枯 じ御敢 態では ない ご巧該 されて 居 だ . I 

東京 特電 I 二日 發 === 今一 11H は藥上 陛下が 攝政お 御 時化の 御 渡 
執 第と 岡 年に 化當す るので 陛下 d 當 時の 供乘員 をを 中 じ 巧を n 
チ -— • ^ I テ ] を 柴 さる 0 

感冒の 患者 五十 巧 人に なび 

ニ 巧な 來の 死者 千よ 巧 人 

帝都の みで 一 H お 十八 人が 病が 

ま 京 特電 六日 發 化 中 首相は 戚闊に 化され 腰 越に 靜養 中で 
あるが 肺炎を が おず が U が あるので 非常 じ 警戒 中で ゐ る。 

柬京 t 聯 を】 五日 摧巧 都を 始め ごして H 本を 轉は 恐るべき 威 胃 
じ 風 旗され ホ 郡の み じ てら 人口 ニけ' 为 人に 凿 して 五十で 人 じぶ 
び 巧ち 化に ニ T ん」 速 I 、 蛮ト •陛下」 ら 削輕微 。御風 邪で お 熱 
あらゼ も t 5?第ニ皇女久お內親-主は腑おを御併發、 頗ろ御重 
越，；^ をら レ/ > か 、をが’： 擧げ て祸随 退治 じが 游の 姿， て 削 山. 當 
相ら 威け'」 化-‘- れて跃 がし.； H の 化 お 約 あ 十八ん、 ニ 巧り ホの 
が 巧が 千と •り 人に 没んで 人必 掏々 たるら の •かゎる。 

义^ゃ 吹ノ 、解散 睐 

找政黨 も 結 来‘ して 政 巧を 追擊 
東京 特電 六日 發- 議會巧 解散 じ觸し 元を 西閱寺 
公は 別 じ輿議 なし，、 一の 說流 がさる 0 

をを 特電 六日 發—化 政な はを々 をの おがを 固めて ながを 追 
をず ベ < 十 を」 柬 なじ 集る やぅを 剧の黨 封に 搂 . 奄 した。 

民政 黨禪 をを 整へ て 

.臨時 議脅 劈頭に 內が禪 劾 

濱ロ總 戴 不罐康 で 渡庶巧 後繼か 

東京 巧笔 五日 猎 n お 化 簇總化 お U 雄 ま 氏は 化が 健が 勝れざる 
爲め總 化の 里 蛾を がし 削 かが 火 おじして 一 が總规 おみ b し幣が 
畜虽那 お. かお 繼 おたらん どの 説が 离ぃ而 して 巧 黛 聯盟は 御大 雕 
.な算 W 化 後 鉛 木 內が彈 劾を じ ホ 力を お <內 脚 不信 巧 案で 化づ與 
媒ご 雌雄を かずる 計 刺で わるが 一力 W 閒の 内部で も 鉛 木 内 かの 
强會歧 おを 趙化 旨にから 中 内 桃が 巧热 .尚し どん 說じ戰 し 出 中を 
阳 はなめ て 事 MM 化で ある ごの スブ— トメ ントを ホした。 


不驟條 約 ご 諸列强 

闕際 聯盟で 態度を をめ 回答 說 

ゼ 子ヴア 五日 巧— 树晦聯 粧巧事 曾に をが 中で ある 巧 强の外 一 盾る ご傳 へらる C 


相 並び じ 使節は 展 巧ホ轉 々巧 長 
官ケ 。タグ 巧 よら フランス 外相 
プリ r ン 巧に 獲した す戰條 約の 
提 態なる ものは 將ホ これを 

一般化 する ものを 前提 £ 
して 居る ので 目 ド愼重 じこ わが 
善後 巧を 考究 中に して フランス 
ミして は閱際 聯粧國 である 關係 
上 今回の 提證は フラン K が單獨 
じて 自國 のみを 本位 ご - -J て 協 巧 
すべきら のでない ごい ふな 場 か 
ら 一切を 國際 聯强化 表の 前じ投 
おし 错ろ轉 際 聯盟のを じがて ア 
メブタ じ 回答すべき 機運が 濃厚 
である。 而 して 一般の 空氣 よら 
察する じ大化 じがて 一般的 不戦 
傑 約の 稀 結に 就て は 協 養の 模樣 
であるが、 尙ほ 幾多の 

疑義 も ァメリヵ 侧じ 依'。 
て 豫め釋 明すべき ものであると 
認めら いて 居る。 即も 一方 じ 於 
てケ "ッグ 氏の 提讓 なる もの 巧 
從巧國 際概盟 どの 協調を 避けて 
孤 ホ 政策を 採 b- つ i あつた アメ 
ジ 々が これ じあら て！ 層 化が 的 
みを じ誕 かせん どす る 化おト 、あ 
る喊卵 諸巧强 もを々 の 不便を 忍 
A でら この 際 アメリカ じ 協 カィ 
るの 賢 策なる こごを 說 きつ^ あ 
るが をの ザ 面 じ 於て はアメ y 力 
の 提證は 列强が 何等 留 がする 巧 
い * < 協力ず べき ものである ご說 . 
いて 居る けれ 共を の 

態度に 尙ほ ホ 裸々 なる 態 
巧を かいて 居る 點 々あら、 掛も 
モン n — ホ義じ 觸れた 問題が 惹 
をした 燒を アメリカが これを 不 
戰條 約の 手前で 化默 する であら 
ぅか、 一例を 擧 ぐれば おし H 本 
が メキシコみ 府の 承諾を 得て マ 
グダ レナ 灣 -， お 単根據 化を 建設 
した 場を-を 見る じアメ 9 力 ごし 
ては 恐ら <. モン ロ ー ま 義を循 じ 
随 力な おする であらぅ が而 かも 
H 本な び メキシコ ごして は斯る 
巧 動け 何等 挑戰的 。もので な：， 
おか！ 斯る燒 をアメ "力は 梁し 
て 不戰條 約に 則ら この 問題の 解 
巧を 仲滅 々巧の 審 をに 仰ぐ やを 

や、 アメブ 々の 

上院 力が る こごを 無條 か 
であ 認 する や 否やは 甚だ 疑問で 
ある どの 聲离 '、この 顧に 就て ケ 
り ッグ 巧は 不戰條 約の 適用 舘圍 
をより 明か じしな けいばなら 。. 
いごの 議論が が 力で ホる 故に こ 
の 際を 則强 ご. しては ブブ アン 首 
化 ども 隔 ななき 討 講を裝 たし 上 
一々 文 裳を 0 て 問 客す る ホ 針は 
I 却て 巧菩 無益で あると いふ 患兒 
よらして 寧ろ 聯 地の 態 巧を 叫 白 
じした 提麗を 逆 じ アメリカ 侧に 
がみ これに 勒 する アメリヵ 側の 
諾 をを 最後 S もの ど 見做して 諸 
巧强 はを々 をの 態度を 定める i 
じ內 をした もの I 如 節が モ 
ン りー 主義に 就て は 一間 題を 栽 
I 也す る 形 势が颇 る 濃が じな つて 


建蜘會 員を 檢束 一 

〔六日】 雄 钩會貞 けを は 五 U 午 j 
前 永 山 町 首相官邸 じ 殺 倒し 勞！ 
農黨 解散を 要 ホし を部險 来さ 
れ た 。. 

小 叫 柿 捨次郞 氏 

一 : 六日】 一二 か 物を 會化化 締役小 
旧 柿 捨ホ郎 氏は 逝ました。 

後藤 巧 叙 動 さる 

【六日】 義じ慘 巧した お 毕が橫 
斷 おわ 家が 後藤 勇ま 氏は 動 六 
等 瑞寶章 じ 叙せられ た。 

國聯 更生の 楷梯 

【六日】 時事 新報は 述べて 曰く 
『乂锁 不徵條 約を 渉は 國隙聯 
盟 のまれ 變る 憐梯 ごして 之を 
促進せ ょ』 と。 

ニ牵度 公債 公募 

ご ハ 日】 新 國漬六 千 巧 圆を寡 じ 
巧ぎ 一二 年度のを 橫 もまと して 
を 募？ 窜。 

郵船 新 船 割を み 

〔六日： 一川 崎 造船 會社 輕理 緒に 
着き 郵船 會 おみ 造船 割込みを 
運動 中で ある。 
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天 経 か 上 巧 逝 < 

〔ぶ 日 ) 義 じを 稻 旧大學 で。 シ 
ア义學 を 講座し つ； あらし も 
辭曠 した 巧勞農 U シ r - じ遊學 
し歸朝 後は 専らた 學評 論じ プ 


。レ タリ ァッ 义學を 高 願し つ 
っ ぁつれ 評論家 天 経 斤 上伸 氏 
は 一 g 咸腎じ 化され 遂にず 辨 
あました。 

巧 ほ 逝ける 斤上佈 巧の 髓 化は 
左の か L 。 

をょ しや この 化 じ 遂げ 中 ども 
子等ぅ けつぎて やがて 成 L て 
む。 

通貨 膨脹 防止 策 

【四日〕 通貨 膨脹 巧 化の ねめ を 
漬を 募を 斷 巧すべく 本年度 末 
發 がをお 五 千方圓 募集 のれめ 
銀 打閒巧 集され たが 二ち 中の 
國 償な 化拂 & みを は 一二 媳礙じ 
達し 新 記錄を 示した が 一二 月 も 
引續 きな 增 せんご 0 

外米 輸入 特許 制 

。四日】 政 麻計畫 中の 外米 諭 入 
制 帳み で ホ VJ 祝 どの 輸入は： 特 
’ 許 制度で 實 巧の 窜 だく 。'-' 

故 後藤 巧 叙 動か： 

〔四日】 な 後が 勇ま 氏は タ み ® 
五 等に 叙 せられん ご。 

ご 一 ホ 貨物船 坐礁 

〔四日】 一二 井 お 船を 剛山化 (五 
一一 嚼) はかが 尾 瀬 島附巧 
で 坐礁した。 

雪崩の 爲め 死者- 

鬥 四日】 長 巧 縣ト水 內锁柳 おが 
では 急激な 暧氣 のた めじ 大雪 
崩を 起し 敷 名の 死を を おした 


が 

重 


新 移民 制限に 反對 I 英船不 
法拖擊 = 上海の 職 合 軍减少 
海軍 攒張じ 反對案 おづ— 全 
ホの 失業を 一 ' 百で 人 i 巧ス r 
ミス 派 起つ — 埃ぶ 內閣辭 職； 
前獨 皇太子 函る ー 新 ロシア 


〔 7 シン トン 五 H 發】 新を お 
法を メキシコ 其 化の ラブン •ア 
メリ々 ん にも 適用して 無 麟限乂 
剧 V 制 化すべき ご」 を 目的 ごす 
る 新 移 おな 修正案に 關 職し 上院 
巧 民 委員 會は 連り を 方お ^ 人 ± 
を 巧 喚して 意見を 聽取 中で あつ 
たが 本り の委貴 會は 特に 傍聽を 
禁止して 鹽務 長官 ヶ 0 ッグ 氏を 
始めと し 農務 省、 & 務 省、 勞慟 
をの 化 お， ゲ . 審閲 しなが ケ 。ング 
氏 r 斯る 移民 欄 限を 西南 部 農作 
地 *! 適用す る こ 至は ラテン •ア 
メ "力との ぶ 諮を 傷け ると いふ 
立燒 から 巧 對し勞 働 及び 農務ち 
でも 經濟上 5 立谣 ょりす る も 巧 
るを 民 制限は 惡を である ど反對 
した 外 下院を M 會 では ブ キサ ス 
州の 移 怯 馬 化を は メキシコん の 
ネ 正人國 者は 化 間に 報を されて 
居る 巧の もので な、 ご 陳述し い 
づれら 移民 制限に ' 反掛 した。 

〔マャ ミ お 日镜】 本日 當地沖 
をを 巧航 中の 英闕游 船 じ 對し米 
瞬 沿岸 巡邏 船が 突お輕 砲に ぶん 
だ 爲め乘 を 等は】 時 恐慌を ホし 
たが 發 射した 彈化 八發は 幸いに 
して 船體に 命中せ や、 官憲 側で 
は 英越療 船々 長が 停船の 命々 を 
無視した 爲 めじ 凝 砲した ご稱し 
なち じな 船を 止めて 船 巧を 臨檢 
したる も 一 おの 酒 巧を も發 ちし 
なかつ た。 尙ほ當 地な 巧 巧歐副 


領事は をの 旨を 大使館に 報 皆し 
不 H 抗議の 當 である。 

〔上海 五日 獲】 目下 上 お© 巧 
響を 承つ て 居る 聯を國 け 英備自 
乂 伊の 諸歐 であるが 支那 動 節の 
絕頂期 じは これ 等 聯合 軍の 驻を 
は 約 一二 巧 五 千 人なら しも その後 
漸次 撤 をして ず 日は 約-万人 ど 
なつた。 郎も 現な の駐巧 軍は ァ 
メリ 力 モニ巧 人、 英國五 千と 百 
- 人、 フラン マ 八な 人、 日本化 ■百 
人、 ィ タリー 百 五十人 等 じて こ 
の 外 万一の 場合 近海ょ b あ 動し 
得る 軍 膝は 約 一千 乂ご 註され て 
居る。 

〔ワレン トン 巿 りを】 下院 海 
軍 委員 禽の 巡が 濫十 お隻 ぶび 航 
巧 巧 艦 一隻の 建 追報吿 〔別項 所 
報〕 に對 ，，'唯 I の反對 者で ある 
お 軍 委員 マツ クリン テツ 氏 
〔お ホ黨員 で オクラ V マが お 身〕 
は 本 H 少数派の 報吿 をを をした 
るが にはを の 一節に がて 今回の 
が 巧擴張 案なる ものは アメ •ぅ々 
の 鍋 数を 萊に瞄 巧の 深い 閣眞が 
自己の 勢 知を 利用して 立案した 
ものである ご敦じ 〔この 閣員 VI 
は大藏 投官メ 甘！ ン 巧を 指した 
もの ど說 解され て 居る〕 斯る不 
純なる 動機 じ 基く が 軍 磯 張 じ 狂 
對 した h 巡 巧 艦 十 お隻の 潜水 お 
を 化 用し をら じ + 八雙 のち カ敝 
じ對 してを々 が 万 弗を 支出し で 
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午後 六 時— 乂诗 

パ： 小 栗 幹 
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で販資 をし ょず タ ホに 骑は 
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◎欧 ホを 鞠が 計。 麗 時計 1 ま 
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: 日本茶 賣巧增 加 

巧 商な 專 乾ち 報吿 
製 あが 巧は な 茶は。 ン ドン 巧 
荷 多 農の 報じ デリを、 臺灣あ も 
ロ W 質 良 か 心 や"*^ の詳 判じて 弱氣 
なる じな し、 ロ 本 茶は 昨年 ホ 茶 
商 力 1 タ] •メ 1 シ ーがォ 9 ゥ 
ァー •メ ー シ じを 巧') 瞭 '相 
當總 6 たるず 持 おの 整理 おみを 
巧 ひ、 當 化が 庫 お 一 掃せられ ね 
る ご、々 ナダ ホ あの 昨年 驗 入手 
接へ 氣 ホなら しどの 結 お、 化處 
比較的 需喪 薄；；^ る耀 物を 除く 外 
上 中 物 巧い もな 薄 じ 强氣先 巧 亦 
巧學 なる が、 本年を 換查は 一段 
嚴格 どなる じ 鑑み、 本邦 觸け盛 
益晶質 向上 じ 巧め、 县つ先 まな 
をつ！ しろ、 踰出數 量に 充 かな 
る 考慮を 加-へ 專 ら堅暂 維持. か窜 
まれて ゐ る。 

目 本 株式 巧瘍表 

〔大阪 藤本 ビ八ブ P 1 力！ 銀 
巧發〕 巧 ま相虜 〔擧 位圖〕 

ニ 巧晶日 一二 巧ぶ 日 
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大同 叢 力 《言 宝 《一 •夏 
東が 電力- 突る 0 突 星 0 
大 H 本 製糖 八で 要なる 0 
王子 製紙 一一を 若ニ窒 0 
巧 巧 モス リン 语る 0 爱 •夏 
H ネビ 於 ニ 一 凹 •妄 己一 呈 0 

日 淸製あ 一 夏 •夏 10 T 呈 

淺野 セメント ホセ •五 0 堯 •呂 
H 本 お 独 畜盖 0 夷る 巧 
東を あ斯 查 •さ畜 る 0 
日本 人造肥料 圈又 0 琶 410 
义原遞 業 さ* 呈 さ •妄 


尋れ人 

(東京 お A ) 狩が 藤 雄 
(熊 本縣 人) お 崎 方 作 
(愛 か縣 人) 長 崎德】 

(刹 .戸) 今 引 某 
(福 闽縣 人) 沼 永 國巧郎 
を 永 慶藏持 も 巧 太 郞を川 
E 彥ホ K 幸藏 おお 節朗 
渡邊 篤寶隨 留まを 川 新 吾 
上野 慘ず 井な 貫 造祗雄 
貫 進 太 郎ホ家 武雄柴 曲 善 

(を 賀縣 人) 粟 出 養 六 
(をな 縣 人) 木 H 說 (お 壽) 

(を 媛縣 人} 橫阻常 ま 率 常 治 
仲 座 宮之肋 

をのを に 通知 敎 度き 儀宿么 
お 間 本人 おく 换 知人ょ b 現 
住所 御 通知 願 上が 

紐 宵 帝闕 総領事 舘 

1 を Broad ミ y 穿 苗 ！ fork C 安 


窗科醫 

ザ 上 義人 

西 六十 五 T 目-四 六を 化 
'紐 育が 國旅 館内 
電話 トラ ファ グダ] ニ 五六 五 
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牧師を 崎繁一 
幹事 粟野 賴之祐 

諮 お.. 劍 

日曜 鹿拜 午前 王 時 

日 赌學校 午前 十 時 

MH 曜キ 後一 一房 ザ 

祈 藤 會氷曜 夕よ 時半 
常， ：： 宿 を 

泣廣を 偷比亞 をが 
を 下町を 十五み 巧 
ホ 食 社員 じ 最適 

設檐圆 臺雜誌 巧 班 
を禪娛 樂具衙 易を 
を あち 

便宜 職業 用 旋旅タ 
.案 巧を 禪事 袭調杳 


齒が醫 木 下义巿 

ゴ 0 壬' 1 ニす で 

ぎ M 呈 um 置 8 畳 


♦巧籍 ♦お 誌 ♦お 聞 
縱磬 ぎを 開 
執を 午前 九 時ょ b 午後 直 時を 

紐 育 日本人 會 

ゴイ 一 とと 五 

00 お 0 


プロ！ ド 

電 


誘 


ず— ク八 


〇0 と 


目 本 埋髮館 溝 

西 邸 十一 ニ 了が が 番地 一二 百 六 室 号 

タ ダブ フ 3 ア (第 お 街 ミ 巧 十 H 了 目ち.) 


日本 散髮屋 g が義 

お ク辱闡 申 封を ミ 某に 銃 業。 

ジ卞シント> フ9ッゴ 

31 定 .雲 St J . y . 呈 
を t . を tils 届 Ave . & なさ 妄ぎ k せを 


評 謹 f. IV ...^ を貝卡 巧を 斤 

離 誌 1 部ぶ 

A 三 で至 5 ぎ S 1. New ぎ k 呈 V 


党 ホ 洋服 巧 


時 旧 
洋服 庙 


時 旧 情 次 離 


柬 五十 ご 一 了 円 

: ミミ 

伊藤 
洋服 巧 


宽話 

プラザ 


八 六 ニニ 


をき ホ醫婦 A 
H 本人への 奠 
語敎 巧には を 
年の 經驗を 有 

す 0 一 レブ K 

ンと 十五 泌 
每 H 朝 丸 時ょ 
もが 化 時 迄 河 
轉じ でもを し 
= 曙 日は 一時 
よ-®' 四時 も 


U 本、 ま 那寶玉 製 美 
稱 品， 婦人 用 首 節 其 
他裝输晶 - 

离等お 術 品 修簿、 
隆筛 品、 スト ブング 
H 本 般我链 


男女 內科か 巧 


W 


CIA 

が/'^^^ 

鑑を 無料 


滿疾 でも 慢性的の おがで 
も 速 かに 根治す。 巧 巧 巧 
巧喊 .病 血液 换杳 X 化 線 化 
柳お、 尿水挽杳、 ^:一^他ブ 
ユ 1 マチス、 衰弱 症 
卸 困 b の 方は 是非】 巧 御 
出なさい 

が 巧 自朝九 時 至 午を 八 時 

H 幡自钥 九 時 至 午を 四時 


so 


Z r •邮 

巧 W 

I 

Z か & 

2 

化丽 I 

D ON 


丸相洋 臟藏會 



あお ホみ/巧 W * ry グ 二階 ニニ 0 孩 

細 輔丸山 洋服 簡會 


巧 かろ わ 

はも-^ の 遊び 
ホを お 文で 米 爵人じ 館く わかる 
やぅ 髓單 明瞭に 説明した もの か 
出 巧ました。 內を 目み 進まを し 
ます、 御覺 下さい。 

M sws 呈三 0 J 14 E - 苦さ 苗. 己ぞ 

U . ぎョ i W East 1 呈ぎ f ぎ k 暑. 

弊巧一^ホらく白人閒に信 
用を おし 熟練せ るな 術 ど 
親 巧を なて 販賣 致します 

寶石 貴を 處 
御 注文 並 じ 
进逮修 獲 
諸 鑑定 無 巧 

28 E . 6 Sth で.， Co で Ma 己 isos > を. 
it ち Rhi 己 S 己 ミ 50 はの 
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斬 瓣魚俞 一巧 

日本ん厨きみを魚津出あ^揃 へ 
祿 判： 議 霞で 大魅搔 をし ます 

サヴオ ナ魚店 

JOS 巧巧扩 Siav ク呂 0 

224 'WJ 2 ,st St . 

HeL ooblsb ロ 8 。 一資 


ス s 令黯 ♦度 ♦巧 ♦ n 令巧 
I お 

ま 


統育 生命 保 隙會社 

H 木を 吉 

雜保險 


S . 忌 IKI 

2 度宅 Yorif JLif e 1ヴのロ1"ロ3円0 Go 
51 ohwmberbwt .. ze さ yofKoity . 
巧 hose . W ミを 巧を 

を姑ノ 戈ニ廚 掛ケノ 節^ 必 V 
额自 をノあ 巧ピ粟 誇を 巧 チ 申 
巧々 お 度 ホ f サイ 


♦ 麵 ♦應參！！ ホ 18 |令||參»^ 1 |々||舍 


巧ち 巧 法 

! 日會の 事業 _ 

伸展し 巧く 事實 

紐 育を 中必 ごし が おする 閲 
I 胞 なをのを な 機 ㈱ じる H 本ん 會 
: はが 患 法に 明記され た 通 b 「ホ 
國お 部に がけるな 留 = 本人の 輯 
:睦協 かを 圃 b を 自じ 品位の 向上 
_ 福祉の 巧 進、 巧 利の が 護を 期 t 
- 併せてを 員 巧を の 共 巧を 肯 ごし 
I 旦つ H 乂兩瞬 民の 交 泣を 妓 ふす 
I る』 目的の ためじを 种 U を 菜と 
-經径 促進 甘し わる じ 外 r *', っない 
'が、 會み事 お 其 ものけ をモ すむ 
ばす る枯 伸展して 化く 可能性が 
あ i ご 同時 じ 退 巧 消祕い f 墨守し 
やうと ずれ じする 粋. 葵 縮して 化 
-< 可能 巧が ある。 横 言す いば、 
伸縮 自が である。 乍併殊 おらに' 
焦噪 してぶ 緒を 欺げ むと ィ るの 
は 無 巧を 生やる 怖れが あり、 さ 
b ごて 事 勿れ ホ義 の" 械廊 內じ隱 
れて むては 食 本 ホの 職能を がが 
し 巧ない こご i なる。 隨 て化摇 
お/」 が械 ごの 閒ト 巧みに 善處す 
る じけ 儀が を S 透徹した 眼識、 
ま敲 ib 迸較 する 熱必 、を 越せ 
る 手腕、 を やな も 巧斷じ 倚らね 
ピ。 らい* い。 言 ふまで もな （會 
.の當 事 者と 雖も 本業 本務の 傍ら 
を 共 じを 化する 悟 條じ從 つて 動 
(ので あるから な 巧 恵に 任せ ざ 
る 支 隙、 ホ搜も あるで ゐ らう パ 
れ 共、 化 ホ 得る 化 ものべ ストを 
竭 してを お機踞 たる U 本人 會の 
诚 能と ぶを じ 巧から しめむ どす 
る お 力を 必要 ごする。 幸 じして 
從來 の當事 者は 如上み M フォ] 
ト をを むだ こごよ。 い。 

特に 昨年 ザょ b 計 謡され ホ 張 
された 率 業 中 本邦を 雷の 作品を 
叛 入し 米 國側お 宫當時 ミ 協 諷し 
L て展覚 をを 賴く 端總を 得る じ 
.まつた-一 どは 『 U ホ兩國 民の 巧 
證 をを ふす ろ』 方が じが だ 竿頌 
.駭 ホを 進めたら ので ゐ る。' 斯く 
して お ホ U 米學 童の 作品を 巧 ご i 
な > かな じ 理解す るの 途を 澗大 
4:*^しレる巧じ；；|.るならば I 曆| 
おを をなる 結果み 奏する じ まる 
であらう 0 

ホが お 部 r めて 前年 ホょ b 唱 
巧，. れっ {ぁった 岡胞の 職業な 
善 凡ち 巧 率 裳 調査 問題の かき も 
巧时 漸く 火聲徑 再に 入る の氣述 
； をが 化し、 最 なじ 開かれ C るン 
マト ラント 萊硏兜 窃の產 物 ごし j 
，て 適確；： > る 報吿を 得べき あ绍を I 
一 も 生やる やう じ，：：* った。 か 論 
ぶ人哲 自身が 替利 事業を 經餐ず 
るので は；：* < 、あ 利を 巧 ト ょる 事 
萊を がかし 助 育；： 注を；； を 
巧 ふるまで i あるが っ結 お化留 

胞の眞 苗 目：：* るを 棠必 ゎが 典 
し 自己ん 迷 かを ヨリな く 隅が せ 
むと する 奧 菊を 嚴舞 ずるみ 第で 
- あるから 夫れ から 化き はを 自の 
お 度 か 村-を 自の 力を 姐 巧に 旗 
b て 巧 まつて 化 <譯 である。 一 
殺 もな 间鹏ら 化 限が を 明らかに 
谅 がして 巧。 くて はなら 0。 巧 
事で も：：： 本人 貧に 娘 頼 ずれば ょ 
; し、 攸賴— たな 上は 堀 後まで 雑 
がるの だ ごを へる い* らば 夫い は 
一 ホ 常；：^ 誤が である。 U 本人 會に 
^ 曾の 職能な 上の 巧 化を 巧 待す る 
■のは 沒か晓 も 甚だしい。 

; 今や H 本人 曾のを 莱も 漸くを 


方面の 鼓識を 得る じ まつじ かの 
かくじ 見 ゆを けい 共、 殘 さいた 
る 問題ら 相當 ある。 貯菩獎 働の 
問題、 お傷自 ホが 换 の 巧 題、 掛 
第二 化の 問題、 を： は漠 集の 問題 
會舘 ぶを おを 問題 等 U を 電耍リ 


ホ 巧に 巧して 居る から、 其が々 
じ おつて 巧る 祝む 巧 ま 歓迎の か 
き 阿 題には 粒 力 ごが 力 ごを 巧す 
こごを ヨブ々 くして 當 巧の 實際 
繫 急。 問 题じ勒 して 調を もし 立 
まもす る 掠 じしたい ものである 


當 地から 諸 外國へ 

金塊の 流出が 增加 


本年： 一巧， ユユー ョーク 港 
から カナダ 巧 他 ^ A 固に 流 お 
したを 塊は ニ 千 S . む 六十と 巧 
邦、 輸入-千 ニな 化 十五 巧 八 
千 巧で 差 引 ホ 超-千 も 十一で 


巧 一の 不景氣 i これで 緩和す る 

も、 昨秋に わいて けを 融の綾 化 
を U かる こご ー ホ {吊に 注盧 し、 
巿壤 において 故府 証を 貫 よげ 
をす る。 夏期 じけ、 をのを を ホ 
をの 引 ドけ を實巧 するどい つた 


ニ 千 巧、 これを 一 巧 巧の 輸出 配で、 をの 結 梁 約 W 億 ドが の 信 


五で ニ肯义 十九 カ乂平 巧、 輸 
入 四千 十 S 巧ん 千が じ 比較' 
お 超は 約 ニが 巧 弗み 藏ホ であ 
る。 即も 左の 如し 〔單位 千 巧〕 


潑入 


アル •セン チン 

カナダ 
フランス 

ラテン ア 
メリ 力 

ロシア 
クグ グブキ 
ゲ ぶ 孝 ダラ 

其 値 
を 計 


で豎 0 

う 八 

专呂 0 


檢が 
三ろ 吕 

す是 


ミ呂 0 
置 0 

セ ま 
呈王ハ ま 


。この-億 五 千な 萬 ド グの內 
十二の 兩月じ I 億 ニ 千 方 


三 もぶ 

昨年 巧に おける ホ國 のを 保有 
高は 致 近ニユ 13— ク 準備 銀 巧 
の發 表した V . ころ じ 主る ご 巧つ 
て 一億 五 モ百ガ ド ザ だけ ■昨年' 
を じ比孽 して 滅少を 示して 居る 
こみ 

原怪 は外圍 のた めじ ィャ 

1 マ— ク ：- ^ て 居る もの 强も k つ 
外國に 輸送 さる i かみらない 別 
勘定の ものが、 が 年中 P 慮 五 千 
八が 巧 ド^だ け增 加し、 これを 
準備 銀が のをが が 高 かも 除かし 
な r めで あつて、 蹄が 準 瞄銀巧 
が 目下 化を；. て おる 外闕 勘を の 
をは 約 ニ 億 ド である。 巧齒の 
をが 島は 昨年 •中の 純 輸入 セが 巧 

ド* 增 ごィャ マ ー ク じょる 威 
ホ 一億 お 千 八 巧 巧 ド ホの 差 引！ 
僚 五 千が 巧に 八を おじね 譯 であ 
る 

十 

ド 八を 流出し、 今を もまた 盛ん 
じを の 流出を 見る ので、 金融 ポ 
場 どの 脚 係、 おじ 準備 銀 巧 政策 
の 問題 ど顆聯 して、 ゥォ！ グ巧 
で 非常 じ 注目 せらる、 こご t な 
つた。 これは 外 國爲替 の 騰貴、 
ホ どして 對執爲 替の巧 おが 巧 因 
だ ご いはれ て 居る. か、 をの 流出 
じ自な 

•^關 のを 融を 緊縮せ しめ 
これにを し、 n ン ドンの 如きは 
をの 媒入 じょつ てを 離の 形勢を 
緩 かする ご 見られた。 がし 一面 

じ わいて ロンドン にか 出されて 
居る お 團の賓 を もが 巧の 高 じ 上 
つて をら、 內 化のを 融が 引締じ 
從 つて、 英固 證券の が 上ち ご， 
また ゼン ド爲替 の挿騰 どの ニを 
のが 益を 蚁 得する ためじ 祗タ巧 
爽の資 をを 化が せる 事 じなる か 
らお' 村自 がの 巧 衡を持 も 來ず歌 
おも ある。 交を 赌銀 巧の、 これ 
までの 政 巧 じついて ちへ て 見る 


用 膨脹を W た。 即も聯 巧 準備 銀 
巧け を 離を 緩和 t 、 信 巧を 渡曠 
すん-こご によつ て對 外爲魯 ，ダ搔 
騰 (米圖 （は 不利) せしめ 金の 
流 おず るのを 化 進せ，. めた 形で 
ある。 元 ホ 準備 銀巧當 局と して 
は 金^ 輸 おに 费 しては、 これを 
不利なる 怠 ホ' には 解して 居ない 
化を 的 じを 本位 制を 回復す る 希 
留 のでに をの 助力を 婿し まな-* 
ご 云ふ考 へで またを の 

反 晒 じは を 謡緩漫 じ本づ 
く クォー ル 街の 投機熱 勃興を 迎 
へんどす る 意向 も あるので， 巿 
瘍は神 經あ敏 どなつ て 居た。 を 
こで シカゴの 準備銀行が 巧 上げ 
を發 表した 時、 旣 じニユ ーョ！ 
ク 窄備錶 巧の 利上げを 豫 期され 
て 居た が、 果 し'':' をの 引上げを 
見、 おら じ 前 遇は クん； ，'ゲラン 
ドも种 上げを してを 来のを 巧は 
統一され、 これで ニユ） ョ！ タ 

巧 填を 謡 もみ 祭 じ 緊縮して 不健 
をの 景氣の 起つ てく るのを 巧 化 
扩る だら， っ。 

歐渊 諸國が 

金 本 化 回復 

莫ホお 巧 鹽が摄 肋 

フラン マを 始め どして 獻洲の 
諸 越が 近 （を 本を を网復 する に 
まるで あらぅ ごは 豫て 主ら 傅へ 
ら むて 居た 所で あるが 嚴あ クォ 
1 处巧 じて 專ら增 さ； る I 巧 じ 
よれ フランスは 元 よら . A ] マ 
ニア、 チで コス ロゲ ア キア， ユ 
ゴス ロゲ キア 及び ス ベ！ キン 等 

も 昨今を 本位 巧復を 準備中 じし 
てこの ためを が 影響を 受 くべき 
英米 銀 巧 家も頻 b じこれ が 準備 I 
を拨 かする 意 ホで 協商を 重ねつ 
つ ある もの 5 如く 最巧巧 蘭 お 巧 
巧 取 ご フランス 中央 银巧蹈 取 ど 
の協證 ごな つた かお 蘭 銀が じけ 
旣じホ 年 アィリ 力の 聯銀 r 勤務 
しつ I ゎ b し 銀 巧 家が 就 働！ 居 
ら 、英蘭 銀 巧よ らも ユメ ヤ 1 卿 
がア メリ々 の 蹄 銀で 研學 中で ゎ 
も、 巧 方の 巧 化 も 一層を おどな 
つて 居る のみ， t ； k ら す、 ニユ ー ョ 
1 ク聯 お總趙 スト 0 ング巧 も 目 
下歐洲 * し 赴きつ； ある もの： 如 
く、 をの 要務は 勿論 歐洲 のを 本 
位 巧 俊 じある こどは 事實 であら 
おつて これ 等 諸 図の 金本位 巧 俊 
は总 かじ 早 （實 現す ベ （を 貸 パ 
ゥン ド 相場が ホ 常に 强 調を 示し 
つ！ あを こィ Jd 偶々 諸 化の 消息 
を おる ものごして 固 際が 巧の 注 
目を 惹きク y ' あ b ご。 
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提 の蒲燒 わい しい 嫩燒 

會席 御お理 

畫 食は ホ廣へ 

叮喀備 が賓が 大勉お 


御旅 舘 河 I 添 


剌ぇ化 U 御旅 舘 

た 貧 S 

自巧 巧# 

な 育 ホ 西 八十 八 T 目 一二 一一 一一 
巧 話 スカイ ブ 1 と 八 ニニ 


養」 燒 

ホ じ 御が 巧 



高等 御旅 雜 

昭 和 

會賺御 料理 


日本 食料品 類ぶ び 雜貨類 卸小賣 
ホ 之 索 大賣挪 桑 化商會 
新刊 審籍雜 誌 小間物 日用 おを 種 


每タ九 時を を 業 
メ 1 グア ドンブ 〔年 I 弗〕 

呈巧貨 煩 東京 商會 

香緯 雜提巧 巧グ！ ム自 巧の 巧 あち 
ト ブ ン ク巧もます 


失業の 群 H が 

「深刻』 に鑛肉 Y 競賣 ずる' 

名物 巧 「ゼロ」 君の きもいりで 

警察 侧 ては 义 もや 卞渉か 


アメリヵ のをを ピいム 巧 菊の 
T , t 蟹；.- 巧 比例して 昨今 商工 藥 
ホの 不 おけ 失策 まの 盤 出"- な b 
一な にを な 巧ぶ 食に も失萊 ちが 態 
.蘭を 巧證 .か 可 巧，'、 れた 外、 こユ 
_ 1 3 — ク 

I 州當局 も スミ プ 知事よ b 
: を 巿碟を W じ掛 しこの 路失 菜を 
I か濟 のた め官 魔、 道 化工 おか， 割 
:の實 わ懲滋 ご。 つてち るが， 如 
一の お 罪 監獄 ォス ニン ダからの 巧 
一報 じ 化る ご、 昨今の 不 揉み 敵が 
一た i つた もの か 監獄から 監視 附 
で】 時桿 なされて 居る 因 人が を 
j び惡举 を 锁く者 かぞく、 本年 ホ 
I 十二 歲のジ 31 デ •ホヮ ー ド ご 
I ゆぶ 巧を 始め it 約 六 人の 監視 
- 脚既巧 犯人が ノコ-^ ご 餘獄じ 
歸 つて 舆い披 をを ベて 居る。 こ 
れも 恐らく 慟 U が。 い 結 おで あ 
.っぅごを 應 されて 居る が、 豫て 
ょちま脈町じ 『タッ.7』 ご稱？ 
る衞 おを をを が營し 

失業者 はが 仙啟乃 まだ 
! だ 飯を がへ た b 、 を て嚴 をの 
I . 巧 ブラ キア ント を 間 e 央萊 巧の 
I 躲實 をした 名物 巧 『ミ'' タ • 
j ゼ U 』 こ ど レ ド ー だ は 、 今ル礎 
江の 午を ニ 時から 每 H 柴 マプ— 

I プレ ー ス -3 滿あ なをで 筋 お勞働 
I 者の 親を にを 手し、 失棠 ちがな 
|く；；；>るまでちりこれを繼給する 
j ど资 ホして、 西び 化 人の 注目を 


惹 いて 居る。 ゼ 0 巧の 調査 じ 依- 
る じ 昨今の 失柴巧 倒が 態は 人數 
-」 がて 歐洲 大戦 おお 當 時ょ b も 
ホく、 で 化な 二十 一年の 不嵩氣 
が 化に 照らして ょ6 『巧 刻』 で 
あるかで 、なじ 巧び 筋肉 勞 働を 
の 叛贊を 巧ぶ しわみ 菊 

希望者 は 自己の お 名に 年 
齡 、經驗 等を 豫め •セ。 君れ 許 じ 
お錢 して 麗 貸に 附 ずるまでは ゼ 
。君が 養 ふべ く、 巧 謂 ホフ ィト 
々ラ ー の 失業者は 眞 先き じ競賣 
すら 當 "ご 『タツ ブ』 入口には 旣 
じ 『勞 力の 競鬟 摸』 とい ふ 看板 
が揭 げられ、 H 確 HW ホの 登錢 
者は 正に 一千 入に 巧んで 居る ご 
か 0 ゼ 0 君の 話 じ 化れば 0 を賛 
ごれ じ靜働 者が 買 ホの 許で 働く 
ご 働かざる は 本人の 自由 盧 志で 
ある。 巧々 は ホして これを 强制 
する のでは い、 即 巧々 は勞 
力を 發 るが 人身を 競 貞じ附 する 
のでは ない』 と稱 して 居ろ もの 
の、 囊 きの I 堪巧 じは 
警察が 干渉した こ どら わ 
わら、 ぶ ひは 差 止めを 增ム であ 
らぅ W 云 なれて 居る。 

巧 ほ 支が が お 殴 0 失棠 をが ホ 
巧から を 集して 居る ごい ふの 
は 問 蓬 ひで、 お 巧の 失業を が 
を按を も々 て 居る さう でぃ 「要 
ず ミに をの 生巧费 がを いか. 4 
だ」' こ ゼロち は 語つ て 居る。 


一二 月 十五 H に间 化を 出帆ず る 3 
レア 化に 機 體を乘 せ、 同じ （遇 
般南太 西が を橫廟 した 上、 南 化 
底び 中米を 飛んで 日本 じを <フ 
ランスの をの 勇 ± コ ステ 及び ン 
プリー 中尉と 同船の 上'’ ロ 本 じ 
なきを 化 じおんで H 来 親善の 務 
めを 果なす 當 でぁる。 

機 體は整 じ， ンド ， T グ 

大佐が、 メキシコ 巧で ヵキ ェス 
乂統橄 や ォプ^ ゴン將 軍を 乘せ 
て离 じした、 フェア チヤキ グド 
式 客用が わ 機で 舉葉 磯で ぁる。 
尙ほゴ ー べ^ 大佐， レ 渡 U の 途中 
に 太 半が の氣 をを 觀 測し、 將巧 
太が 洋横斷 飛 巧の 參ち 資料を 亮 
集す る當 である ど。 


目を 蒙大騎 乘隊が 帝都へ 

蹄鐵 鳥ら かじ 一二 千 嗤の大 旅 巧 

をを 特電 五日 瑶 U が强 赖盟モ お、 大度 每 H 新閒社 後援の n 支 
篆大靖 乘旅巧 隊の騎 ずで わる 邦人 ま 像、 裘 口人 パ トモ ニ ホ 及び 
义抓 人吳質 山の 一二 騎手 一巧は 一巧 一二 H 、 シ ベ？ ァゴ 藻 古め 國境 
滿 W おを 出搂 、乂述 を 經て十 H 午が 下の お」 人ら 乘 垢は が定の 
驗 疫を經 て今视 上陸、 蹄 数の をら 高らか じ 一路 帝都に 巧 ひて S 
モ里 3 お胶 けを 終る-ご；。 つ レ。 をを の 旅では わ b 人馬 共 じ 
gl 、 恃し審 度 おト 凹 十 巧 ごい ふを 熟に 惱 まされ、 深 巧の 旅 巧 
こ. ょ 人 お 共 じ 氷 化を さげて 旅を じ乂& こご 瘦 々あ ち、 をの 苔必 
は 一力. ごは U かシ たがが かも 一 わは 頗 もを 氣巧 盛」 してを 民の 
熟 誠 U る 歓迎を 受けて 居る 

米が 橫斷飛 朽の勇 七が 

日米 親善に 空の 旅 


ド'- 


■ルー 


赏 金み ゴ— ベル 招 巧 さる 

先づ首 狐を 総て 大陸 橫斷の 上 


昨年 幾を の 犠牲 巧を ホ じた ホ 
大陸 じ、，' ワキの 橫節舶 巧 競ず じ 
天晴ぃ 

一着を 占めて、 ド！ 乐賞 

をを 手 じした 米闽 陸軍 大 を* 

サ1* ゴーべ ^^ちけ、 をの巧橫 
斷が 巧を を 巧した 7 五ア チヤキ 
ルドが 巧 曾 化の 利權 のた めを 地 
を 訪問 がれ 中 てんつ た •い， 逊般 
乂を まごして 化 ホ的權 巧で あら 
昨秋 當 地を 經 由して 歸朗 しじ 柬 
京ホ乂 S 刺が あお ェを牌 十 巧 波 
あ 一二郎 巧の きも いらで、 H ホ 親 
善の ため ゴ ー ベグ 大佐ら 操縱 十- 


して ： P 水 ホ 遊 方を 同社 副 社を 
ァーネ ■< ト •日 ビンソン 巧 じ 招 
待狀 をを したので、 禽 社當埼 
.つは 梅 おに 岡會 化の 飛 巧機贩 
化を 開が せし むる 意 ホを 兼ねて 
ゴーべ 氏ごコ ビンソン 巧は 去 
る H 晦 r 午後 一二 賠ニ 十五 か、 當 
化々’ ナス 飛れ 踞を ぉ發 、午後 
六が 一二 十み じは ザ （も 

首都 一到 着し、 をれ 1 

デー ト； V 、 聖 ルキズ 、ポッ タス 
ヴキグ 〔ォクラホマ 州〕、 で グバ 
ソ、 ロ） すン ゼ瓜ス 、ザ ンフラ 

ン シスコの 順 巧で た 陸を 橫锁 


嚴タ の夜扛 

皇后 御授现 

最 あの 弼巧 親モさ 
別項 東京 特電 所橄 のか，.、 第 
ニ 皇女 久宮巧 親 去 じは 流 巧 巧 
改冒 上らして 非常な 御 重態 ご 
承は & が、 去る ニ 巧 十日 發の 
泉を 特 信は 乂宮巧 親王の 狗近 
狀に 就て 左の ごごく 傅へ てゐ 
る 0 

靑山 し御轉 地中の 照を さ 
ま' i 、 去る 八 H 御 兩親陛 ドの 御 
ふところ じ餘 らい、 ホ 阪 離宮で 
は 御 親子 御 凹 方 御み々 じて 御 ま 
でむ 遊ばさむ てゐ るが、 照宮さ 
まじは ホる 十二 日 再び 葉 かじ 赴 
かれる こご、 なつて 居 b 、' ホン 
の數 ロの 御歸 京の こご t て 

御 巧 赃ド じけ 殊の外の 御 
窓く しら ご 承は るか、 最 を-一 皇 
を 陛下には 兩巧 親王 さまの 御 養 
育に 御 專必遊 じされ、 照宮 さま 
み 御身の 迴な のこ. こじ も、 を も 
ろん が當 ぅまへの 御 乳は 引き 綠 
き 陛下 御自身の 御 乳を もつ て、 

御 養育 遊ばされて ゐる ミの こと 
である。 をして が 今の 

寒 氣じも おら や 巧 中御宜 
ざめ じ。 b 御 巧 乳 遊ぶ され、 兩 
人の な人づ 今年 じ K つてから 殆 
ん .VJ 離 おじ h つた： ミは V い。 
また ホ 巧は 桃の節句 ゎ迎 へる 1 
ご I て、 皇后の 宮 じは 內 親王 さ 
まへの 御， む 盛し の 御 雛を 賜は る 
由で、 お 節句 前に 照宮 さま も 御 
歸 まの 由で ある。 

獨立 美術展 

一二 月 化り じ. 開 

獨立輩 術 協 曾は ホる H 巧 九 H 
から 四月 ニ H まで クオ 1 グド 
ァストリァ 樓上 にわいて 第 
十二 巧 美術展 覺資を 開く こご じ 
。つて 居る が H 本人 侧 からの 出 
品 巧は 左の 如し。 

『裸婦』 尘井勇 
『おれを』 (彫刻) 平 本 正 か 
『渡船の 幾人』 お 垣を 太郎 
『巧を 飯 培』 加が 憐么助 

巧け 7, ィづ』 中 川— 

『婚人 梅 上』 淸水淸 
『雷神』 巧 南 化 一 
『女の 巧 像』 鈴 木彌と 
『ス クリ！ ン』 鈴 木 羅漢 

『バラライカ 

を 持てる み j 
『巧の ちな』 

『おさら 哀』 


嚴 寒ら なく 

义 、は 巧く 

あを 慨測 所發ぉ 
今年のを は 巧 年に ない 暖かい 
をで あつじ。 このを。 らば 恐ら 
く 磯 寒を 知ら やして、 春を 迎へ 

る だら ぅ と當化 氣象臺 の 

キン ボ！^ 博 ± は贤 おして 曰く 
今を のをは 卞八 がよ 十 年な ホの 
曖 たかさの をで、 溫度 のの ホ 均 
も普述 のをな 上 r 暖ぃ 'かく 降雪 
は 僅かに 九巧ぞ にを ふ 統計で、 
過去 數十 年のを じ 比软し 下位 か 
ら 一二を 目 ごい ふ 結 磯な 天候で あ 
つた。 尤も 今から 一巧 や 二度は 
吹雪の 襲 ホを 受ける 樣な こごは 
める かも なれな‘ か、 が 謂 セ ロ 
クエザ I の來る ことは 絕對 じみ 
る ま、" ごり 


を 堅く 巧战 してむ る。— 

巧 惱む大 拳闊戰 

化 界ぉ趙 拳闘 選手 本年 巧の 巧 
親 戰は大 選手 タ -1 1 に對抗 -* ベ 
きン y — キ ーどヒ ー ニ 1 は 引を 
VJ .1;;^ ら 、ヒ I ニ— は デラ ニ ー 
を 破つ む もの、 タニー の 棚 手 じ 
はす 足 > ご あら、 シヤ 1キ' ~ ピヴ 
K n け 巧 週：！！： 曜 H 戰じ はを しこ 
の 勝負が ノック •ァ クト じがら 
ないならば シャ ー キ^ ~ のん 氣を 
墜 する 上 デ ムシ ー の 巧 起は 勘く 
共み 月の 試合は 絕 おじ 駄目 ごな 
つて ゐ るので 目 T 巧憐 みのを じ 
して 結 厨 化 月頃は 又も デ ムシ！ 
が返蛟 いて S 巧 目の 戰を 巧へ る 
外は あるまい じる はれて ゐな 0 

♦こんな こどもを る ♦ 


御菓子 舖 

名物 栗 緩 頭、 蘇 餅、 巧 羊羹- 
賛澤 を、 甘納 を、 其 化を 棟 
煎餅 卸小資 。のし 馈け 前日 じ 御 
注 义を乞 ふ。 H 本を 巧 品 あび 雜 
誌 等 もを b ます 

御 注义は 松風 巧蔚嬌 
这 W . 呈 h St . Tel . Trafalgar 置 4 

名所、 を蹟 、官廢 巧 化を 物 


U 夏 吉产岩 巧 unk ミ 里 = lid ., 

雲 品0 妄 置. 
ジ|. HmTSViLL ご 這 8 W 


を縷 殺しの 

嫌疑者 自首 

問題の 醫師 クレメント 

義 じニユ ー ジャ^ シ！ がの 淋 
しい 間道で 無懷 にも 頭部を 就が 
された 上 ダ ソリンで を 身を 燒か 
れて 巧んだ バ！ ク街 のさる 富豪 
の 家庭を 師 でを つた マー ボン ッ 
ト •ブラゥン i ゆぶ ち感 殺しの 
化 人に 就て は 

兜が 當時 じを 機が 所持-」 な 謡 
券 賴時憤 ニ 千 弗を 犯人が ゎざ 
ゎざ 譬 おじ 送 厮し宮 々の 殺害 
が强盜 でな かつた 點を 明らか 
どし、 自 みは 醫師 である どま 
でゴ .を乘 つた だけで 杳 ごして 
消息を 絕 ったので 
警察で 化 服に なつて、 化ん を 
物色した おを 被害 巧の 知己が 老 
礫は 常 じ クン メント 成 ひは クン 
メンス ど自稱 する 醫師/ 一 馴染ん 
でいた ことが 判然した ので 譬察 
では この 疑問の 犯 A 探を-しな 事 
し 新聞紙 も 盛んに 書き立て たの 
で 居堪- まら なくなつ た**' のか 
間 題の クレメントは 巧 躍 H 漂 
がご-'’ てニュ ー ヨ ー ク蠻察 本 
部に をを 現は L たもの t 化 跡 


巧徹圆 
回 か文牢 


が ぉ 他で 一躍 成金 ■ 

ニユ 1 ジャ ^ — シ 1 州で タザべ 
ス四 円を == 當地モ ー ブス 街 巧 巧 
八蓉じ 住む マリ ー •マ クミ； が 
夫人は 十五 年 前夫 玄死 別れての 
ホ 二人の 愛 巧の ためじ 日 化 働い 
て 居た が、 過般 巧 業 會議所 ま お 
の 王 地 睡費脅 じご 一十 お 仙の 入 麓 
巧を タ挪 つて 幸福のを 号じ當 b 
一耀 時 憤 一巧 四千 弗の 豪 化な 化 
宅を 賞 ひ 受けて ほ ^ て 居 
る 0 

ザ 年の 節約 ニ 巧 弗 

^ ワィ 島 カゥ ナン ァワ じだ 住 
する こご 一二 十を 年 どい ふ 山ロ縣 
大島郡 人 画 岡お吉 戊け 獨身 をで 
巧 名 U 節 おを で乂 るを 計. つて 出 
るを 制卞る 人で ニ 一十 兰 年の 長，、 
間が じ 巧 巧 どを 隣す るでは なく 
ただ 働いて 化は づじ をを ためる 
こごの み r 專 むー. て 居つ たが、 
僅か 一週間の 忠 ひで 二月 五扫午 
後 十 時た めれ をシ 淋しく 殘 して 
化の おを 去つ じ。 後で 調べて 見 
る ど、 たまる もため た b 現を ニ 
千 弗 ご 外 じ 銀け 預 おを の啦 をを 
するど 總額ニ 巧 巧のを が ぁち 
フィ じて 受け 歌る べきん がない 
ので H 本に 居る 巧 弟の 巧 じ 送金 
する こど ミな つた。 


箸 持つ 手も瘡 ぶな 氣じ 

日本人 學友 輸會の 交歡宴 

多數 著名の 內 外人 ± を 網羅して 

コ 。ム ビア 大學 H 本ん 學ぶ據 
會じ ては 一二 日 午後 四時ょ b 

春季 例 曾を 兼ね n 乂懇誤 


W 化 i 

S 欄 
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D 4 M 


'舞踏 僻 人— 

►社 巧 ダンス A 

▼を おか 操 A 



朝 十時ョ ，巧 十一 時 

シヤ タフ •タン シ 

ング 娜齡學 狡卒葉 

衫 タ ザ 


曰 

を 

イ 
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龍 誘 プラィア ント 
八 0 お 化！. み 八 おご 一 

酒瓣則 特長 

巧 育 お 西 四十 四 T 目 
ニニ ！ 二八 香 

三度 


ま 巧 

呈日 al 己 ご 田-田 ミを 产 こ' 

S . 置 臺三是 M 
を 巧き S . F . K .だす ■ 


を 商 目なる 求 磯 罔 胞じ確 育 
なる 職業を 罔旋卞 

宮 W 事務 觀 

紐 育 巧 西 旧 十二 T 目な サ 一を 

電 • HS r / ト とと 八と 
が フライ アン-化 完八 


茶話 會を 聞いた。 貪ず る 者 一般 
男女 學 生を 始め 觸孫 諸敎授 、ゲ 

ユ冲^ — 、セリグマン、 シ K ント 
ン、 キ少バ トリック、 モン ロ — 
ン n ゲネ义 チ、 ゥキ リアム ソ 

.をを 或は 夫妻 か釀 .紐 育總領 
事 化 巧內山 領事 ホ 妻、 郷滿鹽 お 
張 巧 長、 東 化ぶ 度 わ、 お 間 S 菱商 
事のを ま 巧 長、 化 キ森 村. がで 配 
ん 夫妻 等 約 化 十 名 じ 效び頗 ぶる 
猫を を 極めた。 階上 迎賓 室の 巧 
の 間には を も參會 した 人 おの お 
ぢ さん ダユー リック 巧 古 が持參 
した、 U 本からの 平 かの わ 人 お 

大小 二つが 締 'っれる。 多 
/、 の お客さん 達が ぶ禪の 綺麗。 
模 棟に 眼を を ば だて、、 居る 中を 
巧學を さへ 如才なく 『わ あ 召せ 
せんべいは いかが、 羊 糞ら ござ 
いまず ーミ概 .待を する。 上 出さ 


ん の獨唱 二番 ぁつて おを さんの 
あを 引き立たせ、 巧 ロ 委員長が 
御挨搂 をして 引き下が ると、 一 
ご 先づ 茶話 會は閉 ぢられ た。 巧 
に 入つ て晚餐 會を關 き、 午後の 
茶話 會 わら 引績 いて 

も 席したら の、 新ら たじ 
參かしわ人々4:*でで約四十名、 
設けの 席 じ 端然と 顔 V 並べた の 
でぁる。 巧び 田 ロを 員 長の 紹か 
の 下 じ 內山朋 事、 草 信 日本ん 會 
長の 挨楼 がゐら 、デ ユキー、 七 

タグ マン、 モン ロ！、 シヤン ト 

ン 諸敎授 等の 飯 激演說 が ぁら、 
を 持つ 手の 危ぶ なげな 奥さん や 
み 媛 じちが 大巧 力を I で、 純自 
本 巧理じ 

舌皴 を 梓つ た 所へ、 かぅ 

した 輕い溫 たかい わ 話しで ある 
何れも 機智 じ 滞 もた 諧龍 じを ご 
誘 はれて 愼 よしや かじ 笑つ たの 
である。 和氣 謗々 理じ十 時 ザ じ 
散ち。 
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人形 大使の 歡迎 大會ご 

本邦 學童 作品 展覽 

芯 千 人の 女學 生が 擧 つて 玩な 

活動 寫眞を 撮って 日本へ 寄贈 


が 

U 

ザ 

一 

- 

一 

一 

/ 

レ 


人形 大 化の 爲 めに 紐 巧 ホ 
i お 育 巧の 管轄 じ戚 する 武ボ 女子 

- 商 おを 校^ ダ—.. 片， • n ム マアシ 
j 卞八 •戶ィ •スク i 少) ほ 長エゲ 
I ユ リン •ダブ リゥ •アラン ホ 人が 
一 救 迎大會 を 削く ど 共に、 去る 一 
; 巧 着が だるを 京、 大阪 、京が、 

; が ロ、 を右摇 及び 横 密六大 都 巧 
I の學 童が お 最初の 报覺 をを 應す 
針 常じ關 しては 本紙 旣 報の 如 （ 
であるが、 人お大 化の 微迎じ 就 
ては 阿に 化 h て 乂國敎 を聯粧 ま， 
事 •キユ リック 博 十 主け ごい* b て 
協力した。 W 巧の 女學 を‘ レを 計 
五 千 餘んじ 速ず るので 槪 迎乂會 
を四闽 じみ も氣 一を 去る 置 目 午 
'前 十 時ぶ 十一み じ猜ー 沁-时 十一 
げ 十一を': 開き 午後 も义】 時 一二 
十 か & び ニ 時 トニを の ニ 巧 じ 巧 
一 もて 擧 巧し 典挪 巧が 女學 化の 携 

えて ホ レア メリ々 ン ••ト —作ス 

ク」 日本の 人 お 大使 數個ど 日 ホの 
み 媛 逢を 施へ たる 面白き 巧 動 為 
眞を 

磁影 したが 右 フキ 弁ム數 
柿は H みへ 寄贈ず る； ごな つて 
居る。 午前は 日ぶ 側ょ. 〇 は內山 
領事、 高見 ドク ト八 外數巧 出席 
して まじ 列し 校長 アラン 夫人 司 
をめ 下に 內山術 事は 一機の 演說 
を 試みな 見 ドク トグホ 磯 及び 河 
巧 常 八 巧み 娘ょ も 人形 大使を 米 
國侧にプ レ セ ン トす^^式をゎひ 
南部 烏嶺 夫人の 獨 塔が あつ， たが 
記を の 列席した 鼓な の 歡 迎大會 
は 午後 ニ 時半に 開かれ 巧潑 であ 


おで 化？ 中のを 勞は 夢想 だら し 
ない らしい 約す おがの 女學 ホが 
講堂 正面の 舞をから 巧 へら 
校長の 訓示を 起立の ま i が 酷し 
て 居る。 ニト 余ん の 女 學ホタ 響 
脚が 葵ず らシ 3— ンフ でか ドの 
『 H 本 の 一 捕 話 J にみ いで 米 園の 
闕 敬、 英澤 『君が 化』 を か 唱し时 
ども 責ひ 知らね 美しい ィンス ピ 

レー シ ヨンを おへる。， キユ ブ ツ 

ク隨 七が 校長 じ おかされて 襲に 
米國 から 目 本に 贈つ た I 
を ニ 千む： - C 餘 のん 形の 嘶を ホ 易 
- し 語ら 始め、 如 阿 •しり 本侧 かま 
誠を 單 《て 熟み じ アメリヵン ド 
— ル V 歡迎 した かの 事 賞を 語 b 
皇 蜜のを さいた タ大の 巧 ホ、 を 
地 ホに 於け ち 歓迎の 光景を 紫' 添 
せしめ 问校 女學を マリォン •ィ 
— •グン ィ攘の 作歌 じ。 ジャア 
ス 巧の 作曲せ る 新作 『ぶ 情』 のを 
唱を販 やか じ 了つ てから お 袖 姿' 
の. 俩野 巧み 媛 ょら 人形を ア メリ 
侧 のか 遞じま をし、 績 いて 五十 
人の 一圃が 『一つ，- や ぁ』 巧び 
『ねんね こ*^』 の童謠 をを 堪し 
た。 巧に 草 信 H 本人 會 々長は •ネ 
ユ リック 博 ± の 創意 じ 係る 人形 
大使 派遣の 擧を頌 揚し日 ホ認解 
の お 巧を 說き ヶン ネ八 女を 外 一 
么め 歌劇 蝶々 夫人 お增が ぁつて 
まを 閑 だた 

作品は 前週々 巧 開 荷 
の 上、 H 本 A をを 務部 をよ な總 
領事館に も 移牒し、 一 ホア ラン 
校長、 ま 孫子 書記長 巧埋よ b ボ 


敎 育馬 侧の 協力を 求め 兎 も 巧 同 
校 じて A お 大使 傲 迎を機 會に展 
覺ィ ミなら、 木幡 H 午後ょ 
b 女學 生の タ ィビ ストを 觸巧じ 
U 本ん 側 ib 巧 山、 綱 島の ニ 氏 
特派され て 専ら 說明書 巧 製に 從 
事し、 娩 齋け络 一階の ホ！ グ 
グ少！ プを 作って 賠變 し、 手 了 
盤 品の 一部は 校 段を 內の 裝飾跑 
じ 一時が 巧—- じが 巧 東の ザ々 學 
生； S 化 おを 始めて 觀る學 か 逢 か 
らホ 常. に 歓迎され 『でぅ して こ 
んな じあ ホる だら ぅ』 ど嚷 賞ず 
る もみ 6、 S 階の 裁縫 敎授室 じ 
はモ 化の 洞 観、 おちあ 巧、 チャ 
ン く、 風呂敷' 剩織か 品が 一 
が じな つて 居る 間を 較な 人の 女 
學 生か 化 入して 驚異の 眼を 曝る 

敎巧 お 絞っ た 智慧 袋で タ 
棚の 衙子戶 を H して 遍 ホな 手藝 
おを 縫いが いたな どは 特に 人目 
を惹 & て 居た が 十二 歲 になぶ 或 
る女學 生の 巧へ た 乂固式 K ユタ 
ァを 指しな るら 『これは 丸で 米 
國 なです。 ょ/、 これ 巧に 敎へ达 
むだ ものです ね』 どま 巧 敎授が 
感必 L て 仕 鎖 ひ 其 か 色彩の おを 
じ 就ても 意 おの 優っ て 居る のを 
自 をの 生徒が 巧へ たらの t 樣に 
嬉 がって 盾た。 右の が 神 戶ホ面 
からの おお ランプ 臺 むで けを 人 
の 巧 品 ご 見られる。 塘 色を 帶び 
たもみ じは ホ 街 電牽の 模型、 を 
の 緋を廣 いれ 名を 虜 がの！ 閑 張 
ら 、木彫の' 盆、 書籍 棚な でも ぁ 
って 日本人の 『指の 働き ホ』 を 化 
を 的に 物語っ て 居る。 ダ ユ リブ' 
博 ± も 非常 じ 興 おを 持っ て智益 
な 提議を 日本人 會じ おへた ご 云 
ふ。 岡 胞中該 巧 ロ g i 覽を 希學す 
る おは H 本人 會へ 审这 みみ 装 同 
校訪 間の 慑宜を 提供す る ミ どな 
つて 居る C (1 記者) 


て 吾る ご- 


夏瘍向 菓子 脈賣 

從來ジ 3 1 ジ •シ ー • V ツプス 
巧が 日本人 部キ なごな つて 取扱 I 

つて 居た ボ八チ モアの チ 3 コレ 

I ト •ブ 。ダク ッ曾化 製造 販寶 一 
の 夏 一?^ を チ 3 コレ^- ト は ティト 
巧 か 取扱 ふ ミ ごなら 祠氏 本日ょ 一 
ち 木曜ぶ びか 曜じ 息ち 當市 キャ 
♦テ ラック ホテル じて 新 見本を 提 I 
供し 注 タに應 ずる i となつ た A 

美な 敎會大 競技 

日本人 美 口を 會 では 求る 十 
U ( H 曠) 午後 エボ ス V — グを 
催の 大競 お會を 開催す ベ （當 H 
は ピンポン、 歌 お 多、 剧 藉-將 I 
棋を 始めを 碑の 競な - W 外 大各信 
一巧の 錦 松 流 薩摩强 琶お奏 其 他， 
で ボ ー 7 リ ー グ 一流の 餘 興ら あ 
一般 同胞の ホを を 槪迎ネ る も 


新着 

蒸ず^ め 

一 裝十冗 他 

軟 かじして 旨然 のがを 失は 中 
晚醇 のを 御飯の お菜 じ適當 

品質 本 化 


桑 山歸巧 

114 岂 ST 岩 ih ST : N . y . C . 

さ one . H な en こ ニ ザ吉奇 


命名され た 

新造を 船 

太や泮 上の 浮城 

目下 建造 中 S H 本 郵船 新造船 
S 雙は化 お 命る 式を 巧 ひ 巧 年 化 
巧ょ 4 就航め 第一 船は 淺 間、 ホ 
ホ 年 四 巧ょ b 就が の 第二 船は 龍 
旧、 同年 十二月 就航の 第二 一 船は 
秩 父ど稱 する 2 に 化ぶ したる 旨 
當地載 船 支 巧じ乂 巧が ぁつた。 
右に 就て 節 船 紐 育 支な 船を なま 
任 お 本德治 氏は 語る 『连を 中の 
一二 客船は 長さ あが 六十 吹、 幅と 
十 ill 吹、 深さ 四十 一二 趴 、速 方 十 
よ 節、 排水 順駭 二方 一二 千 顿で般 
まは 一等 二な、 二等 だ、 ナユ！ 
プ ス ト* クー l ;^ ス な、 互等|ニなで 
- 等 室 ；：> ではを 部外 侧 室で 弦 望 
じ 適し， を 氣のお 逝ょ <岛 つを 
部 •ヘッドが 做へ つけて ぁる 。又 
設お巧 端 完備した 惊圳を も 幾つ 

か あら、 チユ— タスト •クラス 

は妍兜 視察の 爲 めの 旅 巧な でを 
する 方々 じ 比較的 安 < 愉快な が 
海の 巧 ホる やぅ じごの 趣旨で、 
新た じ 設けむ もので 恐らく 就が 
の 上は が 方が の昭 采を槐 する も 
ゆ ご あ ふ。 船內一 股の 設備 ごし 
ては 喫煙室を 始めを を， ダン シ 
ング ホー グ 等比 お。 （善美を 盡 
し殊に マ キ ミ ン グ* プ ー 4:6で 
實 に廣大 U ものである。 瘍 稍’ 
シア ワ ー •パス も 完備し 冷戚が 
だけで も 四な 五十 顿の巧 所を 占 


有 じて 泣る。 ミ 船 ども モ！ タ ー 
がで震動はをが^^く陸じ居るご 
變ら がない。 お 巧の 上は を 港 線 
じ 就が する が 現在では ダラー • 
ラィン ど 岡 横橫濱 、を 港 間 十み 
日を 要する が 化が 船では 十五 H 
に 短縮され る。 嚼 数の おじが て 
こを 五ム ブレス じ 幾み 劣る-か 設 
備 巧 化 0 ぶじ 於て は 太み 巧橫斷 
の 浮城 ども 云 ふべき 最善の もの 
どなる 皆で ある』 云々。 


.婦人 偈樂部 近事 

が 育 H 本締人 化樂部 本年度 役 
員は 會 長に 渐ザ旧 鶴す 夫人、 副 
會を じが 木淸モ 、旧 島吳モ 、中 
山 五 巧ず を 夫人 會計じ 高木 護子 
山 ロ喜久 子の 兩 夫人 幹事に 山 旧 
千 化す， 山 ロ 雪 子 (通信 係) 冷 
'伞旧 藍ず、 巡 お 玉子 (記錄 係) の 
巧 夫人、 プ n グラムを 員 長に 波 
旧 八重 子、 委員 じ 萊化モ 、但木 
ホ 子を 夫人 メム バア シップ 委員 
おじみ 山 小久モ 、委員 じ 鄕菊江 
底 岡愛モ が 夫人が 當 選した。 尙 
ほ コ C ン ビヤ 大學雜 係の 締人敎 
巧を 聘し 着衣 恵 匠に 關 する 連 緒 
講演を 巧 ふ 計 截がゐ る。 

お 永 中佐 お待會 

をを お 軍み 將】 巧 じ 加は 6 歐 
米 おを 界視 をの 途ホホ 紐 中の 海 
巧 中佐 松 永簿雄 氏の 航巧講 •贿を 


お樂部 じめ て 招待 晚餐會 を 獲し 
食後 松 永 中佐は 日本が を 界の現 
狀 並に 太 半が 横斷飛 巧に 願し 趣 
ホ ある 巧 誰を 述べた。 


日會 特別委 員 

ま巧郎 催の 日本人 會巧 事會じ 
て 巧を だるを 特别 委員は 左の 细 
(選な された 旨發を 
A 巧 事娱補 おお 委員長 東義一 
委員 鴨 ホみ 香 西 龍 雄 黛 
お 良が 岡を 巧淸氷 宗次郎 
る 田京隆 織田寬 水な 渉 ご 一 
A 天長節 視 貸牟賴 委員長 忘 見 
豐送 委員 千 葉 四 郞冷牵 
旧 淸鴨ホ 久堀越 創 菊 地 
巿兵銜 .がぶ 節 ぉ 村上武 ホ 
淸水善 疆謡ロ 顯之香 西 龍 
雄 山 田 久あ耶 
A 御大 典 奉祝 準備 委員長 高木 
隆吉 委員 道面豊 信鄉敏 
が 岡 ま 男但木 二王 淸氷善 
造 水谷涉 一二 

國隙 移民 會議 

千 九' 白 二十 四年羅 おじ 開かれ 
た窠 一巧 國際 移は 會議の 巧議じ 
依な 第二 回を 移入 画に 於て 開摧 
する MJ ごな ち來る S 十一 日 よら 
な 巧 國パバ ナホで 開かるべく、 
ホ 國政麻 化 表 どして はち 円 木駐墨 
を 化 及び 固 際 聯盟 草 間 帝 國巧働 
巧務 所長 其 化 隨員顧 間 どして 內 
お、 外な、 適 信を 當よ 6 數名巧 


♦岡 旧 商廉巧 H 本 綿 巧 紐 育ま 
庙ホ 長、 橫濱ホ 糸 先 部に 轉巧ニ 
十二 日 牛を ニ 時 四十 五 か 中央 停 
を 旗 お 巧 巧 S 十 = を 港 巧 帆の プ 
レジ ダン ト •タフト 号 じて 歸朝 

® 佐 藤義證 巧 ま 本願 寺 语侣、 
S 巧 ニ H 着が サ りお 化 渡 歐の善 
« 河 上淸を 大阪お 日 新聞 離廢 
特展 員、 本日 出 經兩吉 目滯在 
# 渡 邊壽郞 巧 媽暇歸 朝 中の 一二 
菱 商事 紐 育ま 店員、 家族 同が 
ンャ义 じて を 港 經由巧 週歸な 

移 轉廣を 

巧る ご 一巧 八日ょ ら本會 事務 毎 
を r 記の 所 じ移轉 巧を 電話 j 
ホ 下記の 如く 變更相 成 候 間 化 I 
段 議吿化 候 

Th こ a ち ミ 苗 か SS 0 G 皇妄 或 N 呈 Ifork, 1 夏 - 
巧 003 A 2 

Geneiml Moltor Bcisi 襄 
1775 Broadway, iNew York 

Trel’cirde 100 79110071 

追 而夥膊 の爲め 八日 
九日 十 R 事務所 閉鎖 
化 候 間 爲念申 添 候 
昭望至 ニ 昼す 

紐脊目 本人 會 I 


キヤ A ' デイ 敎巧 

キャンディ 類、 フン ンチ ぺス 
f 、 ゥエッ デン グ及 バ！ ス 
デ— ヶ] キ 、其 他 キャン ディ 花 
一 お 子等の 遊 6 ホを 畫巧兩 巧に を 
ちて 敎授 します、 ホ 遵 者には 目 
錄 J を 進呈し ますを 細は 左へ 
The 一孟 ミ Sclio を 漂 9 Uxing す n A ミ. 

f It It 

一週 五 巧ぶ 八を、 一 
imsL 人 又は 二人に 適す、 

巿廳 へ 十巧タ ィムプ スクコ.< — 

へ廿 おを 電話々 ン バラン ド 室 
窒量 si ., Br 呂ご yn 黒 崎 梅 子 


造化 道具 一式 

米鹽 製を 化 •道具 一式 揃つ た搔 
至械 格を じ讓ら たし 委娜 左記 
へ 御 照 曾 あらたし 

尝芸 ， 9 ち 巧 重 A ま-ミ 丢ジ rk 

ぎ Gin : 三夏 


L 
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M 

S 敬の 
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T 働 *=^ 

t も e 
^ る 了 

E ホ 化 

化齡 I 

I i 8 

最 L 
K 4 
区 が 
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Y 


旨 働 車 運， 轉及 修理 法を 
« 本人の 敎 帥に 娘 も 親 
切に 敎 巧す、 お 雑の 道 
路も自 をに 
操縦が 岀巧 
- 掠 じな 
，ますを がが 
匙、 就職口 澤 山、 畫が 
敎授用 じ クライス ラ 
I 化 二八 年 型を 使用 


て‘ ！ 

衝 


十五 年の 歷 を ある 當 校は タ 年の 
經驗ど 新 智識を なする お 師を聘 
し 自動車 
操 縱法及 


び 運 おを 
の 修得す 
べき 必要 
な 磯關的 
替識を 短 
期間 じし 
て 最も 能 
率 ある 徹 
ぶ 的 お 術 

を敎潛 し是狀 獲得を お 謡し 職業 

ロを も 周 振し ます。 
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AU 这 


ヮナメ ー 力 ー の特を 

日本人の わ 買物 じは 特別 巧 員を 躁き無 
巧で 御 案み 致 巧 電話 又は お 手紙 次第 御 
訪問して 街 便宜を 討 b 初めての わ ホ じ 
對 しては 特に 注意 致します から 是非 お 
立を6願ひ巧、 巿內配達はか論り本其 
他を 地 宛の お 荷物 發 送は 當 方で 致し 巧 


レ ヨン ワナメ 


力 


义ん かんかけ 
か. AT # も 

盛 せんべい 類 
其 他 


化 桐 兄弟 商會 


聴 化すべ （お m が 軍豁瞥 長、 內 I I : イ 

山 領事、 相 木、 巧 島、 風 問 及び ~ かせられ たが 顯 間中 じは 海外 輿 
巧 田の 諸氏を 企と な 6 昨が R 本 一 業 株式 會 社長 巧 上 雅ニ氏 も 加つ 


貸 室 


表向きの 大きな 室】 
人ヌは 二人 じ 適當、 

プライ ダ 玉！ ト アバ！ トメ ント 

昇降機 附 十二 巧 及び 十四 巧 
Ada M . 置， 岂 W . 男 さ St . 


趣 

OOP 

化 他訂化 

6 ^ r 

& T N to 

oc M 巧" 畑 

即 o s 

s 瞪 




ハィカラ；： >紳± は 

化 立 服を 召しまず 

夫れ はを く 身 じを ひ、 見掛けは を （、を 
して 出 巧を ょら も 長持ちす る 事を 知つ て 
るからで す。 弊 巧は タ數 H ホ 紳± の 御 巧 
を 承つ て 夏ます。 

n 化廣皆 じて 御 巧 店の ホに け 
1 六を 割引を します n 
御 注文のを 何 じ おはらず 兎も角 I 度 ホて 
届て 下さい 

ウオ ルカー ェ 、\ ド フロ リオ 洋锻巧 


D 


E 0 こ 

に 品 ♦♦太 

T 刖^日 まや 
^ が 比 本 服 £ 
グ OA W を 迄^ 
K § ^ の 

gs + 叶最 
Y 船 W H 瞧短 
W が 如 間間が 
化 3 了 e ♦♦路 


晚昔坡 毎 ニ 週】 巧が 奶 
▲エム プレス 加が 太 ご英ふ 00 哦) 

ご 一巧 十と U 

▲エム プレス 露巧亞 (妄 、空 0 昭) 

凹 巧と 日 

▲ エ ム グン マ 亞細巧 (一二ろ 00 哦) 

脾巧化 六日 

A ェム プレス 加东太 01 六 ふ 00 觸) 

去月 十と H 
I 等 > 二等、 一二 等 及び 下等を 設備 
最大、 善 も、 を かまの 東が がわ 船 



A を 巧 巧 ホを 設備 供を のを 窝掉 巧を るは 巧 化を 
めか 珠を 切下馨 i 共に なおめ 萬 ミ する 度で 卞 
A なお 太平洋 おな 一二 等敦 摘は をが 革 巧の 巧这み 
旌 しま L わ、 巧 じを ホ 線の かきは 巧甜ッ — S 
ス トサ— ド义 ロス チユ デント クラ ツス なとの 
煩 盧私備 へて 用 主ず 

I ® 桑 港 お 机' ホィ グ八經 由 【あおが 帆】 
i 荐洋乂 一二 巧邢 j 日 


西 比 巧亞化 
大巧 化 
天洋化 

.コレア 义 


四 巧 十一 H 
四 巧 サな扫 
五ち 九日 
お 巧廿 S 日 


仰が 


I ® シア h ル思视 〔午 煎 十 時 お 帆】 
靜岡乂 四 巧 お 
橫潑化 四月 サ 一日 、 j 
加贊化 五ち 十六 S I 

® 芭致赛 日本 巧 巧 化 ^ 
化 野 か ご 育を 二目 
も 加 I 臻 あん 四对も B 
^ J A 紹青 出帆む を 馬經苗 旨み 巧當 域が！ 巧 ニ 画 
1 - ▲鐵道 切符 餐筆勞 其浊萬 ホ御谴 をに 御 あ 計 ホ 林 
ト A 太 廣洋大 絶 お 會ホ乘 巧 切 巧 御 巧を にお 計ま寸 

目 本邸 船會を (お ユを唆 道 食 社). 

化 理庙が 欄 兄弟 澈會 

乘 率、 を 船な 符 おじ 小 荷频 運送 衛澳利 じな 扱 申します 
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夏場 グ ー ム 句き 

今回 上記の 處じ移 轉し目 本 あび 燭逸 製な 
具、 雜货 度び 陶器 類 等 夏 塔 向き おを 部 お 
揃へ 陳 巧して 居ます から 御 ホ 紐の 節は 是 
非 御 立 寄 b お 一寛を 願ます 

子 1 デル エンド シ厶 メル 
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1 お- 1 が Fif 化む も， 
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お扫 m 4 巧 

精 
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M 001, MOMOZOI , CO ., Inc . 
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シアトル お 帆 革 草ち 

あら ば ま 化 四 巧 十 ロ 
あ ふち か 化 五 巧 二日 
るん でんか (を 灌巧辆 一 H 巧サセ B 
>* 1 掌橫濱 一九 五 巧 

化 L ばり ザみ ろんごん ^ じ 一 五 五 巧 
マ 一二 等 日本 巧 五 置 ホを 室た な 迪を族 室 i 
マ 御を 裏に 依 y - ず 割引な 復切巧 をれ を 巧 候 

ロスアンゼルス 出軌 (午後 S 時) 
さんどす か 四 巧 二日 
まじら 化 立 月 二日 
▼- 菩橫窗 ニ HG 巧 化は ねい かま にらを を ホ 
マ 恃別 一二 等 日本 巧 立 十 か 巧 マ 一二 等 日本 巧 五十 五 巧 
►み 港 羅巧巧 海を 切 巧 疫窒券 購入 御辩旌 仕り 候 
▼が 育 線 パナマ お 由 H ネ 支那 お 貨畅船 巧 一岡 
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巧 本を 豊 煩 圃 
拂么濟 資本を 六 モお圆 
巧 立 金 '五 千 八 巧 四 抢巧凹 

瓣城ご 弄 銀行— 支 巧 

本店を 京 ホ H 本谣 お 本を 嗟 呀 五を 化一號 
支店 ふが り 本棍を 巧 葉) おな 
名を おを 都 义阪西 (大 段〕 神戶 
巧な 下關巧 巧を 化 福 岡 長蛇 
上 お 倫 数を 買 刺 水 


輸 ぉ乂爲 巧‘ 電信 送を. ホ 送を、 旅 巧 信用が 
巧莱 信用が 其 化 一般 おお 樂 

人能狀 S 義銀 巧が 帛ま巧 

擲里 送を" 日本を 地 無手 数 巧？ 理速 化な 
本店 預金 (を 巧 通知 ノニ 柿〕 御 使 利取妓 
本 まな 巧 京 (本な〕、 大阪 、神户 * を 都 
所 化 地名 古屋 、小が、 上が、 槪を 


▼鄕里 送を 反び 並 送を (無手な 巧)* ホ 巧 
巧替賣 買、 荷爲替 おお 取 立、 信 巧 巧を 
巧 等 一 股 象 巧 おお 御 巧 巧 じ 取を 可 比ち 

餘 賦 臺灣銀 巧が 育 曲 張 所 

本店 讓縛裹 化 

ぞ 店を 京、 演演 、大 酸、# 戶 、上な、 巧 
• ロ、 福 州、 厦門、 細 頭、 を 渚、 廣巧 、轿 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 ま 買 
カグ カツ タ 、餘 を、 其み 襄潰 十四 ケ巧 

一、 資本を 壹億圓 ( 查額拂 达濟】 

-、 横 立を 九 千 ホが お 十寓圓 
■ 巧 化 本ち 巧；：：：： 橫瀉 (本 巧) ち 京大 巧 
神 おを 時下 顆 名ち 屋 

機濱ぶ 金銀 巧— を 巧 

ホ 固を ま 巧 U を 潘羅衡 か ボぷを 
巧 他 かがを 闡垂要 郡 巿ニぞ 巧 及 n が レ 
スを之 お 


本 廬大阪 化 お 五 了 目 

辭育 支店 紐宵ブ C I ドウぶ？ が 四十 九番 

讓 なな 銀 巧 

日本 巧 (東京 > 構 渚、 タ古属 、を 郁、 巧戶 
i り， J 尾ノ 道、 壞 島、 吳 、柳 井、 下ノ關 
がまな 《巧 巧、 小 倉、 巧 あ、 陣タ 、久 留乂等 
本國 お金、 鄕お 送を 等は 極め 
て 御 便利 迅速に 御 化 巧 可 申ち 


本な 朝が ま诫 

支店を 張 所は U 本內 地の 樞要 都巿 、朝が 
滿洲 、支那のを 地 及び 浦 結巧德 

朝 鱗 銀行 紐 育 曲 張 所 

外 國爲韓 一般を 巧 柴務靖 々御 便 巧 じ 取扱 巧 
申 上 候 


藤本 證券 會お 

一般 有惜 訊を ノ资 買、 引を、 棠お 
A を 触、 並 ニ 之- 1 瞄 ス^ 一が ノ 業務 

能賊 藤本 ミ ブ。 — 力— 銀 巧 

紐 育 お 張 所 


鞠 破 語、 雜 貨卸賣 

森が ブ タザ！ ス 


推ち 陶 おお 
ドラィ グ ー ズ卸賣 

太洋 貿易 株 ま會な 

ま お ボお を、 ボマ トン 
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- 久宮內 親王 露 去 w 

東京 特電 八日 發 豫 てょり 御 重患に あらせら 
れた 巧： 皇女 乂宮疏 す 殿下 じは 今燒 S 時货 八み 
赤 做雛嘗 にて 雜去 あら 甘ら る ー 宮內 街を 表 
總 領菲舘 公表.- 故 乂宮贿 ず 巧 親王の 御 葬儀は 
來るニ 一巧 をな て 御 執行の 旨 公が さる。 

御 墓地 U 豐島ヶ を 

東京 特電 九日 發 = な义ち 内親王め 巧 葬儀は 來る十 一こ 日 
- し御轨 わ， な 裳 地ら 小で 川の 豐岛ヶ 丘 じみを した。 御 臨終 じ 際 
してけ 畏 （も 架上、 を 后、 皇 太を 陛下を 始め 奉 b 扶タを 殿下に 
は 親」 く御烟 まじ 巧ら だら れた C 八 U 辨ホ 赤龄離 おはを 皇族 そ 
の 脚 ホ おで 測る お 雑を 独め 大谷ホ 粉 伯 基方智 ホ 夫人 〔皇后 陛 で 
の醉み 巧〕 だを み 化 急遽を 都ょ ゎ柬 上した。 尙ほ 聖上 陛 •下の 風 
邪 UM が 早 脚み 化 お？ れ わ？^ 

東京 〔聯 を〕 八日 お--: = 数 だ 人の 小學校 女生徒は 今规 ホ 阪離 
おみ 雄 じ 巧を 糾ん で齋去 遊ばされた 义宵 内親王め 靈じ默 驗を捧 
げ じが： れを きつ かけじ 殺 千の 國 巧は いづれ も遙 かなる 巧 城 じ 
獻餘を がげ て 居る。 巧 親王の 御 葬 燥は 十 sn を a て 執け、 愚 初 
のがを で ホつ わが 塊 孩加淺 川け 摩が ホの 御 窠邮ど I て 知られて 
居る 塑垃グ 丘に 變 化された 當娶 服喪 かの 示ず 如く 巧 親' 王は と歲 
な ドに あら 甘ら むを 爲 か 廢朗の 儀は。 きら 巧 巧のを 活動 寫眞劇 
裝は 白を 的'- 本り 巧 寂を おする 爲め化 梁し 御 葬儀の H だけは 歌 
舞 音曲 等は-切 停止の あめ. を 劇 煤は 化 楽し 音曲 類の 放送 等も禁 
止された。 • 

ホ 强總颁 ホ 舘發を = 祕す内 親 壬 殿下には 八 H 午前 一二 時化 八 
巧 ホ 阪 離宮に 於て 冀去 あらせら る。 

ホ齒總 領事館を お == と H 午前 ニ 時宮巧 あの 發 おじ 娘れば々 
をみ 親モ殿 ドには 昨 六 U 辆ょ b 前日 じ 比して 御 病勢 御增進 遊ば 
され 御， む お 中 上ぐべき 御鞋 おじ 拜し奉 も、 と H 午前 四時の 發表 
じ 化れ じ敝化 おじ 持 診 せら n 化 然御窜 態 じ おらせら る。 

ま 京 特電 セ曰發 = 义宮內 親王の 御 病勢は おら じ惡 （進ませ 
られ た： a , 裝と 陛下の 御 容態は 御が かじ おは せられた 旨拜 聞ず。 


東 乂遍宮 二王 子 も 御發病 


東京特電八日强^ 
年 五！： 勒出 4:! 巧 


= お乂 遇ち 殿 ドの お 一で モ 盛が 王 〔太 化 あ 


子' 子 彰常主 〔火 お 化 年. 托月御 ホ ホ： 3 御 二方 
よ おは 麻彭 化'-^ せられ 御 巧 巧 聰ず內 親ても 威染遊 だされ じ。 


東京 槪 を^ セ 曰 壊 = 第二 皇女-!- して ホ 梭ち简 g じあ'。 せ 
らる i 乂お内 親 I 殿 ド-しは 威 問ょり 肺炎を 併を され 過ぐ る數日 
前ょり 御を 腊_; あらせられ たが 本 円 遂に 藉去 おじさる。 御 願 終 
の 巧には 御 巧を である 闕巧 陛下を 始め お b を 王族 脚一词 傍らに 
悲ぶ のが-しおい られつ、 しめ やお-し 一め をん 過ごし 遊ばされた 
第二 皇乂 じけ 御 年と 族な トに當 'り ゼ給ふ 爲め盧 ま 喪の 脚 狡 あは 
く、 大正 天皇の 御陵 化で ある 淺 川に 化く 御 巧 巧の 御豫 をで あ 
る ど 承る。 尙ほ架 h 陛 ドの 御 お 態け をの 後御顺 調の 旨 おを さる 

御大 禮に 影響な し 

東京 特電 八日 發 "乂宮 内親王 殿下 葉 まの 爲め 
別じ廢 朝の こ. こなく 御大 禮じ i 影警 なし、 こ 承る 

皇族 巧を 御 化 表さむ て 

秩父 宮殿 下が 供奉 

妃め宮 、こ 仰ぐ 松个 節子姬 •こ 共 じ 
別 巧 本社 お巧特 ぶの か C 义お 
:內 親での 溝 去 じは 滕辨の 倦ら む 
(今秋の 御义雕 は御煉 おゎ b し 
如く 執 巧の ちで あるが 御大 糖に 
兩陛 トが祖 ぶの 神器を を じて 京 
一郡 じ 巧 幸 巧の 際の 御 巧 列は、 天 
i 皇 第一を 式 御む 列、 瓷后 公ぶ 御 
一巧 則、 贤所御 巧 判 ごの ご 一つを 泌 
i 合して 時 別に 編成す る もので、 


もつ とも 

莊重 を陆 めた 御 巧 列で ぁ 
る、 この 編ぶ じついて はを 內省 
巧 乂赌化 長官々 房で 銷 かれた を 
四が 大禮化 評 縫 S じ 付 雄され た 
が、 この 御行 列は を 城 東京 驛間 
名を 属驛 京都 御所 間の 兰 おから 
なる、 をして おお 巧 京驛間 VJ 京 
都蹈 京が 御 巧 間には 


お 樣 の 御 巧 列で 賢所 御 羽 
率を 先頭 じを 巧 大臣 巧 大度 等從 
ひみで 天皇陛下 じは 六が 立、 皇 
后 陛下 じは 四 頭 立の 御 儀装 お 単 
じて 進ませられ、 をの 御 後から 
親书 同化 王 同化の 御 四方が 皇族 
中から 選ばれて 閒 じく 御馬 ホに 
て 供 おされる 事 ごな つて & るが 
この 親里 树 がの 御 位を じは 皇族 
中 最上 位に 化します お 父を 殿下 
が 供奉され る 事 じ 
內 を-し ゐ る、 ニれ は 殿 
下 じは いまだ 御 成婚 遊ばされな 
いが、 御大 禮 前まで じ 必や御 結 
婚じ U られる 事を 豫 想し 奉つ て 
まめら れ たもので 秩 父を 殿下が 
やがてが のを ご 仰ぐべき 馈 ぶ-源 
VJ 御 岡 巧 じて 睹 n の 御 儀 じ 供奉 
される この 御 巧 列を 一段 ご ホ 彩 
ゐ らしめ る ものであるが 閑 巧 元 
帥宮 には 大禮化 總裁宮 として 御 
洪皋 申し あげる 事 ごな つて ゐる 

乂宮內 親王 

葉ぶ 遊ばされた 第二 皇 ず 乂を 
視 f 內親 壬は 昭かニ 年 九月 十日 
午前 四時 四十 ニを ホ あ 離宮 じ 於 
て 御 誕生、 

御 生れながら じして 御 ホ 
費 八 巧 八十 级 、御身 長 一巧 六寸 
八を ど拜 せられ 誠 じ 芽 お 度き 極 
みで、 化 ま 報を 地 じ 傅は るや歡 
喜の 聲は津 々浦々 におら 六 千で 
のを 草は 皇室の 御繁 をと 國 をの 
慶祕 を壽き 奉つ じのに 御な 化 僅 
かじ ザ歲 弱、 病苦 じ 御 巧が 半 巧 
餘 がを 臀等 A ホ 手を 盡 したる も 
甲斐な く、 畏くも 皇太后、 御 巧 
巧 阜忌兩 陛ド窜 の 徹宵 御 看護 さ 
へ 及 じ ホ 遂に 御 蔑 去 遊ばさる、 
葉 山 

中 も兩陛 ドの 御必 
は 寸時ら み 親モを 離れ 給は や 御 
愛着 深 か b しだけ じ 其 愁嘆 もさ 
1 を ご 恐察され る •殊に お 副 乳 
んは 選び 擧 げられ て も ぞくは 翻 
自ら 御 巧を 遊ばされて むじ 御 巧 
君 皇后陛下の 御 悲しみは 拜 察す 
る だ じ 畏れを いのでを る。 ザ 年 
前は誕をの歡^^^し、 陽ホ輝き渡 
る 限 b を さへ 木 さへ 喜 概じ醉 ふ 
たの じ、 を n ; 歡薑じ 幾 倍す る 持 
み じ 打たれる 今日のを しみは 深 
く强」 ので ある。 

御 情け深い 

衆 久遞宮 ， 

御 一 あの 御 巧が 
二王ず が 御 不幸 じらは しか じ 
化され 給 ひが 殿 ド じ も 御 威 染め 
つた ご 傅 へられら 案 死 通 宮家の 
御 化狀じ 就て 承る じ東乂 通ち 殿 
下には 去る 二月 八日 宮滚 事務官 
なを ホ四郞 をが 危篤 じ 陷るや 御 
檢閱 化の 巧 府 おから わざ''-^ 御 
歸巧 じな つて ホ 十ぞ 病院 じを ホ 
巧を 唐 舞は せられ わが、 十 H 午 
後 S 時 四十を 殿す じは、 ちじ 化 


殿： ト ホに 盛晤 里、 彰 常での ニ 若 
をを 伴は せられて 獅 殿から ご 一 了 
餘 b 跑 つねを が 山 巧 一一のを ホ 
氏 邸へ 御徒 ホで がらせられ、 裏 
木口から たなびで た 通 b じじら 
を 井 氏の 靈前 じし ばし 御默 たう 
親し <靈 を 慰められ てを 別を じ 
て もょ 子 夫人、 遺子 之 文、 么忠 
之 信、 巧モじ 御が 接 仰つ けられ 
逍 子等には 『今後ます'^-^ 勉め 
てむ 父の 遺志を 繼ぎ W 前の やう 

にお 入す る樣じ 』 ごのを 難 

い 仰せを 賜は つたので 家族 始め 
親戚の 人々 は 随激の 涙 じむ せん 
だ ど 0 

秋 父の 御 婚儀 

八 巧 中に 

餐府 ッ デ < — 特電 
東京 八日 發 n 昨日を なて を 表 
された 所 じ 化れば を 父 宮戲下 
ど松牢 大巧み 镶 節子姬 どめ 御 
婚儀は 八 巧 中に 巧は る ど。 

註、 秩父 宮殿 ドの 御 婚犧が 八み 
乃 ま 十 巧 頃で あらう ごは 風 じ 期 
待され て 居る 所でを るが、 恰か 
もみ 宮內 親王 殿下 護 去め 巧 じ 巧 
る i がを まされた もの か 疑し い 
顏が ぞい。 

軍縮 會議じ 

h ル n お 待. 

スぺ ー 井ン もな 歸 

ゼ ネヴ ア 八日 雞 U 本 B の 厨 際 
聯盟 巧 事 曾は 靈じ 聯盟ょ b 脫退 
を聲 巧した る， ベ！ キン 及び ブ 
ラジ ル 兩國の 聯盟 俊歸 を勸吿 t 
ベく み 議し满 獨英巧 相 もを々 起 
ちて これ じ替闷 したが ス ベ） キ 
ン 政府は ラテン •アメリカ じ 於 
0 アメリカの 勢力に' 戰巧 ずる 意 
W から 直 もじ 應諾 すべく 期徐さ 
i て 居る けれどら ブラジ^の 態 


度に まらて はを 然巧然 せず 理事 

會 はこれ ょゥ於 1 マニア VJ パン 

ダ 9 — の 外を 絞ず じ關し 討講す 
るを である、 尙ほポ ー ランド 政 
府は 髮じ勞 農。 シア 化を じがら 
て提謠 され わ聯盛 S 軍縮 會骚じ 
は トルコを も 招待すべし VJ 提議 
をした ど 了解され るが 聯盟み 賛 
同を 睫す る や 否やは 尙ほ 疑問で 


をる ど* 


閒題 化した 

外人 送還 案 

ジョンソン 案反對 多し 
ワシントン 八日 發 n 下院の 移 
民委： 民を は 目下 新 移民法 案を 討 
議中 であるが 委員長 ジョンソン 
巧の 外人 送遂 をに 對しユ ユゴー 
ク 選出の マタ グン. ゴ ー 及び デッ 
クス ブン 、ィリ ノキ がの サバ ズ 
及び ペン 如の ゴ グダー 巧は いづ 
れも をの 急激 的なる こど、、、 を 
の 適用が 誤られる 黯 S をい こど 
を 理由 VJ して 反 街し 
送還を は恰 かを 外人 じ 封し 巧 
刑を 宣吿 ずる じ 等し （現じ 巧 
が講會 にある 議員の 大タ數 は 
み 驟乂 か然ら やん ば 外人の 子 
•孫では ないか 

VJ 言明し 本 ま 上程の 際 じは 反對 
者 多 かるべく 通過の 見 这みも ホ 
だ不充 みで わる お ボックス 案じ 
波る 西半球の 圖 おじ 街す るを 民 
制限 法は を然 上程せ ず、 單じゾ 
キ シコ 人に して ス ベー キン 系を 
除 f . 波 化 兒の移 ほ 制限の みを 上 
澤 する 馨 であを。 

■柄は ジョンソン 巧の 外人 送還 
法は 斯の 如き 狀 態に なつて 居 
るから 外國 人を 錄 法に 依る 不 
正乂鹽 者の 取締法 案 も 自お反 
對 をが 續 おず るに 至る ベ < こ 
れじ關 した 議案は 數がじ 達し 
て 富る 0 


本な 束を 特電 (絮 ぉ巧轉 載^ 

巧 中 首相 ロシア 大使 訪間 

〔九日】 田 中 首相は。 ンァ 大使を 訪 聞した が 報知 觀 聞、 國お 
が樹は 『後藤が 伞 子の。 シァ 訪問に 端を 盤し 日露 瞄利權 間 題 ど 
借欽を渉がを裡じ進巧中でをる』 と報じて短る。 

ち 

牧野 撮影所を 燒 

(八日'】 を 都 マキノ •プロ ダク 
シ ョンは 六 H 巧を 燒し 二十 巧 
圓 み 費用を 掛けて 製作した が 
井蓉峰 おおのを 臣藏 フネ 八ム 
はを く 烏 巧に 歸 した。 

追加 提案は 巧 あ 

〔八日】 獨逸 ごの 染巧炼 約じ關 
する がエ 省の 追加 提案は 外務 
.省で 否が された。 

大山 巧 等の 渡米 

IL 八日】 ホ國勞 働を 大會 ょりの 
U 本 勞働巧 招 巧 じ泌ゥ 大山 郝 
ホ、 水を 長 一二 挪 、山 本 懸おニ 一 
をは 五 巧 五 H 發渡 ホす ど。 

地方 化 資に郵 贈 

(八日】 ホ 年度 地々 あ利資 をは 
溢れ じ擲便 股を 六 千 巧圓を 0 
ての 務 ，農が 爾巧瞄 係 ホ 巧に 
振ら 撒く ご。 

砂糖 協を 巧惱む 

〔八日】 今期の 砂糖 協を はぶ 同 
彼賣 蒸し返しで 巧き 惱ん でゐ 


海軍 新銳 

〔九日】 願 逐艦第 化 六號は 廿日 
橫須賀 じがて、 一巧 顺級 巡が 
艦羽黑 はか 四 = を 崎 S 菱 造船 
所 じがて、 潜氷濫 第五 十六 號 
.はか 一 五 H 吳 じがて 何れら 進水 
の 堂。 

爲替 回復が 第一 

(九日】 お 融解 禁準硝 も 前觸ら 
いら n が 先 づ巧替 が 巧 も 直ら 
ねば 駄 a ご 藏 かは 云つ た 

海外 お資 九億圆 

I ： 九日】 日本の 海外 お 楽 重要 會 
祖お卞 化の 投 T 資本 化 億万 圆 
滿测が 筆頭で ミ那ご 巧が 八 順 
である ピ 0 

民政 懇親 會 延期 

〔九日】 民政 黨 懇親 會は敬 あの 
ため 延期され た。 

米 國旅舘 ち 招待 

『八日】 日本 ッ！， スリト •ビ 
ュ I n i は 四十 名の ホ國 ボブ 
^恃 まを 巧 持した が 右-巧は 
お 巧 十日 おが 化で 横. 潰 着の が 


，'お 川大將 逝まず 

LA 日】 陸軍 火 おが 川敏 胤には 
他讓にがて逝去した、 ^を年と 
十。 

陸軍 參お 官决を 

I ： セ 日】 福 島縣選 ぉかぶ 倚 化 溝 
十八 出ま吉 巧は 陸軍 參お宫 じ 
み定 しに 0 

愕 堂の 選擧 費用 

^^セ日】 尾崎單ブ堂氏は総選擧費 
用 じつき 左の かく 報吿 した、 
『總 選擧に 要した 费 用は S 千 
ご一 ぉ 五十 ぉ圓 六十 一二 錢で自 み 
自身け 一 錢をも 化は や完 をな 
理想 選擧 でぁつ た』 ど 

臺化 大學案 承認 

〔セ 日】 を化乂 學設價 案は 樞密 
院 委員 替議で 承認され た。 

外米 制限 令 公布 

【セ 日】 外米 徳入彌 限 かは ニ H 
日中 じを 巧 0 樂 だが々 リフオ 


.少 ニア ホ、 シ アム 米は 齡 外す 
る當 である 0 

睡眠 銀 巧の 調 盤. 

〔セ 日】 嘘 眠 銀 巧は 垂齒 で駭十 
もを るので 乂藏 省では 調 まを 
始めた。' 

神 田 銀行 拂 おし 

【セ 日】 神 田 銀 わは 小口 預か 沸 
出しを 開始した。 • 

福 島 銀 巧 お付け 

〔セ 日〕 福 島が 福 島 銀行は 神 田 
銀け ご 幽係ゐ > 化 巧け じ會ひ 
手形 巧換 巧を 脫 退した。 

坐礁 船 救助 絕望 

〔セ 日】 旣 殺の 如 （坐礁した S 
井のを 剛山义 は 救 巧絕望 ごな 
ら查 船賛は 船体を 見 擦て i 上 
陸 した。 

故 後藤 巧の 葬儀 

I ： 4^ 日】 故 後が 勇ま 氏の 葬儀は 
六 U 午後 ニ 時 靑山齋 媛 じ 於て 
擧 巧を 數を ±參 巧した。 


わ 

重 

軍と 


蠢 

ii 



エジプト ごヴ エネ チラ じ排 

英米 暴動 i フ ー バー 立候補 
t 耳 古 ご 王室 財產 == 下院議 
員 四 年 制 否み一^’ 湖南の 暴 巧 
撒 兵 じ反對 勞農 ロシア 金 
塊， こホ國 i 佛國飛 巧 家 渡 日 


【。ン ドン 八 H 後】 吳國 ミエ 
ジ ブトの 不平 攀條約 じ 憎慨し ゴ i 
ジブ ト巧閣 の 總辭職 ミな つた 爲 
めち 闡政 梅は 强 硬なる 最後 述牒 
を發し 武力 じ訴 へても 條 約の 調 
邱をお b つ i ある 画靖じ 懷慨し 
た 千お貞 人ので ジプ ト大學 化は. 
列を がんで 國民黨 本部 じ 巧 察せ 
て 抗議した 爲め 遂じ蠻 S 官隊 ご衝 
突し 廿五 人の 學 生は 負傷を 蒙つ 
たか 學 生の 一隊は アメリカ人 經 
酱の學 校を も 襲 窠し霞 動じ 鼓 ば 
ん としたる も 遂に 退散され た、 
而 かし 英隣侧 では エジプトの 暴 
動を 敢て軍 要 視せや 現じ マ 91 
內 親王は 夫の ラ ッセ 八ス子 爵ど 
共 じ 本 H 當 化を お發 して エ ジブ 
^旅がのをじ就いた。 

【ボゴタ 八日 發】 最近 ダ エネ 
デュ ラの 大學 生が 政府の 政策 じ 
反 勤して 敲 動を 起した 眞相じ 就 
ては 一切 不明で あつたが 本日 同 
地から 到着し ね 旅客の 實見談 じ 
化れば 大學 生が 暴動 じ 及んだ 理 
由は を然 政が の街ア メリ々 軟弱 
政策 じ償槪 した 結 あじして 三々 
ラグ ア間 題に 關 した 對ホ 反感が 
現 政府の 軟弱 政策に 巧 ぼし 若し 
今日の が 態 て するならば ダ 
M ネ デュ ラの 豊富なる 独 田ら 早 
晚 ニカラグア ど间じ 運が じぶ ぶ 
ど 懷 激した もので 暴動の 結果 廿 
み 人の 學生ご 馨官四 A が慘 死し 
た。 尙ほ學 をの 排乂 運動は を ラ 
テン •アメリカ じぶ ぶ 形勢で あ 

る ご ロ 

〔タ シン トン 八： 12 發) 荫務長 
官ブ ー ダア 1 巧け 愈々 ィン デア 
ナ贿の 大統領 候補 豫選じ 入る こ 
ど i む b 前 ィリ ノキ州 知事 ロ ー 
デン 氏 一派は お 盧じ今 か 大統領 
戰じ 加は‘ ゥや 專らフ ー ゲア！ 巧 
ご對 立す る ワトソン 民の 立が 補 
を 授か LU て化畿 員の 選 擧じワ 
ト ソンを 勝たし めて 米るべきな 
か 黨大會 じ備ム ベく 計 劃 中で あ 


るが 豫選 はお 巧と 日 じ 巧け るべ 
(ヮトソン 氏め 州 だけ じ フ—グ 
ァ ー をの 立候補で 選擧は 白熱 化 
する であらぅ ご 0 

ン スタン チノ I プグ乂 H 

を】 トか 3 政府は をく 國立銀 
巧を 設けて 通貨の 統一を 討 b こ 
れが 資金を み國 ょも 惜 入れを が 
要 h 舊 トルコ 巧國の 里を が所藏 
したを 銀寶玉 類を 評價 せしめつ 
つ ぁるが をのを 額は 約 五 千万 鬼 
にあぶ 尝 じて 寶玉 製の 化 雀の み 
でも 價格 一千 万弗ピ 註せられ て 
居る が外國 A 專巧 をは 果して 五 
千 巧 弗の 資本を が これから 得ら 
れる やを やじ 就て は 深 < 疑 間 と 
して 盾る。 

【7 シン トン 八日 發】 アラバ 
マ祁 選出の バンクへ グド 氏は 巧 
郁 諸 州 民ち 黨眞の 後援 じ 化ら 現 
化の 下院 謀 員 就任 年期 ニ 年を 四 
年 じ 延長ず る ご 共に 大統領の 就 
巧 まを 選擧 後の 年明けに なめ 議 
會な集 期日を も變を せん VJ する 
案は 數 H 巧 下院で 討論の 的と な 
ら典 か黨領 補は 反對 する もち ま 
共和 兩黨を 通じて いづれ も黨の 
ホ 調】 致せ 中 遂に 本案 討論 中止 
の 動議は ニ 巧と 票 割か 一二 票の 大 
差で 否みされ 從 つて 本案は 全然 
否 巧され た 形 ごな つね。 

【漢ロ 八日 媛〕 最近 湖南 おの 
南方 じがて 巧を 黨 貞は 敗 殘の軍 
隊ど 協力し 中を 階級 ょら 窝豪階 
級に 至る 支がん 民家を 裝 ふて 化 
ゆるが 産を 掠奪 するど 共 じ 家に 
放火して 約 ニ 一千 人のを 民を 燒殺 
したが 漢ロ 軍の ぉ動じ 依 b 隅 徒 
闡ど 共を 黨 員は 廣を 方面に 退 巧 
しつ t 沿道 到る 巧 じめ て 擦 奪 ご 
虐殺 巧爲じ 及び 人々 掏々 じ るら 
の ぁら 外人 宣を師 じして 巧銜不 
明 じな つたち もを い。 

【ワシントンと 日を】 上院 外 
をを 員會は ニカラグア 郎屯 米を 
の撤を 巧證じ 就て 遇 ま 一週間 じ 


宜 5 協 遮 中で わつ じが 遂に 少教 
のな 凿ゐ b しのみ じて 同 國の選 
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はず おしてを！ 選を じして をが 
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なる 訓電を 搂し をし 現 保守 黨政 
が じして 新選 擧 法を 承認せ やん 
じ 政が な 止む を 得や强 硬なる 手 
段を なて 履 巧を あるで あらぅ と 
蠻吿 した 0 

〔7 シン トンと H を】 靈にア 
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ジ ヤシン ト》 フ 身ツゴ 
ご 去 .6 法 b 資. H . Y . 豆 iy 
す 一を iu 忍 b ミ live . み C ミず たす み秉 si 
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丸み 洋服 蘭會 

麗 論 

をを 巧み ノ 巧》 か 尹 y ダニ 階 ニニ 0 な 

龍 輔丸山 洋服 商會 


新鮮 魚介 ー瑚 

日本 入 おきのを 魚澤も あを 顯へ 
倍が 廉濱で 大勉强 致しまず 

サダえ ナ魚 巧' 

Joseph む 巧 <0巧9 

22 知 W •普を 望. 

ジ L 001 U 吕 bg 9128 


米 図 絹 業 家 代表 渡 日て】 

目的 U 生糸の 格 付 

巧 人の 斯業 者は.' こぅ 觀 察する か 

日ホ间 栗を 間 生糸 格 かけ 育 施の 準備 ごして ちじ 刷す る 諸 補の 

調 查耍務 を靖び チ ニ ー •プ ラサ' スま 酷人ゥ キリ アム •シ— • 
チ 二- — 氏、 ステ！ ブー •シ 八ク コ1 ボレ I ション ま 席人ァ "パ— 
ト •バ サッ ト lii^、 ユナィテッド •ステ 1 ッ •テ— ス チン 夕 • 3 

ム バニ— 副社長 兼 おち 配 人 ディ •ィ ー •ダク チ！ 氏、' 閲お 技師 
エッチ •ヒ ー •アラン テ— グ 氏、 同社 シ 々コだ 社 ま 配 人 ナン！ 
氏の 五 もは 本 巧 一二 十 H お 港を の プレジデント •タフト 巧 じて 渡 
H し-五月 十八 曰 横 殺接餘 米す るが 间を 等み H 本 滞が 中は 專ら生 
糸 格が け 巧 究じ從 事し ■が 地 ゎ巡展 して ホ 固 じて 現が 嘗巧 しつ 
つ ゎる 格が け 試験 方法を 示し 彼我 冯 比して ぶが 標準を な 幾ず る 
尝 なる •か 同氏 等 歸米後 H 本よ b も 巧 震の 巧 おを 較名 渡米 L 同樣 
の 研究を をげ たら 上兩 をの 間 じ 一致 點を 見出した る 上 ホ 年頃よ 
b 實 巧す 4 •しまる であらう が、 右に 賊し當 化の 重なる 斯業を の 
意見を た！ くじ 左の かし 0 


生糸 上瘍の 前提 

H 米 生糸 支 巧を 
星 野 勇巧該 
今 巧 巧を が 波 H す 4 こごの 主 
要な！ <>目 的は ブ n パダン ダで あ 
つて 今遽 じあ かけ 問題が 4 を さ 
れや うご 思は ない。 柯 しろ 十 年 
ホの 難問 趙 である からを 易な こ 
£ ではない 。ホ 固 5 クラシ フキ 
ヶ！ ショ y ど、 日本の 檐 をを ご 
の 間 じは 差異が あ b 、 米 凰は 日 
本の 方法を 採らず、 日本は 叉 米 
固に 從は いふの だからを 易 
で じい。 兎に角、 かう いふ 狀態 
であつ た爲 めじ、 偶々 ほろ い 巧 
買が 斤は H たことは な 前 じは あ 
つむが 現ら では 其 跡を おつて ゐ 
るが、 がし お化けは 必要な こ W 
で、 或 ひは 今度の 巧 あ者訪 りが 
機緣 ごな つて 實 現への 第 I 段と 
なら « ども 限ら ロ C 苦し 實 現さ 
れ^ば、 緻 いて ホ 國 での 生糸 上 
塔の 前提 ごならう ど 思は る。 生 
糸 h 撰 問題 も 昨今 喧ま L く論證 
され、 な 斤を 擊 位； 日本は 十 斤) 
ごして 保證 をを 高率 ごし 素 A 筋 
の •キヤ 么 ブラー を 防ぐ どい ふ 骨 
子ら し < 、おく 之れ が硏寃 調査 

のた め コットン •ユネス チェン 
デの 轟 ま 酷 人口 1 ぶン スタ キン 
巧は 渡り するどい ふこ ごで ホる 
柯れじ もせょ、 格が も 巧を し ホ 
藉上 おに もなら だ 巧 生糸は を.！^ 
活躍の 域に 入る だら う 一友々。 

取引 道德の 基礎 

な 巧 ぉ締役 

藤 旧龜太 郞氏談 
ホ 糸のを 付かを ごい ふと 一艘 
じ 非常 じ 難しい ものに 響き、 又 
實瞭 じさう おはれる やう だが 么 
れ はが ホ 必要な こどで. 一 碑め 進 
步で ホる。 之れ がた めじ U 本の 
商 買が しょく U って 色々 の 意 か 
で 利益になる ご ほふ。 今 巧の 米 
國巧あ 者な 巧が 化 格が 隅 題 じ 一 
ホを 進める もの だ ミ ずれば 可ぶ 
の 患 ホ ある こと i およ、 格が け 
はを はぐ 法 禅て ホって 被 本 的の 
基準を ボず もので 其銘鹽 巧で 巧 
寶を すれば ょいので、 必 や化關 
門を V 、 ぐらむ ばなら ロ ごい ふ も 
: のでない 。貸 巧當奉 まの 間の 受 
渡しが 堀 滞 じ 巧 パ ご 何ら 閒 題は 
起ら 打 か、 す 幸に して ブラ ブホ 
になつ：： ■時 じ 化ぶ 準に 照らせば 
自ら 解 巧ず るので ある。 あし 格 
せけが かを するど すれば、 かう 
; いふな 地からで なければ なら 0 


し、 义 さう わらねば 實現も お ホ 

0 云々。 

一部 一 化 表の み 

H 綿 ま 巧み 長 

岡 巧 あ 廉氏談 

今度 代表者の 日本 訪閒 はおす 

るに 乂 越り！ シ八ク •アツ ソシ 
エ * — シ ヨンで 採 巧し てゐる クラ 
シフ キケ！ シ ヨンの 說 明を しじ 
巧 （こご i 、 一つは、 目 本政濟 
で やつて ゐるホ 法の 實陵說 巧を 
聞 < ご いふ 程 巧の もので、 要す 
ぶじ 一 锦のジ シア 八 •ビジ ツト 
じ 過ぎない。 巧 じ 今回 渡 日の 人 
人は を 米 斯業 巧の 化ぶ でな く 一 
部の 巧 巧で あら 然 かもは たやの 
方 あょ b は 技術 專巧家 じ 偏して 
むる から 印本 も 勿論 巧專 確答す 
る こどは 出 巧まい ど 思 ふ。 がか 
し 之が お ホ 格が けの 一階 段 V 】 は 
な 6 得る かも 知れない が、 今 差 
當ち H ホ當 業者 閒じ 圆滿な 確を 
を 見やう とも 思は ないし、 强つ 
てな 影響を ら考 へて 盾らぬ 。 B 
本で 現 化 巧 ひつ i あるな 質等稷 
が 時々 兎 や 巧 云 はれる ご 簡樣米 
齒 のをれ ら随 か自み 勝すな こご 
が往 々あるから を 色 論議す る 中 
じは しつ ぺ返 しする やうな 巧究 
も 遂げられて ゐを うご 思 ふ 云々 

特別 幾 會を前 じ 

財界は 警戒 

商務 書記を を 表 

〔み務 省 蟹を 電〕 接 選擧の 結果 
はな かお 黨 、巧 巧 黨の差 僅少 じ 
て 特别議 曾の 形を 巧 極めつ かや 
が 巧は 化然贊 戒氣を 濃厚 じて、 
を鋪 ホは 前を 逆貨 膨脹を 懸念せ 
られ政 麻 又 お 策 講究 中で ある。 
為替は 强弱兩 が 巧が 半し 巧 付け 
が 態なる が 棉業巧 最近 磯 巧擦頌 
せる も 大勢は 术 振の ため 操短 繼 
績 ど巧定 し、 獲罐詰 一割 减產ご 
巧を L た。 政 おは 內地义 ホ 巧 良 
好に て 過 剩の處 ある-し 化 b ホ 殺 
法 第 第二 傑の 規 をに 墓き、 ホ 及 
びが の 輸入 關 限み を發し 本年 八 
巧 S 十-日 迄 浦 巧が 海 條約じ 別 
段のを め ある 媒 をを 除き 政府の 
許 巧を 巧く る じあら ざれば 輸入 
し 得ざる 事 ごした。 貿 ちは 輸あ 
一億 五平 八な 巧圆 、お 入 H モ四 
が々 圆 •前年に 比し 餘出ニ 千 お 
が 巧圃 、巧 入超 九な 巧閒 威、 酱 
支 化 引 一 巧 憶 入 一二 千と 巧 巧圃入 
超 四 巧で 閱 、二ち 備 おは 阿 モー 二 
良巧圓 . i て 差 引出 超は ニ 千万 瞄 
じ 達して 居る。 




Kawasoye Ho お! 
1 巧 West 123nl Street. 
Tel . Mornin がわ 7 巧 4 


IKUINE 

H が ei & 民が お urant 
3 巧 化 88 化が . New York 
Tel . Schuyler 7822 

Cable yd 巧が！ KtH 化 


SHOWA 

53 We が 105 St . ， 

TeL Clarkson 0981 


Quang Gan Low 

. Chi 打 ese お staurant 
112 W . 巧 化. 化！: あ 


Beem Nom Low 

474 -6th Ave. 

Bet. 28th-29th St, 
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CST 四十 四 
巧 0 了 五十 四 
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動 其 力 各 
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一 鳥リ金 
切 k ャ魚 
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Wing 陆 ng Low 

卽 in が e む staurant 
お！ ) OBVay, R.Y. C 則 

まじが 膊が苦 
〜ず適 日 揃巧那 I 
停が。 す 本 ひ理那 

窜か 朝る 人の ^ 
舆若 H お 諸 巧スに 
の 了 時理若 理 ^ 
で 目 迄を の 人タ聲 
一ず 韶差噫 數ホ篮 
ブ巧上 好 名 ® 


City Hail Tea Garden 

170 Nassau St. City 
Next to the Tribune Bldg 
Loo Lm Manager 


Two Lee Garden 


DARUMA 

? が 一郎 1 li 化 • 
U !. わ 傅! け 的 9 


Ttie なか oCo . 

1 が W . 巧 化 化 
New わ rk C 斯 
Te し Tufa ! が r 6 剛 


も miWAYAMACO . 

114 に 59 か St . 
New York City 

巧 屢 . むが W 2 ぶ 537 


Japan 

れ刖が Oil Go . 

巧 0 W . お 化が. 
わし EndicoU がが 


|IUTAG 脚 BR 1 TS 

224 E . 59 th St . 
New York City 

Te しおが nt お 8 日- 3 が 1 



巧 East 2 が h なけ d 
Tei . Lexingion 5727 


店 書 西 お ♦內案 育 紐 

The East and West Book Co . The fiew York TcuHs け 肌 i な 
4 t 1 West 115 化 化， li . 、’. C . Tel . Cathedral 4408 


ま査用 A 購を籍 A 
す、 の 古 買 巧は 糾 
。購ホ 本を のか 育） 
買々 及し も 論 ホ i 
のじび まの 县巧 
勞 はを すを 化發 
を 持 鷄 °敏 米 巧 
なじ 誌 速國の 
ら 調 御に 內書 


义 神'/ 

學學 力. 

±±1 
上を 
杉卒 
純 巧 
雄 


通 年 0 ◊御 ご ホ 
ゃ聊 なお 案 も 巧 
るかは 譯內 おお 
も 化 巧 ◊致 切び 
の留米 調し じを 
ごの 巧 巧 ま 能 化 
信奉に ◊ t 率 旅 
じ 惟 甘 逆。 的が 
がに H 涉 じ 化 


SUMMER 

PALACE 

741- 馳 A 化が 仰 h 化 
HEW YORK 

Ph 即 e Longac 巧郎 84 


電 

甜親巧 八 話 
一 育な 寧 〇 プ 
一 おが ごと ラ 
ニ西 九 ； 


I 四 

— - y 

ニー 四 

階 AT 
一番 目 
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ム Y * Ma お umoto , 

Mechanical Art Studio 
124 W ,34 化 化 Oppasit 巧 a 巧 ’s 
Tel . 化‘ ぶ keriiigl 邮 ID 


■ ； 他 _ 山 化ぶ . 心と ！ 式 • 接 山 " む 心 化 ^ 山 を W 山 一 — il* 



DANCING 

411 W . H 5 比 St . 

おしむ 化 e わ ai 4 観 W .3 


藤 桂 米 日 
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で 產巧ど 正 
販物 おしを 
賣ーも 確 ご 
を 式 精實親 
し 持 選 信 切 
ま 別し 用 ご 
す廉御 あを 
僧 ± る 旨 


類 引' 時ち 寶處を 貴 

會廟 柳靑岸 

目 T 二十 四 西 
をと 十五な 一七 十四 巧 

巧 化を ーアで クス ブム イタ 

グン ザ 作 ビー カース グン ロ 

室號 拾な 九 

I i 四 セ H 四 トン アイ ラブ 電話 
K ほ …- AOYAGI CO 

147- 巧 7 化が !! d ST . 


Mm 
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i.-L . "，柳 同 明 も皆户 ，'料 半评严 :, 學 姑 お 巧 婿 我^ 甘み . J 圳啡 ."，お 啤 L 4 非な 1 結み* 那 A 


號 S 十 H なの 千 一 第 


露 I ] [を 船賊巧を 另ぞ煎 tt 化留 【日曜。 



日 十月 S 年 H 和昭 


御旅館 M 、 ッ添 


割 慕 並 U 御旅 舘 

t 径佐巧 

句 巧 巧# 

お 育 巧 巧 八十 八 T 目 一二 ニニ 
を話ス 々イブ— と 入 ニニ 


高等 御旅 縮 

昭 和 

會賺御 料理 


美^ じして 巧が 

S 品 商機 

午前 十 時よ も 
午前 六 時 if — 


をな の 巧 嗜好に 適 ふ 
樣な美 ホの 巧 巧理を 

S 廣義 

致します から 績 々御 
ホち を 願 ひます 


ずき 燒 
ホ じ 御料 巧 



ザ 上 金魚 巧 

918 Sixth Ave ‘_ Ne * さ rk 呈 y . 
さ ミ e Circl こ 7 お . 


支那 料理 

が 廳を園 

司 巧 人を 蓮 
出 巧の ちじは をな 
の 御 瘦巧じ 糖へ 巧 
間を 庵の 御 巧じ應 
やべ く お 間 巧 ホ 相 
ず 變お引 立願 度は 
か 上 御 案 巧 申上模 


R S 

Am— 

J & 邮 

G 帥- 8 

N ぶ 

乂帖 ‘I 

H 肺 

N 

W 拙 
S 化 


S 新を 巧 

本 樓は巧 創な 巧 ホが 
一意 勉強 化ら 司 巧 人 
ゼィ 、巧 埋ん 歓廉も 
相變ら す掩辄 を是せ 
て 居 i す。 巧る じ 現 
な 某 街 某 巧 じ 巧て ホ 
本 樓巧理 、を 雇人れ 
たる かき 窠 をを なし 
居る もを 巧曠恨 じち 
么 巧る 嘗じ 卸を：' 1 な 
く 倍 醬勒を 貧 じ 潰ら 
度く 曰 おん 落 賢の 御 
ホ 巧を を 巧 致します 
新 杏化 

主ん 謹啓 


費府 御旅館 
桑山淸 五郎 

さ 8 ぎ U さ 9 th 資. P 童 a を 立 己 a Pa . 

TeL Wain 己？ 231 


w 賴 

s 7 
^ h , 
6 ，か 
w が 

も ，s 

w u 

^ H 


設備な 善、 磁 利の 
巧理 人、 調理は 日 
本人 おき 

震李簡 

御 あ 巧を 待つ て 

屠らます 


日本 食料品 類ぶ び 雜貨類 卸小賣 
を么ま 大賣脚 桑 山商會 
新刊 書籍 雜誌小 聞 物 日用 晶を種 


日本 規貨煩 東京 商會 


おタ化 時を を 菜 

メ！ グ T ドン， 〔年 一巧〕 


W 爲 巧な 巧 


贷グ ー ム自 かの 便 あ b 

トランク 巧 b まず 


醬油 SSSSSI 謂 S 白米 

日本 米 難 賣料品 i 號脚 i 觀 

巧 田 智油巧 ホ會社 東が】 手 賣湖巧 

日本 食料品 廚會 


紐 宵 唯一み り 本な 貨店 

片桐 兄弟 蘭會 

スマ ドン •プ 0 ダク ッ 一手 販資元 


提 の蒲燒 わい しい 挪烧 

會膺御 料理 

晝 食は ホ廣へ 

叮峰滿 使畫巧 大勉强 


スブ 1 ムヒ 1 ト户 ブト フタ 

邦人 俱樂部 自由 亭 

笠 Mantis St - Br 呂 klyn _ K . Y . 
旱さ ミ晋之 75 


▲淸 巧、 親な、 お樂 =1 二な ▼ 

勢州舘 

がみ 事が 久熙榮 作 

225 E . 58 th 穿 ま t 
TeL す 巧 nt な 苦 

若 巧旅舘 

な 川 作 一 

呂 0 で S 二 5 th Stre 里- 

ぎ 羣 ve 量 冀 一 


力 旅館な め 

を 國旅舘 淸水 

1 爱 W . 霉 hSt すゴ y 〇 rk 
ジ 1. MUS ちを an ミ》 610 


織 育 旅舘署 奥— 

東 四十 T 目 ニ 四 二番 
ぎ Galed 呈 ia 星ム' 


ボストン ホ 

富 ± が 舘大浦 末 松 

1 を 去 ミ 養す r S こ uston Mass . 

Tel . B . 8.4875 


住みが 墟 ょき 淸 潔なる 室 

御 下宿 松が 好か 

一 夏 Lexingt ミミ. 

一; el . Mad . Sq . 這 21 


新開 業 

腕利きの 持 理ん が 日本人 諸君の 喧巧じ 適 
ずるが 潭を差 上げます 

S 顕和園 

芝居の が、 芝居 歸らの 御 集らに 最も 適當 
の 場所です 是非 御を 負 じ 願 ひます 


ま 店 

含 百 ain 三 V ， 害 ak こ. 

T 里. 田を 呈 1 基 83 

ま巧專 S . F . K . S き 


-♦ 0 • 0 ♦ 0 • 0 ♦ 0 ' 

旨 動 車 ラデォ 3 ゲック 
巧 巧を U 白人 下宿 夏場 
お 育 巧 街を 地巧賊 購入 周な 

紐 育 御案內 

を 辯を 渉 萬 便 社 

揉 化 何事に 依ら や 御 相談 じ 巧- 
迅速 誠實を W て 御用を 巧 じます 
吉 T 呈 R T . 至 SN 0 

之 0 W . 雲ぎ：. G . ぎ Tf 皇 gar 是 里 

參 〇•〇•0•〇♦〇 
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成功の 秘訣 

'米 國を巧 語を 諸す 事 
は 成功の 滨 一義です 
- 本校 じは 日本人 お疫 
じ 慣れた 赛巧 婦んお 
師 をち 搔切じ 會話窥 
信 文 社を 語を を 巧し 
ょす。 日囉週 H ホ じ 
午前 化 時 ょら 午後 十 
時まで 開 稼— し 一 レ- 
ス ンと 十五 牠づ I 
今扫 商ち じ ホ 校 あれ 


Ih 

S 

h 

お 

8 

だ 

な 

化 


巧 城 

V . .か 

， 1 ぶ 

n H 

1 ■ 2 


磯滅設 討、 磯 具 
建 勤 具、 玩具、 美 
瓣晶裹 、ランプ 

松まブ 

「佛蘭 西 製 ダ！ 

ソンゲアが ■ラ 

ヶット 販賣」 


舞踏 彻人敎授 

マ 社を ダンス ▲ 

▼表情 ホ 操 A 
を. 訂醇 

朝十將 3, 夜 十一 時 

シャリフ* ダン シ 

ンダ 輔範學 狡を 黨 

- H 杉タ マ 


弊 巧は 實質 誠意 通を ホ義の 
まじ 御 ± 產物 一式 卸賣 値段 
で販賣 致します をみ じ拘は 
らず 御用 命 仰 か 下さい ませ 
◎歐 ホを 補 時計。 置 時計 一 ま 
◎寶巧 貴を 屬 。銀製 器具 一 ま 
◎を 禪萬年 筆。 を 銀製を 筆 
◎蓄音器。 ン 31 ド 見本 陳列 

◎寫眞 器。 タィプラィタ ー 

◎船 切特 。紀な 寫眞帖 絡端馨 
ブゥ！ ドゥ 王 1 巧と 十番 
術 事 館 お 測 雄 物と 0 五號ま 

iw 钟 f すク 

’ 瓜參 4 クタ 

'ノ が 謂 A 

170 Broad 互 さ 0- 呈 y 
す I . sdl 呈 dt 置 37 63 岩 


住む で 居た がー 二人共 お 防 ホの 
ためじ 巧 けられて 漸く】 かを 
がつ じど 云 ふ 記事が 去る H 曜 
の 英字新聞 じ踢 げられ て 居た 
0 上の 事ち だけでは 更らじ 巧 
留 同胞の 輿 ホを 惹 かな t で をら 
ぅが 右の 邸を は、 明治 四十 ニ 年 
(一九 0 化 年) 故窩峰 講吉愧 ± が 
日本 趣味の 代表的 述 築を 米 人に 
紹 かして ネ がな ちの 趣 ホを ホ 人 
じ說辩 せしめむ との 目的を おて 
京都 高等 エ藝學 校を 授た b しな 
野 克み民 (天 おどを すご 囑 して 
建築 內 部を なをし、 が 巧は 牧野 
氏を 歸朝 せしめて 特に 作製 鬼 集 
し發千 化が 十 年 工事-— 着手し 大 
正 元年 十二 巧 じ まち 一切の 竣成 
を吿 げたので あつて 高峰 邸は な 
育 唯一の 日 木 趣味 化を 的 建築で 
あつた。 碟± は 第 階 和-を 良 朝 


娛樂携 みな 化む 

東京 特電 九日 發 n 欠き 御 叢 
去 じつき ラデォ 放送 や 色々 の 
輿 業物、 劇壤等 お八 日 哀悼の 
意を まして 化 業した。 

一二 巧さん 失業 か 

東 ま 特電 九日 發 H 東京を 物 
湯属の S 助は 近. く 響視廳 から 
廢 止を 命ずる ご。 


の 雄大な もの 第二 階を 藤 族 式の 
優麗 もの 第 ご 一階を 鎌 倉 式に 室 
啊 まを 化が しだ 閲雅 なる もの 第 
四 階を 桃 山 まの 飾爛 U る もの 第 
お 階を 德川中 化な 後のを 巧 趣が 
ごして 裝締 ずるの 患國 であつ た 
が事實 尋常の 住を としては ぞ障 
が あるので 巧衷 調節を 謀つ た ご 
云ふ搏 ± 1 流の 凝つ た內部 装飾 
を 施して ゎる。 义 通ち 巧 產王殿 
下 並に 妃殿下の 台臨を 仰いだ の 
も 化离峰 邸で あ 6、 巧 ± 化 世 中 
日米の 貴紳を 招いて じ ± 遜の隹 
景を 賞で つ-- 相を を 歎の 途 をが 
いたのを 化 邸で あつて 最窝 級の 
お 樂部 V , も稱 してょ い 建築で あ 
つたが、 陣十晚 年 じぶ 人の フォ 
ァ ン 氏じ賣 b 渡した もので あ 
る。 尙ほフ ォァ- ン氏も 故 蹲 ± 
の 趣味を 理解して 爾後 高峰 邸の 
.特色を 保持して 居た ど 云 ふ。 

五ポ ー ス 競技 會 

日本人 美 巧敎會 の五ゼ ース靑 
を 會ホ灌 の 競技 會 はを々 明 日曜 
午後 ニ 時ょ ら同禽 々館 巧で 開か 
るべ くな 造 をれ た 遊戯 室を 中必 
じ 橋 球、 ピンポン、 歌留タ 、將 
棋 、圃暮 、聯 巧、 腕 相樸ぉ 化の 
ゲ！ ム をけ ひ 優勝者 じは ち 事な 
ヵップを 贈 里」、 ビン お ンの選 
手：*; は持别 大型 ヵップを 贈呈す 
ベく、 婦人 子 おのた めには 輪 お 
げ 、廣 旗を せ、 おは ぢ き、 臘頸 
がし。 •ミの 遊戯 も あ，^ 午後 烟時 
から 六 時まで な 靑年會 M 1 流の 
振つ た 御馳走を 霎 する 由で あを 
から 嚇 かし 娠 はう こどで あ らう 


御菓子 舖 

名物 巧 緩 頭、 爲 餅、 が 羊 葵- 
寶澤 を、 甘納豆、 其 化を 禪 
煎餅 卸小賣 。のし 餅け 前日 じ 御 
注文を 乞 ふ。 日本を 巧 お及び 雜 
誌 等 もを らます 

觀 注文は 松風 巧鳥懦 
這 W . 是 thSt . ジ I . 置 空ち 5 星 


名所、 古蹟、 を蹈其 他見 物 


を 覆ず 索の 

一 ？'- ;f .'..' ぶ ... 


um 夏 _ ち f k ミ 苦 II 巧な こ 

雲 ege 呈产實 - 
ジ 一. 受か ゴ資 ILLE ニ 88 巧 


眞 面目なる ホ藏 同胞 じ巧貿 
なを 縣 業を 周旋す 、 

宮川 事務 斯 


紐 育巿西 四十 ニ T 目 旨 ホ 一 あ 

電グタ i r \ ト とと 八と 
話 フク イアン 九堯八 


煎 餅 が、 小賣 
一な 腐 油 擦 
日本食 お 品 一切 

Sinnrise Rice Cake CP 
養 Tliird す r 
を. 量 a 苦ち 


ロス アン お ルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

1 二三 尝ぞ ds St ., bs An 巧 ies , 呈. 


レヤ トル -je 

N を 旅館 

W06 - ま 一一 >ミ. S ? Meat ニタ wash ’ 

停 率 煤 前を を ご IT 左側 《階 建 
日本 巧 船 切 巧な 扱 波戶場 送迎 


商業 隔お 中必 、綴 領蒂 絕、 H 本 
郵船 其 他 銀が 大會化 近き 虔巧 

を 港*^ 川 ホ - K 户 

純 U 本を (時 則 間 あち〕 

M . 報み 窠自勤 車 御 お 迎申上 お 
岂呈 韋 古 ia ぎ S ミで ancisskH . 

木 田 ル！ ミン グ 

富 7 3fd Ave . す t . 吉吉量 Streets 
ジ一畫 0 ミ 京 巧 瓦苦ゴ 


どん底から 
1 .. 筋肉 勞働 者の 競賣り 

ずらみ' こがんた 職な き 人の 群れ 

ゼロ 君の タツ ブを 訪れて て】 


が號所 報、 ィ ー スト •サネ ド 
の あ 物 巧，、 スター •ゼ "君が 普 
マ ー ク •プ レ！、 じが 巧す る 巧 
_ 街ち 節 あを を- r ? ップ」 で 失を 
I 者の 

i 筋肉 競 寶を水 願 H 午後 

一二 時から 行 ふ VJ いふ 豫 をは、 現 
じを 衆 词滋巧 じを 米 四 巧で 入に 
乖 々ミ— る も 業を 猫せ まが 巧て 
盾ち し' 大統 颁戰を 前にして、 

所 謂 ク！ リッ デ •『ブロス ベリ テ 

1』 のを 俄が なは いて 居る 昨今 
だ n じ 化 巧を 刺烘 ずる こご ■方； 
な'. つ や、 を 刻 一二 時にはを 社 時 破 
の お 聞 記 ボ强を 始め、 窝眞 巧、 

巧 邸な 巧该 、さては 發聲 活動を 
巧 巧の な樹 ゎを け、 これを 亦を 
物す る 群集で タップ 前の 輔 道は 
人 5 拓一シ '窺き' お 十乂の 酱官や 
化 服な 侦 •か 戀 がを する ごい ふら 
I の-., しさ、 タッ ゾの前 じ が 
I 寶 をが なけられ、 アメリカの 威 
; 旗が ヒラヒ ラ ごを 化；； の 陽を お 
I びて 居る。 をの 上側—- は镇 約' 1 
一間に 垂 々とする 乂 看が じは 

^ 墨の香も 新ら しく 勞慟 

I 者 務質所 i カ强 嘗 かれて ぁる 
:先づ タップの 大頒弼 じ 入る ご、 
一を こ-しけ 游 肉を 費らん どす る勞 

i 働を きじな：. 服、 凹んだ 

眼、 ホ ゆるに まかせた 臀’プ ー 
ンピ具 V .' 街く 链臭 これ だけの 空 
氣 でも 巧 じイー スト •サネ ドら 


ぃどん を氣 かだ濟 く。 新聞 記 
著 陆を巧 後じゼ C 君は 頗る 雄 辯 
じ 『諸君は 巧で 諸を の 筋 巧を 競 
貴す る こど じ異證 はじい か」 ど 
詩 わる、 数 巧の 失業者は 一齊じ 
了で ス J ご 答へ も、 『諸君の 中 
で 今 晚確實 じ 接る 撰 所の ない 者 
は 手を おげ ろ』 どかみ すを と 上 
る じ も 上 C ぃ- ら 大小 黒白の 手が 
さつ ご 上がる、 をの 中で も 

妻帶 者は 流 ぉじ まなく 

巧 五 人で わる-か、 アメリカの 歸 
化權 をを けて 居。 い 純外國 人が 
たつた i 人で をる こ W は 一寸 怠 
かご っ 0 わた。 ゼ 。君の 發議 でを 
らに ホ內み 居住を ご 巧 外から ホ 
たを のじを 手を 命じる 巿巧 
の 失 お 者が 大タ數 である， ゼ 


だ 人に 上つ て 居る 一事 じ徴 する 
も 明白で あらぅ。 なの 勞働 競資 
は 筋肉の 競資 であつ て 奴 隸巧巧 
では G い。 而 してな が 諸君を わ 
招きした のは、 失業者 お 巧の 事 
賞を 社を じから しめんが 爲 めで 
をる。 熬資 は々 後は この 大廣間 
の ステン ゥエ！ •ピアノの 上で 
巧 ふ 答で あるが、 今日 特に 新聞 
記 弟 諸君の ためじ サィド クオー 
クで巧 ふのは 

この 事實を 新聞紙 じょ 
ら廣 < 社會に 報道され る こごは 
即ち これ 等 失業を を救濟 する 道 
の j つで ある ど 信じた からで あ 
る』 ご 水を 流 i やぅな 雄 辨でま 
く- 1 立てる。 ゼ 。君は おら じ辭 
をに 向て 『第 I 落 じ 筋肉を 競 I 買 
したいを は 誰 だ」 V 一 奴 嗚るど 言 
I 下に 現 はれた のは 本年 ミつ て 四 
十五 歲 S 獨 みまで ある ゼ！ ムス 
フ キ ッ ゼ ラ ド ご呼ぶ男、 忽ち 
お閒 記ち 鹽 の包圍 をを ける。 ゼ 
! ムスけ スコブ ト ランド 人で 船 
の 機 關手上 b であるが、 昨年 十 
ニ 巧から 二度 巿の雪 掃除 じ 出た 


をけ をれ から 巧 じ 立て^ 『えづ-外は 化 事 ロがない とのこ ' W であ 
化は々 巧の 競 貴 じ 向つ て 譬察當 I る。 第二の 候補者は 
局 •かがる 巧 底 ある 態度 じ 出で た 


こ W に威规 する。 これは 今日の 
もで むく 自 をが この 衞 易を 堂を 
設けた お ホ 磐 官が常 じこれ まの 
勞慟 おの お 入を いたは つて 吳れ 
る こごは 必 から 感謝して 居る。 
今を なが 巧慟競 W ； ら をした こご 
じ 就て 化 間め 一部では 單 なる 

巧奇 むご 認めて 居る 向 
きも あるが、 事實 じめ て、 市 巧 
じち 業者が いわじ 多い かごい ふ 
こどは 自 をが 辭*: を發聚 した化- 
巧 中达蓄 じを 錄し たまが 一二 千 五 


六 X 豊か の偉躯 をした 

ツ ロモン •マ， チン どが ぶ ニグ 

り、 妻の 外 じ 本年 十八 ヶ月の ホ 
巧 も あるが 竭 去八ケ 巧な ホれ 事 
ロが なく、 お前は 窺 車の ボ！ タ 
! や シャフ アーを 勤めて 居た 巧 
である ど 云 ふ 0 『をれ では これ か 
ら戶 がで 競賣じ 移らます』 どゼ 
。君の 命令で 数百の 失業 まは ま 
顿從 順にで や-.^ VJ サキ ド •ウ 
オ ー クじ 整列す る。 イの 一番 じ 
競賣臺 の 人 どなつ ねのは ニグ ロ 
のち 漢 マ] ナン 君で ある。 


ヴ井 クタ！ じが をん て 

.「我等の テゾ I 」 が當 地へ 

太で 洋橫斷 飛 巧 後援の 旅を 終へ て 

「我等の テ ノ！』 縣が義 なをは 一 今度 當迦で 噴 ふけ 本の 民議 はい 
旣報 <2 如く 巧る 十八 H 〔 H 曜扫〕 I づれも 新ら しい 炊 込みの もの ば 
當 地の ダ 0 劇塡 じニユ ー 3 ，’ クか b である 0 〔がけ 鬧氏獨 唱會の 
樂禮 - J 於る ぉ辆 -乂藉 が符け 本社 U がて お 扱つ て 

が が 龍^て 新 


る •か、 H 本 11 嫌がず ち こと 約 ご 1 i 
ヶ 巧の お ^ い 期間 じ 八十 五抖の I 
獨唱 會を辨 き、 おを 前をから 太 I 
年げ 横斷 おがの がを 巧 おど 共に 
おを、 大阪 じて ホ 拽が巧 協會の 
ため 乂诞 巧ぶ お 濃 集の 音 樂舒を 
閒； こど ニ 巧， 太 ホげ 橫擲が 巧 
じ 細 巧の 深い ホ 座 ホノル^々 び 
着陸 地 シァ トグ 巧の 音樂 會收乂 
はあく ホ國 總佩宰 補わ キを がて 
帝 巧 飛む 協を じ巧稱 t 、 をの 他 

サ ^ フランシス コ、 サク クメン 
ト 、フン K / 、 U — サン ゼかス 

が 化を 地で 雁した 昔樂贪 の收入 
1 が も 飛 巧 巧を じ剧 いて おる が 
ぶる 六 H には ォー クラン ドボの 
ゲキ クター 蒂を機 製を 台 社の 岀 
巧 所で 

と 枚 レ' H 本 新 お 諮を シー 
ト たのが 葵で 吹' 么 みな 化で も 
カムデン じあき おら じ S 枚を 吹 
込 レ こご XU つてち るが、 今 巧 

ょヴキ クタ 1 の ジュニア •レツ 

ド •ン 一 ； ■グ • T ! テスト ご 一 'て 
一二を^ 吹达み 契約 じ 調な しわ。 


波 浮の 渚 

巧 ロ 雨 お 作 
山 旧 耕作 曲 
磯い 猪の 鳥 や H 墓 だ じ歸る 
波を； 港は 夕燒 けみ おげ 
明 n の H 和は ヤン ホン ニサ 
なぎる やら 

船 もせ かれ b やお 船の 化 度 
島の 娘 達 や 御 神み 幕し 

。じよなら で ヤン ホン ニサ. 
居 もの やら 


鈍を おさめて 

時雨 巧の 作 
中 山 晋ホ曲 
鉢を わさ ホて 日の 乂 陽げ て 

胸を ドンと 巧 もやが 明けの 風 

■> 

をよ — ぞ身 じしん 渡る 
満の淸 酒に 肴は 齡 
がを た t いて 孜鄕の 巧に 
ゆら b 曰は 舞 上る 
をの 扇の 浪 、浪 、液 じ 
細の たす きで 故 鄕の蹄 b 


巧、 巧の 血は わき 上る 

エンヤ サ 、で ンヤサ 
ヤン i ッサ ヤン レッサ 

踊 6 疲れて 島 か i 見れば 

却へ 港へ 主を の 線 

X X = 

烏の 番 、雀の 番 

野 ロ 雨 情が 
山 田 耕作 作曲 

烏が 賴薛 < 

雀が 择てゐ る 
烏^ 稱薛く 
鳥が をて ゐる 
烏は 雀の 
をして ゐる 
雀け 烏の 
をして むる 
雀 も 的つ た 
烏 も 阻つ た 

4^ 白 向 -Kp 

困/もす つた 


か 高峰 樓± の 邸を 

烏 有に 歸ず 

由緖 ぁる 建築物 

前週 十曜 M 柳曉 W 時 十五み 
米 人の 常 豪で 齒磨王 £ 云 はれ 

て 居る ア^ か •ジぶ I •フ 
ァ 、ィン 氏の 所 おじ 繫る リゲフ 
I サィド •ドラィブ S 巧 S 十 
四を の おを 雄 築內の 地下室 か 
ら 巧みして お 層の 立 波な 巧を 
家 尾が 殆ん V 」 を 燒し約 二十 方 
兜の 損害を 蒙つ た。 巧 柄 ホ 人 
は カリフ オ八 ニア 州 地方を 旅 
巧 中で、 フォア' ィン 夫人 (お 
十ょ歲) だニ人の侍婢のみ：^, 
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▲蒼 新式を 等 設滿お 食の 惡请巧 おもる は 乘紐眞 
の 熟練 親切 T 寧 ミ 典に 诘 就の 讓 ミす る 巧です 
A 常 姑 おや 涕 航路 一二 等設滿 はを 雜 革が 巧な 真み 
施しょ しむ、 殊にみ ポ 撰の かきは 所謂 ッ 

ス トサ！ ド 又は スチ H デ V トクラ ツス巧 上の 
依植 備 へて 巧 リ まず 

~® 桑 港 出帆 ホ/ グ八經 も 〔正午 出帆】 


を 巧 化 
西 比が 亞化 
大巧 化 
天が 見 

コレア 乂 


一二 巧 化 一日 
四月 十】 日 
旧 巧 サあ日 
五月 化 日 
あ巧サ S 日 


: ® シアトル 出帆 r 丰 が 十 時 お 帆】 

靜岡化 四 巧 五日 
橫澄化 四 暑 S 
加賛化 1— 五 巧 十 ホ 日 

受 6 を 簽目本 巧巧规 

北數か 一二 巧が 三日 
臻ぁも 巧 肖よ 目 
A が 寄边视 巧を 馬經 を e 本 巧 費域秘 .！ 巧ニ廊 
▲錢 道が 符寢秦 勞巧池 萬を 舜操 をに 衛玻訴 ホ ザ. 
▲た 巧 洋お媒 聪會姑 乘觀切 巧 鞠银宜 にお 評まず 



掘巿郞 君が 义ニ卡 と 年間に 宜 
ら 美術 為眞の 研究 じ お 事せられ 
居候 處今 问歸 朝せられ お 事 ど 相 
成不 H 出發 被を 候 もに お么 友人 
化 謀 も 其 巧を お*- 化 お 腐め ホ 記 
の 通り 送別 會相催 候 間 溶って 御 
出席 被で 度 乍 略義ゎ 紙上 御案內 
申 上 候 敬具 

昭和 I ニ 年 一二 月 - VH 
時 H 云 巧 十と H 午後と 時 
據所 料亭 太 腸 
會裳 一全窠 

發起人 


ン 

ィラ- — な 

イン ノ ベ！ シ ヨン トランク を 

物よ 弗 お 十 仙よ ち 十二 弗 お 十 仙 
50 夏适 ih S 京 et 


おお 榮お郞 
小 柴德治 
氷を 涉 S . 
み 江 兼岳郞 


川が 吾藏 
香 西 ■龍 雄 
光盛 美. 磯み 
中 山 武夫 


御 暇を 

おが 米中は 一々 ト ょらぬ 御 懇情 
を 蒙ら S 御 度 誠* し輸 かじ 淸 化い 
たし ましたを じ 厚ぐ 御 禮中陳 ま 
す。 今 巧を 事 上の 都を に 化 h 皆 
樣ど お別れして 歸觀 いたす i じ 
なりました じ 就て は】々 罷お御 
暇 ど 中 上る 尝の處 お 立の 爲ゅ化 
雜 のが 柄 其 恵に 巧せ ホ 缺禮の 段 
紙上を 0 て 御 諾旁御 おが か 上 ま 
す。 ホ 去る 八 H おおの 際は 御を 
把 中 態々 御 見送ら 下さいまして. 
恐れ入 をました。 何卒 皆樣 さや： 
うなら ば 御機嫌よ く 
昭和！ ニ 年 一二 巧 十 B 

巧 旧 加 免 子 
辱知 皆樣 


貸 室 域 g ぃ ？1韓£轉 


昇降機 附 + ニ 兜 及び 十四が 
Ma 早 妄 202 W . 農を St . 

一過 五 お 及 八 ホ、 一 
人 又は 二人に 適す、 
巧廳へ 十を タ イム ヌスタ ュヤ] 
へせ 五を 笔話 々ン 'バラン ド 室 三一 
妄是 h F 83 星。 祟 崎梅モ 


0 

沿 M 

si 

醫 

U む "32 

こ 《 

E が お 

化齡 I 

円 も 8 




自慟車 運轉ぁ 修理を を 
日本人の 敎師じ 娘を 親 
切 じ敎授 す、 泌雜の 道 
路も 自由に 
操 縱がぉ ホ 
る樣 じな な 
タ ますを 狀巧 
証、 就職口 澤 山、 畫巧 
教授 用 じ クライス ラ’ 

一 化 二八 年 型を 使用 



装飾 附 きで 便 巧ょ/ 

至驾 近隣は島毅、 寶蒙| 

又は 學 まの 爲 めじ 最適 當の位 匿 
巧み 御 照會！ ト さい 

一基 W . 1 呈 St . ぎ呈 穿虽 S 苦 8 


十五 年の 歷 を ゐる當 校は 多年の 
經驗ど 新 智識を 有する 敎 飾を 聘 
し 旨 動 車 
操 縱法あ 
び 運轉者 
の 修得す 
べき 必要 
な 磯關的 
智識を 短 
期廳 にし 
て 最も 能 
率 ある 徹 
巧 的 技術 

を敎潛 しを 狀 獲得を 保 誠し 職業 
U を も罔旋 します 0 


思 



T 寧の 印刷 ご 精巧なる 化 上げ 

時日の 迅速と 權 賞な 校正を 保証 

印 觸は紐 育 新報 社へ 

電話 9 トキ 、\义 ニ 九 0 九— ニ 九- 0 

わ 間違^む く 新報へ 

巧 內西十 お T 目 十 二番 十 階 目 

東部に 巧け るが 字 言論 磯關の 

權 威、 吾が 新報を 讀 まぬ 人な L 

廣吿は 紐 育 新報へ 


ヘィ カラな 紳± は 

化 立 服を なしまず 

夫れ けを < み じを ひ、 な 巧け はを < 、そ 
して 化 ホを ょ b もを 持 もす る 率を かつて 
るからで す'.' 弊 おけ タ數 リ米紳 中の 巧 用 
を 承つ て 垣まず。 

H 化顿を •して 御 巧 店の 方： しけ 

六み 割引を しま イ U 
御 注 义の糸 树じ係 はら や をら 巧 一巧 ホて 
見て 下さい 

ウオ ルカ ー エンド フロ リオ 巧 服 巧- 



V , C W 
W け A 
が 7 J W 

M わ！' パ 

Hi 

^1 IK 


を 億圓 
六 モ萬陋 
お 千 八 巧 四が 巧帖 

鎌竺弄 銀行— 支 巧 

本 巧を 巧巿 口 本 橋 臨 本を 堪町五 あ 地一跋 

ま 巧 小檐 日本 橋を 內 ( I 〕 護 

おを M 巧都大 お西关 ち神戶 
廢な T 關巧司 巧 松 お 岡長驗 
上が 愉教孟 巧则水 




も 

IL 6 か 

も-背 

n 川 iif 5 
ぷ む： 

B k パ 的 
IS 苗が 

曲 邮 S 

nu 1M d R 

刷 iiw 
帖 81 


輸出入 爲替 ，電信を を‘ ホ 送を、 旅 巧 信用が 
商業 信用が 其 他 一般が 巧 お 

能 船 ニ 一義 銀 巧— ま 巧 

觀 を 送を ハ H 本を 地 撫ホ數 巧？ 迅速 取 巧 
本店 預 食を 期 通知 ノニ 碑) 御 化 利が 扱 
本 支 巧 東京 采搜 、大阪 、神 ロ、 巧 都 
巧 巧 化を を 崖、 ホ 樽、 上海、 愤敦 


►鄉里 送を ぶび ホを を {無手な 巧)、 外 S 
巧替賣 買、 荷なを 取組 お 立、 宿 用巧餐 
巧 等 一 殺 お 巧 業 巧 銜巧巧 じ 取を 巧 化 校 

I i 灣 銀行— 出張所 

本店 專潰事 化 

ぞ店 巧を、 横 巧、 大扳 、巧戶 、上海、 巧 
ロ、 福 州、 厦門、 加 頭 > 香港， 巧 ま、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 をち 
—カグ カツ タ 、偷を 、巧 外 络お十 匹ヶ所 

一、 資 ぶを を渥圓 (を 额拂 込が} 

1 、 構な を 化 千 六が 五十 巧圃 

內化本 ま 巧 リ橫濱 {本 巧) を 京大 巧 
神 巧を 盼下顆 名 古尾 

機鑽ぶ 金銀 巧— 支店 

米圃 をち 巧 U 桑 港 羅巧沙 お 巧を 
巧他化ぉを國重巧部ぉ ii ぶ店及 n ^ 
スな 之娱 


本 庙大阪 化演五 T 目 
紐 育ま 巧 攝育ブ C ! ドウ 正！ が 巧 十 丸を 

駿 住友 銀 巧 

日 お (東京、 横按 、名み 崖、 京都、 神 戸 
ち ノ 道、 廣 島、 吳 、柳が、 下ノ關 
がま 巧 《巧 巧、 小 倉、 巧が、 博を* 久留米 等 

本闕 頂を、 鄕お 送金 等は 慑め 
て 御 便利 进 速に 御化披 可中展 


本な 郎 鮮を诫 

ま 巧 化 張 巧は H 本內 地の 樞要都 巧、 朝が 
滿 が、 支那のを 地 及び 浦 捕巧德 

朝鱗鑛 巧紐脊 出張所 

か 固爲替 一般 銀行業務 綺 々御 化 おじ 取扱 巧 
申 上 巧 


藤本 議券會 社 

, 一一 般有懼 証券 ノ資ち 引受、 裝集 

"を融 、ホ ニ 么ニ關 ス^ 一切 ノ莱巧 

S 藤本 ビル ブロ— 力— 銀 巧 
紐 育 お 張 巧 


淘强黑 、雜 貨卸賣 

據がブ タザ I ス 


雜貨 陶谋 器. 

ドラィ グ] ズ卸資 

太 洋賛易 S 會巧 

支 お が 俄を、 ポストン 



8 本觀 船會歷 {並 ニを 鐵道爵 社} 

化理 巧が 觸苑 弟蘭會 

乘 革、 乘船 切符 並 じ 小荷物 連 送 御 便利 じな 扱 中し まず 


ダ！ ム 用雜貨 Qg 

ダ. — ム 、コン セッション、 及び ォ 1 クシ ヨ 

y じ 最も 適當 する 香 氷、 銀製 お、 費を 感寶お 
時計、 懐中時計 類き 雜貨 輸入な 及 ホ 励 製を 部 
お 揃へ て 居らます から 是非 御用 命 わ 願ます。 

値段は 化 じ 比し お廉 なる 事を 巧 証し 品物 も 
所謂 『ザム シング •ニュ I 』 の 物を 柯時も 侍つ 
て 居ます、 目錄 ホ 留の ホへは 御 送 b 致します 

ジ ヤコブ ホルツ 商會 


夏場 グ I ム向当 

今回 上記の 處じ 移轉し H 本 及び 獨遂製 お 
具、 雑貨 及び 陶器 摘 等夏壤 向き 品を 部な 
揃へ 陳列して 居ます から 御 ホ 組の 節は 是 
非 御 立 寄ち 御 一 覽を願 i ず 

子 ！ テル エンド シ厶ゾ ル 


シマ， ト .ル ぉ輒 (午前 十 時 心 
あら ば ま 化 四 巧 十 n 

るん 公ん 化 (被 潘化輒 ) 一二 月 サセ日 
，ヤー 華横演 一九 五 邦 

化 L ぱリ寸 化 るん でんかは 一直 五赌 
►一二 等 日本 巧 立 五 巧を 室 わを 瘦あ族 室を. 孩 
►御を 這に 巧リ 一等 割引な 復 切が 發朽を 巧 候 

ロス アン お ルス 出帆 (午後 S 時】 
さんごす 化 巧 巧 二目 
まじら 化 五 巧 二日 

▼一等 横濱 ニ！ 一 1 C 邦 化は わい 化を じら あ 一罢巧 
マ榜别 三等 ロ 本 巧 五十 化 巧 ザ 一二 等 日本 巧 五十 置 巧 
▼み 港 羅な巧 傑を 切が 寢 妻を 廣 入御 幹 旌ホリ お 
▼紐 育 線 パナマ 經由 日本ち 那巧 貨物船 月 一画 


日本 陶破 器雜貨 

ラム ブ卸寶 

奈良賛 易商會 


H 本 陶磁器 雜售 類卸賣 

ザ 元ブう ザ！ ス 


n 本吳服 反物 キ モノ 
テ 1 — フルクロ ^ — ス類 

諸雜貨 卸商 

冊献日 本 ドラ-ダ 1 ブ蘭會 

特別 廉價 で乂 勉強 新 流 巧は 當 店の 巧 跨 


精々 勉强巧 化 御 引 立願 上 候 

觸 継器雜 貨卸賣 

春 旧藏會 



H 本陶 詣雜貨 


ドラ 


グ ー ッ 荀服賣 


S 茂 木 桃 ザ 組 


MOOI , MOMO 201 , cf inp 

105ゎ. ぎ N . Y . を. ぎ羣3瓦 夏置-7 




救爱戰 のヒ— ロ- 


救化罕 


^ 削 業 十 周が を迎 
I へての 項往 邁進 

一 桑 港 を本咨 ごず & が 米 救 
j 化 巧り 本人 部を 軍 小が 政 助 巧は 
モ 九が 十 お 年と 巧 n レ ャ化じ 巧 
乗して 波义後 ニヶ 年間 隠忍 蜡屈 
漸く 其を を 仲 だす じ まら 千 九が 
十九 年 八 巧 十六 H を U て 始めて 
を 港 じ閒戰 式を 舉 巧し 紙 ホ 刺 楽 
十 罔 年 不燒不 规お靈 戦の 第一線 
じ 起'^ お 船 化 おして 善 謀 善戰し 
來 つじ ヒ — a ! である 。间 巧は 
今回 夫ん 巧 伴 紐 育に めけら 救世 
軍 本營ご 事業 上の 打を をな すご 
共 じを 港 じがけ る 社 尚 事業 磯 張 
の 削 蕾に おし 東部 地ち にがけ 
岡胞 おを の實 化を も 視辕し 直つ 
同氏の 必化 をを ぎつ’、 ある 救世 
m 速 動じ 對 する 间悄ど 援助 どを 
請は むが 爲 めじ 巧 紐した。 右 救 
お眾め 

-事業 は當初 嘲笑 < 迫害 
I をな て迎 へられな ゆる 困難/- 戰 
: ひつ i ん つたが、 現 化に ては 桑 
一港を 始め 羅 が、 沙港 等の 十 おじ 
I 巧 座 じて は ホ/^、 外 一二 ホじ陣 
i をを 絕 きな 計 十四 小 除を おして 
I おち、 養を 院 、療養所、 診を 所 
I 婦人 ホ ー ム 、育兒 ホ ー ム 、々年 
一 少女が おを 等を あし 社を 奉 化の 
; 事業 杉 益々 お 上發展 の 一路 じぁ 
ら 、加州 じ 於け る 岡胞の 賭博 熱 
，の 如き も 教鑑敎 のが 影響を 受け 
て 冷却し つ i ある もの、.‘ 如く 指 
揮官 たる 小が 參 軍は 此陈 社會事 
業 館の 磁お 完成を 謀 b 現 化が 八 
十 あを 收 おし 得る 

設货 じて は 到 お不巧 屈で 
ホる から 少 '，、ごも 巧 五十 名 乃 ま 
ニな をを 收 をし 将る 建築物 ど設 
備 ごを 得たい ご 語つ て おる。 救 
世 あの 磯 測雜誌 『関の 靖』 じがれ 
ば社爵 事業に 變 したを 額は 千 化 
巧 十九 年 じは 四千と だ 余 弗で あ 
つたが 累ザ 進んで 千 化が 二十 六 
年が じは ニ 巧と モ余 弗に 達し 救 
葉 戦 塔の 統計は 最 化一ヶ 年度の 
改 •む 者 千と が 人、 早天 耐騰會 巧 
席ち 駭 一巧 S 千 ニな と 十一 ニを、 

H 曜の 出席 おご 一巧 置 十二 名と あ 
る 殊にな 図大 黨災當 時の 運動は 
目醒 まし いらの が あつた ご 云 ふ 


曰會 々合 

各 委貴會 の 開 惟 

會^ 基を 處み 特別委 員會 
はまる 六 H 化が 亭 都に 於て 開か 
れが 脚を 員 長、 を お、 江戸、 淸 
水、 水が の 四を 負 學信會 を、 ま 
孫子 叢 記を 化 巧 等 出席 錢じ邸 事 
會 ょゎ 巧潍を 命せられ たるぶ を 
問題 じ 關し愼 を討滋 する 所 あ b 
しもを M 長ぶ び 香 西を 封は 前遙 
を 固持す るの 裔嚮ゎ b て 議を易 
じ ホせ や、 水： 4： 委員は 新た じ餐 
閒嘗 を會貴 じお附 して 參 ちの 爲 
めじ 巧な 嚮を徴 し 然る 上に て お 
ら じ審證 すべし ど 揺を し淸 氷、 
江戶兩 委員のを 成香 西を 貴の 反 
對わ b たるが 缺帷 委員 冷 ホ 旧、' 
山 ロ、 化 山、 黛 i ： 氏の な 妊を 徴 
し 多 蚁-し 化 6 て 巧すべし ど 云 ふ 
じ 歸眷し 午後 十 時半 散 曾した。 


ー预務 を 臭 曾は まるよ H 巧 
巧み 太 隙'」 がて 瞄 催、 地 まを 員 
お、 な 面、 おお、 香 巧 S を 員を 
信巧提 、をな 子 昔 記 長 化 巧 出席 
し、 目下 懸案 ごい 4 つて 居る レス 
ト ラント 硏 兜を 員を を 至急 閒催 
する ミ、 呵胞お 菩獎厕 の 問題は 
巧 御 部の み 簾に 賛息 をを I 同 部 
委旨會 じ 一巧す る；、 お 品 陳列 
舘設お 問題は あ 要 f 占る 性質 U る 
につき 特別委 員 會紐織 . S 化を 理 
樂替 に提證 ずる 巧： S ' み 散禽。 

公務 委员會 は 十二 日-巧 
曜 H 】 午後 六 時 ザょり 巧亭 郁に 
於て 閒 催し、 學 生かな 煤 覽爵に 
觸 する#:、 學斗 巧が 會じ關 する 
仲 等 V 附議す る お。 

例 巧 理事 會は ホる 十 f ニ H 
午後 六 時 ザ 郝-」 於て 關會 、が委 
員會 の報吿 •提案. 3- 熟窥 すべ 
を 期 總會も 四 巧に 迫 まつて 属 
i ごて 潍案 調查 委員 會の 設置 其 
化 緊急 宵 務の審 證を耍 する もの 
を々 み b £1 お ふ 0 

天長節 奉祝 委員 會はホ 
十四 ロ > 水幡) 午後 六 時半 よら 巧 
亭 太陽 じがて 開く 笠。 


日本 選手の 

デ盎戰 陣容 

本年度 デビス あ 庭球 戰 派遣 選 
手は 昨年 發を當 時報 じた 如く 原 
巧武 一 、 太 旧芳郞 、鳥 羽貞 I ニ、 
を部は雄の四民でゐる：^>數年間 
ザ' 态戰じ お 場して 敵の 必赡を 寒 
からしめ 巧 チー ム のを 鎭 であつ 
たお 抽武 一氏は 一身上 化み 難き 
事 倩の 爲めお 鶴 不能 ごな つたの 
で殘る S にが 例年の 通ら 淸水善 
造 巧を 主 おじ 戴いて チ ー ムを作 
ア メジ カン •ソ I ンじ 觀を爭 
ふこ S じな つた。 を じ 就き 淸水 
蕾 お 氏は 語る 『まる 五日 桑 港に 
着いた を 部 民 雄ち は 約 一 ヶ巧間 
岡 地で 練習を して 東 巧 するどい 
ふ 愚が の豫 をを 變 おしてを ちじ 
當 地へ ホる ことじな b 十 H 頃 着 
おの 豫を でぁら、 太阳巧 郎君ょ 
ら间 君は 八り 滿洲を 立つ て 西 
比利亞 經由歐 測を パスして が 育 
じ 向 ふ 旨の 電報を 巧け たから 恐 
く 四 巧 上 かじは 着ず るで あら 
ぅし、 當 地な 住の 鳥の 貞一 二君 ご 
合せて 全部 顔の 揃 ふの も 巧い 中 
でぁる。 最巧戰 ふのは 對な瑪 で 
目下 自 みの 手で 其 目 取 6 をを 渉 
中で あるが 巧る ベ < 四月 下旬 か 
五月 初旬に 巧 ひたい ど 思つ てゐ 
る けれで も ホ 週に ならねば 確な 
る H 取 6 け 巧ら 《。 同 闽遇手 ど 
の 試を は パ バナで 巧 はれる ので 
當 ホから 化 向いて 巧く ので ある 
自 かは 例 じ 依つ てを々 ど わ 世話 
する； じなら うど 思ん 一 云々。 


K 線と 願 際. 

海外 支店の み 離 

國隙巧 船、 川 崎 汽船は 神戶兩 
おの 整 碑 じつれ 化 ホのを 業 提携 
を解き海外のま店もか離ず る； 

ごなら ロンドン、 ニユ 1 3! ク 

はネ巧 1 U ょり 么を實 け (シャ 
术支 巧は 旣にニ 巧】 H ょち 實 
巧) する i ごな つた。 隨 て右兩 
社に 適して & RK ラインなる ツ 
レ ー ド •マ！ クは 今後 川 崎 お 船 
巧々 が 船の 併を 線に のみ 用ゐて 


巧 荣を溃 け 國際巧 船の ホは 巧た 
に固瞭 ラインの 名を 附す こピ I 
つじが、 ニ ユョ） ク 事な 巧は 
兩巧 おが 前の 煤 所に ぉき ま 巧 河 
野 常 八 巧が 兩 社の 事 お經營 をが 
轄 する i どなつ たが 右 整 拙の 
段落を 吿 げたる を 機 曾に 或 業を 
が械 的に 進め 樹際 ラィン 一一 今年 
中 じ 一一 一隻の モ 1’ タ ！ •ボ ー トを 
建を し漸 々新 巧 船 訂齋を 進め 對 
外的に 大 々的發 煤を 巧す るまで 
あるり 


陸軍 記念 會 中止 

本タ U 本 供樂部 じて 開 懼の吿 
でぁった 陸軍 記念 晚餐會 は 銘ニ 
皇女 义巧祐 子 内親王 農 まの 悲報 
じ おしたち 爲め 不取敢 中止 とな 
つた。 尙ほ 巧る 十 HH 御 喪 儀 執 
巧ぇ では 官 W 共 じを をの 宴會等 
を 遠慮 3 る ^ i ろしから む どの 
XW わる 0 


な 贈 社長の 歸朝 

な 商 コム バ ニィ 並に 化 商 コ I 
ポ レ！ シヨン 社長 藤 旧 龜太郞 巧 
は 本 巧 ホ 蹲 親 察を 兼ね ホ ヶ巧乃 
至 一年の 豫を じて を 族 同伴が 
十九 H 出 發西巧 S 十 一 H 桑灌巧 
化のを がみ じて M 朝ず ベ < 同氏 
歸 朝中當 化の コ ー ボ レー ション 
(を 糸) は 山 旧 肋 造 氏 コム パ ニイ 
(捕 化) は廣 島を 巧を ホな どして 
經營 する 由。. 


囉巿郎 巧 送淵會 

本ち 下旬 ぉ發歸 朝の 途じ 上る 
お 術爲 貴家 掘 4 讯郞 巧の 爲 めじ 本 
タ島あ 縣ん會 お志發 起の 送別 會 
が 日 A お 樂部じ 開かる i 篱 であ 
るが、 ホる 十と 曰 午後 ホ 時 宇ょ 
(お 遇 ± 幡) 舊友 數名發 企の 
送別 會が 料亭 太 殿に 開かる i を 
て會豐 S 弗 タ數の おおを 據迎 
する 巧發企 人は 語つ て 居る。 


小 林參軍 講演 會 

を 港を 本簿 ごして タ年救 化 軍 
事業の 爲 めじ 蕃 おしつ i ぁる 參 
軍 小 林政 助 氏は 夫 乂閲伴 去る 五 
巧 紐 當化じ 於け る 救 化 軍本營 
ど 聯絡して 桑 港に がける 事業 潑 
張の 運動を 關始 しわが、 がが は 
が 育 H 本人 會の 招聘に 應 じが 育 
日本人 敎會じ 於て j 鶏の 講演を 
試み わ。 


婦人 俱樂部 講演 

旣 報が 育 日本 痛 入 お樂部 じて 
はを 倫 比 亞大學 のべ^ •ノ ース 
ップ 女を を聘 して 服裝 意匠 及 
び 配を じ關 する 實物應 用の 講話 
會を ホる 十六 H 午後 ニ 時ょ ち 開 
會 し、 第二 网を本 巧 1ニ 十 H じ最 
後を 四月 十 じ銷備 する 堂。 


三敎會 職を 禮拜 

基督 敎 修道 會 ょらの 發表じ 依 
れは 基瞥敎 S お 會聯を 禮拜を 明 
日曜 午後 八 時よ b 间敎會 々おじ 
て擧 巧し、 目下 滯紐 中の 救 化 軍 
參軍小 林が 助 氏の 說敎 ある 由。 


な— 人 i ぉ ー 人 


參稻衬 眞か巧 辯 譲 ± 、まる S 
n 倫 致ょ b 着が ホテ^ ペンに 投 
宿、 約 一ヶ月 滞が の 上 四 巧サ五 
日桑潘 ホ帆歸 朝のを 
•巧 お 峰み 郎氏 京が お 等 商業 
學が敎 巧、 去る 吉 U 倫 致よ b 着 
參が掛 み 氏 太两巧 市が 巧 店 ま 


昨日 午を 巧が 

參橫ず 截氏日 A 綿 化 お 育 支を 
ホ 長 脚 田 南 廉氏橫 巧へ 轉 巧の 爲 
め おほごして 四月 中 ホが の尝 
•小 林政 巧 氏救胜 軍を 軍、 -夫 
人间伴 n 幡 H 巧 半 叉は 巧 幡出發 
離 府を經 て 西 巧の も 
•田 ロ 一太 巧 まが ァ^ ミナ 
會社 取締役、 四 巧 四日 横 潰 出帆 

のフ レジ ザント •リン々^ ン 号 

にて 桑潔經 由が 巧で 旬眷 綿の 蠻 
■德巧 巧 港 氏 S 共 株式 會お重 
役 盛 原义策 氏み 息、 田 ロ 巧 £ 同 
道兩 S 年硏學 の爲め ホが の 由 
参 石 旧 爲吉氏 夫人 旣報大 倉 組 
細 育ま 店長 お 田 商 ま 氏 夫人は み 
息 同伴 まる 八日 午後 五 時半 ベン 
發車 じて 西 巧 十五 日を 港 出 化の 
コンヤ 化に て歸 朝の 途じ 就いた 
♦化 野 吉內巧 夫人 豫て 乂お療 
養 中の 大阪朝 B 媪育 特派 眞化野 
を內 夫人は 化 程查か 退院 
® が上泰 夫を か 上を あ 店 まか 
息、 自働 お奇禍 の爲め 聖路加 掏 
院 じがて 加療 中の 處經 過を 巧に 
て 頃日 退院 歸を靜 養 中み 山 


曜說敎 


を 紐 育 H ネ A 敎會 
乎 化を 活の聖 化 
♦基督教 修湛會 
基 瞥敎の 權威ど 信仰 


淸 氷敕師 


今 ホ 牧師 


令 日本人 美な 敎會 
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お 旧 蘭 事 株式 曾 社 紐 育ま 巧 
Uchida Tra ぷ ng Co 巧 Inc . 

291 Broadway , 

島賓易 株式 會 を 1 

Shima Trading Co .» Ltd . | 
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株式 會化 ホ 尾 巧を 
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巧 日 West Wth 化が t 
む K Columbus 放 巧，? 7 

H 共 巧 ま會祖 
巧理巧 
唐 巧な 會 
120 Broadw 化 1 Y . C . Te し Re 加 r 巧 84 
Factory : 2Q8 Rawson 化し 1 . (1 み 

巧 野銜ま 株式 管 赴 
Asano Bussan Company 

Room SOI -805 
165 Broadwa ) 
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H 井 物を 巧 式會社 
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65 Broadway , 

Tel . Bowling Green 7520 

乂 巧 商事 贼會な 

Kuhara 1 fading Co ., 
30 Church St >, 

Tel . Cortlandt 4550 

なま 會 なお ザ 巧 店 
紐 育ま 巧 
Iwai & Co ., 

Woolwor 比 BuikUpr , 
Tcl. Whi わ haU 60 が 

H 菱巧事 巧 ま會社 
が 育 支店 
Mitsubishi Shoji Kaisha 
(Mitsubishi Co ^ Ltd .) 
120 Broadway 
Tel . Rector 2560-2564 

株 ま會を 
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220 Broadway, 

Te!. Cordandt n が -SO ぶ 1 ぶ 2- 53 


日本を 糸 巧 ま會杜 
紐 育ま 巧 

Morirmi けむ ai & C0M & げ it 
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Tel. Ashland 53 2|} 


巧を 名會お 
が 育 支店 
Hara & Co ., 

443 Fou け h Ave.i 
Tel. Caledoma 7830-35 


Gosho Corporation , 

■ Si!k Impo け ers» 

化 East 84 化な reel 
Tel. Aihland 4387-91 
bo»ho Co" incw 
Co れ on Exporter, 

放 Reaver か • I 
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大阪 朝日 ニ 東を 朝日 
化 巧 ま 巧 
Osaka \sahi 
Room 308 World Building 
Tel. Beekmaa 4860 


大ぁ 毎日 ニ 館 曰 日 
鈴 木 H が 
Osaka Mainichi 

407 Tribune Building 
Tel. Beekman 4259 




は 昔 詔の 单で らう 化の 化では 動 
かない、 をの 中で アカ デミ ッシ 
ヤンから 座を 離れて 自由. 宣言 
し 同志のを 萊を顆 つてを じ 十二 
年 おの 巧 力を 績 けて むる デ ヨン 
ス n 1 ン 氏の 巧 績 は、 ちじを 賀 
すべきで ある 同時 じこれ につい 
て 動いて 居る イン デ ペン デント 
ア 1 チ スト グ 八— プ は、 モーダ 
ン •ア メリ々 の 生きれ マッス VJ 

云は ねば P よらない。 

雪 降ゥの 去る 化 日は ゲア こシ 
ング ナイトで あつた 余は 招待 狀 
を ポケット じ 居れて ォド 0 フ • 

ァ スト？ ァの 十と 階 じ 傑作を 拜 
見した、 本年は 例年よ ゎ 天 ホの 
装 締や陳 則 方針 特じ完 を じを < 
見 b た、 先づ 余が をれ からを け 
た 日本人 十數 名の 作品の 咸 想を 
申 上げ やう、 入つ でを の 第一に 
見る 處 じ、 K のをが 富いて ある 
この 中に 小品 ごは をへ 非常な ホ 
彩を 放つ て 屠る 書は チヤ ウメ ン 
巧び ダ イノ ー 加 藤 隙么助 巧の 作 
品で ある、 前に 二 一人が ブ ー プ八 
でを 事を してる 處 は、 セザンヌ 
張、 これを 異つ ねま 法で 描寫し 
をれ を 前景 ごして をの 圓の グ术 
—プを プピ 1 トす るべ く 後の シ 
ン ヤン 連を 配列し 前 貴の 左じ廣 
いた 猫の 腹から、 順序よ < 前の 
一二 人の 顔を 右へ をへ とを して 上 
へ-まれ 左へ お 入口へ ご氣 持の よ 
い 9 ズムを 作つ て 居る 作者のを 
深い 磨は よく-— うかぐ ゎれて 
面ない。 コンポ！ ズじ 於ても 不 
必要 じ 近い 程 目立たない 黒猫を 
バランスの 爲め 前景 のぞに、 あ 
しらつ た處 など 青年 轟 家が 應々 
ミスず る處 だが、 これを コンポ 
デシ 3 ンじ 生かして 彩色で 殺— 
居る 虔な r は ホが め， 證をじ 於い 
て やらうる 處 をは これを ホ 幅の 
大作 ごして 特にを 意を して、 ゲ 
イノ.一 もよ^^、 まとまつ て 居る 
書で あるが、 氏は チヤ— メンを 
もジ て、 ほこ b ごして 居る ので 
あらう 然し 乍ら 天 ホから 下つ わ 
を 氣 をを けた 化の ホを、 キヤ ッ 
チした 處 は、 よくを の實感 を 去 
現し 得た 處を 推賞したい。 

をの 隣 じ鉛乂 羅漢 氏の 純 H ぶ 
蠢 を、 独で いつた 美人が ある、 お 
漢樣がこういふ浮世美人じか^ 
を 努力す るは けしから ぬ、 が— 
これ もネ 年度の 人を チヤ ー ム寸 
る j つで あらう、 綠 をのな まめ 
かしい、 傘の 下に 白々 した 春 侵 
鼠の、 きまら わる やうな 顔がん 
をを の實 足を 化して ゐる がを h 
ごを で ロ、 すを なで じ 綠£ ホの 
考 へた 配色で をの 動きを 見せて 
吾る、 化は、* ヤン バスに、 太 
目を 描いて 繪 格ぶ じけつた 處蒋 
が 白梅の あらしい 化が、 黒々— 
た 木 じ 配置され た處は 一層 この 
讀を やさしく をせ てゐる 慾を 一 ザ 
へば おしこの 大木 じ白據 のをむ 
つけたら、 宠 b や、 裙 W バラ ソ 
スが おれて 一 •膚 を 榮 える やうい 
思は むた C をは、 この 禪の題 ；$ 
が H 本人の 雷 あじよ つて、 イ V 
デ ペン デント ブ ー じ 陳列され ザ 
居る i を 舊んピ 、じ まじは 飯シ 
をべ てゐる 日系ん はやは ちれ 主 
じは バタ 無しの 繪もホ 人 じ、 の 
かして 欲しい、 これを 羅淺 さと 
がゃってゐるのだから話しが一^ 
白い 0 


化 ホの 共產窠 取締 じ關 しを 規案 
亂の 其を 罪吿お 四百 甘 ニ 件、 を 
の 中 百 八十 ニ 件は ち 罪 V 、 ホし 化 
U 總審 中に して この間 じ 一巧 ご 一 
で ニな 化 人の 外人 共を 黨 員は 固 
かじ 放逐の 旨報吿 しわ。 

〔フキラデ^^. 7キて巧 十ニ01 
發】 み ネラ^ •モ ー ターズ の 重 
鎭 じして デュ •ボン ト彈 藥會化 
の 副な 長で ある ジ ® ン •ラス 
n ゾ 氏は 電氣科 學の發 達は 人間 
の 後明 力の 進 ホ ご 相俟も 將巧勞 
働 者は 一週間に ニ H 、 邸ち 主曜 
及び H 曜 H を か H ご する じ まる 
であらぅ ど豫 言した がが 氏は ニ 
ュョ！ ク巿 昨今のを 通 整理 難度 
びを 通 事故の 篤 正に 願して はこ 
れが解 巧の 道は 自動を の 通路を 
を 部が 道 制度 どず るの 外は ない 
ご 語つ た。 

〔サンチアゴ 十- H 發】 政府 
は 過般 フランスょ b 渡 ホした お 
產黨員 マ々 ャじ 就き 探査の 結果 
目下 敦洲じ 己 命中で ある 前大統 
領 アレ サンド"' 及び ィバ ネズ華 
命 時化の 大臣 サラス 等 ょら 秘密 
の 命み をを け チ 巧の 赤化 運動に 
從 事すべく ホろ しこ どが 制 然し 
たので 直ちに 逮 補した る b 廣く 
其產黨 員の 活動 じ 就ても 調査し 
ホ 化の 陰謀が 充 をなる こごが 然 
したので 約 四十 人 じ 直る 共を 黨 
領袖を 一網 じ 逮捕した 上 アフ玉 
ラ 島 じ 追放した。 

【パナマ ボ 十一 日發】 前大統 
領ポ ラス 氏 巧 立 保 補の 遊說 じて 
随行した 政黨 領袖 ジメ ネズ 巧が 
語る 所 じ 炭れば ボラ ス巧 じ掛ず 
る 現 政府の 選擧 干渉は 頗る 露を 
じして 今 H の壤を この 選 擧干涉 
を柯等 かの ホを で ホ 巧 じ 防がな 
い 限ら パナマの 巧 政は 二々 ラグ 
アの如 < 巧 乱巧發 れみ ろな 
じこれ を 巧 止す る 手段 どして ボ 
るべき 選 擧は化 ホを 衆 厨 監視の 
下 じ 巧 ふこ ごが 必要で ある ごな 
し ニ 力 ラグ T の 內亂は アメリカ 
の選擧 監視が をの 時期を 失した 
巧め である ど 述べて 居る。 

『ヌ シン トン 十} 日發】 ホイ 

トンボの 牧師、 ィー リング 巧を 會 
頭と する 『を 米の 幼年 殺 護 協會』 
は 今期 議會 じ凿 してと 千 五 巧 万 
をの ミ おを 運動す る ことじ 巧し 
當 地に 本部を 設置す るに まつた 
が 右の' 眷用 はを 地 じ 於る 罷エ、 
失業 乃至 祗廉 なる 賃銀 巧 働を 或 
ひは 破產 した 農民の 家族 及びす 
供 等のを 育豐 補助を ホ 旨 どした 
もの じて を ホを 化の 篤を あよ々 
酸 金し つ i あつたの であるが 資 
を缺 まの 爲め旣 庫の 補助を 受け 
やう V - いふので ある。 


獨立展 を觀る 

ま 田 お 堂 

〔上】 

バタリ ー の 沖を じを の 莊嚴を 
示して，。 る 自由の 神は 紐 巧を 物 
の 犀 指で ある 自由は アメブ 力の 
巧を をで ある アメリカが 自由を 
淫函の 礎 £ して 世 あじ 產聲を 上 
げ天惠 を 背後 じ またた < 間に 
等國窠 一席に 座す やヒ ラリ ど 身 
を 獲は して おを なを 跑ま義 で ド 
レス アップした 今日、 自由の タ 
神、 自由の 姪、 曰く 自由の 柯々 


後藤 子の 勸 常を 容れて 

外 調^ 巧び 新設 か 

【十一 二日 一外 相の 椅子を 擬ゼ られて 居る ど惕 へらる え 後藤 新 
ず 子け 旧 中 首相 じ掛 して 時節が 外を 調 巧會の 新設 ホを 提議し ち 
相 もち 慮を 約した ので 後 族 子の 外相が 巧 もどう やら 本當 らしい 
と 增 されて 居る。 


野 旧 爭議の 慘狀； 

〔十三 日】 おんど 半歲じ 及んで 
ゐる野 田ず 讚の ため 五一 白 名の 
學 量は 化 校を 績 けて ゐ るし ニ 
百の 商店は 閉ぢ られ 置 千を の 
罷業 者は 慘 めな 狀 態じ陷 つて 
ゐ る。 

輸出 簡 日米 聯强 

L 十一 二日】 輸 おが 人は 結 巧して 
日 ホ 聯盟を 姐 織し 貿易 振興を 
討る 堂で ある。 

共同 お 資新會 社 

一: 十一 二日】 S 井 物 產はバ プゴブ 
ク アン ドウ 千 グコツ タス ご 典 

鬧 出資で ボィ ラ— 會社 新設す 

了フ ガン 王 招待 

〔十二 日】 日本を 志は T フ ガン 
王の 外遊 中なる を 機 ごし 招が 
すべく 奔走 中で ある。 

旧 中 巧の 再訪 露. 

(十二 曰，】 去月と 日夜 着 ま歸朝 
した 訪露 後藤 モ 一巧の 旧中淸 
を郞 巧は 十 S 日骚 。シア 宫找 
再訪 間の 旅に 上る。 

明年 公債 も 公募 

(十二 日】 明年度のを 憤 も 一般 
巧瘍 でを 寡し 旣定發 巧 額 一億 
五 モ方圓 は充を 消化すべく 政 
がの 化で ある。 

お金は 增資ピ ず 

尸 十二 日】 穫潑 正を 銀 巧】 部 巧 
ま 增資を 勘 待せ るら 銀 巧當事 
者 巧 意な しとい ふ。 

正金が 育 支店 着電 n 總會は 無 
事 終了した が 役員は 舊の 如し 
収益 配當 前期 繰越 金 六が 十と 
方化モ 0 四十 五圓旧 十五 錢、 
當期 純益 九な 四 巧 四千 四百 九 
十 一圓 01 ニ錢 合計 一千 五な ニ 
十二 巧 ニ 千 五 百 一二 十六 圓 四十 


八錢 、この 處サな 下の かし、 

積 立を お 入 Hi ニ 打乃圓 、酷當 
金 年 一割ぶな 巧圓 、後期 繰越 
をと な 二十 ニ 巧 M 一千ぶ 百 01 ニ 
十六 阳 四十 八錢。 

勞資 代表が みを 

尸 十日】 國 際を 働會議 資本家 化 
表は 膝 田 謙 I 、 為崎淸 と、 稻 
茂 登 S 郞 S 巧 じ 巧を し 間 顧問 
じは 宮島網 巧 か ニ 巧が 擧 げら 
れ 一 方勞働 代表は ホ 蜜 滿是、 
み 野 あ 雄の 二を じみを し间願 
間 VJ して 島 田 良 藏、‘ 山 內飲吉 
の ニ 氏 選 まれた。 

營油爭 議の黑 幕 

【十日】 巧 旧醫油 爭議の 背後 じ 
は 政を 會が 糸を 繰つ て ゐるど 
いふ 風說が ぁるので 關東勞 働 
巧 盟ゃ社 會ぉ衆 黨の常 巧 幹部 
は 活動を 開始した。 

日光 十 お戶燒 < 

〔十日】 八 自巧日 ホ 西 町 i ら出 
かし 十と 戶を燒 失した。 

騎爲 選手の 出發 

〔十日】 ォ リム ピック 派遣の 騎 
诞 選手 遊 佐 幸 ホ 中佐、 閥 田 小 
と 少佐、 ま 田 重ぶ 大尉は 十 宝 
H 出發 、シベリア 經由 、アム 

ステ^ ダム 擧ーれ のネブ ムピツ 

ク競 巧に お骇 する。 

巧 外 正貨が 激減 

〔十日】 なか 史貨 二月 未 一 偉と 
千 方敏戚 せる もを 府は放 巧 方 
卸を 採る ご。 

中央 商業 銀 閉鎖 

〔十日】 中央 商業銀行は 閉鎖し 

2 0 

註。 同行は 東を 芝 區芝ロ - T 
目 十六、 明を 一二 十一 ニ 年 四ち 資 
本 金 白万圓 をな て 設立、 な締 
役 平 旧章 千 化 氏なら。 


が 

重 
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油田 疑獄で 大藏 長官 召喚 さ 
る— フランスの 共產 黨狩リ 
續く ー 1 週 五 H 勞勸 制豫言 
チリー で i ホ產黨 員を 續々 
ミ 追放 i パナマが ホ國 出兵 
を 要望— 幼年 保護 じ 國库金 


〔ワシントン 十二 H 發】 前 あ 
か 黨蓮擧 委島長 時化 じ 石 曲 疑獄 
のま 人を シンクレア ょも 共ぉ黨 
の 選擧養 不足 高を 酶 をした ゥキ 
か •ヘキ ズ 氏は 當時五 万 巧の 不 
足を 現大藏 長官 メ 。ン巧 じ. を融 
ホを 化賴 した 後 シンクレアょり 
受けた 地 田利權 の 利得のを 憤を 
メ 0 ン氏 じお附 したる も メロン 
氏は これを 現金 じする こどを 拒 
絕 した 貴と 院諷巧 委員を で 中立 
てた 爲め 委員 會は 明日 大藏お 官 
を 巧 喚して 事 賞の 釋 明を 求む ベ 
くこの 審理に 關聯 しへ キズ 巧が 
急所 じ 觸れ化 場を 常に 明答を 闽 


避して 居る ので 調を 議員の 一部 
は 巧を 法廷侮辱の 權 能に てを發 
すべし ごいき まきつぇ をる か 
ホ 上院め 反メ 曰 ン 派は 大截 を官 
が 今日まで この 醜怪 なる 事 賞 じ 
就て 化默を 固ず して 居た 態度 じ 
就て 憤慨し 問題は 漸み 巧を 化し 
て ホた。 ■ 

〔バリ ー 十二 日發】 が 年 八ち 
サ llln 無政府 ホ義あ ナコ 等の 巧 
刑-し 關 して 黎 動を おし じ 共を 黨 
員の 化締じ 願し 巧務 大臣す ラ 
氏の 方 かを 非難す る 者が をい の 
で 巧が は 本 円の 遙を じがて ポア 
ン 々レー 巧 巧が 一昨年 八月 就任 
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議會 中、 心 ご 

大義 y 素亂 した 違憲 巧爲 

斷 じて 許ず ベから ざる 外 來恐想 

な變の 導火線 M 內 相の 暴言 

東京 特垂 十二 日 壊 == 野黨の W 賴倒竣 運動は 四月ょ. ゥ 着手す 
ベ きが巧性的42^共树動作はがほ疑問視され居れで鈴木巧相の暴 
言が 現 巧 閉じを が おを 輿へ たこ ごは 確實 じて 內銷內 部に も 不平 
みずめ b 時節 辆 内相の が 横 龍が 懼は b つ I をら が、 锐道 大芭小 
川 半を 戊は け 相の 彈 劾が 內 猫の 生が にが 戳 をぶ ぼした 傷 合じ關 
骑し 『胺 > じ 盛 曾で 巧 裳 內閣が 化 化したら を 內顆は 潔く 辭 職す 
るまでの こ M で わる、 この 點じ 就て 內销は 飽をも 一蓮托生 ホ義 
を 貫徹す る』 ご 言 巧した。 

普選な 後の 特別 證會は ホ丹廿 
U を； S てな 染さ れんごして 居 
る. い、 昨今 おを しつ I ある ネ 
社特 おけ 特別 滋 食の 解散は 止 
わを 得 やどなし、 巧 潔は 聯を 
して 鈴 木の 柏を 中、 むごず る 巧 
閒ホ 信な をを 提 おせん ごして 
居る じ 內相彈 劾 9 理由は 總選 
擧 の 當 H 鈴 木 巧 相か發 した 驚 
く •へき 官僚 的。 證會巧 認のス 
ブ一 ■トメ ン V , じを の 因を 發し 
て 居る が、 を 間 題の 聲明書 
は 左の 如きら の t わる。 

かへ もみれ が 一巧 二十 一日、 帝 
_国證會 5>解散せられじをの當時 
は 衆 遙院か あじ 

を國民 の疲 恵を 化まして 
わ r * いがを にもつた、 邸 も與黨 
- もだ對巧らみ旨が：^數を縣して 
をつ たので ぁる' をれ が 本 りの 
.選舉 にぉいて 事物 自然の 狀態じ 
化し、 をつ く 巧 じを つくので ぁ 
らぅ、 解歉 前の 政 ま會巧 邀遙員 
数な 化 十、 民政 撰 ニな 十九 ごい 
ふ'^ 如きは 誰が ち へても 誠じ不 
自 がの 狀 態で 過去 數 年間の 政 お 
:の逍 物で ぁ b 、 哪 現な S 図 •ん 
.總 ぶの かしき k 映で け かつた 
ので ホる、 しかる じら か、 はら 
や 民政 爲 T 5 ぃ 一ぐ 幻影 的 かつ 
形式的 の數 を賴ん でなお 


せんがた めの 技掛を しれ I め遂 
じ辭 欺の 大擢發 動を 見て、 こ i 
じ 本日の 普通 選擧が 巧は る； じ 
まつだ わけで わる、 恐らくは 本 
H の お票で は こ の 過去 の 遺物 
る 現象、 不自 がの か 影は 巧滅し 
現が の视 ホみ め 情が をの ま I 自 
がに 發 露され 挪も本 ホを かるべ 
きも S ' はを のま"^ 多く、 少 きも 
のは 自ら 少 からしむ る ごい ふ、 
自然の 火 法則 じ 律 せらむ て 落つ 
くべき ごころ じ 落つ き 

な友會 は タ數を 得る、 とか 
當然 でぁり、 政局は こ i にま定 
して 國が はぃょ''-- 隆昌に なく 
で をら.. っ、 わが 患を 上 內閣の 組 
織は 畏 （ら 大權發 動じ 職 由して 
な 黨貞數 のえ 寡を もつ て 直じ內 
閣が 生れる ごい ふが ごごき 化 巧 
_围 の 例と 照 比する を 許され。 い 
なぶ 舒 創立な ホ 皇室 中 必ま義 を 
奉體 1、 現 時の 政綱 どして 産業 
な國 ほか 四 大政 綱を 揭げ積 おな 
策を とつて ゐる のじ 比し 

民政 黨 はを のめ 綱 じ おい 
て 『强爵 中 •む 故 治を 徹庇 せしめ 
ん 'とを 嬰鹽 ず』 ご高增 しふ ゐる 
が、 それは 喊 めて なかで ない あ 
おであら 神聖い* る わか ホ 战憲な 
の大 精神を 験 離す る ものごいけ 
なければ ぃ すり 拍 、巧 帝國則 政は 


一 じ 天皇 踏 下が 總攪 あらせられ 
すなは 七 皇室 中必政 おで あるを 
は 巧ず として 明かで わる、 證會 
中 必ホ義 なでと いふ 思想は 民 ま 
々義の 潮流 じ 梓し ね歐ホ 流の も 
ので わが 固疆 どは 相 をれ ない、 
畢寬 か/、 の 如きは あ 想は ま權は 
一 じ 天皇 じあ b どの 大義を 襄 就- 
し 帝國 憲法の 

大 精神 を 揉 離ず る もので 
斷 じて 許すべからざる もので を 
る、 國 民は 事を 冷靜じ 批評し 帝 
國 憲法の 働きを をからし めを の 
大 精神を 體 得する J じ 忠なるを 
要する、 麻 縣會議 貴壤擧 の瞭の 
を 一割 ホみ 五 厘 ごい ふ 棄權を じ 
顧み 政府は をの 後 聞 民- 般じ截 
し棄 確は ホ憲國 民の 一大 罪惡で 
ある こどを 譽吿 しこの 回の 選擧 
じは 是非し ないやう じごい ふま 
g 日を 廣く 徹底せ しめたい ので あ 
る 0 

投票 曰の H 特に ミ讓 

を喚趙 する、 み じ雪圖 地方では 
投票所に を かる I の 苦勞は 察す 
るに 餘ら あるが、 これ も國 あじ 
おする 韋大 なる 義務を あす ゆる 
ん ごい ふ點じ 一度 思 ひを 致さる 
るなら ば 祖先から 傅は る 忠君 愛 
麗の 血が 五體 じみち {ねる わ 
が 大瓶 民族は 自らを 奮ず る ごこ 
ろが あるで あらう、 要する じネ 
固の 速擧は 重大な 意義 ホる 選擧 
だけ じ 府縣會 の 選 擧じ比 ずれば 
一般の 運動 も磯烈 であを、 從つ 
てた めじす る宣傳 、懲 計，' 官憲 
じ掛 する 不當 の牽微 、ゆ 忌な き 
吿訴吿 整 沙化も 相 當じ巧 はれ 

そリ 他 買收 請託な どの 違 
反 もを ホ わつ たや うでわる がを 
の乂體 ，ド 達觀 4 るに 憲政を 上 じ 
劃 時化 的の この 選 巧は 椒め て穩 
かじ 靜肅 S う もじむ はれん ごし 
てむ る、 とけが あのた め まこ どじ 
慶賀*— 堪 へない み 第で ある。 


特別 議會を 前にした 政界 
他の 骄黨 ごは 單獨て 

社會 民衆 驚が 彈劾 

東京 特電 十 =1 日發 -- 社 會巧 衆黨 では 野黨 聯盟 
ごは 獨立 的な ぶ 場から 不信な 案を 提出す る こご 
じかした。 

雨 大政 驚が 議長の 爭奪戰 

東京 特電 十二 日雜 = 政ぶ ぉど 民政 藻じ滤 長の 遵舉 問題で 政 
ぶ 巧は が おお S 氏を 民政 繫 はお 巧 幾 么輔を 孽げて 早くら 正巧衝 
突を おじ 脫 なつて 居ち。 尙は 無産 媒 はお 內化樂 部を 紐 織した。 

後藤 子の なぶ 會 入り 風說 

東京 お電十 二日を = おじ。 シァから 歸 つれ 後 滕 新ず 子は お 
がの 爲 めに 策 醜して 民政 藻の 識 員を 抱 达んだ 上 技ぶ 贫じ 乂黨せ 
しめた 上自 からか 務乂 おい 椅 すを 占める でを らぅ ど 風評され て 
足る がち 現は 難しい らしい。 

.藤 山 大み縣 知事 吿發 さる 

東京 特巧 十一 曰 お === 大か縣 な 巧 藤 山せ 一氏は 選舉を 違な の 
廉じ依 6 て吿發 された が 前を 崎縣 知事 ホず 巧 晶氏ど 等し < 政府 


への 忠義な てから 違反 巧 爲じ巧 
ん だもの ゴ觀 測され て 居る。 

總選 擧戰に 

赤化 宣傅 

首相は 事實 否定 

を 京 特電 十一 二日 猪 n 巧知 颖閒 
は 昨を 田 中 首相く 勞農 n シア 大 
化が 頻繁 じ會 見し つ I ある 1 .こ 
じ關し 『右は ロシア 火 化の 赤化 


上の が密 なをを 結ぶ 患 志な <且 
ホを の 必要を 認め や」 ど述 V た 
尙ほ勞 農 n シァ 大使が 過般の 總 
選 舉當を 贈ら 日本 ホ 化に 努めた 
どの 風 巧じ滿 しては 『余は 巧る 
事 實が斷 じて 蒋 化して 居ない ご 
いふ、 勞農 大使の 言葉を 信用す 
る』 とを をした。 - 

日本 近海に 

暴風 襲來 

藏 船の 遭難 頻々 

東京 特電 十 I 二日 壤 n 篡 I 室 蘭 
化の あ 助 K おつた 加 島 化ょ も 巧 
衛 不明を 蹲へ むので 飛け 磯を 始 
めどして 大寶寺 化、 朝日 化 等 現 
壌に 急航 した、 义銷す 町 經船ニ 
十艘ら 安否 不明で ある。 

巧 ほ 遭難 船の 海上 保 験は 二な 
巧圃 W 上に 達する ご 0 
東京 特電 【タ井 ムス】 十-日 
發 n 過ま廿 四時 間 じ； 見ら 日本 近 
海には 大 暴風雨が 襲 巧し 過去 ニ 
B じ 置ら をが 當化 £ の 

消息を 絶ちて をを を氣 S 

はれて 居た プ レシ デント •リン 
コ グン 號は 今朝 漸< 入港した が 
船長の 談じ 依れば 同船の 入港が 
1 H 遲れ たのは 暴風雨 帶を 避け 
ん：^^爲め航路を化じ取ら無線電 
信 機 も 大風の 爲め 破損した ので 
陵 上の 消息を 止 わな （絕 つた も 
ので ある、 而 して モ葉 沖に 巧て 
日本 お 船 あ隻は 東京 灣じ乂 らん 
VJ して 暴風の 爲 めじ 遭難した る 
が沈沒 した 船 體は五 千 ニが 化顺 
の 高 龍 化、 えとろ ム义 〔巧 千な 
ホセ 晒〕 第一 ま蘭义 〔千 六目廿 
五嗯〕 かじ 丸 〔千 四百 廿 五嗯〕 
ばんだい 化 〔千 八 さ 八十と 晒〕 
等 じして 

乘經 員の 總 数は 百 六十 四 
人で ぁる。 橫須賀 海を 鎭守府 で 
はこれ 等氣船 遭難め 急報に 接す 
る や 直ち じ驅逐 艦を 現 おじ 急行 
せしめた るら 風波 荒'^ て 到底 
救助す る 能は ず 止む；^ < 引返し 
たので おらに 飛れ 磯を 派して 偵 
察の 結 柴鳥龍 化け 眞 二つに 巧 
他の 湯船は 遂に 海上 じ認 むる 能 
はず、 橫演港 約の 歲 船は いづれ 
も お 渚を 中止し 巧の 電信せ じし 
てが 壊したら のタ ，'東京 ホに も 
暴風雨 襲 ホした けれども 些 した 
る 被害は ない。 尙ほ鳥 龍 凡の 乘 
紐 員 四十 八ん は 救 巧され た。 

帝都の 感冒 

漸く 薄らぐ 

一日の 巧者 立 十ん じ 
まま ( 聯 を】 十二 日發 N 囊 
ホ 図 のん 命を を かし 久営內 親王 
殿 T '> 蔑 去と U つた 威 拜し關 
蠻視廳 の 報を じ 彼れば 稍 薄らぎ 
つ i ある もの -- か < 4 ru では 威 


宣巧 嫌疑し 劇職し たらので か 巧 I 貿 、肺炎 其 化の 巧者 •か 一 U 五十 
上の 質 閱を圃 避 すら 田 中 首相の 人の 割合 じして 幼年 者 じ 多 （昨 
弱が もこれ が爲 めか』 ご 報じて 年 十一月 1 U ょ b 本年 一二ち 八 H 
居る。 一 じぶ る 巧者は お干 四な 九ト 人、 
菜 京 十二 日發 N 田 中 首 化は 昨 I 哪 前年 閒 期に 比換 して お 五な 


令挪 ず 新閒が じが bu 本が 日シ 
アご經 濟据携 ぶ 他に 縣し 秘密-し 


人 G ち 加で ある、 ぶ も 内務省で 
は 蠻視廳 の 報吿は 誇大 じ 過 ぐ- 


を 渉を 進めつ i あら 〔前號 本が 一 頻らじ 巧を しつ t あるら 一般 巧 
特お旣 報〕 ごの 患 ホを b おなる I 閉 紙は 死亡 お 其 化手綺 上の 願 巧 
報道に 雜し 『 H 本は。 シア ご經： から 酱視廳 の 報 吿のモ が 正確で 
濟 上を 接 U る關 係を 結ぶ 必要 上 I ゐるど U し 報 迫の 根據 もこ^に 
通商 おおの 締結を ホ醫 する もの. 置いて 居る、 尙ほ 外ん の 巧 じを 
なれ ど 巧等秘密の協定巧他軍事 ^ は樓 め て 稀で あ - 


本社 東京 特電. (絮 お町轉 載〕 
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自 午前 十 時 至 午を 一時 
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品 卸を 

五味 屬會 

W E . ニ th 篇： H . y . 百で 

Tel ごち ves 当 こ 745 

診察 時觸 

午後 一時：：；： ゴ房 
午を と 時い 八 時 
愛知 留學 ± 

" ぃ 巖本谨 I 

をが 比亞大 をぶ び 
水 ザブン 病院 勤な 
日 巧は 前約 巧 上 保' 


齒巧醫 

主 谷 基 

彰 お時閒 

自 午前 乂時 h 十二時 
自 午を 一時 U 五 時 
時間 巧は 前約に 願 巧 


訓$誦 診療 

前約 願上娱 

ゴーモ か大學 
ドク トか ホプメ デツン 

醫學巧 ± 

ま 居悅彌 


巧留 宵年理 おの 讯ホ 

晏人 靑年會 

8 三 81 h St . Icibarks ミニ 呈 

」〇巧10 至 00 C 巧 ご M. 田 . 

• ニ 一 Wes ! 臺童 ミー ミ k 
Ttl . 笠 ミ sid こ 573 & ジ置 I ミ皇芸 

^ を 巧 キが九 時— ザを-時 

H お 午 的 九 時 J 午を 四時， 
ドク トレ， 小 栗乘ま 



黎察 


午後 一二 時よ ち 六 時 
目 巧は 贿巧巧 巧 候 
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高見 農彥 
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診察 持 間 

午 か 九 時！ 十 時 
午 巧 六 辟— ん時 

バ^ 小栗幹当 

が 育 ボブ ブヮー おを 
巧 五 巧 病院 巧な 

武ホ コン バラン ド 
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諸集會 

唐 拜說を (日) 八 時 
日 ぉ學校 ( U ご I 時半 
家庭 集會 (水) 八 時 
祈禱 會没つ 一 \ を 

審 研な (さ 貧 

婦人 會 
講演 會 

鼓 鹿 ，，’ し，' 

寄宿を、 簡易を 堂 
巧 業 周旋、 をの 化 
人事の 御 相談 じ废 
じます 0 


齒巧醫 

ホ 上 義人 

西 六十 五 下目 一四 六 番地 
. お 育 帝 國旅お 巧 

電話 トラフ アグ ボーニ 五六 五 


診察 時間 
午を 六 時 1 八 時 

だぶ ut 却 

引續 きべ がビュ I 
病院 巧勸じ 付を 時 
隨外ぷ び 日 巧は 前 
約 じ 限る 
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牧師 宮崎繁 一 
韓事 粟野 賴么祐 
諸 お —, 皆 1 

日 躍疆拜 午前 エ時 
日曜 學校 午前 十 時 

麟 職 日® キ璧— 
祝禱 會水疆 夕と 時半 

两 おを 

位展 をを 比 亞迄巧 
み 下町を 十 おかを 
を會 社員 じ 最適 
設備 圈書篡 誌 新曲 
を種娛 お具簡 あを 
堂 あら 

巧を 磯 業闲旋 旅を. 
案内を 褲 事業 蘭杳 


第五 街を ニ 0 

へ クシ ヤ— 

ビ八 デン グ巧 

小 池 寫眞舘 

電話 チ！ ク 取. 

四 四 0 六 


巧 女 內巧か 巧 



鑑定 無料 


猶疾 でも 慢お 的の 症が で 
も 速 かに 根治す。 皮膚 巧 
內殿お 化 液换杳 X 光線 化 
柳 お、 廉 化换奄 、み 他？ 

ユ 1 マナス、 衰お症 

御 晒 b の ホは 是非 一巧 御 
出なさい 

時間 自朝义 時 至 午後 八 時 
幡自朝 化 時 至 午を 四時 


さがが 

Z L 刖 

巧 叫 

I 

之 機 

L 巧 如 

RMi 

dl 


が 育 州を 認 
巧務 省を 許 
束 京が 大醫 科大學 
產舉な 習 科 卒業 
元地邊 

產婆 お本緣 


丸 山 洋服 商會 


東 寒 巧み ノ巧 W か r V グ 二階 ニニ 0 お 

細 輔丸山 洋服 商會 


采お 十一 ニ 了 6 

ニニ ご 一 

が 藤 
洋服 巧 

f ラ f な こ 一二 


弊 巧は 實質 誠意 班 速 ま義の 
まに 御±產 物】 ま卸賣 値段 
で販賛 致します をみ じ 巧は 
ら中御 巧 命が か 下さい ませ 
◎歐 米を 輔 時計。 置 時 試 一 ま 
◎寶巧 貴を 屬 。銀製 器具. 一 ま 
◎を 碑 萬 年 筆。 を 銀製 鉛筆 
◎蓄音器。 レ ユ I ド 見本 陳列 
◎寫眞 器。 タィプぅ ィタ 1 
◎船 切符。 紀を寫 眞帖繪 端 書 
ブ。 1 ドゥで ー 巧と 十番 
領事館 向 側 雄 物 セ 0 五號室 

^ 余 作が 商 

I ぶ爾 へを 

170 8|夏三.三ミ 

す 一. Gor ニ andt 苦ゴ苦 夏 



ごし 確 實倩用 ある 
悔 品を 精選し 御 ± 
產輸 一巧 特别廉 僧 
で販賣 致します 

一一 一曹 乃 ま 閱普弓 


をき 米國 婦人 

日本人， へみ 英 
'語敎 撰 じは 多 
年の 經驗を 有 

す 0 i レ ブス 

ンと 十五 牠 
每 日朝 九 時ょ 
b が 化 時を 巧 
時 じても をし 
H 耀 日は 一時 
よち 蹈時迄 


♦ 0 ♦ 0 ♦ 0 • 0•0 

旨 動 車 ラデォ tT タック 
巧 巧 店 B 白人 下宿 夏場 
紐 育 巧 街を 地 月賦 購入 罔 旋 ■ 

紐 育 御案內 

通 辯を 渉 萬 便 社 

莫極 何事に 依らず 辭相饒 一し 輿ら 
或 速 誠實を おて 御 席を 便じます 

& RT 是 B T . 吉 B 妄田 

蓄 岳. 置す St , N - Y . 产 Te 二 rafa 雪 寅 基 
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成 巧の 秘鼠 

米 國式巧 語を 顔す 事 
は 成 巧の 第一義です 
本 按じは 日本人 敎授 
じ 慣れた 專巧婦 A 敎 
師ぁ 6 懇切に 會靜通 
信 文融を 語を お授し 
ます。 日眶 週日 おじ 
午前 化 時ょ b 午を 十 
時まで 開校し 一 レツ 
スン A 3 十 直她づ \ 

今 H 直 もじ ホ强 ぁれ 
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は 巧眼檢 まを まとして ゐ るし、 
米國 では 機械 厳査を 中、 むごして 
ゐ るから 檢杳 が 速の 經路 'からー 
てを が 違 ふので ある。 お 厨め 目 
的は 格付けに あつても 斯 /、 の 如 
く 差異が あつた 爲 めじ 永' い間柯 
の 目鼻 もつ かずじ & るので ある 
今 凹の 化 ままは 米國お 業界の 
部で ゐ b おか も 技術 家中 必 であ 
つても 意： & のを 换 や柏談 をな す 
場合の 材 巧は 條 か 準備を 員から 
おて 居る ものであるから、 絹 業 
巧を ホ 面に 豆つ てゐる 謬で ある 
勿論 一回 位の 訪 間に 於け る 相談 
や 研を で 何の 纔 らも 得られない 
のは 當が だが、 今後 化 賴の訪 間 
を 彼我 繰ら 返して 除々 具 ホ 的な 
ものを が b やぅ どい ふので あつ 
見れば、 相 當意ホ ある こご だ 
と 思 ふ。 從 巧は 生み じ 就て！ 向 
暗 かつね ホ 國が鬼 も 角材 巧を 提 
げて 相談の ためじ 化 お まを 送る 
やぅ じな つねこ どは 大きな 進 ホ 
でを るし、 日本 も 之れ じ應 ふる 
だけの 充 みな 硏 宪は堆 くな つて 
ゐるど 思 ふ。 


自働車 株が 活氣 

お 商務 書記官 報吿 
お 巧の 大勢は ず穩 なる も、 株 
まは ゼネ ラル •モ —タ！ 買 煽. 
のね め活况 、觀洲 自働車 製造 家 
の米露對おヵ グ ブ ^!.組織運動じ 
斟し商 お 省 巧が 疆齊茵 長は 之れ 
を 〔 一 】 歐 測を 製造 家 間 じを々 時 
徵 あら 义 競ず 敎甚 なるこ ごで ご 
歐洲を圍內じ ダ 火 ブ なき こ ど 
ごご〕 を壓の 經濟な 態の 相違 甚大 
【四 扇稅の 障壁 等の 理由 じよら 
成 ホ 不可能の 問題な b £ 看 傲し 
て 居る。 


尋れ人 • 

(をを 府ん) お 巧 藤 雄 
(熊 本竊 人) お輸巧 巧. 

(愛知 縣 人) 長 曠德一 
(福 岡縣 人) 稻永 國み郎 
を 永 慶藏持 山 芳太郞 古川 
正彥井 t 幸藏お 松節朗 
渡 邊篤寶 铸留杳 を 川 新 尊 
上 巧修ホ 舞弘貫 遣滔雄 
貫 港 太 郎を家 武雄柴 田 善 
雄. 

(佐 賀縣 人) 棠山善 六 
(を 良縣 人) 木が 幹 (が 壽) 
(愛媛 縣 人) 橫旧常 ま 事 常を 
仲 座を 之 助 ■ 

右の 者に 通知を 度き 儀を 之 
お 間 本人 若く は 知人ょ b 現 
化所樹 通知 願 上 候 

紐 育を 鹽 総領事 舘 

1 宗 Braaii 盖 y すま Ifork 芸 


稅 關蒂務 取扱 

运臣 I 臺 L BANE & Co . 

ぎ i ご芭ニ Broad まこ さ 
TeL Bowl 忌， Ga ま n 913819137 


齒巧醫 木 下义巿 

311 一定-ごご hSi 
ヴ I . 互 { mit ち 57 


H 本、 ま 那寶玉 製 美 
術 お > 婦人 用 首歸其 
他 装飾品 

句 ま 巧ァー トス 

离等裳 術 お 修樣、 
曾赖 品、 スト？ ンダ 
リ本 服裁錄 


組 育を かが 險會お 

兰 木を 吉 

雜保險 


艺 OW York Liif 度 JPWCKPSnft Co 
ご。 ham す さ 法： 2ewK0 ; rkci な. 
Phone . 马ミを 22 塞 

をな ノ タニ 御 掛ケノ 節ハ必 V 
御 自をノ あぶ ピ寬話 あ 巧 チホ 
間々 た廣キ f サイ 


腾贿 公認 マブサ I ジ 

巧務 あを 許 
產婆 缀ホ醫 

平野 秀子 

港 話 モニュメント -00 化 


换 眼が じ 眼鏡 調節 


♦を 揺 ♦雜誌 ♦新聞 
縱 費を を嚴 
執務 午前 九 時ょ ち 午を 五 時を 

紐 育 日本人 會 

プロ！ ドク ゴィ 一とと お 

電サ ー ク が 1 00 と 0 
話 サク ホ 50 と 一 


日本 埋髮 難淸 

西 四十 H 了 目な 番地 hi な 六 室 ロマ 
- タプフ H ア (第 ホ 街 ミ 四十 H 了 g 角) 


日本 散變屋 S が 難 

五グ 年間 中树 巧と 共 じ 就業。 

ジ ヤシン ト •フヨ ツ 3 

ゴ W . 夏 す S 三. Y . 暑 
ぞ 一 Co 量 bus Ave . & を 瓦を す rk West 


觀目ネ 人 f 辩 細 — 

414 East 罢 ih S 二 ew York 宴 


洋服 調進 

クタ— ユング、 ダイ 

イング、 修變 等 】 轉 

ミカド 泮搬店 

な 本 保 
電語 ライン ランダ 1 
■ち 八 H 0 


蠻 ザ 洋服 巧 
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艦船 梅 用を 
船具 食 おお 
和洋を 雜篱 販賣 
髓 お乂税 關ホ績 
諸 荷物 運搬な 扱 

遠 藤 ホ 巧 商會' 


の 大統做 遇 おじを のる 正を 期す 
る 巧め 巧を 勘 かした どず る i :* ら 
じ、 彼き はいか r ロ 本を ホ 難す 


るこィ J であらう か 0 モン ロー ホ 
おの 解释 も、 なじ 至 b ては 玻巧 
做 致ピ稱 ずべき で ホる。 


米 國納業 家 代表 渡 日 〔下】 


目的 U 生糸の 格 巧 


邦人の 斯業 者は.、 こう 觀 察する か 


一種の 意見交換. 

煤を 名 ま 巧 長 

黛 お 良巧談 

今度 渡 H する 化を ちな を 向き 
の乂圃 S 化 お 巧で なく、 シグ ク 
バ ー テ！ でかって 其 I まロ j 句が 
當 業者を 歐 かす こごは U からう 
且っ 格付け ごい ふ 十較年 ホの 化 
お 問題は- 闽やニ 巧の 訪巧 のし 
を ひで 解 巧は 出 ホな からう 。が 
し 一巧は 具 さに 乂屬で 採用して 
ゐる 方法を 示し H 本の 實 化の ホ 
法ら 說明シ 聞いて 硏 免した 結を 
わ 互 じ 意見が 幾 巧で もな 寄る 
ごじけ ならう し、 何時かは 寶現 
すべき ものと 思 ふ。 ホ國の 機業 
あご、 H 本のを 産 者 ごな 著る し 

事情を 異にして ゐ るから H 本 
で 第一 級 おごした ものが 必ずし 

米國で 一級品で 通らの ので わ 
る。 巧 じ 格が けは 必要な こと】 
級 品は-級 おとして 潘る やう じ 
する ためじ 永年 懸案 ごな つて ゐ 
るの だが、 何しろ 前述の やう じ 
事情の 異 つて ゐる こごが 第一の 
難所 じ。 って 屠る 云々。 

單じ 巧合ピ のみ 

中央 鹽糸會 

森 お S 郞巧談 

を 糸 格が け 巧 題は 正 量 化 引と 

ふ 問題 ごは 異 って、 頗る 技術 
釣な ものであるから 化 ホ 面の 研 
究 調査 や 打を せの ために 巧 おを 
が 巧'〜 ので、 一巧は ホ國で 一番 
普通 巧 はれて ゐる藤 業 協 會紫ニ 
回發 表の 格付け ホを を 待 て 巧 
き H 米の 實際 方法ら 見學 も雨當 
事を 間で 論議 硏究の 結果 格が パ 
がょ いごい ふこと じ なれば 么を 
巧 業 上 じ 利用した いごい ム ので 
あるが 巧の 點 1 で進轉 ずる かは 
今の所 見當 もっ かね。 縱令 商業 
上 じ 採 巧す る ごい ふこ ご じみつ 
て もでの 點で 採用す るかと 云 ふ 
こごは、 頗る 難しい 問題で ある 
化 間では 化を 巧 巧 題じ對 しを お 
必要を 認めの。 用途 じ 化っ て' 一 
- 差の わるものを 格が け 位 ひで 
生糸は 巧ら ね ごい ふ 論者と、 生- 
糸 のか （マス •プロダクトの も 
のじ スタン ダー ドが な （てが 買 
が お ホる かとい ふ 論者と ニ賴端 
あるが'、 巧 じ 角々 度は を 礎 的 間^ 
題の 研究で ぁって、 ホ だ 反掛も I 
赞化 もを る 道理がない が、 色々 
論中る人達は、 今度の化表者が^ 
持っ て 巧 （ホ 國藤業 協を まが 其 

^縣 をみ じ實 巧され る もの ビ 
の慨定 を化路 じして ゐ るし、 掛 
巧も謠 じて 居る を々。 

目鼻は つ < まい 

みが 巧 ホ 生糸 部 ホ 巧 
江川 舖助 氏談 

一巧の 顔 觸れを 見る ご、 廣临 
物の 一部の 化を 者で、 輸出され 
る 生糸の 一二 かの 一が 使 はれて 居 
る 編物の 方の 化を は 一 A も 居な 


いし、 非を まの 訪閒 だから 先づ 
格が けの 準備の な ホな ひじき へ 
てょ い。 ホ 糸費貿 をが 大 ホに 肯 
ち お ホる やうな 格付けが 巧 ホる 
。.- r 巧 ましい こごで、 をれ をツ 
ラィす る ごい ふ朽 巧で 硏巧 をず 
る。 ら恵ホ ある こと t 思 ふが、 
要する じ兩を 額を 鸠 めて 話しを 
ム ごい.* 泣に 化つ て 急 じ 目鼻は 
つ （ま. い。 一方 今年 初 H ホ 巧び 
話題 ご。 つて 居る 取引所 間 題 も 
あるの だから 一巧の 渡 H は相應 
の 問題は をんで ちる が、 取引所 
問題は 理論 ごして 反對 はない が 
H 本の 生糸が か 國化引 巧に 掛る 
ごい ふこ VJ じ 就て け、 日本の 當 
事 者 も 國を的 立場か^ 愼 重な 葛 
慮が 必要で ある。 ホを の 格付け 
は 用途々々 じ 化つ て 糸の 巧 質を 
異にして ゐ るた め實現 困難で を 
つたが、 巧 時まで も 標準な しに 
して 愚いて 買 ホから い I 加减な 
相 壌を つけられて ゐ てけ 頗るす 
利益で ある。 巧 じ 巧 廣い窺 園を 
哲む やうな 或る 稱 度の 形 じ 於て 
は 遠からず 實 現ずる だら うと 思 
はれる。 アメリカの 絹 業を じは 
實 咳を ホの 釣る をのは ない 泣で 
今度の 一巧み 渡 日 も 先 や 機械の 
擒査 位ぶ こどで あらう。 日本の 
官民 當事者 も 今は 硏究じ 研究を 
積んで ち 細 じ 渡つ て 用意を して 
居る から、 さう ホ國概 のい ふ 通 
を 一々 頭を 下げ 1 はゐ まい と 思 
ふ 0 

結局は 必要な 事 

化 シ^ク ま 巧 長. 

藤 村 壽氏談 

今度の U 打が 渡 曰ず る こ とは 
靈ホ 中央 會邊 b の 勸誘も 大ぃに 
おつて なるこ と だ！' 技師 達ら 加 
つて ゐ るの だから， 現 巧 日米 両 
國で 巧つ て 居る 擦 査のホ 法が を 
(なる 一巧 どは ならう し、 生糸 
の取帛 巧の 閱題も 起^て ゐを時 
だから， 巧 成 b を 意義な こ VJi 
思 ふが、 今一 氣じ 格付けを な顿 
める とい ふやうな こごは、 か 論； 
をへ ては ゐ ないで あらう が、 促 
進の 効は あらう。 格 かは 利害を 
異にする を 個人の 立場 じ 化つ て 
影響 S 差が あ 9、 を 旨の 特徵を 
失 ふこと じな つて、 是非の 議論 
が あつても 結 帰は 必要な こごで 
をら う 0 

双方 じご リ 結構 

S ホ 物を を 糸 部 ホな 
伊藤 武夫 氏談 

ホ 國の絹 業 おじ 格 付 準備 委員 
ピ いふ ものが 廣幅 物、 編物 等を 
方面に 直つ て 委員が おて 居る が 
今度 渡 H する-巧は 巧を 員の 一 
部に 過ぎない 。殊に お 術を ばか 
b ど 云つ てい i 位の 顏觸れ で、 

お 術 上の 相談 や、 寬 見の 变換じ 
巧 < だけで、 何 掌 巧 買 上の 取 極 
めを する のでは ない。 現 巧兩國 
で 巧つ てなる 等級 制定は、 日本 


巧 かろた 

はも/ \ の 遊び 
そを 英文で ホ 厨 人 じ 能 （わかる 
やう 銜單 明瞭に 說 巧した ものが 
出 巧ました。 內を 目み 進呈を し 
ます、 御覽 下さい 0 
M KUWm さ SJ 14 L 呈 hstby . 


弊 巧は ホら < 白 人間に 信 
用を あし 熟 嫌せ る 技術 ご 
親 巧を 0 て 販賣致 レます 

寶石 貴金屬 
御 注文 化に 
边 速修錢 
諸鑑を 無が 

巧 中廚巧 

W 化 E . 《5を > st ._ cor . 3 a を soil Ave ， 
ジ K Rbi 已さ cUr 岩 ま 




新鮮 魚介 一顿 

日ネ入肉きのホ魚揮を取^揃 へ 
時が 廉 憤で 大勉强 をし ます 

サヴォ ナ魚巧 

JOS 印で 5 wavol 一田 

援 4 W . 61 st St . 

HCL oolcBbGS 苦 23 


沒 诗—严 法 

.他山の るに 

上院、、 一 油 旧 疑獄 

往年 民 ま 薪 上院 讓貝ヮ シュ 
: 氏に 化ち て 摘 あされた 乂國 海軍 
一 油田 じ鹏聯 した 疑獄 U 、 巧她王 

j ドへ ニ— ぶび シンクレア^ にを 
I 始め S し、 前 内 巧接宫 フイ ー グ 
'一氏の 吿をピ つじの み。 ら ず、 

一 この 不正 る 池 田 取引に 仏る 利 
; 得の 調査け、 偶々 共和 黨み 選を 
费じ注 込まれて 居る 事嘗が 巧が 
i ずる じ 至つ た。 今： 3 まで 巧 るん 
- じ 出された この 選紫毁 じる もの 
は、 をが じがて は些 心て 巨额ご 
はおし 難いが、 巧は 巧 街み 明 ど 
なつて 居る 殘 額は 些 々ならざる 
ものが ぁ も、 を，」 これ 導の 利 巧 
が 線て 政 黑資に 注 込まれた もの 
である どす る むらげ、 舰旧 疑獄 
が 某和黨 じぶ ぼす かお 的 影響は 
盖し 甚大で あらう。 

上院の 調査 委眞智 は、 今や こ 
の 醜關係 じがて 現乂藏 を 官メり 
ン 氏を も お 喚して 事 實の眞 相 摘 
發じ 努め、 幾 タの證 人 巧 喚に 依 
6 て 案 かなを 實を曝 度す るに ま 
るで あらう が、 上院 諸 員 ボラ！ 
巧が これを 機會 W してを 黨蒼の 
を おはか 論、 タ年米 固 政界の 懸 
まどな つて 居る 選 擧豐の 制を を 
要 あし、 且つ お 巧 王から を黨を 
どして 融通した を 子の 返上を ホ 
j . めて 居る こどは、 観臭紛 々たる 
一共 か 蕉じ闲 ほ 正義の ± がが 化し 
て 居る こごを 示す もので あらな 
I け- れ ばなら AO . 无 ホ、 な 藻 どを 
權の關 係；；^ る ものは 切 つても 切 
れ ない 間柄で あら、 一のを 黨が 
選 摩 費の 不巧 をを じた 煤を、 こ 
れが 融通を 金權 をに 計る ごい ふ 
こどは、 政黨 政治 者 にごらて は 
n 常の 茶飯事で ぁら、 剌權を 漁 
る 人々 が 政 藏ど接 あする の もこ 
の 巧 もじが じら « 。がつ てこみ 
穂 弊を I 朗-タ じ 巧 破ず る ごい 
ふこ どな、 極めて ま 難の 事業で 
める。 

これを シンクレア 氏の 縷 合に 
就て 見る じ、 斯うした 利得の 一 
部が、 魯し おか 溝の みなら ホ、 
をのを 敵で ぁる 民 ホ 蘇 じ も注这 
まいた 形跡が あら、 從 つて 上院 
: の委負 食が 極力 この 奇怪なる 金 
の 巧衛じ 就て 誠査 しつ I をる こ 
ごは、 單に 政戰を 前にした をを 
.崖の 人氣 政策 ごのみ 斷 やる こご 
は 出 巧ない 事 愤じ原 かれて 居る 
即ちを 貝會の おを 的なる 調査は 
傑く 共 民 ホ 黨乃ま おか 黨ご いふ 
旣お 大政 裳 どを 權者 流の 醜顆係 
^をなじ明るみじ出し、 自己の酸 
ずる 政黨 の# 化を おくする もの 
^ である じ も鹏ら す、 巧 ほを々 ど 
一して 調査を がせざる 態度に 向つ 
て、 巧々 は 亦の てこい を 化 山の 
一 おどな し、 H 本み 政 巧に も 巧 か 
る 巧 敬すべき 政 巧者の お 現を ホ 
; つて 化まざる ものである 0 

武力 ミち 權ミ 

アメブ 力 か府が ニカラグヮ じ 
'今尙 はちを 則 おせしめて 巧る こ 
ごは、 間國じ 於る を伞 むる 選擧 
を 巧す る じかなら ないどい ふこ 
とで ある。 逃を のを 正を 期す る 
巧め レは、 化 閱のホ 礎を 侵 寒し 
- て も 奴て 差 まは ない ご 云 ふじ 等 
; しいが、 巧し 假 > じ U 本が 支那 





庵 桂 米 日 



巧 六を 
ご 目 T 四十 四 
巧 目 了 五十 四 


Wing Hing Low 

Chine な R だ iaurani 
の 郎 が w 巧 I fU. City 


Qua 打 客い 瓦 打 Low 

む ine が ftesfaurani 
1 巧 W. 巧 th . 化 Ciiy 


B が m Nom Low 

がんか h Ave. 

良 et. 28 化 - 29 化 St. 


KWGYO & 巧 T SHOP 

IMPORTE 民 OF 

GOLDFISH & BIRDS 
〇 

動 其 力を 

物 常ナ種 
一, 鳥リ金 
切 k ャ魚 


DANCING 

411 W.1 巧 も St. 

Tel. Cathedral 4408 A が 3 


IKUINE 

Hotel & Restaurant 

3 巧 W. 88 化な . New む rk 
Teh む hujfl げ巧巧 
む We A(i かが s IKUINE 


TOYO KWAN 

41 に1 が hSt 

む i. S'K 巧 & お h i 化 . 

1¢!. がが nquin S 巧 8 



TAIYO 

1 が West 的 化が . 

Te し Susqu かが a 2816 


DA 民 UMA 

7 が一 か h A 化. 
Tel. 8 巧 a が 3 巧 8 


SHOWA 

53 We が 105 St., 
TeL Clarkson 0981 


KATA6 刷 BR(TS 

2524 に 5 が h St， 
New York City 

Tei. おが ni 348D-3 側 


g " 日ぶ 煎 


s 本 


食 腐 餅 
雪 養 f 料 
I £ P 品 油 卸 

ニ？ 0 一 ぺ : 

? 切揚賣 



巧 East 巧 化 化げ t 
TbL Lexington 572? 


Kawasoye Hotel 

巧 9< がり巧 [ パわ加 . 

む L M 肌 tingsi わ 7154 


御 

旅 

縮 


添 


TI ) バ化 yo 0〇 . 

140 化 巧 化 化 
K が r む rk Ciiy 
Te し Trafalgar 6 巧 9 


S . KUWAYAMACO . 

114に59化81. 
New York Ci か 

Phone. Regent 


SUMMER 

PALACE 

M1-8tHveJt が 化な . 
化 W YORK 

Phone Langacre 5084 



oMiyaXo, 

340 W. 巧 化 St. 

Telephone: 
Cohunbu* 8 公 82 


(巧 日 •水) 巧« わ 



む - も -.' 一 .. 
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r'- I 化 も 一 ，' 







號 四十 H な 四千 一 第 


化かを 巧な ip ななお 3 ぞ霞 im を 巧 


【日曜 水 


日 四十 巧 S 年 H 和昭 


嚴話 ブラィアント 

八 0 と 九！ 八 八と 一二 

酒 K 轉長 

級 育 甫西蹈 十 巧 T 目 
ニニ ー 1 1 八蕃 
ご 磨) 


す 店' 

147 saint Ave _ Buffal タ 三. 
Te !. Bid ま I 1 1 さ 8 ま 
ま巧这 rs . F . K - Sa ざ 


ず备 J 繞 

ホ じ 御輯巧 



実 ホ じして 淸巧 

i 商樓 

午前 十 時よ b 
午前 六 時まで 


銷巧 


を 樣の御 嗜好に 適 ふ 
棟な 美味の 御 巧 巧を 

S 廣珍樓 

致します から 續 々卸 
ホ ホを 願 ひます 


S ホ興樓 

瞬 揃 ひの 巧 巧 人數あ 
が 日本人 諸ち の 嗜好 
じ 適する 巧 巧を 差 上 
ます。 朝 一二 時を 開店 
r 内 ホ 五 了 目 サブ 
停 率齋の 下) 


ザ 上 金魚 巧 

918 Si 董 Ave ., す W ジ rk 巧 ty . 
Pho ミ Gi を 《 97 基 


ぶ G 化诚 

化抓刖 け 

P. 到 0 J 

a 郎 

J れ巧 M 


蠻油黯 gISSI 譜 f 白米 
日 ネホ難 食料品 ii 離 4 懿 

巧 田齋油 巧ま會 おおが】 手賣 棚を，； 

罢 食料品商 會 


舞踏 個人 敎授 
► 社を ダンス A 
マ 表情 ホ 操 A 



朝 十が？ 巧 十一 時 

シャリフ •ダンを 

ング 師銘學 校を 集 

上 侈 タマ 


巧 面目なる ホ 暖度跑 . K 詩を 
なる 職業を 周旋す 

宮川 事務所 

紐 育巿西 四十 ニ T 目 百 ホ 一 を 
bb\b 


割烹 並に 御旅 舘 

資 佐 巧 
巧を 

- 化育 巿西 八十 八 T 目 一二-一二 
巧 話 K 々イブ I と 八 ニニ 


.高等 御旅 鑛. 

東 難 館 

會廉御 料理 


御料 避餘款 

お 陽 

壽奇 巧扫 わ^まず 


打 r 

n 纠诚 7 

I 苗 お 

e a 1 •リ 

側 J る •叫 

0 ) d 打 

U 郎お M 
X ； じ M 


$•9 日曜 及た 曜に はシ 
がが 1 マイ 暴 捲を 擦へ が 


C 


he 
お T 


支那 皇 がま - 哥 

巧理 舅 弱厦 

自 午前 十一 時— 
至 午前 ニ 時半を 巧 




.. <■ 8 

d d 

w 的が 
G じ狀 
•a 化 I 

亡记 

Men 

な ^^ 

H 置 

r - 


ま 那巧理 

が 廳を園 

司理 人を を 
お 勤の ホ じは まな 
の 御 便利 じ 備へ巧 
間會 庵の 衡用 じ應 
や V く續關 巧卒相 
不變お 引せ 願を 巧 
紙上 御 案 巧 申 上 お 


ん 

Am 

F い 綱 
G 邮 2 

N ロが 

A 盼 .1 

H 邮 

N 

U 




な® 新 あ 巧 

本 樓は能 創な ホを 年 
一意 勉强 化を 司 巧 人 
ゼィ 、巧理 A 歐廉も 
相 變らず 腕前を 見せ 
て 居ます。 をる じ 現 
巧 某 巧 某 巧 じがて 巧 
本樓科 巧、 を 雇ん れ 
たる 如き 廣吿 をな し 
居る もを 然 無根 じを 
之 斯る雪 じ 御を ひな 
C 倍 舊馈愚 貪じ漬 I 
度 < 曰 本ん 諸賢の 御 
ホ 巧を を 導 致します 
新 杏化 

主人 謹啓 




スブ 1 ムヒ 1 - 


ブタ 


邦人 惧樂な 自曲亭 

苦 於 mis 芭 . Brooklyn. N.Y. 
ぎブ 一き 晋 74 な 


▲淸 お、 親 城 > 氣樂 N 111 巧 ▼ 

勢州舘 

がみ 拳 佐 乂賴榮 作 

援 5 E • 累を S 字 ま t 

Tel •す 巧 里ち ち 

岩 旧 旅 縮 

一/.:，’ 汪か作 一 

岩 0 で S ニ 置 Si を 
ジ 一. Stuyv 泛 ani 3 苗 1 


一力 旅舘 なめ 

を 國旅鑛 淸水 

1 ち 卓. 雲 sif y 夏 
す 1. wuspehanila W610 

紐 育 旅館 a 巾 S が 

東 四十 了 爵ニ四 二番 
Tel . Caied ミ ia 霉 4 


ボストン 甫 

富 ± 旅 舘大浦 末が 

1 を 巧ミ 夏 S す こ i . 60 庄导 ま ass . 

す 三 . B. 舍 75 


住み 必 地ょ き淸 潔なる 室 

御 下宿 极が 好か 


109 Lexingio こ ve. 
妄 M を . ぎ 2321 


費府 御旅館 

桑 山 淸五郡 

ミ 8 S 言 を 雲 苗 . 雲 aile 韋 ia ぞ ‘ 
TeL Wainut 7 这 一 


細 設備な 善、 鱗 利の 
^ te 賴 -巧理 人、 調理は 日 


お ： = 


7 

おか 

けの 


け 1 . 化 

以狀 .m 

W 測 M 御 ホ 來を涛 つて 
T 居ち ます 


本人 おき 


誦李園 


紐 育 唯一^ n 本 巧貨巧 

片桐化 弟蘭會 

スマ ド ごプ巧 ダク ツー 手 販賣元 





御菓子 舖 

名物 栗 蟹 頭、 驚 餅、 採 羊襄- 
資澤 一思、 廿納 岳、 其 他を 褲 
煎餅 卸小賣 。のし 餅け 前日に 御 
注文を 乞 ふ。 H 本 食 巧 品 及び お 
誌 等 も あ b ます 

.御 注文は 松風 巧 高 儒 
这 W. 巧 th 资 . ジ L Trafalgar 洁 54 


名所 > を蹟 、官廢 其 他見 物 



SJAS 黃产治 巧 ミ を r 舌 li 巧 d._ 

Co 穿 ge 呈 ご互产 

Tel. 宝 写 TSV 1 LII 1 這 8 W 


ロス アン お ルス 

ホ リン ピック 

ホテル 

ニ 7 N S ミす dro St., Los Angeles, Gal. 


レヤ トル 市 

Np 旅纔 

wo 巧- 6 を ><e，wp wftp£ タミ ミ 

惇車驚 前 通 東 ご IT お 側 式 階 建 
H 本 巧 船 切な 取扱が 戶場 送迎 


商業 廬域 中、 む、 緩 領事 端、 H 本 
郵船 其 他级巧 大會祖 巧き 歯 巧 

を 港-^ パ ホブ少 

純 H 本を (時 別間を b ) 

ご 報 巧 祭 自動車 御 ぉ迎申 上ち 

巧ニ呈 ifornia ぎ San 了 ii 夏タ呈 if. 

木 田 ル * ~~ ミン' ク 

1 言 7 3 rtuve. 呈 .置 己呈 ぎを 
Telep す ミすな 王 吉 27 



媛の 蒲燒 わい しい 锁燒 

會席 御料 現 

晝食は 末廣へ 

巧喀 簡便を が 大勉强 


高等 御旅 絡 

昭 巧 

會庸御 料理 


日本 食料品 類 巧 ぴ雜貨 類 卸小賣 
ホ 之 素 大資糊 桑 山廊會 
新刊書 籍雜誌 小間物 日用品 各種 


日本を 巧な 


每タ化 時を 皆 菜 

メ 1 グア ドレ マ 〔年 - 弗〕 


い 東京が 會 

f こ .- ミニ .*. i I ^ 1 A 一 "一 


香箱 巧を 巧 


資グ ー ム自 巧の 巧 あ、 
トブ ンク巧 6 ます 



■新關 業 

腕利きの 巧理 人が 日本人 諸君の 嗜巧じ 適 
すを 巧 理を差 上げます 

版 麵願和 園 

芝居の 前、 芝居 歸 をの 御 集ち じ 最も 適當 
の壤 巧です 是非 御 摄負じ 願 ひます 



こ I - で！ P - 释 € 一ち-— ミ 午是 --1. こ 喔 -f 一 言 ちく 


冬空の 下に 


苗 貝ら れる 男は 立つ た 

ゼロ 君が 聞の 努力 も ゼロじ 終る 
ゼロ 若の タツ ブを 訪れて？〕 


を 梢れ のをに 白莖 をが、 ニグ 
ロが 身資ら をす る。 而か もこれ 
が 化が 第' 一の メトロポリス であ 
る ニ ユ—ョ ー ク だか^ 耐つ たも 
のでむ い。 巧 制寫具 除は】 齊じ 
カメラを 向 パる、 ゼ 。君は こ i 
も ご . 

得意 滿曲 のを ト 盛ん じ 

與太 をが す。 この ニグ 曰の 巨 
淺 マー チンは、 化 置 正に ニ -, H 五 
' 十 封 巧、 身を 六趴； . 一巧、 ゼ U 君 
じ 一友は； れば r 自己の 窓 志に を 
して アメブ 々から アメリカ じ 翰 
入され た 民族の ずな』*」 あ るが 
マ ー テンち は’ この 衆人の 前 じ 
身 貸ら されても 一向 ホ氣 らしく 
城 草を 晦 へて 一一 ャこャ 笑って居 
る . コート を脫か I - * てを リ 隆 々 
じる 筋 お A b をが し、 □を 開ら 
かして 齒 並びの 揃つ た ごこ スま 
で 注 息 閒到じ やって 除けに ゼロ 
ちが、 を々 競 貴に 移る £ 『ク！ 
リッ ゲ繁 をの 巧 おいかん」 等 ど 
ザ 壁を 入れ 4 をが ある。 始めて 
『と 十 お ホ』 ご ロを 朗 った 巧 も あ 
るが、 これは'- 週間の 給 巧で 壁 
張 6 から 家内 掃除、 レン ダ 精み 
をの 化の _ 聞を するどい ふ 

彌み爲 の 値 巧び ご 巧つ 

たので、 ゼ .ロ 君 巧手 じせ や、 結 


局 マ— チンの 競賣は 正 じ 失敕ご 
なつた ので ゼ 。君は 『わ 前の 化 
事 W おる まで タップの 家中の 修 
键じ 雇ム』 どい ふこと でけ b が 
ついた わみ ぎが 本年 四十 五歲じ 
。る 前記 船 巧の 競賣 であるが、 
『自 をは 竊眞を 撮られる こごは 
嫌 ひだ』 ご 流 おじ お閔乂 らし < 
拒絶した ので、 溝 lii の恢 補を 窠 
る i 舆敢じ も 壇 h の 人と i -* つじ 
のは 見る から じ外圍 補ら しい も 
の i ん品 卑しから さる j 二十 四 五 
歲で をを 生や.''' わ 男、 敢然 ど 鎖 
じ 上つ たもの、、 流 巧に わで わ 
で ど ！ ^ て、 窠 I のマァ チンの 樂 
天 的な 失業 ぶら じは 反對 じ、 い 
かじ も 

生活難に 疲れ切っ たか 
の やぅな 態度で ある。 この 巧は 

ン ゲリ） の ョセフ 大學エ 巧を 
卒業し ぃエ學 十で 建築 圖 なみの 
專巧家であるが、 職シ-得られ^:> 
いこと 旣し 五ブ巧 『今日の 際 体 
が 許す 限ら、 でんな 化 事で もし 
たい』 ごい ふので ある 0 I 發買帥 
ゼひ君 も 流石 じ 弱々 しい この 筋 
肉游 働競賣 じ 驚いた やぅで ある 
が、 その 說 巧が 面白い 『諸 香、 
この 人は 建築 圖取 b の專巧 家で 
あります、 この職業を得んため 
じは 巧學 校は 巧 1 らの こど カン 


ッ デの 敎 育が 必要で あらます、 
彼は 遠く パン ボ 91 から 燃 ゆる 
がかき 巧必を 抱きて、 この 自由 
の 天地に 來た 人で あるが 

遂に 職を 得る ことが ぉ 

ホず、 今日 じ 於て はジ ャニタ ー 
でも 事務所 ボ ー ィ’ でも するど 云 
つて 居らます、- 日乂九 時間の 
をす るビ 云つ て 居ります、 諸君 
の 中 じこの 人に 蛾を 與 へる 人は 
あ b ません か、 ナァ 一円 五 巧^ 
ら スタ ー ト しまず、 誰れ か あ b 
ません か』 ど ゼロ 君頻 b じいき 
ろ 立つ が 不幸 じして 一人 もビッ 
ドする人が^:^ぃ、 半み泣ぃた樣 
な 顔を した この 競 資膜補 者は 悄 
がごして 擅を で b た。 巧くて ゼ 
ロ 君の 筋肉 競資猪 一 H の 巧 力は 
正 じ ゼロじ 終つ たみで あるが* 
『今 H の 競 賣は一 禪のデ モンス 
トン^ シ ヨンで あちまず が、 

は 現 化め 

失業 狀態 じして 著しく 

改善され ない 限ら、 この 競賣は 
飽をも 繼績ず る稽ら であらます 
から 苟 くも 勞働 者を 必要 どず る， 
人は でし { 競賣 じ 巧 •頂きた 
い』 と 述べ、 やがて サィド ゥォ I 
1 クじ 立ちがん だ數 巧の 失業者 
のが じは 整理 警官の 間を 縫 ふや 
ぅにして、 再び 貧弱ながら ちヒ 
!ト r 暖 をな b 得る タッ ブの大 I 
廣間じ 引返した。 ゼ 。君 も玄つ 
たか < 、化 壊 買は をの 翌 H から も 
依然 どして 繼 猿され ニ H 目 じは 
ュュ ーョ！ ク ポスト 社が 掃除人 
ホを 五 弗 C 雇 入れた どい ふ 話し 
であを 0 


當 地から 根を 生や •した 

目 比を 座の 新人 達 

役人 畑から 阳 人夏瘍 からは 一人 
靑年會 お 身で 光る 松 田 竹 千 化 君 


日 化み 座の 氣臺じ 立つ て 
大 おふから 御手 拍手 御蜗 みを 願 
ふのを 畢 ホの 大巧と して 居る 化 
諮 ± お忠 者は 帯で 掃'、 厳の 數程 
あらぅ が、 今 巧 弦 選した 阳 む 六 
十六-^ の 選を 中が 育 じ 隅 係がん 
つた V かが 留！ て 居た どかの 人 
人の 中：」 け 巧 要らで ない のらを 
つて 居ら。 をい 所では 組 育總領 
举 からな 務 おを じ。 つじ か 歌 山 
縣の 巾が 銳 さんが ゎる。 W 巧官 
出を ごして は 街， ろ鐵骨 綾々 の 方 
で 幾 恵 內閱當 時 外 巧ち の 政務み 
官 ど。 つたが、 辦カも ぁ b 識見 
ら ある 巧漢で ゎる。 唯 惜しい こ 
どじは 巧疾 のた め-し ッンお 化 護 
± どなつ たから 撫か ； 雑 棋で不 
宮み U こどで あらう。 ホ も-一方 
じは な 木 お 年 翁と 云 ふ 育 目號眞 
さん も 居ろ から 


は 旧 健 ホ 郞男ど 云 ふ 孰れ も 政界 
の ソン 者で あるが、 旧昌 さんけ 
眞お目 な 

一本 繪の兢 人、 勝さん は 
義太夫 熱必 S 獨酌 黨首爾 である 
が歸朝 後大藏 省を 飛び出して' 而 
穴が 市 速 S 女房役 シ 勤めね 宫儀 
奧 ホの ゐる A では あるか、 氣節 
の ある 國± 風の 化 蔑 ± さんだ。 
福 岡縣の 第二 昭か らおた のが 龜 
ホ 伯爵 どやら の 親戚で ホ總 領事 
館に 官 補と してな 巧し 歸朝 後が 
格 省を 罷 めて 臀 らく n 本 電報 通 
信 社 じ 勤めて 居な 赴會は 衆黨中 
でけ 新 智識の 一人で あるか も 知 
れ むい 龜が貫 一郎さん はお 巧ツ 
チヤンの 鎮 々たる もの。 大阪稱 
の 第六區 から 蟲高點 で 飛び おし 
た 化 出 巧 千代 君は 常 地の 

坐 E ザ <$ni 々員で 雜貨 巧の 賣 


巧一對 .、稱 してょ い。 が i 子ぃ Y で わるが、 ナ ー プご 機智 
巧 じ— t をな 人 どして み； げ si であるか 
外 入 3 間に 巧 敬され た。 奥さん 
も 中が？ んじ をけ；； > いぶ 派：： •婦 
入 e あつた。 わかは 駐米 貼お官 
お 身の 田 2 ロさん ど 勝正恶 さんで 
ある 田さん は大藏 畑の 秀才で 事 
I 務み官 ごして は 理想的の 人で あ 
j つたが 若 规內閒 お 解 ど おじ 巧 じ 
I 下らを 庫縣の 巧托帖 からが つて 
I 出た 乃父は 旧 憤ち 巧で 叔父さん 


ら 永く 陣 をでは 甘んじて 居まい 
鹿な 島縣 第一 ニ區 から 當 選し け英 
義 をを はコ ^ — ネ^ — で ぶら. < -し 
て 居た 薩摩 系の-癖々 るん 物、 
巧して ド n ま f がび るかけ 一寸 
疑問で ある。 奕さん け 紐 脊をか 
けの 1 A 掘义俊 君の み 甥で ある 
が 絲朝后 日よ 大學 兼舉監 ごして 
巧 校じ敎 鞭を 執 b 醬化お 長 山 岡 
萬么か 氏の 知遇を 得て 居る ごの 


ことで ある。 

議會 に 巧ヴ る 圖 i ごして 
は 松 田さん ご 兄たら 難く 弟た b 
難い 素質を 髓 へて 居る。 旧さん 
は 帷喔の 謀 將で靜 かじ 政敵を 敗 
る喬 策を 回らす じ 適し、 勝さん 
は 名 證自稱 聊勝氣 が ぁるから 陣 
頭に 乗ら 出して 敵から 一發 否' 一 
拳 頂戴しても 恐れない 勇 ± ごな 
b 得る でぁらぅ。 遮奠 S 戲 一二 敗 
したが 育 巧 雜創ホ 者が、 甲斐 健 
i ち 杳ど 1 て 消息を 結ち、 ラ 
イオン 中が 嘉壽 音が 隧曠 したの 
は 情 じがて 忍びざる ものが わる 
ごは ある 故を のはな し。 


藤 姑を が 巧 ふ 

日本 民謠 

米 人の 期待 卞る 

我等の テノ ー 藤 原義 江 巧が ホ 
る 十八 H ガ n 劇 壌で 開： 音樂會 
は マネ ー デメントの すで 廣くア 
メリ々 ん の社會 じも紹 かさい、 
特に 當が哦 ふが 本の 民 謠は內 外 
んも期待{ る所多く 1, づ れも轿 
作 ものが ぞくを 占め、 作曲 も あ 
代 的で ある だけに、 ぴ つた b 巧 
巧の 胸に 共鹏ら する ものが 多い 
か 己の アメリカ人を お 待して 巧 
化 H 本 ほ 諮の 眞隨を 聞かす のを 
ホ 一興で あらぅ 〔當 化の 入場 切 
巧は H 本人に 對 しては 便宜上 本 
社 じがて 取 巧つ てち る〕 巧ほ當 
巧陈巧 氏が 啦ふ日 ネ民謠 の 歌詞 
の 一部は 左の かし。 

鐘が 鳴 b ます 

化 巧 白が 作詩 
山 旧 耕作 作曲， 


鐘が 鳴 6 まず、- かやの 木 山に 


山は 寒空、 遠 茜 
一つ星 さへ、 もらつ くものを 
じせに、 + T ら b ども， 出て 見 

わ 打 

X . X 

とんぼが へら 

一二 木 覆 風け 詩 
山 巧 耕作 作曲 
すかん ぽ は、 酸 いな 
芽 花のを、 あまい な 
小錐モ 、小 雜卡を 追っ かけろ 
調練 傷の、 巧で 
どん ぼが へつ て、 はねろ 
出船の 渚 

時雨 音 巧 作詩 
中 山 晋ホ巧 曲 

一、 ドン ご ドン VI ドン ど、 波 
を b にして、 いつもよ ニ もよ 
一二 もよ 心 八 もよ ろで ぶばし や 
サシ ど あがつ ね、 総の 潮の、 
潮の あ もらで、 朝 H は、 を ど 
る 

.ニ、 エ ッサ、 エ ッサ、 玉ッザ 

巧 切る ろでは、 見事 くろがね 
をの くろがねを、 波は ためを 
ご ドンと つきあたる、 ドン ご 
ドン VJ 、 トン VJ つきあたる 
ー一一、 風に 帆づ なを、 きら if 
しめて、' か ぢをま はせば、 へ 
さきな を どる、 をで るへ さき 
じ、 身を じげ かけ 6 や、 船は 
お 船の、 港へ もどる 

恩 田 選手が .， 

老雄 y 破る 

セー 五 I A — 六 — で 
ホ國 ィンド— ァ 庭球 選手 權戰 
は 先週 ±曜》 よ b 第と 踰駭 を營 
內じ 於て 舉 巧され て 居る が、 去 
る 巧 曜日 第一 ニ 闽戰じ 於て 日本 乂 
選手 權 お保ちして 居る 恩 田貞一 
君は、 英國の ベテラン である ク 
ロ ー フォ ー ドを 約 ニ 時間 じ 豆ら 
韦— 五、 八— 六の 成績 じて 敗 ゎ 
目 本人の 爲 めじ 大氣擺 を 擧げね 
が當 日は、 紐 育 運動 俱樂 部の 將 
ごして 頗るち 尊視 されて 居た ボ 
. — マン も ホア イダ ロットの 巧め 
じ 1 敗化じ塗れる^をふ番がは 
せを 演じ わ。 


變態性 滑稽 劇 

わ 白粉 巧言. 

水 巧 素 かか 
舞台は すべて わ 先き 眞 暗、 
. 勿論 背 致え 見え や、 登燒 人物 
の聲 はすれ f も娶の 見えの 變 
館 性 ごやら の 滞稽劇 
( 巧 太 ) 親方 タ 、大變 だ { 
嫩吉 巧哥が .£ ぅかした 樣モ だ。 
ジ！ ラ 化 H 米 どやら 云 ふ 新聞 じ 
書いて ある 通 6、 此間大 評が ダ 
ッタ 『お 白が 巧言』 は 或 劇通 さ 
ん から 喜劇 じ やない 『巧言』 だ 
ご 皮肉られて 彌ち 化哥は 背中 じ 
I 巧げ を 流しい ごさ 
( 滿 兵銜 ) ドぃ--^ 倦に 鳥渡 
をせ ろ。 ナァ 。程 流 巧は 俺の 悴 
ホけ あつて 叩き大工 じし もや 見 
上げた もんだ 0 ヲャ 待てょ 
輿 太 これは 何んで い彌吉 け橫义 
宇を 並 V やが つたせ。 無 學の俺 
建 じや鄰 村の 和尙 さんの 讀む御 
經の やうな もので トテモ み y ブ 
3 はねい 。巧？ クライ マツ クス 
ごは 巧んで い、 ウム みつた 暗い 
幕が 下 b る ご 云 ふ シヤレ だな。 


暗い 幕ので b 際 じ お 化が チャ リ 
を乂れ たので 彌 をは 餘ッ 程へ ド 

モドした ご 見える 尤 だ-^ 

しかし 一体 俺 じ や あの お 玉が わ 
白のを 飮 むで 俺達を 擔ぎ ゃわが 
つたの が 癒 位 ひの もので 喜劇で 
も、 笑劇で も、 滑稽 劇で も、 道 
化あ番 でも、 仁か賀 芝居で もナ 
ィシ 曾 巧の 家で も ド ッチで もい 
いんだ。 粥 -1® も眞逆 忘れ やしめ 
い。 條 をち 那じ化 けさせて 『向 
ふ漠 町の お 箱 荷さん へ』 と 舞臺 
で ステ、 n を； 落 踊れ ど耶か < 
しもな < 化 親に おつて 指圖 をし 
た 位 ひだから マア 最初から 自を 
で 道化 芝居を 興 巧す る 穂 だブた 
に 違る ね —— なわ 巧 太 
(お 化) 漲 まさん I 何も 日米 
の 村岡大 先生 じ 墨を すらな < ッ 
たつてもい{よ。 ソンナラなせ 
かがさん から 彌 をを 買 ひじ ホた 
時に 男らしく 渡して 化 舞は なか 
つたの さ。 る！ つ 誰が 誰れ に 村 
岡大 先生を 彌 をさん じ 推薦し わ 
ん だね。 みたしなん ぞはド ッチ 
へ轉 ばう が 向 ふ 河岸の 火事 さ、 
よして おくむ よ 面白く もない 誰 
も 色 巧 じ やな b たい もの さ。 廳 
広ハ衞 さんの 文句 じ やない が满ん 
だ わ 茶を だよ I 

(わ 玉) ァ 、厭 だく 彌吉さ 

んは 如何し ねんだら うね 

わ 前 經頭じ 峻ひッ が < ご 云 ふの 

は 嘘で 本 當じ優 頭を なべ 

るの な b わ 互に 仲 巧く 半を 宛に 

しやう じ やない か 『添削 

させた』 ど 一玄 ふ 其 筆で なせ 『添 
削して 賞つ ね』 ご壽 かないの さ 
お前は ホれ でよ からう が 夫れ で 
は 監督さん 始め 皆ん なへ アン マ 
rty /1\ 

お 玉 眞劍じ 泣く、 彌杳 腐を 紐 
むで 無表情、 わ 化 冷笑す る、 
彌兵 衛考へ 込む、 輿太ト ボヶ 
片 、ッ n へ か尙が ビョィ V 」 お 
て 

{和 お) 南無 阿顯陀 佛々々 々 
ャ レ^^.^ 瞧界 はうる さい もの お 
ゃ靖無 阿爾陀 沸々々々 

お念娜 のま ミで 幕が 下 b れげ 
道化 芝居 も 間が おけずに 濟ん 
たものを 誰かが 變んな 臺詞を 
並べた ので 今度は 旦那 迄が 舞 
台の 裏から 飛んで 出て 白みで 
木を 入れ 

XXX 

(县那 ) 幕に しろ-^^^ (但し 
罪のない 駐物 •人 大喜び おず 喝 
采) 

♦こんな こピ もを る參 

新案 「佛前 結婚」 

近 ごろ 流 巧の 神前結婚 じ對抗 
ずるた め、 佛前 結婚を 巧 かやう 
とい ふので、 京都の 淨 十： 宗總本 
山 知恩院 では、 式の 順 巧を の 化 
の 規則を 巧 &、 まづわ 手ぶ を 示 
すため、 一巧 早々 新郎新婦の モ 
デ 火を 化 ひ、 明年 九十と 歳の 山 
下老 管長が 戒 ま、 即も緣 結の 役 
を 勤め、 巧 おが じよる 模擬 お婚 
式を 知 恩院の 本堂で 舉げる こご 
じ a つた。 この 儀式の 特色は 本 
阿 爾陀如 ホの 前で まを 巧 ひ、 で 
ンゲ ー デ •， ングの 化ち じ 結婚 
巧教 をを 换 させ や ふごい ふので 


ある* 
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る 巧 


証 底 率て 期智 なべの び 操し おは 
し 的を 最間識 磯き 修速縱 自師タ 
感 技る もじを 關が得 巧 法 動を •年 
ま術徽 能し 短 的 要ず を 及 車聘の 
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まを 新 蒼 縱 


【 H 曜 水】 日 四十 巧 H 年 S 和昭. 【四 





▼鄕里 送を 及び ホ 送を (無手 あ 巧) > 巧6 
巧替賣 買、 荷巧替 取組 取 ホ、 憤 用が 發 
巧 等 一 お 象け 業務 巧 巧 巧 じ 取が 可 比 侯 

g 賦臺灣 銀 巧— お 張 所 

本店 霉 機を 化 

ちを 巧 巧、 橫镇 、太 あ、 神タ 、上海、 巧 
ロ、 福掛 、廈 巧、 細 巧、 香港、 廣 な、 新 

嘉坡 、スラ パヤ 、ズ マラン， バタ ビヤ、 を 買 
々グ 々ッタ 、僚を、 其み 薑潰 十四 ヶ巧 

一、 資本を 畳糧圃 (を 額撕込 お) 

一、 稽 立を 九 千 九が ぶ 十萬圓 

內化 本を 巧 U 橫濱 (ネ 巧) 東を 大阪 
神 タ援瞄 下 顆を古 唐 

橫鑽ぶ 金銀 巧— 支 巧 

ホ 国 をち 巧：：：：： 桑港羅 巧が 巧 巧を 
巧 化 世 巧を 國 重を 郝巿 二ち 巧を， 术ン' 
ス 有さ 疾 


本 .巧 大阪 化濱五 T 目— i 
が 育支庙 紐育ブ d 1 ドかゴ ー 亩 四十 么巧 

鱗 住ぶ 銀 巧 

3^ 弓 (東を* 横 お、 名を 馬、 京都" 神戶 
■^1 尾ノ 逆、 廣 島、 吳 、柳 井、 下ノ賴 
地 支 巧 (門 司、 ホ 倉、 巧 お、 帷 多、 乂留乂 等 
本圖預 を、 鄕里 送を 等は おめ 
て 御 便利 巧 速 じ 御 取扱 巧 中 お 

本な 朝鮮 巧が 

ま 巧 ぉお 巧は H 本 巧 地の 樞要都 ホ、 朝鮮 
滿洲 、支那のを 地 及び 滿结 巧德 

朝鮮 艱巧紐 脊お張 所 

外 固爲替 一般 銀 巧を 務靖 々御 巧 利 じな 扱 巧 

申上戾 


藤本 證券 會か 

一般ち 惜莊 巧ノ賣 買、 引を、 黨集 
ムを 触、 並-一を i ス こ切ノ 業を 

S 藤本 ビ； ？？ 銀 巧 

紐. 育 お 張が 


淘お黑 、鎌 貨卸賣 

寐村ブ う ザ ー ス 


自慟 車運轉 ぶ 修理 巧を 
H 本人の 敎帥 じの b 親 
切 じあ 授 す、 混 雜の道 
路も宫 由 一 
操縦が 巧 ホ 
る樣 じな I 
_ まずを が 保 
証、 就 磯口 澤お晝 巧 
敎巧用 じ クライス ラ， 

一 化 二八 年 型を 使用 
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錢 


貴 ♦金製 ナ 4 フ銳筆 類 

を 

* 聲 金剛石 扫金胸 錦 類 
寶鲁 金銀 製烟草 入を 種 

巧 

商 令 美麗な ピン 時計 鑛 


▲最新 巧を 等設樵 供を の 毯富巧 巧 もる は 乘組良 
の 熟 揉 親切 下 寧 ミ 共に なおめ 誇 ミず る おで 寸 
▲を 社 おや 薄 おお 一二 答殼備 じを 部 革が 巧を 夏み 
がしました、 巧に を 市 おを 如を は 巧 請ッ * S 
ス トサ ー ド 义はス チェ ザント クラ ダス 巧 上の 
巧 値お備 へて 裙づ をず 

# を 港 お 帆 ホ/ ググ經 か 【 E す 出帆】 


春洋化 
西 比 利亞乂 
大が义 
天洋み 
n ア乂 


云 巧 化 一日 
四 g 十一 日 
四 巧廿を H 

五 巧 九日 OT 
五ち 廿一 二日 T 


S 

1 


® シアトル お既 〔午前 十 時 お 化】 が 
靜詞 .見 四ち 五日 7’ 
橫漬丸 四 暑 一日 g 
が寶 化 五 丹 十六 日脚 

® を 致 度 日本 巧 街 的 が 
化 致 も 一二 巧す 三 9 
棲 名 も 巧 お ホ a 
A お 青巧晚 ち 奈馬縣 を a を 巧 實物錯 1 诗ニ圃 
A 薄 道が 符 i 勞其錐 萬ぎ お 深を に 鄉歇舒 ホ 持 
▲たお 浮 大儀 摇會せ 乘結巧 辖鄉读 をに 取 計まず 


シア h が出贼 (午前 十薛) 
あら ば ま 化 四 巧 十日 
あ ふら か乂 五目 二日 
るん でん あ (がをお 饥 四月 一日 
ザ-等 横 潰 一み 五赌 

化し ば リ寸丸 るん ごん かは， 一 五 五 巧 
▼一二 菩- 日本 行.， お 五 巧を 室‘ おな 措を 絞 寓多弦 
T 御を 望に 巧り 一等 割引を 復 切なを 巧 致 巧 お 

ロスアンゼルス あ 帆 (午後 一二 時) 
さんごす 化 四 巧 二日 
まじら か 五ち ニ 曰 
►一筆 横濱 二三 C * 化は わい 化 まじら か 一空 巧 
マ择 がご 一莲 日本 巧 五十 化 鶏！ ►一二 等 旨 本 巧 五十 定巧 
マみ潘羅商巧滿を切符廣窒券購乂^旋をリぉ 
►が 育 線 パナマ 經ホ 日本ち 那巧貨 衡が月 一巧 


日本 陶潑 器雜賞 

ラム プ卸賣 

奈良寶 易商會 


R 本陶破 黑雜貨 類卸賣 

ホ元ブ タザ— ス 


り 本吳服 反顿キ モノ 
テ — フルク ロ ー ス攘 

諸雜貨 卸商 

I 賊 日本 ドライ グ！ ブ蘭會 

特別 廉懼で 大勉强 新 流 巧は 當 巧の 巧を 


1 遇五巧あ八弛、 一 
人乂は 二人に 適す、 
ホ 遊へ 十 巧 タイ ムス 3 ク n ヤ！ 
へ廿 五を 電話 カン バラン ド呈三 I 
1 云 量 F Bro 量。 黒 帖梅モ 


ムノ H<r 

参 獅野壽 お 氏 化 シがク 紐 向 ま 
巧み 長、 夫人 同伴 十 直 H お發西 
朽 S 十 H を 港 ホ 帆の プ レジ デン 
•タフト 巧に て 一げ 歸朝 
•上 旧 喜华氏 を 刚商爵 紐 育 お 
張 所を、 ま月廿 四り ォリン ビッ 
ク号 じて 渡 株 ホ 巧 中か歸 がの も 
巧に 不が 中は 巧 巧 所長 靑 木が S 
氏 事務を 取も當 
■を 閒某お 氏國際 聯盟り 本勞 
働 事 あ 所長、 十. 一二 日 午後 八時ィ 
デフ ランス 号 じて 着が 
■お 橋 茂 氏 當が德 爾事お 書記 
を、 パバナ 開催の 窺 ニみ 闽際移 
民會 講じ 出席の 爲め ホる 十二 H 
が 育 出發約 一ヶ月 半滯 巧の 篱尙 
ほ 閲巧不 巧 中の 事務は 矢 野 領事 
官 補が 臨時 擔 なする ホ 
♦み 山 巧を 巧 市內西 四十み T 
目 六十 七 番明化 山 洋服 商會 ま、 
商用を 帶い 四月 初旬 當地 お發間 
巧 十-日 桑 港 出帆の 西 比 利亟乂 
にて 一時 歸 朝の 豫を 
0 r ◊ 

I 日本 巧タ— 瓜 一 

◊ 0 

締切 紐 育 本局 午後と 時半 

ご 一巧 十乂日 桑 潘經由 

プレジデント e 一 リツ ン号 

H 巧 甘 一 B 沙港經 を 

プレジデント •ジャクソン 号 

互 巧を 二日 沙港經 由 
ミき わみ 


•尋人 一時 津輕 東洋 巧 ミ 共に 

户ミ八 トン ブレ 1 ス九 十八番 地 
じがて 靈動 思念 術 級 習 所を 經營 
せる 服 都 龜么助 巧 現住所 御存の 
ホは ま 急み 社へ 御 一報を た ふ 
が 育 新報 社 營業韻 


斬 ダ！ 厶 

夏 壌 新 ま ゲ—ム 及 是れじ 使用 
する 謡 道具 格 まじて 御需 めじ 
應 や、 な 種類な 上の-ダ！ ムあ 
値段 目録 ま 御 學みじ 由ち 送る 
左へ 御 熙をぜ あれ 
き ilam 害 含 E . 芭 h Sire 其 

すまさ 『 k 享 


キ ヤン デイ 敎授 

ネ ヤン デイ 鎮 、フン レ チ ベス 
トリ—、 ウよツ テン ク渡バ I ス 
デ一 ヶ！ キ 、其 他ネ ヤン ディ 花 
菓子 等の 造を ホを 襄夜兩 碑 じを 
もて 敎巧 します、 希 祟 者には 目 
錄 J を 進呈し ます 委細は 左へ 
ぎ 互を r ぞ ti 宜二芸 Lex 量 呈 &ve. 


を 二人 用 じ 適する 自炊 
雲脯及湯殿付室及 
格 巧なる 單室淸 潔廣敲 じして を 
遙巧 る藉巧 (栗 原) 

さ 3 去 . 三 ザ d St. Tel. Bsdh ミ St 是 3 B 


巧 禍 スペシャル 


化み かんかけ 
かき もも 
盛 せんべい 類 
其 極 


が 桐 兄弟 商會 


新着 

蒸ず る も 

! 袋 十 お 触 

軟 かじして 自然の ホを 失は や 
魄 酌の' 肴 御飯の お菜 じ適當 

品質 本 短 


桑 3 屬巧 

ご 4 夏 T 芸を ST : K . Y . G ’ 
phi. す gents 岩 ■ 證 H 


賣 度。 いバ unt 嫂 

リバ アサィド パ— クの夏 邊賣度 

し、 ロ^グ タ クン ♦ダ 1， ム じて 

獨 占、 巧 構へは 間口が 國吹奥 巧 
十 あ 巧 委細は 左へ 手が じて を 
涉 をむ 

互 n 广 J . Spf , C 打 贾 まを de すみ 

を ri 琶黃 ま ass ‘ 


送別 會 

掘巧颤 君を ホ 二十と 年間 じ 直. 
を 美衝寫 眞め硏 究じ從 事せられ 
居煩處 今晒歸 朝せられ 候 擧ご相 
成不 H ぉを 薇 致 候 由 じあ 之る 人 
相 謀ち 其 巧を おじ 仕 镑爲め 左記 
の 通ら 送が 曾 相 催 お 間 奮つ て 御 
ぉ 席 截下度 乍略義 0 紙上 御ま內 
申 上が 敬具 

昭和 一一 一年 一二 巧と H 
時 U .1 ニ 巧 十と 日 午後と 時 
瘍 巧巧亭 太陽 
會薬 一ん 一二 弗 
發起人 


お 垣を お郎 
ホ 柴德を 
氷を 涉ご一 
永な 兼あ郞 


川が 香藏 
を 西 龍 雄 
ホ 星 美 磨 次 
中 山 武夫 
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: 斬 M 


柄 巧 


資本を 養 億 閣 
拂这瓣 資本を 六 千’ 萬圓 
秘 立を 六千齋 巧萬圓 

餘賊ニ 弄銀朽 f ち 巧 

本店 東を ホ 目 本橋區 本ず ぉ时 五を 化一號 

で 巧 小 辟 日本 橋を 內 (豪 護 

名ぶ 屢 京都 大阪巧 (大 ぁ〕 巧 ロ 
媽島下 關巧司 おお お 岡を 的 
I 上が 倫が 孟贸巧 水 

随 出入 爲 を， 電信 送を、 ホ 送を’ 旅 巧 信用が 
巧 菜 信用 狀其化 一般 お巧莱 ■ ■ 

人餅賦 S 義銀 巧— 支店 

鄕ぁ 送を ハ 日本を 化 無手 お 巧？ 迅ま取 巧 
本店 巧を (定期 通知 ノニ秘 ) 御 犀利な 圾 
本 支店 まを (本 巧)、 大阪 、掉戶 、京都 


-r - - • I 10 


> — 1 1 ミ-; \ ニ 


晚杳坡 每ニ週 一巧 巧 帆 

▲で ム プレス お 西な 三 r を 0 巧) 

• 四 巧と 日 

▲で ム ブレス 西細亞 (一二ろ 00 お) 

巧巧サ 六日 

A でム プレス 加 お 太 0 另 •空 0 喷) 

ぶ 巧 十と H 

A ぶム プレス 露 西 歯 ご 男 ふ 客增〕 

六 巧と H 
一等、 二等、 一二 等 及び 下等 客 設備 
最大、 善 お、 をげ 走の 東洋が 巧 船 ' 


日本 题船會 を (並 ニを 教道 食を) 

化理 店巧瞒 兄弟 蘭會 

乘窜 ''乗 畿甸 巧が じ 小猜物 運送 猶巧巧 じ联搔 申します 


精々 勉强巧 化 御 引 立願 上 候 

陶 减器雜 貨卸賣 

春 巧廊會 


- 

? ナメ！ 力！ の特を 

日本人 かお 買物 じは 特別 掛 員を 置き 無 
巧で 御 案内 致ず 電話 文は お 手が か 第 御 
訪間 しで 御 便宜を 計ら 巧め ての お 方 じ 
對 しては 特に 注意 致しまず から 遅 非 お 
立 寄ろ 臧ひ 升、 巿內 配達は 勿論 H 本 其 
他を 地 宛の お 荷物 發 送は 當 方で 致し 巧 

シ ， 3 ン ワ ナメ！ 力 ^ — 


ハィカラ £^紳± は 

化 立 服 をな しまず 

夫れ は 宜く身 じを ひ、 を 掛けは 宜 く、 を 
して お 巧を ょら も 長持ちす る 事を かつて 
るからで ず。 弊 巧は タ數 り 米 紳± の 御用 
を まつて 居ます。 

n 化廣 をに て 御 ホ 巧の ホ じは 

ホを 割引を します h 
御 注 交の お 何 じ 係 はら や 巧 も 巧 一度 ホて 
見て 下さい • 

ウオ ルカー エンド フロ リオ 巧 服 店 


夏場 グ 1 ム 向き 

今回 上記のを じ 移轉し B ぶ 及び 獨逸 製玩 
具， 雜貨 度び 陶器 類 等 夏 塔 おき 品を 部な 
揃へ 陳 巧して 居ます から 御 ホが の 節は 是 
非 御 立 をら 巧】 覺を 願ます 

子— デル エンド シ厶 メル 


y タ 


藤 原義な 獨唱會 . 

入 壌 巧 セ 十五 仙 一巧 十 仙 

- 弗 ホ 十五 仙 ニ 弗廿袖 

S 月 十八 日 .(日曜日〕 午後 八 時 ザみ 

加けけ£^:??ぃ ガロー劇瘍じ，て 

切符 取扱 所 紐 育が 報 社 



H 本陶 黑雜貨 
ドラィ グ ー ブが 販賣 

錄賦残 木 桃 ホ 組 

M 001, MOMOZOI , Co ., Inp 
105-户 16 を S 产， N . Y •ぎぎ yvesant 黄 95 和 7 


上下 兩院じ 由 積 •して 居る 

移民法 巧び 歸化 法改正 案 

片 ツ 端から 撮み おず 珍 案""^ ある 


第と 十 聯巧 薄會に 提出 さ 
れた 現が 移民法々 び歸化 法の な 
正 案は 目 ド 山の かく 上 ド 巧院の 
を 員會じ 山 横して 居る が 德封四 
ホ 巧を じ 上 b 巧 まま も あれば 法 
がま も あ b 咎證員 が あ ひ -じ 
考へ 化いた 隨を證 まどして 提出 
して 居る がちめ にを 員會で 統一 
整 巧を なす じ 非常の 手數 ご 時 ロ 
どを 要しつ i ある 模樣か 見える 
例の 排 H 證 員の 榮 冠を. 損いて 居 
る ド 院のジ a ン ソン 氏は 流石に 
ぞ年趁 技巧び 歸 化を 貴投 どして 
络を 中の 媒威 者で ある ホけ じ 相 
當 おおの ある 提案を 試み 現じ 一 
巧 十日 附歸化 法改正 まの おきは 
上院の ジョンソン 氏と 巧 應し同 
時 じ 殆んど 

岡 文の 法律な 正 まどな っ 
て 上下 兩 おの 委拉會 にお 現した 
が 是れは 通過 S 可能 牲を ちし 居 
b 千 化 巧 二十の 年の な 化 移民法 
のか < 現わ 歸化法 S 骨子 じな 正 
を 加へ じ 法 傅を である。 勿静 B 
本人 じは なおを 攀 なき 法 禅では 
をる が 外人 歸 化を 巌正 じか 締ま 
も 劣等な を ほの 歸 化を 巧 止せむ 
ごず る 意志は 瞭が Vj 見ぇて 居る 
タ併該 改正 まには 東部 她ホ殊 じ 
お 育 ホ 面の 議員から 强硬 ド* 反掛 
論が を 框 される セ あらぅ V - 観測 
一され る。 歸化 法-部 改正案 中 下 
j 院議 員 ダィャ ァ 氏の 提案た る 化 
I 巧大戰 じを 加した るか 人に 對し 
一て は 『ホ 民た をの 資格な き』 外 
I 人た る 字 巧を が廢し 個み 妻子が 
『歸化 不能』 の 外人なら ミ も 非を 
率 移は ごして 入 國の權 利を あ ふ 
べし。 換言すれば 化を 大戰當 時 

歸 化を 許 巧せ る 趣意を 徹 
おせ しむべし ど 云 ふ 頗るを 平な 
提案で あるが、 是れじ おしては 
西部 及び 巧 部の 議員 中が 割 論 ま 
タ から わ ど 期が されて 居る。 パ 
ゥス ビこ 二十 号玄稱 する 下院の 
ブラントン 巧の 提議は ザ ツ端か 
ら移 おを 摄み 出す 珍まで ある。 
第一 入國 移民を 千 九ち！ 二十ち 年 
一月 一日まで 絕逊じ 禁止す る 0 
第二 化巧乂 戰中徵 兵に 應サ ざら 
わが 爲 めじ 歸 化を 回避せ るみ 乂 
を-人ら 殘ら 中を 逐 する。 第一 ニ 
なお 外人の 米 固化を 官憲の 手に 
依らて 巧 ふ。 第 四 加を 太 及び メ 
^ネ シコの 移を を 年々 臨時 じ又國 
せしめて 農園 か畜モ 面じ勞 働せ 
しめ 一ぶ の巧留 期限 後は 本國じ 
送 建す ると 云ム がを のょ い 提案 
でを る。 斯 かる まは 

I 恐ら < 葬られて 仕 翁 ふで 
あらぅ が、 が 育掛 逃が 議員 サバ 
ス 巧の 提 おし たま子の ホを 率 移 
た 待遇 まは 人道 上當 がで をる ど 
貸 成す る 一方 じは 移民 遞戚 論ち 
の 数 巧なる 反對が ある。 ァ 'スク 
玉グ 巧の 登錄を まも 前請會 W 巧 
引纔 いて プツ ツユされ てち 4 が 
是 れはジ I * ン ソン 氏の か 人 化を 
ホ おど 共 じ 巧に 注な を 要 乎る 法 
一律まで ある。 上院 侧 じけ 移民 础 
j でけ ない が ィン デ グ ナ がの フツ 
; ソン 巧から を 華な お、 外人 妻子 
I 乂國接 か、 學 年取が 等に 關すも 


提案 0 か、 キング 氏の 船員 入國 
取締、 リ ー ド ( ペン 州) 氏の 敎師 
の 入 固を を あ。 らしむ る 提案、 

コ ー ゾラン ド 氏のを が 度 人を 白 
人 ご 認定して 歸 化を 可能なら し 
めむ どす る 提案. マツ ケブア 巧 
のが 人综 化强满 ぶび 强制 英語 敎 
育 案、 ヲブド 八 氏の か 乂ご結 城 
せる 爲 めじ 失へ る 婦人の 巿民權 
を 離婚 後恢 化する 案 U どが をる 

■■■-. J'l-umJJ 

日 庭俱樂 謂で 

會員 y 募集 

庭球 開が は ホ 巧より 
庭球 季節ら が ニ 遇 間に 迫 まつ 
て來 ゎので 當邮 唯一の 庭球 閒体 
で ゎる 日本 庭球 供樂 部で け廣く 
化 紐の 巧 好を 餐 .募つ て輸 快じシ 
! ズンを 終らん ごの 討 蕾を 倒て 
新 會員裳 集に 着手した 由で ぁる 
が、 同惧樂 部は 巧 年實费 ホ義で 
述し會 盤 一ヶ年 一二 十五 弗、 巧 用 
31 トー こ 渦、 使用 H は n 曜 、を 
H は 午後】 時よ^、 ± 曜日は 午 
後ニ時よ^孰れもタ刻迄， 镇所 
さ Ijm 二十 八 了 目ち フロ 1 ドゥ 

で ミ*^ のア。 1 へ ブドゴ fb で 

ぁ もが ラ ツ々！ 、潑 室の 設備 も 
完備して 居る。 而 して 本年度の 
シ！ ズン 開始は 來る四 巧 一日 
.( H 曜 U ) よも ど 巧を し 居ち 同が 
め ± はか 擦 第五 巧 一巧 一番 春 田 
な會巧 抓湊视 正を を 申这 まれ 化 
しどの； である 0 


新シゃ トル 領事 

沙港 領事 川が 博 氏歸朝 後缺員 
の 儘 ごな つて 居た が、 最近が 構 
報じ 化れば 蒂廚 大使館 S 等黃記 
宮岡 本季正 氏が を 巧を 命 やらむ 
た。 岡 本 書記官は を 大ぁ 身で 支 
那 、英屬 方面に 外を 官補 として 
巧 任し-度 本省 じ轉じ 夏ら じ 華 
府 詰を 命せられ た A で ホ 人は 柳 
澤化 のか 攫で ぁると。 

同志 社 校ぶ 會 

日銀 監督 お演岡 五雄を 歸 朝な 
ホ中絕 して 居 じ 京都 ぉ 志 社 お 身 
者の 會合 はあく 歸辆 する 日本 綿 
花 お 貴 宇を 巧の 送別を 兼ねて ホ 
る廿 一 日 午後 六時册 みょ b 日本 
お樂 部に がて 開催す ベ < '會豐 は 
一二 巧 五十 他 (但し 學 生じ 限を ザ 
巧 五十 仙) ホ 壊： 者は 惧樂嫌 宛 じ 
申込 まれた しご。 

藤 原義 江 巧 着 紐 

『我等の テナ ァ』 滕巧義 江 氏は 
ホる 十八 H ガ 0 1 劇 塔 じがて 濁 
哨會を 開くべく 今 執 おが 古を 經 

て 眷紐底 じ ホブ作 マジぶ ステ 
ツクに 投宿した が 獨唔會 後ゲネ 
クタ ア 蓄音器 會 社の 招聘 じ應じ 

て レ 3 — ド 吹 达の爲 め ネャム デ 

ン じを く當 C 


小川 伊勢田 類燒 

去る 十 H 午後 ニ 時半 コネ— ァ 
ィブ ン ドサ ） フ巧六 巧 十四を 化 
小川 伊勢 旧 商 曾 隣 あょ b 巧が ぉ 
火した ので 消 巧 じ 巧め たも も 小 
川が 勢 曲がを はお 焼を をれ 得 や 
ザ烧 お 上の 損害を被 つたが 幸に 
負傷者 等は じかつた 由。 目下 福 
番 調を 中。 




THE JAPANESE 
!2 W. 17th St., New York 口 ty 
Telephone, Watkins 2909-10 
Piihiished Semi-W 化 Idy by 
JAPANESE TIMES CO. 

S. Midzutani, Proprietor and 
Publisher 

Subscription Kates: 5c. a 

copy. $5.00 per year, postage 
included. 

Entered as second class mat- 
ter March 2 ん 19 ロ ， Post O レ 
行 cc at New Vork, N. Y., and の 
か 8 Act of Mavch 3, tS 巧 . 


レツ'-/:、 T 成 ロ 一 

ニを 劑巧巧 i 

uiKKay 

Te!. Wo け h 0 が 1 

H.srsslw. 1 

303 Fifth Ave^ 

Tcl. Caledonia 4101 

巧 巧 無事 株を 曾賺雜 育ま 巧 
Uchida Trading Co., Inc. 
291 Broadway, 

Tel. Worth 1576 

島 貿お巧 ま會を 
Shuna Trading Ltd. 

Telephone Rector 1484 

巧 ま會化 ホ 尾巧會 
Akawo & Co., Ltd., 

29 百 巧れ h Ave*, 

Tel. Caledonia 9758-59 

ホ 倉 製 おが 蹟巧式 食 化 
Katakura & Co., Ltd., 
225 5th Atcdu も 
TeL A ホ ! and 4546 ぶの 9 

Japanese-American Hews Service 

日本 電報 通信社 

化留 のめ 治 巧、 貪荣ホ あが ホの 
事 巧を 迅ま 且つ 確 黄に 巧 道す 

每日 入を 一ヶ月 巧 金 五十 ホ 

•• 

Tokyo Adveiiising Agency 

艮ネ巧 聞 雑な 煤吿ー 化な 扱 
12 W が t 17 出み r が t 
Telephones Waitkins 2909-10 

— ^ 

に Mikimo ゎ 
Mik;mo ゎ Fear レ 
535 Fifth Avenue 
T«l. Vanderbilt 2519 

が脊 日本人 會 
The Japa 日 巧 e む sociation 
2 如 W がけ 7 化 化 eet 
Tel. Columbus 郎 78-77 

H 共 巧 ま 食 社 
代理 巧 
を 巧が 會 
120 Bwadway, N. Y. 0. Te し ftedor 巧 84 
faciory; 208 Rawson St. L. 1. City 

淺巧 物を 贼會 な 
Asano Bussan Company 

Room 801-805 
165 Broadway 
TeS. Cort.landt 8047 >8052 

大 をな お育ま 巧 
Okuira & Co リ 

30 Church St., 

Tc!. Cortlandt 2292-93-94 

Pau! 1C. M. Thomas 

Adivertumg Coims«P 

i 20 巧 Tribune む itding 巧 4 わ ssu か . 

1 Tel. Seekmsn 巧 巧 

巧な 洲掛滋 株 ま會社 
がを 事 お 所 

Sou 化 Manchuria R. R. Co リ 

Room 202 も Cana ぷ an Pacific BM み 
342 Madison Ave. 

TeK Vemd が biU 4 ロ 5 

ミ 井 物を 賊會神 
お 巧 まな 
M な 8ui 在 Co., 

6d Broadway, 

Tel. Bowling Green 7520 

乂巧痴 事 巧 ま會赴 

Kuhara Trading Co., 
30 Church St., 

Te!. Cordandt 4550 

株式 會 かお 井 巧 巧 
紐 育まな 
Iwai & Co., 

Woolworth Building. 

了 el. Whitehal! 6040 

H を 商事 株 ま會社 
が 育 支店 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

(M な sub;,hi Co., Lt ん） 
120 Broadway 
Tel. Rector 2560-2564 

巧 ま會を 

山中 巧 會紐育 支 巧 

\ amanaka Qc uo., 
680 Fifth Ave., 
Tel. Circle 4 刖 4 

日本 綿 化な ホを 肚 
紐 巧ち 巧 

Japan Cotton Trading Co., Ltd., 
25 Ma ぶ ■ 〇 !) Avemi ら 
Te!, Mad, Sq- 369 目 

曰 米 生糸 株式を な 
紐 育ま 巧 
NiCHI-BEI KHTG け郎 が IKI が巧 が 
がに H し BEI のげ 0 C 化 , LTD.l 
1 Parle Avenue, 

Tel. A,hland 62 が - 4 了ィ S-49 

# 戶 鈴 木が 巧 
紐 育ま 巧 

Suzuki & Co • ，いん， （ Kobe) 

2 之 0 Broadw が， 

* 1 
TeL Cortlandt 1149-50-51-52-53 

日本 库糸 巧を 會赶 
紐 育ま 巧 
Morimura わ お & 0 〇.|& 巧 nts 

44 East 23ni S し 

Tel. Ashland 5320 

原を 名會せ 
が 育 支 巧 
Hara 足 Co., 

443 Fourth Ave^ 
Te!, Caledonia 7830-35 

Gosho Corporation, 

SUk impo け er み 
が E が t S4 化か re«t 
TeL Ashland がが 9! 
Gosho Co^ !nc ‘， 

Co れ o 。 Exp<Hrter, 

か Beav' 巧 S し 

T か Bowhnjr Green 8806-06 

大度 朝日 ニ 東京 朝日 1 大阪お 日 ニち 巧 日 H 

か 巧 ま 巧 ! 鉛 木 H 郞 

Osaka \sahi Osaka Mainichi 

Room 308 World Btulding j 407 Tribune BuiUling 

Ted. Boekman 4 另 60 TcL BeoLman 4259 


mMk 




MiSLftii! 


去 知 


、 一' •ブ 

ニ^ r *- >•, r . こ 


一山 ^^^ お 




iliiiiaiiii 



I お 折、 4_'- 

VOU も N0J435 


巧 VH, 甲 , 


子み て； けが .. 、 ' 。 がて - 5 


がお ^ ザタ ‘ 




⑩ ft ? S 雌 贈が 姐 im で 巧 


:墙户 平’^ ， 哉 封 ii :: 非 U グゴ 

SATURB が， MAR 即 りけ 巧 




巧 京巧笔 十四日 巧 = 故ん な 巧 親 书棺前 おは 十 己 H 午前 十一 


時 三十を ホ 被 離宮 じか b 巧は せられ 秩 父、 离化兩 苗 殿 ドを おめ 
巧 親の 方々 の 邮參集 あ b ， 午が 攀帖 ザ狗柩 は巧陛 ドが 見送 b の 
中を 離 お出 獲、 秩父宮 、乂逸 お 朝 鋪壬殿 ト等御 葬 則に 加 はらせ 
られ 午後 一が 豐島 ヶ丘が 煤 着、 を 皇族 ホ 內關を 大巧 等 S 円 名 御 
葬 おじを 列し を 悼裡じ 午後 四時を をを （終へ させられた。 この 
U 化ての 娛樂诺 は雜ん でが 巧した。 


特別 議會を 前にした 政界 


某 重大 事件で 密議. 

東京 特電 十六 曰發 H。 某 重大 事件に 關 しが 法大 
官 連は 昨 H 午後より 密議を 凝して 巧る 0 

巧 京 お 蟹 十六 日坡 .'==== U 本勞農 換わ 巧 袖 大山 挪夫 おは タ 叙の 


志. こ 化-し 下 お縣化 山で 横ぶ され だが 結 W 火山 氏 だけ 釋 なさる 
を 京 〔聯合】 十を 日發 = 總逃 擧ん當 時巧蚁 府^ 攻 をからな 


- 1 》 ■ — ィ Mr fj ィ.％ . 

體 にまで A ぼした 个協 义胜な 蹲に 細聯 しを 國に任 b あ 隙 あ 想 者 
の 乂檢舉 め 6、 當 化の 無を お议爲 本部、 無 ま 新锁化 等に 蠻官ょ 
b 瞄 おさむ 埼お縣 にて 十二を、 大阪 巧では 化を めか 勞農黛 領袖 
ら檢躬 さいた。 


賞 業 同 おを が奔 をして 


中立 派の 聯鹽 組織 


望月. こ 旧 川に ロ說 かれる 武 藤氏 
ま 京 巧を 十六 日發 = 遵 H 遞相 d 武藤山 お 氏に お 同 動 化を 懇 
請し：：： .^，武胁化は自おの换策貨瑞をお張した、 このキ張は豫算 
の 七 じ 出現す るを である。 

東京 特電 十五 日發 = 中な 跟と 糾合して 聯盟を が 織し 政が の 
バランス •ォゾ •パ 7 — をぶ をに 据 るべ く旣じ 十をから 十一 名 
の赞 M おが も b 巧を 问志 曾が 薄ら 奔を しつ、〜 あるが これに 關聯 
しが 崎れ 雄 氏の 懐 パで 今ぶ 選學 にを 逃した 旧 川 火言郞 巧は を 新 
俱樂 部を 化を して 大 がに なき 武陈 山を を， こ會 見すべく 同 时じ攻 
巧 側 じがても 野潑小 悟な まじ 施 ふべ く 宵 莱闲志 曾の 抱 込み じ 腐 
> むし w 隅を 化 巧して 遞お 火臣望 巧圭か 氏を 武 藤氏の ロ說役 どし 
て大 殿に 派遣した が、 武朦た 自身は 『をは 销 巧を や 旧 川 巧 どは 


勿論 曾を はする が 化々 のま 張， i 巧げ ない」 ご言剛 した。 


小川 鐵相 男を 下ぐ 


東京 特電 十を 日踞 鉛 木 内 W の禪劾 おにして 述過 する むら 
じ ^:雌は內相 一 人を化殺しじ せや 一 蓮化尘ピおで總齡蛾すィ.小 
川 おかが-富 W しじる におし 閒廉 の お 上で 山 本 趣 化が 横 おを 入れ 
たか、 攒の述 鼓を は 火滅ガ でで うしても ホ 殺が ホ戲 化は 散々 巧 
を 下げて 窮 じ 抱つ て おる。 

巧 政 哉 代議 ±會 て 內閒彈 劾の 叫び 

嚴を 特電 十の 日 巧.’ 歧 おの 化廉 いけは 令 n 午後 一時よ b 


おされ 街 U 總拽 、巧 拠-化み 巧が 脚 外 ニ 門ぶ 十 おの 鶴 おもが 
贿：て 內赃脚 劾の 叫ツを 巧 ばた •か 义が巧 嫌： h 殿 ドの 遮 ホで 一時 
巧 測 ？ れ た K 巧 み 大 懇 親 巧 も 九 H 上 巧 が て 能 ク n る 。 


巧牺 に共嗚 して 

!...... 遂に 建國會 起つ 


一木が 相 牧野 内大臣.」 な闢狀 

柬京 特電 〔タ井 ムス】 十五 日雜 = 鈴木內 化が 総選舉 の 前 円 


技政雜 のが 巧 中， む主孩 a 天な S 火權 V - 無视 しじ 違蓝わ 爲 でんる 
ごがが し K r こに 全 NW が 狄 ょら 化 おどを け 測の 如き 言論は~ 
神の 選 塔す がで ある 化つ 施巧設 おのが 則-」 違 hi る ごみ 解 さわ 
て 居，， 一が、 このみ 解か 频， 'T 火 ごな つた 昨今な 励脚髓 どして 知 
られて 居ら 述踢 巧が 述 U じ' 曲り を锅岡 巧に 平 巧 人の 棋吿 たが 蔽 
し 泌會中 瓜ょ をを な驟 する に 政 A び おを 哉は 天皇の 大揽 を無规 
」恰 かも 天皇を 巧网 々屯' こ W - 視し たもので ある どか 驳 して 化 
人を 城跡し つ I 々るの み G らや 、本 Hd 新 閒紙一 貝 約 ニで 五な 
がよ 6 化る 谢吿を おおして 一木 巧枯 & び 牧巧巧 火 おじ 公開 化を 
獲 おして 兩 大臣は 天皇に おでる 萬 おを 怠つ て 居る ご斷 じあら に 



を闕じ 漲る を 險が想 ご 左傾、 勞 
慟巧證 じ 現れた 精神的な 赤化 的 
傾向、 氏 ホ々 義の 名に 巧て 大臣 
の筛 國を狹 めん ごず る 政 窥のお 
現 等よ b ホ やる 危險を お 摘して 

木 宮巧ご 牧野 巧 大臣は この 際 
速 かじ 化^て 皇室を 保護すべし 
ど 静 じて 居な が、 實際 的な 方法 
ごして は ホるべき 御大 典 じこれ 
等は ま 的 議員を 參 列せ しむるな 
ど 擧げて 居る じ 過ぎない。 而し 
て 巧 相の 盧 見なる ものは 大体 じ 
巧て 憲法 上の 解釋 よりして は 正 
論で あると をら れ ては 居る もの 
の 遭 擧者ピ しては々 數 派の 政 驚 
がを 權を維 侍し 得るならば 普通 
選擧の必嬰何處じぁりや^疑つ 
て 居る。 

前 號じ所 報した か < 皇室 中必 
ま義 か、 講會中 必よ義 かじ 對す 
る 鈴木內 相の 

聲明 お總選 擧の眞 最中 じ 
當ら 、端し。 くも 政界を 方面に 
一大 反響を 起し 論潑 の中必 ごな 
9 巧 黨の巧 陋彈劾 理由 どなつ て 
居る が これ じ 掛し樞 {を お ホ 面の 
見解を 徵 する じ 『目ぶ 闕體ど 日 
本 恵を の 上に 立脚して ニ ッの中 
必が あるべき 尝 はない、 政治の 
中 必は言 ふまで もな < 大權 じあ 
b、 大 確の 獲 動じよ b 議會は 召 
集、 停會 、解散せられ るので あ 
る 即ち 大權 のま じして 畿 をの 從 
たる-とは 極めて 

明白 でを るの みならず を 
の 化の 人事 巧 政 も總て 天皇の 御 
裁 巧 じ く-- ：> ては】 も 巧 はれない 
のが 日本 憲法の 立場で ある、 こ 
れを英 越の 憲法を び 難會ど 比較 
ィる こどは ホを； ：〇 る 間違 ひで 吳 
踐 S 統治け あは 歐书 治下 じある 
敲径 政治 ミ稱 する ら實は 『巧 性 
を 女性に 獲へ るを 0 が 齋會じ お 
いて、 不可能 C る ものは i もな 
V』 どい へる 譬へ のかく、 かを 
の 中ん はを く 

議會 ，： 澄 かれ ミる で 
るィ 、故 •し 溝を 中必 どい ふ 言 お 
け 英國ッ 政治では 最もを 當じ適 
用され て 居る、 がしながら 日本 
憲 ホで 講を中 必ま義 なる 盧 かが 
當を 得た b ご，」 如 巧に しても 言 
ふ餘 地. がない、 巧し 講會が 中， む 
^'， らば 大權 "レ柯 であるか、 乂 お 
ご 諸を V 二つながら 中必な b ど 
いふ もの •か ある ご ザれば、 をは 
がめ て珍谦 ごいは ねじなる まい 
K な 親の 

領瓣 中 _ し'- の 文字を 用 ひ 
たこ どは 必中 や 不用な にがで た 
もの.^ 眞 息は みして 巧ら やく 信 
せらる、 この 閒 狸は 今後 柿々 溢 
論の 端緒と。 ら 速な 學 をを 数の 
ぶ 姑が 結 出す る こど i 焉 へられ 
る， また 鉛木內 相が いふ 如 （『內 
觸の 組織は 大權の お動じ おで 政 
黨貸 数の タ寡 によつ て 生れ るら 
ので^:^い』 こごも巧が愈法上當 
おの 事械 で、 貧 際 上から をれば 




却つ て ■ 

大命 は 常 じ 少數黨 首領の 

上 じ 下る ど 言 つても を 支へ ない 
只 だ 鈴 木 内相が 總選舉 じょつ て 
國民じ 信を 問 はん どす る 化構會 
じ 彼の かき 言を 弄する ことは 巧 
< 者 をして 『現内閣は 操 選 離の 
結を ホ 蚊で ぁつても が ほ 『嚼ら 
附 きま 義 J を 執る のでは ないか』 
との 疑を V 懐が しめる 度れ が ぁ 
る、 これ 等は お 政 黨の諮 會中必 
主義なる 言葉 ど おじ 何れも 不誰 
愼な b ご斷 せざるを得ない』 云 
を £ いふに あら。 

伏 見 宮殿 下を 


御名 化 


ホな 東京 特零 (紫 無町轉 載〕 

松 半大嫂 五月 ホ 頃に 出發 

〔十六 日】 化 半 强米乂 化， J 節 子 漉を 伴 ひ 五 巧ホッ シン ト 


ンを 


東京 特電 十 お日發 n が 軍大縣 
伏 見を 槽恭壬 殿 ド じは 聖上 御名 
化 ごして 左の 諸 學校じ 台臨の た 
め 十四 H 御お發 遊ばされた。 
▲十ち 日一江 旧 島 海軍を 學校 
ホ おを ▲十九 B— 舞 鶴 機關學 
校 卒業式 ▲化 ニりー 吉浦港 氷 
學校卒業式^ホ四りー長崎一ニ 
菱 造船所に がける 巡げ 艦羽黑 
進水を。 

條約改 ぶで： 

新に 提議 

ブラ 井 アン 傑を 

ワシントン 十五 曰發 n アメリ 
々化 麻け 調訂磯 磯を びじ 離 か 的 
な 手段 じ 依る ホ かの 促進 じ 願し 
U 本 政府 ども 他 図 政府 ご 同等の 
基礎 じがて これを 締結す ベ （ブ 
ラキ アン やが 條 約は 化の 條約 £ 
み 離す る 旨 國お 長官 ヶ ツグ 巧 か 
ら堤議 した。 即も アメリカ 政 巧 
は 最近 フラン マミ 忡规條 約を 結 
ぶじ 當らプ ラキ アン 條 約け をの 
儘 空して 協 巧し 日 巧 兩闕じ 勘し 
ても將 ホを ゴ同樣 S 條 かにが て 
を 渉を 希聲 した もので わるが 上 
院外 交 委員 會じ ては 瀑 おの' 仲 雜 
條 約が 柴 して ブラ キア ン條 約の 
條堪 じ化觸 しない かを 疑惑して 
居た •か 閣稼當 ：？ どして は 胳ホこ 
の 化 約は を然を 離の K 他 國ご缔 
結す る じかした もので をる けれ 
どら 新 忡激條 約 じ tr ブラ ホアン 
條 約が 閲ほ 的に 影響ず る やぅ k 
點も タクが がして 居る ので この 
點じ 就て は 南 條約ど おじ 協墟す 
ベく 今 闽の對 H 播雑 もこの ホ 針 
じ 於て を 渉す る もの ご 了が され 
て 居る 0 

文豪 百年祭 

ノ — ルウ エ ー で 

オスロ 十五 曰發 N ノ ー ^ ゥ玉 
— が ホんだ 化 お 的 文豪 ヘン リツ 
ク •イブセンの 巧 間 年 巧は ネ U 
常 地の 乂學校 內に帷 された イゾ 
セン 愧覺 おの 開离 まじが りて 幕 
を 切つ じ、 このり' J 1 n ン踐壬 
に U 郎战 まに 御威谋 、イブセン 
の 像 や 条蹟が 他の 娥列 おを 殊の 
n 御 鑑貨ぁ も イブセン 研 巧 あの 
權威 コブ ト愧 -H3 『ゾラン ド』 
じ關 する 講演 ど 試 おじ も 裹臨さ 
れ たが 今 巧の 巧 年を はを 阅の义 
抱. 化农 者も參 加し イプセン をは 
こ i 駭 U に宜 わ て谁 されら こど 
じ U つて 居る。 


六ち 歸 朝の 萬 だが ト 猫を 觸 なお 邸の 
を 急いで ゐ る。 

融適增 額を 要求 • 

t 十六 日】 神 田 銀朽は 特別 邸 通 
を H . 円 方阳增 加の 要 ホを した 
が 宫現闲 難ら しい。 

神 長 就任に 疑 ひ 

【十六 日】 藤 田 謙 一氏は ホ 國ホ 
おお 長 じ 就 巧した が 違 巧の 疑 
ひ あるので 商工 省は 調を し始 
めた。 

電力を 同じ 反勸 

【十六 日】 五大 電力を 闲窠 じず 
を 川 電氣ご 日本 電力の ニ 社は 
反 街して 居る 〔第二 面 記事 參 

繫 . 

肉 離 大佐 歐 米へ 

【十四日】 『肉 彈』 著者 ごして 
名を 馳 せた 陛軍省 新聞 班長 樓 
ホ 忠溫 大佐は 旧 巧廿六 U 橫濱 
慶 コレァ 化 じて 渡米、 綴いて 
メキ シ 3 及び 英國を 始め どし 
て歐洲 諸鹽の 戰跡視 蒸の 旅 じ 
上り 印度が を 經て歸 朝す ど。 

大使 V 一 同名異人 

〔十 西日】。 シア 大 化の ホ化實 
傳を傳 へられた はを く 岡名霉 I 


部 じ述窠 かの 巧 邸け 工事 


ん の所爲 ごが 叫した。 

邦人 雜お 禁止 令 

t 十四日】 まが 省 や 外を 部で H 
本人 雜お 禁止 かみを おし わご 
の說は 重大視 されて ゐ る。 

名 證半數 賣約濟 

【十の 日】 がぶ 幸 か 郎氏楚 集の 
泰西 名壽 ニな 點は目 r 上が 藥 
術 展覽會 おじが て 坡覺中 だが 
旣 じな 點は 資約濟 どなつ た。 

新 日本 醫大學 長 

〔十四日】 東京 帝 乂醫學 部外 巧 
部長 盛巧廣 ま 巧 ± は H 本醫巧 
大學 々を じな つた。 

生糸 H 壤巧 操業 

【十四日】 一 ヶ巧化 業した ホ 糸 
工場は 操業を 開始し わが 糸懼 
じ 影# は輕徵 らしい。 

京濱 運河 許可 か 

〔十四日】 京： 後 迷 巧の 國營は 困 
難で 淺巧 巧の お 願を 條件附 で 
許可 せんご。 

保 險高ニ 億 九 千 

L 十四日】 げ年四 巧 よら 本年 ニ 
巧 迄の 簡易が 險 契約 高は ニ 億 
化 千 巧圆に 達した。 



英國の 軍艦々 長が 化 避を 拒 
絕 == 反 猶太 熱 抗議— 國務省 
の 態度 强 硬" り コダック 王 獲 
難 i 加 渊の贤 水 池 椿事— フ 
ラ シスの 密偵 等逮 はる— 大 
統領が 巧び 候補す る'、 一の 瞥. 


(日ン ドン 十五 H 發】 本日の 
下院 じがて ベン ァ t ズ 海軍 中佐 
は 政府 委員 じ教し 明日の n ンド 
ン新 閒に揭 載され る殖 報の 内を 
£ して お國 を 艦ォ ，， ク號の 艦長 
な下將 校が 艦隊 司 か 官じ酱 ずる' _ 
反 威ょ らして 遂に 軍艦の 出颐を 
拒絶した 爲め 司か官 はを お 校を 
反逆 巧 ど 見做して を 法 貪 議じ卵 
し 一巧を 『乗を」 のをが で ジブ 
ラ术タ ー じ 向つ ね ごの 精 報に 關 
する 眞僞を 質問して セ y ' セ，！ シ. 
ョンを 起した が 政が 委貿 は； ホ だ 
この 事 かじ㈱ する を 報じ 接し 
いどを 辯した、 ォ—ク ちは 她中 
お 瓶 隊に所 頗しモ "ッコ の. メリ 
ラを おる 五十 哪の 沖を で 練習 じ 
參 加して 居た が 艦隊 巧み 宮 コラ 
1 ド少 おは ォ！ ク號じ 搭乘し 艦 
技は デュァ.- 大佐で ぁみが 欧府 
側では ォ ー ク號が 一二 月 十二 H マ 
グタを お，、 て ジブ ラ < ターじ 向 
つた 迄の 消な だけし か 判が して 
居ない ゴ稱 して 居る が、 巧く 事 
實の眞 相を が 軍 巧ょ ちを ぶす る 
帯で ある。 

『ワシントン ト 四日 獲】 r メ 


生 條會の 解散 ごこ か！ マニァ 大 
學を 開放して 猶太 人學 をを も乂 
學せ しむる こど 与 ご 十二 巧 十日 
の谋督 お學を 日は 暴 巧 曰で ある 
故 じ 中止す る こご 〔四〕 信敎の 
自由 維持 〔五〕 > — マ三ァ 猶太 
人のを かぶび が產 のを 圣を 政府 
じがて 巧 証す る こご 等の 抗議 的 
請願 富を 提 巧した がを 化 もを の 
恵を 誌 ごして 本 図 政府へ 傳速方 
をか諾 した。 

〔ヮ シン トい 十. 四 H を】 國務 
省 巧 帰は ニ々 ラグ ア のを 正なる 
選擧 執が じ 爛し飽 を も ステ ムツ 
ン 協定の 字句と 精神の 貫徹を 巧 
しつ I あるが 一 ホ ニカラグア 議 
曾は をの 協を じ 化る 新選 擧 をの 
承認を 巧 絶す る じ まろし 爲め國 
務省常 厨 V. しては おらに 嚴重 G 
るず 段じ訴 へても 灌擧 のを あを 
期しつ i ある もの/ •如く 海軍 當 
巧 ごも 協歲中 じして ニカラグア 
め 巧ら この間 じあら て當 惑し つ 
つ あわ ば お 局 デアズ 大統領は お 
統領み を蠻 して 就選擧 法の 質 巧 
を 求める でゐ らう Vic 

(カキ 。十 凹 H 發】 世 巧の コ 


一 じが 今や 歸ホ S 途じ就 （ベく 巧 
巧 巧 ホ じて フランスに 赴きつ { 
あつた 膝 一巧の 巧 粟し わ 膝蜜别 
およ b かを おし 見る を じ ホ 
體に化 燒けご G つたが、 深化の 
出 ホ 事で も あ b コ タックで を 始 
め ごして 一巧の 人々 は いづれ も 
輕ぶ のま i で巧苹 よら 飛 出し 危 

命を がつ じ。 

〔 0 サン ゼ术ス 十四日 發】 ，去 
化耀 H 巧 おの 豪雨で 巢 ブラン シ 
ス脾水 池に 破 嫂を 生じて 氾濫し 
た 爲め當 時を の附 を じ ホ- 〇 し 人 
人を 始めと して 罹災 化は S 方 千' 
英町趴 じ 及んだ が 今 H よで 確實 
に 制が した 即 巧者は だと 十と 人 
じて をの 中身 許の 巧 明した る 巧 
はだか 八ん の 外 椿 擧突發 前 罹災 
地附 化に わ b しこと が確實 どな 
b 巧 己した をと 思惟され ス 居ぶ 
巧衛小 明を はなお 十九 人 じ 達し 
を 横 害は 約 S 千 巧 巧に 逢す ベ < 
脚の 官憲 だ 目下 頻 ちじ 教濟 中で 
をる り 

〔バリ—' 十四： n 發】 フランス 

政府に 勤務して 居る 官を I 人を 
始め. こし 十二 人の 軍人は 世界 赤 
化を 陰謀し つ^ある 萬 國第吉 厨 
盟の爲 め 7 ラン K 陸軍 飛 巧隊の 
機密を ゲ ァグ セー が じて 盜 出し 
これを 姓を ホ詳の ロシァ 人 お 偵 
じ贊 注んだ 事實は 端な くも 連絡 
を 装つ た 軍人のを 吿 で發覺 し、 
昨今 審理 中で をつ たがを の 中 陸 
軍 省 じ 勤務して 居た 一人は 禁鋪 
ぶ ヶ年 流刑 十ヶ年 あび 罰を 一 ニモ 
フラン、 連絡の 婦人 も 閒罪じ 問 
はれな 化の 犯人は ち馈月 よら 四 
年に 直る 禁銅乃 ま 流罪に 處 せら 
れた 0 

【ワシントン 十 旧 日錢】 お あ 
黨遽擧 委員長 じして 大統領 ク ー 
ブツデ 巧の ホ 腺で ある ゥ キリ' ア 
ム •バ トラ！ 氏は 今辆大 械領ど 
鞠 餐を哉 じしな 約 ニ 時間に なち 
て 密議した るもバ トラ ー 氏は 會 
見の 巧を じ 就て 沈 默を守 b つ-- 
あるの みならず 氏が' マす チユセ 
ット州 じがても 一切 巧るべき お 
か 黨化議 M のん 選 其 化 じがて 化 
默を 固ず しつ； ある 點 よらして 
今度の 會 をは 大統領の 再 立候補 
じ觸聯 した も @ で 大統領は 若し 
强働的 じ選舉 さるれば 立候補は 
敢て辭 すまいとの 巧が 巧び 流布 
されて 愛る。 


リカ ン. 猶も人 協を のお對 もらし I ダツク S である 慈善ぶ じして 宜 
じ，. * 脚らず グー マニ アン 游太人 j つ 巧 隙 家で ある ニュヨ ー ク贿ロ 
協を の ニュョ ー クま部 化 おけ、 i チ 五 スター のジョ ー デ •イ ー ス 


本日が ー マ ユアを 巧を 訪閒 して 
〔一〕 おが 1 マ-一 アじ 於る 拂猶 
太人述 励の 化 源で ある 基督 おを 


ト マン 巧の 一巧は 獲 じ 東 アフリ 
々へ 猛獸 かじを きぃ .'る も 別 じ 生 
かを 脅かす おの 出が 事は じかつ 


文 巧 


-る 


獨立展 を觀‘ 

吉田お 堂 

〔ニ】 

向 側の M の 部で 目を 送 つれ、 
本年は 大略 力が ホ 均して 火き さ 
もや-- 间 じじを （、あまを fc あ 
の繪 がない だけ 誠に 見て む 地ょ 
い。 處で化 處じマ グボー ィご云 
ふ 作者で 奇拔リ 給が ぁる、 をれ 
はタ キン 1 の 中 じ ニん の 男女が 
ィ チヤつ いて 居る 處を當 いたら 
の だ、 がしを の 手段 じは 威む し 
た先づ 二人の 所 巧 地に 作を の 目 
を睛 い：。 をれ から ダラス 越し 
じ、 巧く 先を 見た 處 だ、 削 致 じ 
巧の 足を 兩ホ 巧の 麼 かげの とに 
なげ おし、 をの 上 じ！； イ ヒーグ 
の 女の 足を 片方 のばしき つて 重 
ねて 巧る、 をの 閣い處 から 調子 


よく 色を かへ て、 ドライ ゥァ 
の 黒服 ど 黒 帷子 をれ から スト リ 
! トの 光線の 反映を 外 じして、 

巧 U シ作 ゥェットで n ンポ デシ 
ヨンを おつて 居る。 をして ドラ 
イゲァ ー の 後 じある グラス じぼ 
んや b ど 二人の 彭 がうつつ て 居 
る 女が 目を ど おて おて 巧は、 を 

の。 よ 一い 首筋 じ キッスを 

して 培る、 をの 向は、 見述 しの 
巧の お雜で 上は タキ シーの 天井 
で 巧つ て 盾る、 をして フレ 1 ム 
が黑 塗で あたかも タネ シ！ の 中 
じ 居る 城が する。 これを 仕上た 
テクニックは 實 じ 巧妙な もので 
お 巧 だけは、 ァヵ デミ ー にも 乂 
選で きる だら う、 さて あれ 程の 
作を い 阿な あ. の やうな つまら 《 
題が じあれ 巧當必 する のか、 考 
へる 驟 のき 人 じは 巧が 露らない 
然し 一枚の 巧 化 社 貪の イラスト 
レ 1 シヨ ン と してけ、 あれで 成 
巧して 居る だら う、 をの 點 から 
は 面白い 作の 中 じ も 入られ や- 
目が 必じ うつつた 時、 をの コ. 
.ナ ー で ホ 常な 力を もつ て 余を 引 
I きつけた 繪は茶 『テイ！』 € 云 
ふ 題 だ 二人の 女 かおを 飮んで 居 
おを、 鳥目 法で 稱圖 したの だ 
あを 飮む 女が か 巧 じ も、 よくを 
れを ホつ て 居る 骨を やを 彩を 
寸寫生 離れが して 居て、 もつ- 
深く 體の目 ホが を わる お だ、 を 
の デミな 彩色を 黑 ホい 額で 包ん 
で’ 巧 處をも 明 恵 罔 到 だ、 余は 
この 作が でんな ホ 人 じよつ て お 
ホ たかをた しかめる 爲め キヤ タ 
ログを をた^ をが これが、 ト 
ザス •永 井 氏の 作で ある 永 ホ 氏 
は 四 年 お前 巧リ！ クで 一' 必じ琉 
究 して 居られた 余 も 巧々 話した 
をを 記德 してを る。 をの 巧が こ 
の 襟 作の お 品 者で ある こごは、 
實じ悅 しかつた、 これは をお盘 
の 中で ち 優秀 作で ホる こごは 誰 
も 見 どめ るで わらう 0 N のコ 1 
ナ ー じ、 中 川 菊 太を の 大作が ぁ 
これは 誠 じよい 場所に 陳測 
してを る、 入る A は必や これを' 
見る であらう、 流 巧は 賴 年の 巧 
で 小さい 處へ 則べ じて ないで お 
所を 大きく おした 處は 敬服ず る 
氏が こ 巧 大幅 じ 實物大 のせ 親 f 
子供を 乂 おじ、 入れて をの シグ 
ゥェブ トど 十-揉の あじ ゲァニ シ 

したな 線のを 叉で 版審 的な 憐腳 
をが b をして、 巧， こでの あ 怖-し 
箸、 む與 力した 事は よく 觀 あじみ 
けどれる 處 だ。 咏は をのが （ホ 
ド 體躯を 向け 向侧 じ、 一寸 崎を 
なげて ホんで 巧く， をの 侧じ猛 
樂；^ 子供は 遊び ザを じ、 巧を わ 
よつ てついて 巧く、 をのを 情 t 
瞬閒の 物に を 入つ た處を 1 く 患 
き、 この 塊を 不必要な 巧の モーが 
シヨ— ト J ンッ矿 後 じ々^-** し わ 
處 はよ < をの 顔を ひきたて 、拒 
る、 前 おじを 足を 切つ てこれ か 
ら 第二の 巧 動じ 出るべき 左を ブ 
ォ ー ァシヨ ー トンで をへ 送ら- 
み モ おの ホを 巧 じを せ やじ、 白 
巧ら しく 思いて 且巧ほ 四 本のな 
で 顧め-端を おつて 居る これけ 
この繪じおわを見せて居るキ— 
である、 ををげ風じ巧つて樹^< 
を また 版 帯を にやつ て 居る、- 
の ッブ^- トメ ント は 、日本人 か 
池證 じは 非常に 化るべき ホ 法 i 
と 余は 思つ た。 
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髙 見豊彥 
診察 時間 

キ か 九が ー 十 時 
午を 六 時— 八 時， 

バ^ 小栗幹ニ1_ 

おち 巿 フブプ ー 病 塔 

巧 五 巧 病院 截巧 

を ホ コン バラン 一 

病院 おな 


化 巧 品 卸 《 ' 

五味 簡會 

3. E . ニ th で'. H . y . 曰で 
Tel St ち vesant ゴ さ 


齒科醫 

ザ 上 義人 

西 六十 五 T 目 一四 六を 化 
が 育が 図 旅館 巧 
電話 トラフ アグ ダ！ ニ-五六 五 


お驗 取扱 


稅 願事 然 取扱 

运 iEAM LBi & 客. 

ぎ 1 ニ艺 ニ B 三 を 壬 さ呈 y 
Tei . ぎ wlin 巧を sn S 岩- 9 ご 7 


♦を籍 ♦巧 誌 ♦新聞 
縱寛 きを 開 
執務 午前 九 時 ょら 午後 五 時を 

紐 育 曰 本人 會 


ブロ I ド. 
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^ 雛 蘇 か一瑚 

日本 入 商き の ホ魚澤 & 取 b 髓 へ 

轉判 廉漬で 大勉强 致しまず 

サヴオ ナ魚巧 

Josph Savo 賣 

224 聋 ■ 61紫 安’ 

HeL oolusbum 也 一冀 


機 織設韩 、機具 
運觀 具、 玩具、 美 
瓣品 導* ランプ 

松まシ ： 

「傑 蘭 爾聲ダ i . 

ジン ゲ ア^ ♦ラ 

ケット 殿賣」 
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人 
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午を 六 時！ 八 時 

江 見 ニ 一朗 

引績 きべ かビユ 1 
病院 巧 勤 じがを 時 
閒 みぶ ぴ日强 は 前 
約 じ 限る 

お 乳 粟野 賴之祐 
— 常！ 摩！ 向 
日曜 纔拜 午前で 時 
日 罹學校 午前 十 時 

綱 輝 日® キ 後一 一 持 半 
祈禱 會水赌 夕と が 半 
寄 宿 挣. 

を 匿を 辕を 歯を を 
を 下町を 十五み 學 
を會 社員に 最適 
設構 圆書提 誌新拓 
を裸娛 樂具簡 ちを 
堂を ち 

便を 磯 菜 周旋 旅を 
ま 巧を 揮 拳 菜 調を 


紐 育 卿る 認 
內務 省を 許 
東京 ホ 大醫 巧大學 
を 婆な 習 科 卒業 
元池邊 

產婆 松本綠 


弊店は 實質 誠意 班 速 ホ義の 
基に 御 ±產 物 一 ま 卸 賣饋段 
で販賣 致します 多み じ拘は 
らず额 用命 仰 か 下さい ませ 
◎欧米を 棟 時計。 置 時 訝. 一 ま 
◎寶巧 貴を 屬 。殻 製 器具 一’ ま 
◎を 褐萬年 筆。 を银製 鉛筆 
◎蓄音器。 ぃ ユ！ ド 見本 陳别 
◎寫眞 器。 タィプラィタ！ 

◎船 切符。 がを 寫眞帖 繪端書 
フ日 1 ドウで ー 巧と 十疆 
領事 舘向側 隹物セ 0 五號室 

知が^ 守ク P み. 
を' 瓜 ^ 户 

錢ぶ商 冷 

170 Bid 是产 N - y . c ち 

す 一. Gortlan をを ゴ巧當 
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旨 動 幸 ラ デ ホ 3 ダック 
料理 巧： n 白 入 下宿 夏場 
紐 育 お 街を 地 巧賦購 人濟廳 

紐臂 御案內 

通 辯を 渉 萬 便 社 

揉他邮 拳に 依らす 卸 相談に 輿ら 
通 速 誠實を 化て 齡 吊. を 便じ 3 す 
备 TH 呈 T . H ! 呈芸 

言 W . 呈 h 写 J . Y . C . Tel ' lfr 皇 1 苦芸 

® o 面 0©,〜©0 み 0 

成 巧の 秘談 

ホ 題 ま 英語を 話す 事 
は 成功の 繁 一 馨 です 
本 枝には 日本人 駭授 
じ 慣れた 專巧 婦入敎 
歸を自 經切じ 會謡靈 
信 文 社を 語を 敎 巧し 
ます。 日 躍 週日 おじ 
字 龍を 睹 ib 午後 十 
曝まで 開 没し 一 レ- 
ス ンお千 お鉤づ 
今日 直 もじ ホ 接 をれ' 
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8 ti« 
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ri 
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.n 巧 
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郎蜡 

y . 

a ■ 1 を 

お 
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巧 女 內巧外 巧 



鑑を 無料 


適 巧で も慢巧 的の 症 巧で 
も 速 かに 根治す。 皮膚病 
內魔お 血液 捻を X 光線 化 
柳 病、 庚 水 おを、 其他リ 

ユ— マチス、 衰 症 

御 困らの 方は 是非 一巧 御 
巧なさい 

時間 自朝九 時 ま 午後 八 時 
日曜 自巧化 時 ま 午を 四時 


.脯卿 公認 マッサ 1 ジ 


講 g 


平野 秀子 


進話モ _1 ユメ 
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化 


西 

瑞- 


懿樣 治療 

A マ ツサ！ ジ 、整形 
弧 化 柳 ~ 藥ぁ宮 、氷を、 電氣 治療 

心 兩が療 隣 


H 

對が巧 

奶 W お 

S 設 

こ 

W 午前 丸 時す 午後み 時 か 

Y お 强あ療 ニモ 應 ジマ f 


ブイ ジネン ラビ スト 

を認西 精幸ぉ 


挺 勝 おじ 眼鏡 調節 




信 渡川エ 樂じ對 する デ C ン《 ブ 
1 ドの 投資 方法 ごして 目 ド 葛へ 
られ たものは、 アメブ 力 じめ て 
新たに 新 信越 電力への 投資の み 
を 

目的 ご すろ 會 社を 設立し 
をの 拂込 株を を內化 信託 會 社に 
指を 信託 ごし'‘ 巧 資し じる 信越 
の 新 操を 引受 （るか、 を おを 借 
入金み 形 まごして 將來 外債、 社 
債 じあち かへ るか、 また d 內地 
現な のを 利ぶ を 利用— 遞信 省の 
檢査 をを けて 制限 0 かじ 內地債 
を發 巧し 將ホ 米貨 債 じ 振替へ る 
かなでで をる。 


巧 か 正貨 漸減ず 

東京 特電 十五 日發 n 二月 ホ 化 
か 本貨は 十二 億 五 于巧圈 となつ 
たが 每月 一千で 圓宛滅 少し てら 
を あは 依然 放 ほ々 針を 採る S 。 


を 債 利麵リ 低下 

東京 特電 十五 日發 y を 償 利 遇 
ら著 るし < 低下'，’ 大正 十の 年 ホ 
を ホ 厘で あつたのに 最 をは 五を 
五 厘 どなつ た。 


滿鐵ミ 保 險經營 

東京 特電 十五 日 發ぃ滿 鐵は滿 
刹に ホ 命 保 險避營 方針 だが 巧エ 
省は な 酱 するど。 

背負 茲み ニ億圓 

東京 特電 十五 呂發= 金融 緩漫 
じよ 6 儀を 類の 背負 込み ニ億圓 
じ 上 b 證券 業 まじた、 つて ゐる 


尋れ人 

(東 富 巧ん) 狩 巧 藤 雄 
(熊 本縣 人) お 曠方作 
(愛知 縣 人} 長 曠德一 
(福 岡縣 人) 稻永 國み郎 
を 永 慶藏持 山 巧 太 郞を川 
正彥 ホ 七を 藏 おを 簡朗 
渡邊 篤寶綺 留まを 巧 新 吾 
上 巧修ホ 弁な 貫 造酒 雄 
貫 造 太 郞を家 武雄柴 あ 善 
雄 

(佐 賛縣 人) 栗 山 善 六 
(を 良 縣ん) 木 村 幹 (波 壽) 
(愛媛 縣 人) 鹽田常 吉事 常を 
仲 座 宮之肋 - 

右の 者 じあ 细致 度き 儀 巧 之 
候 間 本人 若く は 知人ょ b 現 
住所 御 通知 願 上 お 

紐 育帝麗 総領事 舘 

1 苦 Sraadw ち N 忌 ニ ミ k 亞ぶ 


日本 理髮舘 .淸 

西 四十 云 了 目な 番地 互な 六 ま 号 

タ タブ フロア (驚 ホ 街 ミ 四十 H 了 目角) 


日本 散髮屋 が 肺 

五ケ 年閒 中が 氏 ごみ じ 就業。 

ジ ヤシン トさフ 3 ブ 3 

W 1 W . 巧 th 芭 . N - Y . 芭な 
妄 •呈 ib 另か ve . & C 呈す al Park West 


齒お醫 木 下义巧 

31 {一巧. ご 1 th St 
ぎ M 呈 ieni 養 7 


i ,—！ i 勤‘ 問即も J 仲裁— み 






仲裁 條約諭 

質 際 的 借 値を 何 

固が を官ヶ n ツグを：： W 1 昨 巧 
お 育 じがて 開かれた 外 巧 關巧研 
巧 巧ん 晚を食 r キ賓 ごして 臨席 
しか 今 問 越 つて 論遙 せられ 
つ I ある 巧ぶ 『不 巧條 め」 綺結 
に關 ずる 說 明-を 試みい 0 ヶ "ツ 
グ氏 銜說 はが じに 自身の 個ん 
的を 見で ある のみでな く 乂闽現 
政府の 把持す る お 外を 策の 一部 
をおボ しじ もの どす るの が 至 お 
である。 蹈 つて 其な がから おて 
ー相當 注目を 惹 むた 次第で あるが 
今 耕 S 遙 食に 對 してと 億 弗 W 上 
の 製 おを たお ホした 共 か 黨政お 
; のを 哨 する 『不 戰條 約』 論は 隣 
が ニカラグヮ じ對 する 出を、 陸 
軍 長官 デ ゲキブ に ホ」 狼 ザ 長官 
，ゥキ 八 バアに の 下 巧 じがけ る パ 
ア トン 案じ 對 する 龄 度ょり 考を 
す H ば H 本の かな 省 ご 晓ぞ省 ご 
の對 W 施設が 往 々巧 整が をれ ざ 
る 奇瑞を を呈 ぜを逊 まの 歷お £ 
比較して 巧か漢 'し， はお 常 & 輿が 
一が ホる 0 

遮莫グ 0 ツグ 巧は 戰 ずの 廢薬 
をを 后の 目的 ごする 不戦 條 約み 
締結は 化 ホず か 維持の 上 じ 焦 屑 
の 急務で あると ホ 張し 『を 衆 威 
- 政府は 化 巧 じがけ る ホ 化を 伸展 
- せしめむ 巧め じは あ 効の 運動と 
をれば 巧して 隱幾 ずる もので な； 
い』 と聲 言し 「合 衆 鹽蛟府 は 化 
，，.列 强こ 割し 豫め 武力 じ訴 へて 
-抗爭 せむ どす るの 意志は ない。 
又を な齒 政府け 化 巧の 平 かを.〜 
は 歐洲の 平 かが 承 事 的 同 狸の 力 
じ倚賴 ずる ごは 膚じ 得ない。 歷 
をのべ ー ジ は反瘦 して 其 無 巧で 
，ある こごを 敎 へて 屠る』 ピ斷じ 
米 佛忡戲 條お締 がの 經餘 を說巧 
して 佛齒 外相 プブ アンの 『侵を J 
^ のを 泉を 下ず の 曲 難。 ら巧 なを 
陳 ベ、 英 伊り 獨じ對 して， 目下 
新ら むなる 忡裁條 約の 雜 端を 媛 
憑し つ i ある 要 點を說 明し、 園 
際 聯盛第 十 條の解 釋は必 やしら 
武力め 聯合を 强 ゆる ものに あら 
，ず どす るを ま當 ごす ど 論じ、 軍 
: 事 的 同 猫が 平 かのを 威なる 旨を 
一反 摧論 簾した。 而 かも ヶ "ツグ 
I 氏は 忡裁條 約を 締結ず るに 臨み 
i 『不戰 J の 巧 則を 採用す るは 勿論 
: でみ る けれみ 都ての 國 際の 巧ず 
を仲徵 々巧に 附 する こィ J は 到を 
不可能 でんる ご ホ 張し、 ぶ 一例 
として 巧の か < 述べて 居る。 是 
れは 日米 瞄の 『不 戰ホ義 的仲规 
條 約』 を 締結す る じ 際して 吾人 
の 最も 留 恵すべき 点で ある 0 氏 
白く 

: 比ての 國際的 問題を 仲裁の ホ 
法に 化 もて 巧すべし どの 所說 
一 の 熟む なるお 助 者は 巧斷 せら 
れ 巧る 巧 題 ど 政 お 的 問題 どじ 
_ 化 本の 相違の ある こどを 認識 
^ し い、 がみげ 移に 問題の か 
き 化々 國ご圃 どの 問に 惡戚情 
を 湧 おさせる。 乍 併、 關係政 
一 府は如 るが 則^ 上に 立脚 
して 化 阿 趣' ダ 仲裁に 附 ずる こ 
ごを 得べき か、 义か柯 るが 
をに ぶいて 仲賊 々巧の 巧みを 
下し 巧べき か、 化 界列歐 がが 
別の ま 權じ化 > て 支が されて 
ゐる 晒は 第 S をが 巧斷し 巧る 

向 1 '* 


性 巧の 問題 W 外* J 仲裁々 巧 じ 
U 附 する'- ごは 出 ホない。 巧 
し斯 のかき が 斷し雜 き 父 U か 
お 的閒题 が兩瞬 S おな を诱致 
すべ （を 威ず るなら じ 瓦 蔑の 
か 解巧搞 神を なて 孰れ かの 


を 巧 定せ中 じが 决 のをを 見 お 
ずべき であ も 0 
0 上ケツ .み グ 氏の 庶 見は まだ 
術 化せね 嫌が ある。 不賊 ま義を 
窩誠 する 仲裁 條 約の 巧が は 現な 
では 充か 割引され U ばなら ね も 


方が お當 である ごかい •いご か-ので わる ご 巧 人は 雜信 する。 

• . - ， i-,f » 

電力 過剩で 

一億 圓の大 送電 會社 組織 

この 外 新發電 所が 殖 へる 日本 


ま 京 特電 十を 日發 n 昨今 問題 
ど。 つて 居る 日本 國内じ 直る 適 
剰 電力の 阻 化-消化 S のた め 約 
一億 圓 4. 資本を ご ィる大 送軍會 
社の 組織 計 劃が 進 わ 中で ある。 
円本 圈 2： じが パる 昨年 中の 增加 
電力 廣 (供給な) は’ 水力 二十」 
巧キ 。(み 常時 十 I 万キ 。、特 
殊 十万 キ。) 火力は 二十と 巧キ 
。(巧 補給 用 二十 万キ n 、 常用 
よ巧キ U ) 水み 力を ぉは 四十 
八カキ 。である。 これを 

最近 數年內 じ わける 牢均 
電力 おが 島-- 一十 お方キ n じ 比す 
れば 二十 四 巧を" の增 加で ゎる 
か < の 如き 逸剩 電力が 豊富。 る 
ため、 昨が ホを 巧を をた 扫電の 
黒 都 川筋 柳 河 窺を 電巧 (電力 旧 
巧 九千內 常時 一方よ 千) の 如き 
は 送電 撰 所 じ おら、 賣 口が無い 
ため 目 ド大嚴 力なに. 送電して、 
補給 用 火 方の をら じ 使用して ゐ 
る有樣 で、 今やを 國 的に 電力 過 
刹の 狀態じ 立 も 到つ た。 なほ 本 
をのち 加 電力 じついて け、. 目下 
遞信省 じがて 調杳 中で あるが、 
大体 ルカ 二十 一二 万キ& 、み 力 十 
r カキ 。增 加の 見込で、 水、 化 
力を 計で 昨年に 比し 十五 方キ D 
を戚少 、本年 未 じ まれば 

過剩 電力の 現 化は やや 緩 

電力 外債 

懸案 中の 兩會社 

: •/ ■1 VI • ■ • V * 'Jf f 

まま 特電 十六 日發り 東京 電燈 

のか 債は 會社 側の 希留通 b じ 

內 をし 英米 巧國で 一億 巧、 巧 

化で 五 千 巧圓黨 集の 善。 

東京 電燈 が、 目下を 渉 中の 擔 
化せ 外債 ニ'® あ 千万 圓 にょつ て 
米貨 償 ニ 千四冉 巧ドグ ，英貨 債 
S 巧 六十 巧が ン ドの 惜替 をな し 

兩 外債 &ち する 財を 上の 
制限 的條 がを 解除し やぅ どして 
在る が、 米貨 債のを は 期限 到來 
じょる、 借替 償還で あるた め 間 
題；^(、 を貨潰じついては昭和 
二 一をまで す、 をき、 同 十一 年 十 
ニ月十五日^^後ならでは巧意額 
またはを 額を 憤 還し 得られぬ 長 
期 債 じので、 當初計 轟した 買 入 
償還の 場を にわいても 社 儀姬者 
個々 の 承認を 要し、 をのす 同意 
。る脉 は 訴認提 狸の 面倒が あ > 
ょつ て お 貨馈の 引受を たる ホフ 

キト ホ— グのナ ぶ アマン、 す！ 

キンク スン— 氏は セ — グ巧會 の 
セ ー か 氏间 伴、 ホ國じ おもいき 
其人備 還な 外の そ 法 じよる やう 
目 F 义貨债 および 今回の 外馈 

弓受 者’ キヤ ラン， イ-の 


かされる 見込 だど當 局は 見て ゐ 
る。 じほ 本年 中に 落成され る豫 
定 のま G を發電 所を 紫 ぐれば 左 
め 姑し。 

' 水力 電氣 

出力 (單 
をな キ。) 


社を 發蕾巧 


巧 川 電力 霞滿 
東 ホ電ゎ 阿賀野 川 第一 
顆東 水力 作久の 一部 
まを 水力 おを 
天龍川 水力ー 
伊豫 電鐵面 河 
中央を 開 上齋お 
新 潔 電氣； 伞が お大川 
志 义見州 電力 第一 
盤 城 電氣大 髓披巧 
她 南電氣 エ業！ 

靑 森電氣 1 
比 陽 中央 電氣戚 柳 川 
疋見化 水力！ . 
ま 邦 電力 木津川 
宇 お 州電氣 伊吹 
寥畑 

火力 電氣 


まを 電燈 
山 ロ縣營 
四國 水力 
新 瀉電氣 
日本 電力 
中 瞬を 同 
云 霊を お 


千 住 
を都黨 I 
f 
沼乘 
尼ケ腾 
綱 干 
巧 本 


ニと 0 
四 〇0 
ミ 00 
ニ 00 
ニ 五 0 
ホ 五 

ごニ ニ 

I 立 0 

ニ 0 
i 
一八 
ニ 0 

と 义 
一- 0 
1 0 
ミ 0 
一よ 

ニ 置 0 
100 
五 0 
五 0 
四 00 
1 00 


ポ ！ タ 1 ス巧ど 協議 申で ある。 
お ほ 的 債 總額ニ 億 五 モ巧圓 のぅ 
ち、 一部を を 利 化 下の 内地 じて 
募 償す る 意見 も あるが、 ホだ鄕 
若 犀 兩巧等 ど 一二 并の池 旧 巧 どの 
間 r 座談 ご， して 現 はれた じ 止ま 
ち、 殊に 借替 へらるべき 舊英ホ 
貨債 のちして 居る が產 上の 制限 
的條 かは を電の 固ち 資產を 部を 
々パ > て 居る わめ、 今回の 外 
償じ掛 する 擔保物 化を 財 產の一 
部 じの み 設定す る こどは、 擔巧 
力を 薄弱 じする ごも 見られる の 
で、 たどへ 內 債を 起す じしても 
をの 額は が 潰 一億 ド^ じ 對し巧 
懷五 千で 圓ピ いふ 位の 程废 であ 
る。 而 して、 信越 電力では 

信 濃 發電 所の 建設 資金 

化 千巧圓 じついて は、 デ n ン • 
リ ー ド 引を けにて 米貨を 償 契約 
の 際、 祠 デ。 ン どの 間 じ 投資 纔 
額の S をの ニまで 融 辿を すると 
の 契約を なしね が、 いょ-^ 信 
濃川のエ事じ着手するこご{な 
ち、 將 ホに 於け る資お 調達の 計 
蕾 ごして、 を 契約の 內を 方法な 
どを おらに 確かめる か 要が わる 
ので、 前記 米を 債を 四 巧】 日を 
巧の ため、 これが 署名に S 巧 化 
n 溃濱 を出發 した 八を 常務は、 
をの 點 じついても デ 《 ン當事 者 
ご 協讓 する はづ でを る ど。 尙ほ 

-か 





巧 ホ 巧 
£ 目 了 四十 四 
巧 目 了 五十 四 


Ci け Hall Tea Garden 

王 70 Na«au St •むか 
N が t れ the Tribune の dg 
Loo Lin Manager 


Japan 

Provision Go. 

巧 0 化 お 化 化 
Tel, End お 如が お 


KATAG 刪郎 0 ス 

224 に 5 が h St. 
New York City 

了 ei. R 巧 enU480-3 が 1 



巧 East 2 お h が reet 
Tet. Lexington 5727 


DARUMA 

781- 6 化 he. 

T んわ牌 t ! 巧 巧 


SHOWA 

53 We が 105 Sl, 
Tel. Clarkson 0981 


The Tokyo Go. 

1 が W . 巧 化 化 
わ w York CitY 
Tel， Trafalgar 6 巧 S 


も KUWAYAMACOi 

1 14 巳 59 出 St 
New York 〔的 

化邮 e. Regent 


Wing Hing Low 
郎 inese R だ taur が i 
お郎 BVay , fU •が r 


Quang Ga 打 Low 

[Itiin が e R 巧 tauranf 
112W. 巧 化， 化 Ciiy 


Beem Nom Low 

47 んか b Ave . 

B が • 2 か h . 2 お h St . 


New Yo か Band Instnime が 邮 , 

111 EAST 14th Si, CITY 
2 が WEST 34 化 化 ， cm 



Kawasoye Ho わ ! 
138W が H23ni 化 細 . 
Tel. Morningside 71S4 


御 

旅 

舘 


M 


添 


TOYO KWAN 

41 E. 13 化 St, 

BsL B’w 巧 4 が h わ も 
む !. Wgo 叫 uin 8 巧 8 



TAIYO 

1 が West 巧れ 化 
Tb し 如 eha 円 a 2B け 


KI 脂 Y0 & 巧 T S 邮 P 

IMPORTER OF 

GOLDFISH 忿 BIRDS 
■ O 

動 其 力 各 
物^ ナ種 
一， 白リ金 

切 k ャ魚 



IKUINE 

Hotel & Re が aurant 
313 W. 88 化 St. New む rk 
Tei. Schuyler 7822 
Cable A が 巧な 化 01 化 



oMiyaJ ^ 

340 W. 58 化 St. 


Telephone: 
Columbus 8882 


( 巧 日 ♦ 氷) 巧 巧 わ 


SUMMER 

PALACE 

741- が hAwiM がかな . 
NEW YORK 

机 0 邮 Longa な e 即 84 


DANCING 

411 W.l 巧 比 St. 
-Tel. GaiWra! 4 侧 4 か 3 


穿 日を 煎 
ミ 本 

害’ 食 腐 餅 
料 

J f P 品 油 卸 
置 r を •一 

? 切瘍賣 


を 




軒 

民.:;' 


liiMi&diik 


お 茜 ミ单 






號あ十 H 昏 四千 一 第 


扭 b を盈な imtt を 巧を ® itn たな 


日 礎 ± 


日 セ 十月 H 年 兰和昭 


す 燒 
ホ じ 御料 巧 



が 廳慕園 

巧 巧 人 遠 蓮 
出勤の ホ じは まな 
の 御 彼 利に 備へ巧 
間窝 席の 御用に 應 
乎 V く お 閱巧卒 な 
不變わ 引ぶ 願 巧な 
紙上 御 案 內申上 侯 


醬細譜 sis§^s 白米 

日本 ホ 離 食料品 i 驟獻懿 

巧 旧 簿油棟 ま會社 東部 一手 貴 測 店 ； ‘ 

— 目 本 食料品商 會 


紐 育 唯一の 円本 百貨店 

片欄免 弟蘭會 

スマ ドン •プ P ダク ッ 一手 販資元 


提 の蒲燒 おいしい 视烧 

會席御 料理 

晝 食は ホ廣へ 

叮峰備 化を 巧 大姐お 


日本食 料 品 類 及び 雜貨類 卸小賣 
ホ么索 大賣棚 桑 山廊會 
新刊書 籍雜誌 小間物 日用 お を 種 

お 夕 化 時を 备柔 

USS 東京 商會 

巧 緖雜巧 巧 巧グ！ ム 旨がの 便 あち 
トク ンク巧 もまず 


；.， .'—[ r — fc — 


美 かじして 巧が 

S 品南樓 

午前 十 時ょ b 肖ち 
ち 前 六 時まで / 


ぞ樣 め御嗜 巧に 適 ふ 
様な 美 ホの 御 巧理を 

£1 廣骇樓 

致します から 續 々御 
來 允を 願 ひます 

"13 麵—樓 

陳揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本人 諸君の 增巧 
じ 適ず る 巧 理を差 上 
ます。 朝 一二 時 迄 開店 
(巧 化 五 了 目 サブ 
惇車瘍 の 下) 


H 本が ホんだ 偉大なる テノー 

藤 原義 江 レ n 1 ド 

沖の かもめ* 荒城の 巧 〔一一と 五〕 出船の 巧 
出船 〔一二 一二 0 〕 ふるさ ど、 せつせつせ 〔一 
ニ 一一 ニ〕 攫 花の 巧 〔一二 一二 ニ〕 = を あを 

ォ！ ソホ ユック 赤 盤 十 巧 

定慨 一 弗 五十 仙 宛 

美は しい 聲に接 •したい 人 
は、 當 巧へ わ おで 下さい 


高等 御旅 纔 

東難繞 

會廢 御料 瑶 


御料 嗤 龄广ザ ぉ 

太 駭 

養 司 巧 B あちまず 


R な 

A な 

4f 


蝴 


F 

G 削 i 

W 品 

A¥i 

H 0 

N S 

な W 

3 

む 


II 新 杏 お 

本 樓は開 創な ホを 年 
一意 勉强 仕ら 司理人 
ゼィ 、巧埋 入 縣廉も 
巧 變ら中 巧 巧. どま そ 
て 居ます。 然るに 現 
巧 某 街 ミ おじめて 一 冗 
本樓 料理、 を 雇 入れ 
たる かき 廣吿 をな し 
居る もを 然賊很 じを 
之 巧る を じ 廊をぴ な 
-- 倍 舊巧窗 貪 じ おら 
度く 白 本ん 諸賢の 御 
ホ ホを を缚 致します 
新 杏化 

ま 人 謹啓 


スブ •ムヒ 1 ト户 


タ 


巧 人 巧 樂部自 

基ジ nds SI す 0 星 n . K . Y . 
Tel . Triangle 7475 


▲淸 巧、 親切、 気樂 UM 岳 ▼ 

勢 州 館 

伊势 事佐乂 間を 作 

2 資 E . 萬 を Str ま t 

Tel . す 巧 ni なち 

醫 巧旅纔 

江川 作 一 
薑で sti St 星 
ぎ 宴 in ご 治 一 


力 旅館な め 

一 帝 國旅舘 I 

1 ま W . i St . New ご rk 
ジ 1- Mus ち ehan ミ 夏 in 


綠 育旅纔 B ホみ— 

東 四十 T 目 ニ 妈ニ惡 

Tel . Ca 蚕 cnia 63? ム 


ポストン 巧 

富 ± 旅館 大浦末 松 
妄 Wo 養を Si . Mon Mass . 
ぎ B . B . 舍 s 


住み 瓜 地ょ き淸 潔なる 塞 

松か好か 


養 Lexi 量呈 かさ. 

ジ L E . ぎ. 這 21 


費府觸 旅館 

桑山淸 五郎 

さ W Sou す 9 th 當 ■巧 h ミ d 包 phia pa . 

呈 • Waintii 7 沒 1 


設備な 善、， 腕 利の 
倫 雌-巧 理 人、 調理は 日 
I — パ I 本人 向き 

邮麵 桃李 園 

W 測 站御光 ホを 待つ て 

T 居らまず 


< ep お 

巧リ附 

^ ^ .m 
I W U 


井上 金魚 巧 

918 巧 臺 Ave ._ 穿 vH ミ k C さ. 
phi Gir 己 こ？ 3 巧 


を 固の クラン ゥ 玉が お 巧 煤を 
出發 、一を 當地じ 飛ばん ィ J し 
て 巧び 洋上 じ 今 尙ほ巧 衡不巧 
どなつ て 化 巧が を 騒がして 居 
る 0 

で 4^ ジ ー 姬の太 洋橫斷 は豫て i 
b 家門のを おを 受けつ！ もつれ 
もので、 姬 もこれ を斷 をした ご 
傅へ b れ じのは 前 遇の こどで あ 
つたが、 をめ 實姬 はが かじ 英鹽 
航を界 の 勇 ± どして 著名な、 ゥ 
オルタ 1 •ヒンク リフ 大尉 ご 謀 
をせ て 着々 大 飛行を 準備し、 デ 
> り キトが か， f 大型の 單葉祗 巧 
磯を 輸入して、 これ じ 『巧 力』 
號ご 命名した 上 出 おの 日を 待ち 
つ、 あつた ものであるが 
頃 H ホ 太 西、 太 半兩洋 じ宜ら 
て蒙齡 雨の 警報 頻 々と 達しつ 
つ あるじ も 閥 はら 中 V 大膽じ 
も 去る 乂曜 H 早朝 じ出發 した 
もので 機が アキ 八 ランド 沖を 
通過して 太 洋じ乂 つたこ ごま 
では お 然して 居る が、 をのを 
は 普 ご L て 消息を 絕 ち、 こユ 
1 フアン ドラン ドを 通 逝した 
とか、 お 岸ニユ 1 ジ ヤシー じ 
着陸した ごか、 或 ひは メ —ン 
がの お 岸に 磯體の 一部が 漂流 
し、 沖を の-^ 島に 二人の 人影 
を 確かに 認めた 

等、 等 V 」 ど眞 しや わな 傅 & 傅は 
つて 居る けれ 共、 沿 捧巡羅 船が 
探 查のお あこれ 等の 賴 道は いづ 
れ も事實 無根 ど斷定 されて 居る 

學生 中む の 

日本 夜關偃 

國際學 生 會舘で 

留際學 ホ會館 (ィンタ アナ シ 
ヨナ^ ^ クス) じ 寄宿し つ i あ 
を、 同胞を 倫 比 亞ホ學 生が ザ必 
WU つて 一兩 年中 絕 しじ 『ジヤ 


床板 墜落の 慘事 

東京 特電 十六 巨發 = 愛知 賴 
を 城 女學校 生徒な 五十 名は 愛 
知蘭會 か參觀 中を 板廣 落し 四 
十二 名 雷 傷を ずけ た？ 

本屋 T 稚連 罷業 

東 ま 特電 十 ホ 日發 H 神 田の 
書籍 店 T 稚 制度な 革の ためお 
波 書店®!; 子 速は 十四日 罷業し 
た。 


バン •ナイト JI を 巧 興ずる こご 
V ろら、 巧る 一二 十一 日 (±曜) 巧 
同會 々館で を國學 をを 始め、 タ 
數の H ホ 人を 招が して、 H 本が 
を 確す こど^な り、 福 井、 德田 
高 橋 ■巧、 小 おを 女を、. 鐘ケ江 
跟 上， 渡 邊女あ 等 八 人が 準備 委 
員 ごな つて、 目下 ブ a グラムを 
編成 中で あス 。右プ n グラム 中 


稍々 確を 的の みは、 日米 園々 歌 
の 合唱， 日本風 思の 活動 寫眞、 
村 山 氏の 獨唱 、福 井 巧の 提琴、 
¥ ユ 9 ック博 ± の滿說 であるが 
其化劍 舞、 舞踊な での 面白い を 
組を 編 おすべく、 幹事 役の 早 川 
君が 奔を 中の 由。 尙ほ 明日 跟午 
後 ニ 時から 前記 活動 寫眞 の試寫 
會を 開く 签じ なつて 居る ご。 


化 お 攝球爭 覇戰じ 

ホ1ルマン優勝 

充を大 選手た る 隣 前が ぁら 乍 
ら 晴れの 舞 臺で常 じ 惜敗して 居 
むべ^ ゲ—横 球 選手 ホ ー ルマン 
は、 過般 ホチン フラン ンス n で 
現 選手 シ玉 ファ！ じ挑戰 試を 中 
でぁつ たが 遂に 千 五 肖 割 モぜ九 
十點の 差で ホ ー グ マンが 優勝し 
タ 年の 宿 導が かじつて 天晴れ 世 
あ 摇球大 選手 ごな つた。 平ち 點 
は 前著が サと运 ととー 五 四、- 後 
をは 廿 二と ニ 四— 五 H 、 最大 棒^ 
は ニ 巧 四十 八 ご 百 ご 一十 ニ 点で あ 
る。 廚ほ ホー 火 マンは を <當 地' 
で 模銘訪 合 後歸歐 ずる 箸で ある 


恩 旧 負 一 君 敗 化 

ホ 圏 ィンド ー ァ 庭球 選 キ權戰 
じ 外人 側シ ー デッドの 窠 一人 ま 
英國の ク。！ フォ ー ドを 經 して 
セン セ！ シ ヨンを 起した 恩 旧 君 
は 第 四 画戰じ 於て マー キユァ！ 
のために 巧 ！ み、 と I — 五、 六 i 
一二に 敗れた が 第二 セット じがて 
一 お ィン ト じて 恩 田の 勝 剌じ歸 
す 巧 機會を 遮した のが 恩 旧の 精 
神 的 致命傷で ぁつた。 

商 賣往ホ 〔よ】 

ま 旧 テイルー ム ■ 

H ホ挂 庵主の 同 巧は 曇に お ご一 
十八 下目 じあて ブィ グ！ ムを經 
營 しつ i ぁつたが 今 闽更ら じ 事 
業を 撥 おし 西 五十六 了 目 十 一番 
地 じ 言 田 テ ー グ ー ムを 開設 ネベ 
< 目で 內 部を 裳 飾 中で 四 巧 二日 
よ 6 開業す る と0 


謹 吿 

拜陳 追々 淸 和の 時節 £ 相 成 
皆々 樣御揃 ひ 益々 御淸 をの 段 
御 祝 ひ 申 上ます 0 御蔭 弊 巧の 
事業 も H じ 增しタ 端 ごむ-*^ ま 
したじ 就て はネ回 

か 中 重 雄 巧を 支配人に 

わ 願ず る； じを しまし ねから 
な 同 樣じ狗 引 立 下されを 時候 
御 伺 ひ 旁々 御披義 まで 
昭か 一二 年 ニ 一巧 十と H 

n 米を 庵 ま 

吉 旧宗隆 

、 112 ち. たを fet , 

tiew S 罩 


^烹並 U 御旅 舘 

■生稻 


を 巧 

巧 弟 


な 育 ボ西乂 十八 了 目 I ニ-一二 
巧 話 スカイ ブ！ と 八 ニニ 


高等 御旅館 

昭 和 

會龐御 料理 


新 蘭 業 

麻 利きの 巧理 人が 日本人 諸君の 嗜巧じ 適 
すを 巧 理を差 上げます 

歸頤和 園 

を 居の 前、 芝居 歸 b の 御 集らに 最も 適當 
の 煤 所です 是非 御を 負 じ 願 ひ 主す 


商業 區域 中必 、摄賴 事 館、 日本 
郵船 真 化银巧 大會社 巧き お 巧 

を 港 *"^が ホ テ 

純 日本食 (時 别閱 あち) 

御 一報み 窠 自動車 御 出迎申 上ち 

巧 ニ 雲 iia F San 吉岂 is 呂 ， 呈ー 产 

木 旧 ル— ミン グ 

1 養 3 rd Ave . 呈 .至 吉皇ぎ nets 
ジ leph ミ e R 込 呈ニ芭 叫 


良臣 rt : ら L,-f r - 1 .- ド、 •■な h 卡 一 、‘ Ff J 


舞踏 個人— 
マ 社を ダンス A 
►表情 ホ 操 A 

貧 

朝 十時ョ ，が 十一 時 

シヤ 9 フ * ダン シ 

ング輔 範學校 卒業 

上 お タマ 


了 寧 
親が 


_ をむ から 白紙 自 をの 姓名 住所 
主で 書いた ものな で も あつじ 

おなきの 力ん 公 
品 川の 名物 こじき 『わ 泣きの 
かんを J 事 木賃宿 止を の 坂 本を 
太郞 (五八) が 投票権を もらつ じ 
のは、 普選 法から g て 不思遙 だ 
が、 この 巧 巧 はんば か ら じ 喜び 
高木 正 年さん じ、 いれ るんだ い 
ど 叫び 廻ン ■'て & た。 L か L ずを 
知ら。 いのに、 でぅ して 書けた 
かど 不思議に 思つ て、 われ やら 
が 巧ん ご 書い ねか ご 書かして 見 
たら 大 威張 b で 『 n ドモ ー』 ど 
書いた、 をれ が 投票 函 から 出る 
のをな 會んが 眼を 皿 じして 見張 
つて ゐ たり 

松 や 節 子さん 

巧を 第五 路杉並 開 黒 巧で 發 
見され た 無効投票で お 見され 
た 無効 九十 四 票 中の 變つ たも 
のは 『松 ホ 節 子さん』 『國を 
な 治』 『尾 崎が 雄 J 等々 

をは 謹んで 棄權 
府下 長 崎 巧の 關票 所では 一票 
を 開ける と 細々々」 旣戒政 黨を篤 
倒し 中立な で i はな ほさら くさ 
いど、 こきおろした 揚句 

『自 をは 謹んで 棄權 する』 と 
あつた D 


出 触 

勝 田靑月 作詩 
杉 山 長を 夫 作曲 
今ょ ひ 出船 かわ 名殘 惜し や 
暗い 波頤じ 雪が 散る。 

船は 尾え， ね r 別れの 小嗔じ 
沖 だ や 千鳥が な < を いな 
箱 眼ん を 

箱 根 八 あは おでを 越す が 
越す じ 越され 归大 井川。 
化ら れて 

淸水 かっらが 歌 
な 旧 龍お郎 作曲 
吨られ て、 化ら れて 
あの モは 町まで、 お 使 ひじ 
あの 子は なやを' ねんね しな 
ゆぅべ 術し いがは づれ 

こんどき つねが 

なきやせ のか。 

荒城の 巧 

備 作詩 
.山 田 耕作 巧 曲- 

春 高樓の 化の 宴、 めぐる を 蔭 
さして、 モ 化の 化 ヶな わけい 
でし、 普の ホい ま いづこ 
ニ こ 

秋陣營 S 霜の 色、 鳴 巧 < 雁め 
數恩 せて、 髓 ぅるつ るぎ じ 照 
らを ひし、 昔 ^ の 光い ましつ 


太 泮橫斷 機 

巧衛 不明 

貴婦人 同乘 して 

馨じ英 顶のフ ラ キング •プリ 
ン セスを 乗せた 飛行機が 英义橫 
跡 飛 巧の 化擧じ 就て をに 太平げ 
じ 墜落，， 'て 間 もない 昨今 

豫て よち 巧网め 婦人 マ ホ— ブ 
どして 名を 龍 はれて 屠る マツ 
カイ 子爵のを 罐王 ジー 姫を 
乘 せじ 飛が 燃が まるみ 腿 H じ 



御菓子 舖 

名物 栗 獲 頭、 療馈 、が 羊羹- 
賛澤 豆、 甘納虽 、巧 他を 搏 
煎餅 卸小賣 。のし 餅け 前日 じ 御 
注文を た ふ。 日本食 巧 お及び 雜 
誌 等 もを ちます 

御 注文は 松風 軒 高 儒 
這 W . B 置 St - TeLTSfai ち r 洁 54 


名所、 苦蹟 、嘗避 其 他爲物 



S . TASm 、 ちを 真 ミ 至 = 巧 d . ‘ 
羣舊 呈产畳 . 
TeL HYH ゴ SVILli ニち W 


電話 プラィア ント 

八 0 お 九！ 八 八と 一二 

新 II 特長 

が 宵が 凹！！ 下 凹 了 目 
ニニ！ 1 1 八を ニ 一階) 
支配人 竹 中 重 雄 

ま 巧 

14? Glai き 一 As . 置を n , N . Y . 
ぎ 置 ま I ニさ呈 
ま巧虽 r こ-こ を 


眞 面目なる 求職 同胞 じな 實 
なる 磯 業を 罔旋す 

宮川 事務所 

お 育 巧 西 四十 ニ 下目 百サ一 を 

電グ クイ r / ト とと 八 お 
話 フク イアン 九完八 


ロス アン セ ルス 

ホ リン ピック 

ホテル 

1 ニ H S ミす dro F Los Ange 寅呈. 


レャ トル 巧 

NP 旅舘 

W 0 タま h Ave . w ? SS 己タ W ミ h * 

停車場 前 密東ご 一 了 左側 《階 建 
H 本 巧 船 切 巧 取扱 波戶場 送迎 


普選の 日 y 見た いろいろ 


んな喜 創が を 所で 繰 返された 



補々 のな ホで H 本 固は じ お 年 
命を 典へ た。 しかしを の H じ 
は樣 々な 悲當 劇が おやられた 
これは 東京で をつ た 開票 りの 
ェビソ ー ドを でみ る。 


さの 字の 岡 着 


第一 區游一 銷粟所 (猶即 恶町小 
學 校) じ 立 川 太郎氏 ご、 州 手を 
義氏 ごを 合せた 『立 川 忠義』 ごい 
ふ-票が あ b 、 いづれ の 榜補者 
か 鑑別し 難 < 無効 『鈴 木 梅巧郞 
さ』 じい ふ 一票では 立會 人と 選 
擧 をの 閲じ大 あ 論’ が 起つ た 

遇 巧 長は- 『さは お 化のへ ど 
いふ 方言で ぞ 巧を 示す もので 
ある』 どて 谈义 まで 讚み 上げ 
て大を 得を 巧ら、 無効で ある 
こどを 宣言した が、 なを 人は 
中々 きか や 『東 化の 方言では 
ない、 選擧 長は お 化 出身 だか 
ら 、をぅ いふが、 さはさん の 
縮まつ たらので、 敬稱 である 
から 巧ら かじち 巧で ある』. 

ご 巧 （したて、 國語 調査 會 みや 
ぅ：：^^雜論ごなったが、 遂じ化華 
を 記した 廉で 無効 ミな つた。 


総 選擧磯 張の 辯 


第五 お 化々 噓閒票 所でら、 入 
念の 投票が 發 をされ た。 いはく 
『斯 波貞ま お、 明を お 年 化ち 十 
六 H 生 む、 小 河 席 ぉ ま』 いはく 
『寅 業 间志會 長 武藤山 治』 いは 
/、 『十八 歲 W 上の 巧に 選 舉權を 
巧 ふ。 證 貸の 停年 六十 歲 どす』 

祟拜 された 惱み 

板 橋の 開票所な が 別 こ ぁつて 
いぅ-., たる もみ、 し々 も參觀 
者ら々。，， 、閑散 『前 旧 ホ藏』 氏 
の 投票 じ 化つ ぶから つぐけ ざま 
じ 無効が 出で、 な 會んを ゎ ほく 
させる。 いはく 『前 旧 ホ藏樣 へ』 
『米藏 君へ』 これは いづれ も 農 
業の 人々 が 崇拜の あま 6、 投票 
したの だ ご 前 旧派の な會 人は < 


やしが るまい ことか。 


鳩 一さん の 改名 
本 鄉随は 十】 時 五十 かじ 開票 
を 終つ た。 無が もが 外 少な かつ 
たが、 この 無 巧 呼の 變ら 蹄は 
『を 島 一郎』 『鳩 山 一雄ち 
撤 ご、 他 協の ご ニ 木 武吉』 など 
いふ もの も おで 『矢 踩敍吉 こ 


明晚 H ガロ 劇場に て 

藤 原義 江 巧が 民 謙の 夕べ 


イ タリ！ •日本* スぺ！ 井 A 等 


旣報 のか <內 外人ょ b 多大の 
期待を なて 迎 へら n て 居る 我等 
のテノ ー 睐お義 江 巧の 獨唱 食は 
巧 夕 八 時 一二 十み ょ b 、 お 十四 了 
目 プ。— ドウで 1 ど 第 八 街の 新 
築刹媒ダ 。 で確さ れ る こ S J な 
つた。 當 巧み ブ 《 グラムは 左の 
かく 一二 部 じか 七、 第一 部は ィタ 
*1 の 古い 民謠 ，第二 部は 船頭 
巧 ご 箱が 八 里を 除く みは あ'^ 新 
作らので あ もが、 箱 お八 里は 歌 
こを を けれ、 巧ら しく アン/デ 
され だもの、 窮 S 部は スバ こッ 
ンュ 、イ タブ— 語、 巧 結と いふ 


慣 巧で わるが、 膝 巧を はこの 外 
アン n r でけ 得な の マノンの 夢 
の 歌、 おがの 月、 吨られ て、 出 
船の 港 等を 巧' ご；」 じぃ * つて 居 
る， 伴 蒙け 當化 の樂壇 でも 著る 

なア 1 ネ乂ト •ネ处 ソンを であ 

る C 藤 煤 巧が 當が 淸唱 すべ 日 
本 化の 歌 剖は だのむ し 〔的 ほ 入 
撫切 巧は をが 劇换で ホめ る こご 
がが ホる〕 


箱が 八 あ H 本 ホ 曲 
船頭 哦 伊藤 祐司 

第 1 二部 

を 國の民 諮ょ b 

モンタネ チ ニン 
祖國 グレ チ ヤノフ 

.ナ ンナ】 


麥う もの 巧) 
子守 巧 


サダ 


ボ - 


■ソング 一 


，クラ キス ラ. 


曼巧沙 華 

化 巧 白 か 

ゴン シヤン* ゴン シヤン* ど 

こへ 巧く 

赤い わ冀の ひがん じな 
ひがんぶな 

け ふ. も 手 巧な-! ホた わい U 


第一 部 


をい イタ リ. — 民謠 よ， 


勝利の ため 
巧を い 口元 
君を くが さば 
すみれ) 

恒 河の 太陽 一 

第二 部 

ひがん ば 
ごんは がへ b 
嬌が 鳴らまず 
烏の 搔 雀の 蕾 
千 烏 
波 浮の 稚- 


ポ ノン チ 
ロ チ 

り 1 ザ 


カラチ 


ゴン シヤン、 コン シャン、。 

ん本か 

地には と 本. 脯 のように 
血の ように 

もようで あの 子の 年の 數 


ゴン シヤン* コン シヤン* 氣 
つけな 

ひとつ、、 ん でも、 目は 眞蟹 
H は眞證 

ひごつ あごから また ひらく 


山 旧 耕作 



近衛 秀腹 
中 山晋ホ 


ゴン シヤン、 ゴン シヤン、 柯 

お 泣く ろ 

いつまで おつても ひがんぶな 
ひがんげ な 

恐 や、 赤し や、 まだと つ 
【註】 ゴン シャンは 九 卿 柳 河 
ど ミ ふ 巧の 言葉で、 お鐵さ 
ん ど】 衣 ふこ ごです。 





Hi 居 8ek おな i 削 n, Ud. 

Boom 515 

貼 nn 姑 s 抑 in 巧 純 巧扣 i 祕 ng 
巧 己 Bros お 3 も ん Y. 

Tei. C が }! and け 232-33>34 


巧 8 谢お邮 おお 搞化 L が . i the WT 洲 1 8 壓 I LT0. 

Tel. Rector S483-8S ： " 。む 〇 " ： お. ？ ロ 

I 61 Broadway, い , C 

j Tel, Bowling Green 3440 


MOfMM 酬 S.IHG .， 

巧 - 巧ぶ W. 23rd 化， 

New York City 
Tel. Sramercy 3856 


THE FUJIMOTO 
な 削 RITI は關 !NG. 

120 Broadway N. Y.Cilj 
お cisr 2 が も おお 


THE g 遲 OF 閒荫 EN ! な パ timif 誦 Baiik, 加 . 


[i 的 m Ifl 巧 け 5 BV 化 K. 

巧郎 B. む 油加が 8583 


お W 巧 削が E が Y 
300 巧が 4 
1 が お saiiwsy 
なし む 邮巧 r Z444-7445 1 


Tile Ydkolia 沼 a 
Sp おお Baltic, L 拍 

5ih Fiosr, Equilabie Bldg. 
巧 0 Srtiadwa もん Y- 

Phtmg g は t が 2 巧 {) 


な iyoT 阳 din が 0 ., I 邮 . 

Im ； ) 日け が s & E 巧 oriers 

101 Fifth he.J. If. 

Tel. かが 叫 uin 巧 23-5 

327 W. Madison なけ et, 
Chic 巧 も IHinois 




WALKER & 化 帥|〇 \ 

CUSTOM TAILORS 

20 DEY ST" NEW YORK 
Ne が Church St. 

TEL. CO 技 TLANDT 7557-75S8 | 


N. Y. K. LINE 

社 會鑛鄭 本日 

NEW y 〇 只 K OFFiCE: 

8— 10 Br を さ ge St. 了 E し臣 O 泌 U NG GR 巨 亡 N ぶ 262 

San Francisco Of 巧が： Los ん巧 61 が O だた e: Sea な ie 0 だ i が： 

が X 的 arket St. . 技 iUmore Hote! Arcade Coiman B! か ’. 巧 rst Ave. 

姑 お a だ o 0 王む ee; 100 W. Monroe 化 


0 ぶ aK* Lme 
大飯廊 鑛 會社 

2 骑 7- 8 巧 Hi 巧 yil 郎 IL 目 IN 甚 
巧 0 る 1 巧ぉ化ミな化辑 ' 巧削{)!巧 
PH 資お 80WU 賴郎巧 N おが 33 


邮邮 TA & 郎， 

KM47 Fifth Ave., 

げ 0 しリ sf 化） 
Sew な fk (1 お 
Td がが 叫 U 即 56 巧 


Nippon 

Dry laoodls し 〇 . 

1 巧 1 8roa 柏 巧， Gify,’ 
Oar. が おな . 

T お , Pemis 細 ilia 巧郎 -51 
8 〇 日の 4 巧 


I 間 〇 1 目 B 巧 S. ， お G. 

Formerly 

齡 ruh が hi を （k 
1?5ad けな N.Uf. 
Tel. A!g 日 mjuin 曼 28 もが 


lara Trading Co. 

玉。 1* 5th Avenue* 

{C 切 '. なが St.) 

Td, を igo 巧 quin 3848 -が 


F . に MA 民 UYAMA を CO. 

67 WEST が忠 STR 臣臣 T ， N. Y. 

TEL 巨 PHON 臣呂民 YANTT 707 目 


CHRISTIAN SERVICE 

in おが 円が s and Englisli お Ho 皆 Tnruyy 
挑が ch, S が 前 an む も ajui Cum 巧 in 呂 St. 
9 邮 Sqii が e Norih and WesUf む oari 相が 
and Qyk 讯 an Si. (i 的 r 目 yk 巧 an Si. Step 
が B 巧 adway Sulm 呂 y. 

March 25, a! 8 P. M. 


Reeitai Management 
ARTHU 技 JUDSON 


が 0 化 & SHIMM 化 

Doll も Toys and 
Seasonable Novelties 
31 EasU"h お rest 
(im 日 N 8 がる 化） 

Tei. W が 叫 uin 18 巧 


拿を 



を 



【 曜±】 


円 セ 十月 S ザ H 和昭 







• 0 ^ 


II 川 ， . I • — ^ 1 , 广 ■ u" i . W 一 




■ — ： — ： — 一， 


資本を を 億 圓 
拂这巧 資本を 六 モ萬脚 
巧 立を ホ 千曹 巧お闕 

無 脱 S ホ 銀 巧— 支店 

ネ庙 なお 巧 日本 橋 臨 本 革 お 町 五 巧 地 j 號 
ま 巧 ルが 日本 搞义 0 巧 ぉを 構な 
あを 崖を 都 大吸西 (大 ぁ} が 巧 
旗な 下 踞巧司 巧 松 お 岡 おが 
上が 倫 かを 質 利水 

• H J ' • I . ■ i r: ;•!• 1 ill . 

輸出入な 替 'おな 送な •ホ 送を、 お 巧 信用が 
荫巧信 巧が が 他 一 殺が 巧 業 . 

能 竺囊銀 巧— 支店 

擲 お袋を-日本み 地 無ず 数 巧？ 远 速な 巧 
本 巧規を (を 期 通知 ノニ 柿) 巧 便利 か あ 
本 ま 巧 あを (本な〕、 大阪 •神タ 、をが 
巧が 地 おを 尾、 小が、 上海、 おを 


►锁 里を を 及び ホ 送を {無手 おか)、 外因 
巧替琶 貝、 が 爲替 取が 取 立、 信用 巧み 
巧 等 一 あお 巧を 務御巧 巧 じ お あ 巧 かお 

S 贼臺灣 銀 巧が 肖 お 張 所 

本 巧 窜@堇 化 

ミ 巧を 巧、 構 巧、 太 お、# 卢 、とお、 巧 
ロ、 福 如、 厦門、 如 頭、 香 巧、 廣 巧、 新 

嘉坡 、スラバヤ、 タマ ラン、 バタ ビヤ、 ま 貝 
々が ホッタ 、がを、 其 外 霉货十 巧ケ巧 


I 、 f . を 壹德圓 (を ぉ拂达 巧) 

一、 惊 化を 九モ 化が 五十 萬圓 
巧 化 本 ま 巧 =: 換お (本店) ま 京大 あ 
神戶 長が 下顆 名を 属 

機鑽 正金銀行— 支店 

ホ國を ま巧リ を 港 羅麻ホ ホ 巧を 
其 他 かおを 國を巧 都 ホ ニち 巧 及 n が ン 
ス がをお 


本 巧 大阪化 檀五了 目 
姑 育 支店 紐育ブ 0 1 ドゥ ユ I な 四十 九を 

讚 住ぶ 艱巧 

日 お (巧ち 横 巧 名 ホ 屈、 を 都、 神 巧 
を。 おノ 道、 靖 島、 吳 、柳が、 下ノ P 
巧ろ 话 (巧 巧ぶ 倉、 巧 松、 がを、 乂留ホ 等 
本闕 煩を、 鄕里 送を 澤は祕 め. 

て 御 巧 利 迅速 じ 御 化 扱 可 中 お 


本な 朝が をが 

ま 巧 お 張 巧は H 本內 化の お 巧 都 ホ、 朝鮮 
満洲、 支那のを 地 及び 滞 谦巧德 

朝 鱗 艱巧紐 育 お 張 所 

外 廣爲替 一般 銀 巧 業務 靖 々御 使 巧 じが 扱 可 
申 上 候 


藤本 證券 會放 

一般を 巧 証を ノ賣 買、 引受、 裳を 
▲金融、 並 ニ 之 ニ 脚 ス^ 一切 ノ萊務 

錫賊 藤本 ビル ブロ 1カ| 鑛巧 
紐 育 お 張 所 


陶媪 器、 雑貨 卸賣 

森 村 ブラ ザ ー ス 


推 巧 お碰お 

ドラィ グ ー ズ卸資 

太洋 貿易が ホ會巧 

ま 巧 ボ俄 古、 ポストン 


ハィカラな 紳± は 

化 立 服を なしまず 

夫れ な 宜< '身 じを ひ、 見掛けは を （、を 
して お ホを ょな もを 持 もす る 事を かつて 
るからで す。 弊 巧け タ 数り 义紳 ± の 御 巧 
を 承つ て 居 ま to 

n 化曝告 にて 御來 巧の 方 じけ 

ホ か 割引 致します H 
御な 义 のが H に 係 はら 中 をら 巧 一巧 ホて 
是 てす？ い 

ウオ ルカー エンド フロ リオ 洋服 店 


A 摄現 巧を を规衞 化を の堪 なお 巧 もる じ 巧なる 
の 巧 操な 切 T を i 共に なかの 深 ミす るを でず 
A 巧が 太平洋 おな H 等設 商は を 部单時 的を 其 ブで 
施し まし わ、 巧に 巧巧綜 のかを は 巧凱ッ —* 

ス トサ ー r 父は スチユ デント グ ラダスな との 
巧 髓备備 へて 巧 4 まず 

# 桑 巧 お 帆 ホ/作 V 辉 ホけ 正午 出 机】 


rr 織 
大が見 
天を 化 

コレア 化 


S 月 化 一日 
四 巧 十一:!! 
巧 巧 ホ 立 日 
お 巧 九日 
あち 廿ニ 一日 


S 

i 


® シアトル お 帆 【午 荫十時 お 帆】 が 
靜 岡え 四 巧 あ 日 J 
鎮濱丸 凹 量 一日 が 
郝實え 五ち 十六 日 弧 

® を 發结 日本 巧お纳 が 
樣タ ぉ' 四 お 屯 B 
加溃叛 巧 お 二十 S 
A 短 育 出が 投を 馬紹を a ネお 冀賴聽 i 月ニ跑 
A 截道巧 按農遵 券 其禮萬 李顯攘 をに 衛 おが ホ 辟 
A 太 西洋 お猴 穀食な 乘撫 巧が 輝操宜 にお •おまず 


シアトル お贼 (午 請 十睹) 
あも據 まを 四 巧 个 日 
を ふ も かえ 五 巧 二目 
るん どんか (坡淺 出 親) 四月 一 B 
.ャ 一等 橫濱一 お直 部 

化し. ばりず かるん でん もは 一 おお 常 
▼ Ilf .. 目 あ 巧 五を 報 ぎ 這た ホを を 放 室を を 
▼御 希望に 玻リ 一等 割 則 错復巧 巧 發巧改 巧 僻’ 

a スア A ゼが K 出觀 (午後 S 時) 
さん Vi ずえ 閱巧ニ B 
ぶ t しら 化 を 月 ニ 曰 
▼一等 漬濱ニ so 帶祗 はわい おまじら 丸一 酱猜 
ザ. 捶別 一二 宰 日本 巧 五十 化瓣ダ 一二 等 B 本 巧を 十を 輿 
►沒 灌羅お 巧瓣軍 姆帮寢 辜發黯 入 卿-^ 麓が リ镇 
►紐脊 線 パナマ 經お目 本 支 禪巧轉 物 船 ぉ 一圓 


目 本陶潑 器雜賞 
ラム プ卸寶 

奈良賛 易藏會 


H 本陶媪 黑雜嘗 類卸賣 

ホ 元 ブタデ ー ス 


り 本吳服 反觀キ モノ 

テ^— フルク ロ^ス 類 

諸雜貨 卸商 

驚 日本 •ど H プ蘭會 

轉别廉 憤で 大越强 巧 流 巧は 當 巧の 特 を 


精々 勉驢巧 化 御 引 立願 上 候 

陶 减器雜 貨が賣 

春 巧廊會 


春 夏薪觀 到着 御 披露 

永年の 御 摩 情に 劇 ゆる . 

謝恩め ため 破格 轉賣 致します 

令ス タイ 八は 巧國最 
窩穀を ど 6、 常 じ 
新調 當 時の 形を お 
つは 御ぎ 穩を 位の 
確證で 御座います 
み 特に 策 地質、 裏地 
其 他 一 颈附廣 品を 
吟 ホし 精を がを 提 
拱 します 

何を 御 試し 願 ひます 

丸 山 洋服 商會 

西 四十 六 了 目 六十と を 



則ぶ i 基督 敎禮拜 

令燒巧 エキス コバ グ聖ご 二を 會 

令 時日 云巧廿 五日 午後 八 時 
•牧師 ォ） ゥェン 
窥 牧師 ヒュ^ — キャ ナン 
當け 說敎を 

牧師が 岡 常 ま 

『イュ スネ ブス ト はネ替 等を して 
何を 知らし めん どし 給 ふや』 


新し < をつ たお ま附 
上養锁 •傷 所は 左 
記の ニ 刪 處一ヶ 巧 二十 张乃ま H 
十 巧 J 篇 ob 巧 exi 巧 

A Nas を 己 C 备み & S 4 N ち資 U St . 

ぎす 1 h ミ st 1870, ず呂享 


二人 用 じ 適する きか 

《 is 殿せ 賣 

格 巧なる 帶室消 潔閑靜 じして を 
骚 使なる 攜巧 (栗 原) 

吉 3 W . 143 rd 芭. ぎす 皇量度 お 


.賣. 庙 

ま 人 歸踐じ 付きを 利 確 質の 洋洗 
巧 及 八！ ミン グ 一 緖义 別々 じ 
して 至急 安 慨じ資 度 f 委細 左へ 

巧 ホ 洋洗所 

屋 W . 芒 Ih St . す 三 ミ k E ! さ 


賣 度.： パ tr ? い片バ 

リバ アサィド パ！ クの 夏場 資废 
し、 ロ — グダ ウン •ダ！ ム じて 

濁 占、 店 撰へは 間口 ホ 四 灰 奥 巧 
十 お 巧、 委雜 はぶへ 手紙に てを 
渉 あれ 

享 . L . J . ぎ ロ ；0 苗 vsilk ぎ k 
ぎ 量 ield , 互 岩 S . 


一週 五 巧ぶ 八 ぉ、 一 
人 又は 二人に 適す、 
市 麼へ十 か タィム スブ クユヤ ー 
へサ 五を 電話 カン バラン ド 呈三ー 
養吉 h F Bro き n 黒 腐 梅ず 

自働車 運轉ぁ 修理 巧を 
目 本人の 教師 じ 化を 親 
切 じお授 す、 お雜 の 道 
路も 旨を*’ 
操 縱が岀 ホ 
る樣 じな な 
ますを が お 
証、 就職口 渾 山、 晝巧 
敎授用 じ クラィス ラ—' 
一乂ニ A 年 型を 使用 

十 あ の歷を ぁる 當 校は 多年の 
觀驗ど 新 智識を 巧す る敎 師を聘 
し 自動 単 
操 縱法ぁ 
び 運轉ぞ 
め 修得ず 
べき 必要 
な 磯關的 
智識を が 
期 聞 じし 
て 最も 能 
率 ある 徹 
底狗 技術 

を敎 習し を狀 獲得を 巧 謡し 驟業 
ロを も閑旋 しまず。 




藤 原義な 獨唱會 . 

入場料 セ 十を 独 - 疆十仙 

-顏 六十 五 独 ニ 棄甘蚀 

ニ 一巧 十八 B 〔 R 曜 H 〕 午後 八 時货分 

西 五十 國下曽 ど 


7 ロ 1F ゥ干 

い よ 


劳 P ! 劇場 じて 

く明麟 


夏曝ク I ム 巧き 


今回 上記の 處に 移轉し H 木を び獨 逸製玩 
具、 雜貨 及び 陶器 お 等夏壤 向き 品 全部 取 
揃へ 陳列し T 居ます から 御 ホ統の 節は 是 
ホ 御 立窜も 御】 寛を 願ます 


守 1 テル 


K シ厶 


レ 



本陶 黑雜貨 


■ドラ 


グ！ ブ が販賣 


能 一巧 木 桃 ホ 組 


MOO 产 MOMOZO 产 CO ; Inc . 
105,内’ 16 tii St ., N . Y . ぎ ぎべ養苦一 ま黄-6-7 
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® 育日會 公務 部關 係の 

展覽會 やら 懇話 會 

職 邦議曾 移民 歸化諾 法案に 注意 


I 旣報 が 巧 H 本人 曾を 務部 
! を 民會は ホる 十二り 巧が じがて 
j 脚 惟せられ 旧む を 員 長を 始め 矢 
I 吹義 ホ、 山 本 お 辰、 柬榮 一、 織 
I 田ち ホ 木 典 迫、 水を 巧 H のを 
; を お出 席 約 八 かに 妊 6 て 協議を 
凝らし 翌十 S n 開 幡の巧 事を じ 
提出して を 部 ホ 哉を 得た が、 第 
一は 醒府 H か 病院 試訴 。成 巧に 
ー關 する 羁吿 (四 パ 十四 H 閒廷じ 
i 延期-策 ニは 會 員の 利益の 腐め 
ー逍苗 狀 W か 耍を唱 菊ず る i が ほ 
一を H 特別を： 貝會を 隅き 山 本、 鸭 
一井、 水 答 S 巧 Jb 巧る を良會 5 
一 開備を 化が す こ £ 、第一 ニ い" 國行 
j 新 司 事件 •し關 ずろ 赏 费支辨 のか 
; 第 四は 準瞄 問が 溝 b 物色の-- ご 
_ を： 立け 第二 化 職 楽閔題 特別委 員 
- 會を閒 くの かを みを したが、 目 
一 下武巧 女子が 業學 校で 艇覺 中の 
: 本が 

を 童 かな 展寶會 巡 脚擧巧 
のかは 電 要なる 事項に 廣す るの 
で 化み を 負 よら 文部 外務 两 省の 
:餘旋 、帮船 曾 社の 好意的な 授、 

; 德锁事 能ぶ び ホ敎肯 局の 協調を 
I 報吿 したる 後 巧 島 委員長は 學量 
I の 至誠を 掌め たる 作品は 特に 親 
- 切に 展覺を わひ當 初の 目的を 貫 
一徹せ ざるべ からす どて 特別を 員 
i を 選 巧す る；、 今後のを 用 どし 
I て ニが 五十 ホを 普通 基を よら 別 
一途え 出み かを 理事 會じ 諮る じみ 
したが、 旣にブ ドレィ 女子 中學 
校 i も 一部の 權用 裝覽中 込もゐ 
;.ら抓 際 至急が 敎育局 も 協議を 
I 遂 ぐる， とご^つ た。 夫よ b 豫て 
I 懸案と なって ちわが 人 大學生 中 
I & の 懇話 會を四 巧 中 か 頃日 本俱 
I 樂 部に 於て 閒會 する じみし 豫算 
i の 支 おを ザ 巧し 更らに 第二 世 問 
I 題に 掛 する 怠 見のを おを 巧つ て 
i 午後 十’ 一時 散會 しね。. 


目 會諸會 合 

_ 巧 事な じみぐ を 員會- 
„ H 本人な 巧孽帆 宵は 去る 十吉 
jn 巧が じがて 脚 かれ 晚餐 おを 信 
をを 辨長 おじ 孩き 摘を な 呼が 巧 
記 錄朋讀 、を務 お 吿逐じ 始ま b . 
みを 貞 訝'。 報吿 じが b 社 お 部よ 
b 大が盛 宵收！ ぇの 槪 巧を ホみ 算 
の 儘 煤 营し典 後が よ‘ b ニ S 報吿 
ぁ b . が務 がを 負 長 地主 延么助 
巧 U レ， トラ' ン -ト硏 をを 封を 特 
設 いけ ゲ報吿 し、 晚品陳 判 館 調 
査 事項け 別にを 員 曾を 特設し 貯 
j 蒂述勸 け勞働 部に 一巧すべし ご 
の 報吿を 就み ホ i らを務 部 委員 
巧の 報を f 劇 項を 照) を聽 取し ニ 
S 巧 間を をた る 後 持に 巧决 確を 
し、 ぶ-し 會則 及び 細則 修圧 委員 
をの 報吿ゎ b 、 をの 中 曾 則に 顆 
する 條 項は 縷會鑛 案 調査を じ 媛 
巧す る i ど 細則の 修正は 可 
决 された。 夫よ 6 會舘 基を 處を 
問題の 報 吿じ乂 っれが、 が 岡委 
員 長の 辕吿は 理事 會じ對 する 委 
員 會タ數 の 恵 見 ご 看 傲し 場 やど 
て 巧び 岡 委員 會の駆 濯を 命 せら 
れ ねが 脚 題が 間 題 丈け じ 質 間、 
意 届等續 ぉした。 巧 雜會員 募集 
教化 軍 講演、 入 退 脅を の 報吿が 
ぁって 散 曾。 

尙は H 會の 諸を 眞會中 天長節 
視賓を 見 曾は 去る 十五 日 太 腸 じ 
て 開 惟な を 委員長、 草信會 長を 
始め 菊 地、 を 西、 が 本、 モ 葉、 
が 上。 巧 川、 淸水 (善) 鴨 ホ、 堀 
越、 冷 ホ ぉを を 員の み 事務所よ 
らを おず、 を两ニ 氏 ぉ 鹿 視賓會 
時 R を 四 巧 二十 八 H ( も曜} ごす 
る； を 聲を六 弗 ごする る j 部の 
プログラムを 內 をした。 ホる 十 
八日 午を： 屍よ b 日本 お樂 部に 
がて レスト ラント 業硏究 委貢會 
を 關< 帯。 


日本 巧 體會を (ホ ニを 醫道 會疆) 

化理 店が 欄 兄弟 满會 

乘 軍、 乘鑑巧 巧 並に 小猜畅 運送 禪 便が-にお 凌を します 


第 

- 

干 

巧 

百 

ニー 

十 

わ 

號 


ソ —ヤァ ホを 所 お 

美な 敎會 

昨 お W 巧 滞が して 居る 著述家 

—ャァ みおは 當地 U 本人 美 0 
I 敎 をの 爲 めに 藤。 がら 壺 巧し 宮 
一 崎 牧師の 勉强 振ら じ 敬服して 色 
I 色 働いて 居る が、 ニ 巧 下旬 ホ國 
美な を會の コン フ レンスに おす 
る宮崎 牧師の 報吿じ 就き 大要 左 
のかき 一文を 本な じ 薄せ た 『昨 
年 八 巧來巧 3 降 僮々 六 個 月間に 
をが 牧 帥の ま宰す るを 貪は を 好 
I のが 鶴を 擧げ 先づ窗 おを の狀お 
はか 政の 騰頓を 第一 ごし 内部の 
I 霧 勘 おも 著し <温 かぐ。 な、 設 
I 備ら 改善され た。 ズ化川 幹 奉の 
I 後を お ふたが 野 賴之祐 氏 も 熱 ふ 
じ盡 力し 居 b 、 會貞で 建築家の 
阪田 氏は 室內 のな が-しな 献勸か 
ら ず。 同敎 食のを 巧 償 巧の 爲め 
じ 値しむ 燒臘の 慈善 バゲ ァも大 
なる 巧 巧を 琉 らした。 ユポ ！ ス 
靑 年なら 横 潰 組を 敎會の 巧 中 お 
師 、化 本節 正 氏、 早 川 當之助 巧 
も 田、 巧 旧 氏 等が 巧 員 どして 活 
勘して 居る』 ご。 

掘 巿郞巧 お蠻期 

裝術為 巧 家 掘が が 氏 兄が 當化 


お發 期は 四 巧 五、 六 H 頃 じ延淵 
し 同 二十 五日 お 帆の 大洋 化 じて 
歸 朝すべし ど め J でゐ る。 尙ほ 
今夕 料亭 太陽 じて 開 罹す る 送別 
會 にお 席 希學を 中發お 人へ 通知 
洩れの たは 直接 太陽へ 中 込まれ 
たし ご。 

大防巧 船 會化沙 港 

お 張 所が 支 巧に 

從ホ沙 巧 じ 於け る大較 贿瓣會 
赴は 出張所 名義-して 驚棠 して ホ 
たので ぁるが 過般 大阪 じがけ る 
株ホ總 曾の 巧 簾 じがら 巧る 四 巧 
1 H よ b 『支 庙』 と改稱 する； ど 
なつた。 尙は タコマ 巧に ては ジ 
エー •ティ •ス ブ少ブ 巧會が 同社 
化 巧 巧 どして 營業 する 旨 シャト 
が 同社 巧 張 所よ b ああした。 

陸軍 記念 晚餐會 

义 宮殿 r 麗 ホの 計 報じ 接し 一 
が 中止 ごな つた 陸軍の 奉 天戰記 
を晚餐 曾け 愈々 ホる 二十 H (乂 
願) 午後と 時より H 本 俱樂部 じ 
がて 開催す る ホ。 

近く 學±# 開懼 

巧が 巧大 出身者 お 十 名は ホる 
一二 十 一 H {虫 晒} を 期し 日本 巧樂 
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部 じがて を ± 貪を 魄爐魄 餐を巧 
じする 签で發 を 人け 化 木 正を ま 
店長、 松 曲 海軍 歷替長 及び 小 柳 
が陸ボ 大佐の S 氏で ぁる：^ 出が 
ホ學巧は日本お樂部へ申込ん^ 
たし ご". 

佐 藤 義證師 講演 

H 本 识樂部 巧 志 おお S 下 じ H 
下 離 紐 中のを 本願 寺 特派 a おが 滕 
黎證師 を 招 巧！ 昨が 巧 巧 樂がじ 
て 喚を 曾を 隅き 間八げ よら 佐 お 
師の谋 韶を靡 取した。 

HHUnH 

•小 倉銷 一巧 曰 A 郵船 曾が 横 
描ち 巧-よ 6 糾 育ま 巧じ轉 巧を 命 
せられ、 みよん ホ 人 W が コレ ヤ 
化 化 じて を 港 經ホ昨 B 着 ほ 
•大化 吾 八 氏 東京 高等 工業 學 
校を 授 、十四 R 巧國よ b 着 約 ニ 
遇 瞄國を ホ-し 滯 なの 害 
•ホ ホ 房 的 氏名 ホ 崖窩等 工業 
學 校敎授 、同上 
® 高雜 得四郎 氏長騎 高を 商業 
學 校敎授 、同上 
♦淸水 愛之祐 氏 適般巧 病氣の 
爲め バン アメリカ ごな 院じ 於て 
手術を 受け 加療 中の 帝 圏 旅館 ま 
病氣垂 快を 吿げ昨 十六 B 退院 目 
下自 まじて 靜養 しつ i あるを 
® 巧 中 重 雄 巧が 內西 四十 四 了 
目な 十 二番 日米 挥庵ま 配 人 どし 
て 招聘せられ 本 巧 中旬 よら 執務 

◊ ◊ 

I 日本 巧/— ル I 

ぐ 0 

雜瑚 紐. 育 本局 午後 お 時半 

ご1 ぉ- 14 <1 讓韓藉 

ブレジ •テント • リジン 号 

一二 巧廿 一日 涉譜經 由 

フン ジ デント •ジヤ クツン ロマ 

H 巧毋 二日 沙灌經 酷 

^0善わ見 


it ： 桐 K ペシが が 


見み かんかけ 
.が >ゎ 

盘 せんべい 類 
其 他 


が 桐 兄弟 商會 


謹 吿 

今般 紐育學 十： 會 左記の 通 b か 
おお 閒御誘 ひを せ 御 出席 被 下 度 
化 段 御 案 內申上 煩 
持 一二 巧 一二 十 10(±曜) 

午後 六 時半 ょら 
處 n 本 お樂部 
會裳 實を 

申込 總 領事 舘齋藤 音み 宛 
(ホ这 期限 一二 巧 二十 八日 主で) 

望 

昭か 一二 年 一二 巧 十 . VB 

を 相 木を 巧 
起 松 旧 竹太郎 
人 小 柳 津正藏 



n 曜說敎 
♦紐 育 H 本人 お 食 
信仰への 道 淸 水较師 
♦基瞥 を 修道を 
を瞥の 社を 生活 今 井が 師 
♦日本人 美な が會 
幸福なる 哉 貪し き 者 

ュこ オン 神 學校田 中か師 


新着. 

蒸ず るめ 

一 袋 十五 仙 

軟 かじして 自然の ホを 失は ホ 
晚醉 のを 御飯の お菜 じ適當 

品質 本位 


桑み 屬巧 

ご4 置 ST 芸 th S ご 尹？. G . 

巧き e . Re ち 至 2 ニ 3- 苦 这 . 


御挨搂 

時 T を 位 盛々 御淸 藤の 段率慶 
賛お陳 若 ホを 義 商用を 帶び巧 巧 
巧々 當 地出發 一時 歸朝 ホる 八月 
頃歸 紐の 豫を じち 之 おじ 疑て は 
小を 留守 申は 万事 ホ 中 群 資氏じ 
依賴 致し 置き 候簡 小を 同 援袍變 
らホ御 馨顧枯 願度醫 は】々 拜趨 
御お搂 巧申陳 簿の處 巧を 匆 かな 
際 其 意に なせ や 乍尖禮 3 巧 上を 
御 お 楼迄斯 か 御座 お 
昭お I ニ 年兰巧 十と 目 
化出洋 離商會 

ホ. ム近ま 

鞠挨搂 

な義 過般 巧病氣 療養の 爲めバ 

ン アメリカン ホス ピタ方 じ 入院 

中は 御を 用 中に も不 巧御懇 巧な 
る 御 訪興御 見 簿を贼 はを 恭奉拜 
謝娱巧 御蔭 手術の お 県を 好 ご 袍 
成 追々 快方 じ 相 おひ 昨日 退院 目 
下自 まじて 靜養罷 な 候 間 乍略義 
紙上を なても 御 報 旁 御 禮申陳 度 
如斯じ 御座 候 敬具 
昭巧 nu 平 一二. 巧 十と H 
を國 旅館 ま 

淸水愛 之 誠 

養 W . 畫 si.f S 晏’ 


斬 

夏 旗 新まゲ ー ム及 量れに 巧 用 
ずる 諸道 具 格を じて 御需 めじ 
應 や、 巧雜 類の 上の ダ； ム及 
値段 目録 表 御 避み じあら 送る 
左へ 御 間を ゼ ぁれ 
皇 iam 賽 40 E . 害ぎ を， 

安三 ミ k 晏‘ 

齒 科醫バ t ハ リ了ン 

Dr. Edward 足 arnan 
をぷま n !3 ミ韋 

基 SVU 81 sf St . TeU 章晶 三ち S 

トタン クい 

イン ゾ| VI シ 3 ン トランクを 

物 お 乘あ十 仙 ょら 十二 弗 五十 仙 
普で st 里 th S — 
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。 |;551 !巧 

TeL Worth 0581 

H.S«uSSwk". 

303 Fifth Ave.f 
TeL Caledonia 4101 

巧 巧が 事欢を 會抵祕 育ま 店 
Uchiaa Trading Co., Inc, 
291 Broadway, 

Te!, Worth 1 ち 76 

島資易 株式 食を 
Shima Trading Co, Ltd. 

150 Broadway 
Telephone Rector I(S4 

巧ま會 か 赤 尾庸營 
Akawo 在 Co*, Lt ん， 

29 吕 F; れ K Av も， 

TeL Caledonia 9758-S9 

ホ 倉 製 お 巧績 株式 會お 
に at&lozra 在 Co., いん， 
225 5比 Aveau ち 
TeL Ashland 4546-9229 

な panese-American News Service 

日本 電報 通信 神 

化 再の 蚊 お 巧、 ち 業 ホ 及 財 巧の 
事 巧を 巧を 且つ Sim こ 巧 おす 
巧 日 入電 ーヶ巧 巧を 五十 巧 

Tokyo Adverti お ng Agency 

日本 新聞 おを 麗吿ー 股な 圾 
12 Wesst 17 比 Street 
Telephon が W が kins 2909-10 

K. Mildmoto 

M 貼 mo わ PearU 
535 Fifth Avenu。 
T«L Vand が biU 2 な 9 

經育 0 本人 會 
The お pane 巧 iUsoci が on 
2 加 West 打 化化扣 t 
Td.Goiumlms^76-77 

H 共 巧 ま會祖 
化理巧 

巧# 巧會 

1 扣 8r 时 か 化 tn. C. W. R 扣 tor 巧 34 
Fa 加 口： 2 邮 Raws 叫 化し 1. City 

ま 巧 物を 巧 まネを 
Asano Bussan v^onpany 

氏 00 m 801.8 化 
16 ミ Broad wa: 

Tel. Cortlanat 804^052 

大 倉お雜 ちまな 
Okura 在 Co リ 

30 Church St.> 

TeL Cortlandt 2292-93-94 

Paul 1C. M. Thomas 

Adv«rti»iiig Counsel 

2823 わ ibm Suilding 巧 4 hsMu 化 
1 Tel. Beekman 8878 

巧な 洲强道 巧 ま會社 
な 巧# を 巧 

South Manchuria R. R. Co., 

Room 202 ら Cana ぷ & 凸 Pac ぶ c B! む. 
342 Madison Ave. 

Tel. Vand が bilt 4135 

吉井 あを なま 會社 
なち まな 
Mitsui & Co., 

6a Broadway, 

Tel. Bowling Green 7520 

巧 事 賊會ぉ 

Kuham 里 rading 。>リ 
30 Cburch S し 
Te!. Cortlan か 4 ミ 50 

みま 會赴ぉ 井 巧 巧 
な 育 支店 
Iwai & Co., 

Woolwortb BuUdU も 
TeL Whitehall らか 0 

H 麦が 事な まきを 
紐 育 支 巧 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

(MUaubishi C 化， いん） 
120 Broadway 
Tel. Rector 2560.2564 

巧 ま會か 

山中 巧會紐 育ま 巧 

f&manaka 化 Co リ 
680 巧 fth Ave., 
Tel. Circle 4014 

日本 綿 巧が 式會化 
紐ち ま 巧 

Japan Co れ on Trading Co., Ltd" 
25 Madison Avenu み 
TeL Mad< Sq. 3695 

— ~ -- . , , — . 

日米 生糸が ま會な 
短 育ま 巧 
Ml 州 ! • 化！！ ( リ祁 K が 1) が ! の UISHU 
が ! CHUBE! KHTO CO"LTD.) 

1 Park Avenue, 

TeL Ashland 6246-47-48*49 

# 戶 お 木が 巧 
な 育 支店 

Suzuki & 0>., Ltd., (Kobe) 

220 Broadway, 

T,L Cortla&at 。 49 如ぶ ぷ 2 ぶ 3 

日本 生糸 巧 ホ ちか 
巧 育ま ジ 

Morimura Jlui 4 む . 1 . お nh 
44 East 23rd Si., 

TeL A*b!attd 532( 

巧を 名を せ 
な 育ま 巧 
Hara & Co., 

443 Fourth Ave., 
TeL Caledonia 7830-35 

Gosho Corporation, 

S な k Impo け erS} 

が 反 Mt 84 比 Street 
X«i. Ashland 4887-S2 
ぃ o*hb C 〇 4 Inc., 
Cotton Exporters 

巧 Bea? が S し 

Tel. Bowlinff Green 8805-06 

大胶朝 目 ニ ま 巧钥日 大阪お 日 二な 巧 曰 H 

化 巧 ま 巧 お 木 H が 

Roof; 爲 4 鮮 

Tel* Beekmaa 48 な 0 Tel* BaekmAn 4259 
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等 一斑 中の 一人は パナマ 港灣を 
測撞 ずる 一手 段 ごして 漁師を 裝 
ふ 手前を 僖ふ爲 めじ パナマ ボ壊 
'で 魚を 賣 つて 居た が 聞 もな く- i 
て 彼は が 軍將校 ごな b、 彼の 岡 
拌 者は 最离 のを 育を 受けた 生木 
技師 f みつた、 彼等は この 程し 
い 巧 勘 臭し ど 晩 まる 5 や 急ち を 
のをを 隠した ので ある』 をれ 主 
b 社說は 現な バナマ じ 居 化する 
U 本人 n 大部 巧は 理髮屋 、まっ 
'ぽい 料理屋を の 化 小を n が 極め 
てみ 數 である， とを 指摘し 『而か 
もこの 少數 をは 巧々 じ £ら ては 

大敵 じて ァメリヵの 陸 
海軍 並びに 港 灣當局 者は 嚴重じ 
彼等を 監視し なければ ならの』 
ご 論じて 居る、 尙ほ當 地 じがる 
日本人は 盛ん じ ま 理を屋 を經營 
して ± おの 理髪 崖を 征服し 漁業 
々面で も尘 民の 職 叢を 奪っ たが 
乂國の 移民は いづれ も敎 育の 程 
度 も 化い 型の 者が 多く ま那 人が 
頗る 大規模な 取引を して 居る じ 
反し 日本人の 大 商人は 殆 んど絕 
無で ある。 

民を 黨は 二な 十五 名のぅ も武藤 
と郞 ，長 島隆 ニの 兩 氏が 中立 ご 
なるこ ご i なり、 ニな 十一 二を ど 
なつた から、 を 友 食が 第三 病 ご 
なつた、 しかして をの 結を 中 ホ 
は 十一 名 £ な^、 みの 化め 巧黨 
み 巧ょ ら考 ふれば、 み < ごも 致 
府 驚け 議會じ おいて 逆半數 のま 
持を 受< る こごを 得る の自 
有する じ まつた から 

現 內閣は つまら 國 民の 
信憑を をく る じ 至 つれ 誘で をる 
しかして、 をし 巧黨 が-ホを 讓 
ら反截 驚に 政權を ゆづる ビ して 
も、 輿 黨の黨 員が 多數を 占める 
から、 結局 政局は ま定を 見ざる 
こど、；：^るが故じ、 興段府け現 
狀 のま t 政局の 維持 じを 力を 盡 
す をら つて 围 家の ためじ も善處 
する 巧 0 でを るピ いふじを 顆僚 
の 意見が 一を した こ I じむいて 
敌友 會內閣 は議會 じたいて 第一 
黨潍員 骄獲将 の 名の 下 じ 暫くは 
居据 はる こど^な な、 政 扇は こ 
のま I 維持され る 事 どなつ て 居 
るが、 さて 四巧サ 曰を W て 巧 集 

バ 

特別 議會 における 議長 
選擧問 越は 朝が 兩黨實 際の 勢力 
か 阿を 物 親る もので、 をの 巧れ 
に歸 する かは 兩派 勢力 伯仲の 間 
じを の 政界のを 野に 一っの 實驟 
的 决定を 輿 ふるもので 甚だ 緻妙 
なる 腳係 じあるな つて 巧 派 ごも 
特別 議會銷 會をじ 極力 形勢を 自 
黨 にを 巧なら しむべく 最善の 巧 
力を 拂ふ ものと おられ ホ だ いづ 
れの 手じ歸 する か 形勢を （逆睹 
し雜 い、 しかしながら、 政ぶ 會 
としては 遙 長を 反凿 派に をはる 
る こごは 講會 切^が け じ 重大な 
る ぞ嗜を ホす こご： なる ので、 


巧 別 18 を閒 食まで じは， 中立 諮 
員、 實業问 志 食 方面 ごの 間 じ 誘 
潔を 遂げを くまで、 自 派に 納め 
ん ごする ホ 針を 0 て 巧 力す る當 
で、 これら 中立 

實 同等 ご の 協調ぶ 圓滿 

ならしむ るた めじは、 撰 合 じょ 
つて 副 憩 長の 椅子 じ實業 同志 會 
あたち じ 譲らん どす る 意嚮で あ 
る、 また 議長 赎補 者と して 擧げ 
られ てゐる 巧は 川 巧茂輔 、廣岡 
宇一郎、 島 田 後雄諾 氏で、 實同 
の 巧 崎 助 太 郎氏罰 議長 推薦 話 も 
ある、 一巧 じは また、 講會を 体 
の空氣 から 察し、 野 薰じ掛 する 
露骨；：^ る挑戰的態度を避（ る じ 
め、 この 點じ わいて 比較的 無難 
の 柏を 義 一 ニ 氏を 巧び 推薦 せんご 
する 意 をら あら、 いづれ じして 

"本 問題は 現下の 微妙なる 政局 
どからん で、 朝野 兩黨の 態度は 
注目 じ 値すべき ものが ある C 

不戰條 約と 

對米 回答 期 

近く フランス よら 

パリ ー 十八 日藉 ：：：：： か循 グリァ 
ン をは ァメリカ 蛟廊の 不戰條 約 
提議 じ萄 しみ 週 じは 國容 善を を 
ずべ く フランス 敕府 としては ア 
メリクの 意を 講 ごし 直つ 日英 伊 
獨渡髓 ごも 交 涉の上 傑 約の よ替 
じは 化 較的寶 成の 意を W 白 じす 

- ご 共に 銜ほ アメ y タが 明を じ 


イブを ン 百年祭. 

オル ソ廿 曰發 n 目下 ィブセン 
の 百年を じ 列 おやで あるを 國 
の 化を は 本日 宮城で' ィ ！ コン 
國 王に 謁見 仰が けられ 晝閒は 
『野 鴨』 の 試演が あつな 外ィ 
，？ ゎン を-. 一段 装した 一 A の 能 
優の 舞踊は 特に お 蒲の 歡迎を 
受けた、 な 年を は 今週で 終る 
善で ある。 

- して 居ない 細目の 條件じ 就て 
- 1 應 をの 意向を 尋 した 上 態度 
& 決を t ベく 一說に 化れば 若し 
占ニ题 ょら 侵略的け 動を まけた 
N 日 聯盟 國は條 約の 責 おを 無視 
) てこれ じ應 戦し 得る ごの 保留 
- 件を ホ 張ず べしな 傳 へられて 
W るが 大体に がて ブラン ス放府 
- アィ 9 々の お 目を なて； 條約 
〔應 中る 窟向 らしい。 

/S/ )s/> 

不法監禁で 

獨露 がな 目 

がを 關係 緊張ず 
ベルリン 十九 日發 u 最近り シ 
アじ 巧つ た 濁 逸ん 技 帥が 勞 農り 
シア 践府 か‘'。 密偵の 嫌疑で 突 お 
逮捕 魄荫 され 獨逸政 あょ b 當發 
の 巧 ホを 訊— ても柯 等の 回答な 
き 事件で おが 獨該の 外を 願 係は 
緊張 I 或 ひは を闕の 如く 0 シア 
どの 國 をを 斷 絶ず る じ まる かも 
知い ない、 即 ，っ 獨繁條 約に 波れ' 
ば 巧モ网 投じして 聯盟 園で 吿發 
された 瞭責巧 ある 政府は 駐が大 
巧 乃を 領事に 吿 をの 巧 もを 明白 
とし 且つ 锁掌 ごの 面 曾を 許可す 
- こご じな つて 担る が ロシア 政 

府は柯 等條約 上の 寅 巧を 履 巧し 
ない ご 云 ふに あるが 濁 逸 ごして 
は U シ .ア 人の ホ 化實傳 をの 他 0 
シア 側の 傍若無人な 巧 動を 义し 
/、 忍耐して 居た 關 おも あ b 從つ 
てこの 事件が 導か 線 じな (て か 


巧 願 係 9 斷絕 ごなる じ ま 


壬る かも j 折 5 


れな いごを ふので ある- 


本社 束东 特電 (貧 お 町 轉 載〕 


照 宮殿 下 御墓參 

〔廿日】 第一 皇女 照宮み 親' 子： じ 
は 十 化 日 午前 十-時 ホ 巧 御所 
御 出門、 豐島ヶ 店に 故义 ちの 
墓參を 遊ばされ 正午 還强 遊ば 
された 0 

旧 中 首相が 參巧 

【廿日】 巧 中 首相は 十九 H 午を 
一腾 天機 奉伺の ため ホ 限 離宮 
じ伺惦 した。 

復興 事業を 延期 

〔甘 日】 特別 郁甫 計畫委 負會は 
十九 日 內務省 じ 開會し 東を 徑 
輿 事業を ニグ 年 延長し 經費ニ 
倍 お 額を 巧を した。 

京濱 運河 じな 對； 

門せ 日】 十九 曰 午前 十 瞬を 京が 
下大森 町民 五 干 名は 育 目巧議 
± 高木 正 年 氏 指揮め 下にが 廳 
茂び 內務省 じ ま b 京濱 運河 開 
磐閲題 反勒藻 情を なした が 之 
が爲め 十五 名の 檢束 をを おし 

ブ」 0 

お 平 大使 歸朝期 

【サ 日】 駐米 大 化を ホ恆雄 氏は 
節 子 獲を 伴 ひ 六月 十九 日 東京 


着歸 朝の 绪。 

巧 ホ 子禍子 家出 

【廿日】 前駐佛 大巧 石 ホ 菊み 郞 
す 爾は乂 華が 験を 前 じ 控へ巧 
衛ホ明 ごな つたわ モ爵滯 在中 
の 千 葉縣跨 者が 別莊じ 到着し 
たこ ごかが 明した。 

東京 市電 運かず 

〔廿日】 巧を お電は 今朝 巧 鬼を 
川 送電線 送 お出 巧 ホ運轉 不能 
じ陷 つた。 

塘下淸 脚 巧 逝 < 

IL 十九 日】 化窗 銀け 事件の 爲め 
じ 服役し をの 後が 釋 出獄 後武 
藏 野の 一巧 じ隱遁 的な 生活を 
送つ て おた 關函實 業 おの 大立 
物 岩： ト淸 周を は 逝去した。 

.發電 所 設置 計畫 

【十九 日】 笔カ會 おを 新設し 官 
民 共同して 事じ當 るべ く差當 
ち 信 濃 川 水力 澄電巧 設置の 計 
畫が ある。 

國產 レー ル 使用 

(十 か 日】 錯道 レ！ では 今後 化 
て 內化製 席 使用に 鐵道 省で 巧 
定 しじ。 



米 墨 油田 爭ひ解 次 か = 赤化 
陰謀 調查 まみ— 保護 關稅ご 
獨逸リ バルフ オア 子爵 病む 
.武器 輸抵 禁止，、」 中ぶ— 油 巧 
■疑獄で 前大統領の 財產 お 
調べ ー 海軍 權張案 巧み さる 


〔's キ シコ 巧 十 丸 日發】 巧 墨 
大化モ 01 氏は 昨 H メキ シロの 
產業 貿易 大臣 じして 重に 巧 独を 
を营 巧し つ i あるが！ キズ •モ 
ロネ ッ巧ど 約 ニ 時間 じ 直る 重要 
なる 協議を 遂げた、 焰議の 巧を 
じ 就て はお 秘じ附 せられて 居る 
けれで も メキシコ 政府 ごァ メタ 

々タ 年の 懸 までをる お 油を じ 願 
聯 した 問題ら しく モロ—' 氏は 着 
巧な ホ 巧 じ兩固 外を の 一大 禍根 
である 本 問題の 解决 をみ 患して 
居る 關係も あ b 前後の 事情 ょら. 
して 間 題の 解 巧 もあづ いたご 觀 
察されて 居る。 

門。 ン ドン 十乂 H 發】 勞慟黨 
內 閣マク ドナ グド 氏は 最近 巧國 
外務省 員の 大 あを じ關 蹄し 往年 
の 總選擧 じがて 勞働黨 が 大敗し 
遂に ボー八 ド ゥネ ン巧閣 成を ど 
なつた 所謂 ジノ グエ 7 の 吳國赤 
化 陰謀の お冀 事件 異相の 關査决 
議を t 巧した が ボ！^ ドク キン 
首相は 右の 手紙は。 ン ドンめ 實 
業 あで ある サーン 巧が 勞農 ロシ 
ァの 赤化 運動 I 憤 6 をな ジノ ゲ 
玉フの 手紙を 僞 造して これを 新 
聞 紙 じ 手渡しを 表せし めた もの 
であち サーン 氏 0 巧 巧に を然愛 
國 のな 動機 じ 基いた もので をる 
ど釋 巧し 今更ら 本 問題を 讚を で 
調查 する の 必要なし ごま 巧し 投 
葉に 附 した 結 お S な 化 窗打化 ニ 
票の 大差で 調査 案は 否 巧され た 
もの i 勞働黨 改び自 お 黨は本 間 
題を 提げて 巧閒播 選を じ 政 麻へ 
肉薄す るで あらぅ と。 

【ベ^リン 十九 りを】 リンド 


''ン の 經蒋雞 巧 どし' で灌成 も. ふで 
コノミ スト 誌の ま 筆 レ r トン 巧 

は 今夕 獨逸巧 菜會議 所の 譲 おじ 
がて ア メタ々 の 保護 願 稅じ强 す 
る 影響を 誰 じ歐溯 諸國は 自衛 上 
こ^じ 提携して 一 挿の 聯盟を 造 
つた 上 アメリカ じ對抗 する の 外 
なし ご豫 言し 更ら じこれ が 具 ホ 
的の ホ 法 どして は 先づ巧 逸が 歐 
洲じ範 を 垂れる 意 咏で顚 巧牵を 
引下げる じは 梟る 適當な 位置 じ 
あを 濁 逸 じして これを 實 現ずる 
ならば ス キス、 ホ— ランド' ネ 
— スト リアを 始め 泛 して ス カン 
デネゲ キアを 巧 もこれ にお ふで 
あらぅ ど說き あら じ 保謹關 穂の 
制定： ホを 標準を 高める 原動力 
である どい ふのは-種 のる 譯で 
あつて これが 証據 じは 關稅 率の 
化い 歐洲 四箇國 の勞働 者は 極め 
て 島い ホ活摄 準を 維持 するどな 
し獨 逸の 賠償 支拂 をは お 馬ホ國 
のず じ 落 もた 後獨遙 への 貸が じ 
なる 色 喝破した。 

【 0 ン ドン 十九 日發】 本年 I 
巧を 巧病氣 勝で ホる 樞を 院讓長 
じして 前を 相で ある 英 固の 政界 
じ 重きを なす バグ フォア 子爵は 
頃 H ホ 必臟が 弱ら 既巧中 じて 一 
切を おの 社を を拒絕 して 居る ど 
日 巧で キス プレスは 巧 じた。 

註 0 T 1 サ ，•ゼ — ム' ス •バ 

が フォア 子爾は 過去 四十 年 じ 
直な 吳幽の 政を に 活躍した 人 
で 千 八な と 十八 年の 外務大臣 
サ リスべ 91 侯の 秘富 官を勸 
めた を 一 强ュュ オニス トの領 
補 ごして 千 八 円 九十-年に 大 


藏 大臣、 千 九 百 ニ 年ょ b あが 
にお b て 巧 巧 ごな b 歐 洗大戰 
當 がょ b 千 九 百 十六 年に 音ゥ 
て 海軍大臣の 重職を 帶び千 九 
百十と年遣米特化た>し外ブ 
シン トン 會議 にも 英國 み權ご 
してが 席した 人で ある 0 
【フ シン トン 十 化 a を】 下院 
證員バ ー トン 氏は 今後 いづれ の 
を戰 國じ掛 しても アメリヵ 政が 
はま 器彈藥 等を 輸 おし 得 や ごの 
ホ議を f 院じ提 おして 居る が こ 
れじ掛 しがを を 官 ゥキグ パ！ 及 
び 陸軍 長官 デー ゲ マ 巧は 共じ斯 
る 巧議の 承認は アメリヵの 中立 
問題に 影響す る ごい ふな 場から 
頻 もじ 反對 しつ i ある 爲め 下院 
かを 委員長 ボ ー タ ー 巧は 國務長 
をヶ n ッグ 氏に 教し てこの 疑 間 
釋 明を ホめ つ i をつ たが ヶロッ 
グ 氏は 陸海 南 長官 どは 反 掛じ中 
立 じは 巧 等の 影響を おへない ど 
回答した。 

【フ シン トン 十 化 H 發】 上院 
の 油田 疑獄 調杳 はを のを 益々 政 
爭 化しっ i を. 〇 て 委員 會は 前大 
統領 故' J ! デン グ 巧の 遺 產中じ 
シンクレア 氏が 經營 した 巧洒會 
化の 利得が 拂 込まれて 盾る ごの 
事 實ち無 じ 願して 審理す る こご 
空な つたが 前大統領の 經營 しつ 
つ あつね 新聞 マ 9 ォン 《スタ— 

紙の 賣 却に 就ても 調査す る 壁で 
あるが をめ 一 ホ じ 巧て シンク レ 
ァが千 九な ホ 年ュユ 31 ク州知 
事 スミス 巧の 知事 選擧應 援の眞 
相 じ 就ても 調査す る こ W i なつ 
な。 尙ほ 上院議員 ボラ！ をは ン 
ン クレアが 共和 黨選窠 畳に 贈つ 
た 金子を この 際 共 化黨員 じが ゥ 
て 返却す ベ （運動 じ 着手し 一般 
人からの 寄 おを も かなを な 額 じ 

'.導し で适 も。' — 

〔7 ンン トン 十 丸 日發】 海軍 
省が 下院 海を 委員 會と 妥協した 
巡洋鑑 十五 隻 の おを 演張 案は 大 
タ敦を 0 て 可 巧され 上院 じ廻附 
された が 今回の 擴康蓉 は モ化百 
十六 年度 0 來の巨 巧 じ 達して 居 
る、 尙ほ大 統頭ク ー リッ デ 巧は 
議 會じ對 しが 年 二方 巧の 豫算協 
贊濟 ごな つたが 建造に 着手して 
屠ない 海軍 大型 飛行船 ニ 隻の建 
造隻 として 更らじ 八 育 巧 典の 支 
出を 求めた が この 外に お 巧 船 費 
ごして 二百 巧 弗の 缘算も 計と 濟 
ごな つて 居る から 海軍 當诗 は~ 
隻 五な 巧 巧の 是 込みで 建造 じ 着 
手す る董 である。 


文 巧 


獨立展 を觀る 

吉田石 堂 

〔一二】 

S の 處じタ の 像 ニ 點が拇 けら 
れて ぁる 作者は 鈴 木顕と 氏で を 
るが、 兩 ホみ じ 堅實な 態度で* 

ヤン バスに 向つ て 居る、 ごく じ 
老婦 人は クラシ カグ •ブ ブ] ト 
メント で シック リご化 上て ある 
この種の 製作は、 他日 氏が ホ觀 
を 表 巧す る 上 じがて、 ぁづ かつ 
て 効が をる、 客観 描寫の 研究は 
繪馨じ 於て、^ つ ごも 必要 ごす 
る處 である、 作者 V 一 自然 ごじ ホ 
つては 盡 家の 目が、 其 おじ フオ 
1カ K を超ぃたぉがまでをの巧 


園へ だん'--- ごを じな つて 巧 < 
これを 餘じ 表は す 時は、 出 ホる 
だけ、 緻密 じが 誤して、 よ b 多 
< をが 的 化を を 加へ て裹 いた 度 
がホ觀 じな b ホが 的 じを した 處 
がを じなる の だ、 本年は 氏の 個 
荷の ものを この 章 じよつ てを し 
て 頂きたい こごを この 上の 慾 導 
どす る、 み じ 音の する やろ な 巧 
で、 目玉を 下随じ ザを 入れて お 
をを じらんで 居る。 雷神 これは 
五天 巧 巧壯】 巧の 力作で ある。 
ホ 鬼が おの ほを 腰に まどつ て、 
例の 太教 をた、 いて ゐる處 であ 
る、 筋肉 骨格 敷 作は、 アナ トミ 
カリー じ 論じて 申を なし だ この 
蕾は 氏が H 本の 特殊な 感じを 洒 
で 行かう ごつ ごめ たを が あ b あ 
ら見 わる、 ホの 黒 赤 じ 鬼を を < 
をく プ ラックの 雲で 包み 黃 をの 
太鼓に ニつ 巴を 薄墨で まは し盡 
面 一巧 じ 手足を のばした、 構圖 
は、 米國 人の 目 じでんな じ 入る 
であらう、 彼等は 流石は 藝 術の 
國の人 W 賞して ゐる であらう、 
特に 黒雲を ア ィボ！ ブラックで 
つやけ じ 洗ひア クシ' デントを 賴 
んで 鬼の 體 を、 自由に 浮かした 
處 は、 日本 善を の ロを あらして 
むる 余は 氏が この 純 日本 まの、 
題 がをおつ て 會爐で お 縮を 上げ 
て 居る が 料 選擇の K マ！ トな處 
に 敬服した、 をの 左に、 プ レシ 
テント •ジ 9 ン •スロ 1 ン 氏 の 
ヌー ドが ある、 この 大きい 圖體 
の 上に、 目を ホら せて ゐる 先生 
の藝術 力は 只々 をら を 直して、 
恭し < 見ざる の 化むな きじ 至ら 
しむる、 若い 女の 巧 色 影 附け構 
圖 等、 拔 目かない 處 、名人の 哦 
を 聽く樣 だ、 隣に ある 馬の 上の 
女は、 日本人が の 鱗麟を 淸水淸 
巧の か だ， 巧に よろ t 巧んだ 色 
謂で 蕾 面を まとめて ゐ る、 議題 
は あまを 單 純で、 何の 說 明らな 
いが、 これは 若い 女の 勢氣 と、 
中を の ごを 比較した ので あらう 
ビ おはれた、 前 じ 置かれた、 中 
を 痛 人は やさしい 白馬 じ 乗つ て 
靜 なポ！ ズ をして ゐる をのを じ 
巧い 女が 黒 馬 じ 乗つ て 居る をの 
黒 馬、 いな i いて 空を 頭で うめ 
て & る、 當然 これ じ乘る 婦人の 
ポ！ ズ はもつ ご 前の よ-®' も 勢よ 
く、 をの 二つの グ が！ プを 中央 
にがいて、 建黨 や、 風景で スぺ 
1 スの バランスを 取つ て 居る。 
氏の い. つもの や はら かな、 ざん 
ぐ b した 氣 みは、 この 大きい 動 
物艺 、女性を よ （むすびつけて 
蠢 面を をつ けて 居た。 をの 側 じ 
寺徹圓 氏の 作が ある、 氏が S の 
中 じある のは、 不お議 であつ た 
蕾は 巧の 像で， 後は 空 交まで か 
けを 稱圖に 巧 ひじ ザ 身 像で' ある 
が、 これ もを 巧の 作と 云 はれ や 
う、 をの ブ タゥンの 着物を 描き 
迟 した、 筆の ブク ニックは クラ 
シックの よい ホを 持つ て 居る。 
頭 ご體が 作つ てゐ るザ圓 をを の 
をのを かけが 持つ ジミな 化 色で 
緣取 つて 居るな どは、 裝飾 的で 
面白 （見えて ゐる 、このまは、 
ブロ ー ン 巧の 作を 待つ 程 じ 人山 
も 大きい、 をの 中 じ、 巧 南、 淸 
水、 寺の 一二 氏が パランスよ （陣 
取つ てゐ るので、 こ i では* 日 
本人の ィ ンテ ペン デントで をる 
やうに 思 はれる 0 



パナマ 排日 法の 修正に 

米 紙 大童べ で反對 


パナマ 瞬 バルボア 特電 【タィ 

ムス】 十八 日 獲 == 當地 じて を 刑 
されて 居る 乂人經 をの 英字新聞 
『パナマ •アメリカン」 紙は ネ 
朝 第一 貫の 化說で パナマの 

特別 議會で 政府が 義じ 
を出しい^移段法の 一 部を修由し 
日本人 及びが 巧 人の 移 おお 掛入 
留 禁止 かを 改めた こごは 『アメ 
リヵ 人が とじ 凡ゆるみ 力を 利用 
して 戰 ふべき こどで ある」 ど述 
ベて 居る。 卵ら 大統領 ナ アリを 
は從 巧の 移は 人 図お销 禁止を の 
中から 支那 人、 ト A n 人、 スぺ 
. — キン 系の 故を ちし G い ニグ U 
a 本人ぶ び邱あ 人を 除かすべし 
どのが 當を教 して 雜會の 協替を 
'ホめ レ も S であるが、. パナマ • 
アメ y カン 紙は これ じ㈱ して 巧 
< も アメブ 々の 太 や ホ 沿岸 じ 短 
住する アメ ブ 力ん が H 本人の 無 


少數の 在留民を 指して 密偵 巧り 
連鎖 的 じ 太平洋を 征服 ご 毒づく 

制限 乂國じ 

な對 ずる 理由は ネ ぁら 

をに 嚷 々すべき 必要は ないど 斷 
じ 『日本人の 太 ホが 沿岸 侵入は 
久しき こご じして、 此處に 殖民^ 
化を 築き 彼處じ 足藉を 固めて、 
ホ-ホ、 がか も 鎖の 如く じつな 
がらつ； ゐら 、若し 夫れ お來彼 
等に して 太华 をを 支配すべく お 
つた 噴、 この 連鎖を 戲つ こごは 
谣 めて 西 難で ある』 ビ なし 更ら I 
じ 日本のを 偵 制 巧は 頗る 完 施し 
居 b て 彼等の 軍事上に 關 する 智 
識は ァメブ 々乃 ま英困 人ょ を‘ 
遙 か」 が 力で をる ど 嘆 じたる を； 
『バナ マに 居留で る j 群の デャ 
ップス が 漁師を 装 ひて バ^ ホア 
港灣 じ ㈱ ずる 化 ゆる 測量を 放て 
して 居た のは 遠 < もない 

昔の ことで あ ミこ か i 


.某 重大 事件 U 闇へ 

議會 では 問題 ご. して 被は ない 

東京 特電 二十日 發！ 外を じ 願 係した 某 重大 事 
妊 (勞農 ロシア 大使‘ こ 総 選 擧截昭 題 か〕 け 民政 
黨 側に 於ても 議會の 問題 じは しない 意嚮で ぁる 

武藤山 治 巧 軟化 說 

中立 各派の 協同 運動は 危な L 

東京 特電 二十日 發 = なぶ 會 と 氣 脈を 通じた 窝業阔 志 會は營 
業 我の 本 親は 一が じを 廢し たいど 頗る 舟 息 荒し。 

東京 特電 十九 日發 ：：：^::! 實菜 T 志會の 意嚮は 武操山 治 氏が 駕巧 
遞 相に U 説き 落されて 軟化して が府の 政策を をるべく 同時 じ わ 
政帮證 肖々 貴-—- 巧を される ごの 增爲 いが 武 藤氏の 重用 說に 就て 
は 政ぶ をみ 内部 にら 反 對^戲 が 高い。 而 してを 勸俱樂 部の 田 川 
大ま郎 氏が 頻 もじ 奔走し つ i ある 中立を 派め 聯盟は 假らじ 成立 
しても 協閒述 動は 疑問で わる ミ。 

選擧法 違な 檢擧は 巧 切り 


まま 特竜 十た 日 猪 


^ 致を 會の 幹部では 田 中 首相 じ對 し選擧 
の 際 打 切つ て S3； ひたい ど 懇談した。 尙 ほほを 


違 おを のお舉 は. 

裳では 內 觸倒泼 の 網を 貴族 磅じも 態ら 出した。 


特別 鎌 曾 後' し 

仲裁 條約 

外務 當 W 者 語る 
ま 京 十九 日發 N 外務省 當 局の 
言明す る 巧に 仏れ だ 提じケ 0 ブ 
グ歐 格を 官 ょら 拖絡さ i じ n ホ 
仲が 條 約な がに 關 する 巧 涉は一 
，切 ホる 凹 W かりを なて お 集ず ベ 
き巧別满を後^=*らでは瘍ホゼざ 
; るべ く 化 約： 5 で U 目下 專巧 をの 
一： 手に 化 b アメ ヴ 力 政府. か 新たに 
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i 硏究中 e をる。 か 格當巧 £ して 
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雜 •鑛寫 繳 【 m 猩 水】 


日 一せ 巧 H 年 H 和昭 



諸を 會 


巧 巧說を (日) 八 時 
日 趣を 校 ( H ご 一時 半 
を 庭集會 (水) 八 時 

祈 禱會及 (木) 八 ミ 
聖書が 究 イー /ぉ 
婦 A . を 
講演 會 

鼓 滿 ： . ：，' !,. 

を宿舍 、簡易を を 
巧 業 周旋、 をの 化 
人事の 御 相談 じ應 
じます ° 



機械 謀計， 機具 
運 勤み、 な 具， 美 
術 品臺* ランプ 

松まッ ，デ； 

「鄰蘭 西 製 ダ— 

ジング ア^ 《ラ 

ダット 贩賣」 


依然 金 離は 緩漫 

H 本 お 巧 監督な 着 m 
を 願 依然 緩搜 。る も 季節 柄 肥 
巧、 セメント、 織物 等 一部が 况 
不惡資 をの 需をも 目先 幾々 增加 
氣ホ じて、 殊に 前 月 ホを 府 度び 
本 巧 所ち を 債寶却 異化 一般のを 
債 類 績發等 じょ b 遊資 處か 稍々 
巧 はれし 模樣 じて、 焼 期 資を步 
をは 前 巧に 比し 下髓 、を 懷幾發 
凭れ 氣 ホ、 採 まは 巧を、 ホ 糸は 
過般 ホ 昂騰の 踢句 閑散、 一 お 商 
ち ホは 產 化る 旁 軟弱、 綿糸、 
お 楠 高、 季節 願 係 じて 寅 需摄頭 
を 構 じて 强調か (十み 日 着電」 


百-為 

を換券 發巧窝 】 • 】 お 丸 
余力 ニ ご一 

一般 貸附 ち ニ 
巧國爲 替貸附 化 
政府 預を 四吉六 
民滿 巧を ニ S お 
を 京物 償 指 お 

ニニ 11V A 八 0 ま • 呂 ) 
二ち 中藏入 一丸 八 
'輸巧 H6 
二月 中手 形を お 高 

東京 ニ •ニ 一 0 
大披 ~ 王 ハ OS 
紐を 銀 巧 勘定 一二 巧 十日 現な 
東京 大阪 
預金 一 •丸 四 八 T 1 丢ニ 
資出 二三 九】 V 一充 八 

コー 八 - 00 二八 
金銀 二八 ニ 八 六 
( 神 田 銀け 脫 退 ) 
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ホ巧议 びを 地ぶ 巧 先 
ごもが 切に 御を 內を 
しま づ 0 

◊姐譯 ◊誠 巧 クタ 渉 
◊貿物 

0 化は な 米 おに 廿四 
年 聊か 化 固の 窜情じ 
通 乎る もの ご 信じ 钟 
シカゴ 乂を卒 お 

鋪 S 上 ゎ 純 雄 

▲が 育 ホみ 發 わの 蕾 
籍は勿 翰を 化 ホ國內 
摩 巧の ものを 敏速 じ 
購買 致します。 

A を 本 及び 古 雜誌御 
用の ホ々 じは 楷じ調 
杳 、購買のを をな b 
まず 0 


> 0 • 0 ♦ 0 ♦ 0♦0 

g 動 車 ラデォ 3 ゲック 
巧 巧を H 白人 下宿 夏場 
紐 育 お 街を 地 月賦 購入 罔旋 

紐 育 御 案 巧 

通 辯を 渉 萬 便 社 

庚他柯 事に 化ら 中 御 相談に 巧& 
进速誠 賞を なて 御用を 便じます 

吉ち呈 T . 宙岂言 
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•弊 巧は 實質 誠意 斑 速 ホ義の 
をに 御 ±產 物 一 ま卸賣 侮 段 
で販賣 致しまず 多み じ拘は 
らず 御用 命 仰 か 下さい ませ 
◎歐 ホを 補 時計。 潰 時計！ ま 
◎寶石 貴金屬 。銀製 器具 1_ ま 
◎を禪 萬が 筆。 を 銀製 鉛筆 
◎蓄音器。 ン nt ド 見本 陳列 

◎葛眞 器。 タィプラィタ！ 

◎船 切が。 紀念寫 眞帖繪 端 書 
プロー ドウ M ! 巧と 十 番 
領事館 お 側 速 物と 0 お號室 
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細 


該察 時間. 

午を ホ 時] 八 時 

UKtt 函 

引續 きべ 术ビュ • 
病な だ 勤 じ 付を 時 
巧 外 及び 日 巧は 前 
約 じ 限る 
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な 師 営が 繁一 
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日 廳強巧 午前 十！ 時 

日曜 學校 午前 十 時 

纖 M 日曜 キを 一房 半 

祈禱會 水曜 夕と 時半 
寄 宿 舍 

位廣 をが 比亞 をな 
み 下町 迄 十五み を 
を 食 社員 じ 最適 

設備 圖書 雑誌 巧 助 
を 穗娛樂 具 館ち を 
堂ゐち 

懷を臧 業 周旋 旅を 
ま 內を種 事 襄諷査 



摘疾 でも 慢性的の おがで 
も 速 かに 根治す。 巧 清 病 
內磯お 化 液檢杳 X ホ お 化 
柳 病、 尿 水檢査 、を 化 > 
ユ！ マチス、 衰菊拖 
御 困 b の ホは 是非 一废御 
出なさい 

時間 自朝义 時 ま 午後 八 時 

H 随自巧 化 時 至 午を 四時 
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ます、 御覽 下さい C 
M 呈き YA 岂妄芸 E . 5 害 S 1. 臣ぞ 


弊 ほは ホら く 白人 間 じ 信 
用を 巧し 熟練せ る 技術 と 
親 巧を 巧て 販賣 致します 
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御 注文 並に 
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英米の ゴム 資本 戰 て】 

買附け 資金 一億 弗 

思 切った 义人 斯業 者の 對抗 ぶり 


お随 政府が 英锁 が ほ 化 ホで 栽 
培す る ゴムの 重なる 霜要國 けを 
の 八み を 

消費 ずる アメら 力で わる 
お、 往ザ マ ブ ゲン ス なを 設けて 
これが 輸出を 制限し、 が 憤の 吊 
b 上げを 計つ た で、 アメ V 力 
の 斯業 者な 大 L じ愤激 .」、 商務 
長官 フ ー ゲア ー 氏の 應援 を揖て 
ゴム 買惭 けの プ ー " を 組織して 
が 巧 劇から 四千で 弗の お 规を得 
じが、 最近 ゴムの 時 慣が装 落し 
たのを 機を く'- て、 去る- H 歷目 

ナン 3 ナグ •バンク •ォブ • コ 
ム マ，— ス ンタ— ナ シヨ ナク 

ア クセプ タン/銀 巧から 六 千 巧 
弗を おらに 借 h 巧け、 こ、 じ 一 
な 巧の 大を 本を 撫 して 一方 ゴム 
の其附 けに 從 事して、 巧 國が媳 
を酿を マる 外’ 化 ホア ィリ 力 じ 
ゴム 栽培を 獎勵し 0 つて 原料 品 
の 

自給 獨 ホを おるべく を じ 
をみ 肖なる 英义の 資本 戟を 演ずる 
だまら、 ゥォー 八 巧の！ 部では 
をく も アメリヵ 侧の柩 迫 じ iS ち 
巧國 政府は 結局 職 化 法を 撤廢 ず 
るの かは いど觀 測す る もの も 
あるが、 n ン ドン ょらの 發電は 
斷 じて アメリヵの 越 あじ 屈服は 
しない ごま 張して 居る。 この 問 
題は、 英米の 國をじ もを 接な 隅 
係を 持 も、 最も 注目を 要する 點 
である. か、 さて 事 憩が 巧 （なる 
.までには どんな 經 過を 踏んで ホ 
たで あらぅ か。 

个个个 

ニ 巧 八日 英國 首祐ボ I グ ドゥ 
キン 氏が、 法 觸審謠 を 員 會の席 
上に て 

一、 現せの ゴム 制限 法の 運用 
並びに 効 裳 か 巧 
ニ、 制限 法の 條 巧に 變更を 加 
へやして が績 r べき か 义は變 
をの 必 まぁ b や 
ごいつた やぅな 問題 お 提供して 
英顕の 

輿論 じ訴 へた。 巧が ご 

の 相場は 大變 藻を が ホた し、 今 
尙 ほを 化 中る ごころ を 知らず ご 
いつたち 様で ある。 これ じは 種 
々の 巧 因が をる が、 要する じ英 
首相の 問題の ザ 面 じは、 ゴムの 
ホを 制限を 撤廢 する の 意向が を 
る 事 ど、 今一' つは 制限 涛議 委員 
會の 大部を のを 員は 平素 撤廢を 
ま唱 する 人々 で ゎるから、 を 制 
限が 撤廢 される S 勢 ひ ホ 產過剩 
じ；^ つて、 相 煤が 都 調子 じなる 
ミい ふを の 

から， かくの かき 大 
をを を 引 起した。 一 ホ 化 巧 じ わ 
けろ ゴムの 總生產 がは 最近 年度 
じ おぃて-‘ 一 ク年約 六十 一万 ト 
ン 、をれ を隨 をけ すれば、 英颁 
お ホ ザな、 ニ ユージ ー ランド 等 
じ わける 目、 英 、ま S ヶ 嵐の、 
投資 じ U るち の五劑 、をれ から 
蘭頌 が 巧の 巧 割で、 ネラン ダ、 

.1 アメブ 力の 投資 ごま 邪の" 部で 
ある。； 方 需を幽 係を 見る ど、 
米 固が 總 ホを の八莉 (巧 四十 巧 


トン) を 占め、 獨の三 乃' 五 千 五 
巧 トン、 佛 一二 巧 ホ 千 九 巧 トン、 

リ 本-巧 お 千 トン、 その他 六 巧 

トンで である。 ら 

殘余の六と1=::トミスト 

ツク ，'一。 つてむ る。 この 數屋ヵ 
年々 蛋；； * って わくから j 年 じ 見 
れぶ大 — たもので はない が 一二 四 
年ち 經過 するど 二十 巧ト ''位す 
ぐ增 加ず る？ ゴムの 牛產 厨は 英 
國 であっ て、，.. かも 英 勘は 小 消 
費闕 でんる。 之に 反して 米國は 
大 消蟹阀 であ 6 ながらを 產國で 
リ -> r をれ で ホる から ホ 圍は蘭 
領が 巧、 南义 をの 化 じ 向っ て 盛 
んた 投資を 試み 又 計 毒して & る 
が. ゴム 御の 最盛期は 十 ザ 巧. かの 

樹齡 でを る どして ゐ るか 
'ら ，今 底 C じ 植付けても 十 年を 
經過 せねば ならね。 なって、 こ 
こ暫 らくの 間は 世を の ゴム 生產 
は 滨國じ 左を される め もやわを 
得 G い。 d ころが あ 年 ゴムの 需 
用が 非常 じぞく G も、 單じ 需用 
の關係 ばか b でな く、 巧 品 どし 
て も、 これを 取扱 ふやぅ じ 
をれ じ 加へ て、 氣候 その他み 願 
係で 豐 凹が 伴 ふ。 をの 結を は 相 
壌の 高 化が 甚だ じくな も、 栽培 
業者 も、 投資 あ も、. 資為商 も、 
勞锁 ま' < "本 常を 彩 馨を襄 ける の 
で、 英國な 府は屬 領地 じがけ る 
ゴムの 生產測 限を 法律を なって 
實施 もる こど i した。 千 化 旨 二- 
十 ニ 年 十一 巧 じを 產 

制限 を發 表した 結 お、 一 
昨々 ザ 即もモ 九 島 二十 五 年と 月 
二十 ご 一日 じは、 實じ化 巧 的， に 脅 
威を 輿へ、 ゴムの 大 暴騰を 引 お 
し 今日の 相蕩 から 見る ど 了 度 約 
巧 倍 じ 暴騰した 。をのを 產 制限 
率は、 現な 最高の 四 割 (を產 六 
割) であつ て、 一ケ年 お K を 新 
する ので あるが、 更らじ 一ケ年 
間繼績 する 事 ど ub 今を の 送 中 

'に ホる ロ 


生糸 上 鶏は 

格 付り の 後 

H 本 巧 業を の觀測 
東京 特電 二十日 發 n ホ 國巧場 
で 日本のを 糸 上 麓る 結局は 格 付 
けが 决定 した 後で ある ど U 斯業 
をの 一般に 観測ず る 所で あるが 
これに 關聯 した ホ 岡 絹 業者 閣化 
表の 渡 H に 就て は 悲觀樂 觀の巧 
論 あ b てまど まら や、 尙ほ曇 じ 
成立した 輸出 商人 ど 問屋の 簾 一 
ホ 硏免會 に 於て ァメ 9 々側の 巧 
檢 査じ勒 しては 摘 場 一を をな て 
これ じ反對 する こど じな つて 散 
會 た。 


一二 巧 中旬の 賓易 

東京 特電 二十日 發 hs 巧 中旬 
の 貿易 島は 輸出 四千 ホな 十八 巧 
) 平圆 r て 前年ょ b も 五 巧と 巧 
义千旧 お 加し 輸入は 五 千 五な 五 
十一 巧と 千圆 じて 前年よ 6 と， 白 
化 巧 九 千圓增 加し 差 引 入超は 九 
巧 一二 十 S 巧 ホ千圓 である。 
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新 鱗 魚介 一切 

日本人 おきのを 魚澤山 取- 滿へ 
持 利 廉摄で 大勉强 致しまず 

サヴ才 ナ魚店 

』 ose 巧 h wavona 

沒 4 6 一を St . 
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0 __ „甫|紋 1 補‘， 

同胞の 職業 

選 擇ご其 赏巧カ 

觀 巧が 育： a 本ん 巧 巧 格 部の お 
滋 じぶ きなお 闹胞お ホの 述 命を 
I 閉 がし 伸展す るを を货見 L て 一 
j 胶间胞 のな 底を おを せむ がれめ 
じ 其 第一 步 ごして 先づ レス. 
ント棠 のげ 兜 開杳を 進めて 居る 
のけ 吾人の 宿 論を 具体化せ むと 
する ものである。 蓋し 職業の 選 
擇 はを 自の 自由で ある こど 勿證 
であるけれ おな みの 適不適を が 
斷 する のが 先 巧 問題で あるから 
レスト ラント じせよ 將た 地め 職 
業 じせよ 化 埋擇を 誤ら G い樣に 
する の： i 疆も 重を を 項 5 1 つで 
あ，】。 乍 併を々 選擇を 了つ たと 
するならば 第二は 育 巧 刀を 發揮 
する 計葡 施設を 惯重 じし、 而し 
てをお邁化{ る こ i が 自ごにお 
ちで あち、 職莱 にお. 貨 であら 同 
時 じ社會 じを 貸^' ある 結 おを を 
わ随 つて 事 楽の 繁あ 自己" 游 
福 お 化を 厳も稱 、他面 自己のを 
活 する 社を の 一 喪 素 ご I て 活動 
する こごが 出 ホる み銘 である。 

巧 年 劈頭を 人は 化留 同胞 じ蠻 
吿し 1 『第-じ 腰掛の 思想、 巧 
腰の ホ義 、隱 逆の 方針を 棄て巧 
らしく 背 水の 陣を 布き 巧 中 じ 巧 
を稱 むごず る 大勇な 必を巧 ひ 起 
すの 必要」 を 唱導し 『第二 じ 辞 
ル 御據の 通が を 匡 化して 協調 一 
をの 精神を 鼓吹し 出 巧 巧べ （ん 
.ば 小 裝 業、 小 資本の コン ソリ デ' 
1 シ ヨンを 實 現せむ こ £ を切學 
'して 止まない』 ご說き 併せて 指 
萄者 階級 お識階 殺の 反省 ご發奮 
.ごを 化しが て蹈 いじ。 あら じ 吾 
人は 「相 率む 相 集ま b てを 住 期 
おの 策を 雜や べきで ある。 ホづ 
阿が じ 吾々 は 立つ て 居る かを 正 
視し (中略) 留巧臂 違 ある 問題を 
巧 面目 じ 考究せ ねだ.：；^ らぬ 。而 
_ してが 脊を 0 て 自己 八 樽 舞 事な 
b ィ」 確信 S 上に 玻 善の 巧 力を 試 
わ』 ベし ど 論じ じが 今み H 本人 
會 商務 挪が猶 滋幹旋 の勞を 執つ 
て 居る レクト ラント 藥硏究 委員 
貧の 如き も 『腰掛の 思想、 群小 
割が の 逆 弊 j を棄 て； 掛ら ねば 
ならの。 成 稍 日本人は 協 岡 一致 
の ホ 調を 採る こどの 出 ホが い狹 
:陷を 持つ て 居る じは 相違ない が 
一 『ホ ホ 化い 一:， ' i 『不可能』 だ 云 
ふの ごは 意義が 異な ツて 居る。 
を自 5 考へ 方、 遣ち 方 じ 化つ て 
は 充か巧 可能性 •かをる。 化 意 ホ 
から 出 獲して 吾人は をに 持つ て 
居る 削み を睦 化する の 巧 おを 自 
信 ごを 巧 化せねば.；； •■ら ぬ。 殊し 
レスト ラント 策 中の 近 巧 的々 フ 
五 ブ 9 ヤ經當 のかき はぶ 規模 資 
金、 が 織の 閒 題よ ら觀て 3 ンソ 
リ ゲーシ ヨンが 必巧條 がで ある 
のは 言 ふま でら。 い 事 柏で ある 
唯 餘らじ 巧を 目前 じ 急いでは U 
一ら の。 假 みば 會 加が 織の 据 をけ 
出資を ご 經營を どのを をな 理解 
.を 必要 どし、 をる】 部の 經驗も 
： なく、 雜給 も。 きお 巧者が 妄ら 
じ 經径を じ于涉 して あ活 離を 攀 
がする こどな では 避けねば なる 
まい。 目下は 个 収が斯 かる 化 本 
的 化 件の 研究 誠 査をも 巧 ひ、 が 
I る 上で 巧 巧 期 じ 入る 順序 どなる 
i のが 當が であらぅ とちへ る 0 







巧み 滨 
ご 目 了 四十 四 
巧 目 了 五十 四 


IKUINE 

iiotel & 民 e が aurant 
313 W.88 化な . fiew む rk 
Tei. な hujfler 巧 巧 
Gable &が 巧な IKUiNE 


Quang Gan LOW 

Ctiin お e Resiau 巧 nf 
mw. お thi 化 C 邮 


技 eem Nom Low | 

474 ぶ 比 A ve- 
B が • 2 Sth- 29 化 St. 


Wing Hing Low 

Chine が お shurani 

お 00 81 way, fi.Y.Ci か 


DARUMA 

781 - 8 r わ e. 

Tel. B け an け お 8 


SHOWA 

53 We が 10 另 St, 
Tel. Clarkson 09 別 


な e なか 0 な . 

1 が W. 拙 h 化 
hw む rk C か 
Te し Trafaig が 6559 


S . KUWAYAMAGO . 

114 に 59 化 St 
New York City 

Phone. Regent 黯ミ 


Kawasoye Hotel 

1 お West 123nl Street. 
Tel. ttorningside 7154 


御 

旅 

館 


到 


添 



TAIYO 

1 が West おれ お . 
Tel. む squehana 巧が 


T 0 Y 0 KWAN 

41 に 1 が h み * 

Bst. B’w が & 4 化む 8. 
おしが 呂帥 quin S 巧 8 


College Inn 
3100 む oadway 
わ ti 123rd & 124 化 お s. 
Te し 的 orningside 7 が 9 


至宫 
午 午 
前前 

爲 ± 

半時 

開 

巧 


Si 

集 

雅 

園 


10 
マ 植 
ィ 及 
春 十 - 
捲曜 
をむ ‘ 
搞は 

ヘシ 

がユ 


KINGY 0 & PET SHOP 

IMPORTER OF 

GOLDFISH & BIRDS 

O 

動 其 力を 

物^ ナ種 

一 鳥リ金 

切 為ャ魚 


Japan 

Provision Oo. 

巧 0 化扣 化が . 
Tei. EntH 如け 8 巧 2 


KATAG 刪 BR 0 タ 

：224 に 59 比 St 
New Yoric City 

Tel. fl 巧 ent 34 卵 -3481 



巧 Ewt 巧れ なけ ef 

Tel. L な in 如 n 5727 



JKl y 聲， 

340 W . が 比 St. 

Telephone; 
Columbus 8882 


( 巧 日 • 水) 司 春 わ 


SUMMER 

PALACE 

741-8lh Ave. it 47th St. 
[IEW 化 RK 

Phone Longa な e 5084 


DANCING 

411 W. 1 巧 化 St. 

TeL Cathedral 4408 Apt, 3 


舶 wYoABandlnsfriimeMOo,, 

1 り Em 1 邮 s し cm 
2 が WEST 34 化 化 ， cm 


护日思 煎 


a 本 


ま 食 腐 餅 

謬 国！ 料 

賣 £ P 品 油 卸 

S を r 一 、 

"—V 切 操 4 



祕象離 纖 



空前の 大安 賣 

五な と 十一 着の 眼を 下記 値段で 提供 
スーツ を 地 柄 没 型を 桃 
ォバ コート を禪 
タップ コート 新型 
タキ シ一ド 最新 型 
運動 服 C ニッカ 一を をむ） 

0 上 皆四ト 典ろ もの 恃價 


恆 段で 提供 - 

嚇 


輸入 物 あ 內化製 化 巧に て 注を 2 §, 7 K 


交 仕 立 服 五十 弗のを の特 借 1 


顧 


なお 職 VE.，NY 

給 豁常 ぺ縱 冷； 獻 W 





號 六十 H 百 四千 一 第 


化 わを るな ななな だ 好を 霞む H ぞぉ 


日曜 水】 


日 ー廿巧 S 年 H 和昭 


すき 燒 
ホ じ 卸料醒 



割煮蓝 Li 御旅 舘 

t 貧 巧 巧 

与 稽巧ぉ 

化育 ホ 西 八十 八 T 目 一二！ 一二 
巧 お K 々イブ！ と 八 ニニ 


美味 じして 淸巧 

£晴 品南樓 

- 午前 十 時よ も ちち 
午前-! ハ 時まで/ 


を 樣の御 嗜好 じ 適 ふ 
樣な美 ホの 御 巧理を 

S 綱 廣趁樓 

致します から 績 々御 
ホ ホを 願 ひます 


|薦 ホ 興 棲 

隨揃 ひの 巧 理人較 名 
か 日本人 諸君の 嗜好 
じ 適ず る 巧 理を差 上 
ます。 朝 S 時を 開 巧 
(な ホ 互 了 目 ナブ 
停車 おの 下) 


日本 食料品 類ぶ び 雜貨類 卸小賣 
ホ 之 ま 大貴樹 桑 山商會 
新刊書 籍雜誌 小間物 日用品を 種 


巧 夕 九 時を 备菜 

メ 1 グァ ドレス 〔ホ-を 

ミ が§ 東京 巧會 


書 巧 雜巧巧 


巧グ ー ム自 かの 便 あ I 
* ブンク 巧-*' ま卞 


高等 御旅 纔 

東洋 鑛 

會席 御料 種 。 


御 料理 餘 r 舞 

太 駭 

壽司お B をち ます 


富 ± 旅 舘大浦 末 お 
145 宙 orcester S こを on Mass . 
ぎ B . B . さ 75 


化み 必 地ょ き淸 おなる を 

御 下宿 ぉか 好か 


1 是 Lexington Ave . 
ぎ Mad . ぶ •兹 21 


贊府 御旅館 

桑山淸 五郎 
さ 8 South ち h SI 量薑壹 pa . 
ぎ Wa 量 72 ゴ 


だ t ‘ 設備な 善、 麟 利の 
倫齡- 料理人、 調理は 日 
S 7 一本 人 向き 


7 

y 


G 化 
e W .1 

JU：i 


s 桃李 園 


側 M 御 ホ來を 待つ て 

屠らます 


ん 

R S 

溫麵 I 

A 帖 ，1 

H 邮 

N S 


温 新 巧な 

本 樓は賴 創な 巧 タ 年 
一意 勉强 化ら 司翅乂 
ゼィ 、巧 埋ん 歐廉も 
巧 變らず 瞬 前を 見せ 
て 居 i ず。 然る じ 現 
巧 某 街 某 巧 じめ て 元 
本 樓巧理 \ を 雇 入れ 
たる 如き 鸾吿 をな し 
居る もを 然喊限 じを 
之 巧る 窜じ 卸を リな 
く 倍 舊卸摄 貧 じ 煩ら 
度く 日がん 譲 賢の 卸 
ホ 巧を を 薄 致します 
新 巧 花 

ま 人 謹啓 


ザ 上 金魚 巧 

918 Si 童す e .. New York G さ. 
す i Cifci ニ 7 苦 


蠻油龍 SISII 諸 f 白米 
日 ネホ難 食料 お 黯卽 

巧田咎 油な ホ 食な 東が 一手 賣挪巧 T バ 

罢 食料品商 會 


紐 育 唯一の 日本 百貨 巧 

片桐 兄弟 商會 

スマ ドごプ 《 ダク ツー 手 版薑冗 


提 の蒲燒 わい しい 郷烧 

會席御 料理 

‘ 晝 食は 末廣へ 

叮喀 簡便 堂が 大勉强 


高等 御旅館 

昭 和 

會應御 料理. 


新開 業 

臟 利きの 巧埋 人が 日本人 諸君の 嗜巧じ 適 
する 輯魏を 差 上げます 

§ 頤和圃 

芝居の 前、 芝居 婦らの 御 集ち じ 最も 適當 
の壤 巧です 是非 御 巧 負 じ 願 ひます 


ステ！ ムヒ！ ト ツ トワタ 

巧 人 巧樂な 自も亭 

58 ジ nds St . Brs 互 タ N.H 
ぎ ざ a 宴 W 5 


A 淸 が、 親切、 氣樂 ：^一ニ德^ 

勢 側 館 

巧 お 事を 义關を 作 

技む E . 冀をジ set 
Tei . Re 巧 至 だ S9 

器 西旅纔 

江川 作 一 

so で S ニ 雲資 壹， 

ジ I . ぎ y 養 ant 3 苗 t 


力 旅館 改め 

帝國 旅館— 

1 ま W . 霉 h Si N ミ y 〇 rk 
Tei - S J ミ hanna 萬ち 


雜脊 旅舘？ ち i 

東 四十 T 固 ニ 四 二番 

T 色 . Caledonia 署化 


舞變 個人 敎授 

►社を ダンス A 
マ 表 備ホ操 瓜 



朝 十 時 3。 巧 十一 時 
シ卞ブ 7 ♦ダン シ 

ング 帥鉛擧 嫁卒裝 

山 珍タサ 


藤 原義な 巧 音樂會 は‘ 

この 日曜日で 終 つれが、 貴 ホの 家 
庭で 巧び 彼の 音 樂會が 開けます。 

沖の かもめ、 荒城の 巧 〔一一よ 置〕 出船の 巧 
お 船 〔一二 HOJ ふるさ ピ 、せつせつせ 〔1 
ニ 一二 一〕 樓 、化の 頃 〔一二 11 一二〕 W を 蚕を 

ォ—ソ ホ ニック 赤 盤 十 巧 

定償 一 弗 五十 他 宛 

美は しい 聲を 永久に 保存した 
い 人は 當 店で お 體め 下さい 0 


御菓子 舖 

名物 栗 銭 蘭、 擬 餅、 が 羊羹- 
賛澤虽 、甘納 吾、 其 化を 巧 
煎餅 卸小資 。のし 餅は 前日に 御 
注文を 定ム 。日本を 巧 品 及び 雜 
誌 等 も あちます 

御 注文は 松風 巧 高 橋 
29 去. 吉 th S ニ el . ブ皇 gar 置 54 


名所、 古蹟、 を廢其 他見 物 



を 攀袭巧 


TA 岂 K 产 32 Bunk ミ吉 II ま.， 
臺 e 巧 百デ夏 . 

Tel . HYATTSV 臣ニ岩 8 巧 


貝 

た. 


電話 ブラィアント 

八 0 と乂 1 八 八よ ご 一 

/新體 特長 ； 

が 育 お H 3； 下 四 T 目 
ニニ） 1 T 八 おご 一階) 
支配人 竹 中 ま 雄 

支 巧 

妄 claio 古 三 ve. 量 falo, 三. 
ぎ冨ま I ニ皇笠 
ま 巧 Mrs. F. K. Sa す- 


を 面目なる ホ 職 同胞 じ確實 
なる 磯 業を 周を す 

宮川 事務所 

紐 育 巧 西 四十 ニ 下目 百 ホ 一を 
職 ブラ ィァン ト蘇絲 


流 巧し 相な 

人絹を ホ 織 

髙尙で ホら 優美で 
巧搜の 輸出 人絹 織物 中 本年に 
入つ てから、 生を 過剩 ごな つた 
南が ィンド 向き 四十 四 ィンチ お 
上の 廣の 織物は、 をの 後 需給 辭 
係が 圓滑 じな ら、 最近では 漸次 
生産 增加 しつ； あるので、 ホる 
き 

花時 じは、 織物の 注文が 
巧當到 ホす るら のご寫 られて 居 
る 人絹 織物 じ對 し、 本年に 入つ 
から 新たら しい 試み ごして、 
色糸 織が 現 はれ、 目す シャンい 
せ 面 よら 注文が 相 當に到 巧し 
て 屠る が、 この 人絹 纔は 色糸を 
應 巧した 人絹が 織物の 一 補で あ 
つて、 高がで あら 慶美 であるた 
め、 今後の 需耍激 ちが 期待され 
て 居る。 値段は 

純絹 物を 凌薦 して 一ヤ ー 
グ 一圓 四 五十 錢の 高値を 示し、 
機業家 どしても 採算を 巧で ある 
この種の 髙 級ん 絹が 漸次 現は る 
る こご じよつ て、 本年の 人絹 織 
物 おは 昨 牢の生 產高厳 出物 二十 
八 巧 ニ 千 十四 點 (一二 昏と 十と 万 
五 千 三な 十六 圓) 內地 向き 一二 十 
四で 千 丸十と 点 (四百 八十み 万 
と 千 二十 ニ圓) じ 比して 巧ら じ 
激增 する ものである ご、 j 般じ I 
期诗 されて 居る が、 いよ--^ 純 
絹織物 どの 戰 ひが 深刻 どなる で 
をら ぅり 


日ょ bs 十 H じ 互ら^ バナ にが 
て擧 巧す るに 巧定 した 旨 淸水ま 
おょら 發 表された。 經歐 渡米す 
る 太 田 幾 手は 目 r の處 四月 十 H 
ホ 紐の 箸に て 日本 選手は 四 巧 十 
六、 と B 頃當地 猿の 豫定 でぁる 
が單 跃瑪戰 じは 淸水ま 將は利 巧 
せの 事 じな つた。 他モ米 國勒墨 
國の試をけ四巧六^ょら墨两哥 
巿 じがて を 巧 さるべく 顏觸れ は 
チ 八 グンを ま將 じを 手が 遠征す 
る當 でぁる- 


主 賭 H を 省いて 

水曜日を 休日に 

『翌 くれば H 曜 H だ。 ぅん ご 
飮 め』' といつ た 調子で 勞働 者が 
一週間の 給料を 飲み 明ォ のみな 
ら 中、 月曜 H じは ぼん や もして 
能率が 上らない どい ふので、 貧 
乏國 の- ン ガブ— 資本家は 禪々 
ど硏 おの 結果、 ±耀 日の 休日を 
水曜 0 に變更 して 試驗 中で あつ 
たが、 をの 成績が 頗る 好く 資本 
家 側の みならず、 勞働者 側 も 喜 

んで 居る ので プタ ベスト 巧では 
今 巧 この 制 巧を ェ瘍 じら 利 巧 1 
こど {なつた == ブタ ベス ド 十 

化 目 陵 


日ぶ 掛 み 靖の 

デ 盃戰日 取决を 

日本 掛な 躍の デゲ ィス あ戰ア 
メブ カンプ ー ン窠 一回 試を 目な 
りじ 就 下は 邑 報め 通ら ま 將淸水 
善 造 氏 ごを 瑪 庭球 協會 ごの 間 じ 
を涉サ であつ わが 愈々 四 巧 甘ん 


伊藤 道郞巧 舞踊 

舞踊家と して ニ ユ！！ * ^ — クの 
劇 擅 じ 名を 知られて 盾る 伊藤 道 
郞 氏が 波 巧を 前 じした わを 殘の 
舞踊の 夕べは ムる 日曜 目ジョ 
ン •ゴー 八 デン 劇 鶴で 開 お、. 滿 
場な 錐の 余地な き 程の 大 入らで 
ぁつね。 伊藤 氏は わ搏 意の 『支 
が 俳優』 や 『春雨』 『タンゴ』 等 
で お 弟子の コ - ナ のげ 度 踊ら、 
をの 他 いづれ も 好評を 構し ホが 
伊藤 巧は 巧く 御大 血 ハの 頃を 見 計 
ら つて、 义 々ぶら じ H 本を 哉 問 
すべ （、をの 途上 大陸のを 地で 
興 巧の ため 出發 する 營 である W 



レヤ トル t 

NP 旅舘 

3 寞 — 6th A さ . wo . Sea 芭タ Wash . 

停車 お前 あ 東 ご IT 左側 六 階 建 I 
日本 巧 船 巧 巧 取扱 渡 お 場 送迎 


巧菜陈 域中必 、撼 領事館、 自ネ 
截船 其他级 巧大會 おあき 巧 巧 

桑 港 rr 片ホテ 火 

純 日本を (特別 巧 あち) 

御 一巧み 窠 自動車 御 出 迎申上 侯 I 
巧 ニ 雲 fiia F San F 皇 己 養， 呈 if . 


ロスアンゼルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

ニ S S ミ 置 ro 資.， los An を 男， Cal. 


各方 面から 期待され ろ 

お 堂 每んの 展覽會 

背 水の 陣を がいて 掉 尾の 勇を 揮 ふ 
ま 年 前 晚を坡 を おら 出 


しじ 化乂 大陸の お 術 打 脚の 旅 じ 
ふつた 巧 內俯風 溢 化の 愛を 子で 
ぁるを旧おをさんは、 シャト^^ 
シク コヵら 加を 太の ト曰 ント、 
ヲツ タワに 遊んだ を ホが し 具 さ 
じキ 厳を 嘗めつ； 截 道が 讚の た 
めじ 眞が 目に 精進の 一路を 辿つ 
て 居る か、 ことしは わ 巧さん の 


。つて 石を さんの 化 お 展凳會 を 
開く こご、 なら、 こ VJ しの I 巧 
中 巧 頃ょ b 話しが 進朽し 始め、 
を々 ホる 二十 五 h ( h 腿) 午後 一二 
時から 西 八十 お 下目 一二が 四十 番 
V ゲ アナ イド •ドライブ じを い 

同お樂 部で 大小 四十 五 點を紹 か 
L て おれる 準備が 出來 、夫々 招 
待狀を H ホ 人の 奖 術を 巧 家に 送 


お 間 忌に 常る みで、 是ホ 一巧 歸一 
朝— して 溝を をゼ わじ ら ねと，™ 
親を わの おを さんは 考 へた。 し 一 
かし 紐を を 去る 前に 是か英 術の I 
神 さまが 媛 しがつて 吳れる やぅ j 
G 作 おを、 パプ プックの 展覽じ 
供 I て 

純 目 本 違の 特色を 示さ， つ 
ご當 ■むして 居た が、 幸 ひスリ ー 
ア ー ッお樂 部の 巧 力 あが 後援 ど 


つた 由で あるが、 け 品 中には 巧 
をさん 場 怠の 化 鳥 おら ホくな 巧 
化冉 を、 楠の 化、 桃花に ホ筑、 
白 驚 •稻 雀、 藤、 巧藥を おめ を 
あ、 組、 矮雞 、秋 操 山水、 時雨 
る 5 前、 水お爾中^^どがあら、 
夕 巧 ど 双 鶴 ごは 尺 五 じ 四た 五寸 I 
のを さの もの、 敗 荷け 幅 j 尺八 j 
寸窩さ 一二 巧， i , ホ 和』 は 幅 ニ 尺 お i 
寸 高さ ニ 一巧 五寸 『牧 獲の 後』 は 幅； 
SR 、 高さ 四 巧の 大 ものである^ 


民 謠の夕 ：…… 

われらの テ _ 


。歌へ 


本紙が 縷 がした 如，、、 藤巧義 
江 氏の 獨昭資 は 十八 H が 八 時 ザ 
から 丑 十 凹 r 目ソ。 ！ ドウ エ - — 
ど 裳 八 巧、 巧 築の ダ U 劇場で 摧 
された。 當巿 では か藉蕃 の间氏 
照 A 也へ る やぅ ， タン ウ 
H — •ピアノの 巧' しあわ 控樞を 
運んだ 時、 階上ら 階 トも聽 衆で 
旣じ 一巧に つた S じ まづ 

がび の 眼が チラと 輝つ ね 
ので ある。 聽 衆の 則が が ボッシ 
リピ をた く掛 つて 朽 （、おを い 
巧 人は か帷 をを む、 f われらの ブ 
ノ ー』 は グット 深く がのを しむ 
伴奏 ネグ ソン 氏の 指. 心 キーの 上 
じ雜 れてボ ノン チ ニの': 曲が 短 
音み 奇 しき 戯れの かく 經 おじ 嚮 
き 出した ' 化處で われらは 『わ 
れ きの テノ ー』 の 第； 聲を飽 い 
た、 をして 初手から 醉ふ 地： し，；；：* 
つた。 第一 部 四 作曲家を 曲け、 
皆ィ タリー の孩謠 で、 流 巧は 南 I 
臟 

藝術鹽 の 人情 あ 俗を 彷藉 

さして 吳れる じ 足る ので ある。 
巧 じ 数年 ホ ィタ 9 — で湛 茜を 械 
めた 藤‘ 戚 もの 戰な 地中が の 波の 
かく 美 i く 彼の 段の お ホの か 
く 明るく 華 かで あ b 、 ス 々ラナ 


藤 原義 江 氏 ガロ劇 瘍獨嘱 食の 盛况 

の 『お 河の 太陽 J の 如きは 聽衆 
を 魅 X して 化 舞っ た* 第二 部は 
か闽ら のばから 九 化、 山 旧 耕作 
に 作曲 S 『とんぼが へ 6 』 じ 『烏 
の 番 雀の 蚕』 中 山晋半 巧が 曲の 
『絲を おさめて』 及び ホ 曲 『箱 化 
八® U は 何れも アンコ！ 八、 を 
の 上」 『化 船の 渚』 『おがの 巧』 
『吨 らいて」 の S 曲を 巧つ ねが、 
ょだ 搬 衆は をれ 0h を をんで 

拍手を 打 も 切' っ 《 ど いふ 
お 棟だった。 がが にぉが、 作曲 
じ 耕作、 歌手に 義化 ど最島 級の 
一二 巧 f 揃つ たゴン シヤンで こへ 

巧く の 『曼 珠沙 唯』 な 香 氣窩く 
經 におし （、朗 かじして 湊婉で 
あつた。 隹 のさ ぇづる やぅ じを 
しき ザロの 『烏み 番 雀のを』 は 
輕く 快ょ （聴衆を 微笑 させむ。 
第 S 部は を 國民謠 から 選 まれた 
四 作曲が の 五 曲、 殊に クラィス 
ラ！ の 『子ず 明 J は 隅々 の聽滚 
じまで 一二 嘴の 朝を 放た さしめ て 
ゐ た。 最後 じ リゴレットの アン 
コーグ で 膝 巧 巧は 义 驚くべき 

巧ぇ を 見せて、 アブ ご 云 
はせ た。 かくして H 本が ニュー 
ョ 1 クの梅舞をじ送っむ 『われ 
ら のブノ I 』 は 一巧 化を 添わて 


其 化石 堂さん が 

費府の ァ 々デ ミイ じ おお 
してが 評を 博した 『雨後 J は赔 
ニ 巧、 高さ R 八 『巢 籠る 五な』 
は 幅 一二 尺、 离さ四 尺の 力作で あ 
る。 尙ほ米 齒の學 ぶを モデ 瓜と 
しじを ので 四 年間に 直ら 今回 始 
めて 展覺じ おする 『女の 像』 ど 
云 ふ 幅 j こ 尺、 高さ 八 尺の 大作が 
あるから 定めて 巧 巧の 注目を 惹 
くこ どで をら ぅ。 n 上 3 外 じ S 
枚の 俳句 ど 盡 どが ある。 夫れ は 
『を 月 や 梢に 髙< 木鼠の 家』 ご 云 
ふ 中央を 園の 寫生 0 『 傘 廻は し 
つ/' 立 止ま b 見る 桐の 花』 は 石 
堂さん が 始めて 展覺會 へ 出 おじ 
揮毫した 桐の 化を 細へ 寫 まじな 
つた どき 餘 b 綺麗な ので、 をを 
仰いで 五月雨 じず つから 

着物を 琴ら した 巧寫ホ 

の 前に ホ 帳に 醬 いた 句で 巧佛 A 
入に 選 まれて、 當 がの 俳 偕雜誌 
『かき 葵 J じ 出た 佛句 である どの 
こどで、 も-つは ご 冗 日 や醒も 
巧を 德 利か 那』 ど 云 ふので こど 
しの 元 岛ユ三 オンス n 五 卞ァの 
新聞 尾で 新聞賣 が 新ら しい ネク 
タイを 掛けて 立つ てゐ るの じ 人 
ッビ I •こ ユ] •イ ャァ V * 挨蝶 
しかけた どき 其 巧が 頤 である こ 
どが わか ゥ 、ロが あつても 噪れ 
ない 可愛 想な 巧 ご、 繪が あつて 
も展覺 曾の ぉ ホ U かつた 自みど 
を軟 ベた 巧で ある。 間もなく 水 
彩議 お 覺會じ おおした 『巢 籠る 
五位』 が 評 倒タ」 なつて 幹事の 力 
—ン 氏ゃス リーァ ー ッ俱樂 部の 
グユ ボイス 夫人の 熱 必な慾 憑が 
あつて 背 水の 陣を 布き つ t 吐 米 
掉 尾の 勇を 揮 ふこ ご i なつた の 
で 『元 H や j の jp - を 添えた 繪を 
かいた ど 云 ふ。 


面目を 施しね。 ビ クター •ァ！ 
チ. スト 藤 原義 江は 喊 ぶ-流の 歌 
手中にを つて 大股 じ ホき 出した 

レッド •シ； 八 •レ 3 1 ドの 數 

が殖 るる こ 共 じ 『われらの 誇』 
も 進んで 巧く。 十 時半 盛 會裡じ 
散會。 

尙 ほを のお唱 會じ對 する 當化 
を 新聞紙の 批評は 巧 號で紹 か 
する 0 


シカゴ 當 豪の • 

厚い. 情け 

歸勸 船中の 哀話 

東京 特電 二十日 發 = ナンフ ラ 
ン シスコで 巧髮 業を 舊んで 居る 
小川 巧の 妻女 小川、 ィャモ はプレ 
ジ デント •クタ 1 ゲラン ド號で 
H 本へ 歸轉 の途 K 船が 溝 演じ 着 
、 s 日 前、 お上大 楽れ のために 
病身が 禍 し， 遂に 巧 C したので 
巧 外人 一等 船を は 本人の 身の上 
に闲 情し 聪 をの 結果 千 ニな 圓を 
W 拌 して 居る 長女 ナヨ 子 〔十 歲〕 
悟み 〔と 歲〕 の 養育 费じ 贈つ たが 
川 情 者の 中で も シカゴの 赏豪メ 
ソサ 巧 夫妻は 遺子の 身の上 じ 岡 
おし 父親が 承知 U らば 巧 人を 自 
かの 養子 ごし a 本 乃を アィリ々 
お 育したい ど 中 出で たが、 養 
モじ 遺る こごけ 船が 橫攒 じ到眷 
した 後 親族 ご 巧 渉す る こど じな 
つて 居る。 
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資本を 唐 お ■脚 
拂込濟 資本を 六 千な 圃 
货 ホを ホ 千 豐巧あ 脚 

麟写弄 銀 巧— 支店 

本を 巧巧甫 日本 橋 區本ぞ 態 町 おを 化一號 
害 小が ロ 本 橋を 資 墓) 橫演 

おを 屋 京都 大お巧 ( 大圾〕 巧戶 
廣島下 賴巧司 若松 巧 岡援始 
基衔敦 賽洒水 


餘ぉ入 爲替’ を 借 送を’ ホを 金’ 旅行な 用が 
巧 棠信巧 狀其化 一般 お 巧 集 

ん鱗航 ミ菱銀 巧が ちま 巧 

邸を 送を" 日本を 化 姐爭較 巧？ 迅速 お圾 
ネ巧預 を (定期 通知 ノニ械 ) 御 巧 利な 巧 
本 まち まを (本 ほ)、 大阪 、巧 巧を が 
がな 地を 右屋 、ホ裕 、上 お、 お あ 


►擲 里を を 及び 並を を (無手な 科)、 か^ 
爲替賣 買、 荷ま辑 取組 取 立、 信用 巧# 
巧 等 一 殺 级巧業 巧 碑 保 おじな 巧 巧 化ち 

S 臺灣饌 巧！ 出張所 

SS S 武 巧、 大阪 、神 ロ、 上ち 巧 

.ロ、 福 州、 厦門、 地頭、 を 港、 廣 巧、 巧 

嘉坡 、タラ バヤ、 タザ ラン、 バタ ビ ヤ 、を 巧 
々が々 ツタ 、摘を、 お外臺 お 十四 ダ 巧 


、貴ぶ を 竟像圓 (查 額拂达 巧) 

、廣 ホを 化 千 化 巧 五十 萬围 ；！ 
內化本 ま 巧 リ溝漬 (本な) 巧 京： け视 
神 戶をお 下 お 名を 屋 

犧鑽ぶ 金銀 巧— ミ 巧 

ホ闽を まな U を潘 羅麻沙 ボ巧哇 
其 他 世が を 留爱お 都 ボニ定 巧皮コ グン 
ス を之駭 


本 巧 
が 育ま 庙 


大阪化 趙冗了 目 
紐育ブ d ! ドウ S _ 


..豆が 十九を 


磯 住ぶ 銀 巧 


日本 巧 j 
化 支な 1 


ちを* 橫演 、を ホ屋 、巧 郁、 巧 ロ 
韋ノ 道、 廣 島、 お、 柳 巧 下ノ關 
巧哥 * ホ 倉、 ち 松、 陳 多* 义留 米 等 
本國預 を、 鄕里 送を 等は おめ 
て 御梗剌 巧を じ 御 取扱 巧申換 — 


本店 朝鮮を 城 

ま 巧 出張所は 日本 巧 化の 樞要都 巧、 朝 巧 
お 沸、 支那のを 地を び 浦 捕巧德 

朝鱗饌 巧紐脊 出張所 

か 固 爲特一 殺が 巧 裘務稱 々御が 巧 じ お投ザ 
申 上 候 


藤本 證券 會か 

一般ち 俏莊 巧ノ黃 買、 引 ま、 募集 
J を 離、 ぁニ 么ニ關 スこ切 ノ集巧 

館 賊 藤本 ビル ミ—々 1 銀 巧 
紐 育 お 張 巧 




淘破麗 、雜 貨卸寶 

森村ブ タデ^ ^ ス 


巧ち おな 器 

ドラィ グ ー ズ卸巧 ' 

太洋 貿易！ 會社 

支 巧 ボ 俄を、 ポストン 




H 


水 

曜 

曰 


C 


g 


貪 


新 


雜 


レスト ラント 硏が 

第二 會合 

り 本 俱樂部 じて 
紐脊 日本人 會攫部 かを 

巧し つ i ある；^ ブト ラント 莱硏 
を じ 隅しての 會 をは 去る 十八 H 
午後 ニ 一時ょ b 第二 巧のを をを H 
本 化樂が じがて 辭 おし 柴旧德 み 
が、 山が 曼 一一、 吉 旧ま隆 、石 ホ 
德 長、 骗乂 俊、 香 西 龍 雄を 委員 
W 外地 ま 商務 委 貢を、 草 信會長 
あ 滕敌を 委員 反び 頭 新聞社 化 表 
も 巧 席、 地 ま 委員長 座長 席. じ 着 
き化づ 第一 回會 をの おお 商 掠を 
員 曾を 開きて 斯業に 隅す る硏巧 
調 查を繼 給ず る •し决 しれる 旨を 
吿げ 第二 巧 會をじ おする 日會側 
の ホ 错を陳 V ニ) レスト ラント 
榮ヤの 恃轉奉 業を 發戚 せし わる 
巧め 新たに 巧 人 同業者の 協同 事 
策を 起す を 得る やか 柯 ニニ 現な 
ン スト ラント 裳に 化 事す る當業 
をの 實驗じ 巧ら お來 斯業 じ 身を 
巧せ レ VJ する をじ對 ずち 注意 事 
巧 如何 (ごご 邦人 經臀 の々 フ H ブ 
リヤ 、レスト ラント 乃 ま ティ 术 
1 ムじ H 本人 経酱 ごしての 特色 
あらや か 巧 等を 

諮閒 し柴旧 徳次郎 氏は 同 
胞 全般の 利益を 基礎 どして 考お 


巧る 四 n 十 W U ( 十' 曜) 晚餐後 八 
巧を 期して 0 本 お 樂部じ 削 偶す 
もに ホぶ した。 當 おは 旣 報の 
かく 旧を を務を 貫を 司 會の下 じ 
內 山橄孽 、草 信 會投其 化の お說 
わ b 學ホ 化を 侧め ホ 望 恵 見 等を 
も聽 おしを 膝を をへ て 懇話を 遂 
げ 一二の 淸 がなる 餘 巧ら あ b 立 
をのを 應で をを 巧 づる豫 をみ 由 


米國の 大學で 

11 

中央を 諭と 改造を 

イリ ノイス 州 エバンストンの 

イ^ — スゥ エスタ ！ ン乂學 はホ國 
中部 巧數 の火學 じして、 邦人 留 
學をタ 數乂學 し 居ら 其敎 頭は 巧 
を 慶應義塾 じて 英米法のを 授た 
ゎし ゥイ グモ 一ア博 + なる 彌お 
上 時に 日本の 法 政 文化に 趣 ホを 
有し、 大學圈 書 館の 一事 業 ごし 
て 數年ホ 日本語の 著書 雜誌 をを 
集し ホち たるが 一九二 五 年 及び 
ニ 六 年中の 中央を 論 ごな 造を を 
_ 部 取 揃 ふべ < を 巧の 巧 社 じを 渉 
したる も ホ 本の バック ナン バア 
はない と銳は b ホら たる 巧 じて 
巧 米 日本人 中 右ぉ雜 誌の 古本を 
所持し 居る 人け お 大學な 治學部 
に 盛 信 ぁ も 巧き 旨 本社に 依頼が 
ホつ た。 が ほ乂學 じて は 巧雜誌 
のを 本に 對 しか 當の化 おを 拂ふ 
べき も、 特ま 家のを 贈は 匆静喜 
- んで受 くる 由。 


お 平 大使 來紐期 

が毕大 化は ホろ 二十 九 B 當地 
じがけ る 輸出入 お 協替の 招待に 
應 じて 午餐を じ 出席の 爲め ホが 
翌日は 巧 人 巧を 發 起に 繫る銀 巧 
が 樂 部の 午餐 會じ 顧み 一二 十 一 H 
巧は 日本 俱樂部 r . 於け る 學± 筒 
じ 出席ず る お であるる コ作フ 巧 
びシ '.ヨブ ビング 後餘苹 す' ベ < み 
夫人 も 或は 村道 出 おすべき かご 
專 \ ら るり 

日本 協會の 講演 

紐肯 日本 協 曾 タク センド •'ィ 
スを員 ホ 催の 下にみ 週 ± 腿り 
午後 ニ 時半 Jb 西 一二 十九 了 目 ニ 

十五を 五ン ぉこ マリンダ 協 食々 
舘じ 於' て 五 ツチ •ィ ー •コ！ 少マ 

ン 巧の 『歷あ 及び 風 貴の H 本』 ど 
題す る 講演を る尝コ ー が マン 氏 
は 過去 二十 一年 閒もが じな 住し 
H ホ 協 待 評議員の 一人と して 
本の 事懦じ 精通せ る 人で をる 


掘 邊壽郞 氏 歸朝中 S 1 ニ 藻が 
事 紐 育 支 巧 員、 家族 同伴 削 週々 
ホ 31 巧 

参 挪健ホ 巧 旅 順 H 巧 大學敎 巧 
まる 十四 U 歐洲 ょら 着が 四 巧 ニ 
十五 H を 港 お 帆の 大洋 かじて 歸 
朝の 箸 

が 健 ニ 氏神 タ髙等 商業 學校 
敎授 、十九り 着が 巧】 ヶ年滯 が 
が ホ お 藏 氏神を 川縣 お師、 
十九 H 獨 逸よ h 着 ホ チル •ペン 
じ お 宿 五ち 九 H を お ホ 帆の 天洋 
乂 じて 歸 朝の 壁 


陸軍 武官 更迭 

華府 大使 雜附 武官 陸軍 大佐 蘇 
旧宣 巧は お 巧 頃 歐渊經 ホ 歸帮す 
ベ （、を 巧 どして 步を 大佐 渡久 
雄 氏 去る 十 お U 橫濱ぉ 帆の 便船 
じて ななのを じぁ-^、 當化隆 軍 
事務所を 袍を 大佐 小 柳津あ 藤を 
は词 じく 五巧匆 々お發 巧 巧歸朝 
しを 巧 工廠な 巧の 高 橋貞夫 大佐 
が 後な ごして ホ 組す る 由。 


東亞 婦 A お樂 部の 

午餐 會こ 例會 

東な 婦人 お樂 部ま懼 のま 撕を 
午餐 會は 昨日 午後 コ n ム バス 
サ ー ク X の娩 巧あ菌 じがて 開か 
れぞ歡 日米 婦人の おおが ぁつた 
尙ほ同 濟藥廉 の 例 脅は 巧る 二十 
六日 (巧踞 ご 一時 ザょ b 々五 スト 
で ンド おを 巧 八十 海 巧 水 ホん 邸 
こて 償 さる も。 


J 着 骑案內 


貸 室 ミ 佛に营 る 濃 
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野 旧 爭議團 員が 
突如、 直訴を 企つ 

M 取締 當局 のが 醜な 態度を 恨み 
勞働 者を 憐んて 頂 \ 、たいごて M 

■ > ■ < • ■'■ 三 ' • i 、■■■ - I I ; 〜〜 ■’■ • /-W 

東京 特電 二十 一日 猪-聖上 皇后 贿 陛下が 葉 山 
巧 幸 锋の爲 め おお 驛 にお はれる 御 途上、 み ビル 
前 御 通過の 際、 突如 幷觀の 群集 中から 躍 おで 直 
訴に及 げんごした をが ぁつた、 化 人は モ葉縣 生 
れの堀 越 梅 雄 〔ザ 一 〕 で 野 田 醬油爭 議鹽の 副團長 
て ある 0 

二十 H 畢上 皇后 巧 陛下 じは 第-皇女 照 か：！ 內 親王を 御 同 巧 午 
後一 時 五十を じ 東京 驛を御 猿 ホ、 ホ 月 化 H まで 葉 山の 巧 巧 邸 じ 
御 逗留 遊ば ごれ るが 御 菌簿が 萊京驛 着 五み 前 じこの 椿事が 突發 
した もので、 灌が 中の 舊官 は诞 越が が あ 中から 直訴 狀を高 < 差 
上げて 躍 おした 刹那、 直 もじ 逮 補して U 比を 塞に 泣 致しが 調べ 
の お あ 端 越は 過去 六简 丹に 旦る 日ぶ ホ 曾ち の 巧 働 爭議取 擁じ蜀 
する 當 おの 冷酷：：；* る 態 巧を 訴へ勞 働 者の 牛 巧を も 憐んで 頂きた 
いこい ム趣肯 で •一の 擧 にぶんだ-とが 判明した。 

勞資 爭議に 直訴 U 

これが 日本では 初めての 出來事 

牧戰巧 大臣が 急進 思想を 戒む 

果 京特笔 〔タィ ムス】 廿日 链 = ザ日聖 上皇ち 巧 踏 下が 葉 山 
じ朽 幸を ぁるべ',、 が 京驛- しおは せらる I 御を 上、 突が 巧觀 をの 
中ょ b 1 見 みすぼらし' 、が 姓 瞄の巧 ^ つか- ご 巧ょ b 躍 巧し 
ち モじ化 新が を 振 6 つ I 陛 f の 御苹じ 近を らん どした が 警宫隊 
. V を あこ 巧 動して 化 K を 帝' A じ 拉致した ので 鳥訴 をは 幸 ひじし 
て陛 ドの 御 円には 留ら じれつ た 事 かが おおし じ。 

の 會忌談 じがて 强般の 德邀擧 な 
ホな 黨者 流が 稍 もずれば 天皇 踏 


化 人は 過 ま六箇 巧な 上 じ 
.垂ん どす を罷 X を繼紛 して お 人 
の 注目を 惹 きつ、 ぁる 巧 田鹤她 
爭謠幽 千' 五な 人の 一人で 別に 说 
器 等は 携帶 せず、 直訴^ 瞬 もを 
郁は わざ-.,- 脫 拾て、、 素足で を 
つた C 底訴 がの 巧 おは 駆 エの爲 
めじ 飢じ 泣く そず 化の 慘狀 細々 
ピ 認め 直つ 官 患み 罷エ刚 じ對ず 
る 不法 腿 あを 訴 へ，、 階 ドの わ憐 
みを 色ぶ たも S で ホる。 勞資ず 
藻に 就て 不祥；：。 ろを 訴 沙汰を 見 
るに AA だのは 日本 産業を でけ 


下の 患な 丄の御 位置 じ關 して ま 
で 論ずし つ i ある 一事を 指摘し 
巧の かくじして 外 巧 的な 急進 思 
想が 日本を 危跋じ 導く の 憂 ある 
こご， ゲ 指摘し を內 省が 常に 皇革 
ど國 民の 悼觸 r 巧 力：-- つ I ある 
の 一例 ご して 巧 幸 等の なを じが 
て も お ホ 得る 限- 拜觀者 S 硬を 
を 許し 且つ 地方ち 力を >, J 謁 をの 
機 转を與 へつ、 わる こど 等を 擧 
げ 圃民自 みけ 勿論 政が、 敎ち者 


最かの出ホ事^ぁら柯時じ令闽|等けこの際急啟；；^外ホ思想の傳 
の 勞資爭 議じ勒 1 る勞慟 者幽の I 播^ 防 化しな けむ ば じら 《 ど說 


結ぶ 固き こごら 稀に 見る 所で ホ 
つて 罷エ跑 では 遊に 町の 

ょら自己の子：8^ 
退學 だしめ 別に 敎 帥を 處 つて お 
塾を 設け K 位で ゎるが、 官憲の 
不法なる がを に 化つ じらの かこ 
れ等 罷エ幽 負の すを が 悉く お學 
試驗 にを 第した 等 ごい ふ お 巧 事 
がが 訟の勘 機 ど G つじら のらし 
< 今 网巧兹 の 根本は 組合の 谢體 
承認 權巧 ホに てを 地の 勞働 画體 
ょ 6 烦ら じず 滋を 應授 しむので 
漸 （今 U まで 持久戦に 耐へ 巧た 
もの じて 組合 侧 ごして は 巧して 
を 後の が 利は 確信して 居ない け 
れ共 この 爭潘 U 組を 承認 罷エに 
依 0 て 蒙る 會化 侧の規 失は 

資本家 じ おする 醬吿 であ 
る ご 巧して 祖 る。 而 して 內 大臣 
おが 仲顆子 はを じ 巧 巧 記 お胜ど 


いて 居る。 

丸 ご 一間 題 ご 

團體 交渉 權 

野 田爭議 の徑路 

H 本 未 曾 おの 深刻なる 勞資ず 
讓 とがされて 屠る 千葉縣 W 田簿 
油會社 S 爭講も 遂にず 畿脚 賞の 
抱訴 でを の クラ ネ マックス じ 達 
した 0 をら^,^ 

罷 H な 接の 動機なる もの 
は 昨年の 化 目 十一 二日、 工員の 化 
を 八 人が を か 側の 重役 じ 面會を 
求めて 『巧 物のを 部を 化 H 1 じ 巧 
はして 貸いたい こ VJ 、 化 本 運送 
所ご乂 ニ1£ 會 社の 間に 何等かの 
默契ゐ もと 思惟す るかで うで あ 
るか』 が 化を 詰 間した が 貪社侧 
ではみ してなら やどの 闽を にあ 


一め 

; す 


ので 检 かも 昨今 當 地々 下 搜逍就 
働 員の 彿巧働 組を 組織に 勵 した 
紛 まを つき 詰めた やぅなら ので 
ぁる、 この間 じがて 罷エ圃 が 

槍 を擬 して 罷エ披 ちを 
巧 害した b 、 罷エ國 の 憐れな 妻 
女が 內巧 省への 凍愤 どな も、 千 
葉縣 知事の 調訂ら ぁつたが いづ 
れも 片手を ものを がで 失敗し 最 
後 じ U 本 勞働總 词盟の 松 岡 駒を 
巧は 罷エ團 から 無條 件で 調訂を 
化賴 された ので 會社側 じ 前後 ニ 
回に. 白 一つて 巧涉 したが 會社 側で 
は 松 岡 氏の 解 巧 新案は を然認 
ざる 上、 ま議鹽 をを かじ 解散 
る こと、 解雇者の 俊 職は 認めな 
いが 昭かニ 年 十二月 廿日 附の解 
雇を 中な 五十 名 結 未 後 適 當の時 
巧 じ 採用す る こご i なる ベ <處 
を猶 がの 四十 をら 審査 後 差 まな 
しど 認めた 者に ‘ 

復職 は 容認す る こご。 エ 
員規を 第 六十 一條に ホる 解雇者 
じは i 人 當ら巧 鹽づつ 贈る こど 
本爭議 に關し 提起の 刑事 吿訴問 
題は 互 じこれ を 化 下げる こご。 
解雇者で 社宅 居住の 者は 解かの 
HI bs 箇月な 內じ 退く こご。 
の 回答を 示した ので 松 岡 氏 等は 
直 もじ 野 田 劇 媛 じ罷エ 》 ニ千餘 
名の 女房 まじ b の 爭議圏 大會を 
開いて この 旨報吿 した 片 ころ 女 
房ら 子供 等 も 倒れる まで 戰 ふご 
す > 、り 泣き じ 萬歲を 叫んで 散會 
: した ごい ふ 

壯悲 な 場面 も 演じた が こ 
の 間にけ 警官の 不法なる 爭議團 
酸 あ もめ b 殊にを 政黨 がず 議瞄 
をな 巧して 居る ごいん 鳴が パッ 
ど擴 つたので 間 題は 漸次 あず 化 
する じ ま b を じ 過般 總選擧 ょを 
して この 直訴 ごい ふ 夕 ラ ネマク 
スじ 達した ものである。 


食 社では 舊ホ化 一二 運送店に 扱は 
して 居た 荷物を 九月から 新開 業 
した 丸本 速を 巧广も 取扱は せる 
こご じな つた。 をの 數量 はを ホ 
の ニ S 割で わつ たが 當然化 一二 運 
送 巧の 經營 にも 影響して 

人夫 と 十 人の 中から 失業 
者を 出した、 をの 人夫と 十 入は 
を < 勞慟 組合 じ 加入して 居る か 
ら をれ じ 灰ち て會社 ヵ勞働 組を 
を 切 崩す ものである ど 見做し 組 
を 加入の 曾 社 工員を 部が おつた 
のでを るが 組を 側では これを 機 
會 ごして 四 五日は 一度 提 おして 
お留 ごな つて 居る W 下の 間 題を 
提げて 罷エ の呂標 どす るに まつ 
た。 郎も貸 おの I 割 ホち 給 〔女 
エは 二割〕 解廬 、老衰、 退職 手 
當のお 率、 年来 賞 巧の 梟 化 額を 
日給 一ヶ巧 W を わる i 、 橘エ徒 
を 養 化の こご、 熟練工に 達す 
年限を 四 年 ミす るには 雇 エじ對 
しても 工員の 

扶琐 あ定を 適用す る こど 
從ホ 通な 會 社の 靖を凡 S じ 取 あ 
はしむ る こご、 幽體 協約の 設を 
等を 提出して 會社 じあつ たので 
ある。 邸 も勞働 組を 貨 なる 罷エ 
圈の 根本 閱 題は 化 S や 賃銀 間 題 
で U く鹽體 協約を 設 をして 會祉 
就 働 員を 部を 勞働 組を 員たら し 
めん どす る じ 對し會 社が これを 
頑强 じ反對 しつ、 ある 爲め斯 く 
レコー ド 破 6 の爭講 ミな つた も 

直訴の 犯人は ‘ 

市ヶ み 刑務所 送り 

M 會社側 驚いて 調 許を 希望 •し 
爭議團 はこの 隙謹愼 を决議 

東京 特電 二十 U 1 曰潑 巧 旧 町 勞慟爭 證じ關 して 日本 
勞働撼 同盟の が 岡駒吉 氏は 昨を 譬視廳 ご 協議を して ゐ るが 約 半 
ヶ年 にあぶ 爭議も 急 天 直 ド解换 する らし （見えて ゐ る。 

を 京 特電 二十 二日 發—野 田酱视 爭謠の 直訴 者 堀 越は 
嚴垂 J ：? る 取調べを 巧け たる 上 お 化ち はを がない こごが 辆 明し 巧 
ヶを 刑務所に 送られた が 彼は 野 旧ず 議闡の 指 填を ミして 非常な 
貴 巧を 持つ て おた 巧で ある。 尙ほ野 旧 町長 父び 響を 著-をは 闹 H 
齡 表を 提出し 暫か會 社の 重役 連は 善後策に 就て 協議し つ i わる 
..か 一方ず 證國 員は 野 旧劇 攜じ參 をした る 上 直訴 事件に 關聯 しこ 
の隣 一 同け議愼卞る；を申をせた。 

東京 特電 〔タ井 ムス】 二十 ニ 

日 壌 =： 野 巧 爭議關 な 者の 直訴 事 
俾は 一般人 じを 大の 

衝動 を 巧へ たもの； かく 
約 白 八十と 日 じ 及ぶ 罷 H もこれ 
を機會 ごして-段 をを 吿 げる模 
樣ト ある。 直訴の 報は 逝去ろ 箇 
ちじを 6 かの 巧 わた やぅ G 小町 
でを る 巧 巧の 住民 じ セン セー シ 
ョンを おへ 千葉縣 知事 度び 警察 
がをは 本 Jb まの 上 內栋省 じ 進 
退が を提 おした るが 巧 旧 臀油會 
化の 重な も 今 朗縣廳 を 訪問の 上 
食 社 就 働 員ょ b 不敬ち の 生じた 
こごを 深謝 すら ど おじ この 際縣 
當 局の かみに 就て は絕勒 じ服從 


H V 】 一'***"^ 一' 1 つ t C n 1* ^ c y n . u 3- • t— ff 
ん だ、 この 見 s 閒輕 ごい ふのは 一し 無條 件で 爭講を 解 巧す ると 通 


吿し一 ホ 罷エ闡 も 大會を 開谣の 
上 この 際 深く 謹 愼の惹 を 表明ず 
る ご 共に. 

二度 'ど 巧び 巧る 擧じ 及ば 
ざらん こごを 誓つ わ。 而 して 勞 
資 な調會 では H 本 勞働總 間盟に 
向って 爭議解 巧 まを 提議し 千 葉 
縣 知事 も爱 加して 協議 中で ぁる 
が 陛下に がかせられ ては 今日 宮 
內省 ょら 正を じ 事件を 奏上す る 
まで 巧 事 もお蒋 かは なかつ たと 
拜閒 する。 

撕露 交渉 

後藤 子を 通じて 
ま 京 特を廿 二日 舜 n 時事 新報 




紙は 『 n シアは 後藤 子を 通じて 
日本と 重要なる 巧 渉を 進めて 居 
るが を 支 錫 お 巧 線の 賣却 もを み 
- つで ある』 ミ 報じた るに 對し 
まを H 日 新聞は 『後藤 新卒 子ょ 
ち 持 も かけた 東 ま 锁道南 線の 買 
化と 勒 ロシア 借 欲 じ 隅し 曾が は 
小川 激 巧、 望ち 遞枯 、山ぶ 滿激 
社長と 鎌 倉で 協 簾した が 實現難 
を 見越して 政 おは 二の足を踏ん 
で 居る』 ご 帮 じた。 


.お 油 疑獄のを 判 

ワシントンせ 二日を H 石油 疑 
獄のホ 人を シンクレア ご 前巧務 
長を フォ ー ^ 巧に 關す るを がは 
巧る 四 巧 四 a を 化て 當地じ 開 （ 
ベくな 巧 長は 命令を 下した がフ 
オ！ 八 巧は 病身で ある 巧め 出席 
お 巧 や被吿 側は 頻 6 じ巧爭 した 
る も 裁 巧 長は シンクレア 巧の み 
をホづ 審理の 旨 命み した。 


司直の 腺 光り 

を 日本に 共 產黨狩 


M 極秘 裡じ 檢擧 された 者 千 人 
勞農黨 幹部 大島 夫妻 も おじ N 

ま 京 特電 二十 一二 日發 = 勞農黨 幹が 大島秀 雄 民 夫妻は を 重大 


擧 かの 爲 めに 巧 引され たが 警察に がて 殆ん ど烤 問に 等しい お 蘭 
じ 逢つ て 居る 間 巧 愛 相 じ 本年 八箇 g じな つた 計りの モ 巧の 世話 
もさせ や 打 遣ら あし じした ので 巧農黨 では この 人權を 無視した 
警察の 巧爲じ 色めいて 居る。 

上海 二十 二日 發 = H ぶよち 達した 構 報じ 化れば 操 選 擧後司 


法當 局の 共產黨 員が ちは 學 初の 巧 道 に反してを H 本に 背 b 檢擧 
された る 著 優 じ 千 人 W 上 じ 達し 居る もの： か < 蠻察署 ではち の 
檢擧 じ關聯 した 新聞紙の 報道を 嚴禁 して 居る W 檢擧じ 重要なる 
區 域は 東京、 橫 溶， 畏岡 、京都、 大阪 、神戶 、岡 山、 福 岡、 化 
海道 等 じ 及び 共 產黨の 事務所、 お 密集 會 所を 始め どして 嫌疑者 
の 住を は 悉< を をを 索を をけ 夥しい 文書を 押収した i 。 


特別 議會を 前にした 政界 


大口 次官が 大阪へ 


選擧 違が 受理 織 數も政 友 優ろ. 

東京 特電せ 二日 發 = 出 中 當相も 了解の 上大藏 を 務 次官 大口 


喜 六 氏は 再び 大阪じ 赴き 武藤山 治 巧ご會 見すべく 一二 ±藏 相の 談 
じがれば な活 要求 S ' 1 部 承認 じ 腺ら 錄算總 額は 十と 億圓な 上に 
達すべく 營菜收 益 親の 地方 委讓 も大藏 省の 怠 見で わる ど 云 ふ。 
お ほ 蚁を會 では 選擧法 連なの 受理 人員 敷に めても 扶が黨 じ 優る 
どい ふ 皮— 肉な 現象を 生んで 居る。 


犬 養 巧 下院議長 說 


東京 特電 二十 二日 發 1 犬 養毅巧 衆議院 議長 說 
漸ホ 濃厚 ごなる 

閣議で 兩黨の 妥禱タ 報を 


東 ま 特電 二十 二日 發 ==?= ホ 日の 閣議 じ 於て 政ぶ 會と實 業 同志 


會 どの 間 じを 協の なつな をが 報吿 された- 


一二 年度 1 殻豫算 十よ 億圓 


東京 特電 二十 二日 潑 = 昭 巧ニ牵 度！ 般豫算 として 十六 億 九 


千 六な 万圓 を大顯 省々 畿 でかを した" 


本社 東を 特電 (禁お & 轉 載〕 


大火で ご 育 お 十 軒が 燒失 


t を 旨】 化 一り のを 巧 府下 か 旧 堀の 化 事で 燒 失した タ數 一二 
白と 十’ 損害な 巧圓で 原因は 幾ら 火め 不始末の 爲だ ど、 東京 府 
廳は類 燒を戶 じ 金 云十圓 宛を 配給し ね。 巧 ほ 神を 川縣湯 河原の 
森が 火事で ニ 巧 五十 町ホ燒 けた。 

(甘 二日】 東を 府ド化 西 掘が 營 化を 地 S 旨 戶は廿 一日 燒 失し 
巧者 一名を 傷ち 数名を おした がず 葉 縣印幡 郡 朝日が でら 巧戶燒 
失した。 - 


先 願 箸より 橫餘 

〔廿 一二 日】 を濱 運河 >5 布 哉じ關 


.镜檢 


し 二十 年 前の 先 願を 
出で 内務省 ど 巧を 府でお 板 挟 
み狀 態に 陷 る。 

製 鐵じ貧 鑛使诚 

t 甘 I 二日】 八幡 製搜 はおを を 化 
の 貧 鑛を化 用し 今度は IP ' 量 
がちして ち 構は 0 ど。 一 ■ 

銀 巧 半 减の方 鈍 

〔甘 I 二日】 を词化 進で ご 一年を じ 
は 銀 巧を 半减 すべ < 大恣 省の 


方針 ごい ふ。 

松 平 巧 邸 竣工ず 

【甘 H 日】 錦 島 お 邸内 じ 建築中 
だつ たおず 節 子 縷邸も 化 お 媛 
エ したので 本 月末を 成 まを 擧 
げる ミ0 

みか 化 議± 負傷 

(甘 二日】 民政 窓 代議 ± 永 ホ 柳 
お耶 巧は 下の 願 ホ 辨天座 じ 於 
ける 间黨演 說會じ 出席 中 巧 あ 
墜落で 聽 衆は 大いに 巧舊 した 
が 氏は をの 際に 足 部に 負傷し 


た 0 

公使 舘の 新設 費 

【甘 二日】々 ナダを 巧 館 新設 資 
は 二十 一二 H の 閣議で 承認の 笠 

駐支 商務官 增員 

一^ 甘 二日】 掛ぞ 貿易 振が のた め 
商 巧ち を大ち 員し を 領事 じ 障 
害 物 除去 お 策を 諮問す る當で 
ゐる 0 

建 艦 註文 差 支へ 

〔甘 二日】 川崎遥 船の 驗巧難 か 
ら 巡洋艦の 註文 じ 差 支へ を ホ 
じたら しい。 

臀旧翁 墓 お 完成 

【甘 二日】 な 政ぶ 會 総な 巧 旧 卯 


太 郞氏篡 石け 鎌 倉 唐 度 寺挽內 
じ 验エし 田 中 首が 姑め をぶ 會 
辞が 速は 化 一日 午後 記な まじ 
出席した。 《 

ホ 宇 旧 巧 等 詩 金 

【甘-日】 昨年 施行の 府縣 會講 
員 逃擧の 違反を 前を 崎縣 知事 
古 宇旧晶 巧は 一二が の、 前を 峭 
市 長大 あ元繁 巧は 二百 置十围 
其 化 十二 名ら 夫々 罰を じ處せ 
られ じ。 

難 波船發 見さる 

〔甘-日】 巧衡 不明 中の 第二 巧 
天 化は 千 葉 海 偉で お 見され た 
が 十と 名の 船員は 顯 巧して ゐ 
た 0 



ロシアの 軍備は 全廢 理想，、」 

斥けら る = 國際 航空 曾議に 
日本 參 加ず ー ク— リツ ザ 再 
立候補 重ねて 辭退 = 知事 四 
.年 制 否み === 國務ご 海軍省が 
晚合ひ ー 張紹 将軍 暗殺 さ 


る 


【ゼ ネグア 廿 二日 發】 勞農。 
シア 化 表？ ト ダノフ 巧は 题際聯 
盟軍髓 縮 少準满 委員 會 じがて 姪 
四箇 年な 內の 徹底的 軍備 撤廢决 
議を提 おした る じ 勤し お 米を 始 
め ごして ポ！ ランド 其 他 十餘箇 
經化 表は この 理想論を 廢し 。シ 
ア化 表は 恐らく 會議 よら 脫 退す 
べし S 期锭 された る じな L 委員 
貪が P シア 案を 討議の 基礎 ごし 
て考豊 ずる こと-- なつた 爲 めが 
ほ 踏 止つ て 居る がリ 巧は 本 H の 
演說 じがて 《 シアの 理 態を 說く 
VJ 共に 窠國 が巧亂 惹起の 場を じ 
願す る 質 既に 對 しては 聯盟と 內 
なは 全然 別間 題で をる となし 却 
て 英國が 支那の 巧 亂に乘 じて 香 
港、 上海、 南京 等 じ おを した 事 
實 を擧げ て英國 をを 肉つ た。 树 
ほ囊じ 聯盟 よら 一县脫 退を 聲明 
した スぺ！ キン 巧 巧は 今 阁無條 
がを なて 聯盟 じ復歸 する 貴 理事 
會 じあ 吿 した。 

〔パブ， — - 二十 I 日發】 日本、 
支那、 0 ンア をを む 化 ニ 辖國の 
化 表よ 6 おる 國際 航空 規約 起草 
を 員 會は 目下 當地じ 貪を して 國 
際 的 航空 運搬 事業 じ携 はらつ、 
ある 飛け ± の 死傷、 壁 f し 化る 
第三 一港への 潰 害 賠償 等じ關 する 
責任 じ 就て 協讓し 盾る が 會議は 
ちら じ 五 巧サ四 目* ぺ ー キンで 
權 した 上を 部 完成の 場を は更ら 
じ 外を 官會 譲の 承認を 場て 始め 
て園療 規約の 成 化と なるべく ア 
ゾリ 力は 目下は ホを 巧の 資格で 
化 まを 出席せ しめて 居る が 遠 か 
らず 正る 巧を を 巧 命す る 墓。 

〔7 シン トン 二十 一日を〕 7 
キミ ングの 共化黨 中央 委員 會で 
は 遇 艘か遙 蓄を可 巧し クー リツ 
デ 大統領は こか 際 圈を繁 榮の爲 
めじ 自己の 巧 害を 犠 おごし をら 
じ 四 年に 直 も 大統頒 £ しての 磯 
責を裝 された しと 慈 請し 右决議 
文は 大統 頭の 手許 じち 送され た 
が 大統領 秘書官は 今夕 大統 頭は 
「表 也よ を 委員 會の 决議を 誌と 
する も 委員 會 のか 議 には 斷 じて 
應 やる ことは お來 ない」 替 画を 
を化賴 したる 旨を ぶし ク 大統領 
の 引退は これに 化な て 愈々 明白 
となつ た。 


〔ァ八 バュ！ 廿 一日 發】 掛知 
事 スミス 氏は 豫て よら 州 知事の 
四 年 懒じ替 同す る も選擧 巧は 大 
統領 選 擧ピ別 期 じすべし ごの 持 
論じて 今期 州 會じも 該案の 協賛 
を 求めせ ハか黨 の領釉 じして 州を 
改革 委員 曾を 組織した 前 國な長 
官 ヒユ！ ス 氏、 前 知事 ホ キット 
マン 及び 前 民ホ黨 大統領 候補 デ 
—ゲキ マ 氏 もを の スミス 案 通過 
を懲遞 しつ i あらし' にも 關らや 
おか 黨は 結束して これに 反勒し 
遂に 本 H 投票 じ附 したる 結果 廿 
み 票 掛廿阻 票 ごい ふみ 數の 差で 
否 巧され た C 

〔ヮシントン ホ 1 H 發】 下院 
諮 員 パ] トン 巧の 戰時中 じがて 
を 戰國じ 蟹し r メリ 力が 武器 彈 
藥 類を 輸出す る 能は や ごの 議案 
はが 陸軍 長官 就中 お 軍 庭ち ゥキ 
グバ— 巧が 極力 反掛 したる じ も 
顯ら す國務 長官 ヶ 0 ッグを が 協 
賛し たこ ごじ 關 しが 軍 ど 國務省 
は 互に 腕を つて 居る がゥ キ瓜バ 
1 氏は あじ 關 する 海軍の 意見書 
は 大統領は 元よ も 閣議 じら 上程 
され 國務 長宫ら これを 讀んだ 善 
である どなし 閣議は 現じ 反街說 
を 承認した ご 下院の お軍委 貴會 
で 陳述した。 が ほ 本年度の 海軍 
擴張 及び 維持費は 約 ニ 千で 巧を 
な 加して S 億ぶ モ化百 十九 巧 娘 
ご報吿された。 

【天津 甘 一日 發】 支が 軍 間の 
立 役まで ぁっじ 張 紹曹將 軍は を 
夕旗樓 でを 食 中 じ 殺害され た。 
註。 張 紹曹お 軍は 裔隸 省大城 
縣ん じて 日本 陸軍 ±官 學校窮 
一期の 滿を 巧を 卒業、 前淸時 
化 張 懐を のを 謀よ 5 第 ホ鎭統 
利に 就 巧、 第一を かじは をを 
擁して 吳祿貞 、藍 天蔚 S 共 じ 
淸朝 退位に 關 する 十九 條の條 
件を 淸帝 じ涅 出して を 名 ごな 
b 、 民國 元年 じは 南 化 調 かじ 
巧 力、 袁化凱 時化には ほ爲じ 
瓶 巧の 嫌 ひで 總統府 顧問の 虛 
位を 巧て 天津に 閑居、 十‘ 一年 
八月 唐紹谋 内閣の 陸巧總 をよ 
も 王 龍 恵、 汪大獎 內閣じ 留任 
十二 年 一巧 威 徐縷埋 £ なつた 
がその 後 失脚し 爾來 天を じ 巧 
居して 香た 人で をる 0 


►もが > さ！ iSiiiiii を-た - . 
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Koik も Studio 

730 打む h Av も 

C が. 5 む h St . 

Tei, Circle 4406 


MI に ADO TAILOR 

30 に 6 か h お . 

Tel. Rhine お n お r お 30 


The Japanese Christian Association 

453 化 WSrd 化 わ w York GUy, Tel, Bradhurst 89 が 

會道修 を瞥ま 人 本 


GAMP 化 LL な RVlOE i 

設備 整が 經を巧 ホ！ 

CaU-TRAFALGA 反 8200 ； 

FRANK. E. CAMPBELL 

"The Funeral Cburch" !nc, j 
(NON SECTARIAN) i 

公 roadway がが 比 Stre か， N. Y. ! 


DR . 之 INS 

110 EASTWth ^. N.Y 

Between 4 比 A 巧 . i I け ing 巧 ac& 



N . TOKITA , 

CUSTOM TAILOR 

民 00 M 60 S 
M 7 W .^ ndST . 

巧し 8 がが T おが 


Sabro Emy > m ぶ. 
755 Park Ave * 
cor . £ •巧 nd St * 

Tel. Butt«rfield 9324 


DR . E ：. E.YOSH 化 

2 巧 W. 巧 fld 化 
W.Emiico け お 30 


M •了 さ uchiy も D . MLD 
105 化な Hi 化 
Id. Trafaigar 巧 119 


KANZO OGURI ivr.D 

T . C . TAKAMIm で. 

214 Hi が 化む 0 她が 

1 巧む mtieriand 化 わ 0触 が 

Tel . Triangle がが 

TbI ， Cumber ! 加 d 巧り 

が 


武育 王； 午 午 _ 
ボ巧ボ 後が 診 
。五フ パ、 察 

ン街ラ 尘み乂 g 
病バぉ 7 栗 時時 S 
院ラ院 1 给！！ 間 
勘 y 載 お S 八十 

日午齡 

直 ド 巧お 0^ 
商クは ミが ミ 

見トお 時ち を 
置* 約ょ 
農 み* > 

る： 頭 ホ 
^ 滨時 

お ドを な ニ 時時 


に IWAMOTO , I 

114 W . 70 出 St , 
Tel * Trafa ! が r 的 52 


ん し CEASA が M . D . 

m Easi が 巧 St 巧 et 
b お •む rk i L な ingi 加むな 

S 喉 晒 鼻 巧 ! 

間 惦を參 
午 正ま埼 t 前 午 旨 
巧 八 ま 時 六を 午自 
日 曜 

自 午前 十 時 ま 午後 一時 



醫巧 眼を 乂 趣を 淪右 

1 化 E. 59 比な， Te しお g 即 U 叫 4 
B ホ Lexington 五 Park わ 扣 . 

を 時 八が 日曜 主 水ち 


T . KASA ! 

Merchant 
T 瓦 a 〇 r 
が 

I 欄 ES B0!U1!HS 
む am が 4 
化 W Y0 挑 


Phone 

む ] rant 巧 13 


Y. ITO 

け 3 E け t 53rd 化 
む r. Leiin が on A 化.， 


じ ndo & Ko 凸 achi , Inc . 

4B Gr 扣 nwich Sfre ホ Cib 
Te し邮け ehall 巧 41-2 

諸輸 か船鑑 
述荷巧 洋具賦 
藤 物 入を を 御 
^運稅 お 巧 用 
イ、 搬關 貨品津 
TI なず 販 
^ 扱績資 
爾 

# 


F . K . Maruyama し 〇, 

67 化が 化 化 N.L 
Tel.Br が nt 巧 ? g 



が 巧 D け E S 巧げ 

し usto 風 

1 a 巧 or 


號 A 十 S 百 四千 一 第 


雜 m M 徽 


H 曜 'と】 


日 四 甘 巧 H 年 H 巧昭 


み 

。戸 パ 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave . 

6d 郎 i 61 Sts. Telephone おが n バ刪 


会 巧 人 本日 

巧專 靴型 小 

を ホき なぶ ホき 康ぶ ホき 巧 


がが 巧の 



SIZ な W S 巧 CK TO 12 F W 邮 


DR . ABLOOM 

—NEW YORK offices— 

34th Street Coir, 3fd Avenue 
59th street し or. Lexington Avenue 
125 比 S わが t Cor* Parle Avenue 
—BROOKLYN— 

にに A 化 eeBldg.,DeK & 化 Ave. atFuho 打み . 

ト r じ 日 II 化を 多 
*^ク 化 T 本 U 能 新年 ^ 
ブを 寧人靈 にぶの 劇 
ノ相惩 諸 I て 巧經^ 
を 切 君 S 信 學驗^ 
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』 ose 巧 h W 巧 voma 

段 4 ミ • 61 を St . 

H た. を hlBbs 91 援 









Beexn Nom Low 

474-6th Ave. 

BeL な 比 -29 化 St. I 


Quan な Gan Low 

Chilis な RcsUuanf 

112 W. 拙 hi 化む む 


Wing Hing Low 

抓 in が e R が ta が ani 

お 00 B’w 化 in. City 


City Hal! Tea Garden 

170 Nas 化 u St, C な y 
Next to the Tribune Bldg 
• Loo Lin IWanager 


ん Y. Ma お umotio, 

巧が hanif]aiilr け hidio 
124 W.34 が 化 Qpp がけ 热が y’s 
袖 . Ghick お ng 巧が 目 


College Inn 
3100 む aadway 
B 此巧 3rjl & 124 化 Sts. 
lei. Morningsi お 7 が 9 

巧す ！ 日 
ま宮 Si マ曜 
午 午^^ ィ及 
前前 ^ 春 ： fc 


Ki 脱 YO & 巧 T 洲 OP 

IMPORTE 反 OF 

GOLDFISH 底 BIRDS 
O 

動 其 力 各 
物^ ナ種 

一 鳥リ金 
切® ャ魚 


類 計時 巧 寶屬を 貴 

會蘭 柳靑岸 

目 了 二十 巧 西 
番と 十五な… よ 十四な 

角 化 東 一 アゴ クスス ム イタ 
ダン ザ 於 ピー ホー エダンで 一 

室 残が な 化 

四 セ ミ 四 トン アイラ ブ電結 

laSHI-AOYAGI CO 

147-15r#.42nd 化 


T0Y0 XWAN 

41 E ： . 19 化 St* 
わ パ 'W が & 4 化む e. 
Tei. AI が 叫 山 n がが 



TAIYO 

148 W 的 t 巧 化 化 
Te!. む squehana 28 け 



巧み 巧 
£ 目 了 四十 四 
曲目 了 五十田 


SUMMER 

PALACE 

7 がぶ h むら おが 化 化 

HEW YORK 

Ph 帅 e Lon が ere 5084 


Japan 

Provision Go. 

巧 0 化 的 化が . 
Tei， Eiidicoii 9 巧 2 


lUnG 刷邮 0 で 

224 E. 59 th St 
Now York City 

むし It 巧 細 3 が f}-34 が 


DANCING 

411 W.l 巧妃 St. 

Tel. Cathedral 4408 Apt. 3 


SHOWA 

お We が 105 Stj 
Tel. Clai*kson 0981 


DA 民 UMA 

巧 1— 卽 t &ve. 
Tel. 8r 巧 nt が 巧 


Tile むか 0 な . 

1 仙 W ， 6 加 化 
Iw わ rk (! か 
Tel. Trafal が巧扣 


も KUWAYAMAGOi 

114 £. 59 曲 5 む 
New York City 

Phone. Regent 


日 を煎 
§. 本 

ま 食 腐 餅 

謬 5 ! 料 

夏 £ P 品 油 卸 
がー /J: 
P 切操賣 


IKUINE 

Hotel & Restaurant 
3 巧 W. が 化な . New York 
Tel. Schayier 7822 

む We Add 巧な IK 山 化 
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Kawasoye Hotel 
139 West 123rd Street. 
Tel. Mflrningside 7154 


御 

旅 

舘 


M 


添 



〇 M •ッ 

%0 W. 58 比 St. 

Telephone: 
Columbus 8882 


( 巧 日 • 水) 巧壽わ 




を.- 




睾 I, 


♦ 


♦ ご 




號セ十 H 百 四千 一 第 


化か e 遺な 取な ながぶ 獲 i 放が 


【日曜 ±】 


日 巧廿巧 S 年 H 和昭 




美 ホ じして 巧 巧 

支那 n の 

料理 高肯惶 

ply 巧 


皆樣 のお嗜 巧に 適 ふ 
様な 美 ホの 御 巧理を 

0 廣義 

致します から 續 々猫 
巧 ホを 願 ひます 


II 永興樓 

腐 揃 ひの 巧 理入數 名 
が 日本人 諸 若の 嗜巧 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 朝 一二 時を 開店 
(巧 サ五了 目チプ 
停車 琪の 下) 


が 廳ぶ園 

司 巧 人 度 蓮 
出數の 方には ま 化 
の 御 便 剌じ備 へが 
聞會 席の 御用 じ應 
やべ く娱間 巧キ巧 
不變わ 引 立願 巧な 
お 上 御 ま 巧 申 上 候 


機械 設計、 機具 
運 勤 具、 な 具、 美 
術品臺 ，ラ. ンブ 
みム .每 ァ； ト 

ス ブデオ 

「独 蘭 西 製 ダ！ 

ソンゲアが •ラ 

ケット 贩賣」 


e/i 

R 5 

就 欄 

G 亂 3 
的 巧が 
C 帖 -i 

H 耐 

N 短 


S W 

3 


II 新 巧な 

ネ樓は 開 創な ホを 年 
一意 勉强 仕ら 司理人 
ゼィ 、巧埋 A 歐廉も 
巧 變らず 腕前を 見せ 
て 居まず。 然る じ 現 
巧 某 銜某號 じ 故て 一 冗 
本樓 料理、 を 雇ん れ 
たる かき 蒂吿 をな し 
居る もを 巧 無 极じ宵 
之 巧る 奉じ 御 迷 ひな 
く 倍 舊翊裔 貪じ預 L 
度く 日 おん 謹 賢の 御 
ホ ホを を遵 致します 
巧 杏化 

主人 謹啓 


ホ 上 金魚 巧 

芸 Si 皇 Ave ., す W York 呈. 
さ one 田 rcle 97 ち 


♦ 0 • 0 ♦ 0 ♦ 0♦0 

旨 勘 車 ラデォ コダック 
巧 巧 巧 日白 乂 下宿を 場 
紐 育ボ街 宅地 巧賦 購入 周旋 

紐 臂御案 巧 

速 辯を 渉 萬 便 社 

其 化 河 事に 依らず 御 相談に 輿ら 
迅速 誠實 をな て 御用を 便じます 
夏 T 吉 R T . 吉呈ミ 

皇宙 . C 置ぎ N . Y - C . Tel . Ti 宫是 里 

♦0♦0•0©0♦0 


耗 


化 


成功の 祕談 

米慶ま 英語を 話す 事 
は 成功の 第 一 義 です 
本校には 日本人を 搜 
じ 慣れたを 巧 婦入敎 
師 あら 懇切 じ 會顏通 
信 文化を 語を を瘦し 
ます。 H 曜遇 H み じ 
タ蘭化 持ょ b 午後 十 
時まで 麗 校し 一 レ？ 
スンと 十五 鈍づ -V 
今 H 直ち じ ホ 校 をれ 


tau 5 

—tmmmm oo 


日 

も 

«A 

脚 

が 

5 

6 
2 


弊 巧は 實質 誠意 理速 ま義の 
をに 御 ±產 物 一式 卸賣位 段 
で贩寶 致します タみじ 巧は 
らず 御用 命 仰 か 下さい ませ 
◎歐 ホを 構 時計。 置 時 討) を 
◎寶石 貴を 屬 。銀製 器具 一 ま 
◎を 權萬年 筆。 金銀 製 鉛筆 
◎蓄音器。 レ n ! ド 見本 陳列 
◎寫眞 器。 タィプラィタ— 
◎船 切特 。紀を 寫あ帖 繪端書 

フロ！ ドウで 1 巧 わ 十番 

頒事館 向 側 建物 セ 0 五號ま 


が f すク を 
4 瓜-案— タ 

’ぷ巧 タ 


ニ 巧 巧 3a ミ さ 严 y •{一安 

ジ L cortiandt ’ 這ち 涅芸 


高等 御旅 纔 

東泮儀 

會廢 御料 埋 


御 料理 

太. 陽 

赛司每 0 あちます 


ずを 燒 

並 じ 御 料理 



スブ • 


タ 


邦 入巧樂 部-自由 亭 

5B ジ nds S 产 す置享 N . Y . 
Tel . Tri 苦晋ち 75 

A 淸 巧、 親 巧、 氣樂 =1 二な ▼ 

勢 州 錐 

伊 お 事 佐 久熙榮 巧 

接 5 E15 穿 h 資 r ま t 
ジ I •す 巧 至 だ 夏. 

，岩 旧旅舘 

な 川 作 一 
薑 Eas ニ 量 Sir 莫 
ぎぎ yvesant 3 苗 1 

一力 旅館な め 

帝國 旅館— 

基 W . 霉 hst ’ New ご rk 、 
ジ三ミ 量 ミミ 苦ち 

雜育旅 饒署奥 次が 

索 妈十了 目 ニ 四 二番 
TeL Ca 查 cnia 瑟之 


ポストン 巧 

富 ± 旅 舘大浦 末 松 

妄 W ミ 養 ier St . 夏 on ま ass . 
ぎ B . B . を 75 


住み 必 地ょ き淸 潔なる 室 

鑛 下宿 松が 好か 

養 Lexington jwe . 

ジ I. s. ざ 這 21 

費府 御旅館 

.桑 山 淸あ郞 

4 夏を 己 h 9 ih St •さ 量 eiphia ぞ. 
Tel . 量 ミニ 231 • 


為 難 

三 h y 

8 懼一 

L 化 ； I 

嚮剛 M 

T 


設備な 善、 腺 利の 
巧理 人、 調理は 日 
本人 旬き 

解哪 桃李 園 

御 ホ ホを 持つ て 

居らます 


新開 業 

腕利きの 巧理 人が 日本人 諸君の 嗜巧じ 適 
する 巧 理を差 上げます 

. II 頤和園 

芝居の 前、 芝居 歸らの 御 集ち じ嚴 も適當 
の 場所です 是非 御 巧 負 じ 願 ひます 


蠻油辭 if 白米 

日ネ 米 難 食 巧 お ii 離 4 SS 

巧 田 替油株 ま 食を ちが 一手 賈搁巧 t J . 

曰 本 食料品商 會 


紐 育 唯一の 目 本 百貨店 

片桐 兄弟 商會 

スマ ドレ •プ "ダク ッ 一す 化資元 


舞 磯 個人 敎授 


^ 社を ダンス - 

▼表情 体操- 


了 寧 
親切 


貧 

朝 十 時 3 。 巧 十一 時 

シャリフ •ダン シ 

ング 師雜學 校卒裘 

上衫 タザ 


6 

.1 


紐說 
育 51 
案 端 

內 

T 


東 柳 な" 

西 

恥- £3 
d ^ 

房 加り i 
^4 

巧 


書 


巧內 及びを 地 族 巧 化 
ども 懲切じ 巧 ま內を 

j 〇 通窝 ◊調杳 ◊を 渉 
言 S 物 

1 0 をは 在米 巧に ホ 四 
j 年 聊か 化 固め 事情に 
I 通ず る もの ご 信じが 
シカゴ 大を卒 裳 

、一 瓣寶上 杉 純 雄 

▲紐 ASe 巧發 巧の 書 
籍は 勿論 其 化 ホ固內 
發 巧の ものを 敏速 じ 
購買 致します。 

A を 本 及びを お 誌 御 
用の ホ々 じは 時に 調 
査 、購買の 勞を化 b 
ます 0 


'「戸. 


J1 


- J . — a-f - i •m 



媛の 蒲燒 わい しい 郷燒 


會席 御巧理 

晝 食は 末廣へ 


巧 啤 おがま 巧 大勉お 


適 


を 


高等 御旅 舘 

.昭 和 

會廢御 料理 


日本 食料品 類 及び 雜貨類 卸か賣 
ホ 之 ま大蠢 桑 山蘭會 
巧刊 書籍 雜誌 小間賴 日用 おみ 種 


•巧タ 化 時を を 巧 
, メ 1 グ r ドン ス (年-巧 

日本 雜货巧 東京 巧會 

書 巧雜巧 巧 贷グ —ム自 かの 便を .* V 
ト タンク 巧 もます 


御菓子 舖 

名 銜栗錢 頭、 爲 餅、 が 羊襄- 
務澤 一里、 甘納 岳、 其 他を 巧 
煎餅 卸ホ賣 。のし 餅け 前日に 御 
注文を 乞 ふ。 H 本を 株 品 及び 雜 
誌 等 も あ bi す 

御 注文は 松風 巧 高 橋 
苗 W . ま thS ニ el . Trafa 营二篇 4 


名所、 を蹟 、宫废 其 他見 频 


产 夏妄尸 岩ぎ nk ミ 舌 II 巧 d ; 
呈 す 毎 呈产这 d . 

ぎ H さ TTSVILLE ニ ま W 


日 

ホ 


お 語 プラィア ント 
八 0 と 九！ 八 八と 一一 一 

賴 IS 特長 

が 育 お S 31 十四 T 目 
ニニ！ 一一 八番 (二階) 
支配人が 中 ま 雄 


ず 巧 

含 Glaio 己す タ すま I こ-一. 
ぎち 一1 重 基 量 
ま 巧ぎ S - F . K . Sa を- 


を 面目なる ホ 磯 同胞 じ 巧 食 
なる 礎袭を 圈旋す 

宮 が 事務所 

紐 育ボ西 四十 ニ T 目な ホ 一 0 


電 

話 


ブライアン 


.とと 八と 
化み 化 八 


ロスアンゼルス 

ホ リン ピック 

ホテル 

ニ 7 三 an す dro st ._ Los A 這 les _ Gal . 


シャトル 市 

Np 旅 儀 

wo 巧-巧を > v 巧 ； sp Meat 己 タ waar 

停車 巧が をち ご IT お 側 ガ階建 
目 本 巧 船 切 巧が 圾波芦 場 送迎 


商業 區 域中必 、緩 領事 綻 、目 本 
邸 船 其 化 銀 巧 大會社 近き お 巧 

桑 巧 小 2 T ホ- フ火 

愧曰 本を (巧 別間 あち) 

御 一報み 窠自勘 单御出 迎申上 侯 
笠 2 夏 ifiia F San Francii , ca 笠. 

木 旧 ル — ^ング 

1 言 7 3 rd 》 さ' ぎ 苦 & 害 h Streets 
をを 歸す巧 n 二君 7 


ごい ふ ホを をの 珍 劇を 溃じ掠 事 
も 一時は 卒倒す る ごい ふ骚 ぎで 
あつ わが、 が 6 つけられた ブレ 
1 ク巧 部は 非常な ま 態で ある ど 

今度は フランス 

自働 提琴を 發明 

襯 ては 機械化した 世の中で あ 
る ° 巧じプ レ— ヤ ー •ピアノで 
自由 じ彈じ 直つ 聞き 得る のでを 
る 巧んで グ アキ ォリン もがら ざ 
るを 得ん やど がら じ、 フランス 
の 若い 二人の 技師が 禪 々研究の 
結を ピアノ ど间じ 原則ので じ、 
自働ヴ アキ ォリンを を 巧し、 先 
づを S 小手 試し じ ホる 二十四日 
頃を 期して メンデ かツン 、ベト 
■ゲ エン 等の 名曲を 試みて 化の 
批評を 仰ぐ こご じな つ わ ど。 


加 お 太の 試合を 

日本 選手 側 承諾. 

ホる 四月 廿八 H ょち パ バナじ 
於て 襄巧 する 事に なつた 日本 街 
な 巧 S の デビス 盃 試合 じ 若し H 
本が 巧 勝 ずれば 第二 回戰の 加を 
太 ごのお 戰は モン トリ i ルの マ 
ントりーャみ庭球俱樂部コ！ 
じがて 擧巧 1 る 事に 說 解が お 
ホた が 加を 太 庭球 協會 d 同時に 
み 題 チ！ ム にも 间樣の 交渉を 試 
みたが ホ だ 固 答に 接して 居ない 
目す ジ 3 ! デャ K がて ホ國 チー 
選定 豫選 試を じは ま 將ナグ デ 
ンを 相手 じ ヘン ネッシ ー ^ 0 ジ 
■等 頗る 妍あ績 を 寒げ つ i ある 
ので 墨鹽 遠征隊 じ 加は る 事は 殆 
ん f 確實 となつ たもの y . か < 其 


グ 、 n — ぶ ン 、ジ 
タウン 1 チヤン ド 


ン 


ラリ ソン 等 孰れ もち 留視 されて 

ちる。 


ま那 人》」 の 結婚 じ 

ホ 人が 赤い 氣焰 

メ ー ン如舊 家の 娘で ホる レブ 
— • ズ トン 媛は ァメ J 力の 女 
ごして は 比較的 溫 かな 淑やかな 
女 ごして 女 學校じ も 辞 巧の 娘で 
あつ C が、 この 程 目下 コ 。 ンビ 
ァ大學 . し 化學 中で ある 支那 人學 
生 陳君ど 結婚すべく 鑑 化を 賞 ひ 
受けて 知人を 驚ろ かした。 レブ 
.さんは 今年 二十 一こ歲 、陳 君は 
二十 五歲で シン ガポ ー ルの ま那 
人 富豪の 息子で ある。 

ごころ で この 結婚け 一の 障害 
が 起つ たとい ふのは 例に 依ら 
レブ ー さんのを 庭からの 苦情 
か £ 思つ わら 大 間違 ひ 
實は陳 君の 鄕 里から 大學 院を卒 
楽しないで 結婚 するど 今後 學費 
の 化 送 6 はし。 いごい ふ 嚴談、 

レ テ 1 さん 側では 
双方 共.」 克 （了解； まは ま那 
の 家族制度 もょ く 知つ て 居 ま 
すから 結婚が 假 なに 一時 延び 
たつて 愛に 變ら けない。 

ど 赤い お 縮を をげ 結婚 鑑 化は 一 
應返附 する こど じな つた ど。 



正直 ど 親切 ごを 旨 
どし 確 育 信用 ある 
巧な を 精選し 御 ± 
産物 一式 持 别廉憤 
で販賣 致します 

一二 割 力 至 凹 割 5 


勤烹 並に 御旅 舘 


生稻 


佐 巧 
巧 巧 


0 


な 育 ホ 西 八十 八 了 目 一二 ニニ 
を 話ス 々イブ ー と 八 ニニ 




檢舞臺 を 踏んだ 「藤 原！ 

今度は ロンドンで 演唱會 

ヴ其 クタ ー のかを みが 終つ てから 


旣 報、 去る H 贈 H 巧ニユ ー 3 
:1 ク の 檢挺台 じ 朝め て おも 千 五 
巧の が 外人を 前 じ 得 蘆の 

民 誰 を 巧つ て搬 衆を 醉は 
した‘ T われらの テノ ー』 が 巧 寒 
江 氏の 許 じけ、 音 樂會の 後 化の 
演哨 をな 讚し 直つ H 本の 民 諮に 
關 した 巧を せが アメブ 力 人の 巧 
樂 家から 巧々 £ ましてち る。 氏 

は ホ 巧 H 巧 ニ ユ—ジ < シー州 

一 タム デンに をき、 を木赌 H は ロ 
シアの ピアニスト VJ して 著名；；：* 
マ クス •シ ャビ 。氏を 伴奏 どし 
て 曰 本 民謠數 巧を ゲキ クター • 
レコー ド じかき； ん だが、 今年 
のか 込みは 全部で 

十 枚 裳まで 二十 枚に 達し 
民謠は 元ょ b 今度は ィ タリ！ も 
のも吹込んで居を。 氏は木隨0 
巧は か 國人逆 信具始 をの ア スタ 
I じがけ る晚餐 曾で 演唱 、ホ 週 

は ニュ — ~ ヨ t ク •アト ウア •一 タ 

牛 ジング 供樂 部で 演哨の 上、 今 


巧 下 か 乃 ま ホ 巧み 旬に 當 地を 出 
發、 n ン ドンで 淸唱會 を 摧すこ 
ごじ。 つて 居る。 日本から ホた j 
テノー がニユ ー ョ ー ク S を 舞 臺 
でお唱 したのは 今 巧が 初めてで 
ある だけ じ 

樂壇 のな 目を おき、 補々 
ご 批評 も 描 載され て 居る が、 巧 
の演唱 する 態 巧が を然 H 本人 離 
れ をしたら ので わ も、 をの ラキ 
トな荣 しい 勢を 巧み じ！！ ント a 
— かして 居る こごは 何れを 賞 讚 
の 的 ごな つて 居る。 當巧聽 衆の 
一人で あつた 一二 浦 環さん の 如き 
も 『 H ぶの 音 築 家が 堅苦しい 獨 
逸の スタィグ じ囚 はれて 居る 時 
朦 巧さん がを く 自由な スタィグ 
を 持つ て 居る ご 評し じが 是はタ 
數 人の I 致した 批評で あつた。 

を 紙 の 批評を 見る じ、 タ^ 

キ ムスが は 

が 巧の 高い 聲 じは 稍 も すれば 
巧 角の 質の 巧い 點を失 ふこ こ 


も あるが、 彼は をの 美しい 朝 
を 最も 巧妙 じ 使 ひを けたし、 
ィタ 91 居の お 唱じも 賞 讚す 
べき 点 がをだ ホい。 

評し、 タ刊 ゥォ） グド 紙は 
彼れ の聲は 非常 じ 洗が されて 
ホ ひは をる が、 極擺 から 棵幡 
へ 屡々 聲を變 化さす 癖には 格 

怠を 覺 へしめ る 併し 棺子 

巧 じがて は 彼れ のエモ ー ンョ 
ナ ^^:な底カのある輕い聲は盖 
し當 巧の 秀逸で あつた 
ごな し、 トリ ビユ ー ン 紙は 彼の 
尝の 

量は ホして 大きい ちので 
ない が、 をの 質 ど 調は 極めて 豐 
富で ある ご 許し， ユユ 1 ョ！ ク 
アィリ々 ン 紙は 
彼の 聲調 どを の 色彩 並びに 泰 
西で 學んだ 巧 ひぶ b は アジア 
人の 巧手 じ めら 勝 もな 單認 ご 
無を 彩な 路 をな 服した。 

ど 述べ、 夕刊 ジャ トナ 紙は 長 
文 じ 直る 批評の 中で 藤 原は 東が 
から ホた 唯一の テノ！ であるが 
歓 刹の 藝術家 じ 比較して 優る 共 
劣らず ごて、 目ネ民 謠の單 純な 

調子 W アメリカン •イン デ アン 

の音樂 とを 比較 L て 書き立て i 

居る。 


今は 昔、 B 露戦爭 回顧て】 

戰 へば 勝も攻 かれば 取る 

隆 軍が 念 H じ 小柳津 大佐が 講話 


擧 

國 

滔 

み 


をに 想て 乱を 忘れ、 柳 
•おか 納 のち 風 漸く 化を 
拂 V " て輕 跳を 華の 慣習 
第二の 天性 ど U らわど 
する 様で ts を々 乎 どし 
てを だ危 險 でぁる。 なじ 時々 が 
武の楠 神を 哉 巧— て 大和 武± の 
お魄を 做びたい ご 云ふ惠 ホで り 
あ戰 役-し 黑觸禽 牌 軍の 率む た。 
，をを を皇 がが お國 してを の 鼠 
ごせる 兰バ十 H を 陸軍 記を H ご 
I 五 巧 二十と H の 日本 お々 戰記 
を H ど おじ 年々 留 民の 記憶を 巧 
K らしめ て 思る が、 本 巧 十 りは 
八 宮祐子 巧 お书殿 ドの 幾ょ ぁつ 
て 間 もじ かつた 化で、 ふら 二十 
H おお 舆を おわた 陸 お 記を 曾が 
H 本が 樂部じ 巧 はれた。 お淹 者. 
は官 おかを 五十 余 名、 着席 ご 共 
に ま A をの 小 柳 津贿お 大佐のを 
巧た 滿 撰な 立禪に 大元帥 陛下の 
カ歲を 一二 增 -、、 松 田 おが 監 を 長 
の あ聲で 


曰，〜、 自本 軍の お 戰は鴨 緣江ホ 
面から 進を しじ 最右翼の 川 村 軍 
V * 锁 絡を お t - つ S 奥 軍を 中央 £ 
し 旅 順方瞄 よら n ス 軍の 化を を 
固した 最左翼の 乃 木 軍 どみ に 


敵 

を 

包 

圍 


陸 

tlarl 

写 

萬 

歲 


が 脈 やか-叫 ぶれる。 

デ ザ 1 ト •コ ー スじ乂 

つた 頃、 小柳津 大佐 U 
化 面 巧 侧じ揭 巧され て 
居る 閒脚 地圃 、戰閒 を 
W 乂員 及. 死傷 ホん 前 じ 起 七 約 一 
W 閒ザ にお b 巧み ある 說明 をが 
け、 內山谢 事 か ホを 一同を 化 お 
し •答 おた 陳べ撤 おなが 遙产巧 
ひ 微談巧 ザ 近/、 會を削 だた。 昨 
年は 小 柳が 大 をが 近 街の 砲を 少 
おごして 出征した 嘗 時の 面白い 
■戰談 がゎ も、 川が 軍の 酱隙お 
り ロス 巧の 總 退却 どみ 捕らの" 
スの ラムネ 巧は 一二 鞭の かみ 振 b 
W ど 手 じごる 巧で あつたが ぶ 年 
は 『戰 へば 勝 も か むれば 取る』 
ごを はれて おる H 本 巧が か 巧に 
皿 勒苦圆 しじ かを 示すべく ホ官 
淺 附近の 戰 踊を 物語つ た。 大佐 


せわ どず るので あつた 
が遼 陽を も領 された 時 
じ 黒鴻禽 U 豫 をの 退却 
ご稱し 日ぶ 軍は 精銳を 
使ひ莖 したわら 戰 局の 
前途は 巧 かに 繁 軍に 有利で ホる 
£ 歐洲 一流の 宜槽 をけ ひ、 H ネ 
もを 彌大藏 大臣が 柯處 かで 大金 
鑛を發 をし ねな r ■ 應酬 ，.'て 巧 
みに がめん 闽 猫を 隱^ -- }た 6 し 
た。 兎 も 巧 黒 鳩 禽將軍 も 巧 力を 

蓝 —て戰 つたので、 ミ < チでン 
コ將 をの かきは 火を！： 胃 隙を 遣 
つて 營 ロを 谗か しじで しじが、 
立見將 軍が 辛 じて 奪戰 して 擊退 
しゎおで^ る。 巧を一ニ十八年 一 
M 旅 雌が 暗を して 幾 巧 も。 （バ 
ル チック 艦 傑は 乂擧 して 幫绍峰 
ょ b 印 巧が 力 面に おけむ ごしつ 
っを ら、 化 際 一り も 速やか じ 敵 
を 撃 彼し 驅逐 マる-; あら ざれば 
皇軍の 前を 义决 して 樂觀を 許さ 
ない ごる ふので 參謀 長の 兒玉源 
太郞縣 軍は 大山 大將の 本 舊と旅 
顺ホ面 ごを 往復して 苦 必惨檐 た 
る ものが あつ’ た。 


は 異議を 喝 へて 機の 犬な 造を 命 
じたが、 巧に お ホと つね 機體を 
を 部 造-^ 直ず こごは この 瞭 到を 
不可能で ある こごが 判明した の 
で、 を 圈 飛行 協會で はこの 隣橫 
觀飛 巧を をな 放棄す るのは 遺憾 
至極で ある ごい ふので、 この 際 
東 巧 ょら シア トグ 間の 大 飛行は 
類を ずるが、 か路を 縮々 變 をし 
て 化 お 道の 极 室を 化 發し アラス 
力の シ ツカ じ 飛ぶべく 計 動 中で 
ある。 前者の 大飛巧 距雜八 千 一二 
巧キ n メ！ ト^ じ 街し を 者は 五 
モ 六巧キ 。イ— ト^で ある。 


太平洋 橫斷 

が 路變更 

をれ •、一 も 絕璧か 
ま 京特を 二十 一日を H 太平洋 


滨斷が 巧を 本を 中 じみ 巧す る 
绍 みはなく なつた ご 傅 へらる 
まを 特電 【タ井 ムス ゴ 一十一 日 
礎 U お 伞が横 斷が巧 機に ボ充を 
なるみ あ b どて、 がを 監督 巧で 


巧 亂の叔 巧が 

警部 r 傷、 


無罪を 認 をの 刹那 

アラバマ 抑の コロン ビアナ 巿 

裁 巧 所 t は 過般 本年 二十 四 歳の 


郵船 支 巧 長 後任 

東京 特電 二十 一二 日發 U 日本 
郵船 曾が 紐 育ま 店長 阪 本を 藏 
巧を 巧 ごして 現 巧 カルカッタ 
ち 巧を お 谷 貞み郎 氏 巧 かじ 巧 
をした。 


グ ー キズ •モン ブバ 。磯が 物淋 
しい 巧舍 道の 自働 单內で 短銃 變 
巧を をげ たので をの 殺人 嫌疑を 
ご！ て當時 壊を 速力 違反で 追跡 
し 且つ 攘の巧 ホを お 院に收 をし 
た 郡 譽部ブ レ ー ク 及び 交通巡査 
を 審理 中で ぁつたが 去ろ 二十 ニ 
日、 陪審 會議の お 巧睹審 長が プ 
レ！ クを 無罪と 認 まずる 旨 述べ 
ね 刹那 

巧聽庵 じぁつ ね、 八— キズの 
巧 親な 巧 人 嫌疑の 証據 として 
机上 じ ぉかれた 大型が 銃で 警 
がを 目が けて 轟然 按 射し 彈は 
外れて 壁 じ 命中した もの i 今 
巧は 4 ^! キズの 叔远じ 當る本 
年 四十 己歲の タツ ブス 媛が 
矢庭に 大 ナイフを ふら かざして 
ブン ー クの 頸部 じ 斬らつ け、 嘗 
がは 血け じ染 6 て 法廷 じ 倒れる 
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號^:十兰百四千ー第 


雜辦 を 器を 【 晒±】 


日 四廿巧 S ザ H 和昭 



ザ ミ ザな だむ。 どの ト巧ぷ おぶ 邸が 


▲爱教 式を 等設痛 供を のを 畜巧 轿ん るは 乘胜貴 
のが 綠 親切 了窜ミ 典に ながの 謗 ミず る 逸です 
▲當姑 太平が 航路 S 等 設備 じを 部苹が 的な 巧み 
施しました、 謀 じを ボ 線の 如を はが 朗ッ — 4 
ス トサ— ド 义はス チ ユ デント グラ ッスな 上の 
お 德如備 ヘス 居 4 まず 

® 桑 港 お 帆ホノ グ經も 〔正を お 奶】 

ニ 一巧が 一日 


を洋化 
西 比 利 盛み 
大が乂 
天浮乂 

コレア 化 


四ち 十一 日；： 
四月 サを H ^ 
五ち 九日 U 
五 巧 廿兰日 TO 


® シア. 4^ ル 巧 帆 【ザ 前 十 時 出 化】 W 
靜岡化 四 巧 五日ん 
橫潰乂 四巧サ 一目' 化 
加賀見 五 巧 十六 日邮 

@» を 度 白 本 巧お邮 ^ 
棒 お 吃 四 S み H ' 

加 巧 化 应月 二十日 
A 紐 育 巧 軌臣を あが ホ 日本 行貨 を 結— 巧ニ圃 ■ 

A 儀 道 切符 窗臺を 其植萬 李翻洩 をに 濟 あな ホ拌 
A - K 西洋 太 幾 お 含 お 乘お切 巧 御 おを にお 計まオ 


日本 颤船會 を (化 ニを 皆道爵 社) - 

代理店 巧禍 兄弟 商會 

乘 車、 乘無 切なを じ 小衛物 運送 御 煩がに お 後 ホし ます 


シ アトみ ぉ邮 (午前 十 時) 
あら ば ま 化 四 巧 十日 
あ ふち か 化 五 巧 二日 

るん ごん 祀 (坡 港を 化) 四 巧 一目 
► I . 審橫濱 一 九 五 巧 

おし ば リマ かるん ピん也 じ I 五 五 巧 
▼一二 等 目 本 巧 五 五 粥を ま大 を 遼あ族 室タ孩 
マ 御を 望に 依 y 1. 等 割引を な 巧 巧發巧 致す 族 

ロスアンゼルス ぉ 帆 (午後 S 時) 
さんどず か 四 巧 二日 
まじら ホ 五 巧 二日 

▼一 普 積濱ニ 一二 C 巧 巧は わい 丸を にら か I 查巧 
►待が H 等 日本 巧 五十 化 巧 ►一 二等 日本 朽 五十 置萊 
V を 落 霜な 巧衡 を 切が 庭 窒券酵 入御 幹旋 化リ淚 
▼親 育 線 パナマ 紹由 a 本 ぞ那行 貨物船 巧 一圓 


日本 陶織 器雜貨 

ラム ブ卸賣 

奈良 貿易商 會 


H 本陶破 黑雜貨 類卸寶 

ホ 元ブ タザ ー ス 


リ本お 眼 反物 キ モノ 
テ フルク ロ ！ ス類 

諸雜貨 卸商 

I 賊目本 ドラ - ダ！ プ蘭會 

時 别廉價 で 大勉强 お 流 朽は當 巧の 特長 


樹科醫 パ，： ハ リ了ン 

Dr • 户 dwprd Har 乙 an 
芭 品き n D 呈 t 昆 

巧 黄 W . ち 1 st St ; ヴ I . 草 li 夏を 78 


タンク 


ブイラ' — 及 

イン ノ！ •ベ！ シ ヨン トランク 

物よ 躯 五十 化よ b 十二 ホ 五十 仙 
基で 庄蓄 sit 


一遇 五 弗な 八 巧、 一 
人 又は 二人に 適す、 

巿糜へ 十を タイム スマ クコ ヤ ー 

へ 甘 五を 電話々 ン バラン ド 蓋 一！ || 
皇量 F f をち 黒 綺梅子 


十五 年の 歷を ある 當 をはを がの 
經驗ご 新 智識を ちす る敎 師を聘 
し 自敷革 
操縦 法 及 
び 運轉ぞ 
の 修得す 
べき 必要 
な 磯雜的 
智識を 一 短 
期間 じし 
て 最も 能 
率 ある 徹 
底 的 お 術 

を敎 習し 免が 獲得を 保証し 織 業 
ロを も 周旋し ます。 





賣 店 


ま 人歸國 じがき 有利 確實 のが 洗 
所 及少！ ミン グー 緖义は 別々 じ 
して ま 急 ま 便じ 賣废 （委細 左へ 

坂井洋 洗が 

. ニ ~ W . ま th W 三 e こ ork 呈 y 


新 ケ—ム 

夏場 新 ま ダ ー ムあ 是れじ 使用 
する 諸道 具 格を じて 御需 めじ 
應 や、 巧雜 類な 上の ダー ム及 
値段 目錄 表御學 みに 由ち 送る 
左へ 御 間を せ あれ 
ま f 星 ニ 0 E . 害ぎ を 
す 三 = rk 量. 


0 


自働車 運轉ぁ 修理 法を 
H 本人の 敎師 じあを 親 
切 じ敎授 す、 盤 灘の道 
路も宮 由 じ 
操 縱が巧 ホ 
る 襟 じなら 
ますを が 巧 
. 証、 就職口 澤 山、. 墓が 
敎授巧 じ クライ. スラー 
一九二 八 年 型を 使用 



夏場 ダ I ム 向き 

今回 上記の あじ 移轉し H 本 あび 獨逸 製玩 
具、 雜貨 ぶび 陶器 類 等 夏 鶴 向き おを 部 巧 
揃へ 陳列し 1 居ます から 御 ホ 紐の 節は 是 
.ホ 御 立 帯ら •御 一寛を 願ょ す 

ず^— デル エン トシ 厶 メル 



H 本陶 麗雜嘗 
ドラィ グ ー ツぉ 販賣 

誠 紙 茂 木 桃 ホ 組 

MOO 产 MOMO 201 , cf Inc . 

105-E. 16tii S 产， N. Y •ぎぎ yvesant 夏 5-玄 


藤本 證券 會お 

一般 あ 巧 証を ノ質 買、 引を、 募集' 
▲を 離、 並 ニ 么ュ關 ス^ 一切 ノ 業を 

I 脱 藤本 ミミ-力— 銀 巧 

紐 育 お 張 所 


鞠诚黑 、雜 嘗卸賣 

無が ブ タザ 1 ス 


巧貨 阁獲お 

ドラィ グ I ズ卸資 

太洋 貿易 ホ 1<會 社 

ま 巧 お 巧を、 ポストン 


ハィカラ **紳± は 

化 立 服 を し ま ず 

夫れは宜く身じをひ、 是掛けはをく^ そ 
して 化來 をょ ゎ. もを 持 もす る 事を 知つ て 
るからで す。 弊 巧は タ數 H ホ 紳± の 勘 用 
を ホつ て 育まず。 

n 此廣吿 じて 御 ホ 店の々 じは 

六み 割引 致しまず n 
が 注文のを 的 じな はら 中を も 巧 一度 ホて 
見て 下さい 

ウオ ルカー エンド フロ リオ 洋服 巧 


精々 勉强巧 化 御 引 立願 上 候 

陶磁器 雜 貨卸寶 

春 旧商會 


御大 典 奉 祇母國 訪闕闇 員^^^^ 

今上陛下 御 邸 位巧拜 觀の榮 じがす るを 前の 好機 

旅程 = 今秋 十月 十一 日 {木} 午後 六 時 ニトを ペン 停車 瘍お發 
同 十 セ H (水} 沙 港發毁 船加賀 化に 便乗の 上 十一 巧 二日 (金} 
嚴漠港 着 

歸ホ = 明年 一二 巧 化 H 橫演 猿’ 熱 船 靜岡化 便じて 四月 十一 二日 
沙灌 着、 同 十九 a 紐 育 着 S 豫を なれ 共 隨廬歸 ホ 差 まへ 無し 

國費 = か 道 上 音み 十が (巧 車 一等、 巧 船 二等) 

プ が マ ン 寢台券、 食事、 沙淺 ホ テ 化、 自慟単、 タ ツ ク ス 
ボ！ ィホ ー タ！ 必附 等を 上の 乂變を 部を をむ 
往復— 四な 十 お 

申込 おを 其 他 詳細は 底 接 ホ 催 者 じ 御照會 わられた し 
紐 育 ホ 東 お 十 化 T 目 ニニ 四 

巧 欄 兄弟 商會 

第 お ホ巧國 訪間團 

な 育巿 西な 八 了 目 一二 ニ 一二 

H 本人！ 敎會內 叱 川请- 

御大 典 奉 視巧國 訪問 團 
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を 本 か 
挪込濟 を 本を 
お-立 を 


菅な圆 
六 モお跑 
六 千を 巧巧圆 


能 竺弄銀 巧— 支 巧 

本店 巧を 市り 本橋區 本が 尾 町 五を 化一躁 
ま 巧 小が 日本 棍化 S 帝彥 橫巧 
をを 展巧 郁大 お西关 ぉ〕 贿戶 
巧な 下 關巧司 若松 鹿 岡 長が 
ふが 偷软を 買 刺 水 . 
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輸ぉ乂 搞替’ 電信 送を、 ホ 送を' 旅 巧 信用が 
商業 信が 狀其化 一般 银巧お 

ん SS 菱銀巧 @帛 ま 巧 

. 微お 送を ハ 日本を 地 無ず 數 料？ 迅速 取 あ 
本店 預金 ( を 期 通知 ノニ 郁) 御 便利 取扱 
本 ま 店 寒を ( 本 巧〕、 大 酸、 胖タ 、を 都 
所が 地ぶ 古屋 、小が、 上が、 渝教 


四 巧 二十 一 H 開催ず ろ 

總會 y 控 へて 化しい 日會 

理事が 補が 名 や、-。 議樂 調查や 







第 十五 回 のをが 繳會を 
約一ヶ 巧を じ控 へて 居る 日本人 
台は 巧 準備の 爲 めに 蝴樂お 名、 
證を 調査 及びを 棋お理 のをを 貸 
會を設 巧し 紹 曾の 通知 狀發 送、 
をを 貫 會の閒 おじ 事務所は 化 お 
されつ i ぁるか 右の み 御大 典を 
馳じ關 する 特别 委員 巧は ホる み 
聰 口が n 本俱樂 なじ 開かれ 高木 
委員長 & 下を 集協潍 をな すべ （ 

I 第二 化 阿 趣み 職業に 關 する 特別 
委員 曾 〔委な 長 中 山が ホ。 は 二十 
八日 ( 水 礎 H ) 校 間 じく 日本 俱樂 
部 じ 開かる ぇ 5 どな も、 巧ら じ 
湛言狀 に 削ず る特 列を 員會 、學 
童 作品 展 斑に 剛 ずる 特別委 員 食 
の 食な 及び 勞御部 委負禽 の闢偶 
j 等頻クと — て脚かる^^^ホでぁる 
，现率 お 補 指名を 員を にて は 

豫備巧 動 どして 不联敢 
會員 じ對し 葉委昔 をょ ち 『求る 
_ 第十击 巧を 蝴總曾 にがてな 選せ 
;ら ミべき 本 曾 理事の 候補が 指を 
i 一 じ 就て は 吾々 委員は 特に 巧を 愼 
畫熟證 を 遂げ 最も 適當ぃ * る お 補 
i まを 擧ぐ ベく 化々 委員 會を 開く 
一事と かぶ 候が てけ 御を 化 中 恐縮 
; じ お得 お 本會の 最も ま 要なる 機 
^關たる理事の人選じ候へば貴で 
j じ 於いてち 適 當ミ御 認め 帖お候 
; 人 巧 之 おは r 巧る 四月 五日まで 
- に 御 申 聞 被 一 下 岐檢致 度』 ご 依頼 


がを 發 L ホ 木畿案 調を ま 貝 巧よ 
> も 四 巧 五 H まで じ 提出 ホ强の 
請 まを 姻附 せられた き 旨 述牒し 
たが、 總 會の谣 所は 西が 四十 ご 
下目 四な お 十一 二番 基督を 修道 會 
々館、 時日は 网巧 二十 1H (第 
一二 虫曠) 午 お八 时 十五 かご 巧を 
して 居る。 右に 爛し 理事の 一人 
は 語る 『紐 育 

日本人 會 のを 期 總 巧は 
巧じ络 十五 回を 開 < までにな 
巧な 包 擁する 會員千 巧 余 名に 達 
I、 東部に 於け る 巧留巧 人のを 
共 機 綱 ごして は缺 •、ベから ざる 
ものである^が年を逐ふじおつ 
て 明確に 同胞 社會 じ意認 される 
樣じ なつた。 共 濟の間 題 じせよ 
移 技法の 問題 じせよ、 職業を 展 
の 問題 じせよ、 戲 H ホ 理解 &罔 
題 じせよ 徐 々じ 巧 實績を 示して 
ホた 事實は 否を の餘 地を がゼな 
い。 唯タ數 の會展 は H 本人 會ホ 
催の 講演 會 であ'^ ごか 演藝 曾で 
ある ど わじは 大 をして を 加す る 
けれ 共ぶ 期 總會の おき 會合 どな 
る どを 巧 お 席 者が 少數 でめる の 
は 甚だ 遺 減で ホる。 是れ は會員 
が ィン トレ ストを 失つ た 証據で 
はなく して 殊裝 論議ず ベ 秦間題 
がない じ 過ぎまい けれ おおず 轉 
る 限 6 繰を せ 誘 ひを せて お 席す 
る 殷潛を 作つ て 賞 ひわい』 云々 


獨逸 大使が 

平和ぶ 鼠唱 

外國 通信員 威會 
の 招待 晚餐 宴で 

紐 育 じがけ る外國 通信員 僖會 
は 去る 二十 ニ H 夜 第 八 回の アこ 

一 ユア 少 デナ アを ホプ 八' ア タタ ア 

! じ 開き 親な 駐米 獨逸 大使 フォン 
i ブ リ プ ゥ キ グ 博 を 4^"賓 ご し て 
I 招待した が當 巧网大 化は 锅 口先 
I づ 外を 官ど新 閒述信 員との 閱係 
i かを 切なら さるべ々 こざる ホを 
! カ說し 夫妻 關 孫の 化 喩を 引用し 
一て 『自 みの 關 ずる 限ら 諸君 ど緣 
j を 経つ； なかるべし』 ■ど諧 龍を 
^ をへ、 大統領 クゥ リッジ 巧の 蒂 
，一が 新聞 馈會じ 於け る 演說の 一節 
; じ 觸れて ブレスの 責 巧を 誠し、 
j 進 わで 外 か スト レズ マン 巧の 平 
みに おする 聲 明の 一部を 助 誦し 
ロヵ 火ノ條 約の 成ぶ じ 就て 獨逸 
は ィュシ 五 ブィ プ ステップを 執 

つた ど說 き、 獨逸 おか 國の 憲法 
序文が ホ 巧 雄 持を 目標 どず る お 
を 拐 明し、 戰禍の 怖るべき じ 言 
巧して、 自己が 就な 第】 の ビジ 
ネス ごして 乂佛忡 裁條約 締結の 
提案を 举盛顿 政府 ょらを けたる 
を 悅ぶど 語つ た。 大使の 演說じ 
ホぎ マ トフ S 八ド擠 ± の お說が 
ぁ b 夫ょ b 藤 お 装 江 氏 及び メト 
"ボリ タン 劇 巧の プナァ の獨唱 
ゐら瞄 巧裡じ 放會。 

美 謠會主 惟の 

春季 素 謠會 . 

类諾會 じて は 來る四 巧 一り 午 
後 ニ 時 (H 腿) よ > を 員巧瞒 度】 
氏の 歸朝 送別を 兼ね 春季 素謠會 
を 销き晚 餐を共 じする 由 じて 旣 


をのを 組は 左の 如し 


西王咏 
兼 平 
松風 

西 巧 撰' 

菊 法師 
鞍馬 


天 

葵 


狗 

上 


岩 船 


ッレ武 ホ 
シテタ 鹿 
ツブ 大木 
ブン瀬 K；! 

シテ 中’ 讨 
シブ 地 ま 

子 ホ 桑 鶴 
シブ ネ巧 

ブ レ巧氣 
シブ 山 本 
シテ 掃 本 


7 キ平本 

ワキ 获巧 

ワキが 旧 

ワキ 曾 野 
ツレ巧 合 

ワキ 巧を 

ワキ 望 巧 

ワキ ボ川 
大 居水關 
ワキ 高 橋 


附視言 


々メラ 巧 樂部發 か 

寫眞展 覽會 

翰 近な 米 同胞の 藝術窝 眞ぞじ 
於け る發展 W 頗る 顯 著で 巧 じ 昨 
年是等 アマチュアの 作品は 米圍 
は 勿 證英國 じても 歡迎ど 認識 i 
を 得る 樣 になつ たが 今巧當 ホの 
H 本 ヵメラ 俱樂 部が 發企 どな 6 
太 半が 沿岸の シ ャトグ 及びり サ 

ンジュ 作 ス巧留 の アマチュア 作 

な 数十 おど 當懊樂 部 貧 員の 作品 
とを をせ て 展覽會 を 銷き是 等の 
出品を 通じて 邦人 獨特の 風が 情 
調を 日米 人 じ おかす ると 岡 時に 
趣 ホの 賴 養を 期す ベ （當 化を 力 
者の 後授の 下に ホる 四 巧と 日ょ 
ら 十六 ロまで 十二 R 陆西化 十一 こ 
了 目が 六十 一を 地 H 本お樂 部に 
がいて 一般 じ展覺 する を ごな つ 
で 勺 0 


松 ホ 大使 夫人 歓迎 

午餐 會を 開催 

が 育 n 本 婦人を では 次週 化 ホ 
大化ご あじ ホ 紐す るみ 夫人を 歡 
迎 する 意 化で 巧る I 二十り (を幡 
日) 午後 簿時云 十み から U 本 お 


樂 部で 午餐ち を 兼ねて 硏 禽を關 

き 午後 ニ 時半ょ らノ ー スラッフ 

ホを の 『幅 おの 恵 巧 ごを S 配を J 
に關 ずる 第二 巧の 質 物 講話が ホ 
る舊 尙ほ會 貴の 出席 希 巧を け 
二十と H までに 會を立 巧を 添え 
をが 高木 夫人 (西と 十九 T 目な 
あ 十 番地) へ 中 込まれた しど。 

參岡志 化の 校友 會旣 報の 如く 
京都 同志 社 出身 ょら 成る 校ぶ 會 
は 水 鴨 H が R 本化樂 部に 開懼、 
來宵巧 十五を に 逮し歡 談稱じ 十 
が 頃 散會。 

-づん 1 ~ 


◊ —；◊ 

I 日本 巧メー ル I 

◊ ク 

締切 紐 育 本 同 午後と 時半 
三 一巧 甘 五日 を 潘經山 

プ レ， ジグ ント •タフト 号 

三 一巧 廿 六日 ■ を 潘經由 

春が 化 


H 月廿六 H 
ろん V 」 ん化 


沙港お 由 


♦山 田 巧 一巧 住ぶ 銀け 紐 育ま 
店員、 太 阪本巧 詰 ごむら ホる 一二 
一円 お 帆の リバ ブリック 号 じ 
て 渡 喊六巧 f 巧歸 朝の 當 
山 困 助を 巧夾 \ 慶事 去る 十 
八 n 午後と 時、 な 商 コ ！ ポレ I 
シ ヨン 副社長 山 田 肋 造を 夫ん ホ 
に 長を 霞モ出 ホが モ 孰れら 健な 
♦山 旧 銀 巧 氏 夫ん 慶事 まる 化 
R 午前 十一 時 五を、 名 古 唐 製陶 
所 社員 山 旧 銀 作 氏 夫人 方 じ 長男 
道雜巧 おを、 巧 子 共に 健在 

♦お 育 日本人 敎會 
聖書は 毀 石 巧らず 淸 水較師 
♦あ 督敎 修お會 
基督め 價 値を 活 今 ホが 帥 
♦目 本人 美な 敎會 
愛 ど 信仰 宮 綺な師 


驚異的 効顯 をる 

活鹽水 

巧を 瓶 入-弗 五十 仙 
S 月 号 婦人 俱樂部 婦女 ホ遂照 
說 巧、 使用法 御 申 越 
み 篤 御 送ら 申 上ます 

品質 本 化 


桑 山 商 巧 

ニ 4 E 哀 T 芸 ih ST : N . Y . C . 
Pho ま’ す geni S 33- 賓 5? 


: 醜 K ペシ タル 


せ 盛 澤庵漬 . 

到着いた しました 


か 桐 兄弟 商會 


響 荷案內 


講談' 俱樂部 
ーキ ン ダ 
j 文藝 クラブ 

一富 ± 
其 他を 禪雜誌 持を せ 候 


四巧號 


がの 良き 

一儀な 斤と 弗 五十 化 
白 ホ 丑 千 斤 111 弗车他 
一斤 八 仙 
ボ內 配達 無 巧 配達な 速 

東京 商會 

トラフ アルガ— ホ 五 五 九 


當 

ホる S 月册】 円(±曜0) 午後 
八 時が 紐 育 H 本人 敎會 (東 あ 十 
と 了 目 HHO 番) 當 協會窠 一二 囘 
目總 會開體 致し 娱聞ぉ 障 御 燥 合 
の 上 御 巧 會被成 下 度 化 段 及霉舍 
候 也 

追而會 養を 濟の 方は ま 急會訝 
鴨 井久 宛 (さ 1 E . 岩 th ぎ N . ご 御 
拂を願 度 お 

~ 九 二八 年 一二 巧 十 セ 日. 

日本人 自助 協 4 醫 


を 


ち 巧確實 じして 信用 ある 雜貨 
店、 至急を 價 じて 譲 6 度 L 、 
新關地 じて 最も 巧绍 、委細は 
手紙 じて 左記 お 間を せ あれ 

巧 0X ごバ Ja ち ミ se ゴ夏ッ W. ニ th Si 


良 ホ 京 ま 人 夏 旗に 巧く 爲め 
I 襄 盾が 巧經營 のち 利 ■る 

ホブ八 レスト ラントを 急賣 度し 
御 希 祟の ホは 左記へ 御を 渉を を 
ふ 裔橋 
二 8 W. 72を St. Tel. E 至 ic を 夏 5 


セ ー ルス マシ 入用 

日本 雜貨ラ ンブシュ ー ド 卸商 
じて 七— 片 スマ ン虑 度し 經驗ょ 

を も 勤勉 正直なる 靑 をを 溝】 條 
件と す 給 巧 其 他 あ 望條仲 及履歷 
書を 添へ 左記 宛 御 返事 ぁれ 
巧 QX ち 5 Ja ち nese Tim ミ •ニ W . ごを SI 


新し < 塗 つた 浴室 附 
上 養 間、 瘍 所は 左 
記の ニ個處 一ヶ月 二十 典 乃 ま S 
十 弗 Jgob - 去 sler 
A liass き Gou み & だ A Has を 己 Mi . 

Tel . す illul-st 呈 タ Bro 量 n 


二人 用 じ 適する 自が 

01 S 殿付賣 

格 巧なる 單室淸 潔巧靜 じして タ 
通魄 G る燒巧 (栗 お) 

養 W . 一 43 rd 田. ぎ Bradhu を 苦 36 




►鄉里 送を ぶびを 送を (お 手按 巧)* か W 
巧揖賣 買、 荷 巧を 取組 取な、 信用が « 
巧 等 一' 较级巧 業務 飼 犀利 じ お 投巧比 お 

|賦 臺灣 銀行— 出張所 

本店 語 お赛化 

ちを 東を、 橫演 、大阪 、神 ロ、 上海、 巧 
ロ、 福 州、 厦門、 池 頭、 香港、 お 巧、 お 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 を貿 
i 々グ 方ッタ 、愉 を、— 其 か 裏 巧 十四 ヶ巧 , 

1 、 資本を 壹僞閱 (を 巧拂込 巧) 

一、 積な を 化 モ化巧 五十 萬閒 

內化本 支 巧 リ横濱 (本店) ま 京大 巧 
神 巧 長 悅下巧 名を 尾 

戀濱ぶ 金銀 巧— 支 巧 

米 顔を まな r ：： を 港羅巧 みお 巧を 
其 化 世が を 國虽要 都 ボュぞ 店 及 コト， レ 
スち么 ち 


本 巧 大扳化 お 置 了 目 
が 育ま 庙 が 育プ 0! ドゥエ！ な 四十 九を 

磬 住友 銀な 

R お (東京 > 横. 渡、 名を 尾、 を 郁、 神戶 
お。^^ 尾ノ道 >廣 島、 吳 、柳 か、 下/ 關 
がま 巧 (巧 巧， 小 倉、 巧 松* 陣タ 、久留 米 等 

本屬 預金、 鄕里 送を 等は 坡め 
て 御 巧 巧 恐を じ 御 おを 可 申を 


本店 朝 おを 城 

まなぉ 張 巧は H 本內 化の 樞要 都巿 、朝 お 
滿洲 、支那のを 地ぶ び 浦 盛巧德 

朝鱗鑛 巧紐脊 出張所 

外国 爲替 一般 敏巧 萊お猜 々御が 巧 じ 取扱 可 
申 上 候 
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WE 日 化 S 日が I MAR 削 巧け 巧 


心 

シアは 支那 巧 化 じ 巧 唆を 送らん 
ィ」欲する！£,かき息志は毫 も 
い』 ど 指摘 L て 居る。 同時に 勞 
農を 府 はまる 一二 月 九 H 附を W て 
支那 代理を 使が 提出した 勞農 《 
シア 領地 內 じがる 支那 人 虐待の 
抗議に 對し苟 < も勞農 0 シア 政 
府に巧 慮を 抱 < 支那 人を 虐待す 
るが かきこ ごは 斷じ てない ご 述 
ベた る 後 『本 お府の 調査に 依れ 
ば 最巧勞 農 D シア 領內に 巧 おす 
る 一 部 支那 人 じして 勞農 0 シア 
の 法律 じ 違反す る ま 多く 當局ご 
しては 

自衛 上' - L もこ £ 護 

策を 講 せざる を 得 中、 即 もこむ 
等 I 部 ル 不正 支那 商人は 禁 潮の 
取引を 始め どし 外國 貨幣の 投機 
密輸入、 不正 乂國 をの 他の 違法 
巧 爲を敢 てす る もの ホく 從 つて 
當局 ご しては これが 取調を 嚴重 
じせざる を 得ない』 ご 朝 じて 居 
るが 巧 留ま 那人じ 街ず る お 遇は 
化の 外國 人ご總 てち 等で ある こ 
ご を 附記して 居 も。 

橫斷飛 巧に 

獨 機化 發 

伯が から 愛蘭へ 

ダブリン 二十 六日 發 n 獨 逸の 
飛 わ 家 じして 昨年 太 西洋を 西 巧 
橫斷 すべく 失敗した 八— マン • 
n i 3 ^ 大 財は 嵩 豪 フエ— フ で 
グド 巧爵を 出資 家 ごして W 乘せ 
しめ 機縣 技手 スピン イラ] ど 共 
じ 大型 複葉機 ブン メン號 じ難乘 
しん 西 巧を 一氣 •し 橫斷 して アメ 
力に 渡るべく 今 巧 V 处 リンを 
出發 、午後 四時 ホ 五を 當 地の 
が ドン ネ少飛 巧 集 じ 着陸し 愛蘭 
自由 如の 賓を ごして 歡 待を をけ 
たが-巧は 天 慎の 許す 限 b 今 明 
日中 じ 橫斷飛 巧を 巧 巧すべく 巧 

の 壌を はこ ユ 1 フアン ドラン 
ド じ 着陸す る 堂で ある。 獨を飛 
巧 機の 飛 巧は 寢耳じ 水の 沙汰で 
股 人は 意外 どして 居る が 聞 （ 
所 じ 依れげ 一巧は 獨逸 官憲 •い 横 
斷飛 巧を 差 化め るを をを を 想し 
極秘 裡じ計 劃を 進め 自由 州當厨 
にら 懇談して この 一事を 聖く秘 
密に嘛 し 先度の 技師 迎 も， 旣じ到 
着して 居た ご。 

註。 今回 大 飛行の 出資 家に し 

て間乘 ちで ある フ 五！ フエ 八 
ド舆 爵はノ ー <<• ジヤ！ マン 
日キ ド船會 社の ま役ト ある、 

的 ほ 當地氣 象 台では 昨今 太 西 
がの 氣 流は 敞る惡 く 雲 化く 垂 
れて 寒氣懸 しく 囊 じが 衡个明 
ごな つた ヒン クリフぶ 大尉が 
飛んだ 當時 r 毫も 異ら じい ど 
接 表して 居る。 尙 ほ操縱 七は 
歐測大 戰の勇 十で あるが 戰を 
獨遊 機のを 蘭 訪問は これが 初 
めて である。 

失業者 調查 

勞働 省ょり 發表 

ワシントン 二十 六日 疆 n 塵-し 
山 院溝員 ヮグナ ー 氏は を 米 固の 
失業 狀 簾に 關 しを の數 四な 万人 
号 （て 一岐 のな 意を 喚起す る 
ど 共に この 際勞働 省は 正確なる 
失 渠者駭 を 調を ずべ しどの 巧議 
まを 上程 巧みした が 本 H 勞働長 
官 デ） ゲネス 氏よ 6 簾會 への 回 




答 じ 依れげ 現 巧が 巧せ るを ホ闕 


態 じは 非らざる も 最もが 重な- 


の 失榮總 較は肯 八十と 巧 通 千ん！ 善後策を 講中る のか 喪』 がわ < 

じて. 『敢 て識 をが 恐概 ずべ!^ 化 I ご 指摘して 居る。 

~ ■ 

本 社 を 特 祐を (紫ぉ叫轉載〕 


マ 博 ± じ 大動化 

【廿セ 日】 ナ ュ ッ 3 •ス ロヴキ 
ァ圃大 統-領 マサ リブ ク薛 ± は 
大劇位 菊 化大絞 章を 巧 けらる 

淺骄 氏の 新 建議 

【サセ 日】 信 濃 川 發電計 進 b つ 
き 淺野總 一郎 氏け 新 建議^ お 
し鐵道 省は 調査 中で ゎる" 

外債 半額 巧 地へ 

【廿セ 日】 を 京電燈 外債 一 値 巧 
は ュユ！ ml クで調 巧 迫 9 つ 
つ あるが 半額 &上內 地 じがち 
寄せる ど。 

南米 移民 具体案 

一 廿セ 日】 田 中外 相は お 報の か 
く實業 家を 招待し ブラ デグを 
民 じつき 懇談した が 其 具体案 
は 祭 一期 計畫 ごして 十 ヶ华閱 
じ 一方 家族を 化を すべ < 1 戶 
じ ホ 五町 ホ ま 給の 舊 だが 斯を 
的 援助は せ ロ ど 旧 中み 相^ 云 
ふ 0 

聖上 大禮博 巧 至 

【サセ 日】 聖上 じは 四月 八な 頃 
上野を 園 御大 禮階じ 巧を I の當 

散在 殖民 地設ぞ 

〔廿 六日】 ブラ デ少 0外 アグ ゼ 
ン ナン-しもを 散 的 殖民 地を 求 
むる ご 0 


わ 
こヨこ 
飞 5 

陸 


米 國見學 旅巧團 

【サ 六日】 中 村嘉壽 氏の ホ國る 
學 旅行 闡 はと 巧 上旬 出を の豫 
定で 目下 脚 員 募集 中 だが 今回 
は 多 < の女學 'ホを も 加へ る- 
が を ホ姑學 の】 勘 〔と 十五 日 
間〕 は コレア 化 じて 西 お 岸 見 
學 の一圈 〔六十 目 間〕 はか 像 
化 じて、 加 贿見學 の】 鹽 〔五 
十目〕 は 春 巧义で 夫々 出發す 


VJ ' 


小島 巧 解職 どん 

【廿 六日' 一前 東を 巧 長西义 巧な 
道 氏 追 おし 當 時の 議長 小島と 
が 氏は ホる 二十 八 H の 巧會じ 
辭 表を 巧ず らしい。 

對獨 債券 拂 下げ 

^:廿六日】 對獨債券お巧巧 マ ー 
ク段 間に 擲ひ 下げる こご^な 
つじ。 

曰 本のみ 大損 害 

L 甘 六日】 獨 、吳 、米の 對支貿 
易は 增 加した が H 本の 緻 出は 
激减 した、 借 鼓の 元利は 入ら 
中 事業 不 引を でを 那動 亂の爲 
め 日本め 損害は 甚大で をる。 

合併 遲延に 非難 

〔甘 六日】 まを ホ 穀お引 巧の 深 
川 正ホボ 場を 併遲延 から 非難 
の聲起 6 當事 者辭職 せんごす 


壤太 利で 社會黨 ミ. 反動派が 
爭 圆—ス シスの 戰時資 債 
を濟增 英米 お 油戰 •こ 印，.',;:' 
- 度 1- て ハ B 生 埋めの 巧夫朗 
かこ— 勞農 政府、、」 國 債り 英 
文 交渉み 藝 i 端艇で 米國へ 


【ゥ キン 二十 五 H 發】 フザ八 
ド 力ー シ S ン巿 じがて 去る 曜 
H 1 ニ 時間 じ 直ら 社 會黨ど 反化會 
黨の 群集が 衝突して 出動し - b を 
隊 も鑛壓 する の 術な； 十る 一は 短 
銃 じ化擊 されて 重傷を 蒙つ!^ み 
十三 一名は 小刀の 爲 めじ 傷を すけ 
いづれ もま 態の 儘 病院に & さ 
れ しとの 新聞記事が 本日 じ ま b 
始めて 解禁 揭載 された、 事件の 
を b は巿 外の ま 義惠が 集 會だ體 
したる じ 掛し反 社 會ま義 黨が會 
の 解散を かじ じる じ 始まら 争し 
この 騷 動を 惹起す るに まろし も 
のにて 識者は これが 動機と なち 
內 就の 突發を 恐れて 居る。- 

〔パ 91 二十 お 日を】 フラン 
スご巧 國は戰 時 肖 債の ホ 濟じ關 
して 近 < 親 協定を 見る じ 至る ベ 
く 千 九な サ 々年と 巧 十二 H じ締 
結した々 キヨ！ •チヤー チ j ル 協 
定はホ だ 巧 ホの 批准を 見る だま 
ら ざる もこれ よゎ 曇き フラ シス 

政府は 四ち 巧 磅を無 傑 件で ま 挑 
ひ 昨年度は 二回に 宜らて 六 も 方 
破を 巧濟 したが 本年度は これを 
八百万 磅じ增 加すべく 巧 時に ァ 
メリ 力な 府じ 街しても 今年 一度は 
一二 千万 弗を ホ濟 する こど じ巧定 
して 吾る と。 

了 ン ドン 二十 五 H を】 一 印度 


デ 4^ ヒよ n 導した 報道 じ めれば 

ヌ タンタ！. ド 巧 独 ご ロ ー ヤ八 • 

ダ ブナ 石 細 業の 時 德爭奪 戳は東 
印度の 斯業を じ 及ぼす 影響 甚大 
じして このを 賣競爭 じ堪へ 得る 
能は ず どなし 政府の 保護を 請願 
じ 及んだ 爲め 印度 政府は 關稅を 
員 會じ掛 し 時懼の 動搖が 印度に 
を ぼす 影響、 投賣 巧 止じ萄 する 
法制 必要の 有無、 時價戰 め將ホ 
等 じ 關し六 巧で 甸 までに 報吿す 
ベ < 命 かを 發 しわ。 

【メキシコ 巿ニ 十五 H を】 今 
よら 十六 日 W 前ユ -! n ラ 銅山の 
巧 巧 じて を 斯が爆 發し廿 と 人の 
巧 ホは あ斯 ご 化 攻め じ 逢つ て 生 
巧め と なつた が爾巧 救助隊は 晝 
巧に 直 b て 巧のを 掘に お 事し 巧 
めて 死骸 だけでの 引出さん ご 巧 
めた が 圖ら乎 もちの 遭難を 中 か 
ら 一人の 男. か 奇蹟 的 じ 救 おされ 
ね。 同人は 巧內 の爆發 £ 共 じ 奥 
深く 逃 这んだ 爲め幸 ひじして あ 
巧 やか 事 じ なめられ や 十 ホ 日 巧 
は 水の みを 飲んで 僅かに 生命を 
支へ て 居た 者 だ ど。 

〔モス々 ゥニ 十五 H お】 勞農 
ロシァ 大藏 ちの 發 表する 巧 じ 依 
れば 過去 五 年 じ 直 6 大藏 ちよら 
致 巧した る 長短 期 公憤、 大藏 お 
券 等の 巧憤總 額は 廿ニ慮 五 百万' 
を,— プ八 〔時 傾 約 十一 億 二百 


日米 雨國 海軍は 

英國の 提議に 反對 

M 主力艦の 觸數 制限 ゃ艦齡 の 

延長け 英國 のみが 利 溢す る M 

東京 特車廿 六日 お：^ 岡 旧 お 相は 齒 職ち 縮筒講 にがけ る寞题 
まじ 巧し、 みの か < 語った J ■固 際聯お 軍縮 會講巧 巧 巧 案は 英固 
じは が がをだが 容易 じを 时か ホの、 又 ホ 國の赏 がら 今の所 輿 ま 
れ «」 ご。 

じ おし V ‘は柯 等の お 見を もる 表 


ゼ ネヴ ア 二十四日を n 過去 十 

U 間 じ 再 6 論戰 をを へつ I ホつ 
た國巧 聯迎の 第五 巧巧備 縮々 準 
おを 貞 食は" シアの 軍 贿を廢 論 
が 巧 想 論 どして 巧 けられ 爱らじ 
勞農 0 シア 化 おょりして 陸海を 
楠現势カの五削縮少論ピ^^つた 
が、 食 溢は 遂に M 等の おお もな 
く 今夕 六が を W て閑會 しじ。 會 
講 終了 削に 當 b 巧 齒を權 ヵツ シ 
エン ダンを なを 貿 會じ掛 して こ 
の 際 ヮシントン 條約输 盛 國は協 
をの 範圍を おら じ延 をして ま 力 
艦の 嚼蚊 縮々.、 大砲 仰角の 制限 
ぶび 艦 齡の範 圍猶乂 案を 提唱に 
ぶんだ が、 をは 囊に巧 裂した る 
ゼ ネゲア 軍縮け 證 にがて 巧閱を 
權 ゾリ ツ デマン 描替 ょら 提諮さ 
れ たるら、 アメブ 力を 權 ブソ 

ン も*!: 5 

斯る提 液は 旣じ 化み フシ ント 
ン會遙 しがて 煤を をを たる 所 
であ b おしこの 提谦 にして 採 
用され るなら ば 巧 巧 協を した 
所の ホ 力 お 比率 五 •五 • 一二は 
無 巧 £ な るの みならず、 將來 
アメリヵ のま 力 お隊は 音に 吳 
國のみ^:^らや：：：本に掛してら- 
巧 等を 缺 くの タ 等が 軍 ごなる 
恐れ あち、 故 じ 巧る 提證は 溝 I 
論の 絲化 なし 

ど跳附 けた もの ご 略 等しい もの 
でもる が、 ダブ ソン 巧は 新捉蒲 


せや單 じこれ を感格 省へ 巧吿ず 
る じ 止めた、 即もお 巧の 新提證 
巧な は 左の かし。 

【一】 お ホ 建造すべき ホ 力 艦の 
お数は 從 ホの 最高 制限！ ニ 巧 五 
千 順 よら ニ 一巧 顿な 下に 縮少ず 
る もの ごす 0 

ごこ ま 力 階の 施 砲は 巧 化の 梟 
高 制限 十六 时 より 十一 ニ 巧 置に 
髓 みずる もの ごす。 

〔一二】 現が のま々 艦々 年齡 二十 
を 化 六 年に 延長す る。 

而 して 英國 政府 どして は 巧る 提 
講がフ シン トン 協ぶ を殆ん でな 
古 どす るに 等しい こ >」 を 容認す 
るら 间 時に 現 巧 7 シン トン 條約 
じ 依る 處齡 制限 成び これが 補充 
を 討る のが この 提議を 採用す る 
如 賢 策。 る こどを カ說 し、 これ 
に從 b て 軍縮の 鉛圍も 漸次 擴大. 
されて 列 强は财 政 上 よらを くる 
利得は 多大で ある ご 論じつ I わ 
るも而 かも 英团圾 おは 現じ 巧 画 
お 軍が 誇り ごする S 万 五 千嚼絞 
楠 砲 十六 时の 新餐級 まカ鑑 ネル 
ソンぶ び。 ド ホー 策を 犧牲 ごし 
て もこの 新 提議を 敢て實 巧す る 
の 意志は 見へ て 居 ^ い。 

アタリ 力は 

修 ぶ反對 

ワシントン 二十四日 巧 U 英國 


を擢の 海軍々 備输 々提議 じ掛し 
て アメリカの 當 局は 沈默を 守つ 
て 居る が大體 じがて 下の 如 < お 
察して 居る。 即ちん r 回の 提議な 
る ものは 敢て新 提議 ご稱 する 程 
巧 のらので はな < 昨年 六 巧の ゼ 
ネグア 會 證で英 固が 提議した 
に 等しい ものであるが 
當 時アメ 9 力 去 確は ホ 力 艦の 
顿數 縮々 なる ものは 英 國が强 
をの お 軍根據 地を ちす るが 故 
に順數 縮々 じは 敢て不 巧を 感 
じない じ 反し アメ 9 力 海軍は 
葵國 になして 海軍 狠據 化が 少 
ない 顯係 ょらして 軍事上 ょら 
す るら 巧る 縮少 じは 到 庙應中 
る 能は 中 

ごの 理由 じ 故 b 論議を 巧 絕じ及 
ん だもので あるが、 このみ 英國 
が 軍は 一二 巧 五千嗯 絞の 新 ま 力 艦 
子が ソン 及び 0 ド 子— 號を 有し 
これ ミの 新 精銳は 他の 鑑 おが 千 
化昏 化】 を じがて 補を 期 じ 侈る 
じ 巧し 千 化が 四十 ニ 年までは 廢 
艦 ごする の 要な しなつ てこの 際 
主力 澄の 哦教 縮々 じ應 中る こご 
は 益々 奠國 海軍の 勢力を 伸長せ 
しむる 計らで ある ご 論じられて 
居る、 而 して 

爐 齡の延 をに 就ても 巧 想 上 
らをれ ば 甚だ 結構で あるが 
れを 英米が 軍の 一澄 一 緩を 换 
討す る じ 臭國の 軍歷の 大部を 
が 新まで あるじ 反し ア メリ 
海軍の 夫れ は舊 式のを のが 多 
く 従つ てこの 態を 艦齡を 延長 
する をは アメリカ どして 應中 
るを は 巧 ホロ。 

ミの ホ 張が 高く 從 つて 英画 今回 
の 提纔も お 巧 モ乂诗 化 一を の 7 
シン トン 傑 約な 許 期が ホる まで 
は悉ん でもの じ まいご 觀測 
されて 居る。 


不信 巧案對 策に 

內 相が 引責 辭職か 

M 化が 花城兩 代議 ± 民 な黨に 
輿して 彈劾 案の 通過は 確實 M 

東京 特電 二十 セ日發 = 輔井縣 遽ぉ實 裳 ぉ 志 曾の 松 か 文ぶ 郞 
巧 及び 沖繩縣 選出 政ぶ 會巧诚 十 化 城 永 渡ん が 政ぶ 會じ お返らを 
ぅ k て 鈴 木 N 化 S ' 彈劾 案し 贊 成して 居る ので 民政 黨侧 心け 不信 
任 案の 通過け 確實 である ど 確信し 居 6 あ黨 側で もこの お 勢を 早 
くら 推察して 目 ド 釣 策を おじつ i あるが こ S 際は 政黨じ 先手を 
打-^ て 鈴 木內か 引退の 進言が 巧讓の 問題 i なつて 居る。 

ま 京 特電 二十 六日 發 = お按黨 のみ 閣个信 件 案じが ては 巧 巧 
が黨の聯をも賓莱が志曾のお巧が與黨ど提携し相^:^ので政ぶ、 
民政 兩 篤は 中立 派 講貝ィ 引 込み 策に 餘を U (置 じ 暗中飛躍を 試 
みつ、 あるが 歧巧侧 では 案外を 商は 巧靜を 装つ て 居る ご。 

. 新豫算 十よ 億 四 巧 廿巧圓 

東京 特軍 二十 六日 壊 = 昭和 一二 年 巧の 新豫算 がは 十と 倍 四な 
ホ巧圓 'こか 定 した、 向は 昨今の 阳巧替 商は 政ぶ 倉 ど實業 间志會 
の § やを 输 解禁の あ 惑 買ら をの 一 旧で わる ご 傅 へらる。 

議長に 尾 崎 巧 雄 巧 當選か 

東京 特 « 二十 六日 撰 = 度に 衆 講院麗 を たるべし ごの 說裔か 
b し义寒 翁け 斷 じて これを ずけ 《 ご聲 明した 巧め をが 俱樂 がの 
元老 格で ある 庭 略け 雄說 が) 部 じがて 頻 b じ嗔 巧され て 居る。 


ロシア 政府 ご 

武器 禁輸 

H 本の 提議を 巧絕 
モス カウ 二十 六日 發 = 勞 農。 
シア 通信 機 關の發 まじ 娘れば 勞 
農政が は囊に 

0* k ' ぶり 千 九な 十九を 
化を じがて 則强じ 依ら 締 おされ 
たる 對支服 武器 輸出 禁止 協を 參 
加を 盜 憩され たる もこれ を 正 ま 
に 拒絶し じ。 即ちを の禪由 どす 
る 所は 元 ホ 武器 彈藥 類の 輸入 是 
非は ま那 政が 自身に 於て みすべ 
きもので あら 特に ロシアごして 
は 第 S 屬を教 照 どず る條 約を 他 
の. 外國と 結ぶ こビ はま 義 どして 
これを 許さ 肛ど稱 し 『特に 現在 
だ那 じがる 或る 列强 U 特 巧の 利 
懼を 任して をの 巧 權地じ 武器 彈 
築を 賴乂 しつ >> もる のみなら 中 
甚だしき じ 至らて は 

陸海 軍 力 をな がせし め 

つ i あら、 これ じ 反して 勞農 ロー 



五十 巧 巧〕 じて 千 化 百サ四 年度 
のかき 發巧规 限は 四馈巧 乃至 五 
箇月の 程度に 止ら 大藏 者のを 擔 
四 割 乃を 五 割なら しもの が 現が 
にがては 巧 限が 八 年よ 4 十 年 ど 
ならて を療 一割 S 凹みの 稻度じ 
止る の 進步を 示し、 モ九 がか 五 
年度の 國債 所を 者 十で 人は 今や 
一千 万人に 垂ん ごする 巧樣 じて 
大藏 省の 挪出 しも 的確に 巧 はれ 
てみ 濟裔は 十一 億 八 千 六な 巧术 
1 プ S 月末 現 化の 轉请高 十 
億 一千 九な 巧 i .1 プ^に 達して 
居る が 昨年 秋の 產 業な 國を漬 ニ 
億 八— ゴ がは ニ箇 g じて お ホ 上 
つたが 現 化の 農莱を 潰は 同期 間 
におる 一二 千 百万 八！ プ^が 應黨 
されて 居ない。 

【上海 二十 お H 發】 を 支英齒 
を 使 ランプ ッン 卿は 昨年 ご一 巧 南 
を じ突發 した 所謂 南を 事件の 善 
後 策に 關 聯し當 地で 南京な が 化 
表 どを 渉 中で ぁつた お談 巧は 遂 
じみ 裂した のでを 化は 化 京に 引 
揚げ 今後のを 渉は ホを 式 じ英國 
總 領事が 從事 する こど i なつて 
居る が 蔑 巧み 裂の お 因は 巧 京 側 
が 逆 じ英圃 政府 じ おして スタン 
ダ ー ド 石 独 工場を 砲 蟹した こど 
じ 就て 謝罪を 巧 ホし 同時に 現 巧 
ち支條 約の 改訂を ホめ こんを 拒 
絕 しじ 爲め である ご。 

〔デ—^ 二十 五 H 發】 四人組 
じて 一隻の 端 おじ 乘这み 大膽に 
も日ン ドン ど ニ ユョー クを化 五 
日陆 t 潜 切る どて" ン ドンを 出 
發 した 今朝 當地 沖を 通過し 端艇 
內で 朗餐を 認めつ {をつ だ 一行 
は 陸上よ なの 歡ゆじ 元氣巧 < を 
へたが 老 海員の 語る 所に 化れば 
B ン ドンよ を デ 1 八閱じ 五日 巧 
を 養した をで ををから 太 西 巧の 
橫徽 じは 化 置 日は 愚か 恐らく 化 
五 過跑を 要する であらう ご觀測 
して 吾る。 


I を ホ 

獨立展 を觀る 

吉田お 堂 

【四〕 

S の 部から 樓 下へ 出る ど 、 T 
ご U ご 巧 向ひ會 つて こ I じは 保 
忠藏 氏の バララィヵを 持 つた子 
が ある、 やさ じいう ぶな 取扱の 
中 じ、 中々 よくを 用 ひなで 考へ 
て ある、 時 じ 注意して 面白い 點 
は、 総べてを 平面ず おじ 取つ た 
中に 机の上の本 じ 非常な 工夫を 
してを の 本のみ で 養 0 具 巧を つ 
けて ゐる處 だ。 向 ホ 文 平氏の 作 
も 同じ やう じ樂 器を 持つ てネを 
の 音の 中に 自身が 這 入つ て 巧く 
氣 持を 見せて むる、 をは この 化 
ロ g を もつ て 本年を 日本人 間の 秀 
逸 ごする これは たしか じ 氏の 傑 
作の-つ だら う、 ホの ひねち 方 
は 誠 じよ <樂 器 じふを 入れて 居 
6， をして 体の 一二 大部へ 宫 由 。 i 
ホ 線を つけ、 自由な タズ ムで描 
き だして 否る。 ごく じ 頭髪の 技 
巧は よ （目 だつ、 をして くび 足 
から 胸に かけての 表現は、 實じ 
氏の 實寫 振ち が 出て ゐて氣 侍が 
よい、 をの 橫 をの 室は、 彫で 中 
央を 飾られて ゐ る、 をの 中必に 
が 巧を ど 美人の ニ 點が特 じ 化 ご 
異 つて 見へ た、 これは まの か < 


平 本 正を 巧の 力 かで ある。 巧を 
着けな がらら こうして 氏が 年々 
の 整 術後を をして & る； は、 き 
人の 深 （威で る おでを の 熟 面 一;! 
二つの 作 じよつ てよ く 見られる 
である、 をは 元祿荣 人の ホを 推 
して 賞す る もので、 や はら かい 
女の おじ、 綿密。 色彩を ほで こ 
して 一 お をの 時化を あらわして 
ゐる處 を 化る、 がー 恭巧 家を 幼 
惦で 巧つ て、 ほんの 眼鏡で 表し 
た 處は輕 妙で ぁる。 ぶ 年 殊にを 
{用 ひられた 題材の、 プ ンドバ 
— クや 、チヤン バレンを をの ま 
I ま 萬き、 をして 飛 巧を どす まし 
て 居る 化の 證家 に比べて は、 餘 
I 招を こじ ホが ある、 をの 室を お 
る ご F の虔 じ、 藤 旧 氏の 作ニ點 
を 見た、 氏は ボマ トンから ホ 品 
された さう だが、 紐 育 ご 一寸 息 
の異 つた 處じ あだな 面白がが あ 
る、. 幼き 夢は 一寸 フランスの 薰 
がする、 これが ァ メリ. 力 じ 屠る 
日本人の 證家 かしら ご あはれ 3 
而 しながら 化の- 點 の 女 ど 云 ひ 
氏は 非常な 想像力 じ、 富んだ 乂 
だ ご 患 ふ、 これ も 本年のを 逸 ご 
云 ひたい、 をの 一寸 前 じ、 生 肥 
勇 氏の 裸 ホ ニ點が ぁる、 余は い 
つも 乍ら、 氏が を橫を 表す 上 じ 
がて 巧 常 じ 努力す る 人で あるを 
を威必 すを、 この ニ 點も共 じ、 
をの 女の 目 ホ まさをよ （おして 
ゐ る、 をして 自 がは なれた、 を 
彩は 反つ てを の 素描 ごがを つて 
1 つのよ い 調子を もつ てゐ る、 
まの 樓 下へ おる 處 じ、 石垣 榮太 
郞 巧の 鉛 中の ぺ ニ！ ミ ユ I ジッ 
シアンがある、 これ r ^寂覺的 u 

タハ ユシめ フランス •ホ* — 八を 

思 ひ 出す， この 大 みの グ^— プ 
を 氣樂じ コンポ！ ス して ブラ々 
ン 色の 簡單な 色で 仕と て ゐる處 
は、 常 じある、 重い 闇い 作品よ 
b 餘程 ホを 進めて 見えた。 要す 
る じ、 ィン デ ベン デント ■シ 3 
ゥ は、 を 國人禪 の 集を 團體 の發 
をで、 これを み 解ず る ごを 自を 
の國 風を まして ゐる處 共を の 人 
情を 出して むる 處 が、 をの 特長 
で、 この 點よ k 見て、 U 本人は 
他の ぞくよ らもつ ご藝術 的、 見 
方、 考へ ホ、 巧き ホを して ゐる 
處は悅 しい、 自動 単の ホ國 、ポ 
ク シングの ァメ 9 々じは、 を設 
废覽 がごく かい、 をれ を 見て、 

ス C — ン 氏が 一闡を かためた の 
であらう が、 ァヵ テミ- — じ 對す 
るら のは、 先づ この ショウで あ 
- らう、 をして こ.- では、 完全 じ 
自由を 巧 へら n てゐ る。 去み 乍 
らこ 1 自 をの 巧 もの かを わき 
まへ 打盡 あ、 わごへ ば 二人の 裸 
體 が、 巧に 居る 處を おして、 觀 
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購買組合 組輔 運動 說 等に 關聯し 
注目を 惹 （。二ち 中 絹物 髓 入は 
巧 ニ 蚕 ご 一四 四 •化 ニ一ャ ー ド、 
絹 細 H 本 一 • 0 と 0 •五 00 ャ 
— ド じて、 支郵 一 1 1 • 1 00 
ヤード 等 じして、 财 二重は ボ况 
閑散 じて 相 燒不變 絹細賛 巧相當 
なる が 本巧咖 漸落は ず 支の 禪と 
なつて 居る。 


日本が 式 相瘍表 

〔大酸 藤本 ビ^プ。]々— お 
巧を〕 巧 式 相 壌 〔單 位圓〕 

一二 巧ち 日 コー 巧サ 二日 

おを お數 を •夏 巧 •呈 
大 汲指數 一一で 一毛 ニを を 
を 京電燈 ち •四 0 ちを 0 
A 同 電力 ご ■00 《；岂 
東 巧 電力 をろ 0 をろ 0 
大 H 本 製糖 八ぞ 00 八を ま 
王子 製紙 ニを 呂 ニを 言 
巧が モス リン 虽 •置 是呈 0 
日本 ビ！ 二三ろ 0 云 0 玉ぶ 
日 淸製紛 10 T 呈 一這盖 0 

淺野 セメント をろ 0 セ 0* 一宝 

日本 巧 独 ま •妄ま 塞 
東 巧宠斯 畜塞奚 主 (0 
日本 人造肥料 圏， 言 醫を 0 
义 M 鶴 業 ホ {>1 五 《一星 0 


尋 れ人 

< 東を 府ん) 狩 巧 藤 雄 
(東京) や 岩 和 雄ぶ お康 '(同) 
(靑 お縣) 巧ヶお 豐二帘 
(熊 本縣 人) 栽 崎 巧 作 
(愛知 縣 人) 長 崎德一 
(福 脚縣 人) 稻永國 ホが 
を 永 慶藏持 山 芳太郞 を 川 
正意 井 ト幸藏 石が 節朗 
渡邊篤 寶格留 苦を 川 新 吾 
上が 修平 井な 貫 造酒 雄 
貫 遣 太 郞を家 武雄柴 W 善 
雄 

(佐 賀縣 人) 栗 山 善 六 
(を 良縣 人) 木： 2： 幹 (波 壽) 
(愛媛 縣 人) 獲 旧 常 ま 事 常 治 
仲 座 宮之妨 

るの 者に 通知を 度き 儀を 之 
お 間 本人 若，、 はお 人ょ も 現 
住所 御 通知 願 上 お 

紐 育帝國 総領事 舘 

1 巧 Br 邑 d 去ち 京 * Ifork 呈 y 


日本 理髮 縮淸 

西 四十 H 了 目な 番地！ 二な 六 室 号 

タダプ フロア (第み 街 ミ 巧 十三 下目 角) 


日本 散變屋 S が I 

おヶ 年間 中が 氏 ご 共に 熟 業。 

ジ ヤシン ト •フ 3 ッ 3 

31 W •巧す S 三’ ごさ 
巧 ei . Golibus Ave . & Ce コ iral Park Wesi 



柄.—’ 袖’ 

.普選と 婦選 

. 必然的な 耍ホ 

普選 じ 化る 一般的 ぃょ田 i ホの 政 
を 的 白を は、 善 かれ 惡 かい 今次 
の總選 おじ 巧々 な 新人を 出し、 
おぶ 政 黨じ勒 する 一大 豐鐘 ごい * 
つたことは 事實 である 0 從 つて 
この 民衆の 政治的 自 堤よ b 生じ 
たを 響が、 普選よ ら婦 逃へ、 即 
ち 婦人 參故權 が 巧の 促進 どなる 
こごは、 巧み 能は ざるげ 勢の 要 
ホで ぁらう。 本社 東京 特 叢の 巧 
やる 如くん じ、 今や 內閣の 一部 
じ*^ 婦人 參玫 促進の 戲を聞 （じ 
至つ たかで あるか、 旣じ曲 もな 
がら も 普選が 實巧 さむて 居る 限 
り、 締 選の 問題の 前を は 明白で 
あ り、 をの 解 巧 も 要ず るに 時間 
の 問題で あら。 ければ ならぬ。 

今次 普通 選舉 の お果じ 就て 徵 
する じ、 一般に 衆の 投票 力なる 
ものが ........ 巧 論 政府の 不法 ぃ* る 

艇 迫ら 與 つて 力 あ b ごは 信 乎る 
が ........ 新與 勢力に 傾： よ b も、 

盛， ろ旣 成を 力の 支持に 傑いた こ 
どは、 投票の 跡が 歴然 どして こ 
れを 示して 居る。 從 つて、 巧々 
は懂 々お八 人の 所謂 無產派 階級 
化 證± を 出した こピじ おつて、 
なき じ 優る どは 云 ふえの i 尙は 
ー稱の 失望を 威ず る ものである 
が、 巧 謂 疏選化 進の 聲が 、これ 
等 お 成 政黨者 流の ロから 叫ばる 
る やうな こご じじつた こごは、 
一巧 じがて 婦選の 味方で ぁ 5 無 
產 階が 者の 見へ ざる 勝が ピ解释 
する こごが 出 ホる であらう。 

婦 んの參 なをな て 一 極の 危隙 
を 威 じたのは、 鼓を 一曹 も お前 
のこ ごで ある。 現じ 反動的な 政 
策 も 弄して 居る 英國の 保 ザ黨內 
閣 じがても、 最 あは 婦人の 參か 
年 酪を渡 大したの みむら 中、 巧 
女ず 等の 勞働權 を賊輿 せん く L 
て 居る し、 苟 くも 近 化の 政治 あ 
じして 就を の 化 潮に 浸つ て 居る 
限ら、 婦人の 參 政を 讲 する やう 
。め 黨 をは 恐ら < が 化して 巧な 
いで あらう。 併し乍ら 締 人の 參 
玫じ 就ても， これと 單じ 婦人 じ 
を 政權を 巧へ て 彼等を 滿を 甘し 
めた 上、 彼等の 投禀を 逸 集 すれ 
ば 足る V ニ 占 ふ、 極めて 淺雜 なめ 
治 的 打算から これを 唱導す る 者 
も あるで ゐ らう。 邵も徹 巧 的な 
M 人の 化會的 解放 等 どい ム閒ら 
つめた 脚 題を 離れて、 旣 お政黨 
をれ 自身、 自黨 のが 猛を 化纔す 
る爲 めじ、 進 ホ 的；：* 綱 項を 巧げ 
る必を 上？ 締 人の 時殊 利益を 加 
へざる を揚 ない、 このな ib し 
て 一般的 W 、 が 剔な 化の 社曾软 
策から 切 離して、 單に渝 人に を 
政懼 さへ 與ふ n ば、 をの 後の 巧 
票の 述 がが 智 的で ゎらう ミ、 無 
智 であらう ご、 をれ は化閒 をが 
つの 外は いどい ふを がの 女權 
速 勘は、 この おで 旣ぶ政 黛の 乗 
やる 所 ど，；； *0、 をの 階が 支配の 
お 具 ごむる お險 性が 必然が つて 
ホる もの t わを。 I 時、 さし も 
じ 巧 盛を 秘め、 で 化け + 六 年の 
大舱 領戰じ ァメリヵの 政界を 風 
靡した かの 如き 勢を 示した アメ 
リカの 締 選が、 今 n にがいて は 
單 G る 旣化政 鼓^ 遊説 貫の かき 
_ を どなち、 渝 遇のを 義地 じ墜ち 


たる かの かき 觀を呈 して 席る こ 
どは、 正 じ 巧々 にごち ては 活き 
わるを 訓 であらぅ。 

婦選い 是ホ •か 今り おじ 問 越 ど 
すべき 2 じ ホらざる こご？ 2 、 前 
述 のかし、 この 上は これが 宮巧 
をか柯 にな 盧義 化すべき かを 考 
察すべき 時化で わる。 瑕 じ 婦選 
を看极 どして をの 他面 じ 反動的 


じ 社诗か 策を 施し、 なて 社を を 
瞄 着せん ごず るが 姑き n か 見 ホ 
義じ斷じて排巧し^:^けれピなら 
« 、がらざる 限 b 巧 巧の 細 選 も 
旣が 政黨を 生かす 道を 巧へ る 便 
などなる じ 過ぎ。 い、 巧々 U 持 
旧 中み 随 よりして 婦選 促進の 
聲を巧 じし、 この 威を な （せ ざ 
るを 巧；：^ い。 


實同政 友の 提携 說ミ 

中立 派 議員の 向背 

臨時 議會 の 議會分 ホは ごぅなる 

東京 特電 二十 六日 發 n 實萊 同志 肖々 お 武滕山 お 氏 ど 曾 伯の 命 
々を まけて 實閒引 込みに 赴い い- 大藏わ 格み 宮 大口 貴 ホん どは 八 
時 巧ぶ t 通」 で會 見した •か 營藥收 益 稅を廢 S ここ ご 大口み 官は 
東京：.； 引返へ したが 大口 巧 I 二度目の ド阪 期は 求を でぁる。 武藤 
たは 會 見を 聲巧 書を 愛し 政タ會 ごの 說 解け 器々 成立した がま 義 
主 おの 點 でけ お 街-— 譲 ホー ない ご 述ぺて 居る。 拘ほ 政ぶ、 营業 
同志 會み兩 黨措携 じ 不滿を 抱き 福が 縣遇 出の 實業 同志 會化諸 ± 
松 井 义太郞 氏は 參 加せ ホ ご發 表した。 


换が t * ら びに を黨は 今回の 選； 
舉の 結を は與黨 がを 数を とめた 
ご稱 .、問題 5 解 巧は 

特別 議會 表」 持 越を 

る お 勢 じある のでは 政黨は をれ 
までに 國 民大會 、お 說會を 3 化 
で 倒閣 迷 動を する 傍ら、 不信任 
ま 提出に 際しての 完を なが 巧に 
巧むべく、 すで じ自 派の 結 ホを 
かた/、 ずる 一 ホ 鼓 もを の 態 巧を 
懸 まされる 實業 同あ會 おょび 中 
立 議員に 對 し、 をれ t 手を 盡 
く-- > てを 府 側の 巧 崩し や、 抱き 
こみ 運動 じ酱 がして ゐ るが 目下 
の ごころ 

民な 驚のを 下 & る 中立 
議員の 色 別は、 民な 系 山を お 一二 
郎 、小山 巧太郞 、大巧 暢 一二、 藤 
原 米 造、 政ぶ をず 屋榮 夫、 堤淸 
六、 冲島鎌 一二、 檀野體 助、 巧 瞬 
竹み 郞、 大畴淸 作、 純 中立 長 島 
隆 ニ’ 困 淵 I 室 气塔崎 巧が、 椎 
を 弁 匿、 鶴 見贿輔 で、 をの 他の 
遠 藤 柳 作、 岡川與 巧、 山 崎延吉 
の S 氏は を （不明と 見て みる。 
，、かして、 革新 黨の 一二 名" 無産 
黛の 八を ぉょび 嘗業 間志會 のぅ 
も ニを ゴ確實 じ 民政 黨じ贊 巧 ど 
見られる から 結局 

な 政府 黨は ' S 政黨ニ 

巧 十と 厶 中立 四 公 革新 黨 一二 A 無 
產黨八 A 實業阅 志會ニ A 計 ニ •白 
I 二十 四で、 たどへ 純 中ぶ の 悉く 
ご、 疑問 中の 一二 名が 政 濟側じ 加 
はつても、 政府 黨の數 は ニが 一二 
十二 名に 過ぎず、 なつて 不信任 
案述 過は 十 かの 確信が あると い 


授かを 得べ く 最善の 方策を 講ず 
るた め、 與黨 幹部は 政府 首腦部 
と 速 H 踪議 して 居る が、 换ぶ會 
から 好て . 

中立 議員のを をけ は、 

挪ち 選擧で 中立を あ 乗つ てむ 
.たが 政を會 の黨員 r 算へ てむ 
る も S は 大腾淸 作 (出 梨) 沖 島 
鎌 I ニ (島 お) お 川與助 (鹿を 島) 
西 岡が み郞 (長 崎〕 遠 藏柳巧 
_( 埼 玉} 堤淸六 (巧 潟) の ホを で 
ょた近かく入赏乎べ きものと 
豫 をして ゐる ものは ザを 榮ホ 
(當 が) 巧 耕 (鹿 兒嗔) 瞬 山 武夫 
(鹿を 鳴) 武 藤と 郞 (群 馬) の 四 
氏で あち、 をのぅ も 崎 山、 武 
藤の 兩 氏は 民政を 名乘 つて 居 
る 縣係上 直ち じ 入 黨は晒 難 ご 
しても、 將 ホは 當 な乂黨 する 
ものと 見て 居る。 をの 他の 中 
立 靡 員 中 

政府 側じ需 する もの 

ご 見て 居る ものけ 山邑太 S 郎 
(を 庫) も 崎廷ち (愛知) 椎尾弁 
庭 (愛知'； の 諸を で、 なほ 政ぶ 
會 がを 認 i ながら 當還 後事 業 
關 係で 中立 ど 見做して 居る も 
のに 檀巧禮 巧 巧 (化 海道) が ぁ 
る 0 しかして 政友會 ごして は 
中せ 議員の 去就 じついて は、 愼 
重の 態を をと- c ' 特 が遙會 にた 勢 
を 制して 切 b がけ 得る やぅな 巧 
戰を講 やべ く、 民政 黨に 籍をお 
する もので も お. 巧る だけ 內密じ 
誘 解を ホめ てす 信 巧 案 h 程の 駭 
缺 席させる やう じ 手段を 講じさ 
せよう ごの 意向で 大勢は 十み 特 


つてなる。 がる じ、 政ぶ 會は中 I 别證 貪を 切 6 な パ 得る もの ど 信 
ち讓 貢の 自黨 引き いれ 並ら びに i じて 居る。 


株式 奔騰 ご 財界 

三ユョ ー ク 株式が 磯は 別項が 
報の 如 （前週 3 巧 馬鹿 致 氣を演 
化し 巧 曠日じ 巧ら ては 正にを の 
橘な に 達し じを ごじつて ちる が 
右 じ 關し議 曾の 一部 じは ザく も 
斯 るげ 式 投機を 見る に まつた 
のは 要ず る じ 投機的 仲買人 じ 
おする が 巧 S 貨 出しが 觉大で 
もる 爲め であ b 聯邦 銀 巧當局 
者 VJ しても 巧 巧を な ふべき 問 
題で ある、 不自然な るげ 式 操 
氣^< 政治 季節に お 化する こど 
は經濟 がの 機能を 蒂 ずる もの 
である 


どい ふ 議論 か 巧 はれを くも 株 ま 
ホ 塔の 調査を ヵ說 する おも 生じ 
つ i あるが 當地 のが 力；：* る 銀 巧 
家は 假 5 にブ！ ムの 動機に 投機 
あの 思惑が あるに もせょ 銀 巧の 
貨出し寬乂；：6る爲め不正仲買人 
を增 加す るが 如き こどは 斷 じて 
な （投機は 戒 むべき でめる が斯 
る 株式 演氣 の實 現は 巧 じ 豫想さ 
れて 居る 所で ある ど頻ら に反對 
して 培る 0 


鱗 買 組合 法 促進 

巧 巧 あ 書記官 報を 
下院 講員 -ニユ ー トン 氏は 二十 




巧み 第 
ご 目 了 四十 四 
關目了 五十 四 


Wing Hing Low 

加! nese R が Uurant 
お 抓 8’ 明， N. Y. City 


〇u 瓦 打 g G る n Low 

Chine が R が fa 刖 ani 

112 W. お thi な. む ty 


B が m Nom Low 
474- か h Ave. 

Bet. 28 比 - 29 比 St. 


DARUMA 

781- が h jUe. 
Tg しわが n け扣 9 


SHOWA 

53 We が 105 St. ， 

TeL Claricson 09 別 


The Tokyo 0 日 . 

1 が 化 扣化化 
わ vr York 0か 
Tel. Trafalg が 8559 


S . KUWAYAMAGO . 

114 に 59 出み. 
New York C か 

化 one. R 巧 ent g 巧 了 



City Ha!! Tea Garden 

170 Na が au St. City 
Next to the Tribune Bldg 
Loo Lin Manager 



巧. East 巧げ Street 
Tel. Lexington 5727 



IKUINE 

Hotel & Res お uirant 
3 巧 W. 8 が h が . New York 
む i. Sch がが 巧 巧- 
Cabie Add 巧な WUI 化 



TAIYO 

1 が W が t 巧 化な. 

Te し Susquehana 2816 


壽 

司 

每 

H 
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太理 

並 化 


じ… 

下 巧 
宿し 


T 0 Y 0 KWAN 

41 に 1 お h St. 

8st. B'w 巧 & が h わも 
む I. がが 叫 uin が 巧 


會 
龐 

御 御 
料 東 旅 
埋、^ 館 



oMlyAjCfi, 

340 W. 5 か h か . 

1 elephone: 
Columbus 8882 


(應 B ♦水) 巧 巧 お 



SUMMER 

PALACE 

741-8 化む e.M が 化 St. 
NEW YORK 

桃帅 e Long 扣巧 5084 


KiNGYO & PET SHOP 

IMPORTER OF 

GOLDFISH & BIRDS 
O 

動 其 力を 

物 策 十 種 
一 篇リ金 
切 為ャ魚 


Kawasoye Hotel 
1 巧 West 12 む パ ire 化 
Tel. Morningside 7154 
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旅 
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河 
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KATAG 刪邮 0 ッ 

224 にが 比 St. 
New York City 

Tel. Regent 3480-3481 


DANCING 

411 W. 115 曲 St. 

Tel. Cathedral 4408 Apt. 3 



號 八十 ミな 四千 一 第 


がわを 9 な P なな 郎ぞ资 iitic 巧 



日曜 か 


日 八廿巧 H 年 H お昭 


ずき 燒 

ホ じ 御料 巧 



美が じして 淸巧 

攤 お南樓 


を樣 の御嗜 巧に 適 ふ 
樣な 美が の 御 巧理を 

S 廣骇樓 

致します から 績 々御 
ホ ホを 願 ひます 

II 永興樓 

腐 揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日よ 人 諸 若の 嗜巧 
じ 適する 巧 巧を 差 上 
ます。 朝 S 時 迄 開店 
(巧 ホ 五 了 目 サブ 
停 奉舆の 下) 


日本 食料品 類 及び 雜貨類 卸小賣 
ホ 之 素 大賣測 桑 山商會 
新刊 害籍 雑誌 小間物 日用品を 種 


支が 巧 巧 

が 廳茶蘭 

司 巧 人 蘆 蓮 
出勤の 方 じは きな 
の 御 便利 じ備 へが 
陆會 席の 御用 じ應 
やべ く 接 間 巧卒巧 
ホ 變わ引 立願 度な 
紙上 御 ま 內申上 辰 


超の 蒲燒 わい しい 嫩燒 

會席御 料理 

晝 食は 末廣へ 

げ嗜衞 使莖が 大勉强 


n S が 
n が 加 7 

I なお 

S a 1 . リ 

辦 

C ) d n 
u 郎を M 

ミ 川 

常 


日曜 及 ±曜 じは シ- 
— マィ 春 捲を おへが 

支那 養董 8 

料理 隹づ お厦 

自 午前 十一 時 周ち 
ま 午前 ニ 時半 护庙 


ん 

紙」 

F い ii 

G 削^ 一 
ぺけが 
A 的 ， i 

H 邮 

N £ 

U 化 

3 


S 新 巧な 

本 樓は開 創な 巧 多年 
一意 勉强 仕を 司理人 
ゼィ 、料理ん 歐廉， 
相 變らや 腺 前を 見せ 

在某衔 某を じがて 元 
本樓 料理、 を 雇人れ 
たる かき 廣吿 をな し 
居る もを 然祗化 じだ 
之 巧る嘗 じ 卸 迷ツな 
く 倍舊卸 85 資じ漬 L 
度く 日 おん 諸 實の御 
ホ 巧を を 巧-をし ます 
新 杏 巧 

主人 謹啓 


割 煮 並に 御旅 舘 

t 貧 を 巧 

3 巧ぉ 

お 育 ホ 西 八十 八 T 目 I ニニ ニ 
を 話 スカイ ブ ー とさ ニ 


高等 御旅館 

. 昭 和 

會炼御 料理 


每タ九 時を 径ま 

tr- n メ 1 グア ドレ， 〔年-を 

日本 お貨お 東京 巧會 

書籍 雜お巧 贷グ ー ム 旨がの 便 あち 
トランク 預 h ます 




ステ*— ムヒ 1 _ 


タ 


巧 人 俱樂巧 自由 亭 

58 ジ nds St . Br き羣 > N . Y . 
ミ. 置 曼 之な 


▲淸 巧、 親切、 を樂 U ちな ▼ 

勢州舘 

がみ 事が 义 間を 作 
•2 沒 E . 冀を Str ま t 
Tel . Re 巧 nt だ 99 

I 器 巧旅舘 

江 _ 川 作 一 
ち 0 で S ニ 置資 reet , 
ぎ 宴 i 瓦畜 一 


一力 旅館 改め 

一 帝 國旅舘 淸水 

14B ま . 雪 h St. New Ifork 
Tel. ぎ squehamia ちち 

紐 育 旅館 軍 美み 巧 

衷 四十 下目 ニ 闽ニ恶 
TeL 呈 edenia 6374 


ボストン 巧 

富 ± 旅 舘大浦 末 松 

1 を waiter St . ぎ ston Mass . 
睾 B . B . 舍 75 


化み 必 地ょ き淸 潔なる 室 

御 了 55 松が 好か 


1 是 Lexington Ave . 
羣 Mad . ぎ 2 ち 一 


費府 御旅 纔 

桑山淸 五郎 

さ W を 己 h sh wt ■呈 Hat ! 吉 hi » Pa . 

Tel . 室 量 7231 

加 設瞒 改善、 腕 巧の 
W ,1 剛- 料理人、 調理は 日 


G 




本人 向き 


ill S 桃李 園 

W 柳；^ 御先 ホを をって 

T 居らます 


新開 業 

腕利きの 巧埋 人が 日本人 諸君の 嗜巧じ 適 
する 料理を 差 上げます 

I 獅頤和 園 

芝居の 前、 芝居 歸らの 御 集らに 最も 適當 
の 填 所です 是ホ 御を 負 じ 願 ひます 


ザ 上 金魚 巧 

918 Mixth Avr ミさ ジ rk C さ. 
Pho ミ Circle 973》 


紐 育 唯一の H 本 育貨店 

片禍 兄弟 商會 

スマ ドレ •プ日 ダク ツ 一ず 販資元 


舞踏 個人 敎授 
►化を ダンス ▲ 
▼お 馈 体操 A 



朝 十 時 3, 巧 十一 時 

シャリフ •ダン シ 

ン グ帥範 學校卒 I # 

L が タマ 



酱油 S 體 ISSI 蘇 1 白米 
日 案 難 食料品 齡 S 

巧 田臂油 株式 會 社を 部 一手 賣棚巧 

曰 本 食料品 廚會 


御菓子 舖 

名物 栗 獲 頭、 爲 餅、 練 羊 美- 
賛澤虽 、甘納豆、 其 他を 棵 
煎餅 卸小賣 。のし 餅け 前日に 巧 
注文を た ふ。 H 本 食が おあび 雜 
誌 等 も あ 6 ます 

御 注文は 松風 巧 高 橋 
29 W . 雲 S 二 el . Ti 亭苗 54 

名所、 古蹟、 官醒其 他見 物 


を 蠢ホ賓 


S . TASA 夏 - W ご unk ミ 舌 li 巧 产_ 
呈す巧 百 ty , 夏. 
Tel . HYATT 呈吉ニ 岩ち 


曰 

た 

桂 


電話 プラィす ント 
八 0 お 九 1 八 八と ご！ 

新體 特長 

が肯 ホ^;! 十四 T 目 
ニニ！ 一一 八番ニ 一階) 
ま 配 人が 中 ま 雄 


支店 

' 147 sainuve . 由呈 alo , ， 一. 
ぎ 苗を ell 1 さ呈 
ま 巧 srs . F . K . ジ早 


眞 面目なる ホ 驟罔胞 じ確實 
なる 職業を 罔旋す 

宮川 事務所 

が 育巿西 四十 ニ 了 目 百 什一 を 


.電 

話 


ブライアン 


旣絲 


煎 餅 卸、 小賣 
を 腐細揚 
日本 食料品 一切 

wcrl ご S 巧 IRic 巧 G 0 k 巧广 0• 

蓋 ニ i A さ- 
ジ 一. 量 a 话 18 


ロス アン* セ ルス 

ネリン ピック 

ホテル 

ご 7 N Man peds St こ Us An 巧 les - CaL 


レャ トル 巿 

Np 旅舘 

W 06 I ま h ALVe^wp Seattle - W さ h . 

停車 複前通 東 ご IT 左側 ホ 階 建 
H 本 巧 船 切 巧 取 巧 波戶場 送迎 

商業 瞬 域中必 、総領事館 >0 本 
截船其 他 銀 巧 大會社 近き 煤 巧 

桑 港 ホ テ A 

純 日本を (特別 間 ぁら〕 

御 一 おみ 萬 自動車 御 出 迎申上 お 
巧 ニ C 章ち nia F San Francisco , Cali 产 

木 旧 ル ング 

1 夏 7 3 rd A ミ. 霉 .59 & 呈 ぶ street - 

ジ宫 fli Re 巧 nt ミ这 




今は 昔、 日露 戰爭 回顧 【下】 

戰 へば 勝も攻 むれば 取る 

睹 軍紀な 日 じ 小柳津 大佐が 講話 


臺 

闕 

諸 

公 


ら皇越 化 下の 拂 ひつ-- 
をる 裕巧 どり をを ふて 
巧が されて 往く闺 おじ 
巧みて 皆 慮 焦、 むし バ少 
チックの 敵艦隊が H 本 
がに ホ 裳す る S 前 じ n スの 陸軍 
をが 碎 せねば ^ら《 ごの 愚阅が 
ぁら、 出征を 审の ±卒 の 脈脾ら 
义是 れに枯 おじち ゆる 酌 難を 巧 
除して 前面の 敵を が あ 摩 退し ク 
! ぁつた。 ホち 堡けを 天の 西南 
約 六日 本 あの 化點 にぁら。 第二 
軍 哪も奥 お 軍に 睹 ずる 名 古尾の 
第'ニ帥蝴即もむあ^:^る一ニ河武± 
の 後が、 帥 削 長は 後の 大鸣義 畳 
大 おで 化へ 化へ ご 進み、 乃 木 軍 
の 第と 師閒 ご遙 かに 相 通 中る ま 
でに。 らぅ ごして 居た. か、 溝 S 
師 脚の 第五 旅 脚 良は 南部 あ巧少 
おじ 率 むられ 其 中の 窠六嚇 除と 
お 一二 十 S 聯隊 ごが ホを 堡 附近に 
'到鲁 した 


ニー 

JJ 

五 

曰 


の晚词 々がから なち じ 
前面の 敵を 攻聲 すべし 
どの 命み がんら、 翌六 
H 儀 かに： りの 威力 偵 
をを が ひ、 S 巧と H 午 
前 片時まで L し柬方 よら 前進し 巧 
る 敵を 摩 退ず べき 斤 格に 就いた 


か、。 乂 巧は 二軍 脚 巧 巧の 軍 巧 
でち 蘭官屯 方面 ょら 半ち おを な 
して ホ 方に あま 6、 數 にがては 
衆寡 容易に がすべ < もない 位 ひ 
で ゎつ たが、 皇 巧は 干 お 屯の 南 
ご 巧 家ど稱 する 小 村を じ壓 接を 
をす る 敵 ど 約 千 五な メート 八の 
距離 じ對 時した。 敵 a ち 力 K る 
砲兵の 掩 誰が あるじ 反し、 ホ 方 
はを 枯れの ホ 巧 じ 邸を 布いて 居 
るので わるから 敵 砲の 絕巧 標的 
ごな つて 非常の 苦 戰に陷 つた。 
一時は 一 小 部隊を なて S が 家を 
奪 化した けれ 共 僅々 五 時間な 內 
じ ホち S 十 S 聯隊の 大部 かは 死 
傷者 ご U つて 化 舞つ た。 敵 は- 
の 大軍 をのて 束 方ょ b 
ホ 方の 右翼を 破らむ ご 
し 味方は 僅かに 四個大 
隊を 巧て 之を 防禦せ ね 
ば じらの 椅面 Wi ：* つた 
じ おけら 中、 聯除長 ま 岡 友を 大 
佐 U 数十 人の 殘 兵を 牵ゐて S 巧 
家 V 死守した る じ、 敵は 刻々 新 
銳 5 兵を ホして ホ 方を 强 襲し 午 
お 一二 時 じは 敵の 兵力 一 屑 加つ て 
ぞ陶聯 除 長は お 擧の戲 死を 遂 C 
るに まつた。 斯 < 戰费惡 化せる 
じ 化 6 南部 旅蝴 長は 手ち-個 大 


八 

大 


中 

の 

藏 


^ ^ 

がを 巧援 どし 大島師 軸 長ょ 6 も 
別に 一個 大 がを ち 派した •か、 南 
部 旅 脚 長は 之を 豫 備に 止めて お 
いた。 兎も角 化 H の戰 ま： S 拂曉 
ょら 薄嘗じ 一旦 も 十 時間の 敏 戦で 
あつたが、 をで 拂 つた 皇軍のを 
大 。る犧 おは、 第一 二軍た る 乃 木 
胳 軍の 一隊を してな 顧の 患；；： > く 
敵の 後方 じを 凹せ しめ、 所謂 敵 
軍を 

たらしめ たる 偉 動を 奏 
したので ある。 ホ ホの 
ホ 兵は 彈义 が續 かな か 
つたが、 衡生隊 までが 
負傷を の收容 なか 味方 
の 負傷者、 敵の 巧を の彈 化を 搔 
き 集めて ホを の爲 めじ 援助した 
南部 旅鹽 長の 命を ずけ て决 巧の 
觸重輸 ホ S 十九 人が 本隊から S 
軒 家 方面 じ 彈乂を 運搬ず ベく 敵 
彈を犯 かし 化じ铜 旬して 爲洲の 
平野を 潜 巧し わが、 戰 後生き 殘 
つた ものは 僅か じ S 人に 過ぎな 
いご 云ふ慘 がで あつむ。 吾軍總 
數五千 十六 人、 巧を 千 五な 人、 
負傷者 ニモ ニな 人を 出し 殘蒋せ 
る もの 溝 六 聯隊 度び 一二 十一 ニ 聯隊 
をを せて 千 一二 巧 人 ごな つて 化 舞 
つたが、 日 塞 戰彼あ 中 じ 特筆せ 
らいて 居る 戰爭 である。 要する： 
じ 皇軍 お 後の 快捷は 『一死 報 越』 
の 精神が 全軍 じ磅嫩 せる じ 基い 
て 居る ど 小 柳潍大 をは 語ら 終つ 

ち 


橫距覇 し！ 

九月 上旬に 化 海道 化 喫を 岀發 

東京 特電 二十 セ日潘 —槐體 じ缺點 ゎら どて 一が 絕攀視 され 
て お K 太 午げ 横 劇が わは その後 飛が 裕替 ょら 當 おじ 極々 ごを 涉 
しじ お 巧 愈々 九月 上旬 じ斷 行す る こご； なつね が 霞 ヶ浦出 おの 
の豫 定を穫 おして 化 お道化 おを 出 發地點 .こし アリ ュ ー シヤン 群 
島- 1 沿 ふて シアト^ ホに 飛 巧す るの ホ わるが この 行释は 最初の 
計 劃よ b も お 一千ぶ 米突 親 縮され たもので ある、 尙 ほ機體 はと 
月 3 じ 竣工す る 巧で ある ご。 


ゥォー ル 街に 

黃 金の 雨 

株式 由 お 乂淮乱 
化が ホラ デォ の合阳 から ゥォ 
ル 巧の 株 ホ かがけ 所謂 巧 機巧 
流の 活 離で 異巧 i 巧 動’ 取引 株 
軟も巧 巧-— ない 宜教じ 速し つ！ 
一系つ むが 去る； 3： 躍 日 a f じ 

理想 に连 して 取引 クれた 
i 株が 四が か八为 おで 六む おどい 
一 ふ ホ 曾 かみ 駭じ逮 した 爲め チェ 
I 力ー 化 報が。 嘗陈 取引ょ 6 も 数 
If をら 遲 いる ごい ふ 泌乱狀 態を 
i 單し特 じゼネ ラ" •モー タ—ズ 
巧の かきは な 九十 乂ご ぃふが 騰 
ぶ b を ホ，.’ 巧ぶ を. い樂 化する.： 
いふ 奇觀 を呈 したの み G らや數 
年 前まで 九 巧 巧 位で 致 寶 さむた 
株式 お 引 所 仲買人の 椅子が 化と 
巧 お 千 弗 ごい ふ 末せ おの 商が く 
なり 前週 末ょ なも騰 巧ず る こご 
二で 五で ホ、 盲 肖 滅法。 赏氣に 
がつ て おる。 斯 （諸 巧 一 齊じ奔 
騰 しじ こごは 近 ホに ない 珍ら し 
いこ どで 化つ てを の 

原 凹 に就ても邱々'ど巧 

られて 巧る が ゼネラ < •モ ー タ 
— ズの大 な 物で ある ラス コ プ氏 
が 前 遇 ±峨01 本年 巧の 自動 ホを 


業 隆盛 じ 關し樂 觀じ滿 もた 意見 
を發 おした ものを 投機を が 利用 
L たの. かを 火線と U な先づ 自動 
車 株の 奔騰 ごた* つた もので 幾を 
の 巧忡巧 脚は 前 過 W 巧ぅな ぎ 上 
らん 奔騰で 帳簿の 整理 K 化し （ 

潭は恰 から 歲 ホの 如 
''不眠不休で 化 事を して 居 6 爲 
めに をる 仲買が は 巧 員に 到して 
臨む じ 十 遇 間 巧の 給料を ボーナ 
K ごする： 5；： ニ迎 間、 一二 遇 間 かの 
給 巧を 臨時 じ與 へた 巧け ざ >’ に 
ホる ごい ふ も 様、 この クオ I 瓜 
街 だけけ 昨今の 不鬻 氣髓 K も當 
ら中 降ち しきる 黃 余の 雨 じほく 
はく ものであると 一で ふ。 


ト 


.目に 


が 生 兒對面 

噓の檢 な 本 當の話 
シヵゴ 大學の 動物 學者 である 
こユー マン 巧 ± は义し < 双生兒 
の 研究に 沒 がし 過 ム にがて 巧 七 
が 抑々。 ホ 面から 

學術的 じ硏究 した 双ホ兒 
は 約 五十 組に 達し 巧 < 巧ホ兒 S 
必 巧、 神經 、血液 等に 關聯 しじ 
巧 化ん る 論文を 發を する こどに 
なつて 居る が、 この 硏をザ じが 
て 圖らや も逊ま 二十 I 年に 直ら 


互に 相 知らず して がれて 居た 巧 
生 おが 偶然 じ も闷じ ± 地に 生活 
して 居乍ら 今日まで 互にを の存 
ぜ をからな かつた どい ふ 珍ら し 
い 話が ある。 問題の がをおは で 
リナ* — ぶび ジゴ'— ジ アナ •ヶ .リ 
1 どょ び、 共に 本年 ごつ て 

廿 一 ごいふ娘盛-^:^であ 
るが、 兩人 其に ミ シボン 州 ナウ 
K •ベンドに 住み 五タナ ーは齒 
巧醫 じ、. ジョ I ジア ナも わ醫者 
の 事務所へ み じ 肋 手 どして 働い 
て 居乍ら、 お 豆 じ 赤の他人*」 思 
つて おな ものが 偶然 じ もが 生兒 

ある； どが 發 見され むので ゐ 
る‘ 挺 見の まは をつ て ダト。 ネ 
トの學 おで ジョ ー ジ アナを 敎へ 
たことの ある おさんが、 サウス 
ヘントの 聖 ィリ‘ •ア 々デミ 1 
を 訪問に をいた 類 

街頭の パ， 中で 五 リナ— 

を 巧つ けたので、 てつきら ジョ 
— ジア ナどお 込んで 呼び 化め た 
上 柿々 どグ トロ キト 時化の こ £ 
を 話した が、 さつ ぱ b 譯か をら 
ない ので 不審を 生じ、 を 速こユ 
— マン 愧± •し 化賴 して 補々 く 調 
查し 結裝 、千 化む I 年と 巧 ニ 

十 云 H 、 三ユ — 31 ク巿 の聖ダ 
キン セント 病院で 確かに 二人が 
が ホ おごして 生れた 事實 がが 然 
しユ リナ！ はを 後 ニ 李 目に チウ 
ス •ベンドの ある 家庭 じ 養女 ど 
なら 、 ジ ョ ー ジ ア ナ 生後十六 
ク巧じ 化へ 養女 ご L て貨 ピれ、 
婿 ホ 同じ 

± 地 -1^ 巧む で 居た もので 

ある。 右に 關 し、 ニユ ー マン 博 
± の裙吿 じ 依れば 二人の 顔、 体 
格 等は をれ 瓜二つで あるの 
ろなら 中、 智識の 巧 巧から 指敕 
までが 似して 居む 相で あろ。 


名物の 『東 鄉』 から 

釣魚 家への 注意 

シ テイ アイ ランドの 漁 帥 町で 

『東 鄉』 V ； 云へ ぶ 直 r ゎかる 巧 
有名な 釣魚が け 茂 木桃并 組の 橋 
碰正影 君で ぁるが、 昨今 鱗の お 
初め だと 云 ふので お 魚 家の 爲め 
じ 色々 注意を して 寄越した。 夫 
れじ 化る ごじ ± 遜 抑イー スト 河 
で 釣 6 をす るには 必や ライセン 
スが 入用 (尤も 婦人と 十六 歳 0 
下の 子 巧は、 ライセン マを 要せ 
中) でぁるから アグ バニ イ州廳 
の フキ ツン .ュ •ぶン ド •グ |ム® 

一 ミシ a ナア へか國 おを 者 釣 
魚 鑑札 中 請 書の. ノ ランクを 耍ホ 
し 右 ブランク じ 必要事 項を 記入 
した 上 おお 五十 仙を 添へ て 送れ 
ば 島に 鑑 化が 下 > る 由 故 河畔で 
のな 釣 6 は 是非 鑑札を 携帶 すべ 
し定 の- と。 お ほ スタ チ ユン 島 ご 
か ジャマイカ 灣 どか シブ イ アイ 
ランドと かの 海邊 では ライセン 

の 必要は i :* い。 

加她 邦人の 撮つ む 

.藝 術寫眞 を展覽 

旣 報^ 如く々 リフォ み ニア 州 
化留の 邦人 藝 術寫眞 作品を 重に 
した 展覺會 は 去る 化 y よ b 四 巧 
と H におら 西 六十 乂 T 目 旨廿一 
の カメラ •クラブで 灌 されて 居 
るが アメリカ人の 觀覽 者を くい 
づ いも 巧 力の 結晶に 威 嘆の 聲を 
あつて 居る’ 乂藥 料は 無 巧で 每 
日 午前 十 時よ 6 午後 十 時に 直 b 
觀覽自 もで ある ご。 

西 園寺老 をの 寵女 

わ 花さん わ拂賴 

西 園 寺 老公が パリ] 半 和會譲 
への お供を して 巧々。 患 味から 
評 巧 ミ；：* ら をを 5- 妾 だみ 中 だ ど 
騷 がれて 居る を 名な わ 化さん は 
今年 どつ て册 A 歲 、ホ だ獨 身で 
老 をの 化 話で 結婚す る ごかせの 
どか 傅 へられて 居た が この 稻品 
巧よ ろしから ずど老 をの 激 なす 
る 所 VJ な b 永の わ 暇を 申しつ け 
られ尚 時 じ 女中 二人、 自動車 運 
轉 ホ、 警部 もを 職され たく。 

宮本要 巧 展覽會 

シヵゴ お 術院を 卒業した 邦人 
蕾ぷ をぶ 要 巧け ホる リ八 H よら 
約 一過 おじ' 日： bH 本 供 樂部じ 個 
展を閒 くべ く 一般 同 巧 あめ 觀覽 
を ホ 普して 居る。 

愈々 决 をを 見た 

米闊 のデ盃 選手 

ジ m 1 ジ ャ卿ォ ー ボ乂タ 庭球 

お 樂部コ ー ト にがてが 遭 試を 擧 
巧 中で ぁつた 乂國 デビス 盃 出場 
選手 候 捕者迎 は豫定 の プ 。グラ 
ムを終 b 其のが 績 に照らして 最 
もをホ^^る選定の結おチ 八.デ ン 
ホ 將の外 じ ヘン ネッシ ー 〔ホ國 
第五 位〕 ジョ ーンス 〔窠と 位〕 
及び ア ，ソン 〔第 十一 位〕 の 四 
人 ご决し コ ー エン 〔米 國ジ ュ 
こ ア第六 位〕 を豫 備に 加へ て 選 
手 一巧は 去る 日曜 H が间 化發メ 
キ シコ おじ 向つ た。 ホ 國裝四 位 
の n ットが 化の 選 じ 洩れた のは 
聊か 庭 球界の 意外 ごする 處 でを 
るが。 ット はが 選が 合 中期 待 じ 
背きて 不成績を 殘 L たのが 禍因 
をな した。 目下 村 地に 滯 在中の 
U 本 デビ* 盃 選手を 部 巧は 日幡 


rr- ^ 

日 ヘン ネッシー ど撰舘 試を を 撰 
巧した が ホ だ n — トじ 馴れ や、 
六 — 1、 六— I 、 みー 四 •- て 脆 
< 敗れた。 ■ 

巧賣 化— ホて】 
新装 成り t 一 

日 ゎ 7 王 テリア 

一; 西 化 六 T 目 じ 移镑〕 
昨年 未まで 西 一二 十五 了 目繁五 
衔ど第 六 街との 間で 永當 々々を 
きめ 込んで ゐた H 化 ヵフェ. テリ 
アはブ 1 スの 

期限 切れて 移轉 する こご 
じな 6 今度は 西 H 十六 了 目 十二 
蕾に 格 巧な 廣 所を 見つけて まる 
一巧 ホ 五 H 0 ホ 新 設備を 急いで 
ゐ たか 漸く 化 お 竣工、 華々 しく 
昨日の 朝飯から 店を 開いた ：0 間 
ロ 四 間 ばから に 奥 巧は 見え透く 
ばか- 〇 深く 二階 も ぁつて I おご 
見榮 えの する 造 b 、 前日の タ魏 
じは ホ だ 釘 巧つ 音が 鈍く 響き、. 

一 刷毛 塗る 每に ペンキの 臭が 鼻 
をつ き、 巧 化に 

木が やを 罐が轉 つて h た 
のじ 總勢十 何人が 寝 やの 用意の 
ためじ 設備 萬 端 見違える ば^り 
『け ふから 開きます、 美味で 日 
ホ ヵフ 五 テリア』 の 看板を 臂負 
つた 廣目屋 さんの 漫ろ ホき で お 
蔭 も ぁって 朝から 化しい 思 か、 

を 旧 さ ん ら微笑 をば ボ ！ ィ ； ん 
達 も 嬉し さ 5 で 比轉賓 人の？！ 
ブも きび-, こを きて ゐ る。 見 
れば 階下 約 八十 近い 席、 ニ I 慣は 
を 近い、 椅子 かち 乂理 巧の.- ィ^ — 
ブ 吟を眞 新しく、 鹽 入れの ふさ 
いの までら か ど 

初 客 につま L むる のを 待 
つて ゐる 。ヶ チンの 煙が、 谢瑰 
挪 しの 湯氣が 漂々 ご 純白の： J で 事 
着の ボーィ さん 達を 捲き をち の 
も 生々 した 姿 だ。 『前の 媛凤ょ 
ら 今度のは 餘程 ょい、 第 お 荷に 
あい S で ア^ト マンを の 化 ふき 
な 商な 何千 かの 店賀が ねら"^ 巧 
だ、 さう かど 云つ て、 前前から 
の お客さん も 『曰 ホ』 を 墓つ て 八 
割は ホて 吳れ やう、 席の 數斗刖 
の 化 十から 巧と 十餘じ 殖や」 じた 
の だ、 九十で さへ 千 人から め お 
をを 受けた こご さへ ある， これ 
からはず 常で も 千 ニ S な はんる 

豫を だ。' この 邊ミ フェ 
テリアの こつは 勿論が 巧の 遇擇 
け おを だが 先づ 第一 じは ク寸ッ 
ク ごい ふこ ごだ、 一ん のを 事 時 
間 か 均 二十を ど 見て ゐ るが、 を 
れ化 上-」 及ぶ こどは ない。 ょ あ 
朝食 ご 夕を ど 合せて ニ 巧 名を ゐ 
で •晝 食は 千 人 W 上の 見當 、 I 
人前が 一二 十 仙から 一二 十五 仙ず 均 
だから、 平常は I . H 四が 弗餘を 
商 ふだら う、 使用人 も 前は 十二 
人 だつ たが 四 おんは 难 やさねば 
手が 姻ら ぬ』 —— 日本人で み 力 


フエ テ 9 ァ王柴 田さん は、 巧 買 
の 化しい のじ 寧ろ 面白がを 威 じ 
てゐ る。 げ： レ、 一人前 S 十 仙 か 
ら みの 憤で 

巧 額 一 萬 巧 餘を捏 b 込む 

ので あるから、 巧 白い じは 違 ひ- 
ない。 かぅ して カフ 五 テ プアの 
四 立 軒ら をる 同町】 廓で r け 光』 
こを は 王者の 闕 入の 威を 振つ て 
ゐミ 
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OPPOSITE 
ST. PAUl/S CHAPEL 
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HA 化 L & SHIMM 化 

DolU, Toys and 
Seasonable Novelties 
31 £asi 1 ? 化な ree 量 
( 圳 削 巧 UA 化 ） . 

Te し W が 叫 uin け n 
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CUSTOM TABORS 
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Near Church St. 
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Chicago 0 だ 化 e: 1 ㈱ W. Monroe SL 


YOR 区 Y1 ： LL 技 AUTO SCHOOL 

最も 毎れ わる 自働 車學校 

204 £. 86th St. Te!. Regent 2390 


THE FUJIMOTO 
SECURITIES 00., INC. 

120 Broadw 巧 ん Y.Ci わ 
ft が tor 2 が も 難 


THE B 觀 OF 削 Q 淵 Ti) パ ym け 画 朗化 L 扣 . 


R 鋼 巧 巧 1 巧 BVay， H J. 

Phon もむ lilan が おお 


巧 餐 巧が A なが Y 
Roqid 414 

1 が Br 的 お巧 

Tel. Hanover 7444-7445 


The Yokotiama 

SpgG お BaiiU 扣 

5th Floor ，的 u お bie お dg ， 
巧 Q む oadw 化 O- 
巧 one fl が f が 巧が 


File Bank of Taiwan, Ltd. 

Boom 515 

お n 邮 ns 加 in 巧 sting Building 
1 巧む oadway, H. Y. 

W. むげ sndt 巧 32 • 化 34 


TaiyoTradingCo., Inc. 

t 历 pod が s & む po けが s 
け IF 讯 H 阳 .iNJ. 

Tel. Wgo 叫 uin 3 の も 5 

32? W. Madison Street, 

む ic 巧 0 , Illinois 




M 邮 IMURA 抓 OS. Inc. 

が 巧 - 57 W.23n!S し 
New York Cib 
Te しむ amer 巧 3 化 0 
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NEW YO 民 K OFFICE 

344 Ma(iison Avenue | 

Tele が on も Murr が H … が 00 

♦ 間 日 十を 本日 ♦ i 
♦ 間 H 四十を 邪 支 ♦ j 

路航短 梟の が 平 太 i 


Na 巧 ]' 加 お g Go. 

151 -5th Avenue. 

が肿 • 21 お St.) 

お し Aigo 琴 in 3848 - が 


O.S.K. Line 

大贩蘭 船 會が 

2837-8WHITEH 化 L 賺 L おが 
け B& 巧 5 が 化が E 化 W 巧 Si (巧な 
PH0 が 80WL! 郎即巧 N お S2 •お 


HARUTA & 00, 

1 が - 1 が Rf 化む e.i 
げ or. 21s け t.) 

New む rk むか 
Te し Algo 叫 uen が お 


NipDon 

Di*y Goods Co. 

けが 8r 的 dwaif, の わ， 
Cor. 31st Si. 

Tel. お iins が时 nia 巧郎 -51 
Roam が 目 


I 阳 0 化 Bros., Ino, 

Farm が! y 

抽が uhashi る Co. 

17Ead17&fl.Y.^. 
Tel. iUg 帥 pin の 8 目 - 87 



輸ん觸 及两地 製地稱 にて 
注文を な驟 五十 弗の 襄の 


FLOOR 


ぶ 2 貧な 


號 八十 H 巧 四千 一 第 


まを 新 


蒼 


縱 


ロ曜 か】 


日 八 甘 巧 H 年 S 和昭 


凹 


實み紳 ± 向 盤を、 な 金 

金- 

属 

寶 

お 

蘭 ♦金銀 製 金具 附各穗 


タ ナメ^ ^ み ー の特を 

日本人が お 買物 じは 特別 掛 員を 置き 無 
巧で 御 集み 致 ホ 電話 又は わ 手紙み 第 御 
訪問 ムて御 便宜を 計ら 初めての わ々 じ 
對 して I な 時 じ 注意 致します から 是非 お 
立 寄ち 願 ひ 升、 ホ內 配達は か 論 H 本 其 
他み 地 f 化の お 荷物 發 送は 當 ホで 致し 升 


ジ I ヨン ブナ 


力 


八イお 


化 立 服を 召しまず 


夫れ け 
して お 


ラな 紳± は 


宜く 身に を ひ、 見掛けは 宜 く、 
巧をょ^も長持も个る事を知っ て 


るか じ-でず。 弊 巧は 多 歎 H 米 紳± の 御用 
を 承 (て 屠まず。 

:: 化廣话 じて 御 巧 おの ホ じは 

六み 割引 敎 します n 
御 注 左のを 巧 じ 係 はら やを も 巧 一巧 ホて 
見て 了 さい 

ウ +1 ルカー ェ A ド フロ リオ 洋服 店 



ム 旬き 


今回 上記の 處じ 移轉し H 本 あび 獨逸 製玩 
具、 雜貨 及び 陶器 類ず 夏場 向き 品を 部 取 
揃へ 配列して 居ます から 御 ホ 紐の 節は 是 
非 御ぶ 蒂 b 巧 一寛を 願ます 

そ— デル エンド シ厶 メル 

^ Y 


▲巧 巧 巧を 等設筛 がを の逗窝 持を もる は 乘組真 
• めお練親切了窜^共に巧化の萬ミずろ道です 
A をな 太 やを おな 一二 等設 縮は をが 革が めみ 良み 
施しよ しわ、 殊にを 市徐 のかを は 巧誦ツ IS 
ス トサー ド义は スチュ デ》 > クラ ツス なとの 

巧 値み 衞 へて 巧 4 支す 

# を 港 お 帆 ホ/八 經由 【正 お 帆】 


西 比が 亞化 
大げ乂 
天が 化 

コレア 化 

春げ 乂 


四 巧 十一 H 
四巧サ ち 円 
お 巧 九日 
化ち 廿ご 一日 
ホ 巧 六日 


® シアトル 出帆 〔午前 十 時 出れ】 

溝潑乂 四 暑 一 B 
加賀义 置 巧 十六 日 
• が豫え ，五月 廿 九日 

致贸目 本 朽化化 

樣を皆 四月 JfS 目 
加 巧み 四ち 二十日 
▲が 育 化 化 田を おお 由 H 本 朽接创 がー 月 ニ 面 
▲街道 切 巧 度 ま 勞其化 萬 李 御 巧を じ 街 あか お W 
A 太 四 洋お汝 化を 化を 祕 切符 御 法を じか 計 主す 


N 

A 

P 

A 

J 

た 

c 

N 

技 

G 

A 


自働牵 運轉る 修理 浅を 
H 本人の 敎師に 娘 b 親 
切 じ敎授 す、 狼 雜の道 
路も自 も一 
操縱 がお來 
る樣 にな 5 
タ ます 免が 巧 
証、 就職口 澤 山、 晝巧 

敎授用 じ クラィス ラ， 
一九二 八 年 型を 使用 


と-: 筹お 1 

凝 


►擲里 送金 及び 化 送を (無ず 巧 巧 r 巧！！ 
爲替賣 貫、 荷ち 替 取組 取な、 信用 巧 » 
巧 等 一 殺 銀 巧 業務 巧 巧が じ 取が 可 化 侯 

能 脱 臺灣銀 巧— 出張所 

本 巧 辜 潰赛化 

ち 巧 巧を、 橫演 、大阪 、神 ロ、 上が、 巧 
ロ、 福 州、 厦門、 她 頭、 香港、 巧 巧、 新 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 ま 買 

1 々グ 々ツタ 、倫 致、 其 外摹潰 十四 ヶ巧 

一、 貧ぶ 金-ま 億圓 (を 額沸这 巧) 

一、 積 立を 化 千 化 巧 五十 萬 固 

內化本 まな：：：： sg 演 (本 巧) 巧 京大 巧 
神タ 長が 下 おを を屋 

橫鑽 正金 銀 巧— 支 巧 

乂國を ま 巧 U を 港 羅麻沙 ホボ巧 
巧 他世界を 國 重要 都市 ュぞ庙 皮 3 , レ 
ス ち之娱 


本 巧 大飯化 濱五了 目 
が 育ま 巧 組育ブ 0 ! ドウで ー だ 四十 九を 

城 g 住ぶ 銀 巧 

弓 (東京* 横演 、名 古屋 、京 郡、 神戶 
ネ 1 ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 ホ、 下ノ顆 
地 支 巧 《巧 司、 小 倉、 若松、 搏タ 、久留 ホ 等 
本國預 を、 鄕里 送を 等は 極め 
て 御 便利 恐 速 じ 御 取扱 可 中 お ー 


本店 朝鮮 巧が 

ま 巧 出張所は H 本內 地の 樞要 都巿 、朝が 
お洲 、支那のを 地 及び 滿 盛斯德 

朝 鱗 艱巧紐 育 曲 張 巧 

外 担爲替 一般 お 巧 業務 精々 御 便利 じ 取扱 巧' 
申上淚 


藤本 證券 會お 

一般を 借莊 をノ賣 買、 引受、 募集 
ム 金融、 並-一之-一 關ス こ切ノ 業務 

g 賦 藤本 ミミ— 力— 銀 巧 

紐 育 お 張 所 


晚を坡 每ニ週 一回 岀帆 

▲で ム プレス 囊西亞 (一ろ、 六 皇頓) 

四 巧と H 

▲エム プレス 亞細亞 (ニ TU 00 お)' 

巧 月 ホ 六日 

▲五ム プレス 加を 太 (责 •ぶ呈 巧) 

五 巧 十と 日 

▲ェム プレス 露西亞 (黃 •爱 0 巧〕 

六 巧と 日 
一等 > 二等、 S 等 あび 下等 客 設備 
最大、 善美、 最 快走の 東が 航巧船 


H 本 截船會 を (お ニを 銭 道 貧 社) 

代理店 か 欄 兄弟 蘭會 

乘 車、 乘船切 巧を じ 小荷物 運送 鉤 巧が じ 取扱 申します 


シアトル お 帆 (午前 十 時) 
ホら ば ま 化 四 巧 十日 
を ふら か 化 五ち 二目 
ば 4 すみ (坡谨 ホ 化) 巧ち ホ 四日 
ザ 一等 接 潰 一九 五 弗 

化し ば リ寸化 るん ごん もは' 一 置 五 巧 
▼ S 等 日本 巧 五 五 巧ぎ 室 火な 遼滚族 室 タ孩 
►御を 望に 依り 一 窜割别 巧淆 切株を 行を 可 慎 

ロスアンゼルス お 帆 (午後 I ニ 時) 
まじら 乂 五 巧 二日 
もんて びで を 見 六月 サと日 

▼一 窜橫濱 ニ HC 邦 化は わい あ i じら 丸一を 巧 
V 掉別ご 一等 目 本 巧 五十 九 巧 ▼一 二等 日本 巧 五十 五 巧 
▼ 莎潘羅が巧ぉ畢切巧隨ま勞魔入©^^鹿せリぉ 
▼紐 育微 パナマ 操 由 日本 ま 邪 巧 貨物船 巧 一回 


日本 陶破 器雜貨 

ラム ブ卸賣 

奈良賓 易廊會 


H 本陶破 麗雜貨 類卸賣 

ホ 元 ブタダ ー ス 

j * . 

リ木吳 服が 物キ モノ 

テ^ ~ フルク ロ ー ス類 

諸雜貨 卸商 

IS 日泰 ドラ- グ！ ブ商會 

特別 廉價で 犬 勉强巧 流 巧は 當 巧の 特長 


精々 勉强巧 仕 御 引 立願 上 候 

陶磁器 雜 貨卸寶 

春 田廊會 


賣 巧 


主 乂歸國 じがき 有利 確 實の泌 瓜 
所 及^— ミン グ一緖 又は 別 午し 
して ま 急 ま 懼じ賣 度し ま 細ぶ へ 

お 井が 洗^ 

128 W . 雲 Si fyork 雲 


基哥 .！ ミ ま 人 夏 壌に 巧 （をめ 

j 盾. 從蠢 S 有利ぶ る 

ホ テ レスト ラント ま急賣 度し 

御 希留の ホは 左記へ 御を 涉お乞 
ふ 高-幕 
118 W . 72を s ~. Tel. Eudic をち さ 


一週 五 巧 巧 八 巧、 一 
人 又は 二人に 適す、 
巿處へ 十み タイム スス クコ ヤ 1 
へ廿 五を m 話々 ン バラン ド呈 1=1 
1 芝 量 St . BS 暑 n 黑略梅 子 


キ ヤン デイを 授 

ネ ヤン* ティ 類、 フン レ チぺス 
トリ—、 ゥ エツ テン ク及バ 1 ス 

デ！ ヶ I キ 、其 他 キャン ディ 化 
菓子 等の 造ら 方を 晝巧兩 科 じか 
もて 敎授 しまず、 希 摩 者には 目 
鐵 J を 進 空しまず 委雜は 左へ 
Tile 一互ミ SCI100 ; 這 Lex 忌 ton A ま. 


四 巧 四 お 沙灌 経由 

グ レジ デント • 

マッキンレイ 号 


驚異的 効顯 をる 

活鹽か 

巧を 載 入-弗 五十 仙 
一二 巧 号 婦人 お 樂部 婦女 おを 照 
說 明、 使用法 御 申 越 
次 窠御送 b 申 上ます 


品質 本位 


桑 山 商店 

ニ 4 EAST 5 坦 h ST : H . y . 0. • 
P マ one . す 巧 見 21 な-寅 57 


新ゲ！ ム 

夏 擦 新 ま ゲ—ム 及 是れじ 使用 
すを 諸道 具 格を じて 御需 めじ 
應 や、 な 補 類の 上の ダ— ムが 
猶 段目錄 表御堪 みに 由ら 送る 
左へ 御 問を だ あれ 
ち f 羣さ E . 置 Sir を 
す 三 ミ k 呈. 


賣巧 

を 巧確實 じして 信用 ある 雜貨 
店、 ま 急安價 じて 譲な 度 I 、 
新開地 じて 最もち 绍 、委細は 
ず 紙 じて 左記 宛闡 合せ あれ 

ぎ 《 ニ2 Ja ち是瓷 ゴ 養 S - 1 N W . ニさ苗- 


セー ルス マシ 入 巧 

日本 雜貨 ラン フシ ユ ^ ~ ド 卸商 
じてセ — J ;^ ス マ ン雇度し經驗ょ 
らも 勤勉 正直なる 靑 年を 第 一條 
件 £ す 給 巧 其 他 希强條 件ぶ 履歷 
書を 添へ 左記 お 御 返事 ぁれ 

Box 1吉， を ち nese ゴ m 男， ニ W . ニ を si . 

一人义はニ人じ適當 

^ M の 部屋が あらます、 

淸 潔で 日當 A がを < 設備 も完妾 
して 居ます (窩 橋) 

普 2 W . 三 害 St . 吾 t 巧 ■ 


十 お 年の 磨を ぁる 當 俊は タ 年の 
経 驗ど新 智識を あする 敎 姉を 聘 
し 旨 勘 車 
操縦 法 及 
び 速 巧者 
の 修得す 
べき 必要 
な 機 照 的 
智識を 短 
巧 聞 じし 
て 最も 能 
牵 ぁる 徹 
底 的 技術 

をを 習し を狀巧 得を 巧 疆し職 菜 
ロを も 周旋し よす 0 
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資本を 
拂込濟 資本を 
破 立を 


畳 億 圓 
六 千お圃 
六 千度ち 庚圃 


飾 減 ご 一井 銀 巧— 支店 

本 巧 ま 巧 ホ 日本 橋區 本を 崖 町 五番 地一號 
支店 ル稅 日本 お 化の 巧 (ホを) 構 巧 
名を 崖を 都 大阪巧 ( 乂圾〕 巧戶 
腐 島 下 關巧司 若松 賭 岡 長が 
上海 倫を ま 貝 利水 


徐 出入 爲替 '電信 送金' ホ 送を、 旅 巧 信用 狀 
■巧 業 信用 献其他 一般 お 巧 業 

人辦減 S 菱銀巧 S ま 巧 

鄕里 送を ハ 日本を 化 無手 數 巧？ 迅速 化を 
本店 預金 (定期 通知 ノニ 補) 御 煩 利取圾 
本 支店 まを (本は〕、 乂あ > が戶 、京都 
巧が 地名 古 崖、 小 樽、 上が、 がを 



n 本陶 黑雜貨 

ドラィ グ^ — ツ ぉ販賣 

I 賊蔑木 桃 ザ 組 

MOGI , MOM 020 产 CO ., Inc . 


I う 


S す E . 16 thj 
— 1 


學， N . Y . Tel . ぎ y 養 ant 苦 黄- 6-7 


■^學 化の 投書を 飢に 

嘲弄 半み の 排曰論 

『激昂した 一 M 本人』 •、一 題して 
夕刊 ジヤ了 ナル 紙の 變な 曲筆 


ず 生 事 あれ かし ご 化つ て 
居る 巧 色紙の 夕刊 ジャ アナ 八は 
去る 二十四日 (± 腿 ご】 欄 じ 与る 
長 じらしい 論文を 書いて、 圍際 I 
的情證 じで じ無關 也；：* 無智の 讀 I 
者を 煽動した。 をの 静 又は 題し 
て 『数昂 しじ】 リ 本ん」 と 云 ひ 
サブ タイト 火 じは 『アメリカ人 
は 化の ( H 本】 固は をら 义は即 度 
人を もが 械せ 《』 ご 聊寬お 振つ 
た 字句を 用 ひて 杞 るが がが 料 ご 
なつむ のは イリノイ 大 革-」 化學 
する ドクトル •エフ • V 1 田 中 
某 ピ云ふ 人 (或は 文が をの 派遣 
せる が 外 硏巧員 か】 が 巧 巧 人の 
デ •シンと 云 ふ 人 と 速署 して ジ 
ャ アナ^ 紙に 投じた 排戰め 文聲！ 
である。 阿 題は ジャア ホ 八 紙が 
『米 固は 印ぶ、 支那、 •ロ 本ん 等の 
東が 人を 义國が 民 ごする を 欲せ 
や」 どのを 見を 抱く 八對し 『予 
輩は 巧バ セントの H 本人で ある^ 
予冀 日本人は 米 國巿氏 どなる 程 
堕落し 得 a い。 を讓 印度る び 日 
本は アングロ サキ ソン 民族が 夢 I 
想し 能は ざら し- 3 前 がら 長年 巧 
の 文明を がして ちる』 どて 英雄 
ジン ぞ K カンは を 世が を 

征服 した どか 彼の 化 液が 
班れ て 居る H 本人は 『征服 的 国 
民」 であるから 膝を 屈して 米國 
の 巧 民 ごなる をは お 巧ない 相談 
である。 腺々 十 萬 巧の 實 をを 個 
人々々 じ吳れ ると しても ホ醫巿 
民には なつて 追ら の。 ホ 國のア 
ン グロ サキ ソン 人な でょ b 予輩 
の 祖先は 遙 かじ 歷越岛 つ 戰關的 
なを 素に 富む で 居た。 予 輩の 化 
管の 中には 一大 征服 的 民族で め 
る 純 巧なる モン ゴー 八の 化 液が 
流れて 居る。 化が の强國 の】 で 
ある H 本の 國 民は 貴 固の 巧找ど 
なるべく をら じ 誇が をい。 貴頤 
は窠 一二 流の 國 おを ホ 民に 受け 入 
れ るが ょい。 しかし 日本 巧國 = 
ホ國の 最大 G る 陸 巧 軍の 競爭者 
n の 聞 ほは 巧して ホ 困 市民 どは 
ならない。 ご感 張つ て 居る。 巧 
し バア ストの 新聞紙で あるから 
果して 化 投書が H 本人の 手 じぶ 
つた もので あるか 夫れ 共 例の 僞 
逛文 書かは 一寸 想像が 出 ホ G ぃ 
けれ 共を し 化 投書が 

同胞 の 一人で ホつ たどす 
れじ無 思慮 も甚 しい 稍氣滿 々馬 
鹿氣 切つ たもので ある。 ジ卞ア 
ナ少 がは 嘲弄 半み の 曲筆を 弄し 
巧みに 婚げ 足を おらつ i 『米 固 
人の 大部を 化に 本紙は 亞細亞 移 
民の 入閣を 無制限に 許可す るを 
じぶ 勒 する。 利己的で あろ かも 
知れ；： > ぃが 化 米 大陸は 吾々 及び 
吾々 の 後繼幽 民の 爲 めじ 用ゐら 
れ 彼等の 草 樂の爲 めじが 持され 
るので ある』 ご て 亞細亞 人排巧 
の 宿 論を 鳥 調し 『米國 人が H 本 
人を 排巧 せる ど 同じ 調子で 日本 
人は 支那の 勞働 者を か 斥した』 
ど 例の か （巧 太を 飛ばし、 田 中 
某の 投當じ 辯 殺を 加へ た 後 『り 
本は アメ リタに 化ら て開國 せら 


る I じ まるまでは 文明 ご 巧す る 
何物を も おして 居。 かつた』 ご 
ジャ ァナ か 記を 自身の 獨節ど 無 
智 とを 曝露し 『 H 木 人 自身を 之 
を か あして 巧る』 ご 勝手。 法螺 
を かいわが 最後に ジャ ァナ 术巧 
どして は 烏 渡氣の 利いた S を 書 
いて 居る。 曰く 『亞 細亞 人と な 
る 主を 承服け ざる 合 衆 國を化 費 
する 最善の ホな は 亞細亞 を實カ 
並に 文明の 最島 おじ 築 < ろ でも 
る 』'- J 0 

高 » 者恩赐 

御 火 典を 機 曾 じ 

今秋 舉巧 さむる 今上陛下 即位 
の 御大 典を 機を に闕 家に 勸 功の 
ぁつた 巧ぎ には 贈位、 現が 巧 じ 
は陛 化、 巧爵 、巧 働 等の 御沙が 
ぁる 由 じて 八十 歲 み 上の 高醋者 
じは 木盃巧 他の 恩熙 ぁらを じて 
內 地では 内を 省を 通じてを 巧縣 
知事が 其 調查ぉ 開始し つ i ぁる 
か 海外 居 化ち じ對 しては 外務省 
を 通じを 地の 領事 舘 (領事 滞の 
なき 媛 所は 大公 化 緒) じて 調杳 
する£ ごなったが备內省では恩 


を 吿 


今 お宮 巧 省/お 賴 ユ基キ 調を 
ノ 必要 ァ；^ ニ付當 館管內 居な 
者 こ シテ數 へ 年 八十 歲 0 上ノ 
者-其 本籍、' 現住所、 巧を ホ 
三年 齡ヲ 至急 當舘 -- 雇 お ァリ 
タン 

昭和 一二 年 一二ち 二十 八 H 

が 育 帝國總 領事 舘 


賜の 年齡を 八十 歲巧 トー 九十 歲ホ 
お、 九十 歳の-上 巧 歲ホ滿 及び 打 
歲 W 上 (化て 數へ年 じ 依る) の ニ一 
輔じ瞄 別し 苟も 日よ 國民 たる 0 
上 身を 職業の か 何を 間は ざる i 
とし 裁が 所ょ b 刑の 言 波を 受け 
たる 者で も 昭和 H 年 十一 巧 十 H 
化 前に 其 刑の 執 巧を 終々 たる 者 
若く は 執行を 受 くるな くして 濟 
むだを も问じ < 恩 踞のホ 榮じ浴 
する 占が 出 ホる と 云 ふ ふで ある 

忘れられない 

紐 育の 友人 

城 お 機關大 をの あ 信 
舊臘 巧を 歸 朝のを に 就いた 前 
海軍 監督 長が 戶磯關 大佐ょ 6 歸 
朗後 一時 本 おじ 在 巧、 本年 ニ 巧 
吳 海軍 工廠 軍 氣部勸 おを 命 せら 
れ岡巧 初 巧 魅な せる 旨 入信 ぁ も 
まが 帝閨練 ぉお 陵が 育 ホが 當時 
歓迎せ る 事 實じ勒 し 左の かき 一 
節が ぁつた。 曰 （『海軍省 じ 出 
頭した る隨岡 旧が 軍 大臣は 特に 
が 育 じがけ るが 功 じ 巧て 货 讚の 
巧を 巧 へられ 大じ ホを じが じて 
居ょ す 左 近 司 軍務 厨 長、 お 巧 入 
窜 局を も岡模 でした 併し 是れは 
が 紐 育が 入の 協同】 をの 力で な 


の獨 もずべき ものでは あゎよ せ 
ん 。昔 大嫌いの 米闕 がを 然正反 
おじ 大好き じな つむ おには 貴地 
のぶ 人が 忘れられません 貴 巧を 
通じて 皆さんに よろし < 願 ひま 
す』 云々。 がは 片岡 ホ， 引々 をは 
轉朝後 本省 速 築 部」 お化して 居 
るが 一 パ 巧々 輕 症の 肺炎を 患ゐ 
て靜養 中で あつたが おじを 快 お 
ちして 居る 箸で わを ィ J 。 

日本 お 樂部會 員の 

春季 舞踏 會闢傕 

日本 识樂 部禽 員の 舞踏 會は兩 
S 年冰途 給えて 居た が今间 家政 
を昌會 5 主愼で ホ！- 四 巧 二十 一 
日 (± 赌) 午後 八 時よ b 嘘大 なる 
お 踏禽を 開き 會 員を 志の 餘巧も 
あら、 出席を 員の マ] チを もが 
ひ レフ レ シュメン トをも 用意す 
も山發 おした。 

あ 堂 個展 盛況 

ま 旧 おを 蕾 化 作品 個人展 覺會 
は旣 報の かく 去る 二十 五日 午後 
よら 西 八十 丑了吕 一二な 四十 番ス 
リ ー ァ ー ッ俱樂 部に 巧て 開催 さ 
れ當 日は 多數 H ホ 人のを 會をか 
あを、 午後 H 時よ 6 ち 時まで あ 
違の 裡じ 作品を 鑑賞 批評した。 
開會 巧々 白藏 、桃、 稻じ 雀、 狗魚 
柳に 雀、 敗 荷の 六 おは 度に 賣約 
濟 S なる の 盛 巧を 星した 由。 

杖 球 協 會總會 

紐 育 日本 入ゴ火 フ協會 じて は 
ホる 四 巧 一 H (日 魔) 午後 ホ 辟 ザ 
よち：！：！ ネお樂 部に めて 感會を 開 
き會長 及び 役員 委員 等の な 選、 
朝 香 盃の授 お 等を 巧 ふ 由。 

HHMH 

♦宇を 庄が郞 を-日本 綿 お 株る 
倉を々 員、 四 巧 S 日當地 巧發巧 
巧 沙港出 化の 便船 じて 歸 朝の 箸 
♦儀 手徵氏 日本 綿花 當 化ち 巧 
長 巧 席、 夫 A 同伴 四月 巧 お着な 
の當 

♦ホ 雖和忠 十： 巧 义部省 巧外硏 
究 員、 二十四日 英國 よら 着 四 巧 
十 一 H 桑 港 お 帆歸朗 
•岡 山寬氏 巧ェ省 巧み 硏兜員 
同上 

◊ 


日本 巧 タ — ル I 

ク ク 

締切 紐 育 本局 午を と 時 ザ 
四 巧 一日 を 港經由 

プレジデント •モン 0 1 号 
四 巧 二日 ビク トリ ヤ經由 
ス ム プレス •オプ •露 西亞号 
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ら この 隙を 衆 國瞥史 を 出動せ 
しみて 臀官ど 共同し 投 喪を 執 
巧したい 

どの 飛電を をを 闡檢 事總 お丫發 
して 敲 解を 求め 當 H は 置で W 续 
官 ご協力して 選舉 機を 取締な 當 
であるが な戰の 熟する じ 伴 ひて 
を 所に 爆 彈騷ぎ か 起 b 現じな 檢 
事ク n ] ゥ ちを じ巧掛 してぶ 低 
補した 前と お 議員 ザ ユーン 巧 等 
の 邸宅が 爆破され たか 現 ボおト 
ム ソン 巧の 懐刀で わる：^ ッ 7 ァ 
氏が 約 五 巧で 巧の 資本 ょらが る 
酒類を 賣 脚に 鹏 係して 吿潑 すれ 
たるが かき いづれ も か 戟み赔 に 
半 おを 語る もので 政を 的 集 曾 も 
爆彈 みを 威で 中止の 止い な in , じ 
まらし もので をる ど。 一 


婦選 修正案は 

第二 讀會へ 

S 巧 八十と 苗十禀 I ト 
ロ 、\ ドン 二十 九日 潑 n ポ T 八 

ドゥ キン 内聞が 保守 黨 巧の お 迷 
派ょ ゥ激烈^:^る反凿を受け ツ i 
提 おした 英國の 婦人 參 なに ㈱ す 
る 投票 年齡の 修正案は 愈々. 躲ニ 
讀會じ 移ら 投票に 附 しね 結 お S 
百 八十と 票 お 十 票め 乂タ數 だの 
て 巧 巧され 新婦 選 法の 實施 はこ 
れで確 貸 どなつ た。 

投票 年齡 修正 法案は お ホ W 年 
齡 制限 册歲 の 上 どが らしら の 
を 廿-歲 じ 改める もので. 一の 


發巧王 近く 表彰 

ワシントン 甘 九日 發 n を 明 王 

ト— マス •ゴデ ソン 淑 の巧勞 

を 表彰す る 意 ホで 翁じ嚴 なの 
メ ダグを 贈るべく これ じ 姿す 
る 費用 一千 弗の ま 出 案が イ院 
じ提 おされね •か、 恐‘ つ，、 视瘍 
一致で 通過すべく をの 上は 饒 
逛局 じ註义 して 早速 作製 t る 
望で ある。. 


'力の 道徳的 黃 採を 巧す もの ミ 一 認められて 居 t 

本な 束 京 特電 (禁 お巧轉 載〕 


おを 婦人の 參あ 者は 約 五ら 巧 
人を 增加 すべ （をの 結果 己し 
て 來年五 巧ょ ち 十 巧の 間^ 巧 
はるべき 總選擧 じは 男子の な 
祟 資格 お 千 ニな サ五巧 人に 葡 
し 婦人は モ四 なか 五 万人 ザな 
る譯 である。 一 

不戰條 約 じ 

佛 政府 回答 

一二 條 件の 討議 要 壁 
パリ！ 二十 九曰發 H フ ろ- 
政府は 臨時 閣議の おお 囊じ ヴメ 
リ 々 1 ら提雜 したる：：： 巧 米品獨 
伊 不戰條 めじ 闕 ずる ブリア 一外 
相ん 巧 答を 承認し 外相は 直 ちに 
をの 旨ク 0 1 デ八大 化に 電^し 
て 國按を 官グ 0 ツグ 氏 ごを ぶす 
ベく 訓 みした^い フランス 政が と 
しては す戰條 約は 原則 £ しで こ 
れを 認め 墨んで 送 加 するどず じ 
〔一】 おし 雜盟國 の 一國じ - p て 
この 條約 違た わ 巧 じ 及ん j レ 旗 
を 化の 締盛闕 は 違反 國 じ^し 
て 自も巧 動を 採るべき も^ ど 
す 0 

ごこ 正當 なる 頤巧 戰爭 はこの 
中ょ 省く。 

ごこ】 條 約の 巧 則は これを 貧 過 
的な もの こす。 I 
どい ふじ あらて 重 じ 欧洲の 事情 
を理拍 ごした ものであるが！ k 時 
じこの 條 約は 鉄 渊じ對 する アメ 


秩父宮 が 御靜養 

【化 日】 秩火お 殿 ド じは 左足 じ 
大きむ 腫物 ホじ輕 らく 御靜養 
を 要する ど。 . 

皇后 宮學 習院へ 

〔ホ 日】 皇 を 陛ド じは 一二 十 りの 
女子 學巧お 卒業式に が 皆 遊ぶ 
された。 

洞を H 門 等お發 

(化 日】 太げ 化は ホ 化 n 午後 一二 
时 、おがの 左 衛巧央 妻 及び 慶 
應 渡米 野球 脚を 乘 せて 脈々 し 
く橫 構を 出帆した が 校 橋は 見 
送 6 人で 黒山 ど U つた。 

電車賃を 區間制 

〔廿日〕 柬京 巿電氣 局は が源窮 
まの 厨 面轉換 のた め 市街 電車 
賃を隐 間 制度 ごする。 

鐵道 電化の 六 線 

尸廿か 日】 戲道 省は 左 のぞ 線 じ 
直ら ニ 千ガ圓 の經隻 をの' て 四 
巧から 電化す る こ ミ じみした 
A ホ 羽— 大宮間 A 國か 寺— を 
川 間 ▲熱 海— 沼津間 A お茶の 
水— 霉 ホ 戶間 A 立 川— 甲府間 
お出— 湯 野澤間 

預金 利 下 說おづ 

。 甘 九日，】 東を 銀巧團 臨を 静事 
會で預 を おで 說 一部に 出づ C 

西 野 巧 帝劇 社長 

(甘 九日】 帝劇 职翰役 西 巧惠么 

輔 氏け 同社 取締役 會長 じな つ 

2 0 

警察 著增 設か宏 

〔甘 九日】 馨視廳 はお 下 大島财 
‘： 一二 河 島 町 其 他 S ケ所じ 譬察署 
を 新設す もこ ごじ 诀を しじ。 

若 巧 領事 客死ず 

【サか 日 "一 フラン マ' の マ 作 七 1 


ユ 領事 巧 巧 题ホ郞 氏は 二十 六 
日を 死した。 

澀 澤子乘 りおず 

一せ 九日】 野 田ず 議 はを くわ 詰 
b 絕澤 子、 巧 木 醬油會 社長、 
鈴 木 文治 氏等會 見し 爲お 鈴旋 
中で わる。 

京都 巿會 に絲擾 

IL 甘 八日】 京都府 一二 部 制 經濟廢 
止 案は 臨時 府會じ 提出の 害の 
所么じ 反掛の 京都 ホ會 議員 森 
田 茂 巧 始め 議長な 下を 議員は 
± 岐ボ 長を 擁護し 府廳じ 卿し 
掛けて 示威運動 をむ しじ 爲め 
該案は 上 科 延期 ど サと日 
の巧會 'じがて は 大海原 知事 ご 
巧留 議長 不信 巧附讓 中で ある 
が ホ會は S 部制雜 持の 件を 滿 
壌 一致 巧みし 巿 をよ b 怠 見 書 
を巧務 省に 提 巧した。 

步お 銃の 大 改造. 

【サ A 日】 兩 眼を 開いて 射裝す 
る ホ 兵 銃の 大 改造は 輕機關 焼 
から ヒントを 得て 小川 少佐 S 
が 藤 博 の 硏究の おお だが 
意外の 巧お績 だ红。 

實業 家の 奮起を 

一: 甘 八日】 ブラデ^ 殖民 事業に 
關し 中外 巧莱 新報は 『ほ 間 事 
業家餐 起して 稽極的 計 畫を樹 
てよ』 ご說 いた。 

'十五 銀 巧 再開 期 

t 廿 八日】 十五 銀 巧 和議 鼓 巧は 
かと H 午後 區裁巧 所 第一 號廷 
じ閉 かむ 銀 巧 側 よら 四十を、 
預金を 側より ニな 名 出廷し 近 
ホ じない 大お延 だつ だが 敏巧 
はが 巧 下旬 巧 開 楽の 善 だ ご。 

0 獨條 約け 巧爽 

〔甘 八日】 U 獨 通が 條 のは 枢密 
院で可 巧した。 



ィタ リ國王 退化 說 濁 逸、 こ 
封 文武 禁令— ゴム 制限 法 ご 
英國 d 洪水 防 化 案 可み"-'' タ 
キ シコ 石油 法 修正 nil カラ 
グア 運河 案 i ハナ マで 陸海 
■軍 演習 i 自動車 王を 召喚 か 


シドン 二十 九 H 繫】 勞働 
黨の機 瞄新閒 である H 巧へ ラ术 
紙に 達した ィ タリ ー 特谐じ 化 
れば 最巧ィ タリ！ 議會 じめ て 前 
首相で ぁ ゥ自お 派 惟一の 巨頭で 
ある •キオ ブナ 氏が フ ラス シモ 政 
おの 新選 擧 法を 0 て 憲法違反で 

ある ど斷 じじ こ と は. エマ ヌエ グ 

國 王よ を 豫め言 含められた 上の 


出は 到底 取締る こどは 出 ホない 
ご 言明した、 化 來獨逸 政府 どし 
ては 支那 じ對 する 武器の 密輸 巧 
じ關 L ては 巧め て 知ら 0 顔を し 
て 居た ので あるが か 相の 言明は 
この 事 實を當 厨 じがて 容認した 
ものごして 一般よ b な 目され て 
居る と。 

ン 二十 九日 發】 首相 


發 言で あつじが この 違憲 的な 選 I ボ ） ^ ドウ キン 氏は ホる 水耀 n 


擧法も ホ 数で 簾會を 通過した 願 
孫 上國王 どして はこれ が 御 裁 巧： 
を 拒否す るか 議會を 解散す るが 
然ら やん ばム ジリ ュ 首相 ど 晩を I 
ふの 外な く 結局 國 王は 退位を 餘 
議 なくされ るで わらぅ V 一報 じて 
居る ° 

'【ベ か リン 二十 化 H 發】 獨逸 
外相 ストン ゼ少 マン 搏± は 本日 
軍縮 會議 じ關聯 した. 淆說の 一節 
じ 於て 畿 曾が この 際ち 那じ斟 す 
る 武器 彈藥 類の 輸出 録止 かを 布 
制度の 必要を 力 說し嚴 をなる 法 
掌と なて せざる 提 6 對支 武器 赖 


の藩會 じがて 目下 巧 ホ 資本 職の 
中必 ど。 つて 居る 英領 產 ゴムの 
輸出制限 法 改修の 是非 じ掛 する 
政が の 立複を 明白 ごすべ < 質問 
時間は 午後 一二 時を 普通 どす るが 
靈じ 右の 問題 じ關聯 しれ 首相の 
言明は P ン ドン 巿煤 じは 即時に 
影嚮 なか b しも 時間の 差 じがみ 
てュユ 3 1 ク の巧废 ではち ホを 
巧し じらの が 多 かつた ごい ふの 
で 非難の 聲が 起つ て 居る から 首 
相のを 辯 もこの 時間を 避け 成 ひ 
は 水曜 U の 巧 乃 ま 木曜日の 朝 じ 
を 巧 f る A もを 化 Q ご。 


〔ワシントン 二十 八 ns 】 アー 
? 々のをを 界に 甚大なる 影懲 
を 及ぼし 現じ 失業者を おが 因の 
一に 数 へられて 居る ミシシ ッビ 
キ 河の 巧 水防 化 案じ 關 しては 時 
節 柳 柿々；：* 述畿 案が 化で I 幾 巧 
の 政黨爭 ひじ 投じられる どが 疆 
されて 居た る じ 巧し 本 H 内閣 商 
業 委員長 ジ 3 1 ンズ 氏が 提出し 
た 一二 億 ニ 千 五な 巧 巧の 巧 水防 止 
まは ジ 3 ! ンズ 氏の 說巧じ 次 ひ 
で 民ま黨 の。 ビンソン 氏ょ ら即 
剔 投票の 動講 成立し 何等 討論に 
附 する こご U くな 外 じもと 十 票 
凿審 どい ふ滿戒 一致で 巧决 、直 
ちじ 下院へ 姻附 しじ。 

〔7 シン トン 二十 八 H を】 义 
し < ホ 墨 外を の 懸案 ごな つて 居 
た 排外的 巧 油を の 制定 じ 關し駐 
墨 太 化 モ。！ 氏は を 巧 U 巧 これ 
が 整理 解み じ 日が 巧衝を 怠らな 
かつた が 今 巧々 キ 五 ス 大統領 ご 
モ 日-- 氏の 間 じ 読解が 成立し さ 
もじ 久しく 雨 國のホ ぁを を々 し 
つ {あつた 難關の 一は 除去され 
た。 即も 問題の お 油 法は 大統領 
み じ 依らて 修史され 千 化な 十と 
年 五ち】 日の 新 憲法 潑巧 口前に 
獲得した 石油 巧權は 永久にち 効 
ごして 巧収 せず ホ 年 六月 十一 
を じな めて これを 請願 すれば 政 
がに 於て 許 巧 するとい ふじ ある 
のが 根本的 じて アメリヵ 侧はモ 
a I 大使を かして おら じ尘 化を 
ホ 墨 損害 要償 等の 紛爭】 切を 辭 
决 する 答で ある。. 

【ワシントン 二十 八 H 發】 上 
院議 員 マッケ ラ— 氏は パナマ 運 
河が 關殖な ホ 船舶の 巧 お 頻繁 ご 
な b 過 ま 十二 年に 直 V 通が 般舶 
一千と 十五 隻 ょろ 直 千 四百と 牛 
五隻 にお 加した 點を 引例し 今 お 
十二 单 じは 恐らく 多 數の濕 織は 
往復 旧 難を 生やべ-き こどを 理由 
くして この 際 政府は 一二み 巧附勘 
限 一二 十 年、 ニ摄 巧のを 債を を 巧 
して ユヵラ グア運 御の 工事を を 
き 岡 時じ乂 統領は コスタ • 9 力 
サグゲ アグド、 ホン チユ ラス ま 

ど 本 かじ 關 しがを 的に 祈衝 すべ 
しこの 锥 案を 提出した。 

〔バグ ボア 二十 八日 發】 ホ 威 
陸海 軍の 共 间演潛 である パナマ 
運河 餐化戰 はお 軍を 假 想の 敵と 
して 戰 ひつ、 あつたが 陸軍が 巧 
隊は遂 じ 海軍 飛巧隊 ご會戰 して 
擊 退され が 軍は バグ ボアを 完を 
じ 占 頭して 演習は 終了した、 総 
了 前 陸軍 侧は步 兵を 動かして を 
裝 なる 軍事け 動じ 着手した る も 
が 軍の 邑砲 じ壓 倒されて 慘敗 f 
たので をる。 演習は 斯 く-- > てが 
巧裡じ 終て し 鑑隊は 間もなく 力 
タフ オ^ ニア じ出發 した。 

ワシントン 二十 八 けを】 ト 
院の 巧が々 化爭滋 調査 委員 會け 

五 スト •グ アジ' ニア 撕じ 於る 
自動 お 王フォ ー ド 氏の おがが 一 
日 八 時間 勞慟景 化 H 給 八 弗で ホ 
派 じ經營 しつ i ホる じ 反し 同 W 
じがる 化の 炭坑が H 給 ニ 弗 五 + 
化を 支拂 ひつ； ある こ S じ關臨 
し 囊じ石 独 王 ロック フェラー、 
銅鐵王 シユワ ー ブ巧 等を 召喚- 
た 例 も ゎるので 自動車 王を 巧 協 
の上說 明を ホ わる 茜で をる が 単 
し フオー ド 氏 じして 凹 同 I HL 
渡歐 する' とがち 質で ある ならげ 
3 を i しぶ、， ミ f & るり 


特別 議會^ 前に 


民政 驚 俄然 第一 驚と なる 

政 友 V ー資同 提携 じ 藤 村 男が 奔走 
お 政の 不信任案 じ 民衆 黨が 異議 
東京 特電 I 二十日 發 。.沖 繩縣選 化 化 議± 花 城 永 
波 氏が 政友會 より 民政 黨じ 入黨 した 爲め 同黨は 
議員 數 二百 十八 名で 第一 黨ご なり 政 友 曾は 二百 
十 - V ■名で 位置 じ轉 倒を 生じた 0 

ま 京 特電 一二 十日 發 = 政ぶ 會ご實 業 时志會 提携の 巧務 をを び 


貴族院の 藤 衬義朗 巧が 睹中 飛躍し つ^ある もめ 文 かく 政府の 巧 
命を 受けて 大 おが 線界 のち 頗ご會 見' 0^ である^ 社 會找衆 蘇は 現 
內閒の 不信任案 r 關 する 民な 黛 ごの 提携に 就て 異證を おしが 黨 
結 来の 足並み も 怪しくな つた。 

東京 特電 か日發 = 民政 黨 の倒觸 闕は大 懇親 會は 二十 九日 午 
を 一時 ト '野棉 握が に銷 惟を 図 諸 地から 集まる 者と でに 及びの 下 


の 如き 巧 溢を 迪 地した 『信を 天下 じ 失 ひたる 現 W 閣 け 速 じ 引責 
おかずべ し』 城いて 滋 U 總 なは 一 おの 搁說 をな した。 的 ほ簾會 
中 也 主 お 政治 論は 單 じ：^ 政黨 のみでな く 旧 中 曾 相ら が 問 意見 U 
ので 政府は 板挟み つて 狼が して 色る。 


議會巧 解散を み議 


束 京 特電 二十 九日 發 = 政ぶ 角の 新選 潇員 九十 人は 芝 公園の 
一二 揀 がに おなした 上 泌會を 巧び 解散せ よご 巧 讚すべく 中 化派講 
質 じ 於て を 新化樂 部の 尾 帕巧雄 氏は 「豫算 を 十億 圆じ節 お 方を 
提督し これ じ賛 化ず る政黨 じは 善んで 應援 をす る』 と 述べて 注 


円を おいて 居を。 

政 友と 實 同の 提携 困難 か 

東京 特電 二十 A 日發 = 鈴木內 相の 禪 劾み 議案は 衆議院を 通 
過の 装诬 じめ るが 一 ホ赏莱 W 志 曾と 政ぶ 會の 提携 も 一時が 望で 
あつだ もの t を 莱本稅 邸 か徹麽 に踞聯 した 同志 貧 かを ホは 政府 


じがて 村 怠し 兼ねて おる ので 提携 實 おは 阻 難 ど 見られて 居る 
がは 民政 黨の 詰問 的 深 倘じ對 して 出 中を 化は 『游カ 巧 爲は絕 謂 
じ 拒絶を 期す る 巧 也』 と 回を した。 


別 巧 特お所 報の 如く 政ぶ 會 け 
数が 上 じがて 位段轉 倒し 遂に 第 
ニ黨ピ W つて 居る がな ホ どても 
假らに 政が じたいて は 萌黨が 

- 衆議院 じたて ぉ一踞 

たる 化 位を もめて 居么 とはいへ 
自力を & て 衆 ホ 防を ち 配す る 力 
く 中立を の 他 S 授助 じよつ て 
辛うじて も おを 維み ずるんで 1S 
不を この 上ら。'、 將ホ柴 して W 
滿じ 政：？ を 維持 お ホる かで うか 
す-一ぶ る 疑は しいら のか ある、 
特別 おおじ 不信 巧を. い 措 出？ い 
るよ 1 な S で もんれば 化 派の 梭 
助によりこれを巧巧する こご：；^ 
出 ホる ごしても 泌巧閒 持 中は い 
つ 如： I: なる 突あ驴 件が をらぬ' ど 
も 限らね かやう だ 煤を 政府は 間 
鹽 r- よつ ては 

を < 窮地 じ 陷らぬ ども 

限らぬ よつ て 政府 どして け 自力 
をら つて 化时を 擔當し 巧る まで 
じ裝 して 政府 所 則の 目的が 達 化 
される かどう か タ少の 疑問は を 
るよ つて 特別 潘會 までには まづ 
差し 當 b 不信任案が 提出され た 
煤を じ おする だけの 應を的 戦備 
を 整へ もっ て 特別 號會を 切 > が 
けを の-^ で 

第二 段の 作戦 ごして あ 
常 絡を 色 前まで じ 自力 をら つて 
を權を 維持す る ことのが ホる よ 


ぅじ あらゆる モ 段を もつ てな 力 
し をれ でも お黨 だけでは 政 煩の 
を定を 則す る 見込み かつかない 
麗 をは なめてむ 巧の 腹を みめを 
こどに 乂糖恵 見 一致した、 ょつ 
て 政府は こみ 力 針の T じ设 お 誤 
の 切 b 崩し 中立 諮賣み 抱き込み 
等に つき 一段の 努力を 盡す こと 
にぃ ょつ た、 而 してが る 事情が 解 
がする 爲 めじ 政悄 はこ {じ' 个を 
じ陷 b 政‘ 如のを をは 到底 脚' 待し 
雜い化 態に なつた、 敏 かの 

普選 議會を 眼前に ぉへ 

政 巧の 不安 裳し 相逊 化し この 钢 
巧 兩黨が 今後 か阳 なる 態度を も 
つて 政 材じ臨 わか 新た じ 諮 席を 
巧 じ 無を 黨 かどん。 態な を どる 
か、 この ニ點 がを をの 政 方の 推 
移を 巧锁 でべき 嬰 件 ごむつ て （ 
るので あ & がま づ欧府 はに 政谋 
を 凌ぐ こど 不可 距ど 。つたので 
無 中に 特別 證會を 切 b おける た 
めじ 是非 ごも 中ホ雜 員の 抱き 
込みを 策せ ねばならの、 谦會閒 
會 までの 閒 じか 府の もくろむ 政 
おを を 巧は：； i 政媒議 貸の 切 b 崩 

しピ 中立 諮 員 S 引き込み である 

*， 

この 計畫 •かで こまで 成 
巧す るかは 今後の 推移に 徵 せね 
ばからの 政府の な 巧は 大體ぶ 六 
をは 確 貪 じ 引き込み 得る ど稱し 


現在の 二百 十と 名が ニな 二十 ニ 
、一二 名 じは なる 見込を つけ 數名 
の 小な 議員 ど實業 同志 會 S 名の 
支援 K ょつ て 優 じ 過半 數を 制し 
特別 遙會は 無事に 切ら おけ 得る 
もの ど 信じて ゐる 、これ-」 對し 
て巧黨 民を 黨は直 じ 倒閣 連動に 
着手 I 

一、 憲政 常道 論 

一、 選擧 干渉、 鈴木內 巧の 議會 
中必 おを 否認 聲 明、 怪文書 事 
か 

の 二つを ふ b かざして 特 が議會 
まで じ 政府 倒閣を 策し もし 政 お 
が議會 まで かじ b つく 樣 であれ 
ば議會 にわいて 

不信 巧 案を 提出し 無產 
驚 八 名、 苹新黨 四 名、 中立 離 員 
數名ど 提携して 一 擧政巧 倒 壌を 
計ら 政府の 民め 黨切 b 崩しく 中 
立 議員の 抱 込みに 稱 しては 嚴じ 
これを 寶戒 して 政府の ぶ 略の 窠 
を かかう ごして & る、 この間 じ 
あつて 無 產黨畿 員は を 派出 C 同戰 
線 じ 立って 徹底 普 逃 獲得の 崇壓 
法み 撤 藤を 旗が ごして 直 じ 倒閣 


獨 飛行家 立往生 

ダ 7 リン 二十 九日 發 = 囊じ太 
西洋橫斷を志して ベ リ ン を 
出 發し當 地 じ 到着した 獨逸飛 
巧 家は 太 西が の 天 憾險惡 なる 
爲め 今尙は 立な 生の 姿で ある 
が獨 逸で け 一巧の 化 擧は逆 去 
の經 験-し 照らし 愚劣 幅る もの 
ど 冷評して 居る。 


運動に 着手 1 ると 典 じ 特別 證會 
じ 臨んで はお 則 どして 無を 黨固 
をの 立場から 現 內閣彈 劾を 巧 ふ 
息 向の 糕 でを るか 一 ホ 巧 政黨の 
ホ 信任 案が 出る 樣で ホれば これ' 
を 支 校して 化府 倒壊の 實を あげ 


よう ピの 論' 


民衆 黨の 一部 じは 巧は 
れ てなる、 锁 巧兩黨 並に 無を 黨 
のが 局 態 巧が 乂耍 をめ 通 b でぁ 
るから 政 扇の 前途 U をを を 脚し 
難いと 共 じ 特別 議爵は 現 內賴が 
綴 か倒攘 かの 雷大か 岐點に U つ 
て （る、 化つ て證會 開會じ まる 
までの 間は 專 'レ， 朝が 兩黨の 間に 
キャス チン グゲ オトを 握れる 中 
立證 貝の 抱き 这み奪 ひを がかず 
の 中* む閒强 ご^つて くるので 兩 
黨の間 じは 化當齋 骨な 政ず ‘い 始 
i るで あらう 政府は 

議會 前に ぉげ だす ミ 

はを の 巧な さク うだし 特別 議會 
にわいて け お政黨 はす 信 巧 まを 
提出して ー擧 政府の 倒壊を 計る 
こど じなら うが 總括的 小 信 巧 案 
どい ふこ どに U れば 中立 畿員並 
じ實業 同を 會の贊 成を 得る ここ 
も 曲 難で ホる から 恐らく 選擧干 
渉 鈴 木み 化の 議會 政治 否認 論を 
中必 ごした 部み 的 不信 ほか 蔬案 
じよつ て 


一 擧な府 の 倒壊を 計る 

こごに ならう、 この 谋合决 離 案 






, l ir: 




が 通過 ずれば 政府 擦辭 職の 外な 
きら ボ信巧 案が 通過ず るかを か 
は 全 ぐ 數の關 巧に 歸 着す るから 
政局の 前途は 誠に デリ ヶート で 
今から が踩す る こごは 巧 難で た 
だ不 まな 政 巧が このま i 當 をの 
間戀 くもの ごみる 外は ない。 


軍縮 會議 


東京で 開 惟の 嚼 

まま 特電 二十 九日 發 N まを じ 
於て 英國の 提證じ 基 < 軍備 縮 少 
會議 が開腥 される であらう ごの 
風 說に對 し陶田 海相は 『を 京で 
軍縮 禽議 成立の 見込みが 立たな 
い 限ら 召集し ない』 と 言明した 

まま 特電 【タ井 ムス】 二十 九 
日發 n 東を で 軍縮 會證を 召集ず 
べし ごの 風 說は一 おじ H 本を 剌 
戟 して 居ない。 岡 旧 海相は 右に 
願し 東 巧は 化 おの 時局 中必 地ょ 
ら餘 b じ 遠 まかる じ 反し ァ メリ 
力は この 點じ 於て 總 ての 傑 件を 
完滿 して 居を ど 述べて 居る が H 
本で 召集 說じ 就て は事實 じがて 
眞 面目に 巧 取られて 居ない.。 蓋 
しあを おは ホ だ 俊 巧の 最中 じて 
官廳ら 一 時的^:^建築で濟ます有 
様 じて 巿內ホ テグの 客室 總數も 
僅かに 五が 六十 五を •千 乂百化 
一年まで には 幾分ち すで わらう 
が 到底を 國 化を； 巧を 化を する 
じは 足ら やを の 上會議 じ適當 U 
を會を もない、 尤も 日本 どして 
は 一巧の 微 待は 勿論 歡迎 する で 
あらう が斯る 提谦は 巧て 日本を 
西ら す 巧な もので わる。 而 して 
'一 殺 新聞紙は 英國の 軍縮 提議 じ 
關し 〔前号 所 報〕 冷膽 且つ 猜疑 
的な 態 ほで 却て 巨艦 ネグ ソン お 
び n ドネ！ 號じ 就て 報道して 居 
もが おを 當巧 どして は 軍 豎節藏 
の 見地から 研を じ 値する 提議で 
ある ど 認めて 居る。 


再び (南支で〕 

日 貨排を 


軍艦 『よ 井』 が蠻備 
廈巧 二十 八日 發 n 靈じ曰 本領 
事 館阳醬 部が 朝鮮 ホ 化を 陰謀し 
む 鮮人お 產ま栽 者 四 人を 檢擧し 
たる じ 憎 慨し排 H 派は U 本物 貨 
排巧 示威運動を をして 罷 工人 ホ 
ごま 那 海軍 攀瞄隊 はを 地 じ脫を 
ひつ t あるが 罷 H 剛は 支那 带隊 
の 命 かを 閲 かや 今朝 H 本 湯船の 
穂 荷 化 事を 妨審 せん i しじる 爲 
め 軍艦 大 ホの 陸 戰隊は 駆 エ闕員 
を逮 W — > てた 巧 官荒じ 弓 渡した 
が お 池徵稅 巧では 輸入 稅 問題で 


ス タンタ — ト おがを 徵發 せんご 
したる も果 さで アメリカの 驅逐 
艦 巧 隻は本 M 入港した。 


シカゴ 領 選に 


爆彈騷 • 


合 衆 國蜜吏 お動か 
シカゴ 二十 九日 發 = シカゴ 巿 
> ホ 統領、 巿挪新 檢事其 他の 領 
S! は 愈々 四月 十 H を W て 巧は る 
くが のは 故 戰の爲 めじ お滩た 
? ちがで あるが 合 衆國蠻 をはち 
"なる 巿 民の 懇請 じ 促ら 
ホるべき 領選 じがて 善良な- 
巧 民は 不純 巧 子のを 威を をけ 
て 自由に 自己の 恵を を 投票に 
化^て を 明し 能は ざる 慮れ あ 


t - -f ト- 



K. IWAMOTO, m . d . I 

U4W . 70 比み. I 

Tel . Trafalgar 0352 


Sabro Emy, m . d . 

755 P が k Av も - 
cor . E . 72nd St , 

TeL 泛 utt が 巧 eld 9 お 4 


D 化 E ； ぶ .YOSH 化 

2 巧 W. 巧 nd 化 
Tel.Eniiico なお 如 


M. Tsuc なび a, D . M.D 
1 お W. 巧 ni 化 
Tgi. む a!aigar が 09 


MIKADO TAILOR 

30 E ， 65 比 St . 

Te!. Rhindand が 6 的 0 


J. Y, Msitsiimoto, 

おが ! lani が ] むけ ttidic 

1 24 W. 34 化 化 Bppo が Ma 巧 's 
Tei. Chick が お g 10010 


Midori Maisumo ゎ \ 

が Posi わ e. 8i わ 
Tel. Lorraine 0437 


GAM 巧 化 L な RVICE 

設備 盤が 經費 巧廉 

Call-TRAFALGAR 8200 
FRANK . E . CAMPB さ LL 

"'The Funeral Church'Mnc. 
iNON SECTARIAN) 
Broadway at 66th Street, N. Y. 


E 打 do & Kodachi, !nc. 
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な 育 巧フブ 7— 病 採 
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庸拜說 を ( H ) 八 時 
日 囉ホ校 ( H ご I 時半 
あ 庭 集 曾 (水) 八 時 

1^(奎 八 時 
婦人 會- 
講演 會 

^ ___ 

帯 宿を、 簡易を を 
满裴 周旋、 をの 他 
人事の 闽巧 誤じ應 
じます。 


諸 准 ' , 

日 巧 蛮 書 巧 巧 出 午 
お勵會 夕と 時が 
巧 巧 說おタ 八 保 
木お瞒 膀會タ 八が 
英語 及び 裁链 

午を ニ冉 

主瞩 第お會 又は 
ぞ話會 タ乂時 

化 貧き を 
を 宿 部、 旅け ちま 巧 
巧* 人事 巧 誤が、 訝を 
ホ* 饿叢 周旋が、 巧捂 
窺 縫を 巧の 諸 課を 設 
け會員 度び ホ會員 の 
おを 計る 


化 留靑お 理想の W ホ 

日本人 靑年會 

Bg 芸 th 資 .ぎ 公 arki 12 乏 


蹟科皆 

王 谷 基 

診察 時間、， 

自 午前 九 時： = 十二時 
自午 後一 持 n お 時 
時間外は 前約 じ 願 巧 


圳 II 診療 

前約 願 上 お 
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貸ぶ 出帆を 稅销 手‘ 結 
書 等 進呈す。 ま 要 都 
ボ じ 代理店を がし 誠 
資巧速 巧 用命に 應 中 
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ホ內妓 びを 地 旅 巧 先 
ごも 懇切 じ 断案 內致 
しま イ 0 

◊通譯 ◊調 杏 ◊巧 渉 
ク 買物 

0 をは 巧 米 おじ 廿四 
年 聊か 化 圍の事 借 じ 
述す るら のど 信じ 钟 
シカゴ 乂學ホ 垄 

M け 上 杉 純 雑 

▲が 育 ホみ 發 巧の 書 
籍 はお 論を 他 米閣巧 
度 巧の ものを 敏速 じ 
溝 買 致します。 

A を 本 及びを 雜誌御 
用の み々 じは 特た調 
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乂圖 まち 語を 話す 事 
は 成功の 窠 一 まてす 
本校には 日本. 八； t 巧 
じ 慣れた さ巧婦 .八を 
師ぁ b 懇切 じき 前を 
信 文 社を 語を お^— 
ます。 目曜遇 H . 責じ 
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スンと 十 寬仙づ 'て 
ネ H 怠％ じ ホ 校 ホれ 
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弊店は 實質 誠意 理速 ち^の 
まに 御 ± 產物一 ま 卸 一 ^ 段 
で販賣 致します タ かじ 言は 
らや 御用 命 仰 付 下さいす せ 
◎歐 ホが 魄 時計。 置 時計 一 ま 
◎寶石 貴を 屬 。銀製 器具 J ま 
◎を 桃 萬 年 筆。 を 銀製 鉛筆 
◎蓄音器。 レ 3— ド 見 ネ悚列 
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◎船 切符。 紀念寫 眞帖繪 ^ 書 
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男女 內巧か 巧 



鑑を 無料 


媳疾 でも 慢巧 的の 症狀で 
ら速 かじ 根治す。 巧 巧 病 
巧 臟‘病 化 液檢奄 X ホ 線 化 
柳 病、 尿 水撥杳 、化 化リ 

ユ ！ マ ナ ス 、 ^!8^弱お 

御烟 b の ホは 是非 一巧 御 
出なさい 

時間 自朝 化畔を 午後 八 時 
H 幡自钥 九 時 ま 午 お 四時 


SF 

N 化 || 

■■■ h ^ 

志 1 
で I 

D 0 わ 


稅關 事務 取扱 

さ LLi 广ま ま & C 0. 

す 1 ニ 苦 ご Broa を さ 巧な 
ジ I . Bowlin 巧ぞま n 9 ニで 9 こ 7 


麵據 治療 

マジ サ 1 ジ、 整形 

藥 風呂、 水 治、 電氣 治療 

西が 攘隣 

フイ ジオ シラ ピスト 

を 鼓 西が 幸 男 

午が 化 持 3, 午後 义 時を 

出張 治療 ニモ 應ジ マス 


綻 腿を じ 眼鏡 調節 


笠 常 洋服な 
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洋服 巧 


時 田 信み 郡 


策 京 巧み ノ內 W it r y グ 二階 ニ 化 ニ お 

純綿 丸 山 洋服 商會 


をき 米 威 婦人 
P 本 A へのが 
語お授 じは タ 
年の 經驗を 有 

す 0 一 レプス 

ンと 十五 仙 
が H 朝 九 時ょ 
もが 化 時を 巧 
時 じても 宜し 
H 曜日は 一時 
よを 四時を 


H 本* まが 寶玉製 美 
術 お， 婦人 用を 飾 其 
他 装 節 お 

匀 ま巧ア i トス 

22:.'111|5チュデォ 

島 等 藥術品 條辖、 

旨 飾 品、 スト ヴング 

H 本 服 裁縫 


しね 砂糖 協を も遂 じ絕聲 とな b 
を 员會は 解散 さいた。 

川 崎 整理 案實行 

東京 特ち 一二 十日 瑶 H 川帖 造船 
整 巧 案け 銀 巧 画で 承認 [がま 總 
會後實 巧 じ 移る こど じな つた。 

萊電の 外債 成立 

東を 特電 一二 十日 發 n 東京 電燈 
の 外 僮 ニ 億 圃は英 ホで 引を け內 
債 も W 千万 圓 潑巧玄 巧し じが か 
倩 中 五 千 方 劇は がみ ぉ貨 豊潤の 
ため 政府で 買 上げる こ VJ i £:* つ 
で 0 


日本 株式 相瘍表 

〔大阪 藤本 ビがプ 0 !々— お 
巧を〕 巧 ま 相 填 〔單 位圓〕 

一二 巧兰日 一二 巧 見 日 
東を 指數 を •呈を 差 
大 阪指數 ニを を 一宇 言 
巧 京電燃 ちる 0 ろ •養 
大同 電力 ごる 0 《一* 呈 
東 巧 電力 窒 ■八 一} 査互 0 
大 H 本 製糖 八を ま 八を I 五 
王子 製紙 ニを 言 二を さ 
まげ モス 9 ン爱 •含 覽 •爱 
自 本ビ！ グ 一二 0 •盖 一一 ミち 五 

日 淸製紛 一 這 主 0 loio 

淺野 セメント さタ宝 里 •著 
日本 石 独 ま 美 0 を •10 
東京 宠斯 実を 0 畜互谷 
日本 人造肥料 翼 も 0 豊ふ 0 
久お 礦業 《一 ■客 を •呈 


尋れ人 

{まを 府ん) 狩 野 藤 雄 
(東京) ホ爲和 雄ぶ 成康 (同) 
( 靑蘇縣 } 竹 ヶお豐 一二郎 
(熊 本縣 人) ち 崎 万作 
(愛知 縣 人) 長 崎德一 
(福 岡縣 人) 稻み國 ホ が- 
を 永 慶藏持 山 芳太郞 を 川 
正を ホ K 幸截 おが 節朗 
渡邊篤 寶綺留 宵を 川 新香 
上 巧修平 井な ■貫 造酒 雄 
貫 遣 太 郞右家 武雄柴 旧き 
雄 

(佐 贊縣 人) 栗 山 善 六 
.(を 良縣 人) 木 村 幹 (波 壽) 
(愛媛 縣 人) 橫巧常 吉事 常 治 
忡座宮 之 肋 

右の 者に 通知を 度き 儀を 之 
候 間 本人 若く は 知人ょ b 現 
化 所 御 通知 願 上 族 

紐 育 帝國癒 領事 舘 

-1 寅す 吉 をミ す W ジ rk 畳 y 

日本 理髮 錐淸 

西 西 十 S 了 目が 番地！ ニ 旨 六 室 号 I 

タツ ブ フロア (第 ホ 街 W 巧 十 S 了 旨ち) ： 


日本 散髮屋 S が I 

•五ケ 年間 中が 巧 ご 共 じ 就 策。 

ジ ヤシン ト* フ 3 ツ 3 
ゴ辛巧 th 篇. 一 Y . 呈 y 

す 产 Columbus Ave . £ C ミ i を Park West 


加 耐公識 マッサ 1 ジ 

內巧 省を 許 
產樂 緻炙醫 

平野 秀子 

電話 モ三 ュメン h SQ 丸 


齒が醫 木 下义巿 

ゴ 0 W . ご IlhSf 
Tel . 3 f}nint 京 巧 


花 かるた 

はも.^ の 遊び 
ホを お 文た 米 闕人じ 能 < わか る 
やう 衞單明 滕に說 巧した ものが 
ホ 巧ました。 巧 巧 目み 進まを し 
ます、 御覽 下さい。 

M KUWm さ呈 ， 114: 害 St . 亞ぞ 


弊 巧は ホら < 白 人間 じ 信 
用を 有し 熟練せ る 技術 ご 
親な をな て販賣 致します 

寶石 貴を 想 

御 注文 おじ 

恐 速修簿 

諸 鑑を無 巧 

巧 中 商店 

N 巧 E’ 65 をで ■, cor. Madiso ロ Ave, 
Tel. »hinland ミ 50 現 




新 鱗を か 一切 

日本人 おきの 生魚 澤山あ h 揃 へ 
特削 廉慣で 大勉强 致します 

サヴ才 ナ魚店 
』 osnp!b wave 日 》 

段 4 每 . 61 st St . 

Hel . 001 c 目 buB な一 沒 


充 をのが 證を 加へ がる 後 じ 其結滨 一二の 掛 策を 绪究 せいこ ごを 切 
巧を 報吿 （も ご 共' におら じ 第二 ~错 する。 

金輸 解禁 近く 

津駭 財務官 ニ ユヨ— クへ 

問題 の 圓價は •とぅ 動く か 

ま 京 特電 二十 九日 强 M お 巧 四 岡の 事情は 鼓 あじま 6 巧轉 して 
を檢解 おのを 連に 巧 ひつ I あ b て 大藏ち 當局や 銀 巧 家 U これが 
影嚮じ 關し敎 也に 調を 中で あるが、 この 用件に 脚聯し D ン ドン 
駐 化ん 潍 島が 巧官 け 四 丹 初旬 ニュ .13— クへ 赴くべく、 一ニ十； 藏 
相は 『解禁 期は ホを で わるが、 四閣の 事情は 大化 じがて 好 巧し 
て 居る』 ど 述べ、 山ぶ 農 かは 『爲替 相 擦が 自 がの 冷 靜じ復 しむ 
巧が 賓巧 則で あ も』. ご 言明した が、 n 本 銀 巧總裁 井上を 之 助 巧 
は 解禁 L - 就て 時が 尙阜 論シ喝 へて 居を。 

お 近を 輸 解禁 論が 日本の 助 おわ’' れて 民る どい はいて 居る が 
じ 勃 頭して 居る じめ じ 圓惟姑 鶴 巧ぞー よつ て をれば 今：：！ までの 


待 __ ，巧 由— 兩 

莖巧 問題 

最 重 嬰な 案件 

な 米 同胞 十を 力の 中、 現が 巧 
h 化ど稱 サられ 第一線に なつて 
I を 脚 努力しつ^ あるが 人が 會の 
を も 重要な 案件の 一つが 窮 二世 
I 問題で ある こごは 今巧絮 説を 壤 
つま でらない。 化 明白。 る而か 
も 邦人 將 ホの 迷 命 開が じ緊 かな 
i 問題 じ朋 しては 旣じ布 畦 じがて 
_ を 港、 羅 お、 シァ ト八孔 化の. 及 
; 平 巧 沿岸 地 ホ じめ て 反覆が 讚 論 
をせられ、 或は お 育 磯關を 通じ 
或はを お附 体を 迪じ文 或は 職 楽 
組合、 宗が 方面を 通じて 具体的 
む立まを徵しつ5あるが、 巧轟 
_ 化 ホ：； が留 する 一が 宮人が 人 社 
曾で け创 をに 沒を涉 の 態度を 執 
つて おれる かの 蛇 ある も、 お識 
者は 拭に 化 問題に 留 怠し 所謂な 
お 问化灯 ザの 則 - i •.あ 藍して 居る 
ので ある。 が 育 円本 乂禽 にがて 
は旣 に 千 九', り 二十 S 年當時 第二 
化 問題 勒策说 兜の 必要を 哨 道し 
是れに 幽する 意を のを 換をり ひ 
學ー置 敎わ閒 越 ごな つね J ごも あ 
る お、 當時學 童敎育 問題は ホと 
して 日 义ニ刪 固 敎脊ょ 義のお 罪 
_ じ 局限され て 居た。. がして 該問 
題は まだ 解み の 途を發 をす る じ 
至らず、 が 育 じがけ る 特禪の 地 
方 的 事情に 顧みて 寧ろ 随意 敎育 
ホ 義じ傾 かわとす る もの； おく 
- である 0 

乍巧學 藍な 育 間 題 W 外 今ゃ 氣 
二世の 職業 巧 題が 襟 萌して ホた 
卽も ( 一 ) 布 座 おし （は 太平が 
沿岸 ホ 面 巧 生の U 系巿民 中專巧 
學 校、 おくは 大學を 卒業して 一 
般义人 社會に 職業を 得む どす る 
_靑 年 巧 女の ある 部 かか ま 部 じ ホ 
化する 假を S で じ {ニ) 巧 被を 
なお じ 出を せる H 系 ホ 巧の 同じ 
く 適當の 職業を 求む る 者の ねめ 
じ 果して 如何 る 就職口 •かち 能 
性を 巧す る や、 化 間 題に 對 する 
ホ 人の 態度は 巧 おを 開放し、 均 
等の 機 會を與 ふるや 如何は H 系 
巧 ほのお ホを ぶを ずべき ま 嬰 案 
化 ど 謂け ざるを 衍吃 いこ 旣じ太 
ホが 沿 棒の H 本人 會 から (甲) 

現 化 第二 化 3 職業 地位 如阳 (乙) 
將ホ 就職の 方面 じ掛 する 巧戶開 
巧のホ無じ關する照會^^ち、 

が 育 n 本人 會 VJ しては 出來 得る 
般 6 適確の 拳實 を調杳 し、 且つ 
米 入の H 系 ホ 民 じがす る 態 巧 意 
見を 徴す るの 必要を 認め、 を務 
を旨會 中に 特別 調査 委員を 設け 
お 巧ぶ、 速賊 楽、 賓易 業、 特補 
職 巧、 操 狐ぶ 等を 部裝 をみ* りて- 
實 際に 擔當事 巧を 踏を 满兜 しっ 
つみる がな に、 化き 將來じ 於て 
第二 化 職 策に 脚ず る 問题は 解か 
: の 曙光を が 見ず るに 一'' ホ 乃ま數 
ホ 巧 近す る こ V 」 であらぅ。 

勿論， 今 俄か じ 化 重を じして 
而 かもを おでない 閒 題が が轉し 
'進展す ると 樂觀 さるのは をぶ も 
を だしい。 洪 化は 先づ测 基げ 化 
である。 充 かの サ ー ゲ 五— を遂 
げた 上で 义入侧 の 態 巧 如何 じ 化 
ゎて はがら じ 懸命の 巧 方を かを 
どす るのは 當然 でみ る。 吾人は 
; 先づ 特別を 員 諸氏 じ 測る を惯垂 
I じし 獨斷 、轉 信の 弊を 避け 坡も 
~ 信が し 巧る 悄報 をを 樂 したる 上 


も 稍々 見 おし 別 巧特笔 のかく を 
輸が禁 育 巧 期 じ 移らん ごしつ 
つ あるか 

要するに 圓 化の 支 
をを 俟たむ けれぶ 實現 はみ L て 
を 易。 装，^ はむ い。 ホホ圓 俄の 
前途は、 基調 どして はを タ會內 
觸ど雖 も、 を飄 資本家の 意 あじ 
反して、 をの 看板 通 6 積極 (な 
慢) 政を を敢れ する じ まつじ こ 
ごな、.. ます-^ をぶ 貧の 積極 欧 
策 敢行を 闲 難なら しめ、 さら じ 
大お巧 わょ び、 大 信託 會 社への 
資 をの 集中は 化が ごして 盛んで 
この おおを 離 資本を の ■ 

金解禁 への 熱聲 は、 ます 
ます 大 どなら、 なつて 今な わが 
换府 のとる 政策は 政ぶ 會み閣 ご 
民め C 热 巧閱ビ にょつ 下 程度の 差 
は ホる じし てら、 等し （つで ま- 
る どころ は 緊縮 政策で あら、 デ 
フ レ— シヨ ン化 策で あるので、 
圓貨は 今後を の 基調は 改善され 
るで あらぅ ごい はれて 居る。 が 
かし、 この 基 飄を別 どして 圓貨 
の 前を じ辕 たはる 强 菊が 料は， 
(ば/'〜 報道した かく 

强が 料と し ミ. 

〔一〕 巧 ま電燈 をの 他の 外債 
が證 

ご 一〕 生糸の 新 糸 出姻ら 
弱が 料と しては 
写 ご 資本の 海外 檢 巧の 依然 
として 粧 盛な こご 
〔四〕 棉 化の 買 付 
〔五〕 銀 如み 强 をみ 
化 上の 五つで ぁつて、 ( 一 ) 東電 
をの 他の か 償 計を は、 何 U 實現 
する かを，〜 疑閒 で、 單 じ 今の 空 
ころは 外債 氣 構へから くる 圆貨 
の 貫 ひ 思惑の 制限を して ゐるじ 
すぎす、 しむ かつて 

消® 的な 强が がで ぁら、 

ニ 一) のが 糸の 出姻 b は、 今後の 
こどで 現 實則閱 題 ごして は、 こ 
れ まじ 枯械 的な 强が料 どは なら 
^，ょい。 ひる：^^へつて弱か巧どし 
てん げられ る もの じがいて 見れ 
ば 0 ニ) のを 本の 輸出け 單じお 外 
投資 化 外に 現 化は 輸入 貧を のず 
當が ぁら、 かつみ 化 財界の 不最 
氣 ななを をまず くを 業 あから 
遊離せ しめる ので、 巧れ じして 
も 資本の 輸出と いふ 圓貨の 弱が 
巧は をを する こどが 出 ホ 中 (凹) 
の 棉花の 貫かは 從巧 今年 ほ (昨 
年 化 巧 W 降な • 

棉花の の 買 かが 悲 あじ、 


棉花，" 買 かけ 义棉 五十 巧、 五 万 
懐即棉 四十 ニ、 一二 万 俸’. 支那 
棉 十五、 ホ 巧隹で 昨年度は 大体 
ニ 巧 末までに ホ 蹄 巧で 儀、 印棉 
四十 ニ、 H 方 倭、 ま 那棉は ほど 
ん . VJ なく、 大体 本年度は 一二 十で 
儀 あま b 减 みして 居る が、 本年 
度は 棉 糸の 操短が 昨年 モント 9 
ァム W を 二割 S を 方 巧 はれて 居 
るので、 1 の 减少は 巧 じ 買 付け 
がわ くれたと いふ 1 を も， むし 
ろ當 おどい はれて 居て、 この 點 
からは 買 付けの お （れた 棉花が 
今後 一時 じ 買 巧 けられる とい ふ 
の U をく 

祀憂こ いふ こどが 岀 ホる 
しかし 棉 化は、 今後な ほ 八ち 頃 
まで じは 米 棉巧カ 懐、 が 楠 阻、 
五十 巧 倭は ぅしても 買 付けら 
れ なければ ならない ので、 この 
点からは 圓 貨じ對 する 弱が 料を 
なすこ ごは、 これ まわ 否定 お ホ 
や、 さら じ 今後 買が じ 要する 金^ 
巧は め ニ 億 圓ど择 賴られ 、今後 _ 
を 姻 はる 生糸 ご ほぐ 相殺され る 
どい はれて 居る。 生糸の 出 廻は 
b どい ふ 強が 巧を 巧 おす ど 共 じ 
わるく する V I 時に 買 かけられ 
るか も 知れ いどい ふ眞 ひは 化 
然 ごして 獲る こど じなる。 最後 
じ (更の 

銀塊の 强を ミ、 インド 

の 準備 銀 巧 設立 法案が 暗に 葬む 
られた 結果で あるが、 最近の 銀 
塊 相瘍は 二十 六 ペン， 四を の 一 
から 八を の 一を な ホし、 おんど 
昂騰した ごい ふご どが お ホ 中、 
これを く 支那、 インドが あだか 
も 輸入 期 じを る こど！ て 銀 斑の 
需要 •か 旺盛で ない 結果で あつて 
インド 準備 銀 巧 法案の 審誰 中止 
は單じ 銀塊の 化を を 止めた VJ い 
ふ 消極的な 作用し か a さや、 圓 
貨の 綱が 料 どして は消械 的な も 
のでは ない。 议 上の 諸 おを 綜合 
- すれば ぶ 調け 改善 さわる が 

當 面の 强 弱が 巧は は r 相 

おされ、 たぐ いくらか 菊が 巧 わ 
勝つ てむ るので、 圓貨 み 前途は 
がつ かへ ごい ふこ どが お 巧る の 
で、 結局は 圆貨 はこ、、 暫 らくは 
大きい 變 動な < 、を 調の 改善？ 
むる 輯 度、 换言 ずれば 緊縮 政策 
の お 巧 如何 じょつ て 劇 货の地 泣 
はホ定 される で わらぅ ご 見られ 
て 巧る 0 

砂糖 協を U 不調 

束 京 特電 I 二十日 發 N 蒸し返し 






巧み お 
ご 目 了 四十 四 
聞 目 了 五十 四 


Wing Hing Low 

Chine が Restaurant 
お OOB'way, N.Y. Ci か 


〇 u れ打 g い & 打 !^ ow 

Chine が R 巧 t 加 unt 

112 W. 巧 化. 化 City 


B が ra Nom Low 

が んむ h Ave* 

Bet. 28 比 -29th St. 


City Hall Tea Garde 打 

170 Nassau St. City 
Ne が to 化 e Tribune Bldg 
Loo Lin Ms&na^er 


^ 日 豆 煎 
ミ 本 

客’ 食 腐 餅 
ぎ i I 料 
寶量 P 品 油 卸 

S 賢 ドー 、 


DARUMA 

781- 6 化 4 化 
M わ 巧 n け 巧 9 


The Tokyo Co. 

140 W. 65th St. 
New む rk CHv 
Tel. Trafalgar 65 巧 


S.KUWAYAMACO. 

114 に 59 比み . 
New Yoirk City 

Phone. お gent q 巧 y 


College Inn 

3100 む oadway 
お U23rd & 124 化な s. 
Tel. Mo け ingside 74 巧 

— 呂 

曜 


奉晕 


巧で 


理那 


イ及 


前前 /^ 春 ： h 
鳥 十^ 捲曜 


半時 

開 

巧 


I 


をに 

巧は 

ヘシ 

がユ 


KiNGYO & PET SHOP 

IMPORTER OF 

GOLDFISH & BIRDS 
〇 

動 其 力を 

物 伴ナ種 
一 鳥リを 
切 远ャ魚 


Japan 

れ 0 化 i 帥 -Co. 

け 0 化 お 化 化 
Tel. Endico け 97 お 


KATAGIRI BRO^S | 

2 がに 59 比 St. i 
New York City 

Te しおが が 34 抓 - 3481 



お hs パ 9th が reel 
Tei. Lexington 5727 


IKUINE 

Ho お 1 在 Re が aurant 
3 巧 化 88 化 お ， New York 
Tel. Schuyler 7822 
む We y むが s iKUl 化 


Kawasoye Hotel 

巧 9West123r^ireel. 
M MorningsWe バ M 



TAIYO 

1 が West 巧 化な . 
Te!. Su 巧 uehana 巧 巧 


SHOWA 

巧 We が 105 St., 
も 1. CIairksoii0981 


SUMMER 

PALACE 

741-8th Ave. At 47th お . 
NEW YORK 

化 one Long が re 5084 



TOY0 KWAN 

41 E. 19th St. 

Bst. が * 巧 & 4 化む 
Tel • がが nquin 8 巧 8 


會 
席 

御 御 
料 東 旅 
理^ 舘 

洋 



oMvydC^ 

340 W. が 比み . 

Telephone: 
Columbus 8882 


( 巧 B • 水 ) 巧* ゎ 



雨 


號 九十 H 百 四千 一 第 


化 h でぶ 贫 tmi 化 好を Ofim 牌 【日曜 个】 


U m. m , 


日 一が 月 三年 ニ郝腺 



VV. 

巧 


ずき 燒 
ホ じ 御料 巧 



美 ホ じして 淸巧 

S 品 i 

午前 十 時 よら 
午前 ホ 時まで 


閉巧 


を 棟の 御嗜 巧に 適 ふ 
揉な 美 ホの 巧な 巧を 

S 廣珍樓 

致します から 續 々御 
ホ ホを 願 ひます 


巧娜 永興樓 

晚揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本人 諸君の 嗜好 
じ 適する 巧 巧を 差 上 
ます。 朝 一二 時を 開庙 
(が ホ 五 了 目チプ 
停を 萬の 下) 


ホ 廳あ園 

司 巧 人 蘆を 
巧 勤の 方 じは 塞な 
の 御 便利に 備へ巧 
間會 席の 巧 巧じ應 
やべ く娱間 巧卒巧 
す 變お引 立願 巧な 
巧 上 御 ま 巧 申 上 校 


ロスアンゼルス 

ホ リン ピック 

ホテル 

ニ 7 N San Pedro si ., Los Ang ; eles , CaL 


日本食 辯 品 類み び 雜貨類 卸小賣 
ホ 之 ま 大賣挪 桑 山馈會 
新刊書 籍雜誌 小間物 日用品を 種 

每タ乂 時を を柔 

東京な 會 

書 箱な 巧 巧 巧グ] ム自 巧の 便 あ > 

ト ブンク 巧 b ミす 




ん 

ぶ 龍 

^ S 3 

G 肺ゎ 

N ぷ 

A 帖 ， i 

H 邮 

N 怒 

S 孤 


温 新 巧な 

本 樓は開 創な 巧 多年 
一意 勉强 仕ら 司理人 
ゼィ 、料理ん 歐廉も 
相 變らず 腕前を 見せ 
て 居まず。 がる じ 現 
在 某 街某號 じがて 元 
本樓 料理、 を 雇ん れ 
たる 如き 廣吿 をな し 
居る もを な祗破 じち 
之 巧る 窜じ 御を ひな 
(倍舊 卸 爵資じ お L 
度/、 日 おん 諸賢の 御 
ホ 巧を を學- 致します 
新 杏化 

主人 謹啓 


弗 上 金魚 巧 

9 ミ 巧な h A さ. _ す*! fork 田 ty . 
Ph き 》 Circle 巧 73》 


磐 油 難 gssl 諸 f 白米 

日本 ホ 難 食料品 i 觀 S 4 S 

巧 田 當池巧 ま會社 まが 一手 賣測巧 

曰 本 食を 麗會 


紐 育 唯一の 日本 百貨店 

片桐 兄弟 商會 

スマ ドレ •プ 。ダク ツーず 版賣元 


空の 半 和に 嫂して 

日本へ 横斷 飛行 說 

P . リシ ドバ —グ大 がが 國務次 
官ご長 時閒に 頁る 密議の 後！ 

/ — /»)\*\/\ vip)wy\* J I )(l(r \ (rfifi/tja 

束を 特を (ウオ I ルドが ゴ 一十 八日 發》0 リンド バ —グ乂 をが 
太 半が を橫斷 して、 H 本に ホぶ であらう どの 報道は 數曰巧 巧の 
がごな つて 居る が、 時節 蜗太 やが 巧斷 機の 是 ホで 謠 論を 闘は し 
つ.^ ある H 本 化空界 けこの 化說じ 深を たる 注目を 沸 ひつ ー わる 
が、 アメリヵょ bH 本への 橫陈飛 巧な 恰 から 歐洲ょ b アメリヵ 
じ 赴 < がかく 突 おを 正面ょ 6 をけ て 因 難で あらう ど 疑 はれ、 帝 
威 飛 巧 協會の 副食 接 谷田畔 太郞少 おのかき， 大佐 じして 若し 布 
哇を經 由す いば タか成 巧す るで あらう •か 他の か路を 取る. らは 
が 巧は 疑は しい ど 語 >、 一般化を がで も y ンドバ ー グ 大佐の 横 
斷が がが H 米巧涅 のがを 界じ タ大の 刺戟を 輿 ふるに 至るべき 
ごを 期待して 居る が 日本 ごして はリ 大佐の 成否い かんに 關らず 
乂牛洋 橫颖が 巧 A 飽よ でもみ 巧 4 る尝 であ 一" 。 


ワシントン 二十 セ日發 N 太 西 
j が 横 敵の 勇 ± ナャ I A ズ •リン 
バ ー グ乂 佐は をて ょら 鉛 東が 
i 巧の 素志を 抱いて 居た がぶ ひは 
j 巧-'、 この 绍 みを おすべく 

東京へ 儀斷飛 巧の 化擧じ 
i 出で る按 檢でム る。 即も リンド 
バーグ 大佐に 今朝 國務 ぶに 凰 あ 
i ホ官 n バ！ ト •才 1 八ッ 氏を 訪 
; 岡して 長時間に おる あ議を 凝し 
一た が、 を 證の內 を じいたら ては 
I ; 單に 『を 大 なるこ どに 關 蹄した 
y もも」 ピ るふ 外 何等 あおされ ず 
•1 A ブ氏 a 巧し 巧 表すべき こ 
- ど。 らば ブンド パ！ グ 大巧 自身 
; の ロから おる であらぅ ど韶 b 、 

-大 をは 毀く U を 閑して 柯 事を 
"睹ら や、 遂に 太 半巧橫 斷の增 
: を ホむ じ まつた ものである。 リ 
I 大佐は お 西が の 橫斷飛 巧で 一 離 
化が 的寵が どなつ たな ホ 

平和 じ 化すべ （、メキ シ 
- 、 中米’ 苗 米 及び おが 巧のを 
一地を お訪 して 完 をに をの 使命を 
I 裝 た！ たので あるから、 大佐が 
j 日本 A び 梅を じ 飛 巧す る こどは 
I をの 化が 的罷 おど （て-盾 面目 
i を 施ず 譯 であるから、 或 ひは あ 
■9 ンド バーグ k 佐は 太 ホ ホを 
征服し、 がら」 械张 ib 歐洲じ 

リンデ— に 捧げられた 


飛んで 化界を 一周すべき 大計 議 
を發 表する じ まも かもしれ ね 
大佐の 針路は 恐らく ホノ^ 八を 
經 おして】 氣じ 東を へ 飛ぶ もの 
らしく 沿岸 よら. 

へ の ニ 千 哩はリ 大佐 
の 力 腕. してら； 左巧围 難で も あ 
るまい か、 布 畦ょ b 東京への 橫 
斷は太 巧げ 橫斷ょ b もが 巧が 余 

巧 遠い。 故 じ グアム 及び マ 三 ラ 

を經ホ すれげ、 稍々 をを では も 
b ぅが 准 離の 戲 から 見れ ピ 、ホ 
ノ瓜 八、 東を 巧の 四千 哩か 最も 
短 かいど 見られて 居る。 若し 大 
佐にー て、 この お擧じ 及ぶなら 
ば、 恐らく 太 両洋を 橫斷 した ス 
ピ リット •ォブ •聖八 キ號ょ b 
も、 大型む 飛 巧 磯を 利用して、 
をを のが おに 備ふ ベく、 現じ 大 
佐は 

首都で 上下 兩院 議員 や 列 
强 外を官 どの 间乘 飛れ じは、 フ 
ォ ッヵ） ま S 發 動機の 大型 飛 わ 
機を 手 馴らし ゴ ちたこと じ 化る 
もを し 得べ （、大佐の 國 務省訪 
問は 秘めて 稀な こどで、 過般の 
メキシコ 橫锁飛 巧ち 國終省 訪問 
を _ し 突如 ごして 後が された 關巧 
も わるので、 一 屠-の 增を 濃厚 
たらしめ た譯 であろ。 


い。 さて 御本尊の プン デー 君で 
ゎるが、 太 巧が 横锁 な 他の 親善 
がけな ホ 化は 到る 所で 王 ぞの如 
(歓待され るの みならず、 アメ 
ブ 々內化 では、 かれの あ < どこ 
ろじな 新閒 記を が追隹 し、 寫眞 
巧の な跑 にを ふの みな：：* 中、 彼 
の 署名を ホめ 握手を 嘆願し 或 ひ 
は 强制的 じ 

接 唇を する £ いふ ヤン キ 
— まな 女が 飛び出して ホる のじ 
ははご-..^ 閉口し、 過 股 大統領 
から アメリカ じ 於け る 最离動 章 _ 
である メダ 八を 受けた のを 最後 
ィ」 して 一切を まや 社を 的な 集を 
じ ホ 席を 拒 おし、 昨今は 出 装の 
時間 や、 なく 化な を も あ 表せず 
ぶ 人 や 顧 閒辨護 ± を 同伴して ふ 
わら . ^ ど 風の 吹く ま-^ じを 地 
をと び 廻つ て 居る が、 巧 先 地は 
矢 張 b サンチャゴ たる， へく、 從 
つて 彼れ の ロから 太平洋 橫斷の 
壯 をが 發 表される の も 恐ら （こ 
れを 知る 者は 彼 ど神樣 だけで あ 


學 生を 中必 どした 

日本 ナ井ト 

道郞 一 座-^^化演 

旣裙本 夕 午後 八 時から 開かる 

る インタ^ ナシ 3 ナ八 • ^ ウス 

の 同胞 學生 中必の H 本が プりグ 
ラムは、 大要 左の か （决 をした 
由で ある。 

活動 寫眞 ( H 光) 

獨唱 湯淺 永年 氏 
活 勘寫眞 (京都) 


子供の わで. 


(化 憩 十を) 
歓迎の 辭 
獨唱バ 9 トン 
劍舞 r 
舞踊 音の 流れ 

獨唱 ソプラノ 

舞踊 京の 四季 


桑 山 綾子 媛 
同 富 子 壊 
かお お子縷 
淸水 枝ち 子 壊 
同 豊す鹽 
同 眞理子 壌 

をが 富 么巧氏 
が 山 氏 
長を 川 巧 
伊藤 道郞巧 


南部 夫 
が 藤 


人 

氏 




晴れの 歸@^ 前に 

買物に 忙し ぃ節 子姬 

活動 見物 や 婦人 會のタ 餐會へ 

本年が 秋 じは 目 お 巧 も 秩父宮 I ど 共 じ 日本 俱樂 部に がける 婦人 


疑問の 大型 飛 巧 機 

歡迎 みに 飽き/ \ した 空の 勇， 


リンデ I が B 本に 飛ぶ！ あ b 
V 相な こご、 あ b 柏な こご、 想へ 
; ば 彼が 

一 W 马 スピリ ツト • オ .ソ ■ 

: 喪^ キ號 じ乘 じて サンチャゴ か 
一ら 架 < キ ホへ、 恶 "キ ホから ニ 

ユ — 3 1 ク へ、 ニユ 13— クか 

ら バリ I へ、 漂が ごして なのか 
< 飛ち h が ホつ てから こ C で 了 
巧十侧 H 目、 おじ 太 巧が 征服し 
た 化れ どして 巧ら し义が 洋を橫 
斷 I 、 をい こを 义宇 のかく 化 巧 
の ニ 大瓶が を 股に かけたい ごい 
ふ 巧必じ 燃へ るみは 彼 どして い 
6 得. へき こどに 相違 U い。 ブン 
デ ー の：： 一本 訪問 說は 巧して 新ら 
しいら ので も U く 現じ 今ょ b j 
週 巧 前々 リフォ 作 ユア州 フン ス 
/ •レバ プリ カン 紙は 

大典 の おは ひ H 本へ 親善 

巧 巧に せ むくべし ごの 說が ある 


旨を お 戦して 居る が、 去る 水曜 
H サン •チヤ ゴ の發電 による ど 
トホネ ー 飛巧會 化では 豫て よも 
リンデー に 擦ぐべく、 大型が 巧 
機を 製 化 中で ぁつたが 旣に 完成 
して おの 受か b じ來 るのを 待つ 
て 居る ご 報じて 居る。 この 乂飛 
巧 機は 號巧 ± 仲間で 述稱 して 居 
る 『猫の 眼』 を 佩へ てが 間-飛行 
及び 着陸：-; 自め でぁら’ 頸の ゾ 
日ゼ クタ— ^ 二十 お万獨 ホの ホ 
b を 後が し 得る n 、 十ず 方哑を 
照明す るに 足る 投げ 火の 仕掛け 
も あ b て 

匹 人の 乘 をを 收 をし 持べ 

く、 力 ソブン 搭載 力 千 ダ。 ンご 
註せられ、 いづれ の 点よ b 見る 
も 海洋 大 飛が じは 充 かじ 力を 持 
つて 居る どい ふから、 ブ ン ザ！ 
の 太ず がが 斷ら强 も化據 のない 
風說 どのみ 锁 中る こどは 出巧リ 


雍仁 親王妃 殿下 ど；- よらせら るべ 
き 駐米 大使 松ず 恒雄 氏み 磯 

節 子姬が 大使 一家と なじ 
.つ 頃 难输頓 を出發 して 歸朝も 
W べき かじつき、 日本よ b の稳 
報に よれば、 フレンド •スク 1 

八を を 業 巧々 五 巧 下旬 帮髓頓 お 
を 六月 ホ 目を 港 解續の 郵船 春洋 
义じ 便乗す る豫定 である £ 云 ふ 
勿論 其 間際に 變更 なし £ は 限る 
まいが、 本社 東京 特電は 目 本で 
はおを 上 盤 谷に 於け る、 松牢夫 
人の 實家 鍋島俟 邸に て、 節す 姬 
のた めじ 邸內 一部に 新築を 急い 
で 焼に 本 巧 中には 竣工す る こご 
じた* つて 居る 由である^ら' 大 
化 一家の 

181^ はおが 丸ど內 をし つ 
つ あるけ 事實 らしい。 衍 ほ， を 
がかは モ化巧 二十 五 年た、 大使 
がを 巧の 際 じ 乗船され な緣 おも 
あら 简子姬 にも 思ホ淺 か'- っの 樂 
しい 船路を 急がる i ミで あらぅ 
をの 松 ホ 大使 夫妻は 節 子 媛 、 E 
子 壊を 伴 ひ 二十 化り 午前 六 時半 
着が おもに ホクか •プラザに 入 
れ るが 大 化け々 憩の なが 項 所載 
の 如く 輸出ん 業 お 協 曾の 午餐 會 
じ 臨み 一場の お 説を 試みた、 .1 
方 節ず 攘は巧 堂ぶ びか 巧 ど 共 じ 
巧 山 領事、 柏木 正を ま 店長、 旧 
島 一二 井 支 巧 長を ホ 人の 案內 じて 
近く 歸朗の あめの 

上產物 買 ひ 集め じ巿 .内 お 
較の 商店を 歷訪 しがは 大使を 始 
め、 新 巧 锁-郞 、柏木を 茂、 困 
島 繁ニ氏 等 も 加は ら內山 領事 邸 
じ晚 を 曾懼 され 綾いて 一同 十二 
を第と巧五十了目ア！^!^* キヤ 
ロ 方 劇場 じ アフリヵな 獸 狩の 探 

除 活動 篇眞ぶ お 覺當巧 訪問 化し 
き窮 一日を 終つ た。 树ほ 一二 十 U 
は 大使は バン 力 1 ス クラブの 午 
餐食じ 出席、 大化 夫人は ニ々 嫂 


會じ 出席した が 大使 一を 族の 歸 
執 も 漸ぐ餘 H 迫ら 着 紐の ホの 諸 
會 をは 何れも わ 别れの 息が をが 
ホし わ もの だと。 


事を な 張し、 同時 じ々 ナダ 聯 
巧 政府 じ おしても 今後 巧が 人 
の歸 化を 許可せ ざる 樣耍 ホし 
た-つの 决 議案の あまを をす 
る證 まで . - 
をの 討議 中を 政府 換事總 長兼勞 
働 長官 マン スン 氏は ぶの かく 東 
巧 移 ほの 排巧 論を 唱 へた 
議員 諸ち はこの 際 一致し _ し 東 
巧 移 段 問題の 重大なる 所 W を 
聯邦 政府 じ譬吿 する 决議条 の 
通過 じ當ら ねばならね。 り だ 
し 現下の 最大 危 際は 雜婚 じよ 
ら稲 族が 滅 茶々々 じ 泥を する 
事で、 こわが 裁 策は 急速に 講 
じなければ ならた。 


名流の 夫人が 

良人 y 化擊 

白晝 事務 巧內 じて 
當化共 か 獲の お 力 家で 富豪へ 
ク シア 1 W 围の 顧問 辨譲 ± であ 
る ダ レット •ウ キ少 ソン 氏は 水 

曜日 午後 五十と T 目 ど 第五 街の 
事務所に て 約 六 ヶ巧前 ょら 別居 
中で ホら、 婦人 冒 隙 家 どして 有 
あな 夫人 ど 約 一時間 半 じ-目' つて 
靜 かじ 會談中 であつ ねが 夫人は 
突然 短銃 ニ發を 良人に 向けて 發 
がした 後 別に 逃げ もせず をの 蹲 
で馨官 を まも 巧け ウキ^ ソン 氏 
は 重態 3 儘 病院に 送られた。 巧 
因は 元 ょら 家庭の 不 かじ 基い む 
ものであるが ホ 人は ちを ヒス テ 
リ ー の氣ホ でら あろ 頻りにな 人 
の 虐待を 鳴らしたら 化 極 ホ 面の 
探 隙 じを いた 話を する 等 擧動不 
審の廉 も あるので 給 事の 審間も 
夫人が 冷 靜に歸 つね 後 着手ず る 
であらう ど ° 


ニ 巧 五 千 巧の 懸賞で 

.大戰 物語り 募集 一 

ボストン ホ 著名の 出版 會 
ゥ トン •ミフ ブ ン商會 並びぶ 『を 
巧 米 國化鄕 をん お』 は 今回^ 力 
して 二で 五 千 ド $ 賞金を^ 供 
し、 先年の 欧洲 大戰を 背景です 
る、 もつ VI も 興 ホ じ 富み か! \ 記 
を ご；： ♦る- 篇の 物が たらを！^ 

化 界を國 ょ b 懸賞 黨集 する こ 
ごな つた。 應募 原稿は 少な 千 
もと 巧 語を ドらざる 長 篇たホ 事 
を 要し 應募 者は、 化界柯 れか國 
の國 おた るを 問は ない が、 唯 原 
稿は 必らず 英文を なて 草せ ちれ 
る 必要が ある， 而 して 當 選者は 
右二 万 置 千 ド 八の 賞を のか、 普 
通の 印税を も支撕 ふらので わる 
ミ 


コロンビア 抑 じ 

义も排 ロ 

條 約の 一部 廢案 

英領々 ナダ じ おいて、 日本人 
漁夫の 排斥 問題が やかましい 巧 
巧、：！： 本人の もつ ともをい、 3 
ロン ビァ 卿の 立法 潑食じ 日本 移 
民奶 斥を 目的 どず る、 H 英條約 
の 一部 排斥 案が 提出 さむ、 をの 
討議が 巧 はれた。 ： 

右 tin « ン ビァが 府 をして 東 
洋人排 巧の 立法 手 綾を とらせ 
るた め、 これ じ關 する 州政府 
の權 限じ關 する 限ら 現 巧： n 英 
條 めを ~ 部み 廢棄 せし むべき 


大山 郝夫 氏】 がが 

遊 說に近 < 渡米 

勞農黨 の 首爾で 普選の 第一線 
じ 同 驚よ b 推され、 香 川 鑽ニ區 
ょ b 名乗 6 をを げたが 運つ ホな 
くを 選した 水 か® ホ 氏は 间 執 
巧委員會じゎぃて^ ホ國巧の件 
を 附議され た 結 あいよ—- 碌黨 
よ b ホ圈じ 派遣 遊說 せし む A こ 
ごじ 决 をした ど 云 ふ。 みぎは 巧 
米 邦人 勞働闡 体 ( - ワィ、 燥府 
バンクー バー 等) よ b の 招聘 じ 
よる ものである どの. こど だが、 
氏は 闹黨新 巧議十 •水 ハみ 長 二 一郎、 
山 本懸藏 、難 か 松 五® 四 氏のぅ 
ち、 一を を 潭び同 巧す る豫 をで 
あるら しく、 出を け 置 巧 ごろで 
桑 港を 經 てま づ羅 おじな き、 を 
れ よらを 地 邦人 間を 講演ん、 ホ 
巧 ド甸歸 朝の 豫 まだと。 


讀 者の コラム 


.御 婦人 ご ゴルフ 

一ゴ瓜 フ巧投 

前週の H 曜 B は 本を 初めての 
ゴ片フ 日 かで、 柯處の リンク も 
ゴ八フ がで 大 繁昌。 £ら をけ サ 
リス ベリー は H 本人 述で 仲タ猫 
况で わつ たが、 阿 ょら 遣 減じ 思 
つむのは 、 I = 本 婦人が' ィィ ヒ 
— がの 靴を 召して、 やうて 足ら 
れ たこと だ。 少 ，、ごも ゴルフ ア 
1はゴ 八フの^^ —少とユ チヶッ 
トを しつて 揖る 必要が もる 。ハ 
ィヒ！ ^ の 靴で 搏 意に グ ブ—シ 
の 上を ホいて 居られる 御婦 A じ 
は 柯も云 姑ない が、 巧 伴の 御 甘 
邪 こを 全ぐ ゴ^フを からない 出 
普の 棒た るを 失は 3。 いらぬ 化 
憂 かもし れん々、 コン ナ事 でけ 
本人 御を ど來 たら H 本人 全体の 
顏 よごし 御用 必 肝を々々。 


御菓子 舖 

名物 栗輕 頭、 蕊 餅、 が 羊羹- 
賛澤 豆、 廿納虽 、其 他を 巧 
煎餅 卸小賣 。のし 锐け 前日 じ 御 
注文を を ふ。 日本食 巧 お及び 雜 
誌 等 も あ b ます 

巧 注て は 松風 巧窩橋 

29 W . 室 h S 二 e ニ rafa 香こ吉 4 


名所， を蹟 、を麼 其 他見 物 


S . TAS 妄 A - WW す nk ミ 宝 II Rd ., 
皇這 呈卢き . 
ぎ 王 YATTS さ 民 ニ 98 W 


G tj 

CS 欄 

分 5 

A 。 S 

D 4 U 


舞踏 個人— 
▼社を ダンス ▲ 
▼表情 ホ 操 A 



朝 十げ ョ ，巧 十一 時 

シャリフ ♦ダン シ 

ング帥 範學校 卒業 

L 衫 タマ 


曰 

ホ 

ぉ 一一 

善 


電話 ブラィアント 

八 0 と 化 1 八 八と 一二 

新 IS 特長， 

化育が II 十四 T 目 
ニニ ー 】 一八を ニ 罹) 
支配人せ 中 ま 雄 


ま庙 

147 GI ミ— uye - すま 一三. T . 
ぎ 田を ell 1 ち 83 
ま 巧 互 rs . F . K .すす 


み 面目なる ボ職 同胞 じが 育 ■ 
なる 職業を 間旋す 

..宮 川 事務所 

な 育ボ巧 四十 ニ 了 目な 什一を 
電 V '， ド/ トとと 八と 

話、 フライ アン 化 六 化 八 


レャ トル 巿- 

NP 旅舘 

W 0 巧 16tll A . ま ，の©* weattl タ " w £ h , 

停車袭前る東 ご一了左側^^階建 
目 本 巧 船 切 巧 取扱 波戶場 送迎 

巧 業 幅 域中必 、総領事 お、 日本 
郵船 其 他 銀 巧 大會社 近き お 巧 

を 港 小；： T ホ テ*^ 

純 日本食 (時 別間 ぁち) 

御 一報み 萬 自動を 御 巧迎申 上ち 
6 ニ California F San Francisco , 呈 if . 

木 旧 ル 1 ミン グ 

1 岂 7 を A さ. 呈 .至 & ihstr ます 
す 香 ho ミす 巧 nt 苦 27 


媛の 蒲燒 わい しい 鄉燒 

會席 御料 巧 

• 晝 食は 末廣へ 

げ喀衞 使赏が 大お强 


御旅 舘 河 添 


割烹 並に 御旅 舘 

生稻^ 

が 育 巧 西 八十 乂了目 一二 一 一二 
巧話ス 々ィブ ー と乂 ニニ 


御料 理齡 ，ザ 紅 

太. 駭 

壽巧每 H あ b ます 


高等 御旅館 

昭' 和 

會膊御 料理 


スブ 1 


タ 


邦人 俱樂が 自由 亭 

58 Sands St . Broo 享 N . Y . 
Tel . Triangle 74 な 


▲淸巧 > 親切、 氣樂 ==兰德マ 

勢州舘 

がが 事を 久頤榮 作 

.225 E . 5 望 h Str ま t 

Tel . す w さ t 岩ち 


岩 巧旅舘 


江川 作 一 
誠で S ニ 雲 S す是 
ジ I . ぎ y 養 an 二 黄 一 


一力 旅館な め 

帝國 旅館 淸水 

1 さ W . 苦 ih St . f Y ミ k 
TeL susquehai 芸ち 


紐 育 旅舘帛 か— 

を 四十 下目 ニ 四 ニを 
Tel . Ga 星 cnia 迈 7 ム 


ポストン 甫 

富 ± 旅 舘大浦 末 松 

1 さき ister St . Boston Mass . 
ぎ B . B . お？ 5 


住みが 地ょ き淸 潔なる 室 

御 下宿 松林 好か 


三 9 Lexingt ミ か ve . 
ジ一. Mad . ぎ 這 21 


費府 御旅 鑛 

桑 ム淸五 郡 

さ 8 ぎ 瓦 h 9 th 芭 .さ 一一芭 色 phiw 巧 a . 

TeL Wain 己 7231 


s 設觸 改善、 臓 利の 
" S 締剛- 稱理乂 、調理は 日 


a 


7 

y 


本人 向き 


j 請 I «聊 桃李 園 

罰 側 M 御 ホ ホを 待って 

T 音 もます 


新開 業 

腕利きの 巧理 人が 日本人 諸君の 嗜好 じ 適 
する 料理を 差 上げ ょす 

S 頤和園 

芝居の 前、 を 居 歸らの 御 をら じ 最も 適當 
の樓 所です 是非 御 巧 負 じ 願 ひます 




YOR 区 VILL 技 AUTO sc 技 OOL 

暴 も 爆れ たる 自働 車學校 

204 E. 86th St. TeL 反 egent 2390 


F . に MARUYAMA & Ca 

67 WEST 46 化 STTREET ， N. Y. 

T 巨 LEPHONE BRYANT 7679 


M 邮 IM 邮 A 邮 os.ilic., 

が 巧 - 57 化 23 rd S し 
New York Ci わ 

Te しむ am な 巧 3 お 0 


THE FUJIMOTO 
な 卵 RITIES 抑 . ， 1 脱 . 

120 BroadwayfiJ. C か 
R が br 241 目 - 3 お 9 


THE BANI (化 削 おが 

お〇讯 巧 23 1 お B'wa も NJ. 
Phon も Coiilandt おが 


Tile Sumitomo Sank, Ltd. 

化 W が郎が EK む 
R 邮讯が 4 
1 がわ oadw 巧 

Tei. お 刪が 74 が 7445 


Tile Yokoiiama 

Sp がぉ扣 化 , L 扣 

5th FioDf, Equitable Bldg. 
巧 G Bro が wa も ん Y- 
Ph 日 ne おが が 巧 56 


iTaiyoRadin が o.iinc. 

Import が s & hp 日け ers 
101 Rf 化む e. ， N.Y, 
i Te しがが 叫 uin 3 お 3-5 

I 327 W. Madison なけ 处 
Cliic 巧 0 , Illinois 




N. Y. K. LINE 
社 會船廊 本日 

NEW YORK OFFICE ： 

8-10 Bridge St. T 巨し . BOWLING GREEN 2262 

Sa 打 Fr*an が 化〇 0 だ iee: Los Angeies Offi 巧 :. Seattle O な ice: 

日 51 Market S も B; れ more Hotel Arcade Colma 打 B! お . の rst Ave. 

Ch お ago Of 巧が： 1 孤 W. Monroe St. 


WAL 化 R & 化 OHIO 

CUSTOM TABORS 

20 DEY ST.. NEW YORK 
Near Church St 
TELCORTLANDTWS7-7558 


NA 日扎 & SHIMM 化 

i Doll も Toys and 

Seasonable Novelties 
31 EasM? 化 お red 
( 削ぶ N SQUARE) 

Te し W が 叫 uin け 77 


■'■.しか I 




辦育就 


【 圆:ヒ 


H — が 巧 H 年 H 和昭 



Tiig Bank Of Taiwan, LM. 

む om 5 巧 

お刖卽 son ! 刖が ting Bui 地 ng 
巧 5 むが dw 巧， ん Y. 

な i. むが and! 72 がが 34 


支 本 曾が 

文 I ミな 店 化 ま 

カス、 福 ま摹^ 
ッ 5 州 京 灣® 

巧厦 '橫 i 灣 

霞 巧ち 銀 

、マ 加大 ^ 

赛 J 明な 

專^^を神 育 

がち お 

尽 * 、囊^ 張 

巧 賽^な' 所 


巧ち 鄕 
等替里 
ー賣を 
殺 買を 
銀、 及 
巧 荷び 
業爲並 
な替を 
抑 取を 
巧紐 ^ 

> こ* 義 

な、 浸 

巧箇 S 
巧 用 、 
仕が か 
ちを 围 


Na 巧む が ing 0 〇 • 

151 -5th Avenue. 

(Cei% 2 王 st St.) 

Teii が go 叫 uin 38 が - 47 


0 »S.K. Line 

ホ販 商船 

2837-8WHiTEH る Li 圆诚邮 
17 邑 A 巧 ERY 化が E 化 WHMCmf 
PHG 化即 WLifj 目郎化 N 巧 お-お 



HA 即 TA & CO, 

141 - 1 が R 巧 h む e .， 
げ刖 ぶ St な.） 
New む rk ! 1 け y 
TeL Wg 日 叫 uen 5 & 巧 


Nippon 

Dry Goods Co. 
じ 81 む oadway, C 則， 
Cor. 31st St. 

Te しむ ! insyWania 59 加 - 51 
む om 41 曼 


I 讯 oto か os，, 1 邮， 

Formerly 

お aruhacW & Co. 

1? Ead 1? 化ん Y. が . 
Te!. が pii 弓 uin 8 巧 もが 








自働車 運轉及 修理を を 
H 本人のを 師じ 化ら 一親 
切 じ敎授 ず、 婚雜の 道 
路も 自由 じ 
操 縱がぉ ホ 
る樣 じな . 9 
よす 免が 保 
証、 就職口 澤 山、 晝巧 

敎授用 じ クライス ラー 

一 化 二八 年 型を 巧 用 



齒 科醫バ t ハ リ了ン 

or. Edward 史 arrian 

S ミ g; 夏 n D 呈ミ t 

夏 5 至 ‘ ち 1st St. ヴ 一 . 草 I 忌 s 93 ち 


ト タンク- い い 

イン ノ！ ベ 1 シヨ ント ランクを 

物よ 弗 五十 仙 ょら 十二 弗を 十 仙 

普で St 霉で Sir ま t 


新 ゲ—ム 

夏 瘍新ま ダ！ ム及 是れじ 使用 
する 諸道 具 格を じて 御需 めじ 
應 乎、 巧 補 類の 上の ゲ ー ムあ 
値段 目錄 表御绍 みに 由ち 送る 
左へ 御 間を せ あれ 
室 立ョ 暑さ E. 害 Str を 
f ぎ； さ . 


一週 五 巧 巧 八 弗、 一 
乂义は 二人に 適す、 
巿廬へ 十み タイム スス クコ ヤ 1 
へ廿 五を 電話々 ン バラン ド 0 至コ一 
妄 宝 gh F BS 量。 黒 崎 梅 子 


一人 又は 二人に 
の 部 崖が あ b ます、 

淸 潔で H 當ら がを く 設備 もちを 

して 居ます ( 高 常 ) 

巧 02 去 . 14 害 St. 音 . 5 

セー ルス マン 乂用 

日本 雜貨 ラン フシ エ ー ド 卸 巧 
一て セー 八ス マン 雇 度し 經驗ょ 
'も 勤勉 正 底 リる靑 年を 窮 一條 
件と す 給料 其 化 あ 遵條伸 及 履歴 
書を 添へ 左記 宛 御 返事 あれ 
Box 105Japa=es こ imes, W. ニ さゴ . 


十五 年の 歷を ある 當 校は タ がの 
經驗 ご 新 智識を をず る敎 姉を 聘 
し 自動 单 
操 鶴： 巧 
び 運賴者 
の 修得す 
べきみ 要 
な 磯 邸 的 
替識シ 短 
期踞 ドし 
て最 t , 能 
率 あも徹 
ま 的 も 術 

を敎 習し を狀 獲得を 保証し 職 II # 
ロを ら巧旋 します。 I 



春 夏 新柄 到着 御 披露 

永年の 御是 髓じ酬 ゆる 

謝 慰の ため 破格 特賣 致します 

令 スタイ^は 英輕最 
鳥 綾を < ら 、常に 
新調 當 時の 形を 保 
つは 御 客穩を 化の 
權證で 御座います 
み 特に お 地質、 裏地 
其 他 一切 附屬 おを 
が ホし 精 良品，！；- 提 
供し まず 

何卒 御 韻し 願 ひます 

丸み 洋服 蘭會 

I 西 四十 六 T 目 六十と 番 







G •期 

r 
y 6 

lEf 


Mu ^ ^ 


rc 




巧-本を 
挪这濟 資本金 
お 立を 


壹お画 
六 モを圆 
六 千 寮 巧な 圓 


餘兰弄 銀 巧— 支 巧 

本店 お京巿 日本 橋 區本革 岸 町 五番 地一號 
まな 小 巧 日本 提乂 の內 (张 京) 横濟 
名を 崖を 都 大お西 关阪) 神戶 
巧 島 下 關巧司 巧 お 馬 岡 長が 
上が 倫 敎荒其 利水 


檢 出入 爲替’ 電信 送金' 化 送金’ 旅 巧 信用が 
街 業 信用 狀其他 一般 お 巧 業 

提ニ囊 銀行— ま 巧 

鄉里 送を', 日本を 化 無手 教 巧？ 迅速 取 巧 
本店 預を (を 巧 通知 ノニ禪 ) 御が 利 化 扱 
本 支 巧 おを (本 巧〕、 大阪 > 補戶 、を 郁 
巧が 地名 古屋 、小が、 上が、 がを 


一* 資 ぶを 量億圓 (を 额拂注 巧) 

一， 積 立を 乂モ九 巧 五十 萬圓 

內化本 ま 巧 リ按演 (本な) 巧 巧 大巧 
神 巧 長賠下 お 名古屋 

橫濱 正金 銀な— 支 巧 

.ホ國 をち 巧 U を 港 お 麻 ホ 巧 巧を 
其 化 世 巧を 團 重要 都 お ュぞ店 及 ュ グレ 
スち 之廣 


本 巧大阪 化濱五 T 目 
が 育ま 店 紐育ブ d ! ドウ 王 1 な 四十 化番 

懿 住ぶ 銀な 

お (東京、 橫濱 、をを 尾、 京都、 神 戸 
をり ^ I 尾ノ 道、 廣島 、吳 、柳 井、 ドノ 關 
がま 巧 (巧 司ぶ 倉、 巧ち 博タ 、乂 留乂等 
本國預 を、 鄉里 送を 害は 極め 
て 御 便利 迅速 じ 御 化 扳ザ申 あ 


本店 朝 おを 城 

ま 巧 おお 所は： n 本內 化の 樞要都 お、 朝鮮 
滿洲 、支那のを 化 及び 浦 盛巧德 

朝鮮 銀行 紐 脊お張 所 

外 瞬爲替 一般 銀け 裳巧靖 々御 巧 利 じな 扱 巧 
中と 巧 


藤本 證券 會社 

一般を 懼 郡な ノ質 買、 引受、 慕 集 

▲金融、 並 ニ 之 ニ 關スが 一切 ノ菜務 

S 藤本 ビル ブロ— 力— 銀 巧 
紐 育 出張所 


淘媪 語、 雜 貨卸寶 

森忖ブ タザ I ス 


雜貨 陶お器 

ドラィ グ ー ズ卸賣 

太洋資 易が W 會巧 

支 巧 かが 古、 ボストン 


ハィカラな 紳 十. は 

化 立 服 を^^し まず 

ホれ は宜 （身 じを ひ、 を 巧け け宜 く、 そ 
して 出 ホを ょりもを 持 もずる 事を 知つ て 
るからで す。 弊 おは タ數 U 米 紳± の 御 巧 
を 承つ て 居まず。 

H 化廣吿 •して 巧來 店の ホ じけ 

六み 割引 致します U 
御注义 のが 何 じ 係 はら 中を も 巧 一度 ホて 
見て 下さい 

ウオ ルカー エンド フロ リオ 洋服 巧 


▲度 巧 巧 各 等設滿 化を のを 富 おお もる はを 化 員 
の热棟 親切 下孽 i 典に 巧 巧の 萬 S すろ 處で寸 
▲をれ 太平洋 お路 一二 窜 設備 ロを が 革 時め なち 杏 
施し まし わ、 巧 じみ 巿 おのかを は 所謂 ツ i 
ス トサ — ド义 U ス チェ デ クラ ツスな 上の 
毎 植み備 へて おります 

® 桑 港 お 帆ホノ 八 ^ 經由 【正午 出帆】 


西 比 利亞化 
大げ化 
天が 化 

コレア 乂 

を 巧乂 


四 巧 十一 日 
四巧廿 五日 
お 巧 九日 
五巧廿 H 日 
六月 ホ 日 


® シアトル 出帆 〔午前 十 時 出帆】 

橫潰丸 四 量 一目 
加賀乂 五 巧 十 ホ 日 
が豫ぇ 五ち サ化日 

® を敦爱 B ネ 巧ぁ贼 

臻をも 四月 お 目 
抓 巧み 四拜 二十 B 
▲ 紹 青班魄 巧を 霜經も a 本 巧 貧 物が— 月ニ國 
▲ 筋道が 符—勞 ぶ 他 萬 事额裙 をに 稱 取が ホ お 
▲太 留津乂 漁 脂 營就乘 お 切 巧 韵裙宜 にお 計ます 




夏場 ダ— ム 向き 

今回- おの 處じ 移轉し H 本 及び 獨遮製 お 
具、^ 貨 度び 陶驟賴 等 夏 鶴 向き 品を 部 取 
揃へ 則し マ 居ます から 御 ホ 組の 節は 是 
非 御ん お b お 一覽を 願ます 

す 1 テル エンド シム ノル 



M 本觸 黑雜貨 
ドライ グ ！ ツ 封服賣 

離 賦残木 桃 ホ 組 

MOO 产 2020 之 0 产 Co ., Inp 
1 Q 5- E . 16 th Si :., N - Y •ぎぎ yveit 苦 黄-で？ 


■V 



通商 賓 みの 發展は 

競爭 協調^ 要素 

H 义の利 蕾は 支那で 衝突せ ず ミ 

お 平 大使が 輸お入 簡協會 て演說 

駐米 大化松 ホ ほ 雄 巧は ホ國 輸出 人 商 協を の 懇請 じ 化り まる ニ 
十九：：！！ 法曹 お 樂がじ 於け る 午餐 會じ 出席して U 乂 間の 通巧貿 
易 辭係じ 就き 左の かき】 巧の お說を 試みた が、 同會 々長ジ ー 
ァ ー 八 • バ r ヵァ 氏は ロ 本 S 國際撰 禪じ於 けら 協調 的 態度を 
稱 讚し 特に ジェネ ゲヮ 軍縮 會窥 じがて 英米 兩國の 間 じ 资旋ゼ 
る 勞をホ どし . H 本 協を々 頭 タフト 氏 同 副 貧が チゾン 氏ら 円 
本の 協調 精神を がかす る 巧 あ b 、 n 本人 侧の 出席を け 內山領 
事、 巧 商務 書記官、 巧 ロ大藏 事務官、 田 島 一二が 物產ま 巧： ぉ、 

化 木 正 お支庙 を、 齋膝官 補 等で あつた。 

國お的 姐 巧を なす 上 •しめてを 時 
に 政を 的 動力が 潜 人ず る。 お 外 
濁 立の ホ 望 ごか 經濟 的滿 おご か 
關 おの 瞒壁 どか、 補助々 成 おく 
は 特典 獲 役で あると か r 純が た 
る 自然 的 勢" の 相な 作用を 阻害 
するの城あるををい；：^い。 乍併 
是 等の 化 善 あるじ 拘 はら や 巧 白 
。る 事實 じな 脚せ る經濟 眼ょ b 
視て 世が をを 固なら し L るが 謂 
巧 無が 通ず るが 爲 めじ 巧みなる 
廣辟 がが 巧して 居る。 而 して 吾 
人は 一般的の 恵 福が 最終 じは 相 
をの 利害 化戚を 尊重す る 点じ 準 
據 ずるを を 認めざる を 得ない。 
競爭 じの み 倚賴ゼ わょ ちは 寧ろ 
協調じ依る ベ し^0 の大勢は年を 
逐 ひて 實 一」 顯著 とならつ i あら 
特にを あ大戰 W 降 一層 其 色彩を 
媛 厚なら しめつ-.- あるのを 認め 
.る』 ご觀じ 

國 隙間の 通商 實 業の 發 達な 國 
驟間じ 於け るず か、 ぶを のさ 
氣 禪じ實 現せられ 得る ので あ 
る。 盖し 日ぶ 間の 通商 貿易 史 
は 大体 じがて 予 の所說 を立證 
する かの 如 < 看 ゆる。 空想を 
逞ふ する 人 ± 化 外 誰 人 も ホ だ 


大使は 演說の 冒 おじ 先 づが育 
巿の叛 施が 當 化に 冠 おする お 
を 擧げて 『勿静 諸が の势 力、 
諸 補の 要素が 聯 結して 今 日を 
致せる は 疑 ひ U かるべき らョ 
リぞ ，、實 業の 發建通 ぉ 貿易の 
伸が じ 職 かした ど 言 つても 予 
は强も 過つ ては 居ない ど 信ず 
る』 ごてが 驚異 じがず る發展 
ご 輸出入 業を の 貫 献を頌 菊し 
たる 後 逆 巧の 嬰 諭に 言及し 
「一部の 論 おは 育 業の 繁昌 ご迪 
巧の 發逮 ごは 峭 々の 一 瞄の間 若 
くは 關係國 衆 間の 簇爭じ 化ら て 
ホが し 得らる i もめで ある VJ 信 
せいごす る 随巧シ をして 居る 0 
化信條 の 實際的 勢力を 認識す る 
とは 云へ チは 實 業の 繁昌は I か爭 
夫れ 自身ょ ちは 寧ろ 協調 じ 依 b 
て駕み 得らる i ものである， こ考 
へたい e あ 化の 固 隙的遙 照は 言 
ふまで もな/、 特質 あるみ 頻 どぶ 
巧換 W じ 基礎つ けられつ I あら 
を 固は 或は 巧 巧を 供給す ベ <、 
或け おを おを 巧 給すべく 夫々 自 
然の 資源 & び 訓練 どの 端 係に 最 
も 適を せる 物資 商品を 產 おして 
巧 無 化 通せむ どして 活る 。勿論 


曾て 兩齒の ホ かがを 威 さいた 
事 賞が をる ごはちへ て朽 ない 
ど說き H 本が 亞細 巧に がりる 
乂國 の】 大 顧みで あち 又米國 
が H 本の 最善の 顧を であを み 
を 指示し 

『昨 曾 計 年 巧 中吾國 は貴國 よも 
一二 僚 S 千と 巧 巧 弗を 輸入した が 
化 額は 支那、 非律賓 、遲 維、 巧 巧 
西 比が 盛、 ジ ャゲ プ 及び 太ず 巧 
諸島 じ對 ずる 貴國 のを 輸出よ b 
もタ额 である ご 信ずる。 他面 昨 
年 巧 音が H 本の 绡义 輸出は 四 億 
一千と な 万 弗に 達し、 巧 額は H 
本が 支 抓 ' 印度、 蘭が 巧 度’ 香 
港 及び 巧 巧 巧 •— おすち 喩 おの 總 
額 ミ 匹敵して 居る。 是 等の 數字 
じ 照を ずれば 誰 人 も對ホ 貿易が 
か 巧に リ 本に， 一 h て 緊切 且つ 貴 
重で わる かを 否認！ 得ない 。を 
證の 「黄を の 卵を 產む鶴 鳥」 は 巧 
乂も 之を 殺す 意志は あるまい』 
ごてり ホ貿 為の お ホ 益々 を 望 
。るを 說 き、 ま那に 巧け る 日 
米の 商業 的 競ず が兩 陸の ぶを 
に 危機を 釀 すご 信 中る 一部の 
論者 ある も予 はを が 彼等の 所 
論 ご反對 である ごて、 が國の 
『對ま 貿易は 主 どして 独、 機械 
類、 巧罐 及び 擢草 等で あつて 日 
本は 是 等の 商品を ホ 國のお < 多 
量 且つを 偕じ輸 おし 得ない 。 I 
ホ 吾々 は貴國 からを 憤 じ 供給 巧 
ホの 巧 品を まが じ輸 おしつ i あ 
ちて 既間 自然 的じ區 劃が 設けら 
れて 居る。 故に 日米は 支那 じが 
て競爭 する よ b も 協調し 得る 地 
化に 巧ら どは チの 信せ む どす る 
所で ある。 ( 中 路} ず かど 友を ご 
のを 氣を 濃厚なら しめ 密 切なる 
經濟 が 顆 係の 樹立を 望む 日本は .一 
世を 進 ホの 管樂 をホ國 V 占 ハ じを 
奏し 巧て 人道 奉仕の 爲 めじ 盡巧 
せむ ご 欲する』 と 結む だ。 


日本 郵船 會を ( ホ 二を 簿道會 社 ) 

代理店 片桐 兄弟 窥會 

乘 車、 乗船 切 巧 ホに 小荷物 運送 御语利 じな 擾 申します 


シアトル ぉ视 ( 午前 十 時 ) 
あらげ ま 化 陋巧 十日 
を ふを か 見 .五 巧 こ 目 
ば づす托 ( 坡淺 出晚 ) 巧 巧サ妈 S 
►一等 橫濱 一丸を 常 

おしば 巧ず 丸 るん ごん もは. 一を お萊 
▼ ご 辜 a 本 巧を を乘 客室 おを 造 案 族 室を お 
▼御 蒂 善に おリ 一等 割 おを 镇切 帮發巧 致哥候 

ロスアンゼルス お 帆 ( 午後 ご一時 ) 
まじら 乂 '五月 二日 
もんて びで を 化 六ち せと 円 
▼ 一 菩橫濱 ニー 一一 C 巧 化は わい 化 まじら か I を 巧 
マ おが 一二 等 0 本 巧 五十 か 粥 ▼兰單 日本 巧 五十 五 巧 
でみ 渚羅骑 巧演車 切符 嬉窒赛 藤 入御 轉旌 化リあ 
▼が 育 線 パナマ 經由 日本 ま那巧 貨物船ち 一国 

B 本陶磯 器雜賞 

ラム ブ卸賣 

奈良 貿易商 會 


H 本 陶磁 黑雜貨 類卸賣 

井元 ブタダ I ス 


り 木 お 服 反物 キ モノ 
テ フルク ロ"^ ス類 

諸雜貨 卸商 

鱗 日本 ドラ-ダ i ブ商會 

特別 廉 憤で 大勉强 新 流 巧は 當 巧の 持 長 


精々 勉强巧 仕 御 引 立願 上 候 

陶 破器雜 貨卸寶 

春 巧廊會 


雜 


第 


千 

四 

巧 

H 


九 

號 


大使の 來紐 


を種會 合に か 席 

おがな ホ大 化は 別 巧の 如 （ホ 
厨 輸出入 お 協會じ 於け る 午餐 會 
じ 出席を 兼ねて まる 二十 九日 午 
前み 時 M 十五 か 着 おじて ホが み 
夫人 節すみ 媛 巧 木 正を ま 店を 等 
岡が なじ ホブ V フラ ザに 瑕 宿し 
たが、 昨 H 正午は が 巧 お 樂部じ 
がける 閒胞 ち志錢 起の 徽迎 午餐 
會じ 臨み、 本 夕は n 本 お 築 部に 
がける 學±會 にが 夜は 日本人 杖 
巧 協會の 年會じ 出席 I 同 巧 半 頃 
歸带 する 由で ある。 大使は 近 ホ 
益々 健康 元 おな 盛で ゴ \ フシ ー 
ズンじ 入つ たのを 悅んで 居る。 
因 じ H 米 仲裁 條 おは 大 化が 任 中 
恐ら （が 立を 見る まで じは 至る 
まじく 觀測 さむて 睹 る。 


せる 方面の 報吿ご 共に 委員の 意 
見を も附 -J て 巧び 特別委 貫會を 
開きが る 上 じて をな 部 本 委員 會 
を經て 理事 會じ其 結を を 申吿す 
る MJ どなつ たが 當 がは 第二 化の 
敎 養、 趣が、 社を， 才幹、 德操 
等の 閱 越に 百つ て 賛際ホ 面の が 
料 & び所說 がを 換 された ごを ふ 


第二 世 問題で 

_ 委員 會開懼 

: 旣報紐 育 n 本人 约を務 部では 
，第二 化 即題に 關す るが 別を 貫會 
- を 去る 二十 八 目が n 本お樂 部に 
i 開きを 貢を 中 山 お ホ 氏、 高峰 孝 
I 矢吹義 夫、 柬義 一、 水み 涉 一二の 
四 委員、 を信會 を、 を 孫子 書， 記 
I 長 化观等 出席 第二 化 問 越に 測し 
一柿々 を 見を 巧 巧した か峭策 おを 
じ 脚して はが 人のを が 化 銀 巧 方 
一面け 勿論 乂人ホ おを 化 調べた る 
I 上 巧 巧 水 H までにが 委員の 擠當 


.高 お 主筆み 紐 期 

大醉每 日 新聞 主筆 高 石 眞五郞 
氏は 本 巧 下が H 本 お 發歐洲 を 一 
巡し 今秋 丸 巧 頃 ホが のをを なる 
あじて 曇 じ歸 朝せ る 城 タ元亮 氏 
岡巧の後巧ど ^:^もぉ巧氏は歸戟 
後 東京 HH 副社長 じ 就 巧すべし 
ごの 說が ある。 


復活祭 ご 各敎會 


巧る 四 巧 八 H(H 晒) は ィース 
タア サン •ティ じ相當 する ので 紐 
ちを 會 では 午後 八 時 ょら 淸水牧 
師 、基 瞥敎 修道 會 では 閒 じく 八 
時ょ b 今 かお 師司 式の 下にな 巧 
をを 執 巧すべく、 美 W 敎會 じて 
は 六 H グッド フライ ザイ 午後 八 
時 じ柴餐 式を 舉巧 しみで H 幡午 
前 十一 時よ ら宮崎 牧師の 說敎か 
める 绪 0 


四 巧 四 目 出帆の ベレン ガ ？ ア號 
じて 渡英め 薄を 

♦目 貧 田 まち 氏大倉 組紐 育 支 
店員、 が敦 タ店轉 巧を 命 やられ 
ベレン ダリア 號 じて 四月 四 H 魅 
巧の お ' 

♦山 ロめ ぐみ 壊 山 ロ S 之 肋 博 
ホ 令讓、 今 画 バ アナ ア ^ ~ ド カン 

ツジ よら ク五イ •ベタ •カブ バア 

の最 優等賞を 授 巧され じ 由 


• 尋人 能' 苯縣 人中 材俊わ 巧に 
傳 をした き； あら 本人 又は 知人 
は 當ホブ n . — ドウ ュ ^ — I と と 五 
蚕 { 西 五十と T 目 巧) が 育 日本人 
會 事務所まで 一報 をら ねし と。 


;◊ 


I 日本 巧 メ—ル 

011 ク 


締瑚紐 育 本局 午後と 時半 


四 巧 一日 


桑 潘經も 


ブレジ ザント •モン ロ 


四 巧 ニ H ビクト 9 ャ經 

でム プレス. ォプ .露 西亞 

四月 四 H 沙港お _ 


プレジデント - 


公人が 人 


♦巧 旧 胚吉巧 西部 地方 旅 巧 中 
の乂倉 組が 脊ぞ巧 お、 本 H 歸巧 
のを 

•おお 朦な氏 滞 紐 中の 聲樂あ 


キン レイ 号 


帷說を 


♦ 紐 育 H 本人 敎を 
罪 ど 救 淸水舱 
♦お 營敎 修道 曾 

時化 精神 ど 基督の お久性 
今 ホ 故 

♦日本人 美な を會 
不滅の 死 宮崎幸 ir 




巧 耐 スペシャル 


サ强澤 庵漬. 

受着 -ぃたしました 


が 桐 兄弟 商會 


を 京 朝 n 新聞 
縮刷版 每巧發 巧 

ーヶ巧 合本 一部-弗 五十 仙 

サン デー 每日 十二 视 
週刊 朝日 十二 仙 
アサ ヒダラ フ 二十 軸 
0 上每 遇發刊 


桑 山 商店 

ご ： m 芸 ih ST: N. Y. G. 
P1SP R 装 呈こニ ザ 0 结 7 


第一 固 

人員 募集て 

夏 矯營業 じ經驗 ある 者 雇 ひ 入 
れ 度し 詳細は 書信 じて 左記へ 
御照會 あるか 左な くは 巧る 四 
巧 . VH (± 曜) 午後 ニ 時ょ ち 
西 時まで じ 紐 育 新報 おじて 御 
面談の 上 お極めね し 

太 西洋 ボ林鐵 次商會 

_ ち 3 Bq ミ Mk, 

ミ antic 呈 y J- J; 


電 氣仕拇 水力 テ ー ブ少 ニム ロ 
夏 鶏の‘ バ ー トナ ァ 一人 
( ザンドウ キ ツチ、 キ ヤン 
ディ、 ぶ ソフトドリンク ) 
玉 台 及 ボィ 作 ダ ^ — ムの 
マホ ジヤ I ん 

右人 用 じか 獅馨 みの 方は 左記 
迄 御照會 あれ 

おち ミち 巧 な 尝 QP 

6 ニ すミ . ミ严， N. さこ ま 3 备量ミ _ D- G- 

洗灌業じ最も適當の 
店 をら。 家賃 恰 が、 

委細は 左へ 御 問合せ あれ 

岩吉 . 苗 SS ニ 


賣 渡し 部 T 辨 

の爲 めま樓 にて 資 渡した し、 西 
八 了 目 六十 一 蕾、 希望者は 御 巧 

店を ふ 『マキ ォ • テ "™ ■ 八！ ム】 

fs 一人 莖 及び 二人 室、 

ネチ ネット 附き 至極 

便利な 礫 所、 一人 室五雜 二人 室 
九 弗 f • F— 7S W. 94 を 写 
ジ宫 ho ミ 笠 ま rsicie 9 夏 9 

、去— 

its -. 三， '.' ‘-. ト；。 



巧 お 商事 株を 會贈組 育ま 店 
Uchida Tra ぶ ng も、 化 ,! nc. 
291 Broadw 巧， 

Tel. Worth 1575 


島賈易 株式 會 お 

ご hima Ira 山 ng し 〇 • ， Lt ん 
150 Broadway 
Tc!ei>hoiie R がわ r 1 が 4 


巧 式を な ホ 尾巧會 
Akawo 在 Co., Li ん， 
295 Fifth Ave., 

Tel. Caledonia 97 百 8-59 


片倉磬 絲が績 巧を 會社 
Katakura & Co., Lt ム , 
225 5 比 Avcnu ち 
Te!. A*Wami が 46 ぶ 229 


お 川が 隙 事務所 

比 Segawa, Insurance Broker. 
303 Fifth Ave., 

Tel. Caledonia 4101 


な pnm-Ameiican News S が Vice 

日本 電報 通信社 

な 画のを お 巧、 貴 業 ホ 及 か ホの 
事 巧を 巧 ま 且つ 巧* じ 報道す 
每日 入電 一ヶ月 巧を 五十 巧 


Myo Ad け rtising Agency 

日本 新聞 雜誌廣 吿ー股 化 扱 
12 W が t 17 比み 化が 
Telephones W が kins 2909-10 


1C. Mikimoto 

MUcimo わ Pearl, 
535 Fif 此 Avenue 
Tcl. Van ん rb 化 ： 2519 


巧 巧 洲络道 株式を 化 
なち 事務所 

Sou 化 Manchuria R. R. Co., 

Room 202 ら Cana ぶ an Pac 巧 c Bid も 
342 Madison Ave. 

Tel. Vand が b;It 4135 


が 育 曰 本人 會 
The おが nese Assocbtion 
け 巧 わ oadway. お mal Motor お ’g 
Tel. Circle 10Q71-10071 


ミホ 物を 賦會社 
な 育 支 巧 
Mitsui & Co., 

6 〇 Broadway, 

Tei. Bowling Green 7520 


• H 共 巧 式會社 
化理店 
窝 巧巧會 
120 Broadway , N . Y . C , Tel . Rector 7884 
Factory : 208 Rawson 化し L CitK 


乂お巧 事 巧 《會赴 

Kuhara trading し 0 リ 
30 Church St., 

Tel. Co け ! andt 4550 


巧肆 物を 株式 會栽 

Asano Bussan Company 

Room SOI -805 
165 Broadway 
Tel. Cortlan かが H7*«052 


巧 ま 食を お 井 巧 巧 
紐 育ま 巧 
!wai & Co リ 

Woolwoxi:h Buil ホ 巧 , 
Tel. Whitehall 6040 


大曾 粗な 育ま 巧 
Okura 在 Co リ 
30 Church St., 

TeL Cortlandt 2292-93.94 


S 菱規事 株を 會社 
紐 育 支 巧 
Mitsubishi Shoji Kaisha 
(M な subUhi Co" Ltd.) 
120 技 roadway 
Tel. Rector 2560-2564 
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日本 締花巧 ホ會化 
組 育ま 店 

Japan Cotton frading Co • ，し td., 
25 Maditon Avenue* 

Te!. Ma ん S が 3695 


日米 生糸 株式 會お 
が 育 支店 
NICHI-BEI KIIT 0 KiBUSNIKI KAISHA 

(NIC 出ぶ El KHTO CU 巧 LTD.) 

1 Park Avenue» 

TeL Ashland 6246-47-48-49 


巧を 會を 
山中 巧 會紐育 支店 

Yamanaka & Co., 
680 Fifth Ave., 
Tcl. Circle 4014 


a ネ 生糸 株 ま會社 
お育ち 巧 

Morimura む ai & む .| Agents 
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なを 注目の 焦觀 ごな つた 譯 であ 
る。 元 ホフー グァ 氏が オ^ョ ー 
抑 じ 於て ゥキ 9 ス巧 ご對戰 しつ 
つ あつた 政戰 背後の 力は 卿の 

勢力 地 ごして 知らる i シ 
ン シナ タ 及び クリ ー ゲラン ド わ 
ま 持して 居る 巧め で 今 H までの 
形勢では 间帅化 議員の 役 系と 十 
一票 中 過半 數はフ I ゲァ！ 氏の 
もの ご 見られ ゥキ 9 K 派の 領選 
者 VJ しては ロー デン S 十】、 力 
! チマ 八、 フ トツ ン 一二 及び フキ 

ッ ，シ ^ 化 < いふ 歎じ をれ て 居 

ねらので あんから ゥ 氏の 逝去は 
一面 じがて は 7— ゲァー 氏 じ 勢 
力を 增 したと 觀 察し 得る がを の 
半面には 故人の 巧を 惊ゎ 人情 的 
な 威 情の 發 露が 巧て 反フ ー ゲァ 
! 派の 

結果 を 固く する であらぅ 
ご觀 察する 者 もを くこの 點じ就 
ては 議論 も瞎 々 W して 居る がを 
戰の 前途は ゥ キリス 氏の 巧 じ 波 
ら 亡 一大 動搖を 生じた こごは 拒 
まれない。 而 して 今日まで じ 巧 
がした みか 黨の選 擧巧邊 員は 總 
數モ 八十 化 人じ對 しぶかの 一 弱 
即ち 二百 十と 人で 大統領選 舉員 
定員は 五 百 四十 五 人 W 上で ある 
がを の 中 n i デン 氏は 最も 有力 
で 化 十八、 をの 中 確 賞なる もの 
五十八、 フ ー ゲア ー 氏は 八十 五 



フ 一 ヴ 了— 巧 

で確實 なる ものせ 八 等に して 

民主 黨 側では 總 人員 一千 
百 人、 巧 然した るら のろを の- 
で 肯六 十四 人で 選擧 定員は を ホ 
の 一二み のニ即 もとち S 十一 ニと 一二 
をの 一を 必嬰 ごし ュユ 3! ク州 
知事 スミス 巧の ホ 十二が 最も 巧 
综 である。 . 


咒の結 おにを き 銀行家の 切なる 
忘を を 採用した もので これに ； S 

ドー ズ案 修正の 機運 も 動いた 
もの ど 見られて 居る が 一 ホ 巧 逸 
の 新閒巧 もが 巧の 反 威を 拾て I 
ボ首 化の が說を 歡迎し フランス 
の對獨 政策 變 あじ アメ 9 力の 威 
化 ホし V - 觀を I ボアン カレ ー 氏 
どモ水 ボン 巧が 數日 前じ會 見し 
たこ V 」 を 意 ホ あら 氣じ巧 道して 
居る。 

【ワシントン 二日 發】 ク V ' — 
ブト 氏の 提出 じがる をホ郵 巧を 
を 千 九-白 廿一 年率に 引下ぐべし 
ごの 講 まは 滿兹 一致を U て 巧み 
された が都徑 巧の な 正は これで 
六 回目で ある。 今回の 案じ 化れ 
ば 端 書-他 制度 樹立の 外 裝ニ褲 
第 S 稱 及び 新聞 熱 送料 も 化廉ミ 
なら 繁四柿 小包が はな 來 のニォ 
ンスニ 仙が】 仰 ごなら 新ら しく 
ニ 抑の 退 信 力ー ド 及び 封筒 も發 
巧 さるべく 新聞 發 巧者 側では こ 
れ じも滿 足せず モ九百 ホ 年 制度 
の 復活を 委員 會じ 求めて 居る 
尙ほ 今回の 郵便が 値下げに 化る 
ホ 年度の 歲 入滅 おは 千 一二 育 五十 
八 萬 五 千 巧で ある。 


京都 巧 幸 御 日取リ 

十 I 巧 十-日 兰十+ •日^ 御 還 幸 

御大 禮の 豫算 は々 離して 審議— 

ま京巧電古曰摧=聖上陛ドじは十 一 目十 一 0を式御巧列じ 
て 聖上は 六 頌立煤 裝おホ じ、 皇后陛下は 四 巧 立 巧を にて 宮城ょ 
b を お驛 じなら せられ 特別 則を じて 巧 都へ 巧 幸 二十と H を R て 
透 幸 遊ばさ も、 巧 御か定 柏が つた。 が. ほ來 るべき 特別 議會じ 上 
程すべき 御大 膊 誰な 算は審 上の 極をから これを 巧 離して 提 おす 
る ど I ニ ±藏 巧 a 言明した が 民が 黨ら こいじ 賛成して 居る。 

春の 人氣 r 奪つ た 大禮博 

上縣 公園に H 總坪數 ぶ 千 坪て 


な 

邊 


をの 上野を 販 はす 御乂满 記を 
歐產振 お 東京 巧 覺會ら 本社 特電 
が お 報した かく 前週から 甜會さ 
'わた。 何しろ 大正 博な ホの 乂が 
か b な もので 逆 物 だけで も總坪 
數 がと 千 坪、 上 巧を 図の 大部 か 
のが 横が こいに 取られて 居る 様 
G が梯。 

◊ 

工事中を-巡して 見る ど 人 □め 
入な 券資媒 から おわ 機の 模型の 
はでを 體 S 建築は 近 化 建築 美の 
粹 をを めじ 極めて 持徴の ある も 
'ので 岡 出 巧 ぃ のち 案じなる もの 
ださぅ だが 事 お 巧 ■ででは 稱し 
て 岡 出 式 どいつて & る位崭 勘な 
ものである 0 
◊ 

大きな 巧を 潜る ご 直ぐ 右側が 巧 
一號 館で こ i は 柬を府 ドの 國產 
を まじ、 おつて 左に 西一號 、ニ 
号、 東 一規に 隣つ て 東 ニ 號ど會 
废が 観いて ゐ るが これは を 部を 
國 を府縣 から 審查 された 齒產お 
が一縣 平均 十 お、 ち 坪の 割合で 
凍 列され る。 

◊ 

をの 總旣 数は 質に 八 萬から 十 萬 
觀 にわよ ぼうごい はれて ゐ るか 


ら隨か 珍ら しい ものが 集る こど 
だら う、 いよ--. ホ 巧 十日から 
はドシ {をの 物品の 陳列が 始 
まる さう である この か' じ 力’ キ型 
じな つた 西 一二 號 箱が をつ てこ i 
じは 輸出ら の、 輸入 防 あつ 品で 
埋 める さう でを る、 この 兩 方の 
述 物の 眞ン中 じ 塔が 出 ホ、 人目 
を 特に 引く 樣じ をび えて ゐ るが 
これが 御大 賴 記を おの （さ 
を 凡ゆる ホ 面から 収集して 陳列 
して、 ゐ ながら じ L て 今秋の 京 
都の 大 祝典を しのぶ i が おが や 
うどい ふ 珍ら しい 陳列 館で ある 
◊ 

' W 上が 第一 會藉で この かじ 第二 
會虜 をみ 忍 池畔に 設け まごして 
動力 機械 類の 陳列 ど、 化 お 道、 
臺灣 、お納 、朝鮮、 傳义 なで 植 
民 化の ための 特設 雜 •か 設置され 
こ i では をれ 植民地の 紹介 
ご 理解の わめが 策を こらして パ 
ノラ マの 樣な もの どか、 を <5 化 
ふたを 開いて 見て アットい なせ 
る穩。 趣 おが ある さう でを る0- 
◊ 

この 外 じこの 禽煤 じけ 陸、 海軍 
が 非常 じ 力を いれ 闡防館 \ 一 いふ 


I 兵器、 これがず 時にはを 業 上に 
.いろ'-^ の 用途を なして ゐる模 
樣な ども 極 < わかを 易く 見せる 
さう で、 海軍では サー ナラ ィト 

を 持っ て ホて ピヵ 帝都の 上 

空を 照して 見せる ごか 陸軍では 
機 かを 持つ て ホて ホ 天 様から 第 
ニ會瘍 まで 地み 中 じ 晒 車が 通つ 
て もビク ごもし ない 樣な 大き 
協の 外 じ 第一 ピ 第二 會鶴 どの 
絡の ため 大きな 長い 陸橋 も 作 b 
賴覺 をを 薑 ばせ ょうごい ふ 計畫 
もを るり 

◊ 

陳列 品は 出品したら のじ 限 b 即 
資の 約束を する さう だから 早い 
もの' 膝 もで 開いた 當 座は 隨か雜 
踏す る ことで あらう、 璃覽會 の 
まなる ものは 大體 こんな もの だ 
が 餘興燒 をの 他が 大變だ 

◊ 

演劇 媛は 第 I 、 第二 ごな ってむ 
て 第一 會 場は 食 期間の 一二ち ホ 四 
H から 五 巧 化 二日まで 一二 日間 づ 
づじ區 切って 東都を 所の 藝を速 
がを しまじまで 『めで じ』 づ 
めの 蹄ら じは やしに 掛抗的 じ 技 
を規 ふさう で、 モゥ をれ-^ 極 
秘の 間にけ いこじ 一生懸命 らし 
いが 階上 階下 千餘 名を 收 をし 得 
る 大きな もので、 第二 禽燒は 無 
料の 餘興 場、 新、 舊を 居は もも 
ろん 活勘 ゃ當藏 など もみつ て大 
•かからな もの i 樣 である。 

◊ 

この かじ 「お 天地』 とい ふの が 
出 ホる 大正 博の 際 美ん 島を 考案 
して 人氣を 呼んだ 浮 田 氏 お 巧い 
りで-切を 電氣仕 かけじして 眞 
物の 美人を 化つ て 『人魚』 の 揉 
な ものを 見せ 『人造人間』 なで 
ごい ふ奇拔 趣向を してむ る さ 


樣 。ものが お ホて お审 で U 巧學 j うで ある 


アメリカ 政府に 謝罪して 

.南京 事件 遂に 解决 

マ クム レー 公使が 交涉の 結果 
一 义支條 約の 改訂 も條 件の 一つ-- 

- 化 巧 二日お^ = 义 しく ァメブ 力 奴 お £ 巧を 闽民 政府の 外を 懸 
おじ 9 し 聞が ホけ レ谢 しな 义お化 マ クム レー 氏は 巡般の 南支 訪 
問に て おを 政が 外を 部 どを 涉の 結ち 南京 政 巧は 當時巧 傷した る 
ァメリヵ人の 生かが ホ 並びに ァメ ，力 緩 領事 箱の 破損 等 じ點し 
て 謝罪の なをぶ 剛 するど 共に 損害 赔 巧を 誓約し ァメリヵ 侧も軍 
腔の お丄 他が レが _ し お慨の 化て がし 化ら U ホ 文 憐 かみな is を 約 
してな じ 所謂 曲 巧 率 化は 圖滿 なる 解 巧を 吿 げた。 木 事件に 脚す 
る H 支を がは 化に 過 股 巧 製 しおまを 渉は 吳國侧 S 謝罪 拒絶で 停 
頓の際 ホ 支を がの 解 巧は i 股 じ アメリカ か 巧の 勝が ど 見ら いて 
居る。. がは 前 巧の アメリカ 繰 領事館 も 近く 再瞒 する 豫 をで ホる 
ど發 ホされ た。 


ワシントン 二日 楚 n 固 巧 おの 
をを する 所に 游れば 南京 事件に 
瞄す るを 涉はマ クム レ！ を 化 ど 
巧を か巧總 長が 街の おお 

國務當 周の ホ かじ 適應 

した 滿 足すべき 解 巧を をる じを 
つじ。 解 决じ鹏 する を义 書は 未 
だ M 譯 中に 旗す ぶが 國巧當 巧の 
を おした 經過じ 化れば 『巧 京 政 


府 はを の滨 一を 文 蓄 じがて ホづ 
アメリカの 网旗じ 街す る 侮辱， 
アメリカ 總 領事 雑の 魄壊 並び じ 
甫 京に 化 おする アメ 9 力 人の 蒙 
bL 死傷に 向つ て 深 某。 る邀城 
_ の 寂を 表明し、 政府の 調査 じ 化 
れば これ 等 S 恣 巧は 巧京 政府 樹 
々前 共を 黨員 じめ 6 て 巧され た 
所 等で あるが 巧 京松府 じがて 萬 


事 貴 巧を 負 ふの みなら や 今を 
な 留米人 の 生命が 産が 

護じ觸 しては この 完 をを 期す る 
昏軍閣 は 解散し 責任者は 處罰ム 
I ねる 旨を 通吿 して この 暴 わじ 化 
I る 生命 財產 上の 損害に 掛 しては 
南を 政府に 於て ま辨 すべ （ホ 支 
委貨會 の 設暦 を猶 憑した。 右の 
を 父 書-」 對し アメリカを 使は 南 
を 政府の 捲 おした る條 化を 承認 
I し 南京 政瞄じ 於ても こ n が 履 巧 
をを ざら べき こどを 確 盾す 
旨 凹 答した。 南京 政府 U をら じ 
第二のを 文書 じがて 千 九 百 せと 
年 S 巧サ四 H 

ホ國 軍艦が 禀 ホを 砲 

擊 したる 事件を 循じア メリ々 政 
府の 謝-非を 要請した るに 對しア 
メブ 々を 使は 砲撃のを 所は アメ 
リカ 総領事ぶ びな おおが 支那 軍 
除の 製 擊に偶 ふべき 防鐵 監域內 
じ 限を された る こご、 彼等の 生 
かを 救助すべく 唯一の 途 たらし 
こご 且つ これに 化 b て 南京 巧 お 
民を 辛くも 避難せ しめ わ 事實を 
擧げて 海軍の 採らし 巧 動は 止む 


を 得ざる 手段で もる ご斷じ た^ 
而 からが る 手段を 必要 ごする じ 
至 ^ し 事情を をす る じ まりし こ 
ごを 

深ぐ 遺憾 ごする 旨网當 

した。 南京め 麻は 巧ら じ 第 己の 
を文黨 じがて 現巧條 約の 修正 其 
他 諸問題の 解み ホを 希望した る 
じ 對しァ .メリ々 を 使は 南京 事件 
ご 條約 修正は 自ら 趣を 異にする 
閱題ど 思考す るが アメリカ 政府 
VI しては を 來の方 かで も あ b 且 
つ 千化再^3と年六月化ょ日國務 


度 官に化 b てを 表した るかく ァ 
メブヵ 政府 皮び 閱 民は 支那で 兀 
をなる をま拖 獲得の 日が 實^す 
る じ まるべき こごを 熱駕 ずて 
のじて を 使は ぞ那の 時局 推 一&： 
伴 ひ 支那 人の 滿 おする 

條約 改訂 の 實を擧 •一 

じ 至るべき こどを ホ 望し ァ 
力なが はこの 點 じがて 支那て 支 
邪國 おを 化 表すべき 確固たるな 
府の實 現が 一刻 も 速 かな 心ん 
とを 希望す る 旨 回答した』 お々 


本な 東京 特電 (蘇 お 叫 轉载〕 


金輸 解禁 U 急がず 

ご 二日】 を輸ぉ 禁止法 解禁の 準備と して 化 外 正貨の 廢止 
頻 b じ 爲替銀 巧の 閒じ唱 へられて 居る けれ 共 政府は 依然 
を輸 解禁を 急が 《 ど 一二 ±藏 相は 今朝 言明した。 

千 葉 代議 主 板挟みと をる 

ご 二日】 實 業が 志 曾の 化 議±モ 葉 S 郞 氏は 政を 上の 相®^ 
板狹 みとなら 結局 不信任案 じは 參化 しないだら うご。 


謡が 

石て 


鐵道 貨物の 激增 

〔 I 二日】 昭和 ニ 年度の 鐵道 貨物 
化 入 高は ニ 億 0 五 巧で 圓で前 
年 ょら 九が ガ圓 の增 加で ある 

電送 寫眞の 開始 

【二日〕 東を 朝日、 大阪 朝日 兩 
新聞社ぶ び H 本 軍 報 通信社は 
即位式 當 日ょ b 電送 寫眞 開始 
の蠻。 

ニ 氏 海軍 大將じ 

ご I 日】 軍事 參議官 な武 H 郞中 
將 、吳 鎭守府 司み 長官を ロ尙 
眞中將 は 共 じ おが 大 おじ 陛進 
した。 

曰く 『ぉ來 ぬ 相談』 

【か-日'】 『地租 V . 同時 じ營業 
収益 稅移讓 のかに 顧す る武藤 
山洽 巧の 要 あは 岀 ホね 相談』 
ごご 一王 藏相 いふ。 

日華 協會の 進言 

t 化-日】 日華 實業協 曾は 『放 
巧 主義を 拾て i ホか克 なの 爲 
めじ « 支 鮮旋』 を 换府ど 民政 
黨じ 進言した。 

新 宿 御苑 觀機會 

〔化-日.】 宮中 觀蝶會 はみ し 振 
b で 四 巧 十 H 巧 宿 脚 苑に腥 さ 


の 御 落 おで ある。 

(ヮシントン ニ H お】 國巧長 
官ヶ ロングを は フランスの 諸 新 
胡 化が 氏の 不戰條 約を 目す る じ 
軍に 大統領選 擧戰を 前にし じ 一 
の人氣 政策 f 何等の 誠 怠な <フ 
ランスが 眞 面目に これに 應 中る 
のは 固 家の な 場 ごして 仕モ がな 
(遣つ たこ ごで ある ど 述べた る 


國務 長官 辭ピず 

ワシントン 二日 發 M 國務 長官 
ケ 日 ング 巧辭 職し な 墨を 化モ 
り！ 巧を の 後任た らんとの 風 
說に 對し國 務長宮 は事實 無根 
である ご 否認した 0 


れ る。 

お 舟權を < 通 避； 

【化 一日】 東を 巿會 の大 間^と 
なつて ゐたあ 河岸 板 か 權一ル 十 
巧 旧 補償 案は と 十万 圓 じ^ 少 
さわ ニ 票の 差で お會を 通!^ し 
• たがお會議員歲賓値上案一^否 
决 された。 '一 

臺大 各部 長 巧 命 

【化 一己 台化大 學理學 、お 學 
部 按じ 大島 重太郞 巧、 文 I 学 政 
措 部長 じ 藤 田 豊八隱 ちし てれ 
巧 命され た。 

'航路 補助 延期 案 一 

〔お-日】 化 東が 路 補助 案な 特 
則議 會に提 巧 せず 一年 延 ' I 棘が 
しい。 

蓬 旧 理事長 留任 

【化-日】 鄕誠之 助 巧の 幹^で 
東京 米穀 取引所 理事長 蜜^ 四 
が 巧は 留任す る。 

十五 銀 和議 認可 

〔ホ-日】 十五な 巧 か議認 一^ さ 
れ四巧 中旬 巧 開業。 ロ 

稻垣博 ± 逝去 中 

〔ホ 一日〕 農學 博十稻 垣る 巧 氏 
は 逝去した 享年 六十 六 寡 C . 


じ 對し强 くこれ を 否定し 本日 午 
後 クロー デ 八 大使 ご 小一時間 じ 
互 6 ブ リアン 外相の 圓答じ 就て 
路議 したが フランスの 回を は不 
戰條 約の 締結と 共 じ アメリカ じ 
道德的 責務を 果し たもので ある 
が 今を のを 涉は义 書を なて せず 
專らケ ロングを ご クロー デ八大 
使 どし 會 見で 决定 する 當 である 


〔カン サスお ニ H 發】 巧るべき 
共か黨 大巧 じがる 證長 問題に 就 
ては 黨の 統一 どい ふ關係 がら 人 
選 じは 非を じ 頭を 楷 まし 目下 當 
地 じある 委員長 バ トラ） 巧 等は 
先づ おか 黨の 元老で ある 前闽巧 
長官 t ユ ー ズ民- しこれを ホめ た 
る も 氏は 大會の 頃を 見 計つ て歐 
測に 遊ぶ 豫を である こごを 理由 
ごして 巧絕 する じ 至ち し 爲め委 
員會は あらに 協議を 重ねた 結果 
タみ明 H をな て ォパョ ー 州 選 お 
上院議員 シメオン •フェス 氏を! 
推す であらぅ、 フェ マ 氏は 現大' 
統顔ク — 9 ッデ 氏が 巧 立候補が 
退 W ホら 頻 b じク 巧を 强制的 じ 
起たし める W よ 張し つ、 ゐる八 
でめる 0 

(バリ I 二日 發】 首相 ボァン 
々レ ー 氏は 昨日の 演說 じがて を 
ホの 沈默を 破り 7 ランス 政府は 
ド ー ズ 賠償 案の 一部を 修正して 
濁 逸の 鐵 道を 債 百み 十億 金 馬克 
時懼約 四十 億 弗を ボ場 じ賣 おす 
£ 其 じ 賠償金 額 もの 際 一定の も 
のとな しが 界の不 をを 一掃した 
いとの 希望を 披 渥した こごは フ 
ランス 政府が 過去 一二 年 じ 百 一る ち 


ウ井 リス 巧 逝いて 

共 巧 黨政戰 色み く 

フ！ ヴア！ 氏 ゆ 勢力 伸長ず るか 

m: 卿の な界 



宗敎大 曾で 鮮人化 表が 抗議 
皇太子 义 もや 落 器— 不戰條 
'約で ホ 佛が巧 渉り h 共和 黨大 

會 議長は フェス 氏— ポア ン \ 
カレ— 氏み 赔償讓 ご ドー ズ ^ 
案 y ". 全 ホ额便 料の 値下げ 案 


〔ユ グ サレ ムニ H 發】 國際傳 
道 大會は 本 H 純然たる まを 上の 
問題れ ら 政治問題 じ 移 b 先づ印 
巧 代表の 英國じ 菊す る 不平から 
フネ リツ ビン 問題 r 移ら アメプ 
力の 政治み が祕 東に 於る 唯一の 
基督 敎國 である 同 島の 住民を 恰 
かも 政治の 锁 球ど必 得て 居る 一 
事を 擧げて 非難し U 本の 漉飼監 
督 はスブ ー トメ ントの 一節 じが 
て H 本は 人 巧 問題に 掛 して 常 じ 
を 正で ある ど戟 明し じる じ 勘し 
朝鮮の 化 表は 震災 商 後 幾多の 鮮 
人 基督 敎 信者-い 虐 おされた こ £ 
やゲ 玉^ サキ ュ會議 で 日本が 朝 


鮮の技 族 自化じ 反 圏した 事資を 
擧げて 非難した％ : 一 
〔日ン ドン 二日 獲】 を 馬を を 
名 リ英國 皇太子殿下 ゥ 玉^ ブ親 
王殿トじは本リゥ S グ ス • ザー 
ド盃の 障害物 競馬 戰じ御 お 場 相 
成った 際 早く も 第一の 障害 飛越 
しの 隙を 馬され たる も 殿下には 
直ちに 馬を 連へ て 競爭に 巧び 加 
はむ たがみ 勝點 間際の 障害で を 
ねて 御 落馬 あ b 幸 ひじして を 傷 
は 蒙られな かつむ が 殿下は これ 
で 競技を 脚 中止 じな b 觀 衆の 歡 
呼 狸に おおの 儘で 御 引 揚げ じな 
つた。 殿下 じは これで ホ 六 回目 


混滩 たる ホ ハ 

共和 黨の 大統領 戰 じ傳統 的な 
關 係を 持つ ォ ョ ー 州 政界の 大 
立 物で ぁち 現じ 共 か黨の 大統領 
候補 どして 最も 

有力 ど稱 せら； れる 商務 長 
官フ！ .ゥァ ー 氏を が 手 じか 童 W 
なつて 候補を 爭 つて 雇た 上 院議 
員 フランク •ウキ リブ 巧は 去る 
±曜り 自己の 地盤 じがる 政談 演 
說會の 席上 忽然 どして 白玉 棲 中 
の 人 どなりみ か黨の 大統領 戰じ 



ゥ井 リス 巧 

時なら の 動搖を 生んで 居る。 即 
もゥキ ブス 氏 卒去 當時 故人の 立 
候補を 支持し つ I あつた ォ S 
! がの 選擧化 議員は 恐ら < フ ー 
ゲァ ー 氏の 勢力 じ まるで あらぅ 
ど豫 想され たもので あるが 元 ホ 
ォ！； ョ ー 脚 じか キリス 氏を 立磅 
補せ しむる じ まつた 所な は 要す 
るに 共み 黨 巧に 於る 反フ ー ゲァ 
1 派が 侮る 巧らざる 氏の 

勢力を 幾を でも 鹏逐 して 

先 づ大統 頭极補 どい ふ センチ メ 
ントの 上 じ 非常 じ傳統 的な 一 穗 
の 迷信を 持つ ォ 'ィ 31 州の 豫選 
でフ！ ダァ* 氏を 一 織し をの 勢 
ひ ヵン サス ホの 共が 黨大 會じ乘 
法んで フ ー ゲァー 派の 鼻を 挫か 
ん ごする じあつ た關 係上ク ネリ 
ス 氏の 逝去を の ものは フ —グァ 
! 氏 其 他の 立淚補 者には 餘ち影 
響は しない どい ふ もの-^ 反フト 
グ ァ ！派 だしてなク キ リ ス 巧の 
面目 じか けても フ ー グア ー 氏の 


戴 方を 驅運 しなければ ならない 
しこの 外 じうょ'"--^ どして 居る 
所謂 

候補 邸ち ダー ク •ホ 

■スの 連中と しても これを 機會 

一策 動す るで をら うから 咳戰は 
益々 婚滯 れる狀 態に 瞻る もの ど 
見なければ；^ ら 3 。 而 しながら- 
ォ バヨ！ 州の 選 擧法じ 依れげ ホ 
るべき 四月 十 a の豫 選は 旣じ法 
律 上 じ决定 した ものである この 
擦ク キリス 氏め 立候補を 引退せ 
し^^ 3 るこごはお來ないからウ キ 
リス 氏の 勢力は 恐らく ィリ ノキ 
佩の。！ デン 氏に 走る 見茲 みで 
あを けれ 共おフ —ゲア ー 派 ごし 
ては- 

勝利 を權實 ならしむ る爲 
めじ ォ^ヨ！ がの 產 であら 現 副 
大統領で をる ド ー ズ 巧を 樹 てん 
ごしつ y * ある も ド I ダ 氏は 夙 じ 
P I デン を を 支 持 して 居る 蘇 
上 ォ^ヨ ^ — 州の 豫戰 はフ） ゲア 
1 對 ロ！ デンの 勢力 爭 ひごなる 
であらう。 然るに フ ー ゲア ー 巧 
の反對 派で をる々— ス •ィン デ 
アナ 州の ブト ソン V 其 他 大統領 
戰の黒 馬で あら 或 ひは ォパ ヨ’ 
狮 ょら クキ^ ス 巧に 化つ て h 陈 
議員に 出馬 せんどして 居る 現下 
薛 議長 n ン グゥ ォ！ ズ 巧の I 派 
主 

若 •し フ！ゲア 1 巧じして 
オ 户ヨ； 州を 一 徽 するならば フ 
1 ゲア ー 氏の 巧 力は々 ンサス お 
の 共和 黨大會 では 一圓 目の 投票 
じ 堂々 と當 選す る 可能性が ある 
ごい ふので 反フ ー ゲア ー 派の 巨 
頭 連は 目下 鳩首 協 諸 中と あち、 
あが ォパ 31 脚の 大統領 戰はク 
キリスを の 巧 ご 相 俟もア ゾブ々 


K. IWAMOTO, m . d . 

114 W . 70th St . 

Te !. Trafak が 的 52 


ち汉 bro とな iy, M.。. 
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M, Tsuchiya, D . M.D 
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巧 
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か 
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F. MURRAY HILL CO. Inc. 
KTMLISH 扣 18 が 
R 邮 m 61 も 615 29 Broadw 巧 
Tel. BowH 化-む 剛 4887-4991 

育 巧 書 貸 おすの 東 
巧に 等 及 じる 輸が 
津化 進出 鉛 一 出を 
巧 巧 呈帆道 切入 化 
用 巧す をを のホ幷 
命を。 稅船御 法に 
にが 重 賊貨諮 じを 
應し要 手 物 閒顆化 
や 誠 都篇連 じず お 
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關 

事 
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CAMP 化 化な RVI 化 i 

f 備 整が 賴费 低廉 1 

Call-TRAFALGAR 8200 j 
FRANK , E . CAMPBELL 1 

*'The Funeral Church** Inc. i 
(NON SECTARIAN) 
Broadway at がか Street, N. Y. i 
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730 Fifth Ave . 
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船寫 善を 寶歐 
巧 眞音補 石 ホ 
符器器 萬 貴を 
。。。をを 陣 
が タレ 筆屬時 
念 イコ。。 言ト 
寫プ 1 金銀。 
眞ラド 銀製 滑 
_ 帖イ見 製 器 時 
五十 繪タ本 銳具計 
舰 '帶端 I 睐:爭 


らで基 弊 
ず 販じ巧 
御賣 糊は 
巧 致 ±實 
命し を 質 
廊 ょ物諫 
かす 一倉 
下 多 式 巧 
さか 卸 速 
いじ 賣丰 

判 まませ は 段の 



んし CEASA も M.D. 

1 リ East 8 仙な 巧 et 

beh む rk & Uxing お (1 A 化 S 

离 喉 晒 鼻巧醫 

間 時察該 
午 正を 巧ト 前午自 
啓 八 ま 時 六を 午自 
曰 曜 

自 午前 十 時 至 午後 一時 



F. I. FREDERICS CO. 
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11 目 L 的 化な . Te しお geni 70 が 
Set. Lexington & Park Aves. 
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JAPAN ART STUDIO 
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DR. ABLOOM 
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E.F".A 比 eeBi お "DeKalb Ave. at FultonSt. 

い じ 目 II な 最を 
*^7 i 了 本 》 お 新年 
ブ育 寧ん 羅じ 式の 

ル驾な 君恩 信學驗 

認 にに 化 m ー*- 


廉 


ム 


…ち 手を 
治は 巧 篤 術 《 
療持 しじて 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

Bel. 60 & 61 Sts. Telephone Regent 29QS 
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し 特選 信 切 
ま 別し 用と 
す廉御 あを 
が ± る 旨 


類 引が 石 寶屬を 貴 

會蘭 柳靑岸 

目 T 二十 四 西 
齋と 十五 島… よ 十四 円 

角 化 萊ーア 五 クスス ム イタ 
グ ン r A ビ 一 力 一 ダ ン 口 

I 室號 拾な 化 

四た ミ 四 トン r ィ タブ 電話 
に! お 期 

147-157 W.42nd 化 
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五味 商會 
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」0巧ち 至- OOC 巧 一, Mb . 

ニ 1 ま st 9 舍 St . He こ 夏 
T た. 置 さ rsid こ 夏！. ジ huyie ニ 養 & 

診察 霸 i 

日 巧 午が 九 時— 午を 四時 
ドク トレ， 小 栗乘ま 


D’ 扣 
M‘ "1 U 
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診察 時間 

午 か 凡 時] 十 時 
午を 六がー 八 時 

け： 小 栗 幹 三 

が 巧 巧フブ 7— 病玲 
巧 五 街 病院 巧が 

武ボ コン バラン ド 

お院 かな 
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諸集會 

巧 拜說を ( H ) 八 時 
日 醒举校 ( U ご 一時 半 
を 庭集會 (水) 八 時 
祈禱會 度, 一 
聖書研究*^ネー 
婦人 會 
講巧會 


八 時 


設 


寄宿を、 簡あ をを 
戰業 周旋、 をの 化 
人事の 巧 相談 じ應 
じます り 




をを .''' ぶ . 

日 おお 書 巧 巧 おか 
共 脚 會タと 時 ザ 
疆巧說 お タ八お 
木 馆所禱 會タ八 巧 
.巧 語 及び 裁 後 

午を ニ 巧 

± 踞讓 おを 又は 
を話會 タ八時 

，化 會事菜 
賓宿 部、 旅行を ま 巧 
巧 > 人 事相 巧が、 調 巧 
が、 巧 業 罔 おが、 巧 居 
抵 縫を 巧の 諸 課を 設 
け會負 反び ホ會 員の 
巧を 計る 


診察 時間 

午後 一時 麻 
午後と 時 n 八 時 
を 知 営 學± 

": 巖本谨 - 

古な 比亞大 をぶ び 
デ， ン 病院 勤務 
日 巧は 巧の 西 上ち 


化 留靑年 巧 おの 曲 体 

目 本人 靑年會 

8 W 9 害 S ニ CI . Clarks ミニ 乏 


齒 ■科醫 

主 谷 基 

彰を 時間 

自 午前 乂時 n 十二時 
自 午後 一時 H 五 時 
時間 巧は 前約 じ 願 巧 


韻 I 診療 

前約 願 上 お 

コーず か大畢 
ドクトか ホア メデ^>ン 

醫學巧 ± 

吉 居愤彌 


診察 時間 
午を 六 時 1 八 時 

江 見云朗 

ミ續き ♦へ 八 ビュ！ 
病院 巧勸 じがを 時 
おかぶび 日 巧は 巧 
約 じ 限る 
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第 


千 

四 

巧 
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巧 育 新 深 


日本の 政局 


朝野 贿黨 の策戰 

i 吾が 特別 講をも あ々 巧る 二十 
日を のて 召を せらを i こご どじ 
つて 居る が、 化朝黨 たる 孜ぶ會 
のを 選に 封す る 策戲麵 解の ため 
じ 所期の 助 數を揃 ゆるを じ まら 
や i ‘ 信' を芭 技に 問 ふ』 たおを 確 
定的じ 信賴を 巧た ピ 巧言す る こ 
どの 出來 。い 窮境 じ陷 つて 仕舞 
つた。 之に なして がが 黨 たる 民 
政 戴は 小 ホ 波を 篇食 する じ 成功 
し 巧みに を 縱速衡 さへ すれば 現 
_內 お 彈效化 議案の 逆 巡は 易々 た 
るかの 巧で ゎるけ n 共、 热合縱 
速衡じ は藍が い じ餅でなおお；；> 
なをは動か.：：*い。 何等か^^香が 
を 提供し み < ごも お ホの 約束を 
する のでなくて は H 本の 政治 取 
引は 化 立し い いので 化野黨 もを 
元氣 一天 張らで め « の 推移を 凝 
視 してな も 形で ある。 が 朗黨を 
踏み 臺ど 1 る 現 2： 閣 では 先づ秋 
化を 實業 同志 會じ發 つて 僅々 四 
名に 過ぎない 氣 息を々 の 时志會 
巧 謠尘を かを さう ご 皆 必ずる 様 
子で け 十五 人の 中立 おを 掌中 じ 
收 める 整當も 危ない が爲 めじ 相 
違ない。 而も 武藤时 志 曾々 長 か 
ら强 硬に 政ぶ 食 政 巧の 變 おを 迫 
.られ てこれ も わき 憔 みの 政情 ど 
なつて 居る。 

- 遂にが てが 謂 憲政 常道 論から 
巧れば. I 顧の 借 値 だ もない ごは 
をへ 藩閥み 賴 全盛時代 お ホの 宿 
"巧で める 陰謀 政 おが 巧び 撐强 L 
て 化 際 誰 人 かじ 中間 內閣を 組織 
せしめむ どの 流說が 嘴ら 巧 ぶれ 
て 居る の U j 方 デクブ ー タアシ 
ッ プの恶 歌論 ミ おじ 等閑 じ 化し 
得ざる ななを 出現す ら危 験が あ 
る。 此中聞 内閣 組織 運動り 結局 
政ぶ 會の小 W 細工で あらう けれ 
お 巧が 霖 をえ 持して 滿 蒙を 獨立 
せし むる は H 本の おお 政策を 被 
本 的に 樹立ず る 巧 W でを るご稱 
して 超然 內閣 成立の 必要を 呼號 
L やう ごする 奇怪な 連動で ある 
頃來 後藤 新 平 子が 外を 調査 會の 
な 巧を 咽 菊した なでの 風 說は恐 
らく 道般の 消息を 語る もので あ 
らう かち 甚 無益の かを 調 杳會な 
でを 化活 ィム 理由は 抑々 那邊^ 
あるか、 斯 かるが 化の 趨勢 じ 逆 
巧す る ホ リシ ィを 云爲ネ るも大 
人氣 •：^ いどは 具 腿 者み 一を せる 
意を であるが、 乍 併旣じ 普選 じ 
まで 激 ぎがけ た = 本國民 S 政を 
が 想は 政 權巧奪 熱 利 遮 張な 巧 じ 
何等 高 遥の邵 想、 雄大の 抱負 も 
。い 彼等の ためにい つまで も祕 
弄されて け居义 いど 云 ふ 点を 看 
化する がょ い。 然ら ざれげ 锐野 
兩 撰み 政ずに をが しつつ ゎる 間 
じ 如何。 么が葬 .4, 突發 ずる かも 
巧 b 難い。 兩黨 のを 雜巧策 載け 
架 i て 如何。 るか 現 內閱け 特別 
能を r . 臨み 遊な 第よ 條の 明义じ 
化 ゎて 巧が 散を 葵 請ず る 舆氣ど 
成算が める が、 义 ： Hi 政黨 はな 對 
派の ザ 径を陷 ，： て 典み 邮を ± 崩 
兎 解せ しめ 巧た ミし' て 立法が 多 
敕 の攤證 後援を 則 巧す る ホけ の 
带 備がゐ & か 如 M 轨 しせょ 政 
戰は 八ム剛 F 火で。 ければ ならの 
がら ざ i ば 普選が 械の溢 巧を 辱 
しめた ご 云 ふ 欧治的 寅 巧を をい 
得 いで わらう。 


金 流出 激增 して 

金離巿 傷に 一動搖 


ニ 巧の 輸出は 九 千 S 巧 六 ト余巧 
株式市場の 投機 も 警戒 さ むて 


本年 S 巧ニュ ー ヨ ー ク 市から 
諸み 闡じ 輸出した 金塊は 總額化 
千 H な 六十 r 力 四な 十 S 巧 どい 
ふ 近 米に い* い 


邑 額に 達した ので ゥォ— 
み 街では このを 巧 输ホ敎 おに 伴 
ふ 信用 貧 做が 態の 彰 響が 早く も 
論 證の的 ご つて 尻る。 を 化 巧 
5 を 化 高， り 億 巧、 をの 中 四十 •五 
億 巧 S いふ も 5 は、 今が ほアメ 
9 々引ず じ 占められて 居る ので 
もるが、 タくの銀け家^^中じは 
愚 巧のを 塊愉 出と を 融ボ煤 じが 
け もを 利 高 どを 結びが けて 禪々 
ど說を 化く 者が をい、 巧に を 輸 
巧 じ 巧して 騎銀 がが 瘍 にがて 巧 
すの お谋 ホを 施さず、 地の 一面 
じ。 お ま ホ 場の 投機 乂泥 なが 伸 
貢 商に 對 ずる 貸 附の大 膨脹 £ な 
つて 居る こ VJ 等は をの 顯 著なる 
例証 じして 

'一二 巧 中の 金塊 輸出 巧譯中 
プラン， の 二 一千 五な と 十九 巧 九 
千 四な 二十 一二 巧、 濁 逸の ニ 千な 
方 S 千 弗、 ア^ ゼン ナンの 千 化 
をと 十 方 巧 等は をの まなる もの 
じて、 一二 月 度の 輸お高 じ 匹敵す 
る ものは 一千 乂巧 十九 年み 巧め ' 
八 千 ニ岛だ 十と 巧 ニ 千 八な 四十 
巧、 而わ^この額はをア メタ々 
の 輸出 高 じして、 昨年 十二月の 
と モ五西 巧は これ じ 巧ぐ が、 本 
年 一月な 降の 輸出 累 引は 一億と 
千 二十と 方 八 千 巧 百 十 S 巧 ご 一 
ユ ー ヨ^ — ク のみ) に對し 輸入は 
五 千 巧 肯お巧 八 千 弗、 昨年 同期 
の 輸入超過 五 千 八 ゎ 方 巧の 位 潰 
が、 を傍轉 倒を 巧た しじ 譯 であ 
る。 昨年 九月 頃から ぽつぽつ 始 
クた 

金^- ±1 におし 奮 時 銀 巧 家 
は アメリカけ 巧 等を 融巧 場に 影 
響を 受 くる こど t :* く慶じ 化億张 
を输お I 得る ど說 いた もので あ 
ち、 現が じ 於ても 約と 億 弗 3 所 
謂自 お金は 巧 論上柯 等を 諫巧場 
- し 影響を 典 ふる 所な く髓 出し 得 
る譯 であるが 、銀け 家 側では 若 
し、 この 狀態 じして 永續 するな 
らば 當 化の 金利 じ 必らや 影響す 
ご 指摘して 居る。 をの 理 めど 
ずる 所は 聯 化の 方が どを 融巿壌 
の關係 じして、 大戰お 後 アイリ 
かのを 供給が 化來の 二十 億 巧 巧 
度から ニ 一二 巧 じ激增 する や 聯邦 
ぉ 巧 

當 局は 巧 一の ィン フン— 

シヨ ンど 物が の火變 動を 巧 止す 
るな 陳ょ bL て' 故府の 證券 類 
を どん/〜 か 播じ寶 出して 資を 
の缺乏 雑を 米が じ 巧ぎ 昨年 未 か 
ら を塊儉 出が おの 化 おおがたる 
ちの わるを 觀取 する や、 聯 を：；； 
かおの 融資'. じ おじ 莊券 類を 買 か 
。てを が 緩 渡を 計つ たもので を 
る。 がるに 本年 一月 じ 入らて 聯 
がの A 針は 戲然； 轉し 下ち 額の 
おが 証を 額を リク キ デ] ト する 
じ ま 5、 これを 前 遇の 聯銀 所行 


\ 証勞 高を 記錄 彼り のを 叛お島 じ 
比較 ずれば、 殆ん ピ」 お 話に がら 
ない 巧 度ん もの ど。 つて 居る。 
この 現象に 割して 一部 銀 村 家は 
おに ニ g 

金禾の 引上げを 斷 巧して 
株式 お 場の な 機を 戒 しめたし も 
關 はら や' 昨今の ホ おがが 乱 的 
取 則を 溃 じて 盾る こどに 對し 
聯が當 おは 经 r を 巧 ま義を 採々 
巧媒 自身を して 金利を 高から し 
めんと して 居る ので ある ど 觀察 
して 枯 る。 特に 前週の 3 — < が 
四を 有' 厘ょ b 五 かじ 進みて、 金 
利 ホ 撰が 固 < なつて ホた こどは 
單 なる 月 ま 勘を 等 どい ふ 季節 關 
係 a かじ 重大む る 意義が 潜んで 
居る ご 見られて 居る が、 昨年 八 
巧ょ b 金塊の 流出が 始まつ む 0 
ホのを ぉ 超 高は ニ 億と 千な 二十 
よ 万 ニ 千 四な 十一 ニ麗 

-」 口外に か留銀 巧を 取の 
ャ •メ f キング 流 巧を 合算す 
れ ば、 優に 金め 損失 額は H 億 弗 
じ 達すべく、 H 巧 中の フランス 
輸出の かきこれ であるが、 をの 
化の 五 千 六 岳 方 弗は いづれ も宫 
由を でぁ b 、 從 つて 當 地の 巿融 
巿 場に 截 する 影響 も 極めて 甚大 
である。 即ち これを 統計に 依 も 
て 示す じ 左の 如し。 

〔ィ】 一二 巧 中 じ ニユ！ ョ 

J ク港經 をの 金 巧 
輸ぉ 

亞爾然 下 

~ 化 •と 00 
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三 一 五 •よ 九九 
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ニ 一 • oi 
ィ タリ— 一二 • 000 
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云 • 08 

ダ H ネ ブラ 

一 • 000• 80 
英 國 一 • 0 ニ 0• 000 
巧 化 五八 四 • 000 
合計 九 一二 •六 一 0* 四 ニニ 
〔ロ〕 一二け 中 じこ ユ ！ 3 
ク經 由み 金塊 輸入 
ラブン アメ 9 力 

六 四と • 000 
其 他 一二 ニ ハ • GOO 
合計 化 ホ一 ニ • 000 

本年) 丹よ 二月に ちる を輸 
乂高ど 昨年 间 期を 比較す る じ 
左の かし (右 本年 左 昨年) 
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一と 六 
化 五八 
0 六 一 
九 六 一二 
四 ニ 五 

窒八 
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本年】 巧ょ bl 二月に' B . るを 輸 
お 嵩と 昨年 问 期を 比較す る じ 
左の かし (を 本年 左 昨年) 
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窗巧醫 

ザ 上 義人 

西 六十 五 T 目-四 六 番地 
紐 育を 固 旅絕內 
電話 トラフ アグ ガ） ニ 五六 五 
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h 測 

& 誠 
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化 化 


本 I 

人 I 

票 
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牧師を 腾繁】 
幹事 粟野 賴之祐 
諸 ホ 旬 

日曜 禮拜 午前 王 時 

日曜 學校 午前 十 時 

顯纖 H 躍キ 後と が 半 

視禱會 水曜 夕と 時半 
杳お 舍 

位置 古が 比 亞を巧 
を 下町 迄 十五を 學 
生會 社員 じ 最適 

設備 圖書 雑誌 巧坊 
を 種 娛樂具 簡易を 
堂 あ b 

使を 職藥 周旋 旅を 
ま 巧を 禪 事業 調査 


♦をな ♦お 誌 ♦新聞 
が覺 室を 開 
執 巧 午前 九 時よ ろ 午を 五 時を 

紐 育 日本人 會 

プロー ドクで イーと と 五 


電 

認 


サ — ク 


1 00 と 0 
1 00 と 一 


第五 街よ so 

へ クシ ヤ— 

ビグ デン グ內 

ホ 池 寫眞舘 

電話 サ ー クが， 

四 四 0 六 


お 
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糾育 生命 保 險會社 

• ニ 一木 定吉 

雜保驗 


ze-w Yol - Jt-Lifewsmcrpnoe 00 
己 0 ha 3 ben > 巧： 玄 《 WY 弓 koity . 
さ 旨 e ‘ Wor を お 萬 

を 胜ノ方 ニ 御 掛ケノ 節、， 必 V . 
御 自をノ ああ ピを話 あ 巧 チ 申 
巧 力* 亞キ f サイ 
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日本 肆髮舘 

西 四十 一二 了 目 肖 番地！ ニな 六を 号 

タタ プ フロア (巧 ホ 街 ミ 四十 HT 貞巧) 

日本 散髮屋 則が AI 

おケ 年間 中 村 氏 ご 共に 就業 I 

ジ ヤシン ト ■フ 3 ブ式 

ゴ W - 宗さ Si . N . y •暑 
巧 ei . Columbus Ave . & C 呈量す rk W 巧 t 


M 
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ホ 巧みび 各地 旅 巧 先 
ごも 懇切 じ 辭案心 
しま- ^0 .一 

◊通譯 ◊調 巧 ◊巧 渉 
™ ◊買物 一 

I 0 化け 在米な じが 四 
•年 聊か 化 國の事 おじ 
I 通す る もの ご 信じが 
シ 力 ゴ 大學^?}|冀 

鍵け上杉^雄 

かの 書 
题內 
速 じ 


紐 

育 il 
案 

6 L 

內 Ik 


• Mn 

東^ 化 
西 I 漏 
書 端 細 

房 ^ W 


▲が 育 ホみ 發 
籍 はお 論み 他 ホ 
當 巧の ものを 敏- 
購買 致します，' 
j A を 本を びを 酱誌翻 
用の 方々 じは 带じ調 
值 、購買の 勞- でなら 
まず。 


成 巧の 秘說 


3J S 

が師 
4 -H B 

-S な 

•55 

■が ， i 

お い 
y な 


乂 團ま莫 語を 話す 事 
は 成 巧の 潰 j 義 でず 
本校には 日本 入な 摄 
じ 慣れた 專巧 婦人 お 
師 をら 獲 切に 會赶蜜 
信 文 社を 語を 敎^し 
ます。 日曜 週 Hdl でに 
ザ 前 九 時よ b 午 心 切 牛 
時まで 開校し 一 
スンと 十五 她づ 
今 H 底 もじ 乘校 をれ 


機械 設計、 機 
運動み、 な 具、 
術お臺 •ラン 


松 本 
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スブ ぶ， オ 


具 

襄 


r 鄰蘭菌 製 ザ 

ソンゲア^ 主 
ケ ブト 販賣 


索を 巧み ノ巧ピ i で ング 二階 ニ 九ニ芭 

練 齡丸山 洋服 商會 



姻疾 でも 慢性的の お狀で 
も 速 かに 根治す。 巧膚病 
內赌お 血液 驗杳 X 光線 化 
柳 病、 尿 水 給 空、 A 化 9 

ユ 1 マチス、 衰弱 能 

脚 困 b の ホは 是非 一巧 御 
出なさい 

時間 自朝九 時を 午後 八 時 
日 嶋自巧 九 時 至 午を 四時 
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H 曜日は 一時 
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H 本、 ま 那寶玉 製 美 
術 品" 婦人 用 首歸其 
他 装飾品 

チ ユデホ 

高等 类術 ag 修簿、 
皆錄 品、 スト， ンダ 
H 本 服 裁 お 
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賓易 はが 調 

四ち 二日 日本 銀 巧 
監督 役 事務所 着電 
月末 近く 爲替 急騰 じ 一部 商品 
を廚談を送ら麥まホのおき氣配 
軟弱なる がが 引 緩を 見て 巧未賣 
巧 相 當進砂 貿易 引 機き 好調を 融 
緩漫 乍ら 短期 資を 幾を 底堅し を 
債 株式 化靜 、其 他】 般 巧が 槪し 
て 保 合が 加 島 銀 巧、 藤 田 銀 巧 整 
理も 順調に 進 渉、 あ 江 銀 巧、 十 
五を 巧じ關 ずる か 議もザ ホ せら 


地方銀行の 驚理 

東を 特電 二日 發リ當 おは 化 ホ 
銀 巧の 戸別 的 整理を し 資本金 
薄弱な 銀 巧 じは 合同を 獎蝴 f る 
が 之が ねめ を 年中には を 國の普 
通 銀 巧 數一モ 3. 下 ど。 らレ ご。 

勸 銀貸附 金變轉 

東京 特電 二日 發 n 勸業銀 巧の 
か 圏抵當 貸が が 興藥銀 巧に 轉稼 
さる、、 傾向 ぁ b 化 率の 信託 铅險 
じ もまる 模樣ゐ りご。 

國債 市場の 活氣 

ま 京 特電 二日 發 = 金 触を 漫ピ 
巧を 電燈 外債 成立で 國債 ホ携乂 
ホ 振'' ウじ活 氣を呈 す。 


織元 仕 茲晶逆 送 

泉 京 特電 二日 發 n 織元が を融 
難で 仕这 嵐を 市場 じ 逆 送し 人造 
絹糸 暴落す。 


尋れ人 

(をを なん) 狩 巧 藤 雄 
(東を) ず 岩 か 雄ぶ 成康 (閒) 
(靑 森縣) 巧 ヶお豐 H が 
(熊 本縣 人) ち 崎 方 作 
(を 知賴 人) 長 綺德！ 

(福 脚 お 人〕 稻永 國み郎 
安永 慶藏持 山 芳太郞 古川 
あを ホ L 幸藏 おお 節朗 
渡 邊篤寶 お 留まを 川 新香 
上 巧修平 井な 貫 造酒 雄 
貫 造 太 郎をあ 武雄柴 曲 善 
雄 

(佐 賀縣 人) 栗 山 善 ホ 
{ 东良縣 人) 木 村 幹 (波 壽) 
(愛媛 縣 人) 橫旧常 吉事 常 治 
仲 座 宮么か 

(東京 巿} 小 林 銀治郞 
右のを じ 通な 致 度き 儀を 之’ 
候 間 本人 若ぐ は 知人ょ b 現 
化 巧 御 逆 知 願 上 お 

紐 育 帝 極 総領事 舘 

1 苦で oad 去 aylie 三 ork 田ぶ 


齒お醫 木 下义市 

ご 0 W .1 ご th 芭 
ぎ 夏 flint 8 里？ 


巧 かるた 

はち {の 遊び 
ホを 巧义 f ホ 固 人 じ 能 （わかる 
やう 衞單 明瞭に 說 明した ものが 
お 巧ました。 內を 目み 進呈 致し 
ます、 御覽 下さい。 

M KUWA さ 古 K 0, 114 L 呈 hSU さ. 


弊 巧は 永らく 白人 間 じ 信 
用を 有し 熟 線せ る 巧 術と 
親切を なて お賣 致します 

寶石 貴金感 
御 注 义ホじ 
恐 速修簿 
諸鑑を 無料 

旧 中 商ち 

肉. まを 化产， Cor •客 pdison Ave . 
rol ■巧 fisla 日 &elr wow 巧 




新鮮 魚 か 一切 

日本人 向きのを 魚 澤山取 b 摘 へ 
持别廉 潰で 大勉强 をし ます 

サ ヴオナ .魚 店 

Joseph Savo 夏 

技 4 W . 61 st 空. 
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Wing Hhig Low 

Chinese お staurant 
3200 B'way, N. Y. City 


Quang Gan Low 

Chinese む staurani 
112 W. 巧 fiatiCHy 


B が m Nom Low 

474-6th Ave. 

Bet. 28 化 - 29 化 St. 


City Hali Tea Garden 

170 Nassau St, City 
Next to the Tribune Bldg 
Loo Lin Manager- , 


Kawasoye Hot; 色 I 
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T«l. A! が 叫 urn がが 



&TAIYO 

1 が Wesi お 化 お. 
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114E：.59thSt. 
New York C れ y 

Phone. Regent 盛 言 


SUMMER 

PALACE 

741-8th む e.M47 化 お. 
化 W 巧 RK 

Phone Longacre 5084 
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KATAG 刪邮 0 で 

224 E： •が 比 St 
New York C れ y 

Te しおが nt 34 抓- 3 が 1 


DANCING 

411 W. 115 比 St. 

Tel. Ca 化 etirai 4 棚 Apt. 3 


庵 桂 米 日 



〇 M • ツ aXo, 

340 W. 58 比み. 

Telephone: 
Columbus 8882 
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れ別 ゎの 會人婦 本日 

側 左の 人 ホて つ 向 央中 ，側を の 人夫 てつお 

„ 人 失 ホ 新 人夫 ザ 松 姬子節 


號十 四百 四千 一 第 


化 わで 3 沒が 说舰煎 放が 


【日 幡±】 


n 四月 四 年 H 和昭 


美 ホ じして 淸巧 

£ 麵 品南樓 

午前 十 時よ b 
午前 六 時まで 


開を 


を 樣の御 嗜好に 適 ふ 
樣な美 ホの 御料 巧を 

£1 廣義 

致し 主す から 績 々御 
ホ ホを 願 ひます 


0 ホ興樓 

晚揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本人 諸君の 嗜を 
じ 適する 巧 巧を 差 上 
ます。 孰 I ニ 時を 閉店 
(な ホ 五 了 目 ナブ 
停車 おの 下) 


ま 那巧理 

が廳を 園 

司 理人蘆 蓮 
おおの 方 じは まな 
の 巧 便利 じ備 へが 
間 貪 席の 御用 じが 
や， へく 巧 巧 巧卒巧 
す 變わ引 立願 度 0 
紙上 御 ま 巧 申 上 候 


御旅 舘. 河 添 


割烹 並に 御旅 舘 

た 曾を 巧 

3 巧 巧 

な 育 ホ 西 八十 八 T 目 S - 一二 
を 話ブ 々イブ ー とん ニニ 


高等 御旅 錯 

東洋 舘 

會廢御 料理 


御料 理幹趴 

太 駭 

壽司お 目を らます 


すき 曉 

ホ じ 御料 巧 
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自 午前 十一 時 
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£麵 新 杏花 

本 搂は開 創な ホ 多年 
一一 意勉强 化ら 司理人 
ゼィ 、巧 理ん 歐廉， 
相 獲ら や 腺 前を 見せ 
て 居まず。 然る じ 現 
在 某 街 某 おじめて 元 
本樓 料理、 を 雇人れ 
たる 如き 資 害を なし 
居る もを な搞很 じを 
么 がる 窜じ 御を ツな 
C 倍 舊卸窥 貪じ預 L 
度く 目 おん 謠 賢の 御 
ホ ホを を售 致します 
新を 巧 

主人 謹啓 


首 飾 >、 左 腰の 腰 飾 白 常 薇、 巧 
れも 上品に 床し < 、體を 包んで 
ゐ る。 殊にが 子に 懸けられ たな 
ホの 勝つ た、 ブリック •カラ！ 
の ヶーグ が、 落 付いた 背療 をな 
して 『姬の 美し さ 若さ』 を 現は 
して ホる、 舞台に と S の おの 儘 
身構え-つ 崩れの 端 化さ、 『わ 
れらの プリンセス』 どして 仰ぐ 
日 •わ 待ち遠しい。 デリ] やィ ー 
ストンの 聲じ 感嘆して、 つ-' ま 
しや かじ 巧手を 送られる。 第 S 
日の ±喔 も ±產 物 や 芝ち 見物 等 
じた 殺され 二日 午前、 丑 H じ 渡 
る 『わ 別れの 旅』 も か b 上げて 
華 府へ歸 へつ た。 

節子姬 の 日本への 御 i 產 
さては、 御 嫁入の 仕度は 化程歐 
讲 から ホが して- バナ の 移民 會 
議じ巧 席した を 間さん が 巴里最 
新式の ドレス 其 外、 ま 達 大使に 
化賴 された 品々 を 难盛頓 にわ 屆 
けした 外 じ、 が 育では 二十 九自 

ダブ プス、 ォ八ト マン じで か 

ら外 お着 や 幢モ類 取 ませて 買 ひ 
ホめ られ たか 特に 最新 流け のじ 
里幢 でチク •セ ミク 甘 1 スの巧 
をら しいの や、 フエ 少トの パク 
じ 銀の 裝 飾を 施した 淸洒 U もの 
や、 王冠の バック 八の 附 いじ 中 
型 向きの フュ 八ト 精、 を 褐色の 

で_ 於ト帽 、ト 1 ブト •フエ 少 

傾な どが ぁつて 孰れ もぶ 趣味 
の 高雅な のに 嚷 服して 居る。 其 
外ダッ ブスから 求められた クリ 
—ム •レ— ス附の ラゲ 五 ィング 

/!. ン •ジ ヨジュ チの あ 筵 服 
並 回 薇の 頸模樣 ど 巧 模樣ご 

の あるな の クン] フ •デ •シン 
は テニス 駆、 レブ ドアン ゴラ ど 

マ 於！ ンの 運動 服、 赤頸附 きの 
霜 降服な ど數 へきれ ぬ 程を つた 

が' 户ァ ストの 夕巧ジ 3 ^ — ナ少 

おは 節 乎 姬め宵 像を 揭げ 『彼女 
の 謙遜した トラ ゥザ ァス』 S 題 
して 第一 じ 非常にを くて 美く し 
い 娘さんで ホる こご、 第二に 雲 
巧 じ おはす 日本の 親王 秩父宮 の 
妃殿下 どなら せらる、 こご、 第 
ニに 婚儀には S 十时 余^ 床に 垂 
れる長 跨を 巧され る こどを 擧げ 
化 謙遜で 衡 素な 長 格は ァメ 9 力 
の おい 婦人の 「7 ィ^ド •パァ 
テ. ィ」 には 不向きで ゐる 。しか 
し 幸に して 我鹽 f ら 日本 ど间惊 

謙遜は フイ ホ K •パ アブ イス 
b も 永く が 嚴 する』 ご 云 ふ 短 
かい 社說を 書い'-- 居た。 


右の 外と 巧 じ I 回 盛夏 晚餐會 を 
閒 いて 氣 勢を 揚げ、 十一ち 
の 明治 節を 《 て巧季 懇親 會を開 
ぐ 由で あるが、' が乂會 者は なる 
ベ （四月 及び 五 巧の 競技に 參加 
して 方 月の 銀盃 戰じ 出陣 出 ホる 
梭 じする がよ ろし かるべく、 開 
季 中の 會豐は 八 弗 二回 拂 なれば 
五が 宛會 計へ 拂 込まれた （、化 
所の 獲を は 速やか じ 報知 あ b た 
) ご。 會 員の！^ ンデキ ヤップは 
左の かし。 
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中 山 一 
ホ 川 S 
が 島 よ 
山 本 一 0 
海 巧 ニ 一 
岡 本 ニニ 
横內 ニニ 
巧 山 一四 


小柴 一四 
ホ 司 一と 
石 見 一八 
井 落 一八 
橫山 ニニ 
內藤ニ 五 
川口 ニ 五 
靑 太ホ定 


上田 一 お 
石 崎 一八 
靑 山】 八 
廣 瀬】 九 
星即ニ I ニ 
旧 中 T 呈 
山 田 ニ 五 
おホ定 


猿 巧 三 ハ 
笠 井一 八 
=1 上 一 八 
賓 一九 
か 中二 S 
か 川 ニ 五 
飛 田 ニ 五 


國隐 學生會 館の 

日本 夜盛究 

入 者 傷は 約 千 人 

インタ ー ナシ ヨナ 於、 パ ウス 

の學 をが 中必 ごな つて 催した ジ 
ャバン •ナイトは 旣報 のかく 一二 
十一 H 巧 八 時から 二階 ホー 八で 
おされた。 巧し ろ 若い 巧 女學生 
さん 達が 巧 方奔ま L た 甲斐を つ 
てプ 。グラム も充 賞して 居た の 
でを 刻 おじ 設けの 椅子 か 皆 ふさ 
がると いふ 景况 だつ た。 日 ホ VJ 
京が どの 風景 巧 動寫眞 は、 今更 
ちしく 輕い 鄕愁を 感じさせ、 を 
山、 片 桐、 淸 水を 等の 六 人の 攘 
さん 達が 友禪の 振袖 姿 しとやか 
じ樓の 小な かざしての 『おいた 
々々々』 の 踊らは 可憐の 極み'、 
湯淺 君の テノ I 、 が 山 君の パリ 
ンは 男性の 氣を 吐き， 南部 高 
嶺 夫ん が 男 ばか b の 中で ピヵ I 

のッ プラノ 、巧を も アンコ— 瓜 

を 望まれて 所謂 鴨緣江 節までを 
巧 ふ。 長を 川 君の 劍舞 『楠を 父 
子の 別れ』 は化烈 、殊に-家を 
なした ミチ ホ •イト— の ダンス 
は 手に入つ たもの だつ た。 観衆 
内外人 約 千 人、 巧れ も ロ々 じ滿 
足を 唱 へて 十 時 過 散會。 尙ほ敢 
景 活動 寫眞 撮影 中 川 石 四 段が 塵 
塗れの 一管を 取ち 出して 舞臺裏 
でのた 八 吹奏は 時 じな つて 大い 
じ 興を 添惠 た。 


足に 貸 傷し 

を 部 君 退く 

奮戦した効も^^く 

ナ ウス •アト ラン ナック •テ 
ス •ト — ナメ ントじ 出場 やの 
デ ゲネス 盃 選手ち 部 民 雄 巧は 一二 
十 H の單 試を 窄 快勝 戰 にがて ス 


けむりけ ふえる 

東京 特電 一二 日發 N 不景氣 で 
も 煙を はょ い賣れ 行きで 昨年 
巧みを 算 ょり ニ 千 ニな 方圓の 
增收を 示した。 

飯 じ もたけ ぬ 米 

東京 特電！ 二日 發り 政府の が 
ホ ニな 六十 余 巧な 中 一万 五 千 
石は 虫を ひで 飯 じ も かけの。 

巡査 給料 殖える 

東京 特電 月末 發 n 聲視廳 じ 
巡 查の給 巧を 四 巧から ニ圓づ 
つ 上げる。 


の 負傷の ためじ 醫師ょ b おく 出 
擦を 禁 せられ 牌 肉の 嗦を獅 もな 

がち、 デフ ォ ー がトで 勝を ロッ 
トじ讓 つね。 

截 ドー グ單 試を == 六 1 二 iO 
I 六 四！ 六 六 




八 

I 四 


掛 一 


'グ 紐複 試を" 


タン フォ ー ド 大學の ド！ ゾと戰 
ひ 左の が績で 勝利を 占め 大じ氣 
を 吐いた が、 一日 じは ニ. _ユーョ 
クのシ ー ^ ド ど 組み。 ブト 及 
び ド ー グ化 じ掛ひ 又もや 化な 試 
をに も 勝つ てを く 所 敵な しの 觀 
がを つじが、 巧 H 午後 じがけ る 
シカゴの ホ國 ランキング 窠 S 位 
の ロットと 恣 々最後の 決勝を 爭 
ふこ WI なつて ゐ たのに 足の指 


六丄 ニ— 六— 八みー 0 

學±會 頗る 盛會 

旣 報の 如く 學 i 會大會 は 化 一 
H 午後と 時から 囚 本俱樂 部に 開 
かれ じ。 明治 年間の 卒業生 十 S 
氏が 定めの 席じ祀 仕上げられた 


己里 飛行の 準備 

東 ま 特電 I 二日 發 N 目下 渡 日 
中の 彿飛巧 家 コスト、 V フ。 

ュ I 巧 氏は B 里 じ 飛 巧す ベ， 
大巧 川 じて 飛 巧 機の 組立て を 
開始した。 

邦人 二百 名歸ろ 

まま 特電 三日 發 = 二日 朝プ 

レジ デント •ビア ス號は ニな 
名の 邦人を 乗せ 巧をから 剧着 
したが 中 じは 數十年 前 渡# し 
た 八十 四 歳のを 人 も あつだ。 


が 大正 3 後の 卒業生は 思 ひの 儘 
じ 着席して 『オィ 君！』 VJ か 手 
から 學牛氣 を、 わ でん、 すし、 
天 ぷらじ j が ニが W 馬食の お ホ 
る 化 組み、 發企 人相 木 お金 か 御 
挨楼 、松 旧 海軍が 會員 一同に 旨 
己 紹介の 音頭 取 b 、 みで チ グン 
カウフマン 兩 巧の 回顧 談 、をの 
後に 松ず 大使は 卒業生の 最も 參 
ごして 殿な の挨 がが あ も'., でう 
後は 食へ や騷 げやで 散會時 sk は 
誰れ も 御が か 無 之と ある。 


を 


春季 ダ— ム大會 

日本 お樂 部ゲ！ ム 委員 ホ？ で 
春季 グ ー ム大 會は圍 慕、 將 3 て 
プリ ツジ 競技と じを ち 募 撰な _ 昨 
巧と 時ょ b 開會 しわが ブ 9 ザ デ 
は 明 H (木曜) 午後と 時よ 署お 
、慶 勝を には 賞品を 贈る 喘に 
て會 費は 不要で をる から 多教會 
貴の 參 加を 遵むど 委員は 語 (尸た 


米 旬 集 . 

. (長閑、 臟 巧) 

お 草に 軌 して 仰ぎの 
天 長閑。 姑 牛 
長閑 さや ヵヌ！ 潘 らし 
水の お。 .葦 
ボ 塗る 晦 はへ ハ イプの 


人 長閑。 

巧 臓ろ 水槽 黒し 
屋化 高く。 

ちか 動..- 目 わ ぼろなる 
飛 巧 媛。 

摩天閣 半ば ぼかしの 
牆 巧。 

長閑 さや 嗟峨 野の 奥に 
鐘を 聞く。 

友 呼べ. ど寢 ねた' る ま { 
牛 長閑。 

曾 都 じ 入る 巧 間 飛 巧 や 
巧牆。 

材醫 病む じ 急患 あらの 
巧臟。 

小 繩追ふ 牛 じ 賜 さし S 
長閑なる 0 

黒猫の 巧が 道 横ぎ る 
わ ぼろ 巧。 


お 人 
罔 人 
を 木 男 
同人 
词人 

こ 

条堂 

皆 A 

I 

夺チ 
省 A 


媛の 蒲燒 わい しい 锁燒 

會席御 料理 

晝 食は 末廣へ 

叮喀簡 巧 壁が 大勉强 


高等 御旅館 

昭 和 

會照御 料理 


日本 食料品 類る び 雜貨類 卸小賣 
ホ 之 ま 大賣棚 桑 山商會 
新刊 書籍 雑誌 小間物 日用 晶 各種 


日本 雜貨お 東京 巧會 

書籍 巧蠢貸 八 ， A g 巧の 便 あち 
ト タンク 巧 もます 


巧タ化 時を を柔 
メ 1 グァ ドン* 〔年 一巧〕 


スブ^ ムヒ！ ト户ツ トブタ 

邦人 巧樂部 自 を亭 

置 だ nds St . す 00 香’ N . Y . 
Tel Triangle 之な’ 


▲淸 巧、 親切、 氣樂 ^ H 德▼ 

勢州舘 

伊勢 事を 义間榮 作 

225 E . 累 を Sti : ま t 
ジ 一. Reg さ 二 這 9 


岩 旧 旅館 

江川 作 一 
so で S ニ 害芭壹 ， 
ぎぎ y ま san こ 351 


力 旅館な め 

帝 國旅舘 淸水 

1 ま W - 器 th St . tiew ご rk 
ジ 一. Musa ミ han ミ芸 ち 


紐 育 旅館？*— 

東 四十 T 目 ニ 四 ニを 
ぎ Caledonia 63 之 

ポストン 巧 

富 ± 旅 舘大浦 末 松 

1 さま r 夏 ster St . す 纪呈至 a 夏. 

TeL B . B . さ 75 


住み 必 地ょ き淸 潔なる 莖 

御 下宿 おが 好か 

1 苦 Lexington Av 严 
ジ i - Mad . ぎ 2921 

費府 御旅館 

桑 山 淸五那 

さ 巧 M きを 语 h 資. 呈霞昔 hia pa . 

ジ 一 . Walnut 7231 


知 設備な 善、 購 利の 
I 剛 料理人、 調理は 日 
c ；3 M 本人ぉき 

j 謂 i 献聊 桃李 園 

罰 側 R 御 ホ ホを 持って 

T 居らます 


新開 業 

腕利きの 巧理 A が 日本人 諸君の 嗜巧じ 適 
する 稱 巧を 差 上げ よす 

■騷頤 和 園 

芝居の 前、 ま居歸 b の 御 集らに 最も 適當 
の 壌 巧です 是 ホ 御 巧 負 じ 願 ひます 


ザ 上 金魚 巧 

苦 8 巧 童 Ave ., New Ifork 暑. 
さ i 苗 雲 夏 8 


紐 育 唯一々 日本 百貨 巧 

片禍 兄弟 商會 

スマ ドレ •プ n ダク ツ 一ず 販賣元 


舞踏 f i 

►社を ダンス ▲ 


▼表が ホ 操' 


T 寧 

親が 


貧 

朝 十 脂 ョ-捉 十 一時 

シャリフ •タシ シ 

ング 師範 學校卒 if 

上が タマ 


を 話 プライア ント 

八 0 と 九ト八 八と 一二 

特長 

棘肯 お ？ I 十四 T 目 
ニニ 1 1 1 八番ニ 一階) 
- ま 配 入が 中 重 雄 


す 巧 

147 GlaiontAve .ぎ臺 0 , な. Y . 
ジ三 iMI isM 
まを 苦 rs , F - K . sato - 


c PJ -*.： の 

a miw 


p 


化 一 


如 Pi 


蠻油難 fligs 譜 f 白米 

日本 米 離 食料品 卽 

巧 田醬独 巧ま會 社を が 一手 賣搁店 

H 本 食料品商 會 


鈴 お 鳴る 屑屋の 昭じ 
長閑な n 。 同人 
な ひ殼 樹 からを せし 
架 鼠 長閑。 同人 
み 回 『春季 雜 詠』 締切 四日 
二十 H 。 日本 棋樂部 米巧會 
みて。 


.御菓子 舖 

名物 栗饋 頭、 驚 餅、 が 羊羹- 
賛澤一 丑、 甘納 吾、 其 他を 碌 
煎餅 卸小賣 。のし 餅け 前日に 御 
注文を 乞 ふ。 H 本 食 巧 品 及び 雜 
誌 等 も あ b ます 

. 御 注文は 松風 奸高橋 
29 W . sth St . ジ|.ブ 里 a 品 ar 55 艺 


眞お 目なる ホ 職 同胞 じ巧實 
なる 藏 業を 岡旋す 

宮川 事務所 

が 育巿西 四十 ニ T 目な ホー を 
電 プラィア/ ト とと 八と 

語 フライ アン 九完八 


ロス アン* セ ルス 

ホ y ン ピック 
ホテル 

ニ S San 置 S si-, Los A 是 eles , CaL 


レ. ヤ トル 市 

NP 旅館 

W0 巧 - 6tf -AV®. WO* woattle ， w'pshl* 

停 牵瘍が 通 東 ご 一 了 左側 ガ階建 
目 本 巧 船 切な 取 圾波ロ 場 送迎 

商莱區 域中必 、撼 領事館、 自本 
郵船 其 他を 巧 大會社 あきお 巧 

桑 港 J パ ホ テ 

槐 日本を (特别 間 あち) 

御 一報み 第 自勘牵 御 出 迎申上 お 
置 2 GaHfiia F San F 皇 己ちタ Gal 芦 

木 曲 ル 1 .ミン グ 
1呈7塞ミ.ミ.置&呈|1穿を 
ジ宮 h 号 e R 為呈 t 篇 27 




名殘 Y 惜 まれつ、 

節子姬 U 華府へ 


N 化む ごしい 日の 夜 も 歌劇 瘍へ 
盛況を 極めた 婦人 會のわ 別む H 


化华乂 化か 操 節ず 姬 のが 巧が 
問の 第二 R の 一 二十 円 も 前 H じ 巧 
して 忙 •かし か < 'た > みに 午 巧審 
時半から はが 育 日本 输入 をの ホ 
摧 である 『よそ。 がら わ 別れの 
會』 じ出席しト*バぃけ；：*ら^か 
つ た姬 £ゅを ご け . 、む急き：：^が 
ら けび がせた が A から ± を 物を 


使 夫人け 么じ應 えて 贼 孰の 挨搂 
かを 6、 會員が 志 お 十 幾 名から 
刺 細を 施した ゴ ー サム 製の 手提 
装を 『わ 削れ--:』 贈る ご 姬も殊 
の 外の 悅 びを 示す。 午餐が 終つ 
てから 記を 撮影を して、 一二 時半 
ホを おじ 名殘 b を 惜し わらの： 
か i ニ々 伍々 散會 した。 一方 バ 


選んだ， を 刻々！ 前姬ど 母を ご 
がをおで わるり 本 m 樂 郁に 出向 
いた帖じ t ^、 旣し四十ニ一ーをの會 
員. か 集まつ てを を 巧く してむ る 
時で ぁつた。 曾 長 耕 か 夫人は 姫 
じ會 員' 一間を；々 御 紹介す る ご 
夫々 の 席へ 進んで、 しご やかに 
挨楼が ある。 愈々 午餐 食が 開か 
れ新井 ホ 人が おがの 中に- 『この 


ン 力— ス クラブの 午餐 會じ臨 庵 
した 松 や 大使ら 殆んで 時を 同ぅ 
I て ホブ八 •プラザ じ歸ら ，义 
化— 産物 等の こど じ 就いて を々 
必を 配つ た。 校 じ 入つ て 內山領 
事 夫妻、 巧 木 正金 支店長 夫妻、 
田 鳥 S 井 まが 長 夫妻 等の 案內で 

メトロポリタン ■オペラ •バウ 
スへ アン* トン •シェニエ！ 少を 


會 d 柯うも 集 b •か蔥 いみに、 を I 聰 きに 出掛けた •か、 前 化の 活動 


巧に 限つ て 始んで 記錄破 b のを 
教 『旨-か 出席； 一い まして r ; 

のま：： おがわる 貪 胃 ーづド J は、く 
す C つたいを ひを 晒ん 破す。 姬 
も 

微笑- ちら すと い ムか氣 
^ 霜々 たを もめ ピ つた 一 緩いて 大 


寫填 見物には を <、 『' J ィ •スク 
— ルの ホ 化』 であつ た 姬も當 が 
け 巧し も 巧され もせ： 3 が 巧. 婦人 
ごして 左侧 二階 ボック K じ 現は 

I ブ J 0 
f 

淡 紅を ミ ごンダ ドレ 

スに問 じを の マ 力 ー フ 、眞珠 の 


杖 球 季節と 靑葉會 の 陣容 

巧な 周 削み プログラムを 發表 


春 草 の 巧い ベッド ^ H じ 

H .' し擴 かつて 化く のど 比网に 
テ-一 ス 、ゴ 7 の 巧 外述動 もを 
追撫ん に。 つて ホる が、 プ 。レ 
タリァが 球 家を W I ほやる 靑藍 
宵は 禽 員数 も 四十と 人 ごな b 、 
おいま 那 人^ 资 君ら 加は つて 日 
支 親善を 實 巧して 足る。 去る 一二 
巧 二十 八り 福 本、 山村、 ホ 討、 
時 田、 菊 地の 執 巧を； H 述が 曾を 
して 本年の フ 0 クラムを 大体み 
の祕じ 決を し、 巧川祥 ホ 巧を キ 
ヤ ブブン じ、 お 帖患ホ 氏を 食 計 
乘 幹事に 推し 化て 畔 がを々 ごが 
I 球 賊に随 む 箸で める。 即 も先づ 
例月の 十八 ホ ー ^ 兢 おは シブ イ 


9 ンクで 四 巧 二十 ニ H ， 五 H ニ 
十：：！' と 月 十五 H 、 八月 お 日ぶ 
び 十 巧 十四： 3 の 五 H 曜日を なて 
が；；；： L 、 を季 

の カツ フ •ト * — K メ 

ント 五个四 ホ]" は 六月 二十 四 
H の H 幡を 期して、 シ ブイ •グ 
ンクに 開き 第 こ 楽 アラゥンドは 
サ リス ベリー で擧 巧ず ベく、 秋 
季の 競技は シティ •リンク' で 九 
巧 九日の U 階 じ 第' I ラゥンドを 
W 十六 H じサ リス ベリ 1 じて g が 
技を 濟 ませ、 選手を 巧定 する 第 
八 回の 例年 大會は 化 巧 二十 一二 日 
ょ b 閒お ，、て W 巧 中に 競技を 終 

へる スヶ デュ 1 瓜 ごな つてち る 
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寶 一 
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南 令 草 パイプ 


新 ケ—ム 

夏 旗 新 ま ダー ム及 是れじ 使用 
すえ 諸道 具 格を じて 御需 めに 
應 ず、 巧 稀 類 0 上の ゲ I ム及 
値段 目録 表 御 避み じ 由 b 送る 
左へ 御 問合せ あれ 
章 立ョ 養含 E . 置 S すを 
ミ 三 ork 呈. 


十五 年の 歷お ある 當 校は 多年の 
經驗ご 新 智識を 有する 敎 師を聘 
し 自動 幸 
操縦 法 あ 
び 運轉者 
め 修得す 
べきが 要 
な 機鷄的 
智識を 短 
期間 じし 
て 最も 能 

を 的 技術 

を敎 習し 免が 獲得を 保 疆し織 業 
ロを も阔旋 します。 



タ ナノ！々！ の特を 

日本ん の わ 買物 じは 特別 掛 員を 置き 無 
巧で^ 內致升 電話 又は お 手 祗ホ祭 御 
訪間 一 て 御 便宜を 計 b 初めての わ そじ 
對し は 特に 注意 致します から 是非 お 
立を 立願 ひ 巧、 巿內 配達は 勿論 U ネ巧 
他を 並 宛の わ 荷物 發 送は 當 方で 致し 巧 


ジ 3 ン ワナメ 



力 


ラ。 紳 ± は 

立 服 を しなず 

まれち 且 （身 じを ひ、 見掛けは をく、 を 
して 却 ホを ょも も 長持ちず る 事を 知つ て 
るか，。 です。 弊 巧は タ數 H 米 紳± の 御用 
を 承 0 て 屠ます ° 

非 化廣吿 じて 御 巧 巧の ホ じは 
- 六み 割引 致します：：：； 

御 注ぶ のを 何に 係 はら や 鬼ら 巧 一度 ホて 
見て 丰 さい 

r ルカー エンド フロ リオ 洋服 巧 


霧グ 1 ム 向き 

今回 上記の 處じ 移轉し H 本 及び 獨逸 製な 
具、^ 貨 度び 陶器 類 窠夏矯 向き お 全部 取 
揃へ^ 列して 居ます から 御來 紐の 節は 是 
非 御^ 寄 b 御 一覧を 願ます. 

寸 デル エンド シム ノル 


へ巿傑 
養 サ麗貫 

量 寡 + 間 

F 電み 
ミ 話タ人 一 
を々 ィ义週 
言 ンムは 五 
バス ニ雜 
黒 ラマ 人 あ 
騎ンク じ 八 
梅 ド ュ適顆 

.マ t— > _ V お ~~ 、 ' 

店 八の 

を T 爲買 

5 員!- 渡 

十 價 ？ 

マ—一 に し 
•キ番 て 
ォ 、賣グ ホ 
ミ 希 渡！ 內 
望し ム目 
* 者ね ま拔 
.はし 入の 

蠢貸 

岂！ 巧 

ニへ 

ま 御 巧 洗 
置 閱ぁ濯 
写 をら 業 

豆せ C じ 

ぁ家最 

れ倉も 

恰適 

» を 右 マ 玉 夏電 

ぎ 御 人 ネをデ 7 塔氣 
= 一照 用 ジ及イ こ， の 仕 
r 暑 會じャ ホ、 ドバ掛 

-a 養 ぁを , ィ 及 ; 1 ポ 

2i れ！ ； * ッ 7 が 

f ^ み ] ト i ァ 1 

の ムド チ、 ブ 

亭 方の リキが 

_p お T 三ャ X ぶ 

錄も 菓デト 
ぎ J て 子 r 9 キ去 
ミを 敎等ヶ I ャて 
1 • 進授 の 1 、 ン木 
ジ呈し 造 キゥデ ぐ 
g しまら、 ユィ 、ノ 
こます 方 其 ッ頻ン 
呈 ず、 を 他 デ、 ゴ 
左. 委希晝 キン フフ 
夏 細 摩が ャ グン イ 
= は 者 兩ン及 レつ 
す 左に 巧 デバ チ を 

J ぶス 矿 
= 1 、一 

, W 巧ノ 

こ ホ西療 1 

タ f 黨 

、の 

ロ 皮 h ター 入 づを 

• 記 ーン 

は 4 、 -"f- ; ぺ 機 
目 巧 花ヌス 


▼鄕里 送金 及び ホ 送を (おキ 技巧)、 外面 
巧を 賣 買、 荷爲替 取組 取 立、 信用が 巧 
巧 等】 殺银巧 業な 御 おおじ お 巧 巧 仕 お 

g 賦臺灣 銀 巧— 出張所 

本店 摹灣臺 化 

まな まを、 橫 巧、 大巧、 神戶 、上 巧、 巧 
ロ、 福奶、 厦 巧、 祉 頭、 香潘 、廣 巧、 お 

嘉坡 、ヌ ラパヤ 、タマ ラン、 バタ ビヤ、 を 頁 
々が カツ タ 、愉 致、 其 外臺潰 十四 ヶ巧 , 

一、 貧ぶ を 壹億圓 (全額 拂这濟 ) 

一、 稽 をを 化 千 化 百 五十 萬圓 

內化 本ち 巧： = 橫濱 (本 巧) 東京 大阪 
神 戶長お 下期 名を お 

戀鑽ぶ 金銀 巧— 支店 

ホ 國をぞ 巧： = を 港 羅府沙 巧巧哇 
其 他 世を を國 まを 都 巿ユぞ 巧 度 コ 术レ 
. ス ち之较 


本 巧大阪 化窗五 T 目， ， . ’ 

が 育 支店 級胥プ e 1 ドゥ ユ！ 亩 四十 九番 

讚 住友 銀 巧 

日 ち (東ち 横潑 、名 ホ屋 、を 都、 神戶 
4 戶 j 韋ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 ホ、 下ノ關 
地 支店 {巧 司ぶ 倉、 若松、 博を、 义留ホ 等 

本國 預金、 鄕里 送を 等は おめ 
て 御頓巧 迅速 じ 御な 披可申 保 — 


本店 朝鮮を 城 

ま 巧 お 張 所は 日本 巧 地の 枢要 都' 巿 、朝が 
滿渊 、支那のを 地 及び 浦 裙斯德 

朝鱗艱 巧紐脊 出張所 

み 國爲替 一般 銀 巧棠を 機々 御 促 巧 じ 化 巧 巧 
申 上 巧 


藤本 證券 會か 

一般 有 僧 証を ノ賣赏 、引受、 募集 
ムを 離、 化- 1 さ 品 スニ切 ノ業お 

館 城 藤本 ミ 7。— 力-銀行 
紐 育 出張所 


淘破 語、 雜 貨卸賣 

森げ ブ タザ— ス 


雜貨 陶碟器 

ドラィ グ ー ズ卸賣 

太洋寶 易！ 會お 

支 巧 ボ お古、 ボブ トン 


魄香 坡每ニ 週】 回 出帆 

▲エム プレス 亞細亞 0 ニ •客 0 お) 

四 巧せ 六日 

▲エム ブレス 加を おごち •を 0 巧) 

五 巧 十と 日 

▲ エ ム プレス 露 西 亞三六 •ぶ 呂竭〕 

し、 弓と ： H 

▲ュム プレス 亞細亞 三 一， 呂 0 巧- 
み 巧 吐 八日 
一等、 二等、 I 二等 及び 下等 客 設備 
最大、 善美、 最 快走のを 洋が行 船 


A 漫巧 ホを 等 設備が 食め 蜜 宮巧巧 もる は 乘化貴 
の 熟練 お 切 T 寧 さ 共 じな 灶の萬 ミす るを で寸 
A 當化 おモ津 航路 一二 等設滿 はを 部 ザ 巧 的み 夏 も 
おしました 、巧に 沙ホ綜 の 如を じ 巧 謂ッー 《 

ス トサ— ド义は スチユ デント クラ ダスな 上の 
较 植瓜備 へて 居づ まず 

® 桑 灌ぉ帆 ホ/か 八經由 【正午 化 酌】 
西 比 利亞化 '.四 巧 十一 日 
大が乂 四 巧 什 五日 
天洋凡 五 巧 九日 

コレァ 乂 五 巧 か 一二 日 
を 洋 .か ム S ろ 日 


U 

B 

T 

S 

則 

U 

0 

T 

N 


翁 シアトル 出帆 〔す 賴十時 お视】 ^ 
儀 驚 見 画 巧 43 一目 J 
加賀乂 五月 十六 B g 
'伊豫 見 五 巧せ 九日 離 

® を敦發 B 本 巧 お 机 ^ 
舶 花み 四 巧 二十 目 
を おも 直 おを 目 
A 錫 育 お 奶泛奈 馬 経由 目 ネ巧舊 物が ー 巧ニ蟲 
A 鐵道 切符 鬟臺券 あ 皱萬李 御 便宜に 褲 おが ホ ザ 
A おお 津お 藏铅會 ホ乘觀 切替 御 镜宜に 取 計 ミず 


自慟車 運轉あ 修理 法を 
H 本人の 敎師じ 化ち 親 
切じ敎 巧す、 混 雜の道 
路も 自由に 
操 縱が出 巧 
る模 じなら 
ますを 狀保 
証、 就職口 澤 山、 晝が 
敎授用 じ クライス ラ— 
一九二 八 年 型を 使用 





津田英 學女塾 

復興 基金 

最初の ゴ ー ル じ遂ず 
隻府 では 前 巧 日 大巧 0 —ラン 
ド •モリス 氏、 紐 育では ゲ ワン 
ダ リップ 夫人、 西部では 津旧梅 
子 女史み 巧を お 子 餘奈子 夫人 連 
を 中、 むじ 觸廉大 震 炎 お 後 千 九な 
二十 一二 年 十 巧 頃から 迷 動を 起し 
た 津田巧 學女垫 な 巧を を 募集は 
化 おな 定の 五十 萬弗ゴ ー 八 じ 達 
し、 — ク ネス 氏の め ホ 五 萬 巧 
りッ クフ 玉ラア 第二 世の 個人 約 
まニ鸦ホ (前じ 。 ッ ク フ 玉 ラ ア^ 
が 齒ょ b 十五 萬 弗) も 愈々 出を 
と 巧を しを 港 方面 じがて 日本人 
側の 化 輿委貫 ご U つて 居る 小 池 
賞 太郞氏 夫人を 本擧么 進を 夫人 
等 もを が 巧 寄附す る ミ ご を 
巧に がけるな 後の 運動で クラ プ 
ホア 夫人が 千 立な 弛 アレ キザン I 
ダア 夫妻 ょら 巧ら じモ報 (ニ 年 I 
前圖書 館に 一" 脚 五 千 弗を 附) マ 
ッ キン トシ 巧が とな 五十 ホォ ル- 
ネ 巧 夫妻が 千 弗常附 したと 云 ふ 
巧 女を 巧 建-し 瞄 して' はホ歐 建築 
技師 グラム & ど 協 溢 中で 鶴 巧は 
東京 府下 國 かち 境 巧 二十 五英加 
の ± 化 じ 座 築され る尝 である。 

久方振り じ 

環 夫人 鑛唱 

カ^ — ネギ— ホ ー ルで 

巧 夏 W ホ 新 城 西の 片阳を プロ 
スペクト •プン ィンスに 田園 ホ 
活を 替みウ -- 靜 かじ 聲樂界 の 西 
潮を 眺めて 居た 蝶々 夫人 S 浦璋 
さんは 今回 有名な ユー ロブ クを 
が 巧 おを 揮つ て晚 春の コン サ！ 
トを 催す T こご。 b ホる 二十 八 H 
の±曜が八時キから々1ネ辛！ 
ホ ，— で久ホおらじ舞をの乂ど 
なる 尝で あるが、 プログラムは 
メンデ ^ ツーン の 曲から 始まつ 
てモ ザ— -**. シャミ ネ— グの媒 
蘭 西ら の、 フランケ テの 巧 太 乳 

もの ストラウス •シ ユク マンの 

濁を もの グリー グ其 他の 英語 も 
の i み 環さん 自作の 重謠 『御正 
巧』 r 猫 じ や 猫 じ や』 『瀬 ロの だん 
細』 むでの 日本 ものが あ t ソ最後 
に プチ この 『バタフラィの】 節』 
で 讚 ひ 納める ご 云 ふぇで ある。 

四 巧 じ 入つ た 

日 會諸會 合 

を 期 總會は 二十 一 H 

貪舘 基金 1 羹會は 

昨 巧 料亭 昭 かじ 於て 瞬摧 せられ. 
巧 巧 巧 事 會じ對 する 巧 吿を嫣 を 
る i ご^つた e 

理事 例會 は 來る十 お 都 

じがて 開かれ 曾計會 おの 報吿其 
化のを 事 巧が 討 畿 される 尝。 

學化 懇談 曾は ホる 十四 
H 午後 八 時 C 晚餐 時刻 後) 日本 慢 
樂部 じがて 閒 かれみ 山 領事 草 信 
ー會 良の 满說じ 巧ぎ 學生 側の 演說 
i も ぁ b 胸襟を 開いて なじ 息 見を 
I 巧 挽し ニ 一二の 餘 巧、 立食の 響應 
i がを る も。 

一. を 期 絶 會け來 ろ 一十一 

j 日を 傳敎 修道 貪 じがて 銷 かれ 理 
事の な 選 措あ滋 案の 誰 杏が ある 

商工 界平穩 

が 式 お 煤は 益々 お 磯筋活 勘し 


動 搖の中 じ 盛が を繪 りむる か 其 
他が てが 牛 総、 な 題が は 大統領 
の 化を 制限 提 炭せられ 本年 生産 
は 最大限 3 パ万顺 ど。 らホ 年*」 
比し 一般に！ 刹】 をの 制限 じ對 
しが 固 人 所 お 製 械エ媒 は 八を の 
制限 剧充じ 化め じる 持め ホ 威 側 
が 利 ご；：：* れ るが 一 ホ じ 歐洲甜 菜 
糖は 義 じみ 題 側 ど 一 制の 制限 協 
をを；； 6 したる じ. 个拘實 わ 上の 的 
難 或は 自給 政策の 巧 持 等よ b 育 
昭恤 化は 獨 、独、 か、 露 等 巧れ 
も 多少の お 加を 示し 其 化の 化が 
製糖 生產何 n も お 加すべし ご 巧 
やる 向 あ b て ホ 紫は 强弱 兩說じ 
氣 迷ひ遂 巡、 絹織物 見送 b 不變 
生糸 相 媒ぉホ ニニ ザ、 お • 0 と ザ 
五 •一と ザ、 巧 •一二 ニ牢 (外務 大 
巧 宛 三月 ホ H 商務 書記官 發電) 

講道舘 免許の 

白人 有 段を 

昨年 十 H 講道舘 々長 嘉納 治 五 
郞巧 よらが 外にが ける 巧 段若審 
査の化 命を 帶ぴ てが ホした 五段 
高が H 郞 氏が 市 おわ ホな を 桑 島 
堪 一二 も經 をみ 柔道 學 校を 訪 間の 
瞭タ數 白ん 學 生じ 依 b て 擧巧さ 
れた 歓迎 試合 及び-ぉ 廣 五段の 審 
査 せる 結を 十と 名の 一級 中よ を 
と 名 初段に 外 一名 及び 邦人】 名 
を ニ 段に 拔擢 して 謀 道 館に 昇が 
推薦を 試みて 置いた。 おる じを 
推薦 じ 對し今 固を 許狀を 通が 桑 
島 氏の 手じ屆 いたが 嘉納 舘 長よ 
b は 桑 島 氏に 宛て 『遇 ま 六 偶 年 
間の 奮圖巧 力を 認め 爾後を々 斯 
道の 爲 めじ 盡捧 せられむ ふを 希 
望す る』 旨の 褒狀が 到着し 校 ま 
學ホ 一同 も 非常 じ 挽んで 居る ど 
云 ふ。 尙 ほを 段 まの 氏名は 

レオン マ！ タブ ク 
ウネ リアム ジ 3 ンジン 
タブ リク ロ サ . 

力] 八 •- アゥぶ 
サ…ュ 瓜 アッシュ マン 
フレッド ラべ 少 
マィ ラン ベ パ！ ド 

を 巧 段 じ 列す 

クホ リアム ロバ*-— ト 

を 山 痛 象 
を ニ 段に 则す 


.音 樂 同人 會 組織 

市 內じ巧 住する 同胞 靑 年の 中 
じは 音樂を 巧を ずる 者が タ數ぁ 
るが 職業的に 其 道に 活路を 得て 
居る 者は ほんの 网 がで 殆んど 皆 
無 ご 云つ てょ い。 然し 巧々： H 本 
人で も 技倆 さへ 巧を わるなら 堂 
堂 白人 ご 一 緖じ其 ホ 面に 位 暦を 
得を こごが お ホる 点を 最近 發見 
したので 問 人が がつ て 置に 助力 
しつ t 硏究 すを 2 ごな b 現 化 其 
方面 じ 丘-レ 活路を 得つ i ある ニ 
一二 巧が 發 起と なつて 同人 會を組 
織し 先づ 第一 じを 來音樂 硏究者 
じと つて 一を 脚 難で あつた 練習 
所を 設けて 何ん も自 みに 練習す 
る£の出ホる様じ實巧しつ 1あ 
る も。 おは ホる 四月 八 H (日照) 
午前 十一 巧 現が の 播 所なる 両巧 
十ち 了 目 一二な 化 番地 じて 相談 會 
を 催す じ 就き 同好の 諸 ± のホ會 
をホ與 すろ ホ。 

市 川 祥ス巧 渡 墨 

が 育 愧物舘 囑巧員 か 川 祥ホ巧 
は 今间カ I ネ — •インス テチ 
ュ ー トの 依囑を をげ 墨閣ュ カタ 


ンザ鳥 地 ホ じがて 最近を 見され 
たる ホ 寺院 埋藏 物硏究 のを 務を 
邪び 明 五 n 紐 育 出帆の 便船 じて 
戶バナ 經由波 墨し め ニケ 月チツ 
チで ン イツ ザ じ 滞留のを を 




婦人 俱樂 部觀劇 

ウ- — メンス •アメリカン • オブ 

エンタ^ お 樂部會 員け 觀劇閒 を 
細 織し 巧る 十二 日 (木曜) ジョグ 
ソ ン 劇壌じ 『マ4,メ91ラン 
ド』 觀劇 にな < 由。 

MnwMMH 

•男爵 松 村 務巧滯 が 中の 搜道 
お 技師、 本 H 出帆の ベレン ガリ 
ァ號 して 渡 契 

♦稻葉 S が 氏 一二 井 物 產が育 支 
店 支配人 化裡 '上海 ま 店 次席を 
命せられ 六月 頃 赴 巧の 篱 
♦近 お 藤を 太洋 貿易 株式 會社 
を お 人、 ホる 十六 H 出 發西巧 ニ 
十四日 沙港 出帆の バリ K 义 じて 
一時 歸 朝の 由 

♦小 野 正 一氏 春 田 商 貪 紐 育 支 
店長、 まる ニ H お 發巧巧 十一 H 
桑 巧 お 帆の 西 比 巧亞化 じて 歸钥 
十ち お歸 紐の 善 
参 高 お潤み 郞氏 S ホ 物を 支店 
機械 部 社員、 威 冒の 爲め 聖路加 
病院に 乂院 加養 中 
® 津島壽 一氏 海み 駐 剖が 務官 
昨 HH 歐 測ょ b 着 當を滯 紐の 當 
♦松 本 龜么助 巧 商工 省 派遣 旅 
巧 員、 去る 一二 十 H 一 バナょ b 着 
阻 月 中旬 巧巧歸 朝の 笠 
春 森 文 作 氏神 タ巧實 業 家、 ま 
る！ 二十日な 題ょ b 着 巧 ニ 週 聞 生 
箱 ホに 滯 巧の 酱 
# 大谷签 潤 氏 京都 東 本願 寺 僧 
侣 、同一 二十日 歐测よ b 着 約 十 H 
閒ホ稻 じ滯宿 

® を 井 幸 一部 巧 復興 局部 長、 
司 上 


•を 婆 生 也に 吿ぐ 本紙 上じ圃 

瞭 庭球 選手 ま 部 民 雄 巧を 阿部と 
書いて ぁつたに 就ての 御注意を 
謝します (編輯 當事 者) 

◊ ク 

j 日本 行タ！ ル I 

◊ ◊ 

'締切 紐 育 本 周 午後と 時半 

四月 五 H 沙港段 由 
ぁら ば ま 化 

巧ち ホ 日 桑 港經由 
西 比 利亞化 

四 巧 八日 桑 港經由 

プレジデント* 

ジス フワ ソン 号 


岩# 勿 チヤ プ スィ 及び ラン 

量 f チ^ — ム 、定 客タ數 
あ 6 都を じ 化ら ま 急 格安 じて 賣 
度し 

西 四十 ニ 街 四 ニ 一 二番 


片耐 スペシャル 


野 邊化天 お 著 

ワシントン 物語 1 TOO 
樓井鶴 村 著 

リン コー ン 物語 1 .と 0 
マ 日 1 著、 幽巧譯 
家な きを .六 0 

四 巧 巧 婦人 雜誌 到着 


片桐 兄弟 商會 


東京 朝 H 新聞 
縮刷版 毎月 發巧 
一ヶ月を 本 一部- 热 五十 仙 

サン デ ー每21 卞涵 
週刊 朝日 十二 他 
アサ ヒ グラフ 二十 触 
B 上每 避發刊 


桑 山 商店 

ご： 夏 I 芸 th N . Y . C ‘ 
至 ie . I ! 品呈 i :213ザ05 驾 


第一 回 

人員 募集て 

夏 携營業 じ經驗 あるを 雇 ひ 入 
れ 度し 詳細な 書信 じて 左記へ 
御照會 あるか 左な くは 巧る 四 
月と H (± 曜) 午後 ニ 時ょ 6 
四時 ま ヤじ紐 育 新報 おじて 御 
面談の 上 取 極めれ し 

太 西洋 ホ林鐵 み商會 

823 B 夏 rikalk . 

呈 anti ニ さ J . J . 

¥>臣 ま 巧き の 大きな 部屋 
導 用 湯殿、 を 所 あら 

S 階 目、 夫婦を 又は 二人の 紳± 
じ適當 、プラィ ゲ 王— ト 'ィゥ - 
家具 付 或は ァン ファ ユシユ じて 
日本人の 方 じ 貸し 度し、 家具 付 
なれば 巧 八十 五 巧、 アン フア- 
ン ュ なれば 巧と 十五 ホ、 瘍 巧は 
西 八十 乂 T 目 云 十 五番 委細は 
G J . ぎ r 再， 芸 arri 薑 St ., Walk ミ结基 


天長節 祝贊會 


•時 H 四巧廿 八日 ^±曜} 午後ぶ 時 

’虜 所 ホテル ペシ シル ヴエ ニア 

•會費 五 弗 • 
•服装 タキ シ ー ド义ハ 可成 黑服 
御 婦人 ハ 和洋 服 御隨意 
、締叨 四月 二十 一日 

、中を 所 日本人 曾 事務所 

昭型一 一年 四巧晉 紐 育 曰 本人 會 

向當 化、 ィ閒宴 中 諸 梯ノ餘 興 ヲモ 相-お ジ可申 宴 後 
別室 ニが テ ダン スモち 之 慎を ニ 付 特ニ申 お 候 
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資本を 
拂込濟 資本金 
按 立を 


壹 億 圆 
六 千 裳ち 巧 画 


鶴 蚊 ニー 井 銀行— 支 佑 

本店を 京巿 日本 橋 臨 本を お 巧 五を 地一號 
で 巧 小 持 日本 掩化 S (束を〕 橫演 
名を 屢巧都 大お西 ( 乂阪〕 神戶 
廣島下 踞巧司 巧 松 お 岡 長 巧 
上が 倫を を 買洒水 


おお 入ち 潜’ 電信 送を' ホを 金、 旅 巧 信用が 
商業 信用が 其 他 一般を 巧 業 

ん能写 囊銀 巧— ま 巧 

' 瓶 里 送を ハ 日本を 地 無ず 救 巧- 7 迅速 取扱 
本 巧 預金 (を 巧 通知 ノニ 補) 御 便利 取 巧 
本ま店 ま巧(本巧^大阪>神タ、京都 
所な 地名を 屋 、小 樽、 上 お、 倫 巧 


シアトル お奶 (午前 十 時) 
あら ば ま 化 巧 巧 十日 
あ ふら か 化 五 巧 二日 
ば 4 ザみ (没潘 お 祝) 四月 ホ四呂 
1 等橫濱 一み お 弗 

但し ぱ弓す 把 るん ごん もじ 一 五 五 巧 
► H 等 日本が 五 五 巧ぎ 室 太な 遼 家族 室— 
►御を 望に 依り 一等 割 則せ 復切巧 發巧致 巧 お 
. P 又 ア A ゼ ルス お 帆 (午後 一二 時) 
'まじら 化 五 巧 二日 
もんて びで を 化 ’ 六 巧 ホと 曰 

►一筆 橫漬ニ 111 C 巧但 はわい 丸を じら か ー罢巧 
►巧 別 一二 等 日本 巧 五十 化 巧 ▼ H 等 自本巧 五十 五 巧 
►沙藩 羅府巧 窺 串 切 巧盧睾 を 騷 入御 爵旋 化リ淚 
►が 育 線 パナマ 經由 日本 支那 技 丹 物 船 巧 一 回 


日本 陶破器 雑 賞 

ラム ブ卸賣 

奈良 貿易商 會 


H 本陶破 黑雜貨 類卸賣 

ホ 元ブ タザ ー ス 


n 本吳服 反物 キ モノ 
テ ^ フルクロ^ — ス類 

諸雜 貨卸廟 

驗 日本 ドラ f ブ商會 

特別 廉價で 乂勉强 新 流 巧は 當 巧の 特長 


精々 勉强巧 化 御 引 立願 上 候 

陶 破器雜 貨卸寶 

春 田商會 


り木陶 黑雜貨 

ドラィ グ^ — ツ 封販賣 

龍 献巧木 桃 井 組 

MOOI , MOMO 20 产 CO ., Inc . 

105 - E . S を St ., N . Y •ぎぎ y 養 a ミ 夏 5 -S 


目 本 觀聽會 を (並 ニを 錢道貪 社) 

代理店 巧 桐 兄弟 蘭會 

乘 車、 乘船 切符 並に 小荷物 運送 御 便利 じお摄 中し ます 
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STATEMENT OF THE OWNERSHIP, 
&1ANAGEM 巨 NT ， Cl 民 CU し ATION, 巨 TC., 

民 EQUIR 巨 D BY THE ACT OF CON- 
G 反 ESS OF AUGUST 2 ん 1912, 

Of The Japanese Times published semi-weekly 
at New Yo ふ， N. Y., for April. 1. 】 928, 
S ね te of New York, (iotmty of New York, 
before me. a Notary Public, in and for the 
Slate and county aforesaid, pers ゥ打 aJiy ap- 
pear ち过？ ,3 こぶ oru し : chida, who, having been duly 
swot 打 according to law. deposes and says 
that he is the Business Manager of the 
Japanese Tim が ， and that the fo り owing is. 
to the best of his knowledge and belief, a 
true statsment of the ownership, management 
<and if a daily paper, the ckcula け onj, etc., 
of the aforesaid publication for the date 
shown in the above caption, required by the 
Act of August 24, 1912, embodied in section 
443, Postal し aws and Regulations, printed on 
the reverse of form, t ご •••••;：： 

し That 化 e namejs and addi^esse-s o.f the pub- 

Hsh が， edUor, ma"ag ： ir 复 け ! Uor a リ d busin げ s ma か 
がげ 《 are: を ublkh ぴ， Sho が Midzutani, 12 W. 
じ 化み re が ， New York; editor, Shozo Midziitani, 
12 、 Y. 17th Stre パ ， Now York; managi ! 巧 edi 化し 
Show MU レ •" ね m, 12 W. 17th み reet, New Yo こ k; 
busm だ s mat 、 ザ t*r, Minoru Uchitla, 12 \V. !7th 
S けが t, Xew Yoi も . 

2 . That the owner is: Shozo Mi む u ね m, 12 

\Y. 17 比み rc が ， New York 打 ty. 


イ . That the k! ， o 、 v" hondh り W'ers, 'n ぃ irt。:..-'-. 
rui'l other security lu.Wvr? ぃ … u, も ' ， ". ho! み ,；:， i 
per むりし 。！ more of total amount of bon«3?v 
mortgage ん or 0 り icr securities av 。： む u!)e. 

ん ヤ hat the two paragraphs next a! ， o ，. .ぐ 
the names of the owner んが ockholders an.: s ヴ ur む y 
hoide け ， K any, co 打 化 in not only the list of 
stockholders and security holders a. 、 they, a ぃ ; - 

» り， cm the hooks :;f the comiirtuy, !iu て a レ A, in i— 

where the が ockholder or ser;u.ity hok，：.;. 
ujMm the books of th<- company as truAi"- or .in 
any other fiduciary relation, the nn;.; 、 - り i ミ ;:. 
person or corporation for た hom such trusU ,’ ，;、 
actin な ，！ s given: also that the said ぃ ぃ ■ : のし w 
c ぃり t;ii り St; け sment 、 t.n 山 !. aciuK. a 巧 n: バ fu 】！ い 
edge and ろ cKef as to Ih だ ci ， .cuui. 、 lar れ乂 ' こ ：»«d 
condi ん 、 ns under which が ockhold け 、'] nd 
holders who do uot appear upon the l) 〇 okb ぃ f t トぐ 
company as れ us れ e も ho!d stock and s ヴ ui.U ぃ j" 
a capacity other than り int of a hon う 6 ( レ own む； 
ami thU a 巧 ant has no reas り ，、 to b し -licvc that any 
ether person, association, or corpora り on has any 
interest, direct or indirect*, in the said が o ； ck, 
bonds, or other がぐ nritics than as so stated by him. 

Minoru Uchida, * 

Busin,'; 、 r. 

Sworn to and M ル scribed before me this y 兵 i~h 
d が of M; け . ！ 926. 

Jose! みに BaWinff, N りむび Pi ル l;c N ご .: I かぶ 

X の V V,!rk 广 ル !;: け . 
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Tel. B«ekman 4259 
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SATU 邮 が， が RIL7 1 お 8 


謎の 南京 事件 

，解み に 疑惑 y 抱く 英國！ ：.： 

アタリ 力の 輕ネ なる 巧 動を 痛擊 

列 强の對 支な 策は み 裂ず ろか 

【ニユ ョ—ク •タ井 ムス 化を 特電 四日 發】 

/ )• )• \/ lr )llccc i • .* (/• yl -DiK 

ま 京 特電 六日 薄 = 田 中 首相は が 化 京な 化 陸軍 武官 ネ庄繁 中 
將 〔巧 巧 躲十師 削 長〕 を 外務 大 .臣 官邸 じ 巧いた 上 最近の 支が 政 
巧に 喊聯 し种 々ど 想 見を タ換 した。 


な 支 义國を 化マク ムン ー 氏は 
今朗 巡が お マ ー V グ ヘッド 巧 じ 
搭乘 して 上 お 方面の 旅を 終りを 
巧 滞の 人 ご U つたが 氏 か 今回 

南京 政府 ど巧衝 して 昨 
年云巧^^來の外を懸まご^つて 
巧る 南 巧 事件 じ關聯 して 大いに 
巧 動し ァメリカの 閣 戚を嚴 ごし 
て 確 化した 解 ホを 見る に まつむ 
こ どは近ホじ^:^^い外巧的勝利と 
してを 化圃 でも 評が の 的 ごな つ 
て おる。 藍し お 巧 列 强が本 事件 
に 隅ず' る 南京 政府 どのを 涉じ非 
常 脚 難を 威 じつ、 みつたのは 
この 外人 じ 割す る 殺人、 掠奪の 
不法が 巧 ご 圳强あ 艦の お 京 砲を 
をを 換慨 かどして 巧て 巧强 ょら 
ホ 中 跑裝の 謝 非を 求 わるの みな 
らホ 却て これを 機 會じ稱 京 政が 
のま 詔を ホめ M 時に 南 巧 政 麻が 
頻 b じ昭 道ず る 

條 抑 改訂 ，を 載 求 レつ i 

あ にを 因ず るが 而 かも 今回 
の 解 ホは ぶじ 巧を 政府の 謝罪 か 
ぶ 文 ごなら 化のを ホが 體 好く あ 
絶され たが じい * つたこ どは 特 r 
一般の 意み ごする 所で あつて 獨 
り巧强かを鹽のみ^:^らや化お致 
が も 南 巧け 府が 斯く讓 ホした 動 
機に 不審を 抱きつぇ ぁる-か 大满 
じがて 尚 京 化が 今 巧の が 動は 同 j 
模 の 條か をき つぱ b どが か' X 斥 
けた も國 政府に おする 面 當 てぐ 
を 6 ご觀 測して おる。 而 かし 化 
巧 化 府が齡 の 見解に 化い ば 的 巧 
政が^!獨々政巧ご巧す るもの .、 
おお h の 施政 晓 巧は 楊子 江な 苗 
の) がに 止ま 5 化つ て 

今後 嘶 6 据 行を 斷 じて 


巧 おせしめな いごめ 營 約は 一箇 
の 空义じ 等しく 殊じ漢 ロ や廣東 
地方は 南京 政府 ごは を無獨 立し 
居る めみ なら や 南を 事件の 裳 巧 
黃任 軍隊の‘ 武装 解團 ぶび 寅 任 者 
處 罰の かきは 何等 意 ホな きこ ご 
じて おし 南京 政が じして この 條 
文 履 巧を 循じ貴 巧者を お 罰する 
G らば 巧て あがが 巧に 反逆者を 
生す る 恐れが わる £ 云 ふじ ある 
而 して 一般 支那 新聞は 蘭め 府の 
を 換义聲 は 明かに アメリカが 巧 
京 跑繫の 化む を 得ざる こごを 主 
張し 單に斯 る 砲 おを を 要 どす る 

不祥事 件 :^^お發した事 

愤に 向つ て 遺 域の 意を 表明し じ 
る じ も 綱らず、 他の 文 言は 棋載 
せ やい かじ も アメリカが 荫 巧を 
府に 謝罪した かの 如く 傅へ つ i 
ある も 妙で をる。 尙ほ 化を 政府 
はこのを 渉が お 京 政府の 承認 じ 
觸れ なかつ たこ どを タど しぃ 英 ~ 
兩図も 恐らく 前車の 徽を 踏んで 
大小 间異の 協定を つけ！^。 あら 
ぅご 期待して 居る。 

香港 特電 【タ 井ム X】 一二 日發 
：=： 南京 事件 じ關 ずる アメ .リカぶ 
がの 朽 勤に 驟 聯し當 化で 發 巧す 
る 英ん系 新聞紙は 一齊じ 筆を 揃 
へて アィリ々 の 

輕ぞ 巧爲， V 非難し？ 

ある。 保守的では あるが 當 地の 
英國を 憲く關 孫 深き 『南を 邪ボ 
ブト』 の 如き 英國 自ま的 巧 動 
'を缺 いた 點 はお 諮す るが 『而か 
もを S 钻 失は 翰 めて みない、 蓋 
しが ホ 支那に 稱 する 巧國の 外交 
じ 巧 等 成を を 結んで 居ない し 
南京 政府の 化 韶や引 巧 も 阿を が 


'る 

化 


算 ある もので ない』 どなし 多く 
の 新聞紙 な これを アメリカの 大 
統領 戰 政界に 結 付けて 解かの 粗 
製濫逛 的なる こごを 暗示し r 英 
廣は須 らくを の國 威を 確 巧して 
ょら 大 なる 成功を 期せざる 可ら 
中』 ご 說 き、 『支那 メ 1^』 紙は 

尙ほ强 硬 なる 筆 調を 0 

て 英齒が 却て 巧る 解 巧に 譲 ホし 
なかつ たこ ごを 喜び 『アメリカ 
はこれ をな て アメリカ まじ 娘 
解が ど自 讚す るで あら，？ が 
人は 疑 もな （アメ ブ カの爲 めじ 
却て 悲しむべく いづれ の觀 ょゎ 
いかじを やじ 觀察 しても これは 
ア メリ々 が U 本 及び 英國 の拒絕 
しむる ものを 受諾した る じ 過き 
ない ので ある」 ピ 冷評し、 『テン 
グラフ」 が も 南京 事件を 间 想し 
て當 時の 狀 巧と 防備 狀 態を 記し 
たる 上 『これ じ おつて 南を 政が 
が 巧國に 謝罪を 巧 ホす るの みな 
ら乎 

その 罪を 異図に 轉 嫁せ 
ん どす るは 不巧解 ま 極 じして ア 
メ 9 々まが これを いかじ 解 巧し 
たる かは 我等の 典 味を W て 知ら 
んど 欲する 巧で ある』 VJ な L 范 
らじ 進んで 巧ぶ 協を を希鹽 しね 
もの、 『别强 が 最初の 協力】 を 
を 離む て單獨 協を じ 向 ふ： ご 
なつた のは 我等のを も 遺 城 ごす 
る 所で ある』 ご飘 じた。 

上海 特電 〔トリ ビ ユン】 三日 
發 NL 海 居留民 化 じ 於る 巧參事 
會 では ホる 四 巧 十八 H の 總會に 
がて 今後 

支斯 人の 居留地 施政 權 
を 擴大し 巧 逸事 宫じ S 名， 參事 
會の 政治 節 じ 六を の 議席を 巧 ふ 
ベく ホ議 しし こどは 從ホ對 等の 
員 數を要 ホした 支那 乂侧 どこれ 
じな 割し ^ t ある 外人 側 ごの 反 
感 'を 一層 馈大 すろ 模樣 であるが 
々固の 提案は 事 賞に 於て 九 人の 
議席を 輿へ たもの ごして 國民黨 
政府 も滿 足し 居る が 巿參事 曾が 
斯る寬大：：^る處廣じ及んだのは 
英國を 化 ランプソン 议びホ 励を 
使 マ クム レ ー 巧の 擲吿じ 基 いれ 
もの ある £ り 


間 題の 人 

巧 城 巧 語る 

政ぶ め 不信 非難 
東京 特電 五日 發 n 德選擧 後 政 
友會 ょら 民政 黨じ 入黨 した 沖繩 
縣選ぉ 代議 ± 化が 永 波 巧は 神戶 
沖を 通過 中 じ】 時 巧 衛ホ明 ごな 
ホ 議院 事 お 局は を 政 黨化纔 十數を W 下の 15 與黨 一派の 强 あや 誘惑 說も傳 
二は 十と を。 おめ 黨 —— ニな 十六 名。 革 I は 6 て お 蚁黨は 大いに 敦圍 きつ 
新 化樂部 一 ニろ 質 業 S 心鲁 一 ^ 四ち 無 產を派 一 ^ 八 名。 j つ ぁつむが 、問題の 本人は 上京 
中立 —— 十と タ。 


特別 議會 r 煎に 

沖 島 謙 三 巧 政 友へ 

東京 特電 六日 お M り-鳥 化縣 よわ 中々 を 標榜して 當 選した 新 化 
雜 b 沖屏张 S には 今间 正式に 政ぶ 會へ乂 溝の ず 緒を 了した。 

ニ大 驚の 差 U 1 人 


東京 特電 五日 發 
かくを お" 政ぶ 會 


實同 と敕 なの 提携 成らず 

ま 京 特電 四日 雖 == 御 火 禮銭算 切 離しは 政 巧 側では 滿 をの 策 
を 巧 やる 巧で 巧 解散の 必 おは あるまい ど 云 ひは 政 撰は 切 離しは 
退却の 举 梢で をる どい ふが 政义會 ご實莱 村志會 どの 共同は 結局 
不可能ら しいが 不信 巧 案では な 調を せんどい ふ。 


の 途上 某所で 語らて 曰く- ' 
總逃擧 當时政 友身侧 ではを 認 
娱補 者を 頻らじ 援助して 齡 
からで おを 腿 迫した がな の 形 
勢が あ 利 ごな つた ど 観 ぉす- 
や 俄かに 態度を なめてな の歓 
必や說 解を ホめ じらす る 等を 




の &巧も 見 透いて なは すつ か 一 
b 政ぶ 會 じを 化を 篮か したの 
でぁる C 上京 後は 正式 じ 民政 
黨 じ乂黨 しどん なを 害を まけ 
て も おは 斷 じて 政友會 じ復黨 
はしない 云々 ご。 

賠償金 曾議 

佛 がに ホづ 折衝 

パリ— 五日 發 U 聯合 國 9 掛獨 
賠 憤を 回 化 委員長で ぁる，* ババ 
1 ト 氏は 過般 ホ ポアンカレ ー 首 
相と ド） ズ 案の I 部 修正、 獨逸 
の鐵 道を 憤時價 四十 億 弗を 化 巧 
ホ 場に 賣 おし 同時に 賠償を 高を 
をめ る まじ 關し 協議 中で ホつ た 


が 大体に 於て フランスの 贊 ぶを 
得い"， のでげ タ U I マ じ 赴き ィタ 
リ！ 政が ど 巧 渉に 従事す る こと 
どなつ たが フランス 政府は 近く 
金本位に 回な すべく 举備 中み 脚 
係 も' ぁち ィタ リ ー 欧府も 現を を 
必要 V, して 居る から 瞄 借を： 尚を 
この 際 協を して これを 巧 取る こ 
ごじ 顆 しては 異存 ぁる 堂。 くな 
つて ドー ズ 案の 修正 も 愈々 を 望 
ご K つて 居る けれ 共 フランスは 
總選擧 を 前にして 居る ので この 
お 背が 巧す るまでは 問 越を ホを 
式 的な もの じ 止めて 歷 （方針な 
る もの i 如く 消息通は 觀 測して 
畳る。 


中 社 束 京 特電 一 禁 無叫轉 載〕 

東京 電燈 外債 成立 

〔六日】豫てょらを渉中でをつた東を電燈會社の巧巧憤は~ 
おして：13おホの云財勘で引受けるこ ど i な 9り本侧からは一ニ井 
銀 巧の 巧を 巧 銀 巧も參 加す る こど じな つた。 

颗選 議員 補欠よ 人 y 任命 

【五日】 ご 一日の 閣議 じめ て颊選 議員よ 名の 補贼 巧を され 直に 
勸 許を 奏請した、 顏觸れ 左の かし 

岡綺邦 嘯、 縣澤磁 明、 內巧寬 が、 藤 田 謙 一、 大川巧 S 報、 野 
村德 よ、 大各尊 も。 


日、 了 修交 條納 

ご ハ 日】 日本 アプガ ユ ヌ タン 修 
をを 本條 約は" ン ドン じがて 
松 か 大使 ピアフ ザ ニス タンを 
化 どの 間 じ 調が された。 

.佛飛 巧 家 飛ばん 

(六日】 フランス 辦れ家 コスト 

it /ブ リ ユ ！兩氏は歐洲じ向つ 
て-ィノまで 四千を な 上 無 着 
陸恭 巧を なすべく と H 朝出發 
じか 定 した。 

停電の 損害 二方 

ご ハ 日】 東京 ホ 電氣埼 は 去る ゴ一 
巧 甘 六 H 停電 五 時間に 及んだ 
損 奢 どして 鬼 怒 川 水力 軍氣會 
社に ニ ガ跑を 要 ホした。 

滋骄 男爵 家斷絕 

IL 六日〕 フランス 人 の 間 じ 生 
むた 長ぶ S 滋巧 巧爵あ 襲爵は 
ホ 幹 巧の 旨宮み 省は おました 

印 綱 局 罷業 開始 

〔六日】 内閣 _が挪 おのず 韶掛乂 
な 名 罷業し 始 む： 

五節 舞 候補み ろ 

〔六日】 御よ 典 五節の 舞姬 候補 
は 左の 如くみ 定 した。 

網 出 福 子 早 ご 冷を 須贊モ 〔其〕 
视 小路 章 子 〔甚〕 ぁ 化 綾ず 百ろ 
H 野 西悅子 〔110〕 橄松帛 子！ >1〕 
町 巧巧モ V さ 藤み 直モ C ぶ〕 

李 王 殿下 上海へ 

〔{ハ 日】 御歸 朝の 途に ぁるを 王 
同が 兩 殿下 じは 六 HL おじ 御 
到着、 八 H 神タに 御歸着 遊ば 
さむる 0 

伊太利 大使 墓參 

で ハ 日】 伊太利 大使は 六 リ朝會 
津を化 飯 盛 山 じ 白 虎隊の 墓を 
訪れ 同化 若松 巧 民の 歓迎 會じ 
藤んだ。 

日 獨條約 愈 成る 

(五日】 日獨 通商 條 約は 四 H 踏 
下の 御 裁 巧を 得 外 格 省 じがて 
田 中外 相と ブ八フ 大使 ごの 間 
じ 批准が を換 された。 



オ ハヨ ー 州の 政戰 i リ 大佐 
化が _ 周說 否を. .i 下院で ジ 
ヨ ーンズ 案を 修 おか H 厢西 
部を 地方 じ乂 暴風雨 i, 白 動 
華會 社繁榮 ナップ 夫人 お 
訴— 選擧ご 爆彈騷 ぎの 政界 


文學者 連の 奮起 

〔五日】 ニ 育 U な 上に 直を 巧 旧 
臀池 爭議じ 願し タ數の 义學者 
奪 起し 解放 違 動 度び 犧牲者 救 
援會を 作 b 炼調會 館で 大曹を 
開き廣く輿論じ訴へ んご|- 

賓易改善の模樣'.^ 

【お 日〕 入超 贼 四千 万圓じ 茂び 
輸出 增進 蕾し く おか 貿易 顧く 
改善 S 拔樣 で官廳 用品 お钟沸 
で 一億 ご 一千で 圓は 極力 節 し 
て ニ 千 巧腐减 々した。 j 

松 本 副 總裁辭 職 j . 

〔五日】 興業 銀 巧 副 據裁松 一 か 重 
威 氏は 不健康の ため 巧 期 了 
で辭 職した。 後件は をみ i 補充 
せぬ ど。 I: 

日本 憐寸業 萎縮 I . 

〔五日】 スエ I デン 資本は fa 本 
の マッチ 業を 壓 倒し 對か撇 出 
萎靡す るに まつた が 今 ごてつ 
て 日本 政府が 助成して もみつ 
て 日本 會 社を 左を して ゐな巧 
國會 社を 補助ず る ピ問じ U ど 

輸入 外米の 激藏 

L 五日】 昨年 十一 巧から 本み 云 
月を の 外米 輸入 高は ホ 十一 巧 
と 千 石で 前年 同期 ょら 四十 一 
巧 千 石の 数减 でぁる。 

.金融 緩 漫尙績 < 

〔五日】 四 巧の 金誠界 一層 緩漫 
の 見込み ぁち 預金 お下げ 巧考 
慮 かご 0 

國債增 加 約 ニ 億 

門 五日】 ニ 一巧 未 网債總 額は ぶ 十 
ごー億ご^:^り前年ょら 一 協乂千 
巧 阳の增 加を 示した。 

ー閒 選手 ぉ發 す. 

【五日】 時举巧 報よ 催の 世界一 
周競爭 選. 手は 朝 香 宮殿 _ト 台臨 
中 一二 日 上野を 園 巧覺會 遮を 出 
をした。 

新式 機圓車 完成 

〔五日】 重畳： 白 ニ 一十 晒、 速力と 
十五 峭の 巧を 機 脚 串* W 近く 完 
成し 沼 萍乂煤 間に 運轉 する。 


【 n C ン バス 五日を) 囊に逝 I 
去した る ォパョ ー 州 選 お 上 院議 
a 貝 フランク •ウネ リス 巧 〔共 か 
黨〕 の 後任 どして ドナへ ー 知事 
は 民 ま黨員 じして 千 九な 二十 一二 
を 0 ホ 州の 巧 菜 委員で ぁつた サ 
キ ラス • n シャー 氏を 親 期 上院 
議員 こして 踏襲すべく 巧 命し じ 
巧は 今秋 再選を 爭ふ尝 で わるが 
前 民 ホ 黨選擧 委員長で ぁつた ジ 
ョ ー チ •ホ ヮキ ト氏も 班 上 院議 
員ァ エマ 巧 〔化 ハ か黨〕 を 相手 じ 
ォバ ml 卵ょり h 院遙 員と して 
立候補す る貴發 巧した。 

【サン デー ゴ五 H 發〕 飛行が 
リンド バ 1 グ 大佐は 今朝 ラ キア 
ン 飛け 磯會社 I ろ 贈られた 轿飛 
巧 機 じ ま 人 ご 試乘し 大いに 滿足 
の 意を 表した が 飛行 磯は ボソリ 
ン 搭載 藍 一千 ダ 《 ン じて 四 人の 
を まを ちし 特に 巧 間 飛 巧 用め 强 
烈 る 照明 燈を髓 へで 居る。 尙 
ほ 大佐は 近-、 太ず がを 橫斷 して 
H 本に なく ごか、 巧び 太 西洋を 
經 かして 化界！ 周 飛 巧の 壯擧じ 
就く どい ふ 報道は 一切 增じ 過ぎ 
ない ご强く 否を した。 

〔ヮシントン 五 U 發】 下院 船 
舶委 負は 囊に 上院を 通過した ジ 
ョ ー ンズ 船舶 法案 中にはな がの 
意 じ反稱 して 居る 點 がを いので 
これが を 協 案を 近く 提出すべく 


大体 じがて ジョ] ンズ 案を 基礎 
どす る 外 船舶 建遥蜜 四を の 一二の 
あが 補助、 十 年を 期限 £ する郵 
便 物 運搬 巧の お 加、 乘組 員に 蜀 
する お 軍を 練 一二 筒 巧 等を 條 件の 
中に 加へ 船が 拂 下げは 委員のを 
數巧ど 制定して 居る。 

門 カン チ ス市五 U 發】 オクラ 
户マ 、モンタナ、 テ か サブ 巧 化 

南西 部 化 ホが 地 じ 互 b 昨日 突如 
どして 暴風雨 襲 ホし 美が をつ わ 
外 ル 踞風じ 葉 はれた 地方 も あ b 
今日まで じ 巧 然した 即死ち はと 
名、 重輕 傷者 數百 人广 達し 家屋 
が 吹 飛され て 路頭 じ 迷 ふ 者 勘な 
からず ホ 十字 隊は 目下 頻 6 じ 救 
巧 中で ゐ る。 

註。 去る 木 隨日當 化の 溫 度は 
モ 丸が 十 年の 記 おで あると 十 
と 度に 逮 した。 

『デト 曰 キト 五 白發】 ゼネラ 
グ •モ ータ！ ズ會 社に 達した 化 
界を地 じ 註る 閲會 社の 就 働 人を 
び フオ— ド 自動車 エ攘 の就截 人 
をを 算 する じ 四十で 八で と 百 六 
人 どい ふ タ數じ 逢して 居る、 固 
も 前を 一 g の 十 化 巧 五 千 八な 化 
十一 二人は ニ 丹に 入 b て 二十 万千 
一二な - V 十 S 人 S なり フオ] ドエ 
おの 摇數 はか 巧と 千 一二 百 化 一二 人 
でを るが フオー ド 側では こ i 數 
箇月 《 內 には あじ 增 員の 旨發表 


して 居る 0 おは 同社では 近く 一 
n 五平 台の 新 自動 ザを 生產 すご 

門 ァグ パ ニ I が H 獲】 千 化が 
二十 五 年 巧の 州势調 あじ 隙し 無 
暗に これを 自 包の 巧 益の 巧め が 
用して が算を バラ 撒いた 廉で問 
題くな つて おた 前 州 書記官で あ 
b 唯一の 婦 ん抑史 であつ た ナツ 
プ 夫人に 脚す る 州 資お消 事 仰 じ 
就て は 州 檢事總 をが 辨 をの おお 
これを 特別 陪審な が 所 じ 姻附の 
結 柴今钥 を U て 約 六が の 罪名 じ 
化を 起訴 どかし 巧し ナツ ブ 夫人 
じして 目下を 乘 つて 出て 來 ない 
限 6 檢事 厨では 夾 人を 吿發 すご 

【シカゴ 五 りを】 シカゴの 豫 
選はを々ホ週か曜目ご^;*つたが 
ボ內を 所の 爆彈 騒ぎは H ど おじ 
巧して 巿普察 側では 中央政府の 
禁酒 潮 巧宮を 殺人罪で 檢擧 せん 
くし 遂にを 衆國驚 おの 出動を 請 
どなつ たが 禁酒 官の 吿發 はを 衆 
厨 裁 巧 所 ょら 差 止 命 かを おし 蠻 
をの お 動は ヮン ン トンの 司を 省 
で 拒 おする 等 選擧戰 はあ滩 たる 
もの あ-^ 持 じ おを トムソン 氏を 
相手 ごする 正義 派は 善良なる 巧 
政を 標的 じ 大量 どじつ て爭 つて 
居る が 一 ホ トムソン 氏は ヮ シン 
トンょ ら强 （否定され て 居る じ 
も關ら やクー リツ デ 氏の 應援を 
唱道して 居る。 

(7 シン トン 五日 發】 を 化の 
乂 統領な 選の 形势を 見る じフ ー 
ゲァ ー. 、スミス 知事の 勢々 が最 
もを 力で あるが カリフ ォ八ユ テ 
脚の 登錄が 非常に 激增 して 居る 
ので 持 じ 注目を 惹き ホる V き大 
統頭戰 の 運命 もク キル ソン 當時 
の 如く々 ジ フネ グ ニァが で决ず 
る だら ぅど 一友 はれて 居る。 


無產 派の 結 お成り 

先づ 服装の 制限 撤廢 方を 要求 

ま 京 特電 五日 發 == 觸產派 譲 負の 結束は 愈々 固.、 壌を じ應じ 
'ては 民蚁黨 ごは 單獨わ 動で 前期 議會み 如く 內聞彈 劾 案を 提出す 
る模揀 でを るが、 お 罔 委負會 では 開院 まの 燕尾服 其 他に 關 しじ 
服装 制 腰の 撤廢 要求を 衆議院 事務 埼じ差 おして 無產 派ら しい 第 
i 聲を擧 げた。 


無産 黨の議 會對策 協議 曾は 
を 部 磯雄’ 鈴 木 文治、 西 犀 末 
廣 、亀 ホ 貫一郞 、ホが 克 磨、 
小 浊四郞 、ホ 山 巧 〔0 上社會 
民衆 黨〕 加 藤 勘 十、 河 £ 密、 
淺沼稻 巧が 〔日本 勞 農黨〕 水 
各 長 I ニ郎 、山 本宣 を、 難波吳 
夫、 細 あ 兼 ホ、 〔0 上勞働 農民 
黨〕 淺原健 S、 を 巧春彥 、森 
正 夫、 を 直 幸 雄 〔な 上皮 憲 驚〕 
の 諸氏 出席’ まづ ホ山哲 氏から 
われ -- は 今回 八を の间 志を 
畿會じ 送つ たがを の 八 名が 堅 
く おおして 無を 階級 のれめ じ 
院 肉が 動を 共 じする I】 は 民を 
の诚馨 する ごころ でを るから 
こめ 際を 派證 員を 統制す る お 
同を 員會を 化りたい、 總選擧 
前 じ 巧 はれた 選 擧炼定 協議 會 
もを の 結 おにつ いては 多少の 
遺械 はゎつ たが 絡議會 が關か 
れた をの ことは ま乂 なる 巧 巧 
が & つじ、 今 H の 協議を でも 
十み じ 意義 あらしめ たい 
と换楼 しを 部 巧を 畿 長に 推して 
議事に 入ら 社會 民衆 歲 側から 
一、 無を 撰 議員 脚 段 立 
ニ、 右講旨 画に 掛 ずるを 派 共同 


の 統制 機 關設隆 
じついて 腹案を 提示した が 
閒 案は 共同の 統制 機關が 直接 
，じ 議員 鹽 ，を 統制せ ず一且 統制 
機關 でかした こごは をら じを 
黨 本部の 議 じかけ てを 本 郁 か 
ら所屬 議員に 指かず るを 
じな つてを ち これに 街し H 勞、 
H 農の 兩黨 側は 
議 貴を 部に 對 する 直搂 統制の 
機關 とすべし 

とま 張し を 自腹 案を 提示した の 
で 巧 山、 細を、 河 巧、 を 巿の四 
把が 小を 員會を 開いて 協議した 
結果 やぅ やく 意見の 一致を 見て 
炼 定まを 作製し、 を巧定 案を 逐 
條 審議の 未、 左記み 定 案を 滿旗 
相手 裏に 可 おこ： じ 無產黨 議員 
幽 どこれ を 統制すべき 巧 同 委員 
會の 成立を 見る じ 至つ た， 

一、 無 產派當 選 議員は 院內 じむ 
いて 無產黨 議員 閣を 作る 
一、 社會 民衆 驚、 勞働 農民 黨、 

- 日本 勞農黨 、民 憲歲は 共同 巧 
動を ミる こどを 呂的 ごして 無 
を黨議 食勒策 共同を 員 會を作 
る 

I 、 無產黨 議員 脚 および 無を 黨 


議會對 策 巧が 委員 會は 繼續的 
機關 どす る 

一、 共同 委員 貪は を黨 化を を S 
名を もつ て 組織し を黨 議員は 
これに 出席して 發言 する こ S 
を 得 

一、 お间 委員 貪は をのみ 定 事項 
じつき 無を 黨譲員 劇を 統制す 
る權 限を をす 

1 、 共同を 員會 はぶ 數ホ制 じょ 
ら ず炼議 制と す 
一、 幾 員を 有せざる 無產黨 にし 
て 共同を 員會が 資格を 認めた 
る ものは 巧を 者 一 名を 共同 委 
ロ 貝會じ 出席せ しめを 言せ しむ 
る-とを 得 

一、 共同 委貴會 にはを 黨 一を づ 
つの 幹事を 廣く 

なほ 右の ホを じょれば 共同を 員 
會が 多教ホ 制で ないじめ じ 巧 か 
重大 事 案じつ いて 一人で も反對 
をが ぁれば 巧を を 見る こごが 出 
ホ や、 を 黨濁自 の 巧 動を ミる こ 
ごじな つて ゐ るから 共同を 員 會 
の 機能 i 統制 力は かじら 薄弱で 
この 點じ將 巧の 不 をが 殘 されて 
ゐる 

無產 委員 曾の 聲明壽 
無を 黨講 員陋た 主び 無を 黨議 
會對 策み 巧 委員 會は 本日め で 
た （成立した、 前途 ホが ぁる 
使 かを 宵す る ゎれ 等 無を 階級 
の 化 治 的戰瞄 はこ、 じがつ た 
ゎれ {はを 後み 同一 致 階が 
的 利益 のれめ じ 勇 化 邁進 せん 
をを 嘗ふ 




MIKADO TAILOR 

30 にが 化な . 

Tel. Rhineland がが が 
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兴 

TIMES 8 U!LDiNG 
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巧 one 
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F. K. Maruyam る Co, 
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Custom 
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Y. JTO 
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F. MURRAY HILL CO. Inc. 
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Ro 扫 m 614 * 8 巧 28 Sniadway 
Tel. BowH 巧 - 8 巧 en 4387 • が gi 
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3 Maiden Lane N. Y. 
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JAPAN ART STUDIO 

の 4 LEKIfi が OH A 化 . K. If. 

巧し 化るな 8 が 7 


Endo 足 Kodsidhi, Inc. 

48 目 r が nwich な r が t, C 叫 
Tei. Whitehall 1541-2 


遠 

騰 

小 

巧 

商 
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諸 輸か船 艦 
荷 化 洋其船 
物 入を 食 抑 
運 稅雜巧 用 
搬關 嘗な津 
取手 販 


T.C.TAKAM 1 m で . 

176 Cumberland 化 Brno 叫 n 
Tt しむ mb 折 land 23 り 


The Japanese Christian Association 

453 W. 143 rd 化 NewYork Oily, Tel . わ adhurst 刖 36 

會道 修お瞥 基人不 F 


KANZO OGURI も 

214 Hi が 化む wWyn 
Te し Triangle がが 


K. IWAMOTO, m.d. 

U4 W.70 比 St. 

TeL Trafa おが 0352 


Sabro Emy, m.d. 

巧 5 Park Ave. 
con £• 72nd S む 
Tei. Butterfield 9324 


D 化 E ぶ .YOS 出 I ， 

巧 2 W. 巧 nd 化 
Tel. Endico が おが 


M. Tsuchiya, D. M.D 
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Te しむ お al が r お 09 


ん し CEASA も M.D. 

127 Ea お 8 お h な reet 
bet. む rk & し exington む es 

覆嶋咽 鼻ち; 1 

簡時察 診 
午 正を 時ト 前午自 
時 A ま 時 六を 午自 
日曜 

自 午前 十 時 至 午後 一時 



F. I. FREDERICS CO. 

醫 巧 吸を 大亞 比な を 


118 E. 5 帅 化 Tel. おが nt 7 叫 4 
Bei. Lexington & Park Ayes. 

を 時 八 巧 日曜 ± 水ち 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

Bet . が & 目 1 な s. Telephone Re が nt 2 如 9 


美 向 人 本日 

門專 靴型 小 

巧 小き なぶ 小き 廣ぶ 小き 巧 


SIZES IN STOCK TO 12 F WIDE 



DR. D-BLOOM 

— NEW YORK OF 打 CES— 

3 か ! ！ み reel Cor. 3 rd Avenue 
59 比 ; Street Cor. Lexington Avenue 
125 化み 化 et Cor. ド 3 み Avenue 
—BROOKLYN— 

E.F.Aibee のむ " DeKa 比 Ave. at Fulton み . 

ト r じ 日 II 化最タ 

化 T 本 li ぉ轿年 
ブ育寧 人 2，： ぶの 
こ 州懲諸 磬て ネ斗經 
，レ 蠢切晋 g 信學驗 
! 裁し し廉 巧手を 
； 治は 巧 篤 術 0 
ム 巧 持 II しじて 


が 

化 

; 曰 1 
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i 本 雲 
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： 人 愛 

; ご五豐 

1 靑讓 

! 2 味 

1年 

£3 : 蘭 

S 會 

さ呈會 




專樂の 目的に 煙草を 
イ & ^ ^ る な ら 



眞の P 契烟 家が 艇る 




に キヤ メノン 黨の 


轉 長が をる 


Camels 


とんな * ホで 4 * マイ グ た * ひじ 巧 < 


むがが， 及 • J, 於巧〇1む Toba が 

Company, >V 山 S い凸 -Salem, N* C 



. ぶな な .;^^ 無-。 


tiMi 


號 


十四 百 四千 一 第 


m 




円曜 ± 


日 ホ 巧 四 年 兰巧昭 


洋服 調進 

ク 9! ニン ダ、 ダィ 

ィング，、 修儀 等】 切 

ミカド 洋服 巧 

松 本 巧 
電話 ライン ランダ！ 
六 八 ご i 0 


蠻 ホ 洋服 巧 


東 家 巧み ノ巧 wit 尹 y グニ港 ニ 九ニ疫 




丸 山 洋服 蘭會 


414 で ニ 雲 田 . N 呈ぎ k 呈 y 


を 五十一 11 T 目 

ニニ 一二 

S - 

洋服 巧 

f ラ S 八う ミ 


をき 米國 婦人 
日本 义 ベの 奠 
語あ授 じは ホ 
年の 短驗 をを 

す 0 I レブ タ 

ンと 十五 化 
，を H 朝 九 時ょ 
ちが 九 時 迄 何 
時 にても をし 
H 喔 日は 一時 
よ b 四時を 


稅關 事務 

まがを 地幷 じを 世が 
の 輸出入 方法 じ關す 
する 一切の 御 諮問に 
應じ敦 道療船 貨物 運 
貧ぶ 出帆 表 穂 お手績 
書 等 進呈す。 重要 都 
ボ じ化理 巧を 巧し 誠 
實を速 御用 命じ 應や 

保 隙 取扱 


丸 山 洋服 廊會 


0 

が 

訓狮你 

ゎ 他*? 

荒 3 

論 


な 育 州を 認 
巧 務省弦 許 
東を ホ大醫 巧大學 
產婆 復習 巧 卒業 
元化邊 

產婆 松本綠 


一 i 化かる た 


はも-^ の 遊び 
方を 英文で 米 画人 じ 能く わかる 
やう 衔單明 朦じ說 明した ものが 
化 巧ました。 內容目 ホ 進呈 致し 
ます、 御駕 下さい。 

M 吉 WAYAMA 呈 114 E . 里 thstby . 


巧 巧は 永らく 白人 閒じ廈 
用を おし 熟練せ る 技術 S 
親切を なて 販賣 致します 

寶石貴 金 遠 
御 注文 あじ 
进速修 鑄 
諸 鑑定 無 巧 

巧 中 商店 

28 E . 65 th St ., cor . Madiaon Ave . 
Tel . R 式 己 and ミ S 055 



新 鱗 魚 か 一切 

日本人 おきの 生魚 澤め取 b 揃 へ 
特巧廉 度で 大魅强 致します 

サヴオ ナ魚店 
Jo ま ph Savon {一 

224 马. 芭を望- 
Hel . ooluBbsB 912 M 


大同 電力 ご £ 五 ご *10 
巧 邦 電力 を 互 0 を •ニ 五 
大 n 本 お 糖 を 一至 ニ四臺 
王 モお紙 'ニク 夏 ニを を 
巧が モス リン 男 •エ 0 香 •00 
H 本 ビー八 一一 0 八 •ま 一一 ニク 00 

日淸 おか 101 •夏 101 呈 0 
淺巧 セメントち 星 0 里 互 0 
H 本 お 姑 を io まち 0 
をを 巧 巧 富* さ 畜 * さ 
日本 人造肥料 豊ふ 0 置 又 0 
乂巧賴 業 を ふぶ ま 主ぶ 


尋れ人 

< 巧 ま 巧-^) 狩 巧 お 雄 
(東京) や 岩 かが 友成 康 (同】 
{ 靑お縣 ) 巧 ヶお豐 一二が 
(熊 本縣 人) 揖崎 万作 
(愛知 縣 人) 長 崎德一 
(福 間縣 人) 稻永國 みが 
を 永慶藏 持山芳 太が 舌 川 
ぉ彥 か K 幸藏石 お節朗 
渡邊篤 寶惊留 吾を 川新宮 
上が 修平算 な 貫 造酒 雄 
貫 造太郞 古家 武雄柴 巧 善 
雄 

(佐 賀縣 人) 栗 山 善 六 
(を 良縣 人) 木材 幹 (波 壽) 

(を 媛 縣ん) 橫田常 ま 事 常 治 
伸 座を 之 巧 

{東京 巿} 小が 銀お郞 

ちのを じ 通钢致 度き 儀巧么 
あ 間 本人 若く は 知人よ b 現 
化 巧 御 通な 願上換 

紐 育 一帝國 総領事 舘 

1 苦 Billw さ N ミ！！ ork 扫で 


稅關 事務 取扱 

WILLIAM 广ミち & 夏. 

ぎ 言ニ吉 ニ B 含を さ 暑 
ジ L ぞ壬 lin 巧 G 苦さ 81 岩 ムニ 7 


日本、 ま 那寶玉 製 美 
術晶 、婦人 用 肯餘其 
化 装飾 晶 ■ 

闕寶 引； け 

高等 美 縮 お 惨餐、 

首 飾 品、 スト， ング 
日本 服裁链 


3 

化 ほ 

JS 画 
k 

& 加 


化 化 

一議 


牧師 宮崎繁 一 
幹事 粟 巧 頼之祕 
茜，— 集 貧— 


日曜 巧拜 
日 疆學校 


午前 玉 時 
午前 十 時 


3 

2 

3 


綱 輝 日® キを ょ時キ 
祈 禱會水 お 夕と 時半 
寄 宿を 

位潭 をが 比 亞を巧 
み 下町を 十五み 學 
を 會化員 じる 適 
設備 圖 書！！ 誌巧访 

を 辖娛樂 具 簡易を 
堂 あら 

便宜 域 業 巧 あ 旅を 
ま 巧を 種 事 ま 調を 


. W 

il お 


n ， 
I 机 

n ^ 
a P 

化 J 
が • 
做な 

邱刷 

J L 

.2 柳 

T 化 
3 


H 巧 聖書 巧 宛 正午 
共 樹會タ と時ギ 
盧巧 おな タ八時 
木 废が億 食 タ八持 
英語 及び 裁沒 

午後 ニ 巧 

± お 講お會 叉は 
を話會 夕 八 時 

か 會事荣 

窥 宿が' 旅 巧を ま 巧 
な， 人事 相 庚が、 調る 
巧、 晚業 周旋が、 巧 巧 
搜綠を 巧の 諸 課を 設 
け會員 及び 非を 員の 
巧を 計る 


男女 內巧か 巧 



鑑定 無料 


漓疾 でも 慢巧 的の 症 巧で 
も 速 かじな おす。 巧膚病 
內嚴病 血液 檢杳 X 光線 化 
柳 病、 あ 水 捻を、 ぶ 他 9 
ユ— マチス、 衰弱 症 
お困らの 方は 是非 一度 御 
出なさい 

巧 お 自朝化 時 ま 午を 八げ 
耀自朗 九 時 至 午を 四時 



診察 

午後 云 時よ 1 ハ 時 

日 巧は 巧め み頤候 

ドクトル 

窩 見豊彥 


診察 時間 

午 荫化時 1 十 時 
午後 六 時— 八 時 

け^ 小 栗 難 S 

が 育 ホフ ラ 7— 病 探 
巧 五ち お 院敏を 

巧 巧 コン バラン ド 

病院 勘を 


•諸 集き 

唐 拜說を (日) 八 時 
日 唯を 校 (日) ニ 時半 
家庭 集會 (水) 八 時 

祈禱會 度^ わ 一 \ を 
聖書 研を？ スお 

婦人 會 
講演 會 


設 備 


寄宿を、 簡易を を 
« 業 周旋、 をの 他 
人事の 街 相談 じ應 
じます 0 


診察 時間 

午を 一時 化 ニ お 
午後と 時： = 八 時 
愛知 皆を ± 

巖本谨 ' 

古な 比 西大學 及び 
4. ダブ ン 病院 勤務 
日 磨は 前め 願 上 お 


齒科醫 

主な 基 

彰察 時間 

自 午前 九 時 H 十二時 
自 午後 I 時 H 五 時 
時間 巧は 前約 じ 顧 巧 


讓 診療 

前約 願 上 核 

コー子 か大學 
ドクトル ホプメ デシン 

醫學巧 ± 

吉 居悅彌 


診 お 時間 
午を ホ 時 1 八 時 

江 見 ニ 一朗 

引績 きべ グビュ 1 
病院な 勤 じ 付 右 時 
巧 かぶび 日 班は 前 
約 じ 限る 


檢眼並 じ 眼鏡 調節 


♦を籍 ♦雜誌 ♦巧 聞 
縱覽 ぎを 開 
お務 午前 九 時 よら 午を 五 時を 
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御 扫をノ あ 及ピを 話を な チ 申 

曲 力 > 巧キ下 サイ 


♦ ■♦■♦■♦■♦■♦■♦■♦■が 


|| 公認 マ ツサ！ ジ 


內務省 免許 
を 婆 錬炙醫 


平野 秀子 


電話 モニュメント 一 含 丸 


a 

化 


麗揉 治療 




ぶ 

ち 

W 置 

WW 防 

0 造 

K 2T 

K 

U 
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マツす— ジ '整形 

藥威呂 、水 治、 電氣 治療 


西が 攘院 


フイ ジ才ン ラ ピスト 

を 誤 西が 幸累 

午前 化時ョ ，午を 义 がを 
お 張 治療-一 モ應ジ マス. 


ザ 


I mi 一豪 liiiliti を hi 


|-|も左| をぎ ゴ til ち iyii - ニ - lll - 


k.l AMItsrayis 


」0巧ち 至 1 OOCRl 、 Mb . 

ニ 1 West 94 th 田. Ne 三 ark 
• Ttl . 受 V ミ 互 こ 573 & Sch ち ler 1 云 里 

^ を 巧す 前 九 巧 1 午を 一 時 

髮寞 f を (時1 午を 九な 

日曜 午前 义時 1 牛を 旧時 

ドク トン ノ小 栗乘吉 


齒巧醫 . 

上 義人 

西 六十 五 了 目 一四 六 番地 
紐 育を 國旅 舘內 
電話 トラフ アグ ガーニ 五六 五 


齒巧醫 木 下义市 

ご 0 W ‘ご msi 

ぎ Moient ち 57 


ゴム 輸出制限 撤廢 

英國 政府が 四日に 突如 發 表ず 

ロンドン 四日 巧 H 英固領 マラ ャ 及び セキ" ン 地方よ 6 ゴム 輸 
出烦 限を 目的 £ した スブ ゲン ソン 法は 愈々 ホる 十一月 一日を 0 
て撤廢 ずる 旨を 巧ボ 1^ ドゥ キン 巧は 本 H の 下院で あ 表した。 
を 巧の 游 巧は 直 もじ 取引 巿 塔に 彩 響して-封 巧 じちし 約 ニ ホ 四 
をの S 即も五 化 ニ' 厘 方の 累 をを 巧して 一時 混乱を 極めた が 制限 
法の撤廢；：？&ものは巧てよら期待された巧であるもの1、 取引 
業者は 法規 じ 巧ら て撤磨 巧-年 前 じみめ 通 吿を受 （べき 篱 であ 
つじ 銷係上 不滿を 抱き 居 >、 栽培 者 側では 做 廢が挪 がに 節 巧 さ 
れホ 巧を の 期限を 附 せられた こどを 不巧 として 居る。 

時價 暴落 

ゥォ I ル 街 混乱 

巧 酉 政府の ゴム 輸 お前 限に お 
して 化 巧 じ 化ける 唯一の ゴムが 
を 困で ホる ァメブ 力の 自動 幸 毀 
造 工業を 始め どし お 化の 

原 あ ロ g 使用 工業々 者は 大 
打 巧 を篆 ゥァメ 9 力 側 t けなが 
も 援助して これが おお 上の 想が 
から ゴム 買附 けの グ—グ をが 織 
して 資本を 一億 おじ 達し 契米兩 
固のを 骨い* る 資本 戰を 演じつ t 
あつむが、 アメプ 々側では 差し 
當 b の 策 どして は 買が けの か、 

永 义的あ ホ ごして 巧 ホ 其 化じゴ 
:ム 移植を 獎娜 する 等 結ず 固く、 

。ン ドン 巧撫の 威を 示威 じ 努め 
つ： あつた ものである か、 過 股 
ボ—术 ドゥ キン 肯 巧が ステ ゲン 

ソン 法 撤廢の 可 巧じ勒 する 調査 
委員 負を 組織した B ホ 一般 じ 御 
眼 法の 傲 潜 乃ま暖 おが 期待， 可れ 

おつて 

市價 は-下落 ホ卞 をを 績け 

つ/' をつ た。 即 も英國 首相の 撤 
廢聲巧 ごなる や、 ブ シン-トン 當 
扇 側では この 不自然なる 時懼の 
動 搖防化 どい ふ 立み から おを の 
恵を 表明 するど お-し 巧 巧 お 買 照 
け 及び 自給 備立巧 どしての プ！ • 

作 組織を 案は 飽を でも、 議會を 
通過せ しむる の 意を 示しつ！ あ 
るが、 一度び 制限 法撤廢 のが 報 
が當地 ゥォ！ 來巧じ 巧は る や、 

豫て よら これを 磯會 じな 庫 捕の 
費拂 ひを かんで 居た 斯業 まは) 

をに 投？ 貫の 狀 態とな つじ 為め、 

時 憤は たちよち じして 六な 四十 
ボ丰ン ト即も 一封 度に 萄 > て 六 
仙 五が ホの 

暴落を 演じて を ミ 五 千 

封 巧 よら ニ 巧と 千 封 巧 巧 巧の 化 
庫 ゴム ニ 影響し 嵩い 時 價で買 ホ 
々た 取引 業者の 損失は 慶じ數 巧 
巧 巧 じ 達すべく、 當 日の 化 引は 
お 九 千 兆 封 巧に 及んだ もの 《 如 
- く、 巧に 先 殺 組織され た 斯業 巧： 

プ の 如き 義じ四 巧 トンの な 
巧を 時 情】 封 度 四十 一仙 (この 
_ 外にが 庫 料 其 他 加算) で 買附け 
たものを 約 一二 十二 他方め 損失で 
.資拂 ひ おな ぷ 割の 損失を 招いた 
ごの こごで ある 0 

一本 邦 商人 ご 

I 海外 取引高 

- 化 商社で と億剧 
本社 巧を 持帘旣 おのかく 轉巧 
一本が 人の が 致 間 じがる 

出簡 業'. か巧國 々際ち 借收 
I 入 勘 まの 上 じ 嘶ぶ るを お；^ 役目 
I をが じて 居ら、 化つ てこれ がち 


展獎 働は 本が n 國 貿易 お 巧の 一 
策た る こごが 設識 され わが、 ホ 
だ- れ 等に 關 t る 詳細 G 資料が 
ない ので、 かエ 商では 昨年 ホ、 
が 外 本が 商社 じついて、 外 困 間 
のな 引 憤 格を 紹介 中の どころ、 
この ころ ほぐ 回答を 得た ので、 
目下 整理 かまどめ 中で あるが、 
これ じ 化れば、 ミ 井、 一二 萎、 日 
本搞 化、 東が 棉 化、 江が、 千 旧 
巧を 等 

甘 頼 社の 取引 總額六 億よ 
で 六な と 十で 圓 (運賃、 保檢巧 
をの 他諸掛 b を 除 <) じ 上 ら、 
取扱 ひ お 二十 余褲中 最も タ きは 
棉花で、 綿糸、 ゴム これに ホぎ 
更ら じこれ を 邦人 活動の 化據地 
たる、 取扱 ひ 品のを 產 又は 輸出 
地から をれば、 巧 度 最も ぞく、 
德 額の 約 二割 一二み を 占め、 ま那 
(巧 二割} ぷ び滿洲 これ じ ホぐ 狀 
態に をる。 しかして 當巧 はこれ 
等の 取引 じ 化つ て、 本が じ 入る 
純收 入は をの， 約 ニを、. 千 I ニ 四百 
巧圓 V - 見て ゐる 。今を 

取扱 品 及びを の 取引 價格 
を 示せば ぶの 通 6 である。 

を 産义は 


お 目 
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破 糖 
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輸ぉ地 
印度 及 米国 
支那 

シ シカ ホグ 
ジャバ 

巧 度 

カムす ヤブカ 

ぉ渊 

米 國ぁ瀑 刹 
支那 
滿洲 
巧 度 
歐洲 * 

印度 
支郝 
支那 

タダ及 支那 
ま那 
支那 


4 . 
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一二 月 中の 賓易高 

東京 特電 四日 發 == s 巧 中の 喩 
ぉは 一億 六 千 九な 十一 ニ 万 ニ千圆 
输 入は ニ 億 一千 八な 六十 一二 万 八 
千圃 じて 差 引 入超は 四千 化な 五 
十 巧 六千圓 でもる。 

日本 株式 相瘍表 

〔大阪 が 本 ビ^ ブ 0 — 々—お 
巧を〕 巧 ま 相 煤 〔單 位圓〕 

互 巧 か 化 日 ほ 巧コ 一日 

束を 指數 を •呈を •呈 
大 阪お數 云 ■き 二八 窒 

巧 京電燈 さ盖 0 ち*! 0 

— . 
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號 一十 四百 四千 一 第 


化 b で 3 なお I ながを 軌放旣 


【日耀 上】 


日- b 月 四 年 H 和昭 


美 ホ じして 淸巧 

管肌襄 

午前 十 時よ 


午前 六 時まで 


開化 


を樣 の御嗜 巧に 適 ふ 
様な 美味の 御 巧理を 

廣義 

をし ますから 績 々巧 
ホ ホを 頤 ひます 


S 永興樓 

隨揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本 入 諸君の 嗜巧 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 朝 I ニ 時を 開 巧 
(百 ホ 五 了 目 サブ 
淳率 場の 下) 


-I 3 g 

M か B r 

G C M & 

化 化 心 W 
Men 
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け J 
G N 


ま 那巧理 

が 魔ぶ 園 

司 巧 人 度 ま 
お 载のホ じは 盞皮 
の 御 便利に 摘へ 巧 
巧 貪 席の 巧 用じ應 
や ぺく娱 間 巧卒巧 
不變わ 引 立願 まな 
紙上 御 ま 內申上 お 
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卽 31 
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s 新杳巧 

ネ樓は 開 創な 巧を 年 
一意 勉强 仕ち 司理人 
ゼィ 、料理人 歐廉も 
相 變らず 腕前を 見せ 
て 居ます。 辕るじ 免 
巧 某 街 某荣じ 於て 竞 
本搂巧理んを雇入れ 
たる おき 廣吿 をな し 
居る もを な賊根 じち 
之 斬る 事 じ 御を ひな 
(倍 舊卸蟲 負 じ預ら 
度 < a 本ん 諸賢の 御 
ホ ホを 裔望 致します 
巧を 化 

ま 人 謹啓 


ホ 上 金魚 巧 

918 巧 置 A さ.- ti 丢 York 巧 芦 
さ 号 e Circle ちち ’ 


機 織 鼓 計、 機 _ 
運動具、 玩具 、 I 
術品臺 •ラン 




松 本 
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「鄰蘭 西 製 ダ 

ソンゲア^ • 

ケ .ツ ト販賣 I 


ホ 


弊店は 實質 誠意 恐 速 ま薰の 
をに 御 ± を 物 一式 卸賣涅 段 
で販賣 致します 多 かじ 巧は 
らず 御用 命 仰 か 下さいょ せ 
◎歐 ホを 插 時計。 置 時計 i ま 
◎寶お 貴を 屬 。銀製 器具 j ま 
◎を 禪萬年 筆。 金銀 製鉛タ 
◎蓄音器。 レコ！ ド 見本 陳列 
◎寫眞 器。 タィプラィタ 1 
◎船 切符。 紀を寫 眞帖繪 ^ 書 

フロ！ ドウで 1 百と 十 巧™ 

領事館 お 側 建物と 0 五^ ま 

を 蓋す ク 0,_兩 
今 ン 名を 

碱ぶ商 

170 Bidway , N ’ Y •呈^ 
Tel . Cortlandt 茂 均 63 涅 


女」 燒 

ぁじ 御 料理 


スブ ムヒ 1 ' 


タ 


邦人 巧樂な 白 由 寧 

芸ジ nds St . す ooklyn . N . Y . 
ブニ 是 壹 7475 

▲淸 巧、 親切、 ぉ樂 =1ニ德マ 

勢炯館 

が お 事を 久瞄を 作 

技 5 E . まを S すま t 
Tel . す 巧 己な 苦 

岩 旧旅舘 

江川が 一 
呂 0 で st 1 置 資窒 
ぎ 宴 V ま an ご篇 一 

一力 旅舘 なめ 

帝國 旅館— 

1 ま W . 為 th St . fiewlf ミ k 
ブ一. をぶ ueh 普 ミ》 S 10 

紐 育 旅舘帛 み— 

東 四十 了 目ニ拽 二番 
S . 呈 を ， cniii 6374 

ポストン ホ 

富 ± 旅 舘大浦 末 松 

1 を 穿 iter st . uQst 頁 Mass . 

ぎ B . M 夏 ~ 

化み 必 地ょ き淸 潔なる 室 

御 下宿 松が 好 介 

109 Lexin 晋 II Jive . 

T & I . Mad . ぎ 這 21 

.費府 御旅 鑛 

桑山淸 五郎 

ち 8 M 呂さ 9 th 苗. さ ミを| 吾 ia pa . 

ぎ Wain 己 這 一 

W 設備な 善、 腐 利の 
^ 剛 巧理人、 調理は日 
故 S W ネ乂 向き 

j 請； 一 触 刪 桃李 園 

W 测 M 御 ホ ホを 镜 つて 
T 居らます 


新開 業 

腕利きの 巧 巧 人が 日本人 諸君の 增巧じ 適 
する 巧 理を差 上げます 

. S 頤和園 

を 居の 前、 芝居 歸らの 御を ちじ 最も 適當 
の镇 巧です 是非 抑 巧 負 じ 願 ひます 


馨油龍 filSI 譜 f 白米 

日 ネ米纖 食 巧 品 懿脳 &S 

巧 巧 普 油 巧 ま會社 まが 一手 賣挪巧 

白 本 食料品商 會 


紐 育 唯一の 日本 百貨店 

.片桐 兄弟 廚會 

スマ ドン •ブ 。ダク ジーず 販賣元 


第五 街と 一二 0 

へ クシ 卞！ 

ビグ デン グ巧 

小 池 寫眞舘 

電話 サ！ ク か， 

四 四 0 六 


鱗 踏？— 

▼社を ダンス ▲ 
▼表情 ホ 操 A 



朝 十 時 3 , 巧 十) 時 
シヤ ジブ •タン シ 

ング締 銘學校 卒業 
上衫 タマ 


请話 ブライアント 
八 0 と 九！ 八 八と 一二 

新 |£ 特長 

紐 育ボ面 四十 四 T 目 
ニニ！ 1 1 八番ニ 一階) 
支配人 巧 中 重 雄 


ま 巧 

三 7 亞ミ呈 呈 こ V こ 丘 苦 1〇, N . Y . 
Tel . 置 ま = 1 さ罢 
ま 巧き S . F . K . ぎ 0, 


日本 理髪 舘淸 

西 四十 I11T 目 百 番地 S 百み ま 号 

タダプ フロア (巧々 を さ 四十 HTB 巧') 


目 本散髮 屋则吻 I 

五ヶ 年間 中 村を ご 共 じ 就業 W 

ジ ヤシン ト》 フ3 ツ 3 
ゴ W • ま th $ 产 N- Y. C 舌 
す 产 Golumb 云 Ave. & CI 呈 iral す rk を st 
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米 固を 英語を 曼 ，孽 
は 成功の 祟 一を てす 
本校には 日本人 お授 
じ 慣れた 専任 婦 入を 
師を b 懇切 じ 會記通 
信 文駐を 語を 敎 及し 
ます？ 日曜 遇 日 式に 
午前 九 時よ .0 午 十 
時まで 開校し 一 
スンと 十五 她づ 
を H 度ち じホ按 みれ 


割 煮 並に 御旅 舘 

fe @ を 巧 

与？^ 巧 巧 

な 育ボ西 八十 八 T 目 一二 1 111 
宙話ス 々イブ ー と 八 ニニ 


日本 食料品 類 及び 雜貨類 卸小賣 
ホ 之 ま 大資棚 桑 山商會 
^刊 書籍 雑誌 小間物 日用 轟を 種 


御菓子 舖’ 

名物 栗饋 頭、 篇 餅、 が 羊羹- 
賛澤甚 、甘納豆、 其 他を 種 
煎餅 卸小賣 。のし 餅け 前日 じ 御 
注文を を ふ。 日本食 株 品 及び 雜 
誌 等 も あ-*' ます 

御 注 义は松 風師 高 橋 

岩车 . 6 置 草 Tel Jr 己 af 里玄 


眞巧 目なる 求職 同胞 じ巧實 
なる 藏藥を 巧旋す 

宮が 事務所 

な 育 巧 西 四十 ニ 了 目 百 ホー 巧 


電 

話 


ブラィアン 


疑絲 


煎餅 卸、 小賣 
を 腐油瘍 
日本 食料品 一切 

wunr なな 巧 ice nake (P 
苦 5 さ ird ive -- 
Tel . 量 a 巧 18 


ロス アン お处ス 

ホ リン ピック 
ホテル 

ニ S San Pedro SU Los H 這 I を CaL 


レャ トル 巿 

NP 旅館 

W 06 I ま h Ave . WP Mea 互タ Avsh * 

停車 琪前 通を へ ニ 了 左側 《階 建 
日本 行 船 切 巧 取扱 波ち 場 送迎 


巧ま區 域中必 、総領事 お、 H 本 
教船其 化 銀 巧 大會化 巧き 漠巧 

桑 港 パ ホ テ 火 

純 日本を (特別 間 あら) 

御 一報み 溝 自動車 御 出 迎申上 侯 
S ニ呈 ifornia St ., San Francisco , Calif . 


木 巧 ル ング 

1 夏 7 3 rd Ave . 妄 .59 & 基 ih SIS 
Tel 言 謹 R 香 ni 萬ゴ 


プレィン されるべき 点 無し _ 

斷 言して 居ました。 巧キ 御ま必 
下さい。 

誠意な き 忠言 

踊姗居 ± 
某ゴ八 フな觀 下。 

先々 日醒 日、 サ リスべ！ •ブ 
ンク じて 一本が 婦人 S 高踏 靴に 
て グリ ー ン 上を 擱 ホ. せる もの あ 
らし やじ 就き 本が 上に て 誰 人 か 
御 辯 難 あらを 邦人 プレィヤ 1 を 
思 ふの 至情を 御 披歷被 遊 候處乍 
併 か 巧者 後 H じ 至 b 野犬の 遠 巧 
式 じ馨吿 すべきに ホらず して 現 
ま 其の 場を じがて 面前 端的 じ忠 
言ず べき 筋合の ものに ち 之 其の 
正當の 勇氣ど 其の 眞の 誠意 どを 
ちせ ざる 貴 T ： & 愚劣なる 言 おを 
0 つて 貴重なる 紙面を 濫用す る 
がかき 正に S 省すべき に ホざる 
か。 晚 下の 一考を 乞 ふ 事 か右然 
b 矣。 


愈々 H 本を 出發 した 

世界一周 早麵リ 

まま 特電 六日 發 U 時事 新報 社 
化 巧 1 過 選手 東 姻らの 荒木 藤 I 
辦 氏は々 ナダ 使で 六 目 午後 出發 
した。 

別項を 京 時電所 報の お < 時事 
新報 社の 世界 早迴ら 選手は 旣じ 
日本を 出度し、 カナダ じ 上 塵す 
る 普で あるが、 右は ニを の 選手 
がま 姻 b ど 西 廻ち ごじ 別れ、 を 

を モス コ 1、 ベル ブン 、バリ、 
ロンドン、 ニユ. 一 3— クを 訪問 
して 日本に 歸る ものであるが、 
選手は 一般 じ 寡 集した もので 應 
募條 件は 二十 五歲 3 上の H 本人' 
(男女を 問は や) で 英語が 解ち、 
.身 ホの ホ 失 G ぎと いム條 件。 賞 
金は 先着 I ニ千圓 、み 着 一平 圓で 
ある。 

夏場 向き 上等 

チョコ レー ト 

當會 化は 特に H 本人 諸君の 夏 
場 營§¥ じ適當 する 巧 品を 提 おい 
た— 盾 b 米 國を部 じがて は 孰れ 
の菓卡 製造 家ょ b もヨ 9 ぞく 日 
.本ん 諸君の 御 得意を 持つ て 居ら 

す 

チヨ コン I ト のを ラ 

ィ ンはボ 

八 チ モァ 本社は 勿論 左記のを 废 
の 見本 室に 揃えて をら ますから 
是非 御一覽 下さい 

F 丘 R T 夏 01 夏 COMP 呈 y - 
さ W を 21 si St ., New York 呈 y . 

呂 L 呈 lAL 呂黃 y 呂 MM ち_ 

10 lEast だ =d St -, す yon ミ， 芦 J ’ 

J . 芸夏 INS A 言 基 芦 
• 養 夏 rkef St ., 量 sburgh - pa . 

ぃ 澤 

呈岩芦 IITE さ岂青 TS 呂 ，1 ち- 
で aft & «ミ呂互 巧 ree す， 

雪 ii タ 夏. 

上等の 品 許り 

キャン デイ 類 



正 度 ご 親切 ごを 旨 
どし 確 賓信巧 ある 
巧 品を 精選し 御 ± 
ま 物 一式 特別 廉憤 
で販賣 をし i す 

一二 害 力ま 凹鲁弓 


高等 御旅館 

昭 

會席御 料理 


が 


を 夕 九 持を を 菜 

メ 1 グ r ドレス 〔年-巧〕 

曰 本 ぉ貨煩 東京が 會 

書 箱 誰 巧 巧 货グ ー ム 自炊の 巧を b 
V タンク 巧 もまず 


わい しい 锁烧 



晝 食は 末廣へ 

晝巧 大お强 


橫斷の 飛行 ± 除隊 


- Ji 日頃 完成ず る 大飛朽 機で 
大 連、 臺灣 、千 鳴 地方へ 飛ぶ ー 

束 京 特《 五日 豬 == 太 ホが 橫斷が 巧を おのた々 霞 ケ浦爾 巧 除で 
あ 去 一二 四ケ 巧じ离 b て訓 なを 受けて 居た が 江 田、 藤本 巧 巧 朽± 
はを の 業を おへて S 日 除隊 どなる。 


太 ホが 橫就飛 巧のを 距離 撫着 
陸が 巧 じ 巧 用す る 

のが 巧 機は 川 巧 製作 
所で 工事を 急ぎ 四ち 十日 ごろ 完 
はずる ので、 機体を を お ヶ巧巧 
巧 おじ お 送して 組立を 巧 ひ、 川 
西 おお 所の 一等 操 お 七を 將顯氏 
か 趣 信ち 化を 巧の 技術を ホ 食の 
上で 試驗 がむ を 巧 ふこ どじな つ 
た。 一力が 本、 が 江 田 巧 飛 巧 ± 
は 後 お、 弧訪兩 飛行 ± 遭難の た 
めじ-時 訓 がを 中 化して & たが 
霞ヶ 浦じ歸 6 

海軍 の 艦 L 機に よ b て 霞 
ヶ 浦、 大鳥間 化な の 巧 洋お巧 お 
よび 霞ヶ 浦、 八丈島、 を 務ヶ巧 
間の 一二ち 型 長距離 飛 巧を 實 施し 
て-ニ 巧 中 じさら じ 訓練 飛 巧を 終 
ゎ' 今月は 的ザヶ H 間に わたつ 
て 巧 巧が 巧 除で 橫斷 機に 使用ず 
る b * m « w •を 動 焼のを 能 じつ 
いて、 整備 訓練 (實化 および 學 
術) をが ひ、 いまだ 解决を 見ぬ 

橫斷 實わ機 S 設計 問趙じ 
關係 なく 訓練 方面は どし/、 プ 
ログ ラムを す； めて 四 巧 ド 旬 か 
らは 大巧の 横 斷練お 機 じよ b 大 
速、 を灣モ がわよ び 千島 方面に 


お洋 氣象硏 兜の 無着陸 大巧 巧を 
ホ 巧す る こご じな つじ。 

謎の 飛行機で 


世界一 巧 


先づ 太ず 洋 を橫斷 
歐洲 大巧に 際して は、 フラン 
スの ラフ アユ ッブ 義勇 お 巧隊じ 
參 加した 米 人 陸軍 中廚バ ート《 
ホ— ルは 豫 てょ 6 飛巧隱 の化界 
一周を をて 《 居 ゎが 愈々 ホる 匹 
巧 二十： n から 五 巧 I H まで じは 
當 地の n — ズゲ H ^ ト 飛が おを 
おを、 先づ シア トグ じを き、 同 
地ょ b 1 氣に 太ず 巧を 橫斷 して 
日本 じ 赴く. へく、 若し この 大飛 
巧 じ 成 巧 すれげ、 0 シアを 横斷 
して 英國じ 入 6 太 西洋を 横斷ず 
ベく 

飛行機は 太 西洋を 橫斷 した ナ 
ャ1^^,ス, ンヴキ ン巧の設計 
じ 成る 複葉 式 S あるの みで】 
切は がを じ附 せられ おれ 能力 
五 千 五円哩 、バ！ ト 中尉は 單 
身 これに 搭乘 すべく 
巧は 歐洲大 戰をも 化を を 地 じが 
わし、 曾つ て H 本 じら あいた こ 
どの ある*^ である 0 


巧歲の 長壽を 標榜した 

.，デ ピウ 翁 突如 逝、 


i 樂觀皆 學の宣 傅 家""。.，.. 避寒地 
じて 感冒に 罹り 贿 炎を 併發"。 


藥觀 哲學の 宣俾家 どして 
大锁道 食 社の 首腦 £! てまた 共 
か 蘇の 一 領袖 ごして アメリヵの 
名物 男で をつ た チヤ ゥン シィ • 
デビ ゥ老ん は ホ 述ロも 達ぎ、 か 
らピも 達 あで 化づ 化かなら ば 巧 
族のを 壽 をが つのは 間違 ひは な 
ぃご不恤錢樂悅しつ{ぁつたが 
j 去 巧 二十 六 H 避を 地の フ 0 リダ 
からが 脊の 本邸 じ歸 つて ホて 間 
もな 風邪の 氣 ホで 引 寵 つて 居 
たが 一 がは 輕 快を つた へられた 
じ おなら や 緒いて 肺 あを 併發し 
よる 五 H 午前 四が： 一十み 病魔の 
手 じ 誘は；： て 遂に 黄な のを ご G 
つた。 グビゥ 老人は 本 巧 二十 一二 
日で滿化十四歲—達しやぅど云 
ふ高齡 であつ たけ" あ、 こどし 
の 夏 ヵン サス ボで瞒 かれる 巧 ホ 
黨の 大巧に 

化 表 員の- I 人 ごして 出席 
ず & £ なお 込む で おた 巧 健康で 
もつ たので、 ち 人の 急 巧には 知 
る もみら のら j ぉ ホが に 驚きら 
し义殘 をが つて 居る。 デ ピゥを 
人の 生 ひ ホ もは 巧々 轿聞 ゃ雜誌 
じも菁 かれん ロじ增 ホして 居る 
が、 父親は か 歯 人 ど佛人 どの 泌 
化を 系で、 巧 親は 純が たる 淸が 
徒で あるが、 千 八' 白 一二 十四 年 四 
巧が 巧 州の 片 田を ピ ー クス キが 
じ 生まれた。 デ ピウ お 人の 祖先 



は 千 おな 年 化に ァメブ 々じ 移民 
した 米 國獨立 戰爭當 時 ょらめ ± 
着 人で あるが デ ピゥを 人は 五歲 
のが b ホ 小屋 式の 敎 育を 施して 

危た タツ チ •ブフ オ—ム ド穀會 
じ 送られて 泣で 普通 お 育の 手は 
， w きをして 貨 ひ' 夫む から ピ ー 
ク スモ y 中 學じ义 b 卒業後 ユ！ 
ル 乂學に 入つ て 千 八な 五十六 年 
- しを 萊 しね 

ニ 年 後に 化 鄕のピ ークブ 
キ 八で 辯 護 ± を 開業し 間 もじく 
政治 巧に 飛び込む でから、 が 育 
州會 議員に 選出され た。 デビ ゥ 
を 人 U 千 八な 六十 五 年まで 州を 
治 巧に 活動した が、 一時 政界を 
退いた。 岡 時 じ 年俸と 千 五 円 弗 
を 除 諸 豐义千 弗を 支給— て吳れ 
る 日本 駐 化を 化の ロが 掛かつ て 
ホ ゎので 自 をでは 任命を 承諾す 
る考で 居た が、 ホ 名な 鐵道王 コ 
モト ア •ゥ フン タヒ 作ト 氏から 

說 服され て、 を 化を 斷を しが 育 
中央 錫 道 食 祉じ奉 磯し 繼て副 化 
長 じを げらい、 漸次 進む で 取締 
役を 長 ごな b 、 巧 じ まるまで 現 
職を 引退し なかつ た。 デ ピゥを 
人は 千 八な 九十 化 年 ょら 千 化 巧 
十一 年まで 十二 年間 聯巧 上院 證 
員の 一人 どして 巧 力なる 

政 客 であつ じが、 リンコ 
1 ン 大統領 時代 よら 巧 巧 爲歷代 


のを 大統領と 脈 懇の巧 巧で あつ 
た クウ リッジ 大統領 も 非常に デ 
ピウを 人の 巧を 惜 わで 懇篤なる 
弔 軍を ホ じ 人 じ 寄せた が 巧 他 前 
な 育 掛か 事 ミラ ア 氏、 ウ キット 

マン 氏、 ジ 3 ン •ダ プリ ユ一 •デ 
ビス 氏、 ラモント 氏 》 クラレンス 

マッケ ー 氏、 ユ ー ^大學 總居ァ 
ンダホ 博 ± 、前 上院議員 ヮッズ 
ウオ ー ス巧 、パ*— トンを 等も哀 
悼の 解を 述べ、 を 新聞紙は 筆を 
そろへ てな 死を 惜 レで 居る、 デ 
ピウ 老人の ユ！ モア ご 頓智 じ 富 
むだ 卓上 お說は 有名な もので、 
生前 八 千 旧な 上の 宴會じ 出席し 
ね 記錄が ある。 其ユ ー モアは 巧 
親が 幼時から デッケン ス 、ス コ 
ト乃ま サッ カレィの 著書を 讀 
ませた のが 一の 遠因で あらぅ ど 
言は むて 居る。 兎も角、 近 化 ホ 
國の產 生し わ 傑物の 一人で あつ 

ク J 0 


活動 寫眞の 

電送 r 上映 


エ A バシー 座で 

お ホ 普通の 寫眞の 電送は 海底 
電信、 無線電信 及び 電話線で 電 
送され、 新聞が や 銀行 取引 も 現 
じこの ぶ 法で 巧 はれて 居る が、 
まるみ 暧曰當 地を 出發 した 列車 
で戶 リウ^ — ド じ 赴く 途 ^ 水曜日 
S 午前 十 時 S 十を シカゴ じ 到着 
した 懲動 女慶グ キ^ナ •バン キ 
1 攘が 停車 滨で 々メラを 前 じ ニ 
ニコした 顔が 九な 哩め 電線を 
經て當 地に 電送され 九 時間 後 じ 


は、 當地 ブロ！ ドウで！ の エン 


バシ ー 座 じ 上映され て 人 氣を呼 
んで 居る。 巧 學の進 ホは 今後 海 
.の 彼方の 出 ホ 事を、， をの 日 じ、 
我々 の 眼に 展開して 吳れ るで あ 


シール ブの爲 めじ 

安部 選手 破らる 

東部 庭球 トナ メント じ 入つ て 
0 ホ連戰 連勝の ま 部 民 雄 選手は 
アッシュ ゲキ片 の 準 ホ勝戰 でを 
米 ジュニア 選手 シ！ かブ ご 戰つ 
じがを 部の n ント。 — ^ あはし 
から 中 六— ニ、 六— ニ、 と— 五 


で 惨敗した ご- 


讀 をの コラム 


r ゴルフ 狂 巧へ 


「一自 本 婦人」 

同伴者 ょら 

なは 一二 巧 二十 お 日の H 曜日 じ 
サ リスべ VI へ 巧つ て 居れ 若で 
す。 當日间 所に 婦人 岡 伴の H 本 
人は なおの ほかにを は 他 じ 認め 
ませんで したから 前號 本欄の 御 
非難は な 典の 事 かご 思 ひます が 
なは ゴ^フは 當 地へ ホる 前から 
長く やつて おらます ので I ち b 

の ホ — 八 ごで ナクッ トは也 滑て 

居ます。 仰せ ある 迄 もな く 何を 
苦しんで^ ィヒ — ^ の 靴で ゴ^ 
フを ずる 馬鹿が なら ませ ふ。 勿 
論わの 日 も 『 - 日本 婦人」 はゴ 
八フ •シユ I を 用 ひて 居 らまし 
た 。是 をで この リンクで も ホ 難 
を 蒙つ た 事は 無い のです が、 を 
のた めを でも あ b まし じので、 
ブポ 1 テ イング •ゴ 八フ 部の プ 

日に 見せ 規則 違な の お 無き やを 


尋ね ましたが 「 o*K •阳等 コン 
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自慟車 運轉及 修理 法を 
日本人の 敎師じ 娘を 親 
切 じ敎授 す、 お 雜の道 
路も自 もじ 
操 縱がぉ ホ 
る樣 じなら 
ます 免狀保 
証、 就職口 澤 山、 晝巧 

教授 用 じ クライス ラ ’ 
一九二 八 年 型を 使用 


ち r をち 1 
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學ホ懇 誤 巧. じつき 

招待 狀發送 

ホる 十四 H 開かるべき 紐 育 H 
本人を ま惟學 生窓談 曾には 學生 
側な 余、 巧 事 側と 十を 补ニ 巧に 
近い 招待 狀を 去る 一二 H 化を の. て 
を 送した 其を 文は 左の 如し 
敬 呈遂日 踏靑の 好を 節 ごな 
b ましたが 益々 御 元え で學窓 
の 下に 御瓷柳 なされて 居る の 
は 何よ > 幫 ばし い 事 ど 佑 じ ま 
す、 褚て 東部 问胞 化會 唯一の 
を 共機關 であるが 育 n 本人 曾 
じ 期 係す るな 巧 も 是非 巧々 あ 
^:^た方と食談して勉强の御を 
子を も おひ 巧を じ 意見のを 換 
を 試みる 機 會を持 も k い W ち 
て 居た のでを らます が 幸 ひ 其 
機 會-か 熟した ので 巧ら 四ち 十 
四日 (± 曜 } 午後 八 的 (晚を 時 
刻 後】 よら 當お西 九十 一二 了 目 
一 巧 六十 一番 地 H 本 お樂部 じあ 
た方を御お巧中上げ て 懇談 
會を 開きます から 萬 障を 排し 
て 御 化 席の よ 胸襟を 開いて 概 
快 じ 一夕 ぉ 過 — て 憤きたい。 
巧 ほお 場 準備の 都合 も わらょ 
すので 乍 御 面 巧 お 中のは がき 
じて 御 出席の 有無を 巧 返し 御 _ 
阅報願 上 巧 化は を 許 御 ま 巧 迄 
追而當 巧は 內山 領事 か數 巧の 

趣 ホゐる 演說も あら レフ レシ 
ユメ ント 度び 一二の 餘 巧を も 
添へ て 御 梭伴申 上ます 

紐靑杖 疎協會 

摇宴 と總會 

松 半 大巧 も あ 席して 
去る 日 鴨り を 化て H ネ俱樂 部 
じ 擧 がせる 姑 育 H 本げ 球 協會總 
會 並に 晚 舞を U お 席を 兰十余 名 
おが 中な b し 化 平 大使 も おおし 
化 木 顧問を 證 長に 椎し 幹事 阪井 
誠 治 氏 ょら 前年度 會 お 巧 吿があ 
ら會計 大島幾 一氏よ - 會計報 吿 _ 
I が あつた 後 大使 よら 朝 香ち 殿下 
I 下附の 記を 盃副 章を 西 本 巧 じ、 
大使 夫人が 贈の 銀 皿を 山 本 氏 じ 
選手 盃を較 井 誠 治 氏 じ 巧 巧し み 
で 本年度の 役員 指名を 貴の 報吿 
あら 會 ちの 下 左の かぐ 選を され 
たが、 を 後 底に を 部 聯合 委員 會 
を 開き ホる 十五 日を W て會 長々 
ップ規 技會を 催ず 至 どなつ た。 
會長齋 お 博 ( 歸巧 中 ) 

幹事 阪ホ誠 治 會計大 島 幾 一 
顧問 柏木 秀茂田 島繁ニ 
地 ま 延么助 大木 信次郞 
武ホ巧 一二郎 東義一 橋 本 
十五 郞 

質 巧 委員 中 山 武夫 (長) 

當瞄 お晚福 本を が 
乂诗 審査 山 ロ 達 化 (長) 

福 旧 上野 旧 中 菊 化 
麗お委 負 巧 峭惠ニ {を) 

渡る 福 本 小 野な ホ 
一 -ング 委員 谷が 順藏 (長) 
滩ロ 旧み 山 ロ お 巧 
i が 地 松 島 

倘お陳 别所閒 趣を 

I 円 會が 提唱 

i 商 お 陳列 巧を が 育に 設駐 すべ 
'しごの な 巧は 十數ザ 前に 唱 へら 
I れた i も あつたが ロ 本人が 業會 
i 諮所設 おお リ 目な m 巧爵 經濟恃 
^ 化巧が當時 の 問題：=ぐ 同巧設睛 
I の 可否 等に 關し 何等 徹底め じ硏 
ニ 兜され た i もなかつ じが 扣育ロ 


本人 會お務 部の 諸 題と なつた 結 
果 特別を 員を 設けて 硏巧 する じ 
巧し 內山 領事、 お 商務 書記官を 
相談役 どし 抑木秀 巧ん シ 委員長 
ごして 左記の 諸氏が 委員 じ 指名 
された 

田 烏繁ニ 風間武 一二郎 化 ま 

延之助 ぁお 蔵 矢 吹義夫 

香 西 龍 雄鄕敏 瀬尾壽 一二 

石 ネ音彥 堀 越 創が 村 正 太 

郎水 各が ご一 

總會 委員 會繁報 

ホる 二十 一 H 基を 敎お 道會々 
おじ 開かる べきが 育 日本ん 會祭 
十五 巧ぶ 期 總會ホ 備の爲 め同會 
- 爭務巧 じ タ析を 極めつ -- わる *^ 
-暂填 委員長には 鴨 井久た 同 委員 
じは 千 葉 四 郎 ’ 堀 越 創、 I ニ木定 
台、 漉 川 知 乂滿の 四氏會 長よ ^ 
姑 名せられ、 總 會の提 おすべき 
該案 調 海 委員を け旣铅 S か （本 
巧 十六 H { 巧 瞩 H} 午後-一 ハ 時半よ 
. 9 生 箱に がて 開 お、 理事 お 補 者 
姑 名 委員を を 十二 日 ( 木曜} 開催 

ミる ど ^ つて 慶ろ 0 

庭球 選手 出發期 

本 巧 ド 旬 一 バナで 巧 はれる 日 I 
本 お あ 瑪デグ キス 盃戰じ おおす 
へき 日本 侧 選手は 目下 倫 敦じ巧 
も 太 旧 選手の ホが を 待 もを 部 民 
お、 鳥の 貞】 の 雨 氏を をせ 四 巧 
十五 日 前後 巧 車 じて キ— ゥェス 
トじ向 ひ 途中 都を じ 依ち ホ ヮィ 
市 サ ^ ファ— 地 そじ 於て 巧 習の 
上 渡を する 由 じて 本紙 旣 報の 如 
. 〜 本年は 淸水 選手 主將 Vi して 參 
I 脚し 得ざる 爲め鳥 羽 選手が キャ 
-ゾ テン ごな つて 奮戰 する 計 蕾で 
みる ど 云 ふ 。 ■ 

美 H 敎會 近事 

化 ホ H 本人 美な 敎會の H 曜聖 
歌 綠習會 は 午後 一二 時半 ちし も 
ぶ 巧よ も 午後と 時 ザ じな 正せる 
も A ホる 十二 一日 ( お 曜) 午後 ニ 時 
、よら 淸話會 特別 講話 會が 開かれ . 
巧 良 せき子 女を 一般を 衆 衛ホ育 
兒じ關 する 講話を 乞 ひ 互つ ヘン 
? — 街 セト グメ ントの 係員を 招 I 
、ゴ 病氣豫 防に 關 する 活動 寫眞を 
觀覺じ 供ず るろ ど。 つた A そ那 
お 巧 講巧會 も 淸話會 ホ 備で毎 水 
躍 午後 ニ 時から 敎會 寄宿 所を 巧 
で 開いて 居る。 

オ ー シアン ホの 

橋 爪 支店が を燒 

〔五 H 太 西洋 巿 電話】 新 お 西 
巧ネ— シァン ホ じ 今曉ご 一時 出火 
をら 窠ぶ巧 及び 第 八 街 間の ボ！ 
ド クォー クじ がける 橋 爪 與か氏 
支店は おんで 圣燒し (化 災お險 
G 爲め摧 害は をれ わ) 同 第 八 街 
ご 第 化 街 どの 間 じぁる 梅 崎を 吉 
巧荫 巧は ザ燒じ 巧き も 幸 じして 
發 害は 少額の 模樣 でぁる。 

本 旧 某 巧の 巧衛 

今週 月 聴 H まで 新 城 西 州 モン 

、 ク レ ャ ア巿ケ ッ プ ス キ ャ ッ ス 

ルの モリ ブ夫乂 方 じ パト ラァど 
して 就 働して 居た 同胞 ユヌ本 旧 
巧は ニ H 夕刻 同家を 出た 値 昨 H 
よで 歸祗 せず ホ 人は 同氏の 身の 
上を 瑟應 して 出が の 上を ホ 面へ 
昭 曾して 居る との i であるから 
木 人の 消息を かるぶ 人は を じ 同 
巧の 居 巧を モリ ゾ 夫人 ホへ 述か 
史 b たし VO 


津島 財務官 招宴 

去る sn 倫 おょ b 着が せる 歐 
米郎 がが 巧官 津島壽 一氏は 化が 
の 重立-^ むる 人々 を 巧恃し ホる 
十一り 午後と 時ザシ 2 リ—じ 於 
て 1 會を開 < 由。 

無産 團体 演說會 

が 育 H 本人 巧 働偽會 ぶび 無產 
政 黨後巧 會キ碟 の 下に 巧 巧 西 四 
十二 了 目な 二十 一を 地を 川 巧 庵 
事務所 じ お說會 ぉ開き 普 摊選擧 
じ對 する 政府の 膝 お干がず をな 
る檢擧 -I 就き プ 。ブス トミー テ 
ングを 關く篱 にて 辯 ± はお 巧を 
助、 鬼 頭 銀 一、 田 中 綾子、 获野 
誠 化、 端 內搜洽 の 諸氏。 る 由。 

な 人 が 人 

e 橋 本 十 五郎 氏歸朝 中の 日本 
ホ 糸 株 ホ 會社電 役、 夫人 同伴 西 
比 巧亞义 にて 着 桑み 遇歸 ほの 箸 
、山 内 恭を氏 一二 菱巧事 株巧會 
社 本部 副畏 、サィべ リア 化に て 
ま 月 S 十り 着 桑 近々 巧 紐の 尝 
♦斤 岡 廣太郞 巧歸朝 中のを 良 
貿易商 會 支配人、 巧 比 巧 强化じ 
て 去 巧 S 十 H 着 桑、 四日 歸紐 
•長を 川 銭 太 孤 氏 井元 兄弟 商 
會 支配人、 まる 四 ロ出發 西巧サ 
ィ ベ プヤ 見 じて】 時歸朝 
•化 山 巧 ま 巧み 山 洋服 商會ま 
まる 五 H 巧 巧 じて お發 十一 日 桑 
港 お 帆の 西 比利亞 かじて 一時 歸 
朝 八月 頃歸 紐の 酱 


總 會廣吿 

拜啓鲁 則 第 十- 條ニ ヨリ 本 
會第 十五 回を 巧 總會ヲ を^ 四 巧 
二十 一日 (第一 二- H 曜日ち 本 入を 
督敎 修道 會館ニ (西な 四十 111 T 
目 四 育 五十 三を) 於 テ 午後 八 時 
十五み ヨリ 開 會致候 間 御 お 席 被 
下 度 化 段 及 御 通牒 懷化 
昭か H 年 一一 一巧 十 化 日 

紐 育 日本人 會 
會 員を 化 


泉を 商 會商報 

特製 - 

化が 道 昆布の 侦煮 
滋養と 美 ホ 兼備の 
逸馬 一 瓶 五十 仙 

無類 飛 切の 

m '; ^ 巧 斤 入 

^ ^ セ 弗 

純龜甲 萬醬油 

瓶詰 三十 五 仙よ > 


配達 迅速 

急ぎの 御用け 

東京 巧會^ 

電話 トラフ アルガ — 
六 五 五 化 


貸 室 pil;: ' ァ .バ 

ブ I 、 昇降機 蹤 、一週 十 お 弗 
ま 1 St . 舌を olas Ave . さ r . 1 芸 さ S こ 
Tel . Wads ミ rth 87 ま 章 87 


H 雌說を 
を敎曾 じて 洗 應式擧 巧 
♦攝育 H 本人 敎會 
まの 復活 淸 水妆師 
♦を 督敎 修道 積 
基督の な 巧 今 井 お師 
♦日本人 美な を 貪 

イ HK の 死を 想 ふ を 崎な 師 


巧 耐 スペシャル 


野 邊地天 お 著 

ワシントン 物語 ニ •00 
稷井駿 がき 

^ン コーン 物語 一. と 0 
マ 日 1 著、 幽芳譯 
家な きを .六 0 

巧ち 號 婦人 雜誌 到着 


が禍 兄弟 簡會 


雲 丹- 
經捕辛 
いか 城 入 お 辛 
稍漬娃 

贏 質 本 化 


桑 山 商 巧 

114 呈 T 是 ih ST: 产 Y. C. 
呈 呈 e. すな nf 2 二ザ吉 57 


を 硏巧 希望を の爲 めじ 
ちに^ 自由を つ偷 快に 練習 

出 巧る 操 所、 生活は を 易、 同が 
の i 數 名の ホ 宿を 望む 
岩 9 W . ニ 害ぎ eeU 田 h f こ 

音樂 同人 會 


m すブ 又は リゲ アサィ 
ド じ 近き 極めて 淸潔 
なる^ — ム 貸した し 委細は 左へ 

ご. Bur ミ 

吾. 三， 410 W . ニ 4 th ぎ晏 

操縦、 機械 敎 習、 

雲 茸點义 電攀を 

懇巧じ 敎授晝 が兩科 日曜 も锅校 
日本人へは 秋 山 巧 尊ほ敎 巧す 
量 查 0 吉 an AubSchool , 13 妄ご 筆 St . 

十五 年の 歷を ある 當 校は タ 年の 
經驗ご 新 智識を ちす る敎 師を聘 
し 自數単 
操 縱法及 
び 連 巧者 
の 修得す 
ベき 必要 
な 機銷的 
智識を 短 
期間 じし 
て 最も 能 
率 ある 徹 
底 的 技術 

をを 巧し を狀 獲得を 保証し 職業 
ロを も 周旋し ます。 



チヤ プ スィ 及び ラン 
ナ^] ム 、をぎ タ數 
あら 都合 じ 依り まを 格 まじて 實 
巧し 

西 四十 ニ 巧 四 ニー 二番 


新 ゲーム 

夏 摸 新 ま ダ— ム及 是れに 使用 
する 諸道 具が を じて 御需 めじ 
應 や、 育禪 類の 上の ダ！ ム及 
化 段 目 錄表御 镑みじ 由ち 送る 
左へ 御 問を ぜ をれ 
呈 11 畫， さ E . 害ぎ み 
ミ 三 ミ k 宴. 


齒科醫 パ t ハ リ了ン 

Dr . ILdward Haman 
ぎ r 巧呈 0 罢 tist 

巧 苦 w . 181 st St. Tel. i 运 s 苦 76 


ht 


ぅンク 


ラ ー を 


イン ノ] ベ！ シ ヨン トランク 右 

物と 弗 お 十 仙ょ ち 十二 驅五 

普す st 虽さ Str ま t i 


洗濯業じ最も適嘗の 
店を も。 家賃が 好、 

委細は 左へ 御 問を 甘 あれ 

お 4 E. 巧 ih St. 芸 y i 


賣 渡し？ 社療 

の爲 めを 懼 じて 賣 渡した し、 西 
八 T 目 六十 一番、 希學 巧は 御 ホ 

巧を 乞 ふ 『マキ オ •テー 八！ & 


1 週五巧巧八お、 _ー 】 
人 又は 二人 じ 適す、 
巿廳へ 十 巧 タィム スス クコ ヤ！ 
へ廿 五を 電話々 ン バラン ド 呈一五 

民 * r 2 ロ ，>>ここ， 良た ホ E 


天長節 i 贊會 


時い 
瘍所 
會 費 
服装 


叫 巧 

ホ テ 

一社 弗 

タキ 


で 八 目 (±曜) 午後 屯 時 

ペン シル ヴェ ニア 


締 

申を 巧 日本， 

陪 巧！ ニを 四月 S3 


.ド 叉 ハ 可成 黑服 
御 婦^ ハ 巧 洋服 御隨意 
切 四月 二十 一 R . 

會 事務所 

紐脊目 本人， 

て 餘興 ヲモ 相 演ジす 申 宴 後 


尙當化 開宴中誰補 

別室 ニが ブ ダンス 了 有 么お巧 ニせ 特ニお 添 候 


會 


瓜 


M 

UU 

H 

T 


Y . C ^ 
C ’ 3 

^ m ^ 
w - i.il 

H MW 


ん 

—L s か 

如む；^ 诚 
B ぉ パの 
•W 加 お M 
.52 叫ん 

帥：： -1.1 

じ W W 扎 
W mBI 

I J 削 


寶本金 
拂茲濟 資本金 
賴 立を 


壹億圓 
六 モお圓 
ホ千营 巧巧圓 


韻 職 ご 一井 銀 巧— 支 巧 

本店 東京 巿 日本 お區 本を お 町 五番 化】 號 
支店 * ルが 日本 橋を 內 (ぉ哀 養 
あ古屋 京都 大阪西 (大 お〕 巧戶 
廣島下 關巧司 若松 お 岡 長 巧 
上が 倫敦を 貝洒水 



檢ぉ入 爲替’ 電信 送金’ ホ 送金' 旅 巧 信用が 
巧 業 信用が 其 他 一般 银巧業 

人 S 三 義銀巧 f ま 巧 

擲 を 送を" 日本を 化 無手 數 巧？ 班を 取が 
本店 巧を (定期 通知/ニ 補) 御 巧 利 取 巧 
本 支店 東京 (本 ぼ〕、 乂お > 神タ 、京都 
巧が 地名 古屋 、小搏 、上が、 衔を 


►觀ま 送を 及び 並を を (お 手技 巧/か* 
巧替賣 買、 巧爲を 取組 取ぶ、 信用が 巧 
巧 ま 一 おを 巧 業 巧 御 巧 巧 じ 取 极可吐 « 

怒 臺灣銀 巧— 出張所 

本 巧 摹嚮臺 化 

ち 巧 まち 锅巧大 腰、 神ろ 上ち 巧 
ロ、 福が、 厦門、 袖 巧、 を潘 、廣 巧、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン： ハタ ビ .ヤ 、ま 買 

々グ 々ッタ 、偷 致、 其 か 寒 潰 十四 ヶ巧 

一、 資本を 壹億圆 (を 額拂込 巧) 

"、隨 立を 化 千 化な 五十 お圓 

巧 化 本 支 巧 U 橫漬 (本店) 巧を 大废 
神 タを路 下期を を屋 

撥濱 正金 銀 巧— 支店 

米 围をぞ 巧 U を港羅 なか ホ巧哇 
其 化 世 巧を 函を巧 都 ホ 二ち 巧及コ グレ 
ス ち之榜 


本’！ 店.‘ 太阪化 潰で T 目 
が 育 支 基が 育ブ C ! ドゥ ユ ー 百 四十 九番 

磬 住ぶ 銀な 

東京* 横 潰、 あ 古 雇、 を郝 、神戶 
■一尾 ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 ホ、 下ノ關 
地 支 巧 {巧 司、 ホ 倉、 若松、 魄タ 、久 巧乂等 
本國 預金、 鄕お 送金 寒は 摄め 
て 御 巧 利 迅速 じ 御な 极ザ中 お— 


本店 朝 おを 域 

ま 巧 おお 巧は H 本灼 地の お 要都巿 、朝が 
が洲 、支那のを 地 及び 浦 お斯德 

朝鮮 艱巧紐 脊あ張 所 

外 固爲替 一般 银巧萊 あ 稍々 御 巧 利 じ お 扱 可 
中 上 候 


朦本 證券 會社 

一般ち 偕 証が ノ實 買、 引受、 装 集 
A 金融、 並ニ么 ニ蝴ス こが ノ 業が 

S 藤本 ミミ—？ 銀 巧 

紐 育 お 張 巧 


淘猫證 、雜 貨卸幫 

無が ブ タザ ー ス 


巧貨 陶破器 

ドラィ グ ー ズ卸費 

太洋 貿易 S 會巧 

まが ホが 古、 ボストン 


八 ィカ ラな 紳± は 

化 立 服 を^^し まず 

夫れ は 宜く身 じを ひ、 見掛けは を （、を 
して 出 ホを ょりもを 持 もす る 事を 知つ て 
るからで す。 弊 巧は タ數 n 义紳 ± の 御用 
を ホつ て 居ます。 

n 化廣を じて 御 ホ 巧の ホ じは 

六を 削 引を しまず U 
御 注文のを 柯じ係 はら や 兎 も 巧 一度 ホて 
見て 下さい 

ウオ ルカ ー エンド フロ リオ 洋服 巧 


▲史 かまみ 等設衞 巧を の虽 富が 巧 もる は 乗 巧 真 
のをが 親切 T ¥ s 共に なおの 誇さず ろを で寸 
▲を あ 太平洋が お 一二 等 設備は を 部 ザが 的を 頁 も 
施し i しれ、 みじめ 巧沒 のかを は 巧韶ッ I S 
ス トサ！ ド义は スチユ デント グブ ッスが 上の 
巧 値お備 へて 居リ まず 

® を 港 出帆 ホ/^^ 經由 
大が乂 


天洋乂 

コレア.^ 

脊巧义 
西 比 利亞乂 


【正午 ぉ 帆】 
四 巧 ホ お 日 
五 巧 九日 
五 肖 廿一こ 日 
ろ 月 六. 日 
ホ 巧 二十 a 


U 


S 

I 


® シアトル 出帆 【午が 十 時 出帆】 ^ 

橫潑丸 四 量 一日 J 

が賀丸 - 五月 十六 日が 
伊豫 化 五月 廿乂 日脚 

06 致 致 日本 巧 巧 化 心 
化 おか 賢 二十日 
香な も 五 丹 五 e 
A が 育お軌 田を 馬 抱 由 日本 朽 貨物がー 月 ニ 固 
▲錫 道が 巧 庭 まを 其 化 萬 李 お 法を じ 御 あお 申 林 
▲太 西洋 太 額 賠會ホ 巧 紀谢巧 巧 便を じ 取 計 ぇず 


シアトル お 帆 (午骄 十 時) 
あ ふら かか 五ち 二日 
あ もぞ^ 乂 五月 十二 日 

ば リす苑 (彼 渚 お蜗) 四 巧サ留 a 
y 1 等 橫濱】 化を 弗 

化し ば リず丸 ろんぶん かは 一を をが 
▼3 等 a 本が ぶち 巧容窒 大巧 遵 家族 ま 多 度 
►御を 望に がリ 一等 割引な 復 切符 發巧致 巧 候 

ロス ア A ゼ ルス お 帆 (午後 一二 時) 
まじら か 五月 二日 
らんて びで を乂 六 巧 廿と日 

▼一等 橫濱ニ 一一 1 C ホ 化は わい 化 i じら 化 一を 巧 
▼巧 别ー 二等 日本 巧 瓦 十 化 巧 ▼一二 掌 日本 巧 五十 五 巧 
▼を 藩羅巧 巧澳を 切符 庭窒 を 購 人®^ を 化り 候 
►紐 育 線 パナマ 紹由 日本ち 那一餐 物 船 月 一巧 


日本 陶破 器雜貨 
ラム プ卸賣 

奈良賛 易商會 


日本 陶瓶 黑雜貨 類卸賣 

ザ 元ブ タザ I ス 


り 本吳服 反物 キ モノ 

テ フルク ロ ー ス類 

諸雜貨 卸商 • 

| g 日本 ドラ ィグ 1 ブ商會 

特別 廉 憤で 大 勉强斩 流れは 當 店の 巧 長 


精々 勉强巧 化 御 引 立 顕上候 

喊 猫器雜 貨卸寶 

•眷 巧廊會 


春 夏^ 橘 到着 御 披露 

永年の 御^ 情ド酬 ゆる 

謝矿 ため 破格 時賣 致します 

♦ヌ タイ 八？； i 英國最 
高級を く 6、 常に 
新調 當 時の 形を 巧 
つは 御 客樣を 位の 
確證で 御座います 
♦持 じ 表 地質、 裏地 
其 他 一切 附屬 なを 
が ホし 構 良品を 提 
供し ます 

何卒 御 訴し願 ひまず 

丸 山 洋服 商會 

西 四十 六 了 目 六十よ 番 

•ぶ！ ム用 雜貨品 

ダ！ ム 、コン 小ツシ ヨン、 及び ホ— クシ ヨ 

ンに 最も 適當 ずる 香水、 銀製 晶 、資を 屬寶巧 
時計、 懐中 咕計類 專雜貨 輸入品 及 米 励 製を 部 
化 揃へ て 居 b ますから 是非 御用 かを 願ます。 

値段は 他 じ 比し 低廉なる 事を 保証し 品物 も 
巧 謂 『チ-^ シング •ニ ユ！』 の 物を 何時も 持つ 
て 居ます、 一円 錄ホ誕 の 方へは 御 送 b 致します 

一 ジ ヤコブ ホルツ 商會 



夏場 ゲ—ム 向き 

今回 上記の おじ 移轉 しり 本 あび 獨逸製 お 
具、 雄貨 ぶび 陶路觀 巧 夏 鶴 おきなを 部 化 
揃へ 陳列し マ 居よ すから 御艰 がの 節は 是 
非 御 ホを b 御 一賀を 願ます 

子 1 デル エンド シ厶 メル 


自ネ敦 船會化 (ホ 二を 沒道 會駐) 

代理店 巧 欄 兄弟 商會 

索 車、 乗船な 巧 ホ じか 銜物 運送 御 巧 利 じ 取扱 申しまず. 



H 本陶 誤雜貨 

ドラィ グ 一 ^ツ ぉ販賣 

㈱ 賦巧 木 桃 ホ 組 

MOOH , MOM 02 CM , cfInc . 

105-产 16 tii St ., N . Y . ぎ ぎ<¥63呈 黄苦和7 
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猫 川巧險 事務所 

H. Segawa^ Insurance Broker. 
303 F が 比 Av も， 

Tel. Caledonia 4101 


巧 田が 事 株式: 會 化が 育ま 巧 
Uchida む acimg i 々リ Inc. 
291 Broadwa), 

Tel. Worth 1573 


島 貿易 株式 會姑 
dhima trading Ltd. 
150 Broadway 
Telepixo 凸 e Rec れ r 1484 


株式 會お赤 尾萌會 
Akawo & Co,, Ltd., 
295 巧む h Av&, 

TeL Caiedionia 9758-59 


ホ 倉 製 絲祐蹟 巧 ホ會化 
iCatakura 在。 K, Ltd., 
225 5tli Avenue, 

Tel. Ashland 4546-9229 


K. Mildmoto 

Mikimoto Pearls 
535 Fifth Avenue 
Tel. Vanderbilt 2519 


紐 育 目 本人 會 

The J 巧 awse A な ocia が on 
け 巧 わ oadwajr. Genera! Motor Bl'g 
Tel. Circle 1(1071-1 日 071 


巧な 讲黃道 株式を 社 
なち 事を 巧 

Sou 比 Manchuria R. R. Co" 

Room 202 ら Canadian Pac ぶ c 削 わ . 
342 Madison Ave. 

Tel. Vand げ b な t 4135 


ミ 井 物を 株式 會お 
な肯で 巧 . 
Mitsui & Co., 

6 。 Broadway, 

TeK Bowlins: Green 752 ひ 


日ぶ 綿花 巧 ホを 化 
紐 育ま 巧 

Japan Co け on Trading Co., いん， 
25 Madttoo Avenue, 

TeL Ma ん 8 み 3 が 5 


B 米を 糸 株 ま會社 
が 育ま 店 ‘ 

N1 則 レ 化 I 郎 巧 KA 邮 SHIKI m 巧 } U 
(NICH し BE! KHTO CU.,LTI>.) 

1 Park Avenue, 

Tel. Ashland 6246-47-48-49 


吉共 株式 會化 
化理巧 
高がな 會 
側 Bmadw 化 IU. C. Te し R 扣 ior 巧 84 
Facto け ； 208 お wstm な. し I. Ciiy 


ま 巧 访を巧 ま會ぉ 
Asano Bussan Company 

Room 801-805 
1 55 Broadway 
Te!. Cortia 凸 か 80 がぶ 052 


大倉钮 撫育 支店 
Okura 在 Co., 

30 Church 

TeL CorUandt 2292-93-94 


义 卿き 株式き 赴 

f^uhara Trading Co., 
30 Church St., 

TeL Cortlandt 4550 


巧ろ 會 おを 巧 商店 
な 育 支 巧 
Iwai & Co., 

Wooiworth Building, 
TeL Whitehall 6040 


兰ま两 事 巧 ま會社 
紐 育支庙 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

(Mitsubishi Co‘, いん） 

120 Broadway 
Tel. Rector 2560-2564 


株式 會肚 
山中が 會紹 育ま 巧 
Yamanaka & Co., 

680 Fifth Ave., 
Tel. Circle 4014 


日本 坐 糸 株 ま會胜 
紐 育ま 店 
H 日 rimtira む お & む ., A ミ gnts 
が Easi 23rd S し 

Te!. A’hUmd ち 320 


巧を 名會を 
が 育 支店 
Hara 在 ^^>リ 
443 Foui ■比 Avct 
T«l. Caledonia 7830-35 


な panese-American News Service 

日本 電報 通信社 

化 酉の 政 お 巧、 貧 業 巧 及 射 巧の 
事項を 通 ま 且つ 確 寅に 巧 道す 
巧 日 入電 一ヶ月 巧を 五十 巧 

Tokyo Admtising Apney 

日本 新閉雜 誌廣吿 一般 取扱 
12 W が t l*7th St 化 et 
Telephones Watkins 2909-10 


vaosfao v^rporatzon, 

ご 1 出 Importers} 

40 East 84 化な reet 
Xe). Ashland 4987-91 
ぃ 0 ,ho Co«» 1 凸 Cl 

Cotton Exporters 

が B 说 ▼なぶし 

Tel. Bowiinff Green 8805^6 


大お 朝日 ニ 巧 京朗曰 

化 巧吉巧 
Osaka \sahi 

Room 308 World Building 
T«L B«ekman 4860 
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もな < 巧ぶ 解散して 阅 論の 締趨 
を 明確 じすべき であつ てこれ が 
立憲 的で ある、 ィゲブ K にがけ 
- 巧 度 解敞の 例は 較 ふるに 暇が 
ない、 甚だしき は 一二 巧 四 巧に わ 
たる 解散の 例す らも ある、 これ 
を H 本の 例に 見い ば 明治： b 六 年 
十二 巧 化 H が 藤 内閣が 千島 腊事 
仲で 通常 議會を 解散し を じかと 
年 六 巧 二日 自由 黨の彈 劾と 奏案 
じ掛ん 

特別 議會を 解散し ち 

ょた 第一み おみ 觸は 明治 化 五 年 
十二月 什 五日 化 祖增徵 案を 0 て 
通常 議會を 解散し この 選擧 後の 
特別 講會は 無事 逝 過して かの 通 
常 議會即 も 一二 十六 年 十二月 十- 
日 巧 度 解散 {お 露 n を 軟弱 問題} 
した、 なは をの ほかに 異なつ た 
內閣 にたいて 通常 謠會ご 特別 議 
會を戀 けて 解散した 例 も 

松 方巧閣 第二 巧が 藤 巧 

簡の 下に わいて 見られる、 ょつ 
て 政 巧ら この 巧の かき 壌を は當 
然議會 解散の 擧 にお づべ きも. の 
でを つて 徒らに 威嚇 實傳 すべき 
でない、 しかし H 本のが 億では 
旧 中 首相が をめ 意向で も黨 員の 
意向 も あるし をの 他 軍資を の關 
炼な ども あるから 或はを の勇氣 
なく 倒れる やうな こご じな なは 
しない か i 思 はれる。 




义支 協定で 

をが お 能 

な 米 感情 一轉 して 
まま 九日 發 n アメリカ 政府 ど 


南京 剧 民政 おの 巧を 事件 協を じ 
賊聯し H 本朝 巧の 輿論は を初ア 
メリ 力な おが 巧を 側 じ 謝！! した 
ご傳 へられた ので H 本の 励； 論は 
著し （反 アメリカ 熱を がトつ i 
をっ たがを の— した 詳 傅 
はる じ 及んで 輿論は 寧ろ！！! ネ政 
府の掛 ちが 政策を 非難して 居る 
郎 ちかお 當局 じして は 苗 京 事 
がの 解み ご條約 のな 正；；! る も 
のは 巧して 兩 立すべき- <1 ので 
なくを な 切 離して 解 巧^べき 
ので^ 5- る 

ごの 盧 見を 抱き ffl 中 首 化 ィアメ 
リカの 政策は 列 强の對 ミ 巧 力 政 
策 i はみ 離 的の もので ゐ； こご 
は 認める-かま 邪な 策の 报十じ 於 
ては 柯等異 る 巧な （單 柄 巧の 
徑路を 異にした のみで あ，- どの 
意見を 抱き ま 術の 政府は-の 基 
礎 も 薄弱で あるから 巧 巧：； かな 
る 儀を をしても 實巧 力が 件は な 
いこ どを 諷剌 しつ i ある* 一 J 殷 
新聞紙は マ クム レ ー 氏の 必歷じ 

敬服し 

H 本 政府は この 際ま那 5 ー國ほ 
遠動 じ 凿 し て も っ ピ 有^| 。 る 
後援を なして ち 那國民 V の 親 
善を 實際 的じ增 進し 列^ i とは 
み 離して 獨創 的なる 巧^ I 事件 
の 解かを 急げ ， 

ご 說き頻 > じ 政商の 態度 立 ー题捷 
して 居る、 向ほ髓 洲の酵 碎關稅 
案は 蚊 巧の 人氣 政策で あ もど こ 
れホ 非難して 居る。 

蓋し この 關稅 政策は 旣 U 陋鐵 
じがて 巧 ひつ i あつた- のを 
をました に 過ぎ；；？ > いの 一 ある 


本な 東を 時電 U ホ お 町 轉载〕 


ホ國の 提案^ 採用 

【十日】 H ホ 仲裁 條 約に 願聯 し巧投 問題の 解釋じ 就て は 一 
の 疑義 ある も 大体 じ 於て アメリカの 提案を 株 用ず るを ミな 
く 聞遙で 巧を ずる 答で わる。 


す少 

な 


印刷 局 罷業 進む 

〔十日】 印刷 局 罷業け 漸次 進轉 
し 化 あ 者 速は 九 U 鳩 山 翰長を 
訪 牌して か議 义を啡 きつけた 

み ホ 巧駐白 大使 

門 十日】 瑞 典を 化み ホ 松 S 巧は 
白 ザ 義乂化 じ 巧を した。 

資本金の 半减說 

〔十日】 ブラジ^ 移お會 社记資 
本が タ 過ぎる とて 實業あ 間 じ 
五 阿ぶ 阳じ半 賊說^ ぁる。 

信巧會 社の 希望 

L 十日】 信 巧協會 定期 総會 じが 
て ホ 山梅亩 氏は 『將ホ S を漬 
蟲集參 加』 の ホ 望を 述べた。 

化 機 太 她旧化 表 

〔十日〕 化が で 一二 番目の 化權太 
油 旧の 開 媛し 化 串す る 0 シァ 
會社化 おホ轴 してを 開 發じ化 
睡太巧 浊會社 2 參 化を ホめ て 
居る 0 

閑 院宮が 京都へ 

【十日】 閑 院ち殿 ドには 御大 禮 
準備 御檢閱 のじめ 化日钥 京都 
じ 巧け 東を 脚 出 接 遊ばされた 

学 王 殿下 御歸朝 

〔十日】 李 王、 同化 兩殿 ドには 
巧 一 年に 直る 歐洲 御旅 巧から 
化 H 神戶じ 御歸資 遊ばされた 


淸と 
が お 
の 誌 
め 




洁崎巧 居 据リと 

〔あ 日】 東京 あ斯 社長を 輕 
巧は 福 澤桃か 氏の なをで 
を 左 エ巧氏 及び 瞬 本 攫を ~ 
解を ホめ 結局 お 崎 氏な 
肉ら しい C 

西骄巧 再選 模據 

〔九日】 十五 銀け か 諮に 對し異 
議 申出で U く ネ片中 じ 巧^ 棠 
らしく 西 巧 元 巧 頭 化 じ 巧 ||| の 
模は である。 - 

波 蘭 大統領 叙^ 


【九日〕 H 本ろ ホ‘ 


.ラ 


親善 


のた め 努力した た 統領 ビ八ス 
ドス*— 氏は 動 一等 桐 化^ 絞 
'草に 叙せられ た。 

共 產派學 生を 判 

【八日】 化 產派學 を 速の 裁 巧は 
阪地 ホ銳利 所に 開廷され じ 
が被吿 等は 戴が 長を 忌！^ しお 
亂じ陷 つた。 - 一 

左團次 ロシアへ 

【八日】 お 川 左 劇 次 一巧は fK 巧 
中 巧 P シァへ をく i じぶ めた 

兩 陛下の 還幸磬 

〔八日】 聖上、 皇后 兩踏ゴ じは 
化 H 葉 山よ b 還 幸 啓 遊が され 
る。 お ほ ホる か 九日 聖 巧の 
天 度 節 じは 化々 木 じが 大觀 
兵 式が 擧巧 される。 



巧び 國際 法廷を 論議-- フラ 
ンス 飛行家 印度ち 那へ H 禍 
建 省の 排 H 騷ぎミ 南北 支那 
戰再發 i キユバ ，、一 糖 價槪定 
ノビ ル 將軍等 じ 傷 蕾 保險を 
附ず ー 廣 東の 共 產黨が 暴 斤 


〔7 シン トン 十 H 發】 久し （ 
アメリヵの 上な でを いられて 居 
わ 化 巧 司法 裁が 所參加 案は 本 H 
巧び 議爵で 論 爭の的 ごな つた 即 
も 随際聯 盛は アメリヵの 保留 案 
繁況條 〔司法 裁が 巧は アメブ 力 
議會め 協賛を 搏リい 問題に 就て 
們等干渉するの權が；：*し〕 に反 
對 しつ i あるじ 斟しア メリ々 政 
府 ごして はこの 際を が留 案の 承 
認を巧 强じ菊 要する かが：^ ずん 
ば これを 修正す るの 立 媛 じ' ある 
が 外を 委員長 ボラー 氏は 條 正に 
销 して 斷 乎と 反勒 し列强 はこれ 
を 承認ず るか 然ら やん ばアメ 7 
力は を然 - れに參 加し ない 方が 
得策で ある ど 述べた。 

〔パ 9) 十 H 發】 囊じ 東京を 
出發 した 7 ランス 號わ家 コブ ブ 
及び レ ゾリ クス 兩 氏の 巧 度 支那 
橫斷 飛け は豫 をょ もも 十六 時間 
遇れ た •庭め 或 ひは 海上 じ 不時着 
水して 意 かの 災鷄を 招いた ので 
はない がと 一時 必贿 されて 居た 
が漸 < / キじ 到着の 育 確報 達 
し フランスの 朝野ら 一を 必 のを 
じて 雨 巧は 砂く お 今週中 じは バ 
9! に歸 着す る窜 であるが 目下 
プかダ ー 飛 巧携會 おでは 兩 氏の 
爲 めじ 太 西洋 橫斷 機を 製作を で 
ある 0 

〔東京 八日 發】 ホ 朝 中で あろ 
'フ ちン A 飛 巧を n スブ 及び レグ 
リク K 巧は 機體の 組立を 絶 でし 
今朝と 時サ 五を が 巧ち がの 首都 
パ メキに 無着隆 飛行の 壯擧じ お 


發 した。 東京' ーノキ 間の 距離は 
I ニ 千 五円哩 じして 兩 巧は 針骄を 
南西 じご b 琉 球を 経由して 南支 
那 おを 橫斷 しち ま那 沿岸の 上空 
を橫斷 すべく が 程の 半ばは 海上 
でを る 0 

〔上海 化 H 發】 冬季 も 濟んで 
春に 入つ たので 支那の 南 化戰爭 
もを ろ-' 始まら 出し 南を 政府 
の蔣 か石媒 軍は 濟南府 じ 獨玉祥 
將 軍を 訪 間して 化 伐に 願す る 協 
議 ，を 遂げた がぶ 国軍 も 山 お 省を 
わ 武装を 固めて 南 軍を 迦擊す •へ 
< 準備に 怠らな < 專ら媽 玉祥將 
軍 じ對玩 する の 策を 講じつ i あ 
るが 蔣 か石將 軍は 宣言書を をし 
て國民 政府の 援助 ご 軍 養の 調達 
を 講じて 居る。 尙ほ南 化 兩軍共 
じ 盧んじ 馬 賊を買 化して 有利な 
る 戰巧じ 導かぅ ご 焦らを 化に 匪 
巧め 岀 現が 頻繁で ある。 

【 b 海 九日を】 囊じ福 建 省 沸 
じ 巧て 一 H 本歲 船が 濃霧の ため 
じを 礁 した 驟-キ チン 鳥の 支那 
人 約 千 A は 遭難の 氣 船に 殺到し 
て お 炭を 陸上 じ 奪 はんごし たが 
をの 際 急賴に 接して 現場 じ お 動 
した 日本 顆逐艦 S 隻は 突然 暴民 
閣じ發 砲し 遂に 四十 餘 名は 現壤 
じ 邸 巧した が 島民 側では 石 おは 
藏綱乘 組 貴の 許可を 得て 化沒前 
じ 持 出さん ごした もので あちみ 
.し. て' 據 奪巧爲 でない VJ 稱し 日本 
巧府 じ價畜 賠償を あむる ご おじ 
日貨拂 巧の 擧に 及び 掛日氣 を じ 
滿 も： 居る。 


【' J ゲ アナ 化 H 獲】 キ ユーバ 
政 巧 本年 巧の 扱 機 ホを 制限 じ關 
聯 しニユ m ! クホ 巧で 右は 單じ 
一時的の 政策で が惜持 おしの 爲 
めじ 巧つ ぃ "もので あ b 1 ホに 於 
て か 蘭を 糖の 化 界巧谋 獨占じ 巧 
威ず る 一 简の政 巧で ある ごの 巧 
が 高い ので キユ I パ 大統領は ネ 
日 あまじ スブ ー トメ ント をを を 
しネュ ー バ政 おの ホを 制限は 事 
實 じがて 化 巧の 糖 懼ま定 を 計る 
永久 的な 政策で ホして 巧 磯 的な 
一時の 政策で な （がく 共 今年め 
生 巧 制限 實 けは 確實 でぁる ど發 
をした 0 

〔ロ！ マ 八 H 發〕 巧 （飛 巧 船 
じて 化 極を 巧學 的に 探險 する 外 
巧 地を 親しく 踏査し。 I マ 法王 
下賜の 十字架を 化 協の 地に 巧 レ 
べき ィタ リ ー の ノビ 4. 將 軍は 探 
厳の 傷害 保險 一二で 四千 ニ' 円 十 ホ 
をが しじが 化の 乘組員 十四 人 も 
四千 ニ 巧 巧ょ b 1 巧 五 酉 弗の 巧 
戲をィ タリ！ 地理 協 曾の 努力で 
巧 隙會社 どの 間 じ 契約した。 巧 
險は 飛け 船巧發 ょも 《! マ歸着 
の 期間 じして 蕩 害め 外病氣 まも 
をんで 居る が 飛 巧 船を の もの じ 
保 験は 附 して 居ない。 

(廣 お八 H 發】 當 地の 化南亩 
四十 哩の 化點 じて 約 S 巧 人の 共 
產黨 員は をが をと 顔して ホ 色 恐 
怖が 治 じ 及び 阿十歲 3 上の 巧モ 
は 悉く 殺害され 婦人は 辱し めを 
をけ 子供は を 民 あご VJ もじ 慘殺 
燒襄 せらる るの 慘狀 を呈し 出動 
を 命せられ た廣を 軍隊は 囊じ ホ 
化を 子を 驅逐 された るに 懷槪し 
てを あじ 動か や 別働隊を 派遣し 
だるが 香港 W 化巧哩 S 地 點で廣 
を 軍隊は 囊じ廣 をを 命じ 壑 加し 
たる。 シアん 共 產霞員 ミ 入を 逮‘ 
捕して 爆 彈其化 も 巧 化し 油 頭で 
もみ 產黨騷 ぎが 起つ て 居る が廣 
東は まつて 靜肅 である。 


普選て ふけた 衆議院 

老いた 民政 若返る 政ぶ 會 

1 普選の 榮 冠は 老人を 增 やした 


普選 最初め 繰 選 擧じ當 選の 榮 
寇を かも 得た 新 議員の 年輸 調べ 
をして 見る 泛 、普選 じょつ て お 
い 者の 人数が ダット 殖 わる だら 
ぅ S のを 期は 見事 じ襄 がられ 事 
寶は蔵 外に も 年寄らが ぞくな つ 
た。 すなは ちが 齡を年 巧 別 じ 調 
ベ 上げて、 制限 選 お 最終の 前回 
め 總灌擧 の 時と 比べて 見る ご、 
みの 樣 a 数字を 知る をが お 巧る 
( A 巧は 减) 

年 化 别前圓 今回 增臧 
一二 十代 豊人黃 人 A 1 化 人 
四十 化 一堯人 一を 人 A ニ 
五十 化 一る 人一袭 人 As 
ホ 十 巧 ご 人を 人 ニ 化 
と 十 化 化 人 化 人 0 
を 計 舅！！ 豊八 A ホ 
即も 一二 十代が 十九 人、 四十 巧が 
二人、 五十 化が 十四 人贼 つて、 
ぁべ こべ に六十化！$*ニ十九人も 
殖ぇて ゐ る、 從 つて 諮 旨を 体の 
ず 均年齡 じついて 見ても、 前回 
五十 歲六ヶ 巧で ホつ たもの が、 
今回は 五十一 歲 十一 ヶ巧 ごなら 
やち 一歲 五ケち のち 加 どむ b 、 
若くなら なければ なら S 皆の 普 
選雞 負が あべこべ じ 年寄 じな つ 
たを ごぃ A る、 が じか 派 別の 平均 


年齡を しらべて 見る ご 
黨派別 ホ 巧年齡 
あぶ 五十二 歲 ニケ 肖 强 
民み 五十二 歲乂 ケ巧强 
無產 四十 歲 十一 ケ巧弱 
實同 五十 S 歲ホケ 巧 
中を 四十 八歲 ニケ 巧 弱 
ごい ふ數 字を 示し、 旣成 政な が 
一 かじ 五十 歲 0 上な のじ、 無產 
政黨 丈け は 四十 歲ご いふ ズバ拔 
けて 若い 巧を 見せ、 異彩を をつ 
てゐ る。 今後 無を 黨が 段々 ふへ 
るに 從 つて 爺 員の ホ 巧 年 齡に益 
益 殺る わけ だが、 さて をれ がい 
つの ことか、 なほ 旣成 政黨 のず 
均 年 齡を前 固のを ど 比べて 見る 
ご 

驚 派 別 前 固 今 巧 を 較 

をを 旨す 鬟季ー 歲ニ歲 化 
骇る 會てケ 巧を 具 ケ巧减 

を 書 政 純け 2 字 ー歲 ずを ー藏 

も 本 黨巧零 ヶ月 S ヶ月ち 

即 もなる 會けホ 均 ニ歲ご 化ケ巧 
ホけ 若 < な b 、 民政 黨は ニ歲と 
四ケ巧 丈け 年寄 どなつ だ わけで 
ある。 巧に 今度 おて ホた 畿 員の 
う も、 大いに 若い 巧を 順序 じあ 
ベて 見る ご 

一二 十二 歳が 水み 長 S が (巧 農 


淺原 健！ ニ (九 則を 權黨) お 本 
】 巧 (化 友) の 一二 おで、 前の 
二君は 無産 派の 新人、 巧 本 君 
は 日本 大學 々ホ監 で 柔道 五段 
の猛 をで ある、 み じ 化 巧歲は 
岸 田 あ 記 君 (な 友)】 人で、 
廣島縣 選 おの 若い 學± さん、 
一二 十五 歲は高 橘ず ホ (ほ) 佐 
々木を 治 {政) 千 葉 H が (實 
同) の 一二 君で をつ て、 高 橋ち 
は圓本 大衆 文藝を 集で 賣 らお 
した 書房 ホ 化 社の まんを、 佐 
々木を は 前回 最 年少の 一二 十一 
歲で當 選し、 今度は ニ 巧の 當 
選、 千 葉 一二郎 君 も 前 巧 謠± 中 
での 年少者で、 プ 9 ンス トン 
大學 出の ィカ ラで ある 
巧に 年寄の 方の 乂將 は當選 十と 
回 (補缺逃^^^を加算して) のレ 
コ^ __ ド ホ於タ I 义養 をを でと 十 
四歲 、これ じみいで は 四 万 六 千 
何 票 ごい ふり 本 一の 大 投票を 得 
た 高木 あ 年老で 當選 十一 回 
S 歲 の高齡 である。 と 十二 歲で 
は高津 仲次郞 翁で 今 间で當 選 四 
回、 群 馬 縣會證 長 どして ならし 
た 政ぶ 會の 元老、 をの 化と 十一 
歲 では 本 多 貞み郎 、元 旧 肇の兩 
翁と 十歲 では 尾 崎 巧 雄、 サ岡直 
溫 、川 妨巧輔 、藤 澤幾之 輔の四 
老 で、 いづれ もを の 半生を 厨 政 
じ をげ て 來られ たな 界の大 先輩 
である 0 


昭和 聖 化の 普選 y 期して 

恐ろ ベ.^」 日本 赤化の 陰謀 發覺 

日本 勞農黨 を巧體 ごず る 極左 閣等 解散を 命 がらる 
東京 特電 十日 發 i 今年 S 巧 十五 H の 未明を 期して 全日 本に 豆り 一 齊じ巧 
はれた おを 黨臟 係あ尤 百め 大檢擧 は 政府 じがて 堅く 秘密を 守り 記事 報道は 
一の 嚴禁 されて おた が々 朝を なて 內容か 一部は 記事 解禁 ごな つた。 即ら政 
府じ 於て け 總選擧 を機替 ，こして 秘密結社 曰 本 共を 黨じ 不穩 なる 陰謀 ぁる こ 
•こを 探知した ので 乂檢擧 じあび 關係 をの 家を 捜索の 結果 我がを 國を 世界 革 
命の 禍 中に 陷れ獨 裁 政治を 樹立 せん、、」 ずる 大隆 謀が 發覺 した。 即ち 大正 十 
ニが 共産 黨 事件の 殘黨 等が 再擧を 企てた i ので 日本 勞慟 農民 黨を 活動の 巧 
體 ''、一し 普逾選 擧を朗 してを の 目的、 方針を 明か じした 徽义 、ポスタ ー を 配が 
して 實際述 動に 着手した もので 政府に 於て はこの 爲め勞 働 農民 黨 、勞勸 化 
合 評議 會を闕 無産 靑が問 盤 等の ホ 翼 團體は いづれ も 解散を 命ぜられた。 

時 别議會 召集 期 

家屋お^ 輕减を 政府から 提出 

東を 特電 十日 發。 n - ぃ 特別 誰 巧は ホる か H . にな 集して 議お其 値 
の委 おを 選 紫ず ベく 開院 式は か S 日 ピ御裁 巧 ぁら。 政府は 特別 
巧 巧 おお 設じ 挪」 惟衡 維持み 爲 めみ 屋 稅の輕 臧を錯 おする 尝。 

政 友と 實業問 志會が 提携 

東京 特電 か 曰 お === 1 W れ惱ん だが 义會 ご實業 时志會 ミの 挺 
携 はぶ 轉 して 成立の 運び じ まつじが 提携に 顆 する 細目 協を も 纏 
を 収益 おを が點を 一 千圓に 引上げて 大 '止 四が 巧から 暫を 的じ實 
施ずべ くこ いに^^る國みのあ乂贼少屯パ五十巧圓、 化巧其他で 
約-千 巧 mu ぶぶ が これに 化る 财源 こして は 特別 所得 稅を 創設 
する 普で ある。 

な 城 代議 壬が 民政に 乂驚 ； 

ま 京 特電 八日 發 y 閒題 S 沖繩縣 選出 化 諮 k 巧 城 永 渡 氏は 正 
式 じ 民政 黛へ 入 誤の 手紹を 終了した。 

鶴 見 氏が 自由 黨を 組織し 

政府 巧 解散 决瓜か 

牧野 伸 顯伯や 田 中 首相 等め 
阳闕寺 誰で， == 政界 化 然不を i 


東京 特電 (ニユ ョーク •タ并 
ムス】 八日 お n が 嫌 おの 中々； 派 
化講ト ちんは 巧 お 子の 愛婿 t わ 
る 岡 山 縣摧出 化み 十； 鶴を 滿础氏 
を 黨首ど して 


つた おお 誰會 のみ 野は 
政ぶ 會 ぶび 政が 系 n ニニ 六。 
K め 焼ぶ び無话 派を をむ 反歧 
府系 h . 1 二八 中立 お H 1 1 
ど U り鹤見 氏の 自も黨 はこの 中 


な 山黨を 今夕 正 SII .* 派す 全 中よ よ 人を なて 

して 政府 不信任案を 提 おじ 巧ぶ 
。ら じこの 自由 黨を抱 込まない 


した、 黨 M は械 めて 少數 でもる 
が ホるべき 特別 邊會 一. がるげ ぶ 
民政 巧黨 みを 数を 制する 上 じは 
强い バランスを おつた 蝴 體でゐ 
る'' U 本の 雜 曾が お 集 さむた R 
ホ談 曾の 势 むか 斯くお 近して が 
る こどは 蓋'、 始めての 出 ホ宰で 
あつて 元ち 速ら. > W デブ ヶ '-ト 
な欧 WS が 化 じ U 隨か 'こ 巧を 惯 
ましつ i ゐる もの 、加く 勺大ち 
蛇が 仲撕 化は 昨り 典津み 別邸に 
西 凶 寺を 公を が 牌して M 事 かを 
絡し 本： 3 はおらに 田 中を 化 もを 
をを が闊 すべく 政 おみ 巧を ホ參 
詔は が々 たる ものが わる。 を 逃 
化 ホ 

政府は 巧黨 どの 割 抗上撕 
らじ 中立 派 諸 負の 抱 込み じ 巧 力 
しつ {あらし も 十一 人の 中な 派 
證 貨は假 おた る 中立を ずり て 動 
かで 失敗し 视料お 黨の誰 會策勸 
もこいで 一先 づが蝴 b のを どな 


限 も 政府 侧じ 到ぶ 勝算な しご 認 
めら れて おる。 併 かし 

首相 も無條 かで 野 黨じ妥 
協ず も 校は にい。 （現じ 今日の 西 
圓 寺を 訪 おもがし 欧府 にして 不 
信 化 策に 破れた 褚合 巧樓議 曾を 
解 欺す るの 怠 志」 就て をを の 誌 
解を 求めん どす るに あるは 確暂 
にして 政府の が 散 助は 化み 總選 
舉で懐 サを输 めて 居る が 化 議± 
は 至つ て 冷淡に 化披 ひつ i ぁる 
も耐 かしが 駕 5 持 息を くじ （じ 
は充か る もの i 如 L 。 今年は 
恰 かも 脚 大典を 削 じした 際では 
ぁゥ おを 逃は おがの 不安を 恐れ 
て雜食巧解散を承認し^:^いだら 
ぅごは 

野黨侧 が 唯一の 必賴み ど 
する 所」 して おらに 解 敗を 巧び 


斷 巧しても をの 結果は 變らや 政 
巧は 吸然 すを じ陷 るど稱 する じ 
酱し 政が 侧 どして は早晚 議离辭 
散 じして 止む を 得 中 i すれば 今 
H 政局を 拾 化する のをは 解散す 
るのみご？！家旗しておる。 哪ちこ 
の 政局 格 化の 鍵を 振る ものは 西 
園 寺を である ど 共に 證曹を 制す 
る もの i 爭 ひを 解かす る ものな 
鶴な 氏 I 派の 自も 黨ど稱 ずる も 
莖 まなく 政府 侧 どして はこの 際 
不を お 選擧じ 及んだ b 或 ひは 

內 開の 巧を 等ゴ いふ 擧じ 
& ぶ i らも 寧ろ 鶴を 巧 I 派ご提 
携 T る ホが 赏 ぶで をる ご 聽 測し 
て 盾る。 自由 黨 S 政策は この 際 
有力なる 繁 S 黨を 組織して 常 じ 
换府を 鞭 揺し 自由 政策の 表現を 
勘し內じがて一^社會政策をな造 
し 外を 政策 ピ しては 支が じめ る 
自由 あみ 子 ど 協力して 輿論を 舆 
起ず る じを る もの-^ 如く 鶴 見 氏 
'レ 十ち 頃 巧び ァメブ 力に 赴 （窜 
■•、おら 0 

巧 解散 こそ 

寧ろ 立憲 的 

枢密院 侧の觀 測 

お 化 現 内顆み 一部に 衆議院の 
冉巧 解散 論が if かまつ て ホた じ 
おし、 

樞密院 側 ミ もし— 

が 眞に巧 度が 散の か必を もつ て 
ゐ るなら げな憲 的立谋 から 見て 
極 め て蓄ぶ y き^^^象で ホ る か ら 

の 際 政府 こしても 勇氣 一番 解 
敞斷 巧の 擧じ おづ べきら ので あ 
るピ してむ るが、 果して 政府が 
'> のみ. むをから 得る や 巧 やは 甚 
ピ 疑問で ぁつて 單に 威嚇 宣 巧に 
終りは し；： > いかど 政府 今後の 出 
やぅに 深甚の な 意を 挪 つて ゐる 
即も 今が 總選擧 の 結 お 僅かに 數 
名の 差で かお 輿黨が 勝つ たけれ 
ども 巧して 政 おの 

圓滿 なる 運 巧を 期待す 

- こごは 出 ホ 0、 換言すれば 政 一 
局のを をを 错 たち どはいへ ない 
これを 一方から い. へば 閔 民の 輿 
論は おして 巧れ じ をら や 甚だ 曖 
昧 である、 か I る 媛を ィ’キ ブス 
流に いへ ば ホの 證會を 待つ まで 


お 婦聖祈 家 ロ 巧 
が* 書朦 庭絕拜 
鼓 I が會 集を 說 
會會觉 度 會校お 


備 i 


木 


水 H H 

八 八 房 八 
時時 半時 


T.C.TAKAMIm,d. 

け 6 む mberland St • わ 叫 1(1 が 
1 ん Cumb が lanil 巧 1 1 


K . IWAMOTO , m , d . 

U 4 W . 70 化 St . 

Tei . Trafaiffar 0352 


The Japanese ChnsU&n Association 

453 化 143rd 化 N 州 York むか， Te しむ adfiurst 8 巧 6 

會道修 敎臀基 人 本日 


M. fsuchiya, D. M.D 
巧 5 化な rd 化 
Tel. Trafalgar 巧 09 


D 化 Fi . E . YOSH ! I , 

2 巧 化 72nd 化 
Tei.Endicot ! お 如 


Sabro Emy, m . d . 

巧 5 Park Am . 
cor , に 7 お d Sl 
T el . Butterfield 9324 


MIKADO TAILOR 

30 E . 65 比 St . 

Te! ， Rhinelan わ r 6830 


F. MURRAY HILL CO. Inc. 
ES な 化 I 圳 EO 18 が 
Room 614-615 29 わ oadtvay 
Tei.BoWing ぷ reen 4987- が gi 


YUICIO N 巧排 MURA 

200 We が 犯 比 ST , 
Te !, River お die 0 が 3 


ii 


! 日 

ち ム 

5 本 

量 人 


每 


if 

-を 

巧 


類 計時 石 寶摇を 貴 

會商 柳靑岸 

目 T 二十 四 西 
番と 十五な一 よ 十四な 

巧 化 東 ーァェ クスス ム イタ 
グン デ 八 ビ—カ 一 ぶ グン ロ 

室號 拾な 化 

四 ホ ミ 四 トン アイ ラブ 電話 
KI3HI-AOYAGI CO 
147- 巧 7 W. が nd な . 


Midori Mcttsumoto 
巧 化が わ e . む 
Tel. Lorraine 0437 



醫科腺 學大强 比倫 古 

118 L 巧 化が . Tei.B 巧 如 t 巧 S4 
B お . Lexing わ n & Park lUes. 

迄 時 八が 日 曠主水 巧 


下 ， KASAI 

Merchant 

Tailor 

が 

liM 巧 BUiUPG 
Rimm が 4 
化 W 巧が 

Phone 

むがが おけ 


Y. ITO 

1 お Ees け 3rd 化 
む r. Lexington t け.， 


MISS BlanGii 目 化 li が‘ 

1284 Ux. Ave. む tween お th and が h Sfreeis, 

授敎語 興人婦 


JAPAN ART STUD の 

624 け ] (iNG 巧！ U 化 . fU. 

巧し 化 AZA 8 が 7 


GAP 化 LUERViCE 

設備 整が 經 費が 廉 

Call- TRAFALGAR 8200 
FRANK ：. に CAMPBELL 

"The Funeral Church，' Inc. 
(NON SECTARiAN) 
Broadway at 66th Street, N. Y. 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

Bd が £ 81 が s. む lephone Ftegen け 908 


会 向 人 本日 

門專 靴型 小 

を 小き なぶ 小き 廣ぷ 小き 巧 


が G はな MD 



がな 8 IN STOCK 3 >2 TO 12 F WIDE 


A 丄 • CEASA も M ， D. 

127 East 84 化 化が t 
be け ark & Lexin が 帅 iUes 

講喉咽 鼻 巧; 1 

間が を 診 
午 正を 巧ト 前午自 
巧 八 ま 時 六 後午自 
日 曜 

自 午前 十 時 至 午を 一時 


DR . D . B し OOM 

-NEW YORK OFFICES- 
34 曲な ！* eet 0〇)•• 3 rd Avenue 
59 化み r が t Cor . Lexin が on Avenue 
125 th Street Cor . Park Avenue 
—BROOKLYN— 

E.F.Albee BM ん .DeKa 比 Ave •が Fulton St 

じ 日 II 堪を多 


お T 本 ii 能 新年 

ブ寬 ii 巧羅科 


ル 


諭 


ム 


切 君 信* 
じじ* 巧手を 
治は H 篤 術な 
巧 時 II しじて 


N . TOKITA , 

CUSrOM TAILOR 

ROOM 605 
147 W . 42 nd ST . 

化し BRUNT 5531 


時 

田 

信 

み 

那 


洋護 

服 田 

m 


Tel. B け ani 70 巧 


飾 I F . K . Maruyama Co •ホ 

を# ち 村 W. 4 目 化 化 い， 

•選 

服 

南 

會 


をち み 

丸 含 

山； 
洋； 
服 i 
商 ミ 
會 i 



UP TO OilTE STV け 
し ustom 
Tailor 



PH 化 巧 & 巧邮 Y 


3 Maiden Lane N. Y. 

エ 娜を鑛 銀を じ 幷お规 金 

i 類 お 管 匠 意新最 


ん Y. Meitsumoto, 

M が lianical むけ tudi 白 
124 化 34 化 化 0 邮 0 が Macy's 
Tel. Ghickering 10010 

松 術 運 機 

• 户品 動 M 

3 T ラ’ 1；^^ 

I ■化 

• > 



プ 


美 具 


Universal Institute 

12 化 Lexin が on Ave . Corn 刖お化 化 


ン 


今 
H 

底と で 
ち十關 
じ 五 校 
ホ 仙し 

ぶ づ三 


を 

れ 


午 

前 

化 

時 

よ 

h 

も 


ま 信 
す 文 
。社 
曰を 
疆語 
週を 
りが 




? 含ち 


師じ 本は 
あ 慣校成 
5 れじ巧 
盤ね はの 
初 専目第 語 
じな 本 一 
を 掃ん お 話 


成 

米 巧 
! の 


英 


靈会藝 I 


を I 


m 






諸を 會 


診察 

午を ニ 時 六 持 
日甩 はが 构相巧 候 

ドク ト A 

高見 豊彥 


寄宿を、 簡易を を 
巧 業 周旋、 をの 化 
人事の 街 相談 じ應 
じます 0 


診察 時間 

午？ 時化 ニ賠 
午を と 時 N 八 時 
を か 皆を ± 

巖本谨 一 

古な 比 亞大學 反び 
八 ザブン 病院 勤な 
H おは 前の 原 上ち 


D 

M- " 

Ir 

S 

0 化 h 


Z H W 


N 

A 

K 


診察 時間 

午が 九 時— 十 時 
午を 六 時— 八 時 

パ^ 小栗幹ごー 

が 巧 ホフ ブブー 巧院 
巧 五 巧 病院 巧な 

武ボ コン バラン- 

病院 巧が 


在留 靑年 巧な の 曲 ホ 

日本人 靑年會 

W W ち th St. Tclbarki ニ 4心 


齒科巧 

主な 基 

該を時 巧 

自 午前 义時 = 十二 特 
自 午後 一時 n 五 時 
時間外は 前み じ 願 巧 


韻 画 診療 

が 約 願 上 お 

コー すか 大を 
ド グトか ホプメ デツゾ 

醫學博 -H- 

吉 居慨彌 


彰察 時間 
午を 六 時 1 八 時 

江 見 ニ 一朗 

引籍き ♦へ 作 ビュ— 

病院を 勤に 付を 時 
閒が 及び 日 巧は 前 
約 じ 限る 


化 巧な 卸 S 

五味 商會 

W E.1?thFln. 妄 
Tel Stuyvesan こ 745 

JOIac 立 I OOC 否、 Mb . 

171 丟 t 94~h slftork 
ジ I. 舌 ミ庄 d こ 573 & Sch ち 13 1 云 ま 

お 九 時— 午を- 時 

妻寞墓 六？ 午を 九な 

H 炬 午前 九 時 1 午 巧 四時 

ドクト^ 小 栗乘吉 


齒巧醫 

ホ 上 義人 

西 六十 五 了 目 一四 六を 化 
が 育帝齒 旅館 內 
電話 トラフ アグ ダ— ニ 五六 五 


C’ W 
化 8 

5 1 ! ぉ 

I 脊 

肯 

啓 

も I 

.會 


打 • 

I が 

打^ 

& P 
む ’ 

中 t 
hi 
c ^ 

化 I 
議化 

J L 

立 
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諸 お 會’ 

日 巧 聖書 硏巧 正午 
典卿會 夕と 時牢 
巧 巧說お タ八喊 
木 曲が 暢るタ 八が 
英廣 及び 裁な 

午な ニ 巧 

± 應 謀憤會 又は 
あ 話 曾 タ八時 

社 會事ま 
を 宿 部、 旅け ちま 巧 
巧、 人事 柏 誤が、 課を 
部、 谋 業岡旋 が、 ま 唐 
裁綠を 巧のを 課を 設 
け會員 及び ホ會 員の 
巧を 計る 


洋服 調進 

クリ！ ニン ダ、 ダィ 

，ィング、 修鑄等 一 域 

ミカド 洋服 巧 

化 本 保 
電話 ライン ランダ！ 
六 八 H 0 


H 本靖 髮舘淸 

西 四十 S 了 目が 番地 S が 六莖号 

タ ダブ フロア (巧み 街*」 四十 一二 下目 角') 


日本 散 髮屋則 <猶 

五ヶ 年間 中 树氏ご 共 じ 就冀。 

ジ ヤシン ト • 7 fn ツ 3 
ゴ W . 贾す沒.：.扫な 

妄 . Golibus Ave. & G 呈 iral l^ark Vesi 



東趴 

西 Ii 

書 織 加 
房' |刖 


ホ 肉 及びを 地 旅 巧 化 
ごも 懇切 じ 御 案內を 
/0 0 

◊通譯 ◊調 杳 ◊を涉 
◊買物 _ 

0 なは 在米 旣じサ 四 
年 聊か 化 國の事 信じ 
通す るら のご眞 じが 
シカゴ 大學卒 楽 

|± 上 お鮮雄 


义學卡 

▲が 育 かみ 發一 4 !--- 
籍 はか 論み 他ぶ 國み 
度 巧の ものを 铅速 
購買 致します 0 
A を 本 度び をぶ 
用の ホ々 じは A 
を、 購買の 勞 
ます 0 


の 書 


誌轴 

じ 調 
が b 


化 柳 

h 柳 

& M 

化 化 


本 

人 

4 を 

赛 

巧 

软 

會 


P 
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牧師 宮腾繁 一 
幹事 粟野 賴么祐 
諾窠— 皆 

日 賴鹿拜 午前 エ時 
日 喔學校 午前 十 時 

臟纖 日確キ 後と 時半 
祈禱 會水赌 夕と 時半 
寄宿を 


な 漬を倫 比 歯を お 
を 下 巧を 十五み 學 
生 會お員 じ 最適 
設猜 圖書雜 誌巧阱 
を 補 娛樂具 簡易を 
を あ b 

便宜 職業 周旋 旅を 
ま 巧を 禪 事業 詢査 


稅關 事務 

おがを 地が じを 化が 
の 輸出入 方法に 隅す 
する 一切の 御 諮閱じ 
應 じが 道な 船 貨物 速 
貸ぶ 出帆 お稅雜 手が 
書 等 進呈す。 ま 要 都 
市に 化理 巧を おし 誠 
育 較速お 用 かじ 應中 

巧 臨 取扱 


マ ツサ！ ジ '整形 

藥 風呂、 水 治、 電氣 治療 

兩 が 壤院 

フイ ジオン ラビ スト 

を' 嚴西村 幸 男 

午が 化 時？ 午後 化 時を 
出張 治療-一 モ應ジ マス 


弊 巧は 實質 誠意 迅速 i の 


まに 御 ±產 物】 式卸賣 S 
で販賣 致します 多み ぶ拓 
ら中 御用 命 仰せ 下さい ょ 
◎歐 ホを 補 時計。 置 時 お 
◎寶石 貴を 屬 。銀製 器旦 
◎を 佛萬年 筆。 を 銀製の W 
◎蓄音器。 レ 31 ド 見ぶ 陳列 
◎寫眞 器。 タイプライタ ー 

◎船 巧な。 がを 寫眞帖 給 端 書 

ブロ— ドケ 玉] 巧と 牛番 
領事 緖お侧 建物と 0 宝號室 


攝段 

和は 

ませ 

式 
一 ま 
羣 



170 B 夏を a 产 N-Y. 百な 
ジ I. Cortia 量 足ち む涅 


紐 育 挪を認 
巧務 省を 許 
巧 巧 巧大搭 巧大學 
產婆 復習 巧 卒業 
元池邊 

產婆 お本綠 


r 頸 揉治纔 


檢眼並 じ 眼鏡 調節 


尋れ .人 

(ち 京がん) 狩 巧 藤 雄 
(ま 京】 平 巧 か 雄 
(熊 本縣 人) 巧 崎 巧 作 
(愛知 縣人 一長 崎德一 
(福 附縣 人) 稻永國 ホが 
をみ 慶 が 持 山 芳太郎 古川 
正 產ホト •幸藏 石 お節朗 
渡 邊篤寶 な 留吉ち 川 新 再 
上が 接 平 井な 貫 造酒 雄 
貫 造 太郞を 家武雄 柴曲蕃 

{佐 貸縣 人) 栗 山 善 六 
磊良縣 人) 木 村 幹 (が 壽) 
{愛媛 縣 人) 横 旧 常を 事を を 
仲 座宮之 か 
(東京 市} 小が 銀治郞 
{ 大阪 お) 白木 政太郞 

るの 者に 通知を 度き 儀を 之 
が 間 本人 若く は 知人ょ b 巧 
住所 御 通知 願 上 お 

紐 育を 國 総領事 舘 

1 巧す oa をち す W ご rk 芭 ニ 


笠 井 洋服 巧 


東 五十一 ニ 了 円 

ニニ ニ 一 

か 藤 
洋服 巧 

ミ 八 六 ニニ 


をき ホ國 婦人 
H 本人への を 
語お授 にはを 
年の 経 驗を有 

す 0 I レヴ ス 

ンと 十五 化 
お： a 勘 ル 時ょ 
ら巧九 時を 何 
時 じても 宜し 
H 曜日は 一時 
よ b 四時を 


H 本、 支那 寶玉製 美 
術 品、 婦人 用 普 飾 其 
化 装飾 お 

ま 巧ア— トス 
チ ユデホ 

鳥 等 美術 お修 媛、 

を餘 0邮、 スト 9 ング 

H 本 眼 裁縫 


は 一 お 01 ニ 巧と 十八 巧】 千圓化 
る。 巧 ほ 一巧 W 降 公社 廣 & び 株 
式 等の 挪込 をは 五條 四千 四が 八 
十と 巧圓じ 及び 昨年 巧 期よ bill 
億 一千よ な 01 ニ 巧 一千 圓の 激增 
である 0 


日本 株式 相瘍表 

〔大阪 膝 本 ビ八ブ 0 1 々 I 銀 
巧發〕 株 ま 相場 〔單 位圓 〕 " 

巧 巧ち 曰 巧 巧 九日 

まを お數 を •呈 查*受 
大扱 指数 ニな を- 专呈 
ま 京電燈 さ* 呈 さろ 0 
大同 電力 《；10 《1*00 
東 巧 電力 室 ■童 六を 一ち 
大 H 本 製糖 を •ま をる 0 
王子 製紙 ニを を ニク 言 
ま洋 モス リン 五 0•00 贸を 0 
目 本 ビー八 ニニぐ 呂ニ まろ 0 

日淸 製粉 ST 愛一 0 T 夏 
淺野 セメント 里 盖0 星ろ 0 
日本 お 油 录ち 0 ま •を 
東を あ斯 をち 0 《四 美 0. 
日本人 造 肥 稱豈又 0 當ふ 0 
久巧磯 業 巧 ■盖 をろ 0 


♦舊摇 ♦雜誌 ♦新聞 
縱磬 をを 開 
執 巧 午前 九 時ょ b 午を お 時を 

紐 育 日本人 會 


ブ 


.ドクで ィ一 おと 五 


純 T クニ 說巧 


夏場 向き 上等 

チョコ レ— ト 

當會 社は 特に H 本人 諸 若の 夏 
族 奮 業に 適嘗 する 商品を 提 化い 
た— 居ら ホ國 東部 にがては 孰れ 
の 葉ず 製造 家ょ b らヨ リタく 日 
本人 諸君の 御 得意を 持つ て 居 6 
ます 

チヨ ゴ レ— ト のを ラィンは ボ 
八 チ モァ 本祗は 勿論 左記のを 巧 
の 見本 室に 揃えて あ bi すか 巳 
是非 御一覽 下さい 

呈 ニ 置 DING 呂章妄 Y, 

40 Wesf 21st St., New 一 ミ k 享 

呂 L 置 lAL 夏 青 y 呂笠さ 草- 
ち lEa 包 だ nd Si, Ba ち nn タ N- J. 

J. 夏 B 芭贾妄 OS 登， 

養 夏 rkef St., 呈 sb ミ gh- す. 

み 彈 

呈呂 0LSEP 夏 D 育 TS 呂 ，1 黃. 

Pra ニ & ooird ぎ eet ダ 

巧芸 imor タ苗 d. 

上等の 品 許り 

考ャン デイ 類 



正直 ご 親切 ごを寶 
ごし 確實 信用 ある 
お 品を 棉 選し 御 ± 
產物 一式 特別 廉僧 
で販寶 致します 

ニー 替 力ま 窗， r 


稅關 事務 取扱 

WILLIAM L BANE & Go. 

Roi ニ 苦 ニ Broad まゴ妄 
Tel. す WHng-Gai 913B-9 ニ 7 


觸痛 公認 マ ツサ 一 ジ 

內務 省を 許 
產婆 鍊炙醫 

平野秀 子 

電話 モニュメント 一 含 九 


齒巧醫 木 下义市 

ゴ0 车 .ニニ h St 

ぎ M 霞 ヨ置萬 巧 


巧 かろた 

はも {の 遊び 
力を 巧 文で 米 阔人じ 能く わかる 
やう 衝單明 隙に 說 巧した ものが 
出來 ました。 内 お 目み 進呈 致し 
ます、 御 費 下さい。 

M KUWAYAMACO, 114E. 呈 hstby. 



弊 巧は 永らく 白人 間じ冨 
用を おし 熟練せ る 技術 ど 
親切を なて 販 I 買 致します 

寶巧 貴金旌 
御 注 义化じ 
る 速修緯 
諸 鑑定 無料 

巧 中 商店 

な £. 6 Sth 巧.， cor . spdison A . ミ. 
H 么 • Rhi 己 a 己 さ 50 结 



新 鱗 魚 か 一切 

H 本人 向きの ホ 魚 澤山取 b 揃へ 
特别 廉價で 大魁强 致します 

サヴオ ナ魚店 

』 osep ロ wavo 田 a 

段 W . さ 里 St . 

Tel . 001 U 目 b ロ S 91 投 


鑑船 御用 津 
船み 食 巧 品 
かがを 雜 肯販資 
輸出入 稅 觸手續 
諸 荷物 蓮 搬化扱 


蒂 

こ 

一 励 
わ 
惟 


♦■♦■♦■分 


紐靑ホ 命が 險會社 
ニ I 木定吉 

織保險 


自 

午 

t 

g- 

畫 

用 

御 

急 

丟 


2 化 W YO『lc L な ホ】 3»crp3ce Co 

51 0 了》 3b ミ w ジ ： Nfew Yorlcoity. 
Pho ロタ Worth 援 8 

をおノ 方ニ额 掛ケノ が^ 必 V 
御 自をノ あ々 ピ 電話を が チ 申 
诚 方た 巧 幸 下 サイ 


男女 內 巧が 科 



鑑を 無料 


姻 みで も慢巧 的の おがで 
も 速 かに 根治す。 巧 腐 病 
內瞒が 血液 换杳 X 化 線 化 
柳 お、 淚水撥 宵、 な 化 9 

ユ！ マチス、 衰おお 

御 巧 b の 方は 是非 一巧 巧 
出なさい 

時間 宫朝九 時ち 午後 八 時 
H 幡自钥 九 時 至 午後 四時 


Y 

S 化 

W 化 化 

1 h 的 

Z 

L 罚か 

ぶ Ml 




も 


昭 

和 

ニ 一 

年 

四 

巧 


曰 


水 

曜 

円 


纖 


M 


辦 

裳 

ま 


第 

- 

千 

四 

巧 

四 

ト 

ニ 
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生糸 取 弓 所 

撞 S 個 巧內に 成立の 見么 ， 

ゴム 取引所 系を 中-む 勢力 ごして 

突如 州 官憲に 設置 方を 請願 


ニュ ー 3 I クじ 巧が 网 のま 要 
輸出品で ある、 生糸 お 引 所を 設 
垣す るみ 可否は 斯巧數 年 巧の 問 
超 ごして、 每年畿 論 •か 繰ら 返へ 
され 

今年は を々 棉花 取引所が 
中必 どな b て、 お 報の 如 < 化 お 
阐を H 本 じを かしめ て先づ 生糸 
格 付に 腳し 協證 をを ねた 上 化 引 
巧を 設 おす 4 こご： じつて ちい 
か、 この 時 じを た b 今 巧は 當化 
の ゴム 化 引 所 系の 勢力を 中、 む VJ 
する-派が 突が ュュ ー ョ ー ク生 
糸 取引所を 組織 ど 巧し、 早くら 
州官 恵に 街して あまの 手 緒き を 
あ 了して、 一 ニヶ 巧な 內 じは 化 引 
にな 學 する 旨を をまして 化 間を 
驚ろ かして 居る。' 今回の 計 劃は 
ムる ± お 日 午後を R て發 をされ 
隨 つて これが 

取 弓に 及ぼす 影 懲 はか 論 
尙 ほす 巧じ感 し、 有力。 る 絹物 
業をは 「單に個ん的^=*る則劃で 
もる』 ど稱 して 居る もの ももる 
位で 時節 W 梳化 取引所 系の 生糸 
取引所 設薛 案に 妙な お 照を 生ん 
で 居る。 今 凹の な 引 所 設置の 發 
を 人中、 ゴム 取引 巧々 長で あら 
..をり 無雜 をで あを へ ドタ^ ソン 
巧のみは直接生糸おぉじ顯係^^ 
き 人 じして をの 他の 發起乂 は 取 
副 巧設攪 論ち どして 知られて 居 
る 仰 買 蘭人 シャ ズ •ス マィ 
ブ ー 、 シヵゴの 雜物酌 人 ォスヵ 
1 •ク キン マン、 ベンジャミン 
-ゥ アン •ラ^—. かト 、ィン テ アナ 
お ジスの フレデリック •户 ンブ 
ンク トン 

其 他に H 本 棉花の ドー グ 

ラス •クオ 八 力 1， サ八ザ • 一 • 

术 トロ フ 廟食 の チャ^ レス ♦ミ 

ュラー 巧 等は 輸入が を 代を して 
参加して 居る が、 骚起 人が 發ぶ 
した スブ ー トメ ントじ 化れ ぶ、 
『今回のを 糸が 引 所は 會 員を ニ 
な 五十人 じ 限を すべく、 取引の 
方な も 生糸 ご ゴム か 引には 類似 
した 點タ < 、おつて 大体 じがて 
ゴム 取引所の 制度を 採用す る舊 
じして、 化 引 所の 目的 どず る ど 
; ころは 會 員-しおし、 生糸ぶ び こ 
れ •わ 副産物 寶 買の 化 おを 計 b 曾 
貢が 瓦 じがて、 をの 规 約を 維持 
して 扁等道 德の稱 神を 遵苯し 

ホ に 脚聯 したる 報道を 
供給し 化 引 上ょ b 化 ホる 冒險を 
ホが じ 防 化する こご 等を 目的と 
すろ』 ごの ニ 節 わ b 。 木 鴨日大 
游 院フォ ー ド 刺 率の 許 巧を 隙し 
て 州の 誉記 官廳じ 請願 巧を 提出 
じぶん だもので ある^、 顧問 辨 
誰 ± としては 物な 化 引 じが 驗が 
(且つ ゴム 化 引 巧 組織の 法務に 
化 事した ジュリァス •ベァ ー 氏 
をな つてず べ^、 ヘン タ^ — ソン 
巧は ゴム 化 引 所妍織 者と してな 
き經驗 をが す るん にして、 ステ 

トメ ントは J ニュ 1 ヨーク じ 

が け る 尘糸化 引 は 先物 化 引 ’か 


i 巧 3 陛做间 巧を の 報じ 紐 巧 お 
おはが 落して 二十 乃 ま；- トー 仙 
咽、 本年を 商は - H 巧め の网十 
一仙で わるが、 ホ 网が荷 二月 ホ 
十： 立で ニ 千を トン、 昨年 M 期に 
比しみ ニ カトン 弱 巧、。 ン ドン 
.がが は 故 巧激贼 にて sg ホ 五 方 
八 千 トン ご稱 せらる。 ホ 國 『ゴ 
ム •ブー が』 乎 持 高は 一二 四巧ト 
ンど 看ら む 損失を たじる じ 鑑み 
問題の 輸入 購買 排合肋 成な 案 も 
がの お 効に 棚し 驗 々の 議論を お 
起しつ.- わ 6 しが、 をは 姑時關 
保檢 入な の獨 み 及びが' 慨 昂騰を 
馴致ず べし ごて 反巧タ く、 昨 ホ 
H 下院に がける 巧 票の お 巧は、 
多數 みなお ，/ w て、 が じ 否決 さ 

れい。 


いた* 過去 蚊 年に 宜も 苦しい 經 
厳を がし 

を だしい 動搖 よら 
して か 引 上 奥 人なる 镇 失を 絮っ 
たを がを い。 今 旧の 生糸 化物 化 
引 巧は あだから ゴム、 穀類り； 化 
にがけ るか 如く、 化 引 h よら 生 
中る これ 等の. 隨番を 打 棘す るに 
充 かで あらぅ』 ど おんで 居る。 

委員 會 組織' 

會 1 ィぉ巧 が 

ニユ 1 ョ ー ク •タネ ムス 紙 十 

H 所 報に めいば 新設 さいた' ニュ 
I ョ—ク 化 糸 取引所は 九り マン 
^ッ タン 化 樂部じ 臨時を 員 食を 
な 菜した 結果 轻起 人の 一人で あ 
る スマ ィブ ー 氏を 臨 おを 貴を じ 
H 本 棉花の ドー グラス •ゥォ^ 

力 I にを 書記に 選 擧し近 （をら 
じ 委員 會を 開いて 永义 的。 役員 
を選擧 する 當 であるが 

スマ ィリー 巧の 發 まする 所に 
よい ば 入會费 U ニ 千 五が 巧に 
て 取引所 新設のを 表 ご 共 じ 株 
式 取引所 員 棉花 取引所 員 其 他 
銀 巧 家 等み 參加申 这者旣 じな 
人 じ垂々 どして 居 る 
运の こどで ある。 而 して、 今圓 
の 取引 巧 新設 じ 闕し豫 て よら 同 
擦の 計 劃を 持 も 現に H 本へ 化 表 
0 — エンス テ キン 巧を 派遣した 
當地棉 化 取引所 長サ ミュ^ •パ 
ッバー ド 氏 巧は 左の かき ステ ー 
トメ ント を發 をした。 

かを こュ！ ョ—ク 棉花 取引所 
では 會貿 じして 生糸 取引に 從 
事し つ i ある 人々 のた め 生糸 
化物 お 引 所の 設 瞳に 就て 案出 
し、 不 おが 恃别 委員 會 をが 織 
の 上 生糸 取引 業者の 重なる 人 
人 ごら 協 幾した ので あるが、 

この 計 蕾を して 巧 ホを 滿 足せ 
しいる ため K け、 先づ U 本に 
がける 先物 ホ 場の 嚴 を；： i な 調 
査を 要する ので、 先づ化 表を 
U 本に 波 遣し をの 調 杳報吿 を 
待つ た 上設魔 ホを をめ る こと 

ご^つた 0 ニユ *— ョ グ 花 

取引が どして は 阿 人が 生糸 取 
引 所を 設置しても 別に 反 おす 
る ものは。 いが、 旣 じち 力な 
るを 糸な 引萊 をが 義じ H 本へ 
派遣した 親 糸 業協诗 及び 棉化 
取引所 化を の歸 米まで 万事 延 
期を 槪 めだ 際、 獨立的 生糸 
取引所 設睛述 動が が （进を 的 
じ實 現した こごは 巧 等の 最も 
必外 どす る 所で ある 云々？ 

紙 Si いむ S •か いい 債券 類 利 麵漸减 

證を巧 社が を く- P 生糸が 引 所 じ 東京 特電 九日 發 n 償 券が 巧姻 
參 加した』 と 報じて ちる が 右は b 漸戚し ニ n 現な-平 巧 率 ホみ 一二 
野村證 なでは なく 巧が 合 あを 社 I 煙、 過去- ケ 年し 六媽六 まの 化 
が お 地 ゴム 化 引 所員 ごして アメ 下で あるが 之は 化 b も 晚さホ 遊 
リカ 人を 化 おとして 居る 巧の 閒資 消化 難の 反映で あると。 

違 ひで わる ご 。 


財界 一 班 

糾務 大臣 獲、 六日 
が務官 事務所 着電 

貿 巧は 順調で 輸出 一億 六 千 六 
が巧瞄 、•入 姪 四千 六な 万®、 
巧の 降 輸お增 加を るし く、 入超 
お 累計 一 憶 一二 千 四が 巧圓で 前年 
同期に 比し I ニ 千と 巧 巧 圆を喊 じ 
爲 替東電 外債を 渉 進が 中 じして 
金解禁 促進が 想せられ 、棉花 附 
け 一巡 其 他 爲替上 貿易は おじ お 
超 期 じ 入れる 等 好か 巧に 二十 ニ 
日 S ホ 急騰せ る だ、 月 未 落 かき 
あ融界 資金の 需要 依然 をら や 緩 
蹈持績 、が績 おは 支那 筋の 需要 
增 加じ活 おを 帶び 昨年 下半期を 
なの 營業 成績を 綜 をす もじ、 短 
操の 影響 じの b 配 奮 償却、 稽立 
巧れ も增 化し、 敵 損會社 数ち 激 
臧 ，事業を 不 琳巧當 深刻なら し 
じ拘 はらず 巧 成績を 擧げ ね。 砂 
糖 巧は 世 巧 的ち 產ど 本年度 協を 
不調に 終 6、 自由 販賣 となち 斯 
界婚视 、製糸 界生產 制限 ニみ 五 
厘增 か、 孕 約 一割 ニを 威を じ决 
定 しがが 恐憐 後の 銀行 銀行 整理 
が 現じ 瞄 しては 整理 合 村 著る し 
く、 進涉 をを つ、、 あ b 、 耍 する 
にが 界 基調 特別の 變化 なく 一 股 
じ、 政 巧を をが ^ の狀 態な ので 
あ. ■0〇 

株式 市瘍 巧活氣 

こユ 131 ク 株引巿 場は 旣報 
の おく 前々 週 0 巧 急 じ b 騰氣を 
で 姫乱狀 態を 呈 して 语 たもの i 
ィ ー スタ— 化 H 後 じは タ 々落 付 
くで あらぅ ど 見られて 居 じに 反. 
しまる 月曜： 一一の ボ 場は 化然 どし 
て活氣 を呈し 取引 巧 凹 巧 巧を 巧 
び 突破し 諸 巧 も ニ お ィン ト から 
十八 ポィント 方 じ L 勝して 投機 
氣 をに 溢れて 居る ご。 

兩 銀行の 引受 額 

東京 特電 九日 發 H 東 巧 带燈社 
憤の 一二 井が 巧、 を 田 銀 巧 引を 額 
は 八で 万圓 である。 


. I 挪么金 五 億の 上 

ゴム 解禁 ご 巿携' ! 束 京 特電 八日 發 U 昨年度を 償 

おが 務聲記 官報 吿 一巧 還 額は 九モ I ニけ 巧 阅じ上 b 昭 
英励 もがの ゴム 輸ぁ 制限は 十 i か 己年 巧に 化 用出來 るが 還を を 
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日 一十 巧 四 年 兰巧昭 


設購 改善、 磯 利の 
巧理 人、 調理は 日 
本人 向き 

誦李園 

掏 ホ ホを 待つ て 

舊 らます 


S 永興樓 

お 揃 ひの 巧 理人數 を 
が 日本人 諸君の 嗜巧 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 孰 一二 時を 閉店 
(なか 五 下目 サブ 
停 宰洛の 下) 


支那 巧理 

ボ廳 茶園 

司 巧 人 蘆 蓮 
出勤の ホ じは 査巧 
の 巧 便利 じ赌 へが 
閱會席 0 御用 じ康 
や， へく 展聞巧 ホが 
不變ぉ 引 立 頸 巧な 
お 上 御 案 巧 申 上 お 
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美 ホ じして 巧 巧 

S お南樓 

午前 十 時よ b 
午前 ホ 時まで 


销巧 


を 樣の御 嗜好に 適 ふ 
棟な 美 ホの 卸 巧理を 

廣珍樓 

をし 主す から 續 々御 
ホ ホを 願 ひます 
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F:; 剛 

盛 

A 帖 .1 

JA 0 
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温 新 杏花 

本 樓は開 創な ホ 多年 
一意 勉强 仕を 司理人 
ゼィ 、巧埋 A 歐廉も 
巧變 らす脑 前を 見せ 
て 居 支ず。 然をこ 免 
在 某 街を 巧 じがて 元 
本 樓巧理 \ を 雇 入れ 
たる 如き 廣 をを なし 
居る もを 然疲根 じを 
之 巧る# じ 巧をリ な 
< 倍 舊强搔 貧 じ 煩ら 
度 < 目 本ん 謹 賢の 御 
あ來 をを 驾 致します 

新 杏化 

主人 謹啓 


ホ 上 金魚 巧 

918 巧 童 Ave こ N 呈一 fork 含. 
さ one G 量 こ 738 


木 白 及 龜甲萬 却を 元を と 

舊が養 sf ザ 

ヨ た 特別. ロー 切 取 揃へ 品 巧 

日 ネザ霞 這を を 雲霍品 豊富 

巧 旧 醬洒巧 ホ會化 東が 一手 賣糊店 

H 本 食料品商 會 


紐 育 唯一の 円本 百貨店 

巧 欄 兄弟 商會 

スマ ドン •ブ P ダク ジ 一ず 販賣元 


割烹 並に 御旅 舘 

お 臂を巧 

与' 巧 巧 

な 育 ホ 西 八十 八 T 目 一二 ニニ 
電話 スカィ ブ ー おん ニニ 


高等 御旅館 

昭 和 

會賺御 料理 


日本 食料品 類 及び 雜貨類 卸小賣 
ホ么ま 大資测 桑 山商會 
新刊 害 籍雜誌 小間物 日 巧 おを 種 


•每タ 九 時を を 案 
メ！ グ アド ご 〔年 一を 

日本 お貨お 東京 商會 

亩窟お 巧 巧 巧 ム自 巧の 便 あ b 
ト タンク 巧ち ます 


新開 業 

腕利きの 巧理 人が 日本人 諸君の 嗜巧じ 適 
する 巧 巧を 差 上げまず 

纔頭和 園 

芝居の 前、 芝居 歸 ちの 御 集ち じ 最も 適當 
の谨 所です 是非 御 想 負 じ 願 ひます 


第 お 巧と 一二 0 

へ クシ ヤ— 

ビグ デン グ內 

小 池 寫眞舘 

電說サ ー クグ 

四 四 0 六 


舞踏 個人 敎授 


▼社を ダンプ ' 

►表情 体操. 
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シヤ ジブ •タン シ 
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上 おタ 'マ 
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會席 御料 瑣 

畫 食は 末廣へ 

叮峰簡 巧ぶ 巧 大勉お 


御菓子 舖 

名 顿栗優 頭、 篇锐 、な 羊羹- 
賛澤 置、 甘納豆、 其 他を 禪 
煎餅 卸小賣 。のし 稱け 前日 じ 御 
注义 をを ふ。 日本を 巧 品 及び 雜 
誌 等 も あ もます 

御 注义は 松風 辟髙橋 

2 S W . 呈 h siTel . Tra 空 gar 5 里 4 


電話 V ラィアン ト 

八 0 と 九— 八ん と H 

日 IIS 特長 

^ が 育 巧 面 巧 十四 T 目 

う ニ テ 一一 八曼 二階) 
支配人 か 中 重 雄 


ち庙 

14.7 曰 areit iwe - ぎ臺タ N-T. 
ぎ 苗を elM さ 8 ま 
まな 笠 rs. F. K. sak- 


異窗 月なる あ隸拜 階に 谨を 
なる 薇 業を 罔旋す 

宮川 事務所 

な 育巿西 四十 ニ T 目な サ一 番 
ととん と 
九 ホ 化 八 


電 


ブライアン 


煎 餅 卸、 小賣 
を 腐 油瘍 
日本 食料品 一切 

S 泛 ims 度 Ric 巧 cwke 广 0 • 
養！ fhird ご沪- 

■ rei - p 堅 a 篇 ミ 


ロス アンが 处ス 

ホ リン ピック 

木 テル 

ニ ？ N San l*ed 吕 si-- Los An を es, CaL 


レヤ トル * 

Np 旅舘 

W06 . 6 を Ave - so . Meat ユタ w " a * h ’ 

停車 爲前通 東 ご 一 了左侧 《階 建 
日本 巧 船 切な 取扱 波 巧 場 送迎 


商業 院域 中必 、絕 領事館、 日 ネ 
郵船 其 化 銀 巧大會 おあき 语巧 

を 港 小 M ホテ戶 

满 日本食 ( 恃别 間 あ 6) 

御 一報み 讚 自動 ぞ御 巧迎申 上ち 
6 ニ Ga 吉 iia 芭 ； San Francis 呂 ，呈 if. 

木 旧 ル 1 ミン グ 

1 呂 7 3rd he. 呈 • 59 置 黃 ぎ eets 
ヴ て ph 呈 e す 巧 nt 萬 27 


米幽迦 S 荒木 お 一郎 氏が 

世界一周の 東 廻' 


み 田地では 総領事 舘ご ホ國聯 
合 通信社を 化 式 じ訪閒 する 


前 お 本社 特電の お 巧し じる か 
く 化 巧】 巧巧姬 b の 巧 巧 選手 お 
木 巧一邮 氏は 六日 橫お 出帆の エ 

ム プレス •オグ ■玉 ジア 号で い 
よいよ この 

化途 じがいた が 度に 义人 
エゲ アン， おの-岡 記錄 もを る 
ので アメ > 力の 尬を P . ち 巧 ホな 
(、この 化 b 巧を 挑めて ちる •か 
ホ おおた る 時事 新報 社ょ b 本社 
じ 逢した 特巧 じめい ば競爭 者の 
使用す る 巧 率、 飛 巧が、 谋船其 
他は 一切 定期を 旨 V 」 して 持 別 化 
ホての 化 用を 許さ や、 獲 用ら 時 
事 巧が おの 制限した 範剧に 化め 
て 服裝け ブグ！ •サ— デに 中 巧 
おごされ、 到資 齒め乂 化が 〔ア 
メリ 力の み な ニユ 13! ク總領 

事舘〕 轨銷迪 信が を 正 まじ 訪問 
して 謡 明を をけ る こご ： Gb 

當化 でけ 聯を述 信 社、 モ 

ス n ! はタア *、 ベ グリンは ゥ 
オルフ、 パブー は^ ゲア 、ロン 

ドンは C キテ A のが 述倩 就を 訪 
閒 する こビじ なつて おる が、 選 
ばれた 競 巧ち をを るに 
巧姻 逃 手 

荒木 東 ー郞お 

ごす 四 廉け巧 學的管 巧を S 硏 
兜. ごは 權 威ち であつ て 

巧 化 巧は み 京 ホ 外 幡グ谷 四 0 
本籍は 熊本縣 玉を 挪 八幡 町 字 
川を た £ ニを 架を がな 第一 中 
學校 卒業 閒お年 東な 高等 エを 
學巧應 用 化 學巧卒 ま， 词お年 
よ b 八 年 ま f を 巧 藤 倉 電探が 
ま 會か巧 楽 ま 巧 と して 就職、 
同 八を 農省務 省が 外 育 業 練 巧 
生 £ して 米國 ォ^ィ 3 州アク 
n ン大學 じ乂學 、间十 年同學 
エ學 が卒藥 、途中 化 學實驗 を 
受巧 もたる 爭ゎ b 、 •大あ 十一 
年と M 乂 阁议峡 讲を闕 のを 帶 
を視 が、 て お辨ご 輿に、 漫談 
『歐 がめ ぐ b 夢の 旅 j の 著 あち 
大正 十 ■年 十 ■巧が 削 をん 協 
調 巧を を 能率 硏 免所囑 託、 大 
正 十.：： 年 横が 茵等 工業 學換講 
師到 結き 巧學 的を 巧 法 溝義を 
，擔 ほ、 大正 十二 年 十一 巧 協 誠 
會を辭 職 ' W 時 じ お 木 能率 事 
務 所を 词會が じか 業 I 引 線き 
: エお曾 絹； 鉛 窝巧现 顧問の ぉ 
i 務 じな 事して 居る。 

_ 两姻 b の 選手 

^ 化 ホ 龍 吉 君 

'本年 一二 十と ぶの 御き 盛ち'。 
明治 二十 五 年 十二け 東京 器 一二 
旧四网 叫に 生む、 巧 ミ 十九 年 
S 巧廣お 幼稚を、 巧 十の 年 S 
巧を 述部、 大正 お 年 111 H 村大 
學が卒 策、 巧 巧 ご 一井 物を 株式 
會社じ 入社、 んを化 巧 阳化シ 
ドニ！ ま巧勸 巧ごト * ら赴 化、 
十一 一一 年 化 巧 シド ニー 大を谦 帥 
を 兼ねた、 ト 近年 义月问 社を 
がした， 學ホ巧 化は、 ラ •クビ 
1、 水 か 逃ず どして 酪名だ あ 
つた。 


勝が の 地は 

ニユ 3— ク 

荒木 選手は 語る 
選ばれて 目下 赏 地に おひつ！ 
ぁる 荒木 選手の 談じ 曰くを て 米 
人 M バンス 氏が 一千 九な 二十： 五 
年、 二十 八 H 十四 時間を で 化が 
早ま わらの レコー ドを か b まし 
たが 

おろを ご问樣 能率 增 進の 
仕事の 硏究 家で ぁる のら 巧 かの 
冈緣 でせ う。 おが 參 加した 巧 も 
は舆ー にわこが ましい 言 ひを で 
ずが、 一 迪ら 外留は 知つ て 居る 
且つ おめ 職 楽が コント。— 八 • 

ス グジ ユア リンク ど C ふやうな 

事を 常に エ 撰のを 部歲 ひは 餐業 
會 社ん 方 而じ應 用して、 お學的 
營理 をの 實 施に 當 たつて 居る 關 
係 h ホ 常から 用ゐて おる を 補の 
お學的 管理 巧 じ 

應用 せらる-'‘ 圈おミ か、 
時 隙が 兜 どかい ふ 方法が を谐の 
化 巧 一周 スダジ '1 ァ リングに 應 
巧す る。 らば、 かい* ら ホを こじ 
相當の 効を がるる もの ど 信じて 
應 慕した のです が、 いよ' こ 
うなれば、 化を の 人の 環視の 中 

で、 お 巧 トランス ホ— ブ^ シヨ 

ンを テストし つ； 又は 私の 硏を 

して 宮る コント ロ — 八 •ス ケジ- 
ユァ リングを 如 實じ化 人の 骄じ 
披繼^ るこ已 じだら ました。 お 
VJ しては 决 して 西 i わら 選手 ご 
離爭 する 

意志 よりら、 むしろ 化 お 
のを 通 機 願を 利用して、 曾つ て 
化界 一巧の 記緣 をつ くつた メ ー 
ャ— 氏ん 一二 十五 日 二十 一時 閒 一二 
十六み を 敗る こどで ず C これ じ 
は化舊の自僖がもら. よす。 ^ H 
も旱や （確を し レス クジユ ー か 
を 完成'-'* る 精 りです 大 

体み ス ヶジユ ー 4,です^5、 これ 

は 天機 洩らす ベから 中です。 し 
かしな のがの ザの スヶジ ユール 
で L へば 

紐 育 で旣じ 勝算を つくち 
决 > むで ずが、 を' 一で また 不 をな 
ら モス コー で總 ベて を 巧を する 
极ら です。 耍 ずる じ 化の スヶジ 
ユ ー A に U ゴ ー ^ピ しての お 巧 
は ホら ません。 モス コー、 紐 育 
これが 私の フヮ イナ 少 •ポ ィン 
ト であら ゴ ー が ラインで ず 0 ^ 


る 月曜 H 午前よ らジ で ネラ瓜 • 
セッション 第一 部廷じ 於て が 事 

ア ー レン 巧、 を 事 デョ] •マー 

テン 巧、 被 吿辨護 パ ー ト マン 
外 一人 (を 逃) 立會 開廷し 正午 
まで じ 巧 陪審 官の 撰擇を 終-^ 午 
を ニ 時 審問 開廷し 最初 如の 証人 
ごして は 被害者 ホ 上 巧 I 巧 (日 
ホ レスト ラント ホ 人) の 審問を 
始めた。 其 內容は 第 一 審 ご 同一 
で、 昨年 化 バニ 十一 日 深を 巧 上' 
じ 巧て 短銃を 0 て 脅かされ、 巧 
理 店の 賣上巧 金な 五十 ホを 强奪 
されし 當時 のがが を捂る ご、 被 
吿側辯 護 ± が ザ 上 氏の 供述 及び 
必 証を 動かさん S して 
『太 旧の 顔を か 例 じして 記憶し 
居る や』 とか 『化 人の 衣服の 鏡 
柄は 如何』 『息 長は』 なぞ ごた 
わみ かけて 質 間す る や、 ホ 上 氏 
はを じむ まら 兼ねて 『おの 巧の 
身長を か b たけら やお 前の 隣ら 
に、 座つ て 居る 男を 見ろ」 ど 怒 
号し、 巧 護 ± 怒って r 予の 質問 
だけに 答 へれば よい』 どや b 返 
す。 滿 廷傍聽 人く す-^ ご 笑 ひ 
出し、 巧 事 も 笑 ひを をみ つ，‘ 仲 
裁 じ 入 b 寧問續 わ。 み じ 太 旧を 
逮捕せ る 探偵' ィ ー ト S 審問 あら 
- ミトけ、 太 巧の 居连 よら おで 
し 質札 じ 化つ て 舊を日 ホ カフ ブ 
プアの 菊 藤 巧 S 巧の アバー トメ 
ント 止宿 人の 盜難 おが 出で た 事 
寶を 供述す る。 ホ じ U 會書 記を 
曲 ホ郞氏 証人 裏に 立 七、 化の 事 
がに 關聯し 掛が證 人 ごして 必要 
なる 某の 巧 衞ホ搜 索せ る も 何等 
手が からな きこ どを 述ぶ 。時に 
午後 阻が 十 巧、 刊 事は 十り 早朝 
よ b 引き 績き審 閱ネる 旨を 實し 
簾 一審は 巧 だら れ た。 


昨年の 地 裏 〔日本 J が‘ 


ニを 面 


太 旧 幸 次廊の 

巧審 Y 開鍾 

証言は 被吿じ 不利益 
邦人の ピストル 强盜举 件 ごし 
て 同胞 化 會を骚 がせる のみでな 
く拘 ほおを 黨が 潜が-つ、 ゎら 
ど 晩 まれて 居る 太 旧 幸み 郎畢僞 
名 加滕難 十は 第一審 じがて 階審 
官の窓 お 一' 致せず、 再審に 附せ 
らる i こご 5 なつた が、 を々 去 


) 吕 平均 十六 回 

中央 氣象 台では 昨年 中の 地震 
統計を 缓 表した。 をれ じょる VJ 
昨年 中に 中 巧 氣ぉ台 並 じを 地 ホ 
測淚 所で 

觀測 した 總數 はを 感覺ニ 
千 六个化 回で、 一昨年の； 千 ニ 
なん 十二 巧に 比して、 と 巧 九十 
と阴 の激增 である。 まわ 無威覺 
では 一二で 九な 五十八 凹で、 j 昨 
をの 互市た なが 十 一圓に 較 V て 
一二が 十と 回を 增 して 替 ち、 を 無 
感覺 をを 算す ちご、 昨年は-昨 
年ょ b 實じ 一千 旨 十四 回 も 殖え 
て 居る。 これを 1 u じ 平 巧す る 
ご 十 置 六间の 

地 I 辰 •かあつ わ譯 で、 か： 
增 加した のは、 S 月' と 日の 化 舟 
を 大地 蔑が あつた i めで、 间地 
震は 實じ 一で 余 回 •しるぶ 余震が 
あつた。 なほ 右のぅ ち披 害の あ 
つたのは ホ闽 で、 をの n 時 ご 地 
方 別は 左み 如くで ある， 

么 一二 巧よ H 午後 六 巧 二十 八み 
お (化 丹 後地 ホ， 被害 思し) 
A 八月 ホ H 午前 六 時 十四 か 頃 
(阿部 隙 川 河口 沖 > 沿岸を 少被 
害 あら) A 八月 二十 五 H 午前 
一二 時化 か 頃 (赛潰 下 淡水 漠上 
み 多少 被害 あら〕 <1 十 巧 二十 
とり 午前 十时 五十 四を 頃 (新 
お縣 I ニ 島郡觸 巧が 附近を々 被 
蓄わ も) A 十二 丹 二日 午後 一二 


時 五十 五み 頃 (が 如が 田 川 流 
域を 少の 被害 あら】 十二月 四 
日 午後 化 時 十八 サ頃 (長 胁縣 
千々 石灣 附近 タ少 被害 あら) 
まむ 火山活動 ごして は、 著る し 
いものは な （、だぐ 僅 じ 十 勝を 
雌 阿寒 岳、 燒ヶ を、 淺間山 等が 
小 巧 動を したじ 過ぎ G い。 

下らぬ 遊戯 方面で 

.新 記 錄競爭 

.お 巧 機の がを 力 持 繪試驗 で 新 
記録を 作る 例が 流 わする 影響を 
受けた 譯 でも あるまい が 最あミ 
ネソタ 州聖ポ ー 八 ホでは 子供の 

遊び事 じ エン デュー ランス •レ 

n — ドを 作る 眞 似を 始め、 を 南 
の靑 少年を 驅 つて 巧 記 錄競爭 じ 
沒頭 させね。 第 I の 例は が薦揚 
げの 記録 競爭で 『スピリット • 
ネブ •ウ キ！ ド フタ ー 』 ど 稱す 
る お 篤を 四十 八 時間 じ 互つ て 十 

三 一 歲のウ キ八コ スキ ご プロ ッセ 

ィご云 ふ 小 供が 巧 化で 揚げ 通し 
外の み 年の 舊お錄 を 破つ た。 义 
巧 驚の グ^-^ 廻らでは 『スビ 
リット •ネプ •フランクリン』 

ご 云 ふ 巧 薦をニ 千 八な 五十ち 度 
空中で グ 八—- 廻ら させた 小 化 
の 一群が ある。々 年が をの 如き 
レコ！ ドを 作つ て 居る； っも、 女 
の兒も 貧け て 居 や 十二 歲のシ 八 
グ キア •モス コウ ッグと 云 ふを 
がゴ 4 ^ フ 球を ニ 千と な 十 度 手で 
パズマ セ、 繩躺 びの 記錄 では 五 
巧 一二 十ち 度纔 いて 跳ねた 女のを 
が ある。 W 上は i 週間 前 睡眠 回 
避 競爭で アグ ヴ キン •バンド S 
七オ ドが •シ 八クア ！ ステイン 

とがと 十二時 間 睡眠せ やじ 居た 
ご 云 ふ 事 賞が 琼 巧で、 巧く 補々 
のががず を惹强 したの だ ど。 


と 巧に 誤 巧す る 

世界 拳圆 爭覇戰 

化を 重 豊攀圃 爭覇戰 じ 就て は 
デム フシー お 場不巧 能で が々 艺 
風評され て 屠た が 愈々 興 巧師リ 
ツカ！ ドの 手で この お 巧を 期し 
現 選す タ子 — f 瀑洲 出身の ヒ！ 
二 1- い爭 ふこと じ 確を した。 


讀 をの コラム' 

ハイ ヒ！ ル 問題 

了 A タイ •サイ ノロ 生 

ゴ方フ 巧 氏の 一巧 おが 輪を 壽 


いて、- ィヒ ー ^ 問題が 息 かの 
お ホを なつて 一般の 注目を おい 
た 事は 面白い。 靑 葉の おじな つ 
ねら 神經 患者の ぞい 同胞 聞に 是 
むが 問題 じなる、 今更ら 不思議 
も あるまい、 侯の 專 配は づグフ 
巧 巧 じ 六十 五バ ー セント、 同伴 
者 じ 一二 十五 バ] セントの ク レダ 
ットを やらね い。 ゴ八フ が 巧の 
を吿は ィヒ ー " 間 題を 表題 ど 
して 同伴を の 非常識を 訴 へて 反 
省を 化が して 居る じ 劉し、 同伴 

者は' ーィヒ 1 八じス テックして 

其の 非を な 省し U い 所 じ 常識 上 
の缺 階を 想像す るに 難くない。 
をず なな 複 から 見て 化點じ 於て 
クレデ ットの 差が 生やる。 ぶ國 
じ 居住す る 同胞、 男子の ぶの 婦 
人じ對 ずる 態度に ニ樣 をん 穩だ 
一は 縄 H 本式、 一は ァメ > 力ま 
だ。 兩をお 離な 場を、 化の 同胞 
じは 不渝快 じ 威す る もの ピ 。を 
闽の 問題は 巧ぅ やら 後者の 場を 
じ 想像 さる； が、 僕の ま 雄 ミし 
ては、 同伴者 も、 御 婦ん息 身 も 
翻 顔の 黃 色い 事を 常 じ 意 M して 
屠つ て 賞 ひたい。 想 ふじ 私評惠 
の 言辭必 やし も ヒがミ ばからで 
も 無い ご あ ム 。ゴグ 7 遊離は 種 
々の 点じめ て 個ん をが 發渾 する 
もの だと 聞いて 居る が、 其の 诗 
めじ 化に 對 して、 不輸 快な 或を 
與ムる 事は 最も 愼む 巧き 事で を 
つて、 をれ は舉 じ ブがフ の巧刖 
じ 許された る 巧 動る々 の SiJ 造で 
はない ご 思 ふ。 な ロ々 は 時に 9 ン 
クじ めて 婦んを 岡 伴した か 人の 
巧 勘で も 余 b にわ 扉-」 ポ かれた 
態度を 見る ご、 渝 快な 感じは し 
ない、 巧ん や 同胞 じめいて！'^ や 
ご 0 


運 


動 露. 


願 西 學院が 優^^;' 

を 京 特電 セ日發 《 騷 巧中學 
校 野球 競技 會じ 於て 關お 學院 
はか おか 中學 をニ對 一一.^ て 敗 
ら廢 藤した。 

ス軍一 藤 一敗ず 

東京 特電 セ日發 n 渡 ロ： 中の 
ス タク トン 野球 團は 五！：! 法 政 
大學ど 鼓 初の 試を をな ^じ 一二 對 
ニで 勝つ たがみ 日の 對 jT 梅 巧 
戰 は五逊 四で 負けた。/ 


御大 典 奉祝 母 國 訪問 團^^|^ 成 

今上 陛 r 御 即位式 拜觀 の！ 一本 じ おする 巧 前の 好機 
旅程 = 今秋 十月 十一 ロ (木) 午後.！ ハが ニトを ペン 停 場ぉ發 
同 十と H {水} 沙 港蠻聰 船加賀 化に 便 乘の上 十】 巧 一| 日 (を) 
橫濱港 着 

歸乂 = 明年 S 巧 化 n 橫濱發 、郵船 靜岡化 使 じて 四 ホ 十！ 二日 
沙湛 着、 同 十九 H 紹育 着の 豫を U れお隨 盧歸米 差 支！^ 無し 

幽豐 = 片道— ニな 六十 巧 (巧卑 一等、 巧 船 二等)、 

ブ マ ン 寢をが、 食事、 沙港 ホ テ グ 巧、 自働単、 タ|ッ ク タ 
ボ ーィポ ータ！ 、む附 等 途上の 入費を 哥を をむ I 
往復 t 四が 十 弗 

申込が 定巧他 詳細は 底按ホ 催を じ 御照會 ぁられた ト 
紐 巧お柬 五十 九 了 目 ニニ 四 一 . 

巧 桐 兄弟 襄會 

第五 次巧國 諫問團 

紐 育 ボ西百 八 T 目 = ニニ ニ 

本人 お 0 敎會內 化 川 

御大 典 奉 視巧國 訪問 團 
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號 二十 四百 四千 一 第 


m 辦 窝 縱 【日曜 水】 


日 一十 巧 四 年 H 和昭 


四 


，ミ 


貴 ♦金製 ナィフ 銳筆類 

を 

屬 ♦金剛 おおを 胸 飾 類 

寶 ♦を 銀製 網 草 入を 種 
石 

商 ♦美麗な ピン 時計 鎖 


晚香坡 每ニ過 一巧 化 帆' 

▲ユム プレス 亞細亞 (ニ 7 若 0 お) 

阻 月 か 六日 

▲ゴム プレス 加を 太 0 ち •化 00 巧】 

/ 五月 十と 日 

▲でム プレス 露西亞 0 其 •ぶ呂 唯) 

六月と 日 

▲ェム プレス 亞細亞 三 1, 备 0 巧】 

六巧廿 八日 
一等、 二等、 一二 等 及び 下等 客 設備 
最大、 善美、 最快 まの 東が がわ 船 


▲虽巧 まみ 莲 設備 供 食のを 富货巧 もる は 巧な 真 
の お 練 親切 T 寧 ミ 其に 當 化の 萬 ミ寸る 處で寸 
▲當祐 太 やを 航路 一二 等 設備は を 部 革 巧の 巧ち み 
施し まし わ、 ホに 沙市 擦の 如きは 巧謂ッ J 
ス トサ！ ド 又は スチユ デ y トグ ラダスな 上の 
毎 値み 備 へて 居リ ミす 

@桑港ぉ帆ホ ゾ 八 ^!.經由 【正午ぉ帆】 


大が乂 

天洋乂 

コレア 化 

を 洋化 
西 比 利亞丸 


四月 サ で 日 
五 巧乂日 
五月 廿 ご 一日 
ろ 巧 六日 
ホ 巧 二十日 


# シアトル お 帆 【午が 十 時 お 酌】 
橫濱乂 四 巧 化 一日 
加賀乂 五月 十六 日 
が豫化 五月 サ化日 

® を敦發 B 本 巧 お 化 

贴黄九 四 巧 二十 目 
香 取 か を 巧を a 
▲羯 育お饥 田を 馬 経由 8 ネ巧貸 物が ー 月 ニ 西 
▲截道 切符 寢臺券 其 他 萬 ま 御 複音に 御 取 許 申 ザ 
▲太 西洋 お游賠 を か 乘觀切 巧御複 をに 取 計えず 


N 

A 

P 
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A 


シア *^ ル出邮 ( 午前 十 時 ) . 
あ ふち か 化 五 丹 ニ 0 
ゎ b ぞ 允 五月 十二 目 

ば リ寸お ( 鞭 溝 お 帆) 四ち 廿巧扫 
I ►一等 猿濱一 か五乘 

駐 しば 4 寸也 るん でん もは I おを 萊 
マ' ご 專自本 巧を 互帮 客室 大巧 造 家族 望 多 數 
▼御 兼 望に が リー 等 割引を 復 切符を 巧 致 巧 候 

ロス ァ A ゼ ルス 出觀 ( 午後 一二 時 ) 
まじら 丸 五 巧ニ自 
もんて びで を あ 4 ハ 巧 廿お日 
▼ 一等 樓濱 ニニ 10 弗 化は わい おまじら お 一蚕寐 
▼ 轉 がご 一等 日本 巧 五十 九 邦 ^ 一ニ 等 0 本 巧 五十を 弗 
▼ 竣藩羅 が 巧 竊軍切 巧 寢妻券 購入 御韓旋 かリ候 
►紐 育 線 パナマ 禪由 日本ち 那巧貨 愤船巧 一圓 


日本 陶破 器雜貨 

うム プ卸賣 

奈良 貿易商 會 


H 本陶媪 黑雜貨 類卸賣 

ホ元ブ タザ— ス 


n 本吳服 反物 キ モノ 

テ 一 — フルク ロ — ス類 

諸雜貨 卸商 

懿 日本 ドライ グ！ ブ商會 

巧 圳廉價 で 大勉强 巧 流 巧は 當 巧の 巧 長 


精々 勉强巧 化 御 引 立願 上 候 

陶磁器 雜 貨卸寶 

，春 巧廊會 


賣 渡し 


テ 1 

轉療 

の爲 めを 惯 にて 賣 波した し、 西 
八 T 目 六十 一番、. ホ聲 おは 御 ホ 

店を 公 ふ 〔マキ ォ •テ— 作！ ム】 


一遇 五 巧 巧 八 巧、 

人 又は 二人 じ 適す、 

ホ 庭へ 十を タイム スス クコ ヤ， 

へ廿 おを 電話々 ン バラン ド 室 一コ一 

184 舌を St : Brsk 吾黑 惦梅モ 


天長旷 祝賓會 

、時 H 叫 月 山 八日 (±曜} 午後 屯 時 

、瘍所 ホテル ペン シル ヴエ ニア 

、會 費， お 弗 

、服裝 ダ キシ！ ド义ハ 可成 黑服 
御 婦人 ハ 和洋 服 御隨意 
、織 切 四月 二十 S 
、申を 所 目 本人 會 事務所 

昭和 一二 年 四 善 百 紐 育 曰 本人 會 

尙當巧 パ 開 宴 中 帯 巧 ノ餘興 ヲモ 相 演ジ可 申 宴 後 
別室 ニ於ブ ダン スモち 之 候 第二 か 恃ニ中 添 候 


ヮナメ ー 力 ー の特を 

H 本ん め お 買物 じは 時 別 あ 員を 置き 無 
巧で 御 案 內致升 電話 又は ぉ 手紙 巧鑽御 
訪問！ て 御 便宜を 計 6 初めての わ 方 じ 
勤して は 特に 注意 致します から 是非 お 
立 寄 h 願 ひ ホ、 巿內 配達は 勿論 H 本 巧 
他を 她 宛の わ 荷物 發 送は 當 ホで 致し 井 

ジ ヨン ツナ メ I 力 I 


ハイ々 ラな 紳± は 

化 立 服を 巧し まず 

ホれ はを く 身に を ひ、 鼠 掛けは をく、 を 
して 出 ホを ょら も 長持ちす る 事を 知つ て 
るからで す P 弊 巧は タ數 H ホ 紳± の 御用 
を 承 (て 居ます。 

n 化廣吿 じて 御 巧 店の 方 じけ 

六を 割引 致します U 
御な えのを 巧 じ 係 はらず を も 巧 一度 ホて 
見て て さい 

ウホ ルカー エンド フロ リオ 巧 服 巧 


夏場 ダ— ム 向き 

今回 上記の おじ 移轉 し： n よ 及 ヴ獨逸 製 巧 
具、 雜貨 及び 陶器 類を 夏場 ぉき 品 全部な 
愉へ 陳列し マ 居ます から 御 ホ 紐の 節は 是 
ホ 御 立 寄 b 御 一覺を 願ょ す 

子 — デル エンド シム メル 



= 本贿 黑雜貨 
ドライ グ^ — ツ 封販賣 


S 巧 木 桃 ホ 組 


MOG, MOMO 20I,co.,nnc. 
105-E. 16th St., N’ Y •ぎ S 畫 e 薑 t 雲 5-B-7 



自働車 運轉ぁ 修理 法を 
日本人の 敎帥じ 化ち 親 
切 じ敎授 す、 婚雜の 道 
堵も 自由 一 
操縱 がお來 
る樣 じなら 
，ますを 狀保 
証、 就職口 澤 山、 晝巧 

敎巧用 じ クラィス ラ， 

一 化 二八 年 型を 使用' 


よ' — 遷ぉ 1 

獨 


▼鄕里 送金 及び 並 送を (お 手 巧 巧 r か函 
巧替賣 買、 巧爲を 取組 取 立、 信用が » 
巧 等一胺 銀け 萊務御 巧 巧 じ お 巧 可 化 《 

g 賦臺灣 銀 巧— 出張所 

本店 摹灣臺 化 

ち 店を 京、 橫演 、大 お、 神 ロ、 上 お、 巧 
ロ、 福 州、 厦 巧、 灿 頭、 を 渚、 廣 東、 巧 

嘉坡 、スラバヤ 、スマラン、 バタ ピヤ、 を 買 
力が カツ タ 、偷敦 、巧 か臺潰 十四 ケ巧 

一、 資本を 青億圓 (を 巧拂込 巧) 

一、 積 立を 化 千 九 巧 五十 萬圓 

內化本 ま 店 U 橫漬 (本店) ま 京大 巧 
神戶 ■を 崎 下 巧 名を 屋 

橫濱 正金 銀 巧— ち 巧 

ホ 團を支 巧 = を港羅 府沙ボ 巧を 
其 化 化 巧を 國 重要 滞巿 ニち 巧 度 n グレ 
ス有之 接 


本 巧大阪 化漬五 T 目 
が 育 支店が 育ブ 0 ! ドウで！ な 四十 九を 

難 住友銀行 

お (東を •お濱 、名ち 屋 、京都、 神 戸 
尾ノ 道、 廣 島、 ち 柳 巧 下ノ顆 
巧 支 巧 {巧 司、 小 倉、 若松、 搏タ 、义留 ホ 等 

本國 預金、 鄕里 送を 等は おめ 
て 御 便利 迅速 じ 御化投 可申娱 


本庙 朝鮮を 城 

支店 巧 巧 所は H 本內 地の 樞要 都巿 、朝 お 
滿洲 、支那のを 地 及び 浦 嘘巧德 

朝鮮 銀行 紐 育 出張所 

外 國爲替 一般を 巧を お 精々 御 便利 じが ほ 可 
申 上 巧 


藤本 證券 會巧 

一般 有惜 証券/ 資 貫、 引ず、 募集 

▲を融 、並 ニ 之ニ關 ス^ 一切 ノ 業務 

S 藤本 ミ 7ai— 銀 巧 

紐 育 お 張が 


日本 郵船 會 を (を ニを 沒道貪 社) 

代理店 巧 桐 兄弟 蘭會 

乘 車、 乗船 切符 並 じ 小 猜物連 送 御 巧が じな 扱 申します 


新 荷 到着 

特に 夏瘍向 格が 品 澤山取 揃へ 
居候 間 精々 御 註文の 程 希 上 候 

森が K ラ ザ ー ス 

MORIMC 巧 > iBrof Inc . 
5 ザ 57 West だ rd S 产、 
zew ジを N . Y . 

reI 0 pll 030 Grpmercy W 8 巧 0 


總 會廣吿 

拜啓會 則 お 十 一條' こさ リ本 
會第 十五 间を期 總會ヲ ホ^ 四ち 
二十 一ち 第 曜且 日本人 基 
督敎 修道 會舘ニ (西 巧 四十 一二 了 
目 四 巧 お 十 S 巧) が テ 午後 八 時 
十五 か ヨリ 開會致 お閲御 出席 被 
下 度 化 段 及 御 通 碟校化 
昭和 H 年 一二 月 十九 日 

紐 育 日本人 會 
會員各 化 

^ i 男子 巧手 縫 パン々 チ 
!フ 'を敲 かつて 居る 

人を ホむ、 希 堅の ホは 見本 持參 
ぶへ 御 ホ 談を乞 ふ 
-Arlene Under 壬 ear Co . 34 E . ち th St . 


空氣 銃？ 

ユ ッティ ング用空氣銃^一^度し 
西な 十と 了 目が 十六 番 (中が) 

電話 ユニ .バア シ テー 四 五と 八 

貸 室瘍所 閑靜を 園に 近 （淸潔 
居必地 好き 部属 お 室 じ 隣 楼を通 
の 便 サブ 並 じ 工^に 近し APT 
B 1 電話 キャ セ ドラ^ 五 四 四 
一 (四 一四 Y 1 ニ 0 ST >) 


新 ゲーム 

'夏 複新ま ダー ム及 是れに 使用 
する 諸道 具 格を じて 御需 めに 
應 ず、 巧 種類な 上の ゲーム 及 
値段 目 錄表御 巧み じ 由 b 送る 
左へ 御 問合せ あれ 
室 - i ミ M 0 L ミ h 3 き 
量ぎ k 晏. 


キ ヤン デイ 敎巧 

キャンディ 類、 フン レ チべ ツ 
h リ I 、 ゥ エッ デン グ及バ * — ス 
デ— ヶ ー キ 、其 他ネ ャン ディ 化 
菓子 •等の 造ら 方を 晝提兩 科 じが 
もて 敎授 します、 希鬻 者には 目 
錄 J を 進呈し まず 委細は 左へ 
Tile Irido 二 ch 客 一 6 呈 Lexi 香 on Ave . 


操縦、 機械 敎 習、 

幽 點义 電馨を 

懇切に 敎授晝 巧兩巧 日曜 も 開校 
日本人へは 秋 山 氏專任 敎授す 
Metropolitan A 己 こ chool , 夏 次 E . 5害 St . 


十五 年の 歷お ある 當 校は 多年の 
經驗ど 新 智識を をす る敎 帥を 聘 
し 宫動苹 
操 縱法及 
び運轉 を 
の 修得す 
べき 必婪 
な 機踞的 
智識を 短 
蝴間 じし 
て 最も 能 
率 ある 徹 
巧 的 技術 

を あ 巧し 活狀 獲得を 巧 証し 職業 
ロを も罔陡 します 0 
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貧 本金壹 な 圓 
柳込濟 資本を 六 千あ围 
お ホを 六 千 寮. 巧萬圓 

館 紙 S ホ 銀行— 支 巧 

本店 東京 巿 日本 橋 臨 本を 屋町 五を 地】 お 

ず 巧 ル 裤日蓋 化 S (おき 雲 

をを 崖 京都 大お西 (大阪 ) 巧 戸 
廣島下 關巧司 お 松 お 岡長踐 
上が 倫 教を買 利水 


k が C 
8 kl ; 的 
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• SS がん -S 
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-■ お出 入 巧 替’電 悟 送を' ホ 送を’ 旅 巧 信用 狀 
巧 業 信用 狀其化 一般 银巧業 

ん S ニ囊 銀が— ま 巧 

鄕里 送を ハ 日本を 地 無手 歎 巧？ 巧 ま 取 あ 
本店 預金 (を 巧 通知 ノニ 稀〕 御 硬 利 取扱 
本 支店 東を (本 巧〕、 大阪 > 巧戶 、を 都 
巧 化 地名 古屋 、小檐 、上 お、 倫教 


當 業者い 豫 恕を衰 切った ’ 

紐 育生 糸 取引所 設置 發表 

其 動機は 那邊 にある か 疑は しい 


生糸 上 お 問題を 前に お えぞ 年 
I の 難問 越で あつね 

格 付 閒 越の 硏究の 巧め 米 
固 斯業の 化 おぞの 一部は 目す 渡 
日中で あるが をに 圈らず も 突な 
じが も 右 化を 者 速とは 別派の 瞄 
係 者 じ 化つ て 別項 第二 お 所 報の 
一 か < 同 問題が 扱 はれ 上 法 出願 も 
届濟 みと。 つて I ニ 個 巧 後に U 賞 
施される どい ふ お 勢 じある。 右 
I じ 就き 或る 巧 息 通は 『餘 6 突が 
なので 一般に 玄人筋で も 驚いて 
ゐる 位で あるが 其關孫 筋を 見れ 
じ 平常 上場 閒 題を 口にして ゐる 
方面の 人々 であるから 頗る 

手 M しょ く やつた ものた 
ごの 威を 抱かざる をな r ょい 0 發 
企 人で わる ヘン ダ 1 ソン 氏は ラ 

バ I •エキス チエンチの フ レシ 

グン ト である 所から 化 ホの 一留 
に 上！？ される だら ぅごの が 測 も 
あす-が、 间 氏は 嘗て ラバ I . い ホ 
十四 碰も あって 其 お 引の 額-!' 堪 
えない のを 見て 是を 十ち 補じ少 
くし 上 おする こど じし じ 人で 言 
は r 上 煤 取引に 就ての 

智； 識 ご 紹驗の ある 点から 
發 企ん ごした 譯 でを （ラバー • 

ェキス チ 五ンデ ごも コトン ••ェ 

キス ナ S ンデ どら 獨 立の もので 
ある。 目下 機業 化 表を 連が 渡 日 
^-^て む も の は檢潜じ 遠す る も の 
であるが、 上 塊 取引が ニ 箇併立 
する こごは 許され。 いこ ごは 瞭 
である。 巧し 今 凹の ものが 許可 
される ごすれば、 n トン •で 辛 
ス チェン f の I 巧 どしての 上場 
は 不可能 どじら、 化 表 者 連の 


渡 日 もが 目的の 一部が 無 
息 ホ ごなる 譯 で、 耍 する じを く 
許 巧を 受けた 方が 勝 ごい ふが ご 
なつた。 今 阿の ホ 願 も 取 急ぎを 
欽 k 巧 おして 先づ許 巧を 得る こ 
ごをま眼ご1、 細則^^では許可 
指み の 上で 巧を ザら 篱で 今の所 
具体的で ない』 ご、 尙 ほり 本 綿 
化 會社紐 育ち 巧 長 おが 正 太郎氏 
は 語る 『發企 人の 一人で わる ダ 
グ- ジス •ゥォ 1 力 ー 君け 

自か の會 社の セ ー 少 スマ 
ン である： 今 巧の 發を人 加盟 
はを が 個人の 資格 でんつ て、 會 
化ピ は無幽 巧で あ 6、 隨 つて 仕 
事も猶 立して & る。 誤 辭の懸 を 
がゐ ろから と 云つ て 個人の 自ホ 
意志までを 巧緋 する こ ィーは ホ ホ 
ないから 同哲の 3 る 通らに して 
ゐ る。 實は自 かも 化 企ての わる 
こ 己を 突が 前週の おち •—簡 いた 
丈け で 巧 時は 確かに 細朗 などは 
出 ホて 盾ら 3 £ い ふこ どで あつ 
た』 る々。 

尙 ほわ& 方面の 批倒じ 依 
れ ばへ ンダァ ソン 氏 一波の 獲 動 
は 化育 じがけ るを 糸 取引の 旧 滑 
を 謀らむ が爲 めじは まだ 媛され 
たる 問題が あつて 事實 上な 引 巧 
じ 上場して 取引すべき 巧 おがが 
育 じない ので あるから ホ 瘍じ變 
おがを 現を を 呈卞る どなら，； 
のみなら 中へ ンダァ ソン 巧 一派 
は 或は 第二 じ 生 H やぅ £ ずる 五 
キス チュン デへ 賣ら达 むで 仕舞 
はう ごの 化では あるまい かご 觀 
られて 盾え が 孰れに サよ 時なら 
の 波 欄を 捲ゐ じ。 


注意ず べき 

試訴 事件 

蒂 化で ぶ ロ脚廷 する 
お 巧羅府 地方に がける 邦人 醫 
師の計 霜せ る 目 本掏院 設立 不認 
可に 關 ずる 試訴 事件は 加 掛大審 
おじ 於て おみの 結 あ 邦人 侧の勝 
訴じ歸 しじる じ 對しゥ H ツブ檢 
事總 をは 之を 聯邦 大審院 じ上吿 
し 大体 左の 一二た じ據 ち被吿 たる 
が 人 側の 主張を 巧 破せ む ど 試み 
該 事件は あ々 本 H をな て 華府じ 
がて 開廷せられ 巧 人 側ょ b は羅 
がの な 滋± ラィトを 出廷 辯 論の 
街 じ當る 2 ど。 つて 居る。 即も 
加州の ま 張は 

一、 病院を 設立 經錢 ずるは 商 
わなで ないから 日 乂條約 第一 
化 どを が •かない 
ニ、 條約 上不勘 產に關 ずる 權 
巧は 側 人に 對 して 認めて 坑る 
がを 社 法人には 巧へ て 居ない 
ご！、 か 人團化 組織に 蝴 する 許 
巧の 權限 はを 州の ホ 權じ戚 す 
るが 故に 化 ホ權を 無視して 傑 
約の 明文 じ 之を 許す ごすれば 
明か じ 州のを ま摧 を侵酱 する 
もので あらを 州が 聯邦 政府に 
委旌 したる 權 限外の 條 約は 無 i 
効で ホる 

K 上の ホ お 中 第 一躬 ニの 点は 
大正 十二 ザ 一巧 化 八 化 H じ 直ち 
羅 が 挪 h 等な 判 所 ヒュィットが 

\-\—^ h _ : _ - , M' —^1 ^ ^ 


事の 法廷に めて 審理の 結 架 同胞 
の 勝訴 じ歸 して 居る 論な である 
が 恐らく 巧 吿も此 ニ おじは 導を 
囑 せず ま 力を 第一 ニ 点じ 注ぐ であ 
らぅ ど 看取され て 居る。 而 して 
かおが 一面ょ b でれば 聯邦 大審 
おから お吿の 上訴 棄却の 巧 かご 
な b な 對に义 現 巧 H 乂條約 明文 
否認の がみ 理 もを 構成す るので 
最も 注意を 要ず るは 化 点に ある 

運動具 特價 提供 

西 一二 十四 了 目な 二十 四 番お本 
ァ—ト •ス ッデォ じて は 体育 獎 
腳ご 同な 運動具 店 開業 記念の 爲 
め 庭球 ラケットの 特憤 提供を な 
す S ごな b 间庙の H 本人 部 一手 
販®; 權を 有する ダー ソン ダで 瓜 
ラケット 及び スラ セン ジヤ— 取 
巧 ラケットを お ホ 日 庭俱樂 部員 
じ 限り ニ剧 おを 引の 特典を 今後 
なみの 間 一般 岡 巧 巧じ對 しても 
同榜 二割 五を 引 じて 贩質 する i 
ごなら 巧 巧 良好の 由なる が 巧 店 
じて 今後 ゴグフ の ボ^ ~ ^ も H 本 
人の 爲め 恃懼 おおの 討 畫を樹 て 
て 居る ど C 


公人が 


•西 村稠 氏横攒 高等 巧 業學校 
敎 巧、 まる 六日 巧 越ょ も 着 五 巧 
ニ ロ絕府 出帆の 化 船 じて 歸朝 
•村 山綺助 氏义巧 高等 工業 學 
め敎授 、同上 

•齋お 政 一氏 夫人 慶事 當化锁 


事 舘寶お ホ 齋お政 一氏 夫人 方 一 
去る 一二 巧サ 八日 巧 子 お ホ 育雄 ど 
命 あ 巧 子 共に 健 化なる か 
•河 上 淸巧轉 寓大毎 雌 府特を 
員、 今 画が 巧 モリソン •ブッ " 
—ト S 毛 ニ 九 番地に 轉帮 

◊ -ク 

- 日本 巧ゾー ル 一 

◊ ——ク 

締切が 巧 本局 午後と 時半 
四 巧 十五 R を 潘經も 

プレジデント •ゥキ 瓜 ソン 号 

四 巧 十六 H 沙港経 ホ 

プ レジ ゲント •グラント 号 
四 巧 十六 H 沙港經 も 
橫濱乂 

四月 十八 日 か 渚經由 

。主ち 

四 巧が 一 H ビクトリア 經由 
エムプ レ K •ォブ •亞娜 盛 号 




片瞒 スペシャル 


野邊地 天馬 著 

ブ シン トン 物語 11，00 

稷巧 鶴が 著 

リンコ ー ン 物語 一. と 0 
マ 日 1 著、 幽巧譯 
家な き兒. 王 ハ 〇 

四ち 哉 婦人 雜誌 到着 


か 桐 兄弟 簡會 


雲 丹 
經强辛 
いか 雜乂盛 辛 
お漬結 

品質 本位 


桑 山 商. 巧 

ニ A EAST 芸 ih ST : N . Y . C . 

さ 弓 e . す 巧 nt 21 だ-ち 置 


ロ 本人で 友 禪式染 ホ _ 
9 案る 入を 雇 ひ 度 

し 左へ 手紙 或は 本人 ホ談 あれ 
呈 I まを ニ 星 io 
苗 E ’ 21 st S 三 ew Y 曼 


人を 求む シダ レット •ン 
ユ I ブング じ經驗 ある 者 至急 入 
用 高給を 支 拂ふ照 會は每 朝 化 時 
ょ b 十 時 迄 左記へ 

SU す . 

Bi ご & 正ミ を— Walk , S ミニ sland 
Tel . Coney Island ゴお 


を 3^ 硏巧 希望者の 爲 めに 
ミ 自由を つ輸 快に 練留 
化 ホる 填 所、 生活け 安易、 同が 
の ± 数名の ホ 宿を 聲：い 

i W . ニ 害 street.i f こ 

音樂 同人 會 
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娩 川保换 事務所 1 

H. Segawa, Insurance Broker. i 
3Q3 巧 わ！！ たみ -, i 

Tel. Caledonia 4101 

巧 困 巧 事 株を 會魅紐 育ま 店 
Uchida Trading Co., Inc, 

11 Parle 巧 ace 一 _ 

Tel. Barclay 巧 76 

島寶ぁ 學式會 な 
Shima Trading Co., Ltd. 

ISO Broadway 

Telephoiie Rector 14S4 

巧 ま 會化赤 庭巧會 
Akawo & Co リ L • お.， 

29S Fifth Ave*, 

TsL な ! 巧 ! 如 品: る 75 も 良 9 

1 片倉製 絲巧績 おを 會お 

K ぉ akura 友 Co • ，いん， 

巧 ミな h A 子 如 化 《, 

1 Tcl， AgUlandt がが ぷ 229 

! 

japanesg-Amefioan News Service 1 

日本 電報 通信社 ！ 

锭 酉のを を ホ、 實業ぞ せお 巧の 

事 巧を 迅ま をつ 確* じ 巧 道ず If 

毎日 入電； ーヶ巧 巧を 五十 典 

j| 

To む 0 A か eilising A が ncy ：i 

日本 お 聞 雜誌廣 吿ー股 取扱 ij 

12 W が t 17 比 Si: 化 et 

■ Telephones Watkins 2909-10 ： 

, ■' 

K. Mikimoto 

Mitcim が 〇 Pear レ 
巧 5 巧れ b Avemi 。 
TcL VtmdcHDiU 2 な 9 

紐 育 日本人を 
The Japanese Association 
17 巧む oadwajf, (Senerai Mohr 
Tel. Circle 1007M0071 

ミが 株式 會社 
巧理巧 
島 路巧會 
120 B 阳 a お 化 N. Y. C. Tei. Re が 加 巧 84 
Factory; 208 Rawson Si. L. 1. Ciiy 

巧 野橡を 揉ま 食 栽 

Asa 打 〇 技 ussan Cotnp& 打 y 

Room 801-S05 
165 Broadway 
Tel. Cortlandt 8047-8052 

大倉組 お育ま 巧 
Okura & Co., 

30 Church St" 

Tel. Cortlandt 2292-93-94 

巧 お洲毀 道な ま會 社 . 

が 育を を 所 

Sou 比 Manchuria R. R-. Co リ 

Room 202 ら Canadian Paci お C Bid も 
342 MsuHs 加 Ave. 

Te!. Vanderbilt 4135 

s 井 物を 巧 ま會社 
が 育. ま 巧 
M お 山 & Co., 

6 〇 Broadway, 

Tel. Bowling Green 7520 

久ぉ 商事 株 ま會赴 

Ku れ ara Trading し 0 リ 

30 Church St., 

Tel, Co け ! andt 4550 

1 なま 貪 赴 岩 ホ 巧 巧 
稱育支 巧 ’ 
Iwai & 

Woolworth Building, 
Tel. Whitehall 6040 

H 惠 商事 巧ま會 社 * 
紐 育 支ぶ 

Mitsubishi Shoji Kaisha 

(Mit.ubighi Co., Lt ん） 

120 Broadway 
TeL Rector 2560-2564 

H 本 綿 化 巧 ホを 化 
'紐 育ま 巧 

Japan Cotton Trading Co., Ltd., 
25 Maditon Avenue, 

TeL Mad. Sq, 3 が 5 

曰 おを 糸 獄式會 社 
お 育 支店 
NICHI •化 1 K り 巧 KA 叫が m KAiSHA 
(NICHl-BEl KIITO CO., LTD.) 

t Park Avenue^ 

ToL AAUnd 6246-4 了 イ もが 

巧 ま會を 
山中 巧會紐 育ま 巧 

Jf&in&naka 化し 〇 •, 1 

680 Fifth Ave., 1 

Tel. Circle 4 刖 4 ^ 

日本 生糸 巧ま會 を 
紐を 支店 

Morinmra む ai A む •，わが ts 

が Ea が 巧 rd 化， I 

'TeL A.hland [巧 20 i 

巧を 名會な ■ j 

紐 诗ち巧 i 

Hara & Co., j 

443 Fourth Ave^ i 

Tel. Caledonia 7830-35 

-- 1 ■ "."-I ~ ;! 

Go ふ 〇 Corporation, 大巧 誦日ニ 東 巧 朝日 大肢每 H ニ 東京 H H || 

40 East 84th Street 化 巧を 巧 鈴 木ニ郞 ！ 

Gosho Co^ Inc^ Osaka \8ahi Osaka Mainichi 1 1 

Cotton Exporter* Room 308 World Building 407 Trib *nc Bvilding ' C 

昔 '^’ 勝 os TaLBeckm の 4860 Tcl. 化 1259 jj 
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- 一み 


めむ 事 货 がび じ n 本人 じ 適應し 
たお 產化 想のを 搏が患 外 •し黨 の 
支持者を 巧 I た 事 宵が 知られて 
居る 箱 圆じ逊 ぎの。 

田 中 首相 は 本 H 長 父の 

プチ ー トメ ント を酱 して お産 黨 
がり 本の 政體を 改めて 勞農獨 裁 
政治を 陰謀し 特に 彼等の 义 書中 
ょ b 皇室に 對 してすな なる 字 巧 
數 ぶを 發見 しわる 事實を 擧げ、 
『現 化の 混滩 たる 社會 が おじが 
て 新 あ 想の 發 をが 止い お得ざる 
こどは 余 も 夙 じ 知悉ず る 所で あ 
b 勞働 運動 じ も 深き 岡 情を ちす 
る ものである ゥ而 方^ 彼等に し 
て 皇室の が 化を 非難 攻擊 する じ 
ぶんでは 歧府 ごして 默過 する 能 
はや 斷乎 どして これ 等 不忠を 子 
を驅逐 せざる を 得 中』 ごな して 

危險 思想 の 傅 播じ辑 す 
るな 治を、 敎育あ 及び 宗敎 家の 
反省を 求め 勞資 協調のを 策を 高 
調し むが、 文部省では 學 をの 社 
诗學硏 究團体 撲滅、 急進 あおの 
敎授罷 を 等を 谣議中 じして 政 ホ 
の 一部 じ a 今间 のち お擧 をな て 
欧府 の證會 切が け 策と 認めて 居 
るが 一方 解散を 命じられた 勞農 
黨 巧を は內務 省を 訪閒し 
黨の 政綱 じ掛 する 違法なる 點 
總選擧 じ 於て 政府が 違法 S 認 
めた る點 、共産 黨 員を 參 加せ 
しむる こごの 違法なる 點 、若 
し 共逵黨 員を 驅逐 した 處をじ 


掛ずも 政府のを 解 
等 四 巧 じ 直 b て嚴談 的質閒 じぶ 

をが I 
內務當 周 は 共產溝 盲が 

篤を 指導す る 限 6 『不忠の 閒體』 
ど認 レる 旨 回答— 驚の 選 擧糕語 
である 『勞慟 を 輿へ よがら やん 
ば 食を 與 へよ』 ご 『勞慟 者こ搜 
民の 議會を 選べ』 等は 勞废 萬が 
共産 ま義 を信條 どす る 証左 ピあ 
る VJ 回容 しじ、 おは 地 ホ 遊 tlig よ 
b 急遽 歸 をした 日本 游農寵 所 指 
導 者 〔大山が ホ 巧 か〕 は 反で 產 
ま義 者の ため 袋げ きじ 逢つ 巧。 

東 ま 〔聯合】 十-日 發 H にな 
府黨 の磯觸 新聞で ある 『報晋 
を 始め どし 都下の 新聞紙は ご 齊 
じな 巧の お産 黨 狩ら ど農勞 pi の 
解散に 賛意を 表し I 
政府 當局 はこの 際單じ 巧晋蔥 
の檢擧 のみに 滿 足せ や 彼 b の 
煽動 じ乘 せし いる 社 食 狀^の 
觀陷 をな わるまで この 努 死を 
窓る 巧れ 一 
这說き 旧 中 皆 相は 共 產黨員 ^ 擧 
事 俾じ對 する 賓 ほは 一身に 貧 ふ 
と貿 頭して 巧 巧の 危隙 思想に 對 
する 警戒を 化が しじ 後 

この 際 資本 階級、 貴族 階-がは 
勞 資の踪 調じ對 すろ 努力ぶ 惜 
まず 社會を 安泰に する の 
を 必要 ごする。 

旨聲明 書を 發 し、 露 巧を. も： W め 
て强 調で をる。 


L 


，天皇」 y 中ん の 

資本家 議會お 葬 

n 發 見され た 勞農黨 の 不穩な 
標語 N 檢擧 者は 一千 十三 人ぃ H 

東京 特電 〔タ井 ムス〕 十 巨發' 


日ぶ 政府は 勞働 農民 黨を 始め i 
極左 團體め 解散を 命 乎る じ 至な 
し 爲め勞 農驚醉 部は 宣言書を 發 
表して をの 共産 ま 義國體 である 
をを 强く 否認す ると おじ 

治安 維持 の 英名 じがて 
勞働 運動を 妨害 せんどす る 政 巧 一 
の 不正を 非難 攻擊 L たるが、 司 
法當 局の 報道に 化れば おを 黨狩 
らは 一二 巧 十五 H ホ 巧 ょらを 闡 S 
十六 縣じ甚 b てわけれ 檢擧 され 
たる 者實じ 一千 十 HA、 をの 大 
部 巧は 一應 取調 後辉 放され ホ 巧 
監に化 あ 中の 者 僅か じ 二十み 乂 
尙ほ六 A の お 海 者を 檢擧 すべ < 
吿發狀 を 出した がをおは 東京、 
大扳 、福 岡、 札幌 のを 地で 巧は 
れるこ VI じ. つて 居る。 新閒の 
報道 じがれば 少數 なる 共 產黨員 
の 一が は 過去 五 年に なち モス々 
ゥ 及び V 於 リンょ b 軍資を を 待 
て H 本 共 產黨の 紐 織 じ 巧 力し 日 
本 最初の 

共產黨 はす 九と 一圭 一 

年 じ 樹立され たる も 違を ごして 
解散を がせられ、 千 九 巧 廿六年 
十二 丹 今度は 械秘裡 じ 巧 生し わ 
ものであるが H 本 勞働總 问盟が 
左右 兩派 じみ 裂す る や 左傾 派は 
n 本 勞農黨 を 組織し 東京 帝國大 
學を 等が 書記 ごならて お 產遥動 
じ 着手した が 彼等は 早くら 思想 
を 異にし たみ子に 向つ て裝 力ち 
義じ 及んだ 爲め勞 農 C シア 政府 
の 機賊紙 プラウダ のかき 却て 化 


る 行動を ホ 難 i たのみなら ニ 
あめ 指導者は モス々 ゥじ招 Ifs れ 
ブ 々リン 巧から 十一 巧 頃に； ザを 
ミ共產 運動 じ閥驟 して 說あ i 處 

つたと いふ こご もを つた。： 

鑛選擧 じ 際し これ 掌の 
一派は 勞農 政府 樹立の 冒傳 ピラ 
を 盛ん じ 撒 巧した のみなら やず 
素貧乏を看板 ど ず る 左傾波^^子 
のな 慑 補が 他の 無 產派じ 割が し 
四十 人 じ 達した こごが 忽も巧 法 
當局 疑惑の 的 どじつ たもので 探 
查 の 結 裝約六 巧 田の 選擧餐 神 
戶わァ メタ 力 銀行を 通じて 引出 
されむ こ i がが 明し、 共產 一で 
指導者は 從ホ W て も 一年 じ 二回 
上海に なき モス ヵゥょ b のち 資 
を ど 訓令を 仰ぎつ i ぁつれ' 過 
去 じがる H 本勞働 運動が 常 レを 
裂して 居た のは この 畳傳 費み を 
配 じ 就ての な 目で ぁつた。 

司法 當局 は ネ网檢 掌し 

た 化ん を いかなるを 義で處 ずす 
るかに 就て は 堅く 化默 をを 矿單 
じを を 維持を 榻 ごして 居る から 
が 然しない けれ-ミら 司法ち ごは 
スブ ー トメ ント を發 表しみ 谨黨 
の 目的は 化が 革命 遂 けの】 敵 ご 
して 日本 じ 社留を 命を 起し！ 一が 化 
の政體 を破踐 L て 日本に 勞庭獨 
栽 政治を 布かん ごし じ ものす ぁ 
るゴ稱 して 居る が、 最初の In 本 
拱を なは 黨員 僅か じ 十と 人な b 
しもを の 後 秩序 整が たる 蓮 動じ 
於 b て黨 員ら 巧 加し を 業 及 だ 度 


菜勞慟 者の 間 じ 網を 張らて を 端 
モじ 

執 巧 委員 五 入 蓋 命し 

むじ 學ホ 閒體 がを 加し ホ 鄉の 
中 かお 巧を 員の 命々 で 活動し つ 
つ ぁつた もの じて 小山 檢華纔 長 
のかき H 本は 今や 革命 あ 想の 重 
大な るを 機 じ 直面す ど 述べて 居 
0 而 して 操 選 擧煤裡 じがて 共 
產黨は 絕大的 宣傳磯 會を搏 して 
を 數の黨 員を 增し をのな 綱 もを 
地方の 事情に 鹿 じて 臨機 應變的 
でぁるが ± 化の 巧收 、勞慟 組合 
取締法 廢 止‘ 勞農 政府の 組織 等 
を 標榜し 『天皇を 中 V むごす る資 
本家 的 畿會を 葬れ』 等 ごい ふ 擦 
語 ポスタ ー も發 見され た。 

首謀者は 

巧ん 潜 か 

赤 露へ. おを 派遣 

東 ま 特電 〔ニ ユョ— ク •ゥオ 

1 ルド 紙】 十日 發 ；；；；： を 日本に 直 
b て 巧 はれた み ホ黨員 一千 十 S 
名の 火檢 擧は廿 六日 後の々 H じ 
ま k 始めて 記事 報道が 

解禁 どなつ ち 今 阅の大 
檢擧は 朝憲 秦亂 、日本の せ ハ かを 
體 化を 陰謀した ものでぁる ご 谱 
へられて 居る が 司法 當 厨の 語る 
巧に 化 れげ過 殺の 媛 選擧じ 於て 
貧乏 階 紋じ屬 する 無 產政黨 者の 
立候補が 餘 をじタ いので これが 
財源に 不審を 抱きた る •し 始ま b 
遂にを 國か縣 じ宜る 急進 破を 子 
の 集實巧 あび 家ち め搜 索と なつ 
たもので 陰謀め 本元は モス ホゥ 
の窠 一二 巧 麗闊麗 でぁる. こ 晩 まれ 
て 居る。 この結果 どして を府は 
日本 勞働農 お 黨を 始め 

を 傾' ，がに 屬 ずる 勞働 評議 
會其 腿の 解 敗を を やる じ 至つ た 
が 勞農黨 は# 巧の アメリヵ 銀 巧 
ま 店を 經 をして P シアから 一二 方 
菊の 選擧 養を 得て 四十 人の 涙 補 
者を 樹て たが この 中と 人 だけは 
選擧豐 のを 所 も確實 でぁるが 他 
は 悉く 一文な しめ 連中で ぁるの 
じ ニ 千 圓の惕 補 費を 積んだ こど 
が 巧 巧 省で 怪しい ど 晩んだ 動機 
でぁつ て 今回の 運動に 就て は 日 
本 共 產黨の 父で み b 目下 モク々 
じ 巳 命中で をる サ山潜 巧を 巨 
魁 者で ぁる ごを て 居る。 聞 （巧 
じ 依れば 最近 

曰 本ょ な こんの 智識 階級 
者と 勞働階 殺 化 あが" ンァじ 入 
b 第 S 巧國 岡體薛 部と 會を 懇談 
の上歸 朝した が、 歸朝 後の 彼等 
は 先づ宫 驚の 指導者を 非難を 擊 
してを 無產 階級 團體の 共 岡戰線 
を ホ 張し 『勞働 者と 農民 じ 化る 
政府』 を德語 どした が、 司法 當 
局の 調査 じ條れ ば共间 戦線は 却 
て無產 階級 指導者の み 裂 どな b 
"シアから のを モ のを 配 じも異 
論 巧 おして 遂に 勞農黨 の 手 じ 這 
入つ たもの らしぐ お 產黨員 等は 
選 擧後早 く- S 

檢擧を 期 持して 一旦 姿を 
隱し たもの； 司法 當 局は 一向 巧 
勘し 相 じ もない ので 巧び 姿を 現 
したがが かも Ml 巧 十五 y 深更を 
巧して を喊簿 祭け 一網 巧 盡的じ 
檢舉 じぶん だもので あるが ち 力 
なる 化 人の 中で 巧 ほ 逮捕され ざ 
る もみを く 現じ 化 二通のを 搂狀 


け宙 迷っ て 盾る。 解 敗を 命せ 
られた 勞農黨 では ステ I トメ ン 
を發 して モス ヵウ ごの 連絡 說 
を 堅く 否定す る ごぶ -J 反動の。 
政府 0 巧 動を ホ 難し 社 曾に ホ 麓 
政府の 反動 政策を 械 カホ 難し 
て 斯る巧 動は 

却て 秘密結社 お 織を 促進 
する じ 等しい ど 述べて 居る。 司 
を當 局は 今回の 大檢擧 じ らま 
謀を のみを 抑留し 化の ぞくは 释 
なされた が 當爲は 急進 思想の 進 
轉が 共ま黨 思想の 宣 傅を 助成し 
つ i あら 特にを 大學 生じ この 傾 
向わる こごを 觀 取して 居る から 
今後 大學 お授 度び 學 生の 思想 取 
締は 一廣 嚴重 じ。 るで あらぅ。 

東京 (職を〕 十 B 發 n 共產ま 
義あ 想は 今や 日本 ホ 國を 風靡せ 
ん£ する 傾向 あり、 を府 はこれ 
が 騒動を 巧 止す る 爲め大 檢擧じ 
着手し 極左 鹽體勞 農黨其 他は 治 
まを 巧 害する ミい ふ 立 壌から 解 
散を 命じ 

掠事總 をは 日本が 直面す る 革 
俞 思想のを 險 をを 指摘し 政府 
當 局は 斯る孽 か 運動が が i ら 
起つ たことは 武装せ る 外敵 襲 


ホょ 上の 偉 威で ある 
ご^*し、 今巧の陰謀ご運励4:*る 
ものは 『昨を 曰 シア じがて 第一 ニ 
方 國词粧 の喊励 術を お得して 歸 
钥 したおみ をの 力.！ ご 見做され 
て おる が 勞養黨 幹部は 
政 おが ごつ じ大换 をは 要する 
じ 今期 議會 じがる 扱府 のな 漢 
.30 巧 固たら， しむべく 化 間を 欺 
かんどす る 度 動め 策で わつ て 
黨の 解散は 柯等勞 農 黨の灌 威 
を 傷け ざるの み.；；* らや 、却て 
黨勢 をち 進せ しむ 
ご實 言し' つ t あを じ おし 政友會 
の お 力 家は 絕對 的な 歷追改 策を 
諷剌 して 共產 思想の 湊滅を 叫び 
つつ あち、 民を 黨側 ではを 巧の 
處焉 を適當 とは 認める が 

これを 0 て 政局の 人気を 巧 さ 
ん ごする のは 誤つ た 政策 
でを るど稱 して 居る が、 當 掃で 
はこれ を機會 どして 急進 思想を 
抱 <大 學敎授 の 免職を 始め ごし 
て學 をの 思想 脚體 解散を 命 やべ 
(目下 化監 中の 者は 巧 五十人に 
達して 居る が審 間の 進 巧に 伴 ひ 
巧 ほ 化ん が 輩出す る模樣 である 


伊太利 國 壬に 爆 彈 . 

民衆の 即死 十一 人 負傷 四十 像 

ミラ/十一 二日 發 = 巧 H 當地 •！ て開體 ずべき 鹽產お 博 凳會の 
開場 式には イタ 9i 屬主 五 マヌ 五ザ陛 すら 巧 幸 遊ばされ たが 圆 
王 御 臨 鶏の 十 か 前貪瘍 入口の 旗 柱に 蔭 あされて ぁつた 爆 製彈が 
轟然た る 音響を 發 して 爆 發 巧 觀の睹 刹を 紐んだ を 巧タ女 十 
をは 邸 巧、 負傷を 四十 餘 人に 達し 警宫 及び 軍隊は 息 もじ 鹽で晴 
殺の 化ん 搂 おじ 着手した が國 玉には 御 氣嫌麗 はし （定刻 銷藥ま 
じ臨勸 後島 傷 あを 親し （病 廃に 見舞 はれた が兩 H 前。 1 マに 去 
つた 曾 柏 ムッ リニ 氏の 巧 車轉獲 陰謀ら 同轉に 曝露し イタ 9; の 
朝輯 は大騷 ぎを して 居る。 

獨機お 西泮を 橫斷' 

キング ス •ポ ー ト十 I 二日 發 i ヵナダな 船 アラス 号 船 哀はネ 
钥十 時化を 〔當化 時閒化 時〕 窩 空に 獨逸 朽機 ブレイン 號ご覺 
しい もめを 認めたち 報を した。 キン ダス •ポ ——V, は ノグア •ス 
n チア 沿岸の 西方 じ 泣し ュユ 3 — タ への 航空路 ホ巧哩 である。 

ダブリン 〔愛 讓】 十二 日發 = 豫 てょ ら當 化で 太 西洋 橫斷恭 
巧め 機會 をが ちつ i ぁつた 獨 逸の ジャン 力ー ホ 複葉 飛 巧 磯ブレ 
メン おは 今 朗五時 廿八か 〔賞 地 時間 零時 ホ 八を〕 ニ ユョ！ クホ 
ミッ チえ 八 飛行 瘍を 目差して 出發 した、 娘け ± は 獨 逸の' J 1 マ 
ン •コ ー グ 大尉 度び 愛蘭 自由 州が 空 司を 官ゼ ー ムス •ブネ ズモ 
! リス 中を じて 橫斷飛 巧お資 者で あら フユン 7 ぶグド 男爵 も 同 
乘 した。 順調 じ 巧くなら ばを 隨 H 午後に 目的地へ 到着す る 善。 

不戰條 約 公式 提議 

ワシントン 十 I 二日 發 i アメリヵ 政府は 不戰條 かじ 關しフ ラ 
ンス よを 多少 巧留的 提議 わ b しじ 臨ら や 本日を： S て巧國 、イタ 
リ！ 獨逸 ぶび H 本を おへ 對し總 ゆる 載爭 手段を 不法 ご 見做す 條 
約の 締結を を 式 じ 掩議し 巧 强の無 條沖協 費を 猶 憩した。 政 おじ 
於て はこのを 渉 じして 成 巧す る U らば 更にを 巧强 じ擴大 する 壁 


本社 東を 轉電 (媒 ぉ巧轉 載〕 

環 城 線に 經濟 封鎖 

【十 I 二日】 日本 政府は ミ那 側の 勝 ホ 極を 振舞 じ應酬 する 爲め 
奉 天の 環 城 總じ掛 して 經濟 封鎖を 斷 わせん ごし 一 ホ まが 省巧輸 
送の 軍用 則 車 配給 方 も 巧 滿鐵道 側では 斷然拒 おした。 

對外寶 易は 輸出入が 不振 

〔十二 日】 日本の 入超 离は激 威を ホし 對外 貿易は 確實 じ好轉 
したと 大藏當 局は お 測し 居れで 生糸の 输出激 踢じ棉 化の 輸入 も 
数贼 して 居る から 結局 嚇 出入の 不振 ごい ふこ ごじなる。 

お ホ 义太廊 が乂黨 r 不ロ認 

。十二 日】 實業 同志 會 々長 ま お 山 治 氏は 岡 黨旨松 ホ 文 太郞氏 
が 民を 驚に 入黨 した こどは 虛報 である ど 極力 否認した。 


日本 勞農 驚の 選擧 費は I 
ホい 國ロ シアから 調達 乂 、れお 

M 一二 巧 十五 日 未 巧を 國じ巧 UH たみ 產黨 員の 太檢擧 
勞農黨 の 組織は 巧び 解散 さ U 選出 化議 とじ 誌 腹 か = 

政界に ぅづ 卷く 謎の 暗 喘 

『前號 本社 おなお 電が 逸早く 報道した 如く まる S 巧 十五 B ホ 巧を なて 巧は 
れ むを 阁 になろ ホ產黨 員大 檢擧は 初め 檢 束され たる 者 一千 十 S 人の 多數に 
上り、 巧法當 局は これ 等の 一派が 總選擧 を 利用して ロシァょ 飞を六 巧圓を 
靈擧 巧に 賞 受け 日 木 じ勞農 制度 施政を 暖 謀し 社 會 革命を 企んで，、」 昭和の 聖 
化 じ ゆく しい 『怪 事實』 を 曝露ず るに 及んで 円本の 朝野は 愕然 ミして 驚き、 
勞農黨 ぶ 他 極ぶ 團體の 解散は 勞農化 議± の 除名 說 、日本の 對 ロシア 抗議 說、 
社を 學あ河 ^愧± 一派の' 帝 大敎授 免職、 學生 秘密結社の 家を 捜索、 こなり 政 
界も お您が も混沛 たる 狀 態を 呈 して おる 0 』 事件の 經過 ぶの 如し 


起訴 


乂ー 


ろ 者旣に 八十 六 人 


外務省 公表 U 金 i ® 

g お 事件は 化 ホ お 道を 禁止 中で 
3 つたが 闽巧十 H 巧 法お發 をに 
趴 いじ 本年 一. ニ 巧 十五 H、 おを、 
八龄 .巧が、 堀 岡、 長 野、 函館 
ザ始ん でを 國じ 甘' 一り) 齊に 治安 
脚蒋な 違な V」 して 共 產黨員 じあ 
，る 大檢 がけ けれ 凹 巧と 口まで 
レ 起訴され たる 者 巧に 八十み お 
て 超過し お 調の 進 巧に 伴 ひか 當 
5 乂 ず.； ぅお/」 み じ.. レて あ 共を 
エ義巧 一 殺の 活動は 大正 十二 年 
? 檢擧に 化 > 1 かが 藥 しだる も 
- お 年末 秘をお 社 n 本 其を 满這 
化せられ 現化黨 員は 数百 名に 逢 
しを 巧が 地に 支 ホを 設け 第一 ニイ 
S タ ーナシ 3 ナ の H 本 支部 
。して 凶體の 根本 變 をを 目的 ど 


し 機雜紙 『ホい 巧』 等に 化ら 社 
貪を 命を 皴 吹し 殊に 過 股の 總選 
嚳を 利用して を 神の 傲义 、ボス 
ター 等を R て 極端な 過激 思想を 
宣權し 巧 n る ものである、 尙ほ 
巧繫黨 、を H 本 共 產间盟 尽び目 
本勞働 組を 評 證委旨 會は四 巧 十 
日 おにて 治安 譬務法 溝 八條窠 ニ' 
巧 じ 依 b 解散を 命せられ 同が じ 
内務ち 當 局は 

今回の 共產 黨檢擧 ぶび 鹽績の 
解散 おを はこれ に歡 り 社會蓮 
動の 正常 るを 度を 阻止 せん 
ごする も かで なく 唯 奇麗 適激 
なるお あち 張-」 をき 社會 革命 


いづれ も H 本 典を 黨の 外輪 ご 
して 實賴 運動 じ携ら をの 幹部 
は 概ね 共康黨 じ地盟 して 黨の 
指 ホを 受けて 居る。 政ぶ 今回 
の 手段 a 偏にを をを 維持 せん 
ごする ものであるから 圓民も 
この 騒充 をに 自覺 して 過激 思 
想の 根絶を 期せられ たい 
どの 聲明 書を 發し田 中 首相 もス 
ブ I トメ ント 〔別項 巧 報〕 を發 
表しを 新聞 も 事件の 記事を 髓載 
し 社說を 描げ て 一 齊じ共 產黨の 
目的と 手段を 絕對じ 非難 排擊ず 
る ど 共じ國 をの 覺醋を ホめ 漸進 


をを て题體 のな 革を 計る がか 

きは 斷が 排陈 しなくて はなら 的な を 法的の な 會 改良 じ宫 民が 
な、，.、 解散を 命じた 一二 蝴體が 協力す べきを 高調して 居る 0 


新人 會の檢 擧で河 上 博 ± 免職 

東を 特電 十 =1 日發 ；= 靈じ解 おを 命せられ た 日本 勞働 農お黨 d 幹部 會講の 結果 陣容を なめて 巧 
化 織 準 脯じ暮 ホした が 政が け 巧び 颜乎 ごして 解散を かやる じ 及び これで 巧黨 のな 渚は 事實 絕教 
，.ド 3 化ごぃ A つた。 间か Li 司 ホ 常 巧は 揀 てょ b 東 巧 ホ大じ 設けられ 學ホホ 化 述甄じ 着手し つ i あ 
など 疑スて 居た 巧ん 會 本が のみを 搜 をを 巧つ たお 架 化 産 黨巧擧 い 疑 ある 証滤 書類を 巧 化の 上曾領 
株 一人を 述 補した L がぶ 事が じ鮮聯 して 京都を 國大學 經濟學 部 お巧從 四泣勸 S 等を 學巧 ± 洒と肇 
氏、 巧 巧 ホ 國大學 經濟學 部 お 巧な 七 位ん' お 巧 I 雄 氏を 始め 化 抑 帝闕ん 擧 經濟學 部の みお 敎巧連 五 人 
U を 職を 命 がられた。 がは 政ぶ 會 幹部す は 繫急會 議のお 柴問閣 の M 本 農勞黨 選出 化 議± 山 本實治 
及び 水を を 一；； が 氏の 自ホ 問題は 事件 •か 揀審 中に 谣 して 辑る i を 巧 もどして 保留ず る i じ决 をした 
かほ 左が を 巧 '$ 漲を け 學 隅の 自 もを 操 構ず る 上に 於て を 易 じる 陈害 である どなし を大 學は聯 をし 
て 文が 巧 じほ 抗せ A ごして 居る。 

勞農 ロシア 政府に 抗議 提出 說 

東京 特電 十二 日發り h お窟黨 事件で 解散を 命じられた 勞農黨 では 目下 巧 結社-し 着手し つ i をる 
が 指. お 精神が 提ど M 1 であら 限 b 政府は 幾 巧 K ゥ共 結社 禁化 令を 驗 する じ まるべく 一方 今回の 事 
化には 勞農 。シァ 政府が 細 係 ある どて H 本蚁 おょ b 抗 講を提 おした どの 說が 專ら流 巧され て 居る 
而 して お窝 であるな ぶ 巧 巧 諮 十の-部は 勞農黨 選 ホ 巧 議十山 木 育治、 水み 良 S 郎ニ 氏じ自 かを 迫 
b 巧 I 巧諾せ ざ；. だ 衆 談院ょ b 除名す バ しどい きまいて 居る が 反 對黨め 一 部では 今 罔の 大檢擧 は 
窮这 瞄 つて おも 政が が 鹿を が 化けの 巧 お 策で ある ど 唱道して 居る。 

ロンドン 〔断む) 十-日 發 が 巧よ > 速した お報じ 化れ ば ロ 本 お康黨 事件の 審理 じが ひ 日本 
と い シ ァ ，^劇を緊ぉを來しっ 、、ホる-^の 、如く今巧の陰謀には 0 ン ァも複雜なる關係ぁるこごは 
事 封 じして お，-? はな 接" シア 政府'' 一な おさ U いが n シア 人 筋から お ホ 黨の選 擧费が 調達 されれ 事 


巧を 認めて 居 も。 


田 中 首相 社會 に警吿 して 曰 


?s 


東京 特を 〔ニユ 3 — ク •タ井 ムス】 十-日 瑶 U 勞 農。 シ 7 の 通信社 タッ スじ 風く B 本人は お 
巧 媒お件 こ 脚 喘して 本り 吿资 された、 が 新聞は いづれ も 巧筆大 萬して 事件を 報じつ I みる も 別に 
巧み。 報ぶ はなく 學 にお 虚媒 .が 外國 ょら 選 擧叟を 得た こど、 巧 慟刚體 の 參加勸 誘に ホ少が 巧を 收 
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KERR & MAYOR 
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SEGISTtREB 



SIZES IN STOCK 3>^ TO 12 F WIDE 


jfhe Japanese し } mst は n Inst. Inc, 

3 巧 - 3 扣 L 57 化な . Nev (む rk City. Phone, Plaza 的 52 

晉お香 業 夫え- 自當お 


使け 哉が 巧を 
を會 縫 ® ん 、お 
計貴敎 1 金 部 地 
る 及 授軍爭 、— 


g8||i 

S 課®^ 聲 を 
員を ち 調 ま 
の 鼓 おを 巧 


生木 日 
を 赌 を 旗 お 共 巧， 

話 語 f ぶ拜 卿を 豁 
S 誤 及 I 說會雲 i : 
ぉ び舊な 富： 集 ; 
會午裁 曾 夕 ; 
タ 义を爲 タタと％々 ; 
八は ニ 八 八 時 正 
時 持 的 時 ホ 午 


! I'he Japanese Christian Association 

I 453 W. 143rd 化 KewYork City, Tei. Bradhurs バお 8 
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會道 俊お督 を 人 本 U 


じ 人 巧を 
ま 事業 宿 
ずの 巧を 
。巧 旋、 
相' 簡 
攘をあ 
じのを 
應化堂 


設 


!備 


講婦聖 祈を 日 巧 
ド， 書 儀 庭腿拜 
® へ研會 おを 說！ 諸 i 
き 會究及 會校敎 i&i 

木 水 H 曰 I み ! 


综 


八 持 八 
時半 時 


KANZOOGURI M.D 

214 出が 化 わ〇〇叫 11 
Tel. Trian か 3636 

紐 

武 育 ^; キ午 aA 
市な ボ* 後 前 診 
。五フ パ、 察 
ン 巧， 2 ホ 丸 g 
巧 パ 病 7 架 時時 g 
院ラ院 1 證 11 閒 
巧 ン巧病 巧 八十 
裕 ドな 院 ニ: 時時 


T.CTAKAMImd. 

176 む mbetiand 化む cok!yn 
Tcl. Cum お rlami 巧り 


烏； 
見 主 
豊 
彥 


日 午 司み 

巧 後 ！^ 

蘇房 察 

巧よ 
巧 > 

巧 ホ 
巧 時 


F. MURRAY HILL CO. Inc. 

ESTABLISH 扣 けが 
Room 614-615 29 む oadway 
Tel. む wling- むが n が 874991 



ん し CEASA も IVLD. 

12? East 84th Street 
b お. お rk る Lexington iUes 

講喉晒 鼻 巧 I 

閒時察 診 
午た をを ト 前午自 
巧 八 至 時 六を 午宫 
日 曜 

自午詢 十 時 至 午後 一時 



F, L F 民 EDE 民 ICS CO. 
醫科吸 學大强 比输を 


118E. S 帥な . Te しおが ぉ 7 的 4 
Bet. Lexinghm & む rk むな . 

迄 時 八 巧 日 耀± 氷ち 


F. K. Maruyama Co* 

67 W. が 化 化ん Y. 

Tel. む ) rant 7073 
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Custom 
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J. Y. Ma わ umoto, 

Mechani が! むけ hidio 
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Tel. Ohickering 10010 


MIKADO TAILOR 

30 E, 85th St. 

Te し Rhineland がが 30 


T, KASA! 

Mercha 打 t 
Tailor 

が 

麵巧 8UaD 齡 

Boom 304 
化 W 巧 RK 

Phone 

むが nt 3319 


N. TOJUTA ， 

CUSTOM TAILOR 

ROOM 60S 
1 が W. 42nd ST. 

巧 L8SU が 巧 31 


Y. ITO 

け 3 Ees け 3rd 化 
Cor. L な ingbn 占 ve.. 



P 化げ S & 巧邮 Y 

3 Maiden La 打 e N. Y. 

ェ細 冶鍛銀 金に# 巧剛金 

類 お賓匠 意新最 


Miss 6 お邮相 Fisf ) が 

12 目 4 Lex. ミ化 お tw 巧 ri お 化 and 8 郎が巧 efs, 

授敎語 英人婦 


JAPAN ART STUDIO 

巧 4 けの 柳 0K が E. ん Y. 

巧し PUZA が 97 




短科醫 

主な 基 

診 接 時 巧 

自 午が 丸 時 U 十二時 
自午 後！ 時 ns 時 
時間 かは 前約 じ 願 巧 


則前麵 診療 

前約 願 上 お 

コー子 か大學 
ドグト かホブ メグ y ) 

醫學巧 ± 

吉 居悅彌 


診察 時 聞 

午後 一時 = ご 房 
午後と 時 H 八 時 
愛知 镑學 ± 

パ： 巖本谨 一 

古な 比亞大 華ぶ ぴ 
グザブ ン巧院 勤な 
日 おは 前約 巧 上ち 


JO 巧 10 里 1 OOC 否- M . D . 

一 ご 走た 9 ま si.flfork 
を. Riy ミ 左 e 35 なわを huyler 1 芝 ま 

み ク を 巧す 的 九 時！ 午を 一 時 

髮寞 牛を ハ 時 1 午を 化 e 

H お 午 的 九 時 1 午を 四時 

ドクトル 小 栗乘ま 


診を 時間 
午を 六 時— 八 時 

江 見 ニ 一朗 

引績きべ 八ビ ュ ！ 
お 院巧勸 じ 付を 時 
巧み 及び 日 巧は 前 
約 じ 限る 


齒巧醫 

井上 義人 

西 六十 五 T 目 一四 六 番地 
紐 育が 國旅 館内 
電話 トラフ アグ ボ ー ニ 五 ホ 五 




Is 


& 

志 

i 化 
E :! 磁 

12. 

n 0 

a 

J 3 
2 
3 


本 I 

人 

な 

お 

會 


牧師 宮崎繁 一 
幹事 粟野 賴之敲 
，諾 集’ 貧— 

日曜 禮拜 '午前 王 時 
日 蹈學校 午前 十 時 

臟观 日® キ 後と 時半 
厮禱 會水醒 夕よ 時半 
寄宿 舍 


な廣を 倫比亞 をな 
み 下町 迄 十五を を 
ホ會 社員 じ 最適 
設備 圖書雜 誌巧扣 
を 禪娛樂 具 簡易を 
堂 あち 

巧を 職業 周旋 旅を 
ま 巧を 巧 事 菜 調査 


秘 關事絲 

まげを 化幷じ 全世界 
の辕 出入 方法 じ關 ず 
する 一切み 御 諮問に 
應じ巧 道 お 船 貨物 運 
貧ぶ 出帆 お 既關手 結 
書 等 進呈す。 ま 巧 都 
巧 じ 化 a 巧を がし 誠 
實 がを 街 用命に 應や 

が 験 取扱 


を 留靑年 巧 おの 困 ホ 

日本人 靑年會 

三. まさ 芭-ブ Ibark 薑 12 を 


化が 品 卸ち 

五味 商會 

W E . ごさ SU ■. y •夏 y 
ジ 一 S を ミ さ ニ 7 な 


男女 內科 外科 



鑑を 無料 


媳疾 でも 慢性的の おがで 
も 速 かじ 根 おす。 巧廣病 
內媒病 血液 儉を X ホ 線 化 
柳 お、 尿 水换杳 、其 化リ 

ユ— マチス、 衰 症 

御 困らの ホは 是非 一巧 御 
出む さい 

^ 時間 自朝九 時 ま 午後 八 時 
日 幡自朝 九 時 ま 午後 四時 


Y* 

S 化な 

方 I 

I 

志 1 

L 巧 仙 

C3 0 わ 


稅關 事務 取扱 

wiLiLBANE & GO . 

ぎ i ニ 苦 ニす aa を ミ-巧な 

ぎす WIingIGaeen 9 ニ 6,9137 


わ 

0 

m 如 お 

T M 

地 W W 
Ml 謂 

•1 P L 

ひ 巧 北 

W >T 
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お 育 州を 認 
內務省 免許 
東を ホ 大醫 巧大學 
產 婆を 習 巧 ホ 業 
元池邊 

產姿 松本綠 


靡 龍 公認 マッサ 1 ジ 


巧務 省を 許 
を 婆 鐵炙醫 


乎 野秀子 


電話 モこ 


養 


I 鱗 揉 治療 


巳 

M - 

A 

民 3 

U の 如 

店 h 0 

なお 

出品 

削 i 柳 

0 进 

K 2 T 

K 

U 

Y 


マッサ ー ジ * 整形 
藥風窝 、氷洽 、電 氣洽療 

西が 攘院 

フイ ジオ シラ ビス ト 

を認 西が 幸 巧 

午前 九時ョ ，午後 义 時を 

出張 治 巧 ニモ 應ジ マス 


徐眼並 じ 眼鏡 調節 


お宾 巧み ノ 巧》^ ry グ 二階 ニ 九ニ控 

卸 綺乂山 洋服 商會 

« 


じ 

f’-tw 

化 ホ W 
お舶い 
‘加 -I 

L 麵 
0 G d 
d W I 


艦船 お 用 巧 
船具 食 巧 品 
か 洋を雜 貨販賛 
輸出入 稅 關ホ續 
諸 荷物 運搬 取扱 


遠 藤 小 巧商會 


i | 坦 ♦函 W 

並 

咖 i 


紐 育を 命が 險會駐 

兰 木を 吉 

機保險 


2ew Y011C ufensmcranoe Co 
ご Cha3b 巧な St: 2ew YorkCi さ • 
さ one. g ミを 授ま 

を 社ノ方 n 御 掛ケノ 節^ 必 V . 
衙 自みノ をぶ ピ 電話 巧 巧 チ 申 
巧 力ち 廣辛 T サイ 




機械 設計， 遭 
運動み、 な 具 
術 お 摹> ラ 


是 


ンプ 


松 本 


ア 丄 

スブ 


す オ 


「佛蘭 西 製ぶ 

ソング ア^ 
グツト 販賣一 


ラ 


齒巧醫 木 下义巿 


ご 《 W . ご 1 th St 
ジ 一. M 誦 m 襄夏 7 


が 


思 I 

g 探 ta 
3 端 普 
け總 •な 

點 t 

D 盎 

的 


a. 


齒科醫 

多年の 經驗 をな て 
最新 ま 科 學ず術 じ 
巧 能 じて 信用 篤し 
H 施術が 化廉 U 
H 本人 諸替 じは 巧 
じ 了 寧 懇切 じ 治 巧 

が 育 州を 認 
い： ブル！ ム 


洋服 調進 

クタ I ユン ダ、 ダィ 

ィング、 修繼等 一 巧 

ミカド 泮服巧 

化 本 巧 
带話 ライン ランダ！ 

六 八！ ニ 0 


蠻井 洋服 巧 


時 巧 

洋服な 


時 田 信次郎 


丸 出 洋服 廊會 


策 お 十 ST 目 

ニニ 一二 

が 藤 
洋服 巧 


電話 

プラザ 


八 ホ ニニ 


新鮮 魚介 一切 

H 本人 向きのを を 澤山取 b 揃へ 
特利廉 憤で 大越强 致します 

サヴオ ナ魚巧 

』osepll WPVOS 曲 

援 4 W . さを St . 

Hel . oolcrQb 扫田必 128 


巧き ホ國 婦人 
.日 ホ 入へ 巧英 
’ 語敎授 じは タ 
年の 経 驗を有 

す 0 一 レ ブス 

ンと 十五 仙 
每 H 軸乂 時ょ 
ら巧九 時を 巧 
時 にても 宜し 
H 曜日は 一時 
よち 四時を- 


H 本* 支那 寶玉製 美 
術 お、 婦人 用を 節 其 
他 装飾 お 

闕島詔 

島 等 奖術お 修穫、 

首 飾 品、 スト ジング 
H 本 服藏錄 


難に 掛 しても、 j 面の 眞理 •かが 
がして 居る こごを 認めざる を 得 

。い。 

日本を 誤らん ご 欲ず る 锐左思 
想、 元 ょら 惟 4^3 ベく、 排 ずべき 


である。 间 時に 硕 端なる 技 動 お I 居る が、 いづれ ち會社 どして 正 

— ‘1 ' I ‘► ち k D \ クー. > /"N ニ - i 、 も 》 ‘， 出 


想の 社 會跋策 化は、 皇室の がが 
じ累 をぶ ぼし、 H 本を じ はすこ 
どじが て间 罪で ある こ ミ も 知ら 
なけむ ばなら の。 


•後の 烏が 先を じな つて 

生糸 取引所 案進抄 

! 併 かし 絹物 衞會 は監滿 主義 
に-り 橫濱巧 場 i がか じ 傍觀— 

東京 特電 十二 日發 ュ ー 3 — ク じがけ る 生糸 取引所 設立の 
報け 橫 お市 煤では 別に 問題 ごせ やを 棟冷辭 じ傍觀 して 問 鹽の眞 
相を 摘んだ 詳報^ ホる S をが つて 居ら やう U をで わる。 


當化棉 化 取引所が まご じつて j 方が 贊策 であ も ごの 結論 じ 到達 


居る 生糸 取引所 設な 運動が 漸く 
具体化せんご！ 現じ：！：本 へ代を 
を 派遣し つ： あ b し 際、 前號本 
紙 巧 郁の かく 

ゴ厶 取引 巧を 中 屯 ごす 
一派が 絹物 業者の 一部 ピ述路 
して、 突然 ニユ ー ョ ！ クを 糸な 
引 巧を 合な 的に 組織した ので 驚 
いたのけ、 直 お 生糸 取引に 從華 
しつ {ある 連中で、 厨 外 者た る 
兩 派の 板狹み どなつ て 居る が、 
去る 巧嗯 H が 力なる 絹物 製造 藥 
をを 挪羅 する お 糸 業を 偽會 のん 
部 じ 農す る 人々 はおを じ 協議の 
結を 『本 問題に 就いては 相當の 
期間 やは 單 じが 巧を 藍視 する』 
どい ふ 中 合せを した 模樣 である 
而 して 一方 新設の 生糸 取引所で 

は、 チャ 1 ルゴ •スマ ィリ！ 氏 

を 假會巧 じ選擧 し、 入會 申込 署 
は、 旣 •しな' 五十人を 超過した ご' 
號し 

第一 恒の化 引 巧 總會は 
とち 十と H じな 集すべく 

オス 々 I •へ^— ン マン 〔シカ 

ゴ巿〕 を 副會頭 じ、 ナャ！ 來 

ス •ムラ- — 〔サ 八サ < — •八 ド 

ロフ 商會〕 を. 會計 じ、 ド ー グ 

ラス •ゥ ォタ 力ー 〔 H 本 棉花 

社眞〕 を 審誌じ 

不か敢 巧 かしれ よ、 ゴム 取引所 

の フレデリック •パンチ ングト 

ン 巧が 取引所 設置 S 具 化 案 作製 
を專 巧ず ベく、 取引所は 全が 別 
個の もの どして、 これを 絹 取引 
中 必地じ 設ける 答で わる。 而し 
て I ホ 棉花 取引所では、 渡 日 化 
表 0 I ゥェン ステー ン 氏の 歸ホ 
を俟 ちて、 巧 等 かの 巧 動じ 及ぶ 
べく 

生糸 業者の 中 じろ 斯 

急速 的 じ ぉ ホ 上つ た収引 巧を 
却つ て 迷惑 視 する 者 も あるが、 
をの 一方 •しけ、 補 化 ご 生糸の 取 
引を 同一 じせんと する 計 劃に 反 
對 する 者 も 数く； r ^:,、 こみ 問題 
は 今や 斯業 者の 話の 碑 じ 上つ て 
居る-か、 月曜 H におされ た 絹糸 
お 協 宵のを 貪には 時節柄を 數の 
化が ち あ b て、 が々 協議の 結 あ 
目下 间協 曾の 化を がを 糸 おがけ 
の 化 命を 稱 びて H 本に 化して お 
る 鼓 中 でん A 、 みに 棉花、 ゴム 
巧 取引 肺設廣 運動ら まだを の經 
路を たでつ て 居る じ 逝ぎ U いの 
である 力ら、 この 陌 

取 急いで 參 加し 3 いか 

ら 損を するどい ふ 筋を の もので 
ぃ よく、 化づ 時期の 到る のを 待つ 


しわ もの i 如 （、スマ ィリー 氏 
の 側では 今 H までの 參加 者は 生 
ホ、 絹賴 製を 業者の 外、 機業に 
醜 原 もる 採 式 取引所 委員、 物品 
仲買人 等 じて 旣に百 あ 十 乂じ達 
し 規定の ニな‘ 五十人 も 近い 將ホ 
U 滿員 じなる ど是达 み、 み 巧 ま 
員 會 、實巧 委員 會を組 磯して、 
を S 倘 巧な. 内の 開場を 急ぎつ I 
あるら の I 如く、 棉化 側の 參加 

じも碼 へて 居る どの こごで ある 
く 

有力 家の 中 じは 棉 化は 
巧闕 をの もので あらを 糸は が 固 
ょ b 輸入す る 巧 巧な であるから 
これを 同一 じあ 扱 ふ 化 引 所 案じ 
反對 ずる もの 多く、' 今日までの 
政 引 所， 設展 難ら このち 面から S 
反對 であつ たが、 これ 等の 反酱 
をず は 今回のを 糸 取引所 じ も 反 
對し C 純然たる 獨立 的。 ものを 
組纖 したい ごま 張して 居る。 

絹 業 協會が 

聲明 書發表 

棉花 側 じ 加擔か 
ホ轉絹 業協會 では 別項 所 報の 
如くよ る g 曜 ：= 重役 會畿を 開催 
して 新設され た 生糸 取引所 じ關 
し 協 難を 遂げた が、 協會 々頭シ 
ユンゥ キン ド 巧は 去る 水曜 目を 
巧て ステ— トィ ント を發し 
絹 業協會 では 囊に楠 花 お 引 所 
ょらを 糸 取 削所設 廣じ關 （て 
巧談を 巧け、 をの 化 表 者は 今 
- や H 本 じがけ るが 態を 調杳中 
であ 6 おつて 本協會 ごして、 
この 際を 化 まの 歸米報 おを 俟 
もたる 上、 これを 化が ご して 
別 じを 員を な 命の 上 取引 巧の 
設置 じついて お 策を 講中る。 

ご 述べ、 棉花の 引 所の 原案に、 

か 擔 すべき こどを 諷剩 して 居る 
が、 一方 新 お 引 所の 參加 者は 旣 
じ ニ ほ 人に 達し ■をの 中には 將 
ホ 座席 巧を 高 懐で 賣拂 ふごい ふ 
下 也から 加入す る 者 もを る 模樣 
ご あつて、 入會 ちの 資格を 嚴重 
じ 審査して 居る が、 一流 どころ 
の 絹物 業者で 旣じ 入會を 申这ん 
だもの じけ 

尸. — リス •クビ^ — •ゲオ I ス 

巧會 〔四 席〕、 ピアズ 巧會、 

シア] ソン •戶 ンミ术 商會、 

.バシェ 巧會 、ビン ン 3 ンお會 
等の 外、 二流 I 二流. -C ころが 頗ぶ 
る タ< 、日本 斯業を 側からは 
十字 蘭會 、り 本を 糸會 社、 H 
米 生糸を 社 

等が を 加した ご 新聞 巧は 報じて 


まじ 參 加した ものでは。 く、 社 
員が 個人 ごして 入き したら ので 
新生 糸 化 引 所へ 入會 する ごい ふ 
こ £ じ 就て は 尙ほ璋 を 中の もの 
が ぞい 模樣 である。 

日本 株式 相瘍表 

〔大 阪滕本 ビ^プ 0 — 力 ー 銀 
巧發〕 株 ま相壤 〔單 位圓〕 

巧 巧 化 日 巧 巧ち 日 

東を お數 查*受 を •呈 
大 阪お數 ニす 五 ニク 10 
ま 京電燈 五一 ■夏 さる 0 
大同 電力 《一ろ 0 《 T 呂 
東邦 電力 を •呈 ま 美 0 
大 H 本 製糖 をろ ° を盖 0 
王ず 製紙 ニク 言 ニを 曼 
東が モス リン 寛ち 0 受呈0 

H 本ビ ー グ ニニ 八 •00 一一 ニー！ •00 

日淸 製粉 101 •養- 皇ろ 0 
淺巧 セメント まろ 0 ま •を 
H 本 石油' 妾 ■を まも 0 
まを おが 《 S •さ 查 •言 
日本 人造肥料 四 子を 單 •言 
久お 礦業 を •呂 《0 王 さ 


化廉 

低 

扣寶 

S 經 

叫が 
巧 整 

SS 滿 

卽設， 


比-^ 
化. S 1 N 

I が if 

围被 I 

S 讀 
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♦售揺 ♦雜誌 ♦新聞 
が 覽 をを 開 
執務 午前 九 時 ょら 午後 お 時を 

紐 育！！！ 本人 會 


ブ 

電 

話 


，•ト . 


サ^ — ク 


五イ一 セと 置 

00 と 0 
00 と 一 


.夏場 向き 上等 

チョコ レ ！ h 

當會 社は 特に U 本人 諸君の 夏 
瘍營 業に 適當 する 商品を 提 拱い 
た J 居 b ホ國 東部 にがては 孰れ 
の菓ず 製造 家ょ b も 3 ブ をく 0 
本人 諸君の 御 得意を 持つ て 居 も 
ます 

チ 3 コン ！ ト めを ラィンょ ボ 
グチ モァ 本脏は 勿論 左記のを 巧 
の 見本 室 じ 揃えて あらます から 
是非 御 一驚 下さい 
FAIR T 夏 S 夏 夏 MP 妄 Y - 
さ West 21 SS ., New York 置 y . 

C 芦 夏 lAL 夏 H 登 呂韋吉 y , 

10 で si だ fid 其， 穿ち nne , N - J . 

J ‘ 呈夏養 i 舅 

養 Markef St ., 量 sbu 香 • P 产 

か 浮 

呈窝芦 与 EP 夏 置 C な CO , 養. 

で 芸 & ooird ジ ree 万， 

呈 tim ミタ 夏. 

上等の 品 許り 

睾ャン デイ 類 


曰本埋 髮舘淸 

西 四十 H T 目な 番地！ ニな 六 ま 号 

タ ダブ フロア (第 六 街 さ 四十 一二 了 日 角.) 


日本 散髮屋 則が I 

五ヶ 年 聞 中が 巧 ど 共 じ 就業。 

ジ ヤン ント •フ 3 ジ 3 

ゴ 去. 苦さ 苗.！ 1. Y . 呈 y 
巧 et. Columbus Ave. & C 呈す a;ark ぎ si 


ホ內 ぶびを 地 旅け 先 
ごも 懲切じ 御 案 巧 致 
I Li^o 

紐加销 I ◊通譯 ◊調 巧 ◊巧涉 
育 ►一; 1 1 ◊買物 


が 

I 卵 


案 S 

內 H 

♦川！ 


東 


•井 

卽 リ 

k S 

西 I 誦 

書 柳^ 

房 如り 

iS 4 


0 私は を 米旣じ U 四 
年 聊か 化圃の 奉馈じ 
通ず る もの ど 言じ鄉 
シカゴ 大學卒 蜜 

驚け 上— 雄 

▲が 育 ホ巧發 巧の 書 
籍 はな 論 其 化 米凰內 
慶 巧の ものを 敏速 じ 
瞧買 致します。 
▲古本 及び 古 雜誌御 
用の 方々 じは 特に 調 
杳 、購買の 勞 をな 
まず。 


S 


成功の 秘談 

米 鹽を吳 語を 話ず 事 
は 成 巧の 第 一 義 です 
本校には H 本人； 

じ 慣れた 專巧婦 ••へ 敕 
師 ぁら 盤 切じ會 lb 通 
信 文 社を 語を 敎 がし 
ます。 H 曜遇 H みに 
午前 化 時ょ b 午ぶ 十 
時まで關校（ 1 
スンと 十五 抑づ 
今：！ 一直 4^ じ ホ 校 あれ 


5 

0 

8 

げ 

化 

1 

6 
6 

2 


が 巧は 實質 誠意 迈 速ち 蒙の 
まに 御 ± 產物一 ま卸賣 値段 
で販賣 致します 多み じ拘は 
らず 御用 输仰付 下さい ませ 
◎斷 米を 鞠 時計。 置 時計 一 ま 
◎寶巧 貴を 屬 。銀製 器具 一 I ま 
◎を 補 萬 年 筆。 を 銀製 猫爭 
◎蓄音器。 レ 3 1 ド 見本 陳巧 
◎寫眞 器。 タイ ブラ イタ— 
◎船 切符。 紀を寫 眞帖繪 端 書 
フ。^ — ドウぶー 巧と 十酱 
領事館 向 側 建物と 0 五 就 ま 

如 計 遂すク 

今 も 

靡ぶ 商 A 

170 Bids さ 三. 妾 
Te 三 ortlandt 足 37 巧涅 



正 度 ど 親切 ごを 旨 
ごし 確實 信用 ある 
巧 品を 精選し 御 ± 
產物一 ま 特が廉 僧 
で販賣 致します 


タロ 

け 1 U ■巧 ィン 

貴 一一 ^ 四ムグ 
を お 3 西 十ス五 
屈 H 1 P 四よ ス一化 
寶 


話 

電 0 

ブ K T . 
ラ こ S 

入 


る 柳 S 对？ 断バ旅 


- - - -I ' _ - こ '^ 7 
巧 VS ? 下五ア ビ^ト A 巧 

記 商 一; 


一二 割 力 至 凹 割引 類# 


、室 
と 東 デ 
番化ン 
巧グ 四 


四 - H 

I ち 

セに 


ふ' 


尋れ人 

(柬 巧がん) 狩 巧 藤 雄 
(巧 京) 平 おか 雄 
(能 本縣 人) 好 崎 万作 
(を 知縣 人) 長 崎徳一 
(福 岡縣 人〕 招永國 次が 
ま 永 慶藏持 山 芳太郎 を： 
正き ホ h 幸藏 石が 節朗 
波 邊篤寶 特留吉 を 川 新 吾 
上野 修平 井な 貫 造酒 雄. 
貫 造 太 郞を家 巧雄柴 曲き 
雄 

I ( 佐賀縣 人) 柴山善 六 
(を 良縣 人】 木材 幹 (渡 壽) 
(愛媛 縣 人】 橫 ffl 常 ま 事 常 治 
仲 座 宮么助 

(東を 市) 小が 銀ぁ郞 
(大 阪巿) 白木 政 太が 

右の 者 じ 通 かを 度き 儀を 之 
お 間 本人 おくは 知人ょ b 現 
住所 御 通知 願 上 核 

紐 育帝國 総領事 舘 

1 吉 8 itl 壬ち Ne こ ork 空 一 

評論 nr 每 
雜誌 LU 马* S 一郎 十 他 
己 4 で ニ 5 害 St . ま* さ rk 呈 y 


かるた 

はも- ^ の 遊び 
ホを 臾 文で 米 國人じ 能 （わかる 
やう 衞單 明瞭に 說 巧した ものが 
出 巧ました。 內を 目み 進呈 致し 
ます、 御覽 下さい。 

M KUWAYAMUO , 114 E . 置 ihstbly . 


弊 巧は 永らく 白人 間 じ 信 
用を 有し 熟練せ る 技術 ど 
親切を 化て 贩賣 致します 

寶巧 貴金屬 
御 注文 並 じ 
班 速修績 
諸 鑑を無 巧 

旧 中 商店 

28 E . 65 th St ., cor , Madison AV ? 
Tfti •巧 hi 31 ロ づ么 ei - な 055 




I . 共 產黨事 仰 

; 極左 •こ 反動 政策 

I 昭か盤 化 じ 巧が 元を 劃し じを 
二み 普選に がて、 おが ニ 大政 黨 
I の 化 盤 じがて 悲 化なる 宮論戰 を 
; 武器 ごし、 大 ホの 必 じを 入つ た 
- 八 人の 無を 软黨化 證± が 四十 お 
: 巧 余の 淸 き-票を 巧む どい ふこ 
ーピ は、 我等の 等しく 幫 びを おじ 
I した 快報で あつじ。 がる じ设お 
ー祖齒 よら 達しつ i ある 頻 々たら 
~ お あは、 この 記憶すべき 普通 選 
¥戰 じめ て H 本 勞農窝 が 化會革 
一命を 宜 傅し、 皇 をを 轉復 して H 
I 本に 巧 農獨裁 政治を 布かん どす 
; る 陰謀 か聰 をし、 檐擧 された る 
! 所謂 危險 あお 者 化に 千 十一 二人、 
勞農 巧な 他の 秘左脚 体は 解散を 
^ 命せられ、 學界 並びに 思想界に 
重きを な マ 河 上肇憐 十： 等 一派の 
を 職 等、 前途 光明 じ滿 もた 巧 B 
本の 前途-し、 恐るべき 威を 呼ん 
- で おる。 

所謂 陰謀の 眞 相。 る ものが' 

; 果してい かなる H = 化 じある かは I 
i 巧 思の 手で をを 中に 屬卞る 今 U 
ごして、 濫らに 局外よ b 批 許す 
べき 問趙 では。 い。 若し これ 等 
共を 黛の 一 派が、 巧 論を 實際化 
: して 大衆の 必じ訴 へたら のが、 
あして 巧が 皇室を 轉簿 し、 勞農 
； 獨 裁 政治を 施す じあつ たどす る 
- ならば、 をれ は U 本の 歷た 、國 
体、 化會の 制度を を お 無視して 
'外國 0 思想を 非尘 じ移殖 せんご 
する 驚くべき を擧 である。 いか 
じ 新人の 徽 をを 化が し、 改 ホの 
刷 巧、 社會 制度の 改革に 厚い 时 
情を 抱く ものと いへ お、 彼等の 
誤つ ゎ 翻を じ 一片 间 情す V き理 
由は ない， 巧し 斯 かる 滋擧获 言 
を敢て L 司宜 のず を 動かす もの 
が あつね ごするならば， をれ は 
恐らく ザ 可 通。 マ八キ シズ ムじ 
じか ぶれた、 化躁 派の 花み 弄な 
じ 過ぎ；-* いで あらう。 我等 も 亦 
巧く 信じたい ので ある。 

_ ム かし 巧 かる 氣述が 勘 （共 普 
逆 逃 擧を機 曾 どして 動き 出した 
窜實 をの もの じ 向つ て 今 H の 日 
本 あ 識者は おして 巧ん ど 觀て居 
一る であらう か。 野 田 鶴 油の 勞資 
巧缠 から 生れた 直訴の'- 事實に 
_ ，化 つても、 今日の H 本の 社會じ 
_不 送なる 流れが あら、 資本を の 
横骇 、官憲の 故な き應迫 等が、 
いかじ 所謂 危險 思想を 损動 しお 
，くは 煽動 せんどず る 者に 巧き ロ 
ー實を 典へ、 不ホ ごす 滿じ燃 ゆる 
大衆を 動かず 力 じな つて 培る か 
をが 知 1 るに 難く U いで あらう 
特に 無産 派 政 黨舟惕 補 あに 對し 
現 政府が、 地方の がを 階級 ど 結 
巧して 迫酱を 抓へ たかは、 を 方 
面からの 被 道に 化る も 明白で あ 
る。 巧 等は 今回の 大礎舉 をな て 
: 1 槪 じな 勘 政治 ボの 急進的 思想 
'腿 迫で あ も. こ挪 やる ものでは な 
いが、 が 縣曾游 員 選を よ b 今 ホ 
の總逃 おじ 一 曲つ て 巧 はれた 政が 
の 逃 擧干涉 の事貨 、並びに これ 
じが 映す る 無虚化 蘇の 耀進 _ し 顧 
みて、 今回の 共を 媒檢碟 事件 じ 
j 關槪 し、 政府の 嫌を 切 b 化け 苦 
一 肉 巧、 人を 轉換ぷ であ も ごの ホ 




Wing 战 : Rg Low Quang Gan Lowj B が m Nom Low 

Chine が R が tau 巧 nf Chine が Ikstaurant j 4? 4 • む h Ave. 

お邮が wa も N. Y. C 則 I 112 W. 巧 化， 化 Ci わ ； b 化 ; zs 化 - 29 化み . 


City Hail Tea G が den 

170 Nassau St. City 
N が t 化 泣 e Tribune Bldg 
LiOo Lnx お 地が が 


Two Lee 。ぶ rden 


Ko み e Stu ぷ o 

730 F が 比 Ave. 
Cor. 57 比み . 
Tel. Circle 4406 


DANCING 

411 W. 115 比 St. 

Tei. Cathedral 4408 Apt. 3 


SUMMER 

PALACE 

741- お hAv も おが 化 お , 
NEW 巧 RK 

"Phene Lmigae 巧 51 } が 


KATAGIRI BHO^S 

224 E ； •が 化 St . 
New York City 

Tel. Re がが 3489-3 が 1 


TOYO KWAN 

41 E* 19th St. 

geigis 巧を 4 を ま ? t_— 一 -- - 
TeL が が nqiiin がが 


SHOWA 

お We が 105 SL, 

Tel. Clarkson 0981 


Ttie Tokyo Go. 

1 が W . 巧 化 化 
New York City 
Tel. む afilgar 8559 


S.KUWAYAMACO. 

114 E. 59 化み . 
New York City 

巧 叫 e. Regent 


KiNGYO & PET SHOP 

IMPORTER OF 

GOLDFISH & BIRDS 

動 其 力を 

物 ^ 十す 重 

一 鳥リ金 

切 k ャ魚 



お East 29 化 化け I 
W. Lexington 57 リ 


IKUINE 

Hotel & Restaurant 

おミ資 . す 加 お . わ 巧 Tork 
Te! ， む h 巧 ier 巧 巧 
む舶 Add 巧が IK 山 化 



〇 MlyAXg> 

340 W. 5 か h み . 

feiephone; 
Columbus 8882 


( 庙良 • 水 ) 巧# わ 



TAIYO 

1 が W が t 扣化 な . 

Te しむ 巧 uehana 巧け 


DARUMA 

巧 1— が h む e. 
let. わ ] fant 巧 巧 



じ 為 





Kawasoye Hotel 

1 巧 West123nlSir 巧 t 
商 . Mwningside バ 54 


御 

旅 

舘 

河 


添 



號 S 十四 百 四 モー 第 


攻 わを ぶ贫 P な it た 0 を SlUnca 【日 耀±】 


日 四十 巧 四 年 



- ち ホ じして 巧ポ 

i 南樓 

午前 十 時よ 6 肖 
午前 六 時まで 


皆 樣の御 嗜好に 適 ふ 
樣な美 ホの 御 巧 巧を 

卽賴 廣珍樓 

致し i すから 績 々御 
ホ ホを 頤ひ 主す 

‘3 撕機 

腐 揃 ひの 巧 理人數 を 
か 日本人 諸君の 嗜好 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 朝 云 時を 開店 
(な ホ 五 T 目 ナブ 
停 奉 海の 下) 


まが 巧理 

が 廳を園 

司 巧 人 蘆 蓮 
お 數のホ じは ま叛 
の 巧 便 剌じ備 へが 
賴會 庵の 御用 じ お 
ずべ く娱弼 巧卒巧 
不變わ 引 立 顧を 0 
祗上觀 案 巧 申 上 候 


設髓 改善、 酸 利の 
輪 化-料理人、 調理は 日 


S 7 
h y 


本人 おき 


謂 I 黯 桃李 園 

剛邮御 化來を 持つ て 
琶 もまず 


L 目 日曜 及 4 J 曜 じは ンユ 
なが 一！ マィ 春懲を 巧へ が 

支那 長 お隹 园 

巧理 舅 弱 置 


4 

|巧=5?7 

削 ： i 
】 3 1 S 


社 I 

G H わ 

N ロが 
A 貼 ，i 
H 邮 

內此诚 

s 胤 
s が 


温 新を 艳 

本樓は 麗劍巧 みぞを 
】 意勉强 化を 司理人 
ゼィ ，巧 理ん 歐廉も 
巧 變ら中 腺 前を 見せ 
:留 とす。 然る じ 現 
在 某 街某號 じがて 元 
ぶ樓 料理 \ を 雇 又れ 
たる 姑き 廣吿 をな し 
居る も 全 銭髓根 じを 
之 骄る晕 じ 卸を ひな 
<谱 舊卸最 貪 じ 潰を 
をく a 本ん 諸賢の 御 
光 ホを を攀 致します 
新 杏化 

主人 謹啓 


ステ^- ムヒ •一 • 


タ 


邦人 惧樂が 自曲亭 

是ジ nds St. Broo 互 n. N. Y. 
ジニ ri 宣ニ 475 


A 淸 巧、 親切、 氣樂 ニ お ▼ 

勢州舘 

がを 事を 久蘭榮 作 
•225 E . 58 を 资 r ミ t 
Tel. す 巧 nt W 芭 8 

若 旧 旅館. 

江川 作 一 
望で S ニ 班 h 芭 查 
呈 . S 星 養き 二 苗 t 


カ旅舘 改め 

希國 旅館— 

1 舍 さ. 霉 h S こ呈 York 
T を. WUS ち ehan ミ》 610 


紐 育 旅館 S も— 

素 四十 了 目 ニ 四 二番 
TeL Cat 左 ania 送 74 


ボストン 巧 

富 ± 旅 舘大浦 末 松 

145 wist 巧 si . Bost 呈ち ass . 
ぎ o . 舍 75 


なみが 地ょ き淸 潔なる 室 

® 了 {一5 松が 好か 


1 夏 Lexingt 置 A さ. 
す I . i . 若 •夏 一 


費 府 御旅 舘 

桑山淸 五郎 

'4 畳 S 有さ 9 lh 苗. 呈 Hade 一口 h~a pa . 
Tel . Walnut 7231 


第 お 巧よ 一二 o 

へ クシ ヤ I 
ビ八 デン グ两 

小 池 寫眞舘 

電話 サ！ クル， 

の 四 0 六 


舞 磯 f i 

▼社を ダンス ▲ 

►表情 体操 A 



朝 十 時 3, 夜 十一 時 

シヤ タフ •ダン シ 

ング師 箱學校 卒業 

上が タ マ 


新 蘭 業 

麟 利きの 輯蓮 人が 日本人 諸君の 舊 好に 適 
ずる 輯 選を 差 上げます 

賊娜頤 和 園 

芝居の 前、 芝居 歸 ちの 御 集らに 最も 適當 
の瘦 所です 是ホ 御馬 負 じ 願 ひます 


御菓子 舖 

'名物 栗饋 頭、 朦锐 、棟单 羹- 
賛澤 豆、 甘納豆、. 其 他を 禪 
煎餅卸小賣。 のし餅^2前日に御 
注文を 乞 ふ。 日本食が お及び 雜 
誌 等 も あらます 

街な 文は 松風 軒寫橋 
ち W . 置 ih 度' ぎブ a 空ち 置 4 


- Jma ^ 

- wlLJia 


桂 

庵 


電話 ブラィアント 

八 0 と 九 1 み 八と 一二 

巧喀 ご-^ ゴー 芝 

親切が 裝丢 

が 育お菌 四十 四 T 目 
ニニ； こ 八發ニ 霞) 
ま 配 人 巧 中を 雄 


ま 巧 

147 夏 10 里 A ま. ぎ臺タ N - Y . 
ジ三 idw を 基 B ま 
ま 任 ミ S - F - K ’ Sato " 


異面 肖な を 滾截轉 處じ瘡 t 
なる 瀑裘を 弱 錠ず 

宮が 事務所 

紐 育 ホ 西 四十 ニ T 目 旨が 一 を 

電グ ラィアン ト とと 八と 
霜 ブラィアン 九完八 

襯餅 卸ぶ 賣 
を 腐 油瘍 
日本食 料 お 一切 

ac 田 rls » 巧 JC 压 naka no . 

是二至 rd す，， 

ぎ 呈ニ 2 ニ 
ロス アン ゼがス 

ホ リン ピック 

ホテル 

ニ 7 N を n Pedra St こ Us 昏 を 器- 呈- 


レヤ トル ！ tr . 

NP 旅館 

30 タ 巧！ b Ave. so . weattl タ wash . 

停車 洛 前を 東へ ニ 了 左側 《階 建 
H 本 巧 船 切符 取扱 波戶場 送迎 

巧裴區 域中必 、緩 領事館 >0 本 
戳船其 他浓巧 大會社 近き 镇巧 

案 港 *^5:^ ホ テ® 5, 

純 日本食 (特別 おあら) 

ご 報み 篤自 勘ち 御 出 迎申上 巧 

B ご呈 ifornia ぎぎ 吉 另 立呂 ，呈 if . 

木 旧 ル 1 ス ング 

1 呂 7 3 rd Ave . す i . 芸 & 罢 h S すま ts 
ヴ I ち ho ます 巧 己 W 苦 W 


十九 U に 横 渡を 出帆した 太洋义 
のを ど ub 、 昨日 桑 港に ム 陸の 
豫 をで わるが、 岡 化に 約 ニ H 滞 
なの 上 雜がじ 二週間 滞 化し 映講 
の都柴 がを 醜 おし、 ホ H 初 巧 東 
巧 ホ 紐の 由で ある。 羽 左さん は 
ち 名な お 巧 目 菊 お郞の 弟な ホが 
家 橘の 實 ずで 尾 号は 『橘 崖』 ネ 
名は 巧が 錄太郎 、明治 二十 年 時 
化 U 澤が 源平*」 を 乗つ て當 時の 
ホ 半襟を 撫で 切 b じし、 家 橘の 
_ 名跡を 相 線' > て 0 ホ 範 名と 藝名 
ごを 併び 稱 せられる 樣じ なつた 
が、 名 歷羽左 H 巧の 後を 襲ぃで 
から 技 愈々 神 じ 入ら、 おはこは 
默阿頒 化 話 ものを 始め、 圓 朝の 
化 丹燈籠 乃至 時 巧 ものに も相當 
適 まら 役が わ も、 従兄 寺 島 梅 幸 
ちご 舞臺 のを 裏 おじ 兄弟 间樣梅 
幸が わ 富 ど ホぃ ば與ご 一は あ 左に 
限ら り、 羽 左が 直 侍 ど ホれば、 

S 千歳は 梅 幸 ど 相場が みまつ て 
居る 程 劇 巧の 巧 璧と稱 せらい、 
を 巧 も 寺 島、 ホが の ニ 夫婦 揃つ 
て洋 巧す る 堂の 梅 幸は 大病の じ 
め 画 根に 養生 中 ど あつて、 歐 ホ. 
漫遊の 旅 じ 顯巧郞 兵衛の 役が 勤 
まら 中、 羽 左さん j 人畜 タ 八の 
役を 承つ たのは 惜しい こごで わ 


間 題の 搜 書は 

邦人では い 

緋日 紙の 班 諮が 巧 

一こ 月 二十 八 B 發巧 本紙 第 四面 
で ィリ ノネ 大學じ 縛を 置く ドク 
ト方巧 中ど稱 する 同胞が 巧 度 人 
の 學生ど 連署して、 T ら巧 投書 
をパア タト 紙に 送つ ね (らしく 
'夕刊 ジャ アナ 八は 書いた) じめ 
ジャ アナ^の な- 对巧ミ じを、' 嘲 
弄 半み の排 P 論 どなつ て 現 はれ 
た 事 實を叛 道して 磨いた が、 巿 
俄 古在 住の ホ 人 某氏ち、 ぁの 論 
义を讀 むで お 育の 邦人 紳± じ 南 
け 『一体 誰 入 だら ぅか 化 乂晚を 
御 承知なら や』 と 尋ねて ホた。 
を こで 右の 紳丄 しは 『一 辟 知らな 
い 男です が 馬鹿々々 しい 役 書で 
す』 ご 回答した ので 該米 人は 自 
かで 取 P ベに 着手 I た。 ホれ じ 
化る ご、 ドクトル 困 中なる 同胞 

學 生は フ レツ* ト •チヤ 1 レス • 


ブッチ モンド ど 云 ふ 氏名で 大學 
じ 籍を廣 い' て 居る。 長 崎 生れ だ 
どを 錄 して あるが、 り 本 乂學生 
供樂 部の 會を でも 何んで k なく 

ドク ト成 ニ々 ィロ プ ラクみ アど 
しての タィト^ である こどが を 
つた。 しかし 本人が 婚化新 か 如 
巧 かは 巧が し U いごを ふ。 竿な 
人の 嚷 語の やぅむ 投書の ホは お 
して 誰れ か。 眞逆 東洋 大學 ま亞 
細亞 大使 創立を 辻 泰山の 巧 一を で 
はを るまい。 j 

天長節 祝賀 會の i 

準備が 進 嫂 I 

巧る 二十 八日に 開 がれる ホを 
節 祝賀 會は 久し 振 b の おしで あ 
るが 宮中に めても 新 ホ 陛下^ 登 
榮後 始めての 御 おしで ある Li め 
だ留 同胞 も おがる ホけ 盛大で 擧 
巧したい ご 云 ふので、 H 本 k 會 
事務 巧 じて は 目下 德會 を賴 、を 
を 賃會開 獲な どで 大多だ 中に も 
おはら や、 香 巧 龍 雄、 鴨 ザ A の 
ニを 人が 惠願的 じへ がプし it 居 
み、 昨 格ら 東洋 館に 委員 潑留を 
開いて を 方面の 報 吿を參 黯の上 
切符の 配給 等を 協議した。 取 テ 
八。 ペン にても 今回は 乂肌 f ! ぎ 
で勉强 ずる 由で あるが、 視員會 
のを 員は 會 場、 裝 締^ お 席- 
庶務、 余興、 會 計の 六 離 じ 
れ 、あらゆる ホ 面を 網羅し- 1」 唐 
るから 豫をお 席 人員 五な 入'^ 超 
遏の見込みでもるミ嵩事者一一カ 
瘤を 入れて 居る。 一 


モ ー リ K プラ A 一 

月給 取 b や 其の 他み 跑乂 ホむ 
めの 金融 機關 である、 モ ！。 一/ ヌ 
プラン 會祀は 巧る 六 巧】 H ‘ょ b 
西 四十 ミ T 目の 3 3 リァン イホ 
1 グ建顿 内 じ移轉 ずる こと K な 
ったが、 同社は 資本金 ニな づ弗 i 
本 おのかに 十 個の モ 店を をし 千 
化な 十五 年 W ホ 事業は おを*^ を 
しつ をる ご 0 


問題の映畫上映ー： 

大戰中獨軍じ銃殺された||^護 

婦 、ェ デス •カゲ 五 グじ關 ずる 

吳 國陕壽 は、 厨鹽 では 上映 >た 禁 
化された が當 地では あく 上 酷す 


一浦 環 夫人 獨唱の 夕 

り 本が 產 むだ ソプラノの 名匠 S 浦 環 ホ 
人 今季 唯一の コ シサ アトを 私共 支配の 
下に 開いて ミユ ー ジッ クに憧 がれて 居 
る 皆 樣の御 鑑賞を 得たい ご存じます。 

時日 四 巧 二十 八日 (± 曜) 午後 八 時半 

力 ー ネギー •ホ I ル 

メンテ かツン ブチニ シユ] マン 

曲 nn 諸 大家の 歌曲を 始め 佛 、日、 獨 、伊 
おを 國の 優れたうた 二十を 番 


ボックス 
オ— ケス トラ 

バル n ニ— 


ニ 一巧 一二 十 他 
ニ 巧と 十 あ 化ニ乘 
二十 仙 一望 ハ 十五 仙 
ニ 弗 二十 伽 一巧 六 
十五 仙 一 弗 十 袖 
と 十五 仙 


3 a 畳 geme 己； 立 urok Attractlos , In 。 

55 去. さ 互 Stre 里' Je * さ rk 立な 


紐 育 唯一み 日本 百貨 巧- 

片桐 兄弟 廚會 

スマ ドレ •プ n ダク ジ 一ず 販真冗 


高等 御旅 縮 

衆 洋館 

會廢御 料理 


高等 御旅 舘 

’昭 和 

會廢御 料理 


日本 食料品 類る び 雜貨類 卸小賣 
ホ么素 大賣棚 桑 山商會 
新刊書 籍雜誌 小間物 日 巧 ng を 種 


每タ化 時を 度 乗 

• 。 メ 1 グァ ドン ス 〔年 I 弗〕 

日本 巧貨巧 東京 巧會 

書籍 お 巧 類 贷グ ー ム自 かの 便 をら 
ト タンク 巧 b ます 




n 化 t , 蠻油 5 態 ISSi 穗 。 f 白米 

gjii H 本 米 鱗 難 食料品 魏雜 。へ g|g 

a が S 巧 旧 醬ホ巧 ま會社 まが】 手 賣撕巧 

J P J 日本 食料品 蘭會 


ザ 上 金魚 巧 

苦 8 巧 妄 Ave ., N 罢ジ rk 呈 y . 
さ i Circle ちち 


提 の蒲燒 おいしい 銳燒 

會席御 料理 

一晝 食は ホ廣へ 

げ 喀節搜 菊が 大勉强 


割烹 並に 御旅 舘 

t 貧 を 巧 

巧 お 

化育 ポ巧 八十 八 T 目 一二 ニニ 
ち話ス 々イブ ー と 八 ニニ 


御 お 理銳載 

太 駭 

. 壽司每 目を りまず 


閒 題の ニ 勞農黨 代議 ± 【よ 





去關番 


アイリ カ兰界 にまで 轉 々した 

性な 育の かわりを 山 本宣治 氏。 


『わ i わ 天氣や こご 0 もう 
ホが 宋 たのみたい、 え、 氣持 
やむ {『はん まに をう です-ロ 
なゎ」 うら 5 か；； 6 春の 陽 ホは 
おやか じ、 こつ ぼ b の 音を た 
てて、 話して 巧 < お妓 たもの 
長いた も ごじ 映 わかへ して 居 
る '.!! 。巧と いへ ば紙圈 、お 
阁 どい へばげ 化 色の ついた 因 
おど 巧統 の 都を おひう かべる 
はでを 鄰の 町は ォ ー ソ ドプタ 
ス脯 讚の ± 化 でぁる。 この 京 
都： S , 普 逃 最初の 總逸 おじ 瞬し 
て 新 巧 無を 階 淡の 化 表ち、 し 
かも 極左 翼，' 轉を をし < 巧 働 
をお駕 の圆± 一一 人を 講會 政抵 
の 第一線 じ 送り、 今回の 共產 
黨 事が で辭 職を 强耍 されて 居 
ろ どじ 何ん .、こ 友 ふぶ 巧ト * 3 ン 
であ & ここよ 0 


ラ 


『まを は阳 化で ある. I とマ处 
クスの 言 梁を 督 がした わけ でら 
あるまい が 『を 琼鮮 限』 の 

元締め 山 本宣お 氏が 『C 
父龜 松の 道 言に よ b 、 葬儀 じ關 


しては 神官、 僧侶、 牧師の 御世 
話は I 切 わ 節 b をし ます』 どの 
貼 紙で、 あらゆる ま 敎家述 を 寒 
退し、 請 絡 一つせ 中に、 わ 父 さ 
んのわ 葬 ひン濟 ませた こィ J は、 
誰れ て も 知つ てむ る 話しで ある 
宇治の 旗亭 化廣 敷の 長 巧、 性の 
硏究 ちごして お 名な ぶ兒 制限 論 
を眞向 じふ b かざして 巧 （くこ 
ろけ、 勞農 黨內の 

叫 M 宜 をの 田地の 小 巧 
巧。 一 切 取ら a とい ふ 面.：！： いち 
で、 理論を ずぐ に 宫行じ 移さむ 
ければ おかのと ころ じ、 をの 牲 
巧が 躍 かどして 居る。 千 巧 子 夫 
人 ごの 結婚は 自由 戀を だが、 巧 
め 實父龜 松 氏 も 多年 子 夫 A ごの 
結婚に 親族 一 同から を 烈； ， A 反對 
をぅ けたが、 斷 がくして 斥け、 
新洁 をを 做 じ 構へ 『ヮン プラィ 
ス •ショップ』 の掩號 で、 两が 
小間物 巧を 满 き、 H 瞩 M はま 息 
日 だ ごて 体 業し、 あたら ri モ 1 
ダン 靑 年み 文化 吨活 といつ たも 
ので、 鄰 人の 觀じ 話しの 補 V 」。 
つた さぅ でを る。 氏が 


U じ 筆に 樣 愛を 命を 髙唱 

する あたら、 こみ お父さんに 源 
をを して 居る ともい へょぅ 。宇 
治 川べ 6 化属 敷を か 園の 宜 をで 
日向 ぼつ こじ 病み h ら のかを 養 
つて & じ 氏は、 窓 ホき から 流れ 
こむ 梅の 香を 懐し みながら、 僕 
の 親父は 叙 也な クプ マナ アンで 
ぁつ ホが、 晚年 敎會式 キリスト 
敎じ 反感を 持 心、 特に 傑が 社會 
運 勘 >」 巧敎育 に徹 あしす ぎる ご 
の现 由で 岡 志 社を あはれ てから 
をれ が 

絕對的 じ.；；； 、ぁの 遺言 

になつ たのです ご薛 つて ゐ る。 
明治 一二 十乂年 十八 歲で大 曝 侯の 
玄關 をに なつた のを あ b 出し じ 
數 をな ザ 生を 過ごして 居る 点は 
富裕 じ 家庭に 生れた 人 ごけ 考へ 
られ ない。 新聞記者、 新聞 配 逢 


スク ー か •ボ I ' T 、 園 T * 娃取 
ホブグ •ボ ーイ 、が 姓ごア メリ 


力 一一 一巧まで 轉 々として 職を かへ 


る こご 十數禪 、しかも 巧 巧の ち 


的- 


-を ょぅけ を 達す ' 


ごがで き や、 槪然欽 鄕じ歸 つた 
が アメリヵ 移怯玄 しで 不成功 じ 
おつても、 巧 農 黨化議 ± の榮冠 
は 氏の 頭上に 燦ご 輝いた。 をに 
巧 無 ホな 黨は 巧に ぅじれ、 風 じ 
もまれて •忍苦 幾年、 けんらん 
の 化は 關き 、僅かながら も 八 個 
の賓を 結んだ •か、 今や 巧ら しい 
凰じ繫 はれて 居る ので ある。 


强盜犯 嫌疑 


太 西 無罪 


一 放免 後 再び 逮補 

- 今回 巧び ジェネ ラ 作 •セツ シ 
- ヨンで を 啊じ附 せられた 太 田 幸 
: みが (僞名 加 藤 嘉十其 他) の 井 
玉が！ を ホ ー グド アップ 事件 第 
: 1 H の 模檢は 本紙 前號所 保の 细 
であるが、 翌 十一り 午前. 燕 隅 
I を績 巧し 玻吿太 旧の 辯議 ± - 1 
i ト マンは 辛が；： •る 反問を タ上巧 
I じ發 して 氏の 証言を 緩へ さんと 
I しな 偵-— ト 皮の 証 离後給 事の 
i ち 罪 辯 論、 被 吿絲護 無罪 說 
一 あら、 判事の 掛 陪審ち 注意が わ 
約-辟 間 ザ 陪審を 空 じて 討遙 
i の おお 証 據不充 かの なをな て 太 
i 旧は 刑 V - をれ 退廷した。 太 田が 
巧 速 化 ホへ 出る やを やなて 太 田 
の お盗那 跡を 調べ 上げた 譬 をは 
南 もに 太 旧を 袖规 して ホ 巧監じ 
; 送ら 昨辆ウ 3 X ト •サイド 法廷 
で ブラウ 巧 事。 前に 引き 巧され 
た. いが 判は ホ 巡 H 願 H に 延期 さ 


忽も稱 巧み 子供 等が 密集して 
投げ 巧され わ 私 S の 大部を を 
持 も 去 b 、 大騒ぎを 演じて 居 
るのを 見兼ねた 通 巧 人は 二度 
も 警察に 急報した にも 關 はら 
や、 漸く 一二 時間 後 じ 家が の 
影 も おも ホ （なつれ 頃 出張し 
たので 

巧贊建 おの 橫 暴を 叫ばれて 居る 
昨今 どて、 タキ ムス 紙の かきこ 
れが貴 任に 就いて 愼慨 的な 記事 
を 揭げて 居る が、 蠻察暑 や譬達 
を 巧では いづれ も 費 巧を 回避し 
て 事 评を陵 ホ じ 葬つ て 居る ご。 


をな つて 第一 人を どす る。 
ぉはホ人は前週ニ ュ ージ ャ！ 
シ ー 則會 の閉晓 まじ も 招かれ 
て 得意の 美聲を ふるつた。 


を 庵の 樓 上で 一 

ホい 氣焰 

勞 働協會 r 內闢禪 熟』 

お 育 日本人 勞 働條禽 おび お國 
無を 致黨 後援 會ホ催 S 下 じ 去る 
と a 午を ニ 時から 紐 育を w 桂庵 
で 旧 中な 動 内閣 巧 倒、 無 產黨員 
~ 換 まな 對演說 會か銷 かれむ 


環さん に I 

王冠 y 贈る 

ィン デ アンのを 長 
本紙 化 報の 如く H 本が をんだ 
化 お 的 ソプラノ ニ 一浦 環 失 人は ホ 
る四片 二十 八： 3 J の 巧々^ ~ モゲ ー 
に满唱 會を櫃 ず こご じな 
つて 居る々 呂 ドニュ ■ — ジヤ— シ 
! の プロスペクト* ベ 1 ンスじ 
住んで 居る 夫 A は 


.れ たの 


ア 


’ザア ..の 借 


家が 道れ を 


子供が 據奪 

々'退を がつ たが 人 
.當地 東 五十八 了 目 四 巧 四十 番 
の雜誌 「 n 本ん』 經營お 渡邊民 
j 藏 おは 巡 去數ヶ 巧に' 日 もみ 貧不 
支拂 ひで 豫 てょ b 家ま^ ら支挪 
を 要 ホされ て 居た が、 雁 巧し な 
いので 家 ホ侧は ホ蠻を 達が おの 
手に の b まる 水跑 H 鬧ん のす 化 
じも關 はらす •印刷機 や 家具 類 
を籍 .切を サキ ド •ウオ ー クに 
投げ出して 强 請な 退きを 執が じ 


I 及んだ： S . 


長 ホ ワずト •ホ- " ス •イ . f ゾ 


< ち ミは 豫 てからの か 己で、 

/ — 乂^ 昔け 巧ん ごかして 樂 
.擅に がける 環さん の 巧 鏡を 表 
をし ねい ピ 志して 居た が 
遂に 古い 時 巧の ィン 六 アンの 習 
惯 じょら 女击コ •ダス •々のな 
を 贈る-- ご、、 じら、 前週 日瞩 n 
夫ん 邸の 庭閣で 盛大な 贈 お まが 
巧 はれ、 ホ脊者 無慮 ニが お 十 人 
ごい ふ 施 况を呈 したが、 舍長巧 
も 頗る 御氣 嫌の ホで ィン デ アン 
の 歌を W ハつ た b 、 踊つ たらして 
ホ會 巧を 喜げ した。 ロ 本人に し 
て アメリカン •イン デ アンから 
王冠を 贈られた のは 蓋し 炭さん 


集まる もめ、 約曰击 十。 之 等 
同胞が 働 まが 故 國の勞 働 者 農 
民 じ 「兄 ホ 達 も 確かを でつ て 
<れ 。俺達 もも 化 處で圖 って 
居 をんだ」 ど 呼びかける 聲が 
漢內 じみな ぎつ た。 

鬼 頭、 正ち、 堀 巧、 获野 等の 
の 辯 - H は、 こも 立つ て選擧 
I 干渉 無產 黨員檢 まを 糾彈 し選擧 
i 法改正を 要 ホした。 最後に 勞働 
I 協 會員岡 本 君の 動議で 『お 取 巧 
I 爲の隱 薇と、 をの 深刻なる 合理 
I 化 wh 何物 も；； <, き 目的の 下に 施 
一巧 せられれ る 普通 選擧 法は、 過 
; 般の 第】 巧 衆議院 選擧 にがて 無 
產 諸政 驚への す 法なる 大 干渉 巧 
び猛惡^:^る官憲の躍壓にょる數 
限 b なき 事 賞の 上に 遺械 U く、 
をの 巧 体を 慕 露した』 ど 冒頭し 
じ 旧 中 內闊彈 劾の 扶 護を 巧决し 

ご 0 


近く 來紐 ずる 

たちばな や 

故 搜梨閣 の I 名花 
巧 川 戶の助 六を 先祖に 侍つ た 
= 本 一の 色男、 まがの ダ y レン 
ブィ ノ市村 羽 左 H 巧 おもを 娶の 
をす さんを 词 伴して を々 S 巧 ニ 
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YORKVILLE AUTO SCHOOL 

最も 搔れ わる 宮働 車學焕 

204 E. 86 比 St. TeL Regent 2390 


NAIM & SHIMim 

Dolls, Toys and 
Seasonable NoveUi が 
31 EasM ? 比 Sireet • 
(UNION SQUAW) 

Tel. Mgonquin 1677 



F . K， MARUYAMA & CO . 

67 WEST 4 な h STREET, N. Y. 
TELEPHONE BRYANT 7079 


THE FllJIMOTO 
SECURITIES CO., INC. 

巧 0 8 巧 a か 巧 も Y. Cily 

お ctor 2 が S • お 39 


T 化 BANK OF 削 OSEN 

Flflom 巧 巧 1 巧 Biway, HJ. 

恍 (me. む rilsmit 8 巧 3 


Tfie Sum け omo Baiik, L 扣 . 

化 W YO 削が EHfiY 
む om 414 
1 がむ Mdway 
TeL お训 ¥ が 7444 ■がな 


Tile Yokohama 
Spe が 8 的 が , Ud . 

到 h Fioor, £ が け able B! お . 

け 0 Broadwa も ん Y. 

Phone R が ier 25 が 


The Bank of Taiwan , ltd . 

fimim 5 巧 

む OM な 帥 I 刖巧 ting Building 
1 巧む oadway, H. Y. 

Tel. CorHand け 巧 2 •がが 


而 < 〇机が化 0 〇 . ， ||] 〇 .|^1 邮 11111 瞧邮化 .|[1 〇 . 


Imporiers & Exporters 
101 Fifth Ave., N. Y. 
Tel. かが 叫 uin 3 の 3-5 

327 W. Madisan 化が t, 
Chicago, HiinoU 
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53-55-57 W.23rd St., 
New York Ci わ 

Te しむ 帥が 巧 巧 5 日 
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WAUCER & 化 ORIO 

CUSTOM TAILORS 

20 DEY ST., NEW YORK 
Near Church St. 

TEL. CO 反 TLANDT 7557 •巧 化 


N. Y. K. LINE 

社 會船郵 本 日 

N 巨 W YORK OFFICE: 

8-10 Bridge St. TE し . SOWUNG GRE 巨 N 2262 
San だ化〇〇わ〇〇 0 だ ミ ce: Los An 色 e!es CXf む oe: Se が deOfnce: 

551 Market な . Biltmore Hote! Arcade Cohnan が dg ： • 巧 r が Ave 

Chicago Office: 100 W. Monroe St. 


O.S.K. Line 

大販 蘭瓣會 it 

2 的 ? -8 麵 巧 mOlilL 日瞧 
り 8 が巧 が PUCE KW y 〇 RK [m 
PHONE が WLiNG 郎削 おが お 


Nippon 

D ぴ Goods Co. 
12 が Broadway, City, 
むし 31 が 化 

Te しお nnsylvania 巧 如 - 51 
む om 4 巧 


M 日 ぉ帖 ., Inc. 

Formerly 

M が uh が hi & Co. 

17 Easi 17 化ん Ut. 

Te し JMgo 叫 tiin の 8 目 - 67 


N が a Tr 細 ng 如 1 

151 -5th Avenue. 

が or. なが St.) 

Tei. Algonq 山 n 3 が 8 - が 


<0> 


HARUTA & 00, 

W-1 が Fifth わ 6., 
げ or.2W 化） 

Ne 押 York 11 巧 y 
Tel. Aigonquen 6635 


自働車 運轉及 修理 法を 
目 本人の 敎師じ 娘ち 親 
切に 敎 巧す、 お 雜の道 
齡も 自由 じ 
操 縱が出 ホ 
る樣 じな’ 
'ますを が 保 
証、 就職口 皆 山、 晝巧 
敎授相 じ クラィ" 

一九二 八 年 型を 使用 


農 


ラ 1 


I 日本 わメー ル I 

ク ク 

締 がが 育 本局 午を と 時 ザ 
四ち 十六 H 沙 港ぶ 由 

プレジデント •グラント 号 

四 目 十六 日 沙港 由 
橫濱化 

四月 十八 日 ホ港^^ぉ 
ぱ b すか I 
四 巧 ホ 一日 ビクトリア 經由 
ェム プレス •ォブ .西 細を 号 


貸間 i 禮 だ 

巿糜へ 十み タ イム K ス クコ >「1 
へ廿 五を 電話 カン バラン ド呈一 互 
184 flighsi . Brooklyn 黒 崎 お 


と 3 巧 < 硏克 希望者の 爲 めじ 

ち 巨^ 自を 且つ 渝 かじ 練習 

出 ホる 法 巧、 化 活けを 易、 同好 

のホ數 名の ホ 宿を 撰む 

薑 VU 1 量ぎ eeU 害 f ) 

音樂 同人 會 


操縱、 機械 敎 習、 

sill ® pt 點乂 、電池 等 几て 

懇切に を授晝 が兩巧 自幡ら 開校 
日本人へは 秋 山 氏 等せ 敎授す 
量 ropolitan Auto 皇 00 ニ 3 哀ご害 8产 


十五 年の 歷お ある 當 校は タ 年の 
經 驗ど渐 智識を 有する 敎 師を聘 
し 自動車 
操縦を 及 


び 運 巧者 
の 修得す 
べき 必要 
な 機熙的 
智識を 短 
巧閒 じし 
て 最も 能 
率 ある 徹 

を あ 巧し を狀 獲得を 保証し 職業 
ロを も鬧旋 します 0 



齒科醫 バレ r ハ リ了ン 

E > r •内 dward 至 arrian 
穿 r 巧 on 1} ミ tist 

基 5 ま. IBIStst . Tei . Billin 巧 93 一 6 


^ タ ン ク - いいラ！.及 

.ンノ — ベ 1 シ 3 ント ランクす 

物お乘 五十 仙ょ ち 十二 雜立 十视 

夏 Ea 法 空 th Street 


新ケ ！ ム 

夏 複骄ま ゲーム 及 是れに 使用 
する 諸道 具 格を じて 御需 めじ 
應 や、 が 極 類な' 上の ダー ムぶ 
値段 目錄 表御學 みに 由ら 送る 
左へ 御 問を せ あれ 
看 li 書， 40 E . 芸 芭 星 
= ew さ rk 量. 


夏場 ダ^ ム 向き 

今回 上記の あに 移轉し H 本 及び 獨逸製 お 
具、 が 貨议び 陶器 傾 巧夏踞 向き おを 部 化 
揃へ 陳列して 居ます わら 御 ホ 組の 節は 是 
非 樹立 窗 b 闽一 費を 願ます 

ず^ テル エンド シム メル 


天長節 祝賀 會 

一、 時 n 刚巧廿 八日 (七曜} 午後 時 
一、 驚 所 ホテル ペシ シちエ ニア 

一,、 を 費 五 弗 - 
一、 服装 タキ シ^ ~ ド义ハ 可成 黑服 
御 婦人 ハ 和洋 服 御隨意 
一、 締切 四月 二十 一日 
一、 中を 所 H 本人 脅 事務所 

昭か 一二 年 四月 S 日 紐 育 日本人 

が 當夜パ 閒宴中 諸 视ノが 興 ヲモ 相 お ジす申 宴 後 
別室 ニが テ ダン スモち 之 おを ニ 化 特ニ申 添 候 


春 夏新稠 到着 御 披露 

永年の 御 厚情に 酬 ゆる 

謝恩の ため 破格 特 II 買 致します 

♦スタ. ィ^は 英國最 
离 級を ご 6、 常 じ 
新調 當 時の おを 巧 
つは 御を 樣を 位の 
確證で 御座います 
♦特に 表 地質、 裏地 
其 他 一巧 附屬 品を 
が ホし 精 良品を 提 
供し ます 

何卒 御 試し 願 ひます 

丸 山 洋服 商會 

西 四十 ホ T 目 六十と 番 



新 荷 I 到着 

特に 夏瘍向 格が 晶澤山 取 揃へ 
居候 間 精々 御 註文の 程 希 上 候 

森が フ ラザ^ — ス 

MORIMC 巧 > 巧 ror Inp 
化 3-57 West 2!3 rdl wt . 
New YWk , N . Y . 
Helepllono oramelrny レ w む 0 


ノース ラップ 女を の稻衣 蘆區义 I 
び 色の 配を じ關 すを 有益の 講話 I 
かあつた 0 

J ム—人 が J 

♦橋 本 十 五郎に 歸朝 中の り 本 
生糸 株式を 社專 務化締 役、 夫人 
同げ 去る 义り齡 巧 
•鈴 江睦輔 巧歸朝 中の 鈴 江が 
會ホ 、まると H 橫 溶化 じて シヤ 
ト八着 一昨 H 歸棘 
♦端 W 淳 一郎を 時事 新聞 編輯 
ま 事、 ジ S ネゲ 軍縮 會讓 a 後歐 
洲を歷 遊 最あ來 紐 十二 日出 發ナ 
ィ ヤゲ ラ ホ 面を 經 由し 二十 四 H 
桑游化 帆の 大巧 义 にて 邮朗 

新 刊 脊^^^ 紹か 

R 本の 今日ぶ 將來 

大殿每 リ巧閒 社を 巧 じ 係る を 
文 『円本の 今り 及び 將 巧』 は 最巧 
美 装して おでた が 化 禪の刊 巧 物 
中で 獨 ホの 觀 がわる。 政治、 產 
楽、 ま敎 、文學 、美術、 演藝等 
ん ゆる ホ 面 じ 直 6 現 巧り 本の 步 
んでゐ る 文化の 巧 度を 縮圖 じし 
たもので、 隨 つて 其な 響く して 
の是 等を 方面の お 化 生活の 禪々 
相が ホ讀 される ので わる。 のみ 
ならず 化 現な の 乂义發 建の 度を 
からして 今後の 進 轉の樣 を も 具 
さじ 窺 ふ ミが 出 ホる。 旣じ己 千 
部は 米 國關係 筋 じ 配布 溝で 巧 評 
.を 階して ゐ るが 本 号は 『 H 本』 を 
誤ら U く 傅へ る 上に 旦つ 了解せ 
しわる 上 じ、 大きな 使命 ご 重要 
性を 帶 びて ゐる 。執筆者は 何れ 
も 其方 面々々 じ 就ての 權威 であ 
ら加 ふる じ 鮮明な 寫眞 版が 豐富 
じ 挿 人され て 姑 賞を 語つ てゐる 
み じ乂度 刷の 娩轟其 他は 驚く ベ 
き 精巧 さで、 作者の 筆觸 を凳議 
される ご 同時 じ 其 印刷術の 技巧 
進 ホは 寧ろ 驚 （べきで ある。 

~~~ mIdId 敎 

♦な 育 H 本人 敎會 
惠じ 育つべし 淸 水物 姉 
♦を 替敎 修道 會 

ガリラヤ 湖畔の ィ五ス 

今 ホが 師 

♦日本人 美な 敎會 
人間 建築の 成 巧と 失敗 
神 戶新川 貧は 窟 

牧師 井上 增ま氏 

ミ 1 ミ 日本人の 店で ゥ才— 
辣度タ ，フ- フヮ， を販賣 
する 所 じ コン ネ クシ ヨシを 付け 
度し おは フェア、. ハ ー ク及 レグ 
1 トの コン セッ シ 3 ンを 持つ て 

居て 化 等の 商 I 買-し. はタ 年の 經驗 

が あ b ます コン 七ツシ ヨンは 孰 

れも成 巧して 居ます 左へ 英义手 
紙 じて 御を 涉 下さい 
Box ミ， 言 I ゴ 養， ニ W . 1 呈 St . 


片耐 スペシャル 


娃筋モ 
魅、 ぶら 链漬 
野菜 ホ酣漬 
瓜、 茄子が 增漬 
野菜 調理 器 


化 桐 兄弟 商會 


春季 增刊 名作 揃 ひ 

講談 俱樂部 

一. 弗 二十 仙 

四月 恃大號 一 こ 大附錄 

輿 代 一 弗 


桑 山 商店 

乏 EAST 呈 h ST : 产 Y . G . 
Phone . Re 巧 ni 資 3 ザ是 57 


總 會廣吿 

拜蓉會 則 第 十 一條 三 ヨリ 本 
會第 十五 圓を期 總會ヲ ホ 八 四 巧 
二十 一日 (第二 王曜且 日本人 基 
督を 修道 會 館-一 (西 巧 四十 S 了 
目 四な 五十一 二番) が テ 午を 八 時 
十五 か ヨリ 開 會致候 間 御 出席 被 
下 度 化 段 及 御 通牒 お 化 
昭か H 年 一二 巧 十九 日 . 

紐 育 日本人 會 
會 員を 怔 


ボ ー ド ゥ ォ ク じ 沿 

貨巧 ひミ晕 吹の 四十 

灰の 巧 貸し 度し を 巧なる 塵 買 じ 
も 適す、 委細は 左へ を 渉 ぁれ 

ぎ kos で 0S., ち す田 . Pa を ri Bel ヨ ち - N J. 

を氣 銃？ 選？ け？？ 

ユッテ ィング 用 空を 銳 I 買 度し 
巧 だ 十と 了 目 巧 十六 番 ( 中が ) 
電話 ュニ バァ シ テ！ 四 五と 八 
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貧 本金壹 糖 風 
拂込濟 資本を 六 モ萬 圆 
巧 な 念 み 千 費 巧 お 脚 

錯贼 兰ホ 銀 巧— 支媒 

本店を 巧巿 日本 谣區本 革 培 町 お 番地 一 お 
支店 ル 搏日ネ 巧を 內定 京 ) S 
名を 屋 京都 大阪巧 ( 大 反〕 が 戸 
廣島下 關門司 若松 短 岡 長が 
上 お 衔敦孟 買 刺 水 


輸出入 爲替 ’ お 情 送を ' ホ 送金’ 旅行 信用が 
巧 業 信用 他 一般が 巧 業 

人 S ニ囊 銀な— ま 巧 

擲お 送を " 日本を 地 無手 數 料--， 遇を 取圾 
本店 お金 ( を 巧 通知 ノニ拂 ) 御 便利 取扱 
本 支店を 京 系 接、 大阪 、が 戶 、京都 
所な 地名 古屋 、小 お、 上が、 倫を 


▼鄉 里を 金 及び 並 送を {無手 巧 巧 )> か W 
巧替賣 貢、 荷爲替 取組 取 立、 信用が お 
巧 等 一般 お 巧 業を 闽巧 おじ 取 巧 可 化 候 

器 臺灣銀 巧— お 張 所 

本店 摹潰臺 化 

ちほ 東京、 橫 巧、 大阪 、神戶 、上海、 巧 
ロ、 福 州、 厦門、 灿 頭、 香港、 廣 東、 巧 

嘉坡 、スラバヤ 、スマラン、 パタ ピヤ、 を 買 

々グ 々ツタ 、倫を、 巧 外 辜 潰 十四 ヶ巧 

一' 資本を 畳億圓 (を 額拂る 巧) 

一、 稽 なを 化 千 化ち 五十 萬圓 

內化 本ち 巧 = 橫演 (本 巧) 東を 大阪 一， 
神戶長 盼下顆 名を 屋^ 

橫濱 正金 銀な— 支 巧’ 

米 國を支 巧 = を灌羅 なか 巧布哇 
其 他 世 おを 國ま要 都市 ニぞ 巧及ュ グン 
スを之 横 


本 . 巧 大阪化 お 五 下目 . 

が 育 支 巧が 育プ。 一 ドウ 百 四十 九を 

體 住友銀行 

コ ^ 1 東ち 賴猶 、名 古尾、 を 都、 神 ロ 
パ 尾ノ 道、 靖島 、吳 、柳 か、 下ノ關 
地 支 巧 一巧 司、 小 倉、 若松、 博 そ、 久留ホ 等 

本國 預金、 鄕 を 送を 等は 秘め 
て 御 便利 迅速 じ 御 取扱 可 申 巧 

■ I I •in 


本庙 朝鮮を 城 

支店 出張所は H 本內 地の 樞要 都巿 、朝鮮 
滿讲 、ま那 のを 地 及び 浦 辅巧德 

朝鮮 銀行 紐 育 お 張 所 

外 國爲替 一般を 巧 震 翰 精々 御 便利 じ 化 扱 可 
申 上 巧 


藤本 證券 會お 

一般ち 愼莊 錄ノ賣 買、 引受、 裳 集 
▲金 触、 化 こ 之た 關ス ニ切ノ 業務 

g 賊 藤本 ミミ-？ 銀 巧 

紐 育 お 張が 


八 ィカ ラ：： * 紳± は 

化 立 服 を 乃 ロ し ず 

夫れ は 宜く身 じを ひ、 見掛けは をく、 を 
してが 來 をょ らも 長 持 もす る 事を 知つ て 
るからで ず。 弊店は タ數り 米 紳± の 御用 
を 承つ て 居ます。 

M 化廣吿 じて 御 ホ 巧の 方には 

六み 割引 致しまず n 
御 注文のを 柯に炼 おらず 乘も巧 一度 ホて 
見て 下さい 

ウオ ルカー ェ、\ ド フロリ ホ 洋服 巧 


▲最新式を 等 設備 供 食の 藍 宮巧新 もる は 乘が良 
の 熟練 親切 T 寧 ミ 共に 辖 社の 萬 ミず る おです 
▲當姑 太平が 航路 一二 等 設備は を 部苹が 的を 真み 
施し 支し わ、 巧に 沙ホ なの 如を は 所謂 ッ — 9 
ス トサー ド 义はス チユデ y トクラ ダスな 上の 
恒 値お備 へて 居リ まず 

® を 港 お 帆 ホゾ八 グ經由 【正午 出帆】 
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洋 
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み 

を 洋化 
西 比利亞 化 


T 


四 巧 ホ 五日 
五 巧 九日 
五月 廿 H 日 
六 巧み 日 
ホ 月 二十日 


U 


S 
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@ シアトル お 帆 〔午 的 十 時 出 化】 が 
加賀乂 五ち 十 . ！ ハ 円 ^ 
伊豫 化 五ち サ化日 g 
靜岡乂 六月 廿ニ 日脚 

@ 6 敦發 日本 行 お 帆 ^ 
雷 取 k 芯 巧 五目 
熱巧拓 なお 十八 日 
A 锁 育巧晚 a を 馬經由 日本が 霞 物が ー 巧 ニ 趣 
▲ 鐵道 切符— 券 其 化瓷ま 御 使を じ 御 あ 計 ホ ザ 
▲太 西 泮大辕 臨 營化乘 腊巧巧 御 倭 宜じ取 計えず 


シアトル お 帆 (午前 十 時) 
ぁム ちか 化 五月 二日 
わ b ぞ 化 五 巧 十二 日 

ば タイ か (坡落 お 帆) 四 巧廿四 0 
1 •等 橫濱 一丸 五 弗 

化し ばリ す’ 丸 るん でん もは 一を 五 邦 
▼ご 一等 H おが 玉を 衝 ぞ窒たたを裝裝室 4!?^;65 
マ 御 希望 じあ リ 一等 割引を 復 切符 發朽を 巧 候 

ロスアンゼルス お 帆 (午後 一二 時) 
まじら 化- '五 巧 二日 
もんて びで を 化 ちち 化と 日 

▼一等 横演 ニー' I1C 巧 化は わい 丸 もじら 丸一 里 巧 
►お 別 一二 等 自本巧 五十 九 巧 ▼一二 等 日本 巧 五十 宜巧 
▼沙港 謡が 巧 源を 切 巧疫毫 ホ 購入 御 醉旋化 4 候 
▼が 育 線 パナマ 經ホ 日本 支那 巧を 物 船 巧 一圓 


日本 陶破 器雜貨 

ラム ブ卸賣 

奈良 貿易商 會 


H 本陶撼 黑雜貨 類卸賣 

ホ 元 ブタダ ー ス 


リ本吳 服 反物 キ モノ 

テ I フルク ロ ー ス類 

諸雜貨 卸商 

I 献 日本 ドライ グ 1 ブ商會 

特別 廉懼で 大越强 新 流 わは 當 店の 持 長 


精々 勉强巧 仕 御 引 立願 上 候 

陶 猫器雜 貨卸寶 

春 巧廊會 


H 木. 觸黑 雜貨 

ドライ グ ！ ツ お販賣 

錫賦 茂が 桃 ホ 組 

MOOI , MOMOZOI , Co ., Inc . 

105.内. 1 を h St ., N . Y . を. き yv 男 ant 雷 5-6-7 


日本 郵船 會社 (ホ 二を 荡道會 社) 

化理 巧巧禍 兄弟 蘭會 

紫 車、 乗船 切符 並に 小荷物 運送 御 巧 利 じ 化 扱 申します 
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一二 十ぶ 年の 歷史 をを ずる . 

レスト ラント 業の 將來山 


紐 育 を 中 ふ どして 化 巧す 
る 邦人の 紹濟 的殺展 をか柯 じし 
て資 現すべき かは タ 年の お 題で 
I ぁつて 現が 反び お ホ じ 直つ て 巧 
じ 調杳妍 兜の 繼賴を 要する 問題 
でぁるか、 紐 育 日本人 貪 商務 部 
じ 於ても 今 巧に 入 b 銳怠化 方面 
じ 着目し 先 づ化祭 一階 段 ミ して 
H 本人 經镑の レスト ラント 業の 
現；？^ を 調 杏し な 巧ぶ 巧 若く は夾 
化せる 諸 巧 因、 ホ 巧のを 索、 お 
j ホの 見 这か巧 等 じ 細し 硏究の 結 
^ あを 一の 會貨じ も報吿 してち 益 
なる 參考資 巧 ごし 將ホ化 ホ 巧 じ 
あおせ む どす る 同胞の 爲 めじ 

指針 を提 おする i どなち 
屢巧 本紙 所 報の かく 去る ニ 巧 ニ 
十六 H 當 業を 度び が 志を の會を 
をが つて 柿々 恵 見の 巧換を 試み 


取裕 して 右 第一 同 報告書 U る 
のを 化 製し まる 九：： a 附 をな て 其 
诗 お表し じ。 當事 者の 語ち 所 じ 
化れば 部を 的の ちを 义 パを 巧の 
蚁字のかきをが正旗を得た^は 
云へ ないか も 知れない けれ 共 今 
间の巧 吿に化 b て乂 かの 趨勢を 
明か じし 將ホ レスト ラント 事業 
を經營 せいごす る 

同胞 の爲め 一し 巧 質 上の 巧 
ごい るを 得 ば 幸で ある ど 云 ふ _0 
該 帮吿黨 記載の H 本人 經營 レス 
ト ラント 業の 沿を は 寧ろ 衞單に 
過ぎ 其 消長の 起 化 徑路は 明かに 
ぃょ つて ぉ。 いが 約 S 十五 年の 歷 
をを せして 居る J 、 經營を 第一 
巧 馴も化 巧大戰 前までの 無卞針 
無我夢中の 時化、 第二 期 邸ら 大 
戰巧况 時化 じ 逢 肴して 稍 おの 整 
ひたる 餐業 おらを 示 （急激 じ發 


たるが、 其產物 ごして が務 委員 I 展 だる 結 お 反動的 不景氣 の爲め 
貪 中に 特別を 員會 を設廣 して 調 I じ沈袁 し、 ホよ 6 第 H 巧 削 も 現 


査 の ホを 進 わる； ごなら 化 ホ 商 
務 委員 畏 の お 題を 巧 じ 駆し 特別 
委員よりも 資料を 提出し 又 一般 
當業お 六十 余 名に 質問書 發し 
j て 事 貫の 巧 答を ホめ 是 等を 參酌 


なじま b 第一 期 及び 第二 期 じが 
て 得た る 經驗ど 商業 的 智識 どを 
會 得し 始めて 白人の 經營 する 斯 
業 じ 劣らざる 狀態じ 進いだ をが 
述べて ある。 


總會を 前 じした 

最終 埋事會 

千 化な 二十と 年 = 二十 八 年度 
を あのが 育 H 本人 會巧 事を は 去 
る 十 H 午後 六畴ザ 料亭 都 じ 於て 
開催され、 晚餐 後草 信會長 議長 
おじ 着きを 孫子 書記， お 化 理の指 
名な 呼、 前會 ，記 錢朗讀 、會 務會 
計の 帮吿 あらて ニニ 一の 質問 後 孰 
れ もあ認 ■夫より 會舘基 ぉ處か 
じ 願す る 特別委 負會の 巧吿あ b 
村 岡を 旨 長よ 6 第 四间委 貴な を 
開きた る 結果 お 席 委員の 意志 渐 
く 一致し 岡 題の 巧を 頗る 棄大 G 
るに 鑑み 义會 館設お 運動を 起し 
じる 當 巧のを 員 ィ」 現が 會員 どの 
間 自ら 顔觸れ の變更 ある 点を も 
巧 藍 （をち の爲 めに 一般 會員じ 
對 して 質 間 書を 發し 該间 答を 化 
總め たる 上 再應愼 重に 熟議すべ- 
し ご 報 吿し尙 け 現な の會館 基金 
に勒 してが 後 一定の 利子を 附す 
べし ごの 委員 會 推薦 巧 議をも 併 
せて 承認 可み した。 巧 じを 務部 
委呂 長に 化を 水み を 員よ ら山ネ 
を 員 提出の 遺言が 作製く 會 が ど 
の 關係じ 就ての 報吿 及び 顧閒辯 
護 十. 選を の 件に 就ての 報 吿を了 
し、 お濟 部よ b 病を じ 駒す る 報 
吿 、荫お 部よ らン スト ラント 業' 
硏究進 巧の 報 吿等ぁ b 天長節 祝 
贺會 委員を 西 龍 雄 よらな 算を報 
吿 して 萬 一ず おの 場合 iir 白乘 W 
內を普 おおを よらち 出 ホ 認の件 
はを 認說賴 出した る爲め 自發的 
に 一 應撒闽 する； と。 ら 、最後 
じ總锁 事を 補 矢 野征記 氏の 備單 
G る 挨巧ぁ 6 午後 十 時 ザ 散を。 

; 靈化 運動の 一巧 將 

I ホ 上 巧來紐 

; 貧民窟 詩集 『円 輪は 巧び 昇る』 
一の 著 萬で な 川 豐彥 氏の ラィト 
j ンド マン ごして 野ロ义 巧な の矿 
一記 ドンぶ 生活の 載 一線に ホ^つ 
I つ 盛 化 運動の 爲 めに 裤關 して 居 
る 牧師 ホ 上 ぉ±ロ 氏は 昨 か シャト 


处を經 て 太平が 沿岸を 巡遊し 嫌 
留約六 ヶ月 說敎 講演 百 十六 回に 
達した が 去る 十】 日 ホ 紐 美巧敎 
會 牧師 宮崎繁 一氏 ど 共に 巧趾し 
て 語る 『賀川 先生は 左 股は 殆ん 
で 失明して 居まず が健圖 を繼績 
して 居られます 自 巧では 政治を 
じ 踏み 这 まや 政ぶ を 後援す る お 
度で 働いて 畳ます。 タッ ビング 
女を も賀川 先生を 授けて 大阪を 
中必じ 活動し、 ま 旧 君 も 元氣益 
益 旺盛です。 なは 約 一一-週間 主 ご 
してが 育 方面の 貧民窟、 社會事 
業を 視察した 上で 渡英す る計畫 
であ b ます』 る々 尙ほ时 巧け 明 
日曜 午前 ト 一時ょ b 美 0 敎會に 
がて 『人間 建築 S が 巧く 失敗』 ピ 
題す る 說敎を 試む る尝 である。 

今夕 開 倦の 

學を 懇談 會 

紐 育 日本人 會を務 部 ま 催學を 
聽談會 は 愈々 今夕 八 時 ょら 日本 
俱樂部 じ 開かるべく 學生 側の 出 
席 者數十 名を 始め 內山 領事、 草 
信 H 本人 會 々長、 田 島 副 會長其 
他タ數 理事の 出席 ある 尝 じて 會 
壌には お樂部 階上の 大食 堂を お 
當し餘 興と しては 南部 高嶺 夫人 
の獨唱 數番あ も、 巧 山 領事が ニ 

一二 氏の 演說後 レフ レッ シュメン 

ト の 食卓を 障み つ } を自 膝を 巧 
えて 懇談す るみ。 

おお 巧 來紐期 

元 報知 新聞記者 松 枝 空 天郞氏 
は 近 ホ羅府 を中必 どして 政を 講 
演じを 事し 囊じ シャト^ 晚香坡 
まで 化 上 巧 脚を 試みた が 今回 歸 
朝の 途次が 育を 經て 渡炼 する i 
ごな b 求る 十 ホ 日 サンピ ド 日出 
帆の モン ゴリ ャ號 にて 太 ホ洋沿 
岸發足 じを 馬を 經 わして お 巧 ニ 
H ホボー ケン じ 上陸 ホ 紐の 酱。 一 

日本 婦人 會例會 

が 巧 日本 婦人を じて は 昨 十 S 
H 午後 例會を H 本 お樂部 じ閒き 
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飛行 ± じ獨 逸人 ヶ ー グ大 
尉、 副 飛け ± ど して アキ ランド 
旨 ホ 州の フキ ズモ ー リマ 中佐 及 
び 大飛巧 出資 家で ぁる 前 獨逸飛 
巧將校 ゥでネ エフ 玉^ ド 男を 搭 
乘しダブ リ ン のバ ン テか飛 
巧 填を 搂 してょ bl 二十 六 時間 ど 
S 十五 か、 この間 裝風 、濃霧、 
'美 ごず ひつ： 翌 H 十一 二日のを 曜 
日 午後 十二時 三 一十 五 か、 ベン 島 
ご グリー ン リキ 島の 小が 贼燈臺 
を 目的地 ごして 湖上 じ 不時着 關 
したが 降雪の 爲 めじ 機体は 眞逆 
立 どなり プ 。ペラ ー は 破損 した 
る も乘組 一间け 無事に 救 巧され 
た。 斯 く，— て從 ホの 幾多の 貴 雷 
なる 

生命を 犧牲 どした 東から 
西への 太 西洋 橫斷 はプン メン號 
に 化 b 初めて 成 巧を 牧 めじので 
ゐ る。 一 一勇 ± がを々 語る 所に 化 
れば 一巧は 木囉 H 午前 五 時 じ お 
をな ホ ぉ八 ゥ五 1 じ 至る 間は 濃 
霧に 妨げられつ i 渐 （じ，. て 太 
西 巧の 上空に お，" ^ ^ をの 頃に 至 
も 空 じ一點 の 雲な き 程の 絕好 H 
かどな つたので 勇氣巧 倍して 飛 
巧を 繼 綾した が 俄然 洋 L 約 五が 
哩の 上空で 恐ろしい 突 感じ 遭遇 
したので 機上よ b 煙彈を 投下し 


て 僅かに 風向を 推斷 しつ！ 飛け 

しニユ フアン ドラン ドを 化る 国 

巧 五十 啤 'の お 上では 今度は 恐ろ 
しい 濃 蕉に繫 はれた ので 跋を 

上を じ 濃霧を 避けん i し j 
たち も ニ 千 五， な 扔の 上空 もが ほ 
濃霧 帶 である 爲め或 ひは 隙を 海 
上 お 十が じを 下す る 等 殆んで 旨 
目 同然に コン バブを 唯一の 必賴 
み どして 平均 千 五な 扔の 高度を 
保 もつ i 進み 木曜 H 巧 八 時 巧に 
は 濃霧が の 中から 化祿 星を チラ 
リど贼 めじが、 をの 中に ボソリ I 
ン送管 器に 故障が 生じて ダソリ 
ン がが 少した 爲 め； 騒ぎを おじ 
たが、 天 化に もこれ を修錢 した 
が 機は コン バスを 頼みに 南へ 南 
へ、 更らじ 西へ と 覺 しい 方面へ 
盲目 滅法に 飛び ニが 關 じして 三 
ユ フアン ドラン ドの 巧 巧 端と 覺 
しい 地点を 認めた をの、 

天候は 化然 どして 隙惡で 
をを 山 或 ひは 巧ど覺 しい 上空を 
過ぎた けれどもん 影 一つを も 見 
中， この 時間 乘の フキ ズモ 19 
ブ中をは 『嵌船が廷えた』 £叫 
ん だので 要必 深く 機を 療船ご 費 
しい 黒影の 上を 互 巧、 四周し つ 
つ觀迎 一した 結 あ 確かに 人影が あ 
る ご 認めた ので このを 船の 附近 
じ 不時着 氷ず ベぐ 下降した ので 
あるが 煮 船 vi 認めた のは グリ— 
ン リキ 島の 燈臺で 一巧は 不時着 
水ず るまで この 地点を 飽 をら ニ 
ュ フアン ドラン ド VJ 信じ 切つ て 
ちた ので ある。 

巧 ほ 一巧の ニュ 3 I ク 到着 期 

は ホだ髓 をして 居 U い。 


大倉喜 乂廊が 胃癌で 長遞 

け 十八 日 午後 十-時 發】 明を、 よ 正、 暗 かの 一二 巧を 通じて 渡 
涕卡爵 じみぐ 實 業が の重鑛 じらし 大倉 組の 創立者 大倉喜 八郞氏 
は 今夕 遂に 長逝した。 

靑島 方面に 軍艦 巧 派 獲 乎 

(十七 日】 山 東方 瞄戰巧 進展に がき 取 b 放え 中佐 化が ょ b 靑 
島に 軍 騰派遺 S 方針 じみ 定し濟 寧 かを 脚 かぐ 危険-- なれば 陸兵 
を 出動 させん。 


中 巧 新 牌 体 紐 織〜」 

を 政 |黑 廢數 

( 十八 日】 衆議院 事務局に 於て 
調を の おおを を黨の 座席 數は 
左の 如く 巧定 した 
•政 友會 ニー 化 
民政 黨 ニ 一八 
實業 同を 會 一二 
革 糾お樂 部 三一 
無產黨 八 
中 立 十四 
缺 員 一 
尙は 鶴を 祐輔 、推 运辨睦 ぶび 
他の 數 名は 巧に 明政會 なる 幽 
体を 組織した。 

京濱述 河な 對熱 

一: 十八 日〕 京 潜 運河 問題 じ對し 
東を 築泌 をを 無視す る 計 劃ぃょ 
とて 巧 京が 會內じ 反 お熱漸 
: 減が どなる 傾向が あら。 

製糖 條を案 作製 

(十八 日】 乂 製糖の 巾 お社按 
は 目 f 製觀 協を まを か 製 中 G 
るが 之れ を 見越して が 滨氣配 
王し 0 


大學 野球の 競技 

L 十八 日】 大學の 野 巧 競技は ニ 
十一 H よ b 開かる ベ （巧を ど 
明大 £ が 第 1 U じ 競技し 旧 中 
首が 臨場 始球式を 擧巧 する 堂 

國お會 員の 殺人. 

〔十八 日】 總逃擧 の教が よら 化 
歌 山 おじ 於て ほ 政 派の 米牺藤 
' j 郎 、か 旧 羽 前、 阪ロ啓 一の 
S 氏は 闽辉會 員の 爲 めじ 殺害 
された。 

川 崎 整理に 異議 

【十八 日) 川 崎を 船所臀 理じ對 
し 東京 ニ大銀 巧よ b 異議を 中 
出た ので 加 島 社 技 上京 奔を中 

.十五 銀 巧 巧 開 力 

c ^ +八日】 旣じ幾回どな '、巧蘭 
を 傅へ られつぇ ホ だ 巧 銷じま 
ら じい 十五 銀 巧じ對 する 巧吿 
は 示談 引下げ ごなら 特別 融通 
八 千万 圃を 化て 二十 八 H よ b 
一年 振 b で拂 出を なし 鼓が は 
J 二割 淺餘 は十ケ 年賦 じて 支 挽 
巧 巧 的 おな ド 一二を 役は 引黃巧 
職 ご 巧した が 化 华賴壽 化頗化 


立 谋をボ め、 育 收し父 さる、、： 
都を のょ い 中 課け を 化 一を 點-‘ 
を おさう とい ふ 小細工 ごみる も 
一つの 見方。 一力には 現内閣の 
大お 速は 啓農黨 から ホ 人道的 選 
與 干渉で 吿說 さいて ゐる 、殊に 
ニを の 農 氏が 巧 巧し じげ。 ぞ內 
相 やを 相に どつ てが 易なら 拍間 
題で ある、 あがみ 閣は逆 裝-し 出 
で 今回の 擧 どなつ たやう だ。 

昨今の 縣舒講 員 選 擧の時 じは 
無產 派の 得票は 二十 巧 票で あつ 
たが 約ザ歲 後の ホ 闽議會 選を に 
は 無を が 約 四十 六 万人の 投票を 
得る 迄じ擴 大して ゐ る、 モシ 無 
產を 派の 巧 志 巧ち がな く-- ^ て 結 
束したら 二十 人を くの 化 議± を 
出せた であらう ど 無を 派は 自刚 
太 ふんで ゐ る、 化 失敗から 農民 
組を の 大间跑 結 ごむら 勞農 、日 
勞 ごのを 同が 出 ホ やう ごする 矢 
先き 今回の 络農 解散 命 かは 柯を 
語る でし やう、 地ち 無を を いれ 
て 五 派の 無 產黨が 得む 襄數の ニ 
巧の 一巧く を勞農 だけで 得て ゐ 
る 化 無産の 屋台骨 ご 化 おが 大岡 
脚 結したら 次の 選擧 じは 驚く ベ 
き 力 VJ なる はるう まで もない、 
大山 劈 農 委員長が 解散 巧 邀擧を 
巧んで ゐ るの もが 點 だ。 

無產黨 はを 憲の壓 追を 避ける 
ため、 出 ホる だけ じ 骨が きの ポ 
スタ— や 配 文で 痛 足して ゐ たを 
夫れ でら やられ わの じ、 巧實的 
でない のみ か宮 憲に彈 腿の 巧衙 
を 輿へ る やうな ビラは 味 ホ か > 
おやう 篱 がない、 殊に 皇室に 就 
て 云々 の過教 t ? ものに 至つ ては 
明^-^^じ傷おである、 巧慟巧農 
民のを 搶 進出を 增 ひごめ るた め 
の 『ジノ グ五フ の 手紙』 であ， 
ボ术ド ィンが 他日の 勢 ひの 堤翅 
勞働黨 9 お 鼻を 巧つ じ 故智に 學 
ん だもの だ、 ホ國 じは 化 碑 フン 
ミム アップは 山程 實 例が ある、 
勞資 の致爭 經濟戰 はが 威 巧に 同 
一の 必が 的な 不可避 的な 手段を 
くる ものです、 S 前 ホ H 本に も 
揉產ホ 養の 敵で ある 無 巧 府ホ義 
者が 居て 無 あなを を かいた ビラ 
を 配つ た b して ゐ たが 今は 無 政 
麻黨は 全滅の 姿 どなら、 典 逢ち 
義 者は 專ら實 巧し 得る プ 0 ダラ 
ムを 立て 是 むじ i つて やる 所謂 
レニ •ズム を 取つ てゐ る、 調子 
外れの ビラが 現れた ど すれば ホ 
れは 資本家 側の 僞作 である、 當 
局の 不法 干渉 や 人間 驟醜 をを 理 
化する ための フ レ！ ム アップで 
ぁる 勞働者 や 農民は 刻下 これら 
過激な 义 不敬； ^ 宣博 じょ 6 ての 
收權は 運動の 溫滯 停止 义は 退却 
でを る、 現 內閣が 愈々 沒をか 葱 
生かの 瀬 巧 際の 見越しが つき 買 
収も ジレ W 上 絕對じ 出が 《 とな 
6 兩 一二を の 差で をけ が 巧 巧し だ 
ら勞 農議負 連を 一時 入獄させる 
かもしれ むい、 其 用 息 ごして、 
且つを 法 化したず 段 ごして 『ホ 
化 陰謀』 を 大きく 廣吿 し、 硏の 
手順で 『危ぶない 巧で 勝利』 の 
幕を 引 （下た ごしら へ か、 又 d 
非 立憲 打 動を 糕儀 なくされて ゐ 
る ご 云 ひ 出し フアス シス ナ的战 
粹 内閣 じす 變る かもしれ ない 脯 
ぶれ か、 政治の ホけ ボン チで も 
旧 中 大將巧 十 だから 図 民は 池斷 
はならない 、殊に 無を 階 殺は 駄 
重 じ藍规 する 必要が ある。 


じ 等して み 化 的；；？ もの もな （こ 
れな h 斯る 會ぷを 他ず 必要は な 
いごの 蔬論 もみつ た •か 巧ら にな 
S 巧の 協 誰を を 巧 集す る こご： 
む* つた。 會講 のか 娘 中 巧 見る ベ 
きものは 巧みされ じ メキ ンコ案 
じして 今後が 民 図は 移民 問題に 
型して はお 掛 じを のま 爐を 維持 
し裝 H 國の卞 がを 許さ 中、 移に 
じ 割す るを 正。 る 待遇 反び ァメ 
V 々諸 聯邦は 今後 移民の 政治、 
化會 あび 經濟じ 茂 ぼす 駭 響を 葛 
量し これに 掛 ずる 藏量權 を 保留 
する VI いふ 點 でを る。 

〔上游 十五 H 發】 を じ 人 b て 
ァメ 9 々の 亞細亞 艦 除 も 活軸 期 
に 獲つ た、 哪も遇 般の動 亂でホ 
ノが 八から 急がした 經裝 巡を 體 
一二 隻 はおち じ 間 地へ 引返し 四 丹 
二十 八り よ b 着手すべき 布哇沖 
の 演習-し 參加 すべ （ブ 9 スト 八 
提營の 搭乗 すら 旗艦 ビッ ッバ] 
グ號は 南 支那々 面へ 一二 箇月の 巡 
がを 終へ て 十二 日當地 着、 五 巧 
五日を 巧て 横濱 にを き 答 禮の爲 
め 約 十日 間 = 本 じな あし 更らじ 
山 東 省 方面に お 動す る 第 四十 一二 
駆逐 鑑隊八 隻はマ 三 ラ よら 到着 
して 神 ロ じ 答靡訪 間し 約 十日 間 
お 泊 後 化 支那 海を 譬婦 ずる 常で 
ある C 

〔パブー 十五 U 發】 當 地の お 
慮 黨眞約 五 千 人は 靜肅を 約束し 
て 集 爵を醒 したる も 巧 則の】 巧 
が ボァン カン！ 首相 其跑名 十の 
漫盡を ビラ じして 練步 いた 爲め 
蠻官隊 よら 中 化 をが じられ たる 
じ 憤慨し 共處黨 員は 警官隊に 巧 
巧して 街 上に 格闊を おじ 約 二十 
兰 乂の憲 ちは 電輕 傷を 蒙 もたる 
も 非常 蠻を豫 の ぉ 動 < 漸く 暴徒 
は解團 された。 

〔バリ！ 十五 目を)- 去る 日曜 
日に 東京を 發し昨 H 無事 バリ！ 
じ 歸還飛 巧した > ランスの 租界 
一周 飛 巧 あ コス テ 及び レブ ブ！ 
お 中尉は 义 しぶを に溫 かい 寢臺 
の 人 i なを 今朝は 大統領を 訪問 
して 最高の 名擧劇 章を 摄 けられ 
飛 巧俱樂 部の 薇迎 宴に 礎んだ が 
兩 氏が 歷訪 した 二十 ニ 國の大 を 
巧が 丹 鹰の歡 迎赌餐 會も媛 さる 
ベく バタ ー の兩 巧じ凿 ずるん 氣 
は 絕頂じ 達して 居る が兩 中尉は 
近く ブ八ゲ I 飛巧會 社が 恃 作し 
た 大型 琳け 機じ乘 じて 太 巧が を 
一 氣に橫 斷しュ ュョ！ クじ 赴く 
堂で ある。 


I ホが 

共產 驚檢擧 

西 村義雄 

旧 中 内閣 じごつ ては 浮 化の 瀬 
戶 である 議 會開會 お前 じして 現 
巧閱は豪韶して ゐ るもの 1內實 
は 梅 度の 神經 衰弱に 陷 つて ゐる 
化の 巧 憂を が 患に 轉 嫁し 大山 鳴 
動的の 例の 檢擧 沙汰 や ィヵ ニモ 
を 力を 命への 進出が あるかの や 
うじ プッチ 上げ 闡 おの 視聽を 一 
轉 さし、 現 巧 間の手 腕を 見せ や 
う VJ いふ 筋書きの やうです 。こ 
れ には 民故黨 どしても 無を 黨中 
のま 施で ある 勞慟 農は 黨が 解散 
する をは か 論惡く 思う をがない 
此旣で 困 中は 中な 派 や 實莱岡 志 
其 化 勞農嫌 ひの 講員速 ご 共 巧の 


f な b り 本 信託が 巧 元 巧が 横 
山 庄み邮 巧 巧 m 役たら いこ。 

宮中 觀禮會 開催； 

〔十セ日】 な中觀概贫^^よで巧 
宿 御苑に がて 惟され 一千が あ 
列席した 0 '一 

京濱 運河 民營說 I 

〔十 セ 日】 政府 じて はを 後述 河 
を民營 どす る じ 方 か 巧を でた 
が實 現は 夏 おならん かご で ふ 

滿鐵の 保 險經豐 I 

【十 セ 日】 戶籍 をち せざる す那 
人を 相手 じ 南滿鐵 道け 生を 保 
除を開：|^べ <資本金一ニ巧巧 
圓名稱 を滿壽 生を 保 愤爵社 ど 
を ふ。 

滿鐵 問題は 解决^ 

〔十 セ 日】 支那 測の 譲 ホで 需鐵 
問題 漸や （解 ホす。 

ダラ— 巧 來朝ゴ 

〔十 セ 日】 りバ ー ト •ダラ - T 巧 
は 夫人 同伴 本 目來戟 した} か ダ 
ラ ー 巧の 渡 日は これで 婿六圓 
0 であるり 

政府の 稅剌整 案：. 

一; 十六 日】 政府の 計 蓋せ る 板 本 
的棵制 整理は 驛 我と 地方 祗 
に 新 系統を 立て 鹿 民す 嬉巧輕 
藏じ 重きを 廣 くど。 

支那 爲 革の 罷業 

〔十六 日】 滿卵鐵 道宰輔 間菌解 
みして らま 那 側の 惡を 傅で 滿 
壊關 係を 孤 馬 単 ニ 千を 園 P 罷 
おす。 

元困學 長逝まず 

一: 十六 日】 立 敎大學 長 元 旧 之 
進を は 大阪の 病院で 逝 ま！-; 一た 

東を 瓦斯 巧營 諭； 

〔十六 日】 東京 宽巧 補償 閲^は 一 


一轉 してを 巧が を 論が ぉカゴ 
な 6 曾 お 贸收の 疑問 起る。 

十五 銀 再開 遲延 

〔十六 日】 抗ぉ 期間の 玻終 りじ 
五 仲の 杭吿化 ホ さわ じ i め 十 
五 銀け 巧銷巧 延延す るが 結局 
右 抗吿は 却下ら しい。 

軍事費 節約 整理 

【十六 日】 わ 政、 财政騰 狸で 大 
藏省 はお 千巧圓 節約 せんどし 
巧 餘化タ き 巧 事 費 じ 目を つ < 

東電新 陣容 成ろ 

(十六 日】 東を 電燈大 なを じつ 
き 鄉誠之 助 男のを 暨を をれ て 
職 劇 もな 革し 副社長 小が ニニ 
氏營業 部長を 兼任して 前線 じ 
立つ。 

地震 保險の 必要 

。十五 日】 地 叢 保 隙 •わ 必要で ぁ 
る ど 商工 省 委員 會は 調を 機 離 
を 設けた。 

年 斌て係 爭解爽 

〔十最 日】 横： 衡络ニ 銀 巧 ど大阪 
商船 會社 ごの 間 じ 巧爭中 だつ 
た 船荷 謡を 問題は 第二 銀 巧 か 
ら大阪 商船 じ 八十 九 巧 圆の年 
賦 償還で 解み した。 

京 城 取引所 關期 

【十五 目】 京 城のを 酱取ぉ 巧の 
ホ穀 、株式、 商 晶の參 集は 特 
議 會後實 現の 堂。 

公債を 募 約 十億 

II 十五 日】 本年 巧の 諸を 潰は 十 
化 億 一二 千； 二百 乃ので 半を はを 
募の 害。 ■ 

東電 外債を 减少 

I ： 十五 日】 東電 外債は 計 畫を變 
更し內 債を 八 千 巧 圓じ增 加し 
が 債 も S モ方 圆臧か 方を 交渉 

中で わるな' 



フラ シス 緩磬擧 形勢 M ま那 
の飢 難救濟 、こ 永久 的な 道路' 

布設 i ブルが リア ミ ペル じ 
.地震 =1," 第二 回國際 移民 會議 
ホ卽 艦隊 日本 訪閒！ パリの 
会 i 黨騷ぎ 1 1 飛行家 歸佛 


〔バリー 十五 H 發〕 フ ラマス 
め 綴 選 擧は今 ょら 一遇 閒 後し 巧 
はるべく を H までの 形势じ j 映れ 
ば お アン々 レ ー 氏の 聯立 内^は. 
をのが 政々 策に 於て ん氣を 集中 
し 政府 側の 大勝は 疑ふ餘 地で く 
問題は 單に 左を 兩 翼の 政 麻 支持 
がを 邊 まで 赌 太す るか じぁ 一 も' 
の ^如く今^までの嘗選豫纔は 
共を 黨 二十、 社 會丰義 雲脚 千、 
急進 社を 黨な 四十 五、' おが 左 
翼 派な 六十、 民 ま 酿共か 黨で十 
民车 黨十幽 、勤モ 及びが 保守 黨 
十二を び 孤 祐屬派 約 二十 ホ 下 ぁ 

る 0 . 

〔化 京 十五 H を】 を那の 键 
救濟隻 どして アメ 7 力で j . If 巧 
巧の 義金 募集 じ 着手した こ ミは 
ホ 常：；； •■るが 象を 輿へ て 居 5 が、 
救濟 委旨侧 では これ 等の 資 巧を 
W て單 じを 精 衣服 销の 貫附 けの 
み：； 6 らや 寧ろ 永 欠 的な を 巡 化の 
巧設が 他のを 通機幽 開が 糞に も 
支出して を 通の 發 達を 兼ね 了 目 
下 失職の 房め をの 日の ホ id じ惱 
む 勞働ぷ の救濟 ごらず ベ 
は あ 貸の 不ち 桃で 綺 々家を 一ぶ 巧 


へられ 農作ら をの 爲め戲 みす》 
く 無一文の 滿浏移 ほは 先月 だけ 
でも 二十 巧 人 じ 達して 居る が 今 
を 益々 激增 する 模樣 である。 

尸 ペグ！. 醫 リマ 十五 H 發】， 

の 後 判が した 所に W れば まる 四 
巧 九 H の 地震は 豫想お 上 じ 激し， 
く プノ 地方では 郎巧十 人、 負傷 
者數な 人を 生じ ィブ ユアタ 地 ホ 
の 民家は を 滅の姿 じして 地と t 
巧 他で =1 切の 巧 通 機 關は今 ロ ま 
で斷絕 して 居た ので ある。 

(ブ^ボ リア 輕ソフ キア 十五 
日發】 昨 H 當がじ 激農あ 6、 哪 
巧者 廿 人な 傷者 數巧 人を 生じた 
が 幸 ひじして H 贈 H であつ た爲 
め ぞくの 住 おは 郊外 じを つた 巧 
め 死傷者 案み じ々 なく 人家のを 
おした 地方の 損 善 も 比较的 少な 
かつた が 被害の 最も 甚だしい 化 
方は 十 贡嗯じ 互ら 居 b 政府では 
闕 庫を 支出して 罹災 化を 修復す 
る i じな つた。 

〔バゲ アナ 十五 H 發】 約 ニ 巧 
じ 直 b てを 開討遙 した 第二 回國 
隙 侈- ii 會講は ホる か 腿 U をな て 
閑 曾すべく 會 統の妃 をは 萬 一回 


勞農 |黑 代議 ± は檢 束され 

新人 會 U 遂に 解散 


紐 育 タィ ムス 紙 共産 狩 批評 

曰 露の 關 係に 影響 か 

東京 特電 十 セ 日 發—勞 農 驚の 暖謀 事件 進展の 
結 お 豫て其 筋から 瞬 まれて 居た 東ぶ 巧大の 新人 
會は 遂に 解散を 命 ザ .b れた 0 

まま 特電 十五 日 壤ぃリ == 京彿が じがる H 本勞 度な 解散 批巧 お說 
會を 開かん ごした る岡黨 出身の 化 講± 水 谷を 一二郎、 山 本 宣を兩 
巧々 び 辯 ト約化 巧を。 遂に 臨檢の 藝官隊 じが b 檢 来された。 


H 本の お ま 黛 狩 わじ 細し ュュ 
ョ—ク •タキ ムス 紙は 大要 左 
の ホき 社 說を揭 載',. た。 


の發 生を 斷乎 どして 許さない 0 
勞農 n シア 政府 ご 共産 黨巧國 
同盟の 化 違 ごい ふこ どじ 就て は 


本 政府よ b 共產 黨ど脫 まれぶ rM S 事件 じ 於て 嚴格じ 巧 たれ 


大檢 おを 增 つた 勞農 幾は、 政府 
がが り •しがぶ 非 共 雍ま装 ^ る も 
のは か 府が维 ゎん 窮 .境を 避れ A 
- ごする 策 じか。 ら ねご稱 して 居 
る。 あらに 他 八 動機 ど-、 て じ、 
檢ホ總 おが 指械 ずる か '' 共を A _ 
義 のな 谱；； ？ る ものは、 武裝 しわ i 


て 居る、 哪ち H 本 政府 ごして は 
この 事が に 脚 蹄して 直接。 シア 
政府を 云爲 はして 居ない が 、 H 
本 じがる 共産 ま 装の 宣 蹲が りシ 
アん财 的 援助を 巧け て 居る こど 
を 力説 （て 居 も。 

併 かしこの 兩 者の 隅 掠' こを の 


か 敵 S 上のを 威で あるか も 知れ 一正 體が いづれ-し もせよ、 これ じ 
ない、 今一: のか 淀黨 狩らで 檢擧 わて H 本 ど。 シア 巧を ま顆係 


さむた る ものは 千餘 、を 刊じ姻 
附さ n たを 訴ボ 。僅か じ： b 六 A 
じ 適ぎ の、' 而 して 約 凹な 四十 人 
の歲： 民を がする 勞農黨 から 選出 
.された 化 遗± は 僅か じ 二人、 從 
つて 日本 政府が お 產ま義 に 割', し 
て巖 かから 頗 ろ嚴肅 G 立 壌に 居 
ら ない 限 6、 をの 所謂 •脅威なる 
もめは 巧て 剧章狠 狼すべき 释巧 
の ものでは ない ので ホる。 

H 本 政 おは モ 九が サ S 年 じが 
て旣に P シア 政府を 承認した が 
而 から をれ ど 巧が じ 閥內じ 於る 
共を 黨じ 解散を 命じた、 承認 後 
遂 じ。 シ r ど W をを 颇絶 ' L た 巧 
圃 /」 異 6、 別 - i P シア 政府 じ お 
して ホ 化昔傳 中止の 宵 智を强 請 
はして 居。 いけれ 共、 円本 政府 
は。 シア 巧 働 化が の 人 京を 巧絕 
し、。 シアめ おの 化 おも H 本に 
於て は單 じを の 官命を おず ビい 
ふこ ごじ 止つ て运 る'". いづむ に 
しても H 本の 歷化 內閣。 る もの 
- は 因み じがる ボル セ ー グ キ乂ム 


が緊 みし： 來る こどは 蓋し 止 レ 
を 得ない f あらぅ、 最 巧までの 
この 關 係は 蛙め てぶ 詰 的な もの 
ぞ （、特に 後滕モ 露は 一巧 下 巧 
n シアに 入らて みし < 滞 化し、 
歸朝後 も お 國の密 おな &離 巧の 
可能性 ど 希望を 披 礎し， 子の 視 
察排吿 しむ 多くの ものは H 本 輿 
論 0 餘贊を 博 L て 居る。 日本の 
外の 齒じ 的て H 本 ご 0 シア あび 
獨 逸は、* セ ネグア じ 於る 軍縮 政 
巧 じ 就て 協調す るで あらぅ ご豫 
言 さいて 居た が、 このを 言は を 
言-し 絞つ たもの、、、 後藤 子の お 
きり 本’ がる おを ホ 義の宣 傅に 
割して、 "シア か府 じは 直接 何 
等の 黄 任は ないど 稱 して 居を。 
即も 今网の 事件に 泌も H 本が 共 
產 + 義の替 博に。 シアの 射的 拔 
助ゐ b ' ど就彈 しつ i ある こくは 
勞農 n シア 政府の 別 - J 痛痒ら 威 
じない 所で あらう が、 而 かも 內 
國 的： しは 巧 目すべき が 巧を まむ 
に まるで わもう 0 


不戟條 約 提議と H 本 政府 

東京 特電 十 セ 古 發り H 髮 じ米國 ょもち 政が に對 して 提淺 ぁ’ 
!' 不戰化 約 じ 规し今 闽佛觀 西ょ 6 ら提誰 わ 6 巧 政府は 乂佛巧 案 
を比铃 が 究中 でもる リ 

ま 京 特電 十六 曰發 ：：^ タ邊 の 个閒化 約 お 式 提證が あれば H 本 
はが 巧條 巧が でか 諾 する 巧で あるが 陶 m 海 化は 『を邊 の 个戰條 
約 •かお 化しても 化が を 所-— 戰 ずの 巧 おわ b 軍脯を 廢け當 現出 巧 
の』 く 述べて 居る。 




暴風と 濃霧 r 犯し. 

獨機お 西洋を 橫斷 

束から 巧； U 初めて 飛んだ 冒 險 • 
グリー ンリ 井島 じ不帖 着陛す 

グリ ー ンリ 井島 【々ナダが】 十 セ日發 === 去る 四闷 十二 日 午 
前 あ 時 アキ グランド n 由 州を かお U て 一氣じ 東ょ b 巧 じ 太 西 巧 
を 横 劇ゼん ごした る獨 逸が 巧機ブ レメン (タ ヤンカ ー 式】 号は 
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Wmlsworth 7094 んわ 巧ぴド さい 


GAMP 郎 11 巧 RViGE 

設備 整が 經 費巧廉 

CaU - T 民 AFA し GAR 8200 
FRANK . E . CAMPBELL 

り The Fune 化 I Church" Inc. 

(NON SECTARIAN) 
Broadway at 66 化 Street, N. Y. 


D Ft . EXBLOOM 

一 NEW YORK offices— 

34th Street Cor. 3rd Avenue 
59 比 Street Coi*. Lexin が on Avenue 
125 比 Str が t Cor. Park Avenue 
—BROOKLYN— 

E.F.A 化 ee BU が . DeKalb Ave. at Fuhon St. 

パ に 日 II おを 多 
クが T 本 U 能 お年 ^ 
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認 じじ 慕 用 手を 
をはで 篤 術 0 
を 巧し じて 


KERR & MAYOR 

10213 Third Ave. 

Bet . 扣 & 61 な s . Telegihone おが nt 2909 


会 向 人 本日 

巧專 靴型 小 

を 小き 巧ぶ 小き 廣ぶ ホき 巧 
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ぶかな 巧 巧 


野 ロ 惦± ま 

小さき 棋 きをに 適す 

SIZES IN STOCK 3 乂 TO 12 F WIDE 


M.G. 


瑞西 
典が 
ま 流 
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A 丄 • CEASAR ， M.D. 

127 East 84 化 化 eei 
bef . Park & Lexington ives 

幫喉晒 鼻 巧 I 

間 時察該 
午 もを 巧ト 前午自 
巧 八 ま 時 六 後午自 
日 曜 

自 午前 十 時 至 午を 一時 



醫巧脉 幸 大巧 化が を 
118 T . 58 化な . M Re が nt 7094 
Bet . Lexitigion & わ rl (わは. 

を 時 八が 日 廳± 氷 巧 


MIKADO TAILOR 

30 に 65 化 St. 

Te し Rhingland がが 30 


T. KASAI 

M げ chant 
1 ailor 
が 

む 热巧 BUiUJ 巧 G 
む 日 m 郎 4 
化 W T 郎 K 

Phone 

的 fanf お ！ 8 


N. TO の TA, 

CUSTOM TAILOR 

ROOM 605 
1 が W • が nd 巧 . 

巧し BRYANT 巧が 


Y. !TO 

133 Eest 巧 ni St . 
む r . Lexm が on む e.i 


Miss BjaiiGli パ isli が 

1284 Ux . ihe .お! 押が n 化 化 and 8 加な 巧 eb , 

授敎語 英人婦 


JAPAN ART STUDIO 

624 LEXINGTON AVE . N . V 
TE し PUZA 8897 



三で を 巧 ど 正- 
割 販 物品し 晓 
■Jfj 賣 一を 確 ど 
公-致 ま 精實親 
幕' しが 選 信 切 
1 叫 ま 別し 用と 
まリ ず廉御 あを 
偕 ± 4 g 

類 計 巧 石 寶鹰を 貴 

會廊 柳靑岸 

目 T 二十 四 西 
番お 十五な 一と 十四が 

角 化 東 ーアで クスス ム イタ 
グン デみ ビーカー エ グン ロ 

室 號拾肯 化 

四 ホ ミ 四 トン アイ ラブ 電話 

lasHi-AOYAr'! ro 

1 が-巧 7 化が nd 巧. 
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し ustom 
Tailor 



PHE げ S & 巧 R が 


3 Maiden Lane N . Y . 
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類お寶 底意 新最 
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巧 拜說を f 自) 八 時 

日 谣學校 (日) ニ 時半 

家庭 集 食 (水) 八 時 

祈禱會 度！^ わ) \诗 
雪 研ち さス的 

婦人 會 

講巧會 

設 備‘ 

齊 宿を、 館 易を を 
巧 業 周旋、 をの 化 
人事の 御 相談 じ お 
じます 0 
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化 化 
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打が 
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會 


牧師 宮崎繁 一 
幹事 粟 巧 賴之祐 
諮绝净 

日 踞鹿拜 午前 玉 時 
日曜 學校 午前 十 時 

麵浦 日曜 キ—時 ザ 
祈 禱會水 礎 夕よ 時半 

，情！ 雨！ 惟 
位廣 古が 比亞を か 
み 下町を 十 おみを 
生會 社員 じ 最適 
設糖 圖書雜 誌 巧 曲 
を 稀 娛樂具 簡易を 
を あら 

巧宜 職業 周旋 旅を 
ま 內を挿 事 菜 調査 


|1 


も 
n J 

Ir 本 


ぶな 

端 

J uJ 

席 

T 化 

3 


人 
ぶ 
脅 
巧 
會 一 


端. 黄： 令 

日 巧 空 筹巧究 巧が 
お 蝴會タ よが 化 
お 巧 說なタ 八が 
木 駆が 禱會タ 八 か 
お 語 及び 裁稱 

午を ニ喊 

主 應讓满 會义は 
を話會 タ八隐 

'亂會 事 ま 
をな 部、' 旅行 ぉ まみ 
巧 •人事 相 震が、 調せ 
街、 货 業巧旋 が、 英巧 
搜綠驳 巧の 諸 課を 設 
け會員 反び ホを 員の 
便を 計る 


診察 

午を ニ 持よ > 六 時 
自 度は 麻め 柏頤お 

ドク ト ♦ 

烏 見農彥 


診察 時間 

午 法) が HH 賠 
午後と 時； = 八 時 
を か授學 ± 

パ： 巖本違 ' 

古 あ 比亞大 學义ぴ 
グ ザブン 病院 勤な 
日足は がめ 巧 上 お 


齒巧招 

主な 基 

該察時 聞 

呂午 お义時 H 十二時 
自 午を 一時 n 五 時 
時 巧 かは 前約 じ 願 巧 

魏 画談 療 

前約 願 上 お 

コー子 ル大を 
ドク トかホ プメ产 y ソ 

醫學巧 ± 

ま 居悅彌 


診察 時間 
午を 六 時— 八 時 

江 見 ニ 一朗 

引績 きべ 片ビュ . 
病院 巧 勤に 付 右 時 
閒钟 及び 日 巧は お 
約 じ 限る 


ボ內 及びを 地 旅： け 先 
ども 懇切 じ 樹案巧 致 
しま -^0 

I ◊通譯 ◊調杳 ◊ホ涉 
I ◊寶物 

™ 0 おは 巧米旣 じで 四 
年 聊か 化题の 事情 じ 
通ず る もの ご 信じが 
シカゴ 大 學を罢 


▲が 育 ホみ 澄 巧み 書 
籍 はみ 論を 他 ホ画內 
啓 巧の ものを 敏速 じ 
購買 致します。 

A を 本 及びを 雜誌御 
用の せ々 じは 特に 調 
を、 購買の 勞 をな b 
ま*^ ^ 0 


S け 上 杉— 


化が 品 卸 負 

五味 商會 

W E . ニ th 写， N . T . C さ 
ジ I St ち V 否 ant 】 之 W 


JOIUC 里- OOC 巧 一, M . O ’ 

ニ 1 wst S 妄 SI . N ミ皇 一 
ぎ 宝 m 置 こ岂 す h ちを 皇ま 
呼 的 九 時 1 午を-時 

髮碧 f を (時1 午を 化 時 

H 巧 午 お 九 時！ 午を 四時 
ドク トレ'^ 小 栗乘ま 


診察 時間 




化 留靑年 巧 おの 阳体 

日本人！ |内 年會 

《辛 9 芸 WMCl . fki ニ ミ 


齒巧醫 

井上 義人 

西 六十 五 了 目 一四 六を 化 
が 育帝齒 旅館 巧 
電話トラ フ ァ グダーニ五六五 


H 本理髮 縮が 

西 四十 一二 了 目な 番地 S 巧 六 至 号 

タダプ フロア (巧 ホ 街 ご 四十 HT 呂 巧〕 


H 本 散髮屋 S ホが^ 

五ケ 年間 中 村 巧 ご 共 じ 就業な 

ジ ヤシン ト ■フ 3 ツ 3 

31 辛-巧す SU . Y . 呈 y 
墨. Colu ョ bus Ave . & む 呈 すと す rk さ st 
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成 巧り 雜談 

米留式 英語を 話す 事 
は 成 巧の 第 一 養です 
本校には 日本人を 巧 
じ 慣れた 専任 婦んを 
師ぁ 5 懇切 じ 會お满 
信 义赋を 語を 敎 巧し 
ます。 任曜週 ' H み じ 
午前 化 巧よ b 午を 十 
時まで 锅 校し 一 レー 
スンと 十五 他づ V 
今日 廈 もじを 校 をれ 


化 

h 
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が 

が 

化 

加 

■6 
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6 
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磯城 設計， 機具 
運動具、 巧 具、 美 
術 品臺 •ランプ 

松 まシ； 

「佛蘭 西 製 ダ！ 

y ンゲア 八 •ラ 

ケット 販賣； 


男女 內巧 外科 



鑑を 無料 


滴疾 でも 慢を 的の 症狀で 
も 速 かじ 根治す。 皮 腐 巧 
内臟巧 血液 檢巧 X ホ 線 化 
柳 病、 尿 水檢杳 、巧 化 9 

ユ 1 マチス'、 衰弱 症 
御 的ら の ホは 是非】 巧 掏 
おなさい 

時間 自轴九 時を 午を 八 時 
H 曜自朝 九 時 至 午後 四時 


稅關 事務 

おがを 地幷 じを 化 お 
の 験 出入 方法に 隅ず 
する-切の 御 諮問に 
おじな 迫激船 貨物 迷 
賃义 出帆み 稅 说キ紹 
書 等 進 里ず。 重要 都 
巧 じげ 理 巧を おし 誠 
實较速 巧 巧 命じ おや 

巧 厳 取扱 


が 育生 命 巧 檢會化 

兰 木定吉 

雜保險 

S . 弓 さ 

26$ KO け fllif 巧 I 口田 cfp 300 00 

510 h»mberfwt:ZOWYOrlcoit》. 
さ one. Wor を 巧 ま 

會ぉノ ホ ニ 御拱 女 ノ 節 必ィ 
御 自をノ あ 巧 ピを話 あ 巧 チ 申 
閒カも 馬 年で サイ 


難 巧は 實鬟誠 盧迅逮 ホ義の 
まに 御 ± を 物 一式 卸 賣化段 
で販賣 致します タ みに 巧は 
御用 命 仰が 下さいょ せ 
◎歐 ホを 禪 時計。 置 時計 一 式 
◎寶お 貴を 屬 。銀製 器具！ ま 
◎を 棟 萬が 筆。 を 銀製 鉛筆 
◎蓄音器。 レコ！ ド 見本 陳列 
◎寫眞 器。 タィプラィター 

◎船 切符。 紀念寫 眞帖繪 端 書 
フり - — ドゥで ■巧と 十湛 
領事館 向侧雄 物と 0 お號ま 

がが^が を间 
靡が 商 タ 

二三 i を ay , N . sty 
Tel . Cortiandt 苦 37 巧 岂 


上を 巧 撰せ る處 最近 着荷 中 岐阜 
をの もの 糊れ ち 藍 多 （殊に 油が 
甚だしき じめ 買手よ ち 突き戻さ 
れ じる ものが ぞい C 生糸 相場は 
お 弗 一二 十 お 仙、 五 お 二十 他、 五 
巧 十と 化キ 、四 弗 十 仙で ある。 


目 本 株式 相瘍表 

〔大阪 が 本 ビ^プ 0 1 力 ー が 
巧を〕 巧 ま 相 壌 〔單 位圓〕 

巧 巧ち 曰 四ち 去 日 
をを 指數 化ク呈 を •を 
大 限指數 ニク 10 1 一八 畫 
をを 電燈 至 •00 ろ *110 
大同 電力 ご •呂 ご* 10 
東が 電力 さる 0 查又 0 
大 H 本 製糖 な •爱 を •丟 
王子 製紙 ニを 夏 ニで を 
まが モス リンき る 0 覽 •岂 
日本 ビ！ グ ニー 一二ろ 0 き 0 •窗 
日淸 製が 一畳ろ 0 10 四 •き 
淺野 セメント まふ 0 セーを ま 
R 本 石 独 勇 も 0 まを 0 
を お 巧 巧 查呈 0 をろ 0 
日本 人造肥料ち A 0 單 •呈 
久原磯 業 さ 至 ハ 0 客 ふ 0 


♦寓籍 ♦雜誌 ♦新聞 
縱 k をを 開 
執務 午前 化 時 ょら 午後 五 時を 

雜育 P 本人 會 


フロ I *J 

醜 チ— ク 


H ィーと と 五 

00 と 0 
00 と 一 


夏琢 向き 上等 

チョ コレ— ト 

當會 社は 特に H 本人 諸ち の 夏 
場營 業に 適當 する 巧 おを 搔 供い 
たー 居 > ホ國ぉ 部に 於て は 孰れ 
の 巣ず 製造 家ょ b も ョリを < 日 
本人 諸君の 御 得意を 持つ て 居ら 
ます 

チョ コン — ^ のを ラィンょ ポ 
グチ モア 本社は 勿論 左記のを 巧 
の 見本 至に 揃えて あらます か 良 
是非 御】 覽 下さい 

FAIIU 呈 0 養呂章 ANY , 

さ West 21 st St ., New York 香 

呂 SNIAL 貧 言 ！ f COM さ NY _ 

10 で st だ =d St ., す yonne , N . J . 

J •夏 ミ I 黃言 f } 爸タ 

養 Markef St ., 量 sburgh , pa . 

か 敦 

皇呂育 SE 芸 夏 夏 TS 呂 ，吉 c . 

Pra 巧 & ooird ぎます， 

Ba 吉 ir タ 夏’ 

と 等の 品 許り 

みャン ディ 類 


A マ ツサ I ジ 、整形 

抓！； 5 1 1 藥 風呂、 水を、 電氣 治療 

ち 

n Sts 

H L 

准 

為 

^ 午前 化 時？ 午後 化 時を 

Y 出張 治療 ニモ 應ジ マス 


蘭が 攘院 

\ イジ オン ラビ スト 

公認 闺 がを 巧 


檢眼並 じ滕鏡 調節 


洋服 調進 

クタ— ニン ダ、 ダイ 

イング* 修鑄 等】 切 

ミカド 洋服 巧 

松 本 保 
電話 ライン ランダ！ 
六 八 H 0 


笠 井 洋服 巧 


時 旧 

洋服な 


時 田 信み 郡 


萊 五十一 llTnE 

ニ； ニ 

が 藤 
洋服 巧 

t フ ¥ なご ミ 


おき 米國 婦人 
H 本人への 爽 
語敎授 じは タ 
年の 經驗を 有 
す 0 一ンブ K 

ンと 十五 化 
お：！！ 朝 九 時ょ 
ら夜九 時迄柯 
時 じても 宜し 
H 曜日は 一時 
よ b 蹈時を 


H 本、 ま 那寶玉 製 美 
術 品、 婦乂用 昔 飾 其 
化 装飾 お 

闕島 

高等を 術 品 修緯、 

首 飾 品、 スト， ング 
H 本 服 裁 儀' 


稅關 事務 取扱 

WILLIAM L . BANE & Go . 

ぎ i ニ 苦 ご Bidw さ •巧な 

TeL す wIing - G ミ さ 913 で 9 二 7 


0 

が 

m かお 

化 . 0 
わ 化が 

U 

M 娜 W 

.訊 

W T 

M 


な 育 州を 認 
內な 省を 許 
ま 巧 帝大督 科大を 
を 婆 復習 巧 卒業 
元池邊 

產婆 松本綠 


が® K ム 1 識 マッサ- 


加が， 


ジ 


內務 省殖許 
產婆 錬巧醫 


平野 秀子 

電話 モ三ユ メント 10 完 


齒巧醫 木 下义巿 

ゴ 0 宅. ご 1 th St 
ぎ M 呈 unient 8 巧 7 


尋れ .人 

~ 東を がん) 狩 巧滕雄 
(東京) ホ おか 雄 
(熊 本縣 人} 巧 驗巧作 
(愛知 縣 人】 長 嘛德一 
(福 师縣 人) 巧 永 國ホ邮 
を 永 慶藏持 山 巧太郎 古川 
ぉ 彥ホト '幸藏 お 松節朗 
渡邊 篤寶晓 おまち 川 新香 
上が 悠 ホ 许化貫 造酒 雄 
貫 造太郞 古家 武雄柴 曲き 
雄 

(佐 賛縣 人) 柴山善 六 
( 奈を縣 人) 木 村 幹 (波 壽) 

(を 媛縣 人) 橫旧常 ま 事 常 治 
仲 座 宮之脚 
(東京 ホ) 小が 銀治郞 
(大 阪巿】 白木 政太邮 

右の 者に あお 致 度き 儀ち 之 
候 間 本人 若'^ は 知人ょ b 現 
住所 御 通知 願 上 候 

紐 育帝國 総領事 舘 

畜 Broadw さ Ne こ ork 呈 y 

観 一部 十 他 

A 14 で 己 岩 th sf . ile 三 置 呈 y 



巧 かるた 

はも.^ の 遊び 
ホを 巧 文で ホ 固ん じ 能 （わかる 
やう 簡單 明瞭に 說 巧した ものが 
お 巧よ した。 巧を 目み 進ま 致し 
ます、 御覺 下さい。 

W HUWAYA ミち. 114 E . 呈 hSi 亞タ 


弊 巧は 永らく 白人 間に 信 
用を 巧し 熟練せ る 技術と 
親 巧を 化て 販賣 致します 

寶石 貴金處 
御 注文 化 じ 
进 藻修簿 
諸 鑑定 無料 

巧 中 商. 店 

28 E ， 6 的を cor ， Iwpdbo 日 AV? 
Hel’ Rhi 己 an を r 50 のか 




新鮮を か 一切 

H 本人 向きの ホ 魚 澤山取 b 揃 へ 
特判廉 憤で 大越强 致します 

サダ オナ魚 店 

Joseplh W 3. VO 日 a 

技 4 w . さ St St - 
Tel . oohaBbus 01 授 


h .^2 鑑船狗 用 凄 
作 船具 食料品 
巧 かがを 雜 貨販賣 
輸お入 巧 關手績 
諸 荷物 運搬な 扱 

如 則 H 遠 藤 小で 商# 

虹 


巧き 新報 

用意と 熱ん 


徹底的 なるべし 

前週々 ホ：：！ 本 巧樂郁 じがて 開 
かれた 學 ホ懲談 をの 席上で 一二 
の お 謡る は n 本人： 2 柯率 じ鹏し 
て も 『用な』 を 怠る おがの 所が 
者である^ら 此點を 匿 正すべし 
ど說 いたが ぶ 流が は 上下み 通の 
ものである らしい。 假 々ばが 縮 
を洁 じせよ， 無線 軍 信を 蔑し せ 
よ、 移 氏 烏廉、 勞働會 講じせ よ 
巧 角ず 生よ b の 用を を 等 巧じ附 
しつ J 】 巧 潰の 名案を なり 出さ 
ぅとす るか 是れは 失敗の 素因 ど 
こを なれを 巧の 巧 名 化 如かして 
お 巧の スワ クタ ァ ごは タら 得な 
い。 故に 吾人は をに かがめて 化 
流 弊よ b 脫せ むこくを 巧め ねば 
。ら 0。 最近が 育 n 本人 貪 商務 
部 お昭堪 してが 留巧人 職業 發巧 
の 指 かを みさむ； かむ々 じ 調査せ 
る レスト ラント 事業の かきは 頗 
るち 意義の 試みで あ bH 本人 會 
今期の 事業 中 白眉の 一ど稱 する 
も敢て 過を では わるまい。 灰 聞 
する 所 よれば 右 調杳進 抄の產 
物 ごして 協 树經營 の 下 じ 巧 じ 力 
フエ ブリャ を 開き 將 ホの 發展を 
巧せ むごす る 一部 當 業者は 近く 
みか まを 化 製 I て 巧 ま 組織の レ 
スト ラントを 經營 L 大じ 斯界 じ 
雄が しでぅ ご計截 しつ： あら ご 
のこ ごで あるが 吾人は ま義 原則 
としてが 乂新樂 業の 勃 輿を 歎迎 
し 其 成 巧を 祝 願す る 一人で ある 

乍 併 お 奉樂じ 着手， する： S 前 ホ 
づ A よ bz に まるまで 巧 かに 研 
兜 調査して 巧る お 確乎たる 經舊 
の 大方 針を 樹立すべく 即ち 「用 
意』 を 第一 どし を々 用意 整 ひた 
ら どの 自信を らば 『叙、 む』 じ邁 
化する が i い。 而も、 をに 所謂 
『用 怠』。 る ものは 單に 事業 其 も 
の^ 特谭 、利益み 標準 > 競 爭じ對 
する 弱点 おくは 資 をの 調達に 關 
する 用意の み。 ら 中經營 人物の 
逃摔 、出資者く 事業 終镑者 どの 
權 化の お 別 換言 すれに 事業 着手 
後の 内訂 、無理解、 な 目 等を 惹 
をせ しめ ざら む どす る 『用な』 が 
肝要で ある こどを 提言し 同時に 
經營 .脚 巧 まの 熱 必が伴 ふので な 
くば 巧て 悔を胎 ずの 危險が ある 
と を ふ 助を 指摘して 廣 たいので 
ある。 蓋し 邦人め 協 M 經營 事業 
中 逝去に 於て 苦き 失敗ん 歷 をを 
嘗め じのは 經驗 智識。 き經 
營 であつ たが 爲め でかる ど おじ 
適當 なる 中必ん 物を 選 採ず るの 
用な じ缺 け、 ホ資巧 ピ經餐 まと 
の 立場が おる みじ對 する 用 息を 
缺 き、 流述 資本 述 用の 用な に缺 
け旦っ 事業を 遂 むず々 熱 必し缺 
けて 居た 爲 めでん る。 ， 

巧 < して 巧 巧が 望で あ b を 巧 
で わる おぶ をして ぶかの 彼岸 じ 
磯ぎ かかしい る こ ミが 出 ホず ザ 
を化沒 S 悲速じ 際を しじ 事 賞に 
徵し梁 じ計雜 して 居る ヵフで ブ 
一 9 ャ化 (他の 新 おおを してが 巧せ 
; しめむ が 巧め じは 出赏タ の覺悟 
- を單凶 じし 出資の みおを を 止 じ 
一し 資 をを 巧 ゆ じする ど时 かに 適 
: がを 適所に 照き 峭卒じ 進退ず る 
こど yx が も 壌 も 救， むじ 嫩ほ的 
.献身め なる を か嬰條 かごず る。 

吾人な 常に 化 お 问胞社 曾の 經 
i 濟 的を 展を などし 一 ホーホ 化 巧 


現を 邀错ォ る もので あつて 問胞 
じ 適な する 轿ら L き 率を 則な 頌 
勃 巧を 巧 化しを 援卞 るを 憾快ど 
する。 而て化 面 おが 巧を 熱舆 
する が爲 めじは 出 媛點を 誤らし 


めざる こご •か 急務で わる ど 信じ 
其 息 ホ じがて 『用を と 熱 &』 の雙 
楠を 提昭 しが ま 相 協 かして 計 香 
じ逍漏 ド* きを 期せい ことを 擲獎 
する み谋で わる 0 


銀行の 諸 勘を に 現 はれむ . 

金 離 恐慌 談 響の 跡 

i な岀 しが 約 九 億 W 激减 した 
じ 反し 一時的 預金が 增 した— 


昨春の 金融恐慌を 通じて 、 H 
本のを 馳 がは 化 本め の瘦 革を を 
るに まつた が、 二十 二日 東京 手 
あを お 所がを 领 巧の ニ 巧 未 諸 勘 
をを 滿一ヶ 年 前の が 巧 恐 愧瞧前 
の ニ 巧 末に 比較 すれけ 左の かき 
激變を ホた し 今 巧ら じを の 嚴巧 
恐慌の 

がが 塑 i の 甚大。 る 事を ボし 
て & る。 卵 も 左の 如し 〔右は 前 
年 二月、 左は 一 ザ 巧增〕 

預 をの 部 A 巧减 


を 期 


一ニ- 

A 


當座 


A 


持 別 


通矣 


諸預 


を 計 


一二と •一二 六 化 
四 0 ニ •五 五 五 
八 一二と •化 一と 
一九 王 ハ 六 九 
化と？ 一四 八 
1 0 四 ■六 0 化 
四 あ 五 •とと 八 
ニ 一巧 •と 阻 八 
ニ 九 一二 王 ニ 00 

セ 六 •0 1 五 
五 王 ハ 八 四 王 ハ 一二 

么 ニ 六を 一二 二よ 
货 出の 部‘ 么印嫉 ，：： 


A 


證書 


手形 


八よ 化* ルよ ニ 
ニー lill * ニ 化 一 
一一て 一二 ニ 四 •一二 四 ニ 


A 


貸 越 


A 


教引 


を 計 


一ニ丄 ご T と ニ 化 

五と 九 •と 乂乂 

H ハ 0 •八 ニよ 
あ ニと 王 ニ 九 0 
四 六 か* 五八 八 
六* ニニ 一 •四 0 四 
A 八 ホ 九 •八 お 巧 


厶 


を 煩 

証券 


A 


1 八 
1 ン 




寺 


厶 


を 銀 
が 商 


0 四 五 •五 四 ニ 

四 ホと 王 ニ 一 五 

六 0 九 •0 1 ニ 

四 四 ニ* ニム ハ 一 

一二 四 一. 八 八 ニ 

六 四 品 r 立 
をの 數を でもつ ども 驚くべき 
け 貸 出を 計の 約 八 億と モ巧圓 の 
激 がを 示して 居る こご、 殊にを 
の內 あじわいて 証書 貸の かき 最 
を 期 かつ 固定 的の もの •か增 加し 
比較的 短 巧の 手形 貸 化 おょび 最 
短期の 割引手形の 徵賊 して 居る 
こ S で わる 手形 貸付が 贼 少した 
こどは 社漬の 

濫發 ミって 肩 替 6 され 
たじ も i るが、 割引手形 と共に 
この 二者が 激滅 する ことは、 銀 
巧恐憐 後が 銀 巧が 貸 巧 勘定の 巧 
收 じを 力を 擧げじ i め、 商工業 
者は いづれ も 極度の 賓 を 難 じ わ 
も いら、 を 業 巧を がな け 的の 不 
况 じまで 持トホ b これが 今度は 
原因と なつて、 資 おの 需要を 杜 
絶し、 鼓 近は 却つ て 偕 手からで 
しでし 返却ず るに まら、 す景氣 
をな 映す る ものごしての 貨 化の 
激 がが 現 はれて 居る ので ある。 
預 あじわいて をる しい 現象は を 


期が 四 億 余 圓を激 がして、 特別 
嵩 座 わょ び 通知 等の いづれ も 一 
億 巧 加して ゐる こどで をる 
旣橄の 如く 五大 銀行」 おしては 
を 預金 ども 

薇增 してむ るので あるか 
を ホから 見れば、 定期の 如き 落 
付いた 預を ごじら や、 特別 當座 
わょ び述知 ごして 腰かけが 態に 
ゐる もの ミ 多い こどを を^ — ^ て 居 
る^ 最後に有偕證書が激增して 
ゐる こごは、 を 力 銀 巧へ^ 資金 
集中から 起つ て 居る ことで ある 
n — グロ ー ンの激 威して 居る こ 
ごは 摹 銀を 中必ピ して、 日本の 
n 1 ^ 市 襟が 消滅した おおで あ 


國償約 五十 四 億 

ま 京 特電 十 セ日發 H 昭かニ お 
末 轉債總 額は 五十一 ニ 億 九 千 セな 
巧圓 1 年度 よら ニ 億 ニ 千 六 巧 
巧圓增 加した。 


信託. 頰金增 加ず.. 

東京 特電 十 セ日發 h 信託 預金 
はお 如の 一方 じて 一二 局 ホ じは 十 
五 億 五 千 六が 巧圓 、前 巧 よら 四 
千 巧圓增 加した。 


東電 社債を 增加 

東京 特電 十 セ日發 N お 巧あ燈 
外 潰は ホ國侧 よら 增 額のを 望 あ 
ら同 がでは 內み 儀を 計 一二 億圓を 
改めて 巧 渉 中で ある。 


日銀 帳尻 ご 金利 

東京 特電 十 セ日發 N 兌換券 獲 
巧窩 十一 億 八モ八 ゎ巧圓 、制限 
外 發巧五 巧で 圓 、貧 出 高と 億 八 
千 五な 万圓 、ホ 中を 利は コー少 
型 H 物义 厘よ b ) 錢 一通、 割引 
錫績 手形 I 錢 よら 一錢四 厘を 唱 
へて 居る。 


郵船 ニ 筵を 買收 

東京 特電 十六 日發 == 國際 湯船 
化 千 巧 級 ニ隻を 郵船 會社 買收の 
善。- 


ニ會祉 委任 經營 

ま 京 特電 十六 日發 n 鈴 木 系の 
第一 窒素、 日本を 屬 S 會 社は 一二 
井じ委 巧踩營 ずる ことじな つた 


工業界 立直 お， し 

東京 特電 十五 日 お = 一般 工業 
巧の ホて 直しを きもの か 整巧資 
をとな興資を窠ぉ業銀巧の貸出 
高ち 加の 現み を呈 して 居る。 


岐阜 產絹細 不評 

巧 商務 書記官 報吿 
お 物は 化 然閒散 じして 相場す 變 
が細^^新檢ががを寶施後な質向 




TOYO mm 

41 巨 .1 化 h St* 

6sii g'w 巧 & か h む も 

TAIYO Tei. Wgo 叫 urn が お 

1 が -W 础瞄 h 化 .'. I 胃 
Te し 如 巧 的 hana 巧け 



巧み 笛 
ご 目 了 四十 四 
閱貫了 五十 巧 


Wing Hing Low 

挑 ine が 8es お u 巧 ni 

SMIBVay.H.Y.Cih 


Qua 打 g Gan Low 

Chine 巧 Res 巧 urani 
112 W. 巧 化. 化 City 


B が m Nom Low 

474 - 6 th Ave. 

Bet. 28 th- 29 th St. 


City Hal! Tea Garden 

170 N&asau St •む 巧 
N な t わ the 了 f&unc B まか 
Loo Li& Mstnetger 



巧 Easi 巧れ Sireet 
Tel. Lexinglon 5727 


IKUINE 

Hote ミ & Re が aurant 

313 WJ お h な. お w York 
Tel. Schuyier 7822 
Cable A が 巧 ss IKU! 化 


DARUMA 

巧 レが h he. 
Tei. Bnr 扣け 的 8 


SHOWA 

53 We が 105 St., 
Tel. Clarkson 0981 


T お To か 0 Co. 

140 W . 的 化 化 
New Y 日 rk Citv 
Te しわ 如 Igar お 59 


S.KyWAYAMAGO. 

114E ： *59riiSt 
New York G か 

化 one. Regent 日ら 巧 


College inn 
31 邮む oadw 巧 
8et ， 巧 3rd 友 124 化 お s. 
Te!. M 日 rningside 74 巧 


ま 旨 
午 午 
前 龍 

属 ± 

半時 

開 

巧 


巧 支 
理が 


! 曰 
ブ隨 

4 及 


隹春 t 

雜 S!; 

戶 s| へが 

勵がュ 


KiNGYO &, PET SHOP 

IMPORTER OF 

GOLDFISH & BmDS 
〇 

動 其 力 各 
物^ 十 種 

一 鳥リ金 

切 k ャ療 


Kawasoye Hotel 
巧 8 Wes り 23nl 化 M!. 

む I. Mornin がわ 7154 


御 

旅 

館 

河 


添 



oMix^Co, 

340 W •目 か h Sh 
ielepnone: 
Columbus 8882 


( 巧 S • 水) 司を わ 



SUMMER 

PALACE 

?41-8ihA 化 - ミ t4 巧 h お . 
が W 巧 BK 

Phone Longa が e 郎 84 


japan 

Pniv お ion Co. 

巧 0 化 扣化化 
Te!i Endicoit おお 


KATAGIRI BRO^S 

の 4 E •が 比 St. 
New Yoirk Ci か 

Id R 巧 ent お 8Q- 3481 


Koike Studio 

730 Fi む h Ave- 
Cor. 57 th St. 
Tei. Circle 4406 


DANCING 

411 W. 1 巧 化 St. 

Tei. Cathedral 4408 Apt. 3 


rnmmmm 


muL 


;號 I ’ 叫 十四 昏 四千 一巧 


沒 1) [ を Sap 贫 訓を攻 tm 贼 


【日 礎 水 


日 八十 月 四 年 H 和昭 


高等 御旅 舘 

東泮館 

會廢御 料理 


御料 埋 

太 陽 

壽司巧 曰を ち 主す 


ず 或」 燒 
ホ じ 御 巧 巧 



案 ホ じして 巧が 

S 品南樓 


を 棟の 御 嗜好に 適 ふ 
様な 美味の 巧 巧理を 

£1 廣趁樓 

致します から 繪 々御 
ホ ホを 願 ひます 

0 永興樓 

晚揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本ん 諸を の 嗜好 
じ 適する 巧 巧を 差 上 
ます。 朝 I ニ 時を 蘭 店 
(な サ五了 目 ナブ 
淳率舆 の 下) 


ま 排お理 

ボ廳を 園 

司 理人邁 蓮 
巧 載の 方 じは きな 
0 巧 便利に 糖へ 夜 
間食 廉の 御用 じ應 
やべ < 娱陆 巧を 相 
不變 わ-お 立 顧を 3 
紙上 御 案 巧 申 上 お 


間 遇の ニ 勞農黨 代議 ± 【下】 

戰宿 におく 花 一輪 

通が ヨター リンで 巧ら れて 
おる 巧 つら やん 水 谷化議 ±= 


巧ぅ I 人の 問題の 化 潘± で わ 
水 谷ち S 巧 巧は 巧が が 伏を 町を 
れ ，が 州 五十 お 巧 石の 

も^!^ かを 観を 代の 巧の 
j をが、 水 六 旅館が をの 育を、 ホ 
つ 子 どして 生れた 巧は 一二を じし 
て， 父を 失 ひ、 腕な 盛 b を 慈を の 
巧の ふご ころ K 、 自由 じの びの 
び ど 育てられた. か、 かを ふみ さ 
ん (五 化) じどつ てけ 眼に 入れて 
もいた，〜.；. ♦い 可 巧い々々々 息子 
でみ つた。 氏の 磊落 じして 物事 
じ拘 がしない 点は 恐らく、 こ i 
I ら から 巧 W れ じので せぅ。 大正 
j と •八 年の ころ、 わが 図に 巧 働 
: 運動が 

^^激に 巧はれるやぅじな 

。巧、 一二 高の 學 生で あつた 巧 
d 、 化 引 村 篡化雍 .4 ご、 > もじ、 

^ がを 連 勘 r みを 化 じ、 を いらの 
一 ィンテリ ゲン ナャ かが A をを 跑 
I しム つた 今り まで 赂 みたま b 、 
i 解が^. 四 年間 お挪 勞働學 校譜師 
I n 本を おおを 顧問 辯 諮 ± ィ 一して 
j リ ー タ！ ごい ふよち は、 肋 言 者 
iv いつわ かた^で、 橡の下 じか 
-( れ V - 終始 一巧 變る こど i * く、 


組を 運動のを をに 盡 力して ホ じ 
氏の化名^^辯訟はを都巧綴暮郁 
お 豆が の 小 巧ず 誰 事件に わける 
『爭 證あ當 防衛 静 J である。 氏は 
請馨 '3 外には 

趣味を もた 0 巧で あるが 
巧太プ 話が ぅょ：- ので、 仲間の 
閲 では 3 ター リンで 通つ てゐる 
氏 もまた、 勞働速 動 糸み わを を 
にもれ や 中々 の飽赌 をで、 選 お 
お說の 巧な でも 类 <- > い 女 巧の 
顔が め や 見り てむ たピ いふが、 
氏の 當を をち 右 さす*^ いふ 大事 
件が！ 女 巧の ゆかしい 必づ かい 
から 起つ たこ ごか ある。 選 擧戰 
ら漸 や'、 終 b じ 近 かづいた 十八 
H 深 お 氏の 宿 VJ してむ た 醋樂師 
の あま b 立 おでらない、 某 旅館 
にげ 隱 しじした 瞳の パ ツナ V 大 
きい 小械む 

美人 え たぐ 一人で 訪れて 
ホた。 巧辆通 b か、、 つた 五條 署 
刑事 第 六 威を 働ら わせす ぎ ーし か 
わ 役目 がら 『臨 檢』 ごい ふこ ご 
にな b 、 をのす ばらしい ち 人は 
巧 速 本疆じ —— これを 閒 いたを 


の 運動 貝 『巧々 は' 个販不 化で 運 
勘して ゐ るのに お 補を が 女を 宿 
じ 引 入れる とは、 けしからん。 
俺 速は もう 應援を やめる」 と 生 
一本の 述 中の こご J て 盛んに 慷 
慨悲 お、 ごころ がその 类乂 ごい 
I ふぶ は、 まだ^ ジ キリみ まつて 
はむな いが、 氏との 間に 結 巧 問 
題が 持 も 上つ てむ る 

婦人 了 本人は もちろん、 

父親まで が 氏に ゾッ 3 ン ほれこ 
み、 落選す る やうな ことがあれ 
ば大變 ど、 連 B の演說 にす つか 
らの f を こは して 屠る 氷を 氏の 
ためにを 嫩樂 をと、 のへ 氏が 演 
說會 から 宿 じかへ る 時間を 見は 
らら つて 持參じ およんだ ものと 
巧 明、 一岡は 『なんだ、 さう G 
らさ うど 最初から いへ ぱ 無駄な 

憤慨は しな かつた じ 』 /'- 認 

解に および 陣容は いよ/、 强固 
じな つた どい ふ。 この間 題の 美 
人は、 伏 見 町 南 渡の 氷 問屋 中路 
布 八 氏 長女 靜 ずさん ニ 一 お) で、 
巧內 での 

評判 娘 でを る。 首尾 1 く 

氏が 化議- エじ當 選の 今 H 巧の 選 
擧 事務長 おがを 之 助 氏は 『水 谷 
巧 もい やで i ：* さを うだから、} 

つ この 緣談を まとめて ど考' 

へて むる e 今 U まで 細君を 持た 
じかつた のけ、 無を 階級の 解放 
速 動じ 巧 事して 居た のがた >> つ 
化ので す』 と 語つ て 居る。 


化界一 願の 競まで 

i 東西 孰れが 捷っ乎 

桑體 から ー氣じ 飛んだ 荒木 君 

•シアトル 十 置日發 IH 本人の 世界一 闽早迴 6 競走 泉 巧 選手で 
ある 荒 水 東- 郎寫は 今朝 M ン ブレス •ォブ •アジア 號で カナダ 
のゲ アンクー ゲアじ 到 眷し直 もじ 水上 飛 巧 磯で 當 化に 到着、 巧 
長 バーサ •ラン ザス 夫 入を 始め どして 熱 使 お 長 チャ！^ ズ •パ 
i キン ス 氏、 巧 業 會證巧 飛行 委 封、 U 本人 化を 等の お迎 へを を 
け 直 もじ 親 巧 機で サン フランシス コ じ 潑ぶ菩 であつ たが、 當 U 
け 南行 定期 號 がが。 いためと わなく 列 単に 投じて 南下し 同化 1 
b 菊 巧 機で ユユ I ョーク になき、 水曜り 巧ギ じを 帆す る アクず 
タニア 残で 歐湘に 波 b 、 同 塊ょ もは を 則 飛 巧 機で 四千 哑を 飛び 
歸朗 ずべ く， 今朔 のが 巧 機 お 架は々 おの 旅 巧に がりる 坡 がの 試 
みで、 荒木 替は 化が 約 ニ 千 巧な ド ご 見 お 6 吉 十五 H の 巧に 一岡 
したい ホ 巧で ホる ご 語つ て 居る。 が ほな 巧の 化を 一周の 記錄は 
于乂巧 二十 六 ザ 米 人 リントン •ゥ卫 作 K あ ひ エド ヮ I ド • S ゲ 
アンス 氏の S 十八 H ち t ちを 五 秒で ある。 

員出迎 への 自動車 じて 紐 育に 入 
b ザ 後よ 時 ホテ少 •ア スタ！ の 
招 持に 化 b ホ テ 八に 待合 中の 巧 
長 化 巧 やぉ 山 領事、 の 島 U 本 お 
樂部會 お、 化 木 正を ち 巧 長、 郡 
船を 社 化 お 等ど會 食、 が ザ出蜗 
の r クネタ 一一 ア號 じて 渡 啟ィる 
豫を であるが、 巧し 計講の 如く 
進が すれば 十九り 閒で 東京 倫敦 
間の 旅 巧を I ら をに 新 記 錄を作 
る こご >•;:? る ど 云 ふ。 衍 はぶが 
巧 報 S か/、 荒木 氏の I 奶 走を たる 
松が 龍を には 岡 じく 本 巧 六 UH 
本を 出發 サィべ リャ鐵 遣に て 西 
へのへ ど 急ぎつ ー ゐ るが、 荒木 
巧が 巧し 本 H 化 宇 お 帆み アクキ 
タニア 號に使 乘し得 ざれば 二十 
H ホ 帆の マジ 五ス ブック 號を選 
むの く 左 すれば 一新 記錄を 


が 育で 歡迎 さむる 

龍 木 若渡歐 

新 記錄を 作らむ 

荒 水 東 一が おは 化年オ ィオ 
一州 アク 。ン ホ大學 を卒策 絲郎後 
_ 能を 游巧ホ ごな ら、 目下 東を の 
> 化 木 能を 率 お 所は 时 氏の 經營の 
; すじみ るが 別 巧の 如く n 鶴 午前 
一八 時ザ沙 港に 宾、 府 もに々. スプ 
j ! ド •リ ミツ テツ ドに てを 雜じ 
: 向 ひ A 帷 午を 化 WW 地に を， 夫 
I れ ょら 券 拂曉ボ ー ィング •で ヤ 
;ァ •サ —ヴネ 7 飛け 機に 搭乘、 
i 捕 測、 ネ マ-をが て 今 钟お时 四 
j 十 おか ボ が も 葛、 岡 八 帖ナシ 3 

I ナ • ス ^ •ポ ^述総 飼が 

I のが 巧 磯に 乘 b 巧へ' 一 お U 新が 

西挪 ブランズ ウ 斗ツク の^ ドレ j す 

イ 飛む 瘍じ 飛い 本 H 午後 四時 闽 j 化る毁 み 薄 かるべし どの こどに 
十 おかに をす る 中る やが 聞 断を 

K おの ドグラス • t キ y アム 乂 


じても 廚週 ±耀 目よ b 盡カ やで 
あつた。 時事 新報の がが ホ 條件中 
には 少ぐ ども 四十 H な內 じかを 
一周を 了らざる ベから 中、 左な 
くば 懸賞に 入選の 賓格を 失 ふこ 
VJ なる 當じ てが 育 タキ' ムス 東 
京 轉派員 バィアス. 氏は 化 ネ よを 
詳細の 通信を 寄せ 當巧 競走 希發 
者 三 r 円と 十二 人中よ を 四十 八 人 
を 選が しね 中. じが 婦人 一人が 化 
はつて 居た が、 巧大を デ^ブ ー 
敎授ど バィアス 氏 ごが、 がんよ 
6 觀た 意見を 提出し 並に 語學試 
驗を けつた 結 おちらに 十二 人！.： 
減じ 遂」 荒木、 が井兩 ぉ：^ 選が 
じ 及第した のでを る ど。 
因みにを 木 若が 倫を じ 着く 緣定 
は 四月 かお U の 翌日 化 井 若は 岡 
化じ暮 しお 巧の H が 育の 人 とな 
る豫 をで を b 巧 巧 孰れが 捷 つか 
け まだを 易 じが 定出 巧ない。 


山-座の 轉 をが もつ てから、 巧 
び 南部 夫人の 獨哨が 他が あら、 
梟を じ ダンスを 灌す绽 じて を 巧 
プログラムは 左の かし ど。 

- 、 さくら/.^、 パ タフ ラィ、 
キン ニヤ モン ニヤ 巧 部 ホ 人、 
伴奏 サト プア ス氏 
ニ、 輕業 横 山 h 巧 一座 
一二、 ニ 上ら、 ノ） サア 、磯 節 南 
部 夫人 

四、 ブ P ドゥで— 名物、 魔法 
人、。 メ グィ、 西班オ ダンス 
满稽 合奏、 蹄 ど 歌 。 I 

淸話會 ま 催で 

衛生 講鎭會 

保 良 女 あが 主任 

まる 四月 十一 二日 午後 ニ 時ょ b 
美な 敎會 婦人 會淸 詔會は 
I ヘン リ 1 •スト タ 1 
を ホ 衞を事 お 所に 勤 蘇 中なる 
看護婦が 良 せき子 女を を聘 して 
を 衆 衛ホ請 話を 開懼 した。 當日 
は 始めに 『專 巧醫み アドバイス 


じついての 潍 話が ある 巧で、 こ 
の 外に も 五月 初 句 じがて ヘン リ 

ス トリ— ト 戶 フジ ツ々 

^タ 、嘗際 活動の 狀態 じついて 
の 講話 ご 活動 竊眞が ある こど じ 
なつて 居る。 か i る稱の 講爾會 
は、 當化 日本人 間 じて は最 孤の 
試みで あち、 一艘 人が タ數 巧會 
し、 この 方面の 智識 硏究を 一巧 蟹 
して 琶る 0 一 


慶應 庭球に 勝つ 

東 ま 特電 十 セ 日 疆リ慶 應對を 
稻 田大學 庭球 戰 第一 試を は 王 
願 H 擧巧 ニ缉 j にて 慶應軍 勝 
巧を 麼し 第二 試を はり 曜日 擧 
巧五對 I じて 巧び 慶應の 勝 も 
に歸 した。’ 


て、 を 力を 舉げ てアク キタ ニア 
號じ 便乘出 ホる 梭新 閒槪醒 K 表 
ウキ プア ムス 巧を おめ 郵骄を 社 


ホテル ぺ A の 

天長節 順序 

.面白い 餘 興の 數々 
晚 巧紐肯 日本人 會ホ催 天長節 
視賀會 は 久し 振 もの 摧 しどて 円 
下 出席 中 込 殺到し つ 5 ぁる おむ 
るな、 常 巧の フ 。クラム も 愈々 
みまし 午後と 時開爵 i セプシ 3 
ン 巧着赌 食が 词食 者の 命じ 化. 〇 
一巧 起立 先づ 君が 化を を唱 一て 
天皇 陛 ドの 巧歲を ごー唱 し、 みに 
米闕 々歌 吹奏 乂統餓 閣下の 巧歲 
を ニ 一喝し 高見を 員 長の 挨楼が ぁ 
ち、 草 信 H 本人 貪 長ぶ び 內山領 
奉の 祝賀 お說 後を 興じ 移 ら、 養 

府バブリック* ンジ，< 紙、 モ 

1 ニン グ スタ ァ 紙上 じて 斯 がの 
天才と 廳 歌され じ 南部 高嶺 失 人 
の獨 咽に ホぎ マ デ ソン •ス コ 五 
ヤア •ゲ 1 デン じて 典 巧 中の サ 
— カス 圃で 好評を 階して 居る 橫 


じよ b お 巧の 肺病を を 治した は 
なし』 の 活動 寫眞が あ b まして 
み じ 巧 良 女を の 講話 じ 移つ わ 女 
をは 留化 H 本人の 病棟 臨 別 じよ 
る 死亡 統計 巧び 年齡 じよち ー阮則 
せる 肺病 嶽菌潜 巧 力の 相違 等を 
示し、 脯病豫 巧 療養 法 ご して 個 
人 衛生、 を 衆衛を じついて ちが 
なる 講話 ザ 

注意 が あつた。 終 b に 青 

兒 じついての 質 間 等 じ も 答へ、 
ホ 會のわ 母さん 達な 大滿 足で あ 
つたが、 巧ぎ の會は ホる 二十】 
日 ±曜 円 午後 ニ 時半よ bf 餐養 I 


運 動 ’ 界， 

會長 カツ ブ 試合 1 

が 育 巧 人 ゴ八フ 協 會の會 一巧々 
ップ旣 合は 旣 巧の 如 （去る で曜 

日 ロングアィランド、 チ リスべ 

リ ー 第 I n — ス にがて 擧 巧され 
た。 參加者 五十 五名、 元 お 地 
ま、 大木、 中 山 (森が 組) の 諸氏 
も 加 はら 非常^ 盛大で あつ' 化。 
あ ひじく 寒む かつた 爲 めじ- ス 
コアは 總 じて 惡 るかつ たがを 前 
の ラゥンド じ パンテ 十 j の ふ 泉 
巧 (一二 菱银 巧を 义十 S ど 云 ムス 
コアを 出し、 午後 じは スク づッ 
チの 坂が 氏が 八十 ホ、- ン^ニ 
十四の 奥が ち H 本 綿花) が j 0 
八を 出し じ 事は 特筆ず べ^ 事柄 
である。 試を を 俱樂俱 一 ゥーに 
一岡 集ら 晚餐を おじした。 上 
地 ホ 氏の あいさつが あつた おじ 
賞品の 授與 まが あつた。 結み は 
左の 通' 曼 である 0 

一等 楼か (一二 井穀巧 )'ィ 1 プ 
十と 

午 請 巧 八 午を 巧 
ネット をん なと 十と 
二等 小 泉 (云 菱艱巧 ごて テ 
十】 

午詢 丸十 一二 牛 綾な 本 
ホット 討な ぶ 卡八 
S 等 坂 ホ 誠 治 スタ ラブ チ 
午前 九十 S 午後み 牛 
ムハ討 旨よ 十九 |;| 
メダ タス- 坂井 sjiNs 

ぞ前轉 本 子ット ，八 九 


* へ 

ス 


ア 


午 攘奧衬 ホ ッを去 こ 


天長節 視贊會 


rl 

所 


裝 


、時 

、鶏 

、會 

、良 

男 

> 窗 

0 

、申込 所 曰 本人 會 事務所 

昭和 一二 年 閲巧ニ 一日 紐 育 日本人 貧 

柏 當が八 開 宴 中 諸 碑 ノ餘興 ヲモ 相 演ジ巧 中 宴 後 
別室- 1 於 テ ダン スモ 有 么睽黄 三か特 -1 申添晓 


^ 巧せ 八 1!1(±曜) 午後 Ap 時 

ホテル ペシ シル ヴエ ニア 

瓦 弗 

タキ シ— ド义ハ 可成 黑服 
御 婦人 ハ 和洋 服御隨 意' 

が 四月 二十 一日 


一二 浦 環 夫人 獨唱の 夕 

り 本が 產 むだ ソプラノの 名匠 S 浦 環 ホ 
人々 季 唯一の n A サ アトを お 共ち 配の 
下じ既 レて ミユ^ — ジック に 憧 がれて お 
る 皆 樣の御 鑑賞を 得たい ご存じます。 

が 日 四月 二十 八 目 (±曜) 午後 八 時半 

襟が 々— ネギ r •ホー ル 

ザ符 ボックス 一二 巧 一二 十 仙ォー ケス トラ 

ニ 巧と 十 あ 化 ニ 巧 二十 仙 一强 六十 五 仙 
バルコニ — I 桌 二十 他 一巧 六十 お 仙 
一巧 ト 他と 十五 仙 
3 さ 為 ement ; 宙 croli At す actio タ line . 
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錯 の蒲燒 おいしい 鄉爲 

會席御 巧 現 

畫 食は ホ廣へ 

叮喀節 化 盤 巧 大勉お 


割烹 並に 御旅 舘 

fe 貧 を 巧 

句 お を 

な 育甫西 八十 八 T 目 一二 ニニ 
電話 ス 々イブ ー と 八 ニニ 


高等 御旅 舘 

昭 和 

會膝御 料理 


日本 食料品 類 及び 雜貨類 卸小賣 
ホ 之 素大賣 測' 桑 山商會 
新刊 蕾 籍雜誌 小間物 目 用 おを 種 


每タ化 時を 径業 

r P メ —グ アドレス 〔年-没 

日ぶ 巧貨頻 東京 巧會 

書 焼 巧 巧 巧 贷 ム自 がの 巧 あち 
ト ブンク 預ら まず 
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觀新 巧な 

本 樓は麗 創な をを 年 
一意 勉强 化ち 司理人 
ゼィ 、巧 理ん 熟廉も 
相變ら ず 瞬 前を 見せ 
て窗 主ず。 なを じ 現 
巧 某 街 某 蔑 じがて 元 
本 樓巧理 、 を 雇人れ 
たる 如き 臀を をな し 
居る もを 镑祗恨 じを 
么 巧る 嘗じ卸 ホ：*', な 
<培藝韩攝良じ漬^ 
度 （日 おん 绪賛の 御 
光 巧を を 項-をし ます 
新を 化 

主人 謹啓 


スブ ムヒ— • 
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邦人 惧樂部 自曲亭 

58 を nds St . Br 旨 klyn > N . Y . 
Tel . Triangle 74 ち 

▲淸 巧、 親切、 お樂 Hill 巧 ▼ 

勢 州 館 

が势 事を 乂蹈榮 が 

,22 か 因. 累を stset 

Tei . Re 巧 n こだ 9 

器 旧 旅館 

汪川作 一 
呂 0 Easti 害 Sf 星 
ぎ皇 養ぎ こ结 一 

一力 旅綻 なめ 

.帝國 旅館— 

1 轰定 .巧を 玲 . flfork 
Tel . Susquehanna 861 巧 

紐 育 旅館 m ホぁ自 

采擅十 了 目 ニ 興 二番 
Tel ’ 空 edenia 雲 4 

ボストン 巧 

富 ± 旅館 大彌末 松 

養？ cesi 空 St . B 置呈 Mass . 
ぎ B . B . 舍 75 


住み 必巍 ょき 清潔なる 審 

巧が 好か 


1 這 Laxi 量 ミ Ave - 
ぎ 笠 ad . 若-送 21 


費府 .御旅 鑛 
桑山淸 五郎 

さ 8 W 0 U をの ih 資. Philad 至 吾 ia 巧 a . 

Tel . Wainu ニ 231 


€ t 

, s 削腳 

a お 巧 

G 輔娜 

絶り な 

e •，巧 

L W ^ 

稱潮 M 

T 


設 饒改壽 、鱗 利の 
料理人、 調理は 日 
本人 向き 

S 桃李 圓 

御 ホ 巧を 持つ て 

居を ます 


ザ 上 金魚 巧 

918 S 至 h す6._ N ミジ rk 呈>. 
さ i Cif 己 ニ 7 ち 


新開 業 

腕利きの 巧 理んが 日本人 諸君の 嗜巧じ 適 
すを 採 理を差 上げます 

温 頤和園 

を 居の 前、 芝居 歸 をの 翻 集' らじ 最も 適當 
の 壌 巧です 是 ホ 御 想 負 じ 願 ひます 


酱油 5 鱗 issi 駕 S 白米 

日本 米 i 削 食料品 iiiSa 齡誠 

巧 田 薄 袖 巧 ま會社 束が】 手 賣挪巧 

日本 食料品 廚會 


紐 育 唯一の H 本 百貨店 

片桐话 弟商會 

スマ ドン •プロダクツ I ず 版賣元 


第 雨 街と 一二 C 

へ クシ 卞！ 

ビ八 デン グ內 

小 池 寫眞舘 

を 請サ！ ク が， 

四 四 0 六 


舞體 WAI 

►社を ダンス ▲ 

▼表情 ホ 操 A 

了 寧 
親切 

朝 十げ？ お 十) 時 

シャリフ •ダン シ 

ング 師範 學俊ネ 業 

上杉タ マ 



御菓子 舖 

名物 栗 鶴 頭、 驚 餅、 練 羊羹' 
贊澤 岳、 甘納豆、 巧 他を 禪 
煎餅 卸小賣 。のし 餅け 前日に 御 
注义 をを ふ。 曰 本を 蛛品 及び 雜 
誌 等 も' あ b ます 

巧 注文は 松風が 鳥 橋 

这 去. 苦 th St . ジ ニを a 宫 r 式 芝 


日 


電話 ブラィアント 
八 0 と 化 ミ 八 八と ご一 

巧 蹲 ご ゴま 
親切が^、^ 

紐 育ボ西 四十 四 T 目 
ニニ； ~ 1 八番 ニー 階〉 
支配人 か 中 ま 雄 


まな 

呈夏 I 置 畳 i 疗 e . Bu 童 こ' 一. 
Tel . B 置臺二 さ 雲 
ま 巧 章 S . F . K - S 田 ざ 


眞 面目 3 らを織 固陋 じな 實 
なる 磯 業を 周旋す 

宮 •川 事務所 

紐 育甫西 巧ナニ T 目な 什) を 


電 

謡 


プラィ アン 


蘇絲 


熟 餅 卸ぶ 賣 
を 顯油瘍 
日本食 料 鹿 一切 

SS ジご S 巧 Ric 巧 ra 巧な V.P 

養 量 三ミ.ー 
Tei . 量 三 2 ち 

ロス アンが 作ス 

ホ リン ピック 

おテ沁 

ニ S S 資す dro SU L 另 An をを Cal . 


レヤ トル ホ 

NP 旅鑛 

3 §-lsth Ave . SP weattle , w 》 sh ‘ 

停 奉瘍前 通を ご IT 左側 《階 建 
U 本 巧 船 切な 取扱 波 お 場 送迎 

巧 裝隔域 中 &、 媛 領事館、 B 本 
郵船 其 他 銀 わ 大會社 巧き 度 巧 

を 港*-^ パ ホーア 5^ 

拂 日本を (特が 間 あ.^)， 

御 一報み 努 自動車 御 お 迎申上 巧 
巧 ニ Garlfosia St ., San Fiiss •呈 if . 

木 田 ル ，1 ミン グ 

1畳7訖す产墨.适&岩さぎ6を 
ジ 一 ちす ミす 巧 ミ WSS 


GEO 郎 E W ， WE じが S SONS 


YORKVILLE AUTO SCHOOL 

最’も 優れたる 自働 ま學校 

20 夺 E. 8 6 比 St. Tel. Regent 2390 


BROADWAY 

OPPOSITE 

ST.PAU じ S GHAPEL 1 
AT VESEY STREET 


M 邮 IMUlU B 閒 S. I 邮 

が协 57 W.23r パし 
New York City 
Ig しむ amerc パ お 0 


THE FUJIMOTO 
な 削 RITIES 關 . ， I 脱 , 

120 Broadway N. Y.Ciiy 
わ 加 r 2416 ぶ 39 


THE BANK OF 削 OSEN 

む om 10 巧 巧 5 BVay, lU. 

Phone. む rfiandf おお 


Tlig Sum け 0 削 Bank, L 扣 . 

化 背 YORK が 巧が 
R 扫 om が 4 
1 がむ oadw 巧 

Tel. Han が er 7444-7446 


The Yokoiiaina 
が ec お Banic, LM 

加 Floor, Equitable 8ldg. 

120 むが dwa もん Y- 
化 one R 加 or 巧 巧 


File Bank of Taiwan, ltd. 

Room 515 

Benn 帥 son 1 刖が ting む i 诚 ng 
1 的む oadw 巧， ん Y. 
TeUorfian が 巧 32- が 34 


! な iyoTradin が 0 ., liiG. 

Impo けが s & E 巧 oriers 
i 101 Fifth Ave.J.Y. 
i Tel Algo 叫 itin 3 の 3-5 

327 W. Madison がけ et, 
j CWcagOi IHinois 


N. Y. K. LINE 

社 會船郵 本日 

NEW YORK OFFICE: 

8-10 Bridge St. TE し . BOW し ING GRE 巨 N 2262 
San Franc ミが o (H む ce: Los Angeles 0 な ice: Sesi は le 0 だ ice: 

551 Ma 沈 et な . 技 Utmore な otel Arcade Colman Bldg. F'ii'st Ave 

Chicago Office: 100 W. Monroe St. 


NA 化 U SHIMM 化 

Dolls, Toys and 
Seasonable Novelties 
31 bsl 1?lh お reel 
け N 讀巧 U& 化） 

Tel. Al が 叫 uin 1 が 7 




-ICANADIAN pacific]- ! 

NEW YORK OFFICE | 

344 Maciison Avenue j 

Tel 巧 hone. Murray HiU が 00 

♦ 間 日 十 迄 本日 ♦ 

♦ 間 U 四十 迄那支 ♦ 

路航短 最め洋 ず 太 1 


O.S.K. Line 
大 販廊 船 會が 

2 目 巧- 8 WII け EH 化 L gUILBi 邮 
1?BmERY 化が E 化 WYOBKCmf 
PiMESD 货 UNO 郎巧 fj 巧が 的 


HARUTA & C0, 

141-1 が FiHUve" 
(む r. 21s けり 
New Y 日 rk City 
lei. iUgo 叫麵日 巧 5 


N の po 打 

D び Goods Ct>. 
巧 61 Broadway, Cihi 
Cor.SIsf St. 

Te しお nnsy!vania 5 巧 0-51 

む om が 5 


Mo Bros., Inc. 

Formerly 

M が tih が hi & COi 

17 East 17 化 N.Y. 化 

Te しが go 叫 uin おが-が 


舶 巧 Tr 細 ng 0 日 . 

151 _ 5th A venue* 
(Cor. 21 お St.) 

Td Algo 叫 uin 3846’- が 


WALKER & 化 0 お 0 

CUSTOM TAILORS 

20 DEY ST.. NEW YORK 

Near Chm •純 St. 

T 拉し CORTLANDT 巧 57 •巧 巧 


お!]！ 1 神 ana 刪! (が, お w York 

Cor, 9th St. a 打 d Broadway 
Guldens Office 
ana ご hoppi 打 g Service 

Mrs. 狂の th Humphrey 
Special Japanese Guide 


叫し. I」 




號 四十 四百 四 干 一 第 


载 辦 蒼 M 【日曜 水】 


日 八十 巧 四 年 S 和昭 


四 


貴# 金製 ヒップ ヶ I ス 
を - 

雇 ♦を緣 合 財^ 

寶寺 金銀 時計 霜 

石 

.商 ♦金製 疊 をみ 置 時計 


自働車 運轉及 修理を ろ 
H 本人の 敎 邮じ讼 
切に 敎 巧す、 湛雜必 道 
路も自 面 じ 
操 縱が巧 ホ 
-樣 じむ' ら 
ますを 钱保 
疆 、就職口 澤 山、 筆が 
敎授用 じ クラィ スラ— 
一九二 八 年 型を 使强 


錫 


►擲 里を を 及び おおを (無手 巧 巧)、 か國 
巧替賣 買、 荷爲替 取が 取 立、 信用 狀巧 
巧 等】 股を 巧 業務 巧 巧 巧 じ 取 巧 可 仕 《 

S 脱 臺灣銀 巧— 出張所 

本庙 摹灣臺 化 

ぞ巧ま 京、 橫演 、大度、 神戶 、上な、 巧 

ロ、 福 州、 厦門、 她 頭、 を 港、 廣ぞ 、新 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビ-ヤ 、ま 買 
— 々グ ヵブ タ 、渝致 、其 外臺灣 十四 ヶ巧 

一、 資 ぶを 壹億圓 (を 額 拂这濟 ) 

一、 蹟立於 化 千 化 巧 お 十萬圓 

內化本 支 巧： =: 橫濱 (本店) 巧 京大 お 
神 戶長崎 下 お 名を 屋 

機濱 正金銀行— 支 巧 

ホ 固を ま 巧 H 桑港羅 な沙巿 布を 
な 化 化 ホを 國 重要 都ボ ニモ 巧 及 n グレ 
ス 有么淚 


本 店 大阪化 お 五 了 目 
が 育 支 巧が 育ブ 0 — ドウ 玉— な 四十 九番 

錢 住. 友 銀行 

日 ぉ (まち 横 渚、 名を 屋 、京都、 神 巧 

& り！！! 尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 ホ、 下ノ關 
巧 まな (巧 司、 小 倉、 巧 松、 階タ * 义留ホ 等 

本國 お金、 槪里 送金 等は 極め 
て 御 便が 迅速 じ 御 取扱 可 申 お 


本 巧 朝鮮ち 巧 

支店 ぉ張所は0本內化の樞要都巿、 朝が 
巧 測、 支那のを 地 及び 滞 盘巧德 

觀鱗銀 巧 紐 育 出張所 

外 國爲替 一般 银巧 業務 靖 々御 便利 じか 巧 巧 
申 上 お 


藤本 證券 會な 

~ 般有化 謡を ノ賣 買、 引受、 募集 

▲金融、 並 ニ 之ニ關 ス^ 一の ノ業お 

S 城 藤本 ミ 7。-? 銀な 
級 育 お 張 巧 


陶破詣 、雜 貨卸賣 

藏村ブ タザ ー ス 


雜貨 陶碰渡 
•トラィ グ I ズ卸賣 

太洋 貿易！ 會巧 

支 巧 が お古、 ポストン 


一遇 五 巧ぶ 八 巧、_ 
人 又は 二人に 適す、 
巿廳へ 十 巧 タィム スス クコ ヤ 1 

へ 甘 五を 電話々 ン バラン ド 呈三一 
t 芝 宝を F BS 0 妄 n 黒峭 梅す 

操縱 、燃 械敎 お、 
居 委 點 火、 電池 等ん て 

懇切に お 巧 晝が兩 巧 日曜 も閣校 
が 本人へは 秋 山 氏專ほ 敎授す 
量吾量き Auto schoolJ 33>^ L ; thst . 


▲最巧 ま 各 菩設滿 がを のを 宮巧巧 もる は 巧な 員 
のを 練を 切 T 塔 ミ 共に 當 化の 萬*」 する おでず 
▲當か 太平を 航路 一二 等 設備は を 部 革 巧 的 巧 頁み 
施しを しわ、 巧に をボ なのかき は 巧韶ッ J 
ス トサ— ド 叉は スチユ デ y トクぅ ダスな 上の 
償 値お滿 へて 屑リ ミす 

® を 港 出帆 ホノ乐 グ經由 【正午 出慨】 


天 


コレア 化 

を 洋か 
西 比 利盛义 
大洋 化 


五ち 九 
五巧廿 一二 日 
六ち 六日 
六 巧 二十日 
と 月 四日 


曰 U 


® シアトル 出帆 【午 か 十 時 おか】 
加賀化 五月 十六 日 
伊豫 化 五ち サ 九日 
靜岡化 六月 か 二日 

06 致發 日本 巧 出 化 

香 取 も 五 巧 显 3 
熟 巧 お を お 十八 日 
A 短 育出奶 ちを 馬經を B ネ お霞みがー 巧 ニ 面 
▲激 違が 替蔭臺 を 其 他 萬を 御 便宜に 御な がを ザ 
A 太 西洋 火 絶が 會姑乘 が 切符 御 裙宣じ 取 計まず 


S 

0 

U 

0 

T 

N 

A 

P 

A 

J 


新 ケーム 

夏 媳新ま ゲーム 及 是れじ 使用 
する 諸道 具が を じて 御需 めに 
應 や、 巧 稲 類の 上 S ゲ ー ム及 
値段 目錄 表御留 みに 由ら 送る 
左へ 御 問を ゼ あれ • 

ち lli 呈ニ 0 E . 害 芭 星 
ミ W ぎこを 


キヤ ン一 アイを 授 

キャンディ 頓 、フン レ チぺス 
トリ—、 ゥ エッ デン ダを バ] ス 

デー ヶ キ 、其 化 キャン ディ 巧 
菓子 等の 造ら 方を 晝巧兩 巧 じか 
もて 敎授 します、 ホ 裝 者には 目 
録 J を 進呈し ます 委細は 左へ 
T す 互 dor School ま 9 L 否 一 を呈 A 去. 


一 

を 場 ダ— ム 向き 

今回*^ 一記の 處じ 移轉し U 本 あび 濁 逸 製な 
具、 敦舊 反び 陶器 類 等 夏 傷 向き お 查部取 
揃へ 孤 列し マ 居ます から 御 ホ 組の 節は 是 
ホ 御去裔 b 御 一覽を 願ます 

了^- テル エンド シム ゾル 



品質 本位 


桑 山 商 巧 

ご 4 夏 ST 這 th ST : N . Y . C . 

さ one •すち 史 21 な- 是骂 


總 會廣吿 

巧 啓 會則第 十 一條 ニ ヨリ 本 
會第 十五 凹 定則 總會ヲ ホ^ 四 巧 
二十 一日 (窠云 ±曜 ぶ 日本人を 
督敎 修道 會 館-一 (西 巧 四十 S 了 
目 四 巧 五十一 ニ恶) 於ブ 午後 八 時 
十五を ヨリ 開 會致候 間 御 お 席 被 
下 度 化 段 及 御 通牒 候 化 
昭和 H 年 H 巧 十义日 

紐 育 日本人 會 
會 員を 泣 


ポ 1 ドウ オ八ク •し 沿 
ひたる 五十 択の 四十 
灰の 店 貸し 度し を 巧なる 商賣じ 
も 適す、 委細は 左へ 巧 渉 あれ 
資 okos す 0S-, 10 す， Pa 呈 li 呈 Beli , N . J . 


空氣銃 シがレ ブト •シ 
ユッテ イング 用 空氣銃 I 買 废し 
- 西な 十よ T 目な 十六 番 (中が) 

電話 ュニ バア シ テー 四 五と 八 


十五 年の 歷を ある 當 校は タ 年の 
經驗ご 新 智識を ちす る敎 姉を 聘 
し 自勘車 
操 縱法及 
び 運 巧者 
の 修得す 
べき 必要 
な 機關的 
智識を 短 
期間 じし 
て 最も 能 
牵 ゐる徹 
を 的技哺 

を おおしを が 獲得を 保証し 職業 
ロを も 罔を します。 



一二 十五 年の 歷 化を 有する 

レスト ラント 業の 縣來则 


i 所謂 一巧して レストラン 
j ト菜 ごを ふ も 是をか 類す ると 少 
i くと も 九 巧 類になる。 即 もを 迪 
一 じ レスト ラント ど稱 する もので 
が 育 じは 日本人 所有 解 皆 のらの 
八が あらみ じ ブイ 朱 1 ム ど 稱し 
上 おにして 規模の 大 ならざる も 
のが 十八 軒 カフ 玉 テリ ャがニ 軒 
ランチ 八 1 ムニ 軒、 ナヤ プ スイ 
一軒、 ホブ瓜 レスト ラント 义軒 

Y ,M ,c ,A •カフェ テリ ャ 五軒 
工法 ラ. ンナ 瓜！ ム I 軒、 日 1 ド 
、ィゥ X 1 軒を 軒 四十と 軒で をる 
右の か 白人の 所ち 又け 資本に て 
日本人 管理の 下 じを 業し つ i を 
る ブイ 火！ ムニ 十二 軒 チ 3 ツプ 

パ ウス、 ナイト バクス、 ロ！ ド 

パ ゥブを 一軒を が 二十 五軒 總計 
と 十二 巧に 達して 盾る。 乍 併 H 
本人 所が 經 をの 事業 中 

會廚篇 义は逆 霸織等 

の ものな （ニ 一二 共同 ぉ資を ある 
のみ じて 他は 都て 脚ん 經 簿じ屬 
し 白人の 所 巧に 係る ものは 巧 給 
制度 じして 巧 人の ま 配 人 乃ま勞 
働 巧 中 利益を おを ずけ てち る も 
の も r * い。 餐 業の 現 巧を な 調べ 
て 見る ど 大体 良好 なれみ 大 繁昌 
とか 乂あ巧 ごか 云 ふまで じは -y 
つて おや 化の 職業に 比し 經營者 
の收 入が 稍々 多額で ある ど 云 ふ 
巧 度で ある。 しかし 普迪の レス 


ト ラント も 巧萊の 位駐路 域み 第 
じて はが 留 であら、 ブィ 八— 
はを 化の 約 八 刹を 占め H 本人 當 
を 巧は 最も ホき 經驗を お L 相當' 
將ホあ b ど觀测 される。 唯一ち 
を 要する は 白ん どの 駭ず 激甚 じ 
して 細、 むの 注 息を 巧し、 がんの 
薄利 タ® T を おの 綺 選、 食堂 & 
諸 器具 淸 潔の S 要素が が 巧の 巧 
因 ご看微 されて 居る。 

次に. カフ H タリ ヤは白 A 
當業 をの 速 鎖が 域會社 組織 ぁり 
て 化の 岡 業 あを 艇迫 しつ I ぁる 
もな ホ H 本人は 比 額的タ 額の 資 
本を 要すを 爲め カフで ブリャ じ 
指を 染めた る もの 少數 じして 僅 
かに 柴田 德ホ郞 氏の 日光々 フエ 
プリ ャる るの みなる が是 いけ 確 
かに 見込が わる。 ランチ 八 — ム 
は 规模少 さ.'、 侧人 經營じ 適し、 

ホ テ A レスト ラントは U 本人の 

性格に 適しを つ 食器 リネン 等 一 
切 ホ テ 八 ょら 提 おする を 例 W — ) 
逆 例 五 百弗內 外の 保証を を 提供 
すれば 經營し 得らる t 使を を 有 
し 小 資本を 投や るち のじは 巧 都 
をの 營 業が お ホる。 Y * M « C » 
A •巧び ェ瘍の ランチ^ 1 ムは 


勞カ 過激 じる 化ら じ 獨占的 利益 
ある も 其 數を殖 す 望み々 なし。 

チヤ プ スイは 經營曲 難、 曰！ ド 
パ ウスは 暫 らく 問題外 どす る。 


條 調の 必要 y 說く 懇談 會 

日會 幹部' こ學生 ごの 意見交換 


をて よ b 巧 道され て 居た が 育 j 謝辞を 述べ、 巧是 山女を (ュ 


日本人を を お 部 ま 懼の學 生 懇談 
會 はまる 十四： n 午後 八 時 目 本 お 
樂 部に 化て 開かいた が ぉ 席を 逆 
刻の あめ 閒八時 五十 か開會 しわ 
が 願を 前よ b 古 偷比亞 、が 育 等 
のぞ^5學ぶび ユ ニ ォ ン 神學巧其 
他 じ 化を の 巧 女學生 二十 餘 名は 
巧 山 棚 事、： n 本人 會 幹部ぶ び理 
事 ど撫談 一同 火廣 間に 參集 する 
や 田 島 委員長 起 もて 開會の 辞を 
述べ 

學ホ諸 若 ご 日本人 會當 事を ど 
胸襟を 開いて 懇談し を じ 意見 
のを おを なさむ どか 計 靈は久 
しき お "か よち あらたる がを タ 
をに 第】 回を 開 （じ 至つ たの 
は 本懐 ま 極で ある 
向後は 益々 兩 をの お 觸を滋 （し 
たし ご 語り、 夫 よら 化が 乂戰後 
じ 於け る國險 通商が の 趨勢を 說 
き 『親ず よら も 協調』 の 時化に 
じ 入れる 昨今 H 本人 中 動 も すれ 
ば 協調の 精神に 缺 くるは 遺 城な 
ら どて 學生 間の 協調は 勿論が 人 
學 生と 外人 學ホ 間の 協調 必要 論 
を 陳べホ じを 信 U 本人 會 々長は 
米 化實端 者の i 人 ごしての 立場 
よゥぉ 國を學 ぶの 必篮を ヵ說し 
米國 じがけ る實際 生活は 其 進 
ホじ随 げして A 柿 的 偏見の 所 
巧を 認め ホ柬 雨が 巧 化 一致し 
て 豆 じ ィン デゲ キジ ユ アリ テ 
ィ をを がし 巧べ < 力 貴み 第に 
て 機巧の 巧 等 ご 門口 關放 ごじ 
も 霜ず るぶ を 得べ し 
ごて 學ホ か歸が 後れ 义岡胞 にお 
する 巧 解ご 巧 動 ごを 希望し、 を 


ォン 神學 校) は 0 本人が 男女 協 
調の 方面 じ留 怠せ む、 とを 望み、 
旧 ロ 利 吉郞巧 (を 偷比亞 ) は學を 
の ホ 望 どして が紐實 業》 日本人 
會當 事を 等の 協力を 促が したし 
とて 逆襲 的の 希 聲を披 渥し 最後 
じ內山 領事は 支那の 硏 兜を 底 調 
し旦 つなが 邦ん 學 生の 支那 學ホ 
と 協調し 巧て ホるべき 時代 じ 
日 支 協調の 實を擧 ぐるは 最も 
緊切の 事業で ゎる。 支那の 革 
命は 學 をの 鼓吹す る 思想 ご 運 
動 どじ 依 b て 成ら わ泛 する も 
ので あるから、 諸君 も 支那 人 
など ど 蔑視す るな からい ミを 
留ゎ 

ど 結び、 司會 者の 紹 かじ 依ら 南 
部离嶺 夫人は 南部 巧を 氏の 伴奏 
じて 得意の 『磯 節』 外 二番を 獨唱 
し 午後 十 時半 別室 じ 移ら わ でん 
天 ぷら溫 鈍、 五目 壽巧 、水菓子 
煎餅の 立を 變應が あら 一二々 五々 
卓を 園 わで 歡 話し 巧 ザに まらて 
か氣 露諮裡 じ散會 せる が 頗る 有 
巧義 の 會合 であつ た。 


ニ 個 巧 前 じ 出獄の 

靑年兰 宅 茂 

窃盗 再犯で 逮補 

一二 年が イ^ — スト 尸ムフ トンの 
总 豪^ ム 9 ン家じ バド ラア どし 
て 就 慟中巧 盗を 働き シン シン 監 
獄じ 送られた 靑年 S 宅 茂は 神妙 
じ獄 則を ずら 典獄 0 ウスの パト 
ラア ごならの ニケ， 巧 前释 放され 
たが、 出獄 後 六十 四 了 目 n 日 ム 


する 舞踏 棋じぉ 乂しゲ ヮィ ゲー 
ス 夫人 ど おする ホ阅 水を の 妻女. 
.こ懇 なごなら 岡 夫ん に 贈つ れ窃 
盜 おの 毛 ほ。—‘ ト から 探偵 ムー 
ァ 巧の 爲 めに 探查 され 西が 丸 T 
目み 十 置 番地の アパ I トメ ン. 
じて-ムリ ン 夫人 方のを な佛蘭 
巧 陶器のを 器 其 他を を 見され 今 
週々 かまみ 監じ 送ら i た。 


紐 育 日本 婦人 會で 

普選 講話を 聽< 

が 育 日本 婦人 會 では ホる 二十 
と Hi を曜) 午後 ニ 時半ょ ち M 本 
巧樂 部に 例會を 開き 總 領事 舘の 
矢野官 補を 招聘； て 普選 じ關す 
講話を 聽く かにて 當 H け 一般 巧 
留 婦人の ホ會 を歡迎 すえ ビ 0 


羅府醫 飾團關 係の 

日本人 病院 訴訟 

旣報前 迎を曜 U 華 お 大審院 じ 
於て 辯 論じ 附 せられた る 羅府邦 
人 醫師幽 ょら 申請の 目 本人 病院 
設ホ 認可 不認可 問題は 加州 ほ 巧 
側の 辯 論 も 巧な く 巧吿侧 の上吿 
書 修正を 命せられ 二週間 後 巧び 
審問を 閥く S ごな つて 閉廷 した 


皆 川 芳造巧 着 紐 

を 京 商業 會講所 灌員皆 川 巧 造 
巧は 太ず 浮 沿岸 經 由化释 着が ホ 
テ术 ペン じ おお 尙ほ約 一週間 前 
後滯 巧の 豫 をなる が 同氏は H 本 
最初の 發聲映 蕾 作製 じが 巧した 
實 業界の 新人で ある。 


ま 旧 巧 遺子 消息 

昨 夏 病巧ゼ るな 嘗天ま 旧 正 之 
氏 遺子 正 健 氏に， 對しニ 巧 下ぉ當 
化 靑年會 ょら 遣 產債决 算殺吿 ご 
共 じ 故人の 遺留品 どして 時計 ニ 
個、 目 本貨お 二十 阳を鄕 里 福 岡 
縣に 郵送せ るが 右は 一二 巧 十と H 
(故人 命日) 確收 したる 由 じて 靑 
年會員 諸氏 始め 巧 紐の 故人な 己 
じ 深厚。 る 謝意を 表ず る 旨 S 月 
十八 日附 じて 入信が あつ わ。 


な 人 が 人， 


•巧 川 憲夫氏 千 葉醫科 大學敎 
授 、まると H 着 おお 巧 二日 沙巧 
出帆の ァフリヵ 化 じて 歸 朝の 答 
•今 かな 氏 旅 順 エ巧大 學敎巧 
去る 十二 日 着 紐 十 义日西 巧羅府 
出 化の マニラ 义 じて 歸 朝の 尝 
♦杉 浦 ニ 郞氏桐 生 高等 工業 學 
校敎授 '去る 十二 H 着糾 十九 日 
西 巧 五月 九日 桑 港 出帆の 天が 化 
じて 歸朗 

•お 本 武夫 氏 京都 高等 黨糸學 
校敎授 、去る 十】 日 着 紐 國米ホ 

—ム こ^^ 一 主 

♦蓮 田作 おか 息 長逝 當地 總領 
事 お 書記 尘蓮 旧作 治 氏々 息滋氏 
ご ニ歲- ニケ 丹) は 去る 十四 H 午前 
急性 肺炎に 罹ら 直 じ 武ホ小 栗 ド 
ク トルめ 診療を 受けね る も 病勢 
掃 進 村が 半 遂に 逝 ませる は掉む 


♦巧 働 一男を 台 蹲 銀 巧 紐 育 出 
巧 所員、 約！ 二週間 病氣の 巧め 引 
寵 中の 處 今週々 初 ょら 出勤 
◊ i ク 


川な 之 助 巧 (を 偷比亞 } は 備單に I バス 街 巧の', ツピ ー ランド ど稱 


ぐ ！ メ ールク 


締切が 育 本局 午後と 時半 
四月 十八 日 沙港經 由 
ぱ b す义 

四巧廿 一 H ビクトリア 經由 

ュ ム プレス •オブ .亞 細亞号 






晚香 坡每ニ 週】 巧 出帆 
▲ エ ム プレス 加を 太 ごち •尝 0 巧) 

五 巧 十と 日 

▲エム プレス 萬西亞 0 男 •爱 0 哦) 

丄 、弓 お H 

▲エム プレス 亞細亞 三 r 呂 0 巧) 

六 巧 か 八日， 

▲ ュ ムゾ レス 加を 太 ご 男互呂 が) 

と 月 十九 日 
一等、 二等、 一二 等 及び 下等 客 設備 
最大、 善美、 最快 まの まがが わ 船 


目 本 截船會 を (ホ-一を 溝道會 社) 

化 理店片 桐 兄弟 廚會 

乘 革、 乗船 切符 並に 小荷物 蓮 送 御瘦利 じお摄 申しまず 


シアトル お 帆 (午前 十 時) 
あ ふち か 化 五 巧 二日 
あ b ぞ：： t 化 五 巧 十二 H 

るん どんみ (坡灌 出帆) 六月 五目 
ザ 一等 橫濱 一九を 熟 

化し ぱ 4 ずみ るん ごん か U 1 五五雜 
マ ご 一等 日本が おを 弗 ぞ室大 をを 家族 室を 货 
ザ 御を 望に おリ 一等 割 おを 復切 巧を 巧 致 巧 お 
， ロス ア A お ルス お 帆 (午後 ニ 一時) 

一 まじら 丸 五 巧 二日 
もんて びで を 化' 六 巧せ と 日 

▼一軍 横 潰 ニ 一二 C 巧 化は わい かを じら か 一を 巧 
►巧 別 一 二等 日本 巧 お 十九 巧 ►一二 莲 日本 行 五十 瓦 巧 
▼み 港 羅巧巧 漁を 切 巧 寝 毫を顆 人 御餘巧 かり お 
▼紐 育 線 パナマ 賴由 日本ち 那巧 貨物船 巧 一回 


日本 陶破 器雜貨 

ラム プ卸賣 

奈良 貿易商 會 


日本 陶破 黑雜貨 類卸賣 

井元 ブ タザ！ ス 


n 本吳服 反物 キ モノ 
テ — フルク ロ ー ス煩 

諸雜貨 卸商 

懿日本 ドラ- グ 1 ブ商會 

巧 别廉懼 で 乂勉强 新 流行は 當 巧の 特長 


精々 勉强巧 化 御 引 立 顚上候 

陶磁器 嫌 貨卸賣 

春 田廊會 


リナ メ ！ 力 I の 特^53 ■ 

自本乂 みお 買物 じは 特別 巧 員を 置き 無 
巧で 御 案 內致开 電話 又は お 手紙 次 祭 御 
訪 間して 御 便宜を 計を 初めての わ 方に 
對 しては 特に 注意 致します から 是非 お 
立を ら戯ひ 升、 巿內 配達は か 論り 本 其 
他を 地 魄のお 荷物 發 送は 當 方で をし ホ 

レ ヨン. ワ ナノ' 1 — 力 1 


ハィカラな 紳± は 

化 立 服を 巧し まず 

ホれ け 宜く身 じを ひ、 居 掛けは をく、 を 
して ぉ來 をょ らも 長持ち 中る 事を 知つ て 
るからで す。 弊 巧は 多數 H ホ 紳± の 御用 
を 承つ て 居ます。 

n 此廣吿 じて 御 巧 店の モ じけ 

ホみ 割引を します H 
御 注を のを 何 じ 係 はら やを も 巧 一巧 ホて 
見て 下さい 

ウナ ルカー エンド フロ リオ 洋服 巧 


新 荷 到着 

特に 夏傷闻 格が 品 澤山取 揃へ 
居候 間 精々 御 註文の 程 希 上 候 

森 お r ラ ザ 1 ス 

TMiscRA wros ., Inc . 
巧 3157 West M 3 rd 从产， 

zew ジを N . Y . 

jfoloolloDe ^ Jlramolro < ww 巧 o 


巧 耐 スペシャル 


娃 筋子 
お、 ぶ b 盛漬 
野菜 ホ酣漬 
瓜、 茄子 ホ增漬 
野菜 調理 器 


お 桐 兄弟 商會 


K W C れ 

關 I ぶ J 

削丽眺 I 邮 

S Y W ^ 

^ おむ eg 
M N が W 
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い 端 
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W 加ゎ M 

• S 2 が も -S 

hu E ^ W 

U ,.：： かお 

じ M 雌 -; d 
^ m 8 T 
W M 巧 

巧 8 1 


資本を 壹 僚 圓 
拂么濟 資本を 六 千 萬 脚 
稅 立を み 千 聲巧お 画 

龍 竺弄銀 巧— 支 巧 

本店 巧 巧 お 日本 橋區 本を 瞎巧 五を 地一號 
ま 店 小が 日本 谣 化の 內 (ちち) お 溝 
名古屋 京が 乂阪西 (大 お) 神戶 
姨島下 隅 巧 司 巧 松 巧 岡 長が 
上がが おを 買 利水 


叛 出入 爲替 '軍 信 送を' ホ 送を、 旅 巧 信用が 
巧 ま 信用 狀其他 一般を 巧 業 

人 城 減 S 義銀巧 が帛 ま 巧 

鄕お 送を ハ 日本を 化 無ず 較 巧？ 迅速 取 巧 
本店 預金 (を 期 通知 ノニ視 ) 御 便利 取扱 
本 ま 巧 ま 巧 (本 巧、 大阪 、神戶 、京都 
所が 地名を 属 、小 お、 上が、 倫 致 


H 本陶 黑雜貨 

ドラィ グ^ — ツ 卸販賣 

醋齡巧 木 桃 ホ 組 

MOO 尸 MOMOZO 尸 C ?, Inc . 

10 S - E * 16 を S 产、 N . Y •ぎ Stuyv 茂 ant 黄 95- B -7 
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選擧 妨害、 違な の閒 着から 

暴力 團の 殺人 沙汰 

i 被 華を は 和歌 山 巧の 民政 黨員 
即死 一 ニ お 貴傷數 人後 化ん 自首"- —h 

東京 特ち 〔ニユ ョ—ク •タ井 ムス 化】 十九 日强 === H ネ政巧 
の ほし 流む る脂黑 曲がを 回な 動 曲 ホで あ b 装 カ團体 どして 知ら 
ゎて 居る 威が 會 員の 殺人事件で 明るみ じ 出された。 事件は まる 
巧 願 U の 深 史乂阪 巧 じ 巧 巧い か 歌 山巿じ 起つ たもので 励が 會員 
が 技が 械 レ' 做 がめ なお 旌 主？ 事 粉 所し 教 A みは 蚁 誤の 化 寒 ± じ 
當 逃した 某氏 S 選 お 事務 接 米崎滕 一郎、 おが 黨員 じして 縣食議 
員で ゎるな 绝± か 出 羽 前、 间 じく 找 政黨貨 である 辯 護 ±阪 ロ 啓 
一を 殺害 L たもので 直 おのが 因は 米 的 糜一郞 が 選擧法 違反の 廉 
で 不法な 裳を 受けた のじ 憤慨し 遂に 逃 擧が害 罪で 警祭累 畏を吿 
發 しだ お黨 もこの 事貨 をな て 政 おの 逃擧卞 渉を 鳴らしつ i ぁつ 
k が 月 順 H か 歌 山み がに 冀 威を あつて 居た 鹽巧會 の 頭目が 兜 器 
を 隙した 五ん の禽員 S おじ 協議 中で ぁつた 米赔 事務所を 訪れて 
r この 廣 事件が 下を 請 励し 後の 始末を 城 粹會じ 任せろ』 ど嚴裳 
じぶ び k るら 乂份侧 がが こして 應 じない のじ 憤慨し 『國 が會ど 
あの お 目を 傷け た』 ご 則らに が下ピ 共し 斬つ て か， •ち 遂に 一二 名 
を W 化せし めた 外事 路負數 人-しら 負傷を 蒙らし めた もので 化 A 
等は 兜 巧 後い 替 にぶんだ が 巧して 化 人を 部が 自首した かは 小朋 
でめる' おが 黨幹 郎會 では この 急 巧 じを し 直 もに 事忡調 杳の爲 
めじ 化を をを 派し じ。 

哄政會 から 瓣劾案 

民政 黨も 中立 議員の 顔を立て； 
•臨時 議會を 前に 野黨 結束 成る 
東京 特電 二十日 發 .鈴 木內 相の 彈劾 案は 鶴 見 
祐輔た 一派で 組織され た 明政會 ょり 提 おすべく 
民政 黨 これ じ 贊成ネ るで あ-^ ぅご 傳 へられて 
居る.'' , 


前 哉の 本社 東京 特 おは 時別證 
食 じ 於る をが 黨の座 搞數け 政ぶ 
を 六な 十 化 名、 はな 黨 二百 十八 
を、 實業刚 志哲四 名、 革新 お樂 
部 互 あ、 おを 幾 八 名、 中立 十四 
名、 缺負 一を ど傳 へたが 巧く 政 
ぶ VJ 民な み 

勢力 伯仲 し 居 ウて政 巧 


信任 案を 推 出す る ご 博へ ふれて 
居る が、 この 明 政 曾が をして 幾 
入の 岡 志を 網羅して 居る かは 電 
文 筋 じして が 明せ や、 紫 じ 巧 崎 
巧 雄 巧の 如き お 政、 政 友の 

ニ 大政 黨は 政を 的 じ 同 

罪で わら、 兩黨 のい パれ じ も 巧 
閱彈魏 わ 貧 格。 しどを 言して 居 


がが 5 鍵け 無を、 中々 等 約 化 名 I る 位で あるが 假ら じこ のん 氏を 
を' 一-^ の々 數蠻封 5 向背い か ~ 投累 みに 置いても 


んは械 めて 注目され て 居る ど 共 
に獨 力を W てが がを を 配す るの 
力；： < ■き 比 か、 政ぶ 兩 黛は 猛规な 
るず 奪 戦を おじて 居る が 無を 黨 
は 協を みお お 勿論 小 信 ほ 案 a 元 
ょりを の 前提で わる w 化 彈劾お 
じ贊ぶ t ホち 督 を 間 志 曾は 過般 
政次留 ごの 協 ぶら あるので 恐ら 
< 化が 义太郞 氏を 除〜 S 祟 U 政 
がが 誰の 化 & じ 立つ で わらう が 
革新 媒 5 1 ニ 棄は確 巧 r 不信 化 案 
じ 化 A する であらう か. 4 お： 5 は 
革が ご 無を 派の 

十一 盛が は 不信 巧 案替化 
じ、 货 岡み 一二 漂な 反 おじ 加 へら 
れ この 際 中义能 巧の 向背け 特に 
す 信 巧を の述 かじ 里を。 ずで あ 
らう か 十のを の 中立ぶ 良 中で も 
を 腺、 ザ摇 、乂帖 、沖爲 のの 氏 
は 不信 巧を なお、 疫 島、 小山 兩 
巧は 賛成 確 巧 i ちらか 滋る尾 崎 
が 原、 鹤 巧、 旧 淵、 推 お •山龄 
大山^と 氏-^ 態 巧が 未定で あつ 
た。 がるに 本化特 あは 鹤お 、推 
巧 & 等が 明 政 曾を 組織し 巧閣不 


彈効案 賛成 民 お ニ； 八、 無 
產 八、 革 執 一二、 中立 ニ 
等 t な 計 ニむ 化 一を VJ む b 
哪劾 案反對 政ぶ ニ 一 化、 實 
岡 一二、 中立 四を 計 ニニと。 

で 旣-し 優勢を ホして 居る 際では 
ホら 鶴 見 氏 一派の 彈劾贊 成は こ 
の點 にがて 値乂 なる 力を 生む ベ 
(お政黨 ^.不'お巧提出を破少数 
派の 岡會に 譲らん こして 居る の 
も 無理 き 話で わる。 j 方 政府 
ごして a 巧ら 證會の 

最大 難臟 でぁる 鈴木內 

化 不信け 案 掛策じ 隅して， レ少か 
ら や憂篮 して ゐ るが 本社 特電が 
お 報した るかく 巧 黨巧じ 於ても 
鈴木內化のを：：^を失態にホ滿を 
抱く もの 化當 多，.、 就か 某 おを の 
かきは かがが 特別 溢會 をが b が 
くるた めには この 燈反對 黨じホ 
手を がつ 慮 ホに わいて 鈴 木の 相 
を舆 退せ しいる をが 最上の 策；^ 
り どして 某 か 務官を 通じ 過日の 
賴潘 席上で を 巧 俊 じ 進 富せ しめ 
た爭ち •かわる この 進言 广對 して 


は 閣傑中 賛成ず ぶ 者な < を のま 
まどな つて ゐるお 田 中 首相は 政 
がが 內並 じ黨 巧の 帝 勢に 鑑み 鈴 
木內相 不信な 案 問 霞を 中 必じ閣 
僚 並 じ與黨 幹部 ど 一 これが 凿策じ 
つき 愼 まじ 考慮し 意外の 結 おを 
見る じ まる かも 钮れ ない 0 

元 巧を 議長 

ま 京 特電 甘 日 雄 n 議長 投 祟の 
おを 

元旧肇 〔をを ニ 1110 票 

藤澤 幾之輔 〔民政〕 ニニ 八 票 
じて 元 旧氏當 選し 副講 長は 

淸瀬 一郎 〔を 新〕 ニ H ニ黑 

廣岡 宇一郎 哀 友〕 ニニ 五 票 
右の 選擧は 二回 巧んだ。 

南 軍進擊 .し 

化 京應し 

皇軍 化 千を お 動 
ホ 京に ほが 嚴令 

奉 天 二十日 發 H 化^が ょら 達し 

じ 情 おに 巧；： ばを！^ 軍は 南京 

派 じ 追 立てられて；^ 却し つ 
■ぁるが この 爲め化 じは 戒嚴 

みが 發巧 された。 

ま 京 特電 二十日 發 日 ホ 實業 
協曾を始めごして對^^資易業者 
は帝國 政を の 山 東 省 おはま 
國 ほの 威 精を 害する i 一ぃ ふ 立 
から反對連動に着|1^1む。 

東京 特電 〔ニユ 3— ク •タ并 
ムス】 十九日發=^議のお果隆 
軍 省は 山ち 尝の鹽 が權 をが 議 
する 巧め 五 千 人の 5^ 隊を 出動 ど 
みし 火曜 H ょを これ じ 着手す ベ 
( 不化敢 天津ょり S 筒 中隊は 濟 
あがに お 動した が 閣議の 席上に 
がて 隆 相は 巧く 濟巧府 じ 巧化兩 
带 禽 戰す .、 き こ ご を 期 待す る 
旨報吿 し！ g 化に が留 する 邦人 約 
ニ 千ん をが 護す るを 嬰 あ b ど 力 
說 したる が 巧 府は明 H K テ！ ト 
ィン トを摄 表し 今回の 出兵は 單 
じな 留 邦人のを 法的 利權 保護を 
目的 どし 支那の 內鄉に 何等 干渉 
しない こごを 聲明 する 堂で ある 

捕虜よ 巧 人 

孫傳劳 軍が 慘敗 

上が 十 か日發 = 南京 圖民軍 司 
み宮 おか 石 お 軍の 發 表する 巧に 
化れば 濟埼 .方而 にがる 孫 傳芳縣 
軍の 左翼 聯合 軍 〔約 四 巧〕 は 苗 
軍の 爲 めじ 擊 破され て 一二 万人を 
捕虜 ごし 一方 京澤 線ぶ 面 じぁる 
お 玉祥將 軍は 山 西々 が 軍の 五 万 
のを 翼 戰線じ 於て 化を を 追 立て 
四 巧 人を 她虜 ごした るに 對し南 
巧の 死傷者け 約 ニス 人を の 中二 
千 五な 八け 戰死あ e ぁるが 武装 
整が たる 化 方 聯合 軍が 巧る 大敗 
を 招く じ 至つ た 直接の 動機は 不 
明で ぁるが 大部み の 化 軍は 南 軍 
との 戰闕に 不服を 抱き 却て 荫軍 
に 降 化した る もの、 如 < 南京 派 
側では 巧 巧霖お 軍は 化を のをを 
を 期す る爲め 山 東 省より を國軍 
の 做 退を 命中る じ まるべく これ 


じて 化を の 速 命 も 危くリ ち 張 作 
霖の 失脚 も 化いで ぁらぅ ご 脱 測 
して 居る .0 

北 巧 十九 日發 n 巧 漢線ホ 面 じ 
於る 戰圆 じは 約 おで お 千 人の 軍 
隊會戰 した もの i かく おお 祥將 
軍の 勝利は 山 お 省 じ 於る を团を 
の 位置を 危 <- > 濟巧 おも 南 軍の 
爲 めじち 領 された。 

まを 特電 十九 日 發^媽 玉鮮お 
軍は 濟南府 じ 入城した。 

踞前巿 大火 

燒失 家屋 一千 餘 

ま 京 特電 十九 日發 u 黃森縣 な 
前 おの 富 出 町を 中必 ごして 今朝 
大化 をら 民を 約 一千 餘ロ燒 失し 
死 瘍者も ぞ駭じ 上る 見込みに し 
て】 時 電信 電話 も杜絕 したが 損 
害 高は 約が 方圓 程度-し 達する で 
あらう ご 0 

新 通商 條約 

米 伊 政府が 調印 

ワシントン 十九 日發 n ァ メリ 
々どィ タリー を おの 通商 條 約は 
先 股 ホを 渉 中で みつたが 本 U . を 
0 て國務 長官 ヶ 《 ツグ 氏と ィタ 
リー大 化が 調邱し 議會の 批准を 
仰ぐ こピ I なを 圃お 省は 更らじ 
ト作コ を府ど 仲裁 條約其 他 じ 就 
て談 おじ 着手す ベ （今回の ホ 伊 


新條約 じは ブラ キア ン 化かは を 
まやを の內 をは 乂佛條 約 V 火 小 
词異 である。 I 
尙ほ 目下 アメリカ. か 友ぶ 條約 
度び仲製條約を巧巧懸^^中 
憩ず る ものな 日本、 獨节巧 
太 巧、 句オ 利、 ポーろ 

リス ア ニア、 ラトグ キで 

キン ランド 等で ホる。 


英國で (再び〕 

ホ 化 陰謀 篇 

內務 大臣 議會 で赏明 
ロンドン 十 か日發 n 本： I の 蓮 
會 じがて 巧務 大臣 ヒック'!: をは 
議員の 質問 じ 掛し最 を- 
に がて 武器の 密輸入 並び！ |一 题藥 
庫 設置を 陰謀して 逮捕さ^た ァ 
キ グランド 人が 囊 じ曰シ 
お 英蘭銀 巧から をな つた^ 狼を 
所持して 居た 事實を 確認 りシ 
ァ の對英 ホ 化 運動が 今 お！：^ 繼纔 
しつ > 、ある こごを 隐示 しだが 鑛 
山勞働 組を の お 產ま義 化は 最あ 
いょ~-^露骨ごな^をじ<^ ュ ッ 
ト ランド 鑛お 組合の 如き 如 ハ產派 
の 幹が 獨 占を 槐 憂して 總會を 1 
年 延期す る じ まらし 爲め おを 黨 
島を 自稱 する を 英鑛山 紐を 書記 
長 クック 氏は 組を の溝裴 をる 巧 
動を 極力 ホ 難して 居る。 


中を 東を 特み笔 (葉 魚 巧 轉氧〕 


大倉 喜八郞 翁蘇聲 


〔サ 日】 義じ 一旦 逝ぶ を 誤られた 大 倉皇 八郞 翁は をの 酱醫師 
の 努力で 生返つ た 旨を の 激じ大 倉が ょ b 通知した。 

科學 研究 會を 解散 j , 

C サ 目】 共產驚 事件に 關聯し 京鄰ホ 國大學 坐と 人は か 舞嚴を 
をを け 同時 じ 校内の 祉會科 學硏冤 會も解 敷を 命 せらる 。 I 

乂千化生命の整哩は倭し- 

ご|十日】 囊じ八干化生かが險鲁社の整理じ關.聯し前^^^議± 
奥 出 亀 ニ 氏が S 与力 圓の おおを 提供す るに まを し i は 巧^、 疑問 
視 され 整理は 脚 難 じな つて ホた。 1 

神 戶取則 所でみ 生糸 上 慕； 

ご I 十日】 神戶 取引 巧 じ 生糸 部を 設けん ピ ずる 定獄變 更はあ 
愈 認可され たが 上 摸 開始は ホ 巧の 新 糸 期の 後で ぁらぅ ご 觀測さ 
れて 居る。 一 


ボストン， こ シカゴが 金利 引 

.上げ ー 佛孜府 から 不戰條 約 
唐 氏フー パ！ 支持り-上海 H 
務 局の 英斷！ スミス 立候補^ 

ご 南部 政界 i ク乂 統領 再ぶ 
補說 ブルガリア じ 再强護 



【ヮシントン 十 化 H 發】 三ユ 
ョーク 株式 ボ墙は 過去 十一 H じ 
直 b て 取引 株 巧な 万 巧を 常に 超 
過し 過去 一週間 じ 直る 仲買人の 
銀け 貸 附廣も 四十 一億 ニ 千乂田 
方张 どい ふ從ホ 稍に 見る を 額 じ 


提唱した る ど 同 模の條 が 患び じ 
ァメ "々の 意見を 敞 して ロ英獨 
が 檢府じ 協 蒼を ホめ たるに 掛し 
フラン X み 外 化 ゾリ アンに も 本 
日 间樣の 通牒を 闕な别 强じ發 し 
て フラン 7 の 立場を 說 明し 條約 


をし ホ 場は 淸算 の爲め ±曜9 が-嫌 おの 條 かどして 喘盟國 め正當 


壌を 發 まずる じ まりし 爲め 投機 
氣 をを 抑制す る 意 化 じ 於て 大藏 
备は 聯邦 準脯 銀け 局 ど 協議の お 
果 ンヵゴ をび ポストンは 化 ホの 
金利を 巧ら じ 五 厘 ホ 引 h げ四か 

五旌 となし ニユョ ー ク蹤銀 もこ 
れに做 ふべ く 期 持 さる。 

〔バリ ー 十 化 H 發】 囊 じアメ 
リカの 國務 良官ケ 。ツグ 氏は 列 
强 のず 賊條 約に 雜し フラン ブじ 


なる 防衛に 向つ て 條約じ 柯等抑 
制 力；：？ きこ ど、 瞬 際 聯盟、 日 力 
グノ條 約 其 化の 條約 權を敲 、條 
約は 最初 ハ 乂列强 お 勺の 國 
家を も 働 誘ず る こ と、 條 違反 
國じ 的ず る聯猫 牌の 巧 動 心 旨 も 
なるべき を 等を をげ 挪炼 舟强は 
この 際 フランスの 條 が じ 馈贊す 
べきを を猶 憑し じ 
【上海 十八 日を】 現じみ か黨 


の大統 が 保 補 者 どして ち 力なる 

バ ー ゲア ー ド •フ ー ゲア ー 巧が 
ま 那閒巧 事 かの どさくさ 騒ぎ じ 
乘じ顯 山 會祉を 改造して 巧闕政 
府じ 登録した 上 巨額の 不正 利得 
を憐し た ご の 風說專ら じ 對 
し 當時曾 社に 關係深 かつむ 前 首 
相 唐紹權 氏は 本日 スブ！ トメ ン 
トを發 しフ！ ゲア ー 氏が 會 が 巧 
組織の 結果は 却て モ那乂 側の 福 
祖を增 進し じ事實 化び じ 闡龍事 
件當が じがる 氏の 活動を 敏述し 
て斯る 風說は 氏め 名嚳 のちめ じ 
取消す 必要 あ b 而 かも 事 實の眞 
かを 知る 者は を 一人 S みで ある 
ご 述べた。 

〔 7 シン トン 十八 H 發】 上海 
な 化 總領舉 カンニング、 J ム 巧ょ 
b のを 電じ 波れば 徒 ホ英國 人ち 
名、 アィリ々 人 ニを、 曰よ 人 一 
名ょ らおつ じ 上が 工務 掃 評議を 
員會は 今回 ま 那納稅 おの お 望を 
おれて 一二 名を 評議を 員 じ 六 名を 
を お 委員 じ 巧 命した が 工務 馬で 
は 更らじ 布 吿を發 しが 巧 ま那ん 


のな ホを 一切 嚴禁 して おた 居留 
地のを 園 も 今後 六 巧 一日を W て 
.1 胺 支那 人 じ もを 眺 する こご I 
な b 居留に 化 じがる ま 邪 人 ごか 
人の 巧觸 も一膺 親密 ごな つて 來 

ご 0 

アッ シ立ゲ 牛 ル 十八 日發】 
目下 ニュ ml ク州 のか 事 じして 
民 キ黨の 有力なる 大統領 お 補 者 
である スミス 巧が 靜養 中で ある 
當 化は 上院議員 シモンズ 氏の 地 
盤で 巧の 一言一句は 民 ま 黛 S 動 
きを 示して 居る が 氏が 昨 H 首都 
じがで スミス 氏の ホ お 補 じ教し 
絕凿的 じ反蜀 した こ ご は 意外の 
反蠻ををみ從ホ巧の機哪紙^目 
されて 居る アッシュ ゲキ少 •シ 

ブズン 紙は 巧 巧 民ホ黨 のみ 岡 一 
致を 煎じして 少數 派が 濫 もじ ス 
ミス 巧に 反醬 する こごは 民ま黨 
の 破綻で ある W 痛論し 化の シモ 
ンズ派 新聞紙ら 續 々氏の 頒强な 
態度に 反 街して 居る。 

【フ斗 ラ デ y フキ ア巧 十八 日 
發】 な 巧ク！ リヴ デた 統領を 


强制的 じを が 補せ しむべし ご 論 
じて 問 狸を なし ホるべき おか 黨 
大會 藻を じる V き 上院 嫌 員 フエ 
ス 巧は 『ホるべき 共 か鶏乂 をが 
柯 等人爲 的なる 手段に 化らず し 
て あじわ 詰る 捻な 撰を が 生やれ 
ばク ー リッ デ 巧は 巧び ホ 候補す 
るで をら ぅ』 と聲 明し 又もや 閔 
題を 惹起して 居ろ .い 一 股の なを 
消息通は ク 巧が あ <フ| ゲアー 
氏の 立 暢補應 援の赢 志を 表明す 
るで わらぅ ど 巧 待して 居る。 

【ブ八 ダリァ ま 都ソフ キァ 十 
八 U を】 前 過激 震に おはれた 
る 當地じ 今夕 九 時 前後 再び 激震 
あら 當化 ょら 南 巧 百哑じ 位する 
プロ ゥキ デゥ は被蕃 最もを だし 
<大 建築物は 崩攘 して かを 發し 
人民は 家属 崩壊を 恐れて ロ かじ 
避難して 居る が 發を所 も 崩 媛し 
た爲 めを 巧は 眞の闇 ごな b 人必 
恐怖を 極め 當巿 じがて もん 民は 
巧斜じ 避難し 居る が 損害の 程度 
ご 巧 傷を 數じ 至らて は 巧 等巧然 
して 居ない。 


【日】 


大統領を 立候補し わ： 人々 

小 學校敎 員 〔十六 歲で 一から 

民 ま 黨の大 立 物へ 

カソリック 敎の嚴 化な 家庭 
じ 育った 正義の 闘 ± 巧 ルシユ 〔上；一! 



彼は】 体 上 挽 議員で あるが を 
廷 S 檐察宫 であるか。 彼は 一 か 
大統領 候補を であるか、 をれ 典 
檢擧 総を であるか。 £、 

正體 を 疑 はれて 居る 
人 じ 民 ま黨の 大統領 候補 ト； マ 
K •ヌ 少ンユ •巧が をる、 巧は 詞 
じ 良ま黨 であを 且つ 宗敎も 等し 
く々 ジタ ツク教 を 信奉す る-一 ユ 
3 ! ク州 知事 アグ •スミス 君を 
お ふに 廻し 前大藏 長官 じして 前 
巧 大統頼 戰じマ ミスの 强敷 であ 
つた マク 力] ズ 君の 後援を 巧し 
アグの 禁酒法 反掛じ 向つ てフ八 
シユ 君は 禁酒法 擲 巧を 賴 •し 先 期 
大統領 戰 の 二の舞を 演じ やぅと 
して 居る。 この ト！ マス 君は 議 
會 では 兩院 切つ ての 憲法 學 者で 
あら、 をの 法律で 固めた 冷靜な 
頭 腦はタ を 政 巧の 問題 ごな つて 
居る 池 田 

… 疑 類 等の 摘發 じは を 
の 焼い 頌の勸 きと をれ こを 儉爭 
總長 的な しんらつな 腕を ふるつ 
てを 巧. 人は 元 ょら 化 人を アツ 艺 
云は して 居る、 尤も ト！ マス 君 
の 疑獄 摘 發は御 本人の 道樂 であ 
るかの かく 見られて 居る 程 じを 
高い もので あら 彼の 眞 意を 疑 ふ 
者 も あるが、 忡 々でぅ して この 
7 於シユ さんは々 ジリ ツク敎 の 
わ 固 b ごを る だけ じ 曲つ たこと 
は大嫌 ひ、 疑獄の 摘發も 最後の 
審 がは これを 法律の 手 じ-任す 
る ごい ふの が 巧の 

主義 信條 ごする 所で 

池 臭い アメリヵの 政界 じ 大敵 典 
か黨の ボラ ー 君 V , 共 じ淸廉 5 励 
± ごして 知られて 居る C 過般 も 
独 田 事げ の シンクレアが ニュョ 
1 ク 州の 競 垢 委員で をつ た關係 
上、 ア^ •スミス じ も か 臭いを 
が 選擧じ 動いた ごい ふ イン デア 


ナ州 議員の 諷 剌を顶 から】 激し 
この ホ 巧には 鳥の 雌雄を 爭 はん 
どす るを 敵 スミスの 人格を 賞 讚 
した もの だ、 ソコ にブが シユの 
美しい 人格が ホつ て 屠る ではな 
いか。 彼は どこまでも 

1• むの 强ぃ圃 ± ミ 
して 民ま黨 じどつ ては 黨寶 ごら 
巧ず べき 人物で ある、 7 がシュ 
君の 父は これ ホア 於 や ジミ •ゥ 

ォ 火々— かで ン户 キア •スブ — 
ツ である ユユョ ミクを タマ ニ| 

の 手で 繰つ て 居る 血、 化 アキ ル 
ランド 人で、 母 も 岡 じく 純粹の 
ア— リツ ンユ であを 共 じ 若い 時 
化 じ 移民 どして アメ 9 々じ ホら 
ク斗ス コン シン 脚の プー •リダ 
ア ー で 結婚した のでを る、 故に 
この 圆志性 もア— リブ ツユの 赤 
い 化が 流いた ものと 見られ やぅ 
氏の 記憶に 化れば 巧の 

…— 父は 馬鹿 じ 忍耐 强い 

男で あつた ピ いふが、 ゥグ スタ 
の嚴 格な ヵソリック 敎徒 どし 
て 育つ たこ どを 考 へるならば こ 
の嚴 格な 化が 巧 じ 彼の 胸中 じ 流 
れて 居る こ VJ を 察し 得る であら 
ぅ。 官立 學校 じ通學 した 彼は 更 
ら じ极學 校で 精々 ご 薄 必勉强 し 
たた 蔭で 十六 歲 じして 山を 學校 
のを 員 どなち サ 一二 歲 じして'^ キ 
スクー 八の 校長に なつた どい ふ 
から 面白い。 而か もこの 中學の 
校長さん の 學問的 向上 必は をれ 
こを 化 人 化 上で 校長さん から ゥ 

キス 

した 彼は 卒業後 
— とい ふ ものは 巧 
ダコタ 州の レヴ ド フキ グ ドで 辯 

譲 十を 熙業 しを こで 結婚した 後 
モンタナ 州のへ レナ じ 移住し 爾 
ホ 同化を 旨を の故鄕 として 居る 
即も敎 育 巧を 飛 出した 彼は 西部 


鑛山 がで 立派な 一流の 辯 護 ±ご 
なつた ので ある。 當時 彼め 持つ 
最大の 顧客は ァンコン ダ 鋼會社 
で 千 化 巧 十 おまで 法律 事件は 殆 
んど彼 じ 依頼し じ ものである- 
を の上會 おでは 彼 じみみ 的な 顔 
閣辯謹 ホた らんこ どを ホ 堅した 
もみで あるが 彼は こわを 拒 おし 
たのみ ならず 

,.1. 後年 この 會 社を 相手 
じして 圃 つたと いふ、 彼の ホ涯 
にごつ ては 頗るを 要な 出 ホ 事が 
をつ た。 パ ブト •ミユ ジンと 呼 
ぶ 夫妻は モンタナ 拥のブ ブテじ 
一家を 韓へ 7 グシユ - 家 £ も 友 
人の 間柄で あつ わ。 この パッ- 
は當時 ボストン •モンタナ 會社 
の鑛 山脈に 接近した 箇所に 额發 
掘の 權 がを 得た が、 悲しい 哉資 
本がない のでを の會 社の 番人を 
み 同化 資 者の 形式で 盛んに 掘つ 
たが 銅は おて ホ や、 共同出資 者 
は 退き バットは 權 巧を 矢つ たお 
ご なつた 十五 年後に をの 

權ホ を アナコンダが 

ボストン •モンタナ 會 社から 買 
取つ たのみ ならず、 パットの 權 
利 地を 發掘 してた 寶を發 見した 
ミい ふの e 事件の 取 あを ヮグシ 
ユ 巧じボ めた t 經 過の 一切を 鶴 
化した 彼は 會 おご 番人の 間に 臭 
い關 係が ある ご 晩んで 舊會 社の 
書類 姻附を 裁が 所 じ 申請して 陰 
謀の 網を 巧みに 曝露し バットは 
3 b ミこ.^ 權 利金と 巧 五 千 巧を 質を けち 
、，’ 大累— を 專攻| 爾ホ 州の 銅山 資本家は 彼を 化む 

こご 甚だしく 千 九な 六 年の 下院 
谣員 選擧じ 破れ、 千 九な 十 年の 
上院 保 補 じ も 鋼 山 派の 反逆で 晩 
を ひ 六十 日 じ 没ぶ の 事件を 惹起 
し、 遂に 千 化な 十二 年、 が 曾は 
滿琪 一を で 彼を 上院 溝 員に 選毁 
したので ある 0 
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M. Tsuchiyji, D. M.D 
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I 讓 I 瓣 

お び 1 巧 蓋 
; 會 午 裁 曾 夕 S 
夕 又を 僖 タタと％ 
八は ニ 八 八 持 正 
時 巧 お 惊か牛 


諸 

集 

み 



KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

Set. 60 & 61 Sts. Teleiihone Itegent 2909 

会 お 人 本日 

門專 靴型 小 


を 小き なぶ ホき 廣ぶ 小き 巧 
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搜 T 本 U 能 新年 
育 寧ん 1 じ まの 
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愛 切 君 g 信 學驗 
巧し じを 用 手を 
治は で 篤 術 0 
療栋 II しじて 
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N. TOKITA, 
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1 が W. が nd ST. 
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號化 十四 百 四千 一 第 


雜 織 




H 曜 ± 】 日 一 廿巧四 年 H 和昭 


機械 設計、 機具 
運動具、 玩具、 美 
術品臺 •ランプ 

を お ァ r ト 

? ス ッデオ 

「佛蘭 西 製ぶ -— 

ソンゲア ダ •ラ 

ケット 販賣ー I 


ちき 米國 婦人 
日本人へ のち 
語敎授 じは タ 
年の 經驗を 有 

ず 0 一 レ ブス 

ンと 十五 仙 
每 日朝 九 時ょ 
もが 化 時を 柯 
時 じても まし 
H 曜日は 一時 
よを 四時を 


H 本、 支那 寶玉製 美 
術 品、 婦人 用 首 飾 其 
化 装飾品 

P 46 チ ユデホ 

高等 襄賄 お修 鑄、 
首餘 品、 スト ヴング 
H 本 服戴链 


お 

曲 

111 

が 


成 巧の 秘說 

米 國式獎 語を 話す 事 
は 成功の 第 一 辜です 
本校 じは H 本人 敎巧 
じ 惜れた 專巧擺 A お 
師ぁ 5 獲 切 じ 會話巧 
信 文 斑を 語を お を - 
ます。 日 躍 週 a 共に 
午前 化睹 主ら 华後十 
時まで 麗 校‘ し ニ レヴ 
スンと 十五 倘づ广 
今 目 直ちに ホが ぁれ 


他 

咖 

.§ 

B 

6 

2 


弊店は 實質 誠意 迅速 ホ義の 
をに 御 ±產 物 一 ま卸賣 値段 
で販賣 致します タ かじ 拘は 
ら ず 御用 命 仰 か 下さい ませ 
◎歐 米を 權 時計。 置時» 一 ま 
◎資石 貴を 屬 。銀製 器み 一 ま 
◎を 禪萬年 筆。 を 銀製- 
◎蓄音器。 レ。！ ド 見ぶ 陳列 
◎寫眞 器。 タイプ ライ- 
©船 切符。 祀念齋 眞帖撫 端 書 


プ 


領事館 お 側 建物 お 0 ぶ驅室 


-ゥ ぶ ー 巧と 半蕃 



ご 0 す 置 dway_ H . 一 . 百 iy 
一 : ei. を r ニ andt 苦 37 を晋 


新 鱗 魚 か 一切 

日本 A 向きの 生魚 澤由お b 揃 へ 
持 刖廉漬 で 大勉强 致します 

サヴオ 幸. 魚 巧 

iosephi wav 豈 a 

爸合 W . 哲 St st ‘- 
Hel . ooiulnb ミ。 一授 


分 ミミ ミミ • ♦ 


至 


紐 育生 命 お 險會社 
ニ 一木 定吉 

雜保險 

S-SIK- 

Z wolrik 尸な e w3»lu:anon Co 
芒 ohambgw^: r-Jn-wworlcQty. 
Phon タ Wort:b 2 沒 8 

を 社 ノ方ニ 御 掛ケノ 節 户必イ 
御 自かノ あぶ ピを話 あな チホ 
巧々 た 萬 幸 了 サイ 


，■♦■♦■♦■♦■♦■♦■♦■令 


齒科啓 

± が 基 

彰察 時間 

自 午前 义時 n 十二時 
自 午後 一時 H 五/時 
時 聞かは 前 輯；^ 斬 ホ 


詔 I 診 露 

前 辦原上 お 

コー子 か大每 
ド タト かホプ 

醫學 おそ 


t. - - I 

吉 屠が 彌 


診を 時間； 

午を 六 時 r 八 時 

江 見 H 朗 

引績 きべ が i ユ 1 
病院な 勤 じせを 時 
間 か 及び 日！^ は 前 
約 じ 限る 「 


巧 かろた 


はも-^ の 遊び 
ホを 巧 文で ホ 國人じ 能 < わかる 
やう 簡單巧 瞧じ說 巧した ものが 
出 巧ました。 巧を 目み 進呈 致し 
ます、 御覽 下さい-。 

W 呈 WAYA 夏 SJ14E . 里ず st.c さ . 


謹 吿 


i5 が 藤 义吉氏 g 

ヤミ おじが て就莱 での 處 本日 
初旬 罹病 十一 H 午前 四時 ジヤ ク 

_ ン •メモ リア 瓜 病院 じ 於て 浙 

去 被致睽 にが 翌 十二 H 午前 化 S 
キング 葬儀社 じ おて 吿别を 相を 
みク！ ド n ! ン黨地 •1 埋葬 化 板 
間 化 段 同氏 生前 辱知 諸氏 じ 御浦 
巧 申 上 お 

が ほ 词巧御 逝去の 際は 左の 諸氏 
- ら 香奠 等 靈前じ 賜は b をつ 翻 
會葬被 成 下 難ち な 候 乍略義 をに 
0 紙 L 御挨 が 申 上 度か此 御座 粮 
昭か H 年 四月 二十】 日 

フロリダ 州 マヤ ミ巿 

故 伊藤 文 ま 氏 .^ 

マヤ ミビ ー ナ 旧が 樣が 兄弟 
須藤樣 

マヤ ミ巿 岩間が 巧 宮長お 
巧 住居 商店 旧中樣 福 
富樣 化山樣 兄弟 松長樣 
巧田據 後藤 樣 高木 樣 
鉛 木 樣岡樣 御木 樣 

( 順序不同 ) 


♦ 舊籍 ♦ 雜誌 ♦巧 聞 
縱覽 まを 麗 
執を 午前 九 巧 ょら 午を ぶ 時を 

紐 育 日本人 會 


ブロ 

電 
話 


チ I • 


ソ ゴィ！ とと 五 

が 1.00 と 0 
タ 一 00 と 一 


夏場 向き 上等 

チョ n レ！ ト 

當會祉 は 特に H 本人 諸 替の夏 
複營 業に 適當 する 商品を 提供い 
た （居 b 米 國あ部 じめ ては 孰れ 
の 巣ず 製造 家ょ b も ヨリ 多 （日 
本人 證 君の 御 得意を 持つ て 居ら 


ます 


3 ン！ ト のを ラィンは ボ 


^!.チモァ本社は勿論左記のを一 
の 見本 室に 揃えて をら ます か ’ 
是非 御 一驚 下さい 
呈ご夏 D 養 C0 号妄 Y, 

さ West 21st St., New York 宴 . 
呂 L 登 一 芦 夏 貢 UOMPA NY- 
10 で st だ nd St-, B さ onne , 芦 J. 

J. 夏 ま INS 夏 0 S 呈， 

夏 Markef St ., 呈 sb ミ gh- pa. 

か 犀 . 

呈 0C05EP 夏 ロ 育 Tss_ 養 . 
f * 皇 & Concord ぎ eets, 

呈 fr タ 夏 . 

上等の お 許り 

キャン デイ 類 



正直 ど 親切 ごを 旨 
どし 確實 信用 ある 
巧 品を 蹄 選し 御 虫 
產物 一式 特別 廉憎 
で販賣 致します 

一二 替カ 至四替 3 


i 

午を ニ 時よ* 六 時 
日 度は 前約 相 巧 候 

ドク ト ♦ 

窩 見農彥 


諸集會 


弊 巧は ホら < 白 人間 じ 信 
用を 有し 熟練せ る 技術 ど 
親切を なて 販賣 致します 

寶お 貴金廬 
御 注 丈が じ 
巧 速修簿 
諸鑑を 無料 

巧 中 商店 

お 内 . まを 扣产， Cor. 客 P を SO 日 Ave. 

T* 伍 产 IRlKi 日 Iaa& 巧 r sow 巧 



D 

M. n 

Is 

旅れ-! 
w が ； i 
o 出 T- 

な M w 

N2 

A 

K 


診察 時間 

午 お 几 時] 十 時 
午後 六 時— 八 時 

。小 栗 幹 H 

な 育 市フブ 7 —おお 
4 K 置 巧 お 院動格 
をボ n y バラン - 
病院が 巧 


診察 時間 I 

午を 時 UI ニ か / 
午後と 時： =: 八 時 
巧 か肾學 ± 

バ^ 巖本谨 

古な 比 亞大學 及び 
八ザブ ンお院 勤を 
日 巧は 巧め 屈 上 お 


齒巧醫 

ザ 4 人 

西 六十 五 了 目 I 醒ホ 番地 
が 育が 齒 旅お內 
電話 トラフ アグ ダ] ニ 五々 五 




北 巧 

h 麵 

& 鬚 

I 加 

化れ 

S.U. 

aw 
J 3 


よ _ 
人 

I 美 

0 

を 



な 師宮崎 

幹事 

N 

日曜 插拜 

日 曝 學校午 P 十 時 一 
難 龍 日 擢午寺 時半 
が 禱會水 お 4 ^ と 時半 

障 i 晴 一 - 给 ’ 

な屋を 倫， ^亞 を 巧 
を 下 明を f 五み 學 
を會 社員に 最適 
設荫 圖蓄雜 誌巧拓 j 
を 種 娛樂具 お 易を j 
を あ， 

便宜 厨 業 周旋 旅を 
ま內を 種事菓 調を 


化 巧な 卸 《 

五味 商會 

W E. ニ Ih 写 - N. T . 田な 

Tel ぎ ミ i こ 之 W 


JO 巧 In 至 H OGC さ M‘p 

二 1 ミ St 塞， 巧.すこミ 
ぎ 笠 V ミ iile ち 73 & Sc 量 er 1 乏ま 



日 巧 午 か 九 時— 午を 四時 


ドクトル 小 栗乘ま 


か 留靑年 巧 おの 谢ホ 

日本人 1円 年 |$in 

8 t 害 || S ニた b ミ i を 4 


男女 內巧外 巧 



鑑定 無料 


姻疾 でも 慢牲 的の おがで 
も 速 かじ お 治す。 皮厲病 
內晚病 化 液檢杳 X ホ 線 花 
柳 病、 尿 水檢査 、其 化リ 

ユ ！ マ チ ス 、 

抑 困 b の ホは 是非 一度 闽 
出なさい 

时間旨 朝 九 時 至 午後 八 時 
曜自朗 九 時 ま 午後 四時 


N 化 I 

— h い 

Z が 4 

2 え 

L 巧 化 

ぶ Ml 

- む 


心 |姻 

¥10 2 n 
ト E 6 

Y 巧 5 む 

Is 


稅關 事務 

東拌を 地が じを 化が 
の叛 出入 方法 じ 傑ず 
する 一切の 御 諮問に 
應じ 巧を を 船 貨物 蓮 
赁ぶ 出帆を おが 手 お 
舊 si 呈 ず。 重要 都 
ホに 巧埋 巧を がし 誠 
實巧速 御用 命じ 應中 

巧輸 取扱 


稅關 事務 艰扱 

wlLli 广受舌 & 皆. 

す1 ニ 苦 ニ Broa を さ 百な 

Tel • ぎ WIing.Gaeen 9 ニで 9 ニ 7 


わ 

閑 帥你 

化 • Q 
む 化ぶ 

就 一 

i P U 
む T 


編麵 公認 マッサ ！ ジ 


お 育 州を 該 
內務 省を 詳 
をを ホ大援 巧大學 
產婆 復習 巧 ホ 業 
元化邊 

產婆 松本綠 


內務 省是許 
産婆 鍊炙醫 


乎 野秀子 

電話 モニュメント 一畳 九 


d 

M- 

醒蟲 

ift 

MW 防 

の 哉 

K 

U 

Y 


i 治療. 

マ ツサ — ジ 、整形 

藥お呂 、水を、 電氣 治療 

蘭が 療院 

フイ ジオ シラ ヒス ト 

公認 西が 幸 男 
午前 九 時 3, 午後 九 時を 
出張 治療-一 モ應ジ マス 


換眼並 じ 眼鏡 調節 


洋離 調進 

タリ！ ユング、 ダィ 

ィング、 修變等 一 切 

ミ 方 ド 洋服 巧 

化 本 保 
電話 ライン ランダ 1 
六 八 hi 0 


笠 井 洋服 店 


丸 山 洋服 商會 


お 巧 ホみ ノ巧 r y グ 二階 ニ 九ニ區 

値 辦丸山 洋服 商會 


東 五十 HT 目 

ニニ 一二 

か 藤 
洋服 巧 

t フ^な こ ミ 


齒巧醫 木 下义巿 

ゴ 一一 去 ‘ ご 1th St 

Tel. MIt 8 置 


尋れ人 

(ま 巧がん) が 巧 お 雄 - 
(ま 京) ホ おか 雄 
(能 本縣 人} 巧 崎 巧 作 
(愛知 腐 人} 長 崎德一 
(福 岡縣 人〕 稻永 國ホ郎 
安永 慶藏持 山 巧 太郞古 W 
おを 井 ト幸藏 石が 節朗 
渡 邊篤寶 惊留吉 を 川が 忌 
上が 修平井 弘貫進 酒 雄 
貫 逛太郞 古家 巧 雄柴 巧き 
雄 

(佐 貧縣 人) 栗 山 善 六 
襄良縣 人) 未が 幹 藻壽) 

(を 媛縣 人) 廣田常 吉事 常 治 
仲 摩 宮么お 

(東京 市} 小が 銀治郞 
(大 阪巿】 白木 政太郎 

右の 者に 通 かを' 度き 儀を 么 
候 間 本人 若 {はか 人 ょら 現 
住所 闽通か 願 上 お 

紐 育帝國 総領事館 

1 巧 Broatlw さ New If. ミ k 呈 y 

Si 奧到 姑！ 

4*14 lEasi 5 害 S ニ ew York 呈 y 


有力なる 絹物 業者が 

生糸 取引所の 設置に な對. 

，チヤ — ルス • チェ ニ — 氏の意見 


當地じ 突が 新設され たナシ 
3 ナ A を 糸 取引所 じ规 ，—- アメ 
リヵの 糾を協 會は渡 H した 生 
糸 格 化 問題 お 誠 委員 勘の 歸乂 
ょで 化 巧 巧 巧と 巧ぶ し、 柴が 
生糸 お 引 所の 設廣 は、 ゴム 取 
引 所 おど 棉化 取引所 派 ごの 脫 
合 ご ；：* つて 居る が 
アメリヵの 生糸が じ 重きを なし 
目 本と 隅 巧の 深い チェ ニ I •ブ 
ラ ザ！ スの ナャ ー グゴ •チで ニ 
— 氏は 逆般ジ 3 — ナ瓜 • ォブ • 

3 ム マ — * 紙 記者の 誌閒談 じて 

を然 生糸 取引 巧の 設蹈じ 
反 おの 火を を 切つ じ。 哪 も氏自 
身 ごして は、 過 まじ がても お 引 
所の 設廣 には 補々。 理由で 反對 
した もの^、 今回の 設 暦に 關聯 
した 相談 會 じは 隔愚 G き 討議を 
期して 居 じに ら關 はら や、 相談 
會の 當げ旣 にを 糸 取引所は 設立 
濟 ど；： •■ つて 居た： ごは 微 （共 重 
なる 生糸 お 引 業者の 怠嚮 をを お 
無視 輕 蔑して 巧つ た 化 業で をる 
ど 憶 おして 『元 ホ 生糸が 引所設 
立論 者の 論據を 見る に、 窠 一は 
斯る 取引所の 設立は、 一 殺人の 
生糸 巧 巧に おする 巧 ホを 培して 
過去には ホ 糸 じ 何等の 剌 害を 成 


さな つじを が 

巿瘍じ 手を おして 自然が 

業ん を 展ご伸 接を 化が す どい ふ 
じある。 窠 ニは 生糸の 買が をが 
取引所の 化物 買 かによ b 投資を 
化 化し 悅 るから、 ホ 俄のを をを 
ホす ごい ふ證 論で もる。 この 兩 
者の 讓 論を 考察す るじ實 際に 照 
らす らピ 、喊 めて 期待 じ 相 
反ず るら のが ぞい。 第一 じ収； 
所の 設立に よも、 從ホ賣 る 者 
買 ふを S 純 晚買的 i ：* 胶 引が 投機 
的 傾向を を然 除去 するどい ふ埋 
論は 决 して 合理的。 もので。 

傑’ ろ 余 •-? をん 反對 る’- ごを 力 
說せ . C ご 欲する もの：-^ して、 最 
近ブォ 街 K わける 

株式 ホ 塔ん 實 例に 徵 ずる 
も 明白で ゎる。 第二に 棉花の 化 
引に 就いて 見る も、 ニユ ー ョ] 
ク巧國 が 他の 化 引 所で I 買 買され 
て 居る ものであるが、 過去の 歷 
を じよれ ぶ 時 憤の 動搖 ごい ふ 点 
じ おいて、 楠 化は 生糸よ ら激げ 
しいので ある』 ごな し、 更らじ 
生糸 格が は 生糸 取引所 設置の 前 
提 であらなければ。 ら 0 どカ說 
した C 


- 柬電東 巧の 

外債と 保証 

政府 ど お 閱誠解 おな 
- を 電の新 社 憤 ニ 億 五 千 方圓を 
巧 じつき、 舊英償 S : 円 六十 巧 ぉ 
ン ドの 引 旁け 條 件が 發 巧の 自由 
を おおす る やぅ じ ；；* つて 居る。 
をれ け 同條が 中に、 巧電 は游來 
を稱 資本 額 S ニを の 一 W 上 か 憤 
借入金を しむい こど、 ぶび 潰務 
じ お L 擔保を 

提供 し。 いこ どの ニ條項 
であつ て、 しからを の 償還 期限 
- は 昭和 二十 S 年み 巧で あるから 
もし この 契約を 嚴ザ ずる ど すれ 
ば、 柬電け ニ 億 お 千巧圓 どい ふ 
ゃぅな ち 額の 新規 起 憤を する こ 
ごは 出來 ず、 またが 脚擔 がを も 
提供し 待ない こど じなる。 を こ 
'で 東 電は新 社債のを 渉に 入る じ 
先立 もて、 かねて 巧 債 引ず 閣ホ 

' フ ィト ■ ホ — グ ■ トラスト ど、 

化點叫 解決 方 じつき 巧 渉 中で を 
^ つたが、 同 トラストの 化 表を キ 
ン ダス レー 巧が、 過 H 波 米の 上 
こユ 1 ョ—ク •ゲヤ ラン ブ I ど 
巧 もを はせ の 結 お、 お m に對し 
て 拘束 條項 誌が の 旨の 入電が ぁ 
つた。 が ほ 

東洋 が难會 おの 外債 五モ 
巧圓黨 集に 剛 （政府の な疆 及び 
今期から 配當な 巧に がふ あがの 
持 巧 六 巧 おの お當猶 なじ 關 し、 
豫て政 滴の 說 解を 得て ゐ たど こ 
' ろ、 今回い ょ^ ^ 阿 むら 認める 
こどに 决 をし、 この 特別 强貪じ 
^ 左記 ニ 巧がをを提案ず る こ ど に 
- ミた。 

1 、 柬巧 拓殖 株式を 社^み 僖 

'五 千で 脚 裳 おじが ふ 政が 巧 証 

のじめ じ豫 算外阅 庫の 負擔じ 
- じ腳 するな が お 


一、 東洋 拓殖 株ま會 社の 政府 
持 採 六 巧 巧の 一ヶ 年配 當猶豫 
じ 件 ふ 閣庵負 擔に關 する 法律 
ま 

日銀 特別 融通 

五 億 圓臺に 

滿洲飄 通は 拒絕 
ま 京 特電 十九 日發 n 日本 银巧 
の 特別 融通は 昨日まで じ 一二 億 
一千 八百万 圓 審査 濟 ごな b 尙 
ほ 審査 中 のらのを 加算 すれば 
五 億 ニモ 巧 圓梢度 じ 達ず ベ （ 
刚東廳 は 政 長官 木 下 謙み 郞を 
ょら 満洲の 化隆 、滿洲 兩银巧 
へ I ニ 千万 圓の 時が 融通 ホ 中 請 
運動 あらたる も 濫用は 困る S 
て 拒絶す る 善で をる。 

< ! An 

政府 おょび 日本 疲 巧が 中 巧、 
が 井、 左右 田、 中澤 、八十 四、 
近 江な f の 預金 拂出じ 要する 特 
別 融通を 决 をす るに 當 たつて は 
をの 擔が 物件の 評價 ならびに 選 
揮 じつき 極めて 嚴垂な ホ 針を ど 
ら 、預金 まは 製な からざる 犧牲 

手形 再割引 開始 

東 ま 特電 十九 日發 =: 朝鮮 銀 巧 
あび 巧 化の ニ S 銀 巧は 露西亞 
商人が 振出しむ 手形の 再割引 
を 開始した。 

を負擔 したので あるが、 最近に 
わいて は 政府 も H 本 銀 巧 も’ か 
をの ホ必を ゆるめ 殊に 化 業 
中に あらざる 銀 巧の 預を 者には 
犧 牲を拂 はしめ ざる やぅ、 擔保 
どなる す 動を をは じめ 有惜 証券 
わょび手おしつ いてをの評憤；：^ 
ら びじ 選擇を 節單 じして をる。 
をの 結果 昨今に わいて は 特別 融 
通の 捲 保 物 どして 回收の 見込み 
化め て 薄弱。 手 おな f の 增加も 


少なから ざる ものが ある どを は 
れて 居る。 


英貨 公債を 

當地巿 場へ 

十九 億 四で 巧 巧の ち 額 
三ユ ！ ヨ^ _ ク が式巿 場の 瞬 際 
化に 就いて 曇」 を 本位 踐の 證券 
ト藏 ど；. ょつ たが、 ネ闽 大巧 ホ齒 
及び 化 アキ^ ランド 政府の 四み 
利 付 償還 資 をを 債 〔一 1 九 六 0 
—一 乂乂 0 年〕 做 格 ニ 一億 八モ巧 
パゥ ''ド 〔米 僧 十乂億 四千 巧 巧〕 
を 巧が 式の 儘で h 鶏 {る こどを 
許 巧し、 旣じ 水曜 U から 取引す 
る こご； なつた。 今 巧の 上瘍を 
債は ニユヨ ー クボ瘍 に 於け る 外 
國政咐 を 債 ごして は 過 まじない 
宜 額の 記錄 であら、 アメ V 力な 
府の 自由を 債 じみぐ のを 額で あ 
。ゥォ ー ホ 巧 U はを 債 上場 じ 
就ても 恐ら （取引の 出 ホる 髓圍 
巧く 見越して 居 じ 際では わら こ 
のち 額な 外 固を 償の 上場には 驚 
きの 眼を おつて 居る が、 勿論を 
潰價 格の 變 動は 0 ン ドンを 中必 
ごする もの： る漬圣 部を 當地じ 
上连 する こどは 當化ボ 場が 名實 
共に" ン ドン 巿填ど 均等を 保つ 
じ まつた 證左 である ど 認めて 居 
。を 債 上場 ご 共に 果して 幾何 
のを 債が 當地甫 旗に 入る かは 疑 
間視 されて 居る が、 梟 巧な 恐ら 
一千で バウンド 程废ど 見られ 
囊じ ロンドンで 設立され た 英米 
財刚 組織 ど 共に 國瞭 を顯界 から 
注 自の的 ごな つて 语 る。 


南米が 殖會社 案 

東京 特電 二十日 發 》 南米の 發 
展じ 資する ことを 目的 どす る 南 
ホが 殖會 社の 創 互は 大体の 見込 
みがが いて ホね。 

物 價は保 合 傾向 

H 本 銀 巧 監督 役 着電 
を融の 基調は 化 お緩漫 乍ら 肥料 
織物 等 じ おする 季節的 資金の 移 
動、 稅 をの 國 庫移納 等の じめ 短 
巧 資金 ホ 合 下 絕氣が じして、 を 
債は 强 調、 採 式氣配 稍が 轉 、ま 
ど L て 本 巧の 特別 融通 關係 じて 
金利 引 緩を 見越せる じょる。 綿 
糸、 ホ棉 高を 享け 潭騰 し、 生糸 
端境期の 供給 不足 粟 配 ご 外國筋 
買 進じ氣 ホ、 貿易は 引 線き 巧 調 
じして 物價 はが 合で ある。 

養 

巧 換券發 巧 高 】 •一九 0 

制緊 と 

一般 貸附 とよ 五 
か固爲 替貸附 八 
あお 預を 四 四 一 
民間 巧を ニと 一 
ま 京物 價指數 

ニニ 一二 •八 八 ごま} 

三 一巧 中 輸入 ニー 八 
輸出 一六 九 
一二 丹 中手 形を 換离 

ま 京 ニ 画 六と 
大阪 一* を亢 

化合 銀抒 勘定！！ 月 セ 日 現 巧 
ま 京 大瞬 
預金 一 •九と と 一 •二八 一 
貸 出 1 T 1 五 九 一王 二八と 
コ， 八 二み 一二 ニ 
を银 ニ さ ニ 化 四 
•化 一一.':'.''' 四月 十六 日 
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C 目 了 四十 四 
曲目 了 五十 四 
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1 が W が パ 5 化な . 
Tei. Su 巧 的 hana 28 け 


TOYO KWAN 

41 E. 1 お h St. 
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DARUMA 

7 が一 か h Ave. 
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SHOWA 

53 We が 105 Si : 巧 
Tei. Clarkson 0981 


Wing Hing Low 
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Two Lee Garden 
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Tel. Universi お 巧 34 



お East 2 が h Street 
Tel. Lexington 57 な 


IKUINE 

Hotel & 民 estaurant 

313 W. 88 化な ， New む rk 
Te しむ hu)fl が 巧の 
む ble ifidre な IKUiNE 


な パ 0 か 0 Go. 

140 W . 巧 化 化 
わ W York City 
18 しむ 8 わ如 6 巧 3 


S . KUWAYAMAGO . 

114 に 59 比み . 
New York City 

Phone. Regent q 扣 7 


College Inn 
3 巧 Q Broadw 巧 
Bet. 巧 3rd & 巧 4 相な s. 
TeL お即 ningsi お 74 巧 

なま i 島 

M J 胃 

春 : t 
采を曜 

雅 1 ;ょこ 

H ヘシ 
钟ユ 


至 旨 
午を 
前焉 

富 ± 

半時 


KI 脱 Y0 左 P 打が が 

IMPORTS 民 OF 

GOLDFIS 兒 & B 化 DS 
〇 

動 其 力 各 

物 堂* ナ種 
一 鳥リ金 
切 類ヤ魚 


庵 桂 米 日 


Kawasoye Hotel 

巧 9 化 : H23ni 抓 如 . 
Tei. Mornineside 7154 


御 

旅 

舘 


河 


添 



屋 v^JCo, 

340 Wi 5 か h か . 

felephone; 
Columbus 8882 


( 爾日 • 水 ) 巧# わ 


SUMMER 

PALACE 

741-8th わ e.M47{h な . 
が W 蘭 K 

Fh 日邮 Longa が e 郎 84 


Japan 

れ刖お ioii Co. 

巧 8 W. 輔 h 化 
T 扎 Endicott 97 お 


KATAG 刪 BRITS 

224 E ： • が 出 : St. 
New York City 

Te しおが nt 3480-3 が 1 


Ko 化 e SUi ぷ o 
730 巧む h Avc. 
Cor . 巧 出 St* 
TeU Circle 4406 


DANCING 

411W.1 巧 比み . 

Tel, Cathedral 4408 仙 . 3 


號五 十四な 四千 


攻 わを 3 な ロが 化 巧を ® im た a 


日 順 十 . 


日 一 廿巧四 年 H 和昭 


ホ じ 御 料理 {0 


高等 御旅館 

東洋 儀 

會廢 御料 避 


御料 理餘， fk 

犬 駭 

壽司每 目 あちまず 


高等 御旅 舘 

昭 和 

會席御 料理 


美が じして 巧 巧 

S 品南樓 

午前 十 時よ 


午前 六 時まで 


巧 巧 


をな の御嗜 巧に 適 ふ 
樣な美 ホの 御 巧 巧を 

i 珍樓 

をし ますから 嶺 々御 
ホ ホを 超 ひます 


琴が 興樓 

晓揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本人 諸君の 嗜巧 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 朝 一二 時を 開店 
(旨 サ五了 目チプ 
淳車 場の 下) 


ま 那巧理 

■あ 廳お園 

司理 人を を 
出 數の方 じは 查巧 
の 御 便利 じ 備へ巧 
間 貪 席の 御用 じ應 
ず V く 候 閱巧卒 巧 
不變 おを 立願 度な 
巧 上 御 案 巧 申上痕 


設備な 善、 髓 利の 
料理人、 調理は 日. 
本人 向き 

£ 聊 桃李 園 

御 ホを を 待つ て 
吾ち ます 


媛の 蒲 お おいしい 郷燒 

會席御 料理 

畫 食は ホ廣へ 

叮峰備 巧 藍が 大 おお 


割 驚 並に 御旅 舘 

ち 貧 を 巧 
g 巧 巧を 

化育 巧 西 八十 八 T 目 = 1 1 一二 
を 話ス 々イブ ー と 八 ニニ 


日本 食料品 類 及 ぴ雜貨 類 卸小賣 
.ホ 之 素 大賣搁 桑 山廓會 
新刊 書籍 雑誌 小間物 日用 轟を 種 

をタ乂 時を を お 

東京 巧會 

書緖 巧を 巧 蛋グ ー ム自 巧の 便 あら 
トク ンク預 らまず 


民な 

齡 

0邮^ 

N むが 

< t R 
お 

JM 0 

おぉ 

N 齡祉 
J h 

S ^ 

3 


S 新 巧な 

本 棲は 開 創な ホ 多年 
一意 勉强 仕ら 司理人 
ゼィ 、巧 埋ん 歐廉も 
相變 らず膊 前を をせ 

巧 某 街 某 哉 じがて 一 冗 
本樓巧 を 雇 入れ 
たる かき 奧吿 をな し 
屠る もを 辕 無根 じち 
之 巧る 晕じ 卸を リな 
< 倍 舊御蟲 貧 じ 頑ら 
度 （曰 おん 諸賢の 御 
ホ 巧を を绍 をし ます 
新 巧 巧 

主人 謹啓 


一一 一一 4-1 一 ■ ■ = _ ■一 ! 拿 

スブ^— ムヒ^ ト户ツ トブタ 

邦人 惧樂が 自曲亭 . 

至ジ nds St. す 岩 klyn. N. Y. 
を. ブ 一 壹ニ 475 


▲淸 巧、 親切、 氣お Mill お ▼ 

勢州舘 

が お 事 佐 久關榮 作 

•225 E . 58 th S す eet 

ぎ fi 品 ent 這 8 

髮巧旅 錠 

江川 作 一 
谷 0 で st 呈 h 資臺 
呈 .宴ち 芭 n ニ洁 一 


一力 旅館な め 

一 帝國旅 舘淸水 

146 W . 霉 h St . New York 
Tejuusq 夏 harina 萬ち 


織 育旅舘 E ホみ— 

東 頭 十 了 目 ニ 巧ニ霉 
Tel. Caledcnia S 3 S 


ポストン 甫 

富 ± 旅 舘大浦 末 松 

1 を W ミ 養 ter S 二 0 た きま as 产 

互‘ B ‘ B ‘舍 75 


化み 必地 i き淸 潔なる 室 

©了 ^ 儀 就が か 

1 是 Lexingt ミ Ave . 

ジ I - Mad . ぎ 這 21 

費府 御旅 簾 

.桑 山淸 五郎 

4 君 わきを さ h 罕 P 星 瓦 ロ 宝 ニ > で ‘ 

ジ1.ま己皇7だ1 


ホ 上 金魚 巧 

918 巧 重 Ave ょ穿三 ork 星. 
phi 巧 M ； 一二 夏 


電誘 プラィア ント 

八 0 ぶ 九] 八 八 お 一二 

新 S 特長 

お 育 ホ 面 四十 四 T 目 
ニニ 1 】 八委 二階) 
支配人 巧 中 重 雄 


ず 巧 

呈已 arInuve J 呈 田_タ ター. 
Te 一. 苗 f II 皇 8 M 

ま 巧き S. F. E- 


■年 


"ト 


巧 塞で 嗚るケ ー ル 大尉 

〔歐 洲乂戰 では 帥游 どぃょ b フランスの 降をから 脱走〕 

同志は 議 家に、 彼は 空の 勇 ±に..- 


一 本が 巧 巧、 挺 じ アキ ランド 
_ を をした ヤンカ ー ス式 大型 巧 巧 
I 巧 グレ メン號 じ搭乘 、同志の ゥ 

エ 子ぶ フ王八 ド 巧 巧 及び アキホ 

ランド 自お W のがを 司み を フキ 
ツ ツ モ ー リ ス 中をご共じ巧ょ6 
西 へ の太西が巧献を美事に巧わ 
し、 不幸に も々 ナダ 領グ リンブ 
キ 島に 不巧 着氷して 機体を 破壊 
あく 修 なを 待 もてを 地に 飛 巧せ 
んごしておる巧を化を乂尉^ I 
マン •ク— み 氏に がて 奇 しき ~ 
煤の 物 詔ら がわる。 

語る ホ： 2 目下 當地 じ讀 展を熙 
おすべく 滞な 中で をる n 片フ 
男 巧で 闽お談 は 一昔、 十 年な 
前、 フ ラススの 捕虜が をで 大 
尉 S 親 巧-- た當 時の こど。 
時は 千 化 巧 十八 年の I ニち、 染所 
は ダン 力— クの柿 虜收を 所で、 
當時グ ー ル 大尉は がま 一 戰隊の 
指 禅 どして 撫 んじ戰 線に 活躍し 
てがた. か、 或 日 フランス 戰線上 
空で が齡 じ故岐 をを じ、 吉 人の 


『當 時化 も 一旦べ^ •* — の 捕 
巧 軍をから 脫ホ後 逮捕？ れた 
もので、 ヶ ー 火 君は なの 脱走 
苦 & 誤を 非常 じ 注意 深 < 傾聽 

して 居 ましい が 』 

ヶ—^^大尉はお貴が頗ぶる化着 
で 万事 巧學 めに が斷 し、 一ち 巧 
~ 必 すれば 飽迄も 賞 徹する とい ふ 
肌の 巧で あつね。 化つ て 捕ち を 
巧で もを 律を ずつ て 評 お 好く 櫃 
さへ あ n ば 巧 線の 地 圖を斤 手 じ 
フランス語の 硏究じ 余念な く、 
巧 機 到れ b ご 計な じ 軍 舍を脫 出 
したが 閒も なく 佛 軍の あ 見す る 
ずる こころ ごな b 、 森 中 じ 潜む 

こ VJ £ H 

偶々 搜 素が が 自動車を 乘 6 拾 
て i 森が く 入つ た際ヒ ラリ ご 
この 軍 巧 自動車で パリ！ じ乂 
ら 、柯氣 な <裝 つて スキ， 巧 
め 巧 串に 投じ 遂に 獨 逸の 軍營 
じ歸 着した 勇 ± である。 

語る 本で ある コがフ 男爵が 給畫 
の 筆 じ 親しんだ の もこの 補虜逢 


乗組 ど 共 じ 不時 舊 陸、 機化を お I 渚の 贼 物で 『あが 養家に いょ つて 
捨て 賊線 おめ 浪 する-' ど 出に 置 
U 、 フランスの 第-線を 巧みに 
突 被 ザん ごした 刹 W、 ヶ ー 术乂 
尉 U 佛审 のた め-— 捕 溝 どた つた 


ニユ ー ョ ー クじ 居る ごい ふ .- yj 

には、 いかじ 沈勇。 ヶ 大尉 
でも 一驚ず るで しやう』 ど 快む 
の 笑を 淳べ 乍ら 語つ た。 


^ ^ W ^ 

飛んで 來た 荒木 夏 

アク并 タニア 號じ涯 乘歐渊 へ 
:南迴 りの 松 ホ 君 d でう ずる か 

别巧所 おのか： 化 巧 一周 早姻 ものち 巧 選ず 荒木 君は 飛ぶ が 如 
-歐 測に 向つ じが、 一方 西姬 b の 化 ホ 選手は 荒木 君が 乗 拾て た 


ト术を クリ ゲラン ド 號で橫 濱じ歸 る 目 巧で あつたが、 クリ！ 
ゲラン ド 親の 出 机は 洪 かじ 出帆が 五 巧 五日、 こなつ たので、 八 H 
の アリ グナ 見に 粟れば 橫濱 着は 五 巧 二十 どなち 掛底お 局 ニ 
十 H 前 ホを じ 入る 勝算は 覺ホ U く、 農 後の 途は ホる 二十 お 日 じ 
サウ ザンブ トンを 出を f るかー メタ ツク號 じ搭乘 する のがは な 
< ミた 0 


ご ブブブ n の閒じ サ—ゲ キス 
が。 いので、 無 废满率 巧を お 

6、 十六 日 フジ スコじ 着き 市 

長 やおが 事 おの 歡迎を 受け、 
化 曜日 午前 セ時ォ ー クラン ド 
から 飛け ±ゲ ヮン K 君の 機で 
ソ 1 トン I キ * シェィン じ 巧 
び 十八 H 午 的 四時 五十み デ • 
モィ ンじ舊 、间九 時 シヵゴ わ 
らニユ ー ョーク へ 飛びました 
々々を 腹で 睡眠 おみです が大 
ホ 夫です。 

同夜の 晚餐會 は 荒木を の 
ためじ 巧 長を 代表して マンド 巧 
が 列席し、 ゥォ ルヵ ー ホ 長の 謡 
巧 書 著名 じは 「ニ ユ！ ョ ー ク巧 
民は 熱必に 貴下の ぶ 巧を 麻る』 
ご あら、 特化が わざ/、 往復し 
て貨 つて ホる。 巧 山 領事の 署名 
おが もゐら 、晚 を會の 摩ず ぶ 富 


今度は 雁 次郞が 

一座 組織て 洋巧 

東京 特電 十九 曰 發リ巧 川左鹽 
み 一巧の 0 シア 入を が 迫つ て 
居る 昨を 劇 擅のを 雄 中が 雁み 
郞 は】 をの あ 出 じ 旅費 二十 五 
方圆の 契約 じて 獨 逸を 振ち 出 
しに、 海外の 劇壇に 忠臣 藏ご 
寺 小： 巧を 上場す ベ <大 一座の 
i 巧 rw お發 の學備 中で ある 


± を 隔て/' 呂 由の 塔を 作つ た 盛 
巧を 苦 也の 

淸洒 なを 栽 裝綺が 施さ H 
田 島、 相 木、 矢 か、 化を が 數 を 
出席、 荒木 君の 演說 、マンド 氏 
の歡迎 の辭が あら、 午後 十 時半 
荒木 君は タィ ムス 赴に 編齡 長を 
訪問して 時事の 敬意を を I 、 十 
一 暗 郵船 社負ィ ィン 巧の 目 動 茸 
じ便乘 、巧 ザ 出帆の ァク キタ こ 
ァ 号に て渡敦 しじ。 同 号は 二十 

ァクネタ ニ ァ號じ搭乘、 五巧四曰當化に到鲁し、 五巧おリシァ ~あ.目午前五時シ卞ァバ！グ港じ 

着。 荒木 君 U 湯を じて 午前 十 I 
が 頃 じむ 里に 入 b 同日 午後 

飛行機で。 ンドご 飛ぶ 

かが 間の 英喊 が 峽飛巧 船 じ乘る 
かけ ホ定 なる も、 石ン ドン よら 

べ八リ / へ、 ベ A ジン i ち モス 

3 ゥに 飛が、 シ 'ベ 9 ァ鐵 道瘦じ 
て パ^ ピンに 出で るか、 飛 わ 機 
便の ない お洲 からは 恐らく 鐵道 
で 签山じ おで 签山 がら ド 關の速 
絡 船に 乘 つて 歸郎 する こご じな 
るら し < 、ご 一十 西 H 間 r 完去じ 
世界一 岡が お ホる であらぅ ど觀 
測 さいる。 巧 じ 東 巧 ど 西 巧 £ の 
選を は 時事 新報 お樓 上で デ ヤン 
拳で 勝 つれ 化 ホ 君が 鐵を 引いて 
西 廻ら £决 まつた ので ある ご。 


化界 一巧 殺 まの が 記絲を か 6 
H 本 ピ諸外 お S のぶをを 溫め且 
つ 新郎の 資 巧^* らを述 の賛巧 U 
ら を摧将 しやぅ. こ 云 ふの が、 聘 
事 お 報 社 ま 推の) 閣 競走で をる 
ど 傅へ らいて 居る が 

西 力ら 出 あして 柬 へ-,^ 

VJ 往 （荒木 巧 一 郎君は シカゴ 着 
が 約 ニ 時間 お； いた じ拘 はら 中 
ナシ ョナ-が 巧 述輸會 社の ゲ ー 

ン •シィ •ィ； 、ス どを ふ 腺 利き 

の 飛 巧 ± が おもを 掛けて おれた 
ので 定期の 午 お 凹 時 四十 おみょ 
b ら I 二十み 巧く、 ユユ ー ジャ— 

シ 1 州ニゥ ブランズ ゥ キックの 
バッド レィ おむ 瑞じ 着いた r を 
木 巧を S 迎 へのた めじは が閒聯 
をの ゥキヴ ァム 巧、 お 巧 谎木能 
率爭 が 所 封で ち 倫比亞 おを 中の 
化 h 耕 I 氏、 聯な 通信社 質 等が 
I 午 巧 ニ 時 ザ 當 地を お 弦して 

飛行機に 廠 せか パ、 H 本 
郵船から も 矢 吹 支 化 長 代理、 船 
ぞ係ま 巧の 阪 本に、 乂朗の 化 巧 
時 お 员儿ー 化が おくわて 眷 、豫て 
化賴を 巧け て おた 間 化の 蠻提署 
長け 特じモ ー タ ー •サイ ク 八の 




‘错衞 V 敞添 はせ 一 縣 .リンゴ？ V 
V ィゥ五 1 を疾 速して ホ ミラン^ 
ド 蠻遵」 入ら 午後ち 時 竿 じは タ 
ッタ一 刪の 携帮 ぉス ー ッ •グ！ 

义ど 共-」 ホテル ア スタ ア にを 着 

しむ。 荒 水 君は】 巧を 待 も受バ 
たを 新聞社 寫眞 班に 包簡 されて 
活動 觀眞 を揣 影、 タキ ムス、 ク 

オ 1 火 ド、 ツ ブビユ 1 ン 、アメ 

リ ヵン 等の 

記者 ，、一 會 見。 キ チンと 着 
こなした サ ー デの 制服の 细を外 
しつ！ 黒の 手帳を おおして 語る 
ちて 曰く 

を 化で 幾 n 掛かる かは 天 磯 も 
ら ずべ か‘ ' r ず 一.. ずが、 皆様の 
わ 媛で ガ事 順調に 進 巧して 洁 
るのは 寶じ渝 快です、 が 事の 
社を 出た のが 六日の 午後 ニ 時 
東京 ステ^ — シ ヨンを を 後 ニ 時 

ニを、 エム プレス •オ .> •五 

シャで 横 おを 出帆した のか 六 
U の 午後 云 時、 ゲ 斗クト リア 
じ 十五 日 午前 八が 四十 か 着、 
岡 U 午後 四時 H 十を じ 西 化 飛 
巧 運慌を おの 巧 巧 機で、 シア 
ト作 じがび、 U 聯はン アト 片 


太 田 事件は 

巧び 睹審へ 

質 化を 証據 じして 
今週 H 贈 日 開廷され る绪 f あ 
つむ 太 旧 幸巧郎 (媳名 加膝嘉 十〕 
の 窃盗 事が は 証人の 都合 じょら 
巧び 去る 水 罹 日に 延期 せらむ た 

か、 クゴ スト •サィト • 3' ト 

じがて 一應審 巧ず る こご、 な々； 
須 お 巧 一二 氏 外 一人の 被害者 あを 
被害 おの 黯數を 述べ、 其 一部が 
太 m のー ぶよな 出で たる 質札に 
よ b て 自己の 巧 有 品。 らし こと 
をお述 し、 撥 專は太 田 じ 数枚の 
宵 化を 示し 河め 糖 名して 巧乂ゼ 


しや ご追窮 質問し、 太 田は 答辨 
じ 苦しみ 「誰かぐ 薬て やぅ ごし 
た 質 化を 貸 ひを けたので す』 ご 
見え透いた 與 太を 飛ばした が、 
巧 事は 結 お該睾 件を ジュ ー リー 
我が じ附 すべき 事件で ある ど宣 
吿 し、 太 田は 再び ホ决 おに 送ら 
れ む。 


空の 勇 ± じ 

救助 機 派遣 

三ユョ ー クボ のる ま 
歡迎は 水曜日の 頃 か 
前號所 報の かく 初めて 太 西洋 
を 東 ょら 西に 橫斷 した 獨涯爾 巧 
钱プレ メン號 は 今尙ほ ヵナダ 領 
グリン タキ 島の 水 測 上 じ 立往生 
し關 係を はな 方 救 巧 策を 諸 じつ 

つ わるが ブレメ ン號の 勇 ± は、 
飽迄 もこ ル乘巧 機で ニ ユーョ ー 
ク入 b を希留 して 居る ので 
今 国 エユ* ■— 3 I ク •ゥ ォ] 八 
ド％ を 中む ごず る シンジ ダ] 
ト では フォ！ ド 飛わ會 社の 十 
人乘も 大型 飛 わ 磯を は 立て 化 
穗飛巧 機 綴 險隊の 勇 ± バグシ 
ぇン 及びべ ンネ ブト 雨 巧を 飛 
巧±タ」 しニユ ー ョ！ タお營 局 
ごの 誌 解を 得た 上 これを を ま 
の 救助 機 ごして 派 遭 f る こご 
じな ゎ 

教肋 機は を 曜日 锁デト ° ネト 巧 
をお發 、目で ムレ ー 灣 じある 橫 
斷飛巧 ± の 一人で もる フキ ッッ 
モ 1 リス 中を 並び じブレ メン号 
修撞 じを 要なる プ n ペラ） 其 他 
を 同地で 積 込んだ 上 グリン リキ 
島 じ 飛び、 一 先づ 磯の 修理 じ從 
事すべく、 若し 修理が 不可能な 
る矯 合は 一巧を 便乘 せしめて ム 
レ ー 接： 引を し'''. —— . 
目下 词化 にある プ ンメン 号の 
姉妹 機 じ便乘 せし むる か、 救 
助 機 じ 巧 おせ， しめて I 氣當迦 
じ飛朽 すべく 

いづれ じしても、 當 地には 巧曜 
日 乃 ま 水曜 H に 到着すべく、 ホ 


のを ま 歓迎は 差當 ら水幡 B 己內 
をしホ參率爵で ：^歓迎葵六グ巧 
のま 出を 巧 巧した。 

巧ほ當 化の 歓迎 後一 巧^ 7 シ 
ン トンに をき 大統領の！ 幽係 
を 固 大を巧 圃のン セプん ヨン 
に 巧 巧ず ると。 


小 地 ひさ子 媛が 一 

合唱 協 會で獨 I で. 

囊じ サン々！ 甘 •オペ マの 處 
女 お演じ 巧 評を 隐 した ソ つラノ 
の 小 独 ひさ子 撥は 前週 alb 自巧 

フロ^ ドクぶ* "― •テン フ I 作で コ 

ン す； トを おした が、 友る をち 
二十 巧 H じは、 ブ； ん リンの 
T 々デ £ 1 • ォブ •… tj J ジブ 
クでァ リネンを 唱協會 で日キ 
スト ごして お 潰すべく f 前 シカ 
ゴ 歌劇 團の指 採 長 ァィ!^ ック • 
グロ！ ダ 氏 じ ホ 裂さ^ 月 お甸 
シン シナ タ 歌劇 圏で 々を 人』 
の 興 巧 じ 一二 回お演 す.^ こど 5 な 
つた e 

太 旧 選手 着^ず 

經軟 渡米の 途 じあ た 日本 デ 
ゲ キス 盃 選手 太 旧 お 期-巧は 昨日 
入港の ベレン ボリ ム号 じて 着 紐 
本日 直 もじを 巧 じ.！^ け お獲し、 
巧 週 二十 S 日ババ j じ 到着の 豫 
をで ある-。 而 して^ 飛、 阿部の 
ニ 選手は 去る 十四!：！ が育務 十九 
日 己 じ パ バナじ 到 の 上目 ド 益 
練習を 續 け、 太^ 心 手の ホ 着を 
待 もを けて 居る：^、 み瑪 ごの 試 
をは 巧る 二十 八： ら擧 巧の 酱 
なれば、 太 巧 選 は 約 一遇 聞の 
練習 時蹈 あれば 禾ゎ な瑪戰 じは 巧 
成績を 期待し 得！^ く、 太 旧、 阿 
部 ニ 選手が 單訪で じ' 迴 るか 鼓 ひ 
は キャプテン の^を 勸 めて 居る 
烏 羽 選手が 其 如れ かじ 化つ' てシ 
ン ダグ 戰を體 すかは 豫 習の 成 
績 じよつ てみ される 事 じな つ 
て 居る VJ 淸 水心- ャプ ブンは 語つ 
て 居る。 


天長節 視贊 

、時 R 四月 サ 八日 (±曜 ぶ-後 そ 時 

、傷 所を アル ペシ シルが I エニ ア 

會 費 お 弗 

、服装 クキシ ー ド 义ハ可 黑服 
御 婦人 ハ 和洋 服 御 b 意 
、中 込 所 円本ん 會 事務所 

昭か 一二 年网巧 一言 紐 育 P 本人 會 

巧當が パ 開宴中諸柿 ノ 餘興ヲ モ 相58^ジ 巧申宴後 
則 ま ニが テ ダン スモ 巧么傾 第二：^ 時 ニ 申 添 お 


ご 一浦 環 夫人 獨^1 の 夕 

円本が 產 むだ ソプラノ のち 匠 S 浦 環 夫 
人 今季 唯一の n A サ アトを が 共 そ 配の 
下に 開いて ミユ ー ジッ クに憧 がれて 居 
る 皆 樣の御 鑑賞を 得た^ •こ 存じます 0 

. 時日 四月 二十 八日 (±麗) 午後 八 時半 

: 場所 力ー ネギ— •ホー が 

ザ符 ボックス I ニ 弗 S 十 化ォ— ケス トラ 

ニ 弗と 十五 仙 ニ 巧 二十 仙 一 宛 六十 五 他 
バルコニー ニを モ他 一驼 六十 お 仙 
一 お 十 他と 十 化 
S ミ 岩 em ま t ; 王 cllok A な ractlon、 hip 
55 W た 是 ぎ eei , f York 置 y 


新關業 

藤剌 きの 耗理 人が B 本人 諸君の 舊好じ 適 
ずを 狩 理を差 上げます 

S 頤和園 

芝居の 前、 芝居 歸らの 御 集ち じ 最も 適當 
の 壌 所です 是非 御る 負 じ 願 ひます 


^ A 木 白 及龜甲 萬が 庫 元 3 

舊 がが 愛 壁 直徐さ 巨珠 

日 ネホ識 食料 晶 i 懿脂 45 謎 

•巧 田 醬油巧 ホ會社 東が】 手 賣规店 

0 本 食料品商 會 


紐 育 唯 一 々日本ち 貨巧 

片桐 兄弟 商會 

スマ ドン •ブロ ダク ブーず 版賣元 


第 お 街と so 

へ クシ ヤ I 
ビグ デン グ巧 

小 池 篇眞舘 

電話 サ！ クグ 

四 四 0 六 


舞 機㈱ A i 

▼班を ダンス ▲ 

マ 表 おみ 操ム 



朝 十 時？ お 十一 時 

シャリフ ■ダン シ 

ング 師範 學校 卒業 

L 格 タマ 


冀 面目たち ホ 骑阔胞 じ 溝ち.. 
なる 職業を 周旋す 

宮川 事！ 

紐 育 南西 頸 十二 了 目 育 背 一香 
とと 八ぶ 


M , フラ 


アン 


化 ホ 化み 


煎 餅 卸、 小賣 
岳 腐 油瘍 
目 本 食料品 一切 

S 色 百 ご8 巧 IRuce C か k 巧 CO - 
なま ゴ ird A ち こ 

Tel.plala 巧ち 


ロスアンゼルス 

ホ y ン ピック 
ホテル 

ニ S Sari Pedro St ., Los A 這 el 夏- Cai . 


レャ トル 巿 

Np 旅館 

wo 巧-巧 を Ava . wo * wewttle 、 ミミ！！ • 

惇車 お前を 東 ご 一 了 左側 《階 建 
目 本 巧 船 切符 取 巧 波 ロ 場 送迎 

商菜院 域中必 、総領事 箱、 日 ネ 
郵船 其 他 銀が 大會 赴を きお 巧 


を 港 


小川 ホ テ 火 


焼 日本を (惦 別間を ち) 

御 一報み 簽 自動を 御出迎 申上误 
巧 ニ Ga 云 ornia Fsan Francisco ，呈另 

木 旧 ル — ング 

1 置 7 苦 Ave . す 产58& 呈 th ぎを S 
ジ一さ ho ミす 巧 至芸 27 


御菓子 舖 

名物 栗 蟹 頭、 驚 餅、 練 羊羹_ 
賛澤 一ぶ、 甘納豆、 巧 化を 巧 
煎銳 卸小賣 。のし 餅 だ 前日 じ 御 
注文を 乞 ふ。 日本を 株 品 及び 雜 
誌 等 も あ もます 

御 注文は 松風 辟 高 橋 
29 W . 巧 th St . Tel . ブ皇芭 r 置 4 




YORKVILLE AUTO SCHOOL 

最も 搔れ たる 自勸 車學校 

204 E. 86th St. Teh 反 e が nt 2390 


孽瓜裏 

味 

嚼 

漬 


新 
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THE FDJIM0T0 
な即關 巧 削 ., I 肌 . 

120 む oadvr 巧 NJ . む わ 
R が iw 2416 • 巧 39 


THE BANK OF 削 0SEN 

む 〇巧 10 巧 け 5 BVay, N. Y. 

巧 one. Cortlandi 8583 


Tlie Siimltomo BanUtii. 

化 W YORK がけ 的 

fi 加 向が 4 

1 が Broaflwaif 
lei. Han がが？ 4 体 74 が 


Ttie Yokoiiama 

S がが e 扣化, L 化 

5ih Fioor, Equitable Bidg. 
12Q む oadwa も！ I. Y- 
巧 m Be 咖 r 巧 如 


T おお Rko け aiwan, Ltd. 

Room 515 

お nnenson In 化が ng Building 
1 巧む oatiw 巧； M J. 

Tc!. むけ iaml け 2 がが 34 


TaiyoTradingCo., inc. 

I 扣 po けが s & むがけ が s 
101 巧«| 1 むも,ん 1 (. 

I Tel. かが nquin 巧が 5 

! 327 W. Ma が son が r が t, 

I Chicago, lli'mois 


太 


顯 1 圓削郎化.|[ 1 {|. 

巧 - 巧 - 57 化 23rd S し 
New York Cit) 

Te しむ ame 阳パお 0 


I 洋 
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古 
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S# 
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グ 


ズ 

卸 

賣 


赃 
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鞠 

邊 

蘇 B 
村豐 

ブ卸 

タ賣 


ス 


Nippon 

D び Goods Co. 
1281 Broadway , 則ん 
Cor. 31 si 化 

Tei.Pennsyivania 59 如ぷ 1 
Room 415 


JACOB HOLTZ 

173 CANAL STREET 
NEW YORK 


NML & SHIMM 化 

Dolls, Toys and 
Seasonable Novelties 
31 Easl 1? 化 お ree 量 
(UN 巧 N SQm 化） 

Tei. Wgo 叫 uin け 77 


N. Y. K. LINE 

社會礙 塵を 巧 

————一 一一 一 N 巨 W YORK OFFICE: 

曰 — 10 Bridge St. T 巨し BOW し iNG GRE 巨 N 2262 

San Francisco 0 だ わ e: Los Angeles 0 な ice: Sea れ le Office: 

551 Made が St. 巧 Itmore Hotel Arcade Co!man BW もの ！' st Ave 

Chicagro 0 だ ice: 100 W. Monroe St* 


0 ぶ K 丄 ine 


大贩 商船 會社 



巧 ONE WWL 歷 G 化 巧 83 が 93 


Na;a Trading Co. ! waU(ER& 化 0RH) 

が 就 iir CUSTOM TAILORS 

TeUig 。 叫 Ui 蓮 - 47 2 。 D 品 rSTc;uTsrK 
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日曜： t 】 日 一 廿巧四 年 H 巧昭 


四 



自慟車 運轉及 修理 法を 
H 本人の 敎師に 化ら 親 
.切 じ敎 巧す、 お 雜の道 
路も 自由 J 
操 縱が出 ホ 
-樣 じなり 
，ますを 狀保 
証、 就職口 澤 山、 晝巧 
敎授用 じ クラィスう. 

一 化 二八 年 型を 使用 


.も ' f を お 1 

農 


品質 半 位 


桑 山 商店 

ごみ 夏 ST 置 th MT : N . Y . C . 

呈0 ミ. Re 巧 ni 21 33- 苦 57 


を 3:^ 巧 究あ望 者の 爲 めじ 
ち 巨^ 自由 旦つ輸 かじ 練留 

お ホる 場所、 生活け を 易、 同好 
の ±數 名の ホ 宿を 望む 
岂 9 W . ご 量ぎ 是奪 f こ 

音樂 同人 會 


夏場賣 度 飛 切らの 摸 

巧 都合に 巧り 賣 度し 利益は 確實 
じあを が 貧ん 巧 巧 左へ 手紙 じて 
巧 0 ニ 35, たち lies ニ im 巧， ニ W .1 ゴ h St . 

色 ミな.？ ■ランド スケ 1 ブ 

曼が 及シ— ナリ！ じ 
經驗 ある 美術を 雇 ひ 度し 直接 左 
へ 御巧談 をた ふ 

S . Weis ッ畜 Gil S 三 さ 


▼鄕 里を 金 及び ホを を (無手が 巧 r か 画 
巧替賣 買、 荷ち 替 取組な 立、 信用が 巧 
巧 等 一般 銀 巧 業務 裤巧巧 じ おを 可 仕 候 

g 脱 臺灣銀 巧— お 張 所 

本店 摹潰臺 化 

ち 店を 巧、 構 巧、 大度、 神戶 、上 お、 巧 

ロ、 福 州、 厦門、 灿 頭、 香巧廣 ホ、 新 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン 、バタ ビヤ、 を 頁 
— 々グ カツ タ 、倫 致、 あ 外臺潰 十四 ヶ所 

一、 資本を 宣億圓 (全額 拂込 巧) 

一、 橫 立を 化 千 化な 五十 萬圓 

內化 本ち 巧 U 橫演 (本店) を 京大 阪 
神戶 を 瞄下顆 名古屋 

橫濱 正金銀行— ち 巧 

ホ 國をま 巧 H を 港 羅府み 巧 布 巧 
其 化 化を を國 重要 都市 二ち 巧 及 コ グレ 
ス 巧之误 


本 巧 大阪化 演五了 目 
紐 育ま 巧が 育ブ 0 — ドウ 五 1 百 四十 九番 

變 住ぶ. 銀行 

日 お 江 東ち 橫 潰、 名を 屋 、巧 都、 神戶 
6 尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳が、 下ゾ關 
地 支店 (巧 司、 小 倉、 お 松、 陣 多* 乂留米 等 
本園預 を、 鄉里 送を 等は 搔め 
て 御 憤 巧 进速じ 御な 扱 可 ホ お 


本 巧 朝鮮 まが 

ま 巧 お 張 巧は 日本 內 地の 樞要 都市、 朝鮮 
滿洲 、支那のを 地 及び 浦 捕巧德 

朝 鱗 銀 朽紐育 出張所 

外 固爲替 一般 銀 巧 藥務靖 々御 便利 じ 取 あ 可 

申と 候 


藤本 證券 會な 

一般 有 偕 証を ノ資 買、 引ず、 募集 
▲を融 、並-一之-- 關スグ 一切 ノ 業務 

S 藤本 ビル ミ-力， 銀 巧 
紐 育 出張所 


H 本吳服 反物 キ モノ 

テ^ ~ フルクロ^ — ス類 

夏壤用 格好 品 取 揃 居候 
㈱賦 日本 ドラ 1 グ 1 プ商會 

特別 廉 階で 大勉强 新 流 巧は 當 店の 持 長 


グ ー ム用 雜貨品 

ゲ—ム 、コン 中ッシ ヨン、 及び ォ— クシ 3 

ンじ 最も 適當 する を 水、 銀製 品、 賢 お 處寶石 
時計、 懐中時計 類 等雜貨 輸入な 及 米 励 製を 部 
取 揃へ て 居らます から 是非 御用 命を 願ます。 

値段は 化 じ 比し 低廉なる 事を が 証し 品物 も 
所謂 『サム シング •三ュ ー』 の 物を 何時も 持つ 
て 居よ す、 目錄希 巧の 方へは 御 送 b 致します 

ジ ヤコブ ホルツ 商 曾 


!复 場 グ^ - ~ ム 向き 

今回 上記の 處 に移轉 しり 本 及び 濁 逸製玩 
具、 雜貨 & び 陶器 樹等夏 おぉき 品を 部 化 
揃へ 陳列して 居ます から 御 ホ 組の 節は 是 
ホ 御 ホ 寄 b 巧 一 費を 願ます 

子 — テル エンド シム メル 


▲垣 新 巧を 窜誤髓 供を の 普 窝鲜巧 もる は 乘巧員 
の お 株 巧 切 T 寒 S 共に 巧 化の 誇*」 ずる 度で 寸 
▲當ホ 太平洋 航路 一二 等 設備は を 部苹巧 的な 夏 も 
施しよ しわ、 みじめ ホ おの 如を は 所謂 ツ — S 
ス トサー ド 义はス チェ デ トクラ ダスな 上の 
面 値み 髓 へて 居 4 よ寸 

® 桑を 出帆 ホノ八 八經ホ 【正午 出 化】 


灭洋化 

。レア 义 

を 洋义 
西 比 利亞乂 
火が 見 


五月 九日 
五月 廿一 二日 
六 巧み 日 
六月 二十日 
と 巧 四日 
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® シアトル 出帆 〔午が 十 時 お 帆 J 
加賀化 五 巧 十六 日 
が 豫化 お 巧廿 九日 
靜岡化 六 巧廿ニ H 

® を 敦寶 日本 巧お饥 

香 取 JS* 直ち 五 B 
就 田 か あ 巧 十八 日 
▲が 育 巧 化 田 妄馬摇 由 日本 巧 貨物がー 月 ニ 面 
A 錫 道 切 巧 寝 まを 其 他萬车 御憤宜 にが あが 申 好 
▲ 太 西洋 大 窺が 會灶乘 お 切 巧 御徒を じあ t ます 




i シアトル 出视 (午前 十 時) 
あ ふを か 化 五月 二日 
あ b ぞい A 化 五 巧 十二 日 

.るん でん 丸 (坡灌 お 化) ホ 巧 五日 
♦•一等 橫濱一 化 五 巧 

化し ば •=' プ みるん でん おは 一 五 五 巧 
►一二 單 日本 巧 五 瓦 巧ぎ 室た な 造 家族 室を 巧 
►御を 望に 巧り 一等 割引せ 復 切な 發 巧を 巧 お 

ロスアンゼルス お 帆 (午後 一二 時) 
まじら か 五 巧 二日 
もんて びで を 化 六月 廿と日 

▼ r 著 複演ニ 1110 巧 化は ねい かを じら か 一を 巧 
▼替巧 H 菩 日本 巧置十 お 巧 ► H 峯 B 本 巧 五十 五 巧 
マ 巧 巧羅が 朽淺ま 切な 磨窒赛 贈乂御 熟を せ 4 植， 
マ紹育 線 パナマ 竊由 日本 支那 巧 貨物が 巧 一回 


八 イカ ラな 紳± は 

が 立 服を 召しまず 

夫^は をく 身 じを ひ、 見掛けは {乱く、 を 
した か ホ 合ょりも 長持ちす る 事を みつて 
る 主ら です。 弊 巧は タ數 H ホ紳 十の 御用 
を|^つ て居ます。 

す 化廣吿 じて 御 巧 巧の ホ じは . 

六 か 割引を します N 
が 注 义の余 巧 じ 係 はら やを も 巧-度 ホて 
見て r さい 

ウホ ルカー エンド フロ リオげ 服 巧 


日 \ 本陶强 器雜貨 

ラて プ卸賣 

一奈 良寶 易商會 


齒科醫 パ： ハ リアン 

Dr * £ な W か rd ft か Ban 
含 品 eon Q 呈 fist 

芸 5 W •ち 1 st St . ジ I . 呈 I 忌 s 是 76 

トタン クい" 

イン ノ 1 ベ！ シ 3 ント ランクを 

斬と 弗 五十 仙 ょら 十二 乘 置 十视 
普で St 5 蓄 ぎを 


•總 會廣吿 

拜當會 則 第 十 一條 ニ ヨリ 本 
會第 十五 回 定期 總會ヲ 巧^ 四 巧 
二十 一日 (溝 云±曜リ) 日本人を 
督敎 修道 會舘ニ (西な 四十 三 了 
目 四 巧 五十一 ニを) がブ 午後 八 時 
十五 か ヨリ 開 會致候 間 御 お 席 被 
下 度 化 段 及 御 通牒 候 化 
昭和 一二 年 一二 巧 十九 日 

.，紐 育 日本人 會 
會員各 化 


新 ゲーム 

夏壤 新まゲ ー ム及 基れ に 使用 
する 諸道 具 格 まじて 御 霜め じ 
應 や、 肯稲 類な 上の ダ！ ム及 
値段 目録 表 御 尊み に 由ら 送る 
左へ 御 間を ザ あれ 
室 la ヨ H 己 二 0 E . 害 苗 r を 
f さ rk 暑. 

rnrf =^ 1 司 1— 操縱、 機械 敎 習、 

自蠢茸 點 み、 電她 等を 

懇巧 じあ 授晝 が兩科 日曜 も 開校 
日本人へは. 秋 山 氏專巧 敎授す 
互已皇 己 itan Auto School , 133 K で 呈 hst. 


十五 年の 歷史 ある 當校 はを 年の 
經驗ご 新 智識を 巧す る敎 師を聘 
し 自颤单 
操 縱法及 
び 運轉ぞ 
の慘 得す 
べき 必要 
な 機顯的 
智識を 短 
期間 じし 
て 最も 能 
率 ある 徹 
底 的 技術 

をを 習し を狀 獲得を 保 詰し 職業 
ロを ら罔旋 します。 



も 夏場 店員 十 名 至急 歷 

入た し 委細は が 育 新 

帮社 じて 水な 巧 ど 巧而談 あむ 

ピツ ツバ ー グ巿 

林 商ぶ 


巧 禍 スペシャル 


娃 筋 子 
お、 ぶ 6 禮漬 
野菜 陳酣漬 
瓜、 茄子が 增漬 
野菜 調理 器 


パが 兄弟 商會 


日本 郵船を か (ホ ニを 沒道會 社) 

一 代理店 片桐 兄弟 蘭會 

乘 車、 乘孤 切符 並 じ 小衙物 運送 御 巧 利 じな あ 申します 


御大 典 農 M 巧國訪 閒團員 募集 

今上陛下 御 即泣ま 巧 觀の榮 じ おず る 空前の 好機 

赋 程 === 今秋 十み 十一 日 一， 木) 午後 六 時 二十を ペン 停車場 ぉぶ 
間 十と H (氷) 沙端發 郵船 加賀 化に 便 乘の上 十一月 二日 (金) 
橫濱港 着 

歸米 = 明年 一二 舟 化 H 橫お發 、郵船 靜岡乂 便に て 四月 十 S 日 
沙港 着、 同 十九ぶ 紐 育 着の 豫を なれ 共 随意 歸ホ差 支へ 無し 

國養 = か 道丄音 六十 弗 {巧 革 一等、 巧 船 二等)- 

ブ少 マン 寢を 券、 思 事、 沙港 ホブ八 化、 自働 華、' タブ クス 
ボ！ ィポ ー タ ー 必剛等 途上の 入費を 部を をむ 
化 復—四 円 十 巧 

申込 規定 其 他 詳細け 息 接 主催を に 御照會 ぁちれ たし 
が 旁 巧 東 五十 九 T 目 ニニ 四 

片桐 兄弟 廚會 

第 お 次巧國 訪問 團 

お 省 ホ 西 巧 八 下目 一二 ニ 一二. 

H 本人^な 敎會內 

御大 典 奉 視巧闕 訪問 團 
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資本を 董 履 圆 
拂込濟 資本を 六 モお腰 
极 立を 六 千を 6 巧 脚 

能 竺弄銀 巧— 支 巧 

本店 ま巧巿 日本 橋區本 革裙町 五を 化一號 
支店 小 辟 日本 橋 乂の內 (お 京) 橫巧 
名 古 屋を都 大阪巧 ( 大阪〕 神戶 
廣島下 關巧司 若松 お 岡 長が 
上が お 软立買 利水 


お出 乂爲替 •電信 送を’ ホ 送金’ 旅 巧 信用 狀 
巧 業 信用 狀其化 一般 银巧業 

ん S ニ囊銀 巧— ま 巧 

猫 里 送を', 日本を 化 無手 數 巧； 迅速 化 扱 
本店 預金 (を 巧 通知 ノニ禪 ) 御 便利な 扱 
本 支店 東京 系廷 、大阪 * 神 タ 、を 都 
所が 地名を 屋 、小 お、 上 お、 借 致 


夏場 向 格が 品 
特別 賣化 

尙一曆 勉强巧 化候閒 
御 注文 被 下 度 願 上 候 

ホ元ブ タザ— ス 

17 巧 St 1 7 を St , zew York : Ci す 
Telephone . Algon 若 in 郎 


夏瘍向 u 新 i 着 = 

夏瘍 、小 賣屋 向、 ゲ I ム巧 景品 等 
精々 勉强巧 化 御 引 立願 上 候 
陶破麗 雜貨卸 賣 ■ 

春 巧巧會 

141 巧ちを> ミ •， zewYorkcuy 

oorn ミを 21st St. Tel • とち 己 q 扫 一 己器结 


夏 瘍向品 特別 賣化 

夏瘍 、小賣 向、 ダ] ム 向新 荷 到着 
精々 勉强 御用 命じ 應 じまず， 

H 本陶破 黑雜貨 卸販賣 

諮 巧 木 桃 井 組 

10 巧 E . ： 16 を 挥 N ， Y . 
HeL S ち yve か a ロ t 窠请 ， 6-7 


新 荷 到着 

特に 夏場 向 格 巧 晶澤山 お 揃へ 
居候 間 精々 御 註文の 程 希 上 候 

森が、、 フラザ I ス 

MORIIVIC 巧 A 巧 ros ., Inc . 

53-57 West だ rd Sr 
2 ew ジ一 " k , N .. Y . 

1 elephosn orasnfoy- レ»50 


一週 五 巧ぶ 八 弗、_ 
乂义は 二人に 適す、 
巿废へ 十 巧 タイム スス クコ ャ 1 
へ サ五巧 電話 カン バラン ド 室 三 一 
1 84 量 St : Br 量 言 黒 瞄梅了 


空氣銃 シが レット • ' 

ユッテ イング 用を 氣統 I 買 度し 
巧が 十と 了 目な 十六 番 (中 W ) 
電話 ュ - I パアシ テー 四 五と 八 


.特別 大 割引 廣吿 

時下 淸 かの 候 顧を 皆々 樣御揃 益々 御 隆昌 奉講賀 磅陳者 弊店 義 
御蔭を 化て 日 じ 增し繁 だと 相が 現 巧の 營業所 じて は 狹隘を 感じ 
候樣 相が 候 じ 付 ホる 六月 一 H ょ b 當ホ西 二十 一二 T 目 五十一 二番 地 
(なが 兄弟 商會 建築 第五 階) にを 轉 可を 候 間 不相變 御 引な を 蒙ら 
度 就て は 化 際藏拂 ひの 意が じて 皆々 擦 平素の 御 愛顧に 酬 ゆる 爲 

め 持 荷 持削大 割引を？ 賣ぉ可 中 1 何卒 ま ノじ不 

掏 御用 命 仰せ付けられ 度 偏 じ 奉 願 上 候 敬白 

が ほ今阅 社員 手が 米-氏 退社 被 致 慎爲め 商號を 左の かく 
な 稱仕お 間 併せて 御 承知 被 下 度 お 

馨號 高木 グリ— ンウ ホル ド商會 

fne Hwka りブ creeDW 巳 d ( 0 呂 jpan づ unp 
だ West W3rd w 产 ， zew Y ミ k Qt 》 

Telephone Gramercy 4474 


_ 會社 法事 件で 邦人 側 勝訴 

I 加州 檢事總 技の 辯 論 拒否 せらる 


I 一 か 號の本 巧で 不 取が 報道 
i して 風い わ 羅府が 住 邦人 臀師刚 
I のをを 法試訴 おおは 去&十 一二 H 
j 午前 化時蒂 巧の わ 衆 映乂を おに 
巧て 辯 茜を 開始され たが、 今 阿 
巧吿側 ごなら ま 年 五月 二十日 加 
州 大審院の 巧へ た 巧 人 じち 利な 
巧 ホを 壊さぅ と 苦必 しつ、、 あつ 
た 有名な 加州 檢事 總長ゥ 王ップ 
_ 巧 化づを もて 約十數 々間 辯 論を 
一進め たるに 對 しま 巧 巧 事で ある 
I 院長 タ 7 ト 氏は 巧 吿じ對 し 『H 
j 米通商條お の 明义 はち効 ら や 
i 否や』 ごの 質問を 發 しじる じゥ 
i ゴ ップ 檢拳總 長は 『巧 巧條 がは 
有 巧で ある』 ど 答へ た。 ソコデ 
タフト 院長は 『がら ば 加州 大審 
おの 巧决が 

! 誤審て ぁる. この 理由 じ 依 
b て上吿 さいたる 本訴 かの 手蹟 
は正當 ではない』 どて ゥエッブ 
巧の 辯論範 取を 拒 巧し ニ 過 間の 
猶媒を おへ 『タツ トォブ •ナア 
シヨ ラリ I 訴件移 轉命か 中請即 
も巧審 申請み 盧 見書提 おを 除 事 

巧 堂 巧 個展 

第五 巧 附近の 壽 房で 

一二 巧 下旬 ょら 本 月 初旬まで 西 

八 T " 五 了 目の スジ ー •ア！ ツ 俱 

樂部じ 個人展 覺會を 開きて 好 託 
を 博した 吉旧 石を 壽 伯の 作 おは 
斯界 じ 非常の 巧 ホを 巧へ たるが 
更ら じを 名なる ジ ヤン •クレィ 
カム プ轟 房の 所镑じ 化ら 去る 十 
五 H ょらの ニ 過閒柬 五十 四 了 目 
一 二番 館-し 個人展 覺會を 開いて 居 
る C が 育 タィ ムス 書 報の かきは 
一 ぺージ 'を费 L て お 堂 蕾 伯が 毫 
の寫眞 並びに 巧を 的 作品た るィ 
— スト ブ バア、 五位の 巢寵 ら、 

收 獲の 後 其 外 ニ S 点を 巧げ て紹 
かし 义 夕刊 ポストは 『吉田 お 堂 
氏は 盡人 じして 詩 A を 兼ねて 思 
る』 ど說 いて 居る。 

陸軍 武官 更迭 宴 

觀報 のかく 華府 大使館 附 武官 
陸軍 大佐 森 旧 昔 氏は 五月が か 出 
發跌讲 經由歸 朝の 當 じて 渡乂雄 
中佐 後 巧 ごして 頃日 着 巧せ る爲 
め ホる 二十 五日 H 本 俱樂部 じが 
て 更を披 蒸晚を 曾を 懼す 由。 

鐵道省 更迭 晚餐 

數 年間 當地鐵 道 省 事務所 じが 
勤の お 俟昌臧 氏は 五 巧 中 歐洲經 
由歸朗 とみし 靑碰忠 雄 巧 後 巧 ど 
して 着が の 庭め 巧を 披露 招を を 
ホる 五 巧 一 H 東が 館 じがて 開催 
する v>o 

井上 牧師の 講演 

明：：： 懼 じは 神戶新 川を は窟じ 
がて 赞川 堅を 巧の 事を を 挟け て i 
居る 牧師 井上 あち 氏の 爲 めじ 一二 
を 巧の 聯を 集會を 催すべく 午前 
十】 時に 类 W 敎曾 じがて 「日本 
一の 貧ほ窟 どを 督敎』 ど 題す る 
藻 おあら 一般 词 胸の ホ聽 を歡迎 
する も 向 ほ ホる 二十 化 H (第五 
H 罐) 午な 八げ よら 同じ <1 ニ敎 
巧聯を ま備の 下に 修道 貪々 館 じ 
がて 『蟹 かみが 贼ずか 平 かか』 ど 
題す る 溝が が あるを。 


總長じ 命じた。 華府 大巧 院 じが 
て 再審の 狸 ホ ある も S ィ」 認めた 
巧を じけ なめて 辯 論を 許す がが 
らざ いば 辯 論。 くして 被吿 (が 
人 瞥師團 ) 侧の 勝訴 ごなら 得る 
であらぅ。 但 I 此 事件の 審巧權 
限は 州 城 巧 巧に 趣すべき もので 
を 衆 劇 大審院には 何等 其椎 限な 
しご タフト 院 接け 述べて 居る。- 
しか L 化 ホの 例に 徵 する じ 再審 

ホ 請の 手績を 允許した 事 
ちは 称め て 稀れ であるから 恐ら 
< 日 A 人 側の 勝訴 ど 看 傲して 差 
支 あるまい ごは 被 吿辯護 ± 化 表 
ラィト 氏の意見 でめる。 該 事件 
は 當巧大 橘 領事が 羅府駐 化 中 じ 
起つ た 問題で 外 あ 省 若 < は 大使 
館 方面で： 2 試訴 をが まや 中 化を 
希望し つ i あつたが、 羅府 S 藤 
ホ 整を 等 まどして 試 訴說を 支持 
し 一時 同地 官民 間 じ 一波 欄を 生 
むだ 辜實 もを る。 因 じ ラィト 及 
び 藤 ホの ニ 巧は 十六 日 費 府を經 
て ホ 紐 ホブ^ アマ タアじ 投宿し 
たるが 翌 十と 日 度ち に 西 巧歸羅 
の途じ 就いた。 


伊藤 文 吉巧計 音 

フロリダ W マヤ ミホな 留 洋服 
戴 縫 巧か腾 文き 巧は 四ち 初旬 罹 
病 ジヤクソン メモリアル 病院 じ 
入院 治療 中の 處同十 一 H 午前 四 
時 遂に 逝 ま、 ホ數ぶ 人の 巧情援 
助に 限 b 邀 十二 自 葬儀を 圓ボキ 
ング 葬儀 おじて 營み 遺骸は ウ） 
ド。 ン黨地 じ 埋葬せ る 由。 同氏 
は 熊 本縣人 享年 四十 S 歲 


な 人が 人 

雜 を 間 果雄巧 パパ ナじ 於け る 
國隙 移民 會議じ 出席 甘る 國際聯 
盟事 おを、 明日 曜來 がの 篱 にて 
二十 五 H お 帆の ベレン ボブ ア號 
じて 渡 駱歸巧 

参 山 ロ 秀太郞 氏 森が 組 相談役 
が 井 保 固 氏 秘書、 化 お 二十 111 T 
目 第 六 街 じ 於て 自動車 奇 禍の爲 
め 負傷し 目下 引 籠 療養中な るが 
逐日 輕 かの 由 

•ホ 上雅ニ 氏が 外 興業 株式 會 
社々 長、 明朝 バナ ょち ホな 本 
日 正午 巧 帆の 便船 じて 南米 じ 赴 
く か 

参 化 富 俊 吾 氏 茂 木 桃が 組 •趾員 
家族 柯伴 五月 初旬 歸 朝のを を 
♦吉本 お S 氏歸朝 中の 森 村 兄 
おお 會 社員、 クリ ー ブランド 号 
じて 巧 騰沙港 着 巧 週末 歸 紐の 當 
•魚 住 嵩み 巧 一二 か 物 產紐育 支 
巧 機械が 員、 本店ょ ゥの 電命 じ 
おしまる 十八り 出 發歸糊 
♦メー ソン 氏 渡 墨 中の 倫敦デ 

リ 1 •五 キス ブレス 紐 育 昭派員 

まる 十八 U 歸組 
•ソ ーャァ そを 昨 執の ホ 滞 紐 
中の 著述家、 十八 日 フラィ パ ー 
グじ歸 還み 週 出が のをを 

. ~~ ^ 礎— 說ぁ 

♦紐脊 り 本人 敎會 
惠に 巧つべし 其 ニ淸水 牧師 
♦墓を 敎 修道 脅 . 

神のを 業 今が か師 
♦ n 本人 萊 W 敎會 -T 
か師 井上ち ま 氏 
日本一の 貧は 窟 VJ お督敎 
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白 本 綿 化が ホ # it 
紐 育 支店 

Japan Cotton iradiasr Co., Lt ん， 
25 M & ぶ ton Awnu も 
Tel. Mad* Sq. 3695 


H ホを 糸 株式 會お 
が 育ま 巧 I 

NICHI-BEI KIIT0 XABUSHIKI UlSHii | 

(NICH!.BEI のげ 0 C 化 , LTD.) | 
1 Park Avenue) j 

TeK A,hUnd 62 が - 47<4 ん 49 


巧 ま會か 
山中 巧 會姑育 支店 

X amanaks & レ 0 •, 
680 Fif 比 Av 。。 
Tel. Circle 4014 


日本 生糸 巧を 食赶 
お 巧 支店 

Morimura む お & む . ， & が nU 
4 パ a おのけ 化， 

Tel. Ashland 5320 


巧を 名會お 
が 育まな 
Hara & Co 。 

443 Fourth Ave^ 
Tc!. Caledonia 7830-35 


Gosho Corporation, 
Silk Importers* 

が E 扣 t S 4 化 Street 
Tel. Afhlaod 4387-91 
Gosbo Cof Inc^ 
Cotto 凸 Exporter, 

60 Beaver St., 

TcK Baw ■ い : Qi ? む raea 8806 冷 6 


大阪 朝日 ニ まを 朝日 
化 巧 ま 巧 
Osaka \sahi 
Room 308 World Building 
TeL Beekman 4860 


大阪每 n 二度を 日 H 

鈴 木 S が 

Osaka Mainichi 
407 Tribune Building 
Tei. Beekman 4259 


VO し 18, N0.14 が 


をタ贫 おなか がを 巧 imwi 


WEDHESO が， が RIL 巧け 28 


じ 努力し つ I をる 秋に 際して 支 
那の 形勢を 色眼鏡 視 して 再び 

お 兵 を敢て せんどす る-し 
至つ たこ ィ」 は 現下の お 勢 じ 街し 
てら 且つ 法理 的 じ もを 然相 なし 
た巧爲 である。 斟 のかき は國際 
をを あび 條約 違反の 巧爲 でぁる 
と共に 重 火なる 結 おを 生 レ じ 至 
るべ く 南京 政府は 社 本 政府 出兵 
の 目的 じ 願して 疑惑を 抱かざる 
を 得す、 おし 出兵の 目的が 戰線 
臨 域の 巧留 日本人 保護 じあ も ご 
すい ば 化の 方法 じがて をを の ホ 
法は な 易 じ 講じ 诗るじ も 關らや 
日本な 府は 巧び おを の 巧 動じ 及 
んで 居る。 南京 政 麻は 强 じがて 
か 日本 政が じ對し 

嚴重 C 謹す る盖 ハじ呂 

本 政府が 再考の h 現 化の H ま 親 
善關 孫を 維持すべく お 兵 巧 切ち 
を 要求し ロ 本 政府の 速 かなる 回 
答を ホ 0』 とわる が 東を よ 6 の 
報道 じ 化れば 9 本 軍け 旣じ靑 島 
をお發 した もの、 如く 趨道 及び' 
電信 隊もお 軸し ね。 この 抗議は 
昨 H 矢 巧 總挪事 よらを ㈱ された 
日本 おを S 聲峭書 〔別項 所 報〕 
よ b 發し たもので あるが H 本の 
おちは 要するに 南 軍み 化 進 妨害 
策 ご 見 傲され て 居る ので 南支 一 
帶じ 直る 

排白 氣 みは 償 溢し 當 地の 
勞働 紐を を 始め どして 街 鐵エ紐 
を、 農 ほ 組を、 商業 會議巧 組を 
等じ續 々どして 南京 换府 じ强硬 
な 外を を 要 ホし ミ那 新聞紙 も I 
をに ホ 難攻擊 して 居る。 

化 京 怒ろ 

怪しい 漏の 眞意 

化 京 二十 二日 發 n 化 京 政府は 
重ねて H 本な 府じ對 し 山 東 省 お 
ちじ 願聯 して 杭議し a 本な おが 
h 張 作霖を 援助す る •わ 如き 即 象を 
ま那國 ほじ 輿へ ざらん やぅ 巧 力 
して 居る、 尙ほ 濟南晦 0 南の 戰 
巧 じ關 する 一切の 報道は 嚴 重に 
檢閱 されて 居る。 

まま 甘-曰 薄；： = 東巧駐 化の 化 
巧を 化は 外務 當 局を 訪問し 日本 
の 山 ま 省 出店 ハ じ 願し 抗 謙を 提出 
しじが 外格當 巧は 今闽の おを じ 
就て は 南京 政 巧ち 諮 解して 居る 
と稱 f 且つ 蔣か 巧胳 軍の 濟南府 
も頒は 自由 じして 昨年 五月 もこ 
れを 成し 得た じ 蝴らや 巧 京侧は 
化 京 化 府が巧 巧し 日本が 化可援 
巧の 爲め にが 兵した もの ど 誤解 
した 結 あ 失敗に 終つ たので をる 
が この間の 消な じ 就て は駭 かお 
お 軍の H 水 訪問で 眞栖 もが 然し 
た 帯で あると 稱 して 居る。 

上が 甘 二日 發 = お 玉 群 お 軍の 
化 進に 綱し 日本の 出兵が 若し 蔣 
かる 將 軍の 化 進を 妨崇 する じら 
ば媽 ぶ 祥胳 軍の 北京 入 b はを あ 
なるべく 若し 娘 じして 日本 ご 通 
じるならば 支 抓の 天下を 据る主 
はを 易で ある W 信じられて ちる 


•か、 岡段黨 にも 髮 におが 閒錫山 
を 盛が つたけ 爲じ 照して をの 誠 
意を 疑 ふ 者 ぞく 巧し 媽 じして 化 
京を 抱れ た VJ しても 今 巧は 國 に 
黨 どの 政 確か 劉じ內 ずを 豫 巧し 
て枉る 者が ぞい。 


を 方面に 豆り て 

關稅 改革 問題で 提携が 成立し 
さぅ じ 觀られ て ゐじ支 邪 南化兩 
政 麻は 衔ホ侧 を 領躲 かお 氏ど獨 
玉祥 、閣錫 山 お 氏 どの 間に 聯絡 
成立し、 突如 化伐績 巧を 聲 明す 
る ミ 共 じ、 化 伐 巧の 陳容を 整へ 
一方 化 方侧も 最高 軍事 留議を 開 
き 近く 南 軍を 線 じ おして 總を獎 
を閱始 しわが 

津浦線 ホ 旧の 南 軍は 腐 か 
巧 巧を 驗 司を ピ する 簾： 集闡軍 
約 二十 万が この 方面 ょら 山 東 じ 
入らん どし、 蔣氏宫 ら徐州 じ 出 
陣 して 查 軍の 指揮 じ當 るを ごな 
、化 軍は 强宗昌 氏は 濟苗じ 化 
、な 傅 巧 比は 濟摩じ 巧 b 、 鞠 
十 巧のを を W て掛戰 する i じな 
つて ゐ る、 目下の 戰 局は 南 軍の 
劉 時を の 率ゐる 第' ー縱隊 がを 浦 
線から 化 上して 徐巧叱 方の 利溺 
じ 巧ら、 をの 先鋒は 化 軍の 許瑶 
巧の 率なる 山 東軍 第 一路 軍ピ韓 
莊 にわいて 對 時し、 お 軍 凍 調 元 
巧の 第 S 縱隊は 海が々 面よ b 山 
まの 側面 攻擊じ 巧で、 陳調元 氏 
は 淸江滿 にがら、 先 ホ 部隊の 曹 
萬 幅 軍は がが じ' なる、 化 ザは こ 


南化兩 軍の 

對陣狀 態 


れ じお抗 する ため ホ 永お带 がが 一 
如を 巧ら、 おじ 南 軍 賓耀祖 化の： 
第 S 縱隊は 宿 州に 化つ てが 巧の I 
蠻戒 に當ら 、を 奥の 陳 が： 車： 張 
克 をが は 化 進 中で ある 

京漢線 方面の 南 軍は ぉ玉 
祥 巧を 總 司を どす る 溝： 一を 剧軍 
約 十 ガが新 鄉じ巧 か 部を 搔； 

この 方面よ b 山 ま 直 鎌 攻略 どを 
て、 化 軍は これに お L 張 ま 島を 
孫傳巧 軍、 張學良 軍を 砸 — ’ 今 
间の 南化兩 をの 貪戰 はこの 巧 面 
よ b 關始 された もので 南 軍 3 先 
ホ 部隊な 忡速 巧が 彰巧 じが クて 
破 州に 巧る 張 學良軍 麾下の 靴 翼 
雜 軍ご掛 峰し、 南 軍の 鹿 鐘麟軍 
〜」 割鎭苹 軍は 直 隸省じ 入 b 追 ロ 
厳の 化 ホ じなら 化 軍は 第 おで 面 
前 敵 司々 错玉壤 軍を 大名 主で、 
徐 源泉 軍を 東昌 まで 進めて これ 
じ當 らしめ、 おに 南 軍 孫 良 孤軍 
は 大名よ b がけ おで 山 東に 入つ 
て 曹州じ 巧 b を 鄕の北 軍 劉處陸 
氏と 對時 中で あつた。 ； 

更らに を 豁あ太 線の お 軍 
は 圃錫山 氏を 總 司み どす る與 一二 
集 團軍約 十万が 山 巧を 守 b 化 軍 
は 十五 巧 近くの 奉 天軍を このぶ 
面 じ 動かしが ぶじ 司 か 部を おき 
目下の 戰 局は 正ぶ 線 ホな は f あ 軍 
徐永昌 軍が 娘子關 じなら、 带軍 
張 學良軍 麾下の お福鬻 氏は が 家 
莊じ 化ち 昨年 十 巧'; S ホ對陋 じて 
居り、 化 方 ま 殺 ホ 面は 南 帝が 震 
軍が 雁 巧關じ 巧ら、 化 軍 等 里方 
面 軍た る 張 作 相 軍と 火 閒ホ靖 じ 
がつ てな 守し てんを。 


戰驚の 結 東 園く 

內雜 U 風前の 燈 火.. 

り 尾 崎 巧 雄を が 愚 想の 惡 化を 理 
由 ミして 再 解散 ゃ彈 劾に 反對 
政府 側議會 巧 解散を 爽意說 _ 一 
東京 特電 二十四日 發- "鈴 木內 相の 彈劾 案じ 謂 
する 骄黨の 結束 岡く 政府 侧 必死の 運動は 効を 蒙 


せず 通猶の 見を み 明か、、」 なつた 爲め 閣議を 扉 I レ 


事は 十 •一時 廿五 かを 0 て 始ま* 賴語 奉答 义 を滿锡 一を じて 巧 巧 
した 後閒會 した。 この U 無を 政 黨誰員 じして 燕 巧 服を 笞 用した 
もの 社會 民衆 黨の鈴 木 文治 氏の みで 異彩を 放 も 化の 無库 派化講 
± な いづれ も背廣 服で 登院した 0 

総領事 舘 〔二十 一 二日】 お 表— 第五 十五 議會閒 お 式 巧は せら 
る。 尙は明 政 曾め 成な 〔中立 雜員中 鶴を 祕輔 等を 中 也ィ」 す〕 正 
副證 をの 黨籍 離脫 ぶび か ニ U みお 政務み 官武 藤を 吉 氏の 逝去と 
じ 化ら 議會の あ 勢は その後 變動 をを じたが 衆議院 現な のみ 野を 
見る じ 左の 如き ものである。 


政 友會ニ 一九 
明政會 と 
革新 俱樂部 ニ 
無所屬 化 


民政 黨 
實業 同志 會 
無產 各派 
缺 員 


六 

ニ 一 

八 


武 藤み 官 


- 


註。 ちの 新 衆議院を 巧に 從 ふなら ば假 b じあ 府 側が 實業 同を 
會のミ 祟ぶ び 無 所 屬の九 票 〔この 中に 民政 系 も あ b 〕 をを 部辣 
方 じした どしても 野 萬 職を の ニ 再 化 一二 票 じ對し ニな 化 一 祟の々 
数 ど；：* る譯 じて 遂に 鈴木內 化の 彈 劾に 就て t 別項 特電の かき 蒂 
道を 見る じ まつた ので わらう。 -I 


勞農黨 化 議击に 離職 勸吿 j 一 

.まま 巧電廿 四日 發 反動 劇體で わる 國粹會 では お產黨 のて 
本を か 事件に 關聯 して 勞農黨 出身 化 議午水 谷を 一二郎 及び 山ぶ I 直 
治 氏に 割し 辭職 勸吿の 巧證义 をた： きつけた。 


を氣お 見て 停會か 

底に 底を W 氣な 政府の 腹の 中 


〔せ 四日】 がが 縣巧出 化ぶ ±の 
内務 政 巧み 官武據 をを 氏け ま 
こ 日峨日 午後 八 時 二十み 必赃 
.麻 離で 逝ました が特 巧に 化り 
化 巧 位 勘 二等に 叙せ.- つる。 

註 U が武 おを 吉 氏け 慶應ニ 年 五 
巧 上野 國山 旧郎化 泊が じ 生れ 英 
吉 おを 棘學 校を キ菜後 巧 聞 記者 
たを i 數 年、 ホ 团潑ホ 株式 會祉 
專掠 取締役に て あじ 大 H 本證糸 
きが 誰 員、 山が 毛織が 締 役を 長 
裳 ホ间業 組を 中央 會 特別 潑 員に 
して 歐ホ 技び ま 邪、 南が を 漫遊 
し衆議な畿員 じ當選ず る S 八 回 
阳 中み 闊の 成立 ど 巧 じみ 務 政務 
ホを に 巧 命され た。 

穫じ叛 いて 


た 結裝乂 勢は 議會再 解散 ごみした 旨傳 へられ 
居る が 民政 黨 側では 再 解散 等は 觀未 魔の 嚷言仁 
過ぎない ご 嘲笑して 居る 0 

- 併 かしが 黨側 じがても も 府の巧 解散 說じ 就て は馨 がを 怠 ず 
今朝 野黨を 派の 聯を禽 を 催して 若しな 厨 じして 巧 解散を 斷 だす 
る じ まら ば協リ しこれを 迎穀 すべく 审合 すじ 至ち 先 づ野黨 j 側の 
ホ 調は 一致し k ごを ふ もの i 中立 派の 大立 物で をる 尾瞄巧 i 躍 氏 
は最 あのみ 產黨乂 檢擧掌 件を 引例して 『昨今 巧が 思想 あの 需傾 
向は 外敵の 繫 ホょ ち も 恐ろしい 闕雜 でぁち、 從 つて 巧く もこの 
際實膝 政治 じ當 らん ご 欲する 者の 輕 をなる 巧 動を 許さず、 郁 健 
幕 賞なる 手段 じがて 政を の 進步を 計るべき でぁる、 然る じ钢る 
鹽 i こ 底面し 徒らに 政權ず 奪を 目的 ごする 議會の 解散 や 內商彈 
劾には 絶 對に化 勤で をる』 とが かじ 軟 諭を 增 出した ので 巧 作の 
野黨聯 をも異 ホを くじかいた 形 ご い 政府 侧 じがても これ 
道の 光明を 啟 じて 野 熟 結 東の 切 崩しを 講じて 居る。 

武 藤お廊 がが 敕友會 入り. 

東 ま 特電 甘 四日 發 = 緩 逃擧じ 際しは ま黨 ょら 公認され てい 
巧め 中立を 標榜して 當 選した が 馬縣簾 一瞬の 巧 藤と 郎 氏は 富 時 
よら 旣じ政 友 會の後 媛が あつた ど 晩 まれて 居た が间區 出身の 先 
冀武 藤を を 氏の 逝去 ど おじ 正式 じ 政ぶ 曾へ 入黨 どみ した 

武藤 政務次官 逝いて 

政府 側の 璧み 絕啤 


特別 畿負會 切拔じ 目標を わい 
て 沸を しつ >、 ぁるな 麻は 前途な 
ほ 樂觀を 許さ や專ら 今後の 變化 
如 巧 じより て お 右され る 形勢に 
ホる じかん わみ 

萬を の 策 ごして 從 ホの 
ま 張を すて、、 御大 禮醋係 豫算は 
を 部 巧離提 おじ 巧 i 瞎合 じよつ 
ては 他の 一般 追加 豫算を 鐵性じ 
する も あへ て 解せ ず VJ する 意向 
の やぅで ぁるが な府は 御大 魔關 
炼豫算 ならび じを 律 案の 審 譲の 
ためじは 兩 おを 通じ 义鹽 五日ぐ 
ち ひを もつ て 足る もめ ご L かつ 
この 時に まつて。 ほす 信 化 案を 
否决し 去る じ 十 かの 確信を 得 ざ 
る瘍 をは 議 媛の 空氣を 見て あ も 
じ 五 H 閒 くら ゐの 停會を 奏請し 
反を を 促し . 
停會 期間 中 じむいて 最 

後の 抱 こみを なし これ じ 巧つ て 
巧を 葵 すれば 停 曾 後 不信 巧 案の 
討遙 をな さしみ 巧 一. この 最後の 
策が 奏功せ やな ほかつ 不信任案 
を 否 ホし 去る 確信を 得ざる 時は 
さらに 停會を 奏請して 御大 藏關 
係な 外の 一巧の 議案を 犧牲 じす 
るか、 停會巧 間中の 抱 こみ 功を 
奏して 不信 巧 案を 否かし まる 確 
信を 得た る 時は 停會後 不信 ほを 
の 討議 裁 巧を なさし かるが らし 
萬 TJi じ 誤算を 生じて 不信任 
まが 通過 せん i する 空 氣じ立 ま 
つ わ 窺 合は いよ''^ 最後の 策と 
して 解散を 斷け せん £ す る數段 
の 準備を 講じて をる やうで ある 
而 してが 項 時電の 如く 政府 わよ 
び 與黨が 

巧 解散を 唱ミじ おし 


いかに 焦つ て-^ 多數を 制し 得ず 
東京 特電 二十 S 日發 === 特別 識會開 おがは 豫定の 如くが H 午 
前 十) 時じ擧 巧、 聖上 陛下 じは 貴族院 じ 行幸 遊ばされ 優歷ー 4 る 
赖 語を 賜つ たを 十一 時 十五み、 御氣錄 美は しく 還齊 、お 蕭院遙 


民政 窺では なお 入を 驚かす もの 
でゐ ると 稱 してを ろが をの 後 碑 
彿の晴 報を 綜合 すれば 必ずしも 
單 なる 宣傳 ごのみ 輕視 する を 得 
ず どし 昨今 相當譬 戒め 眼を つけ 
てを る 模樣が ある、 即ち か 麻' は 
もはや ゐら ゆる ホ 策つ きたる 上 
にもし 十二 巧に 民政 黨巧閣 じょ 
つて 選擧を 巧は るれば を友會 
激滅 する る 明かで 特 則簾會 じ!；^ 
いて これを 斷巧 すれば よしを 唯 
數は赎 中る どして をを の 時よ ち 
はかくなる こごがない からこの 


際 お 論を 

無 して も 巧 解散を 巧 

はんとす る こご も 非 ホ 憲の現 巧 
閣 どして は あながち 絕 無のを ご 
はいへ やが る ごき じは 恐らく 解 
散 理由を 民政 黨の 不信 巧 案じ 酱 
する 無産 黨の寶 成 演說を 過激な 
る もの どして 理 をを こじつけん 
どす る や も 知れ' ず 大藏省 じ おい 
て 脚 大禮豫 算を獨 立す る ことじ 
决 をした るは 或は これが ため 豫 
算 不成立 じ 終らざる ためで をの 
準脯 をな L た ごも 考 へられ 3 で 
はない ど おて をる やうで ある、 
しかして をし 政 おが これを 斷巧 
すれば 民政 黨は闕 民の 正しき 築 
論じょ b 

大勝を 博 ずる こど 明か 

である からを へて 恐る i ごころ 
ではない が 憲政の 理論から 斷じ 
て 許すべき でない ごし この 點を 
巧 かじして を 巧ず る ど i もじ 欧 
府の 巧妙 U る 術策に 陷ら ざる や 
うを くまで 綿密な 注意を 挪 はね 
ばなら の ごい ふを じ 一致して を 
もを うでを る 0 


中を 東京 特電 U ホ お巧轉 載〕 


荒木 京大 總長 離職 


東化大 降雪 


【甘 四日】 昨朝 0 ホ お 化 地々 に 
大 降雪 ぁら、' 巧 柄 お 誇る 禪巧 
，じあいて 豁 岡、 山形の 如き 穂 
璧ご 一巧、 化 本 ホの かきは 五が 
じあんで を 通 機 離 じ も 故障を 
生じて 程る。 

.嵩 格宮が 御發航 

【甘 四日】 高 松 宵 殿 ドには 練習 
艦隊の 軍艦 八 雲 じ 御座 乘 遊に 
され 昨朝 十一が 橫須 貸を 御發 
-觀 遊ばさる。 

M 音樂學 校長 巧 命 

一 廿 四日】 乘 お嘉壽 氏は 東 ま 音 
I 樂學 校長 じ 巧を された。 

金輸 解禁 ホ だし 

〔甘 四日】 特别 離迪も 巧が の狀 
、態では を 驗照禁 は 不可で ある 
三 ニ 巧の I 垃巧收 されて からの 
方が をし いご 手 あ 交換所 や經 
-濟 調査 會の 意向が 傾いて 居る 
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急進派 敎授の 免職 事件 等から 

〔甘 四日】 を 都 帝國大 學敎授 のを 職 及び 學を 中の 共を ホ義的 
促 巧 ある 學 をの 退學處 みや 思想 硏究 脚體の 解散 事件に 關聯 しを 
大 絶を お 水 あか 郞 氏は 父 部ち 側 どを 大あ巧 及び 學生會 側の 巧に 
板挟み ど U ら 遂に 解 おを 提出した。 


日本 政府が 蓄究 

I 東京 廿 I 二日 發 N 曰 本 政府の 條 I 
委員は 目 ド 个戰條 約じ關 する 
r メリ々 及び フラン ブ の提睾 じ 
g 眉し 化 鞍が な 中 じして 巧者の ま 
^^じ巧等かのを協點をぉ見すべ 
I 巧 力し 居る も 相違が お b じ 開 
あちて をの 望み 少なし ど 認めて 
眉る がす 穀條 巧を を 式に 討講す 
をを は 議會の 雲 巧を 見た 上で な 
ス ては 巧 然しない 模樣 である。 

巧し 乍ら 日本な 府 としては 不 
"|ー 戰條 約は をの 趣旨は 眞じ 結構 
f であるが 實巧 難を 期待す る じ 
反し 日 ホ 仲戳條 約の なな じは 
直 おの 巧 害關係 深いだ け じ 深 
甚 なる 注目を 撕 つて 居る。 
郞も 重大なる 關 係を 持つ 點 はを 
お 問題 及び H 本 どま 抓 乃至" シ 
ア が滿洲 問題に 就て 紛爭を 惹起 
一した 鶏を じがる 日 义腳巧 じして 
- 日本 政が は アメリカ 故府 がを 
民閒 題を 0 て 純 國巧間 題で あ 
る ど 見做して 居る をには 意見 
のか 違が あを この間の 巧衝が 
期恃 され、 第二 じ 日本が 満蒙 
問題た！ 一 シア 乃至ち 挪 ご紛爭 
を 生じた 锡を アメリカが アデ 
ア じがる 巧 權ご巧 ロ 開な ま義 
ょ b して これを 仲裁 條約じ 適 
用す るか 巧 能 性 じて 
政府は ワシントン 大化舘 を あじ 
豫め これ 等よ b 生ずる 誤解の 一 
掃に 巧め 居る もの I 如くなる が 
新條 約の 締結は 今 か 頃 むらむ ど 
















山 東 省の 出兵に 

を 支那 擧 けて 抗議 

: 勝 誇る 國ほ 軍の 化 化で 化を は 
危機に 經り 第二み 化 兵を 衞議 i 
濟南府 の 陷落期 近づいて 

.まま 特電せ 四日 發 旗 烏を お師 削の 精銳約 一千 人は 巧 朝 巧 
词ょ b 、 中が 電信 げら 昨が 十一 時 いづれ も 見送 人の 萬 歳 裡じ靑 
島經 もの 上 山 東 省 じ 向けて お 励した。 

とお 廿 四日 發 し 商を 國は 軍は 山 東ち の 到る 所に がて 火 勝を 
巧し を國 おの 部 ドは 績 々南 軍じ歸 化しつ： あ 6 て 濟南府 の おを 
も 眼前に 迫り 旣じ 先を 騎お隊 は 十-五 哪の地 勘に お化し 居る が、 
巧 南が 化 巧の n 本ん 婦人 及びず お 等は 軍隊の お 動 あるじ も顯ら 
でなお 外 A 等 ど おじ 緩々 靑岛に 避難した。 一方 媽玉辭 軍ら 破 巧 
の 如 さ 勞で進 おし 化 京を 距る 八十 一哩の 化點じ 前進した。 

動亂の 影響で 出超 期遲延 

まま 特電 二十 一二 日發 Hh = 貿易は 大體 にがては 順調では あるが 
季節 楠 化の 輸入 增如ど おじち 那動 亂の爲 めじ 政情 題 化 L じ爲め 
巧 巧 期待 さいた 叛 お 超過 期の 到 ホ も遲延 する であらぅ ど 見' し， る 
東京特電廿|ニ日豬^リぃを那昭局.^推移して化をが愈々を機に 
迫む じ歧 がけ 更ら にを ニの 巧ち を斷 巧す るに をる ベ <歡 かお お 
軍 3 化 進を がを して パ 木當 局は をの 與 策を 協證中 である。 

出兵の 目的を 聲明 


總が掌 能を 我 H が 年 山 お あょ 
b の 皇軍 撒ち-」 際し U 本 政府は 
，この 機を とがが' し. て宜宮 墓を 發 
し H 本が 府 はおみ ぶ 抓動亂 ’對 
し H 等一谋 一派に 干涉 1 るの 患 
おはない 一が、 おし 幾を の 邦ん 化 
'留 地の 秋が-こ 平み-い 竟 さわた 場 
をが 生ずる G らば H ぶ 政府は 自 
街七必 を：：；* る ホ 段 じおづ るで あ 
らぅ ど 述べた r がる じ 蟲あ山 東 
おの 形勢は 急轉折 ドして 邦人 化 
留 地力の 伞 かを を かしつ -、ある 
じ 鑑み 化留 邦人が 議の円 的を U 
て靑 島を 經 もずる 山 お 撫じ約 五 
千 人な 上 S 藍 ザを 出動 ゼ しわる 


IJ どなつ た。 而し てこれ 等の 巧 
隊 出動が 終了ず るまで 非常 じ備 
ふる 爲め 天津な 屯 軍ょ々 一二 馈中 
隊をホ 化が 出動を 命じた、 日本 
政府は をに 追ね て 第二 ホの 山 策 
る 出を •し 際しを の 目的が を然化 
留が 人が 譲の 自衛手段 でぁら 柯 
等 支那 じ 割ず る 非ぶ 證 的なる 意 
あを 抱き 巧く はち 化兩 軍の 庫 事 
巧が 勸を妨 寒す る もの じ 非ら ざ 
る こどを 變剛 する。 而 して 日本 
政府は これ 等 邦人が 留超域 じめ 
るが 護め を 要が なくなつ たと 認 
めた 踞 合、 岛{> じこれ 等の お隊 
を 撒 おせし むる を' レ 巧 論で ある 


新政 府樹 お^ 期待 

氣の 早い 闊務 省當局 側の 觀測 

ワシントン 二十 I 二日 發 uuh 府巧闽 民 軍の 化 進 じ 脚し 圓ぁ 巧當 
奇ぶ お'-’ 向 軍し して 化 巧を 陷れ るぃ* らば 擧齒 一致の 內銷が 立を 
巧く も兑 越しむ も S がを の 可能性が 沿が の 化 進に をい ど觀 測し 
おしを の 結 お舉防 i 致の 颗め府 が ホれ るなら だァメ 9 々は 喜ん 
で條 約を 訂じ應 ずるで ホ.」 ぅど 巧して 盾る. かこの 礙國 一致 内閣 
じ滿洲 みおち のを 加を も條 が どす &や巧 やどい ふこ どじ 就て は 
當 時！ >邮 をを 避けて 居る 

めて 抗證 した、 り 本が はが 巧を 
- を ご 化に 做を はした もの； ち 邪 
剧 民は 今に 至る もこの おを じ醬 


南京 抗議 

上海 二十 二日 發 n 巧 巧 政府 の- 
なか 巧總 接は 今が = 本の 山 来 省 I する 


巧を に脚聯 して 嚴あ U 

が議 を おおして 今 网のぉ 
をは 國隙孩 巧に 違な するど おに 
條約 違反の わ 巧で あ b 时 時に 事 
態を 無視した 不必 巧。 をが 動で 
あつて 今 nl : L て H 本 政が が 出 
兵を 中 化し U い 化-^ 『を大 G る 
結 お」 を 化む であらぅ ど鱗吿 し 
て 居る。 则 も：：： く i ■昨年 五月 國 
に ザが 山 お 巧に 帘樂的 巧 勘を 化 
るに をる やり 本 政が は あち じを 
を 動かした るを なて 巧 巧 政府は 
これを のて ま權侵 軍の む 巧と 認 


す 嫌 を おがせ 中、 おして 
南京 政府は 樹立な 來 外ん の 生命 
助 虞 化 謡 じ 就 ゴは感 々興 明す る 
ど おじ 蔣 々お 術 軍は 最近 部下を 
署じ厳 里。 るか かを 發 して 外人 
の 化 命 M 產巧 証を 求め こいが な 
普け 旣 J H 本 政府に 她附 されて 
居る、 のみ：：' らや南 巧が •財 外を 
が にがては を列强 ごの 懸案. 問題 
僻 かじ 脚し 誠を をな てぶ 韶增進 
を 針 b つ t あつた。 がるに 不幸 
じして H ぶめ 府 はこれ 等の 事態 
を 無視し 南を 化 巧が 支那の 統一 



T . CTAKAMImd . 

176 む mbtrland れわ邮 kljfn 
Te しむ mbtrlgmi 231 1 


The Japanese Christian Association 

453 W. 1 が！ • パ i. How York C か . Tel. Bradhurst 8936 

曾 道 修お巧 ま 乂本白 


じ 人 巧 寄 
ま 事業 宿： ザ • 
すの 周を i が 


講婦聖 祈 家 日を 
ド* 書 禱庭踞 巧 
W A 研會 集學說 


襄 i 設 i 巧 へ 研會集 學說！ 諸 

I S 會ちタ 貪 ミち 集 

相、 餘！ 护 木 水 U . 日 合 

說 左を ’师 一 Sw / 、 ✓一 百 


談 をみ 
じのを 
應 化を 


乂八時 八 


K . IWAMOTO , MJ >. 

114 W.70tl» St. 

Tel. Trafalgar 0352 


ご abro 臣 m み m . d . 

巧 5 も rk Ave . 
cor. E» 巧 凸 d 化 
Te!. Bu け erfield 9 お 4 


DR . FwE . YpSH 化 

巧 2 W. 巧 nd な . 
MEmli 如 i じな 0 


M . Tsuchiya , D. M.D 
105W. 巧 rd 化 
Te し Tra わ i が r 6509 


房 書 西 お ♦內案 育 紐 

The East and West Book Co. The He パ ork Touris け ervi 扣 
4 り W 的 川 加 化 J. Y. C. Te し Ca 化 edral 44 叫 


A . し CEASAK , M . D . ; 

127 Eas{ 8 邮 化が t | 

bd . わ rk & Uxingt 帥む 巧 ! 

喉 晒 鼻 耳 * 1 i 

偶 時を 診 ！ 

午 £ を 巧ト 前午自 i 
巧 乂至時 六を 午自 i 
曰幡 i 

自 午前 十 時 至 午を 一時 } 



師鏡若 


F . I . FREDERICS CO . 

醫巧强 學大亞 比输を 
118 E. 59 比 化 18!. Regen り 084 
Bet. Lexington & Park Aves, 

迄 時 八 巧 日 罐± 水 月 


MIKADO TAILOR 

30 E . が 比 St. 

Tel. Rhineland がが が 


T. KASAi 

Merchant 
T 这 i!or 
が 

II 巧 巧 目 ll!L0 巧 G 
む師 卽 4 
化 W If 郎 it 


Phone 

むが nf おけ 


F- K, Maruyama Co, 

が W. が 化 St. N.Y. 

Te しわ yad 巧 巧 



帅 TO D む E な? け 
Custom 


1 る dor 


ん Y . Matsumoto , 

扣が hanicaiAr け hidio 
124 化 34 化 化 0 即 os け 拭 acy’s 
Tel. Ghickering 10010 


類 計時 巧寶 磯を 貴 

會廚 柳靑岸 

目 T 二十 四 西 
番と 十五な 一よ 十四な 

i 巧 化 巧 ーァェ クスス ム ィタ 
，グン デ yv ビーカーで グン ロ 

! 室 お 拾な 化 

I 四 セ ミ 四 トン アイラ ブ電結 
KISH し A rwAni rn 
14 り 57 W イ 2nd ST. 


F. MURRAY HILL CO. Inc. 
ES な 化 ISHE 日け 96 
Room 6144 巧 巧む oadway 
Te しむ wl か g-Green が 8M お 1 


が 

險 

か 

披 


育巿 書貸應 すの 東 
巧に 等ぶ じる 席が 
を 化 進 か 笛 - 出を 
巧 埋呈帆 道 切入 化 
用 店す を激 のホ幷 
命を。 巧 船 御を じ 
じがを SB 貨諮 じを 
おし 要 キ物問 曲 化 
や 誠 都 結 運に すが 


稅 

關 

事 

務 


Y. ITO 

け 3 E 的 1 53rd St. 
Cor. Uxington i け II 


Miss 目 iaDGli パ isti が 

1264 LexJ 化 お iween お 化 and 88h な 巧が s, 

授敎語 興人婦 


JAPAN ART STUDIO 

の 4 けが fi 目 TON AVE. も ？. 

巧し 化 SZA 8 が 7 


> 至を御用をの方 {1 午巧か購 3 十膊の巧にを耗令 

« 


譲 

♦ 

■ 

♦ 

M 


Wadsworth 7094 み わ 巧ぴ下 ■さい 


GAM 巧 化 L が 圏な 

設備 整が 經 隻巧廉 

Ca!!-TRAFA し GA 技 8200 
FRANK •に CAMPBELL 

"The Funeral Church" Inc. 
(NON SECTARIAN) 
Broadway at 66ili Street, N. Y. 


DR . D.BLOOM 

ぶ C ， み ’ v 〇 KK ひ F 巧 CES— 

34 此み reet Cor. 3ni Avenue 
59th Street Cor. Lexington Avenue 
1 が 比 iStr が t Cor. Pai*k Avenue 
—BROOKLYN— 

E.F.A 化 ee B!dg"DeKa 比 Ave. at FuUon St. 

t r じ 日 II 巧を を 

* ク化了 本 U お 新年 
ブ育寧 人® じ 式の 

ル瓷 切替 袋 信學お 

歲 じじ f 巧手を 
; おは 巧 篤 術 0 

ム 族 巧 し じて 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave . 

Bel が & 61 Sfs. Telephone むが n け 909 


会 向 人 本日 

巧 專雜型 小 

を 小き なぶ ホき 廣ぶ 小き 巧 


が G 饥扣巧 



野 ロ 愧± 巧 
靴 

小さき 靖 きおに 適す 


SIZES IN STOCK 3 乂 TCM 2 F WIDE 


N. TOKITA, 

CUSTOM TAILOR 

ROOM 8 肪 
1 が W. の nd ST. 

TE し BRYAfiT お 81 


時 

田 

信 

ホ 

颠 



PHE げ S も 巧 RRY 

3 Maiden Lane N . Y , 

ェ 細治鍛 銀を じ 幷巧測 金 

類 お蠻匠 意新最 


號カ 十四ち 四千 一 第 


雜 辦 清 纖 【円曜 水】 日 お 廿巧四 年 S 和昭 


養 察 

午後 一二 時よ ハ 時 
H 用は がの 相 西 候 

ドクトル 

鳥 見豊彥 


化 耐 

n P— 

I M 

如^ 

■ 1 

が扣 
H む 

h A 
c 佔 

化^ 

伽 化 
<0 5 

J L 
i 細 

T も 
2 
3 


な： 

育 I 
0: 
本^ 

を 

お 

;會 


MKn Mm 

茜 算 A 
日 晒 お 書 硏巧正 牛 
共勵を 夕と 時 ザ 
度 巧說な タ八陪 
木 巧 祗祿會 タ八灼 
英語 及び 裁稱 

午を ニ 持 

主 曜讓演 會义は 
茶話 會 タ八時 

社 會事莱 
を お 部、 旅 巧 ぞま內 
が •人事が 載が、 說巧 
が、 巧 業巧旋 が、 巧 接 
裁 縛を 授の諸 課を 設 
け會員 及び ホ會 員の 
巧を 計る 


診察 時間 

午後 一時 HH 持 
午後と 時 = 八 時 
愛 お 持 學± 

パ： 巖本谨 . 

古 か 比亞大 學ぷび 
グダ ブン巧 院勸巧 
日 巧は 前の 巧 上 侯 


化が 品な 《 

五味 商會 

W £.1呈芭.，こ.呈ー j 
Tel ぎ yv 占 an こ 7 さ 

JO 巧 1C 里》 OGC 否- M.P 

ニ 一 WS ニ さ st.f y〇rk 
星 V 舌 ミた を 3573 & ジ呈 ler 1 養 6 

ぞ後ホ 時 1 午を 化。 
H 诺 午前 九 時） 午を 巧 時 

— ドクト^ 小 栗乘吉 


なお 靑を巧 巧の 曲 体 

日本人！ 一円 年會 

窒 h St. ぎ呈 をミ 12 乏 


お 科 お 

主な 基 

該を時 巧 

自を前 九 時 H 十二時 
自 午を 一時 H お 時 
時間 巧は 前約 じ 願 巧 

誦一 診療 

前約 願 上 候 

コー モル 大巧 
ドクトか ォプ メド^^ソ 

醫學巧 ± 

吉 居照彌 




該察時 聞 
午を 六 時— 八 時 

江 見 ニ 一朗 

巧績 きべ 作 ビュ. 
おおな 勤 じかを 時 
間 かぶ ぴ日 班は 前 
約 じ 限る 


ホ內 及びを 地 席 巧 先 
ごも 恕切じ 樹蜜巧 致 
しまう 0 

I ◊姐譯 ◊調を <) を 渉 
I ◊買物 

1 0 化は 巧 ホな じサ四 
年 聊か 化 國の窒 情 じ 
™ 述 する もめ ご 倩じ钟 
シカゴ 大 學卒爱 


A が 育 ホ內發 おの 書 
籍は匆 論 其 他 朱國內 
發 巧の ものを 敏速 じ 
購買 致します。 

A を 本 及びを 篤 誌 御 
用め々々 じは 轉じ調 
査 、購買の 勞ゎな b 
ます。 


51 け 上 杉 純 雄 


留科臀 

ザ 上 義人 

西 六十 五 了 目 I 四 六を 地 
が 育帝國 旅館 內 
電話 トラフ アグ ダ ー ニ 五六 五 


J i 

& 輔 

著 

f 

化 

C C 

に：！ 

化 化 

的 削 

Is- 

J リ 
3 


至 

人 

実 

が 

會 


牧師を 睛繁一 
幹事 粟野 賴么祐 
，諾 ちを 

日 曝靖拜 午前 主 時 

日曜 學校 午前 十 時 

齡爾 日曜 午後と 時 ザ 

祝禱會 水曜 夕と 時半 

帘 ，'萌 ； 给 

位 展を倫 比 西 迄 お 
を 下町を 十五み 學 
を會 社員 じ 最適 

設賴 圖書雜 誌巧访 
を 辖娛樂 具 簡易を 
堂 あら 

巧を 職業 用 旋旅ぞ 一 
ま 巧を 禪事 葉調杳 


稅關 事務 取扱 

WILLIAM UANE & さ. 

巧 謹 ご B2 ニ B 夏 dwa こ ity 
TeLBo 左悬 -G 苦 ミ 9 ニで 9137 


t 

脚 峭§ 

棘 成 一 
M 耐謂 
.« 8 ^ 


お 育 州を 認 
內務 をを 許 
巧を 巧大醫 巧大學 
產婆 復咨巧 卒業 
元池邊 


胞壺婆 お本綠 


瓣贈公 孰 I マ ツサ 1 ジ 


內務 省を 許 
產婆 皴炙醫 


乎 野秀子 

電話 モ三ユ メント 10 完 


d 

化 

A 

R ^ 3 

usg 

M 灿？ 

淵？ 做 

WW お 

P4 ’ 

9 證 

K 

U 

Y 


觀 I 揉 治療 

マ. ツサ！ ジ 、整形 

藥 風呂、 水 お、 電氣 治療 

兩 が療院 

フイ ジ才ン ラビ スト 

公認 西が 幸 男 
午前 化 時 _ 。，午後 义時定 

お 張 治療 ニモ 應ジ マス 


檢眼並 じ 眼鏡 調節 


洋服 調進. 

クリ） 三ング * ダイ 

イング、 修遠 等】 切 

ミカド 洋服 巧 

化 本 巧 
電話 ライン ランダ •I- 
六 八 H 0 


笠 4 k 洋服 巧 


ぉ巧巧みノ巧》^1 グ ングニ階ニ九ニ県 

細 洗 丸 山 洋服 商會 


日本 理髪 錐淸 

西 四十 I 11 T 目な 番地 一二な ホ ま 号 

タダプ フロア (巧を 街* J 四十 一二 Him 巧) 


日本 散髮屋 則が I 

五 グ年閒 中が 巧 ご 共 じ 就 単。 

ジ ヤシン ト* フ 3 ッ 3 

ゴ W. 苦す St. N. Y. 苗す 
巧 et- Coi 雲す こさ • & G 呈量す rk Vest 


機が 設計、 煤 具 
運動具" 玩 其’ 美 
術 品 摹》 ランプ 
ァ ，ト 

スッ； 

「雜蘭 西 製 ダ ー 

ソンゲア 瓜 ミ 

ケット 販賣 


弊 巧は 實質 誠意 迅速 击敦の 
まじ 御 ± 產物一 ま卸賣 阻 段 
で販賣 致します タ かじ 巧は 
ら卡 御用 命 仰 か 下さいょ せ 
◎歐 ホが 補が 計。 置 時 討 一 ま 
◎寶石 貴を 屬 。銀製 器具 一. ま 
◎を 補 萬 年 筆。 を 銀製 鉛 幸 
◎善せ 器。 レ ユー ド 見本 化别 
◎寫 眞賴 。タィプラィター 
◎船 切符。 がを 窝ぁ帖 繪端書 

フロ^ — ドウで] 巧と 十 お 

領事 舘ぉ侧 建物 セ 0 五晰室 

成 3 守 クド句 
を' 小 名 巧 

碱ぶ爾 ぶ 

二三 夏 妄 ミ， NJ . 妄 
Tel . corf 氏贾 37 芸 0 


男女 巧 科 外科 



鑑定 無料 


猶疾 でら 慢巧 的の おがで 
もを かに 根治す。 巧隋病 
内殿が 化 液檢杳 X 光線 化 
柳 巧、 あ 水檢杳 、共 化 9 

ユ— マチス、 弱报 

御 巧ら の ホは 是非 一巧が 
出なさい 

時間 自朝九 時 ま 午を 八 時 
H 曜自钥 九 時 至 午を 四時 


Y- 

- S 化" 

IN 跟 

i 2 

it 巧 化 

iR 論 

を 


尋れ人 

(ままがん) 狩 巧朦雄 
(東京) 平 おか 雄 
(熊 本縣 人) を 崎で 作 
(を 知縣 人) 長 崎德- 
(福 陶縣 人) 稻永國 ホが 
を 永を 藏持山 巧太郞 古川 
正意 井 K 幸藏巧 松節朗 
渡邊篤 寶巧留 ±1 一を 川 巧 吾 
上野 修平 井な 貫 造 海 雄 
貫 造 太 郞を家 武雄柴 巧き 
雄 

{を 贊縣 人} 架 山 善 六 
( 奈良縣 人) 木衬幹 (波 壽) 
(愛媛 縣 人) 橫旧常 吉事 常 治 
忡座宮 之 巧 

(東を 巿) 小 林 銀ぁ郞 
(大阪 巧) 白木 政太郞 
(神を 川縣 人： 一巧 木 種 五郎 

右のを に 通知を 度き 儀有么 
煩 間 本人 若く は 知人ょ b 現 
化 所 お 通知 願 上 お 

紐 育帝國 総領事館 

1 ち Br 吉 d 去 さす W ジ rk City 


觀 日本人 f 轉細發 巧 

A 三 East 臺 芭.す三是亞す 


丸 山 洋服 商會 


荣 五十 HT 目 

二三 ニ 

が 藤 
洋服 巧 

t フ? な こご 一 


をき 米 固 婦人 
目 本人べ の英 
語を 授じ はを 
年の 經驗 をを 

す。 I ン ブス 

ンと 十ぶ 倘 
を H 朝 九 時ょ 
6 が 九 時を 何 
時 じても をし 
H 曜日は 一時 
よち 四時を 


H 本、 ま 邪 寶玉製 美 
術 お， 婦人 巧 首 飾 其 
他 装餘品 

闕島！；：^^が 

島 等 お 術品修 澄、 
首飾晶 、スト 9 ング 
H 本 服裁辖 


が 育生 命 巧 險會お 

S 木定吉 

雜保險 

S . 君17_ 

Zn3 Yorlc Uf こ ミミ wnce /】0 
巧 1 ( 了 a .3 berbsr zn ^ wYorkoity . 
Phone. Worth 22 ま 

を 社 ノ方ニ 御 掛ケノ がハ必 V. 
御 旨み ノ をぶ ピ 鬼な 街な チホ 
巧 力た 葡幸 f サイ 
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成功の 秘訣 

米國ま 英語を 誘す ま 
は 成功の 溝 一 辜です 
本校 じは 日本人 巧 巧 
じ 慣れた 専任 婦八お 
師ぁ 5 懇切 じ 會瞄通 
信义 社を 語を お致し 
i す。 H 確 遇：：： 巧 じ 
午前 化 時ょ 6 午後 十 
時まで 關较し 一 レー 
スンと 十五 細づ i 
今日 直ち じ巧该 めれ 


0 

dS 

む 

■I 

.S 

5 

B 

2 


振、 烟ニ垂 咽 隹^£ 巧を へで 則を 
み、 紹 細の 當 需用を b 起らざる 
じ 本 巧生產 前節 U くを 値の 爲め 
下落して 四十 一 他 半を 唱 へて 居 


日本 株式 相瘍表 

〔大阪 藤本 ビ八 ブ。 1 々1 銀 
巧を〕 株 ま 相 鶏 〔單 位圓〕 

■ 胃 买曰胃 著 
まを 指數 を 塞を 呈 

大 阪指數 ニ かふぶ 三な 10 
東京 電燈 ぶー *1 己' 受 を 0 
大同 電力 《1*10 《 V 10 
ち 巧 電力 空 •八 0 を ■客 
火 H 本 製糖 空 •呈 八ち ま 
王子 製紙 ニで を ニセ克 0 
をが モス リジ琵 る 0 贸を 0 
日本 ビー八 ニニ 0 •窗 二言を Q 

日淸 製粉 一冨 •虽 -皇 •夏 
淺野 セメント ま •盖 呈互 0 
日本 巧 独 まろ ° 夷* 六 0 
東 巧が 巧 奚 •00 ? 夏 
日本人 造肥稱 11 で呈 罩 ■一一 0 
义原曠 業 《子を ま •蓋 


.♦を 籍 ♦雜誌 ♦新聞 
が覽 をを 開 
執務 午前 丸 時 ょら 午後ぶ 時を 

.紐 育 目 本人 會 

ブロ I ドゥ 3 ィ一 とと 五 

電サ ークが 1 00 と 0 
話 サク^ 1 00 と！ 


夏場 向き 上等 

チョコ レ— ト 

當會 社は 特じ H 本人 諸 若の 夏 
瘍營 業に 適當 する 荫 品を 提 おい 
た I 居 b ホ闕 を 部 にがては 孰れ 
の菓乎 製造 家ょ b も！ n リタく 日 
本人 諸君の 御 得意を 持つ て 居ら 
ます 

チョロン— ト のを ラィンは ボ 
方 チ モァ 本社は 匆論お 記のを 店 
の 見本 室に 欄え てあらょ すから 
是非 御一寶 下さい 

FAIR T 普 S 夏 這 MPAN 产 
さ West 21st St., New York 晏 

呂 ilAL 夏 置 If 呂章呈 Y_ 

10 で st だ nd St こ Ba ち 呈タ N. J. 

J. 夏 BBl 责妄 QS 呈， 

養 Markef sf; Pittsbu 奪 va. 

み 浮 

呈呂 OL 二 EP 夏 夏 CTS 呂 ，吉 C. 

Pratt & ConGord ぎ eets" 

呈ニ m ミ タ臺. 

上等の ロ g 許り 

ホャン デイ 類 



正 商 ど 親切 ごぶ 旨 
どし 確 賓富用 ある 
巧 品を 精選し 御 ± 
產物 一式 恃別廉 偕 
で販資 致します 

一二 割 力ま 割？ 5 


齒科醫 木 下义巿 

ゴ？ ミ thSf 
ぎ MQient 黃 57 


巧 かるた 

は 七 {の 遊び 
ホを お 文で ホ 國人じ 能 （わかる 
やう 衞舉 明瞭に 說 明した ものが 
出 ホました。 巧 お 目み 進呈 致し 
ます、 御覺 下さい。 

M SWA さ 夏 呈 J14£. ホ 害 苗.呈- 


弊 巧は ホら < 白 人間 じ 信 
用を 巧し 熟 線せ る 技術 ど 
親切を なて 販資 致します 

寶巧 貴を 麽 

御 注文 並 じ 

进 速修錢 

諸鑑を 無料 

巧 中 商 お 

2 化 E . 65を St .， con . Madison Ave . 
Tol . RhinIWS&eJr 巧 0ms 




新鮮 魚介 一切 

H 本人 向きの 年魚 澤山か b 揃 へ 

榜圳 廉慣で 大勉强 致します 

サヴ才 ナ魚巧 

』os 扣 of り lavosEk 

2 泛 W , 61至 St . 

Tel . 0016 吕 bus 9 一廣 


h .^2 . 艦船 御用達 
化！！’ 化 船具 食 巧な 
^ 巧 j かがを雜貨販賣 
輸出 人稅 關手續 
^ .1 » I f 物 運搬 取扱 

遠 藤 小 乃商會 


實 業界の 鬼才 

大倉翁 •遂に 逝く 

享年 九十 ニ歲 H 廿乂日 じ吿別 

ま 京特軍 二十 二日 發 n 裝じ大 腺 摘の じめ 一旦 死去した る もを 
のを 蘇生した 貸 業 ぷ大倉 曾八郎 翁は 藥 巧を じ 効 U く 昨 二十 二日 
午を ニ帖 S 十を 逝去し わ。 逍 嵌は 岡 家に 安 超しぶ 則 式は ホる ニ 
十八 U 午後が 巧す るを である。 

遺言に 曰 ふ. 皇室へ 忠勤」 

束 京特覃 二十四日 發 H 逝ける 大倉 幫八郞 翁の 遣 言が は 今朝 遺 
族から 裝 あされた が、 翁は をの】 節 じがて 『皇室に 忠勤 じれ、 
自ら 築いた がをは これを すなじが がする 義稼あ b 』 ど說 いた。 


'H 本の 火 だまで もら、 巧に 滿 
:藥の 大事 業を である 實荣界 の お 
'才大 倉 萬 八 郎翁も 草 年 九十 ニ歲 
i をな て 遂に 化 ホした。 翁は 天 保 
_ 八 年义け 越後 留巧發 巧 じ 生れ、 
十八 歲 じ，-. て 化 ロ じ 出で お 策 じ 
從 事、 維新 後外喊 貿易に 志し、 
巧を 五年洋 巧し 歸朝 後は 現 化の 
乂倉 組を をした。 が 巧貿為 商， 
御用が ごして U 淸、 R をの 兩役 
'じを を 起し、 一々 めが ご して 政 
治の 盛 おに 巧 勘し り 蒸啊役 後ち 


前號 本紙 巧 報の 如 （ボストン 
及び シヵゴの 聯邦が 朽は 突然 五 
厘 ホのを 利 引 h げを斷 巧す る じ 
まつた か 

過 ま陋年 じ 瓦^を 融緩 

漫 S が 態 じ 勤 比して は、 これは 
頗る 注目す べきが 上げで あつて 
恐ら < 化の 聯銀 もこれ じ 做つ て 
を 利 巧み おがの 標準を 維持す る 
で わらぅ が、 これは 嘗じ千 化 だ 
十四 年 六月な ホの 高がで ある。 
即ち 问 年下 季 じがて 賓 みの 反動 
は 巧を 柄 據のト 落、 外 固ょ 6 の 
を 塊 檢乂数 おど Gb て お 巧の 位 
混は 頗る 强閒 どなら、 從 つて 金 
が も 西を 五 嘘から 急轉 直下して 
S みまで 引下げられ、 をれ ょ b 
一二 年 じ： 單ら てを がは 凹を 化 上に 
上騰したこご；：^く、 本年一巧の 
金利は 一二 か 五 庇で あつた。 

金 輸出入の 方面に がて 
もこれ ど 同 横、 昨年の 輸入超過 
一億 お 千な 巧 弛は 今年 じを つて 
は 一二 慮 弗の 輸化 超過 ど；：* b 、 十 
ニ 聯邦 準備 銀 巧の 準備を 斌ホ裔 
ニ 億乂千 . C 巧 ホ、 あ 巧ず お 化び 
じ 巧を じ勒 する 眼備 をの 比率 昨 
年 八 パのと 倒と をの かノ 一二、 昨 
年 同期のと 削 九を 置' 姐は 今やと 
倒 ニを じして、 千 九が 二十 一年 
0 ホ けじめての 化を である C 故 
じ今网 のが 上げは、 これ 自 がの 
成ら 巧で あるが、 而 から ゥォー 
瓜 巧の* 巧は をが 異 4：* つた 見解 
- を 持ち、 今间 のが 上げは 要ず る 
，じ 千 化な 十九 年ぶ び 二十 五 年 十 
一一 月に わける が 如く 一 般 株式 ホ 
察の 

お 機む 理 を 抑制 せんど 
する がが である ど觀 がして 居る 
.この化ぉは、 盖しホも-::^^るこご 
一で 過去； ザに' 社 b 蹄お當 なじ 報 


年 八十 化歲の 高齡を おて 滿洲巧 
蒙を に 旅 巧し、 張 作 霖ご會 見し 
蒙を 水 旧 開を、 ホ 殺閒題 等を 協 
をし、 支那 外を じ 貢献す ち所大 
なる ものが あつたが、 程な/、 隱 
居し、 息 赛と邮 男爵を 襲爵す。 
翁は 化 歌に 投じ 歌舞 音曲 じ 趣 ホ 
を おして 居た。 九十 年の 波 欄 あ 
も 年涯、 r 曲 火が 巧 まごし' ての 
i 盛名 ご 化に 批評 もみ U から ざら 
i し' い 兎を 巧 日本の 代表的 富豪、 

I ホ 楽み であ 6、 電氣翁 生 デ ソン 


吿 された、 お 立 銀 巧の 貸 附增加 
窩を をる じ 十一 ニ 憶 六 千 六 ゎ 五十 
巧 弗、 この 中、 商業 用の 貸 限は 
僅か じ ニ 一億 化で 巧 弗、 巧 ま巿壌 
じ對 する 貸 附增加 底は 九 億 化 千 
方 巧、. こユ！ ョーク に 於け る 巧 
仲買人に 對 する、 過去 一年の 貸 
附增加 のみでを 十二 億 五平 巧が 
じ 及び、 本年 一二 巧の-- ユーョ 
ク 仲買 貨附增 加 三 一億 千と な 六十 
巧 弗は 巧 巧 中 巧" i がて 旣 じご 一億 
四な 巧 弗に 達して 居る。 おじ 一 
股 金融 巧攜 どして はこの 貸金に 
依る 

株式 投機 の 影響なる も 

のは 看過すべからざる 活事實 で 
あつて、 昨年 八 巧 i で この 貸 お 
膨贩を敢てしつ 5あったが巧は 
當時 彩し く 流入され つ！ あつた 
外 固を 瑞を聯 銀 じ 納めて 宜 巧の 
準備を 率を がち、 これ じょる 準 
備 金の 巧加离 一億 一二 千 一二な 方 ホ 
聯銀巧 割引 じょる 减少高 一億 一 
千と が 万 巧 ど 昨年 八月に 報吿し 
たもので あるが、 而 かもを 叛出 
乂狀 態の 急 變じ伴 ひて、 準備 高 
維持の ためにけ 巧 削 引を 增 加し 
昨年 八 巧 3 ホの 巧 劇 引な 加 商は 
一億と 千 四 巧 万 弗、 先 巧は 一億 
四千と だ 万 弗 ごな つて 居る。 即 
も 聯银の 

準備 减少 は單 じを 塊輸 

出 人が 態の 激變じ 起因す るの み 
ならず、 株式 ホ燦 のを 融膨服 も 
陆巧的 じ i が 響して がる こどは 勿 
論 t あつて、 聯銀當 局 ごして は 
巧 券 乃ち 証 络を擔 が どす る 貸 お 
しは 禁じられで 巧る もの：、 廢 
あなる 貿易 手形を 巧 割引して n 
1 少 •ロ ー ンの 政策 じ 及んで 居 


向 じ 街しても、 間接 寅 巧が ある 
譯 で、 議會じ 巧 機 的 仲買人に 巧 
する 貨附 制牠法 制定の 聲が 間え 
てち るの もこの 結を である。 

商務 書記官 ご 

生糸 取引所- 

原 商務 普 記 官報 吿 

去る 十 化 H 當地 ナシ 3 ナルを 
糸 取引所々 長 スマ ィリ ー 氏 外 創 
立 巧 員の ホなる もの ご會 をして 
其 内を 及び 今後の 方針 じつき 聽 
取し わる 處を綜 を t るに、 ホ だ 
單に法 棘 的 組織を 完成した るを 
じして 會 M 申；： 3 數は ニーな 置 十に 
達した るが、 お ほち 力い* も 生糸 
な 扱が の入會 中' 么充 をなら ず、 
目 ドし きらに 當地 じがけ る 本 巧 
當 業者が 化 S ちみ 者 引 入を 希駕 
し 連動 中。 るが 如く、 ニュ^ ~ ョ 
! ク 綿 化 取引 巧 側 ょらの 入會申 
込は 五十 じ 達し 其內じ J レ 间化引 
所の 吨 '糸 取引 調査を 員を もを み 
居む る 由なる が 表面 棉花 取引所 
側 S の 提携は 懸案 中で ある。 巧 
取引 巧の 位地に 就ても、 諸 取引 
がの 中必 化た る 下町 じ. わく か、 
或 ひは 絹物 巧 場中必 S 上 町を 選 
ぶべき や も 硏究中 じして、 最も 
重大なる 格が 問題に 對 してら ホ 
だ 成案な く、 專ら ホ厨絕 業協會 
派遣の 格せ 準備 委員 儀 蔑の 結 お 
じ 期待す る もの じして、 义ホ國 
絹 業協會 どしても、 棉化 取引所 
波 遺 調査 委 費の 報を を 待 も、 態 
度を みする 穩聲 巧した るを なて 
をを の 通 もと 巧 一 y じあ 引 開始 
せらる る やを やは 疑 間な b ミ雖 
も、 最あ ガブ •ポスト 等の 楠當 
なる ホ 糸な 扱 巧を 入 C 本が 荫中 
じ も、 間 おながら 願 巧を がくる 
者 弗々 巧 現しれ るを 0 てを も 巧 
曲を ならに も 相當の 時期 じを 糸 
淸算か 引 開始を 見る じ 至る であ 


產業 萎縮を 憂慮 

ま 京 特電 二十 一二 日發 n 産業の 
現がに比しがが^;集を進み適ぎ 
の 現を を 呈し產 業を 萎縮せ しむ 
£ 財 巧知 一部で 憂慮して 居る。 

大日 本 蠢糸會 開 倦 

ま 京 特電 二十 一二 曰發 n 長岡ボ 
で大 B 本聲糸 會開摧 され 閑院を 
殿下の 御成ら もたら。 

愛媛と 銀行 合同 

ま 京 特電 二十 H 日證 n 愛媛 縣 
下と 銀 わは 大藏省 VJH 本 銀 巧の 
戟旋 でを 閒 整理の 上 新 銀 巧 設立 

米國の 出超 增加 

巧が 務萬記 官報 吿 

アメリカの 貿易は S 巧 中 輸出 
四 億 ニ 千 一二な 万 弗、 ホ 超 四千 巧 
方 弗、 輸入が 前ち じ 比し 著しく 
增 し、 前年 闲期ド 比し、 輸 おは 
千 四が 万 ホ おじ 凿 し、 輸入は 僅 
かに 四が 义巧增 じして 出超は S 
剌五 かおの 髓 巧を 示した。 一二 巧 
中の 金 輸出 乂モ よ'- C 五ト S 巧 余 
空前のを 巧 じして 四 巧 1 H 圃內 
がち 甚 四十 I ニ お 六な 万 どな 6 た 
めじを 離 引 稀ら の 傾向を をた る 
旁々、 株式 投機 引續 き甚ピ しき 
ため 準備 級 巧 巧 倒 引率 引上げの 
證 あらし 處 、十九 ：11ポ トン 及 
び シカゴの 兩 巧は 四を ザに 引 上 
げを搜 表した。 絹物は 一 投じで 


たので あるから、 この 投機的 傾 


那の 事業界 じち 賛を巧 じ、 大化 i 巧 ごもを 契 深く 奇才に 窝 むん 物 
四を 巧 巧を 巧 けられた。 网 十四 I でぁつ た。 

聯 銀の 金利 引 上け 

i 金塊 輸出の 激增 ，、一 株を 巧瘍 
の 投機 巧 制 等が 直接の 動機！ 




〇 u 瓦 打 g Gan Low 

Chinm お staurant 
112 W. 的 化. 化 City 


Beem Nom Low 

47 んな h Ave. 

Bet. 28 比 - 29th St. 



巧 六 巧 
ご 目 了 四十 四 
閒目了 五十 四 




Wing Hing Low 

Chi 加が ！ lestaurant 
お 卵が way, N. If. C け y 


City Hall Tea Garden 

170 Nasa&u St •むか 
N が t to the Tr あ ime 技 !ぉ 
Loo LI なみ Ian 巧 er 


DARUMA 

巧 1- tth わ も 
Te しわが n け お S 


SHOWA 

53 We が 105 St, 
Tel. Clarkson 0981 


.College In 打 
3103 む oadway 
Bet ， 巧 3rd & 124th な s. 
TeL 抽 orningside 74 巧 

至 白 雲憲 -il 

午 午 理抓ィ 及 

菌荫 ^ 春 : t 


三 


寺 瞒儿灣 

燦て > 


IKUINE 

Hotel & Re が aurant 

313 W,8 お h が . New Ifork 
Tel. Schuyler 7822 
Cable Wdr が s 化 DIRE 



1 が Wes パ お h が . 
む i. Susquehana 巧が 


TOYO KWAN 

41 £；• 19 比 St. 

8s{. 8'w 巧 & 4 化む e. 
Td ， 4!g 日 n が in 8 巧 8 


K 隱 YO る 巧 T 排日 P 

IMPO 民 TE 民 OF 

GOLDFIS 扫返長 成 DS 
〇 

動 其 力を 

物' 常 十 種 
一 鳥リを 
巧 ill ャ魚 


Japan 

れ日化 ion な . 

1 卽 W. 6 加 引 . 
Tel. EndicoH 97 お 





340 W. 5 か h み. 

Telephone: - 
Columbus 8882 


(巧 S •水) 巧 巧 ゎ 



The Tokyo Oo. 

1 が W . な 化 化 
New む rk City 
むし Trafalgar 6 お 3 


も KUWAYAMAGO . 

1 14 に 5 化 h St 
New York CUy 

. Phone. !? 巧加》 J 麗 


SUMMER 

PALACE 

741-8ih Ave.M47ih 化 

化 W YORK- 
Ph 帥 e Longa が e 5084 


1 

KATAG 做邮 (TS I 

224 に 59 比 St， 
New Y〇!"k C れ y 

Tei. お gent 3480-3 が 1 


Ko も e iSUidio 

730 Fifth Ave. 
Cor. 巧 th St. 
Tel. Circle 4406 


DANCING 

411 W. 11 な h St. 

Tel. Cathedral 440B を か 3 



Kawasoye Hotel 

1 が WesH23nl 化 加 
む I, Marningside 7154 
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號 六十 四昏 四千 一 第 
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美 ホ じして 淸巧 

f 南樓 

午前 十 時よ b 
午前 ホが よで 


巧 巧 


を樣の 御姥日 好に 適 ふ 
様な 美味の 街 巧 巧を 

S 廣珍樓 

をし ますから 續 々御 
ホ ホを 願 ひます 


ず兰 J 燒 

ホ じ 御 料理 



0 永興樓 

晚揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本人 諸君の 嗜巧 
じ 適する 巧 巧を 差 上 
ます。 朝 一二 時を 開庙 
(な ホ 五 T 目 ナブ 
停 奉 おの 下) 


支那 巧理 

市麾 茶園 

司 理入苗 蓮 
お 數のホ じは 蜜が 
の 御 優利 じ 備へ巧 
間食 庵の 御用に 應 
ず •へく 絞 駆 巧キ裙 
不變わ 引 立願 度な 
紙上 御 ま 巧 申上戾 


自動車 11 

懇瑚じ 敎授晝 お兩巧 日曜 も 
H 本人へは 秋 山 氏 專巧敎 巧 
互 eiro ち 害 n 量 0 ジ| 1 居 一, 養ぶ ごち 


割烹 並に 御旅 舘 

生稻^ 

化育 巧 西 八十 八 T 目 一二 ニニ 
電話 スカイ ブ ー と乂 ニニ 


高等 御旅館 

東雜館 

會朦御 料理 
御料 理齡託 


壽 巧を H をら 主す 


高等 御旅 舘 

昭 和 

會龐御 料理 
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温 新 杏花 

本 樓は開 創 0 ホ 多年 
一意 勉强 化ら 司理人 
ゼィ 、巧理 人 歐廉も 
相 變らホ お前を 見せ 
て 居まず。 然る じ 現 
在 某衔某 おじめて 元 
本 樓巧理 \ を 雇 入れ 
たるな き廣吿 をな し 
居る もを 钱酷根 じち 
么骄 る# じ 御 迷 ひな 
ぐ 倍 舊卸展 負 じ預を 
度 {日本ん 議 賢の 御 
ホ 巧を を學 致します 
新 杏化 

主人 謹啓 


ステ^ 么ヒ！ ト户 ツト フタ 

巧 人 巧樂が 自由 亭 

5》 Sa 互 S St . す 00羣_ N . Y . 
ジニ riangle 74 な 

▲淸 潔、 親切、 お樂 H 1 ニ 巧 ▼ 

> •勢 州 舘 

が势 事を 久蘭榮 作 
225 尚. 58 th Stre を 
Tel . す gent な 98 


若 巧旅舘 

江川 作 一 
so でた 1 雲 stit _ 
Tel . S 妄 さを nt 3351 


一力 旅舘 改め 

を 國旅舘 淸水 

1 ち 卓. 茜 th St - New York 
ジ 一. 梦ぶ 夏 h ミミ 萬ち 


紐 育旅舘 軍！ 部 

巧 四十 T 目 ニ 四 ニ 霄' 

を. Galed 呈 ia 琶 A 


•ホスト y 巧 

富 ± 燕 舘大浦 末 松 

145 woist ま 写ぎ st 言 至 ass ‘ 
ぎ B 養 5 


住み 必逊- ♦き淸 潔なる 室 

す 5 P 投か 好か 

1 苦 Lsi 另 t ミ Jwe - 

ジ L Ma 产ぎ 2 ち 一 


費府 御旅 能 

桑 山 淸五那 

4 是 替 瓦 h ミ h 黃 . P 呈 ade ぶ hia 巧 a . 

呈 . gnu ニ § 
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f む 一 

巧— 描 
巧 1 _ 刪 

L * W 削 

W 刷诚 


設髓 改善、 廊 利の 
巧理 人、 調理は 日 
本人 おき 

S 桃李 園 

御ち ホを 待つ て 

夏ち まず 


ホ 上 金魚 巧 

9 ち 巧 童 賢田.， Ne こ ork 夏 y . 
さ ミ e 妄 己 e ち 3》 


蠻油譜 gisipf 白 ホ 

日本 米 離 食料 晶 & 驟 4 K 

巧 田 醬洒採 ま會社 東が 一手 賣挪巧 

曰 本 食料品商 會 


出張 所は、 中央 停 おお、 

ペン、 ラ ッヵ ヮナ 、新が 面 中央 
鐵道 等の 鐵道會 化 停車場 巧に 
室を 有し 一年の 人事 相談 取琼數 
五 万人 じ 達し、 旅豐 不足 i 倘 
人 上の 化 話 じ 及んで 居 b 黑 入の 
ためには 黒人の 係員を 潰き 又を 
民の 化 詔を する じめ に ェリ； ス島 
移民 局 ホび じ サゥス •フェリ ー 
じを 案 巧 巧が あつて 每 年数 巧の 
移おが巧宜ををけて居るが^ 昨 
年の 統計では 東洋人は を 那入六 
人、 朝鮮人 八 人、 H 本人 四卞人 
ど ある。 斯 （事業が 擴乂 されて 
往< ので、 同協會 ぶため じ 一 

あ 願 的に 働いて 吳れ I る 人 
特に 二十 五 歳から S 十五 歲 まで 
の 婦人で 中學 程度のを 育 あな 乂 
の 加勢を 熱留 して 运るご 一友ん 
どで、 巧 事は 本部の ヒ八ホ A ど 

目 接 ソ Li を ^!<少 ミ 、‘ ミウ 
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'目 働 車 運轉を 修理： がを 
a 本人の 敎觸じ 娘- リ親 
切じ敎 巧す、 混雜？ 道 

路も自 •凹に 
操縦が 山 巧 
る 樣じ午 
ますを ぶ 保 
証、 就職口 澤 山、 

敎授用 じ クラィス 

一九二み 年 型を 使 巧 


餘 


千 五 年の 歷吏 ある 當 綾は 多年の 
經議ど 親 智識を 有ず を敎 歸ぶ聘 



し 自常車 
操縦 ふぶ 


び 運 冷 者 
の修 なず 
ごみ 要 

な 機 §1 が 


§1 
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をを 習し 是が獲 場を 巧 誰し 嘴 菜 
ロを も 周旋し ます。 


智識 そ 魁 

し 

能 

率を！？ 徹 
底 的：；！ 術 


天長節 視贊會 

一、 時 M 凹巧廿 八日 (±曜} 午後 セ 時 

一、 瘍所 ホテル ペン シル ヴエ ニア 

一、 會 費を 弗 

一、 服装 タキ シ ー ド义ハ 可成 黑服 
御 婦人 ハ 和洋 服 御隨意 
一、 申を 所 H 本人 會 事務所 

昭驾牵 四皂言 紐 育 曰 本人 

お 當格パ 開 宴 中 諸 楠 ノ餘興 ヲモ 相 演ジ可 申 宴 後 
別室 ニが テ ダン スモ 有么候 第二 付 特ニ中 添 候 


日本 食料品 類 及び 雜貨類 卸小賣 
ホ 之 素 大賣搁 桑 山商會 
新刊書 籍雜誌 小間賴 日用品を 種 


を 夕 化 時を を棄 

メ 1 グ アド ンス 〔年 一巧〕 

曰 本 おち 巧 東京 商會 

を摄巧 巧 巧 巧 心 1 ム宫 巧の 便 ぁ.-*' 
トブ ンクお b ます 


新開 業' 

腕利きの 巧理 人が 曰 本人 諸君の 嗜巧じ 適 
ず ミ 巧 選を 差 上げます 

S 頭 和 園 

芝居の 前、 芝居 歸 ちの 御 集らに 最も 適當 
の瘍 巧です 是 ホ 御 巧 負 じ 願 ひます 


紐 育 唯一の 円本 百貨店 

巧 欄 兄弟 蘭會 

スマ ドレ •ブロ ダク ジーず 販賣元 


第五 街と so 

へ クシ ヤ 1 

ビグ ザ ング巧 

小 池 寫眞舘 

電話 サ ー クか‘ 

四 四 0 六 


舞踏 個 Ai 

▼社 巧 ダンプ ▲ 

▼表情 体操 A 

了 寧 
親切 

朝 十が ョ ，夜 十一 時 

シャリフ •ダン シ 

ング輔 魔學校 卒業 

上 格 タマ 



荒木 巧は まる 十八 日の アク キタ 
こ i - 號で おじ 渡跌 し、 か 井 氏は 
をの アク キタ ニア 号で 當 地へ 五 
巧 四日に 到着の 尝 であるが、 プ 
レジ デント •クリ ゲラン ド 号は 
出帆を 五 巧 五：：！ に 早めた 爲 め、 
巧は 到底 こいに 藥 船出 ホず 化つ 
て 競爭が 荒木 氏の 手じ歸 する こ 
ごは これで 確實 ごな つた。 唯 嫂 
された 問題は ホ だ 曾つ て 試みた 
こどの ない 西 姻らを でれ 程の 時 
間で 迴 るか £ いふ 巧 ホで あらう 


旅客 人事が 談協會 

良 ± な 

邦人，、」 關係 深し 

本社 發 巧の 『乂紐 育』 社 
會篇 中に 紹 かして 置いた、 トラ 

ベラ 1 アス •ぶ イド •ソ サイ テ 

イ (霉 して 旅客 人事 相談 協. 會ご 
一 及 ふ) の 本部は、 巧 四十 四 下目 


慶大 野球 團戰績 

對 サリフ オル ニア 大學戰 ：：= 第 
一回 戰 (十八 H } 十一 對 十が、 
第二 回戰 (化 一す) 十二 對十敗 
= 對 日本人 野球 戰： =： ワッソン 
ビ八 日本人 野球 國 (せ】 日) と 
i ニ 勝、 アライダ a 本人 巧 球 
團 { 廿 一 H ) 化對零 勝。 


な 四十 四を じを るが、 旅を 假治 
所を 東 四十 I ニ 下目 巧 S 十九 番じ 
設けて 屠る。 創立は 千 凡百と 年 
で 一般る 共の 寄附を を 基を ゴし 
て 大紐育 じ お 人す るを ゆる 旅 を- 
の ためじ 奉仕 的 事業 じを 事 L て 
居る が ■ 

財が は 一 ゲ牟の 化 入 お 十 
ニ 一巧と 千 巧 巧に 協會 巧ち の鬻道 
會社巧 ょらの 收 A モ弗 合計 十一 ニ 
巧八モ 弗で あるが ま おも 暑间額 
であるた め、 目で を 志の 釀 をを 
ホ 望して 居る。 同炼會 はち 人、 
子供 岡 伴の 婦人、 おい 婦人の 獨 
b 旅、 子供の 濁を 旅、 あお した 
子 おを の搜索 警戒、 英語の 解ら 
ない を おの 胜 話、 急病 A 、 穂. 神 
病 客の 世話を 娘 賴じ應 じ、 又は 
自發的 じ 遺つ て 吳れる 


御菓子 舖 

名 愤栗饋 頭、 驚 餅、 練 羊羹_ 
賛澤 豆、 甘納豆、 其 他を 禪 
煎餅 卸小賣 。のし 餅け 前日に 御 
注文を を ふ。 日本食 蛛品 及び 雜 
誌 等 も あらます 

巧 注文は 松風 軒 高 橋 
28 去. ま th Si ジ I . Triga 二 苦 4 


曰 

を 

'.う' 


曝 


電請 プ ラ"*^ ア -ソト 
八 0 お 丸； 八 八 お H 

. 特長 

輯 育巿兩 四十 四 T 吕 
ニニ！ 二八 委ニ 磯〕 
支配 入せ 中 重 雄 

す 巧 

1舌を養皇ごこ1|臺こ.ー- 
ジー. 害 ま I 二ち 害 
ま 巧 ミこ. K . Sa す- 


眞而 目なる 滾屬罔 贈 じ薄實 
なる 職業を 周旋す 

宮が 事務所 

紐 育 ホ 西 四十 ニ T 目な ホ 一を 


電 

語 


ブぅ ィアン ト 


絲絲 


煎 餅 卸、 ル賣 
豆腐 油揚 
日本 食料品 一切 

wunris 巧 Rice oake 0 ? 
夏 5 Third Aye ._ 

Tei . p 堅 a 巧 18 


ロス アンお^ ス 

ホ y ン ピック 
ホテル 

.ニ ？ N San Pedro 芭 こ Los A 晶 ele ツ Cal . 


レヤ トバ巿 

NP 旅鑛 

W 0 巧- 6 th A . ま • WP wfflattle * € ミ f ， 

停車 琪前窥 を ご IT 左側 ホ 階 建 
日本 巧 船 切 巧 取扱 波戶場 送迎 


商業 隘據 中必 、緩 領事 お、 日本 
郵船 其 化を 巧 大會胜 近き 袭巧 

桑 港 小川 ホ テ 火 

純 日本食 (縣削 聞を も) 

御】 報み 第 旨 動 革 御お迎 申^ 侯 
8ニ 呈 ifiia si : San F 皇 cisco , Gaiif . 


木 旧 ル * ミ、 パク 
1 看 3 rd 富 ‘呈 .洁置 量で its 
ジ量 hone 穿 geni 芸ゴ 


三 浦 環 夫人 獨唱の 夕 

時日 の 巧 二十 八 目 (±曜) 午後 八 時ザ 

力 I ネ^ H — •ホ ー ル 一. 

巧符 ボックス 一二 巧 S 十 仙' オ— ケス トラ j 
ニ 巧と 十 立 化 ニを 一十 仙 一 莖ハ畫 仙 j 
バルコニー ニ 巧 二十 仙 一 弗 ホ 十五 仙 一 
一 弗 十 伽 セ 十お她 I 
菁ミ g 呈 置： 左 drok Attracticm , Inp 
置 W 42 nd ぎを New York 基 



媛の 蒲燒 おいしい 娜燒 

會席 御料 種 

晝 食は 末廣へ 

叮喀簡 化 盛が 大勉强 


妃の宮 と 仰ぐ 1 . 

節 モ姬^ 動 一等に 

芽 化 おき 御納 ホの 懐は^ 巧 頃 じ 

當地 てが 九县紀 念の 音樂會 

皇弟秩 父. お殿ト のがの おど 仰ぐべき 化 平 節 子姬は 愈み 五 丹 下 
句じ肯 がを 出を して 歸 朝のを じ 就くべく 语 旨が 藩 + を 化 表する 
盧 ホで 一一 靈 商事の 社 M 山內 おお 巧は 旣じ 首都に 赴いて わ 祝 ひを 
述べ、 化 半大化 一家の 齡 朝に 御 伴して 歸る豫 をで ぁる' が、 當化 
の アン ゲ P •ラ 子ゼ 氏は ホる 二十 九 H 午後と 時 ご 一十 かょ b 巧プ 
。— ドゥぶー ヒ十 下目の ピキ ジアン •テン ブ 成で 新作 化 「京都 
の ウナ •ノブ テ』 を まじ、 がず 一家の ためじ、 紀 を音樂 會を摧 
すべく、 夫々 おがが をが しじ。 當巧化 平 大使は を 巧 ホに で お 席 
出ホじ い の つ . ぉが事舘か ら斑藤を補が化ぉす る こ ど 1な つ て 
おる 0 


ホる 六月 歸 越の 節 子 姫が 入络 
までの ホ 能の 今 H までに 內 をし 
たど ころに ょる ご、 姬輔朝 後を 
もじ 

御 納采 の 後 W 1 占 ふの が ぁ 
る。 之れ はと 巧 わは せられ、 秩 
ダ おの 御 巧 ひどして、 別 當は大 
禮 服で わが 新 邸じ參 着し、 姬の 
父が ホ 粗 雄 氏に 街 お 「的 お 約を 
：：* すため 節モ姬 .し 納采 をれ ふ』' 
巧を つたへ、 稱 巧を 投 けて 退去 
する。 儀と 云 のけ、 化 巧と が 
じ 巧は せらる、 ので、 閒お 家の 
別 常け 御姑婚 をれ は せらる、 則 

姬の父 じつた へさせら い 


つぐいて 夏き あた b からは、 皇 
族 身 泣か じょ b 姬じ動 一等 寶冠 
葦を 授けさせ 給 ふ。 この 吿 期の 
儀の ある i ではを の 他の 日 取は 
を まじ 终 をせられ.；：？. いで あらぅ 
が、 目 お 巧き がの 入 第の ょき 日 
の早轴 、ちを の 御 使は 大體 服で 

平家 じ參 上、 當日御 結 
婿の 礎 みら せらる； じつき、 も 
迎へ 中し あげたる 旨を 述べて 十 
ニ 單ぶ晴 ぃやか じ、 儀が を譽謹 
の 自動を 齒簿 でを 城に 向は せら 
り、 賢所 御前の お固めの 儀が 巧 
ぃぃ せられて、 ひきつぐ き 皇靈嚴 
神殿に 參內 、朝見の 棲を 巧は せ 
らいる。 靑も 御所では 皇太后に 


钥 見の 儀が ぁら 秩 父の 宮は妃 を 

こ t で 

^ 白ぶ^ •じ 御 引き合せ じな 
4 ので あるが、 をれ 等は 十 巧 上 
旬 じ 巧は せらるべく、 をの 後 じ 
か 勢献傍 山陵、 化 見 桃 山 御陵 拜 
のた め御赌 まじき 巧の 御旅を さ 
せらい る當 である。 而 して 節 子 
姬じ？^御娟儀の際使用せられる 
諸ぶ 裳は、 御大 典 じは 化 用 せら 
れ ず、 を 部 新調され る もので、 
御髮締 、御髓 なで 小物は、 を ひ 
はを のま i 

御 使用 じ 巧 巧る かもしれ 
ないど。 御大 典 御衣 裳 どして 

二) 五 お 唐ぶ 裳】 揃 

(こ 五 あ 長 梅 小 桂 一 揃. 

こ) 巧 稽一揃 

の 一二を ゎを 新 誠ず るので、 ああ 
唐 お 裳は 賢巧大 前の 儀、 紫廣殿 
の 儀、 大嘗 をの 儀に 御着 用 じ G 
るが、 特に 大嘗 巧には、 この 上 
じす. へて を 淸淨じ 遊ばさい る 意 
ホで ホ 忌 あを 御用 ひじな ち、 遷 
宴 第' 一白 じは 第 S のを 格で お出 
まし じなる こど i 决 まつた。 畏 
れタ （も 

秩父 宮殿 f じは、 御 婚儀 

じ 際し 贊所大 前の 儀 じ おおで ま 
しの 際 じは、 特にち 難き 御 召 じ 
よら、 質素 御 獎颇の 患 ホで 御成 
年式の 御 ごきに 召させられた、 
御觸 服を をの ま i 御 端 ひ 遊ばさ 
れる こご-'、 なつた ど 承は る。 


i 東部の 强 敵を 相手に 

^ 慶大 野球 團が 遠征 

久しぶ 9 じ迎 へる S 旧の 健兒連 


旣巧 のかく 慶大 巧 球鹽は 過般 

の 太げ 化に てブン フランシスコ 
に 上陸、 カリフ ォがユ ア大學 ど 
の 巧 巧 戦 第 一 日 じは 十一 お 十で 
惜敗し 目下 西部を 化を 轉職 みで 
ある：^、 久しぶ b の逸征 だけ じ 
卸る ごころ 湧く か 如き 歓迎を を 
け當 方た-はも 巧の かき H 程で 目 
醒 ましく 巧 躍すべく、 今年 S こ 
ユ ー ョ ー ク 火を のかき 恐ら （東 
部 火を での 親を である ご稱 せら 
れて 巧る だ パ じ、 をの 對戰ぶ .b 
も 期待 さわて 居る。 一巧は 曇 U 
大お 巧が 阐ー キヤ ブブン どして 
ニユ ー ョ ー クじも お 馴染の 腰 本 
氏を 監督 •こし、 な 木敎授 に引卒 
され 藤を をる を 慶戰に 怨みが さ 
なる 宿敵 早大を スト レ ー トでー 
樹 し、 巧 慶戦媛 巧 四シー ズン雪 
辱のを 舉を擬 つた テ ー ム であつ 
^ て ホ 紐の は 『 A 稻』 を 本陣 ど 
; してを 大學や セ、、、 •ゾ "野球 脚 
I ど 試を ふ 巧で ある。 

一 あ 月 六 R おしく は - VU じ シカ 
一 ゴ到替 - k 八 n 、 化 H 留ィ リノ 
I 1 キス 火學戰 H 十 H シカゴ 化 
; 避、 4- 一 H フ斗ラ デグフ キア 

j 着、 翌 U 試を ぉ 十 SH 7 シン 
I トン 到幫 ■= 十 脚 H 對ジョ — デ 
タゥン 乂學戰 == 十五 日 首鄉を 
観 ホ 十六 n ュュ！ 9 1 ク 着を 
稻じ 投宿 y 二十 H ブ A ックリ 
ンのキ 職 楽が 巧 削. ソシ ゥキッ 
ク載 N 二十】 H ボストン 寫阿 
が ボストン H 本 協 曾 歡迎會 u 
二十 ニ H お パー ゲァー ド乂學 
戰 H 二十 Hn 歸紐 N 二十の H 

オ 尸 a ' — • ブキ — 弁 ドで 對ニ 


ユ I ョ 1 ク 大學戰 ：；；； 二十 八 H 
掛 ユ ！ 大學戲同巧歸紐‘-=1ニ 
十日 ペラム •ッ ラバス 篇で對 
ニユ ー ョ！ ク 運動 供 樂部驟 n 
ご| 十一 H 對フォ ー ダム 大學戰 
n 六 巧 一日 ニユ ーョ！ クお發 
U 二り ナィ ァ ダラ 瀑布を 称 N 
一二 日 バフ ァ。 1 じて 試を M 四 
りゲ トロ キト ポ おがみ 觀ホ u 
荒 H ン 々ゴ看 = 六 円 勤 シカゴ 
大學戰 H ホ H シヵゴょ 6 シァ 
トが _ ぉぉ 

がほ當地じ十六日到着しニ十0 
までの 間には 巿巧觀 ホ、 メジャ 
I •リ ーグの 野球 戦 見物の 外歡 
迎會 をの 他の 摧 しある 箸。 


飛 巧 儀て 

化 極 通 



ホ 人 飛行家 壯擧 

髮じ アメリカ人 バネド 中を が 
スピ ッブバ I ゲンを 粮據地 どし 
が 巧 機で 化 極に 到ら 巧び 间 地へ 
引き返し たが、 豫 てよ b デ トロ 
キトが のを 志 あよ b 出資され、 
アラスカん .バ U 1 じみら 飛 巧で 
化械を 横切ら、 場を じよ b て、 
若し 陸地を 發 見した 際 t ! 着陸し 
て 前人 ホ 踏の 化顿じ 第一 ホを 印 
せんどしつつ あつた アメリカの 
採 儉あジ ョーデ •ゥキ 八 キン ス 

大尉は 

數週 前^ら バ 0 — じ 天 おを 待 
つ こご 义 しく’ この間 巧 S 巧 
じ宜 つて 飛 巧 せんどし たる も 
な陪 のために 小た しつ！ あつ 


たが 遂に 意を みして まる 二十 
.一 H じ 出を 

ャ ！ 八 •ベン • 3 キ少ソ ，ン 巧を 
操 縱± どして、 大型 複葉 飛行機 
じ 塔 乘'‘ 飛 巧 時間 二十 時間 じし 
て ニモ 二百 哩 ぉ飛び、 化 極の 上 
空を 横切を て スダァ がバ！ ドめ 
グ 91 ン灣に 無事 到着した。 囊 
じ 探 隙 家 ァマン ピン-巧は 飛 巧 船 
で 今回とは 逆に ァラスカへ 化 極 
橫斷潑 巧を 試みた が、 今 凹の 探 
隙は がわ 機で あを 從來跑 圖の上 
から 疑 間と されて 居た 地点を 橫 
切つ たので あるから 蓋し 前古 ホ 
を 巧の 煤 隙 ゴ稱し 得べ く 

i 巧は グリ ー ン變が 結氷 中で 
あるの ピ 着み じ 厲し 機体 じ 破 
損 ぉ ホ じ.' •ので 尙 ほな H は 立 
往生の 止い なきに まつて 居る 
が、 大尉は この 火 飛行に 於て 
巧等隆 化ら しいら のは 認めな 
いと 巧吿 したが、 をの 科學的 
じ 探 驗報吿 じょ b 化 巧の 地圖 
じ！ 變 化を 生ずる- •ごを らぅ 
とを はれて 居る。 

お ほ 化 域 飛 巧 中は 機內 にわいて 
も 寒さは お發當 時の 二十 度が 八 
時間には 零度 十 度 どな b - 
一方なら a 闲難じ 面した ご。 


西 廻り 選手 

露 都に 到着 

五月 四日に 當 地へ 
モス カウ 二十 I 二日 發 U 時事 新 
帮ま催化あ ) 周早廻りの選手 
松井德ま巧け舉天ょりサキ ベ 
リア 鐵道 じて 豫定 のか < 本日 
午前 十一 時當 化に お着、 飛 巧 
機に 乘 b て 午後 四時 ベ^リ. 

へ 向けて 出發 すべく、 ニユ— 
3 — ク じは 五月 四日 じ 到着の 

酱 4 

本紙 旣 報の 如 <、 柬迴 b 選手の 
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巧 躍 み 


n お サ月四 年 H 和昭 


凹 


貴 ♦紳 ± 向帶 革、 白金 

を 

度 

育 

石 

商 ♦金銀 製 金具 附 各種 


品質 本 化 


桑 山 商店 

ニ A E 房 T 芸 ih づ： N. V’ G. 

Phone. Reg： 呈 i S 岩- 是 57 


K J かを 夏場 店員 十 客 至急 一麗 
入た し 委細は 紐 育 新 

報 社 じて 水 谷 氏と 御 面談 あれ 

ピツ ツバ ー グ巿 

林 商店 


片桐 スペシャル 


.蛙 筋子 
短， ぶら 盛漬 
野菜 ホ酣漬 
瓜、 茄子 味增漬 
野菜 調理 器 


化 桐 兄弟 商會 


夏場 賣度 號 切らの 複 

所 都合 じ 依ら 真 度し 利益は 確實 
じあら 家 貧 八 百 巧 左へ 手紙 じて 
Box 基 ，. lapa 呈 se ゴ 養， ニ5呈 St . 

1 週 五 弗 巧 八 巧、~ 
人 又は 二人に 適す、 
巧廳へ 十み タイム スス クコ ヤ 1 
へ廿 五を 電話 カン バラン ド呈 三一 
養 量ぎ Brook 一 yn 黑崎梅 子 


▼鄉里送を及び並送金(無手お巧)<- か》 
巧を 賣 買、 荷巧替 取組 取 立、 信用な 巧 
巧 等】 殺 銀 巧 お 巧 抑 巧 巧 じ 取を 可 化 《 

S 臺灣銀 巧— ぉ 張 所 

本店 f 裹潰臺 化 - 
支店 まを、 橫 巧、 大阪 、神戶 、上 お、 巧 
ロ、 福 州、 厦門、 灿 頭、 を 港、 廣 巧、 新 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 ベタ ビヤ、 を 頁 
方グ カツ タ 、淪數 、其 か臺灣 十四 ケ 所— 

一、 資本を 量億圓 (を 領拂 这濟) 

一、 構 立を 九 千 九 巧 五十 萬 画 

內化本 ま 巧 U 橫濱 (ネ 巧) ま 京大 あ 
神タ 長が 下顆 名を 屋 

橫鑽冗 金銀 巧— 支 巧 

米国を ま 巧 = 桑 港 羅麻ホ 巧 巧 巧 
其 化 化 おを 固 重を 都 巧 ニち 店 及 n グン 
スち之 候 


本 巧 大阪化 お 五 T 目 
が 育 支店 紐育ブ C — ドゥ ユ ー な 四十 九を 

鷄 住ぶ 銀行 

日本 (東京 > 橫演 、名 古尾、 京都 r 神戶 
をり iJ 尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳が、 下ノ厮 
がまな (巧 司* 小 倉、 巧 松、 蹲タ 、义 留乂等 
本國預 を、 鄕里 送を 等は 極め 
て 御 便利 迅速に 御 化 お 可 中 お 


本店 朝鮮 京が 

支 巧 出張所は H 本 巧 地の 枢要 都 ホ、 朝 お 
滿洲 、支那のを 化 巧び 浦 瑞巧德 

朝鮮 銀行 紐 育 お 張 所 

外 固爲替 一般 銀 巧 藥務靖 々御 使 利 じ 取扱 巧 
申 上 巧 


藤本 證券 會か 

一般ち 巧 証を ノ賣 買、 引受、 裳を 
A 金融、 並 ニ 么ニ關 ス^ 一巧 ノ 業務 

S 賦 藤本 ミ 7。—? 銀 巧 
紐 育 お 張が 


鞠 破 器、 雜 貨卸賣 

森村ブ タザ I ス 


お貨 陶碟器 

ドライ グ— ズ卸賣 

太 洋貿晉 巧會社 

支店 市 俄を、 ボストン 




一二 十ぶ 年の 歷史を 有ず る 

レスト ラント 業の 將來饥 


: 邦人 經營の レスト ラント 
じ 巧せ る 資本を 粮算 する じ お ニ 
十を 巧' にして 一軒 平均 四千 I ニ •白 
巧 おじが 當し最 化 一千 おょら 最 
;离 五 萬 弗な 內 ごす (記者 曰 < 化 
j 最高 d ニ 一二 萬 弗の 範 園なら やや 
一問 越で ある) るが 現 化の 實懼は 
一 投資 額の 倍が 码度ど 見 掠られて 
居る。 义 借家 料は 年額 約 十 萬 弗 
一が 平均 ニ 千 巧ホ强 、創案 0 巧 
十五 年 25 上を 經 たるら の 數軒あ 
れどお 半数は ニ S 年 乃 ま 四 五 年 
を經 過せ るの み じて 化は 一年 未 
滿の レスト ラントで ある。 而し 
て 使用人 員は 日本人 九に 對 して 
白人 ニの 剌をじ 當ら榜 別 技倆 あ 
る獨 逸人の ベー々 ァ 、黒人、 菲 
律資人 メキ ンコ人 等の 皿 洗 あり 
U 本人の 

經營料 選 じ 就 働す る も 

の 巧理を 四十と 人、 料理 次長と 
十五 人雜お ニが 四十 一二 人 給れ H 
巧 二十 五ん を 針 六が 八十 八 人 化 
內 二割け 外人で ある。 外人 所有 
日本人 支配の 料理な じて は巧理 
長 二十 二人、 巧 巧み 長 五十一 人 
j 雜役 八十と 人 給 化な 十六 人 合計 
ニな と 十六 人 じして 邦 A は 通算 
して 約 乂巧乂 じ 達して 居る が 夏 
媒營 業に 化 事す る もの あ 6 夏期 
は 一二み の 二に 臧 やる ど 云 ふ e 給 
巧は 丹 額總計 十一 二方 八 千 弗 一人 
な S 十雨 弗 乃 まな 四十 弗で ある 
が 料 巧 長は 週給 五十が 乃 ま 六十 
ホ、 料埋み 長は S 十五 呢カ至 四 
十五 弗、 雜役 二十 巧 乃至 二十 五 
弗、 給 化 十 弗 乃 ま 十五 弗 化し 給 
仕は 視儀 平均 一日 四 五 弗を 下ら 
や隨 つて 一週の 收入 四十 お 弗 巧 
ま お 十 巧 どい* る。 而 して S ； 上の 


ボストン = 本協會 

最近の 諸會合 

最 巧の ボストン 日本 協 會は媽 
- じを 祁の禽 をを 懼 して 會 員の 
樵算 は年额 最低 ニ 巧 巧、 ィン テ レストを 惹 きつ I あるが 
貴 高 十 おを 弗で 四十よ 軒の ji 買 上 まる ニ 巧 二十 ニ； 3 邦人 學 をを ニ 
年額 ニな 街 弗 W 上 £ なる。 原が 十 世紀 俱樂部 じ 招待して 俩 年の 
の 仕 入は 勿論 巧 规どタ 大の關 係 如 < 盛大なる 接見 會を 開きた る 
ある も資 上の お 巧 乃 ま 六 吊 五 かじみ ぎ I ニ巧义 H じは^— グワ— 
じ相當 する (記者 曰く 共同 化 入 ド大學 を慢ジ ョージ •ュ ツナ •パ 


をな さぐる 爲 めの 缺点 にあら 中 
や) ので 結 扇 純猛は 普通の レ 
ト ラント 賣 上の 一割 五 か' テ 
八 i ム- 割、 ホブ ご一黯 、カフ 


アカア 氏を 招聘して 博 ± の 円本 
お 化 談を聽 取し 本ち 巧 巧 じは 巧 
びが ボストン 邦人 學 生を 招待し 
晚餐 及び 觀劇會 を 催し ホる 二十 


ゴ テリ ヤー 割 おを 大体 じがて 邦よ 日 {を 曜) 例會 じは 『日本 演劇 
ん經營 の 料理店は 白人の 經營 じ史』 のま 書 フランク • S —• 


比し 經變增 額し 居る 傾向 あるん 
般の 標準 率は お 料 五 割 五み、 
給 巧 等 二割、 家賃 六み 亮斯等 六 
か雜费 一二を 利益 一割の 割を であ 
か 巧 人の お 事すべき 事業 どし 
ては 確か じ將ホ ある もの i 1 で 
あつて 適當の 場所を 選を し、 

- ~ ス S 長 巧 契約を なし 

白人 レスト ラント じ 比較 
して 見 劣らざる 巧 巧の 設備を 施 
し、 他 同業者の 勉强 振らを 淺驚 
する 樣 (自殺的 焼爭 じあらず) 巧 
妙に 商略を 施せば 成 巧し 得る 見 
込充 みあら V. は當 業者の 語る 所 
である。 而 してを 樓 レスト ラ 
ト のみ如巧^:^る桃類のものが將 
ホ 最も 有 巧なる やど 云 ふ •し 出資 
の途 さへ 付 r ならば カフ エブ 
ャが第 i でめる ど稱 せられて 居 
る 力 フユ テリ ャは 顧客 自を給 化 
式で あるから 薄利 多 賣ホ義 じ 適 
し 給仕 人の 必要な < 、營業 時間 
の 經濟的 利用が ぉ ホる' から 巧 速 
を價 、ぞ 量、 美 ホの 四な じ 注意 
さへ すれぶ 禪 '想 的 事業で ぁら- 
喧し 仕 入 じ 現 化な 上の 能率を 發 j 
揮し 經營 者と お資者 どの 協調が 
が 巧の 必要 條件 である。 


バア ド 敎授が 一場の 講演を 試む 
ベく 苹麻 大使館 ょら 加 瀬 俊-氏 
が 出席す る 嫁を である。 

天長節 拜賀式 

ホる 二十 九 M は 天を 節 じ相當 
する ので 總 領事 舘ま 催の 了に 午 
前 十一 時ょ 6 正午まで 西 九十 一二 
了 目 百 六十 一番 H 本 お樂部 階上 
じがて 拜奠 まを 擧 巧すべく 參拜 
まの 服装は か論隨 意で あるから 
一般 同胞は 日曜を 利用して タ數 
别 宗し曆 るで あらう。 


堤 汀 巧 一二 井 物 產桑港 ま 店長 
ホ题 支店長 會議 列席の 爲め ホる 
一二 十日 着 おの 篱 

♦山中 淸 S 郞巧 同上 沙港 支店 
長、 同上 一二 十日 頃 着 紐の 由 
•黒 田 長 禮巧黒 旧 侯爵 福モ理 
學博 ± 、萬國 鳥類 保護 會别 おの 
爲る來 る 二十ち 日 着 紐の 豫を 
♦野中 淸巧 元钥鮮 銀行 德 裁、 
黒 田 博 ± ど 同道 着 おの 答 
♦川 嶋舍恒 一二 巧 大同 電力 理事 
H 學搏 ± 、昨 B 着が 


一' 潟 千里に 終了した 總會 

會則修 化 巧 か U 新 理事 選擧 なご 


紐 育 H 本人 曾 簾 十五 回を 期總 
曾は 旣 報の 如 < 去る 二十 一日 午 
後 八 時半 西 四十 ST 目 基督 敎 
修道 會 々館に 於て 開かれた が當 
巧け 隆 雨の 巧め かお 席を 頗る 少 
數 じて 總員 僅か じ 二十 一名、 會 
則 じ 從ひ草 信會を 議長 廉じ 着き 
開 會を宣 し 備單じ 一 琪の挨 がを 
なしを 孫子 書記長 代理 起ちて 千 
九が 二十と 八 年度 重要 會務の 報 
吿を 試み 巧 じ 吉田會 計 よら 一箇 
年 問の 會計 報吿 をな し ニ 一二の 質' 
問 後を に 承認、 夫よ b 議事 じ 移 
ち 緊急 動證 どなつ て 提出され た 
會則第 ご 一條 目的の 一部を ち 補し 
て 「遺言 執 巧 進產處 理機關 たる 
ミを をむ」 ご巧乂 する i (州廳 
の慶 巧を 得る i を條伟 ごして) 
第 八 條中そ 巧の 修正を 巧 ひ 且つ 
新 じ 第と 巧を 設け ま 事 一名を 磨 
き 「ホ 事は 本 筒の 印章を が 管し 
且つ 一切の お錄を 掌理す」 ご規 
まする 5 會則第 化 條祭四 項を 削 
除す る i を附 能し ニ 一二の 質問 あ 
b 讀 曾を 省略して 可み VJ なる。 
夫 よら 理事と 十 名の 選 擧じ移 6 
隅 票 委員が 越、 菊 地、 織 巧、 一二 
巧 よら 左の 諸氏 當 選の 巧 巧吿ぁ 
ち 午後 十脾 巧を せる が 散を 前講 
長は 出席を 眞 中の 日本人 曾じ對 
する ホ 煤を 聴 化しれ しご 述べを 

1 — — J 弁 


が肆造 氏は 會舘 をを 問題に 閥す 
る 意見を 化 露して 「議長 不信 巧 
ま」 を 提出し (總 會閉會 後) 寺 田 
某氏 义 何等かの 希望を 陳べ十 時 
半 散會。 

〔含 B » c «〕 

ホ 木 英道靑 木 周 一 モ 葉四郞 
道 面 豊信江 戶德治 藤が 壽 
藤 島 國洽郞 鄕敏橘 本 十五 郞 
冷 牟田淸 柬義一 掘 越 創 お 
义を星 野 勇 ホ 上 正 朋お旧 
直 ま 々本音 產 地主 延之助 
お 藤 富 藏龜井 貞義鴨 ホ 义 
を ホ 德 治が 木 秀茂片 桐義雄 
河 添が 治 風 間 巧 一二郎 菊 池 お 
を 衛小池 淳隆近 藤 祿河野 
常 八 香 巧 龍 雄 染巧善 造 草 
信 竹を 眞繼俊 一 松 本節 正 
黛 治を 一二 木を 吉宮 崎繁一 
水を 渉 一二' 材上武 平 が 岡 ま 巧 
西廣な ri 一郎 西が 朝 太 郞織旧 
寬奥村 正 太 邮柴田 德か郞 
溢 川 知乂滿 淸水宗 次が 淸水 
を 之 祐淸水 善を 白 江 信 一二 
巧 木 ニモ 山 島 繁ニ高 垣 吾一 
窩木化 次郞属 木隆ま 官見豊 
を 武か巧 =1 郎觸ロ 顯么旧 
中 好 一二 塚田敎 ホ 若ち 彌巧 
矢 坎義夫 山 旧 巧 造 山 本泰辰 
山 巧を ホ 山峭長 一二 ま 田 政を 
を 田 宗隆ま 居 沿が 


を 知 

來少四 巧 ニト九 H 天長節 ニ 巧 
當日 午前 十一 時 ヨリ 正午を ノ間 
當巿西 九十 一二 下目】 六 一番 日本 
惧樂部 三が テ 拜賀ま ヲ擧巧 致 候 
條化 段を 御 通吿候 敬具 
な 紐 育 

總 領事 化理 領事 內山淸 

巧留 本邦 人を 化 


ヮナメ I 力 ー の 特色 

H 本人の お 買物 じは 特別 掛 員を 置き 無 
巧で 御 ま 巧 致 升 電話 又は わ 手紙み 第 御 
訪 間して 御 便宜を 計ら 初めての わ 方に ' 
掛 しては が じ 注意 致します から 是非 お 
立 寄ち 願 ひ 巧、 ホ內 配達は 勿論 H 本 巧 
化を 化 宛の お 荷物 發 送は 當 ホで 致し 升 

ジ ヨン ワナメ ー カ^ — 
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資本金 壹 億 圓 
拂这濟 資本を 六 千お圃 
が 立を 六千费 巧お跑 

鱗賊 S ホ 銀朽 I 支 巧 

本店を 京巿 日本 儒 院本 革 桂 町 五を 化一號 
ま庙 小 巧 日 ネ裙を 內 雲) 橫演 

を古屋 京都 大阪西 ( 大换〕 神戶 
廣島下 關巧司 若松 顆岡長 お 
上が 倫を を 買 晒 氷 


お出 入 爲替’ 電信 送を’ ホ 送を、 旅 巧 信用が 
巧を 信用 狀其化 一般 銀 巧 業 

A 造ニ囊 銀行— ま 巧 

鄕を送金^日本を地無手數巧？迅速巧扱 
本店 預金 (を 巧 通知 ノニ蛛 ) 御 便利 取 技 
ネ 支店 東京 (本店〕、 大阪 * 巧 戶 、京が 
巧な 地名 古屋 、小 培、 上が、 倚 致 


キ ヤシ 一 アイ 敎巧 

キャン ディ 類、 フン レ チ •ムス 
トリ—、 ゥ エッ デン グ及バ } ス 

デ I ヶ ！ キ 、其 他 キャンディ 花 
葉 子等の 造ら ホを 養が 兩科 じか 
もて 敎授 します、 希駕者 じな 目 
錄 J を 進呈し ます 委細は 左 •！ 

Th こ rid ミす h 田 〇1 6 基 Lex 喜 on Ave ^ 


特別 大 割引 廣吿 

時下 淸 巧の 候 顧客 皆々 穩御揃 益々 御 隆昌 奉 謹 賀候陳 者 弊店 義 
御蔭を のて 日 じ 增し繁 化 ど 相 お 現 巧の 營業所 じて は狹 溢を 感じ 
候 樣相成 候 じ 付 ホる 六月 一 H ょ b 當ホ西 二十 HT 目 五十二 一番 地 
(蘇 村 兄弟 商會 建築 第五 階) に 移 轉可致 候 間 不相變 御 引 立を 蒙ら 
度 就て け 化 際藏拂 ひのを ホ じて 皆々 横 平素の 御 愛顧に 酬 ゆる 爲 

め 持 荷 特別 大割 則を 0 て 賣出巧 申 候 間 何卒 ま ノじ不 

お 御用 命 仰せ付けられ 度 偏 じ 奉 願 上 候 敬白 

尙ほ今 旧 社員 手 塚 ホ 一を 退社 被 致 候爲が 商號を 左の 如 < 
なお 仕 候 間 併せ 午 御 ホ 知 被 下 度 候 

新 商 號ザ间 木グ沪 — A ゥホ ルド 商 & 

13 e fak 巧 的 ご Greenwald pompany , LHP 
だ westbwl-d wr 2 ew York City 
TOIef hone Gra 呂 ercy A 47-4 


新 荷 邸 着 


特に 夏 擦 直 
居候 間 精々 


格 巧 蟲澤山 取 揃. へ 
御 註文の 稽希上 候 


森 持 K ラ ザ ー ス 


20 RIMIJ 巧 > 巧 ror Inc. 
53-57 West だ rd S 产、 
New ジを N‘ Y. 

wse Gramnroy 巧 0 
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夏 瘍向晶 特别賣 化 

夏 傷、 ホ賣啊 、ダ I ム 向新 荷 到着 
精々 勉强猶 用命に 應 じまず 
. U 本 陶破叢 雑貨 卸販賣 

I ^ 茂木桃ホ組 


會强 


105 E. 1 ま h 皆 . Z. Y. 
Hel. Stuyve を nt 资 9 す 6-7 


夏篡^ 向 = 新 荷 到着 = 

夏場、 小賣屋 向、 ゲ ー ム巧 景品 等 

精々 勉强苟 化 御 引 立 臟上候 
.陶 破^ 雜貨 卸賣 

亲 旧商會 

14 一 『 if を A.ve., zew York CUy 
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ハィず フな紳 ± は 

化 立 服を 召しまず 

夫れ はを く 身 じを ひ、 を 巧け はを く、 を 
してが 巧を ょりも 控持 もす ち 事を 知つ て 
るからで す。 弊店は 多數 り 米 紳± の 御用 
を 承つ て 居ます。 

H 化壌吿 じて 御 ホ 巧の ホ じは 

六み 割引 致します U 
御注义 のを 巧 じ 係 はら やを もち 一废 ホて 
忌て 下さい 

-ウ オル 力ー エンド フロ リオ 洋服 巧 
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側 ♦♦太 

I 日 支 一^ 

の H 本 邪ず 
^ A W をを 哨 
Kg" の 

R . 化：！ 十 十 肖 巧 


TO 胞 I 日 


關短 

W 的 如 間間が 


4 fi- dr. 

^3。 ♦♦路 


魄香坡 每ニ遇 一巧 出帆 

▲でん ブレス 加を 太 (吴 •き 0 巧) 

五 巧 十と 日 

▲玉ム プレス 惡西亞 ( II 六 •香 0 增) 

六月と H 

▲でム プレス 亞細西 三 1,呂0 觸) 

六 巧 か 八日 

▲王ム ブレス 加を 太 0 兵 •空 0 觸】 

と 巧 十九 弓 

一等、 二等、 一二 等 及び 下等 客 設備 
最大、 善美、 最快 まの ちげ おわ 船 



▲夏 巧 まぶ 普 設満お 食の 壁 富 お 巧ん るは 乘紐負 
の 熟練 親切 T を さ 共に 當 ホの 誇ミ寸 るを です 
▲當化 太平洋 化な 一二 窜 設備は を 部苹巧 巧な 良 も 
施しました、 巧 じを ホ 煤の かさは 巧謂ッ IV 
ス トサー ド 又は スナユ デ y トクラ ダスな 上の 
お 值を備 へて 居 リえ寸 

# 桑 港 お 帆 ホノ八 八經由 〔正午 お 帆】 


天洋丸 

.コレア 乂 

眷洋义 
西 比 利亞化 
大 がか 


五 巧 九日 
五 巧廿ニ 一日 
六 巧 六日 
六月 二十日 
と 月 四日 


U 


N 


W ^ 


造 


® シアトル 出 化 〔午前 十 時 出帆】 Pj 
加賀乂 五月 十六 日* 
が豫乂 五 巧 廿化日 g 
靜 岡^ 义 六月 化 二日 跡 

敦發目 本 行巧邮 ^ 
香 おも を 巧 五日 
歲 おか お 月 十八 9 
▲お 育 お 晚芭を 馬經由 B ネ行度 域 船— 巧ニ圃 
▲锡道 切 巧— 當其化 萬巧额 傅を じ询 取が 申 ザ 
▲太 西洋 大滨腊 會姑乘 お 切 巧 御 倭 まじ お 計 支す 


日本 郵船 會を (ホュ を 廣道會 社) 

代理店 片桐 兄弟 商會 

乘 車、 乗船な 巧が じ 小猜物 運送 御 巧 巧 じな 扱 申します 
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シアトル ぉ 帆 (午前 十 時) 
ぁ ふ b か 化 五 巧 二日 
ホ 6ぞ^ 化 五 巧 十二 日 

るん でんか (坡藩 巧 抓) ホ 巧 五 H 
* ■一等 横漬 一九 五 弗 

化し ぱリず 丸 るん でんかけ 一 おを 常 
▼一二 等 日本 行を 五 邦 客室 大な造 家族 室 タ數 
▼御 希望に 依り 一等 割 則を 複 切な 發朽 致巧淚 

ロスアンゼルス ぉ 帆 (午後 一二 時) 
まじら 化 五 巧 二日 
もんて びで を 化、 六月 せと 日 

▼一等 橫漠ニ HC 巧ち はわい か 支 にらを を 巧 
▼おが = 一等 日本 巧 五十 化 鬼 ►一 二等 日本 巧 五十 五 巧 
▼ を港羅な巧漁ぁ切巧嬉窒を鹽乂^旋仕リぉ 
▼紐 育 線 パ. ナマ お 由 B 本 ま那巧 貨物船ち 一 固 


夏瘍向 格が 品 
特别賣 化 

尙 一層 勉强巧 化 候 削. 

卿 注文 被 下 お 願 上 候 
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日本 陶破 器雜貨 

ラ厶 プ卸賣 

奈良 貿易商 會 
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日本 吳服 反物 キ モノ 

テ 1 ブル. クロ ー ス類 

夏瘍用 格好 品が 揃 居候 

難 日本 ド？ グ1 ゾ商會 

特别廉 價で大 越 强新流 巧は 當 店の 持を ' 
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夏場 グ 1 ム 向き 

今回 上記の 處 に移轉 しり 本 あび 獨逸製 お 
具、 雑貨 及び 陶器 额等夏 填 向き おを 部な 
揃へ 陳列して 居ます から 御 ホ糾の 節は 是 
非 御 立 寄 b 巧 一寛を 願ます 

子 1 デル エンド シム ゾル 







久原巧 事 巧を 會赴 


Kuhara Irading Co., 
30 Church St., 

Tel. Cortlandt 4550 






山 




を 


h 

巧 


7j 

4 


N 




雨 か、 風 か … 

特別 議會に 巧氣壓 

不信任案の 形势惡 化し 停會 一二 
U 說‘ ，い 山 おが 兵 暴力 取締 其 他 

怪义書 事件で 質問の 矢‘‘ 

東京 特電 二十 セ日發 .，.".不信任案 適 過 巧 止の 見 
么み 立たず、 政府に 於て は S 日間の 議を 停會を 
劃策して 居え . 

東京 特電 二十 セ日瑶 = 片 六日の ホ 護 院本 會證は 愈々， 本舞臺 


方針の 下 じ 努力の する やぅ 昨夕 
の院巧 協議 會で 中を せわが 尾 崎 
長 島 兩化議 ± の 巧 相 彈効案 蒼 あ 
で おお 彈劾 まの 賛成者は ニ亩化 
一二 人 どな b 拖 過め 見込みは 確宮 
じ。 つた ド- 觀測 されて 居る。 


じ 入る ごい ふので 巧敝 ち無應 一方 早朝から 詰め掛けた、 す 後一 
時 過ぎ 辭 食、 劈 頌 民政 黛の か 上 常 作、 鈴 木 富 ± 粥兩 氏は 緊急 質 
閒動 幾を 化し 寺 田 化缩十 今朝の 娱巧被 蕾爭件 じつき 留問 ずれば 
ぉ黨侧 から 八.， りぉ..- 浊け惡 親を がせ 社會 おを 黨の西 尾未廣 氏は 
巧 中な がの お 説に 新り 本 じ 腔すべき 巧 政 巧。— 危険思想は 其 根 
巧に 朔 つてが あぜょ、 山 東 出を は 一報 資本家の 犧 性では ぁるょ 
いか。 で I 巧 問し 中な の 僧侶 推 庭 辨睦 巧は 思想 善 海、 農村 振興 
教巧 論を がしが 野兩黨 から 『其 姐ら''^』 冗談 おちで 貧 成、 を 
ぶ お 恐ち 半 氏^ 動總 た 午後 六 時化 H か 證を休 激を宣 す。 

司法 權の發 動 要 ホ 

まぶ 特單 V セ b お y ポ 刀が 締 では 鈴 木 當± 跑氏ピ 政が の 巧 
問答が 巧から こ。 り、 磯 换隆乂 氏が 銘木 w 相の 溢 曾 政を 否認 聲 
巧 じつき 2： 閒の 不一致を 非難す る や 旧 中 首相 之を 巧 設し 橫山滕 
ぶ郎 氏は 總埋 擧當 S の 怪义書 事件な 內格 省から 出たら の だビ斷 
言し 钟 にお 監 宛の お 報 V - 讀み 上げ 巧な がは 鈴木內 相じ駿 あされ 
てむ るが をれ でも か 化か， こ 司法 權の媛 動を 要 ホす、 武腾山 治 氏 
は 收益稅 實施期 及び 敎巧黨 じが 治が 料を 入れる こどな どを 述ぶ 

なお 會 荒武者 典が 


民政 席へ 歐リ么 み 


東京 特電 二十 ホ 曰 巧 = 播木裔 ±彌 氏の 質 閒お說 に 於て 旧 中 
首相は 政ぶ 議貢駭 を虛礙 h 奏した どる ひ •か t ら から 議 媛は 俄然 
騒が ごならて 休 激_ 五 S 間 餘らじ 及んだ が、 右の 化激 中を 派を 涉 
ホ 裂して と惦お 十み 巧會 、鈴 木 氏 ごめ お 側の 問答め ち、 高 橋 熊 
次郎氏 かか 消を ホを きつ かけに 政 义舒の 藤 ホ 速 化、 中島 鹏六氏 
等は おけが に 殴^込みを をて なぶ 侧一齊 に 騒ぎ. けて じが 靑 木精 
一ん の、 がく 早く』 の教 .しつい 元 山 歳 長は 滋院法 八十 八 條で八 
が 五十：, 3 を 敞會を 宜し-、。 

段 政の 金澤 氏が 政ぶ 會へ 

東京 特電 廿 ホ日裝 に 政黨の 化 疏女金 深を 之 肋に 〔福爲 蝶 
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第二 帖〕 はおが 脫黨 して 政ぶ 會じ 入黨の 結果 おな 黨 では 脫黨化 
證± 巧 問 巧を 閒 C ベく 致族院 はを 雜院可 巧の 乂禮製 一千 六な と 
十万 圆を搞 化 一致で 叫かした。 

濱ロ總 裁か 陣頭に 

お 閒彈劾 案說明 NM 政府 側 狼 お 


大 禮豫算 


を院 一致 巧 巧 

ま 京 特電 二十 六日 發 U 爆裂 彈 
を 抱いた やぅな 衆議院は 一十 五 
日 午後-か 開會 、傍聽 者は 早朝 
から押掛けて開會前旣じ滿員ご 
^:^ら尙は入切れや、 長蛇の列を 
作つ て 數町じ 及び お ホ 稀に 見る 
の 出 巧 事で ぁつた。 開 食 劈頭 旧 
中 首相は 施政方針 じ關 して 簡單 
なる 演說 をな し續 いて 一二 ±叛 相 
が豫算 案じ 巧れ た 政府の が 铁々 
巧を 說 明し 引 結き 質問に 乂を尝 
なち しも 先 づ豫算 案を 審議す る 
爲め 一を か 憩して 午後 S 時 お 巧 
會 、大禮 豫算を 誰 題 ど （て、， 

滿瘍 一致で 原案 巧み- 

み いで 元 旧講長 よら 共 產黨寧 件 
じ關聯 して 政府の 說剛 あるじ 巧 
きが 密會を 巧 集ず る 旨を 宣 して 
巧聽 おじ 退 塔を 命じた C 即も政 


常 巧 委員は 

敗ぶ の 手に 

- 淸滞副 誰 長 凹 さる 
ま 京 特電 二十 五日 發 == 衆畿院 
讓事 H 稍 第二 H け 今朝 十 時を 巧 
て 開催、 巧 梢 議長 元旧攀 氏は 衆 
證 おの 奉答 文 奏上の 爲め 參內中 
ならし 巧め 副 證長淸 瀬 氏が 議長 
おじ 就き 先 づを院 委員を の選擧 
じ 移つ た、 をの 時- 
淸瀬 副議長 n 最早 投票 もを 部 
.終 下し 投票 规れ もない ど 認め 
ますから 開窠 をし ます。 

ど述 ぶる や、】 僻ょり 
『未だ ホら』 

ど 呼ぶ 者 ぁゎ、 おめ 黨の原 旧 及 
び 澤本兩 化 遙± じて 政ぶ 禽は投 
票 無 巧を ま 張す る じ蜀し 民政 黨 
は差玄 なし ど 麗しを じ 普選 議會 
愚 巧の ず 論 どなつ たが、 遂に ニ 
人の 投票は が留 して 開禀じ 着手 
したが、 淸瀬證 長は 
『開票は 中止して 暫時 休憩 致し 
ます I ごま 殘 した 廬 さつ さ ご 


お委賃 の 說明後 


日程 變更 


尾 崎 斤 雄を 提ぉ 

じ 成る 赤化 思想の 威 難み 議案 を 
h 程した るが、 勞農黨 じ 所屬す 
る 山本宣 治、 水を 長 S 郞 あび 民 
憲黨 選出の 淺化健 一二 氏 等を 除き 
て U を 部 賛成の 上 これを ち 巧 


午後 お 時 四十 お 巧に 散會 した 


丽 L て 政 友 貧 側 じがて は 巧閣彈 
劾 や 鈴 木內相 ホ僖巧 まの 巧黨翰 
を 鼻先き を 挫くな ホから これ 等 
反 化 府 案の 上 巧に 先な もて 勞農 
黨巧 畿ト山 本、 氷が 兩巧議 ± じ 
游し U 本が 逵黨 陰謀 事件の 自み 
案を おすべく 頻りに 暗中 爾耀を 
試みつ I ある：^、 

ほ 政黨侧 にがてけ 豫審 非， を 前 
に 想像 的 理論で 巧 快議± を 除 
をす & のは 斷 じて 不可 だ 
どの 理由で 萬 一 提出され てら 否 
ホの 方針で あるが、' 政府 侧 では 


東京 特電 二十 六日 豬 
ど 时時じ 化を も 創， 八 お， 


= ほ 政 黨は野 黨聯跑 に 化る 内相 禪劾案 


ィ 獨自の 現 内 隅み 信 巧 まを 提出して 攒ロ 

總が 自ら 陣城 U 化 もて 説明を しぶみ 瞄問贊 化斌說 をす る 黄に 
て' 小 信 化 おの 娶旨 け if ホ 溢 おは 與の閱 を信优 唯ず めつ て 速 かに 
な 苗 白が すべし』 どい ムレん りを の 理 S どしても 府 の不當 なる 
選 お 十が、 言が い自 お 腿 あ’ お 力 わ爲の 看過、 韵支挪 3 ：： をの 失 
態 ん事わ 政 其他戲 略に 並く 失む、 社を 个ぷの 諸 願を 梨げ て 肉 
薄す る こ. こじな つて 居る。 

東京 特電 二十 六日 發 = 鈴木內 化の 彈劾 おじ 關し 政府は 巧 „ 黛 
の おぶ にもして 閉 一二 U 前より 巧 お齡的 態な じ 及び K 政， を 新、 
明 政を' お。 を-ニを 化の 敲臘を も わるから 充み否 巧し 得る もの 


治安維持法 


議長 控室に 入つ たみで® は 
忽も骚 が ど。 5、 遂に，^ 證 
卡 も一且 退場した。 

副議 を 突然の 退が ごしな 慨し •しを 
派は を もに を 旨を を おして 術々 
巧衝の おお、 淸 瀬副畿 をは 庚 解 
を 陳謝して 释 明し 经 。投西 巧 遣 
直しと ub 、 午 巧 ニ 時、 一密肇 
氏識長 おにが いて 左の 如くを 旨 
の 選擧を おた。 即も 

全院 委員長 

〔岡 山縣 選出に 政黨 〕 I 

西 村 丹み 雕 
豫算 委員長 

〔佐 賀縣選 化な ぶ會〕 

川原 茂輔 

巧手 狸じ當 選し 次で 常 巧 委貨の 
選擧じ 移つ たが 革 親お樂 部の お 
信 巧 巧の 裏切 b で 

請願 委員 じ 岡 旧が 太郞 〔化 お 
道〕 潑罰 委員 じ 宮ホ醫 S 曲 〔を 
城縣〕 ホ算 委員 じ 匹 田銳ま 〔岐 
阜縣〕 

等 いづれ も 政ぶ 會が獨 占し K 。 


ホに 違反した ものであるが 而か 


太 西 泮橫斷 の 勇 ± 

を 市 擧げて 月曜日に 公式 歡迎 


〔；〕 今 闷の 出を は 田 中 首相 
の獨斷 巧な にして H 本國 おも 赞 
がに 禱雑 しつ； あるが 様で あ b 
化つ て 我等は この 際 日本 闽 氏を 
動かして 日 支 親善の 實を舉 ぐべ 
首相を 反省せ しむる の 手段 じ 
ぶぶ を 可 どし 〔ニ〕 同時に 巧 等 
は 忍耐な て 化が の 問 情を ホめ、 
〔一二〕 我等は 帝 國ホ義 おの 干渉 
を巧バ まち 權 の 確々 を 期す る爲 
め 化 伐を 繼績 ずべ きらを 命裡じ 
あ 6 て も 巧を ど 統一は 重大で あ 
るから 外人のを 命が 逢の が議じ 
おつて 充み 努力すべき である、 


この 浪滩 たる お 勢を 刺 用し 

ホ 化 お 命 の 魔手 何時 巧 
び ホる や も かれず、 化 じ 學ホや 
巧 働 者の 岡が 罷エ- し反對 すと 述 
I ベ-ホ 阅民 大食は がを 日本 威た 
一 じ 飛ばして 出を の 反省を 巧 請し 
'じが 當 地で 發巧 する 英闕系 巧 聞 
がは いづれ も 化 年の 英趙 出を を 
回顧して H 本の 出兵は 巧鐵 的で 
ある VJ 辯 護す るが 巧 入 b する か 
れ ど警吿 して 居る けれ 共、 外ん 
筋の 多数は り 本 軍の おを は 比較 
的に 貧弱な を國 軍の 左逊戰 線を 
暗に 保 謹す るら ので ある <」 腕ん 
で 岩る 0 


本 化 束を 特電 (紫 お巧轉 載〕 


民政 驚の 寺 巧 代議 壬 遭難 

ご I 十 セ 日】 おを 黨の寺 旧ボ正 氏は 議會へ 顧む 途中 牛 込の 邸 
を 照-近で 一二 名の 篆漢 に繫擊 された ので 媛、 化 旧、 みか 一二 化 溢 ± 
はお もじ 田 中 首相を 訪問し 本件に 就き 詰問した が 首相は 證 員の 
身 邊は巌 重 じ譬戒 する ご 答へ た， 


々ナダ 頭 グリ ー ンリ 井島で 大 

巧を 中で ぁつた 太 祀洋溝 斷の飛 
巧 ±ヶー ^ 火 尉の 一巧は を機ブ 
レメン 号の 修 鐘を 斷 念し 遂に ニ 
ュヨ ーク巧 派遣の フオ！ ド 式 あ 
助 機に 搭 をして 木曜日に 巧發、 

レ ー 灣じ 着陸 L 问 化よ 4 首都 


ワシントン じ 飛んで 本： a 懼！ 飛 
巧± を ベン ネット 巧の 葬儀」 列 
し 明 H 乃 ま 明後日 ミッチ 玉 於 飛 
巧撫じ 到着し 特別 船で バタ 立 1 
じを き 巧 巧を 組ん ホ巿め 乂肾迎 
會に 臨み 一路 第五 街の 歡迎ぶ 列 
じ 加は る筹 でもる。 .又' 


アルゼンチンに 新 移民法.： 

7 王 ノス •ア共 レス 廿 六日 發 === ァ^ ゼン ナンな 麻は 最ぶァ 
ジ八 及び 欧洲より 巧 ましから ざる 移民が 密集し つ i あるに 部 ~ み 
化 ホを 衆國の 移民を-し 做 ひて 移 おおが 地の 査証を 嚴重 じし 替ほ 
資をど審僅す るのまを考館中にして闽鹽は農巧の輸乂を必巧ィ」 
し 居れ ど 今後は 當 地な 外に。 チイ。、 バ ヒアを も 開港し 移民を 
か 要 どす る 化 方 じ 直 お 上陸せ しいる の 案を 極て 數 よちら 質ぶ 尊 
ぶま 義じ おづ ベく 移民 図 政府 じ も 巧 渉して 直梭 航路. の 開始を 要 


請す る尝ご ある ご。 


日 貨排を 禁止 备 、ろ 

國民黨 幹部 决議 ，り 濟南府 南 軍广： 
义 人醫師 殺害され 宣敎師 を逮碼 

漢ロ廿 六日 發 = 山 東 當じ對 する 日本の 出を は國 辱で ある* 


安部磯雄 氏 病む 

t サセ 日】 社會 おを 黨を部 磯雄 
氏は 化 化 度 ニ かの 高熱 じ 苦し 
んでゐ るが チブスの 疑 あら £ 


巧 刷 局 罷業 擴大 

【サセ 日】 印刷 局 罷業は 益々 擴 
乂し 官報が も 之に 參 加した の 
でち 謀 者は 捕 へら わた。 


五十 日 祭に 名代 

ご 一十 セ 日】 か 六 H はな 义 宮內 
親书 五十 = 巧に 相當す るので I 
樂 上、 皇后 閉隅 下には 闽名化 
をを 遣 遊ぶ された。 

先代 梅ヶみ 危篤 

〔廿 六日】 化々 化 梅ヶを (八 ごご 
は 老衰 病で 危篤 S 化 態 ご G つ 

ブ」 0 

霜害 ご 化 利救濟 

門 甘 六日】 か 五日 韩 東を 郊か一 
玻じ 氣溫降 b 霜 降 b 脚 東 化 方 
の 桑の 損害 多 （ほ 利 資を離 通 
問題が 巧 おして 居る。 

製糸 家 抱を 運動 

I : サ 五日】 神戶 生糸 化 引 所は 六 
月 一日ょ b 開始の 當 じて 製 ホ 
滚抱达 み じ 躍起 連動 中で あ 

東 電償賣 ぉ 期日 

【甘 五日】 東京 電燈 内外 債 ニ 億 
五 千万 圓は五 巧 二十日 一を賣 
あしに 巧を した。 

支 邦 動 獄が險 率 

。廿 五日〕 ま那の 時局 郵亂 が 隙 
一二 井 物を 圾 ひで 一千 圓 じつ 
ニ 過 閲五叫 どされ て 居る。 


ホ 統領を 立候補した 人々 



その 一生を 貫"^ 「謙」 の 力 

政治ょ リも 人格に 

'.力 V リツ ク敎 の嚴 がな 家庭 

じ 育つ た 正義の 闘 ±ヮ ルシユ 〔.下〕" 


て 本ロ國 lij 大會碟 ぅれ 数千の 排 = ビラが 巧 巧 じ 張 出された。 

上お廿 六日 發 = お 巧 おの 濟巧府 も領じ 際し ァメ 9 力 人磬師 
セキ モ ー ァ氏は 化 ザの 島 傷兵を 治療した 廉で 媽玉祥 軍隊の ぶめ 
即死し K が 南ぶ 単は これを 北 おの 所 莱ど稱 し 山 東 省の 南西 じ. て 
宣敎師 ォスボ ー ン 氏は 媽 玉祥將 軍の 爲 めじ 逮捕 監禁 中で ある。 
まを 特電 二十 六日 發 = 山柬省 出動の 皇軍 一部は 昨日 靑 島に 
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到着し 今夕を w て濟 南が じ 出 媛の 嫌定 であらが 濟南 廚化留 のが 
人締 A 及び 小 おの 避難 閒約 六十- =< も 昨朝 靑 島に 到着した。 

上海 廿 四日 發 = 1 千 五 百 人の 日本 軍隊は 昨 H 巧 巧を 出帆し 


ど稱 しが 势 はおを じ逆赌 すべから ざる もの あつたが 化 四 H の 巧 
半ょ > 昨が-しかけ ては かご 剛政 兩務の 提携 誠が •かぶを じ 成立し 
たのみ。 ら や、 問题 "'を 峭巧雄 氏 や 長 島 隆ニ巧 等 ごも 或を 誌 解 
が 出 氷に らしい SC 化かに 狼が のをで ある。 即 政府 ごして は 
み 化の 不信 巧 まに 掛 しては 飽 をら 一 蓮 託 生ま 茜から、 總 巧的內 
閣ホ信 巧 おど 閒巧じ 化 扱 ふ々 針で 巧 一 油 過す るが 如き 煤を じは 
跡が たる 處 松に おでる こどけ 勿 謀、 械 力こ^ が 通過を 啥化 める 


な 化 案を i 近 

議 會じ提 おして 『瞬 體變 をを 目 
的 ごする 結社 >し 加入した る 巧は 
無期懲役 じ處斷 する』 盧向 であ 
るが、 一 ホ 左る 兩 派の お 力 巧爲ー 
化締じ 就ても & 黨の ホ難頻 b な 
る 爲め內 巧 省では を 化 ホを 官 じ' 
對 して 嚴 重；： •る 取締の 訓 々を资 
しじ。 ■ 

おは 貴族院 錄算委 貸 長 じは 大 
河み お敏 ずが 當 選した。 

違反で 內 相當潑 

まを 特電 二十 六日 豬 H 鈴木內 
相 等の 選擧 違反 事件は 吿狡 ごみ 
し 松巧檢 事が ま 任 ごな りて 化 調 
に 着手した。 


て 靑島じ お 動した るが をぞ 地方の お 勢不穩 。る爲 め. 靑 島に. 械沮 
中の アメリカ 驅遂濫 S 隻は 巧留 おが 護の 爲 めじ 出動した。 

上が 廿 四日 發 =. 顆モ祥 お 軍の 軍隊け 化 京の 南 ニ 巧 五十 哩じ 
位する山東省の首都濟南府をををじ占領した；^,これょ 5 囊を化 
霄 軍隊 約 一方ん け 巧く も戰 降を お出して 威海 衛の沿 足 地 ホ」 逃 
亡し 到る 所 J がて 掠奪 わ爲じ 及びつ、 をる '^ 5 i 姑く 厨 民 軍は 
濟商府 じがて 小銃 六で 挺、 野 袍百十 門を 柿 獲した。 


h お廿 五日 發 HH 本の 山 東堪. 
出ち じ めら 支 雌の 排外 熱け 巧び 
む I おし 特 r 急進的な 學 まや 勞 
慟化 をは 頻りに 
對日 示威 の盧ホ 1 らし 
てこの 隙 U 貨排 巧を 斷 巧して 日 
本官 民の 反省を ホい ベ I ご 過 数 
なる 手 殺に 出 でん どしつ {ある 
ら當 化の' まがん あ融 巧は 商業 會 
畿 所を 中必 どして この 際無恶 G 
る排 H 述 動は 却て 南京 软府 の對 


U 關 巧を お 化する ごい ム立 みか 
ら柱本 S 出を をの もの じは 恤カ 
反逊 ずるが 學年團 の 煽動 や 巧 働 
者の 间雜 罷エ じは 謝ず な 對ピ巧 
し 市長ら これ じ實 化して おを 政 
府 にお 産黨 員の 暗中飛躍 阻 化を 
要 ホに 及んだ が 國段黨 本部 じめ 
て も宜言 書を 度して 『 ha ず か 
の 出を け 支那の 

ち權 侵害 であ b 威 除を 


合を 齒 上院 講 員？ なつた 彼の 
處ホ 演說は 陪審 裁 削 法に 關し 
.法廷 外で 瞎響官 の 誘惑、 買收 
等を 試みれ 者-し' 蜀 ずる クレ ー 
トン 法の 修化 案で、 これは 勞 
勸 をの 利權を 保護す る 立虜か 
らよ躁 された もので ぁ もが 遂 
じ 巧の 肖 的は 達して を潍 とな 
ち 大審院 もこれ を 支持した。 
更らじ 彼が 扱 カ奪觀 したら のじ 
は ゥキグ ソン 內閣 時化の 最も 顯 
著な が 政々 策 ごして、 或る 意 ホ 
がら 云へ ばを 日の ァメリカ 繁榮 
をを 豪たら しめて 居る 聯邦 準備' 
お 巧 法の 起草を 巧け たおを 的 事 
實が をら、 農民 貸附 法を を憲的 
わら しめたの も 巧で わる、 更ら 
じ 彼が 奮圆 をの 一 頁 じ歇く 可ら 
ざる ものは 大審院 陪席 巧 事グー 
キク •プラン デ ー ズ 氏の 巧み 運 
動で' ぁつじ、 蓋し 當が議 會の大 
势 はだ プラン デ ー ズ熱じ 傾き、 
彼の 巧 命じ 反 おする 者は 輔 々な 
非難 攻擊を 速射 的 じ連發 した も 
のでを るが、 而 かも ヮグ シユ氏 
は 最も 刚 かじ、 銳< 、をの 一つ 
一つ じ 彼 獨特の 『事 實』 を 基礎 
どした 論據を 進めて 反對 論を 一 
徽 し、 遂に 最後の 勝利は 彼の 頭 
t じ燦 ミして 輝いた。 當時 彼が 
匿 草した 報吿 書；： > るら のは、 今 
日 じがても 模範的な ものである 
ど 認められて 居る。 


政 法は をょ 6 禁酒法の おを 委 
員， じしても 重きを なし’ ミシ 
ボンが で 居 額な 選擧 費を 巧 使 
して 當 選した とい ふ 廉で遂 じ 
- 上院議員の 椅子から 磯を され 
たニユ ベ ブ！ じ凿 する 化の 手 
も化づ 彼の 親い 辯證 から 發し 
たもので あつた 0 • 


過 まじが る 彼の 政治的 活動は を 
れ程じ顯著^:^ものでをつた。 而 
ぃも ト！ マス • 7 グシユ の 名が 

化ん じ 知られる やぅ じなら、 檢 
事 總長か 大統領 原 補 か、 ごまで 
じ 疑 はれる 程じ聲 名を 龜 はれる 
やぅ じな つたのは、 千 乂巧廿 S 
年 0 をの ことで をる、 一億 ホの 
儲けを 夢んで 當 時の 內務 良官フ 
ォ じ 贈賄した 嫌疑から ァメ 
タカ 政が 論議の 的と なち、 巧 格 
海軍 長官を の 化の 內閣 異動、 海 
軍 独 巧リ！ マの 退 上、 をれ から 
をれ へ、 今尙ほ 法廷の 問題 ごし 
て爭 はれて 居る 油田 疑獄の 摘發 
が、 彼の 名を 初めて 世人 じ 親し 
ました 導か 線で を つれ。 巌 格な 
薑敎 徒の 家庭 じ 育クた 彼は、 を 
れ程 じな 治 的虛を もな く、 貴名 
の 巧必な < 新聞 記を 嫌 ひで ぁつ 
•2 の ご 0 バプ リシ テ— VI いふ こ 
ごじ 向つ て 一身上の 柯 物を も 犧 
おじ 惜しまない アメリカん 氣質 
じ、 これ 亦网ん どい ふ 珍ら しい 
人格者で をる こごよー 


ヮ グシユ 氏は 前章に も說 いれ 
かく 議會 じがる を 数なる 憲法 
學巧 である、 化つ て苟 くら 憲 
法に 關 した 問 趣の 總 ては、 民 
ま 黛を 化を して 氏が' 一手 じこ 
れ をが 巧け て 居る。 締 人のを 


さぬ ごい ふ 謙譲 性で ある、 こ 
の ニクの 特性 じ適應 した ふた 
.つの 大きな 問镇 •か 今や 彼の 眼 
前に 觀 つて 居る。 をの 一は 化 
ゆる 政を 的 腿 あ、 を權じ 巧せ 
て 法網を 脫 せんどす る 化 旧 疑 
獄の解 巧で、 この 鍵を 挺らん 
ど 欲するならば 當 時の 她旧契 
約から 成立 後 解散した コン チ 
ネンタ が •トレ - - - テン グ會社 

の 利得 二百と 十よ 巧 ホの 巧衔 
を 突 留め も i でを も、 簽 ニは 
力を の 化 所謂 パプ リック リ》 
ユチ リブ ！ ズの トラスト 組織 
調杳で ゎる。 
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ヮ グシユ をの 乂じ 就て 擧 c ベ 
き 時 巧が ふたつを る、 をの 一 
は 彼が 倦 レ ことを 知らざる 励 
を 性で ある £ 、をの ニは 彼が 
巧 事を がす じ も 常に 自己の 智 
謡、 力を W 外 じは】 步も踏 出 


ラストの 金權を をれ る 巧 化 巧 
び 民 ホ 兩黨の 保守派 も、 流石 じ 
彼の 急進的な 調を まじは 反對し 
現今 じがて は 稍 骨 拨 きの おどは 
なつて 居る が、 これを をの 儘に 
葬る やうな 彼では ない、 彼のを 
必 ご 彼の 圃志 性は、 事 かを うや 
む やに 葬る ことを 許さない ので 
ある。 彼は 本年 ごっ て 六十 六 歳 
頭髮は 霜を 加へ、 を 如 銳い眼 化 
V - 嚴格 をの もの I やうな を 親は 
歲ご 共に 人を して 畏敬せ！ め 中 
んば 止まざる の 慨がゐ る、 而か 
も 一巧 彼 じ 接した 者は をの 溫か 
い 人格 じ惚 込んで 了 ふ 位で をる 
憲法には 生字引で あ' b 、 な 治の 
裏 まじ 通 瞬し；^ がら、 而 かも 政 
治屋 でな く、 賣 名を でない 彼は 
蓋し 大統棚 どして は 理想 のん 物 
であらう、 併 かし 彼が 大統領た 
b 得る か、 足 b 能は ざる かは 別 
閒踢 ごして、 彼の. < 格 をの もの 
は 永 乂じア メタ 力めが おじ ホ 輝 
を 添 ゆるに 到る こどは、 巧 人 
信じて 疑は ないで わらう。 
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ます 0 


鍵け 上 杉純雜 


磯城 設計、 磯 真 
連 劇 具、 巧 具、 美 
術品摹 * ランプ 

松まシ ； 

「鄉蘭 西 製 ダ ；. 

ソンゲア^ ミフ 

ダット 贩賣 “ 


化が 品卸資 

五 巧商會 

W E. ニす 芭 . • 尹 y. C さ 

Tel Siuyve 芯 己 37 を 


」 0 巧 10 正 - 00 CR 1 _ M ， D- 

ニ 1 菱二妄 st.N さ ご rk 
Tei. Riv ミ 置 こ 573 & Sc 臺马 1 忌 萬 

^ なお 斗 荫九時 1 午を-時 

a 巧 午が 九 時 1 午 巧 四時 
ドて レ/小 栗乘吉 
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.i け 
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ザ 後一 ニ 時ょ* ホ 時 
日宙は 前め 相 西 民 

ドクトル 

.烏 見豊ま 
診察 時間 

午 か乂時 I 十 時 
午を 六 時— 八 時 

パ： 小 栗 幹 H 

铅巧ボ フブフ ー お院 

巧 五 巧 おおかな 

ま 巧 コンパ ランド 

病院 巧み 


な 留靑年 理想の 曲 体 

日本人 靑年會 

9 wi^lGl.fksGn 124 A 


蹟巧咨 

+ K 合 基 

診察 時阳 

自 午前 九 時 = 十二時 
自 午後 - 時 n 五 時 
時 聞かは おめ じ 願 ホ 


那 S 證療 

前 お 願 上 お 

コ ー 子 か大を 
ドク トか 十プメ デが ソ 

醫學度 ± 

吉 居悅彌 


尋れ入 

( をを がん) 狩 巧 藤 雄 
( ま 京) やお か 雄 
( 熊 本縣 人) 巧 崎 巧 作 
(を 知縣人 一長 崎德一 
( 福 岡縣 人〕 稲永 國 々が 
を 永 慶藏持 山を 太 郞を川 
ぉを ホ h 幸藏 おお 節-明 
渡邊 篤寶惊 巧を ち 川巧昏 
上が 修半井 化 貫 造酒 雄 
貫 造 太 郞を家 武雄柴 曲 善 
雄 

( を 賀縣 人). お 山塞 六 
( 巧 媛縣 人) 橫旧常 吉事 あ 治 
仲 座 宮么巧 

( 東京 巿} 小が 鉱ぉ郞 
( 大阪 ホ) 白木 政太郞 
( 神を 川縣 人} 茨木 補 五郎 

右の まに 通知 致 度き 儀を 之 
お 間 本 A 巧く は 知人ょ 6 現 
化 巧 御 通知 願上娱 

紐 育帝國 総領事 舘 

1 琪 Broad ち a 二 ew York 巧 ty 


績謡 日本人 f 辩 細— 

414 で sf 基す S 1 - NewYork 毎で 


親 觸棄務 


srwl 東げ を化幷 じを 化 ホ 
6 油 の 輸出 人 方を じ觸ず 
化 側 I する」 切み 御 諮問に 
H 剛 2 刷 一 應じ巧 道激船 貨物 注 
W 刪 W 帥景义 出帆 教化 キ績 
R 抓 件 咖書等 進 里す。 重要 都 
誦^が じ化理 おを がし 誠 
M ^_實 が 速 巧#‘ 命じ 應や 

に が 儉破扱 


稅關 事務 取扱 

闺議 EE & Go . 

す| ニ 62 ご Broaclw さ呈 y 
Tel . B ミ ii 运 •すま n 9 養 ム ニ 7 
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お 育 州を 該 
內 おちを 許 
巧 京 帝大臀 科大學 
產攀 復習 巧 卒業 
元池邊 

產婆 お本緣 


成功の 秘談： 

■木圍 を 英語を 話す 事 
は 成功の 繪 一義です 
本校には H 本人 超 巧 
じ 慣れた 辱な 撮 A 較 
郝 をら 懸切じ 會話薄 
信 文 社を 語を を沒 
ます。 H 躍 遇 H みに 
ザ 蘭 化 時ょ 6 午 接 +’ 
時 i で 開 篱し一 ン _' づ . 
スンと 十 お 袖つ >-- 
今 H 直 もじを 按をゎ 


S 

M 獅 

祂匡 

JS む 

概 


弊店は 寶質 誠意 迅速 ホ發巧 
基に 御 ±產 物 一 を 卸 賣脏段 
で販賣 致します を かじ 拘は 
らず御 席 命 仰 か 下さい ませ 
◎ 歐 ホが 確 時計。 置 時計 一 ま 
◎ 寶石 貴を 屬 。銀製 器具！ を 
◎ を 挿 萬 年 筆。 を 銀製 豁筆ー 
◎ 蓄音器。 レ コ ー ド 見み 化 刹 
◎ 寫眞 器。 タィプラィタ ）：- 
◎ 船 切 巧。 がな 葛 眞轉岔 か •日 

フ。 • 一 ドクで— 巧と 十杳 

領事館 ぉ侧座 物と 0 お册室 

巧タ 商！ 

線み 商 ぶ 

ご 0 Bid 是 y, NJ . 吉 
TeL d 置 landt 置ち 巧 夏 


黯 お 磬 

ホ 上 義人 

西 六十 五 To 1 四 六を 化 
が 育が 固 旅舘內 
電話 トラ プア グダ！ ニ 五 ホ 五 


M 品 的 

y ん d 加 

E も^ 耐 
J が ％- 

■§ ? ご 


3 
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が 1 

.S 麵 

ぶ i 
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山 お 

CS 

に扣 

M« ^ 

化 化 

n 抓 
化け 
a 取 
J S 3 


本 I 

人 I 

票 

を 

會 


診察 時間 
午を 六 時 1 八 時 

江 見 ニ 一朗 

則 儀き ベ か ビユ！ 
病院 巧 勤 じが 右 時 
おが 及び 日 强は齡 
約 じ 限る 

较師宮 崎 驚】 

幹事 粟野 頼么お 

..满 ，— ホ！ 情 ' 

日曜 盧拜 午前 エ時 
日曜 學校 午前 十 時 

顧 職 日 ® キ 後と 時半 ' 
祈 禱會水 疆タよ 時半 

常，—. 喃 . ，’ を. 

位 潭を渝 比 亞をか 
巧 下町を 十五み 學 
を會 社員 じ 最適 
を 解 画 書！！ 誌巧妨 
を 禪娛樂 具 筋ち を 
を あ b 

便宜 職業 周旋 旅を 
ま 巧を 種事菓 謝を 


をき ホ國 婦人 
日本人への 英 
語を 巧 じは ぞ 
年の 經驗を 有 

す 0 一 レ ザス 

ンと 十五 她 
每 H 朝九膊 i 
を 巧 化 時を 巧 
時 じても 宜し 
H 曜日は 一時 
よ b 圏 時を 


日本 瑚 髮舘淸 

西 四十 H 了 目 巧 番地 S け 六连号 

タダプ フロア (巧み 街ゴ 四十 一二 TS 巧、 


日本 散髮屋 S ょ なん 酒 

おヶ 年間 中 村 巧 ど 共 じ 就業。 

ジ ヤシン ト* フ 3 ツ 3 

31 W J 苗 h 資. N . Y . G 笠 
呈 . Columbus Ave . 賓 enira;ark 去 墨 


解禁を惡化{ る 

特別 一 融通 高 

•約 一二 億 化 千巧圓 
東 ま 特電 二十 セ日發 n を輸解 
禁 や、 爲替瞄 係を 惡 化せる 時 別 
融通は 十五が わ融地 額を を算し 
て S 億 五 千巧圆 であるが、 普通 
貸出しく 願 別を 明示せ ょと が 巧 
で 希. 留を もらして 居る。 尙ほ經 
濟調 ま會の 調査 じょる ごを 輸解 
禁の 損失は 貿易 上 四千 巧 圓に及 
ぶで ホら ぅど。 

非 出兵 案を 否决 

ワシントン 二十 六日 發 ^>1 カラ 
グプの おちを 阻止す る 意 ホで 提 
出された 海軍を 算 修正 じ關 する 
ノ 19ス、 へフ y ン氏其 化の 反 
政が 的み 議案は いづれ もタ 数を 
0 て 否みされ た。 

巧 米 一二 千 四百 方 

東京 蒋電 二十 セ日發 =. 五 巧 一 
日を 圃巧米 S 千 s ' 白 八十 巧 石 ご 
推定 さる、 大化 十を ホの 最高 記 
錄 だと。 


♦窝竊 ♦雜誌 令 新聞. 

総覽 まを 顯 
執務 午前 丸 時 よら 午後ぶ 時を 

紐 育 日本人 會 
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サ ！ クが 


00 と 


夏場 向き 上等 

チョコ レ — h 

當會 社は 特じ H 本人 諸君の 夏 
媛營 業に 適當 する 巧 品を 提供い 
た！ 居ら ホ 國お部 にがては 孰れ 
の菓乎 製造 家よ もも ョ 9 をく 日 
本人 諸君の 御 得意を 诗 つて 盾ら 


レ — "•のを ラィンは ポ 


主 ホず 
チー 

グチ モア 本 赴は み 論ぶ 記の 化 
の 見本 莖に 揃えて を b まず 如 
是非 御一覽 でさい 
呈 R な 言 養 呂韋芸 Y , 

さ West 21 st 玲， す W さ rk 夏 y. 

呂 L 夏 ！再 芭芸 y 夏 まさ 受， 

ちで st だ 吉 Si., 野ち niie, N- J- 
J •養 置 ご 吉基タ 
養 Markef St .、 呈 sbu 香， Pa. 

か 6 t 

呈呂芦 SEP 夏呂 3 s 岂， 一芸" 

P 星 t & Concord Stre 貧 

巧 章 ire, 置 . 

上等の 品 許り 

ホ ャン デイ 類 


巧 女 巧 巧 か 巧 



鑑定 無料 


满疾 でら 慢巧 的の 症狀で 
もを かじ 根治す。 皮膚 巧 
內瞧病 血液 給を X ホ 線 化 
柳 病、 揉 水换査 、お 化？ 

ユ — マチス、 を 一 

卸 困らの 方は 是非 一巧 裤 
出なさい 

時間 目 朝 九 時 ま 午後 八 時 
.H 曜自朝 乂時至 午を 四時 
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さみが 

Z T •叫 
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志 1 
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RM 釋 
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娜贿 公認 マ ツサ ー ジ 


巧 務省是 許 
產攀 鍊巧醫 


. 平野 秀子 

電話 モ三 ュメン トー 00 か 


- 獅鷄 揉 治療 
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化 i 
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マツ チ！ ジ 、整形 

藥風 碁、 水 治、 違氣 治療 

西が 療院 


M 地 
稱 が^ 

脚 II 

N 巧 巧 j ブイ ジホ シラ ビス 

の 巡を 認 西が 幸 男 

§ 午韵化 時？ 午後 乂時迄 
Y 出張 治療 ニモ 應ジ マス 


换化並 じ 眼鏡 調節 


笠 ホ 洋服 巧 


お 五十一 ニ 了 目 

ニニ H 

か 藤 
洋眼巧 


電話 

プラザ 


八 六 ニニ 


新鮮 魚 か 一切 

日本人 おきの ホ 魚 澤山取 b 揃 へ 
畴别廉 潰で 大勉强 致します 

サヴす ナ魚店 

』eseph り avosa 

*224 W. 61 置で - 
ジ 1 . 0 己 UBbum 必一援 


H 本* 支が 寶玉製 美 
術 お、 婦人 用を 飾 其 
化 装飾品 

闕島 ni ;; か 

島 等 菜 衝お修 簿 > 
首餘 品、 スト プンダ 
H 本 服 裁縫 


W 作 腊其食 巧 品 

_ か洋を雜嘗販賣 
輸 お入稅 關ホ續 
諸衛物 運搬 取扱 


態 船 御用を 
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Z 扣 W Kor-f LJfeisw 己 rtfsowco 

51 ch » 3b € r 》 で ：！' I 度 WYOrkoity - 
Phone . Wo さ h お 器 

を社ノ方ニ狗掛ケ/節；；必ィ 
衙自 をノあ ぷピ蕾 話を 巧ナ申 
巧々 た 黄キ下 サイ 






齒が醫 木 下义巿 

ゴ0 W .1 ニ th Si 
ぎ賽— n ニ 第 7 


巧 かるた 

はも {の 遊び 
ホを 块文 米 爾人じ 能く わかる 
やう 滞單明 腺に 說 明した もの か 
お 巧ました。 巧 お 目み 進呈 致し 
ます、 御覚 下さい。 

M K 呈 m 呈呂 ， 114 E . 置 さ St . 呈 y . 


弊 巧は 永らく 白人 間 じ 信 
用を 有し 熟練せ る 技術と 
親切を 化て 販賣 致します 

寶石貧 金 慮 
御 注文 並 じ 
迅速 修穩 
諸鑑を 無料 

旧 中 商 巧 

お E •まを 班. • n ミ . sadison Akve . 
Tel . Rhi 己 ander SO 班 
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金輸 解禁は 1 

一兩年 位延ゾ ろか 

- , 比較的が 條 がは U 備 して 貼 

るが 萊ら r 愼重 むる 調査 L 2 り- 

東京 特電 二十 セ日豬 N 當 ：5 は琪 が爲替 政策 錢 かおを 固く 巧設 
して おる •か、 正货 かお じは； 變 をを じて 人爲 の 族诗 政策を 巧' 避 
して ほ 間 拂トげ を わは や、 を慌 解禁 後は 化 外 正 巧 制度を 做 腹し 
て、 自然 的 統制を 巧 ふべ （解が も 巧 一 兩 年に 實現 かと 見' 4 る。 


、大正 九 年 及び 褒災 によ：' 
て裴 つたが 巧 並びに 牵を會 


i 右の 特 おに 關 して 某が 息 通の 
~康じ 曰く、 從ホ現 政 雨は を 解禁 
は國瞭 貸借の 順調 ぃ "る 快 粒を 待 

つて 巧 ふべき ものである どいつ 
てゐたが、 最近にい^-:>甚だし 
くこれ を 

緩和 して、 を 解禁は 必づ 
しち 啟巧巧 惟の 順調。 る恢 鞍を 
待つ て 巧 ふの 必要；？ く、 爲辑か 
法が パー にお 近し、 が 禁彰蠻 が 
比較的 輕少 であれば、 これを 村 
ふ も 差ち ないどい ふ 譲 論が ぽつ 
ぼつな つて 居た。 即も化 ホは 踩 
陈貸惜 どい ふ 原因 じを きを わい 
てむ たので あるが 最近では お 
結果た る影攀 さへ 輕微 であれば 
これを 巧 ふ も 差ち へない、 なが 
のを 解禁に おする々 針に 重要な 
變化ぉ ホた した ど 見なければ な 
ら 3。 おら ば 最近の が 態. しおい 
て 解禁を 巧つ たどして、 をの 

影響 す么 2 ころは 如何 ど 
いふじ、 これ じ贿 し、 矢 巧 b 大 
藏當 巧の 見る ごころ では、？ き 
に 患 政 會內熙 •か 解 結を わ はん ど 
丄た 時ょ b け、 化 件は 甚だしく 
改善され て 居る ごいつて & る。 
邸 も 憲权會 内閣 當時則 おの 癌 ど 
いなれ てんた 
一、 壌 災ホお 


趾 

ごい ふ ものは 旣じ今 H で 12 大錬 
を整埋 ゼられ 、一 乂當 面の 問題 
ごして 

- 、 資 おは 昨年 ホを もしく 巧 
轉 して ホた： J, 、 本年に 入 b 
さら じ W 轉 しつ； ある こご 
一、 爲替 上ん 取組みは 旣に出 
超 則 じ 入つ たこ ご 
一、 柬 をの 外 償 進が、 東な の 
み 償の 政府が 証に 1 って 本 
年中 じは が 憤 成ぶ し、 これ 
等は ぃづれ も 政府で 買 上げ 
化 外 正貨の 充實 を圖る こご 
1 、 圓じ街 3 る ス ベ キ ユ ン — 
シ ヨン： a , 現 化の ごころ 豬ん 
でない こど 

一、 を 巧は 化を して 居る こど 
等の 事 精に 1 ら 、この 廢 解禁し 
てち をの 影響 するど ころは 案外 

こ-. 

.輕徽 であらぅ ごい ふので 

ある。 を 解禁を 謝が r る じ、 か 
くの 如く 比較的が 條 巧を 具備し 
てち か 論 直 もじ この 篤 これを 巧 
ふか 否かは 查く 不明で、 政府で 
は 事 巧が 重大で ある だけに、 さ 
ら じが 重に 調査 硏 をの 上なら で 
は、 巧れ ども 巧を し 得まい 。を 


金融市場 ご 新 金利 

ウ ホ— ル 街て は 暫を的 ミ觀測 


旣 報の ぉく シヵゴせ び ポスト 
ンの聯 が 準備が わけ 四を お 厘 じ 
を 利な 上げ 於 巧つ じが、 引 綾き 
聖みキ ぶび リツ チ モンドの 聯銀 
もが 上げを をを したがを じ 願し 
今 凹のを がが 果して 

i 查米的 L い旋 巧され る も 
j ので ある やを やは、 が 界 一般 じ 
■注目の 的 ごな つて 居る が、 をの 
斯提 であるべき 『今回の 金利 四 
み五馆 はおして 永义 的。 ちので 
一を るか 暫を 的い。 もので あるか』 
ど 云 ふ 疑 閒じ斟 し、 聯邦 準備 當 
'局が 『巧し 永久 的で あるならば 
化 引を の ホ 直しを 拘 来ず る こご 
_^5是れ巧ない』 ご言明したので 
が 巧の 人 ± は 益々 を 利の 前途を 
'お 惑して おる 撰樣 でもる。 この 
疑惑-し 支配され た譯 でも もる ま 
いが、 ボストンが がの 利上げな 
ホ、 ネ にも ニ ユ—ョ ー ク聯銀 も 
これ じ 做 (て、 利上げす るで わ 
らぅ ご 期が されて おた ものが、 
昨今のを 氣はー 逸して ジ 3— ナ 

八 •ォゾ ，•コンマー ス 化の ご ど 
き 

有力 銀 巧 家み 想 巧を 綜 

合ず る じ 営化聯 銀のを 利 引上げ 
は 結 時す 閒じ附 せられる か、 假 


b じ 利上げを 斷 巧して をを. いは 
數週 聞ん 將 ホー-' あらぅ ど觀 測し 
て 居る。 W も、) が 力 銀 巧 家の 
指摘 するど ころ じよれば 、他方 
の聯 銀が 利 上を 巧つ たのは、 ニ 
ユ！ ョ—ク 巧 場 じ 於げ る 資を回 
收策じ 及んだ もので あつて、 從 
ホ どても 商業 資 をの 要 ホは 曾て 
なきち 額に 達し 逊去數 月に 直る 
取引を〜 活動 則 じを つたが、 同 
時に _ 一ユ — 9— ク巧ま 巧 場の な 
乱 的な お 機は 化 方 遊資の 注入 ど 
なら 「なにを 利上げを をむ に 至 
つむ もの じして、 四 巧 十八 日附 
ユユ 3 — クの諸 銀 わじが ける 採 
仲買人ぶ び 化 卞銀巧 化 引の 金融 
、十と お 一二 百万 弗、 即も 

六 週間 前ょ らも j 億と 

千 五 巧 巧 S 增加は 云 ふまで もな 
く 化 方 遊資の 活動を 意 ホす る も 

ので あるが、 旣じ シカゴ、 ボス 
トン、 柴少 キスぶ び 9 ッチ モン 

ド 等 利 r : けを 戲 巧した 地方は、 
逊ら<を 5 遊賛を動か さ い で 
あらぅ から、 化つ てニユ ー ョ I 
ク へ. の 巧 入 も 杜絶す る譯 であら 
自然 株式 投機 も 資源を 失 ふこと 
じ U るので あるが、 若し ニ ー ヨ 
—ク じして， 化 都市 ど 等しく を 
刺 上げを 貧 現 すれば 結局 地 ホ 遊 


の 結 あこの 特電の やうな 漠 がた 
る 方 かを 化ら したので ぶ ある ま 
いかを々 と。 

巧 外ぶ 貨 

相當に 維持 期が 

政府 •か 則界 ：？' 耐 打開 巧 ごして 
を龄禁 'いお 滿じ島 ホし つ >> わる 
こどは 事實 であつ て-東 電外憤 
も 一 協 闡 おょび 政府が が 証す る 
がが n 債 五 千 方 圆を計 一億 お 千 
で圓 前後は、 政が で 買 h げる方 
轴でゐ る S も、 をの 窄備 S ち 力 
。る】 つで ある こど 云 ふまで も 
;.ょい。 をれ^^、 政府巧有が外正 
貨はニ 巧未琪 むで 一億 片千四 巧 
ガ圓- _ 過ぎす、 をれ で巧電 、を 
巧 ニ w 憤 S 

買 上に J つて、 我がぶ 外 
正貨を 一二 臆勵 程度まで じ 補充し 
て わかう どい ふので ある。 而か 

貿易の 大 おは 昨年 じ 比し 著る 
しく 好轉 し、 この 四半期 末 現な 
だけで、 乂 超 額は 前年 岡 期 じ 比 
し I ニ 千 八 おで 圓 から 撼 みし、 本 
年上 半期の 入超 額は ニ 億 五 千ぶ 
圓巧ま 一二 億圓巧 度に 化ょ 6、 前 
年 时期じ 比し 一盧圓 ないし 一' 億 
五 千万 圓位 减少 する であらう V 
封ら n て 居を。 魔つ てこの 

趨勢？ 一ら する ご、 本年を 
通じての 入超 額は、 昨年の ニ 億 
化 千 S な巧圓 (植は 地を 入れ 一- 
に 菊し ニ 億圓持 度です わか も 知 I 
れ ないどい はれ、 外績 等の 瞄 時！ 
的收 入を 除いても、 國 際貸错 一は 
相當 おのず 取 勘を じな をはし な i 
いかご 見られて 屠る から、 民間 I 
外債の 買 上げ 等に よつ て 補充し 
得た S 億圓 余の だか 正貨は お ホ 
において 相 當期閒 絶 持し 得 やう 
VJ いふので ある。 


資が 巧び 流入して お上げ 蘭の 狀 
態を 巧 おする じ 過ぎ u い。 殊に 
株 仲買 貸附 けが 一二 億 五 千 冗を も 
巧 加した こ VJ じ 向つ て當 地め 一 
般銀巧 家は これな 上の 

化 方 遊資の 流入を をめ 

て 居ない から、 大勢は 利上げに 
反 おしつ、 ある もの、 如く ， n 
1 术 •モ子 —， P 硬化の 調を 帶び 
る ご 共に 巧 率の 相違よ もして、 
今後 地力 よらの 商業ず お 巧 割引 
が お 加す る もの VJ 見られで 居る 
椅ほ銀 打の 仲買 A 貸附け じ關し 
銀 巧が 巧 式 巧 磯を 獎勵 すを のは 
不可で ある VJ いふ 立場 か/" 議會 
の 一部 じは、 これが 制限に 關す 
る 法 ま 制を の聲が 高い が、 乂藏 
當局 どして は 仲買人の 貸附 をの 
ものに 何等 不あ 姑を 帶 びた をの 
はぃ * く、 强 いて 問題を ホ むれば 

スぺ クン！ シ ヨン 乃至 ィンフレ 

. — シ 3 ンか 果して 

程度の 上 じな クて 居る 

や 否や どい ふこ i でを つて、 從 
來 の記錄 じよれば 仲買 入 貸晰の 
レコー ドけ 前週の 四 トー 億 ニ 千 
化な 巧 弗で あるが、 諮會 がいか 
なる 標準で 貨附 をを 額*， るか も 
疑 間で あらぅ ど 見做し-仲買人 
5?^ 附 S 激お乃 ま 巧 機の 省 加 もこ 
これを 矯正す る ものは 『貸 附乃 
ま 投機の 事 嚴じ诗 つのが なし』 
どい ふ 能 度 じ 及んで 居る ご。 
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號よ 十四 百 四千 一 第 


姐 おで ぷ な !! なな 脚 f 理 ime 巧 【曰觸 十】 




日 八 廿巧四 年 兰和昭 


マき 燒 
ホ じ 御料 巧 



日本 食料品 類 及び 雜貨類 卸小賣 
ホ 之 索 大賣挪 桑 山商會 
新刊 蕃籍雜 誌 小間物 日用 晶 を 種 


お 夕 九 時を 径 を 

- kr 幸る メ！ ^ア ドン 一、 〔年-巧〕 

日本 ぉ貨巧 東京 商 貪 

書綺 お お 煩 貸 グ 1 A 白が G 便- 

ト ブンク sb ょす 


ホ 上 金魚 巧 

918 S 至 h Ave ., f Ifark 呈 一. 
Phane Circle 973》 


割烹‘ 並に 御旅 舘 

t 貧 佐 巧 

与 巧 お 

な 育 巧 西 八十 八 T 目 一二 ニニ 
電話 ブカイ ラ！' と 八 ニニ 


高等 御旅館 

昭 和 

會朦御 料理 


美み じして 巧が 

S 品南樓 

午前 十 時よ bgv 
午前ち 時 主で—/ 


を 樣の御 嗜好に 適 ふ 
樣な美 ホの 御 巧理を 

£1 廣珍樓 

致します から 績 々脚 
巧 ホを 願 ひます 


I 薦 ホ興樓 

威 揃 ひの 巧 理乂數 名 
が 日本人 諸君の 嗜好 
じ 溝す る 巧 理をま 上 
ます。 戟 一一 一時を 開 巧 
(なサ 五 T 目 サブ 
停 率 巧の 下) 


支那 料理 

が 廳を圃 

司理 人な 蓮 
出 數の方 じは 皇肢 
の 御 便利 じ满 へが 
間會 席の 御 巧じ應 
や V く お 駆 巧キ相 
ず 變お引 立願を S 
お 上 御 案み 申 上ち 


第五 銜よ 一二 0 

へ クシ 卞 1 

• Jj グ デン グ內 

小 ： k •爲 眞舘 

電話 マ ー ク か， 

四 四 0 六 


囊に 本紙」 紹 かし K 音譜を あ 
調と しじ 闊巧 語の あ 巧ぶ スバ タ 
リ をは、 前週 H 躍 H ブ^ブ クリ 
ンのラ デォで 初めての 國隙語 放 
送を 試み 先 づ國隙 語に 就て 說明 
した 後實 隙の が 鐵は聽 まじ 一巧 
したが、 巧し ろ ド、 レ、 ミ、 7 
ア 、ソ 、ラ、 シ のと 音階から 出 
ホ 上つ た 國際謁 だけ じ、 非常 ぃん 
細 ハ ホを なつて 硏 をされ、 氏は 日 
本 語に 勤す る應 用に も 巧 巧して 


I 居る。 過 殺の か 送は 

I ドミソ 、ドド；： i 、 ド、 (ブ^ 
ック 9 ン •タキ ムス 0 ゴス》' 
レラ ソ 、ミフ アン、 ドス アド 

i ' ‘ • - 

ラフ ア- •、、.シフ アラ、 レ I フア 
シ 、ラシド シド フフ、 

の 十二 音譜 誠で 『なは ァメリヵ 

の ブ八ッ クリン •タキ ムス 威な 

送 所 W L T H を 通じ 復活祭の 御 
喜びを 化 ホの 皆さんに 述べ 宰命 
を 祝る』 ど齡肆 されて 居る。- 


段の 蒲德 わい しい 拠 お 

會席鄉 巧 環 

畫 食は 末廣へ 

叮喀 節が 藍巧大 おお 


I 的 M む 
C 3 1 S 

H 郎お M 
が 巧 M 

C 


* > S 々 

ま那 を お董 B 
持 理 隹タ躬 匿 

自 午前 十一 時 目 
ま 午前 ニ 時 ザ P 巧 


ん 

W 龍 

A 7 

F 

G 娜 

Az _ 

む 1 

A 脱 お 

H 恥 

N^u 

U 化 

S W 

3 

む 


巧 お 
が 


P 


1 新 杏花 

本 樓は開 創な ホ 多年 
一意 勉强 化を 司理人 
どィ 、巧 埋_ ん歐廉 も 
械變ら や 腐 洒を是 せ 
て 居まず。 然る じ 現 
巧 某街莫 おじが て 元 
本樓巧 狸、 を 雇人れ 
たる かき 賓を をな し 
居る もを な祇 彼じ官 
之 巧る を じ 卸を rs な 
く捨 舊却嶺 貸 じ漬ら 
度く 目 おん 謹 賢の 御 
党 ホを を？？ 1 ¢ 致しまず 
新 杏化 

ま 人 謹啓 


.紐 育 唯一の M 本 百貨店 

片欄 兄弟 商會 

スマ ド ； i •ブ C ダク ツ一 ず贩黃 元 


御菓子 舖 

名物 栗饋 頭、 驚銳 、が 羊羹_ 
賛澤 置、 甘納 忌、 一巧 他を 種 
煎餅 卸小資 。の.^ け 前日に 御 
注文を 乞 ふ。 H 心 一を 巧晶 及び 雜 
誌 等 も あ-®' ます 一 

御注义 はが 風 辟 高 橋 
29 W . 置 thsf . 一 BI . ブ量 gar 置 4‘ 


舞踏 個人 敎授 

► I 社を ダンス ▲ 
心 表情 ホ 操 A 



朝 十時ョ "お 十) 時 

シ 卞ジフ •ダン シ 

ンダ 帥銘擧 校华藥 
七衫 々 f _ 


- 


居る。 


化喊探 隙の 勇 ± 


ベン ネット 客死 

バキド 中を ど おじ 化 極を 飛行 
磯で 探 隙し、 中を のか 隣 ごして 
珍重 がられて 居た アメリヵの 海 
お 特務 將 校の 飛け ± で ホる 日キ 

ト •ベン ネット ザス けクブ — - ンリ 

島 じ 立往生 中で あつた 太 西洋 
橫斷 の獨逸 飛行機 ブレメ ン號乘 
紐の 勇 古を 救 ふ . V く、 フォ ー ド 
機を 操 蹤ムて ムン ー 潑じ 到着し 
た 際、 教日 ホの 風邪ょ 6 脯 炎を 
併發し 遂に 飛行機で ク五 ベック 
病院 じ化容 され、 當化 ょらは リ 
ンドバ ー グ 大佐が 化淸 液を 携へ 
巧が し 棟 力 看 議の効 も 空しく 遂 
じ 水曜 H 同地に 客 巧し じ。 遺骇 
は 本 H 海軍 葬 どして 曾 都 > - i リ 
ング トン じ 化 極 採險の 第一人者 
ぺ アリ！ ど おに 葬る 普で ある。 


滯日ホ 五 年の 巧 人が 

刀劍じ 就て 講演 

東を じ 約 二十 お 年 も 住む で澤 


山の 日本 菜 術の 鑑を 家* i ぁら 所 
有まで ある r レキ サンダ ア •ジ 
— •モ ズリ— 巧は n 本 協 會の招 
聘に應 じ パワ] ド •すン スフ 斗 
t グド 巧の 紹介で、 ホる で 月 あ 
H (± 曜) 午後 四時ょ を當お 第五 
街 八十 一二 了 目の お 術韶み 講堂 じ 
於て H 本の 巧劍 々び 巧が^ 附屬 
装飾 おじ 關 する 實物講 搁を試 わ 
る 由で ある 0 


麻賀 貪は 巧景氣 

が 育 H 本人 會まお 天長節 麻 貸 
會は 高を ま 員 長 始め 香 西、 鴨 井 
掘 越、 淸氷巧 化を 委員を お 力に 
ょ b お 席 申 法 者は 今週を 巧既じ 
一二 百 五十 余 名に 達し、 化み じて 
は 本日までの ホ込摄 巧を らく 四 
昏 名を 超過す るなら むぶ 觀測さ 
れつ I わら。 昨朝 暮紐 せを 所が 
あ 左 衛巧巧 一一 巧 も 出席 ゴるこ 一 
S なつて 居る 外 精選され た嗦興 
の 數もタ いのみ ならず、 I ダ^ シス 
まで ある ど S ふので 置 盛の 臂蟹 
はを いど さへ 評されて 居る。 尙 
ほ 本 U 中の 申 这じ掛 しても お干 
の レダ ー プ 席を 設ける か。 


硝子 や ピン 類を 呑みを だ ホ 


巧 學雜誌 『サィ t ン テフ ネッ 
ク •アメリカン』 じ 巧 頃 珍ら し 
い 女の 記事 •か 載つ て 居る 間 題 
の 婦人は 摘 子ゃ额 、鐵 、を 等 金 
屬 をの ものを をみ-- むごい ふ 妙 
カナダの 精祂 病患 者で'. 一が 
年 五 巧 セー プ テー •ピン や ボタ 
ン 等を をみ 这ん だもの t 別じ顷 
開のを 要 も。 ぐ 化 おし じが、 今 
をは 频 b じき 痛を 訴へ るので、 
エキス 光線に 照らし 切開ず 術め 
上 腺の 中から ホした 固い 小間紛 


類は 驚 < 匆れ大 ホ なろおを て ニ 
千 五な S 十一 ニ 個、 曲を ビンが 化 
な 四 4- と 本、 曲つ たヴ キャ ー が 
八 巧 六十 五本、 滞 子が な 丸个 一 

個、 セ— フ テ— •ビン お汽 r しト 

六本、 おが 五十八 本、？！ 占 セ 
ット •スブ ー 八 お 五十 巧觸 、ボ 
I タ^ — のブ タキが 二十 八 欄を の 
他 スタがー や ビ—ブ 、疑、* ブ 
ス •ボタン、 ペン先 お概 、五 地 
の 白銅貨 等が、 な.^ いだされ た 
と。 


スブ • 


ブト 7 タ 


巧 人 ぉ樂巧 自由 亭 

芸 San を 安. Bik 享 N . Y . 

TeIJriangle 7475 


▲淸 巧、 親切、 氣樂 HH 巧 ▼ 

勢州舘 

伊を 事を 乂閒 をが 

225 因. 58 th Street 

Tei . Re 巧 nt 】 留 9 


器 旧旅舘 


江川 作 一 
薑で S ニ 雲 Streel 
Tel . ぎ yini 货置 


一力 旅館な め 

を 國 旅館— 

1 ま W . i SI f ジ み 
T 里‘ Susquehanna 8 泛 0 

紐臂旅 簾®* ぁ— 

を 西 十 T 目 ニ 四 ニを 

を • Caiedenia S 374 


ボストン ホ 

富 ± お舘大 浦ホ按 

145 W ミ cest ミ Si . Boston ま ass . 
ぎ B . B . 實 5 


往 みが 地ょ き溃 潔なる 羣 

® 了 1¢ おがが か 


.1 急 一 ミ ingt 含 Ave . 

S . ち ad . ジ.！？臺 


費府 御旅 鑛 
桑 山 淸五雕 . 

4 芸 S 呈が Sth 單 呈重 たを ia pa . 
ぎ量岂 ニ这 t 


細 設 糖な 善、 腐が の 
輪 鹏採理 人、 調 遲は日 
い 本人 向き 

j 謂 J 歸 桃李 園 

W 測 祉御ホ ホを 待って 
T 居*<>ます . 


新 蘭 業 

腕利きの 巧 埋んが 日本人 諸君の 嗜好 じ 適 

ず-る 辩 謹を 羞 上げ ます 

懸 頤和圃 

芝居の 前、 を居歸 ちの 御 集らに 最も 適當 
の琪 所です 是非 御な 負 じ 願 ひます 


S なれ™ 

は 抓 刷け 

P S f. h 

る ，抓^:一 

fn • —— C 3 
WJ P 1 W 


蠻她 黛 f 白米 

日本 米鑛 食料品 i 韻 S 。 へ 點館 

巧 田 醬油株 ま 會社あ 部 一手 賣棚店 

日本 食料品 廚會 


日 


庵 


電話 プラィ アン-^' 

八 0 と 九] 八 八と 一二 

新 S 詩 長 

紐 育 巧 巧 四十 四 T 百 
ニニ； 一一 八番 ニー 階) 
支配人せ ホ 重 雄 

ず 巧 

1 さ Gialont か 是 J 田臺 片一 Y - 

覃 ie 三 養 S 

ま 巧 置 rs . F •严 ジす，- 


藥廚 旨なる を 驟詞胞 にな 寮 
なる 織 寒を 覇縣す 

宮お 事務所 

紐 育亩西 四十 ニ T 目 百サ一 香 
電 ，， '， f / ト とと 八 お 

義 フライ アン 九 ムハ化 八. 


煎 餅 が、 小賣 
夏 腐 が 場 
目 本 食が 晶 一切 

uudlrls 巧 Hic 巧 G 9 k 巧 Go - 
ミ 5 さ ird Ave こ 
呈 .量 a 泛ち 


ロス アン お ル. ス 

ホ リン ピック 
ホテル 

ニ 当を n pedl.0 SU Los An をを CaL 


レヤ h な^ 

nph 旅館 

« 06 * 6tlhL wogttl タ聋 
惇を袭 前 殖東ご IT 左側 六 階 建 
H 本 巧 船 切符 取扱 波 お 場 送迎 


巧藥路 域中必 、綴 領事館、 目ネ 
郵船 其 他 お 巧 大會化 近き 堤 巧 

を 港 J パ ホ テ 5^ 

純 日本食 (特别 間 ぁち) 

ニ 報み 叢 自動 单御ぉ 迎申上 お 
612 G 寞 ornia st:san Fici 賽 calif . 

木の ル ンダ 

1夏7 3 rd Ave ■墨. 是岂量 Streets 

ジ I ち h 呈 e す 巧 nt W 8 S 


天長節 祝贊會 

愈々 本日 午後と 時 ホテル •ペン シル ヴエ 

こア にて 開催いた しまず 會費 五弗タ 
キシ ー ド 叉は 可成 黑服御 婦人は 和洋 服 
御隨意 

本日 中の 御 申を みに 對 しても 若干の レザー 
—ブ 席を 設けて をり ます 

ホ这 W 紐 育 日本人 食 

尙當巧 パ 開 裳 中 諸 袖 ノ餘興 ヲモ 化 演ジ可 中 宴 後 
別室 ニが テ ダン スモち 么 おち ニが 特ニ 中添睽 


I 首都の 外交 團 から 

I 節 子姬に 銀蠢お 

英國 大使 官邸での レ セプシ ヨシ 
喜びを 共に. しむ 列强の 使臣 


ワシ A トン 特電 二十四日 發 N 
前ち 所がの 如く、 お 巧 ホが 搔、 
六 巧 中 甸じ歸 朝 さる I 我 父を 殷 
下の おの 巧、 化 半 節 子 機の ため 
當化 のかを 鹽モ 煤で わ 祝 ひの 茶 
をが け ふ 外を 蜘 首席 英圓 大巧 ィ 
サベ ラ •ホ ヮ—ド 卿 ホ A がま ど I 
、典轉 大使 官邸で おさいた 
j パリ— 化 立の 薄 鼠色の ガゥン じ 
I グレ ！ の 靴、 ピンク* ロ — スの 
一 帽子 S いふ 美く しい 節 子 姫を 中 
I 必じ 談笑 ひどし き > 

I 先 づホヮ ー ド 大使が 狂ら て姬 
I の 御幸 おなる 御 結 城を 爾 稲し 
I 列强外 巧拙の あ！， i あ 姬じ美 
一 ，'しい 銀盃を 贈呈 •節よ 姫け 
■ 流暢 •‘> る 典 語で 答 蘇を 述べら 


當地 のかん 社會 には 『羽 左衛 
巧 か ホる』 ごを ふので 摄 あが ホ 
一の もる 一 S 請遵を 化へ わが、 日 

. 1 サンピ 作 スを巧 グランド •キ 
ャニ オンし かも 裔 つじを の-巧 
一から 

I 消息が おぇて 居た の-で、. 

柯 日を く か』 ご 待ちわびて ゐた 
I が木赌 日の 午 お 十 時 十み パ フヮ 
i ロ ] から 中央 停 お 場 r 着いた。 
，出迎 の I 削は 巧 山 領事を 先頭に 
矢が 宮 郁 ' お 川芳么 助、 S か 巧 
ぶの 始水 善を、 大西 明、 日乂、 
紐 新 南 轨閒化 化を、 料理 ホ稻巧 
i おを の 諸氏に タキ ムス ' 記 をら 加 
はつて ゐ た。 を兰 十七 巧 前の 廊 
下 G- ) 應 おがを タ換 し、 お模巧 
の わる 小豆色の おおみと に 被が 
一を 羽 線つ む M 本 着の おを 夫人 ど 
; が 服を t も 流 おじ 州處 やら 巧な 
神旧ッ 兜の 羽 左 お 巧さん を先强 
じみ 山 锁率推 供 知 自動車 じ巧乘 
『販 やか；； ^ 處が 結構で ィ』 'こ あつ 
て 

I ホ テ か • T ス ' タ1 

l;i 投宿、 と 一と 号 室に 納まつ た I 
I 旅 中な 渡 襯恙じ 化かされ たど 云 
I ム楠 M は、 廚 明れ のい i 长巧 U 
一 調す で元氣 ょく 記る 『歌 無 化の 
己 月 化さ ロは 一番 目は 小を ' ^ A の 
疏經 、六 化 目の 五邮 、化の 十 弧 
で 曾 巧の お 面を 出しました。 が 
て 愈々 おぶ ど まず . こ、 树や 
かや 忙 がしくて 閒 U しました が 
橫 がまで 巧を つて 下す つた 大を 
が 長から 外阀 をを 物す るのは い 
いが、 バタ 奥 （ i :* つで 歸 つて ホ 
もや あ 曲ろ ょど 薑は h ま-..' たが 
マァ 出かる だ パ 色々 芝 巧を 巧 物 
した b 面ない 當ら化 言の 脚本 じ 
b を 待っ て 細つ てが 翁を に (化 
お 松 張た ) 純 H 本物 じ でら 織を 
して 巧いた のを 

寅 おじに のせて 見やう か 
化の おでず。 米齒 はまた、 やひ. 


れ 、ホー 71 ド 大使は まねて 
巧 ド <姬 のた* じ 乾盃して 若 
き プリンス ど ブリン セスの 健 

康 をが b 

おら じが まの 大食 堂で 茶 遙じ移 

も、 こ？ では エタ ダべ フ ••デ • 
ラ ネン妃 、力 ■ — ネ 9 ア ■シ 五ン 

キ伯 夫ん 等が 幹旋 の 勞 をと つて 
巧氣 露々 裡 じ淸楚 U る 送 别ビ視 
願み あ 筵は 散 旨した。 この H じ 
招かれ じる 人々 は 松ず 大化 夫妻 
U 本大化 館員 公び 夫人み 嫂を 始 
め ごして、 巧强 外を 踏 員の 夫人 
み 礫、 おびに 節子姬 がみ 巧に 卒 

業すべき フレンド • スク —ルの 

學ぶ 達の みで あつたが、 をの 數 
は賓 になを 入に およんで 拖會を 
陆 めじ。 


ホる 積 b で 飛脚 旅 巧，、， 一 L 、 顯洲 
を 一二 M 巧 擅 遊して 八 巧 十八 目 マ 
八 セィ ユお 帆の 白山 义に乘 b 化 
巧 二十り 上 おじ 着いて 十 巧には 
歸 京す る賴 b です。 ホ國じ ホて 
先づを 驚した のは ホリ！ ゥッド 
のム！ ビ！ がです。 。病院は あ 
る學 校は をる。 ゎの 仕 巧け の大 
^ きいのに は 感服し ました。 ダラ 
ンド •キャ ニ 才ンも 天然の 勝 化 
ごは 申す！。 み，^ 素 的 じ 大きな 胁 
めです も 巧五兰 桐の 赃め處 じ や 
を b ません ね。 シカゴで 例め 肖 
名な 豚を ご 牛を ど 羊 先生の 屠殺 
瘍を亮 物し ましたが、 流 巧 貧け 
や賊 いのな 巧兒 もを 驚し ました 
f 化か' 餐拖頓 へ 向 ひまして 
を 村 血 H 巧 半 出帆 わ レゲキ ァサ 
ン 弓で 巧ち がへ 渡らぅ とおつ て 
ゐ ます』 玄 々。巧 じ 一巧は 昨朝 
を 方 晒を 歷訪 、午後は プ^ック 
K で 飛 切 b のが 服を 緋 へ、. 晚は 
頭 事 官邸の 歡迎 晚餐會 から a キ 
シィを 見物し だ。 

一周 選手が 

空で 東西へ 

松 化 選手は 四 H 着 
ぉ 權ロ削 臟渊笔 報じ 化れば 化 
界 一 周早姬 b の 荒木 東 巧 選す 
MH 曰ン ドン じ 到着し 朝のを 則 
舰わ 磯で ベ 火 ブンじ 赴いた が 松 
か 選ず も WH 午前 ト がべ^ リン J 
のを 期が 巧 機で 午後 六 時 おみ。 

ン ドンに 到 眷し兩 逃 手は をで 針 
ら中も 逢 ひ 東' こ 西に 別れた 譯で 
あるが、 ほが 選手は を 罹 ロバ 9 
— に 舶んで シャー パ！ グ よら 出 
帆 S ァク キタ ニァ 號じ 搭乘 、當 

地には 巧 巧 巧 H 到着ず？ （ 

巧し 同船が 午前 十 時 前 U 檢疫 
所に 着けば 直 もじ 稅關 ボート 

でニュ ー ジ ヤシ！ に 赴き 截便 
飛け 磯で シカゴ 經も ソ^ト* 

レ ー キじ おき 树 化から をら じ 
郵 化が 巧 磯に 化乘ヴ キク ト y 


アじ 着いて 

五 U 夕 剔に ゲ キク ト プアを 出- 
す るク 91 ゲラン ド號じ 飛び 一 
るべ く、 がの 出帆 怕間約 ニ 時間 
の迪延 方を 郵船 會 社を 通じてを 
渉 中で わるが、 若し ア號 じして 
十 時化 後に 到 葛 すれば 計議 をを 

な變 をして、 サンフランシスコ 
出 巧の 天が 乂じ乘 b 綺 朝を 急 C 
の 外は あるまい ご。 

大名 巧 列で 巧た 

面の 富豪 

飛行 ± をら 同伴 

歐洲の 財を でべ！ シ八 •ザ パ 
； n フ 卿 ご 典に 『謎の 富豪』 と稱 
; せられて 居る、 ベ 八ゲ） のを 巧 

.家ア 八 フン ッド • 。 1 五 ン ステ 
ン VJ 一玄へ ば 

'震に 戰時負 潰の 决濟 に關 しべ 
少， *1 な府じ 無が すで 期間 五 
年 五 千で 巧の 貸惭 、フランス 
政 おじ も あ 千 巧 弗 ニを の 低利 
融通を 中 出で 始めて 化 界じ名 
を 知られた 歐刹 切つ ての 隱れ 
たる 大窝 豪で をる が 
水曜 H じ 入港の フランス 号に ホ 
乂や 友を あ 人、' 雲 記 画人、 速記 
者 二人 護衞 探偵 一 人、 自動 華 運 
轉手 I 人、 飛 巧 ± i ん 、下僕 ニ 
入 ごい ふ 大を旅 巧で ニ 巧 巧の 瓣 
室を 楷 b が-^ じを々 ih 陸* 五 
巧 十九 曰め 同船で 巧び 歸歐 ゆ豫 
ぶで、 この間 凝 卓、 自動 単、 飛 
巧 機で、 ア メタ 力のを 化を 觀を 


目 化節赖 

時計の 釣を 進め 

：： □巧 節 巧を の時箭 がいょ い 
ょ 巧た。 當巿 巧け 勿論 槪ね脚 
巧のを 鳩は 明 H 夜半を 化て、 
睹 試を-時 閒 進める こご U な 
つス运 ますから、 今 晚就寢 前 
じ 豫め時 聞を 一 時間を やめて 
わくこ どか 安を です。 ロン ク 
アキ ランド 其祕 のあ郊 殖ひ鐵 
道は 今を のぞ 期 も H ホ 節約 時 
間を 採ボ t るが、 氣 車、 療船 
等の 敍 着は 標準時 間で ある こ 
とを をいて はいけ ません。 


する が、 氏は 本年ぶ 十 歳 小柄の 
ガツ シリ どした おで あるが、 船 
中から 發 した 電報'、 電信 料 だけ 
でもみ S 千 巧と あつて、 流 おじ 
化 あがが を 動かす 豪を ぶ b を 見 
せて 居る。 


H 本對キ ユーバ 

デビス 盎戦 

試合は 今 りから 

日本 對キ ユバの アメリカン， 

/! ン •デ ゲキ， '盃豫 選 試を は 
愈々 本リょ b パ バナ； J 於て お 巧 
される 5 事 ごな つた。 H 本侧ぱ 
爲羽 選手を キャブ テ. ンに太 旧 選 
手を 加へ て 陣容を 整へ、 キユ ー 
バ侧 は、 バ ナットを キヤ プブン 

じバ リス、 モラレス、 ゲォ瓜 マ 

— 等が 化 表逃キ たるべ （、ラィ 
-ン ァップは ホだ發 表されな いが 
恐ら （太 田、 ま部兩 選手が 單試 
合を 承は ち、 キュ！ パ 側は パネ 
ツト妓 び バ ブ マが 單 試を 戰 じ、 
モラレス 及び ゲオグ マ— 組が 複 

がを 戰じ 廻る だら うど 見 b れて 


バ 夕八吳 みを 避けて 

歐米 劇壇を 一巡 リ 

(お模 巧ん おな に被ボ をの 織つ た 愛妻を 同伴 I て〕 

羽ホ衛 門さん ア スタ— に 納まる 


YOR 区 VILLE AUTO SCHOOL 
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Room 4 巧 


舶巧 T 巧 ding Go. 
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號 と 十四 百 四千 一 第 


妻を 論 




日曜 ： t 


日 八 廿巧四 年 S 和昭 


四 


自慟車 連轉及 修理 法を 
H 本人の 敎帥じ 化ち 親 
かじ 敎授 す、 湛雜の 道 
路も 自由に 
操縦が 出 ホ 
る樣じ；；<>ら 
- ますを 狀保 
証、 就職口 揮 山、 晝巧 

敎授用 じ クライス チー 

一九二 八 年 型を 使用 



►鄕里 送金 及び 並 送を (無手 巧 巧 r 外函 
巧替賣 買、 巧爲を 取組 取 立、 信用 巧餐 
が 等】 お级巧 業務 巧 巧 巧 じ 取を 可 化 候 

S 賊臺灣 銀 巧— お 張 所 

本店 摹灣臺 化 

ち 巧 東京、 接 巧、 太 お、 神戶 、上 お、 巧 
ロ、 福 州、 廈 巧、 她 巧、 香港、 巧 束、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 を 買 

— 々グ 々ッタ 、淪 叙、 なか 臺爲 十四 ヶ巧 

一、 資本を 壹億圓 (をが 沸 込 巧) 

一、 積 立を 化 千 九な お 十 萬 旧 

內化本 ま 巧 = 橫濱 (本 巧) をを 大阪 
神ロ畏 院下顆 名古屋 

橫濱ぶ 金銀 巧— 支 巧 

ホ圃を まを = を 港を 巧 ホ ボボ 哇 
其 他世界を 圃 重要 都市 ニ ぞ巧及 n グレ 
ス有之 候 


本 巧大お 化演五 下目 
な 育支庙 姑育ブ e ! ドゥ 玉 1 な 四十 九番 

鱗 住ぶ 银巧 

ぉ (東京* 横 お、 を古屋 、を 都、 神戶 
尾ノ 道、 腐 鳥、 吳 、柳 井、 下ノ隅 
がま 庙 (門 司、 小 倉、 若 化、 階タ 、乂留 米 等 

本 園 預金、 鄕里 送金 等は 極め 
て 御 便利 迅速 じ 御 取 极可中 お 


本な 朝鮮 京 城 

ま 巧 出張所 はん 本 巧 地の 樞要 都市、 朝鮮 
滿洲 、支那のを 化な び 滞 捕斯德 

朝 鱗 艱巧紐 脊お張 所 

外 國爲替 一般 銀 巧 業務 精々 御 便 おじ 取扱 巧 

申と 极 


藤本 證券 會社 

一般 有傾髓 をノ賣 買、 引を、 募集 
i 金融、 並 ニ 之 ニ 關スグ 一切 ノ業お 

.鎌賦 藤本 ビル ミ—？ 銀 巧 

紐 育 お 張が 


淘斌 器、 雜 貨卸寶 

森村ブ タザ！ ス 


巧貨 陶谣お 

ドラィ グ^ — ス卸賣 

太 洋賓易 巧 ま會わ 

支 巧 ボ巧 古、 ボストン 


シアトル お 帆 (午前 十 時) 
あら ぞ ：：： f 化 五月 十二 目 
を ふち か 見 五 g 廿鹽日 
るん でんか (坡渚 お赃) 六 巧を 目 
ザ 一等 潑濱 一九を 弗 

化し ばリ寸 かるん でんか U 1 五 五 巧 
マ S 等 目 本が 五 五 巧ぎ 室大な 造を 族 室 i 
►抑を 望に 依リ！ 窜割が 往復切符 發 巧を 巧 候 

ロスアンゼルス お 帆 (午後 一二 時) 
もんて びで を 化 六月 十一 日 
はわい 化 と 巧： is 八日 
マー 第横濱 二三 C 巧但 はわい 丸 ま にらを を 巧 
▼特別 一二 等 日本が 五十 九 巧 ▼一二 等 日本 巧 五十 五 巧 
►を 落 羅府巧 親を 切な 寢 毫券睹 入， @ 轉旋化 りお 
►桃 育 線バナ マ經由 日本 ザ 那巧實 物 船 巧 一圓 


H 本陶破 器雜貨 

ラ厶 プ卸賣 

奈良賓 易商會 


H 本吳服 反物 キ モノ 
テ 'フルクロ^ — ス類 

夏場 用 格が 品 取 揃 居候 

I 言 本 ドう' ゲ！ ブ商會 

特別 廉慣 で大 おが 巧 流 わは 當 巧の 時 長 


新 ゲーム 

夏锡 新まゲ ー ム及 是れじ 使用 
t る 諸道 具 格 まじて 御需 めに 
應 や、 巧 稀 類 巧 上の ゲーム 及 
値段 目録 表 御 埋みじ 由 b 送る 
左へ 御 問を せ あれ 
Wiliam 養 吉 E . 置 Str ま t , 

す 舌 さみ 暑. 


ハィカラな 紳± は 一- 

れ 立 服を なし^ず 

夫れ はを く 身 じを ひ' ぉ 巧 お t ! を < 、を 
して ホ ホ 合ょ らも 長 持 もず も 率を 知つ て 
るからで す。 弊 巧は タ數 U ホ 紳± の 御用 
を 氷 て 居ます。 

n 化廣吿 にて 御來 巧の 方 L は 
_ 六を 割引を し i す U 
御注义 のを M じな はら や 鬼 も 巧 一巧 ホて 
見て 下さい 

ウオ ルカ— エンド フロす オ 洋服 巧 




▲恩な 巧を 等 設備 巧を の 涅宮麟 巧ん るは ホ 組 良 
のな 巧 親切 T ぎ i 共に 巧せ め 誇 S する をで 寸 
▲化か 太平洋 お 巧 一二 等設拖 ロを 部单 巧め は 真も 
施 Li しわ、 巧 じみ ホ 結の かさは 巧猫ツ J 
ス トサ— ド 父 U スチュ デン トク ブツス な 上の 
巧值も 綿へ ております 

® 桑 港 ホ 帆 ホノ^^ 熙由 【お 午 出帆】 


天巧义 

コレア 乂 

を 巧乂 
西 比 巧巧乂 
大が化 


社 巧 九日 
あ 巧廿ニ 一日 
ろ 巧 六日 
ホ H 二十日 
と 巧 凹 日 


あ シアトル 出帆 〔午が 十 時 巧 帆】 
加賀化 五月 十 ホ 日 
が豫化 五 巧 廿化日 


靜岡化 


六月 化' 一 


@8敦 弦 B 本 行 ホ 帆 

雷 おみ 五 巧 近目 
熱 西 か 五 巧 十八 日 
▲が 含化奶 む 奈馬 叙を 目 本 巧 貨物がー 巧 ニ 面 
▲錢 道が 巧 寢窒勞 其 他 萬事觀 お 宜じ御 あか 申 ザ 
▲太 西洋 乂錫 赔會 姑乘妃 切符 御 傾を にお 計 ミオ 




Y 




化 


K ん 

R N 


a •咖 

む 
W g 

tr 25 お cl J 
M N ^ H 


質 本を 
拂茲濟 資本を 
が 立 余 


赛億圓 
六 千 萬 凰 
六 千 聲巧巧 画 


rt 


會社 S ホ 銀 巧を 巧 支 巧 

本店を 京 お 日本 橋 お 本 革 岸 町 五 あ 化一號 
支店 小 お 日本 梧 化 內丢彥 獲 
名古屋 京都 大販西 (大 族) 巧 戸 
廣な 下關巧 司を 松 福 岡を 巧 
上が 倫 敦を貫 利水 


"""一巧 咐 

iix 

が おお M 

oa w 
m B む 

加 0 


s 

w 


叛 出入 爲替 •電信 送を、 ホ 送を、 旅 巧 信用が 
商業 信用 狀其他 一般 銀 巧 業 

人能赋 S 糞銀朽 f ま 巧 

郷里 送を" 日本を 地 お キ數 巧； 迅速 取扱 
本店 頂を (を 期 通知 ノニ 稀) 御 便が 取投 
本 ま 巧 東京 (本 巧〕， 乂阪 > 神戶 、京都 
巧 化 地名 古属 、小 お、 上海、 か 致 


夏瘍向 uhf 到 f 

夏瘍 、小 賣屋 向、 ダ ー ム用 景品 等 
精々 勉强巧 仕 御 引 立願 上 候 
陶 破霜雜 貨卸賣 

春 旧巧會 

141 巧 if を > ミこ！ New Y ミ kCi タ 

Cor 己 巧芭 21st 留 . HeL A 応 onquin 6 霞 5 


夏瘍向 格が 品 
特別 賣出 

尙 一層 魅强可 化候瞄 
御 注文 波 下ぶ 願 山 候 

ホ 元 ブぅザ ー ス 

17 East 1 7 を St , ZOWY ミ IcCilty 

Tel 巧 pfo 曰 0 A1 巧 03 qlci 呂 


阻 1|細\ 夏場 グ—ム 向き 

P い' 歴 11 今回 上記の 處 じ移轉 しり 本 及び 獨逸 製な 
^ W W 琴 i 具’ 雜貨议 び 陶渡お ま 夏 鶴 向き 品を 部 取 
0 化 も ホ 細 削％ i 棚へ 陳列して 居ます から 御 巧が の 節は 是 
础 ^ け 一 非 御 立 寄 b お 一覺を 願ます 

扣 子 1 テル エンド シム メル 


巧 禍 スペシャル 


旌窺子 
お、 ぶ. 9 盛漬 
野菜 味酣漬 
瓜、 茄子が 增漬 
野菜 調理 器 


片桐 兄弟 商會 


齒科醫 パ t ハ リ了ン 

Dr ‘ £ dw^lrd H ジ r ごか 呂 
夏。 弓 京 ミ 瓦 

呈 5 W . 181 st St . Tel . 呈一是 こ 37 一 


ト タンクい；：；： いい 

イン ノ — ベ— シヨ ント ランクを 

物と 弗 五十 仙よ ち 十二 ホ 五十 化 

岩で 庄呈 h S 13 里 


¥215 一週 五 巧 及 八 巧、 一 
案を 人 又は 二人に 適す、 

巧廢へ 十み タィム， ス クコ ヤ ー 
へ廿 五を 電話 カン バラン ド 0 五 互 
妄 宝 ghSt ., B 「呂 吾 黑崎梅 子 

操縱 ■機械 敎 習、 

點 火、 電馨を 

懇切に 敎授晝 巧兩科 日曜ら 開校 
日本人へは 秋 山 氏專任 敎授ず 
互 史 皇 olitan Aulo School , 133 ぶ E . " 置 Si 


時別大 割引 廣吿 

時下 淸 巧の 懐 顧ぎ 皆々 樣御揃 益々 御 隆島奉 謡 賓お陳 者 縣店義 
御蔭を なて 日 じ 增し繁 たど 化が 現 巧の 營業巧 じて は 狹隘を 感じ 
お樣 相が 候 じ 付 ホる ホ 巧 一 U ょ b 當ホ西 二十 S 了 目 五十 S 番地 
(森が 兄弟 商會 建築 第五 階) じ 移 轉即致 候閒不 相變御 おな を 蒙ら 
度 就て な 化 燦藏拂 ひの 巧 味して 皆 か樣ホ 素の 御 愛 賴じ酬 ゆる 爲 

め持蒋 特別 大割 則を。 て 賣ぉ巧 中 德柯卒 ま ノじ不 

拘御 用命 仰せ付けられ 度 偏し を 願 上 煩 敬白 

尙 ほ今闽 社員 手 お 米-に 退社 被 致 候爲め 商號を 左の 赫< 

な 稱仕候 間 併せて 御 承 か 被 下 度 候 

舊號ザ 巧*^ グリ： ンウ ホル ド^!^ 

faka 巧で Gre ^ pwakl 广 OH ^ any 、 llnlc , 

接 West 23 rd 夢 ， INew Y ミ k City 
felepllono Gramerny 447 ょ 


新 荷 到着 

特に 夏 瘍向格 巧 品 澤出取 揃へ 
居候 間 精々 御 註文の 程 希 上 候 

森が K ラ ザ！ ス. 

M 01 RA Bros ., 13 C. 
53-57 West 213 rd WL , 

之 ew York 、 N . Y . 
relepfome orasercy w 》 巧 0 


夏 瘍巧品 特別 賣出 

夏瘍 、小賣 お、 ダ ー ム 向新 荷 到着 
精々 勉强 御用 命じ 應 だまず. 

U 本陶破 語雜貨 卸販賣 

株式 を C ロ X 化 . p 且 

^會社 巧才が •ブ箱 

105 E . 一を h St . N . Y . 
Tel . Stuy ミ sant ま 资-タ 7 


日本 郵船 會を (化 ニを 沒道會 社) 

代理店 片欄 兄弟 商會 

乘 車、 乗船 切符 ホ じ 小荷物 運送 御 便利に お 扱 申します 


御 待 も 兼の 

佐々 木 邦 著 

ま 權妻權 ニを 一十 仙 
化 間 相 人間 相 ニ 弗 H 十 仙 
親鳥 子 鳥 ニ 弗 

人間が、 滞稽ホ 痛快 ホ 
男子ら 婦人 も大 喜の 諧龍 小說 


桑 山 商店 

114 EAST 是 ihwT ; N . y . C . 
さ one . すち ni 2 ニ 3-0557 


賣 度？ 說げ n 

イど ランチが— ムま急 I 買ら たし 
委細は 午な 六 時 H . V 時の 間に 
(日曠 を 除く) 左 おじて 御 面談 
章. B 3, 呈 2 至. こ 7 th St . 田で 


を を 側で ニ間續 きの 目 

集* inn 實 のをい を、 新ら 
しく 裝 錦を 整へ 尊 用の 湯殿 及び 
ホー 八 あら 設備 完 を、 一人 又は 
二人の 紳± に 適 當一ヶ 巧 五十 弗 
午前 化 時よ 6 午後 一時 迄の 間 じ 
御ホ訪 或は 前約を 願ます 
す stian , 9 呈田 .{夏 Am を ！* dam Ave .) 
ぎ 呈置を 23 云 


新しく 塗つ た 浴室 附 
上養間、 携所は左 

記の ニ個處 、一ヶ月 二十 お 乃至 
一二 十 弗 」asb W 空 b 

A zassae C 邑 みみ だ 4 N 篇这 U St . 

Tel . す— hiti 吉 0, で Q 皇 n 


装飾 綺麗、 ンン ダグ 
が 長*^^ ダブル 片 - " 5 素ん 家 

庭、 昇降機 附 H 本紳 ホに 貸 度し 

Mrs . S . 互冨 iitel , だ B Audub 呈 Iwe . 

Co こ 8 ミ St . 舍一 苦) sdi を 2 養 


十五 年の 歷を ホる 當 校は タ 年の 
經驗と 新 智識を 有する 敎 師を聘 
し 自動車 
操 縱化及 


び 運 巧を 
の 修得す 
べき 必要 
な 機賴的 
智識を 短 
期間 じし 
て 最も 能 
率 ある 徹 
ぷ的お 術 

を お 沼し 弦狀 獲得を 巧 疆し破 業 
ロを も 巧を します。 



墨 巧 古の 啓發開 巧は 

外人の 手に 委 ずる 外な し 

寺院 派の 武裝 自衛 ご 政府の 壓迫 


倫敦 デリー 至 キス プレスが 育 

巧が 員 ジ エ I •ダブ リゥ *メ — 
ジン 巧は 墨' 曲 古 硏究の 爲め約 
i ゴ一 遇 間 メキシコ 巿 を中必 ごし 
て 星 國を规 紫し 前週 水 雌日歸 
紐した が、 一夕 曾を の 記 あじ 
おし 氏の おを せる 墨幽 事情を 
詳述した。 左じぷ 一節を 紹か _ 
ずる j 
I 个个 个 
一一 乂國の 善隣 メキシコを 訪 間し 
て 其 貪 相を 巧 まう ど 云 ふの が 旅 
巧の 目的で あつたから 巧 ゆる 階， 
がの 人 ± ごら 會是 し、 古 化 メキ I 
シコの 义 明が 的 故 デ ジュネ レ！ 
トし じかを 眞擧 じ硏 巧し やう ど^ 
試みた。 盖し 人類 學 上ょ b 觀た 

る メキシコ i 人は アメブ カン ィ 
ンデ アン ごは 自ら 肚ハ 祖先を 異に 
して 居る ご專巧 家は 献 をして 居 
るが、 西班牙 壬 朗當時 S メキ シ 
コ 人は 被 征服を ごしての みの 苦 
戴を ホつ たので あるが、 鈔 （ど 
も閣 おの 約と 制 W 上は 目 じ 一 T 
字；^ き現がをお視ザ る ど 誰人も 

I メキシコの 前途は メキシコ 人の 

みに 化- し啓發 し、 開明され な 
いて ふ 結論に 到達す るで あらう 
現 大統領 力 S ス氏 ごも 會 見して 
禪 々質問す る 所が あつた けれみ 
現 政府は 所諷ゲ クタ ァシ ッブの 
政 麻で あつて かして 吾々 が 巧 解 
する 民衆的 故府 では あ b 持ない 
个个个 

乍 併 カ玉ス 大統領 政府の 故 綱 
ど 政策とは 確かに ラグ カ^に 化 
違。 いから ソコデぶ 配 階級 どな 
つて 居る R ンサゲ エブ ィブ.；；；^ 加 

特カ敎 夺院ご 梢 磐 化 をれ ホ 加 時 
みを寺院虐遇の悲檐^:^る件が突 
をす るに 至 C たので ある 0 メキ 
シコの 敎 巧の 化 源 ご 支が どは 共 
じ加特 力を 寺院の 勢 か 節 圍じわ 
わ、 加特 力；；* りれ ぶ メキシコ 敎 
巧は いので ある •か、 


I 平和 晩餐 會開權 

米闯 マ^ •ボ デ協會 では 释尊 
降誕 贊め爲 め 『平 巧晚 餐會』 いょ 
る ものを 顯催 する 由 じて ホる 五 
巧 四 H 午後と 時 オルダ ィン 惧樂 
部 じ 南京 か 巧 化を、 が 育 駐ぶ領 
事、 邱 巧が 榮會講 所 副會頭 ボマ 
ンジ 巧、 內山颁 事 夫妻、 ペグ シ 
ャ を使舘 商務官、 遲羅總 領事 ァ 
ット クオ ー タア 氏、 主 耳 古 領事 
夫妻 等を おがし 『東が 及び 化界 
の华 か』 G る 題 下 じを 一 おの 演 
說を輔 ひ 倫理 學會化 表 マ！ ブン 
巧 古、 新 思想 協會 代表べー ジ氏 
其 他の お說 ぁる 望。 を费な S 巧 
出が ホ 盛者は： g ： 人で も歡 迎ずビ 

朝日 每 日の 移轉 

大敝朝 H 度び 柬巧 朝日 兩 新聞 
I が 育 特派員 事務所は 化 ホウ オ ー 
- 少ドビ こ アング 一二 階に わった か 
I 今 网第六 階 (六】 化ち 室) じ 移 ま 
せる み。 常 話は 從ホ S かく ビ ー 
クマ ン网八 ホ 0 をで ぁる 0 

大阪巧 H 及び 策 京 H ロ兩 新聞 
が 育特 波： 日爭格 所な 化 ホ ッリビ 
ュ — ン ビ^ デンク じあつ たか， 最 
巧 一り よ b ウオ — V ト ビグ デン 
グ內 第一 ニ 0 六 号 室 A じ移轉 する 


府は 寺院 派の 跳梁 跋 居を がご 甘 
ずな 加特 乃を 標 巧して 巧 お 無人 
の 流血な 策を わつ た.'. かに 巧 閒_ 
巧に 巧 へられた の 丄の棱 事が 到 
る處じ おせらい 寺院 派は 义之じ 
掛；- て 武装 自衛を なす ど 云 ふま 
でに なつて ホ じので 人み 构 々た 
る駐悄 をが 化する じ 至つ じが、 
最巧米 墨 間じ橫 つて 梧た 外人 ± 
化 法 問 越を】 應解 巧し じモ日 1 
な墨乂 化は プ 。テス タントでは 
ぁるが 力 王， 大統領の 信 巧が 厚 
いので 閒大化 のん 格 手 臓 じ化賴 
して 居中調停 S 勞を 執つ て 貸 ひ 
平和 克 化を 期せむ ど すら 大勢を 
馴致して 居る。 

个 个 个 
メキシコ おか 瞬は をを 國の如 
く 一二 權か 立では なく 前述の 犧 t 
デク ブィ タァ シップ でを るから 
ヵユス 政府 S み定 しわ 問題は々 
エス 大統領 及び 其 一 ホが 极權を 
揖 つて おる 3 上假 みば ぉ國 人の 
± 地所な 權閒 題に 關聯 した 訴訟 
じを ょ 司法 部を 動かす のは 尋常 
あ 飯事で ぁる。 を じ 巧 英ホ獨 の 
資本は 磯道に、 賴 山-し、 视田じ 
機が じち ゆる 方面 じ 注入され 白 
人の 頭 腦で墨 國の富 源を 開發し 
繁榮を 維持す るの 外は なく メキ 
シコ 人 自身は まだ 其な じ 堪えな 
いので ある。 巧 かる 情势 でを る' 
から 日本の 資本を 投じて H 本が 
如 巧なる 方面 じ發展 する かは 予 
のかる 巧で。 いけれ 共 モン。！ I 
•トク トプ ンど觸 れる樣 じなる こ 
ごは 米國 どして は 好む 说 ではな 
い。 哲學的 思索から 觀じ メキ シ 
n は 幾 化が の 昔が 化した 功利 ま 
義的 文明が 靜 化的狀 態に 階れ る 
が爲 めに 退 壊 腐蚀し 去らて 現在 
のかき 半開 的が 態に 陷沒 し退步 


由に て 電話は 從前 のか （ビ ー ク 
マン 四 ニ 五九番 である。 

か 倉熟績 の移轉 

當ぉ 第五 街 ニな 二十 五番に 於 
て營 業し つ i あつむ 片倉 お績株 
式會社 あお 所は 本 月 H 十 H よら 
マ デ ソン 街 ニが 番 に移轉 すべく 
新 電話は アシュランド 四 五 四 五 
ぶび 四 おのち 番 である。 

ホ 盛 婦人 會年會 

ホ亞婦 ん俱樂 部は 同俱 樂部會 
則に 化 b 本 巧 云 十日 (月曜 军後 
ニが ザより 當ホ西 五十と 了 目 ニ 
巧 五を ヘン リー •ブ 日 ゥュ ー 夫 
人 ホに 年 會を閒 き 巧 期 役員の 選 
舉其他 重お會 務を審 講ずる も。 

巧 闕訪閒 團巧望 

か 桐 兄弟 商會 第五み 母 図 訪問 
團 及び 化川淸 一巧ち 催 御大 典 奉 
視巧國 訪問 脚 じ 脚して はを 方面 
よら 頗 々どして 照會 あら 訪問 閱 
紐 織發ぉ W ホ旣じ 豫定裳 集員數 
の 半に 達せむ ごしす 逍滿員 ごな 
をを らし ごキ鹏 を侧は 語つ て 居 
るが、 右の かき 脚 体 じ おし 本年 
は H 本 じて か 巧なる 便を を 輿へ 
ぶら る i やか M は 離 麻 大化舘 を 


I 通じて 故國當 局に 照會 中で ある 
から 近く 其 化 息ら 網 然 すべく、 
尙 はが 東京の 美 W お 會刚係 者ぶ 
びぶ 人 等は 巧た に 巧 八 曾を 創設 
し 訪閒幽 を歡迎 する 巧 中越した 
ビをふ C 

邦人 學 生が 消息 

コ "ム ビヤ 乂學り 本ん 學友協 
曾は 本が ニ 大学 圖書 館內四 
け 十四ち 室に n 本圖 書巧樂 部を 
設辭 せら 3 ホ故圃 にがけ る りお 
雨义 のま 巧 新聞 雜誌並 じを 官衙 
脚 体の 刊巧 物の 裔 贈を 仰ぐ 速 動 
をを しじる が 旣じ數 十 禪の刊 巧 
物を 蔥 集し 得る を A ‘ ミス カレ 
1 ジ の；； ァ曰 I を 授け W 校々 學 
學生數 名を 引率ず 紐 昨夕 六 時半 
日 まが 巧ん々 學违 ど國際 學生會 
箱 じがて 禽 食し をお辄 々意見の 
を懊を 巧つ じ A 尙ほ间 會舘巧 宿 
り： 本人 學 生ま 乂役 どなら 巧 H 午 
援 四時 i らち 時までを 筵を 催し 
頗る 盛會 であつ た。 

津 島が 務 官歡述 

目 ド 滞が 中の 執义駐 化が 務官 
津島壽 一巧を 招待. し ホる 五月 一二 
H (木曜) 午後と 诗 ょり 日本 お樂 
部 じがて 微 迎晚餐 曾を 懼す 由。 

商 潰 化 ホ 【化】 

料亭 昭和の 勉强 

西な 五 了 目 五十一 ニを の 料亭 昭 
和は 一巧 開業 0 味 逐日が がしく 
なつて ホむ 由で あるが 實 質ぶ 位 
を 守ら 定食の 如きは 季節 巧々 の 
品を 食膳に おして 居る。 而 して 
今回 をら じ壽巧 辨當の 注文に も 
應 やる 設備を 施し 一層 顧客の 便 
をを謀る5ィ」なつたが、 開業當 
時の 共 间經營 者 ま 藤 巧 ホ 氏は 四 
巧 初旬 他 じ 轉じ現 だは 棟を 茂 一 
巧の 刪 乂經營 ど U つなお。 

1^ 人 私人 

♦武 ホ紳 一二 郞氏轉 あ 日本銀行 
化 巧 店 監督 役、 夏季 中當巧 郊外 

ポーチ エブ タア巿 クフ ユエ ッタ 

グ ラィブ ご 一十三 一を じ轉寓 
參田ロ 一太 氏 東 巧 ァル，、 ナム 

I 會化 取締役、 昨 钢中裝 停 お 媛 着 

底 じ ホテ术 •グ ー ズゲ S 瓜トじ 

投宿 

參 盛巧礁 S 氏 盛 お 又 策 巧み 息 
ロ ー ンンス ビグ 豫備校 じ 入學の 

I 爲め田 ロ 一太を 同が ホが 
參橋本 ±旦 ニ 郎氏歸 朝 中の 元 化 
萬 ホ 人、 バリ ー 化 便じて 沙港經 
由 まる 十九 日歸紐 
•が 井 保 固 氏 夫人 森が 組 重役 
が ホが 固 氏 夫人は 從婢鬧 伴 去る 
十 化 日出 發 '二十 五日 桑 港 出帆 
の 大洋 化 じて 渡 H 
•山 崎愼 一氏 滞 紐 中の 仙 台 高 
等 工業 學校 敎授 、去る 二十 一二 日 
出發歸 朝のを し 就く 

^ 範說敎 
♦な 育 n 本人 敎會 
敎 義ど經 m 淸 水お師 
♦を 督敎 修道 脅 
題 ホを 今 かが 師 
♦日本人 美 U 敎會 
新生の 體驗 宮崎 牧師 

1 養 一 ミ 夏場 店員 十を ま急廬 
入た L 委細は が 育 新 

報 化 じて 水 谷 氏 ご 御 面談 あれ 

ピツ ツバー ゲ巿 

林 商店 


した もので あら 5 が審 さじ 其徑 
路を巧 おせば 趣ホ津 々たるら の 
力で ス政 j が あらぅ。 
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な 田のを をみ、 貧業ぞ あが 巧の 
事 巧を 巧を 且つな 寅に 巧 道ず 
巧 日 入を 一ヶ月 巧 金 五十 巧 
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大阪钥 曰 二ち 巧 朝日 
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0 化 ka A 化 hi 
Room 619 World Building 
Beekman 4860 


大巧が R ニ まを 曰 H 
を 木 H が 
Osaka Mainichi 

Room 306A World Building 
Tel. Beekman 4259 


比 S 逆！ !! SSEf 。 心 . 

303 Fifth Ave., 

Tel. Caledonia 4101 

內田谢 事 巧 ま會姑 化育 支店 

Uchida Ira ぷ ng Co., 1 打 C. 

1 1 Park Place 
Tel. Barclay 1576 

島賓易 株式 會お ！ 

Shima iVacimg し 〇 •, Lt 过 - ! 
150 Broadway { 

Telephone Rec れ r 1 が 4 

巧 式會化 ホ 尾 商 ^ 
Akawo & Co., Lt <!.， 

295 Fifth Ave., 

Tel. Caledonia 9758-59 

ホ 倉 製 絲巧績 巧 式會祗 

1 に な t 这 kura & Go,, Ltd.i 

200 Ma ぷ son Avenue 
Tel. Asnland 4545-4546 

iC. Mikimo わ 

Mikimoto Pearls 
535 F が 化 Avenue 
Tel. Vand が bilt 2519 

紐脊 日本人 會 
The お pane がむ socia む on 
17 巧 Broadway, (Jeneral Moior Bi'g 
Tel. Circle 10Q7M0071 

H お 巧 ま會化 
化理店 
島み 商會 
120 む时 dw 化 N. Y. G, Tel. R 扣 ior け 84 
Facto け ; 2 刖 Rmofi 化しし む わ 

巧 巧 物を 巧 ま 食を 
Asano Bussan ^mpany 

Room 801 -SOS 
165 Broadway 
Tel. Cortlandt 8047-8052 

乂倉 組な 育まな 
Oleum & Co., 

30 Church St け 
Tel. Cortiandt 2292-93-94 

巧 巧が 巧 道 株 まを お 
な 育 事を 所 

Sou 比 Manchuria R. R, Co., 

Room 202 ら Cana ぷ an Paci な c BMg. 
342 Madison Ave. 

了 el. Van んか 化が 35 

I s 井のを 株 ま會ぉ 

i な 育ま 巧 

I Mitsui & Co., 

I 〇 5 Broadway, 

I Te!, Bowling Green 7520 

み 巧 商事 巧 ま會社 

Kuhara Trading Co., 

30 Church St., 

Te!. Co け landt 4550 

祿ま會 赴爲井 商店 
紐 育ま 店 
Iwai & Co リ 

Woolwor 此 Building, 

了 el. Whitehall 6040 

' S 菱 商事 巧 ホ會社 
な 脊ま店 
M な sui>ishi Shoji Ka;sha 

(M な gubi&hi Co., Ltd.) 
120 技 roadway 
Tel. Rector 2560-2564 

日よ 綿花が まを 社 
紐ち 支店 

Japan Co け on Trad ミ nc Co., LtcL, 
25 Madicon Avenue, 

Tel. Met ん Sq. 3 が 5 

日米 生糸 株 ま會社 
が 育ま 巧 
NICHI • 化 i KIIT0 KA 叫が IKI KA ほ HA 

(N に HI ぶな KUTO C ひ ., LTD.) 
1 Park Avenue, 

Tel. A,h!and 6246-47 • が -49 

株 ま會お 
山中 商會紐 育ま 店 

Yanuinaka & Co" 

680 Fifth Ave., ! 

Tel. Circle 4014 ' 

曰 本聲糸 株を 會起 
お育ま 店 

Morinmra む ai & む " & が nU 

44 East 23nl 化， 

Tel. A«hland 5320 

巧を 名會お 
が 育 支店 
Haira 在 Co リ 
443 Fourth Ave., 
Te!. Caledonia 7830-3 目 
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現は 今回の 對 ポ八ト ダ^ 提窠を 
0 て 最初 どす る もので-あり 南京 
政府どし^ もをの實カの眞憤を 
化に 問 ふべき 尊い 試練 どし で 重 
大視 されて 居る が、. をの 成 巧 ど 
失敗は I じ懸 > て 現じ 南京 側が 
を 力を 注ぎつ-^ ゎる 化 巧の 軍事 
的が おじ 俟つ所 多く お. 一し 南を 軍 
の 化 伐 じして 化が 失敗に 終るな 
らば 

締 鹽列强 は從 ホの か < 

『條 約の 改訂 じは が 時では 應や 
るから 强 固なる 中央な ぶを 樹立 
せょ』 ミ强 要する じ まるべく 現 
巧 アメリカを 始め ごして H ネ、 
英 國の隨 策ら これに 傾いて 居る 
のは 事實 であるから 巧を 故 巧が 
ポ^ト ボ^ じな つじ 第一の 外を 
的 爆彈の 偉力 も 南 巧の 孔伐 いか 
んに化 6 ては 不發じ 終 こ 壌を が 
生ずら かも 知れない。 

南 軍 立往を 

濟南府 のな 南で 

上海 二十 九日 發 = 濟甫府 を 占 
領 して 叱 進を 繼續 せん》 一し ねる 
南を 國民 軍は 日本 軍隊の 鐵道譬 
備其 化の 賴係 上ょ b しで 後援 軍 
巧らず 濟南府 の' 3 お 五十 哩の化 
點に 立往生の 姿 じして アメリカ 
の 第一 二十 化驅逐 鑑隊は 芝す じを 
らて化 支の 形勢を 監魄す 一な 外英 
國ょ b 一隻、 リ本 驅逐艦 ニ隻も 
间地じ お 動した もの か r 化 京 
主ら の 報道 じ 依れば k 下 化 東 省 
を警脯 中の n 本 軍は 德 勢ち 千 人 
じして 南を 軍に 割し 靑島 _ -濟南 
鐵 道は 內钟 人の 爲 めぶ 常 お運轉 
すべ <H よ 警備 軍は 寓化 のを 
戰じ凿 し嚴化 中立ず る も 道 線 
のず 當 なる 利 巧は 斷 じて 哥 一； さな 
い ご 警告した。 ー- 

留學生 退校 處 み 

東京 特量 二十 九日 發 =" 山あ错 
出を の反對 運動に 參 加した 睦軍 
± 官學 校が 學の 支那 留學生 一 化 五 
名は 退校を 命せられ わ。 

不 ホ等條 約は 

放巧政策に 

國 家ん 體面 か- 

'南を 事け の 解 ホ じついて け 巧 
が 外務 當 巧は ィ¥ ブス 駐 ミを 使 
ランプソン 氏 南 ドな 前から 旣じ 
矢 田 上が 總 領事を して 南を 政を 
外を 部當局 どを 渉せ しめ 事 伸 4 
直接 關孫 ぁる 賠慣 問題、 陳謝 酱 
罰 問題が じ將 巧に 對 する 保障 闡 
題に 關 ずる 限ら 兩 ちの 間に ま垒 
なる 意見の 一致を 見ろ までに も I 
つたが 

南京 政府は 右 解か ご同薛 
じ將ホ 不平等 條 約を 撤廢 すべき 
i を H 本 政府に 約束せ しめん < 
試みた 結 お、 を 渉を 巧 も 切つ で 
事態 S 變 化を 恃つ i じ决 したみ 
络 である、 しかる じィ vy ス侧 
も ランプソンを 使ち 下の 結果 交 
涉進胆 して 兩 者の なを 一致す る 
まで じきつ たが、 ィ •キリス 本國 
政府が 凍謝巧題 不ホ等 條約な 
訂 問題 じ 蘇し 承諾を 據殘 した-" 
め U 本と 词樣 交渉を だ も 切つ た 
ものである、 したがつ て 

呂本 政府 どして はを の 後 
アメリカが 支那の 希學 通ら 不キ 
，等條 約 改訂 問題を もを めて 南を 
: 事件を 解 巧し フランス がまた こ 


れ じ追隨 する こごが あつ てら こ 
のま、 當を 放任して わくつ もら 
である、 阿と なれば 巧な 蕾の 
賠償、 陳謝。 どが 解决 された ど 
しても 日本 侧 じどつ ては M 實 
利を がふ 問題で。 いご！ もじ 化 
がの かき 南京 政府に 柯ら かの 約 
束を なさし めた どて 完をじ をれ 
が實 巧され る ことを 期が する は 
西 難で あるの み；；* らや今 お 南京 
事件の 解 决じ附 加して ホ ホ等條 


H 本 政府は 旣じ關 稅會講 0 巧不 
や 等 條約廢 止の ためには 犧牲を 
惜しま や 

諫 C 誠盧を 抓の ためじ 巧 
力を 城け て來て をら、 この 方針 
に 今後 ごも 變る はずの もので な 
いから、 この it ぶ 巧した から 
どて 支が 侧 から 誤解を 招く こど 
は あるまい から、 列國の 態度 如 
柯じ拘 はら やま 那侧が がれる f 
かまた は 化の 巧 事態が 發生 する 


約 改訂を 約束す るが 如きけ 國家 I 主で 當 をな 巧す る こ じ 化を き 
の體 面ぶ 無視ず る ものである、 ~ めて むる。 

紙が の 雪を 浴び ピ つつ 

市民 熱な、 して 歡呼 

巧の 人 西洋 橫斷飛 巧 ± 公式 歡迎 


旣 報の 如く ニユョ ー クボが 太 
西が 横斷飛 巧の 化 擧を敢 てした！ 
濁 逸 飛行 ±々1 グ 大尉、 ユ r ネ 

ンフゴ か ド 男爵ぶ び フキ ッモ 1 

リス 小を じ對 する をを 歡迎は 月 
曜日 午前 ニユ 31 ク 港灣內 じが 
る 水上 歡迎巧 列 じ 始まつ わ。 こ 
の 日 港 巧 礎 治のを あ 船は 滿鑑鋪 
を 施し 勇 ± 1 巧を 乘 せた 巿廳時 
别 船が 通過す る や- 齊じ瘡 笛を 
鳴らす 外、 水上 消防隊の 妙技 ぁ 
を、 空 じは 歎 十の 飛 巧 機 お怡か 
も 奢 空 じ 磯る 小鳥の かく 飛び 巧 
り 飛 まり、 或 ひは 島く 或 ひは 化 
く 飛んで 空よ を 歡迎の 意を おし 


一巧が パタ 9 1 じ 上陸す る や 
一万の 陸海を を 儀 化を ごして 
ブ。 i ドゥエ！ じ 居 ホび 高層 
樓ょ 、投げられた 紙 化 W 雪を 
浴びつ i 自動 単 じて- 徐 々ど 進 
巧、 沿道 黒山を 築い じ 群集の 
敷 呼を おびて 巿廳 じを き 
ホ 長 クォ グヵ ！ 氏ょ ら歡 迎の辭 
ど ホ 並び じ 州 ょらの 表彰 章を を 
けを じて 同 軸 巧 着した 妻子 ごみ 
义振 じて お 面、 を i よ b 順路 第 
五 巧 をれ 巧し か 一二 了 目の 戰 死者 
記を 碑 じ 化 環を 贈呈して 午後 ニ 
時、 歡 逆の 大巧 則け 終つ じ。 


動 


1 


.スミスの 運命を みずる 選擧 
獨 逸不戳 條約參 加—,"" 外人 飛 
巧 受動"，... ム I ア 判事 辞職 
ラシ ゲル 男 逝く りり 佛の總 選 
擧リ マッデン 逝く ー 墨大統 
領戰 リンデー 機 博物 舘へ 


六 階から 投身 自殺 

日本 生糸 技師 西が 義治巧 〔廿 八； 一 


東が 111T 目 四十 四 番地 日本 生 
糸が 式 會社技 邮西川 義治氏 (サ 
八) は 去る かと H 午前と 胁巧立 
十 一 了 目の 自 を 六 階 ょらみ を 巧 
じ 自殺を 逐 げたる が 巧 巧は 禮度 
の 神 經衰颠 の 爲め發 作 的に 化擧 
に 及び ロる もの i 如く 葬儀は 化 
日 午後 I ニ 時 西 六十 ホ 了 目 ダら； 

ドゥエ！ の キャム ベ 来じ擧 巧、 

遺骨は をく 東京 府 'ト大 森の 自宅 
じ 送る 至 ごな つじが、 を じ 就き 
同社 江川 巧は 語る 『西 川 君は 昨 
年 十 巧サニ H 當化 じあ 任した の 
であるが をを の 本社 じは 四 年 前 
東京 高等 蠢糸學 校を ホ 業す る ィ> 
人 社した もので 頗る 資性 滞 厚 寡 
言で 頭腦 明晰な 靑 年で ぁっれ、- 


化內 一同が 病氣 らしい ご氣 がい 
たのは 約】 ヶ 巧を 前の £ で 然も 
病勢が 進んだら し {見 わたのは 
僅々 十日 位 煎の； で 醫師も 赴 員 
一同 も 今圃の 如き 椿事の 突發す 
る 下と を 想像 もしな かつた、 同 君 
は 埼玉縣 の產で ホだ獨 身で ぁら 
兩親 のか 細 弟妹が をる！ a 衛じ惜 
しい こどを した、 兎に角 會 社の 
方も最 をは 出 缺宫由 じする やぅ 
じご 云つ て 專ら快 ホに 向 ふのを 
望んで ゐ たが 今 どなつ ては 巧ぅ 
じ もなら ぬ、 當 日は 朝 早 < 起き 
て 着換えを して 一切 準備を して 
决 巧したら し < をく 覺 悟の 上 だ 
つたら しい』 る々。 


不戰條 約^ ま持說 

〔 - H 】 ながは 幽ぉ 長官 ヶ 。ツグ 巧 提案の 列强 小戰條 めを 支 
持す る i じ 閣議で 巧定 した 定傳 へらる。 

社會 事業に 巧 巧圓御 下賜 

。- 日】 坐上陛 ドには 御大 典 記を のた め社會 施設 費と してを 
が万圆 御ド赐 遊ばされ じ。 . 

秩乂宮 御 結婚 期は 化 巧 頃 

〔 - 日 一 お 父 宮殿 下 ごか 平 節モ姬 ごの 御 結婚式は 化巧廿 五日 
から 十 巧 五日を の 間に ま扫を 選んで 擧巧 遊ばされる。 

自 渡に 線路 拜借 

I： - 日】 東ぉ驛 長の 許 じ 鈴木蓄 
一二郎 氏名 前で 『自殺ず る むら 
レ ！ グを拜 措す る』 ごの ホ 紙 
舞 込んだ が 時節柄の 惡戲 かど 
云 はれて 居る。 

藏 船の 信 巧協會 

〔 - 日〕 海事 扳興 策、 海事 金融 
機關 どして 激船信 巧 協 巧 設立 


度唱さ - 


若 尾 幾 造 巧 逝 < 

〔_ 日】 H 本 電力 巧の 大立 物で 
ある 甲 州 若 尾 幾 造 氏は ニ' 一十 H 
午な 八 お 逝ました。 


穂 積 太 郞巧逝 < 

【化 日】 正を 銀 巧 化 締役穂 穂 太 
郎 氏は 逝去 しれ。 


〔ワシントン I 二十 H お】 朗 H 
を 0 て カリフ オ^ ニア 州に 巧 ふ 
べき 大統領の 改選は 有力なる 大 
統馈 候補を スミス 氏の 勢力み 岐 
點 どして 頗る 重要視 されて 居る 一 
即ち 反 スミス 派の ち 頭で わる 前 
大藏 長宫マ カズ） 氏が 必死 ど。 
らて同 卵に y グシユ h 院證 員を 
支持し っ i をる 爲 めじて 若し マ 
カズー 氏が 自 包の 政治的 地盤で 
ある カリ ホオ八 ニア 州で 破れる 
ならば ホるべき 大會じ 於る 氏の 
巧 力は 失墜し スミス 氏の 當 選は 
確實ご 見られて 居る 巧め であっ 
て スミス 大勝の 瘍をワ が シユ氏 
は 恐らく 立 お 補を 斷を する じ 至 
る V く從 って 同 州の 向背が 政を 
的に も 重要視 されて 居る 所な じ 
して スミス 侧も 必死 どな 6 て 運 
動して 居る。 

〔ワシントン 一二 十日を】 獨逸 
政府は 國務 長官 ヶ曰 ツグ 氏の 提 
案じが るす 戰條約 じ 就て 愼重じ 
を 妃の結 装 フランスご 话 解を 異 
じし 不戦 條 約は 國際 聯盟 じ おす 
る 責務を 巧 等 侵害し ない ものと 
認めて 無條评 じこれ を 承認し 巧 
時た h 共 アメリカ ホび じ則强 と^ 
本 間 題-し 就て 談判すべき 旨 スト： 
レゼ マン 外相よ b を 式の 通牒 じ 
接し じが 英國 政府 も 大体 じがて 
アイリ々 案に 協賛して 居 もので 一 
條 約の 成立は 近ぃ. 將ホ にぁり ミ 
樂觀 されて 居る。 

〔ワシントン 二十 化 H 發】 上 
挽は 太 西洋を 東よ b 西に 橫鐵し 
だる 獨遮飛 巧卡ヶ 1^ 大尉' ユ 
1 ネ ー フエ グド 巧爵 度び を iS の 
フキ ズモ ー ブス々 佐に 對し 飛行 
ま彰メ ダグを 贈る の 案を 上程し 
一部 證員じ 反 對說ぁ b しも 兩黨 
静 部が 帯 力の おおな 掛を 撤回し 
たので あく これを 贈るべく 同時 
じ 幾 會は化 協 お 厳の ホ 人 ユグズ 
ゥォ！ ス 、お界 一周 飛 巧の ブ。 
ツク 、フランス 飛行家 コス テ 及 
び レ. ブリ. 一 、ィ タリ. 一 の あを 一 
罔 飛 巧 家 デ •ブネ ド 中佐 等 じら 
授動 する こご！ なつた。 

門ゼ ネゲア 二十 化 H 發】 國際 
司法 裁が 巧の が 事 S して 國際聯 
盟 理事 會 よら 選任され て 就任 中 
であっ わ アメリカの 國 際を 法學 
者モ ー ア氏はと年じ直6をの藏 
黃を完 ふし じが 巧は 過 ま 四十 ニ 
を じ 哇らを 四十と 册に 及び 围隙 
裁 巧、 仲裁々 がを を 著述 中 じて 
これが 完 おを 急ぐ こごを 理 もど 
して 辭 職した、 氏の 後任 おは 次 
期國際 聯盟 理事 會じ めて 投票に 
附 する 巻で あるが 慎 補 者 ごして 
は 前國務 長官 チヤ ー グズ •ヒユ 
1 ズ 氏、 エリ フ •少 1 ト巧 、ジ 
ヨ - — ン •テ ー ク キス 氏を び带檢 
事據長 ゥキツ 々— シャム 巧の 巧 
聲が 高ぃ。 

【ブラ ツセ 1 十九 日を】 歐 
洲よ戰 直を 白色 0 シア 軍を 組織 
して 過激派 じ對戰 しホ峨 、日本 
其 化の 聯合 軍 をら 動かして 一時 


世界 政 扇の 時の 人で あつた 男爵 
ランゲ ル將 軍は 當地 じじ 命中 遂 
じ 病 じ 化され 一昨 H 自邸 じて 逝 
去し 本日 當 化の 0 シア 軍人 墓地 
じがて 假 埋葬に 附し數 千の ロシ 
ア 人を 巧 盛 巧を 極めた るが 遺駭 
は。 シアの 時局 じして 銭定 すれ 
ば 本 止 じ 葬る 篱 であるが 然らざ 
る 限ら ユ コス P ゲ キアの べグク 
レ ー ド じ 埋葬す る尝 であら 0 

〔パ 9 i 廿化 日發】 フランス 
の 總選擧 は 過去 ニ 遇 間に 直らて 
執 巧され つ i あつたが 現 聯立 內 
閣 首相 ポ アン- 々 ン ー 巧の 保守的 
な 財政々 策ど溫 健な 圃を 主義は 
大勝を 睡 した 模樣 である、 即も 
全員 數 ホち 十二 乂じ對 しお おし 
ない 者 二人を 除き 現內 聞は 約 四 
百 ご 一十 人の タ數を 制した もの 
かく これを 黨派别 じ 就て 見る じ 
保ず 黨 〔重に 勤王 派〕】 八、 共 
かほ ま 派】 五 ご 一、 急進 左黨 〔網 
健圃 を黨〕 化 八、 急進派 〔獨ホ 
黨〕 '六 三、 おか 派 社會黨 〔ブ 
アン 派〕 四と、' 急進 社 會黨】 

一、 社 會黨】 0 1 、 み產黨 一 阳 
共産 社會黨 一、 其 化 一二 等 じして 
共産 黨は慘 敗の 姿で ある。 尙ほ 

ボアン々 レ！ 曾 化は フランスが 

巧に 掛 する 負債 償巧內 債を 近 < 
募集す る窜 じして 金本位の 巧が 
も實 施す る 普で ある。 

〔7 シン トン 二十 化 日發】 ホ 

を曜 = 講員 樂拷室 じて 會談ホ 
卒去した る ィリ/! キ挪 選出の 
おか 黨頒釉 である 下院が 算委昌 

長 マ— チン •マッテン 氏の 葬 擦 
は 本日 當 地で 執 巧され わ お大紐 
锁ク ！ 9 ッチ 氏 0 下內閣 々員み 
始め どし 大審院 お 事を 部 も巧废 
して 恰 かも 阔 葬の 如き 觀を呈 — 
た、 觀の细 き 盛大なる 葬儀は 前 
議哀 クラ^ — ク 、下院 共 あ 黨領础 
マン 及び 前大統 顔' >! デン グを 
と共に 四 人目で 副大統領 ド！ ス 
をが 弔辭を 述べた。 
■〔メキシコ市 二十 化 日發】 ホ 
ると 丹の 第 1 H 曜日を W てを* 
か ン コ じ 直ら 擧 巧すべき 大統瓶 
並びに 上下 兩院纔 選 擧じ掛 し 巧 
が府は 贈賄 巧 巧を 始め どして メ 
ネシ 3 の選擧 じた 定ま b の瀑麻 
を 巧 止すべく 選擧 監視 員を なみ 
するのみ4:>らや巧務大臣はを+ 
を 踏破して 總 ゆる 不正 巧 爲を忧 
t すべく 確を したが 大統風 選曲 
は 前大統領 ォブレゴン 氏の 獨お 
臺で わるら しい。 

〔聖. グキ巿 二十 化 日發〕 囊 ド 
太 西洋を 單身 飛け 横 謝した る" 
ン ドバ！ グ 大佐の 愛機 スピリ ッ 
ト •ォブ •聖 少キ號 はを のを* 
キ シコ、 中 ホ、 南 ホを 化の 親 ホ 
飛行を 終ら 飛 巧が 程 正 じ 四巧窗 
磯體 及び 機關 能力ら 化然 たる* 
の ある. い 愈々 この 膝を 的な 機 S 
もま 挪の 博物館に 陳别 して 永" 
じ保ぉす る こ ご 、 リ 大佐ー 
明朝 これ じ摆乘 して 曾 都まで 立 
をの 飛け をす る尝 である。 


政局 險惡 y 見越し 

特別 議會巧 ゾ停會 

お 京縣電 一日 〔ザ 後一 膊ー 二十々 j 發 M 囊 
じ 一二 日間 停會 した 特別 議會の 巧 開を 前に 
して 政府は 政局 尙ほ 險惡 じ‘ して 不信任案 
の 通過が々 なる 爲め 巧が 議會 のな 省を 求 
める 意 巧より して 停會を 更らじ 一二 日間 延 
長した。 

總辭職 か 巧 解散 か 

閣議で 議論み 裂說 

束 京 特電-日 發 = 巧 一二 十日の 緊急 销 幾は 停會 明けの 議會逊 
策 じがて 化み お 刻し/瓜ん だが 當の賓 任 者 じある 田 中 首相と 鉛 木 
内相は 巧閒 お辭峨 説を ま跟 ずるに 割— 小川 纷 かは 鈴木內 相の み 
を迭 せし レれ は W 局を 抬 がし 得る だら ぅこの ななを 銷陳し 水 野 
文相は 堅 < 沈默 をが つたが 政友會 幹部 侧 じがて はこの 隐證會 を 
巧び 解 欺して が黨 -5 機先を 制ず べし どのな 是 ^ 鶴つ た。 



明政會 妥協 ぉ拒絕 

おを 特單 一日が' == が おは 小 信 化 案の 通過を 見越し 停 曾 中 じ 
必死 ど。 りて 中 A 嫌 貞の抱 込みぶ 協し 巧奔 したがを のザ斐 だく 
明が 曾 も 化の 巧 雄 氏 も 斷ザご L てを 協 ぉ 拒絶し お势は 政府の 爲 
めじ 飽 めて 不利 t あるが 把恢 黨の總 おを 達謙藏 巧は 『內 閣總辞 
横は 服 前 じあ b 巧黨 はお 束を 固めよ』 ど黨 員を 激蝴 した。 

東京 特電 二十 八日 發 政府は 彈劾 案の 引延ば 
しを 劃策し その 問に 邸 驚の 崩し ヵ呂 的から 突如 
衆議院： 一； り 削の 倍を を斷 巧した 0 . . 

尾 崎 巧 雄 巧が 禪 劾 案說明 

東京特電廿八日發^^:鈴木巧化彈劾案の說邮おは尾崎む^巧 
をぶ 满說は 中が ぉ剛 にど 决し雜 員の 署名 も 織つ たがを 新 俱樂部 
の旧始 信藏巧 U 離脫 した。 

叉 も 暴漢 ニ 代議 主 Y 襲 ふ 

東 ま 特電 廿 八日 發 = 旣银の 如 （二十 お n がは 政黨寺 旧化議 
± を 殴が だる 化'" a 本 U 柿 へられ 一方 W 黛が ホ お、 森肇 .兩 氏を 
へ もお澳 数を 毀 おした が 化 間 怪しき 事悄を るら！ くを 派 もの 凑 
き氣々 溢る’ 

.南 単濟 南に 入り 

山 東 省の 形勢 惡化 

南ぶ 軍警 をを 無舰 して 張 店 
の鐵 橋を 破壞し 電線を 明斷 

ま 京 特電-日 巧： 南京 喊 にを け 遂じ濟 南が を 降れ 遂に 日本 
倦椎 をれ ずる 膠 濟錫道 H ホ 合 辨の山 東 興業を 乘 巧らん ごしつ 
つ あ b 间村 におり て氧 ザの 一 部隊 急派され 巧 她が留 巧 人 八十 お 
名け 避難した ’4. 巧 軍 a 福 出 刮み官 の 篱吿を 無視して 張 巧の 鐵檐 
を破坡 しお 信 おな 線を が斷 する じ 及んで 事態は 險惡 ごな つた。 

張 巧で 皇軍 化な 生 

張ぶ 昌こ炼 傅 芳將： 本は 天津へ 

上が 一二 十日 錯 過去 四十 八 時間 じ. 吐 lb 稍 f ホ どなつ た濟南 
府 方が み戰 5^ はお かる お 軍の 戰線 お着く おに 再び 活 励を 開始し 
て； 濟南 府み陷 落け 眼前に 迫らつ i あるら の I 如 < 濟あ府 に 於て 
は 巧 化朗が swnA ぶび 外ん の 生か W 產 をが 謎ず ベく 出 勘した 
H 本が 一二 じ >こ。 つて 勒陣 しつ I をる が 南軍侧 ごは 日本軍よ b 巧 
ミ 再 巧の 密吿あ b しに 關らず 遂に 張 店の 鐵 橋を 破壊 マる •しまら 
し 爲め巧 島 ib 巧 派した る 日本 弔は； 一地に 立 巧 化の 化 わ i：*- きに 
至り お 信 おな 線 も切斷 された 爲め U 本 軍は エ 兵隊を 動かし 一刻 
も ザく 掛 道々 り 逆 倍を！： 化ず ベく 山 来ち 一 帶は靑 をを 除く 外は 
诞んど 南を がの ホじ餘 しじ もの i かく 山 お 省を ゴ つた 張を 昌將 
軍 及びな 视 おお 軍は 天が じ おき 張が お 將軍ど 今後の 作 戰じ關 し 
な 強 中 じして 巧 がら 巧 ザの 手に 歸し U 。 がほ從 ホり 本な がご 密 


I をなる 瞒 おを 持ち 日本と 詰が あ 
一 b ご傳 へられつ} あつた 黃 外な 
撥 長は 日本の 山 東 省 おを 斷巧じ 
化ら てを の 面目を 傷 けられた の 
で戰 線に 蔣 か巧將 軍を 訪問し 今 
後の お H 政策に 願し 協議 中で あ 

條約 改訂 

南京 政府が 提議 

K 海 I 二十日 發 IT： 南京 圓民 政府 
の 外 巧 部は お 巧の 命み じ 化ら ネ 
日を なて 期限 満了と なつた 千 八 
な 八十 八年樓 締結の 對ポ グトボ 
グ共 ぁ國の 

條狗 改訂 じ 就て 時節 巧 

重要なる 提議を 試みた。 元ょり 
南京 政府 どして は 政 巧 樹立 前ょ 
り對 外す ホ等條 約の 廢棄を 旗印 
ごした 關係上 今 固の 提議 も 政て 
化 八の 意表 外 じは おでて 居ない 
けれ ホ 支那の 時局 不を定 た， ろ 今 
H だけに 提議を 3 もの； 運命 じ 
就て は列强 みを 潮ら 深甚なるな 
息を 沸つ て 居る 模樣 である。 即 
ち舊條 約は 十 年每じ 修正 改訂の 
規約を をし 若し 十 年自じ 雜鑑國 
の いづれ かぐ 六 箇月 0 巧に 條約 
中の 通商ぶ び關稅 修正を あめた 
る じ 帳 b 舊炼 約は 化然 £ して 十 
年の 歷 巧む を發 i 得る が 

該條 がは モ八だ 八十 乂 
年 四 巧 二十 八日に 締結され 四十 
年 目 じ化當 する 譯で 南京 か 痛の 
通吿 書は 『旣に 締盟 兩國 昨今の 
國 情け お 治、 經濟 度び 貿易に 巧 
て もが 巧 締結 當時ど 趣を I 變し 
なつて 南を ながは 條 約の 意志 及 
び 目的ら をの 極を 日に めて 實巧 
ずる 能は ざる こど を 信 や るら の 
じして 邮剔 修正を 要するな じ 南 
京な府は巧レお ト .力 ^ 政府に 
韵 じこの 際條約 改訂を 員 禽を設 
歷し 均等を 原則 ごする 新條 約を 
線 おし： S て兩國 のぶ 證增 進を 切 
留 する』 ど 述べて 居る が、 ポグ 
トボ少 政が は 未だ 

南京 政府 を 正 まじ 承認 

した こごな く從 つてを 回の 提議 
を 果してを 文書 ごして 化 扳んや 
否や も 疑問 ど兒 做されて ちる。 
蓋し 舊條 約は 淸 朝政 お時化 じ締 
結され たもので あ b 締盟 國 ごし 
ては を那 内ず かいか じ進轉 する 
じら 醜- ゥや烙 が 化 京を U て 正 巧 
の 政府 ご 認めて 居る からで ある 
がる じ 一方 化 巧 政府 じ 就て 觀る 
じ 同な がも不 ホ等條 約の 改訂を 
國是 ごし 旣じ U 本、 ィ タリ— 其 
他 列强と 通商 條 巧の 改訂を 巧衝 
中で あるが、 化を を 府な 今や 南 
京 軍の 化 進と いふ 國家的 危機 じ 
直面して 居る 關係 上、 この 際 

條約 改訂 の 難關じ 自ら 

ホめ て 巧 進す るかは 疑問 どされ 
居る が、 これを 巧を 政府の おを 
じ 就て 觀 察する にす' 平等 條約麽 
薬は 新 政府 3 標語と してが 來科 
ばれつ I あつた もの} これが 實 


中 社 東 ムホ特 雨を (絮 無听轉 載〕 
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曜自朗 九 時 ま 午を 四時 



ちを ホ 丸ノ巧 ル ry グ 二階 ニ 九 ニ 房 

陳闲丸 山 洋服 商會 


日本 帮 髮舘淸 

西 四十 一二 了 目な 番地 ニ r 白 六 ま 号 

タ ダブ フロア (第を 街 ミ 巧 十 ご 一 了 目ち.) 


日本 散髮屋 £ が I 

五ケ 年間 中 村を ど 巽 じ 就業。 

ジ ヤシン ト ■フ 3 ツ 3 

ご W . 巧す st . K . y . 畳べ 
Bet . G ミ umbes A さ . & を nira;ark さ 资 t 


十五 年の 歷 あわる 當 校は 多年の 
經驗ど 新 智識を ちずる 敎 帥を 聘 
し 自動 幸 
操 縱法及 


び 速 巧を 
の 修得 ザ 
べき 必ま 
な 磯關的 
智識を 短 
期閒じ ィー 
て 最も 能 
率 ある 簿 
底 的技满 

を おおしを 狀 獲得を 保証し 職襄 

ロを も 周旋し ます。 



扱縱 、機械 敎習 
點 火、 電池 等 化ス 

懇切に 敎授晝 巧兩巧 日曜ら 開校 
日本人へ はか 山 巧 尊 ほ 敎授す 
量 皇己 it さ を す Schu 已 ， 1 岩ぶ EJ 害 St . 


お 育 州を 設 
內務 省是許 
巧 巧を 大醫 巧大學 
產攀 お留巧 卒業 
元池邊 

產婆 お本綠 


尋 。れ 人 

(まま 府ん) 狩 巧 藤 雄 
(ま 京】 ホ お 和 雄 
(熊 本縣 人} お 崎 方 作 
(愛知 縣人 一長 崎德一 
(福 岡縣 人) 稻永 國ホ邹 
ま 永 慶藏持 山ず 太郞 古川 
正產井 h 幸藏 石が 節朗 
渡 邊篤賛 巧留吉 を 川新晋 
上野 修平 井な 貫 遣 お 雄 
貫 造太郞 古家 武雄柴 曲き 
雄 

(佐 賛縣 人) 栗 山 善-一 ハ 
(を 媛縣 人) 溃旧常 ま 事を 治 
仲 座 宮之巧 
(東京 巿) 小が 銀を 郞 
(大 阪巿) 白木 政太郞 
(神を 川縣 人} 茨木 巧 五郎 

を 0 をに 通知 致 度き 儀有么 
候 間 本人 若く はお 人ょ 6 現 
化 巧 御 盛 知 願 上 候 

紐 育 ー帝國 総領事館 

言 Broadway N ミー ミ k 田で 

評論 nr 每巧 4-^^^ か 
雜誌 1 部十邮 
— 414 IE ま 一 雲 st.f 夏 田 iy 


笠 ホ 洋服 巧 


時闺 
洋服 巧 

男女 靴 F 類の 禪 
裙 箭じ應 じまず 

ブア八 • シ タク 

靴下 會社巧 巧 巧 

時 旧 信み 郎 


丸 山 洋服 商會 


を 五十一 ニ T 目 

ニニ 三 一 

が 藤 
洋服 巧 

f ラ f 八み ニニ 


黨‘ 



鹽科醫 

多年の 經驗 をな て 
最 巧を 巧學 手術 じ 
巧 能 じて 信用 篤し 
n 跑術 巧化廉 n 
H 本人 諸哲 じは 特 
に 了-皆 懇切に 治 巧 
•化育 獅を認 
い： ブル 1 ム 


をき 米國 婦人 
日本人への 英 
I 語敎授 じは を 
i 年の 經驗を 有 

-す。 一)- ブス 

ンと 十五 灿 
每 H 蘭 义睹ょ 
ら巧九 時を 何 
時 じても 宜し 
， H 曜日は 一時 
よを 巧 時 迄 


H 本、 •ま 那寶玉 製 美 
術 品、 婦人 用 曾 飾ぶ 
他 装歸品 

闕島引.：：：^^ 

鳥 等 荣術お 像 鐘、 

唐 飾 ロ g 、 ス h タング 

H 本般 裁縫 一 


親關 事‘ お 

5^5; ~ おがを 地が にを 肚 が 




— 加 Ml の辕 出入 方法に 賊ず 
化 柳 子る-切の 御 諮問に 
應じ 鉛を 激船 貨物 速 
貨ぶ曲 帆ぶ 悅 11 モお 
書 香 進呈ず。 ま 要 都 
ホに 化埋 店を がし 誠 
實を速 巧 用命に 應や 

が輸 取扱 


が 日 巧 
ト E 

Y 巧 5 も 

Is 

R - 


稅關 事務 取扱 

WILLIAM L. BANE & 客 . 

Room ご 苦 ニ Broatiw さ 巧な 
Tei - BQWling - G まさ S 138-9 ニ 7 


齒巧醫 木 下义巿 

ゴ0 W . ニ 1 th 資 

ぎ Monument 8557 


花 かるた 


はもく— び 
ホを 巧 义で乂 國人じ 能く わかる 
やう 衞單明 隙に 說 明した もの か 
出 巧ました。 巧を 目み 進呈 致し 
ます、 御覺 下さい。 

M さき さ ミ 写 114 E . 呈 hS こぞ. 


弊 巧は ホら （白人 間 じ 信 
親 巧を なて 販賣 を」 ます 
寶石 貴金羯 
御 注 父 並 じ 
理 速修績 
諸 鑑定 無 お 

巧 中 商店 

N 化 巧. 巧 巧 th wt .- 0〇? Ma 広を 0 日 A < e . 

TeL 巧 hi 日 iamJ ミ SOSS 


國 


新 鱗 魚 か 一切 

日本人 おきのを 魚 澤山取 b 揃へ 
特巧廉 簡で大 勉強 致、 します 

サヴオ ナ魚巧 

』ose 巧！！； 39 VOS 曲 

技 4 W , 61 st St . 

Tel . 0 色扫吕 bus 。 一資 




紐 育生 命 お 險會お 

兰 木定吉 

. 糕保險 

S . 吾 IK - 

Mow Kofx IJifela 田 cranoft 00 

51 CJh » 吕すジ St : N ' ew ' YorkCity . 
Phon タ马 0 ま h 22 お 

を 放 ノ方二 御 掛ケノ 節い 必 V . 
御 自をノ をぶ ピを話 泰巧チ 申 
巧々 古 更幸下 サイ 


■ 




j ® き. 新— 報— 

政局の 前途 

政黨 政治の 逆へ 

賠 別を 含の 切なに 目惕を •瓦い 
て、 政局の 拾收 じを 巧して 居 じ 
政府は、 をに 一二 日間の 遙食惇 を 
を斷； .パ t るに まつた。 即も政 巧 
じがて け、 不信 巧 案 別を かじが 
を；^ る防缴 策が。 いじめ じ、 遂 
じ停會 をれ ひて ぶ 面な 巧 派の 反 
i ぶを 化-かし、 この 期間 中 •； て赏 
一 後の 抱き込みを U さ レ ごしつ、 

I あるち ので、 これに lb て、 巧 
一を 奏すむ ば 惇會後 不宿巧 まの 討 
ー講を G さしめ、 万一 この 策に し 
一て 树は宜 つち 効で G い 構を じは 
i あ b じ 停ち を 奏請して、 御大 禮 
;熙 係 3 外の 雄 まを 犧牲 どす るか 
_假6 に停會 明け 後 わ雜會 U 誤算 
が 生じた 場を には、 證食巧 解散 
: の 腹を をめ た 巧 おで わる。 

旣じ 普通 理舉 じよら て 成 ホし 
じ 今回の 時 別 萬 巧で もる。 巧し 
，くも 政府 黛が、 この 選を で 辛く 
; も ニ ニ r 粟の タ數を 制 I 得た ミい 
一 ふ もの i 、 內閣の 生命 ごもを ふ 
I べき 信 巧を 問 はれ、 これを 一 糊 
- する の 巧が。 いど f る。 らば、 
'それは 最巧 政策 政綱を 廣< 世 じ 
; 問 ふ 巧題哪 も逃舉 S 遣 b 直しで 
I はむ くして、 政黨 內閣极 治の 道 
一を 正しく ホ わか、 ホまない かの 
，問題で をらなければ ならり。 盏 
一し ニ 一二 票の 差を 0 て、 政府が 第 
i 1 黨を痕 b 競す どはい ふ もの i 
> での ニ 一二 索 じして 圾府 のを かを 
; 支 ゆべき 不信 化 おを 葬る こごが 
出 ホ。 いご するならば 政府は 憲 
I なの 常道よ をして、 いさぎ ふく 
^ な椎を 第-一 黨じ譲 b 、 第 三 黨み 
政が じ L てを の 政綱 實 現の 上に 
違算が ホ じた G らば、 なじ 始め 
て 幾を を 解散ず るの がま 當 であ 
I 一る 0 

鈴 木 A 相 ル 議を 政治を 認 論よ 
'ら 、して、 昨今 日本 じ U 、 今 をら 
な •から H 本 ど 巧 輕の國 体 上の 相 
違を 强く カ說 して 居る 人が ある 
巧 かし 乍ら、 ム rH の 如 （衆 證院 
- の 形勢が 政府の 不信 巧 まじが き 
: 政府 自身が 岡 韋狼波 L マ 惇會の 
手段に 出で i おる 限 6、 较ぶ會 
I たる ものが 巧し くも 政駕 段を を 
; 標榜して 居る かぎら、 政 權を棠 
I こな じ 譲る のは 當 がの こごで わ 
i つて、 タ數 制の 差が 十 人た ると 
; 巧 人む る どは、 このを 合 問題で 
一はない ので ある。 か府が 虛會じ 
一 於て 悟 巧を 持ら れ ないで 巧を を 
： 施し 巧ろ 巧 由は 毫もな <、 H 本 
ご英闽 がいかに をの 國 ホを 異に 
，して 居る ごて 政黨 政治の 化 本義 
じ. 阳 等み 化 違は ない。 現じ 政ぶ 
曾が 若 视內觸 ^ら政 權を讓 渡さ 
れ たみ も、 政 幾 政治 固のを 翊的 
，な 巧 動と して 何人も これを 怪し 
ま； C * かつたん である。 

: 山 来の 戦雲 ご 日本 

: 巧 巧國出 巧の 化 進に 伴 ひ、 を 
じ n 本の 山柬省 出ち £な つたこ 
i は 巧よ らおを をの もの. か山柬 
當 じがけ る n 本の 利權化 藩と い 
j ' ふ自衞 手段で ある-どに 向つ て 
柯 人ら 異 溢を 巧へ る 余地は：：* い 
どい ふ もの、、 ま邮の 時. 叫を 定 
確乎‘ 心る 中央 政が の 樹立を を留 
一ず る 巧 等 ごして、 をピ をが どす 


べき 事態 t ある。 巧に 巧國 及び 
アメ ブ 力 も交那 巧 化に 巧ち して 
の 乱を 盛視 しつ ー あ も 今日 どし 
て、 U 本 U 出を をのら の-: がて 
州 等 列 强^搞 なを 漠 4 观 もは。 
いで もらぅ か、 南を 政 化 八 樹立 
W 來、 n 本ソ '公剛 正大。 る おす 
政策から 朋 しじ：： n 支齒 民の 親善 
が’ 今一: の おを ょ b てを 少な 
b 共 誤解の 柿を 辟き つ！ ある こ 
ごけ、 悲しむべき 瑞象 £ をは U 
け" じ U ら ぬ。 

我等は ■ま 恥の かがを を定す 
るら のは、 第一 ニ 威の 巧が でを 力 


に 非ら 中、 支那 人 自身が 結局む 
< 所まで 巧き、 を こじ 始めて ホ 
ろ.‘、 きもの f ある ど 信 中る。 勿 
論、 ぁ當 なる 旣巧權 がを 内乱の 
k めじ 侵番 さむる どい ム こごは 
國 あの 乂問强 じけ 相違ない でぁ 
らぅが、 だ 抓の 政 巧を 定ご いふ 
こごが、 わか 闕 i して.， ょ 6 大 
る 図を 的 問題で あ i ごするな 
らば、 眼前の が 懼 侵害を 犧牲ご 
してら、 永久の なる 政 巧 じ 立脚 
する の必返 U る ことを 痛切に 感 


中る 0 


物 價が國 際 水準ぶ 上で 

不景氣 U 直らない 

ホ 巧 下 巧の 入超 百幽 十一 二で 
间！ 十 年の 入超は が 一億 圓 i 


東 ま 特電 一 日韓 U 四 巧 下 か 
の 贸お輪 出は 五 千 五む セ 十と 
巧 ミす 圓 、輸入は 五 千と 巧 ニ 
卡 方 码で圆 でを 引 入超 高は ち 
四十 一二で 一 千圓 じな つて 居る 

午… -- Ail < 

巧が 圖の 不景 をが 退 あられな 
い 巧 因は 見やぅ で禪 々あるが、 
海外 巧 場が 戰を狹 ホ どぶつ て 巧 
地 物 僧が 闕除 水準な 上を 持 磯し 
て、 年々 入超を つぐけ ぶ拂 勘定 
を ぞくした こ £ が 重大なる 巧 因 
の】 つ ごな つてを る。 これを ： a 
本 巧 地の 貿易 數ぞ じっいて 見る 
じ、 おお 大戰當 時の 出超 期が 乂 
戰 終了の 翌年、 乂亞八 年 ょら 入 
'超 期に 轉換 して 0 ホ 年々 A 超を 
つ 2- け、 を鹽 一二ち 中の 貿易を も 
加算す る ご資じ 一二 十一. 億と 千 化 
百と. 十八 方】 千 歐の大 入超を な 
し、 戰時お 超 期に おける 出超/を 
計 十四 億 八 巧 四で 六 千 圓を超 遊 


崩落せば 調節 策を 採るべく、 を 
府 所有 ホ拂 下げは 昂騰 期を 待つ 

ごじ 

生糸 輸出の 增加 

ま 京 特電 一二 十日 發 n j 丹ょ. 〇 
四 巧 二十 H を 生糸 輸出は 橫濱十 
方 0 八 千ち な 四十 ニ 倭、 神 戸一 ニ 
巧 A 千 八 百 S 十八 傻 、を 計 十四 
万 六 千兰な 八十 儀、 昨年 同期よ 
b 四方 一二 千 八 巧 十四 媛の 增 加で 
ある 0 


春霞 おみ 五厘增 

東京 特電 I 二十日 發 == 春 謡は き 
たて 第一 固豫想 八な 0 六 巧 四千 
枚 前年ょ b とを 五厘增 でぁる。 

米 露の 賓易增 加 

原 商務 書記官 報吿 

日 シア 貿易け を アム トググ 商 
事會 社の 發表 じょれば、 一二 月 ホ 
じがる 六 ヶ月 晒の 米 露 質 易は 約 
八す 万 巧 じ 達し、 其 前半 年を じ 
比し 六 割 八み 增の盛 現じして、 
其 中 街 露 輸出 六モ 五な 四十と 巧 
巧、 米國 への 輸入は 千 四 巧 十五 
巧 弗で ぁる。 一二 巧 中の ニユ ー ヨ 
—ク 絹物 输入 高は あ ニ 童と 十八 
巧 六 千 一二な ャ！ ド、 絹 細は 日本 
だ 二十 ホ 巧 五 千 四百 ャ ー ド、 支 
那 二十 一巧 一二 千 九 百 五十 ヤ ー ド 
じして、 絹物 相場 不 をなる が 天 
候 不順の た カー 般胃氣 進よ や巿 
I 巧は 不 おで ぁる。- 


公社 懷額九 億 像 

ま 京 特電 一日 發 == 1 巧ょ b 四 
巧を を お 潰發巧 額义億 H 千 五 百 
四十 义方 ニモ 圓に 及んだ。 

投資は 証券 類へ 

寅 ま 特電-日 雞 お 巧のを 觀 
おは 嚴緩漫 が 態で、 日銀の 特別' 
融通 巧 場 流出の 影響で 投資は 依 
然として 莊 券に 向 ふ。 


新保輸 への 躍進 

ま 京 特電 I 二十日 發 H 運送 ど 化 
災が除 巧き 詰ら 海上 運送 會 社は 
自動車、 稱ず盜 難 障害 等の 新規 
巧 厳へ 躍進し 成績を 巧な のでを 
社 お 必死と る。 

乂棉 ょり 印赖へ 

を 京 特電 H 十日 發 n が 棉薬騰 
でが 織が 巧復 し、 綿糸 ホの 賣巧 
きち 攫 如して 今期が 當 維持は を 
易；；：* ら む。 結績會 社の 巧 棉買ひ 
化け 進 巧し 乂棉の 手當は 一巡し 
今 巧は 印綿が 中必 たら レ ど。 


赫績界 懸案 解决 

東 ま 特電 一二 十日 發 N を 巧モブ 
はおげ モス. を勸 誘して、 五ち 3. 
後の 操错 を繼艘 し、 热績 ホの 懸 
をは 漸く 解決した。 

米價 調節 策 考慮 

東京 特電 I 二十日 發 n 乂借 あ々 


する こど、 "一 V 億と 千が と 十 S 
万 五 千 圓め居 額 じ 達する じいた 
つた。 す U はち ホ 表の 如し？ 

お 超 期 (單 をち 方圓) 
年度 翰 お 輸入 
大正 四 年 と 0 八 お 一二 ニ 
五 年 一 •ニ 一と と 五六 
ホ 年 一 •六 OH TOH 五 
と 年 一* 化 六 ニ 一 •六 ホ 八 
合計 五 •巧 00 1 ニ* 化义 ニ. 
入超 期 

大正 八 年 ニ ■0 化 八 ニ •一よ 一二 
化 年 一 •九 四 八 1 TH 1 ニ 六 
十 年 一 •一宝 一一 •六 一四 
十一 年 T 六 一二と. 一 •八 化 0 
十二を 一'* 四 四と 一 » 化 八 ニ 
± ニ 年 一 •八 0 と 1 T 四 五 ご一 
十四 年 ニ 互 ニ 0 五 ニ •五 - V ニ 
十五 年 1 To 四 酉 ニ i ニと と 
昭巧ニ 年 一 •化 九 ニ】 て 一とよ 
互 年 酉よ 四 み 一 1 
を 計 一す 00 九 ニ 0 ■一八 八 
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宴 賀視節 長 天る 於に ル テ ホン ぺ 


號 八十 四百 四千 一 第 


0 [ もを 3 な jmtt がタ を另 


【日曜 水 


n 


月 お 年 H 和昭 



勤 煮 並' レ 御旅 舘 

生稻^ 

な 育巿西 八十 八 T 目 一二 ニニ 
巧 話 スカイ ラ！ と 八 ニニ 


日本 食料品 類义び 雜貨類 卸小賣 
ホ么お 大賣測 桑 山商會 
新刊書 籍雜誌 小間物 日用品を 種 


をタ九 時を 径業 

メ 1 グ r ドン ス 〔年 一巧〕 

曰 本 おち 巧 東京が 會 

書错 # 巧 巧 巧グ ー ム自 巧の 巧 あ-®' 

V ランク 巧 もまず 


支那 特選 

が廳 茶園 

司理 人を 蓮 
出 載の ホには 整な 
の韓便 剌じ備 へが 
間食 席の 御用に お 
や V く 候 聞 巧ホ枯 
す 慶お引 立願 巧 0 
巧 上 御 案 巧 串上模 


ん 

及が 

LR 

A W 

Fy 

G 馳ゎ 

NCI , 
A お.™ 

H 邮 

N 忠 

5 加 

s も 
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$ 綱 新 涼な 

ネ樓 は嚴創 0 糸 多を 
一意 勉强 仕ち 司理人 
ゼィ 、巧 理ん 歐廉も 
相變 らや魄 前を 見せ 
て 居ます。 然る じ 現 
巧 某 辑某窠 じがて 元 
本 壌巧理 、を 雇ん れ 
たる かき 廣告 をな し 
居る もを 然糜が じを 
么 巧る 掌 じ 猫を ひな 
く惶醫 御を 貪 じ預ら 
度く 曰 本ん 諸賢の 御 
ホを をを 屬 致します 

ま 人 謹啓 


設備な 善、 廊 利め 
鹏- 料理人、 調理は 日 
パ I 本人 向き 


S 桃李 園 


做 御 ホ 巧を 持つ て 
屠らます 


美 かじして 淸ホ 

S 品南樓 

で 前 十 時よ も 
午前 ホ 時まで 


蜗巧 


を 揉の 御 喧巧じ 適 ふ 
樣な美 ホの 巧 巧理を 

S 廣珍樓 

致します から 績 々抑 
ホち を 願 ひます 

I 娜 、が挪 機 

隨揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本人 諸君の 嗜好 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 朝 S 時 迄 開 巧 
(だ 化 置 T 目 サブ 
停 率 海の 下) 


スブ^— ムヒ^ ト户ツ トプタ 

邦人 俱樂部 自お亭 

芸 wands 芭 . Brook 章 ：- 
S .1 V 曼當 7475 


▲淸 巧、 親切、 お樂 =1 ニ 巧 ▼ 
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日本 米 鱗 食料品 i 飄歡靜 

巧 田醬油 株式 會社 東部 一手 賣挪巧 

日本 食料品商 會 


紐 育 唯一の M 本 巧貨店 

片桐宛 弟商會 

スマ ドレ •プ 。ダク ク 一ず 販資元 




第五 巧よ 一二 6 
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ビグ ダム. グ巧 

小雜寫 ilk 舘 

電話 サ； クぶ 

巧 化. 0 六 


舞磬個 S 授 


▼化を ダンス 
▼表 お ホ 操' 


了 寧 
親が 


を 

朝 十 時？ が jH 時 

シ ヤジフ 》- タン シ 

ング離 鶴學疑 卒業 

上 跨 タマ 


. F ji-Ini 


媛の お燒 わい しい 锁巧 

會席 御料 狸 \ 

晝 食は 末廣 へ' 

巧 峰 節 化を 巧 大お强 


新闢業 

腺 利きの 巧理 人が 日本人 諸君の 嗜巧じ 適 
する 巧 理を差 上げます 

. S 願 和 園 

芝居の 前、 芝居 歸 もの 御 集ら じ 最も 適當 
の 壌 巧です 是非 御免 負 じ 願 ひます 



化業糜 I 吿 


夏期 中 休業： 

御 お 子舖' 

高 橋を 風 軒 



シ术 ヴァニ r •; めて 祝 巧 會を瞄 I 


ミ " 
- f/ 


を 瘍 .」 を r ゎた 一 一展 文は 

を ru ， 网脚じ n 乂闕旗 •か 飾， っれて 
幾 十 ごい ふ 火を おの 棘 化 もがか 
しくを はしい。 みに 舞ぶ 橫 にお 
へた バンドは 矢 繼 り— やじ お 曲を 
蒙して、 歓 こびに 滿 た 人々 の 
> むを 浮きが， たせる。. ま.」 ミ じ わ 
む‘」 m 闕 S 大御 川の バ—ス •デ 
— の 鉛ぶ であを r 祝 妈骑を 封 挺 
の 高 お ド クタ！ tl 、 大きな、 リ 


の 化の 旗を 

背 致 におな. じ靜 かじ ホつ 


大戰は 歐洲諸 岡み 駒 体 K 錢避 
の 幾つかを 見た けむ f も、 お 
H 本は 化 界に路 ろべき 特殊の 
闕を でもつ て濟 巧の 如くを 滚 
である ° 

S 毁は 化い けれ •ど 被の ある 誠 子 


う G 脚 逸が ニニ 一を 物語る.。 會衆 
は 時き めく 胸を 抱き がら、 巧 
ら 柄ら 

が 奏されれ 『君が 化』 じ 肺 
腑 からの 聲を 絞つ たので ある 揉 
じ 陸軍 事務所 長の、 小柳渾 大佐 
の、 かすれる やうい* ふるえる や 
うじ 發聲 じつれ て、 水の 洋 あを 
摊 げた。 會 ホは 『天 桌陛 r 巧 歳』 
を吉哨 して お 籍じ 巧い 菌悅 じひ 
たつた。 が 軍監恃 所長の 松旧大 
佐の 駐趙 t 『乂闡 乂統锁 賴下巧 
歲』 が 么れじ 線いて 唱 かされる 
『チア、 これから だ！』 とを じ 
始めて 嚴肅； ^ 緊張から 病の 凝ら 
か- トらて 

儀 施^ じ つたので ある。 
南部 夫人は、 ホい キ モノを。 黒 
紐で 裳を 驟 つて 舞台に おら はれ 
て ^‘ さ'^ ら 、さ ^ ら』々 ら 黄 ^ 
しい 避を 張 bh げ る。 第二 回目 
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日本 行 船 切 巧な 扱 波戶場 送迎 

商黨區 域中必 、撥 韻事 お、 H 本 
郵船 其 化 銀 巧 大會赴 近き 傷 巧 

桑 港 小化 ホ テ 

純 日本食 (特別 巧 あち) 

ご 巧み 第 自動車 御 活迎申 上 巧 
笠 2 野至 ミ nia si., San F 皇 cis 写を if . 

木 旧 ル • — ^ング 

1言'7 3 rd Ave . 呈 .芸 S 量 sirsh 
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まと ころ 籠め て 

天 長の 佳節.^ 奉祝 

, 盛况を 極めた H 會 主催の 火 祝宴 
首都て はお 平 大使が ち 催して 

ワシントン 二十 九日 發 == おえ U 本を 權 大使 化 平 恒雄氏 夫妻は 
本日 架上 赃ド辨 二十 九 巧の 御誕 をに 際し、 首都 社を おには 極め 
て 稀；；* ■る 一大 レセグ シヨ . V を摧 しむる が、 招待を まけれ る 者は 
を 巧の ち 力を を 始めと して 外を 團 ’社タ 巧の 垂立 も！ 人々 巧 一 
千 人に 及ぶ の 盛 况を堪 した。 今回の 天長節は、 聖七御 即位 0 ホ 
最初の おしで あるか、 副 大統锁 ド！ ズ氏 夫妻、 慶務 長官 ブりグ 
を ホぶ、 火 准 おた タフト 氏 夫妻 等の 顔ら 見えた。 この H 近 （秩 
父 おが 股ト たるべき 松 ホ 節 f 姬 にも、 レセプションに 松 や ホ 妻 
とみに かめて 社を 巧の 人 ご。 られ じか、 節子姬 a 六月 か 甸に當 
化を 出を して 餘 朝^ 途 にみ かる/' 巧で あ も C 


柴上 御即な 0 巧 初めの 天長節 
j け ふの 化き H である。 が 育り 本 
i 人 會なホ おど。 つて、 この ザ 出 
~ 度き 日を 養 r 巧め、 旣 がの 如..' 

~ 十八 H 午を L か ホテ片 •ベン 


で わる。 ホで 草 信が 育 H 本人 會 
'良の 祝 赞演說 、內 山總巧 事巧理 
願事は 『度れ 多い こどながら、 

I 聖上 じは 煙を も 酒 もな し 上がら 
j れのピ .ん 聞して ゐら』 ごい. ふや 



じは 『新 內」 から 『磯 節』 と 一 
同じ もの 判らの よい もの だつ た 
ので 「よいし よ』 ご巧處 かの ホ 
隅で 奇聲の 合 ひの 手が 始まる。 

其 化 スバ こッ y ユ •ダンス、 奇 

術； yw 駭補 柯れも 喝采。 殊じ最 
後 じ 御 目見えした 上野 一胆の 

曲藝は 宛が 人間の ゼン マ 
ィ化 巧け の やぅな 鮮やかな 所を 
見せて 一岡を アブ ど 云は せる 0 
河れ も 歡を盡 して 十】 時から ダ 
ンスご タキ シ^ — ドの 一對 、漂々 
VJ して 楚 々ごして 足並みが 音樂 
じ乘 つて 巧； のでを る。 屋外は 
薄ら寒い 小雨 どは 知ら や、 化 H 
旗の 下、 電光 輝々 燦が たる や、 
渉の やぅな 化 巧が 更けて 巧 （ 0 
當 巧の 會衆四 旨 余。 な留 知名の 
± は 巧れ も 夫ん 同伴、 恰も 滯殺 
中の おが 羽 左 銜巧ホ 夫妻 も馳せ 
參 じて 頗る 盛會を 極めた。 


一二 浦 環 夫人の 

獨唱 會盛究 


ヵーネ^| ■— •ホ 1 ルで 

旣截 のかく ニ 一浦 環 夫人の 獨唱 
會は 去る ±曜：！：： の 巧 力] ネ ダ； 
ホ]^ で 開催。 當 巧は 天 挺 節 祝 
質 宴の 關係 上が 人の 入瘍 巧は 特 
別席のを 川雪渊 夫人 等 極めて 少 
歎で あつたが、 流 巧 樂禮じ 名を 
知らいて 居る 夫人 だけに、 み 人 
の觀聽 ホは 無慮 ニす 人を 算 する 
の 盛 巧を 星した 


ブロ グラムは メンデ 八 ソン、 
モデ^ト、 シャ ''、子！ ド、 グ 
ピシ 1 、 スト ラウ セ、 シュべ 


が 


グタ— ダ、 プチ 


の 名曲 揃 ひ、 このみ じ 伴奏者の 
フランク チ 氏の が 曲、 環さん の 
ため 特に カサリン 《 マン ニン ダ 
が 作曲した 『バタ ー 小曲』 等 も 
をつ て、 聽 衆を 喜ばし U が 流石 
じ H 本を 謠の 『楼』 『おお 巧』 ど 
いふ 地方色の 出たち のが 蜗采を 
巧け、 餅 申 『背 おの 段 細』 は 歎 
固 アンコ！ ア され 鼓を-」 夫人が 
わ 得意の 『お 蝶 夫人』 で 散 曾！' 
たど 0 


太平が 橫斷般 巧’ 

機 名は 藝 

命名式は A 月末 

太 ホが 橫斷乘 巧 機の 礫 名に っ 
いて、 帝闽飛 巧協會 では 一一 一巧 十 
五： n 四千 五 百を の應募 中から、 
佳が どして 富 十， ( 四十 化)、 樓 (111 
十 こ、 神風 (巧 あ 十四)、 日本 (四 
十)、 昭か 兵)、 日晏が 六十 八}、 
礫の 化 (一)、 {お 弧內 数を d 應黨 
者 數計四 だ 四十 丸) のとっ を 選 
び 四日 協會 の摄務 理事 谷 田 中 お 
がを 佳作を 携ぇて、 み 逆 大將を 
殿下 じを の 御 採 擇をぉ 顧 ひした 
結を、 この 名擧 ぁる 飛け 機は 禪 
ど 命を される こご じな つたが 
『樓』 の 岡 一機を 人選を は、 京 
都 贩閣町 化 侧茜木 菊 子、 大阪 
南 協 松屋 巧が 井留 一一 一郎、 神 巧 
巧を 渾演崎 通 お 田曉氏 
をの 化 二十 八 名に 對し 、所定の 
賞 ぉを 近く 飛 巧 協 貸から を 送す 
るが、 前記と 掩の豫 逃 人選 者に 
も、.. 间樣の 賞 ロ g を 贈る こど じな 
つた。 お ほ 磯の 命名式は と 月の 
末 お 巧 後に 义逍 宮殿 T によつ て 


昭か產 業 傅に 

I ‘ 移民 舘」 Y 

來ザ 五月 廣 島で 
まま 特電 一二 十日 發 U ホ 年 一二 月 
から 五月 じ 直 b 廣島ホ じ 開催ず 


S 、 四— 六、 九— とじてり 本は 
易々 どみ 巧 軍を 繼 した。 

ロ 本ん 美な 敎會で 

日米 國旗 贈呈式 

シエ ド. こ 呼ぶ 奇特な ア J V 力 


る昭か 產業睹 寛を じは 移民 館を 一 人が 當地 n 本人 美 U 敎會じ 出入 


設けて 邦人の おか 生活を 目の 邊 
b じ 見せる 目的で、 囊じ 海外 化 
留 邦人 徵兵猶 なに 就て 努力した 
元 ホノル^ H 巧 時事 社 記者 巧 お 
養を 氏に 囑 托し 巧 畦、 ァメ リタ 
等の 巧 留が人 じあ 品 方を 勸 誘す 
ベく 同 巧は 二十 八日 解 鏡の コレ 
ア 化で 出を しむ。 尙ほ 巧が 氏 等 
は舊徵 兵み で 猶豫特 權を失 ひた 
る 者の ため 御大 典に 際して、 俊 
權 運動を 起し 旣じ 陸軍省 政び が 


喜劇の 上の 實演 

まま 特電 III •十日 發 == 銀座 お 
崖 食堂で 落語家 柳 家 一二 語樓ど 
曾 我 遇を 五化郞 ごは 些細の こ 
ごから、 つかみ 合 ひを 始め 芝 
居な 上のを 劇を 演じ、 他の ホ 
をは 大じ 喜んだ。 


務省 どの 誘 解 も 成立し、 在 巧 有 
力 者め 請願を 見た 上で 化 扱 ふこ 
とじな つて 霞る ど。 


易々、 こして 

日本側を 麟 

おキユ ー バ 庭球 戳 

H 本對 キユ！ バの r メ ，カン • 
ゾ！ ン デビスを 繁一阿 試を は 己 
報の 如く 去る ニト八 H ょら- バ 
ナ じがて 擧 巧され たが 第一 試を 
じ 太 旧 還ず はバ リスを 六— 一、 
ホ— 一、 六— 一二 じて 第二 試を じ 
烏 巧 選手は バ ホットを み 一、 
ホ— ニ、 ホ！ ニに て 敗な 翌 H 0 
複 試合は 鳥 羽 ま 部 組が パリス、 

バ ネット 組に 當 ホ] ニ、 ろ！ 


する ベンダ ー 々史を 通じで 美学 
る 大型 アメリカ 國 旗を 賓 贈し 
日本 國 旗と 共 じ 集會其 他の 場を 
じ 使用され たい £ 中达ん だので 
日本 圖 旗は 化 シグ クの 藤が をが 
寄贈し、 この美 事な 絹地の 兩國 
國旗 寄贈 まは 目 曜日 午前 十一 時 
同敎會 じて 擧 巧、 シ五ド 皮の：：！ 
ホ 親善 お說 じみいで 宮崎 故師の 
おが：：： 本人 食 化 表を 孫子 化理書 
記 長、 藤 5： 巧 化 巧 松 本巧黨 感想 
を 述べて 式を 閉ぢ む。 


一ん な こども あム也 


'珍妙な 野球 試合 

本 量 打 王べ！ プ •グマ や 心ィ] 
ゲ ー リックなん のをの、 ミい つ 
つね 撑な 珍が な 野球 試を がまる 
四 巧 二十と H 、 アト ラン ブック 
ボで谣 された。 試を は T トー フン 
テック 對 グリ スゥ ォグド 中學巧 
の 對校戰 で、 得点は 正* しな 化 点 
芭蕃 、アト ラン ブック 側の おず 
ドン •キング 君は ノ！ •ヒ スト 
ノ！ e ランを 演じ 一二 振 十六‘ 御 
自身の 巧 敷 十六 じ 十六の ヒット 
を 飛 じした る、 この 日 アト ラン 
ブック 側の 巧を は 巧 ミ 十 化 < を 
を 巧 丸十 ニ 本で、 をの 中 ネ墅朽 
十ち 本、 H 翰な 六本、 ニ 蟹 巧 ニ 
十 |ニ 各、 每凹共 じ 得點績 きで. ニ 
回目 じ 一二な、 と 固呂じ 二十ぶ 點 
一人で 本 壁 巧 お 本を 飛は し' 巧 
數 十四、 をを 巧 十四 どい ふ記綠 
を殘 した 者 も あるが、 試ぶ が 八 
回目 じ 記錄か の 嘆 顔で 織く 
中と じ i ： ♦■つた。 


闢業御 




拜啓晚 春の お 皆々 樣 益々 御 隆盛 奉賀 お 陳者ホ 生 義今圃 都を 
七 高木、 モ塚 ダ？ ンゥォ 八 ド 商會を 退社 致し 巧る 五月 十五 日 
ょ5西ニ十巧了目十お番舘( マ デジ ス コ ャ て西义)第四階じ 
がて 開業 化 おじ 就て は 引 鶴き 皆々 樣の御 引 立を 蒙ら 度 

開業 賣出 ごして 特に 安價 をのて 御 注文に 應 

じ； S ' 申 候 間 化際タ 々じす 拘御 用命 仰 付けられ 度 偏 じ 奉 懇願 候 

敬 白 

ラム プ义 シル クシ 至 — ド 

製造元 卸賣 手錄 廊會； 

手 嫁义一 

H . Y . T 马 SUKA cb . 

一巧 West ピを street - Mew York ; Ci な 
Telephone Chelsea 赛 31 


なさ.！ 一る 善で あ。 る 


特別 大 割引 廣を 


時下 淸 巧の 候 顧を 皆々 樣御揃 益々 御隆島 奉議賀 候陳お 弊ぶ 義 
御蔭を 0 て 日 じ 增し繫 r ど 相 お 現 巧の 營業所 じて は 狹隘を 感じ 
候 楼巧成 おじが ホる ろ片 一 H ょら 當ホ巧 二十 S 了 目立 十 S 晋规 
(おが 冗 弟巧會 建築 第五 階) じ 移 轉可致 候 間不相 變彻引 立を 蒙ら 
度 就て は 化 際藏拂 ひの 意が じて 皆々 樣ホ 索の 御 愛顧に 酬 ゆる 爲 

め 待 荷 特別 大 割引 I て賣出 可 ホ 篇柯卒 多少 じ不 

巧 御用 命 仰せ付けられ 巧 偏 じ 奉 願 上 お 敬な 

尙ほ 今回 社員 手が 米 一巧 退社 被 致 候爲め 商號を 左の かく 
な 稱仕候 間 併せて 御 あ 知 被 下 度 候 

新 巧號鳥 卞 グリ— ンゥ オル ド 商會^ 


fllo 一 akaffi , rre 巧 irsvald 。 0 呂 Dany、 WSP 
お We 荘 23 rd St ., 2 ew York Qt 》 


felelohoD。 Grameroy 4 ■ょ /4 
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; NAIM & 洲圓 EL 

! Dolls, Toys and 
j Seasonable Novelties 
31 EasM7 化が 巧 d 
け講 H SQW 化） 
i Tel. &i が 叫 山 n 1677 


GEORGE W. W 化 SH>S SONS 


- け ANAD け N PAG げ IC ト j 

NEW YO 民 K OFFICE 

844 ^Madison Avenue. * 

Telephone. Murray Hill 4000 

♦ 間 日 十を 本日 ♦ 

♦ 間 u 四十 迄 邸 ま ♦ : 

路 航短 最 の洋 や 太 i 


O.S.K. Line 

ホ 壁 醇船會 ft 

2 的 7-8 WH 円 EH 化 L 郎ん DING 
HBmERYPliGESEWYtMGITlf 
>H0 化 BOWL! 邮 GRE 巧阴 32 - お 


WAL 化 R & 化 0RI0 

CUSTOM TAILORS 

20 DEY ST., NEW YORK 
Near Church St. 

TE し CORTLANDT 7557-7558 


N の po 凸 

D ぴ Goods Co. 
1261 わ oadway, City, 
Car. が d SI 

Te しわ nwyi 巧 nia 目 9 郎 -51 
Roam 4 巧 


BROADWAY 
OPPOSITE 
ST. PAUL’S CHAPEL 
AT VESEY STREET 


化 阳 T 阳 ding Co. 

151 - 目 th Avenue. 

が or. 21 が な.） 

Tel. Al が 叫 uin 3648 - が 


! 


MO 圓瞧邮 os. Inc . ， 

巧-巧ぶ W. 23nl Si., 

New York Cily 
Tel. Gratnarcy 3850 


THE FUJIMOTO 
な ！; URITO 郎 . ， INC. 

120 Broadw 化 N. Y . (； わ 

R 扣 ior 24 けぶ 39 


THE B 顯 OF 削 OSEN The Sum け 麵 目 ank. L 扣 . 


R 日 om 1 の 3 1 お が阀， も Y. 
Phon もむ rtl 加が おお 


化 W 巧郎が E が Y 
fiflom 414 
1 がわ oadw が 
Tel. Hanover 7444-7445 


Tile Yokoliama 

S が 加な 化 , L 化 

邮 Floor, Equ お bie おお . 
120 Sroadw 化ん Y. 
Phone Rector 2550 


The むが 0 け aiwan, Lfd. 

Room 515 

8 郎 nenson I 刖が ting む Hding 
け 5 Broadwa も ん Y. 
TeUortianilt 巧が が 34 


JotinWanamaker, New York 

Coi*. 9th St. and Broadway 

Guide’s Office 
and Shopping Service 

Mrs. E が th 凸 umphrey 

Special Japanese Guide 


號 八十 四百 四千 一 第 


m 辦 を M 


【日曜 水】 


曰 


巧ぶ 年 兰和昭 


四 


ク^ ~ —ム 

今回 上記の 處に 移轉し = 本 及び 獨逸製 巧 
具、 雜貨议 び 陶器 額窜 夏場 向きな 全部 取 
揃へ 陳列して 居ます から 御 ホ 紐の 節は 是 
非 御 立 蕾 b 御 I 寛を 願ます 

子 I テル エンド シ厶 メル 


夏瘍向 格が 品 
特別 賣出 

尙 一層 勉强巧 化候簡 
郷 注文 披下お 願 上 候 

ザ 元 ブタダ I ス 

1 7 巧 g 二ゴ h St, ZOW Y ミ k 0 ぞ 
Helephone -A 一ち nqci 。 


夏 瘍巧品 特別 賣化 

夏瘍 、小賣 巧、 ダ！ ム 向新 荷 到着 
精々 勉强 御用 命に 應 だまず 
H 本陶破 黑雜貨 卸販賣 

<1 譜茂木 桃 井 組 

10m E. 16 を wt. N. 

Tel. Stuyvesant 资资 -6-7 


貴 ♦をら しき 卷題 

を 

患 

寶 

石 

が ♦草 パイプを 種 


晚香坡 毎 ニ 週 一巧 化 帆 

▲五ム プレス 加を 太 (一一 《•空 0 巧) 

五月 十よ 日 

▲で ム プレス 叢 西 亞ご其 主 § 靖) 

丄 、巧 お 日 

▲エム プレス 亞細巧 三 一,0 含 巧】 

. 六 巧 甘 八日 
▲でム プレス 加を 太 (吴 互呂 お) 

と 巧 十九 日 
- 等、 二等、 一二 等 及び 下等を 設備 
最大、 善 お、 梟 快走の 東 巧が 巧 船 


シアトル お 帆 (午前 十 時) 
ホ b ぞ 乂 五月 十二 日 
ゎ ふち か乂 五月 甘 四 B 
るん どんか (坡难 出帆〕 ホ 巧を 日 
M 等橫 .濱】 九 五 弗 

►一二 等 日が 打 扣五巧 客を 大 な 遣を 族 室<を 
T 御を 望に 依リ 一. 等 割引な 镇切 巧發巧 致巧极 

ロス ア A ゼ ルス 出帆 (午後 ニ 一時) 
もんて びで を义 六 巧 十】 日 
はゎい 化 と 月 化 八日 
►一 菩橫濱 ニーき 巧 化は わい かま じらを を 巧 
►巧 別 一二 第 日本 巧 五十 化 巧 ▼兰等 a 本 巧 五十 五 お 
►沙港 羅な巧 纔車切 巧 寢臺を 購入 御 辟 旋仕リ お 
►紐 育 線 パナマ 經由 日本ち 那巧货 物 船ち 一回 


H 本吳服 反物 キ モノ 
テ^ — ブルク ロ ！ ス類 ； 

夏場 用 格が お 取 揃 居候 

イグ 1 ブ -1:^401 


I 減 H 本 ドラ 


特刖廉 煩で 大勉强 新 流 わは 常 店の 特を 


ハィ -R ラな 紳± は - 一 

化 立 服を なしまず 

夫れ はを < 身 じを ひ、 を 化け ^宣< 、を 
して 山 ホを ょら も 長 持 もす る！！! を 知つ て 
るからで す。 弊 巧は タ數 U 米 紳± の 勘 巧 
を 承って 居ます。 - 
n 化廣吿 にて 御 ホ 巧の 方 じは 

六を 割引 致し ま- : 
御注义 のを M じ 係 はら や あ も 巧 二度 ホて 
見て 下さい 

ウイル 力— エンド フロリ- Icj. 洋服 巧 


► 鄉 里を 金ぶ びが をを ( 無手 お 巧 )* ホ * 
巧替賣 買、 巧ち 替取巧 取 立、 信用が 曼 
巧 等 一 較を巧 萊お抑 便 巧 じ 取 巧 可 化 《 

ネ巧摹 潰臺北 

ち 巧を 巧、 横な、 大政、 神戶 、上 お、 巧 
ロ、 頑 州、 厦門、 灿 頭、 を 港、 寅ち 新 

嘉坡 、スラバヤ、 タマ ラン、 バタ ビヤ、 を 買 
々グ カツ タ 、偷 を、 其 か臺潰 十四 ケ所 


I、 資本を 壹億圓 (を 巧拂达 巧) 

I、 稽 立を 九 千 化な 五十 萬圓 
內地本 支店 U 橫濱 (本店) ま 京大 お 
神 巧 長 崎 下 蘭 名古屋 

權鑽ぶ 金銀 巧— 支店 

ホ圃を まを U を 港 羅# ホ 巧 ホを 
其 化 化 ホを 圃 重要が 巿ュぞ 巧 及 コ 术ン 
スを之 候 


本 店大阪 化窗五 T 自 
な 育 支な 紐育プ C I ドウ 玉— 百 四十 义を 

聲 巧な 銀 巧 

日本 內 (東京、 橫演 、名ち 屋 、京都、 神 ロ 
をピ 尾ノ 道、 廣 島、 吳 "柳 井、 下ノ關 
がちな 《巧 司、 小 倉、 巧 松、 博タ 、义 おお 等 

本國 預金、 鄕里 送を 等は 稀め 
て 御 便利 迹速じ 御 取扱 可申娱 




.本店 朗鮮を 城 

ま庙 出張所は H 本內 地の 樞要都 ホ、 朝 お 
滿洲 、支那のを 地 及び 浦 お巧德 

朝鮮 銀 巧 紐 育 出張所 

外 固爲替 一般 级巧 業務 精々 御 煩 利 じ 取扱 巧 
申上极 

藤本 證券. 會か 

一般 有 借 証を ノ賣 買、 引受、 裳 集 
A 金融、 ホ ニ 之 - 1 關 ス^ 一巧 ノ 業務 

献賦 藤本 ミミ—々- 銀 巧 
紐 育 出張所 


陶猛黑 、雜 貨卸資 

森が ブ タザ ー ス 


日本 陶猫 器雜貨 
ラム プ卸墳 

奈良賓 易廊會 



II 


▲及 おすを 等 設猜供 食の 惡富掉 巧を るは 巧 巧 貧 
の 熟 巧 親切 T を さおに 嘗 おの 謗 ミず るを でず 
A 當 おおや 洋 航路 一二 等設満 はを 部 華が 的な 長み 
施しました 、殊にが 市 族を 如きは 巧謂ッ IV 
ス トサ！ ド义は スチユ 尹 V トクラ ダスな 上の 
巧 値み 德 へて 拭リ まず 

#桑港出帆ホ ノ ^^^經由 【ぉ午ぉ帆】 


コレア 化 

春 巧み 
西 比 利亞化 
大洋 化 
天洋乂 


五巧サ n 一日 
ろ 巧 六日 
み 巧 二十日 
と 月 四日 
と 巧 十八 日 


® シアトル お 帆 〔ザ お 十 時 出帆】 
加賛見 五 巧 十六 日 
かを 見 五 巧 廿化日 
靜 岡— 化 六巧サ 二日 

,@s 离爱 日本 巧 巧 脚 

誘 おみ を 月 十八 目 
度 葛 も 六 巧 二目 
A 趙 脊出奶 £ 寞馬 経由 扫本 お接樹 がー 巧 ニ 固 
▲錢道 切 巧庭臺 券ぶ 化 萬を 额 おを に 御 取が ホが 
A 太 酉 洋大滨 が 曾を 乘牠 巧が 闽 おを に 取 計ます 


技 

R 

U 

B 

T 

S 

S 

U 

0 

T 

歴 

A 


0 本 聲船會 な (並 ニを 蹲 道 食 社) 

化 理店片 欄 兄弟 廊會 

乘 率、 乗船な 蒋麗じ 小 衙顿遷 送辩懷 がに お摄 申しまず 


此度紐 脊贿法 ニ 據リ姐 コ ー ポ レー シヨ ン (A^saw Co で 
■ poration ) ヲ 設立 イタ シ マンタ 

新會 社、 J 本 U ヨリ 化 ホノ化 シルク 株 ま 會赴紐 育 支店 ノ 
營業 一切 ヲ繼ホ シテま トシ テ 生糸、 紐物ノ 輸入 贩賣ニ 
從事シ マス 

お會 社、 J 化 シルク 株 ま會社 ノ^ 米を 衆 國並ニ 化を 陀こ 
が ケ^ 化 巧販賓 ヲモ 營 .、、マス- . 

事務 巧^ 從ホ 通リ 79 Sadis 含 扛 ve. デ アリ マス 
相 變ラズ 御 引 立 ヲォ願 C 致シ マス 

一九二 八を お 巧 In 藤 村 壽 

地 n I ポ レー シヨ ン 社長 
唯 シルク 株式 會 社が 表 取締役 

尙姬シ ル ク棘式會社紐肯支店 會計並 ニ 人辜關係 ノ 籍 

圍 ニが テ お 續シ マス 


瘍向 

夏瘍 、み 賣屋 向、 ダ！ ム巧景 鹿 等 

精々 勉强巧 化 御 引 立願 上 候 . 

陶 猫黑雜 賞卸賣 

.春 田 巧 

14 1 巧 iflth A^ve., zew York City 



會 


〔orruir of だ St wt . Hei . との onquk 一を 35 


夏 



.1^ H 新 荷 到着： 


精々 勉强可 化 候 間 御託 义被下 お 願. 上 候 

太洋 貿易 株式 論 目が 

• Haleph<me Algo 百 占 ui ロ W 》 N3 ’ 巧 || ち： 一 

101 巧 ちを A.ve 曰 CO Z 巧 W Yorkcity | 

Chicago Br 資 ch 327 W’ Madison St: Chic 栽 0, 1111. 

zew 因 日 gland 巧 ep .- N .. 浸 asuda 00 •，蹇 B をす を St ., B をを n M す ss . 



新 荷 到着 

特に 夏場 お 格が 品 澤山取 揃へ；： 
居候 間 精々 御 註文の 程 希 上 候， 

森 村 K ラ ザ I ス 

so 巧 IMC 巧 > 巧 3 产， In り 
S ザ 57 We を だ rd wt. 
New ジ を N. Y. 

Te ド pfone ora 3 さ cy 苗 5 を 


ラム プ 及び シルク シエ— ド 

製造元 卸賣 手 塚商舍 

正 . Y. T 马 SCKA 8. 

15 f 1 24ih St. J. U さ， ジ I. Chelse こ 置 1 I _ 


ワナメ I 力 ！ の 去 一 

日本人の わ 買物 じは 特別 掛 員を 置き お 
巧で 御 案 內致升 電話 又は お 手紙み 第 御 
訪 罔して 御 便宜を 計ら 初めての わ ホに 
掛 しては 特に 注意 致します から 是非 お 
立 寄ち 願 ひ 巧、 巿內 配達は 勿論 目ネ其 
他を 地 宛の お 荷物 發 送は 當 ホで 致し 升 

レ ヨン ワナメ^カ^ 


W 

L) W 
が CW 
的 做 一剛 

細 T:li 

化 W ci J 

M N ^ U 

E 

W 


資本金 登 原 圓 
拂込濟 資本を 六 モぉ圃 
稽 立 金 六千费 巧萬圃 

鱗賦ニ 一 ザ 銀 巧 § 支 巧 

イ巧 東巧巿 円本 橋駐本 革屋町 五を 化】 號 
支店 小 お 日本 涼を 巧 雲〕 橫巧 

名古屋 京都 大阪西 (大 民〕 神戶 
廣島下 隅 門 司 若松 鹿 岡 長 《 
上海が 教盖買 お 水 


檢 出入 爲替 .電信 送を' ホ 送を、 旅 巧 信用 狀 
巧 業 信用 狀其他 一般を 巧 業 

鄕里 送を ハ 日本が 化無キ を巧ュ ，巧 ま 取扱 
本店 預金 (定期 通知 ノニ 補) お 便利 取扱 
本 支店 東京 (本 法〕、 大阪 * 棘 タ* 京都 
巧な 地名 古 崖、 小が、 上海、 洽致 


片術 スペシャル 


蛙 筋子 
娃 、ぶら 结漬 
野菜 味酣漬 
瓜、 茄子 ホ增漬 
野菜 調理 器 


か 桐 兄弟 商會 


東京 商 會特吿 

0 白 ホの 大勉强 

飛 切の 日本 補 白米 

一 倭 六 弗 五十 仙 
0 純龜甲 萬醬油 

一 瓶 化 五 仙 ょらを 補 
0 白みを ど 化ムロ 赤み を 

一斤 廿五仙 ょら 化 仙 迄 

英和々 英字 書類を 獨 
ホ 上 大ク蚕 中を 爱 
间 和英 ぞ空 ホー 一 • 五 0 

東京 靖會 

140 W. 呈 |1 ぎご .|;. 

電話 トラフ アルガ — 

ホ 五 五 九 

中央を 圃の樓 は 今を 盛ら >」 ほ 
ころびました。 杖を 曳 かる i 
御 序 じ 是非 閑靜で まなな 
昭和へ 

を 食は 巧々 の 品を 取を へて 差 
上ます 又 壽司御 巧 當の御 注文 
は 美 ホく つて 實質 本位の 
昭和へ - 

細 料理 昭和 

西 百 0 五 了 目 五十 S 番 
電話 クラ！ クソン 0 九 八 一 


◊ — 


;◊ 


日本れ メール 

◊ ク 

締切 紐 育 本局 午後と 時半 
五 巧 六 H . を 港經由 

プレジデント* 

マ デ ソン 号 


御が ち 兼の 

佐々 木 邦 著 

主 權妻權 ニ 弗 二十 仙 
世間 相 人間 相 ニ 巧 I 二十 他 
親鳥 子 鳥 ニ 巧 

人間 ホ、 滞稽陳 痛快み 
男子を 婦人 も大 喜の 諧疆 小說 


桑 山 商店 

ご 4 EAST 置 Ih MT.' N. Y. C. 
さ i. すな n こ ニザ吉 57 


賣度 カウ エ 1 の チヤ ブス 

イ W ランチ グーム 至急 賣 もたし 
委細は 午後 六 時 n よ 時の 間に 
( H 曜を 除く} 左記 じて 御 面談 

吉 t . 贾 ，呈 2 タニ 呈 si . 百す 


m 新しく 塗つ た 洛室附 
上等 貸間、 橫 所は 左 

記の ニ個處 、一ヶ月 二十 お 巧 至 
一二 十 弗 を cob Wexler - 
AN 夏 an Couri, & 234 Nassa 己 St. 
Te;eih 養 ニ 夏， Bro 量 n 


一週 五 弗 巧 八 弗、 一 
人义は 二人に 適す、 

巧 廳へ十 巧 タイム スス クコ ヤ！ 
へ廿 五を 電話 カン バラン ド 呈一互 
184 互 皆 F Brgk さ 黒 崎 梅 子 


キ ヤン . 、 1 ア *\ -敎巧 

キャン ザィ 類、 フン レ チ ベス 
トリ—、 ゥ ゴッデン グ 及バ！ ス 
デ ー ヶ ー キ 、其 他 キャン ディ 化 
~ 菓子 等の 造ろ ホを 晝が兩 科 じ 巧 
もて 教授し まず、 希駕者 じは 目 
錄 J を 進呈し まず 委細は 左へ 
The Iridor Sch 畳 I ま 9 L さ量呈 A ミ’ 


ま旧盡 化の 作品には 

特有の 强い 創造力が をる 

著名な 批評家の おを 個展 觀 


去ち 中旬 よら ニ 週 瞄當巿 

東 あ 十四 了 目 一二を クレィ キヤ ム 
プ齋房 じて 側 人展覺 曾を 閒 きを 
ホ 面よ b 讚辞を おび せられて 居 

る 出口 旧 お 堂 氏は クレィ キヤ ' ムプ 

たの 据 巧に 化ら 巧ら じ 昨日 よら 
ニ 遇 間を 期を 延長ず るる ど U つ 
たか か 育 ァメリカン 社の 批詳家 

I ウキブ アム • ビ — • マツ コ] ミ 

ツク 氏は 石 堂 氏の 作品を 評して 
『石を 蕾 伯は 恐ら （ロ 本 じ 於る 

ナシ ヨナ 八アカ テミ シアンの】 

人で をら ぅ。 純が の 能筆ぶ 示し 
ゎ 其 詩 書 や タ數の 鳥類 盡け瑰 魔 
且っ 忠 ちじ H ぶの 傳統的 美術を 
維持した もので をる。 「化 獲の 
後」 「白梅」 ぶび 「ゼ ヤア ネスト」 
のかき 皆 がらざる はな < 巧 表 的 
作品 ど 巧して よい』 ど紹 かして 

话 b ヘラ 作 ド ジブ ビユ —ンの 

美術 批巧家 U1 ャ八 •コ 

] チザア 氏は 「竹 じ 雀」 ど 「ィー 
スト リ バア」 の 寫眞を W 巧せ ニ 
日を 刊の H 曜 紙に 揭げて 『あ 化 
U 本の 美術は 不幸なる 動 搖じ依 
らて惱 まされつ.！ あつた。 夫れ 
はが々 紐 育で 催される 度 覽會の 
作な を あして ま 白され て 居た。 
彼等の 中 じは 泰西の 書 おじ 親む 
で其模 傲を 試み や 3 どす る 一派 
も ある。 頃 ホ ま 田 巧を なる 東京 
の 靑年逛 家が が 育 じがけ るア々 

デ，、 ィ • ヲブ •五 ツチ ング じ學び 

つ I ある 由を 聽 いて 吾々 は 東が 
的 タイプの 蕃 家で あちながら 泰 
西の 觀察 股で U 本 お 術を 攻略せ 
むごす る 一派 中 じ 又 一人を 加へ 


たか ど 思つ たか、 クレィ キヤ ム 
プ にがけ る 巧 笠 氏の 

がロ扣 を おて ま 神した。 化 
は 梅を の 高雅 思想を 墨が する 
を實ぃ A 傳が絲 誰を である。 彼の 
作 お 約 六十 お 中の 「ィ ー マ トリ 
パア」 丈け は 鳥渡 アメリカ 趣 ホ 
を帶 びて ちる か、 しかし 夫れ は 
非常に 練達 巧慧 U 手法を 用&て 
居る。 彼は 自 かの な蕉を 知りな 
いて 專巧 めの メ ブット 夫む 自身 
のみが 点檢 - I . 登第す る爲 めじ 計 
算 される、 とを 必 得て 居る。 通树 
石 堂 氏の 作 おは 「巧に 雀」 のか 
く 吾々 が歷お ある 流派の 反響と 
稱 ずる 一派 じ屬 し書骇 自身の 眼 
ど 手 どのが 象じ活 きむ ど I て 居 
る。 而 して 彼れ の 作品には 彼 

が 有 の創逛 力が ある。 彼 
はを 化の 型を 記憶す るが 彼 自身 
の 好 レ 儘に 之を 適用す る。 其 古 
い蹈色 的フォ ー ミュラ じ奇 おな 
顺 性の 煌めきを 與へ たおは 輿 趣 
の津 々たる ものが をる。 特に お 
堂 氏が 輕炒 熟練む 筆を揮って シ 
ツカ リピ 酒 ま へた もの を揣 く 巧 
を 見る のは 實じエ キずィ テン グ 
である。 をの 用法 も 適 まの 敎訓 
を 遵守し 單純 a 調を 示して 盾る 
「ネスト」 は 化 点じが て々 しく 濃 
厚 じ 過ぎる 嫌が ある。 盖し 東が 
美 巧の 要訣は 崇高なる 淸楚 ホで 
あって 「がに 雀」 のかき 其 一例 
である。 予は 異れる ま義の 衝突 
しつ i ある 現け 美術的 H 本に 於 
て資 明なる 方面を ホいで 居る お 
堂 氏を 徽迎 する』 


近 C 日會 理事 會 

組脊 H 本人 食 千 义なサ 八 年：；；；； 
二十 化 年度 お 一巧の 现事會 は ホ 
る 八日 料を 都に がて 開 確 せらる 
ベ < 新 年度 正副 曾 長、 會 計、' ま 
事の 選擧ぉ 天長節 祝 質 曾々 計 報 
吿其他 一二め 協 能事 項ら ある 普 

妻 沼 巖彦巧 近情 

ナラ ナック レ 1 キに閑 臥 中の 
建築家 妻が 巌を 氏は 昨 巧の ホ 健 
康徐 々じ恢 俊し 巧る も 何 か 大患 
のぇ どてな 一二 年は 專ら が 養を 
必を どすべき が、 病が じ 於て 執 
筆せ る 『米國 建築 ± を ど 建築 ±』 
なる 一文を を 京 じがて を 巧す る 
雜誌 『日本 锥築 十：』 に 海せ 巧ほ續 
篇を 書いて 居る ご 云 ふ。 

旭 シルクの 改稱 

當巧マ デ ソン 巧ん 十九 番化シ 
八ク 株式 曾祉 が 育ま 店は 今回 紐 
育 州 法に 莱 きて アサ ヒ • n1 ボ 

— ション ごな 稱 しおが 壽巧化 
良 じ 就ほ從 ホの か < 化 シ^クの 
總化巧 巧 ごして 錢業 する 旨發表 
した 0 


乂亞 婦人 巧樂 部で 

春季 午餐 會開傕 

米亞婦人俱樂部で^^^巧る九：！！ 
新が 西她 ペン フキ-八 ド 夫人 邸 
じがて を季 午を 尚を 開催す る 由 


な 人心 人 


•巧 明治 邮巧 商"， 一尊 記官 、前 
週ヒュ ー ストン 巿- 開かれた 貿 


為 業を 大會に 出席 まる 月曜 歸巧 
•な 旧 淸之肋 氏帝國 馬術 協會 
常あ现 事、 鹰 がを 及び 陸軍 雀の 
囑巧じ 依 b 歐ホ視 お S 爲め 去る 
ご一十0ホが 

•堤な 氏-一二 井 物 產桑灌 ま 巧 長 

ホる 一二 十 H ホが ホブ^ コモ ドア 

ド 投宿 

参 山中 淸 S 郎氏 一二 か 物 產沙港 
出張所 長、 ま 店長 會議の 爲めま 
る 云 十日 巧が 

•柳 井信 お 氏 ま 京 イ動贈 か 銀 
巧 重役、 過日 ホ ホテ^ ペン じ滯 
宿 中 十 n 頃 西 巧 春洋化 じて 歸朗 
♦杉が 欣次郞 氏を 京 高等 師範 
學校敎 巧、 まる 二十 五 着 紐 ホ テ 

八 ブレスリン じ滯宿 

參 辟ロ尙 一氏 東京 ホ 大助敎 お 
去る 廿と n 着が 五月 十五 日 巧 巧 
六月 六日 桑 港 出帆 歸 朝の 篱 
•化 富 俊 吾 巧 茂 木 桃 井納 社員 
家族 问伴明 n 出 發西巧 二十 一二 日 
を 滞 出帆の コンヤ 化に て歸朝 
•長 崎 您么助 氏 機 道ち 書記 宫 
餘渊ょ b 歸 朝のを 次 前週 來 紐み 
週 出を 晒 巧の 尝 

♦淸 水を 巧郎氏 糾育ロ 本人 敎 
會お師 、夫人み 德 同伴 ニ 個 巧 余 
滯 がの 豫 ぶじて ネ巧 中旬 出發ニ 
十 S 日を 港 出帆の ユ ンヤ乂 にて 
一時 締巧 

参 皆 川 芳お氏 滞が 中の 昭かキ 
ネ マ會祉 々長、 昨夕 ペン 停車 溪 
出を 西 巧歸朝 

♦巧 村 羽 左 街 巧 氏 一二 十 H 带府 
におき 本日 午後 歸 がの なを 


义煩 商事な ま會社 

K.uhara fraaing Co., 
30 Church St^ 

Tel. Cortlandt 4530 



日本 絲化巧 ま會化 
が 育ま 巧 

Japan Cotton ir&dmg Co** Ltd., 
25 Madison Avenue, 

TeL M & ん S み 3695 


日 ホ 生糸 巧 ま 曾を 
が 育まが 
N 巧 HI-BEI W け 0 KABUSHiKI KAISHA 

(NK ： H し BEI KHTO Ca,LTD,) 
1 Park Avenue* 

TeL AAiand 6246 一 ) 7*48-49 


巧を 會な 
山中 巧會な 育ま 巧 

1 aman&ka & し 〇 •, 
680 Fifth Ave.» 
TaL Circle 4014 


日本 生糸 巧 まを お 
紐 巧 支な ‘ 

Horimtiu む a! & む.， & が 加 
44 Easi 巧 rd 化， 

Tel. Ashland 5320 


巧を 名會化 
が 育 支 巧 
Hara & Co., 

443 Four 妃 Ave.> 
Tel. Caledonia 7830-35 


Gosho ^rporation, 

ぶ 化 Importers* 

が拉 t が 34 也 Street 
で eL A か land 4987 - 巧 

Gosho Co>» Inc«y 
Cotton Exporters 

60 艮 eav な 化， 

Tel Bewlinff Green 88C5-06 


'大阪 巧 日 ニ 東を 钥曰 

化 巧 ま 巧 

Osaka Asahi 

Room 6 巧 W が Id Buying 

TeL Be«kcnm 4860 


大阪每 H ニを 巧 日 H 
を 木 H が 
Osaka Mainichi 

Room 306 A World Building 
TeL Beekman ^Z59 
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巧 !! でぶ 沒 turn がを 巧 i なげぶ 
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政府 遂に 屈服して 
1 ... 辛く I 政界の 危機を 脫化 

激論の 閣議を 經て鉛 木 內相辭 し 首相 兼攝 

內觸す 信任 案は 否みの 運命に 

を 京 特電 四日 發り 鈴木內 がの 辭 職で 內閣の 危機は 小康を 得た が 民政 黨側 
は巧然 •こして 總括的 不信任案の 通過 じ 向つ て 邁進ず る i 明政會 はこれ を黨 
の 問題 •こ 甘ず 聲 否は 個人の 自由に 一巧 寸る こご ごな つたら しい • 

東京 特電 I 二日 (午後 十 時 四十み〕 發 i 鈴木內 相の 不信任案に 關聯し 再び 
裝急 閣議を 今夕 召集して 種々 對 策を 講じた が。 內相辭 職せ ずん げ內 閣を投 
おず の 外な し •この 結論に 達した 結果 遂に 鈴木內 巧を 辭職 せしめて 旧 中 首相 
これを 兼攝 すべく 四 = 午前 親任式を 擧巧 ずる こ.、 一 じな つた、 內闡 はこれ ょ 
り內聞 不信 巧 案じ 對抗 ずる 答に て政戰 はこれ で 第二 期に 移つ たおで ぁる 
ま 京 特電 【ニ ユヨ ー ク •タ井 ムスが〕 兰 日發リ n 旧 中 首相は 野 黨の雁 迫 じ 屈服し 政局を が收す 
る 怠 化よ b して 遂に 鈴 木 巧 相を 辭職ゼ I め 首相 これを 兼 攝ど决 したので 中立 波 どの 諮辭も 成立す 
る'」 至つ にもの I かく K か黨の 不信 巧 案 t はぶが 中立 派け 投裏じ 加は^ ず從 つてを 府の 勝算 も 巧 
かじ U ソ じ。 こいじ 依りて 難 曾の 巧 解散 乃至 內閣総 辭職も ホ 消へ どなつ た譯で 中立 派の 尾 睛巧雄 
氏ら かおの 巧廣 じけ 滿 足の 怠を 表明した。 


中立 派に 泣 養」 


政府 必死の 運動-，.‘ 變節 議員を 訴 

まま 特電 一二 日韓 ぃ 政が はを ホ^ 一 逆 巧 生ま 義を 放棄して 飽 
を も 化 權嘴附 き 策を 进 やる こど、、 な b 化 づ鈴木 內祐辭 職の 條件 
どして 內関彈 が 案のを 協 じつき 中立 黨お化 じ 内交渉を 關始 ずる 
じ まつた. かお 政、 明 も巧黨 みに 斯も 妥協には 應 じな いごめ 認解 
がな 立し 巧 崎 巧 雄 氏 心彈劾 案の 彌巧や 修正 じは 斷 じて 應せホ 鉛 
木み 化い 郞時辭 職を を遵し 一し 居る が 端 化ん を猜じ 照らして 儀ら 
を 怠 さいて おる 問題は おな 黨が大 重に なつて 瘡歸 しつ I ぁる 巧 
閣个信 巧 おの 述 命が 鶴 見 氏 一派の 明 政 會の態 巧い かんじ 浓 をて 
巧 まる ごい ふこ どで あ も。 

東京 特電 I 二日 雞 民政 黨は武 が お 郞巧外 ニ 一氏の 變節 議員に 
對 して 璃職罪 どして 吿訴 する こごに 巧し だ。 

鈴 木 巧 相雜職 主で 

內閣の 意見み 裂 ub 明 致を 協拒絕 

東京 巧電 二日 發 H お 巧 H 日 巧 I 耶 、おお 乂造 巧を 始めと あの 化 
聞は 號 がを 化て 『鈴 木み 相け 自 i 諮 ±ょ> おる 巧政禽 は所屬 K 議 
孩 のじ 辭 怠を 洩らした』 ご 博へ I ト 貪を 開いて 政ぶ 鲁 から 巧け た 
じので 鈴 木み 化の 辭職說 ど おじ 一を 協を 渉の 顧 末 L 閱し 椎愿 氏の 
墙 山內觸 翰を、 が 山內巧 次官、 j 報 吿を艘 がした が 政府は 
山 脚遵が 局を 等の 辭職說 も 博は 
ら政 みは 一 巧 色めいた がをは- 
日 巧の 緊急 閣議 じがる 觸 僚の 大 
激論から まじたら ので あつて 小 
川錢 化、 望ち 遞 化、 水が 文相 等 

い づ れも內隅改造論を說 い て 
鈴木內 かじが 馈を慾 憩す るに お 
し 山 本 鹿 化、 中 協商 か 等は 一 速 
巧を 解散 說をま 張して 憩 論 沸騰 
しこれ じ 釣して 鈴 木 巧 化 自身 ど 
しては 齡喊を 言明し U かっ. たが 
『諸君が をの 氣 らば 髓職 ずる』 

ご與 おし 席を 微 つてな まつた。 

而 かし 內 化は 今朝が 聞 記を 副 ご 
の 食を に 於て 『自 々じは 今更ら 
巧 職の な a 。 い』 ご 言明した も 
の I 臨時 幾 食が 結局 巧 觸は改 を 
ずる じ まるべ （鈴 木內 相の 位疆 
におして 政 友 巧 內部じ も 巧帖ち 
多くが 職 お 巧を 政ぶ 會副總 なに 


纔括的 不信任案 

ー點張 らで 進まぅ どす る 
ものは 前 議會の 不信 巧 案が ホ 巧 
溝で をるな 上勒支 外を、 W ホ 救 
濟 、綱 ぜ肅 正の ご 一問 題の ほか じ 
內 相の 議會 否認 問題、 選擧 干が 
問題な どを 化へ て 堂々 ど戰 ふの 
がを 黨の 面目 ミして 當 がのを で 
をる、 しかして 革 巧を はじめ 中 
立 議員の 乂タ數 が ひとしく ま 張 
する ごころ の選擧 のを 由を 期す 
ためじは 旣に檢 察 制度の な 善 
を ホ 巧す る 意思で あるから これ 
を 

明確に を 明し 间時 じ怪文 
書 事件ょ ら內 巧の 吿發 などを す 
るなら ば 大勢 自ら お 政 驚の あく 
どころ じ 一致す ベ （、た** こ I 
じす 信 化 案の 理も义 を かなゎ あ 
括 的の もの どして 露骨に 民が 黨 
の 立 媛 だけを 强 調せ ホ をれ 
の 立場を 明か じし 得る の 機會を 
輿へ る やう じして 置けは 必や德 


しな 驳静 者は 中立 議員 か 

最大の 集を たる 鶴 見 巧な 
での 刚體 をを るに 鶴を、 小山 兩 
巧な どは 撼 巧よ らも 巧 巧 不信任 
まを 暨レ もの i ごごく、 巧し 巧 
-^どすれば岸本、 藤お兩氏は勿 
論 推 尾、 山 崎兩氏 もこれ を 神 一 
巧 動を ごる 可能性は 明かで、 す 
で じを の點 じついての 默 のめち 
ごも 見られる、 巧 じこれ じよつ 
て屡院 、長 島 巧な ども 動かされ 
ず ども 限らず、 さすれば を戲黨 
ごして はこれ が提 おを なし 緑る 
やぅ 適 當のホ 法を 講中る ここ も 
やむ を 得ず どま 張して ゐ る-お 
つて 岡黨 ごして は先づ これらの 

事 精よ も 

前は 總括的 不信任を ご 
し戰術 ごして は內 相單獨 不信 ほ 
を 考慮す る V 」 いふ 巧 度で あつた 
のでを るが をの 後 巧 势の轉 化で 
巧 相單獨 不信が 案じ 事 宵 上を 力 
を 注ぎ 遂 じこれ じあ 巧した ので 
あるから これからの 作 戰は窠 ニ 


化 まじ 追放し つ t あるが ロ 本 軍 
は 四圍の 形勢が をを する ょ-で 約 
三 i 構け じ珪 b 靑 島を 一が よ 頭ず 
ベぐ ち屋 一中；；* る もの！ 如'^- 膠濟 
鐵 道は り本银 ど 南が が 協まして 
連轉 する 吿 である。 

繳 領事 舘を 表：： 一山 東 あを 戰巧 
は 化 軍に 益々 不利 ごなら 巧 軍の 
一部 d 四月 H 八 H 濟 南の 巧 方 約 
化 嗯の明 水を 占領し 膠濟敏 道を 
が 斷し津 滞 線 ホ 商 じがて 寨安 


及び 巧 首は おを じみ 頭され たる 
爲め册 H 午後 おち 昌 及びな 巧 ま 
將 軍は 濟 南を 退去して 得 州に 向 
ひ 五 巧) 日 南京を の 先頭な が 梅 
じ 入が したが この間 格別の 湛亂 
を 見ず、 但し 靑島 方面は 狼 然と 
して 化 軍の 手 じあら これょ b 囊 
き 巧が 派遣軍 第六師 脚は 靑 島、 
濟南 度び 膠濟 沿線の 要 化 じ お 原 
したる：？, が留民 じは 破 害む し。 


不戰條 約の 對 I 策は 


搪的 不信任案 じ 一致を 見る でを j 期に 黎つ たものと 見るべき でを 
ら弓乏 いふので ある！^ これに 對 


鈴木內 相の 辭 職は ニ箇 
巧 後に ずる、、 一の 言質に 
對 しては 

即 円 辭 職を 要 ホ ごかし を 協を 拒 
絕 する じ まつれが 、政府の 姑息 
なる タ 協ず 段 じけ 内閣 不信な 案 
じ反掛 L つ i をつ た 中立 派の 大 
ホ 物 尾 贿巧雄 巧も乂 いじ 憤慨し 
てめ 府 のを 協 じじ 斷ず どして 巧 
對し 政が は 鈴 木 内相を 辞職せ し 
レる か、 巧閣總 辞職を 斷巧 する 
かの かなし ど言刚 L 居ち 從 つて 
雜曾巧 解散の 影は 薄らいで 居ら 
ま 京 〔聯 を】 二日 發 = 政府は 
議を にがて 內閣 不信 巧 案を ず ふ 
のな をな く 遂に 一 閣僚は 辭 まを 
提出し じる も故府 はこれ. いず 理 
じ 迷つ て 指. る どの あ 說專ら じし 
て 內蘭舊 記 翰 庭は 右に 關し一 聞 


てん-立 議員の 抱 込み じ 努力し 別 
じ 内閣を 改造せ 中し t 不信 巧 案 
を巧决 する の 策を 極て つ^ある 
が 化 隐惡な 政 流 じ 鑑み 議 脅ち 解 
散 論 も か U らせカ ごな つて 居る 
東京 特電 〔ニユ m ! ク 《タィ 
ムス】 二日 發 n 昨 巧 深お傳 へら 
れた 風評に 娘れば 鈴 木 内相は 辭 
職すべし ごの こどで をる が 右の 
辭職說 U 華に 政局 切 拔けじ 就て 
反街黨 の E おを 探らん i ずる 試 
劃 じて 內 相は 府ぶ 部内 じ も 勢力 
おく 山 本 農相の 如き 晚カ龄 職に 
反 街し つ.. ある 爲め 首相 巧 相は 
おじ 辭職說 をを 懿 しつ i あるが 
『時事 新報』 及び 『 H 日 新聞』 
は 共に 特別 議會 後に 鈴 木 巧 相は 
辭 暇す ぇど 傅へ 巾 立黨の 尾祕れ 
雄 氏は 

假 りに 民政 黨が この 際 巧閣を 
紐 繰して らお 足な ものが お ホ 
る譯 け。 く 寧ろ 現内閣を な 造 
せしめて 成 巧を 監視す るの が 
至當 である 

と稱し 枯ら、 政府 どして は 中立 
派を 動かし】 時 的に も 面目を 雑 
持し やう £努 めて 居る。 

政局の 鍵け 


中立 派. 


米佛必 意見 融巧 


外齋當 局の 意嚮 ミ 円 米 仲裁 條約 


東を 特電 【ニュ 3 —々 


I* タ井 


ムス 紙】 二日 お n 田 中ぶ 相は 目 


推し 旧 中 おかを してみ 化を 龍 掘 ~ 傑は 氏の 留 件が み閣 のがな をを 


せしめ 久扣 房么助 氏を# 巧 かお 
大 おごす るを あが 猫焊 であ； 0。 

束 京特を 二日 發 = 鶴を 祐輔、 
推 矩辨ピ '山が 延杳 、小川が 太 


かす もので あれば 喜んで 辭 職ず 
るの 盧 志は あるが 未だ 辭 表は 提 


民政 黨の 對抗策 

.別項 本 胜ーこ 日 特電は 内閣 不信 
任 まめ 運命は 中立 議員を なて 成 
る 巧 政會の 向背 じ 隅 係 深し'^」 報 
じて 居る か 翰 木內相 

追 お •しを み閣 不信な 案の 
第一 步ど 見做して 居た 民が 黨は 
この 願を 苦慮し 『總括 的す 信が 
まじ 巧 巧され ず幡 めて 自由の 態 
度で 倒觸の 目的を 目標に 進む ベ 
— >」 どのを 向を かする ものが く 
をの 數を增 しつ t あるが、 なほ 
『絕括 的 不信 巧 案の みで 邁進し 
て 巧な b 』 ごのお 見を 固持す る 
もの ク から や、 ためじ この間 題 


出して 居む いご 言明した 。'一方 j を中必 じして 意見を を換 して ゐ 
じ 化て 政府は 諮 會停會 を 利用し i る やぅで ある、. しかして 飽 まで 


皇軍 >」 國民軍 衝突 

, : 皇軍の 死傷が 四 名 i 支那 兵 一 
. 千 武装 解餘 == 非戰圃 貧ら 殺害. リ。 
滿渊こ 日本から 更ら に增兵 

東京 特電 四日 發 = 某所 着電 じ 限， れば濟 南 城外 停阜携 馨滿瞄 
域 巧で なおな 上の 日本 臣民が 支那を じ 殺害 さわ、 濟 おじ 於る 日 
本 軍のを 傷者は 化 四 名 じぶん だが H 本 軍 嫁は おも じ 支那を 一千 
をの 武装を 解除した 尙ほ蔣 かお 將 軍は H 本 おの 撤退を お ホした 

東京 特電 四 0 發 = 居留 おが 護の 爲 めの 對 お出を 養は 民敏黨 
じがても 賛成す べきが 濟甫廚 じ 於る 日 支を 隊の 衝突で 掛ま實 業 
家は H 貨拂 巧の 巧發 を虜れ お 巧 又もや 不 ぶじ 陷 つて 居る が；‘ 典 軍' 
省は 驅逐艦 四 隻を舞 鶴よ を 靑島じ 急派すべく 陸軍省は 滿渊ず 欄 
隊 よら 一網 旅 割、 别じ內 化よりも 一 舰師圈 を ホ 動せ L めん ごす 

東京 巧聯 を】 西日 發 P 濟南 解より 達しね 報道 じ 依れば 巧 地 
じて H 本 軍隊は 南 軍 ご 衝突し H 本 軍の 戰 巧者は 將校ホ 名、 下 ± 
凹 十を、 負傷 敷 十 名に 上を 日本一 Di おの 殺害者 も ぞ數じ 上つ M め 
で 閣議の 結 柴滿渊 i ら約ニ 千 人め 混成 旅幽を 急派 ごみした が 南 
軍'? 掠豁 おり。 るら 単隊の 營備で 銭を すべく 本 かは 藤 かお 將軍 
どの 巧衝 で圓滿 なる 解 巧を 見る じ まるら しい。 

濟南あ (を 阳】 一二 日發 -= 巧 軍は 濟南府 占領に 際し 化 六 人の 
U ネ 臣民を 殺害し レ？ 

h 海 〔ニユ 3 i ゥ e タ井 ムス 紙〕 S 日發 H 今朝 濟南府 じがて 
U 支 軍隊の 衝突 ありが 方の 巧 傷を 數じ 上ら 重大なる 國際 間疆を 
惹起すべく 南を 政府 侧は H 本 軍隊 か國ほ 軍の 實傳 員が 名を 速 捕 
せんごして 國民 軍の 壌 砲 ごな つたと 稱 する じ 反し M 本半官 通信 
化の 報道な 國民軍 5 梳奪巧 爲を巧 化せん どして 載圃を 生じた ご 
報じて 居る •か蔣 々石 將軍も 同地 じ わらて 形勢 容易なら ざる もの 
の 如' 南を 側は a 本 軍が 南 軍の 化 進 妨害 說を 宣傳 して 居る I 

るが 張 か 霖の述 命 も 風前の 澄 化 
だ ど 云 はれて 居る が京津 方面 a 
本人が 議の爲 め 曰 本は 五墙 中隊 
八 百を 凶 上の ち 隊 を义留 ホ-化 
川、 をを 屋 から 出 後す るを じみ' 
をした。 

二 一箇月に 直り 

靑島 占領 か 

ニ 千 人の 皇軍 響媚 
h お 〔聯合】 I 二日 豬け靑 宿は 
目下 約 ニモ 人の H 本 軍隊が 讀瞄 
して 秩序を 維持して 居る が お ニ 
千 人の 化 京 軍は々 退 料 ごし ごち 


下政爭 じを 頭して 居る がが 務當 
局は ケ n ッグ 國務長 宮ト- もの 提 
案で をる 

不戰 條絲じ 磯」 k 峡 重に 

審査 中 じて フラン ブを 磨が この 
際 關係列 强乂使 あびを 律 專巧家 
會議 をち 集し 英佛 意見を 相違を 
合致せ し 43 べし どの 意 目で 菊し 
目本當 局は ァメ 9 ホ も-! 一れ を參 
加す る こごを 條伴 ごして つ 五巧强 
じ 化 ふを じ 六 巧强含 譲の 一ッ 召集は 
最も 實巧牲 の 伴つ たもを ごして 
協賛して 這る。 郞ち 外務 當 巧の 
有カ^^る意見は條狗の辖神を踪 
貧して 居る が實際 上に 孰て は 幾 
タの 難關を 期待し-つ i ある もの 
のかく 特じァ メリ. 刃ぶ 黯は條 が 
履 わじ 當り ては 上院の 镇贊を お 
要 ごしちら 從 つて 世を S 平和を 
保障すべき 條巧 文ょ 6 も 寧ろ ァ 
メリ？ の i . 

線 力 方法が 列强ミ ら 

ては 重大い* る 聞 題で をる ど 認め 
て 居る。 が 務當琼 の觀擲 する 巧 
じ 化れば フランスは ケロッグ 案 

じ 化 違— じ 意見 i 處き獨 渥は 無 
條 か 承諾、 イタリ^ 1 は化默 する 
じ 凿し巧 屬はフ きンス のを 置を 
謗 解 するど 同時に アメ 9 タの目 
的 じも寶 同して 姿 協 策に 巧 力し 


居ち 日本のを 置は 先づ英 圓ピ同 
横で ゐ るが 不戰條 約の 彭變 する 
所は 歐 淵に 重大 徑を帶 びて 度る 
だけに、 H 本が ホ 化して 兎や角 
を ふべき 間 題で ない ミ 認めて 居 
る もの ミ 

英佛 融和 じは— を惜 

しまず ごの 態度 じ おで I 居る が 
一 高官の 語る 巧に 依れば 結 扇 列 
强はゲ n ツグ まを 一先 づ婦 盛し 
則じ夠 強が 希望す る條 件を 外を 
文書で 明白 どす るので はを る 
いかご 觀 測して 居る。 尙ほ日 ホ 
俾裁條 約の 改訂に 就て け 條約局 
の 審理 も 進 獲して 居る が ホだ閣 
議じ はと 巧され 屠ら や、 題議で 
協議 後 枢密院 じを かして 審議を 
ホめ るので をる か 樞密院 顧間官 
の 一部 じは こを 隙 アメリカ 政府 
の 保留 條 件で をる モン 0 i ま義 
じ凿し a 本 も あ アジアに. 於る 巧 
權 をが 護ず る 患 ホから 

保留 條俾 を 提議すべし 

£ よ 張し 旦つ I 『內 を』 じ 掠る 聞 
題 もこれ を祕 一し 適用し 得る 途を 
開 < ベ しど 强發 論を 化，、 者 も あ 
るが 外務 當 局でして は 徒らにを 
辞 じ 流れ 同時に アメリカと 院の 
反 威を 惹起す る やうな 間 題には 
觸れ ざるを 巧 どす るの 意を じ 傾 
いて 居る り 


結 巧 巡洋艦は 廿 S 隻じ 達する の 
は 冗を である どい ふ 立 巧から 幾 
塔では な 巧す るら しい ど。 

暴臘 襲來で 

探 險飛巧 船 遭 雛 

コツ ペンケ ー ゲン 四日 發 N ィ 
タリ ー が 空 司み 官 ノビレ お 軍の 
化 械探險 飛 巧 船 ィタリァ 張は 化 
極に おく 途上 獨逸 ょら ノ ー 作 ゥ 
でー のゲ ァド ソに 昨锭 深を 到着 
の 善なら しも 化フ キン ラン •+ 沿 
岸を 化 行中 おおに 舞 はれて 船體 
じ 異狀を 星し 無線電信 じて 危機 
を傳 へた 儘 無線 も 俄が 化 敷を ず 
て 消息を 絶 もし 爲 めを の 巧衛 I 
が按 じられ て おじが をのを 戒巧 
船 じがが たるが 路をあ 見 [がけ 
中で ある £ が 削 明し わ。 
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五 


化 軍 上海に I 

曝彈 投下 

.海軍 飛 巧 機 襲来 

上が I 二日 發 N ち 那の巧 熟は 上 
海 じ も 及ぼし A 日 午後 化を 政府 
の 謗ち どす る 巡浑艦 斗 チ 号は 
揚子河 入口で 南 軍の 驅逐濫 ど 砲 
かを をへ たのみなら やが 軍 飛 巧 
磯 ニ 機は 居留民 化の 上を を 過ぎ 
て 南 軍の 彈藥庫 破壊の 目的で を 
巧の 爆 彈を投 ドして 必膽を 寒 か 
らしめ たが 爆禪は 比較的小 さく 

從 つて 損害は 建物の 破壊な じ 止 I 巧 弗のを がを ホめ おしこれ じ應 


本社 東を 轉電 (禁 無巧轉 を〕 

大禮 博* ど唤 嫁の 曲者 現る 

〔四日】 祕 曲猿樂 町を 树敏 雄は 大龐 博を 機會じ 急造を の國產 
振興 協會を 設け 木 下 子爵を 緩 裁に、 河 巧 子 霞を 會長 ごし 出品ち 
1 ら ホの おを 徵 して 嫂を の 金牌 ど 賞 功狀を 送り 恰も 巧寛會 ょら 
贈られた かく 装 ひ たづ 巧 巧が が 明して 該ぉ 全部を 押 化し 目下 取 
調 中で ある。 I . 

條件敞 解禁 賛成 


つむ 外 ニん の 婦人 ど 牛‘； 巧を 即 
巧せ しめた。 

ま 京 特電 一二 日發 U 梅化兩 軍が 
得 州で 街 突す るのは 今を 一週間 
か をれ よわ 少し 前 ピ是ら れてゐ 


せ でんば 掠奪 じ 反ぶ ご 曾 成 L て 
居る ので 靑 島の 四方 十二 哩じ警 
戒 線を 張る H 本 軍は 邦ん のを 命 
が 產 保護に がしい 裡 にも 支那 丘 ハ 
の 不穏み 子は でし''--^ 吿 おして 


【四日】 固定 貸が 贼 ホし じら ど 
いふ 條か附 でが 上 ロ 銀 總裁も 
を輸 解禁に 賛成す ご C 

お 銀昭銀 


-コ 3 


【四日】 近江銀れはぶ^中じは 
昭 かお 巧を 引繼 ぎち H よら 開 
業す る i じな クた 0 


お 橋畫化 逝去ず 

【 I 二日】 帝國 美術 院會 員が 書大 
家 お 橋 和訓 氏は 肺炎で 逝去。 

.猪 股 忠次巧 逝 < 

【ニ 曰】’ ジャパン •ツ 1 リスト 

ビュ C — ま 事 猪 股忠巧 氏は 逝 
去し わ。 


ス 知事 大勝 

カリフ オル ニア 領選 

ヮシントン 一二 日を n ニ ユョ— 
ク州 知事 スミス 巧は ヵリフ ォ八 
ァ がの 大統領 豫選 じがて 同黨 
の 候補 リ—ド 及び ヮ^ シユ 氏を 
約 S 對 一の 割合を なて-織 しを 
をに 勝 巧を 搏 しわので 反 スミス 
狼の マ々 ズ ー 氏 も 恐らく ホる ベ 
き 民 ま 黨大會 じは 化默を 守る じ 
まるべく スミス 巧を 支持ず る 人 
人は 怒らく 第一 回の 投票で 巧が 
タ數を 频し當 選す るで あらぅ ど 

社會黨 赤化 

アルゼンチンを 命說 
7 エノス •アィ レス 一二 曰發 U 
まる 一日の メ— デ] じ 於て 從ホ 
モ ヌぇゥ 第一 ニ 萬 麗岡盛 どの 提携 
を 固く 拒絕- して 保 ザ ホ 養を ま 持 
して 居た 政界の / K 勢力 國廣社 
曾黨 の 領釉 デ々！' マンを は向黨 
が 第一 ニ鷄國 岡盟」 參 施し 共產黨 
と炼 力して な巧杆 動に 没び 街頭 
じ； 化會 I 巧みを がさん ご 叫んだ こ 
W U 共を 醫 にがてら こむ をを 認 
し 前大統領 じして 急進 波に 屬す 
.リ ゴ五ン 巧の 巧 起 說もぁ b 
てを をは 不 まごな つた。 

を 前 あ 後 

故 大倉翁 感淚會 

この間 巧んだ 大倉 喜八郞 翁は 
虫の 知りせ か發 お前 自邸で 威淚 
會 なる ものを おして、 朝 巧の 名 
± を 招待した。 をの 庵 上で 演じ 
れ太郞 通を 氏の 「胜 堯關」 はか 
な b 人を 增 つた 支那 劇で ぁつた 
が、 をの 第四瘍 9 東方 巧 ど 王 伯 
黨の戰 ひの おの 一節を おいて 見 
-0 

歌 r 離、 箸 あ、 巧、 を 目、 

王 伯 「須 、手 四 お那、 模賀、 
お 貸 

巧 方 「左な 固 怠 安、 本 丹 
東 モど王 おど 戰ひ 東方の 力 勝 
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巡 艦 建造 

ト院 委員 會 巧み 

ワシントン 三ロ發 n 囊じ 下院 
お 軍 委員 會を 通過した アメリカ 
お 軍の r カ曠級 巡が 潑 十五 隻、 
一隻の 建 お 費-下と な 力 弗 及び 
航空が 篮 〔千 化な 力 弗〕 の 建造 
まは 姐を が 受じ醒 する 小 部 かの 
修正を をた みみで 上院が 軍委貴 
會で可 巧し 不 H これを 上程 討證 



する こピ じな つて 居る が 戰時中 
にがる 海洋の 自由 ご嚴あ 中立 じ 
關 する ボラ！ 氏の 修正案は 否み 
された もの、〜 ボ ラ！. 巧は これを 
上院の 討議に 断ず ベく 今回の 建 
猫 まは ホ 年度 ょら 每年五 集が 千 
化が 化 一年を じ 終了し 航空 母絕 
は 最後 じ 建 遣ず る こと i なつて 
居る が 共 化黨の 急進派 及び 民よ 
黨 側は 旣 じ 政府が 八隻の 巡洋お 
を 建造 中で わ b 今回の 巧 討 劃で 


東方 「お 衣、 を 位、 羅渾 謝意 

那 

王 伯 「狐狸 化 藥 、賊內 寧 
雨ん 域 巧 じ 入る 
どい ふめ だい、 么 々大變 な 


支那 語、 譯 すまで もない が 「か 
ぼ もや 野郎 奴」 「スブ シヤンな 
モボ •モ ダ」 「さあ ホい を 本 丹」 
「もよ いご、 イラ ツ しやい な」 
「こらゃ、 濟ま；：^ぃね」 どぃふ 
さあ 感涙 じ わせんだら、 レ せん 
だ bo 
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K. IWAMOTO, 

U4 W.70 比 St. 
TeL Trafalgar 03 ぉ 


M.D.I 


F. MU 民 RAY HILL CO. Inc. 
EST が LiSHEO 18 が 
Room 巧 巧 Broad 呵 
Te し Bowlmg-Green が 87- が 9 ミ 


Midori M お simioto 
挑 PflsU 巧 . [I み 
Tel. L 日 rraine 0 が？ 


sabro じ my, 化 〇 • 
755 Park Ave. 
cor* £ • 巧 ！) d St. 

Tel, Bu け erfie!d 9324 


DR.F"E：.YOSH 化 

222 化 巧 nd 化 
. Tel.Endico 巧 おが 


M •了 suchiy み D. M.D 
巧 5 化 巧 ni が . 

Te しわ aWg が お 09 


房 書 西 東 ♦巧 案 育 紐 

The East and West B 的 k Cfl, The flew Y 日 rk Tcuris け ervice 
が 1 W がり 巧 thSf.JJ.G. Tel. Cathedral 4408 


KE 民 R&MAVOR 

1023 Third Ave. 

Be 奮. 郎 & 81 な s. Telephone ii 巧 ent 2 如 9 


会 向 人 本日 

巧專 靴型 小 

を 小き « ぶ ホき 巧ぶ ホき 巧 


: な srcR 扣 





リ ZES IN STOCK 3 乂 TO 12 F WIDE 


; で 產南ど 正 
害リ販 物品し 直 
巧賣 一を 確 ご 
^ 致 式 精資親 
^ し 特選 信 切 
凹 よ 別し 用 ご 
害け す廉御 あを 
2[ 個 ± 4 旨 

頻針 時お寶 藤を 貴 

會商 柳靑岸 

目 T 二十 四 西 
をと 十五な一と 十四 百 

角 化を 一 アユ クスス ム イタ 
グン デ A ビ— 力一 エ グン ロ 

ち號 拾な 化 

四 セ H 四 トン アイ ラブ 1 陆 

KISHI-AOYAGI CO 

147-1 目 7 化 42nd 化 


MIKADO TAILOR 

30 E. 65 化 S し 

Tel. Rhinelan わ ! • が 30 


T- KASAI 

Merchant 

Tailor 

が 

- f 端 巧 細 iO 巧 0 
む cm 304 
化 W 巧が 


Phone 

わが d お IS 


F- K. Maruyama し 〇 , 

が W. がか 化ん Y. 

Tel. B け anl 70 巧 



UP 巧 OWE S け ii 

Custom 


Tailor 


施が 邮！ leiie 化 li が 

1284 Lex. る ve. Bet 押 een お ih and お h Streets: 


授敎語 興人婦 


JAPAN ART STUDIO 

目 24 はお 帅巧 N が t ん Y, 

TE し PUZA 8 が 7 


J. Y. Matsumo わ， 

M が hanicai むけ hidio 

124 化 34 か 化 Op 目 osU Macy’s 
Tei.Ghickering 10010 

ケソつ 

;?證 I 誦 

’ 賣 ご？；:！ ンも 

ラ ' i トブ 美 : 


CAMPBELL SERVICE 

設備 整 お經養 低廉 

CaH-TRAFALGA 民 8200 
F 民 ANK. E. CAMPBELL 

*'The Funeral Church** Inc. 
(NON SECTARIAN) 
Broadway が 66 比 Stre が， が Y. 


A ム CEASA も M.D. 

127 Ea お 84 化 化 eet 
b 化む rk & Lexington むが 

舅 喉 晒 鼻巧费 

間 時を 診 
午 E を巧ト 前午自 
時 八 至 時 六を 午自 
日 曜 

自 午前 十 時 至 午を 一時 



F. I. FREDERICS CO. 

醫科瞄 を 大骑比 おを 
118 E. 59 化な. Te し fiegent7094 
B 比 Lexin が on & Park むな. 

を 時 八が 日曜 ± 水ち 


DR. D.BLOOM 

-NEW YORK OFnCES— 

34 比み reet Cor* 3rd Avenue 
5 か h Street Cor. Lexin が on Avenue 
125 化 ！ Street Cor. Park Avenue 
—BROOKLYN— 

巳 F.Albee B!dg"DeKalb Ave . が FuUon St. 

ト r じ 日 II 堪最タ 
i 了 本 li 能 新年 ^ 
ブ育 導ん 器に まの 脚 

を 切哲爲 信學驗 
哉 じじ 蛋 巧手を 広 か 
治は 巧 窺 術 0 
療巧 しじて 


ル 
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N. TOKITA, 

CUSTOM TAILOR 

ROOM 605 
1 が W •が nd ST. 

巧し BSYANT 巧 81 


Y. ITO 

1 お Eest 53r (] 化 
Cor. Lexington Am., 



PHE げ S を 巧が Y 

3 Maiden Lane IM. Y. 

ェ 娜冶鑛 銀を じ幷巧 測を 

類 お賽匠 意新最 
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化が 品 卸な 

五味 商會 

W E . 17 th ぎ ■.ごさ 
Tel St ち resant 】7 ミ 

I •11 111•: — 1111 '1-■■■ . 

JfoKJO 左》 00 CR 1、 M . D - 

ご 1 ま ニ i st.f ジ rk 
ジ I . 宝 vers 立 こ 573 & ジ huyler 1 云 66 

^ を 巧す 酪九 持！ 午後 I 時 

髮奚 f を 《甲 午後 化 巧 

H 巧 午前 九 時 1 午を 四時 

ドクト^ 小 栗乘吉 


D ‘如 
A か 1 
I む 3 - 

S B 2 
t d 
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S 一一 

A が 加 
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点 3 亂 
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午 獲 一二 時ょ 1 
日 度は がが 相 K 

ドクトル 

高兒豊 • 


M - " 

si 

置 

omn 
Z H W 
N 2 

A 

K 


診察 時間 

午 巧乂時 1 十 時 
午を ホ 時 1 八 時 

パ^ 小栗幹ごー 

がち ホフ， 71 お院 
巧 五 巧 病院 巧な 

巧 市 コン バラン ド 

病院 巧な 


• U 

"3 

8 
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9 

8 

加 
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諸集會 


.5 化 

a む 
化.！ 

的 化 

み d 

P む 
ん M 

-sS 

T -t 


巧 拜說お (日) 八 時 
日 醒學校 (日 ご 一が 半 
家庭 集會 (水) 八 時 

八 時 

婦人 會 
讓お會 


檢 摘 

を宿舍 、巧 易を を 
巧 業 周旋、 をの 化 
人事の 御 相談 じが 
じます 0 


■諸を 令‘ 

日 巧 聖嘗巧 兜 正午 
共卿會 夕と 時が 
巧 巧 說巧タ 八 巧 
未 お 斬 燒をタ 八 的 
巧语 及び 教链 

午を ニ 巧 

±强 謀 お 會义は 
ホ 話を タ八時 

が會事 ぉ 
を 宿が、 旅行ち ま 巧 
部、 人事み 获报 、調を 
が、 巧 業 周旋が、 巧 度 
我 链お授 の お 課を を 
け會員 及び 非を 員の 
巧を 計る 


診察 時間 

午を 一時 HH 時 
午後と 時 H 八 持 
を か芭學 ± 

巖本谨 一 

古货 比亞大 學巧ぴ 
八 デブ ン 病院 勤務 
日 巧は がめ 頃 上 候 


稅關 事. 務 

を 巧を 地幷 じを 化 巧 
の 輸出 人 ホ 法に 幽す 
する 一切の 御 諮閒じ 
應じ巧 道な 船 貨物 連 
貸ぶ 出 化を 稅 W キ緒 
書 等 進呈ず。 重を 都 
巧に 化 巧 店を 巧し 誠 
實 な 速掛 用命に 應や 

が晚 取扱 


在留 靑タ巧 巧の 曲み 

日本人 靑年會 

:呈 h S ニ cularksn 1244 


な 育 州を 認 
內務 省是許 
巧 京 ホ大醫 巧大を 
産婆 復留科 卒業 
元 池る 

產婆 ぉ本綠 


廣巧醫 

主な 基 

彰お時 巧 

自 午前 丸 時：：：： 十二時 
自 午後 一時 n 五 時 
時間 巧は 前 巧 じ顆巧 


韻婦 診療 

巧 約 臨 上 核 

コーチ か大を 
ド グトか ホグメ デン ゾ 

醫學巧 ± 

■吉 居お顯 


診察 時間 
午を ホ 時！ 八 時 

. 江 見 ご 一朗 

則績 きべ ルビ ュ 1 
病院を 勤 じが 右 時 
战み 及び 日 巧は 前 
約 じ 限る 


稅關 事務 取扱 

WILLIAM LiE & Go . 

す i ご 這 ご Broadway , 呈 y 
Tel . ぎ wling - G 苦 呈 9 養‘ 9 ニ 7 


ぉ內 友び を 地 旅 巧 先 
とも 懇 巧に 賴案巧 致 
しまう。 

I ◊通譯 ◊調杳 ◊ま 渉 
I か貿物 

I 0 なは 巧 米 巧に か 四 
年 聊か 化 頤の事 構に 
通す る もの ご 信じが 
I シ 々ゴ大 學を叢 

神 學± とタ ホ— 
文學七 1 ホ おな 

▲が 育 ホ巧發 行の 書 
籍は 勿論 も 他 ホ留內 
を 巧の ものを 敏速 じ 
購買 致します 0 
A 古本 及びを 雜誌御 
用の 方々 じは 恃じ調 
奄 、購買の 勞 をな b 
ます。 


齒科醫 

井上 義人 

西 六十 五 T 目 一四 六 番地 
紐 育 帝 凰 旅館 內 
電話 トラフ アグ ダ ー ニ 五六 五 
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打が 

ぶが 

a 31^ 
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本 I 
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歧師宮 崎繁】 
幹事 粟野 賴之お 
諸— お— 含— 

日曜 唐拜 午前 王 時 
日 お學校 午前 十 時 

M 日® キ 後と 時キ 
祈 禱會水 强タと 時半 I 
寄宿 舍 

位焉 をが 比 西 迄 お 
み 下町を 十五を 单 
生 會化員 じ 最適 
設備 圖書雜 誌 巧 巧 
を 褲娛樂 具 簡易を 
堂 あら • 

巧を 職業 用旋 旅を 
ま 巧を 種 事 ま 調査 


洋離 調進 

クタ*-— ニン グ、 ダイ 

イング、 修鑄 等】 切 

ミカドが 服 店 

泣 本 保 
蕾 話う イン ランダ— 
六 八 I ニ 0 


笠 弗 洋服 巧 


お 巧 巧 かノ巧 W 心 r ング 二階 ニ 九ニ區 

練 齡丸山 洋服 蘭會 


をき ホ 題 婦人 
で 本人への 英 
語 教授 じは 多 
可の 紹驗 をち 

す 0 1 レ. ブ- 

y セ 十五 仙 
.可 H 朝 九 時ょ 
- 「巧 九 時を 巧 
L 啼 じても 宜し 
£ 曜日は-時 
よも 四時を 


y 本、 ホ 那寶玉 製 美 
術 お、 婦人 吊 首 飾 其 
他 装飾 雨 

闕島訂 •：： れ 

高等ち 满お 修穫、 

首 飾：： g 、- ストリング 
日' 本 服を 辖 


十五 年の 歷お ある 當 校は タ 年の 
經驗ご 新 智識を ちす るを 師を聘 
し 自勘車 
操 縱をあ 
が 運轉者 
の條 得す 
べき 必要 
U 機 解 的 
智識を 短 
期間 じし 
て 最ら能 
率 ある 徹 
底 的 お 術 

をお智 し免狀 獲得を 巧 記し 磯 業 
P を も 固 巧し ます 0 



♦食籍 ♦お 誌 ♦新聞 
縱覽 ぎを 開 
執務 午前 九 時ょ ち 午を 立 時を 

紐脊 111 本人 會 


ブ _ 

電 

誘 


サ^ — ク作 


•一とと ぶ 

00 屯 0 
00 と‘ 


成功の 秘談 

米 留ま 英語を 謡す 辜 
はお 巧の 第一義です 
本校 じは H 本人 敎巧 
じ 慣れた 再任 婦人 殺 
師ぁ b 懇切 じ 會お通 
信义 社を 語を を 巧—. 
ます。 日曜 週 = 共 じ 
午前 化 持 よら 午後 十 
時よ で 願 校し 一 レ 
スンと 十五 她づ 4 
今 H 底 七 じ ホ 沒んれ 


03 も 

im Ln 

■IL 5 

■Tai 8 
が 
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G 

.15 
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I ■1 ぶ 
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弊店は 實質 誠意 迅速 ホ 萬の 
をに 御 ±產 物】 ま卸賣 値段 
で販賣 致しまず 多み じ拘は 
らや 御用 命 仰 付 下さい ませ 
◎歐 米を 禪 時計。 置 時 許 一 ホ 
◎寶石 貴を 屬 。銀製 器み 一 式 
◎ぞ禪 萬 年 筆。 おお 製 鉛筆 
◎蓄音器。 レ nl ド 見本 陳列 
◎寫眞 器。 タィプラィタ.— 
◎船 切な。 紀を寫 巧 站繪端 書 
ブロ— ドウで ! 百と 十 湛 
領事 舘向側 建物と 0 五號室 

巧が 書 

碱が 商ぶ 

ニ 一! 巧 03を さ N - Y . ご 立 
す 一. C 量 andt 度 ゴ泛篇 


四ち 末 お 米 柏 場 孝 圓罩錢 
五 巧 】 H 

日本 株式 相瘍表 

〔大 阪赔本 ビ作ブ n — 力 I が 
巧發〕 株式 相 お 〔單 位圓〕 

ぶ 巧 一日 ぶ 巧 一二 日 

巧を 指數 を？ 暨 を 王0 
大 阪お數 ニ 普 ま ニク 六 0 
巧 京電燈 ちろ 0 至* ー吕 
大同 電力 ご* 一宝 《 f •一宝 
東が 電力 查ち 0 查を 0 
大 H 本 製糖 宝 ■ま を •ま 
王子 製紙 ニぐ さ ニぐ 客 
を洋 モス リン 空 •〇〇 著 •00 
日本 ビー八 三 G 呈 0 1 言 ■を 
日淸 製が 5 一す 爱 一至 •备 
淺野 セメント 這 •盖 ちろ0 
H 本お沾 ま臺ま i 
東京 あが 寬ろ D セて さ 
日本 人造肥料 舅 •壹 單 玉ぶ 
久巧磯 業 ま 三 五 を •含 


觀日ホ 新聞 支局 

今度 紐 育 支埼を 設置し ましい 
から 購讀 、廣吿 I 切 左記へ 御 
願 ひじます。 (巧 井 米 ホ】 

A 吾 S ニ 量ぎ ジ I . Wa 一 ker 37 ち 


JTTrs ^ M 操縦、 機械 敎習 
點乂 、電化 等 化て 

懇切に 敎授晝 巧兩巧 日曜 も 蘭 校 

日本人へは 秋 山 氏 専任 敎授ず 

互 己 暑 童 き Au をす 11001 ，畜ぷ E . 芸さ St . 


日本 理髮 鑛淸 

西 巧 主 ニ 了 目ち 蕃地 兰育六 室 号 

タダプ フロア (第 お 海 ミ 四十 HT 目受 


日本 散髮屋 則が I 

五グ 年間 中が 氏 ご 共 じ 就業。 

ジ ヤシン ト》 フヨ ツ 3- 

ゴ W ‘呈 h St N . U さ 

巧 et . Calumb 夏す e ■賓 ミす al す rk W 男 t 


夏場 向き 上等- 

チョコ レー ト 

當會 社は 特に H 本人 諸 替の夏 
洛營 業に 適當 ずる 商品を 提供い 
たー 居 b 米國ま 部に 於て は 孰れ 
の菓ず 製造 家ょ b もヨ リタ < 日 
本人 諸君の 御 得意を 持つ て 居ち 
ます 

チ 3 コン！ ト のを ラィンは ボ 
グナ モァ 本社は 勿論ぶ 記のを 巧 
の 見本 莖に 揃えて あを ますから 
是非 御. 一覽 下さい • 

F 丘 R ちち 一 是呂 M さ 夏_ 

ム 0 West 21 st SI , New Y ミ k 暑’ 

呂皇育 呂 夏 UQ 章 ANY , 

1 ご ast だ ndSUB ち ミ ne , N . J . 

J •呈 B 空贾妄 U S 登， 

養 Markef 其， 呈 tsburgh _ す. 

み 巧 

皇夏芦 ニ E 芸 言ち TS 呂 ，養. 

Pr を & Con 号 d Str ま ts , • 

雲 im 夏， 量. 

上等の 品 許り 

ホャン デイ 類 


瓣銷 公認 マブサ 1 ジ 

巧務省 免許 
を 婆 錬炙醫 ： 

平野 秀子 

電話 モニュメント 100 か 


私 


- ill 揉洽療 

A 

R 一 -; 

U S 

Ml . 

排が础 


脚 


マ ツサ.一 ジ 、一 盤 形 

藥 風呂、 水 治、 電氣 治療 

西が 療院 

ブイ ジオ シラ ど スト 

を 認西材 幸 巧 


W 午前 化 時？ 午後 乂時迄 
Y 出谣 治療 ニモ 應ジ マス 


儉眼並 じ 眼鏡 調節 


.尋れ 人 

(ま 巧がん) 狩が 藤 雄 
(ま 京) ホち か 雄 
(熊 本縣 人) 提崎方 作 
(を 知縣 人} 長 崎德一 
(福 岡縣 人) 稻永國 みが 
ま 永慶藏 持山芳 太が 古川 
正意 井 h 幸藏石 松節朗 
渡 邊篤寶 持 留畜も 川 新香 
上野 修ホ 井弘貫 遣 酒 雄 
貫 造 太 郞を家 武雄柴 田 ま 
雄 

(佐 貧縣 人) お 山 善 六 
(愛媛 縣 人) 横 田 常 吉事 常を 
仲 座 宮么巧 

(東京 巧) 小が 銀治郞 
(大阪 お) 白木 政太郞 

右の ちじ おか 致 度き 儀 巧 之 
候 間 本人 おくは 知人ょ b 現 
化巧掛 通知 願 上 候 

紐 育 靑—國 総領事 舘 

165 8 養畫蔓 Y ミ k City 

評 論 nr 每 月^^^か 
雜誌 一部 十 他 
A 14 で sith 81 . f さ rk 呈 y 


轉旧 
洋服 巧 


男女 離 ド 類の 御 
用命に 應 じまず 

リ ァ グ • シ 夕 

離 ド會社 代理店 

時 田 信次郎 


丸 山 洋服 商會 


を 五十一 ニ 了 目 

ニろ ニ 


が 藤 


洋服 巧 


f フ^な ハ ニニ 


h 


* ミ - 1 J 每 e ml.; 广 - l.f *’-■! ， 


巧 かるた 

はも {の 遊び 
ホを 英文で ホ 围入じ 館く わかる 
やう 衝單明 赂に說 巧し じ ものが 
あ ホよ した。 內を 目み 進呈 致し 
ます、 御覽 下さい。 

ご UWAYA ミ 呂 ，ミ E - 呈 hSt . 豆 ty . 


弊店は 永ら （曰 人間 じ 唇 
用を 巧し 熟練せ る 技術 ど 
親切を なて 販賣 致します 

寶お 貴金屬 
御 注文 並に 
巧 速修簿 
諸鑑を 無料 

巧 中細 店 

28 £• 爱を 1 S 产， cor * MUdison Ave . 
ジ I . Rhi 己 a 三 d さ舊没 




新鮮 魚 命 一切 

日本 入 おきのを 魚 聚山取 b 揃へ 
特别 廉语で 大勉强 をし 一一ます 

‘ サヴ寸 ナ魚巧 

』 08epll ひ a す 〇 目 巧 

S 4 為. 61 里 i St . 

Tel . oolu 臣を m 巧な w 


船 II 用 凄 
具を 巧 品 
洋を雜 貸販貴 
出入 稅 願手續 
荷 愤運纖 取扱 


3 藤 小で 商會 




: 麻 


が 育を か 巧 隙會お 


老 


ニ 一木 定言 

保驗ー 


玄 aw 401"ザ 尸 if e >nscr ぎ ce Co 
51 €!》》3 be さ 浮： - 2 ewY ミ kQ 一：，：. 
巧で 0 ロ 巧 Worth 22 第 

を 姑 ノホニ 御 掛ケノ 游ぃ必 -V 
狗 白な ノを タピを お 巧 巧 チみ 
枯カ古 虽キで サイ 


I > I ぃ - た 1-1 ► f , — S- た ' 7 ^誦 


齒科醫 木 下义市 

ゴ巧 W . ニ 1 th 芭 

を . Mcmit 養 7 
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日本み 產黨の 陰謀 事件. 【上】 

ホ 化の 乎は 學 生や 軍隊へ 

〔を 固 一道 S お ホ縣じ 瓦る 大檢舉 の 內幕 は？〕 
一纖 めに 治を 維 狩 法で 吿發卞 るか 


本年 1119 十五 H をな て 巧は む 
た H 本 共を お 檢お窜 件の 內を 
は 去る 四ち 十.- ロ 解 銭 どな h 
當 時の 本 化 特電で 逸を < 傅へ 
ね 所で あるが ネ 巧で 搂 手した 
詳 巧を 見る じ 左の かし。 

去る 大正 十二 年躁 利る ま 一派の 
共を お 大路 巧ょ b 評謠食 最高 幹 
が 某な、 新たに 共を 黨 組織ぶ 準 
脯じ焉 ホ 

i 策動を 重ねて 居た が、 遂 
I じ ホる 大正 十五 年 十二月 四日 山 
あ 五色 溫な 旅館 ま 川を 五郎 方 じ 
_勞 度 篤 員を 中必 ごした る、 今回 
换巧 さゎた 日本 其 產黨の 幹部 十 
と 名が いづれ も變裝 して お密に 
集合、 U 本 おを 爲ど络 打っ：；^ が 
，を 結社の 一 脚を が 織し 宣言、 綱 
巧、 規約、 政治 迷 動 ホび じ 巧 働 
組合 迷 動の ブーゼ を か 成、 を國 
的 じ 一大 陰謀を 巧し 漸 みこれ^ 
加盟 黨員 をを 齒官’ ななを 勞働 
團 体、 學 生じ ホめ る ど 同時 じ 軍 
除 巧 じも宣 傅を わは ん玄か だて 
一方 過般の 普通 選擧じ 際して は 
タ數の 候補者を 立て、 これが 議 
會 進出. 計る 榜ら 

なお 產黨の 旗標の 許 
じ 猛激な 活動を 開始した。 0 ホ 
黨員 はを 威 的 じを の 根を F ろし 
怪魄を 仰 ばして 宣傳 じつ どめ、 
革を を蓄巧 せ る 事實が 端^:;^ く も 
官證の 知る ごころ どなち、 巧務 
を 磐 保 局が びじ 换事總 長は 数度 
じ わたつ て、 協議を なした 結果 
を 京、 大阪 、を 都、 名を 崖、 神 


ロ、 福 岡の 六大郝 ホを はじめ、 
を 図 一道 ニ一府 ''十 縣の换 事 商、 
營を 部に 巧し、 械 がの 間 じを め 
命み をす し、 が も 合せを けつた 
後、 去ら 一二 巧 十五 日拂曉 四時 か 
ら五 時の 間を 期 L 、 を審巧 事、 
給 事、 譬お官 協力を 國一 せいじ 
突か 大活 勘を 開始し 

のを 臨 今乂町 巧農黨 
本部を 初めを 國を 地-」 散 化 f る 
同 黨ち部 並び じ、 これに 賊係ゐ 
るを 勘 ホ 支部、 これが 幹部を 等 
約冉 數十ヶ 所に' 昆 たつて 家宅 搜 
索を 跡 巧、 タ數 証據物 仲を 押 化 
する ご 關時じ 東を では 间結 tt 員 
のま。 る もの 六十 數 をを 始め、 
大較府 がと 十を、 京 卻巧百 二十 
を、 神が 川縣 ド五ト とを、 接 巧 
縣下お 十九 名、 ち庫縣 F と 十 余 
名、 を おおで 二十 五名 等を 國を 
府縣 、化 お 道を をして、 をの 數 
巧 余 名を 檢擧 し、 いづれ も 一旦 
これを 留置し 檢 串、 譬察官 操 係 
らで化 b 誠べ を 巧つ た 結果、 を 
の 約 S をの ニは 間ら な/、 釋 放さ 
れ るに まつた が、 旣じ 

一*^® にわた つて 四 巧と H 
ょで じち 八十 八 名 (東京を 六十 
と 名、 新 潟 十の 名、、 長 巧 九 名 
福 岡 ニト六 名、 ち 庫 二十 名、 大 
阪ニ 十一を、 を 都 十八 名、 岡 山 
十 S を) 起訴され 豫 審じ附 され 
て 居る。 をの 化 目 f 續々 强制處 
巧 じ 付. されて 居る ので 今後 起訴 
はを 圖繪計 四 巧 名 じよる ご豫想 
さいて 居る。 しかして 罪が 明白 


ご；^ つじ も：？ はを 部 治 女 維持を 
じ i つて 罰 ゼらる ー 巧 巧で もる 
が、 まだ 事件の 首腦巧 ごも わ ぼ 
しき 者ホ數 逃を 中で 取 b 調べの 
一ん 搜査 中で ある。 な 調 •への 結 
果 、巧た して， 定の程 巧まで 確信 
を捏 b 搏 たかは 

でない が、 司法 省の 
お調べ じよれ じ 日本み を 黨け大 
正 十一 年頃 第 ニ一 インタ ー ナ シヨ 
ナ火 H 本 ま 部 どし t 成立した る 
ものなる が、 大あ 十二 年 雨 月の 
檢擧 よ b て 一時 屛息 する のが 
態」 立 まつた。 がかる に 大化十 
S 年中 巧び 紐 織を おじず るの 準 
備を なし、 大あ 十ち 年に ま b て 
はタ おの 黨 貢を 得、 遂に 同年 十 
二月が か 山形 縣下某 化 じ わいて 
栋 が 裏 じいは ゆる 福 本 イズム じ 
其 鳴す る もの 十數 名相會 して 創 
立乂 倉を 開き、 立黨 宣言、 綱領 
規約 等を 遙决 し、 超へ て 昭化ニ 
年 ニ 巧 中黨首 腦部數 名" シアに 
入 b モス' n 1 じがて、 右 日本 共 
產黨 のが 本 方針に 閱 I 第二 一 イン 

タ！ ナシ ヨナ 八の 

投步 をを け じる 結果、 從 
ホの 黨 活動に 根本的 誤謬 および 
缺陷 のがす る もの あ b ど L 、 同 
年 十一 巧 歸朝後 ちらに 新ら たな 
る 紐 織 じ 着手し、 第一 ニ インタ！ 
ナシ 3 ナ 八の 指を じぶ き、 な ホ 
の 五 人を 棚胞 を變更 してを 礎を 
を 個 エ嗟じ 置く こご ，> し、 黨の 
中 必機觸 巧を 發巧 1、 黨 員が 他 
の 圏 ホ 巧に お 入して 活動を な イ 
瘍をじ おいでを 常に 一定のを 綱 
の 下 じ 統一的 紐 織 ある 共を 黨ご 
して 活動す る じ まつた。 然して 
現な じ おける 黨 員は 數冉 名に 達 
I 關 ま、 閥 西、 化 卿、. 化 海、 信 
越 等に 潜 おし、 進んで 靑年 およ 
び 軍隊の 赤化 じ 巧 力 L て 居る の 
である。 


太 西、 太平 兩洋じ 

勇躍， して 飛ぶ らし 


.リシ デ！ は 歐渊へ チヤ シバ！ 

レンは 單 身で 桑潑 から 日本へ 


西から をへ 獨逸飛 巧 十が 勇敢 
じ^ 太 西げ を橫斷 して 化 巧が 空 
巧は ホ 奉を 保め つ i 々る 際、 太 
西洋 橫斷が 巧め 先駆を でぁる チ 

卞 1 少ヌ •リンド パ 1 ク 大佐 か 

巧び 今夏 太 巧が を橫銳 して 歐洲 
を國を 親善 訪問の 上、 座を じょ 
ら ては、 n シア 乃 まが 度を 經て 
.日本を も 訪問ず ベく、 おに H 本 
政府 ど 誠 解が 化 立した との 說が 
おる 0 

ネ圆 の訪歐 おれは、 今後 最も 
をを なる 橫颇飛 巧路を 開がず 
る 意 化の もので、 リンデ ー は 
フォ ー ド 大型が 巧 磯に お 巧ず 
を も 同伴、 多サグ リンブー 島 
から アキ マ 島を 經 由の 上歐洲 
じ 渡 も 普で ぁるが 

- 々にも 亦、 ニユ ー ョ ー クから 

濁 逸 じがんで、 疫 距離 飛 巧の 記 

錄を 巧つ む 鳥人 クラレンス •チ 
; ヤン バー レン 氏は を ニ 年な 巧 じ 
- は サン フランシス 3 を 出 後 点 ど 
I して、 單身 太平が を 橫斷し H 本 
i じ 巧ぶ ベ （目ず をの 下準備で あ 
i る ごを 表した。 


特融 肩 化り 希望 

まま 特電 四日 發 == 今迄の 尙早 
論を をて 巿中銀 巧 中 今後 一年み 
外の 中 じを 輸 解禁を 必耍 ごし 時 
別 融通を 勸銀や 輿 錫へ 肩 化ら 希 
駕者 ある も 肩 巧ろ は 固 民の 負 擔 
利子 だけで も數 な 巧 圓の巧 加 ど 
な bH 銀 等 問題 視 しない。 

日銀 內じ 考査 部 

ま 京 特電 二日を n 日銀は 銀 巧 
を间 ご 內 をな 善の 趣 育 じょ b 大 
藏省 ご相應 じて 民間 銀 わの 檢査 
を 巧 ふやぅ 考査 部 具体 まを 作ぶ 
した 0 

鹽 壁ニ菱 こ絕緣 

東京 特を 二日 發 n 盛 水 港 製糖 
曾 社は 一二 裘ど 絕緣し 一二 ザ 系を 背 
景 どして 嘘 糖 おお 贩資會 社を 巧 
設 の吿。 

日銀 帳 おご 金利 

ま 京 特電 二日を H お 巧 高— 十 
一二 億 六 千 二な 万圓 、制限 外— 一 
億と 千义 巧巧圓 、な 出 窩—八 億 
六 千 八が 巧圓 、密 H 物— 化 厘 五 


まょ b I 錢一 厘、 が績ず お-— 一 
錢よ b 1 錢四 鹿。 

政府の 持 米變質 

東京 特電 二日 發 n 政府 所有 ホ 
變 質して 約 二割は 買换 えの 要 あ 


四 巧 中 S 賓易高 

東京 特電 二日 發 == 四月の 輸お 
は 一億 五 千 化 百 六十 S 巧 八千圓 
輸入は 一億 八 千 一二な 0 五 万 セ 千 
圓 じて 差 引 入超は ニ 千 二百 四十 
™ 巧 化モ圓 である。 


政局 不安 ミ 株式 

. H 本 銀な 監督 役 着電 
十五 銀 巧の 開店 資金 其 他 特別 
融通 满係 じて 月末 本 巧 貸 出は 著 
敷 膨脹し 暫 （が 合 ひたる を 僮 も 
稍々 活 氣を帶 び、 一時 消化 難を 
唱へ b れ たる 社債 類 も 大方 ホ# 
き、 今年度 製糸 資金 利率は 昨年 
ょら ニ、 一二 雁 方 引 T げらる、 摸 
樣 じて、 巧は 政局 まじ じて 氣配 
軟弱、. 生糸、 綿糸 共 じ 巧 勢、 貿 
易は 順調で ある。 

賈円 

巧 換を發 巧 底 一王 ニ ホ ニ 
制限 外 一と 九 
一般 貸附 八 さ 
か固爲 替貸附 と 
政府 預を 四 一三 一 
民間 巧を 一と 九 
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温 新 杏 巧 

本 樓は開 創 0 ホタ年 
一意 勉强 化を 哥理人 
ゼィ 、巧理 人 歐廉も 
相 變らず 腐 前を 見せ 
て 居まず。 熬るじ 現 
在 某 街 某 おじ 妓て元 
本樓巧理、を雇入れ 
たる かき 廣を をな し 
ちる もを 然撼 根に 育 
之 巧る 窜じ 御を ひな 
く 惜舊卸 嶺負じ 潰ち 
を < 日 おん 謠 賢の 御 
ホを をを 驾致 します 
新 杏花 

ま 人 謹啓 


高等 御旅 儀 

昭 和 

會廢御 料理 
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腺 利きの 巧理 人が 日本人 諸君の 增巧じ 適 
ずるが 理を差 上げます 

賊講 類 和 園 

芝居の 前、 芝居 歸ら の 御 集ろ じ 最も 適當 
の 壊 巧です 是非 御 巧 負 じ 願 ひます 
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停車 洛前 通を ご IT 左側 六 階 建 
日本 巧 船 切 巧が 扱 波戶場 送迎 


巧業購 域中必 f 総領事 お、 日本 
郵船 其 化 銀行 大會社 近き お 巧 

を 港 小 ホ テ 火 

純 日本食 (ぶ 別間 ぁち) 
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失業に 比例して 

犯罪者 數 I 增、 した 


J 


」 の 頃の 大ニユ m — ク巧 


— 世界最大の メト P ボブ ス 
である ご 共 じ 化 巧 第一の 罪惡の 
都で ある-- ユ 3 1 クホ 昨年度 
の 犯罪 数は 稍々 が 少して ボ民も 
はつご-を & のを C あつたか、 
本年 じ 入つ てから 急 じ 犯罪 數が 
巧して 識 をの 問題と なつて 居る 
即 も醬視 お監ヮ ン 巧が 去る 
一日 阳 でを おした 本年 一 H ロ 降 
一こ 月 S 十 一 U 現 だの 犯罪 統計を 
昨年 时巧じ 比较す i じ 左の かし 

罪る 呈八 呈セ 
謀が かお と 六 ホの 
段 巧 創傷 五 化 八 四 五~ 
持 树强盜 ニ 化 六 ニ 四 化 
强 を |0 ニニ' 八 ニニ 

を 討 I 九 当 一一 五八 六 

さてが らば 今' 年に 乂 つて 
から 化 罪-かお 加した かごい ふこ 
どじ 就て は、 勿論が 巧から 入这 
んだ不 なを ホが 增 加した 縣 巧ら 
あるで もらぅ .^、 遵を侧 では ネ 
年に 入つ てからん 巧 工業が 不振 
ょ b 生じた 失荣 をの 巧 加が 强盜 
强輕 方面に 影 嚮 しじ 点が ぞいと 
稱 して 程る。 而 して 强 を？ はげ _ 
年に 等しく 十み 歳から 二十歳の 
靑年か タ（ 、巧树 器强盜 でぶ ニ 
十一 おから 二十 五 お、 謀殺 故殺 
では かがの ニト； 立 歲 から 二十 六 
歲に對 t ネ ザは 一二 十一 おから ご一 
十五 歲 がぶ 數と 占めて 居る。 

!.... おらに これを 起訴され た 
ちの 巧に ついて をる にぶ 山 かし 


罪を 一丸 八 一 化 ： A 
ま 罪 四 八 一四 巧み 化の 
輕罪 と 四 0 S ニニ 一二 お 
幼年 M ハ ニニ 一 五 0 五 
召喚 六 四 一二 一二’ 五と よ 一二 六 
証人 一二 九 四 一 
を 計 10 呈 一毛 を 云 
謀殺 故 お 九 一二 と 六 
嚴 打が 傷 八 六 四 と 六 西 
持 凶强盜 一二 ニ 九 一二 二八 
娘 をよ 1111 五 六- 
合 針 f 化 九九 一と ニ 九 

併 かして この おにが ける 

營 察の 活動で 所謂 強を 鹽 やお 人 
園の 所な が 確かめられ、 常 じこ 
の 期間に 於け る 犯罪者を 摘發し 
たのみ ならず、 適 去 じがて 謎 ど 
されて ゐた 殺人 や 强盜事 伸の 眞 
犯ん を 捕へ たどい ふ 巧 をら ある 
めみ つの 强盜鹽 を 逮捕した のみ 
でら 昨年 犯した 不明の 强盜 事件 
S 十一 ニが、 今年 化 L たおけ 六 か 
册' 白 じな つじが 如きを の顯著 
なる 一例 f ある。 

がほ官 道、 巧 頭に 巧け る 

自動 单事な も 昨年 岡 期 じ 比較す 
るィー 左の か； 增 加して 足る。 

挪巧お 一み 穴 互 毛 
十六 歲 W 上 I と 八 一 五八 
十六 歳の ド と 四 八ち 
をな ニ 五 ニ ニ 四 四 
貧 傷を 

十六 おな 上 八よ，！ 一とと 一 お 五 
十六 歳 0 ' トニ 五一 ニニ こ 六 五 
を 計 一一 ニ 巧 乂化四 ニ 0 


I 醫學 は進步 して 居る が 
I 八ム衆 保健 道は 劣つ て 居る 

一 聖ル ユ—ク 病院の •增 雲を 公募 


『日本の 醫學は 世界に 比類な 
き桿發 達’‘ て 居る が、 を 衆が 
健の 道は 非常に 劣 > 巧 つで 腑 
おおや 惦染 柄が 流 わして、 一 幼 一 
ザを い 死亡率が ホな じ 多 いこ 
これな 多年 東京の 聖ルュ ー ク閣 
際 病院を 司を チユ 7 ラ ー 愧 ± が 
まる 水 お n 岡 おの 擴張搜 ご、， メ 
タカで を游 ずべき ダゥンタゥン 
俱樂 部の 午餐 舒で 述べた 一節、 
建設 獲は とけ 巧 巧で 日本 應裳离 
は ニな 五十六 ガ六千 おが 弗に 達 
して 居る。 午餐 宵は ウ 4 ツず ー 
ンヤム 氏が 巧 曾し、 ラモント 戊 


ユ ブック 蹈トを 始め、 モ八ボ 
ン巧 肖の ィ！ ダン 巧 等-か 演說し 
た：^、 ラモント 氏は 席上 『移 氏 
をに 勤す る 憤 薇は リ 本人の 斷じ 
てを 却し 能は ざる 所で わるが、 
こい-^- 逆 去ん 間 題で 现 なの = 本 
に-は 軍 間 派の 勢力が 失墜し、 自 
由ま義 の 政治家 じょつ てァメ 
リヵの ぶ證 をホ學 して 居 も』 ご 
述べ ナユ スラ I 腾 十は 現 化 日本 
で アメリカ ま U を ホ衛ホ 法を 講 
じ、 看護婦を 養成す る 機 駒は 聖 
グュ ー ク 病院の みで ある ど視說 
しじ。 


漁船の 到着 時間が 遲ぃ 

松 井 選手 U 氣 車で 

フリス コ經由 天 巧 丸で 歸朝 する 


じむら、 西 廻ち 選手の 敗 化は こ 
れで 明白 じな つむ。 

オランダから も 

世界一周 家 

松 ホを ご 同船で 

ォランダ 一流の 新聞紙 パ ー グ 
シ て •ボ ストの ま灌の 下に 世界 
一周 旅 わの 途じ 上れる ゲブン • 
ラッソン 氏は 四日 アク キタ ニア 

号 じて 欺洲ょ b 着 紐し、 直 もに 
サン フランシス n じ おで 九曰發 
郵船 天洋 化に 便乗、 H 本 じ 向 ひ 
歐洲 が路船 じて ス 3 ズ經 由歸圓 
する 豫を じて、 同氏の 旅行の 意 
ホな 焼ず でな く’ 普通の 旅程 中 
最 が 時間を 選ぶ もの だと。 尙ほ 
ゲ T ン •ラッセン 氏は オランダ 
有 數のお 聞 記者に て、 同時 じが 
名な レ クチ ユア ラー でを る ど 0 


時 奉が 報 ホ 唯 化 巧 r 说ザ巧 廻 
b 逃 ホ 化が 龍 宵 巧は 乘船ァ タキ 
タ -1 T ち •か 四 ロ 午前 入港の 節は 
十二が 十五み 發 S 郵俩 飛け 磯 じ 

搭乗し、 シカゴ、 ソク トレー キ 
パスコを 經 て、. ゥ キク ト リアに 
到ら あ H 午後 丄 ハが ゲ アンク ー バ 
1 をの クリー グランド 号 じて 歸 
朝の 計窗を 枝て、 クリ ー ウラン 
ド 號も賴 巧の 都を じて ニ 時間 位 
が 船'」 猶 がを ホた すべく、 を'〜 
閒'挺をを い い 位の 際ゎ で い お 


陸 雄絡豫 をで ぁつたが 、生が ァ 
クキ タニァ 號の乂 港は 四日 午後 
ニ 時 牛 頃 じじつた ので， 隨 つて 
を 計 萬は 放 築ず るの 化むな きじ 
至 b 、 氏は 上陸 後ァ スタ ー に 小 
憩、 ポ 長々 び 德領率 雑の 証明を 
巧け、 午後 六 時 十 か 後の 列車で 
ペン 停車 法を 出發 シカゴ じあき 
翌±幡リ午後一ニ時シカゴ看、 间 
化 シカゴを の 列 ザに 乘 じ、 八 目 

午前 サンフランシスコ じ 到を し 

义 H 發の天 巧 化で 歸朝 する こ VJ 


殿ら れむ上 じ 

却つ て吿發 

馬鹿を見た 邦人 

ジャ！ ジイ •シブ イ郊 かの グ 
-1 ンゲキ ホ ♦セクションで 埋 
立 工事を 請負つ て 居る 米 人會社 
の' イ ゥス •ボ！ ト じが 人が 六を 
程 雇 はれて 居る が、 料理 長の 渡 
邊ご云 ふ 人は ま 極 温厚 篤實な A 
で 其 部 ドに 浦阳秀 雄なる 化 海道 
をれ の 若い クック さんか 居る C 
化 浦旧靑 年ぶ 平生 社 曾 ま 義をロ 
じし t は 相手の 連 轉手ホ A スナ 
イダ ァじ冷 かされて おわ 蠻懷が 
構 b つも つれ もの ミ 見え、 まる 
± 曜日 酒氣紛 々として スナイ ダ 
ァど 口論め 擬句ニ S 人の 化 手に 
滅 茶々々 じ 駿られ 、輕 傷を を ふ 
たが、 進 じ スナイ ダァ から 訴へ 
られ栽 巧の 結果を ずの 上 じあつ 
た 小 巧が 證據 物件 だ ご あつて 傷 
害 ホを 罪'‘ 開は おず 五な 巧み ボ 

ン V でク クント ♦ジュ^- ジ じ 
廻は された も。 

乘 車賃 値上 

今度は 大審院へ 

豫て ょら 化 ド 鐵及离 架 鐵の乘 
革 貸を よ侧 じが 上げすべく 運動 

中で あつた インタ ァ® ホロ 1 巧 

はホ廳 の 反酱を おし 摸き 遂に ま 
ち當 地の 合 衆 國律か 裁判所に 事 
化を 申請して 値 h げめ許 巧を 得 
たので、 ホ 廳侧は 大いに 狼狠し 
ホ 長は プ シン トンに 急 巧して 大 
審 院長 タフト 氏 や 陪席が 事 スト 
1 ン氏 VJ 協 諮の お 巧 こいを 五 巧 
十四 ロの 乂審院 法廷で ず ふ..， こ 
じな つ ト お、 曾社侧 では 假 りじ 
粗 上げ ト詳可 されても 哪 刻じ實 
わする こどは 出來 まいど‘ 

H 本 デビス 盃 選手が 

首都の 爭覇戰 へ 

斟キュ ー バ戰じ 難なくを 勝し 
た 巧 デビ 3 盃 逃ず 烏 洞、 义 田、 
巧 部 S 氏け、 六 H 頃 バナょ b 
歸 紐し 十、 十 I 、 十二の hh 間 

ブ シン トンの チェ ヒ^ •チェ— 
ス •クラブ： J 巧 はれる 複 試を ト 
—ナ メント に化携 へて 出場し 巧 
び歸 紐、 ホる 二十 四、 二十 五、 
二十 六の S 日間に 宜 b モン トリ 
!术 じを 巧の 對 々ナダ •デビス 
盃 戦に 出 鶏の ため 十六 日頃 お發 
同化 じ 向 ふを を だと。 一方 乂女 
對 戦は ホる 二十 五-六， たの S 
日間 カン サス •シ チー じ 曼巧さ 


れる當 で、 前 巧の 族 者 ど 後者の 
勝ち どの アメ ，カン •ゾ 1 ン景 
を 優勝 戰は 六月 一、 ニ、 一 ニめ 一二 
日 巧 シカゴの タウン •アンド • 
テ こ ス •クラブに がて 擧 巧のを 
である。 义メト 0 ポ ブタン 隔域 
最初の 庭球 戰 である スタ テン 岳 

クリケ ブト •エンド •テニス 巧樂 

部 3 1 ト じがて 推される グレー 
ター糾 育 庭球 選手 權戰は 愈々 ネ 
日 午 巧よ ら擧 巧され るが、 が 人 
側 よらは H 本 庭球 お樂 部の 恩 巧 
貞 一、 逸 W 誠 一の 二君が 出場し 
て 居る 0 


河 添で 〔九日〕 じ 

ま 王師 匠 御 俊 ひ 

當 巧西肯 二十 I ニ 了 目 旨 一二 十九 
番河添 旅館に 滯巧 中の 巧 澤吉王 
師區は タ數の お 弟子さん 達を 養 
成して 居ら S ネ ー から H 參 をす 
る 熱 必者も あ ら、 をが 滅切 6 上 
達した 人々 數名ご 共 じ 河 添が 治 
太夫を 先頭 じ 巧る 九 H (水曜} 午 
後六時ょ^ お さらひ大會を催す 
由 じて、 勿論 入場 隨 意多數 知ぶ 
の來聽 を歡迎 するど 云 ふこ どで 
ある 0 


加 胸で 轉徵 して 居る 

慶大 野球 團戰績 

をの 巧 料 然しね 慶大 野 剧の戰 
績は 左の 如し。 

四月 二十 徑弓 . n 對オ！ タランド 
リック 俱樂部 六！ ニ 勝。 二十 
ホ 目 n 羁聖 メリ！ •为^ ッデ四 
■八 負。 二十 八 H 聲 スタン フ才 
ド大學 五— ニ 勝。 ニ卡九 9 H 

避 r おン义 •ア K レ テック 俱樂 

部 八 ！ 五 勝。 

7 が X ト * ホ"*™^ がで 

藤 原義な 巧演唱 

當地 ゲ。！ 劇 麓の 演唱會 で 巧 
評を 博した 聲樂家 藤 原義 江 氏は 

渡英 後甘ン ド- ン 一流め ラ 立-オ子 
成 •パ） ゥ 2 八 氏が ま 配 人で、 
四 巧 十 化 H でオ 9 アン •ホ^ -- ル 
じ當附 SM 樣のプ 曰 グラムで 演 
增 したが、 非常。 好評を 博した 
みで をに 每日耀 日"— ャ八 •ァ 
八 パ"— ト •ホ！ がで、 さ れ る 
『クオ！ 少ド •フ ゴィ モス •ア 
. — チスツ ♦ 3 ン ず^ — ト 1 じ戶キ 

フ で ッッ等 ご 肩を 並べ 去る 二十 
ニ U モンテ 力！。 歌 觀麗の 花形 


八] キズ • り！ ネン 壊と 共じ演 
唱 して 賞 讚を 博した。 

一识 五が と 十六 巧 

最高 價地 賣らる 

ニユ！ ョ ー ク巿 巧で 最も 底い 
地 憤一択 五な と 十六 巧 ど 云 はれ 
るゥォ 街の 第 一番には 二十‘ 
二階の がな 建が 恰 かも 煙 横の や 
ぅじ 聲 えて 居る ので' 『チ ムネ） 
コ| ナ ー』 ご通稱 されて 居る が 
今回 アメリカン •エキス チ. エン 

デ •ア I ゲ キング 信托會 社は グ 

ロ — ドゥ 玉— VI ニ ユ— 和に 宜る 

目 八十 趴の搂 を 中 V むピ した i 帶 
の ± 地を となで 巧 0 との 离慣で 
買收 した 上古い 建物は 破攘 P て 
四十 ホ 階層の 信 巧會祉 ビ^ デン 
ゾを 設ける こ £ i なつた が 完成 
期は 明 後 ザ 頃で ある ご 0 


今年 じ 入つ てから 

私 巧 一人 もな し， 

な 巧 故 アメブ 々名物の 一 こ L 
て數 へられ 當地舆 五 街の 黒人 協 
脅では 千 八な 八十 化 年な ホ每を 
を アメリカから 黒白 人の いがん 
を 間は ず、 お 刑の 報吿 をを ザ 取 
らお 刑 取締法の 满定を 運動^で 
ぁるが、 本年 一巧な 降 四 巧 互 十 
日 じ 至る 闡 じは 不あ議 じ も增一 
人の お 刑 もない ので 協 會當事 者 
ピ 前古 ホ 曾 有の 現象 だと 云 f て 
居る。 j 
卓上 巧 話 ! 


羽ホ衛 門の 禮 を. 

滯紐觀 ホに n を豐— 今日 か 便 
船で 劇洲 になく 巧 川 お左衛 巧が 
洋行の おきみやげ 交して、 菊 五 
郞勘 離、 な 巧 等と 吳じ 放送 ホた 
『白浪 五 人 巧 j は、-. かなら フ V ン 
を 喜ばせた が、 放送局が 謝議は 

『どの位 ひで 』 ど 伺 ひ 毒た 

てた ◊洞 左 衛巧眼 頭 じ小皴 をょ 
せ 『ナ ァニ體 なんかい らお 屯、 
橫漠 までの 旅費で 澤山 だ』 ミ 云 
ふ 『をれ ぢや ああ まを お氣 毒 
だ』 £ 引きす つたない ぇが、 豈 
許らん や 家族 一門 速れ 立つ で 箱 
お福住へ ニ日間遲留して^へ 
逆戾ら 、をれ がが 行いは ひを 兼 
ねての 派手な 巧き ホに、 化© 養 
用ず ット千 あち 圓 ◊放送 お感必 
し 『；：*をるほで橫濱ょで！な^稱 
'ィ ブィ 邊 b までの 旅 養 だ つん- ら 
な 送 厨が 破產 すら あ」 - 


御大 典 奉祝 母國 訪問 圏 員 募集 一' 

今上 陛 r 御 即位式 拜觀 のをに おする ホ 前の 好機 

旅程：：： ：== 今秋 十 巧 十一 日 (木) 午後 六 時 二十 か ペン 停車 虜ぉ發 
巧 十と H (水) 沙潘發 郵船 加賀 化に 巧 乘の上 十一月 二日 (お) 
橫濱港 着 

歸ホ = 明年 一一 一片 化 H 賴濱 發‘ 郵船 靜岡乂 便に て 四 巧 十一 二日 
み港着、 同十九リ紐育着の豫を：^れお隨意歸米差ま へ 無し 

脚藝 ==:= 化 道！ ニな 六十 弗 (巧 車 一等、 汽船 二等) 

プ朱 マン 寢 をを、 食事、 沙港ボ テ 作 化、 き 働 華、 タブ クス 

ボ， ホ ー タ ー > む附等 途上の 入費を 蔚を をむ 

化從 I 四な 十 巧 

中 込 規を巧 他詳规 はが 接 ま 懼若じ 御 照 曾 わられた し 
が 育 ホ 東 五十 义 T 目 ニニ 四 


巧禍 兄弟 商會 

第五 次せ 國 訪問 園 

紐 育 ホ 西巧乂 T 目 ニニ ニニ 

H 本人 おな 敎會內 化 川淸一 
御大 典 奉 視巧國 訪閒團 
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號九 十四 白‘ 四千 一 第 


雜辦 喬 徽 
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円 五月 忙年 H 和昭 
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ダ！ ム用 雜貨品 

ゲ—ム 、コン* ッシ ヨン、 及び ォ— クシ 3 

ンじ 最も 適當 する 香水、 銀製が、 賢 お 屬寶石 
が 計、 懐中時計 類 ま雜貨 輸入な 及米圓 製を 部 
取 揃へ て 居らます から 是非 御 巧 命を 願ます。 
値 捜は 他 じ 比し 低廉なる 事を 保証し な 物 も 

所謂 『サム シンク •ニュ ー』 の 物を 树時 も恃 つ 

て 居ます、 目錄ホ 尊の 方へは 御 送 b 致します 

ジ ヤコブ ホルツ 商會 


ヶ*— ム 

今回 上記の 處に 移轉し H 本 及び 獨逸製 お 
具、 雜貨 巧び 陶器がず 夏瑞 向き 品を 部 取 
揃へ 陳列して 居ます から 御 ホ 紐の 節は 是 
非 御 立 寄 b 巧 I 寛を 願ます 

子 — テル エンド. ン厶 メル 


目 本吳服 反物 キモ， 

テ^ — フルク ロ ー ス 難. 

.夏堪 用 格好 品 取 揃 岸‘^ 

I 賊 日本 ドラ- グ 14 ー商會 

特别廉 借で 乂勉强 新 流 巧は 裔 If の 巧 長 
ハィカラな 紳 ± は I" 

化 立 服を なし みめ' 了 

夫れ はを < 身 じを ひ、 島 掛けな も < 、そ 
してぉホをょらも長持もする李，5|^^って 
るからで す。 弊 巧は ぞ數 H ホ 神-} I の 御用 
を ホつ て 居ます。 I 
n 化廣吿 じて 御 巧 店の 方」 心 

六み 割引 致します ：= 

がを 文の 祭 W じ 係 はら やを も 巧 一度 ホて 
見て 下さい i 
ウオ ルカ f エンド フロ リイ 洋眼巧 


化 

化’ む 品 

庶ぶ i 

山 刪^！ 

W 削 I 

rc ! 

w 


資本金 
拂込濟 資本を 
捣 立を 


ま思圓 
六 千な 圓 
六 千 壹月巧 旧 


送 ご 弄 銀 巧 f 支店 

本店 東を 巿 日本 橘 極 本 革 崖 町 五を 地】 架 
ず 店 小 拾 妄橋义 S 黄轰 横ち 
名古屋 京都 大阪西 (大 皮〕 神戶 
廣島下 隅 巧 司 若 おお 岡 長 巧 
上がが あを 買の 水 


5 

W 

6 
hH 


、邮む 

け邮品 

— わ SK 9 
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端 

化け 


おぉ 乂爲替 'を 信 送金' ホを を、 旅行 信用 巧 
商業 信用 狀其他 一般 级巧業 

乂诚賦 S 菱銀 巧が ちま 巧 

撒を 送を" 日本が 地 械キ較 巧-？ 巧 速 取 巧 
ネ巧 預金 (を 巧 通知 ノニ 補) 御 便利 取を 
本 支 巧 東を (本 笛)、 大 お、 神戶 、京都 
巧 化 地名を 屋 、小 樽、 上 お、 おを 


▼鄕 里を を 及び ホ 送を (お 手 お 巧)、 外* 
巧替賣 買、 荷 巧を なな 取 立、 信用が 寒 
行 等 一般を 巧 業 お 租巧巧 じ 取 あ 巧 化 « 

基 臺灣銀 巧— お 張 所 

本 巧 臺潰臺 化 

ち 巧 東を、 横な、 大 お、 神戶 、上海、 漠 
ロ、 厲掛 、厦 巧、 灿 頭、 香港、 廣 巧、 巧 

嘉坡 、スラバヤ 、スマラン、 •ハタ ビヤ、 を 買 

々グ 々ッタ 、が 致、 なか 臺潰 十四 ヶ巧 

1、 資 ぶを 壹億圃 (を 額 沸 込を) 

1、 積 立を 化 千 化な 五十 萬圓 

內化本 ま 巧 U 橫濱 {本 巧) 東京 乂 圾 
神 ロを お 下 お 名を 屋 

橫濱 正金 銀 巧— 支 巧 

ホ 國をま 巧 U 桑 港 涯度沙 巧 巧を 
其 化 化 巧を 國 重要 都 ホ ュぞ庙 及 n グン 
スち之 候 


本 巧 大阪化 濱五了 目 
描 育 支店な 育ブ C — ドゥ ユーな 四十 九を 

驚 住友 銀 巧 

日 ぉち (東を、 橫 お、 を 古 崖、 京都、 神戶 
をり^ I 尾ノ 道、 读 島、 吳 、柳 井、 下ノ巧 
巧ち 庙 (巧 司* 小 倉、 若松、 擠タ 、乂 巧乂等 

本國 預金、 擲里 送を 等は 極め 
て 御 使 刺 迅速 じ 御 取 扳巧申 候 

本庙 朝鮮 京が . 

ま 巧 出張所は 日本 內 地の 樞要都 巧、 朝が 
滿 測、 支那のを 地 及び 浦 お巧德 

朝 鱗 艱巧紐 脊お張 巧 

外 國爲替 一般 銀 巧 業務 精々 御 便利 じ 取扱 可 
申 上 巧 


藤本 證券 會姑 

I 一般 有價疵 を ノ賣 買、 引受、 募集 
▲金融、 並- 1 之 こ關； 一切 ノ 業が 

£ 賊 藤本 ミミ |カ— 銀 巧 

紐 育 お 張 所 


淘破 語、 雜 貨卸寶 

森村ブ タザ ー ス 


日本 陶猫器 雑貨 

ラ厶 プ卸賣 

奈良賓 易商會 



▲お 新 巧を 等 設滿供 食のを 富货 巧ん るは 乘曲貫 
の お 練 親切 下 巧 ミ おにな 化の 誇 ミず る おでず 
▲おか 太 や 洋航巧 H 等殺滿 はを 部を が 的を ち，^ 
施しました 、巧に ホボ 魚の 如 さじ 巧詢ッ —4 
ス トサ： ド义は スチユ デン トクす ダスな 上の 
街 値瓜備 へて 巧リ をず 

® 桑 港 巧 帆 ホノ^ 紹由 【正午 出帆】 
コレア 义 ，五 巧呈百 


を 洋化 
西 比 利亞化 
大げ化 
天洋乂 


ち 巧 六日 了 
■i ハ片 二十日 お 
ホ 月 四日 U 
と 巧 十八 日 TO 


® シアトル 出帆 〔午前 十 時 ホ 帆】 

加賛乂 五ち 十六 日 J 
がを 化 五 巧 廿几 日^ 
靜 岡— 化 六巧サ 二日 跑 

©をを 资 日本 巧 巧 化 ^ 
斑 巧 か あ 巧 十八 日 
座 島 も ホ 巧 二日 
A が 育 巧 化 aj を お紹由 日本 巧 g 物 化—- 巧 ニ 面 
A お 道 切 巧 寝 まを 其 化 萬# 御 おを じ 御 巧 か 由-好 
▲太 西洋 大游お 會せ乘 化 切 巧 巧巧宜 じあ 計ま寸 


日本 郭船會 な (ホ ュぞ 货道會 社) 

代理店 片禍 兄弟 蘭會 

お 幸、 乗船 切 巧を じ 小荷物 運送 御 硬 利 じ お 巧 申しまず 


シアトル 出邮 (午前 千 時) 
あらび や 化 五 巧せ 四日 
あ b ぞ G 見 み 月 十と； H 

るん どん 丸 (坡渚 出帆〕 ホ 巧 五日 
►一等 横濱 一九 五 巧 

化し ば リ寸乂 るん どんかは 一 五 五 巧 
▼一二 菩 R 本 巧 置 置 巧を 室大な 遣を 族 室 多 技 
▼御を 望に 使リ 一を 割引 化な 切巧發 巧を 巧を 

ロス ア 、\ ゼ ルス 出帆 (午後 一二 時) 
らんて びで を 先 六月 十一 日 
はわい 乂 と 月 か 八 目 

►一 菩橫漬 ニ HC 巧 化は わい 丸を じら 丸一 空 巧 
▼お 別 一二 等 日本 巧 置 十九 巧 ►一 二等 日本 巧 五十 五 巧 
▼み 灌羅巧 巧纔車 切な 庭 塞 券 購入 御辟旋 化巧廣 
▼が 育 線 パナマ 路ホ 日本 支那 巧 貨场船 月 一回 


開業 御 披露 

拜啓晚 春の お 皆々 樣 益々 御 隆盛 奉賀 お陳者 小を 義 今回 都を 
上裔 木、 手 嫁 グリン ゥォ八 ド 商會を 退社 致し ホる 五月 十 お 日 
ib 西 二十 四 T 目 十 五番 館 (マ デ ソンス コャ TW 入) 第 四 階 じ 
がて 開業 比 候に 就て は 引績き 皆々 樣の御 引 立を をら 度 

11 VJ して 特にを 賈を W て 御 注文 じ應 

じ 可 申 お 間 化 際タ少 じ不拘 御用 命 仰せ けられ 度 偏に 奉 懇願 候 

敬 白 

ラム プぷ シルク シエ— ド 

製造元 卸賣 手 塚蘭會 

手 塚 ホ 一 

正’ Y. TETWCKA OP 

一巧 Wes 2 を扩 Stre み zew York City 
T も ep hone Chelsea 9 巧ジ 


夏瘍向 = 新 i 着 = 

.夏瘍 、小賣 屋 向、 ダ！ ム用 景品 等 
精々 勉强巧 仕 御 引 立願 上辕 ， 
陶 破黑雜 貨卸賣 

春 巧巧會 

一扛一 FilFth > ミ •， 2 巧 W YWk City 

00 rn ミ of 21st St. 穿 K AJgon 音 口む 夏 5 


夏場 向" 新荷馨 = 

精々 勉强可 仕 候 削 御 註义被 T 度 願 上 候 

^太洋 貿易 株 或會社 

Telephone- Algonquin 3S だ お 

一。 一巧妻 Avene。 zewYorr City 


新 荷 到 着 

特に 夏瘍向 格が 品澤山 取戀へ 
居候 間 精々 御 誰 文の 程 希 上 候 

.森が K ラ ザ！ ス 

MORI2C 巧 A. iBrar Inc. 
没た 7w$tN3rdwr 

之な w Ywk。 N’ ス. 

rolephlolle rramerev レ 850 


ラム プ & び シルク シエ！ ド 

製造元 鈍資 手 塚蘭會 

H. Y. TETSCKA C0. 一 
ニ 占 est 呈 h St . J . Y . 呈产 ぎ皇賽 苗 31 


夏瘍向 格が 品 
.特別 賣 化- 

尙 ，一層 勉强巧 化 候 間 
御 注文 被 下 度 願 上 候- 

ザ元ブ タザ— ス 

17 円 g 二 7 を St , 20 W Y ミ 一£ (：ぞ 

Helephone j\lgonq|uin 


夏 壤巧品 特別 賣化 

夏 傷、 ホ賣 向、 ダ— ム 向新 荷 到着 
精々 勉强 御用 命じ 應 じまず 
H 本陶破 黑雜貨 卸販賣 

<1 譜茂木 桃 井 組 

S5 E‘ 16 を St. N. Y. 
TTeh wtdy<e!sall!: W59 巧— 6*7 


國 際の 平和と 宗敎の 理解 

東 曲 文明の ニ 大勢 力を 認識せ よ 


二十 お U 午を 六 時半 何れも 日本 
巧 築な じがて 艰巧 すご。 


左は 本紙 庇 保ちる 四 H 巧ォ八 
ダィン 识樂 部じ閒 かれた る マ 
户 •バデ 協會ホ 他の 粋 巧 降誕 
祝 巧 一^ 會 じがけ る內山 領事 
街說の 梗槪で わる。 

个个个 

佛敎 徒の 數 もがく 随て 佛敎の 
及ぼず 座 化 力 も 局限され て 居る 
米 固に 於て お 年 巧の 如くみ 祖の 
降誕 巧を 擧 巧す るは 特異 且つ 意 
; 黄 ある 事 育で あを。 巧 生され る 
古が 象は 化國 でを が 相 ほす る宗 
お 的 齒繞が 普遍し つ I あるじ 拘 
はら や 吾々 のをず る 思想を 持 お 
し义窝 ますち めじ 充 かの 資 巧を 
遺., すで あらぅ。 n 本は 『文明 
のが 禍』 である ど 巧しても 差 支 
あるまい。 巧 ご U れば 吾が H 本 
じがて お示されて 居る 歐ホ 及び 
をが S 特性け お 照 的に、 獨自的 
じ 而もを く 協調 ど 触を どを 維持 
して 居る。 是れは U 本の 物質的 
おが 下 的 生活の 上に 藤が どして 
巧は れつ I あるが 巧ら じ 密切じ 
精神的 生活の 上に 適應 されて 居 
る 諸禪の お敎は 日本が 力 强きス 
ボン ジ であるか のかく 翁が ミし 
て吸收 された n 印度ょりは 佛敎 
が 支が ょらは 懦敎 が。 

A A A 
而 して 第 s の 優越 的 地位を 占 
むる 神道は 純が たる 鄉± 的宗敎 
である。 是 等の 宗を 間には 毫も 
衝突を 惹起し ない。 巧を は 梟ら 
包擁 的で あるが 爲 めじ 最もち 力 
で龙 ち、 上位を 占めて 居る 結果 
ごして 宗敎 的葛餘 及び 抗爭 がを 
じない。 約 八十 年 前 基督 敎は何 
等の 困難な くして 其 布を を 開始 
した。 ^本じがける極度sお宗 
あ寬を 巧は 採擇を お對じ 自由な 
らしめ たので 基督 敎は化 S 宗敎 
问 ほじ 葦 固な 地盤を 築い わ。 
娜敎 でさへ も 基督 敎の餓 化を ぶ 
ばされ る 巧に なつた。 しかし 佛 
奴の 内に 都ての 宗 敎の敎 おど 敎 
巧 どが 發 見され じか も 知れない 
から 夫れ は 敢て驚 < べき 事柄で 
はない。 斌耶兩 おおの 根本 讓じ 
ス なる 满 渠は ある こごは 否慶し 
巧ら れ U いけれ 共佛敎 ホれ 自身 
ホ督お 夫れ 自身の 基調の 中 じさ 
へネ盾 ど 打 おどが 巧が する。 遮 
曇 术 をは 國お 生活み 一大 耍 素で 
めつ て 藤 おな 前の 時化 じさへ 存 一 
化した 事實は 人類 學 巧の 立證ず 
な 巧で わるが 野錢ホ 開の 民族の 
牌 にら 認識され て 居た； は 吾々 
巧が 文明 化會 じがても 周知の 事 
貫で ある 0 

A A A 
潜 勢 的 偉力の 浸透す る ま敎が 
巧し 的確に 看取され たなら ば 非 
巧 じ懼値 ある 結 梁を 窥ら すで あ 
b ぅ。 巧し 化 巧の 列國 がを をを 
に掛 して 夫々 其 効 賴ご僧 値 ごを 
辉認し 信仰 自由の ま義を 採用し 
!^諸巧のを敎を會得せむご試む 
るなら ば 其 おじ 國際的 理解を ホ 
じ お巧兩 がの 間に 橫 はる 著しき 
閒 隙は 智識 ど问情 ごじ 化 b て 巧 
巧 細 縫 せらる i でを らう。 是れ 
は必 やし も單 じる 巧 想 化 巧 巧 化 
ど おかしない。 巧が 人が ぶ督お 
モ 萬を 硏究 せむ ご 努力し 西洋人 


が佛 おのを 諭を 理解せ む どす 
ならば 平 かぶ 巧の 化界、 W が间 
胞のお 想は 必中 實巧 化する。 n 
本の 關 する 限 b 自己の がが ご 媛 
福の 爲 めじ 缺< ベから ざる 巧が 
の 平 かを 維持け' む. とに 刻苦して 
居る。 而 して 予は 東洋 ど 世界 列 
闕 ごの 平 か •か 東西 文明の ニ 大巧 
力た る 基督を 思想 ご魄を 思想 ど 
のを 協 巧く け 併 わじ 倚 も 所文大 
なる を 信 中る。 

一二 ホ 支な 長會議 

小を 期 的じ懼 される 一二が 物產 
支店を を 議は旣 報の お （桑 港 ま 
店長 堤び 氏、 沙港 あお 所長 山中 
淸 一二郎 氏 出が、 去る 一二 十 Hi* 

每 H 午後 同社 貪绩 室に 顿 いれを 
部ょ 巧 も 么じ參 加 I 居れる が 右 
曾議 はま としてを 支店 ホ 調の 統 
一 じある が 巧 巧-レ もを タ巧共 遠 
隅の 地に 離れ 且つ 取扱が 品 じ も 
自ら 特異の 点 わらを 巧 巧 立場々 
々に 傾き 易き を 防ぐ 目的の 下 じ 
最善 策を 凝議す ベくな 善を 要す 
る 点じ 就ても 居 細-」 討究を なし 
i 層の 發展を 期す る計畫 じて 會 
巧は 一週間の 豫 をなる も 多を ホ 
遇 じ 延長 さるべし WO 

巧 田 柳 作 巧 消息 

一昨を 0 巧歸朝 中の 巧 旧 柳 作 
巧は 日本 じがて 約 ニ 萬 部の 圈書 
を黃 集し 四 巧 下旬 ま 京 お 發五巧 
二日' ーグ ピンょ b 画 化 利 亞戲道 
じて 歐洲 の义化 事業を 視察し 六 
巧中歸 がすべき 旨 巧 信が あつた 

物產 支店長 代理 

一二 ホ 物 產ま庙 長 巧 理蹈葉 I ニ郎 

氏 後が 山 幅 雄 ニ 氏は 五ム プレス 
ォブ •カナダ 号 じて ホ日ゲ アン 
クー バア 着、 十一 二日 頃暮 がの 
をを じて お葉 氏は 事務 引繼 終了 
後 十六 H 發の ベレン ダク ア号じ 
て 渡歐し X ュ ズを經 て 上海に 赴 
巧す ど。 


基督 敎聯 疆例會 

日本 あ 督敎學 生 聯盟に ては 今 
年度 最後の 例 會を今 五日 午後 八 

時ょ らク ぶ スト エンド •アゲ ぶ 

ニュ！ 五な 八十 番 柏木 秀巧氏 邸 
じ 開 （善なる が 今夕は ナ ヨナ 
グ •ォフ ネナー の 選擧も ぁら 且 
つ 赤水搏 ± 1 年 位の 豫 まじて 加 
州へ 向 ふ 庭め 之が 最後の 出席 ど 
るべ くを々 タ數爵 員の ホ會を 
希留す ど。 

日本 俱樂 部總會 

日本 お樂部 本年度 梟 あ 理事 會 
は 十 H 午後 六 巧 巧俱樂 部に 開き 
同 八 時よ 6 を 期 總會じ 移ら 總會 
終了後 新 理事 じ 化る 第一 回 理事 
等を 開 （ご。 


中 根 榮巧來 紐 期 

日本 带報 通信社 通信 課長 中 根 
榮 氏は 本 月 橫澄 出帆のを 洋 
化に 便乘を 港羅府 地方を 經由本 
巧 下旬 巧く は 六ち 巧々 ホが の 萬 

慶應骄 球 簡歡迎 

日本 お樂部 及び 紐 育 H 本人 貪 
ま權 の慶應 野球 脚 一巧 十八 名の 
歡迎晚 餐會は 十と H 午後 六 時 ザ 
よ b 尙は S 旧 會ま椎 の歡迎 貪は 


井上 牧師 說敎會 

おじ 前後 二回 聯を禮 巧を がつ 
た 井と 巧 ま 牧師は 明 B 晦 午後 八 
時 よら 巧び 奠の 敎會 (兩巧 八 了 
目 S ニ S 番) じがて 『失 はれた 
る靈の發見』 4^る題下じ 1 壌の 
說敎を 試 わる 由。 

— 公人 か： づ 

•黒板 勝 美 氏 文 學博卡 '、去る 
二日 フランス 号 じて 佛國 よら ホ 
が 昨日 出發 ボストンを 經て西 巧 
メキシコを 訪問り 上齡朝 

參加 藤る 治 氏 S ホ物產 生糸 部 
社員、 橫濟ホ 糸 部' よら 轉 巧の 同 
氏は n レ ャ化 にて 渡米- 來るニ 
ト一 二日 着 巧の 筹 

•鈴 木を r 郞 氏名を 屋每日 新 
聞 社 取締役、 大洋 化 便に て 桑 巧 
經由化 程 巧が ホ テ 八 •ゥ ォ弁ト 
ンじ 投宿 

•宮澤 竹藏氏 海軍 造を々 佐、 
まる 一二 十 H 歐 測よ 6 着が 暫く 滯 
がの 上 西 巧歸朝 
參緖 方辰義 巧が 空大 就、 桑 港 
經 由げ 巧 R 着 組. 

志 知勇み 氏 東を ホ 技師、 去 
1 H 着が 當み滯 巧の 篱 

♦紐 育 日本人 敎會 
聽 （事を 愼め 淸 水敕邮 
♦を 督敎 修道 會 
神。 掃 f 人間 優越 今 ホ 牧師 
♦日本人 美な 敎會 
破 壌 か 逮設か 宮 崎較師 

◊ ◊ 

I 日本 巧 タール I 

.締切 紐 育 本局 午後と 時半 
五 巧 六日 桑 港經由 

プレジデント •マ デ ジン 号 

五拜と 日 沙港 経を 
ぁ b ぞ Cr* 化 


野 旧 醬油會 社 直 詰 
龜甲 萬酱油 

一 ギヤ ロン 罐入 

一 ホ 瓶 
四を 瓶 
二重 盎附 小瓶 
最 を入潘 かる かつた 化 ニ テ 
入荷 

御 注义下 サィ 

品質 本位 

桑 山 商店 

ニ A EAST 芸 ih MT: N. Y. C. 
さ呈タ Re 巧 nt 2133*0557 


東京 商 會特を 


觀特價 提供 

新 及び 中古 取を せ 
一二 百 部 限らを 償の 半價 


東京 廊會 

皇 W. 吉^ぎ开ご. 
電話 トラフ ァルガ— 
ホ 五 五 か 


片桐 スペシャル 


林 旧 龜太郞 ま 
明治 大正 

政を 側面を 一二ろ 0 
巧 

H 本政黨 を ニ •五 0 
雜ロ麗 陽 著 

嗚呼 日本 ホ 巧 記 一 •五 0 


片桐 兄弟 商會 


中央 公園の 搜は 今を 盛ら ど ほ 
ころびました。 がを 曳 かる i 
御 序 じ 是非 閑靜 でを 底な 
お 巧へ 

ぶ 食は 巧々 の 品を な替 へて 差 
上ます 义壽司 御 辨當の 御な 文 
は 美 ホく つて 實質 本位の 
昭和へ 

御 料理 昭和 

西 巧 0 五 了 目 五十一 二番 
電話 クラ ー クソン 0 化 八】 


新 ケ—ム ffM 務 

じ 使用ず る 諸道 具が 安 じて 御需 
めじ 應 す、 値段 目錄表 送る 
wif すす さ E. 呈 sii 三. Y. 


表向きの 部屋、- ド 
ソンの 眺め 徒、 閑靜 

なる 住を、 百 册と了 目地 下線 
srs. ぎ r 写賽舌 versEe 呈 ve 
Tel. 互 巧藝す 378B 


ヒ 大きな H 當ゥ のをき 
^曇殿及 キ ッ チ ネ 

ット附 他 じ シング グ •瓜！ ムあ 

ら八弗 五十 仙 高尚なる 往宅區 域 
20 E. 苦 th ぎぎを C 立 ョ呈10 63 岩 


新ら しく 装飾した ニ 
間續 きの 部屋、 一人 
又は 二人に 適當 、十四 巧、 エレ 
ベ ー タ ー ボーイ じ 御 尋ね 下さい 

202 W. 含 th Si 吉こ 


新しく 塗つ た 浴室 附 
上等 貸間、 旗 巧は 左 
記の ニ個處 、一ヶ月 二十 巧 乃至 
一二 十 弗 jasb W 空 ler 

A Nass ぎ 0 备 み 於 2ち Nas 空 U St. 

ジ一. Beinhu 互き 0, B 昌 さ。 


一週 五 巧ぶ 八 弗、 

人 又は 二人に 適す、 
ホ應へ 十を タイム スス クコ ヤ. 

へ廿 五み 電話々 ン バラン ド呈一 
妾 量 St; Bro 董 。黒 崎 梅 子 


齒 科醫バ t ハ リアン 

Dr. Edward ha 3 an 

S ミ 巧呈を 瓦 置 

基 5W. ち IstSt. TeL 呈一忌 こ 376 


ト 


ぅンク 


^ — トマ ン 

テイラ^ — S 


イン ノ ！ ベ— シ 3 ン トランク 古 

物と 弗 五十 仙 ょら 十二 弗 五十 仙 
晋で si 睾 h street 
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日本 綿花 巧 式 # it 
紐 育 支店 

Japan Cotton irading Co.> Ltd. 
25 Madifton Avenue, 

Tel. M&df, S みがが 


目 米 生糸が ま會な 
お育ま 巧 
NICHI •化！ KI1T0 K が II が IK ! な ISHA 
(WCH1 ぶ El のげ 0 Ct>。 LTD.) 
1 Park Avenue, 

Tel. Ashland 6246 - 47 - がイ 9 


がま 會お 
山中な をが 育ま 店 

famanaka 化し 〇•, 
680 Fifth Ave., 
Te!. Circle 4014 


日本 生糸 株 ま 食 
紐 宵 支店‘ 

Morimura む ai & ぶ 0 " おが ts 
44 Ea が 巧 rd な.. 

TeL A,h;a 円 d 5320 


爆な 名會化 
な 巧 支 巧 
Hara 在 Co., 

443 Fourth Ave,^ 
Tel. Caledonia 783 が 35 


Gosho V 4 >rporation, 

Silk Importers, 

40 臣扣 t 8她 Street 
Tel. Ashland <<987.91 
Gosho Co., Inc ， 

Cot わ D Exp 公け ers 

ぶ Bea が r S し 
T.;! BowUmt GfCfiO が 巧 


大 おお 日 ニ 巧 巧锅曰 
化 巧ま內 
Osaka Asahi 

Room 619 World Building 
Tel. Beekraan 4860 


大阪お H ニ 東な 日 H 

を 木 H が 

0 化 ka Mainichi 
Room 306 A World Building 
了 eL な cekman 4 之ゴ 9 
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這 化で ぷ 巧 jKitt がを 远 im で 巧 


WE 0 化 S 日が， M が 9 け 28 


か る 異變の 央發を 見る じ まる 
や も 知れず。 

上 お - 聯 を】 セ日發 n 媽玉祥 
將 軍は 目下 濟南府 に I おらて 事件 
の 善を 策に 就て 協議 了 おか 巧 お 
軍け をを 卒 ひて 化 伐す 繼績 ずる 


をに なつて 居る が、： II 本人 《修 
死 糖は 濟南诫 外 じ 遺棄され この 
慘狀は 脚 巧 事件 當 時を 想を せし 
いるもの タ< 化 率が の 済め あ 軍 
の 化 伐は 勿論 靑 島の 引渡し 4-' 實 
現されまい ご 觀測 さる。 


てが 拖 的を 巧に 及んで 山を 省の おぶ 現じ 濟巧事 かじ 就て ち 恵 じ 
出兵 瞬 域を 谢を せんが 爲め H 本 政が >し 抗議 
雜 大し義 じ ワシントン 會 T - て お るら の.‘、 がが 森け 現じ 濟 
溝 じて 支那 じ還朋 したる もこれ 一 南 事件で 化 京 軍を 拨を £ して 派 
を辨 憤すべき 四す 力 川のを 憤が i 谨と 日本軍 •'」 お 力 W て 南 軍の 驅 


戰 闘巧爲 中止 殿 命 

商语 民家の 掠奪から 邦人 慘殺 

ま 京 【聯合〕 六日 卷 n 陸が 軍 
お 高官を 始め ごして 参 誤 本部、 


海軍々々 部では 濟南 事が じ關聯 
してを 5 黃策 をち 巧す わるが 

を S 巧 I 

第一 じ 先 づ山襄 省 じが & 
巧化兩 軍の 戰 聞れ 爲ず 化を 命ず 
る ど 共 じ 事件の 圓滿な 6 解 ホを 
見る じ まるまで 山 東省激 道を 占 
領 する ことに 巧し じで 抓して 鐵 
道 警備の 巧め をを 崖 ijs , ニ 師閣を 
部ぶ び 天津へ 五 個 中^ 押の 增派御 
裁可を 仰ぐ じ 至る ベ」、 犬 津な巧 
軍の 苑ホ 司み 宫は 本：^ 巧 宗昌及 
び 孫 傅劳胳 軍に 譬吿 書を 發 して 
敗戦のを 國軍 昨今 巧が 亂じ乘 
じ 巧び 濟南府 奪取を 心 f つ t ぁ 
る じ おしか 略 中 化を 心'" じたる か 
靑島 よを 新聞 聯を 社じ连 した 電 
報じ 依いだ 濟 おの お箭は 

鑛靜 じ歸 した 寺 日！！ 地の 
西田領 拳よ b 藤旧靑 披 領事に 
入電が ぁつたと 報じ 翻 も 中 出 
されず 這 まがを も退导 した もの 
の 如 < 巧 人 巧 女 お 十 皿 f 八は 虐殺 
され 丑 十 軒の お 巧は 姑 ^ 誓され、 
軍隊の 徵 おは 十二， 傷 約 一二 十 
人け お 然して 盾る、 阜 U 濟南府 
よを 化を じ 達した 悔盤 
化 軍 飛 巧 磯 U 濟 南に 爆 
し 日本 軍隊の 無線 道 屋娇に 損害 
を 蒙ら L めた VJ 。 I 
東京 特電 〔ニ ュヨ ー ザ •タ井 
ムス 紙】々 日發 n を 方が の 情報 


化れば 
I 彈を 巧す 


を綜 をす るに 濟衡の 日^ づお 衝突 
は 一 ホ づ鎖敲 しわが 邦 の 


死傷 數じ 就て は權 賞に が 
明は して 居ない が 軍隊め 顿宛 U 


十二 名、 を 傷 一二 十九 名に 達し ホ 
戰翻 員の 死傷 數じ至 b ては 渾道 
區 々どして 巧 然しない けれ 巧 ニ 
十四 名は 確かで をる もの t かく 
特に 日本 婦\ を 凌辱 虐殺し わ こ 
どじ 就ての 新聞記事は タ 數ド逮 
して 居る が眞 否は が 然し 居たず 
政府は 一 師閒增 派を 巧 意す もと 
共に 大 連ょ b の 混成) 旅 圏け 旣 
じ 靑島じ 到着し 濟南府 じ 於で 强 
敵に 包圍 されて 居た 一 ニモの 息 軍 
ご ニ 千の ホ 皮を 救 ふべ < 急 がさ 
れ ねる も醫道 線路の 

藏壞 でを 巧まして 居ね 綾一 
をち 昨が 深更 濟 巧 じ 到着した。 
お ほ 新聞記事 じ 依れげ 南を 辟を 
綴 長 じして 特に 日本と 親を 裸い 
黃 巧は 濟南じ 於て 巧 京 軍の 爲め 
日本人の 虐殺され たる 現壤を 目 
擊 しこれを 立證 したと 薄へ 4 一れ 
南京 政府 部內 でも 一顕 題を 普 じ 
て 居る ど。 

化 京 特電 (ニユ fn — ク •令并 
ムス 紙) 六日 發 ：= 今日まで 網 朝 
した 濟南 じがる 巧 傷外圃 人： ロ 
本人 じ ぉつて 居る もの、' 、如-一 傳 
へられて 居る が、 ま那 軍の：： 本 
层おほ 地 襲 擊は單 に H 本 A ごみ 
ではなく 一般 外人を も 襲は'^ ど 

をて たもので あつて よる 
木曜 目から がが 深 苗に 至る ょで 
の ボ街戰 じ 化 6 n 本 軍 稼のを 傷 
者は一ニ卡ニ人、 ホ民の巧薦一一子 
人じ達し居るが化まあ爾は^^吿 
を發 してを 府 は巧國 人のを 財 
產 を' 糖 對じ巧 障すべく 鞍 < 化： 化 
を 致が S 管轄 地內 じある が - t は 
この 際ぶ 退く じは 及ばない ふ述 
ベて 居る。 一 


過 ま ニ 年 じ； 百ら 抽收 不能 じな つ 
て 居る 今 H ごして H 本は 或 ひけ 
錫 道を 線を と领 する じ 至る や も 
知れず どを 慮 さむて 居る。 巧 京 
國お 軍が この 際 山 東省鐵 道を 切 
斷 して 日本軍の 進 おを 妨げる ご 
いふ こ ご は旣じ 四千の H 本 軍 陵 
が濟南 じな 屯し 靑官ょ b 援をホ 
らんと しつ I わる 際絕對 じす 可 
能 ど 認められて 居を が、 今 凹の 
事 かじ 版 b て 明かに なつた こご i 
は國民 軍に 凿 L て蔣 か石將 軍が 

支配 統帥の 力を 缺 いて 居 I 
る こ £ 、これな 上の 化 伐は 勘く 
共 こ t 當 を、 成 ひは 永 义じ阻 化 
された ごい ふこ どで をつ てこれ 
じ 反し 化 京 派で あるを 國 軍の 姑 
巧を 却て 增 すじ まるべく 化を が 


淀を を 渉した： H 本 側は 斷ず VI 
して これを 巧け たど。 


I す 


をれ て 事な を 隠 藤して 居る ご。 


輿論 冷識 


對ま 政策を ホ 雛 

東京 特電 〔ニユ ヨーク •タ井 
ムス 紙】 セ日發 n 濟南 率が じ顆 
j 聯し n 本の 輿論は 驚 （べき 巧 じ 


上海 特電 〔ニユ ml ク •タ井 

ムス 紙〕 六日 發 = 蔣か石 お 軍は 
左の かき 通 電を發 しじ。 

本は 巧 等に 理由な < 挑戰し 
むる 彼等の 巧れ じ おする 敵意 
ど應 迫は 言語 じ 絶す る も のぞ 
< 、余は 斯る輕 侮 的 巧 動じ 叩 
- 頭す る こごは お ホない、 余は 
日本軍の 慘虐 なる わ 爲を廣 く 
化 界じ訴 へて 精神的 援助を 博 
; し、 0 て 化 伐を 繼續 せんどす 
巧ほ碼 玉辭胳 軍は 濟 南で おか 巧 
將章ど 會談の 結果 少數の 兵を 殘 
して 化 ほを 繼續 ごみし 濟南 事件 
^ 解を はがを 手段に 依る ご 稱し 
で 畳る 0 


福 旧 巧金官 U 曰く 


福 田 司令官の 濟萬 事件に 關 手を 報吿じ 曰く' 『南を 國民 軍が 濟 
南じ乂 がせん £ する や城內 のが 一一で 羅持 じ關し おかお 將 軍ょ b 駐 
屯 軍ぶ び 領事 じ 蟹し 保 諮す るな！ 約した ので 第 十】 師團 長齋藤 
中將は 五月 ニ H 警禪 化の 皇軍を^ せしめた る じ 乗じ 南京 軍は 
.1 二日 午前 十 時 よらが 人 商庙、 

第 四 中隊を 報 壌に 急派した る 


爲め 化むな く ニ 千の 敵を 相手 I 
敵を 整 退し 八 巧る の 武装を 解 I 


を 方 等を 手 當み繁 じ 掠奪した 爲め 
じ^し 國技 軍は 發 猫す るに 至 


|じ驚 

豎 i 


お 油 全 注 各 生殺し 

南京 軍の 化 化 もこれ で 停頓 か 


化 京！： 職を】 六日 發リ黄 あの 
戟雲 漸く 散 じた 昨今、 を亲 巧の 
腿は 一 あじ 『さて 日本 毕 一一れ か 
らで ぅずる』 ごい ふ 問題 if 注が 
れて おろ、 邸も當 地の 的， 〔社會 
では 一般に この間 題は I- 

04 K 兩跑 じの み 瑕 f 了れ た 
問題 ど 見做して 居る から 主' ぁる 
ニ 千の n 本救授 軍は 靑島 f ら濟 
おじ 赴く 途上 鐵墳 線路 及 ヴ錢橋 
等の 破攘で 幾を の阳難 r 證驗し 
つ ー 漸く 目的地に 到着' てた が U 
本人 側に 達した 溝 南 ょらの 精 報 
はこの 躁 H 本な 府 の鹽モ ぶる 行 
動を 促が して 居 5、 4^ 视ぶ 本を 
化 館に 達した 濟 巧ょ しがを 報じ 
化れば 南京 威 民 軍の 惨 雇 ぶら は 
言 記じ絕 する ものを く 一 歡く共 四 
十ん の 同胞 U 虐殺 さむで もの i 
如く 路傍 じ 遺棄され た 両胞巧 ホ 
の 死 おは 虐殺の 跡 歷然な 一を もの 
わらて 中には 一' 

顏も 體 ら滅タ 部^ じ寸斷 

されて あして 阿 人で ちる か 判ら 
ない を も あら、 從 つで 同胞 じし 


て 虐殺され たる 正確なる 駭 がが 
然 する じは 相 當の時 H を 要 主べ 
くぶひは意外のタ數じ達す <<|見 
込みに して 日本人の 商店 やなを 
は勒く 共な 軒は 掠奪され ニ 七 人 
のを 傷者は 漸 （ま 全地 帶じ 化を 
中 じして 化留 民は 搜索隊 を お 織 
し慘 殺が 巧 はれた 濟南 城外ぶ 居 
巧 民 地の 間に 橫 はるが 人の 巧發 
取ホ附 けに 従 奉して 居る が、 一 こ 
れ 等の 死骸の 中には 無慘 にも 

生 殺 L の H し 逢った 者が 
あゎ、 をく の间 胸は ぶ b お！ 
じされた h 証據蔭 厳の 爲 めち 池 
を 注ぎて 燒き 薬て たらしい V - 報 
吿 して 居る。 を 固の 事件 じ願聯 
し H 支 側は 巧 方 巧 じ 柏手 ル 罪を 
詰ら ホ だ 第 S 者が 目擊 しじを 實 
も剩 明し 居ら 中、 逆 信 機 關ら摇 
めて 不完 をで わるが 歡< み 日本 
侧 S 言 巧は か府 今が の 巧 動を 指 
導す る ものごし てま 那の宫 民は 
ホ 常なる ホ 目を 拂 つて 居る。 郎 
もこの 閱趙が 旧 中內閣 のみめ じ 
でれ おが 響す るか、 日本が 巧し 


常、 翌朝 一時 化かまで 戦 ひて 
翌 H 午後 漸く 援を 到着した る 
を 巧て 慶 お 軍 巧 表 ど 協議の h 化 我し 巧 ホ おじ 堅 < お 砲を 禁 化を 
協 鬼した るに も 關らず 一部の 南 軍は 上宫め 命を じ 服従せ ずして 
化然發 値し 遂に 巧街戰 をを ずる-」 至つ た』 • 


南京軍纔轉じ曰^ 




南を 単 綾帥縣 かお 將 軍の 潑茜爭 件じ顯 ずる 報を の 一節に 曰 . 
『事 俾は H 本 軍 •か 警備 地 通 油 兵 中の 國民 軍を を銳 殺した るじ始 
まを H 本 軍は 要ら 一， 菌 を政黯 がを 部の 派遣 K を蔡 がを 巧を 局に 
襲ひ詞 氏を 曳 巧して 鼻を 巧 離 ~淸 限を えぐ > おして 錠 殺した 後 
火を 放 もたる のみならず 濟萬蔚 外を 部官を じらな 火した 上个法 
じら 發 砲して 南京 軍人ぶ び 郑貞じ 巧 傷者を 尘 せしめ 軍隊の 解除 
を 命ずる r まを しは 己 H 正ん . 敵の i じて 閒 U 夕刻 廣霄化 表が 善 
後 策 じ 就て 協議し つ-ある 熙旦本 軍は 不法 じ も词み 部じ發 砲し 
無 級酱信 巧を 拖擊 した。 國技 盛の 駐屯地は 日本軍 よら 遠隔の 地 
じある じ も 關らす この 不法 巧せ I あち 國民軍 も 止.：？ むく 應戰 した 
が 今日までの 巧 軍 死傷を は 観； ご 千 人に 及んで 居る』 


軍艦を 南支に 急派 

楊子 江 潜 it の 邦人 引 楊げ 着手 


ま 京 特電 ( ニ ユヨ ー ク • タ畫 n ば濟南 じて 虐殺され た 日本 臣 
ムス 紙】 五日 雞 n 過ま廿 四時；！ ^ 民は 一二 打 人に 達した ごのる。 れ 


じ 直 b 濟苗 はを 然 世界に 孤立 IJ 
て 消息を 絕 った 爲め 目ぶ 閥を 巧 
巧 憂 は j ホな^ ざる もの 
をった が 天を 經 を、 目下 濟 南に 
ぁる 福田將 軍ょ b 達した を 叢た 
化れば 糜 南の ホ 街戰も 今やを . V. 
終な して 錦 靜じ歸 し 約 一千み の / 
支那 軍 除に 武装解除を 命じむ 啦 
白 河 陸相が 議會の 緊急 質問に 衝 
し 答 辯ず る 所に 化れば まる 一木 耀 
日な ホの H まを 衝突に 化る 皇軍 
の 巧 傷は 戦死 十 お、 負傷 舟を じ 
達して 居る ご。 福旧將 軍が 短が 
無電で 天津 經 由の 上を しわ 報を 
は 昨日 正午 W 巧 初めてのを 電じ 
してが 底 電信は 

切 M 鐵道線路遮斷^^ー-れて 
用を U さや、 化 京 ぷび天 浄の通 
信 機 隅 もれ 絶した 爲め化 京な だ 
の 英米 濁を 化 館は U 本 じ 巧電し 
てが 留 はの 安否を 照會 ずを 巧樣 
じして 天津よ b 傳 はちし 觀じ巧 


でを の眞 否は 巧 然し 居ら や、 义 
那を地 1 らの 飛電は 日本の 岀兵 
ど濟南 事件で を まじ 排日 熱を 增 
I 楊す 江 沿岸の 巧留 H 本人は 早 
(も 引 揚げに 着手して 居る が、 
上海 地 ホの お 势不穩 なる 爲め靑 
島 じぁ 6! 驅逐艦 ニ隻は 同地に 
お 動し 布 雷黯常 磐を 佐 世が ょら 
靑鳥じ 

急派 された 上 舞 鶴ょ b 靑 
島 じ 出動を 命じられ わ 驅逐賴 四 
隻も豫 定を變 じて*^ おじ 赴き 靑 
島 じ 居殘る 驅逐黯 一二 隻も岡 じく 
上海 じな ぃ‘て 苗 支 在留 H 本人の 
保護 じ 巧 やべ く あ 京な 巧の 領事 
館員 一部 ごが 留 はは 危險を 慮り 
てを くも 引 揚げ じ 着手した ミの 
報道が ぁつた。 

ロンドン 【聯 を〕 五日 發 U 0 
キテ W 電報に 巧れば 降 軍 省は 濟 
南 省に 於る 日本人の 巧 傷 叙は タ 
數じ 達して 居る が 輿論み 反潑を 


冷靜 をが も 居 b いづむ も 商お閒 
接、 日本 常の な 屯. いこの 

jSil がが 響を 招致す るに まら 
しこ ごを を認 して ま那軍 除の 藻 
巧を 非難 するど 同じ 程を じがて 
田 中 首相の 蜀を那 お 策を 非難し 
て 居る。 放 じ膺お 車が の 報道 じ 
就ても 巧め て七ン セー シヨ ナグ 
なと を 避け 居 b を 新聞紙は いづ 
れも 暴行 帝 隊シ騎 罰すべし ど 論 
乎る もの 極めて 寬容 なる 態度を 
巧つ て 居る。 酣も 『大 阪朗目 j は 
今回の 事が は H 支 闕を上 最も 遺 
撼 どすべき 事件 じして 支 鄰の國 
民 連動に 對 する 日本 顏 民の 信賴 
を 裏切る i タ しご 誰 じ-- れ化上 
の 出を V 一武 力 的な 

卞涉は 柯等 日本に 将 策で 
ない のみならず 若し 失敗 すれば 
悔を 永久 じ殘 すど斷 じて 戰線化 
域 じが 留 する 邦人の 靑島 避難 手 
遲れを 壊 じ 『大阪 巧 日』 は 過 ま 
じ 於ても 現 巧 じがても 化然 * こし 
てお兵に反绍し歲巧を敢てした^ 
る 支那 電 豚は 勿論 巌 罰じ處 すべ 
きもみ であるが こめ 際 徒ら じ 威 
精に をら て挤 奮す をの 耍 なく、 
『ま 那國 化た る 君け 日本の おを 
は 要するに ま那ん 自身の 巧 動が 
括を した もので をる こ 空を， 覺驢 
せょ』 ご說き 『國は 新聞』 は韵 
段の 冷靜 なる 

あ 鐵を耍 ホして を 府は單 
じ ま 服の みを 相手 どせ ず 輿論を 
を 礎 ご. して 今後め 政 巧 確立を 期 
すを 0 婪 あ々 ど 論じた。 邸ら 目 
ネめ 輿静な この 際 旧 中內閱 のな 
動的^;^> る鬻復手段や强硬あ策を 
.求め やまつ て冷靜 である 當掃ど 
しても この 傾 おじ 滿 足の 意を 表 
明して 盾る。 

尙は 或る 新聞紙の 如き 戰線區 
域の 邦人 約 八 千 入は 重に 小 巧 
人で ゎ b 短時間 じて 靑島へ 避 
難した じ關ら ず これを 敢 てし 
なかつ じのを 嘆 じて 语 る0 

暴 巧 取締 

共産 黨員 活動 か 

ま 京 セ日搪 U ちがを 化 ょらの 
情報 じがれば 南支 一帶 じなら H 
本の 山 東 あおを、 ま那 軍隊 虐殺 
をロ實 どす る H 貨拂巧 運動は 漸 
ホ顯著ピなり漢ロでは盛乂^:^る 
國民大 貧が おされ 恰 かも 對ち廿 
一箇な S 國辱 記を H •」 相當 する 
ので 柯時異 變突發 する や も かれ 
ず、 南を 政府 當局 ごしても 日本 
じ對 する 報 化ず 段 ミしても H 貨 
排 巧には 賛成し 居る も、 

巧務省 着電 じ 化ぃ ば この 混亂 
じ乘 じて 巧び お產黨 系の ホ 化 
俊 活の化 あ b ごて ホい じ替戒 
し 装 巧を 招く が 如き 排 U 示威 
運 載は 一切 禁止した。 

參 謀ぶ 部では 山ち 省に 掛し戰 時 
師鹽 一方 五 千 入を 配廣 する じみ 
し鐵道 沿線の 摩 誰 どが 留 日本人 
のが 護に 從擧 ずべ < 秩 巧 維持 ご 
いふ おじ 就て は 最も 强硬 手段を 
权る ミに ホした 模様で ある。 
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玉 


見ょ、 我等の 同胞 

生 式」 ながらに、 して 燒殺 れた 
聞く も 悲慘な 堕が 國 民軍蠻 巧の 跡 

破 巧の 勢で 濟萌府 を 階れ た 南京 國民 軍が、 同地' し 入城ず る やを や 端な くも 
前號所 報の 如く ロ 支 軍隊の 衝突を 生じた が、 その後 接 手した を 方ょりの 報 
道は 國找 軍が 戰悚 すべき 虐殺 巧爲を H 木 臣民 じ 加へ たこ ごを 傅へ、 濟南城 
外では 生きながら にして 慘 殺された 邦人 巧 女が ぁり、 或 ひは 耳を 削がれ 眼 
玉を。 ぐられ た 哀れなる 我等ぶ 弟の 死骸を 發見 ずるに まつた、 ー說じ をれ 
げこの 慘虐 巧爲は 南ぶ 事件の 二の舞で 總帥蔣 かおを 窮地 じ蹈 れんごす る 南 
軍部 下の 瞻謀 > 、一 も 見られて 居る が、 今や 南 ま一帶 には これを 機會’ 、一した 日 
貨 排斥 や罷 H が 行けむ、 議會は 山 東 省が 兵 費 比 千 お 百 五十 巧 圓の支 おを 可 
みし、 名も屋 第二 一 師購の 動員、 滿沸姓 巧 軍の 現瘍 急派、 軍艦の お 動 ミな り、 日 
支の 國 をは 於 娘して 居る 0 

脈 玉を 拔 いた 上に おを 語を じ 


東京 特電 八日 褚ぃ r .’ rl 濟梅擧 仲じ觸 （ 濟窮展 び靑拉 ょら 頻 々パ- 靖帮が 達しつ、、 をる が I 案 京 朝日 
新閒』 の 特電 i 娘れ •け 濟离两 城 巧 外には 幾タの 邦人 巧 稱^發 見され、 をの 申 じは 男子 じして 聪玉 
を拔 かむ た 上に 無慘 し-^ おを 詰 込まれ た^の あた、 多-..、 の 婦人は 凌辱され たる h 擺體 として 顔に 
お 油を 注ぎて 懷 殺した 形 姚歷然 たも もの あ L りて 到底 廣觀 ずる*」 搔び 中、 化 年 ニコラ ユ フス クじ矜 
るバみ ナザン の 鑽 けむ k - じ懷 おを 强 めて 居 も： S ;、 齋兩 市け 昨今 八十 度 W 上の 霖 さで わる 爲め 斯ぅ 
して 路傍-，- 挂躬ぅ t いた 死 體ない 、.つれ も麟總 して 惡舆縣 をつ くの 懷狀を 星して 居る。 


山 東省鐵 道に 皇軍 一時 管理 か 


が 京 特電 八日を' 政府は 濟銜樂 件 解か 策、 一して 南京 政 おじ 厳談すべく 解巧條 が どして はか 戰 
協ぶ の 違 お 者 所 罰、 ザ 事 猫を 远 なご 嚴隊の 武装解除、 おかお 將 軍のを 式 謝罪、 居留 段め 損害 赔懷 
膠落搜 およ b 巧 おを 撒 退せ しめて、 山 萊當の 錫 道を H 本 ザが 一時 管理す るの 軍事的 解 ホを 耍 をす 
ベ （、若し 北 軍に して 勸 かば 武 如を 0 て瞄 止す る 貴、 巧澤を 使よ' 0 政 巧 じ綴吿 あちし が、 旣じ昨 
H 濟南 がの 上を.‘， 飛 巧して 爆禪' .ィ投 すし じる 化 軍 飛 巧 機は 巧が 韩巧 軍よ b 射擊 され 媛を した ごの 
が 帮が途 しじ‘‘ 

上が 特電 (ニユ m ! ク •タ弃 ムスが】 セ日發 = 南京よ をの 報 溢 じあれば 南を 政府は 濟 满事俾 
じ 就て 閣際聯 故 じを 訴の 上を ホ る髓閱 委員の 調 普を 要 ホす るに まるべ < 、一方 日ぶ 政朦 どの 外 
巧々 涉 には 目ド媽 玉鲜將 軍の 巧を 顧問 どして 濟南府 じある 前總巧 寵惠氏 ご巧衝 せし レる 當 である 


濟 南の 國 を 軍义 I 皇軍に 挑戰 


ま 京 〔蹄を】 八日 發 ny が 巧 t - b 婚 おおじて 日た 軍隊は みび 衝笑 しつ i めり， 外人 活 おち 地む 
替強 軍隊を おかま 邮 おが 强 襲，- 心-も 引で 明かに 布爭協 をに 違反した 巧爲 であるが 天津 經 もの 報な 
じ^^いじ 1 人のァ メリ々人なーお帥ら巧悔で殺審されたら1い。 

東京 特電 八日 發 = 热 がは 山 巧を の お 踏を 火 G るに 鑑み 佐 化 巧 じ 礎 泊 小の 擲を纔 隊所讀 驅逐盤 
十お隻 、化を か鑑 施を な 等を 今剛 n 中には 巧 島へ 出動せ し'^ ベで. モ 葉の 邀道 大隊 ニ だ 六十 五名は 
本 H をリ化-‘乘じて靑島-しお帆し i :^か第 l ニ、 第六、 紫十ニ師團繪人員ニ巧六千八-り名ホ動の外尙 
は & 巧に i じて U 1 蝴帥础 を 巧 もせし むる ホ かで 德诗 をち-し 前 陸相ず な】 成 大將が 巧 かされた。 

まま特電セ日む^り政府：5がお巧が入虐殺事けじ腳職して谓京軍を徹お的に膺懲する爲めじ第 
S みおを 颇 けに 隅诚 化を！ をた 屋第 一二 師脚じ おして 本 H 動員を を發 L - たが 靑 島ょ b 濟 南に まる 膠 
州 濟甫錫 近は 必をじ 應じ保 蹈お領 め 意志 じて h がょ b の 飛報 じ 化む ぶ 同地では おじ お 曰 經濟斷 巧 
に眷 ホした が 巧を 政府は 濟南樂 化を かを ず 段で 解 ホすべく ホ 望して 居る ミ。 

虐殺され たる 者 二百 八十 蠢し 軍事— を 加 ふるぇ ど觀 

東京 特電 六日 發 濟巧 巧に がるり 本 巧 譬楠际 域外で 支那 巧 
隊 5 爲 めに 虐殺 さいだら が < は ニな 八十を じ ん だもの、、 如く 


「 <1 . > -V I /. -ご/ < 

支那が け武裝 解除 じ應 せや激 戰繼紛 さいたが 今 巧 深 かじ まらて 
漸くが 戦し じ。. 加して 前軍ち， し 防 報の 如く 凹隻 S 哪逐 艦に 韵島 
出 助を かじ 既に 出妓 したので：！ 地に ある H 本 軍艦は 總計儿 隻ィー 
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じ 派逍ィ .へ.'‘ 视鮮 ょりも お 故.， 御旅 曲を 滿洲 へ、 飛行隊 一部を 
濟 おへ 派遣す る こごに かを し 巧 贼じ遼 陽の 砸兵一 刪 中隊、 海 城 
巧 砲兵 一大が も濟 南-」 出胁し 別に 巧 か 方面へ お 個 中隊を お 派す 

る こごに,':;^ つた 0 • 
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方して M 情 ゎる 曲論と 化き がか 
巧將 巧は 英米 領事の 仲 规說を 傅 
へて 居る が 排外 敏が离 まらん と 
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述 ホる もの ど 信じが 
シカゴ 大 學卒冀 


條醫上 わ 純 雄 

▲が 育 ホみ 發 行の 書 
籍 はな 論 其 他 ホ闽巧 
發 巧の ものを 敏速 じ 
購買を します。 

A を 本 あびを 雜誌御 
用 のぞ々 じは 特に 調 
査 、購買の 勞 をなら 
ます。 


成功の 秘款 

米國ま 英語を 話 f 事 
はお 巧の 第 一 菜です 
本校には 目 本人 お 巧 
じ 慣れれ 專任 婦人 软 
師ぁ 6 懇切 じ 會話盛 
信 文化を 語を 敎巧 ，，' 
ます。 目曜遇 H 巧 じ 
午前 化 時ょ b 午後 十 
時まで 關 巧し 一心 ッ 
スンと 十五 仙 づ、、 

ネ H 直 七 じ ホ 校 ゎれ 
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磯城 設計、 機具 
運動具、 玩具、 美 
術 品 裏、 ラング 

松 本 バシい 

「锥蘭 西 製 ダ-- 

ソンゲア 少 •フ 

ケット 販賢一 


齒巧醫 木 下义巿 

ゴ0 辛 ご 1 th 芭 

ぎ Monuit 8557 


弊店は 實質 誠意 迅速 ま義の 
まじ 御 ± を 物 一 ま卸賣 应段 
で販賛 致します 多み じ 巧は 
らす 御用 命 仰せ 下さいょ せ 
.◎歐 米を 稱 時計。 置 時計 I 式 
◎寶石 貴を 屬 。銀製 器具！ 式 
◎ぞ禪 萬 年 筆。 を 銀製 鉛筆 
◎善 青 器。 レ コー ド 見本 陳刺 
◎寫眞 器。 タィプラィタ I 
◎船 切将 。紀を 寫ぁ帖 繪端書 
プロ ー ドウ ェ ! 百と 十 巧 
領事館 向 側 建物と 0 五 孤を 


を 

ご {一巧 r ミ d ミ产 N . Y •{さ 

Tel . ia コ dt 迈 37 巧 普 
Tf ： 





日銀 帳尻 ごを 利 

ま 京特ま 八日 溝り 日銀の 發巧 
島は 小 ニ 億 一千 五 巧 制限 
外 お 巧 高 S 千 二言 巧圓 、貸 出 高 
八 億と 千 二な 方圓 、翌 U 物は 六 
厘ょ 6 1 錢 一 鹿、 城蠻于 お一錢 
ょら】 錢 四' 姐で わる。 

佛 政府 外債 募集 

ボアン 力；^ 1 內閣ホ 勝の 結を 
當地ポ 場は フランス 圾お是 巧 都 
巿 公債 類のを 債を 期を して 居る 

絹物 相瘍翦 をみ 

巧 商務 萬 記ち 镇吿 
絹赖は 天候 回復せ ざる 未だ 
一般に 賣 巧き 思は しから も；、 本 
巧 品は 產化 をと 爲替瞄 孫；- て 先 
を 見越に 弱含みで ぁる。 化し 絹 
細巧物は化荷薄じて相裝^^おを 
である。 即ら 相場 ち 弗ぶ 十 他 
五 弗 二十 仙、 五 弗 十と 他、 I 四を 
四十 仙で ある‘ 

龍 日米 新聞 支 帰 

今度な 育 支枯を 設置し 主-し。 
か％ 購讀 、廣吿 一切 左 乾へ 御 
願 ひします。 (坂 井 ホ 夫】 

4 卓泛ニ 01 st ぎぎ Walker ; 夏 0 

自動車 if 電池 I ザ 凡て 

懇切 じあ 授晝巧 雨 巧 日曜る 開校 
日本人へは 秋 山 氏 專任敎 がす 
互 eirapolitan Au す School , 133 ぶ E 吉 thSL 


日本 瑰 髮鑛淸 

西 四十 一二 了 目な 番地 一二を 六 室 号 

ダ タプゾ ロア (第 ホ 街 ミ 撰 十 こ 一 下目 受 


日本 散 髮屋； お 浦 

おヶ 年間 中が 巧 ど 共 じ お 業。 

ジ ヤシ シト • フ 一ゴ ツ 3 

.ご 宝 J 置 Si - H . 三 ty 
妄 . CqIu ョ bu 三 ve . & neniral 享 k West 


夏場 向き 上等 

チョコ レ—- ト 

當會 肌は 特に H 本人 i 霜 君の 夏 
場營 業に 適當 ずる 巧 おど 提供い 
たー 居 ゎ米國 東部 じが H は 孰れ 
の 巣ず 製造 家 ょらら ョ广タ く 日 
本人 諸君の 御 得意を 持で て 居 b 
ます || 

チョ コン！ ト のを ラ厂ン はが 
グチ モァ 本社は 勿論 お 記のを 店 
の 見本 室 じ 揃えて あ もます から 
是非 御】 覽 下さい - 

『41 三 吉呂 ま 呂章呈 y _ 

含 W 茂 t 21 st st.Jewfork 呈 y . 

呂 L 呈 lAL 夏 夏 y COMPA ち， 

10 で st だ ndSt こすち 養 _ N . j . 

J . 呈夏 I 责 A 言ち 产 _ 

養 互 arkefFpiHtgMa . 

み 淨 

呈 0 呂 U ちち 畳 夏 ジ呈呈 G ‘ 

Pra ニ お ooncord 算 e 巧 S , 

星ニョ 夏， 夏 

上等の 品 許り 

气ンす -類 


不信 巧 案 かに 流れて 

特別 議會 遂に 閉づ 

追加 豫算ぶ 立して 歳出 十ん 
億乂 巧^ 方 脚 == 明政囊 切る ー 
兩院 議員に 拜謁の 上賜餐 

東 ま 特電 セ日發 == 鈴木內 相の 願 劾に 聯お しじる 野黨も 民政 黨 
提出の み 閣彈劾 まには ぶ 並み 揃は ず、 少 教派た る 巧 政を じ 操ら 
られ て審幾 未了で 普選 度 初の 雜會は 終 b を吿 げた か、 追加 像算 
建の 成立で 本年 巧の 支出は 十 億 九， U 十ス圓 こ ぃ ら 閉院 まは 今 
日を なて お 巧、 聖 しじは 良、 ち 巧 U 正午 貴 衆 兩お講 員を 豊明殿 
じ お召しの 上拜謁 仰が けられた るが、 午餐を 賜 はるべく 日本の 
歴 おじは をく 前例の。 いこ ご i して、 號 員け いづれ も 威 泣 t て 
语も 0 

總械 事が 公電 h ホ國谦 曾は 六：：！ 追加 錄算 全都を 巧 案の 儘で 可 
巧し 民政 黨 提出の 內閣 不信 化 案は 同 U 衆議院に 丄粹 せられ 討論 
の 未 採 ホ じ まら やして 會期 終了 （と n 閉院を を擧 わせら る。 

東京 特電 〔聯合 ゴハ日 發《 巧黨の 内閣 不 情な 案は 今夕 討論 じ附 
せられた る も 與截侧 の巧戰 巧を 奏し 討 讓巧キ にぶんで 遂じ會 期 
役 了 ごな b 採 ホに 入る の 前統會 は巧院 した。 


阳 ホ I 巧 巧 

競爭 より 協調へ 

一 今 遇巧贩 日よ b お磕顿 にがて 

- 開かれ じナシ ■"ナ 八 • * ヤン バ 
-ア •ォブ •コム マ — スの 乂 會は 

值當に 實萊界 の 注目を 惹ゐて 居 
るが、 今 ホ大會 のをを。 る訟議 
事項は を ホ ホ 固 じ 於け る 産業 上 
及び 商莱 上の 競ず が 余 b じ 激甚 
- を 秘めつ 5 ある 結果を 神' の 反動 
: 的 載 害を が 出せい こどを 怖れ 苗. 
ろ 巧る 無謀の 競爭を 過け て 協調 
のをと ポ むる じは 如何なる 立法 
か 巧 V る 手段 方を を 必要と す V 
'きかの 一巧で ある。 勿論 僅々 數 
H 間の 論 幾で 果して でれ 巧價値 
ある 具 化 まが 出冻 るかは 疑 間で 
あるけれ 共、 所 爾フリ ー •ユン 
ベ テシ ョンが 自由に 過ぎて 自制 
力を 失へ ピホ產 の 巧 窄を惡 化し 
ホ 場の 假 格を 化を する のかな か 
るべ （隨て 其な 動が ホ 業の 萎靡 
ど 商 楽の 不振. こを 齋 らし、 失職 
摇賓 、破を 等の 路を がき 經濟巧 
の 動 搖ど攪 乱 V 」 を 招く ので ある 
から •她 謀の 簇巧 よら 協調に 進 
わの け、 合 裸 的 巧 動で もる じけ 
相違。 い。 乍 併 かが じな 實 現を 
なすべき かが 間 題で ホる t な 上 
は ホ國々 內ホ瘍 じがけ も 問題で 
あるが 留か通 辟の A 面 にがては 
協 厨の ホ 調を 整へ て 巧妙に 且つ 
勇が じか 國の產 物 巧 おご 戰 つて 
居る。 

然るに H 本の 産物 商品は 對巧 
通 巧の 上し 無謀の 競 まを なすの 
弊 なきや 巧が、 前年 化が 大使が 
H 本お樂 部に 於て 協關の 必要を 
說 いわのは、 當 時に おける 邦人 
の 對米貿 ち 業を を 諷した めでは 
ん るまい か。 貧 巧なる 產 物巧潭 
を ホ 越まで おいで ホて なに 無謀 
の 鏡爭を 巧へ ば、 其 結 梁は 言 ふ 
まで もじ < 相ず 方た る 米 人 お 業 
をを して 漁夫の ホを 占めさせを 
のみで あるが、 最後 じがて は產 
物 其を のが おな もの i 實質 、聲 
假を墜 してぶ 場よ 6 嘘繫 せらる 
る じ 至る までの こどで ある。 客 
斟义贸 為 業者が ナシ ョナ" •チ 

ヤム バア •ォプ • n ムマ アスの 

义會 よら 柯等か 活を訓 を 得る こ 
ごが 出 求い ば留 かの 幸福で あら 
ぅど 信ずる。 

の 中 巧 閣の壽 命 

特別 幾會 であく 倒壊し さぅ で 
あつた 田 中内觸 U ザ盛頓 上院に 
がける ィン サ アジ 玉 ンッじ 似て 
ホなる 明 政會や 一人 一黨 の尾蜗 
をな どじ 頭を T げ 、喜 S が 一人 
を惡 もの じ—' て漸 （壽 命を £ 6 
留めた。 幸か不幸か 其 巧 女那甫 
方齒找 軍の 濟南攻 進 ごな り、 が 
留民 生命が を 保護の 名の 下 じ 出 
兵す るこタ J ; G つたので、 對巧 
をず の 巧 目を 對 ちみを ホ 面に 轉 
换せ L め 得る 機會 じを 眷 しを 暂 
ら< 小康を がつ こ vj ： a , 出 ホた。 
しかし 旧 中 首相 自身が 如何に S 
.お 六 傅の 怪物 じせよ 首相 ご內化 
_ピ 外 化 どを 報攝 する こビは 到を 
不巧 能で もる から 內 相なら 外相 
- U 5 は堪巧 ごせねば。 ら ないち 
である。 燕し 田中內 隅の 壽 命は 
一 化內魄 一巧の なをから お 支 外を 
I の 失敗に 轉じ 今秋 御大 典の 餘慶 
I じがし 通常 證會 まで 猶 ぎがけ る 
一の が储 々ど 看做されて 居る。 


危く 解散 

政府の 奇策 奏功 

ま 京 特電 五日 發 NSH 間&停 
會を 巧び' 繰ら 返. へし 此 間に 於て 
も 府は鈴 木 內相彈 劾案對 策に 百 
方 奔走した か、 所期の 効擧 がら 
や、 遂に 

鈴 木內相 は停會 中に 蘇 

職した が、 右 じ 關し田 中 首相は 
巧 度の 停會 明けの 四日 午前、 貴 
族 院本 會議 ぶび 衆議院 豫 算縷會 
じがて 巧黨 側の 質 間 じ 苗し 
鈴木內 相の 辭 巧は 選 祟 干渉の 
事實を 認め 政 おも 亦 之れ を 承 
認 したためでは じくを く四圍 
の 狀势じ 鑑み 自 を 的 じ 退い ね 
ものである。 

S 答 辯した ので 明 政 會は急 じ 

態度 硬化を ホし 

田 中 首相の 化の 言明は 前 = 菩 
驚 ど 政ぶ 會 ごの 間 じ 巧 a れた 
餘水巧 相 引賓辭 職に 關 ずる 協 
約を 無視し K ものである。 

ど 形勢 ー變 したので、 午後 一 時 
魄會 された 衆' 溝 院本 會證け 即刻 


束 京 特電 八日 發 = 上 おでは 學 
生飄 体が 中 也 どなつ て排 U 示威 
運動を 起し、 が績 工場 もが 日を 
0 て罷エ ずる あ 勢で あつたが、 
巧 京 かがは 濟巧 事が の 二^舞を 
恐れて、 嚴重じ 取締つ たお お 賞 
現す る じ 至らず 極. め' て靜穩 でぁ 
る 0 

東京 特笔 セ日發 y 大藏 省發表 
四ち 中の お ま 輸出は 四千 四 巧 六 
十と 巧 四モ圆 、輸入は ニ 千 一二な 
四十 方 六で 画 じして 著る しい 好 
轉 であるが、 檢 出の 重なる もの 
は 綿布、 妳 糖、 巧获 、が頻 、小 
が 等で 綿糸 一 i 却て 賊 少して 居る 

.圓爲 替相瘍 下落 

濟巧 事が ちを な ホ 巧が 圓巧替 
はお ま 輪 ホ 影響の 巧 憂よ b して 


化 憩を 宣 せられ、 四時 間 竿 じ 直 
る 休憩 中 じ 於け る 鈴 木 內怕彈 劾 
修正案のを 涉も徒 勞じ歸 し 五 時 
半巧會 の繼續 

本會議 じがて 欧友黨 案 

と 野 黨聯を 案の が 决じ乂 つたが 
其 結果 ニな ニ ti ニ票對 二百 二十 
八 棄即も 五葉の 差で 野黨 案の 勝 
利 じ 歸し漸 （九 時 二十 一二を 散會 
しわ。 この 勢に 乘 じ、 民政 黨め 
總括的 不信任案 も 通過の 虞 ぁる 
めで 政府 及び 巧黨 はじ わかに 乂 
狼 おを ホた した。 議會は H 曜日 
も 休まず 鶏を じょつ ては ニ H 閲 
の會期 延長 奏請され ん模穩 でぁ 
る。 前 H ホの 形敦に 鑑み 殊に 民 I 
敌黨の 總お的 不信 巧 案 

通過 危 候の 点 i 政府 

は 巧 解散 奏請の ホ 意を 示した の 
でぷ 効目 程 もじ 現 はれ 五 H の議 
會 じがて は 明な 會等も 腰を みめ 
追加 豫算を 可 ホし、 總巧的 不信 
巧 案 すら 出で や、 かくして 朝 巧 
兩黨か 互に 『巧 解散』 ど 『不信 
巧 ま』 ごの 大 看板で 脅かしを つ 
ただけ f と 時半 散會 した。 


動搖 しつ/' ぁつたが、 巧 曜日の 
相場 引けは 約 二十 ポ キント 力 下 
落して 四十み 巧 八十 仙 〔± 曜日 
は 四十と 弗〕 ごむつ たが 上海 及 
び 香港の 相場は 巧 潑的じ h 騰し 
前者の み 十四 巧 五十 化は と 十五 
仙に 後者め 五十 巧 一二 十よ 仙は 五 
十 巧 六十 仙ピ なつた。 

ロ シドンで 

滿鐵 外倩說 

總額 はお 四が 万磅 
東京 特電 八日 發 n 滿鐵 の斜債 
はニユ ー ョ—ク じがる 商談を 打 
もな b " ン ドンで 正金が 巧を 經 
由して^ . — タ がわを 中必 どす る 
が 脚 じ 省し 約 四 巧 巧 ポンドの 起 
債を 交渉 中で ある。 


山 東 省 化 お >」 賓易 

日 貨 排斥は 一時的 ミ 財界 觀測 

東京 特電 八日 發 N 助界 では 山 東 省 出兵に 蟹す る ま那圍 民の 日 
貨 排斥 速 動を 重大視せ 中輸お 方面には 一時的 影響 ぁらん も 大勢 
は 打撃 薄 かど お 測して 居る が H 本 貿易業 者は 徹底的な 日貨 排斥 
を 期待し 掛ま 問題 大會を 東京で 開催ず ベく、 支那を 地 及び 礎 測 
の 斯業 化 おも 參ー 加す る 堂 じて 上がの 排日 形 おで 圓爲替 及び 日本 
商 姑は 下を の模楼 でぁる。 






巧み お 
£ 目 了 四十 四 
巧 目 了 五十 巧 


TiieToicyoGo. 

1 川 W . 阴化化 
lew York City 
Tel, Trafalgar 8 巧 9 


書日自 
席 本本 
雑な を 
巧 巧ち 
巧 巧 お 


B が m Nom Low | 

474- か h Ave. | 
Bet. 28 比 -29 比 St. 


Wing Hing Low 

Chin だ e flesisu 巧 nt 
3200 B’wa ん N.Y. Ci か 


Qua 打 g Gan Low j 

挑 ine が Restaurant | 

り 2W. B5 化 . 化 C 則 I 


SHOWA 

巧 We が 105 St., 
TeL Clarkson 6981 


DA 民 UMA 

巧 1—6 化 わ e. 
Te しむが n け お 8 


ん KUWAYAMACO . 

114 E ， 59 比み . 
New York CUy 

Phone. Regent ミ麗 


City 片 aH Tea Garden 

170 Nassau St. む ty 
N な t to 比 e Tribune Bldg 
Loo L 成 Manager 


TAIYO 

— 148 W 础扣扣 化 
Tel. Susquehsna 28 け 


壽 

巧 

巧 

H 

を 

ち 

ま 

す 


御 

料 

太埋 

を 化 

等 出 

宿し 


T 0 Y 0 KWAN 

41 に 1 か h み . 

Bsti B ' 同 & が h JWci 

Tel, が gonquin が 98 


声 

御！^ 御 
料 東 旅 
理^ 纔 


College inn 

31SQ わ oadway 
お 1. 1 巧 rd & 124 化な s. 
Tei. Morni 巧 side 74 巧 


舉韋 


巧 支 
理那 

菌煎 

# 讓 

i 蘭 


1 曰 
ブ懼 

4 及 

去 ± 

巧 確 
をに 
巧は 


シ 


が 


Japan | 

Pro 化 i 邮 Go. 

I 巧 0 W. 蝴 h な . 

Id Endico け 87 お 


KATAG 脚邮 0 で 

224 に 59 比 St. 
New York Gi か 

Te しおが nt 3480-3481 



IKUIN £ 

Hotei 在 民 e がぶ i:rant 
3 巧 W.8 お ii お . Hew 化 rk 
Tel. Sch 叫 i がけ 巧 ’ 
Cable A が 巧な IKOINE 


SUMMER 

PALACE 

?41-8tHve.M が 化な . 
NEW YORK 

化扫 ne Longacre 5084 


KINGYO & P 打 SHOP 

IMPORTER OF 

GOLDFIS 技 & BIRDS 
〇 

動 其 力を 
物 聲ナ種 
ルリ 金 


一, 鳥 
切 類 


ヤ 魚 - 


DANCING 

411 W. 115 比み . 

下 e しむ 化 dral 4408 6 が • 3 


Ko も e み 11 ぷ〇 

730 Fifth Ave. 
Cor. 良 7 比 St. 
Tel. Circle 4406 


Kawasoye Hotel 

1 が Wm りの nl Sfr が i. 
Tel. Morningside 7154 


御 

旅 

舘 


河 


添 



JiiYoXo. 

340 W. 5 か h 化 

feiepho 打が 
Columbus 8882 


( 巧 日 • 水 ) 巧# わ 


號 十五 百 四千 一 第 


® h [を® 巧 (说巧を 巧ぞ ® ittt が 


【日曜 水 


日 化 巧 お 年 H が昭 



き燒 

ホ じ 御料 巧 



美が じして 巧 巧 

縣 品南樓 

午 お 十 時ょ b 
. 午前 ホが i で f 


皆樣 の御嗜 巧に 適 ふ 
樣な 美味の 御 巧 巧を 

S 禱 廣趁樓 

致しまず から 續 々御 
ホ ホを 願 ひ ょす 

S 、氷— 輿 棲 

腐 揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本人 諸君の 嗜巧 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 朝 S 時を 蘭庙 
(な サ五了 目 ナブ 
停 奉舆の 下) 


高等 御旅館 

昭 和 

會廢御 料理 


日本 食料品 類 及び 雜貨類 卸ル賣 
ホ么ま 大賣測 桑 山廟會 
新刊 書籍 雜誌小 間 救 日用 晶 各種 


おタ九 時を を 業 

\ 1 グア ドン ス 〔年 I 巧〕 

東京が 會 

W が ん自 巧の 巧を b 
トク ンク巧 b ます 


支那 巧理 

が廳 茶園 

司 巧 人を 蓮 
出 數の方 じは ま 巧 
の 街 便利 じ 備へ巧 
閱會 席の 御用 じ虑 
やべ く 摸 間 巧 ホ 相 
す 變ゎ引 立願 巧な 
紙上 御 案 內申上 お 


ん 

良な 

1 

AP — 

F 1 巧 
パ！^ が 
G が お 
N 巧が 
A 齡 ‘I 

SM 0 

N 巧 d 

BI * AM T 

u ^ 

s w 

3 


s 新 あ 巧 

本 樓は開 創 0 ホを が 
一意 勉强 仕ら 司理人 
ゼィ 、巧埋 人 歐廉も 
相 獲ら や廊 前を 見せ 
て 居まず。 がる じ 現 
な 某 街某爱 じがて 元 
本 樓巧舜 を 雇 入れ 
たる かき 廣吿 をな し 
居る もを な酥が じな 
之 斯る事 じ 御を ひな 
く 倍 舊樹を 負 じ預ら 
度 （日本ん 諸賢の 御 
ホ 巧を を堪 致します 
新 杏化 

ま 人 謹啓 




OM . 


スブ 1 


タ 


巧 人 惧樂部 自由 亭 

芸ジ nds St. す 0 董 n. K. Y. 
Tel. Triangle 之 75 

▲淸 巧、 親切、 お樂 =1 二な ▼ 

勢州舘 

ザを 事を 久巧榮 か 

•225 E . をを 寶 eet 
Tel. す 巧 nt だ 99 


岩 旧旅纔 


江川 作 一 
呂 0 で S ニ 或 h Street, 
ジ 1. Stuyve ち 里 3 沒 1 


一力 旅舘 改め 

.帝國 旅館— 

1 ま 宝 . 黄 ih S ニ ミ Ifork 
Tel. を squehia 芸ち 

紐 育 旅鑛？ *1 

東 四十 了 目 ニ 四ニ蕃 
TeL Ca 星 cnia 63 之 

ボストン 市 

富 ± 旅 舘大浦 末 松 

1 を wiier St. ぎ ston ま ass. 
ぎ B. B. さ 75 

住みが 地ょ き淸 潔なる 室 

御 下宿 松が 好か 

1 是 Lexi 另 t 呈 Ave. 

ご 一. 宜 ad. Sq •這 21 

費府 御旅館 

桑山淸 五郎 

普 8 So 己 h Sih St. 呈 lade 量 ia pa. 

ジ 一巧 almi ニ 231 


I — 


脚 設備な 善、 廊 利の 
倫頓- 料理人、 調理は 日 


-a 


I パ 本人 向き 

S Si 桃李 園 

罰 側 M 御 光 ホを 待って 


T 


夏ら ます 


醬油 辭鍵認 I 諸 1 白米 

日本 米 鱗 食料品 觀 

巧 田 當油株 ま會社 まが 一手 賣測店 

莫 食料品商 會 


紐 育 唯一の M 本 百貨 巧 

片桐 兄弟 商會 

スマ ドン •プ 。ダク ツ 一ず 販賣元 
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提 の蒲燒 わい しい 郷爲 

會席御 料理 

晝 食は 末廣へ 

叮塔储 使 藍 巧 大勉强 


割烹 並に 御旅 舘 

生稻^ 

な 育巿西 八十 八 T 目 云 ニニ 
巧話ス 々イブ， とを 一二 


新開 業 

腕利きの 巧 巧 人が 日本人 諸君の 嗜好 じ 適 
すを 巧 理を差 上げます 

|議 頤和園 

を 居の 前、 芝居 歸 6 の 御 集ら じ まも 適當 
の溪 所です 是ホ 御み 負 じ 願 ひます 


ホ 上 金魚 巧 

9 ニ 巧 童 Ave こ N ミ If ミ k G さ. 
phi Circle 9738 


第五街ぉ兰0 ^ 

へ クシ ヤ I 
ビグ デン ‘k 两 

小 池 寫實舘 

電話 サ！ ク か . 

妈隅 一〕 六 


舞 磯 fmg 

▼社を タン 
▼表 倩 体- 

を 

朝 十時ョ ，巧 十一 磅 

シャリフ •ダン シ 

ンダ 》銘 學校华 業 

上 格ぶ ザ 


了擧 

親が 


日本 共 產黨の 陰謀 事件？】 

口紅つ けた 倭 美人が 指導 

〔女中 大學を ホを しち 職 じぁる 某 皮の 前姜 女〕 

黨 員は 黨則 絶對服 化の 義餘 . 


共を 潔は ま 年のを ごろまでは 
径 めて 巧が 的に 

秘密の 迷 お をつ -，ょけたが 
首 腦酣が 名 •か、 。シァの 第二 一ィ 
ンタ I ナ シヨ ナ术の 本部 力ら、 
非 おを うけて W ホ 方針を ダラ > 
ど 潑 へて、 述 動を 大衆 的 じ-殺 
民 ホから 森 S がが をを 怖され な 
'いやう じど、 よ ほで お 面 的 運動 
一 じを つじ。 そのため 今年に なつ 
て、 巧 じ 選 巧 中は ち 巧 ビラ、 パ 
ン フレット 類を 大 びら に 

撒が しけ じ々、 巧 農黨の 
逃を 速 動を 指導す も 立 おじ 立 も 
を說み 巧を、 立候補^ 地盤まで 
j から 十まで 干 巧し じご 云 ふこ 
とで、 今年に なつて 黨 員け ドン 
ドン ふえ じ。 を こじ 當埼 は檢睾 
の 化せを 巧た。 今年の がめ、 ぁ 
る 日の がか 東を を 都 5 巧に 集ま 
つれ.- 化ん 黨封 、マスク 化 化で 
變 おし， を ひじ 假 もを 呼びん つ 
てプ ー ダ ー の 指 巧に 化 ひ、 をれ 
ぞれ 

假を の郁署 じついて、 了 
巧を 謀 本が の將仪 をな お 巧ので 
う。 一 補の 刚体的 訓練 (？) 總動 
员演 約と やつ W こごが わろ 。こ 
ん； ：2 b こごまで がが 上がつ たので 
當 局の 乂媒赌 が 疾風迅雷 的に う 
も ドろ さいじ わけ。 去年の 夏 ご 


ろから 巧を の 諸 所で、 細胞 食 諸 
がし じ 開 惟 さむた。 をの 都 
度 影の ごごぐ 現 はれて は 影の ご 
ど （おえろ を 类 人、 歲の ころは 
二十 ニ、'' 一二な をつ けて、 常に 會 
幾を 

指導す る 軍 巫。 役目を 勤 

め も 女が ホつ た。 これは 女子大 
學 出の 某と いふ、 かつては 現じ 
官職 じぁる 人の 養女 だ 0 たこと 
が ぁる 素性の 女 i 檢擧 のをで 巧 
巧、 共產 藻の 傅み はいつ も、 蹲 
へる ものから 傅 へられる ものに 
直接 巧は わなぃ。 必ず 兩者 S 速 
絡の ため 伸 か 者が 使 ひじ 立つ、 
仲介者は 傳 へる もの も傳 へられ 
る もの も 知ら。 いで、 を 言葉を 
使 ひ 秘密の 役目を 果たす ごい ふ 
化 組。 この 役目には 

ホす 學生 。でのなる •へく 
呂だ いの •か 選ばむ る。 ビラ 
畜 がの 類け 郵送が お 則で、 巧 取 
人は 树 人から ホ いーか 巧らない や 
ぅに i てを る。 忠實じ ビラを 散 
が^ る 確營な もの を選ぶ れ時 じ 
tT 黨 員外の も^も 化けれ る、 平 
をを て擴 について 職工 數 ごか、 
組合員 數ピ か、， ぐの 中から お產 
黨じ 摧搏お ホる 前衛かず の 数、 
黨じ人 .レ> 中 ども 黨外 じあつ てが 
動を 化に する もの'‘： 巧 綴 動員 


の琪 な-一れ じ 愛 加し 得る もの i 
駭 なごが 恐ろし < 詳細に 調査 さ 
れ 、驚くべき こどは 

黨 負のを がゐ U ぃ 工場の 
中の こィ J まで， 手 じビる ごどく 
調査さ^ じ » 類な どか 檢をじ 際 
し發 をされ た。 黨 員の 規潍 は、 
これ も あろ' し < 殿まで 上の 磯關 
じぶ、 铅巧 服な の 義務が 誓約 さ 
れ 黨員战 のを 話で も黨 員が、 巧 
名と か 问處じ 細胞が あるかな ど 
質問ず る ご、 すぐ 除名 あみを を 
ける きびしい 規禅 どなつ てゐる 
會講 のが 間出缺 これが また 嚴重 
書類な ではむ るべ，、 送らぬ、 を 
/\ ロ 頗 たら 

n 顚 じを される。 書 頻は 
見た 上で 數人 立會の 上ち もじ 燒 
き棄 てる。 黨內の 暗号は 實じ數 
十 袖、 を じ 一人で 四つ も 置 つら 
僞名 をら つて をら、 出張 ± 地に 
ょつ ては 化 ひ 巧け る。 黨員 でも 
自己の 辨廬 する 細胞の 外の こ と 
はを 內の 事情が 少しも がらね ご 
云 ふ 化 巧 だ^ら、 をの 点で 當巧 
の檢擧 过 非常む 困難を 感じた ど 
るふ。 患 要 書類は 一つ も 目星し 
い 人物 d 宗邊 からは 發 見され な 
かク た。 ほくん V 」 

警察 Q 眼 じらな ミね を 
の學を や、 女 じどの 砸の 底から 
現 はれむ. どした。 指導 的 立場 じ 
あるら ゆ i タ （は 原稿で 生活を 
たて、 大 ザは ホ 乂卒業 や、 な 立 
乂學の 中を お學 。♦ど、 一 唆の 疑 
員 中 じ， け 巧々' 五 ホ 圓で食 ふやを 
はずの 烫養不 なから 肺病 その他 
お 身が をい ど玄 ふこ ごで ある。 


强盜 嫌疑 化 

お 田 服罪 

十と 八 年な 込む か 
裝じビ スト 八强盗 事件の 元 兜 
として、 が 秋よ b ホ决浩 し 化げ 
込ま H て おた お 旧 幸 ホ 弧は、 ニ 
回目のを がで な 化と 腕 まれけ 小； 
木 曾 四 郎が巧 もじ 逃げ 姻 はって 
•'小 木 巧は 鼓 化 ミ^-化 ホや惇 車. 
場で どを をして 居た が お あ コネ 
I へ おき-しおいた 由^ 居た 爲め 
証 據不ガ かの 廉で 惡速强 く、 無 
那ご つた •か、 天網 恢 々疎 じし 
て おら さ 中、 巧て H ホ ホフで テ 
リァの 巧 おを 方で 巧 盗を 慟 き， 
义賊 がが 谭札ど つて 巧 はれ 化 
たので 巧び お獄 された のは 本紙 
巧 報の 逆らで わる。 がるに 太 旧 
は ド n ま t も 岡々！- く、 無罪を 
主張して 居 じ お前 遇自 かの 辯 諸 
± よ b 懇 々說 化された おお 滋々 
服罪 X て ザ 貢を 納める こど ご K 
ら 『ゲ八 ブィ』 を 中 ホで じので 

本 U 開廷の ジ玉 ネラ术 •七 ッン 

ヨン'」 化て 巧 事よ 5 刑期の 中 渡 
がわ 6、 シン シン 監獄へ 送ら わ 
I る こど、，；；；^ つた。 太 山 S 刑期は 
十 年 乃 ま 十八 年 位 かご おはれて 
括る. か、 化留 M 胞 かを も 太 田の 
入獄 一； 聊かを 神が 出 ホる。 • 

羽 ホ乂妻 

歐洲 旅立ち. 

だがしい 化 ホ 後 じ 
『御當 地へは 是 ホモ 一巧 伺 ひ 
ます 巧 b ですから 今废 m I 口 
ツ パを 少し 緩ツ くらと 旅 巧した 


い £ が じます』 ご 請つ た ホが 羽 
左衞巧 氏夫冀 は、 前迎ヮ シン ト 
ン へが 脚 旅 巧を して 歸 が、 ホ テ 
グ •ァ スタ ァへ巧 亭ホ稻 の提ら 
なでを 化 6 脊サ て、 巧は また 生 
稻を訪 づれて 『 H 本 食に 限 b ま 
す』 ど 喜んで 居た が、 早 川雪洲 
君 巧 他の 案 巧で サ t 々スや 芝居 
見物 じに がしく、 木曜り 午後に 
じゥ八 ゥォ— スの 塔に 上つ て、 
『化の まあ 乂都會 を 始め 隣 <5 國 
H -1 ユ 1 ジヤ —シー ；：：： ま r 】 氣 
じ 眺められる とけ 蒙氣 U もんで 
す G ゎ』 V - 感嚷 し、 洋服は ゥォ 

片ヵア 長 やジョ ...•八 リ モア 

のがら へる 第五 巧 第一 等の 贊渾 
连で こごへ て大嬉 び、-^- 幡 HE 
午 出帆の 長 船 レグ キア ザン 号に 
乘 b 么みホ 妻で を 送 b の 人々 


巧婦を 振ら 路 きつ： ィゲ' 
ど 旅立つ た。 


ニ 


計 割 破れて 

松が 氏 西へ 

豫定ょ b 1 週 瞄遲る 
時事が 粮ま 攜化界 一週 競爭西 
姻ら 選を 松が 龍 ま 巧は、 旣 報の 
如； 乗船 アク キタ ニア 號の 着が 
時間の H 午後 ニ 時半 ごならした 
め、 飛行機 ど S 述絡 かか 中 化む 
なく 

第二 策 を逮 ぶこ ど 5 U b 

岡 H 午を-一 ハ 時 十み を シカゴ じ 向 
つた か、 忌れ ょち 先 S 時 巧く 漸 
く 上陸した 巧は 郵船を 化 船を 課 
よ 巧 奴 本を 其 化のを 巧で 巿長及 
び 巧网摇 領事が をが 問し、 おぶ 
の お 明を ずけ、 漸く じして ホ 時 


四十 か ニア ー ラ キト •セー ビン 
グ •タキん〕 ホ テグ* アスタ^ 
に暮 しおが、 M ホ テ 八には 兼ね 
ての 案 巧に ょ 6、 一二 ホ 物を 淸水 
善 造、 淸东 八郞巧 巧ぶ 化 四時ょ 
を 待 もま 5- たるが、 右の 如き 学 
情の ためを 中 時間を 要し、 ため 
に 松 巧 巧は 是等 

訪間君 どの 挨搂 もを こを 

こに 發 車の 時間 じを まられ て 巧 
返へ し 停車 煤に 向 ふ どい ふ轉手 
古舞で あつた。 ホブ 片前に がつ 
たタ クシ ー 自動 ザの 周圍， J 、 同 
選手の 雄を を をん もの V 一群 集 物 


荒木 選手 長 春着 

東京 特電 八日 發 y 時事 新報の 
化が 一巧 早迴 b のち 巧 選手 荒 
木 氏は ネ辆六 時 一二 十み 長を じ 
到着、 八一芭 二十 か H 本に 向け 
てお發 しむ。 


を 高く 園み 『マッィ、 マッィ』 ご 
指しつ！、 やがて 馳け 出した 自 
動 幸を 見を つた。 松が 巧は 日燒 
けの じめ に 銅 ホ b をす る 顔に、 
鈍い 眼を 昭 b ;;* ■^ら 語る 『やつ 
VJ 言葉の 訊せ る 所へ 着いて を必 
だ ごがつ わら 

豫をは 拠 解して ゐ ました 
とれでは 四十 ニ'、 一二り 間を 要す 
る こごに たつて、 明らかに 豫を 
ょら 一週間な 上遲れ ました 。モ 
ス コ ー へ 若く までぶ ま硕 順調 P 
したが、 间 化から 乘 船まで ご、 
ロン トンへ 着いて々 ら乘 化まで 
じ餘ら じな 間のを 費が あつた 爲 
めじ こん。 おを を ホた しました 
錢 をながら 化 競 爭け败 化 じ歸し 


ました。 船中 計ら 乎も剧 船した 
オランダの 化が-週 逃 王 どは 义 
が 天が 义で 同船す るこグ じな b 
ました」 云々 




今夕 河 添で おす 

素人 義太夫み 曾 

旣 報の 如く 目下 河 添に 滯巧中 
でを る 野 澤ま王 太夫 巧での 義太 
夫 大會け 今夕 柯 添で おさるべく 
を 方面からの 同が をを をを 期待 
されて 居る が 語 b ものは 左の か 
(巧定 した。. 

御 祝儀 寶の 入船が 本が 治 太夫 
一二が 線 巧 澤吉壬 太夫 

を 山 鴻現盟 の 助太刀 竹 本を 春 
三 一味 線 ■ 1 太夫 

傾が 阿波の 鳴 タ順禮 歌 S 度 
化 4 ま 美 
三康線 ま 玉 太夫 

を 達ヶ原 一二 段 目 がみ 敌ま 
一二が 線 •ま 王 太夫 
連れ 引 巧み 吉美 

巧 頃 河原の 逢引 

おし ゆん 傅を 衔猿 廻し 

巧 かふ ロみ 
一二 ホ 線 ま 王 太夫 
繪本太 巧 記 十 段 目 尼 ゲ餘の 段 
巧 本 住 都 
S ホ 線 吉て 太夫 

御所 樓巧 川が 討 一二の 切 

ミホ 線 ま 王ぶ 矢 

忠苗藏 二度目の 淸書 巧み 松風 
ご宗線 '韋 太夫 

菅 お博授 手お鑑 の 段 目 

巧ぶ 角 王 
悚線 まで 本 お 

S 十 S 間 堂 柳の も ホ 平よ ー郞化 
家の 段 巧 本が 治 太夫う 果 
線 ま 王 お ホ 連れが を 
を 同ち を 

廢 大野 球團 川一 

陣立 ごを 選手 

◊を 年の 宿敵 早大を 敗-. I 一 極 
柬ォ タン ピック 野球 選 ホ 權を遥 
つた 慶大 チ ー ムは 西部の 試を を 
あら、 直 木 監督、 腰 本 3 チ SF ホ 
の ドに 近く ホ 紐ず る 事 じな つ C 
ゐ る. か、 I 賴巧諸 巧の 巧を のな め 
デット をの 蹄を について 一言す 
る。 先 づ巧聲 順は ぶの かくな，？ 
で わ. - T う。* 

摘 一二 町 山 福 村 加岡濱 
上み 田 下 島 川 藤の 崎 


財 


楠 

見 

巧 

村 


お 

巧 


伊 

藤 


宮 

武 

窝 

本 


中二 左右 一二 一遊 捕投 
堅 蟹 翼 奥 疊壁擧 手す 

◊梅とは 大物な もでは ないだ- 


選球眼が ぁ b 、 をが 早い から。 
! デン グ •オフ ごして は あクら 
へむ き八プ レー ャ ー だ、 ザ赃範 
圍は廣 （、巧 外 手 VJ しても 来 都 
六大學 選手 中の 録 々たる もの。 
一二 ハ 合は 一が 肩を 痛めて、 後進 本 
鄕じニ 壁 手の 地位を 讓 つてむ た 
が、 近 ホ 肩も恢 俊して 居る 上に 
大いに 打 おがき、 出し じので 遂 
によ 鄕じ 代つ たもめ 
◊本擲 はず 楠は 完壁 ご稱 され 
。がら 何時も 大事な 試合に 争ん 
だ エラー を やる —— 一昨年のを 
慶戰最 をの 試合が をの 實 例— 
ので 本人ら 幾み 氣を くさらして 
ゐる 所から、 コンガ 必理 的に 影 
響したものか、 あ巧は元氣：？，無 
いごい 技れ て 居る、 町 田は ご， 谷 
山 下等 ご おじ 神 戶神港 商業が 生 
んピ 野球が の 一二 傑、 投手 だ (た 
が 打 擊どず 備 がい 1 のと ソ) じ 
濱 崎の 復活 も 手 博つ て、 外 巧 じ 


慶應 野球 顚 

シカゴ 


シカゴ 特電 七日 發 ：：= ヵリ ブォ 
グこア 州で 轉戰 中で をつ わ 一二 
旧が 球國の 健を は、 ネ朝 A 時 
一同 元氣 旺盛で 當地じ 到菅、 
停車 媛で 新聞 寫眞班 や、 錫 道 
會 社け 巧 員、 巧留 邦ん のお迎 
をを けた。 一巧の々 リフォ 作 
ニアに がける 戦績で、 腰ぶ 監 
督も 東部を 化の 試を じは 隙算 
あら ど 語つ て 居る が、 明 りは 
ィ 9 ノネ 大學ご 試を をず る 常 

まわつ た。 がが 器用な プン ） ャ 

1 だから 外野 S しても 中を がな 

> 0 
IV 

◊楠 見は 足が をく、 ょ''、 ピン 
チラ ンナ！ じ おる が、 打 擊はニ 
番 巧者 VJ 云 ふ 誇には ゆくまい f 
野が は打擊 は、 もどは 鳴らした 
もの だが、 マ ランプが 巧た のか 
あ 巧 余 b 試を じは おて 居ない。 
山 下は 左利きで 大物 打 もで ょく 
本 墨げ、 S 壁 巧を 飛ばし、 六大 
學の 巧手 鹽 からは ホ 常 じ 恐れら 
れて 居る。 体格 も ぁり、 力 も ぁ 
6、 をれ じ 足ら 早い。 一墨丰 だ. 
つたが、 昨秋から 外野 じ娜 つて 
居る ° ■ 

◊福 島は も ご 靜岡 中學の 捕手 
中學 巧で 鳴らし じ 巧 だつ たが' 
昨年 慶應じ 入る どす ぐ レ V ユタ 
じ ub 、 對 明大、 早大 戰じ タイ 
ムリー リ乂 物を 飛ば I 、 一躍 東 
都 野球を じ 雷名を 轟かす やう じ 
なつた。 山 ドが 一 壁を きらつ た 


開業 鞠 披露 

巧醫晚 春の 候 皆々 樣 益々 御 隆盛 奉 貧 お陳を 小生 義 今回 都を 
上 高木、 モ 塚 グ タン ゥォ V ト脚會 を 退社 致し ホる お 巧 十五 R 
1 ら西 二十 四 了 目 十五 需舘 ニグ ソンス コ ャァ西 入) 第 四 階 じ 
於て 開袭化 おじ 就て は 引 磯き を々 樣の御 引 立を 蒙ら ほ 

闢業賣 出 ごして 特に 安實 をのて 御 注文 じ應 

じ 可 申 巧 間 化 際タ少 じ不拘 御用 命 仰 付けられ 巧 偏 じを 懇願 巧 

敬 白 

ラム プぶ シルク シマ— ド 

お 造 元卸賣 手 錢商會 
手 塚义一 

H . Y. 『ETWCKA 0〇. 

一巧 West M を 1 Stre を - Mew Yorit city 
• Telsh-wne ohelsea 9531 ‘ 


ので、 彼は す r 山 下のを を堪つ 
た：？*、 蓋し慶お打がのまカけ町 
旧、 山 下、 福 島に あると 云 (て 
も 過言では ゐる ま！.。 が 川け ず 
備 のきれ い のでを 裔 いが、 あ 
ホは 久し < 鳴わず 飛ば やじ 居ね 
潰 ホの ホ パず 備も巧 おもい、 •と 
云 ふので 濱 井が やる やう じむつ 
たを うだ。 


曰 

米 


を 話 ブライアント 
八 0 セ 九 1 八ん とゴ 

新 1.^ 特長 

が 育 巧 面 四十 四 T 白 
ニニ！ 一一 八を (1 庭) 
ま 配 人 巧 中 重 雄 

支 巧- ; 

'妄 豆 in 三 ve. B 己 fain. HI. y. 
ジー. Bid ま 一 二ち 害 一 
ま 巧 章 S. F. K. 基 田- t- - 


ち 面目なる ホ 職 同胞 じ確廣 
なる 職 叢を 罔旋す 

宮川 事務所： 

が 育 ホ 西 四十 ニ 了 目百サ 一を 
電 プライア ント とお 八ぶ 

誇 フライ アン 乂完八 


煎 餅 卸、 小賽 
豆腐 油. 撰 
日本 食料品 一切 

从 curs 巧 Rice 广 ak 巧 C <|. 


8 ちづ ird Aye こ 

を . P 空 a 這 8 


ロスアンゼルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

ニ ？ N San Pedro F Los A 這 一を GaL 


レヤ h ル t 

. Np 旅館 

停を傷前通東ご一了左側^^階建 
H 本 巧 船 切な 取扱 波 ロ 場 送迎 

商業 區域 中必 、綴 領事 お、 0 本 
郵船 其 化 おけ 大會化 近き お 巧 

桑 港 小 パ ホ テ 八 

純 日本を (持 別 巧 ぁら) 

御 一報み 第 自動 单御 出迎 申と 候 

巧 ニ 雪 fiia SU San Francisco, Galif. 

木 旧 ル 1 1 ング 

1 言 7 ザ！ 一 す， . 'Bet. 置 & 呈一 h St ま Is 
ヴ I さすます 巧 nt 男 s 



I 化 ra Trading Co. 

j 巧 1-5 化 Ave 打 u も 
I (Con 21 がな.） 

； Te しが gonqu’m がが - 47 
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MOfllMURA 郎 OS.inc .， 

が お - 57 化 23niS し 
New York City 
Te しむ amer 巧 3 お 0 
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お 加 r 24 化 - 3 お 8 


THE BANK OF 閒 0SEN 

Room 1029 け 5 的が， K.Y. 

巧 one. C が iian お 8 郎 3 


な 目な mi 化 mo 齡 化 L ! も 
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leL Hsiisver 7444-7445 


1118 Yokohama 
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5th Bear, Equiiable Bldg. 

120 む oa お 撕も Y. 
Phong お 如 r 巧 巧 


巧 g お iil (がな iwan, Ltd. 

8 邮巧 5 巧 

Seim 卽 sen i がが fing む i 他 ng 
巧 5 む Qsdw 巧， N. Y. 

Tel. む riiami り 巧 2- が 34 
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號十 笠な 四千 一 第 


談 辦貪縱 


日曜 水】 


日 九月ぶ 年 三和昭 



►鄕 里を をぶ び ホを を {無手 お 巧 r 外 謂 
巧を 賣 買、 荷爲 巧化销 取を、 信用が g 
巧 等 一 お 銀行業務 御 巧 巧 じ 取 巧 可 吐 候 

觀狀臺 灣銀符 I お 張 所 

本店 摹灣臺 化 

ぞ 巧を 京、 横ち、 大政、 神戶 、上 お、 巧 
ロ、 福 州、 厦 巧、 池 西、 香 巧、 廣 東、 巧 

嘉坡 、スラ パヤ 、スマラン、 パタ ビヤ、 を 買 

々グ 々ッタ 、倫 致、 其 か臺截 十四 ヶ巧 

一、 資本を 壹億圓 (を 額拂这 巧】 

一、 賴 立を 化 モ九巧 五十 萬圓 

巧 化 本 支 巧 U 橫濱 (本 巧) まを 乂 阪 
紳戶 をが 下期 名を 崖 

機 獲ぶ 金銀 巧— 支店 

ホ 画を まが U 桑港羅 巧み ボ布哇 
其 他 お 巧を 國重 巧が 市 二ち 店 及 n グン 
ス ち之祷 


本 .巧 大阪化 お 五 下目 
お 育 支店 姑育ブ C 1 ドウ 3 1 百 四十 九を 

鱗な ぶ 銀行 


日本 內 J 
地 支を j 


東京、 横 お、 名 古 崖 > 京都、 神戶 
尾ノ 道、 躁 島、 吳 、柳 か、 下ノ關 
巧 司、 小 倉、 若 ほ、 博を、 久窗ホ 等 
朱國領 を、 鄕里 送を 等は 極め 
て 御 便利な 速に 御 かお 可申较 


よ 巧 朝鮮ぶ 巧 

支 巧 出張所は H 本內 地の 枢要 都市、 朝 お 
滿拥 、支 邪のを 地 及び 浦 補巧德 

朝鮮 銀行 紐 育 出張所 

外 國爲替 一般 銀 巧 叢務槐 々御 便が じ 取圾可 
中 上 候 


藤本 證券 會お 

、一般 有懼 証を ノ質 貢、 引受、 募集- 
，金融、 ホ ニ 之 ニ 脚ス八 一切 ノ 業務 

f 柄 藤本 ミ 7。—*— 銀 巧 

紐 育 出張所 


觸诚黑 、雑貨 卸賣 

森が ブタサ 一 ^ス 


日 木陶猫 器雜貨 

ラ厶 プ卸賣 

奈良 貿易商 會 


ス、 イタ' . 
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資本， を 
拂 込濟資 A を 
巧 立を 


壹 ほ. 圃 
六 モ巧圓 
六 千 寮 巧萬圓 


能 賊ニ弄 銀行— 支 巧 

本店 東京 お H 本橋隨 本を 瞎町 おを 地一號 
支店 小 梅 日本 お 乂の內 (ち 京〕 格演 
名 古を 京が 大お巧 (大 族〕 が 戶 
廣島 ト關門 司ち 松 鹿 岡長怕 
上 おが 软孟買 机 水 


も =1 刖 

，一端 I 

• I 如が 35 
-52 P も 相 

E W W 

HU d R 

お M 伽 d 
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0 2 
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徐 出入 爲替’ 電信を を’ ホ 送を， 旅 巧 信用が 
巧 業 信用 狀其 他- 般级巧 業 

ん SS 糞 銀 巧 f 支 巧 

鄕里 送を" 日本が 地 破 キ巧巧 ニ， 迅速が 扱 
本店 預金 (定期 通 かノニ 郁) 御 吸 利取投 
本 ま 巧 東を (本 巧)、 大阪 、おタ 、ま 都 
所が 巧 名 古尾、 か搪 、上海、 が 致 





ソーヤ 了 女史の 新著 

英文 小說 『梅の 道』 近く 出版 

H 本の 输德を 讚美した 長篇 i の 


; メイン 州 フライ バ ー ダに 閑居 
i しつ i あるを 述家卫 デス •ュ！ 


ヲブ •ウメ』 のをを に 着手し じ 
右を か强 して 『梅の 道』 ご 題し 


ヤアホ あは 化 年 日本を 訪問 I て 居る が、 明治維新 商 前 じ 於け 


して 巧ら U 本の 文學 、化 想の 硏 
究じ 化ひ轴 野の 巧 じぶ 數 の知凸 
I を 有して 居る 巧め R 本を 善'' 巧 
I 解せ る米締 人の 一人で わるが、 

- 歸米後 も ボストン •ッ ランス ク 
リプト 、'地ち ヘラ^ド •ツ ブビ 
ユ！ 'ン 等のを 當家 ごして 煤々 H 
本に 觸 するな 見を 發 おする ご 同 
時に 义 人. して H 本を 正解せ し 
むべ： 

努力し 傍ら 化留巧 人かず 
生を 助けて 処學の 化を 化し、 ぶ 
はが < の 宗敎閒 体の 爲 めに 聲授 
を 輿へ て 倦 い 巧を 知らない。 女 
たけ 夙に U 本 婦人な あの 美な に 
着眼し 記者に 對し 『 H 本 婦人の 
推稱 ずべき 点は 巧謂當 化の 輕巧 
。る フラッ バア ま 義じ堕 もたみ 
では。 < 克己、 忍耐、 操 ザ 0 道 
爱的 精神を 維持し つ i ある 点で 
あるが、 惜 いかな 米 人に 對 して 
化 点をから しわべ く 巧め た痕が 

ない 0 プチ ニの オペ ラバ タフ ラ 

ィ S かきは 寧ろ 弱い 输 人の 性格 
を 化を したち ので あつて 決して 
H 本 婦人の 强い 点を 語つ て 居な 
い。 盖し U 本締 人の おみは 

霜雪を 凌ぃで 初春 じ？ 
謗る 梅の やぅな ものである。 な 
は 潑のや 5 に飽 やかな 散 ゎ 易い 
女 巧よりも 梅の やうな シツ カリ' 
して 而ち優 〇 しい 情が じ當 むで 
馬る 女性を 巧む』 ど 語つ た ミ も 
もる が 昨年 巧小說 『ゼ •ウス ィ* 


る武 ぶの 娘を まんを ごし、 化 面 
じな タ 附近、 東 お 道筋 等を 巧み 
某雜亟 役のを 礫 ごして 佳 i ぃた 
『わ 梅』^、 慈父の 死を 前にし 
て 他 藩の おき 七 ご 夫婦 S 祝言を 
。（慈父に 化が さむて 兩 人相 携 
えて 家を おで 

東海道 某驛 にがて 落魄の 
未俄か宣ど^;^つた夫^扶けて|ニ 
ホ 線シ彈 きつ、 旅ん の 恵み シ受 
けて 居た が、 が 半 每じ觀 音 寺 じ 
詣 でて ホの 盲を をず ベ <腑 願し 
た。 化 間 盲 ホは 嫉が どを 膽の爲 
めじ 旨义せ レと して 貨婦 の諫け 
じを ひ 相 おじ 觀 音に 詣 でて 祈願 
せる じ忽爲 ごして 拟 0 盲が を 治 
し、 をに 維 巧 G 風 霎じ乘 じて 平 
をの 志を 连 せむ どす ると 云 ふの 
が 筋の 梗槪 である。 女を^ 筆致 
は 一家を なせる 含蓄 ある 英文で 
あるが H 本文なら ば讀 まを して 

爲 琴の 八 犬 傳を讀 むの 想 

を 起さし むる 筆致が ある。 『梅 
の 道』 を 文は 本年 初春 長逝せ る 
グヴフ キス 博 ± が 書いて 居ち が 
ホ 大使の か諾を 得て 該 書を 大使 
を 媛 節 子 媛に ゲデヶ ー ト したを 
は 目下 印刷 中で ホ 巧 初旬 お 版の' 
速 ご。 る當 であるが、 最近 紐 育 
をち つて 歸鄕 L ゎソ！ ャァ 女を 
は數な 部を 東京の H 本 據會員 じ 
贈る ベ < 其 化 知人で をる 齋藤子 
爵 、添 山 懷± 、斯波 巧爵其 他へ 
頒 贈して 批評を 求める ご 語つ た 


當巿ブ n ! ドゥエ ー. 扫 六十 五一 
あ 帝國總 領事館を 話は コ ー トラ 
ンド OJ 1 三 凹 番を廢 し 3 ! トラ 
ンド S 四 0| 矿 番じ變 巧した。 
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♦渡邊 知 嫌を こウ オルレアン 
ス駐化 節 事、 昨夕 巧 地ょ も華府 
を經て 化が 帝 滞な の 笠 
參鄉敏 氏 お滿搜 道が 育 事務所 
長、 明り おを シカゴ 地 ホへ 旅 巧 
•盛 巧祕 吉ぶ滯 が 中の 一二せ 株 
ま會 社重搜 嶺煩义 策を み 息、 日 

— レンヌ ゲキ八 豫備娶 じ 入學の 
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が 二週間 滞に の 答 
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^ ^ 
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レスト ラント 硏究 
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がを 日本人 贫 商務 部に' がて が 
兜ゼ るが A レスト ラント 樂 幾~ 
W 報吿黨 はおに 印刷を T し】 般 
會 負は 勿論 W 胞を绍 おの 霜め じ 
應じ 一部 宛頒附 マる ょど だ 6 昨 
巧開植 せる 巧 一巧 理事を じめ て 
地主が 務お委 貴 長ょ b 報 吿がぁ 
つじ。 右 じ 就^ 今季ち 引 績き硏 
巧の ホを 進め 一方 嵩 業 巧で ぁる 
を 旧 德巧郞 、須 おが 兰、 山晓長 
S、 巧が 德授 、大き 喜 化 治、 島 
が 巧 紫、 堀久 俊み よ 氏ぶ び當業 
あ n 外 ょらを 西 龍 雄 氏 あ 企 人 i 
な b 資本を 五を 弗を 巧て 新 じに 

『が 靑 カフ 玉 ブリヤ コ ー ポ i ! 
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ホ カフで テリア じがて 第二 回懲 
談 おを 開きを 般的じ レストラン 
ト 震の 巧 発を す ど おじ n t ボ 
レー ン ヨン 創立の が 雄を。 す お 
でを る。 因に 昨 巧 開 雌の が 育 H 
本人を 巧 事 曾に 化て 道 蔑 的 援助 
を 巧 ふる...'】 じ 巧 おせら-こ。 


猪 お昌臧 氏渡觀 . 

锁进 ぶが 巧 事務所 詰 お 帥 おお 
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お 帆の アク キタ ニア 巧に て渡缺 
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電話は チ ッヵ リング 八 ニニ 九番 

春の サロン 開催 

サ U ン •ヲブ •ア メブ 々ま 催 
の 下に 昨 H ょら パ アク巧 一 立 十九 
T 目 巧 アン ダア ソン 蠢堂 にがて 
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. 八 巧 九日 
I 等、 二等、 一二 等 及び 下等を 設備 
最大、 善美、 最げ ホの まがが わ挪 
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頭强 なろお 抗を をけ 1 . 

濟南城 u 完全に 日本軍 占領ず 

h 南 化 支那 擧國 一致して 迎擊ぜ ば 更に 出を ぃ 
1 题際 職觀や 英乂が 仲裁 調訂ピ ば拒絕 すろ n 

巧 中 首が 出兵の 目的 y 巧び 聲巧 

他 $ 軍 鑑を增 派した が、 右は 將 
ホ これ 等 地方 民が 濟南 事件 じ 誤 
解を 抱き、 いかなる 異變 をを や 
る じ 至る や も 知れず、 政府 ごし 
ては 自窗上 これを 颤巧 する じ ま 
らし もめで ある 。即も 今み 陸海 
軍 お 動の 目的は 濟南 事件 じ 就て 
お ホの 異變 じ備 ふべ くな 留巧人 
の 生命 ど 財産を 巧 護す るら のじ 
外なら ず、 これ 等 地方の 狀態じ 
して 驻 をを 必要と せざる じ まを 
し靖 .かを 府が 直ち じ 撒を すべ き 
て」 はか 論で ある。 

東京 特電 十一 日 壊— 濟南 城内の 殘 兵は 頭强じ 抵抗して 包圍 戳が續 いたが 
昨を トー 時 完全 じ d 本 軍の 手に 歸し停 戰の請 ひを 容れて 皇軍は 入城し 外出 
旅勵 はお 方 及び 黃 が 鐵 橋を 占領した。 

山 お 省 出を 避 千 一二が ガ 凹は 十】 U の閒 蔑に 附誰 すべ. きが おを 傭船 糾は ザ强制 的に 中型 重 霞 嘲 一 
竭當 6 四 疑 ごし、 ホが 敢 + 屯 隻を傭 入れて 策 一二 帥閒を 靑岛じ 向け 輸送 中で わる、 尙ほ山 東 省 
淺道ゴ 確資に ロん 軍に お領 され 多 < の 外人は 日本 审保 譲の 下に 避難して 一巧る。 

東京 特電 十日 發 張 作霖將 軍が 巧 軍に 化戰を 提議し 擧國 一致な て 日本に 
敵對卞 べき 意を お 巧した こ‘ こは 將軍 一流の 作戰 i 見られる 節^ あるが 万一 
南 化 軍が 一教して 鬥 木に 對抗 した 場合は 臨時 議會 を召讓 して 吏ら にを 兵を 
斷巧 ずる、、 一-云は る 0 

東 ま 特電 十目 發 r; 濟南 事件に 關聯し 南ぶ 政府は 頻りに 英米 兩國を 動かし 
て調訂 方を 速 動し 國際聯 盛に も 仲裁 巧賴を 試みつ、、 ある >ら 政府は この 成 巧 
に對し r 調 許が 他 第二 一 國の容 晦は斷 じて 許さぬ、 若し これを 許ず 拳 ごならげ 
南 九 政府 ご ロ 本 政府を 對 等の 位置に 据 へる i ので 承諾は 岀來 ない」、、 一言 明' 
した 0 かほ 派遣軍 费は內 地より 銀塊 輸送 ごみし 差 巧り 一平で 圓を 現送した 0 

武装^ 解除 若れ たろ 者と 千 人 

東京 一^ 聯 を】 十-日 發 Mu': 陸軍省の をを じ 化れば 濟南 じがる 巧 軍の 徵 巧を はか 一を、 負傷者と 
十を • H 本ん K — して 殺審 されむ る 巧 十 ミ 人、 負傷 乂 名、 け 銜个 明が 八ち じて をの 中二 人は 殺害 
さいたら.— く來 励た W が 曾 蹲 潜師ゥ キリ アム •ホ バート ホ 人 〔六十 乂 歳〕 け 國 お 軍の なめ じ 殺害 
さ H たこご^ 判然した。 

まま 〔聯合】 十日を 新 弼聯を 栋電じ W わば濟 おの 東 ホ 十 ホ哩の 化 点で 圃ほ 軍は 約 ニ 一二が 人 
の 戦死 シ遺萊 して 退 巧し H 本 軍の 戦死 'は ニ 一二 十 名に 化るべく 游廿八 旅 脚の 戰 死者け 四 名、 負傷を 
ニ 十余名 r し て を山東をじ ぉ h 巧軍 の 爲 め じボ装を解除 ク れたを頤民軍はよ千んに及んで居るお 
福 旧 おがは がが が吿 をを して 轉 軍が 旨を ホみ にして 停 戰に應 せざる が不誠 患を 語ら 巧 國は耐 目 
上强硕 &ホ 段に 成ぶ ご 述べた るを 濟南 城を 巧に 大砲 擊を 加へ 遂じ 全濟 南を 完 をに も領 した。 

海に 陸に 皇軍 纏々 V 】、 して 出征 

ま 京 特電 十日 發 お 督樂協 肖、 H 帮經濟 協 脅は 濟お 事件に 馳聯 して 巧な 討 縮の 紀果 出を は 
當が である ど 認めめ 府に對 して 徽な 的。 强视ホ 段を を 望し わが 上海 及び 長江 一 滞の 拼 日運動は H 
ど おじ 激烈 どむ h 居が 民は これ. い 防衛に 殺されて 居る が吳 からは 神述 、阳武 隣を 始め ごして 四 
をの 驅逐 お. い 上が 方 おじ 急派され 廣お 領爭潇 はが 留 ほじ 勒し排 H 脚の 搔巧 じ備 ふべ く 居留を は沙 
，面の 外 A 居 削 地に 人る がボ 艦に 避難せ よど 巧 吿をお L た。 

ま 京 【聯合】 九日 薛 == 樂上陛 ド じは 本 H あを 屋躲 一二 邮脚 S. 職 將縮成 動員み を 御 裁 巧 あ b 一方 
五 千ん よ ゥーぶ 八 千 人け 化 もに 化 動すべく、 これ じて 現じ 濟お郎 巧 軍 六 千 人、 陸戰隊 を^を む靑 
島な 屯 お 一二で 人、 膠 濟が道 沿線 守備を 一平 人を をして 山 東 省の 巧 屯ず は 二で 六 千ん じ 達すべ < 海 
が おはが お、. 度 巧、 長江 方が じ 佐 化 巧 よらと をの 驅逐 艦を 派遣し がに あま 一 帶へ觸 逐繼四 隻を出 
動せ し，： 3 •へく 阿 時に 田 中 宵が はを 邸 じ茹ホ 獨佛が 大使を 招きて R 本の おを 盧 志は 全然な 留民 ぶび 
'利 J が淺 にある こごを 吿げ 、をね て 一股閒 ほじ タブ ー トメ ント を發 して 出ち の 円 的は 山 東 省の 激 
! 道 線を 錢 誰して 交通の 自由 V- 計 b 沿線に 散 化する 邦人のを かが 產を 保譜 する もの じして 時局 鎭を 
I すれば 化 もに 做を すべ （萌 支一帶 への 軍 お出 動 も 巧】 の異 變じ峭 へんどす る 手段 じ 過ぎない ご聲 
- 明した 0 

I 米 國へ時 使 聯驢に 抗議を 提出 

i 上が 【聯 な】 十一 日發 = 巧を 巧 民 故府は n 本を の 山な せおを ぶび 濟南府 占 敞は國 際を 法 じを 


外務省 公表 i 最化 支那の 
動乱が 濟拘 をを かす じ まらし 巧 
め H 本な がは 居留民 巧 護の 爲め 
じちを 波ぶ し當時 出兵の 止む を 
得ざる 事 惟を 述べた" 'がるに 强 
巧濟 おじ 不 群なる 争 化の 突 澄ず 
るに 至ら、 神 地の 形勢は： n ど 共 
じ 危娩を 巧し 到底を 化のを 力を 
W てお留 民を 適當 じが 譲 （能は 
ざる じ まつじ。 11円 島' よ 6 濟 梅に 
きる 山 お巧鐵 道は を 化に な b て 
破搂 さわ 現狀を 0 てす いば 到底 
を 逝の 完 をを 期し 難 <、 H 本 政 


府 はなじ 於て か 居留は の 保を 己 
を述 連絡を 巧す る 爲め增 兵を 巧 
巧し 第二 一 師瞄じ お 動を 命中る じ 
まつた：；，、 出ち の 目的に 至らて 
は 第一み 出兵 當時 ィ‘ 毫も 變 つて 
居。 い。 尙ほ 政府は これなか 五 
個 中隊を 天津に 向け 派 追す るが 
これは 天津 駐屯 ホの 一 部が 最近 
濟南じ お 動し U る爲め ホる 六 目 
じ 派遣すべき 駐屯 軍を 替朔を 早 
めた じ 過ぎ。 い。 而 してを がは 
揚子江 成び 南ち】 帶の 居留 巧 人 
を 保護す る爲め おらに 巡 巧 鑑み 


反する ごて 凰際聯 巧へ 正 巧に 抗 
継を 提出し、 巧 則 理事を じ 事件 
の眞が 調杳を ホめ 別に 目下 フラ 
ンス じある 前 外を 總長睹 紹櫃巧 
を アメリカ じ 派遣して ワ シン ト 
ン條約 違反を 硝じ アメリカな 巧 
を 脚かず i ごな h 唐 氏は 今明日 
中 じは 波 ホのを じ 就く 篱 である 
ワシントン 十日 發 U 爵務 長官 
ケ 。ツグ 氏は ホ 國の山 東ち 事 か 


誠 訂說を 堅く 否認し 何等 斯 6 巧 
渉を をけ やど 稱し濟 おが 化級锁 
事 ブラ キス 氏は 臨機 應變 的し 調 
訂せ しむる V. 述べた。 

マニラ 十日 發 h 巧 マ 三 ラ 3 ま 
那 人は 擧 つて 國民 軍々 費を め篡 
中で あるが 十八 日 練習 腊隊で 御 
寄港の 高 おを 殿下 じ截し 時顿辆 
官憲は 嚴 まじ 營戒 すると。 一 


黃河鐵 橋-^ 我 軍に 

藤 旧 靑島鑛 領事を 濟 南に 急派 


化 京 〔擲 を】 九日 發 = 今朝 八 
時頃濟 南よ も發 せられた 日本軍 
のを 報じ 依れば 南京 國お审 •か 我 
軍の 最後 姐 牒じ應 せざる 爲め H 
本 軍は 

正當 U る 手段 ごして 闕民 
軍 じ 砲擊を 加へ て‘ M 道 沿線 並び 
じ 居留地の 譬戒 線よ らお 退した 
るが 日本軍 ごして は 『i* 戒 線を 
化さん とずる 國巧 軍じ掛 しての 
み 攻勢 的に 及ぶ』 旨 言明し わ C 
尙ほ H 獨機關 姉よ > 成る 臨時 國 
際 巧 車は H 英ホ 閥族を 揭げて 十 
と 人の 米 人、 四 人の 猫が ホ 民 支 
孤 人 S な餘を 搭載 I 南 ホ 軍の 砲 
みを がび' つ t 靑島じ 到着した か 
化を 政 おは 天津の H 本 駐屯 軍が 
同化 じ 飛む 魔を 設けた る i じ 勘 

レて 抗議を 提 おした。 

上が (踰 を】 九日 發 U 外 山 旅 
脚 長の 統帥ず る 磬廿八 旅 閣は濟 
南の 萊 十五 哩 め 地韶で 

を V* 衝夹し 激戰數 刻の 
を 武裝を 解除して 濟 南に お揚げ 
つ i ぁりし 際陳 調元將 軍の 巧 嫁 
ど 遭遇して 目下 激徵 中なる が 藤 
敗は ホ だみ せず、 U 本粧お 軍は 
濟商附 ぁの 南 軍を 績々 武裝賴 除 
し濟 苗の 黃河感 橋 其 化 軍事上 重 
要なる 地 點を扼 したがが 山旅團 
の會 戦を 除きを 所の 戦 翻は 極め 
て 小規模に 化つ て 居る。 尙ほ駐 
屯 軍は 巿衔戰 の 電流を 恐れ 碑强 
領事な 退きに 列車を 提供した が 
領事 閣は踏 化 b だ おはの みを 引 
揚げし むる ここにな つた。 

南京 (職を】 九日 發 = おを 围 
民 軍 通信 巧の 發 をし 化れば 濟南 
の B 本 軍は 昨 化 ニ時閒 じ： 0: ろ濟 
梅の 

西 城 を 砲 擊し找 家 較十軒 
は 崩壊し 約 五 巧 人の 削 巧者を 生 
じた ご 0 

t が 特電 〔ヘラルド •トリ ビ 
ユン 紙】 九日 雜 HH 本の 山 東 省 
おおは 忽 もじして 商 軍の 化 伐に 
軍事的 影變を 及ぼしつ、" ゎる も 
のえ 如く 日本軍は 南 軍ん 進擊を 
腰 迫して 南 軍の 速 絡を 絕 もて 國 
技軍は梅方じ退却を餘儀^:^くさ 
むて 化 軍よ を迎擊 されん ごする 


形勢 濃厚 じして ま 挪ん侧 の帮道 
に 化れば あ 軍 じ巧屬 して 居 だ 馬 
賊 上らの あ 書田胳 軍は 化 軍ょ 心 
牧 賄して 南 軍に 巧 旗を 麵 さんご 
しつ 5をるもの：かく 1 ホ化軍 
は濟南 事が じ 勢を 縛て 俄か レ 勇 
立 も 積極的 广南 軍を 彈壓 せんと 
して 晋る 0 

靑島 特電 〔ニユ mi ク •タ异 

ムス 紙】 九日 發 h 濟南 おはが H 
午前 四時 邪を ょら 日本軍と 爾軍 
め 衝突を 再 巧し 

攻擊 激烈を 極めつ i める 
もの i かく 日本軍は 優勢を 示し 
て 居る が 今朝 八 時化を、 靑窗ょ 
b 阅化じ 出張し 西 田 領事を 階渾 
して 南 軍这の 外を 巧衙 じを 權を 
委任され た 藤 出靑島 総領 寧 S 到 
着を 報じた 電話を 最後 交しで 濟 
南との 通信 機 關は普 S して 巧 息 
を絕も 無線電信 馬の 破壊 ど 謀に 
H 本 軍の 苦 戰が化 憂され て活る 
が靑島 も 今や 戒嚴か ド ごな な 陸 
戰隊 I ニ 巧 名が 上陸して 一 

^ 枚は 化 時な をの 巧 民み ぉ 
は 絶對じ 禁じられて 枉る 。支那 
ん 側の 報道 じ 巧ぃ ば 藤 か 石鄉寧 
は 日本 營綿 地域 巧の 支那 人し 對 
し 十時陆 巧に 立 退を 命じて 砲擊 
に 着 ホず ベく 將 軍は 化 伐の 满め 
黃 河に 立 去つ たが 濟南府 の 停 革 
縷が U 本 軍 じ 占領され て 居る か 
はを がず 明で ある。 

首相 獲 ロ巧訪 間：： 

東京 特電 十日 發 n 旧 中 首 楠は 
山 巧 ぉおの 敲 解を あむべく 九 H 
午前 濱 口ち 极黨撼 裁を 招請む 補 
禪 意見交換 後 『斯 0 かき 重大な 
W を 問題は を國 をが 擧 つて 一致 
の ホ 調を 要する、 之じ對 して 意 
見を 披歷 して 超く i は 余の 義務 
である』 ご 述べた じ 街し 潰ロ總 
孤は 『現在 じがて は 余 自身は 勿 
論黨ピ しても 意見を 述べる ミを 
欲しない、 暫く 形勢 観望の 上 之 
をを 表しね い』 とを へ じ。 

南方 留學 生歸國 

東京 特電 か日發 = 陸軍 十官學 
校 支那 留學ホ 南方 派 十ち 名は 國 
民 軍じ參 加ず ベ/、 巧國 しれ。 


南北の 化戰か 提議. 

意味深長な 張 作霖將 軍の 通告 


化を 【聯合】 化日發 n 張作霖 
お 軍は B 本の 山 東 省 出兵に 顆 
聯 しこの 際 南化兩 巧は 內亂を 
止めて 擧國 一を なて 外敵り 本 
を擊 破すべし どて 左の かくを 
省 督軍じ 宛て i 通電 した。 

/ /.)■ / . -W I- ..VI — 

支那の 巧亂 は々 や 数年の 乂し 
きじ 及びみ を 主義は これに 乘じ 


する 者は 巧が 敵ど雖 友人 ど > 装 
るち 言明した。 故广 余は を じ 共 
を黨 の彈顺 じを ふご 巧に 巧が 巧 
除の 巧 屯す る 巧、 常じ內 外ん の 
をを 财產化 護を 殿 あに 腳 巧した 
證し 余は み亂の 外を じを 馨 する 
こどは は國 のぶ 證 的なる 對巧關 
孫を 傷 < る じ まるを 恐れる から 
である 0 

過 ま 數年 じな b 廣東 、漢 
ロ、 南を 义び濟 南が じは 頗る 遺 
械 どすべき 巧 ホ 事を 生じた が、 
外國 人が みなの 禍中じ 巧ず るは 
極めて 遺 喊ご卞 べき ことじして 
若し 斯る 現象 じして 繼績 せんか 
余は 柯んの 面目を なて を お國及 
び 巧强じ 對し将 るら のぞ。 余け 
化 寧 態に 鑑み 勝 誇る 巧 軍 じ截し 
山 西 省樹道 沿線の 攻擊 停止を 命 
じた。 余は 內を間 題に 就て は 民 
國 々おのる あなる 判斷じ 跟從ず 
る もの じして 正義 ミす 正 じ對て 
る润斷 は-じ 國 民の 聲じ俟 た ざ 
るを 得ず、 余は 

壯年 の 頃よ 6 軍務 じ 服し 
乂 しく 滿滿 じあ b し 者 どして 共 
產ホ義 のい かじ 不正なる かを 知 I 
ら 且つ 别强が これ じ 講じた る彈 


本な 東を 特電 U ホ 無 巧 轉载〕 


〔十_ 


久原 巧內相 ほ命說 

み務 大巧 じ 欠が 房 之 助 巧の 巧命說 が溝谭 である- 


瞩 策を も 知る、 をは この 點じ就 
ては 圃內あ 数の ± ょ. CV も ょら 深 
き經驗 あら ク」 旨 信す る 者で ある 
余は 一部 不逞の 徒が 共 產ま義 の 
が果を 知ら 中して これに 营目ご 
な b て國 家の が だを 危< せんご 
しつ、 あるを 知る， 故に 國內じ 
あらては 共 產ま義 を 驅逐し 巧を 
的 じ 忍耐な てこの 衝じ當 るは 民 
國 のま ま權を 確立す るの 所 W な 
るが、 民 厨み 

巧簿 は 今 じ 於ても 巧 時を 
つべ しど 知れ や、 民 図の 船は 今 
や 沈まん ごしつ I をり、 をは 嵐 
民が 固 家の 靡を 巧 化を ち 覺し余 
の 哀訴 じ傾聽 すべき こどを 熱望 
して 止まず 云 々0 
尙 はを 顔 軍は この 通吿 S み じ 
一時 戰圆 巧ち を 中 化して 居る 
が張膊 軍のを 言は 要するに 梅 
化 協力 0 て 日本を 迹 をを 繪邀 
しね もの £解 されて 居る。 


秋の 縣 下の 大火 

'〔十-曰】 十 H 午後 ニ 時 四十を 
か 旧 縣雄勝 邵西音 内 町 じか お 
なち ち S 十 戶を烧 失した。 

一二 代議 ± を 召喚 

I ： 十日】 當山縣 選出 民政 黨寺鳥 
權藏 、新 潔 縣選ぉ 同 髙鳥順 作 
沖繩縣 選出 岡 化 城 永 渡の 一二 巧 
畿± は 宮中 賜餐 から 歸る やを 
や 召喚され たが 寺 鳥 氏は 潰 職 
嫌疑に て 化の ニ 巧は 選孽 違反 
の爲だ £。 

大禮 博へ 巧 幸 啓 

(十日】 聖上、 皇后 兩 陛下には 
化 H 午後 上野の 大龐 博に 巧奈 
當 遊ばされ わ。 ■ 

溢 澤子賀 筵 延期 

尸 十日】 絕瀑榮 一す 爵膽囊 炎で 
六ち 1 U 帝劇に おす 篱だ つた 
同 子の 来 壽賀莲 はよ 巧 一 U 
延期され た。 


1 J 



了 タリ 力の 離 ハ 諭は 11 . 

觀察 ずろ 

濟南 事件の 國際的 內政的 
影響は 表面な 上 じ 深刻 だ 


争を 





々み 




iJ 


て 政權を 挺らん ごしつ i あら、 
をは この 內 乱に 就て 
南支 諸 省の 良 おが 塗 おの 

苦しみに 逢 ひつ {あるを 知 りこ 
れを 苦痛 どず。 をは ほ國 の捆激 
化を 欲が ホ 故に 諸當の 請に 應じ 
て剝を 取る じ まつた が、 余は こ 
の當巧 よら 齒啟胶 の瞩遂 じ勞カ 


ニユ另 — ク？ タ ホムス 紙 

濟南 事件は 所謂 支那 閒題 
を 益々 複雜 化ら しむる と共に、 

或 ひけ お 來の輕 際 願 係に 重大な 
る 結 おを 生む じ 至る かも 知れな 
い。 即ち 今日の 填 合、 日本が 柴 
して 濟 .南 じ タ數の 軍陳を 駐屯せ 
しむる の權 利が あらや 否や、 或 
ひは 今回の 衝突が いづれ の 軍隊 
じ 依 b 火蓋を 切られた か VJ いふ 
犠な 主は 間 題で なく、 この 衝突 
が將 巧い かなる 賓を 結ぶ じ まる 
かどい ぶ どい ふを が、 愚 も 重大 
な 問 顧で ある。 

巧を 側では 例に 化ら て 日 

本は これを 機會 ごして 山 ま 省を 
巧び 占領すべき 巧 必のロ 賞に し 
て 屠る ご稱 して 居る、 この ホ 難 
は魯じ 日本の 誠意を 傷け るの み 
ではな < 、却て 自包 9 持つ 利益 
じ凿 する 富 目的な 非難で をら な 
ければ ならぬ。 蓋し 巧 中 首相は 
支那に 勒 して 所謂 積極 政策を 標 
榜 して 居る じ も關ら や、 H 本は 
ぶ 那の本 ± いづれ を も 武力 じ 化 

- て 占いる の 息を。 きこ ごを 屢 
.接を 明す る 外、 首相は 往年の ち 
名なる 到 支サ一 镜條耍 あじ 願 係 ー_ 
したんで わる じ も關ら ず、 聰明 
なる 首相は 斯る巧 爲の巧 現が、 
化を 的 不信を 招致す るに まるべ 
き を 知つ て 居 こ。 

........ 故 じ、 山ち 省の 軍事的 も 

領 が、 リ本 じどを て 極めて 不利 
益 U も 5 である どす る U らば、 
日本は 南京 喊は軍 じ 化 b て 傷け 
られ たものを か 巧 じして 憤 ふで 
あちう か。 不幸 じして 東げ のな 


治には 『體 面』 ごい ふいと が 非 
常 じ 重んじられて 居る、 おつて 
日本と して この 事 ホを 看過す る 
こどは お ホない のみな' 4 ず、 斯 
る寬裕 なる 政 巧は、 支那ん を L 
て 日本を 益々 畴蔑 せしめ、 巧て 
排 U 的 示威運動を 高める やぅな 
事情に 嚴 かれて 居る。 

........ ム r 画の 事俾 はなを 南 慕 事 

件當 時の が 態に 類似した をのが 
ぞい、 なじ この 瘍合 取るべき 致 
をの 方法は 英國 が當時 施した 載 
策 —— 即も軍 除を ぅん £增 派し 
同時 じ 根氣强 くぶ 證 的な 解 巧を 
計る こどで ある。 をの 半面 じ 於 
て‘、 日本が 支那の 內亂 -」 干涉し 
0 て 南 軍の 化 伐を 妨げる ごい ム 
こごは 到底 出 ホぬ、 蓋し 斯る政 
策は 中ち 及び 南支の 日本 巧權を 
自ら 傷け、 恰 かも 十 年 前の 如く 
をち 那擧げ て 日貨が 斥を 巧 現す 
るに 至る からで ある。 

想 ふじこの 事件は、 支が 

ょりも 寧る 日本 じ Vi b 特殊な 試 
練で をる かも 知れ 蓋し 田 中 
首 巧は 巧 政 的 じ も 幾を の 困難に 
直 おして、 日本の 政 尉が 不安 狸 
じある この 際、 ネ 亦女那 問題を 
禍 中じ投 する ことは、 更らじ 新 
らしい 政治的 化 霞を ホず る じ 至 
るか も 知れない わらで ある 0 
ニユ 3— ク •ウオ ー F 紙 
而 かし 今度の 事件 じ 就て 
は、 をの 背景、 即扛 過去 一二 十 年 
じ 直る 山 東ち の 外翅篡 食を 顧み 
なければ なら «。 第一 じ 銃 刹を 
擬 して 千 八 巧 九十と 年 じこの 化 
を 占領した ものは 巧 逸で ある。 


而 かも 踩渊 大戰じ 際して 日本は 
獨 遮よ- 〇 こむ を 奪 ひ、 形式 上" 
本は これを ぞ那 じ還附 した ミは 
を ふらの、、、 H 本は この 化を 日 
本の 『敏カ 地帶』 ど 認めて をを 
蛙 巧せ しめて 居ち。 

これ 等の 久しい 期間 じ挂 
る 支那 人の な 惑* 一り ちへ なけむ ば 
ならない、 蓋し 出 東 省は 化 ま 邪 
の樞 軸で あら、 上がより 化 京へ 
0 述路 だ、 ± 化 蟹燒 でを る ご お 
じ 化す を堪ん だ 普地 を る から 
であら。 故に 今風の 事俾じ 於て 
日 支 軍隊の いづ わが 先き じ簽砲 
した かごい ふこ どは、 化 强い禍 
巧から 銳れば 寧ろ 技 菜の 間 題 で 
あら G ければ ならね。 

なじ 支邪觸 lb をはし む 

れ ば、 册をじ 互る 怨みが 爆發し 
たもので あるか も かれの。 これ 
を 日本よ b すれ 法化留 民の 生命 
ごがを を 保護すべき 唯一の 手段 
であるか も 知れない、 これを 里 
する じ 先見の明 をる 人 巧で この 
時局を 拾收 しない 限な、 牌 ホよ 
>重大；；；*る紛爭をやるじ至る？ 
を覺 悟し なければ なら 0 。 

:…… お 京よ をの 裙道じ 於れば 
目 本のを 新聞は この 事件を 極め 
て 冷 靜じ觀 察し、 荀 （ち 民衆を 
煽 勘す るが 如き 態 巧を 避けて 居 
る こ VJ を 特記して 居る、 巧々 は 
この 場を 日本 輿論の 冷靜 なる じ 
比較し、 これが アイリ 力で あつ 
じ瘍 を、 セン セ； シ ヨナ 瓜な 鹿 


題で 『ち 那人ア 


.力 人 巧ち， 5- 


殺害す』 ご 報じた 處 をを 想像— 
て 見たい。 

… ..... 旧 中 首相の 截 支那 政策た 
るら のは、 前 內閣じ 比較 すれげ 
自由 ま義 的で な < 、友證 的で け 
ない、 而 かし H 本の 輿論が がか 
的ょ b も 平 か 的 じ 傾いて 居る で 
は、 旧 中 巧 觸の巧 勘を 愼垂 
しめざる を 得ないで あらぅ。 か 
巧は、 この 危機に 面して H 本が 
閉紙 がごつ たが 蹄 じる 利颇 U、 
なて 化を の模髓 ごする じ 足る* < 
しご 信ずろ ものである。 
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~ 會敕 な 美人 本日 


巧設位 
まを 堂を お生み 羁 
巧 あ 稱會下 寄 
を 職ら 娛圖社 町を 
稱業 築 書 員を が お 
事 用 具 雜じ十 比！ 
業旋 簡誌 最お亞 i を 
謝 旅 ち 新 適を を 
査 をを 抚學お 
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日 曜 

自 午前 十 時 ま 午を 一時 
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じ 日 n な最ホ 
が 了 本 U お 新年 
ブ育寧 人麗じ 式の 
W 愁諸 g T 巧經 
ルを 切 君 S 信學驗 
I 諮 じじ 堅 巧手を 
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お 計時 お寶 越を 貴 

會商 柳靑岸 

目 T 二十 巧 西 
あと 十五 巧一と 十四 巧 

角 化を ーアエ クスス ム イタ 
グン テ * A ビーカ 一 ス グン ロ 

お 巧 拾な 化 

四 セ ミ 四 トン アイ ラブを な 

j KISHI-AOYAGI CO 

1 147-157 W.42nd ST. 


CAMPBELL SERVICE 

設備 整な 經餐 低廉 

Call-TRAFALGAR 8200 
FRANK. E. CAMPBELL 

*'The Funeral Church** Inc. 
(NON SECTARIAN) 

Broa み vay at 66 化 Street, N. Y. 
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雜 辦 貪 渊 


日曜 ±】 日 ニ ト巧五 年 H 和昭 


診察 

午を ニ 時ょ* 六 時 
日！！ はおめ 相 西 g 

ドク ト タ 

高見 豊彥 


化 巧 品 卸* 

五味 商會 

W E. 三 thFK . ごさ 
をぎ y さ sant 3 之げ 

」ic ミ OGi、 Mb- 

ニ 1 ミ 任》 臺 st.K ささ rk 
ジ I ■ 安 vers 穿ち 73 己 言 yl ミ 養爱 

み ク^ 斗 か 九 時 1 午を 一時 

H 巧 午が 九 時 1 午を 四時 

ドク トレ' 小 栗乘吾 


諸集會 

唐 巧說ぉ (日) 八 時 
日 娘单沒 (日) ニ 時半 
あ 庭集會 (水) 八 時 

麵馨ま 八 時 
婦人 會 
諸ぁ會 

設 備— 

を 宿を、 簡易を を 
巧袭周 お、 をの 化 
人事の 卸 相談 じが 
じまず 0 


化 

紙" 

桃 

U わ 3 
G 化か 

SfS 

N2 

A 
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診察 時間 

午 S 九 時] 十 時 
午を 六 時） 八 時 

バ^ 小栗幹ご一 

がか ホフ ブブ| 病 保 
巧 五 巧 病院 巧棋 

ま 市 コン バラン ド 

病 お 巧み 


.的 

k 邮脊 

如 巧を 


3^ |を 
- 刷み 


.2 柳 

T 8 

巧 


諸.’. ぶ， 翁. 

日 巧 逆 善硏巧 正午 
共 慟會タ と 持 半 
巧 拜說お タ八時 
木 度が 禱會タ 八 略 
英捂 及び 裁な 

午後 ニ 巧 

± お 第 お 會义は 
ホ話會 タ乂時 

化 貧势秦 
寄な 部、 旅 巧者 ま 巧 
巧 •人事 巧 誤が、 謝适 
報、 话業罔 おが、 ちを 
裁 おを 授の諸 課を 設 
け會員 及び ホ 會 員の 
巧を 計る 


診察 時間 

午を 一時 1 ニ 時 
午 巧と 時 n 八 時 
を お哲を ± 

パ： 巖本谨 一 

古 か 比亞大 をぶ び 
ザブン 病院 教巧 
日 巧は お 約 巧 上 民 


圳 II 渗療 

前 巧 頤上お 

コ ー チ か大學 
ド タト か オブメ デシ ソ 

醫學搏 ± 

吉 唐巧彌 


診察 時間 
午を 六 時 1 八 時 

江 見 ニ一奶 

引績 きべ 八ビュ 1 
病院 在勤 じがを 時 
間 かぶび 曰 巧は 前 
約 じ 限る 


I 洋服 調進 

I クリ I ニン グ、 ダイ 

イング、 修鐘等 一 切 

、： ミカド 洋服 店 

.が 本 保 
一 電話 クイン ランダ！ 
六 八 H 0 


化留 靑年理 おの 团ホ 

日本人 靑年會 

:羅 S ニ CIbarki 12 乏 


齒稱巧 主な 基 

自 午前 九 時：： = 十二時 
自午を 一時 ns 時 

火曜 午後 一時 N ニ 時 
木罐 午前 化 時 = ニ 時 
は學校 勤務 じが 不在 


尋 れ人 

(まを 府ん) 巧 巧 お 雄 
(ま 京) 平 お 和 雄 
(熊 本 協 人) おが 万作 
(愛知 縣 人} 長 赔德一 
(福 岡 孫 人〕 巧永國 みが 
を 永な！ 藏 .持 山ち 太郞 古川 
正を ホ K 幸藏石 松節朗 
渡 邊篇寶 麟留吉 ち 川 巧 ま 
上 おおず 井な 貫を 酒 雄 
貫 造太郞 古家 武雄柴 旧 善 
雄 

(佐 賀縣人 憂 山 善 六 
(愛媛 縣 人) 橫旧常 ま 事 常 治 
仲 座 宮之巧 

(東京 市} 小が 銀を 郞 
(大阪市) 白木 政 太 部 
(鳥 取縣 人) 木が 薰信 
(長 野縣 人) おおず 人 
をのを じ 通 か 致 度き 儀を 之 
候 間 本人 おくは 知人ょ b 巧 
住所 卸 迪か願 上 お 

紐 育帝國 総領事館 

165 Broati 辛ち fi ミジ rk 巧で 


評 讚 毎 巧 十 B お 巧 
雜誌 E 却/一部 十她 
414 East 基 th St . Hew さ rk 畳 V 

! • • • a I 1 I 


化’ 税關 事、 務 
1 ww 一 東 巧を 化幷 じを 化 あ 
C 6 加 皆の 儉 出入 方な じ關ず 
化 W ゎ 側 I ずる-切の 御 諮問に 
化 W 2 刷 應じ货 道 滨船貨 め 迷 
W W W 邮 貸ぶ 出帆 ま おお 手" お 
ん抓 A 咖書等 進き す。 重要 都 
叫 ホに 化理曼 々し 誠 
M む b ; 實软速 御用を じ應や 

F 巧檢 取扱 


稅關 事務 取扱 

WI 巨 AM LJANE & Go . 

Room ニ运 ニ Broad 去ち， 百な 
Tel . ぎ 左 ing.Gaeen 91 萬- 9137 


か お 育 如を 認 
內務省 旁 許 
東を 帝大醫 科大學 
を 婆 お 習 巧 卒業 
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產婆 お本綠 
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ホ 上 義人 

西 六十 五 T 目 一四 六 番地 
が 育 ホ 固 旅館 內 
電話 トラフ アグ ダ！ ニ 五六 五 


笠 ホ 洋服 巧 


ぉ巧巧みノ巧^^一 r ングニぉニ九ニ區 

飾 锦丸山 洋服 蘭會 


H み、 をが 寶玉毁 美 
術 お、 婦人 用を 飾 其 
化 装飾品 

闕島訂 r ァ 

高等 ホ 術品修 鑄、 
昏飾 品、 スト リンダ 
曰 本 服 戴 磯 


i 十五 年の 辰を ある 當 巧は 糸 年の 
經驗ご 新 智識を ちす る敎 姉を 聘 
しち 勘 車 
操 縱を及 


びが 巧者 
の お得す 
べき 必要 
な 機骗的 
智識を 短 
期間 じし 
て 最ら能 
牵 ある 徹 
底 的 技術 

をを 習し を狀 獲得を 保証し 織 業 
ロを' も 罔旋 します 0 

♦さ籍 ♦雜誌 ♦新聞 
縱變 をを 開 
執務 午前 九 時 i ら 午を 五 時を 

紐肯 日本人 會 

ブロ ー ドクで イ一 おと 五 
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A 通譯 ◊識巧 ◊を 渉 
◊買物 ◊其 化 巧で も 
お 懇切に 御 取扱 致し 
^ まず。 

™ A をは シカゴ 大學を 
I 卒業し 巧 ホ 旣にサ 四 
年 聊か ホ 國の奉 情 じ 
j 述 ホる もの ご 信じが 

j 紐 育 商事 研究所 

i 所長 J 韓上 ぁ純 雄 


A ホ國 にて 發巧 せる 
新舊の 書籍》」 雜 歳は 
御な 义 次第 敏速に 御 
屆け 致しまず。 

A 右樹 注文 じ對 して 
は定攫 よら 割引. トて 
差 上げます。 


化 


成功の 秘談： 

米國式 英語を 該す睾 
は 成 巧の 第一 髮 でず 
本校には 巧 本人 教授 
じ 慣れたぎ 任婦 A 歧 
師ぁ 6 懇切 じ 會お通 
信 文 社を 語を 敎 巧， 
ます。 日曜 週- H 巧に 
午前 化 時よ b 午 お 十 
時まで 開 技し 一 レツ 
スンと 十 寬袖づ I 
今日 底 もじ ホ 校 われ 
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鳩輔公 it マ ツサ！ ジ 


巧務省 免許 
產婆 媒炙醫 
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觀鐵揉 治療 
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民 了‘ 3 

U 巧が 
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ぶ 姑 成 
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MW 防 

就- 

^ 午前 化 時 3, 午後 义 時を 
Y お 張 治療-ニモ 應ジ マス 


マッサ！ ジ 、整形 

藥 風呂、 水 治、 電氣语 を 

晒が 療院 

フイ ジ才 シラ ピスト 

を 認西村 幸 巧 


攒眼並 じ 眼鏡 蘭 節 


時 旧 
洋服 店 


男女 靴 ド 類め 御 

用 蘇じ應 じます 

リて术 ■シ 八ク 

靴で 會社化 巧 巧 

時 田 信タ郡 


丸み 洋服 蘭會 


を 五十 I ニ 了 月 

ニニ I ニ 

が 藤 
洋服 巧 


新鮮 魚介 一切， 

日本 入 おきのを 魚 澤山取 6 揃へ 
待が 廉慣で 大勉强 をし ます 

サヴす ナ魚巧 
Jeseolh ひ avos » 

技 4 W. 芭置 St 
'rel. oolmnbu 田 91 篇 


をき 米國 婦人 
H 本人への 英 
語を 授 じは タ 
年の 經驗を 有 

す 0 一 レヴ ス 

ンと 十五 化 
毎日 朝 九 時ょ 
もが 化 時を 巧 
時 にても をし 
H 權 日は！ 時 
ょらの 時を 
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椎資扳 貪 


純 育を 命 保 除會社 

H 木を ま 
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2»ミ wo 王 f Ufel ロ mcjranloeco 

SI 01»吕をさま： i>?《WYOrkc!ity. 
Phon 度' Wor を 技 度 

タ姑ノ ホ ニ 御 掛ヶノ がい 必 V 
御 自巧ノ おぶ ピを話 ホ 巧 チホ 
巧々 古甫辛 f サィ 


機械 設計、 機具 
運動具、 玩具 •美 
術 品臺* ランプ 

松 本ジぃ 

「滯 蘭疆 製が ミ 
ジン. ゲアご ラ 

ケット 贩賣」 


齒巧醫 木 下义巧 

ゴ II 壬. ご 1 さ St 
ぎ 穿— 式 苦 57 


巧 かるた 

はも* W の遊ぴ 
ホを 诞 文で 乂國人 じ 能 < わかる 
やう 簡單 明瞭 じ說 明した ものが 
お來 ました。 內を 目み 進ま 致し 
ます、 御覽 下さい。 

W K 呈 A さ ミ 呂 ， 114 E . 笠 さ St . 曰タ 


弊 巧は ホら く 白人 間 じ 信 
用を をし 熟練せ るな 術 ど 
親切を 化て 販賣 をし ます 

寶石 貴金屬 

御 注文 あじ 

る 速修鐘 

諸鑑を 無料 

巧 中 商店 

N 8 E . 6 巧 h で.， 0>プ sediss ><? 
•巧 Ihillljulcial * sow 巧 




弊 巧は 資質 誠意 进速 ホ義の 
基に 御 ± 產物一 ま卸賣 値段 
で販賣 致します タ ホに 約は 
らず 御用 命 仰 か 下さい ませ 
◎歐 ホを 權 時計。 置 時計) ま 
◎寶巧 貴を 屬 。銀製 器具 一 ま 
◎を 禪萬年 筆。 金銀 製 鉛筆 
◎蓄音器。 レコー ド 見本 陳則 

◎寫眞 器。 タィプラィタ ー 

◎船 切 巧。 がを 寫眞帖 給 鶏 書 

フ。 1 ドクで] 巧と 十蕃 

領事館 向 側 建物と 0 五號室 
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JTTTiHM . 操縱’ 機が 敎 習、 

• iiU 重 葛點义 電馨导 

懇切 じあ 授晝巧 南 巧 日曜 も 開校 
H 本人へは 秋 山 氏 專任敎 巧す 
量 皇 己 itan Au を Sclio 己， 夏ぶ E. 芸 thst. 


日本 理髮 館淸 

西 四十 H 了 目 百 蕃地！ 二百 六 室 号 

タザ ブ フロア (第み 街 ミ 巧 十 H 了 目角} 


目 本 散髮屋 則が I 

五ヶ 年間 中 村 氏 VJ 共 じ 就業。 

ジ ヤシン ト * フ 3 ツブ 

31 W J 5 th St . N . Y . 芸 

巧 ei - caiib 占 S Ave . & C さす al Park W 资 t 


夏場 向き 上等 

チョコ レ— ト 

當會 社は 特に H よ 人 諸君の 夏 
麓營 業に 適當 する 巧 品を 提供い 
たし 盾 b 米 國ち部 にがては 孰れ 
の 菓子 製造 家ょ b らヨ リタく 日 
本人 諸君の 御 得意を 持つ で 居 も 
ます 

チ 3 コン I トの查 ラィンは が 
グチ モア 本 化は 勿論 左記のを 店 
の 見本 室 じ 欄え てあら まずから 
是非 御一覽 下さい 

FA1IU 苦 量 G 夏 章 S, 

40 West 21st St, New Yoriy. 

s ら至 芦資吉 Y 呂 MsrjY_ 

10 で st だ ndst-, Bayonne, N. J. 

J. 呂夏 I ミ か 吉ち N, 

基 3 夏 rkef SI, 雲 sb ミ gh, P 产 

か 辞 

呈 0 夏 LATE 呈吾 U 写 S 呂， INC. 

P 星 t & 一一 呈 cord 巧 『岳で， 

B 芸 im 与タ 量 . 

上等の 品 許り 

考ャン デイ 類 


濟南お 中、 心に 日 支 軍隊 戲ふ 


陸海の ち 頭 動 合」 
徹底的に 南 軍彈壓 

^ , 南 軍が 雙 ホを 拒絶した ので 
乂藥 庵燦發 。 を 一二 師睐動 員。" 

支那を 止に 日貨 排斥 起ろ か 

東 •一巧 特電 九 0 發閑院 を賊仁 親王を 始め 率 b み 採孽、 
上が 勇 化を 元帥、 隆 巧乂將 梨本當 ザ正モ 、鈴 木 ホ 雄、 鈴 木な ホ 
ま おな 義 、宇垣一成を 大お ぶびむ W 陸相の 陸軍ち 姐 速は、 井上 
を 壁、 東 鄕伞八 郞兩化 帥、 海軍 大お化 見 お 巧 お 王、 財が 彪 、竹 
F 男を 乂將 及び 陶 旧が 相 等の お 帶首腦 を ど濟巧 事件 善後策 じ驅 
おして お 鳥 軍事を 讚を お 集 協講の おお、 この 瞬 陸海 軍け 協问し 
して 徹巧的 じ お 京阁民 軍の 茲 巧を 彈 腿ず る こごに 决 したが、. 巧 
を 軍は H 本 S 要 ホ 〔別項 所 報〕 を 巧 結した ので、 八日 旱曉 四時 
濟南 域外に 巧び 牌圓 開始され i 本が は恤 化を 削いて 南 ホ ザの 火 
樂 庫を 爆 獲した ので、 南を は 退却した が、 一方 臨時 觸遙は 昨 H 
午後 六 時 首相官邸に 開かれ 徵時 編が 制 じよ b て 第 S 帥幽を 動員 
どみ しな もに 御战 W を 仰いだ が、 同 師刚が 山を 省に 到着 後ぶ 曇 
じ 朝鮮々 び關東 州よ r - 臨時 じ 派遣した 部隊を お揚げし むべ （長 
江 沿 巧 人 居留民. し 淺ロご 上がに 集注して 居る ので この 方面 じが 
を 力を ち 遺して が 誰 じな やべ/、 ま那 動乱 じ 就て が 績 業者は ま 外 
驚かず、 海 迷界は 活氣づ いて 居る*。 の； 大 おの 實業劇 体は 『將 
米 支那を ± rH 貨排 巧が 起る 化 あら、 豫め 用意せ よ』 と 警吿し 
て 居る。 

最後通牒を 跳 付く 

'松 や 大使が 國務 長官を 訪問 密議 

ワシントン 八日 發 H お ホを 權 大巧 か 平恒雄 皮佔本 H 國務 長宮 
ヶ 。グ をを 訪問して 密議 數 刻に 直つ たが、 をの 內 をは 山 東 省 お 
ちじ 親いて H 本の 立場を 說 明し 謗 解を ボめ U もの 定見ら る。 一 
ホ國 が 省は 天 ホを 化 緒 領事 じ濟南 事件の 調査を 訓 をした が、 濟 
おじ 駐屯す る H 本 巧は 巧 京 お 綜帥蔣 かお 將 ずに 左の 如き 最後 通 
碟を をした ご 了解され て 居る。 

〔一】 休戦 協を を 無視して 装 巧した る責巧 軍を の 武器を 解除 
し責巧 司み 官を巧 罰する こご。 

ごこ 膠 濟鐵逍 沿線 あび 濟 南が 居留民 地 六哩半 じ闊民 軍を 撤 
退せ しむる こご。 

【ミ】 緩衝 化帶 巧に 居 殘る 軍隊の 武器を 解除し、 B 本 軍に 對 
する 戰圃 巧爲 並びに 排 H 實 博を 邵刻禁 化する こご。 


靑 島聘電 ご一ユ 3 i ク •タ 井ム 

ス 紙】 八日 發 = 昨日 午後 四時 濟 
南 科 屯 H 本 軍 司々 官 福旧胳 軍け 
蔣 か巧將 軍に おして 一 ニ 個 條じ邑 
るを ホ 〔别項 所 報〕 を 提出して 十 
ニ時熙 0 內じ 

回答 を ホめ たるら 今曉 S 
席 里 十五を に まる も 何等の 回答 
な < 、一入のを 漢は濟 巧 巧の 軍 
事 か 巧を 員 代を と稱 して、 この 
要 ボじ應 じ 得ざる 旨を 傳 へて 立 
まら， 午前 四時 V - なるや 南 巧 軍 
は 突 巧 砲火を 隅/、 じ まを しため 
H 本 巧は 直らに 應戰し 今朝 十一 
時-し 至る までの H 本 軍の 戰巧將 
キ 十二 人に 违 した 旨 間 地よ b 靑 
島 日本 總做事 館 じ 入電が ぁつた 
目下 濟南 .じぁる H 本 軍は ホ 千 人 
:靑 島に 一 ニモ 人、 機 道 沿線に ニモ 
人の か、 猫 迫 嫁 一 聯駭は 明 U 當 
地 じ 上陸ず ベく 日 A 軍は 

砲兵 除を 動かして 前軍の 
火藥 庫を 爆 おせしめ たが、 靑島 
よら 濟 お-しをいた 巧 派 軍は 濟巧 
附 をの 殺 溢 線路が お賊隊 じよ b 
:破跋 された 爲め 止い ぐ 龍 山 じ 
立 役 生 中 じして、 當化 じは 大規 
お U る 飛 巧棋が H 本 軍が に 化 b 
'て 設けら い、 化： 屯 敗 践を千 五が 
，人 ある もポ 中は まつて 靜穏 G る 
一が、 一般人の 戚倘は 濟南爭 件 じ 



鑑み 南京 軍の 暴 巧を 惜惡 して、 
外人の 生命 財 產保疆 の 信用を 失 
ひ 巧つ て 化々 軍じ掛 ずる 人氣を 
ちした 觀が ある。 をの 結果 どし 
て H 本 軍の 態度 も 

硬化 し總 ゆる 点ょ b をて 
日本軍 ご 南を 軍の 衝突は 避け 難 
( H 本 軍は 專ら碰 兵 戰じ賴 b つ 
つ あるが 蔣か石 射 軍は 月曜日に 
濟南府 をを をして 泰ま おじな き 
獨 玉祥將 軍が 人替 つた もの i お 
く將 軍は 密じ 南京 外を 部の 慶柔 
不 節を 難 じて 『巧 じを 支 四み の 
S を 占む る 我等は 巧ん ぞ 日本に 
叩頭す るの 要 あらん や』 V, 激語 
して 居る から、 兩 軍の 對陣は 重 
大 る 結を が 期が され、 H 本 側 
はを を连師 脚* 一巧 八 千 人の 到着 
ど おじ 總勢 一二 巧 人 £ なら 恐らく 
_ を 山 東 省を 占領ず る じ 至る であ 
ら ，っ 0 

上海 八 H を N 濟巧 じて 巧び 日 
ま 軍の 衝突 あ b 正式の 

官ー 戰ホ吿 こを なけれ、 兩 
軍は を； を 巧 化 態 じ わち いつた 
もの t かく、 日本軍は 巧 職 H 午 
後 五 時、 南 おの 一睐 かホ峭 線を 
化して 掠を じ 化 事した 巧め、 を 
じ袍 火を を ゆる じいた つた ご 報 
ずる じ 反し、 固は 軍 側では を 偵 
の おを を H 本 巧が 妨害し 遂じ銜 


突し，：： i , こ報吿 して 居も^、 當地 
の 一 股 外 國んは H 本々 巧の ホを 
は 四 翻の 奉 情ょ b して 化 當ど認 
むる も 化 列強は 出兵 干渉を がま 
や、 巧 京 側 - a お 义恃に アィリ々 
が H 本の 山 東 省 も 锁じ抗 絶す ベ 
きこ」 を耍堪 しつ、 あれで 

をぶ 。を 識者は アメ リタ 
政 おか 無條 件で 斯 かる 提嶺に 應_ 
せず、 濟 あお 巧 事件の 眞 相を 先 
づ調杳 した 後、 柯等 かの 活動 じ 
及ぶべき で わる どよ 張して ちる 
而 して 一ん 南 女一體 5 排 B 貨は 
學ホ閒 体が まど Gb て 活動し、 
煩 東し は 五 万の 民衆が 大會を お 
ふして H 貨が 斥を 巧議 し、 上海 
を 中む どして 前古 未 曾を のが H 
貨 じぶ ぶの お 勢 わ b 日本の 貿易 
業者 も 一 ホなら す 化 憂して 居る 

まま 特電 (ニ ユヨー ク •タ 弁ム 
ス〕 八日 發 HU 本の 財を 一般は. 


第 十一 一一 聯隊 苦戰 

ロン. ドンた 日發 = 濟 南の 第 十 
ご i 擲隊は 認ぉ軍 じ包圍 さいて 
苦戰 しつ i ぁる も の I 如く 司 
を 部は 應お隊 を 波 遣した。 

日ち 關 係の 惡 化を 恐れて 居る が 
左ら どて 戰 ずの 突發を 期が し 居 
らず I 般 新聞紙 も 化が 冷靜 なる 
態を $ をが つて 居る。 


爲替 公債 類 



ま那 動乱の. 影響 

前号が 報の かく 日本の 山 東 省. 
おを じよ b 缉支 貿易の 影響 懸念 
よ & して 巧が 爲替相 嗟の 動搖巷 
だしく、 本 化を を時電 じよむ ば 
正金 あ 巧は 九日 二回に 直. りて 掛 
英米 爲替 建値を 引下げ お ホ 電信 
は 四十 六 巧 八み の. 一 じ、 凿英は 
一志 十片八 かの 五 じな つたが、 
同日の 當化ホ 場では 約 五十 五ポ 
キン f 懷 落して 四十 お 弗と 十 仙 
S ふ 十二 巧 0 ホの 化 値 ごなら 
たるに 逊 I 、 上海 巧び 香港 相場 
は 强圓を 報び たが I 方を 債 類 も 
ーボ キントよ b 】 ボ キント 牢方 
じ 下を しね。 

み 千 化生 命賣物 

ま 京 特電 十日 潑 H 小 お 達 明 巧 
の 後を 襲つ て 八す 化生 命の 社長 
じ擧 げられ たが 旧 龜造氏 も 遂に 
これを 投げ出し たので 阔 社は 又 
賣 b 物と：；；^ つた。 

五月 上旬 賓易高 

東を 特電 十日 發 == 輸出は 四千 
九な 四十 八で 八モ圓 、輸入な 六 
千 一二な 四十 一巧 四千 圓 、差 引 入 
超は 一 千 ニな 九十 ニ 巧 六 千圆で 
をる。 

東電 外債 ご 株ち 

ま 京 特電 九日 發 N 東電 外債を 
渉 事項は 詳細を 渉に 必要な ので 
十八 日の 臨時 總 貪で 承認を 得る 
速び に まるまい と。 

■特別 融通の 査を 

まま 特電 九日 發 N 時 別 融通 じ 
就て 昨 巧 深をまで 査定した が總 
おは 六 億 八 千 巧 圓見當 で この 外 
じ 台 银離資 一億 九 千巧圃 わる ど 
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會賺鄉 料理 


御 料理 齡如卽 

太 陽 

壽司巧 H を b ます 


0 000 


自 午前 十一 時 
至 午前 ニ 時半 


開 巧 


支那ち 理 

が 廳あ園 

司理 人を を 
ぉ發の 方には まな 
の 御が 巧じ備 へが 
閒會 席の 御用に 應 
ずべ （お 聞 巧ネ巧 
ネ磬 おを 立願 度な 
紙上 御 案 巧を とお 


第ち 街と so 

^ クシ ヤ！ 

f ビグ デン グ內 

小 池 寫眞舘 

電話 サ！ ク が， 

四 四 0 六 


舞 鶴 個人 敎授 

平 化を ダンス ▲ 

▼を 情み 操 A 



朝 十 時， 1 巧 十一 時 

シ卞ず フ ® タン シ 

ング 親範學 校を 菜 
i とが ター 


巧 八 段の 淨瑞璃 を 一人で ひき 述 
しねを 王 丈は 偉い*^ ごの 評 巧 


太 旧へ 宣を 下る 

旣巧ビ スト グ强盜 事件を 逃が 
れて 化の 窃盗罪に 服罪した 太 田 
幸み 郞 の宣吿 はまる 化 H 午前 ジ 
エネ ラ少 •セツ シ 3 ン第 一二な 法 
廷じ 於て 巧 事 ロザ^ スモー 氏 じ 
よらて 下された が、 新 じ 選 まれ 
た 官選 辯 護 ± よ b 御 慈悲 裁量を 
願 ひ ぉで、 お 事よ 6 太 田 じ懇々 
說諭 あらしを 二等 窃盗罪 どして 
四年間の刑をホ渡されじが^ 化 
人の 太 旧は 平気 U 顏 をで 法を を 
引き 下を 直ら じン >： シン 差 L て 
送られた。 


慶應 野球 團近况 

腰 本 監督ょ b の 巧 信 
『碼上、 が藤がまだ足の傷1£*い 
ぇ 中、 守備 方面に 大躁陷 が おを 
た •か 皆ょ < 巧つ。 チ； 么 • 

ナン グ 二割み 0 を、 一、 ニ 雷が 
二割 五 OOJ ニ、 四、 置、 み^が 
一二 割 四 0 から 二 一割と を ふエを で 
す。 宮武^ 濱綺がどぅも調デが 
出ず 新進の 島 本を 使は ふ ミ 思つ 
て 屠る』 を々 


慶大 野球 圏 側 

陣立 ごを 選ず 

ク濟 ザは 廣島 商業の 時げ 按ず 
どして 毕子 園で を鹽 の覇灌 IL 握 
った 名手、 をの 時の 申 堅が 嗎主 
だっ わので ある。 加 藤は ょ’ I 、 難 
球を ごら へる お巧馨 はき かを。 

◊捕手 じして キャプテン 爪 节-岡 
巧は 甲 陽 中學の 出身、 巧 陽中學 
がを もない のじ 突 £ して、.-^ 學 
野琼 巧の ダ！ ク •ホ ー スも」 P て 
現 ほれ、 最も 强 いど 云 はれた 松 
山 商業を 敗っ てを 國じ覇 を發し 
た 時の 捕手、 然 かもを の 時！^ 九 
圃 目に 本 墨 巧を 打っ て媵敗 逆 
轉 させた のは この 岡 旧を 一 當 
時 松 山 商業の 投手は がを 早^ 困 
チ—- ムの 投手 ごして ホ 紐し 4以 藤 
本 君だった ので ある。 伊藤は 閥 
旧の 控え， これ ど 云 ふ時徵 もな 

い。 

◊濱隨 も 巧 年 急 じ 投手 v > して 
恢復し、 明大、 早大、 大每 等を 
なで 切ら じした 名手、 早慶 復活 
戰第 一圓 早大 じ 乱打され て、 I 列 
野に &る永 ホに、 あはれ みお 乞 
ふやぅ じ 投手を 化を 相談し ぶ、 
彼 ご 今日の 役を 比較ず ると ||5 お 
の 差が ゎる。 巧 撃 もょ く、！：^ も 
早く かが 手だった 時を は 一二 興 蚕 
を 巧つ てむ わ。 一 



割烹 並 御旅 舘 
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化育 ホ 西 八十 八 T 目 S ニニ 
巧話ス 々イラ！ と 八 ニニ 


nr 

ホ 
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霞 
i 禱 


愿話プ え ィアン 

八 0 と」 化； A 八よ ご一 

妍 It 轉長 

紐 育ボ西 堪十陋 T 目 
ニニ！ こ 八を (二階) 
ま 配 女 巧 中 重 雄 

ま 巧 

言 夏 i 量 t Afs . ぎを 一三-一. 

ジ 一. 置 まを 1 真 論 
ま 巧 君 rs ’ こ-を す， 


眞爾 肖なる 求驗顯 驅じ 確舊_ 
なる 鑛 業を 閑旋ず 

宮が 事務所 

マ 紐 育 南西 四十 二て 目ち サ一 番 


電 

藉 


プラィ こ- I 蘇絲 


らじ本 0 ； よらは ホボ ー ケン 俱樂 
部 じがけ る カツ ス八お イン ト選 
手權 、スパイ ブン 、ダイ ビグ じ 
がける 庭球 戰 、巧 週 ± 曜日よ ち 

は ウェスト チ 王 スタ— •ビ 八ト 

モア •カン‘ ッ V ] 俱樂 部の 招 持 
樓 試を 戰ど 二百 一二 十八 下目の パ 
1 レム 俱樂 部に がける ォ ー プン 
競技 戰が一 齊じ擧 巧され ラケッ 
ト黨 の活擢 期に 入つ わが 化 巧 初 
旬よ b 開 庭して 居る 邦人 唯一の 
庭球 圈体 でぁる 日本 庭球 お樂部 
は ぞ數の 新入 會眞を 加へ て 目ず 
巧 お 十を に 近 （、近年 じな き 盛 
况を呈 して 居る 由で ゐ るが、 冻_ 
週 木曜 = 料 亨挪じ 於て 今季の 開 
會 式を 兼ね 新 舊會員 親睦 會を開 
き 本を 度計盡 み 化を 謀る こ ご じ 
なつて 屠る どを ふ。 尙ほ 同好 若 
じして 俱樂詢 入 會あ镇 の 春 
巧 商會巧 幹事 加 藤氏 じ照會 あら 
たし VJO 


ホ裝 を. して 

邦人 凌辱. 

墓を' 堀 返して 死 
人の 首を 斬 拾つ 
粟 ま 特電 十一 日發 n 第 十 S 聯 
除 濟南附 をの H 本人 墓 墙を檢 
閱の隙 支 抓 巧 じょ b て 幾タの 
墓-ぃ 堀 6 返され 巧 人の 首を 斬 
を驗 I た £ いふ 言語 同斷 なる 
蠻れ を發兒 しじが、 去る 化 日 
巧 日本 締入 じ假 裳した ま那兵 
二人が 天津 駐屯 軍に 逮 .補され 
審問の 結果 日本 無人を 凌辱し 
たこ VJ を 自白した が、 を 0 1 
人は 徵 巧の 礙顔じ 像 ひつ かれ 
れ齒 がが あつたので 直ちにが 
殺された。 I 


礁贺を 極めた 

河 添の 天狗 競べ 

去る 化 U 河 添 料亭で 開かれむ 
野 澤ま王 ホの 素ん ぉ 淺ひ會 は 生 
おの 雨ボじ もみ はらず 太乂 巧の 
盛？？？ で 午を 八 時が を 太夫の T 倘 
臺 が』 で 寶ん 入船を つピ め、 ホ 
じか 本吉 を ホの 意み 權限醒 の 助 
太刀、 昔を 丈の 鳴戶 、政を ホの 
を 達 原、. 吉昇 丈の ぉ俊傳 兵衞、 
二 m 一史の 御所 楼 、松風 ホの 寺 
岡が 腹 いづれ もが 評を 蜡し = 泣 
き 場で 笑つ たら、 頭が 痛くな つ 
'じらした 连 中は 除 列 例：：；；： 殊に 堀 
川が 討の ニニ 11( 原 旧 君) ごま 美 
(中島 ホ 人) £ の掛 をは お 喝采。 
最後は W 治 太 ホ V よ ロて ホとの 聯 
を 義太夫 一二 十 S 間 堂 平 太が 住家 
で 目 お 巧 巧 おし どなつ じが あ も 


すき 燒 
ホ じ 御 料理 



民 

A 

F 


1 新 巧 巧 

‘ 本 镶は謂 創な 來 多年 
化 一意 勉强 化を 司 狸 人 
則 •セィ、 巧理ん 歐廉も 
— 一 抗姑蠻 らず藏 謝を 見せ 
i しがて 屠まず。 然る じ 現 
泊 W ： 一巧 奠海某 蔑 じ 於 ミ 冗 
本 樓巧理 、を 雇 入れ 
A 帖 .™ たを 如き 廣吿 をな し 
H 加 居ろ もを 然破化 じを 
2?-^ 化- =’ 之 萌る雪 じ 御を ひな 
乃；；’ く 皆 舊舞搔 負 じ 巧ら 
S W 度く 日本人 諸賢の 御 
け ホ 巧を を嚷 致します 
ミ 巧 巧 巧 

まん 謹啓 


井上 金 儀 巧 

苦 8 Sixih Ave - す 宝 ご rk 呈 ご 
Phone Circle 973 》 


%—A Au 2 

IJ L 9 

J 1 s 

化 則 刖り 

an 6 o' 

CA s i • k 

I •■1 w d 
る w 卽 h 

J p 1 w 


蠻油讀 gis 顧 靡— 白米 
日本 ホ 鱗 食 巧 贏 蘇 離 iS 

巧 田醬油 株式 會社 菜が 一手 賣挪巧 

0 本 食料品商 會 


紐 育 唯一の M ネ 百貨店 

片欄 兄弟 蘭會 

スマ ドン •プ 。ダク ツ I ず 化賣元 


一 ◊宮武 は 高 松 巧*^ の 出身 哪球 
^ら つて 鳴る 巧手、 打 裝は山 下 
一巧 じ、 大物 打 も 丘して 鳴らし 
卑 りの だが、 近頃は 專ら 投球に 
して 打 巧の ホは おひ 切つ て 
ゐ る。 巧 かし 恐るべき 打を であ 
島 本 も 剛球 役 手 だが S 人の 
中-しは 何ん ご 云 つても 經驗 が淺 
いじけ 役を は一坡 をち る だら’ 


煎餅 卸、 小賣 
を 腐 缠揚 
日本 食料品 一切 

Iscslris 巧 巧 ice Ckk 巧 rp 
雲 章: ち こ 
呈 .量/ 篇ち 


ロス アン ゼみス 

ホ：： >ン ピック 

ホテル 

ニ S S ミす dro F los An を es - 呈- 


シャトル 市* 

NP 旅 簾 

wo®-6til .Ave. 化 0 • weattie- waall* 

停 幸 お前 あを ご 一 了 左側 《階 建 
日本 巧 船 巧 巧 取扱 波 巧 場 送迎 


商業 區城 中む、 絕 領事 お、 日本 


純 日本を (特別 間 あ b ) 

御 一報み 窠自郵 ぞ御お 迎申上 侯 
巧ニ呈 ifornia F San Francis 呂 ，空 if . 


鄰船其 他 銀 巧 大會社 おき 煤 巧 

桑 巧 小 パ ホ テ*^ 


木拓 ル 1 ミ シグ 

1 岩 7wrdiwe ' ぞ t . ち & 芸 兰 street 
ジ宫 hone Reg：eni 苦 27 


關業 御披露^ 

巧 啓 お 春の 傾 皆々 穩 益々 御 隆盛 奉賀 候陳者 小生 義今固 都を 
上离 木、 手 塚 グリン ゥネ^ ド 巧 會を退 前 致し 巧る 也 巧 十五 6 
ょら 西 二十 四 T 目 十 おを 館 (マ デ ソンス コャ T 巧 入) 第 四 階で 
がて 開業 化 候 じ 就て は 引續き 皆々 樣の御 引 立を 蒙ら 巧 

開業 賣出 VJ して 特に 安價 をな て 御な 文 じ 應 

じ W 申 慑間化 際タ少 じ不拘 御用 命 仰 かけられ 度 偏に 奉 懇願 候 

敬 白 

ラム プ及 シルク シエ 1 ド . 

製造元 卸賣 手 塚商會 
手 嫁 米 一 

H. Y. HETWC 穴 > no. 

一巧 West: 24 を S す e み zew Yorlc CHy 
Telephon 。 Chekea 。53】 


高等 御旅 舘 

昭 和 

會席御 料理 


日本食 料 品 類 及び 雑貨 類 卸小賣 

ホ么素 大資挪 桑 山商會 

新刊 書籍 雑誌 小間物 日用品を 種 


曰 本 お 巧 巧 東京 巧會 


巧 夕 九 時る 径ま 

メ] グ アドレス 〔年 I 巧〕 


害 爲雜巧 巧 


巧グ ー ム自 巧の 巧 あ‘ 
トブン ク巧 らます 


ニ 

li 


邦人 お 藥が 幽 を亭 

罢ジ ntls St . す ook 享 N . Y . 
Tel . Triangle 之 75 


▲淸 お、 親切、 氣樂 巧 ▼ 

勢州舘 

がを 事を 乂蹈榮 作 

挺 5 扣 .空を Str ま t 

ジ 一. Re 巧 至ち 苦 


爱旧旅 縮 


江川 作 一 
呂 0 でた 1 雲 Street , 
Tel . ぎ yve 爸 nt 3351 


一身 旅館な め 

ー帝國 旅館— 

之 6 左. 里 th 其 京 W 夏 
Tel 。 を sq 夏 hai 8 泛 0 


紐脊 旅館？*— 

巧 四十 T 目 ニ 四 ニを 
Tel Galed さ ia 田 37 A 


ボストン あ 

富 ± 旅 舘大浦 末 松 

1 妄 W 實男 ter Si •養 音 至 S . 
ぎ B ’ M ち 5 


化み も墟 i き 清潔なる 窒 

御 下宿 松が 好か 


1 登 Lsington Ave . 
ジ 一. M を-ぎ 這 21 


費ぉ鄉 旅館 

桑 山 淸五郡 

基8 Sa 量の th 資- P 呈 ade 雪 ia Pa . 

ぎ Wal ミ 三这 1 


巧 設備な 善、 脑 利の 
-E I 雌巧理 人、 調理は 日 
細 S 本人 お r 

2 090 

W 剛 M 御 ホ 巧を 待って 

了 蓄弓ます 


新閱業 

腕剌 きの 巧理 A が 日本人 諸君の 嗜好 じ 適 
ずを 辫 運を 差 上げます 

歸頤和 園 

芝居の 前、 芝居 歸 ろの 街 整-をに 最も 適當 
の 座所です 是非 御を 負 じ 願 ひます 


絲 八十ぶ 乃 人を 增 しむ 

昨年度の 日本人 ロ 


併し 前が より 叫 万が 千 人位 减少 


ま 京特を 十日を U 内閣が 計 W は乂 H 昭和 ニ 年 巧の 人口 統 を 
左の かく 货お しじ。 

化 化-ニ 一 百 0 お 巧乂干 S 巧 六 i 四を 

前年ょ b 四 力 五 千 0 の 十一を がみ 

一巧— 巧 0 四 万 八 千 ニ 巧と 十 名 
巧肆 一女—' 只 0 1 巧】 で 0 九十 四を 

死 じ ー 百 ニ 卡巧乂 千 一二 巧 十 S 名 

前年よ b 四 巧 八 千 五 巧と 十九を 增加 

f 男— 六十 こ ターチ 一二な 四十 五を 
み ^~タ~ 五十八 巧と 千 九 巧 六十 八を 


光 榮のお 船.！： 姬の 春洋丸 


節 子 姬のお 室 調度 一切 新装 さる 

東京 特電 九日 谣 よ教船 をげ 义は 秩父宮 がた るべき 松 平 節 
子姬 をお迎 へずべ くが 装して 十日 橫渡巧 机 サンフランシスコ じ 
旬 ふ 0 


化が 大巧 夫 運 典び に 節 子 姫は 
いょいょ をが 化に 乘 船と 巧定し 
たので、 邸 船 橫がぞ 巧の 安藤 副 
長は、 まム 十六 H 朝 巧 船 入渚ピ 
问がじ 船長 小川 淸ん '、事な 長 立 
花攝は氏等^打も合せを巧つ た 
が、 神 船は 五り 十 n 橫濱 巧帆サ 

ン フランシスコ じ ホ. £>、 一 わを 

をせ て ホ 丹より お 午 W 港 お觀向 
二十 H 横； 放-'' 歸米 ずる こどに 


なつて ゐ る。 節 f 姬のお 部屋は 
キヤ ビンのと 巧 室 ご 巧を、 をの 
兩 隣の 五麗 室、 化 親 室を 大使 夫 
妻やお添 ^:々々 に提供ずるこ£ 
じな つた 輕船會 社では 姬のゎ 蘇 
尾の ベッド、 を樂 イス、 應お室 
の 敷物 裝節 品等は を 部 高 島 崖に 
み じて 渐 調、 な b かへ 一切の 擊 
備を 整へ た。 


判事 は曰< 「み 

3 转巧ー 

な 三 0 ' 


だ，、 一て 


ず- tT 


同等 


前 州 書記官 ナップ ホ 人に 係 
ろ 疑獄 銳 判は 陪審 官 不一致り 


ホか黨 のみ お時化に 婦ん にし 
て 州 萬 記 官じ巧 命され た、 フロ 
I レンス •ナップ 夫人の 前身は 
シ ラ ネ ユ I ス 大學の 

家政科 學‘按 ごい ふい かめ 
しい もので、 就任 W ホ政淆 的に 
も 大いに 根强 く、 網を 巧つ て势 
巧 雄に 巧め た 結 おか、 相ん 人 
口調を に冀 火なる 調査 豐を おが 
した 廉 で、 過 U をに 起訴され 差 
留 b 州輸 事相で おおの 謡 據が充 
ザで ゐ么ピ 認めて 巧. る 十二 件で 


こ VV 。 も 知らの ご 

中立て ねじ 對し 夫人 側で 
は 『ぁの おはがら 知ら；；* いがを 
務に 就ての 電話 麗璃其 他 じ鐵い 
た』 ごか 『慟 いた 綻圍 は自 かの 
巧め 權じ屬 し 適當ご 認めたら の 
でぁる』 VJ か禪 々逃 口上で、 の 
ら らくら b ど 巧み じ檢 事の 銳い 
譯 問を 避け、 夫 As 證言中 じは 
特に 婦人 巧聽 者'. か ドット 笑 ひ 崩 
れる 傑な 樂 ならを つたので 、刑 
事は 法廷の 神聖を 化す ミ 計 b じ 


一を され 一件 おじ 平" 嚴 おのが 釋! 退谱を かじ 兼ねまい 谋面も ホん 
を 梢 も、 数日 來審禪 中で をつ-だ。 剌 奉は 事# の 解釋に 就て 陪 
! が 、おる 八日の 巧 ^ ら十 時間 據官へ 云 體の駿 『被 吿が轉 つて 
^旦を 陪審 宫會議 は 遂じ决 をを 贿の搔 嵩 巧 政に 從 事した 


化る じ まらず、 ヵラ、^ ン判率 は 
心む：：^: 睹審 會議じ 解散を 命じ 
し 五ち 十 お H から 踞ニ闽 の階審 
g 利じ附 せらる^ こぶ」 じな つた 
の しろ 卵には 诊 らしい 

み 政 客 の热 巧で わ 6、 お 
S 關係 をが あく ホん の 妹、 義兄 
^^み他の 一 家 一 巧に及んで居る 
しけに おおの 嫉面も 座々 戲化的 
:^ホ致をおじ、 特にホ；、の繼子 
わる クララ •ナッ プ攘が ホ 人 
レ 不利。 中立を した こ 1 はな 目 
ておいて 居た 夫人 側の 辯 解は 要 
* る じ ホ 人 一家の \ 々に默 契が 
のつ て 小切手 等 じ 夫人の 名義 陡 
用は 自由 自巧 じな つて 居る こ £ 
で循 とし、 ニ 千幾杠 がかの 巧 給 
で 貸つ た 親戚の！ 人な 現じ 自み 
i 柯等 踩勢諷 査じ從 事し じこ ィ」 
0 な （從 つて 巧 給 じあち がいむ 


婦人で わる ミい ふこ* yj は 
何等 法の 前 じを 敵すべき こ ィーで 
な （飽を も 刑 拳 犯人と 村 等 L : 取 
投 へ』 ど 命じ、 撥 事 側では ホん 
は 『正に 盗賊で ある』 ど、 しん 
ら つじ 論吿し 異彩を 放つ た。 巧 
ほ ブ^ックリンの 婦人 お樂 部は 
『不お U 政 おを は 男 じ も 多い に 
關 はら 中 ナップ 夫人が 女で ゐる 
ごてを める のは 怪しから ね』 ご 
巧んだ 所に 柳 巧を 逆立て、 ブ V 
ツチ •い^ — テ^ — を 推して 裁巧豐 
を 集めて 居る の も ホら しい 所業 
ごして 話題に ム つて 居る。 


東 遇り 選手 

谎木巧 着 京 

化が 巧 記録を. 握つ て 
ま 京 特電 十日 猎 = 時事 新 巧 社 
丰惟化 巧 一岡 競ず 柬姻 b 淫 手荒 


木 東 一郎 氏は 十日 午前 六 時 巧を 
驛じ 着した。 岡 氏のを 旅程 日數 
は 一 こ 十一 一一 日 十六 時 巧 H 十一 ニ か S 
叶 化 秒で 化 巧 一巧の お 記録を 作 
つた 0 

因 じ當巿 郵船 ま 巧 及び 一二 井 支 
巧へは 時事 轿報 おを 右 ご 同様 
の 入電が あつた 。尙ほ 化を 一 
周 じ 就て はす 九な 二十 六 年に 


ホ 人で 


.ド •エダ ワン ス 


リントン •ゥゴ 瓜ス兩 氏は ニ 

十八 H 十四が 間 S 十み を 五 秒 
凹みの 一の 記録を 巧れ るが 化 
ゆる 巧 通 機關の 利用を を然定 
期の み じ 選んだ 点に 於て 荒木 
氏の H 數 d を （顿 記錄を 示し 
たもので ある ご。 


六 代 目の 

み 弟子 菊 子 


■ 實莱 あの-人 娘 
學 校から 舞臺へ 
矢 知 水力 專務 杉山榮 氏の 一人 
娘 房 子さん (一八」 は 四つの 時 わ 
ら伯 巧さん に當る 長み 巧 時雨 そ 
を ピ、 一二 h が 冤 ま 氏の 紹介で、 
菊 五郎 門下 じ 入ち 小學 時代から 
藤 間 勘十郞 につき 舞 蛹を 習つ て 
むた が、 今年 四月 义化 學院を 
卒業 したので 、いょいょ 
菊 五郎の 指導の 下 じ 菊 子のを を 
もらつ て、 五 巧の 新橋の 满舞瘍 
じ 菊お郞 一座に 加け ち 初 舞臺を 
踏む こご^な つた。 菊あ郞 一座 
はでん な 小さい 役 ドし ろ、 女優 
が おる どい ふだけ でも 破天荒 ご 
いはねば.：^ るまい。 お 巧さん の 
ふ （子さん は 膊兩女 おのが じあ 
わ 6、 房 子さん は 女子大 學へ進 
む どの 誌 も あろた が、 非常 じ 舞 
臺が ずき なので どぅ'''-^ 兩親も 

爽也 して 許ず こご； なつ 
た。 時雨 女 巧け 語る 『おは 0 前 
舞踊 研を 會を やつて 居ました 當 
崎、 妹が 子が お來 たら 女優 じし 
てな を 助ける どいつて ゐ じの \: 
す。 一昔 菊屋 さんは 女 弟子は £ら 
ない のです が帕 しろ 四つの 時 か 
ら ホず 入を をして 居 じので すか 
ら 破格 じ 詳して くいた のです。 
あは 本人の たみ 役は、 はじめは 
巧 助で も 

腰 巧 でも 何んでも 苦 曠^ 

いはせ ないやう じしたい ど 思つ 
て おます。 本人は なるべく 新作 
物に おたい ご 申して お 6 主す』 


が 育 日本 婦人 會の 

藏お 臀遊會 開催 

が 育 H ん 婦人 貪 f は 例年の 如 
<嚴 狩を 報ね て 野 遊會を 巧る 十 
み uf 第 ご一 水曜} 晴雨に 拘 はら 中 
3 ホ クチ カツ ト州リ ゲブサ ィ ，ド 
新 ホ會長 邸に 開く こ ミ i なつた 
が、 同 ぶ 人 同伴を も 歓迎す 
る 由で、 H ホ 節約 時間 午前 九 時 
十み 中央 惇車锡 を (階 ドプラ ツ 


フネ* - - ム^に て ジゲプ ！ ずイ 


ド じ お （をなる が、 停車場 じて 
は 波 田、 道面兩 夫ん 翰 旋の勞 を 
採るべく 氣単賃 ニ お 二十 他、 ホ 
會員晝 食 一 弗は 自 がの 規 をで あ 


日 庭 春季 親睦 會 


イト。 ポ ブタン 拉 域の 庭 巧シ 
1 ズンは 先週 未 スタ！ ブン 島の 
グレ ー ター が 育 選手 權戳を 皮 切 


を ' ■kbJta.iL し； .. ■ 早 1 ち - ， . r '.'raiiiy 
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Tel . Algo 叫 uin 36 が-が 


MO 匪 腿 郎 OS. Inc. 

53- おぶ W . 23 rd な" 

New York 巧 b 
Tel . Gramercy 38 BQ 
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Tl)e Bank of Taiwan, Ltd. 
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お ！ menscn in 巧 ミ ting BmWing 
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なしむ riiandt ? 巧 2- が 34 
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銀 新 育 M 【日曜： t 】 


日 二十 巧 五 年 H 和昭 
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日本 吳熙 
テ^ — フ ル 
夏 據用矜 j 

I 贼 日本 一 


反物 キ モノ 

クロ — ス^ 

巧 品 取 揃 居候 

ドライ グ^ — ゾ 商 旨 


時別廉 惟で 勉强巧 流 巧は 當 ぶの 特長 

... : I ' 


が 桐 兄弟 商會 


野 旧 醬油會 祗直詰 
龜申 萬醬油 

r キヤ ロン 錐 入 

一 ホ 栽 
四-を 振 
二重 蕃附 小瓶 
最近 入港 かる かつね 义 こ テ 

入荷- 1 

観 注文 下 サィ 

品 _ 質 本位 

. 桑 山 商店 

114 E 夏 T 置 th 資： N ’ Y . G . 
さ 0 ミ. Re 常 瓦 ーゴ3 ザ是 57 


東京 商 4 留特を 


特 撰 

生 旧流' 琴 

〔附屬 お 共】 

特懼 五十六 弗 


紐 育 東京 商會 

基 W . 書ぞ N . 产 C . 
Tel . ブ afa 宫二雲 


巨 小 綺麗 じ裝 飾した を 

渠 M . 向き S 靈 、一人 又 

は 二人の 紳± じ 最も 適當 、左へ 
御 訪ね 下さい 

ち 3 至を 毫 n 写， 呈 y 


►鄕 里を を 及び ホ 送を (無手 巧 巧) > 知函 
巧替薑 貝、 銜爲替 取销取 ホ、 信 巧な# 
巧 等 一 おお 行 業を 稱巧巧 じ 取を 巧 化 侯 

能 賦臺灣 銀 巧 @ ち 出張所 

本 巧 臺潰臺 化 

支店 まを、 接 巧、 大度、 神戶 、上 お、 巧 
ロ、 お 州、 厦 巧、 池 頭、 香 巧、 廣 巧、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 ま 頁 
— 々が々 ッタ 、倫を、 其 か臺潰 十四 ヶ 巧— 

一、 資本を 壹億圓 (を 額拂达 巧) 

一、 積 立を 九 千 化 巧 五十を 圓 

巧 化 本 支店 U 横濱 (本 巧) 巧を 乂 阪 
神タ をが 下期 名を 属 

機鑽冗 金銀 巧— 支 巧 

ホ 圃をま 巧 = 桑港羅 麻み 巧布哇 
其 化 化 巧を 画 まを が巿 二ち 店 及 コ^ン 
ス 有之娱 


本 巧 大較化 濱五了 目 
紐 育 支 巧 •が 巧ブ P 1 ドゥ 五] な 四十 乂番 

鱗 住ぶ 銀行 

.3^9( を 巧、 橫濱 、名 古屋 、を 都、 神戶 
才戶 一尾 ノ逆 、廣 島、 吳 、柳 ホ、 下ノ關 
地 支 巧 (巧 司* 小 倉、 お 松、 博 多、 义留乂 等 

本國 預金、' 鄉里 送金 等は おめ 
て 御 便利 迅速 じ 御 取扱 可み お 

■ 111! 1• 1 j.:,'— I » .. 


本店 朗鮮を 城 

支 巧 ぉ 張 所は 日本 巧 化の 樞要 都ボ 、巧 お 
お洲 、支那のを 地 及び 浦 瑞巧德 

朝鮮 銀行 紐 膏お張 所 

外 固爲替 一般が 巧 業お陆 々御 语巧じ 取扱 可 
申上淚 


藤本 證券 會お 

一般 巧 借 証を ノ眞 買、 引受、 裳 集 
▲ を 翩、？ さ 品スグ 一切 ノぉ 務 

怒 藤本 ビル ミ-？ 銀 巧 
紐 育 出張所 


淘破黑 、雜 貨卸寶 

•森 村 ブうザ ー ス 


日本 陶破 器雜貨 
ラ厶 ブ卸賣 

奈良 貿易商 會 


ハィカラな 紳± は 

化 立 服 を^^ し ま ず 

夫れ は 宜く身 じを ひ、 是 掛けは 宜 く、 を 
して 出 ホを ょら もを 持 もす る 事を みつて 
るからで す。 がが けタ數 U 米紳 ± の 御用 
を 承つ て 居まず。 

M 化廣吿 じて 御 ホ 巧の 方に tJ 

六を 割引 致します h 
御注义 のを 何 じ 係は ら卡 をら 巧 一巧 ホて 
見て 下さい 

ウ オル々— エンド フロ リオ 洋服 巧 


▲る 巧 まを 等 設備 お 食のを 富掉新 もる じ 乘組真 
のをが おが T 寧 ミ 共-レな おの 萬 ミす るを で寸 
▲赏か 太平洋 瓶 巧 I ニ 答設滿 はを 部を 時 的な 属备 
施しました 、みに ホ 巧な のかを じ 巧謂ツ IV 
ス トサー ド 义はス チェ デ >一 トクラ ツスな 上の 
巧 値を 髓 へて 巧 4 丈 ザ 

® を 港 お 帆 ホノ八 か經由 【正午 お 帆】 


J レア 丸 

を 洋見 
西 比 利亞丸 
大げ化 
天洋丸 


化 巧 甘 一三 日 
六 巧み 日 
ホ 巧 二十日 
と 巧 四日 
と 巧 十ん 日 


U 

B 

T 

S 

則 

U 

0 

T 
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® シアトル お 帆 〔午前 十 時 お奶】 ^ 
伊豫 見 置巧廿 九日 J 
静岡化 - 六月 廿 二日 CT 
橫濱！ 化 ^ と 巧 二日 做 

® を敦發 B 本 巧 お 帆 ^ 
鹿 島 叱 ホ 巧ニ呂 * 
箱棱あ ち 巧 十六 a 
A 强 青お枫 むを 馬 經南目 本 お 貨物がー 月ニ圓 
▲銭 道 切 巧寝窒 を 其 化 萬を 御 裙宜に 御 おが 申 辟 
A た廣 洋お嶺 棘を 巧乘 船が 符衛 使を じ 取 計ぇず 


夏場 ダ^ ム 巧き 

を 巧 上記の 處じ 移轉し U 本 巧び 濁を 製な 
具、 雜貨 及び 陶器 類 寒夏樓 向き おを 部 取 
愉へ 陳列し マ 居ます から 御 ホが の 節は 是 
非 御立蒂 b お 一覚を 願ます 

子 一 ^ デル エンド シ厶 メル 
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rfrt 

へ巿 

ミ 甘廳巧 

i ^ 間 

F 電巧 
す 話タ人 一 
1_ 々ィ义 過 

ミン ムは五 
バス ニ 弗 

黒 ラ 7 人 接 
轉ンク に 八 
海 ド コ適弗 
す登ャ す、 
呈 1 、一 

巧 貸 

旨 f T 空 

•f i r を 

1 1 適 間 新 
-ィ 當續ら 
> じ' きし 
を 御 十の < 
ニ尋 四部裝 
ね 巧屋飾 
下、、 し 

ろ エー わ 

い. レ 人 ニ 

スし胃 1 電時 縫が ヒ 
殘タ 1 PC i 話を を ；* a 
宣荷 歎が： ト り敎ゴ だ 
1 ゎの 1 5 曜授イ 化 
- で！） 得 ； こ 四、^ 

St ま 意 日を; 時 水^ 
さず 先 本年； V な曜 《を^ 
3 、 、 人賣 i こ 後 午を 浸 i 
1 •委澤 じちで じ 後 
1 細 山 至达； '電 一人 造 
5 はの 急 tr i 八 話 時 小 花 
な 左ヵ賣 だ： ニ 下 i 供 並 
訴ク b 花 一 さら 服に 
へ タた屋 i 八い 五裁大 

♦ ♦ ♦ 

題 日 十 基 神 お 
ホ 本字 督の育 
定人架 敎が日 M 
美の 修證本 
化靈道 人 Rg 
敎 ホを 敎 
會 會說 

宮今淸 ^ 
帖 ホ 水 
おが あ 

締 細 输 

岡 

1.1 

新 

荷 

到 

着 

If …-- 

- めじ^*? 
じ 使 巧 1 

昏應 用 /*£ 
i やず <7^ 

ぎ、 る i 

C 値 諸 1 
さ 段 道ん 
ご 目 具 A 
^録格 
ぎを ま H 袁 
を 送に ム瘍 
?= るて 及 新 
^ 御是ま 
霜れ ゲ 

小魚 胃 
穿賣 、みす 

i 巧ぶ 5^ 
雲に 化首屋 
1 は 水 
吉無 族卸綺 
デ 化 類お麗 
呂 でも ’な 
~ 型 贩色鳥 
S 錄 員を 籠 
吾 進 致輔類 
i 呈 し々、 
等 ま' 眞 

す金綜 

物イ L 

よン r 

弗 ノラ 

责幸 i 言 

を邮 'ン 

ii i ク 

呈十ソ 

を ニトテ >、 
弛 ライ] 
五ン ラト 
十ク 1 マ 

仙 古及ン 

S 仙 十 及 r 
養 弗、 仙び！' 

技タ 、スろ 
量び し 九 ナノ 
す 五 許 巧 1 、 ノ 
グ 弗！） 五 マ' 
ぎ 化 十！々 

-を 巧が いゾ 

窜 た 十 ンゥ約 

■=s 趣 ニ クォ 五 

^ 類 弗 六 ドが 

一 五 弗 ロ 個 
が 十五 ブの 

の 猶 

1 穿 科 
ミ ^ S 醫 
Si % 11 

•身 ° パ* 

ご 至 巧 11 

呈昆 2； ソ 

夏 r 了 

養 ン 


夏瘍 、小 賣屋 向、' ダ ー ム用 景晶等 
精々 勉强巧 仕 御 引 立願 上 候； 

陶 嚴黑雜 賞卸賣 


春 


南 



141 巧 i 巧 h > ミ .， Mow York ( i 巧 

00 rru」r of 2;Lst 宙 . T?el -AJgonquin 冀窝 


辟 N 新が を 着 -u 
精々 勉强可 仕 候 間 御； 义被下 お 顧 上 候 

^ 太 洋賓易 株式 會が 

Te 蛋 ho 百 e - Aj -1 一ち 田 quin 3 S 23 -S 

IGllFi 妾 i\vem|ie NewY ミ kC 量 

ohicago 留 anch 誇 ^ Wi 浸 adison Sr ohic 農 0 , I 己 
seg 因 ngland Rep . を. 呂 asuda むぞ遗 B をを を 琪.， 巧黃す n 泛》 爱. 


新 荷 到 毒 

特に 夏場 尙格操 蟲澤山 取 揃へ 
居候 間 精々 御 謹^の 程 希 上 候 

森がず I フザ I ス 


20 巧! 1 MC 巧 > IBror す P 
填す We を だ ！ -d St .、 

之 ジ irk , N . Y . 
Hele 。- 互 ne Gramorcy w 资 0 


ラム プ ぶび シル クシ H IF 一 一 

製造元 獅賣 手 I 嫁擁會 


H . Y . TKTSCKA CO . 

15 宝を 呈 h SU • U さ， 呈 .呈 els 置 夏 1 


参 高 橋 淸氏柬 化 帝國大 學金屬 
がお硏 兜が 員、 九日 眷紐 約】 ヶ 
巧滯 紐の 上 波 软巧箸 
0 ぐ 

I 日本 巧タ— ル I 

◊ ク 

締切 紐脊 本局 午後 お 時半. 
.五 巧卡 二日 ビクトリア 經も 
ぶム プレス •ォブ •加 奈太号 

お 巧 十一 二日 桑渚經 を 

フ レジ デント •へ ィブ 号 

五 巧 十四 H 沙灌 経由 

フン ジ テント •ヒ ア^ス 号 

五 巧 二十 H 桑 港經由 

プレジデント ジヤクソン 号 
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資本を 
拂込妍 資本を 
构 立を 


ま お 巧 
六 千萬圓 
六 千 寮ち 萬圓 


絲呈弄 銀行 S 支 巧 

本店を 京巿 日本 橋 院本を 唐 町 五を 化一號 
支店 ふが 日本 橋义 S (をき 獲 
名 古 崖 京 郁 大吸西 (大技〕 巧戶 
廣島下 關巧司 若が お 岡長輯 
上が 倫教を 買润水 


お出 入 爲替 ’ を 信 送金 ’ ホ 送を、 旅行 信用が 
巧 震 信用 狀其 他】 股を 巧 業 

鱗 献ミ義 銀 巧 f ま 巧 

鄕里 送を " 日本が 地 おキお 巧？ 迅速 取 お 
本店 預を ( 定期 通知 ノニ 巧) 巧 便利 取 あ 
本 支 巧を 京 ( 本 巧〕、 大お > 神戶 、京都 


自本截 船會を (あ ニを 潑道會 社； I _ 

化 理店巧 桐 兄弟 蘭會 

乘 車、 乘船 切符 おじ 小銜物 運送 御 巧 巧 じ 瑕 あ 申しまず 
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ぶ 


船 

商 

酸 

大 


6 


逆 


U 郎扣 
y Y rto 
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シアトル お 帆 ( 午前 十 時 ) 
ぁらび や 化 五ち 廿 四日 
ぁ 6 だ U 乂 六月 十と U 

るん どんみ ( 坡 速 出帆〕 ホ 巧 五日 
r 一等 樓濱 一九 五が 

化し ぱ 4 寸 . かるん ごん かは I 五 五 ホ 
► 一二 等 日本 巧 五 五 巧ぎ 室大を 造を 族 室 § 
▼ 御を 望に 依り-摩 割が 往復 切巧资 巧を 巧 候 

ロスアンゼルス お 帆 ( 午後 一二 時 ) 
もんて びで を乂 六 巧 十】 日 
はわい. 乂 と 巧 か 八日 
► 一等 橫濱ニ 1110 巧 化は わい みま じち 丸一を 弗 
► 巧 別 一二 単 日本 巧 五十 化 巧 ►一二 等 日本 巧 五十 五 ホ 
▼沙港 羅巧巧 漁を 切符 廢 窒券麗 入御 幹旋 仕り 候 
▼糾 育 線 バナマ お 由 日本 ザ娜巧 貨物 瓶 月 一回 


夏瘍向 格が 晶： 
特別 寶睡 

尙一曆 勉强巧 化候瞄 
.御 注文 被 下が 願 上 候 

ホ 元ブぅ ザ— ス 

17 円 ast 1 7 を St , M 巧 WYOrlccHy 

Heweolbolle Algo 日 。 cin ^^^7 


夏場 向 品 特別 賣化 

夏場、 小賣 向、 ダ ー ム向薪 荷 到着 
精々 勉强 御用 命に 應 じまず 
： n 本陶破 黑雜貨 卸販賣 

會社 寸 リス お* 


105 E. 1 ま h St N. Y. 
Hel. Stuyvesant 资 951617 




御大 磯 奉祝と 巧留 同胞 

ツマ ラヌ 御祭 騷を卞 るな かれ 


今秋 十一 丹 山紫水明の 巧 
がで 嚴を かじ 巧は せる i 樂上陛 
下哪 化の 御大 歷を 小、 むじ 海の 內 
外を 問け 中舉國 一致が々 ホ 祝に 
鹏ォ る計畜 あるが 米 國を地 ホ じ 
化留 する 同化 も 或は 献上 品の 託 
お 或は 奉祝 會の閲 催む で 地方 地 
ホに 化 b て 夫々 異れ る， 引 茜を 協 
遙 中の 模樣 であるけれ 共 まだみ 
定 的で けない らしい。 ホ 港 化 方 
では 化 米：：： 本 A 會が中 >むご なつ 
て 五十 仙 宛 一般 同胞ょ 6 聪 出し j 
て 率 祝 費に 宛てる 講が あら、 を 
港 化 ホでは ニ 千 巧を 限度と した 
適當の 奉祝 品 中 献上ず る 申合せ 
せを 巧つ た檢 子で あむ。 

紐 育 では 鬟-し 紐 育 日本人 
會拙事 會の巧 護 t 基き を 祝に 踞 
する 特別委 員 曾を 設けて 目で 硏 
绳中 である。 右に 就きを 方が の 
一息を を敕 くじ 第一 お 雜會說 が あ 
るがが藝會5かき摧し？5 1 年 1 
巧で モゥ 巧みで あを。 現に 今春 
赴會 部の ホ 櫃で擧 巧した ので あ 
るから 巧び おじ 擧巧 する あ 要 も 
なから ぅしを 祝の 討議 どして は 
餘ら 意義が ないど 云 ふ 意を も あ 
b 是 れは實 現の 可能性が 少ない 
掠 子で ある。 第二には 献納品 說 
が ある。 桑 港では 大正 天皇の 御 
大疆に 白 お 一 頭を 献上した 例 も 
あ b 太 西が 市日 本人 食 ょらは 鞭 
を 献上して 居る。 しかし 

をへ て 見る く 貧者の 
一燈 ごは 云へ が 納品の 山積す る 


巧 じ 滋隔の 化から 適當 U ものを 
選い Mi が 出 ホ やう か 疑は しい ど 
云^;,意見もある。 第一ニは奉祝宴 
巧 眺催說 が ある。 しかし 萬歲を 
S 昭 しむり 『君-か 化』 を 合唱し 
たら 舞踏を した h する 巧 度で を 
るなら 大き。 ホ！ 八を 槽 ゎて 會 
豐 •五十 仙 乃至 一 弗 位の ず K 的會 
をに するがよい 一人 五 弗な どご 
云 ふ 宴 曾は 旣に 天長節 祝賀 會も 
あつむので あるから 今年は モゥ 
を 要がない ィ」 云 ふ 意見ら ある。 
ヌ躲四 じけ 奉祝の 方法を ニつ じ 
昭 がし 甲は ザ 誠を 單 Sr . 奉 祝電 
巧を なお 官民 一統で お 送！ 簡單 

%-®! じ 祝意を 表し 乙は 一 
時 的で ない 柯 かお 年 じの こる 記 
念事棠 を計盡 するがよい ご云ム 
意見で ある。 是れ はを 港、 タコ 
マ、 晚香坡 化 ホ じも擾 頭し つ i 
ある 議静で 化； 計 盡が實 橘 じ 適合 
し ホ 巧が 徹底的な らば 頗るい i 
が 日本人の 通弊 わる 龍 頭 蛇 尾に 
終る やうな J が あつて り 本人 會 
の會舘 問題の 樣 じな つては 巧て 
面白 < ない 結果を 招く であらう 
ご 云 ふ 意見 も ある。 孰れ じせよ 
御大 禮じ關 すを 調 查特則 委員 貪 
が 開かれ 委員 會の 最善 ご 信 やる 
具体案を 慎重に 作製した 上 理事 
會じ提 おし 其 上で 確を される 順 
序で あるから 同胞 中 乃 ま H 本 A 
會 々員 中 意見の める 人は 同 委員 
會 S 注意を 惹ゐて 賞いたい と委 
員の 一人は 語つ て 居る。 


巧 俄 古米 紙 

なお 法 修正を ま 張 
ンヵゴ •トリ ビユ] ン 紙は 一二 I 
度 移民法の 排日 條 巧を 廢 化し 比 
率 適用を なすべし ごま 坡 したが 
最近 巧の 如く 論じた。 即も 『米 
國議會 じがて 棺乂 的' 移は 法 採 巧 
の 際は：：！ 本 移 ほ 入 國を許 巧す る _ 
を 要ず る 如何なる 比率に 化る も 
日本 移民の 救は ニ 巧る を おゆる 
;な< 其间 化か 柯の閒 題の 如き 
は 日米 親善の 爲 めじ 問題 ごする 
じ 足ら。 い。 實際タ 數黃色 人の 
な留 する おがが 沿岸の 人 ± の 態 
巧は 一應ホ もなる が、 旣じ 日白 
人口の 巧み も 略々 固を せる 今：：！ 
極々 數の扫 本を 民の 入國み 布が 
巧ら じ 晒 難。 る 社會岡 題を 惹起 
する發な（、 排3のがカ^^る論 
據 だるず 间 化、 生活 程度、 を 家 
族勞働 等を 除きて は 或る 輔の無 
制限ん 國を 民に 對 照して 正直 勤 
傲 じて 其 法律を 遵奉す る 良 巧 民 
な b が H 移民を 通過 當時 H 本は 
す 僖巧巧 どして 反 お 峻烈を きは 
めね がホ國 ごして はを 協の 餘化 
なく 闽 家の 面目 どして 該條 項を 
維椅 f るの 外な からし も、 右は 
旣じ 過去 じ 盛し なめてぶ をの 精 
神を 0 て词 問題を 處理 する の 時 
隱じ逮 せら、 U 本は 最早 黄禍の 
國じ ホら やして な 派なる 近 化た 
明の 國。 ら 。今 蔑 曾 じがて 現 巧 
移 ほ 巧の 修正は 一 ケ年延 がごな 
ら じる も 過ぐ る 一 ケ年半 じがけ 
るを 力 面の 硏究 が诚 がぶ 巧 じ お 
I する 正 當應讓 あるけ 爲 ごして 日 


本 移は に 比率 適用の 條 項を をむ 
新法 案を み 期 議會じ 提出げ る じ 
まらん 主を 希聲 する 云々。 

大な巧 一巧’ 

カン サス市 じ 着 

大巧 化 じて ホ ホせ る H 本 郵船 
會社專 務な締 役 大谷登 氏は 船客 
課長 永島羡 治、 調度 課を 中 瀬 精 
一、 秘馨 今が 仙を の 一二 氏 ご 共に 
ま 月下 旬 シャト^、 ボ！ ト ラン 
ドを 經て 巧び 桑 おじ 赴き 本 巧 四 
日よ b 九日まで 羅府 地方を 視察 

し グランド キヤ ニ オンよ b 本：：： 
々ンサ K 巿じ 入つ た 舊でゐ る 0 
一巧は カン サス 市よ ちフ オート 
ゥォ I ヌ 、ダラス、 ダ术 ベスト 

ンよ b 五 巧 二十 1 H ニゥ ォ方ン 
アンス じ まち、 南部 棉花を を 地 
一帶 及び 海陸 聯絡の 狀 態を 視察 
したる 後 五月 二十四日 聖 路易巿 
じ 着、 シカゴ、 デ * 0 ィトを 巡 
遊して 加を おじ 入ち 本 月末 日頃 

オツ タブより モント ブ 1^ じ お 
で、 ホ 巧 二日 ボストンを 經て着 
がすを をを であるが、 滯が 中米 
國滞逮 業を とのを 歡を 始め 朝野 
の 有力者 ど會 見し 巧び ピブ ツバ 
1 グぉ地 ホよ b 聖ポ — ^ じ 赴き 
大化鹽 道と のれを を 遂げ 六 g ニ 
十八 H 當地ポ をの •ヘレンが リア 
號 じて 渡歐 視察の 途じ 就く 由。 
巧 じ大谷 氏は n 本の。） タ 9 — 
お 樂部會 員で ある 爲 めぶ 風を 化 
じがけ る。— タブー 俱樂 がの 招 
待を 受け 到 おにり 本の 實 相を 米 
人が 識 巧に 解 說 する 勞を 執つ て 
鸦ミ 


選擧 された 

日會新 役員 

が 脊 H 本人 曾】 九 二八 H 1 乂 
ニ 九 年度 第一 罔 郡 事を はまる 八 
リ 巧料を 郝 に 於 て 開偶 さ れ た 
を 信 曾 お； 巧を 席に着きて 新 役員 
の 選 おに 化 も ぉ 席 理事 二十み あ 
の 自己が かを 巧 ひ、 を 孫す 書記 
を 代理 よら 前 會記錄 S 朗讀 、會 
務帮吿 巧 ぁ b ニ S の 質問 お 承認 
みに 吉旧會 引よ b 會計報 吿を試 
みた 後 水 おを 務委 旨學童 作品 展 
a ； ル— 願し："； 經過 及び 目 ド 巧が 中 
の ニ 一二 かを 報を し’ ニ ウジ ヤジ 
ィ州ラ ザフォ ド 國語學 校 女生 
徒の 手 信 五十 余迪 ある 巧を 吿げ 
學ホ 懇談 會 、移民法 まに 關 して 
備單 - I 報を を 試み' 化 ま 商務 委 
員 長 よら レ， ト ラント 業 巧究特 
別 委員 會の 報吿 わを 香 巧 委員よ 
b カフ 子 アリヤの 新規事業 企需 
じがて 日會の 道義 的 援助と 指導 
どを とひ、 禪 々說明 あらし 後 承 
認ご决 し、 共濟 部、 天長節 視賓 
會を 委員 貧の 報吿が ぁつた。 議 
事 あ 了の 上 新 役員 選 擧じ入 b 正 
副會 長ぶ び會 訝は 投票を 用 ひ 中 
都て 巧 選 ピ 巧 しま 事は 投票 じ 化 
も 水な 涉 S 氏當 選した る も 就な 
を 首肯せ ず其權 散會。 

■慶大 軟球 團 惜敗 

ま 部轉戰 中の 慶應 野球 閱は去 
る 四 目 ィリノィ 大學ど 第一 巧戰 
をな し島ネ 、岡 本の バツ テリ ー 
で 闘つ たが 島 本が 投手 盤に 立つ 
たのは 渡 ホの 來巧 めて r 敵の 巧 
擊を誘 ひ八逊 零で 大敗を 喫した 
第二 回戰は 九日 擧 巧、 一宮 武 、岡 
田の バツ ブブ！ で 全員 精を 覃め 
て戰ひ第-1ハ回目演井の ホ ー ム ラ 
ン 、第 丸 回目の 濱晚の 一二 壁げ 等 
敵の 必膽を 寒から しめたに も拘 
ら ずニ對 一で 惜敗した。 ィ リノ 
ィ大學 野球. 翻コ— チは 山 下、 楠 
見、 濱崎 等の 技量を 頗る 推賞し 
て 居た ご (化 H 發巧 俄を 特 信】 

奈良雜 貨巧獨 立 

從ホ當 地を 良 貿易商 會 どお间 
經營 であつ た レ* ク ジヨ！ ジの 
祭 良 ダフト •ン 3 ツプは 本年よ 
5 黑 阪義惠 おの 個人 經馨 くな つ 
た 由。 

な 人お^— 

♦小 柳 津正藏 巧 砲兵 大佐 陸軍 
事 お 所長、 來 るか 八日 出 發西巧 
ホ 月 六 H 桑渚發 寒が 化 じて 歸蘭 
•高 橋 貞ホ氏 砲兵 大 を、 十一 一一 
日 桑 港 着 = レ ヤ化じ 便乗 二十日 
前後 小柳津 大佐を なごして ホ 紐 
•森 安 S 郞戊智 利な 割を 権を 
巧、 今 遇々 初 着が 十 n 正午 發サ 
ンタ •マ ブア ちに て 赴 巧 
♦高 橋 茂 氏が 育總 領事館 書記 
生、 バナ勞 働 曾 議巧席 後キユ 
! バ島內 巡視 中； しが 九日 午 
前輪 巧 

♦佐 治 敬 か 氏 朝鮮 銀 巧が 育 支 
巧 副 支配人、 東を 本祖 詰と なら 
夫人 同伴 ホる 廿ニ = 出 發西巧 六 
巧 二日 桑 港 お 帆の プレ ジザン 
タフト 号 じて 歸辆 すご 
♦山 本亮 氏台爲 總臀府 高等 農 
が學 校敎授 、まる 八日 英國よ b 
着 M 約 二週間 滞が 
♦武居 一二 ま 氏を 郁 巧 國大學 巧 
教授、 同上 




日よ お 化が ま會社 
紐 育まな 

Japan Co れ on 、 fading Co*, Ltd., 
25 Madison Avenue^ 

Tel. S み 3695 


曰 ホを 糸 巧を 食な 
お育ま 巧 
N1 削 レ BEI KH 扣 UBIiSHIKI XAISHA 
(MCH し B の KUTO CO"LTD.) 

1 Park Avenue> 

TctL AthUnd 6246.47 イ 8.49 


みま 會化 
山中 巧を が 育ま 巧 

famanaka 足 CcK, 
680 Fifth Ave., 
T。!， Circle 4014 


0 本を 糸 株式 會魅 
おち 支 お 

Mwimtira わ ai & む .| igsnis 

44 Easmrd お .1 

Tel. Ashland 5320 


孩を 名會な 
が 育 支 巧 
Hara 在 Co., 

443 Fourth Avc^ 
Tcl. Caleaonia 7830-3S 


Go&ho し orpora む on, 
Silk Importers, 

40 Ba が お th Street 
Tel. Ajhland 4937-91 
Goftho Co., Inc, 
CottoD Exporters 

的 Beav が 化 . 

Tel Howlios Gr«Mi 〇 8S06«06 


大扱朗 日 ニを を 朝 H 
化 巧巧內 

Osaka A 化 hi 
Room 61 9 World B お 地 ag 
TeL Beftkmun が 60 


大阪每 H ニ 束 巧 曰 H 
鈴 木 H が 

Osaka Mainichi 

Room 306A World Building 
TeL Beekman 4259 
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r :： 



南 軍 濟南お 去 



に 向 ふ 


濟 南の 戰火化 をり 

外交の が衝に 移ろ 

痛 ー强じ 抵抗した 支那 軍の 死 
傷 多数 f ‘ 王正廷 氏が 濟 南へ 。1 
皇軍の 戰 死ぶ、 負傷 百 十と 

東京 特電 十二 日發 B 本 軍の 濟楠 入が で 南 軍 どの 戰 
闕巧爲 は 今を 中止す る やぅを 謀 総長ょ な濟 おな 屯の 第 六 師强長 
福 旧中將 にあ かを をした. い 座を 省のを まに 化れば 濟 南の 街 突 じ 
がる 我がを の戰 巧者は よ 名、 を 傷ち 巧 十 - V 名 〔内 將校ニ 名〕 を 
出しな。 がは 南ぶ 派の 政 おじして 媽 玉祥縣 軍の 外を 顧 間 王正廷 
氏け おか 巧、 娘ち 祥將軍 等の 請 ひじ 應 じて 濟南 事件 處理 め爲め 
十一 n に 濟衔府 へ到責 した。 

商業 會議 所の 哀訴を 容む 

濟南府 y 明 渡しず るまで 

民 軍々 樂を 奏し 側面 縱隊 で突擊 

東 ま 特電 十二 日を Mnu . 十 j H 早曉 、ゎが 窠 五十 聯隊は 濟需城 
西 化の 一巧を- 3 飯し だが、 南方 控お 軍は こわ 時 軍樂を 奏しつ i 
侧化 滿隊で 突を し U 本 軍の 磯 關銃じ 娘を てタ數 のが 傷者を 生じ 
た。 わ. い 軍は 柬 南の 魄 巧を 開き お ほじ 舆 して 直 もじ 避難すべき 
、とを 錢 一を したを も么那 軍は 故' 等め 避難を がげ タ ホの 巧 傷者を ホ 
じじ も S I 如く、 ' n 本が の 濟南城 占餓モ 目下 巧 氏は 安全で をる 


濟ぉ (赖 を】 十 II 百發 = 濟梅 
に 巧る： n を兩軍 衝突 W ホの 巧 方 
死傷 あはの ニ 千 ニち 五十ん じ 逢 
し 居る もの、、 如く 

曰 本 軍の 戰死親 あ 四十 一 
人、 を 傷が 八十 化 人、 H 本 巧 民 
の 挪死ト 六 人は がが しま 邮側千 
ニが 人の ホ 戰岡 員み をみ て 死傷 
巧 約 ニ でん ご 姑 稻られ て 居る。 
日本軍が 濟 南が 占領 じ 際し 非 お 
圃員 5 . 死傷者が を 集 地で みるに 
も 離ら や 比 校 的か數 であつ たこ 
ご は H 本 ボ か 砲 を 隊 陳 め て 正 
確。 る砲裝 しが b 軍 率 h が 嬰な 
る地點 のみを 標的 どした 結裝じ 
して 約 干' 五な 人-^ が內殘 兵は だ 
那 A 曲 業げ 盛 所み わつ せんを も 
無规 t て 

巧？^ に 抵抗した る 巧め 目 
本 軍の 砲 巧を をけ 遂に タ駭の 巧 
傷者を 生じた ものであるが， こ 
れ ょら 襄き禍 出師 脚を はお 巧 十 
H を 0 てが 内の ホ 戰圆員 じ 十二 
時間の 猶豫を 典へ て 立 退を 命じ 
绍视約 S をの' 一の ボ 巧は ホ 退き 
南方 常ら 巧裝を 解除す るに 巧 b 
午前 八が、 H 本が は 靜肅に 城 巧 
を占頌 した 「日本 巧が 濟 南を お 
領し鐵 道 沿線に 中な 化帶を 設け 
た 結果 ごして 南 軍は. ニ かさい、 

1 は濟街をぉ1がか巧の許^を 


b 化は 化 じ 栽いた が 

天津 ご 蒲 日に 通 やる 機 道 
ち 日本軍に がりて 切斷 されて 帘 
軍の 報復 巧 行動を 許さず、 日本 
政府は 濟あ寧 件が 媽 みする まで 
の 應急策 V 一して 
〔 一 】 膠濟鐵 道を. 一時 管理 連轉 

ずる こどり 

ニニ 巧 人 居留地 一時 占領 
【一二】 盛 道 沿線ぶ び濟南 城ト哩 

の 方を 中开 地帶 どす 
を 化を したらん t 細 瞬 広 黨中 
央執 わを 員 會は濟 南 事件の 貴な 
者で ホる 黄將 軍を 罷免し む。 

靑島 特電 (ニ ユョ. 1 ク •タ井 
ムスが】 十三 日を = 戰 が 編成の 
'トじ 出動した 一巧 四千 人の 名を 
馬 裳 一二 帥 拠 先 お 隊はネ B 當峭じ 
上陸、 濟 南に 出動 中でぁった 天 
ホ 守備隊は 再び 

耽頓’ 化に 歸 るべ く續 々濟 
南ょ b 到 若 L っ、 ぁるが、' 濟簡 
城は をの 後 頗る 靜肅 じて 一部の 
巧舖ら 開かれが 姓け 巧を の 巧 商 
じ 化 事し つ、、- わる も ぞくは 巧を 
閑 さし 巧の 如き 化默 をず つて 居 
る。 尙ほ 日本領 事け 當地 商菜會 
誰 所 じ對し 城内の 誓 察賴娜 巧を 
裝ホ しこれを 支那 側に 一任ず る 
を でんる。 


濟南 城は 完をじ 日本軍の 手じ歸 
したがが 巧は 電力 電氣の 供給 も 
杜絕 して 恰 かも 巧せ るが かき 都 
ど G つて 居る。 今回の 濟南事 か 
じ關 しを 正なら 外國 人の 觀 察け 
おか 石 お 軍の 軍隊が 何等の 規律 
なく 上官の 命み が 徹底せ ざち 點 
を擧げ てを の 責任は 國民 軍幹强 
じを b どなして 运 るが 同時 じ U 
本 駐屯 軍隊が 藤 田 總領拳 其 他 か 
を官の 進言を 斥けて 

軍人 式 を發 揮し 恃じ 日本 
臣 おの 惨死 體を發 見した 0 巧 軍 
務 部の 態度が ホ 常 じ 硬化し 蔚が 
巧將 軍が 英米 領事を 通じて 福 田 
司を 官じ對 して かがを ホめ たじ 
も 蘭ら や 福 旧 司々 宫が 二言の 回 
答 もしな かつれ をを 深く 遺撼 i 
しで 居る。 事件の 最初は H 本 軍 
が藉 か石將 軍の 言を 信じて 警備 
區域 ょら 撤退 しれる じ 乘じ約 十 
五 人の 國 民ず 育德 員が 排日 ボス 
タ！’ を 居留 投 地に 張 出さん ごし 
たのを H 本 軍駿が 阻止し ねる じ 
始ま； をめ 後 幾 巧 かの か戰 、か 
解 提議 も 日本 概 ょら 云は しむれ 
ば薛 かお じ 誠意 あを £ する も 

命令ろ 徹底す る じ まらず 
談 網の 最中に 掠奪、 發跑 どなつ 
たみみ じらず 月曜： a 國段 軍は が 
巧の 耍 巧に 砲を 陣を 巧き 約 十 巧 
わを を 動かして 居留地を 奪软す 
べし こ 脅威す る じ まちし 爲 め ： n 
本 居留民 地の 如き 僅か ニ U をの 
食糧を 持たず、 他の 外ん 等ち 一 
時反绍 L たじ も 願ら ホ 日本軍は 
十二 临閒 0内 じ 民 軍砲聲 を通吿 
ずるに まらし が、 U 本 軍は がを 
のみ 曜な 午前 四時 じ まる も袍擊 
じ 着 ホせ や、 午前 乂時 i で じ 避 
難 外人 田 特が則 車が 出發 した 後 


は 南 巧への 挑戰じ 非ら や 一部の 
'个規 枠なる 軍隊.^ 濟 南ょりか 逐 
してぶ. をを 期す る じあ b ごの ビ 
ラを 投ー -- ； •たるに 對 してぶ あじ 
も 南 軍は 砲擊を 加へ た。 而 かも 
J の 間に 於て 甫 軍の 垂立 もたる 
を 力を は 

軍服を 拾て t 避難民の 中 

じあ ゥ變 装して いづれ-しか 逃む 
した もの I 如く 從 つて 今 网の事 
かじ 依-^ て賓 巧を を處 罰する ご 
いふ ここは 昨年 おを 事件の 責巧 
者で ある 陳將 軍が 化然 ごして 現 
職 じある かく 到底 實 現し 能は U 
いで あらう。 


十重 廿重 にが 重なりて 

わが 機關祕 の猛擊 r 受く 

最後まで 抵抗した 題强な 南方 軍 


濟南特 軍 【ニユ ョーク •タ井 
ムス 巧】 十-日 お H 約 十 お. 一の 
削な で濟巧 城を 耽！' た 南 カ圆出 
一軍の 拙劣 U る 巧 術 U 遂に H 本 巧 
I の 猛火に 耐へ 巧ず 


慘 敗を 巧いた 濟ぉ 城の 化 
巧に あ b て 頑 强に抵 がしつ i 
6 し 南方 ボの約 一千ん は U 本 軍 
のあ碰 なろ 機 隅 施の 猛 化を 浴び 
て 十を 廿雷じ 巧 巧なら て戰 巧し 


虐殺 現場の 

實寫 到着 

外務省 じて 巧を 

まま 特電 十五 日發 = 濟南巧 巧 
H まを 戰じ 於る n 本ん 巧 傷 おじ 
して 判明した るら のは 死者 四 寸 
九 名、 を 傷を ニ 巧 十一 名 だ •ふ 其 
中廿儿 名は 额 巧み 狀 態で め 4 爾 
して 當が 幾タの 同胞が 簾虐 ら 
南 ホ 國は带 の爲じ 虐殺され たじ 
街 （巧が 領幸 館員は 現 旗 じの 雖 
外國 領事館 員 も 立食の 上 r で虐 J 
殺された 岡 抱を 一々 寫眞じ 威 影 
しが H が 巧 准 じ 到着した が 曰 k- 
一 あてられ « 慘 狀を呈 して 居な。-; 

濟南府 r 後に して 

京 津を陷 れん > 一ず. 

i 天津の 陷落眼 煎じ 迫り 列强 軍.. 

隊 警備 1 化 軍の ±氣 既れ慘 敗。’'’；".' 

天津 警備の 中 也 力は 日本 


• I •、— L . - 1 1 - : :! -If ttl — . 

海軍 異動 

【十五 U 】 ぉ 巧が を 異動は 十六 
リ發农 のを だが がまなる もの 
け 左の か. 

軍事 參號官 横 お 質 鶴 守府司 
々長官 大將を お淸鞠 
ほ 溝须賓 鎭守府 司々 長官 
第二 艦隊 司み 長官 

中 將吉川 安平 
巧 第二 賴隊巧 か 長ち 
お 鶴を 港 部 司み 宫 

中 將大を 幸巧郞 
巧 舞 鶴 要港 部 司み 官 

中 將敲田 延太郞 
邊命 お軍大 將を武 一二郎 


伊丹 社長が 勇退 

t 十五 日】 巧が 軍 ヵ阱を 伊丹が 
太郎巧 勇退に つき 副 化 長 松 永 
安左衛門 氏 後 化に A をした。 

ホ 提督 夫人 謁見 

IL 十五 日】 目 ド 親善 訪問の 爲め 
横 お-し 旋巧 中で あち 米 國てジ 
ァ燈隊 司み 官プ 9 マト グ提 を 
夫人は 十四 H 皇后 踏 下 じ 謁見 
抑 付けられた。 

藏相 解禁 尙早說 

【十四日】 兰±藏 巧は 乂阪 のを 
國キ 形を 換 巧大會 出席の 途上 
『通貨 統制 カ恢 俊が 急務で あ 
る、 を輸 解禁は 尙早 である』 
と 述べた。 


牧野 市長 逝まず 

〔十 I 二日】 を 山 巧 長が 巧ず 五邮 
氏 逝去した。 

生糸の 需給 狀態 

【± 二日】 巧 糸 期の ま 糸 谎給狀 
態は 持 越 窩爲外 じみく 供給 過 
剩の不 をな しど。 

砂 磯 取引所 開 期 

【十 I 二日】 巧 認可の 通 逢を をけ 
けたお 京 砂 殺 化 引 所は 化 巧ょ 
b 關始の 帯。 

通貨 收 縮の 一策 

〔十 I 二日】 通貨 收が I の 一方 法と 
して 頭な 部 ど 日本 おわ 巧 外債 
ご 一千 巧 阳ご數 日中に 巧 換の窜 


上海 特電 + 五日 發 H 濟お府 ょ 
V 退き 化 伐 繼續を 言明し じ 南 ホ 
國民 軍の 本部 除は をづ 天津を 陷 
るべ く 山 東 省を 離れて 直 識省じ 
入 も 瘡納を 

占® して 天津の 陷落も 眼 
前 じ 迫を つ！ あるら の i かく 化 
軍の ±氣 は 大いに 乱れて 績 々巧 
軍 じ 投降し 既にと 千 人の 補虜を 
得れが 國 おめ 府 のかを 部に あら 
て 目下 濟南 じ滯化 中で ある 王 あ 
廷 氏は 天津ぶ び 化を の 階 落は 罢 
じ聘 間の 問題 じ 逆ぎ ず.、‘ なし、 
『巧 國ち留 地は 絕對 じ砸鬻 もせ 
ず 侵入す る 意志は ない が 若 化 軍 
の敗殘 ぎを 居留 魄じ隱 をす るが 
如き 遙 をは 適售 なる 手段に 誘へ 
る』 ミ警吿 した。 . 

@ 下 天 巧に 駐巧 中で ある 
巧 强譬備 軍は ァ メリず の 壁戰除 
一二 千 人、 軍隊よ 巧 お 十 人、 英歐 

が 千 ホな サーニ A 、 フランスの ニ 

千 八 人、 ィ タリ ！ わ 四 巧 一人、 
H 本な 僅か じ 四が 六十 二人で あ 
るが H 本。 おらに とが 人を、 イ 
タリー は 一二む A を 增派中 じして 
T メ .9 力 軍は 軍装 タンク 五觸、 
飛行機 十二 糖を ちし 化 巧 駐屯 軍 


可 了ろ 力の 輿論は ！：. nffl_ 
♦ ♦斯 く觀 察ず ろ； 

夕 并么ス は調訂 じな 聲 || 


〔南 ザな この 列車を も炮擊 した〕 け 列 强總數 千 六な 八十 四 人で あ 


じ 始めて 

火蓋を 巧 6 木曜 H じ 一且ら 
て 閒擊を 加、 た、 H 本 軍は この 
間 單に摇 敬彈を 使用した じ 過ぎ 
ない がを の 劾 力は 極めて 偉大」 
して 南す の 砲を 陣地と 始めと し 
て 不逞ぶ の集鹽 化の 3^ 西 巧 及び 
化 巧を 破壞 （最 をの H には 軍事 
上 重要な も 生地 じご r 白 度の 袍彈 
を 集注し にが 當時 秘彈理 じ隱れ 
て 居た ァメリヵ人 一二 人の 證 言に 
依れば H 本 軍の 砲擊は 耍必巧 （ 
軍事 區 域に 限を され 非常に 正確 
でを つた ごの こごで をる。 攻擊 
の 手を 强 むる ど 共に：： 一本 軍 司々 
部は 

人道を 重んじて ま那 官憲 
ぶび 商 棠會講 所 じ 載し 西 巧の 袍 
をは 非 戰圖員 避難の 必要 上砲擊 
し；：？ いど 通吿 しじる じ も 關らず 
南 軍は このを を骄の 扉を 堅く 巧 
L たか H 本 軍 飛 巧 機が 巿民 にお 
し 西 巧 及び 西 化 巧は 非戰圖 員に 
避難ず べしと かじ H 水 軍 S 出動 


る ^本及び ィ タ 9 1 は目下增 
を 中で あ 6 居留民の 保護は 充巧 
らし （天渾 の 

列强 駐屯 軍 巧を 官は昨 B 
協議の おお 響 脆 軍隊の お駐 をを 
め 重要なる 地點は 悉く H 本 軍に 
た b て 警備 マる こ C ! なつむ。 
而 しで アメリカ 侧け 巧等增 をす 
るの 必要を 認めて 居ない が巧國 


側は 巧 一-の 辨 外を 動を 恐れ 阀時 
た 6 共を を 巧 派し 堤る やぅ 攀備 
中で をる。 尙 ほおを を 麻は 带 6 
じ 化を を 梅れ て も 曾 都は が 薇 ご 
して 南京に 愚く 方針ら し （ を 
政府の 离 官等は 身邊の 危驗夺 一 慮 
をて 總 々大 連の 日本 巧を 述で避 
難して 居る。 一 

眞 相調查 

，か 務省化 表渡嘛 W 
まま 特電 十四日 發 H かお ァ 
ジァ 巧 第二 課長 中山詳 i 氏 i 溝 
兩 おが 眞相 調査の 爲め靑 島お上 
陸し 直ち じが 地 じ® つれが 哉 中 
首 化は 本 H 興津 に西屬 寺を を訪 
閱 して 時 掃を 懇談した が 首 貧の 
語る 巧に 依れば 早 
をを」 > 政 窗め措 量を 避 奮 j 一認 
めら 位た が外國 から 誤解 言受 
けない 樣 にとの な 意を 受； いだ 
ごの こご-である、 而 してを 嘴は 
濟南 事件 贸逆渉 解 化は を 然^の 
を 渉 どか 離獨 立して 着 ホす 中く 
談倒 地は 濟南か 天津を 選む じ 至 
るで ぁらう。 祷は 陸軍省 0 ず お 
じがれば ぶ 巧 一 U 約 四 巧の 品靈 
が 濟南府 に 入を 蔣か 巧は 秩ぶ維 
持を を 巧し _ たじ も 關らず 五 5 云 
日 約 二三 It 人の 國民 軍が 巧. へ 商 
店を‘ が 奪し 領事館 お 警官を 一 S 巧 
せしめ あおじを いた 巧 軍の， 隊 
じあ 砲し 化を じ 始ま-り 兵陣 4* 布 
I ぃて 居留 托魏を 襲 擊し非 戰歸旨 
十一 ニ A を 殺し 八ん は 巧 衛ホ明 
ピ なら ニ 名 巧 痛 人を 凌辱、 か乂 
を 傷け 約ニ卡 軒の が 人 商店ち 掠 
奪 じ 及んだ おお 遂に 日 ま 軍 巧の 
衝ち 若-見た 去の t ある ご。，' 


-ray 


ィヴ ニン グ •ポスト 紙 
; 濟南 事#: じ 砍る目 本 軍の 
'支那 お 動は、 南 軍の 化 伐を して 
おんで 不可能 じ 終らし みんどし 
て 居る、 この 秋 じ 際し 張 作霖の 
が戰 提議は、 勿論 今 H の 戰圖狀 
態 じがて 化 軍 じ とらて はを おで 
をる か、 をの 結果 ごして 濟南事 
摔じ點 する 拂呂 ，的 感情は、 巧ょ 
を をら じ 化に も 樓染す るで あら 
うが、 支那は 斯巧か < じして 統 
ごされ 日本 じ酱 して 共同 戰 線を 
麗； るで をら うか、 をれ み 祀 巧は 
追 己の 利益の 爲 めじ 無條 かで 現 
體 I じ滿 をす るで ぁらう か。 

j …挪 ちま 那が曰 本じ凿 して 

覇頭的 態を じあで i 居る じ 等し' 
< 一一- B 本 も ホ 頗る 弼 難な デレム 
マーし 直面して 居を。 H 本 VJD て 
は 麓 蒙め 巧權じ 了解を 摩して 居 
る 廣巧霖 の 化 巧居据 を 希望し 
て皂 もに 相違たい、 併 かし 日本 
がを 己の 巧權を 保護す る爲 めじ 
干 孤 一 i 兵を 巧て する こを、 
巧して 日本 ゆ 利益では ない、 蓋 
し 動 ー亂や 戰爭に 彼る 辨日的 煽動 
は 巧 一して 日本の 對ち 貿易を 伸長 
しな 一い からで ある、：：！ 本 どして 


然 異ならし 敵 じ 遭遇す る と共に 
訓 線され た 日本 軍隊は、 最新の 
武器 ど戰 術に 报らて 軍事上に も 
重要なる 鐵道や 地黯を 占領して 
了 づ たので ある 0 

ニユ 3— ク •ゥォルド 紙 
... ミ... H 本の 對ま欧 策には ニつ 
の 道が ある、 をの 一は 動 亂其他 
じ 乗じて をて 歡渊 列强が ホんだ 
道、. 禪も帝 國ま義 じ 則る こご、 
第二な 支那 將 ホの 覺醒は ホして 
不可 龍で な，〜、 鞍 {共國 儘の 民 
が j 巧裕カ おて 新ら しい 國 家を 
建設し、 泰西 ごの ホ ホ等條 約を 
放棄す るを 日が ホる こごは あ定 
である、 故 じ 曰 本 どし ス はお ホ 
; 一を-ぶの ホる こど じ. 德 へ.'. る爲み 
ま那 どの 义 化、 貿易 韵ぶ 詔を 增 
して 現 巧の 動乱 じ d 恐耐 化て 寬 
をなる 手段 じぶ ぶ ごい ふな 策で 
おる。 


本社 東を 特電 t 噪 ぉ的轉 度： 

.乂原 巧 入閣で 悶着 一、 

〔十五 日】 ん お 房么助 氏の 內務 大臣 任が 說じ關 碗し をぶ 看 群 
部は 岡黨お 身の 閣員を 訪問して 巧し. これが 實現 すれば 黨巧レ 物 
證が 生やる であらぅ ピ彎吿 して 畿 論を 圆 はした が、 み閣 なお じ 
伴 ひて 與黨の 政務官 變史 運動 お b 給木隆 、廣 爾爲ん 、中島す 巧 
氏 等が 專ら 暗中飛躍し 居る が 乂お氏 內相起 巧 じは 巧關 にも 巧 お 
說 わり 留巧遞 相が 內 相に 轉じ义 原 氏を の 巧シ葉 ひて 遞 相た 一らん 
どの 誘 も ある" 尙ほ 化ぶ 會內の 舊な友 本黨を 議員は ほな 黨^同 
系が じ掛し 第一 ニ 麗^ 組織 計 劃を 特別 蔑會 前ょ 6 タ涉 してち Y が 
民な 側では これを 相手に して 居ない。 


-て 

はこを 際 南 化 支那の 巧 ホ じ 諷し 
てを が 的で あらなければ ならな 
。- ごの 時局を を收 する ものは 
■じを めが S 協 誠 じある ご 共 じ 
支那^ 民む 感情の 動き ホ じある 
ご 信 丈る。 

ィヴ ニン グ •サン 紙 

… 1. 5^が作霖の南化支那共同 一 
濟の提 心 g は、 いかじ も 東 巧 流の 
も' ので 冀 々泰西 人に ご*^ て 頗る 
眞 成を. 4 摆 幾で わる、 即ち 張 作 
霖 はを 心 提議 じがて 巧 等 日本の 
巧 動じき 一一ぶ せ や、 寧ろ か 人の 生 
命財產 保護を カ說 し、 彼が 劍を 
て戰 ひつ i わるものは 支那 
を 己 ぼす お 產ホ義 ど ボ^ セ ー ゲ 
キズム で A るご斷 じ、 この 罪を 
巧 方 政が じ 嫁 するとみ じ、 假 b 
じ 今回の 提讓が 成立しても、 濟 
南 事件 其 嘘の お 巧を 渉は 蔣か巧 
の賣巧 d して 彼を をの 街に 當ら 
しむべく 暗示して 居る。 

ミ.：.. 山 お 省-」 入つ た蔣か 石の 
位 歷は晚 をて 不利で をク た、 即 
も 彼は 化 軍で' 敵勒 ごみ じ U 本の 
おおじ 化 b 一、 勝 かるは 從來 ごを 


ミ： 泰西 人め 必现じ 勤して 今 
野の 事件は 單 なる 繁 おじ 過ぎな 
i ,、 併 かし ァジァが 磬く おこれ 
み 上の こどを かつて 屠る。 蓋し 
• i の あ 底に 橫 はる もを はょり 深 
一斗 《なるお ホの 歷を的 紀元を 劃す 
を もので あな、 アジアは この 危 
i じ 隙して H 本が 蒸壓じ 輿す る 
心 一、 極東の 道を ホむ か、 刻下の 
良 一 相を 機會 どして 目先き の 利益 
シー 一廣す るか、 をれ ホ藏 ホァ ジァ 
心| 泰西の ずから 解を され、 H 本 
じて をても 感謝すべき 日の 巧る 
を I 巧ち つ i ぁるかを 監視して 居 
るので をる 0 

ニユョ ー ク •タ并 ムス 紙 
- ...... 濟梅事 牌なる ものは、 恐 

らぐ 緊張した 威 情から 起つ じ衝 
突 一 飞 . 敢 てが 方 巧 じな 盈じ 巧っ 
た， りので は ある 圭 い、 故 じこの 
眞祐 をら 認めないで 濟南 事件を 
目ず る じ 『戰 爭』 ごする のは 蹈 
違つ たこと で わる。 のみなら や 
H 本 政府 ど 南方 政府が 敵 對巧爲 
を おつて 居る ご 見做す こども 早 
計ず ぁる、 兩 政府は おじ この 不 
幸を る 出 ホ 事を 邀城 として 圓満 
なる 解 巧を 希望し、 南方 侧 はち 
名なる 外を 官主 正延 巧を、 日本 
側し 一を々 適當 なる 化 表を して 事 
件の 解 巧を 計らん どして 居る の 
であるから、 この 條 アメリカが 
化な 一二 固が 敢て調 許 じおづ るの 


y 

一通 


のす £ 

巧 S が 
か 巧 五 

ぶけを 

品が 


報 S ? 


必要を 認めの。 

...一年 前、 南方 强民 欧府ご 
英國も 間 じ 『戰 ず』 說 なる もの 
が 持 上つ た、 兩 國の關 係が いか 
器 張した じ も ホょ が じ 狼 おす 
る樣 なお ホ 事を なかつ た、 今 目 
の 日 支 衝突 もこれ r 等し （、昨 
年の 不幸なる 事件が 別じ戰 等に 
ならず して 解决 した 姑く 解 ホす 
るで あらう、 故に 兩 をの 直接を 
がが 解かめ 曙 ホを 與 へて 居る 扱 
ゎ、 ホ 處に柯 等 箱 一二 圏の 調訂を 
か 喪 どし ないで はない か。 

ヘラルド* トリ ビ ユン 紙 

所謂 南方 政廚 なる ものは 
视仕 ホの 紙細工で ぁる、 商 方 段 
府はホ だ巧强 lb 承認され や、 
國際 聯盟 も 化を を 府じ 化ち て 巧 
表？ れて 居る が、 而 かも 單 なる 
革命 集鹽 である 南 ホ欧府 は條巧 
をを 爲し 、これを 無視す るに 惜 
ら ない。 これ じ 反し H 本の 山 ま 
省 お 兵なる ものは 條約 h の權巧 
じ蹈 を鹽顆 るを に 託さ かて ある 
巧嚴 で をる、 挪も H 本の 出兵な 
る ものは 軍事上み 巧 動ょ b 生じ 
た あを の奈 乱を 保護し、 甫化兩 
政府の 敢て なし 能は ない 地方が 
黨 動を 取雜 るに 過ぎない。 巧の 
かきは 岡 樣の狀 態 にがてを 巧强 
が 遇 去 じな した こどで あち、 現 
じァメ 9 タも 昨年 宿 京で 同 機の 
巧爲 にあんだ ので ある。 

巧 ホ 支那の 巧 動は 餘 b に 
自家 薩鲁 である、 彼 尊は 一廉の 
國家的 お披を 要求ず るが、 國家 
として 化-」- 對 しなすべき 義務を 
接つ て 屠を。 支那の 門口 關 な、 
宗主 權獨立 ごい ふこ こじ 就て、 
ァメ 9 々は 誠意を 化て これが 實 
現を 熱 鶏す る ものであるが、 而 
かも 支が が 今日の 如く 軍 間の お 
具 ごならい かじ この 希望を ち 現 
し 得る か、 支那 じして 共同一致 
化て 秩序を 維持し 履が 力 ある 條 
約權を 尊を し、 3：： 人の 生命が 産 
を 保護し ない 帳 も、 領±權 の 維 
持 やを ま 權の獨 立 も お ホない。 

........ 南 ホ 派の 所謂 强民 ホ羡な 

る ものは、 結局 化を 派の 歐民ま 
義じ 何等 異る もので ない、 巧 ホ 
其 じこの 國民ま 義で外 國じ蜀 策 
しやう S して 居る が、 こ むはを 
なる 幻想 じ 過ぎ 《 。支那の 閱ほ 
ま義 は先づ 自己のを 闕を 制し、 
無智 無 袋 U る 辞 集を 制止し なけ 
ればい fb ぬ、 支那のを 亂 はま 那 
ん 白身の 手製で わる、 內 まを 避 
け、 無を かお 化 態を 巧け、 眞の 
圃民 ま義が 生れない 限-^、 この 
狀 態は 化が 繼激 する であらう 
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物 A を食狗 
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搬關 貨お谨 
取手 販 
扱續賣 


T 型の フ ホ一 ド 

の 

傑 用 上の 節約 謀 

フオ一 ド 自動車 會 がは 昨今 新型 自動車を 作!） 
始めました。 然 L 本社は めが どして T 型 車の 
製 遣 <ょ 從前 £ 變ら なくを 所肯 者が 最み 額の 經 
費で 座 用され てる 事を 誇と し义 同時に をれ を 
帝 望す る もので あらます。 

本 化 ごして は 化の 營 業み 針の 下に ヘンり一 • 
フオ一 ド 巧な； 自身で 〔最終の T 型 製造〕 だ ど 
聲 明す るまで 繼續 します。 

八な 巧臺 からの T 型が' 現 だを 地で 使役 さむ お 
の 巧を （ は 二を H 年 或は 五 年 0 上 も 使用され 
てるる ものが あらまず。 

化の 意 ホは おじ 鼓タ媒 の經資 T ’ 最大 巧 故の 化 
用を 意が する もので あらます。 

若し 巧 用ぎ で車禮 のがを を お替る 必要のを き 
た 場を は 梟 あらの 巧 巧 店で 尋ねて 下さい。 
之れ は 最も 經濟 的の 方法で 廉 憤な 費用で 使用 
巧谓が 連を され おら じ 欧千哩 の 距離を 蘇 言 i た 
走れる 事になる からです。 

例へ 貴方が 巧處へ 化んで 居られても 最初 騰乂 
された ご 詞じ材 巧の 部を を 廉價で 補 ふ 事が 出 
巧ます。 

义 部を 麽 鑄の 勞働 賃銀の おき も 標準 偕が 規を 
されて あらます から 悠獲 前に 確 實な豐 用が 見 
積ら れる わけ じなら ます。 
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▲述譯 ◊調畜 ◊を 渉 
ク 買物 ◊其 他 何で' 
賴懇 巧に 御 取扱を し 

A おは y 々ゴ 大學- 
卒業し 在米 おじ 甘 I 
- 年 聊か 米國の 事情' 
i 通す る もの ご 信じ" 

I が 育 商事 研究所 
I 所長が f け 上 お 純 雄 

I ▲ホ 國- して 發 けせ‘ 
新舊の 書籍と 潑 誌は 
御な 文み 篤 敏速 じ 御 
屆け 致しまず。 

▲右 脚注 义じ對 して 
は定 憤よ b 簡 引して 
差 上げます 0 
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日曜 學校 午前 十 時 

M 日曜 キ 後と 時半 
祈禱會 水曜 夕と 時半 
嘴宿舍 
泣廣古 倫比亞 をを 
み 下町を 十五を 學 
ホ 會お員 じ 最適 
設備 圖書巧 誌 新曲 
を辖娛 樂具簡 ちを 
堂 あら 

巧 宜馈業 周旋 旅を 
ま 肉を 補 事 案 調を 
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諸 おを 
H 巧 畢書巧 巧 正午 
.共 潮 會タよ 時 ザ 
應拜說 を タ八巧 
木 座が 稳食タ 八が 
英語 及び 裁な 

午を 二な 

±谣 譲 お 會义は 
を 話を タ八時 

化 會事ま 
を 宿 部、 旅 巧を ま 巧 
部* 入 事相 おが、 訝 杏 
巧、 晚 藥因旋 が、 巧 居 
哉辖を 巧の 巧 課を 設 
け會員 及び ホ 會 員の 
巧を 計る 


B ♦■ 妻 W 

を 

' ま： 

こ： 


她育 生命 巧 隐會赴 

ニ 一木を 吉 

輔保險 


ZGW K0 『 11L , み ewnwsrwaoffico 
slnflamb 巧》 wt : NewYorkoi 巧. 
Pho ロ e . Wor を这器 

を おノタ = 御 掛か ノ 節ハ必 V . 
御 自をノ あ ぷピお 話 番巧チ 申 
閒 力* 慶キ T サイ 




弊 巧は 實質 誠意 巧 速 ホ義の 
基に 御 ± 產物 一式 卸賣 値段 
で販寶 致します を かじ 拘は 
らす御 巧 命 仰 付 下さい ませ 
◎験 ホを 確 時計。 置 時計 一式 
◎寶石 貴を 屬 。銀製 器具 一式 
◎を 補 萬 年 筆。 お 銀製 鉛筆 
◎蓄音器。 ン n — ド 見本 陳則 
◎寫眞 器。 タィプラィター 
◎船 切符。 祀な篇 眞帖給 端 書 
ブロ！ ドウぶ — 巧と 十番 
領事館 向 側^と 0 五號室 

巧タ商 

錄ぶ爾 ^ 

一 70 Broadwajf •产 Y . C さ 
Tel . C 量 a 量泛 ちを 芭— 


巧 かるた 

は 七 {の 遊び 
方を 巧 义で米 國人じ 能く わかる 
やう 衞單明 騰じ說 巧した ものが 
お 巧ました。 內を 目み 進呈 致し 
ます、 御覽 下さい。 

M 备电 m 言 呂， 11 二. 岩 thSf . 呈 y . 


弊 巧は 永 も < 白 人間 じ 信 
用を 有し 熟練せ る 技術 ど 
親切を なて 販賣 致します 

寶石 貴金廬 
御注义 をに 
巧 速修績 
諸鑑を 無料 

巧 中 商店 

28 £ •現を |5产， cor . Mpdison み ミ. 
Tel . Rhinlander 5055 




♦售籍 ♦雜誌 ♦巧麗 
縱覽 室を 開 
執 お ぞ前九 時ょ ち 午を 五 時を 

織 育 日本人 會 

ブ日 i ドゥ 玉 ィーと と 五 

m チ ー クが 1 00 セ 0 
話 サク 八 一 〇0 と 一 


成功の 秘談 


註 リ S 


た 

む 

.I’f 


も 

S 

r — 


話す 事 
義で t 


米 國を吳 語を 
はが 巧の 窮 
本校には H 本 乂敎授 
じ 慣れた 専巧婦 A 較 
姉 あち 懇切 じ 貪 話 巧 
信 文 殻を 語を 敎授！ 
ょす。 H 躍 週 H 共 じ 
午前 九 時よ b 午を 十 
時まで 開校し 一 
スンと 十五 她づ 
今日 直ち じ ホ 陵 あれ 


南京の 排日 签險惡 

上海の 經濟 絶交 海運が じ 影響 

巧京特 « 十五 日が n おを 力が じ 於け る排 H 熟は まる 八日 《 ホ 
を々 危險 どなら ロ 本人の 巧 信ずが け、 お 訊の 巧績 等を おお 卞- 
のが おじして 时市 支が 教巧お 勤務の が 人 岡 田數務 官は危 隙を 威 
じて - M なじ 避を し 巡げ 艦 神 巧 度び 阿が 腰 t 村 化 じ 判 着して な留 
民を お 誰 中で あるが、 上海では を/、 が濟紹 巧の 狀態 ごじ bH 淸 
お船會 社の かき 貨物 及び 乗客の 申込み 絶無 こぃょ b 、 を 商 巧な じ 
取引 漸 おし、 な貨 巧の = 本 商な 大を資 買す が U いごい ふ有樣 
でぉ巧絕を^^深刻化して巧じ。 ’ 


膨脹 一方の 

連鎖 巧 組織 

取引 烏 六十 億 弗 

を アィリ々 じ- B . る 浊鎖巧 制度 
はを か 後 益々 膨脹して 居る が、 
ゥキ 9 r ム •パク スター 巧は 今 
遇發 巧し じ 速 鎖 巧じ關 する 巧を 
じがて 『この 义 制度 も 極 （一部 
の お 開が を 除き、 一平 九な 一二 十 
一 一 年お一-:^^を部を成するでゎら 
ぅ』 ご豫 言して 居る。 即^ 典な 
アィリ 力 じは 約 一二 十 柿の 巧な 界 
じ 向つ て 一二 千 八な 九十 S の 親 曾 
社が 十 巧 一千 五な 一二 十六 軒の 連 
鎖 巧を 經 をして 居る。 これ 等 諸 
會 社の 千 乂巧廿 とを 度に がける 
營黨窩 は 五十 九 億 ニモ 五 宜巧巧 
I ご' いふち 巧で、 をアメ y 々の 小 
由 質 取引高 一割 六を じ巧當 して 居 
る。 これを 千乂百 二十-年 0 ホ 
のを 视速鎖 お 敷增加 率の 跡に 就 
て 見る に 左の 如し。 

ダ n サ V ! = ニニ 0 

五 仙、 十 他店 ニ 五 0 
キャン デ— 一二 0 
藥倒巧 ニニ 0 
爐を巧 一 五 0 
靴 店 ニニ 五 
而し てこの 中 取引高の 一 潭 をい 
のは グ "サリ！ で、 巧數 たる 大 
都 旨の 小 質 化 引 五 割を もめ、 を 
割が なを 化の. 四 か、 藥御界 S ニ 
割に相當してちるが、 ジ 3 バー 
を 始め ごして、 邮巧 注文 業 も 速 
锁 店に 手を 染め、 巧，〜 人：：！ 一方 
人 W ドの 小 都 ホに 恐ろしい 势ひ 
で资 越す るで ゐら うご 云 はれて 
话 る。 


る ミころ ホく、 大連 商工 會議所 
らはォ で じ激蝴の ぉがを寄せ 
て ホ じほ. £ である。 


實業觸 体 ご 

; 對を那 政策 

お 論 喚な じ 努める 

り 本 お エ曾遙 所 常 議員 會は本 
な特 おが 旣 報した かく、 東 巧が 
エ會满 所でが 會 濃を 胡き、 設立 
劈がん ホ 椎速動 どして、. H 雄 實 
莱協 曾、 經濟聯 邸、 火 U 本が 饋 
聯合 曾と 共 じ、 支が 問題 協溝會 
を 閒< こ fi なつた 。これ じは 
猫 洲の拘 ぶ會讓 所、 (； v / ビン 
長 ホ、 斑な、 を 天、 ぶ柬 、大速 
を ロ) が ミリ 本人 巧ち 會諸所 (天 
が、 巧 島、 L が、 漢 ロ) 廣戒、 
濟 ぉぶ を 商工 曾、 京が 商 叢會議 
所、 が 雄が 横 间業會 、滿掛 にも 
'渗 加を 働 誘す を こどに い， ら 、當 
面の 諸般 じ ゎたる ま 恥 問題に 關 
し 勘 論を 喚 化して、 がかさせる 
意気込ん でれ る。 をの 實巧 ホを 
は ホ 雌 脚 体 わらを 貝を 迸 おし、 
さらに 協谣 する こど， および 巧 
をが 費は ま雌蝴 化が が 等に か擔 
する： ごに か定 した。 この 化講 
_ '诗削 帷じ tr 內外 ども じ 期恃す 


圓爲替 は 

回復 歩調に 

巧が 務善記 官報 吿 
を 細引 締 b じ 証券が 媛は 一 般 
じ 巧を みの 虔 、山 東 事件 S 賴に 
A がを 社 憤 巧れ も賣 おし タ （ニ 
S お ィン ト方ド 落 1 、圓 爲替も 
昨年 十二 巧 ロ ホ <5 最低 四十 五 巧 
八十 一仙 じ激落 I たが、 驛巧詳 
報を 得る じ從ひ 何れも 回復 ホ 調 
じぁち。 圓巧替 動搖不 をは 本邦 
商品 巧瘍じ 影響ず る こ S 甚 敷、 
商談を 送ず を じて 閑散、 茶は 巿 
巧、 莊 茶。 ン ドン 巧 荷 タ置じ 弱 
氣 、ま那 、臺 灣柯れ も當地 在荷 
を/、 を唱 へで 巿讲不 おなる が、 
獨^日本あは昨年化ホ古あ - 掃 
せられし 結を、 お 薄 じて ホ 擦 引 
緑り' •標準 物 十み 仙見當 を持續 
し、 先巧义 を 學 。るが、 本年 取 
引は 專ら 新茶の な 質如柯 にょ b 
てな 興廢 をみ せらる、 巧 ごも 觀 
ら るべき に 付、. 特じお 質 向上に 
留意し 且つ 巧 格ら 高 張らざる 犧 
愼 重の 考慮を 要すを で わ こ> う。 


支那 動乱で 

財界は 不安 

外務大臣 發 、十日 
商務# 記官へ 着電 
贸 あは ホ ホ 儉出增 、搞化 輸入 
贼の ため 引 綴き 順調 じて、 輸出 
一億-立 千と だ 方、 人 超 千 おなで 
入超 旅 累計 前年に 比し 化で 方减 
どなる、 今後 棉花、 肥料の 輸入 
增 加を 見る V きも 上半期 貿易 虎 
は 前年に 比し まるし' '、改善され 
るで あ-らぅ。 四 巧 中 對支貴 易は 
輸出 四千 班な 方、 出超 ニ 千 巧 巧 
本年 累計 撤お 一隱八 千ニ昏 巧、 
あ 超 四千 ニな 巧、 前年 同 朔に巧 
し ニ 千 二百 方增加 である。 金融 
け 緩 澄、 巧 然變ら ホ。 銀 巧、 を 
« を 業 整 巧 も進涉 、昂騰み が 績 
は 巧 綿诗騰 、綿糸 巧賣 わき お 等 
じを 績恢 お、 唯 瓶 あ 絹織物 巿瘍 
じ 質が 不振に てが 靖殘增 しで、 
を棠化 不況を 保む。 义し < 政界 
すを じ：：： t 送 b 下 ま へられた る 株 
ま爲 をが 場 も 臨時 議會の 終 r 政 
巧 不をか 小康、 貿易 順調 じ 大勢 
樂觀 > 、氣に 轉 せんどす る 巧 柄、 
化 まじが ける り だ 兵 街 突 事件 突 
彰 し、 おを 排貨懸 を も 加は b 、 
财界 ぶ調蕃 るし くな 善せられ た 
るに 巧 はら やん 氣 巧々 を 定を缺 
いて 居る。 


ぶか 利國 償が 况 

ま 京 特電 十五 日發 n おみが 國 
償と 千万 脚 撕< 中 込 十 巧の 上巿 
巧で 十を のプン ミア ム附 である 





IKUINE I 

Hotel & Resliaurant 
3 巧 WJ 抓 1 化 New む rk 
Tel, Schuyier 7822 
Cable ydre な iKUINE 


Til パ 0 か 0 Co. 

1 が W . 扣化化 

Kew York City 

Te しわ afilg がが 59 


City HaH Tea Garde 打 

170 Nasaaii お . む ty 

Ntsxt t 曰 t:ha Tribi 庇 c 技 Idg 
し oo Lis M 色凸 &ger 


Kaw れ 8 〇 ye Ho わ 1 

巧 9 W がり 巧 nj 化な t. 

Tel. Morningside 7154 


御 

旅 

館 


河 


添 


TOYO RWAN 

41 E, 1 が h St. 

お sf. B'* 巧 4 4 比む e. 
Tel. がが nquif! がが 



TAIYO 

1 が West 巧 化 お . 1 

Te しむ squehm 巧け 


S . KUWAYAMAGO . 

1 14 E . 目 9 比 St. 
New York Ci か 

Phone, Regent 器 弓 


が 円 

列 _ .本 
書 ま 食 
籍亲料 
雜室品 
誌 1 類 
ル 及 
間み ぴ 

槪乘雜 - 

是里裹 

爱 商— 


DARUMA 

78 レが h わ e. 
lei •むがが 巧 巧 

ホず 

•こを 

御燒 

巧 

巧 


SHOWA 

S3 We が 105 St:., 
Tel. Clarkson 0981 


會 



會 鼠 
等 
御 

I 昭旅 


舘 


ご 呂了巧 十四 
规目 T お 十四 


系 ! J 


Beem Nom Low 

474-6 比 Ave. 

Bet. 2S 比 .29th St. 


Wing Hinff Low 

Chin 巧 e R が Uu 巧 m 

お郎 B’wa も N ， T. Ci か 


Qua 打 g Gan Low 

即 in が e S が tauranf 
112W. お thi 化 C 則 


し olle 客 e I 打 n 

3100 も帖 dway 
お 1 . 1 巧 rd る 124 化 お s. 
Tei. 齡 rningsWe 74 巧 

— H 
瞩 


至自 

請が 

房 壬 

半時 

蘭 

巧 


巧 支 
理が 


集 

雅 

園 


ィ る 
# ± 
巧罐 
をに 
擦は 
ヘン 
がュ 


wo Lee Garden 

2 郎 W. 1 巧 th 抓 触 
た L Univ が S 如 巧 34 


DANCING 

411 w，ns 比 St. 

Tel. Ca 化 ed 巧 I 4408 Apt. 3 


Koike Studio 

730 巧む : h Ave. 
Cor*. 57 比み - 
Tei. Circle 440 目 



I 

I 340 W . 閒比 St 


j Telephone: 
Columbus 8882 


( 巧 曰 • 水) 巧 おわ 


が 腑 Y(r を PIT SRfiPt 

IMPORTER OF 

GOLDFISH & BIRDS 
O— 

勤 其 力を 

物 十 種 

一 鳥リ金 
切 k ャ魚 


Japan 

れ 0 化 ioii Co. 

巧 0 化 的 化な . 
Tel. EndicoH 97 の 



巧 East 巧 化 化な ! 

Tci. Lexington 5727 


SUMMER 

PALACE 

M 1 - 8 tU 阳 .がが 化 化 

NEW YORK 

郎邮 8 Long が 巧 5084 


KATAG 附郎 0 ツ 

224 E. 59th St 
New York City \ 

Tel. Regent 34 邮 - 3 が 1 


r 日を 煎 
§. 本 

を 食 腐 餅 
£ 夏 f 料 

置 S P 品 油 卸 
這 r r 一 

? 切瘍賣 


i GAMP 化！！ な RVI 化 

I 設瞄 渡が 經費 低廉 
I Caii-TRAFALGAR 8200 
I FRANK. E. CAMPBELL 

'‘ ぃ The Fun が al Church " Inc . 

I (NON SECTARIAN ) 

I Broadway at 66ih Street , N . Y . 




號 二十 お 百 四千 一 第 


なわで 9 巧ぉなな脚で 【 R 幡水 


円 


十月で. 年 H 和昭 


割烹 跑 U 御旅 舘 

t 曾 佐 巧 

句 •稍 巧を 

な 育ボ西 八十 八 了 目 一二 ニニ 
宙話ブ 々イブ ー と 八 ニニ 


巧タ九 時を を ま 

メ ，グ アドレス 〔年 一*^ 

B ネぉ貨 巧 東京 巧會 

書 精 雑な 巧 

グ ム の 便 あち 
ト タンク 巧 もます 


麦 那お理 

お 廳を圍 

司 巧 人讀蓮 
お 翼め ホには 養な 
の 侮 便利 じ 備へ巧 
闡鲁康 の 御用に 應 
や V く 接 聞 巧を 相 
不變わ 引な 願を な 
紙し ム键案 巧 窜上候 


高等 御旅 纔 

東泮鑛 

會廉御 料理 


蒋埋齡 お 

お 

養诗每 H あちます 


美 ホ じして 巧 巧 

S 贏 南 機 

午前 si 開店 
午前 六 時まで 


皆様の 御嗜 巧に 適 ふ' 
なな 美が の 御 巧理を 

S 虞義 

をし ますから 績 々御 
ホ ホを 願 ひます 

.翼 興— 機 

挽 揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本人 諸 焉の嗜 巧 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 朝 云 時を 開店 
(百 ホ 五 了 目す プ 
备車瘍 の T ) 


設備な 善、 驢 利の 
巧理乂 、調理は 日 
本人 おき 

S 桃李 園 

賴光 ホを 待つ て 
賣 ちます 


第五 街と I ニ 0 

へ クシ ヤ 1 

ビグ ザ ング朽 

小 池 寫眞舘 

電話 サ ー ク八 

强四 0 六 


鱗 踏 f i 

▼ 社を ダンプ ▲ 

マ 表情 ホ 操 A 

劈 了 寧 

親切 

朝 十盼ョ ，巧 十一 時 

シャリフ •ダンろ 

ング触 雜學校 卒業 

上が タマ 


R お 

押 

1 朗 
けが 


F 


G 即ゎ 

N ロが 

A 脱- 釀 

H 邮 

N 視 

U ^ 

S W 

3 


邮麵 新杳巧 

ネ 樓は麗 創な ホ 多を 
一意 錢强仕 b 司理人 
ゼィ 、巧 理ん 歐廉も 
枯變ら や 腺 前を 見せ 

巧 某 街を おじめて 巧 
本樓 料理 \ を 雇 入れ 
ねる. 抑き 廣 をを なし 
居る も 全な 無根 じ 育 
么斯る 事 じ 御 迷リな 
< 倍 薑勒嶺 貧 じ預ら 
度 {日 おん 諸賢の 御 
ホ ホを を绍 をし ます 
親を 巧 

ま 人 謹啓 


スラ 1 ムヒ 1 トバツ トワ タ 

巧 八 巧榮な 自曲亭 

58 ジ nds S こ i 妄 一一' H . T . 
を. 置 章 7 ニ I 

▲淸 お、 親切、 氣樂 H 1 一 德マ 

_ 一勢 州 舘 

一-/ ザ勢事 佐148を作 

~ I た5 E. 襄 を ま t 

j / ジ一. 量な ち 

叫旅^^ 

江川 巧 一一 
so でを ISth ぎを 
ジ|. ぎ yvesail こ 351 


旅館を め 

國旅舘 



淸水 


14 巧 W. 寅 th si. を^ ご品 
Tejuusqu を ミミ 常 10 


潑 育旅鑛 里*— 

を 四十 T 目 ニ 巧 ニを 
ジ I. を led き la を 74 

が ストン 巧 

呼 富 ± 旅 舘大浦 k 松 

145 wolsier St. す ston 虽 as 产 

一一 一一 ジー . B.B. さ 7 巧 

一 

化 1*4 & 地ょ き淸 おなる 這 

難 下宿 松林が か 

一 養 一さ 量 ミ AV&-I 

Tei. Mad . ぎ這ゴ 

賛府 御旅 鑛 

桑 山 淸を廊 
_ 養 S ミ 香 8 th si . さ fe 韋兰 a. 
Tel. g 量 7231 


ザ 上 金魚 巧 

918 巧 xth すタ Je< If ミ k 暑 . 
phi { 一 量 e ちち 


木 白 及 龜巧萬 印 庫 元を と 35 

舊斑 isf お 入 ng31u ザ 

日 菜 離 食 巧 轟 通 4 S 鈍 

巧 田 普 独 巧 ホ 會社ま 部 一手 賣糊庙 

日本食 樹 品商會 


日本 理髮 舘淸 

西 四十 H 了 目な 番地 一二 巧 六 室 号 

タダプ フロア (巧 お 街 ど 四十 HT 目角) 

日本 散髮屢 r 歓人 I 

五ヶ 年間 申 村を ど 共 じ 就榮。 

ジ ヤシン ト •フ 3 ツゴ 

ご 去. 巧を SK N . Y . I ； さ 
Bet . Golib 另 & ve . i Ce 享 a;ark We 色 


援 の滿燒 おいしい 郷燒 

會席御 料理 

晝 食は ホ廣へ 

叫塔舶 化を 巧 大勉强 


冒 養 
留爵業 

髓 利きの 巧理 人が 日本人 諸君の 嗜好 じ 遮 
する 探 理を差 上げます 

.賊 i 頤 .和 園 

芝居 货 前、 を居歸 ちの 御藥 々じ 最も 適當 
の填爾 です 是非 御る 負 じ 願 ひます 


紐 育 唯一の リ 本ち 貨巧 

片桐 兄弟 蘭會 

スマ ドレ •プ 0 ダク ツ 一ず 販賣元 


曰 


桂 

0 


電話 プラィア ント 
八 0 お 九 ふ 八 おご 一 

Is 特長 

紐 育 ホ 巧 國十西 T 目 
ニニ； 一一 八 番ニ一 潜〕 
支配人 巧 中垂雄 


ま 巧 

呈 因 aini 芒 田 . Buffal 三 . T. 
Tel. B 互き = ミ ま 至 

ま 巧 Mrs. こ . saF 


眞 面目なる ホ 藤 同胞 じ確實 
^^る職叢を周旋す 

宮 m 事務所 

紐 育 市 西闽 十二 T 目 百 ホ 一番' 


電 

謡 


ブぅ ィアン ト 


蘇絳 


巧に 入つ た.。 尙は间 庭球 戰じ參 
加した 逸見は アデ グス テイの む 
めに 八— 六、 六— ニ 一で 敗れた。 


尋れ .人 

(まを おん) 狩 巧 藤 雄 
(東京) 平. おか 雄 
(熊 本縣 人} 巧 崎ガ作 
(愛知 縣 人) 畏崎德 一 
(福 岡縣 人) 稻永 國次郎 
を 永 慶藏持 山を 太 郎ち川 
ぉ ま# h 幸藏 おお 節が 
渡 邊篤實 格 留± ロを 川 耕 普 
上野 修平 井な 貫 遥酒雄 
貫 造太郞 古家 武雄柴 曲 善 

(佐 賀縣 人) お 山 善 六 
(愛媛 縣 人) 橫旧常 吉事 常 治 
仲 座 宮之肋 

(東を 巧) 小が 銀治郞 
(大 阪巿) 白木な 太郞 
(鳥 取縣 人} 木が 薰信 
(長 巧縣 人) 获 原ず 人 

右のを じ 通 か 致 度き 儀を 么 
候 間 本人 若く け 知人 ょら 現 
住所 脚 通知 願上娱 

紐 脊箭國 総領事 舘 

165 ず ttadw ゴス ew ご rk 芭 y 


夏場 向を 上等 

チョ n レ— h 

慧會 社は 轉じ U 本人 議 君の 夏 
摸營 業に 適當 する 顧 品を 摄稱い 
た—」 居. 9 米鹽 東部に 於て は熬的 
の棠ず 製造 家ょ b も ョ^ 多 < 日 
本人 諸 替の御 得意を 持つ て 活^ 
ます 

チョ コン i トめ查 ラインは が 
八 チ' モア 本 髓は匆 論を 記め が 鹿 
巧見皋 莖じ觸 えてを もまず から 
是非 御一覽 す さい 

S 芸 T 置 芭黃夏 互 P 夏 Y - 一 

妄定 象. 21 st ぎす まさ rkU さ；. 

CGL 登 一芦畏 夏べ 呂宜 P 夏 Y . 

10 で 瓦 だ を Si ., Bayonne , 芦 J . 

1 R 篇 亞黃备 0 S 呈， 

基 3 ま arkef ぎ 量 sbu 雪， pa . 

幫 

‘呈養 芦/一ち 呈登 UCTS 夏， 芸 C . 

Pra な & 巧 0 夏 ミ d S す ee ! s , 

穿 互ョ 養， 養. 

上等の 品 許り 

誇ャン デイ 類- 


十五を の歷を ある 當 校は タ がの 
經驗 ご 新 智識を ちずる 敎 師を聘 
し 自動車 
操 縱が及 


び 運强旁 
の 修猩す 
•へき 必要 
な 機關的 
智識を 短 
巧 間 じし 
て 最も 能 
率 ある 徹 
底 的 技術 

を敎 習し 鬼狀 獲得を 保 記し 磯 業 

ロ をら 周旋し ます。 



操縱 、機械 敎 習、 
親 火、 電池 等を 

懇切に を 巧 晝巧兩 科 日曜ら 開校 
日本人へは 秋 山 氏專巧 敎授す 
Metr 量 itan Au す窒旨 一， 養ぶ ご 害； 一 


ロスアンゼルス 

ネリン ピック 

ホテル 

ニ S San す dro S 1 こ L 另 Angel 泛 ， Cal 


レャ トル 市 

NP 旅館 

W 06» ま！！ Ave. So. W を ttie, wash . 

停を 谋前通 巧 ご IT 左側 六 階 建 
H 本 巧 船 切な 取扱 波戶場 送迎 


商業 歸媒 中必 、綴 領事館， 自本 
截船其 他 銀け 大會社 巧き お 巧 

桑 港 tj ^ テ 火 

純 H 本 食 (惦 別間 あ- 0) 

御 一報み 窠 自動車 御 お 迎申上 巧 
置 2 caiiforni》 Fsan Francis 吾 _呈其 


木も^， ！ ミン グ 

1007 wrd live . 巧 et . 基 & BOth 芭 reefs 
ジ 吾！！ 0呈 Re 巧 nt ち 27 


ふ來ろ 一二 西健兒 

な 木 助 敎授腰 本 隘督の 引卒で 


, / 拖別 現 

姓 あ/// ポジ シ 


な 



前 

脚- 

が 

ょ 第 
b ニ 後 
慶 C 巧 巧 
T 0 

應 瞬か 梢， 

野 檐簇， d 一. 

球 M 

劇 戸 社 

の •资咎 r W 
诚 宮^ 
巧 崎 巧 武^ 

影學 

が 井 


本 

箱 


おみ 校 

淺が眞 ニ 投手 右 窠神ロ 商業 
宮武 一二 如 役 手 高 松中學 
島本遷 帝が’ ず髓 川中學 
岡 旧 貴 佳^^ 甲 陽 中を 
伊藤 勝 一二 捕 手 秋 田中學 
福 島 鑛一 壁手靜 岡中學 
三を 八 郞ニ蟹 手 神 巧 商業 
ょ鄕 を 幸 こ 田 盟手髓 を 編 
が 巧 克己 一二 塾手离 松中學 
濱井武 雄 一二 壁 手蹟 島 商業 
加 お 喜 作 遊 擊廣 陵中學 
町 旧 ま 信 左翼 手 神 港 お 業 
楠 見 幸 信 左翼 手 岡 山 一中 
梶上巧 一 中堅手 廣島 商業 
山 ド 實 右翼 手 神 港 商業' 
巧が を 一 右翼 一壁离 松卞學 


な學巧 
學級 
法科 
本 H 年 
巧 巧 
豫ニ年 
法 群 
豫ニ年 
法 巧 
本 一年 
法 巧 
を 一二 年 
を 科 
豫ニ年 
法科 
本】 年 
經濟巧 
ネ一も 
巧 科 
本 一二 年 
商科 
本 H 年 
が 巧 
本 一二 年 
巧 巧 
本 ニ 年 
法科 
豫 一二 年 
經濟巧 
豫ゴ 一を 

商 碑 
豫ニ年 
商科 

本 ゴ一 年 


身 長 
五 た 
五 巧九寸 
六尺 一寸 
お 尺五寸 
五 尺 ご 一寸 
里 尺と 寸 
五 巧六寸 

五 巧 ご 一寸 

五 尺四寸 

こか 

五 尺と 寸 

五_ 尺 四寸 

五 巧四寸 
八を 

お 尺巧寸 
おた お寸 
五 尺化寸 
で 尺の 寸 


出生地 
吳 

高 松 
神戶 
大 阪 
秋 旧 
，靜岡 
神 ロ 
をを 
裔 松 
廣島 
廣島 
神 巧 
岡 山 
布 唾 
大阪 
高 松 


„ 本社から 紀 念の 大型 銀盎 


.欠し ぶら じこむ で 四 間 肖の 蠻 
臟大學 野球 踏の 渡米 チ ー ムお、 
け ふす が阳時 一二 十が のタ畢 でを 
指 『叩 稻， 3 に投 お；：； 上 當绳を 中 
私 ど [て 

各地に 轉 戦ず ベく、 二十 

H ブルックリンの 半 贼業巧 球 巧 
プシ 々キックを 手始め _| 二十 四 
H はォ ' A ョ 巧が 載で ニユ！ ョ 
! ク大 をど戰 ひ、 S 十目は ベラ 
ム •ッ ラバ ユ 島の 凿ユユ ヨミ ク 
速 動 お樂あ 戦、 S 十 一 H は、 フ 
ォー ダム 火を 啊を お獲ら じち H 
一り をのて ナィァガラ じを <巧 
で、 當化 同胞ら 四！： じ お b 三 旧 
健兒の 奮閒ぶ h をを る こご かお 
ホる-葬 である、 一巧 如 面々 は 別 
巧の 選手 一寛 お 5 如 < が 木 巧を 
授が引 卒し 腰 本ん を監皆 とずる 

現役 チ ー ムで 

一巧 中 の 鼓 年長 ちづ J 棋瞄 
I サゥ ッお I の 二十 お歲 '最 年少 
I み 柳む 一範 手 ご 島 本 巧手の 二十 
i 歲 'この 島 本が 六 巧 一 寸 で、 ニ 
~十貫- お帖が五尺で十巧貨ニ\ 
お 投手で ある ごい ふこ ごも 面ら 
- い？！ ン トラ プト であらぅ 0 みは 

: 立 巧乂寸 お 武投ホ ど 山 ド右绍 
ず 他は 五 巧 巧、 お寸 ごい ふ處で 
i わる， 懼統 的に ザ備 'レり 本 一を 
_ ほ こも 慶大が も 腰 本 監督 新 巧 巧 
味 巧 掏 的に 巧授ホ をに 出で、 山 
下、； 禍 な、 おぶ、 町 旧 

み 畦 をれ の 扼上中 整 手 等 

H 本が おみ ヒ ー 。 — 揃 ひ、 退 > 
がき' こ 云は る、. >濟 始じ丄 ハ 大學随 
一の 巧 わる 岡 W 捕 ホ おに 打擊じ 
か パても を々 じち 猛者で もる 0 
ニ 一を、 渡 井， 楠 化 いづれ 劣ら 中 
打裝 には 粘 進して がる。 傅統的 
に 嘗殺ク むてむ ろ-ザ 脯 はか' をを 
強し め S 孽义 論を また n 废 で、 
村 川み 一二 盤は n — 大の 弁口 ま將を 
遙じ强 旗し 他人の 追 化を 許さ W 
一範 福 島、 ニ 狸 本 脚、 遊が 加滕 
ど' 个 動の 喀陣 - t ァゥ トフ 4 1 ^ 
ドは ぶ 巧 珍ら しい 粒 揃 ひ、 

疲 いを 知ら g ご：， ふ巧脫 


を武 投手 ど 小粒。 がら 山椒の ザ 
ウス おー 潑崎じ 化して、 巧 進の 
島 本を 加へ：：. •投ず 擲を燒 し X の 
慶應 ナイン： を眞じ 理想的 遠征 
軍 ピ稱 ずべき である。 


尙ほ 1 U けは 今夕 生稻 主ん の歡 
迎晚餐 會で乂 しぶらに 日本食 
を 巧な-巧 夕は H 本惧樂 部に 
於け ぶ 歡迎 會に岀 庵す ベ <、 
席 t ぶ 社よ b 慶應 野球 鹽 渡米 
がを の わめ 純銀 大型 銀盃を 贈 
輿す る 巧。 


本 壁 巧 〔お 本〕 を おして 

慶大 軍 首都で 快勝 

對ジヨ I ジタ ウン 大學 戰巧戰 


ワシントン 特電 十四日 發 U 慶 
應對 ジヨ] ジタ ウンみ 野球 戰け 
本 H 午後 擧 巧され た 一 この 扫松 
ず乂彼 &び渾 曲を 一事 官誘賴 麓し 
て聲踐 をず けて 恵氣 頓に潭 b . 、 
がをは 大 彼み 始球式 t 開始され 
た： が 延回較 じ A を 十 巧 お 十一 点 
じて 莖應の 

勝 ホじ歸 ' た。 儘 ホめ 

をが が 十五、 本蟲 が： 立、 一二 壁 だ 
I 、 ジ 3 ^ — ジ タウ.'' 軍 3 女 打 十 
一一を 算 した •か、 慶應 軍の 猛襲 頻 
5 じて ジ m i ジタ ウン 側 U 投手 
四を を岀 て 防ぎた る も 巧 ば や 
度應 軍の ラ'-- ン •アップは 中堅 
楠を 、 i - 蟲 I ニが、 左冀町 田、 を 
奥山 ド、 な ホち 武 ■一 蟹 福 烏、 
一二 壁が 川， 捕手 岡 田、 遊 擊加藤 
をがし巧田窮 一 1 ン ニ ン グじ 

本舉行 を 飛ばし、 を 武は 
窮 ご 一曲 H .; 巧ょ （ b て一擧 一二 点 
を 人れ、 が 川は 第 四 回目 ビ‘于 
じ 出で、 本 壁れ をが a した。 こ 
の H の殊 励を 山 ドの 窠！ 本蟲打 
じと 回目に を-一本 靈 巧は 十回 目 
じ、 而し てこの 本 壁 巧が 實に慶 
継がの 勝み ごな つじ‘ 遊 裝ホ加 
腾 S ず滿 振らは 高に 華やか じ觀 
をの 蜗采を 巧を 事 数 巧で をつ た 
度應’ 帝は 最 かょ b 懐 勢を 採ら、 
嚴 一回に 一点、 第一 二回に 四 お、 
を 四阿'」 S 点、 第五 おじ 一点、 
第と 叫に ニ 一点を 入れ じが、 河し 

ろジ _ゴ 1 ジ タウ > 

東都に が ' ける 强ナ 1 の 
i ど數 へられて 盾る だけ じ應戰 
规る 巧め、 第一 阿に ニ 点を 收め 
て 逆 盤し 第二 一巧に 一点 及び 第 四 
时に 一点を、 第五 阿 じ 一二 点、 第 


八 固 じ 逛讀四 おを 入れた。 第五 
回戰 じがて 宮武漸 や （振は や、 
お 勢不穂 ごな つたので、 濱騎投 
手が を武じ 化つ たが、 第 九回戰 
じ 入 5 潰 蘭は 第一 打 手に 四球を 
送ら 續 いて 巧び 四球を 出し 安が 
ニ 本を 打たれた ので、 腰 ネコ！ 
チけ 巧 お宮 武を投 ホ臺に 立たし 
め ラィン アブ プを 變娶 して 


待遇改善の 要求 

ま 京 特電 十五 日發 タィン 
船員 連は 巧 遇 改善の 要 ホを な 

し サン 7 ラン シスコに 向け お 
帆の バシ .フ キック 化の 四 船員 
は 下船した が、 化刊ウ H グス 
义 、メイ. ダイ 化の 船員 等 も 巧 
會お •か 要求を 跳が けた 時 じけ 
總麗 紫を 開始す る V 」。 


り 下を- 窠 一 壁に、 濱 崎を 
を 異に 送らて ザ瞄を 堅めた る も 
ヮンマン ダゥンの 時 得点は 對ど 
な b 敵手は H 璧じ第 I 壁に 化つ 
て危 くな つたが、 一二な ご 岡 旧が 
一二 壁と 本 壁 ごの 間で 併殺し 續い 
て陶 田が フォ！ ^ボー ルを 奇取 
し漸 5 -く 危機を 切拔 けた 第 十回 
戰け 楠を 先づ シング^を 左翼 じ 
打って 先鞭を つけたる も 一二を の 
爲 めに フォ I ス アクト ごな. 〇 巧 
田 フラィを 遊馨に 送つ て 二死 ど 
なった がみの 巧キ山 下が 第二の 

本璧 巧， もを 飛ばし 潑崎じ 
藏 いてち 武 •か 一二 壁 打を 打つ て遂 
じ慶應 軍の 大勝に 綿した。 が 球 
嫉 は：：！ 韋 旗を なて 飾られ 觀ホ揭 


手 狸 じが ホ 大使は 第一 球ぶ 投げ 
た。 明 H 1 巧は 大使の 茶 宴 じ 招 
待され、 十六 日ニユ 13 — クじ 
あく。 

ィン ニン グ じょる 經 過は 左 5 
如し 0 

ニニ ニ 晒： 五み よ 八 化 十 
慶大 I 0 四 I ニ 00 一二 001 ニ 
ジ大ニ 0 1 ニニ 000 四 0 
吉靈巧 N111 を、 本靈打 n 町 旧 
が 川、 宮武 、もト ごこ 盗 壁 n 
慶大 I 、 ジ大 云。 犧巧 = 慶大 
一二 ジ大 一。 殘靈 ： = 慶大 六、 ジ 
大 八。 四球 H 廣ホ側 お、 ジ大 
側 六。 勝つな 投手 宮武 、試を 
時間 一二 時間 十み。 


五 千の 支雜人 

排 目大會 

= 曜 H ニ问じ 直らて 
目 本の 山 東 省 おちに 憤慨した 
當 地の 支那 人は いづれ も驗 をし 
て 軍費を 送金して 大いに 氣 勢を 
揚げ マニラが 留ま 那 人の 细き商 
人は 賣 上げを 勞慟 者は H 給 3 幾 
割かを この 義金に 宛て i 居る ど 
傅 へられる が當 化に めても 
パー ク • C ! ニ S 十一を じ 本 
' 部を 持つ 國民黨 ニ ユョ！ ク支 
部の ホ懼で まるり 曜 りじは. へ 
— グど モット 及び ぺ 1 ル ご ド 
! 卞！ 街で ニ闽じ 百る 化留民 
大 貪を 催して 排 H を 巧議し 
集まつ ゎ會衆 無慮 お 千 人、 この 
間 等み呂 5 晦鹿票 檢擧が 巧 はれて 
支那 巧は 一時 殺氣 立つ たとい ふ 
こ VJ でを る 0 

が ほ 時節 梢が A はこの 際 支那 
飯屋で ち服闽 題を 論 中る 據な 
こ S は 瞬し ^ も がょ からぅ。 


思 旧の 成績 良 巧 

先週 ± 曜日 ク レ） タ！ •こ 
—3— ク選 キ權戰 優勝 戰 はが 
ホ]^ の爲 め、 一二 對ニ セット 
て 惜敗し じ H 庭お樂 部の 恩 田 
翌 り曜：11 よらは ホボー ケンに 
ける キヤ ヌ少 ポィント 庭球 戰 

轉戰 し、 H 曜日 己に 第二 一巧 戰 
進み、 更らじ 巧 曜日には 第 四 
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號 二十 五を 幽千ー 第 


雜辦資 M 


【ロ曜 水】 白 六十 巧む . ザ S 和昭 


四 


タ 


歐洲經 由 歸轴後 巧 京 化 ビルに て 
開を せる 同氏は み 巧參巧 官恤廬 
悅ホ郞 氏 夫を S 媒酌に 依 6 S 巧 
十 一 H 化 巧 壽見壊 ど結赌 せる も 
•靑木 鎌 太 郞巧変 知が 計 電機 
巧 式を 社巧務 取締は、 昨 十 お 日 
オ タン ピック 号に て 着が 
♦淸山 乂吉氏 化 州大學 助を 授 
ホる サ 日が 育 号 じて 歐 測よ b 着 
•山中 淸 一二郎 氏 支 化 長 爵證の 
爲め ホが 中の 一二 井 顿產を 渚 出張 
所長、 前 遇々 未 お 發歸巧 
♦手 島ぶ 隆巧 をが 物を 貪 社主 
厳 近巿俄 古よ b が 育に 巧轉 
•淸水 ま巧郎 氏が 育 = 本人 敎 
曾 牧師、 夫人み 媛 W 伴 昨朝 當地 
お 發巧巧 二十 を 港 お 帆の n 
レャ化 じて 一巧 歸 朝のを じ 就 < 
•中 山理 S 郞氏 太洋 貿易 株式 
會 社員 ホ 巧 四 H 當地出 發沙港 
よ b アラバマ 化 じて】 時歸朝 
♦が 井 ホ ホ 氏 日米 時報 社 記者 
前週 退社せ る 由 

◊ -ク 

I 日本 巧メ！ ル I 

締切な 育 本局 午を 八 時 
五月 十八 日 を 雜經由 

コレア 見 

五 巧 十九 日 沙港經 由 
をら び や 化 

五ち 二十 H 桑 潘經由 
プレジデント* 

ジヤクソン 号. 


瞒又 ペシ や ル 


が 桐 兄弟 商會 


人員 募集 

玉 場に 經驗 ある 人 數名傭 入れ 
度し、 詳細は 經歷を 書き 添へ 
御 申込み 被 下 度 候 

橋 爪 商 巧 

22 苦 Board 夏 Ik , 

皇 antic C さ， N . J . 


貴 ♦金製 ヒ ツブケ ー ス 
を 

ぉ ♦金緣 合財囊 

貸 ♦金銀 時計 類 

石 

ぉ ♦金製 疊をみ 置 時計 


扣 
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資本金 
拂込濟 資本を 
稅立金 


壹お風 
六 千巧圓 
六 千 貴ち 巧圓 


龍兰弄 銀行— 支 巧- 

本店を 巧 ホ 日本 橋 院本 革 崖 巧 五を 地一號 
支店 小 格 日本 橋 义の內 (あ 京〕 橫巧 
あ ホ 尾 巧 都 大あ巧 关阪) が 戶 
旗 島 下 瞄門司 若松 巧 岡 お 時 
上が おおを 買 利水 


お出 入 爲替’ を 宿 送を’ ホ 送を’ 旅 巧 信用が 
巧を 信用が 其 他 一が 銀巧莱 

A K 三菱 銀 巧 f ま 店 

鄕ぉ 送金 ハ 口： 本を 化 無す 骇 巧？ 迅速 化 あ 
本店 預金 吞期 通知 ノ ニ碑爲 便利 化 扱 
本 ま 巧 東を (本 巧〕、 大阪 、神タ 、京 郁 
所が 地 あ古屋 、小 持、 上海、 儉 を/ 


▼鄕 里を を 及び 化 送を (お 手を 巧/か 画 
巧替賣 買、 が 爲 を 取 おな 立、 信 巧が お 
巧 等 一般 象 巧 業務 闽巧 巧に 取な 巧 化 候 

g 脱 臺灣銀 巧— 出張所 

本 巧 摹潰臺 化 

をな をを、 漠 巧、 大巧、 神戶 、上 お、/ な 
ロ、 屬 州、 廣 巧、 她 頭、 香 渚、 廣ぶ巧 

嘉坡 、タラ バヤ、 スマラン、 バタ ビヤ 垂貿 
カ术 々ッタ 、愉敦 、其 外臺潰 十 巧》 巧 


中 尾 式み 治 器 

日本を ホの 灸 なの 缺 おを 補 •は 
れ たる 文明 式を 療器 、使用法 
はま 械簡 巧です。 

說明妻 御 申 越み 第 進呈 

桑 山 商. 巧 

114 EAST 5 害 ST : N . 产 C . 

さ one . Re 巧 ni 213 ザ 苦 57 


東を 商 會特を 


特製 

日本 書翰 用羹 

ー册 一二 五 他 

原稿用紙 

巧 枚 六十 仙 


紐ち 東京 商會 

1 皇 WJ 害ぎ タ Y . C . 
を . 吉 互驾苦 59 


キヤみ デイ 敎授 

キャン ディ 類* フン レ チぺス 
、— プ！ 、ゥ エツ デン ダ及バ ー ス 
デ！ ヶ^ — キ、 其 他 キャンディ 花 
菓子 等の 造を ちを 晝夜兩 辞 じを 
ちて 敎 巧し i ず、 希留 者には 目 
錄 J を 進呈し 一ます 委細は 左へ 
Til こ ridorslctlool 是 9 Lex 量 呈 Ave . 

上 町で 閑靜 設備 申を 
集 な-一人 ズは 二- < じ 

適する 室、 御 遠慮な き 家庭です 
委細は 御 相談 下さい 

岩 S ち. 192 iidS 产 ミセス 前 田 

壬 可 ^ 綺麗 鳥籠 類、 眞输 
'一^® 針金、 色を 禪 々、金 
魚、 其 化 水 族 類 も販賣 致します 
小賣巧 じは 無 化で 型録 進呈 
を r ニ hiln C0 -- inc . 芝 Cortland St . 

造花 裁纖 ^ 小 巧亂裁 

縫を 敎授 、水曜 午後】 時 五 
時 迄 H 曜 四時 巧 後に 電話 下さい 
電話 トラフ ア^ ボ ー 乂ニ 一八 


一、 資 水を 壹億圓 (を 巧拂遂 巧) 

I 、 稽 立を 九 千 化な 五十 萬圓 
內地本 支 巧：：：： 橫濱 {本 巧) 巧を 大巧 
神 タ を お下顆 名を 屋 

横濱冗 金銀な— ミ 巧 

米 留ぞま 巧 = を 港 浑ホ沙 ホ 布 産 
其 他世界を 菌 重を 郁巿ニ ぞ庙及 コ グン 
スを之 お 


ネ 巧大毀 化演五 T 目 
紐 育支庙 姑育ブ d ! ドウ ユ ー 百 四十 九番 

鱗 住ち. 銀行 

ぉ， 弓 (東京 >橫 お、 名古屋 、京 郁、 神戶 
. 尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳が、 下ノ熙 
がま 庙 《巧 司* ホ 倉、 巧が、 陣タ 、乂留 ホ 等 
本國預 を、 鄕里 をを 等は 搔め 
て 御 巧が 巧 速 じ 御 化 扱 可 申 お！ 

本な 朝鮮を 巧 

支 巧 出張所は H 本 巧 地の 枢要 都市、 朝が 
滿渊 、支那のを 地 及び 浦 お 巧徳 

朝鮮 銀な 紐 育 お 張 所 

外 固 爲替】 がが 巧 業務 精々 御 便利 じ 取扱 巧 
申上极 


藤本 證券 會か 

一般を 偕 証を ノ賣 買、 引を、 募集 
ィ金賴 、並 >1 之 ニ 鹏スが 一切 ノ 業を 

嫌赋 藤本 ミミ-力— 銀行 

紐 育 お 張 巧 


觸强黑 、雜 貨卸資 

森が ブうザ ー ス 


日本 陶破 器雜貨 

ラ厶 プ卸賣 

奈良寶 易商會 






- ニ- ■マ ご ニ _ 一 ^^! 


新ゲ— ム？？ 漏熬 


じ 使用ず る 諸道 具 格を じて 御 編 
めじ 應 中、 値段 目録 表 送る 
Willi R 妄 40 E . 害 ぎを N . y . 


貸間 绵姨巧 


ボ處へ 十 巧 タィム スス クコ ヤ， 
へ廿 五を 電話 カン バラン ド 室 一コ一 
1 芝 Hi を St ; ず ooklyn 黒 崎 梅 子 
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クす メ^ " カ^ -* の 特色 
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H 本人の お 買物 じは 特別 お 員を 盾き 無 
巧で 御を 巧 致 升 電話 又は わ 手紙み 第 御 
訪問し で銜 便宜を 剧 b 初めての わ 方 じ 
おしては 持 じ 注意 致します から 是非 わ 
立裔 b 願 ひ 升、 巿內 配達は 勿論 = 本 巧 
他を 地 巧の わ 荷物 發 送は 當 ホで 致し 巧 


ジ 3 ン ワナメ ー 力 
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ハィカっな 紳± は 

化 立 服を 召しまず 

夹れは 直く 身 じを ひ、 見掛けは 宜く 、を 
して 出 ホを ょら も 長持ちす る 事を 知つ て 
るからて す。 弊 巧は タ數 U ホ 紳± の 脚 用 
を 承つ て 居ます。. 

n 化廣吿 じて 抑 ホ 巧の モ じは 

六み 割引を します h 
御 注文のを 巧 じ 係 はらず を も 巧 一度 ホて 
見て て-さい 


ウ ホル々— エンド クロ リオ 洋服な 


夏瘍巧 = 新 靖馨： 


夏場、 小賣屋 向、 ゲ！ ム用 景品 等 
精々 勉强巧 化 御 引 立願 上 候 
.陶 嚴黑雜 貨卸賣 


春 西巧會 


141 Fliff : h > v ?, Z 巧 WYOrlcci 巧 

を r 日 e - ミ 2 ご t 齊. Tel . 宫日管 n S 35 


^ H 新 荷 到着 H 

倘 々勉强 巧® 間 御託 义被下 お 願 上 候 



太洋 貿易 株式 會社 


^eiepno 百 e A.1WO ロ qc 一日 .} W2IW ■巧 

101 Fi で！！ Avenue Me ミ Y ミ IcC ぶ y 

0 hicagoBranehK 7 AV . IVIadisonwt .,0 hica ? Ill - 

zaw 国晶 land 巧甚 . IN ’ M 器 uda 00 •，送 巧を をを 泌 t ., 巧 oston 良 ass . 


新 荷 到着 


饒に 夏瘍向 格が 鹿 澤山取 揃へ 
屢候間 精々 御 註文の 疆希上 候 


森が r ラ ザ ー ス 


MORIMC 巧 > 巧 rof inp 
53-57 wst !23rd 15产， 
New ジを N. Y. 
I'alephonlo Gramercy UW50 


ラム プ ぶび シルク シエ I ド 

製造元 郞賣 手 嫁商會 


で’ Y . HETSCKA OP 
ニ 去 男： 24 す St . J . Y - 豆す Tel . 覃豪 ea ち 31 


制 


洁 .1 


H 本吳服 反物 キモ 
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R W M リ 卿 

WG む、 町 I'd 
机 

d 


補 


テ^ ~ ブルク ロ ー ス類 


農場 用 格 奸品取 揃 居候 

I 贼日本 ドライ ゲ 1 ブ 會 

特別 ホ 巧で 乂勉强 巧 流 巧は を 店の 持 長 




制 ミ 太 

I 端が 駭| 

S 等 迄 I 

度 0 U 一 

gIM 十 


Y 




.四 


最 i 


短 


W 心が 間間 航 I 

^ 3^ ♦♦路 


魄香坡 每ニ週 一回 出帆 
A エ ムプン マ 盛 西 亞ご男 •皇 0 觸) 

六月と 日 

▲エム グレス 亞細亞 三 1，0 呂 が】 

六 巧がん 日 

▲エム プレス 加 お 太 (黃 •塞 Q 巧】 

お 巧 十九 日 

▲ェム プレス 露 巧强ご 一六 ふ 岂 巧) 

八 巧义日 
一等、 二等、 一二 等 及び 下等を 設備 
最大、 善类 、最 快走の 巧げ 航 わが 



A 是巧 式を 菩設欄 巧 食の 藍窝お 巧ん るは ホ 化 貴 
のを 巧 親切 下 寧 i 共に 巧 化の 萬 さ寸る 度です 
A 當ホ 太平洋 航路 一二 等設満 はを 部 ホ 巧が 坟頁古 
施しました、 巧に沙市おのかきは巧謂ッ1^ 
ス トサ— ド 又は スナユ デン トクぅ タスな との 
- お 値お備 へて 店リ ます 
@ 桑 渚 ホ 帆 ホ/八 成經由 
春を 化 
西 比 利亞乂 
大巧 化 
天洋乂 

コレア 乂 


【正午 お 帆} 
六月 六日 
六！： け 二十日 
よ 巧 四日 
と 月 十八 日 
ん丹 一日 


S 

I 


® シアトル 出 机 【ザが 十 時 おれ】 
.が 豫乂 五 巧 廿乂日 
靜岡义 六月 化 二日 
橫漬化 と 巧 二日 


5 


A 


Y 

C 

N 


® を敦發 目本转 出 化 

鹿 島 も 六 巧 ニ扫 
蒲 根み 六月 十六 9 
▲紐 育な 輒西ま 馬經由 肖よ お貨 域が ー 貞ニ厨 
A 銭 遺 切符 寢產勞 其 化 萬 事 御 使 宜じ御 お 郭ホ焊 
A 太 西洋 お 緣腊會 短乘が 切符 御 猿 まじ 取 許まず 




J 本 觀船會 を (ホ ニを 度道會 社) 

.代理店 片禍 兄弟 蘭會 


乘 車、 乘船 切符 ホに ホ 荷物 運送 御 便利 じ取摄 申しまず 


ル お 帆 


S 


U 


K 

a 


'巧 

會 

船 

商 

販 

大 


f 


邮 。わ 
M W 削 

园 i g 
閒 

E c 6 
tan 


利™ s 


.^00 
2 M 削 
p 


(午前 十 時) 
五 巧 廿巧日 
六月 十と U 

ホち 五日 


シ了 

あらび や 化 
; ゎち ぞ 奇 
- るん でんか (波 藻 お 孤〕 

>1 等橫濱 一九 五 巧 

: I 化し ばりす かるん でん もは 一 五 五を 
./>1 二等 日本 巧 五 五 巧を 室た を 造を 族 室 多 巧 
一一 ▼巧 希望に 化 リ一津 割引せ 復 切巧湊 巧を 巧 候 
一片： ロスアンゼルスを 帆 (午後 一二 時) 

一 I - もんて びで を义 六 巧 十一 日 
i . はゎい 化 ■ - 八 巧 八日 
I マ 一 窜橫濱 ニ 一一 1 C 巧 巧は わい みを じら か 一里 弗 
一 マ 巧 別 コー 等 日本 巧 五十 か 巧 ▼一 二等 弓 本 巧 五十ち 巧 
> を 港羅府 巧 漁を 切巧寢 妻を 購入 8 旋 化り 候 
一 イ紐育 線 パナマ 搭お日 本ち 邪 行 貨物船 巧 一四 


:資 ぶが 


夏瘍顧 格が 品 

別賣化 


P 


尙 一層 魅 强可化 候 間 
御 注文 玻下お 願 上 候 



ブタサ 一 ス 


Ijf 内 ast 17を 兴 ZOWYOrlcc 晏 


Helephose A 一ち nauin ai 


巧 宗7 



夏場 R 品 特別 賣あ 



巧、 ダ— ム 向新 荷 到着 
用命に 應 だまず 

破 麗雜貨 卸販賣 


驚 茂 木 桃 井 組 


105 E •之を St. N. Y. 
HeL Stuyvesant 85 黄 お- 7 


祖雨 1一 


& 

扎 


お 面 

一な！ -‘1 
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ホ 础圆^ 


が 


N 

け d 


复場グ I ム 向き 


を 画 上記の 處じ お轉し H 本 及び 獨逸製 お 
具’^ 雜貨ぉび陶器頓巧夏塔向きおを部取 
揃へ 陳列して 居ます から 御 ホが の 節は 畳 
非 御 立を b 御 I 寛を 願ます 


す ' — ^ テル エンド シム ノル 


.み 


房 r * 




日 支の 雛 局 ご 

大使 演說 

不巧己 巧を である ご 
駐义乂 化 松 か恒雄 氏は 前週 木 
嘛クリ ー ゲラン ド巿 じがて 開か 
れた乂 閱ホか 協 曾 午餐 會じ 臨み 
て 一 おのが 説を 試み 山柬 出兵に 
隅して 日本み 立 跑を阳 明した が 
弦 日は 約 千 四', = 人の 婦人 代 お ま 
が 出席して 頗る 拖食 であ b 、 ま 
那を替 を 靑年會 3 辞 事 ダ ゲキッ 
ト •をに も お 席して 居た。 但し 
巧は 火 使の 满說 じは 化の 艘 衆の 
如く 拍手を 送ら；： > かつた ど 紐 育 
タィ ムス 巧の 特派員は 特記して 
居る。 乂 巧は 曰く 『支那 山を 省 
化 方が 最あ赚補 の を ご 是が 
巧め じが 留 H 本人の 生み 及び お 
をに影智をあぼした；は實に遺 
がに 堪え い ょい。 而 して 約 一を と 
千 人の = 本國 氏が、 山 東 省のを 所 
に 散が して 巧る 事實じ 顔み て H 
本は 其が 誰に 巧 中べき 必要を 痛 
威す るに まつた。 此巧 動を 執る 
場を にがて： n 本は かして ま那自 
身の 內的 事な じ卞 渉せ わごの 希 
望は い* く‘ 單じ ぜ留 日本 國 民の 利 
益を 擁 謎ず るに 化 まつて 居る。 
予はロ 本が 該化 ホに がける 臣民 
のを 寧を 化 降し 役る 巧 巧の 狭 序 
が恢 なされ i ば おじ 派 遺 軍隊を 
撤退ず るの 息 志 ある i を 表明ず 
るを 悅び どす る』 ど。 大化 はり 
本 どホ國 どが 巧を のかく 『太平 
洋』 をが むで 協調し つ i ある J 
は慶贊じ堪ぇざるみ第でぁるピ 
結論して 乂輕华 化協會 々負 じ對 
し 多大の 戚 動を 巧へ た。 


日 會の遙 事 

ま 月 ド ぉ 第 十 置 巧を 巧 總會を 
あらたる が 脊 U 本ん 會に ては 過 
H の 狸 事 曾 じがて 巧 年度 役員を 
選舉 したが、 貧を ょりを 部 委員 
長を 指る しを 務部委 旨 長 じ m 島 
繁ニ 氏、 商務 部を 員 長に 化 ホ 延 
之 助 氏、 共濟 部を 貸 長に 鴨井义 
氏、 社會 部を 貴 度に 風 間武ニ 一郎 
氏、 勞慟部 委員長 じ 水み 渉 I ニ 巧 
をが 態し 明 H 正午 巧 巧 惧樂部 じ 
て 役員ぶ び 委員を 會 諸を 開きて 
本年度の 缘算縮 成 等を なし 諸 補 
の 打合せを 了ず る當 ▲商 お 陳列 
巧に 瞄 する 特別委 貸會は 今夕 第 
一圓を H 本巧樂 部に 開く 由に て 
原 商 お 書記官 も 出席 桃々 息 見の 
を 换を巧 ふ i じな つて おる A 慶 
應義證野巧瞄歡迎會は 0本惧樂 
部 ご 協同 じて 明 巧 同 巧樂部 階上 
の 大食を にて 催さるべく 會費一 
巧 出 おを 巧を 化 事務所を 經て俱 
樂部じ 申込まい たし ど ▲公務 部 
㈱ 係の 學董 作品は 義じ武 が 女子 
巧業學 投ッッ ドレィ 女學 おぶ び 
新が 西 州 ラ ダフ ォード 女ず 小學 
校に 展覺 巧を 開きて 好評を 睹し 
たるが 目下 巧 立 博物 涩 ょらのを 
涉を をけ 巧 6、 今夏は もが 比亞 
のな 季蘿 巧替 じ展寶 する じ 至ら 
わか ど 云 ふ。 

一 こが 銀行員 異動 

S 井が 巧が 肯支巧 旨 渡 邊男一 
氏は 今闽 。ン ドン 支 巧み 良に 架 

がし ホる 二十 一二 H モン タニアを 

にて 渡英に 决 し、 巧 口が 邮 には 
本巧轉 勤を 命せられ ホち 中旬 巧 
歸 朝の 豫 を、 的は 米 図 おが 員と 


して 滞が 中の 鈴 木 化 一、 神崎條 
ニ兩 氏は 期限 お I して ホ 巧 六日 
あお洋丸じてけじ<歸蝴^吿^=* 
るが 渡 邊氏後 巧 ごして は スラバ 
ャ 出張所 員 傑 井 巧 ニ 巧、 a 井 氏 
巧 作 ミして は 上海 女店員 涅お健 
ニ 氏 巧 （巧がず ベく 尙ほ鈴 木、 
神 崎 氏 後任 どして は 淸水慶 之 助 
牧野 後 之み 兩 巧、 n ン ドン 出張 
員の 巧 山 信、 小 林 善刚兩 氏と 共 
じ おじ 去る 化 H が 巧 組した。 巧 
山、 淸水巧 巧は ザヶ 年、 小 林、 
牧野 巧 氏は が 育、 》 ン ドンに を 
一ヶ 年宛勸 務^ 萬 だと。 因に 秋 
山、 小が 兩 氏は 昨が おべ レン ダ 
リャ 号に て 渡英した。 

徵俱樂 部 杖球戰 

まる 五月 六 H ヮシントン 禪巧 
樂 部は 春季の ゴ火 フター ナメン 
トを 殘んの 八を 樓お まだ 美しい 
ポトマ ック柯 畔に懼 し 一等 石 見 
氏 ニ 巧 鶴を 氏 一二 等を ネ巧 四等吉 
田 氏 お 等 柳 川 氏で りー ゥェスト 
ス n — ア U 岡 氏 どなら ブービ ー 
はか 山 氏で あつじ。 巧は 相 生 箱 
で 晚餐を 共に し 大使 カップが 御 
膝 も ごの 徵 クラブ だから 御下熙 
じなる ごか' ならぬ ご か、 むり 
をぅな もの だ どかの 話で 持ち切 
b 閉會 したのは 午後 九 時半。 

ダンバ 了 巧 近況 

今春な 水 渡 円 中の が 育 H ぶ 協 
會 書記長 ダン バア 氏は 四月 中旬 
朝鮮、 支那 方面 視察の 爲め 東京 
出發 目下 阿 地方を 旅 巧 中で ある 
が 六 巧 巧び 渡 H よ 巧頃歸 ホの 豫 

定 である V 一。 


島 虎藏巧 追悼 會 

まる 十四 円は 昨年 五 巧 逝去、 
る 美術 骨董 商 島お藏 巧の j 周' 息 
じ相當 する ので 未 己 人 施ち とな 
ら 午後 八 時より 追悼 會を 淸水牧 
師司 或の 下に 紐 育 敎爵で 催した 
沙港恃 信 


國 際關條 研究 會 

ホる と 巧 二十 ニ H から 二十と 
H まで 苹掛大 學で國 燈鹏係 巧 巧 
會議が 催さ. れる 由は 旣じ 報じた 
わち に 就き お 巧 巧 部の 出席者 ご 
直接を 渉を なせを マー チンを 授 
は歸沙 して 語る 『本年度の 會議 
は 太平洋を 中必じ 最も お 益な 國 
際 講演が ある 尝 じて 今度のを 涉 
の おおを 見 わのは ホ國 法曹 協會 
會頭 サイラス •スト 日— ン 巧の 
「支那 ど其國 が」 ご 題す る もの、 
加州 大學 ゥィ^バー 博 ± の 「太 
平が 觸係 事情」 國際觸 係 硏巧協 
會タ ナダ 支部 幹事 ネが ツン 氏の 
r 英國の コム モン •ゥエ 术ス」 前 
駐： n 大使 モリス 氏 及び オック ス 
フネ I ド大 學のジ ー テ^ 博 ± は 
U 乂關 係に 就て 述べる 笠で ある 
が、 H 本からは 新 渡 タ稻造 博 ± 
の お 席が ゐ 5 「励 際 聯盟」 じ關す 
る講ががある；どなつて居る外 
じ 約 一二け の 化み の 學を達 も邊集 
しフ ー ゥアー 商務 大臣、 ボ ー ラ 
上院 講 員、 コ日ン ビアの バ トラ 
I 總 長、 風 務卿ヶ n ッグ 氏 等は 
出席を ホ 钱（ 居 るら 政務 タ 端の 
爲 めじ 化 席は 不 W 能で あらぅ ご 
巧 想され て 居る』 ご。 - 





巧 おが 绪 逝み ホを お ' 

が 育 巧務巧 

South Manchuria R. R. Co., 
Room 202 も Cana ぷ an Pac お c Bi わ . 
342 Madison Ave. 

Tel. Vanderbilt 4135 


s 井麵 贼會社 

久巧巧 事 巧 ホ會社 

株式 會 をを 井谢巧 i 

な 育まな 

Kuhara Tra ぷ ng Co リ 

な 育 支ぶ i 

M な 8ui 在 CcK, 

6a Broadway, 

Tel. BowUnif Green 7520 

30 Church St., 
ToK Cortlandt が 目 0 

Iwai & CO., 
WooIwoHhBuUding, 
Tel, Whitehall 6040 


s 菱巧事 巧 まを 社 
紐 育ま 店 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

(M な su お ehi Co,, L お,） 
120 Broadway 
Tel. Rector 2560-2564 


に M も imoto 

Mikimoto Pearls 
另巧 Fi れ h Avenue 
Tel. Vanderbilt 2519 


お 育 日本人 會 
The Japane が Association 
17 巧 お oadw が , General Moior B な 
Tel. Circle 10071-10071 


S 共 株 ま會稍 
化理巧 
巧 巧商會 
120 む〇 2 ぉ 3 ん H J. Ci Tei .お ctar 巧 M 
Factory: 208 Rawson 化しし むな 


巧 巧銜を 株式 鳥 社 

Asano Bus がぶ しが npan ダ 

Room 801-805 
IS 另 Broadway 
Tel. Corilandt 8047 8052 


犬 倉 組な ちまを 
Oicura 在 Co., 

30 Church St., 

Tel. Cortlandt 2292-93-94 


JapaMse-Am が ican News Service 

日米. 電報 通信 

な 田の 政 あぞ、 貪 業 ホ 力が ホの 
事 巧を 巧を 旦 つな « じ 巧 道す 
巧 日 入を 一ヶ月 巧を 五十 弗 


Myo Ad け rtising Apncjf 

日本 新 巧 お 誌康吿 ー狀か 扱 
12 W が t 17 比 Stre が 
Telephon が W が kins 2909-10 
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日本 綿花 巧 ませれ 
紐 育す 巧 


Japan Cotton I 、 化 diag Co., Ltd., 
25 Madi«on Avenue* 

Tel. Ma ん 5 み 3695 


曰 ホ 生糸 巧式會 tl 
お育ま 巧 
W 加 レ BEI KI! 巧 K が ’ が Hm な ! SHi 
(N1CH し B 巨！ KHTO Ca,Ll!X, 
1 Pftrk Avenue, 

Tel. A«hland 62 が >4 了 • が-が 


巧 巧を 化 
山中 巧を なち ま 巧 


famanaka & \>4 >リ 
680 F け 比 Ave .， 
Tel. Circle 4014 


a 本を 糸 株式 會な 
徑育 支が 


も } rimii けむ ai & む . ， ミが fUs 

44 East 巧 fd が.， 

Tel. Ashland 5320 ' 


おを 名を せ 
な 育を 巧 


Harp 在 Co リ 

443 Four 化 Ave" 
Te!. Ca!ea 〇 nia 7S30-35 


Gosho Corporation, 

SUk Importer ん 
が E が t 34th Street 
丈 el. Aab お nd 巧 巧ぶ 

Gosho Co,- Incn 
Cotton Exp が te け 
f. ; Keav が 化. 

了 パ BowJInft Green 88〇6-。6 


大巧 朝 0 ニ ま 巧が 曰 

化 巧 ま 巧 
〇 Mtka Asahi 

Room 619 World Building 
TeL Baekman 486U 


大阪お H ニを 巧 曰 H 
を 木 H が 


Osaka Mainichi 

民 001 n 306A World Bu 山 linjr 
TcL Beckman 4259 


主 .‘^^^: w 心 ^^ 
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官のお 罰。 I I 
ご ニ】 濟ぉ府 •濟馆 ，及び 山 東 
鐵逍 のか 哩 〔支那〕 じ宫 
る敵對巧爲、 を傅及^|戰闘巧 
為を 厳禁す。 

〔四】 固 技 軍 側の 使 おは 蔣か 
巧 お 軍 自署の 身許 證^ 書 持 送 
を 要す。 

尙ほ 陸軍省は 目下 濟南 じて 日本 
軍め 捕虜 ど な つ て 居 る ^比軍兵 
は事件が圓滿じ解みする^でま 
装の みは 取上げて 釋 がすべく 且 
つ これ 等の 條 件を 南を 側が 承諾 
する 場を 山東强 道を 開な わて 目 
' ト 立往 ホして 居る 約 十万^ 南 軍 
輸送を も 許可す る ホ 針で^る 
云は る。 

ま 京 特電 十六 曰發 =： 藤 巧靑島 
總 領事は 本日 濟 あょ 6 巧 地ぶ 歸 
着した が 同氏ろ 語る 巧 じあれば 
溝 おじ 於る がんの 巧者は 十一ん 
失踪 一人、 旨 傷者 五 人、 貪 傷を 
巧 C したる 者 ーこ 人、 家属 の破壞 
數は巧 二十 巧 じ 達した がを 那を 
の 巧者は 一二 千 人、 日本軍 嫁の 捕 
虜ご なれる 者な 五十 A である。 

東京 特電 

上 山 總督繼 退 個 

【’ 十八 日】 墓 重大 事が 發 生じ 關 
聯し上 山臺灣 總替は 後藤 絕務 
長官 ど 其' じ辭 まを 差 おした。 


ン トス 义で橫 おを ホ 帆し わ。 

法案 改正に 反對 

【十 セ 日】 をぶ 維持 法を 緊急 賴 
々で 改正の 仲は 政ぶ 會內 、お 
密院 、貴族 お 等 じな 街 論出づ 

漁業 條 約を 批准 

【'十七 日 1 H 露 漁菜條 約は ホー 一一 
日 批准を 换 の舊。 


巧 塚 代議 ± 巧晚人 

【十 セ 日】- 化め 媛化敲 + おお 一二 
郞 巧け 潑子埋 立 事件 じ關 して 
巧 喚 さわた。 

潮 局長を 次官 じ 

( 十六 日】 地方 《 長 潮 惠之輔 氏 
は 巧 巧み 官 じを 轉 すべ < 賴畿 
でみ をした。 


不戰條 約 交渉 着手 

7 ィ y .R 案を 讓 £ 礎.、 一して 

まま 特電 十 セ日發 n,’u= 外務ち 當 椅はア メジ々 政 巧 ホび じフラ 
ン ス較府 ょら 提 蒲され じ 不教條 約 ド 就て はを ホの 條約 じを が 趣 
を 異にした もの だけに これが 化 較巧兜 じ 就て は愼 重に 審議 中で 
あつたが 大體 じがて アメリカ まを 討議の ぶ 礎 £1 て列强 ごも 協 
力し 巧 滞の 巧 違 點を出 巧る だけ 融和せ しむる、 とじ 决し をの 旨る 
ぶじ 固 答を をす る窜 であるが、 談 巧は 恐ら < か 巧 文書を おの あ 
貪 じ 頼る らしい。 


伊勢ヶ濱 自 薇ず. 

。 十八 曰】 前大顯 が 勢ヶ 濱は廚 
歲巧優 踐額閱 獲やタ 額の 借 射 
の爲 に沼津 じがて 自殺し 化。 

不良 料理人 取 鎌 

〔十八 H 】 警視 廳は 第一流 カフ 
玉！ の ホ 給を 調 查し不 を ' ブ 
• クを 徹あ的 じな 綺 ると。 

選 擅 移民 お發ず . 

〔十八 日) 乂お幸 作 巧 四 名の 靑 
年は ブラ デグ 移民 お 宵 名の お 
願 旁 中から 選 まれ 十と H 執サ 


す戰條 約に おする、 ホ、 佛巧 
國吉 一ヶ巧 間の 

み乂渉 で、 意見の 一致を 見 
た 0 は， 

一、' 國家閒 の 一切の 汾爭 を、 を 
の 畦 質、 原因を 間なず ホ か 的 
ず 段 じょつ て處理 する ミい ふ 
米 满爾國 案の 第二 條 
一、 一す 戰條 約を 單一タ 較國憔 約 
とずる を . 

の. ニ點 で、 『を認 すべき 戰 爭の飽 
圍」 じついて は、 最後まで 意見 
の 一致を 見な かつた、 從 つて 米 
姑 馬 域 案を、 比 狡す る 時 じは、 
巧認 すべき 戰爭の 範圍じ 巧て は 
ホ國 案は 國策遂 巧の 手段と して 
の、 一切の 戰 ずを 巧認す どして 
ゐ る-し 磬し 

#题 案は 麗隆 聯盟 規約を 
の他旣 がの 中立 保障 條 約の 範圍 
內 で、 不賊條 約を 結び、 精-」 旣 
.特 の諸條 約じ酱 する ある 祕の遠 
反 巧 爲を敵 對巧爲 ど 殻め て、 正 
當巧禦 の 手段に おづ るを をを 認 
し 婦約國 の正當 なる 自衛 權を明 


記して ゐる 即ち 佛國 まは 排斥す 
べき 戰爭 の銘 園じ關 し、 國瞭聯 
强 規約、" 力 グメ條 約を の 他の 
中立 保 隨條約 じょつ て 生ずる 締 
約國の 

義務 を 認め、 これを 考慮 
の 上 不載條 約に 巧留條 項を 附し 
たもので をる ど 觀られ る、 ホ國 
は圍暧 聯盟 規約を の 化から を や 
る 義務を 負 ふ； を 極力 凹 避し、 
これら 諸條み 締結の 碍外 じぁる 
關 係わら 儲國 案じ 讓ホ する こご 
は 不可能 と 観られ、 をつ て米國 
が飽 まで 义國 まを 固執す る 壌を 
じは、 條 約は 不 おなじ 終る もの 
ど觀ら れてゐ る、 今 巧の 不戰條 
約 まじ 對 しては、 

英國は 批評を 避けて なる 
ため、 をの 態度は 不明で ぁつた 
^ が 證會の 討遙は 大體賛 おじ 傾い 
て语る もの i 乂魄 雨國の 意見に 
右の 如き 相違が をる 0 上 同晚約 
め婦 結までに はす あらの 曲がが 
ある もの ご豫 想され てゐ る。 


r immmj 

J ミの 輿 諭は ；.. ： .…： *11 

♦♦斯 く觀 察ず る ♦ ♦ 

で 職 鹽の 調査を 要望ず ろ Jj 


ジヤ ナル •コンマー ス紙 
1:.. 國 襟聯顆 書記局は ま那南 
ぞ國 民敌府 よち 濟甫事 かじ 關す 
るを 式調杳 並びに H 本 軍の 山 東 
省 撤兵を ホを 受けた、 然るに ゼ 
ネゲァ よちの 報道に 依れば、 聯 
盟當 おはち 那 ミい ふ國 家を 化 表 
する ものは 化 京歐府 であを、 同 
時 じ 巧る 事が じ おつて 聯盟が 干 一 
巧す る こ ミは' 他の 國の 革命 集 
削に 同穩の 先例を 開 < と いふ 立 
壤 からこの 要 ホを 拒絕 すべき 意 
向を 示して 居る 樣 である タ 

若し おして がら ごするな 

ら がみ 、困 際 聯盟は、 世を のず 和 
をを かすに 足る' 裳 急が お ホ擧じ 
對 して、 これを 收 拾す るの 能力 
若く は 意志の ない こごを 再び 世 
巧 じ 表明した もので ホら なけれ 
ばなら ぬ。 即七 若し 聯盟の 一 勘 
じして 現 化山果 省の お 勢が 日本 
と ぞ那を 戰爭に 醬く危 隙 あ b W 
認 わるならば、 この 問題を 嚇盟 
評議員を 乃 ま 德會を 通じて 眞巧 


調査に 從 事し 得る ことは 極めて - 
を 易で ある、 これに 反し 若し 聯 ' 
壁. 固 じして 稱 々な ロ 育を 段け て 
ニれ を 回避す るなら ば、 彼等の 
タ數 は自歐 民の 支那 じがる 利權 
龄爲 めじ 斯る巧 勘を 採る じ 至つ 
たもので ある こどを ホ 難し、 旦 
つ 不信 されても、 聯盟は これを 
ホを しなければ ならない。 

今回の 日 支 軍隊 衝突の 真 
相に 就て は、 をの 報道が 極めて 
院 々であ .0 、 を 正なる 調査を 必 
要 どす る こごは 勿論で ある。 こ 
の 場を、 衝突 じ 先立 も ぃづれ が 
先き •し 彩 施した かを かは 政て 巧 
題視 する か 要はない、 蓋し 日本 
がか 東 省に おを 進めて 甫 軍の 化 
進を 巧げ た 限ら 斯る街 突は 到を 
回避す る こ 己は 出 ホない ので あ 
る、 日本と しては 滿 がが じ 對 する 
利 權の彭 響を 慮る か、 山 東 省に 
は 鹽道其 化の 直接 影響を ずけ る 
利權を 有し、 南 軍の 化 進を 巧ぐ 
べき 理由を 持つ。 現じ 南 軍は 先 
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巧 化を 占 頑じ當 もても、 自 本の 
山 東 省鹽道 占領が これを 巧げ た 
ごま 張して ' 居る ので ある。 

… ：： • 事寶 じがて H 本 ごして は 
經濟的 じ もな 給 的に も、 國民運 
動じ 頓 坐を 希 ふべ. き 幾タの 理由 
を 待つ て 居る、 南方 國民 軍が 大 
勝を 摩し 實際 とじ 支が の 政權を 
握を に まるならば 、支那は 恐ら . 
< 巧が 日本 品の ぞ那 巧瘍廣 人を 
旨 由たら しめて 居る 願稅 法の 如 
きものを 撤廢 する じか 違ない。 
いづれ じ もせょ 日本が 擊じ支 邪 
な留 H 本ん の 生命 かを 保護の 意 
がょ もして をを 動かした 'ご いふ 
こごは、 ぞ那 人の 諮 解を 博す る 
じ ま 難なる 業で ある。 

アィプ タ ごして は、 日本 

の ホ 張 じ 共鳴すべき 幾多の 經驗 
を 待て 居る が、 同時に 我等は こ 
の 所謂 保護 的 出兵なる ものが、 
假らじ 何等 巧 權獲搏 じ巧必 はな 
い VJ してち、 巧して でれ 程內乳 
統治 じ 巧柴が ある もので あるか 
を 窺知し 得る の 巧機會 でもる ご 
信 やる、 故に 國際 聯溫が この 際 
超 もて おを の眞 相を 調査し、 ま 
那圃 民の 要望を 究 むる じを なら 
ざる こごは、 まがおして 巧熟裡 
よ 6 救 巧す じ 最もを 利なる 結 あ 
を 巧 致す る もの ご 信 やる。 
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化 京 > 一 天津の 瞻落 近づ 


內亂滿 蒙 方面に 波及 ザ ば 

日本 U 武力に 訴 へて 防止ず ろ 

H その 爲め第 四 次 出兵 斷行 こみに 警苦發 表 n 


ち 京 特電 十 セ 曰發！ を津 のが 勢 化 軍 じ 非なる もの 多く 敗殘 巧が 滿渊に 逃 
込みて 由々 しい 閒 題を 生ずる 危輸が ぁるので 政府に 於て は敗殘 をは 總て山 
海關 にて 武装 解餘を 命じて 戰亂を 同地な 化 じ 波及 甘し めない ごの 根 木方舒 
を樹 て、 滿 蒙の 利 權は斷 ず‘ こして 巧 護し 宜 つを 地 居留民 ごを 通の 安全を 期 
卞る爲 め 巧 W 次 お 兵 ごみし 巧 S 師闡 留守 部隊よ 9 歩兵 一個 聯隊、 骄 砲ち 一 
個 大隊、 太刀 洗 飛行隊 一個 中隊を 京津 方面に 急派 ごみし 旧 中 首相は 緊急 閣 
議後 をら に 參內の 上御载 巧を 仰いだ。 


列强 警備 軍 京津に 集注され 

せ 四の 鐵 門で 天津 租界. を 防備 


東京 巧電 十八 日發 U . ぃ ，ぃ 天が の H 本 靴が ではょ 那人巧 どの 間じ廿 四ん 掷 扉を 座て i 防備し 北京を 
巧の 巧 A が 人 子供 巧な 特別 别 車で 肖 ド 大速じ 避難 中で あるが 張が 霖將 軍は 天津 r 赴い じらしい。 

北京 〔擲 な】 十 セ日發 = り，， -应賴 じ浓れ ば‘ 近く S 千の H 本 軍隊は も 東 省ょ を 京津地 そじ 增派 さる 
ベく をの 中 脚', (化 j でんは 化 巧を 楠に 邮 置され る 笠で 化を 城み のを 凰稱界 は鐵伤 網を 布設 する 外 
錫おを述て、 お 一 に備ふ べく化を城巧の链：脯も^ -^リヵ軍けお巧及び 一 部はお軍ぶ共じ西門を、 
H 米 及び フラン， がは 巧 巧、 舆齒 ザは 化 巧を 發 碗すべく 鷄勢約 千 ホな お 十 人、 この 中 アメリカ お 
を 脚 §； 订お 十、 英闕 ホを 聯隊 S 巧 五十、 フラン X 軍陛 な、 H 本 ホを 隊ご r 白 五十ぶ びイ タリ ー 海を 鹽 
百 二十 おん 等 じ！ て必 巧なら ピホ巿 の ホが コンブ 中が 探 指 禪をト るべ く、 天津の アメリカ 海ち 擲 
は 一二 平 九 巧 五十，''、 佛単ニ 千 ニけ 人、 巧す 千 六 阿 人、 n 本 四 巧、 イタ 9 Is 巧 セ 十五 人 奪で H 本 


站お带 巧みち お ホ々 おが 媛 指揮官 ' 、」 巧定 した。 


山 西 軍長 キ 店より 化 京に 迫ろ 


上海 【職を】 十 セ日發 nn . 南方 圓ほ単 U を ホが ょ 5 化 京 及び 天 雄を おれん V .- しつ i ぁるが 戰巧 
帖 々ど t て 判明せ さる も 越巧黨 通信 韶 のをぶ ずる 所に 化れば 山 西な 带 の先發 隣は 旣じ化 京の あ 西 
健 かと 哩に 巧す をおネ おを 陷れ たもの'! か （本 部隊は 片躍 H 化を の S 5 南ぶ 十哑の 巧を 府 をち 顔し 
史らじ 化 進 五十 哑 して 冻 がを 階れ わと 稱 する じ 反し 化 京 軍は 巧を 府の搭 落を 巧 認し同 ホ あじは 磯 
ぞ靈お 巧 度び 張 作藉將 軍のを 巧が お 動して 媽玉祥 軍を 迦繫 L 却つ て 化 巧、 漢ロ鹽 道 沿線 じがて 總 
攻舉 にぶぶべし どを 語し つ} あるが 北京 ほ 府は巧 吿を發 して この 際 戰帮じ 關し虛 報を 傅へ たるを 
は 斬罪に おす ど 殿 命し 張化霖 おがは 拒 も-しが 吿 .ぞ あして 跟玉祥 瞬 軍が 共 速黨ど 輿し 國民黨 を 一時 
利 吊して え 恥を 逊激派 化せん ごして おる 榜 謀を 指摘！ 國は琴 及び リ 本は この 陰謀 じ 乗る 勿れ ご 姑 


吿 した。 


命を 一下滿 I 冢化 動の 準備 成る 


ロンドン 一 ^ 職を】 十 セ日發 ^== 。 キテ ^ 東京 特電に めれば H 本め 府は 支那 内乱の 滿蒙 波及 じは 
綴 ゆるで 段に がて これを の 化す‘ へ < 命み 一 下せば 直ちに 配 軍の 準備が K" 居 b 朝鮮 駐屯 軍を も 動か 
す もの-- 如 < 斯 る おを みがは 巧 强か府 に 通牒を 發 （てを の 止む を 得 ダる ミを 說 明の 上 誌 解を ホめ 
る 節で あ も。 

東京。 橄 な】 十 セ 日 巧 =B 木 政府は 化を 駐 がの 巧 澤を使 並びに 南 巧站な 領事 じ訓 みを 發 して 


苗 化 政府 じ お IH 本は 何等 巧谢 じ卞涉 すろ の 意志な きもが 人の 生命 ど财 をは 颤 じて 尊重せ ざる 巧 
ら ず ピ誉吿 した， 尙 はちる 出 巧 凹 H を 3- て乂 連よ も 山 東 省-し 出動した ホち 一 大隊は 奉 天に 歸還命 
かを ずけ こいに て 山 柬駐お 軍は 五 千 置が 人 どなつ たが 今や 化 まじ 辟 巧す るが 闕 軍隊は 一万 六 平 五 
な 人 じを し 日本は をの ra 剧を もめて 六 千 化 巧 入 じ 及んで 居る。 


化 京で 大元帥 會議 


東京 特電 十 セ日發 = 大元帥 符雜 U 十五 日’ 深 虫に をる まで 化 
巧 诫内じ 於て 開か たお 架 化 軍け 一巧 天渾 か. っ化巧 じ 撒 おする 
こごに か -- 闽 に 带は 恐ら '' を W 五 H 中に け 天津に 着すべき も 天 
ホの 孫 博巧將 が じ迎樂 する の 機す も 見へ ず、 尙ほ黒 龍 江 省醬辨 
吳俊 牌が ザは ' J ^ ピンよ b を 天に 進んだ どの 情報が 建した。 
.東 ま おお 十六 日摧 支那 じ 於る 事態 重大なる 爲め 目下 ホ 遊 


中で ある 乂踐 r ジア 縮隊 司々 をを グリスト グ將 軍け 橫 溝を 出發 
し療革 じて ド關じ おで 驅逐艦 じ 乗じ 化 六 巧 間 後 じは 天 かじ 到着 
陸戰隊 司を ち パト ラ ー 々おく 巧 一の 巧 蹈を協 爺し お .. つ-! 化を で 
マ クム レ ー を 化 V- がを せす る 常。 


苦、 しい 日本の お瘍 


化 京 【聯合】 十六 日發 = 抱 落を 前 じした 化を が 巧け 祿 めて 
が穏 じして がの 十 時には 一 股 巧に の 外出は 禁 化さい 流石 じ戰ず 


氣 かを 生んで 居る が 

g . ず驻巧 軍は 一個 中隊の 
增 派を 前 じ舊ォ ー ス タリを 使 館 
照 巧に 蘭 時軍營 建築 じ 化は し . 
英网を 巧 緒は 巧留 英國乂 じ布吿 
を 發し萬 一の 場を は 直ち じを 使 
舘區域 じ 避難す る やぅ 準 髓を命 
じァメ * 々の 天津 駐屯 お 兵 翻は 
山が 縣ホ面 じ 出動 中の ものを 天 
津じ歸 還せ しめて 菌民軍 化 伐を 
營戒 しつ、 あるが 重なる 支那 人 
や外國 人け 掠奪を 恐れて 貴を 品 
を 外 國を巧 館區域 じを 甄 して 居 


ま 京 〔蹄 合】 十六 日發 ：= 囊じ 
國民 軍が 占領した 洽洲 ど 天津の 




ピこ 




中間 じ 位する 馬廠 附近に 
て视 •玉 祥將 軍み 軍隊 ど 化 軍の 問 
じ 激魄ホ b 媽軍か 天 ホを おれる 
のは 赃 前に 迫りつ i ある もの I 
如く 聯合 化 京 特電 じ 化む ば 約 ニ 
千と 円 人に 垂 々どす る 化 軍窩官 
の 家族け 旣じ奉 天 じ 引 揚げた こ 
ごは 化 軍が 化 京附を r 一 於て 最後 
の一戰 をを ゆるの 巧ん を 暗示し 
たもので ある。 政府は 本 H 緊急 
閣議を だ 集して これが 封 策に 闕 
し 觸議の 結を 第 四み 出兵 じがし 
たど おに 目下 靑島 i ら濟 南府じ 
出動 中で ある 名 古屋第 一二 師團の 
一部を 割いて- 

滿溯 巧 他の ま 耍化蠻 備に 
配置す ベ/'、 H 本 政府は 非を まじ 
張 作霖將 軍に 勒 して 満蒙 じがる 
戰 劇巧爲 は嚴禁 する 旨警吿 した 
VJ 了解され て 居る。 同時 じ 日本 
政府は 張 作霖じ 到し この 際 一刻 
も 早く 奉 天 じ歸る やぅ 勸吿 しを 
ホ陷 落後 歸 をの 瘍 を、 日本は 戰 
就の 皱 及を 恐れが ひは このけ 動 
を 阻 化する 旨み 通した もの i か 
く 張 作霖お 軍の 巧 動は 時節柄 絕 
凿 じ祕密 どされ お 軍が 旣じ奉 天 
じ 引 揚げた ごか、 引揚 中で ある 
ごの 蹲が 區 々である、- ホ 天津 
よちの 報道に 化れば 張 作 霖將軍 


皇后 織帶御 下賜 

東京 特電 十 セ日發 n 皇を .陛下 
じは 畏くもむ 手づ からがらせ 
られた 繩帶を 軍隊に K 賜 遊ば 
された。 


主 


4=^^ が 奉天鐵 遣を びじ 化 京 
蒲ロ鐵 道の 貨物輸送を 化絕 せし 
め 軍用 列車 十ぶ 輔を 至急 化 京 じ 
廻すべく 命じた。 

東京 特電 〔ニユ 3.— ク •タ舆 
么ス 巧】 十六 日發 n 支那の 動 熟 
が滿 蒙 - し 波ぶ せん £ しつ t ある 
こどは、 日本 じどを て 最も デリ 
ヶ 1> な 難 翻で ぁる、 蓋 I 現內 
閣は內 亂の滿 蒸 波 あを 鐵 じて 許 
さず . V- 稱し居 b これは H 本の か 
を 的なる 政策で ある もの i 化 ホ 
軍闕の 巨頭張化霖 今や 奉天 -」 
逃を まん ごしつ t ある 際 H 本は 
巧して 柯等武 々を 用 ゆる こど 。' 


くして この 

政策 の 貸 巧を 期 巧ず 0 こ 

とは 出 ホ；： いからで ある、 削ち 
り 本 じして 化 軍の 引 殺げ をが 化 
ずる ド* らば 巧 方 ザ じ 化 方す- 0 こ 
ど、 なる し 逆 じ 奉 天へ 谴 げろ 化 
軍を 南 軍が 追擊 した 際 これ そ 阻 
止す る こどは 化 軍 じ ホ 方 も 
ので あつて H 本が 巧 閲の滿 誤 波 
ぶを 許さず ご 標榜す る こごは U 
本が內亂の禍中じ投じ.：：^ぃ限ら 
出來 ない 相談で をる、 これ」 反 
し 張作霖 が敗殘 軍閥の 前 輸ぉ踏 
んで條 約 港の 外國 租界に でも 己 
命 するならば H 本の 位置 も稱安 
神し 得る 譯 でを るが、 日 蠢民 
の 大タ數 は 

南方 政府に 岡 情し つ t あ 
るの みならず 囊じ 張作霖 どの 關 
係 上 化 ホ 派 じが 方し つ t あつた 
者 も 張の 前途 じ 愛が を盡 ホして 
语る顆 係 も あら、 殊じ滿 蒙 S 經 
濟的 巧權も 南方 政府 ミの it 
保護し 晤る こごは 充み であるか 
らな府 どし てら この 際 露 『貧 K る 
嚴作霖 保護には 及ばないで をら 
う £ 觀视 されて 居る。 


南京 政府を. 

承認 决議 


下院に 提 おさな 

ワシントン 十 セ日發 n . ニュョ 
ター妍 選出の 民ま黨 h 院議 貸ブ 
ラック 巧は 本 H 突な 南京 閣お致 
府の 承認 巧讓 案を 提出し 直； りじ 
かを 委員 會 じがて 審潘 にお - r る 
こ なつむ、 决 議案み 要旨 は- 
て メリ 力を 府 はこめ 縣 あを 圃 
民 政府を 承認して 闕 磐を 法に 
則ら 外を 劇が を 結び おて が 京 
‘ 政府 外務 綴 長の な 命した る 巧 
ん を入國 せしめ か 巧 擧務を お 
扱は しむべし 

ごい ふの が本诗 でが がに 政が は 
南京 政 麻 ど 現 巧 ホぶ 條薛 S 修正 
じ 就て 討議 じ 着手せ ょを いふの 
でぁる。 が ほ 大統馈 は 南を 《を 
委員 會 ょり 濟南 事俾じ 幽し K 巧 
議 雲を まがつ じが 目下 パけ' トよ 
b 渡米の 途 にある 南京 政府 巧 表 
唐紹樞 氏の 資格 承認に 鼓て.： 5 態 
度を 决 して 居ない C 


濟南 事件 解み に 

無線 交渉 •作 巧總ず 


福 田中胳 からを つぱ りご 回 溶 

東京 特電 十八 日發 u = がか 石將 軍は は ロネ 領事を 通じて 巧 巧 
强お軍 第 六 師剛長 福 旧を 巧 中 將じ掛 して お 見を 中 込んだ。 

ま 京 【聯合】 十 セ日發 = 蔣か巧 お 軍 a 福旧彥 巧中將 におし 


裤を じがる H 支を 衝突 事が じ 願し 無線電信 をな てを 渉 方を 淀議 
したが 福 田 中 おは 飽をも 本人 自身 乃 ま 化 辯 巧 ど 萌お會 をを 巧す 
とて これを 拒絶し 『濟あ 事 かは 外 巧を じ 化 頼せ 乎 軍務 當冠侧 じ 
がて 解み する』 ど 言明し む。 

上海 〔聯合】 十 セ日發 = 南京 か 府を化 おする 王正廷 をが 聲 


明す る 所に 化れば り 本 軍の 要求した る 如 C 指を 阮域 の排 リニ 日一傳 
乃至 敵 對巧爲 は】 掃され 軍隊の 撤退 も 終了した お 南京 ぁ朦 .こし 
ては 未だを 式に： n 本 軍隊の 要求 じ おする 態度を かし 居らず-南 
京 政が？ 最厨 お 報は 目 ド 化ぶ おを 後の 外を 力 針 じ 願 聯し重 巧な 
る 審滋を 遂げて 盾る。 おは 濟南 がは 極めて 靜穩じ ま那！ 宫 がが 
馨戒し 居る も お 奪が 時々 巧 はれて 居る ので 一時 日本軍が 餐蘇權 
を 行使す る篱で わる。 


ま 京 〔聯 を】 十六 日發 N 陸軍 
省は 濟南 事件 じ關 蹄し 濟南 駐屯 
の 溝 六師闽 を 福 旧 彥助將 軍に 對 
し 南方 固 民 玫府に 左の 要 ホ條件 


を提漢 ずべ く かみした。 


〔 - ^ 商 京 軍 總帥蔣 かお 牌 軍 
'はこの 事件 じ對 しを 式 じ规罪 
の 意を 表明すべし。 

ごこ 事件 帝 おの 責任を じあ 
る 候 第一 ニ 師閣長 並び じ 巧 ほ 上 


‘戶ト t - i .- わ輕 ‘ r ,- ト户 ピ '..'. Bryl : 一 t も-巧 F い Li を e 



M. Tsuchiya, D. M.D 
105 W. 73 が な . 

T 北む afaig が お 09 


D 化 E ， E.YOSHII, 

. 2 巧 W. 巧 nd が . 
Tel.En もが i け馴 


K. IWAMOTO, Ms>, 

114 W. 70th St. 

Tel. Trafalgar 0352 


T.CTAKAMIm.d. 

1 けむ nberhind れわ ooklyn 
むし Cinnbetian ({ 巧 1 1 


F. MURRAY mix CO, Inc. 
巧 T が LISH 扣 巧が 
Room が 4 •が 5 巧む oadway 
Tei.Bowlirig-Green が 87-499^ 


M ミ dori MaUumoto 

巧 お sf iUe. City 
Tel. Lorraine 0437 


YUKIO N 巧排 MURA 

200 W が t 9 か h ST. 
Tel. River ふ ie 08 が 


JAPAN ART STUDIO 

巧 4 は ) [IWTON AV£. fi. Y. 

巧し 化る ZA 889? 


Sabro Emy, m.d, 

755 Park Av た 
cor . に 72nd St, 

Tel. Butter お e む！ 9324 


約 おお 引 診 

じか 院績 午 察 

限 及な きを r 後 時 
るび 勤べ 肯六お 
日に A " ぶ 時 
巧が ビ ニ） 
はを ュ品八 
前 時！ 時 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

Bel 卽 & 81 な s Te! 巧 hone おが nt 巧 09 


を 向 人 本日 

巧專 靴型 小 

を ホき 髙ぷ ホき 廣ぷ ホき 巧 


が 脚 £M0 


皆 ' 




SIZES IN STOCK 3>H 〇 12 F WIDE 


; で 産が ど 正 
割販物 おし 瞄 
資 一を 確 ど 
^ 致 式 精實親 
^ し 特選 信 切 
凹 ま 別し 用 ご 
ま U す廉御 あを 
引 懼 ± る 旨 

穎 針 時巧寶 おを 貴 

會商 柳靑岸 

目 T 二十 四 西 
番と 十五 百 一と 十四 巧 

角 化 巧 ーァェ クスス ム イタ 
グン ザ 八 ビーカーで ダン ロ 

ま 巧が な 化 

四 セ H 四 トン アイ ラブち 話 

KISHI-AOYAGI CO 

147- 巧 7 W イ 2nd ST. 


A 丄 • CEASA も M.D. 

127 East 84 化 化 eet 
bef. わ rk & Uxingion む es 

舅 喉 咽 鼻 巧！ 

閒持察 診 
午 正を 巧ト 前午自 
情 八を 時 六 後午自 
日 曜 

自 午前 十 時 至 午を 一時 



F. I. FREDERICS CO. 

醫巧披 學大亞 比倫を 
118 L 5 禍化 Te しむ pnt 川 94 
• Bet. Lexinghm 左 Park わは . 

を 時 八 巧 日 確 ± 水 巧 


DR. D.BLOOM 

—NEW YORK OFFICES— 

3 か h な 化が Cor. 3rd Avenue 
的 比 Street Cor. Lexin が on Avenue 
1 な 比み！ ■ が t Cor. Park Avenue 
-BROOKLYN— 

E.F.Albee BI か " DeKalb Ave. at Fuhou St. 

ト r じ 白 II 堪最タ 
化 T 本 U 能 新年 
ブ育 をん 器に 式の 
ノ州懲 諸 1 て 巧經 ^ 

蠢切君 靈信學 お 

認 しじな 巧手を 
治は 巧 蘇 術な 
族 時 U しじて 


ル 


ム 


MIKADO TAILOR 

30 E ： • が th St. 
le!. Rhi 邮 land が 6830 


T ， KA 运 A! 

Merchant 

Tailor 

が 

nw 防 Bmoi が 

お rnn 304 
化 W YORK 

化 one 

むが おなけ 


N. TOiUTA ， 

CUSTOM TA 化 OR 

民 00 M 605 
1 が W. 42nd ST. 

TE し邮 UNT 巧 81 


Y. ITO 

1 お Eesf お rd St 

む r. L な mg;ton J| 巧，， 


舶巧掛 anciie Fis !) が 

1284 Lex. Ave. Between お th and 86h 化が わ， 


授敎語 興人婦 


ん Y* Ma ゎ umoto, 

Wechanisai わ け tiiciio 
m 化 34 化な . Op が si け 1 が y’s 
お i.Chickering 巧 0 巧 



頌 ブ船寫 蓄を寶 職ら で 基 弊 
事 〇 切 眞を槐 お 米 卡販じ 巧 
舘 i 巧 器 器 萬 貴を 御寶 御は 
向 ド。。。 年を 補 用 致 ± 實 
側ゥ紀 タン 筆歲時 命し 產質 
建 玉を ィ 3 。 。 計 仰 ま 物 誠 
物） 寫プ 1 金銀。 かす 一意 
とな 眞ラド 銀製 置 下 タ式迅 
〇 と 帖ィ見 製 器 時 さか 卸を 

书 • 牛 給々 走鉛且 討い じ P ホ 

號番 端] 陳筆 一一 ま 巧疆義 
室 書 列 まませ は 段の 



州 E げ S & P 巧 RY 


3 Maiden Lane N. Y. 

ェ娜 治锻银 なじ 争 f 石锁な 

類 石 賽匠意 新 轟 


张巧 I F . K . Maruyama Co ， ホ 

を育畫 が W. が 化 化 fU. タト 

ノ Te しむが nt 7073 lU 

丸 音 
山； 


洋； 

船 雇 

を ニ 

嘗是 



が 巧 B け E S パけ 
し ustom 
Tailor 


i 


廊 


じ ndo 化に odac 打 Inc* 

46 Greenwich お reet, City 
Tel ， Wh お ha り 巧 41-2 


遠 

滕 

小 

で 

8 

會 


諸輸 か船鑑 
衙出洋 具 船 
物 入を 食 御 
運 稅雜巧 用 
搬關 賛な津 
な手販 
圾續賣 


GAMP 化 LL な RVIGE 

設瞄 整が 經费 低廉 

Call-TRAFALGAR 8200 
FRANK. E. CAMPBELL 

••The Funeral Church” Inc ， 
iNON SECTARIAN) 
Broadway at 6 か h Street, N. Y. 


化 e Japanese し hristi&n Inst. inc. 
お 8 - 3 如 E. 57 化 化 Hew York 巧 む， Phon も PlazaS 7 S 2 

The Japanese し hr 化 uan Assoc 化 tion 
453 W. 143 rd 化 も w む rk C 巧 ) f, Tel. Bradhurst 89 が 

KANZOOGURIm.d. 

214 Hi が 化む 0 加が 
Tc しむ iangle がが 

台 お督巧 人ぶ H ちな 

會道修 お 皆ぶ 人 本日 

使け 裁が 巧を ± 木 日 

をを 縫 ® ん、 宿 ぶ 眼 英 度を 共 巧： 

計 員敎寧 全部 化 話 おが 巧勵を 諸！ 

liiiryi%- 

食 課 巧 巧き ; ま; タ 又を 篇 タタよ 导 
員を お 試 ま 八は ニ 八 八 時 あ 
の 設括查 巧 持 巧 ■麻 辟牢午 

f • ん W # 講输聖 祈を 曰窟 

i な璧靈 が A ま爲 庭 賴巧 

1 ミ II 設 i ぉ 人研會 集學說 諸！ 

す 。 g 震き！ きを 妙 貪 ミを 集 
1 を、 1 德 1 . をを 是旦を 1 

答 畏擊畏 

な V ， 

ま 育 午 午 ^ 
ボ » 巧 を ホ 診 
。五 フん察 
V 巧， 黑 六 九 g 

ぉバぉ 7 架 時時 1 
院ラお I 盛， 1 閒 
巧 ン巧病 巧 八十 
な ドな おご! 時時 




號 H 十が 百 闽千ー 第 


m 新 裔 納 


【 H 曜十ー 


す 九十 巧 五 年 S 和昭 


齒蠢 主な 基 

自 午前 义時リ 十二時 
自 午を 一時 リ五 時 
火 駆 午後 一時 U ニ 時 
木赌 午前 化 時 = ニ 時 
は 學校勸 巧 じ 付 不在 


5 談該療 

がが 願 上ち 

ゴー チか大 を. 

ドク トか ナプメ デシン 

酱學谋 ± 

吉 居お彌 


診察 時 働 

午を 一時 NH 巧 
午後と 時 = 八 時 
を 知授學 ± 

"7 巖本谨 _ 

古な 比 亞大學 ぶび 
乐 ダブ ン 病院 勤務 
日馆 はか 約顆 上ち 


診察 

午 度 一二 時よ > ホ 時 
目 巧は 巧め 相 巧 候 

ドク ト A 

鳥 兒農彥 


なな 靑を巧 おの 巧 ホ 

日本人 靑年會 

;9苗：1 IfcLCI ち ki 12 乏 


頗科醫 

井上 義人 

西 六十 五 T 白 一巧 六 番地 
が 育ホ國 旅館 巧 
電詰 トラフ アグ ダ— ニ お 六 五 


化 巧 品な*: 

. 五 巧商會 

W E .17 thS こ . U さ； 
Tel S 呈 yei 二 之 5 

JOIC 10 左- OGCR 1、 M.P 

ニ 1 We ニ呈 h StJe * ぎ 1一 
ジ I . Rivers 互 e 3573 : ch を ミ妄ま 

を 巧 キ的九 時 1 午を-時 

髮碧墓 六 時， 午を 化 巧 

H 炬午お 九 時 1 午後 四時 

ドクトル 小 栗乘ま 


稅臟 事務 

ま洋 を地幷 じを 世 ホ 
の叛 出入 方法 じ 關 す 
する 一切の 御煞 問に 
應じ巧 道 庚 船 貨物 連 
貨义 出帆を 稅 關 キ績 
書 等 進呈す。 ま 要 都 
ホ じ化理 巧を がし 誠 
資巧速 御用 かじ 應ず 

保 驗か扱 


が 育 州を 認 
巧務 省を 許 
東を 帝大醫 巧 大學 
を 婆 復習 科 卒業 
元 池る 

產婆 お本綠 


マ ツサ— ジ 、整形 

藥風岂 、水を" を 氣 治療 

，西が 攘院 

フイ ジオン ラ ピスト 

を認 西が 幸 男 

午前 化 時？ 午後 九 時を 

お 張 治療 ニモ 應ジ マス 


H 本、 ま 那寶ち 製 美 
術 お、 婦人 用 ま 飾ぶ 
他 装飾 お 

闕 島！：： 引；：； わ 

高等 お 術 品 樓緯、 
を馈 品、 ストー ッン； ク 
日本 服裁键 


9 

处け 

h 刪 

& 誠 
祉 

に 加 
巧 化 


邮 


本 i 
人 I 
I 美 

な 

あ 

會 


J 

a 


の 


牧師 宮崎繁 一 
幹事 粟野 賴之硫 

諸’— ホ’ 貧’ 

日 瞩强拜 午前 エ時 

日曜 學校 午前 十 時 

觀漏日 W キ 後と 時半 

祈禱 會水谣 夕と 時半 

嘴： 唯—.' を 

位廣古 淪比亞 迄な 
を 下町 迄 十五を 學 
生會 社員 じ 最適 

設備 圖書雜 誌 新曲 
ぞ辖 娛樂具 簡易を 
堂 あら 

便宜 减業 周旋 旅を 
ま 巧を 補 事業 劇を 


稅關 事務 か 扱： 

WILLIAM LBA ま & Go . 

ぎ 1 ご 82 ニ Bro 芒き 呈 y 

TeKBowling-Gaeen 9136- 苦 37 


洋服 調進 

クタ 1 三ング 、ダィ 

ィング、 修犧 等】 巧 

.ミカド 洋服 巧 

化 よ-巧 
電話 ライン ランダ 1 
六 八 H 0 


靡 贈 公認 マブサ ー ジ 


內務ぞ を 許 
を 婆 缀炙醫 


平野 秀子 


電話 モ 


メン 


吕完 


じ 

M - 


S 薩 治療 


給 眼 ホ じ 眼鏡 調節 


笠 ザ 洋服 巧 


時 巧 
洋服 店 


男女 離 ド 類の 御 
用命 じ應 じます 

リア^ •シ 八ク 

離 下會社 化理塔 

時 田 信 次 郡 


を 置 十 H 了 目 

ニニ 三 一 

が 藤 
洋服 巧 

t フ てこ-一一 


み \ 


おき ホ 画 婦人 
曰 本人への お 
語敎巧 じは 多 
年の 紹驗を 有 

す 0 一 レ ブス 

ンと 十五 化 
每 H 朗化 時ょ 
^が化時を何 
時 にても をし 
H 曜日は 一 時 
よち 四 持を 



I ホを 英文で ホ 國人じ 能く わかる 
やう 衞單 明瞭に 說 巧した ものが 
出 ホました。 巧を 目 ホ 進呈 致し 
ます、 御覽 でさい。 

ニ UWAYAMA 写 ミ E . 笠 th St . 養 y - 


新鮮 魚介 一切 

扫 本人 向きの 生魚 揮 山 取ち 揃へ 
特刹 廉语で 大勉强 致しまず 

サヴオ ナ魚店 

』oso 巧 一一り a . vo 9 p 

224 ' W . 61 st St . 

Hel . coluBlJum 91 送-. 


十五 年の お あある 當校 はぶ 年の 
經驗ど 新 智識を おする 教師を 聘 
し自勘 車 
操縦 法 及 


び 者 
の 修得す 
べき 必要 
な 機 脚 的 
智識を 短 
期閒 し 
て 最も 能 
牵 ある 徹 
を 的 巧 術 

を あ 習し を狀 獲得を 保証し 蛾 ま 

ロを も 周旋し まず。 



自動車 磯 電浊等 凡て 

懇切に 敎授晝 が兩科 日曜 も贿校 
日本人へは 秋 山氏專 ほ敎授 4 
量皇 0 舌 an Auto School , 133 ぶ L 害 St . 

♦宮籍 ♦お 誌 ♦新聞 
お 費 まを 開 
執務 午前 丸 時よ も 午後 お 時を 

紐脊 日本人 曾 

— ドウで イ-と 至 
00 と Q 


ブ 

電 

詔 


サ| ク ^1. 


00 と 一 


成功の 秘訣 


mJJ S 

加 

- 8 

- S な 

お 
巧 M 
が 地 


米 國ま莫 語を 話す 孽 
は 成功の 窠 一黄です 
本校には H 本人 お 巧 
じ 慣れたき 巧婦 A 較 
師 ぁら 懇切 じ 會趙通 
信 文 社を 語を を 巧 I 
ます。 目羅 週： り 巧 じ 
午前 化 時よ > 午を 十 
時 主で 開校し 一 レツ 
スンと 十五 他づ t 
ネ H 直ち じ ホ 校 あれ 


機械 設計、 機具 
蓮 動 具、 玩具、 美 
術品臺 •ラ ソプ 

松 本 パブ ’n 

「佛蘭 西 製 古 1 

ソンゲア^ こフ 

ケット 販賣」 


齒巧醫 木 下义巿 

ご 0 辛. ご llh 芭 

ぎ M 号 ument 萬 57 


尋れ人 

(まま 馈ん) 巧 巧 お 雄 
(ま 京】 ホを か 雄 
(熊 本縣 人} お 崎で 作 
{愛 か 縣乂) 長 崎徳一 
(福 岡縣 人) 稻永罔 次が 
を 永を 藏持山 芳太郎 を 川 
正意 井 h 幸藏 石が 節 巧 
渡 邊篤資 お 留まを 川 新 吾 
上野 修：牛 井 弘貫獲 酒 雄 
貫 造太郞 古家 武雄 柴围善 
导 . 

(佐 賀縣 人} 栗 山 善 六 
(愛媛 縣 入) 橫田常 吉事 常 治 
忡 座を 之 巧 

(東京 巧) 小が 銀活郞 
(大 阪巿) 白木 政太郞 
'(鳥 お縣 人) 木が 薰信 
( 畏野縣 人) 获厲ホ 人 

をの 者 じあ 知を 度き 儀ち 之 
お 間ネ入 若く は 知人ょ b 現 
住所 御 通知 願 上 涙 

紐 育 一帝國 総領事 難 

一巧 Bill ま y New ジ品 呈 V 


紐 I 權 

育 II 

案 

內 


お 靴 

西^ 伽 

書 ii 
房 加り 


A 迪譯 ◊調奇 ◊交が 
◊買物 ◊其 他 巧で. 
.御 懇切に 御 化 扱を し 

心まず。 

I A おは ン 力 ゴ大學 を 
I 卒 楽し 化 ホ 旣じホ 四 
I 年 聊か ホ國 Q 事が じ 
ー述 中る もの VJ 信じが 

^ 紐 育 商事 研究所 
所長 け H 杉 純 雄 

A 米國 にて 發巧 せる 
巧舊の 書籍と 雜 誌は 
御 注文み 第 敏速に 御 
短け 致しまず。 

▲右 御 注文 じ掛 して 
は定憤 よら 割引して 
差 上げます。 


J 目 本人 S 舞 £1 


雜誌 > 


養 7 Is こ ve . す さ York 基 y 


■♦一! ♦■♦■♦■味 


靴 

ニ 

亂 

の 

時- 


時 

元 

巧 

午 

1 

が 

の 

巧 

用 

御 

を 

至 


紐 育生 命 保 儉會就 


養 

老 


三 木定苦 

保驗 


T 

ぴ 

巧 

わ 

み 


志 


ze'WKOrxuffflipwclranoffico 
51 chw 目 t>ens 巧； MewYor - こ uy . 

Pho ミ . "Worth 授洁 

を社ノ 方ニ綺 掛ヶノ 節^ おズ 
捆 自をノ をぶ ビを 話を 沒ー r 申 
巧 力*！ i 单 f サィ 

ミ ■も ♦■♦■♦■♦一 ミ 




始め、 日本 银 巧み 機 熊圓海 じが 
て も 適當の 處理を 講ずる の 要が 

ある 二！！々 ピ 0 

聯銀利 上け 

採 ま 巧の 動搖 、株 仲買 貸附巧 
加 等が 重なる 理由 ごなら 從 ホの 
金利 四み を 化 然 維持して おじ 當 
地 もを 曜日 よら 四 か 置 厘に 利 上 
げの旨 をを された。 


日本 株 ま 相瘍表 

〔乂 阪膝本 ビ八プ 0 1 々 —銀 
巧を〕 巧を 相瘍 〔舉 泣圓〕 

ぶ 巧^ 日 ぶ 巧ち 日 

東を 指數 をる 0 を ふ 0 
大 醒指數 ニク ま ニを ま 
まを 電燈 ち •虽 を 一 ■き 
太 固 電力 《一 •畳 《；受 
東が 電力 を 又 0 畜* 去 
ホ B 本 お 糖 を*受 なる 0 
王子 製紙 二八る 0 ニを 呈 
ま洋モ マリン 惡 •四 0 蓄を 0 
H 本ビ ー グ 三 化 互 0 ニ 四 •ま 

日淸 製粉 一 這 •を- 皇呈 0 
淺野 セメント 星 も 0 ま •夏 
日本 お 油 吴 •を 吴ふ 0 
東京を 斯 巧ち 0 をろ 0 
印本 人造肥料 單 •言 單 •セ 0 
乂原演 業 を •呈 景互 0 


夏場 向き 上等 

チョ n レ— ト 

當會 社は 恃じ a 本人 諸君の 夏 
瘍營 業に 適當 する 商品を 提 拱い 
たし 居 6 乂國巧 部 じめ ては 孰れ 
の菓乎 製造 家ょ b もョ リタく 日 
本人 諸君の 御 得意を 持つ て 居ら 
ま 

チョ コン 1 ト めを ラィンは が 
八 チ モア 本社は 勿論 左記のを 店 
の 見本 室に 揃えて あらます から 
是非 御】 覽 でさい 

呈 ご 草 DING 呂章睫 ， 

さ West 21 st SI , New y ミ k 巧 ty . 

呂 L 夏 一芦 夏吉 y 夏 互 P 富 Y 、 

10 で st だ nd F 是 oi , 尹 J . 

J . 夏 ま I ミ A 言 S 呈， 

養 夏 rkef St ., 呈 sb ミ 尊， P ド 

が 浮 

空 夏 05 E 臺 II 夏 TS 呂 ，養. 

す a 压 & Concord ぎ ま ts _ 

雲 ia ミタ 夏. 

上等の 晶 許り 

聲ャン ディ 類 


養 續ホ絮 巧 


- WA 夏 さ， 

125 PaAve . N . W . Wash 忌 ton , D . C . 

ジ le ミ 旨 e F 瓷篇 

I 日米 新聞 支局 

今を 紐 育 支 巧を 設置し ました 
から 滕讀 、廣吿 一朗 左記へ 御 
願 ひします。 (が 井 ホ ホ】 

A 至を 101 st ぎぎ Asd 呈 y 呈 94 


國際 貸借 關 係な 善後 

金解禁に 着手ず ろ 

I i ; 総額 廿 一億 •一; 千 八 再ぶ 间で 

債權 超過 。 大部は 不良 債權 -- 

I 束 ま 特ち十 セ日發 ；=云±藏 相は 大阪 ホに がける 祕說 じて 『經 
I 巧界巧 俊に 勒 ずる 乂 なる 隙 害は 除かれた が、 を輸 解禁には 今一 
一 ホを 進まなければ ならね。 即も國 際 貸悄關 係の 改善 ご 特別 離述 
の 整 埋は紹 街 じ お娶條 件で ある』 ご毁 明し、 啡上 日本 お 巧 絶 裁 
I はがけ 巧 じか 黨か 派の 侵入す る こどは が 出しなければ なら 打と 
I 語つ た 


i 金解禁を 前 じした 巧 固 

: じごつ て お 外 憤 權憤務 のが 况は 
を だ 重要 問題で あるか、 本 巧の 
お 外巧婚 投資が びじ 本 巧の お 外 
潰を、 投資に 隅し をん 面に 宜じ 
ら諷査 したごころに ょれ だ、 巧 
が 固め お 外 憤 巧 化び じ 投資 絶额 
は 政が、 区間を 合算して 二十 一 
な 一 ニモ 八 巧 余巧圓 ぃ ある。 これ 
じ おして わが国が 諸 外 固ょ b の 
潰 終 化び に W 围 人の 投資 總 糊は 
间じ （か 巧 化び じ 民間を をせ て 
総額 二十 一原 兰千巧 余巧圓 ごの 
こ-こで あつて、 をの 債權潰 巧は 
ほどんで 相等し < 、反つ て わが 
画は おとなを 巧 固の 憤權 超過を 
禾 してち る。 數 字のに 見れば わ 
が 固は 僅 ホな b ごいへ f も、 と 
ち 万圓の 倩權幽 となつ て 居る が 
をの 借灌 ホび' じ 投資の 內 をは ほ 
ごん ど 

不良 償權 不を巧 貧で わ 

つて、 をの 債權の 大部を が 利 沸 
ひは もちろん をの 元金の 支拂ひ 
もな く、 をく を 証文に 等しき も 
ので あち，、 またを の 投資の 大部 
を も 村檢化 益々 な < 、事業 ごし 
て ほどんで 無 採算に 等しい もの 
である。 これ じ 反し わが 國 並び 
じ外國 人の お資內 をけ、 基 だ 堅 
實。 もので あつて 憤 おじ 對 して 
は 外國は 年々 ち额の 巧巧挪 ひを 
なしつ； ある 化、 外國 人の 投資 
は いづれ も化當 を 巧なる 成 磯を 
をげ、 奉莱收 益を 獲搏 しつ^ あ 
る。 化つ て わが 固は 舊態 化が た 
る 巧 宵 上の 價務闽 であつ て'、 國 
瞭贷惜 の 前途は 尙は 十を 改善の 
を 地が ある £ いはれ る。 4 某所 
調 备の數 字 じ 基き 本 巧の 

對 外債 權憤務 の內？ 

記せば、 大要 左の 如き もので あ 
る 0 

本が お 外 憤權ホ 投資 額 
- 、 對 支偵權 並びに 投資 巧 

(單位 千圓) 

ィ 、中央 政が お跋 

四 五 ニ • 000 
ロ、 地方 蚊が 借な 

ニニ • 80 
ハ、. 民間 借 飲ぶ 贷巧 

一二 • 08 
小計 •五八 六 • 000 
ニ、 奉萊 投資 

一 •一一】 T 000 
を 計 一 •六 化 八 • 000 
ニ、 ち那 W 外の 债權 並びに 投資 
(單な モ围) 

ィ 、証券 投資 

一二 五 0• 000 

ロ、 樂 榮巧賓 

九 ( 

合計 ■四の ‘ 
總計ニ •ニ TV 



即も わが 固の 對み 憤權 並びに 投 
資ん义 部 かを もむ る、 支那 關係 
投資の 中で 中央 致 おを 欽 、地 ホ 
政府 借な、 民瞄 借な 並びに 貸付 
のち 隐八モ ちが 余巧圓 は、 ほど 
んで 元が 拂 ひさへ。 く、 ただ 事 
業 投資 挪ら h がに わける をが 綾 
會 社の 投資、 砂糖 事 策の 投資、 
滿錫 沿線 地 ホに わける、 滿鐵投 
資 S 合計と 乂億圓 が 辛ぅじて 採 
算を ごら つ、 ある もので、 化は 

事業 收签 を擧げ 得ざる 

不良 投資で ぁる。 をつ て わが 國 
の ぉま觸 係の 授權 、投資 十六 億 
乂千乂 宜巧圓 の 約 半額な 上は を 
證文じ 等しい ものである。 み じ 
支那 お 外の 投資 並びに 債權 じつ 
いて おても をの 証緣 投資 ニ！ 億 五 
万圓 み 中の ニ 億 ニ 千な 六十 六 巧 
圓は 舊露國 政府を 巧 じか； る大 


別巧特 をが 報 大歐巿 じがる ニ 一 
止藏 化の 演說は 去る 十五 日 お 
阪手 巧を 換巧 聯を會 席上で 試 
みた もので みるが、 これが 內 
を じ 就き 大藏 ホ官 ょら 當 化が 
外 巧 劉が 務 官事 格 所 じ 達した 
公電は おの 如し 0 
昭か S 年度 實巧 豫算に 御大 禮 
豐其 他の 追加 豫算を 加へ たる 同 
年度 總钱資 は 

歲乂虜 出？ S ミな 

二十み 巧を 圓 、同年 度の が規發 
巧 公 償は 一般 會計 巧び 特別 會針 
のをを をし、 總巧一 憾乂千 九 百 
お 十六 巧圓 でぁるが、 昨春 助 お 
恐 礎な ホの 化 業 銀 巧は、 總數 一二 
十八 巧、 休業 當 初の 預金 お 額 五 
億 六 千 八が を巧圆 ならしが、 今 
H までに 整裡濟 及び 整理 案 快を 
の もの 二十 五 巧に 上 b 、 整理 ホ 
濟銀 わの 巧を 總额は 休業の 當初 
預金 額の 約 1 0 パー セント じ 過 
ぎざる じ まつた。 又 昨年 中の 銀 
巧を 间蚊 はが 一二 十四 巧に 及び、 
本年に 入らて 其 數旣じ 五十 余 巧 
を算 しを 離磯觸 改善 3 跡 頗る 顯 
著：： > る もの かを い。 而 して 昨を 
讓會を 通過した る H 本 銀 巧 

特別 融通 法に 基く 驰述 
接がは 六 憶 八 千と 巧を 巧 圓じ逢 
し 之れ じ臺 磯顧資 法に 化る 融通 
額 一億 化 千な 五十 巧 圃を加 ふる 
ときは、 八 億 ニで 九な 余 巧圓じ 
上ら、 一 股 財界 じぶ ぼす を戳甚 
大 なをを 0 て、 政府 A び 日本が 
巧は 是が對 おの 一 どして を 債の 
を 募 並び じ H 本 銀 巧手 持を 憤の 
資拂 ひを 巧 ひ、 遊資の 吸 收じ巧 
めて 居る が、 お 來を换 お 巧を の 
巧を を 防止す るに、 U 本が 巧の 


一 > 


巧客證 をで をら、 をの 殘 b は舊 
を 齒げ府 じ おする、 軍 霜 お憤權 
であるから、 これ ごても 支那 憤 
-權 UT の 空証文で ある。 ただ 事 
業な 貧の 化 千巧圃 は， 商 巧の ゴ 
ム事 お-ャシ ホ 萊等じ 投資 せら 
れ たもので わるから、 投資 どし 
て 僅少の 收 益を をげ つ I あるじ 
過ぎ。 い。 これ じ 反して わが 図 
の 償 格 並びに 外國 人の わが 國じ 
勒 す' る 

投資 內容 を をれば 左の 

如きら みで ある。 (巧 位 千圓) 

- 、 巧 國發巧 威 債 

一 •の 六 0• 000 
ニ、 お外懷 ニと 五 • 000 
一二、 社 W 憤 一二 一四 • 000 
四、 本が おわ 會 社が 式 外蹈人 
巧 お 高 1 00• 000 

總お ニ •ニニ 一' • 000 
瞄ち 一 、 ニ、 S の 中 じは 
本邦 A 所な じ屬 する もの タ 
少 ある 見么 U ら 。また 巧 
槪算 額な も 0 

即^を め 債務に 對 しては、 わが 
國は 年々 ち 額の 巧拂を 必要 どす 
るら ので あ b 、 また 社外 債を 始 
めを 褲 事業に ついて 見る も、 い 
づれ もち 巧 確實じ 相當の 事業 收 
益を 獲得せ られつ i ある もので 
あるから、 わが 國の國 際 貸借は 
この おじ おいても 甚だ 不 巧な 立. 
壌-し 置かれて 居る ど。 


貸岀 しを 圓收 する こと 最も お 効 
なる が、 現な の 貸 出の 大部を じ 
は 補慣法 じよる 贷 おにして、 を 
利 政策 じよ b 自由に 左を L 得 ざ 
る ものに て、 巧く の 如き 變 憩は 
之れ を脫 却す る ことか 緊要で あ 
る。 識 つて か國 貿易は、 昨年 0 
々改善の 挪著 るし （殊に 本年 じ 
入 b 四 巧 末までの 輸入超過 額 一 
憶と 千を 巧圓即 もが 年 同期 じ 比 
し 八 千 s ' 円 巧 圓を臧 じ、 國際貸 
惜 改善の 跡顯 をなる もの ぞく、 

爲替 相場は 書 じ 入 b 

騰 實じ變 じ、 最近 支那 事件の 影 
響 じよ b 動搖を ホせ る も、 單晚 
國隱 貸借の 實 勢に 腿 じ堅實 なる 
ホ 調を 示すべく、 昨年 下 半季に 
わける 爲 を 相複 軟調の 諸 旗 因の 
一つ VJ して 注目すべき は、 昨年 
お 外巿溪 じがけ るを 漬 、社債の 
發巧 じよる 巧資 輸入 約 五 千万 圓 
なる に對 しる 債、 社 憤 等の 償還 
八 千 余で 圓 じして、 差 引 一 ニモ 方 
圓の資 ぶ 流 おを 見た る こど じて 
加 ふるに 金 誠の 變態緩 かじぶ く 
外資 軸を 購入の が 式に 化る 資金 
流 おゎり。 基 等は 他日 爲 替圓復 
•し 資すべき 潜勢力で あるが、 を 
輸出 解禁 U 1 H も 

速に 實現 を 期す 處 今や 
を 融機瞄 整 巧 進 搜鹽際 貸借 願 係 
のな 善に 化ら、 陣 壁み 第に 减少 
しつ i ある も 尚 ほ 制を の 整巧爲 
をの 回復 充 かの 椅度じ 達せず、 
加 ふるに 特別 離述 等の 顯係 よち 
H 本 銀 巧 S 通貨 統制の 機能 も自 
ら化 害せられ 居る を 0 て、 を輸 
出 解禁の じめ には、 今 おが 界の 
繫巧ご 固 除 貸借の な 善 じ 努力す 



財界 整理を 顧みて 

. i 銀 巧 合同 百 八十 余 斤 =-= 國際貸 
. 俏關 係を 善 il ニゎ藏 巧の 演說 =" 
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巧み 祭 
ご 旨 了 巧 十四 
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41 E， 19 妃 St 
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む !. お go 巧な in が 骑 
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W 厨 

應 等 
御^^ 御 
料東攘 
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340 W. 58th St. 
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(« 日 • 氷) 奇巧わ 


DA 民 UMA 

7 が … な h Ave. 
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The Tokyo Go . 
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S . KUWAYAMAGO . 

114 にが比み . 
New York C れ y 
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巧 Eas パが！ ) 化け t 
Tel. Lcxingfon 5727 


SHOWA 

お We が 105 St., 
TeL Clarkson 0981 


KATAG 做眺が S 
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New York City 

TeL Regent 3480-3481 


KINGYO & PET SHOP 
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t 貧 をち 

3 巧 ホ 

巧 育ボ西 八十 八 T 目 一二-一 一一 
.を 廣ス 々ィブ！ お八 ニニ 


ずを 燒 

ホ じ 御料 巧 



日本 食料品 類 及び 雜貨類 卸小賣 
ホ么素 大資挪 桑 山商會 
新刊書 籍雜誌 ル間概 日用品を 種 

每タ九 時を を 菜 

USS 東京 巧會 

書 藉お巧 巧 巧グ I ム自 かの 巧を^ 

ト ブンク 巧 もまず 


饒 の蒲擔 おいしい 锻镜 

會 傭® 料理 

畫 食は ホ廣へ 

叮喀簡 巧 巧が 大勉强 


寫等 御旅館 

稽 が 

會朦御 料理 
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日本 理髮舘 謂 

西 四十 I 11 T 目 •白 番地 一二 旨 六 室 号 

み ダブ 7 ロア (巧み 街 S 四十 HT 目ち) 


日本 散髮屋 則が I 

五ケ 年間 中 树巧ご 共 じ 就業。 

ジ ヤシン ト •フ 3 ツ 3 

31 W . 雲 S 三- T . 置 
呈 . Coiu 奇 bus A さ. 己呈 tra;ark West 


スブ、 


タ 


巧 人 お樂な 白曲亭 
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け r-G 


第五 街よ 三 10 

へ タシャ 1 

ビグ デン グ巧 

小 池 寫眞舘 

電話 サー クグ 

四 四 0 六 


▲淸巧 > 親切、 お樂 = 云 巧 ▼ 

勢州舘 

伊み 事 佐 久硬榮 作 

^ 援 5 E . 58 th S すま t 

ブ I . R 這 ni だ涅 


器 巧 旅舘 


G tu 
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が か 

□巧 刪 

^4^ 1 4 
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舞踏 PAi 

▼社を ダンス ▲ 

▼表情 体操 A 


了 寧 
親切 一 


を 

朝 十轉ョ ，巧 十一 腾 

シャリフ® ダン シ 

ンダ師 箱 學校卒 集 

上格タ マ 


江川 作 一 
呂 0 で 狂ち さ ミ呈 

TeL S 享 esant 3351 


一力 旅を をめ 

を 國旅舘 清水 

148 W . i St . を ニ ミ k 

ご|. 芦 ぶ是 ha 實 a W 61 Q 


鑛育 旅舘軍 奥— 

東 四十 了 目 ニ 巧 二番 
Tel , Caled 己 lia 迈 之 


曰 


靡 


ち 話 ブラィアント 
八 0 と 九； 八 八と 一二 

薪 II 轉長 

紐 育 あ 巧 四十 画 T 目 
ニニ i 1 1 八番 ニ) 階) 
支配人 巧 中 重 雄 


支店 

呈互 aint 富， 呈 fa 一田， と. 一. 
Tel J 豆 ま I ニ会呈 
ま 巧 置 rs . F . K . ジぞ 


襄窗 目なる を 騷閱胞 じ確資 
なる 磯 業を 罔旋す 

宮羯 事蕩顯 


電 

話 


プライ アン 
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煎餅 卸 バ’賣 
豆腐 油 操 _ 
日本食 料晶 一切 

WC 呂 ris 巧 Ric 巧 Geik け广 P 

養韋 d & ち こ 
ジ； 空 a 度 苗 _ 


ロスアンゼルス 

ホ y ン ピック^' 
ホテ处 

ニ 7 三 an - Pedro Si ., Los A 黃 e 寅 堅- 


費府 御旅 舘 
桑 山 淸五廊 

を 8 ぎ 己 h S を篇 ’ P 呈 adel 昔 ia P 产 

ぎ Wainu ニ 231 


T^ 

が 〇 
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TeL 

Lee 
W, 118 

Uni 化 巧 

Ga 

化 S 
か？ 
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tree 

094 

e 巧 

i 

居 

を 

ま 

す 

御 

ホ 

ホ 

を 

待 

づ 

て 

料 ま 
理那 

李 

顧 

本 

人 

向 

さ 

粋 

理 

人 

調 

理 

は 

曰 

設 

髓 

な 

購 

利 

の 


.3 も^ 美 ホ じして 巧 巧 

m A お ~ E .---. 

心-ま 規 


知 化 K 

N ご 

n 4 2 


加 


巧 巧 贏南樓 

午前 十が よ 




午前 ホ 時まで 


ajpilr 

爵ロ 


0 t UU 

.2 刷 C 
g が Y - 

山 -EH 

H ^ ^ 

ち 解が 
i 她 8 


0 永興樓 

晩 揃 ひの 巧 理人お 名 
が 日本人 諸君の 嗜好 
じ 適する 巧 巧を 差 上 
ます。 朝 S 時 迄閉巧 
(昏か 五 T 目 ナブ 
浮 車 巧の 下) 


L ミ 日 履 及 ± 曜 じは シ 
yswl! マイ 春 倦を おへが 
W 4 巧 


かを 出 
己 化 1 I な 

巧. I& 相 
U 邮圳 K 

私 

帖 h 


巧理舅 罰 匿 

自 午が 十 I 時 南 S 
ま 午前 ニ 時半 薛巧 


訟 r 

a な 柄ぶ 

も-芯 

f 点 

H wf J 

か 

G N 


ま 那巧理 

帘廳 茶園 

巧 巧 人ぶ 蓮 
巧 勤 0 方 じは 畫短 
の衝 便利 じ 滿へ夜 
聞會 席の 简用じ お 
やべ <误 巧 巧を 接 
す 變ゎ引 立 顔 度な 
巧 上 御 案 巧 申上误 




R ぉ 
J ft 

A ぉ— 

fm 觀 

O ku cu 

が お 
巧， ぉ 

A ¥1 

X O 
巧 

巧 * S 

み A ■ M * 


S W 
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歸 新を 巧 

本 搂は開 創 0 巧を 年 
一意 勉强 化を 司理人 
ゼィ 、約 a 人 歐廉も 
巧 變らず 旋辭を 見せ 
て 居ます。 然るに 現 
な 某 街某號 じがて 元 
本樓 巧理 、 を 雇 入れ 
たる 细き廣 をを なし 
居る もを 然縣根 じ 宵 
之 萌る事 じ 御を ひな 
(倍 舊御摄 貧 じ預を 
度く 日本ん 諸賢の 御 
ホ ホを を驾 致しまず 
新杳巧 

去 人 謹啓 


器 


挑 


4 

8 

如 


I 為 I 


^ L 

で 

沈 P 


が 

7— 


0 ^ 


お 


新開 業ろ" J を か 

腕利きの 巧理 人が 日本. が-お' 昔 おじ 適 
_ すを 巧 巧を 差 上げ^す 9,^ み 

支那 類 


巧理 

芝居の 前、 芝居 歸 ちの 御隻 もじ 最も 適 藍 
の漠 巧です 是非 御る 負 じ 願 ひます 


ボス もン巧 

富 ± 旅 舘大浦 末 お 

1 を W ミ 夏 ster 資 •す si ミ Mass . 
ぎ 芦 B . さ 75 


往み必 遮ょ き瀑 潔なる 塞 

:了^^ 棱棘巧か 

109 Lexirigt ミ 賢， 

ジ I . Mad .ぎ 這 21 


紐 育 唯一の H 木 百貨店 

片桐 兄弟 商會 . 

スマ ドン •ブ 0 ダク ジ I ず販賣 元. 


S 化れ S 

化 邮刖り 

I 6 0 

2*^ ，巧 化 
¢0 W Q b 

J れ UU 


蠻油龍 SISS 諸 f 白米 

日 ま li 食料品 iip 藝 

巧 田醬油 巧ま會 社を 部 一手 賣规庙 

旧 本 食料！！ 麗會 


ザ 上 金魚 巧 

ご 8 芭 xth Ave .，ミこ ミ k G さ. 
さ i Circle 973》 


- レ-^ トバ市 

NP 旅鎮 

W 0 巧- 6 th A .< e , wo - weat 二 タ AVIM.-Ihu 

惇章谋 前 遙東ご IT 左側 盖 旧 建 
U 本 巧 船 切な 取扱 波 巧 場着迎 


商裘隨 域中必 、黯 領事館、 曰 本 
郵船 其砸 銀行 大會社 近を を 巧 

桑 巧 |リパ ホ テ 

純 H 本を (特别 間を ち〕 

御 一報み 第 宮動单 御 巧 迎中上 お 

巧ニ呈 ifernia St : San Francis 写 Galif . 


木 田 ル ンタ； 

1 夏 7 3 rd わさ’ 呈 .59 & 基 sits 

ジ 志 ph 弓 e を 巧 瓦 芸 S 


i 

聰 

B 


妙 

I 

を 


を 

わ 

贷 


昭 

和 

ニ 一 

年 

ぶ 

月 


九 

曰 


アゾ リカの 國 富は 

1 一二 千 二ち 億 弗 

過去ぶ 十八 年の 驚 < ベ を增賄 


第 

一 

干 

四 

择 

—1 ■ 

H 

號 


H 
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◊ ァ メリ々 の 两當は 今 か 

らと 十八 年 前、 挪もモ 八 巧 五十 
年頃から 今り じ まる 閒 •しがて 四 
百 四十 荆ピ いふ 驚くべき 巧殖カ 
をボ し、 現 化では ニ 一千 ニ' 白 億 巧 
而 かもを の 仲 びん ごず る 力は 忡 
々化る もので。 い、 どは ストン； 
ゥ で ブ スタ— •プ 日ゼッ ト巧會 
が最巧 調杳發 表しむ 統計で ある 
即ち これを 巧な 圳 じして 巧げ て 
をる ご 左の 如きら の。 

◊ ........ 密 道は 九 巧 S 千 二な 化 

十六 峭 から 二十 五で 哩じ 延びた 

◊ 巧始 的な モ ー ズま 電信 

斑は 今や 千 八が 巧の 電 語、 ち 線 
無線 磯、 ラデオ 、テ レヴ キジ 3 
ン ゴ なつむ。 

◊お 造 おめ お 格 d 九十 一二 億よ 


千 ニな ご 子と ガ九モ 巧から 六な 
二十と 億 巧に ち 加して 居る。 

ク 農作は 二十 巧 億 ホ 千万 
ホから 巧 化 十と 億 巧に 巧した。 

◊ ち 力は 五な 化 十 巧 巧 か 

ら S モ 五で 弗 じ 進んだ。 

◊ ........ 輸出は 八 億 五 千 巧苑か 

ら一雜 四十 八 億と 千 巧 巧 じな b 

◊ を 米 銀 巧の 個人 預 をは 
の 十 鑑六千 巧 弗から 四な 八十 八 
億 八 千 方 巧 じ 巧 加した。 

人口 も 六 千 ニ 巧 万人が 
一億 千と 巧 十一 ニ 巧 六 千 人 じ。 

◊ 國 巧に 動く 乘客 自動車 

數が ニモ S 巧 巧 裏で ホ 億 巧の 對 
ヨ ー ロツパ 負債は 奇麗 じみ 濟し 
して 約な 四十 億 ホの 債 權図じ 一 
轉 したので ある。 


亢氣じ 満ちた 面持ちで 

城 南の 健 兒等來 ろ 

.明 H は對ブ シュゥ 并ク 職業 團戰 

少は幸 じも對 H ! 


あ、 失笑、 默 笑が 漏れる ので あ 
る 『御馳走は。 いが、 ゎれ-^ 
の 氣待も ご訟意 ごを 買つ て 下さ 
い … 』 ご 滿诺じ 慈眼 シ 向けた 
之れ が、 身長 あ 尺 一寸ぶ 演說。 
草 信 日本人 會長も 亦の。 けから 
背の ほいのを 名乗ら 出す 肩の 銭 
らの 歓迎の 解を 一席。 みに 現は 
れた摄 領事 伐 理內山 領事 も 背の 
化い のを 冒が じ 先づ滿 普を 失笑 
させてから、 垢が けの したわ 話 
し 一席、 をれ から、 本 赴々 長 水 
をさん は 『かぅ 打 も 見た所 選ず 
諸を ど 余ち 年窗も 違は ず、 隨つ 
て々 を ..1 

尙背 Q 延びる 自信は ク 

じある .1… 』 ご 大眞顏 なの じ 隅 
からすみまで 哄笑す る 0 I かぅ し 
て 巧 巧の 歡迎の おは 温か 一^ 柔か 

肩め 凝らぬ ので 大巧 采 、それ 
から 本社 かちめ 大 銀盃ぶ- 疆が終 
って'々 度な ぉを 樣のを じ番が 
廻る。 巧琢 が々 長 代理み 皂木助 
敎授は 高座に 立つ た 『巧し ろ 上 
陸 巧 ホ お膳の 前 じ 堅苦しく 鹰ら 
さ n てば かも 居た ので、 實じ 


化 報の かく 過肢 首都で 莱部大 
學 がが 巧の 帝雜 ジョ！ ジタ ゥン 
た 學で本 酵巧あ 本を おにして か 
勝した 

慶應 3 刚 S 趣ち 巧は 
樹旧氏 まあし、 な 木 巧を 授 、腹 
本 監督に 引 卒されて 水嗯 = 午後 
鳥' が、 巧秘 みか （旅舘 ホ 稻じ投 
宿し、 當 化は 生 お ま 人の 敎迎晚 
を 巧に 判 席して 义 々ぶ もに ホ 巧 
を 物の か i ， 中き やゎ 壽巧 y 腹の 
虫を お化さし たが、 巧し ろき び 
きび どした お 人の がれ だけ じを 
ろな‘ しやぎ 力 も 一々 なら や 『柯 
しろ 遠 化が の 弱 ホは 始お旅 巧を 
して 疲れて 居る 上に 不馴れな 運 
動 場で 化 C 戰 ふとい ふ 弱 ホが あ 
るので 

眞價 を蘿す ミ」 い.. ふ 

向つ て バン テキ ヤツ フも あを 

ミす •^、 渡米 W ホ G が 横は 五 か 
五 かごい ム巧 であ bi すが、 ま 
が 諸大を 喊は时 しろ 從ホ のり 本： 
爐化 がけ 浊賊速 化 ごい ふが 賴で 
一ず かも、 ゥン ご； 曲 巧つ て お 化す 
る も b です」 VJ ' は 腰 本 監督の さロ 
一を-."'' ある。 前 じ 早 <:' 紹 かした 
I かく ' i わは 日本 チー ム どして は 
j 珍ら し （ 摧悚搁 ひで あら、 從ホ 
の 度應舆 がを 脫 して 猛烈。 巧擊 
韦義の 

i ...' 戰法 - し 出で、、 る だけ-し、 

I 波乂 W 來の スコァ も か ■ y ' b 火き 

投ず端 じらし や； たるを 
一 おを 水して おる から 渐ニユ ー ョ 
1 ク 大學戰 、お フォト ダム 大ホ 
の强 敵を お 手 じしても、 放て 遜 
色は もるまい。 今年の エ ー が ど 
戶 1 ゲァー ドは 余 6 おつて 居な 
いか、 ニュ^ 3 — ク大學 は十戰 
十が S 記錄が あるし、 左利きの 
名 巧手 ファン グナの 怪腕は 往年 
の 力 U ^ ど おにが がげ 倒の 的 ど 
なつて 居る が、 この .， 

强 敵を 巧ずに が 南の 健な 

がいか じを 励す るかは フアンの 
姑ら 期 巧す る 所で わる。 今回の 


グ 


スヶ デュ 

户 i グア； ド戰で 手なら しじ 上 
に、 これ 等の 强 敵に 當る こど； 
なつて 居る から 比 狡 的な 巧で あ 
る。 邸ち 一巧 今を のスク デュ！ 
火は 左の お 1。 

二十 H ブ八ッ クリンの 半 職 楽 
闡 ブッシュ ゥ キック 戰 == 二十 
1 H ボストン 巷間 巧 ボストン 

日本 お會 歡迎會 == 二十 ニ H 對 
^ 1 グァ } ド 大學戰 = 二十 一 こ 

目歸紐 U 二十四日 ォ ^! S !• 

フキ 1 八 ドで 對ニュ ー ョーク 

. 大學戰 N 二十 八 H 對 3; 瓜大 
學戰同 巧歸が =1 二十 H ペラム 
ッラ パ— ス島で 對ニユ ョ—ク 
連動 俱樂部 戦：：！： 云 十一 日掛フ 
ォー ダム 大學戰 U ホ 巧 ~ 日 こ 
ュ！ ョ ク お發リ ニ H ナィ T 
が ラ 瀑布 見 晒 nj ニ リバ フア日 
1 じて 試を nw ロ デトロィト 
巧 着 n 六 H 對 シヵゴ 大學戰 n 

ム ハ；：： シヵゴょ b シ アトが じを 

發 0 

n 本巧樂 部で 

闘遊喬 流に 

慶大 選手を 招待 

U 本お樂部 €01本人會ごの慶 
應大學 巧が 蝴 歓迎 會は旣 巧の 细 
く 十よ H がよ 時日 本俱樂 部で 開 
かれ じ。 會 場の 二階 大廣 間は 園 
遊 會流じ 

.ホ 一食の 愛應 V - いふ 化 組み 
ど ホつ て、 乂卓ニ 一二、 すし、 わ 
でん、 天ぷ らぅ どん* せんべいの 
鎖が 山枯 して ある。 を 刻 旧 島 ロ 
本 供 樂部會 長は、 をいでも 型 ば 
かもに 贿ら へた 窩座じ 上つ て、 
『化づ 今が 御挨楼 ずる 柯れ もが 
揃 ひも 揃って 背が 化 ひが、 一巧 
の 諸君は 實じ實 じ 堂々 たる 體躯 
で 』 ど 輕い諧 龍を b で 歓迎 
の辭を 述べる。 ホ會を 一同け 旣 
じ 腹を 掩 へて 煙を を 吸びながら 
の 


慶應義塾 應援歌 

掘 內敬一 ご 作 
巧き 化 じ 燃 ゆる 者 
ホ 輝 じ 充てる 巧 等 
ホ 窠の 明星 仰ぎて 搂に 
勝利 じ 通む 巧 力 常に おらし 
見ょ 精 銭の 集 ふ どころ 
'烈日の 意氣 高らか じ 
遮る 雲 無き を。 

慶應。 議應。 

陸の 王 巧 慶應。 : 

- 

若き 血 じ 燃 ゆるを； 

光輝 じ 充てる 巧 等 
ホ 導の 明星 仰ぎて 遂じ j 
勝利 じ 進む 我 力 常に 新 I 乂し 
見ょ 靖銳の 集 ふ £ ころ I 
魏 日の 意氣 高らかに _ 

遮る 雲 無き を。 ； 


巧 H 午を S 時^ら 

對半 職業 戰疎 劇戰 

慶大 野球 脚の 當地 じがけ ろ最 
初の 手 合せは、 ブグッ クリンの 
半 職業 巧が 脚ブ シュゥ キック 戰 
で 明 曰 午後 S 時から テク スター 
を 園 スタ デ アムで 腥ず ベく、 プ 
シュゥ キク じは 往年 日 ビンス 
ブ レー グスが 二十 丑 回の 延長 戰 
じ投 芋を 勤めた々 ドア ー が 他 
ジャー •リ！ グの落 武者 も おつ 
た强 チ！ ム である。 尙ほ 野球場 
への 道順を 示す に 左の 如し。 

四十 ニ 了 目から n 地下 鐵 なら 
は BMT で々 ナ^ 巧で 乘換 への 

上 ブロ！ ドゥエ— •ジャ メキ々 
線で 玉 グダ！ ッ •レ！ ンで 降車 

巧廳 から n ブ。 1 ドゥエー • 
ジャメ ィヵ 線で エ グダ ー ッ •ン 
; ン 'でが 車。 

高架 傑 道なら ば N ブ^ック リ 
ン橋 よら レキシントン 街 線、 ジ 
ャ メキ々 線で エ グダ i ッ •ン！ 

ンで降 幸。 

療 車なら ば H ペン 停車 傷 よら 
ロング •アキ ランド 線 じ 乗ら ニ 
十を 位 ひで ブ八ッ クリン •マノ 

で 下車、 を 園まで ホいて 五を 
間、 巧 車 發車時 聞？； § 午辆 十一 時 
おを、 正午 二十と を， 一時よ を 
一時 十五み、！ 時 二十 五を、 ニ 
時 十一を。 


•化 崎療 船の 紛擾は 

海員 觸 要求 貫徹 

まま 特電 十み 日發 = お 報の 如 
(律 遇な 善の こ £ から 紛 ずを 起 
しわ 川 崎 漁船 大牢巧 航路 船バシ 
7 キック 化は、 十六 日 無事 神 巧 
を お 帆した が 右に 願し 問 社々 長 


吿 


を ニ 


一、 聯合 說敎 

.時日 五 巧 二十 化 曰 (典曜 
壤 巧を 督敎 修道 會 
西 一四！ ニ 了 目 ra 

一‘ 墓參會 

時日-五月 ご 子 ミ 求猩军 
前 十一， 時 ょら 
鎮所 マウント •ホ 
.ト H 本人 典阔鑛 
を 劇 年の 如く 執 巧す 仕 慎 聞卡キ 
御 繰 合せ 抑參會 被' ら：度 化 段な 吿 
仕 お 化 

紐 育 日本人 晉 


松々 幸次郞 巧は お 員 組を 化 表が 
旧圍 太が 氏ど會 見し、 船 側の 
要求で ぁる 乗組員の ち 員、 慶化 
賃银の 引上げ 問題 じ 就き ホ 
開始し、 恐らく 解 化は 一端 
內 じけ 困難 だら ぅどを 想ユ一 
にも 拘 はら 中、 右二 條化 
された ので 巧く そ 障。 く 化 
段取りと なつたら のらし 
方、 護巧兩 をの 會 見は 委ホ 
じ 願ず る 詳細の がを せの わ 
つた ご。 

布 唾 丸に も罷挙 

まを 特電 十 セ日發 n 川 脇 
一 ヮィ 化乘組 員は 罷業 參渝 
め 下船し 僅か ニ 名の 機關嫌 
け づ橫演 から 函館じ 向つ わ 
船員搞會では髙を船長の噓||^|を 
糾彈 するど。 


涉若 

間の 

れた 

靈 

帆の 

な 

を認 

めだ 


齋船 

Q た 
貫 だ 
0 で 


-前 


本 夕め 姑き は 何ょ 广 の.... 
… .J £ 本音を 化いて、 劈 嘯の 田 
島さん の賣 h 物が、 巧て だた： 
< の ず應が ぁつた。 腰 本 疆督は 
一巧の H 燒 パまでを 一人 -一で 背を 
つむ やぅな 顔を してを 潰} ■故國 
巧 躁界に 就て 長講】 お、 すみか 
ら すみまで 鳴 b を潑 めて 一 聞いた. 
ので ゎる 『先刻 草 信 日本 I 八會長 
は 日本の 甲ず 園に 就て 話 I された 
が 間違が ゐ るから 訂正し まず。 
巧 r 園は 東が j で', ろか 晋 球場 
ごして は 世界 I で、 本 H 一 マン キ 
—球場で 

{貫 見 L た 四 本の ホ’— ムラ 
ンも 恐らく 甲子 園では さぅ は 巧 
か 的』 ご 反り身 じなる ので ぁる 
この 長講 興悚辣 々、百 余 ぷ參會 
者 U 巧れ 巧 球の ファン だが じ 棒 
立 もの 儘 疲勞れ た 顔 もせず 謹聽 
しむ。 終つ て 選手 一同の 自己 紹 
か、 應援歌 等の 合唱が をつ て、. 
また お 談嬉履 じ 時を 移した。 

今夕 〔新 杏化〕 じ 

巧 山 領事が 招德 

み 山 總锁奉 化埋は 今夕 第を 街 


ミ 4、 I どが 二十と T 目の ま 那料巧 店 新 
氣榮 構えで、 自 が、 田 島を 化 じ 慶大 選手 j 巧を 招が して 


さんの 機智 じ 當んだ 言葉-」 も微 


晚餐會 を 共に する をで をる ご_ 


「肉 彈」 の 著者® ホ 大佐 

霧の フ yKn で 病院 入り 

腫物の 切開ず 術を 受け 經過 良が 

サン フランシス n 特電 十 セ 日發： t まる 卡 一 H の コン ア 化で 歐 
米 巧 脚のを 次 當化じ 上陸した H 露 戰爭時 快のを 著 『肉 彈』^ 箸 
を® ホ忠溫 大佐は 船中 腫 職を まじ だので、 當 化で 度ち じ 切^手 
術を ずけ じが 經過 おはしから や、 十五 H 疼 カブ フォが ニア 學 
菊院じ 入院した が 別に 重態 e はな. C 、 ニ兰 . H 中 じは 退院の^ 巧 込 
みで ある。 

サンフランシスコ 特信 HH 露 I 『煙幕』 『黑 煉ぷ』 『草 じ 祈る』 ぶ牠 
戰 役の 瞭窮一 二軍に 從ひ旅 順を 擊 I 隨筆集 等數禪 あるが、 是れ 管は 
じ 際 I 身に 十】 グ 所の 彈創 刀痕 I ホンの る おの 余暇に 筆を 執- 


を 負 ひ、 か 巧に 一 ホを 得む 禪井 
忠溫 大佐 (當時 中尉) は、 戰後 
『み 彈』 の 著書 ご 共 もじ 

文武 兩 道の 達ん ごして 化 
が 的 じち 名 ごな つた 同大を は、 
コレア 义 じて ホを、 を 港の 客 ご 
^^った。 大佐の右手は溺帶で卷 
いてを つじが 如 巧に も 軍人ら し 
い 態度で、 言語 明晰 じ 争 回歐ホ 
視察 旅 巧の 呂 的を 語る 『八ヶ 巧 
の 豫定で 鹿 島 立 もを したので、 
加州に がける 閒胞諸 ± の 事情を 
充を 見聞す る 事が あ 巧 《 のは 殘 
念で わるが、 巧び 外遊す る考へ 
校、 其節悠 （らを 地を 訪問す る 
事 じ 巧め た。 今 巧の 旅む は 

公務 ではない ので、 を 港 
は 二日 間、 羅府じ 111 H 間滯 化し 
直ちに 東行し 渡欧。 ン ドン じ當 
み滯 化して、 普ね く敕洲 大戰の 
跡を 弔 ひ， 歸國 後は 旅 巧 巾の 威 
あ 記を 書いて 随筆 樣 い' ものを 著 
す 着へ である。 最近の 著述 じは 


— ^ 

副萊 に過ぎない。 

大佐 は をら じ、 濟亩 變 
じ關 しては、 新聞 班長 ミを 立を 
職 じを るので、 責任 上詳說 する 
譯 W じは ゆかな が、 自を 個-一 ハ ど 
しての 患 見 ごして は日ネ ながち 
今 巧は 徹お 的に 遣る ホ斜で 姑を 
巧^て ゐ るから、 目的は 速 子 か 
じ 達せられる ど あ ふが、 日本は 
南 化兩軍 何れも 敵 どして 戰 主の 
では {、殊に ま那の 軍隊 十 じ 
は裝 民が 多い ので 是 等を 柏す 
やる の だから 仲々 や-^ おい^で 
ぁを っ ミ お ふ。 また 巧く の.^ き 
事が 起れば 

パ扫 徘 斥を 支那 A が 化' る 
位 ひの 事は 當然 でぁらぅ、 曰か 
もが お八 ヶ月 だが 事變 益々 験惡 
とな U ば 急いで 歸國 せねば なら 
の 一 节で實 けを 港 じ 巧 還 命 かで も 
ボ ては 居らの か £ まじて 居 1』 
云々 ご。 
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Nara Trading Go . 

1 目 1 - 5 th Avenue . 

( Cor . 21 がな.） 

Tel . Wgon 叫 in 3 目 46 - が 


が0誦瞧邮0ん|11(}. 

巧-巧ぶ W . 23 oi 化 I 
Hew York City 
Tel . Gramerc パ 850 


THE FUJiMQTO 
な 則 RITB 削.， I 腿. 

120 Broadway , H . Y.Ciiif 
Rector 24 け - 3 お 9 


THE BANK OF 削 OSEN 

Ro 帥 巧 巧 1 巧 B ’ way ， H . Y . 

巧 one , Gorilan が 巧 83 


Til パ um け omo 貼 nk , L 拍. 

巧 W YORK が ENCY 
Room 414 
1 がわ aadway 
Tel . Hinover 7444-7445 


The Yokotia 讯 a 
がが お Bailie, Ltd 

おけ i 伽 ， Equitable Bidg . 
巧 0 Broadwa も！ (• Y . 
Phone R が ior 2 巧 0 


I JACOB HOLTZ 

I 173 CANAL 巧 REET 
NEW YORK 


The お nk がな iw 拙 , Ltd. 

Roo 扣 5 巧 

わ nn 即如 n ! n 巧が 巧む i 地 巧 
1 的む Qadw 化 NJ . 

Tei . む rHan が 巧が が 34 
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を' 度 
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業ち ホ 
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福 東臺胃 
^ 州ま潰© 

こ、、 臺^ 

銀 

、マ 袖大 す 壬 巧替を 
其 ラ 頭 お 1 了 御 取を 
巧 組立 
巧 取 1 
じ 立 I 

巧、 餐 
巧 眉ち 
巧 用 、 

巧を、、 田？ 仕が A 
貝 巧な だ^ I お 》» 
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號 S 十五 百 四千 一 第 


鍊辦 畜 _徽 


日曜: と 


日 九十 巧 化 年 H 和昭 


四:} 


か 桐 兄弟 禱會 


中 尾 式み 治 器 叫 

日 ネ古來 の 灸点の 缺お f 補は 
れ じる 文明 式 治療 器、 ip 用を 
は 至極 簡 巧です。 _ー 
說明書御申越巧第^|||呈 
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お 巧 十九 R 沙港経 も 
あらび や 化 

お 月 二十 H 桑 港經も 

プレジデント* 
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、資 ぶを 音億圓 (全額 拂法 巧) 

、稳 立を 化 千 化な お 十萬围 
巧 地 本 支店：；：：： 橫濱 (本 巧) 巧 京大 阪 
神 戶を惊 下 おを を 雇 

橫濱ぶ 金銀 巧 f 支店 

ホ 國をま 店 h を港羅 巧かポ 巧を 
其 化 世界を 國 まを 都市 ニ ぞ庙及 コ方ン 
ス を之廣 


本 店大阪 化演お T 目 
が 育 支店 紐宵ブ C 1 ドゥで ー な 四十 化を 

鱗 住友 銀 巧 

(東京* 橫演 、あみ 屋 ，京都、 神 巧 
4 ド I 韋ノ 道、 横 島、 吳 、柳 ホ、 下/ 熙 
地 支店 (巧 司， 小 倉、 若松、 搏 を、 久留乂 等 
本國預 を、 鄕里 送金 等は あめ 
て 御 巧 巧 巧 速 じ 御 取 あ 可 申 お ー 


本 巧 朝鮮を 城 

ま 巧 ぉ 張 所は 日本 內 地の 樞要 都市、 朝 お 
が洲 、支那のを 地 及び 浦 盛巧德 

朝鮮 艱巧紐 育 巧 張 巧 

外 國爲替 一般 銀行を 務稱 々御 便利 じな 扱 可 
中 上 お 


藤本 證券 會が 
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側 垣を 經巧 


♦紐 育 H 本人 敎會 
題を 定 

♦を督 お 修道を 
人生の 重荷 ど 慰安 今 井 化師 
♦日本人 美な 敎會 
愛の 歌 宮 崎化師 


人員 募集 

玉谣 じ經驗 をる 人 數名傭 入れ 
度し、 詳細は 經歷を 書き 添へ 
御 申込み 被 下 度 候 

橋 爪 商店 

だ 夏 B§cl ま Ik, 

Atlantic C さ， N- J. 


靜かで悠りくが養が 

® 廣寡 てを」 てを いを 
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妻 ち 室、 設備 完を 、ス 

テ— ムヒ！ ト 、あ賃 
がま、 リ 本人に 貸し 度し、 ジヤ 
タ ー じ 御 問を せ あれ 
1 吉-言 ご 置ぎ 晏 


上 町で 閑 靜設髓 申を 

達 言 一人 又は 二た 

適する 室、 御 遠慮な き 家庭です 
委細は 御 相談 下さい 

巧 B5 さ. 192呈 St. ミセス； j 則 田 


を 可 綺麗 U 鳥籠 類、 眞输 
か 金、 をを 跡々、 金 
魚、 其 他 水 族 類 も贩賣 致します 
小賣店 じは 無 化で 型錄 進呈 
穿 I Thomp 爸 n G 戸 Jnc •苦 Cortland St. 
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十 仙、 九 弗 五十 仙、 十二 弗 お 十 
倘 、少し 許ち 使用した 驢 類一雜 
H 弗 度び 五 弗 
巧 64-Sixth Ave こ cor. さ Me 产 
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療 中の 處 藥石效 なく 昨 十 
六日 午後 0 時册を 死去 化 
お 間 化 段 生前 辱知 諸君へ 
謹 吿仕候 

追て 葬儀は 來る 十九 H 
(尘曜 り) 午後 ニ 時 ブロ 
) ドゥで ー ( 六十 六 了 
目) キャンべ 葬儀社 
じがて 執 巧 可 仕 候 
五月 十と H - 
夫 長な 川 宇兵衛 


ぶ 人 
總化 


廣瀬 ァーサ ー 
淸 水を 次郞 
大賓順 治 
小 お 忠么輔 
愛波 忠作 
外 ま 人】 同 


I ダ 1 ム用 雜貨品 

ダ J ム 、コン ホブシ ヨン、 ぶび ォ 7- クシ ヨ 

ンじ島 も適當 ずる 香水、 銀製 品、 賢を 屬寶石 
時計、 懐中時計 類 等雜貨 輸入品 及米圓 製を 部 
取 揃へ て 居らます から 是非 御用 命を 願ます。 

値段 A 化 じ 比し 化廉 なる 事を 保証し 品物 も 
所謂 『サム シング •三ユ I』 の 物を 何時も 持つ 
て 居ます、 目 錄希學 の ホへは 御 送 b 致します 
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を 本を 壹 お 旧 
拂込濟 資本を 六 モ巧围 
柏 立を ホモ 費ち お瞄 

器 H 井 銀行— 支 巧 

本店 東京 ホ 日本 琼お本 ぞ屋町 五番 化】 號 
支店 ル お 夏 橋を 內 粟ち橫 涼 
- あ ホ 崖を 都大 限巧矣 堅が 戶 
度な 下 隅 巧 巧 若松 语岡 庭货 
上 おお 敎を 巧奶水 


お出 入ち 替’ を 信 送金、 ホ 送を、 旅 巧 信用 狀 
商業 信用 狀其他 一般を 巧 お 

ん 蒙 銀 巧が ちま 巧 

鄕 を 送金" 日本が 地祇 ホ お 巧-一， 迅速 取扱 
本店 巧を (を 巧 通知 ノニ稱 ) 巧 便利な 扱 
本 支な ま 京 (本 巧〕、 乂 お* 神戶 、を 都 


新 ゲ—ム .這 

じ 巧 用す る 諸道 具 格を じて 御需 
めじ 應 や、 植段 目録 表 送る 
去 ilia ョ吉 tt, さ E. 9th Stree 三. Y. 


妻荀 一遇 五 弗 及 八 単、」 
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へサ おみ 電話 カンパ ランド 呈一コ 一 

184 舌 gh St: B 置 k 言祟晚 格子 


御大 典 奉 祇巧國 訪問 團昌パ 募集 

今上陛下 御 即位式 拜 觀の榮 におす るを 前の 好機 
旅程 = 今 巧 十 巧 十】 日 (木) 午後 六 時ニト を ペン 停を 虜を發 
同 十と H (水) 沙 港發截 船加賀 化に 巧 乗の b 十一 巧 二日 (を) 
橫濱雜 着 

歸米 = 明年 三 一巧 化 n 横谱發 、郵船 靜岡化 化 じて 四 巧 十一 11H 
沙渚 着、 同 十九 H 紐 育 着の 豫を なれ 共 隨な歸 米 差 支へ 無し 

齡齡 = 斤道丄 百 ホ 十 恥 (巧を 一等、 汽船 二等) - 

プ少 マン 寢台 券、 食事、 沙巧ホ テグ 代、 自働 幸、 タック ブ 
ボ] ィポ ー タ ー 、 む 附等途 レの 入費を 涨を をむ 
往復— 四が 十 巧 

申达 規定 其 化詳规 はお 接 ホ 催 者に 御照會 ぁられた し 
が 育 ホ 東 五十 九 了 目 ニニ 四 

片禍 兄弟 廊會 

第五 次巧國 訪問 團一 

紐 育 巧 西 巧 乂了目 s ニ 一二 

本人 美化 教會內 U M 一 
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ハィカラな 紳± は 

化 立 服を なしまず 

夫れ はを く 身 じを ひ、 是 巧け は宜 く、 を 
して お ホ 合ょ b も 長持ちす る 事を おつて 
るからで す。 弊 巧は 多數 n ホ 紳+の 御用 
を 承つ て 居ます。 

N 化廣吿 じて 御 ホ 店の ホ じは 

六み 割引 致します h 
御 注文のを 柯じ係 はらず 兎も角 一巧 巧て 
見て 下さい 

ウオ ルカー エンド フロ リオ 洋服 巧 



▲是 巧る ホ 等 設備 供 食の 里 嵩な 巧 もる は 乘化真 
の おなお 切 T 窜 i 共に 巧 化の 誇 ミす ろち で寸 
▲なれた 平泽 航路 I 二等 設満 はを 部苹瞎 的が 良み 
旌 しました、 ホ じみ 市总 のかを は 巧謂ッ 1* 

ス トサー ド 叉は スナユ デン >ク ラダスな 上の 

痕 おお 備 へて 視リ えず 

#を港出帆ゎ ノ 八 ^^經由 〔正午ぉ帆】 
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ち 巧み 日 
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靜岡化 - 六月 サ 二日 
横濱 ’乂 と 丹 二日 

® を敦敎 B 本 巧 化 化 

鹿鲁も 六 巧 二日 
箱 おも 六月 十六 B 
▲紐 育出视 ちを 馬經由 日本が 貨物がー 巧 ニ 画 
A お 遣 切符 寢臺 を 其 化 萬 事 おおを じ 御 おが 申 ザ 
▲太 西洋 大竊 腊會灶 乗が 切 巧 御慑宜 にお 計ま寸 
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ホ b ぞ U 化 六 巧 十と ：： n 
あ ふを か乂 よ 巧 九日 

るん" とん も (は 渚 出帆〕 ホ貞 五日 
M 等橫演 一九 五 巧 - , 
化し ば リ寸丸 るん でんみ U1 五 置が 
►一二 等 日本 巧 五 五 巧ぎ 室乂を 遺家族 室を 极 
►御を 望に 依リ！ 等 割引せ 複 切巧發 巧を 巧 お 

ロスアンゼルス ぉが (午後 一二 時) 
らんて びで を 九 六 巧 十一 日 
はゎい か 八月 八日 
▼一' 等橫演 ニー 一一 C 巧 化は わい か 主にら 化 一を 巧 
▼巧 別 一二 等 日本 巧 五十 お 巧 ▼一二 等 日本 巧 五十 五 巧 
►沙灌 羅が巧 缀を切 巧寝窒 を 糜 入御 幹旋 かり 候 
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時 别賣化 
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夏 瘍巧品 特别賣 化 

夏瘍 、小賣 向 ダ— ム 向新 衙を着 
精々 勉强御 巧 命に 應 だまず 
. H 本陶媪 語雜貨 卸販賣 
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夏場 グ^ ム 向き 

今回 上記の 處 じな 轉し H 本 あび 獨逸製 巧 
具、 雑貨な び 陶器 類 等 夏場 向き 品を 部 取 
揃へ 陳列して 居ます から 御 ホ 化の 節は 是 
非 御立蒂 b お 一覚を 願ます 

于 - ^ デル エンド シ厶 ノル 


對乂賓 易 振興の 一巧に 

商品 硏究 紹介。 機關 必要 乎 


教米 板 出資 あお 巧の 削 題 
は 事 新ら し （はない が おじ 巧 究 
を怠つ ては^;?>らぬ緊切の巧題で 
ぁる。 偶々 化ち 日本 入 食前 期 巧 
巧を 眞 食に 附證 され ホで 特別 ま 
貫會設 おど U つたが 品 陳列 所に 
期す る 駒 杏のを 绪じ 基き 去る 十 
六日が 委員を 化 木秀茂 巧を 始め 
田 島、 化 ま、 香 西、 おが、 矢 か 
巧ネ 、水 谷^を を 員 出席、 革 信 
會 長、 內山锁 事、 お巧務 書記官 
も 巧 席して 稱 々意見の 巧 おを 巧 
つじ か、 先 づ桑港 じ 於け る 商品 
陳判 巧の 事業 報吿 、暂 見談ょ b 

ニゥ オ处ン アンスに がける 

萬 劇 度覚を S 實巧 、が 巧 
力 火 タッタ、 新嘉 坡巧洋 方面の 
商品 陳判所 成立 化 巧の 經過 等を 
ピゥした る 後 大体 お 席 者み 般 
の 息を どして が 育 じて は 從來の 
如き 單； るが 品 陳剧所 創立 5 
あ 要を 認めざる け 勿論 寧ろ 舊時 
化の 遺物に 過ぎざる べしと 云 ふ 
もの I かくで ぁつじ。 乍 併對ホ 
輸化 貿易品が 生糸を 除いては 多 
微 々たる もので をる と共に 日 


紐 育 n 本人 會お別 委員を 評議 

i 

本 おお. か 動ら すれば 化 製 濫造な 
6 ごの ボ おの 非難 じ 顆ん其 あが 
を 謀る 一巧 どして n 本 じが パる， 
が 巧 おの 紹 かを むし r 丽 

優秀 。る 巧 おを 陳列して 
ホ 人の 注意を 惹 くの 必要 わらむ 
どの 議說 もんつ レ。 現に 商工 省 
じて a をを 二十を 巧 W を 投じて 
仙 台 じエ藝 指導 所を 設 ホす るの 
：i；5 盡 わら 是等ど 相巧應 すべ，'、 が 
育萌務 書な 官事 稼 巧ょ 6 旣じ巧 
エ省 ごを がの ト新 巧な 紹介の 方 
法を 講 乎る 爲め 年額 約 五 苗贿の 
を算 編成を 耍ホ しつ t わる おで 
あるから 巧ら じ 該問題を 廣義じ 
硏究 する ミピ Gb 巧 木を 員を の 
手に てを 員 お干 名を 推 選し お務 
書記官 事務所の 協力を 請 ひを 國 
の 例を 調査し をつ 如时 なら ホを 
じて 巧 おの 賣込 をな ゼ るかを 篤 
ミ檢 討し むる 上 更らじ 第二 回の 
委員 會を 開くべし ど 去 ふじ 决し 
て 午後 十 時散會 した。 尙 ほ該閱 
題を 机上の空論 ごせず 可能性 あ 
りご 認めた る ごきは 進む で 具体 
案を が 製ず る 壁で あもと。 


日本な 樂部 

役員と 委員 

過日 開懼の 日本 俱樂部 總會じ 
がて 一九二 八 年 n 一九二 化 年 諸 
役 貢 及び 委員長 委員 等は 左の 如 
决 をした 旨發 をが ぁつた。 因 
じ 理事は 從 ホの 通 b 出資 諸會社 
の 巧 表 者 一二 十 お 人で ぁる 
名擧會 接齋滕 .博 
曾 ぉ 旧 島繁ニ 
副 貪 長 化 ま 延之巧 
幹 事 おが 正お郞 
副 辞 事 橋本亨 
會 計 高木 隆吉 
副會針 木 村秀犧 
參事贿 木を 巧 旧 島繁ニ 化 
ま 延之助 おが 正太郎 高木 隆 
ち 風間武 H 郞 上が 道 
家政 委員長 風 間 我 一二が 
委員 粟が 誠 橋 本き 木が を 
儀 水 ハ 合 お 太 郞橫山 誠濱地 
眞ニ 

ゲ ー ム委旨 長鄉敏 
委員 乂化徳 お 郞烏橋 愛明 
水 ハ合涉 一二 廣瀬則 之 長 沼政义 
义會 審査員 委員長 黛 治 良 
委員 西 本 奥み 邮堀 越創武 
間 么お中 山 巧凹郎 小山 田嘉一 
園 書を 員提田 中が 一一 1 
委員 江 ロ 信 一 髙節 一一 一香 田 
信タ 小が 重鄉 
運 勘を 員 お 冷 本旧淸 
委员 一二を 一郎な 羽贞 一二 面 
が實ニ 一須賀 川 太郞下 剛巧郞 


御木本 社員 異動 

御木本 巧 會が育 支店長 滿を壽 
三 氏は コレ ャ化巧 じて ホ ホ S 靜 
枝 夫人 及び か 據出迎 の爲め 前週 
を 港に 赴きた るが 次週ち 曜日 歸 
巧すべく A 間 社員 橫濟禮 を 巧は 
本ち 下が 當地 お發歸 朝のを じ 就 
く 笠 じて 後な 九 鬼 勝 氏 化 巧 着 ほ 
し ミ 


長な 川 夫人 逝去 

を お 售お阿 經營者 長み 川 宇を 
衛巧 夫人 里子 U ポスト グラ デュ 
でー ト 病院に 入院 療養中の 處藥 
石 効な く 去る 十六 H 午後 十二時 
ザ あ 去した。 葬儀は 本 H 午後 ニ 
時 キヤ ムベ^ 葬儀社 じがて 執 巧 
する 由 0 


陸軍 更迭 披露宴 

不日 ぉ發細 朝すべき 當化 陸軍 
事務 巧 長 小 柳が 大 がは 後 伟高橋 
巧 夫 大が紹 かの 爲め ホる 二十 四 
U をを 披お晚 餐會を a 本 俱樂部 
じ 開く 山。 

津岛 財務官 渡英 

去月 ニ Inw ホ滯紐 中の 化 外が 
i おを 津お溝 一巧は 昨 十八 日 巧 半 

發オ y ム ピック 巧-して 渡 おした 


公人 か乂 

•がタ 崎を 雄 氏 ホの 素 鈴 木 巧 
巧が 育 支店 詰 VJ して 最巧 着が 
♦靑木 文み 郞巧 福壽化 お保隐 
株式 會 お 常務取締役、 まる 十五 
日 ォブム ビック 号 じて 着が 
♦白 お 勝 意 巧 便を 運輸 株式 會 
社 取締役、 右 同 

♦小 旧 切を 夫 氏滯紐 中の 偷敦 
朝 H 述報 事務所 まな、 本日 出帆 

の タス 力 三ア号 じて 歸英 
参 長 崎な 之 か 巧滯組 中の 徵道 
省 事務官‘ まる 十六 日 午後 出發 
ナィヤガラ、 巧が をを 經て西 巧 
ホち 六 R を 港 出帆の 春げ 丸 じて 
歸朝 

•大 が敦氏 前年 お 育 日本人 會 
演藝會 に監既 たらし 同氏は あ 族 
同伴 今週々 初巧ぴ ホが 
•が 瀬 夫人 慶事 U 本 食料品商 
會が湘 九郎氏 夫人 方に 去る 十六 
H 男兒 出生 次郞 ご 命 あ 巧 子 共に 
頗る 健を の 由 
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ろ滿蒙 政策 


問題 視聲こ 

奉天府 に 兵力 集注、し て警戒 

h 天津の 防備て 早 < も 列强の 不一致を 來 たず L 

南化敕 がに 發 した 重要を 覺書 


お 京 特電 十九 日發 zz 政を は 化 
巧駐 がの 巧 揮を 化 こ 上海 驻び 
矢出總 領事に おし 左 S 敏きス 
ブ トメ ントを 張 作 霖雕軍 並 
びに 巧ホ國 民政が じず 杏す ベ 
き やぅ 訓 をを おした。 

過よ 数年に 巧 次ぐ 支那 動乱 じ 依 
6 てま 那風 民け 不安' じ裝 なれて 
を 巧 V - を 0 さわ、 が お 列 A の 化 
巧 上 1 K るが 證を 常じ缺 いて 居 
る。 故に 支 抓闕民 及び 外爵 人は 
巧る 内乱が 1 = も ザ （を 磨して 
統一され た、 ホ かの 支那が ホる 


る こごに おつての 熟學を 同じく 
ず 0 特に 支那の 隣 巧 じして 幾タ 
の利權 をな する H ネ にがて 然ら 
V する。 がる じ 動亂は 今や 天津 
ぶび 化 京を 脅かし 吏ら じ 滿洲じ 
々じん i する 形勢 じあ b 、 滿蒙 
じ 巧を あ 巧の 維持 ど 平 かを 重大 
視 する ロ 本 政府は、 同地- 帶じ 
互 b やかを をし 巧く は奈 さんご 
する ものに おし 總 ゆるま 段 じが 
てこい を 巧 化せん どす、 邸 も 現 
化の 動亂 にして 天萍 、.化 京よ b 


じ まる ト * らば、 H ネ 政府は 臨機 
應變 、最もを 効なる 手段に 訴へ 
てこれ を 阻止 せんど 欲する もの 
でぁる。 おれ 共 日本 政 黯は巧 巧 
VJb ホち つ： をら し 巧 截じ凿 す 
る嚴 正中 立を 策は いづれ の ホ 巧 
じ 於ても 毫も 變巧 せず、 假 じ 
前記の おき 非常ず 段を 必要と す 
る 攜をじ 於ても、 日本 政府は い 
づ れの黨 派に 逊 しても 不を ずな 
る 結果を をず る じ まるが かき 巧 
爲 け細必 なるな 意を 拂 ひなて を 


おらに 滿洲 の 平 かご 秩 巧を 亂ず i 正。 るべき i を 期す" 




N 
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東京 特電 二十 二日 籍 i 日本の 對 支那 覺 晝じ對 ずる 國務 長官 ケロッグ 巧の 
聲 明じ對 して 當 局は 『誤解』 でを る.、 ー稱 L 重なる 新聞紙は fn 木は 滿洲其 他 
の巧殊 利益 じこみ 際な 護し なければ ならぬ』、 こ 諭 じて 居る が、 天津 租界の 列 
强共 同化 護 巧 備に 願して. 每爾 倒な 間 題が 化 じて 不一致を ホし アメリカの 如 
き鐵道 守備を を刮揚 ぐるに まリ 租界が の 共同 動作は 不可能， こなつ た。 尙ほ 
M 木 軍の 奉 天 集中ず 配は 旣に 終了した。 

駐支を 化ち 巧 謙 巧 氏 ホ 人 度び 令息々 媛、 髓參事 官ホ乂 をの 化 約な 五十人の 厳 A は 昨 化 一-曰 化を 
を 引 楊げ て 大速じ おつた が 濟南舉 件な 巧 化 京を 撒 まし わが 人の 綴 数は 五 巧 A じ 及んで 居を。 

尙 U 芳澤 公使は 張 作 霖將軍 じ對し 山海 關 外に 引 摸げ、 晓 局の 圓滿 なる 解み 
を 勸吿中 ごを るが H え當 局は 兩ホ贿 軍の が 戰を驅 避サん ミして 居る から 結 
局 張 か 寐は醉 じ 下る の 外な し-こ 觀 測され て 居を 0 

ま 京 〔蹄を】 甘-日 發 化な よらの 報道し 化れば 駐ち R 本を 随館批 武宫は 本 H 張が 霸將 軍を 
訪 むて 巧 I を國 軍が 肢戰 して 滿 網に 退却す る 場を H 本 軍は 武装を 解除すべし ど 正 ホ じ通吿 したが 
北支の 戰 がは 日 ご おじ 隙惡 ごむ b つ^ある 爲め參 謀ぶ 部は 隅 お 廳 駐屯 軍 司 か 官に訓 々を發 して こ 
の 際を 力を 奉 天 じを 化す 7 く 命み し靑 島よ b 大 速に お揚げた 一太を もを 天 じ 急派され わ. かおし 戰 
火 滿溪」 波 あする かき 巧を はお もに お 天よ 6 をを 動か！ て 締州府 、義が 其 他 軍事 b 電 巧なる 地 
點 じ配览 して 率犬磁 をを 誉腑 ずべ く 張を □其 他の 挪事 舘も猜 隙を 虜 b て巧賴 し巧销 巧ん 等 I も續々 
化 巧へ 避難 中 じして 濟 南が，'- をの 報道 じ 化れ は最が 商々 國民 軍' かボ 民た 變裝 して 排 H を育賴 しを 
く H と 中隊 W 汲 突を 來ず べしと ' S 增 高ま b て人必 すを を 極め n 本 軍隊は ロ 別に 武器の 蔭 駭を搜 索 
し岩 る 巧 め 比は よ‘ 化 ‘，- 移動 す る 巧タく 殆ん で巧ん だ や う な挪 じ な つ て 居る ミ 。 


南 軍 y 北京 城に 迎擊 して 

を 國軍お 最後， 主で 踏 止ろ らし i, 

化 ま (齡 を】 せ-日 發 = 化 京の H 本な 屯 軍は 避難民 收を 所の 設備 じに 殺されて 居を が お 京女 
國审 のを 報じ ば 安廣 軍は おを 淺ロ殺 道の あ义點 じして 化 巧を 南 じ. 距る巧 二十 唯のを 州^ 寺 巧び 
固 K 軍から あお，」 天 ホを' 配る 诏お 十哩の 河阳府 及び 檐掛 じても 國民 軍がん 敗した 旨 報じ 一て、 張 
作 森 お 軍が り 本の 測吿 をが れや读 後まで 化を じ 踏と b 南 軍を 迎擊 すべき 恵 志を 明か ごした _ー が 、 H 
本を 化舘が 誰の 爲め がら じ 四 巧 人の ホを が 到を しわ。 而 してを 國 軍は 最高 軍事 會議を 召集した 結 
お 日本 S 對ま恥 醬吿じ おする 長.' 父の， テ ー トメ ントを おおしい' がを の 一節 じ 於て を閔 軍は 支那の 
ホ かを が埋 しじる も 南 巧が これに 應 せざる 觀を舉 げて內 な S 巧 巧は を然甫 巧ぶ び 苗 軍を 利用し つ 
つ ある おでが にもり ゴ 。し、 U みの 譽吿は 即た> が 人ん ホを 則 產を巧 誰 せんごす る もの じみなら な 
いがを [内 亂 じして が嚷に 波及 すれば 躬 火；-* る 結果を ホむ じちる ベ < 過去に 於て 巧 A のを 命 財産 
を 脅かし おが r ょかを ホが を 生じつ ぇ あるのは 南 ザで をる ご 指摘し 安國軍 お 今更ら 奉 天に 饋還 寸る 
は 絶對じ 不可能 おで あ b 南が の 挑 戰じ應 じ 農 後まで 化 京に 踏 止ら 迎豁 する の 外な しと 斷 じて 居る 

ワシントン 條約 r 檐に . 

國務 長官の 意 ホわリ 氣な聲 明； 一 


ワシントン 二十日 發 nu 本 化 
_ がか 巧 化 支那 化のに 掛し巧 乱の 
_ 滿 蒙 波及を 斷 じて 許を せ やど 通 
ー牒を あした こごは アメリカ か府 


部み にも 一脈 

不安の 氣 


する 所に 攸れぱ 

アメリカ 政 おは 未だを て滿蒙 
じがる り 本の 特殊 巧權 なる も 
のを 承認せ ず。 滿 蒙は 嚴がど 
して ま 邪の が ± であるを を認 
める、 义 もこの な ホは 南滿锁 
哪ち國 巧 長官 ケ 。ツグ 氏 お 言明 j 迫 お 社 お 化 日本が をち する 合 


が 漂つ て 居る i 


法的 利權を 否認す る 去. 2 では 
ない 一- 
と あり、 從 つて ァ ゾリ か 政府 ど 
しては 現 巧：！！ 本に 支那 入 か滿蒙 
じ 入る こどを 嚴 禁ずる の 權巧あ 
b やを やを ち應 した こど； もな く 
且つ 亦 これが 考 厳を おされた S 


も u <、 H 本の 巧 動は 

を 然單獨 ぉぉで ミ 

ので あつて ァメリヵ 政府 乃 ま 他 
則强 じは 何等 斯る 相談を 受けて 
居ない、 

從 つて 日本 政府の 目的が お邊 

じがす るか も 圣が關 知し ない 

今 H どして 彼是れ 評議ず る こ 

どを 巧まない。 

ど 述べて 居る。 日本の 滿蒙 じが 
る特殊利權：^^承認されたのは千 
化な 十と 年じ締 おされた 石 井 ラ 
ン シンク 協約で あるが これ も 千 
化な サーニを のゥ シン トン じ 於る 
掛ま那 化 衛威條 約に 依りて 廢棄 
され 條約締 趙國は 支那の 門口 韻 
放 ご 顔 ±權 をが 認 する じ 至つ た 
もので わるが、 ァメリヵ 政府 ご 
しては まだ 該條 約の 

巧 容修ぶ 應棄 をの 化に 
關聯 して 何等 締盟 國ょ なを 涉を 
をけ たこ £ もな/、 なつて 該條約 
は 嚴化じ 遵奉すべき ものと 認め 
て 居る から 若し ま 邪の 笛 化戰ず 
じ 依らて いづれ かが お 蒙に をら 
ん どして 目 本が を カじ訴 へた 場 
を、 或 ひは 面倒な 國經 問題を お 
起す るか も 知れない。 

東 ま 特電 〔ニユ ヨーク •タ昇 
ムス 紙】 十 か日發 n 日本 政府は 
鬻急 閣議の おお 滿蒙 じ對 する 巧 
をの 波を を 防 化する 意陳 よを し 
て あ化兩 軍に 勒し譬 吿を發 すろ 
じ まつた かこれ は H 本の ま那內 


排日 感情が 擴大 

上お廿 -日發 nH 本の 南 化ち 
が醫吿 はを 支那 じ 豆ら て 感情 
を惡 化し 目 本は 恐らく この 機 
じ乘 じて 溝 蒙を 巧 譲 的 領± じ 
する でを らぅ ご 稱し轉 曰 運動 
の氣 勢を 高めつ i ある. い) 般 
のを 識者は 巧る こどは 斷 じて 
列强が 許さない ピ議 じて 冷靜 
な 態度を 持して 居る。 


戴に おする 干渉 じは 賴 違ない け 
れ V ，もこの 干渉は 從 ホの 

期待 じな し 化 軍ょ らも 
却て 今や 勝が を牧 めて 居る 南 軍 
じな 巧で ある ご 認め-'' っれて 居る 
即も狼 か霖將 軍に して 刻 ド巧津 
地方に 大勝を 博 ごない 限ら 張將 
軍の 運を は 円本の 譬 をに 鞭 もて 
ホせられ 南 ホ 國は黨 の 中央 故府 
組織を 促進ず るに 至る ベ <殘 さ 
れ たを 問題は 『緊急なる 鶏を 必 
要 且つ 適當 。る 手段』 と をる あ 
體が巧 物で あるか どい ふこ ごで 
あるが をは 恐ら/、 磯に 魔み 變じ 
應 じて 實 現すべく お ほ 幾多の 巧 
能 性が 獲され て 居る、 柳 も 第一 
は國巧 軍の 惨敗で あつて P 本 ご 
しては これを 信じて おない がを 
然す巧 能事では なく、 祭 ニは 

政治的に 圓 お；：：* る 解み 

に 到達す る こご、 哪も張 作霖を 
潔く 下野せ しめて 條約 港のを 全 
地帶 じむ 命せ め 滿絮の 施政 確は 
南 ホ 政府 じ 一巧す るら 皆 辨は化 
軍 5 武將 をな てず るのを 臨 案で 
ある。 元ょ bu 本が 最後に 訴へ 
ん ごする 手段が いづれ じある か 
け 極秘を が たれて 居る が 若し 化 
殘の化 軍に して 南 軍よ らお 擊を 
受け 山海 關 方が じ ホつ た 際を の 
第一 ホを 實現 する じ まるべく 日 
本は 化 處を關 所 ごして 敗殘 軍隊 


の 武装を 解徐 する じ まるで ゐら 


.. V - 


心...^ トー.^,, を. ト わ た- h - い^ん！ ト を— 


50 期く して 日本の 巧 政 おは 化 
を 壁 皆が 

お ハを 外に ぉかを-しれ 
る もめを 逆 じを をが 壁內 L 睛き 
て 化 じ 移動を 許さ 卡 ごい'! 新 時 
化を 割す る もので わつ て 巧が 霖 
軍に ？ VJ b て 極めて 不利。，- もの 


がタい _ 


南 軍に 警酱 

アタリ 力 公使が 
ロ シン トン 廿 _ 日 薇 n 駐支め 
使す クム レ— 氏よ b 速し わを 電 
じがれば 南 軍の 京 渾を擊 おを 近 
して ホ K のでを 化 自身のを おじ 
ぶ が 上がの 南京 政府 巧 ホ 都 じ 


警告 書を をし 過般 ホが ぶ^; 
が 殺害され たろ 巧衛 不明 
て 屠る 點ら あら 濟南 事件 直 
舞を 演じない 巧 じ 今後 こ 心 
方逸か人租界地じ乂込む6^ 
秩序に 願して 注意を 喚 題- 
を 重んじない 軍隊は 斷じ 
せし むる かれと 蠻吿 した。 


國人 

なつ 

ニの 

等 地 
隊の 
軍 俸 
お 入 



政府 


使來 ろ 

伍 朝 樞氏首 郁へ 

I 柳 報の 如く ネ词 南京 國货 
の轉化 ごして アメリカ じが 
本 巧 出 東 省ず 法 巧を じ關 — I てア 
メ ，厂カ 政 巧じ抗 簾し 旦っ專 ぶを 
麻の 承認を 運動すべき 化み を潑 
び お 蘭 南京 政 海が 巧 総を！^ 朝樞 


氏な 巧 躍 H パ 9;. よら 當迦じ ホ 
b ホブグ a ブラ デ じ 投宿、 霞ち 
じ 貴 郡に 赴く 旌 公使' こ 會 ぶして 


ア 


‘ヵ 政廚の 要路 < 懇讓 ずる 
窒 でを るが、 巧は、 ^ 
化おは H 本軍陵じして f ^^^カ卞 
渉を 加へ ない 殿り を ニ ^ 簡お 
巧 じ はおをず V く U 本 ^^お化 
爾ま 那じ單 する 譬吿は 去 去 ま 
でもな く H 本が 購 蒙を 旨 I じの 
巧 麗的領 上 化せし めん ご 一可る 
前提で ある、 をは 南 ホ 政 一 k が 
アタリ々 よを 道 德的援 期で 受 


けて 居る こ V - を 確信す • 


すの 


であるが 南を 政脑 じして I す 勝 


すれば 恐らく 支 お S を體 
衆 國の觀 度じ敏 ふて 譲禽 
截し曾 部け 南を じ發 さる 
么 らぅ j お々 

£ 謹べ た。 伍 氏は 四十 五六 I 
働を 盛を で 幼 じして 英ホじ 
。ぉ ドン 大學を 卒業し 劈 一 
か 一 _ 一」 はお 元 洪じ聘 せられて 
巧を 司 長 i なり 南 化 妥協 後 I 
外を 部 じ 轉じ條 約 就 兜 會まー 
司を 部 顧問を 兼ね ほ 國ニ年 I 
ょ户 選ばれて 衆議院議員 ご 


爱 n 

を鑑 

I で 


議會 解散 後 じは 總が がの 化が 顧 


潔め 
を留 
次 革 
柳张 
i 里 巧 
比、 
廣東 
て b 


年 


闡 が、 五 年擲巧 參議じ なじ 
十一, H 廣東 軍政府 外を 部み おじ 
轉じ 十二 年 外を 部長 ご なつ 

rul 


で 


卞涉 y#— 

勞農 ロシア 外が 

モス々 ウ 甘-曰 發 n 勞農 


シ 

な 0 


アの 外務大臣 チチェリン 巧 
本の 對ま 政策は n シア どを P 相 
反した モ涉 政策で ある ご ホ 歌を 
擊し 英米 佛 のを 巧强も 日本 


策を を認し 居る のみならず： 晒 際 


てて 


聯盟が この間 題を 不問 じ お 
居る をを 指摘し 聯銷が 平 かで 機 
關を 標榜して 居る 虛爲 はこ 
依らても 立証され る ど說い 
が ほ 化を の勞腥 0 ンア大 化 
日本軍 じ 占領され た i は 事 百 無 
限 e をる と 否認した。 


巧 政 


町に 

で 


祐が 


京濱强 震に 襲 U ろ 

電線は 切い 横濱て 水道管 破裂 


ま 京 特電 二十-曰 瑶 = ネ曉朋 ず 地方 じ 强慶わ 6、 巧 京では 
電燈 線が がれた 所 あ > 傾濟 では 水道 鐵瞥が 破 製した が 蝴西ホ 面 
じは 感じな かつた、 震源地は 江戸川 ロで あえと 報 がらる。 

ま 京 特電 【ヘラルド* トリ ビ ユンが】 廿 一日 豬 = 今朝 橫濱 


市じ强廢ぁら建物がタ少崩壊し乂ぉを生じたが死傷ちは少；：^ぃ 
東京 〔聯合】 甘-日 發 = 今曉 一時 化を、 巿內じ 强露あ も 化 


民は 驚いて 戶外じ 飛 おした が 壁が 崩れ 時計が 止つ わ 程度 じ ル ま 
をて 些 したる 潰 害 もな （巧 傷者 も 少ない 見这 みで ある。 


0 貨排巧 樂觀 令を 


で 一十 二日】 支那の 日貨 排斥に 關聯 P を 實業 家闡體 はこれ が 
蟹 巧 占 彩 響に 就て 頻らじ 調査し を 方面 矿ら討 巧され エ居 るが 過 
まの 曰貨 排斥 統計 じ徵 ずるならば 左 巧 广悲觀 ずるの 要な くこの 
路 周章 狼 おする の耍 なしと 樂觀 して 置を 者 も ある。 ； 一 


豫算殘 額を 流用 

【甘 二日) 本年度 發巧豫 算の殘 
もから 吏 じ 近くを 債を を 募し 
通貨 統制を 計ら*。 むごの 意嚮 大 
藏當馬 じあ^ W 。 

鄉 結婚式 御 巧を 


(廿 二百】 款タ 宮御姬 儀は 化 巧 
が 目 I 、 御 結納の 儀は 同 十日と 
御 巧を 遊ばされね。 


樞霍院 御前 會議 

〔廿 ニで) 樞密院 御 酶會議 は 甘 
ニ a 芋 蘭 乂時關 催 日露 漁事條 


約 批准に がて 凝議す ど。 

お ホ 大使 歸 朝ず 

〔サ 二日】 特命を 權乂化 化井慶 
四郞氏 11 サ - n 紳撫お 化で 神 
巧 r 着した。 

皇室の 御 懇親 會 

【廿日】 皇室 じが かせられ ては 
秩父 皆、 巧 お宮、 巧 田を を 殿 
下 & 御 贊贴の 下 じ 本 H 午後 新 
宿 御苑に 懇親 會ぶ おさせられ 
餘 興じ 天 勝の ず 術を 蕃覺 遊ぱ 
された。 

旧 中 首相 固執ず 

(サ 日】 み 巧 房么助 氏の 入閣 じ 
高 橋 是淸、 お 遣、 小 泉 策 
太郞巧 等は 大反對 であるが 旧 
中 昔 化は 之を 固執す どい ふ。 

警保 局長 內 をず 

【廿日〕 お庵縣 知事 長延速 氏は 
警保 局長に 巧定 した。 

蘆 花 碑の 陈幕式 

。甘 日】 故 德當蘆 化 翁の 記念碑 
除幕式は 十八 H 擧 巧され た。 

警視 廳の新 試 L 

〔サ 日】 譬視廳 は 一齊じ 馨察署 
員の メン タグ テストを 巧 ふと 


JI の 輿 諭 心 1 1 ’ 

■一^! る 令 ♦ 
日本の 誠意 



令 令 



尸 


: 信 賴ぜよ 



ニユ 3!ク《 タ并 ムス 紙 

. 吕 本が 績蒙 じがて 斷 じて 
戰 爭を詳 3 ずと 譬吿 した ことじ 
载 て、 これを 藍 意 じ解驛 する 巧 
は 早 訝で あ j る..。 曰 露 戰爭巧 ホ H 
本は 游渊お 常に 特視 レ' で 居-な、. 
この 東 一二 省た る や 元よ ち 支那を 
府の 施政 管 醫じ屬 して 居る もの 


でを る 畜 「 



この 地 じがる 扫 本の 
强乂 なる 勢 刃は、 常 じ 巧 敲の波 
をを 巧 化し I て运 たので ある-。 而 
して 滿篆 じがる 日本 入の 获 をめ 
籠 持と 最亮の 能率を おて 運轉し 
ク 、> ある 南 贏 鬻道會 社の 經營は 
溝 蒙を して ま那 避難民 ご 支那の 
繁 をに 掛 すて 樂 園たら しむる じ 
まつた ので I める。 巧の 如く じし 
て 過去 數 年に 直 b 兵 化 じ おの i 
き、 飢じ飯 一した 支那 内 お 住民は 
續 々ミして^ 日 己の 生活 じ 享樂し 
得る 滿渊 じ^が はしね ので ある。 

併 か j しを のぞ 面に 於て、 
日本の ち 力なる 一 かモが 滿渊じ 
がる 日本の i 勞カ 伸長を 常に 必懸 
けて 屠る こ ij は事實 である、 特 
じ 南滿ホ おじ まらて は、 形式は 
をに 巧、 賞 際 上 過去 サ年じ 置ら 
H 本の 巧屬 嵐に 等しい 狀 態を 呈 
して 居る。 雨 かも お 井 ラン シン 
ダ 協約 揉^ 片廢棄 され 忆〕 を 除 
きり 本が 過去 じ 於て 列 强じ對 す 
る お 蒙の 特殊 利權 承認なる もの 
は、 常 じ 失驳じ 終つ た。 ァ メリ 
ヵ欧府 ごしでは 石 ホラン シング 
協を に 隙し 日本の 満蒙 特殊 利權 
は 承認し わ もの ぇ、 これが 說明 
書 じがて 特殊 利權の 承認は 滿蒙 
を 0 て 日本の 國± どなす じ 非ら 
ざる i をカ說 した。 

… 故 じ 日本が 內 乱の お 蒙 波 
をを 防止す る爲 めじは、 をの 勢 
力 V 】 必耍 i ；* る 庵を 軍隊を も 動か 


ずの-墓を 示した 意志は 歷然 たる 
ものを あるが、 巧し この 通牒が 
U 本み 顯蒙辨をあ策 め 蘭提 で あ 
ミ I , る ならげ、 をむ は 時局を 
徒を j し混淹 たらしむ る じ 適ぎ な 
い。 唐本には 巧 申 首 賴の细 くこ 
の 政策 賛 現を 夢み て 居る をも歡 
{ない-、 而 からを の 平面 じは 鶴 
蒙の 牟 かご H 本のが 權 の 雜 持は 
過まで 於る が 如く 現が じがても 
完をて 維持し 得る こどを ま 張す 
る强 すなる 輿論の ぜ なを も おれ 
てけ でらない。 

ず！ ン挪 ポート ラン 

.ドボ 至キ スフレ K 紙 
..... ミ H 本の 國隙 政策 じ對 して 
常に 猜疑の 限を 0 て 取扱 ふこ ど 
はを をで ない、 H 本が 胜界 Qi 
等鹽だ 則した 隣、 國駿 政策のを 
班を 誌 解せ ず、 時に 誤らが あつ 
た と は 云へ、 日本は 一度 學んだ 
こどは 常 じ 誠意を 化て これを 巧 
つて 居る。 化 巧大戰 じがても 日 
本は 聯離强 どして を© 職 黄を 完 
をに 遂 巧した、 元ょ を H 本じ與 
へられた 職責は ホ範圍 ではを つ 
たけれ 共、 日本は 喜んで これ じ 
應じ だもの i 、 報 はれた ものは 
極めて 僅少で をつ じ。 

1 世界 乂戰 前、 日本が 支那 
じ勒 して 强應 的な 態度に 及んだ 
のは 事實 である、 而 かも これを 
化 巧强の 支那 じ對 して 巧 つれる 
をのに 比すれば 大同小異の 所爲 
である、 この 當 時の 眞相じ 就て 
は 世界は 江 本の 外を じ 就て 趣め 
て說 解を 缺 いて 居る。 日本は 當 
時 明か じを の 誤 b なるこ どを 悟 
ち、 駐 もじ 誤 b を 正ずに 禪らな 
かつじの みならず、 大戰 0 ホの 
H ま 隅 係 も、 國瞭的 立場から 觀 


ま那 めみ 亂じ H 本が 干 輿す る じ 
至つ じ i も、 日本 どして は當然 
の權 巧で ある 0 

.... 適 去の 歷をじ 照らして、 
日本が 國際 的に ホ 信を 政て した 
事實 はない、 彼等 も 化を 府じ等 
し （、談 おじ 際して は 闇 志 的で 
を"®' 策略 家 的で ある、 目 本 じは 
外 巧に 驅係 深い 內政間 題が をら 
がつ て 彼等と しては 真 潮 これ 
が對 策を 講じなければ ならない 
が、 彼等は いかなる 壊を じがて 
ぇで 道と ホんで 趕 るな じこの 壌 
を 我々 が 日本の 恵 志を お 疑した 
も、 を や 巧 ご お 難す る <と は 極め 
て不を あでは あるまい か、 日本 
の 遇 去 じがる 記 凝が 化の 則强じ 
等 L く 善い ものである ならば、 

H 本は あしく 他の 巧强じ 等し 信 
用す. べきで あらぅ。 

子！ シヨ ン誌 

目 本が 僅々 ニな お 十哩じ 

互る & 東 省 沿線に 一巧 四千 入を 
おを しこれを 『外人の 生命 財產 
巧 謹』 ご おして 居る のは 笑止の 
沙汰で ある、 H 本は 常に 支那の 
時局に 注視して 居る からを つて 
巧る おを 巧爲の 影響が でんな も 
ので あるかを 知つ て 居る 善で あ 
る、 目 本は 濟南府 じ 條約權 を 持 
たや、 租借地 も 持つ て 居ない'。 
而 から 円本 軍の 司み 官は 申立 地 
帶を 段け て 支が 軍隊の お 入を 嚴 
禁 した。 然る じ矣齒 は囊じ 上海 
じがる 違法 巧爲ょ h して この-暴 
擧じ抗 幾し 得 や、 アメリカ も 亦 
ニカラグア 問題の ず 前、 默せざ 
るを 得ないで あらぅ。 

而 かし ニカラグアの 人口 
は 五十 巧じ凿 .しを 那 じは 四 億の 
民が ある、 倫理の 上から 見れば 
巧 等 も H 本 ど 岡 罪では あるが、 
これょり 生ずる 化 巧 的な 平 化の 
を 響 じ 人口の 關 巧して 居る こご 
は 拒まれ 妇 、併 かも 今や 戰 化は 
外ん 居留地で ある 天津に 延びん 
として 央處 じは W 閱 軍隊が の衛 
じ從 事して 居る、 共 じ 銃を 持つ 
巧 化 巧 支那 軍は、 このま 那 ごい 


H ま踩巧 も-固 廣が丑 g ク C 一 gj 巧 =? 月 3 巧 写。 こ ロ' 1 巧 
れ主 酷め て 良 巧で ぁつた、 今や 一 ふ 箱 巧 じぁる 癌を 僧惡 して 居る 
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設備 圖 書が 誌 新曲 
を 禪娛樂 具 館县を 
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日 晒 聖書 硏巧 正午 
共 劇 會タと 時半 
巧 拜說お タ八陪 
木 お 祈 爲會タ 八 時 
英語 及び 裁链 

午を 二な 

± 昭 講演 會义は 
茶話 曾 タ八時 

'化 會事ま 
お 宿 部 》 旅 巧を ま 巧 
巧 •人事 巧 誤が、 調 ま 
が、 巧 業 周旋が、 巧 居 
な键敎 巧の 諸 課を 設 
けを 員 及び ホ會 員の 
保を 計る 


" S 巧 

巧 ふ 靴 ド 類の 御 
用み じ應 じます 

リ "... グ 》 シグ ク 

靴下 曾 社 化现店 

.時站 信み 郡 


稅關 事務 

東 巧を 化 幷 じを 世が 
の 輸出入 方法に 銷ず 
する 一切の 御 諮問 じ 
應じ巧 道 漁船 貨物 運 
貸ぶ 出帆 お 秘曲 手績 
書 等 進呈ず。 ま お 都 
巿 じ化理 店を がし 誠 
な投速 御用 命じ 應中 

が險 取扱 
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每 a 朝 九 時ょ 
ら巧化 時を 河 
時 じても をし 
U 曜日は 一 時 
よ b 四時を 一 


H 本、 ま 那寶玉 製 美 
鄉 品" 婦人 用肯歸 其 
他 装飾品 

闕島 ni れ 

島 等 荣術品 修簿、 

を 飾 お、 マト 9 ング 

目 本 服裁键 


糾育 生かが 隙會お 

兰 木を 吉 

舖保險 



20 3 KO『x Ijii 化 i ロ mcr» ロ 0 化 00 

51 0hp3b 巧 isst: Ne-W'i、 ミ矿 Guy. 
Ph 吕 e. Wor を授ま 

を 社ノ方 渝 掛ヶノ 節^ 必ィ 
御 自をメ あ 巧 ピ蕾話 あ 巧 チ 申 

胡 力 お 馬 幸 f サィ 


祝關 事務 取扱 

WILLIAM 厂 BANE & 夏. 

ぎ i ニ 苦 ニず oad ミ y . 晏 
ジ I . Bowl 忌 - G 萬呈ち 38-9 二 7 


わ 

0 

m 叫 お 

T.M 

^-|.邮 

M - i 刪 

.扔 


お 育 州を 認 
內務 省を 許 
巧 巧 巧大醫 科大學 
產婆 復習 巧 卒業 

產婆 お本綠 


靡 5 公認 マ ツサ ！ ジ 


內務省 免許 
產婆 皴ホ醫 


平野 秀子 


電話 モ 


メン 


一登 か 


顯懿揉 治療 


腑 


化 

t ザ 

3 S V 

; gw 防 


む 

K . 

u 

Y 


マツずー ジ 、整形 
藥 風呂、 水 治、 電氣 治を 

.西が 攘院 

フイ ジオン ラビ スト 

を認 西が 幸 男 
午前 化 時す 午を 丸 時を 
出張 治療 ニモ 應 ジマ ク 


挽 眼 並 じ 眼鏡 調節 


を I 巧醫木 下义巿 

W 10 W . ニニ hSl 
ぎ M 言 ment 8557 


齒科醫 

l - ilu — 刖て 

C 巧 


n 


0 


nA 

雜： 




タ 品た 

D - B 

" C か 

S 

化 じ 
9 


の A 
5 比 

K. ぶ 


最新 ま巧學 手術に 
堪能 じて 信 弔 篤し 
H 施術 巧 低廉 U 
H 本 入 諸を じは 巧 
じ T 寧 懇切 じ 治療 

化育 州を 認 

ブル！ ム 




尋 い 人 

(巧 巧が、' 狩 巧朦雄 
(ま 京) 巧''' V ; か 雄 
(熊 本縣 ぶ 崎 巧 作 
(愛知 縣 入. 技 崎德一 
(福 岡縣 A ;'; 裕永國 みが 
を ホ 慶运は 山 芳よ郎 古川 
正 產ホ幸 藏お松 巧 お 
波邊篤 '..ね 留杳 をが， 用 吾 
上野 修 つかな 貫 逛巧维 
貫 造 太 だな 家武雄 お？-: 善 
雄 

(お 賀縣 A } 架 山 善 六 
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經 船が 用津 
船具を 巧 品 
か 洋を雜 賞販賣 
輸出入 秘 關手績 
諸 荷物 運搬 取扱 


遠 藤 小刀 商會 


弊 巧は 實質 誠意 迹速 丰義の 
まに 御 ±產 物 一式 卸 寶お段 
で販賛 致します をみ じ拘は 
らや 御用 命 仰 か 下さい ませ 
◎歐 米を 禪 時計。 置 時 討 一式 
◎寶石 貴を 屬 。銀製 器具 一 ま 
◎を 柿 萬 年 筆。 を 銀製 轿筆 
◎蓄音器。 レコー ド 見 朱 陳列 
◎寫眞 器。 タィプ ラィ々 1 
◎船 切符。 紀を寫 眞帖給 端 書 
ブ。 1 ドヴ S 1 巧と 十を 
領事館 お 側 座 物と 0 お號室 

巧が 書 

蔚ぶィ 周 A 

170 B 夏 dway , N - Y - 呈 y 
す 一. C 皇 a 量泛 3? む 夏 


か 


巧 圓の直 額に 達し、 政が 新を 憤 
と 千万 圆 をを 行し 本が も ホ 手 持 
を 潰を？ 貝 却して 巿洛 調節 じ 努め 
つ y , あるを、 依然 遊資 ぞく。 1 
作 マネー 一二 厘の 振を じ 化 落、 自 
然を 債、 社 倩 昂騰、 採 まも 稍々 
巧轉 、綿糸は 米綿を どま 那 時局 
まじに 一時 軟化せ る も 盛 b 返し 
生 ホ 適な 薄に 不勢、 物僧强 をみ 
である 0 
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夏場 向き 上等 

チョコ レ— h 

當食 社は 特に U 本人 諸 替の夏 
瘍營 業に 適當 す. る 商品を 提 おい 
たし 居ら. 米感 東部 にがては 孰れ 
の 菓子 製造 家ょ b もヨ リタく 日 
本人 諸君の 御 得 恵を 持つ て 居 も 

チ 3 コン IhQ を ラィンは が 
八 チ モア 本社 お匆論 左記のを 店 
の 見本 莖に 揃えて をら ミす から 
是非 御一覽 でさい 

FA 吉 T 夏 DINU 客 S さ 夏- 
ち west 21 stst , Neslforsity . 

岂 L 置 UL 夏备 Y 呂宜 PAN 产 
ちで st だ 互 St ., Bayonne , N - J . 
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龍 日米 新聞 支局 

今度 紐 育 支 巧を 設置し ました 
から 雕讀 、廣吿 一切 左記へ 御 
願 ひします。 (巧 井 ホ 夫】 
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死刑の 極刑に て 

共產驚 根絕お 期ず 


をを 維持 法の 代りに 生れた 法案 
近 < 緊急 勸 令で發 ホず るか 

束ま特 « 二十日を n 十八 U のを 例閣潘 じがて、 治ぶ 維持 法な 
正の 化 bK 國化 變ぞ所 罰な を 巧みして これを 化 < 緊急 刺み の發 
巧を 仰ぐ じを るべき が、 巧 帖巧雄 氏 等が 組織した 戌 辰 巧 樂がじ 
を 加し ない 明 政を は、 この 救を 錢 布には 飽 をで 反 街ず る こど t 
なつた。 


別項 お 報の 两化變 を 所 罰を ま 
は 臨時 報 曾で 思 あ 闕難巧 誰が 上 
おされむ 爲め 遂に 上 おの 機窝を 
失つ じ ものであるが、 を 法案の 
內 をは々 のかき ものである。 
固体を 變 をす る自的 をら つて 
結社を が 織す る もみ， 結 肚-り 
役員ょ たは、 をの お 巧者た る 
巧務 をを 擔 したる ものは 死刑 
まじは 無期、 巧く は、' 五 年 0 
上の 還 巧 お （は辖 細に 處 し、 
情を 知 b て 結社 じ 加ん しわる 


もの、 または 結社の ためじ 巧 
益の 巧 動を U したる ちのは ニ 
年な K 十 年 《 下 のち 期の 懲な 
ょたは 禁 細に 處 す。 なをが を 
制度を 否認す る こごを 目的 ど 
して 結 かを 組織 L 、 または 情 
を 知らて これ じ 加入し、 もし 
< は 結社の ためじ 利益の 巧 動 
を t * したる ものは 十 年 巧 ドの 
有期の 懲巧 もしくは 禁 娜じ處 
L 、 前 ニ 項 S ホ遂 罪は これを 
遊 罰す。 


ホユ —バに 旅、 して 

紐 育 総領事 銷高橋 書記 生 談話 


過般 キユパ 固', パ ナホ じが 
て閒 催された 第二 回 越 際 移民 
.會議 のた め、 同地 じ おお 中の 
當化總 領事館 高 橋 善 記 ホは 去 
る 八 H 歸 紐した が、 氏は 其 巧 
でを なて 島 巧を 地の 在留 巧の 
惜贺 をら 併せて 視察して ホた 
由 じて 往訪の 記者 じ 翁し 左の 
如く 語つ わ。 

今回の 移 ほ 會議は 先年 n ! マ 
じがて 關 かれた 第一 回圃 際を 民 
會證の 

决議 じあぃて 本年 八バ 
ナ巿 じ閒摧 された ので あるが、 

厶 r 期は S 月 S 十一り ょら 四 巧 十 
と U まで あつた。 參加諾 國は日 
英 、ホ佛 、がを かめ 歐洲 、亞弗 
利 如、 耶細亞 、中 南义の S 十五 
ヶ國 じして この かじを 民 事務 等 
じ觸 する 國瞭 諸刚 かも ニ、 一二 本 
會證じ 招待され た。：：； 本 伽は 現 
巧墨靑 木を 化ぶ び 枉ジ五 ネバを 
間 帝威 勞働 事務が 長が 化 まじ 任 
命され た。 自 をはを 殺の 事務 じ 
携 はつた 葬では なく、 言は ぐ 下 
働きで あるから 詳細 及び 正確を 
保隙し得なぃが、 聞くがょ£を 
お 話 すれば、 證 題は 會議の 性質 
上 政治的 或 ひは 政 巧が 問題を 離 
れ 、まどして 技術的 ホ 面の 

:閒題 に 限ら むれので、 今 
回の 會議 じゴ’ 、一國 の 移民 政策 
等に 觸る i かき 提案は なかつ た 
ので ぁる。 例へ ば お 移民の 輸送 
が 護ぶ び衔生 r 隅す る 沖、 ホ 移 
_ 民に 對 ずらを 邱 の巧邮 、炼カ 及 
^び保晚じ願する件、 出移技の蓮 
擇 皮び 化 締じ關 する 件 巧 ホ ごし 
- て 技術的の 閱題 のろで ゐ つた。 
'而 して 化 等の 提 をは 巧を 通ら 或 
一 ひは 一' が修 あを 郝 へられた るの 
- のみに て、 を 部 可 かさ， けた 撥で 
I あつた。 第 I 二回 移 氏 傳證は 期 H 
- は ホ だか 定 して おらない が、 マ 
- ペキンの マドリッド にがて 開く 
一 こご じな つた ど 間いて 居る C 巧 

3 

- 

i 會議 あ r 後の 機會を 利用 


し、 を 年 內山頌 をの 視察 後ネユ 
1 パ巧留 段の 情 巧 をら 見やぅ ご 
思 ひがき、 島内の まなる 巧留ち 
居住地 數ヶ 巧を 廻クて ホね。 今 
全島 じが 人は 約と 巧を 計を 居る 
がま 都 八バナ 巿巧留 をは、 僅か 
じあ、 六十 名 位に 遊ぎ ない。 化 
巧獨 立の 店鋪を 構えて 居る もめ 
は六戶 ぁるが、 是 等は 本が 雜貨 
の贩資 、裁縫 巧、 ク 9! 三ング 
業 等じ從 事して 相 當の收 入を 得 
て 居る 標 である。 化は 外人 

藻 庭に、 或 ひは 園 了 どし 
て慟 いて 居る。 パパ ナ巧 口外の 
邦人は 概ね 製糖所 お 層の 雜業じ 
を 串して おる が、- 昨年 巧の 糖 
業 不振 じて 失業を も ニ、 S ぁる 
とのこ どで わる。 其の 外 島 巧の 
小都ボ じがて 巧髮策 ど ァイス • 
クブ ー ム 製逛販^!^を營め るをを 

較 十る ある。 义シ 五ンフ で ゴス 

ど 云 ふ 所では 漁業 じ 從 事し t 居 
る 者ら 約 S 十を 居る。 义 イスラ 
デ •ピノ 島 じは ± 地を 賃借して 
農業 じ 化 事して 居る 者ら 約宜五 
十 名 居る 0 同地は グリン •ぺッ 
バ ー 其 化の 野が 類の 栽培に 適し 
て 居る ので、 を季じ 之を 

栽培し 义んの 手を 經て委 
巧販 質の お 式 じて ニユー 3 ? ク 
方面 じ資 b 込んで 居る が、 巧 人 
が 之を 始めて^ら H 猶ほ淺 きた 
め、 資 込み 方法 等 じ 付いて は 尚 
ほ硏究 ずべき 点が タ 々ぁる ご 思 
ふ。 今頃 我 • f ' l の チョップ •スイ 
で 食べる ベ ッバ ー はキユ ー バか 
ら 巧る ものが 歡 くないを ぅで あ 
る。 邦人の 從 事して 居る 職 策は 
大体 W 上の 强 b でぁるが、 同圈 
i 唯一の 產業 たる 糖 業の 化衰 な 
接 間 巧 一 股が 人 •しも 影響し 相當 
の 巧 擊を讓 つて 居る 巧も歡 くな 
い 様で ぁる。 而 して 間 島 渡航の 
邦人の 大タ 数は 银國 ょらの 轉航 
者 巧く は 本邦 ょらのを 接 渡航 あ 
であるが、 化の ニ S 年は 經濟界 
の 一 般术が じ 速れ て 巧 人の ん國 
数も陆 く少駭 どなつ た。 キュ 

バの 




氣候 は 坡高化 十 巧 愚 化 六 
十 巧の 間を 化 鞍し、 魄康地 ど さ 
れて 居ら、 を季 じは 米 間ょ b の 
避寒を かを 數-バ ナホ 方面へ 渡 
珠 すを、 なつて ホ テ. か 巧 あ 巧の 
かきら を季は 夏季ょ bill ， 四 割 
ホ も 高/、 其の 化】 般物惜 も 相違 
する のはが 白い、 厳 化 本 巧 人中 
做糖义 はなを 工場 視 紫を 兼ねて 
问厨じ 旅 巧す るを も增加 しねが 
數 日の 旅 巧 化と しては 化 當興ホ 
ある， 45 のど 思 ふ 云 々0 


顔が 揃つ た 

生糸 取引所 

巧 商務 書記 宮報吿 
ュユ！ m ! ク 生糸 取引 商は 創 
立 役員 十二 あのみ を 員 二百 五十 
名のを 表を。 せる が、 其が ホ 糸 
取扱が 八十 六 名、 お 物 製を あ 三一 
十 名、 獲ち 巧 S 十四を は： 版の 取 
副 所員 及び 巧 化 じして、 當地本 
が 生を 輸入 商を 部 加入し 居-^、 
ホ國絹 業者の まねる 者 もず ぞく 
して、 今や 相 當の姐 織を 備 ふる 
じ 至つ た。 尙ほ同 取引所よ b ホ 
國絹 業馈會 側の 協力を ホ® じる 


じ凿 し、 同 炼會は 取引所 じ 「願す 


時 別 委實を 設置し 一二 丹、 I 日本 
ホ 糸 化 表 者 委員 どなを わろ が 未 
だを 体 的に 巧 等 巧を し 居らず。 


製糸 同 盤を 計畫 

ま 京 特電 二十 二日 發 = を糸資 
金 貸 出 利率 引す げられ 昨を ょら 
ニ 一二 厘 まだが で、 小 嫂 糸 家は 製 
糸 词强を 設立し ホ國じ 直接 輸お 
の 割 書中で ある 0 


第二 回を 債巧換 

東京 特電 二十日 發 U 通貨 統制 
のた め 預金 部 ど：：！ 度 ごの 蓄 二回 
る 憤を 换は ニモ 万圓 であぶ。 


生糸 直輸 お機關 

東京 特電 二十日 溝 n 中間 貿易 
商を 廢 止して ホ 糸の 直輸 お機關 
紐織述 動じ 着手した。 


絹物 相 襟 安 含み 

巧お務 書記を 報吿 
を識 依然 引 纔れる じか、 はら 
す 株 ま 投機 賣買 殷盛なる じ 鑑み 
準備銀行 再割引 率は フキ ラ デ 瓜 


フ ネア 十六 H 、 ニュ 


.ク十 _ 


お： H 何れも 四 泳 半に 引上げ 發 お； 
せらる。 貿易は 四 巧 中 輸出 S 億^ 
六 千 八な 巧 弗、 お 超 ニ 千 S 巧 巧 
無 お 入と も 前 巧を ぶび 前年 閒期 
じ 比し 賊少 せる は、 棉化輸 お 一二 
巧に 化し 千 二が 五十 巧 减じ由 b 
义輸 人减は ゴム ボ偕激 をの 結果 
な b VI 云 ふ。 ニユ ！ ョー タ紹織 
物 四月 中 輸入 高の 二重 五十八 巧 
一こモ とな ャー ド、 絹 細 日ぶ 產巧 
五十-万 八 千が 五十、 支那 產と 
十四 方 六 百 二十 ャ！ ドで ある。 
絹物 相務は 大勢 不變 なる も 本邦 
ま爲替 等に 弱を み、 生糸 相場は 
五 お Ml 十五 仙、 五 弗 五 化、 五 巧 
一と 仙 平、 四 弗 一二 十五 仙で ある 


巿壤じ 遊資 多し 

H 本 銀 巧 監惶役 着電 
補償 法 融通 額は 六 億八モ とだ 
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Tel . Clarkson 0981 
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NEW YORK 

Phone L 帥 gac 巧 508 马 


Japan 
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Te !. EndicoH がの 


KATAG 刪 BRO で 

224 El . 59 此 St 
New York City 
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DANCING 

411 W . 115 比 St . 

Tel Cailietirai 4 が 8 Api . 3 


Koike Studio 
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號 四十 おな 四で 一 第 


卿で K な 拜 舰霞 im 郎 


【ロ尴 水 


曰 


廿月ぉ 年 H 和昭 


支那 巧理 

ホ廳 茶園 

巧 理人蘆 蓮 
出勤の 方には 塞な 
の掛 便利 じ 額へ 巧 
間食 席の 御用に 應 
やべ く廣聞 巧を 裙 
不變 おお 立 腐 度な 
紙上 御 ま 內申上 候 


割 煮 並に 御旅 舘 

. - お. 曾 佐 巧 
^ 巧を 

お 育 ホ 西 八十 八 T 目 一二-一二 ！！ 
を 語 スカイ ラ！ と 八 ニニ I ! 


マき 燒 
ホ じ 御料 巧 





実 ホ じして 巧が 

S 品庵樓 

午前 十 時’ 


午前 六 時まで 


gllr 

拼巧 


をな の 御 嗜巧じ 適 ふ 
樣な美 ホの 巧 巧 巧を 

i 珍樓 

をし ますから 嶺を巧 
ホ ホを 顔 ひます 

一 酬歌興 機 

晚揃 ひの 巧 理人數 を 
が 日本人 諸君の 嗜好 
じ 適するな 巧を 差 上 
よす。 朗 I ニ 時 迄蘭庙 
(邑ホ 五 T 目 サブ 
停車 度の す) 
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1;^ な I 1 意勉强 化ら 哥理人 
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j - 相 變らず 焼 前を をせ 
、J 2 巧て 居まィ 。然る じ 現 
沿觸齡 なを 街某號 じめ て 元 
心 J が 本 樓巧理 \ を 雇 入れ 
A お.™ たる 如き 廣 きをな し 
M ' ii 屠る もを 然 無根 じを 
N 化 礼 之 薪る 事 じ 御 迷 ひな 
^ U く 倍 舊歸覇 資じ預 b 
が视 度 <9 本ん 諸賢の 御 

U ホ 巧を を留 致します 

ミ 巧 杏化 

ま 人 謹啓 


大相撲 西方 優 盤 
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常の 化け 優勝 額 ご 攝めあ VJ 
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居る。 標題ぶ 『舊恨 巧 化に 闕耻 J 
と ぁって、 洪爐 先生-か 网赃 がを 
日の 演說 を兹錄 した もの^ ぁ- 

A 隣の 架 あ 兼 乾物屋で 冥っ て 
講んで 見る ど、 円本の 巧が 中國 
を 侵 おする のは 威が 小さ 屯、 人 
ロが をくて 物産が 本 國の屢 .給 さ 
へす 足の 爲 めじ 食糧の 充 おする 
物 產の豐 嵩な 我 中國を 併を せむ 
どす & のでを る。 ソ シブ 化寶を 
抬 おし ソレ デモ 飽か やにぶ 人民 
を 殺戮して 巧 天地に 割 礫^る， 
:… 、溯って あを 巧 ホれ 山元 明 
の 時化から 日本は 中國 じ®! ひ. 

て 猎搬を 極めた が、 前 淸お結 年 
間に まつて 野 必日じ 減ん こなつ 
た』 ごて 日本は 琉 球を 奪 た、 
高麗を 奪っ た、 臺灣を 奪つ た。 

A 世を 大戰 じ靑 島を 奪つ て 膠 
洲 をち 領 した 後、 二十 一 備條の 
難題を 吹き掛けた S て、 麻 謂 深 
かおな を 忌れ ては な^ぬ 。今や 
舊恨 まだ 癒えざる じ 新 化を 添え 
たど 槪 嘆し、 窓 一じ國 をの 斷絕 
を聲 明し、 窠 二に 經濟絕 ホを 實 
巧し ボィコット をすべし ご說い 
たが 『しかし 我 中國入 がが 巧を 
角 すべてが 虎頭 蛇 尾： = 龍 頭 蛇 尾 
とは 書か 巧：：：：始 あつて 終がない 
から、 み 慰 人に 嗤 はわる ので シ 
ブカリ 遣れ』 £ 激勵 して 居 一る。 
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人 見镶の 新記缝 

衷ま 特電 二十 二日 發 i ォ 
ビブ ク參加 選ず 豫選 競技は 
じあて 擧巧人 見 絹技镶 はま _ 

び ど ランニング じがて 左の 帝き 
化界新 記錄を 作つ た。 - 
ま 巾 跳 五 米突 化 八 
巧 ホ 突 ランニング 十二 I が 

明大 早大を 破る 

東京 特電 二十 二日 發 ：=み|<學 
野球 リ—グ 優勝 試を 早稻旧 明 
治戰は 二十日 擧 巧九對 零で ji 
が 大勝した、 バジ テプ； は if 治 
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ニ、 墓參會 I 
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麓 所. マウント •ォ" 

ト H 本人 共同 裳 地 

右 例年の かく 執 巧 可 仕 候 閒巧卒 
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巧業區 域中必 、綴 領事館、 目ネ 
郵船 其 他 銀行 大會お あ％ お 巧 

桑港 小け ホ テ 

純 日本を (特別 間 あち； 一 
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排日 間 題の 解 おじは.！ 

カソリック 敎宣傳 が 急務 

.歸 朝した 早販久 之が を 語ぶ 


媛に 當地內 外人 巧を 從 から 
まちがの 歡迎を 巧け た H 本人 
ごして お あの'^ 敎 でんる、 早 
阪义么 助 氏は 歸朝 後排 n 問題 
ど 巧を 3 關係 にがて 左の 如く 


; る- 


日 1 マ 法で 藤が 口 本最 がの d 
敎 となつ たなの ためじ、 械 めて 
な 殿。 

盛大 じ 就 化 式を 碟巧 5L れ 
巧を の 巧を か H 本 天 ホ おのた め 
じ 方 おを 高がして くれた 時は、 
がは ず贿 眼から 滅淚の 傅は るの 
を覺 へた。 問じ宗 をを 情ず ろ お 
の 間 じは 人 柿 的な 差が は 少しも 
な （、一家 族の ごごき 親密 さを 
なして くれる ので あつた 。目下 
歐 米を 図では、 ヵソリック 敎へ 
の化紹 をが 辯 出して 居る。 これ 
な、 今り までな 未に なつて なた 
巧な 化が 化 本じ歸 へらぅ どず る 
結柴 にか かなら；：* い 0 ョ ー n ッ 
パでは 巧潭兩 をが 

して ム るが、 天 まを 
は あ （まで、 化 底な < 侵入す る 
こどを 狸 おごして 居る。 がつ て 
誰 やかな 外が に 巧 はれた、 運動 
ど異 b 化くべからざる 化强 さわ 


わる。 をを じ從 率す る もの も、 
今後の お 育が おがの 力に またね 
はなら « こどを 誠 解して ゐ るの 
で、 曰 本の ご どき 反お敎 的な ご 
ころは 少しもない。 をれ で わが 
國の おを 黨琪 化の ごとき、 ホ 國 
家 的な 思想を もつ 學 ホは 殆んで 

ないどい つても ょい。 ロ！ マ か 
ら の歸途 、を 趣を がて 姻 つたが 
フランス 政が は ドゥした もの か 
カソリック じ 

がぶ 思を もたない じ拘 はら 
や、 信徒は H 罹 外で もを 所 じ 集 
ま b、 】 敎會 じ數千 ごい ふ禮拜 
をを みて 居る。 おが フランス じ 
ホた こどが わかる ど、 戰 後で 疲 
弊して ゐ るのを 巧 も 忘れて を 方 
おの 信徒から、 精神 上、. 物質 上 
の 帯附の 中：： 9 みが お 到した。 か 
ぅした ぅつくしい 人情 ど、 立派 
K 文明 ご、 をして、 勝れた 宗敎 
がを もつ た祖國 をは なれ、 ど お 
く萊 がへ 巧て、 數十 年の 乂 しき 
じぶつて、 神の 化 事 じが 事して 
なる、 宣教師の 巧必 をし のびが 
は ホ 

み^ 一派 わせいだ。 タ ぎじ 
ベが V! を訪づ れた廣 、ぶ 連乂 
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中 一二 一二ぶ 右一 化！ ニ 補 遊 
堂 壁 範冀 赞强ホ 亟手擊 

楠 己本 町 山を 溝が 闽加 
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を 一二 左 中 遊 ニ-捕 投ニ 
冀壁窠 堅 擊壁壁 手 手 壁 

シザ ラダ 巧^ 力 ベス カウ 
ウ ーネ マ】 トニ ミロス 
持 ン I 八 ラ タム ヌツス 

ク ン； ト 

ド ン 

辦四 一品 illll ミこ-ニ 
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ホ 

宝 


叫- 0000 COOOOO 
銭 880 8 1 8 
郎ニ 一六 ニ 1 H 六 五 一 0 


ま 

0 

一 

ニ セ 


殺 

甲。 801 ニニつ ニ 0 I よ 
ミス A 一二 お演崎 四、 


倭 小の 鑽綺 が投 、して 

半 職業 團 零敗を 喫ず 


'替武 5 S 壁が 遵 崎の 犧 巧で 稱な 


I 旣報 のか < 慶大 巧 球 脚 お ザ 職 
! 巧 巧巧剧 プッン .ュゥ キック どの 
がをは 去る H 陋り 午後 ブ < ック 
リンの 同 蝴巧頰 の 野球場で 惟 さ 
一れ じ。 前：：： ぶの 降 南で 當 H の 天 
おも氣遇はぃじ：^5,、 里6勝も乍 
!らも降雨は^:?かついらの1、 同 
; 翻では 特に 第一 阿の 節 邱戰を 巧 
- 切 e て旌 ホのを 度應ミ おもに 試 
I 合する こご i 。 つね。 

; 慶應 はこの U 、 化 尺の 倭小漢 
サゥス ポ な 帖を投 ホに 送 
b たる じ骑 し、 ゾッ シュゥ キ 
ク侧は 前フォ I ダム 乂學 のス 
タ ー であら、 をつ て ピッッ パ 
!グ •バキ レッッ じ 入 脚した 
こごの ある カロ ッ トンを 出し 
一二 麗 手には ホ 巧 生 n の セ ミ* 
プロ 選手で 邸 名 ある ラキ 巧を 
おした 

窠ニ 回目、 宮武 一盛が を驳 ..へ 單 


がを 放 もたる をを 翼ず ザ ー ンは 
稍々焦-=^かち、 美おを演じる構 
b でぶ も姻 つたの が 禍因し、 巧 
は 機 じ 大きく パゥンドして 遂に 
一二 顯が S な 6、 續， 〜あ峭 巧手の 
ぉ冀 飛球で、 を 武が本 壁に 入 今 

た ミ、 颇 'る クロ — ス。 プ レ— で 

一時 誰利官 との 間に 悶蒋 しわが 
試を はを の 儘 化 おた る 投ホ戰 
じ 移ら、 ブジ シュゥ キク 側は 
いづれ も 凡打 じがら て、 一本 
のを 打 も 出で ず、 漸くと M 目 
じ 補ず スミスの ま 打が ぁつむ 
じ 止まら 遂に 一掛零 どい ふク 
n I ス •ゲ！ ムで 勝利の タ通 
は慶應 軍の 頭上に 輝いた。 

こ. の H 邦人 側 ょらは、 巧 山 総領 
事 巧 巧夫萊 を 始め どして 約な 人 
の フアンが 巧し かけて 聲授 した 
が、 资 崎の 好投 じは ゾッ シュウ 
キック 侧は元 ib 、 見物人 も咸 



化の 幹旋 で、 皇后陛下 じ 巧 謁す 
るの 化を を 得む。 をの 路陛 ドに 
は H 本の宗おじつき色^御 F 問 
遊ばされ たので、 巧が 國の ちま 
がが 一二が 年の 禁贱 をを けなが. し'‘ 
少しも わごろ へず、 開闕ど ども 
じを のま、、 の 信者 ごな つたこ ど 
U でを お話し 申 上げた。 蟲後じ 
ァ メリ々 を訪 ふわが、 お 敎國ど 
ちへ て 居た 同國 じ、 熱む U 々ソ 
リック 致 信者の あいの じ 驚ろ か 
された。 また 

排日 の 本 錫 だ ご 想像して 
ゐ じのに、 を 地の 信 お 達は 遠い 
田をから まで、 わざ-'^ 迦へじ 
ホて 手荷物の 化 詔 ごか 身邊 上の 
こどまで、 なに くれ どなく 氣を 
つけて （れ たのは 窓が だつ た。 
疑 ひ 深い お關 吏まで が U 本人の 
なに 凿 し、 どこまでも 巧 敬の 態 
度を 失は ぶいで、 万事 衞單 じす 
まして 吳れ た。 これで 見る ど、 
やかましい 俳 曰 問題 這 か、 人 補 
的 偏見 ごわ も、 宗敎の 上から 進 
んで 巧けば、 おず しも 憂 ふべき 
もので ない。 胜の 

混乱を おひ、 不ま U 世相 
を救濟 ずるた めじは、 を 化界が 
1 つの 敎會の ド じた も- - つの 
組織の 中 じある ヵソリックを 赏 
傳 する こごが 急務で ある ど 信ず 
る ことが お 巧た。 又 化き 將 ホに 
はを あ 巧 かもつ ど、 天モ 敎化イ 
る 一し 祐 違ない ご 信じて 居る。 


雙の聲 をが ち、. この 職業 野球 圈 
を危 くノ！ ヒットで 終らし めん 
£ しわ 偉 融を贊 讚した が、 ブッ 
シュウ キク 鹽を蕃 敗を 喫した る 
じ P 惜 がら、 是非 今！ 度の 試を 
を切留 して 盾る ので、 多 か バフ 
ァ。 1 半 職業 團ィ > の 試を を 取 b 
消し 滯巧中 第二 回 戰を爭 ふこ ど 
じ。 るで みら ぅ。 

對 N Y U 戰球戰 

速 年に 直る 目 本 ょらの 遠征 ナ 
! ムを 悉く 惨敗せ しめた ュュ ー 
ョ] ク大學 お慶太 野球 團の 試を 
は 明 木曜日 午後 一二 時から、 同大 
學のォ ヨ！ 野球 虔で權 される 
野球場への 道順は， 化で 鐵 なれ 

は レネ シン トン の ウッド ロ , — 

ン巧じ 兼ら 『ニ ュ！ nt 1 ク大學 

ステ^ — シ ヨン』 じ 下車す ベく、 
.フ扫 - — ドウ S — の 地下 鐵 ならば 
巧 八十 一 T 目で 下車、 ュ ニバシ 
テ ー 巧り の電 革じ乘 るが 便 巧で 
ある。 がほ當 H の乂爆 切符は 目 
本 化樂部 じめ てら 發賛 中で ある 

記念 i 餐會 

化と 日夜 俱樂 部で 
ホる 二十と 日は 日露 戰役中 海 
軍掉 尾の 大决 戰を對 馬が 峽じ巧 
ひ 東 鄕司か 長を の 旗艦 一二を の 前 
權じ 『皇國 の興廢 化一戰 にあら 
を 員蔡闘 努力せ ょ』 ど乏 ふ信號 

を 揭げて ロジ五 スト ゲ五ン スキ 

1 の 率む たる バ^ チック 艦隊を 
.を滅 した 戦勝 記を U じ相當 する 
のでが 軍 監臀長 松 旧 大佐から み 
の 如くを 方面 じ晚餐 をの 招待 狀 
を發 した 0 

謹啓 時 ホ ニ 春風 髓蕩 、巧 巧國 

ノ 隆盛、 H ニ 巧 ニ 一層 ノ 進展 
ヲ 見^ パ 同慶 ノ至 リニ 御座 候 


« 


來火 二十と 日 日露 ノ役 日本 
お々 戰ノ n ニ 當リ帝 園が 軍 力 
皇國ノ 興 廢ヲ化 ノ一戰 ニ懸ケ 
船々 化が ス A 激戰 -I 敵艦隊 ヲ 
贼滅シ 皇威ヲ 今 H ニ發 踢ンタ 
グパ虽 霜 二十ち 餘 、尙 國ほノ 
記 檐ニ新 ナ^ト n 。 ニ 御座 お 
化 パ 擧ブホ ぉ ノ夢ニ 耽 リ淑ク 
流 化 酸鼻 ノ化 時ヲ を レン トス 
瓜 秋-一 當 y 當時ヲ 追想 シテホ 
輝 ア八戰 捷ヲ祝 シ义宫 ラ戒ム 
グ タメ 當 H 午後と 時 H 本俱樂 
部 こ 於 テ 云々。 


排日 貨 同盟 

支那 人 街 中 如に 

■當地 支那 人は 前 遇 巧 盛ん じ排 
日 示威運動を 巧 ひつ！ ぁつね が 
まる n 曜 H の 支那ん 劇 壤大會 に 
ニ聽衆 無慮 五 千 人を 算 しで 院議 
員 ブラック 氏： が國民 政府 承認を 
カ說 しわ 外 支那 入 辯 ± は いづれ 
も 悲憤慷慨 しで a 貨排 巧を 叫び 
ホづ】 巧 弗を 軍資を どして 廣東 
政府 じ 送つ わ h 俳 n 貨闽盟 を 組 
織し 具体的 じ 運動 するど。 


支那 衔 瞥見 山 

亚米巧 

A 問題の 山 東 堪濟南 麻で 日 支 
兩 軍の 街 突 だ あつじ 3 ホ 巧义の 
ま那人 持じ廣 東‘‘ 潮 硬* 南を 及び 
香港 方面からの 連中は 锻 かじ 愛 
國者 VJ なを 桑 溝の ま那 人からは 
旧 中 首相に 電報を 打つ、 國民黨 
( n ! ミン タン) ホ圏纔 支部よ 
ちな、 松ず 大使 じ 電報を がつ て 
『 H 本 駐芙を 使を 平 •先を 大馨 、貴 
國 をが、 化み 無理 お 兵 も 東、 優 
犯 弊 國ま權 、違背 圃駭 をを、 直 
殺戮 弊國 人民 無算、 尤屬慘 無人 
道』 ち々 とて 削 時 撒 兵を U 本を 
府 じ通電 せよ なで ど (民 氣日巧 
じ 依る) 迫り、 ク ー リッジ、 ボ 
1 ラ、 ク 。ッグ 等に も 『正義を 
0 つて 援助を とふ』 どげ 電 する 
騷 ぎ。 中國緒 新報、 民氣 日報、 
民 蘭を 報 其 他 j 齊じ 支那 呵の輿 
論を 煽 6 ホて i 居る。 

A しかし】 かを 体で 那ん宫 身 
ドンナ 顔色を して 居る か、 燕趙 
悲歌の ± のかく 卓を 叩き 涙を 揮 
つて 國家 のが 亡を 痛論して 居る 
かご 思つ ての ま那 街探險 、を H 
の 午後、. ハ^ クロ' — から モット 

街を 逍遙す る。 幾年 振ち かで 旅 
順 礫、 瑞記 (ッ ィキ ー) の 前を な 
つかし さぅ じ 眺めて あるく。 を 
典を 司の 前に 差 巧る ご 『唱盤 J 
切ち 菩音 な レ。^ — ドを 賣ち なが 
ら 盛ん じ ぞ那 の ザ ャ ダを 争 ャン 
ヤシ ホ 1 ィ—ジ I キゥ 
チゥく 離しな てぇ 盾る。 H 軍征 
討の 軍樂 ではない、 ■□國 の 調で 
ある。 モットは 割を じ廣い 巧で 
氣 持が よいが、 を 巧して ペグ 銜 
へ 入る f 流 おじ 廈門 や衔 京の 臭 
氣が 細い 町 じ 溢れて おる。 

A 新興 源、 生昌を 細、 永か昌 
などす ベて わめで たい 名前 ばか 
ら のを 看板が 並んで 居る。 亞洲 
製麵を 司と 云 ふ 東洋 第一の ャッ 
n メン 製造所の 樣な 顔を した 薄 
ぎたない 巧の 前で 製麵の 職ん ら 
しい 肥 席した 民國 時化の 白樂天 
が 黒い 煙管から ジヮ と 音を 
立て、 油 臭い 煙 單を吸 ひじ がら 
中 固 維新 報の 論 說じ讀 み 巧つ て 
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御な 志を々 マ 
座 紙 奉: お 御つ 
お 上 深 等 會巧葬 
御 謝 御 葬の 磯 
厚 候 化 被 際 執 
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® シアトル 出晚 〔午が 十 時 お 帆】 
伊豫 化 五 巧 廿乂日 
靜岡化 六月 化 二日 
横濱化 i と 巧 二日 

® 6 を發 日本 行 巧 帆 

鹿 島 ホ 月 ニ B 
箱 秘か 六 巧 十み 日 
▲がち お 化 田を あ經由 日本 朽 貨物 おー 月ニ圃 
▲钱道 切が 寝窒 を 其 化 萬 李 御 巧を じ 御 取 か申辑 
▲お 西洋た 淀 お 會か乘 姑 切 巧 巧が をに あ 計まず 


資本 かを な 面 
巧 茲濟貴 本を 六で 萬 腫 
拭 立. を ホ 千 寮 白あ圓 

能 登 弄 銀行— 支 巧 

本 巧 泉 京 ホ 日本 橋 協 本を 崖 町 五を 地】 被 
支 巧 ルが 日 ネ禄を 巧 1 
おを お 巧が 大敝巧 (大巧；- 神 巧 
おな 下 閣巧巧 巧 松 お 岡な お 
± が输 なを 買扔水 


輸出入 爲替’ 電信 送を、 ホを 金' 旅行 信用が 
巧 業 信用 狀其化 一般 お 巧 業 

入 提ご囊 銀 巧 f ま 巧 

擲お 送金 ハ 日本が 化 無 ホ お 料？ 迅速 取扱 
本店 煩を (を 期 通知 ノニ 稀) 御 巧 巧 取扱 
本 支店 おを (本 ほ〕、 乂阪 、神 巧、 京都 
所な 地る を属 、小 お、 上 お、 淪致 


シアトル 出帆 (午前 十 時) 
ム b ぞ 。化 六月 十 お U 
を ふら か 化 お 丹 化 目 
るん でんか (坡谋 ぉ 跳〕 ち 巧を 目 
1 等橫濱 一九 五带 

化し ばりず お るん でん 丸は 一 S お 弗 
▼一二 等 日本 巧ぶ お 邦を 室大 改造 家族 室多教 
▼御 希望に がり r 空韵 ぉが 彼 巧 帮を行 致が 候 

ロスアンゼルス 出规 (午後 S 晴) 
もんて びで を 九 六 巧 十】 H 
はわい 丸 八 巧 八日 
▼一等 橫濱ニ 1110 巧 化は わい おまじら 些訖弗 
▼お 別 一二 等 日本 行 お 十九 賄 ▼一二 等 目 本 巧を 十近那 
▼涉 權羅麻 巧槪軍 切符 嬉堯 券驢 入御 幹 旋がリ 候 
▼紐 育 線 パナマ 擠由 R 本 支那 巧 貨物 撫巧 一回 


夏場 グ I ム 向き 

今闻 上記の 處じ 移轉し U 本 及び 獨遮製 お 
具、 雜貨 おび 陶器 類 等夏撫 おき お 圣部お 
揃へ 陳列して 居ます から 御 ホ 紐の 節は 是 
非 御 立 寄 b 御 一覽を 願ます 

子 ！ デル エンド シム ゾル 




謂 


^ 貴 ♦純 尘向帶 ザ、 白金 

を 

UJ 虑 

寶 

3^ お 

f お ♦金銀 製 余其附 各種 

6 

OC 


0 

E 

G 


1 L マ， 

E E 
f E 

w リ cs 
D o ^ 

A p L 写 

o p u '9 - 
R o A t 

B p V 


リ A 


2 服 . s 
w 柳^ 
w w な 

w 化 K OT 

加 w 


& 

既 ^" 

u 思 




ハィカラな 紳± は 

化 立 服を なしまず 

夫れ は宜 （身に を ひ、 見掛けは {乱く 、 e 
して お ホを ょら も 長 持 もす る 事を 知つ て 
るからで す。 弊 巧は タ數 U ホ 紳± の 御用 
を 承つ て 居ます。 

M 此廣吿 じて 御 巧 庙の方 じは 

六 か 割引 致します = 

御 注文の お 何に 係 はら や 兎も角 一度 巧て 
見て 下さい 

ウオ ルカ！ エンド フロ リオ 洋服 巧 一 


夏場 向 = 新 i 着 = 

赖 々勉禪 呵化候 脚 御卽义 彼て お 願 上 候 

^太洋 貿易 株式 會社 

Telephone i^lwonqicB U 典 Mula 

SI Fi ぎ A-venue Mew ジ rk CUy 

N 壁麵 PKB 指 tr i ド 


新 荷 到着 

特に 夏場 お 格が お 澤山取 揃へ 
居候 間 精々 御 註文の 疆希上 候 

森 村 K ラ ザ ー ス 

so 巧 IMCRA IBrp , すご 
53-57 West 2!3rcl 皆，， 
New ジを N. Y. 

ieloplho りの ijiTEimercv W850 


ラム プ ぶび シル クシで— ド 

製造元 鈍， 興 手 繫商會 

H . Y . HETSC 巧 > CP 

ニ ft 24 さ St . J . y . 百 ty , Tel . Chelsea 9 班 1 


ヮナメ ^ — み ー の特を 

n 本人の わ 買物 じは 特別 掛 員を 置き 無 
巧で 御 案 巧 致 升 電話 又はわず 紙が 第 御 
訪 間して 街 化宜を 計ら 初めての わ 方 じ 
劃して は 特に 注意 致します から 是非 お 
ホ 齊も願 ひ 升、 巿內 配達は 勿論 U 本 其 
他を 地 宛の お 荷物 發 送は 當 方で 致し 巧 

シ ヨン ワナメ ー カ^ — 


▼颗 を 送金 及び 並を を (無手 お 巧 r か 面 
ち 替賣 買、 猜爲替 化を お 立、 信用 巧發 
行 等 一般 銀 巧 おを 闽巧巧 じ 取 巧 巧 仕 お 

觀賦 臺灣銀 巧— 出張所 

'本店 裹潑臺 化 

ま 巧 まを、 橫演 、大阪 、神戶 、上海、 巧 
ロ、 福 州、 厦門、 灿 頭、 香港、 廣 巧、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 パタ ビヤ、 ま 買 

— 々グ 々ッタ ，淪 を、 其 外蜜稱 十四 ヶ所 

一、 資 ぶを 壹憶圓 (を 額 拂这濟 ) 

1、 積 立を 化 千 化が 五十 萬圓 

內化本 支店 = 横 お {本 巧】 巧を 大巧 
神戶 をが 下顆名 古用 

橫濱冗 金銀 巧— 支 巧 

が國を 支店 U 桑港灌 麻み ボボ 哇 
巧 化 世 巧を 國 重要 都 ホ 二ち 庙及 n 八 レ 
ス有之 候 


本 庙大阪 化 あお 了 目 ， 
紐 育ま 巧が 育ブ C ! ドウ 五 1 な 巧 十九 巧 

驚 住ぶ 銀行 

日 お f 東ち 横 巧 名 ホ 尾、 を 部、 神 巧 ' 
を。： J 崖ノ 道、 廣 島、 吳 、柳が、 下ノ關 
巧- ヌ庙 (巧 司、 小食、 巧が、 隙タ * 久留ホ 等 

本聞預 を、 鄕 お 送を 等は おめ 
て 御 使 巧 迅逮じ 御収扱 可中廣 


本店 巧 おを お 

を 店 ぉ 張 所は U 本內 地の 枢要 郁が、 朝が 
満洲、 支那のを 地 及び 滞 诺巧德 

朝 鱗 銀な 紐 育 お 張 所 

み 國爲替 一般 銀行 萊按 精々 御 巧が にが 扱 可 
中 上 候 


、藤本 證券 會社 

一般 有 階 証が ノ巧 貝、 引ず、 を 集 
▲を飄 、が ニ 么ニ剛 ス^ 一切 ノ萊務 

嫌贼 藤本 ビル 7 ロ—'。 ，銀行 

紐 脊お張 巧 


滿破麗 、雜 貨卸資 

藤が ブラず！ ス 


日本 陶破器 雑貨 

ラム プ卸寶 

奈良資 易商會 




晚香 坡每ニ 遇-回 出 化 
▲エム プレス 盛面亞 (一再 互呂 巧) 

六月と H 

▲ ユ ム プレス 亞細巧 ニニ、 000 巧】 

六 巧 ホ、 日 

▲で ム プレス 加 糸 太 0 H ハ盖 00 お) 

と 巧 十九 日 

A ェ ムプ •ノス 露 西 面 (一京 •花き 巧】 

八 巧 九日 
一等" 二等、 一二 等 あび T 等を 設備 
最大、 善美、 愚 快走のを がが が 船 


日本 郵船 會を (ホ ニを 度道會 社) 

代理な 片綱 兄弟 藏會 

乘 車、 乘船 切符が じ 小荷物 運送 輝 巧 巧 じな 扱 申します 


夏瘍向 格が 轟 
特別 賣ぉ 

尙一解 勉强可 化 候 脚- 
御 化 义被ト お 願 ± 候 

ホ元ブ タザ ー ス 

17 円 pst 17th wt;,20WY ミ Ik C さ 
T elephone を gonquin I 如^ ’ 


夏 瘍向品 特别賣 出 

夏瘍 、小賣 向、 ダ— ム巧新 荷 到着 
精々 勉强御 巧 命じ 應 じまず 
H 本陶破 黑雜貨 卸販賣 

<!> 鱗 I 巧 木 槐井組 

S 巧 E •一を f 資 N. Y. 
HeL Stuyvesant 资 巧す タ 7 


國際醫 攀界の 偉人 

亟非利 加 西岸に 繁る 

ロ乂醫 學界の r 國賓 J 野 ロ 隙 ± 
身を 挺して 犧牲 ごな つた 篤學者 

門 亞非利 加 アクラ 二十-日 猎電】 昨秋 十一 ' H ょ b 當 地方 じ 化 
らて黄 叙 お々 源 数 見の 巧め 硏究じ 化 事し つ、、 ぁらし。 ッ クフ 
ユラ I 硏究 所の 巧 ロ 巧 化 階 ± は 同病 じ 化され 本 n 遂に 展 逝し 
た。 が ロ 巧 ± は該お 源の 後見に 成 巧し 本 月 十九 n 當地 出を 輔 
ホの 尝で ぁつたが、 猩臘 二十 八日ょ ゎ 一 _ リ 化 B まで 當化 病院 
じがて お 養 中の 處巧随 がく システムを 侵犯し お势 昂進 心 おお 
を じか 爲的學 をを' 小歸の 客たら しめた。 

盛 
非 
利 


西巧ゴ I グ ドコ^ — スト 
の 巧 故が K 地 アクラ 地 
力の 風 ± 病 じる 黄 叙 掏 
は 最も 婷な猎 據を械 め 
毎年 タ 数の 死 巧を を お 
しつ i もる か該 掏ご锅 米に が パ 
る 黄 救 おご-'" 蝴繫か H を硏 兜し 
て 掏 巧を を 見 隔離す る じ 成功ず 
れ ばを ホじ對 ずる 巧大の 貢献 ご 
な 4 の。.、 化 点-— 想到せ る 吾が I 


び ホ 業の 巧で 儿訂 四が。 ッ クフ 
で ラ ー 研究所 S 剣な ど おじ 同所 
じ 入ら 五^ リック 降 ± を按 けて 
のをを に質献 した。 野 
ロ 巧 ± をして 一躍 化が 
的 細お學 あたらし めた 
の U 鈴蛇靑 索が おの 發 
おで ホろ 其 他 小な 
媒姥 おを を 液の 發 見、 天然 症、 
バクシ ン 、恐 水 桐 源のを 科 並に 


各 

種 

病 

寫 

を 


野 ロ 巧 化愧ト •，レ 自ら 進んで。 ッ 
I クフ ユラ] 研究所に 中 請し 昨 お 
I 亞 が 利 加 波が の お 選を 達し 術 ホ 
I 顶 地方 じがて な々 硏 免じを 事し 
r つ i ぁつ ゎが、 愧± 自身け 舊腦 
ず 幸 じして 該巧じ 化さ n た。 然 
i るに 巧學 じを 實 なる 一 化 S 篤學 
I 者は 自身の •搞氣 をが 巧の 爲 めじ 
.お 用し 巧 非が 加の 猿體じ 病菌を 
i おする 化を 注がして 病中 遂に 病 
I 巧の 發見ど 隔離 ごじ 成 巧した。 


省 

± 

逝 

ふ 


の 悲報を 得 じ 第 六十 六 

街ァゲ ェニ ゥ A のロッ 
クフ 五 ラ！ 研究所では 
學 術の 短み じ鄉 じじが 
± を 痛惜し 半旗を 枫揚 
してな をの おな をぶ したがが 育 
n 本人 貪ょ 6 なが 朗 女な 子 書記 
長 化 理を特 波して 巧 愚を 吿げ を. 
信 舒疫ょ b 鄭を。 るを 悼 文を ホ 
亡 人 化 じ。 ック フェラー 研宽所 
にが \.' 、、 贈る； ごな つて 居た。 
闡齡 的學者 どしての 野 ロ 鴨 ± の 
地位は 化界 でが ぶな 大を バス チ 
"{ァ 氏、 メチ ニ。 フに 等く 比 周 

すべ （巧 ホは H 本 及び 米 國醫ぉ 
G ;， 闊 な』 と推稱 される 巧の 篤を 
者で わつ たがょ だ 漸く 五十を ニ 
おの 拖 年を なて 溢爲 白玉 樓 小の 
入 ミ。 つたのは 單 じな 留 同胞 社 
會 の】 大巧 化で みるの みなら や 
實に國 隙将學 がの 大損 失で あら 
H 乂兩控 の 大損た であ こ。 巧 ロ 
晚± は 

十一ち 二十 四り 福鳥縣 
巧 巧 化の 寒がに 生まれ 
た 明治 時化の 戯麟 姑で 
ある， 年少 装を 其 ふて 
お挪じ出で苦を化ご4;^ 
つて 故な 巧川滾 巧の 濟 生を をに 
入ら、 駿河 巧の 渡 邊齒巧 瞬 化、 

が 皿 子の 高山が 齋ゃ化 脇 ザ么助 
巧 等の 後 巧を 持 二十 S 歲 のがが 
ホを かを ホ お L た •か 博 十： はお 學 
の 天才を も 併せが して 坑 たので 
お 時 巧 獨兩威 巧に 述じ明 お ニ 一十 
こ 年 化お帕 bw 傅み おが 巧 所に 
入 b て 細廚巧 S 研究を 網抬 した 
间 ザが 洲じ ペスト 病の 雙延 する 
じ 常り 化 m 悼ぃ j 巧に 随 ひて 渡 
支し、 愛 訊 及びと W 巧を い をん 
だ 山で ある。 W 治 S-H ニ 年" ッ 
クフ ゴラー 研 先 所な フレキ シノ 
—愧± の 知遇を 巧け で 化訂 年波 
乂後 ペン シ， ゲヮ ニァ 大 をに 學 


明 

治 

L 


南米 じがけ るを 熱 お 巧のを を じ 
i 慕く を 熱 巧 離 除 等に 成功して 園 
瞭醫學 がの 導 敬を 博し 旦つ 社會 
人類の 恩人 ごして 愛慕 せらる I 
まつた。 昨年 五 巧 中 か 隙 ± は颗 
がな 結膜 病簡 柳ち トラ ホ！ ム病 
商の 發垃 を報吿 して 學 巧を 驚か 
したが、 お 人 どして は 親を 巧を 
なて 閒 ぇ’ 風貌 紐 野 資性 巧 淡、 
超然 ごして 時流を 拔 いてち た。 
家庭的 じは 賺ら惠 まれ U かつね 
ので 靑年會 や H 本巧樂 部で シガ 
ァを纔 しながら 横好きの おがを 
おすの が 道樂又 夏季の ゲ 五ヶ シ 
ョ ー ンじ 獨らが 育の 山中に 隱れ 
て是 れも橫 がきの 油黯を 描く の 
も 道樂の 一つで をつ た。 傑 ± の 
逛骸 は六片 中甸糾 育に 着す る 萬 
で 本葬は ホ 巧 下 巧頃當 地で 巧は 
れ るで をら ぅご 云 ふ。 


•を 信が 治 氏 带話變 お ァ 19 
ング トンボ 化 化 高 曠が會 支配人 
草 信 巧 治 巧を 新 電話は 今回 左の 
如く 變 おせら VJ Ke 實二 970 
•前が 陽么肋 巧撫村 兄弟 商を 
社員、 六月 二十 ロ 頃當化 巧發一 
巧歸 朝の ぉ 

♦石を 貞巧郞 巧 H 本 郵船 會社 
力 火々 ッタぞ 巧 長ょ も 當地支 化 
長じ轉 化せる 同 案は 幸モ 夫人ぶ 
び ニ か 媛间伴 3 レャ化 便じて 着 
ぶ 去る 止赌 n 着 組 
♦但木 ニ 壬 氏 移 轉台灣 銀 巧が 
巧 出張所 支配人、 數 U 前 ポーチ 
ユ スター 巿ボ ニン ゴ I 巧 巧 六十 
巧 番地に 轉 霜、 電話は ポー チェ 
スタ 丄宝ハ 八 一 

•化 桐智阳 氏歸朗 中の 化 術 巧 
曾 ま、 伊豫 化 化 じて 十六 U シャ 
ト八若 巧々 巧 紐のを ぶ 

◊ —— ◊ 


H 本 巧メ— ル. 

◊ ク 

締切が 巧 本！？ 午後 八 時 
n 願义巧 = はか 後 五 時 
お 巧サ四 n 'ホ 港經由 
が豫化 

ぶ 巧廿と H を 灌輕山 

プレジデント •ポ 火ク巧 

が 巧 か 八 n 沙港 がか 

フ レジ デント •タフト 巧 
六月 ニ n ビク トリ ヤ絕も 
ュム プレス •オブ •を 西 曲を 




巧禍 スペシャル 
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人員 募集 

玉 おに 經驗 あるん 數あ傭 入れ 
巧し、 詳細は 經歷を 書き 添へ 
御中 込み 被で 巧 お 

橋 爪簡店 

だ 苦す ard ま Ik , 

呈 antic 呈 y J . J . 


造作 附 H 室、 裕室共 

每 一^ 写 一十 も H よ-^ ト 

パ】：：！ 迄貨 たし 

248 E . 夏 rd Street , 違 

Tel . 單 inela 互ち 黃基 


化 桐 兄弟 商會 


ホ 

み 

巧 


0^^ 


貸家 


家具 附五 室、 六 巧 一 
日よ b- 地下 激じ近 

く 下 W へ 十 •五 か、 詳細は 午前中 
左へ Id 呈耳 812 量呈 F 
00 こ th Ave.. B 夏 さ n, ぎ N 空 一 ミ 2601 



中 尾 式み 治 器 

日本を ホの 灸 なの 缺 点を 補は 
れ たる 文明 式 治療 器、 化 用法 
はま 極 簡便です。 

說明書 御 申 お 次第 進呈 

桑 山 商店 

1 三 EAST 芸 ihMT : N . Y . G . 
さを e. すち n こ 133- 岩 57 


貸 度 出 巧て をして をい 食 
膳を を 望 せらる-- ホは 左へ. 
ミこ iy ジ 畐を R . D - W 
至 licrest C 己惡 e ,. な st S す c - udsbur 巧す- 


貸 室 


上 町で 閑靜 設備 申を 
な < 1 人 又は 二人 じ 

適する 室、 御 遠慮な き 家庭です 
委細は 御 相談 下さい 

5 苦ち. 三 2 nd 田- ミセス i 抓 旧 


ま 巧® 綺麗 U 鳥籠 類、 眞输 
MIS 針を、 をを 補々、 金 

魚、 ぶ 他 氷 族 類 も贩賣 致します 
小賣店 じは 無 化で 型録 進呈 
穿 I Tho 言 芭コ F Inc . 84 Gortiand St . 


東京 蘭 會特吿 

か 事の ぉ 巧る 
大 、ル J ム 十二 张宛 
小、 ルー ム 五 巧 宛 
何れも 闽靜 じて 巧 乂至惯 

メ ー ル お 廣轉送 化 扱 ひます 
トランク をを 巧を 


紐 育 東京 歸會 

140ち.臺窜_产三； 

ぎ 臺 量 ニ 夏 


新 ゲ—ム 

1 ム巧是 れ 
じ 使用す る 諸道 具 格を じて 御需 
めじ 應 や、 化 段目錄 表 送る 
重 f 羣 4:. 里 h ぎ 里，：. 


一週 五 お 巧八聘 、一 
人 又は ニ A じ 適す、 
ホ 魔へ 十 巧 タイム スス クコ ヤ— 
へ廿 五を 電話 カン バラン ド 呈三一 
妄量 St : BS 童 n 黑崎悔 子 


ホ ャン デイ 敎授 

キャン ディ 類、 フン レ チぺス 
h リ！ 、ゥ エツ デン グ及バ 1 ス 
デ！ ヶ！ キ 、其 他 キャン ディ あ 
棠モ 等の 造ら ホを 晝が兩 稗 じみ 
もて 敎巧 します、 希駕者 じは 目 
錄 J を 進呈し まずを 細は 左へ 
ゴ6 互 do 二 chool ま 8 Lexington Ave. 


人員 募集 

當巧 夏季 出張所 ピッッ パ ー グ 
及び ォ户 ィヨ州 バ^々 ィレ^ — ク 

にて お 員數名 至急 庵 入れた し 
委細は ホる 二十 四 H (木 晒) 午 
を； 一時よ b 四時までの 問 紐 巧 
新報 社内に て 御 面談の 上 

林鐵 次商會 


貸 室 


明るき 化 ム地铺 き大 
|;::^室、 日本人の方 

を 蹲^ 

覃 5み 6呂 W . 1 妄 h street . 


n 


G 




5 

9 


8 ^ か 5 5 

• I Id r ■ VJ o 
N G B w 化扣 

的 

D 1 w 


H 本吳服 反物 キ モノ 

テ 1 ブルク ロ-^ ス類 

夏 傷 用 格が 品 取 揃 巧 候 

競0!本ドラィグーブ^^會 

恃別廉 憤で 大 お 强新 おわは 當 巧の 特長 


复場向 = 新銜 到着 = 

夏瘍 、小 賣屋 向、 ダ！ ム用 景晶等 
精々 勉强巧 化 御 引 立願 上 候 
陶媪器 雑貨 卸賣 

春 巧 南 

• Ml 巧 ijPth >\ミ.> zew Y ミ 护 ご 巧 

Corner of 2 i で t St . T ? 色. をち 這 uin の瑟5 



，湖川 お 隙 事络巧 

比 Scgaw も！ nsurance Broker. 
303 Fifth Ave.. 

Tcl. Caledonia 4 i 01 

內田巧 事 巧を t 脏 tt 育 支が 
Uchida iVaaing Inc. 

1 1 Park Place 
Tel. Barclay 1576 

. 島 貿易 巧 式會姑 

zinnia iV 瓦 加 n 資 Co., Ltd. 
ISO Broaf * -； 巧 
Te!e 林 0 もろ R が i:or 1484 

巧 式會か ホ 尾ず 會 
Akawo を Co リ いん， 
295 F お h Ave" 

下 eS. Caledonia 97 反 3-59 

,1 j 

/ す 倉 製 絲絲績 株式; 會社 
Ka そ akura & Co., Lt ん， 

200 Madison Avenue 
Te!. Asnland 4 艮 45 - 4 S 4 さ —— 

1 C MaW»vi#vf^ 
細 kim が 〇 Pe&rU 
5 お Fifth Avenue 
Tel. Vanderbilt 25 li^ 

< 

诗 ヴ み 乂 ち 
む W J が an お e わ 如 おがむ！ 

17 巧 Bnjadwajf. Gen が al Motor B!'g 
Id • む:’ こ UQ 71 - 1 如 71 

•胃 _ .ニ 典 巧 式- 曾を 

一 ^ 代理店 

唐な' あ營 
り 0 わ阳お化 fU.'C. Te し R 扣 tor 7884 
Facto け； 208 Rman 化し； . でも 

淺绿裔 墓 語 ま 翁 栽 
Asano Biissa。 Company 

Room 801-805 
165 Broadway 
TeL Co け ! andt 80476052 

大倉 おお 宵 ま 店 
Okura 在 Co パ 
30 Church St., 

TeK Co け ! andt 2292 - 93-94 < 

巧 お 洲巧道 株式を お 
なち 事務所 

Sou 化 Manchuria R. R, Co., 

K み im 202 ら Canadiem Pac ぷ c.Bldg. 
•342 Madison Ave. 

TeL Vand が b な t "35 

H 开 物を 株式 會 な 
M 育ま 巧 - 

くぶ ts 山 & Co .;。 

65 Broadway. 

Tel. Bowling Green 巧 20 

义巧 商事 巧 ま會社 

kuhara Trading Co., 
30 Church St., 

Te し Cor 幻 andt 4550 

がま 會 なち 井 巧 巧 
、なす ま 巧 
Iwai & Co., 

Woolworth Build ag, 
Tel. Wh な ehall 60!0 

H 麦が 事 巧 ま會化 
な 育 支 巧 
Mihub ; ふ ミ Shoji Kai ふ a 

(M; れ ubishi Co . ，いん） 
120 Broadway 
Tei. Rector 2560-2564 


Japanese-Ameriean News Service 

M ホ妄 带邁 - 
故留 のを ^ ぞ 、實 菜を 及 財 ホの 
事 巧を 远ま 直つ 確 寅に 巧 おす 
每抹乂 軍 一ヶ月 巧を 五十 堯 

Tokyo Ad け " ising Apncy 

日本 お朗 がな 廣吿 一が 取 技 
12 が b が 17 比み reet 
Telephones Watkins 2909-10 
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化 軍 逆襲、 して 局 而一轉 ず； 


了 ゾリ 力が 旋毛 乂曲 けて 

别强 の 對支 聯合 警吿 ^ 

化ぶ 公使 舘曠 域の ホ同證 備に も參 j 


ら 
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東京 特電 二十 お扫發 アィリ 力 政府は 列闽 におつ て對 ち！！ 合 警をじ 如 
ここ- T 5 .い 料を おを ぶ 明 1/ ので か 四 円 列强公 化阐に 巧^ 矿議を 開き 芳澤 
公 だ i メリ 力に r ぶりし むが マ クム レ ー 公 化は お官 み訓ん 1 ' 點 張りで 之を 
n さし .：； . S •遂 L 」 列頤け アメリヵを 除外して 雨 化 支那が 孤府 L 對し巧 記 巧 
巧' 、/.: こ 化な 外：’' じ み .北 お财産 化 譜の警 をを 發 する こ、 こじな ゴた 0 

ロ '\ F ン (職を ご-十 西日 强^ 化を か巧刚 では 京潍 化々 が 混 勘に あつず がぶ ロ巧强 い-いかじ 協 

' — 〜 ， ミ ■ I 、 — * h ，ご 、 ち 44 ミ/:"' \ V < J 厂 な .!巧 を、 一お コち^<^をコ •( 


ん T i S を- S I ご-が。 5. 1 1 んで f 、 卵ら 天津 蕾の ァ tT —1 
ト ろー 妝 お" ^ 巧 I 化 巧が あ 翔-''' 醉 らば 化 京を 化舘並 びじが 留ァ メリ 4 A は j 律 じ引揚 ぐべ しどの 
な〜 を 巧、-- 勤し 公 化が 哪 では 地ぶ 州强を 化が を 使 おじ 路止も 限 h - 酥威 上! {も 天津 弓 揚げは 不可 

ミミ^ i 」 sf 襄じ 4危薄1- 階を—: 學雲 Irf が/!^— 强 のを 使 舘 

■,。 诞必 「. i.w f メリ' 力 巧の お 退で 山々 しい パン デ キャップを ホむ ベ/が _今 己/'' メ 9 力 倒の 態度を 今 
3^ な：.： すろ かがが みる £云 はれて 居る。 


保ぶ 府に絲 傳芳軍 奮戰し 

南京 軍の 共同 戰線 にみ 選の 兆 

N 裏切らん ミした 程 潜 將軍銃 れて 一動搖 
東京 特電 二十四日を .8 張 か霖將 をは 前途 不安を 感 目下 遊せ 度を して 
，わ-.) - 嘴'、 らる 0 

細 鬼お巧巧みを衬 附を太 幽 巾 將 は司 か部 を 旅順 ょも 奉天 じ 移 t 萬 

. ’ . . ， • • f S > ■ i * 广 * -1 ) ー*丰 ，* wf ? . Js / K . - 


一た；、- 外な 巧で r ‘奉 天軍に して 大敗し だ 嗟を 曾 巧の 前 事 館 巧げ 載^ おは 奉 天 乃至 義 州に 避難 

I /•' •;、 M «< k . ニ， *-し ト、 了ド ド 、1 n nwM . こ tj.l . わィ 


.おする 軍 隙 配 混は 繰 下 終 


府 、河 間 及び 瘡州じ 直 6 約 
しつ i ゐ るが、 巧を 巧 じ 
報が 天津から 達して 居る 


すべ，'’' かみを を，.」 た 0 而 して 化を ょトふ 報道に 攸れば お 傳巧お 軍は が .f 
ち 方のを A . 触 かして 解を を摄な 難‘' 南 軍は 退却 中 じして 軍 莊を化 操^ 

ょ お ボリ-飛行 媛 •か 襲 ホして 路 邸を 投 ドし 停が 度 其 他は 破壊され たこ 

ロ， ン ドン (聯 を：！ 二十四日 雅 == 義じ 商を じあて 巧 ホ 領事 箱 V 裝け阅 際 問題を 惹起し わ 廣西派 
の 巧辩將 軍け おを 黨をピ 巧 通して 密かに 巧 京な 府の轉 覆を 計らん. こー 澳 ロで 策 一 動し つ、 あつた •力 
を じ 巧 西 化身の ホ おじして 南京 派に 盛す る 李 濟巧將 軍は 昨日 程將 を 速 補した る 後 銃殺した もの 
のかく 间鮮 がの が F 約 一二 方 乂じ黃 紹雄將 鬼の 軍 削 じ 縮 入す る i どな^た。 

化 京巧電 (ニュ ヨーク •タ共 ムス 紙】 廿 四日 發 漢ロ じて お 潜 溢 _ f の 反逆 巧爲み 曝露した が 


ラグ T の 内政 じすが した こ' 

が も闕 家の 

带權 が 護を 目的 どし じ も 
ので 列强は M 等を の 目的を 疑は 
ず、 從 つて 今叟ら り 本を 觀 ふの 
嬰。 し』 ピ諭じ 『報知 耕禪』 は 
『滿 蒙は 元 ょら 支那 S 領主 じし 
て H 本は 何等 これを 併呑^る の 
巧 > むを せせ す、 アメ 9 力の 承認 
するどせ ざるは が じ L て & 本の 
滿 蒙に おする 特 巧な をは おがた 
る 事ち で ホる アメ？ 力の モン 日 
— ホ 秦£異 る 所は 日本け' ごの 爲 
め。 シアを 相 ホ じして 戳で たる 
みみ』 ど述べ 『击か商業^報』 
は 『 H 本か滿 をに 兵を 卽； りすの 
は 日本の 史當 。る 旣 役^を i 

保護す るの か 何 ill な 
し』 ど 辯 じ 『東 巧 執 開』 は 
『ヶ 。ツグ 國 格を 官 の^ 巧なる 
ものは リ ぶが 單じ お蒙^ 秩 巧を 
雑 持 せんどす る 目的を^ 解した 
もので H 本は 支那 じ 堅 晒なる 致 
がの 樹立を 要 摩する も 支那の 現 
狀を 巧て ずれば 到底 H 本のが 權 
を 保護す るの 力なく 日本の 度を 
はアメ 9 力の ニ カタ グア 出を ご 
毫 .も 異ら卡 、若し 異る點 あら ど 
すれば 日本の 利 權がア メリ ホの 
ニ ホ ラグ アじ對 する 主を もよ も 
大 なる 懿 じある のみ』 £ 颤 じた 



が】 方 じ矜て 


註。 黃 氏け 叫 i 巧-助み マ n 本 
陸地 测 を 部 5: 巧に V 第一み 革 


命 當時义 敗 J . -」 H . 小 じと 喻し 


>1 .# I ti i . ^ a. ft > ... I • L イ 

たり 本 逝に* 山 國几ミ か 政 
巧閣 じは お 巧 給を、 外を 雜お 
簿を歷 化し.，：： んで わる。 


乂 瑞帥 為を が、 


兩お 協を 成 ホず 

t 甘 五日】 お顺 おご 山 東が ピみ 
協定 化 b 山巧與 震の 經 請を 暮 
れが 賴侧で 援助 するど。 

局長 知事の 補 巧 


ま 京特窜 二十四日 溢 H 4; 阪窝 
業團 時局 掛策協 讓會じ 於 V 大择 
光瑞 帥は 「巧を 邦人 S 生みが を 
保護の ため 强硕 S 態 巧を たせょ 
H 貨排巧 恐る ぇ じ 足らず」 ご硕 
說 しわ。 •• 

题 際！！ 盟じ彌 お 

ゼ ネヴ ア 二十 ニ 曰發リ 1? が 間 
題 W ホ U 本は 聯盟 じ おみを 义 
書は 一々 照會 し；： ' t もる •わ最 か 
滿蒙 警備に 駆した 列を への 通碟 
書 も 今 H バリー 大使館を 盤. もみ 
上礙盟 じ通吿 した。 


【甘 五日】 お 峭縣知 ホ 佐 h 信 一 
氏は 化 方 扇 長に、. 橫 山の がた 
は蠻が 局長 じ、 新潟縣 知事-刀 
石 雄- 郎 氏に 大阪府 知事は 柯 
れも巧 命され た、 尙ほ政 友 肖 
願 問 島 旧 俊 雄 巧は 同黨 幹事を 
となつ た。 

生蕃 連 內地觀 光 

【廿 四日】 摹灣牛 蕃巧十 おあけ 
聰 ホの ため 二十 SU 朝 東京に 
着いた。 


來栖化 議± 逝去 ； 

C 甘 四日】 改タ會 化 畿± 〔巧 城 
縣 選出〕 ホ 栖と郞 氏は 遊ます 


郵貯-一八 億 お 破 

t 甘 四日】 ，脚 係 V ' 邮化 がを 
は 五 H ホ いな脚巧化ゎ§^。 

藏 相-邸に 盗賊. 

【甘 四日】-‘ 一二り 午前 六 4.: 抓が 
巧妃町 S •が おな 邸け 盗賊に 
盤 はれ 貴- 廬お他 时がニ Ir 脚 
なおされ-。 

條約听 准 お換濟 

〔廿 四日】" お 漁萊條 約；； 廿 一一! 
= 旧 中外 h ご 裝瞬大 化 ごの 閲 
じ 批准 巧 S —': さる。 


川が が 第二 課長 

; 【廿 四日 ) かな 里 〔記 官前シ アト 
ル 領事 川 S 博 氏は 情報部 第二 
課長 じ 巧，、- された。 


を傾敏 をを 放校 

( 甘 四日】 W 幽語學 校內じ 左が 


おおか 發覺し 細 巧學ホ 九タは 
校 さる。 

离速鐵 道 不認可 

【甘 四日】 ぉを 乂阪問 高 建 巧 越 
道け 姑 道化 規ト認 巧 出ず 打 ご 
引み を 渡さる 0 

水道料金の 値上 

【二十四日〕 束 巧 水道 巧 ' か U 六 
り -:;: から 値 ヒじホ 去した。 

慰 勞金上 疆巧會 

【廿 四日】 がる かおり 開 會の東 
京巧曾 前 ぉ長等 の 慰勞を巧 
題を 討證 巧を ずる 苦で が 額 rs 
左の 如きら のでん る。 

ニ 巧 一千 川 前が 技' 的ん がな 道 

一巧 ニ 千 圓宛前 助 巧 勝 正憲、 
化 本忠雄 

よ 千 五な 圓 前電 氣 局長 淸野長 
太郞 


飛行 瓣て 

お 極 通 撒 


。 ゾ ビレ將 學化擧 

キング K • ベ 共廿 四日 薄 n ィ 
タリ 1 航空 総 司を 官 ノビレ 胳軍 
は當地 おを 後 十九 時間 巧， .. 十み -< 
して 飛行 瓣 イタリア 麗を稷 縦し 
て 化顿の 極地 上空 じ 到ら 今朝 零 
時廿 み、 船よ らイ タリー 画 旗を 
始め ごして n! マ 法王よ b を 巧 


文が の 進退 間 惑で 

政界で 义^ っ旋愿 


東京 特電 二十 五す 


【覇 U 


水 巧 錬太邮 が 一 a 文相を 辭 げした 


一巧 奉 尋 • ニニ … ！ / ィ， 'N,TTn i ; h - JJJ ; -! J 

この 堪 こょ 現じを 巧 軍 ど 提携を 標 巧して 朽る渡 玉 祥將軍 ご 臭い 翩 巧ぶ f るら し < 現じ 南 軍 ど 共に 
ヒ巧 攻略を をて つ； ある 閱錫 山將軍 もな 前 おち 巧將 軍に 窠扣ら n た 盟品も あるので 碟を信 巧し 居 
いず、 をし稱嘗巧ぉほ距の眞かが刚白ご^=*らならば巧京ザのお同戟を6み裂[時局じ意がの變化 
を 化 じ 化 巧 巧 ご 南み 軍が 提歡 して 孤で 祥 ごぉ嘛 する やじ まる や-^ 知 斗，、 巧に 很带霖 お 軍ぶ 腹む 
なをを 上が じぶ 巧と して 派— 南 巧 政府と‘ かを 进 じつ I ある どの 風評ぶ-商い 


5 

r 3 


日貨排 巧に 共產黨 策動 等 .：- 

とお t 聯 な】 廿四 B 豬，… = 化 京政骑 はぉ 本の 滿蒙 政策 じ離聯 しな 萌旷 的な 闇 知 速 一® シ巌 重に 驭 
締ら 化京诚 2： も學 ホのを 啟彼說 が ある 位で 極めてが 穗 である。 / .- 一 . - 
h 海 〔聯 を) 甘 四日 藉 =: H 貨排 巧の 國お述 動を 礫替ご L て お產晋 j 系 •か'^ び 策動-しつ ミ^も 競 
め 商 京玫が a こむ •か 攀戒 を. 撒 重に ずると 共に 嗤藉其 他を おじな T 谨臘 0 手 飞與び 共產黨 狩らに 幕 


をず る 


•。つた _ 


輿論の 憤激に 國務畏 



ち C - - J こ‘ 一 -p* さ 5 A t j_. 7 パ-^；— ロ— ィ 

る も 優 詔で 辭 " # を 化つ たる じ對 しは P 親は 德務會 を 開いて 政 
治 道徳上ょ ち この k 信を 鳴らし 巧 閣彈劾 i 巧 議し濱 ロ 鷄哉や 床 
巧、 若 概兩顧 間 等 P 『こ £苟 くも 皇室に 驟 する こどで あちから 
愼重；： * る態をを車 - 广る』 £ 譬吿しつ 1るっ た^閣儀巧じん水野 
义 相に 自 巧を 迫を すがを じ 政友會 巧の ほ 水 巧 系は 除名を 巧聚す 
る じ ま b し爲 め水矿 文相は 止むな ぐ 再び 自發 的に 辭 表を 化し 後 
化 おじは 勝 旧ち 計ぶ 說 ある もこれ ホ 政ぶ 會內部 じ 反對高 旧 
中 首相 も 進退 じ窮 し !- 梧る が、 貴族院では 水 巧 文相の ふ ’ 1- だら 
な 辭職閱 題 r はおぶ 一首 相も廣 巧を をれ 得 や*^ ホ 難す る もみ 多く 
政界 じ 父 もや 旋風 立 溶 起して 居る。 




巧闕 Q 堅1 對 言 . ， * 政策 - を たる 丑 器 十 宇が をの 極。 

や濟 南に 绡す る — .^ か - 驛の疑 1 マ、''、 ラ ノが等 主ら み 蓋 品 
惑を おきつ .‘ わる 単^を 指 捕し を 極地に 投下し 西ら じ 或 止を 始 
ケ曰ツ タ氏お 日本の 政！^ を設解 I め ごして ムツ リニち 相，-- 心 化に 
する のじ，？ ^ をず の^ 南て > が 


論じ 『巾ぶ！ ぃ n 斩 聞』 す 一‘ タン 
ア メリ...；、 巧 戸を 閒缀ず T イ 


無驗卷 信で この 歷 を 的畔 ，がを 鶴 
じ 極地を 飛れ ずる こ，」 ニ邸觀 
濃 霖 を範 きつ ー 呂下當 地 


にお 遮 


ホ • わ . 曲 ". ： ^ 蔡 £ 朽這闕 叛を商 i み • でも - る ‘ 


ワシントン 廿 四日 藉 轉巧 良官グ 。ツグを は 巧 わ H 本の 滿パ か」 欧 策に 踩^て 如へ た 批評 言ち 
本が を 照〕 じ 到し U 本の 輿論が 一を じ愼微 しつ 《 をる i じ 就て は 堂く 化默 ザら つ i わる" で 


本 1 をで こ スブ！ トノン ト とおし 『をぶ 滿漠 をな て 支那み 領±£ 認めるな 青 刚 しむが をの^ 
ごじ 饼てょ kw ぶ 批評 A 加へ て话 W い、 なつて 新開が」 現れた 化のを なじ， i た 報道は をの 熙が 
る 所では。 い j 巧 明した C - 


まを 【聯合】 二十 I ニ 日韓 n 巧 


N 

、も 




ぶ i 寺、 こ： --!,! ! 毒 例して 『日本は ホ だ 脅て 旨 i 論じて 居 f 。 即七 『時事 觀盤 
を 次 巧 細 中 おは n 本の 對 支那が I 百う 言質を 襄扣 b たるを r* し 』 I は 『お 蒙 ；厂 - 义 那の國 も-たる こ 
兵は r メ义 力が ニカラグア にが j ご ir へ 掛定巧 兵は り 本のが 留し 一け 阿ん も 巧 誠し 得 ざいで U 本 
も じ U; 一い 巧 t もる . 0 滿银の お 势惡化 經濟上 特踩リ 脚 孫を 持つ こど 
固 的 ,',‘么么ど歐じ！木； ーすいぷ斷巧するの外なしど語つ 化人阁知の事實 - いして千化 --— 

け 巧 S バい ま— 電； ユョ ■"ク •タ 井が^^ 化^-.'’^ ホせ しめ 打政德 

裘も むに & こも 泉— で i I ;; 

化む を 巧' さもず 段で ある ご 


视ィを 予帛を 蜡搞し H すがりむ 
ン トン 俾 かを 無視す 卢路專 み 
るのは 載が の必 配で' のグ - 說 
术是 る。 r 

黃 がを 部長^ 職 

- 上が 二十 I 二日 巧 H 萬を じ： て 
垂 嬰なる 外交 觸炼 r ) 脱 了 诚雖中 
でぁつ た 苗 京 政府 列タ 部‘ 長黄郭 
たは 對 H 隣な 複雜 し韵を 3 d め I 
力 霞を-: 5 て收が I 得ない： ピを j 
巧 もどし h 海へ ホを の 前を’ 辭 I 
職 ~ た。 i 


H すが 


註。 ノビレ 將 軍は 往 を-； 
をむ じ 飛 巧 紙 建造の 盧め资 日 
の 左上 當 地-しも 立 寄 (た 八で 
載 じけ 採晦朵 アマン ごン -お專 
- おじ 飛 わ 磯で 化 極を 巧 薇し 
たが 今 网は化 破の 降 化 登 見、 
氣品萌 なをり 的 どす-巧 學的 
探を V お 的と した もので 場を 
じ化^ 磁地じ人をを6 、して 


了 •ク リカ 人の 眼に 映る .1 

目 本の 對亥 那攻策 

U 軍閥よりも 國 おち 義^ i ぶ 誰 的 

滿蒙 保護は 陳 I 家の 乂挙じ 等し！ 

まま 特霉三 ユヨ！ をろ 井 ムス 紙】 二十 二日 發 


み H 本は 張 巧霖じ ホが 的な 下 
巧を 勸吿 （たが 張は これを 拒絕 
して 最後の 决戰を 示す 傍ら 例の 
おく 智謀を 砸 らして 時局のを 協 
じ 巧め て 居る、. 化 京から 最あ達 一 
した 情帮じ 化れば 張 も 結局 下 ssj 
を覺 悟す るが、 あちと 化 巧 立 ^ 
きは しない こ 芭 を條 がごして 
るので、 日本は をん な 生 溫い下 一 
野の 調 訪は眞 やど 拒絕 して 居る！ 
樣 だ。 故に H 本がず や 採 6 つ i 


旗 蒙 波及 どい ふこと じなる の だ 
なじ H 本が をの 覺書 じがて 『睡 
機應變 、愚 も お 巧 じして 旦つ適 
皆な を 手段に 巧て』 V . 一 述べて 居 
主を の 手段 >」 は、 張 軍の 敗殘を 
じ對 して H 本な 溝 蒙へ 逃 送む ； J 
化 ホち 武装を 解除 するどい ふ-」 
とじなる ので ある ロ 

を 令 野砲 際を をむ H 本の 滿 蒙ず 
が 今や 奉 天に 動かされつ i あ _々 
が、 現 巧の 滿蒙 駐屯 軍は 事實た 


ある 政策は 甫ホ國 民 政府み 化 京 一が て 軍 力不足で をる もの 


前 A ホ 踏'、" •か ± じ 一 ホ’ ，ぶ 
る 常で あ/た •かこれ け. 化 
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ある、 こ斷 じて m 中 お 袖が 柏 W 女 
を ごぶ Li 撒を ずべ しごの 戟叫请 


本社を ふ：' 特帶 (禁ぉ 巧 轉载？ 
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不戰終 約 岡 答す 交 


はか ホ 3 癖 盛す る 所で あを、 桌 
に，. メ "力 わが ごして 时苗 n ホ 
S 巧 刺に 疑義を 巧む ‘"' 巧な」 ’ 一 ' 

基し アメリカ-か イ* シコ や 


乘取 b を 前提 ごして、 いかじ こ 
れを 圓滿に 行けし むべ ' を かごい ' 
ふこ どじ あるら しい 0 

み 蓋し 今日の 壤を 南方 敌府が 
化を を 占領し 得ない 理 もは 南 軍 
の 大敗 どい ふこ どで、 これは 絕 
對じ不 巧 能では ない が事實 あり 
得べき ここでは ない、 署 しま 國 
軍 じして 奇蹟 的に 大勝を 巧した 
ごしても、 日本の 利 權が滿 蒙 じ 
ある 限ら 日本 ごして は 巧 等 痛を 
を も 感じない 譯 である。 日本が 
今 e の 場を 非常に 備 ふべ く苦必 
し わるめ は 張 作 霜の 大敗 ど 
いふ こどを 前提 じした もので、 
日本^!このか策に關聯した一ニつ 
0 目的を 最近の 對 支那 覺書じ 於 
て 示して 居る。 

♦ 黄 一 じ H 本は あ 化の 動乱が 
一時 も 早 X 終 煤して、 統一的な 
を闕 的な 政府の 出現を 巧が して 
居る こ ミ だ、 これを 統一的な 南 
ホ 政府が あ （化を じ樹 ホされ た 
瘍 をを 想像す る じ、 B 本は 巧る 
政 巧の お 現を 歡迎 して 居る ので 
をる。 溝 ニは ま那內 乱の 満蒙が 
度を 斷 じて 許さない ごい ふ馨吿 I 
モ をる。 裳 S はこの 非常手段を 


はポ ー ツマ ー スの條 巧じ浓 . 一， 
屬强 じは 柯等氣 兼 もな （おを ^ 
こごが 出 ホを。 一 體巧閣 が ai 
扛め 患 志に おって 兎 もす いば 韻 一 
盼ぶ袍 くのは、 H 本は 常に 化 丈 一 I 
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-て语 るからで をる。 濟南 


柿々 な出來 事、 削ち 千 九 打サ五 
年の 酱支サ 一箇 條を ホ、 千 九 巧 
十と 年の 石 ホラン シング 協を、 
千 九な 十九 年 じがる か 巧 省 問題 
等を なて H 本の 街ま邵 政策を 彼 
是 い解释 ずるのは、 最早 や 時化 
連れの 批ぉ である。 

♦千 化な サニ 年、 ヮシントン 
會議の 結を 曰 本の 對 支那 政策は 
板 本 的に- 轉 した、： a ぶは 對支 
要 ホ 中から ホ 難の ぞい お 箇條を 
- 化 消し、 ランシング 石 か 協定を 
破棄し 更らに 山 東 省を 支那 じ 還 
附 した、 日本 現 化の ぉぞ 政策は 
ブ シン トン 協約の 東が 化で ある 
若し U 本 じして 南 ま闕民 政府の 
活動を 巧げ ろなら ば、 をれ は 日 
本が 常に 固 避 せんご 蕉 b つ t あ 
るァ .メ ？ 々のす 信 ど、 支那め B 
貨 が 巧を 招致ず る じ 適ぎ ない の 

.一 •占， 為。.‘： — 

♦國務 長官 ケ C ツグ 氏が、 ア 
メリ 力は 日本の 巧 蒙に 型す る聘 
殊巧權 を 認めない ご 言明した こ 
とじ 對 して、 日本の 當 局な 『日 


那舰售 助 するど 頭から 磁め 本は 斷 じて 國隱を 法に 認めた 


い 特殊の 泣攪や ワシントン 協： 


事が た 於て 蔣か おお 軍の 化 進 わ 一一ち こ 違 及し，，'- ものを 要 ホした 覺 


一が 整頓した るが 如き，. この 頭 
で解辉 する のじは 格好の 事俾で 
ぁるが、 日本 VJ しては さぅ した 
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えは ない』 空い ふ 一言 じ裙 ひて 
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カ化帶 樹立を ホめ て 居ない こど 
は 過去の おが 事に 化 b て 立 謡す 
る こ £ が 出 ホる、 日本は 彼の ア 
メリ々 中西部 じ對 する 移民 殺到 


限り 最 々限度の もの じ 化 まらし I にお 比ず べき 支 孤 人の お^が 移入 
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>< が 出 ホる。 

♦日本の 斟 支那を 巧なる もの 


を 妨げて はいたい、 而か もこの 
ま账お 民の 満蒙 侵入は H 本の 人 


施す に 像して H 本は 巧して す自 . 一は、 をが 自己の 刺き 關 係に デク 
が；；* 影響を をい やうな 巧 動じぶ すー ト された をので ある 。 H 本 
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ばない ごい ふ 保証で ある。 

♦ この 患が は、 即 'り 巧 作霖が 
從 ホの 如く 敗戰の 鶏を をを 伴 ふ 
てが 洲王 願じ隱 逆す る こ £ を 許 
さない ので ある、 蓋し 若し 張に 
これを 許すならば 南 ホ 軍は を々 
満溪に 彼を 追擊 ずるの 權 利を 持 
つ、 事態 ホれ 旨 身は 旣じ 内亂の 


はぶ 耶の内 就が 一刻 も 早 < 終據 
して 貿易がず 時 じ 巧な する こご 
を 熱 裂して 盾る、 おじち 祁じ於 
國民速 動が 結局 最後の 勝利を 
谱 する ピ觀取 する や、 日本の 對 
ま 政策ぶ これに 準 ' I - V なは 運動 
のを 逢'^ 苗 助す る こど f がいて 
居 K 、 從ヴて 歐洲大 戰中じ 於る 


ロ 過 剩を滿 蒙 -, i て 調節 せんどす 


希望を 裏切つ て 了つ た。 日本 
はぶ 邪の 滿 蒙^ 道 かおに 反對し 
ない のみ らで 巧て これに 出資 
し、 單じ 南滿故 道の 利權を 化す 
がかき 新 線の か設じ 向中て 異誰 
を唱 へて 居る て 過ぎね' 、なじ 日 
本んごして： ^'~ ケ 《 ッ グ國搭を 
官の 言明：： ^ るての は柯等 H 本 じ 
疑盈を 示した すので じい-す 認め 
て 居る のでを -— 


，、で rj 南 1 ■ 空 


- —>. p - It —. 




0,1 




' -Ltr 









M . 


學 

校 

勤 

巧 


か 

不 

巧 


MIKAD な 子 AiLp 反 

1 一-一巧 广 ET^iir み . 

, UL 締 邮 land が 巧 3D . 


— 

下. 氏 居 SA! 

Merpte が 
了み 巧 が ’ 

如 

欄が 旨 U 悼 NG 
巧 oa 視躬 - 

mm 

Phone 

_ 一 む m . 邹 S 


NTTOKITA,— 
CUSTOM TA!LOR 

ROOM 605 
1 が W •が nd ST ， 

TE し即 YiiJiT お 81 


F. 1 C M が uyama 

が w. がか 化ん y. 
Te しむ ya お 巧け ' 



が TS OWE STY け 

Custom 


1 aiior 


暖 



Japa 打 ese M.E.Chinrch & Inst. 
323 W . 巧 8 化 お， お w York む t も TeUtarksmi 巧 SI 




曰 


で 產阴ど 

害リ販 物品し 
)h 質 一を 確 
公-致を お實 
壬； し 特選 信 
凹 まか] し 用 
ホ 11 す 廉御あ 

引 償 


± る 


正 

K 

ど 

親 

巧 


賴 引' 脾お贸 おを 貴. • 

會廊 柳靑岸 

円 T 二十 四 西 
巧と 十五 巧一と 十网パ 

巧 化を ーア玉 クスス ム イタ 
ダンゲみ ビ—カ 一 で グン ロ 

.ちがが なわ 

山 セニ 凹 トン て イ ラブを な 

K 1 SHI - AOYAGI 0 

147-157 W イ 2nd ST. 


まを をを 梅を み焉 


が。 美 ~ A を 

位 斬 叛蛋ぷ 曰 

禱習 歌罐騰 


痛 I 


內 ぁ稱 會下 
を 職ら 娛鬧 社时を 
禪業 樂書員 迄 倫’! 宿 i 確 
事 周 具 雜じ十 比 • 
菜 旋簡誌 最五巧 
調 旅 易 巧 適 ホ 迄 
をを 食 班學お 


を! 


H 
曜 
午 
タ後 
とと 
が 時 
半半 


幹牧 
學擔 i を事師 
校 巧 


午 午 




II 


前 I ! 會 i 璧繁 


51 


祐ー 


DFtF „ E.YOSH 化 
222 W. 巧 ！ id 化 
1|!!.[!1 も (! 加巧 3 日 


X 内 
化か 
線 巧 


1 ；； 

ニ b ^ かか 

昌 巧* 蓋 前 

覆て 響 I 

鸿； 上礙 


展 


電 

扉 

ト-西 
ラ 六 

ブ + 

T 五 
T 

力 令 日 

! 杳 一 

ニ 越 四 
五 旅 六 
六 館を 
五內地 


留 


巧 


f 


嘗 


義 


K . IWAMOTO , M.D 

1 1 壬 W . 70 th が. 

了 el . Trafaig が 0352 




人 


八を 
はブ比 y , 

か ン亞巖 

約が 乂 ¥ 
顆 おかみ 
と 載 改^、 
お 裕 び 


為 ミミ 證 i 

墓 毛 一:- ご 
まも V か 時： 
± n 11 脚 

八 ニ 
蜗か 


fhe Japa 打 ese Chr は ban Inst • Inc * 

3 巧- 3 如 L 57 化な. お w York (1 お. Phon も Piaza B 巧 2 

會敎禄 某 人— 未 す 营~ 柄 


雜 


巧け がが 巧を 十. 本 H 

を會縫 a A * 宿 を赌 吳跟旌 みが 
巧 員を 1 全部: 化 話 お 施 巧 勵班諸 

& 々ぞ談 が * 惡惑 r え％ 
端 譜繁乾 事％ みを 轉 

、ボ菜 ' V 心 •片 > V y ん * ‘ 

課 1 八は ニ； yv 辟で 辜を 


fhe Japanese Chi ",， t 化 n Association 
が 3 W. け 3rrt 化 Hew York City, Tel. Budhurst 8 的 8 

會迸展 を 督ま人 本日， 


貸を 焚！ 
みを 裔 をち 


巧 


じ 人 巧が 
ま 事業 宿 I ザ ■, 

すの 巧舍！ が！ 

, 。巧 旋 、 i i 

洁币 ず、 ぅ、' 

分ク しの 、 — 1 

應 化を 


講婦聖 祈 お B 话 

KAifils 


KANZOOGURI M.D 

214 Hig;h 化む ookljm 
Te しむ ia 巧 le がが 


' 苗 .C/TAKAMI 机 D.j 

178 む mb が ! and 化 Broold が ‘. 
I Tel. む 扣 berlsmi 巧 11 ! 






化 

ま ち 
ボ巧ボ 


を 


う; い •を 


な丢診 

，五？ を ホ t 察 


S - ち 


力 


鳥 


H ザ 診 


足 後 

は ミ 渡 

.' ホお ^^ 


庭 


,;、 焉 

醉 竿が 


が'.！ 義 兰碟 ^5^ 


な ド 


，- 一ん ! « h ， . 巧ぶ ' 分， ：黎 i ミ 1 


が、-:- 



ド。 馨 

，弼 靡 . 

。午 午丰 
/ 前な お 
，九 六ん 
/!、 が 時む 
繁 


>iS>^ 


ん し CEASA も ! VLD. I 
127 Eas! 84 化 Sired | 
bet . わ rk & Uxin が 帥む es 

霉喉卿 鼻 巧 I 

間 時を 診 ' ■ 
午 あを 巧 t •前 午自 
お八 至 時ち を午自 
日 曜 

自 午前 十 時 ま 午を 一時 



.1- 大巧 比淪古 
. . ,1 な . Te しおが ni ?094 
bet. Uxingtan 4 わ rk む 8 S, 

迄 時 八が 日 お 主 水 巧 


DR. D. 日 LOOM 

—NEW YORK OFFICES— 

34 th Street Cor . 3 rd Avenue 
59 th S れ eet Cor •し exin が on Avenue 
じ 5 比 Str が t Cor . Park Avenue 
-BROOKLYN - 

にに A 化が Bldg.iDeKa 化 Ave . が Fu れ on St. 


日 II 巧最ホ 


，化 了 本 u 能 新年 ^ 
r 巧學ん 器に 式の 吗 
掛懇諸 S て巧經 
/ を 切 若 W 信學驗 
讚 じに 慕 巧手を 


ム 


柳 


薦觸 W 
じて 


Y. ITO 

け 3 E がけ も パ t. 
Cor . Uxin が on もけ.， 


ぶ ERR を MAYOR 

10213 TWrd Av も 

Bel 60 & 61 お s. む 1 巧 hone おが M 2909 


会 向 人 本日 

巧 專靴壑 小 

え 小き 冉ぶ 小き 廣 ぶかき 巧 


ミ抑饥 MD 



き臟 きお ドが:^ 


リ化 S IN STOCK 化 - TO 12 F WIDf 


Sabro じ ray , m . d . 

7 巧 Para Ave . 
cor •に 7 立‘ d か. 

^Id 9324 


飾な Blancli パ isil が 

1 巧 4 Lsx. む e. 恥 細 巧 n お ホ and 8 目 h S わ ぉお , 

授敎語 興人婦 


JAPAN ART STUDIO 

の 4 け X 巧 8 巧 N む E. N, !. 

巧 L 化 お A 8897 



PHE が S & 巧 BBV 

3 Maiden Lane N. Y, 

:n"SF 旨 鍛歲衾 i こ 持 巧 離を 

類お寶 を 意新最 



號お十 お 巧の 千 一を 


雜输育 溯 


;ん 


グ 


«晦± 


曰 


廿巧 直が H 和昭 


化— 
化 化 削 


•げ说 蜘 
出 化 細 
U 巧む 
1 扎 

T* T 


言？ i 主な 基 

名 午前 化 時 n 十二時 
を ザを 一時 h 五 時 

-八權 午後 一時 = ニ 時 
i み 確 午前 化 時 n ニ 時 





關 事務 

東ぶ を 地が-しを 化が 
み^ 出入 方な じ瞄す 
一' 切の 御 諮閒じ 
おイ役 追な 船 貨物 迷 
貨ぶ お 化 おが W ち 姑 
進 おず。 をを 邵 
化迎 巧を がし 誠 
なが 速 御用 かに 應や 

險 かお 




稅 願事を 取 一 扱 

WILLIAM L ! B 妄 E & Go . 

Roi ニ 苦 ご B 夏 d 童 y •暑 
Tel - ぎを 一 另 ， Gasn 9138 ム ご^ ; 


15.1 

M - S 謂 

荒 5 

i T 


化 巧 脚を 設 
內務 省を 詳 
東を ホ 大醫 巧大學 
ぶ 婆 復習 巧 卒業 
\冗. 池邊 

松本綠 


婦 轉を認 マた サ I ジ 


巧 稼 省を 許 
産婆 绒ホ醫 


平野 秀子 

電話 モこュ メント iO 完 


^ . |鱗擦治纔 


心： 

A 

民 t し 3 

U ぶ 
M 我 
が遵 
巧 II 

N み^ 

の逍 
K 
U 
Y 


マッサ— ジ 、整形 

藥 風呂、 水始 、電 氣治攘 

M が镶誇 

フイ ジオン ラヒ スト 

を， 認西 衬幸努 

午前 化链 39 午を 九 時を 

お 張 治療 ニモ 應ジ マス 


檢脈並 じ 眼鏡 調節 


洋纖 調進 

クジ！ 三 ング、 ダ飞 

ィン ダ、 修鐘 等一雖 

ミカド 洋服 巧 

を 本-巧 
電話 ライン クンが i 
六 八 I ニ 0 


I 笠 ホ 洋服 巧 


時 旧 二 
洋服 店 

男女 靴 ド 類み 御 
用命に 應 じまず 

リア 八 •シ 八ク 

靴下 會社化 輝 •巧 

時 旧 信み 馳 


荣 を ホみ ノ巧 》 V r y r 二階 ニ 化 yi 區 

練 約 丸 山 洋服 I 巧會 


齒巧醫 木 下义巿 

W 吕丢 Jilih Sf. 

ぎ Mtmu ョ置ち 57 


.丸み 洋 臟廊會 


を 五十一 11 T 只 

; 三ごニ 

伊藤 
洋服 巧 

t フ f な こ ミ 


をを 時間 

/ 午を ホ 時！ 八 時 

一 ，. .， 化 見 ニ 一朗 

引績 きべ 术ビュ ！ 
搞院巧 勸じ付 右 時 
間 巧 及び 日 摩は 前 
約 じ 限る 


尋れ人 

古立な 晰ん) がが 腾雄 
古で 巧) ホ おか 雄 
'熊 本縣 人} 巧喊 万作 
_( 愛知 縣人 一長 崎徳一 
(福 脚縣么 稻永國 みが 
巧 永 慶藏持 山 巧 太 郞を川 
お 意 か K 幸藏 石が 節朗 
渡 邊篤赏 が 留 をを 川 新香 
上 お修平 井な 貫 造酒 雄 
貫 造 太 郞を家 武雄柴 田 善 
唯 

(佐 賀縣 人) 栗 山 善 六 
-( 愛媛 縣ん) 橫旧常 吉事 常 治 
•忡座 宮么巧 
_ (東京 巧) 小 林 お治郎 
( 大阪巿 } 白木 政太郞 
(鳥 取縣 人) 木材 薰信 
一一. (長 巧 縣人系 おず 人 

一 右の 者 じ 通知 致 度き 儀を 之 
一^間 本人 おくは か 人ょ b 現 
P 所 御 通知 願 上 候 

紐 育帝國 総領事 舘 

一京 83a 畫 す 三 ミ k C さ 


をき 米國 婦人 
a 本人への 英 
語敎授 じは を 
年の 經驗を 有 

す 0 一 レ ブス 

ンセ 十五 他 
每 H 朝 化 時ょ 
を梭化 時を 巧 
時 じても 宜し 
H 曜日は 一 時 
i を 四時を 


H 本、 まが 蠻玉製 美 
術 お， 婦人 巧 肯歸其 
化 裝飾品 

旬 当切ァ —ト乂 

チ ユデホ 

高等 実施 お 修變、 

首 錦 お、 スト 9 .ダ 
げぶ 搬藏縫 



花 かるた 


はも' の 遊び 
ホを 英文で ホ 國人じ 能く わ か- 
やう 簡單 明瞭に 說巧 しじ ものが 
お ホました。 巧 容目或 進呈 致し 
まず、 糖覽 下さい。 

Ms 置 さ 呈呂 ， 114 £. 5 室 SU を. 


新 鱗 魚 か 一切 

目 本人 柯 きの 述魚澤 出驭ぉ 揃へ 
檐别廉 潰で 大勉强 致します 

サが オナ魚 巧. 

心 OS 巧 巧り yavosp 

技 4 每. 61 st St . 

Te 】. ooklBb 養 苦 2 の 
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私-一 細 


鑑脱 御用 建 
船 揉を 巧 お 
か 洋を雜 貨販賛 
輸出ん 稅 關手績 
諸 荷物 運搬 取扱 


遠 藤 小 巧商會 I 


1 !! 函 — ♦■全 
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が 
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ま 


紐 育生 命 保險會 社. 

S 木定吉 

雜保險 


zew 3TOI •取 JJlt - eI3mcrarlo ® 00 
5101 ： ia 己厅 e さ mt : zewYorKQt 》- 
巧 Kone . "Wortih 22 罢 

會姑ノ 方 ニ 御掛 ヶ ノ 節 必プ 
御を を ノを巧 ビ带話 あ 巧 チ 申 
巧 力 お虽单 f サイ 

♦•♦ミ ■♦■♦■♦■♦を 


十五 年の おお ホる 當 校は タぞの 
經驗ご 新 智識を がする 敎 础を聘 
し 宜带苹 
操 継^ 及 
び？ sjslr を 
の 修得す 



智 11^ 短 
則閒 しし 
.て をら 能 
率 ぁて徹 
を 術 

をを 習し を狀 獲得を 巧 証し 颗業 
ロを も岡處 し' よす。 I 


, n7T *^ M 操縱 、機が 敎 ぉ、 

盤 切 じ 敎授晝 が兩巧 日曜ら 開校 
本 入へは 巧 山氏專 なお 授す 
量皇量 ミ A 己 0 Sch 呂 I , 备灰 Vi St . 


,1 __ 「— 

♦客 籍令雜 誌 ♦お P 
縱覺 をを^ 

執務 午前 九 時 1 ち 午後す 時を 

.織脊 日本 會 

ブ。 ！ ドゥで イーと ホぶ 
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サ ー タ八 


1 00 を 
1 0 容一 


成功の 秘說 
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n rD 

4.1 8 


■ in 
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米 圍式巧 語を 誌て 峯 
は 成功の 络 ：._ 義 です 
本校 じは H 本み お 巧 
じ 慣れた 專巧 5 ^ A 敎 
師ぁ 5 懇切 じ 貧お疆 
信 文 社を 語を を 巧し 
ます。 日鹽遇 9 巧に 
午前 お诗ょ ^ 午 絞ず 
轉 まで 韻 後し 一 レツ 
スン お 卡患顿 づ‘、 

今 肖， 霞 七 じを 矮 をれ 


•§ : 1 | け 
m 郎 — i 觸 

一? け邮 g 

か咖 w.i 
'向 S : 邮 
ぶ‘ 咖純邮 
’ 相 
J ^ 


磯城 設計、 離 具 
a 動 具、 玩具 •業 
觀品臺 * タン プ 


粒 本 


ア •， 


でオ 


「雜鷄 西 製が— 

ソンゲア^ ♦ラ 

ヶット 販寶 一 


紐 I 欄 
育 S 


▲迪深 ◊調 巧 ◊巧 渉 
◊買物 ◊其 化 巧で も 
御懇 巧に 御 取扱 致し 
まず。 


■ 4 化は ン 力 ゴ大學 を 
が - E ; 巧浆 しが ホ 旣にサ 四 
案バ W ; 年 聊か ホ 國の窜 情に 
’弓お R . 述 中る もの ご 信じが 

► T じ： 糾巧 商事 研究所 

巧を 峽 上が 純 雄 

▲米國 じて 發 巧せ* 
新舊の 書籍と 雜 誌は 
御 续文次 驚 敏速 じ 御 
屈け 致しまず。 

A を 御 注文に 割して 
は定攪 ょ， り 割引して 
差 上げ ま r 。 

毎月 巾 日發巧 I 
雜誌 E4-S - 部 十 袖 I 
1057 Is 三 ve . New York 苗な 


お ^ 

阻 li 

書繩邮 

房 的 

/ 3 4 
E 


弊 おは 實質 誠意 班 速 丰義の 
基に 御 ± 產顿 一式 卸 舅 値段 
で販資 致します タ かじ 巧は 
ら中 御用 命 仰 か 下さい ませ 

◎欧米を 補 時計。 磨 時計 一 ま 
◎寶石 貴を 屬 。銀製 器具 1_ ま 
◎をが 萬 年 筆。 を 銀製 鉛筆 
◎蓄音器。 レ コー ドを 木 陳列 
◎寫眞 器。 タィプ ラィ々— 
◎船 切 巧。 紀を寫 眞帖餘 端 書 

ブ 0 * — ドゥス ‘ — 

領事館 向 側 雄 物と 0 お號ま 

かを ホク- 

瓜 

/ ぶぶ W み 

巧 畳を I さ： 芸 



をゴ rtian 圧 苦 ゴ巧當 




! 結 古！ •’ 嘶—— 帮 

.學 H かの 碟雄 

" 片 P 愧 . 一 ^ を巧ム 

小； い： も お 大巧 拭ん 一 
_し 數 へ，， ' i 」 がる H 木 がんの 
点に がて じ 化が たろ’. が；.， いけ i 
わ 共 h 居 人. い 無ん： が， V 化/、' 
か 如* アィ'' 力を ホ 防 ごの 兩闽 
のをが から 瓦 ひじ； 闕踐 j 规 され 
る 巧の がが あで わ r - たが ロ お 化 
帕 ± じ 亞巧利 加の 佛巧無 K の 地 
に自己のを；|^^涯を擲てる細巧を 
のが おのた t めに 殆 巧した。 巧 細 
席を 硏 兜の ためじ 姉 巧 （わご 着 
はいょ b U 攝ろ嚴 ら規强 じして 
婷 なな 人類の 當敏 でもる お 鹿を 
征服せ レ ごし てん 巧 巧の 爲じ满 
巧した。 n ッ クフ T ラー がを 所 
の おを せる スブ ー ' - メント じょ 
れ ぶ、 がが 巧 伽に 先 だ も 
て學ホ 並：* が； 'かもを 險 
の 地に 巧 巧す ぺ ' k ホるまい 
VJ 諫止され たに‘ 将 はらず、 敢 
然 身を 挺して 自らが.； を 探る じ 
至つ たので ある ご 一 占 ふ。 學術じ 
忠實 であつ て、 事 まに 热惜 ある 
巧± がぶ 人の 謀 ± を聽 かす 曾て 
自己 か 澄を した 询 アメリヵの 寅 
激病巧 ミ アフリヵに がける 黃熱 
掏 韻 どの 離 おを 討杳巧 して 巧 
li 前人未踏の 細 葫界を 征服せ む 
ごせる は 睐±ィ」 しては 勿論 當巧 
のこ ごじ 化 違な かつむ で ホら ぅ 
而 かも 博 ± が 病棍裡 じな b だ が 
ら 自身の 病毒を 猿屬じ 移植して 
おがを じな 閒 せる： 事は 飽 .，、ま 
でも 眞裝 。る學 巧の 態 巧 どして 
巧 1 み 生の 面目が 躍動して 居る 
のをを ゆる。 

學者 どしての 野 ロ 巧 ± は旣じ I 
化 娘 巧 偉 かごして 固際斯 をの 認 
讀ど媽 仰 どを 得た が、 私人 どし 
ての 巧 ロ 蜡± の老 むじる 慈母に 
巧ず る 篤 巧は 傅へ てみ つて 後を 
じを ゆるに 足る V く、 が 卒直に 
して政て飾らず、 言調じる！^,如 
ィ じしで を蓄あ b 、 人 K 接して 
城 ぉを 設け や、 接 か 貧 おの 差を 
忘れ、 靖邪 氣に嬉 々として 相を 
るの 雅 おと 颖 ，どを 巧せ る おに 
まつて は、 吾ん の羡搜 ど、 玲敬 
ご、 を 巧と を 轟 も稱ろ 一 い充 をで 
ぁっね。 

樓± の おは 確か じ 化 巧の 逆， 界 
からち ちを ホつ たのみ。 らや H 
义兩國 P r 國寶』 を 失 ひ 化 留闆胞 
化會 のぶ 導 的 人物を 失つ たが 巧 
を祝閒 がは： a 本の 敵 どなく、 ホ 
方 どな （ー轉 にを を 揃へ て柴高 
なる 愧 千の 巧を 痛 悼し 且つ 規讚 
して 化まない 0 

據煙鐵 雨の ホ銷 境ど稱 せられ 
て 居る 亞 巧が 加のを 領炮民 推で 
病 跑ご微 ひつ t 寂が ごして 白玉 
樓 中の 人 ごな つじ 巧 ± の 死を 追 
あする 酉 人は 拒 •か 人生の】 悲劇 
である； を 肯定す ると 同時に 巧 
ト 絶倫の 沈 巧に 點 して 無限の 莊 
踞 みを 噢 甘ざる を 得；；^ い。 瓶婚 
W 式" の 如を- 學 がの 巧 雄け 今や 吾 
，八 ご晰明 巧を 隔 つる じを つじ か 
銷 ばが 天の 悔態 にお b て 遣 
則を巧進じ巧れ、 ボ'^'に第ー一お 
S の が 口 お化 を出 - 5^ せ •；‘- 々 ら れ 
むこ どを。 ‘ 

い，. いで 巧 十の‘； 福を 祈る 0 


水駭文 お辭し 1 

わが 黨巧徵 に勸搖 

•£ ^バ： ‘ i ; f み； 7 也 _ U に 寧け たが 巧が. へ 



京 特電 二十 ニ一「..む： 
た 久悔巧 么朗パ 
■な 協 前煤扣 V . ^ 
か '反對 を 斥けて 他た 
ハ. たじ 6 ,.' 巧 パ 圭タ 
の だめ 欠 放に の 人間： 
を跑 旨の 慰撫を 斥バ V . 
け 前を 雖院 諮' だが 巧 ホ 
イ じがて 左の 如ぐ 親び. 


‘巧 でが ' 大 ; 防が 化み 化に 凝 
: も V ' な： •てけ^-巧 なが 側 人的な 脚： 
v ‘ v 乂な 3 尤を速 !：‘ 一；；； の i して、 關巧 
骑巧 {' ，'. 八で、 てがたの A おは お 時 破 
' h な 0 上 1 -' i ; をに 人 拙 どみ 


( かい.. - 


站出^ 

呼 パげ 


V - f i . 

-タ V 


た 文 一 i ふ， いを 鮮钻 太が 一 
るに 三、，'、 巧化义 か- 
"商い 1 脚 も 本 n 牛 後一ぶ 


原 房 之 助 


遮 信 入む- 普 H 
巧 內務大 お 一 
山 ロ 縣逛お 化議主 
巧 遞信大 を 一 I 

分裂の 前摧禾 ！.. . 

まま 特電 二十四日 發 H 1 枉辭峨 女 盧 した 交. 也 水 巧 錬ふ郎 氏 
は歷 難を 拜 して 遂に 辭 職を 思 化つ レ jk 小な 策お^ 氏は 結局 巧ぶ 
會ょ 6 船黨 する に まるべく、 巧 動た 一 I 其 じする を^ 數名じ 達する 
であらぅ ど 云 はれて 居る。 

東京 特電 二十 兰日發 n か野义 巧の 
小 泉 策太郞 氏は 巧 あ 審議 食 度び 震 

おぶ 會巧部 じら 渐く 動搖の 化を ト ■'。が 政. 黨は 『一時を 細を— 

も 嚴早煤 目 だ』 ミ 評して おる が 前，.. 叫 I が 大巧 鈴 水 喜 一二郎 氏を 欧 
會副 緩が じ 戴く こどに も黨巧 じち 
分 近く 創設され る禮策 樹立 委貴加 


源 £ 共 じかな 會の行 韦 
，形 委員を 辭退 する じす 


レ化惡 化し ト-が ホ 面 じて 
ボィコットを 蔓延 サ しめつ： あ 
んは踩 巧の 如く。 るが、 當化郵 
I ' 船ち' 57 、' を じ f れゴ 、ヒ が々 面 

I み 然^が 片； ゴノ 屯' •コン デシ 

ンじト みて を. 操ん： 曲 よら H 本 
邮に i b て トをお 巧 物の お出し 
シ。、 .、 .、：。 晓おが a . 他に 柯 等の 
不 使を も" 诚か さ .？ 2 0 • 

日本 謀 ま 相籍表 

〔乂 阪胺本 ビ^プ。！々！ お 
が發〕 巧ぶ お 填 品が 巧 1 〕 

ぶ 巧； ふ H ぶ 月 か 四日 

東を お數 中 V 占 化 苦 S 
大お揖 お ニを 互 ニク ま 
巧み お 燈 を 一 •甚 嵩ろ 0 
大詞 電力 六呈 0 空 i 

東が' りぶ 力 六 S •一至 查 •一吉 

大 毁糖 な、 る を ■ま 
王す 製 お nt 丘 ニ ミち 0 
巧が モス タンを を^ ぶ畜 0 

H _. ぉ r ピ ー グ 

日 淸製あ sf 夏 

萬一^::セ メ ン ト 罢るロ 
， v 虹' 右强 ぶを.. ぶ 
.巧を， 法 巧 を* 

U 备 A 造 駆 巧ち を 
みを 强举 を？ 


罵* ま 1 岂 •00 

1 0 四 ■を 

盖 A0 
を* を 

セ呈吉 
里 ふ 0 
さ ふ 0 


一' 見が ち 力なので、 
产粗擧 される だら ろ 


氏は ぶー 


ザ 苗の 外債 

.寶 化决定 

銭の 祖懷も 引を 濟 
ま 京 特電 二十四日 發 = 東電 
の 社 憤は、 巧る お 巧 二十 八り 
の 頃に 調印の h 六月と、 八 H 
頃 じは 東京、 ユユ ーョ！ クあ 
び ロンドンで t 齊じ賣 ら 出す 
ベ {、お 鐵 の赴漬 一二 千 五 巧 巧 
圓 はが 率 おを 五 厘、 賣お憤 格 
化 十 化 磨 五十 錢 でが 業 銀け 巧 
下 十一 錫が で 引ずけ た。 

東 電外償 盤ぐ じ關 しては 、巧 
ホのを 渉 順調 i 進 渉し、 いょい 
よ 別 巧 巧 報の-! 六月と •八日 
の 頃 じ賣を お.. 巧を し、 引受 
契約の 調が はみ。 商 前-しだ ふは 
すで わるが、 發巧概 格を の 化の 
'傑が はを の 時じ决 をす る こ ごじ 
なつて 居 も。 唯を わ德額 及びを 
が闡か 引を 割當額 じついて は、 
吊' 間す る £ ころ じよれば、 英、 
巧 か 資幽は 一億と 千で 圃 、巧 地 
呈井 銀む 五で 巧圓 、を 田 一二 千で 
E 、 おを 總額ニ 億 五 千で 圓を巧 
じ內 をして 時る ご。 


夏場ち き 上等 ，i 

す 3 声^! て™ 

.、一 , ; 當' 資乳ピ 特に H み 人 諸君の 夏 

磬 は、 巧 刑 または 無 巧 銭け I 填 だ】 ミー。 嘗 'する 麻 品を 提哄い 


I S さ 意磊を 有する & のか 多 
睐を變 寧す る 目的を もつ 
け， 振を 組織す る 計 霞を 樹 てた 


あ 安 維持 巧は 

宙に迷 ふか 

巧 やを 相 もち 底す 
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◊が U 臾化愧 ± 遂に 逝く。 巧 
い 巧 問の 犧牲 ごじつた 巧 ± の 一 
をは、 單 なる 『 H 本ん』 として 
で；；* く 『化 巧 人 JS して 惜 まれて 
活 る。 當 地の 朝刊、 夕刊 紙が】 
齊じ笨 を 揃，、 て お 义じ直 も巧± 
の巧ィ」 一 化^:愼業を報ずるのみ 
ならす、 がが が社說 じがて 陀十 
の學 問；.： おする 貫献を 讚へ' メ 
チ ニコ フピ巧 •'レん がの 恩ん ごし 
て おを して おる こどは、 巧 ± が 
帶 。る； rn 本の 一學 者』 で。 い 
こどを ホ 証 t てなる。 
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卡 のぶ 人達 U 、 をの 危險 U こど 
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ある'; 一、 が！： U 例 じょ b ，， 化縣 
じへ でも 旅 巧す る やぅな 顏 がき 
で 漂な W ァフリカ じ 赴いた。 を 
して 自 から おを 得た 博 ± は 、を 
の徴 W を秘 に战染 さして 恐ろし 
い摘留 S 硏究を 逢 化した。 をな 
したけ 巧 ± は 他が I たので あつ 


た。 むん ご 云 ふ 雄々 し L 踊 志で 
るる こごよ 0 

◊この 闕を こを 搏± の 一を を 
貫いた 研 學のお 勘 力で あつた。 
巧 ± はを H だけ じ 風變ら であち 
かん 媳恃 もで あつた。 をの ェピ 

ソ！ ズ た！ つ ニつ。 

◊ニ互年前じリ本から、 さる 
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つて、 ァメ "リ 々視 おの 日本 入 じ 
wb « ック フェラ— 硏究 所の 巧 
ロさん は 巡瞒の メッカで あつた 
あるん がが ± の 親友で わる 寫眞 
師 掘巧郎 さんじ 「今 H は 巧 ロ さ 
んを 訪問し ょす から、 一つが を 
の 撮 族を して 巧き じい』 ごい ふ 
ので ある 0 
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遣つ てで さい』 ど 頼んだ。 博 ± 
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のでを つた。 
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島 本 巧手 盤に 立 もしも、 球 蟹を 
まらず ノ^トン、. ムン フレダ 麵 
球を 稍し 二死 疫マデ ジン お 翼に 
S 蟹 巧して 巧び ニ 点を 薄ず。 

第 か 凹 マン フレデ 稍々 調子 
を 下した るに 乘 じ宮武 左翼 中堅 
閒じ大 直球を 猛打して j 擧本墨 
を 鶴き 慶大を < 零敗を をが る。 
續 （町 旧が 左翼 じを 打し 福島ビ 
y チ*— 右翼へ をげ したる も 加 藤 
一二 壁に 化 巧して 併殺され 結局と 
あ 一で 慶大 慘 敗す。 I 


明 火、 大 おが 球 劇、 を 稲田 巧 
巧幽ど 次から みへ、 連年に 直 b 
り 本から S 强化 野球 锁を惨 散せ 

— ^ めつ I ある こユ ー ョ— ク大學 

じ 割し、 H 水 巧が じ 巧ら 雪韓の 
盧氣 込みで 期待され た 慶大の 健 
兒は未 鴨 = 午を 1：$ かこ' 巧 一': 千 
出 巧 人の 內 外" 觀 をを 前.’ 力 劇 
したる も'、 ニ义 5 化 あ投ホ マン 
フレ デの な 瞬に 巧 じられ てビッ 
で 利かず、 遂に ヒ お-で 慘敗 L 
た。： の n の 巧を は ゾラ ゥン 及 
.り フキぶ シモンズを 帯が 官 VJ し 
て度大 先攻 じ 的 まる' 

を； Mn 废大ん 退.‘ ニ 大りバ 
1 ッ S 酷 線 h 一盛 打 I メ ー で 
八の 中巧帶 打で 一な を 巧ぐ" 
お-一が U を 乂化退 ゴ乂は スト 
n ング遊 お',, 巧が、 カス トナ— 
の 機巧、 バ！ ゼン 阳 巧を 利— 嫉 
投で里進、 ノ！ マ ン 儿打してタ 
■ト 。ン グ本铅 K 刺された る も マ 
ンフ レ. テ 四 巧、 淸< U パ] ッも 


四球 じて パー ゼン 味 還、 メ！ エ 
^ 化 打に 終ら 一点を 隨 す。 

裝一 二回 n 兩軍も 退。 

第 四 巧 = 慶大 云み 凡打を ニ聲 
逸 巧に ホき 山 ド 凹 球、 宮武 化が 
で 壁 進し 一時を 鶏。. 9 しも 町 旧 
左冀 にん 飛 巧して 化 わ。 ニ大は 
一巧を バ —セン、 ノ 1 トンのを 
翼 飛球を 太陽の 光らで 山 下 逸し 
おじ ニ 堅 打 ど；： しも、 後援 緻 
かや。 

第五 凹 N 岡 西で 堅 越しの 大直 
球を ながして 一擧 一二 靈を驚 ふ、 
慶乂蹈 巧の 安を 巧で ある。 而か 
も 汲が 遊 摩に 化 巧、 如が 一二 振、 
濟搞 ホん 打して 度大侧 はが 嘴の 
巧 機を 失す。 ニ 大けブ y アン テ 
二死後に の 球を 利し、, トロン 
グ のを 逛ニ蟲 巧で ホ 還。 

第 六 凹 M 楠 見、 宵が 巧 じ 中堅 
へ絕 巧の 學れを 飛ばした るら、 
楠 見は 中堅 S 巧投で S 盛に 刺さ 
わ、 山で、 宮武共 じんがして 化 


第 四 回目 lb を武一 襲-.」、 濱崎 
投手に 替 b てタ キトな 投手 戰を 
演じつ 5 遂に 巧 敗した。 ィン こ 
ングじ 化る 經 過は 左の かし。 
バ大 112 0 OOOOX 

度應 0020010 PO 
S 壁が n 宮武 、ご 壁が：： = チで 
ズ 、犧 打：：：： ドナ ヒ ー、 を鹽 H 
ち 武 、プリ ォ 1 、 三ュ ゼン ト 
敵 じ 許した るを 巧 n おお 一二 回 
、じ 四 個、 攒瞄お 巧 じ お 刪、 ホ 
キット モア 五 刪、 四球 H ホネ 
ット モア ニ、 宮武 一、 濱崎ニ 
一二 振 = ホ キット モア 五、 宮武 
ニ、 裤隨 一二、 試を 時間 一時間 
五十み。 

^ 黙 球 團糊息 

◊一二 巧會で 歡迎當 地の 一二 旧 
會 がホ摧 どならげ 夕 ホ ブル •マ 
々 iiL ビンの 歓迎 會じ巧 席した。 

◊闽 おで 數迎宾 河 添が 治 巧 
ぶ 今夕 慶大 巧 球圓員 全部を 自亭 
じ 招待して 晚餐會 を 催ず を。 
◊レッド バンク 遠征 曾つ て 

H 本へ 職業 野球 國を 引を して 日 
本 祿界の わ 馴染で わる ンタ— 
君の 化 話で、 氏が 住む ニュ！ 'ジ 

ャ] シ！ 辨 レブ ド •バン 夕の 半 

職業 野球 團ご 試を ずべ （明 日曜 
日闽 地へ 遠征し 月曜 H はニュ ー 
へ’ ダンに 赴き 五 1 ^ 大學 • iJ 試を 
'る 0 

◊ぉ發 期を 延期 旣 報の 如く 

ブグッ クブン •ブ シュゥ ック巧 
球簡 ょを 巧 試を をを 渉され たの 
で 六 g != の 出發を 延期し バフ 
ア り；！ の款 をを な祸 してみ 肖曜 
目 じ 岡 野球 鹽ご 試を しを のが シ 
々ゴじ 巧け てお發 する お。 


> のな 


ズウズ ウ會ま 催で 

野 ロ 轉± を遙悼 

當化あ 化 も お 身 者 ょらなる ズ 
ゥズゥ 曾では ホる 化！ H 夜 巧 添 
じ 於て 例 會を體 ずが 檢 かも 同會 
の お 力なる 會員 である 野 ロ英お 
陳± が 逝ました ので 同 H は例會 
を 兼ねて 追悼 會を 濯す 乾。 會豐 
は 一人】 弗で ある。 


、生 

ホて 


の#!! から エキ ザジ M レ 1 ツ 3 ン 
の 元祖 ホけ あつて、 ぃ A か^ 面 
白い。 がが い 円 的は 

A ホを 幾り 下 午 一点ょ 
まで じ南巧政府を扶く&|^め 
戰豐を 裳 集ず ると 云 ふの すか 
裳 集 費を よ 割 あか 差引ゐ ：本國 
へ 送る ごは 書いて じかつ」 一。 水 
滸 傅なら 差 請め 『飛 章を ill ? む 者 
哪 集ず」 ど おを する 巧 だい 
がな 円は 一二、 四 人 バラ . 

默讀 しまる のみで あつむ* 1- 不暴 
氣も 甚だしい 矣。 

A ペグ 巧 じ 一 か 書肆がん るの 
を發 見して、 薄暗く 秩序 心： な 
庙 巧の 入 ごなる。 黑 羅紗 心' ま那 
服を 着て お十怡 巧の 羅漢 供 
椅子の 上に T ダラを かい V 
爺さん か、 デ。 {亞 米 ： i 
を 晩んで 居る 0 『今 H の 民な； H 報 
はない^ね』 ご 訊く。 奥^ ホ 
おへた 肺病の お 補 者じ最 
た タイプの 靑 年が、 黃色 


ど - 


おる 

み顏 


適し 

聲を 


張ら 上げた 0 『お前は 日本人 か 
ね』 r イ で） ス』 ど 答へ る。々 度 
は 突然 r ワ ツマ タュ— バヤ 
ニ！』 ご 舌戰 の豆激 確が 爭 ぶ、 
巧ら 返して 『ホ ワツ、 




ウキブ ュ 


チ ヤイ ニ！ スー 


タ. 


ご 


應戰 する。 

< 1 夫から濟南だ、 山巧^^、 南 
を だ、 化を だ， 蔚 かお だ、 嚴巧 
霖 だど覺 えて 居る 限ち の- =； 名 W 
地 あを ならべ. なて i ロ 喧嘘& 鶏 
巧最巧 新聞を 賛 るのを 巧^だ 南 
京靑 年が お 違 御の 『一二 没 ホ義大 
綱』 を賣 らおけ る 0 『お箭 去 I 那文 
が讀 める じら 化み 說は 面' いょ 
W II 円 鳥 祭々』 空 云 ふのを 市 男- 
巧け る。 まだ ホィ ユット 心 顧 巧 
ずる 樣子も 見へ ロ。 3 ン サダエ 
チ-- プの 男らし' い羅鐵 の遊い J 煙 
を 天井へ かき 付けて、 天 斗レ泰 
ホで ある。 ， 1 ; 

公 ドィャ ー 街の 入口 かム V み 
ど モット 街の 方歴 じ、 巡 


义 策が 祟 


り 


慶大 惜一 


點ハ ー ヴワ —ド戰 
ケン 7 リツ チ 特電 二十 二日 發 

N 慶大 凿；] ゲ アド 乂學 野球 戰 
は冰 日ソ" ■キヤ！ ス巧域 務で擧 

巧、 一二 街 四の クロ ■ — ス •ダ ■ — ム 

で 慶大が 惜敗した。 

-乂 側^ 得点は 最初の 一二 巧で 
営 武選キ の 許した-とを 打四侧 
じ 過ぎ ざ も、 第一， 回目 バ 
. — ンズ のま 巧、 チぶ ！ スのニ 
蟲 打で 一点を 入；：、 第二 回目 
ダ） キー 死球、 バ —， ズの大 
飛球を 梶上 中堅 落球して 一点 
を收 め、 第一 二回 目 ドナ ヒ！ を 
巧後プ リオ— の 凡打を 山す 逸 
球、 プ ブ オ 盗 壁 後ニユ ゼン ト 
の 女 打で ー蔡ニ 点を 入れ 
四 点を がした に對 し、 慶大 側は 
第二 一巧 目に が 川の バントを 投手 
ゥ 4 ット モアが 失ぶ し、 二死後 
扼と II 巧、 町 田 •山 ドの 友 巧で 
ニ 錫を 化め、 第 ホ 回目 お 武一こ 壁 
打、 一二 ハ 合のを 打で 一み を おれた 
が、 をれ ' W 後に 得点の 磯舒じ ぐ 


支那 街 瞥見の 

• 亚ホ巧 

A ベ' 瓜 街 ピ巧义 する、 ドィャ 
ア 巧の 巧は チャィナ 9 タゥン 唯 
i の 無料 掲示 媛 だ。 赤い 紙 かじ 
書した 洗濯屋の 開業 披露 やら、 
飯 盛 S 廣吿 なでが ベタ'— ご お 
ち 付けて ある。 其 中に 大きい 包 
み 紙を 利用して 楷 、巧、 をを 巧 
もで 達筆な 褐 示が 目につく。 言 
ふま でら なく、 反 H の氣 勢を 踢 
げて ちる 飛 傲が 夫れ だ TH 賊山 
東に 人寇 して 横暴 V 逞 ふし 我 良 
おを 虐殺し、 が 寶を 掠め、 固隐 
公法を 蔑視し、 國 際の 儀 禮を破 
ち』 ど 書き おし 『民 閑 危急が 亡 
の 秋 t わるから-' 债胞 はを 敷 結 
束して 徽 起す》 I 』 どを ふ ので 
わる C ■ 

A ホは 『急 啓 すれぶ 倭が 巧が 
山 東 _ し 願 入し 懐 まじ 濟巧 をを 蓉 
して 先 喪 孔子の 廟を漬 がし』' ご 
营 風して 巧 じちを 戴かざる 大仇 
である ご 叫び 『憂 國の十 豈竣が 
ごして 巧視 する じ 忍びん や』 ご 
云 ふ 調子で、 怒髮 正さ じ 天を 衝 
くの 槪 ホら ごで も 評すべき 义ぞ 
を 並べて あるが、 蘇 索、 張 儀の 



人 二人を サて 十ん 泣 巧 立 
る。 ご 一十を 每泣じ 起る 醉^ 一め 喧 
唾 や、々 ッ沒 ひを 取 b 歸.^ ため 
で 削 段 珍ら しくなない が、 今日 
ばからは 盛 お 巧の 護衛 巡 らし 
い錯覺 がする。 ォリで ンん 方の 
看板に 電燈が パ ッご點 せ ' i れ .て 
是れ から、 支那 街の 巧悬ぶ 展開 
する の だ。 脚ぶ の あかるい 内に 
切 b 上げ やぅ ごする ごを 居の お 
稽古ら しい 鍵の 響 や 胡弓のを が 
紙 かじ 閑寂の 空氣を 破つ て、 巧 
をよ b は 胃の 腑じ 侵み さ， ス であ 
るこ飽 まで 支那 街ら しぃ- 


謹 吿 

、職 合說敎 


時 B 五 巧 二十 化 日 (火曜】 
場所 基督 敎 修道 曾 

西 一四 ミ T 目暫を ニ 

ニ、 墓參會 

時日 お 巧 一二 十り (水 I ご 午 
’ 前 十一 时 よら I 
鶏 所 マゥント •ォ止 一べ ッ 
ト H 水 人 あ 间黨爾 

右 例年の 如 （桃 巧 ザ 仕 核 曲 W キ 
御 繰 合せ 御を 會被ド お 化 段^ 吿 
仕 お 化 


紐脊 日本ん 晉 


日本 理髮 舘淸 

西 四十 HT 目が 番地 S な 六堇号 

タ ダブ 7 ロア (巧 お 街*」 巧 十ち T 旨 巧) 


日本 散髮屋 S が I 

五ケ 年 踞中树 氏 ど 共に 就業。 


ジ ヤシン 


ブゴ 


ご W. 京を St. : • 呈 y 
ぞ t. C を ibus ive- & centra;ark W 交 t 


目 


桂 

庵 


電請 ブラィアント 
八 0 お 九？ 八 八と 一一！ 

酒 S 轉長 

紐 育 おお 四十 醒 T 目 
ニニ！ 一) 八恶ニ 一階) 
ま お 人 巧 中 重 雄 


ま 巧 

呈 因 ariont A ま. Bu 童 田. 三. 
ぎ 田 dwell 1 さ 83 
ま 巧 3 rs . F . K . 畜 ロ- 


を 窗 目なる ホ 嶺詞跑 じ藥資 
なる 辕寨を 罔旋す 

宮 m 事務所 

經育 巧画國 十二 T 目 島 ホ 一 替 
電 •， > r / ト ぶと 八よ 

奪 フライ アン 九み 九 八 


ロスアンゼルス 

ホ リン ピック 

ホテル 

ニ 7N S ミす d 吕 F L 另 Angel 没 ， CaL 


レヤ トル 巿 

N P 旅 儀 

W 0 巧- 6 を A - ve.wp we を tl タタ £ f * 

停車 煤 前 あま こ IT 左側 ガ階建 
日本 巧 船 切 巧 取扱 波 ロ 場 送迎 

商業 處域 中必 、総領事館、 甘 本 
截船其 化 銀 巧 大會社 近き 場 巧 

桑 港 ホテ少 

純 H 本を (時 别閒 をち) 

御 一報み 第自 勤$ 出迎申 上ち 

巧 12 呈 ifornia F San F 皇 cisskif . 


木 旧 ル — ング 

皇ご 三す e . す i 基 & 呈 th Str ま ts 
ブ 一 さす ミぎ 巧王呈 s 



な 8 M けが おがけ ，?^ : _ 

ぶぶ お I, Equ け able む ilding 
120 む oadway, New Ifork Ci わ 
Tel. R が tor 94 化 お 


mi ： MITSUI BANK, LTD. 

化 w ifORU なが y 
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お 加 パが 6- お 39 
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Rflo 吊 1 の 9 1 巧 机巧 
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The Yokojiania 

Sp が ie*8ank; L お 

a ホ もじ r. RquiU 邮を tig, 
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Pfi 帅 e お cfor 2 巧 日 


rite Bank of Taiwan, Ltd, 

[^ が护 ；ホ 

.8 巧 p ちご 3 づ n inv む 如；； .: iii 山 化 

"ミ おむ oadwajf, N J. 

Te し Co 曲 础 72 がが 34 


Nara Trading Go. 

151 -5 也 A venue. 

( じ or. ながみ .、- 


MO 画 醒邮化 | 邮.， 

53- 巧ぶ 片 .23rd S し 
Hew York 0 哨 
けし Jij ぶ がが 335U 



資本を 壹 な 面 
拂込濟 資本金 六 千お围 
枯 ホを 六 千を 巧が 圆 

送 ご 弄 銀 巧 f 支 巧 

本な ま 巧 市日 本橋隘 本を 崖 町 おを 地一號 
ず 巧 ルが 某 おを 內 (ぉ彥 橫巧 
么古屋 巧挪大 おお <大 お〕 が 戶 
廣 を 下 關巧司 巧 松 お 岡 長が 
上が 偷を孟 買阴水 


お 巧 乂爲替 •を價 送金， ホ 送を' 旅行 信用 狀 
商業 信用 狀其他 一般 銀 巧 業 

能 写裹銀 巧— ま 巧 

鄕お 送金 (日 A が 化 披キ數 巧？ 迅ま化 あ 
本 巧 預金 (を 巧 通 かノニ 巧) 御が 利 取を 
本 ま 巧 お 京 (本な〕、 犬 お > 神 巧、 を 郁 
巧が 地名 あ屋 、小が、 上 お、 倫驳 


- ▼擲 里を 金 及び ホ 送を (無手 巧 巧)、 か 面 
一. 爲巧薑 贝 、荷ち お 取組 取 ザ、 信用な*', 
/巧等一が銀巧業務碑巧巧|1巧巧可化ち.- 

在臺灣銀巧|ぉ？||^^瓜； 

本を， を 漫襄化 J 
ぞ 巧ち 南、 横 巧 大巧. 神 ミ； 上 か 叫！％ 

日、 醉巧盧 巧、 池 巧 香港、 ぶ 度® r 

嘉坡 、ブラ バヤ、 タマ ラン、 バタ 

々グ 力- ッタ 、倫 致、 其外臺 ザ、 巧.'..‘ 一を 


一、 資本を 富感圓 (を 額 裸！； 315 ).， 名' 

一、 積 立々 化 千 化な 五十 巧 曲' 辱 
巧 巡 本で 巧 U 橫演 (本 巧】. 餐 巧... 神 
神戶 をが で 曲を 舌涅 V 

機濱ぶ 金銀な がきを 巧 

乂國を そ 巧 = を 港 羅巧ホ ボ布哇 
其 化 世 ホを 國 重要 柿 お ニ ぞ巧及 コがン 
ス を之換 


ネ ''巧 ■ホ 陵 化 渚ぶ T 目 
お 育 支 巧 紐育ブ 0 1 ドゥ 五！ な 巧 十九 番 

難 住ち 銀 巧 

東京 > 橫 お、 名 古 屈、 を 都、 神戶 
尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 か、 下ノ願 
巧 司， ホ 倉、 巧 松、 愧 多*-? ハ 留乂等 
本國 預金、 郷お 送を 等は 煤め 
て 御 便利 迅速 じ 御 化 披可中 侯 


装 


日本 內 
化 支店 


本店 朝鮮を 城 

ま 巧 ぉお 巧は H 本內 地の 樞要 都巿 、朝鮮 
■滿 測、 支那のを 地 及び 浦 盘巧德 

朝鮮 銀行 紐 育 出張 巧 

か 國爲替 一般 银巧 業務 墙 々御が おじ 化 扱 可 
申 上 候 


藤本 證券 會ザ 

、一般 おが 誠 巧ノ寶 巧、 引受、 莫集 
i を强 、並 ニ 之ニ關 マ^ 一切 ノ 業務 

絲脱 藤本 ミ， ロ— 力— 銀 巧 

紐 育 お 張 所 


陶破詣 、雜貨 卸 巧 


無が ブタ ザ！ ス 


り 本陶破 器雜貨 
ラ 么プ卸 巧 

家良寶 易商會 


ち 



V •' 

走' 


學 術に 彌 ザる 野 ロ 博 主 山 

お 部英ザ 紙の 觀 たる 博 十； の 功業 

死所を 得た 學界の 英雄を 讚美 


非 文明の 巧を' 别 のか （間 ゆる 『アフリカ』 S 巧 海 巧で 韓い學 術 
硏巧の化命じ巧い生かを滴せしめむ巧ロ英化階±;^隆励ど盛 
名 ごじ サィ H ンス のがが が 認識 さいる 限 6、 將 たん 類 歷史の 
存 がか 避を ごれ る 限 b 永 （記憶 じ殘 るで ぁらぅ：^ 一巧 博 +' の 
巧が 無線電信に 化ら て 傅 へらる i や ホ國じ 索ょ b 英邮獨 了の 
歐讲諸 厨の 新閒 は】 褒に愤 ± ホ 前の 功業を 訊 b 蹲へ て 其 死を 
攝 惜した。 左 じがを 力 面 じ 於け る ニ S 英字 巧の 社説の 要 郁を 
述栽 （てがらし 日の 巧 十を 慨 ぶょす が どす を。 

崇高なる 最後の 機牲を 沸つ た。 


イ 


キングを 試^る 引靈も ある 
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一- 大科學 者 

紐 育 タィ ムス 紙 

一 か 阳なこ ほ 族 じせょ 息 識的じ 
.人類の 3 リ 商き 化 命の 爲 めじ a： 
一族 自身を 隨巧 じは し， 待ない ご 言 
|はれてけ居る：^,、 お放中の天才 
I 化 人が が ョリ 高き 化かの 爲 めじ 
奉獻 する ふけ- 乂特權 である。 
巧ロ獎 化‘— 一白 己の お 險じ爾 ずる 
一のを 曽 して 幾年 問の ホが ある 而 
も 間 聞。 き 巧 力を 繼 給し 世界を 
.比 族の 老幼が 女の 女 君の 爲 めじ 
專を しむが、 自己が 化 球の 上 か 
'ら 撰嫉 ，盛 さぅ どした 病赌 一: 化 
.さわ 遠く 鄕細 V 離 n た アフリヵ 
! の寂冀 むる お 岸に 逝いた。 通 阿 
.の 機を 斯 かる 巧 雄 U 詩人、 巧 人 
，政治み 义は 武人で あるが 今 巧の 
I 場合は 巧學 おで あつじ。 彼が 人 
: 類の 眞の 敵と 戰 つむ 巧 業は 蕾に 
日本 國氏 のみなら ホ 化が 人類の 
一 ホ久的 記錄ピ 1■ * て 特筆大書 する 
におず る。 如何；；；* る 武人の 功業 
も 野 ロ 愧±の 勇 かなる 戰圖じ 比 
I すべき ものは ない。 (中略) 吾人 
I は 日本の 巧 おを 隅 放せる 結 おご 
I して 巧 ロ 降ぃ の 如きを 巧 大學义 
; は 硏究所 じがて 歡 迎し诏 し 
て其大 をい ごご しめたる を 欣幸ど 
する 0 

科 學に彌 死 

夕刊 ゥォ！ ルド 

人類 進 ホの 契 雄の 一人は 今 遇 
亞非ホ 加ゴ！ グドコ ー マト 殖民 
化の 病院 じがて 控 逝した。 而し 
て 幹 ロ 巧 化 愧± の 名は 巧 學の确 
巧者の 一 おごして 锁 記された。 
彼は 醫學 のを 達に 貢献せ る バス 
ブユア をび メナ ニ n フど 併び 稱 
せらいて 居る。 熱情 的 じ 自己の 
職 黄に 盛 おせる 彼は 甘 ック フエ 

I が 免 所に がける 細菌 舉者ご 
しての 重鎭 ごなる じ まつた。 彼 
は小兒 揃が 病、 恐水病、 トラコ. 

マ 及び 黄熱病の 搞巧發 見 じ 化 6 
て 至 貴 ま 垂の巧 献を齋 らした。 
特にを 叙 お。' が 兜の 爲 めに 彼は 


終焉 じあき 彼 か 祸熟じ 苦が しな 
がら 化の 研 兜を 巧 就 だいが 爲め 
に自か 自身の 病 賴を化 用 せら ご 
の 逸話は 一の 巧 雄 的 悲劇 ごして 
醫學 をの 中じ傳 へらるべき で^ぁ 
らぅ。 而も 巧 ロが± が 逸話の 姑 
きは 彼 ど 间じ學 が 間には 必中し 
もを ごする は 足らない 事實 がを 
化紀 にが 化. し、 自身^ 知ら。 い 
後 化を 齊益 せる 所：^ 甚大で ある 
ぶ人を救くる！^8爲めじ I んの巧 
が 一を 命を 捧 ぐるのは おしい； 
であるが、 ん類1奉仕1べ（犧 
化 V 一拂 朽 美しい ぶは。 い。 科 
學 をは 是 等の 犧 牲じ廿 やる。 巧 
□英 化の かき 實に巧 適例 ご ザ 謂 
である 0 

英雄的 德操 

朝刊 ゥォ ー ルド 

月曜 U じ 逝去 ゼる野 ロ お 化 博 
±が9 本に 生まれた 人には か 違 
ない が、 しかし 彼は 世 巧に 廬せ 
る 人物で あつた。 ぶつ 若し 化 世 
巧に ず滅 5 盛を なを もの だ ある 
ごすれば 野 □は 其 巧 あまでを る 
彼の ホが ど 努力に 依りて 人類は 
まだ 曾て おせ ざり し 眞理を 把持 
する に まつた。 化 地球の が 巧す 
る 限ら 科 學の傳 統は存 化し、 彼 
の 巧 力は お 义じま 持され る。 巧 
處に是 nw 上の 盛名が あら か？ 
ぷ 如何 リ るな 服 者が 他 じ 勘 かる 
勝利を 得た であらぅ か？ 化界を 
通じ わ 彼の 僚友の 間から 彼の 事 
業の 適確なる 評 憤が 現 はれねば 
ならの 。俗人 どしての 吾等は 彼 
の 天才の 完全なる 雨- 大 さを理 解 
し 得ない。 唯 乍 併 吾等は 彼が 天 
才を發 揮して 幾度 も 世界を を か 
おる 最も 怖るべき 病毒を 征服せ 
るを かる。 而 して 斯 かる 恐耐、 

勇 お、 沒巧 5 德を藏 せる 彼の 如 
き 生涯を 知る のみで も大 なる 敎 
訓 ごする じ 足 b る。 吾等み 時代 
は 時化 精神た る 英雄的 德 操の 理 
想に 對 して 異常の 尊敬を 捧げる 


歸 任ずる 總 領事 

昨を の ホ歸朝 中の 糾育 おが 總 
橄事齋 お 博 氏は ホち 二十 一 H 横 
洛 出帆い 天 巧义に 使乘と 目ち H 
榮お脊 同月 中句 歸巧 オも豫 をな 
る 巧 確；；* る 筋へ 入信が わつ むご 
云 ふ。 


祈 禱會ご 墓參會 

例年の かくが 育 H 脅击他 デコ 

レー シヨ ン •テイ 祈聽を U 二十 化 

n 巧 修道を r 開き 盤 朝 十一 时が 
岡 裝地じ 巢參會 を倦ゴ 黄。 


公人が 人 


♦矢 吹 義夫氏 n 本题船 食社糾 
育 支 化み 長、 今週 ボが ホに 着す 
べき 巧 社專務 取締役 大 を 登 氏 
巧 ど 打を せの 要 格を 帶び 去る ニ 
十二 n 问邮 方へ 出 藤 . 

•旧 ロ 一 义 巧 亞細亞 ア^ ミナ 
ム株 ま會社 取締役、 去る 二十 一 


美論會 送別 素謠 I ミた ので 美— 貨 商 糾—企 
美謠食 じて は 食 国大 木、 ホ 本 i ん下じ 來巧ニ H (虫 幡) 午後と 時 


兩 氏の 送別を 架む ホる 六 パー 一日 
(を 醒) 午後 六 巧ょ 6 自本 巧樂部 
じがて 素 謠會を 偶 1 ベく 间 好の 
± の巧聽 をホ留 ずる ホ じて 其番 
紐は 左の 如し 

ツレ武 化 
シブ ホ 本 
ツレ .地よ 
シテ 大木 
シテ化 山 
シブが M 




風 

放 下が 

井な 
忠巧 


-中が 


ワキ 山 本 

ワキ 化か〕 
ワキ 巧 巧 


中 山 巧 送別 晚餐 

太げ 巧みが 巧 巧 乱々 貫 中山理 
:ニ邮 巧は 旣報 のか； 六け 初 W ニ 
十二 年 お b で 一略郎 巧す る 2 ご 


ょら 西 六十 五 下目が 四 十八番 お 
を 太陽 じがて 送が 晚餐 曾を 開く 
由。 會 費を I ニ 弗、 申込は 本 月末 
H まで 0 » . 


學生 ピクニック 

今週を なて 大學の 試験ら あ 了 
する S で 瞬 際 學化巧 館 化 泊の 學 
生を 中 也 ごする ピクニックを 明 
リ赌 五 ン ，グ处 .ゥッド 力 而で愼 す 
1-0 ご Gb 午前 九 時 ザ，；；：； 二十 お T 
目 リゲワ サイドの 同を 館 恃合盖 
じ 集な お 巧に て 野遊浩 がの 氣を 
赛ふ もなる が问 がの 十 5 參 如を 
歡迎 するど。 因に 六 巧 初旬 じは 


リピツ ツバ！ グ ょら 加を 太 モン 
トリ！ グ 、シヨー ニ ボン 瀑布 其 
他 水 方を 電 地方を 視察し ホ週歸 
おの 豫を 

♦并上 治 一氏 東洋 楠 巧 巧ま會 
社 ダラス 巧 張 巧 長、 今週 巧賴巧 
が 二十と 日當逊 出發シ ャト瓜 
ら六巧 二目 お 帆の ブレジ デン 
タフト 号 じて； 時歸朗 
•道 面 豐信巧 ホの 素 鉛 木 商店 
お育ま 店長、 商用を 帶び 二十 一二 
y トレ！ ド 化 ホ-! 旅 巧 
々ホ 木 英道氏 基督教 學生輸 盛 
ま 事、 夫人を 息 同が 巧る 二十ん 
日ぉ發 自動を じて 巧 巧、 羅府を 
中、 む どして 約 j ケ 年間 溝 二世 敎 
育 職業 閱 題の 爲 めじ 巧 動す る ホ 
♦岡 島敎治 氏陋島 商店主、 夫 
人 同伴 去る 二十四日 お發 

アイ ランドが ウ 五 スト リ— •し 

ける 夏季 營業 場に なく 
•が 鐵次氏 太 西が 市 林 鐵次商 
會 主、 去る 二十 四 H 出 紐 
♦鴨 ホ 义氏移 轉從ホ 東 五十 T 
目 四 0 1 じ 化 化の 岡 巧は 巧 週ょ 
ら シヤ！ マン 街 一一と 番アパ 
トン ト四五 じ移轉 すべ {電話は 

。レン 六 000 番 

» を 井關 治 氏 夫人を 井關 治 氏 
夫人は 宿獅 療養の 爲め 前週 武巿 


，ド 

: が 


メ！ コン エンド マ— シイ養 ホ 


園に 入院せ るが 逐日 輕 かの 由 


曜說を 


♦お 育 H 本人 敎會 
題ホ定 侧 垣を 經巧 
♦を 督敎 修道 會 
宮 よら も大 なる もの 遂 じあち 
今 ホが 師 

♦日本人 美な 敎會 
巧 神 じ 近づか わ 皆 崎 牧師 


-ク 


信じ。 


締が紐 育 本局 午後 八 時 
日曜ぶな H は 午後 五 時 
五 巧サよ H を 港經由 

プレジデント •ボ 瓜ク号 

お巧サ 八日 沙港經 も 

プレジデント •タフト 号 
六月 二日 ビク トリ ヤ經由 


でム プレス •オブ •繁 巧亞号 


大室ッ イン ベッド、 

ラン ニンク ウオ 1 タ 


貸 室 

1、 綺 越-家庭的、 地下線 及び 

バス、 ブバ アサィドに 近し 

互. 空 ih 養 コ， 君 0WJ37thst._ Apt.24 


巧 耐ス ペシ ザル 


新着 


壬 子素麵 
茶を ば 
冷 麥 
きす 裤燒 
新 生姜 潰 
澤 庵が 潰 
.すら 味實 


片桐 兄弟 簡會 


新着 乾物 


白 干 蓮根 
靑 干せん まい 
足が 大葉 梢を 
于 .飄 
極上 淺 草が 苔 


品質 本位 


桑 山 商店 

114 EAST isLN ， Y . C ’ 

Phone. す 巧 nt 2 ご 3-0 洁 7 


東京 商 會特吿 


六巧號 到着 


講談 俱樂部 一 •00 
文 藝俱樂 部 •五 0 

キング 金0 

富 ± 呈 〇 

實業 化を (五 巧) •一二 0 
其 他 


紐 育 東京 商會 

1 さ W. 雲 St, 产 Y.G. 
TeL ブ afa 香 r 巧 59 


海水 潑 、貧 室麵黯 


魚 釣、 氷 泳、 保養、 萬 事 親切 

3rs- 蒼 童， ゴ 2 を ach 罩 h St., 

星 巧 mere, L- L 


家み 附五 室、 六月 


よら、 地で 鐵に近 

イ 下町へ 十 おが、 詳細は 午前中 


ぶへ Id 呈 ra, 812 Union St こ 
oor. 7thAve., Br 言 klyn, Tei. Nevins 2 基 1 


靜 かで 悠ら 交が 養が 


出來 てを してを い 食 
膳を 希望 せらる i ホは 左へ 
3rs. F ミ ny ジ 夏 を 巧. 0> W 
宝 ii 马を雲 a 写で st Stroudsbur 巧す‘ 


上 町で 閱靜 設備 申み 


貸 室な 3 1 美 さ 一人に 


適する 室、 御 遠慮な き 家庭です 
委細は 御 相談 下さい 

里 5W. 1 ちを St. ミセス：^刖旧 



野 ロ博击 宵 儀 

H 本が 生わ だ 世界的 學 まみ I 巧 
ロ 英化博 ± 會必の 寫眞を 左 Alls 
<調製して差上ま< か^-^御ホ舆 
の ホは ま 急 御 申込 下さい ，1; 

ホ お 一枚 i 五十 
fc 製 同 •一二 弗 五十 错 
特製 眞筆著 お燒込 五 ホ 

堀 市 郞寫眞 鶴 

尙ほ 小生 義豫て 歸朝計 妻 _ 取な 
お處 都合に 依 b 當か滯 なな 前 
の 通 b 營業仕 候 間 倍 舊街お 立 
の 巧 奉 願 上 候 就て は バア. 1一 ナ 
ア御あ 瓷のホ 又は 爲眞 帥' •な 
る 御 希留の そは 御 ホ 談をピ ふ 


家具 附 一二 室 浴室！- 巧 
1 = を 安く 貸 i で 


委細は ザ 後 八 時ょ b 左 こ 食 旧} 
だ 6 で st 泛 rd street.- C 安： I 

E! 養 JII 
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クオ ド ロブ 


及び スチ ー マー トランク ホ 弗 五 


十 仙、 九 弗 五十 仙、 十二 巧 五十 
仙、 少し 許 b 使用し わ範類 一巧 
一二 弗ぶ び お 弗 
萬 4-S 至 h Ave. ，ぎ. ち th St., N. Y- 
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タンク 
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ブイラ < — あ 


イン ノ I ベ ー シ ヨン トランク 古 


物 毛 弗 お 十 仙ょ ち 十二 雜 五十 仙 

岩 East 59th Sir ま 
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カブト* 紳± は 

化 立 服を なしまず 

は {乱く 身 じを ひ、 良 掛けけ 宜 く、 を 
-i 、 出 ホを ょな も 長 待 もずる 事を 知つ て 
•たらで ず。 弊 巧け タ數 n 米紳 ホの 御用 
'ぶつて 居まず'。 

n 化廣吿 じて 御 ホ 巧の 方し け 

六 か 割引 致しまず リ 
文の 奈 M じ 係 はらず 巧ら 巧 一度 ホて 
- J 下さい 

クオ ルカー エンド フロリ ネ巧服 巧 


.端麗 f ：* 点 籠 類、 ぶ餘 


針を、 色 合 柿々 .金 
魚、 县他水 族 類 も販資 致し ゴす 
小賣巧 じは 無 化で 型錄 進呈， 
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將軍 じの み 嫁ず こごは をず でな 
い」 ど、 がは 目下 化 まじ あるり 
本 軍隊の 的確なる 敏は山 東 省に 
r 力 五 千 人、 巧渾 じご 一千 人 及び 
滿洲に 九 千 人で ある。 

南を 政府が 

密約を ま 

例 じ 依り 宣傳か 

上が 特電 (ニユ ヨ—ク •タ井 

ムス 紙〕 廿 セ日發 n 南京が がの 
評蕭 委員 會は張 作霖將 軍の 化を 
をと 田 中 首相の 間 じを 換 された 

密電 の 内容なる ものを を 
表した、 この 所謂 かを を 電じ化 
れば旧 中 首相は 人を かして 最巧 
數 次に 直ら 張か霖 どを 渉の 結 巧 
で乂百 十五 年の お 支 化 一箇 條の 
巧 ホを 悉ん ご. を 法 化して H 本が 
滿 蒙の 巧譲齒 じなる のみなら 中 
山を 省 じても 日本 じ 幾 ミの 晤權 
を賦 おしれ もの i おく ホは を然 
プ シン トンの 街 ま 化 箇國條 約を 
無効たら しむる ものである ピ を 
られて 居る。 右の 中 じて 最 らま 
大 なる ものは 

0-^ の 山 東 省 お 兵 じ顯聯 
し 田 中 首相よ ち前駐 H ま 邪化理 


日本 ご不 戰條絲 

ワシントン 廿 六日 發 n 日本 政 
府 わす 戰條 巧に 街す る 回答は 
マクゲ エ—义 使の 手を 蠻て本 
日 國務省 じを 電達 したが B 本 
政府は ま 義お則 上 不戰條 約を 
投 てを をず かを 確 おする 一 ホ 
を ごして 喊寶 すると 其 じ宮衛 
上 化む を 得 ざを 廣 をの 戰圖巧 
爲 並び じ麗際 聯盟 規約 及び。 
々グ ゾ條約 等の 條約責 をは こ 
の 際 保留す る 旨 巧咨し 本條約 
じ 就て 速 かじ 六 箇國虜 譲を ホ 
望した がフラ y スを府 ち 近く 
これ じ 協賛す V {をの 上 政府 
は 正式 じを 國ご巧 渉して 細目 
を馈議 する 當で ある。 


じして をの'' お 巧は 支那に わら、 
H 本を 始め ごして 巧 强はヮ シン 
トン 協約に 化 b 支那の ぶ 屯權を 
巧 雷す る 限 b 日本；^ 濫ら にこの 
地 じ 兵を 動かし 行政し 臂 もが 權 
能；^し、 民國改ぉは外留心す那 
內 化に 兵を 送 b て 


革命 を 巧げ ざる 限 
の 生かが 產 を巧讓 する もの 


る。 故 じ 若し 張が 霖の 軍珠 わし 


て滿 蒙に 入ら ば民國 政府 广 
これを 處理 すべく をつ て U 
府 ごして これに 卞涉を 加 f 
不贊 明で あら 且つ 不お嬰 也- 
で をる』 VI 述べて 居る。 


外人 

であ 


於て 
本 政 

るは 
i る窜 


『ィタリア』 號お 

巧 衛不脏 

化 極 探 驗飛拉 

オスロ 二十 八日 發 n 去- 
日 巧キじ 北極の 碌點を 約 一 
じ 互を て 飛 巧した る 化 梅？？! 
隙の 飛 巧 船 イタ V ア号 はを 一 


直ち じ キング マ 灣じ おひ 亡 可 返 


木曜 
時閒 
學探 
の 夜 


たま 

船よ 


方丽 


す途 ± 爵 風と 濃 務じ權 さ 也 _ 

では 制 然した がを の 後 飛行 
ら 一本の 無線電信 も 達せ 立 
曜日 じ ま b 突然 サキべ 9 ア 
と覺 しき 地點 よな 

ィタ 9 ア號は 目下 危踐 ぶる 狀 
態に ぁらま 急 援助を 色んで 
ごの 無線が 巧處 よを がアメ ？ 力 
大陸な 他 東が じ 威 麗した ぶで ィ 
タリ] を府を 始めと して ノー r ザ 
ゥ 3 i 政府は 直 もじ あ 肋 を 派 
すべく ノ] グク 五^ — の顯化 家 ラ 
; セン 巧は 旣じ 飛行機で 中： I 發し 
れ巧化 極 探 薇 家 r マン ゼン あ も 
巧 < 出 あの 當で あるが をの 辕じ 
まちを の危險 信號は イタリア 號 
ょ..：^ 發し られ た ら の で な ぃ至 が 
判明した ので 飛 か 船の 巧 整に 說 
ては 益々 按 じられ て 屠る。 


は 十月 かかを なて すべき 巧吿げ 
この間 夫人は 化 巧を で靜 養ず る 
こどに なつた。 判學 はを か髓刑 


じ處 ずる 盧向 であるが 州 當局ご 
しては 媛る を 罪の 萍理を これで 
が 巧る らしい 0 


よ 6 スけ圓 にす る < 



の 使 お 景珥巧 どの 會見 報吿 じし 
1 日本の 化 軍 援軍に 顆聯 した も 
ので H ネ 出兵は を 然お京 軍の 化 
化 巧 害を H 的 どし 若し 藤 巧霖じ 
して：：！ 本の 街 支 巧 求 か 一 简條を 
が認 するならば 日本 U 山 東、 直 
锁 、滿蒙 方面に 十箇帥 脚のを を 
聊かすべく おし 靑 島の 支配 其 化 
山 お あじ 於る 幾を 5 特權 を賦輿 
すれば 山 東 省の 巧 政權は 一切 張 
作霖 じ'- 任すべし ごな し 岡 時 じ 

滿蒙 じがら 巧 日 的 運勸の 
漢滅を 要求し 濟南 事が じ 就ても 
巧を 政府 ごの 提携を 避けず るが 
識査 を閣路 委員に 一巧す るが 如 
きこ W は斷 じて 拒絕 せょ ど 巧 ホ 
して 盾る。 而 して 化のを 電は山 
巧 省瞥軍 巧を 昌將軍 ど 化 京 政府 
の 間 じを 换 され だもので り 本が 
山 東 省 じがを し 蔣か巧 八 北進を 
妨げた 報償と して 山 おちの 特權 
賦 輿を 慾 憩し じ ものである。 尙 
ほ 南を 政府は H 本の 滿蒙 巧亂波 
及じ關 した 

警 半口 じ 對しネ 明 H じは 罔 
答を 度すべく U 本の 京津 地方 出 
をは 却で 濟南 事件の 如き 不祥な 
る 化 ホ 事を 繰 返せし むる じ 過ぎ 
い ご む し史ら じ 滿蒙問題 じ 就 
てけ 『滿 蒙は 元 lb ま 抓の 領± 


海軍 擴張案 

院 巧 

四十 峭對廿 n 票 

7 シン トン 廿 六日 發 n 豫 てょ 
b 政府案，' こして 上院に 週附 され 
わ 下院の 海軍 擴張 ま挪ち V 方囑 
級 巡洋媽 十五 隻 及び 新 碗 空ゆ濫 
一隻の 建造 まは 今夕 突然 上程せ 
られ たが 遂に 四十 蹈襄對 4:^ ニ崇 
とい ふ 大タ數 をな て呆氣 心く 巧 
かされた。 

ロンドン 廿 八日 豎 N 當地 自由 
黨 系の 新聞紙は アメリカの 上院 
が 海軍 擴張 案を 否决 しまつた 勇 
氣を 賞揚し 大海 軍ま義 者が 敗 化 
を 喫した ことは 範を化 あじ 垂れ 
たもので をる ご 賞 鶴して 堅る C 


本な 束 ま轉電 (蘇 お町轉 載〕 


政務官 更逸 


同 


〔甘 九日】 遞信 政な 次官 秋旧淸 
巧は 內務欧 おみ 官に 政ぶ 貧 綴 
務廣 岡ぞ郞 巧は 遞 信な 巧 あ 
官じ 巧れ も 巧 かされた。 

地方 官 異動 

【廿 八日】 内務大臣の 西を 旧邊 
大阪府 お 事の 辭 任を 機會 とし 
て 左の 如 （地方 官の 異動を を 
を 表さる。 


巧 新 お 縣知宰 
巧 長綺縣 知事 
巧 福 島 縣细事 
巧 福 ホ 縣 知事 
巧 岡山縣 知事 
巧 廣鳥縣 知事 
巧 德島縣 知事 
巧 愛媛 縣 知事 
任 高知縣 知事 
巧 佐 賀縣か 事 
依願を を 


尾始 勇み 郞 
伊東 壽八郞 
加勢 淸雄 
小 濱淨鑛 
ご一邊 長を 
岸 本 正 雄 
山 下 謙 一 
巧が 慶 I ニ 
大島 破巧郞 
新庄 祐治郞 
大阪府 知事 
田邊 を 通 


譬巧 局長 
山 脚 萬么か 

委讓經 費 乂千萬 

廿 九日】 地稱、 營業收 益稅委 
譲の ためおを 經餐 一割 八 千で 
圓 天引きすべく 大藏省 具体案 


成る- 


保 旧 氏 興 銀 入り 

【廿 九日】 日銀 圃庫厨 長 保 旧み 
郎 氏は 日本 興業 銀 わ 副 總斑ど 
なら、 岡 京 郡 支店 長大が 小一 
郞 氏は 题庫扇 長に、 前 紐 育 支 

.巧 監督 巧 阿部 泰ニ 氏は 京都 ま 
巧 長 じあを された。 

支那 共產黨 陰謀 

t サか 日】 ぞ那共 產黨員 顆東州 
よを 日本を 民 驅逐の 陰謀 發を 
して 四十 六 名 起訴 せらる。 ■ 


齋麟總 領事 歸巧 

【甘 九日】 細 朝 中の 紐脊 総領事 
齋膝 峰には A 巧 甘 六り 柬京發 
歸化 G 常。 

ぶ 翼 農民 大 組合 

〔甘 八日】 を 國の左 窠谐お 十 巧 
を 擁して 圣國 農民 紐 合 ホり 杉 
山ホ治郞氏中央を員をと r * る 

生糸 資金 准 加ず 

門サ 八日】 今年のを 糸 資を出 廻 
6 は 昨年よ ろ 旧す 巧圃お 加し 
ニ 匿 W を當 であらう と。 


上 遠 野 巧 逝去ず 

【甘 セ 日】 名古屋 商業 會議 巧會 
頭上 遠 野 富么助 氏は 逝ました 


生糸 担保 額 低下 

〔甘 九日】 正を 銀行 等は 生糸を 
保價格 一楓 六な 五十 圓 をと 巧 


安達 巧 母堂 逝 < 

〔廿セ 日】 駐挪恃 命を 權 大使を 
達 峰- 郎氏 のが 堂は 逝去した 

賓易業 君の 狼骗 

(サセ 日】 大飯 商船 貪を け 船荷 
誰 券 前渡しを 止めた ので 貿為 
業者は 狼 巧して 居る。 

造船を 債を 計畫 

〔廿セ 日】 郵船を 化シ アトが 統 
路 命み をを けたら ニ 千 巧 園 造 
船を 債發巧 せん。 


上院を 派を 提携し 

首相の 彈 劾を 决議 


。政 友 會の巧 部 も動搖 して 首相 
.じ對 する ホ 難 高く 政變 ホる か ー 

水 野 文相の 辭職ミ 優 誌 問題 

東京 特電 甘 丸日發 = 貴族院を 薇の 旧 中 肯相彈 劾 熱は 日 増 じ 


進みを あ會 はお 八日 午前 十 時踐時 大會を 開き 出 中 首相が 累を皇 
室 じな ぼせ る責 なじ 離す るみ 議を 巧みし 間お會 、同 ぁ會 、み曜 
會 等に 耗 つて 該蓮 觀じ參 がせん ご どを を涉 したがを が 巧め‘ 爵を 
貪 も 結 巧 引 づられ るら しいが 一方 陵廢 はを が 典黨と 貴族院 タ」 腹 
背から 敵を 受けて 焦慮して ゐ るが 错山 翰長は 硏巧會 を 中 摇商楠 
はを ぁ 會を訪 願して 誌 解を ホめ てゐ る、 中 橋 海相は 『外部の あ 
繫 よら も黨 巧の 紛糾が 顯 題で わる』 S 云つ た。 尙ほ 民な 黨縷務 
會 はか 八 H 午後 ニ 時開猶 、優 諮問 題に 對 して スチ t トメ ントを 
發 する 方法 じ 就き 協議した 濱ロ續 裁は 『を黨 政 派の 問題を 越え 
て 憲法 違な だ』 ど 云つ た。 



ナツ フホ 人に 

有罪の 判み 

刑 S 宣吿は 十月 頃 
アルバ ニ！ 廿 ホ日發 N 其か黨 
時化の 州 書お官 でぁつ た ナップ 
夫人 じなら 州 勢 調澄叟 なお 事 伸 
は窮 一回の 裁 巧は 隨審 會證 のす 
一致で 解散され 第二 回の 栽刊は 
過日 巧 審議 中で ぁつじが 化タ陪 
審會 議じ烟 しだ 結果 滿瘍 一致で 
お 罪 ど 認めた 腐 A カラ、 ィンが 事 
は 直 もじを の 巧 ナップ ホ A じ 言 
渡ず と共に 夫人り' 持 醫ニ么 を 証 
言臺じ 起たし め 夫人 現 だの 健康 
が 到底 獄 役に 服す る 能は ざる こ 
どを 証言せ しめた ふ 上 刑の 宣吿 


まを 特電 二十 八日 發 n 水 野 文 I 
相み 辭職闡 題 じ 顆聯し 巧 中 首相^ 
が 皇室を 引を ひじ おした こどは 
をホ歷 ょら 非難の 聲高 < 貴族院 
じは 田 中 首相 £ 水 野 前文 相の 膝 
を 運動を 生やる に まつた が . 
まる 甘 五： n じ 開 おされた 政ぶ 
會 臨時 大會 じは 五が 人の 黨員 
が 出席、 席上 贿お川 おお 身 化 
議± 脆 中 楠 右衛巧 氏は 旧 中 首 
巧の 人事 巧 政 失政を 堂々 ぶ 非 
難して 拍手喝采 をを けたが 田 
中 擦 戴の 態度は 政 友會を 無視 
した ごの 輿論 あ 力 £ なち 色々 
の 難關が 前を じ 横 はら、 昨日 
も 蛟友會 の 新 幹部は 首相の 人 
.事 巧を じ獨 劇-語 衡は愼 し 主れ 
ねし どな 吿 したが 
貴族院を 派は 曾 巧の 責任を 重大 
視 して あく 巧 等 かの 形式 じがて 
聲明 書を をす る じ 至るべく 民 狭 
黨 では 兩院 各派の 反政府 系を 網 
羅 して 國體 擁護の 國ほ 運動を 起 
すべく を ホ 面 ごの 諮 解を 得 じか 
政 友を' 个ホ 紐の 元を 小 泉 お太郎 
氏を 始め 原 旧十衛 、化 本 孫を 衛 
巧 巧を じタみ 政ま會 を脫黨 する 
じ まる ごわら うご。 

ま 京 特電 二十 六 H 發 n 新ほ义 


部 大臣 勝 旧 ま 討 氏の 親 巧 式は せ 
お H 午を 五 時に 巧 はれた。 

東京 特電 ( ニユ ョーク •タ井 
ムス 巧】 二十 五日 發 U 文相 水 巧 
錬太挪 氏の 辭觀 問題が 端な くも 
皇室 じ 黒を 及ぼして 政 巧に 大閒 
題を 惹起して 居る。 

邸 も 水 野 巧は 义原房 之 助 氏の 
入閣に 反 おして まる 日曜日 辭 
まを 提 おする じ 至らし も 首相 
はを 易 じ 承諾せ ず、 首相は 再 
.考を ホめ たる じ おし 文相は 旣 
じ辭 表は 貴下の 手を 經て 聖上 
じ 差 おした もので ぁ も 御聖颇 
を仰くの外^:^しご回答しむの 
で 首相は 底ち じ 參內の h 事情 
を 上奏した ので 聖上には 直ち 
じ 水 野 文相に 參內を 仰が けら 
れ留 ほの 上國 事に 携る やぅ 御 
言葉を 踞 つたので 
氷 巧 文相ら 威 激して 解職を 思 化 
ま b をの 足で 新閒 記者 劇 ごの 會 
見に 於て 『辞職を 思 止つ たのは 
一に 聖上の 御言 葉に 化る』 こ 
を諷剌 したので これを すじした 
田 中 首相は 憤然 ごして ステ！ 
メン トを發 をし、 

水 野 文相の 巧 巧は 遂內前 おじ 
定 つて 居た をで をる 


ご 聲巧 する じあんで 輿論は 一齊 
じ兩 大巧の 輕キ なる 巧言を 非難 
する じ まを、 一 閣僚の 進退 じ 就 
て累を 皇室に あぼす のは 怪し か 
らね £ 1 齊じ 非難を 察し 遂に 水 
巧义 相け 巧び 辞職す る じ ま .9 た 
る もを 自身と しては 『巧 まを む 
じ砸 じない』 ご 豪語して 居る が 
東を 朝日 新聞の 姐き 首相の 靖を 
なる 言動を ホ 難して 政を 的 だ 失 
脚すべし S 豫 言し 一般 輿論 も 首 
相の 引貴韩 觸を强 要！ て层 る， 
裹强じ 巧した 

乂原鑛 也 王、 こ 首相 

◊田 中 首相は 永 W 文 巧を 犧お 
してみ 原 房 之 巧 巧を 入賴 せし 
め 巧题な 遇を 斷 巧した 
白面の 一靑 年から 鑛山 王ち じ 
過艘 の 總選 擧じ鄕 を 山 ロ縣か 
ら巧議 ± じ 巧つ て おでを 巧 入 
ら をした 义巧 氏の 天顆 はこれ 
までら 度々 增じ 上つ 化を で遂 
じ實 現の 運び どなつ たのは 當 
がの 驗着ご 言へ る。 

◊いま じ 獲る 一つの 逸 諮、 を 
れは 曾て 原 敬 氏が 久巧 君は 間を 
つて 實業 巧に 入つ た、 を 巧に 入 
るべき 人物 だつ たのに 惜しい も 

の だ V 三ニ嚷 した £ 言 ふ 穂の 

太つ 腹の 巧、 田 中 首相とは 同鄕 
の關 係で これまで 陰に陽に 瓦 じ 
力 じな つてる た 長 閥 ど 言 ふやぅ 
G をのが 今後が だして 巧く ごし 
たら 近き 將ホ r めて これを 化 
表する. 物は 义巧 氏を 措いて か 
じない ど 言ふ哼 である。 

ク靑年 時化 叔父 藤 旧 ホ 太郎巧 
から 十五 巧 圓を貨 つて 獨 立し 日 
立鑛 山を 經營 して 今日の 义巧王 
國を 築き上げた 巧は 昨年 十二 巧 
ながの 經濟 特使 ご して 蕃郝モ 
クヮじ 乘这ん で 天 嘘れ な 外を あ 
b を發 揮し 入閣の 增を 立てられ 
たもの ごわる' をはち ど 主 b 政 
友會 によく 民政 黨 にも 巧 威を が 
j たれて むる、 一二 第の 木が 壽雜ホ 
i 氏 ご 義兄弟の 間柄で ある。 
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戦線の 延技 二な 哩に 直り 

化 京 ぉ前に 五十 萬の 大軍 會戰 

= 朝鮮 喊 境に 馬 贼が橫 巧し 龍 山 駐屯 軍が お 動 U 

上 化特お 【ヘラルド •トリ ビ ユンが〕 二十 八 鬥發= 巧 か ホ 面 じ 於る 戰 巧は 一時 南 軍じ勒 して 
小利；；* らしら おが 本が 隊は 眺じ黃 州を 波 9 て 化 巧ぶ 郎 期は H ご おじ 熟し 兩を共 じを 准の み戰 準備 
じ 忌り ；： k く 戦線は 恐ら''、 ニ， U 哩じ昆 b をが の 軍隊 約 五十 ガ 人に 連ず ベ < 張 家 ロは 完 をに 南 軍の 爲 
め 占锁？ れ た」 脯 して 一 ホ 山 巧ぶ にお おず る H 本 軍は 中立 地帶の 延長 じ 努め H 本 軍 司 か 部は 重ね 
て ホ吿シ 發—濟 おお、 帝な ホび に 山 巧 宵の 巧 圃屯啡 じ 見 6 南 軍、 化 軍 おじ 觀 じて 接 巧す る 勿れ ど 
命 か！ 巧し これに 違反した おなけな もじ 武装を 解除す る蒂 である。 

東京 【聯合】 二十 八日 お y " 朝鮮 龍 山の 驻巧軍 一大 陵は 急報 じ 巧し 朝鮮 圖境じ 出動した が 塵 軍 
苗の 该 あする 所 じ 化い ば 度 お M 地一帶 にお 賊橫 巧して H 本人 屬 あを 挪虜 どし 數 人の 死傷を を 生じ 
た 巧め であるが、 陸軍 當 でら 別に 间 地方み ま 撕官證 じ 巧 幾を 提出して 人質と a つた H 本人の 釋放 
をボめ がっさる 限 b 単隊 い ホを おて 征討すべし ど述牒 したが 必要に 應 じて ホを ニ 大隊、 磯 顯銃隊 
及び 野 袍隊も 化 励の 単觸 中で ある。 

滿 蒙が 平和て をる 限り 

日本 U 卞涉 しない 

i 參謀 本部 一 高官の 赤裸々 な 支 
那 時局 觀 .り， 南を 政府 回答 あし ー 


東ち 特電 〔ニユ ョーク * タ典 

ムス お】 二十 セ日騷 n 『軍人 >J 
して 現 化ぶ 那の戰 がが 脱を どぅ 
なる か豫 言す を-一 どじ 割 猜出來 
ない が』 ご 前提-」 て 參謀本 謀の 

一 鳥官は 化訪の 記を じ 語 
つて 曰'、 『南 軍， レ ±氣 ご 兵数に 
於て 優る じ 反し 化 軍は 武裝 の 點 
じ 一 ホ 先んじ 足る も 巧 軍を 迪じ 
て共述す る ' I どはをの 部トじお 
ホの 進 おを 疑ぶ にがを べきら の 
タ； こいを 南职じ 就て 見る も S 
人の 乂立 物は をみ お 離が 滋隔で 
ある 際の 協力 U 稍を るべき もの 
あらしら 距離が 巧を ずるに 度ん 
で 協調を 缺^ ^ の 風 かわる、 化 軍 
に まらて はを 岐 S 戲お i 6 見て 
诊 敗の 形で ある -f の i 部 巧 的 じ 
はお 玉 おお 軍を 攀 退して 坦 る。 
おかー支化の慨ザご いム^^のゴ 
必 ^ やし， ^ ぶむ のみで 判 斷がお 
來 ない、 この 外じ 

か す ら あ る 々 み 
r 激殺 をを ずし 下戰 ホを 一掃す 
を 煤を‘ か いん いごけ 限らね oj 1 商 
官 ごの 戰％談 は 偶々 外を 其 化 じ 
挂るホ 裸々 なが 歳に 移な 所謂 H 
本の 軍 脚 かを じ 照らしで 興 ホ 深 
い 誤な じ 移つ レが’ 陸平咖 ごし 
てぶ 哪じ勒 ずち り 本の 重 火 G る 
剌權は ホ かど 図 内の 統一で ある 
こどを 認め、 南方 侧 じある 巧 化 
み掛义 はお •ろ 歡迎 する 原で わ b 
現が の 山 来 省 及び 曲漠 おを じ樂 
じ 一帖め。 もので 平 时じ网 なす 
れば化 もじ 做を すべく H 本 どし 
ては 瑞ぷ V 化 巧ず る •かかき 巧む 
は斷 じて。 < 化 つてが 壤の 天地 
が华 かで わる 化 b 巧 化 いづれ の 
政 巧が 

巧 政を 巧る も異 知は；；^ し 
ご枯 論して がる。 而 L て 張作藉 
の 退を におしても 巧し 南 ザ どし 
協調が 成立 しずか 的に 滿 藻へ 際 
- 退ず るなら じ n 本は 的て 平 渉し 
U いがを し 山が 齡 お 巧 じがて 股 
經の化 軍 どを 撃ん 南が’ か拟 化を 


巧 ゆるが 如き こどを らば H 本は 
化 軍の' を裝 解除を 命中る ご 共 じ 
南 軍み 滿蒙追 擊をも 差 止める ミ 
いふので ある、 丽 して 日本 ミし 
ては この 際 張 作 霖が速 かじ 自巧 


京じ乘 出した のがを も-^ の 誤 
6 で 軍票を 溢發 して 地方の 經濟 
界 を棄亂 しを 地 じ 重 我を 謀して 
商を を 驚かして 不人氣 ミな つた 
爲めホ 巧 轉換の 目的で 最 あは 排 
I . 日運動を 起しつ i ホる が 如き 從 
つてり 本の 人 必が張 作 霜に 愛惜 
を 溢 か—」 胳軍の 下野を ホむ るの 
傾 お 濃厚 じして 南方 國民軍 ごし 
て も 張を 滿 蒙に 追 擊せ中 化づ支 
那本 ± の 建設 じ從 ふことは 最も 


して ド 野す る こどは 時局 枚が 上 I 賢 策で ある， 藏 蒙は 今やを 那移 
展 善の 方法で みる ど 認めて 居る I ほを 化て 光 滿し滿 蒙は 支那 人の 
が 『股ら に 猿が 下 巧 I て滿 蒙に 一鶴 蒙た る こご 疑な （、若し U ネ 


隱邁 しれ どしても これから】 ニ 
を おちび 劍 をを b て 

巧おせしめた瘍合 
U 本は これを 中止せ しむる か』' 
の 疑 間に 對 して 『を かは 今日の 
琪を 言明し 兼ねる、 蓋し 辕 じし 
て お ホの 巧 起を 夢んで 堪 化】 時 
隱遁 ずる こごは 巧して 聲 ましい 
こどでは；： > いが、 斯る攘 を 日本 
がどうす るか.、」' いふ こごは 到底 
激吉 〔し 梅*' ない』 どなし 假 りじ 南 
軍-か 慘 化す i ば 特に ァメリヵの 
輿論り n 本が 山 東 雀 じ おちした 
なおで ある ご 非難ず るで わらう 
ごの 觀 測に 對 して 巧は 『おし 南 
軍 じして 股 化すれば 彼等は 日本 
を化わべく、 化軍化化するおリ 
本を ホ 難卞 るで あらう、 巧々 ど 
しては 化 方 か U い』 どを へた。 
蓋し おし 

もが r ろ 今 呂慘 股 すれば n 
本が お 面する 軍事的 隙 壁は 除よ 
される が 化 軍に して 勝 巧 V - 陆す 
るお玄 化の 混亂 は化然 どして 繼 
綠 すべ < 、二 岡 官 はこれ じ對し 
て 『我等は 化 巧 や 奉 天がず かを 
維恃す 5 限 b 何人 じを 配され て 
も 無が、 むで ゎる、 張か霖 かで 巧 
L た 佑 お 紫で 化が 威信で 巧つ や 
巧 や を巧等 は 知 ら い し國ピ 奴 
府が奉 ホを ホ 配 [て もがて お講 
け。 い、 我等け 單じ滿 篆へ斷 じ 
て 巧 鉛を 波及せ しむ 可らず ごぶ 
蔥 する のみ」 ど卒 .直 じ阳 答' た 
こいを おする じ 張 作 霖如位 お a 
巧 こ 化が V 一して 滿讓 じ路化 b 自 
己の 部下を 襄 成して 捐れば 兎 fe 
巧、 


の滿蒙 

併呑を 恐愤 するなら ばを 
づ 堅固なる 中央な 廚を組 観す る 
こ' こが 支那 じごら ては 隨 一の 防 
嚮 である。 一 高官は 夏ら じ 言葉 
を 進めて 『賭 か 巧 お 軍の 參謀其 
化は い プれら H 本の 十官學 校を 
岀 身した 軍人で ある、 巧々 じし 
て 若し 支那を 餅を する の 意志が 
ある；：* らばな て 支那 人 じ 日本の 
軍事 敎 育を 施す 理由がない』 こ 
なし 吏ら じ濟巧 事が じ 言ぶ しわ 
これに 向つ てな 〔特派員〕 は 溝 
P しお 親奈截 した 支那 軍隊の 巧 
動じ 興し 世界は U 本 じ 間 情した 
丽か L 媒 二-し 福 旧 司か官 が城內 
ょ 6 支那 電隊の 

追放を 命じた-;」 は外國 
では 敢て 非難し ぃ A いが 歡< 共批 
託の 餘 化を 殘 して 居る ご 述べた 
るじ對 し！ 髙官は 化 ドの 如く 語 
つた 『福 出 中將當 時の 位置は 極 
めて 重たで ある、 邸ら 將軍 .いな 
する 軍隊は 一二 千 人 じ 對し約 五 巧 
のま 抓 おは 頗る 巧 奮した 狀 態に 
がて 濟ち 城を 包圍 しを の 軍规も 
秘めて 棄 熟して 居た、 故 じ 巧 軍 
は 何が を定那 軍の 爲 めじ 包圍ク 
れる やら 知れ や、 巧る 纔を城 巧 
の n ま 巧 おら 恐ろしい 戰 かじ 兒 
お はれる、 故に 福田將 おごして 
支那を の 城外 退 まを 要求した の 
d をく 

自衛 上 止む を 得ざる 手段 
である おおは 遂-し 武力を 用 ひた 
もの、 これよ b 義き 平和的に 退 
まずべ <豫 め通吿 したじ も關ら 
ホ 支那 軍隊は これを 拒否し の 


政治的 u 巧 也を おして 化-で わる、 この 點 じがて 贵を福 旧 
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尋 巧/ 

(福 岡縣 人) 巧/. 凹みが 
安永 巧 藏持山 巧 太が 古川 
正を ホト •幸藏 石 松節朗 
渡 邊篤寶 お留吉 古川 新香 
上野 修平 井な 貫 遣 酒 雄 
貫 造 太 郞を家 武雄柴 巧 ま 
雄 

{愛媛 縣 人) 橫旧常 ま お 常 治 
忡 座を 之の 

(東京 巿} 小が お治郞 
(大 阪巿) 白木 あ太郞 
(鳥 取縣 人) 木 村薰信 
(長 野縣 人} 獸巧平 人 

るの まじ 通 か 致 巧き 儀を 之 
候 間 本人 若 C はか 人ょ b 現 
住所 御 通知 願 上 お 

紐 育帝團 総領事館 _ 

ニ 5 Br ミを 巧 New York G さ 


I 日米 新聞 支局 

今度 紐 育 支局を 設置し まし だ 
から 購讀 、廣吿 一切 左記.； 鷄 
願 ひします。 (驳井 ホを】 

A West 101 st 笠.， ぎ Acade ; f , ニ 占 94 
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乂國ホ 英語を 話 f 事 
は 成功の 溝； 義 ごす 
本校には H 本人 栽 巧 
じ 慣れた 專巧 婦ん較 
姉 ぁ 6 懇切 じ 會お逆 
信 文 社を 語を 敎投’ 
ます。 日曜 通 日み じ 
午前 化 時よ 5 午後 十 
時まで 開校し 一一 
スンと 十五 她づ S 
を 日直 七 じホ按 をれ 


笠 ザ 洋服 巧 


東京 巧み ノ內 W 心 T y グニ睹 ニ 九 ニ 房 

績辟丸 山 洋服 蘭會 


'が自 曰 本人 f 轉 


雜露 


一吉 7 だ こ ve . H ミ さ rk 呈 


巧 かるた 


は， の 遊び 
ホを 英文で 米 國人じ 能 （わかる 
やう 衞單 明瞭に 說 明した ものが 
出 巧ました Q 南を 目み 進呈 致し 
ます、 御覽 下さい。 

ニ iysA 呈 114 こ 害 苗. 呈 y . 


膊巧 
洋服 巧 

巧 女 靴 ド 類の 御 
用命に 應 じます 

リ T 作 •シ 八タ 

靴下 會社化 巧 巧 

'''時 旧 信次郎 


丸 山 洋服 商會 


萊 五十一 ニ 了 円 

ニニ ニ一 

か 藤 
洋服 巧 

f ラ f 人 さ ご 一 
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官 アンド リユ ー ス 氏を 巧 事總長 
どむ し、 六月！ 日 總會開 體の巧 
なら、 右は 專ら四 g 初めの 生ゴ 
ム崩 なじ 由る ゴム 製造業を 巧擊 
じ 對し當 おまかを の恼 力を 归つ 
て 製品の 僧 格 維 梓を が b 採算ぶ 
礎を 化たん どす る 一 禅の 善 お 策 
ご 觀る向 ぁ b 。 絹織物】 般 じす 
振、 閑散、 增 相場 个 獲なる が、 
何れも 弱を み、 絹 細は 巧 檢査お 
を督施 後を 疋じャ —ド數 記入せ 
られ あるが、 をな 島 荷の 岐阜 產 
の ものは 實 際た 目 記入 ャード じ 
- 化し 不足 あち、 買手 よら 苦 精を 
受けつ、 あ b 。 


日本 株式相場 表 

〔乂較 藤本 ビ八 プ。 1 々1 銀 
巧發〕 株 ま 相 壌 〔單 位圓〕 

ぶ 巧 基 H ぶ 巧艾巧 

をを お數 を 三 ピ を ，10 
大 阪指數 ニク ま ニを 10 
を 巧電燈 琶*呂 竜 ■室 
大同 電力 《ニ# 畳 さ •さ 
東が 電力 查タ吉 舅ろ 0 
大り本 製糖 を •ま 八晋ま 
王子 製紙 一二 ユ吴 0 ニ 10 ■ま 
ま 浮 モス リンみ 一 •置 ぶ 四 •呂 

H 本 ビーグ so •呂 so 盖 0 
日淸 製粉 10 四 •を I 呂呈 0 
獲 野 セメント ま •ぶ 0 类 •愛 
日本 石油 を •を を 互 0 
を 京 あ 巧 ち ミ 己 ちろ 0 
日本 人造 肥が 互 ふ 0 ろ A 0 
久原藤 業 客 •岂 を •呈， 


夏場 向き 上等 

チョ n レ-- ト 

當會 社は 特に H 本人 諸君の 夏 
處營 業に 適當 する 商品を 提供い 
たし 居 b ホ國 東部 じめ ては 孰れ 
の 巣ず 製造 家ょ 5 も m リタく 日 
本人 諸君の 御 得意を 持つ て 居ら 

す 

チョ ユン I ト Q 垂 ラインは ボ 
グチ モア 本社は 匆論 左記のを 店 
の 見本 室に 揃えて あを ますから 
是非 御一覽 下さい 

Fsini 養呂章 ANY , 

さ West 21 st Si , Ne 三 ork 呈. 

夏 L 重 I 芦夏宣 UO 章 夏 Y , 

10 で st だ = dwt -, B さ呈 ミ， 产 J . 
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上等の 品 許り 
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近 < 着手され 相な 

日米 仲裁 和 俯條約 

ア / リカ 側からの 提議に 應 じて 


日 乂仲茲 々剌條 約け、 今年 八 
_ 巧 二十 四け を もつ て お 朔じ逮 ず 
I る S で、 米 映 政府け まる ニ 巧 

^ 更改 した 米が 閒の 巧仲热 
栽 巧條約 案を をち 案 ごして、 わ 
_ が國 へ送附 L 條約 のをな 力を 提 
一議す る ミ 同げ じ、 乂妈： 本を 
除く 諸 か阅ど 締結して ゐも 所謂 
プライア ン條 約ご问 极の內 をを 
_ 有 ずる 仲裁 か解條 もを 仲裁々 判 
な 約 ど 別個め ものごして、 U 义 
間じ締 おせむ こどを 提 諸して ホ 
，た。 わが 當 •柄に わいて はを じつ 
き 調 塘硏を 中の ごころ、 仲 我々 
'お條 みじ關 しては、 え 齒か移 技 
問題を 巧內 問題 ごして お b 投ひ 
仲裁々 巧に がず る こご ib 除外 
せわ ご寸 るが が條項 中の 『國の 
のを 轄 h じ 風ず る 事 巧 J じつい 
t 異論が もる が、 をの 化の 部せ 
じつ V ては 大体 貸が。 ので 、 n 
ホ 間の 

移民 問題：-* 勺 いては、 化 
じ 適 営なる 力 法を 講中る こと^ 
して、 米佛 閒同糕 の忡魏 々が 條 
約を 締結す る 化 t あるが、 日 ホ 
間の 問題は 留 化條堪 かきの 仲裁 
なが 條約 や、 太 かげ じ おける 諸 
島峭じ 隅す ずる 四 國條約 だけで 
は. 完全；； > る 解かを 期す る こご 
:^一出ホトょいので、 わが當局は0 
ホ 間 か紛ホ じして、 法が 問題 ピ 
して 仲裁々 おじが せざる もの、 
哪も政 お閲鹽 ごしての 紛爭 、就 
中 移民 問題の ためじ プライ アジ 
慷 約ど间 樣の內 をを をす る 仲裁 
かお 條 約を 米國の 提案に 應 じて 
締結する こご ^なも、 近， '、仲裁 
截巧條 おおな のを 涉が H 米 間に 
開始 さる I を 待つ て、 之が 

■^^涉 を始むる模據である 
乂國が 諸 外圃ご 結んで ゐる 所謂 
ブライアン 條 かの 內 なな、 國に 
_ よ つてを 少み相 おは あるか、 を 
の內 をは 大要 左の かきもので ゎ 
る 0 

\ - 本條約 締約 劇は、 敢國間 
じを ホした る 紛爭を 外を 手段 
i じよつ て 處理し 得 中、 また こ 
むじつき 仲裁々 がを 採用せ の 
壌を は、 事 化を 囲 際を 員を じ 
_ 附 して、 をの 薄を と 巧吿を U 
I さしむ， 祇 巧： ^ 委旣會 が 事件 
一 の 灌査巧 及びを の報吿 がすを 
; さる-、 まで、 武力 じ訴 ふを を 

导で 

ニ 网 際を 民 曾は、 お あ みを 
胃よ V 成る。 兩 締約 國 はを ニ 
名のを 員を 逃 巧し、 をの 中 一 
I をは 自國乂 にあらざる もの ご 
- す。 お あのを a は兩國 S 合 窓 
じよ 5、 すでにを 員が 選 ほさ 
れてゐ る闕の 何む にも 戚 しな 
い 固よ b 逃 ほす る。 第五のを 
_ 員 逃 化-しつき 合な 不可能の が 
^ ぶで 义 がと 年のへー グ條 約の 
一 を 四十 扣條を 適用ず。 
.委員を け 條約化 准巧検 後六ヶ 
: 月 化み じ-組織 さる。 

III 兩 締約 圓は 外を 手段に i 
つて、 處 巧し 巧ざる、 が爭の 
I 生じた る媒 をには、 巧 阅は報 


吿 萬を 作が する こ VJ をを 巧 さ 
いたる 巧 除 委段會 へ、 審査を 
委託ず る こどを をポ する 權利 
をがず。 

この 通吿ー W を 员食誰 担へ 巧へ 
られ 、'斌 をは 商 もじ こいを 村 
儉 を； 3 じ 通達す。 

この 棲を 讓長リ 、委員 會委旨 
多数の 賛 阿を 得た h で、 兩締 
約 瞬に 街し 事 化 じついての 職 
お執巧の提請を^:*す。 

この 捉 ホが、 兩國の 中 一 図に 
1 つて 巧 諾の宜 言 なさいた 
時に、 を員會 けを の窜 がに つ 
いての な 巧 權を與 へられ K こ 
ごじ：：：* る。 

委貨會 ん谣所 U 委員 貪’ 於」 
化を する。 

四兩 閣は紛 ずの ホ 題を 議長 
へ 陳述す るの 權 かを々 す 
紛 巧の 風 因が 旣じ 委任され、 
ま；：：* じ 委任 さるべき 或る 巧爲 
じょつ て 巧つ て 居る 場を じは 
委員 會ぶ 速やか じ、 细 巧なる 
程 巧で 兩越 わ 權巧 をが 持す ベ 
きかを 示 一 '、をの 盧見 ょつ 
て 報吿の 一時的、 ホ定 のをが 
を じすべし。 

五 ず續 上の 事じ關 しては、 
委員 貪は お ホ 得る 限 b 千乂巧 
よ 年のへ ー グ條お 第 I 章 第 化 
條 乃き S 十六 條 じを まる i 條 
巧を 參 照すべし。 

兩轉 はま 員會が 審査 ご報吿 W 
をな すじつ き、 必要 U る 化て 
の 手段 ど 巧を £ を あむ ふるこ 
ごを 承認すべし。 

委員 食の 决を & 報 吿の條 件は 
タ數み じょち、 をの 報 吿は議 
長ょ ら兩 締約 固へ 廻が さる。 
兩 締約 國 が、 委員 會 の 報吿じ 
つき 採るべき 態度に ついては 
何等の 制限を をけ ず、 自由で 
あるり 

右の 如く、 仲裁 か解條 約は 締約 
國間じ 

が發を1、 かをず段 
じょつ て 處理し 得ず、 また 仲裁 
裁が じ附 畿し裤 ざるを 治 問題 じ 
關 する ものなる 胁 じは、' をの 餘 
ずを 兩國 ょら 選任 されれ 委員ょ 
ら むる 國際 委員 會じ邮 巧して、 
をの 審査 ど巧吿 どを；： •■さしむ る 
ものである。 なし 树條 巧には を 
(制裁 規定が なく、 委員 會の報 
吿け單 じ 報吿に 留ま 6、 何等 兩 
闡を 巧辨す るら ので。 いから、 
兩圈 のこの 橄吿 じついての 措置 
はを <; 兩瞬 政府の 協を じ 一巧 さ 
れて 屑る。 この 條 約の 特色は 條 
約じ时 等の が留 事項な < 、一切 
の 政治 上の 紛 巧を 處巧 する 点じ 
あ b 、 しかも 締約 國間 じ紛 巧が 
お ホし、 輿論が 喚起 （て 干义を 
を ふべき 狀態 じた もを つた 時、 
紛 ずを 國巧委 負會の 

審奄 じ附 し、 報 吿齊が 作 

おさる \ じ まる 主 一-. の閒じ 與論 
を鎭 がせし め、 をの 鎭靜を 待つ 
て、 扮 ずを ザ か 的 手段 じよつ て 
處迎 ずるに ある。 议じ 政が 當時 
ど L ては、 問題の ホい 日米 兩國 


間に わいて、 をの お 式を 問は ず 
あらゆる 磯會を 利用して、 戰ず 
巧 避 S 中 合せを i ：* す こどは 、 H 
乂閒の 親善を 化卞 もの. である ど 
共に、 兩拽 間に 橫 たはる 不安を 
取 h 除く こご、、 な 6、 更ら にこ 
の 师の條 巧を 締 おする こごは、 
な ホが 人'; 多大み 巧 必中. あたへ 
る も S であると 稱 して 條巧 ^ 成 
立を ホ黑 して 巧ろ。 


支那 人 街で 

排日 巧 列 

目貨排 巧を 高調して 
旣 報の 如： 當化 支那 人 街 じめ 
ける U 貨 排斥 迷 動は 南を 政府の 
恃使 伍锁柩 をの 渡米の ホ 目 ど 共 
じ 叙が 高ま 6、 婦人 辯 ± までが 
巧 頭 じ おぉして 盛んに 悲憤慷慨 
し 『を 氣 M 報』 其 化の 支那 人 新 
簡も 『倭 奴征 化』 の 記事で 埋ま 
ら 『を國 人 聯盟』 が 組織され てを 
地の 支那 人 賴體ど 連絡の 上日貨 
排斥 ご 軍資金の 調達 じ 努めつ i 
ある 力 

去る 巧 曜日 正午 じは モットー 
巧を 中、 かどして 約 五 千 人の 支 
那 人が 靑天白 H 旗を 巧 立て 幾 
多の ビラ じは 筆太々 と 『 H 本 
帝 國ま義 を 倒 甘』 どか 『抗日 
雪辱』 『 H 本は ヮ •ゾン トン 條 
約を 揉挪 す』 ごか 支那 人 一流 
の 微义を 並べて 音 樂隊を 先頭 
じ 先 づボ廳 じ 赴かん としたが 
これは 藝 I 官隊 の爲 めじ 阻止 さ 
れ たので 化 わなく 支那 人劇燒 
じ 集まを 

巧巧は首都じあ^て化庵が巧ホ 
ないど あらて 巧の 秘書官を の 他 
が 激越な 口調で 日本の 非を 鳴ら 
したが この 稲の 巧 巧は 今後 も繼 
續的じ 巧 はれる らしい。 この H 
の 支 抓 街は 宛然 おを 氣 かじ 滿ち 
を 巧 や 林 理巧も ザ H は 化 業し わ 


シアトル 航路 じ 

優秀 船 建造 

都 船會社 驴計藝 

H 本 郵船 會社 入電 じ 依れば 去 
る 二十 五 H 開催の 幾 四十 S 期 前 
半年 度 妹 ま緩會 じがて 八み 配當 
案を 可 巧せ るが、 純利 益は 一二な 
化巧圓 じして 前 二期 じ 比し 稍々 
增 加を ボ して 居る。 尙ほ 前回 决 
ぶせ る 優を 船の 建造は 順調 じ 進 
巧し つ、 あら、 更らじ シヤト 八 
航路に 巧 用すべき なな 船 ニ 一隻の 
の 述造案 も 決まを 持る じ 至つ た 
ご 云 ふこと である 0 
備考 n 本 郵船を 港 航路の 優 
秀船 竣工み 第 現化问 航路 じな 
事しつつ わる 船舶を シ ャトグ 
線 じ 使用し 其 閒じ同 線の 優秀 
船を 建造ず る計畫 であるら し 
きも 右 建を まの 內 をはよ だ 本 
社が ら當化 支店 じ 達して 居な 
い模樣 であるが、 政府よ b の 
補助を は 巧と 十巧圓 である。 


ゴム H 業者 團結 

巧が 務寶記 官報 吿 
ゴム 製を 業者の まなる もの 十 
ニ 社を 起 どな 6、 ホ國 ゴム 工業 
を 雄を なる 經濟 を 礎 じ 思かん と 
の 目的を 0 て、 ラバー •ィンス 
テチ ユート をが 織し、 前 乂藏ホ 






巧 六 巧 
と 目 了 巧 十四 
描 目 T お 十四 


Kawasoye Hotel 

1 巧 Wes り 巧 nl 化 姑. 
就 M 日 rningtitie 7154 


IKUINE 

Hotel & 民 e が aura 打 t 
313 WJ が h Si New む rk 
TeL お hii か! ■巧 巧 
C が e Addr が s IK 謂 E 


DA 民 UMA 

781-6 かわ B. 
Tel. わが nH お 9 


SHOWA 

53 West 105 St ., 

Tel. Clarkson 0981 


SUN HANG FAR 

213 日 - 7 化む も e 託 12 邮 & 巧 加 能， 

Te し Mwnin が i お自 8 巧 

まク 王を 何 博 君を T で 巧 謗 腕 
す マ、 上キ しじへ 目 築 理君前 本を じち 
。ィ H ま繁 ては ばのと をめ を 縷^ 那 
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あ、 の 評人ィ 十す す本廉 W 
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琴 氷興樓 

挽 揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本人 諸君の 嗜好 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 孰 一二 時を 開店 
(なか 五 T 目 サブ 
停車 舆の 下) 


柳 S'rS 7 

が ， W 
齡 si 
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支那 巧理 

巧廳 茶園 

司 理人蘆 蓮 
お 鑽のホ じは ま 巧 
の銜使 巧じ備 へが 
聞會 庵の 街 用じ應 
中べ く误閉 巧を 相 
不變お 引 立頤ま 0 
が 上 街 案 巧 申 上ち 


紐脊 旅館？ ち— 

東 隅 十 T 呂ニ妈 ニ 雪 

Tel . Galed ミ ‘古 巧 74 


ボストン 帝 

富 ± 旅 雜大濡 末 松 
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養 L 安悬 昏 Ji さ- 
£. 雲- ぶ •這 21 
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桑山淸 五郎 

含 3 嘗 U をち h 資 • P 室蔓量 ia で产 

T 己 . S 量？ 231 


細 設備な 善、 腐 巧 0 
^ 鹏* 稱理 人、 調理は H 
始 S い 一本 人 向き 

が 

L W U 

TO 挪 御竟 舉を簿 つて 
了 暦ち ます 


I 刪 桃李 園 


ず. fYj 燒. 

ホ じ 御料 巧 





罔 園閑淸 、を 気 新鮮 
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美味 じして 淸巧 
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勢州纔 

巧势 事を 乂巧あ 作 

技 5 E . をを 巧 r ま t 

ジー . R ぶ ミこ 塞 


午 お 十 時よ b 
午前 ホ 時まで 


賄 巧 



御旅 縮 河 添 


割 驚 化に 御旅 舘 

-E 會 佐 巧 

ぶ、 弟 

化育 巿西 八十 八 T 目 一二三 ニ 
を 話ス 々イブ！ と 八 ニニ 


高等 御旅 舘 

昭 巧 

會朦御 料理 


岩 旧 旅 縮 
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一力 旅 錐な め 

帝國 旅館 帛ホ 

i 早 霉 h st.f York 
ご I . Musq 是 h ぎ 夏 ミ 10 



貨 の蒲磅 おいしい 娜嫁 

會席 御料 環 

晝 食は 水廣 へ— 

巧 峰 簡化甚 巧 大勉强 


日本食 料蟲類 巧び 雜貨類 卸小賣 
ホ么素 大黄 挪 桑 山商會 
新刊書 籍雜誌 小間物 日用 晶 を 種 


をタ九 時を を ま 

メ 1 グ T ドレス 〔年-巧〕 

東京な 會 

巧 八 1 ム自 がの 便 あ も 
トブン ク巧 b ょす 


日本を 巧 お 
日本 巧货巧 
を籍 巧を 巧 


ザ 上 金魚 巧 

918 巧 黃 A ま . ， N 至 ！ fork G さ . 
さ 1 百 rcle ちち 


臀油龍 SISSI5 营 i 白米 
日 ネホ離 食料 晶 觀 

巧巧咨 姐 巧 ホ會化 東が 一手 賣挪巧 

日本 食料品商 會 



◊逝ける 博ち かを 親を がで ぁ 
つたこ どけむ みな 話で ある。 を 
めを 親ら 旣じ 化が された ぶ、 父 
親は かじ I て お 帖 ゎって 別 一；： た 
らし，-、 ホ 巧ん 程な 判然して 属 
ない ごの こごで ある 0 

◊西 親 i 、 で 育てられ わ劝を 
梢 作の 階 十； け、 貧しい 慕ら しじ 
は 憤れて おた が、 譯常 巧を 奉へ 
てな を 小學に 入つ たげ かから、 
淸 作の、 むじ，： M つの 苦 瞬が もつ 
た。 をの 巧悶 ごは 外で もない、 


彼れ は ニ歲の 時乂乂 傷を して 手 
先き， U まれ もがか ロ 不具に なつ 
て 居た ので わる。 

◊左の 手の指は 中 おの 關 節から 
燒パ懲 もて、 孤 么指ピ 指と が 抱 
合，' て、 摺 木の やぅ じ。 つて 居 
る。 華 巧の 朋輩は r ずん ぼ/--』 
ど ロ々 じ 冷罵す るので あつた。 
をして 學期 試驗じ 優等賞を 貸つ 
じ 時な では、 み じ 殺しく の £ し 
られ 、『學 聞が 出 ホても 手ん ぼ 
でけ 河ん じ もなら ぬ』 淸作 はか 


カル ドウ 2 ルの 本 壁が て 

慶大 ミ I 成に 惜敗 
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。—ゲ A 錢皱 1 作 一 0、 慶應 一 1 A 四球 N ス ス ニニ 濱 i 


崎 (五一 A 1 ニ 振 n -< ミス ニ 一)- 洛崎 (四) A 敵に 許した， シま打 H 潜 
が (化 间じお 本) 皆武 ニ) A 巧 巧 n 渚 崎 ご 一) A ホ 巧 S を ( 一 ) ダ 
ォ ー - ン M ) A がを 辟 r ’ lH ニ 時間 五 か，' 

が 別項 記載の 如く ザ備 、を擊 


旣報 



I ゲァ！ ド かを に 
惜败し ニユョ ー ク大 をに 惨败を 
喫した 慶乂 野球 劇は n 聰 U レッ 
ド バンクに 赴を 问化半 職 策 野球 
劇ご戰 つたが このり 投手 島 本の 
出 ホを 目覺 ましく と 回目までに 
許した を 打 一二 本 じ 過ぎ や、 八 回 
目 二死後 一二な の ニ 盛 巧、 か 下の 
內巧擧 がで 一擧 一二 点を 巧れ 遂に 
一二 掛 ニで 巧 勝し 

をみ 化ニュ I へ ゲン じ 赴き 巧 
陥 n 强 敵で お 學ど戰 つた 


み じ 麼大侧 優ら 殊に 町 旧*」 山 
下 のげ 巧、 加 藤遊擊 手の 鮮ゃ 
かな ホ 脂ぶ b 、 淸 崎の ピッチ 
ング はおを の 驚嘆 4- 巧し 遂に 
試を は 个閒の 延長戦に 人つ た 

で 

僅かに 五を 巧を 許した 演崎じ 化 
ちて 化を 盤 じ おもしを 武の 第一 ニ 
球を カ ^ ドウ ェグが 左 裂 プブツ 
チヤー じ 


猛 巧して 本 壁 打 ごな もを 






新顯業 

腕利きの 巧理 A が 日本人 諸君の 嗜好 じ 適 
する 巧 理を差 上げまず 

漏 頤和園 

芝居の 前、 芝居 歸 b の御寞 ちじ 最も 適當 
の 煤 巧です 是非 御る 負 じ 願 ひます 
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シャリフ •ダン シ 

ング細 範學ほ 卒業 

上 杉 タマ 
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東京 特電 二十 八日 發故野 ロ 英化博 ± 逝 まの 
報 天聽に 達する やち 前み 巧が をぶ 甘ら む、 巧 旨 
を て 劇 二等 化 n 重 光を に 叙 せら'; i た。 


,!」 -II- ■ill 1111111111 iilliint 

日本 理髮 舘淸 

西 巧 十 I ニ 了 目 さ 番地 S な 六を 号 

ダダプ フロア (巧 六 街 ミ 四十 一二 了 目を‘) 

日本 散髮屋 則が 難 

五ヶ 年 巧 中 树巧ご 共 じ 就業。 

ジ ヤシン ト ■フ 3 ッ 3 

ご W. を th St. N. T. 呈 y 
8e{. coiibus 芒 e. & Central Park West 
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窜話 プライ アン 

八 0 と义— 八 八と 一二 
巧哮ぞ 4^ 


親切が 

が 育ボ西 固十蹈 T 目 
ニニ） 一一 八 奮 ニ 一階) 
支配人' 竹 中を 雄 


ま 店 

妄 旨 re 置 nHve. 呈 talo, N.Y. 
Tel 置を ニ舍置 
ま 巧 章 S- ニ. S 己 0- 


眞極 目む るを 騰间胞 じ瀑安 
なる 藤 業を 罔 挺ず 

宮用 事務 鱗 

經育巧 西 四十 ニ T 吕育ホ 一 蚕 




ブ タイアン 


とお 八と 
九み 化 八 


ロス アン セ ルス 

ホ y ン ピック 

ホテル 

ミ N 於コ ぞ dro St -, L 另 A 霉 I 这 - «aL 


シャトル 市 

NP 旅館 

W 06 ■巧 > vn ， WO ， weaLttl タミ 》*!!• 

停車 琪前通 巧 ご IT 左側 《階 建 
H 本 巧 船 切符 取扱 波 ロ 場 送迎 


巧 業 臨 域中必 、総領事 お、 日本 
郵船 其 他 銀 巧 大會社 近き 煤 巧 

桑 港 小川 ホ テ 火 

純 a 本を (特別 間 あち〕 

御 一報み 祭 自勘单 御 お 迎申上 侯 
岂呈 ifornia 苗： San で實 一 旨， 呈 if . 


木 旧 ル ング 

10 己 3 rd で， 呈 .置 吉 0 th SI ま ts 
ジ I さす ミ R な呈 t 苦 27 


• - ris 
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ム考へ てんかれ や、 左の 手を 眺 
めて は 熱い がを 浮かべる のでを 
った。 

◊淸 作が 化输 G 手を 賊め ては 
悲しんで 度る 様を をて、 淸 がに 
も' 增 して、 むを 痛めた のは 巧 親で 
あつた。-：: な 夫 をん なじ 遠くまで 
這 ひ 出しは すまい ど 思つ て、 淸 
作を 獨ら のこして 近 < の 川へ 
洗濯 じ 出掛げ たのが 巧 親の 手を 
ちで ゎつ た。 ニ歲 じな つたは か 
b の淸 作は、 ずの 留守に ホの 中 
へ 道 ひ这ん で、 あんなす 具にな 
つて 了つ たの だ。 

◊! ■この 罪は 立派 じ おじ ある』 
巧 親は 必 からこう 思ムと 居ても 
立 つても 居られ 0 苦し さを 感や 
るので あつた。 をして せは 淸作 
が 五 歳の 時 じ、 あ 所の 旧 舍醫を 
じ巧つて治療を賴んだ：^, 『之れ 
は 手を 莖 しても 癒らない。 巧 姓 
な. 芒は トブモ 化 ホない からを 文 
語 b じで らしたら よから う 』 S 
不親切 じ 言つ て 退けた。 

◊巧 親は を膽 して、 今更ら の 
やう じ 腹 立し くも あら 义 一層 悲 
しく も 威せられ、 たぐ 淚じ くわ 
るので あつた。 

◊而 かも 摩 ± が 一 化 じして 國 
際 的な 人物 じな つたこ ども、 こ 
の 肆い巧 性愛の 賜物で ある ご 共 
じ 『ホん ぼく』 ど 冷 かされた の 
じ 憤慨して 擧 巧の 道 じ 向上した 
ので あるから、 指が な < なつた 
こごは 神の 攝理 であつ わか も 知 
れない 。 

上 横の 陈± 近影 お 博 ± ホ 前の 

親ぶ である 篇眞師 掘巧郎 巧の 

撮影 じな つた ものである。 


じ 一二 對 ニめ 接戰で 慶大 慑み をを 
んで 惜敗した。 

ヵグ ドゥ ユグ はが 年の 識球戰 
じ阅 題を 起しれ 運動 ホの 明星 

で旣じ ニュ！ ！》■ — ク •ヤン キ 

! ス じ 又闡を 契約した ご 博へ 
られ をを 選手で ある。 

衙ほ 慶大 ザ 『は 明日 トラ バス 島に 


ユ ー 3! ク建載 供 築 部 ご、 木 
躍 B 午後 一一! 時- ■-* らフ ォダム 大學 
ご 會戰、 H 曜リ 巧び ブルック リ 
ンの半 職業 幽ブツ シュウ キク ど 
試を の 上、 をの 巧 5 萬 単で デト 
ロ キトを 經 由し シカゴに 赴く こ 
とじな つて 居る 0 


日本 クラブて 

海 戳紀念 日 


東鄕 元帥へ 祝電 

前 お 軍監瞥 長が ロ機關 大法 や 
華 お 大使 舘附 武官 山 本 大佐の 巧 
巧 時代から 

± ロ がを 關 いたのが 組 育に 
がける 日本が々 戰 記を 會 である 
が、 旣報 のか （本年は 巧 巧 監督 
長 松 旧磯關 大佐が ま 人 どなつ て 
を 方面の 重立 もたる、.々 九十を 
名を H 本 お 樂部じ 招待して 晚餐 
會を閒 いた。 當 日は ナン ディで 
あつたに も拘 はらず、 i ： •わ-^ 
の 盛 巧で、 階上 迎賓 室の 壁 上 じ 
は遁 効の 筆を で 極めて 概括 的な 
大海 戰の說 明 じ 添 ゆぇに、 富が 
を鄉 聯合 艦隊 ご 露國の 第二 巧が 
艦隊 隊 。デュ スト ゲ H ン スキ 1 
提督の 率な た 一二 十八 隻の 敵艦隊 
どの 

.陣形 よら、 敵 艦 蛾滅、 逃 


ま、 捕獲の 經 過を か實じ 示して 
ある。 火食 堂の 正面は、 日章旗 
ごが 軍旗 どで 裝 飾され、 兩侧じ 
『皇國 の興廢 化一戰 じあ b 」 『を 
員 一 唐を 腳が 力せ ょ』 の 大貼巧 
が最痕 淋漓 どして 居る。 まを 相 
圆 むで 着席した のが 午を と 時半 
開 宴に 化ち 一同 起立、 松 田大を 
の 音頭で 大元帥 陛トの あ 歳を 一二 
唱 し、 宴酣 なる 頃 同大を は 巧 お 
ニ 一十 八 年 戰役當 時を 追想し、 東 
擲艦 除の 睁動 ご戰 後ホ翅 々蓮の 
伸張 ごを 顧みて、 を 自の貴 巧に 
言及し、 高 橋 砲兵 大佐の 發聲で 
『帝 固 海軍 萬歲』 を 

一二 唱 し、 ホ 賞 中の 年長者 
である 貴族院 審員意 橋琢化 翁は 
八十 ニ歲 のを 齡 にも 似ず 頗る 元 
氣じ 白髮を 撫で。 がら-童顔を 
かげて ぺ グリの ホ航 ょら 說 きお 
して 帝國 海軍の 發 達を 稱 讚し、 
往年 製 お 費 ごして 俸給の 一部を 
献納せ る當 時の 狀 態を 語ら 『千 
萬 長 寒の 皆さんから 


國防 養を でし..^ 巧して 
賞いたい』 と 望み、 內山頒 事は 
H 露戰 役の 巧 ご 日露 外を の 巧と 
を 並び 說 いて、 諧龍裡 じ 視辭を 
述べ、 最後 じ 靑島攻 客じ參 加せ 
る 馬 越 游軍申 佐め 趣が ぁる お 空 
偵察 戰な 講話が ぁ b 、 午後 十 時 
半散會 L じ。 爾ほ當 巧 枯木 おを 
支を 長の 發聲で 

穿：^ を 元 軸の 萬 歳を 一二 唱 
お 席ち 一統から 罔 元帥 じ對 して 
『海 軍紀 念 H じ當 ら巧留 日本 入 
巧 志 八十を るを かじ 顯 ドの 萬歲 
を 一 こ 唱し御 健康を 颗 る』 VJ 架電 
したが、 翌賴元 鈍から 次の 樣な 
返 亀が をつ た。 ， . 

紀念 H の 視電を 謝し 併せて 御 

一 阅の御 健康を 斬る。 


松 平 大使 一家 

金曜 目 出發 


六 巧 五日 フ 9 K 3 暮 
旣賴ホ 同 六日を 港 出帆ろ 春洋 
化に 便乗して 目 お巧歸 朝す る駐 
ホ 大使 松 ホ恒雄 氏は 信 子 夫人、 
節 子、 正子 雨攘 、未 息み 郎君の 
巧 舊會津 藩と を 化を して 渡 ホし 
した 一二 靈の山 巧恭治 氏、 侍女の 
高橋た^>子さん、 閥大化館き記 
官がじ お氣じ 入らの 料理番 山 本 
君 等を 帶间 総勢 化 人、 金曜 午後 
H 時 十 か 華 盛 頓發車 じて 二日 午 
前 化 時 十を 市 盤 古着、 岡 化 領事 
館員の 爵旋- して 觀 あ、 晚餐後 八 
時 十を を 車 じて 桑 港に 時 ひ、 六 
巧 五 H ザ 前 化 時间地 着の 豫定で 
あるが、 時節柄 國務省 i らはホ 
を 式 じ 護衛を を 港 i で 大使 一巧 
ご 共 じ 特派 f る 由。 


デビス •カツ プ戰じ 

日本 勝っ 

對 カナダ 庭球 戰 

先 過 ±曜0 の 横 試を 戰じ 苦戰 
の 末る 部、 烏 羽 紐の 勝利 じ歸し 
ニ 對一點 じて 日本側が 優勢を 示 
すじ 至つ た マウント • 。 I ヤ少 
庭球 供樂部 じがけ る 日本 對 カナ 
ダの 乂剧帶 デゲず マ盃準 優勝 戰 
は巧幡 H 鼓 終戰じ 移ら、々 ナダ 
側は 背 水の 陣を 敷いて おがし、 
日本側は ニ單 なをの 一を 得れば 


记れ b 矣と云 ふを 裕を見 e て、 
烏あ對 ライトが 第 四 戦の 火 盤を 
切つ た。 ライトは 第 I U じ 太 旧 
のた めじ 雜 された 余 巧を かつて 
當 り、 鳥 羽は ク 0 ブ 力 ー た 惜敗 
しわのじ搗て5、 加へロ半のわ 
めじ 勝 おを 收 めん どの 意 综込じ 
て應戰 しじる ため、 おを 山 非常 
に 激戲に 入ら、 ライトは、 i 九— 
と、 六 — S じて 第一、 第二 セツ 
トを 奪つ て、 日本側の 也 鹰を寒 
からしめ たが、 鳥 羽漸や こ フオ 
! ムに 入る じ從 つて、 第一-と セツ 
トを六 — S じて 奪な したんを 化 
点と して、 第 四 セダトは 盤な く 
敵を 零敗せ しめ、 第五み 隙 セツ 
トは鳥 羽 突進して 四 割 一ゲ ー ム 
じて リ— ドした わ、 ライ If 奪戟 
して 四 蜀四ダ ー ム を挽圓 —’たる 
も 鳥 汲 讓らず 遂にみ— 西 广て鳥 
羽の 勝が じ歸 し、 日本は 女 ナダ 
を 磐して 愈々 ホる ホ 巧 一与 よら 
三 一日 じ 直ら、 ホ 俄 古 タウン-五 
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テ こ 3 惧樂部 じがて 
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デン、。 ブト、 ヘン ホツシ 


下ぶ 


び n ! エンの ホ 國快表 選手 I 
勝 戰を催 ふず 段 取を どなち 
本選ず 一巧は 巧锁 々ナダを 
巧 俄 古 じ 向つ ね。 


恩 旧の 戰績 良が 

オレン デ 招待 庭 巧 戰じ岀 I * し 
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連日 好 あ 猿を 擧げ 月曜日 じ 百 費 
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エニ 
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ダ プンィ じ 住む 米 人を 豪プ J ィ 
ス巧方 じを 實じ就 働-^ つ； ホる 
佐賀縣 東が 浦 郡と 山が^ 身め 出 
下 菊太郞 氏は 前 遇 か 曜^ 後 五 時 


グレン n ! プ ょら 約 一^半の 旧 
を 道を モ！ タ！ サ ィク 於で 駭の 
力！ フを 上へ/' 疾 * ぶ！！- 。ン 
ダ》 サィドょを降つて巧^|;^、 大 
型 自颤孽 (某 ホ 入所 有) じ^ 八き 當 
てられを 膝縣節 部の 下ょ^ 經部 
を賴き 挫かれ わので 直ち 一.^ 地 
の 病院 じ 送られた が、 醫 孤は 同 
氏のを 態み 溝 じて 臨機の 摧 を 
執る こご i なつて 居る 由。 す會 
よらは を 孫子 書記長 化理 はふる 
±曜4 不取敢 病院に 同氏を 一 微弼 
して 梯 々協議す る 所がを つ-化。 


-んな こどもを る 令 I 


を をんだ 余 時計 

四 巧 二十ち H 1.11 重縣 S 重 前 富 
洲巧 町を 化 お ホ 增稱曲 商 橋!^ 源 
一方に 忍び入ら、 女 持を 側： k 中 
時 訊を 顔 取した 贼 、津ホ 八 S 町 
鍛を職 か 上棟 一 ( 二十 ニ0 はち 田 
著の 取 b 調べに 嵩ら、 盜んだ 懐 
中 時計を 呑み込み、 强 おじ」 り實 
を 吐かない ので、 同町 間 島お院 
でで ッ ネス ホ 線で 檢查 したち こ 
ろ、 同ん の 腹部に 贼 おの 金 巧 計 
が引つか ^ b 溢んじ動い てこ る 
のを 認められ 包み 切れ や 自白し 
たがの みこんだ 時計は 八 巧 十 
時間を 經逊 しじのに 針が をめ ま 
ま 勘いて 居た。 一 
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シア-** がお踩 {午前 十 時) 
んらぞ 。見 .六月 卡と U 
.を ふら か 化 ^ 月 化 目 
ば J ソザ も C 玻溝お 斬‘ 一 屯 巧 甘 三日 
ザ 一等 橫潭一 かお 弗 ■ 

マー ニ 掌 日が 行 一^ 五 巧を 室大は 造を 族 室を， お 
御を 望に 依り I 掌 割引せ 複 切なを 朽 を 巧 候 

.ロス 了、 V 七 ルス お 帆 (午後 一二 時) 
もんて びで を 化 六月 十一 日 
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本 支が ま 京 (ネ 巧〕、 大阪 •巧タ 、巧 都 
所が 地名 古 お、 小檢 、上が、 渝あ 


晚 香な お ニ 週 一回 化 巧 
▲エム ブレ^ 亞柳亞 ニニ- 呂 0 巧】 

六 巧 か 八日 

▲エム プレス 加奈太 (ニを 星 0 が) 

と 巧 十 化 日 

▲ ユ ムプ レズ 露西亞 0 男ふ呂 嘴) 

八月 九 U 

A 玉ム ブレス 亞細亞 ご 男 •き C 喊) 

八月 H 十日 
一等、 二等、！ 二等 及び 下等を 設備 
鼓大 、善美、 を 巧 走の 東が 化が 船 


♦向 ホを 略 氏 一二 ホ 物 產倫敦 ま 
巧を ょら 本 巧を 業 部長 じ 榮轉、 
本 H 入港の バリ ー 号 じて おが 
參今 か 捣 一二 氏 磬じ歸 朝せ る 一二 
が 物を が 育 支 化 員、 今回 まを 本 
巧 詰を 命せられ たる 山 


巧 稠 スペシャル 


か 桐 兄弟 商會 


薪 着 乾物 

白 干 蓮根 
靑 干せん まい 
あ 切 大葉椎 な 
卞 瓢 
極上 淺草 海苔 

品質 本 化 

..桑 山 商店 

^4 EASTSth ’ ST : N ， Y . G . 
Ph 呈 e _ Re 巧 式 21 な- 0 黄 7 


東京 商 會特を 

•0 0 0 0 

◎市 巧觀光 又は 遊山 用の 
と 乂乘ち 白 働 単 白人 運 轉±附 
きじて 一円 又は 半日の 御 ホめ 
じ應 じまず 
0 0 

◎運送 大小 御 荷物の 運送 じ 
は 日本 巧衙 物， を 御 便が じ 扱 ひ 
ます 

東を 商會 

基 去. 雲 FN . Y . C . 
ジニ rafalg ミ涅迭 


貸 度 確 社 i 

景の摸所、 ホ巧 一 ^ょり十月 一 
目 迄 日本 紳± 又は 日本人 家庭 じ 
又貸し 度し 左へ 御 問を せ あれ 
Mrs . 己一 男 ミ， 岩吉 『ま y . 1 を rd 芭.， 

Tel . で adhurst 芸 84 


貴 ♦をら しきを 腫 
金 — 
廬 
實 
石 

ぉ ♦草 パイプを 種 


夏場 向 格が 鳥 
.特別 賣化 

尙； 曆勉强 巧 化 候 餅 
御 注文 披下度 願 上 候 

ザ 元ブ タザ！ ス 

ご 円 ミ t 17を St | Mow Y ミ f oty 
Telephone Alg - onqici 。 


ヮナメ ー 力 ！ の特を 

H 本人み お 買物 じは 特別 お 員を 置き 無 
料で御^{|^内致升電話又はお手紙次第御 
訪問し 一て 御 巧を を 計ち 初めての お 方に' 
對 して か恃じ 注意 致します から 是非 お 
立 宵ら 厳 ひ 升、 巿內 配達は 勿論 H 本 其 
他を 地 おの お 荷物 發 送は 當 ホで 致し 升 

ジ I ヨン ワナメ ー カ^ — 


H 本吳服 反物 キ モノ 
テ^ — ブルク ロ ー ス類 

夏場 用 格が お 取 揃 居候 
籠献 0 本 ドライ グ 1 ブ商會 

特別 廉價で 大勉强 新 巧 わは 當 巧の 時 長 



夏場. F . 向 H 新 荷 到着： 

夏場、 小 屋 向、 ダ） ム用 景品 等 
精々 勉强呵 化 御 引 立願 上 候 
陶磁/ 黑雜 貨卸賣 

.を S 商會 

141 巧 hAve •，玄 ewYqrkoity 

^ cor 己 ミ of 21 st 涅. Hel. >lgiq 己 in 6 發 5 




M 新 斬 到着 N 

精々 勉强 巧な 候 間 御 註 义被下 度 願 上 候 

- 

太洋 貿易 株式 會お 

y 扣 1«>ザ0 百 0 A - lgos 占 cis WWMW-m 

101 IFif を \vemie zo 弓 York CUy 

ohicago Branch を 7 w. 客 adison St ., Chicago , £• 

Mew 因コ gland 巧 ep.—N. j/Tasuda 00 ., 塞 B をを を St., が OS す n Iwasa’ 



新 荷 割 着 

特に 夏場 轉 格が 品 澤山取 揃へ 
居候 間 精 心-御 註文の 程 希 上 候 

森 村' フ ラザ^ ~ ス 

20 巧 IMCRA 巧 ros ., Inc . 
结-57 West '23 rd St :.- 
Ne^v ジを N . Y . 

Tnleofonlo Grp 目 ofoy WW 50 

ラム プ 及び シル クン 至— ド 

磬狙 元® 貴 手 塚 商會 

去， Y . HETSCKA CO . 

ニ 幸 si 24 th St- N J - 呈ご TeL 草 el 萬 a 黄 31 


ハィん ラな 紳± は 

化 立 服 を しまず 

夫れ！： H 化く 身に を ひ、 を 掛けは 宜く 、を 
して 出 ホ 合ょ らも 挺 持 もす ろ 事を 知つ て 
るからで す。 弊 巧け タ數 M 乂紳 ± の 御 巧 
を 承-一て 居ます。 

n 化廣吿 じて 脚 ホ 巧の 方には 

ホを 割引 致します n 
御 注 义のお 阿に 孫 はら や 兎ら 巧 一度 ホて 
見て 下さい 

ゥ .々ルカ— エンド フロ リオ 洋服 巧 


ザ 


貸 室 


装飾 優美の コ ー ナア 
ホー ム 、湯殿に 隣 お 


二人 じ適當 、一週 十五 巧 
nidw 邑 r Court ，音. 2 -B 
Tel . Hew Hochelle 5154 


家み 附五 室、 六 巧】 
0 よら' 地下 徵 にお 

く 下町へ 十 おを、 詳細 U 午前中 
左へ Idei , 812 量 呈 St .. 

穿. 71 h Ave ., Brook ぎぎ N 里 in こ 号 


靜 か で 悠り ご 休養が 

集撞 案て をして をい 食 

膳を を 望 せらる I 方は 左へ 
srs . で =さ Hamad 产 R . D . W 
互亭を Gott 這， で st siidsbur 巧 Pa . 


上 町で 閑靜 設備 申を 
。-一人タさ夫じ 
適ず る 室、 御 遠慮な さ 家庭です 
委細は 御 相談 下さい 

里 5 W. 182 nd Si. ミセス 前 旧 


貸家 


あ具附 一二 室が 室 十 巧 
1 H 迄を く 貸 （度し 

委細は 午を 八 時ょ h 左へ ( 倉 田 ) 
望で st 羣！一 S すを 呈 
Tel. 覃 ineland ま 岩 這 


重 巧 }^ 綺麗な 鳥籠 類、 眞输 
針を、 色を 郁々、 金 
あ、 其 化 水 族 類 も販賛 致します 
小 I 買 店 じは 無 化で 型錄 進呈 
堅 一ぎ 言 i Go., I 夏 . 芝 Cori 一き d St. 


新 ヴ—ム 穀 

に 使用 1 る 諸道 具 格 まじて 擲需 
めに 廳 ず、 値段 目鑛表 送る 
至 f 章 こ 0 E. 置 Sir 星 N. Y. 


SHW ) 遇 ||^ 弗及八與、 一 
人又矿 二人に 適ず、 

市廳へ 十み タィム スス クコ ヤ！ 
へ か 五を 電話 カン バラン ド呈 三 
184 High F Br き 羣 黒 瞒饋子 


海水 難、 貸 室 誦£ 

魚鉤 、水泳、 保養、 萬 事 親切 
百 rs - 营 童， 312 B 夏 ch 5 皇 SU 

足 gemer タ 广 I . 


キ ヤン デイ 敎授 

ネ ヤン ディ 頻 、フン レ チぺス 
トジ I 、 方 エステン ダ 及バ. __ ス 
デ！ ヶ ー ネ 、其 他 キャンディ 花 
菓子 等の 造を すを 畫夜兩 科に 巧 
もて 教授し まず、 希 襲 者には 目 
鐵 J を 進呈し ます 委細は 左へ 
The Iridor Sch 言 一巧を L 男 喜 on A ミ. 


戰ロ博 ± 宵 像 

ロ 本が 生む だ 化を 的 學者お 野 
ロ 巧 化 陳± 會必の 寫眞を 左の か 
(調製して 差 上 ま f から 御を 望 
の ホは 至急 御 申を 下さい 
並製 一枚 一巧 五十 仙 
トー 製 同 一二 巧 五十 仙 
時 製 眞筆署 ぁ燒込 五 巧 

诞市郞 寫眞舘 

尙ほ 小生 義豫て 輪 朝 計 畫罷在 
候處 都合 じ 化 b 當み滯 巧 従前 
の 通 b 營業仕 候 間 倍 舊御引 立 
の 释奉願 上 候 就て は バア トナ 
ア御 ホ 駕のホ 又は 寫眞師 どな 
る 御 希舆の 方は 御來談 をた ふ 


-I 
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學 術に 殆 V る 野 ロ 博 主 町 

柬巧英 紙の 觀 むる 帖出 の 巧 業 

死所を 得た 學界の 英雄を 讚美 


尊き 日本人 

夕刊 ジヤ アナ ル 

りック 7 スラ ア硏究 所の 來學 
を 巧 ロ お 化の かき お 嘘-: お して 
巧敢 なる 閒お •か ぁれ 巧大ん 物で 
ぁ b なから われ お 謙遜で ぁら 巧 
やぅとは 誰 人ら 想像し 雜い 所で 
ぁる。 せて を 熟 巧の 病 趣を 見 ど 
隔離 どじぶ 巧した 愧± の 劇 被を 
祝した 時に 巧 ロは 微笑し 且つ 何 
等の クレ デット v 自 をに 巧 へら 
る i . とが 當が である ご 云 ふを を 
みさな かつむ。 彼は 答へ て ロく 
『おし 白晝 一室を 暗黒 じして お 
いて あ 化 じ 豆の かき 巧を ぁけむ 
ぶ 立派 U 化 線が 道 入 b ょ す ホれ 
お 陽のを 光線では 認 みられな 
い 微塵が 其 中に 辄ひ迴 はる もの 
を 認めまず 而 して 極めて 雑い 鉛 
筆 巧の ホ 線 t ! 巧瞄^ 暗黑禪 じぁ 
b て微 崖の 實ぜを 本し よす。 を 
熱搁 の掏跑 はを 迪の檢 微銳で 探 
がして がる 間。 餘 b 細微で 發兒 
か 出 ホ。 かつ U ので もらます が 


しかし ダ ー ク •フキ ー が ド* 


クロス n — プは發 明され 今り で 
は誰でもま熱病巧を规を；が出 
ホます』 ご (中略) 約 一, 千 人の ホ 
ン デュラスの 聯隊 兵は 黃熱 病菌 
の 所が じ跋 盾して 盾る 巧 澤地帶 
に 送らる る 前 巧 口が ± の 免疫 血 
精な 射を をけ た爲 めじ 一人く し 
て 黄熱病に 罹らな かつた 一网も 
あるが、 兎に 巧 主 ごして 搏+の 
巧 力に 依 6 て該 病は 両 半球から 
掃蕩され た。 (中略) 亞 ホ 利 加の 


黃叙 摘は 彼を 殺した。 しかし 謙 
遜 じる 彼は U 本め じ 終 庶の振 中 
で 『孰れで もよ い、 自 かの 仕事 
はを 結を 吿 げた』 ど 獨 語した ご 
あ 像す る じ 難くない.* 


學 者の 最朔 


' 夕 巧 ポスト 紙 

野 ロ 博 ± が 生涯は 單 一純ぶ の 
肖 的の 持め じ 捧げられた。 あお 
間 斷。< 驚くべき 精力を - W てト 
ラ n 1 マ、 小な 麻 踏 病、 恐 水 摘 
あび 黃 熱病の 姑き 病魔 じ對 して 
人類を 擁謹 すべ‘ みを 學術 研鑽 
に 投じた。 彼は 現 化-! がける M 
乂科學 者の 一人で ゎ b 醫が じが 
ける 最 がが 優秀の H 本人で ゎ 
つじ。 彼が ァフ？ 々 r 巧け る 死 
は 常 じ 巧 學的眞 现の爲 めに 犧牲 
を挪 ふ用茲 をが せを 學 者の 最期 
である。 化ん は槪 'してが かる 人 
人の 事蜗を 巧を にがて 知る ので 
ぁるが、 巧 ロ 博 ± は 生前 日本、 
ホ國 ぶび 熱 測に めて 廣く旣 じ 其 
巧を を認認 せられ 餐府 にがては 
ち 名なる ジョン スコツト 賞を 罐 
ペン 大學 のを 擧學 位を 受け T 抹 
並に 瑞典 ぶび 西 巧ず 國 のを 國王 
ょ ゥナ ィトの 高位を 摄 けられな 
化輔 々のを 彰を 得て 居る のは 慨 
ぶべき である。 しかし 吾人は あ 
らじ是 れな上 H 本の 細蘭學 をに 
酬 ゆる 巧が あつて おるべき であ 
化 等の 化 巧に 對 する 貢献は 


る 


實じ 無量で あるが 吾人は 餘 もに 
農々 ホ 前 彼等の 功績を 等閑に 附 
して 居る 頤 向が をる。 


H 會 近事 


招魂 記念祭が 他 

が 育 U ネ人會 の 年中 巧 事で あ 

る デコ レ ー ション 日の 窠參化 巧 

養は 本 U 午前 十】 時 マ ゥン ォリ 
ベット 其间 基地 じ 催される 堂で 
共濟部 委員 並に 事務員 一同は ホ 
夫 準備を 整へ て おる が、 祈藤會 
は 昨 化 基督を 修道 會 じがて 開か 
れ今井 敕帥司 式の 下に 讚美歌を 
唱 ■聖 萬朗讀 、說敎 ぶびち 志の 
威 話 等が あつて 肅め やか じ會を 
閒ぢた ▲御大 礎 奉祝 じ關 する 特 
別委 貫を ぶみ 週瞒 催の 笛で ある 
ご 云 ふ A 公務を 旨會の 第二が 職 
楽 問題 特別委 具會 はを 方面の 調 
ー杳を おへ 巧り 委員長 手許に 報吿 
I を 党を しじる 上 第二 间 委員 會を 
^ 關く乾 ▲今期のを 部 委員を 及び 
一 委員は ぶの 如く 巧を せる 旨發表 
一が あつた。 

I 公務 部 委員を 田な 繁ニ 
i 委員 魄 が 义化 化か 太が 河 
i 巧な 八 當崎お 一 水み 渉 S 
i 武が现 ニ 一郎 巧 山 柳 作 山 本 
i を 辰 

I 商務 部を： な 長 地 ま 延么巧 
I 委ほ 逍お盟 信鄕敏 おお 一 
; 提野员 香 西 龍 雄 黛を お 
村 岡を が 矢 W 義夫 
:勞働 部を 良 長 水が 涉 一二 
を 貝す お 网邮江 ロ 德をお 
な 國お郞 が お 善を 村上武 
ホ 西廣猫 一二郎 織 田览縮 
川 知久が 


な 食が ま 員を 風 問武ご 一郎 


委員 お 本音 彥菊池 ぉを 構 
河 添 材治織 田寬淸 水善逛 
高木 ホ 次 郎麵ロ 顯之中 山 
武夫 山 旧 巧 造 
お 濟部卖 員 長 掘 越 創 
委員 靑木周 一 靑柳嘉 巧 鴨 
ホ 化を ホ 德を栗 お 善 遣 
が 本節 正淸水 まみ 邮山ロ 
一二 之助吉 居悅彌 


ホ國侧 から ニ 萬 弗 

太平洋 問題 研究 

化 刖週主 曜日 じ 開いた 力ー ネゲ 
— 平和 閣の 太平洋 關係研 兜 部 ホ 
國 委員 會 幹部 會證 では 太平が 間 
題硏 究調查 じ願聯 して 本年け お 
らじ ニ萬ホを使用する星 を决議 
した。 右は 昨 夏 布 座 じがて 開か 
れた 際に も 援助を おへた 關係も 
あち 且つ 画 際 關係上 太平が 問題 
題は 益々 な 電要リ る お 質を 帶ぶ 
るに 至つ たからで ある VI 云 はれ 
て 畳る。 


小柳津 大佐 歸朝 

前 迎新巧 陸軍 事務所 長 高 橋ぶ 
ホ 大佐 ごの 更を 披露 晚餐 會を摧 
しわ 砲を 大佐 小 柳 津正藏 氏は 昨 
日 午後 中央 停 单場出 發西巧 六ち 
六 H 桑 港 出帆のを 洋化 じて 歸朝 


な 人 が 人 

♦あ 間武 一二郎 氏 ホん 慶事 一二 蓮 
商事 巧 式を 化が 育 支 巧 長 風 間 巧 
一二郎 夫人 ホ じ 慶事 わ 6 去る 二十 
四 H 巧 リツ ビン コット 養 ホ 園 じ 
て 巧ず 出 ホ 新 化 ど 命名せ るが 呀 
そ おじ 陆 めて 勉 がの 由 
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ホ 食 製 絲訪綾 株式を お - 

Katalc か a 足 Co., Ltd., 

200 Madison Avenue 
Te!. Asnland 454 もがが 

1 

I K. Mikimoto 

I Mikimoto Pearls 

i 535 Fifth Avenue 

! 

; Tel. Van お rbiU 2519 

紐ち 日本 人爵 
The japan が e む SQciation 
17 巧む oati 呵 • （Jenerai Motor B!|g 
Tel. Circle 10071-10071 

H 共 巧 ま會化 
化理店 
巧 锋巧曾 
12 日 わ 扣 お 化 K. Y. C, Tel. R 扣 tor 7884 
Facta け； 2 刖 Bawson 化し し C けし 

巧 巧顿ま 妹を 會お 
Asano Bussan ^mpany 

Room 801-805 
165 良 roadway 
Tel. Cortlandt S047>8052 

大倉紐 短 宵 ま 巧 
Okinra 在 Co., 

30 Church St., 

Tel. Cortlandt 2292-93-94 

巧が 洲效道 株式 會社 
お 育 巧 お 巧 

Sou 化 Manchuria R. R. Co リ 

Room 202 も Canadiaik Paci む C Bldg. 
342 Madison Ave. 

TV,. Vand が biU 4 ロ 5 

j H 井 あを 株式 會お 

な 育ま 巧 
1 IVUtsui & Co., 

1 65 Broadway^ 

I Tel. Bowling Gre«n 7520 

义原蘭 事 株 ま 食 赴 

Kuhara Trading Co., 
30 Church St., 

Te!. Cortlan みが 50 

株式 貪を お ホ 巧が 
な 育 支 巧 
Iwa ; 在 Co., 
WoolworABuHciiag, 
Tel. Whitehall 6040 

H 塞 商事 巧 ま會か 
な 育 支 巧 
M む subiahi Shoj ミ Kai ふ a 

(Mitsul»shi Co^ Ltd.) 

1 20 Broadway 
Tel. Rector 2560-2564 

り 本 锦化巧 ホを 化 
お 育 支店 

Japan Cotton Trading Co,^ Ltd., 

25 Maditon Awnu も 

TeL Ma ん Sq. 3695 ! 

日米 生糸が ま會を 
貼 育 支店 
W 如 1 - 化 1 KI け Q K&BU が IKI KA 巧 HA 
(NICHI-BEI KUTO CO^LTD.) 

1 Park Avenue, 

TeL Ashland 6246-47-48-49 
— — ■■■ - — — - — - , ■■ ■ ' — — — — , , - 

株 ま會な 
山中が をな 育ま 巧 

、 amanaka 化 Co リ 
680 Fifth Ave., 
Tei. Circle 4014 

日本を 糸 巧 ま: を趙 
紐 育ま 店 

Morimu 巧む お & む . ， A が片 S 

44 Eas パ 3rd な.， 

Tel. Atkiand 5320 1 

巧を 名會を 
错育 支店 
Hara 在 Co., 

443 Fourth Ave^ 
Tel. Caiodtonla 7830.35 
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を 酉のを タ 、な 業み あか ホめ 
事 巧を 巧 i 且つな 黄に 巧 おす 
巧 日 入定 一ヶ月 お金 五十 巧 


Toi(yo A むが } ising Agewy 

曰ネ 新聞 雜誌 廣吿ー 股取运 
12 W が I 17 th Sti*eet 
Tel が hones Watkins 2909 -10 


ぃ osko \-^rporation ， 

S な k Import が *) 

供 拉が 84 扣 Straet 
了 e!. A 比 山 id 4987-9 王 
Gosho Incn 
Cotton Exporter* 

60 Beaver S し 

Te! マ linff Green 8806 >06 


大巧 钥 H ニ ま 巧が 日 

化 巧吉內 
Osaka Asohi 

Room 6 の World Buddi 叫 
TeL Beekman 4860 


大巧が U ニ ま 巧 曰 H 

鈴 木 H 郎 

Osaka Mainiciii 
Room 306A World BuUdinir 
TeL B«ekman イ 259 
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優說間 題で ...： ： ...... 政變 近づく 

貴族院の 形勢 硬化し 首相 糾彈 

h 首相は ー應 進退 伺を 出し ゎが 辭職 はしない 

東京 特電-日 發 L 水 幹前义 巧の 更迭、 こ 俊諾閒 題の 責任に 關聯し 田 中 首相 
は 遂に 進强 がを 提出した のでが 合が 從 次長は 興津 じ西圍 寺を を訪 間し 一時 
政變 米る、、」 姑ら れて おた が、 首相 $ 進退 尙じ對 して 聖上 じは 畏くも 時局 多 
端の 今 n '、 r レて をの 儀に ぶばず 鹽 巧を 精勵甘 ょごの 御沙な ぁり、 內 閣の危 
機は 一時 炊よ つたが 樞密院 側では 呵 首相 S 責任は これで 解 藤され ぬ』 ごの 意 
嚮を 漏らし 政局け 依然 ごして 不安を 捶 めて 居る。 

まま 特電 五 巧 か 一日を = 没誰閒 趙に锅 する 貴族院の 態度は 漸巧 硬化し が 究會も なめてみ 曜會 
を正會 、岡ぶ 會 、岡 か會等 ご協力ず る ことじ ホ定 した、 然 かしを 巧會の 態度 じは 幾を 不明の 點ぁ 
なも總 じて 上院の 位贤は 著しい 反政府 熟に 煽られて 居る ので 用 中 首相 も 頗る 狼 狼し 昨 U は 小 W 鐵 
化ピ會 化して 脚力 諮 解 速 動じ 努む るこくを 中を せ 鳩 山 翰長を して 巧を 曾 懐 ホの ため 小 笠 おがを 訪 
問せ しめ 魄員 達， <0必 巧に リ つて 奔走して 居る、 衍ほ 首相は 近く 倏善 寺に 赴き 約】 週間 程靜養 する 
苦で わる ご。 • 

東京 特電 I 二十日 雖 = 新 渡ち 副 烏兩槽 ± ま當 <5 下 じ 今夕 東京 會猜 じがて 美 濃 部、 上 巧ご毫 
中島 諸 巧 十を の 化を を 連が 集を し 水 巧 前 义相辭 職じ輔 稀した 時局 巧 題 じ 就て 協議の 結果 『旧 中 首 
'相が補巧のむピしての賓化は謝じてをむ3、 累を皇妾じ度ぼすはぁ治道德上許すべからず』 どの 
决讓を お 表す &じ まつゎ。 

東 ま巧電 (ニユ 31 ク •タ井 
ムスが】 一二 十一 日發 H 水 野 前文 
相の 辞職. こ 優誰閒 題は 今や H 本 
政が の乂 問題を 惹起し 特に 貴族 
おの 態 巧 d ホ 常 じ 硬化して 居る 
即も首 化かを ふか < 巧し 水 巧义 
相が 自曲の 患を で 辞 衣を 撤 凹し 
た ごすれ けを 化は 父 化の 静まを 
.聖上 じ 差 出す 必要 \ •おし 水 
巧 文相の 云 ふかくを のがを は內 


が 蛮 上 じ 潰して 文相の 辞 まが 旣 
じ撤 凹され た ご 申 上げた こどは 
を爲 なら 巧 失態で あると いふめ 
であつ て皇 蛮を 絶大 じ每 敬す を 
H 本鹽 はは こ S 事が をを 易なら 
の 間 題 どを 做し 貴族院を 派は 目 
ト を^ 圏 策を 協議 中に L て 、' I 
能め 讓 員は 田 中、 水巧兩 相を 上 
およ > 陈 名すべし ごま 張した る 
も' 一れ はな 消し どなら 首栖ィ 、文 
觸じ おしたち のでな く 雄-上に 差 I 相 皆 友 巧を 調を すべし どの 講あ 
出した もので わる ご ずれば 首が j b しも これは 峭白 である ごの 議 


論が 勝 も おお 貴族院のを じがて 
兩 大臣の ど b て 轉_卒 なる 言動 を 
戒飾 ずる こど じ 巧を' し 居 るら 
靡の 内閣 系 議員 U これ か 軟化 じ 
奔ホ中 じして 硏を會 も 遂に 兩梅 
戒飾 案じ 賛成し 明日を 派 じ 之を 
通 蝶す ベ < 、この 事件を 磯會 ご 
して 旧中內 題が 直ちにを 解す ベ 
しどは 期 巧され て 巧ない けれ 巧 
或 ひは 御大 典 前に 政變が ホる や 
も 知れざる 形勢で ある。 


政權 段前大 総理の 手に 移ろ グ 

第 乂軍團 なき 保を 府も 遂に 陷落 

東京 特電 一日 發 H 張 作霖將 軍は 遁げ がしを 準備中で をる 

東京 特電 I 二十-日 發 'おが 霖將 軍を 倒して 政 權を前 大總理 段顯瑞 氏に 讓る 
の述 動が 進れ 中で ぁる' この 說 多く、 奉 天軍は 巧を を 捨て 總 退が トレ 着ず した 

東京 〔聯 を】 I 二十-日 後ぃ ぃ 陸軍省 じ 達した 情報 じがれ じ 曝が 霖將 軍は お势 ホなる を 悟 h . て 化 
巧を なおく ベ/準 瞄巾 じして 旣 じを 闕 軍の 一部は を おじ 向つ て 退が 中なる もの、、 かく 南京 國民軍 
の 化を！：： 領 け お 巧が 間の 問 趣に 過ぎない ご觀测 されて 盾る。 

- H お 巧 お t ニユ ヨーク •タ井 ムス 紙】 H 十 - B 猎 = 巧を 軍の 化を 占領は 股 前 じ 巧 あしつ i ホ 
る もの I 如く M 本 ザち 通信が を 始め どして 當削 のみが 人筑じ 達する 楠 報は を國 軍の 慘 敗を 報じつ 
つ ゎるが 巧 京 政 おの 許に 速した 構 報じ がれぶ 張が 霖將 軍は 単に 商 H を 維持ず る關僚 h 政權 を段祕 
瑞 氏じ讓 るべ くを 巧 中 じて 張 作霖】 おは 宣言書を 發し化 京よ ち 奉 天 じ 退き 今 巧 政治 じ 干 輿し ない 
ご戟 巧ず ちじ 辛-るべ きがを 轉带の 本 舘陈け 既にを 天 引 樽げ じ 着ず した もの I 如 <ネ 巧 南 軍 じして 
濟陌府じがる：^5如く外國平隊ごの衝突'^おお，ない限ら蔣かお將軍の本部隊は日な''っずして化京 
じ 入る であらぅ U 

か 京 〔蹤 を】 I 二十 一日 發 = を齒 軍け か 都^を ぶす る 所 じ 板い ば 過 ま 数 H じちる 戰圖は 餘らじ 
数贼じ ホら 乎 化： かの 巧 傷 約 ニ 千 五がん の 巧 巧 じ 上る に 過ぎ や、 がを な 方面 よらの 退却は 化 軍の 禁 
八带 脚が 戰閒 をが 絶 f 醫獨 的に 化 ホへ 退却した 結 あで ぁる ど稱 f 軍 司み を會 譲は 飽をも 化 京 城を 
死なす V く 化 想す る VI 巧 じ 張 作霖將 軍け 明 H 列 願かず 團ご會 見し 北京が 內 巧 るみんの 生か ど 財 
まは 自 がな 巧を のて が 藩す る巧轉 明す る绪 でぁる。 

天津 防備に 米軍 けみ 離 的 巧 動 

ロンド A 【聯合】 二十 - n 豬 = 上がよ b 達した 楠 報じ のれげ お 玉祥將 軍の 本 部隊は 天津を 距 
る 十八 哪の 地點 到 箱し 巧 （天萍 を包圃 すべく 蒲 ロ ホ 面 じ もちを 進めつ t ゎる 闕巧上 化 京 ご 天津 
のを 通な 細を 化絕 ずる おお 渡 おじして 天が 駐屯の 剧强 軍隊は 南 軍の 襲 來を豫 期し 條約 港の 蠻備じ 
をり G きも 獨 b ァゾブ ホが を 脚の みは 常獨巧 動じ 皮ぶべき が势 でぁる、 即もバ トラ ー 將 軍は 國巧 
省より 随 が 應 M しれ® せよ ど心訓 々ど 受け おる も 危隙帖 がの なお 米 人には 速 かじ 引 殺げ を 命じて 
- 南 軍 どのが 突を 絕 巧に 间避 しつ-' あら’ 聯を 軍ゴ約 十啡じ 直る 馨備 線を 巧く 舊 じて 巧 國 はこれ じ 
^放ら六千ャ'|ド、 り本け乂で五な' ィタリーはニで、 フランスは*^五なャ？ド-し赌人しァメリカ 
; じして 參 如す：； i ばぶ 千 お バヤ—. ドに 及ぶべく 目下 天 萍に駐 巧す を外國 軍隊 UW ドの 如く = 本 軍が 
I 最もを 数で あ &。 拙 本は 五卞人 野砲 十二 巧、 飛け 巧 十六 拱、 アメ 9 力は S 千と 阿 人、 巧砲ト 


六 巧、 飛け 機 十二 機、 冀阐は 千 
五な 人に 巧 砲 ニ 巧、 フラン 


千 五 百 人 じが 楠 十四 巧、 ィ タリ 
1 はおち 削-ニな 八十 人 して 支 
那 兵は 多 か 化 京、 を 天ち 天津 蒲 
ロ鐵 道のを 义點 である 天が 停車 
棋を 自由に 使用し 得る-: こ ミな 
るべ く别强 軍隊の 驗づ令 官は日 
本の 荒 井少將 である"- 
恐ろしい のは '一 

化 軍 敗殘爲 

ぷ 化の 米 人 引廚げ 
束 京 〔職を】 か-日 發ホ 日本 
の 消息通は 化 京の 陷 落な. pi ご 期 
待して 居る が 化 京 陷落じ 银る必 
配は 南 軍の 巧 動じ ホら や，..' て 寧 
ろ 敗 殘の化 軍が を 地 到る 馬 じ 於 
る 掠奪 暴 巧 等で あつて H 本當局 
はを 地 じちを 配廣 して 敗殘 軍隊 
の 武裝を 解除ず る尝 であち。 

ワシントン 化-日 發 n 薛 まを 
使 マ クム レ！ 氏は 支那を 總 のを 
留ホ 入じ缉 しこの 際 天津ぶ び 化 
を じ 避難す る やぅ 巧吿を 化 でした 
ま 京 (職を】 一 二十日を uq 天. 律 
ょらの 報道に 依む ば 化 京 違ロ錢 
道 じ 沿 ひて 山 西 省 軍 ど 化を^ は 
激戰中 じして ± 曜日よ ら繼 I 鶴し 
死傷者 六モ人 にあんだ も Q 一； 如 
山 西 省 軍は 奉 天軍を & 屋 毒の 


両じ追 詰め 满玉祥 軍を I て 化 巧 
は I をが を 容易なら しむべく 療巧中 
である 0 

上 お (聯合】 I 二十日 霞 H 衔な 
國民 軍は 囊じ 奪取した 巧 巧び 化 
軍 じを はれた がを 麻を 略れ たが 
國民 軍は 化を を H 指し 一二 ホ-^ み 
れ て包圍 しつぇ ある もの ミ 如く 
山 西 あの 中央部 踩は 底隸省 よら 
化を、 鞍 遠 磯道 じ 沿 ふて 進 装し 
お 玉 祥の部 除と 方 人け 天が の爾 
西と 十 峭の河 間が よ h 盛 じ進擊 
しつ i あるが 保を 府は化 軍の 右 
翼 巧嚮地 ごして 軍事上 最も 重 巧 
なる 地點 じして 一ホ蔣 かる 將軍 
は 十 あ 巧のを をを ひて 黃 河を 渡 
ら 天津 蒲 ロ鐵證 線に 沿 ふて 巧 寄 
せつ i あるが 山 西 省 軍は 漢 ロよ 
ら五 巧の 湖 化を 軍を 援を ごして 
±氣 大いに おつて 居る。 

上海 〔職を〕 二十 九日 發 = 當 
地 じ 建した 情報 じかれば 張が 霖 
將 軍は B 本 政府の 要求を をれ 主 円 
島に 敗殘 して 居る 化 軍 千 五 辞 入 
を 巧 巧と 嗤の 地點じ 移動を 命じ 
たが 日本 燈陵 司を 官は南 化 まが 
敌 麻に 通碟 をを して 化 まを 灌變 
の 海上せ 哩な內 じて 海 戰を詳 さ 
やと 命じた がを の港灣 はを が、 
靑 島、 龍 ロ、. 太が、 秦皇 島、 營 
ロ 等で ある。 


濟 南の 衝突は 

南 軍の 賣巧 ミち 張 

帝國政 雨から 國際聯 盤に 通牒 


ワシントン 二十 九日 發 n ぉ 本 
政 痛は 山 東 省への ぉを をび 濟南 
事が じ關驗 し國際 聯盟 招 じ 養し 
て 詳細なる 報 吿ど聲 巧 書を 送致 
しを の 姿 文は 今朝 ' H 本‘ 大被 競ょ 

公表 じ 及んだ が H 本 政府 
今 ホの もま 省 出を は 巧 等 支那の 
南北 徵 爭じ對 ずる 軍事的 干渉で 
な （邦人め ホみ お產 保護を 目的 
ごし 政 扇 一段落を 吿 げた 場を 直 
ちじ 撤兵ず べき こどを をが して 
居る、 報吿 書は 千 化な 廿お 年の 
南を 及び 漢ロ 事件を 叙述して ま 
那 地方 官憲み をを におし が留帰 
巧 人が 到底 これ じ 信賴し 能は ざ 
る點を 擧げ、 H 本のを をは 自衛 
上 止む を 得ざる ホ 段 r 訴へ たら 
ので あるが 而が もこの 出を あ 6 
しじ も 離らず 南京 軍が H 本人の 
民家を あ 奪して 遂に 今 巧の 

濟蘭 事件を まむ 動機 £な 
リま那 軍隊の 爲 めじ 虐殺され じ 
0 巧 人 十四 人、 島 傷を 十五 人、 
お 奪を まけた るが 人家-度 巧 一二 十 
一が じ 及んだ が 邦人 巧 女の 虐殺 
ぶ b に 至て は剧底 筆紙に 盡し難 
しどの 詳細なる 濟南 単が の眞相 
を 巧 じ 巧に 左の 諸點 を擧げ てな 
意を 喚を した。 

(_】 事 仲の 發 端は 支 邪 軍隊 
が 邦人 居留地の 家屋を が 奪し こ 
れ •い 援助 じを きし H 本 軍隊へ を 
砲し：：： る じ 化る 0 

ごこ これょ 6 髮き梅 京 軍の 
司み 部は 屢 々巧が 司み 部に を 渉 
し府 巧の 治を 維持を 保証して B 
本' 审 のが 嚮線撤 凹を ホめ たる じ 
化ら：！！ 本 軍は これ じ 信頼して 事 
仲の 前が 馨戒 線を 解き 線 巧の 避 
難がん もを々 警戒線 巧の 自 をに 
歸 がした ので わら、 


巧 ミ】 燃る じ 巧 響 線を 撤题す 
る やを やを 巧の 南京 軍隊は ー齊 
に 起ちて 巧 軍に 攻勢を どを て 巧 
人を 虐發或 ひは 掠奪した が、 こ 
の蔡 巧が；：！ 本人 じめ み 加 へられ 
たこ ピは 製く 共 軍隊の 下級 か 子 
が 計 劃 的に 豫を 手配を した もめ 
ど 認める。 

〔四】 これ 等の 闲難じ 直面し 
つ i あるじ も 鶴ら ホ 巧 軍は 屢々 
使者を 甫を 軍司令部に 發 して 敵 
對巧爲 の 中止を ホめ たる もを の 
每に をを 軍司令部の 命々 は 部下 
の嚴 ずす を 所 どなら や、 枚然敵 
凿巧爲 を繼續 する を 止むな から 


お 巧の 對 外資 易- 

果ま 特電-日 潑 H あ 月下 毎の 
巧が 對外 貿易は 輸出 ホモ 与 白 
よ 十 お巧圓 輸入 六 千よ 百ん 十 
と 巧 五 千 圓で差 引 入超は 去な 
サニ义 五卞圓 であるが 五み 中 
の輸 巧は 一億 六 千 四百と 十二 
巧 I ニ千圓 、輸入は 一 穩九乎 セ 
巧 六十 四 巧 一二 千 圓で差 引ん 超 
は S 千 ニな 乂 十二 巧圆 である 


しみ じ e 

(五】 支が 軍が 並び じな 服の 
支那 軍 膝は 到る 所 3 家屋を お領 
してず 當 次第 H 本 軍隊に 發拖し 
た 爲め我 軍は 極めてず がな ち 位 
匿 じがて 戦つ た。 

〔六】 支那 軍隊 じ攸 b て扫ネ 
臣民に 加 へられた る 虐殺は 餘も 
じ慘虐 を随め これを 筆紙に おな 
す 色 こどは 出 巧。 い。 

〔.セ】 R 本 司 か 宫が五 巧 A 3 日 
南み じ對し 十二時 間 0内 じ 退去 


軍は 巧び 攻勢に 轉じ营 じ H 本 居 
巧は のみなら や U 本 軍隊の な 置 
を 危機に 導''、 恐い わ b し爲 めで 
過 まじ 巧る を 耶 側の 不誠意 る 
巧 動じ 照らし 司 か官： a 當時 ごら 
し 巧 動は 正當 である ご 認める。 


乂瀑 洲橫斷 

飛行機 曲發 

途上 突風 じ 遭遇 

サンフランシスコ か 一日 發 ：：= 
今 锅八時 一二 十み 〔ュユ ‘ョー 'ク巧 
間 正午 五十一を〕 當 化を ぉ發し 
て ホ 濛横斷 飛 巧の 化擧じ 就きた 
る チゥ デ！ ン •クロ， 號は 出を 
巧 巧 午後 九 時 じ 至る まで 磯上の 
ラ デォで 刻々 ど 進 巧を 報じつ i 
ぁつたが 午を 十 時 五を、 突然 同 
磯 よら 『突風 じ 包まる』 ご 報じ 
られた 儘 巧 等の 消息に おせ や 巧 
じられ て 居る 0 

飛け 機は 濛渊 飛け 隊の勇 ±よ 

ヤ 八ヌ * ホン 夕 スブオ I .,... ト 

スミス 中佐を 第一 操縦 ± じ チ 
アグ！ ズ® ゥ^ムを を 巧手と 
しアメ 9 力 人 9 オン 海 巧 中尉 
を 航空 i とし ワ！ ナ！ 巧を 無 
線 電信 手 ミした もので 

サン フランシス 3 よら ニ 千 四な 


吨 をがん でホノ 火、 じ 赴き 、 H 
曜日 じは 布 畦を 巧潑 して S 千 ニ 
冉峭の フキ デ 島スゲ r じ號 び、 
をれ ょらで とな 嗯を 隔て わ療洲 
の ブリスべ！ ンを經 由して 五な 
哩の 彼方で ある 最後の 目的地た 
る シド ニ！ に 着水す る 計 墓に て 
飛 巧 哩は實 じと 千よ な 八十 八哪 
而 かも 海洋 橫飯 どい ふ ホ 曾 有の 
大 飛行で ある。 


獨 逸に 敕變 

聯立 內閣 成立 か 

ベルリン S 十-日 發 u ; マグク 
ス內閣 は ホる 六ち 十二 日 邸も議 
を 召集の が なて 正を じ辭職 
する こご 5 . y , つむ 爲め ヒン デン 
バ八グ 大統領は 目で を お 画の 政 
黨領補 ど 後 繼內閣 の 組織 じ觸し 
協議 中 じして 本日は 前 議長 じし 
てな 會黨領 補で ある n I ピ氏ご 
會見、 おらじ同巧が^> グ ン ょら 
歸 巧を 诗 もて 會 見すべく 新內閣 
が 社 貪、 民 ま、 舊敎 等の か數波 
をモじ 依ち て 組織され るか 國民 
黨 、バゲ アブ ア國 お黨の 大致黨 
じ 化ら て 聯立 巧麗が 組織され る 
かは が ほ 疑 間にして 大統領は こ 
の閒 題に 就て は 溝 重なる 態度に 
及んで 屠る。 


术社束 穿 特電 {を ぉ鮮轉 を^ 

出兵 費け 責任 支 化 

( - 日】 も 東 省め ぉお 费ま お濟 みのものは 一千 八 再と 十巧圓 
であるが' 吏ら じ 海軍 霞 餐巧育 巧 旧を 責 巧ち おの 善で ある。 

じ應 じれ、 尙ほ 同社 巧 僮 中 お 
千で 圓は 正貨 補 巧の ため 預金. 
部で 買 上げる ミ。 

*’ 目 ま. 瀉瓣 衝突ず 

U 日】 第二を 坤化这 二十 H 朝 


銀 巧 圓巧緣 

〔_ 日】！ ニ ホ 側の 鎮 暴を 懷慨し 
て ご 一 塞 お 巧は 東 電强黨 引を fj 
じ參 加せ やを 田 銀 巧 だけが 之 


が 近 おの 浊 にがて 支那を 解と 
衝突し 巧 ニを 坤乂は 遂じ翌 H 
化沒 し-' が踐种 者の 救 一一み 明 
で ホる 0 

社外 船 結束 成る 

〔一日】 船舶 持 まの 一を は闽難 
ご ちられを 國か外 船の 總祕菜 
準備は 殆ん で繫ひ 一円 滞 潰： 
がて 結 ま淸說 會開谣 さる。 

乂通 営の 御歸還 

〔 - 日】 久通當邦る王殿^に：^ 
ホる 四日 午前 大阪 から 御歸還 
遊ばされる。 

海外 發展 統一 策 

〔 - 日】 おか 發展 統一の ためが 
縮絳倉 創立の 計 童が 進 妙して 
培る。 

特離 整理部 認巧 

〔 - 日】 U 截じ特 則 融通 整 狸 部 
設置の 件は 乂藏 省で 認 巧した 

辛 じて 配當 維持 

【が-日】 上半期 銀 わ お 績はキ 
ぅじて 配 奮 維持 か、 大銀巧 も 
キ 持を 債め 時 憤 差益を 加が し 
て 化 益 お 少を捕 はんご。 

岡 技師の 新發巧 

【’ 化-日】 を 京 お 技師 岡隆 一巧 
(ニと 一の 耐震 建築 基礎工事は 
あを 的發巧 だと 云 はれて 居る 

東京 失業者ぶ 巧 

〔ホ-日】 東京 ボ郡じ 五 巧の 失 
業勞® をが ぁる •ぃ勞 銀 さく 能 
率 上る 钥鮮 人じ壓 迫され るの 
で 東京 市 よら 政府に 陳情した 

直訴 化宣吿 二日 

【册 一己 巧 出ず 講の廣 訴化堀 
越 梅 雄のを！： は サ丸氏 午前 館 
され わが 巧 ホは ホ 巧 ニ りで 
あ も。 


J 


『了ろ ミ 輿論は 。： 

令 令 斯く觀 察ず ろ 

n 日本 ご 支那の 主張 批評 JI 


♦ ♦ 


ニユ a !々* タ并 ムス 巧 

◊ ミ..... H 本が 濟あ事 俾じ鑛 し 
國際 聯盟 じ發 した ステー トメ ン 
トじ相 前後して 南京 政府は、 自 
本の 溝 蒙 間題蠻 吿じ對 する 回答 
を發 あした。 南京 波が のま 張は 
必要に 應じ 日本が 武力を 0 て滿 
蒙の 乎 かを 維持す る權 利は ない 
ど斷 じ、 斯る巧 動は 支那の 内政 
じ卞 渉す る ものであると ホ 張し 
た 後、 あ 軍の 満蒙 侵入 じは 前遂 
遼遠で あるじ も 關ら中 ホ 手を 巧 
つて 滿 蒙の ホ か £ 外人のを 命 財 
逢は 彼等の 手 じ 化 b 立派に 保護 
する ピ斷 じて 居る、 この 一事は 
邸 七 支那が 滿 蒙を なで 化が ま那 
の 領± ごして 居る i を 世を じ 知 
らしめ たらので をる 0 

◊ 元ホ滿 蒙を 支那の 領± 
外 じ 度くべし どの 要求は バリ] 
牢か會 幾 其 化の 國際 的會議 にが 
て いづれ ら 失敗した、 アメリカ 
な 府 どしても ランシング 石 井 協 
I をを をて 締結した どは 云へ、 滿 


を かじた 期 閒は餘 b じ 短 か 遺ぎ 

る どの ホ 難 ある も、 當时 のが 吼 i 蒙を おて 法理 的 じを 极治的 じ も 
は 頗るを 險じ滅 し 日本 词み をは 支 邪/」 はか 離すべき ものである 
若し 長時間の 陈 浴を 典 ふれば 南 VJ 認めた こどは ない、 巧 かし 列 


强は 甫滿鐵 道の 權利 獲得 等 じあ 
る 日本の 滿 蒙じ對 する 旣得權 利 
ごこれ じ 伴 ふ 勢力を 認 'めて 居る 
日本は 常 じこの 勢力を 善用して 
南滿 じがる 外人を び 支那 人の 爲 
めじ 奉 化して 居た ので ある。 

◊ 日本が 過去に がるを 仕 
ごして 最も 見るべき ものは、 支 
那内谢 の滿蒙 波及を 常に 防止し 
たこ ごで ある、 蓋し B 本は 支那 
人の 治を なる ものを 信用し ない 
からで ある、 邸ち H 本が 國隱聯 
盟じ をした 山 東 省 お 兵に 對 する 
理由と、 南京 政が の 抗議 箸を 併 
讀 する じ、 南 ま 政府た 化の 
軍閱 たるを 巧は ず、 彼等のを を 
維持 どい ふこ どじ 掛 する 日本の 
見解が 正しい こごを 窺知し 得る 

◊ ........ 即ち 日本 政 麻は 實際的 

な 厨 面から 治を 維持と いふ こど 
を 考慮す るじ對 し、 支那 人は 自 
然、 宗ま權 どい ふ 理論的 局面に 
立脚して 居る、 幸 ひじ も 巧者の 
ま 張 る ものは か 炭 巧を n ざる 
の 類で なく、 巧 方 共に 相違 點の 
を 協じ應 中る の 意を 示して 居る 
支那 全 止に 互る H 貨 排斥は H 本 
じ おする 外を 上の 武器た も 得る 


であらぅ が、 而 かも 支那 側は 目 
本と' の 協を を ホむ る こど じ 焦慮 
し、 U 本 も ホ' おがの 衝突を 防止 
すべく 黄、 むめ 跡歷然 たる もの あ 
も、 兩 者は 共 じこれ な 上の 普 痛 
を 欲し。 い點 にがて 相 一致して 
居る。 

ニ ユョ— ク •ワ ー ルド 紙 

◊ 南を じ 首都を 置く 輕民 

黨 政府は、 H 本帝國 政府に 對し 
て H 本が か 要なる 場合を S 省に 
『適當 且つち 効なる 手段に がて 

治を を 維持す る』 こ と は 支那の 
ま權を 侵害し 且つを 那の 巧を じ 
干渉す る 巧 動で あると 抗議を し 
た。 南を 政府が 未だ 満蒙のを ま 
を 維持す るの 化 置に あらざる こ 
とは 明白で をる、 而 かも 南京 政 
府 どして は、 飽を も満裝 をな て 
支那の 領± である ごま 張す るか 
然ら 中ん ばを の國 はな 府 なる も 
のを 儀 楽し U けれ ぱ ならない。 

◊ 1 この 融じ 於て 南京 政府 
の 抗議 書なる もみは、 苟 （も 政 
治 的 良必を 持つ を那 人の- 樣： 
抱く 威 情を 披歷 したら ので ある 
日本に とらて、 滿 篆は狹 少なる 
日本の 國± じ 充溢ず る 過剰人口 
の 移民 地で あら、 これに 化る 政 
治 的 勢力の 振興は、 これ 等の 移 
おご 投資め 保護で わる かも 知れ 
ない、 而 かし 支那 人 じどつ て滿 
蒙の 地は 嚴然 。る だ 那の領 ± で 
わ b 外敵の 侵入を をさない ので 
ある。 
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食 かな 美人 本呂 

便設位 斬 練 聖日 目 

ま宜 をを 備 をを 眞 ，禱習 歌喔曜 
內 あ 裸 會下 I 窗會 日學巧 
を 職ら 娛圖班 町を 1 I 水 お校拜 
褲業 樂書 員を 倫 南 巧 午 
事 巧 具 雜じ十 化， タ後午 午 
菜旋簡 誌最五 西を よよ 前前 
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巧け ぶが 巧を ± 木 H 

を會键 宿 あ蹈 お 班 唐 共 巧. 
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會 課^^ 定荣; タ 义巧链 タタと ぁか 
員を お 蘭 ま 八は ニ 八 八 時 正 
の 設保杏 巧 持 巧 ぉ 檐ホ午 

ドム 》 巧 涕婦聖 がみ 日 IS - ' 
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bet . Pack & Lexington むが 
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時 八 至 時 六を 午自 
日 幡 

自 午前 十 時 至 午後 一時 



F . L FREDE 民 1 CS CO . 
醫巧 吸を 大巧 比 おち 


1 け E . 59 化な. Te しおが W 7094 
Bet Lexin か m & わ rk jWes . 

を 時 八が 日曜 ± 水ち 


N. TOK1TA, 

CUSrOM TAILOR 

反 00 M 605 
147 W. 42nd ST. 

化し 8 RU がな 81- 


Y. ITO 

1 お Ees け も d 化 
Cor . Uxin が on A け . I 


房 書 西 東 ♦內案 育 級 

The East and West Book Co. The Ne. パ ork TouHs け ervice 
411 West 115th St., N. Y. C. Tel. Cathedral 4408 


差は ▲屑 御 斬 ▲ 
上を 右け 注舊米 
げ懼廚 致 文の 國 
まよ 注しみ 書に 
す b 文 ま 第釋て 
。割にず 敏 と 發 
お對 。速雜 巧 
しし じ 誌せ 
てて 御は る 


堅 組 

神义品 
學學鞠 
け 事 

I 嬰 

純を 
雄 所 


迪年卒 A 
や 聊袭化 
るかし は 
も 乂巧シ 
の 固 米 力 
ごの 旣ゴ 
信 事に 大 
じ 情サ學 
钟じ 四を 


ま 御 OA 
す 懇買迪 
。巧 物 舞 
1*00 
御 其 調 
取他杳 
扱 巧 ◊ 
致で を 
しも 渉 


Miss 日 lanolie mil が 

1284 Ux. Ave. お tween おか and 8 目 h Streets, 


授敎語 吳人婦 


JAPAN ART STUDIO 

お 4 LEXiNGTON が E . ん Y. 

巧し 化 AZA 8 が 7 


J . Y . Msitsumoto , 

抽が hanical むけ iiidio 
mW ぶ 化 化 0 邮 日が Macy’s 
なけ hickering"iOQ10 


東が 巧 
を 育み 


丸 音 
山； 
洋 ^ 
服 i 

商 ミ 

舊居 


I F. K. Maruyama Co ， 4| 

巧 C7 U ； 4 か U W II V グ ■レ 

山 


が W. が 化 化 fU. 
Tei . む yant 70 巧 



UP TO DUE S けけ 
し ustom 
Tailor 


服 


i Endo&Kodaclii, Inc. 

が G'r 剛 wich 化 eet , 'City 
Tel . Whiiehal ! 1541-2 


i 遠 
i 滕 
I 小 

i 召 

商 

舊 


諸 輸か般 お 
荷 岀洋其 能 
物 入を を 御 
建 巧 雜巧用 
搬關 貨品澤 
なを 販 
扱續賣 



P 化げ S & PERRY 


3 Maiden Lane N. Y. 

ェ 1 招 冶鍛艱 をに 幷お離 金 

類 お 管 匠 意新最 


CAMP 化！！ な RVI 化 

設瞄 整が 經費 低廉 

CaU-T 民 AFALGAR 8200 
FRANK. E. CAMPBELL 

*'The Funeral Church** Inc. 

I NON SECTARIAN) 

ご : wau»ra> al C 日 dt か 化 et, N. Y. 


號セ十 お 百 四千 一 第 


m 辦 育 湖 


【円曜 ±】 


曰 


巧 六 年 H 和昭 


診察 時閒 

午を 一時 nl ニ晚 
午を と 時 U 八 時 
を 知な 學± 

巖本谨 - 

古 お 比 亞大學 ぶび 
4. ザ ブン病 お 勤務 
日 巧は が 約頤 上ち 


化 留靑年 巧 おの 曲 体 

日本人 1円 年會 

; 9 害芭 . TCIbarki 12 宝 


南 巧将主 な 基 

自 午前 九 時 U 十二時 
自 午を 一時 ns が 
乂騰 午後 一時 n ニ 時 
木曜午前化時=^ニ時 
は學校 勤務 じか 不巧 


化 化な 卸 《 

五味 蘭會 

W で ニ Ih で.. ■. 产 曰な 

Tel ぎ yve 古 n ニ 之 5 


」0巧巧 至 OOC 巧 ご Mb ’ 

ニ 1 West 呈 h st.f ブ； 
Tel . 至き S 互 e 岩 73 > ジ| 1 ちて r 1 云 ま 

み クな巧 斗 前 九 時 1 午後 一時 
一^ 寞 f 六 f 午を 化 時 
H お 午前 九 時] 午を 四時 

ドク トレ ィ小 栗乘吉 


D’ 如 
M - ■§ り 
H ゎの 

前れ 一 

3 1 ；! 

C: 


診察 


午後 一二 時よ >ホ 時 
H 晒は 前め 相 巧 g 

ドク トか 

窩 見豊彥 


識 1 

的 巧 願 上 お 

コ！ 子 か大を 
ドク トかホ ブメデ y ン 

醫學傅 ± 

吉 居悅彌 


彰 察が 間 - 
午を ホ 時— 八 時 

な 見 H 朗 

引績 きべ グビュ ！ 
病院 巧 勤 じせ 右 時 
間 外 及び 日 巧は 前 
約 じ 限る 


稅關 事務 

をが を化幷 じを 化が 
の 除 出入 方法 じ關す 
する 一切の 御 諮問 じ 
おじ 巧 道な 船 貨物 迷 
貸ぶ 出帆 お 稅期キ 結 
書 等 進呈す。 まを 都 
ホ じ化理 化を 相し 誠 
賞較速 御用 かに 應ず 

保險 取扱 


洋服 調進 

クタ！ ニン グ、 ダイ 

イング、 修媛等 一 切 

ミカド 泮服巧 

化 本 保 
電話 ライン ランダ— 
六 八 I ニ 0 


笠 弗 洋服 巧 


お 一 ：.： 

を 


巧 

修一 

さ 

時 

方 

的. 

午 

玉 

が 

の 

ホ 

巧 

御 

を 

お 


紐 育生 命 保 險會社 

S 木 定ま 

» 保險 


zrow Yorlc I 、 if こ ミ urance Co 

51 Ghpmberbst - zewvork 谷 ty . 

Pho ミ . Worth 投密 
る 姑ノ方 ニ 御 街ケノ がいが イ 
御 自巧ノ を 及 ピを話 巧 巧 チ 申 
巧 力た 涅キ F サイ 


h 




お 育 州を 認 
內務省 免許 
巧を 帝大醫 巧大學 
産婆 復習 巧 卒業 
元池邊 

產婆 格本綠 


紐 育： 公認 マ ツサ 1 じ 


加州 _ 


內務 省を 許 
產婆 鑛炙醫 


平野 秀子 

蕾 話 モニュメント】 00 化 


獅無 § 揉治攘 




組 n M 

Te - 
の 班 

K 
U 
Y 


-ブサ 1 ジ 、鞍 お 

I 藥 風呂、 水 治、 電氣 治療 

西 村攘院 

ブイ ジオン ラビ スト 

を認 西が 幸 男 

午前 化時ョ * 午後 九 時を 

岀張 治療 ニモ 應ジ マス 


檢眼並 じ 眼鏡 調節 


膊 巧. 
洋服 巧 


男女 靴 ド 類の 御 
用镜 じ應 じます 

ジ アグ • ン A ク 

靴下 會社 K 理店 

時 田 信み 蕭 


東 五十一 11 T 目 

ニニ H 

が 藤 
洋服 店 


を 香 

tPHT さ P 

プラザ 


な ハ ニニ 


評論 巧 十日 發行 

雜誌 LU 4- S 一 輩 化 

三 57 1 st Ave . f さ rk 呈 y 


をき 米國 婦人 
日本人への 英 
語敎授 じは 多 
年の 経驗 をち 

す 0 一 レ ブス 

ンと 十五 仙 
每 日朝 乂 時ょ 
ら後化 時 迄 何 
時 じても をし 
U 曜日は 一 時 
よら 四時を 


H 本、 ま 那寶玉 製 美 
術 お、 婦人 用 曾 飾 其 
他 装飾品 

闕島訂 r ァか 

鳥等莱 術品修 鑄、 

昔 飾 品、 スト ジング 
H 本 服 裁縫 


磯城 設計、 樵 具 
蓮 動 具、 玩具、 美 
術品摹 、ランプ 

みム 寒 ァ ー ト 

ス ブ デ ォ 

「辄蘭 西 製 ダ！ 

ソンゲア^ ミフ 

ケット 販賣」 


齒科醫 

ザ 上 義人 

西 六十 五 T 目-四 ホ 番地 
が 育帝國 旅館 內 
電話 トラフ アグ ダ ー ニ 五六 五 


稅關 事務 か 扱 

WI 巨 AM L BANE & Go . 

FI 呂ヨ ニ吉 ニ Br 这 dway _ 呈ィ 
TeL ぎ 去 ling - G ま呈 913 で 9137 


齒巧醫 木 下义市 

ゴ《ち. 1 ニ thSi 

ぎ Mol ミ 苦 57 


尋れ人 

(福 岡 お 人) 稱永 國ホ郎 
を 永 度 藏持山 芳太邮 ■を 川 
あを 井 ト’ 幸藏 石が 節朗 
渡 邊篤寶 巧 留吉を 川 新 吾 
上野 條 .华 井な 貫 進 潜 雄 
貫 造 太 郞を家 武雄柴 曲 善 
雄 

(愛媛 縣 人) 橫旧 常を 事 常 治 
仲 座 宮之巧 
(東京 巧} 小が 銀治郞 
(大阪 巿} 白木 政太郎 
(鳥 か縣 人) 木が 薰信 
(長 巧 お 人) 获 おず 人 
近 藤 玉 一 

(大阪市) 泉を 义么巧 
(魔 島 縣ん) 中 村を ニ 
(山形 縣 人} 齋院辰 雄 

ちの 者 じ 通知を 度き 儀ち 之 
お 間 本人ち くは 知人よ b 現 
住所 御 通知 願 上 お 

紐 育帝國 総領事 舘 

1 苦 Br 呈 cl まこ さジ r ; さ 


國 パ 

ホを 英文で 米 國人じ 館く. わかる 
やう 衝單明 隐じ說 明した ものが 
出來 ミした。 內を 目み 進 塞 致し； 
ます、 御覽 下さい。 

ニ iYA ミ妄 114 E . 呈 hstby . 


新 鱗 魚 か 一切 

日本人 おきの 生魚 澤山取 b 揃へ 

祷が廉 憤で 大勉强 致します 

サヴぇ ナ魚店 

」oselph り avosa 

泛 4 W . 61 st St . 

Hel . C 色 umbus 9123 


龍 日米 新聞 支局 

今度が 育ま おを 設置し ました 
から 赌讀 、旗吿 I 切 左記へ 御 
願 ひします。 (が 井 ホ ホ】 

A 至を 101 己ぎ ぎす ademy 是 34 


十 お 年の 歷お ぁる 當 校は タ 年の 

經驗ご 新巧識 をち ずる 敎師 を聘 
し 自動 単 
操 縱法ぁ 
び 運 巧者 
の 修得す 
べき 必要 
な 機鹏的 
智識を お 
期 巧 じし 
て 最も 能 
率 ぁな 徹 
を 的な 術 

を敎 習し 是狀 獲得を 巧 証し 職業 

ロを も 周旋し ます。 

! ■ I • : : : — ( I -H. 

♦舊籍 ♦雜誌 ♦新聞 
縱 覚まを 開 
執務ち 前 九 時ょ ち 午を お 豚を 

紐 育 日本人 會 

ブり 1 ドクで イー おお 五 



旨 一 
話 


ナ一ク 八 


00 と 0 
00 と 一 


成功の 秘訣 

. 乂 国を 英語を 誘す 事 
は 成功の 溝 一義です 
本校には 日本人 あ授 
じ 慣れた 専巧 婦人を 
師を b 懇切 じ會 誘を 
信 文 社を 語を を授し 
ます。 日喔 週日み じ 
午前 化 時ょ b 午後 十 
時 主で 開校し 一 レツ 
スンと 十五 化 づ、〜 


OU S 
BT S h 
U 到 

三 ^ 

ns む 

...•..•..巧 

8 A 

が喻 


贤 巧は 實質 誠意 进を ま義の 
を じ 御 ±產 物】 ま卸賣 値段 
で販賣 致します タ かじ 拘は 
らや 御用 か 仰 か 下さい ませ 
◎踩 ホを 碑 時計。 置 時計 一 ま 
◎寶お 貴を 屬 。銀製 器具 I ま 
◎をが 萬 年 筆。 を 銀製 鉛筆 
◎蓄管 器。 レコ！ ド 見本 陳列 
◎蒋眞 お。 タィプラィタ‘ 
◎船 切符。 紀を寫 眞帖繪 端 書 
ブ 0 1 ドゥで ー 巧と 十 畳 
領事館 向侧雄 物と 0 五號室 

巧 遠 ホ - 
を ' 少 

靡ぶ 商 A 

二三 夏を ち _ NJ . 芸 
ジ I . C ミ tlandi 苦 37 迈涅 


逝けろ 野 リ巧± の而影 【下】 

醫 者の 志から 醫擧の 道へ 

ト H --: ハ歲 にして： ニ外國 語に 通曉 - 

ロンドン 【聯合】 五 巧 H 十日 發 n 度に 黄熱の ためを 問の 犠牲 ご 
.；；:<> つた 巧 ロ 英化巧 十： S 巧手で わつ じアフ V 力の アクラ 臀學硏 巧 
巧雷ゥ キリ アム •アレ キザン ダ！ •ヤングには 巧 ロ 博 + のをを 
摧ひ问 じ < 黄熱 硏究 ^機牲 どなつ て 逝去した。 こ ^ で アフブ 力 
黄熱 研究の じめ 學 巧 化權化 ピ なつた 人け 间 じ/、。 ッ クフ エタ） 
硏兜所 負 じして、 。ン ドン 大學の 細 齒學者 アドリアン •スト！ 
クス 巧 おとおじ I 二人で わる。 巧 ロ 巧 ± ど ヤング 巧 ± はみ じ いづ 
れ もを お 徴菌驅 除 じぶ 巧した 刹那 他界‘- たので あるが、 巧 ロ 巧 
± は完 をに これが 驅 除に 成功し じご 信じられて 居る。 


◊やがて 巧 巧は 小學 校を ホ 業 
しす おも じ、 猪 苗代 尋常 鳥 等 小 
を 校の 助を 員 どなら、 月給 少額 
の 給 巧を 貨 つたが、 巧；— 貧乏。 
化帶を 張つ ては 居たら み‘、 硝化 
の 給 巧.」 はみ し-^ ホを かけ U か 

った。 

◊をして 淸 かは 一 ヶ 年の 給料 
をを巧が めてわ いて欲しい /\ 
ど 思つ て 居 じ： a 本 外 おを 買つ た 
この頃 巧 松 ホ' 一 ドク トか 渡邊鼎 
巧 ごいつて、 立 破 U 瞬を が關莱 
して 居る のを 閒 いて、 柿々 どを 
の 工面を した 上、 ごう，〜 先生 
の 門を た-^ いた。 この 時淸 作は 
十六 おで あつた。 


◊波邊 ドク ト がは 淸作 のまを 
診を して、 手術を すれば 今ょ ち 
中つ ご 善くなる こいつた ■果し 
て 手術の 結果，」 良好で、 今を 柯 
じ も 堀む 率の 出 巧。 かった 指が 
を码 役立つ 樣に U つた 0' 淸 作の 
喜び：^天じも抖らむばから。 を 
して ホ 學のホ 明が バッ とがした 
『ョシ 俺ら 醫者 じ；； > つて M たい』 
ピ决 、むした ので あ 6。 

◊淸 巧は ある H 渡邊 ドク ト瓜 
を 訪れて- 自 かのを 望シ .打 巧け 
た。 ドク ト 八は 大 賛成で 早速 柴 
局で 化 ふこと じした。 をして 淸 
作は 一生懸命、 化の 目 も 眼らず 
に 醫學の 研究を 始めた。 をの 谤 


らお、 佛 、獨 のを 廣路の 勉强を 
も 始めた。 

◊『9 シ 俺は 醫 ちじなる』 ど 巧 
、むした 淸 作^ 十六 歲 位の ザ 輩で 
醫 をん 書籍を 嫌 < 傍らに 一二 ク國 
のか 國 語を 硏 をし 始めた ごを ふ 
事は 甚だしく 人々 を 驚ろ かした 
けれども 淸化 自身では、 單 に 磯 
をみ 開業を がを 取る の^ 目的で 
はなく、 太き < 『醫 學』 の硏究 
を：！！： 的 ご L て 志を なて たので あ 
る 0 

◊アメリヵ じ ホた W ホの 憐± 
の 業績は 今 密ら孩 じ 語る こごを 
要し じい 0' 巧り 新聞記者 ィ」 して 
が 名な ア！ サー •ブ 9 ス ベ] ン 
をして 『山 贼じ 等しい 軍ん の钢 
像は、 巧ら くを の 位廣を この 偉 
大 なる 人類の 戰卡野 ロ 巧 ± じ讓 
るべき である』 ご 論せ しむる じ 
まつわ ことは、 博 ± の 事業が い 
かじん 類の 利益を 增 進し じかを 
知る じぶ るで あらぅ。 

◊ゎが 政 麻 じ 於ても 宮中 席み 
では 伯爵 じ ホぐ 動 二等 旭 H 重 ホ 
章を お 博 ± じ 送つ むが、 をれ じ 
しても、 博 ± の神經 質ら しい 後 
小な を、 日本 俱樂 部の 將撰 盤で 
夢中に なつて 居る 博 ± め 姿を ニ 
度 ご 巧び 見る こどの お ホ U くな 
つたこ ごは、 必 淋しい 話で ある 


お電の 長期 社債 成立は 

日本 財界の 試 金 お 

ニ 億 お 千 萬 圓は今 パ A 日賣 出し 

東京 特 を-日 發 == 久しく 懸案 中で あつた 東を 電燈 を內 外債 ニ 
億 五 千 巧圓は 去る S 十目 午前 ァメリカ 緩 領事館に めて 調印を 終 
了した が、 右の 中 一な 圓は 政府で 貢 上げた 上 取 宵す ベ < 、賣出 
しは 六 巧 セ 日のを を じして 會社 今後の 事業 資 をは 營 業收乂 W 新 
社債 じょるべく 、今 巧の 內外 僮は 舊 債務の 巧 埋めで あるが 二十 
お 年 じぶ る 割 時化 的な 長期を 債は H 本が 界の 試金石 かご 云 はれ 
て おる。 尙は 明年 後の 政府 新 化を 債は ニ德圓 0 內ど當 局は 希鬻 
する も實琪 は疑閒 らし （视そ 債 じ 就いては 巧縣の 補償を 制限し 
て 中央 かおの 藍督範 圃疲大 の講あ b 目で 大藏 省で 調査 中で ある 


- 別項 本祖 特電 所 報のを 京電燈 
趾 憤は 藤 報した かく 久しい 間當 
地の カラン ブ！ が 食を 中* むじを 
渉し つ！ をつ じ ももで、 總 巧は 
来貨 一倍 ニ千巧 巧、 H 英米が 填 
でを 一週 巧 0 巧 じは 賣出 さるべ 


^ 、 。 ン ドン は ラサ— ド 兄 弟 商 
會 、ホヮ キト ホ] グ信 巧會 社が 
引受くべく、 日本では 一二 井 銀 巧 
成び を 巧 銀 巧が 引 巧け 年利は ホ 
を、 r メリ 力 巧複の 引受け 高は 
と 千 巧 巧で ある ご ニュ！ 3— ク 
ウオ！ 八 ド 紙は 報じて 居る 


邦人のを る 商 巧に 

强 迫の 手紙 舞 込。 

『殺 H 敢 化隊盧 斥』 ご麗 々し- 
日貨排 巧に 狂 弄ず る 民國人 


專殺 (殺 殺 11) 賊。 

が 葛じ國 (日本) お貨 0 
應奴 (日本 國 )。 不乂 亡す 白人 C 
殺 H 敢死 隊盧斥 

皆 殺 W n 本 W 賊。 

抵制じ 國^円 木 W 巧 偵。 

矮奴 日本 閣。 不乂じ 子 白人。 


上記の やぅ U ものず ごい 强迫 
化が 前後 二回に 互 b 當お 邦人 經 
をの ある 商店 じ 舞 込んだ.. …… が 


殺 H 敢死隊 直 斥 

節 蜗を那 街の 排日 货運 動じ 煽 勘 
された 者の 所業ら しく 
お义は ペンネで ま那人 じして 


はを 释無學 な ものの 筆蹟ら し 
<特 じこの 商店が ま 那 人から 
恨まれる 程に ま那乂 どの 取引 
が 薄ぃ 所に 見れば、 か 論一谤 
め. いたずら 必か b 出た もので 

>っ .¢5 

をれ じしても、 一寸 氣 味の 惡い 
話で ある。 ま 邪 街 方面は 屢 報し 
じ 如く 昨今は 鳴 物 入らで 排日 貨 
のぶん ち やん 騷 ぎを 演 して 居る 
が V どれ 巧 じ 深刻 じこの 排日 貨 
が 日ぶ 側 じ彭營 ずる かく 考 へる 
ご實 際 的には 柯 等の 効果は なく 
單； ■る 宣傳じ 逝ぎ ない こどが お 
巧ず るで あらぅ 0 

をれ も 寧ろ この 騒ぎで、 H 本 
人 かニュ ー ヮ ー クの 賭博 瘍に 
お 入した く U れば 、同地の 支 
那人商 買 も あがつ わ b だ。 
どは 或ら 支那 人 古老の 述懐で あ 
るが、 聞く 所 じ 娘る とが 日貨は 
所謂 國お 黨じ屬 する 靑牟 達が 電 
じ 騒ぎ、 支那 街のを 人 おは 馬 H 
東風 的 じ、 でん もやん 騒ぎ じは 
加つ て 居ない ィ 一の こど だ。 をれ 
よら もこの 排 H 騷 ぎで 日本 A 力 
ニユ 17— クの 賭牌燒 から 姿を 
隱 f ごい ふこ ごじ なれば、 社會 
風敎の 上から 排日は 却つ て德を 

齋す であらう どは 强 迫され 

た 某が 店 まの 話で ある。 


0 貨 排斥 熱 

荷 ま 側に も 影響 

南支 方面の H 貨 排斥が 益々 敛 
烈 どなる じ 伴 ひ、 當市 化々 主ら 
閒 方面 巧き の 貨物は 柯ぅ いふ 影 
響を 受ける かどい ふ 

懸念 ば、 荷 ま 側は 勿論 船 
會社じ も 濃厚 ごな つて 居る が、 
旣報 のかく 郵船 當巿 支店 着の 情 
報じ 依れげ、 現 化の 巧 荷揚げ 巧 
化 何等 平常と 變る 巧な きもの、 
かく、 大阪巧 船 及び K ライン じ 
もを々 同 除の お 息を 齋 たらして 


むる が ' 巧を じ もを 巧を の 貨物 
が 上が ホ 面へ 着荷す るを - し U 、 
枯當の 時り を 巧し、 縱か 、排斥 
熟 ほ 嘘の 時じ賴 出したら の も 到 
着 頃 じは 沈 靜じ歸 して 居る こど 
も ぁら、 之れ じ 巧して 出帆 當巧 
主 

平 穩 でも、 着 港 おじは 如 
M じ惡 化し 居る や も 知れず、 随 
つて 相 當の鹤 I 巧は する もの、〜、 
を （掛 策の 施し やぅ もな く 現が 
靖 揚げ 其 化 じ 何等の お 障 U きを 
幸 じ從前 通ち 一二 社 おじ 貨物 取ら 
あ ひを なして ゐ るし、 隨^て お 
ま侧も 之れ じ應 じて 賴み 出しを 
育ん じて 居る が、 巧 今の 如き お 
勢 にがては 南ち 方面 巧き 貨物な 
b 扱 ひは、 查が運 不運に 委 ずょ 
6外 なくを 社共 夫々 の 方策の す 
じ 取ら 扱つ て 居る 狀 態で わると 
要ず る じ H 貨の 排斥 ご = 本船の 
排斥 ごは 別物で、 ホ國の 貨物が 
排 斤され て 居ない な 上、 之れ を 
B 本船が 

輸送 した どて 別に 荷揚げ 
の 故障は 起つ て 居ない。 お t 日 
本船を も 排斥す る ごなる ど、 苦 
力なでの 雇傭 じモ 障を 巧た し、 
隨 つて 靖 揚げ 其 化に 脚 難を ホた 
す ものと 巧ら れて 居る。 


日本 株式相場 表 

〔大阪 藤本 ビ八プ n 1 々1 銀 
巧を〕 株式 相 壌 〔單位 圓〕， 

ぶ 巧 某日ぶ 月进日 

をを お數 を ，吕 を •丢 
大 腰指數 ニを 10 】 一八 臺 
巧 京電燈 着 •を/五 四 •一吉 
大同 電力 さろ 0 さ盖 0 
東が 電力 突ろ 0 葵 至 0 
大 n 本 製糖 八 管 ま 给* ま 
王子 製紙 三 0 •ま 一云盖 0 
東 巧 モス リン 違 •00 堂 主 0 
H 本 ビーグ so 互 0 苗 一一る 0 
日淸 製粉 一呂 呈 0 ' 登 •き 
淺野 セメント ま •ぶ 0 巧 •夏 
日本 石油 至 互 0 ま •00 
東を 巧 巧 ちろ 0 垂 •言 
日本 人造肥料 五 f 又 0 う •爱 
乂お磯 楽 を •一宝 竟 •爱 


操縦、 機械 敎 習、 
點乂 、電池 锥 凡て 

懇切 じを 授晝 が兩科 日曜 開校 
日本人へは 秋 山 氏專任 敎授す 
量 r 量 itan A 己 0 School , 133^ L 5 芸 St - 

化 業廣を 

夏季 巧 休業 化 候 

菓子 舖高橋 松風 軒 

岩 至. 否吉 で. 


ま 覆ず 案 


-夏實 ち， 

125 Pa Ave . N . W . Wash 景 一ミ， D . G . 
ジ香 h ミ e F 5 預 S 






SU 巧 HANG FAR 

2 巧 flJih る 化 Bell 巧 ft を 巧 巧 h お s. 
む L 能 irningsi おお 强 


まゥ主 希巧陳 君を T で 巧諸瞄 ， 

す マ 、上 卒し じへ 目 第 巧 君 前 本を b 
，ィ 日ま繁 ては ばのと をめ を 棲 ^ 
、魔す々 居 お直 チ 街 差 嗜揮巧 レ * 
春は。 御 まるぐ ャの 上がつ 理 
溝 護 允 - す 程 H プ 巧げ じて 人 
が 頭が。 巧 本 スニま 適日歐 
あ、 の 評人ィ 十す す本廉 
?» シ 程 を 諸と 六の る 人が 


I 


Two Lee Viarden 
2 如 化 11 お パ treet 
な L Univgrsii パ 094 


IKUINE 

Hotel 在 Resliau 化 nt 
313 W. 88 化 St. New む rk 
Te! ， む h 如 er 巧 巧 
む邮 &が巧 がぶ 山が 


T0Y0 KWAN 

41 に 19 比 St ， 
Bsl 8'w 巧 & 4 化む も 
Tei. がが 叫 uin がが 



TAIYO 

1 巧 West 巧 ! h な . 
Tel. Susqufihana 2816 


DARUMA 

巧 1- お h lUe. 
Te しわ ] fan パ お 8 

ホず 
广 -若 

御燒 



T 帖 To か 〇(；〇. 

140 W. 拙 h 化 
New む rk 0 刊 
Te し ' Frafalgar が 59 


ん tOlWAYAMAGOi 


114 に 59 比 St 
New York City 

2 巧 3 
0 扣 7 


Phone. Regent 



お Eas パ W パ M 
Tel. Lexingfon 5727 


Kawasoye Hotel 
1 巧 Wes り 23rd 抓な f. 
む ! • Msrnin が de パ W 


御 

旅 

館 


河 


添 


SHOWA 

お We が 105 St . ， 
Tel. Clarkson 0981 


Ci か Ha!! Tea Garclen 

ITQ Naasau St. C な y 
Next to 化 e Trilmne 径 hig 
Loo Lm Manaorer 


戴不や 間の お 
上變べ 食輯勤 
勸 わく 席 便の 司 
ま 引 おの 剌ホ理 
內立閱 街 じじ 人を 
申 顔 巧 巧 儲は 蘆 S 
上を ネ じへ 皇蓮齒 
侯 0 巧 庞巧巧 



College in 打 
31 郎も oadw 巧 
8eU23rd を 124th S わ . 
TeL 巧 orn お 夏 おお 74 巧 

な ホ I ロ 

ま宮 S 嘉マ曜 
午 午®^^ ィ及 
前前 春 ： h 
运十 辕 曜 


の 舶 Y 0 左 巧 T 糾 0 P 

IMPORTER OF 

GOLDFISH を 則 反 DS 
■ 〇 

動 其 力を 

物 j 安 十 種 
一 鳥リ金 
切 fe ャ魚 


japan 

Provision Go . 

化 0 化 的 化 St. 

Te し Endi 扣 tt 9 巧 2 


KATAG 刪邮 0 タ 

224 に 5 か h St. 
New York City 

Te しおが お 3480- 3481 



340 W. 5 の h み . 

Telephone: 
Columbus 8882 

( 巧 曰 • ホ） 司 裏 お 


SUMMER 

PALACE 

741.8 th Ave. it 47th St. 
NEW YORK 

郎郎 & U 巧が 巧 如 84 


DANCING 

411 W. 115th St 

Tei. Gathedrai 4408 A が . 3 


Koike Studio 

730 Fifth Ave. 
Cor. 5 む h み . 
Tel. Circle 4406 


^ 日を 煎 
ち 本 ^ 

塞 •を 腐 餅 
ぎ 雲 g ぉ 

實 £ P 晶油卸 
呈 F^— — ぶ 
? 切揚賣 
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號ん十 おな 四千 一 第 


铅 11 [をるな な mtp が 做 巧 


日曜: h 


n 


R 


お ニ 抑 陋 




設髓 改善、 腺 利の 
料理人、 調理は 日 
を 人 向き 

P 桃李 園 

御 ホ ホを 待つ て 

居 もます 


割烹 並に 御旅 舘 

た 噴 & ぉ 

句？^ 兄弟 

な 育ボ西 八十 八 T 目 H 1 I ニ 
巧 話 K 々イブ！ と 八 ニニ 


高等 御旅 舘 

.萊謀 難 

會寐御 料理 


御料 理薛紅 

太 陽 

壽司巧 日 あ b ます 


日本 食料品 類 及び 雑貨 類が 小賣 
ホ么ま 大寅搁 桑 山商會 
新刊書 籍雜誌 小間物 日用品を 種 


巧タ乂 時を 唐 ま 

メ 1 グア ドン ス 〔年 一巧〕 

日本 巧ち 巧 東京 巧會 

奋お 巧を 巧 貸グ ー ム自 巧の 便 あ ^ 

ト タンク 巧 もます 


支那 料理 


周 園閑淸 、を 氣巧鮮 

巧 人 巧樂巧 白ぉ亭 

罢ジ コを St . Brooklyn - N . Y . 
ジ こを 另 le 74 な 


▲淸 巧、 親切、 氣樂 =兰法^ 

勢拥縮 

伊み 事 佐 久賴榮 作 

ちか 尚. 凑 を srgt 

Tel . lie 巧 nt ち 苦 

岩 旧旅鑛 

江川 作 一 
2 夏で S ニ 害 stit _ 
Tel . Stuy まを n こ篇 1 


一方 旅舘 なめ 

を國旅 簾— 

1 ま辛累 th St . す W Tfork 
Tel . Su ぶ uehanna ちち 


紐 育 旅館？ み— 

東 四十 了 目ニ擠 二番 
Tel . Caledcnia 运之 


ボス もンホ 

富 ± 旅館 大浦未 お 

急 waist 巧 St . BS す n Mas 产 
£. B . S ?5 


化み 必墟 ょき 溝 潔なる 室 

御 下宿 あが 好か 

1 是 E 量呈ミ 吓 
ジ 一. 夏卢 sq . 2 苦 一 

貧府 御旅館 

桑山淸 五郎 

488 S ロ 量 i S 三重 ade 富 ia Pa . ' 
ぎ 臺 nu ニ这 1 


精の 蒲燒 おいしい 鄉燒 

會席 御巧理 

晝 食は 末廣へ 

げ峰衛 巧 蓋 巧 大勉巧 


高等 御旅館 

昭 和 

會龐 御巧理 


..2 A な- 美が じして 巧 巧 


I お 南樓 


A W 

及" 


化 h 

.1 t 


な 


B 

-3 "g 剛 

ぶ W 化 
巧 d 

G お刖 

g 桃 6 

刪 iS 
か 1 


巧 巧 

午前 十 時よ b 
午前-一 ハ 時まで 


巧 店 


を 樣の御 嗜好に 適 ふ 
樣な美 ホの 御 巧 巧を 

似 I 廣趁樓 

をし ますから 繪 々御 
ホ ホを 屈 ひます 


r’tl S 永興樓 

腐 揃 ひの 巧 巧 人數を 
が 日本人 諸君の 嗜巧 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 葫 一二 時を 閉店 
(な ホ 五 了 目 サブ 
停車場の 下) 


2 

誌 
J 8 t _ 

が 


■1 


邮咖 


ホ 上 金魚な 

918 sixthive .. New York 呈 y . 

さ a ミ 百 rcle ち 苦 


木 白 及を 巧 萬 印 庫 元 あ 

舊が蹇 e 望— 入電よ ザ 

日本 米 離 食料品 i 飄歡卽 S 

巧 巧 智地株 ホ會社 東が 一手 賣測巧 

日本 食料品商 會 


紐 育 惟一の 日本 百貨店 

片禍 兄弟 商會 

スマ ドン •ブ 0 ダク ジ 一ず 販賣元 


モ丢一 店 1 ご 一地^ 佩碰 

i 楠 iiiw 本山を 街な 福 岡 加 
i 

見 谷 巧鄕ド 武が辭 島田滕 
^ 四 四 四 ニ 五 五 五 四 ニ 四 五 


\}/ VI / Vu/Nly \—/ \—/ \> f / \1/ \iy \ i / \ty \ l / \ny 

姉 中 一二 左右 ニ 遊 左 一 1 巧巧ピ 

- - / — — ' , — — ' /1\ 

フ 

リネ 0 ィブ ボラ ユ クラ^ クマ 
一斗】 一 ア-ボ 一 ライブ 1 I 
大プ テグ ザドタ 一片 ン アグ ニフ 
A ン ンン I ン マシン ドー キ 


置 


i ‘ 


巧ろ 五 四 五 四 ニニ ニニ ニニ 


巧 

点 


00000000 


私 0 ニニ 0 ニニ 1 〇 ニ 一 
I 五 五 ニ.- ニ 四 一 0 五一 ニご一 


11 T ? 08 1 808008 
す】 ニ 000 0? 1 88 
六の ニ 一二 一二 0 三 五 0 1 0 


ニ 一 
ミ 六 


が 


0 ニ 0 ニ 0 


00 四 


打 

剌 

殺 

三 M so 四 1 0 ニ 1 〇0〇 一二！ 0 


四 I 


五 
^ 寅 

一ぶ 


A 殘 'ィ T お 回を A 
ニ 壁 一 がに の 巧 
壁慶リ A 六十 I 星 
打 乂ン四 ネじ巧 
巧 十 ト球敵 四手 
田 四 ン^じ ク本宮 
四 1 典- 武 

A フ リ へこ 宮 

峨大ク •ン た四武 <1 
f 八 I クる回 一二 負 
0 . -> t をに 回 星 
見 A 巧 ニ ご お 
併 一一 一本 一二 手 
山 殺 -みク 
下 巧 濱ク？ 潰の 一 
犬 蜗ーン 崎 二三 

潑 一二 丄 ハ三グ 八に 1 

井 A 一 ト回一 
一 二宮 一 ニン ミ 本 
A 振武 八 一二 


延長 戰 十二 回に 直り 

堂々、 慶大 軍 快勝 


"强敵 フオ！ ダム 大學に |ニ對- 

で 鮮やかな 併殺 巧みな 策戰 = 


本年度の 巧が シー ズン じ敗戰 
僅か じご 一回、 をの 前 H じは 

强殻 三ユ！ 3 ^ — ク大學 を 
六 お： 客で 猿 化せし めた フォ I ダ 
ム大學 即球剧 は 去る 木 確 H 同校 
校庭に がて お 處大戰 ごの 十二 回 
じ 任る 延を戰 じがて 一二 巧 一 どい 
ふ スコアで 慶大 軍み ためじ 敗ら 
れ た。 

邸ち 慶大な 第一 闻 二死後が 旧 
右翼に 當 U 唯一ので' キス トラ 
ベ ー ス •ヒットを 飛ばして、 
ニ 壁： J 入ら、 か 下の 軟ゴ 日を 
お ー タ ー ニ堅キ 逸球して 町 巧 
貴重なる 一み を 擧げわ .4/ フ 
ォー ダム 側は 潑 崎の 巧 投じ 封 
じられ て、 八 回 造し まるまで 
許した るを 巧 僅か-し. 一二 本、 か 
回目 菓じ 入る や、 ィ ー ガン 四 
巧、 リー ドンん 派 じみい モボ 
1 タ ー も 四球に お で、 試を の 
途中 打擊 雌の 大變 おでぶ 翼 じ 
入らし コー术 マン か ニ 墨 趣の 
單 打を 飛げ し、 ィ！ ダン 勇躍 
して 本 霞 じ 入ち 疫 じ同點 どな 
つた 爲 め、 溃 が 退きて 一 壁の 
宮武 投手 盤 じ 起ち 詹携 迫らた 
る も、 ラキ アン 補 手 じ 邪飛し 


ク！ ニ I 遊擊に 凡打して 得点 
の 機 貪を 失した。 

試を はこれ ょち 延長 戰じ 
乂 つねが 十回 ょら 十一 固は 共に 
な ホ 戰じ緊 巧して 得点の 磯會な 
< 、第 十二 お 目に 入る や、 前 H 
の おニユ ー ョ ー ク大學 戰じ怪 腺 
を發 揮した を 投ずク ー ニー も ホ 
巧 疲れが おた もの か 

植見 四球を 利して】 疊に 入る 
や 慶大 側は 怒ち 策 戰を變 じて 
バント ま義じ 入ら、 一二を じ 化 
b し 本鄕お 一二 壁 線 上じ絕 好の 
バントで 生き、 町 旧に 巧を し 
梶 h ホ犧巧 せんどし たる も 成 
らず 、ニ ストラィク じな つた 
時 裏を 搔 いて 巧び バントした 
爲めク ー ニ ー 痕 狼して 一疊じ 
化 球を 毁げ てをきた 爲め滿 壁 
と*',* つた 席， 山 下を 異じ大 飛 
球を 送 もて 楠 見易々 どして を 
還、 磯 < 強 巧手 宮武 をな 意に 
四球で 送つ わ •わ、 濱井じ 巧ら 
しが 川み スク ネズ •プレ 1 美 
事に 奏 巧し 慶大 軍一擧 じニ顏 
を收 めた、 フオ ー ダム 側は こ 
の 裳の 二死を ク ー ニー の ゴロ 

を本鄉 逸球し、 續く V! プ 


右翼. 一を 巧して、 危機 迫ら 
しも、 宮 武巧投 して ネ キラン 
を 投手 化ゴ n じ 封 じを じご 一逊 
i を 0 て 慶大 视が 快勝した。 

接戰 する こど 正に 十二を 
ザ 備にめ てれ 寒 じ 於て 慶大 軍が 
堂々 ご强 敵を 壓 し、 而 から フォ 
[ダム 側の 第一線 巧 あ 投手 ク！ 
こ！ に 止めを 剌 した 戰 跡は あ ホ 
じない ダー ム どして 翌朝の 當地 
を 巧 宇 新聞 も恃筆 大書して 慶大 
の蠢戰 ぶら を 賞 讚して 居ろ。 演 
掠の 巧 巧は 云は ず もがな、、 ィ！ 
9 ング トン も ホ嬉投 して. ょ <慶 
大の ビンチを 封 じ、 八囚目 一巧 
滿疊 ごな つた 際濱嚼 、岡 旧を 化 
巧せ しめて 危機を 脫 したる、 捕 
手リ ー プ かの 巧 巧で 一ぶ 盟の 走者 
を 二回 も 刺殺し ねる 如き、 いづ 
れも賞 讚され て 居る が 

がーし 濱 ザ、 ご 一谷 ど 宮武、 
横 かど 本擲 、本鄉 、加 藤 ど 福 島 
の S 回 じな 一る 鮮やかな ダブ グ， 
フン— で フォ— タム じ 得 おの 機 

會を 輿へ なかつ たこと は<、 ' 殊に 
賞 讚の 的 < なつて 居る。 當 日の 
審词官 は ブラゥン 及び テリ！ で 
試合 時間 ニ 時間 一二 十二を、 ィン 
ニン ダに 依る 得点は 左の 如し。 

慶大 

一 000000000 ニ— ゴ一 

フ大 

000000 0 i 000 丄 



探 險彌巧 船 依然 巧 衔す巧 

ロー マ 一二 十-日 發 h ィ タリ； の航を 司令官 ノビ 將 軍の 化 賴 
採 險瓣巧 船 ィタリァ 號は 去る を 曝 = 化 極ょ b 歸 がの 途上 巧衞す 
明 ごな つた 儘 今 H じ まる も お 息が おせ 中、 同號 から 發し たど 覺 
しい 危除 信號の 無線は を <誤6 どが 明した ので、 が おらを の 消 
息 も氣遣 はれて 居る が、 ィタ？— 政 おごして は化禪 政府ょ ゎ 碑 
補 救助に 關 ずる 提議 もる も 今 n まで じこれ がち 巧は 一時 差控へ 
むい 意を もらして 居た もの、 骄じ 一週間 も經 過した ので 目下 陸 
が軍堪 どち 協力し 一二 個の ホ 巧の すじ 救 巧み ホを 考究 中で をる。 

〔圃は ノビ^ 將軍 VJ ムソブ ニ 首 化〕 


ムハ乘 位から 册四万 弗まで 

大統領 立候補者の 運動費 調べ 


ァィ 9 力の 大統 邸な 憤 補戰も 
漸ホ 浸窺づ いて 巧た ので 上院ん 
逃お述慟餐調おを員會^!、 をお 
姉 者の 逃擧费 や、 をの お 巧を 嚴 
巧に 調を t て 巧る^、 共 か， 民 
ま兩黨 をを 算 した あち S 十り 現 
だの 選擧 おは 六十 お 巧 一二 千と だ 
が 十六 弗 ニ^ニ 仙、 をのみ 護は 
おか 黛の 

フ！ グ KI がご-一 十四 巧 八 千 一 こ 
巧！： 十二 巧 六十 一仙を 筆頭 じ 
" 1 テン •かお 巧 八で 五 円 五十 


ニ 巧 九十 仙、 死んだ ゥ キグズ 
•か 六方 六 千^ 巧 六十 八 巧 五十 
ニ 他、 ィ .'テ アナ 州の ボス • 

ヮ トツ ンが S 巧 化 巧 乂十巧 十 
五が、 力ー チ ス^ 六 千 おな 六 
+ 巧、 ゴフが 千 一二が 什一 ニ 弗 化 
五 仙、 上 晓ぉ逆 組の 總帥ノ ー 
リ ス ：^一僅かにホ巧で 
合 針 五十一で ニモ 五が 四十 四 巧 
五十二 一仙 ご あるが 広ま 黨は 
スミス 知 串の 十万 一二 巧 八 巧 五 
十二 仙^ 筆頭で リー ドを は 一二 


巧と モ ニが 十一 邦と 十九 化、 

ヒチ コック、 7 瓜 シユは 千 弗 
臺じ もま b 、 フ！ 八が 八な 四 
十五 弗、 ポ > レ ー ンがな 巧で 
を 計 十四 巧 千 ニ',：: 十一 弗 六十 
化 仙と なつて 民る。 


明日 午後 じ 

ゎ名殘 試合 

お 7 シュウ 井ク戰 

當地 フアンの 血を 湧かした 慶 
大巧 球 勸は旣 報の 如 <、. 囊に零 
化を 嚷せ しめた ブ^ック， ンの 
半 職 萊倒ブ シュウ キク か.」 巧び 


挑戰 をを けたので 、パ フフ。— 
の 試合を 中止し 愈々 明 H 午を 同 
野球 谢 VJ 1 吸を をへ たるを 直 も 
じ 巧が 列車で ダト。 キト 粋め、 
シヵゴ じを き 六日 ィブ ノ キ大學 
ど 試を すべく、 明日の 試を け當 
地では わ名殘 bw わつ て 
是非 この 半 職業 野球 脚を 巧 敗 
せし いる 意氣 & みで 特 一-ち 人 
軍 野球 脚の 名 監督 マグ n 1 か 
ら 招が を まりを 曜 U 午前は ポ 
ロ •グラゥンドで 熱、 むに 棟 習 
した 0 

尙ほ 去る S 十日、 招魂を 當 日の 

對ユユ 1 ョ 1 ク •ア スン テック 

クラブ 載は 島 本を 投手に 最 巧ょ 
も 優 巧を 巧 も、 山 下の 本 壁 巧 等 
で ホ氣大 いじ 振 ひ、 五 巧 目 じは 
四對 -でリ ー ドし つ i あ 0 たが 
巧 柄の 豪雨で 遂に 試合を 繼續ず 
る 能は や、 結局 n 1 八 ド 
ム となつ た。 • 

管 野 夫人 彫刻 展 

账刻 家と して 邦人 間 じ 知られ 
て 居る ボ ー トプュ ド 管 野 夫人の 
作品は 目下 窠四町 目 £ 西な 一二 十 

ニ發の アゴ ジ •ス ッザオ 及び 水 
族舘 にも 陳列 中で あるが、 六 巧 


二日から 十 巧- H じ 直 b プ ツ 
クリン 博物館の 夏期 廣寶會 にも 
お 品して 居る ど。 




額 盗犯 太 田 入獄 

囊じ强 を 嫌疑は 晴れた る もな 
を 化で 服罪した 邦人 太 田 幸： 一郎 
は 去る 二十 八日 シン-'--^ ょり 
ム ストック 郡 監獄に 移されに が 
宣吿の 刑期は 四 年 ご ぁ b しも シ 
ン 化を 後 ニ 年み ヶ 巧を 化へ 
られ をせ て 六 年 六 ヶ巧じ 延長 さ 
れ たど 0 

♦こんな こども ある ♦ 

お 童 父親を 駿る 

ベィ ヨンめ プロ 1 ドゥぶ 1 八 

巧 八十 五番に 往む レォ •フ 1 ア 
is 呼ぶ ぶ 年 十八 歲の靑 年は ニ 
百と 十八 お 度 V 」 いふ 大重 でぁる 
ため 父親の 命令で 病院 じ 入を ニ 
巧と 十六 おお 位まで 减 量す 一 な- 
ご じな クて 居た が、 ンォ 先を、 
病院が 提供す る 食物が 氣 じスら 
ぬ VJ て 飛び おし 歸を後 却つ で 父 
親を 駿打 しじので 父親の 誘で じ 
ょら 招魂を の當 H じ 逮捕 さわ、 
警察の 留置場で ホ 量を 赎らす こ 
ご た。 一 


節 子 姫を わ迎 ひずべ < 

わ 化粧した 春洋丸 

i わ 芽 化度づ くめの 瓣！ 自覺む 
る ばかり じ 美しい 姬の御 ま 服 == 


前号 ネ紙旣 巧の 如く 秩ハ 又當嚴 
下の が&君 たるべき 化ず 節す 姬 
はまる j 召 住み 馴 C ゎ晉 都ブシ 
トンを 後 じ 幾多の 

官民 ご盡き S 么殘 ちを 惜 

しまれ クミ 一路ず ン フラン ンス 
コ へお發 された。 節子姬 及び 大 
使 一を を 日本 じわ迎 へす る 春が 
化の 船室は 一番 立派な 特別室 ァ 
1 が 一号、 ニ號 ごみ 定 した、 を 
のを 置は 恰度 船の 中央部 右般を 
堂のと じな つて 居る。 この 船は 
かって、 松ず 大使が 赴任の 隐乘 
船され たもので 、姫が 今回の 榮 
え ゎる 歸朔じ 際し 巧び この 船に 
乗られる こご じ：；^ つたので、 同 
船の 小川 船長を 始め、 郵船 當扇 
でも 船の 將 巧を 壽 いで ゐ る。 聞 


.ところに 1 ると* 


- の 船は 


船齡 二十を 年 じ 達して 居 
るが ホ だかつて が お 中 じみ まの 
こごに 遭つ じこ ごな く、 船中で 
結婚式を 巧つ たこ ど あ 回、 お產 
の あつたの が 六 巧 また わ 役人で 
この 舶で歸 朝 すれば、 必ず 一兩 
年中に 榮轉 した V 」 いふ 幸福な 船 
である ご。 郁子 姬の 船ぎ は 神 巧 
破 沿 中に、 スッ ヵタ ご 裝输替 へ 
と U ら 、吉 C びの シン ボ於 である 
鳳凰 松竹梅 菊 等の 力ー テンが き 
らび やかに 張られ、 居間に け橫 
濱 おおの 化を どして お迎 へに 巧 
ぐ橫 溶ん おが 五ッ 、覆い. らしい 
お— ス をして 

殊勝 らしく 飾らいて 居た 
时ほ 日本からの 報じ 化れば、 を 
ん 賢所 大 前で をげ 3 せられる、 
秩父お 殿で ど 化 ホ 節す 姬 ごの 御 
婚儀-」 、節ず 姬が嘗 用され る晴 
れの御 式服 U 、 を內 あから 京那 


の 鳥 m 裝東 巧、 高 鳥屋 吳服 巧の 
兩 巧へ 謹製 方の 御 下命が ぁ'。’， 
兩 店では すで じ 見本 綴の 擦を を 
濟 まし、 をを {ともと 巧 I 勺ぱ 
ぃじが を 部の 化 よげ を 終つ 节納 
入すべく 

を 急 でゐ るが、 唐 
あは 茄黃 を龜 甲の 地 絞に を留ニ 
寸 六み の窠 をの 模樣を 織ち 溝し 
たもの、 お着は 薄 萌黄色 巧薰の 
地紋に 化 化の 織 ぉ模樣 、裏は 薄 
な、 あなは 紅梅 色、 雲な 湧、 j 塞 
な 紅梅 色の 無地、 單は 濃を ま菱 
め 固 地紋 綾、 長 宵は 濃 色 線 鶴が 
裳な 白を 穀織 ご 蚕 蒙の 地紋 じが 
約 梅に 長尾鳥を 配した ちしい 

模樣ミ を もき、 下心ら 

ハ. ナダ 色で ぼかし 上げに 染みた 
もの。 化 上は 高 旧 商店で 謹製ず 
るを で、 桂は 白地 絹 紋紗藤 撰の 
地 絞に 小 葵に 紅色 尾長 烏の 化紋 
.ぞ織 6 岀 した 美く しい もので、 
このを は窝島 星で 謹製して ゐる 
が、 W 上の 布地は、 いづれ も 夏 
物と してす ベて 生 織 ごされ るの 
でぁるが、 節モ姬 のこの わ裝巧 
調製 じついて？； 5、 皇大后 陛了じ 
おかせられて ニ、 ことの 外麵氣 
を 留めさせられ 

を 調 をめ じついても 細か 
い 御な 恵が ぁ 5、 一番 h に 着ら 
れる 唐を じ 葵を 用 ひられた の 一は 
特に 松が 家のを 紋 をな b 込ま I れ 
じ 有難い あ 召し だ ごもれ 承 まは 
るが、 仕ぶ て 上げた を {しさ じ 
また 格別 だど拜 される。 また 晴 
れの御 儀式 じ 節で 姬の持 も 物 ご 
される 検 扇は 松 巧 梅 じ 鶴、 雲形 
の繪 をを 銀泥を もつ て、 きらび 
やか じ 描き出され るは づ で、 こ 
れは島 旧 巧 巧で 謹製 中で ある。 


新開 業 

聴 巧ぎ の巧理 人が 日本人 諸君の 嗜巧じ 適 
すを 巧 理を差 上げます 

S 頤如園 

を 居の 前、 芝居 歸 6 の 御 集らに 最も 適當 
の谨 巧です 是非 御 あ 負 じ 願 ひます 


第 お 街と 一二 0 

へ クシ ヤ- — 

ビグ ザ ング內 

小 池 寫眞舘 

電話 チ ー クグ 

四 四 0 ホ 


舞踏 個人— 
▼かを ダンス ▲ 

▼表情 ホ 操 A 
朝 十 時— 巧 十一 時 

シ卞 9 フ ■ダン シ 

ング 師範 學校卒 叢 

上おタ マ 


ロスアンゼルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

ニ S San Pedro St ; Los Angele グ Cal . 


レヤ トル ^ 

Np 旅館 

«06,まが > ま * wo . w きさ ド 

停車 谋前 通を ご 一 了 左側 ガ階建 
日本 巧 船 切 巧な 扱 波 ロ 場 送迎 


商業 區 域中必 、総領事館、 H 本 
截船其 他 銀 巧 大會社 近き お 巧 

桑 港 小 rr ホ テク 

純 日本食 (時 別間 ぁち) 

御 一巧み 第 自動車 轴出迎 申上疾 

巧 ニ ualifiia SUSan Francisco , 呈芦 


木 旧 ル — ； ング 

1呂7 3三 Ave . 呈 .59》 呈 th Streets 
Te 書 ミ e Regent 苦 27 


日本 理髮 舘淸 

西 四十 一二 了 目な 番地 一二 百 六 室 号 

タタ プ フロア (巧み 街 さ 四十 一二 了目§ 


日本 散髮屋 則が 浦 

五 ダ 年間 中 林 巧 ご 共 じ 就業。 

ジ ヤシン ト •フ 3 ブ 3 

31 W . をを St . N . こさ 
す 一 Golu ョ bus live . 己 ミす 色す rk Wesf 
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桂 
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奪 誘 プラィ アン V 
八 0 と 化] 八 八と 一二 

新 IS 轉長 

紐 育 お 西 四十 四 T 目 
ニニ！ 一一 八番ニ 一階) 
ま 配 人 か 中 重 雄 


ま 巧 

147 夏 io 己す こ 己 空 0. こ. 
ぎ 畳 W ち 基 呈 
ま 巧 軍 S . F . こを 


眞窗 目なる を 職 同胞 じ 溝. 寅 _ 
なる 藏 菜を 罔旋 す- 

宮觸 事務所 

紐 育 ホ 巧 四十 ニ T 目 百 甘 一 を 
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Nara Trading Go. 

151 -5th Avenue. 

(Cor. 21 がな.） 

Tel. Mgonquin 3648-47 


MO 画 URA 邮 OS. Inc .， 

が おぶ W, 23rd 化， 

New む rk む わ 
le しむ am が 巧 3 お 0 


THE FUJIMOTO 
な 削 RITIES 卽 .，艦 

け 0 む oadw 化 NJ. C け y 

Rector 241 6 •巧 39 


THE BANK OF 削 QSEN 

む om 巧 巧 1 的が wa も liJ. 

化 帥 e. むがが が 8583 


Til パ um け omo 貼 化 Ltd. 

化 W YORK が E»ICY 
800 讯が 4 
1 がむ sad 好 ay 

Tel. Hanover 7444-7445 


The Yokohama 
Sp が お 8a 化 LM 

5th Fioor, Equitabie Bldg, 

1 巧む oadway, li.lf. 
Fhsme B が br 2 巧 0 


Tile む ni ( がな iwan , り d. 

Room 515 

Berm 加が n I 刖 esting Building 
1 お Br 的 dw 巧， fiJ. 

Te し Co け land り 2 がが お 


N. Y. K. LINE 

社 會船郵 本日 

NEW YORK OFFICE: 

8-10 Bridge St. TE し BOW し I NG GR 巨 E N 2262 
San Fran がが o 0 だ ic だ LoS Aiigel が 0 巧 k.e: Seattle Office: 

5 な Mark が St.. B リ tmore Hotel Arcade Colman Bldg ： . 巧 rat Ave 

Chicago Office : 100 W. Monroe St. 


NA 化 L & SHIMM 化 

Dolls, Toys and 
Seasonable Novelties 
お EasM? 化 Street 
(UW 训 S が) A 化） 

Tel. Algo 叫 uin け 77 


WAL 化 R & 化 ORIO 

CUSTOM TABORS 

20 DEY ST" NEW YORK 
Near Chia’ch St 

TE しび ) 民 TLANDT 巧が • 巧 58 


O.S.K. Line 

を p 蘭離會 

2S37-8WHrrEH 化 LB 出 LIMS 

1?B が 巧が 化げ E 化 W 巧 8K な TY 
PHONE BOWLittG 即巧 N おお-巧 



Nippon 

Diry Goods Cf). 

1261 Broadway Ci む I 
む r. ぉ st お . 

Te しお nn 巧 ivania 5 扔日 -51 
Room が艮 




►鄉 里を 金 及び 並 送を (無手な 巧 )> ホ 画 
巧を 賣 買、 荷 ちを 取組 おぶ、 信用が » 
巧 等 一 お 銀 巧 巧 巧 御 巧 利 じ おが 巧 化 候 

I 献臺灣 銀 巧が ち お 張 所 

本店 摹潑臺 化 

ぞ店 東を、 横な、 大 お、 神 ロ、 上が、 巧 
ロ、 福 州、 厦 巧、 灿 頭、 香港、 巧 巧、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 を 買 
— 々が々 ッタ 、倫を、 其 外 喜 巧 十四 ヶ巧 

一、 資本を 赛億圃 (を 额拂込 巧) 

一、 賴 立を 儿千化 巧 五十 萬 園 

内地 本 支ち H おお (本 巧】 を 京乂胶 
神タ をが 下顆 名古属 

機鑽ぶ 金銀な— 支 巧 

ホ 國をま 巧：：：： 桑 灌羅巧 ホ ボ巧哇 
其 他 世 巧を 國 重を 都 お 二ち 巧 及 コ か' レ 
スち 么较 


本 巧 大阪化 •被 五 T 目 
お 育 支 巧 紐育プ 0 1 ドゥで- 1 百 四十 九番- 

II 住友 銀 巧 

3 ド.！,， (東を* 機な、 お古 崖" 巧 都、 神 ロ 
ネ庐 I 尾ノ 道、 瞒 島、 吳 、柳が、 下ノ阳 
地 支な 《巧 司、 小 倉、 お 松、 博タ 、义留 化 等 
本閱預 を、 鄕里 をを 寒は おめ 
.て 御 巧が 迅速 じ 御 化 お 可 申 お 


本ち 朝 帮京城 

支店 出張所は H 本 巧 地の 樞要都 巧、 朝鲜 
滿 刹、 支那のを 地 及び 浦 塘斯德 

朝鮮 銀 巧 紐 育 お 張 所 

外 國爲替 一般を 巧 おお 精々 御 巧 巧 じな 圾可 
申上睽 


藤本 證券 會か 

一般 お 惟 謡が ノ賣 買、 引受、 裳を 
▲を 融"？ 之 ニ 脚 スこ切 ノ萊巧 

I 城 藤本 ミミ-？ 銀 巧 
紐 育 出張所 


陶慰麗 、雜 貨卸賣 

森が ブ タザ ー ス 


日本 陶破 器雜貨 

ラ厶 プ卸寶 

奈良 貿易商 會 


▲を 巧 巧を 等 穀滿が 食のを 宮巧 巧ん るは 乘 組な 
の 熱が 親切 了 寧 さ 其に 當 がの 誇と ずるを でず 
▲當 なおや 浄が路 S 等設滿 はを 部 草が 巧な 良み 
旌 しました、 巧に み 巧 综巧如 さは 所謂 ッ IV 
ス トサ！ ド 又は スチユ デント クラ ッスな 上の 
俱値备 痛へ ており 主寸 

® 桑 巧 お 帆 ホノ八 八經由 【正午 お 化】 


西 比 利亞化 
火げ 化 
天洋光 

コレア 化 

を ' 洋 化 


六 巧 二十日 
と 巧 四 H 
と 巧 十 八日 
八ち 一日 
八月 十五 日 


® シアトル 出帆 〔午前 十 時 出 化】 
靜岡乂 六月 サ 二日 
橫漠化 とち 二日 
加贊化 と月廿 六日 

を 毀 日本 朽化蜗 

箱 根み ホ 月 十み a 
諫訪か 六月 一二 十 B 
▲紐 育 出か 田を 馬 おお a 本 朽孩物 おー 月 ニ 面 
▲激道 切 巧 窝窒券 其 化 萬 ま 巧 おを じ 巧 取な 申 》 
▲乂巧 洋乂渔 載 會を乘 お 切な 御 便を じな 計 i オ 
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复場 グ^ ~ ム 向き 

今回 上記の 處じ移 巧し H 本 及び 濁 逸 製な 
具’ 雑貨 奴び 陶器 類 巧 夏場 おき お 垂部化 
揃へ 陳列して 居ます から 御 ホ 紐の 節は 是 
ホ 御 立 寄 b 御 一寛を 願ます 

子 1 テル エンド シム メル 
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をネ をき 傳 圓 
拂込濟 資本を 六 モ巧圆 
お 立を 六千赛 円萬圓 

韻 写 弄 銀 巧— 支 巧 

本店 東京 巧 H 本 橋 臨 本 革 法 巧 おを 化】 號 
支 巧 ル お 日本 巧 化の 內竞彥 雲 
あ 古 崖 京都 大吸 西关 巧) 神戶 
廣 な 下 關巧司 おお 鹿 岡 長 巧 

基 霞賽累 


6 


お出 入 爲替’ を 信を を' 化 送を’ 旅 巧 信用が 
巧 業 信用が 其 化 一般 敍巧萊 

ん S ミ菱銀 巧— ま 巧 

鄕里 送を" 日本が 地 無 ホ おが？ 迅速 取扱 
本 巧 預金 (定期 通知 ノニ械 ) 巧 便利 取扱 
本 支店 東京 (本 巧〕， 大 お、 が戶 、京都 


^ r — • > ^ 


ハィカラな 紳± は 

化 立 服 を^^ し^^ず 

夫れ は 宜< 身に 合 ひ、 是巧 けは 宜< 、を 
して お ホを ょゎ も長恃 ちす る 事を かつて 
るからで す。 弊 巧は タ數 リ米紳 + の 御用 
を 承つ て 居ます。 

N 化廣吿 じて 御來 巧の 方に け 

六 か 割引を しまず h 
御 注文の 糸 W じ 係 はらず を も 巧 一度 ホて 
見て 下さい 

ゥオ ルカ— エンド フロ リオ 洋服 店 


シアトル ぉ祕 (午前 十 時) 
ゎ b ぞ 一^化 み 月 十と： n 
あム らか义 と 巧 化 日 
ばり 寸 化 (坡潘 ぉ 帆) セ月廿 I 二日 
►一等 横演一 化充弗 

化し ぱリ寸 丸 るん でんみ U 1 五 五 巧 
▼一二 等 H 本 行 お 五 巧ぎ 室た は 追を 族 室ぶ 較 
▼御を 望に 化 リ一窜 割引 往復 切なを 巧を 巧 お 

ロス ア A ゼ ルス ぉ 帆 (午後 一二 時) 
.もんて びで を 化 六月 十 i 日 
はゎい 化 八月 八日 
▼一等 横濱ニ 一一 1C 巧值 はわい かま にら か 一を 巧 
▼お 別 一二 等 日本 巧 五十 化 巧 ►一二 等 日本 お 五十 五 巧 
▼を 灌羅府 巧滿車 切符 挺堇 を 疆 入御 幹旋 化り あ 
▼が 育徐 パナマ 經あ 日本ち 那行赏 物が 巧 一巧 


円： 本吳服 だ物キ モノ 
"テ 1 フルケ. ロ ー ス類 

夏 傷 用 格好 品 取 揃 居候 
I 賦目本 ドラィ グ 1 ッ商會 


'特 削廉 偕で 大勉强 新 流 巧は 當 巧の 特長 



B 本 郵船 貪を (誰 - i を 鐵道會 社) 

代理店 片桐 兄弟 蘭會 

乘 車、 乘船切 巧 ホに ホ銜物 運送 御践が じな 扱 申しまず 


夏瘍向 格が 品 
■特別 賣化 

尙一膚 勉强巧 化 候 糊. 

御 注文 被 下 お 願 上 候， 

ホ 元 ブぅザ ー ス 

17 円 a ニ 17 を兴 2 nwYorkcuy 
Tele 巧 hono AI 的 onquin 


夏 瘍向品 特感賣 化 

夏瘍 、ホ賣 向、 ダ] ム 向新 猶 到着 
.精々 勉强 御用 命じ 應じ ま寸 
H 本陶破 黑雜貨 卸販賣 

<1 譜茂木 桃 井 組 

10化£.之を皆.？¥. 
TeL Stuy ミ sant 85 赛-タ 7 
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夏場 新 荷 到着 n 

.夏攘 、み 資屋 向' ゲ！ ム用 景品 等 
精々 勉强可 化 御 引 立願 上 候 
陶 破叢雜 貨卸賣 

春 田巧會 

Ml Fif を AV ?, zew York Cilty 

00 rncr of 21ち 空， T ? el . iUgonqui 日 5 養 町 

夏場 新 稍 到着 H 

稍々 勉强可 仕 候 間 獅註义 被 下 お 願 上 候 

^太洋 貿易 株す 會社 

Telephone Algonquin 3823.5 

101 Fifth Avenue Me wY ミ kC ぞ 

ohicago 留 anch 提 7 W . Madison wt , ohicago , ゴ一 

>^6 弓 England 巧巧巧 . を . gasud 》 00., 送 访 6 氏 0 を St, 巧 0 其§ JVlass. 


新 荷 到着 

特に 夏場 向 格 巧 品 澤山取 揃へ 
居候 間 精々 御 註文の 程 希 上 候 

森が K ぅ ザ I ス 

S 022 C 巧 > 巧 ror unp 
5 W -57 West だ rd wt ，， 

之 ew ジ irk , N . Y . 
Heleljhonn oramercy 3 黄 0 


ラム プ 及び シルク シエー ド 

製 遮 巧卸責 手 緣商會 

H . Y . T 马 SUKA 8. 

15 至を 2呈 ぎ N . U さ， Tel - 呈 el ま a 苦 31 




t を 同 胸の 招魂 新禱ミ 

巧 連れて 記念日に 墓參會 

晩春の マウント オリ ベット 墓地 

ぶ兽； 本人 巧-中？ 事 氏 もを々 おもて 所感を— し 潜 
病 看. I す 曾。 ち 中， ィ 事— 第 I ち 六十 i 『さり じし 

である •テ コンー ン ヨン •ティ 記 I - 人を 瞄 ぶれば みはは か もを 
念の 會みけ聯をがお說をど當— j 躍ろ 、 もぬ け の か ら.こ し か 
の 黨參曾 ごじみ たれて 居る が 去 I ど 叢は いかで かおえ ねべき』 を 
る 二十 化り 午後 八 時 ょら 基督 お I 合督 、最 をに 今が 化 帥の 祈 膳 あ 
修道 會 々舘じ 於て 祈 聽說か 食 か I b て ホみ やかに 曾を 既ら 、階ト 
關 かれた。 當 巧の 出席者は 二十 I の i じて 例年 S タ岡奎 一太 
名 じ 達サざ b しが ル 谷 U 會ホ輩 I を ホ 契の 好を に 化る 茶 架の 蠻食 
司會者 どして 閒會の 辞を 述べが- 
育を 中 •むごして 隐 しき 人 化じ惡 
戰苦 脚せ る 亡き 同胞 S 苦必ィ J 犧 
性 どを 蜡 びて 後人の 自覺 & び發 
密を 必要 どす る 一 宵き 敎訓 を囘顧 
し、 讚 お 歌 一二な 四十 四を 『まの 
ゆ&玉 ひし 榮の閣 ょ』 を 合唱、 

次で U 本人 おな 敎會 较師 宮崎繁 
) 巧の 祈 お ホに 単： 當納讀 が あり 
を お 子 H 貪 書記 提化 理お濟 部の 
報吿 をが みて 一 瑞の所 威を 陳べ 
た。 ホに 修道を 敕師今 ホ 巧 太が 
にの 

說敎 あ b 詢 々どして 朝露 
の， かき 人 化に 處す るの 覺 悟を 說 
き、 ホよ b 內山術 事に 化ら て 出 
おせる 領樂官 補 矢 野 化 記を は自 
己の 體驗 をが 巧 どせ る 所 威を 陳 
ベ、 山 ロ、 を 永、 中 西、 香 巧 諸 


じ 閑談 時 余に なつた。 梁 一二 十 H 
午前は 化晴 でぁつ じので 午前-^ 
j 時までに マウント オリ イジ ト 
篡化じ 巧 速いて 詣づる 问胞數 十 
をし 達し じが、 晚 おの H 本人 お 
同義 地の 裳々 け 
白米 兩國旗 化に 切 b 化を 
0 てを 事 >- 装飾され 附 をに 參詣 
せる 幾 巧の か 人を L て 『實 じ綺 
魔に。 つて 居ら』 ご囉 賞せ しめ 
た。 ぶ 刻. >3 崎 牧師の 巧 會で讚 ホ 
歌、 祈禱 、聖書 朗讀 反び 說敎が 
ぁらが 志の 所感、 讚美歌を 唱、 
視禱を ' W てを を 終ら、 夫ょ b 隣 
接せる 高見、 桑 山、 宮 永、 長 各 
川 其 化 间胞の 墓地を 訪づれ て 親 
戚故舊 等 S 々五々 追 懷談に 時の 
移つ るを 覺えや 午後 一時 夫々 歸 
をに 就い わ。 


ボストン 百貨 お々 員が 

; か 暇 y 利用して 歡 洲見學 

大きく 考 へれば 對歐 政策に 影響 


有 あな ボストンの 巧貨 化ゥキ 
リアム •フワ イリ ！ ン父 モ商會 
の 巧 ホで わるで ドワ アド *3] 
フワ ィタ！ ン 氏は 資本家で あつ 
て 义巧想 家で あるが、 最近 左の 
かき 新が の 店 則を 發 表した。 

巧 女 巧 員 じして 十 年間が 勤せ 
る ものには 六逍 間の 休暇を 奥 
へ 巧を を ロて 歐洲慑 遊を じさ 
しめ、 五 年 巧 ま 十 年未滿 のが 
勸者 じは 柯じ < 五 週趙の 化 暇 
を 巧 ふべ し 

右 巧 則に 隅して フワ イリ！ ン巧 
は 語る 『過去 じ 於け る 吾々 の經 
驗じ徵 し 歐洲旅 巧が 事業の 管理 
や 執 巧の 方面に 多大の 價 化を 加 
へたる を 認識す るので 今回 之を 
他の 一般 店員 じ も 適用す るか 第 
です。 しかし 是れは 單に巧 員 並 
じ 吾々 の 本業の 爲 めじの みじ勸 
獎す るので はなく 
國瞭述 おじ 堕大 なる 地位を 占 
わる 米 國のお 民 どして は 世が 
の經 濟的规 係を してを 固なら 
しめ 岛つ國 際 間の 好 盧的關 係 
を發 おせし わるを じ 無 備必で 
あつて はならない ご考 へる の 
で ホ 固の 投票 お權 巧たら 勞働 
おた る 人々 が化國 民が 巧を な 
しつ i をる か而 して 阿を ちへ 
つ I あるかを 說 解す るは 最も 
繁 をの 第一義で ある ど 化 ふの 
であ^^ます 

而 して 個人 どして 相ぶ じ梭觸 し. 
理解して 化 < ならげ 夫れ は總て I 
臟洲じ おして 新 智識を 得た 米 人; 
として 歐洲ご 親い 思想を 烦 養し j 
ちらに 是 •か 輿論と なつて 掛歐立 
なお 歐 政策を 促進す る 機 速 どな 


るで わ b ませ 5』 云々。 右に 挪を 列して な 人の 巧 福を 斬つ た。 


し 某 消息 迪は 曰く 『ブ ヮィ 91 
ン 巧の 計畫は 最も 吾が 意を 得た _ 
ものであるが、. 日本 でら 近年は 
官巧どな<會社員ど：；^く歐乂漫 
遊祕 察の 旅を 獎擲 して 新 智識の 
獲得、 相を 理解の 促進を 巧つ て 
居る。 勿論 タ數人 ± 中には 柯等 
の 効果を 嫌ら さや 反て 排米 思想 
や、 が英獨 思想と 乏 ふやぅな も 
のをを 國 'へ擔 いで 化 （者 も ホる 
じは 相違ない けれ 巧 大体と して 
は恶い 結果を 生みは しまい ご 思 
ふ。 フヮ ィリー ン 巧の 理想 實現 
はま 梅 賛成で あるが、 予は 寧ろ 
他力 面の 大會 社な も大 銀が ぃょ b 
が おおが 旅 巧を 獎腳 する 機會を 
作らむ i を铅 むみ 第で ある』 ご 

巧 人に 親し かつた 

サホ人 逝く 

日露 戦ず 0 前から 巧が 巧 人の 
親ぶ であつ た ジョン •サ '> 1 ン 
氏の ホ 亡 人へ レ^ — ン •ジ 五— ン 
サ — ン 夫人は 當時 高峰 博 ± 夫 
人、 巧 田ぶ 惦總滞 事 夫妻、 故 古 
谷 竹 之 肋に 夫妻、 現 白互義 大使 
永が 松 一二 巧 (當時 硕事官 補} 虽一 
氏、 故 化 講± 高 橋ぶ 吉 氏が 化タ 
數を±の知己を转つて居>同胞 
靑 年の 爲 めに も盡捧 せる 篤志家 
でめる がまる 四 巧 初旬ょ b 感冒 
の氣ホ じて 病 縣裡の 人 ど。 ゥ靜 
養 中で あつたが 五 巧 一二 十日 午前 
一時 五十八 歳を おて 百 一二 十 下目 
の お居に 長逝した。 葬儀は 昨： 3 
午後 ニ か ザ 東な 二十 五 了 目 六十 
九番 ヘン リー •ブッ ド 瓜 葬儀社 
じて 執 巧され 巧 A 侧 からは 親 あ 
の 山 畑’ な 渾兩巧 外数タ 葬儀 じ 


山 本 辯 護 ±歸 朝 

が糾 中の 辯 證十山 本泰お 巧は 
お村經 巧を コフマン にの 波 りじ 
脚す る 葵 嫁 V 帶び 且つみ 兄病氣 
慰 間を 兼ね 突が 歸朝 ずる J どな 
らお モ 夫人 W か 本 夕 巾央停 かお 
發 加を 太 線に て來を 屯り 晚巧坡 

化 帆ので ム プレス ロシア 巧に が 

乘 一 时歸朝 今秋 巧 渡米のを を 

角 田 氏 近 < 歸义 

豫て歸 朝 中で あつた 前が 巧 H 
本人 會掌記 長 巧 出腳作 氏は 旣巧 
の 如 . 五 巧 上旬 ' X グ ビン お發西 
比 利な 線 じて 波歐 せる が 球る 五 
日 サウ' タン プ トン 巧 巧 帆の レゲ 
ネア ザ ' 占 巧に 使乘 十】 U 歸 がす 
る 巧 入 盾が あつた。 因；-: 巧 氏が 
創な 引 畫 中の 日本 义化學 院じ對 
し 約 ニを をの 圈 書^を 集され た 
ので 總 計と 十 西 パナマ 經由 じて 
着荷を 巧-^ わ 倫比亞 お學敎 室の 
一部を 使 化して カ^チ ユ ー セン 
タ ア '^^- 觸く至ご^るであらぅご 
一友 ふ。 

國際關 係會議 へは 

頭 本元 真 巧 お 席 

旣 報と 巧 か 二日ょ 6 沙渚単 盛 
頓大學 じがて 開かる-- 國際關 係 
會 誰に 新 渡タ博 ± が お 席す る 瞬 
を あつたが 最近 信じ 化い ば アジ 
ア • へ . ラ^ド 社ホ顆 本元 真 巧が 
ニ S の乂 々ご ロ 本を 化 表して 出 
席すべく 新 渡戶憐 ± の ホ ホは 實 
現の だ -' 能 巧がない らしい ど。 

掘 越商會 主歸朝 

去 丹で お 淪敦ょ b ホ おせる 掘 
越 商 會ま端 越 善棄郞 氏は 一二 十 百 
お 發西巧 本 巧み 日 桑 渚 お 帆の 春 
洋义 じて 歸 朝のを じ 就いた。 因 
じ 前が 育ち 店長 お 野 新み 邮 氏は 
當 み偷敦 にが 巧す る お。 

—な 人 が 乂 

♦田 島繫ニ 氏轉寓 一二 ホ 物產化 
育 ミ 巧を、 昨日 ょら 夏季 中ス々 

1 スデ r 少 • ウオ 八ウホ 1 ス衔 

四十と 番じ轉 巧 

♦ ま 旧 政を 巧轉寓 S 菱銀巧 紐 
育ち 店長、 夏季 中 コネ クチ々 ッ 
ト贿 サウンド ビ ー チ じ轉寓 
•崖 葺悅郞 皮 前 藤本 証を 株式 
會社 重役、 寓美子 夫人 同伴 去る 
二十 五日を 港 着の 春洋 化に て ホ 
ホ 不日 着が の當 

•鈴 木秀 一二郎 氏 滞が 中の 名を 
崖 毎 U 新聞社 専務取締役 、昨が 

半 お 帆の マジで スブ ィクち じて _ 

渡英 

♦波タ 野太み 郎氏 橫濱 船渠 會 I 
社 造船 部員、 本 タ着紐 ホ テが • 
ペン じ 投宿の 當 

参 靑木信 一郎 氏 一二 井 物 產會社 
員、 倫敦 支店 赴 巧の 途次 ホる 四 
日 着が の ホ 


い、 查篇 四巧餘 首、 薄 望 色と 白 
どを 線の 表装で 頗るな のをい 歌 
集で ある。 定 懼ー阳 、巧 首 ばか 
b の 中から みの やぅな のを 發見 
しじ 

ホて 見れ に神戶 はを かし 吾を 
見て あ ひの 子 どい ふ 町の 人 か 
な 

風 もな く 呑 も か' へら 《 夏の 夕 
ももと じきず ぐ 何 の 鳥ぞも 

◊ ク 

_ 日本 巧 メール I 

◊ 1 ク 

締 がが 育 本局 午後 八 時 
日曜ぶな H は 午後 五 時 

六 巧 二日 ビク トリ ャ經由 

ユム プレス •ォブ •露 西亞号 

ホ 巧 ニ 一日 桑 港經由 

フ レジ テント • 

マッキンレイ 号 


新刊 寄贈 書籍 紹介 

歌集 「焰の 華」 

嘗て 紐 育 河 添亭の 名物で ぁつ 
たお 花さん 橋 本 巧せ 女を の處女 
歌集で ぁる。 頗る 威 傷 的 U 表現 
の 歌が 多くを 占め 殊に 宇 句の ホ 
から 先に 生まれた ど 云ふ戚 じが 
する 其 点が 袭 現を 稚拙に して 居 
る。 けれ 共 女 あの 生活の 片影で 
も 知つ てなる ちじは をる 興趣の 
細が ご 湧く ものが あらう。 ま お 
の およ b 叙景の もの じ 佳調が タ 


片禍 スペシャル 


生わ さび 
わさび 椎漬 
小 綱の お漬 
ボ廣じ I み 錫 
卞 白魚 
盛 ま す 
帛 給 


か 桐 § 商會 


新着 乾物 

白 干 蓮が 
靑 干がん まい 
足が 大葉 椎茸 
干 瓢 
極上 淺 草が 苔 

品質 本 化 

桑 山 商店 

ニ A EAST 這 th 資： N . Y . C . 
呈呈タ Re な nt W ニ 3 ■是 57 


東京 商 會特吿 

0 0 0 0 

©市 巧 觀光ヌ は 遊山 用の 
と人乘 6 自働率 白人 運 轉±附 
きじて 一日 又は 半日の 御 おめ 
じ應 じます 
0 0 

©運送 大小 御 荷物の 運送に 
は 日本 巧猜 物を 御 便 巧に 扱 ひ 
ます 

紐 育 東を 商會 
’，140 w . 雲 st ._ N . Y . C . 
ぎ呈量 ニ 蓋 










お 川が 晚 事務所 

H. Segawfi, Ingurance Broker, 
303 巧れ h Aves., 

Tel. Caledonia 4101 


i 巧 田が 事み ま會 化統育 支店 
I Uchida Iradrng Co ., Inc . 

I 1 1 Park 巧 ace 

T«l; Barclay 1576 


島 資易採 式會お 
Trading し 0 •• LUi . 
150 Broadway 
TeKephon 。 Rec れ r 1484 


株式 會お赤 尾梅會 
Akawo & Co ., Ltd ., 
295 Fifth Ave„ 

TeL Caledonia 9758-59 


が 倉 製 絲锅绩 採 ま會お 


fCatakiiira 公し 〇•, Lt 。.: 

200 Madison Avenue 
Teh AsnUmd 454 も 4 夏 46 


に Mikimo れ 

Mikimo わ ド か rig 

535 F げ扣 Avenue 
Tel. Vanaerbilt 2519 


紐 育 日本人 翁 

1 お J 巧 an が e む 巧 0 は ti 打 n 
1? 巧む oadway. Gene 巧 I Motor 目 ! 'g 

Tei . Circle 10071-10071 


H お 株 ま會化 
巧理店 
冉 路巧會 
120 Broaikay , N . Y . C . Tel . R 扣 to パ 884 
Fa 加け： 208 Rawson 化しし む iy 


敝 あま 巧 ま會赴 
Asano Bussan Company 


Room 801-805 
1 65 Broadway 
Tel . Co け Ian かがが ぶ)52 


大倉短 紐 育まな 
Okura & Co ., 


30 Church み,， 

Te!. Cortiandt 2292-93-94 


巧 お 洲掛道 巧 ま會社 I 

紐 育 事 巧 巧 I 

South Manchuria R . R . Co ., | 

Koo 田 20 が , Canadian Pac お c BWg. 

342 Madifton Ave. i 

TeL Vanderb 化 4135 ! 


ミ 井 あを 贼會お 
お育ま 巧 
M お ui & Co .， 

6a Broadway, 

Tel. Bowling ： Green 7520 


义巧 商事 巧を 倉 お; 


isaihars Tra ぷ ng 
30 Church St., 
Tel. Cortiandt 4550 


採ま會 it 爲 ホ 巧 巧 
お 育支庙 
Iwai & Co ., 

Woolwo け h 技 uilding, 
TeL Wh れ ehaU 6040 


H 塞 商事 株 ま會社 
な 育 支店 
Mitsubishi Sheji Kai 洗 a 
(MitsubUhi Co., い d.) 
!20 も oadwsiy 
Tel. Rector 2560-2564 
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事項を 巧を 且つ 巧 寅に 巧 道す 


巧日乂 お 
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Mjfo Admti お (ig Agency 

日本 新簡お 誌廣吿 一般 取扱 
12 W が t 17 比！ 5れ が t 
Telephones Watkins 2909-10 


- H ぶ 綿花 株式を 粧 
铅育 支店 

Japan Cotton i radmg Co • ，し td., 

2d M&d け 0 凸 Avenue, 

TeL MadL S も ' 3 的 5 


日 ホ 生糸 株 ま會お 
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1 Park Avenue, 
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みま 會せ 
山中 巧 會な育 支店 


日本 生糸み 巧を を 
なち ま 巧 


iTcttn&naka 底 

680 Fif 化 Ave., 
Tei. Circle 4014 


舶 Hmura わ ai & Co ., A がな it 
44 Eas パ 3 rd お.， 

Tel. Ashland 5320 


族を 名會を 
紐 育 支店 
Hara & Co ., 

443 Fourth Avc^ 

Te し Cn;ed 〇 nia 7830-3S 


ぃ osho Corpora 。。!!， 

SUk I 田 porters* 

40 East 34 化な reet 
Tel. Afthlacd 4987-91 
Go,ho し 〇 •, incs 
Cotton Exporter* 

が Beav な St«< 

Te! Bowlintr Green 8805 •的 


大巧 朝 H ニ ま 巧朗ロ 
化 巧吉內 
Osaka Asahi 
Room 619 World Building 
T*L Beckman 4860 


大お每 日 ニ 東を 曰 H 
を 木 H が 


Osaka Mainichi 

Room 306A World Builciing 
Tel. Beekm«.n 4259 
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南 軍 便ぶ 隊に 爆禪 r 見！： なれ 

張 作霖將 軍の 死じ說 流布 令ろ 

向乘の 化を 總理ィ 一 黑龍江 督辨は 重傷 後 逝 

奉 天に 排目 暴動 起ろ グ 

おお 特带 六日 發-ぃ 一時 重態 死 じを 傳 へら H た 張 作霖將 軍は 今 

朝 か漸ぐ 元氣を 阿復‘ した。 

東京 特電 五日 發 ‘： 奉ぶ より 達しむ 情報に 依れば 爆彈じ 見舞 はれた 張作霖 
將 軍の 傷 じ 案外に なくなが^ 巧を 奏 甘ず 死 じした. この 說窩 く、 潘傻 総理 ご 
吳俊隨 お 軍は 重傷を 蒙りし 後 途じ死 じした ご 傅 へらる 0 

東京 特電 五日 發 Hn 陸が ちじ 逮 したを 带じ おれぶ 化を 政府の 農が 部德 長であった 異德惠 氏、 黒 
部 化の 瞬 辨吳俊 邸 お 巧は 張 作 寐將軍 ご 同時 じ 負傷して 軍 傷を 蒙 b わるを 共 じ 巧む し 張が 霖將軍 も 
極めて 乖態 らしい ど。 

東京 (槪 を】 四日 豬 = お 天よ b 連した 情報に 娘れば 張 作霖谐 軍の 巧 革が 爆彈じ 見舞 はれた 地 
おはり 本軍踩 ，‘ん 醬脯賠 域で わを 爲め闲 化の お 天 官患ど H 本な お 軍の 威 情 頗る 昂奮して 拱 目 暴 巧に 
も 义び莱 むよ じさが 势でゐ る 爲め奉 天の H 本が 锁事 館は 潑 まじ 證備 されを 留 日本人に も 巧 一 の疆 
をけ 操領を おじ 避難ず V < 巧 命を 發 したら の"" 如く 爆禪事 かの 箇所 じを しい 人賴 二人が 徘徊した 
のを U 本 步峭が 誰 阿し 4.: るに 逃 己 せんどし む爲 めな もじ 蟹 殺した がを の 二人は あ 軍 梗衣隊 であつ 
た 1 ごか 判 化し 人、 むみ 女を 媒 めて 居る。 

まま特電四日巧り-'|-:'-:化ををおきて特別巧おの輛じ乘じあ親のをや前政府の离官と共じ S 0午蘭 j 
五 時 W か、 お 天の 滿锁タ 义觀じ 到 幕 I たお 巧霖お 軍の 一巧は お 方轉民 軍の 便あ隊 が裝廣 した 爆裂 一 
彈が破 製 I て) 辆じ 人が し誰銜 遊を 数人 巧 傷の 上 お 軍のを 否 も 一時 氣遣 はれ 奉 天 城 巧の 電話線 も 
切 謝され。 持め 巧 巧の 诚銜 おが 燃 關統を 乳が して H 本 守備隊 どを 戰中 である ど S 飛報 建した をち： 
を？： 後に ま b 簾 巧を ゴ巧 ム隊じ 向け 發跑 した もので H 本 軍 どは 何 華 街 突せ ず、 張 作霖購 軍は 髓額 
部に 巧 傷を 溪 b しかみ でが 巧に 歸 還し その他 肖 傷者 數 人を ホ じたが をの 中には 軍事顧問の 円本 人 
々が} をれ ら ご。 - 

東京 【職を】 四日雖^-^がか霖お巧は今朗六時、 化をよらを天じ歸着したがリ本隆軍省のを報 
に 依む ば お 方便ぶ 巧は を天附 あじが る將 軍が 巧 車に 據裂彈 を 投じ 敦 人の 巧復 港を 生じ 張 作 霖將軍 
はな 傷 ぉ-潔 ‘ゎ たる も 牛' 命には が 傭な’〜 n 本の 溜 道ず 備隊が 支 抓ち 除 ど 衝突した ご の 新聞 電報は 誤 
聞で わると 發を しじ。 

南が 城 逍ニュ 3— ゥ巧張 硏巧很 ny 化 巧よ， ク 引 上 中の 張作霖 一巧の 乘れる 臨陆巧 車は 午前 五 時 
ザ 巧滿徽 どなを £ のを 义點激 橋に 弟が b たる 瞬 爆破され 塔赛 中の 張 お 軍は 顏 雨を 打た n 鼻 じ 擦 過 
傷を 货ひ吳 俊 巧は が 飯 じ巧谈 傷を をけ ちを-」 運ばる t を 中 腦震漫 を 起して 巧 巳し 張 氏め 秘善官 超 
顧 巧 ± はが 中に て 化 己した が 其化從 をを 駭な 傷した。 化 人は 目す 取調を なる も 事件の 直前な ろ 午 
前 ミホ 半 頃 巧棋を 徘徊せ を 怪しき 支が 人 S ああらん をな て 巧ず 備兵 之を 誰何した る じ 彼等は 爆發 
用 如 物を 手 じして 化が したる 爲め不 得良剌 殺し 化 (お 持な を 化 調‘'、 たるに 南方の 便衣 踩 〔巧 袖 密偵'! 
たる i 利 明した るで 培. い ある。 隨て 本が 件は 巧 ホを 偷黨 に關聯 ある もの-'" 巧く、 銜ほ舊 時 現場の 
證 巧-: 巧 じたる U み掛線 tJH 木 ザ 滿惊長 下部のを 率 線は そ 抓 側が 守備 蠻戒 しわる もの じして 円本 
側 じは 时ら 一巧の 黄 化な し。 . 

爆裂 禪は ロシア 製のを の 

暗殺の 計 劃 U 排 目的 動機 

笨天 〔聯を】 四日發^り張が籍おおは遵難お&もに宜軸おで城巧じ避難しわが爆禪事がで日支 
官 患は 晩 合のを uwk って おる、 哪 t , 列車 上の 張 化霖誰 銜隊け H 本の 鐵道ザ 備隊じ 街し 事 か 當時故 
なにを 砲し 交 蛾 巧 四十 かに 及びし おめ H 本 官憲は をの 不法を 詰らつ、 あを が據彈 犯人の 嫌疑者 ニ 
人は 述脯を 巧ら じ統 殺され 事件の 速 絡が 疑を ごして 拳 天 官憲の 縣係 者'^ 檢束 さいて 居る が H 本 入 
侧の 報道に 歡 いば 閱 趣の 媳 彈は勞 度。 シァ 製の ものにし てす 前 五 時化を、 張 作 霖の恃 別 巧 おが 鐵 
橋に 差 おらん どし に瞭摇 破した もので 第ト 一 輔目 のが ホ k 跑 がし 四輔 のをを じ 火災を 生じて ~ 時 
沿 化を 喊め たるが 雜 化お迎 VJ 巧德惠 等は 娘 か霖將 軍の 車輔の 巧ぎ じあ b て電 傷を 蒙たち のでを る 

上 •か特 お (ヘラルド •トリ ビ ユンが】 四日 發 = あ 巧滿聚 ー帶じ 挂る排 U おはり 本の 滿 蒙臂吿 
お來 頗る 高ま b 居る 外 •この 路跟 化霖お 軍の'- ホを ホ か！'- てを り ば 巧び H 本の 後援を 博して お 求 
なが-」 乘 出す であらぅ ピ のが M 的 刺 機 か t お职一 かの 暗殺け 持 じぷん だとい ム說 高い。 

化 京 (聯 を〕 四日を MH ,: 招 化 の H 本人 節に 速した 奉 天よ ゎの 情報-」 化れ げ張 作霖 暗殺 陰謀 事件 
一で を 天 化 K 5 がり 戚 楠‘' しな々 なり 屯ぃ* るが 留 Kd 方 一の お 厳を 恐れて 軍 唆の 化譜 をけ つ、、 ホ も 
； 巧に 昨 钟 n 本人 S 學 童け 斬殺 クれ た. こ。 

大勝の 南 軍に 早 4 心み 裂の 兆 

ま 京 特電 直日發 反报 ぶが 疏 邸ぶな-- 巧 闽巧ル 孫 博巧將 軍け 天津に 入 b て 靑天白 B 放み 揭ぐ 
る レお么 ベく 張 作ぶ の 挺 ザを 學 なお おも タか蔣 かお 將軍ご 提携！.. て ホ 化 防た V 計る 常で をる。 

化 京 特電 五日 發 U 瞬 K ’ 也の がが 先發 はが < も當 邮じ乂 b 网民 政府は 化が お 巧を で邢 の 首都と 
i すべく を當り 犬が を 假巧郡 こして 化ぶ . I :一 外 女 脚 どが 衙 すべき かを 部化理 人を 谊 （じ 化 0 旨聲明 
した かを： i 巧に おか 巧 お， 审 f 化攒 しつ、、 ある おお 祥將 取に よ b て 化を-」 人ら ば 直 もじな 權を將 軍 
の 手に 收 むる-とを 恐れた が 肺ず 段 こ 見られ 漢 ロの 領袖 も おか 巧、 媽玉祥 及び 閒錫山 お 軍の 提携が 
:询 巧の 火が でみ なせん 色し つ 5 ある 危險 巧を が 詔して 居る がな 巧 巧 お 軍の 敗 媛 丘 ハ 六ガは 天津に 入 
I らん ごして 頓る あ險规 さわ 則强 巧が も 巧戒な bu < 化 巧 n 本人は 悉く 天津 H 本 粗が じ 上げた。 


張が 躲將軍 奉 天に 歸リ 

京 津に靑 天 白日 旗 

1 化 励れ た 化 京を 後 じ 手 おを 卒 
ひて 退去 === 山 西 省 軍 近く 入城 


を 京 特電 二日 發 U 张作 霖將軍 
は遂じ化京を去^てを天じ下野 
の 巧必を 固め 後事を 王 ± 珍 氏に 
托して 巧 奉 線の 特别别 单じ乘 じ 
明朝 おを すべぐ、 昨日は 

外を 團 を 宮廷に 招き 張 民 

は！ をの 挨 巧を 述べて 引退の 辭 
とし 外を 幽長 たる オランダを 使 
謝辭を 述べて 留別 裳に 移ら 北京 
巧 中には 戒巌 令が 巧 かれ 悲 化な 
氣を 城內じ おっ。 

か 京 聯 を】 II 百證 n 張作霖 
將 軍は 化 京な 退を の 一切を 王 ± 
珍 巧に 巧し 王 氏は 直 七に 保を 巧 
附 あじ 駐屯 中で をら 山 西 省 軍の 
閣 錫山將 軍に 通電 して 張 氏の 下 
野を 報 やる ご 典 じ 化 京が 內の治 
まを 維持す る 必要 上 軍隊の 入城 
期を 延期され じしと 懇願し 園を 
もこれ を 承諾した ので 城 巧の 治 
ま 一切は 王を を 首長 どす る 委員 
會 で處辨 すべく 過 ま 

一一 年に 直 b て 執政官たり 
し 張 作霖胳 軍は 城內の 治を じほ 
中る 巧 務纔長 どかを 圏 じが 衝す 
べき タを韶 巧理を 除く 觸員ゃ あ 
親 者を 始め ごして 一隊の 護衛を 
とお じ 四賴の 特別 夠 単に 言葉々 
な < 搭乗、 巧强 外を 闡員其 他の 
見送 b を 受けつ を殘 惜し 氣に 
今朝 一時 十五を、 I 路を 天に お 
接した。 斯 くして 化 京の 舊を曆 
は i 漏の 鮮血 も 見る こ くし 
て轉 覆した がその 秩 がは 極めて 
整然、 城內じ 掠奪、 を 跑 等の 不 
祥事 なく、 軍 除ょ を も 却て 击民 
の騷ぎ 方が 甚だしく 輕 民政 厨の 
樹立 V」 共 じ 

急進的 な徵 穂、 半み 產ょ 
義的 なぶ 法を 恐れる ぞ邪 人家 族 
は 我 先き じど 停車 蕩じ巧 寄せて 
滿 蒙に 入らん どし、 十 ホ 万 五 千 
人の 奉 天軍 も 刻一刻、 停車場に 
集 b 軍 巧 巧 单じ乘 て舉 天じ歸 
ら 'つ/-^ あるが、 昨今 燒 ける やぅ 
な 天 自の下 じこれ 等の 避難民が 
街 巧に 眠ち て療 車を 巧つ をはい 
どぐ 悲惨に して、 今朝の 大緩統 
廚 じは お國 々旗を も認 むろ 能は 
や、 巧發じ 先立ら て 張 作 霖將軍 
はお 傅 巧、 張 ま 昌諸將 軍 ど悲化 
なる が宾 をを はして 將來 巧び 劍 
を ごら て 支那の 

天 了 じ 命を 號 する 媛を は 
必らず 提携すべき こごを 誓 ひ、 
張 ま島將 弔は 『'化 軍の 大敗な 巧 
れの資 巧で をる』 V 一 泣いて 巧 起 
を 誓つ たど 巧 へられる。 败 媛の 
奉 天軍は 續 々とし 退去し 張お霖 
の 參謀總 長 操 宇 露 お 軍 ど 長男 張 
學良將 軍は 化 西ぶ び 南西 方面 じ 
屠 殘る奉 天を 監督の 爲め 踏と ま 
ら図民 軍の 入城 ご 共 じ 一切の 事 
務を 引渡す 當 でぁるが 一 說じ化 
れば兩 まは 共に 闕民 ホ義 じ典嗚 
して 居る 瞄巧上 或 ひは 國 技 黨じ 
加盟す る やら 知れない VJ のこ ど 
である、 國 にを の 化 京 入城は 恐 
らく 國氏 軍の 中で も 最も 軍律 正 
しい 閣錫 山將 軍の 山 西 お 軍が 

その 衝じ當 b て秩 巧を 維 


持す る じ まるべ < を か國热 をで 
も 巧 一の 燒 合を 豫 あして 居窗民 
が 謹 策の 完 をを 期し おり 粗界外 
の 居留 おも 家財を 處 狸して 逃を 
みを 準備して 居る。 

h 海 【聯 を】 兰日發 。 國度療 
幹部では 山を 省ぶ び商隸 省の 主 
法ょ-=^成る約よ巧の軍隊の慶置 
じ 就て は 給料 不挪の 關保主 をら 
武装解除 じ 際して 抵 巧を 恐朽こ 
れが 善後策に 幽し 苦 必中 じして 
孫 傳巧胳 軍は 今尙ほ 化を じ I をる 
もの i かく 機 貧を をて ク ！ デタ 
I を 企てる 形跡を もどて 蠻 .题さ 
れ張宗 昌將軍 も 天津 じみ & て 陰 
謀し つ i あを ミ院み 頗る 醬 がし 
て 居る 0 

退京 宣言； 

國 民の 名に 藉タ 
化 京 【聯を ご 二日 薄 = 張が 霖 
辭 軍は 化を 立 退き じ 媛し 左の 
如き 宣言書を 發 表した。； 

今 巧の 動 説に 化 h , 良 おじし I て 民 
をを 失ひ觀 餓じ淑 する 者 燕 穀-し 


米國へ 逆に 抗議. 

と 海 四日 發 U 國民 黨敎 海は ァ 
メ 9 力 な府ょ^が巧巧乂のを 
命が 產が議 じ 離し 巌 重なが 議 
を 受けた るに 對 しな 蔚じ 賢て 
はか 諭 これ. ぃ寶 巧に 巧む i べき 
も アメリカ 孜麻 どして は 木 ま 
親善の 爲 めじ 寧ろ 駐ま駐 商 軍 
嫁を 速 かに 織 兵すべき で啼る 
i 逆 じ 抗議した。 


の 

。音は 

S!：k を 


達し、 若し 戰却 じして 繼續 され 
んか 、これ. 等 良民のを くる 青 痛 
は日ゴ 共に 增ず のみ。 潮を h 袁態 
は 余が ボグ セダ キ主 ま義征 かを 
志した る 隙 奪 もを 頭 じ 浮ばす も 
し 所 じして、 をが この 難 觀ザ當 
ら たる 目的 擊じ國 家を 救 ふか 一 
念 あら ー のみ、 不幸 じして おの 
目的は 未だ 貫澈 されざる も 
この 上に 戰圖 を繼績 してを を 
苦しむ るに 忍び 中、 をに 余 か 余 
の 軍隊を 率 ひて 化 京を ちらんと 
す’ 殘 された る 政を 問題を 裁鐵 
する 者は 國民 である。 余め ザ 生 
は 軍事 じ 費され 幾を の 難 驟じ遭 
遇せち、 然八 共を は國 民の 崩め 
じは 自己を 犧牲 ごする にを；： >ら 
ず、 余-け余^;引退じ化らてま那 
が 誤解す るが 如き ことなく 且 
つ 余が 一掃した るボグ セダす キ 
思想の 巧 生せ ざ . b ん こご を- 
して わまず、 余は をの 所業 
じ對 して 何等 化 じざる 者で める 
こ £ を矮じ 宣言す る 云々。': 

蔡元洪 逝く^ 

二度 大 総統 就な 

天津 I 二日 發 n 當地英 人 粗 ホ じ 

巳 命中で あつじ ぉ國 前人 総統 

黎元洪 巧は々 朝 逝去し じ- 
逝ける 黎尤洪 氏は ぞぶ鄕 、ち坡 
ピ號し 湖 化 省 黄 坡縣人 じて 光緖 
十四 年 天津 水師學 堂を 卒 菜" 
淸役じ 山 T 汝 昼の 部下 ごしで が 
艦を 遠の 砲術 長たり し I 一 わ-^、 
冀 々 H 本に 留學 して 巧 事を 巧め 


宣統 一二 年武呂 のを かで をを 知ら 
れ民魄 ニ 年 十 g 副 お統じ 遽擧せ 
られ 、阳年 雲 梅 じな 裳 軍 おりて 
南 軍は をの ホ 測 陰謀で 大德統 の 
資格 わ 認めず 黎 氏を 火 総統 ど認 
めたるが、 五年を^;死ずるゃ六 
巧より じ太總 がに 就 巧、 爾巧糜 
農 お 巧の 衝突 あ b ホ 年と 巧張勸 


の復が じは H 木を 化 おじ 避難し 
張 動 敗亡が 辭钱 を通電 [て 天津 
じ 閑居した が、 十一 年の 奉直戰 
後徐 化島骼 して 圓會の 化 活ど共 
に 巧び 大總統 にお 職した る も 十 
ニ 年 六月、 鏡統 改選 問題に 勵聯 
して 天 雄に なま b 、 術 巧 今日に 
至つ じので ある。 


木 社 東京 轉電 (紫ぉ 巧轉 載〕 

小を 化議 ± 等脫黨 

【五日〕 巧 中 内閣のを 遊 じす 滿の 意を 洩らして 粗た 小を 巧 太 
郎 及び 島山 俊 雄 兩巧議 ± は遂 じみぶ 會 を脫黨 しむ、 尙 ほを 族 院 
を 派は 巧巧會 の 微溫 的な 田中內 閣譬吿 み同聲 明じ滿 をせ や修冗 
せんごし 巧 究會侧 應ホや 遂に 物別れの 姿 どなつ た。 


鴨 綠な岸 派兵 說 

t 四日 J 巧が 中尉 殺 お 等 支抓官 
志 誠ぶ を 缺< ので U 本 审隊ニ 
側 大隊の 聰摄化 岸 出動 說ゎ h 

来電 就 償の 巧况 

【四日】 東を 带燈社 憤 中 込み お 
じ 一二 巧 ザ ごなら 掉 局は 十倍 じ 
連 せんご。 

船中 移動 お 張 所 

【四日】 住友 錫 巧は 日本 勸船述 
造 中 S 慶を 船获父 义 外 ニ隻じ 
移動 出張所を お S 當。 

生產費 引で 苦む 

【四日】 製糖 會化 をく 生を 引下 
げじ苦 必中で ジ ヤゲ ごの 均衡 
上 凿策發 見に 两 難して 居る~ 


日本の 滿蒙 新政 策は 

支那 統一の 原動力. 

り-—- 張 作霖の 下郵ご H 本の 勸 皆； …… 
ホぎ じ來る ものは 新 政府 承認 i 

ニユ m ! ク •タ井 ムス 紙 東 ま 特電 H 日發 n 


◊ 最あ 日本が 支那に 掛 し' 

て 施した 新 巧を を 策の 效 をは 早 
くも 實 現された、 郎も張 作霖將 
軍は 卒か裡 じ 化を を 退き、 國民 
黨 もが 諸般の 事情を 洞察して 彼 
を滿蒙 じ造擊 しない こ玄 になつ 
たので ある。 斯の 如くに して 歷 
を 的な 支那のを 都 化を は 流 おを 
見る こごな く. 丰權 者を 巧を し 巧 
津 地方の 外人ち をを でぁ b 、 '日 
本 も 溝 蒙巡羅 役た るの 必要が な 
くな つた、 南京 闡お黨 政府は を 
じ 於て 乎 支那 じ 新 お 府を屬 立し 
詢强の 承認を 障 するならば 不 ホ 
等條 みを な訂 する の 機 會を搏 し 
得た ので ある。 .. 

◊ のみぃ 芝居の 大詰は 

濟南事 •体に 截 する H 本 外 巧の 成 
あで ある VJ 當地じ 於て は 觀られ 
て 居る、 H 本が 濟南麻 じ 出を を 
敢 てした 国 的は、 元ょ も おを を 
援巧 する じ 非ら ざを しことは 明 
白で あるが、 而 かもを の 影鬻は 
化 軍に 利す る 巧 多く、 假 りじ 今 
あめ 戰 ひで 南 軍が 敗 化を 喫する 
ならば、 日本は 支那 旣民 及び 化 
界じ蜀 して おを の眞 意を 誌 解せ 
しむる 主に 向つ て 幾タの 難關に 
直面した であらぅ。 

◊ 然る じ 日本 政府は 五月 

十八 日を 0 て聲明 富を 發 し、 若 
し 張が 霖 じして 最後まで 京津じ 
踏 化を て 敗 化を 喫した 瘍 を、 彼 
が 巧び 溝 蒙 じ 逃を むを を さやと 
通牒す る じ 及び 國反黨 も 初めて 
日本の 眞 意ど內 亂じ對 ずる 嚴あ 
中立を 傍る じ まつた のでを る、 

南 そ 派が この 眞 相を 自費す るに 
ま’ 弓し こごは、 偶々 最あ H 貨排 
巧が 瀬み f 化 どなら、 幾を の 日 
本人が 一旦 引 揚げた 楊す 江 沿岸 
を 化へ 歸 がしつ 5 ある. 一事 じ も 
徵 ずるを か出來 るで あらぅ。 

◊ 即ち 濟南 府じ駐 ちせ し I する じを る 政 巧が 樹立され た ご 

めた 片 本が、 一見 化 軍に 利益を I して、 をのみ ぎじ ホるべき 問題 
輿へ つ i あるかの 如く 見られた i は則强 のを 諮で ある。 勿論 新政 
じ も顯ら ず、 化 軍の 溝 蒙 退却 嚴 I がの 承認と いふ ことじ 就て は輕 


は 早 < ち この お 勢 ホなる こどを 
悟 6 て お 軍 じ 則 退を 勸吿 し、 將 
軍ら ホ H 本のを 援賴み 難し ご漸 
くじし 悟つ た、 邸ち なま 日本を 
使 芳澤謙 ま 氏は 梟 も 露 曾なる 態 
度を 0 て 張の 到 退を 鐵吿 し、 張 
の參謀 德畏楊 氏を 始め、 長' 巧 張 
學をも 巧 じを の贊 策； なるこ ごを 
切言す る じ 及んで 老將軍 も 遂に 
を 退を 巧必 し、. 單じ 手を でを る 
奉 天軍の みを 率 ひて 老將 軍は 奉 
天に 歸 還した、 嘘の 化 軍は 恐ら 
(國 は 軍へ 歸 霞す るに まるで あ 
らぅ C 

ク ； これに 巧して 若し 狼 作 
霖が飽 を も 最後の 决戰を 試む じ 
まつたならば、 をの 勝敗 いづれ 
じ歸 ずる 共、 をれ は 目' ぶ 外を じ 
ごを ては 一大 痛 捧を晦 はず もの 
である、 蓋し 若し 張 じして 乂勝 
を镇 するならば 南 ま I 帶じ 直る 
H 貨排 巧は 恐らく 前 化 未聞の ち 
の ご' なるべく、 胜 を も ホ 日本は 
永み じ ま那の 統一を 欲し じい も 
のど 認 むべ （、若し 嚷 じして 欧 
化すれば 日本は 化 軍の 武装を 解 
除し、 南 軍の 滿蒙 退擊を 武力 じ 
訴 へても 巧 止せざる を 得な かつ 
たので ある 0 

◊ 勿論 支那 人の 現 實ま義 
どず か 性が この結果を ホむ に 至 
つたこ ごもぶ b 乍ら、 をの 半面 
じ 於て 日本の 外 巧が 戦 爭の惡 魔 
を追拂 ふに 充を でを つたこ ども 
記憶し なければ ならぬ、 而 して 
張將單 としても 後事を 巧す るに 
適當 なる 人物を 撰んだ 上 奉 天 じ 
歸 つたので あるが、 癖 か 巧ご媽 
玉祥將 軍は を まを 巧 表する じを 
る 委員 會の 組織を 見る じ 至る ま 
で化京へ はをを進めないをじな 
つて 居る。 

ク さてを じを ま那を 化を 


禁の聲 明 じ 化ろ、 旧 中 首相の 對 
ま 政策は 濟南府 の 難關を 巧み じ 
切なけ、 お 蒙の 治まを 維持し 得 
る ご おじ 南方 軍を してを く 最後 
の睽 利を 收め しめたの である。 


輕 しく 巧 動すべき ものでは ない 
けれ 共、 H 本人 どして け 敢て乂 
しくが つじは ぶば 《£ の 畿論タ 
く、 巧强 どしても 承認には 共 巧 
一致 的な 巧 動 お 必要と する であ 


◊ … i 張 作霖將 軍の 軍事 願 間 一 らうが、 新政 巧の 資格 じ 就ても 


恐らく あい 將ホ じこれ をを めな 
くて はなら。 い。 

◊ 承認に 伴 ふ 第一の 自然 
的が あは ホづ 支那の 踞稅制 巧を 
巧な せし むる こごで わる、 第二 
は 所謂 不平等 條 約の な訂 である 
然してを の 巧ぎ じ ホる ものは 巧 
謂 苦力の 集 幽じも 等しい 軍剧の 
解散で ある， U 本は 先づ 支那の 
ホむべき 途 にこれ よら 外 じない 
ご認 ぶ、 この 目的を 援助す るの 
意志を 抱いて 居る。 か 論 現 巧 H 
本の 致 治 あにして 支那の 內爭は 
これで 終 焼した ど 信じて 居る 人 
は 恐らく 一入 もじい、 を ホ樂觀 
する こごよ ち も、 悲觀は 容易な 
ものであるが、 丽 かも 今 B の 曙 
ちが 支那の 時局が 轉の 化たら ベ 
き ミち 巧ん の 等 I く 望む 巧 

で ホる C 

0 最あ 濟南蔚 よら 達しつ 
つ ある 報道は 極めて 良好な もの 
がるい、 现も 日ぶ A 學量も 通 學 
を銷始 .んぷ 鋪も謂 がれ、 ぶ 粥ん 
.巿民 委員に 度ら て 市を ち 巧 はれ 
て 居る、 U 本のを み濟巧 も領は 
九十と H を 巧した， 今み の 駐兵 
が これよ らも 短期 じ 終る こごは 
日本の 切 壁し つ i ある 巧で、 を 
らく 一部の 軍 傑な 闡も rf '、 撤兵 
する でを らうし、 濟南 事件の 解 
巧、 哪ち責 巧 軍 團の處 罰、 を 式 
謝 葬 及び 生命が 產 上の 潰 著 賠償 
じして 完 ふされるならば、 を 軍 
除を 撤兵す るで あらう。 

◊ 蔣か を將 軍は、 日本軍 

じ對 ずる 謝罪に 依らて 自己の 蛋 
隊 への 厮 目を 巧 憂 L て 居る 樣子 
であるが、 日本 どして は 柯等蔣 
の 面目を 巧す 樣な 要求を がて す 
るの 意を もな く、 蔣か 石が 福 田 
お 軍を 訪れて 潔く 謝罪 ずれば を 
れで 事が は 圓滿じ 解かす るので 
ある、 引黃軍 除の 處 罰に 至 b て 
は 日本側と しても 旣じタ 數ま撕 
軍隊の 死傷を 知る がな に、 單じ 
貴 巧 ある 將 校の 罷 をを ホめ るの 
みで ある、 領 十； 化 証 や 山 柬換お 
の共间 管理 等 どい ふ條 がは 巧— 
て 提出され て 居ない。 

◊ が も： n 本 政が どして け 

お 互に 恨みを 抱く やう じ， とは 揽 
けて 事件のを 理的 なが ホを ホめ 
て 居る、 而し 事件が 僻みせ や A 
ば軍隊も撤兵し^^い限ら、 ま孤 
側 もこれ じ應 やる じ まるべく 
この 永い 內锐を 居の 大詰 もを 一 
一一 1 n ははつ きらと しい ：* いで あ 
うが、 り 本け 確かにを の 時 巧け 
到 ホした もの ど 認めて 居る の 市 
をる り 
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T 型プ ォードは 過去 二十 年間 自動車 界じ 特有 
の 聲價を 保 も 柯れの 自動車よ I ) も 最も® をく 
巧 巧され て 居ら i す。 八百万 臺 からの 目截車 
がボ 巧 或は 部を じがて 現 巧 使用され を のぞ 
< は ニ 年 H 年 或は 五 年 0 上 も 最少の 經豐で 化 
.はれて 居 b ます。 

T 型フ ホ一 ドの 部を 又は 慢緯搜 は 比類な き廉 
鹰で すが 之れ は フォ一 ド 赴の 商策で ホる から 
で r 例〜 ば 其の 一端を 擧 ると 一 一 
〇 轿 フ玉ン ダ一 スは H 弗 直 十 仙から 五 巧で 
修 儀は 一 弗な’ らニ弗 亞十仙 

，〇 モータ*- の 調子 調べ コン ミュ ブータ一 
グー ス ブラ ツシ バイ ブン 一タ— ポ 

ィン ト 等の 修縷 はを 偕な 材料の 他に 僅か 
にー张 

〇 ブン キシュ一 或は ュマ 一 デ ュン シ イブ 

レ一 > の 取替は 一 弗 二十 五 弗 

〇 フ ゥン ト アクセ クン レプラ ツ シング ス 
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修鑽等 化て 妈雍 から 五 弗 
〇 ジ一ァ ァク セィレの 修簿 掃除は お. 乘と十 
直 他から と 巧 
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せんが 然し 餘 則に 數千哩 を まらす 爲の 最少 額 
の 費 巧と 見 摸る ためじ 參 をまでに 書き並べ 
じまで よす 0 

最 寄らの 化 狸 店に 巧き 险變费 を 見 積ら して 御 
覽 なさい。 
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會 おな 美人 本日 


{苗*? 位 
ま宜 堂を 備 生み 置 
巧 ぁ禪 會下 
を 職ら 娛園社 町を 
蹄榮 樂書 員を 倫 
事 用 具 おじ 十 巧 
業 お 储誌 最五亞 
諷旅 あ 巧 適 巧を 
巧 客を 巧 學が 


祈 線 聖日 お 
，藤 習 歌應賴 
常會 H 學確 
I 水曜 校拜 
宿 I 曜午 
'夕 後 午 午 
舍 i とと 前前 
'時時 十て 
半 ザ 時時 


諸 

ホ 

#! 


幹牧 
事 姉 

粟宮 

巧綺 

賴 

之繁 

ぉー 


ご abro 巨 my, m.d. 

755 Park Ave . 
cor . に 72nd St . 

1 ei . Bu けがむ e!d 9324 


約 間 病 引 彭 

じか 院績 午 お 

限 及な きな* を 時 
るび 勤べ* 立 六 間 
日に/ •"ぷ 時 
巧 付ビご 1 • 
t よを ユ I ' ん 


D 化 E ぶ . YOSH 化 
2 の#. 72 nd 化 
Tii .£ nd ! S 9 t !3530 


醫 


前 時 


時 


X 內 
ホ 外 

吉 高 ' こ 美 iSi お 巧 

厦望卖 塞 I 該 
悅美 f 義 
彌； 差療 

ン 候 


M. 1 suchiya , D . M.D 
1 化 W . 73rd 化 
Tei . Trafalgar 刷 9 


は 木 火自自 
學躍曜 午 午 
校 午 午！ 後 前 
勸 前後! ー义 
務九 一’ 時時 
じ 時が ミ II I! 
が 11 11: 五 ± 

在 時が 時時 


齒 

稱 

巧 

± 

な 

暮 


K . IWAMOTO , M . D . 

114 W . 70 出 St . 

Tel . Trafalgar 0352 


け 

巧 

は 

ホ 

め 

巧 

上 

巧 


ホ 古 
デが 
ブ比 

ン盛 

病大 

院を 

勤ぶ 

格び 


郝 I 

樂 重 !! i 

獲 時時 


; 曰 
i 本 

夏 円 

臺 f 
S 會 


化 

留 

靑 

年 

巧 

想 

の 

巧 
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The Japanese Christian met . inc . 
328-330 E . 57 化 化 New York 叫 y , Phone , Plaza 6752 

替 ぉ 诗 業ん 羊 日 互 お 

距 けなが が帘 

を 含 縫 病 
引 •島を®^ 部‘ 赴： 

る 反 巧 罔 相占會 

事 
ま 


I'he Japanese Christian Association 

453 W . 143rd 化 N 州 伽 Cit !, lel . Bradhursf 的 38 

會迸 お教® 基 人 本 H 


旋談餐 

が 巧 化 化 口' 

會 課®^®^ 巧 
員を 巧 課 ま 
の 設巧杳 巧 


± 木 H 
あ 雁 英化插 巧 現， 

詰 語 f ぉ拜勵 かお 

會謀 及整說 sS : 

が び 1 ぉ I ぶ 
會午 裁ち 夕 班 
タ 又を 链 タタと％ «r 
八は ニ 八 八 時 巧 
喊 巧 け 巧 巧が 


じ 人 巧を 
ま 事-業 宿 
ずの 巧を 
。巧 旋、 
相' 館 
凌を お 

じのを 
應 化を 


譲 磕聖が あ 日 巧 
ド， 畜禱を お 巧 
設 1 ® A 研を お 单說！ 諸!: 
j 會會巧 度 食 校を I を I 

備 i ホ 里是旦 j 會 1 

八 八 時 八 
時 巧 半時 


KANZO OGURI M . D . 

214 H 邮 化ゎ邮 げロ 
Te し Triangle が 38 

紐 

武 巧 

巧！ R ホ 

コ五フ / I 、 

ン巧ブ ふ 六乂ぉ 
巧 ハ •お 7 栗が 時醫 
おラ院 1 齡 M 間 
巧 ン巧ぉ空^八十 

が ド 巧な 二！ 時時 


T . C . TAKAMIM . D . 

176 む mberbnd 化む ooki が 
Tei - Cumberland 2311 


王濟診 

察 


高 i 
見： 
豊 
彥 


日 午 蹲 

巧 後！^ 

爲 言^ 

お 時る ミ 
巧よ 
が！ > 

頤ホ 
保 時 


ピ 




a 

巧 

午 


"III 


診？ 

ii ! 


巧 

空 


ぇ 〇 

I ノ 。ク ' V ノレ CO 

イ、 時 持 時す ま £ 

栗 1 M ミ S2 否 
g 午 午 午 5 古 < 
輩を 後を 妄ニ S 
吉四 化一 is ■ロ 

時時 時 ’ 


ブ 


五 


IS 味 
商 


ゴ 
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呈會 






，备 











時 巧 
洋服 巧 


おそ 靴 ド 類の 御 
用命に 應 じまず 

タ アグ •シ八 夕 

靴下 會社 化禪店 

時 田 信次郎 


丸み 洋 臟腐會 


おを 巧み ノ 巧》* r y グ 二階 ニ 九ニ控 

細 齡丸山 洋服 商會 


齒巧醫 

ホ 上 義人 

西 六十 五 了 日 一四 六 番地 
が 育 帝 國旅舘 巧 
電話 トラ ファ グダ] ニ 五六 五 


稅關 事務 取扱 

WIL こ 養 UANE & 吾. 

F 一呂 m ニ 苦 ごす oad まさ-巧ぶ 

Tel . BawHngIGa 雲 913 严芸 7 

靡婦 公認 マッサ 1 ジ 

內務省 免許 
產藥 鍊炙醫 

平 戲秀子 

電話 モニュメント so か 


辞 I 

量 


巧 

の，. 

壁 


晴 

え 

が 

午 

玉 

確- 
事 
用 


紐 育生 命 保 險會お 
ニ 一木を ま 

賴保險 


zaw バ弓 1< cifeinsurasce Co 
51chamk>erbst:2ewY0rKcuy. 
巧 yorle. worth 228M 

を 班 ノ方ニ 御掛ケ ’ノ霞 八必プ 
巧 自をノ あぶ ピお 話聚巧 チホ 
巧々* 岳 辛 下 サイ 


，ミミ ミ li もを ♦■ミ 



H 


曜 

H 


M 


裔 


雜 
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千 

四 

百 

で 


南京 玫府の 樹立 ミ 共に 

對 支那 政策 一轉 

i アタリ ヵ當 局の 歲嚮 .....； 新 政府 
の 承認は 敬て 急ぐ 必要は ない" = 


n 

ク 


東を 特電 I 二日 お n 張 作霖將 巧の 化を 引 揚をも 巧 京 政府は 依然 
どして 南 巧 じ 止るべく 外 巧谢ち 化つ て 岡 化へ 移轉 をみ 儀な くさ 
れんご 云 はれて 居る。 


‘ヮシ A トン 四日 發 H 過 ま ニ 年 
じ 置 b て 化 京の 政權 をを つて 居 
じ 張 かお： a , 俄か じ 下野し 支那み 
を權 が一轉 して 

南を め府の ホに 移つ じこ 
ど：；！ アメリカ 换府 .こしても、 巧' 
支那 玫 巧に 一大 錢 化を & ほす 
めどして 颇 ぶる を要械 されて 居 
る。 而 かも 政が としては 現下の 
問 越と して 姑ら 邊慮 しつ、 を も 
のは お ホの な 巧ょ b も 寧ろ 京ず 
地方 じが おする アメ 9 力 人のを 
をで あつて' 、政府 どして は乂化 
じめ てが 留 K は無學 であらぅ ご 
閒 待して 居る もの i 、 巧 年の 南 
巧 事 かな ホ國 民な がの 管轄 地" し 
繰 返されね 外 國乂の 危雀事 伸 じ 
鑑みて ず必 はお ホ 中、 南を 政府 
が 外人 じ對し 危害を 加へ やどの 

公約 を 唯一の 賴み ごして 
居る 譯 であるが、 おし 今後 支那 
人の 嶺 むにして 突發 ずるならば 
をの 地方に がける、 アメリカの 
外を 公び 軍 宰磯關 じ 化 b て對策 
を講 する じ 至るべく、 現が 化を 
じ も タ較の 居留民 あれで、 天津 
じを b ては が 楽め み* 化 だけに 
をの 數も 多く、 若 ~ ^ア メリ々 じ 
して 何等かの 巧 功を 必要 ごすれ 
ば、 化 づ化巧 お 化の マ クム レ！ 
を 使を 筆頭 じ、 ア シア 體隊 巧な 
官ブブ スト 八 提督、 天が 化を 数 
道 ザ備隊 巧み 官 キャス トナー 少 


お、 がを 削 巧々 官バ トラ！々 將 
等の 

裁 鉄に 一巧 寸 ベく 巧 化と 
しては おを 巧 か 巧の 樹 なじ 就て 
た 時局の 推を を 侍 もてが ろじ 勒 
巧を 謀 中る ぶ 巧 じして 活留 民の 
化 護 じ 就て 1 1 列 强巧府 ども 協力 
し 力 一 緊動 お發 すれげ、 をが 舘 
义び稱 ホを 避難 地 ごして 適當の 
ホ 段を 講ずべ く、 南を 政府 どし 
ては が ホら 酸々 聲 明し じかく、 
占領の 上は、 巧め がの 承認、 不 
ホを 條 約の 廢 薬、 顆稅法 修お等 
を ホむべく 唱導し 居れで、 闺務 
長宫ヶ 0 グに はこれ じ 蜀し條 約 
の 麼棄其 化 じ 齢して はま 那じ 

統 一 された 政府 か 樹立 さ 
れ 、をち 邪を 化を する た 足る 集 
刚じ おしては、 柯 時たら 巧 これ 
じ應 やる ど稱 した 關 係ら あら、 
巧 京を あとして はこれ が 機會じ 
乗ずべき 位を じ 到達し じ もの ご 
解せられ て 居る。 而 して 政府は 
巡 去 ニ 年 じ 巧ら、 いづれ のま 邪 
な府 をホ認 しわ こ i はな < 、今 
日 じめ て' も 極めて 自由 じるな 鶏 
にを b 、 先づ 南を 政府が 名實共 
じ ま 服 巧 化を 政府た る ことを ボ 
す こどを 第一の 傑 件 S し、 新を 
府が國 瞬を をの 費 巧を をた すべ 
く 確固たる 基礎の 下 じある こく 
を絕 おじ 立證せ 中ん ば、 かを 關 
孫を 輕 々しく 結ぶべき でない ど 
の 意見が 有力で ある。 . 


結 城 巧 歡义舰 察 

東京 特電 五日 發 n を W 1 家の 
結が 豐义那 氏は ホる か 一 n 神戶 
が 操ち 化で 歐 がに 向 ひ ザグ 年後 
ホ國經 由： 一朝の 篱で ホる。 


八 


絹織物 賞 行 不振 

お 商務 菁記を 報吿 
紹 織物 一般に 賣 巧す 振 じして 
紹細 も需お 昨年に 化し 一二、 四 制 
ホが なる じ、 本が 化を 依が 調節 
なく 柏撫 下落を 示し、 當化 がが 
も正確^;* る 數そは 木明な、る が 、 
昨年 巧 同檢位 じて 供給過多の 傻 
横。 れ ば、 當 化か 巧も漸 をして 
一二 十九 仙 半 乃至 四十 仙を 巧へ つ 
つ ぁり、 父 先物 ま資を U す もの 
も ゎる じが、 化 際 本邦 侧じ 於て 
生産 誠 節を 爲し巿 巧の 巧な を 計 
る 事か繫 をで める。 ホ 糸 袖複は 
お 巧 二十 仙、 四 お八 十五 仙、 五 
弗 十と 仙 半、 四 弗 二十 伽で ある 


願 價じ警 ぶ氣か 

H 本 銀 巧 監を役 着電 
郁 巧を 離 通 期間 經逊 がを 輒界 
は、 巧 喊靜隱 におが し、 隅々 お 
を】 ニ 地ぶ 小 保む 化 裳せ るも大 
勢 じが 嚮な C 、 目先 贿巧 乂資を 
恶裝 を控へ W などして 遊 贷澗巧 
一を 示ず、 が蜗 おを 巧 燈外憤 調印 
.も蠻 き 强券频 おお < 、綿糸が が 
薄 じす 游 、生糸 端 挽 巧 巧 物續出 
; デ 9 を、 な 巧 順調、 期巧乂 資金 


貸 出 利率 昨春ょ bs 厘 ホ 引ずげ 
たる も 腐 憤豫想 巧の 高が 現出 氣 
配 じ 銀け あ 巧て 譬戒 しつ、 ぁち 

宜再 

を 換券發 巧 高 一 •ニ 九九 
躺股外 一一 お 
一般 貸附 一 •00 四 
外國爲 替貨附 八 
政府 煩を 四 0 1 
民間 おを 一一 一二 化 
五 巧 末 正 米 一二 十圓 五十 錢 

— 六ち！ り— 


日本 株式 相瘍表 


〔大 吸路本 ビ八ブ C 1 々 1 お 
巧發〕 巧を 相場 〔單 位圓〕 

ぶ 巧 进日お 巧 四日 

東を 指數 を •呈 を •00 
大 隙指數 二八 •盖 ニぐ 爱 
ま 京電燈 嵩 ミ 乙 蓄を 0 
大同 電力 を ♦蚕 さ ■置 
巧 巧 電力 舅 *1° 突 •を 
大 H ぶ 製糖 を ■ま 查 •一宝 
里子 お 紙 ニ 10 互 0 二 式 互 0 
巧 巧 モス タンぶ 一 T 爱 四 九ろ 0 


H 本 ビーグ 一骂る D S 一至ぶ 


日淸 おが 一呈盖 0 を •星 
淺巧 セメント まさ 10 ま •呈 
H 本 石油 夷ろ 0 ま 王0 
お 巧呆巧 ず 一* ニ 0 まふ 0 
ロ 本人 狸 肥 巧を 一 ふ 0 を 一 •を 
乂お破 お ifj をき 五で 客 










巧み 第 
ご 目 了 四十 四 
賊目 T 五十 四 


Wing Hin 咨 Low 

Chinm R が お urant 
3200 BV 化！ U. City 


Quang Gan Low Beem Nom Low 


Chin が e ResUuran 音 
112W. 65 化， 化 Ciiy 




474-6th Ave. 
Bet. 28th-29th St. 


Cky HaH 了 ea Gar お n 

170 St •む 巧 

Next to tlite Tribune Bldg 
Loo Lin Manager 


IKUINE 

Hotel & 民 estiaurant 
313 W. 88 化な. わ w York 
Tei. む h がげ 巧の 
Cable W か 的 s 刖 1 化 


DARUMA 

78 レが h わ g. 
Te しむ jr がけ 刷 


SUN HANG FAR 

リ 3 もむ h わ も 8 お , 128ih る 巧 7 化な s. 

TeL M 日 rain が i お 83 巧 

ま ゥ± 希柯德 をる T で 巧 諸 腺 
す マ、 上 卒し じへ 自第理 君 前 本 丑に 乂 
，ィ H ま繁 ては ばのと をのを 撰^ 那 
、曜 す々 居 お直 チ お 差 嗜揮料 が 
春は。 御 まるぐ ャの 上がつ 理^ 哲 
裕屬 ホず 描 U プ巧げ じて 人 if - 远 
が 頭 ホ。 好 本 スニま 適 日 歐イと 
あ、 の 評乂ィ 十す す 本 廉〜* 
もシ 釋 を諸^£六のる人が 


KINGY0 & PET が 0P 

iMPO 民 TE 反 OF 

GOLDF お扫 & 長战 DS 
〇 

動 其 力 各 
物 雌ナ種 

一 鳥リ金 
切 類ヤ魚 


Japan 

れ刖抽 帥 Go. 

巧 0 W. 巧 化が . 
Tei. Endi がけ 9 巧 2 


KATAGIRI BRO^S 

224 E ： • 诚 比み . 
New Yoirk City 

Tel, Resent 3480-3481 


庵 捷米日 



お East 29 化が red 
Tel. Lexington 5727 


Kawasoye Hotel 
巧 9 West 123rd 化 eet. 
Tei. Morningside 7154 


御 

旅 

舘 


劉 


添 


SHOWA 

53 We が 105 St., 

Tel. Clarkson 0981 


T お Tokyo Co. 

1 が W . 巧 化 化 
lew York City 
Tel. Trafalgar 6559 


S.KUWAYAMACO. 

114 にが 比 St. 
New York C か 

化 one. Re が ！ it gggy 


SUMMER 

PALACE 

Ml - が hive. M 4? 化が . 
NEW Y08K 

Ph 日 ne Lon がが e 如が 


DANCING 

411 W.nSthSt ， 

Tel. Cathedral 4403 如し 3 


Ko 化 e み udio 

730 Fifth Ave. 

C 凸 r. 5 れ h St 

Tel. Circle 4406 


A. 


TAIYO 

1 が Wesi 巧 化な . 
Td む 巧 uebana 28 け 


ず 


陽 


T 0 Y 0 KWAN 

41 に 1 か h み , 

8 北 B'w 巧 & が h わ も 
む I. が gtm が m が 巧 


御 

壽 料 i 

誓太理 ^ 

& ホ 仕 

车出 

宿し 


會 
賺 

御 御 
料 東 旅 
埋、^ 館 

泮 

.前， 

淹 



340 W. 58 比 お . 

1 elephone: 
Columbus 8882 


(强日 •水) 司 養 お 


G 島始 P 化 LL な RVIGE 

設備 整お經 費お廉 

Call-TRAFALGAR 8200 
FRANK. E. CAMP 良 ELL 
"The Funera:.Cliurch'' Inc. 
《NON SECTARIAN) 
Broadway が 66th Street, N. Y. 
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屏 I 甲.' |!UM も W が..!: 1、、’ 雌 卿^^ I 叫— り レ,， ,1" — .111111， 1」— 


SF もを なな かが ® i が郎 


n 曠水 


ロ 六月 六 年 H 巧昭 



ずき 燒 

ホ じ 御料 巧 



美 ホ じして 巧が 

i 南 猿 

午前 十 時よ b 
午前み 時まで 


閉庙 


を 巧の 御 嗜好に 適 ふ 
樣な美 ホの 御 巧理を 

S 廣珍樓 

致します から 績 々街 
ホ ホを 願 ひます 


£1 永興樓 

晚揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本ん 諸君の 嗜巧 
じ 適する 巧 巧を 差 上 
i す。 朝 I ニ 時を 開店 
(巧 什 五 了 目 サブ 
停を 瘍の 下) 


ま お巧理 

市 廳あ園 

司 理人蘆 蓮 
お 窠のモ じは 豊巧 
の 御 便利 じ 满へ巧 
間食 席の 御 巧じ應 
中 V く お 聞 巧卒枯 
す 變わ引 立 顔虔な 
紙上 街 案 巧 申 上 候 


割烹 並に 御旅 舘 

.ご」 § 佐 巧 

3 兄 弟 

な 育巿西 八十 八 T 目 一二 ニニ 
巧話ス 々イブ！ と 八 ニニ 


周 國閣淸 、空 氣巧鮮 

巧 人 惧樂巧 白由亭 


58 ジ ntis St. す 00ご与 N. Y. 
を Jri 臺 二言 


▲淸 巧、 親切、 氣樂 =1 ニ 巧 ▼ 

勢州雜 

伊勢 事を 义閒榮 作 
•225 闲 .冀を stset 
ジ 一. す 巧 nt W 299 

若 巧 旅館 

江が 作 一. 

呂 0 で st 書 Str ま产 

Tel . S 臺 in こお 1 


一力 旅館 改め 

帝國旅 舘淸水 

146 卓- 霉 h Si . II 呈 hrk 
Tel - Susq 夏 hai 芸 10 

紐 育 旅館 寧ち— 

東 四十 了 目 ニ 四 二番 
ジ I . Cal 至 ミ ‘5 迈 74 


ボストン 市 

富 ± 旅 籍大浦 末 あ 

145 wist ミ St. Busbn 苗 ass. 
す 三. B. 舍 75 


住み 必遞 ょき 淸 おなる 室 

了 il ? 松が がか 


1 夏 L ミ ingt 呈 Ave - 
ぎ f . St 一-這 21 


費府細 旅館 

桑山淸 五郎 

さ 8 S 量 h 9 th St . さ 臺8 言 ia Pa . 
ぎ Wal ミニ 231 


如 設腊 改善、 廊 利の 
W .1 祕- 料理人、 調理は 日 


な 


7 

y 


本人 おき 


2 i 
W 測 M 御 ホ 巧を 棒って 
了 居 もます 


ザ 上 金魚 巧 

918 巧 xth Ave ., N 呈ジ rk C さ. 
さ ミ e Circle 9? 尝 


臀油懿 gisii 鷄 f 白米 
日本 ホ 離 食料品 離齡 S 

巧 田醬独 株式 會社 東な 一手 賣挪店 

曰 本 食料品商 會 


紐 育 唯一の n 木 百貨 巧 

巧 桐 兄弟 蘭會 

スマ ド i •ブ 。ダク ツ 一ず 販資元 


m 語 ブラィアント 

八 0 と 九 1 八 八と 一二 

新 緊轉長 

が 育ボ巧 四十 四 T 目 
ニニ t 1 j 八番ニ 一階) 
ま 配 人 竹 中 重 雄 


ま 巧 

147 Giai 呈 t Ave . 量 faloJ . T . 
Tel . 置是 一二 さ 害 
ま巧宜 rs . F - K . Sa す- 


媛の 蒲擔 わい しい 郷烧 

會應 御料 巧 

晝 食は 末廣へ 

巧 塔 怖 化を 巧 大勉强 


高等 御旅館 

昭 和 

會應御 料理 


日本食 料晶類 巧び 雜貨類 卸ル賣 
ホ 之 索 大賣挪 桑 山商會 
新刊 書籍 雜誌小 聞 物 日 巧 おを 種 


巧タ九 時を を 栗 

メ 1 グ アドレス 〔年 一 兜〕 

曰ネ おち 巧 東京 巧會 

書 箱 巧 巧 巧 巧^ 1 ム 旨がの 便を も 
トク ンク巧 b ます 


新開 業 

腺 利きの 巧理 人が 日本人 諸君の 嗜巧じ 適 
すを 料理を 差 上げます 

. S 頤和園 

寒 居の 前、 芝居 歸 ちの 御 集 6 じ 最も 適當 
の 壊 巧です 是非 御る 負 じ 願 ひます 


第五 街と so 

へ クシ 卞 1 

ビグ デン グ內 

小 池 寫眞舘 

電話 チ ー ク が， 

四 四 0 六 


舞踏 ？ i 

'►化を ダンス ▲ 

▼表情み 操 A 

了 寧 

朝 十麟？ 巧 十一 時 

シャリフ ■ダン シ 

ング師 餘學校 卒業 

上 杉 タマ 


眞 面目なる ホ曠 同胞 じ薄賓 
なる 驗 業を 罔旋す 

宮則 事務所 

祕育巧 西 巧 十二 T 目な サ一 を 

« ブラ ィァン . ト蘇絲 

煎餅 卸ぶ 賣 
豆腐 油揚 
日本 食料品 一切 

WC 呂ご S 巧 Rice C 巧 ke CP 
巧苦ゴ ird Avr 
ぎ P 星 a 这ニ 


ロス アン* セ作ス 

ホ リン ピック 
ホテル 

San す量 St . , Los Angeles , 妄. 


シャトル 巿 

NP 旅舘 

停を 瘍 前を 東 ご 1 T 左側 六 階を 
H 本 巧 船 切符 取 圾波戶 場 送迎 

商業 原 域中必 、総領事 お、 自本 
锁船其 他 お 巧 大會お 近き お 巧 

桑 港 小 パ ホ テ 火 

純 日本を (特別 間 ぁ b ) 

御 一 駕み第 自截車 御 出迎申 上ち 

巧 ニ Ca 云 iia F San Fiis 呂， Ca 云. 

木 旧 ル 1 ミ ング 

1 岂 7 3 rd A さ-す t . 基 & 基 th ぎ eeh 
ジ吾 hi Re 巧 迂 苦 S 


I 日本 理髮 縮淸 

西 四十 一二 T 目な 番地 一二 良 六 室 号 

タダプ フロア (巧 六 街 ミ 四十 一二 了 旨ち) 

日本 散髮屋 則がん I 

五ヶ 年間 中 村 氏 ど 共 じ 就業。 

ジ ヤシン ト《 フ3 ツ 3 

31 W- 呈 h S 三 • ごさ 

ぞ产 Coiumbu こ ve. & Genirai す rk We 包 


衆 國巧事 クラー ク 氏は 他 入と し 
て 巧 ホと 協 誰の おお 原吿 柳に 對 
し會鹿 測は 一時を 五で 兜を ま掷 
ふ 外、 年を 六な 巧を 一生 支給し 
過 まじ 於け る臀藥 化を 始めと し 
て 辯 誰 ± の訴認 を 及び お ホの 醫 
藥 巧、 入院 巧な 他 一切ら 會社側 
でち 巧す る こどに 决 をし、 去る 
巧賴 H をな て 示談が 成立，」 を じ 
世人の 視 聽を惹 いじ 事 かも 一段 
をを 吿 げた。 

支那 問題 講演 會 

お題最 をみ モ那 事情 
講± 


時日 


場所 


臺灣大 學お巧 

今が 完道巧 

六 巧 化 H {±) 

午後み 時 ザ 

西 一四 一二 了 目 四 お 一二 
基督 敎 修道 會 


尋れ人 

(福 脚 藤 人} 稻み 國次郎 
ま 永 慶藏持 山 巧 太 郎を川 
正彥井 t 幸藏 巧が 節 助 
渡 邊篤寶 隨留吉 を 川 新 吾 
上野 惨ず 井な 貫 造酒 雄 
貫 造 太郞を 家武雄 •柴函 善 
雄 

(愛媛 縣 人) 橫旧常 ま 事 常を 
仲 座 宮之巧 

{東京 巿) 小が 銀を が. 

(大 阪巿) 白木 政太郞 
(鳥 取縣 人) 木 村薰信 
(長 巧縣 人) 获原平 人 
あ 藤 玉 一. 

(乂披 ホ) 泉を 又么助 
(魔 島 縣ん) 中 材榮ニ (： 

(山形 縣 人} 齋院あ 雄 

右のを じ 通知を 度き 儀畜么 
あ閱本人若くはか人ょぶ^巧 
住所 御 通知 願 上 お • 

紐 育帝國 総領事 舘 

1 攻 5 学 ミ dvt ぶ N 呈ーミ k 夏 y 


1 

夏季 やが 業 化 候 

菓子 舖鳥橋 松風が 


ま 覆ず 賓 


お 


實賣吕 ， 

125 Pa Ave. N. W. ち ash 基 ミ， D.G. 

ジ I ち ho ミ F 篇沒 

成功の 秘談 

米函式 英語を 誘す 事 
はお 巧の 窮 一 義 てす 
本校には H 本人な 巧 
じ 慣れた 巧巧婦 A 敕 
師 あら 懇切 じ會 おる 
信 义祉を 語を お棵し 
主す。 H 曜週 H み じ 
午前 化 時よ b 午 夜 十 
恃 ミで 關 校し 一 W 一 
スンと 十五 化 づ V 
今 H 宿 もに ホ 校 われ 


お 

加 

8 

げ 

化 

刖 

6 ^ 
■ •■■■■■■ぶ 

n L 

U ^ 




I 高 松宮偷 落の 女 r わ 救 ひ 

一 今し 遠洋航海の 御途 h にぶは す 


I が 巧 お 『八 お」 じ 第 S を 隊± 

~ 官 ごして 脚 ホ 組 わを ばされ 今 L 
进 がが お 中— わがします、 が带 
i 中尉 高 松を 宫仁 親て 展 下の 

御な 似 愛 まこ どじ 恐懼の 極 
みで わると 巧 間す るが、 姑お胺 
下 じ li 、 御が： ト じある； 水を の 
ホが 貧 曲。 家庭ん 機牲 ごな >、 
まさじ 偷 をの 挪じ 化まん ごする 
あわれな 率 精を 願 かせ 給 ひ、 か 
し-- ぐ も 巧 W 间お 家事 巧を じ 御 
^ 命じに 化成 b 、 救は せた まふ じ 
类徳 は、 まこ ご •！ 我等 國 にの 威 
傲 わ （能. はざる ごころ である。 
この 前例。 I i 化み 

光榮 におした 畜 d 、 巧 

旧 縣巧お 旧 郡 ± が 港 旭町 嫣 力業 
柳 旧赞治 みかき わ (一八 ご」 いひ I 
なしき' 炎 庭を あはん もの ど、 健 j 
おじ も 都會を 公を おひを も、 せ！ 
げんの 甘言に つられて、 身 化を 
S 白圓で 去る ニ 巧 下 巧 おを した 
が、 奉を えきは 总 一?: じ も ホ 的 玉 
ノ がの 銘酒： ホ 巧 ロ 某々 であつ た 
のじ おどろき 嘆げ き、 巧 問の も 
まら 一口 横ぷ 巧： 中 巧の 兄を 訪ね 
て 身の 窮 がをお 訴 した。 しかし 
兄の 柳 旧 水 をら、 どうずる こ ミ 


もお來^^^か つ たみで涙なからじ 
おちした が、 野 ロ 某は き b 女 か 
がビ してを を どら 31 のじ 怒 6， 
さらに 埼巧縣 大巧 町の 鋪 酒屋 ホ 
柳を 枠 旧 某し を 四な 圓で 轉賛し 
た。 これょ b 先き 

畏ぐも 高 おを 殿下の 御意 
を ホした 巧 川 事務官は、 をち じ 
別懇の 間柄 じある、 深 川 臨靈岸 
小學 校長が を龍德 & が 『生きる 
悲哀』 を 著し、 下 盾 社 食に 精通 
してなる 鹏 係から、 同氏に 殿 ； r 
み 御な 志を 傳 へ、 きわ 女の 身元 
調査 力を 依賴 したので、 雅名 氏， 
け、 早速ぶ ノ ホ おょび 大巧 町の 
兩 所を 訪 間し、 クぶ さじ 調べれ 
結果 前記の 

事情 ろ！： 巧した ので、 巧 
轄營を 巧 長を かし、 銘酒 崖大柳 
A じ、 き， ロ 女を 訪 ひいろ'''^ が 
旧 氏 じを 涉 したごころ、 同氏 も 
このを 難き 思ち じ 威 奮して をち 
じみ 化を をの 他 約 五な 圓を 巧受 
し、 き， ロ 女は 自由の 身 ごな つた 
ので、 一刻 も 早 < 、この 廣大無 
邊 なる 殿での 御高 恩を 鄉 里のを 
おじ 傳 へる ためじ 歸鄉 したので 


をつ た。 


米 濛横斷 機 1 .. 

フ井ジ 島に 着陸ず 

ホ 唾へ 橫斷 して その 翌日 出發 

朽 程ぶ にぶ 千 九巧哩 


： 前 號本巧 巧 報、 まる 一二 十一 日 
一 午前 八 時 一二 十み ト归 つて 力 9 フ 
:ォグ ニア 州ォ！ ク クン ド 飛が 場 

; を出發 した、 ホを 橫斷飛 巧横サ 
I ゥザン •.ク .ロ，' 弓は 約 二十と 時 

一間 じ！ て 

- 

~ 燃料 欠乏 の お 験なる 狀 

I 蓝 じあ b 乍ら 呂的 地で ある ボノ 
I 八 A に 到着し 一 リ 休 葵：；； 七 機化 
一の 修緣や 燃 巧が 込みみ 止、 ォァ 
-ブ なょ b 力 ワキを みバ ー キンク 
サゥンド じ舶 り、 一切の 単赌を 
輕 へて 午前 お 時 二十を 〔こ 
I ューョ ー クげ閒 か 的 十 I 時 五十 
I を〕 一二で ニな 啤 'を 隔てた フ 4 ジ 
i なの スゲ アに时 けて 出 澄した。 

一 これょ b 蟹き おわ 中等-^, W ホノ八 
I 八站 おの アノ y 力 航巧隊 ビの誌 
:骄を 得て、 おへず 礫 上 ょら 無線 
i を發 して 針路の 正確を 化つ こ f 
i どなら、 出發巧 十一 ニ 時間に して 
I モ 一二な と 十八 哩 をが びつ ゐ 6 
ー絕 えず 通 倍を 戀 しつ、、 あつたか 
I 巧 かに もを 上 じて 巧し 磯 化に 故 
，瞬を ホじ述 好く. 

一一 不時着陸しても 受離 

陸ず る こどは 脚 難 ご 云ょ』 れ てが 
; る フオニ クス 小が 鳥 力 あるの み 
でを >、 從 つて 今 科の 大飛 いは 
非當じ 化を 1、 いつ！ ゎつ たが、 
をよ お酿贿 やおが •し 遭遇し •或 
ひは 糖化 じな 辟が もつ たじ も鹏 
はらず、 巧 梢の： 2： 明を 巧 用して 
最もを 險 。るが 問斌 巧の 難腳を 
脫 出し、 橫斷琳 巧が サウ ザー ン 
ク。 ，'號 は 一二 千 巧 一二 十八 邮 どい 
; ふ 化 ホが 村 お ： J U 末せ おのが ヒ 


長距離 おけの ホ榮 ぁる 記録を 殘 
して 六 巧 五 ロ 目の 地で わる フネ 
ジ 島の マ ヴアに 無事 着陸し 官民 
の熱訟 なる 歓迎を 巧け わ。 到着 
の 時間は、 太平が 沿岸 時間で 巧 
跟 H の 午を ホ 時 二十 H 巧 〔こ ユ 
—ヨ ー ク 時間 十 時 二十 一二を〕 こ 
の 間 海上 時差の 上から 一 H を 損 
して 

飛行時間 ぉに I 二十 四時 

閒 S 十一 ニを をな て 今回の 大 飛が 
中 最も 難 閥と されて 居る、- ヮ 
キ •フキ ジ橫斷 じ 成 巧し、 天 略 
れ 太平洋 橫颜の 先鞭を つけた 譯 
でみ る‘ 哪も オ！ クラン ドよ b 
ホノ八 八まで ：？= ニ 千 四は 哩 、力 
リキ 島 よら スゲア まで 一 ニモ ニ 巧 
哩 のが 朽 をが 翔し、 これ lb で 
とな 哩 S お h を 飛んで 湊 洲ブヴ 
ス ベー ンに 赴き、 おら じ 五 ■白哑 
みお 巧に 沿 ふて 最後の 目的地で 
ある シド ニー にお，、 巧で わる。 
サ{^ザ|ン《 クロスちは發動 
機 S 刪を 備 ふる 大型 複葉機で 
樣測 飛巧隊 ぉみの ナヤ— 瓜ズ 

キング 义 フネ* ド •スミス 及 
び チヤ！ 火ズ •ゥ がム 巧を 飛 
巧 ± じ 、アメ * 力 人 リオン 海 
軍 中尉を がな ± に 、ヮ — T . — 
巧が 無線電信 技 ホと して 乘 b 
化んで 居る。 

化が しい 

航空 界 

◊ボス. トンの 社 曾 率莱を どし 
て 同げ じ M ん飛巧 ± どして 五. む 


时間 のが 巧 お錄を 持つ アメリア 
ィア - 1 ト娘 はを おを を 得て、 
締人 ごしての 太 西洋 橫斷じ 一番 
檐を擧 r ベ （、 ゥキ八 マー •ゴ 

— ドン 氏を 據關 ± として、 大型 
複葉 水上 飛 巧 機 フレンド シシプ 
巧に 搭乘 、日曜 H ボストンを 出 
裝 して、 ニュ^— フアン ドラン ド 
の 聖ジョ I ンじ 飛び、 同地で 燃 
が 搭載の 上天 おさへ 良 巧なら ば 
おも じ 橫斷お 巧 じ 着手す る尝。 

◊ィ タリ ー の 飛 巧 家 ごして 有 
あな ア八 トロ •フユ ラブン 少を 
は ュマ 六十 四號じ 搭乗、 耐 欠な 
巧 じ 及び 遂に 五十八 時間 三 一十を 
飛 わ' 距離 四千 二げ 哑 で、 遇般フ 

ロ V ダ 州 ジヤクソン ダキ 八で、 
ホ A ステン ソンる び- グ デマン 

兩 氏が 殘 しじ 世界記録 五十一 こ 時 
閒己 十六み 一二 十 秒を 破つ た。 フ 
で ラ 9 ン 少佐は 千 九を 二十 年 じ 
り ー マ 東を 往な おわを した 日本 
人 じは わ 馴染の 深い 飛が ± でぁ 
る。. 

◊ォランダ 系ホ國 人の 巧 萬 長 
ま六ァ ン •リア •ブラック をは 
ォランダの I 飛巧會 社ょ らフォ 
ッヵ— 式 單葉お 巧 機 一 臺を惜 b 
切‘ 9 五 巧 十四 H 。 ン ドン 郊 かの 
ク 。ィ ドン 飛む 鷄出發 、南两 の 
ヶ！ プ_ •タ クンを 經て東 巧への 
旅 じ 上った。 同乗者は 操縦 ま ニ 
名、 機關 ± 1 名、 别じプ ラック 
氏の 軌み 廻らの 世話を ずる 従を 
一名 ど 云 ふ 珍ら しい 空中の 大名 
旅 巧、 東京着の 上は おら じ 往路 
を 割き： 返し、 巧 巧 マィ 於の 往復 
飛 巧を 完了す る豫 をで ぁ. 0- 因 

に ブラック 氏は バグ チ モア •サ 

ン 紙の 師 まで、 昨年 六、 と 巧の 
を バタ ゲ キアへの 往換 飛行を 巧 
つね 事が ある。.': • 


S 勝幽 敗で 一 

慶大 去ろ 

シカゴ 經を 沿岸へ 

首都 ブ シン トンの 酱 ジョ！ ジ 
タゥン お學を 手始めに 半 職業 鹽 

ダ シユク キク、 レツ ド ♦バンク 
五！ 八、^! ゲア I ド、 ニユ 1 
a - ク、 フォ！ ダム 諸大學 及び 
ニュー ョーク 運動 お樂部 〔降雨 
みため 無 勝を； 一と 戰 ひ-’ 慶大 巧 
球圓 はまる B 頤日 

約 五 千 人の 觀 衆を 前に、 ブシ 
ユゥ キク 半 職業 野球 劇 ど 巧 巧 
試を つたが、 窠 r 回戰で 唯一 
本のを かを 許した 濱搞も 武運 
つたなく 五 お H の 按戰で 雪辱 
され ぉ蛟 5 巧 車で* テト ロ キト 
を 機 由して シカゴ じ 向つ た 0 
即ち 當 化を 中必 ごした 戰 ひでは 
S 勝 四 敗で あるが、 一巧は シク 
ゴ じて 試を の 上、' 更らじ 沿岸 シ 
アト グじ おき、 がらに カリフ オ 
グ三ァ 州に 下らて ホ 巧 じ 赴き、 
同地 じ 約 一ヶ月 轉戰 後歸锁 する 
當 である。 

日本側 遂に 

零敗 y 喫ず 

對米デ 盏戰に 

H 本 お r メリ 力の ホ 巧 帶强際 
デゲキ K 盃慶勝 戰は旣 巧^ 如く 
去る を耀 りよら シカゴの タウン 
エンド テ ニ マ 巧樂が じがて 


擧巧 された。 H 本 側は 太 
田、 を 部を 單 試合 戰に 廻して 最 
善 S 陣 をを 構へ、 米闕侧 はま 將 
チグ デン 自ら 陣頭 じ 立つ て 采配 
を 振ら、 ヘン ネッシ ー 之れ じ黯 
き、 チ 八 デン、 安部 先づ 第一 戰 
の 火盎を 切る。 を 部 必死 ごな つ 
て戰 つたが チ 八 デンに 觀黃 され 
て 先 づ繫れ ，溝 ニ 戰じ太 田は へ 
ン ネッシ ィ を激擊 L た々 之れ 义 
ストン ー トセ ブト じて 敗 化し、 
二目 目の 複 試を 戲じ 移つ た。 複 
試を 戰は 日本側は ぶ 部、 鳥巧泌 
を 配して、 チ片 デン、 0 ット '組 
とを 戰 したる も、 第一 セット じ 
苦 も；：* ( 

敗 第二 セット じ 入 b た 
る 頃、 恰 かも 西巧歸 朝の 途 じあ 
る 松ず 大使 及びを 糜 一巧の ホ 擦 
しれる じ 意氣數 巧して 奮戰 巧め 


明大， 南 加を 破る 

ま 京時電 四日 發 i 明大 對南 
加大學 野球 戰は 十一 凿 S で 明 
大勝つ、 パプ テリ！ 明大は 中 
が、 猪 巧 川、 南 加 大學は ダイ 

ュ 朱 、タブ ソンで もる 0 


たるた め デユ 1 スゲ ームじ 入ら 
て戰 ひは 愈々 白熱 化して 來 たが 
安部 サ ー ダ キスに 破れて、 遂に 
ストン— ト じて 兜を 脫ぎ茲 に 日 
本は ホ國の わめ デゲキ 3 盃戰ょ 
ら驅逐 さる i じ まつね。 一二 日 目 
最終には H 曜 H の 事 ミで、 多數 
の觀 衆を 前 じして 殘 るニ擊 試を 
を 確 ふした が 

太 旧 は チ 八 デンの ねめ じ 一 
安部は コー ュンの ためじ 説れ も I 
敗戰 し、 日本は を じ蕃 敗を 喫し 
た 一二 日間 じ宜る 戰蹟は 左の かく 
である。 

第 I 日. ■ 
チ 〇 ァン 六！ ニ、 ホ. 丄 ニ、 み 
— 0、 ま 部。. ヘン ネブシ 八 
—丄 ハ、， 六— 111、 六 丄ニ太 ぉ。 
第二 H 

ナ A デン = 日ッ ト組ム ハ— 一、 

十 — 八、 六 — ニ、 を 部 N 鳥 羽 
組 

雪 了 

チ か デン 六— 八、 六— 一二、 六 
— 1 、 ホ—0 太 旧。 コ ー 五ン 

とー 化、 六— ニ/六— 四、 と 
. ‘ ！ 五を 部。. 

ラ デュ ム訴 露に 

原吿側 勝つ 

が 方 弗 ご 年金で 

ニュ . ジャン ！ 师 オン ン チの 
ユナ X タツ ド* ステ ■ ツ •ラ テユ 

ム會 おじ. 就 働して おた 五 人の 婚 
人 職工が 就 働 中に ラゲ ュム 毒素 
じ 感染して 病氣 どなら 
..幾多の 醫者 ゃ科學 をから 早晩 
巧 田 こどは 疑 U しご 颜 をされ 
た i め會 社を 相手 じ 打 二十 五 
巧 弛の 訴 露を 描を しつ、 ぁつ 
に 事件は 珍. し-. しい 巧 學裁巧 VJ 
して 化 人の 注目を 惹き 、陪審 
裁が は】 が 金 阻 方 お 千 巧、 年 
金 千 ニけ 巧の 保証を が 巧した 
る も會社 側？：^ これに おず して 
裁が は 延引の 模樣 でぁつ たが 
長い 則 間に g る閒じ お吿の 生命 
も覺 巧な く斯の 如きは 人道 上 由 
由し い 問題で あると いふので を 
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號八 十五 巧 四千 一 第 


雜新 M m 


日曜 水 


円 六月 六が H 和昭 


四 


►鄕 里を 金 及び 並 送を (無手な 巧 r か 面 
巧替賣 買、 荷爲お 取組な 立、 信用が » 
巧 等 一 股银巧 案が 巧 巧 巧 じな 巧 可 仕 侯 

接 臺灣銀 巧！ 出張所 

本店讓 潰臺化 

支店 まを、 橫 巧、 大 あ、 神戶 、上海、 巧 
ロ、 福 州、 慶 巧、 油 巧、 香港、 廣 巧、 巧 

嘉坡 、タラ バヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 を 買 

々八々 ッタ 、倫 致、 其か臺 潰 十四 ヶ巧 

一、 資本を 量德留 C を 额拂达 巧) 

一、 橫 立を 化 千 化な 五十 萬 画 

內化本 支 巧 U 横濱 (本 巧) まを 大度 
神タ を 瞒下 おを を属 

機鑽ぶ 金銀 巧— ち 巧 

ホ國を ま巧リ 桑泌羅 麻が 巧巧哇 
其 化 化 巧を 圃ま 要が ボ ュ そ 店を コ グン 
ス巧之 お 


本 巧 大阪化 おぶ T 目 
が 脊支巧 紐 育ブ。 I ドゥ ユ ー な 四十 九を 

磯 住な 銀行 

3 良 東京 >橫 •挺、 あ古屋 、京都、 神戶 
f 尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳が、 下ノ骗 
地 支店 {巧 司、 ホ 倉、 お 松、 巧タ 、乂留 ホ 等 
本國 預金、 鄕里 送金 等は 叛め 
て 御 便が 迅速に 御な 扱 可 申 お 


本 巧 朝鮮 巧が 

支店 出張所は 日本 巧 化の お 要 都 巧、 朝鲜 
滿洲 、支那のを 化 及び 浦绝 巧^ 

朝 鱗 銀な 紐 育 お 張 所 

外 固 爲替一 殷録巧 業務 精々 御 便利 じ 化 扱 可 

中と 候 


藤本 證券 會お 

一般を 惜前巧 ノ質赏 、引受、 慕 集 
▲金飄 、並-- さ 品 マ こ切ノ 業務 

I 脱 藤本 ミ；— 力— 銀な 

紐肯 出張所 


觸破 叢、 雑貨 卸 貪 

靡村ブ タザ！ ス 


日本 陶破 器雜貨 

ラ厶 プ卸賣 

奈良 貿易商 會 


貴 ♦金製 ナィフ 鉛筆 類 

を 

« ♦を娜 おむ： を 胸 飾 類 

寶 ♦金銀 製賊草 入を 種 
石 

鹿 ♦美麗な ビン 時計 鎖 




• 3 

心 


? 

M 品 パ 

I V 0 1 か n 
S Y ^ ^ 

t = W お 記 

M N 1 ん 


CL 

H 

T 


6 


貴 本を 
拂込濟 資本を 
权 ホを 


を •億 圆 
六 千を 圓 
六 千を 扫巧圓 


能岐ご 一井 銀行— 支 巧 

本店 東な 巧 日本 橋 院本を お 町 五を 化一號 
ミ 巧 小 格 日本 橋 化 S 帝を) 機 
あ 古 房 京都 大阪西 (大 ぁ〕 神 ロ 
腐 島 下 關巧司 若松 お 岡 長が 
’ 上が 倫が 賽刺水 


IL 8h- 

k , 暫 

. 0 .I ほ 
ミむ： £ 

B k 赴 

：p： 邮ゎ W 

•.黑 邮 f 加 

U 1— お 
な M W 扎 

n 了 
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お出 入爲替 '電信 送を’ ホ 送金' 旅 巧 信用 狀 
商 装 信用が 其 他 一般 お 巧 業 

人 裴銀巧 f ま 巧 

槪出 送を ハ 日本が 化邮 ず駭 巧？ 班 速 取扱 
本 巧 巧を (を 期 通知 ノご 補) 御 巧 利 取 巧 
本 支店 ま 京 安は〕、 大 お， 巧 ロ、 京都 
所な 地名 古 還、 小 お、 上が、 倫を 


▲をを まを 菩設施 化 食の 蜜 唐が 新 もる は 巧 化 只 
の おな 親切 S 共 じを 化の 誇 ミす ろを でず 
A なお 太 や 巧お路 一二 摩 設備は を 部を 巧め 议頁屯 
おしま L わ、 巧に 沙 巧 おのか さは 所謂 ッ 1.4 
ス トサ， ド义 U スナユ デン > クラ ツス なとの 
巧 植备備 へて 巧リ ミず 

® を 港 お 帆 ホ/ル 少雜由 【お 午 出帆】 


西 比 利亞乂 
大洋 化 
天 巧え 

コレア 化 

荐洋丸 


六 巧 二十 H 
お 巧 四 ロ 
と 月 十八 日 
八月 一日 
八 周 十五 日 


U 

杉 

T 

S 

U 

0 

T 

N 


® シアトル お 帆 【午 巧 十 時 出が】 处 
靜岡凡 六月 廿 二日- 7 
橫濱か と 丹 二日 g 
加 か 其え と巧廿 六日 脚 

® を敦發 日本 巧お视 W 
镜挺か ホ 月 十ホ扫 
歌訪も ホ 月 一二 十日 
A が 青 お 抑已奈 馬磁由 B ホ 巧 皆 潮が ー 巧 ニ 旧 
A 錢道切 巧 蔭 ま 券某饱 萬ぎ 骑 使を じ 御ぶな 申ち 
▲を 西洋 乂絶蜡 含 賠乘船 切 巧 舞 使を じ お 計ます 


n 本吳服 反物 キ モノ 
テ] ブルク ロ — ス類 

夏 塔 用が がな 取 揃 おお 

鐘 g 日本 ドライ r ッ廊會 

恃圳廉 巧で 乂勉 强斩流 巧は 當 巧の 特長 


リナ メ . ！ 力 ー の特を 

0本，八のお買物じは特別掛員を置き無 
巧で 錦 案内 致 升 電話 又は お 手が 次窠御 
訪問 七て 御 便宜を 計ち 初めての わ 方に 
おしでは 特に 注意 致します から 是非 わ 
ぶを. 矿願ひ 巧、 巿內 配達は 勿論 日本 其 
他を 遮 宛の お 荷域發 送は 當 ホで 致し 巧 

ジ ヨン ワナメ ー 力 1 


八ィで ラな 紳± は 

化 立 服を なしまず 

夫れ-け をく 身に を ひ、 見掛けけ {風く、 を 
して お 巧を ょら も 技 持 もず も 事を 知つ て 
るか 一ら です。 弊店は タ數 n ホ 純 十の 御用 
を 承つ て 居ます。' 

n 化廣吿 じて 御 巧 店の ホ じは 

六み 劉 引を します N 


御を 义の余 巧 じ 係 はらず をら 巧 一度 ホて 
をて 下さい 

ウ オル 力！ エンド フロ リオ 巧 服 巧 



郵船の 首腦 大み專 燃が 

歐米 海運 視察の 旅 


約 一 


j 個 巧じ赶 つて 化乂を 踏渣し 
义幽み 巧懼は 刮目に 値す. こ 語 ' 


世界 大脚 巧に 化ける 峽乂 
お述界 のか おど 進 ホ どに が甚 の 
利吿瞄 係を 有 t る H 本の お速萊 
巧は 一 齊 にが 生 火 あみ おがを 化 
规 して おる にか 違ん るまい が、 
国 瞭海述 がの 一ち 涅 でぁる = 本 
郵船 食 社の 如き 現下 把 担し つ、、 
ぁる 太 牛げ み： 勘懼を 維持し 及び 
歐羅 じが 路 S 發‘ 故を 韶 巧す る必 
要 V; 加 威し 问 社の 首腦 である 專 
が 化 締役火 谷 登 氏を 歐ホ 使節 ど 
して 巧 派す る-^ どい* つたので あ 
る ご 云 ふ。 巧て 大み氏 U 船客 認 
ぉみな 義治 氏、 調度 課な 中淵棉 
! 氏 ぶび 貨物 課員 今が 仙 治 氏を 
那 岡の 巧 十四り を泌 為み 乂が乂 
にて 先づ间 化に 上陸し ■加州ょ 
ら 帮拖锁 、ォレゴン 贿じ化 上し 
あらに 南 ドして 絕府 （出で 

五月 十日 グランド々 ニォ 
ンを經 て クン ナ 入 b 巧り 
中句 テキサス 州棉 化地帶 をび 南 
部 諸 州の 货 物を 散 地な むる こゥ 
オ少レ アン， 港 V 规を し、： 5. 巧 
n 四 リ聖路 おを 热てホ 俄 もに 敍 

き デトロイト、 オツ タワ、 モン 

トプ ー 瓜 地方-^ 巡遊して ミシガ 



寧ろ 巧と なお 巧なら わ。 持に を 
近 獨逸お 化 業の 谈 なが 飛は お （ 
べきら のがん る』 一 お々。 談は轉 
じて 『か 川に して 外人 殊に ホ國 
人を n 本 U 誘を t べき や』 の 問 
題 じあつ じが、 大谷 氏は 『米 人 
か歐 測を お 遊して 叟す所 一年 約 
六 借と 干棋 巧。 ち额じ 上つ て 居 
る學貨 に 比較し 外ん が n 本で 散 
やるな がは 僅かに 一二 四千 巧 E： じ 
過ぎ。 いど 云ム巧 巧で あるから 
國 立を 間の 創設、 ホ テ^ァ コモ 
ザ ー ン ョンの な 善 进速か 適な 
るが 陸。 聯絡 骑觸 の發達 等の 諸 
間 题ト硏 おして 幾を の 米 入を H 
本の 客たら しめ わごす るが 謡 あ 
關の なな も おじ 熟して 居る が惜 
がょ だ 組— 織 的 

運歡 の 急務を 唱導す る 人 

が おた。 いので ある』 と 語つ た 
尙ほ 左は 巧を せ も 大を氏 ま 催の 
を 巧な で ゎるが、 一巧は 巧 か； 人 
朋禄 化を 歴訪し 太 巧が 線の 調査 
をれ ひ 十四 U が 發、 '、ホ r ボリス 
じ 開かる、 >0 I タリ ー 俱樂 部の 
大巧に 出席し (大を 氏は H 本。 
! タリ ー 憤樂 部の 會長 である) 
二十 五 H 歸 がし 
二十と H 巧牢ぉ 
觀 のべ ンン ガリ 
ア號： して 渡歐化 
巧 中に 歸 朝の 豫 
をで ある。 

旧 日 當ぞ巧 


員 一詞を パ 1 

タ セント ラグ 

じ 招待 晚餐 
一 立 H 巧留巧 


湖 並 じ 蛮" 1 レンス 河の 水運を 
視 をの 上 去る 吉日 午後 十 的 十を 
中央 惇か媒 肴 おじて が 育の 人 ど 
じを ホブ卢 •.ソラ ザ じな 宿した 

一巧 S 病め-! 郵船 ま W 員】 岡 あ 
び ホが 中の S 菱晚事 曾 社 化締巧 
化 藤恭ホ 巧、 風 間ち おを み 數を 
が出迎 へた。 大 を 巧は 化訪 の 記 
者 ど 久澗を 叙し つ I 快酪じ 語る 

『巧 社のを 港 ホンコン 線に 使用 
すべき 新造船の 第一は 明年 六月 

就舶 の豫 をで あら、 第二 
は 明後年 一二 月、 最後の 舆 i ニは 明 
後年 化 巧を エ就 がの 見込で もる 
.か 太ず がが 路 けシ！ ビー 線ご吉 
ひ ダゥ ァ線 ごを ひ悔 b 雜き到 敵 
をが してち るから 吾々 も 眞劍に 
海 脚 巧 力を 叟す るみ 第で ある。 
ホ 巧 線の 耕を 船 S 雙じ對 しては 
巧 赴 お朔總 巧に 細す る带文 にも 
ある 汹 b 化 じ 計 溢 一切 S を備的 


人の 重立 もたる 關係 者を ホブ 
八 •プラザ じ 招待 晚餐 
七日 ホ A 社巧稱 体の 化を を 
新聞記者 等を ウォ^ ド^フ • 
ァ ス-ト リア じ 招待 魄餐 
十二 日 貸 客ュジ ち ー ント錢 
道が 船 會社關 係 ぞ巧余 名を ア 

スタ アじ 招が 魄餐 


御大 禮 奉祝 

献上 品 注意 


ホる 十) 巧舉 わせら るべき 御 
乂禮 奉祝の 巧め 化 外 巧 人ょ b 献 
上 おお 願 方に 就き 今回を 内省に 
ては 大体 W 下の かき ホ 針に 化ら 
て處禪 ずる こご i なつた。 即ら 
( P 華美 じ 流る I もの、 廣吿父 
は拜 擠の爲 めじす るら の、 一 買 名 
お 巧の 爲 めじす るら の 其 化 献上 
なごして 不適 當； ：：* ら ミ 認められ 


.たる ものは 採納 せず ニ 一) だかが 
带? ぶ^ 一て？ £ ミ 政が：！ i 人の がヒ 颇け？ 外務 大 f 經 


'命み が 巧 どして 指を されみ 巧 
年額',:; よ 十を 川の 細 助を タ附を 
受 くも 壁で あろた、 米 認のジ ョ 


: i ンスホ 

i 千酌张 ：一. 


てす る io ニ) 献上 ロ i は證 議^ 上 
棘 巧を 决： i 迦知を 薇す るので あ 
から 献上の 準 綿は 献上 採納通 


- ■ >ィ — TOi. ^ _ 1JH ' - - : 

化のを < ニ おす j 知を 巧バ むる 後に. 着手す ベ 


. 倘年贼 、狼 化 利率の 


大 がが ぃ^を 融姐聰 卿 V が 速ぶ 巧 
じ巧ふるぶ化'^腾か-!刮目に値 


ニ W 献 L おの 巧れ 所は 赤が 離な 


'する。 n 本のみ 速け 述乱哨 数 じ 


化て は 化 界の第 S 化に あらわが 
船舶の 

I 內が おな i り檢討 すれに 


-1- 設 おせらる I 揀 ぶじて 颇 書を 
か 期 隅は 昭和 一二 年 十一 パ ホ Hi 
でが おのを か 期 閒は昭 か 一二が 十 
一 パ 一 nw 降 明年 一 =； 二十 H ま 
での 獻 をで わる ご 云 ふ。 化し 願 
巧の 雛が けを 繳 領事が 、術 事舘 


又は n 水 人を 拳が 所に 照合す ベ 
(ホ 綻は颇 る飾單 。ものである 


.支那 閒题 講演 會 

隣 巧ち 邪の お 乱 だを 時 巧 •し 離 
蹄して 『ち耶 •こけ 何ぞ や』 ご 一友 ふ 
謎を 解く d が あのち でい* い 巧め 
化々 誤まい る 富 論を い， す ものが 
タ い。 幸ひ最 巧： 一 ヶ年閒 化 京に 
化 化し 專ら 支那の 事悄 V 硏 兜せ 
るを 潑大學 敎巧今 村ぶ お 巧が ホ 
'紐し じので ホち ± 腿 日 午後 八 時 
ザ よら 修逍會 ホ 懼の麗 摘 舒を開 
きそ 那に關 する 眞化シ .紹介す る 
;ィ」*:*っじ。 常巧は入ぉ随息 1 


般问胞 5 巧 聴を 歡迎 する み。 


稷 ホ 大佐 來紐期 

n 露轉巧 常時 乃 木 おおの 麾下 
じ屬 ！ 陸ず 中尉 ごして 旅 順を 略 
戰じ參 加し を 身に 十數の 創攘を 
をく るに をる まで 勇名を 馳 せわ 
陸軍 大佐 獨井 忠溫 氏は 太 ホが 沿 
巧 V- 巡遊して 本 n 午後 ホ 時半 ホ 
が： 2 本 棋樂部 じ 投宿の 普で ゎる 
が、 大佐の 著書 『两禪 J は 英佛獨 
露 孔他數 徊國語 じ懸譯 せられて 
溶 陽の 紙價を 高から しめた ご 云 
がれて 居る お 武人で ある 大佐は 
文藻の ホ而 にがても 有名で ある 
のみなら ホ 辯 論じ も畏 じて 居る 


化澤敎 授來紐 

早 稻旧大 學敎授 化澤栽 次郞巧 
は 今回 『產業 紐 織 論』 の 講座を 新 
設 する 準備を 兼ね 歐 米の 產業視 
察の 爲め 五月 廿 あ 日 桑 潘經由 前 
過を 曜日 巧 紐、 去る 四 n 母校 ジ 

ョンス ホ ブネ ンス大 學じ嚴 いわ 

がを る 八 R 歸 紐の 上 十六 日出 觀 
の ホ メ^ッタ 競 じて 渡吳 ずる 舊 


日 會本巧 理事 會 

が 育 日本人 會 理事 例會は ホる 
十二 日 (火曜) 午な 六 時半よ も 開 
かるべく を 委員 會の 報吿 、偽議 
事巧數 件を 附議す る も。 


な 人が 人 


♦枯木 秀 巧氏轉 萬橫濱 正を ま 
巧 長が 木秀茂 氏は 例年の 如/、 ま 
る 1 H ょ， CS 九 巧 中旬まで ラィ 甫 
じ轉寓 せる が 電話は ラィ ニ 四 j 
雜高 木隆を 氏轉寓 一二 井 銀け 紐 
育 支店長、 六月 十五 日 ょら 夏季 

中 ラ？ チ モント 巧ぶ ッジ ウッド 
ァ ぺニゥ 九十 霄じ轉 蘭 
•み 澤寅吉 巧滯紐 中の 陸軍 少 
將 、まる 二日 午前 一時 バリち じ 
て渡轉 

•が 旧 昌雄氏 陸軍 か 佐、 巧 上 
♦今が 完道 氏台灣 大學敎 巧' 
まる 一二 十一 日 着が 十五 日出 帆 渡 
英 S 尝 

♦平 井を S 郞 巧を 崎醫 お大學 
敎授 、同上 

♦お 茂 樹氏饋 本質 科大 學敎授 
まる 二十 化 H 着 お 約 一 ケ巧國 ホ 
力-; 滯化 

♦長を 川 理衛氏 朝鮮を 城大學 
肋を 巧、 去る 二十 义扫 着め 一週 
間を 渡 獻の由 

♦橋 爪が 作 巧み 息 入 お 太 西洋 
巧 橋 ル 商店 ま 次子 良 男 氏は 去 巧 
下が 罹病 间化 病院に 入院 中 


巧禍 スペシャル 


貸 度 靜かで悠りと化養が 


出 ホて をして をい 食 
膽 をを 暨 せらる i ホは 左へ 
srs. で n さジ ilia, R. D. W 


舌 llcr を呈 tage, で st ぎ oudsburg, pa. 


ホ わさび 
わさびが 漬 
小 綱の 挽 潰 
末廣た I み 錫 
'干 白 な 
盛ます 
を 始 


化 桐 兄弟 蘭會 


が 羊羹 
福 おこし 


を 

化 

廿， 

一見 


V ご ニ 

賭 


0 

類 


蔬質 本位 


桑み 爾お 

1 三 Em 夏 ihsT_. fU. 打， 
Pirn 是 . R 萬芸 f 21 兹 ，苦驾 


東京 商 會特吿 


0-000 

◎巧 巧觀光 又は 遊山 用の 
とん 乘 6 自働車 白人 運 轉±附 
きじて 一 H 又は 半日の 御 求め 
じ麗 じます 


0 0 

◎運遂 大小 御 荷物の 運送に 

は 日本 巧 荷物を 御 巧 巧に 扱 ひ 
ます I 


紐脊 東京 商會 

基 W 雲 SIJ •产 C. 
を •一 ■至 a 宫ニ蓋 


五 千 弗 懸賞 

ダンス 耐久 饒爭 
日本人 夫婦 參加 ホ 鹽 
入會巧 U 無料 

食糧 無 巧 提供 H 十五 かが 憩 
六月 十 H {ロ 曜) よら 開始 

マ デ ソン •ス n エア •ガ ー デン 

」0す 广 Hein, IF 号 男 t 呈 el, 

臺 h St. = ま r 『way, N 呈ぎ k 呈 y 


厶 ほ？ 麗該 


新ゲ 

に 使用ず る 諸道 具 格を じて 御需 
めじ 應 や、 値段 目錄表 送る 
呈 lam H 吉 ，ち E. 害 S す 呈 N. Y. 


一遇 五 巧 度 八 巧、 


人 又は 二人に 適す、 
巿處へ 十 巧 タイム スス クコ ヤ！ 
へ廿 五を 電話 カン バラン ド 0 ま I ニ 


呈宝 ghst: Broa 互 n 黒 帖梅子 




晚香 坡每ニ 週一闽 出帆 

▲エム プレス 亞 細な ご ニ， 呂 0 巧】 

ホ 巧 化 八日 

▲ ス ム プンス 化を 太 ご 京 •里 0 哦) 

と 月 十九 日 

A で ム .ッ レス 露西亞 ごち ふ 呂 巧】 

又 巧- 1=^ 目 

▲卫ム プレス 亞細亞 ご 某 ふ 呂哦) 

八 巧 一 ご 十は 
一等、 二等、 ご專 及び 下等 客 設備 
最大、 善 お、 最快 まの 東げ 航わ船 


自本截 鉛會を (を- 1# 镑道會 社) 

，台--- - も =5 巧 欄 兄弟 蘭會 

乘 車、 乗船 切符 並に ホ荷顿 運送 御 使 利 じな 级 をし ます 


シ ア ル あ 帆 (午前 十 時) 
あ‘りぞぃ：^見 六 巧 十と B 
を ふち か 見 と拜化 9 

ばリ ずみ (坡溝 ぉ舰) 屯 巧が ご一目 
ザ 一等 橫濱 一九 五 弗 

化し ば づず丸 ろんごん 化は 一を を 顯 
▼一二 等 目 本 巧 狂を 萊 客室 おな 造聚族 室多较 
ザ御磊 望に 彼リ 一等 割 到咎復 切符 發行 敦巧镇 

ロ 又 アン ゼ ルス 出帆 (午後 一二 時) 
はゎい 化 と 巧 ホ 八日 
らぷら た. 兄 八 巧 廿と円 
►一 菩橫漬 二三 0 巧但 はわい 丸 まじら 丸一 蓋 巧 
▼巧 抑 一二 等 日本 巧 五十 九 巧 マ 一二 等 日本 巧ち 十 置 巧 
►を 港羅お 巧竊車 切符 瘍臺を 購入 御轉旋 化リあ 
マ 械育線 パナマ おお 日本ち 那巧 貨物が 巧 一回 


夏瘍巧 格が 歸 
特别賣 化 

尙 一層* 勉强巧 化 候 糊 
御 注文 披下お 願 上 候 

ザ元ブ タザ ー ス 

17 巧 ast 17を 终 巧 W York 0 安 
Helephone.Al 的 onqui。 


夏 瘍ぉ品 特別 賣化 

夏 傷、 小賣 向、 ダ— ム 向新 荷 到着 
精々 勉强 御用 命じ 應 じまず 
H 本陶媪 黑雜貨 卸販賣 

.命 鎌 I 茂 木 桃 井 組 

105 E. 16 を： 5 产 N， Y. 
HeL Stuy ミ sant 资 茜-で 7 


1®¢!! 一 *1^ ^新荷到着^ 
夏場、 小賣屋 向、 ダ ー ム巧 景品 等 
精々 勉强苟 化 御 引 立願 上 候 
.陶 趨舉雜 貨卸賣 

奉 旧兩會 

141 Fi ぎ >ve。， N 讓さ rk Ci す 

0 ロ ir of だ st 寶 ’ TeK >春 己鲁 n 器 35 

- . - 

夏 儀 肉 = 新聊 到着 H 

精々 魅 强巧仕 候閒御 註文 被 下 度 願 上 候 

^太洋 貿易 株式 會社 

y\ 

H な 1 € 書§ホ A 1 巧 onqui ロ 3 が 23’s 

】2 巧ち th \v§ 養 zew^or 矿 City 

ohicago 筑 ranch 段 7 養 adisn St こ ohicago, Ill- 

New 因 ngland 巧 e タ —N:vt 養 ud 》 00 こ 送 一を 芭 ord 琪 こ B 含す ロ 浸 ロ累， 


新 荷 到着 

特に 夏 瘍-阀 格 巧 晶澤山 取 揃へ 
居候 間 精々 御 註文の 程 希 上 候 

森 持 K ラ ザ！ ス 

20 巧 IMCRA isros., Inc. 
没- 57 west だ 己 皆." 
New ジを N. Y. 

Ifelopjlo 百 0 Grpmsfoy レ W び 0 


ラム プ ぶび シル クシ 至— ド 

製逛 元迦賃 手 緣商會 

正. Y. TETSC 巧 > CO. 

ち妄 si 24 す 苗.， 芦 Y- 呈こ elbeis 置ち 31 


VO し 18| No. 1459 


な b > ぶな tmttw を 泣 imp 巧 


琴" M, •しげ iiii "― 


SATU 即 AY JUNE 9 1928 



v»osho Corporation, 

Silk importers^ 

が Ea が 34tb な re パ 
な i. A かお nd が 件 31 

Gofho C み Inc 巧 

Cotton Exporters 

仿 bea 巧 r みり 

Tal Bowlins ： Grscr S806«06 


大お閣 日 ニ ま 巧钻を 

化 巧 ま 巧 
Osaka Asahi 

Room 619 World .^<uil<ling 
了 eL B«ekm&& 4 ち 6 ひ 


大お站 H ニ ま 巧 円 U 
を 木 H 招 
Osaka Mairicbi 

Room 306A World Buikting 
TeL BeeUman 4259 


な panesg-Am が ican News S が Vice 

日米 電報 通信 

を 困の 玫 おを、 實 業を ホ か 巧の 
^ 項を 迅を 直つ 確實じ 報道す 
每日乂 帝 ーケ巧 巧を 五十 巧 


Toicyo ymtising iigency 

日本 新 巧 お 誌 廣吿ー 股取孩 
12 W が t 17 th Sh ■が t 
Telephon が Watkins 2909-10 


お 川 保険 事務所 ！ 

H. Scgawa, Insurance Broker. | 

303 巧む h Ave， 

TeL Caledonia が 01 ' 

內 旧]^ 事 巧 ま t 班が 育ま 巧 

レ chida Trading Co. ， Inc. 

1 1 Park Place 
Tel. Barclay 1576 

島 貿易 株式 會を 
Shima TratJm ぞ Co" Lt ん 

150 Broadway 
Telephone R が tor 1484 

株 ま 食 お 赤 尾商會 
Akawo 症 Co リ l.tdL, 

295 Fifth Ave., 

TcI, Caledonia 97 目 8-59 

が 倉 製 絲結績 株を 會載 
Ka れ kura & Co., Lt ん， 

200 MgdUon Avexiu ち 
了 ei. Asnland が 45-4546 

に MUdmolio 

Mikimoto P«arU 
535 Fifth Avenue 
Tel. Vanderbilt 2519 

紐 育 目 本人 會 

The お panese issocia む on 
17 巧む 日 adway . 姑 贈 ai Moior Bl’g 
TeL Circle 10071.10071 

云 共 巧 ま會お 
巧理巧 
巧 ゆな 會 
1 站 Broadw 化 1U.C. Tel. お d 扣な 84 
Fact 日け： 州 ff Raws 加 化しし にか 

淺巧物 ま 採ま會 を 
Asano Bussan Company 

Room 801 -805 
165 Broadway 
Te;. Co 巧 landt 挑が-が 巧 2 

大倉観 紐 焉ま巧 
Okura 签 Co., 

30 Church St., 

Tel. Cortlandt 2292.93 -94 

巧 お渊教 道な 式を 化 
な 育 事務所 

Sou 比 Manchuria R. R. Co., 

Room 2 腿ら Cana ぶ an Pacific Bi わ. 
342 Madison Ave. 

Tcl. Vanderb 化 4135 

ミホ 物を 巧ま會 ft 
がを 支 巧 
Mitsui & Co., 

65 Broadway. 

Tel. Bowlintr Green 7520 

义原 商事 株を 會赴 

Kwuhara Irading Co,, 
30 Church St., 

Tel. Cortlandt 4550 

巧ぶ 曾を 岩 井 巧 巧 
な 育 支 巧 
Iwai 在 Co リ 
Woolworth Building} 
Tel, Whitehall 6040 

H 羞商ま 巧 ま會社 
紐 育ま 巧 
MHsubish ミ Shoji に ai ホな 

(M な subUhi Co ， Lt ム） 
120 Broadway 
Tei. Rector 2560.2564 


。本絲 巧 株式 會 社 
紐 育 支店 

Japan じ 〇 け on Trading Co" Ltd., 
25 MadUoD Avenue* 

Tel. Madi Sq. 36 お 


日米を 糸 巧 ま會を 
紐 育ま 巧 
M 側 1 ぶ〇隨 0 K 川 USH!KI IU ぶ W 
(NIC 排ぶ £1 ICHTO C 〇 w L の •) 
1 Park Avenue» 

Tel. Ashland 6246-47^-49 


巧 ま會れ 
山中 巧 會な育 支 巧 

知 前 an & ks 化し 〇•， 
680 F ぴ化 Avc づ 

Tel. Circle 4014 


0 本 坐 糸 株を 食を 
紐 巧-支 法 

Mori 帘 ura む ai & 0 日 .1 A が nU 
が Ewt 巧 rd が,， 

Tel. Aihlaad 5320 


搔を 名を を 
お 育 支 巧 

H 狂 ra & Co., 

443 Fourth Ave.* 
Tel. Caiedottia 7S30-35 





張が 霖の生 否 ミ 我が 滿蒙 政策 

.h 滿 蒙の 利 磯け 消極が じ巧衛 手段を 取る か n 

悲觀樂 觀の觀 測と りを り 

- 東京 特電 八日 發 ..- hH 確か；：： ^ る おじ 達した 報道に あれぶ 娘 作霖將 軍は を醒狀 態を 綾け て 食慾 もな 
く おおじ 女靜ぉ 必要 ごする 化で あるが、 昨 H の 緊急 閣潇は 政治的に はち 脚して 居る 張 作霖沒 をを 
i の滿裝 政ぶ じ 就て 協 端した が り本£ しては 滿 蒙の 利 確保 誕は國 あの 死活問題で あるから お得 巧權 
一は 張 か 霜の 化む 乃 また 脚を 始め ごしを ニー おが 動投 政府の 司る； 所 どな つても 飽を 擁護す るが 

_ 一方 却 ごして は 寧ろ 消極的に 防衛 手段を 講じ 輕卒な 積極 政策は これを 當分 
避ける こご じ 閣議は 一 かした C 

-而 して 張 ぉぶ 化 巧の 滿缓關 係に 就て を < も 朝野は これが 影馨じ 就て 熱 格 じ 考究し 居ち 大藏當 扇は 
『張 作 蘇 死 じすれば 街 ま 銷踪は 巧て 良 化ず るか も 知れの』 ご觀 測し、 せ 巧 正を 錶巧副 頭取 も 『滿 
讲の 泌亂は 一時的で ゎる』 ご 謝 やる じ 反 L 南 滿鐵道 側では 『東 一二 省は を 裂 せん』 イ豫 想し 日華 實 
集 協 育は 『み澳 3 秩げ 麻の 如く 乱 むん」 渡邊巧 巧が 殖總裁 も 『滿 蒙は 暗黑 ごならむ』 ごな し悲觀 
樂觀 論が をが 聞 紙を じぎ やかして 弦る。 

h 海 (聯合】 セ日發 = 天 律よ b の 電報 じがれば 昨日 午を ニ 名の 兜漢は 巧び 張 作 霜の 暗殺を を 
てた ろら ホ 前に 終つ て逮嚇 された ご。 

- 東京を 電 セ日發 uy 六 H の閣满 で報吿 された 巧 じ 化れば 『張 作霖將 軍は 足 部に 負傷し 髓を 挫が 
したが 漸巧 化み じ おつて おる』 とゎつ たが】 方 東を 朝 R 新聞の 奉 天 榜電じ 化れば 『張 作霖は 五日 
じ 巧 己したら の ごを られる 節がん る、 蓋し 岡 H 午 巧な ホけ 何ん も 彼の 病ま じ 入れられず 义巧出 も 
絶 街に 許され。 いし 化に 入つ ては 深山の 香水を 持这 んだ峯 貸が あるから だ』 ど 報じた C 

ま 京持電 六日 發ぃ H ぃ 張が 霖將 軍な 目下を 睡狀能 じして 驟線 じぁ b し 長男 釀學良 あび 東京に お學 
中で あつたみ 巧張學 鎌を 始め 一恭 一族は を （枕が じ 侍つ て 居る。 

まま 特電 T 1 ユヨ ー ク •タ井 ムス お】 六日 發 張 作霖お 軍め 稱 態に 離，’ ては 巧道區 々と— I て 
をの 眞ぉ 利が せず、 ホ 都のを むる 新聞社 奉 天時電 はお 軍の 巧を 報ずる じ 興 iw •巧 省 側のを 電じ圾 
X X 宵 軍の 容態け 滿 みを 巧 だ 向 ひつ > 、あ b VJ のこ ご なれ f タ 態を のちのに 就て け剩然 せず、 お 軍 
'0 乘 つて 居た 車輛は 下侧 a 破壊され ホ k 側 だ 綺碎 されて 居る が爆彈 事， 神に 關 1 る H まち 憲の 調蛋 
はが 一兩 H 中— は 若手 さるべく を 天の 排円氣 勢に 恐れ 一路 避難した だ留 日本 入も滅 巧ず 穩の ため 
じを々 齡 象した。 

化 京 〔聯 を】 六日 發り = 日本人が 願の 通信 じ 攸れば 狼 作霖お 軍のを 態は 猜 良好 ごな つたが 今に 
まるら 面 曾は 許され 中、' 巧醫 の 發 おする 巧に 促れば おを の貨 傷は 蟲 巧よ もも 意が じ 重く 頭部 及び 
P が V 瘍 けられ 特 腐の 出血に 弱つ て 居る が將軍 自身は 頗る 元氣 じして 『戰 場を 幾废 かな ホした 
化 S 锁 じて 巧。 む』 ご 寡 語して 思る 相で をる。 

奉天 〔骑を】 々日發^張が霖將軍の^本軍事顧聞大原大佐が本 u 深更語った巧に依れば張が 
霄巧 おのを 態 U 頗る 軍 態 じして 未だ 意識を 间 俊せ ずて あら、 或 ひは お 軍は 旣じ 死ました る もま 一二 
省 一巧の お敏を 恐れ 喪を おして 居る ごも 傅 へられて 居る。 

ロ A ドン 一聯 を】 ホ 0 發 = タ巧ニ ユ—ス 紙の 特 おにが むだ 張が 霜 おおけ 南滿 錫道會 社から 派 
遣され たり 本 瞬師蚁 人の お 巧を をけ つ 5 をる がり 本醫 師が巌 新の 繫學を 化て 治療 せん'^ する じ對 
し 張 氏の 親戚、 もを 迎は 化が ごして 支 服を 來の醫 術 である 處の干 皆を 紛 じした もの や、 ん膽 玉、 
モみヒ ネ荀の 化 用を ホ 張して 手ホ摺 らして おる らしい。 

ちま 【瞄 .を) 六日 潑 = めが 銳 じがて は 酿巧霖 は 今が ほ ホが す ど 博へ おれで 奉 天よ b 達した 新 
間が をのが ぶじ 似れば 張 氏め 摘を は 昨 U な 巧 树人も 出入を 許さい ホ 急. おを 地 じ 飛びつ I ある 點よ 
b して 巧ました こごは 事赏 。る もの I 姑く 巧 H まで お 軍の 死を がく 巧を L わ 日本人 軍事 顧 脚 も 今 
ロでは 餘 b に强 くこの 風， 評を 巧を はして 居ない。 

東京 特電 (ニユ ヨーク •タ井 ムスが】 五日 發 = 時事 新報 社へ 達した 奉 天 特電 じ k む ば 張作霖 
お’ おはな 射の ザ 樂 G く 死去— たと あるが 外な 及び 陣軍省 じは 何等を 電 達かず、 き 旧 奉天德 領事は 
昨 n おおを 枉 舞つ たもの I 病を じ 入る こ'^ 一は 禁じられた。 爆彌 事件の お A じ 就て a 支 官憲は 頻も 
じ 調 巧 中で あるが 円ち おがの 街 突 說は虛 報じして 囊 じま那 官憲 本 軍に 對し 京奉鐵 道の 譬滿を 
化賴 したる も H 本 柳 U 滿鐵所 屬み激 橋の みを 箱備 （下側の 京泰 線は ま 耶ち憲 の攀備 ごな つたが 昨 
今 これ も薄禍 する ちな きこ ミに 乘 じて 化 A は據 破を 陰謀した らし < 事件 媛 ホの 底 前 怪しい 支那 人 
一二を が 巧が ホ峭 線を なけん としてが 殺され お 調の 結果 お ホ 巧 お 隊員 わろ こど 倒な しわので 化 人 も 
この 一 ホ ご 晩まい て 居る。 

化 京の 上を に靑天 白日 旗麵ろ 

濟南 事件ぶ 式巧涉 N 民 軍 あ < 々裂ず ろか N 

東を 特電 八日 發 = 靑天 白り 巧を ム b かざした 自動が 隊を化 巧 じして 山 兩軍巧 千 人は 化を じ 入 
がし 化な 城の さ 腐く 帮 天な 円 旗が 雛つ て 居る が 山 西 省 审の閣 錫山將 をとは 政 薇の 閒柄 にもる 媽玉 
祥 軍の； 陵は 化な ど 夫が の 中間に なれて 電信 お 話 線を が斷 して 錫 道 もす 通 ご a ら化 をは 過 ま 四日 
じ 置 b 天げ よ b の 節が 物 一 袋 も 配 速され や、 化殘^ 化带も 天萍附 なじ 散が して お 奪 巧爲じ 及ぶ 外 
民 軍 やが 人禪 よゎぶ 退 巧を 請 ホし つ i ゐ 6 て おお 不穏を 惦め 天津 租 巧の 外ん 巧 隊は嘗 摘を 一層 固 
めて おる。 

東京 巧電 八日を HH 松 井中 將は 两田領 率を 岡が して 濟南樂 化の 豫備贫 講じを 手す ベ <^ H 孰 一 
; 刪 中隊の 带除 •し 諾衛 さいが 別 列が に乘 じて 蔣か巧 將带の 化ぶ を訪閒 した。 

靑島 〔聯 を】 セ 日を ぃ^リ 本 ホを 巧 ニ 千 名 猫を 隊約六 だ 人、』 昨 H 當地じ h 陸し これ じて H 本の 
山ち おな 屯 軍は 天が の 六で 人 ご 共に 一 萬と 干八冉 人に G つた。 


上海 電特 〔ニユ ヨーク •タホ 
ムス 巧】 六日 發 n おを 题民 政府 
は舊 巧の 首鄰化 巧を め 薬して 首 
都を 依が 南 巧に 超き 支那を + •を 
谢邦糾 織 どして 苗 京に 

中央 執 巧 委員 會を較 けて 
これ 等の 諸聯 巧を 統一す る じ ま 
るべ： 化 巧は 閣錫 山將 軍の 勢力 
區域 どす るに まもべ く闡 民 政府 
の 組織は 囊 じァメ 9 力のと 院議 
員 ビン ク パム 巧が ま 張した 如 < 
地 ホ 政府を か權 して 聯巧 組織 ど 
なして 南京 じ 中央 软府を 黄く ホ 
斜らし（今日まで內をした巧じ 
巧れば 廣東 地方 一帶 はを 濟珠將 
軍に、 武漢は 李 化 珍胳軍 じ、 河 
お 省 一 帶は媽 玉祥將 軍に、 四川 
當 lb 化 京は 閣錫山 將軍等 じを 
がか 割すべく 

滿战豕 は 陸 民 主義に 理解 同 
精を 抱く 張學良 及び 揚宇 靈將軍 
等 ごが 衝 して 彼等を 國民黨 じ 加 
鹽 せしめむ 上を S 省を 巧 あせし 
むる 尝 じて これが 條傅 ごして は 
■(_】 狼 作霖は 絕對じ 政界よ 
ら隱 退して 誠爲 をを すべし。 
ごこ 張 巧のを 繼 者は 云 民 ま 
義を嚴 守せ ざる 巧らず。 

— r ~ ニ】 お繼 者は 南を 政府の 命 
みを 嚴 守し 靑天白 曰 旗を 滿浏 
'じ揭 げざる 可らず。 

等を 旣に 通牒して 奉 天 派の 承諾 
を 求めつ； ある： & 顧を 政府は 化 
裏 入城を 終了し 化を 一帶の 

政 一 M 鎮靜を 恃も叙 上の ホ 
針で 新な 曆の 樹立を 急ぐ ベ < 先 
づ 今夏 乃至 秋 じは 國民黨 太會を 
得 集し ぶ述 の督辨 、お 軍 等を 集 
めて 今後の 施 改に關 して 協證す 
ベ <獨 玉祥縣 軍の 扼 すべき ± 地 
は 山 ま 省よ b 河南ち ぶびみ 爾省 
め！ 部に 宜を 西は 黄河に 通じて 
民國を 主の 中で も ± 化 最も 覺饒 
でを る 上 南 化 支那の 中强じ 位し 
て 軍事上に も 勢力 差違の 申必を 
振 b ち 巧な るら のど 認められ 中 
央執巧 委員 會じ はこれ 等のを 將 
軍も參 加す るに まるべき か蔣か 
る將 軍は 废然圈 民 致府の 

緻 M i して 軍事 方面を 司 
る 外 中央 執 巧 委員の 一人 ごして 
政治の じ も 勢力を 振ん ベくな が 
としては 南京が 首都 ごしての を 
通 機關其 他で 化を じ 劣る こごは 
知る が恰 から トグ n が' 革命 後ァ 
ン ゴラに 首 郡を 置きた る じ 等し 
く 巧 强じ對 しても 南 まへ 首都の 
移轉 した こどを 列强じ 通牒し 列 
强を使 雜も從 つて 同地へ 移る- 
で 、、 なる であらぅ 0 

ま 京 六日 發 =: 張 作霖將 軍の 生 
死不 巧；：^ る ど お京政府 の 前途 じ 
關縣し 

支斯 の 政局は 化が すまで 
ある ご H 本の 識者は 認めて 居る 
即も張 作 霜が 萬 一死ました 場を 
東 一二 省を 総帥す る じは 張學 良は 
餘 りじ お < 播宇靈 お 軍は 人氣少 
な （必ら やや 混乱に 陷 るからで 
わる、 支那を 體 のめ 局よ b お斷 
しても 張作霖 はお 局 奉 天の 古巢 
へ戾 つた じ 止まら、 巧 ホ 軍を 派 
將 軍の 提携 も 全 < 1 時 的な もの 
で 所謂 國民 主義 も吳佩 宇が 千 九 
巧廿ニ 年に 張 作霖を 化を lb 驅 
逐 した 當 時と 毫も 舆な ず、 こ 
れを 


實際 上に 徴 ずるに 閒錫山 
將 軍は 山 西ち にめ る 自己の 地擺 
確が のみに 沒 城し 蔣 か巧將 ザは 
をの 泣 度を 巧 化した もの > だの 
勢力は をて 上淋 から 驅遂 ごむた 
孫 傅巧將 軍に 等し いら W で 掘ら 
勢力を 摧らて 化を をが さん こす 
るら のじ 碼玉 祥將 軍が が だして 
居る けれ 典將軍 自身の 位置 も 化 
年の 吳 佩を 將 軍に 等しく 永爲き 
は 難しい ご 観測され て 居る" 


機斷 機出發 


目的地の 瀑洲へ 

フ井ジ 島 スヴア 八日 發 = ザ慶 
橫就飛 巧 機 サウ デ！ ン •クロス 
號は本 U 午後 ニ 時 五十二を 〇一 
3— ク 時間では 木曜 H 午後 十 
時 五十二を〕 千と な 六十 ニ 唯を 
隔てた 濛洲 ブリスべ— ンじ おつ 
てお發 、十八 時間よ > ホ 時徽が 
じは 到着の 豫定 である。 


.宗敎 法が 解 

ホ 大使の 努力で 

メキ シ n あ セ日發 n U ! ゾ玉 
ら 達した 情報 じ 依れば 靈 にお ネ 
で ス政曆 巧 拂お敎 法で 國 巧に 追 I 
なを 命せられ じ グネズ 僧正は メ： 
ネ シコの カト 9 ツク敎 化 表 ごし 
て 日 i マ 法王を 始め どし 法ゴ廳 
外が 部畏職 等ど會 見の お あ 宗敎. 


法の か 解 策を 谣じ 巧く これを 根 
本 どして 力 キでス '大統 锁の赢 解 
を ホ 0 るに まるべく を 協の 内容 
は' 小 明で ある •い 恐らく 僧侶 資格 
の 承認を 講會に - i なし お 敎ど國 
ぶ 八' か 離を 認 むる じ まるべき が 
ま敎 巧の 和解は S 墨ァメ 7 ヵ大 
巧モ 氏が 力 キ五マ 大統锁 を 
說 化し 一方。！ マ 法王 廳の譲 ホ 
を 促した 結果で をる どて 双 ホ 共 
じ 大使の 努力を 威 謝して 居る。 


遭難 飛行 ± 安を 


ペン 抑 アルト ー ナ セ日發 = 當 
地の 素人 無線 巧手で ある アモス 
は 昨が 深が、 露 じ 化 梅 じて 遭難 
梭巧衔 不明 タ J なつて ちる ノビ グ 
將 軍の 飛 巧 船 ィタリア 號 ょらの 
無線を 聽 取した、 をに 化れば ィ 
タ プア 號乘組 貴 一部は 貧 傷せ る 
もを 員は 無事で 飛 巧 船 巧で を氣 
じ 襲 はれ 食糧 品を 至急を 要 ごす 
る 旨 述べ 位 恩を も 記して 居る が 
示された 位置を 地圖 でを やる じ 
化 飽£ キング ス灣の 中閒約 S が 
五十 哩の地 點じ當 つて 运 るとの 
i でを る。 


米軍の 撤退 拒絕 

ワシントン セ日發 U 國務 省は 
雲 じ 南京 闕 民政 巧が 支が じがる 
在留 ア メリ々 人の 生命 お產 保を 
を通踞 する ご 共 じこの 際 巧 支駐' 


幕を 切った 大魏領 戰劇壬 

觸 躍、 贈 躍の 政界 


= 人氣お 高い フ—バ I じ も反對 


强 し^" み 

カンず マ甫じ 於る 其和黨 大. 
替は 愈々 雍る 十二 曰から 调指 .依 I 


ち ヤン ネ！ 式に 


鳴 物 入らで 灌 される I ど 
じな つた、 巧が 採て 瑪 大統^ 一 ご 
して 人氣を 博して 居る タ— トッ 
デを が寓极 補を 固 <辭 退し 、居 
る關巧 上、 を繼若 どして 自 うを 
乘 つて 居る 連中 もク 大統領 心" ら 
直々 の お 言葉を 賜を たい ミ*!!? 巧 
じな つて 運動して 居る が、 ま 言 
化 默のク 巧は 囊じ發 表した す 
句ょ を 成る 言葉 『余は 千 丸が ニ 
十八 年の 大統領 戦に 候補れ 心-を 
欲せず』 の 0外 じは タン ご 心 ； I 
ン ども 語らず、 を お 補 も 大^領 I 
の 腺の 底を なを 兼ねて 弱つ て 居 
る ごい ふな 樣 、而か もこの^ 默 
が 餘らじ 氣巧惡 いもの だけ も、 

ク 氏は 若し ホるべき 大會 じを 娱 
補が デッド •ロック じ陷ち 

適當 なぉ 捕を 出し 得 令ぃ 
装を 大會は 恐らく 强要的 じク氏 
の 巧を を 促すべく、 巧し こわが 
滿瘍 一致の 巧議 でを つたならば 
恐らく ク氏 ど 雖この 輿望を 結 殺 
し 一し する こどは あるまい、 とい 
ふ 議論が おて 『ク ー リッチ 提 を 
强制的 じ 立候補せ しめょ』 ィ」 い 
ふ 運動 も ぁる、 現じ まる 水 眉 'H 
のを 新開は この間の 消息に ♦て 

『ク！ リッ デ 氏は 斯る瘍 を 冬」 豫 
期した ので 黃 巧を 化を ヵン I ス 
巧 じ 派し 大統領の ぶ 人 でん J ト選 
擧 委員長で ある バ t ラー 氏に 對 
して 大會が 暗礁 じ 乗 上げて 自を 
の 立 お 補を 强 巧す る梯な 場を じ 
がても 自 をけ 


ン サ义の ホ 和 黨大會 i 

斷じ てこれ はを 譲 おを な 
いからを の蕩 をに これを 讀んで 
吳れ』 と巧候補辭退の巧由を細 
細 記し じ 密書を 送つ た ごい ふ增 


デンを 



を揭 げたので ゥォ ！ 个 街の 諸 巧 
が 一齊じ 下を した 所を 見る と、 

ク 氏の 立候補 强要說 も强七 一が 
の嚼 どして 看過す る こどは 岀巧 
ない。 現 巧 大統領 惕補 どして 最 
も 有望な 人は 屢 報した 如く 商務 
長官 じして 歐 卵大 戰 でめつ き h - 
ど 名前を あげた、 J 1 パ] ド •フ 


.ゲア ] 氏 である、 フ ー ヴァ- 


氏 じみいで 有璧な ものは 故 ロ. 
ズゲ H グト 巧の 直系で ィ リノ • 
抑の 知事を 勸め平 化 巧 二十 年 _ 
大統領 磯 じは 最も お 力 U 候補】 
であつ たが 不キ 部下に 選擧法 i 
反 者を 出して 大會の 

途上に ゥッド 將軍 W お， 

立淚 補を 颤 念した C 1 デン 氏 _ 
ある、 順序から 云へ ばフ ー ゲ 
! をは 現 內閣 直系の 人物で あ. 
ク 大統領を 始め どして 現み 閣ー 
は當が 巧の 立候補を ま 持す ベ - 
ものであるが、 副大統領 ド ー 
巧の 如きは n — デン 氏 ど 個人： 
じ も 政治的に も關係 深く、 『 
は 大統領 ごして 0 — デン 君を 






賢.；" 


.苗ピ .y, . 


巧 軍 巧を 速 かに 做を すべし ごち 
求した るを 义當の 華 文を を まし 
たか アメブ 力 か 巧 ごして はこの 
際 支那ょ b 軍隊を 撒 退 t る こご 
は 出 ホない と 阿 巧す る； じな つ 
K 、 おは 萬 一京 萍邮 ホに 装 脚で 
もを じたなら ピア メリ々 お隊は 
列强 軍隊 ご 協む の 上 化が 馨備の 
化じ當 るべき MJ を もみ > むしね ご 
博 へらる 0 


バ！ トン ホ镶補 

ワシントン セ曰话 H ォ 'ィ ml 
州 逃 出の. ト院谦 'はじ！ て 與歲み 
锁釉 である 闹 如''」 がる 上 悅講員 
於ゥ ホル ズ 巧の 太統術 かお 補に 
なおして フ ーゲア ー 氏を 带援し 

つ i わつ た セオドア • バ ？ トン 

氏は 本年と 十六 歳の ち齡 である 
'が來 る パき 選擧じ 上院 造 員の 立 
お 補を 聲明 した。 


-爭議 仲裁け 纏らず... 

(八日】 社外 船が 員 爭强か 裁 案 〔第二 面參 照〕 と：！. 巧 鶴ら で 
委員 曾は 八 H も績 わし ぃ を國の 停船 數は ニな 八十ろ 壁 じ 及び 
化 ザ歲が 氷が かば か越窥 船は 我 お 支が が路じ 割ら 込まん ご 云は 
れて 居る が、 祉會お 衆 黨ご勞 働 組合 同盟は お 員 爭證を 援助し 若 
'化 港に 於け る 弓 張 凡、 名を 度 港 じがけ る タク ト 化、 小 淳港じ 巧 
ける を库 化、；、 フネ 化、 晚出丸 お 化 十九 隻の 船員 達は 獨 立して 
- 船ま侧 ごか 解し ニ 一二 日中 じ 夫々 巧 帆す るら しい。 ー- 

後 十 お 名のち を 上陸 させ 磯顆 
銃を を 晒し わので。 シア 倾も 
軍靈 派遣 方を 當 扇に 要求した 

綱紀 肅ぶ ご遞相 

ご ハ 日】 民を 黨 綱が 轟 正 委員 會 
は 义お遞 相の 阿が 事件ぶ び ロ 
ン ドン •ブエ デ ラグ* ホ ピゲ！ 
シ ヨン •コム バニ？ 契約 違反 
事轉 等を 洗 ひ 曝した パンフ レ 
ットを 出ず ご 0 

の爲 めめ な冀が でんな 波 穀を生 
んで乘 るか 蓋し 今み 大會じ 於る 
輿 味の 中必 でを らう、 禪も フ！. 
ゲア] じして 多數^ 觸し簿 ず、 
フ！ ゲア； 反萬娠 じも大 會を颤 
かす 力がない ミす ぶなら 读 * を 
の 結末 皆 候補 奢を 

第二 一 者 邱もぉ ホを 乗を ふ 
げたが K げな 'いお 度め 人物、 乃 
まを 然思 懸けない ダ！ ク •ホ ー 
スを曳 張 おすめ がは ない、 千义 
巧 二十 年の^! テン グのお 現、 
千 九が か 四 年 民ま黨 がを じ デ！ 
ゲネスを おしむ の もこの 願 係で 
ある、 巧うな つて ホれば フ！ .ゲ 
ア； 派は 氣 脈を 遙 じて 居る 黨派 
が ホない ので 一づ不 巧で あるが 
反フ！ ゲア！ 派では ドー ズ副大 
統領を おし 得る であらう し、 好 
巧 爺の ヵン サスお 身 上院 譲 員 力 
! チ ス等じ 意外な 巧 運が 迴 つて 
來る かも 知れの、 或 ひは 巧 ホを 
滿 足せし める 爲 めには 今： a まで 
じ も 幾 巧 か 

立候補を 辭 退し 巧 じ辭し 

つ t ある ヒユ] ス 前屬務 長官 等 
が 飛 出して ホる かも 知れな い- 
これ でも 尙ほ 大會 のな 票が 暗礁 
じ乘 上げて 船が 動かない どなれ 
ば現大 統滞ク ー" ッデ氏 も髓々 
『國 家の 巧め じ』 じ 御 奉を を 承 


^ 內債申 茲み廿 倍 

〔八日】 東を 電燈巧 債中这 みは 
巧 日 二十 倍 じ 達し お 磯を 子は 
振ち 當 ょら 除かす る窜 である 
.と 0 

拿捕さ^ わ纔船 

巧み 日】々 ムナ ャブ 々西海岸 じ 
がて 拿捕され た 日本 漁船 ご潑 
賴 どは n シア 働から 遮 さ 8 の 
で 顆逐艦 沖 風、 峰 風は S 日 午 

想の 人物 ご 認める』 旨を 言して 
居る めで、 を じ 一寸 妙な 幕を 見 
せて 居る が、 巧ん とる つても 大 
統領め 選磬じ 誰が なんどる つて 
も 恐ろしい 權 力を 持つ て 居る の 
は 現 大藏長 {長で ある ィ 0 y 巧 
で、 アメリカでは i ニを 爭 ふを 
満 家で-をを、 をつ で. 

大御所 どして 興 潍の屬 闇 
寺を じ も 等しい を 置を 持つ この 
人が 『ゥン』 £ 云 はない 退を い 
かなる 娱補 者で も モノ じは なら 
3、 この 大御所が 囊じ 『フ —ゲ 
rl 巧は 大統領 £ してを 派な 人 
物 だ』 £ 賞 上げた もの iv ン V 
^^ゥ ニ ア がの選擧化議員じ對し 
白紙 お義を なて 大會じ 鶴 わ や ラ 
じした ことは、 『でう も 怪しい 氣 
がする』 と欧界 では 觀 測し 大藏 
長 宮の眞 意を 測ら 集ね て 居ら 者 
が 多い、 をれ だけ じ 候補者の 訟 



衡もお 化眞閣 どなつ て 居る ので 
あるから ホる V き大會 じフ！ ウ 
ア - — 氏が 最 巧から 優勢を 持して 
タ數を 制する ごい ふこ どは 到を 
至難で をら ぅ、 殊に 

反對 派で ぁる。 1 デ こ 

派は 间 じく フ ー グア！ じ 反對す 

る々 1 チス 、なウ キ八ス 、イン 

デ アナ 贿の ワトソン 氏 等の 勢力 
ど氣 脈を 通じ 『，々」 んな 度を じ 於 
てもフ ー ゲアー だけは 絕對じ 反 
對 する』 ど 申を せて 髓んじ 明 躍 
暗躍し V - フーゲ て！ 派の 結束を 
锐 さんと して 居る からこの 反對 



諾 する じ 巧る かも かれない、 
づれ じしても 默んま b 崖の 巧 
統領を 中* むごす る 政 巧の 動 S 
け じ 謎を 解く カン ナスの 大 を 
頭が 痛わ譯 である。 


中な 東京 偉電 (紫 ぉ巧轉 載〕 
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をが を 地が じを 化が 
の餘 出入 方法に 網ず 
する I 切の 御 諮問 じ 
應じ掛 滋漁册 貨物 速 
貸ぶ 出 化衷稅 鹏 手 煩 
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「馈蘭 西 製 ダ！ 

ソンゲア 八* ラ 

ケット 巧賣 _ 


おき 乂國 婦人 
日本人への 英 
語敎授 じは 多 
年の 經驗を 有 

^4/ 0 I レ ブス 

ンと 十五 仙 

お：！！ 朝 化 時ょ 
6 陵 化 時 迄 巧 
時 じても 宜し 
り 權 日は 一時 
よら 四時を 


操縱 、機械 お 習 

uii 寒 Itar 點乂 、電池 等を 

懇切 じを 授晝 巧兩巧 日曜 も 開校 
日本人へ はが 山 巧 專巧敎 巧ず 
Meir ち 0 至呈 Auto が h 呂 1, 133 K E.t 笠 hSi . 


十' 五 年の 歷を ある 當 校は タ 年の 
經驗ど 新 智識を 有する 敎 師を聘 
し 自勘車 
操 縱法及 
び 運 巧者 
の 修得ず 
ベき 必要 
な 機瞄的 
智識を が 
期間に し 
て 最も 能 
率を る徹 
底 的 技術 

を敎潛 し楚狀 獲得を 保証し 職業 
ロを も 罔を し i ず 0 
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▲通譯 ◊調杳 ◊_ 
◊買物 ◊其 他 何 
御 懇切 じ 御 取扱 一 
™ ま ず D 

™ A なは ン カゴ大 一 
i 卒業し 巧ホ旣 じ； 
~ 年 聊か ホ國の 事； 
ご 姐 やる ものと 信， 


お f 礼 

西 咖刪 

書 織| 

房 加り 
E 

巧 


' j が 育 商事 研究所 

所長 よ お雜雄 


A ホ國 じて 發巧 せる 
新舊の 書籍 ど雜 誌は 
御な 文 次第 敏速 じ 御 
屆け 致します。 

A を樹 注文 じ對 して 
はを 攫よ b 割引して 
差 上げます。 


化 業蹟吿 

夏季で 休業 仕が 

菓子 舖高儒 松風 軒 

岩 W . 量 h 巧. 


を 覆ず 絮巧 


養 夏ち， 

125 す Ave . N . W . Wash 量 导 D . C . 
ジ lephi F 篇 55 


成功の 秘談 
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乂國を ま 語を 話； 事 
け 成功の 第一義です 
本校には 日本人を 授 
じ 慣れた 専巧婦 A お 
師 あら 懇切 じ 會敲あ 
信义 をを 語を 敎 巧し 
ょす。 H 躍 遇 H 巧 じ 
そ 前 化 時 よら 午 お 十 
時まで 開校し 一 レツ 
スンと 十五 仙づ； 

今 H 裔 ちじ ホ梭 めれ 


日米 新聞 支局 

今废が 育ま 巧を 設置し よした 
から 騰讀 、廣吿 一' 切 左記へ， 觀 
願 ひします。 (巧 井 ホ ホ】 

4 Wes ニ 0呈 SL , Tei . H 豆を ョ y 0 這 4 


巧 論 nr 每月十 H 發巧 
雜誌 LLL 4 ぶ.！ 部十她 
1 夏 Is こ ve . N ささ rk 畳 


♦售籍 .み 雜誌 令薪闡 
縱覽 室を 開 
執務 午前 九 時 ょら 午後 五 時 迄 

紐 育 H 本人 會 

ブ で.！ ドクで ィ 一と お 五 

•電サ —クか 1 00 と U 
話サ ク八 一 00 と 一 


弊 巧は 實質 誠意 迈速 ホ義の 
基に 御 ±產 物 一式 卸 IKS 段 
で販賣 致します タ ホに 拘は 
らや 御用 命 仰せ 下さい ませ 
◎歐义 を 裸が 計。 匿 時計 一式 
◎資巧 貴を 廬 。銀製 器具} ま 
.◎を 柿 萬 年 筆。 を 銀製 鉛筆- 
◎蓄音器。 レ 3 1 ド 見本 陳則 
◎寫眞 器。 タィプラィタ ー 
◎船 切 狩。 がを 寫眞帖 繪端書 
ブロ！ ドゥ エ 1 巧と 十を 
領事館 ぉ侧雄 物と 0 お號室 

游ぶ爾 ぶ 

170 Broad 去 ay , N . Y . 呈 y 
Tel . C ミ tla 量 苦 37 夏 0 


お .脅— i _ .報- 

支那の 政局 

i 統一の 前途 遠し 

ち 那の政 時は、 巧 ホ霖が 軍の 
下野で 一先 づ大凹 四と た b、 K 
固な b て 十な を 年、 第一み 大總 
統巧义 巧の 失脚を、 おめ て 青天 
白 B 巧 •か 化 京に 赖る こご'、 なつ 
ゎ。 殘 うれた 問題な、 南 ま國找 
黨わ府 かい^ なるお 式 じがて 新 
致が を組锐 し、 いかじして 從ホ 
一 叫びつ ー ぁつた 民闽 統一の 理想 
I をち 現す るか じある。 野 じあ b 
i てげ の 政府を 非難す る こごは 極 
ーめてがあである：^^、 一巧政權を 
一遊つ て闕 政を 巧る やうに なるな 
i ら じ、 巧處じ 幾多の 脚 難 ゃ隙番 
一の ホる こどを 覺 悟し。 けれ じ；；；* 
-ら の。 これ 等の 降 壁を 除く じ、 
化 當の時 H を おする こ V 」 は、 溢 
し當が でんら う 0 

南京 國 はも 府 は、 統 一 のな 政 
府如 組織を 前提と しス不 ホ等條 
約の 撒廢 、自 も规稅 法の 樹立、 
治 巧法權 の撤賤 等を 旗が どして 
_ 今 りまで 戰 つた。 なじ L て戰ひ 
: じ 勝つ た 吸 b 、 おを 政府が これ 
等の 承認を 外國じ ホめ る こご も 
豫め覺 おしなければ ならない。 
而 かし、 巧を がを じ 留意を 要す 
る こどは、 國巧 政府が 勝利の 成 
: おを いかにして 育てる かとい ふ 
一 こごで ある、 人 も かる か （、巧 
京 政府は、 幾 ホの 異ならし 黨派 
/ し 化ら て 成な、 單じ化 伐 どい ふ 
同-の 白 的の 下に 働いて 居た 政 
お 的 集 削で をる。 おじ、 化 巧の 
怠 義を完 .ふしむ 今 H 、 彼等の 幽 
結が 依然 どして 繼纔 される もの 
でを るか どい ふこでは、 第二 段 
の 問題 どして 葛 察し；； > ければ な 
らな いので ある。- 

國民藏 政府 a 圃お黨 直系を お 
めと し、 共産系、 浙江 波、 山 西 
派、 廣西 お、 巧柬派 及びみ を黨 
ょらが. 0、 これを を 派の 外に 今 
回の 化 化 じ 偉 巧を 樹て た^で 祥 
一波、 山 西 巧の 閣錫山 一 配の 强 
いを 力が ゎる。 國民黨 はお か 石 
將 軍に 化 ^ て 統帥 クれ 、鶴 巧祥 
展び閣 錫 山 ど 化 巧の 巧 動を 共 じ 
したので あるが、 巧 じ 共 產黨系 
の 政 客 か 贈 中飛 耀 （て、 兎 もす 
れば武 雄 政府を 組織 せんごし、 
漢 ロ、 衔 巧、 嘴を、 をく は濟南 
等に 排が盛 脚を 化して 當 しめら 
れつ、、 をる おか 巧 氏は、 一々 に 
於て な大 をを 携 へ、 勞農 n レア 
じを 接な 爛 おを 持つ 媽モ 祥の势 
力 伸長を 妨 C べき 位廣 にある。 

而 かもを の 一方 じがて、 閒錫山 
お 軍け 化み の 北京 巧を じ 隙し、 
獨玉祥 じ 裳 切られて 危くホ 脚せ 
ん ごした 細 係 もみる ので、 雨將 
軍の 調和に 巧ても、 操 帥 おかお 
は タ大の 巧 力を 必娶 ごして 居る 

化 巧 そ 面ょ 6 達しつ i ある 坡 
道は、 旣じ脚 錫 山對媽 玉が 將お 
の 反目を 傅へ、 をら じ 獨ど蔣 ご 
の お 立は お 京對武 凍の 內 巧な 目 
とな h 、 がか お將 巧が 頗 ぶる 窮 
化に 陷 つて 居る こど. V 暗 水して 
居る。 國は黨 -个統 ■の 寅を 引い 
て 一な 引退し じがを は、 がを を 
驅逐を 化け どして がを し、 をの 
政治的を 命を 锥 かじち へつ、 あ 
つた 化 伐 も、 巧に 一段を を吿げ 


た 今 目 ごして、 蔣 氏は をの 政 お 
じ掛 する 絶 勘を の 機會 にが 面し 
て おる、 のみ。 らや巧 お 事件に 
就て け あがの。 巧者 どして n 本 
ど 巧 街し じ < ては U ら U い蔣氏 
の 位 混は、 H 本の 認解 どを なを 
得 U い 化ら、 到底 自國 政が の統 


一を 計ら 得.：：* い位昭 にも わ b 、 
眞に 同情に 化ず るか、 膊 にじし 
て、 巧し この 危粮 を脫化 f る i :* 
らば、 ぞ那 がー 妨 前を も 秘めて 
が留 である。 産みの 巧し みを 知 
る 我等は、 遙か にお 巧の 谜 がを 
祈らざる を 得 じい。 


社外 船の 罷業は 

仲裁人 會議 一巧^ 

爭 議擴大 >し て 一千 隻； 五 方 人に 
なぶ h 停船 數は 二百 隻に 及ぶ 

東京 特電 セ 曰を n が 外 船の が 員 巧 諮は 愈々 船 大して、 紐を 側 
U 1 千變 ぶで 人に 罷業が みを 下して ニむ 隻は 旣に罷 策を 巧 巧し 
停船 タ^ -- >て 關巧海 映の 如き 化 巧 的 難なる 爲 め、 遞信 省で U 干 
'渉を 準瞄 中で ぁつたが 遂にが々 合意の ト互 じ忡 な A を擧げ てが 
衝 ずる こご i ;, ょ b 船員 侧は袍 がが 太郞 、かしを 廓營察 部長を、 
船 ま 側は 最 がが がを ホ 化と 己 郎の兩 氏を 椎薦 しじが、 後 じ ま 
b て ト巧龜 之 助 •おお 巧太那 氏に 變 化した' 審巧 長は ホ 塚大阪 
遞信埼 おを 推 騰の 模巧 e ムる •か、 がく も 小が 模の 船會 社は 單獨 
を 渉で 組を 側 どか 赔に箸 手し お 並み 乳い つ/' あるがず 證のお 背 
糸 W では 獨ら 社外 船 もみ。 k や 社 船 じら 波 度す る虜れ がわる ご 


ホ 上 B 銀總 裁の 意見 

利 下斷巧 期と 金解禁 實現 

■此下 ザ 期 じは ホ 下 巧 能で あるが 
金解禁は まだ 四 五 かを 嬰すべし 


0^ 緩 裁 井上準之助 をは 
現下の お 融界界 諸問題 じつき、 
左の かく 語つ たど 蹲 へられて 居 
る。 即ち' 『恃别 識述擦 額が 六 億 
八 千万 圓 あくじち 上つ て、 豫を 
ょら 增 額され たのは、 當が特 則 
離通をし；^い つもらだつた 1 、 
ニの 銀 わじを の 整理が 績の ため 
颜通 する こご じな つた、 めでを 
.る。 かくの か く 特融 額 か 多 おじ 
上つ た 上は、 一般 じ 憂 へられ 
てなる 如く、 確か じ 通貨 膨脹め 
懸念は ある。 をして をれ ら 固を 
貸しの ためじ ロ 銀が 兌换 なの 出 
入の 自由を 制限され て ゐるご 云 
ふ 意が じ わぃて、 通貨 統制 力を 
を 失つ たこ どは 事實 でんる。 を 
こで n 銀は 昨年 置 巧な ホ、 ご 一な 
圓 のを 橫を賣 出して 通貨 膨脹を 
ホ然じ 防いで ゐ る。 をして 今後 
もな ほお 巧 得る 限らは を 價賣出 
しを 續巧 する。 をれ がた めじ 日 
おは 今後を 債を 擔化 ごする 

'貸 出 の 要 ホが ぁつても、 
金利を 上げた 貸出しを 必を S 內 
じ 制限し 得る ので ある。 即も H 
銀の 金利政策 遂 巧には、 何ら 支 

隙の ない こ-一^! なる。 か ) て 

通貨 膨聪を ふせ r ご i もじ、 特 
别融 姐の 巧收を 急ぃで 固を 貸し 
を 整 巧し なければ なら «0 しか 
しこむ け 被 融迪銀 巧の 返還 能力 
如 巧 じょる こ VJ 至大で、 十 年々 
賦 償還と つて 在るな 上、 四 あ 
年 か i つてを の 半額 も 巧 化さい 
れば 好成績で あらう。 を こで 摄 
近 この 特融を 擲 お、 興 銀に 肩替 
b を させて、 n 銀の 固ぶ 貸 整理 
を 化 進 * やう VJ いふ 案 も わるが 
現狀 のま \ これを 勸 銀、 巧 銀に 
I 巧替ら させ やう ご 云 ふこ どは、 
不可 化な 脚 題で ある。 即 も被融 
通 銀 わが H が じ 

擔；^ ご して ゐる不 動虚； 

、を 惜韶 巧な b で おおじ 勸が 


輿 銀 じを 渉して 惜 入れを を じし 
そむを なつて 日銀 じ 返金す る。 
ら は、 實現 性が ある。 がし 勸銀 
興 銀が をれ を 承諾す るかを かは 
疑閲 でぁる。 榜融 損失 巧を 委員 
會な いつ 出 ホる か、 今み ところ 
ではは つき b して ゐ ない。 損失 
かぶを 急ぐ のは、 當 面の 問題 ど 
— ^ ては 臺灣 飄資 だを である。 を 
の 損失 補償のを 懷 も、 比 軟的短 
巧の もみを 希聲 されて 活 るが、 
をれ：： f 可' 能' 性が ある ど 思 ふ。 今 
後の 一般 金利の 趨勢は、 ボ中銀 
巧 もこの 下半期に 利 下を 斷 巧せ 
ねばなる まい。 H 銀は ホ 中が 利 
下げしても 利 でげ をす る 樣なこ 
とはなぃ。 爲替が 最近 支那 問題 
のた めじ 瀑 落して ゐ るが 、今後 

爲替 はこれ な 上 崩れる 樣 
な こどは あるょ いし、 むー ろ网 
巧す る ホが 自然で ある。 巧ん£ 
なれば、 貿易 虎ち 年々 改善され 
て圃際 貸借は 段々 巧 < なる 一み 
で 爲替の 根を じは 强 が 巧が 橫溢 
して ゐ るので ある。 化つ てを 解 
禁 問題 も 爲替の 崩落 じょつ て、 
さまたげられる こごは ない。 巧 
しを 弼禁 を斷 むする じは、 日銀 
の 固定 雙 整理が 十を じ 目鼻が っ 
いて & なければ、 まだ 四、 あ 年 
はか： る だら ぅ。 財 巧の 前途 も 
これからは 追々 巧くなる だら ぅ 
踐跌 しね 銀 巧、 華業會 社の 整理 
も】 段落して、 ずの ごころ をれ 
等が 營業 能力を 回な する こ < を 
巧つ ばから ごな つて 居る。 勿論 
新规 事業が 急に 勃發 して （る ど 
も 思へ ぬが、 財が の 前途は お々 
_ し好轉 ずる もの ど 巧て 間違 ひは 
ない。 


東電 外債 

當地 市場 賣 化し 

まま 特電 セ日豬 n おを 電燈の 
外債を 取 寄せれば、 巧 替關係 


で 六 か 四 嘘の 利姻 b じなる ど 
いふので 阳地 投資を も頻 h じ 
を 指を 動かして 居る。 

別項 巧 報の おみ 带燈會 社の 外債 
は旣 報した かく 営 化では* キヤ ラ 
ンブ ー 巧を 引を 离と千 巧 巧は を 
愈 まる 木曜 H を W つて ホ 巧じ賣 
出された。 期限は で 化 百 二十 八 
年み 巧 十五 H ょ b 千 化 巧 五十一 ニ 
年 六 巧 十五 H じ まる もので、 ァ 
メリ-力 巧 堤の 外英國 はホヮ キト 
ホ！ グ信巧 及び ラ ザ ー ド 巧弟荫 
會の 則を 髙六 千万 バゥンド 、 U 
本で ゴ 一二 井 及びを 田 銀 巧 引を け 
擦額？1爲替-し'換算して 一 億ニ千 
巧 八 万化 千 二な 五十 巧、 年利 六 
を、 お 地での お 憤は 賣 出し 九十 
ホ 五十 他、 利 廻ら 六を 八 厘の 見 
當 ，-」、 斯 かるち 巧の 電力を 債は 
內述 ミ外國 たるを 問は ず 當化巿 
壤 ではが めての こど i して 注目 
され' て 居る。 ■ 


郵賠 十と 億 突破 

ま 京 特電 ± 曰發 n おち 十五 
現が 觀便 がをは 十と 億 一二 千 ニ' 百 
巧圓に 達し だ。 

五月の 對支賓 易 

東京 特電 セ日發 n 五 巧 中 じが 
ける 動乱の お ま 貿易け 輸 おは 四 
千と なと 十八 圆 で、 輸入 ニ 千 八 
巧 九十 S 万化 千圓 、差 引出 超は 
は 千 八 巧 八十 四 巧 一千 圓 である 

日本 橡式 相場 表 

〔大吸 藤本 ビ八ブ 0 !々 1 銀 
巧發〕 巧を 相 壌 〔單 位圓〕 

六 巧 四日 みち A 日 

まを お數 .堯 •00 を •呈 
大 扱指數 ニな 爱 ニク さ 
策 京電燈 •竜る 0 き •琶 
大同 電力 《0 ■畳 ぺ V 置 
東 巧 電力 奚も 0 を 主 0 
大 H 本 製糖 空 •一宝 を •さ. 
王子 製紙 ニク 夏 ニで 呂 
を 巧 モス ブン異 •呂 至 •盖 
日本 ビ！ グ 一国 T ま 51* ま 

日淸 製粉 を •夏 凳 •ま 

淺巧 セメント 巧ち 五 八 0 •愛 
H 本 石 独 夷 *10 を io 
東を 瓦斯 ま 又 0 ち *-10 
日本 人造肥料 至 •八 0 ■養 ，10 
乂お 礦業 五？* 呂 ぶで 爱 


尋れ人 

(福 岡縣 人). 稻永國 ホが 
を 永 慶藏持 山 芳太郞 古川 
正彥ホ h 幸藏石 松節朗 
渡邊篤 寶が留 をち 川 新 吾 
山野 修 '平 井 化 貫 造酒 雄 
貫 造太郞 古家 武雄柴 巧 善 

(愛媛 縣 人) 橫旧常 吉事 常 治 
か 座 宮么肋 

(鳥 取縣 人) 木が 薰信 ■ 

{長 野縣 人} 获 巧ず 人 
近 お 玉 一 

(乂阪 巧) 泉を 义么助 
(麗島 縣ん) 中が お ニ 
(山形 縣 人) 齋院辰 雄 

をの まじ 通知を 度き 儀ち 么 
候 間 本人 おくは 知人ょ b 現 
化 所 卸 逆 知 願 上 お 

紐 育を 國 総領事 舘 

1 苦ず S をぶ New ジ rk 曰な 








巧み 巧 
£目了 四十 四 
巧 目 T 五十 四 


TOYO RWAN 

41 E. 1 が h St, 

Bsl B'w 巧 & が It む e. 
Te!. A! が nquin が 88 


DA 氏 UMA 

781- お h A 化 . 
lei. Bryan け 側 


SHOWA 

53 We が 105 St., 
TeL Clarkson 0981 


The Tokyo Go. 

140 W . 巧 化 化 
lew York City 
Te しむ afaig が お 巧 


S.KUWAYAMAGO. 

1 ME ： •巧 比 St. 
New York City 

Phone. R 巧即 t 化巧 


W お g H お g Low 

卽 inese Iksia か ant 
^OOBSva^ N.Y.City 


Quang Gan Lowj Beem Nom Low | 

Chine な II が taurant i 474- か h Ave. ! 

112 W . 巧 tfl . 化 Cib Bet •が th- 2 お h St. 


City Hall Tea Garden 

170 NasMui St* City 
Next to the Tribune BMg 
し oo Lin Manager 



340 W. 5 か h み . 

Telephone: 
Columbus 8882 


( 赌 H • 水） 司壽ぉ 


College Inn 
3 巧 日む oadw 巧 
B お . 巧 3rii & 124 相 Sts. 
Tei. M 叩 lingsi お 7 が 9 

巧 ミ , 息 

^ 旨 强挪 マ ^ 

午 午埋辦 ィぶ 
前 載 良 春 ± 

^ 4- 巧旋 


SUN HANG FA 艮 

2Ufl ぶ h&ve. B お . 12 が h&l 巧 ih なん 
Tel. Morningsi おが 巧 

: ク王希 何 蹲 音を T で 料諾麟 + 

す マ 、上を しにへ 目 讚 理君前 本ぶ じ 支 
。ィ 曰ま繁 ては ばのと をのを 樓觀那 
、繼 す々 居 剌盧チ 街 差 墙攘料 追 或 
寒は。 御 まるぐ ャの 上がつ 理 ^ を J 
捲 霞 光す 程 R プ なげにで 人 を單 
が 頭 巧。 好ぶ スニま 適 日歓イ fc 
あ、 の 評人ィ 十す す本廳 a- 
もシ釋 を 諸と 六の る 人が 


KI 脱 Y0 & 巧 T SHOP 

IMPORTER OF 

GOLDFISH & BIRDS 
〇 

動 其 力 各 
物^ 十 種 

一 鳥リ金 
切 k ャ魚 


庵 桂 米 目 



お East 29 化 化け } 
Tel. Lexington 5727 


IKUINE 

Fiotci & Kcstayra 打 t 

313 W.8 が h Si. お w む rk 
Te しむ hu か! ■巧 巧 
Gable Ad かが s IK 山 NE 


SUMMER 

PALACE 

741-8 ホむ もがが 化 化 
NEW YORK 

即帅 e Longac 巧 5084 


KATAG 刪邮 0 で 

224 に 59 比 St. 
New York Gty 

Te し Re がが お邮 -34 が 


DANCING 

411 W.l 巧 比 St. 

Tel. Cathedral 4408 Apt. 3 


Koike Studio 

730 F が 化 Ave. 
Cor. 57 比 St. 
Tel. Circle 4406 


Kawasoye Hote! 

1 巧 W な i123nUtreet. 
Tei. 化 rningsi わ 71M 


御 

旅 

館 


河 


號 九十 おな 四千 一 第 


规 ] [ で 巧 或 } 说 tt 的で ® im を 巧 【円 願と 


n 九月 六 年 H が昭 


三ン 

iriiiti 




ずを 燒 
ホ じ 御料 巧 



高等 御旅館 

東泮縮 

會應 御料 埋 



御 料理 造し 


ホ じ 下宿 


太 陽 


壽司每 目 あちまず 


日本 食料品 額み び 雜貨類 卸小賣 i 

ホ 之 索 大賣棚 桑 山廊會 > 

i 

新刊 書籍 雑誌 小閒物 日用 晶 を 種 I 


巧 夕九路 をを 業 

い— メ 1 グァ ドレス 〔年 一茫 

曰よ お貨巧 東京 商會 

香箱 巧な 巧 贷グ ー.4 自 巧の 巧 ぁ b 
トク ンク巧 b まず 


k , 


美 ホ じして 清 巧 

S 品南樓 

午前 十 時 jb 


午前 六 時まで 


30 ? Hr 

货な 


皆樣 の御嗜 巧に 適 ふ 
揉な 美味の 御 巧 巧を 

習趁穫 

致します から 績 々御 
ホ ホを 願 ひます 


S 永興樓 

腐 揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本人 諸君の 嗜好 
じ 適ず る 巧 理を差 上 
よす。 朝 一二 時を 開店 
(なサ 五 T 目 サブ 
停車 おの 下) 


ま 那巧理 

带廳 茶園 

司 理入度 蓮 
出勤の 方には まな 
の 巧 便利 じ 癖へ 巧 
間食 席の 御用 じ應 
乎 V く お 間 巧卒巧 
不變わ 引 立 顔 巧な 
紙上 御 案 巧 申 上 お 


周 鹽閑淸 、を氣 巧が 

邦人 お樂巧 自巧亭 


58 ご nds St . 历 rQoklyn . N . Y . 
Tel . Triangle 74 な 


▲淸 巧、 親切 > 氣樂 ==兰錶マ 

勢州舘 

伊勢 事 佐 久强を 作 
援5 E . 5 寅 h Str ま t 
Tel . す 巧 nt w 這 9 

器 西 旅館 

江川 作 一 

薑で S ニ 置 Street , 

ジ L S 妄 Vi こ 351 


一力 旅舘 なめ 

1 帝國 旅館— 

146 さ-萬 th 資. を こ 夏‘ 
ジ L MUS ち ehamia ミ 10 

紐 育 旅館 H ホち— 

東 四十 T 目 ニ 四 ニ 蚕 
Tei . Caiedcnia 苦 之 


ボストン ホ 

富 ± 旅 舘大浦 末 お 

妄 WQist 马 St . Bosi ミ Mass . 
ぎ B . B . 金75 


住み 必 地ょ き淸 潔なる 室 

御 下宿 松林 好か 

1 是 L 男 ington か ve . 

吾 Mad - ざ 這 21 


費府 御旅 鑛 
桑山淸 五郎 

さ 8 Mouth 9 th 与呈 iadel 吾 ia pa . 
ジ一 Wainu ニ 231 


洗 設髓な 善、 腕 利の 
W 嘘鹏- 巧理乂 、調理は- 
私 S と 本人 向き 

^ け .§ 

が 1 W 

L 化；！ 

涌 刷：^ 

T 


§鱗李 園 

御龙 ホを 待つ て 
夏 h / まず 


ホ 上 金魚 店 

918 Sixth Ave . •す W ジ rk 暑. 

さ— 妄己 e ちち 


覺話 プラィア ント 

八 0 と 化 1 八 八と 一二 

新 I 則 特長 

が 育 お 巧 四十 四 T 目 
ニニ 1】 一八を ニ 一階) 
支配人 巧 中 ま 雄 


ま 店 

1 石 Clarion 三 S . すき 三. 一. 
Tel . 置 ミー ニさ呈 
まを 吉 rs . F . K .ジを 


媛の 滿燒 おいしい 锁烧 

會席御 巧 現 

晝 食は 乂廣へ 

げ喀荫 巧 萬が 大勉强 


割烹 並に 御旅 舘 

，ニム 替 佐 野 

^ 兄弟 

が 育 ホ 西 八十 八 T 目 一二 一 一二 
電話 ス々 イブ— と A ニニ 


高等 御旅 舘 

昭 和 

會龐御 料理 


新開 業 

腕利きの 巧理 人が 日本人 諸君の 嗜好 じ 適 
すを 料理を 差 上げます 

Is . 和 園 

芝居の 前、 芝居 歸らの 御 集ち じ 最も 適當 
の 窺 巧です 是非 御 巧 負 じ 願 ひます 



木 白 及 龜甲萬 印 庫 元を と， 3 

舊が isi お 入 ng 極上* LU ザ 

日本 米 難 食 巧 轟 ii 懿 iSS 

巧 田 替油巧 式會社 東部 一手 賣搁店 

日本 食料品商 會 


紐 育 唯一の 日本 旨貨店 

片桐 兄弟 商會 

スマ ドン •プリ ダク ツ I ず 眼賣元 


第五 街と 一二 0 

へ クシ ヤ— 

ビグ ゲング 內 

小 池 寫眞舘 

電話 サ ー クグ - 
四 四 0 ホ 


舞踏 f i 

▼社を ダンス ▲ 
▼表情 体操 A 

了 寧 
親切 

朝 十が 3, お 十一 時 
シャリフ •タン シ 

ング 師範 拳 校 卒業 

上 杉 タマ 


眞 面目なる 求職 同胞 じ確實 
なる 嚴 業を 罔旋す 

宮川 事務所 

紐 育 巧 西 四十 ニ T 目な か 一' を 


電 

話 


ブク ィアン ト 


i 


煎餅 卸、 小賣 
を 腐油揚 
日本 食料品 一切 

scsr ちの Rln 巧广 pke CO - 
■巧 8 ニ h 置 Ave ._ 
TeLPIala 岩 ニ ‘ 

ロスアンゼルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

ニ^^な ジロ すな3 St -, Us 昏巧|男 - GaL 


シャトル 市 

NP 旅舘 

W 06- を f A さ. SP Seattle , wtt を- 

停革琪 前を を ご IT ぶ 側 ホ 階を 
H 本 巧 船 切符 取扱 波戶場 送迎 

商業 原 巧中必 、摄 領事 お、 H 本 
郵船 其 化 あ 巧 大會社 巧き お 巧 

桑 港 ホ テ A 

純 日本を (時 別間 ぁち) 

御 一報み 第 宫動单 御 ぉ迎申 上ち 

Cali す ミ ia 巧こ ジ 3 で aticis 呂 - calif . 

み 巧 ル 1 ミ、 ーグ 

ち 07 3 rd 4さ- Bet .基 & 夏 th Streets 
Tele 言 ne Re 量芸 27 




日本 理髮 舘淸 

西 四十！ ニ 了 目な 番地 二 r 自ホ室 号 

タ ダブ フロア (第 お街ゴ 四十 HT 目ち) 

日本 散髮屋 論 

五ケ 年間 中が 氏 ど 共 じ 就業。‘ 


ジヤ 


ン 


31 W •式す St . N . ごさ 
ぞ产 colibus Ave . £ C 呈す al す rk West 


I I I ' I - - — . I I. 1> mu ■ こ - I — 1 - i.11 1 • ■■■111/ 

I 節 モ姬フ y ス n へ 

i 米 鹽驅逐 艦に 護衛され て 到着 

I おげ 化に おじて I 加 朝のを に轨 きし 郎米全 權大化 化 ホ恒雄 氏ょ 
- ら紙領 お 化 巧 內山靖 にじが て 水な ぶ お々 ぶじ 對—御 懇電巧 謝の 
~ をを 巧 ふる ご 共 じが 巧： ii じ 的し 左の メッセ ー ジを傅 達した。 
货化を位ょりずパたる御愁情に街し家族 一 ^^戚謝し居る诗御 
傅を とふ。 

サンフランシスコ 特軍 六日 發 n 化 平 大使 夫妻ぶ びみ 嫂 節モ姬 
j は 五 U 午 削 九 S ォバ ー ランド •リ ミッ ブッ ドで 無事 桑 港 じ 着い 
たか、 を 中ォ！ クラン ドからは ホ 國顆逐 艦 巧と 號が 誰衛の 任じ 
當 つた。 大 化は 碁を を ジャパン •ソサ 3 テ— ま 催の ァレ キ ナン 
ダー 氏ピ ー ド モントの 邸に めげ る 午餐 會に瞄 み 大使 夫人 ご 節 子 
姬 ごは 自助が で W 巧ぶ び 近郊の お ホを。 した。 巧 じ 入-- ザ 田を 
j 巧總锁 ホは 火 化の ためじ 晚餐會 を 開きを な 子、 巧ロ耐 夫人を 始 
一め タ數 <3 日本人は、 フェァモント •ホ テ ホ じ 大使 夫人ぶ ぴ節子 
I 姬を おいた。 化半大 化は 『蛮 幫は 兎に 巧 お ま U 赐暇 歸朔で ゎる 
一た めな まつじ 暇と ひの おがず るを 得。 いがが 米中 哉ち のが 意を 
I 深く 感謝す る』 と 語つ た。 

! 太平洋 橫斷の 第一 機は 

I 八 時間し か 飛べ S 

致命的 缺 隅が 曝露し 本年度の 
一 飛 巧は 絶望ら しい ー 日本 あ 信 

を 機を をケ おじ 輸送 せんごし 


た荫 前軍 必ど 

浮揚 力 の中必 おに 誤 露を 
發 をし、 應 急ぶ どして 犀が の 中 
じと 十キ 曰の 鉛を が b がけ、 僅 
じ 試験 飛 巧を 巧 はん どして 居る 


兜漢 、首相 か 襲 ふ. 品 

短刀を ムリ かざし 瞻 殺を をつ 

出 中 首相は 八日 朝 宇都 宮の政 友 會大會 じ 臨 おみ わめ 上野 驛を 
發 せんごす る 前、 突然 班 集の 中ょ ち 一名の 兜漢 おび おし 短 巧を 
擬 して 首相を 襲つ たが 取 b 巧 へられれ。 化 人は 靜飼縣 藤な 晒の 
岡が お 吾 ご 一が) どが 明した。 この 騒ぎの ためが 井化議 十、 刑事 
一名は 負傷して 一時は 仲々 山 化 雜を呈 した。 I 


I 米 療橫斷 飛れ 機 サゥ ザ） ン《 

I ク 。ス號 がが 畦を 捣 ホし 一氣フ 
i ネジ島 じ機斷 した ごい ふ 化が _ か 
I 辛. つじ 巧 も 巧、 日本からの 近 信 
I はわ： & 威の 太 ホ 洋横斷 じがぶ る 
I 悲 おす べき 報を 博へ て 巧る。 凹 

I も . 

I 太平洋 橫斷飛 巧の 第. を 
; 機は 神 戶川西 おが 所でを おト急 
; ぎつ； をつ むが、 發 動機 IBM 
ホけ 瑪 力) が 化を 局の 檢査な 
一格 巧を もじ 焼 ホ*'- 取ら 巧け 化ト 
: 試 违稱の 結萊を 巧の 成 儀を 示 じ 
i たので、 五 巧 十； n を巧ヶ 巧が 
一巧 據 じがが 输 をした ごころ •か、 
一川 两致作 所に お 巧 中の 大阪遞 信 
! 風 西 川が を 官が遞 信ぶ にもたら 
I し レ實化 じついての 計算に ょる 
一 V 」 憐 ホの あ 必 おその 化に 重大む 
j 過誤を 幾： R し、 つ ひじ 村 機のを 
I 命 的缺陷 にお 面すを じいた つた 
即ち 一巧 機に 對 ず &脚 n 巧師の 
; 最初の 

" にょわば、 を備重 
塵 五 トン 五' ダソ 9 ン 掠 載最 一二 
i トン 四、 化 績が巧 か 間 四十 六 時 
間、 化 結が 巧が 離 八 千 三十 五キ 
一口 ごい ふので あるが、 を 刪 所に 
不備^ 挪をお 見 I て 修正の 結 取 
; 現 化で はるをと 見ら むらを 備雷 
賠 ：； M ニト ''を 限は ごィ るまで じ 
I 引： ト げられ、 巧動槐 冷が 水と 十 
M ニキ 0 、 潤淋細 (發 動機 两 じ 入 
; いるもの】 六キ 。、乘 員 一二 名を 
h 一村 十*"、 が備 W 十キ 0 U ど 
一-を . 

I .. 

弓 ^ ご 結局 か ソリン お 
^ ょび潤滑她はと时十吉 キ n «上 
; はが おする： ごは 不可能 どなつ-* 

一 じ巧榜 である。 卯も践 動機は I 
時間 約と 十キ 0 をが をず るので 
八 時間 內外 のが 線 力し かむ いこ 
ご！^^、 太平げ横锁巧け用ご 
して はん ま b じ豫 側— む 設計 ご 
の 開きが 大きい のに 遞信 巧では 
驚いて むる。 化賴 飛け お 離 八 時 
間 ごいへ ば、 およを 遊グ沛 から 一 
九州 大 がに まる 化 おの 所要 時閒 
しがが ベの わけで、 川 巧 伽では 


が、 試験 飛 巧の おおは 目下 製作 
中の 横 謝 督巧機 (禪號 ) の 運命を 
も 決する もの どし、 關孫 方面の 
姓 目を おいて 居る。 尙ほ遞 信 省 
が 空 扇では 今のところ 八畴閒 0 
上の 耐を証 呪 裏は ド阳し U い模 
橫 である 


肉禪火 佐-こ 

劍 劇の 遠山 


9 ゥッドで 一灑 『日本のを 媛』 
に U つて 居を 劍劇 俳慶 遠山 滿巧 
が 旧' も 雄の お 子) が 曾つ て 陸軍 
の 上等兵で ぁつた 緣 故を 賴； 'て 
数年 前 渡 草で 旗 上げを する 際， 
蝶が 火を を 巧れ て、 どぅか 是非 
，なに ふさわし いものを 書ぅ 卸し 
て 巧きたい ミ 懇請した 。大佐け 
請は る J ま I じ 巧俠的 じ 自著 の 
『肉 彈 J をニ惹 ものに 脚色して 一 
巧 限 6 が 巧の 許可を 輿へ たこ ご 
か ぁる。 を 山 おら 深く 大佐の 恩 
義じ戚 じて、 絕府 かもを 港まで 
乂 をを 出 迎 へた ごい ふ。 遠ぶ ち 
は 化 後八ブ ゥッドの チヤ プリン 
や フユ ャ パンクの 推薦を 受け、 
或 U は リ ウッドの 名 媛' ぃ劍剧 
の 總見じ 出掛け ク J どい ふ 大人 氣 
を 巧した が、 映 蕾 巧の ち 藍督ゲ 
;、 — グ 替じ留 i れて化 月から 八 


迸 間 新が もの‘〜 よ 役 じ おする 契 
約が 成立. したを うだ。 ソコデ 大 
佐は 東 巧 前 遠 も 若 じを つて 作の 
精神、 作の 大 網を ょく 取ち 調べ 
て もどから 閒 題む どを 起さない 
用意を する 巧 じど 細かい 注意を 
を 典へ たどい ふこ どで ある。 

もの 言 ふ 人 おが— 

店員で 應對 

連鎖店の 新 計 劃 

いかじ 巧 學が進 ホした 世の中 
ミは 云 ひ 乍ら 

巧 員 じ 巧つ て 人形 •かわ 客 
さんじ 品物を、 ま 孤し^ た 上 じ 
『あ 難う』 と 人聲を おす どい ふ噓 
の やうむ 眞赏の 話が わる。 この 
生きむ 人形を 化 用す るのは、 今 
巧 資本金； 一千 五な 巧 弗で ゥォ ー 

八 街 や、 ユナ キテブ ド •ンダ 1 
會 社が お 資する 連鑛な コン ソブ 

デ 1 テツ ト •マ— チヤン タ ィシ 

ング 組を で、 この 入 形さん は、 
『。ボット』 VJ 呼び 凉 内を 地で 使 
用され て 居チユ ー ィ -ング •ガム 
が 紙 類、 体 費 計算器を の 他ス。 
ット •マシン 類の 觀遣業 等の 組 
をに 參 加し 心-;: 

.電氣 化 掛けで-一の n ボッ 
トを 製造 試驗 中で あつて、 を 成 
の よ はわ 客さん がュ キン' を投中 
れば 釣錢も おす、 觀禮も 云 ふ i 
いふ 人形 賣子 e 商 買を する 譯で 


がる。 み 論 この 人 おさんは 蓄音 
磯の 化 巧け でものを 言 ふので あ 
るが、 流石は アメリカ だけに 思 
ひが たこ どを する もの だ。 

飢 健の 哀願 やら . 

排曰貨 やら 

忙 がしい 支那 街 

昨今の ま册 街、 排目貨 じ巧奔 
I して 居る まが 街は 每日每 晚國お 


感也 さ；；， て 居る が 

排 H 貨 もさる.* Vf 乍ら 戰乱じ 
見舞 はれた まが 本 止 じは 亂饿 
じ頻 する 同胞が 數巧巧 人に 及 
ぶ ど あ 6 て アメリカ 敎會 同盟 
等 じ哀顧 I 廣く アメリカの 社 
をから 義金を 募る こど じむ 勺 
て 居る ので 

まる 水曜 H こ n 等，'? 乂人 委質會 
ホ 獲で 支が 人の 小學 生や 靑 年が 
巧 巧で ボ廳じ ウオ^々！ I 巧 長 
を訪 間、 巧 長は 劇に ょ b 如才な 
く ミ 抓 領事の 息子を 抱いて 竊眞 
じ ポーズ し。 義金に 摄 つて 應慕 
する やぅ 巧 K じ激剛 し、 義金を 
哀願し な 手紙を 添へ た 風船 玉 約 
一千 伽を をに かち、 敎會 同盟 側 
からは‘キ ュ 9ッ ク巧±等：^,ぉ說 
した。 當 B のが 巧 旗は い ヴれも 
靑ぞ 白日 巧で あるので 不審を 抱 


をく 活動 寫眞じ 出が I 黨ち 志の 排 H 貨溃說 が ぁる 外 所 
挪她 中の 陸軍 新聞 巧長棵 ホ 大詔 排り貨 示威 巧 列なる もの お 巧 
佐は 武ん じして 文ん を 兼の ろが I はれて 異常のに ぎは ひを 星し 流 
しい お灌 S ホまで わるが、 巧 今 j 巧は 實博 上手。 閣人 だけ わる ご 




き、 米ん 記者が 邸 事 じ 訊す ご 
『巧々 は靑天 白日 旗を は國の 
巧 旗 ど 認めて 居る からです』 
ど アッす リ片附 けた 化な。 支那 
街の 民菌人 もこの 巧排 B 貨、 戰 
费黨集 等に 騷 ぐょ らも 先 づ自國 
の 飢罐を 救 ふ 方が 資策 だら ぅ。 

奇拔な 自殺 

自製の 死刑 臺で 

當地じ 住 わ ォット •ウエキ グ 
ト 巧ぶ 素人の 電氣 技手は 自 をの 
手で 造つ た電氣 死刑 裏で 死 0 ご 
いふ 最も 最新式；；^々 法に がて 旨 
殺を 遂げた。 ‘ ’ 
彼は バス* グ ー , ムに 食堂 用の 
大椅モ を 置いて 兩側 じは メタ 


二日て 大陸 橫斷 

鳥人 タン ド パ] グ 大佐を 計 劃 
課長 ごし 窺 車 ど 飛 巧 磯で 連絡 
の 上 現在 五 H を 要する 大 嗟を 
二日で 橫斷 する 計 劃は 大を自 
身 この 爲めホ 遇 カリ フォグ 三 
ァ 州に 飛 巧し 一昨 H 當 化に 歸 
着した がタみ 本年と 巧 じは 着 
手す る是 込みが 立 も ベンと サ 
ンタ フキ 線が 飛む 機會 社を 提 
携 する 尝 である。 


グで 手を 縛る 樣じ化 巧け 電流 
を これ ょら 通ず る樣 じした が 
が ほ 要む のた めじべ ー スメ ン 
トの 箱に フユ— ズを 履き 水を 
をいで 電流を 强 くした 上 
恰 かも 死刑 犯人の 如 （自ら 樹モ 
に 坐し スゥ キ ッナを ひねつた 上 
立派 じ 自殺し 化。 妻 どす 供は を 
のが 活動 寫眞 から 歸を後 これを 
を 見した のでを るが、 巧 因は ず 
健康の わめ だ ご n シカゴと 日發 

老馬セ 十 頭を 

東京で 表彰 

乃 木 大將の 愛 おも 出る 
東京な 信じ 化れ はぶ 國 大使館 
お 武官 大をバ ー 子ット 夫人 等が 
中必 ご なつて 動频 愛護の 活動を 
つぐけ て 居る H ネ 人道 會 では、 
去 巧 二十 八 H のを 讓週 間中 代々 
木 練を 場で 東京 おおょび 巿の後 
援の 下に 太禮 がな 勞お大 展覽會 
を 開い じが、 この 催しは 東を 巧 
わよ びが 下 じ わける 乘 おや、 馬 
車 お 中で 永年 ま 人 じ 忠勤を 勵ん 
できり 老揭の 中から を彰じ 潰す 


る、 もつ ども 善な；；* もみを、 
燕 查選拔 してを 彰し 併せて おを 
を进 した 引モ や、 飼 まを もを 彰 
し、 會 一を じを 藤 お 平氏、 巧爭長 
じがず 俊 子 ホ 人を がし、 を 岡 中 
胳 、ち 崎 巧 雄 氏 ぉょび タ おの 婦 
人、 ホ學ホ ぉょび 東京 巧 聯を少 
年 踏 員ら 參 加した。 勞 馬の 審査 
はお 匹菩產 組合 聯を 會の静 部が 
豫選 せる ニ 巧 頭の 核 補 馬を 巧々 
木 練を 瘍 で、 111 H じ 豆たら 審査 


慶大 軍 化 巧 

シカ n 巧を ホ發 

シカゴ 特電 セ日發 n シホゴ 
大をど 昨日 試を する ため 當化 
じ滯巧 中で あつた 慶大 野が 劇 
は 生が くの 降雨で 試合 も お ホ 
ず 昨 巧 シア トグじ 向けて お發 
した 0 


して、 をの 中から と 十 頭を 選拔 
し、 同時に 飼 まや、 引 子 もを 杳 
じかけ-変 護 遇 間の 最終日の 六 
巧 一二 日 じあを した。 と 十 頭の 馬 
じは リボンの 動 章を つけ、 巧 中 
を 巧 巧した が、 この 表彰され た 
と 十 頭の 中には 乃 木 大將の 変 馬 
も 加 へられ、 タ 年緒歷 じがした 
お 馬さん 逢が 漸く 化に おでた ど 
を ふ。 


さ话 吿 

今 巧 都合 じ 化ら 岸 爲を郎 及び 
靑柳 嘉み兩 を 條 譲の 上 從來な 
同 經營に 懸る岸 靑柳商 會を小 
生の 單 獨經營 じを めを 義を靑 
柳 商 會ど變 更し從 前の 場 巧に 
て 引 績き酱 業 致す 事 ど 相な お 
就て はネ 後一 曆勉驟 をし 皆樣 
ホ 素の 御 眷顧じ 酬ゐ可 ホお閒 
柯卒巧 舊抑引 立の 巧を 懇願 候 
^ 敬具 

昭か H 年ち 月 一 H 

.靑 柳嘉次 

各 化 


支那 問題 講演 會 

演題 最近め ま那 事情 


講± 


時日 


場所 


臺灣大 學敎授 

今が 完道巧 

ホ 巧 化 H (±) 

午後 八 時 ザ 

西 一四 一二 下自四 五三 
を 督敎 修道 會 


御 太 典 奉祝 巧國 訪問 團員 募集 

今上陛下 御郎位 ま拜觀 の榮じ おする 空前の 好機 

今 巧 十月 十一 日 (木) 午後 六 時 二十を ペン 停車場 ぉ發 
同十と^(水)沙港發 郎船加賀化に巧乘の上十一巧ニ日(を) 
橫濱港 着 

歸乂 = 明年 一二 巧 化 H 橫潑發 、郵船 靜岡化 便じて 四月 十一 11 H 
み潘 着、 同十义 H 紐 育 着の 豫定 なれ お隨恵 歸义差 支へ 無し 

齡 翼：： = 斤 道— ニが 六十 巧 (巧 車 一等、 巧 船 二等) 

プ少 マン 寢 をを、 食事、 沙港ホ テ 八 化、 自働 車、 タックス 
ボ ー ィホ ー タ I 必附等 途上の 入 裳を 部を をむ 
化 俊！ 四が 十 弛 

申込 規定 其 化詳规 はを 接 ホ 催を じ 御照會 ぁられた し 
紐 育 ホ 東 五十 九 T 目 ニニ 四 

片禍 兄弟 商會- 

を お 次 母鹽訪 鹽 


紐脊巧 巧な 八 T 目 ニニ ニニ 
H 本人で 0 敎會內 jjg 

御大 典 奉 視巧國 訪問 鹽 
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號 九十 おな 四千 一 第 


まを 辦 を 觀 [ 【関 ± 


ロ 九月 六が S 和昭 


四 


▲是轿 巧を 等 殼備供 食の 赏窝鮮 おんる は 乘热具 
の 熟が 親が r 攀 さお •レ 巧 姑の 話さず ろな です 
A 巧 化 太や洋 航路 一二 等敷馈 はを 部 革が 的を 買み 
痛し 支した、 み じを 市繪の 如を は 巧謂ッ 
ス トサ！ ド 又は スチユ デント グラ ツス抖 上の 
巧 儘お備 へて 活 4 ま寸 

® 桑 港 お 帆 ホ/^ 經由 【正午 お 化】 


西 比 巧西乂 
大作 义 
天が 义 

コレア 乂 

巷が 化 


■ K 巧 ニ 千日 U 
と 巧 四 H ^ 
よち 十八 日^ 
八 巧 一日 U 
八 巧 十 あ 日 TO 
N 

あ シアトル 出帆 【午 ホ 十 時 おか】 ぶ 

靜岡丸 六月せ 五目 J 
橫演丸 と 巧 二日 脚 
加賀 凡， よ 巧サ 六日 跡 

受 e 敦發 日本 行 化 机 ^ 
諷訪扎 々月 一二 十日 
化’ を あ 屯 巧 十四日 
A 組を 化 奶芭亥 あお 由 日本 朽芭物 描— 巧ニ跑 
A 猶道切 巧— 勞奠化 萬を 御 使を じ 御 巧が 申 好 
A 太 留洋乂 游始會 姑乘が 切符 卸 便を じな 許を 寸 


次子 儀？ 病氣箱 

養 中の おまち 六日 午後 五が 
一二 十を 巧 去を 候 あてげ 日 年 
後 八時當 おじめて 葬儀 相聲 
みお 節は 御 懇篤 リる 香举を 
靈 前に 賜は b をつ 態々 御會 

I 葬 被 成 下 お 段 御 巧 志 奉 深謝 
饭泥雜 中 曾を 伺 独れ も 巧^ 

么 ごぜ じ 乍略義 の 紙上 御： 3 
が 申陳 度か斯 御座 お 
昭巧 一二 年 六ち 化 H 
在 太 西が が 

父 橋 爪 お 作 
巧 問 きみ子 
ぶが 戲み 
人 普 宮彌助 
總を 田な と 
巧 水 谷 涉ご一 

an 

ト タンク ? 

ぶび スチ ー マ ^ ランク 六 典 五 

十 他、 九 弗 五十 倘 、十二 弗 五十 
仙、 少し許^巧用した雜類一巧 
ミ 弗 度び お 弗 

巧 芝- Si 呈 re ., C 与. ち さぎ N. y. 


新ゲ— ム？？ 薦該 

に 化 用 ザる 諸道 具 格を にて 御需 
めに 應や 、値段 目録を 送る 
ま llam 暑さ E . 置 Str 里 N . Y . 

¢ 215 - 一週 五 巧ぶ 八 巧、 一 

人 又は 二人に 適す、 

巿麽へ 十み タ ィム ススク 3 ヤ 1 
へ か 五を 電話々 ン バラン ド ミ 三 一 
1 芝 量 si . ミ 童 n 黒 崎おモ 

靜 かで 悠 りく 化 養が 
出ホでをしてをぃを 
膳を ホ 望 せらる t 方は 左へ 
Mrs - でき y If 薑を R . D . W 

宝 HG 3 SU 0 庄 這， で st Slroudsbur 巧す. 


海水 攤 、貸 室拥黯 

魚 釣、 水泳、 保養、 萬 事 親切 
Mrs . 营是 ， 312 Beatih 芝 th St ., 

監巧 ir タ广 一. 


齒巧醫 パ t ハ リアン 

0『• £ dwair 色 3 a 3 an 

ぎ rgeon c ミ t 置 

巧贾 去. 1 笠 st St . Tel .室 一景 こ 378 



場 _ 向 = 新^ 到着 = 

夏瘍 、小 賣屋 向、 ダ ー ム用 景晶等 
精々 勉强可 化 御 則 立 臟上候 
陶 破黑羅 貨卸賣 

春 巧商會 

Ml 苗 th A^e., zew Yorlc Ciity 

Clor ミ r of 21st 資 ■ Hel. AJg 香 quin 灯 635 

夏壤 ^ H 新 荷 到着 N 

精々 勉强可 化 候 間 御 註 义被下 度 願 上 候 



太 k 貿易 株式 會社 


nelejjhonle AlI 的 03 直 C 1 ヴ WWNW -5 

101 巧 ifthA.vem 一巧 玄巧 WYOrkDty 

ohicago Brandi 327 WWIadison St こ ohicago , S - 

zew 访 iiglan 心 巧 e ヴ .-N. 每拍 su を 00., 菱访 をを を St こ Bost;on IVta を.. 


新 荷 到着 

特に 夏瘍向 格が 品 澤山取 揃へ 
居候 間 精々 御 註文の 程 希 上 候 

森が K ラ ザ！ ス 

20 査 2CRA 巧 ros., Inc. 
53-57 We 篇だ rcl Sr 
New York, N. Y. 
leloplloae Griameiroy レが 巧 0 


ラム フ ぶび シル クシ 去— ド 

製造元 姉賣 手 塚商會 


正. Y. HETSCKA CO. 

ぶ 去を 2 ミ h St., N. Y. 呈 y, Tel. Chels まち 31 


ハィカラな 紳 ホは 

化 立 服 を タロ し ず 

ホれ は 宜く身 じを ひ、 是 掛けは 巧く、 そ 
して 化 ホを ょら も 長 持 もす る 事を 知つ て 
るからで す。 弊 巧は タ教 U ホ 紳± の お 用 
を ホつ て 尼ます。 

n 此廣吿 じて 御 巧 巧の 方に け 

六み 剌引 致します n 
御 注义の 奈何 じ 係 はらず あら 巧 一巧 ホて 
見て 下さい 

ウオ ルカー エンド フロ リオ 巧販巧 


H 本 郵船 會を (並- 1 を 强道會 社) 

代理店 片禍 兄弟 蘭會 

乘 革、 を 船 切 巧 並に 小が 物 連 送 御 巧が じな 汲 申します 


H 本 お 服 反糊キ モノ 
テ フルク ロ I ス類 

夏 篇巧恪 が お 取 揃 憎 候 

鱗 日本 ドライ ゲ 1 ゾ商會 

特別 廉 巧で 大勉强 巧 流 巧は を 巧の 特長 


ダ！. ム用 雜貨品 

ケ！ ム 、ゴン 小ッシ ヨン、 及び 才 1 ク シヨ 

ンじ厳 も適赏 する 香水、 銀製 お' 質を 處寶石 
W 計、 懐か 時計 類 等 雜貨赖 乂お及 ホ闕製 全部 
取 揃へ て 培ら まずから を ホ 御用 かを 願ます。 

値段は 他 じ 比し 低廉なる 事を 保証し お 物 も 
所謂 『サム シング •三ュ ー』 の 物を 何時も 持つ 
て 居ます、 目錄あ 等の ホへは 御 送 b をし ます 

ジ ヤコブ ホルツ 商 曾 


►鄕里 送を 及び ホ 送を (無手な 巧)* 外面 
ち替賣 巧、 が 爲替 取が 取 立、 信用が » 
. 朽等一 投銀巧 萊務巧 巧 利 じ 取 圾巧化 《 

£ 賊臺灣 銀 巧 誓 出張所 

本店 臺お臺 化 

ま 巧 巧を、 横 巧、 大醒 、神戶 、上 お、 漠 
ロ、 福 州、 廈門、 灿 頭、 香灌 、廣 巧、 新 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 パタ ビヤ、 を 買 

々グ 々ッタ 、倫を、 其 外 臺货十 巧ヶ巧 

一、 資本を 蓉億圆 (を 額拂这 巧) 

一、 穂 立を 化 千 化ち 冗 十萬圓 

巧 化 本 支 巧 = 橫演 (本な) 東京 大阪 
神 タ長惊 下 お 名を 屋 

機鑽ぶ 金銀 巧— 支店 

乂國备 ま 巧 U を 港 緒な ホ ボ巧哇 
巧 他世界を 题 重を 都 巿ニぞ 巧 度 コ が レ 
ス巧么 お 


本‘ 巧大阪 化濱直 T 目 
紐 育ま 巧 紐育ブ 0 I ドウ 五] 百 四十 九を 

鱗 住な 銀 巧 

おち (東を* 横滚 、タ古 崖、 を 都、 神戶 
け I おノ 道、 廣島 、吳 、柳が、 下ノ關 
巧 支 巧 (巧 巧、 小 倉、 おが、 愧タ 、乂 巧义等 

本國 預金、 擲お をを 等は 極め 
て 御巧剌 迅速 じ 御 取扱 巧中娱 


本店 朝鮮を 城 

ま 巧 ぉ 張 所は H 本 巧 地の 樞 要が ホ、 巧 お 
滿浏 、支那のを 地 及び 浦 辅斯德 

朝鱗鑛 ，巧 紐 育 お 張 所 

外爵 爲替！ 般を 巧を 務 稍々 御 便利 じ 化圾可 
申 上 候 


藤本 證券 會な 

一般 お 値 証を 入資贝 、引を、 募集 
▲金强 、並-一之 こ 腳スグ 一が ノ 業務 

鎌脱 藤本 ビル ミ-力— 銀な 

紐 育 お 張 所 


陶破 器、 雜 貨卸賣 

無が ブ タザ ー ス 


日本 陶斌 器雜貨 

ラ厶 プ卸寶 

奈良 貿易商 會 


シ y h ルお狮 (午前 十 時) 
あ b ゲ U 丸 六 巧 十本 U 
あム b か义 と 巧 化 日 
ば リイ か (巧 渚 巧 帆) ホ 巧せ 一二 目 
►一等 横を 一九 五 巧 

化 L ぱ 4 ザ かるん でん もは 一 五 五 巧 
►一二 等 日本 行 五 五 ホぎ 室 おを SSM 族 室を 底 
V 御を 望に 化 y 1 等 割引せ 话が巧 發衍致 巧 お 

ロスアンゼルス お 帆 (午後 一二 時) 
はわい 乂 と巧廿 八日 
らぷ らた乂 八 巧 甘と 日 

▼一挙 横濟ニ 一一 1 C 弗 化は わい かま じらを を 巧 
▼特別 一二 等 日本 巧 五十 化 巧 ►一二 等 日本 お あ 十五 巧 
ザみ 巧 羅が巧 窺 車 切符 疫窒を 賭 入® 旌ホ 4 お 
ザ 紐 育 線 パナマ 紹由 H 本 支那 巧 貨物 紙ち 一圃 


夏瘍向 格が 品 
特別 賣化 

锅 一展 勉强巧 化 候 脚 
■御 注 义被下 お 願 上 候， 

ザ元ブ タザ— ス 

17 East 17 を 兴 Mew York CUy 
Trelef > hon 。 Algon ち in 郎^ 


夏 瘍お品 特別 賣化 

夏黨 、ホ賣 お、 ダ ー ム 向新 荷 到着 
精々 勉强 御用 命じ 應 じまず 
H 本陶破 叢雜貨 卸販賣 

體茂木 桃 井 組 

105 E. 16 を； 5 产 N. Y. 
HeL Stuyvesant 琪累 お- 7 
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化 立を 
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活 旧 
千 萬 四 
千黃 ち巧瞄 


龍 職 U 一井 銀 巧— 支店 

本 巧ち 巧巿 日本 橋 院本ぎ 岳 町 お 巧 化】 號 
ま 巧 ホ 巧 日本 おか S 帝 妄橫を 
名古屋 京都 大あ苗 ( 大阪〕 が 戶 
廣島下 熙巧司 若松 お 岡長始 
上 お 倫软を 買洒水 


徐 出入を を’ 電信 送を' ホ 送金' 旅 巧 信用が 
巧 菜 信用 狀其化 一般が 巧 業 

人鱗航 S 菱銀 巧— ま 巧 

都を 送を" 日本が 地 無す 較巧？ 巧 速取投 
本な 預を (を 期 通知 ノニ 碑) 御 巧が 化 ほ 
本 ま 店を を安适 、大阪 、巧 タ 、京都 
所 化が 名を 尾、 小 樽、 上 お、 偷软 


，血の 樣 な名篇 『肉 禪』 の 著者 

樓ホ义 化は-つわ^の J の 編輯 お 


I g 露 の 巧 巧に 旅顺 攻略の 
.皇軍に 從ひ化 巧木將 軍の 麾下 じ 
嵐して 自ら 肉彈 ごな b つ i 恣脚 
^ した ホを 大佐 徵井忠 端 氏 (出征 
當時ホ 巧 中尉) は 後年 化の 協な 
名篇 r お彈 J の 著者 どして 普ね く 
I 化會に 知られて 巧る が、 今 ホ# 
巧の 軍事的 方 巧を 離れて お乂の 
國悄 風俗 じごを 視を する 目的で 
结 にを 渚 上陸 後， 羅 が、- リゥ 
ッド 等を がまる 水蹤 n 午後ろ 時 
ザ おが もから 若 紐し 陸が 率 お 巧 
のな 橋 大佐 外數 氏じ迎 へられて 
日本化 樂部じ 巧 おした。 大佐は 
が 八 H ボストン 地 ホの 旅 じ 出で 
千り 歸 が、 がらに 雌施顿 ホ 面を 
視 旗し、 十六 H 巧 ザ 出帆の ホメ 
リック 號に 彼乘渡 おし、 か 蘭で 
は 現代の 那 を、 獨逸 

先帝 の 誠 居を がれる ソン 

I 大な專 歎の 

: 招宴 盛况 

I 訪 ホの 目が を 巧 明し 
I H 米 のぶをを 高唱す 
一 滞が 中の H 本數船 脅社專 おお 
痛 巧 大み登 巧は 旣 報の おく 巧歷 
格は おお 支店 員 自米人 五十 名を 

新築の ホブ八 •バ — ク •セント ラ 
が じ 巧 待して 晚錢 曾を 開きが な 
ーじ紹 かご 慰 巧 ごを 兼ねて 懇談を 
一 粟ね 撤 をを 舞踏 會を猶 しむ。 密 
j ぶりは ホブ水 プラザ じ 重なた る 
H 本人を 巧 持して 髓 宴を 娘つ わ 
が當 巧は 陸海 お 化 お、 巧 山 術 事 
巧 木ぶ をぶ 店長、 ホ 糸 貿易 おの 
をち 叙 井領 一 郞 巧、 草 信 日本人 
會お ぉおめ お席濟 六十を あじ 達 

一した。 を 濟レセ フシ ヨン 八！ ム 

じて 歡談後 スモー 片 •ボ！ グ •八 

! ム のをを を 開き 奏樂禪 じ晚參 
を 了ら、 ホ賓 I がには^ 寶 郵船 
旗を を徴 せる 記を 銀器を 贈られ 
た々、 テサ ！ トつ — スじ入 b 大 
巧 氏 おもて 一旗の 挨楼を 述べ 宜 
I つ 郵船ち 化の 巧め し' 平素の 眷顧 
I を 謝し 米國 巡遊の 目的ょ b 說き 
: 起して 化 ホ お 路じ對 ずる 計晝の 
; j 摇 を韶ゥ 、極めて ユ ー モ ラゥ 
I スじ ホ爵所 威を 陳べ たるを 新 ま 
^巧長お巧ぶホ郞：氏をが介し、 お 
一み 巧の 挨があ b 巧ら じ 一巧の 永 
な 船 お 誤 長、 中 瀬， 劇 巧 誤 長ぶ び 
今 か货物 課： E を おかし、 ホ賓侧 
を 巧 おしてみ 山颁 事の 觀迎の 辞 
化； 5 海軍 監 おを、 化 木 化を 支 巧 
I 挺の 卓上 お說 じみぎ 本社々 ま 水 
A 合が 一二 氏.、 を 信 n 本 A 符 々提の 
挟 終が ホつ て 奠を閒 だた。 

去る とりは H 本 協爵細 係义人 
I 通信が 班 社 踞係乂 人を ゥォ少 ド 
I — フ •ア スト ブアじ 招 巧して 晚 
ー餐 曾を 開き 席上 大な 巧は 
_ み 港 h 隨 W ホ 到る 處ホ 乂侧の 
化な ご傲迎 どを 巧け だるに 徵 
; しお 円 威 情 S ぶを 的 M 情 的な 
i るを 確め 待た ミを 悅ぶ ご陳べ 
I 米 越當脑 の 無 篮藏ご 旦つお 外 
; 迪巧脅 あぶび 產 紫の 惦乂 なる 
お 化を が 殺して 公正、 あ醉の 
i ホ轉 はで 据 手す るは n 本 脚に 
I の 巧 統的阅 なで あら 义威 おの 
i 流 凌で ある ご 
I 說 き、 轉 じて モ 九が 二十と 年 じ 


テ 化年獨 逸ザ隊 じ獨譯 『肉 巧』 を 
頒附 して フヮ ー タ アラン ドの + 
氣を鼓 熟し 給 ひし タィ ゼ八 陛下 
の 巧を 做び、 化佛閱 西に おでて 
はノ ー マンス ランドの み 戰谋を 
おふかで ある。 『肉 彈』 W 後 『を 
じ視 る』 及び 『煙幕』 の 著者で あ 
る 大佐は 械 めて 洒脫の 態 巧で 化 
訪のお 巧に 語 6 『陸軍に がける 
新閒 化の 脯 源は 新 閒檢閒 に 始ま 
つむ 巧です。 おじ 前年を は化務 
官 がが 係で あつたので t か、 が 
後幾變 進を おねまして 現が で ‘レ 
新 間の が 兜は 勿論 r つわもの」 ど 
题 する 八. へ ー ジの 新聞を 發刊し 
發巧部 數け約 十 おでな' が 編輯 長 
ど云ム やぅな み 第で 新聞が 長は 
一 小 新聞の 編が 長です』 ご 謙遜 
しつ i 『新開が では 映霸の 方が 
を も 擔當し 柿々 の 新が おを 出し 
おを 軍隊のを 貸 


敎 脊に麗 ずる 美 じ 他 

而國 K お脊じ 資しつ t ぁるみ 第 
で、 化 巧ら 戶リ ウッドの ス ッグ 
ォけ草 人君 ホ 寒が 化の 人々 の 巧 
なで 測す 所な く觀て ホました 

マリォン •デビ， 雄の 紫瘡 ；；：* 化 

粧啦 とも 見て 一寸 驚かされ- 
し む。 米 画の 映 霜は 最近まで 阴 
の 英妈で 上 おを 巧 まれた 「ビッ 

グ バレ— ド」 巧き 「セブン K へ 
ブン」 I ホ プット •プラィス ■グ 

日リ ー」 の 如/、 戰巧氣 みを 酿歌 
し 且つ 餘ら に 米 閱窮ー ホ 義を標 
巧した ものでぁる 爲め映 霜 お 堤 
ょらは 旣じ 飽かれ て 化 舞つ た 擦 
子で 爲 めじ R 本で も おがは 歐洲 
ものを 歡を すを 傾向を ホ じ 4 玉し 
わ。 なは 一介の 旅 おどして 天涯 
化 巧 到る ごこ々 にあ 巧を 樂 みな 
がら 化 態 人情の 巧 问を視 て 著述 
のが 料を 漁る じ 過ぎよ せんが、 
巧 問が 許せぶ 米國 通信社 等を も 
見學 したい ごちへ て 屠ます J ど 
語つ た 0 


幡說敎 


がける H 义 貿易の 馳 巧を 述べ 大 
戦前 ホ國の H 本 商品 燃 人は 巧對 
か貴哀 品の S 割 四み を 占めたる 
じ 對し戰 後は 四 割 一二み じ 增大し 
たる 事 質を 擧げ 且つ R 章 巧を 揭 
ぐる H 本が 船が 昨年度 中が 育 巧 
じは な隻 太平が 加州 ホ 面に がて 
な隻 * 化 部に がて 一二 巧 隻を針 五 
巧隻 出入し わと 吿げ 

M ホ 兩廣觀 運 業者の 常に 儀 調 
巧關 係を 維持し つ ミを るは 同 
獲に 堪えず ど 論じ、 邸 船會社 
巧趾蹤 は-化 界 二十 余 國 八十 港 
じ お 入し つ、〜 あら ミて 
經濟 的、 通が 的關 なの あ 切なる 
じ 伴 ひ、 日米 親 巧の 巧を 加 ふる 
は當然 ど 結びて ぞ大の 感動 
を 巧賓じ 巧へ む。 次で 當巧 司會 


夏場 讓度 

化育 ょら 四時 間 0 巧で 化ける 
ペン レ かゲヮ ニア 州の 旧を で樂 

じ 商 赞の出 ホる 夏 壌、 商 お、 ゲ！ 
ム 、化を 一切 揃つ て 居て 現を 千 
弗な 內で 直ぐ 始められ 豐 用が 嵩 
まやに 而も 賣 上の タい絕 がの 場 
所 譲 度し 御 希 撰の 方は 書信 义け 
御 面談の 上 巧め たし (姓名 だ 社) 

巧 チゾン 氏の 指 あじあら ペン フ 
キ ド 敎 巧、 ボィド 巧、 H 本 
偽會 々頭 タソト 氏、 內山 領事 及 
び ゥォ^々 ア巿 長を 化を して 出 
席せ るヒ ー リ ー 氏の 演說ホ らお 
氣 藤々 禅 じ散會 した。 

大谷登 巧 歡迎會 

内山領事、 出島^本化樂部會 
長 & びか 木 正を 支 巧 長等發 企の 
下に ホる 十】 n 午後 六 時半 ょら 
目下 滯 が 中の ロ 本 郵船 會化專 あ 
取締 化 大巧 お 巧を： n 本 供 樂部じ 
お 巧して 敕迎 晚蠻會 を懼す 由。 

橋 爪 巧 令息み 販 

太 西が 氏 橋 ル 巧 巧 ま 橋 ル おが 
巧み 子 良 ぉ 氏 (と 歲) はま 月で 巧 
盲膽 炎の 爲め同 ホ ホス ピタ瓜 じ 
入院 手術 お 養を 受けつ-- ぁつた 
が 摘を 恐 化しを じ まる 六 n 午後 
五恃ザ 永眠せ るが 葬 機は 昨 円 午 
巧 八げ 閒氏自 セ じがて 執 巧した 

HWMHH 

! ♦山 島繁 ニに S 化物 產紐脊 を 


巧 長、 フ 0 ジ .ダ 地方 旅れ 中なる 
が 明日 歸 巧の 善 

♦加 藤を ホ 氏 S 蒙 賄 事 採式會 
化 常務取締役 、前週々 末 太ず 洋 
沿岸を 經てホ 紐 

♦野ぶ 壊 吉巧ミ 蓮備事 株が 會 
社參 事、 加 膝 取締役 商が 巧 お 
•西 山 巧 お 氏 往年 お 育 大學卒 
業 歸朝後 お 育を じ 入， りな 立が 國 
ル學 校を 創立せ る 厨 氏は 五月 ニ 
十五 円桑潘 着の 春缕丸 じて ホ 米 
化 お着 紐せ るが セ 巧 十！ ニ 0 お 化 
の 硬 船 じて 渡 款の當 
» 中 おを 氏 円本 靠粮 通信社 通 
信 課を、 六り 桑 港 巧發東 巧の 途 
じ 就き 今 明 H 中 着 發の豫 を 

♦を' 氷 グレ] ス壌 結婚 マヤ、'、 

を 永 商な ホな 宮 みみ 人み 壊、 本 
タ美 》 敎會を 綺牧韶 司 式の 下 じ 
伊藤 氏 ど 華 濁の 典扛擧 ぐろ 箸 
木 定ち氏 紐 育を 命が 隙 化 
理 人、 氣管支 炎の 爲め引 籠 療養 
中なる が逐 自輕扶 のか 


お知ら ザ 

六 巧が が ょら 八 巧 未 日まで 毎 
虫曠 H じ 限 b 本 W 所が 建築の 
昇降 器は 午後 一時 半で 運轉を 
中止いた します から 掏 用の 方 
は 午後】 時まで じ 御 ホ 社 下さ 
い。 但し 電話め をが は 午後 五 
時まで いたします’ 

'紐 育 新報 お 


藤岡莽 巧の 近況 

昨 夏 組 育を 出發 西が 岸 地 ホを 
巡歷し 到る 處じ 個人展 寛 禽を開 
いてげ 評を 隙して 居 下」 靑年議 家 
滕岡昇 巧は 渡 ホ 最初 矿學校 生活 
じ 入つ た 思 ひ 巧の 排ーポ ー ト ラン 
ド じ おでぶ 月 五日-^ な！ 二週間 同 
ボの萊 術 館に めて 地ん 展覽會 を 
懼 して 畳る ど。 


ち ntnr ^、0 - 一を 至急 入 

巧 眉 厅 用に か 御を 

绍の 方は 左へ 御 問を せ 下さい 
井 主 金な 店 
笠 8 S 置 h iWe., phi Gir 己 e ち 38 


♦紐 育 H 本人 敎會 
題ホ定 側 垣 基經氏 
♦ま 督敎 修道を 
人生 ど 信 抑 今 井 牧師 
♦日本人 萊 化お會 

イでス のむ 宮蜗 牧師 


巧 脚 スペシャル 


生わ さび 
わさび お漬 
小 綱の 楠 漬 
ホ廣た I み 錫 
干 白な 
盛 •ま す 
串 驗 


ルー ミン ダ ホけ がを 讓 巧し 
當 商を 階 t, 四 階を 部 十二を 
委細 而談 

東京 商會 


が 桐 兄弟 商會 


煉 羊羹 

福 おこし 

落 ，雁' 

化 繁 
甘 讓 
置 ■ 類 

品質 本位 


桑. 山 商店 

ご 4 養 T 置 ih ST; N. Y. C. 
呈き e. R 這 まご ニ 3-05 巧 


東京 蘭 會特吿 


稷 ホ 大佐 

商 彈 710 
英文 ホ 紙の 書 方 一王 ハ 0 
ご 一省 堂 

コンサィス 和英 ニ •五 0 
同 英巧ニ •四 〇 

おを 諸 新聞 最近 號 

ぉ育 東京 蘭會 

富 去 雲ぎ N . Y . G . 
Te 二 rafa 霉贾漂 


之 料理店 じ 適 當の媛 所 

盾 ぁ ゎおら じ 羅し得 

ら る、 場所は 巧 八十 ニ T 目な 一二 
十四— 六番 、家賃 恰 巧、 リ ー ス 
御 ホ 缚の 方は 上記の お 所 或は 左 
へ 御 間 合せ あれ 
ニ 76 Broad 宝 ay . Corn ミ ごず St こぎ 0 ョ 18 夏 


ト 


タンク， ぃ M い i 

イン ノ 1 ベ I シ 3 ン トランク 古 

物と 弗 五十 仙よ ち 十二 弛 五十 仙 


涅で st 59th S すま 


お 川巧换 事務所 

比 Segaw も 1 打 gurance Broker. 
303 Fiftih Aye., 

Tel. Caledonia 4101 


巧 巧 蘭 事 株式 會祗 お育ま 店 
Uchida Trading Inc. 

1 1 Paj"k F*lace 
Tel. Barclay 1576 


島賓易 株式 會お 
Shima Tra ぷ ng Co .，いん 
150 Broad way 
Telephone Rector 1484 


栋ま 食が 赤 尾賺會 
Akawo 足 Co リ L 化， 

295 Fifth Ave.» 

Tel. Caledonia 9758>59 


が 倉 製 絲綻辕 株式 鲁社 
Katakura & Co., Ltd., 

200 Madiso 巧 Avenue 
Tel. Asnland 4545 ^546 


iC. Mikimoto 

Mildm が 〇 Pearl, 
535 ドが 化. Avenue 
Tel. Vanderbilt 2519 


巧な 讲巧道 株式 曾 社 
紐 育 事務所 

Sou 比 Manchuria R. R. Co., 

Room 202 ら Canadian Pac ぶ c Bldg：. 
342 Maciison Ave. 

Tel. V2uiderbilt 4135 


日本 縮を 巧 まを 化 
紐ち ま 巧 

Jap An Cotton Trading Co., Ltd,, 
25 Madifton Avenu も 
TcL M&di S<|. 3 が 5 


大 倉が がち まな 
Okura 在 Co., 

30 Church St., 

Tcl Cortlandt 2292-93-94 


H 共 株 ま會社 
巧理巧 
岳# 巧會 
120 Broadw 化 N. Y. C. Tt しお 加 r 巧が 
Factory; 208 Raws 邮 化しし City 


ま 野 あま 株 ま 曾 お 
Asano Bussan Company 
Room 801-805 

165 Broadl'wav 
Tel CortUndt 8047 ぶ 052 


s 井 物産 巧 ホ會社 
なち 支 巧 
M お 山 & Co., 

6a Broadway, 

Tel, Bowling Green 7520 


巧ま會 かを ホ ホな 
お育ま 店 
Iwai & Co., 

Wooiwo け h BuU ぶ ng, 
Tel. Whitehall 6040 


■ H 麦 商事 巧 ま# お 
お育ま 巧 ‘ 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

(M な tubUhi C〇H いん） 
120 BroacUygiy. 

Tel. Rector 2560-2564 


曰 ホを 糸 巧 ホ會化 
な 育ま 巧 ！ 

NICHI-BEI KIIT 0 XiBUSHIXI XilSKil I 

(N に排ぶ £I KHTO CO-lTD.) j 
1 Parle み vemi ろ 
Te:. Aihland 6246 - 47 . 48-49 


巧を あ會せ 
お育ま 巧 
Hara & Co., 

443 Fou け h Ave， 
Tel. Caledonia 7830-35 


曰 本 生糸 株式 おお 
お 巧 まが 

Morimuw る rai & な., A が nh 
44 Eas パ 3 ni 化， 

TeL Atha&ncl 5320 


uo&ho Corporation, 

か Ik Importer ち 
40 巨 Mt な 讯か reet 
む!. Aihian 过が のぶ 1 . 
Gosqo レ 〇， Inc 巧 
Cotton Exporters 
が Beavex St. 

了が Bow な。 if Green がが P6 


乂お朝 曰 = 東を 朝 ロ 
化 野 ま 巧 
Osaka Asahi 

も… m 別 9 World BuH ぷ ng 
TeL Beekmau 4860 


大 おお 日 二な 巧 目 u 

鈴み H 郎 

Os ふ a Mainichi 
Room 306A World BuiMh ぶ 
T*L 4259 
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フーバ ー 氏が 當選 ずれば 

中西部の 農民 派 U 脫黨 をみ 意 

-h 晦ホ 嘴の 迷 雲裡に 慕を 切ろ 共和 黨大會 
h ク 大統領の 强制 立候補け 結局 絕望 らし 

こご じ 街しても 巧 當の懸 値が あ 
るら — ^ い、 而 かし メ ン たの 
お 身 地で あるく ン シグ ゲ ニァが 
の 化 議員 中で も フキ ラザ^ フキ 
アを 中、 いこす る 0 

M 袖 了 上院議員 じ 當選後 
をの 資格 じ 就て 問題を 惹起して 
居る グ五ァ 氏】 派は メ 0 ! ン氏 
の 勢力 じ 反抗して ク ー ブ ッ デ 氏 
が 出馬し ない 限 b ペンが の 蚕な 
る化潑 員は フ ー ゲァ 巧に 投票 
するど 發 表して 內輪 鉤れを 示し 

ク ー ブッチ 破じ藏 する ニユヨ ー 
ク化韻 員の 中に もフ！ ゲア！ 派 
の势カ •かおりて 滞 も すれば 領袖 

一 &S 


カン サス市 じがる みか 黨の大 
が 棚 選 擧大會 は 愈 昨 十二 H を 0 
て開懼 され じがが 1 = 目は 

形式的 な選擧 委員長 バト 

ラ— 巧み お說 から 諮長フ 3 ス氏 
のが 說が あらおら じを 員の 選擧 
じ 移つ て 終ら 政 網な 草を 負が 化 
はを々 これに 着 ホして ほんもの 
の 共か黨 劇が 暗圃明 翻を 見せて 
を义の ラザォ •フ アンスを 喜ば 
すのは が ニ SR 中で あらぅ がを 
新 巧 社に 達した 特電を なをして 
らおして 何人が 大統領 候補た る 
かは 神なら 0 身の 到を 巧然 マる 
術がない、 即ち 厳 も お 力 K 候補 
者で ある 現巧務 長官 フ ー グアー 
派は 早く も化證 員の 確實 なる 投 
票は 

六ち 票 ニ かの _ である ど 
蒙 語し 當 選のを 数 おな 四十 六 票 


金本位 回礙 

フランスが 嘗斤 

パリ 1 十一 艮發 n お アンカ レ 
1 政府に 先般 ホ 總選瓣 政綱の！ 
でめる が 政 制度な 革の 實 巧に 就 
て 巧々 準 礎 中で をっ たが お 本位 
の凹疲 は：：！！ 下の 急 格で ぁるめ み 
な 'b 中 政府 ピ關 巧ない フランス 
が 巧 側では 频 > じ 政府を 硬捷し 
てこれ が挪 が 實 がを 强耍 する じ 
まった 結 柴閣講 は ホる H 礎 -ぃを 
规 して これを 實 巧に 內 をした も 
の； かく 現 化 S 巧 替率ど 大体 时 
! の お 度 にがてを 本位を 樹立し 
て财政 制な のな 革に 巷 手 するど 


の 勢力 じ 反抗の 勢を 乐 して 居る 
から 若し 投棄 じして 暗礁 じ 乗 上 
げる樣 な 嗟を じは を 脚化講 員の 
結束 も 热れて 意外の 結果を ホむ 
じ まる や も かれない 一 ホ じは 

現 候補で 化 較的じ 中庸 的 

な 力！ チス 氏を 反フ ー ダ ァー派 
が樹 て、、 赏 選せ しむる でを らぅ 
との 風評 も 立もフ ー ゲァ ー 巧の 
背後 じ ボラ ー 巧 をら •等 どい-ふ 增 
ももる が いづれ もを の お 所は 蘿 
實で なく 従て 選 擧はフ ー ゲァ！ 
R の投 M が最 執ょ b 壓が 的で な 
い 限ち 幕 外の 渡灑を 生む じ 至る 
でを らぅ。 


を 超過す る こご 五十 五裹 ニを の 
i に 速して 居る が、 さて 寶 際の 
あ 勢を 窺 ふじ 啡 々左 條 じを 為く 
は 巧 かや、 デン、 ヮトソン 
力ー チス 等の 反フ— ゲァ！ 派に 
おする 候補者 もを々 結 巧を 固め 
て 孤立の フ ー ウ .ア ー を蹈 るべ （ 
劑 巧し 居 もを の 背を じは 中 的 部 
の胆 はおが おへて 盛ん じ 反？ — 
ゲアー 熱を が b 巧に 化 行 餘の媽 


國 軍隊 撤退 要 あ 

藏 かお 辭 職した るも容 れられ ず. 
不平等 條絲 の即が 改訂 もま 張 

上海 十二 日發 南を 輕民 政府は あく 巧强じ 宣言 富を 發 をす 
ベく をめ 内容は 支那 内地に 駐屯す る 外國軍 除の 郎時 撤退を 要 ホ 
した もみで か國軍 嫁^ 駐 巧は 相ぶ の 猜疑を 巧す のみならず、 み 
人の 居留を 理 もくして をの 地へ 濫 ちじみ 國 お 嫁を 派遣す るの ホ 
を晚 らし 若し 斯を埋 おじ 化 b てか题 軍隊を 駐屯せ しむるならば 
南京 政府は 外 A 屠留民 ゆな 退きを 巧む るのか^ しど 斷じ 段國の 
を かは 今や 巧 速 時化 じを つたが この 意義を まふす を爲 めじは 對 
外 ホず 等條 おじ 障害を 受 くる 所 多し となして この 際挪時 改訂を 
ホめ たか 披 がは 蟲高 幹部 會議 をな 集した 結あ蔣 かお 將 軍の 總帥 
辭磯 はお 蒙が 今 おほ獨 立し つ、 ある 瘦 をでは あら 化 伐は 終局を 
吿 げたる じ 非らず ごの 理由 じ浓 ご て 留任を 希望す る じを しれ。 
尙ほ 政府は 濟南 事件の 解 巧と して 國際 委員 會の 組織を 提議した' 

東京 特電 十！ 日發 ‘， u 苗を 國民軍 總帥蔣 か石將 軍は 時局 も 一 
段落を 吿げぞ 命の 第 一 目的で わる 化 伐 もを の 目 巧を 完 ふした こ 
どを 迎も ごして 總 帥の 軍職を 辭 巧す る旨發 表した。 

とが 〔聯合】 十日 發 = 商を 國 j おおか 石將 軍の 疲邮辭 職に 製す 
は 軍總帥 ごして 遂レ化 伐の 目的 j る 前記の ステ！ トメ ント は單じ 


を完 ふした おか 石將 軍は 

現職 を 辞し 今後は 專ら民 
國巧 逆の 大事 業に 身を 捧 ぐる 旨 
を 表した。 酬ち將 軍は 南を じて 
スブ ー トメ ント を發 をし、 『革命 
の 軍事的 局面ら これで 一段を を 
吿げて 最巧戰 化を 巧 ゆるの 必要 
もな <從 つて 總 帥の 職ら 自が消 
滅 すべき もので あつて 今を 軍事 
に窥 する 一巧け 軍事を 員 禽じ於 


奉 天日 本人 會じ 

爆禪 y 投 ぐ- 

東京 特電 十-日 發 = 奉 天 城外 
H 本 居留民 貪の 襄 手に 數 回に 昔 
ら媛彈 を 投じた をの あら H ま 人 

ir— 民 ま il'pp ハ 刖に誤 


^ 紐^ 聯^ 龍络 下み すべき ミら』 こどを 辞職 
パ I の 琴‘」 しれが？ 1 トメ ント 
グ f .はがら じ 千化冉 ホが 廣 まじ 愚 


體 面を 裝 はんごす る 表面の 理由 
じして 媽 玉祥將 軍を 中必 どす る 
别强 かを 顯 ごの 反目よ を 生じね 
外を 的の 綺 ずを 始め どし 勝 誇る 
南京 軍々 閥の 隱 謀が 化 方面 じ 飛 
みしつ I ある 爲啤蔣 氏に 


軍 じ 化り て 指名され わる 外を 線 
長 王正廷 巧は 明 H 巧 巧す るが 氏 
も 强硬か 巧を 唱道し おれば 外を 
倒 ごの 紛爭も 恐らくな をけ ざる 
ベ （同時-し 询 まが 府 どしても 獨 
玉群將 軍の 横篆 なる わ 動を 巧婦 
る 力を 被いて 居る ど 観られて 居 


黨じ まるべ < なつて 勝を は 到 巧 
资束 なしとの 威して 居る かこの 
間 G. 鈍を おる 現大藏 を官メ 曰— 
ン氏 一派は フ I ゲァ ー 巧では お 
券な しど 兒 込みを がけ 出 巧 得べ 
くん ば現乂 統領 クー ブ ッ デ 氏を 
强 制のに 立 帳 補せ しむる か、 が 
ら ざる 限 6 第一 一の ホ 段 どして 前 
國巧長 宫ヒユ ー ズ 氏の なが 補を 
足 さんごして 居る から ク； ゲア 
1 派が 當逃 確度 ど 豪語して 居る 


をの 化 京 瞄をじ まるまでの 巧 躍 
ぶを 詳 叙し 巧ら じ路が 今年 二け 
じがて 

化 化 をち ふした る 上は 直 
もじ 軍職を 自ら 解く ざ 誓 ひたる 
事 賞を 擧げ 『旣に 化 京が 陷 をし 
張 作 霖が滿 洲じ隱 退した る 上は 
余 こして は 余の 寶 言を おす ある 
のみ』 ごて 今後は 巧ら は 國の巧 
速-— 努力すべき こごを 暗示した 


子 窓は 滅 を々々 ごな b 日本 警備 
隊は總 お 動の 上馨備 中で わる。 


ホ 西 省督辨 

化 京 入城 

'狼 玉祥 f 晩を ふ 
ま 京 特電 十二 日發 H 山 西 省の 
督辨闇 錫山將 軍は 本日 正午 化 京 
じ 入城した が 今 尙は天 律 じあ b 
て 巧 軍 ごの 姿 抱を 拒 巧し つ i あ 
る 前 化 巧 あの 督辨張 宗昌將 軍は 


巧 地 


時局 收 費途な く 遂に 軍 

職を 去つ たのが 實傑 上の 理由で 
ある ど觀 測？ れて 居る。 故に 蔣 
の 友人 等も將 軍が 化 伐を 完 ふし 
たを 日總帥 留任の 必要なし ご說 
きたる こご-」 苦笑を 巧べ て 居る 


^ ま那人 商業 會議所 其 化 南 
ち關係 者に 對し十 H 0内 じ 手ぶ 
ホ 万 五 千 人の 退 ま 費 ごして 二百 
方ボを 要求し 居ら 多を をの 上は 
大 j 取に 亡命す る當 である。 

带京 十-曰 發 n 獨玉祥 お 軍が 
化ぶ ご 天を の 中間 じあ b て殆ん 
ど带 京を 包 園した 形 ご なつて 居 
る 溝め か 西ち の閣 錫山將 軍は 源 
ごを 巧 目を 恐れて 化 京 入城を 禱 
媛 右つ； あつたが をに ネ H 意を 
巧 七 ホ 數の謹 衛兵 ど 共に 自動車 
で， か 城し 陸軍省に 本 營を廣 いた 
上 换內の 治を 維持 あび 化 軍殘兵 
の 験 退に 從 拳す る旨聲 巧した、 
尙-善 を國 ほは 目下 績 々を 化 お あ 
を 心护 避難 中で ぁる。 • 

お淨 十-日 發 當化 じあち て 
巧 彈じ立 退きを 拒みつ I あつた 
化 軍 一. は 協を あを L をのを くは 南 
軍に！！ あすべく 張 宗昌猫 軍は 乂 
連に b 命した るが 獨玉 祥將 軍が 
閣錫 一山 骑軍ど 磯 調す る 旨 言明し 
なが|^大軍を天津ぷび化京じ巧 
ちて を 逊を簿 も 化を をを お 孤立 
じ陷れご居るこごは非常*:*る不 
をを 掛き 測强 警備隊ら 萬 一の 場 
を じ 就で 準備 怠りなく 自 本は 廿 
哩の 帝ぶ 地帶を 必要ならば 樹立 
する 蠢 をを-- フランスは 贊 威し 
居る も英 ホは 賛 動せ 中、 ィ タリ 
I は 嘴 羣を 守ら 居 b て 妙な 形に 
なつ vl-a て。 

東 ま 卡 一 日發 n が 軍 省のを 表 
する 巧に 化れば 驅逐爐 横は 天津 
瞬 あぶ 黯巧中 南 軍 lb 砲擊 され 
た爲 めを^ じ應 撃した るが 過去 


一二 H 

事で 么 




甚 みこれ が 二度目の 出 ホ 
る 爲め嚴 重-し 抗議した。 


蔓團 憤激 

南京 政府 じ 抗議 


を蝴 


上；^ 丰-日 薄：：：： 南を 政府は 外 


を 抗議 じ 對し直 もじ 狼 玉 
祥^ 軍 じ 通電の fc 化 軍の 釋放 
を输 をした る 旨 回答した。 

化 〔聯 を】 十日 發 n 化 京の 
列强 がを 劇 ど 南京 國ぉ 軍々 務當 
扇との 隅 じ 重大なる 汾爭を 生じ 
て 居 ふ、 事件の 動機は 昨日 媽玉 
祥 ぉ宰？ 

^ 0 じ 化 b 囊じ 安固 軍の 
北京 瞧退じ 際し 列强 外ず 團の盡 
ヵじ歡 b 國民 軍が 入城 後 ど雖絕 
對じ 武装を 解除した b 戰 圖巧爲 
じ 及がない ごい ふが 爾の 下じ不 
ぶな がを のを ま 維持 じ 努力した 
寶嵩ホ お 軍 軍 鹽の化 京 退京を 阻 
止しです を じ も 武装の 解除を 命 
じたの みなら や これ 等 軍隊を 捕 


が おの 退職 じ 化ら て 支那の 時 扇 

は 瑕 玉祥將 軍の 獨舞臺 どな.^ お I 虜 ごしが ひは 高級 將 校を 统 殺す 


るのを 擧じ 巧で わ 結 巧で ある こ 
の 報じ 巧した H 英米 巧び ォラン 
ダを 使は 拾て i は蹈け やなん じ 
化 京を 距る 十五 哑の化 じ 責巧ぞ 
である 獨玉祥 の 部下 漢 司み 皆を 
訪問して をの 

不法 を 詰 6 約束の 展 一!:; j を 
迫 b ねる も漢將 軍は 鶴玉祥 
の郭 みで あるとの 一. 點張 ゥ^を 
渉じ應をず、 を使削は止む^:^く 
巧 問答の 上 化 京じ歸 らん どした 
が 今度は 巧 隊の手 じ 巧 げら かて 
歸 京に 數 時間を！ W すの 椿事を ホ 


むじ ま b たるち め 绞巧跑 d 啟る 
强 硬なる 態 巧を W て跑 京が おじ 
通電の 上を 約不履 巧の 不 なを 詰 
b 且つを 化 一巧が 軍を じ 司か官 
を 訪れ じる も 下條將 校の 横裴じ 
化 b 軍を の往 ホで 化む 4;>く 

をした ことを i) 附記 
して 政府 側の 反省を 化した が こ 
の 事件は 偶々 0 て則强 外を 劇の 
不快な も 感情を 招き 居る もの t 
如 （巧を 政 麻 よらは 外ぶ 閣じ勞 
し ホ だ 巧 等の お 答に も 接し 居 L 一 
ず。 


本社 東京 特電 (禁 お邮轉 載〕 


奇怪む 學生等 捕縛 

，爆 彈を懷 中した 大東 社員 I 

〔十二 日】 昨夜 八 時 朝鮮 一耕 義州則 車內じ 於て 爆 避 所持め ニ 帝 
年中 旧を、 お 本 某が 捕辨 されれ が 彼等は 共 じ 明治 大學 生す 秘を 
結な 大東 化の メム パー で 或る 乂な 政治 上の 目的を 巧て ホ I 燕 入 
をのを 中で あつた、 大を 社は 彼等の 自白 じあれば 皇辜 中、 心て ジ 
アま 養の 結社で をる ご。 



;1 ゴ 1 も 選擧 

民政 黨 頗る 優勢；' 

〔十二 日】 東を 府會 議員の 選擧 
はを 体で 民政 黨國 十六 名、 が 
ぶ會化 四を、 中立 一二 名、 華输 
黨 ，無 產黨# i 名、 神を 川縣 


じがて は 無產黨 四名當 盤-し 昨 
日をじ民政黨十ニ名、 ^§|友會 
化 名が 當 選した。 

目鑛 總鑑； 

4^ 久徵巧 巧を 

〔十二 日】 旣報 のか < a 本 錫け 


幕を 切つ わ 大統領 戰劇 〔王 

候補を U 操 人形 

! 政綱 政策の みが 人物 證衡 の標 


9 

み 


的で を.' 

前章 じ も 述べた 姑く フ- 


ゲ 

; の 立候補 じ反對 する ニ 波は な 
翼の爲め のな對を陰謀し フ ー ダ 
ァ ー を 倒せば 巧 等の 天下 VJ 郭^ 
じ頻 5 じ 策動して 居る が、 锻然' 
十二 日の 大會を 煎じして 

反 對^ 派の 連中は 堅，〜 お 来 
してを お 反フ！ ダァ ー 叙を 煽 9 
つ i あるが、 中西部の 農民 派は 
フ 巧が 戳時中 じ 巧つ た 農作物の 
る 定借格 制を 當時 のこ W を理を 
ごして 激烈 じ 氏の 立 煩 補に 巧 勘 
しちし 氏 じして 共 か黨の 大統賴 
睽 補たら ば 農 ほは i 齊じ 共か黨 
じ おつて 反逆す るで あらぅ とを 
威して 居る、 この 第 S 黨組 纔說 
なる ものは 每 度の 緩選擧 じは お 
ら乎 唱道され る 問題で I のをが 
的 示威 ど 見る こども お 巧る がず 
年の 大會に 限つ てこの 裝 一二 黨組 
織を なて 單じ 

示威 ど認 むる こ、 こが 巧 ホ 
ない 理由が 砂くない、 即ち 簾'" 一 
はお か黨の 領袖 どして イ！ リ^ 
デ 巧は 餘らじ 政治 じ 淡 沿で あ b 
化て 統一を 缺 くこ ごがを も'-^ 
黨の 結束を 乱す 理由の 第一で あ 
る、 第二は をの ク 巧： が 農民 救濟 
策 どして 議 脅が 唯一の 望みを 囑 
して 夏！；！ マ クナリ ；一 •フ ！ ゲシ 
案を 前期 議會 から 今期へ ごこ 闽 
じ 直 b 瘡 潰して 居る ので 鹰 おの 
反政府 熱は か。 ら 激しい 上に.、 
若し フ ー グァ ^ — 氏が 假 ゎじ ク巧 
の 意志を 繼 承して 當 選した ィ 
れば 農民の ^ 

不平 が 露のを 製を 招致す 
る じ まるのは み 然でゐ る、 窓 S 


—巧然 たる 黑慕 政治 

の 巧を は 禁酒法 觸 朽じ關 ずる 問 
題で あつて、 辭期 大統領！^ よ お 
てこの 間 題は 遂に 民ま黨 の^ 藝カ 



滤 裁か 上を 之 肋 巧が 巧を を 巧 
ら すじ まらし ちめ を 衡の結 お 
± ホ 义徴巧 H が感裁 ごな b 巧 
ホ 巧 五 氏 副總规 どなつ た。 

國策 調を 會 設立 

〔十二 日】 固 策 調 查議巧 磯 隅は 
擧國 一致の あ 式で 巧 委員を 乂 
臣 待遇 ごし 反勒黨 巧を も 入れ 


淺旧德 則 巧 重態 

【十二 日】 貴族院 議員 淺巧德 則 
巧は 病氣 を 態で ある。 

八幡 製鐵 巧陶汰 

【十二 日】 八 赌製鐵 巧では 高等 
を 十を、 利 巧官サ 六を、 の 下 
巧餘 名を 大陶汰 しね。 

外國船 侵入 活躍 


【十-日】 長江 沿岸 一耀の 支那 
側は H 本船 じ積猜 せず 英國触 
漁夫 S 巧を 占め 一方 大速巧 化 
間 沿岸 賓易 問題 未决 のた め 外' 
國船續 々侵入し つ i るち ご C 

ホを み 約 十四 億 

〔十一 日】 東を 電澄 内債 六 千万 
圓じ對 し 受照巧 日 一日のを を 
みは 十 S 億み 千 八な 万 圓じ及 
び德 額の 二十 倍な 上に 及んだ 

'井上 纔 裁の 辭意 

〔十-日】 H 叛德裁 井上準之助 
巧は 辭 意を 洩 した、 义福澤 桃 


露 をれ た チ； ボット •ド]. ム池 
田 疑獄、 廢兵院 の 不正 事が 其 他 
じ顚聯 した 綱が 肅正 じ對 ずる 政 
綱の 錢 あで をる、 禪も 保守派に 
屬 するな をは 攸然 ごして 斯ぅし 
た 適 まの 間 題に 就て は不 闡じ附 
さぅ ごして 居る が 進 ホ 系の 領袖 
で 大統領 横 補 〔甚だ 覺 束ない 候 
補で ば あるが〕 の 一入を をる 乂 
; リス 巧の おきは 

極力 これを 襄し 現じ ボ 


をを 裂し ク 氏は 恰 かも 無心の 野 
を ホむ が 如き 勢で 勝利を よめた 
がを の 後の 禁酒法 勵巧じ 悚ふ種 
禪な 弊害、 特じ收 賭 等に 依る 綱 
紀の肅 正は 共 化 黨內じ 於を 反禁 
酒 派み モ 、特に パト ラ— 薄 i の 
かき お カンの 虛爲 を追擊 して 巧 
黨 政が たるえ のは この 擦 和 巧 法 
は絕對 的に 勵 巧す るが、 曲 一ら や 
んば これが 廢棄 乃至 修正を 討る 
べきで あら 

從來 の 如く 單 じを^ げの勵 
巧を 期す とぃつ た樣 な生溫 いを 
綱では 歇目だ どま 張す る だ衝し 
共 か 黨進ホ 系の ボラ； 氏贷 如き 
も 禁酒法は 絕蜀じ ァメ？ ゃの 憲 
法 どして 勵朽 すべき もので あク 
てこの 點じ 就て あいまいな 段 綱 
の發 表を 許さ やどい きまいで 居 
るから、 今み の 共和 黨 政綱が 禁 
おみの 腳巧 可否 じ 就て かなら 徹 
ぶ 的な 政綱を 示す じ 至る S 共 じ 
一 この 巧を 論を の もの じ 就て は 

往年 お ま黨が 繰返した 內 
ずの 黨派か 裂を 巧 現しない ごら 
限ら。 い、 銘 巧は 共 か 襟內閣 = 
特に'^! デン グ內閣 == 時化 じ 曝 


ラ！ 氏 もフ！ ゲ ア^ — 巧 ごの 政綱 
協議 中 じがて 本 問題 じ 觸れた ご 
云 はれて 居る、 こめ 問題 じ 就て 
のが 舊 思想の 衝突が でんな 形と 
なつて 現れる か、 これ もこの 大 
會 じがるな 目ず べき 政治問題た 
るを 失は ね、’ を 巧の 大會 で禪々 
ど 波 欄を 生む 間 題は 化づ叙 上の 
如き もので あらう が 興 ホの 中 & 



か 氏は 大同 お々 おおを 裝 I 增 1 
旧み がを をのを 化の 笛。 

海員 爭議解 おず 

t 十-日】 社 か 船 お员ず 幾は 八 
H 巧 十一 巧 じな つて 遂に 解 巧 
した 0 

神 旧 銀行へ 巖命 

【十-日】 神 旧 銀 巧は 新規 取引 
の 停止を かを をけ た。 

鐵逆 電力 會社案 

【十-日】 激お 省では 数 道 巧 力 
會 社な 立を 立案した が 半を ザ 
民で 資本金は 一 德圓だ W 0 

蘭價 維持 策檐議 

〔十-日】 暴落の ため 間 題 どな 
った 蔵懼 維持 策 じっき 十二 日 
帝 國養墓 組合 理事 タを 巧き 喊 
議の 萬。 - 

府議戰 民な 大勝 

【十一 日) を 京が 遙選擧 の おを 
東京 巧 ど八车 寺 ホと で I 二十 六 
名の 中 おを 黨ニ 十四ぶ、 政 友 
會 僅か 十 名だった。 

あ 池界へ 久愿系 

〔十-日】 义巧 系統 ホを じ 
乘 6 出し 試掘 巧 願を なした。 


ゆ 糖の 自給 自を 

【十-日】 砂糖の 自給 自 を 實現 
の意氣 盛んで 明年度 iji なで ピ 
コ グを產過範ならん^{ 


は 巧ん どを つても 『人間』 の 動 
きで をつ てい 力た 欧黨政 化した 
この 飘で あるとは 謂 ひ 乍ら 中が 
の 鹿を 捕へ る 者は 巧して 

政綱 ゃな爭蓋^*ら生れ 

て ホる 人物で なく 巧ぅ した 選を 
の磯關 じ相應 したん 物の 出現す 
るの が戰 ひの 常 S なつて 居る、 
この 點 じがて ほ ま 驚は 比較的 馬 
鹿眞 面目で あつて 巧 年ボグ チモ 


T じ 於る チヤン プ •クラ— ク と 


ゥキ グツン 及び ブ ラキ アンの 對 
立の かき、 成 ひは 千 九が か 四 年 
度 じがる スミス 對 マ々 ゾ —の脫 
を ひの 如き、 殆んで 一箇ち じ垂 
垂£ する デツト • 0 ツクを 生ん 


で 居る、 をれ だけに ゥず八 ジン 
氏の おき 偉才が をれ る I ごを もす 
れ ぼ政黨 本位で な <理| 想 的な 致 
を 本位 じな って 一 

欧略 的には 失敗を 重ねる 

こ ど も をる。 こわ じぶ J して ホが 
黨 になる と 化 年の マ！ ーク •八ン 
ナ の ボ ッマ 時化. から 皮 統領の 霞 
衡を あやつる 機 離が あつて これ 
じ 反 おした。— ズゲ 五が ト 氏の 
進 ホ黨紐 観は 失敗 じ 終つ たし、 
ンナの 巧 後は これ 亦轉 をした 
ペン 0 ! ズ 氏が ボッス 致 給を 遺 
臧 なく 巧って 千 九 百 二十 年 じ パ 
デン ダみ 出現 W なつた、 ペン 
!ズ の 巧 後は 即ち 盛述の 如く 
現大藏 長官で ある メロ ー ン 氏が 
先づ共 化黨の 大御所 どなって 居 
-、 今 巧の アメ 9 タン* マ} ネ 
レー 誌 じ アメリカの 

改界 じは 約 四十 ガ人 程の 
選 擧屋が あつて、 常 じを も あら 
位置 も あら、 今後は 單じ 一身 一 
をの 名嚳 本位で 政治を いじる 人 
間を 血眼で 探し これ じ 嵌らて 生 
活 して 居る ことを 說 き、 この 補 
の 妙な 人間の 神様は メ。 1 ンや 
デュ •ポンドで ある ど 說 いて 居 
るが、 何ん ご 云 つても この 乂會 
を 牛耳る 者は イ C ] ンの 一擧一 
勘で あら.，-、 所謂を 協 お 補み 一 


ロン グウ オ—ス 巧 



人 ごして は 現 下院 護を のん 氣者 
ロン グウ オース 氏 や 駐墨ホ 巧 W 
して 巧を 上げて 居る モ nl 巧 等 
もを まれて 居る。 
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鑑 うみの みら ri I 

Hhe Way of cme 
By E をを A^. Sawy さ 

H ネ 婦人の 淸 くして 美しい 節操を 化 どして 化 巧ず るのは 溝が 
な禪や 海棠では なく 餘 寒の まだ 去ち やらぬ 如 巧の 海に 殿 霜を を 
いで おく 『梅 J でぁると 云 ふの がザ羞 ソ ！ y ァ女 をの g 本 嫌 人 
巧で ぁるが 女史は 日本の ぶんと して 深ぐ ' n 本 お 人め 淑锥 にが 调 
し 貞婦の 傅說や 近が' •'出 蕾な での 戯曲 じ も 巧 じて 居る。 一 

英文 小說 『うめのみち』 はを 人を を武 十の 一人 热 じ、 時化を 一 
明を 壬 政 維新 前 じ、 而 して 语 面を おお 道 じ 巧つ だもので 巧 想 淸 _ 
健、 筆を 典雅 讀を をして 宛が 英义で お 琴の 小 說を讀 む 巧 遞を惹 
き运 さしめ る 0 一 

英文 小說 『うめのみち ri は 松 平 節 子 逆に デ ジヶ！ トし たもの I 
で 序文は ち 名な 故 グリフ キス お 巧 十： の聲 じなら 装 帳 巧 魔 家庭の I 
讀も のどして 又は ホ 人への 贈答な ごして 超 巧の 一書で ゎる。 - 
敢て 江湖の 一 請を 懲 憑す 4 ^ 

紐 育 新報 お； 




KERR & MAYOR 

1023 Third Ave . 

8ef. 80 & 81 Sb. む I 巧 hone おが n! 2968 


妻 向 人 本日 

門專 靴型 小 


を 小き*. 足 小き 廣 .巧 ホき 巧 



SIZES IN STOCK 3K TO 12 F WIDE 


煩 計時 石 寶屬を 貴 

會 商柳靑 



し £ 旨 をと 切 親 ご 直 正 
焼を 品 商る を 用 信 » 確 
別恃ま 一物を 主 御し 選 
すまし 致賣販 で巧廉 

引 割 四 ま 乃 割 H 

Aoyagi Co . 

147-1 打 W.42nd ST. 

化し BMANT が 74 


Japan 巧 e M . E . Chu 化 h & Imt . 

巧 3 W, 10 射 h 化 New む rk City , 化 邮お邮 巧 引 


を敕 R 美人 本日 


便 ま 位 
をを 堂を 巧 生を 展 
內 あ 種 會下 寄 
を 我ら 娛圓お 巧 古 
種 業 樂書 員を な 宿 
事 巧 具 雑じ 十 比 
ま旋 髓誌最 五亞舍 
规 旅み 巧 あみを 
を タタ 历學お 


鳥 習 おお 罹 


會曰 
水 履 
巧 午 
タ後 
とと 
時時 
半半 


學篇 

校 巧 

午 午 

み 品 
+ェ 
時時 


幹 お 
事師 

粟宮 

巧悔 

頼 

之繁 

祐ー 


F. K^. iViaruyam み Co, 
S7 化 46 化 化 N.K. 

、 Te し B け ani 巧 巧 



UP 巧 D が E S けけ 
Custom 


1 が! or 


に IWAMOTO , MD . 

U4 W.70 化 St. 

Tel. Trafalgar 0352 


Sabro Emy , m.d. 

755 Park Ave. 
cor. E, 72nd St> 

T«l. Butterfield 9324 


DR ぶム YOSHII , 

2 巧 W. 巧 mi 化 
Tel. Endicsit 3530 


Y. ITO 

巧 3 Ees け 3rd 化 
む r. Lexin が on i 巧 " 


M Tsuchiya , 化 M.D 
105 W. 巧 rd 化 
Te! ， T 巧沾 g が お 09 


ツン は木乂 宫自留 
ク デ^ 巧 麗午午 科 
•じ 1 ; 午を が 前 巧 


勤 


シ 

卞 


午を; 後 前 
前後! -九 
九 一! 玲時 


ニ ァ時篇 時 忌 : ^ 


F. MURRAY 出 LL CO. Inc. 
ESU 化 I が扣 けが 
む om 6144 巧 29 Broadway 
Te し Bowiing- む说 n がが が 91 


MidoH Mcitsiuno わ 

お阳 sU 巧 • む ミ y 
Tel. L 肌 aine 84 巧 


A 丄 • CEASAR , M . D . 

127 East 8 が パ わ 础 
b 化 Park & Lexington むが 

g 喉 晒 鼻 耳 I 

巧 時を を 
午を を時ト 前午自 
時 八 ま 時 ホを 午ち 
日 曜 

自 午前 十 時 至 午を 一時 



輒饒眼 

F . I . FREDERICS CO . 

醫巧化 學大亞 比徐吉 
け 8 E. 5 挪 1 な . な i. fr 巧即 t70 削 
Bet. Lexington & Park Aves. 

を 時 八 巧 日曜 ± 水ち 


JAPAN ART STUDIO 

624 LEXINGTON iVE. N. Y. 
化しれ HA 8897 


T. KASAI 

Merchant 
Ta な ?r 

作 

TIMES BUILDIN8 

ぉ邮！ 如 4 

NEW YORK 


Phone 

わげ ni お 巧 


N. TOKIT ん 

CUSTOM TAILOR 

民 00 M 6 胞 
1 が W •が nd ST. 

巧し BR なが 巧 81 


MIKADO TAILOR 

30 £. 65th St. 

T んも hineiander 8 的 0 


DR . D.BLOOM 

— NEW YORK OFFICES— 

34th Street Cor. 3rd Avenue 
86th S れ eet Cor. Lexington Avenue 
125th Street Cor. Park Avenue 
—BROOKLYN— 

に F.AIbeeBI か ..DeKa 化 Ave. at FultonSt. 

該じ日 n 巧 最多 


日 化 午を T 本 U 能 新年 槪 
醒時前 時 寧 人鑑じ まの 岡 
午 九 巧 愁諸發 て巧經 束 も 

? Iff .? 111 if i 

時 午 ミ 治は 巧 巧 巧 R 巧 
を 後 巧特 II しじて 


GAM 巧 化 L な RVI 0 E 

馨備 整が 經餐 低廉 

Call-TRAFALGAR 8200 
FRANK ；. に CAMPBEU ： 

"The Funeral Church" Inc. 
(NON SECTARIAN) 
Broadway at 66th Street. N. Y. 


ム Y. Matsumoto, 

Mechuiiicai Art Studio | 

124 化 34 化 化 0 邮 ns け Macy's j 

Te け bickering 化 010 


Miss Bianciie Fisher 

12 を 4 Lex. ゎも 8eiwe が お 指 and 8 郎 Sfree わ , 

授敎語 興人婦 



PH 化 巧 & 巧瞄 Y 


3 Maiden Lane 化 Y . 
ェ 細冶鍛 銀を じ 幷巧踩 j 金 

類 お 養 底意 新最 


房 書 西 東 ♦內案 育 紐 

な e Eas; and 化 S け ook む . The flew Yor け suris け ervi 妨 
41 1 W 的 t り 5 化 化， fU. C. Tel. Cathedral 4408* 


差は ▲届 御 新 A 
上を ちけ な舊え 
げ渥 御を 文の 國 
まよな しみ 書に 
すら 文 ま 第籍て 
。割にす 敏 とを 
与! 翼。 速雜行 
山丄. ド 謹せ 
てて 御は る 


囊紐 

神 文 5 

學學閒 

?± 事 

i 靈 

純を 
雄 所 


通年卒 A 
ず聊 業を 
るかし は 
も 米を シ 
の 固 ホ 力 
乏 の巧ゴ 
信 事に 大 
じ 猜世學 
がに 四を 


ま 御 OA 
す懇 貫通 
。切物 譯 
じ〇ク 
御 其 調 
を化杳 
摄巧ク 
致で を 
しも 渉 


ロを 經十 

シ 4 AMERICAN AUTO SCHOOL お 五 

も渴 7 が Lex, Ave. Bet. 58 出， 59 比 Sts. ど 年 
罔し Phone. Regent 2177 新の 

す。 II 
証 底 率て 巧 智なぺ のび 操し 教は 
し銜あ 最弼識 機き 修運縱 自師多 
藏 をる もじを 顆 お得 》 を 勘を 年 
ま術徹 おし 短 的 要すを 及 車聘の 


undo & Kodachi, Inc. 

48 む扣 nwich'Str 扣 t City 
站训お ii が 1541-2 


m 

藤 

小 

で 

商 

會 


ニ 措 和船 艦 
荷 出 巧 具 船 
初 入を を 巧 
運 巧 箱 巧 松 
搬離 資品津 
取を 化 
扱續賛 


號 十六な 四千 一 第 


M m 育 规 


【 H 曜 水】 日 H 十月 六 年 H 巧昭 



化が 品 卸 


五 巧商會 

W E •ニす St -, K - Y . ci な 
Tel ぎ ！ Tint 3745 


JO 巧 巧 左 W OGURl 、 Mb ， 

1ゴ WMt 羣 h StJew Yoric 

Tel . Riv ミ id こ岂 > ジ臺3 104 ま 

—ini 

日足 午前 九 時 1 午を 四時 

ドク トレ/ル 巧乘吉 


扁 

K 




〇 1 
谢 
化 


むん 


診察 




鳥 見尝彥 


診察 時間 

午前 化 時） 十 時 
午を ホ 時 1 八 時 

パパ 小 栗 幹 H 

巧ち ホブブ 71 お 培 
篇五巧 巧な 巧み 
まボ 3 ン バラン ド 
病 お 》 巧 


が 


刚 

細 

ST 

.Is 

な， § 
化，！ 

肪， れ 
& d 

•Peis 

I 面 


諸を 食 

禮巧說 巧 (日】 八 時 

日 確爭校 (日 ご 一時 半 

家庭 お會 (水) 八 時 

斬膚會 及^ お) ん诗 
聖畜| (ま '^時 

婦人 會 

譲が 會 


寄宿を、 箱ち をを 
巧 震 巧を、 をの 化 
人事の 巧 相談に ホ 
じます ウ 


2 
• 5 

M 抗 
いな 

h 化 

だ I 

ん邮 
h A 
c 佔 

端 

J L 

- S 側 
T 化 

3 


巧 I 

會 I 


諸を 翁 

日 度蛮畜 巧を 正 か 
共 勵會夕 セ 時 ザ 
巧 巧 說おタ 八 巧 
木 » が 廣會タ 八 お 
巧を 及びを な 

午を ニ H 

主 お 第 演會义 は 
ホ話會 タ乂時 
が， 會寒 ホ 
寄宿が、 旅 巧を ま 巧 
巧 •人事 巧 巧が、！ 一を 
巧、 な 業 周旋が、 巧 巧 
銭 縫 お 巧の 巧 謀を 設 
げ會員 及び ホち 員の 
便を 計 も 


ち 巧 ホみ/巧 W * ryr 二階 ニ 化ニ區 

城 r 丸 山 洋服 商會 


•診察 時間 

午を 一時 化 ご 持 
午後 セ 時： = 八 時 
巧知 8學± 

巖本違 - 

古 倫 比 亞大单 及び 
グ デブ ン 病院 あな 
日足は 巧が 巧 上 お 


訓 S 診療 

前 お 巧 上 お 

ヴ！ 子 か大を 
ドク トか ♦ブメ デ V ソ 

醫學巧 ± 

吉 居悅彌 


をを 時閒 
午を ホ 時— 八 時 

な 見 ご 一期 

引績 きべ ビュ ー 
病院な 勤 じ 付を 時 
間 か 及び 日 « は 前 
約 じ 限る 


丸 山 洋服 商會 


東 お 十一 ニ 了 目 

ニニ ニ 一 

が 藤 
洋服 唐 

r フでニ ご 一 


巧留 靑年理 巧の 田 ホ 

日本人 靑年會 

; 9妄 草 T 己. 百ち ksn 】2 た 


茵科醫 

ザ 上 義人 

西 ホ 十五 T 目 一四 六 番地 
が 育が 固 旅館 巧 
電話 トラフ アグ ダ] ニ 五み 五 


お關 事務 

東洋を 地幷 じを 世 ホ 
の 6 出入 方法 じ顆ず 
ずる 一切の 巧 お 巧に 
おじ 巧 道资船 货妨運 
貸ぶ 出帆 ま稅 w キ篇 
書. ま 進呈す。 ま 要 都 
ホ じ化理 店を おし 讓 
ぞお 速が 用み じ應や 

保 隙 お 扱 


な 育 贿を穀 
內務 省是許 
東を 帝大接 科大學 
產婆 復習 科 卒業 

產 婆ぶ 本緣 


檢眼並 じ 腺 鏡 調節 


日本、 支が 寶玉お 美 
術 お、 婦人 用 首 飾 其 
化ち 飾 品 

阀島訂 

高等 美術品 修链、 

首 飾 品、 スト タンダ 
日本 服裁链 


j 器認マ ツサ I レ 


i 


平野 秀子 

軍廣 モニュメント -0 完 


笠 ホ 洋服 巧 


時 旧 
洋服 巧 


巧 そ 靴下 類の 御 
巧 命じ 應 じます 

リアが ■シグ ク 

靴下を 社 代理 巧 

時 田 信 次 離 


洋服 調進 

クタ 1 ニン ダ* ダイ 

イング、 修簿 等】 切 

ミカド 洋服 巧 

松 本 保 
電話 ライン ランダ 1 
ホ 八 H 0 




太平洋を 中む ミして 

慶秀 船の 鼻 4 


ら 


り 日本 截 船の シアトル 線 じ 補助 
命令--- アタリ 力で も 發表計 劃" 


束を 特 « 十二 日な U ン アト A 
線は 補助 化路 として 日本 お 船 
會 おじ 命み 書 巧 研され たるが 
巧 用船は 一二 巧 じして 四 遇巧每 
I じ 一回な 上が おする 當。 

I 日本 教 船を あじて は、 旣 巧の 
- かく 秩父 化が 他 ニ隻の 最新式 優 i 
をが を 雄を 小 じして 

竣工 の 上は 渐巧 サン フラ^ 

I ン シス = 線に 巧が せしめて、 大 
一 じを きを 期して ゐ るが、 シャト 
I 八が おも 之れ ご 相 まつて お 船 お- 
I 置 じ 巧し 近 < 】 方 ニ千ト y 級 デ 
一 ー ゼ * 船で 十と 節の 快速 力を 有 
する 商 巧が 一二 隻の 注文を 赛 する 
尝 でぁる。 巧 じ 今期 臨時 議會じ 
追加 巧算 どして、 通 あしれ 化 ホ 
が 路シャ トグ線 補助を おが 六 百 
八十 四で 八 千 四は、 昭か 西を 巧 
0 巧 五ヶ 年 巧 じみ 割 補助 さ.；； る 
もので、 昭巧 四を 巧 一二 十二 巧 ニ 
_ 千圓 、同 五 年度な 四十 一巧 五 千 
.旧、 间ム ハ、 と 年を じ 巧と 十万 ニ 
:千圓 、八 年 巧 じ 百と 十万と 千 回 

- とい ふ 

蕾を でぁるが、 現在の 受 
命ち でぁる： □ネ 郵船 會駐は 今回 
績 いてを 命され たので、 前述の 
かき 新 計を を 巧した 譯 でぁる。 

同 おでは 受命 をを 巧し 旣に 巧定 
して ゐ た、 歐納が 路新船 ニ隻の 
，の 建造を 手控 ヘシ ャトグ 線 就が 
i 船 注文を 先姻 しごしたら ので、 

ご 一麦 長 お 造船所 じて ニ隻 、鶴濱 
船渠で 一 隻 建造され る豫定 なる 
が、 一隻 當 6 經餐 約よ 巧 五十 巧 
圓ど見 積ら れて 居る。 ず 命 第一 
年の 昭命四 年度 末 じは 早く もち 
の 一隻は ながの 運び ごな b 、 ムハ j 
年度 じは S 隻共じ 

完成 する 壁で、 么じ 目下 

を 巧 線の 3 レア 化、 サィべ タア 
义の巧 船を 加へ、 巧 計 劃の 化 ホ 
航路を 完成 するど 云 ふ。 新が は 
巧れ も、' 横濱 シャト^ 間を 十二 
日間に てが お 心 、旦 つち 船なる， 
を 0 て 現 巧 じ 比して 輸送力を 著 
るし く请 加す る ご 云 はれて ゐる 
的 ほ 巧を 巧化路 船で ぁる 靜 岡、 
横 溝、 加贺乂 まみ 隻は自 が 化が 
路へ姻 される こと {ならぅ 0 が 
る じこ れご巧 前後し、 アメリカ 
お速界 のち 頭 ダラ ー 萬船會 おは 
化ち 商船 

獎 藤を 目的 どす る ジョン 
ズ •ホ ブィ ト 商船 法案が 裁可 さ 
れホ 第、 をを の 船舶 雄 造に 着手 
し、 をが 路の 大粧 巧を 巧 ふべき 
を聲 明した。 i たを 法案 裁可 じ 
なれに、 大巧 洋四 日間 橫斷の 快 
，速 航路を 計を 中なる トランス* 

ォ セア ニック 氣船曾 おじ 苗し 船 
j が院 な 九 千 四 巧 五十で ド グを貨 
^ 付ける こどに なつて 居る ごの こ 
i ごで ある 0 トランス •オ* アニ 

ブク 療船會 社の 計を どい ふのは 
一 僚 ニ 千 六 巧 方ドグ のち 搜を投 
じて、 速力 一二 十五 ノットの 大を 
が ホ 隻ニ隻 の 隹遼豐 ニ 千 一巧 


方 ド 八) を 建 遣 せんごす る もの 
である。 右の 

貸附 はジヨ —ンズ •ホヮ 
ィト 巧 船 法を 中の 船舶 建 追貸附 
規を じよる もので、 をの 條 かは 
左の 如 （である。 

一、 最新式 巧 船の 建造、 若し 
(は修 鐘じ瞭 し、 をれ がアメ 
リカの 造船所 じ わいて わ はれ 
る 場を にお 6、 船舶 院の査 ぶ 
を經 て、 をの 費用の 四を の 一二 
を貸酣 ける 

一、 貸贿け 期間は 二十 ヶ年 0 
巧なる こど 

一、 貸附 利率は 沿岸が 路船じ 
對 しては 年 五を ニ 厘 五毛 0 下 
じて 船が 院 じて みを する こど 
遠洋が 路 船じ掛 しては 貸附當 
時の も府を 債の 最化利 廻ら 率 
(これ じよる ど お 体 一二み、 現 
在は 四み ニ 厘 五毛) なるこ £ 
たぐし 貸 お 期間は 親船が 沿岸 
が路 若し < は 、遠洋航路 じ 就 
航 せる 期間なる こと 
この 法案 じよる 建造 貸 脚 資金は 
ニ 億 五 千万 ド^で ある (現行法 
は 一億 ニ 千 お亩巧 ド. グ) 尙 ほこ 
のか じ 右 法案は 
一、 外國 郵便 補 憤 金のを 如 
一、 商船 お 軍 豫廝制 じよる 海員 
給 おの 巧 加 

一、 を 府保險 制度の 溝乂 
等の 民間 海運業 輿勵 策を 規 をし 
從つ てま 出 も 巧 加して 居る が、 
然し 大体 自給 自立が お 巧、 を 府 
からの 支出は 年額 一千 巧 ドグじ 
過ぎない。 


す 良 貸 脚で 

引責 離 退か 

日銀 総裁の 更迭 

第】 面 所 報の か （日本銀行の 
總 裁じ更 をを 見る じ まつた が、 
をの 裏面 じは 最近 閒題 ごな つね 
日 おの 不良 貸 お 事件が 禍 して 居 
るら しい。 即ち 日本銀行の 

特別 融通が i の豫ぁ 

じ 反して 意外 じぞく ニ穗 じて 八 
億と 千 方 個の 巨額 じ 達した じつ 
き 疑惑を 0 つて 見られて 居る が 
をの まなる 原因は を 治 的 じ 利用 
した ことょ. C ' も 寧ろ 政府、 日银 
が この 特別 飄 通を 利用して 從ホ 
の 不良 貸しを 肩替 へした じぁる 
こどが 最をじ 度んで 巧 巧す る じ 
ま b 、 政 巧、 日を じ逊 ずる ホ 難 
の费が 高くな つて ホた。 すなは 
ち 政府は 一股會 計から 朝鮮 お 巧 
じ 巧し、 先年 整理に 孫し 四千で 
圓を 指を 預金して ゐ たものを、 
特別 顆ぉ 締切 間際 じ 特融 じ肩替 
へした が、 H 銀 じ おいては 大正 
丸を 化 ホ 不良 貸し どなつ てゐた 
もの わょ び 昨年を 絡 直前 じ、 同 
巧の 普 あの 径業 ご して 貸が けた 

不良 貸を ミで 受て 

巧 離 じ肩替 したので ある。 しか 
して、 これ じ 巧し H をを 局は、 
從ホ のす 良貨を 巧 おじ 肩替 する 
じついて は、 特融を まける 銭 巧 


が、 新規の 巧が のみ じて は預を 
支 沸 ひ 資金に 不十 をで あるので 
從ホ旣 じ H 银じ擔 おどして、 入 
れて あるら のじ 增 貸を なす 必要 
じ をら れて實 巧した もので、 日 
お 自身の 利を のた めじ 不良 貸し 
を 恃飄じ 肩 巷へ したので はない 
£ 辯 明して 居る が， か柯 じち 額 
が 肩替ら された かは 

特融 締切 後 じ ゎける 日 
おの 割引手形が 約 十億 圓 でぁつ 
て、 四月が 頃の 八 億圓じ 比し 約 
ニ億围 しかな 加して ゐ U いのに 
をの 間 巧が 融通は、 H 銀 特が融 
通 法を ニ億圓 からち 億 八 千と 百 
巧 圃く約 五 億 圓を增 加す る じ 至 
つて ゐ る。 こ i じめ て 一二 億圓近 
い 特別 融通が、 割引ず 形の 增加 
じ 比して 增加 超過を ホして を b 
これ だけ 日を は 數年巧 おょび 前 
年恐瞄 直前 じ 於け る 不良 貸を 肩 
替 した 勘定で ある。 

支那の 時局 ミ 

本邦 經濟界 

かお 大臣 おな 紐 

商務官と H 着電 

輸出 一摄 六で 音 巧 入 

超 ニ 千よ な 万、 入超 お 累計】 億 
九 千と だ 巧、 勒ま翰 出 四千と 百 
方、 出超 千 八 巧 万、 お 超 あ 累計 
四千 化 巧巧圓 で、 貿易 あお 順境 
なる も、 濟南 事件 拭 ホ まが、 南 
が 方面 じが 日貨 運動 滿漫 の模樣 
あ 6 、 を 津ホ面 おら じ 張が 霖遭 
難 _ し 伴 ふ滿渊 方面 じがけ る、 時 
局 懸念 も ぁら 警戒 氣を 濃厚。 事 
業界 化然進 巧を 見や、 唯 だ 昨年 
ホす 巧對策 ごして 巧 ニれ たる 

操短 も 昨今 漸ホ 解除な し 
緩和の 氣運じ おひ、 砂糖 巧を 股 
め 儀な は旣 じな 案、 製が 界は六 
巧ょ も 自由 操短 じ、 生糸 春 挽き 
二割、 操短は 五月 限ち 巧 がられ 
-般じ 自由 競 爭一悬 深 効 化の 形 
勢 じぁる が、 春荫相 媛は 銀行 警 
戒じ拘 はら 中、 製 ホ 家 買 焦 6 の 
ため 高値 お現し、 新 糸は 古糸賣 
急ぎに 懼格叢 落し、' 

金 一娜 巧は 依然 遊資 堆積、 
國償巧 場續騰 、東電 社債の 中內 
債 六 千で 寅 おし 前景 氣巧况 じし 
て、 兼て 社外 船 まど 海員、 日本 
海員組合 ごの 間 じ 最低 給料 制を 
乘組 員の あ 員 問題に 關 しを 渉 中 
な b し處 、五日 中 じ 巧 裂し、 海 
員殆ん でを 部 罷業、 と H 停船 數 
約 二な 五十、 目下 海事 協同 會が 
仰 裁 じな めつ、 あ 4。 


'我 對滿 投資 

十一 ニ 億 お 千万 圓 

支那の 動乱は 遂に 張 作 霖の失 
脚に 化 巾て、 わが 固と 關巧 深き 
滿 蒙ら 不を S なつた ので、 巧が 
め府は 斷然滿 蒙に わける 邦人の 
生命 がをおび じを 踊 事業 等を 防 
衛 し、 所謂 恃權 利益の 擁護を な 
す 事に ホ 針を みました が、 戰扇 
不安の ため、 一 肢の巧 取引は を 
戒裡じ 推移し、 巧が 化 支 貿易 及 
び盛洲 貿易は 旣じ不 あみ 兆候を 
現は して ホて 居る から、 對支貿 
あ 上 じ 巧 當の惡 影響を及ぼす 事 
確實ど 見ら る： じ まつね。 尙は 
巧讲 々面に わける 巧が 投資 額は 


愚 おその 筋の 調査した あじ ょれ 
ばを のか < で 、總 おはを じ 十一 ニ 
億 五 千！ 二な 余万圓 のち 額 じ 達し 
てなる 0 

掛が洲 投資 內譚 

單 な千圓 


i が 投資 
をれ 貸附を 
が 漬 
官 B がを ± 

地 建物 船舶 

を お 貸附金 
をむ なか 
諸貨 おを 

日 文を 辨 事業 
じ おする 日本一 ニ 四 
側 S 資 

內趣 本な 所 巧 ご 一一 
の 事業 お資 -- _ 

其 他 ニ 五 
を お T 1 ニ 雪 1_ 


近 四 化- 
二八 六 

ニ 00 
i 
四 ニ 
三 一 五 


000 

000 

80 

000 

000 

000 

000 

08 

000 

000 


ロ I 本 株式相場 表 

〔.<阪 藤本 ビグ プロ ー 々 1 銀 
巧を r 株式相場 〔單 位圓〕 

み 巧ぶ 日 ぶ 巧て 目 

東 宗猜數 を •呈 一登 ，10 
大 お指數 一を さ ニを ユ0 
ま 巧電短 き 盖0 室 S 10 
大閲 電力 ごる 0 六 一る 0 
東邦 竜 力 畫る 0 をる 0 
大 n 本 お 糖 を 一玉 0 八 IT 丢 
王子 裳 紙 ニで 客ニぞ 00 
巧泮 モス タン 至 •盖 皇又 0 
日本 ビ一グ 5 T ま 一 置 ■夏 
日 淸裳粉 寬 •ま. 一 這る 0 
淺野 _ でメン トを盖 0 をる 0 
日本す 裤 ま •5 ぶを ミ 
巧 基 及 巧 ぶ呈 0 ま 呈己 
百ホ乂 造化 科蓄 • 10' 奏呈 0 
久お曠 業 ぶで 爱 をろ 0 


吿 

を團 都を じ 依を 岸 爲治郎 及が 
靑禪嘉 巧爾者 協議の 上を ホ 共 
两經營 じ 懸る岸 靑柳巧 會を小 
をの 單獨 經營じ 改め 名義を 靑 
溺商會 £ 變 更し從 前の 場 巧に 
て 引 續き營 業 致す 事 ご 相な 校 一 
就て は 今後 一層 勉勵 致し 皆樣ー 
华 素の 御 眷顧じ 酬ゐ可 申 慎 間 
巧 卒倍舊 御 引 立の 释奉藩 願 候 

敬具 

昭 かご 一年 六月 一日 

靑柳嘉 次 
各 化 ! 

尋 .れ人 

(福 岡縣 人) 稻永國 次が 
を 永 慶藏持 山 芳太郎 古川 
正彥 'ホ h 幸藏巧 お節辆 
渡邊篤 寶時留 ち 上野 修 
ず 井な 貫 造酒 雄 貫 遣太郞 
.を 家 武雄柴 巧ぎ 雄 
( 烫媛縣 人) 橫巧常 吉事 常 治 
仲 座 宮之巧 
(鳥 取縣 人) 木が 薰信 
(長 巧縣 人) 获 巧ず 人 
巧 藤丕一 

(大阪市) 泉を 又 之 肋 
(魔 島 お A ) 中が 榮ニ 
(山形 縣 人) 齋院辰 雄 
(烏 取縣 人〕 廳勝衛 
( 廣島縣 人) お 田 正 一 
右の まじ 巧知 致 巧き 儀ち 之 
お 巧 本人 おくは 知人ょ b 現 
化 巧 御 通知 願 上ち 

紐 育帝國 総領事 舘 

1 巧 B 吕 a をち す* ジ rk 百な 


稅關 事務 取扱 

さ LLIAM 广 BANE & 夏. 

ぎ 0ョ ニ是 ご Bidw さちな 
ジ I . ぎ wii 另 - Ga ま n S 3 で 9 ニ？ 


任 

化 

严 3 

画 1| 
画 II 

の 設 

& 

Y 


III 揉 治療 

マ ツサ！ ジ 、整形 

I お 風呂、 氷 治、 電氣 治療 

西が 攘院 

フイ ジオン ラ ピスト 

を認 西が 幸 男 

午前 化 時 f 午後 九 時を 
出張 治療-一 モ藤ジ マス 


齒巧醫 木で 义市 

ゴ 0 W . 三 th 芭 - 
を • Moni 呈是 57 


誦 


かるた 


はも.^ の 遊び 
ホを 英文で 米 固 人 じ 能 < わかる 
やぅ 簡單明 朦じ說 巧した ものが 
お ホ ましね。 內を 目み 進呈 致し 
ます、 御 寛 下さい。 

M 呈 WmMA 呈 ， 114 E . 蓄 hst . 呈. 

新 鱗 魚 か 一切 

日本人 向きの 生な 澤山取 > 揃へ 
巧 利廉坦 で大勉 巧を しまず 

サヴオ ナ魚巧 

」osnph Savon 》 

g 4 W . 芭 St St . 

Tel . 0 己一 一目 b き 91 沒 


機が 設計、 機具 
運動み、 玩具、 美 
術 品臺* ランプ 

松本ジ ； 

「佛蘭 西 製 ダ— 

ソンゲア^ ミフ 

ケット 販賣」 


をき 米 璧婦入 
日本人 A の英 
語を 授 じは 多 
年の 経 驗み有 

す 0 一 ブ 义 

ン と十孟 他' 
お 自朝丸 おょ 
ら巧化 時を 柯 
時に てらを し 
y 躍 日は 一路 
よ--' 四 持を 


化 業廣吿 

夏季 巧 化 業 仕 候 

菓子 舖高橋 松風 軒 


塞 煩ず 賓 


呈 A 夏ち， 

1 结 Pa Av こ- W . Washi 量 0 タ戸 C . 
ジ le を 呈》 『黑话 


成功の 秘訳 


お 

.曲 

■55 
が 
’ 則 


米 國式巧 語を 話す 事 
は 巧 巧の 窠 一義です 
本校には 日本人を ぞ 
じ 慣れれ 専任 婦人 お 
姉 ぁ b 懇切 じ會 誇を 
信 文 社を 語を あ授し 
ます。 日曜 週日 共 じ 
午前 化 時よ b 午を 十 
時まで 開 巧し 一 レツ 
スンと 十五 御づ i 
を自直 もじ ホ 校 あれ 


觀 日米 新聞ぶ 局 

今度な 育 支局を 設置し ました 
から 購讀 、廣吿 ~ 切 左記へ 衝 
願 ひします。 (巧 井 米 ホ】 

A ミ 己 lOlsi ぎぎを ad — 呈 94 


I 日本人 篇前ぉ 巧 


雜銭 


養 7 IslAv こ ミぎ k 暑 


♦書籍 ♦雜誌 ♦新聞 
お 費 室を 開 
執務 午前 九 時 よら 午を 五 時を 

經育 日本人 會 


プ 一 

電 

話 


ク S イーと とお 


サ！ クグ 


1 00 と 0 
1 00 と~ 


弊店は 實質 誠意 进讓 ま義の 
まじ 御 ±產 物】 ま卸賣 値段 
で販賣 致し i すタ かじ 巧は 
らや 御用 か 仰 か 下さい i せ 
◎歐 ホを 種 時計。 置 時計 一 を 
◎寶石 貴を 屬 。銀製 器具 一 ま 
◎を 满萬年 筆。 金銀 製掛巧 
◎蓄音器。 レ 31 ドを 本陛巧 
◎寫眞 器。 タィプラィタ！、 
◎船 切な。 がな 寫巧帖 繪摧蓄 

フロ 1 ドウで' ■ ~ 百と 十 巧 

領事 おぉ 側を あと 0 五妮ま 

巧が が请' 
儀が 商 A 

170 B 吕 adway . NJ . 写 y 
ぎ曼 land ; 当艺 S 


操縱 、磯が 敎習 

幽 一 ■點乂 、電池 等を 

懇切に 敎授晝 巧兩巧 日曜 も閱 校' 
日本人へは 巧 山 氏專任 敎授す 
Met 皇 0 吉 an Auto Sdifiol , 133 ぶ ご 善 St . 






Wing Hing Low 

化 in が e ilestau 巧 nt 

巧 OOB'wa も li.Y. C か 


Quang Gan Low 

郎 inese わ shu け nt 
112 W. 65th . 化 Cib 


Beem Nom Low 

474-6 化 A V か 
B が • 28 比 か h St. 


C な y Hali Tea Garden 

170 Nassau St. City 
Ne がわ 陆 • Tribune Bldg 
Loo lin Manager 



巧み 巧 
£ 目 了 四十 四 
阳目了 五十 四 


MlUk. 

TAIYO 

1 が W が t 的 化な， 

Tel. Susqueliafta 巧 巧 


TOYO KWAN 

41 E. 19th St. 

S 洗 8’w 巧 & が h & 化 . 

Tel. Algonquin 8798 


SUN HANG FA 氏 

21 如 - 7 化む も e 妃 12 的 h 左 巧 巧 h 巧 s ， 

Tel. Morningsida S8S3 

ま ク丈希 何 博 君 云 T で 巧諸麟 ^ 

す マ’ 上を しじへ 目 第 理替前 本せ にぶ 
。ィ 曰ま繁 ては ばのと をめ を樓 苯な那 
、曜 す 々 居お 直 チ 街差嗜巧巧 M 
春は。 御 まるぐ ャの 上がつ 理タ 
捲 蟹 あす 程日プ 巧げ じて 人 寸#- モま 
が 頭 巧。 巧 本 スニま 適 日歐イ fc 
あ、 の 評人イ 十す す本廉 
> シ 程を 諸 と 六 のる 人が 


DARUMA 

け レな h A 化 
Tel. 8 円 tnt 3 化 9 


Kl 肌 Y0& 巧 TS 邮 P 

IMPORTER OF 

GOLDFISH & BIRDS 

〇 

動 其 力 签 _ _ 

物 J 安ナ種 
一 烏リ金 
切 苗ャ魚 



35 Essi 拠 引 州 
Til. Lexington 5727 


IKUINE 

Hotel & R がわ u 化 nt 

3 巧 W.8 拙！ な . Nw Ifork 
Tei. Schuyler 7822 
む舶 ifidrew WiHNE 


SHOWA 

お We が 105 St ， 
TeLCku*kson0981 


SUMMER 

PALACE 

?41-8ih む e.H4 巧 hSt. 
NEW YORK 

Phone Longac 化即が 


The Tokyo Go. 

140 W . 扣化化 
わ w York C か 
Te し ' Traftl が r 6 巧 8 


も KUWAYAMAGO. 

114 に 59 比 St. 
New York City 

l*hone. R 巧 帥 I gggy 


Japan 

れ 0 化 i 邮 Co. 

巧 0 Vf. 的 th 化 
Tel. Endicott 97 が 


KATAG 刪邮 0 で 

224 E •が 化 St 
New York G か 

Te しおが nt 3 が 0-3 が 1 


Kawasoye Hotel 

139 West123ri) Street. 
Tel. Merningslde 7154 


御 

旅 

舘 


河 


添 



340 W. 58th St. 

felephone: 
Columbus 8882 


(a 日 ■ 水) 司を わ 


DANCING 

411 W.l 巧 化み . 

TeL む扣 edral 4408 A が . 3 


Ko 化 e S かぷ 0 
730 Fifth Avc. 
Cor • 巧 化み . 
TeL Ciixle 4406 


庵 桂 米 日 




illiiii 




號 十六 昏 四千 一 第 


化 ! fp $ な ( 城な を 巧 P 厮 m が 


日曜 水】 


日 H 十月 六 年 H 和昭 


美が じして 巧が 

I 11 麗樓 


巧 巧 

午 巧 十 時よ b 
午前 ホ 時まで 


開店 


ぞ樣の 御嗜巧 じあ ふ 
様な 美 ホの 街 巧理を 

S 廣趁樓 

をし ますから 續 々巧 
ホ ホを 巧 ひ 主す 


巧 巧 ホ輿樓 

廣揃 ひの 巧 理人お 名 
が 日本人 諸 若の 嗜巧 
じ 適する 巧 巧を 差 上 
よす。 锁 S 時 迄 開店 
(旨サ 五 T 目 サブ 
浄車 巧の 下) 


支那 巧理 

巧廳 茶園 

司理 人を を 
曲 教の方 じは さ 巧 
の 巧 便利 じ 礎へ 巧 
間き お' の 御用 じ應 
や， へく 戾巧巧 ホ 相 
不變わ 引 立願 巧 R 
紙上 御 案 巧 ホ 上 侯 


ずき 燒 
ホ じ 御料 巧 



高等 御旅 纔 

東泮纔 

會席御 料理 


御 料理 

太 陽 

壽司每 H をろ ます 


h-lii 

0 3 It 

管- 1 

AO 4— 

i •化 

恥 I 


L 9 0 曜 な主疆 じは V ュ 
な？：-— マイを おを 巧へ が 


版 娜集雅 園 


C 


自 午が 十一 時 
至 午前 ニ 時半 


蘭 店 


ザ 上 金魚 巧 

芸巧置 Ave., N ミす rk G さ. 
芸 1 豆を ニ 7 萬 


接の 蒲燒 おいしい 觸择、 

會席 御料 現 

畫 食は 末 廣^、 

叮峰巧 巧 ま 巧 大お强 


割烹 並に 御旅 舘 

ご 1 0 佐 巧 

3 兄弟 

化 巧 ボ西八 中 八 T 目 一二 一三 一 
« 巧ス 々イブ 1 と 八 ニニ 


高等 御旅 舘 

昭 和 

會席御 料理 


巧 国閑淸 、空氣 おお 

巧 人 巧樂巧 自街亭 


58 Sanils St . す t ら互 戸 N . Y . 
TelTria 量 e 7 さ 5 


▲淸 潔、 規 切、 氣樂 nl ニ «▼ 

勢炯舘 _ 

伊み 事を 乂巧榮 が 

225 E. 男を Str ま t 
ジ I. R 巷 nt ち 苦 

尝旧 旅館 

江 巧 作 一 

呂 0 でた 呈 h 苗 星 

ぎ 宴 養 an 二 351 


一力 旅舘 なめ 

帝國旅 黯淸水 

之 6 W . 臺 Si Kew さみ 
Tel . Susquekanna 8610 

紐 育 旅錠挈 奥— 

東 四十 了 目 ニ 四 二を 
Tel . 呈 tdeni ニ 374 


ポストン 巿 

富 ± 旅舘大 浦ホ极 

一 さま r 養 t ま St •す ston ilass . 
ぎ B . B . さ 75 


住み 必 地ょ き淸银 なる 室 

^了^^ 松 林 巧 か 


1 是 Lexin 晋百 Ave . 
Tel . sad •ぷ •這 21 


費府 御旅 鑛 
桑 山 淸五廊 

さ 8 ざ U さ 9 th 写 さ 一 重 eliihia Pa . 
Tei . Wain 己 夏 一 


設備 改善' 
-巧理 人、 巧， 
本 入 向き 


巧 1 蒋 を 養- 
輪鹏- 巧理 人、 菌 

G S W 
^ 0 
U W- to 

'の 刷 M 御 ホ 巧を 淀って 

T 養ら ます 



新開. 業 

朦 利きの 巧理 人が 日本人 諸君の 嗜好 じ 適 
する 巧 理を差 上げまず 

散娜 類和圃 

を 居の 前、 芝居 歸らの 御 集ち じ 最も 適當 
の琪 巧です 是非 御々 負 じ 願 ひ 主す 


日本食 料 お 類る ぴ雜貨 類 卸小賣 
ホ 么ま大 W 糊 桑 山商會 
新刊書 籍雜誌 小間物 日用品 各種 


巧 夕 化 時を を 業 

メ！ グ アドレス 〔年 一巧〕 

日本 お货巧 東京 巧會 

書 お 雜巧巧 タグ ー ム旨 巧の 巧 ぁ > 
トブン ク巧 もまず 


豐蚀龍 giSSI 驚 f 白米 
日 案 li 食 巧 品 觀 

巧 田 咎油巧 ホ 會 社ち 部 一手 賣挪巧 

曰 本 食料品商 會 


紐 育 唯 一 の 日本 百貨店 

片桐 兄弟 商會 

スマ ドン •ブ "ダク ブ 一ず 販資元 


第五 巧よ 一二 0 

へ クシ ヤ| 

ビグ デン グ內 

小 池 寫眞舘 

電話ず ー クグ 

四 巧 0 六 


舞踏？ i 

▼化を ダンス ▲ 

▼表 巧 ホ 操 A 
'朝 十時ョ ，巧 十一 時 

シャリフ •ダ ンン 

ング 師範 學校 卒業 

上が タマ 


を 話 プライア ント 

八 0 セ 化 1 八 八と 一二 

器 特長 

が 育 ホ 西 四十 四 T 目 
ニニ ー】 一八を ニ 一階) 
支配人 巧 中 重 雄 


支店 

147 夏 1 nt す e. B 呈 と ブ N. Y. 
Tel. 田 {1 ま I1 1 さ BS 
まを 寺 S. F. 巧. Sa す_ 


日本 理髮 舘淸 

西 四十 一一于 目 百 番地 云 百 六 室 号 

タダプ 7 ロア (巧みを S 四十 一二 T 目 40 

日本 散髮屋 則が I 

五 ク年聞 中が 氏 ご 共 じ 就業。 

ジ ヤシン ト ♦フ 3 ツ 3 

ゴ ま th S 产 N . Y . 苗な 
巧た. Columb さ A さ. 岂 en す a ; ち k W 泛 t 


眞 面目なる を疆 同胞 じを 亩 
なる 原 業を 罔旋 す- 

宮川 事務所 


紐 育ボ西 四十 ニ T 目 百 ホ 一 蕾 
電グラ I ，- ノトと と 八と 

廣 フライ アン 化 六 化 八 


煎 餅 卸、 ル賣 
を 腐油揚 
日本 食料品 一切 

semris 巧 巧 ice 广が ke CP 
養呈 r こ 戸 

ぎ 五 ala 巧ち 


ロス アン セ^ス 

ホ リン ピック 

ホテル 

ニ 7 N ジ 。 Pedro SU Los A 這を 8 S , Gal . 


レャ トル 市 

NP 旅舘 

W 0 タま 一一 Ave-sp Seattle ， wash " 

惇車 お前 通 まご 一 了 左側 《階を 
日本 巧 船 切 巧 か 扳波戶 場 送迎 


巧お區 域中必 、総領事 お、 日本 
郵船 其 化を 巧 大會社 近き 诺巧 

桑 港*^ パ ホ- K 八 

純 日本食 (特別 巧 あ b ) 

御 一報み 萬 自動車 御 お 迎申上 侯 
かご 羣 fiia St ; San Fiiilcalif . 


木 旧み 1 ミン グ 

ニ07 3三言.妄.59&呈；すを 
ブ| ち h 呈 e す 巧 nt ちゴ 


义百 九十 四 巧よ 十よ 化、 街フ 
キ アポが の 十で 巧强 、掛 タニ 
1 第-回 戰が 十と 巧弗强 、第 
二回 戰が 二十 四を 一千 六十 巧 
と 十一 他の 最高記録で 
をの 化 シヤ！ キ！ 戦を 合算す る 
ど 五 回の 拳圃戰 だけで、 と 十八 
巧 ニ 千 八な ニ 巧 二十 他 どい ふ 居 
巧で、 今年からは-をら じ ニ 劇 五 
巧の 追加 あが ホる から、 フアン 
の ポケットは 益々 痛むべく、 過 
去 一二 年に 直る あ界 野球 爭覇戰 の 
收稅は 先づず 均して 十 巧 弗 位 ぁ 
るが、 昨年 だけは ヤン キ I ズが 
ピッ ッバ ー グを四 回戦で 破つ た 
巧め じと 巧 八 千 六 旨 五十 乂 巧に 
威 少して 居る。 

ふかの 出世 

大變な 皮の 注文 

モ 1 タン •ダ 1 グの本 舆アメ 
ホでは 

手提 じふ か 皮を 用 ひるの 

が大流 巧で 三ユ] オン アンスの 
目の 早い 皮を 業 着から 商工 省を' 
經て鹿 兒島縣 の水產 謀に をめ 取 
引；}<^^希望してホた。 鹿兒島縣 
では 年 十万 貫 程み ふかが どれる 
が、 わずか じひれ を 支那に 輸出 
やる 位が 關の 山で、 大部を はお 
岸 じ棄て しまつて ゐ たが、 今 


後は これが を じなる ばからで な 
< 、アメ 9 々化の 

要求 じょれば、 橫濱 ょた 
は 神 ロ おの 甲板渡しで 長さ 111 十 
五 インチから 五十 インチまで 六 
十 セント、 巧 十 インチ 化 上 二十 
六 巧 五十 セント ごい ふ 高値で 引 
おる ごい ふので、 縣巧エ 課では 
大いに 力 こぶを 入れて 宣傳じ 巧 
めて 居ら、 これまでが 岸に 山の 
如 < 積まれ 腐敗す る i で 顧みら 
れ なかつ わ 海のを 顿 が、 巧 もな 
<ァ メタ々 壊の ニの 腕 じ 抱かれ 
るに まるで あらう。 


化 極で を 見され た 

J ビレ 機の 巧銜 

:_ま じ 化 極々 点 上を お 巧して 科 
谋ー的 探 隙 じ お 功した ノビレ 贈 軍 
の 一飛 巧 船 ィタリァ 哉は 歸 航の遂 
み 暴風 じ 遭遇して 遂に 巧 街 不明 
£ なち 遭難 地よ ら發 して 居る £ 
覺 しい 無線電信が 化を を 地に 感 
應 して 憂慮され つ、 あつね がを 
のをに 至 b 遭難 地は K ビプ パ- 
ダンの 裏側 じを る 永 上で 飛 巧 機 
や 砕氷船が が 巧し 巧ない 地点と 
科 然し 機体は かに 巧し 流され 乘 
姐 員 十と 人は ニ 組 じ 巧れ 寒さと 
飢饿じ 苦み つ！ ある こごが が 巧 
目 r 頻 ちじ 敷 肋 策を 講じて 屠る 


投資の が機會 

ご錄 巧つ て紹 かされた 妙な 手紙 

：= ニユヨ ーク •ウ才 ！ ルド 紙へ H 本から 寄書：：；： 


去る 日曜日の ゥォ！ 八 ド 紙は 
『投資の 巧 機會』 ど 題し、 時節 
柄 冉巧弗 程 轉んて 居る 金の あ 
る まの ためじ、 ぶ 卞原义 のま 
まじ 揭載 する ご 題 1 左の やぅ 
な H 本からの 妙な 手紙を 紹か 
した 0 

A — A — 

親愛なる 訟者 足下 
余は 貴 おを 通じて 0 下の ず 紙 
を 貴國の 資本家 じ傳 へられん こ 
ごを 切望す る。 余は この 廣吿じ 
一言の 儀の なき こどを 足下 じが 
証し、 同時 じこれ よ b 得た る も 
の あら ばを の 一割を 貴 赴 レ支拂 
ふこ どを 誓 ふ 0 

日本 じがる 一 講讀を 


力 




ネヤマ 


をは 若し 余の 發 明が 些少な b 
ごも 噓を發 見され た舆 合は 切腹 
して 御 覽じ乂 むる。 みは 東洋人 
の 用 ゆべ S 自動車に 就いて 驚 < 
べき 發 明を 敢 てしたが、 これは 
單じ 技術 上の もので なく、 最つ 
- 重大 G る發 明で ある。 

余は 逝 ま 八 年に 直らての 發明 
じ 就いて 普む 陵膽 、この間 じが 
て 職を 替 ゆる こご 二十 回 じ 及ん 
で 漸く これを 完成した ので ある 
而か もこの 發明 0 偉業を 敢 てし 
た 余には 悲しい かな、 この 設計 
を實巧 化する じ 足る 資力な <、 
屡々 日本の 資本を じこれ を 相談 
した けれども 彼等は 余を 謗大ま 
想が 視 し、 或 ひは 詐欺師 扱 ひじ 
して 相 まじし U いので ある。 尤 
も 余の 發 明の 眞巧じ 就て 無智で 
ある 彼等が 巧く あ 惟す るのは 或 
ひは 當が であるから 知れない。 

を じがて 乎、 余は これを アメ 


b かの 資本家 じ 求むべく み必し 
ねので ある 0 

をし この あ 明が 何物た るかを 
間は る/' ならば、'. み W これを 權 
か 广ニ語 じて 答へ 得る が、 をの 
眞 相を 明らかに 知悉せ しむる じ 
は 恐らく 二週間を 要する でから 
ぅ、 余め を 巧の 價 格は 正 じ較巧 
巧乘じ 値して ニ S 週間を 必要 ど 
する。 余は をの r 目的 品 j が 巧 物 
である わを 便宜上の 下の 如 （記 
レて みる。 

現 化の 自動車を 比 鞍す る じ、 
をの 標準は 總 てか國 — ァ メタ 
う 及び ョミ 0 ツバで ある C 

余の 『目的 お』 は實じ 東げ 諸 巧 
巧た めじ 發巧 されね もので、 こ 

わが 賣巧 きも 恐らく 五倍す るで 

一 : ~ 

をら， っ。 

.この 『目的物』 の 製造に f れ程 
巧 資本を 要し これに 伴 ふ 利得が 
ぞれ位 ひで ある どい ふなら ば、 
資本金な 巧 巧 どして 一二 年を 經る 
でら ば、 每 年の 利 巧は 百 五十 巧 
巧 じ 上る であらぅ。 

.】 を 十五 割の が 得 どい ふこと 
は 何人も 信じ 得ない 所で あるか 
も 知れ 归が 、この 『目的物』 が 巧 
物で あるかを 知る をは 總 てを 認 
骄し 得る ので ホる。 

余は 斷 じて 出嬉目 をを つて 居 
ない こ VJ を 神 じ 誓 ふ、 をを 信せ 
ょ、 をは この 停大 なる を 明を 僅 
か 巧 万邦 じして 手渡しす る こと 
を巧必 しねので ある。 

フキ • 3 ネヤマ 

「日本へ 來 たれ』 『余の 扉を 啡 
けよ』 『をる 云 ふ どころ を聽け 
よ』 『資本を 投資せ よ』 『莫大な 
る 利 場を 得よ 『 

化 巧 高 田、 高 田 町 八を 
東京、 U 本 0 


春洋丸 上の 松 平 節子镶 

活 勵寫眞 に 御 興じ 


東京 特 S 十二 日 巧 n を 巧 化からの 無線 巧 信じ よれは、 歸朗の 
を 上 じある 松や乂 化み 媒 節ず 猿は 乗 おな ホ 類る 元み 巧く 昨 巧の 
かき 巧く 御 夫君 ど 仰ぎ おる 秩父宮 巧 下の 检ケを 御 登山の 巧 働 お 
莫じ御 巧 じられ、 樂 しい 船 上の-巧を 送られた ど。 


因を 擧げて 喜びの 日を 巧 待ち 
申 上げて 居る 秩ハ义 宮居で ご 化 平 
節 子 姫の 芽 出 巧き 御 婚儀の 御 日 
取 b は宮 タ山邊 がを ご 化 ホが 巧 
モ巧 どの 間 じ 打ちを せを 巧 ひ、 
この 巧內を k 見た が、 を 中資巧 
大 前に 行は せらる： 晴れの 御婚 
儀は 九 巧 二十日 頃 ど御內 を、 御 
納采の 御 巧は 九 巧 十日 頃に、 山 


る 別 當が巧 下の 御 旨を をけ て ホ 
石 川 第 六 天 町が 平 子爵 邸に 赴き 
巧 やかな 巧 服地、 をの 化の 結 お 
品を 賜は ろ、 績 いて 結 巧の 御 日 
化-^ が 巧治定 じなる と、 山を 別 
當は 巧び 松 平 子 巧 邸に 赴き、 何 
月 巧 H 結婚の まを 巧ム 旨の 吿期 
の 度が ある 吿 である。 


暗殺を 免れむ 首相 曰 < 


僕は 幸運な 男、 与 や 


滞 蒙の 特殊 利 權は匆 論 擁護ず る 


ま 京 巧を 十日 發 U 巧 中 首相は 
辛ぅじて、 暗 おの 危難を 適れ、 
をを ありず 都宮じ 向つ て 上野 驛 
をを 卑した が、 を 相は 軍 中で 語 
つて 曰 （『別に 威を も：^ いが、 
犯人が 松 浦 君 (化 浦 五兵衛 氏な 
ら むか-本 巧 前 號ね井 化 薄 ± ご 
あるは 誤電 か) じ 突き 當 つた 時 
「やつた む」 と あつじ。 昨年と が 
じ 巧て ピスト^ 暴漢に 巢 はれ、 
あ 發の彈 化が 精子に 命中し K の 
じ おはを をだった。 化て け 運命 
でもる。 をの 時は 新婚 旅け 中の 
アメ ブ 々人. か、 不幸 じも自 みの 
身 巧ら じ a つたが、 今回は 松 浦 


ちが、 負傷して 身 化ら をして 吳 
れ た。 巧 じ巧自 みは、 幸運で あ 
る』 ど 大笑し、 話題を 一轉 して 
『滿洲 今後の が 態は 巧 人ら を 想 
出 ホまい、 な 麻 もまれ 滿洲へ 軍 
隊ち 淚を考 へて 居ら 《』 云々 尙 
ほ 田 中 首 巧は 宇都 宮巿 じがけ を 
をぶ 會大會 席上 述べて 曰く 
お洲 のが 態は 今明日を 計 b 知 
られ 3、 巧 化 巧 ホ じ 政 權が歸 
ずる ども、 夫む は 巧う でもよ 
いが、 多年 巧が 同胞の 築き 上 
げた 巧 巧 利權は 飽くまで 擁護 
しなければ なら 0 云々 


邦人 馴染の 牧師 ご稱 ずろ 

小切手 詐欺が 横 巧 


重 じ 日本人の 鹽体 等を 訪問して 



自 稱化郎 r レキ ザ ンダア • 


イ * ^ タ— ソン 


# お 約 五が 八乂时 

が貌圓 顔で 色白く、 笑 ふ 時 
じ 巧 痛みら 

着装 グレー’ •ス —ッ に麥囊 
帽 、い デ；：？ ■ネクタイ 

瞧度 化々 し （、を ロ じて 能 
辯、 輕卒 にして セ ー グ 
ス マンの かし 

右は 旧 月 十と 八 U 頃を 五十と T 
目の が 育 敎贫じ 巧 ル 牧師を 訪ね 
たる も 

不巧 のた め、 大賀 幹事 じ 

r 自 をは グ 。ン クマの 濁 ホ浸禮 
あ 曾 (イン デ ペン デン ド •バプ 
テスト お會) の 化 帥で ぁるが、 
前年 シ ；； シナ チ 化 乂化留 の 日本 
乂靑年 達 ご 脈懇 になつ た 顆係上 
り 本人 じが 文の バイ ブグを 買つ 
て 遺 b たいど 思 ふが、 巧 處か賣 
る巧はぁる主いか』 <肆ね四カ 
八方の 嘶の 末、 大巧 幹事 Jb 

何册 かの バイ プ 八を 貸 ひ 
をけ じを 『ノ^ — フオ ー ク ホが 留 
のホ數 U 本人 ごも 巧 際 あ b なで 


ど 云 ひ、 實は同 巧の 敎 をで 說敎 
をした 謝禮じ 二十 五 弗の 小 切ず 
を 貸つ て ホた が 一寸 御 巧 替を願 
いたいので すが」 £ てゲ フジ 二 
卞 •ナシ 3 ナグ •パンクの チ 五 

ック 四と 六號 四月 十四 H 卵のを 
を 渡し、 現を ど 引き 換 へて 歸つ 
な。 ソコデ 大貧 幹事の な 引 銀行 
へ 預け入れたら、 二十 一二 四日 頃 
じ 『ソン ナ 取引先は ない』 ど 云 
ふ附 望が っいて 

す 渡 のま i 戾 つて 來 たさ 
ぅだ。 是れど 回 一' 人物は あ 目 末 
H 頃 本社を 訪問し、 同じく 二十 
五 弗め チェ ッキを 示し (同を 巧 
同 番号 じて 五ち 廿 八日 振出し J 
邦文 バィブ^の 嘶 其 他が 育敎會 
で 演じた ご 同じを 居を 演じ 結 巧 
本紙の 额譯巧 金 じ 二十 弗を 孤っ 
て 五 巧の 釣を 賞っ て餘 った。' 化 
巧は 翌朝 印刷物の 注文 じ ホるな 
V . ご、 出 媛 目を 云っ て 居た がを 
じ 巧 事務所では 

牧師 ごして は、 寅い 奴 だ 
ど 專ら增 して 居た。 果な 其 チで 
ッキは 『ソン ナ化引 先な し』 ど 
あ 出 銀 巧から 房っ て ホた ご 云 ふ 
をち •かゎる。 化 巧は を敎 をダシ 
じ 使っ て 小さい 規 核の 詐欺を す 
る 巧ら しいが、 巧智じ 長け た 男 
だけ じ 巧を 化 出 ホ かすか も 倒ら 
ない。 仍って 本人の 為眞 を揭げ 
一 お巧留 同胞の . 

注 立 后を 喚起して 超く 次窠 




である。 尙 ほ化寫 臭は 本人が 大 
智幹 事に 殘し たもので 裏には 巧 
で 巧 育巿ゥ ♦リア ムス •ア ゲエ 
三 ク六ニ 0 巧 ど 記し 『ゼ ラブ 

クラィス トィ ズ 'ア 7 ア サグ 

ゲエ 1 シ 3 ン』 なで ご 窗く なで 
隨か圓 ♦しさを 巧浑 して 居る。 
まら じ 同人は 化 月下 句を 督 をを 
道 會を訪 間し、 莱巧辟 事 じ 小 切 
手の 兩替 を賴 むで 斷 はられた さ 
うだが 『目 本人の 寄宿 舍を 持つ 
て 居る』 なでと ほ 言して 居た ど 
云 ふ 


大型 飛 巧 機で - 

日本へ 橫斷 

この 夏には かけする 
日本の 太平洋 横 勘 飛け 機が 八 
時閣號 ベる 巧べ ねで ずつ て 居る 
愚 中じ旣 報し わか （ 

米を 橫斷飛 巧 機 サウ ザ！ ン》 
ク日 ス號は 布を を經 由して 一 
擧じフ キジ 島に 巧び、 更らじ 
一千 五な 哩の難 销を經 て メグ 
ボ グンに 到着し、 を じ 目的地 
である シド ニ，-^ じ 着陸して 目 
下 官民の 熱誠なる 教迎を 受け 
乘 化の 巧满巧 ± は 要らに 勇躍 
して 近 （化界 を 一週 飛 巧す る 
ど 發 表し、 世界の 輿 ホを 惹き 
つ i をる が 

シカゴの 南極 探晚 家で ある ゼン 
ス •ラ テオ 會 社長 マクドナ^ド 


夏 傷雜詠 


ラッカ ゥ S ! 逸 客 
夏 農 雲な き朝瘦 身を 

いわ はれる。 

濤聲靜 かなち この 巧の 
遠く 思は する。 

はね 起きて 甫を虫 探 甘 ば 
あま b 靜 かな 阻邊に 驚く 
水屋の オ デさん ご 高射砲 射 巧 
の禮 化を 仰ぎ 笑 ふ 午後 


氏は 社 じ < シカゴの 興巧師 でを 
ら ス ボ] ブ マ ン トしてかられて 
居る' 一 1 マンを ご 共 じ、 この 夏 
を 期して、 太平が を 橫斷の 上 日 
ネじ飛 巧ず る旨發 表した。 
使用す る 飛が 機は ゼ ニス まの 
大傘 をな 複葉 飛 巧 機で 云 個の 
酱 動機を 持 も、 十二 人の 乗を 
搭載 力 じ 六十 時間の 飛行 能力 
を 持ち 

飛行 十： ごして は、 この 機の 製作 


者で をる チヤ^ 八ス •ロシェ ゥ 
キグ 巧び ア乐 ピン •バタ！ ジン 
巧 氏を の 衝じ當 るべ く、 シ アト 
火 乃至 サンフランシスコを 出 あ 
地 どして アリ ユ シアン 群島を 經 
由の 上 曰 本 じ 飛ぶ 尝 で、 マクド 
ナ片ド 及び、 >1 マン 氏 も あじ 乘 
を どして ごのお 擧じ 加は る 笠で 
をる ° 


娛樂 收稅高 


驚くべき ち 額に 

去る 十 H 附を なて アメ リタの 
大藏 省が をる した 納稅 統計の 中 
で 最も 巧 ホを 惹 くのは、 過 ま 十 
年 じ 豆ら アメリカの フアン 共が 
拳圆 、巧が 其 化の 娛樂じ おする 
收巧髙 で、 驚く かれ 五 億 一二 千と 
な 八十 一二 巧 八十 四 巧 己 十五 他、 
をの 中で も デンプ シ ー の 拳 巧が 
納稅 では 横綱 格で をる。 即も 


逊カ ー ペン チアに 十五 巧 八 千 
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SPRING LAKE BEACH. NJ. 

海を 見渡す 勝景の 塔が、 客 
扱 親切 了 寧、 最新 設備、 ゴ 

/ レフ コース、 海水 洛 、釣 お 
C. E. HAUSWO 民 TH, ako M が . 
Hotel Fnirfax, N. Y. Plaza 9080 
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號 十み 巧 四千 一 第 


まを 新 を 



日曜 水】 日 S - ! • 巧 六が H 和昭 【四 
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iiMHii 
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▲巧 お 巧を 等 設備 供 食の 盛 富が 新 もる は 乘お負 
の 熟練 親切 下攀ミ おじな かの 謗さず る瘡 です 
A 當胜 太や浑 航路 一二 等 數備は 全部 革が 的を ち 冷 
施しました、 殊にを 巧繪の 如きは 巧謂ッ — 3 
ストサード义はスナユ デントクラダスなとの 
煩 値お髓 へて 居り ミす 

# を 港 お 帆 ホ/八 八經わ 【正午 出帆】 


西 比 利亞乂 
大洋 か 
天げ 凡 

コレア 見 

春洋乂 


六月 二十日 
月 四日 
と 月 十八 日 
八月 一 日 
八 巧 十 お 日 


® シアトル お 帆 【午 あ 十 時 お 帆】 
靜岡义 六 巧 か 五日 
橫濱义 とち 二日 
郝贊— を ^ と巧廿 六日 

@01 致發 日本 巧 巧れ 

歌訪お 六月 一二 十日 
がを か A 巧 十四 B 
.み A が 育 お 奶田ま 馬摇由 日本 巧搜勒 姑— 月 ニ 画 
媛 A 錫 道 切符 寢 まを 其 化 萬# 海 おを じ 御 あか ホ 押 
で J A 太 西が 大法が 曾 化乘赔 切なが 镇宜 にお 訊と 寸 


貴 ♦金製 ヒップ ケ ー ス 
金 

お ♦金緣 合助囊 

寶 .♦金銀 時計 類 

巧 

商 ♦金製 疊 をみ 置 時計 


晚を坡 每ニ週 一圓 お 帆' 

▲エム プレス 亞細亞 三 一、 含 0 嘴) 

六巧廿 八日 

A H ム プレス 加を 太 (吴 五呂 巧) 

と 巧 十九 日 

▲エ ムグ V K 露西亞 0 另 •き 0 巧) 

八 巧 九日 

▲で ム プレス 亞細亞 ご 一太 •爱 0 巧〕 

八 巧 ニ 一十 目 
一等、 二等、 一二 等 及び 下等 客 設備 
最大、 善美、 最 快走の 東が が 巧 船 


シア A •ル 出帆 (午前 十 時】 
わら ぞ G 乂 六 巧 十 お ： n 
あ ふら か乂と 巧 化呂 
ぱリず お (坡港 化 棘) セ巧廿 Ha 
ザ 一 害 横 湧 I 九 五 巧 

巧し ばり' 卞 かるん ごんれ は 一 五 五 弗 
▼一二 導 日本 お 五 五 巧を ま大 を 逛 家族 室— 
►御を 望に 促げ 一等 割引を 復切巧 费巧致 巧该. 

ロス ア A ゼ ルス お 觀 (午を S 時) 
はわい 化 八 巧 八日 
らぷら た 化 八 巧 ホと 日 
マ 一等 橫漬 二三 0 第 化は わい みを じらを を 巧 
►おが 一二 等 日本 行 五十 丸 兜 ►一二 等 目 本 巧 五十 E 弗. 
►み 落 羅脑巧 竊幸切 巧 慶臺券 贈 入御 幹旋 せり お 
マが 育 線 パナマ 経由 日本 支那 巧 貨物 拋 ち 一巧 


B 本 數船會 を (ホ i . を 廣道會 社) 

^理 店が 欄 兄弟 藏會 

乘 車、 乘般 巧な iki じ 小荷物 運送 御梗利 じお摄 中し ます 


夏瘍向 格が 品 
\ 特别賣 出 

尙 r 曆勉强 可 化候觸 
御 注 义被下 度 願 上 候 

ザ元ブ タザ ー ス 

rr 思 I 一一 7 向 a た 17 を： St , 2。ミ Y ミ k Qty 

其-- JJ - M • < • 82 ま 


felophone Akronqss ^ 装 7 


夏場 狗品 特別 賣化 

夏撐 、ホ賣 向、 ダ ー ム 向新 荷 到着 
精々 勉 ー哪 御用 命じ 應 だまず 
もみ 陶破 叢雜貨 卸販賣 

|> 據巧木 桃 ホ 組 

105 E . 16 を： 5 产 N . Y - 
Tel . Stuy vesant W 望 516.7 


自本吳 服 反物 キ モノ 
テ 1 ブルク ロ ー ス類 

夏瘍用 格が 品 取 揃 お 候 

龍肯本 ドラ- グ 1 ブ蘭會 

特别廉 巧で 大越 强斩ホ 巧は 當 巧の 時を 


ヮナメ ' I 力 ー の特を 

日本人の お 買物には 特別 掛 員を 廣き無 
巧で 御 案 巧を 巧 電話 义 はお 手が 巧 第 御 
訪 間して 御 便宜を 討ら 初めての お 方に 
蜀 しては 特に 注意 致します から 是非 お 
立 寄 b 願 ひ 升、 ホ內 配達は 勿論 日本 巧 
化を 地 宛の お 荷物 發 送は 當 ホで 致し 升 

シ 3 ン ツナ メ ー 力 ー 


ハ ィカラ；；*紳±は 

化 立 服を なしまず 

ホれ は 宜< 身に 合 ひ、 是 掛けな を <、 を 
して お ホを ょ & もを 持ちす る 事を 知つ て 
るからで す。 弊店は タ數 H ホ紳 古の 御用 
を をって 居ます。 一、 

M 化廣唐 じて 御 巧 店の 方 じは 

六を 割引 致します U 
御 注 义の糸 巧 じ 係 はら や をら 巧 一度 ホて 
見て 下さい 

ウオ ルカー エンド フロ リオ 洋服 巧 


資本金 壹 お 圆 
挑込濟 資本を 六 モお围 
梢 立を ホ 千 壹ちお 凹 

本店 東京 ボ 日本 巧摇 本を お 町 五 お 地】 號 
ず 巧 小 樽 日本 巧 化の 巧 i 橫沒 
名 古 崖 京都 大阪巧 ( 大拓〕 神 戸 
廣島 下關巧 司ち 化 巧 岡 長 巧 
上が 倫を を 買阴水 


輸出入ち 替’ 電信を を' ホを を’ 旅 巧 信用が 
巧 お 信用 狀其化 一般 お 巧 業 

人 能 紙 S 糞 銀行 S ま 巧 

郷里 送を-日本が 地 無キ數 巧？ 巧 速お投 
本店 預を (を 期 通知 ノ 二が〕 御 便利 取 巧 
本ず 巧 まを (ネ 巧)、 大阪 "巧戶 、京都 
巧 化 地名を 屋 、小 お、 上海、 お敦 


夏瘍 向 = 新 荷 到着 

夏瘍- 小賣屋 巧、 ダ ー ム巧 景晶等 
精々 鑛驢巧 化 御 引 立願 上 候 
陶 藏藉雜 貨卸賣 

春 固商會 

141 巧 i さ h Ave ., Ne 宅 Yorlc Ci 巧 

Cor 己を of 21 算密 • I'eL を gonquin 5 愛 5 


, tMN 新称到蓄=' 

- 精々 勉强可 仕 候 間 御 註文 被 下 お 願 上 候 

^ 太# 貿易 株式 會社 

' rel 召 b で 3 汪 A 1 於 onqfiiR WW 技 .， S 

101 巧 ifthA / lrei 。 之 巧 wYorkCilty 

N 諸 龍 SI8SK 関 i. 


新 荷 到着 

特に 夏場 向 格 巧 晶澤山 取 揃へ 
居候 間 精々 御 註文の 藉希上 候 

森が K ぅ ザ！ 

MO 巧 IMC 巧 > 巧 ros ., wnc . 
S 3- S 7 west N ぎ 山 皆.， 
zew ジ を N . Y . 

Tteleplhcmo ofzlmolro 》 WW 50 
ニ- ラム プ 及び シル クシ 王— ド 

，.一‘’ 製を 巧 卸賣. 手 塚廚會 

ム- 古. Y . TETSCKA CO . 

’IT ニ wesi SU N . Y . 妄ぎ呈 8ー窒 苦31 




►鄕里 送を 展び並 落を (無手な 巧 r か國 
巧替賣 買、 荷爲を 取組 取 立、 信用な » 
巧 等 一 おを 巧 業が 狗巧巧 じ 取 巧 可 化 « 

能 贼臺灣 銀 巧— 出張所 

本店 摹潜臺 化 

ち 巧を 京、 镜 巧、 大 あ、 神戶 、上海、 巧 
ロ、 霜 州、 厦門、 灿 頭、 香港、 廣 東、 新 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 パタ ビヤ、 を 頁 

々グ 々ッタ 、お 致、 巧 か臺潰 十四 ヶ巧 

一、 資 ぶを 青億圆 (を 額拂 & 巧) 

1、 稽 立を 化 千 化な 五十 萬圃 
■巧 化 本 支 巧：：：：：^ 演 (本 巧) 東京 大阪 
神 ロを 崎 下期を を屋 

橫濱ぶ 金銀 巧— ち 巧 

米國を まを U 藥港羅 麻沙巧 巧を 
其 化 世界を 國重巧 都市 ュぞ巧 度 コ レ 
K を 之 校 


本 巧大 •扱 化濱五 T 目 
紐 育で 巧が 育ブ ドウ 去 


R 本內 

地 支 巧 


巧 四十 九を 

難 住ぶ 銀 巧 

東京 > 橫濱 、名 古屋 、京都" 神 戸 
尾ノ 道* 廣島 、吳 、柳 ホ、 下ノ熙 
巧 司、 小 倉、 若松、 傑タ 、义巧 ホ 等 
本國 預金、 鄉里 送金 等は 法め 
て 御 使 巧 迅速 じ 御 化 扱 可 申 お 


本店 朝鮮 京が ‘ 

ま 店 お 張 巧は 日本 內 化の 樞 耍都巿 、朝が 
滿 卵、 支那のを 地 及び 浦 诺巧德 

朝 鱗 銀行 紐 脊曲張 所 

外 國爲替 一般 銀 巧 装お靖 々御 便利 じな 圾巧 
申 上 候 





藤本 證券 會巧 

一般 有 化 証を ノ賓 興、 引ず、 裳 集 
ィ 金融、 ホニ么 三觸ス こ切ノ 業が 

龍^ 藤本 ビル ブロ— 力— 銀 巧 

紐 育 出張所 


觸が 器、 雜 貨卸賣 

森が ブ タザ！ ス 


H 本搁破 器雜貨 

ラ厶 プ卸賣 

奈 な 貿易 碑 




が 羊羹 
福 わ こし 
を 雁 
化 龜 
甘 靈 
豆 類 

品質 本 化 


桑 山 商店 

ニ 4 里 ST 芸を MT : 严 Y . C . 
Phone . He 巧 至 S 3 ザ贾 57 


東京 廊 會特吿 


樓 ホ 大を 

巧 彈 ' .1 •ニ 0 
英义ま 巧の 書モ一 •ホ 0 
H 省 堂 

n ンチ ィス 和英 ニ •五 0 
同 英和 ニ •四 0 

をを 諸 新聞 最を號 

.紐 育 東京 商會 

i 巧 雲 FN . 三. 
Tel . T 置 暑 『萬芸 


謹.. を 

を義 今回 一時 歸朗致 候 事 ご 相 
成 愼處御 鄭重なる 御 招宴 じ預 b 
又は 錢 がを 嫩 はを 且つ 出發 め 際 
は 態々 御 見送 被下暢 など 御 疑 意 
深謝の か 無么候 孰れ 今秋 歸 朝の 
節萬縷 可申述 おへ 共 不取敢 を 御 
挨楼迄 如 化 じ 御座 懷 敬具 
太洋 貿易 株式 會社 じて 

中ん 理ニ 一良 
辱知を 化 

ホろ お 巧 店 じ 適 當の燒 所 

が 兵援を 直ら 羅し得 

ら る、 場 巧は 函八 十二 了 目 百 一二 
十四— 六番 、家賃 恰 巧、 リ ー ス 
御 希 摩の ホは 上記の 場所 或は 左 
へ御閔 をせ をれ 
ニ 76 Brod 壬 さぎ ner 57 をぎ ぎ i ニ呈 

ルー ミン グ 丈け が安讓 度し 
當商會 階 四 階を 部 十二 室 
を 細 面談 

I 東京 廊會 

新 ゲーム ？？麗驗 

じ 使用ず る 諸道 具 格を じて 御需 
めじ 應 や、 値段 目録 表 送る 
き lia ョ呈 t , さ E . 害資 set , N . Y . 

ー週五弗及八ホ、 一 

人 又は 二人に 適す、 

巿 魔へ 十を タ ィム スス クコ ヤ 1 
へ廿 五を 電話々 ン バラン ド呈 1=1 
養 ミ h St : f 量。 黒 崎 梅 子 

靜かで悠らご化養が 
出 ホて をして 宜い食 
膳を ホ 望 せらる i ホは 左へ 
ミ产 で ミニ ai を R - D . W 
呈 Icrest G 己 忌で でた ぎ udsbur 巧 立. 


斤 桐 兄弟 商會 



萊 部長 V 夫人 ニ か 息 岡 伴 前週を 
腿 日出 發兩 巧沙港 ょらる 港 じ 出 
で 廿日が 帆の 西 比利亞 化で 歸朝 
參樓井 あ溫氏 陸を 巧 新聞 班長 
火 佐、 着が 後 ボマ トン、 帶府等 
じ 旅 巧 昨が 歸が 

♦山 本 武夫 氏 日本 熱 船を 港 ま 
巧 長、 ま 巧長會 講じ 列席の 爲め 
去る 十四日 着が 

♦堀 旧 滕ま氏 H 本 郵船 沙港支 
巧を、 ぶ 同 

♦中破を 氏 日本 電 巧 通信社 通 
信 課長、 ォ リム ピック 大 曾じ關 
する 要務を 帶び歐 ホ 視察の 裳め 
もザ洋 摧岸經 もまる 日曜 n 午後 
ホ 紐 十を 日 巧 帆の ホ メリック 號 
じて 渡 巧の 豫を 

•を m ぶ武巧 司法 書記官' 歐 
ホ 司法 お 政 視察の 爲め巧 紐旅舘 
を稻じ 投宿 中 

雜化野 大吉 氏 願 巧を 院敎 授、 
春 巧丸嚴 にて 桑 渚經由 南部 地 ホ 
を經て 前週 着が 

•巧が を 吾 巧淺巧 セメント 會 
社々 貴， 最近 巧が 日本 俱樂部 じ 
投宿 中^ 

♦を お羣 一二 郞巧 野澤組 社員、 
右 同 I 


夏場 讓度 

が 育ょ を 四時 閱化內 で 巧け る 
ベン シが ゲヮ ニァ 辨の 田を で樂 
じ 商 毫の巧 ホる 夏瘍 、商品、 ダ！ 
、か j を 一切 揃って 居て 現を 千 
集 0 み I : で 直ぐ 始められ 靈 用が 嵩 
まず： J 而も 賣 上の タい絕 がの 鶏 
巧讓 農し 御 ホ 發の ホは 書信 又は 
御 面談の 上 ホめ たし (姓名 巧 化) 

お知ら ザ‘ 

ホ 巧 初が ょを 八月 未 日まで 毎 I 
主耀 日に 限 5 本社 巧 巧 建築の 
奔降 器は 午後 一時 ザで 迷轉を 
卓 化いた します から 御用の ホ 
姑ギ 後一 時まで じ 御 ホ 魅す さ 
い。 巧し 電話の 受付は 午を 五 
巧まで いたします 

紐 育 新報 社 


大谷 郵船 專 歎の 演說 

婦人 斷髮 の歷 おと 優秀 船 

別 じ齒緣 はない が 趣味ち る 話題 


j 前週 H 曜 H 0 ホ 郁が 中の = 本 
I 郵船を 化 專巧化 滿巧大 谷 登 氏 
j 槪迎 會は旣 報の かく n 本供樂 
i 部 じ 隅 かれ 施が を呈 L たが 执 
一 木 正を 支店長 司會 ので じ內山 
一 領事、 松 曲 おを 盛督 長の 歡迎 
i の 辞が あら 内 も 做 事は 乂國婦 
一 人の 斷髮か 巧 採用の 沿を を說 
; 明し、 松 旧 監督を は スタン ダ 
: ィど ィシ ヨンの 必要を 論じた 
i が 當巧义 み 氏は 現下 おがしつ 
I つ ある 後秀船 建造の 實 相じ鹏 

j して！！ く 

i 化が 大戰 をの 風 期 じがけ るが 
i 運 あの 萎靡が 化は 巧知の 事實で 
一一 あるが、 巧 骑船會 社の 諸が 路サ 
アダ ネスの な 善に 就 てら ホして 
巧 おじ 附 して 盾た のでは むいが 
_ 遏 ま お 年間は 乂势の 推移を 觀學 
j して 潮を を 測つ て 居む ど 云 ふみ 
第で あつた。 がるに お 運 界の波 
满も聊 ずを を 巧 も 得る もの i 如 
< であ b 义巧巧 巧 船を 社 ピの合 
併 問題が 解 巧した 爲 めじ 先づな 
一き の 第】 着手 どして 化 ホが おを 
選み 太 半 巧に 於け るす ー ダ キス 
j を 完成せ む ミを 則し 一 萬 六 千 五 
一巧 巧 おの デー ゼ^ 式發 動機 貨客 
一 船！ ニ隻を (最高 速度 十九 海狸 や 
一 均 十と 海狸】 を 建造す る iw な 
I ら 、络一 船 淺間乂 は 明年 六と 巧 

j 乂化吳 服 巧 一巧の 

I 對昏 貨巧觀 

I 深 堀 部 おの 談話 

一 義に 郵船 天が 义 じて 着を せる 
.大見 吳服巧 化締役 お八 郞 か、 營 
，業 課を を 出 孝次郞 あび 本 化雜貨 
I 部長 深堀视 一二郎の S 氏は 太ず 洋 
一 沿 巧を 摇 由して 愚 あ 着紐自 下. ホ 
I ブ^ペン じ 投宿 中なる が 一巧 中 
I のが 搁 部長は 語る 『アメリカの 
巧ち 庙は其 お模が 雄大で あを 米 
- 國の技 情に 適應 した 旌設 ごな つ 
; て 居 も けれ お 是をあ 譯的じ 口 本 
I じ 移し 他る i はお ホない ので 其 
I 間 じ H 本 當を濟 の 腦繫を 絞る 問 
越 じ 逢 葛ず るみ 第です。 大化吳 
i - 服 化は 大お 必齋橋 筋の 目が きの 
; 一場 巧 あ b ますが 現在の 六階經 
i ; 一の 跑 では 狹 礎を 威 じて ホました 
ij ので おら じ 違簽を 倍加 1 る 計 蕾 
"を樹 て、、 居^よ す。 米国 式の エ 

スタ ^ — レ^タ ア である ごも- ぶ 

ンぺ ータア であ も ごか 乃至 現を 
述搬 機で ある どか 能率を 喪ぐ る 
:爲 めじ 必要。 る 設備は 大化あ b 
こょす おおら じな 化 式に 特色を 發 
一が した ものを 應 用したい ど苦必 
: して 巧る み繁 でず。 ホ 越で 一寸 
一窓が じ咸 やる のは 最近 太 ホが 沿 
岸の 新ら しい 都が 假 かば 0 スア 
ンジ エ八ス のかき お 所 じ 最新を 
; の デバ ー トメ ントが 出 ホて 化模 
- は 巧 俄 も、 が 巧に 及ばな くご も 
進 ホ 的 誤瞄の 巧るべき ものが タ 
,タホる5であゎます」 云々0 

早大 校友 歡进會 

早 稻川大 學を巧 化 巧 新み 郎、 
U 本鄰 船を 化 船 あ 課を 永 島義を 
デビス 盃戦 選手 安部 民 雄の 一二 氏 
ホが、 前 H 本人を 普 記 長 巧 旧 柳 
作 氏の 歸 がを 機 ごしを 凹 氏を ホ 


一巧 就が すべく、 第二 船 龍 田 化は 
明後年 S 巧、 最後の 第一 ニ 船 秋 父 
义は 同年 化 n を 就航ず ベく 斯 （ 
して 桑 港橫あ 間の おお H 數約 一二 
H を 節約し 稱 る計截 である。 

次に シャト^ 線 も 今 旧 あ々 政 
府ょ 6 命み が おごして 指を せら 
4 i じ まつた ので 新たに 一二 隻の 
新 ま货ぞ 船を 建を する i じ决化 
しかに 南米 線に 充當 すべき 新 船 
をも述をする^ じ^:*つたのであ 
る。 (後略) 

尙は大 み 氏は 跡髮^ 起源 じ 願 
しを 化 ビ八マ W シャム W の戰 
爭に 際し シャムの 婦人を 斷髮 
せしめ 擬勢 じ 化 b てビが マす 
を擊 おせる 歷おあ b 是抑 婦人 
謝 變の鳴 矢なら レご陳 ベて 巧 
び斷髮 諭に 化を おかせ 更らじ 
を 船は 勿論 R 本 諸 工業の スタ 

ンタア ダィ ゼ ィシ ョンの 急 あ 

を說 いた。 

固 じ 明日 0 後 大谷氏 一巧め 旅程 
は 左の 如し 

十四日 巧ビッ ッバ！ ダに お發 
十六 H ボ俄 古着 

十と H ミネ ャボ ？ スじ於 ける 

ロ ー タブ！ 大會 にお 席 二十 

」 H 巧 おを 經ぉ華 府訪間 
廿 HU 頃歸 がせ お 日が ザ解攪 
のべ レン ボ プアを じて 渡英 

賓 として 早稻 田大學 校友 會中必 
どなり ホる 十四日 午後 六 時半 西 
乂十兰 T 目 巧 六十 一番 目 本俱樂 
部 じがて 歡迎 會を懼 すを ご なれ 
るが 突然 巧ぶ せる 爲め 通知 頸む 
の， 阳タ きお 故縣係 諸氏は 一々 誘' 
ひ 合せの 上 奪つ て 巧 席 あらたし 
ミが ほ 曾 潰は S 弗當 H 侍參の i ; 

阿部 義宗 巧來紐 

靑山 學院敎 授神學 部を 闽部義 

宗 氏は 義じ ヵン サス巧 じ 於て 開 
かれ わ 美巧敎 食の 大會じ 日本を 
巧を して ぉ 席し、 此程巧 紐を 崎 
牧郎 をに 投宿 中なる が 約 一ヶ月 
滯 巧の 上渡歐 する あ。 

婦人 會騷 時會合 

紐 育 日本 婦人 會じ ては ホる ニ 
十 H (第一 ニ 水曜) 午前 十一 時 クラ 
プア グミ 鍋の 料理 賞 習を 兼ね 試 
を 曾を H 本 俱樂部 じ 開く 由 じて 
( 會費不 お) 會 員の 友人 出席を も 
徵迎 する ホ。 • — ' 

古 倫比亞 卒業生’ 

今期み 倫 比亞大 なを 卒業せ る 
问胞 中には 左の 諸 巧が ある 
ユ ム ユ！ •石 川 通 司 澤旧秀 
文鳥 橋が 大佐 一二 四 五 

ェム ェス 高 橋 巧 一二 
ど . — ぶー 山 ロめ ぐみ 
尙ほ ユニォン 神學校 ょら 左 
氏が 卒 楽して 居る 
田 中 左右 ま 毙田學 一二 橫井 
.巧 太郎 

~ 一^人 か？" 

♦ま義 一氏 轉巧 住ぶ 銀 巧 紐 育 
支店を、 夏ず 中二 ゥロシ 五が ホ 

ロシエ 八^* "" ク •マ ノア プン* — 
ス ニを* レ轉 が、 お 話は ニ ゥロシ 
ェグと 五八 巧 W 

♦ぉが 忠晴 にお 巧 一二 井 物を 營 
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お 川が 换 事を 所 

H. Segawa, Insurance Broker. 
303 Fifth Ave., 

Tel. Caledonia が 01 

巧 困 商事 株式: 會社紐 育ま 店 
Udkida Tra ぷ ng Co リ Inc. 

1 1 Park Place 
Tel. Barclay 1576 

島貿 あ^ 式 曾な 

。 1 姐苗 €1 iVaa のぞ Co "Ltd. 
250 Broadway 
Telephona Rec わ r 1484 

珠ま營 化 赤 尾商會 
Akawo & 0> リ いふ， 
■ 295 巧れ h Ave. ‘ 

TeL Caledonia 975S-5 呂 

が 倉 製 お热績 巧を 會お 
Kaiakia* &在 Co., Ltd" 

200 MadUo な Avenue 
Tel. Asnlant! 4545-4546 

K. Mikimoto 
MUdmo わ PearU 
535 Fifth Avenue 
- Tel. Vanderbilt 2519 

大 倉な なち ま 巧 
Okiura 在 Co リ 
30 Church St., 

Tel. Cortlandt 2292-93-94 

s お 巧 ま會祖 
巧理店 
巧 峰な 會 
120 Br 时 お 化 . N. Y. C. Tel. R 扣 tor け B4 
Facto け； 2 日 8 Rawson 化し 1. Cily 

ま巧衙 ホ なま 曾 乱 
Asano Bussan vx>n>pany 

Room 801-805 
165 Broadway 
TeL CorUan ぶ 8047. ピお 2 

Gosho Corporation, 
Sak Importers) 

40 反 &st 34 出が reel 
Tel. Aablaod 4387-91 
Gosho Co^ Incn 
Cotton Exporter* 

j 60 Beav が S し 

T 知 Bowlins Green 8805«06 

巧が 洲巧 道な 巧を 社 
な 育 事を 所 

さ OU ル Mandhuria R1 R. Co" 

! Room 2026 , Cana ぶ an Pac お c BI む . 
j 3 が Ma ぷ son Av も 

TeL VandwbiU 4135 

■ 

己撕を 巧 ま會社 
な 育まな 
Mitsui & Co., 

©5 Broadway, 

1 Tel. Bowling Green 7520 

みま 會 おち 井 巧な 
短 育ま 巧 
Iwai & Co., 

Woolwo け h BuiWing, 
Tol. Whitehall 6040 

S をが 事 巧 ま會社 
紐 育ぞ巧 
M な subishi Shoj; ICa ミ ふ a 

(Mi な ubishi Co. • し ミん） 
120 Broadway 
Te!. Rector 2560-2 曰 64 

，大阪 葫日ニ 巧を 朝 目 

化 巧亩巧 
0 化 ka Aitahi 

Room が 9 World Building 
TeL Beekman 4860 

■ 

白 本 餘巧棟 まを 化 
がち 支 巧 

Japan Co け on Trading Co., いん ， I 
25 Ma ぷ gon Avenu も j 

Tcl. Mad. Sq . がが ! 

日米 生糸 株を 巧 お 
姑 育ま 巧 
NiCHi •化 1 おけ 0 OBtl が IKI KAISIU 

(N に 排 ぶの KUTO ca, じ打 >,) 

1 Park AvenuA. 

Tel. A:h!and 6246-47 • が-が * 

巧を 名會せ 
紐 育ま 巧 
Hara & Co., 

443 Fourth Ave^ 

TeL Caledonia 7830.35 * 

日本 生糸 巧式會 を 
な 育ま 巧 

Morimuu Ji け i & む .| Acefits 
44 East 巧 r パし 
TeU Ashland 5320 

乂 お 馆 u ニが を 日日 
を 木 S が 

0 化 ka Mainichi i 

TcL Bcekma 打 4259 J 
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壓倒 的の 多數 Y 制し 

フ—バ —氏當 選ず ^ 

! ヵン サス 市に 於る 共和 黨大會 i ^ 
こむ から 副大統領の 候補を 物を 一 

b ンサス 巧 十四日 發 yH 现巧 おを 官 0 — パ！ ト •クラ ー ク •フ ゲァ ー 氏は 今夕 十一 時 サみ广 こ 
3! ク的 間で 十五 口の 午前) 時化 か〕 おか 黨 大統領 お 補 選を の 第一 回 投票 じがて 八 百册と 票の W - 
烦 '的 タ數を 制して 化の 較 がを を一徽 しで 化な ホ 八 年の ァ .メリ々 大統領選 擧戰 じみ か黨 のを 認候葡 
どして 田つ こ V . M しなつ じ、 7! ゲア！ 氏の 當 選は ペン シグ ダ-ユア 州、 ニユョ ー タ 及び マチ チク .一 
ット W たお 貞が滿 巧 一致で 化を 補佐ず る こごに U つた 際旣じ 確を して 居た ので ぁるが 化々 n ラト 
ナ州 十九 祟の 中-;- と 黑がフ ーグァ ー 氏じ投 しらいた 刹那、 氏の 當遵 なお 定員 數じ 達した ので ぁ*^ 
た。 酣 もを 憤 補 者の 投票結果は 左の 如し 

フー ヴア！ 八 S セ ロ— デン セ 四 力— チス 
ワトソン 四 五 ノ！ リス ニ 四 ゴツフ 
ク— リツ， チ 一 セ ド— ズ 四 ヒス ー ズ 
無投票 五 総数 I OA 化 票 _ 

これょ b 靈き 政綱を をを 旨 貧が ホ定 した 農が 救濟 まじ 關し 大會 はこれ を 議事 じ 上程して 討論--^ 農 
.村ぶ 表は を々 な もて マクナ 9— •フ！ ゲン まの 明記を ホ 學し 『大 タ敏の おか 黨 議員に 依ち て 巧 巧 
-ク n たお 濟 まを 唯.- 人の 大統領が 否を した こどを 認める のは 郎も 共和 黨大 タ數の 輿論を 無視ず I 一 
もの じ 等しい』 ど 姑 黄し だる も 投票 じ附 したお お八な と 祟 致 ニな と 十と 禁で否 巧され、 綱が 肅比 
に 就て U ラフ オン ツト氏 等 幾 媛を 占領した る も徹廣 する じ 至らず、 禁酒法 まは ボラ！ 氏の ま 藤一ぞ 
容 れて勵 巧を 宣言した、 尙ほ副 大統斌 の 選擧じ 就て はフ！ グア！ 氏の ホ 留 一容れ るめ 要が あるな 
で審讓中でぁる ぉ聚出身者がぁ望され マ サナ ュ セ ッ ト如知事ク プ ラ ー氏を始めピして ジ 3 ン • ブ 
が ソン、 上院 證員 モ！ ゼス 巧の 呼聲が 高い。 


ホ 四 
- 八 
一 


臺灣と 朝 鱗に 直りて 

暗殺、 革命の 不穩な 陰謀 發見 

. . M 久 遞大將 宮殿 下を 瞻殺 だんご. した 朝鮮人 H : 
n 上海 假 政府 ミ 連絡した 武力 革命 團逮 はる n - 

東京 特電 十五 日發 n :: rh 新閒 記事の 報道 差 か 中で あつた 摹灣じ P する 某 お 大事 俾は 別項 朝鮮の 武 
力革み 陰謀 事 化； か 前後して 巧 お 省ょ 6 解禁され た、 を じあれば 台灣 駐屯 軍 御檢閱 の爲め 御波 畫 
中で ゎつ じ陸带 大將久 通ち が 意で 殿下 じは おる お 月 十四日 午前 九 時 お 十五を、 旨 動 車に てを 中^ 成 
事 官邸ょ b 台 中驛に 向は せら、、 途 k 、 沿道 じ瞄则 した 民衆の 中から 突然 一人の 怪漢が 飛 巧して が 
刀を なて 殿 r じ 危害を 加 へんどして 耀ち 巧た が 〔別報は 搶を 投じた とも 博へ て 居る〕 辛 ひじ も 頸 
下 じは 巧の 災禍 も あら がられ 中 化 人は をの 煤で 捕縛され た、' 彼は 朝鮮人で 趙ザ河 ミて 本年 甘 四^ 
の靑 年で あるが 昨年 裏-中を 巧の 茶が 持を 閒じ歷 はれて 渡臺 した もので 取調の 結果 自白す る 巧じ获 
ればタ いな 級.',' は ホを 難-お 巧の 是’を もな た n ご絕 巧の h 自殺の 覺 悟を 固めた 際恰 かも 嚴 下の 觀 
渡 辜 じ お！ 巧 化を 唤 かせる 檔 b で この 乂 事を 企てた ものら しく 本人は 知ら や'''-^ じ ニ ヒ ？ ストぶ 
なつて 居た が 巧は あるが 別に 共產潔 やを 命 集 脚 ごの 速 絡は ない らしい、 尙ほ化 事 かじ 關聯 して 引 
黃辭贼 した 上 山總督 め 後 化 どして は 前滿鐵 社長 川 拌巧治 氏が 巧 命され 明 H 親 巧 式を 擧巧 する 篱。- 
東京 特電 十五 日發 rr ’ IU み 巧堪の 記事 解禁に 化れば 上がの 瑕 政府 VJ 騎 絡を 有して 居る 不邊 鮮人卡 
S 人は まる 五 巧 化 七 H じを 城を み 化を 地に 音 b て檢舉 された が これ 等の 一が 化黨は 朝鮮に 武力を 
命を 起ず 獨 立を 陰謀し 爆裂 禪や ピストが をの 化の 武器が タ おが 收 され 间時じ 軍費を 調達す る爲乂 
じ朝掛 錫け 巧、 舉 天軍 祟、 國漬類 等を 大化 おで 僞遣 しつ i あつた こごから 發覺 した もので これち 
無數 の婚泌 品は 印刷 磯 諸共 じが 收 された がタ くの 速 給 者は がか じ 潜 化して 居る らしい。 _ 

省 軍 約 か 五 巧 ど 註せられ て 居 も 一 
が 京ぶ 地 ホ じ' 巧必滿 々たる 獨心 
祥お 軍の 窜隊が 今 尙ほ京 淨附ぶ 
じ 駐屯し つ i ある 隙な 强 派の 昼 
頸で もる 白崇 藤の 入城は 特に 注 
目を 惹 いて 居る。 


南京へ. 遷都 U 困難 

財政難 •、一列 强の巧 對が强 い爲め 

を萍の 時局は 化然 ごして 不安 

を 京 特電 十五 日發 M = が 京 かがが ほ 闽の肯 都を 化を' ib 南 巧 
へ 移す’ とじが ては 列强 みな 勤が 强い こど 蚁 難の 爲 めじ これ 
が 貸 おは 的雖 るら の i かく 從てお 外的 じは を 都を 當を 化を じ 
殺くべく 五 乂列强 は 巧 巧に 總 領事館を 新設ず るで あらぅ ど觀測 
ごいて おる、 化は 餐 にがぶ を提 化した る も 留巧巧 爺を ずけ た 前 
巧 京を 總 帥が か巧將 がけ 飽をも 索 志を 麵 さや 昨 H 砲艦 •し乘 じて 
南が を 出 あし 山紫水明の 鄉里 である 浙江省 奉 化 縣漢ロ 鎭に歸 省 
した。 

化 京 【聯 を】 十四日 疆 UU 壊 西 おの 司み 官 どして 過 股 ホ漢ロ 
や h おで お ま 媒彈贴 じ 及び 約 ニモ 人の 黨貧を 死刑に をした 白 祟 
髓將 巧は 本 H おが 雄 ロ よら 化 巧-^ 入 b て 閒錫山 お 軍 どを 潜し 湖 一 
おお 軍 ニで 人を 誰衛ど I て 入城した：^ 台 崇脑お 軍の 發裝 ずる 所 I ホず る じ 至りて 
じ 化る ご お 軍け 近く 廣西 あび 湖 おちから 約 十一 二での 兵を 入れて —’' 

化 巧 及び 天 巧を がず る じち' るべ くこむ じて 化ち じがる 南を 軍の 


總 おはぶ 十 巧 人 どなる ベ <姬 玉が 軍隊 約 十四々、 閒錫 山の 山 西ー嚴 かか 布 かれた。 


天津 不安 

天津 十四日 發 h 昨日まで ホ穩 
でぁつ だ當 地は 昨が 深更 化殘の 
化 ホ 軍み 四な 人が 軍用 巧 車を 占 
領 せんどして 遂に 馨を隊 ご 衝突 
(南 軍が 備巧 ごを 巧して 彈义は 
= 本 化 巧に も 飛び 支那 人-名の 
外 支那 人が 域 じ 無数の 死傷者を 
層 小 まご U ち 
南 軍は 化 巧よ b 媛を の ホる を 待 
も 形勢 除惡 である、 巿內 じは 戒 


證 うみの みら を || I ^ 

The Way も cme 

By E を ！： h A . Sawy さ 

日本 婦人の 淸 くしで 美しい 節操を 化と して 化を する のは 造抬- 
む 機 や 海棠では なく 煤 寒の まだ 去ら をら ぶか 巧の 頃に 殿 霜を 達 j 
いで お （『梅 J である ご 云 ふの が埋を V — ャァ女 おの H 本篇人 一. 
おで あるが 女を は 日本の 友人 どして 深く H 本締 人の 淑徳 r 巧屬 I 
し貞输 の巧說 やおが"' お 雲な で S 戯曲 じも涯 じて 居る。 ~ 
英文 小說 『うめのみち』 はま 人を を武 十-の】 人が じ、 巧 巧を j 
明治 主な 維新 前に、 而 して 煤 画を 東海道 じ 採つ たもので を お 巧 
健、 拳 致 典雅 讀者 をして おお 巧 文で お 琴の 小 說を讀 わが 趣を を 
き语 さしめ る。 

英文 小說 『うめのみち』 はが ホ 節 子 雜じザ ジケ ー ト しわ もの 
でを 文は 有を な 故 グブフ ネスを 巧 ± の 筆 じな b 裝 顿洒麗 家庭の 
讀 ものごして 又は 米 人への 贈答品 ごして 絕 好の】 善で ある。 

敢て 江湖の】 讀を餘 憑 ずる I 

紐 育 新報 社 ！ 


チ— フー 十四日 發 = 當地 じは 
績 々身无 不明の 軍隊：？ 乂这ん で 
を袍 した b 巧を してす まを 極め 
居る巧めを國陸戦隊ー^上陸をを 
備中 である。 

ま 京 特電 十 兰日發 W 敗退 中の 
化 軍け 天津 じて 苗 卞巧あ 隊ど乂 
蓋を 切-^ 一時 不安 じ 隅つ た M 最 
後まで 頑張つ た 山 東 省の 前督辨 
張 京昼將 軍は 腹必の めじ 裏切 
られ て大遲 じご かし- 附 軍は 昨日 
を々 巧を 組んで 天津 ど 占領し わ 
天津 十 I 二日 發 n 天 浮は ホか裡 
じ 巧 方國民 軍の 手 じ-核ら 靑天白 
日 旗は を 巧 じ 欄つ て 巧る、 天津 
じは 數 U 巧よ ウ旣じ 利 S 千 人の 


地力 長官 會議 

東京 特電 十五 日發 リ內務 大臣 
の更 をに 伴 ひ 地方を 宫 じ大異 
動 あ b たるが 本 H ち 相 官邸 じ 
がて 巧閣 改造 後を めての 地方 
長官々 議が關 催された。 


懊を隊 が 入 込んで 治まを 錐 おし 
つ i ぁった 爲め則 じ 戦 圃を巧 ゆ 
る ことな，〜 して •山 西 省の 瞥辨閱 
滅山將 軍の 手に 歸しぞ 後は 將軍 
の片隨 でぁる 傅將 軍； し 淡を て秩 
序を 維持す V < 傳將： k は 先づ張 
宗昌赂 軍の 化 理ご會 巧、 

天津 副 渡し じ 就て： 祗議 0 上 張 
宗昌將 軍の 一巧は 轉别刻 車で 
大速万 面に 立 まりが I 千 入の 
部下は なめて 南 軍：. レ歸 化して 
警務を 司る こぶ じな つたが 
ホ か 的な 解决 に外國 総領事 圏 も 
滿 足の 意を 表しつ t める も 外人 
租界 ご 支那 租界の 警喊は 至って 
嚴重 じて 特に 日本 租 巧は 軍隊の 
キ じがち ±壞 を 築き 颗 網を 釀 b 
て 萬 一じ備 へて 居る。 

而 して' 潘玉祥 の 軍 I 隊は 天を じ 
入城す るを 許されで 山 西 省 軍 
は 化を どのを 通杜 媛を 遺 減 ど 
しつ i ぁるが 滝 曲^に 兵を 進む 
るを は 南を 國 民政 b の 命令 じ 
俟つ 外な しど 稱 して 居る C 
首都を 使絕じ - 

靑天白 H 旗 

施肇基 巧が 通牒 

ワシントン 十四 呂發 y 义 しく 
ァメ 9 々駐化 化 京 あ 麻を 使で を 
った 施肇あ 氏は 本り： 國ぉ 長官 ヶ 
« ッグ 氏を 訪閣し 北京を 府 のを 
解と み じ 南方 鼠 民 政府ょ 6 今後 
國民 政府のを 使 どして が 勤の 命 
じ 接した ので 自をも 今後は 國ぉ 
政府の 公使 どして を 制に 止る 旨 
通 礫す る ごみに 支那を 使舘 じは 
靑天 白り 旗 かがめて^ 如 けられた 
がァメ 3 力 政府 VJ しては ホ だ 新 
政府の あ認じ 就て はち ホ 的 U 巧 
涉に着手けして居^^關保上、 
施を 使は 化來 のかく I ホ じ 『中華 
民國』 のを 巧 ご （て^-資格 のみ 
を 承認した おじな つ 一" 居る。 

化 極探驗 の」 

勇 ± 藍 流 

飛行船 爆霄 詳報 


レン 氏の 一巧 ニ 名は 化 西 島」 
眷 陸した どの 增が ある。 

ロ！ マ 十 I 二日 發 n ィ タリ！ 化 
空 司令官 ノビレ 將 軍が 指が する 
化 秘探檢 飛 巧 船 ィタ 9— 號の M 
難-」 踞し ノビレ 將軍 ょも 直を 無 
線に 巧し じが、 をの 報吿じ 化れ 
ば 五ち サ五 H 午前 十 時化み、 

飛行船は 藍の 上空ょ'。 

か 路を轉 じ 約 千 五な がの 高度で 
頗る 平穩 なるおが を滅 けつ i め 
つたが この 時 突が 船體が 搖れる 
ご 同時 じ急轉 直下 的 じ 約 ニを 閒 
じして 氷 上に 壓 をして 氣 球は 妊 
る— 風に 吹 飛され たが 船 まは 
奇蹟 的 じ も 何等 損害を 蒙らず、 
乘紐 員け 遭難 一々 後に 期せず し 
て 『ィ タリ！ 萬歲 J を 一二 唱 する 
の悲 化；：？ る 光景を 生んだ が靈落 
後乘組 員は 镑議の お あ 

S 班に をれ ノビレ 將軍 b 

チェ コス ロ五ゲ キアの 巧 學者や 

其 他 無線 技手を をむ 五 人 じて 哉 
中 ノビ ン將 軍は まど 脚 じ 負^し 
たる もを の經適 好く 化の 一人は 
稍 重態 じして 第二 班の S 人は!^ 
ホ隊 どして メ ー タ邮じ いづれ P 
巧 進 中 じて 殘る窠 一二 班の 巧衛は 
氣遣 はれて 居る お 巧を じ もみで 
では あ b 一日の 巧 進は 約 一哩ず 


位の 程度で あ- 


み 權黨の 巧 

パンク ハー スト 逝 < 
ロンドン 十四日 發 M お闽 じめ 
る婦 A を政權 のを VJ してから 
れ現 じこれ じ海圃 しつ、 ある 

V 八ゲ キァ •バンク 一 1 スト 
の 巧エメ ブン •バンク 户！ ス 

ト 夫人は 今朝 逝ました。 

个个个 
婦人 參政權 の 巧 どして 知られ 
る 五 メプン •パンク^! スト 夫 
人は マンナ 五 スタ I じ 生れ ロシ 
ドン 巧び バ .リ ー で お 育を 巧け じ 
女性で をる が 今から 廿五年 前、 

ホ 君 9 チァ ー ドを 失つ た 夫人は 
五十 歲の齡 じして 巧 人の 遺兒を 
抱きつ i 頗る 激烈な 婦人 參政翰 
を 主張し 美術館を 襲醬 した >、 
謀宮隊 ど爭國 する 等 女と しては 
世 あの 視體 を惹 いわ 熟國 ぶを で 
盛ん じ 男子 同 權をま 張し 投獄 さ 
れ. も屢 々ぁつたが 常 じ斷食 
同盟で 釋 なされ 遂にを の 志を 果 
しこれが 運動を お界 的む らしめ™ 
たる 第一 人を じして、 吳 鹽巧婦 
A 參政權 は 今年 じ まらて 更らじ 
擴 張され むしろ この 先覺 者の 偉 
发が幡 ばれて 居る 時、 遂に 長逝 
したので ある。 


東 < 京 特電 
巧模の 古刹 燒< 

【十四日】 神を 川縣 足が 上郡码 
尊 寺は 烧 失した、 同 ホは 六な 
ぞ前雄 立され たを 刹で 円 五十 
をの 參詣 者は キ じて 避難した 

白米の 無電 直通 

〔牛 阻 日】 日 ホ巧國 間の 無 叢は 
十 ホ 日ょり 隐 通す るを である 

を 田家 傅 統復歸 

【牛 匹 日】 賴楠ま 義が崇 って お 
巧 豐ぶ郞 氏は 井上 窄之助 氏の 
鶴 戰を機 ごしを 旧家を 退く 意 
あを、 保 善 社は を議制 ごし 堅 
實 なる 巧統 じな 歸 せんどい ふ 

ぶ電 社債 巧人氣 

〔+ 四日】 を 電の內 外債 人氣湧 
を 立ち 巧 債 じ 外資が 乂达み 外 
横で 巧資が おる 模穩 ある £。 

衫山巧 逝まず 

【ト 四日〕 曾て 骗東 魔は 政 長を 
であった 杉 山 四 五郎 巧は 熱 海 
に 弦て 五十 化 歳を 一期と して 
む 臟麻萍 で 逝いた。 

ち 巧 前 署長 免職 

【卞 西日】. 前 本 巧' 區巧庭 署長ち 
出を は爱 員め 新聞記者 恶巧事 
俘の ためじ 免職され た。 


満鐵の 副業 會社 

【十四日】 お路の 副を 齒 ォィ グ 
シエ—^ 碰を肥 巧販營 を 化を 
一二 かご 一二 莲が まどなら 組 繰の 
堂 0 

船 まの 廢業續 ぉ- 

〔十 I 二日】 過 おの 罷 菜に コリて 
船 まの 磨 業績 出し 小 触 まは ち 
な廢滅 する らしい と。 

預金 利下げ 問題 

【十一 二日】 ホ 期 初め じの 五 お 方 
の 頂を 利下げは 東西を わ 家の 
意見 も 一致ず るで あらぅ ごを 
はる。 

治安維持法 反 勤 

I : 十 I 二日】 治ま 維持 法 緊急 勸み 
じ 開し 民な 黨化 表は 食 富樞府 
副議長を 訪ひ反 お 意 ni 4 を述ぶ 

總督辭 表提ぉ m 

【十一 二日】 上 山 臺灣お 賞は 某 重 
太 事件に 隅 蹄して 旧 中 I 首相を 
訪ひ辭 表を 提 おしむ どみ 說が 
ある。 

無產黨 鍵を 握て 

t 十 I 二日】 神を 川 縣議狸 擧の結 
果は 政ぶ 會十义 名、 を I 政黨十 
八 名、 無を 黨四 名と 心ら この 
四 名が 一切の 鍵を 握ん- 
れ てるる。 


ご 云は 



J 


共和 黨の結 東を 亂 した 

獻材 A 救濟案 

^ フ！ ヴ了 i 巧の 懼み 


令 令 


みみ 


キング ス •ベ 井 十を 

ビン 將電の 一巧 あ 
れつ； をる 水 山 じ ホ 
地 じを づきつ i を 
ぞ< 雪靴と 色腿纔 
めて 居る、 尙は乘 


ち發 n ノ 
养はリ T 流 
^^がみ陸 
-ら負 傷者 
i ? 送 附をホ 
; 化 員 中 3 ス 
ゥ H — デン 氣を 學扩マ グムグ 


◊ 々ン ナス 市の 共が 黨乂 
會 にかて 恰 かも 無人の 野を ホ か： 
がかき 態度で 壓倒 的な 勝利を 镇 
した 新 大統領 候補 フ！ ダア ー 氏 
じ も 農が あ濟 ごい ふ 大きな 撥み 
じ 遭 着して 居る、 即ち ロ— デ 
やタ ー チス 一派め 肢殘 組が、 ブ 

;ゲ > の 優勢を 知 b つ i 尙は 

構を を 巧さん ミし、 或 ひは 中 南 
部の 農民が 『我等は フ ー ゲア？ 
を ホめ や』 『我等 農民は 民ま黨 
じを らん』 等、 £ 大 旗を ふちが 
ざして 會擦じ 巧 寄せた 必理も 頭 
ち これ だ。 

ク フ- 1 ゲア！ が 巧 對を巧 

け、 稍 も すれば 農民 閔の 離叛 一可 
危ぶまれて 居る のは、 要する だ 
フ— グア^ — 氏が をのな 策を 繼を 
する ご聲 明して 居る 現 大統領 ク 
19 ッデ 巧が、 巧 巧 前後 二回の 
議 資じ提 おされた マクナ リ！_ 
フー ダンを 案を 二度み じ 拒否て 
て 居る からで ある、 農が の不萬 
氣を 挽回し；^ くて は】 圈の 健を 
なる 好廣氣 を齋す i が お ホない 
のは、 濁ら 瑞 穂の 國の事 計 6 で 
はない、 ィ •キリス や r メ 9 力で 

識者 や爲政 衆の 間に 農村 救濟 P 
題が 重大問題 ごして 愼 雷なる 巧 
慮を 谢 はれる の も、 また 故 U し 
ごしない ° 

◊ ........ 然 らば 何故かく 農村 巧 

題は 重大化して ホた か。 をれ は 
爲政家 や 都 食 人の 無满 必ら大 a 
る 巧 因では あるが、 最大の 原赁 
は柯 ごいつても タの 事情 じよる 
即も 工業が はを の 製品を 産 じ!^ 
つて 需要の 巧 度を 考 へて 供^を 
調節し 得る が、 農業では それが 


お 巧ない。 假を 植付 反別を 加减、 
しても、 天候 や虫舊 等ん 力 じよ 
つて 姐 巧 どもし 難き 原因 じよつ 
て 供給の 加臧が 頗る 画 難 己なら 
牧乂 d 常に 不安を ミなる 化 ゆる 
巧 力を 盡 して 巧 學韵が 究を擲 つ 
て も、 なほ 且つを 產 費の 半額の 
收權が おぼつかな いど 嘟 つち 様 
でを る® 

ク ィ ，キリスでは 農業 勞働 

をの 賃銀 率は 農業 賃銀 法 じを ひ 
地方 農業 賃銳 委員の 査定 じよ ク 
て 定まる ので あるが、 この 賃凌 
率は が府玄 いへ ども 如 巧 ごもし 
難くな つて 居る から、 をれ が ホ 
產豐を 高 （する 一原 凶で ある Vi ; 
批評 せられる けれで も、 生產窒 
が 農む £ を 卿つ 農 菜 資本 まも' 心 ft 
働 若が 受ける じ 足る だけの 勞端 
を受け て 居 る ご は認 め て居 ^^ー) 
义 輸入品 どの 競爭が ある。 農産 
品の 懼 格は、 おつて 容易 じ騰賈 
しない。 わしな ベて 相 蔑が すま 
定 でかつ 下を 易い ごい ふ 事庄、 

ィ V リスで も アメリカ でも 農が 
の 不安を 深刻化す る 重大なる 一 
- お 因で ある。 これ 等の 事情は 農 
が敦濟 の聲を 益々 髙 からし* て 

ィゲ ブス じ おいても アメリカ 

おいてら、 議會の 問題 ご K を や 
ぅじな つた 譯 である。 

◊ アメリカ じがて は 目 ハ 体 

的の 農が 歡濟法 まが 續 々ど」 一て 
畿 會じ提 おせられた。 就中 暴 も 
な 目の 的 ごな つた ものは マ*!^- ナ 
9 •ホ— ゲン ホまで ある。 t ム院 
證 段の マ クナリ ー 氏 ご 下院議員 
ホー ダン 巧 どが 共 岡して 提出し 
た をが このを をな さしむ る既の 


でぶ るが、 この 法案は 昨年 も 今 
年 去 上下 兩院を 通 通しながら 大 
統細言 拒否 じ 遭つ た。 をれ はこ 
め 巧 案が 最初、 小を， ホ、 楠 あ 
玉を 泰 、タパ n あび 畜脉 の六禪 
邸 f 】 部ま耍 農產顿 のみを 較濟 
せお ごして ゐる J 、 おびを の雜 
持 資金 猿 お 法 して 後に 述べる 
農を 物 償 猪 巧等稅 を創投 せん S 
しで ゐる 玉)、 並に 司法 長官が 該 
をを なて 憲法違反 でぁる V 一 建言 
.'— I たこと 等の ためで をる 0 
;ク 然 らば 同 法案に おいて 
なか 柯 なち 方法で 農が を 救濟せ 
ん ごする かごい ふじ、 先 づ聯が 
I 農事 局なる 實 巧機關 をお設 し、 

れじ 政府よ b 農産物 權 をを 資 
金 四 億 ド^ 〔前 法案は ニ 億 五 千 
ドが〕 を 支 おして 農 あの 共同 販 
-賣 紐を を 援助せ しめん どす るの 
でを る。 具体的 じいへ ば 遇剩麗 
產物處 をのた め、 紐 合の 買 入れ 
保管 または 贩賣 上の 資金を 融通 
し、 又はを の 損失を 浦塡 する。 

◊ 而 して 化のを 定資 おの 
充實を 期す るた めには、 資金の 
離 通じよ つて 恩惠を 受ける 處の 
農家が 幾を 巧 等な 負擔 をな すべ 
きで あると いふので、 植格 均等 
稅を 設けて 農產 物生產 者】 般じ 
課稅 しよぅ ご 言 ふので ある。 要 
する じ 需給 關 係め 調節を 巧 ひ、 
農產顿 相場のを 定を 期し、 なて 
農 巧を 救濟 する ためじ 國 庫の 力 
をからん ど するめが 本案の 骨モ 
でぁる。 農を 晚 需給 關 係の 調節 
巧 等 巧の 設 をは 國巧 じむけ る 農 
產物憤 格の 騰貴を 促す 事 勿論で 
ある、 然しながら これが じめ 一 
モ じは 一般 消费 ちは 結局 均等 稅 
等を 負擔 せしめら る 5、 とじな つ 
て、 國 民の タ數が 農民の わめに 
犧 牲を拂 ふ-とじなる どい ふの が 
重な 反 菊の 理由 どな b 、 遂 じこ 
の 農 お 派 反逆を 見た 譯 でぁる。 

◊ … 大統領 ク！ リツ デ 氏は 
このまを 目す る じ 中間 投機 業者 


じ 不當の 利得を おふる 磯會 がを 
< 、且つる を價 格の 標準に 巧 近 
せし むる 危險が ある ごい ふので 
巧 度 今期 議 貧で 巧 巧した もの か 
即ち この 絵 おを 招致す る じ 至つ 
たもので、 農 お 側では これを 0 
て 『ま 部 地方め 資本家が 大統露 
を 抑制した もの』 である ど赔み 
をて を 部を 身め なを 家に 助けら 
れる候 捕を は摇哥 御を であると 
いふ 態度 じ 出た ので ある、 一め. 
間 じあ 6 て 農ち の 人 氣を禮 ，しつ 
つ ある 者は 云 ふを もな < 口，— デ 
ン君 であるが、 さて 農民が あし 
て 第一 ニ黨を 組織す る 程 じこを 反 
逆 熱. か 嵩 じて ホる かは 谐関ゴ し 
なければ ならない。 j 
ク ........ 併 かしな お 家の 所謂 n 

! ン •ベ 八ト挪 もア ホォ 7 、 ィ 
ンデ アナ、 カン サブ、 ネブ - tj . ヌ 
力'''、 ネソタ ' ヴ キス コン かン 


オ^ヨ 


-ゾ タミ、 コロろ ド 


.崖 養 
- i 斷 


巧 化 ダ 3 タ 、ォクラホマ、 ちン 
タナの 所謂 農民 投祟 地は、 ち ホ 
がおか 黨 の 地盤では ぁるが、 遇 
去 じがて 彼等の 投票が 屢々" 
じを ウ た- -〇 も あるから 仲々： 

は 巧 ホない、 邸％ 千 化 百 十-年 
じ ロ！ ズゲ エ グトが 進 ホ 黨を組 
織した 隙の 如き、 ニ 州を 除」 十 
三 州は 民 ホ黨じ 輿した が 今 

◊ 一れ を 千 化な 十丄 ハタの 

诲をじ 見ても ネブラスカ、 十 
3 1 ' ミゾ 9 1 、 n 。 ラト、 I 化 

ダコタ、 ォクラホマ、 モン 九 i ナ 

は 民主 黨 でぁっ たが、 千 化ゴ* ロ廿 
年に 民モ黨 じを つわものは I •ク 
ラ ホ マの みで 千 化な ホ 四を かォ 
クラ ホ マが 民ま黨 じ、 ゥキて 
ン シンが ラフォレット じ 速 ソた 

のみで あつた、 即ち 過去 二度に 
ちる 大統領 戰 じがて これを の 地 
は 明か じ 共和 黨 の 固い 地盤で あ 
つじので ある、 フー ダァ！ 氏の 
立 お 補を 民 ま黨が 歓迎し っ i ぁ 
る 理由 もこれ で 自が钓 巧す るで 
あらぅ 0 
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午た を 巧 中前 午自 
恃八ま 時 六を 午自 
日 曜 

自 午前 十 時 至 午を 一時 
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蒂 宿を、 衔 為を 堂 
か 業 周旋、 をめ 化 
人事の 御な 談じ應 
* じます 0 
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醉事 粟野 賴之祐 
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日曜 蔚巧 午前て 時 

目 鴨學校 午前 十 時 

顯難 日® 午後と 時 ザ 

が禱 會水谣 夕と 時半 

常— 情.‘， 给. 

泣 嵩 古输比 巧を か 
みす 町 迄 十五み 學 
生會 社員 じ 最適 

を 煤圖書 雑誌 巧扣 
を 穗娛樂 具備る を 
盖 あら 

便宜 職業 周旋 旅を 
ま 巧を 補 拳 ま劇杳 
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諸 ホみ 
日 班 聖書 硏巧 正午 
共勵會 夕と 時半 
病 巧 說おタ 八が 
木 租が禱 を タ 八が 
おを 及びを 篇 

午を 二な 

主眼 津お會 又は 
ぶ 話を 夕八路 

，化’ 會事ま 
窗宿 部、 旅 巧を ま 巧 
巧、 人事 巧 巧が、 調を 
巧、 巧 裳 周旋が、 巧 巧 
裁 键お授 の 諸 課を 設 
け會員 及び ホ 會員の 
巧を 計る 


診察 時間 

午後 一時 リ 一二が 
午を と 時 = 八 時 
愛知 餐學 ± 

巖本谨 一 

古な 比 亞大學 ぶび 
八 デブ ン 病院 勤な 
日出は がめ 巧 上ち 


心 稅臟 事が 
a 東が を 地 幷じ去 化 ホ 
C 6-1 M の お出 A 方法！- ぃ 隅ず 
化 W わ 側 I する-切の 御 哉 問に 
出扣 2 Ij 應じ巧 道 激船當 巧 速 
啤 貸ぶ 出帆 ま稅雜 手が 
善 等 進呈す。 重要 都 


刖 
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- 6 ^ 
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巧 じ 代理店を がし 誠 
育 巧 法 御用 命じ 應や 

が驗 取扱 


稅關 事務 取扱 

WILLIAM LB 妄 E & 琴 

す 1 ニ B 2 ご Broad モミ-暑 
ジ1_ ぎ wlin 巧 G 苦 ミ 9138 ムニ 7 
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顯揉 治療 

マツ ザ！ ジ 、獲 形 

藥風宮 、水を、 電氣を お 

西が 療院 

フイ ジオン ラビ ヌト 

を認 西が ま 巧 

午前 化 時 3, 午後 九 時 迄 

出張 治療 ニモ 應ジ _ マス 




をき ホ國 婦人 
日本人への 巧 
語敎授 じは を 
年の 経 驗を有 

す 0 I ン ブス 

ンと 十五 化 
每 日朝 九 時ょ 
ら巧化 時を 巧 
時 にても をし 
H 曜日は 一 時 
よ > 凹 時 迄 


化 巧 品 卸 * t 

五味 扇會 

W E ■ニ th 泛こ N - Y - 曰ぶ : 

Tel St ち vesant W 7 舍 

Jo 巧 ICH - OOC 巧 一, MD ， 

三 1 ミ 色 芝 す st . f ブ rk 

Tel ’ ち ミ sse おな ジ h ちす 養 巧 

^ なか ホが 九 時 1 午後 一時 

H 巧 午が 化 時— 午を 四時 

ドク ト ンィ 小 栗乘ま 


化 留を年 巧 おの 田 体 

日本人 靑年會 

B W . 雲 Si . Tcl . clirk き 二た 


齒巧巧 主な 基 

自 午前 乂 時：：：： 十二 诗 
自 ザを 一巧 n る 時 
み體 午後 一時 = 六 時 
木 確 午前 化 時 =: 1 時 

は. へ キン ヤ 1 フア 
ン テ^ン ヨン クブニ 

ツク じ岀勤 


5|廚 談療 

がめ 願 上 お 

ゴーチ か大を 
ド グトか オブメ デ y ソ 

醫學巧 ± 

吉 居悅彌 


診療 時間 
午を 六 啤—八 時 

な 見 ご 一朗 

引 結き V 乐ビュ ！ 
病院を 勸じ 付を 時 
巧 か 及び 日 巧は が 
約 じ 限る 


お荀 州を 誘， 

內な 省を 許 
巧 巧 巧大醫 巧大學 
產攀復 密巧キ 業 
元池邊 

產婆 松本綠 
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お 船 御用 蓬 
船 其 食 巧 お 
かがを 雜 貨販賣 
輸出入 稅 脚手續 
諸 荷物 運搬 取扱. 

遠 藤 小刀 商會 


齒巧醬 

ホ 上 義人 

西 六十 五 T 目-四 六を 化 
が 育帝國 旅館 巧 
電話 トブフ アグ ガーニ 五六 五 


檢眼並 じ跟鏡 調節 


洋服 調進 

クリ— ニン ダ、 ダィ 

ィング、 修鐘等 一巧 

ミカド 洋服 店 

松 本 お 
電話 ライン ランダ 1 
六 八 三 0 
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掘 哉！ 

霉一 

M 比 C 
6 F 
8 巳 


齒科醫 

を 年の 經驗を 0 て 
最新を 巧學 手術 じ 
巧 おじて 信用 篤し 
N 施術 巧 低廉；：：：： 
日本人 諸君 じは か 
じ T 寧 懸切じ 治な 

該 を 時間 (を H ) 
午前 九 時 M 午後 
乂時 

日 お 午後！ 巧を 


丸山洋 臟廊會 


を 五十 HT 目 

ニ ミニ 

が 藤 
洋服 巧 

f フて ハニー 


紐 育を 命 保 險會就 

兰 木を 吉 

賴保險 

S . 云 IKI 

Mew work ごを Insurance Co 

巧 1 ohumberbsto 2 度 wY 弓！ C 0 it 5 :. 
巧！ 100 e ， タ 0 スヴ 228 W 

を 班 ノ方ニ 抑 掛か ノ 節い 必 V . 
巧 自かノ あぶ ピを話 悉« チ 申 
访 力* 當幸下 サイ 
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醫療 機械 製 巧 
運動具 並 お 具 
質を 随あ時 試 


松 本 


ア 


デオ 


ゴ八 フク ラブ 
テニス ラケット 

各 锦販資 修理 


JTTTi ^ M 操縦、 燃诫敎 習、 

庭 雲 W 點 火、 電迦 等を 飞 

懇切に 敎撰晝 巧兩科 日曜 も蘭檢 
日本人へは 秋 山 氏 專任敎 撥 乎 
Melropolitan Au すジ 1100 ニ 33 次 E .5 呈 Si . 


巧 かろむ 


は -- の 遊び 
ホを 英义で ホ 巧 人 じ 能 < わかる 
やう 節單 明瞭に 說 明した ものが 
出 巧ました。 內を 目み 進ま 致し 
ます、 御覺 下さい。 

M KU き YA ミ S , 114 E . 呈 hSt . 百タ 



十 お 年の 歴史 ぁる 當 校は 多が の 
經臘ご 新 智認を 有する 敎 師を聘 
し 自郵車 
操縱を 及 
び 運 塔： 者 
の 修得す 
べき あお 
な機顆 が 一 
智識を な 
期間 じん 
て 最も お 
率を な領 
をが を 化" 

を お 習し を狀 獲得を 保 疆し磯 畢 
ロを も 周旋し まず。 


重 お W 
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育 網 

案 S 

內 


東凯 
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房 I 劃 
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▲迪譯 ◊調杳 ◊を 沸 
◊實物 ◊其 化 巧で も I 
抑懇 巧に 御な 扱 致し 
まず。 

A 化は ンヵゴ 大學を 
ホ おし 巧を 旣じ廿 四 
年 聊か 米 國の窜 情 じ 
通 中る ものと 信じが 

が t 商事 研究所 

所長 上 衫純雄 
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切 


A 米國 じて 發巧 せる 
新舊の 書籍 ご 雜 誌は 
神 注 义ホ窠 敏速 じ 御 
屆け 致します。 

▲右 脚注 文じ對 して ， I 
はを 谱 よら 刹 引して 
差 上げます 0 



巧 巧 
洋服 店 

男女 靴 ド 類の 御 
用命に 應 じます 

リア 八 • ン グク 

靴下 會社 代理店 

時 田 信次蕭 


齒巧醫 木 下义市 

W 10 W . list 
ぎ ま Iluint 8 巧 7 


か 業蹟吿 

夏季 ザ 化 業 仕 候 

菓子 舖高橋 松風 巧 

29 去. 是さ 苗. 


まを f 賓 


實夏导 

ニ 5 Pa iwe - N . W . Wash 基 o 立， D . G . 

ジ I さ ho ミ 『萬 男 


成功の 秘訣 


お 


111 
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S ぶ 

r — b 

8 雌 

.げ —g 

お。 

ML 6 
: 2 


乂國ホ 英語を 話す 事 
は 成功の 第一 蒙です 
本校には H 本人 教授 
じ 慣れた 専巧 婦人な 
帥 あら 憑 切 じ 會話通 
信义 社を 語を を 巧し 
ます。 日嚼週 H 共 じ 
を 前 化 時よ b 午 お 十 
時よ で 開校し 一 レー 
スンと 十五 仙 づ \ 

を H 苗ち じ 巧 校 あれ 


難 日米 新聞 支局 

今 巧な 育 支埼を 設置し ました 
から 購讀 、簇吿 一' 切 左記へ 御 
願 ひします。 〔坡井 ホ 夫】 

A W 泛 1 101 たぎぎ Ucade ョ y 是芝 


評論 fw , く，^ を 巧 十日を 巧 
雜疆 LLL 4" S 1 部 十 仙 
養 7 1 st Ave . flew ぎ k 畳 


♦.岳 籍 ♦雜誌 ♦新聞 
縱覽 室を 開 
執務 午前 九 時 ょら 午を 五 時を 

.紐 育 日本人 會 


ブロ 1 ド クス 


とと 五 


麻 T クニ S8 巧 


が 店は 實質 誠意 迅速 主義の 
あじ 御 ±產 物 一 ま卸賣 値段 
で販資 致します 多 ホに 拘は 
らず 御用 命 仰 か 下さい ませ 
◎歐 米を 禪 時計。 置 時計 一 式 
◎寶石 貴を 屬 。銀製 器具 一 ま 
◎を 禪萬年 筆。 金銀 製 鉛筆 
◎蓄音器。 レコ！ ド 見本 陳列 
◎寫眞 器。 タィプラィタ ー 

◎船 切符。 紀な寫 眞帖繪 端 書 
フ り！ ドウぶ ） 巧と 十番 
領事館 お 側 建物と 0 五號室 

巧タ商 

綠ぶ商 A 

170 巧吉 dway , N . Y •百な 
Tel . Cortlandt 巧ち 适 ご 


I 嚇 ：— 由，！ 嘴！‘，.，— 唯‘ 

j 共和 驚 大會 

I 政權 のー轉 機ず 

^ ァメリカの 患 法が 修正され い* 
一い 限ら 四 年每じ 必中 一回 淸 出さ 
I れ なければ-::* ら の 樣 -」 述 かがけ 
; られて おる おが 政駕 の乂會 劇中 
一な も 並要规 されて おる おか 裳 火 
- を も 化&て 大脚圆 ごな つた。 

共 か駕の 旗手と しては を あの 
一如く フゥバ T 氏が 巧 選 じ 皆つ て 
現巧閣 の 政辆政 巧を 踏摧 する こ 
ご^なつ た。 乍 併 化が 想の 宫現 
が柴 して ム r みに がける 共 か黨の 
搂 がを ぷ ホず か 巧 かは 自ら 
別 側の 閒越 ごして 考 弗され ねば 
；：* らの 政悄ピ なつて 居る。 別言 
すれ" じ 政 巧の 一巧 機 ごな b はせ 
« 乎 VJ 云 ふので わる。 

ブライァン 氏の が 化 時化 じち 
あな 紙 本 化 論を 提げて マッ キン 
レイ 氏 ご掛戰 しわ 頃ん ほ ま 残は 
クリ ー ゲラン ド 氏の 餘 炎を 化.^ 
つ、 金權ど 握手せ も 共和 篤の 後 
堅」 お 巧した が， 所 辭 コンスト 
ラク ブ イブのを ぷ どして 觀 るべ 
きものが なかつ-^ のど ブライ ァ 
ン 氏に 對 する 悟 巧の 积 度が 化か 
つたので マッ キン レ ー 氏の 爲め 
じ 一敗 化に 塗 みれ た。 爾 ホれ 酷 
俄のを 傑 A — ズダ ユ八ト 氏の 揮 
つた 政治的 大根 棒の 下にを を さ 
れた政 扇は 千 九 巧と 年 じ 於け る 
が 巧 ホを おの 恐 おじ 化 b て 幾み 
の 動 搖をボ しわけれ 共 A 氏の 推 
挽を 受けた 『中正 穏健』 毒に も 
藥じ もなら の タフトに が 千 九な 
八 年 じ < 氏の 幾した 古靴を 履い 
たまでは 無事で ホつ だ。 がる じ 
比較的 問題の 起ら なかつ た タフ 
ト氏 執政が 化の 終 照 にお 近せ む 
どす るに 先つ てが 年 近化攻 治を 
の 明星 ご 尊重 さむる 樣じ - y つた 
ゥ— ド。— •ク キグ ジン 氏わ敎 
育 お 3 1 巧から 「新自 もま 義』 の 
大 姉を 巧揚 して 新が 巧 州の 知事 
じ 巧つ て ぉで 共 か黨の 勢力を 一 
徽 して 弊政な 革 じ 成 巧し、 次で 
千义が 十二 年の 大統領 お 補戰じ 
加 はらを 政を クラー クを 倒して 
ノ ミネー ト されね。 一 ホ 共か黨 
のみ， 乱 其錄じ 達し シカゴ じがて 
遂に ズゲで 八ト氏 一派が 第 
S 黨を 組織す る じ 至ら、 他 巧 急 
進 派の 先鋒 ラフォレット 巧の 踩 
起を觀：：^る爲めじおか黨はま離 
滅裂、 收 がする の留 みなき 窮境 
じ陪 b 民丰黨 をして 挪 歌を 奏せ 
しめた 歷 をが ある こ 

當が 與か黨 のち ゼる 勢力 か 裂 
の歷 をは 現 化の 政 職と 必ずしも 
一致し ない けれ 共、^ 氏を 失つ 
た當 年の おか 黨ょ 5 も^ ァ ゲン 
グに化 b て 組織され わ 內閣の 失 
巧を 路 をし、 クゥ リツ デ 氏 じ 化 
b て聊織 緒の 末 信用を 恢 なせむ 
どしつ ？ ある典か黛じ あらては 
カン サスホ じ 於け る 農は 派の す 
ホ縣 をは 脚 架の 巧 競べ を L て 居 
る 岡 巧の 協 誠を 破 6 甚 しき 危觀 
を 十一月の 大 がが 選を じ 化げ 掛 
けた もので ぁつて 其 前途は 决し 
て樂 観を 託さ U い。 殊に k ユ ー 
ストン じがけ る ほ ホ 黨大會 じが 
て 巧妙；；* 巧 波を 中西部 農民 派 じ 
をす るが 如き 政 網を 看板 どし、 

スミス 巧 のノ ミネ 1 シ 3 ンを巧 


現 するならば 半死の 狀態 にある 
ドライ どウ で グ トの爭 点は 棄て 
られて 巧 みられず 『人民の 巧め 


の 巧 政府 樹立」 をゆ號 して 猛烈 
なる め 驚を 民 ま黨よ b 被る に ま 
ちは せね かど 板 測され る。 


が經界 U 安定した 

ホ 上前 總裁辭 巧の 理由け これ 


H 本が 巧 _ 一ユ — 31 ク化巧 店 
監轉役 十四日を を = 今般の H 
本 お巧總 巧を 迭に 駒し ホト •前 
總 跋は游 職の 巧 かを 左の か （ 
發 をした。 

予が 昨年： 立 月 十日に 總媒の 巧 命 
をず けたる 當時 

財界は ホ だ モレト， アム 
施 わ 中 じじて' モント リアム 明 
け 後の がが がか 何。 るが 態を 呈 
する かは、 皆 人の 憂應 すを 巧な 
な b しも、 幸 ひ-’' 特別 觀逆じ 願 
する ニ 巧 棘が ぁ も、 夫れ を 暴 本 
どして か 業が，；： の 整理、 舊棠中 
の 銀 巧の 合时 乃を 業務の 縮少等 
柿々 のず 段を 盛して、 i 方に が 
ては 差 當らの 頭を ま拂 ひの 準備 
を 巧 ひ、 化 力に お 本 的に 财 巧の 
禍 化を 

徐去 する こ 玄を巧 ひたる 
結 梁、 幸 じ お界も 漸くを 定 をな 
すじ 至つ わ。 特別 雜通 期限の 經 
過 後の 化 界情势 じついて ぶ相當 


憂慮せられ 居らた る も、 右 期限 
後一 ヶ 巧を 經 過せ る 今：：：！、 財界 
ば 何等の 變 動を 見 中、 予の 任命 
を 巧け たる 當時じ 予の威 じ 居む 
る 化 命は 略 おたし 得たら ど 思考 
すを ので ホる。 が 巧の 整理は ホ 
だかの 完を U る 結 あ-し 到着し 居 
らざるは事實：：^るも、 么广割し 
てけ、 熟 遙の上 枯當の 方針を 巧 
をし、 化： 實巧 じ暮 ホす る こ》」、 

ら 居れば、 化の 機會 じがて 辭 
巧す る こごぇし たので ある 。而 
して 今を 化 巧 じ當る 人は 過 去- 
年 間 じ i をの 

方劍の 下にな 倚 じ 當らじ 
る 人が、 後繼 者た るは 必要 f 侵 
じ 居た るが、 幸に 過去 じがて 一 
身 同体 どして 働きた る ± ホが總 
裁へ、 深 井が 副總裁 ごなる こご 
を 得た るは、 H 本のが 界の爲 め 
じ訟じ 結構なる こご i 思を する 
を々 


化 伐 一段落で 

.日貨 排斥 

根 强< 着手す るら し 
ま 京 特電 十四日 發 = 南京 政府 
は 化 伐 も 一段落を 吿 げたので 
南 ま 邪の 鉢 先き は 秘< お强く 
n 貨排 巧に 向 ふで あらう ど。 


.上海 漢ロ日 軍 暴 巧 委員 會は左 
の 如き 街 日經濟 おを 具体 大綱を 
を 表して 組織的に 排日 運動を 開 
始 して 居る。 

I 、 旣じ 購入せ る 
も ホ 發賣の も' の 
ィ 、を 店 まは 五月 未 H を じ 其 
品目 數 量を 委員 會じ 登記す る 

こご 

。、登記 後は 委員 會 にわいて 
委員を 派し 捻查 し、 を 商 巧は 
救國 ぶを を納 かし 通 巧 謡の 下 
付を ずけ、. これを おがして 發 
賣す 

- 、 救國 基金は 筆紙を 物 類) 
割。 綿、 木が 類 二割。 お產物 
陶雜 器、 糸、 破 糖類 S 割。 慈 
養 お、 藥品額 五 割。 雜貨 及び 
消 おお 類と 割 どす 
こ、 國貨を 化 用し 得ざる 必需 
品は 委員 會の許 巧を 受け、 所 
をの取引方法じょるご きはお 
固まを をを ず 

ホ、 登記 期限 後 通 巧 証を 貼付 
せざる 日 貨じ勒 しては 救國 を 
をのが 額の 罰を を徵收 し迪巧 
証を： ト がす 

ニ、 旣 U 託 文せ る も 
到着せ ざる もみ 
ィ 、註文を 取 b 消ず か 又は： 汲 
I 淀す、 もし 巧 一ち 巧— 得ざる 
ものは 理由を 具し 救 困 某を の 
旧を の 一を 巧め して 登記せ し 
わ 

。、右 豫納 後を 負は 恃ホ 運動 
証を 巧 かし、 一面 通 保 及概頭 
業ち へ あかす 


'ィ 、- を 貨物を を賣 せんどす る 
填を も 救 固 基を を 納入し 通れ 
誰を 受 くべき 事 匆說な 6 

ご 一、 濟南 事件 發 生を 
じ 註文 L たる もの 
ィ 、五 丹 五日ょ b 同 十五 日 3 
での 間にを 文せ る 4 のは、 が 
額の 敕國 基を を 徵收し 通行 證 
を 下がす - 
ロ、 お 巧 十 ホ 日 後に 註文し K 
る ものなる 事確實 なる ものは 
あ國 あを の 倍額の 罰を を 課に 
驟 を 懲戒す 

'ィ 、日貨 じして 中 國貨或 ひが 
他 國貨を 加を したる 物なる ご 
VJ 確實 なる 物 また 前項 じょ う 
處をす 

ュ 、ネ計 蕾 施行 細則 巧 商機' 戒 
條 例愛闕 基を お 管條例 ぁび 赛 
記辨 法は 別に 定む 

生糸 販路の 渡 張に 

消費 調查 

震 糸 中央 會 研究 

巡 般ホ國 絹 業協會 から ホを を 
じ 提案して ホた、 ' H 米み 同の な 
糸 販路 疲張宣 傅の 伴に 縣聯 して 
鑑糸 業が を 中央 會 では、 円本を 
糸の 販路 礙張 方策 じつぃて、 お 
本案を 作成す ベ < 考究 中で、 科 
會長 一巧 VJi ：> つて 居る 調 杳を員 
の 指 命を まち、 具体案を 作成 さ 
せる こごに G つた。 右 じついて 
同會 幹部の 大体 

方針と しては、 生糸 販路 
曠張 U 資する ため、 ホ國 侧ど提 
携 f る必喪 ある こごは、 ももろ 
ん で、 ホ 威侧の 提案 じ贊 成し 巧 
巧宜巧 じ當る のみでな く'、 證糸 
中央を のニユ I ョーク 派 遺 員を 
巧 貴して、- 大消赏 調 签機關 を 
設け、 米國じ わける ホ 糸の 消费 
巧が、 絹織物 及び 絹釉 ドを の 他 
お 製 おの 販路 や 綿、 毛、 人造 絹 
糸 どの 關 なをの 化、 織 維 工業 じ 
關す るを ホ 面の 怖 巧を 厮査 巧吿 


せしめ、 をれ じ 巧いて、 U 本の 
製糸業を の轨 るべ ミ 方針を 指示 
させる こご^し 

更にえ 國抖か S 化 巧 諸 巧 
に 向つ てを 糸 販路を 滕 張させる 
のみ 策は、 巧が おかに わける 生 
糸、 紐 物の が 费が 巧から してを 
糸と して 輸出せ しめ、 これにょ 
つて 販路 機 張じ賓 ずな こどが 必 
要 セ ある。 をれ じは か 巧なる ホ 
策を 執るべき であるが 、根本に 
わいて 兎角 （離れ 勝 b じなる 巧 
地の 製糸 家 ご、 機業み ごの 關係 
をを 按 ならしめ、 化挺携 して 巧 
< こどを 絕凿 必要 ど 3 る W 岡 時 
こ 

米鹽 ' W がん 諸 巧に わける 
絹織物の 販路 開が の 化 本 調査を 
する 必要が ある。 を； t で、 第一 
L ホ國じ わける 生糸め が 費が が 
誠査 をな し、 進んで アメリカの 
巧の 化 巧を 國 じわれる、 絹物 刑 
裳 狀况を 調査せ しめ、 生糸 販路 
擴 張の 粮本 策を 樹立す る こど、〜 
な〜 模樣 である。 


高級 船員 _! 增給 

まま 特電 十 お日證 H 海員 協會 
の 高 殺 お 員ち 給 基ぶ 案は 二割ょ 
ら 二割 五み なる 爲み船 ま 側 難色 
あ も 忘。 

東電 外債 ご物價 

東京 特電 十五 日播 U 東電 外債 
巧 巧か貨 再輸入 目覺 しく 巧地資 
をのが 外 輸出は 約 ニ 億圓じ 達し 
物 價じ惡 影響 あらん ど 云は る。 


日本 株 ま相瘍 表. 

〔大阪 藤本 ビグ プ I 々— 銀 
巧發〕 株 武相攘 〔單 位圓〕 

巧 巧 十一 日 《巧 十！ 一日 

東を 措數 100,10 5 ぞ ニぶ 
大 阪指數 ニを 岂云 •夏 
東京 電燈 量タ是 き •を 
太 同 電力 《一至 0 f ら盖 0 
東邦 電力 を •夏 を ■二 至 
大 H 本 製糖 八子芸 ま 壬0 
王子 製紙- ニ セ 差一专 夏 

巧 巧 モス リン 量 A 0 五一 了を 
日本 ビ！ グ - SI 一玄 0 一四 一一 •00 

日淸 製粉 10 四 左 0 lOf •を 

淺野 セメント 八 0 を 0 八 0 •を 
n 本 巧 池 を •去 ま •星 
東を あが ホ 童 0 まろ 0 
R 本 人造肥料 寞 •音 呈 •室 
久お礙 業 客 AD を •ま 


尋れ人 

(福 岡縣) 稻永 國み郎 安永 慶藏 
持 山を 太郞 古川 正を 井ト '幸 
藏 おが 郁朗 渡邊儀 寶が留 
を 上が 修ホ 井な 貫 造酒 雄 
貫 造 太 郞をあ 武雄柴 旧 善 雄 
(愛媛 縣) 横 旧 常 吉事 帝治忡 
座 宮之肋 (鳥 取縣) ホが 薰信 
(長 巧 縣} おおず 人 化 藤 お 一 
(大阪市) 泉 谷 义么巧 (麗 島縣) 
中が 榮 n (山 お縣 .齋院 辰 雄 
(烏 取縣) 廳勝衔 (席 島縣) 滿田 
正 一 (神 ロ) まが 章 
をのを じあ か 致 度を 儀有么 
お 間 本人 おくは か 入 ょら 現 
住所 御 通知 願 上 候 

紐 育を 鹽傍 領事 舘 

一吉 Br 置を さ lie ニ ミ k G さ 







KATAGIRI 邮 0 义 

224 E：， 59 化 St. 
New Yoi*k City 

Tef. Re が n! 3 側- 3 が 1 


Kl 牌 YO & 巧 T SHOP 

!MPO 民 TE 民 OF 

GOLDFISH & BIRDS 
— ： — O 

動 其 力 各 

一物 嚴ナ種 
一 烏リ金 
切 k ャ魚 



巧み 巧 
ご 目 了 四十 四 
姑 目 T 五十 四 


DARUMA 

川 レ 削 わ t. 
Te し Br 脚! け 8 巧 


SHOWA 

53 We が 10 另 St., 
Tel. Cla ふ son 09 別 


Tlie な kyo Go. 

1 が 化 巧 化 化 
New む rk City 
Tei •む afal が r 6 刷 


も) OIWmMACO . 

114に59化み. 
New York C れ y 

Phone. Regent 5 熙 


庵 桂 米 日 



巧 East 29lh 化な t 
T»l. LeiingJon 5727 


IKUINE 

Hotiel 在 民 e が aur&nt 
313 W. 88 化な . Hew む rk 
Tel. Schujier 7822 

む y かが s )KUI 化 


TAIYO 

1 が W が！ 蝴 h が. 

Te しむ squehana 巧 巧 


TOYO RWAN 

41 E.1 ぉ hSt 

わ I B% 巧 & 4 化む e. 
Te しおが 巧 uin 8 巧 8 


御 1 

む 

K 宿! 

ボ 

ぎ ミ 富； 
青き:！：' 

吉 1 旅 巧 

-こ舘 

耳を 松 巧 

ir 林 ミ 
好き 

ホ 

S ■大 

r 浦 

ミ お 
島 ぉ 


DANCING 

411 W.l 巧 も St. 

Tei. Caihedral 4408 Apt. 3 


Koike Studio 

730 Fifth Ave. 
Cor. 57 化 み . 
Tel. Circle 4406 


Kawasoye Hotel 

139 Wesn23nl Sfreei. 

む I. Horningside 7154 


御 

旅 

館 


•河 


添 



屋 vgJCo, 

340 W. 58 比 St. 

Telephone: 
Columbus 8382 


( 巧 日 ♦ 水) 司壽お 



W 嘿 I J リ "W 則 . 


mm 


號ー 十六 百 四千 一 第 


硕 YP 3 卿な 卿の hn が 


【円 曜± 


円 六十 月 六 年 


巧昭 



打 rjd 1 L お 
U I S が 

巧 0 刖 H 

01 6 C 

て 一 劃 i 


木 白 及龜甲 萬が 庫 元 あと， 

舊が iQsf @上£ ザ 

ロ 本 米 離 食料品 & 觀 

巧田醬 袖が ま會社 東が 一手 賣挪巧 

日本 食料品商 會 


- 


紐 育 唯一の 日本 百貨店 

巧 桐 兄弟 荫會 

スマ ドン •ブロ ダク ブーず 販資元 


并上 金魚 巧 

9 ニ 巧 重 uve ., す 三 ork 百な. 
さ 1 芭 を e ちち 


化に 御 料理 





周 圃閑淸 、空み 新鮮 

巧 人 巧樂巧 自ぉ亭 

5 巧ジ nds Si . ずき ktyn ’ N . Y . 
Tel . Tlaagle 7475 


T 

M 化 
な 帥 

稱剛 

T 


- 5 ^ 


設講な 養、 腺 利の 
巧 選 人-調理は 日 
本人 おさ 

S ー攀圃 I 

御 ホ ホ ど 待つ て 

琶 ，巧 ま 一 3 


W 

m A 微 

ご J 

2 th 
ぶか 

m W J 
S 4 -2 
e B 

B 


If 


美み じして 淸巧 

? 麗樓 

午前 十 時 i 開店 


W 

伽 就 

G わ 加 

邸 I; 

ぶ 


を樣 の御嗜 巧に 適 ふ 
揉な 美 ホの 巧 巧 巧を 

S 廣孩樓 

致します から 績 々御 
ホ ホを 願 ひます 


W *. 
ぶ- S 叫 
L 巧 

sp-i ^ 

.S S 3 

H ^ ^ 

g がが 

W S 3 


琴 承輿樓 

辟 揃 ひの 巧 巧 人數を 
が 日本人 諸君の 嗜巧 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 朝 _ニ 時を 開店 
(な ホ 五 了 目 サブ 
停車 巧の 下 ) 


k« 9 
n s が 
n 巧邮 7 

帯 曲 

k ぶ - 2 刖 
1 nu 3 0 

C 洗 W 


日曜 及 ±曜 じは》 ユ 
; マィ 春 捲を 巧へ が 

支那 直ち 幸 

巧理 勞剥厦 


自 午が 十一 時 
至 午前 ニ 時半 


關庙 


n 

也 わ 

M なが 

G じ M 


が S が 

T 脚 T 

ぶ 

か/化 

G N 


巧廳 茶園 

司 巧 人を 蓮 
出勤の 方 じは ま 巧 
の 御 便利に 備へ巧 
巧會 席の 御用 じ應 
や V (模間 巧ネ相 
不變ぉ 引 立 顔 ま 0 
紙上 御 案 巧 申 上ち 


ん 

反 S 

A W — 

F い剛 

G 邮 i 

N ロが 

A 帖 .1 

H 齡 

N 瓜邮 

就 

3 


支那 料理 

新 巧 巧 

本樓 料理人 歐廉が 
腕前を 揮つ て 日本人 
麗 君め 嗜 巧に 適する 
巧 理を差 上げます の 
で 第と 巧の な 二十ち 
下目の チヤ プ スィと 

云へ ば 直ぐ H 本人 諸 
君 じは 判る 程 巧 評を 
博して 居ます。 

何卒 繁 々御 光 ホの 程 
希 上ます。 

± 、日曜は 霞 頭、 シ 
ゥ マィ、 を 塔が ぁ -® 

まず 0 


諾 r! 

13- 謂 I 

™ 論 * i 


S 


新 蘭 業 

麟 利きの 巧理 入が 日本人 諸君の 嗜好 じ 適 
ずる 料理を 差 上げます 


敝薦 願 和 園 


W ft 


芝居の前、 芝居歸ちの御集らじ最ら適當 
の漢 巧です 是非 御 巧 負に 願 ひ 主す 


▲淸 巧、 親切、 な樂 US 巧 ▼ 

勢 卿 縮 

伊み 争を 久聞榮 作 
援 5 爱を Str ま t 
『 el. す 巧 nt だち 


紐 育 旅館 ® 巾み — 

東 四十 了 曰 ニ 西 二番 
Te 三 Eed 呈 ia 巧 云 


費府 御旅 鑛 

桑 由 淸五郞 

さ 8 South 呈 1 SU 室 ade 量 ia Pa . 
Tel . Wainu ニ这 


日本 食料品 類 及び 雜貨類 卸ル賣 

ホ么素 大ま挪 桑 山商會 

新刊 書籍 雜誌か 間概目 用品を 種 


おタ九 時を を 業 

メ — グ アド ンス 〔年 - 巧〕 

日本 巧 貨巧 東京が 會 

書籍 雑 巧 巧 巧グ ー ム自 巧の 徑 あち 
トブ ンク巧 もます 


趕旧 旅館 

江が 作 一 
i ;as ニ罢 Sfr ま t_ 
， 呈ぎ y ま s ぎ ご 苗 t 


一力 旅舘 なを 

帝國 旅館 帛ホ 

148 WJ 單 St- す W York 

ジ |. Musq ち } 一尝ミ mso 


電話 ブラィアント 

八 0 と 九 1 八 八と 一二 

新 S 轉長 

が 育ボ西 四十 四 T 目 
ニニ 1 こ 八番ニ 磨〕 
.ま 醉人竹 中 ま 雄 


支店 . 

呈 Glai 置 一 Ave. Bu 苦 k 

Tel. 量き 三 三呈至 
ま 任 互 rs. F- :a ざ 


提の蒲 お おいしい 郷巧 

會席御 料理 

晝 食は 末廣へ 

げ 嗜簡巧 墓が 大勉强 


割烹 並に 御旅 舘 

ニ 1 目 傍 巧 

过 兄弟 

化育 巿西 八十 八 T 目 一二 ニニ 
« 話ス 々イブ 1 と 八 ニニ 


高等 御旅館 

お. 泮 儀 

會廢 御巧理 


御 巧巧銳 ，ザ 則 

太 陽 

壽司毎 n をち ます 


高等 御旅 舘 

授 巧 

が 

會廝御 料理 


第五 巧と 一二 0 

へ クシ ヤ 1 
ビグ デン グ巧 

小 池 寫眞舘 

電話 サ ー クが， 

四 四 0 六 


舞踏 f i 

▼社を ダンス ▲ 


•表情 体操. 


了攀 

親切 


を 

朝 十 時 3 , 巧 十一 時 

シャリフ •ダン シ 
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支那 政局み ち 涅地 じ墜っ 

馬賊 から 大元帥へ 

爆 彈に襲 けれむ 張が 蘇 氏 逝 < 

をを 聯合】 十 I 二日 發 nn 本 陸軍 あじ 逮 したお 報じ 化れば 去る 
六 巧 四 H 化を ょ b ホ 天へ 反る 途上で 爆彈じ 見舞 はれて 危篤の が 
態 じあっ た 張 作巧將 巧は 逝去した。 張には 一時 巧 亡を 傅 へられ 
たるが 陸軍省は 六月 六 H 附で これを 否を しじ もの t 爾來 を睡狀 
おで 今 U じ まつた ものである。 

東京 特巧 十二 日 お == 張 作籍お ザは 日 唯 曰 〔十 H 〕 か 巧 巧 H じ 巧 
亡し じらしく 輿 服を 满 へる 綺 人を 見ず パた 巧が ある ど。 

が、 物 * か < じした がつ て 万事 
じ 面白くな かつたら しく、 をは 
十六 歲の 年、 近 村 圖河堡 の 小さ 
な 田を 宿 じ 

小僧 として 化み 込まされ 
た。 この 小僧が をを 天下を 取ら 
うごは。 誰か 當時 思は なかつ た 
でぁ b うか。 張作霖 氏が 軍界じ 
身を投じた のは、％ やうで 二十 
I の 年 だつ た。 はじめ 趙得勝 氏の 
( 當時 馬 隊管帶 官騎を 大巧 長) 從 
卒 どな H 淸戰爭 じも從 軍し 
た。 氏は この頃から 早く も崭然 
憐裴 のがを 拔 いて ゐ た ^ め、 趙 
管帶官 から 非常 じ 愛された が、 
巧を 威 じて か 間 もな （軍隊を 退 
いて 鄕 里に 歸ら 、家 傅の 『牛馬 
藥」 r* での 巧 巧を 營 み、 辛くも 
糊口を しのぎつ：、 タ くの 

無頼の徒 どを b を 初め、 
軍 陵を 活 中じ覺 わた 賭隱じ 熱中 
して、 とう-^ 父に 劣らぬ 金箱 
がの すな 靑年 どなつ てし まつた 
をして 二十 ニ歲の 年、 巧は 遂に 
溪寧 じを つて、 緣 が じ 身を投じ 
常時 遂西馬 賊の大 親分 ごして、 
をの 名を ご-ぐろ かせて ゐじ董 み 
虎の おかごな つた.。 放义 殺戮 
据 奪、 あらゆる 荒仕事 じ も 氏は 
すぐ 熟練して、 しだい じを の 頭 
巧を 現は し、 潑卞 もな く 一, ホに 


ついこの 間まで 化 じ 時め いた 
中華 民 固 大元帥 お作霖 氏は、 か 
つては が々 たるを 巧の 巧 雄、 垢 
賊じ 逝ぎ なかつ む。 をを 兩亭、 
ホ緖 元年 ( I 八と 五 年】 ホ 天 省 
おが 縣の一 寒がぶ 掌 寺材じ まれ 
た。 氏の 

ー础 先は 道化の か 年、 大飢 
健に ぁつて、 直隸 省河閒 がから 
山 お 關の驗 を 越 . ロて、 はる / 
前記の沿巧縣じ移化して巧た】 
化ほで、 氏？>^ち父は 一 をの職業 
も 持た 中、 目が 賭博に ム けち、 
时 じは 草 贼め群 じ 加は つて、 を 
村を をし 迴 6 、 が 人から 常-」 指 
彈を さへ 巧け てむ た。 張 作霖氏 
なをみ ニ 巧、 を •かおめ て 貧乏 だ 
つたので、 幼い-頃から 一々 むら 
の苦勞 をした。 氏が、 もやぅ. ご 
十 族 S 年、 ょから ざら し 父は 近 
撒義 縣の舊 知、 現 巧 まがぶ 督辨 
張 作 相 氏 S 生を の 農家で 

病死し U が、 葬式す ら舊 
なまれ や、 やつ ど 右 作 巧 巧のを 
家の 憐み をを けて、 巧邊の 送ら 
も 形 ばか b じ濟 ませた 桿 でぁつ 
た。 父 S 巧を、 まだ おか （美し 
かつた 巧の 巧は、 人々 のす、 め 
るよ； じ巧婚 しむので、 巧は 作 
顧を ( すでに 故ん〕 ピ共じ 連れ 
られ て、 第二の 父い 家 じ 入つ た 


暗を 籍ム靑 葉 も濕ろ 

野 ロ 英世博 ± 葬儀 

半な 悲しく 織る 生前の 研究所で 

ウッド ロ — ン 墓地-し 埋葬 


一 去 巧 二十 1 H アフリカの 巧が 
I 岸英 固が は 地 アクラで 空しく U 

I っ。 

i 國際 學界の 偉人 野ロ英 

^ 化が ± の 逍玻 け 窺 船 ウェスト * 

I ヶ ー バア 號で十 SU 正午が 育に 
: 眷 いた。 二十 w 年 前 創立な ホ緣 
I 故の 深い。 ツ クフで， 1 研究所 
一では スミス 巧を ま 任と して 葬權 
I 巧 端の 準備を 藤へ、 ホ 衛生 埼の 
I 特許を をけ て、 即 U 造 おを 葬儀 
I おのず U をね、 十四 H 該硏巧 所 
I お 一階 束 化 隅の 一室に を潭 し、 
，越え 下げ 十 お 日 午前 十 時 嚴肅淸 
I 楚 なる 葬儀を 轨 がした。 まけ フ 
一 オスデ ツク脾 ± の 說敎じ 始まつ 
た。 巧 十 - は 『が ロ 巧 ± の 學巧及 
び 人 おじ 對す飞 

偉大な ろ貫献 はま 貴 ま 
重で ぁる。 盎し彼 S 眞の 偉大 性 
は 自己が 巧ず を、 をく は自 巧を 
征服せ る 点では。 くして 自己よ 
らも ヨリ 大 なる もの t 爲 め捧献 
せる じだり。 は 階 ± の 宗を的 
信を じ熙 して 柯等 知る 巧；；* きら 


彼の 捧献 をの ものは 確か じ 京 お 
的 經驗の 一た るを 失は ない』 ど 
述べ、 ロック フェラ ー 家の 當ま 
は 野 ロ 槐 ± の 謙德を 追懐し 『偉 
大 なる 事業を 極めて 簡單 らし （ 
完成して 巧て 誇ら ざ b しは 隙 ± 
の 偉大なる 德 でを つて、 吾等の 
學げむ ばなら ぬ おで ある』 と 說 
き、 魄 -H の 

親孝行 ご を 妻 じ 街ず る 
情味の 谢ず V きを 蒸み 『高潔な 
る 人格、 美は しき 德操 •完成せ る 
巧學』 の 偉大 牲を說 いれ。 最梭 
じ 巧 ロ 隣 ± を 葬 律 賓島じ お見ゼ 

る 0 ッ クフ ェラ ー 硏を 所長 フレ 
キス ナア愤 ± は兩 眼に 涙を た r 
えつ：、 野 ロ 博 ± ごの 關 係を 略 
叙し、 故ん の 巧 焼、 勇 おを 頌揚 
し、 彼の アフリカに がける 摄 が 

意義深い もので 學 おの 

ためじが きが 訓を 媛した ど 結び 
戟涙共 じ r らい どす る 光景で あ 
つた。 式は フォス デ ツク巧 ± の 
祝 腊に化 b て 終 b 墓を に蔽 はれ 


一が ける 

親み C きられ 4 身 どな 
り、 ホ緖 二十 年の ころ、 かの 幽 
招 事件が 勃 おした ' ころ じは、 す 
でに 己 十 余 名の 屈强の 手下を 從 
、て ゐた ごい ふ。 氏の 窠一 夫人 
趙 氏は 氏が この ころ、 新 民 府下 
の 當豪趙 家 ぉ 裳って おった 美く 
しい 娘で、 張を 良 氏は 實 じこの 
掠 おした 趙氏 ごの 間 じ 生れた 長 
ちな ので ぁを。 現任 まが 省督辨 
張が 相 氏、 说察 がが 都統 張景惠 
巧 f 義兄弟の 契を 結び， 現在 熱 
巧 都 統湯モ 辩氏等 ど 膠漆 もたぐ 
むらむ をら を 結んだ のら 實 じこ 
の 聞で わつ じ。 かくする ぅちあ 
緖 二十 化 年 どなつ た。 ごきの 新 
民 府知府 ち！！ 氏は、 醒賊 四方 じ 
割據 して、 地 ホ 騒然たるを 憂 ひ 
これが 取締の ため 

を懷柔す る こ ご 、 な ： 
ら 、ち 撫 使を、 當時 もつ ごも 勢 
ホを i ミて ゐ たお 作霖 氏の 許 じ 
おした。 時を だか も 張 氏は 馬賊 
ごしで 永 欠に 立つ こどは 不可能 i 
だし、 天す じ 覇を唱 へんた めじ 
も大 じ 逆 巧して はなら U いど 
見て取っ たので、 剛腹な 張景惠 
氏 等 化 一 猛烈な 反對 がるっ ねじ も 
巧 はらず、 みお 右增離 氏の 招撫 
じ應 じて、 部下 ニ 巧を 名を なつ 
て、 臀兵一 ヶ大陳 を 編成し、 自 
ら をの 大隊 長 どなつ て 

歸 順し、 綠林ホ 活後八 年 
の 霞 後の 幕を 閉ぢた 時 じ、 巧は I 
二十 丸歲 。がの 馬 賊の隊 をは 一 
蘭 じして 官軍、 しかも 騎を 大隊 
長 く なつね ので ホる。 をれ から 
後の 張 巧は トン トン 巧手 じ 出世 
して 奉 天將軍 ごなら、 を 一二 省 巡 
蘭が ミ むら、 蒙 疆經蓉 化 VJG ら 
ついに 十み 年 ホ 巧 十八 日 大元帥 
じ錢 巧した こどは 世間 周 かの 事 
實 である。 


た靈 柩は靜 かじ ま瘍を 出で、。 
ッタプ 3 ラ） 巧、 巧 ロ 階 ± ホ 巳 
人を 之じ隨 ひ、 正午 ク ー ドロ ー 
— ： > 墓 地に 埋葬され た。 化 H 研 
兜 所の 正面の 本館 じは、 日章旗 
の ザ 巧を、 綠滴 たる 前庭 じは 星 
條 族み 半旗を 撰げ ま おの 廊 すじ 
はお 十' の 胸像が 質素に 

飾られて 居た。 會 葬を 

S だ 余 名、 邦人 侧じ ては ヮ シン 
トソ 大使 おょ b 特派され た寐島 
導 記. 官 、內 旧領 事、 草 信 H 本人 
會 々長、 衫 浦、 ま お 兩醫學 睹± 
田 島り j 本俱 樂部會 長、 巧 木、 地 
ま、 鄉 、ち 旧、 靑年會 化 お额島 
の 誰を が 化 約 ニ 一十を でぁつ た。 
ホ 人の タ較は ロック フ玉ラ ー が 
弗 郁 關係者 並に 學 が 化 ぉ 者で も 
つたが 倫敦デ — 31 エ ネス •フン 
スのメ ー ソン 氏 か ニ 己の 新聞社 
員 も 加は つて 居た。 

飛れ 機を 利用して 

空で 現像 

新聞 界に 新が 元 

目 ド々 ンサ マホで 開 惟中で ぁ 
る 共 か 黨大會 にはを 米から 數巧 
んの 新聞記者 がを 加し ホ 固請會 
の 名物 男 プレストン 若の 指揮で 
活動して 居る が 

寫眞が ものを 云 ふ 化の 中 だけ 

じを 巧 閒化や 活動 爲眞曾 化は 


これを いかじを 速に 讀 者へ 見 
せるべき かじ 就て 苦 也した 結 
果宙送 ど 飛 わ 機 輸送 ごい ふこ 
とじなら、 を 社 も 飛 巧 機を 化 
立て： 奪圆 したが I 

パラ マゥント • 三ユ 1 ブ ご 聯合 一 

通信社は 共同して、 9 ンドバ 
グ 大佐が 巧 用した ラキ アン ま大 
型が わ 機を 借 入れて 機上 じ寫眞 
現像の タンク、 燒 付け 其 他恃ぶ 
の 裝麼を 施し 大食 第一 日 目の 化 
き寫 眞はフ キ ^ ムの ま 《搭 上！ 
ニユ ー ョ ー クに ホる 途上 空中 じ 
て 現像の 外 カット もし タキ トグ 
までつ けて 燒 巧し の上當 地に 窒 
陸 後は 直 七 じこれ をを 劇 複や農 
聞 社 じを おした ので、 をの 日 表 
大會の ホ 景は當 巧 早く も ブロ --^ 
ドゥで ー ぶびが 內を巧 か 活動 富 
眞 常設館で】 齊 じ映寫 されて 叟ー 
聞界 • し 新紀元を 劃した。 ^ 


耐久 舞 蛹 I 

晝 夜の 區 別な ぐ 一 

◊懸賞金 五 千 弗ど銘 巧って 曇 
じ 本紙 じ も廣吿 された マグ スン' 一 
スク 五ァ！ じがけ る 耐久 舞踊 給 
爭 はお 報の 抓く 前 過日 曜日の が 
ょ 6 開始され、 一組の H 本人 も 
參 加し で 總數數 百 余 組 じ 達しが 
が、 九十 四時 間 後には と 十を 顯 
が 落伍 L 、 目 f 約 二十 余 組が 蕾- 
巧の 區別 なく 踊つ て 居る。 競爭 
はこの H 曜日 暧 半を H て 終了す ' I 


一 / ホー ゥ 3 八 巧 方に バ トラ] ピし 

i て就慟 中、 肺 恵 じ 化され 同 ホめ 
I 盡カ じよ b て 71 レン 郡ぶ 一^ 院 
I じ 入院 療養中の 所、 ホる 八 お 朝 
遂に 巧 C せる が、 別 じ 親戚 
も。 きものぇ 如 , ^ 勒 ミ シ ホン 
州 ジャクソン ボじ兄 か 弟 じし 
貫なる もの 居住せ る こと 利 巧 
病院よ b は 電報 及び 手紙を 巧 
通 かを おした る も、 兩者 共を k 
人 不明の 理由ので じ 返送され で 
る じめ、 郡當 扇の 盡カ じよ b 了 
十二 日 午前 十一 時ヮ ー i ンス I フ 
ググ •セ ミ タリ一じ 巧 葬され に 
尙ほま 家ボー ゥェ八 巧は 同人で 
入院 中 も 万揣の 力を 添へ、 雍墙 ‘ 
じ 隙しても、 美事なる 花 まを お 
ら 、郁々 情 證を盡 し 吳れた 


夏 傷雜詠 一 

。ツ カウで ^ — 逸を 
摄ら樹 さかんなる 雜孽 夏ら 一 
しき繁らじ小鳥のぅれし<ー 
チヤ） レ ー 米 ホ 苦笑 ひだ じ 
せ や 十 仙 玉の 釣 儀の げばみ ， jj 
凄ょ じきは 毛唐の 女の 露は 
なる 足 じて あ b 目の 裡 じひ 
ろが る 

思は ず i ィラ ツシ ヤィ ミ 一 ど 
ご 聲を張 ゎ 上げ 籠の オ ー ム 
を 見る 


春洋 丸の 節子姬 

東京 特電 十五 日發り 十二 一日を 
が 化の 無電 じ 依れは 船中に をした 
て大 運動 競技 會 催され お ホ 節 i 1 
子姬は 優勝 ま 等 じ 賞 おを 贈呈 
された。 


因に 同人は 大正 十五 年 S 巧 四 a 
附旅巧 下 附事實 証明書を 受け || 
れ るが、 其當 時の 化 所は ニ ユ-心 

ジ卞 ン 挪 チ ウス® オレンジ 
ビ I— • ォ — • ボックス お ニで I を 
つたこと を 遺留のを 書類で 判 t 


參 こんな こども ある > 

これ こを 終生の 契 


JJ ~ MM ； — アト ラン テツ ク帝 十日 發 =- 1 _ 

るか、 ニ 組を が？ T 居 4 パ，, いふ 『 I 畳 C マキ ラ デ _ 
をは 最後まで 碁す. へ <、 英 嵐-; キアで 結媽 お 新郎 露 


の マラソン 選手で ある 六十 义蔑 
のを 人は 五 H 目 じ 足を （じいて 
を 伍した。 化 息 規定は 一時間に 
十五を の 割合で あるが、 四日 目 
まで 絕對じ 化まず 不眼不 化で 踊 
つい 組 も あ も、 踊 b むがら 眠つ 
て 居る 女 も あるので を 居 餘らか 
紳± 淑女で 見物に 赴く 者を くて 
氣を げんで 居る。 '.一 
◊ 懸賞金 S 千 冗が 巧を 目的!： 
前週の ±曜 りから 開始され た 一一 

シカゴ 市の ダンス •マラソンむ 

は約がご一 十と述 の 加 入 者 あ ホ 
てが 这晝 の隨別 U ( 踊 b 續 けて 
居た が、 ' 遂に まる 十 S 日 じ 殘-づ 
たもの ニ 組 ごな b 愈々 巧を はな， 
熱 化しれ が、 休息時間の 鈴が 摄 
る 一を 前じゥ ォ作タ ー • グ ラ* 一 
スキ ー の户 1 トナー である 婚 * i 
か 眼 b 倒れた 爲 めじ、 遂に 月掉 
冠は ゲ ァジ ニァ 州から 出た 元邊 
軍兵の 兵 ± さんで ある n バ ー 古 ' 
ジ S ンス 及び シカゴの センナ • ' 
バー ボン デ 壊 - か 優勝し ロ。 踊つ 
た 時間は ニな 五十 九 時間 四 +- 四 
みとい ふ記錄 であつ た。 十一 11 H 
午前と 時 四十 四み のこぶ である 


ナ！ ド • ラ キジ？ は 一 尘の吳 
を壽 ぶぐ 意 ホから - 友 入 達 ^ 

I 手 じょ b て 警察が 囚人に 用 ゆす 
手錠を 貸 ひ 叫け 結婚 まを 後兩 4 ; 
み 手を ビ チン ど 組を はした まで 
な 無事で ぁつたが、 さて 氣車お 
i ノロー ド 停車場を 難れ た 頃 じす 
圖氣 がつ （ご、 この 手錠を 解 < 
'べき 鍵が いづれ じか 紛失して 見 
富ら U い。 おがす にも 巧手が 不 
目 由 ご ぁつ - て 大騷ぎ ごな ち、 审 
巧の 乘 客は 云は す もがな、 停を 
おでは 消が 夫 や、 巡査まで 飛び 
出 山した が 剑底ラ チが 明かず、 巧 
郁 新婦は 泣つ 面の 儘で 新婚 旅 巧 
一地で ある 當地じ 到着。 ホブ K で 
荷物 頻を 大搜 索の 結 あ、 渐や < 
邸 C を發 見して 芽 お 度し。 


ま 人の 厚い 愤 けで 
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同經 營じ懸 る岸靑 柳商會 をみ 
生の 谭獨 經營 じな め 名義を 寿 
柳が 會ど變 更し從 前の 場 巧- 
て 引 續き營 業 致す 事 ど 相は 粒 
就て は 今後 一層 勉勵 をし 皆 棟 
平素の 御 眷顧じ 酬ゐ巧 申膀間 
何卒 怡舊御 引 立の 巧 率 懲願幅 
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▲最新式を 等 設備が 食の 遵辖鮮 新 もる は乘 組を 
の 熟® 切 T 撰 ミ おに 當 をの 萬 ミず る處 です 
▲當な 太平洋 航路 一二 等設婦 はを 部苹が 巧を 哀み 
施しを しわ、 殊にを 甫換の 如きは 巧謂ツ IV 
ス トサ！ ド 义はス ナュデ y トクラ ダスな 上の 
痕 德也備 へて お 4 ミず 

參桑港 お槪ホ N グ八經 も 〔お 午 お 帆】 
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® シアトル 度 帆 〔午が 十膀出 桃】 ^ 
靜岡化 六 巧 か 五 H ^ 
蹟濱見 と 巧 二日 仍 
加贊化 とお 廿六目 脚 

® を 餐發目 本 巧出执 ^ 
誠 誌み ちち 一二 十 B 
巧 見 か セ 巧 十四日 
A が 育 お 巧芭を お経 由 B 本 行 貨物 お一巧 ニ 圃 ■ 
▲鶴 道 切符 廣臺 ホぶ 化 萬 ま お 俊を じ 巧 あが. 申 押 
▲太 西洋 乂を 賠會 せを 紀 切符 御複 をに 取 計 ま ザ 


敎授 、前週 着が と 巧 四 H 桑 港へ 
向け 出 發の尝 ； 

♦ち 澤廣己 巧 東京を 固 大學助 
敎巧 、同上 ー^ 

- 橫井增 治 氏 朝鮮 總營府 技師 
去る 八 H 着 組 約 一ヶ月が 巧巧歸 
朝の 篱 

宮腺冨 巧 化 海道 帝殷 大學敎 
授 、去る 十一 日 着 紐 ホ i み ペン 
じ投あ本日出帆渡吳の^| 1 | 

♦古を 辰 四郞氏 大日 本濟 製品 
株を 會祉 々長、 岡 上 
•小川 末み 郞氏市 俄 古 駐ぶ巧 
エ省資 易 通信員、 まる 十一 二日 ホ 
紐 一 
♦ま ホ 關治氏 夫人 過般 武 巧に 
がける バァ ヵァ博 十-の 病院 じん 
院 中の 阅 夫人は 宿觀 漸次 輕 かぶ 
覺え 十四 H 退院 一 


夏場 讓 度； 

紐 育ょ ち 四時 間 化內で 巧け を 
ペン シ V ヴヮ こア 州の 田を で屬 
じ 商 賣のお ホる 夏攘 、商品、 ダ！ 
ム 、住を 一 切 揃って 居て 現を も. 
巧 0 內で 度ぐ 始められ 费 用が 誤 
まずに 而も 賣 上の ぶい 絶好の 鎮 
巧 譲 度し 御 希鬻の ホは 書信 又は 
御 兩讓の 上 巧め たし (姓名 巧 社〕 
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巧 本金营 煩 旧 
拂込濟 資本を 六 千を 圓 
な 立を 六平壹 巧巧圓 

逆 ご弃銀 巧— 支 巧 

本店 巧を ホ 日本 橋區 本を 崖 町 五を 化一號 
す 巧 小 樽 n 本 巧 化 S (おち 霞 
名古屋 京都 大阪帝 ( 大阪〕 が戶 
黄な 下 關門司 若松 巧 岡 長 巧 
上お偷 致を 買 机 水 


お出 入爲を •電信 送を' ホ 送金、 旅 巧 信用 狀 
商業 信用が 其 化】 股が 巧 業 

ん S ニ囊銀 巧な 帛ま巧 

擲里 送金 ハ 日本が 化 おず お 巧？ 迅ま 取を 
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►鄕里 送金ぶ び 並 送を (無手が 巧/ホ 面 
巧を 薑 貝、 荷爲替 取な お 立、 信用 巧# 
巧 専一 股 銀行業務 稱 巧が じな 报巧吐 侯 

g 賊臺 灣銀巧 誓 出張所 

本 巧 寒 潰臺化 

支店を を、 横な、 大阪 、掉 巧、 上 お、 巧 
ロ、 福掛 、厦門、 細 巧、 香 巧、 廣 巧、 新 

嘉坡 、スラ パヤ 、スマラン、 バタ ビヤ、 至 貫 




* 資本を 壹億圓 (を 额拂这 巧】 

、積 立 をん 千 化 巧 五十を 圓 
內地本 まな U 儀濱 (本店) 巧 京大 巧 
神 戶を格 下！！ 名を 崖 

戀濱冗 金銀 巧— 支店 

ホ 圃をま 巧 川' を 港を 麻み 巿 巧を 
其 他 お 巧を 國甫 要都巿 二ち 店度コ グン 
スち之 お 
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地 支 巧 一巧 司、 小 倉、' 若が、 博を、 乂留ホ 等 
本國 預金、 鄕里 送金 等は 極め 
て 御 使 巧 迅速 じ 御 取扱 巧 申 お I 
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M 等橫濱 一を 雜 

化し ばリず かるん ごん も UT 左を 萊 
マ 一 二等 日本が お •五 乘を室 おな 違 索 膝 室 多 巧 
ザ 御 希望に おり 一等 割引を 復 切符 發巧 致巧娱 

ロスアンゼルス 出帆 (午後 S 時) 
はゎい か 八 g 八日. 
らぷら た 化 八 巧 廿と日 
►一等 橫濱ニ 1110 弗 粗は わい 化 まじらを な 巧 
▼お 則 三等 日本 巧 五十 か 巧 ▼一二 單 日本が 五十 お 巧 
►み 渚羅脑 巧滿車 切符 寢窒 を 鹽 入御 詩を 仕り お 
I ►械育 德 パナマ 經由 日本ち 那巧赏 物拋巧 一回 


よ b 巧吿ぁ 5、 ホに 豫算 編ぶ 等 
の 諸事 項を 役 貸 及び 委員を 會議 
じて If ホせ る もの 報 吿並じ 岡 塚 
正 雄 おを 會計 助手に 囑 托せる 旨 
の秘 ijn ら ぁらて 承認、 ま 田を 計 
よら 端 月み 會引 報吿を 試み 異議 
な （を認 ど 化し 夫より を 務部委 
員會よ 6 第と 十 聯巧請 曾を 通過 
せる I げは 法改正 事項の 報 吿がぁ 
b、 帶井巧 事よ b 商務 部 顆係ン 
スト フント 業じ關 する 留間 r 對 
して 智西巧 事 委員長 Rb て 答 
辯し 一 會館 基を 處か問 輯じ關 し 
ては 朽岡 委眞長 よら 質問書 宇 句 
選ぶ 一 ど 終へ ホ第發 送の 旨を 吿げ 
御大 福 奉祝に 細 L ては 別項み 如 
く 巧す、 故离峰 巧ト： とぉ 年を じ 
は適當 なる 追 巧^ 意を をすべく 
化を ユ 、巧 ロ 博 ± の 逝 まじ 逊し 
溝 傷 一一 矿ぉ慰 W 議义を 草して 遺 
族 じを する ミ、 葬儀 列席、' 追悼 
會計晝 等じ關 しては 幹部-任 £ 
决 し、 會 長よ ゥを 孫ず#! 記 長 化 
理を蕾 記 長に 推薦の かを 諮 も 承 
認お 巧け 事務員 增 給の 件を も 巧 
おし 义退會 者報吿 承認を なて 巧 
事 會瞬會 後當巧 出席せ ろ 前書 記 
長 巧 風 柳 作 氏の おおが あった。 


今曉の 渡英 同胞 

を 境 ホ メリック 號じ てが 育ょ 
を瓣 葵せ るは 滯化 中の 日本 電薇 
通信社 編輯 長 中お榮 氏、 陸軍 大 
佐 雄 弗あ溫 巧、 早大 敎授 化澤新 
夾孤 dw、 關西學 院を授 化 野 大吉 
巧 等ぶ あるが 梗 井、 中狠ニ 氏は 
十 ご 巧ぶ 社々 ホの 歡迎 晚餐會 
に 觸み一 バラ マゥント 劇瘍 ぶび 紐 
育 タイム マ 社を 視祷 小し、 化澤敎 
授は寺 四日が 開 濯の 早大 校ぶ 會 
した。 巧 ほ樓井 大佐の 講 
H 會 主催の T じ 昨が 絲育 
敎會じ 於て 開かれ ホ 常に 
あつた 0 


じお废 
演會け 
日本 A 
盛會で 


女 百ぶ 孝 巧 寄 紐 

最惡 まで 報知 新聞 觀 社長 ごし 
て 同； の首腦 でぁつ だ 經濟學 薄 
± 太 巧 正を 巧が まる 化 H 。 レャ 
化に t 桑 巧 着 羅府化 ホを 經 由し 
て 巧 心 十 化 ロ 寄が し、 二十 二日 
夜 ザ 山 可 帆の マジ 五 マ ブック 號じ 
て 渡 か |< の 由なる お マジ 2 ス テツ 
ク • * ブグじ 投宿のを を。 

丽|1 山敎授 歡迎會 

旣が k の 如く 帝 國小學 校 創立を 
で ま it 大學敎 巧で ぁる 西 山 巧 お 
氏は t で下澀 が 中なる が、 まる 十 
SB ;! 一-後よ 時 五一 會ま 惟の 歓迎 
會があ b お 席 お 十 歎を、 同氏の 
敎脊 U 觸 する 座談を 聽 取し 髓巧 
裡 じ. 雨會。 


邦樂 同が 會例會 

最近な 典し ねが 樂 同が 會 では 
まる 十四： 3 午を 一二 時よ 6 日本人 
美 d 敎會 じがて 例會を 開き 多數 
るが あ b 琴、 尺八のを 奏其 
數 香を 演じ 盛 巧 狸に 散 曾。 


ハィカラな 紳 ホは 

化 立 服を なしまず 

夫れ はを < 身 じ 合 ひ、 是 掛けは 宜 く、 を 
して ホ ホを ょゎ も 長 持 もす る 事を かつて 
るからで す。 弊 巧は タ數 U 米 紳± の 御用 
を 承つ て 居ます。 

N 化廣吿 じて 御 ホ 店の ホ じは 

六み 割引を します U 
が 注文のを 何 じ 協 はらず を も 巧 一巧 ホて 
見て 下さい 

ウオ ルカ— エンド フロ リオ 洋服 巧 


夏^^向格が蟲 
I 特別 費 出 

尙 - 1 曆勉强 巧 化 候 間 
御'^ 文 被 下 度 願 上 候 

ホ元ブ ぅず I ス 

I 17 E ミニ 7 th St , New ジ rk City 
i 一 H^iep hlone Angonclcis ^糾 7 


夏 瘍向品 畴别賣 化 

夏 慕ぶ 賣 向、 ダ） ム 向新 荷 到着 
精す 勉强 御用 命じ 應 じまず 
I 日本 陶破 黑雜貨 卸販寶 

;み 辕巧木 桃 井 組 

I 105 E. i St. N. Y. 

I Tel. で uyvesant ま畜 占- 7 


日本 吳服 反物 キ モノ 

テ^ フルク ロ ー ス類 

夏場 用 格好 品 取 揃 お 候 

懿 日本 ドライ グ1 ブ商會 

特別 廉 憤で 大勉强 新 流 巧は 営 巧の 特長 


な 人 か 人 

参 患 葺悅郎 氏 トお化 稗 ホが の 
愚が P 悅郞 氏は ベイ チイ ド 市 キン 
ダ-一 トン 街 四 0 - 四 番にト ちせ 
，。だ 電話は ベイ サイド ニ 一二 八 
♦お ロ 吉を巧 京都 ホ 國大學 助 

M ^ 


四 

L 


昭 

巧 

ご一 

ご' 

六： 

月 


六 

円 


曜 

曰 




堯 

ま 


第 

一 

千 

四 

巧 

,べ 


號 


御大 禮 奉祝に 關 .して 
實巧 立案の 衝に當 る：！！ 會 

官民 一致 奉祝 委員 曾 組織を 提唱 


紐 育 n 本人 曾 純 事例 會は 
前項 巧 報の かぐ まる 十二 U 開懼 
せらむ たる. か、 ネ巧舉 巧 せらる 
る 御大 歷を祝 準備 巧 刷 委員長 商 
木隆吉 氏よ b 委 曰を の竊 過を 報 
吿 しお 祝 じ 願して か柯 じる 方法 
を 採るべき かに 就き 愼 を 審遙の 
お果委 巧 巧み レコ メンデー シヨ 
ン どして"^ 

舉 祝の 微想 をを する 爲 めが 留 
间胞 よ， 〇 適當 。る おを を 捧呈 
する 至 

奉祝が 納品の 第一 お 補 案 ごし 
てホ國 お 代 大統領 自署 S お眞 
帖を 献上す るか 化に 適當 のな 
を强遵 し、 一般が 留问胞 より 
ミ ユマム - 五十 仙を 瞩 かして 千 
おなが お 度 S 献納 おを 調達す 
るを 

奉祝 記念 率 おを 起す は 磯を を 
得た る ものなる が實わ 困難の 
立を は 龍 巧 蛇足に 終るべき じ 
つきを らに實 巧の 衝じ 當る委 
員 食の 誌衡じ 持つ i 
御大 禮當 U の 祝賀 曾は 可成 少 
巧のを 擔」 て 質 宫眞擧 を 旨 ミ 


する 化 お 同胞の ホ、 むを 徹底し 
得る ホ 法を 選み 摸擬 店、 レ セ 
プシ ヨン 式を 巧 量して 出 ホ 得 
れげ觀 艦 ま' 觀を 式、 宮城 及 
び 首都の ホ 泉 等の 活 蕾を 映 為 
し尙はがぶの餘おを添ゆる^ 

の 立案は 都て 實 巧の 
街に 當 るべき 委員 會じ排 巧 お 挽 
を一奸 せむ ごする じある が、 理 
事會 じがて 柿々 搞謠を 進めむ る 
上、 總 領事 舘ご麟 絡を 執 b 日本 
人會ょ b 提唱して 官民 一を の 奉 
祝を 員脊 をが 織し、 該委 旨會を 
中必 ごして 奉祝の 方策を 巧を し 
華 契に 流れず、 輕浮 じ陷ら ずし 
て 適正の 道を をすべし ご 一友 ふじ 
ホし、 リ會 幹部ょ ち 絕滿事 館 じ 
移碟 （て 計 霜を 進行ず る、 と ごな 
つた。 あじ 關し 理事の 一人は： n 
く 『今秋の 御大 赌け 皇室 じぁら 
せられて もを 國 おど 共 一し 其慶を 
頒 たる； 次第で ゐる からき々 が 
奉祝の 微意 至誠を 表する のは 素 
よち 當然 である C 唯餘ら じ輕浮 
華美の あ 弊に 傾かざる 樣 最も 留 
窗 ずべき でを らう』 云々。 


美な 敎會 派大會 ては 

軍事 敎 練な 對の聲 ッー揚 ぐ 

現 巧 移 お 法の 巧 化み 議案 も 通過 


ミ ブゥリ 州の ヵン サ又 ホには 

目下 共 化 黨の大 會が熙 かれ 正副 
大統領 お 補 者の お廳 、を 綱の 樹 
立で 乂國 なを 史の 上に 記憶 さる 
べき 活動が 演 せられて 居る けれ 
共 最近ょ でけ 四 年毎に 輔 かる i 
美 n を 貪 おの 國路 大會が あつて 
ビショップの 選舉 み' 化國 隙間の 
問題を 一ヶ 巧に 直つ て謠議 した 
右會 諸に 出席した 円本 化を の 一 
人で 靑山學 お 中を 部長 (前号 じ 
神 學部ピ 報せ るけ 誤報) 巧報義 
ま お 巧は； 詔る 『今次の 大會は 出 
席を 化な を S 十六 術 固の 化 表が 
會 をし 觸係 家族、 巧髓 巧を 通算 
すれば 漫 じご 一千 人 じ も 達した で 
.あら ，ク 6 

化 衷ま中 約と 巧 八十 名は 米 人 
で 嫂り のな 二十 名が み國人 ご 
を ふ 比 阿で あつた。 會 講中の 
蘇 題で 嵩 も 靈要視 され わのは 
巧酒勵 巧、 强制 軍事 敎練 撤廢 
及び 現行 移 氏 法が 改正の 一二み 
澡 案で れつた。 禁酒 腳巧 はを 
を 波 共通の-問題 であるか 菜な 
が 派は 巧 事 お練强 制の 弊害 あ 
る じがみて 特にが 効 じな 對の 
一な 志を お示し 化が 半 和 確保の 
I 隙を 物た る强制 軍事 敎 なを 除 
I 巧せ むご 議 巧した ホ 第で ある 
I が、 U 本は 么じ 化は るを 避け 
i た。 移民を の不條 巧なる 差別 
- 的 巧 神 ど 明文 どに 對 しては 十 
ニ 年間 印 巧 じだ 住せる お 名な 
ジ ョーン ，氏の かきな 化の 必 
要を 唱游 せる 巧 力 i； 一^る j 人で 

あつた。 

米國が 國內を どして 乂國 移民の 
質を 選 揮し 且つが 数を 制限ず る 
のは 當が でもる にせよ、 差別 的 
條巧 をが 扔 ずるは 純 細の 上よ > 
將た國 巧ぶ 節の 上よ b 化て 化 促 


放擲して 置くべき でない ご 云 ふ 
意見 じ 一致し 大統領を 始め 上下 
兩 なのを 議員に も 移民法々 規な 
正の 要 ホ巧議 文を 電送した あ 第 
でぁる』 酌 部敎授 はおらに 太 ホ 
巧 沿岸 地 ホ 第二 かの 問題に 就き 
語つ て 曰 （「姑 柯 じして 豁 二世 
の將 ホを して 幸福、 有利なら し 
0 べき かは 重大 顯題 でぁる 0 H 
本 じがけ る 暮督敎 學梭と 十二 校 
ぁるが、 旣じ 同志 社が 賞 巧した 
橫な 第二 化を 英語 教授に 招聘す 
る 案 も 問題 解 巧の 一助 どは なら 
ぅ VJ 考 へる。 

又 第二 化 中 父兄が 歸 朝して 鄕 
里 等 じを 住し やぅ どす る爲め 
に H 本 じ 巧つ て敎 育を 受けむ 
とずる 特殊の 境遇 じ 挺 かれた 
を も ぁるので 現 巧の 制 巧では 
中學积 度のを 立學校 じんる を 
は 困難で ぁるから 巧 校 及び 東 
奧 義塾が 卒先 巧户を 開放して 
化 等を 敎肯 する 擺緖を 巧いた 
み 第で ある。 順 巧 どして はを 
地所な の 校ぶ 會ち 部の 推薦を 
基罐 ごして 乂學の 使を おせし 
め やう ご 云 ふので ゐる 0 


夏季 化會 前の 

日會 理事 會 

報吿 協議事項 ぉ暧 
が 育 H 本人 會 今年度 第二 回理 
事を は 去る 十二 目 午後と 時 料亭 
都 じがて 開催され 例 じ 化ら 草 信 
會長遙 長 席に着き おを 点 ゆ會務 
報吿等ぁり、 水をま事は草信會 
長の 懇請を をれ 今年度 限ち ホ 事 
どして 就 巧を 諾の 旨换 をを U し 
會計檢 杏を 旨は を 長 一巧 どみ し 
たるが 冷牟 旧が、 がが 化 太郞、 
巧 旧を ま 一二 巧を 選 巧ず るげ 會 を 
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お" お 隙 事務所 

比 S が awa, Insurance Broker. 
303 F な此 Av も j 
TcL Caledonia が 01 

巧 旧が 事 巧を 會廚紐 育ま 巧 
Uemda Trading Inc. 

11 Park Place 
TeL Barclay 1576 

島 貿易 採ま會 苗； 
Shima 1 fading Co., Ltd. 

150 Broadway 
Te!epbone 民 ector 1484 

栋式會 化 赤 尾商會 
Akawo & Co •，い も 

235 巧 f 陆 Ave<, 

TeL Caledonia 目 758 ぶ 9 

が營製 絲綠綾 株式 會社 

Katakura な Co パ Ltd 、 
200 Madison Avenue 
Tel. Asniand 4545-4S46 

K. Mikimo れ 

Mikimoto PearU 
巧 5 Fif 出 Avenue 
TeL Vand が bilt 2519 

大倉 お减育 支店 
Okurct 公 Co., 

30 Church St., 

Tel. CorUandt 2292-93-94 

H 典 抹ま會 社 
代理店 
ち# 巧 食 
1 站 8i ■ 时か ay, O.C. Te し！ ! が or 巧 84 
Facto け： 2 的 わ WS 加 化しし City 

淺齊銜 菜 株を 食截 
Asano Bussan i^mpany 

-Room 801-805 
165 Broadway 
T«!. CorUandt 80 がぶ 052 

Gosho Corporation, 

Silk Importer み 
40 E 站 t S4th Street 
で ol . た ト ; and がが-が 

v» 〇 6bo Co.f lnc«) 
Cotiem Exporters 

が Beaver か.， 

Ta! BowHnjf Gr げ n 8 節 6«06 

南な 剤 毁進棟 ホを 社 
な 育 寒 巧 巧 

Sou 比 Manchuria R. R. Co., 

Room 202 ら Can 打ぷ an P が ; fic BI か . 
342 Madison Ave. 

TeL Van ん rbiU 41 巧 

ミホ 物 ま 巧 ま 食を 
摇 育ま 巧 
Mitsui 在 Co., 

6a Broa 过 way, 

Tel. BowUnff Green 7520 

巧 ホ 食を 岩 ザ 巧 巧 
お育ま 巧 
Iwai & Co., 

Woolwo け h BuUcHns, 
Te!. Whitehall 6040 

云 菜 巧 事 採 ま會社 
お育ま 巧 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

(MUaubi み i C か 1 L わ!.） 

120 Broadway 
TeL Rector 2560-2564 

大阪销 日 ニを 巧 朝日 
北 巧 ま 巧 
Osaka Asahi 

民 oorr. 619 World BwU ぷ ngr 
T。!. BeekniRn 48 色 0 

日本 綺巧巧 式を 化 
化育 まな 

Japan Cotton T 化ぷ叫 Co" し td., 
25 Madison Avenue 
T«L Mad. Sq. 3 が 5 

日米 生糸 綠ま會 社 
お育ま 巧 
NiCHNBEI KIIT0 lUBUSHIKI.X&iSHA 
(N!CHUB£i KIITO CO.,LTD.) 

1 Park Avenue, 

Tc!. A 化 land のが •47>48-49 

巧を 名會な 
お 育 支 巧 
Hara & Co., 

443 Fourth Ave.^ | 

TcL CaIeJoc：R 7830-35 * 

日本を 糸 株式ち 胜 
がを 支店 

M が imi-ira む ai & C 日 . ， 心が S 
が East 巧 rd が.， 

TeL A,b!and 5320 

大扱お u ニを 巧 日日 
鈴 木 s が 
Osaka Maimeh; 

Rotmi 30SA Worid n,-,i 陆打 K 
Toi. Beekmars 42^9 
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張が 霖將 軍の 死 まを 聚 されて 

化 支那の 政局ち ゾ急變 險惡說 

M 火元 帥 令で 張 學良將 軍が 奉 天の 督辨に n 

ま 京 特電 十九 日を： = を 天ょ むの 來電 •； 化れば 族 作 おお 巧の 死 己の 件は ホる 廿 一 U を 化て を 表さ 
るべ； 火元 帥々 たなて 躁 りた 化で ぁこ 張 學な將 軍が を 天 瞥辨じ 巧せられ 目で 奉 天に 於て 自本翰 ご 
巫を； る 協 放を 遂げつ i も 6 ががく b 化 支那の おおに 急變說 流布され 張巧霖 の 斤 腐 も」 ぁつた 參謀 
總長 楊ず 廷 お： ホけ 拘 なめが じ h 通した 廉 じ； 磯 如で 銃殺され た £ の說 ぁら、 化を じ 入城した 山 
西ち の 閣錫山 お ザは おが 靜 養を ロ 實 どして 化 暇を 求め 化の 大官逮 も 面 貪を 避けて 化 巧では 流言 盛 
ん でぁるが 旧 中ぶ がは 腰 越み 別 おから 歸 京の 途 かを 中 じ 語つ て ロく 『蔣 かお 將 軍の 辭職間 題 も ホ 
巧の ぉだしが 作 森將が S ホ 化ら 不明で ぁつて 吾々 は 今 nu がて 支那 今後の 政局を 豫測 する をは 能 
C 唯比餘 お々 はま 那時 W が- U も 早 （安定して 確ず たる 欧 麻の お 立を 望む ばからで ぁる』 を々 ご 

朝鮮へ 增兵說 起ろ 一れ たの— るから— 一して は 

東京 特電 十九 日發 '=^ 朝鮮 踐 境と 滿 蒙の 不 まどで 朝鮮 お兵說 
が ぁ b 、 山梨總 借は 昨 U 上京した が 之が 迷 動を 試みる らし （を 
天？- 炼卿举 化で グ ビンに ら排 U 热お 9 H 本人の が 屋貸貸 や •車 
に乘す i を 化を し凄义 句で 惡 倒して 居る ご。 

山 東 省鐵道 管理 說 

濟お 事件の 善後策，、】 して 要求 

東京 特電 〔ゥォ ー ルド 紙】 十 セ己蠻 ，= 探聞す る 巧 じ 依れば 
日本 政が はお お举 仲-し 細 樹し濟 おぶ び靑 島を 今後 上海の か （國 
際が が管埋 い'- ホ かじ 化づ るら の i 如く 巧 踏 政府に これを 嬰 ホし 
闷時じ 山 来 省 数 道の ま 配 人ぶ び 會許ま 巧 も H 本人の 巧 命を 强要 
すべく 火赌 H の. 躲を 閒韶モ ホを の 上 正 まじを 渉す る舊 じて 本案 
'は 陸带堪 S 强 破.。 る 嬰 ホ じがる もの ど 見ら H て 居る， 故 じ おし 
このを ホが 赏做 ィ^ ピぜ島 ど濟 南‘ レ國瞭 的に 管 姓され てまが 軍 
隊の 出入を かさす、 村' 濟南 華が-し 對 する をを 謝罪と 損害 赔 
憤を も 求む る 壁 じして おしま 粥 棚が 露 ホ すれば 出 東を は 當然日 
本の お 刀 化 おこ。 るべ く留道 じ關赖 した 嬰 あは まが 測が モ 化な 
二十 ス年 W が ロ 本」 あ 4 るを 資が 十の ま 桃を 息ツて 居る からで 
める。 

まま 特電 〔踰 を】 十六 巨發 本 政 麻は 近く 濟南事 かじ 就 
てち 那侧 どを がに 從 事し 賓巧軍 膝の 處 罰、 る ま 謝罪 おびじ 軍隊 
の 巧に 始 b お 磨を 巧け 成 ひは 巧 傷を 蒙らし： 3 本人に 對 する 損害 
赔 償を 要求ず ベく 談が 終了し ない 限ら 撤兵は しない ホ 針で ある 

アタリ 力 政府 卒先して 


南京 政府 か 承認 か 

不平等 條 約の 廢棄 談判を 訓令 說 

東 ま 特電 十八 日發 = 日本は 支那 じい かなる 政府が 實現 する 
も敢て 干涉ゼ 中ち 挪の 移轉も 别强ご 協調の 方針 t あるが ァメ 9 
力 政 麻は 卒先して 巧を ほが を 承認 せんどし みず 等 條約も 廢棄す 
ベく 上がな 化 継械睾 じ訓带 しだ どの 說 がわる、 尙 ほ】 旦辭 職を 
聲 W した 躲か石 お 軍は 切なを 擲 めじ 應 じて 辭盧を ml たど。 

南京 政府が てる、 我等は 惠雲じ 於を 

宣言 發表 

南を (蹄を】 十五 日發 n 南京 
國 に 黨ぉ 化は 大要 左の 如 < な 
策 賞 旨を 後 ホした。 

K がの 統一 も 旣じ完 故した る 
今 H がを 風 技 か 麻け 中 带找齒 に 
ぶな ある 則 强し對 し 0 すが-如く 


外を 上の 先例に 做 ひ 巧て 相互の 

主權 を 尊重し 巧 等を 基礎 
どす る 新條約 締結の 機が 熱し わ 
もの ど 認める。 國 民政 廢 はこれ 
が 履けされ 民國 ど列强 のぶ 證關 
係を 增 して 國 民の 親を を溫 め、 
貿易の 巧 進 ごを 通 機 顧の 發 達は 
相俟 ちて 支那に 於る か 人の 生命 
財產も よら 良く 巧 譲 さる i じ 至 
る. へきを 確信す る-。 民國 政府は 
を じ 重ねて 友 證國じ 對し過 まじ 
がるが 如く 將ホじ 於ても 平等を 
基礎 どして 合法的 じ 且つを 理的 


ある 

如き 軍閥 的 形式に 化る 政府を 樹 
ホせ や、 巧 時 じ 其を 黨の如 （近 
巧 社替轨 織を 覆？ ん くす るが 如 
きものじ も 輿す る 能は ず、 丽か 
もこの 理想を 實 現せん ど 欲する 
。ら じめ 府 ごして はを の 

國際 挪 巧を 均等なる 位睛 
に樹 ホせ ざるを 得ず、 過 ま 八十 


巧：. おず るの 光を を もず、 闕 民政 I 年に 旦ら てほ國 はす 平等 條 巧の 
巧. かを ずした 氏國 -爲 めに 抑制 さむて 居た が、 巧 
革命 の 目のは 耕閣 みの 助： 制限は ホ ま權の 相互 臂藍 ごい ふ 


ホ じぁ 6、 ボが 的す 段 じがる 革 
命は おに あ 巧を 吿げ たかで 威 民 
政 おはが 齒 がの 出現を 化すな 化 
じ 於て 國 衆い 巧 雄 じ 巧 力し つ i 
ぁる、 即 哟ぷ 巧述は 換言 ずれ 
ばか 孫 父 氏； 5 よ 發を實 班し 
W て 巧 比の 白山 ど械 咖を增 進し 
: 巧 巧 i 心 & 化 礎に めて ま 那を圓 際 
; 平 かの 禪じ 招かん どず る もので 


固 際を 法の 招 則し 相反 L たもの 
である、 この 爲め 支那 どして は 
從ホ 錫々 ぶ 泣 國じ掛 しこの 點じ 
巧て N 化 ある 理解を 求めつ t あ 
つた’ か、 千 化な ト六 年な ホ列强 
の 化 おが 华 等。 る條約 じを 渉す 
るの なをを 明され つ i をる は 巧 
等の 政ら 欣幸 ごする 所で ある。 
巧る じ 今やち 孤の 統一は 實 現さ 


カラ A ザを 歡迎 

9 ンドパ ー ダ 大佐の メキシコ _ 

親善 訪問 聽 おじ 答 禮の意 ホで 

メキシコ. 帘 から ブ シン トン じ 

飛んだ ヵラン ダ 中佐は 途上 濃 
霧 じが げられ て 不時着陸 しね 
もの i 豫 をの 如 （首都 じ 前 遇 
到着 大統 頭の 歓迎を ずけ 更ら 
じ 巧 曜日は 當 地に 飛び ホ廳で 
を 式歡迎 をを けたが 中佐は 使 
命を 果たしれ る 上は 當 地を お 一 
發 して 一 氣じタ ，キシ 。へ歸 還- 
飛 巧す る雙 である ピ。 

じ 締結され わる i 巧の 協定 
生ずる 費 巧を 颤 じて 無 離しない 
をを 宜言 ずる、 旣じ條 約の 

脱 限 ょら 脫 巧し 精神的 じ 
も 物質的 じ も 民 國ピ巧 强ご顧 互 
的に 扶助ず る こどは 化 巧 文明の 
進 ホ じ貫狀 する こピ大 なる もの 
あるは 疑ら U いを である、 民飄 
化が は经 ま那國 民の 名 K がて 
前記を を 化を じ 宣言し 巧 强が國 
家の 新興 ミ 世界の 率 化、 人類の 
巧 輝に おつて 滿 腔の 同情を 披歴 . 
する じ まるべき こどを 切望す* 
云々。 

承認 Y 要求 

首都の. 化 朝樞氏 

ワシントン 十 ホ日發 N 目下 當 
化 じ滯化 中で をる 南を 政府 時 使 
伍视樞 巧は 本 H 國務 長官 ヶ 日- 
グ 氏を 訪問、 す ホ等條 約の 哪剔 
撤廢じ 就て 耍 ホし 國務 長官の 葛 
慮を 化して 辭 ましたが 伍 氏が 會 
見 後 語る 所に 化れば 

は國の ホむ る ものけ 自國の 助 
政、 都 巧 事務の 濁 立、 治 外法 
權 巧の 撒 攒をま 服 ごする 條約 
のな 正で あつて 南を 政府は 旣 


句 


ホ 這 3 巧 




P 


幸 ひじして 巧は 肥大して 居る あ- 
め じ 一命を 取 止め 得ろ 見込みで I 
ぁらが 犯人は 本年 化五歲 のジャ 
スト •マトスと 呼び 妄想 巧の 嫩| 
政府 ホ義者 じして 逮補 ごむた お 一 
群集 中の 柯 者から か烦 銃で— 
されて これ 巧 お 傷を 裳 b たるが 
暗殺の 動機は 政 おじ 起！： する も 
深い 陰謀は ない らしい と。 


婦選 調查 


勞働 爭議で 

海軍な 逆說 


ゲリ シャ 政府 强嗎 
ヴ至 ンナ十 セ日發 リベ 八 グレ 

1 ドを 經 由して 當 地に 建した 新 
聞 紙の 特電 じ 娘れば ¥ リシ ャ政 
府 はを 國勞働 をめ 緩 同盟 罷エじ 
直面して 勞慟 おど 實官 隊が焉 
じがて 衝突を 演じ 死む 者を 化し 

つ i あるの み；：；* ら中 レス ボス 灣 

じぁる 軍艦 乘紐 氷を も勞饌 者に 
味方して 反逆 せんどし 勞働雪 I 
な 政治的 革命 化する の 化 ゐる嚴 
め これが 彈壓 策を 議 じつ-- ■をる 
がを の 詳細 じ まを ては 不明な を 
もけ シア お 產黨の 魔手が 襄 商に 
ある こごは 事實 なる もの、 如く 
政府 じがて は 巧產黨 買を 嚴垂レ 
警戒し 煽動 者を ホ 端から 檢擧し 
つ i あらて 人必は 烦る不 をを 樓 
めて 昏る VI。 - 


政 友を の人氣 策. 

門 十九 白】 に 欧 蘇の 或 一部は 婦 
ん參 * 權瞄 與を尙 早なら ごま 
張し！ 一方 同黨は 巧し をが ぉ袍 
を 巡 一 P がま 義を 取るなら ホ議 
曾」 おて 解散 じ 導き 總選擧 じ 
娘って ネ數を 削し 一舉じ 雌雄 
をみ せんど 稱 して 居る 巧ほ婦 
人 逸 - b 權じ 願し 政ぶ 會 はが お 
調 お 會を賴 き 具体案 作成す る 


人參 なじ 努力 

【十 日】 政ぶ 會 め々 お 組は 人 
氣諷 b じ 婦人を 政 育 現じ 巧 力 
せんご、 右は H 十歲な 上め 婦 
人に 選擧權 だけを 附與 する も 


の だと - 


卿 巧 巧 差が 


【十九 日】 神 出雷藏 巧は 家が 道 
昆 .類を 差禪 へられれ。 

濟貯の 食傷 氣が 

【お 九日) 郵便 貯 をが 殖えて 遞 


信 省で も 食傷 氣 味で 今後は 么 
を 獎腳せ や 巧を 者の 不を除 ま 
じ 巧む ど。 

人造 羊毛 試驗中 

【十九 日】 日本 毛織 あでは フラ 
ンスの 人 お 羊ち を試驗 中で あ 


新 文相の 初 訓示 

〔十九 日】 地 ホ 長官 會議第 四 H 
同じ 於て 勝 旧 文相は 思想 善導 
獎勵を 訓示した。 

總督府 人事 惕議 

【十九 日】 摹灣 新總督 川が 巧を 
氏は 本り 人率閱 題に 就て 巧 中 
首相と 協議した。 

節子镶 愈々 元氣 

〔十九 日】 春が 丸ょ b の 無電 じ 
化む ば 松ず 節 半 媛は 船中 益々 
元氣 よく 十八 曰 午前は 臀劍會 
を湛 しがは 牛 鄉替を 聞いて 一 
祠 歓お盡 した。 

軍事費の 大 整理 


〔十八 日】 大藏 省では 軍事 豐の 
大 整理を 目論み 相 當大掛 ちじ 
調査 中 だが 實 現は 困難ら しい 



〔上】 


副大統領 候補み！ チス巧 

競馬の 騎手を 志 顧 

彼の 胸 じ 流れる イン デア A の 血 
''今日を るは 二人の 翩 巧の 賜物 


◊ ...... ••『大統領 か 銭ら ずん ば 

無』 ど 豪語し、 反フ！ ゲア ミ 派 
のを 曠 候補 £ して 最もを 留醒す 
れか 力-- チマ 君、 『單じ 胸の 寵見 
どしての 候 捕を ならば 御免を 蒙 
らたい』 ご 最初から を 勝を 期し 
居ね々！ チス 君、 フ ー ゲ ア^ — の 
當選確 實£ なるや 巧 半長 距離 竜 
話で 首都の フ— ダア！ 氏を 呼び 
直 もじ 視辭を 述べね々！ チスち 
いかじ も 腹の 太い 所を 見せた と 
見られる し， ホ義 主張 もない か 
の やぅ じ 見られる 上院議員 チ 下 
. — 方ズ * 々 I チス 氏は 遂に 典 か 
黨の 副大統領 候補 どして 昨日ょ 
での あ 敵 フ^ ", グア ^ ~ 君 ど 共 じ 秋 
の 纏 選擧じ 打つ て おる こず 一にな 
つた。 

ク .， …… おか 驚の 上院 領補 でめ 


お 人 巧し ど 知られて 居る 彼 


の副乂 統領は 確かに 資格 じ 於 一」 
は 申 かの ない 人で あるが、 彼の 
經歷で 最も 異彩を 放つ ものは 蘆 
し 彼 じは ア メタ々 ン •ィン ダ 八 
ンの 化が 流れて 居る ごい ふこ £ 
であらぅ， 千 八な 六十 年； 巧サ 
五日 じ 生れ ごもる から 本年 ごソ 
て 正 じ 六十 八 歳、 フ ー ゲァ ー の 
五十 四歲 ごい ふ慟盛 6 じ 比し 飞 
好 筒の 補佐役で あるが、 夫人 だ 
失つ てな ホは 獨 身を 活を 送つ r - 
居る 故 か、 年齡じ 脚を はや 若々 
しい 所が ある。 

◊ 1:: 彼は 彼の 祖母 じ拂 下げ 
られじ 化トぺ 力の 官お 地で 生れ 
た、 祖 巧は ジュリ ー •コン ダサ 
ン •バッ バン ご 呼び カン サス哪 
族の イン デ アン 混化兒 、彼のが 
の 祖父は カン サス が 族の イン テ 
アン 舍長 であな オ セ！ デ 輔族巧 


.ブブカの 息子で をる ホタ 
ずぶ をブ が— ム であつ た 0 

么 .，；■: 彼の 乘 親は カン サク 簿 
住を 化驅 者で ゎった、 ィン デア 
ナ％^ 生れた 彼の 父は 千 八 巧 五十 
ホな! •カン サスじ 巧き グ！ 中 ズ • 
バツ I パン ご 結婚 しれが 彼が 一二 歲 
の墳踪 親は 巧んだ、 チヤ} ズは 
货巧 生家で ある ク キリ r ム •力 
1 今 ス氏ホ 萎 じ 育てられた。 置 
麗を 頃から 彼は 馈の實 家で をる 


モ ■'I 


— タス 禪 巧々 y ザス •イン デ 

ア U 良を 地に なき、 千 八な 六十 
八 年までは イン デ アのミ ブがヨ 
ン學 校に 乂學 した、 彼が イン デ 
ア！ 'の おれ ご 共 じを 活 して 居た 
當睁、 - 最も 深く 印象され て 居る 
のは 彼が 八歲の 頃、 (千 八 巧 六十 

み 年) シ 3 ゴ 1 ンスの イン テン 

補 族 じ 襲 はれ、 突然 活動 寫眞で 
も 見る 如く 彼は 水牛の 肉を 懐中 
じ-巧 半 秘かにを ち 地を 逃れと 
十八 哩を步 巧して トぺ 々じ 助け 
を ホめ たこ どで ある。 

◊ ……. 々1 チマ 家で 親族 會議 
の 結果 をん な あ 隙な イン デ アン 
宫有 地で 育てる のはす 可 W 定ま 
ち、 彼は トぺ 力で 修學 する こご 
じな つたが、- イン デ アン 種族 ご 
共 じ 生活す る 明るさ ど 自由は 到 
巧 彼の トぺカ 生活を 詳 さず、 彼' 
は 巧び 漂然 £ して イン デ アンの 

がれ 彼の 巧の 鄕 里に 巢を晦 

ク た、 が、 彼の 祖 巧は ィン デア 
ン でも 仲々 の 確つ かり 署 でぁつ 
な 『じ 前が 若し 將ホエ ライ 人に 
なる 氣 なれば イン デ アンの 宣敎 
単 校では 敞目 だ、 梟つ と 立派な 
學 校が 心 i』 <頻6 じ勸吿 した 
ので、. 彼は ニ 巧トぺ カじ歸 つて 


學 ぶを どなつた。 

◊ 巧 年 時 巧の々； チ K は 
請 力 £ 化 事に をく も 天 ホ 的な 面 
をが をっ わ、 學 校が 溝む ど 彼は 
停車場 じ 巧っ て 集 物を 賣 ったら 
或 ひは 商 巧 じ 働いて 精々 ピ學冀 
を おめ た、 八歲 じして 巧 十 お 度 
の體 畳で をる 彼は 祖父を 相手 じ 
して 裸馬 じ 乗っ て 見せる こどが 
得意で ぁった、 この 輕 巧な 馬術 
は 彼を して 千 八 育と 十み 年に ま 
るまで、 春から 夏、 が じ 直 もて 
競馬の 騎手たら しめた、 をのを 
彼は 競馬 邮ど 契約し 巧し も 巧 さ 
れ もしない 騎手 ごして トぺ 力を 
離れ、 を 地の 競馬場へ 巧瘍 する 
こご \ なつた 0 

◊ が、 この 時 競馬 騎手た 
る こ S じ反對 して 學 間を 勸 めた 
のは 父の 血緣 でぁる 祖巧 パ！ マ 
リア •力 I チス でを った、 彼は 
この 祖 巧の 切なる 勸 めを 容れて 
競馬は ふつ （ らど斷 をし、 化ト 
ベ々 の學 校で 一意 專必學 問を 勵 
み、 敎邮も 彼の 熱必じ 動かされ 
て熱必 じを 育した、 彼が 遂じイ 


お 外ぶ 貸に 繰 入 

t 十し 日】 預お 部，-、 a 束 おか 憤 
ニ 下阳巧 I 二十 ぷ がを 貝 上げ 之 
をが 外 ぉ 貨じ繰 入れ じ、 化は 
ご 异级行 ど 正を 银巧 ごは 一千 
方化應 をした M 之が じめ 爲巧 
相み は 上向 ホ 駒 ごな つた。 

か 乂宮の 百日 祭 

【十で 日】 故 化を 跡ず 內穀王 殿 
下 巧 M 巧は 十五り 豊島ヶ たじ 
御举 巧、 巧院ち 殿下を 始めを 
皇 腿； 方が 御 刹 巧 遊ばされた。 

製 鐵所委 巧經營 

〔十ち 日】 九州 製銷 株式 貪 化は 
八 峰 製 機巧を 委 巧經營 する >と 
ミな L ホ 年 一巧ょ ろ 么を實 巧 
すべく 曆鐵 はホ國 品を 離 入の 

謀 尾 男爵 當 選ず 

【+4】 日】 深 尾 隆太郎 巧は 無 競 
'輩-男爵 簾 員じ當 選した。 

刺客 家族に 同情 

〔十ち 呂】 八日 執 上巧驛 じめ て 
田 ザ 首 化を 剌 殺せん どして 補 
へ」 一れ た 靜岡縣 藤 枝 巧 岡が お 
きお 族の 憐 わなを 活じ 同情し 
出 瓜. 首相は 同 縣選お 巧 議± 海 
軍 含 蠢官松 本 君 平 巧の 手を 經 
て i 罕圓を 贈った。 


院巧 

ので 

◊ 


で最 々あ 名な 刑事 辯 護 ± の 門下 
生じな った、 辯 譲 ± 試驗じ 及第 
しね は 千み 百 八十 一年には ホ 
一歲 ji. して シ ヨン！ 郡 裁 倒 巧 辯 
謹 ±_IJ なを、 をの 後脚 大審院、 
を 衆 || 巡姻 裁判所、 を 衆 國大審 
解 護 ± わる こ 置' を 許された 
る。 

.一.… 彼 0 將ホ をを 込んだ ヶ 
K は陋 もな く 被を をが 組を 
したが、 彼が 取扱った ニ S 
ぶで 力 チ スの 名は 早く も 
法曹^|かめ 七 ン セ ー シ ヨ ン を落起 
した. ので ある、 法曹 巧 じ 名を 
擧 げ^ ^_„定 相 前後して 彼は 政治に 
も 携寺こ VJ じ なった、 即もモ 八 
百み 4 四 年 じ 共 か黨員 ごして た 


員 ご 
の 事 I 


ン扛 


賜物で をつ た。 

ク . … ：： 中學校 時化の 彼は 級長 
である 優等生 どして、 晴れの キ 
浆式 じは 級を 化まして 堂々 たる 
卒業 溃說を 試みた、 この 年々 雄 
辯 家 じ 感服した みは 彼が 將 巧の 
法律 組合員で ある ヶ ー K 夫人で 
もつ た、 夫人は 夫君に 擲 めて 若 
き チヤー グズじ 法律を 專攻 せし 
めた ので ある、 彼は を じ 辯 護 ± 
ねる こごを 志して 當 時々 ンサス 


が 


英文う みのみ ら^ 窠 


-說 


づ ミ Way of C30 

£をを Sawver 一 

り本締 人の 满 .，、- >て 类 しい 節 裸を 化と I て 化ぶ ずろ のはを 雜 
な禪 やお 棠 ではなく 傑 寒が ミ だぶ らん.. .レぬ 如月の. 頃に 驟 霜を 凌 
いで おく 『梅 j でぁる ミ 云 ふの バ 巧者 乂 — ャァ女 おの n 本 婦人 
巧で ぁるが 女 あ 一. ご':. 本の ぶんど I てが/、 H ネ姑入 0 淑德 に領お 
し 貞婦の 傳說や あが お 軍； など か 戯曲に も 通じて 居る C 

英文み 說 『ぅめのみち』 はま， 八を を 巧 十の】 人 娘に、 時化を 
明治 王な 維が 前に、 而 して 巧 面を をが 逍 -」 採つ たもので 蒋お淸 
健、 筆致 典雅 讀ぷ をして 宛然ち 文で 馬 琴の 小說を 讚む 興 尴をお 
き逛 さしめ る 0 

巧 文ホ說 『うめのみち』 は 松 ホ 節 子 媒じデ ジケ ー トし たもの 
で 序文は をを なな グリ 7 キスを 博 十の ず じ。 り 裝祕洒 施ぶ 庭の 
讀 ものと して 又は ホ 人への 猫 答な V 一して 絕 巧の】 巧で をる。 

敢 てな 湖の 一 讀を媛 憑す る 


颖の 檢察官 をぶ 候補し わ 
のよ をる が、 彼の 若さ じ 蟹し 
て 爆 凰 昔 等は 盛ん じ反逊 した も 
ので^? るが、 而 かも 彼は 堂々 と 
して 當邀 した、 當選 後の 彼が 渚 
動の お ニ ホは 酒類を 違反者の 檢 
擧 でよ つた， 彼を 馬鹿にし 切つ 
て居<^^磯風會等けテ ンデ相手じ 
しな かつね ものであるが、 陪審 
官の泌 這 じ 細必の 注意を 拂 つた 
彼は 普 巧 巧く 五 人の 酒類 幽を服 
罪せし めた- 

◊.， -1. 事實 をの 當時邵 じは 経 
對禁德 法が 制定され て 居た じ も 
願ら 中、 酒を はる 開され て ホが 
は 反を 即暖 であつ た、々！ fK 


ンデ アンの 放縱な 生を じ 埋れず I は 立候補 じ 際して 先づ をの 藏巧 
競馬 騎手の 短 かい 一生 じ 終らな I を 旗が S して 酒店を 相手に 吿お 
かつた i は、 實じ 二人の 祖母の 一の 手を 緩めず、 唯の 一を も 敗訴 


した、 + はな かつた、 檢察官 こし 
ての 彼の 名 聲は州 巧に 響き 直. 
千 八な 九十 ニ 年を 3 て 彼は を 渡 
國下 提議 旨に 當選 しれが、 千 化 
巧 十二 年の 共お黨 大敗 當時 じが 
る ニ ザを 除き、 上下 兩院 議員 ご 
しての 彼は】 おもを 選した こ 
はない、 彼が 下院議員 ごしての 
懲 一朔を おつて 歸鄕 しわ 際、 

ン サ，； 如は 擧つ てこの 議 會の廊 
人を 歓迎した もので をる。 


雜育新 


.ミ.， ミ 
ニ' 皆 




'■らも，*^ 片 t トて ゴ; た：...； ご じ 一ト I いし ト r. ト 




，ト 一:' 長.：， i.! 占 ド f tv 


f じ*^** ザ 


L_ 


じ. 謀 明し ゎ 如く 巧く 民國 のを 
都を 南京に 移す 當 であるが 現 
巧 我等の 立裝 としては 不平等 
條 約の 撒廢が 第一で あつて 新 
政府の 承認は 寧ろ 第二 S 問題 
ごして 巧る 從 ホ どても アメ 
リ 々及び 巧 强は化 巧 政府を 承 
認 しつ i ゎつ じが 旣じ國 民な 
府が これを の 地方を ま 配し つ 
つ ある 限 h 承認は 當が f べき 
もの ごを る 云々 
ごの 感想を 滯 らした。 


選擧を 前に 

政局 動、 


共測黨 結束 努力 

ワシントン 十八 日搪 n 共 か 震 
大統領 候補 フ； ゲァ！ 巧は 目下 
お 力なる 其 か 黛の 幹部と 選擧凿 
策に 就て 協議 やで ぁるが 

フ！ グァ ー をは 恐らくと 丹 中 
旬までは 抬巧 長官 ごしての 現 
職 じ 止まる バーく 今後の モ 針は 
民ま黨 大統領 候補の 巧を を 持 
ちて これを みを ずべ {立候補 
扇 選の 通知 まほ 不 H 々リブ ォ 
グ ニァ 州ポ がで グトの 自邸に 
て擧 巧の 當で わるが 巧 S 選擧 
委員長を 巧 <- し 任命す るから 
兹數 日中 じは 夺 W をの 模樣で 
副大統領々！ チ*^ 氏と おじ 兩惧 
補は を 蘭满說 が餘ら 得意で ない 
麗 係よ フ） グァ i 巧の 政見 發表 
は 盡じラ デ ォを进 じて 巧は るべ 
< 選擧 のを ホ も i 然化ホ 制度 •こ 
して 舊 式の 選擧腊 j 援 制度を 廢止 
し 能率 主義 じあぶべく 
間 題の 農が ああ 蠢 案を でぁる 
上院議員 マタ 去？！ 氏は フ ー 
ダァ— 巧を 訪閱 一し 歡濟案 中の 
均等 稅條 項を i 時鐵 をし ホ議 
會 じ適當 なる を 一一を 度して 驚の 
爲 めじ 奮國 する 替發 をした。 
バル チモ— ァ十 八日 發 n 民 ま 
黨大會 期 i 週間を 前にして 大統 
領お 補の 一人で ホ I る メリ ラント 
徘 知事 ァグ パ； トー J リ チ！ 巧は 
こ ユョ！ ク师 知事 i， ス 巧の 爲 
めじ 立 校 姉を 斷 言!^ 巧ぶ 議 貸め 
十み 票は スミス 巧に 役 ホ。'、 他 
の 候補と 同 穩黨の ニ 致を 計る 意 
ホょ なして スミスる を 推ず ベく 
慾 憩し ね お、 S ゾリ ー 州の リ 1 
ド 氏 S みは 最後まで 踏 止-りて 戰 
ふ 旨 宣言して 居る .f 

ス i K 後援 會 では 確實 なる 氏 
の お 祟は みなみ 十六 票 ど稱し 
て 居る が 第二 一 おめ 調査に 促れ 
ば 歡くお ホ百阳 十四 要を 確實 
じて メリ ラン* トの投 漂を 加算 
すれば 六 首 六十 を算 すべく 
當選 規定と も ニ 票 じ 對し化 ニ 
票の 不足で ぁるが スミス 狼は 
猜一 回目の 投 或で 當 選は 疑な 
しど 稱 して 居る。 

ポ ー トリコ 議會を 

議長 遍 さる 


無 政ぶ 


ポ— トリコ 國学ン •ジュアン 


十八 日を n ポ ー 
長 じして 嚴近こ 

コ 日ン ビア 大學 か 


主義を^ 


リコ 議 會の議 

ヨ ー クじ 赴、 

ら 名辱學 泣を 


授けられた アン t ニオ® バーセ 

0 氏は 本 H 歸闽丄 そ 官民の 熱誠 
なる 歡迎を 受け だが をの 席上に 
がて！ 兜 漢はゅ 然 巧を 磐で 斬 付 
け晚 部に 重傷 らしめ たる も 


中 社 東を 特 雨を ( 紫 ぉ巧轉 載〕 


The Japanese Christian Inst. :nc, 

3 巧 * 3 郎 E . 57 化 S {，わ w む rk City , 化 on も Pi む a 6 巧 2 

替裝 奪 某 X ぶ 旨… 胥福 


使け 淺 がぶ 寄 
を 會錢 ® ん •宿 
計 員 お ^ 塞 部 ® t 
る 及授蕾 S — 

びの 


非墙雙 

食 課^ 巧ち 
眞 をち 調 ま 
の 設賠查 巧 


會 


業 


主 

ぶ嚴 

話 

會讓 
演 


木 自 
巧 度 唐 共 巧 

|ipi 


會午裁 S タ巧 
タ 又を 稱夕タ と％ 
八は ニ 八 八 時 正 
時 巧 晓巧年 午 


巧 


諸^ 

策 


K. IWAMOTO, MD. 

U 4 W . 70 比 St . 

Tel « Tral^alsrar 0352 


Sabro Emy, 化 D. 

巧 5 Pai*k Ave * 
cor . E * 72 nd St . 

Tel . Butterfield 9324 


DR.E ； .ELYOSHiI ， 

巧 2 W . 巧 nd 化 
W.Endico なお 如 


M.Tsuchiya, D . M.D 
105 化 巧 rd お. 

Te !. わ afaigar が 09 


F. K. Maruyama Co, 

が 化が 化 St . fi , Y . 

Tel . Bryant 7079 



UP 巧 則な STYLE 
Custom 


1 ailor 


MidoH M が sumo わ 

5 〇 ご X ち^^ A : t ,_ _ 

TeL Lotraip ぶ G43 ? 



んし CFASAR : MJD . 
m East 84 化 Str 細 
be け ark & Lexin げ m iUes 

p 1 喉 晒 鼻す; 等 

間 時 察 診 
午 あを 巧 t 前午自 
恃 八を 時み 後午自 
曰 曜 

自 午前 十 時 ま 午を 一時 


F, I 哩 RE 覆 Ricf CO. 

臀辞據 學大瑶 比输右 
H8E . 59 化 お. Tei . Be が ni 巧 S4 
8e !. Lexington & む rk ゎ巧. 

迄 時 八 巧 目 曜主水 巧 


JAPAN ART STUDIO 
巧 4 LEIHNGT 日 N AVE . N . Y . 

巧し 化る ZA 88 が 


T. KASAI 

Merdbant 
T 泣 iior 
が 

IlfVtES eUlLDING 
Roam 304 
巧 稱巧月 K 


Phone 

む 巧 ni おけ 


化 TOKIT ん 

CUSTOM TAILOR 

民 00 M 605 
1 が W . 42 nd ST . 

なし 邮 Y 川 T おお 


Y. ITO 

け 3 Ees け 3ni 化 
む r . uxm が an む e " 


MIKADO TAILOR 

30 E •が 比 St . 

Tel . を hinelander がが 


GAMP 化 化な RVICE 

設瞄整 巧 經 費巧廉 

Cal !- T 反 AFA し GA 民 8200 
FRANK . E . CAMPBELL 
"The Funeral Church" Inc. 
(NON SECTARIAN) 
Broadway がが 化か！ "ちか N. Y. 


J. Y. Matsumoto, 

Mechanical Art Studio 
124 化 34 化 化 0 邮 nsit Ma け 's 
Te け bickering 10010 


をブゴ 
巧 ニグ 
i ! S スフ 

鬟 ラク 
條ゲラ 
理 （ T ブこ I 計 具 作 
オト 


I 


ア 


貴莲臀 
を動療 
頗具機 
及 並が 
時な 製 


_ ，房 書 巧 東み 睐 藥寄籍 ち ^ - 

The East and Wesi Book Co . The !iew York Tuuris け mi 扣 
41 1 WesH け 化 化， lU . 巳 Tei . Cathedral 4 叫 目 


差は A 屈 御 親 A 
上を をけ な 奮 ホ 
げ憤御 致 文の 國 
まよ 注し 巧 書に 
すを 义ま 瓷籍て 
。割にず 敏と發 
引對 ° 速雜巧 
しし じ 誌せ 
てて 御 I はる 


暫糸化 

長さ 

神 文 嘉 
學學爾 
卡± 事 
上禄 
杉擢 
純を 
雄 所 


通年卒 A 
ゃ聊 業な 
るかし は 
も ホ 巧 ン 
の 画 米 力 
ごの 旣ゴ 
信 事に 大 
じ 精甘學 
ザに 四を 


ま 樹 <>^ 
す 懸買通 
。切物 譯 
にぐ ◊ 
御 其 調 
取他杳 
扱 巧 ◊ 
致で を 
しも 涉 


□を 


經 卡 


反哀 A 站 .班 iicAN AUTO SCHOOL 廣五 

も 習 736 Lex . Ave . Bet •が 扣-目 如 h み 8 •.ど 年 
罔し Phone . Re がが 2177 新の 

旋黯 智歷 

謡 底 率て 期智 なべの び 操し 敎は 
し 的 あ 最間識 機き 修蓮縱 自師タ 
磯 技る もじを 驅必 得轉法 動を 年 
業 術 徹能ム お 的 要す 者 及 苹聘の 


Mlss^ Blaoefefl Fishar 

1264 Lex . IWe . 8dw 巧！! お th and が h Streets , 


授敎語 英人婦 


KERR & MAYO 民 

1023 Third Ave, 

Sd が & 61 お s . Tsie か 日 ne R 巧 帥け 90S 


門專 靴型 小 

を ホき 巧ぶ 小き 廣 ぶかき 巧 



SIZES IN ST0M 3M TO け F WIDE 


類 討 時石寶 歳を 貴 



し £ 旨を ご 切 親 どを 正 
精を おおる ぶ 巧 信實確 
が恃 ホー 物 產± 御し 選 
すまし 致 寶販で 傾 摩 

引 割 四 至 力 割 H 

Aoyafifi し 〇 • 

14M57 W . 42nd ST . 

TE し BRYANT が 74 


F. MURRAY HILL CO. Inc. 

ESTABL ! 训扣 けが 
む p 巧 814 ~ S 15 2 目を が 

Te しむ wIing - Green がが が 9i 


賞 巧 書貸應 すの 東 
がを じ 等ぶ じる 徐が 
速 代 進出が 一 出を 
1 翁 巧 巧呈帆 道な 乂化 
K ロ 用 店す 表 魚の ホ幷 
がみを。 稅が御 法に 
巧に がま 耕貨諮 じを 
^^應し要手物問期化 
や 誠 都績運 じすが 


稅 

關 

事 

務 


Endo 化 氏 odachi, inc. 

48 目 r が nwich お r が f , Citv 
Tei . Whitehall 1541.2 


震 


I 


諸 輸巧船 お 
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ます、 御 費 下さい。 
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成功の 秘款 

乂國 式ち 語を 話す 畢 
は 成功の 第一 菜です 
み 校には 目 本人 8 
じ 慣れた 專任 婦人な 
師ぁ 6 懇切 じ 會話お 
信 文 社を 語を あ 捜し 
ょす。 H 躍 週 H 共 じ 
午前 化 時ょ b 午後 十 
時まで 關矮し 一 レ？ 
スンと 十五 化 づ^ 
今日 直 もじ ホ 校 ぁれ 
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龍 日米 新聞 支局 

々度 紐 育 支 聞を 設置し ました 
から 購讀 、廣吿 一切 左記へ 御 
願 ひします。 (巧 井 ホ ホ。 
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弊 巧は 賞 質 誠意 进速 ま義の 
基に 御 ±產 物】 ま 卸賣— 
で販賣 致します タ みに 巧は 
らず 御用 命 仰 か 下さい 4 せ 
◎歐 ホを 健 時 討。 置 時計 一式 
◎寶石 貴を 屬 。銀製 器具 一 式 
◎を 補 お 年 筆。 を 銀製 鉛筆 
◎蓄音器。 レ ユー ド 見本 繫 

◎為眞 器。 タィプラィタ ー 

◎船 切 狩。 紀を寫 眞帖繪 i 
プ日 1 ドゥ H 1 百と 十恶 
領事館 向 側 建物 セ 0 五號室 

巧が か 商 
儀ぶ 商 冷 

170 Broaclw さ NJ . Gii - 
Tel . C ミニ andt 适 37 63 巧 


大ぶ 十二 一年 ホ 〔日本〕 

I 國富千 二十 一二 億圓 

て 當リは 一平 セ kzi 二十 ーお臺 

巧閣 統計 局を を、 巧閣が 巧：？ 一一 ニな 圓 、人口】 人當 b 1 千と 巧 


- が 大正 十一 年 國政院 時化 じがみ 
一た 戰前戰 をの 阐巧 調査み 例 じょ 
lb 摄近じ わける 搜當を 推算した 
.る ごころ じょる ご、 大正 十一 ニ 年 
; 未 じ わける わが 圖 富は 一千 二十 

„ 大正 十一 ニ 年末 

\ 越を 總额 10 呈 竜ろ 贾ち 
人口 一人 宛 T 臺 1 H ： 

固な 巧 譯-ホ 要項 目) 沼 

i 化 一一 VI ニニ 四 •と ニー 四 

.鑛 山 一二 五一 呈 一三 一二 
^ お 糊 川 及港灣 五】 置 •八 六 0 
樹 木 一と 四 •主 ハと 


曰銀總 裁— 上 準么助 

氏が 化が 變 動の 第一 期の 化 未 さ 
へ かけば、 就 巧の 條件殖 b お 職 
する こごは 旣 をの 事實で あつた 
をして 其の 第 I 期の 跡始末は 付 
いて 半 永 A 的 的の 第二 期 跡始ホ 
時化に 入つ わ。 ホ 上さん は辭職 
した、 をの 跡 じは 『ホ 上、 ± 方 
—— ± 方、 井上』 ど、 お 巧 界の目 
標 じな つてん じ 化の 一 柱、 十' ホ 
久徵 氏が 踞 つた。 巧の 奇 もない 
何の 變哲も U い。 けれ r も、 撼 
我を 巧內 から 化した こごは 大成 
巧 だ ご 云つ て、 銀む 崖 仲間では 
大託 おで ホる。 井上さん の辭職 
f る こごは、 旣 をの 事 實 であつ 

こく 

/力 

巧 後 巧は 大麗 であつ 

た。 人事行政の 荒つ ぼい こご 現 
政 巧の かき じあつ ては、 どんな 
あぶれを が 降臨して ホる か 判ら 
口。 現な の = が (巧が の 時代で 
もさぅ だが) U では 化黨 色め 濃 
い侵入老：$*お座じ乘つか 、つて 
荒 嫁 治を 巧る ことは、 W 巧當奉 
をは 勿論、 一 般銀巧 おで も當惑 
する の だ。 巧 じ 後任 問題で 重大 
親され る 所 おが あつた。 ホ h 氏 
は ± 方 氏を 推し 切つ た。 新總銳 
± ホ久徴 には ホ 上前 おが ど间が 
H 給 五 圓のボ ットムから た^き 
上げて、 今 H のを 冠を 据 つたの 
だ。 則 も 

ルム ，ん^ さ 總跋の ニ 化 肖 
である。 氏は 火を 時化から のを 
才 で、 化 月給が 化から 旣 じがず 
腕は ホ 上 氏 ご 並び 稱 されたら の 
で、 がか 派逍も 同時で あつた 山 
本 速 雄 氏が な應 さむて、 一 化が 
びに 波 巧 じ 就任した 巧、 巧內の 


己 十 一圃と。 b 、 近年 巧が 國當 
は 巧 巧ら；： •■婿 加を ボ して 居る し 
かしな ほ英 、ホに 比する ご 非常 
U 劣み をを かれ 《 こどは 勿論で 
ある ( A 印が') 

戦を (大正 戰前 (大本 
八 年) 比較 ニ 年】 化較 
芙占 •窒离 で 雲 ■皇 旁 円 

言 一円 一 •三离 

家具 ぷ 家財 九 ホ 八 •四 0 1 
製造 工業 機械 一九 八 ■と ニ 0 
搜道度 軌道 ニ 一 五 四 ■四 ニ 一 
農產な 1111 一二 • 0 旧 ニ 
エ產な ニ S 一 •こ 六 
货带 & を お啡金 一八 ニ •一二 八 ニ 
を 省 W 産 六 四 八 •一二 八 八 


不平み モホ 岡、 南 巧、 鶴 原、 町 
旧 等 十 名 許ら 連诀辭 職した 時に 
ニ 氏は 急 電で餘 朝を 命せられ、 
間もなく 重 姿な 位置に 上ち、 綴 
いて、 井上を はおを 頭な じ、 主 
方 氏は 興 銀 総裁に なつた。 當時 
若ぃ 大學生 達は 『井上、 ± 方』 
£ 云 へば 出 化の 

守り本尊 の 合言葉に U 

つ 了 ゐた位 ひで ある。 前 副總裁 
木が 淸四郎 巧が お氣辭 職で 副總 
裁 ごな つた、 願 西の 函嶺 VJ して 
な 葉 ど溫を ごじ 名高い 伊勢 叛野 
の 藩 まの ホ 巧で、 風采 堂々 、 I 
見 ヌーボ ー の 如 （見. りて 頗ス器 
用で 算盤を 彈 くこ f は 子 僧 上 b 
の 巧 ょら h 手い ご いふ こ VJ で、 
趣味と しては 園 慕、 玉 突、 釣 お 
は 何れも 一家を なし、 六十 おい 
今 H 、 巧 ほ H 曜毎 じ大を 望を き 
め こむ こごを 止めない。 酒 も 好 
き、 あを び も 解し、 所謂 酸 甘に 
通じて ゐ るが 人で わる。 これ じ 
をして 

新 副 總裁深 井 ぉ 1 は 

學お 肌の 一語 じ莖 きる 人で、 同 
志 社を 化る と、 德當 門下に 走 b 
闽 技新閒 記者と しては 余 b 香 ば 
しくは なかつ たが、 同氏の 推 藤 
で 故 お 方を の 秘書 役を して 居た 
國 際を 融に關 しては’ わが 國の 
第一 人を である ど 同時に 化 巧 的 
にもる をな して 居る。 讀 書と 硏 
兜 ご' じ 余日 も。 いどい ふ 篤學の 
b で、 殊に 巧 語に 堪能な こごは 
巧の 特徴 ごな つてむ る。 お副總 
おは 硬軟、 實際 ご 學閒 、陰と陽 
ごい ム 具を じ、 頗る 取り合せ お 
ょく、 をの^に 兩者 共、 が h 前 
總洩の おブシ I の娜解 者で ある 
から 


がみ 立直し S 紙に っぃ 

た 時 じ當ら 、兩 巧を 巧た こどは 
訟ご 喜は しい こどで わる。 巧に 
H が 今後の 一大 重要 問題で ある 
を輸 解禁は 恐らく、 深 ホ 巧 じの 
つて；； ン ド^され る だら ぅ^、 
これ 聘適 をを 得た こごは、 寧ろ 
珍ら しい 位で ある、 氏は 上州髙 
時のを で、 ± 々巧の 手廊が 井上 
巧 ごがび 稱 せられ G がら も、 幾 
を 波ず；：：* 所が 殺く、 化 間 的じ埋 
れてシ たおが あつたか （、わが 
深化 氏 も書齋 御に 巧 ぢられ て 居 
K かき 象が ある。 

藏相& 

東京 特電 十 セ日發 H 1 ニ ±激 巧 
は 十の 日 地方 長宮會 議席 上 じ 
於て おの 如 （述べね。 

財 巧大變 動な 巧 化 業 銀行の 整 狸 
は 着々 進 巧し' 現在では 一段を 
着いて 暗雲は 一掃され た。 巧ら 
じ 今年の 對外 貿易を 一瞥す るに 
五日 末にが ける 輸出 總額 はと 億 
九 千 九な 万、 輸入 總 おは 十億 ホ 
な万圓 で、 入超 ニ 億よ 巧 巧圓タ 
なら、 前年 同期に 比し 八 千万 圓 
の臧少 である、 是れ即 も 國際金 
强關 巧が 徐 々好 轉 しつ i ある 証 
據で 、我が 掛か 信用 も 回復され 
て ホた。 このを 融圓带 は 我が 產 
業の 發展を 促す ことは 確で ある 
云々 

國際 商議 所 

ロンドン じ H 本 支部 
本邦 銀 巧 巧 社 若く は 個人 じし 
て留際 商業 會議 所會 員た る 者の 
巧" ン ドン 支 巧、 お 張 巧、 化 あ 
者 及びが 務官 、商 格官を 中必ご 
して 豫 てょ >、 同 會議巧 H 本 固 
內 委員 曾 ロンドン 支部 設立 じ關 
し H 本風內 委員 會に 街. I 提案 中 
の ごころ、 间 委員 會 じがて 其設 
ホ 承認 あ b た 4 に付き、 關係者 
じがて は、 五月 十六 日會を 協議 
を 遂げ 左記 設立 じ關 する 决を申 
をせ を 見る じ 至 つれ。 

一、 名稱 。國際 商業 會議巧 H 
本 轉內を 員 會倫敦 ミ 部 
一、 組織。 0 ン ドン 支部は 本 
が 商社、 銀行 若く は 個人 じ 
じして 國際 商業 會韻 所會員 
たる もの i 巧倫敦 そな、 出 
張 所の 化 表 者 及び 倫 敦ま部 
部の 推薦 じょる 會 員を 0 て 
組織す 

1 、 現 巧 ま 部員 〔順序不同〕 

化 友 お 巧 (今が 卓 雄) H 本 
郵船 會社 (离橋 一雄) 大阪 
商船 會社 (中が を 造) 橫潑 
正を 銀行 (野原 大輔) 山 内 
靜宮三 巧 銀 巧 (化 井 か宗〕 
一二 蒙 銀 巧 (を 野豐) 一二 菱巧 
事會お (ず 井 澄) 日本 棉巧 
株式 會社 (杉 山貞) 一二 か 物 
產會邮 (島 旧 勝 之 助) 潍島 
壽一 松山晋 ニが 
一、 お 巧 ま 事。 S 上 謹 背 巧 
一、' 擊務 所。 が務宮 事務所。 

一、 支部の 遂行 じ縣 する が。 
事務を 掌 (順み 擔當 )。 

第一 回。 がな を亂部 (野原 
大輔) 運輸 巧 通 部 (高 橋 一 
雄 通 巧. 贸易部 (島 出勝么 
巧) 其 化經濟 事項 (松 山晋 
ニ郞) 


商品 界が 然闕散 

U 本經巧 監督 役 着電 
藤化喊 期じ乂 b 資 をの 移動 相當 
繁 にを 呈 せる も* 鲁觀緩 漫の巧 柄 
ホ 巧 十五 日 東京 || 燈か懷 ホ 取 金 
中が が 買 h 化ら - 4 約 五 千 巧圓支 
拂 ひも あ b 、 大勢 引締の 跡を 見 
す、 n ! ルは 化を、 新 蘭 收荫量 
げ年じ 毛し お加豫 想、 糸屬 凡を 
十一 二な を 示す。 煎價 目下 買馴 
ホ 十一 ニニ 掛 、商ち をは 化が 閑散 
である。 

ち呂 

巧 換券發 巧 高 一 •ニ 四 九 
制限 外 六 六 
一般 貸附 _ 化 八 化 
か國爲 替貨附 一 0 
政府 頭を 一 11 H ハ ニ 
民間 巧を I 四 0 と 
東を 物 懼指數 一^ 

ニニ 六 •立 八 0 を •四) 

あ 巧 中厳乂 I 一九ぶ 
輸ぉ ^ 一六 四 
五月 中手 おを 检高 

- 東京 二王 ハ ニニ 
大阪 T と 一四 
組を 緑 巧 勘を i 《月 化 日 現 巧 
東 巧 ^ 大阪 
預金 1TO と 巧 ご 一二 五み 
貸 ぉ ニ •二八ぶ 一 •四 六 四 
n — 作 M ニ t 四 ニ 
を 銀 一二と 一へ ニニ 四 

‘ I 

大統領 戰； ご 財界 

ぉ商聲 書記を 報吿 
投機的 景氣の 萬 潮に 達 じね る 
株式 巿樓も 引き 屬 きを 輸出の 增 
加 聯邦 準備 銀 巧みを 融 引き締を 
策に ょ.^、 先週 ホ 其の 反. 動を 呈 
しつ r あらし 處 ，一共 か 黨大會 開 
始 間際のを 治思靖 をキ ツカ ヶじ 
急變 動の 後、 十 障 曰フ！ バ ー 大 
統領 候補 指命决 I 化し、 稍々 落着 
きたる も、 なほ 懷 巡の 商狀 じあ 
ち、' 大營 にて 准が の 共か黨 政綱 
中關稅 政策は を 巧 通ち 保護 ま義 
を旨ト し、 お ふじ 化國 ど 競爭じ 
ある 工業 じ お--^， 巧 護の 目的を 
なて 關 穂な あを がして 居る。 尙 
ほお 月 中の 貿 ぶは 著る し （盛况 
を 示し 輸ぉ四 位； ニ 千 一二 巧 万 弗 出 
超 ムハ千 八 百 巧、 一 輸出は 前 巧に 比 
しみ 千万 お前が 同月 じ 比し S 千 
方增 昨が 十一ぶ 巧 ホの 最高なる 
が、 をは まご』 て棉 巧、 小麥、 
自動車、 機械、 巧 袖、 木せ 等の 
輸出 增加 じの わる 由。 


% 人 

(福 岡縣) 稻永闽 みが ま 永慶藏 
持 山 巧太郎 古川 正 透 ザ 上 幸 
藏 おお 節が 渡邊篤 寶椅留 
ま 上野 修ホ并 な 貫 遣 酒 雄 
貫 造太郞 古家 武雄柴 困 善 雄 
(あ 媛縣) 橫阳常 吉事 常 治 仲 
座 宮之肋 (烏 取縣) 木 村薰信 
(長 野縣) 获 おず 人 近 藤 玉 一 
(大 阪巿) 泉 お 义么巧 (鹽 島縣) 
中 村榮ニ 一； 山形 縣) 齋院辰 雄 
{烏 取縣) 廳豁街 (族 島縣) 滿田 
正 一 (神 ター まが 章 

右の 者 じ 通が 致 巧き 儀有么 
お 間 本人が くは 知人ょ b 現 
化 巧 御 逆 細 願 上 お 

紐 靑巧國 総領事 舘 

1 巧す aadway New Ifork 呈 y 
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出世の わ 守り本尊 

勇退した ホ 上 巧-、」 新總载 ± 方 氏 
いづれ も 生ぇ 拔 さの 銀行家 
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SUN HANG FAR 

2130-7tfi ive. 8d. 巧 8 扣 & 12 拙 お s. 
Tel. 抓 ! rning おおが 强 


ま ゥ王あ 巧 糖 音 云 T で 巧 諸 腺 
す マ、 上を しじへ 目第理 君詢ネ 
。ィ 白ま 繁て はばのと をのを 樓 
、曜 す々 运判直 ナお差 嗜渾料 
. 一善 .— fij 饋 . 主を ぐ々 のと. 巧つ 聲 
格麗 ホす 碍日プ なげにて 人 
が 頭 ホ。 巧 本 スニま 適日歓 
あ ' の 評入ィ 十す す本廉 
ン程 を 諸と 六の る 人が 
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DANCING 

411 W. 115th St 
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巧 六 ザ S 和昭 


河 阐巧淸 、を氣 新鮮 

邦人 俱樂部 自由 亭 

58 ジ nds St’ Brooklyn. N. If. 
ジニ ri 置 ニ 475 


▲ 淸 巧、 親切、 を樂 HI ニ 巧 ▼ 

勢州舘 

が お 事を 久閱榮 が 
援 5 因 . 受を SU . 菱 
Tel. Re 巧 迁 な 送 

，器 巧旅舘 

江川 作】 
i で S ニ 雲 f み 
ヴ一 Stuyvesa 見 335t 


力 旅館な め 

1 帝 國旅舘 淸水 

1 ま 在 J 置 St . f ' f ミ k 
ジ I . wus ち eh ミミ w 笠 巧 


綠育 旅館 田 中 ぉ— 

一 を 四十 了 目ニ图 ニを 
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お ストン 帘 

富 ± お舘大 浦末极 
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吿み 谷地ょ き淸 潔なる 室 

觀下宿 松が 巧 か 

養 L 苦 in 晋 = 置巧 

ジ 一. Mad. Sq. 這 一 

賓府 御旅 鑛 
桑 山 淸五廊 

養を 量 笠 h St さ ie 寒 ia pa. 
i， 呈. 巧 a 量 二 231 


設備な 善、 藏 利の 
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謂 I 讓李園 
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な I ぁ.' 巧 
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巧 袖 


T 一 


御 光 ホを 待つ て 
居を ます 


'温 ホ興樓 

晚揃 d の 巧 理人數 名 
が 日 去 人 諸ち の 嗜好 
じ 適すて 料理を 差 上 
ます。 執 I ニ 時 迄 開 巧 
(正 f サ五了 目 サブ 
を P 蔚の 下) 


高等 御旅 舘 

昭 和 

會寐御 料理 


^<}!那巧理 

一- ボ廳 茶園 

巧 理人蘆 蓮 
~ の ホには ま 依 
I 御悔 おじ 備へ巧 
會 廉の衡 巧じ慶 
Y /f\ 廣禪 巧を お 
j . 變 おを 立願 度な 
上 攒ま內 申 上 巧 


叩荐 立 
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— W — ！ 

. 3 篇 I 

施 I 
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g 淵 6 I 
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<r ぶ 日 

を 梯の的 嗜巧じ 適 ふ 
樣な美 ホの 御 巧理を 

S 娜 廣彭穫 

致し ま r から 療 々御 
ホ ホを 顕 ひます 


新顚業 一 

腕利きの 科理 人が 日本人 諸君の 嗜がじ 適 
すを 輯理を 差 上げ i す 

懸頤が 商 

を 居の 前、 芝居 歸 b の 鞠 集を じ最 V 適當 
の 壌 巧です 是 ホ 御る 負 じ 願 ひます 


ザ 上 金魚 店 

918 Sixth Ave こ す 三 ork G さ. 
さ i Circle ち 芭 


蠻油辭 雜韶| 譜 f ち 米 
日本 ホ 鱗 食料品 i 說 

巧 巧 智独株 ま會社 東部 一手 fJ 《測 巧 
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す/ 燒 
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紐 育 唯一の 日本 百貨店 

片桐 兄弟 蘭會 


スマ ドン •ブ 。ダク ツ一 ず脏賣 を 




第五 街と 一二 o 

へ クシ ヤ] 

ビグ デン グ巧 

小 池 寫眞舘 

電話 サ ー クグ 
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舞踏 他人— 
▼ 化を ダンス A 
► 表情 ホ 操 A 

了寧 

親切 

朝 十 時 ミ 巧 十一 時 

シャリフ ■ダン シ 

ング 師範 學 校を 寒 

上 核 タザ 


目 

ホ 

桂 


幕 話 ブラィ 7 ント 

八 0 お 化！ 八 八と 一二 

新 K 轉長 

紐 育 お 巧 四十 四 T 目 
ニニ 1 1 1 八番ニ 一階 ) 
支配人せ 申 重 雄 


ま 巧 

呈 claint Ave . 呈 fak N . ベ. 
ぎ 置 ま I 1 1 さ 量 
まを Mfs . F . K . 1- 


眞磨 目なる を藏 同胞 じ巧實 
なる 職業を 罔を す 

宮州 事務 房 

紐 育 ホ 西 四十 ニ T 目な か 一 を 

1 ~ bblvb 
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日本 食料品 類 及び 雜貨類 卸ル賣 
ホ 之 ま 大巧 棚 桑 山蘭會 
新刊 善 籍雜誌 ル 間 物 日用 蟲 各種 


巧タ化 時を を 菜 
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日本 理髮 舘淸 
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辭 なを 麵 


藤 かお 將軍 


生 H たがら 革命な 


酒 i 煙 単 i 禁物で わぶ だけ 飮む 
病弱な 癖に 强悄 張りの 男 


化 化 も おんだ もの^、 例に 
化ら て 例の かく 內翰 もめに 氣 
を 腐らし、 鄉 がに 餘 をした ど 
傅 へられる 甫せ國 お 軍の 繳帥 
おか 巧 將眾け 別 巧 特電 所 おの 
如 <辭 なを 雜 して 西び 慟 くこ 
どじな つじ。 

國 民を か 巧 緣帥蔣 か 巧 氏は、 
をれ なが b じ-てを 命 家の 血を 
享 けて 居た。 字は 志淸 後な めて 
中正、 ホ緖 十一 年 二八 八 五 年) 
化れ だから、々 年 やっと 四十 S 
をの 

化氣 ざ か b 、 鄕 をは 山 紫 
水明の 浙江省 お化縣 遂ロ鎮 でぁ 
る。 父は もっ て 生れた を 命 肌に 
禍 ひされて 、成功し なかっ じ 前 
淸の宫 をで、 名を 肅 を、 お 氏は 
この 父 ど、 を 妻 王 太夫 人との 問 
じを ちごして ホれ た。 化 おは 異 
巧、 巧 錫が、 巧姉瑞 春、 お瑞淸 
か瑞 蓮、 端 菊と 六 人だった •か、 
瑞淸 、瑞 菊は タ 折して、 殘る . T 5 
四 人 

父 も ザく 失っ たゥ媒 氏は 
摄か毛夫人を迎へ^ っいで姚夫 
人を、 さらに 昨年 離別 アメリカ 
じ 向つ た陳 夫人を め ごつ て、 ニ 
おを ぁげた。 をち は経齒 、目下 
日ンア じ留學 中で、 ホ 巧は 絳國 
現が 郷化じ 居る はや。 げ年 結婚 
したばからの ホ美齡 々をは、 氏 
じと つて 旣じ 巧 人目の 夫人で あ 


る 


幼時の R は ホ お-し 弱 < 、タ 
病 だつ わさぅ で、 兩親 をして 勘 
リ からず まんせ しめた もの だ ご 
いふが 

病 なくせに 强 情で、 お 
つぱ く、 日常の 遊びに も、 近 巧 
の晚白 者で もを か h 集めて、 お 
山の 大將 をき め 込み、 竹 切れ 木 
がれを 銃や劍 じして、 ひね もす 
兵陈 ごつ こじ ふけ 6、 を 身た め 
じ ホ 傷が 絶えた こ £ がな かつじ 
ごい ふ、 をの 求學 時化は、 六歲 
から はじまつ た。 が縷 極めて 優 
を、 十 S 歲の 時せ の 膝下を はな 
れ て、 龜津學 堂」 入ら、 ついで 
浙江 陸軍 武備 學 堂を 卒業した。 
頃し も 靑年學 を 隙に、 海外 留學 
熱が 盛んで、 躍る む わさへ がた 
(、巧 一政 H 本 ± 官學校 じ 入る ベ 
く、 十八 歲の年 

0 本 じ渡來 したが、 準備 
不足の ためじ 目的を 架し 得な か 
つた。 で、】 たんお 轉 、保を 軍 
官學换 を 卒業後 再度 渡 巧して 遂 
いじ タ 年の 願留を どげ わ 0 かく 
すろ 中、 萬一萃 命が 勃發 する や 
氏は 當時 ±官 候補生 どして、 高 
旧 騎ち簇 十と 聯隊 附だ つたが、 
はやる 必巧 へがた く、 同志 ミ 共 
じ學 業を 挽て i 上海に 赴き、 萃 
命戰の 渦中に 突進 しれ。 邵ち協 
濟 社を 翔 立して、 葦 命 軍に ご つ 
てが 常 じ 


欠乏して ゐた 軍資 調達 じ 
おを を わすれて 東奔西走 したし 
また 眶巧 第五 蝴長 どなつ て、 浙 
化のを 地 じ轉戰 し、 大いに 初陣 
の 巧を 樹て てな 文 氏 化 京 西 山 じ 
を 死後、 遂に 化化鋪 氏を 廣 まか 
らお ひ 出して、 長江の 南の 諮 省 
を 完全 じ ホを し、 にの 勢力は】 
時化 U 昇天の 勢 ひだつ たが 、 r 
部の が 威を かつて 內訂 おこ b 、 
形勢 極めてす 巧 ごな つたみ でを 
じ辭 職、 一時 鄕 おじ 引退 後、 幾 
ず もな — > て 円本に 

t 命 したが、 この間 U 本 
锁巧 のん ± から 大いに 敎 へられ 
る どころ あ-り、 驗然巧 意し、 本 
年-巧 巧び 國氏 革が 軍總司 かじ 
な 職して、 霸玉祥 、閣錫 山 氏 等 
岡 氏 ど. 大同 鹽 結し、 こ \ にち 度 
の 化 伐 軍を おこした ので ある。 
蔣 氏は、 いたつ てむ つ^-^ 屋で 
ある。 平常を 庭に わい てら、 言 
葉き はめて かく、 夫人 や愛窟 じ 
勤 レても、 しやれ 一つい つたこ 
ごがない どい ふ變ら 者で、 万事 
じ 徹底して 屠なければ 氣じ 入ら 
ない。 だから 部 T じ掛 しても 氣 
じ 入らない こごが をれば、 言 粟 

つ^^して 

化責す をら、 氣じを 

ば どんく 重用ず る どい ふち 樣 
で、 賞罰は きわめて 嚴格 である 
煙草 も 酒 も 氏は 嫌 ひだが、 茶は 
大變 がきで、-- U 少 くと も ニ、 
S 十巧飮 まの こ £ はない どい ふ 
巧の 日常 起居は、 っねに 規則的 
で 早起き、 どんなた しい 日で も 
1 、 ニ 時願づ i の讀 書は 巧して 
欠かした こどが なく V また 目 記 
も 息つ たこ どがない ごい ふ。 


「勿論 幸福 だ、 而し疲 いた」 ；....： 

太泮^ 飛越した 女 

女 リンデ 1 * アタリ ア縷 英京へ 

々度は 獨 逸の 婦人 飛 巧 家が 橫斷 


ダ キア モンド •レ デ 1 ど 巧は 
れるボ IA 谨 が、 コ。 ン ビア 號 
で', 1 バー •グン ー, じ 太 西が 


横斷 の 機會を 窺つ て 居る のど 相 


前を して、 ニュ ー フアン ドラン 
ドの トレべ シ ー 八 じこれ ホ 


氣 象が 吿 をずに 幾 H どな 
(、太げ 橫斷 則の 到る のを 待 も 

つ i あ 0 たアメ 9 ア •ィ ア、 >1 
スト 壊の 大型 抱 葉 飛れ 機 フレン 
ド シップ 號 は、 いづれ も 婦人で 
太 西が 構斷 がわの 先驅 ちた らん 
どして 活る だり じ、 i 曆化乂 の 
注目を おきつ I あつたが 、遂に 
去る 六 巧 十と H 午前 十 時 五十一 


を 「こ ユ！ ョ ，ク •タ キム〕 ゥ 

キグャ I •スタッグ をを 飛が ホ 


じ、 ゴ ー ダン 巧を 摄關ホ どして 
巧 柄叛風 ホる の 待 報が ぁつた じ 
も 係 はらず、 大膽じ ^ お發 、時 
々ラ デォ でを の 消息を が じ、 を 
上 洋上を 化 行中 S 漁船 じ 磯 影を 
認められつ 《 

目的 地で ゐる チゥ ザンゾ 
トン じ 赴いた が、 英國對 岸へ 接 
近ず ぶじ 伴れ て 渡 紫 じさ またげ 
ら む、 アキ 八 ランド 沖では 激船 
アメブ 力ち じ 位 おを 肆 ねんごし 


ゥ デ ン プ ト ン ょを摇遠く，-;*' い 南 


ウ で； グスの パブ— •ボ ■ — ■■沖 


に ホ 巧 十八り 午前ん 時 四十 巧 じ 
不時着 水した、 飛 巧が 間は 二十 
時間 四十み どい ふ 快速 力で、 巧 
< して 規ホ幾 タの藤 人を がの 犧 
おどしね 太 西が 橫斷 飛行は みの 


I て 信号 简を 投ト したが 目的を お 
一 さす、 遂に 燃 巧 欠 まの ためじ サ 


ブンド バ 1 グど呼 じれる アメ 
ア 嫂！.： よ' ら てを された。 アメ 
ア 壊は 

學 校を ザ 業す る 美に 父 

君の 反 逊をも 聞か や、 飛む 術を 
密 得し、 從 ホの 飛 巧 時間 約 五な 
時間、 締人爾 巧 家 ィ」 しての 高ま 
飛 朽記錄 をら つ 婦人で、 平素な 

ボストンの セット グメン トじ勸 
いて 居る 婦人で 頗 ぶる 冷 靜な頭 
腦の 持主で あら、 今回の 斌わも 
霄籍巧 プトナム 氏 夫妻 及び 英画 
の 貴族 ダ） スト 巧 ホん 〔ア メリ 
力 人〕 等の 後援で かがした もの 
でを るが、 ア 、タア 磯は この 飛 
巧を を 物 じして 舞 墓に 立つ やぅ 
な こ ミは 斷 然しない ご 云つ て お 
る。 機から 降 6 て ホットち 必し 
た アメリア 據は流 巧 じ 

たけじ 上氣 はして おた 
が、 をれ でも 元氣じ 『妾は ホン 
の 巧を でが 巧の お 巧は 兩飛巧 十 
の脑 です、 巧 や 風 や 幾で 随 かご 


苦ん みました、 エ 、勿論 まは 幸 
履です し、 これを 誇ら どは しま 
すが、 をれ でも 疲れた タ』 と 語 
つて 居る。 一 ホ ダィアモンド 王 
ボ ー か 簾は 太 洋横斷 の 先 願を ァ 
メ 9 ア攘 じシテ 道ら れて 失望の 
を も 深いが、 それでも 思 切れず 
或 ひは ィタ ~~ の 首都 曰 ！ トへ 
横斷が 巧す る じ まる かも 知れな 
い、 尙は 後援者 どの 願 係で 巧 巧 
婦人 飛 巧 ± どして ホ 獨橫斷 の 飛 
巧を をで たが、 をの 後 

斷 念して 居た、 獨 逸の 婦 

，人 曲乘 飛け ± セア •ラス チ 媛は 
I をを な 當豪ヌ チ！ 八 マン 夫人 ご 
I 阿乘飛 巧した のがが どじ 5、 遂 
I に 夫人の 出資で ペラン々 ま 複葉 
號巧 機を ニ ガ五千 弗で 買 ひ 受け 
て、 これを 『化 基』 W 命 あし、 
濁 逸人の 若い が 巧 ± でぁち 航空 


i でを る — エン マンぶ 岡乘、 


オ， 八 ド •オ， チで I ド かも 獨 


逸へ 機斷 すべく 今 明 0 中には 力 
1 チ ス飛巧 鶏を 出發 す. ベく、 機 
はボ ジブ ン 搭載 量 おな ダ。 ン、 
航空 能力 お 十 マイ^の もので あ 


- ご _ 




カナタて^^ 

寫婚 y 蔡止 


日加 兩醫 政府 間の 巧が 

を 日本の 外 あ 入 おは カナダ 政府 
じ對 して 『 H 本 政府は 九 巧-り 
よら 宵 施の 新 巧 政 ホ かの T じ 力 
ナダへの n 本 八 移民は 年々 がぶ 
十 人を 超 逝 甘 12』 ど通吿 した 日 
本软 がごのを じがて カナダ 政 
府は 日本 移 巧の 經濟的 族ず じよ 
つて 巧 部 カナダ じ 起つ わ 難；？^ を 
明示した ので ぁるが、 このを 渉 
を 日本 か 相 卑ォッ タプの H 本 
總 領事を 通じ I て 吾々 じ おし 『日 
本は々 ナゾ へ； の U 本人 移民は、 
を 着 農夫、 あ 巧 勞働乂 並びに 力 
ナダを 化 ロ 本人 移 氏の 

妻子を も をんで、 I 年 
巧 五十人を 超過せ しめん VJ 企國 
せの』 旨 <5^ 通吿し ホつ むみ 第で 
ゐ る。 お-!: 円本 政府は 尊々 じ點 

『所謂 窺 道瘍婚 S 妻を 送る こ 
ごの 慣行 も 禁止ず ベく、 この 力 
針 も 九 巧 一 U よら 實 施ず』 ご 通 
吿 した。 而— 一て まれ カナダ 政府 
は 日本 政府に 斟 し、 今後 H 本 か 
ら のを 民に 顧 1 る 事項は、. 化の 
諸國 よらの ホれ ご 同じく 旅券の 
査證や 

ホ 請 逝の 調査の 條 順を 
ふ <ん で、 移民法 や 手 續を等 力 
ナダ 官廳 にを つて 處理 される ベ 
き 旨を 指示. じた 旨發 をした。 


太 巧げ 航 諮に 

巨 顧 y 建造 

丰 がで 六万觸 

日ン ドン 于 八日 發電に 依れば 
ホプ キト •スタ！ 激船魯 をで 豫 
てから； お蠢 ザの ち 船ォ） シ ，ャニ 
ック號 は 愈々 ネ 斗 死を 据わて 建 
造に 着ず たね どみ るが、 こめ 船 
は 長さ 一ず 脈、 幅 巧 吹、 總嚼數 
ホで 順 ごい I ふ 太 画が が路 でめ 居 
船 じして-建造 冀 S 千 方 巧 じ 達 
し、 千 化' 包 二十 三年 頃には 完成 
して 航 がに 從事 する 壁で あるが 
現在 太 西洋 一 航路に 始 事して 居る 
ち 船 ゴ比鞍 一す，* じ 左の 细 きらの 
でゐ る。 - 

レ々 キア 一 ナン 號印お 巧 义千九 
巧 立 十と 順、 化 巧と が じ酉趴 
マジ 玉 スー チブク i 施；：；：； 五 巧 ホ 千 
五な 五十一 觸 .'化 向 十-五が 五 
时じ巧 巧と 一时 ，； 

ベレンえ リア 號 H 化 巧 ニモ ニ 
良 二十 女 麻、 八な 八十 一二が 五 
时 じか 十八 吹 ど 一一 \ 巧。 
ォリンピック 號 一四で 六 千 四 
巧 化 化 ir 八が 八十 ニ 趴五巧 
じ义 十， ー扔化 巧。 

アク キタ ニア 號 =：： 四ぶ 五 千 六 
巧 四十 ム顺 、八 巧み 十八 扔と 
时ご化 — f と 吹。 

イグ •デ 4 フランス 號 n 四 巧 S 

千 五-白 触 I 、 とな 五十 セ 耿八巧 
じ 化 十一が 八时。 


.で 


H 本が 移は を も 制限 
カナダ 國オブ タフよ もの 巧電 
じ 化 ば、 巧 加 H 本人が 寫眞 結婚 
で 妻を げび 裔 せる こごを 近く 禁 
化の 旨 キング 首 化は 下院で 發表 


した。 潜 首相は 




7 ロ— にゥ 五 

白 善に 姐擊 

阿 件の 婦人 逃 じ 

去^ 月曜日の 午後 一一 時と いふ 
白 晝じブ n 1 ドゥ 王 J "': M 二十 ホ 
T 目 S いふ 車馬 雜 をの 街頭で 短 
銃殺 人 騷沪が あつた。 _ 

殺された 巧は エド ヮ 1 ド •力 
] タ ー 空 て 前が 數 化の お搏常 
習 化で 二十 四 五 歳の 婦人を 阿 


伴して パ ド ソン •コ ■ — チト.' 乘 
6 を 通 整理 巡を の 信を で ホを 
止めて 居た 際、 傍ら じ ホ わ 四 
五ん 雄れ の乘 つた 自動車 おら 
突が ニ 一二 發を發 砲され 、* i 
タ ー はを の 場 じ 倒れた が 
化擊 した 犯人は をら じ 率か^ 降 
らて 力ー タ I の 扉を 開き 巧 ふじ 
ニ S をを な もて 傍らの 車に 姬び 
乘ら アレ 3 アン ヨ VJ 騷ぐ 猫樂に 
短銃を 擬 して、 一路 パ ー ク P 


今度は 『左』 の喧嗦 

ヵン ナス 巿の共 巧 黨大會 はな 
姓 問題で 太いに 活 氣を呈 しで 
もの、 豫 想され た 程 ■ y ' ぺププ 
もな がつ たが ホ 遇から 聞かれ 
る 段ま黨 の大會 では 禁酒 膽 
巧の 可否 即も お利き ピ下ロ 黨 
の喧唾 だからを めて 活氣を 星 
する ことで をら ぅ。 禁賴同 盛 
では 早 < も 婦人の 化嚴 員を を 
つて 反對を 高める 外同鹽 ぶし 
て も スミス 氏 じして 當幾 すれ 
ばフ ー ダア） を援 巧ず る ご 意 
氣这ん で 居る からこの 一戰は 
確が じみら ので ある。 


疾走。 タネ シ！ で 追跡した 譬ち 
じ發 砲の 上 混雜じ まぎれて をが 
かくした。 一方 力 ー タ ー ど同萊 
して 居た 藏 人は 跑 あの 飮食 巧に 
をき， 窓 硝子の 破攘で 蒙つ ね 顔 
面の 傷を 拭いた 後、 人々 の 化 ホ， 
る 巧 も 聞かず、 これ ホを を か'〜 
しね。 多を 赌隱か 酒類 密賣の 上 
の辑 唾で あらう i る はれて 居る 


ラスプ！チンの 

良 ゴ .33* 資 
がが 巧顯/ 

赔傻吿 訴を提 お' 

パリ！ 發笔 じよる ご、 ロシア 
の 道 鏡、 ぁる 意が で露國 皇室 r 
今日 じいたら しめた 張 本 入で あ 
ぁっね 择僧 ラスプ チンの おとて 
のる ホが パリ-;’ じ 現 はれた。- 孫 
かを 父の 殺 寒の 損害賠償め 訴 
をバ 91 法廷 じ 提起し ね。 被 4^ 
はユゥ ッポフ をと ド ミト 9 大を 
で、 いま パリ ー じを 住して 居る 
が、 ラ ブス チ！ ンの 娘は、 兩を 
が バリ，— でを 巧した 寒 書 『ラ. ブ 
スチ ー ン 暗殺の 眞 相』 を 証據ご 
して 父 殺害の 反証 明白 じつき そ 
れ じょって 父 殺害で 薇った 損嘗 
巧 巧 巧を 赔 償し ろごい ふので わ 
るが、 娘は 今年 三！ 十歲で ラプス 
チ ！ ン どを のま ドウ プロ ビ^ — y 
どる 間に 生れれ もので をる こご 
は 立 波な 証據が ぁる ど お 吿辭譜 
± は 述べて 居る。 • 


I んな こども ある < 


旌ザ 蛇を をんだ 話 

.蛇が 蛙を をむ こどは 誰も 知つ 
てゐ るが、 これは でぅ だ、 蛙が 
蛇を をんだ 話が ぁる —— 臺中ザ 
の 加 藤 養 蛙 所で、 目方 一斤 余^ 
の 食用 蛙が、 のを も {やっ 瓜」 
ゐる VJ ころへ、 ニ 尺み 6 の 蛇 
こつ をら 忍んで 來た 。ところ 
蛙がず ば やく バクリ ご 蛇の 頭 f 
咬みつ いた もの だ、 蛇は ぁはて 
ふためいて 强を卷 きしめた が 
睡は ホ氣で 一寸 一二 寸 ごのみ 盤 
しケ 0 ブ ミ して ゐ る。 小さい 姐 
が 長い 蛇を のんだ ご 云へ ばで 思 
誰に 聞え るが、 をめば をむ だけ 
ぼ も-— 消化した の ださぅ だ。 
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貴 ♦紳 尘向帶 ぎ、 なを 

を 

逸 

寶 

石 

お ♦を 銀製を 具 附を種 


シアトル 出 酌 (お前 十 時) 
あ ふろ か 化 おち 化 日 
ぁ 6ぞけ> 化 と 巧 十 わ ： n 
ば 0 寸か (被 港 巧 帆) fa 巧廿三 0 
►一等 橫潰一 化 五 巧 

▼云學 日本が 扣五 巧を 室大改 を 条巧室 多を 
►御を 望に 依 4 1 等 割引 化な 切 巧を 巧を 巧 候 

ロスアンゼルス 出帆 (午後 一二 時) 
はわい 化 八 巧 八日 
らぷら た 丸 八 巧 ホと 日 
►一を 横濱ニ I 一一 C 巧 化は ね； ■みき」 ら をを 巧 
▼掉別 I 二等 日本 巧 五十 化 巧 ▼一二 ま 日本 行 五十 五 か 
'►み 潘羅 脚巧激 を 切 巧 寢蜜簿 購入 御幹旋 なりお 
▼紐 育 線 パナマ 經ホ目 本ち 那巧 貨物 おち 一回 


瓜 

町 SL 1 1 

誦挪 -I 

E F B B „ 

3 E 1 

M 


B B 

1 H 


化 

川 S 

邮 11 

HU 1M d R 


資本金 
拂込濟 資本を 
巧な を 


をお圓 
六 モ巧圃 
六 千を 巧 萬 脚 


能 城 ご 一井 銀 巧— 支店 

本店 巧 京 ホ 日本 橋 お 本 革 M 巧 五を 化一號 
支 巧 小が 日本 巧を 巧寬妄 1 
名 古尾 京都 大殿西 (大巧が 戸 
廣な下 關巧司 お 松 短 岡 長が 
上 お 衙软ま 買の 水 


輸出入 ぁ替’ 電信 送を' ホ 送を、 旅 巧 信用 狀 
商業 信用が 其 化 一般 お巧萊 

ん能 兰囊銀 巧— •支 巧 

鄕を 送を" 日本が 化 おキ敕 巧？ 巧 速 お 扱 
本店 預金 (をが 通知 ノニ輔 ) 御 極が お投 
本 ま 店 東京 (ホな〕、 大阪 > が戶 、ま 都 
巧 化 地名 古属 、小が、 上海、 倫 致 


▼鄕 里を を 及び お 送を (無手 あ 巧)、 か 画 
巧 お 賣 買、 衔巧辑 化が 取 立、 信用 巧# 
巧 等 一 殺を 巧 萊お润 巧 巧 じ 取扱 巧 化 « 

S 賦臺灣 銀行— ぉ 張 所 

本が 薄 潰 ま 化 

まな まを、 橫演 、大 お、 神戶 、上 お、 巧 
ロ、 福掛 、厦門、 灿 頭、 を 巧、 巧*、 お 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 を 買 
■々グ 々ッタ 、倫 お、 其 か襄巧 十四 ヶ巧 

一、 資本を 壹慮圓 (を 賴拂込 巧) 

一、 稽立金 九 千 化な 五十を 圓 

巧 化本ぞ 店：：：：：^ 潰 (本 巧】 巧 巧* K 度 
神 タ長お 下 巧 名 ホ 崖 

機濱ぶ 金銀な— ミ 巧 

乂國を ま 巧 = 桑 港 猪 麻 ホ 巧巧哇 
其 他 化 巧を 國 重要 都 巧 ニ ま 巧 及 コ グン 
ス有之 お 


本 巧 大阪化 おお 了 目 
が 育ま 巧 紐 育 ブ 《 1 ドサす ー 百 凹 十九 巧 

難 住ぶ 銀行 

日^ち (ちま > 横 お、 を ホ 崖、 を 都、 神戶 
け^ 庭ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 ホ、 下ノ脚 
巧 支 巧 (巧 司、 小 倉、 を 松* 椎 ホ、 乂な乂 等 
本國預 を、 鄕あ 送を 等は 巧め 
て 御 便利 进速じ 御 収披ザ 申 お 


本 巧朗媒 巧が 

ま 巧 お 張 巧は H 本內 地の 枢要 都市、 朝が 
滿渊 、支那のを 化 及び 術 廉斯徳 

朝鮮 銀 巧 紐 脊曲張 所 

外 國爲替 一般な 巧萊お 精々 御 巧 利 じ 取 ほ 可 

申と 恢 


藤本 證券 會巧 

一 お 有偕莊 巧ノ資 巧、 引受、 裳 あ 
▲金 挪、？ ミ 關スこ 切 ノ莱巧 

S 藤本 ビ孚 I - 銀な 

紐 育 お 張 所 


搁猫麗 、維 貨卸寶 

森村ブ タザ ー ス 


日本 陶斌 器雜貨 

ラ ふ プ卸賣 

奈 良質 易商會 




晚香坡 お ニ 週 一巧 出帆 

▲ぶム プレス 亞 細な ご ニ， 00 C 巧】 

六ち： 八 目 

A で ムプン ス加奈 太 ご 男 •虽 G お) 

と 月 十九 日 

▲五 ム プレス 露西亞 (一一 六 •空 (巧) 

八ち 九日 

▲王 ムプン ス亞細 亞ご男 ふ S 哦) 

八 巧 一二 十 H 
一等、 二等、 一二 等 及び 下等 ぜ 設備 
最大、 善粪 、最 快走の 東が がわ 船 


▲是新 巧を 等 設備 かを の逗竜 巧が もる は ホな を 
のが 練 親切 T を ミ 巧に ななの 誇 3 ずるを です 
▲を 化 太 や 巧 航路 一二 等 敷 おはを 部苹巧 的を 芭ん 
施し 主 しれ、 殊にみ 市 巧の かを はが 謂ツ — 4 
ス トサー ド 义はス ナュデ y > クラ プスな 上の 
巧 値在備 へて 居 リをブ 

# 桑 港 出帆 ホノグ 八經由 【正 乍 お 帆】 


大が义 

天洋化 

コレア 41 ^ 

春洋見 
西 比 利盛乂 


お 巧 幽 日 
お 巧 十八 日 
八 巧 一 目 
八 拜—古 日 
ん巧 n 九日 


U 

T 

S 
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T 
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® シアトル お觀 〔午 お 十 時 出帆】 - 
横潑丸 七 為二 日- 
加 賀化 お 巧え S 
伊豫 化 . 八月 十闽日 W 

@を敦 を曰ネ 巧お奶 ^ 
誠訪も 六月 ご 十目 
が 見み み 巧 十 巧 目 
▲紹育 お 奶巧是 提經を B 本 お 貨物船— 巧 ニ 画 
▲錫 道 切を— を 其 化 萬 事街德 をに 御 あ 贵申好 
▲太 擠洋大 藏铅會 姑 乘お切 巧 劑が宜 にお m ま ザ 


夏場 向 格が 品 
、特別 賣お 

尙 一層 勉强可 化 候 間 
御 注文 被 下 お 願 上 候 

ホ元ブ タザ ー ス 

17 内 a を 17 を St , Mew ジを Q 巧 

Helshone Algonqcir II 如 


夏 瘍巧品 特別 賣抵 

夏瘍 、小賣 お、 ダ— ム 向新 巧 到着 
精々 勉强 御用 命に 應じ ま寸 
日本 陶磁 黑雜貨 卸販賣 

<1 譜茂木 桃 井 組 

105 E . 16 を St N . Y . 
HeL Stuy ミ sant 琪を 1617 


日本 吳服 反物 キ モノ 
テ^ — ブルク ロ ー ス類 

夏 傷 用 格好 お 取 揃お缺 

I 贼 日本 ドラ- グ ー バ商會 

が 圳廉 巧で 大； 脚 强新流 巧は 當 化の 特長 



ワ ナイ ！ 力 ！ の ，みぶ 1 

日本人の わ 買物 じは 特別 掛 員を 置き 無 
料で 御 案 內を升 電話 义 はわ 手紙 巧 祭 御 
訪問して 獨 便を を 副 も 初めての わ ホ じ 
對 しては 特に 注意 致します から 是非 わ 
立 寄ち 願 ひ 巧、 巧內 配達は か 論 日本 巧 
他を 化 宛の わ 荷物 後送は 當 ホで 致し ホ 

レ ヨン ウナ メ ！ 力！ 


ハィカっな 紳± は 

化 立 服を なしまず 

夫れ はを （身に を ひ、 是 掛けは 宜 （、を 
して 出水を ょら もを 持ちす る 事を 知つ て 
るからて す。 弊 巧は タ數 H ホ 紳± の 御用 
を 承つ て 居ます。 

M 化廣吿 じて 御 ホ 巧の モ じは 

六み 御 引致し ます = 

御 注文のを 柯 じな はら やを も 巧一废 ホて 
兒て 下さい 

ウオ ルカー エンド フロ リオ 洋服 巧 



日告题 船會班 (ホ ニを 風道會 社) 

代理店 巧 禍 兄弟 靡會 

乘 車、 乗船 切符 ホ じ ホ 荷物 運送 御 便利 じ 取扱 中し ます 


夏瘍向 H 新衙 到着 = 

夏 擦、 ホ賣屋 向、 ダ！ ム巧 景溫等 
精々 勉强巧 化 御 引 立願 上 候 
陶 破麗雜 貨卸賣 

春 田巧會 

一4一 jPifth - A ミ .JZewYorkcitiy 

oorneir 〕f 21 st wt. Hei* Algo 白 quin 5 器 5 

夏場 辟 =* 荷囊 = 

精々 勉强巧 仕 候 間 御 註文 被 下 お 願 上 候 

^ 太が 質 易 株式 會社 

* Tele 巧 h 】 ヴ 巧と gon . ち i 日 WWMWI5 

101 Fif を Al づ e 呂 e ZOW Y ミ k CUy 

N 鐘 龍 KSSSB . 


新 荷 到着 

特に 夏場 向 條巧品 澤山取 揃へ 
居候 間 精々 御 註文の 疆希上 候 

森が K ラ ザ ー ス 

MORIMC 巧 A 田 rs .,， I 3 c . 
53.57 West だ rd 皆.， 
zew ミ k , N ‘ Y . 

TWIe 巧 foDe Gram 巧 rcy WW 50 


ラム プ ぶび シルク シエ— ド 

製 霎雙手 錄商會 

足 ' if . TETSCKA CO . 

15 电 est 2 きぎ N . Y . 曰ぞ Tel . Chels 里を ゴ 


近 < 開設 どらるべき 

日本 文化 紹介 機關 

歐洲の 日本 文化に 對 ずる 硏究 

= 米を 學巧— 巧 四 柳 作巧談 


i 文化 互惠 のち 義じ 則つ 
^ 自强 刷新ず べし ご 云 ふ 宿 論を 
を 現せむ が爲 めに ジャ バニー ス 
々瓜 チ ユア •センタ アの 削設を 
增 導し、 昨年 一巧 輪 朝の 上 朝野 
の 間 じ 奔走せ る 削 紐 育 H 本人 會 
書記を 巧 山 柳 作 氏は 本紙 旣 おの 
かく 巧 尴巧巧 じがて 『0 ホ 文化 
學會』 の 成立に 成功し 宮內ぷ を 
始め 束 京 及び 京都 兩大學 、ホ國 
j を育會 、ザ稱 旧及慶 應大學 、朝 
，日、 國巧 時事 等のを 新聞が 図 
_ を 院大學 が 化 を 方 曲の 貧 助を 得 
一一 ニク 年の 維持 經 常を ごして 巧 巧 
-洁崎 小雜太 氏の 寄附を 仰ぎ、 一二 
ホ 家ょ b は 一二が 义距の 名の 下に 
一巧 W を ま 出し、 大倉 家では 大 
倉 文 座 (巧 义審 猫). の爲 めじ お 
千 w を苗附 する こど i な- 巧 旧 
巧 自身 奔ま寃 集せ る圆 書類 S 巧 
余卷は 郵船 會社 

む 奈爲線 おゎて ぉじ 

着荷の 手顺 ごな つて 居る 堂で あ 
る。 を じ 就き 化 巧 歐洲を 經て歸 
がせる 巧 旧 柳 化 氏は 語る 「日本 
の 側では R 米 文化 學會 なる あ 巧 
の 下 じ 理事 二十 一名を なし、 一二 
蓮の 靑木菊 雄 氏 W 正を の 一 お 鉛 


乂邮巧 ごが 會 計の 巧 じ當る MJ を 
化諾 され、 高 楠 順次が、 下がを 
荒木 巧 S 郞 、が 隙太郎 、古な ぉ 
が、 商 旧 早な、 上田 萬 年、 S を 
米 吉を膊 ± S 外が 力 お 諸君が 進 
むで 巧 事 ご ub . 萊 をの 本部を 
本鄕駒 込の 成媛學 校に おき 同校 
を 淺 野を 之 氏が 主事 どして 盛 力 
しなが が 育 方面の ホ 事 ど 云 ふこ 
どじな つてち b ます。 拳 震は 先 
づ窠 一の 义化憐 關設酱 ょら 始め 
^本义化關係の內外語圖菩類、 
ま 敎を中 V むごせ る 資料を 展示し 
て小規 巧の ヒ 'スト リカ 於 •ガラ 
レィを 設け 新 n 本人 建設に 參巧 
せる 人々 じ關 する 資料を も備へ 
る i ごしました。 な 上の 設備が 
大体 出來た 上で ホを 基礎 どした 

.日本 文化 の硏究 調查報 
吿 、誘 お、 文書の 刊巧 、情報の 
供給、 敎授 のを 換等 文化 紹介に 
必要な 事業を 經營 する 考 であら 
まず。 幸 じ 故國の 有力者 舊か諸 
君 等の 熱 •むなる 賛同を 受けた の 
は渝 快で を b なの 巧 也ょ 6 感謝 
して 盾る 所で あらます。 四 巧 下 
旬日 本を お發 し、 南滿鐵 道の 便 
じ 依りて お 巧 上旬 i ； ^ ピン よら 
西 比 利 西を 通過し、 モス コ！ よ 


b 波 is じ ぉで、 獨 逸、 佛蘭西 及 
び おを 利諸闡 じがけ る H 本文 化 
硏 兜の 現悄を 視察して ホ まし わ 
H 本の 文化 じ 幽する 組織的 硏究 
は 巧 國を第 r ごすべ （、巧 年 マ 
ッ クス •ミラ ァ 氏の ずで がかれ 
じ オック スフ オ ー ドの 東 巧义庵 
■ ty ご 観るべき もみが あ b ます。 
劍 橋大學 にも 巧が 文庫が 假 がし 
て 居ます が、 流石 ブ 9 テシ ュ • 

ミュ^— ジ アムの 

宋洋 部け ぉ 名な。， レ 

ンス ビュこ オン 氏が 監理し つ 
ある 丈け じ 一頭 地を がいて 居 ま 
す。 源氏物語の 譯者ゥ M ! レ 
皮に もビ ュニオン 氏の 紹介で 逢 
つて ホました。 獨 逸に 於け る 同 
本义化 硏究も 盛で 伯が 大學其 他 
で 巧 はれて 居まず が漢堡 大學の 
フ 0 レンス 敎 巧の 扫本學 講座は 
謠 曲の おえを 敎巧書 どして 居る 
巧 巧じ發 達した もので 一驚を 喫 
しました。 巴 里では み 壁を の薩摩 
治を 衛氏 (當 巧) が 最初 四十で 山 
のを 算で日 佛會舘 を パリ ー 大學 
の 稱內じ 建てる n バリー では 歐 
洲諸 國の會 館が をつ て 紐 育の ィ 

ンタ アナ シ 3 ナグ •パ ゥス まじ 

なつて 居ます N 計 蕾で あつたが 
六十 巧 田を 要する どの ミで 薩摩 
巧 自身 建築を 監督して 居ます シ 
グ バン レビー 敎授は 日本の 旅 か 
ら 未だ 歸 つて 居 ま 甘んで しわが 
歐渊じ 於け る 日本 文化が 兜の 前 
途 はおら じ 刮目す る じ 値し ませ 
」 ま々。 


松 平 大使の 殘 した 御上 建 

り 米 職の 酒 輸送 お 締條約 締結 


前年ホ懸案 ど つ て お た 日 米 
間の 酒赖送 取綺條 約なる ものは 
上 タ黨 の 旗 頸で ぁつた 松 ホ 駐米 
大 化の 御虫產 どなつ て 殘る樣 じ 
な も 大使が おが 巧 發前ヶ 曰 ッグ 
國務卿 どの 間 じ 落を 調印を 終ら 
日本では 樞密院 、米剧 では 上院 
の 批准？ へ濟 めば實 施の 運と な 
るまで じな つた。 る條 約なる も 
のは 米 題が 紐に 巧 佛諸國 を 締結 
しじ 條約 ご间 性質で あつて、 耍 
領は H 本 側で 米國官 恵の 海上 臨 
おを 米 國領お 十二 池な 巧の 飽圓 


まで 是認す る。 而 して 是じ 化ら 
て お 輸入 陸摄 をホ國 側が 巧 化す 
る ミが 容易 ごなる】 ホ 現 巧では 
米國じ 入港す ぇ H 本船の 酒稽載 
量を 藥 用の 目的 じ 使用ず るを 量 
じ鄉 限され て 居る のを 解除し タ 
蘆の 飲 暴を 穂 載して 人 港が ぉ ホ 
る。 但し 巧 船が ホ 港 十二 海狸の 
距離に ホた 場を はお 印を 施して 
施 泊 中は 手を かけ K い ご 云ふ條 
件で あるから 結局 ごして は 走 戶 
黨の 船を じ 不便を 巧へ ない もじ 
なる ので ある。 


機 ホ 大佐の 

護 會盛况 

. 旅 順 激戦の 回顧 
乃木將 軍の 逸話 

滯 が 中で あつた 『两 彈』 の 著者 
陸軍 大怯撰 井お溫 巧は ホる 十五 
日が 半 化 帆の ホメ ブック 號 じて 
渡 巧し わが お 潑に 前ち H 本俱樂 
部に がける 草 信 H 本乂會 々接 招 
待の 晚を會 じ 臨み、 午後 八 時 ザ 
H 會巧 働が ま 雁の 講演を じ 出席 
した。 曾 煤の 紐 育 H 本人 敎 貧々 
堂は 立錐の 化 U きを 滿 員と なつ 
て おた が 水 各を 封 長衞單 じ乂往 
を おかし、 间 大佐は 鹏 □先 づ張 
作霖將 巧の 漫談を 試み ぞ那】 靑 
年の 巧 話ょ b 進いで 义學 、藝術 
ホ 面ょ 6 戰ず视 をが みま 那じ巧 
けろ 贼爭を 『巧ぶ b 名 遂げて 退 

は 天の 道化』 て ふ 言 じ 診へ て 
職 楽 的戰爭 を挪渝 し、 贼 ずど蜘 
靈 、怪異 談 どの 關 係を 述べて 戲 
墙 じがけ る宗 お、 迷信の 力を 事 
巧じ谈 b て說 明した。 蝶が 乂佐 


は 巧め て 旅 服 じがけ る 自己の 戰 
巧を 語る； を 避けた が、 昨年 滿 
洲を歷 遊し ご 一十 S 年】 夢』 ど觀 
じた ごて 乃 木 軍 じ 愚して 旅 順の 
化滿 を、 二な H 商 地を 攻 おせる 
當 時の 苦 戰を語 も 乃木將 軍が 明 
を 一二 十と 年 十 •一巧 化 H 兹謀 齋朦 
中佐の 報吿を 聞きみ 息 『巧 木 ホ 
尉 も戰 巧され ました』 ど 聽< ご 
岡 時 じ纖燭 のみを 吹き消して か 
蒼を 若た 儘橫 臥しれ ホ 致を 髮雜 
したが 一同は 無言の 狸 じ 一稠の 
靈ホじ 打たれた 氣 をで 聽講 した. 


曰 會諸會 合 

紐 巧 U 本 A 會巧 事會は 夏季 化 
會 中なる もを がの 委員 會は逐 ホ 
開 惟 せらる ベ' (、今週を 曜 りが 
公務 部の 特別委 員會 たる 第二 化 
職 柴誠査 委員 會を 開きて を ホ お 
の 報 吿を觉 集す る 由 ▲故 巧ロ英 
化が 十； 追悼 食 照 催の 内 誰は 巧を 
し 居 じる も 愈々 H 本人 會 及びり 
本化樂 部ど聯 なお 悼會 をみ 週 中 
じ 閒< J ど， y り 符巧じ H 本化樂 


部を 使用す る ミは 巧を しわ A 勞 
働 委員 會 はあく 開催 せらる ベぐ 
恐らく 本 巧 末日 前後なら むか ど 

ア I リンダ トンへ 

庭球 選手 等お瘍 

新 城 面 州ア！ リング トン 巿ブ 
ンヤ アマ 俱樂 部は 會員草 信 巧 あ 
氏を 通じて 淸水善 遊、 鳥巧貞 一二 
のデゲ キス 盃ニ 選手 並 じ 奧野勁 
巧を 招聪し ホる 二十四日 午後 ニ 
時半 ょらで キグビ シヨ ン姐肌 技を 

催す 由で ぁるが、 入 媛 巧は 總て 
同巿の 病院へ 寄附す る i どなつ 
て 居る ごる ふ。 

が ム^^ 

♦長 尾戒 S 巧 朝鮮 總瞥 府檢事 
亞 、一昨 十よ H 西部を 經て着 紐 
自 本俱樂 部に 投宿 
♦細 巧 U お 男 氏离岡 高等 商業 
學 校敎授 、去る 十六 H 着 紐尝府 
バィン 街 四 ニニ ニ じ 約 一 グ年滯 
巧の 善 

•旧 ロ 一太 氏滯紐 中の アジア 
輕銀會 化 取締役、 扁桃腺炎 手術 

の爲め レノックス ヒか 病院 じ 入 

院 加養 中なる が 逐日 輕快 不日 退 
院の尝 

•ま おす 化 彌氏紐 育 H 本人 會 
書記長、 旨 腹 炎 じ 罹ら 昨朝 グザ 
ラジ 病院 じ 入院 治療 中 


新 ゲーム 强一該 

に 使用ず る 諸道 具 格を じて 御需 
めじ 應 や、 値段 目録 表 送る 
ち f す一一, 40 E . 置賽 et , N . Y . 


¢35* . 一週 五 弗が 八 弗、 一 

_ 人 又は 二人に 適す、 

ボ應 へ 十み タイム スス クコ ヤ 1 

へ か 五 かを 話 カン バラン ド呈呈 
呈喜 FBro 量。 黑瞄梅 子 


巧 蹄 スペシャル 


生わ さび 
わさびが 漬 
小 綱の 巧 潰 
末廣だ i み觸 
干 白魚 
盛ます 
串 一 .略 


斤 桐 兄弟 商會 


蔑 琶湖產 

賴貝 水煮 

规 ホ、 & た 其 化の 料理 じょく 
血液の 巧 動を 補助す る 御藥じ 
もな b 去ず 


品質 本位 


桑 山簡巧 

114 星 ST 5妾 ST : N . Y . G . 

呈呈巧 京 咨 nt 21 なム拐 7 


東京 願 會特吿 


樓井大を^ 

肉 彈一 •ニ 0 
吳义 手紙の 書 ホ 一. 六 0 
一二 省 堂 

コン チ f スか英 ニ •五 0 

同 英和 ニ •四 0 
東京 諸新樹 最近 號 

I . 

蟹。 東京 商會 

1 さ 去. 晝 Si , 产ご. 
ぎブ afaig ち 萬 59 


時下 愈々 卿 淸康の 事 ご 御喜び 
申 上げ ま-て’ ルを も 一昨年 ホ 
日义义 化學會 設立の 爲め歸 朝 
致しまして から 巧々 一年 有半 
漸ゃ （を 志の) 端を 果たし 滿 
韓 、歐 おじ 諸 國の义 化 事業を 
視察して 去る 十一 日 無事 歸紐 
致しました。 全く 皆樣 の御懇 
誠の 踞 S 深く 威 節 致して 居ら 
ます 直ち じ蠢上 平生の 御無沙 
汰じ對 し 御 誌び を 申 上げ 御懇 
愤じ對 して 巧 禮を申 上ぐべき 
當の處 頗る お 込んで 居'' ります 
ので 乍 略義锅 上で なも敢 へず 
.歸 紐の 御挨 がを 申 上げさせて 
おきまず 

日米 立 化學會 

角 田 柳 作 
辱知 諸彥 
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H.S«*SoW. 

303 F な 化 Ave ， 

Tel. Caledonia 4101 ' 

巧 田 巧 事 株式 會 姑が 育ま 巧 
Uchida Tira ぷ n ぞ Co リお C. 

1 1 Park Place 
Tel. Ba 化 ! siy 1576 

島 貿易 株式 會お 
Shima irading Co., Ltd. 
150 Broadway 
Telephone Rector 1484 

株式 會せホ 尾巧會 
Akawo 底 Co リ L 化， 
2SS 打れ h Av も， 

Tel. Caledonia 9758-59 

ホ 倉 製 絲巧績 巧 ま會敌 
Ka れ Icura & Co., Lt ふ， 

200 Madison' Avenue 
Te!. A*n!and 4545-4 呂 46 

に Mikimoto 

M も ; mo 化 Penrl, 

. 535 Fifth Avenue 
Tc!. Vand が bilt 2 が 9 

大倉 お 總脊 支店 
Okuira 在 Co., 

30 Church St., 

Tel. CorUan か 2292-93-94 

H お 巧 ま 貪 社 
巧理巧 
高 读巧會 
側 わ扣 dwy, fi. Y. G. Tel. R 扣 ior 川が 
Facto け； 2 叫 Rawson 化しし （! け y 

を 野 叛產巧 ま會社 
Asano Bussan i^ompany 

Koom 801-805 
165 Broadway 
Te!. Cortlandt 8047 -80 目 2 

Gdsho corporation, 

S 巧 k importer み 

が E か t 目 4 比 Stre が 

Tel. Aahiand 498?-9! 
Gosho Co., inc.. 
Cotton Exporters 
妨 Beaver なぃ 
Tel BowHng Green 巧 明 

巧 巧 洲巧道 巧 まを 社 
化ち 争 巧 巧 

Sou 比 Manchuria R. R. Co 。 

Koom 202 も Canadian Pac 祀 c BMg. 
342 Ma ホ son Ave. 

• T«l. Vanderbilt 4135 

H 井 あを 巧ま會 社 . 
お育まな 
Mitsui & Co,, 

65 Broadway, 

Tel. Bowling Green 7520 

巧 ま 會お岩 井 巧 店 
な 育ま 巧 

Iwai & し 〇 ., 

Woolwor 比 Building, 
Tel. Whitehall 6040 

H 塞 商事な ま會社 
が 育 支店 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

(M な suM ふ i Co •，い d.) 
120 Broadway 
Tel. Rector 2560-2564 

大阪 朝日 ニ 東を 朝日 
化 巧ま內 
Osaka Asahi 

Room 619 World Building 
TeU Beckman 4860 

a 本締 巧賊慨 
な 育 支店 

お pan Cotton Trading Co., Ltd., 
な Avenw, 

Tel. Madi Sq, 3695 

曰 氷 生糸 巧 ま會お 
お 育 支店 
Ni 训レ化 1 K り 巧！ a 郎 SH 化！ m は HA 
がに 排 ぶの KHTO CO • ，じ 巧 >.) 

1 Park Avenu み 
TeK A 此 Und 62 が .4 了 が >49 

巧を 巧會巧 
が 育 支 巧 
Hara 在 Co., 

443 Fou け b Av も 》 
TcL Caledonia 7 の 0-3S 

呂本 生糸 株式 會お 
紐 育 支店 

Morimu ロむ ai & む . 1 AgenU 

44 East 23rd St., 

Tel. AftMand 5320 

大阪巧 日 ニ 東京 日日 
鈴 木 S 巧 
Osaka Mainichi 

Ro';:n 306A Wo パ d Building 
TeL Beekman が 巧 



奉 天の 新 督辨張 學良將 軍 

東 一二 省に 靑天白 曰 旗を 欲 だず 

1 ..... やぅ タく 雕れる 南京 革命 敕府 

まま 特を廿 二日 巧 == 巧を 化 府は爾 く 日本を 侮 b 濟巧 事件に おする 態度ら ー變し 勝手 氣 儘な 宣 
一巧を 飽 おし、 東 S ちを か 立して 誠を を 化て 革命 政府 ど 結べ どけ 號 して ゐ る、 一方 新 奉天督 辨張學 
一 良将が は 東 S ぜじ宵 天な 日が の觀 ろを がせず をが 獨立か 域 f せんど 劃策して ゐ るが、 タ しかつた 
張 作霖お 軍の 專 制を 治に おおの 反 お 運動が 起つ てゐ るので H 本は 張學 良に 其 ホを 忠言した、 張 作 
霖 のを 謀總 をで あつた 殺ず 廷お 軍は をを 政府 ど歡 をを じ 欄 州 じがて 銃殺され たどの 說は 今は をく 
，誤報 ごがら 廿 一 H 巧 奉 線で 舉 天に 向つ た。 

; 東京 特電 二十-目 發 i 久しく 死を 秘められた 奉 天の 張 作 霖將軍 逝 まの 旨 
; 本日て 巧に 發 表され 廿 一 ニ 円より 間 じ 直り 一大 法會を 解窝む 旨を 表した 0 

ま 京 特軍廿 -日瑶 = ぶ H の閣難 じがて 山 巧 省な 巧 軍の 撤退 期に 關 聯し禪 々ど竊 譲され たが、 
'この 際濟 ちがよ b 撤 おす もこ ごは 當 がで あつて 巧 等 同地 じ駐 をの 必要を 認め やがら ざれは 滿渊 
のが 態 も 靜隱じ おする こごは 出 ホね どい ふこ ごじ ホ數の 議論は 一致を 見た が 白川隆 楠は 閣講 を、 
『山 東 おの 献 ちは 未だ 應諾お ホ や、 轴鮮 の駐巧 軍ら 手薄で ある』 こ 言 巧した、 をはが 府 じがでは 
- 朔鮮幾 楠の 新計剧 どして 缚 ちの 化り じ 十二 做 大隊の 步 兵を 豫備 及び 後備 兵よ b 募集す ベ （を究 中 
である、 而 ，して 支那よ もめ お報じ 化れば お 風の 陸を 八な 人は 利權確 巧の ため 威海 衛 から 秦皇島 じ 
出聊 した。 - 

ロン FA 〔聯 を】 甘-日 發 八 i タ—軍 報じ おれば 上 お 駐 化の アメリヵ 總 領事 ヵンニング 《 
ム を.：？ 明りを W て 南を 妓 がの 外 お 總長王 正 廷巧ざ 食 見すべく 恐らく 南を 政府の あ認 巧び 駐屯 軍め 
敞お 等に 觸む ももの ごして ホ 巧視 されて 居る。 

束 京 (硕 合一 甘-日 發 === 楊す 江の. 一 帶も稍 年が じな つたので 海軍省では 波 遣 中の 巡涕 艦神遽 
闲武段 必び四 集の 骗逐 燈に凿 して 歸航 かみを 發 した。 

天が 〔棘を】 せ-日 發 = 天津 駐屯の 南を 単は 昨 お 深お勞 農。 シア 德 領事館を 旗檢 しま 那人共 
ま踞 けが タ數の 武器を 时舘 じ隱扳 して 短る £ の 風說じ 就て 化識 ベ. たが 纏 領事 グレコ ダ 2 フ氏 護身 
用の ビスト^ 化 挺を 發見 したの みで おを 黨の 武絕 や赏傳 書は お 見され なかつ た、 尙ほ南 軍の 一隊 
は 夭が 郊外の 貯水 化を 製 ひて ま涨ん 役人を 傷 パた 上を 子を 强 要しれ， 


奉 天 政府が 

政策 改造 

敎 育の 振興 標榜 

求 天 特電。 ニユ 3— ク •タ井 
ムス 紙】 二十 一日 壊 n 張 作寐將 
軍は 則 おじ 燦彈を 巧 げられ た 際 
賊じ巧 去して おた が 

政治 上 の理 曲ょ > して 堅 

くが 密じ附 せらい 昨り をな てを 
まに 逝去を 發 衣しを 天府は これ 
ょり ：' i n じ- 宜 b て 喪 じ 服し 商 巧 
其 化は】 がを 巧を 焊 止して 化嚴 
なる 葬ぶ を 替む酱 じて 爆 禪の黃 
巧 じがて ま孤宫 患け 類ら じり 本 
ち おを 化み 居 bu 本侧ょ 6 眞化 
のを おを 求め 招る もこれ じ應せ 
中 一純 不 をの おじ おちて 居 るら 
の I ホ だ树等 不穏な 巧 動を 見る 
に莖ら や、 張 作谋將 軍を 繼ホ L 
てを H 巧の 巧辨 ど。 つた 長 巧 張 
學な おおは 本年 


巧 乎る 巧必 である £ 述べ お 日本 
を 策 じ 就て は 言明を 避けつ i あ 
るが 國氏黨 政 麻との を 協 じ 就て 
づ| 化 京 退 まじ 隙して 投 軍が 最初 
の 約束 じな しを 天軍の 武装を が 
除す る じ まつた 事 實を鴨 じして 
彼等の 不信を 詰 も、 張 お昼 及び 
お 巧巧將 軍は 化然 どして 盟 ぶで 
ある V ー發 表した。 

:對支 要求 說 

外務 杏認 

溝 南 事件 善後策 

ま 京 特電 【ニユ 31 ク •タ井 

ムス お】 廿日 發 U 日本 •い 濟南幸 
牺の 善後策 ごして 

支那 じ 掛し靑 島 及び 辦南 
のボ みを 國際 營理 ごし 山 東省鐵 
道を も 日本ん の 手で ま 配す る ご 
のを ホ說 C 前號の 本紙 所 報〕 は 
外務省 じが b て 固く 杏定 されな 
の 報道は H 曜 H の郝下 新聞が 


ホぶ 歲の靑 年で ゎるが 仲 I 報じた 巧 謂 日曜 補で あつて 推測 
中の 絕 つか b おで々 後の 政策く I の 化 據は參 謀 本が の 情報 巧 長 松 
U て，： 5 ; か々 お. か 濟巧府 ょも 歸ホ しで 巧 
門 - J 巧 ホの 藥 威。 I 化のを をが 頗るを 谢 しおる ため 
ごこ 外を 政策 どして はみ 國^ タ规 軍隊 中の 舊 軍人を 絶を じ 出 
ご 巧 等のを 雜じ 於て 巧が しす 一入せ しめない ことを カ說 してを 


年等條 約を 結巧廢 楽せ しめる 
U ニ】 内 蚊の なを。 

〔四】 お 拥一帶 じ おる 敎育狀 
應ム义 改革。 

〔五】 國巧黨 政が とを がし 諸 
間 趣を がか 禪じ解 巧す る。 
等の 五 網を 化 本 ごして 居る^ 敎 
ち ホが にがては 亡父の 

遺產 約： モカ f こ £ 


那人 居住地の 施政に も 一巧が 人 
の 平 巧が 必要で ある ど 述べた の 
どを 近靑 島の 膝 m 總 領事が 歸朝 
千 化な 化 ニ 年の ヮシントン 條約 
じが b 

靑 島の ポ 政は 一 應外國 A 

.こ 協證 する こくじな つて 居る じ 
も 隅ら すち 祁 官憲 かこれ を 無視 
して おら こどを 語つ たじ 起 がす 


る もの t 如く 巧 お 當 局は 濟南府 
じは 何等か 人 租界 や 居留民 地 も 
なく 從て H 本 どして は 租界 設立 
の 意志らなければ 權巧 もない ど 
否を し ヮシントン 條 約に 就て は 
馈約滨 お 條じ化 b 支那 官憲は 居 
留外入 VJ 妥谣 する の必耍 あるじ 
醜らず を然 これを 無視す るの み 
な 

巧 孜 じ 就ても 一を した も 
の i ない 點を 擧げ 山を 省 数 道の 
管理を： n 本人 ごする こ £ は旣じ 
山 東 省 還附の 際に 定められ たこ 
どで 現じ H 本人が をの 衝じ當 つ 
て 居る が鐵堪 貸附け 利子の 回 化 
不可能 じじつて 居る もの 《 H 本 
は 放て これを 現ぶ 要 ホす るの 意 
志は ない ご 述べて 居る。 が ザみ 
將の談 じ 化れば 濟南府 のず をは 
化然 どして 繼戀し 居ら 國 お 軍が 
巧擧裝 ホの 晦 ある 外 日本軍の 禪 
藥 庫は 最近 

二回 じ 直 6 て爆發 されね 
がホ哨 一名は 背後よ b 繫 殺され 
たが 今日の 狀况 よも すれば H 本 
軍は 一層 撤兵す るか おら ずん ば 
權 巧を 腺 張ず るの 外な くこの 意 
がより して 荫 租界の 管理には か 
闕 人を 員を 任命す るの 必要 あら 
ご說き 若し H 本 軍が 撒 おすれば 
現巧巿 巧を 装ぶ 化 軍の 收淺を や 
馬 賊じ攸 て 惨劇を 繰 返ぶ じ ま 
るべ < 現 數 千の 支那 人は H 本 
軍隊の 保 誰 下 じある 事實 を擧げ 

一部 農 ほは 主 地を を 配して 勞農 
制度を 採用し 

富が な 濃 氏から 高 稅をお 

.つて 居る こ W も 語つ た。 而 して 


巧 南 お 事が の 要 あじ 隅し 畑 陸 巧 
ホ官の 語る 所 じ 化れば 事件は 巧 
じ 外を 當 局の 手 じ 移ら. 陸軍は 單 
じ 居留民を 煤譜 して 居る じ 過ぎ 
ない VJ 言明した が 滿洲の 形勢 も 
案外 や 和 じ好轉 して 居る ので 當 
厨も將 ホを 樂 観して 居る。> 

老探險 家が 

行衛 不明 

軍艦を 化し 捜索 

スピツ ツバ— ゼン •キング ス 

灣 甘-日 發 n ノ — グゥ S ! の 化 
極 探險家 じして 先 巧の 化 極 飛 巧 
船 探険に ノビ グ將 軍と 巧を 其に 
した ロ ー 八ト •ァマン ゼン 巧は 

目下 化 極の 水上に 遭難 中で ぁる 
ノビ グ將帘 の 一巧を 救 ふべ （フ 
ランスの 飛け 機に 乘 じて 出發な 
來一 二日を じ 至る も 消息が 然しな 
い爲め フラン マ 政府は 軍艦 ニ隻 
じ岀 動を を じて！ 巧の 巧 衛を搜 
索すべく ノ！ グゥ 玉 1 政府 も 船 
をが して 教 助に 赴いた わ ホた 巧 
等の 確報に 接せ や、 巧て ノビ グ 
將 軍の 一巧は ィ タリ ー 飛 巧 機ょ 
b を 類 及び 食獨 おの 供給ぶ をけ 
近 （救助され る 模様で ある。 

反 禁酒 聲明 

スミス 氏の 參謀 

ヒユ ー ズ トン 甘-日 發 H -1 ユ 
ョ！ ク州 知事 マミ K 巧の 大統領 
立 あ 補に 蜀 して 參 謀を で ゐるノ 
1 マン •.マック 巧は 新聞記者 劇 
どの 會見 じがて. 禁洒 問題に 對す 
る 知事の 立場を 明か じし 

スミス 巧は 憲巧第 十八 項の 修 
正は ，一 殻は 衆 投票 じ 依らない 
從て 民衆の 蘆 志 じ 反した 非 民 
ま 的な ものである ピ 認めて 屠 
る、 をに 氏は この 憲法を 潑棄 
し 今後 禁酒 乃至 非 禁酒は が 民 
の 自由 投票に 一巧し これを 中 
央欧 府が騷 巧す る 必要は ない 
ど 認めて： as るので あるが、 現 
じァメ 9 方 人が々 ナダ 國 境に 
.をいて をす 數巧巧 弗の 金は 巧 
いも 飮疆 料で ある、 こんな 馬 
鹿氣 ねを 律を 風 あが 魔々 し < 
勵 巧す る必耍 はない 
VJ の 意 ホに 化る ステ ー トメ ント 
を發 をした 0 

共が 黨 幹部、 こ 

選 擧の對 策. 

ゥ ホー ク 氏が 選 擧總を 
ワシントン 甘-日 發 = 共か黨 
大統領 极補プ ーゲァ ー 氏は 副大 
統領 候補々！ チス 氏ど會 見し あ 
らじ速 U じ肯 をて お和黨 幹部 ど 
曾 見のと 選擧對 策を 協議しつ^ 
ぁるが 本 n 滿煤 一致で 選 擧總長 
ど L て 現じ 內お 長官で をる フ— 
ダァ！ 氏の なお 補 じ 就て 最初ょ 
ら巧 力し つ I あつた ゥォ ーク氏 
わ當 選し をの 他の 幹部 も 巧を を 
見た がフ！ ゲア— 巧の 辭職巧 じ 
就て はがが して 居ない が 恐らく 
を數 週間 內じ發 ぶす るで をら， つ 


不戰終 約で 

新 交渉 着" 乎 

ホ佛 遂にを 協 か 
ワシントン 廿 -日發 n 國おを 
宫ケ曰 ツグ 氏の 提唱した 不戟條 
約 じ 就て フランス 政が が 稍 態 お 


f g うめのみら 金 ニ 一 

The Way of cme 

巧 y E をを A. lawyer 

H 本 婦人の 淸 （- i て 美しい 節操を 化 どして 化 おする のはを お 
な蜡や 海棠では なく 餘を のま だまち やらぬ か 巧の 頃じ嚴 霜を 强 
いで お < 『梅 J でぁると 云 ふの が 寒を ッ I ャァ女 おの H 本が 人 
おでを るが 女史は 日本の ぶ 人 ごして 深 （日本 渝 人の 淑徳に がが 
し 桌婦の 巧 說や近 松 お 雲 U での 戯曲に も 通じて 居る。 

吳 文小說 『うめのみち』 はま 人を を 武± の 一人娘に 、時化を 
明治 王政 雜新 煎じ、 而 して 煤 面を 東海道に 採つ たもので を想淸 
健、 筆致 典雅 讀者 をして 宛が 英义で お 琴の 小 說を讀 む 興趣を お 
き谭 さしめ る 0 I 

英文 小說 『うめのみち』 は 松 平 節 子が じ デ ジヶ ー ト しわ もの 
で 巧 文は 有名な お グリフ キスを 博 十-の 筆に なゎ 裝 帳洒麗 家庭の 
讀ら のどして 又は ホ 入への 贈答品 ごして 絕 好の 一書で ある。 

政て 江湖の 一 讀をお 憑す る 

.次週 配本 M 郵 稅向拂 

紐 育 新報 社 




の 明白を 缺く のみで 化 巧 强も大 


体 承認した おじな つて 屠る が 政 
府 はこれ が 完成を 確實 じする 爲 
め 前文の 义 言を を 少なめ 締結 團 
か 違約して 敲 力行 爲じ 及んだ お 
合 この 條 約の 自然 消滅 條 項を 如 
へ 目下 フランス 政府 ごを 涉 中で 
ある どの 說 商く ク P 1 ザグ 大使 
は 今朝 ケ n ツグ 巧 i この 問題 じ 


就て 會駐 した、 尙ほ 政府は 本 傑 
約を 巧 半球に もぶ ばす 某 ホょり 
して 本年 十二月 四： a 頃せ 郡 じ 化 
アメ 9 力 諸が 化を を 召を し アイ 
リカ 侧 ょ， 〇 はグ曰 ツグぶ び前屬 
務 長官 ヒュ ー ズ 氏が を權 として 
出席、 不邮條 約を まどし' た 議題 
じ愼 重なる 討 簾を をげ る こ ピ じ 
なつて ちる。 


本な 東を 時電 (禁 お町轉 載〕 


义 I タ 直訴 者化づ 

離宮 巧に 突進した 別の 直訴 者 


【廿 二日】 十 化 H 午後 ニ 時 聖上、 皇后 兩 陛下 じ はか 乂宮御 墓 
巧 御 遂拜の 道す がら 御齒簿 が豊窟 ヶ丘 あ C 觸通 遇の 際拜觀 者の 
おから 一人の 男 飛び出し 盧訴を 企てた が 直に 捕 へられた、 彼は 
根 唐 順 一郎 010) ご 云 ひ 嘗て 注射 療養所なる ものを 開いた が 警視 
廳 から 閉鎖の 命々 を 受け 其 處舊を 極度に 權り 化擧じ 出で たらの 
で 之が ため 御 齒簿は 暫時 進 巧ず るを 得 や 恐れを くも 聖上には こ 
の騷 々しい 光景を む 目 じ 正め させられ たので 重大な 責任 閲 題が 
趣る だら ぅど？ 右 化 人 根 岸は 某 後な 調べの 結 あ 幾み 精神 じ異狀 
ある こどが おつた。 が ほ 本 H 宮内省は みの 如く 別 じを 訴若 ある 
こ S をを ましれ —— 成 島 音を (ニ 六) は大森 海岸 埋立反 毀の 直訴 


狀を 持ち 赤 巧 離宮 正門を 突破し 玄關 まで 突き進んで 逮捕 さる。 


樞密院 の 賛否 同 



治を 維持 法じ對 して 今は 化默を 
守る が ホ 歳 曾には 之を 0 て 梅 力 
戦 ふこ どじ 態 巧を 巧を しだ、 化 
間 じがて 惧密院 な 何等の 修正な 
< して 該案を 迪過 さすべ <豫 巧 
され 政府 當 局は 樂觀 して ゐ る。 

段な 黨對 支聲巧 

【甘 二日〕 民政 黛は 掛支聲 明を 
あし 『山を 出を は大 失敗に 終 
つた、 支那 統一には 力を 貸せ』 
とい ふ 0 

义 大使 暇 賜歸米 

〔甘 二日】 义國 々使 マクベィを 
は 全家 族を 伴ひサ 一日 正午 橫 

濱お 帆の エム プレス •々ナダ 

号 じて 赐暇 歸國 した、 御大 禮 
儀參 列の ため 十 巧 初旬 歸 還す 

か 野 子 丹毒 入院 

〔を 百】 巧 兜 會の水 野 直 子爵 
は 丹毒 じ 罹 6 化 段 病院に 入院 

しち ■ 

± 地金 離の 會社 

【を 百】 ± 地を 融 改善の ため 
勸裳綻 巧は 資本金 一 千 巧圓で 
± 地 取引 會 社を 起さん ど。 

鐵鑛 供給の 化 償 


〔サ- 日】 を ま 維持を 繫急赫 ホ じ 菊し 樞密院 委員 會は寶 巧 同 
数、 本曾議 じは 閣僚 全部 お 巧 一して 投票に 參 加ず ベく、 おを 黨は 


/-。甲-.;' 


【甘 一日】 鐵鑛 供給の 巧慣 どし 
て フキ タブ ビンよ わ 五十 巧圖 
.離 通のを 渉が あつたが 巧藏量 
は S 百万# 位 だ ど。 


ぉ 超轉換 期遲延 

【甘-日】 本年は 貧 あぉ 超轉換 
脚遲れ 上半期の 入超は ニ 借 S 
千 四な 巧が を 當だ ど。 

社外 船 航海 復舊 

【甘-日】 社外 船ず 雖 解み じ 依 
ち 海員 全部 就 化の まじして 大 
阪 商船には 大彭醬 を 蒙る ベ- 
を の爲め 内地 航路 賃銀 一二 等 
は 一 刺、 S 等は 五を 位 引上げ 
て 船 肖 待遇に 廻ず をで ある、 

兩相引 上 案 賛成 

【甘-日】 熙稅引 上 案じ 掛し 一二 
主藏相 V 中 橋 商 相も闽 意して 
同 菜は 具体化して 來 た。 

滿鐵が 產切捨 額 

【二十日】. 滿徵 はが 產 整理の お 
果 車輛のを びた もの 巧 他の 脅 
を 切 艳額一 慰 四千 五 巧 餘巧圃 
だ ご。 

松 島 事件の 控訴 

ご 一十 日】 松 島 事件 控訴を 巧は 
十 乂日大 酸を 訴院じ 開廷、 を 
浦 勝 人、 髙見么 通 氏 等が 廷し 

ち 

首相の 淳顏崇 ろ 

ご 一十 日】 貴族院 議員 連は 歷誰 
問題 じ關 して 旧 中 首相の 馬 耳 
東强の 態度 じ 憤慨し 近 < ステ 


'を發 する ' 



副大統領 候補 勇！ チス 氏' 〔下】 


女房役に 格が む 人 

過 まが 四 年 じ 輝く 上下 議員 生活 

上院の 生字引き から 鑛理へ 


千 八ち か 十四 年の 總選 
擧 じがて 彼は 岳び 大タ數 を 化て 
下院議 眞じ當 選した、. 彼が 斯 （ 
人氣を 博した 所な は 彼が 選擧區 
じ 於て 誰彼の 區 別な < 、常にが 
衝 ずるのを 怠らな かつた 爲 めで 
々ン ネス 如に 於て 彼程に 選擧民 
ご 個人的 じを つね 覆は ない £ 云 
はれて 居る、 モ八百 化 十 ホ ザ じ 
ち 巧 選した、 をれ から 九十 八 年 
千 化 百年、 千 丸 育二を、 四 年、 
六 年 ご いづれ の 年に 巧ても 敗 選 
しれ こどは なかつ た、 モ化 穿と 
年-しな 當時 逝ました 上院 讓 員'， ハ 
1 トン 氏のを 繼者じ 巧 命され て 
モ化百 十二 年の 德選擧 じ 巧 選を 
爭 つたが、 投 はタ數 をよ めた 
にも 關ら ず、 選擧區 翻の 關係か 
ら阪 選した 


彼は 政敵た る ごを さを 聞は や議 
員 ど 個 九 的 じ 親しい 驟 係を 技ん- 
だ こご もち 名な 話で ある、 特に 
彼は 一旦 物事を 約束した が 最後 
これを 履 巧す る ミい ふこ ピじ就 
ては 特に 人々 の 信用を 博し な、 
故 じ兩踪 でら 『力； チ ブの言 ふ 
こ W はを の 儘 証 义ご考 へれば い 
い、 巧 枚の 証文ょ らも ホ； ナス 
の 一言の ホが 確か だ』 £ 云 はれ 
ぇ 程 じ 信義に 厚い 人で を つれ。 
これは 彼が 有する 唯一の 政治的 
駄產 でを つた。 

◊ I ! 院內 總務の 一人で ある 
彼は 議員を 常 じ鞭撐 して 總理日 
ブデ 氏を 授けた、 彼が 現 巧院內 
巌理 どして 典か黨 議員を 統一し 
て 居る のは この 當時 じがる 經驗 
じ 基^ ^ ものであるが、 ロ プチ わ 


◊ 一の 選 擧瞄制 も 千 化な ~ 總 理の當 時で も。 ッ デは 巧 加が 




一 


S 


十一 ニ 年 じ： i な 正されれ 結を 今度 
は乂タ 數で當 選し、 をら じ 千 化 
百 廿年じ も 上 院議 貴 どして 巧 選 
しね、 下院議員に 巧つ て 出た な 
巧の 彼は 徹が徹 おが かま 義をま 
持した、 產業 やが 政の 方面 じが 
て も 巧に 『國 家の 爲 めに』 利益 
じなる 稼な 議案に 就て は 常 じ ホ 
方 VJ なつて ちじ、 彼の 力量は 首 
都 じ 赴 巧して 間もなく 非常 U 位 
置を 占める こご じな つたが をの 
遣 b ホ じ 至つ ては、 通常の 所謂 
政を 蓄流ど 異なる ものが タ かつ 
た、 演說ら 極めて々 駭 でけ ぁつ 
たが、 をの 諭旨は 常 じ 堂々 玄し 
て聽 をを 說服 ずる じ おる 率實を 
狠據 ごした。 

◊ :| 上下 兩晓 の院刖 じ通曉 
した こども お么な ものである、 


な 討論 じは 耳を 傾けず、 重に 力 
1 チマ じこの 大役を 一 巧した も 
0 でを る、 殊に 巧ぅ しれ 重 巧 じ 
を ふちは 自黨 議員のを 格を 始め 
どして、 住所 や 住を 電話 番號ま 
で覺 へて 鼠く ことを 必要 ごして 
居る が、 この 外に 上院議員が 首 
郡を 去る 瘍 合は 何處へ 巧つ て柯 
時まで 滯 巧す るか 等と いふ 面 到 
の 外に、 一巧の 議案は 巧 ょらを 
の 議案 じ 街し この 上院 讓員 はい 
かじ 投 漂す るか、 等と いふ 面 到 
まで 見なければ なら 3、 お 人が 
しの ク ー チス 君は この 厄々 な 仕 
事に 向つ て 嫌な 顔 もせ やに 遣つ 
て 除けた、 溫 かい 人 問が、 これ 
も 彼が 天賦の 特性で ぁつた。 

◊ 耐义 ごい ふこ ごじ 就て 

彼は 明かに イン デ アンの 化を 繼 


承して 居た、 議員 生を を 送る こ 
と 正に 化 四 年、 こめ 間 じがて 玉 
おを 混 巧した やぅな 演說を 常に 
傾聽 する ごい ふこ ごは、 巧して 
化 人の 爲し 能は ざる 化 事で ある 
斯 かも 我が々！ チス 君は 一向 じ 
倦怠し わ 色 もな く 寧ろ 喜んで 他 
人の 說を聽 くごい ふ 熱 ふ 家で あ 
つれ、 彼が 0 ッデ巧 巧した 後の 
共か黨 上院 總理 ごな つたのは 千 
九 百 二十 四 年の こどで あるが、 
クー リッ デ 大統領の かく 幾度 か 
巧の 判斷を 基礎 ごした もので あ 
つた、 殊に 政府 まの 巧 巧 ごい ふ 
I は 総理の 最も 必要な 職務で を 
るが、々— ナスは タ くの 燒 をを 
の 職責を 完 ふした。 

◊ 彼が 逝 まじ 巧て 巧 力し 
たもの じ ま 巧なる 譲 まが 勸< な 
い、 婦人 參玫 案じは 第) じ寶成 
した 外、 禁劑 案、 外 國人ご 結婚 
しれ ァメ 9 力 婦人の 權利保 蔑、 
女囚に 勒 する をを 閥 政府に 化る 
あ屋の 提供 等 も 彼が ま おした も 
ので ゎつ た、 總理 《 外 じがて を 
員、 豫算 委員、 巧 採 委員 お 他に 
願 係して 居る。 

◊ ク— リッ デ 大統領が 有 

'名なる スブ ー トメ ント 『余は 千 
义な廿 八 年の 大統巧 おじ 较 補た 
るを 欲しない』 ご 發 ました 際、 
カンす ス州じ 於る 彼の ぶん 達は 
をく々 1 チス 立候補の 運 邸 じ 着 
手した もので をる が、 要 & 深い 
彼は 大統領の 眞 窓が 巧 巧す る i 
で 立 候 捕は 欲しない ご 言明して 
居た、 然る じク 氏の 引退が 漸く 
明白 ごなる や 彼は 始めて 立候補 
を 承諾した ものであるが、 當隐 


の 彼は 『なは 單じ ヵン ナスが の 
寵兒 W して 形式的.' な 投票を 賞 ふ 
ここは 嫌で ある、 若し ホ 校 補す 
れば 最後まで 驟 ひたい』 ど-い > 
巧 意を 發 表し ロ。 

ク： ミ… 上 魔 議員 ボラ！ 氏が 立 
お 補 者め 禁酒 運動 じ おした 質 間 
をを した 際 彼 立言 下 じ 『なは 絕 
對禁 極論 おで ホる、 なが ヵン サ 
マ 如 じ 於る 檢察官 ごして 酒店の 
閉鎖を 命じた 記録は 雄 辯 じこ れ 
を勒 語る』 ど 言 i 明し、' 偶々 大統 
領族補 どしての 猜 貧を 聞かれた 
'時、 彼は 礙 然として 『栽が 過 ま 
化 四 年 じ 直る 議員 生活は 邸 七 お 
の 政綱を 物語る』 ど元氣 のい、 
所を 見せ わが、 運命は 遂に 彼を 
して 副大統領たら しめた、 蓋し 
彼の 巧 格ょ b 推して 彼の 搜 格は 
大統領の 器で なく、 女房役 ご！ 
ての 融 大統領の 若が 適當 である 
から 知れない。 

◊ 彼 じは 二人の 姉妹が あ 
る 外、 千 八な 八十 四 年 じ アン 三 
べキパ 壊と 呼び 化トぺ 力の 婦ん 
ご 結婚し 一人の 息子と 二人の 械 
をを けたが、 夫人は 不ホ じしで 
病氣に 罹ら 約 八 年は 猿人 同様の 
生活を 送って 居た が、 千 化 百 A 
四 年 じ 化 巧し 力 ー チマ 氏は 爾ホ 
首 郡 じある 妹の 邸を じ 寄留して 
居た、 今度の々 ンサ マホ じめ も 
大を でも 巧の 推薦 演說は 娘の 牛 
ネト 夫人が 試み 『まは 妾の 父 羊 
ヤ ー 瓜ズ •力ー チ スを副 大統佈 
じ 推薦し ます』 と 簡單な 滿說シ 
試みて 大 喝采を 隙した 相 だ、 前 
大統爾 は由來 政治家の 墓琪 ど 姑 
せられて 居る が、 この 墓诲か f 
幸運 じら 大統領の 椅子を 占め わ 
人 も 勘くない、。 1 ゼ ゲ玉グ I 
氏が 暗殺され た マツ キン レ—' 5 
繼 承し、 近くは パ ー デン グ氏 C 
巧 後じク I リツ •チ 氏が ホ クキ’ 
パ ウスの ホ 人を じな つた かき、 
巧廚の 適例で ある。. 
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♦を 籍 ♦雜誌 ♦巧閱 
縱覽 室を 開 
執務 午前 九 時ょ も 午後 五 時 迄 

織臂 日本人 會 


ブロ — 

ま 


話 


サ！ クが 


でイ 一とと 五 
~ 00 と 0 
1 00 と 一 


稅關 事務 

東泮を 化が じを 世 ホ 
の お出 乂ホ法 じ閱ず 
する 一切の 御 諮問 じ 
應じ巧 道 お船貨 のを 
貸 及 出帆を お 曲 手爲 
書 等 進呈す。 を 要 都 
ホ じ化理 巧を みし 誠 
貸 おを 御用 命に 應や 

お險 取扱 


i 鷄 揉治攘 

マ ツサ！ ジ 、整形 

藥 風呂、 水 お、 電氣 治療 

西 持療院 

フイ ジオ シラ ピスト 

を認 西が 幸 巧 
午前 化 時— 午後 九 時を 

出張 治療 ニモ 應ク マス 


m かお 

加 C - M 

rl 

n ^ U 
2 3 h 


な 育 州を 認 
內務省 霞 許. 

ま 京を 大醫 巧大學 
產婆 復習 巧 卒業 

_產 婆 お本綠 I 


換眼 おじ 眼鏡 調歸 


日本， 支那 寶玉製 美 
術 お、 婦人 用を 飾 其 
化 裝飾品 

岡 島！：；；；；；： が 

高等 美術品 修 浸、 

首 節 品、 スト リンダ 
日本 服 裁な 


まか f 索の 

• ■- 


i 養 さ， 

125 Pa Ave . N . W . Wash 喜 n - D . G . 

ヴ 一ち hone 萬留 


笠 ザ 洋服 庙 


時 西 

洋服 巧 


男女 靴下 類の 御 
用命に 應 じます 

リア グ ■ ン 'グク 

靴下 會社 化理店 

時 田 信次廊 


柬を南みノ巧》^1尸 ングニぉニ化ニ庭 

飾 締丸山 洋服 商會 


を 五十一 ニ 了 目 

ニニ 三 一 

か 藤 
洋服 巧 

t フ f なご ミ 


洋服 調進 

クブ— ニン グ 、ダイ 

ィング、 修禱等 一巧 

ミカド 洋服 店 

化 本が 
電話 ライン ランダ 1 

六 八 H Q 


をき 米國 婦人 
日本人への 英 
語を 授じ はを 
年の 經驗を 有 

ず 0 . 一 レ ブス 

ンと 十五 仙 
每 H 朝 义 時ょ 
らお 化 時を 柯 
時 じても 當し 
U 罹 日は 一 時 
よを 四時 迄 


稅關 事な 取扱 

目 目. 顚 & C0. 

す 1 ニ 苦 ニ Broadw ミ- 芸 

TeL ぎ wlin 巧 堅 sn 913 严苦ゴ 


齒お醫 木 下义市 

ゴ 0 宅. ご lihSt 

ぎ Monument 8 琪 7 


花 かろた 

はも {の 遊び 
ホを 英义で 米 國人じ 能 （わかる 
やう 簡單 明瞭に 說 巧した ものが 
出 巧 ましれ。 內を 目み 進呈 致し 
ます、 御覧 下さい。 

W K 呈 ニ4ミ召/ご4:害英百ぞ 


新鮮 魚 か 一切 

日本人 向きの 生 お 澤山取 b 揃へ 

榜が廉 潰で 大勉强 致しまず 

サヴオ ナ魚巧 

』 ose 巧 一一り PVO 百 》 

の 24 W - 61 を St . 

Hel . 001 CB 》 U 8 91 技 



J 司* 操縱 、機械 敎省 

•一巳® 點 火、 電 i を 

懇切に 敎授晝 巧兩科 日曜ら 開校 
日本人へは 秋 山 氏專ほ 敎授す 
Me 置 0 ミ an Au をぞ hoo ニ だ^ E . 吉 ihst . 


十を 年の 歷を ぁる 當 校は 多年の 
經驗ど 新 智識を ちす る敎 師を聘 
し 自動車 
操 縱法及 
び 運轉者 
の 修得す 
べき 必要 
な 機顆的 
智識を お 
期間 じし 
て 最も 能 
率 ある 徹 

を敎 習し 运 がを 得を 保强し 職業 
ロを も 周旋し まず。 
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艦船 御 巧 建 
船具 食料品 
和洋を 雜資 販賣. 

酿 出入 穂 關手續 
諸 荷物 運搬 取扱 

.遠 藤 小刀 商會 


助 (か 歌 山縣) 後藤 甚 之を 

右 のぞに 通 かを をき 儀有么 
お 間 本人 おくは 知人ょ b 現 
住所 巧 通知 願 上 お 

紐 育帝國 総領事館 

1 を 8養 をな New ジ rk 呈 一 


繫 巧は 實質 誠意 迅速 ま義の 
■基に 御 ±產 物 一式 卸賣 値段 
で販賛 致します タみ じ拘は 
ら中御 巧 命 仰 か 下さい ませ 
◎歐 ホを 鞠 時計。 漬時詢 一 ま 
◎寶石 貴を 屬 。銀製 器具】 ま 
◎を 補 萬 年 筆。 金銀 製 鉛筆 
◎蓄音器。 レ ユー ド 見本 陳列 
◎寫眞お。 タ ィ プ ラ ィ タ I 
◎船が 符 。紀を 窝眞帖 繪端書 
ブロ— ドウで I 巧と 十を 
頒事館 向侧雄 物と 0 五號ま 

巧 ザ 脅 

蔚ぶ商 A 

170 Broad さ ay , N - ごさ 
TeL C ミ iiamit 瑟ゴ巧 岩 


紅 育 __ ^ I 補 

張 作 霖の死 

I 滿洲 の將來 如何 

„ 毀嚳楚 贬は暂 らく 措き 支那が 
I をむ だ あ 巧の 怪傑 張作霖 け 日淸 
戰爭の 張本人と 脫 まれて 居む 袁 
世 凱 死後の 第一 人を でぁつ た。 
支那る じ 形が すれば 『身を 草蒋 
よ b 巧し 風雲 じを じて」 事 育 k 
滿洲壬 SGb 化 方の 大元帥 ごな 
つた。 五 尺の 短 おでを つたが 馬 
贼 上らの 膽ホ のかく、 腰の 据ら 
ない H 本のを 僚は 勿論、 慾の 皮 
の 突つ 張つ た實業 家を 手玉 じか 
つて 極を じ H 本を び B 本人を 利 
I 用した 彼には 支那 人の 血が 流れ 
^ て 居た。 動もすれば 彼を 巧 用せ 
I む £ せる H 本の 當局 者は 巧み じ 
^彼の巧めじ織弄され、 頤化され^ 
たのでは あるよ い 乎。 滿 洲王ィ S 
しての 張作霖 5 聲 望は 晚年漸 （ 

: 化に 壓 vT む どしつ i あつたが、 
最近 蔣 、圃 、おの 速 おじよ b 化 
をを 追に る {じ 至つ て、 益々 其_ 
影を 薄 く- 5 じ t 而 かも 奉天 がへ 
の歸 をお激 をを 兩 線のを 叉み じ 
がて 極あ隊 のために 襲 はれ 垂死 
一の が 厳を 0 て 歸遼後 幾何 もな く 
黄泉のを となを、 斯 くして 滿洲 
の 星は 噴ち た。 張作霖 のを 生涯 
一は 頗る 劇的 波 潤 じ 富み、 其が 幹 
^ ど 手腕 W は I か 半解の ロ 香を 流 
一 £ 到底 同 a じ 論すべき では。 か 
一つた が、 惜い哉 德操ど 信を どじ 
.'缺 （る 巧タく 從らじ ォッポ テ-! 
ストの 雄 ごして 國 際の 渚を 墓 じ 
暇を 吿げて 化 舞つ た。 乍 併、 一二 
; 國 誌み 死せ る 化 巧が 生ける 仲 達 
を 走らした と 间 じく、 巧せ る 彼 
，は 近眼の 描 中 內閣を まらして 居 
_ る。 彼め 長す 張學 良は 彼の エッ 
キスで ゐる くの 評を をけ て 居る 
由で ゎるが、 將ホ東 S 省の 天下 
^ を か 何 收攪し 巧る であらう 乎。 

: 張 作 霜は 彼み 巧 化 當時谁 一の 
_ 最高 顧問で ぁつた 王 永 江の 『巧 
境を K 』 ま 義がお 極 的で あるか 
:ら f 云 ふので ま那 統一の 野 位を 
:蹟秘 的に 試みて 失敗 じ おつた。 

: 南 化 統一は 理想 ごして は 一應首 _ 
_ 肯 される けれで も 支那の 現 情を 
なて しては 談 容易では あち 得な 
一い。 若し 張學 良が 新ら たじ 東 S 
I をの ま 人 どして 殿を しやう ごす 
一るならば、 智を王 永 江の 遺訓を 
I 整 守し •先 づ滿洲 じがけ る 民 ホ 
一の ためじ 苛敛課 求を 止め、 を 業 
の 開を、 を肯の 普ぶ じ沒 頭し 化 
境を 技 祭 一 ま義ぉ 標語 ごしての 
一善 政を 布 （べきで をる。 而 して 
_ 善隣 日本の 好な を 酌量して 相扶 
; け 相 倚るなら は 『滿洲 人の 爲め 
の お洲』 を實現 f る 巧 能 巧は 充 
を ある。 所 調 自衛 巧 ごして 南方 
とのを 協は 焦谓燃 頭の 急務では 
あらう が、 漫が南 ホの 提案に 聽 
從 して 化 級な 速 巧 近み 政略を 採 
: 用す る こどは 禍 化を 巧 巧に 胎こ 
^ す ものである 。宮人は 支那 自身 
! がか 巧 か 製しても、 か 巧 統-し 
て も 夫れ はぶ 邪の 固 内 問 趣と し 
.て 觀键 ずるまで ぐゐる けれ お、- 
化 あ 相 をれ ざる 南 化が をして は 
がれ、 離れて はを する を じ 迷惑 
; を U 本 じぶ ぼす お 然 たる 拳實じ 
願み て、 お 洲の獨 立が 張を なの 
時化 じ 完成す るの 日 わらわ こど 
を熱错 する。 


支那の 事相 ごを 那 人め、 む 巧と 
に綻 通ず る 人々 の內 じは 滿洲の 
獨 なは 一片の 理想、 を 論で ぁつ 
てち 那の 大衆が 覺醋卞 るまでは 
お 化は 相み しか 戰ム樣 じ 速命づ 
けられて 居 も ごま 張す るか も 知 
れな いが、 輕薄 じして 根 溝な （ 
ち 力なき 現な の 南 化 統一 こを 單 


な 4 夢想、 を 論で ぁつて 支那の 
ホ かは 先づ 『お 削の 獨 立』 ど 『巧 
方 政府』 どの 兩 立を を點ど すべ 
(其の 南化統 一 は 前を を だ 遼遠 
でを る。 化 見 化よ b して 支那の 
ホ か、 換言 t ればお 巧の ホ か 維 
持の 前提 どして 『滿 洲の獨 立』 
は摄も 賢明では あるまい か。 


のこ ど だ。 みぎは 軍隊 S 檢閱、 
これは 一年中 殆ん でか かし じこ 
どが。 く 

檢閲每 じ I ニ お 主義の 購話 
を 巧 ふ。 をれ からが が 一般 訪問 
者 VJ 會 見す るが 間で ある。 午後 
立 時からは を 例の 敌を諾 演會じ 
出席し、 ホ 時から 化 時 頃までは 
高等 戰術硏 究會じ 列席して、 靑 
年 ±宮 等 ご 共 じ 熱必じ 研究す る 
この 會 じは 大隊 長な 上の 將 校は 
を 部 出席し なければ ならない。 
午を 十から 巧び 電報、 をの 他の 
情 おを 挽 闇し、 午後 十二時 就寢 
する。 

朝日 信 巧へ 嚴命 

ま 京 特電 二十日 發 N 神 旧を 巧 
じ 貸出しを したので 朗日 信巧會 
社は 營業傳 止 命令を 受けた 0 

大阪市 債の 發巧 

東京 特電 二十日 發 M 大阪 巧漬 
ニ 億 セ 千な 旧 十で 圓は年 五を 利 
で 地ち 償では 最低 記録 だ ご、 利 
廻らは 五を 五 厘 どな b 化 友の か 
大阪の I 流 一 銀 巧 引を 闇を 作る。 

佛蘭西 こ 金 本 化 

フランス 政府は 愈々 今 明 H の 
中 じは 金本位への 回復を を 表す 
る じ まるべ < ポアンカレ ー 首相 
は 四 フラン 程度の 爲替傑 定を希 
望し つ i あるが をに 關しア メタ 
々政府 にがては フラ シスの 經濟 
狀 態は 頗る 堅固な もので あら、 
殊に 準備金 も 豊富で あるから、 
この 際 アメリカから 信用 貸附を 
ホ かる 必要は あるまい £觀 測し 
フランスが 金 本 化 じなる こごは 
軟洲ろ 財界を 盛々 善導す るで を 
らうと 稱 して 居る。 


日本 株式 相瘍表 

〔大阪 藤本 ピ八 プ。！ 々！ 銀 

行發〕 株式 相瘍 〔單 位圓〕 

ホ 巧 十四日 《巧 文 日 
東を 指數 100 互ぶ 一呂 •夏 
大 阪指數 一一な 暑 ニを 浸 
を 京電燈 呈 •を 五 ニ 主 0 
大同 電力 客 ■爱 《0 •を 
東邦 電力 を* 宝 六 《る 0 
大 H 本 製糖 ま 王 0 八 0 •ま 
圭子 製紙 二で 呂ニ 六* ま 
'な 洋モ .スリン 五 二 •を 童る 0 
日本 ビ ー グ 一些呈 0 1 畳 •を 
日淸 製が -0 T か 0 101 T 一 去 
淺野 セメント 八 0 •を 八 0 ふ 0 

H 本 石 独 ま •星 まろ 0 
東を 鬼 巧 ち T 呂 ち Too 

日本人 逛 肥料 五ぶ •呈 をて 呈 

乂お 礦業 を •ま を* 呈 


尋れ人 

(福 岡縣) 釉永國 巧が ま 永慶藏 
持 山 巧 太郎を 川正彥 井上 幸 
藏石お 節 朗渡邊 篤 寶惊留 
吉 上が 修 .平 井な 貫 造酒 雄 
貫 造 太 郞を家 武雄柴 旧き 雄 
(愛媛 縣) 横 旧 常 吉事を 治忡 
座を 之 化 (鳥が 縣) 木が 薰信 
(長 野縣) が おず 人 巧 藤 玉】 

(大 殿巿) 泉を 义么巧 f , 魔 島縣) 
中が を ニ (山形 縣) 齋院辰 雄 
(烏 お縣) 廳勝銜 (厳 島縣) 滿旧 
正 一 (神 戸) 吉が章 桌京巧 
古澤 武么助 (鹿 兒島縣 ) 渡 あを 


支那の 政局を 背資ム 骗玉祥 

射擊で U 巧 發巧中 

これが 御 自慢の. 「基敎 徒」 將軍 


- 時 U ク ブス チヤン •ゼネ ラ 
グの 


尊稱 を歐乂 人から 奉られ 
て、 飛ぶ 鳥ら 落す 勢いだ った 媽 
玉祥氏 も、 をの お 所 進退 じ】 を 
の 操守な く、 變巧 無常なる がた 
めに 最近 一 股の 人氣は 地に 墜ち 
て 居る。 しかし 南 ホ 派の 人々 か 
ら は、 現じ 氏が 南 ホ 派の 一み 子 
ごして 重きを。 し、 化 伐 じ從事 
して ゐる關 係 上 わなら 厚遇され 
て 居て、 蔣か 石、 閣錫 山兩氏 ミ 
もじ、 現代 ま 那の兰 傑の 一人 じ 
數へ 上げられて 居る。 だが これ 
も、 どの 程度まで 信頼され て 居 
るか 甚だ 疑は しい どし むければ 
ならないだら，*^。 媽玉祥氏は古 
くは 明の 太祖 や、 あかく は李鴻 
章 氏な どご 幾多め 

俊傑 を 輩出した を徽 省の 
產 でぁる。 親は 貧乏な ち 底、 幼 
い 頃から きかね 氣の ャン チャ も 
の だっ たさぅ で、 軍 ホ じ 投じた 
のは もやぅ で 二十の 年、 最初 陸 
章 氏 (當 時聯孩 長) の 下 じ 卒伍 
どなつ たが、 を < からを のお才 
を 認められて、 巧 第 じ 陸を の寵 
を 深め、 遂 いじは 捶の 婿に 選ば' 
れ て、 お 世の 糸口を 開いた。 を 
して 宣統ニ 年 じは 大隊 長 ごなら 
民國 一二 年 じは 旅 劇 長に 昇進、 ホ 
年 夏の 張劇復 辟には 段瞒瑞 軍の 
一ま隊 ごして 活躍し、 セ 年 i た 
南征 、氏の ためじは 親戚 鹏係じ 
ある 

因 心** S 陸 建 章 氏が が 樹録氏 
のた めじ 銃殺され る や、 斷然段 
賴瑞 派に ずを 逆にして、 湖化备 
武巧 じょ b 、 獨 立を 宜 言し、 は 
じめ て 世に をの 名を 知られる じ 
いたつ た。 それから 氏が 自然 直 
隸派 じかたむ いたのは 云 ふまで 
も i ? いが、 氏は ます-,^ 出世し 
で、 十 年 八月 じは-旅 劇 長の 身 
を もって、 一躍 陕西 省督 軍に 任 
やられ 十一 年 夏の 第】 次 奉直戰 
を じは、 兵を 鐘幽じ 進め、 趙侧 
氏を 驅逐 して 河南を 平定し、 を 
の 巧 じょっ て 治南督 軍じ轉 巧し 
た。 しがし 着任 後半 年 もた {の 
間に、 氏が 

一流 のを 腕を ふるつて、 
廢娼 、阿 化 禁止、 綿 服獎勵 、な 
食 禁止 U で 楠 端 政策を 急速に 寶 
施し、 官が肅 出と 稱 しては、 一 
時し 夥 だしい 官 をを 淘汰を ひは 
おを したので、 御太吳 化を 氏の 
思静に ふれて、 陸ず 换閱化 ごい 
ふ 巧 職し おじ 込められ、 化 京に 
移つ た。 媽 氏は をん 後を の 勢力 
をが 第に 西 化 地方'': 延ばし、 十 
ニ片 五り じは 西 化 邊防お 壁時辨 
じ 巧せられ たが、 己れ のみけ 


依然 化を じ居据 はつて 動 
かず、 曹鑑 氏が 大總統 じ 就任の 
の も、 吳 佩を ご 相が 目して、 直 
隸 派を 離れん ご し、 十一 ニ 年 おの 
第二み 奉直戰 じは、 直隸 がから 
第一 二軍 總词 をに 巧せられ たが 動 
4 中、 をのう も 山お關 方面に わ 
ける 吳报を 軍の 旗色 次第に わる 
くなる や、 忽七 戈を 逆 じして、 
曹锻 巧を 幽閉し、 遂に 直隸 派を 
して 敗滅せ しめ、 巧 佩を をして 
僅か じ 身を もつ て秦皇 島から 脫 
巧して 湖 化に のがれし わるの 止 
むな きじ 立 もい ねらせた。 かく 
て 張 作 霖氏等 ご i もじ、 段瞒瑞 
氏を 擁護して、 臨時 執を じ をら 
上げ、 こ \ じ顯 氏のを 盛時 化を 
現出し、 十四 年 八月 じは、 新ら 
たじ 肯肅 軍務 督 巧を 兼ねて、 を 
の 

勢力は 廣 く、 直 謙、 河南 
を哈爾 、熱 河、 裝 遠、 陕 西、 甘 
肅 じまで わ ょんだ。 しかし 秦天 
派 ごの 關 係ら、 を < は續 かや、 
やがて まね 不和 どなつ て、 郭松 
酪軍反 就の 際の ご どき、 お 氏は 
郭 軍の ためじ 内面 大いに 援助す 
る W ころが あつね が、 事 意の ご 
成ら 中して 了つ わので、 十 
五 年 一巧 遂じ辭 職を 聲 明し、 一 
巧の 兵 權を腹 也の 張 之 江 氏じ委 
ねて、 張 家 ロから 庫 倫、 恰克圖 
を 緩て 露 都 モス コ ー じ 趣いた。 
滯留 する こぞ 數ケ 巧、 あらゆる 
そ 面の 視察 

がか 九を 遂げ、 かつ 支那 革 
命じ 願す る n シア 當 局の 了が を 
得て、 同年が 歸國 、巧び 西化國 
民 軍を 統率し 新ら たじ 國民黨 じ 
乂黨 して、 青天白日 旗を 褐げ、 
一二 民ホ義 をを じて、 南ぶ 國 お 軍 
に加擔 し、 國 をを か 軍 第二 集剧 
軍總 司を じ 就任して、 今や 十數 
巧の 精を を 擧げて 化 巧に 精進し 
つ S あるので ある。 揭玉祥 氏は 
本年 ごつ て 四十と 歲 。巧 ホ 非常 
じ 健康 ださう で、 体重 も 最あ殆 
んど ニ. 肖 ボンド だ どい ふから、 
肥大 漢 ます---^ こえた もの ご 見 
.ロる。 巧の 陣中 じ おける 生活に 
つぃて、 巧の 秘書 長 何あ擊 氏が 
語る £ ころに 化る と 

大体 ホぎ の やうで あ も。 

媽 をはい かに 嚴 寒の わら 桐で も 
午前 五 時、 鷄嗚ど ども じ 起床、 
たぐ 一 孫の茶を飮み4:?がら、 す 
ぐ 事務を はじめ、 電報を の 化の 
重要な 情報 じ 殘らホ 目を通す。 
をれ が 一通 リ I る £ 今度は ビブ 
トグ のがを が 巧を がふ。 これは 
近 ホ 非 上 じ 上達して、 十 蠻の內 
九發 までは 確 實な脫 前 どなつ た 
さう で 氏 もこれ が 大錢自 蜡だど 
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民主 驚 大會は …… …… 

下 戶ご上 戶の喧 唯 

紫 酒 化勵が 派が 一致 典 巧して 
スミスを 化ずに 陣容を 整へ み 
反對 派の 總 帥け 依然 マ 力'、 ッ— 


カン サス巿 じがけ る 共和 蘇の 
大統領 劇が フー ゲァ ー ど 力ー チ 
ス の千兩役をを引出したもの^ 
大會は 農村 救済 問題で 巧 民 細が 
反 フ^ — ゥヮ ー 旗を 雜し 

會瘍- しが L が ミ- 舊宮隊 
ど 小 焼を をした £ いふむ 外に U 
フ ー ゲァー 派が 絶 勒タ數 を 制し 
て 居た だけ じ 巧が も 薄 かつむ。 
これ じ 及' し ホる 二十み n の化曜 
21 から テキサス 州の ヒユ 1 スト 
ンに 開かれる 民 ホ 驚の 火食は 前 
期 大統領 戦で デッド • 0 ックじ 
乗 上げる こ < 正に 一二 巧 間の 久し 
きじ'： 日 一つた ごい ふだけ じ 今 巧の 
大 をで も-一' 噴 唾は をれ 得まい ご 

J 



今から 彌み 連の 興 ホを さを つて 
居る。 前期 大統領 戰 じがけ る 民 
ま 蕉の巧 註は 云は ぐ 反 禁酒 派の 
スミス か 拳じ對 しお 酒 派の 前大 
藏 長官 マ ヵズ！ 氏が 

頑强 じ 突 張つ じ 結果で ゐ 
つ わが、 今年の ずな も 恐ら （こ 
の b タど下 戶の昭 雄 じ 了る であ 
らぅ。 禁洒 派の 大藏 長官 マ ヵズ 
1氏は化年の失敗で悟つたもの 
がネ年^^な巧から 『黨の平和を 
化 進す る W め自 みは 大統锁 じ 立 
候補し い」 ど 言明した もの/' 
モンタナ 出身者で あると 院議 員 
ワ 瓜シュ 氏を 大統領 候補に 推薦 
して、 大いに 太皴 をた、 いた も 
ので あるが 而 かも 控ま黨 巧 選で 



は自 a 唯一の 地盤で ある カリフ 
ォ 瓜ュァ 州で 

散々 じ 敗 かされた 爲 めじ 
ヮ < シユ 巧は 潔よ く娱 補た る こ 
ご をが 退した もの だ。 從 つて マ 
カズ— 氏が ホるべき 大會に でれ 
巧の 勢力を 他 ば L 持る か、 特に 
政ぶ であら 且つ 大統 锁戰の ダー 
ク •ホ ー スど脫 まれて 居 化 前 農 
務 長官 メレ デス 氏は 戲 H 前に 他 
界 した 跡で もみら、 マ々 乂 1 は 
あご じ 孤城を 日の 運命 じ會 して 
居る ので あるが、 ほ主黨 まえ 拔 
きの 地盤 巧が 諸洲か 禁酒法 厕巧 
じがいて ちる 今 H 、 マ々 ズ ー も 
或 ひは 今一 废 政が じ 飛び おして 
- 恪-嗤 を 始める ども 化らない。 

今日 主での 經逊じ 化る と 
スミス 派の 势 力は 悉ん 一、」 ま 部 諸 
州を 風靡し-を 力 U お 補で あつ 
わメブ ー ランド 州 か 率 リツ チ 1 


氏 も 『スミスの ためじ』 立候補 
を辭 退した ので、 ア方 •ス ：、 ス 
をのみ 力 ニ U ど 共 じ增乂 し、 ア 
火 派の めを は 恐ら < 第 一回の 投 
票で を 体 Q1 ニを の ニ 票を 限 倒 的 



じ扼 ずると 力 わで 居る が、 アル 
君 S 向 ふを 張つ て ミ グリ ー 抑 か 
らな赎 補し 囊 には タブ フオ八 ニ 
ア州 S をまで 遊說 した 民 ホ黨じ 
於け る 横車が しの 名人 デム •リ 
1 ドを は 

滅多 じ 立候補は 斷 なしな 
い、 最後まで 頗 張る ご 天下 じ 呼 
號 して、 今度の 太を にも 御大 自 
ら 陣頭に お 垢す ると 云 ふから、 
规際 聯盟では 呂黨の 大統領 ゥキ 
グ ソ ン じ 1 #づ い た有名な圃+だ 
けに、 ブ ミス 派 も 仲々 池 斷は出 
ホない。 殊に 91 ドの 作戰 部' た 
はどうしても N ，、 K を 倒す じは 
S みの 一な 上の 巧 票を 結束 さす 



まで だ S あらて、 ま義ま 張の 上 
では 反 禁酒 派で をる が、 祗 かじ 
禁酒 派 ご 組んで ァグ 君の 勢力 减 
殺に 暮 ホして 居る。 この 

圓ス が おして フ^ — ゲァ ！ 
巧を 倒ず ベく 提携して 失敗した 
巧か黨の 。 1 デ ン 、 々， チ ス 、 
7 ト ソンの S 巧 同盟 巧 度の もの 
である や 否やは が 然しない が、 
禁涵 派の 謀將 であ b 下院の ヒユ 
八と 提携が 出 巧た ごい ふ 說があ 
る。 をれ じよる ご アラバマ、 ア 
カン ソ •""、ミ ソリ！ * ネフ ラ 
ス 々、オー ィオ、 ダァ） ジ ニア 

をの 化 二十 ニ 州 じ 豆 b 四肯 五十 
と 票を ちめ て 居る ど 天 ド じ號し 
て おる が、 リ—ド 氏が 確 實じ握 
つて 居る のは 円 幾 票 かに 過ぎな 
いから ジム どア 八の 塔 唾は 



も 知れな _>、 しかし この 反 スミ 
ス 派の 總 帥には マ カズ！ の 勢力 
が 潜んで 居る からち 際 投要じ 於 
ては 兎も角、 政綱 おを や 代議員 
の 資格 問題で 恐らく 一 悶着を 生 
じ 化 違ない。 アグ 君の 當 選に 向 


つての 大-ン デ キャップは 彼が 
力 女 リツ ク敎 徒で ある こご、 彼 
が 腐 化 政 黛の 巧栋本 V - 見られて 
居る タマこ ー 黛で ちつた 巧の 子 
であら、 苟し くも。 1 マ 法王を 
信赖 する こどは 國を 本位 じ 柏 反 
する もので あら、 ホ 7 キト • 
ゥスに タマ ニ！ 勢力が 伸長す る 
こどは 

刺聖 な^^スキト* パゥス 

じ 酒屋を 出入 さサる 前提で ある 
こい ふ 立場から、 かな 6 有 方な 
巧對を 招いて 居る。 この 反掛が 
どれ 程 じ 根ない もので あるかは 
溢し 彼のめ を 的 運命を 巧す るを 
水嶺 でぁつ て、 な 治を は 表面 個 
人の 信條は 自由で ある、 寡敎問 
題を 政治 じ婚同 する こごは 出 ホ 
のご稱 して 居る もの y '、 ァ 八が 
舊敎 信者で ある こごは 確か じ 一 
大 バンデ キャップ である。 おじ 
ァ^ 派のを 謀 部では 先づ 

改 綱の 審議を 第-ごして 
.民 ホ黨の 意向が 巧 和黨の 絕對禁 
酒じ對 して-憲法 窠 十八 傑を 修 
正し、 ビ； ア 及び ブ キンの 製造 
販賢 、使用を 許ず こどを 標榜し 
ない 限 > 立候補は しない 方が い 
い £ いふ 議論が ち 力に なつて 居 
るから、 大會の 趨勢ら 先づ 政綱 
の 起草 じ 於て 大体を 窺知す る こ 
どが 出 巧る やう じなる でを らう 
所謂を 協 候補 ごして はォ ィォ 
抑 知事の ドナへ ー 巧 等が ち 力で 
あるが 反 スミス 派の 勢力 ご策戰 
がを b 香し くない ならぶ スミス 
派が を 協 r 應ずる 理由は ないか 
ら 

喧か唾 益々 面白 < なる ご 
云 ふ もの だ 併 かし ス、、 K の 立 お 
補 じ反對 ずる 者 も かな b 有力で 
は ある もの 、>、 新聞 賣 子から 身 
を 起した' 立志 傅 中の 街の 子では 
あら、 彼の 人間味 深い 施政は 四 
度 ニ ユーョ ー ク州 知事 どしての 
巧が 手腕 じがて 遺憾な < 世人の 
尊敬 ご 人氣を 博し 了 居る ので あ 
るから、 『人 巧 じ 化 b 、 人民 じめ 
ての 玫 治を ァグ」 として、 フ ー 
ダァ ごの 一騎 打は 確か じ 天下の 
壯觀 でぁらう 0 〔寫眞 t 側 左 ょら 

スミス 0 リ] ド* リツ チ マ 

カス 1 、 ドナへ ミ 氏〕. 


婦人 會ま 惟で 

わ 鍋の 妍究 

アルミ ナム 製の 新品 

奥樣 N わ 鍋 n 御巧理 n は 文字 
を 並べた ホけ でも n ジカグ な 飯 
しがす る。 が 育 日本 婦人 會 では 
何か會 貸の ためじ 化 ょら 翻モ實 
益を 提供し やぅ ごを々 硏究 をし 
て 居る か 

最近 は アグ ミ ナム 製の わ 
臺所 道具み 實 地硏究 をす る こご 

な b 日本 供樂部 一二 階の 郷燒 4 , 

■ムが 幸 ひ 空いて 居る のを 使は 
せて 賞つ て シカゴ じ 本店を 持つ 
てゐる クラブ •ア^ミ ナム 會化 
の 紐 育 出張所 じを 渉 L 、 化 員 ニ 
名 じ 見本 一切を 擔 がせて 其說明 
を聽 いた。 夫れ はぶる 二十 目 午 
前 十一 時、 出席者は 新 ホ 會 長を 
始め 十數 名に 達した が、 出張所 
の ダ！ ジ君 はわ 

鍋 類 は 勿論、 珊拂 ポット 


フラィング •パンな 一との 實 物を 
ホして 立 板に 水の 說 明を 試み わ 
巧 菜を 煮る のじ 水を 用ん や、 野 
をから 出る 水を で 料理の 巧 ホる 
ホ 法 やら、 肉 の ロ— ストを し L 
も ひが キッチンから 化へ 化れ 
ないやぅ、 クラ フア八 ミ ナム 遊 

具を 使へ ば 巧 巧 化は 

半 减がお ホる どい ふ講釋 
やらで、 深窓に 育つ じ 奥さん や 
み壞 達を 驚ろ かした。 磯いて デ 

モンス トレ！ シ 3 ンじ移 6 郷燒 

室の バン ッリ！ を 利 巧し、 ボッ 
• 。 1 ストを が理 し、 婦人の 
好物 わ 芋の 巧 巧、 ヮッフ 八まで. 
がへ て、 試食 會を閉 いたが 孰れ 
小さい わ ロを 大きく 開いて 

舌鼓を打 つち さて 其 後 
は 『私は 是れ ---- あれ'--^ と』 


.羽 左の 愛妾 現る 

ま 京 特電 二十日 發 = 嘗 つて 巿 
がの 左衛 巧の 愛まで ぁつた 抑 
を靜江 (一二 五) は 歌舞伎 座賣巧 
權 利の 詐欺 事件で 四 年 前から 
行方不明 であつ ねがを じ 十九 
日朝 東京 化 ホ 裁 巧 所 じな 喚 さ 
れ た。 


『栽は 化 わ 鍋を 一つ』 『誰 をら さ 
んか らも 頼まれた から 化 ホを 一二 
つ』 など ど 注义 殺到し、 たも ま 
ちのぅち S 四な 弗の 御 挑が をつ 
てゲ ー ジ 君は ホク -- *^の、 賣 
手 も 買モも 一擧兩 得、 流石 あの 
都は な 育の 御 婦人 達の 敏活 振な 
ご田舍 から おて 來た 或る 婦人の 
賃 話を 其 儘。 

野澤輒 匠の 奇禍 

義太夫の 師匠さん 巧 澤吉王 丈 
は 過 H 萊巧加 四 了 目の 知人 宅を 
探して 廣る 最中 じご 一人の 黑人じ 
襲 はれ 金剛 お 入 指輪 や 所持金 一 
切を 捲 上げられた ご。 

界 消息 

◊ゥネ ンブ八 ドン 庭球 載を 
英 庭球 爭霸戰 たる ク キン ブ八ド 
ン試 をは、 愈々 來る 月曜日 よら 
擧巧 さる、 事 ごな つね。 目 本よ 
は 太 巧 選手が 化 表し 米國 よら 

はチグ テン、 戶 ンタ] 、ヘン ネ 

ブシ ー 輿 他デゲ キス 盃 選手が 參 
加。 佛國 よらは ラ コス ブ 、コッ 
シ 五、 ボ C トラ 其 他 伊太利、 豪 
洲を踐 よら 出 傷して 居る が シ^ 


デ ットじ 入っ て 盾る のは 米國の 
チ 八 デン、 八 ンタ！ 、ヘン ホツ 
シ 、 佛駐 のコ ッシユ 、ク コス 
テボ 。トラ、 伊太利の ザ •モウ 
バ アゴ、 濛测の バタ ー ソ^ バ であ 
る。 女流 選手の 力で シー ゲッ 
じ 入って 居 6 のは 米國の クィが 
ス 、ジャコブ 禹縷ど ライ ャシ 
ス ペキン-の ダグ バレス、 巧菌の 
バ モット 諸 磯と ブト ジン 大人-、 
か 蘭の ボウ マン、 獨 逸の オウブ 
セン 兩攘 であろ。 

◊伊太利 選 ま 英國を 破る が 
太 利 お 巧麗の 睐洲帶 ダグ キスて 血 
準 優勝 戰は 二十 U ょら 擧 行。 が 
太 利は 第 一 H じニ單 試を じ 勝ち 
ニ U 目複 がを 戰じ 連勝して 遂に 
優勝 戰じ乂 ら、 か 蘭ぶ び チェ 
スラバ キアの 準 優勝 戰を がちで 
優勝 戰を擧 がする 堂で をる が、' 
恐ら，〜 伊太利の 勝 巧に 歸 すべく 
がかる 後 米 國帶の 優勝 國ホ國 を 
インタ ！• ゾ1 ン 試合を 俾ふ心 
佛国挑戰の權利を爭ふこピ \な 
る。 

◊英織 庭 球界の 卿 星 渡米 デ 
ヴ キス 盃 チャ！)- ン デラ クン. ド 
終結を 佛國 選手え 3 ステ、 ボロ 
トラ、 ブ火ノ ー ン 及び 他 撰 手 一 
名は 今秋 渡 ホ、 九 丹六自 .i 八 
円の S 日 閲じ互 A 聲府郊 がジャ 
，マンタ ウン •タリ ッ ケット 棋 

築 部 じがて 佛 米酱抗 試を を擧巧 
する こご じ 決して 居る。 試合の 
形 まは デ ゲネス 歪戰 ご 同じく 單 
試を 四 回復 試を 一; 回 S 規定され 
たが 岡 時 じ吳國 よりも 少なく ど 
も 一二 名の 選手が 渡 ホの 上 化 巧 一 

日 ご一 二日の 爾日 タエ ストす ィド 

庭球 俱樂 部で 單 試を 四 回 お 試を 
戰 一回の 凿巧 試を を擧 巧ず る 段 
取 もじな つて ゐ る。 而 して 兩國 
選手は 十日よ ち擧 巧す る ホ 威 選 
手權戰 にお 場ず ベく、 尙 ほ歐测 
女流 選手の 渡米 ホを 目下を 渉 中 
である 0 - 

◊安部 選手の 其 後の 動靜先 
週末 雙府じ 於て 猿 試を 戰 選手 權 
を 得た ま 部 民 雄 選手は デ ラウ 五 
ア 選手 權戰 じ轉戰 連日 巧が 績を 
擧げて 居る 巧 ほ 本 H よら 擧 わさ 
る i 武ホ タッ デ惧楽 部に がける 
キング ス •カウン ブイ 選手 權戰 
じは 日本 庭球 俱樂部 よら 恩旧貞 
一、 逸見 該 一の 二君が お 旗して 
居る。 


御大 典 奉祝 巧國 訪問 團員苗 

今上陛下 御 即位 ま拜觀 の樂じ おする を 前の 好機 

旅程 = 今秋 十月 十一 日 (木') 午後 六 時 二十を ペン 停車 瘍ぉ發 
同 十と H (水) 沙港發 郵船 加賀 丸に 便乗の 上 十-月 二日 (を) 
橫濱港 着 

歸米 = 明年 二 一巧 化 H 橫濱發 、题船 靜岡化 便じて 四月 十三 一日 
沙港 着、 同 十九 H 紐 育 着の 豫を なれ 共 隨意歸 米 差 支へ 無し 

閣發 = か 道— ニな 六十 弗 (巧 車 一等、 巧 船 二等) 

プ少 マン 寢を 券、 食事、 沙港 ホブ^ 化、 自慟单 、タックス 
ボ' ~ ィ ホー タ ー 必晰等 途上の 入費を 部を をむ 
往 俊— 四な 十 巧 

申込が を 巧 化 詳规は 直接 ま 催 着 じ 御照會 わられむ し 
お 育巿東 五十 九 T 目 ニニ 四 

巧禍 兄弟 蘭會 

第五 次巧國 訪問 團 


紐育巿 西巧乂 T 目 一二 ニ 一一一 

H 本人 ホの 敎會內 化川淸 

御大 典 奉祝 巧國 訪問 闇 
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扱 信 S 
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資本を 賽 慰 恩 
拂达濟 資^ 一 六 千萬圓 
巧 ホ を み千實 巧萬圓 

鱗 賊 が 帛 
本店. をを 巧 日本 お 協 本を M 巧 五を 地】 號 
ち 巧 ルが 日本 橋を 內丢き 雲 
名 お 属巧郁 乂お西 关阪) 神戶 
廣な 下關巧 巧を 松 巧 岡を 巧 
上海が お 去 買 潤 水 


お出 入を 替’ち 信を を’ ホ 送を， 旅 巧 信用が 
巧 裳 信用 狀を他 一般を 巧 菜 

人雜岐 S 羡銀 巧が 帛ま巧 

擲里 送を (日本を 化 無 孕駭巧 ニ， 进 速取投 
本店 預金 (を 期 通知 ノニ 稀) 巧 便利な 技 
本 支 巧 東 巧 (本な \ 乂駭 、稱戶 、京 郁 
巧が 地名 古尾、 小 樽、 上 お、 倫 致 


シアトル 出觀 (午前 十 時) 
を ふろ か 化' と戶ィ 九日 
あ b ぞ 。見 と 巧 十 お 8 

ば リ寸お ハ 坡潘お 帆 一 みお サーニ 日 
ザ I 等機漠 一九 お顯 

おしば リず丸 ろんごん 托は 一を を 糜 
▼一二 等 日本 巧を お 葬 客室 大巧 造 家 媛 室 多 巧 
▼御 慕 墓 じお^ I 等 割を を複 切な 發を致 巧 候 

ロスアンゼルス お 帆 (午後 一二 時) 
はわい 乂 八月 八日 
らぷ らた乂 八 巧 せと 日 

►一等 橫沒ニ HC 巧 おはわい 丸 ミ じらみ 一空 巧 
▼柱 別 一二 等 日本 巧 五十 化 巧 二等 日本 巧 五十 五 巧 
▼み 港羅が 巧襯車 切な 寝 臺券踐 入 1 旌 化り 候 
y 紐 育 線 パナマ 經由 日本ち が 巧 货物船 月 一回 


一、 資 よを 壹億圓 (を お裸这 巧) 

一、 橫 をを 化 千 化 巧で •十を 圃 

內化本 支店 = 橫演 (本 巧) 巧を 大阪 
神タを 梢下顆 をを 遠 

機鑽 ぶ 金銀な— 支 巧 

米 画を そ 巧 = を潘羅 > ホ 巧 巧を 
巧 他 世 巧を 國 重を 郁 ホ ニ ぞ巧及 3 グレ 
K 有を 検 


本 巧大阪 化淸お r 可’ 

結 育 支 巧 紐育ブ 0 1 ドヶ 五！ 巧 四十 九を 

譜往 ち雜巧 

ま 京 > 構な、 を 、京が、 袖 巧 
日本 內 J 岳ノ总 、を 島、 ロ 令 柳 井、 下 ノ职 
地支店一 :^巧、^倉、巧が、陆タ、义留ホ窜 
本図預 を、 が 担 送金 等は おめ 
^^御便巧迅速^御なな可申ぉ 

-、 --- -1 — I . 1 1 , - i 


^^某內を曇| ， 朝鮮 

萬 巧 文が のを 地 及び 浦 谋巧德 

朝 鱗 銳巧独 育 曲 張 所 

外固爲 巧】 般银巧 裳む 瑶 々御 巧 利 じ 取扱 可 
申 上 巧 


證 / 券會社 

質 貝、 引 ま、 募集 


騰本 

一般 お 偕 

i 念 離、 张 こみ： 關スご 切 ノ棠務 

Ig . 藤 そ矣。 -? 銀 巧 

紐 脊お張 巧 


陶破黑 、雜 貨が賣 

雜村ゾ タザ ー ス 


ム 


日本 楓破 器雜貨 
ラム プが賣 

を良賓 易蘭會 


八ィヵラ4;>紳±は 

仕 立 服 を しまず 

夫れ はを く 身 じを ひ、 見掛けは 宜 く、 を 
して お 巧を ょな も 長 持 もす る 事を 知つ て 
るからで す。 弊店は 多數 H 米紳 ホの 御用 
を 承つ て 屠まず 0 

n 化壞吿 じて 御 巧 店の ホには 

六み 勸 引致し まず U 
御 注文の 奈何 じ 係 はらず 粟 も 巧 一度 ホて 
見て 下さい 

ウオ ルカー で ンド フロリ ホ 洋服 店 


▲を 新 巧を 等 設備が 食の 虽富お 新 もる は 乘組貞 
の 熟練 親切 T を ミ 共に おおの 誇さず るを です 
▲落な 太平洋 お路 一二 等 設備は を 部 苹巧巧 巧 真み 
施し まし わ、 巧に み ボ綜の 如 さは 巧謂ッ ー，. 

ス トサ！ ド 又は スナユ デ y ト タラ ッスみ 上の 
價 值お備 へて 巧り まず 

#秦 港 お 觀ホノ ググ經 由 【あ 午 お 帆】 
大洋 化 お 巧 四 目 


天洋乂 

コレア 义 

春洋乂 
西 比 利亞乂 


と 巧 十八 日 T 
A ち-日 跳 
乂巧 十五 日 U 
乂巧サ 化 日 TO 


® シアトル お 帆 〔午が 十 時 お 化】 处 
橫潑丸 と 巧 二日 J 
加赞丸 ぶ月廿 八日が 
巧豫化 八月 十一 二日 剛 

@6 敦毀 日本 行お贼 ^ 
課訪も み 月 一二 十日 
化 見 か セち 十四日 
A が 育 化 视芭を あ摇由 B ネ行按 物がー 巧ニ圃 
A 謝 道 切 巧寢窒 を 其 化 萬 李 御 使を に 御 あか ホ 好 
A 太 西洋 大滿 化を か 乘お切 巧 御 使を にお 計 ま ザ 


夏瘍向 格が 品 
特别賣 化 

尙 一. 曆勉强 巧 化 候 間 
御 注文 被 下が 願 上 候 

ザ 元 ブぅデ ー ス 

17 Eas ニ 7 thst , zew^rkcity 
Toleplhose Algomlcim ^ 26 ? 


夏 瘍向品 特別 賣出 

夏 襟、 ふ賣 お、 ダ！ ム 向新 猶 到着 
精々 勉强 御用 命に 應 じまず 
日本 陶媪 語雜貨 卸販賣 

娘 濃 巧 木 桃 井 組 

105 内. 16 を wt. N. Y. 
Tel. stcyvesant を揖 .6.7 


日本 吳服 反物 キ モノ 
.テ！ ブルク ロ ー ス類 

夏 傷 巧 格好 品 取 揃 居候 

修贼 日本 ドライ グ 1 ブ蘭會 

時 別 廉價で 大勉强 お ホ 巧は 當 店の 持 長 


ダ ー ム用 雜貨品 

ケ—ム 、コン ホツシ ヨン、 及び オ！ クシ H 

ンじ 最も 適 堂す る 香水、 お 製品、 貴 金 屬寶石 
時計、 德中滕 計 類 等雜貨 輸入品 及 米 國製查 部 
取 揃へ で 居らます から 是非 御用 命を 願ます。 

値段は 化 じ 比し 化廉 なる 事を 保証し 品物 も 
巧 謂 『サム シング •こュ ー』 の 物を 巧 時 も 持つ 
て 居ます、 目錄ホ 尊の 方へは 御 送ら 致します 

ジヤ n ブ ホルツ 商 會 


張學良 君臨の 滿洲. 


特種 權 利の 消長 W 

今後 日本の 受ける 經濟的 波動 

まる SU 早 晓お時 一二 十み お 搜を义 おの 一が 獲は 支那 お 化戰お 
局の が 火では なかつ た、 化の 大元帥 張 作寐や 一二の お 軍を 腾 
した ど 云 ふ 丈け では おらね らしい C 特に 張 作霖は 今日を S 週 
間 除、 或は 重態で ぁる どを はれ、 化 亡した ど 云 はれ、 また 或 
時は 元 おを 回な した ごさへ 傅 へられ、 巧れ も 誠しやかに 尾錢 
をつ けて 夫々 の 報逍が 四方-」 散つ た。 併し 么じ おして タ< は 
唯 巧 ど U く f 張か霖 こき 後」 V 一い ふ槪 をを ± 台 じして 息 見を 
化いた。 回 （『お 支 棚 巧を じな 化せん』 『を S おはみ 裂 せん」 
『滿 藻の 巧が 乱れむ」 『滿溪 は 暗黒 どならむ』 等々 樂觀 、悲觀 
お々 で ホつ たが 其 あじ 君臨して ゐた 大元帥は 遂 くな つたので 

ある。 柯 か：：！ 本に 響いて ホる ものがなければ なるまい 

巧は ホた ホ孔 わるを は險 である 


南 滿攒道 事務所 

鄕 敏巧談 

一 化を タ那の 貧 情码化 測し 難い 
I ものは ない。 南 化 間の 干ぶ こを 
一時 收 つた 横な もの i < 巧 時 又 
I 之が 形を 變 へて 乱戚の 如く；. ょら 
:拍 ごら 限らの。 滿洲の 大元帥 張 
作 蘇の 死は 新しい 幾 タの閒 題を 
巧々 の 上に 投け 掛ける。 山ホ滿 
刹は 巧 固の 特殊 確 利の 巧る 所で 
滿 洲の繁 巧は おち じ ロ 本の 繁を 
ご なるお密おな經濟腳係を持 つ 
てち る。 其繁を こを は 滿搜を 中 
必 ごして タ< の 枝葉が 簇 をして 
を 事業を 輿して ゐる持 あで ある 
_ をく 満洲は H 本の 巧資ど 事業を 
度外視して 考 へる ミは 出 巧ぬ。 
張將 軍の 死、 張學 良の 實權繼 承 
からこの 際考 へられる こどは ニ 
つ ぁる。 をの-つは 張學 良が じ 
_ 父の 如く 滿洲じ 君臨して 居る か 
をの ニは お 力 ご 妥協して 化雜ふ 
かごい ふ i でを る。 巧國 ごして 
はを の 何方で ぁつても すまが 伴 
つて ホる。 一の 镑を をち へれば 
む 父の 時化です らま 林ぜの 如き 
は 隙 あら ば獨立 せんご 企て i ゐ 
たので あるから、 みして 威み が 
巧 はれる か VJ いふ 懸念で ある。 
おし 巧 はれない W すれば 自然が 


I 故 野 ロ 博 ± 

^ 追悼 會 

i 二十 九日に 巧を 

! 本紙 旣巧故 野 ロ 英化巧 ± お掉 
會 はお 育 H 本人 會ぷ び H 本俱樂 
部 聯合 ホ 催の 下に 隅 ごな b 
^ お 樂部侧 ょ b はお 閒浆政 委員 畏 
i お 村 幹事 委貢 どな 6 n 本人 會側 
ょらは を 西、 水 ハ 合 兩种事 委員 £ 
ならて 準備に 常 手して 居る。 而 
して 煤 所 どして は H 本 供 樂部階 
上を 逃み、 時 H は ホる 二十 九日 
午を 八 時 ザ どし、 をが まを 的 儀 
式を 廢 した 追悼 會を舉 巧ず ベ （ 
司を をは 田 島繁ニ 氏、 追悼 お說 
I . は 巧 信 H 本人 會 を、 及び 內山頌 
: 寧 ご 巧を したと 云 ふ。 尙ほ當 巧 
出席 おの 服装は 隨总 、供物、 贈 
- 化 等は 砕 退ず るな 常事を は涩っ 
て 居た。 

; 巧は 東を 虽製楽 株ぶ 會 化から 
:當化 總锁事 館へ おて 『化 出硏兜 
所 ま 催 じて 化 野 ロ巧卡 追悼を を 
懼 すじつ き逍を にても を附 せら 
れ たくまた が 育 じがて 巧 傑の 計 
截み らば 東西 W が じ擧 がのを お 
: ある」 由 通 倍が あつたので 總が 
事舘よ b け糾 巧に ては 廿 化り を 
なて開く£ご つ た旨打をした 


し、 一方 南方の 勢力の 及ぶ こど 
もを 易 じを へられる。 かぅ 云 ふ 
狀 遮に なつ 時、 滿洲 じが H る 我 
事業は 何ぅ でぁるかは 頗る 寒必 
じ 堪えね。 又 第二の 座 合を 考へ 
る ご、 巧 方 どの 妥協は 所謂を ま 
那の 統一で 滿讲に 乱が 起らぬ ど 
見て ょいが 其 終濟的 政策が 如柯 
じ 影響して ホる かけ 想像に 難く 
ない。 か <觀 中る ど 今後の 滿洲 
は不 をで ぁら 我 固の 經發 事業は 
萎縮し はせ ぬか ご 憂 へられる。 
張が 霖は過 ま 或 時化には 陰 じ 陽 
じ巧幽 じが 意を 持 つれが 近年は 
巧 國のお 洲經營 じ 密じ巧 等の 手 
を 延ばして ゐ たもので、 ぶ 間 事 
業は 少しも 延びな かつた 例じ徵 
L 二世 張學 をの 截 臨は 一層 懸を 
される。 目下 渡米 中の 南 ホの 化 
朝樞 巧は 巡 H バン々 i K 俱樂部 
で 演說し 『山 東を して 歐洲 のァ 
グサス •ロ — レンたら しめな 爲 

めじは 日 ま 間のを 渉を 經濟的 解 
ホに 待たねば ならの、 をして 山 
東閒趣 こを は 純然たる 經濟間 題 
で 解 巧 お ホる』 VJ 云つ わが、 夫 
れは 日本 も 望む 所で 南 ホを 体の 
意志が 化處 じあるなら 張學 良の 
南方を 協 も 却つ てよ い 結 おを 齋 
ら すと 思 ふ。 (文 寅 化 記 あ) 


日會を 委員 會 

紐 育 H ネ人會 じ， ては 络 二世 職 
業閒 題じ關 ずる 第二 回 特別委 員 
曾を 昨 巧 料亭 都 じ 於て 開き 中 山 
委員長の 下 出席を ホ 面の 報吿を 
提供せ るが 高峰を、 ホ 木 お 道 ニ 
氏のを おせる 村 巧は 特に 注意 じ 
値せる もので ゐ つた ご。 尙ほ社 
會部 じて は 次週 (木曜) 午を と 時 
16 河 添 旅館 じがて 委員 會を開 
< おり 


その後の 慶大 軍 

をの 後の 慶應踩 球 圈戰跡 左の 
おきもので、 同鹽は 二十 H 桑 港 
出 化の サィべ リャ化 じて ホ 畦 ホ 
ノ少 、じ 向つ た。 

A 十 H 對 マツ キン レ 1 ヒ八 
クラブ (タコマ) 五 N 十 負 
A 十】 日對 太陽 ァ スン チ ッ 
ク俱樂 部 (シャ トグ) 窠 一回 戰 
十】 HO 勝、 第二 回戰と No 勝 
A 十四日 對 サンノゼが 日 軍 
五 nl 勝 

對 フレスノ 速勘棋 
ノ) 十 = 六 勝 
同 右 第二 巧戰 ニ 


(フ ブス n ) 

A 十六 日 

樂叟フ レス 

A 十と 日 
十八 N 八 勝 


環さん 歐 洲巡歷 

S 滞を 夫人は 巧國 、獨 逸、 独 


蘭 西、 白ち 義 •か 蘭、 が 太 利 其 
他歐洲 を國の 音樂界 視察を々 お 
蒙 旅 巧を リ すべく 不日 お發 すと 

— な 人 かづ 

•お 川壽 S 郞氏滯 が 中の 報知 
新聞記者、 水曜 H 巧 半 出帆の ア 
クキ タニア 號 じて 波英 

♦を 孫子 久が巧 巧 報 Kf お 中の 
H 本人 會 書記長 •手術 後 經過頗 
るな 巧 じて 逐日 輕 かめ も 
♦乾 好 雄 氏 アンド ブュ •エン 
•ト •ジョ ー デ 角 社大阪 機械 部を 
配 人、 まる 太平が 沿岸 經 由の 上 
着が 八月 渡歐迄 東部 視察の 尝目 

下 ホテル マヵ术 ビン じ 投宿 

•遠 藤 独 ニ 氏 一二 ホ 銀行 ト：お 支 
店よ ゥ當 地ち 巧に 轉 巧、 本 巧 下 
お着が の篱 

參搜 ホ 愛二 巧 ' スラバャ 一二 井 ま 
店 よら 同上 着 紐のを を 
•藤 山元を 巧 藤 山 雷 太 氏 か 息 
今曉 出帆の マ デ 五 ブ ブック 号に 
て 夏季 旅行の 爲め 渡歐 
♦化 山英 一氏 大連 第二 中學校 
長、 去る 十九 日偷 致よ b 着 お S 
週間 生 稻じ權 巧の 當 
•お 本 英太郎 巧を 灣總督 巧技 
師 、同上 

♦年 本 正 次 氏 前 紐育總 領事 箱 
員、 二十 八日を 技 ラィンの ビク 
ブャ かじて 渡欧、 B 里を 中必 
じして 英 、濁、 傑、 露 等を 巡歷 
♦松が 巧 電話 變ち ンキ シン ト 
ン巧 一 0 乂番 下宿 業 松が がか 巧 
電話は 今回 アシュランド 四 一二 ニ 
九 番じ變 おした 

# 正誤 本紙 前号 所 報ア； リン 

ダ トン じがけ るプ- ンャア ス惧藥 
部の 五キ シビ シ 3 ンゲ] ムは巧 

日 午後 一 一時 半よ な 開か るべき も 
入燒は 無料なる ホ じつき 特に 正 
誤し 匿く 


片桐 スペシャル 

と巧號 

講談 俱樂部 
文 藝俱樂 部 
講談 雜誌 
宮. ± 

キ シ グ 


ザ 桐 兄弟 商會 


夏季 住宅 貸 度 

瘍厮は ラー チ モント、 說へ向 
きの ヵッテ！ デ、 八 室、 四 個 
の 寢室あ b 。 綺麗 じ ファ こシ 
ユ しゐら 。と 丹 十五 日よ & 化 
巧 十五 9 を、 _ グ ラ ー デ、 家の 
週り は 綺麗に 手入れし あら、 
停車 瘍じ はま 極 便利、 家賃 九 
百 巧。 毎年の 人には 別に 相談 
じ應ず 左へ 御 問を せ あれ、 尙 
レフ 五 ンンス は 堀 越 商 會の上 
野 氏 じ 尋ねられ たし 
12 电望 d ニを ミ ぎ L ち Chit 14 芸 


◊ — 10 

I 日本 巧タ— ル I 

ク—— ク 

締切が 育 本 掃 午後 八 時 
日耀 及を 曰は 午後 五 時 
み 巧 化 四日 桑 灌經も 

フン ジ テント • 

々 ！ フキ 八 ド 号 

六月 廿五 H 沙港 経由 

ブレジ デント •ブン コ少ン 号 

み 月廿と H 沙港經 由 
橫濱化 

と 丹 ホ 日 ビクトリァ 經由 

エム ブレス •ォブ •加 奈太号 

H 曜說敎 ■ 

♦紐 育 日本人 敎會 
題 未を 岡墻 牧師 
♦を 督敎 修道 曾 
題 未定 今 ホ敗師 
♦日本人 美な 敎會 
基督 敎 信仰の 本質 
靑山學 院中學 部長 

阿部 義ま氏 


事務員 入用 

當お樂 部 事務員 ごして 邦人 男 
子 一. を 採用し わし 希望者は 履 
歷書 添附の 上當惧 樂雜副 幹事 
橋 本 宛 じ申这 まれた し 宛名は 
王 ashimoh ミ』 ap 呈星 一呈 T 『 a 害 巧 G 戸 

25 量 堅| 1 4 ve : Ne 三 ork 呈 

日本 俱樂部 


H 本 婦人 又は 御 夫婦 

sli 適當 、午奠 

時 過ぎ 左へ 御 尋ね 下さい 
428 W . 這 さぞ 章. 4 


_ ^ 夏 瘍巧ま ダ 


新々 — i i ぷ をれ 

じ 使用す る 諸道 具 格を じて 御需 
めじ 應 や、 値段 目錄表 送る 
室 立 ヨ羣さ E .置 St 星 N . Y . 


i 週 五 巧ぶ 八 巧、 一 
人 又は 二人に 適す、 

市 藤へ 十を タィム スス クコ ヤ 1 
へ廿 五を 電話々 ン バラン ド呈呈 
184 是 h ぎ Br 呂さ n 黒 崎 梅 子 


、- - P 


約 おな 個の 

ウネ ド ロブ 


タンク 

及び ス チ！ マ ー トランク 六 巧 五 

十 他、 化 弗 五十 仙、 十二 弗 五十 
他、 少し 許 b 使用し わ 極 類 一巧 
一二 弗 反び 五 弗 
ま 4 -S 量 re ., を r . さ thst ., N . 产 


故 正 五 化 動 二等 醫學博 ± 野 ロ英世 氏の 追 
悼 會を來 ろ 六 巧 甘 九日 (金曜；^ 午後 八 時半 
當市西 化 十三 了 目 百 六十 一番 日本 俱樂部 
じ 於て 相 催 候間特 志の 御 方は 俩人 じても 
御 义會巧 被 下 化 段な 御 案內候 化. 

服装 御隨意 

が 當巧靈 前への 御供 物、 お 花 等の 儀は 固く 御 辞退 申 上 候 

£崔 紐 育 日本人 會 
まが 紐 育 日本 俱樂部 


日本 截船會 な (ホ-一を 殘道會 な) 

代理店が 禍 兄弟 蘭會 

乘 車、 乗船 切なを じ 小荷频 運送 御 便利 じあ 扱 申します 


齒科醫 パ t ハ リ了ン 
じ r •丙 dward ha 3 an 
S ミ 巧 on Mist 

基 5 w .181 sist . TeLB 呈 為三ち S 


露 琶湖產 

魄貝 水煮 

赃 ホ、 のた 其 他の 料理 じょく 
化 液^ 活動を 補助す る 御藥じ 
もなら まず 


品質 本位 


桑 山 商 巧 

114 EAST 基 ihSLN . y ’ c . 
Ph 呈 e - す ち nt S 33 ■是 57 


タンク 


T ト マン 

ブイラ* — 巧 

イン ノ^べ！ シ ヨン トランク 古 

賴よ巧 五十 仙ょ b 十二 艰を十 化 

岩で 纪羣 h Mtree 


東京 商 會特吿 


嫂 ホ 大佐 

巧 彈； 10 
英艾 ホ 紙の 書 ホ 一 . み 0 
I ニ 省を 

I コンサィス 和英 一一 立 0 
一同 與和ニ •四 0 

東京 諸 新 觀 最近 號 


ごこ 


紐 育 東京 商會 
1 を运 J 置 st . J . y . G - 
ジニ raf 着 r 留基 


复瘍向 新 荷 到着り 

夏場、 小賣屋 向、 ダ ー ム巧 景品 等 
精々 勉强巧 化 御 引 立願 上 候 
陶 觸黑雜 賞卸賣 

春 巧廊會 

141 巧 ilfth Ave こ ！ Now York Oty 

oor ユ er of ご 苦 wt . Tel . Algo ロ quin 5 覆の 

ぶ儀轉 u 霸響 = 

精々 勉强可 化 候 間 御 註文 被 下 度 願 上 候 

. 太洋 貿易 株式 會社 

1 T 巧 le 巧 blose AJ 巧 0 日。 も 3 W 化 だ ■は 

101 Fif を AVSUO ZOW Yorlt ご ty 

N 歸西 KSK 龍： ri. 


斬 荷. 到 着 


特に 夏 瘍巧檢 巧 品 澤ん取 揃へ 
居候 間 精々 御 註文の 程 希 上 候 

森が K ラ ザ！ ス 

MO 巧 IMCRA 巧 rosj 1呂ご 

53.57 West だ rd St , 

: 20 W York , N . Y . ■ 
Hele を ono Qra 呂 ercy w 资 0 

ラム プ ぶび シル々 シ 至— ド ■ 

製造元 鋪資 手 塚商會 

古.'' f. HETSCKA CO. 

15 Vest 241 h 芭.， 三. 百 ty , Te 三 helsea 苦 31 


303 Fifth Ave., 
Tel. Caledonia 4101 

巧 巧 お 事 株 ま 會社摇 育 支店 
Uchida Trading Co., Inc. 

11 Park Place 
Tel. Barclay 1576 

葛 貿易 株式 會栽 
Shima Trading Co., Ltd. 

150 Broadway 
TeIe|>hone Rector 1 が 4 

採 式 會か赤 尾 巧を 
Akawo & Co,, Ltd., 
295 巧れ b Av も， 

TeL Caledonia 9758-59 

巧 倉 製な 巧績巧 ま會社 

K 及 お kura & Co リ Ltd リ 
200 Ma ぶ SOX! Avenue 

K. Mikimotio 

Mikimo わ Hearl, 
的 5 F け 比 Avenue 
Tel. Vanderbilt 2519 

大倉 組な 巧 まな 
Okura & Co., 

30 Church な •， 

Tel. CorUandt 2292-93-94 

H 共 株 ま會祖 
巧理巧 
巧 峰巧會 
1 站 Bnwd * 化 N. Y. C, Tel. R 扣 ior 巧 84 
'Fa 加け : 208 Rmon 化しし City 

巧巧妨 をみ まるな 
Asano Bussan ^mpany 

Room 801-805 
\So Broadway 
TcK Co け ! amit SO 巧ぷ 052 

Gosho ixirporation, 

。化 Importer も 

巧 Ea が 84 化 Stre が 
Tel. Athland 49tf2-91 
v»o«ho Co, :QC" 
Cotton Exporter* 

泌 Beav が &t" 

Tel Bowlinfr Green 8806*06 

巧な 洲淺お 採を 含を 
な 育 事が 巧 

Sou 比 Manchuria R. R. Co., 

Room 202 も Cemadian Pac お c BMg. 
342 Madison Ave. 

Te!. Vand [ が bi!t 413 另 

吉井あ 産 巧 ま會社 
が 育ち 巧 
Mitsui & Co., 

d 5 Broadwav ， 

Tel. Bowling Green 7520 

巧巧會 おち 井 巧 巧 
組 育ま 巧 
Iwai & Co., 
Woolworth Buildins：) 
TcL Whitehall 6040 

H 凄が 事 巧 式會ぉ 
紐 育ま 巧 
M な subi ふけ ！ loji Kaiaha 

(M; む ubUh; Co ， いん） 
120 Bniadw 巧 

Tel. Rector 2560.2564 

大巧 朝日 ニを を 朝日 
化 巧 ま。 巧 
Osaka Asahi 

Room 619 World Building 
Tel. Beekman 4860 

日本 楠 花な 式會せ 
が 育 支な 

お pan Co け on Trading Co., Ltd., 
25 M&diton Avemi も 
Tel. Mad. 5 み 369 目 

曰 米 生糸が 巧會お 
お育ま 巧 
Ml 則 I-BEI KIIT0 XABU が 化 i 扣 ほ m 
(N1CH1-BE1 KIITO CO„ LTD.) 

1 Park Avenue, 

Tel. Afthland 6246*47-48-49 

' ほを 名會化 

お 育 支 巧 
Hara & Co„ 

443 Fourth Ave., 
Tel. Caledonia 7830-35 

日本を ホ 巧 ま會ぉ 
短ち 支店 

M 日 rimuri わお 在 C&.I A が 
44East の r パし レ 
TeL Afthiand 5320 

大巧な 日 ニ 東を 日日 
を 木 H 郎 

Osaka Mainichi 

民 oom 306A World Building 
Tel> Beckman 4259 
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Hhe Way of cme 

By 空 itili A . wawy さ 

日本 婦人の 淸 （一 > て 美しい 節操を 化 ごして 巧ぶ する のは 溝歷 
な搜 やが 棠 ではなく 餘 寒の まだ 去ら やらぬ か 巧の 頃 じ 巧 巧を を 
いで 換 （『梅 J でを る ど 云 ふの が 巧を ソー ャァ 女を の H 本 婦人 
なで ぁるが 女 あは 日本の ぶ 人 どして 深く 日本 締 人の 淑徳 じ 傾-街 
し 貞婦の 傅說や 近が 出 雲な での 風化に も 通じて 居る。 

英 义ル說 『ぅめのみち』 はま 人を を 武± の 一人娘 じ、 時化を 
明治 王を 雄 新 前 じ、 而 して 場面を 東が 道に 採 つわもので 若 お 巧 
健、 筆致 典雅 讀者 をして 宛が 巧 文で お 琴の 小 說を讀 む 輿 趣を お 
1 远 さしめ る 0 

英 义小說 『ぅめのみ も』 は 松 ホ 節 子 壌 じ デ ジヶ！ ト しわ もの 
で 序文は 有名な な グブフ キスを 傅 ± の 筆 じなら 裝帖巧 銭を 庭の 
讀 ものごして 叉は 米 人への 贈答品 ごして 絕 巧の 一書で ある。 
致て 江湖の 一 請を 慾滋 する. 

次週 配本 M 郵税 向拂 


邦人 請を 
一手な み 


紐 育 新報 社 




蔡酒 派の 結 衆 遂に 乱れて 

スミスを 第一 回 投票で 當選か 

M 副大統領 じは ロビンソン 巧の 呼聲が 高い n 
H 國際 麟盟參 W 問題は 結局 看過ず るら しい n 

. ヒユ— ストン 二十 六日 發 yu 禁酒 潮 わを 標榜す る kK ミス 派は 頻 ゎじ 暗中飛躍を 試みて 聯盟の 
上 スミ ッ 氏の 當還化 害を 試み、 •セ] ムス •リ ー ド 氏を 起てん ごしつ i あ もたる も 氏が 巧 年 ゥキグ 
ソン 大統領 時化の 反 ゥキ^ ソン 速 動を 想 おする 民ま黨 員は リ ー ド 氏を 信用せ ず、 加 ふる じポメ 
.1 ン氏 のかき 州の 寵兒が 立候補を 斷 なする じ 至らし 爲めス ；、 ス 氏か恰 かも 無人の 野を ホむ がかき 
，'みで 當逃 する こどは 確實 ごな りな ゥキ^ ッン大 統锁ホ 己ん も スミス 巧を 支持し つ； ある もの t 如 
し 化て スミス 派は この 上 反 スミス 派の 結ぶ 破壊 じは 從 事せ々 專ら政 網 起草に 力を 注ぐ ベ （禁酒法 
じ 就て は 禁酒 派 側よ b は テキサス 州の ムー デ！ 知事、 巧 禁酒 破よ ちは メリ ランド 州 知事 リッチ-— 
氏 おでて 力 劇す ベ < おお 『巧が の繳 わを 期す る』 程度に てぶな の模樣 であるが 農が 救濟 案は マク 
;ナ91 •フー ゲン おを ぶ 礎 ごする が 均等 稅 じけ 東部 代表の 反 對もあ b て 相 當波爛 をを むべき も 結 
，局 おか 嵩よ b - 層 徹底した ものを 獲 表すべ < 副大統領 横 補には 上院の 領袖で ある アラバマ州の ロ 
ビンソン 氏巧聲 高く 窠ニ 候補 じは イン デ アナ 則の 銀け 家ウ ー ンン 巧が 起つ 模樣 じして を 州 化表議 
貴め スミス 派に 投 ずるを 賴々 なれば アグ フレッド •スミス 氏が を認 候補む るを は 愈々 確實 どなつ 
た t おは 國際聯 班 じ 就て は 前 陸軍 長官べ！々 1 氏の 如き 極力を 綱の 發 表に 巧め つ^ある も 今日は 
アメリカ をして 蹄幽じ 即時を 加を 爭 ふべき 時機に 非らず ごの； f 論 あ 力を 占 ホ看猶 する 模樣 である 


民主 黨大會 順が 

化曜 U 〔甘 六日】 午前 十一 時 
ょら 十二時 M 當地 時間です 後 
- 時 ょら ニ 時 U を 樂 n 遵舉總 
長 シエ プア^ — 巧 正午を なて 開 
會を貫 言 n 舰暢 M 觀呼 n 哟歌 
獨唱 n を 員を 組織 H 午後と 時 
n 當 地が 閒 午後 乂賠リ 假委負 
長ボ ー ヮーズ 氏の 溃說 
水懼 Hu 證 長。 ビン ッン 氏の 
祗說 H をを 員 曾の 報吿 n 巧し 
報吿が 逆む る 場を 大 曾は 直 も 
じ 大統紙 お 補の 推 藤に 着ず 
木曜日 H 大統領 媛 補 投票 
を 確 H = 副 大統雑 お 補を 投漂 
じ附 しわる 後散會 

ヒユー ストン 二十 五日 發 n お 
日を なて 開 煤 さるべき 民 ホ黨の 
大食 じがる 論ずの 中必 おその 政 
治 的势カ じがて は 殆んぶ 

絕頂 じ 建して 居，。 ず ミス 
波の 禁酒 擲 行を なおに 載 中る 禁 
酒 法腳巧 派の お抗 である。 先 巧 
大統領 殺 じがる かか < 巧 方の 勢 
々が 正 お 衝突を おず る じ まるで 
あらぅ ど 銭が されて 居た が丽か 
も 黛^を 胜 ごい ふこ どじ 就て I 
致 協力を をす る こどは 明かで あ 
る爲め スミスの 势 力が 度 じ對す 
るな 到 派の 結 巧は 漸みホ 調が 乱 

れ アラバマ州の n ビンソン 氏の 
如く 『州の 龍を』 どしての ホ 候 
補 じ 蟹して は一應 形式的な お 票 
を 見る-しまる であらぅ けれ ど も 
到 巧 

勝赞 な < 遂にな 掛 派は リ 

• — ド 巧を を-^ のかし マカス] 氏 
の 前 選 舉總長 等を 巧 致して 禁涵 
法蝴巧 宣言 ご U つ わがを の 一 ホ 
じ 於て 巧は が くも 敗 脚を 期 巧し 
『おしを じして 股 巧す る 共を は 
斷 じて K ま 撰を 脫黨 する が 如き 
こどな ぐ 

踪カ 一を 3 て 民 ホ 裳を お 
後の 勝利 じ與 かん』 ど 言明ず る 
じ 至 もが ス ，、マが の 投票は 約 四 
け 丑 十 喪 ご 號ゼ られて 居る けむ 
お. 持 隙 上 S 巧 力に まらて は颇る 


疑 間にして 前記の 如く 一二 回 0 
投 漂で 動搖 ずべき 性質を をす ろ 
ら めぶく スミス 波では 極端に 藥 
觀 して 第一 固の 投 粟で 歷倒 的に 
勝 巧を 占める 確信を 持ち ネり定 
しては スミス 巧の 當 選は 旣定の 
閒題ど U し 唯 黨の調 化を いかじ 
して 計 b 、 いかじして スミス 巧 
を滿塔 一を で當 選せ しむる かじ 
苦必 して 居る、 即ち 

お！^ 酒 法 問題 じ おする ブ ミ 
ス 知事め 立 漢は旣 じ 明白で を も 
スミスを ま 持す るを 如の 化 誰 員 
が この 寬見じ 共鳴して 居る 限を 


榜じ 止め これが 具 ホ 的の 

說明 は スミス 氏が 大統嚴 
お 補 通を まの 席上 じがて を々 ミ 
天す じ宜 言す るに 至るべく こめ 
點じ 裁ては 副大統領の 人選を い 
かじず べき かが 問題で あつて 單 
じ 禁酒 派の 投禀 じ迎 をす る 意を 
ょもして スミス 氏 どを がな 對 の 
立藥 じある 人を 擧 ぐるは スミス 
派 でら 絕對じ 排斥し 居ち てこれ 
が 中庸を 将 たん 嚇を 物色す ベ < 
スミス 派は 早 < も 云十餘 入の 候 
巧 若を 物色 中で ある f の說 もを 
る、 なじ 今日 どして は スミス 巧 


山 東省撤 おで 閣議. 

了/リカは 早ぐ も 引 揚げら L 

まを 特電 二十 六日 發 = 天 策 ょ 9 の ホ電じ 攸れば アメリヵの 
アジア 騰隊词 かお 官ブ リストみ、 少將は 上が や 天津に 一巧の 太を 
駐 おはを 普 無益で もる どのを 場 か 巳-化 國の 意嚮 じは 頓着な < 引 
揚げの 意見で をる が 化 お 米ん 中に 反 お 者 も ある 模様で 本國 政府 
ご頻ら じを 涉 中なる もの； 如く 巧 画に がても この 際 お國の 誤解 
をが ぐ じめ 化 タ一帶 ごは をは ホを の】 部 じても 引 揚げを 急ぎつ 
つ あらて 本 U の閣 諸に も本閒 題が 上程され る £ じな つて 居る。 


な 禁酒 派が‘ 黛の 政綱を 起を する 
じ當 6 絕お絲 酒 法の 腳 巧を 剛記 
し 得ざる こどは か 論で あるが 而 
かも 黨の平 かを 化つ 上 じがて t 
ミス 氏の意見 ご 反 お 派の 要ホト 
いかじ 調 かして これを 政綱 どず 
べき かに 就て は 蓋し 政綱 起 管を 
員 おじ 巧る 大問越 たるべく スミ 
ス 氏が 禁酒 巧 じ反掛 する 巧の の 
ものは これが 

制を はを 义お衆 お 累じ化 
ら やして 慕 法の 修でど U つた も 
ので わる 化て 民意を 化を した も 
のでな/、、 今 n の 場合と しては 
州が をのが む 所に 依る ビア 丹 ま 
ヮ キンの 製造 贩賣 をは 意に 閒ひ 
て 巧すべき ものである どま 張す 
る もので 憲法 第廿 八み 條正即 も 
禁酒 じ關 する 惑 巧を の ものを 麽 
柴しゃぅど云ふので^:^ぃからを 
綱 起を 要員な じ 於ても この おに 
を 協 點をあ 見し 恐ら （政綱の 上 
じがて は 巧 じ 盛を のま 梓 獅巧標 


の當 選は 單じ 時：！！ の 問題の みで 
殘 された る 垂大な 問題. は 

政綱 委員 會 がでの 點 まで 
黨の 一致を 計る 爲 めに 姿 協す る 
か、 いかなる 人物を 副大統領に 
擧げ るか ごい ふこ V ' じ 化つ て 居 
る、 而 して 民ま黨 どして は 農村 
救濟 問題 じは 廢も 力を 注ぎて お 
お黨 S 地盤を 切 崩すべき かじ 就 
て留 なしつ； ゎるが この 點じ關 
しては 歳み じ 大膽な 恵 見を 吐露 
ずるで あらぅ ご觀 測され て 居る 

駐米 大使に 

化 淵 次官 

松 や 氏 後任々 命 

ホノルル 二十 六日 發 =； 當 地で 
を 巧す るが ザ新閒 『 H 巧 時事』. 
じ 達した をを 特電 じ 化れば 現 外 
務み官 出 淵 勝み 巧は 松 や 恒雄氏 
の 後任 ごして お 米を 権 大使に が 
命され たど 




，こです、 f ト C A 




IT 


註、 松ず 大使が 駐英 大使 じを 
の 巧 巧と して 出 淵 巧の 巧 命 ば 
豫てょ^期をされた所でぁる 
ぉ 淵 氏は お 井 大使 時化 じ 大使 
お參 事を S してが 勤、 お ホモ 
の歸视 お化理 大使で ぁつたが 
その後 駐獨 大使館 參 事ち を歷 
任、 ヮシントン 會議 じは 全權 
随員 どして 巧び ホ b をの 後 松 
ホ恒雄 氏の ホ閣 大使 任命 ど 共 
じ 外務が 官 ごな 6 幣 お、 田 中 
現 兼 化か 相の 下 じみち として 
な勸 中で あつた。 


不戰條 約 

屯ち 頃に 調印 か 


まま 特電 二十 五日 發 h アメブ 
々が發 案した 不戰條 あ 比 多み 
と 巧 頃 じ 調 巧の 壁で をる。 


ワシントン 二十四日 豬 U 本年 
四 巧、 國務 長官 ケロッグ 巧 じの 
ち H 吳獨 佛じ逊 してを 渉 中じ屬 
した タ邊 的な 不戰條 約 じ 就て は 
フランス あ 前ょり SS 兩國 のを 
渉 も ぁち 保留 條 かじ 就て 意兒の 
巧 違を 見つ^ ぁつたが をの 後フ 
ランス 政府 どの 認解も 成立して 
これを 化を 的條 約たら しむる こ 
ご i なら 國務 省ょ b 昨 H を 0 て 
十四 個 國じ教 し 修正され た 原案 
を通陳 したが 單じ 前文 中に がて 
條約 のま 旨じ賛 したる 國 家の 參 
加を 許を する 一項 じの みぞ々 の 
訂正が ぁつた のみでを の 他の 中 
必は 最初の アメリカ まを の 儘 ご 
し フランスの 反 掛乃ま 保留 條項 
は 必要な きらの どして 記載され 
居らす、 國務 省では あ < 調印を 
期待して 居る。 今み の 條約國 は 
英國 じは 自治 顔を 體を をんだ 外 
ロ ホ グノ條 約 じ關係 ある チ 玉 n 
スでダ キア、 ベが ダ 1 巧び ポ！ 
ランドを をんで 琶 る。 


ノビレ 將 軍を 

み 上で 救助 

■ 飛け をの 新記錄 
キン ダス •ベ 井廿 五日 發 ==. 


グウ ュ^ — の 飛 巧 あ ラン ホ i ク 


中尉は 機 離 帥 ボルバ ー ダ ど 共に 
目下 化瞄の 氷山 r 乘 b て 漂流 中 
でを る ノビレ 將 軍を 救助ず ベく 
一昨日 大赡じ も 一巧 遭難 中の 氷 
山上 じ 看 陸した h あ 助 本部ょ 6 
の 命み じ浓 b ホを を 巧つ た ノビ 
レ お 軍を 先 づ根據 地 じ 運搬ず ベ 
しど 吿げ / ビン 將 をは これを 巧 
経した る も 遭難を 一祠の ホ留じ 
化ら て か 山を 離陸し 一. 岛化據 地 
じ 引場け 直 じ將 軍を を 艦 じ 運 
びを じ谎巧 機に 依る 人命 教 助の 
新記錄 ¥ 嫂し みいで これ 亦 同じ 
ぐが 足を 巧ら し電氣 技師 セ シォ 
ンを 救助し をろ 第 S 圓 目の あ 
助に 際して 機は 氷山 ょら 離る J 
能は で ラン ボ！ グ 中尉は 止むな 
(遭難 員と 巧. ご 共 じしつ t 漂流 
中で ぁるが か 山は 幅 六な 吹、 を 
さ 化 巧 灰 ぁれば 滞 走 壌 工事を 頻 
b じ 急ぎ 飽をも 救助の 意向 じし 
て、' 

ノビレ お 軍の 巧 銜を搜 索 中 じ 
巧 銜小明 ごな つじ フランス 飛 
巧 機 どを 探險家 ァマン ゼン 氏 
の 巧衛じ 至らて は ホ だ じ柯等 
が然 する 巧な < 飛行機 や 軍艦 
はを ホ 面 じ 豆 6 て 手配の 上蠻 
見を 期待して 居る。 


南ぶ 政府の 

承認 ホた し 

國務 省で も 當惑顔 

ワシントン 甘 五日 發 N ァメブ 

力 政が が あ < 南京 政府 と 巧 巧の 
上 新 政府を 承認し 駐屯 兵ち 撤退 
せし むる か 不平等 條 約の 廢 楽に 
應 やる 意向で をる どの 說傳け b 
目下 上海 總頒 事が これを をが 中 
で わる どの 報じ 掛し 國務省 側ょ 
ら 洩れた 所 じ 依れば ケ P ツグ 長 
官は掛 支を 渉には 斷 じて 急がず 
且つぐ じ 及ばない との 意向を 
抱き 居ら 特にを 渉に 從事 ずべ 


揭 きちら 特にを 巧じ從 事ず べき 
相手の 撰定じ 就て は 相 當の巧 難 
を 威 じて 居る 樣樣 である、 即も 
最を 施を 使が 化 京る 使から を變 
して 南を 政府のを 使 どなつ むが 
如きを の 一例 じて 従て 上海 媳領 
事のを 渉說じ 就て は 巧 等る ぶじ 
關 知し 居ら や、 ァ 'メリ々 の 巧 表 
はマク .ムレ！ を 使の 巧衝じ 一巧 
して 居る 尽稱 して 居る。 - 


滿蒙 不安に. 

南ぶ 側 態度 硬强 

奉天廿 五日 發 U 張 學良將 をは 
奉 天府 大元帥 喪 職の 布吿を 溜し 
民意の 尊重を 說 いて 居る が释ネ 
をホ面ょ b 將軍を訪れ てち息を 
表する 者タ し。 ー 
上海 廿 五日 發 N 南を 政 麻ぶ 新 
たじ 東 一二 省の 督辨 ごして む 父を 
踏 職し ね 張 學良將 軍に 對し 一一 一民 


ホ 義の臂 重、 靑 天な 曰 旗を 揭 i 、 
る こごを 其 化の 條 化を 提示し 巧 
しお 天 側 じして これ じ跑 じない 
ならば 武力に 訴ふ ベし W の通吿 
を 巧！ わ。 


金 本 化 回 猿 

フラン 相 踢礎立 


パリ— 二十四日 發 rz ポ アンカ 
レ ー 两閣 は豫 てよ 6 提 巧を 準備 
中で をつ た フラン 化 傷の 圓復ま 


を 本 H 上下 お院じ 提出した 钻お 
下院は 四百 五十 お 甘 ニ、 とおは 
ニ 巧 五十六 勤与耍 どい ふ 大差で 
可 巧— 今後 フラン 相 煤は 一 弗':- 
逊 して ニ お •お ニ 〔乃 ま 一二 •化 
三 俯〕 一 パウンドに 對 して 一二 
四 •二-じ 確立した、 今 问の遙 
まが 悉んで お 旗 一致 じ 等しい 成 
績で可 かした こごは ボアン カン 
1 が 化の なをの 大勝 ご 見られて 
居る。 


本社. 東 ま 特電 (禁 お叫轉 載〕 


朝香宮 御殿に 窃盜 


離宮 侵入の 直訴 犯は 直に 收監 

〔甘 六日】 朝 香 宮殿 下 高 翰 御殿 じがて 廿五 H 朝 ニ 一千 圓な 化さ 
れ たが 犯人は 不明で ある、 尙ほ囊 じ 赤 坂 御所 巧 じ 突進 直訴を 企 
てた 成 島を 化は 離宮 侵乂罪 ごして サ 五日 收監 された。 

が貞み 巧の 屍 體は發 見され た 


廢 島に 豪雨 

〔甘 六日) 廣島地 モは廿 四日 巧 
巧 豪雨の ためじ 諸川氾 溢し を 
數の溺 巧 まを おし 東 ま 橫濱地 
ホは 昨朝 强風 吹き _ おみ 相當損 
害 ある 模樣 である。 

大 阪稅關 改革 か 

〔サ 六日】 大阪の 入超 今後の 模 
樣巧窠 で 前例を 破り 税關 設備 
改革 されん ど 云 はれて 居る。 

針の 木 峰 犧牲者 

〔甘 お 日】 日本 アグ プス 針の 木 
辟で 遭難 L わ 早 稻旧大 學を矢 


金 解は が 期尙早 

〔廿 六日】 H 本のを 輸 解禁は 矢 
張 b 鹽際 貸借な 善後 ご H 虫藏 
相は 巧び 聲 明した。 

御大 禮 警備 協議 

(廿 六日】 警察 部を 會議は 本日 
內務省 じ 召集され 御大 驢蠻備 

國聯總 會化表 者 

t 甘み 日】 國隙 聯盟 總會 H 本 巧 
は 駐佛乂 使 安達 峰 一郎、 駐白 
大使 永 ホ 化 H 、 貴族院 議員 藤 
が 義朗 男の S 氏じ决 をした。 


W ロ 博 ± の 追掉を 前に 

糜人 y を、 う 記念ず るか 〔上】 

研究 巧の 讓 立を 提喔 i 無名氏 稿 


學 をの 偉人 n ッボ が. 一度を の 
英才を 發 揮し 獨逸醫 學を巧 表し 
た 時、 獨逸國 民は 生前 旣 じがの 
勞を ねぎらう じ 完備せ る 3 ブポ 
巧 通 所を 好て した。 今 もべ _ 沪リ 
ン の】 巧 じ ホを 發つ U ! べ八ト 
コッ ボ硏究 所が か 巧 じして お ホ 
たかを 知る ものは 世を じ 冠 だる 
濁 逸 醫學發 達の 理由の 一っ どを 
こじ 見る であらう。 現 巧の 顯逸 
醫學は 醫學者 自身の 努力の みで 
お來 上っ ねので はない。 彼等は 
獨逸圏 おどい ふ大 なる 應援 ちを 
持っ てゐ た。 圃 民は 醫學 まど 共 
同じ 硏究 して ゐ たどい つても 過 
言では なから う。 クィ^ ヒ 3 ク 
病院、 卫 1 リッ ヒ妍宪 所がが 巧 
する 事は 單 じこれ 等の 醫學 をの 
名を 永久に 記を する 意が のみで 
はない。 

隱ト野 ロの 化む が 育 じ 等 L く 
住み 居る 事を ホ榮 ごした お 達は 
一入の 憐 十： あるが ためじ 如！： じ 
'誇 ゎら L (感じね 事で あらう。 
特殊の 新聞が 排日のを 文字を 則 
ねて 攻擊の 矢を 化った 時 巧 ± 1 
人の が 巧は お 達 じごつ て 如柯じ 
大 なる カ强き 檐でゐ つた かひ 直 
搂じ 間接 じ 化 米の お 達は 知ら 中 
知ら やの 間に 睹± にどれ だけ 負 
ふ處が あるかは からかれ ない。 
をの 博 ± は 今は 再び 見る を 得な 
い 人 ご。 つて 仕舞つ た。 あの 悲 
報を 手 じして 親 や 巧を を 尖' った 
じ も 似た 悲しみを 感じ U い ロ 本 
人が あつむで あらう か。 悲しい 
W いふのは な 達の 威愤 である。 
然し 悲しい が 故 じ 悲しむ をの 淚 


で 逝ける 溝 ± を 慰める ぇは を ホ- 
扫 でを らぅ。 博 ± は 男性的な 潑 
溯た る猜 神を 0 て S 十 年の 妍発 
生活を 終始した 日本 武± であつ 
なから、 外 厨 人 じ 負けて なる も _ 
のか ごい ふ 言葉が 隱± の ロから 
没れ たのを 直接 間接 じ タ< の 同 
胞 はきいた であらぅ。 

博 ± の學巧 じがけ る 偉大なる 
装 蹟は淸 ± が ロの 名 ど 巧 じ永义 
じ 不滅で をる が おじな 達は 博 ± 
の 名を 單じ 記念ず るた めじ 何等 
の ホ 法を 講ずを 必要を 認めたい^ 
大 なる 銅像を 建てる の も 博 ± を 
記を する 方法の 一 つで ある。 然 
しおじは をれ がな し 得る 唯一の 
モ法 である ごは 考 へられない。 
記念の 额 像は 靜的 でを つて 五十 
年 一目の 如く、 最後の 目を、 動的 
じ經 圖し續 けた 博 ± を 記を する 
じ 適しい ホ 法 ごは 考 へられない 

私 逢は こ i で 冒頭 じかいた 獨 
逸に がける n ッ ポの瘍 をを をへ 
たい。 獨 逸は 單じ彼 じ 贈る じ 動 
章を なて しな かつた 爵位を 0 て 
しな かつた、 鋪像 のみを なて 偉 
人を 記念す る 唯一の ホを どし な 
I •かつた-、 彼等は をの 偉人の 精神 
を 最もょ く 表象す る硏究 所を 贈 
つてを の 偉人み 名を 不衍 じする 
ど 共 じを の 精 刺を 最もょ くホ义 
じ 生かす 資しき ホ 法を ごつ たの 
である。 n ッポの 巧 後 百年の 後 
も、 n ッボ はを こに をき てゐて 
を じ 化 事を しつ i をる であらう 
なは 间じそ 法を 我等の 睫 ± の 
诲を じごら たいご ホ 望す る。 パ 
スト ー 八 研 兜 所が B 里に 奋 がす 


る 事は 如何 じ フランス 人の 誇ら 
ごする 處 であらう。 ニ 千年の 歷 
史を 有する 日本が 始めて 生んだ 
日本 0 バスト！ グ、 n ッ おじ 對 

して、 巧 ロ硏兜 巧を まを の】 角 
じ 巧 現せし める を 得たなら、 化 
の 上の 記念 方を が あらう か。 

由 ホ 悲しい かな、 日本 じは 他 
の國 じがけ るが 如き 眞の 硏究者 
を永义 じを かす' 巧 法が 見られな 
かつね。 筆者は 管て ある 濁 逸人 
から あの ホな 六 号の 偉大なる 硏 
兜を 完 おした 博 ± 、秦は 今は 太 
きな 硏 を 巧を 持つ てゐ るで あら 
うど 聽 かれ わ 時、 如何 じ 答 ふべ 
きかを 知らな つね。 同 博 ± は】 
栽 立 巧 兜 所の 一部 長 じ 過ぎ や、 

H ネが獨 逸の 如き か {る 英才を 
ねぎら， フ 道を 知らない 事 實を知 
るが 故で ある C 現 巧、 日本 じが 
ける 世 巧に 名を 知られた 醫學者 
の 名を 冠す る 研 兜 所は 僅か じな 
立の 化 里 研究所が 存在す るの み 
である。 而もを の硏究 所は 化 里 
搏± のな がが 基礎に なつて 成立 
して ゐ るに 逆ぎ ない、 この 際搏 
± 巧 ロの 名を 有つ た硏を 巧を 作 
る 5 は單 じが ± を 記を する 所な 
のみでない 。現な、 世界の 尊敬 
を かも 得ん どしつ 5 あ-る 目本醫 
學 をを 成させる 上 じか 巧 ばかち 
貢献す るで あらう か。 

こうしれ 會は隙 十： を 記を する 
最善の ホ 法 だ ごは 誰ら 考 へる お 
でを らう。 をつ て故國 じを うし 
た 運 勘が 起る であらう ご 考 へる 
人達. い あるか も 知れむ い。 然し 
をう いふ 希鹽を 裏切る ニ 一二の 事 
實を 筆者の 豫想 する-^ は 特に 本 
紙を 通じて 化 紐 育の 同胞 じこの 
衷 也の 希學を 訴える 理由で ある 
隙 ± はを 國學 十- 院 のを 員で あつ 


自農 案の 巧 提出 

I ： 甘 六日】 自化 農を ま 再 提出！ 
つき 山 本 農 か 政ぶ 食の 誌 解を 
ホぃ。 

總務 長官 あ定ず 

ご 一十 四日】 內 おお 化 爵睛 箱- 
部長 河 巧 旧 稼 ま 氏は 辜 衡繪お 
長官に 巧定 した。 

樞府 改革 論援頭 

〔甘 六日】 民政 黛の々 壯 派は 樞 
密院は 有害無益 ご 遊 止 論を ま 
おす。 

【甘 五日】 樞密院 故を 論 接 巧し 
ほ 政 黨少壯 派は 本日 會を しお 
.お 連中は 明日 會 をの 萬で あ- 
が 樞を おの 黨お的 策 勘に 掛し 
貴族院で も 非難の 聲 がを つて 
居る 0 

緊刺 案樞府 承認 

【甘 五日】 治を 維持 法 發急赫 み 
まは 樞密お 委員 會 じがて 五對 
三 一で 譬吿附 承認され た、 サと 
日の ネ會議 では 恐らく 大 議論 
が あらぅ どい ふ 0 

移民 問題を ま 張 

【二十四日】 日米 伸 裁條約 改訂 
じつき 日本は 移 ほ 聞 題の 解 巧 
ホ 法 ま 張說が ある ごい ふ。 

露 極東 部長 來朝 

〔二十四日】 勞農 外を 部 極東 部 
長 メリ ニ n フ 氏は 近く ホ 朝の 
尝で 支那の 新 機 連に 鑑みて 日 
露 提携の 化で ある ごの 賴 道が 
達した。 


た。 然し 邢 年の 硏究 はを < ァメ 
ブ 々じがて なされ わ。 最 を H 本 
からの 親 聞を をても 博 ± じ おす 
4 記事は この 地の 巧を 紙 じ揭げ 
られた 記事め 半 かも かいて ゐな 
いようで ある 0 偶々 こうした 事 
賓が 我等の 巧 ± の ためじな 上の 
如うな 運動が 故國じ 於て 起ら さ 
う もない ごい ふ豫 或を 輿 わる。 
加 之、 傅 ± は 現在の H 本の 大學 
どは 柯 のを 渉らない ごい ふ事實 
を ぁる。 從 つて 最も 深いを 渉の 
有っ た 紐 育 或は 在米 同胞 じょ ツ 
て、 こうした 運動が 始められな 
かつたなら 恐らくは 永久 じ計畫 
せられず じ 終る かも 知れない。 

をう した 計 蛮は 意見 にがては 
贊成 でぁるが 到底 をれ じ 要する 
基 おを 得る i が 不可 龍. でぁらう 
VJ いふ 人が ぁるか も かれない。 
なは をう いふ 消極的な 人達 じ 向 
つて この 希望を 述べた < ない。 

燃 ゆる 熱 ど、 間 新な き 努力に 
よつ て 他人の 不可能 どし ね 研 巧 
をな し 遂げた 隱± の 賴極的 態度 
をな 達は 體 巧して 計 畫 したなら 
成な おし もず 巧 能では ゐ るまい 
ご 思 ふ。 逝ける 博 十が 最も ロ じ 
した か < 日本人は 外國 人の 巧た 
ない 意氣と 熱を 有つ てゐ る。 彼 
等が 容易 じ實 現し 得た】 硏兜巧 
の 計 畫が曰 本人め み じ ぉ ホ な- 
と いふ 理由が 柯處じ わらう。 問 
題は をで な く-- i て 熱で ぁる。 必 
要は あず 法を 生む。 熱誠 さへ ぁ 
れ ばな 巧の 資產を 有する 同胞に 
してを の 半を 提供す るよう な特 
志 家を 出現せ しめない もので. 
なから う。 から じ 在米 同胞が 
巧づ i を 提供しても 廿 万のを を 
集め 得ないで あらう か。 
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【円曜 水】 日よ 十二月 六 年 H 和昭 



診察 
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日 班は 府 約相頤 お 
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診察 時間 
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婦人 會 

講巧曾 

鼓！， 楠， 

蒂 宿を、 簡易を を 
ホ 業 周旋、 をの 化 
人事の 巧 相談 じ應 
じます 0 
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諸 藻 ，，，，' , 

日宙 聖書 硏巧正 牛 
お厕會 夕と 時 年 
巧 巧 說をタ 八が 
木！！ 祗祿ち 夕八惊 
お活 及び 裁爲 

午を ニ冉 

± ぉ 谋お會 又は 
あ話會 タ八時 

化 貧 ホ 策 
寄宿 部、 旅 巧を ま 巧 
が、 人事が おが、 說查 
船、 巧棠 周旋が、 巧 お 
淺键を 授の諸 課を 設 
け會員 皮び ホ 會畐の 
巧を 計る 


齒巧醫 

井上 義人 

西 六十 五 了 目 一四 六 番地 
姑 育 帝 國旅舘 巧 
電話 トラフ アグ ダ ー ニ 五六 五 


東な 巧み ノ巧 Hit r ング 二階 ニ 化ニ區 

純 郎丸山 洋服 商會 


稅關 事務 

東 伴を 化幷 じを 世界 
の 輸出入 ホ 法 じ 隅す 
する 一切の 御 諮問に 
應じ掛 逍激船 貨物 運 
貨义 出帆を 稅觀手 緒 
聲等 進呈す。 重要 都 
巿 じ化理 巧を なし 誠 
育 巧 速 御用 命に 應中 

巧 隙 か 扱 


i 懿 揉治纔 
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産婆 復習 巧 卒業 
元池邊 

產婆 松本綠 


擦 眼 おじ 眼鏡 調節 


日本> まが 寶玉製 美 
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日本人 諸君 じは 恃 
じ T 寧 懇切 じ洽巧 
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ます、 御覺 下さい。 
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日本人へは 秋 山 氏 專任敎 巧す 
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操 縱法及 
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べき 必要 
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減 日米 新聞 支局 

今度 紐 育 支埼を 設置し ま じた 
から 購讀 、廣吿 一切 左記へ 御 
願 ひします。 (坂 ホ ホ ホ】 

4 W を 101 st St , ぎす ade 呈居 94 
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戰 巧は 實貿 誠意 班 速 ま義の 
基に 御 ± 產物 一式 卸 賣が段 
で販賣 致します タみ じ拘は 
らや 御用 命 仰 か 下さい ませ 
◎歐 ホを 禪 時計。 置 時計 一 式 
◎寶石 貴を 屬 。銀製 器具 一 ま 
◎を 稱萬年 筆。 金銀 製 鉛筆 
◎蓄音器。 ン 3! ド 見本 陳列 

◎寫眞 器。 タィプラィタ！ 

◎船 切将 。紀な 寫眞帖 繪端書 
フ n 1 ドゥ M 1 なと 十替 
領事館 向 側 建物と 0 五號室 

巧タ商 

碱ぶ爾 A 

170 Brsllw さ NJ . 基 y 
ジ 一. C ミ tlan 氏迈 37 迈涅 


佛國の 金本位 回復 


用意 閒 到な ポアンカレー 內閣 

〔ニユ |ョー ク •ヘラルド •トリ ビ ユン 所論〕 


フランスめ 府 の、 を 本位 巧 俊 
なる ものが 豫 てよ b 期待され た 一 
結論で あ 6 ご すれげ、 をれ はお 
て 珍 どす る じ 化るまい が、 しか 
もこれ を 歴お的 C 觀を するなら 
ば、 フランス 講を がを 本位 回が 
を諮决 した こどは、 歐 洲大戰 0 
巧の イン フン— シヨ ンご货 瑕の 

便 化 化を 等の お滩 狸を 脫 し、 轉 
洲 のか 界が始 女て 隅 ホを 留む割 
だ 元 的 事業で なければ。 ら ない 
巧 幣ま配 どい ふ 誘惑を 巧け つ 
つ、 を戰超の重^^る列强はを本 
泣の 回な に 巧 力して、 をのを 雄 
をして 戰 前よ らも 強固たら しめ 
たも ゆ も 勘くない、 を 本 泣を 回 
化し わ 第一 人 おは、 千 九な 二十 
ニ 年の 。シアで あつた。 をむ よ 
ら千化 だ 二十 S 年じォ ー ス タリ 
. — ど ドキッ かこれ じ 做 ひ、 千 化 
巧 二十 年の イ •キリス、 千 义がニ 
十六 年の べ^ ，キ1、 千 九な 二十 
とを のイ タブ どなつ た。 これ じ 
化前後して重^? る菊小國や中立 
固も间 なじを 本位を 回 鞍し、 今 
日 じ 於て 大戦 お ホ これを 巧 校し 
ない 國 をは スぺ 1 キン、 ユ ゴス 
リダ ネア、 ポク トダ 朱、 グ—マ 
三ア 及び トグ n のみで ある。 

これ 等み 諸 越が 金本位を 回 彼 
する じは S 個のを を 採 巧した。 
即も稅 制が 策で 戰時 財政の 優秀 
をを ふした イゲ リスは、 貨帯も 
五十 仙な 下に 下を した こご もな 
く、 バゥンド 相 塔 も戰前 时樣じ 
してを 本位を 巧傻 しね。 べグ ザ 
1 及び イ タリ！ は 殆んど 革命的 
じ 貨を制 巧を 改めむ。 前者は 戰 
前の 憤 おじ 街ず る 一割 四を、 後 
者は 二割と かで ある。 ォ！ スタ 
ブ— どドキ ブは をの インフレ^ 
シ ヨンを 巧く 所まで 朽 かしめ た 
上、 戰 前の 货幣を をを じ ンピユ 
デ S I ト してを 本 泣 VJ する 新た 
なるな 带 制度を 樹_ 立した。 

フ 一' フン スじ至 b ては イタ リ I 
ご ド キプの 中間 的 方法を ごら て 
をのぶ 礎を 戰 前の フ タン じ比轉 
して 巧 二割 じ腊 いた。 この 新制 
度は フラン： a , 殆ん ど崩搂 せんど 
しつ ー ゐ らし ニを を じがて、 ポ 
アンカ レー 內閣 の强贩 的な が 政 
政策 じがて 巧し 遂げ 得た ので あ 
る。 モ 九な 十 化が より 二十 年 じ 
をる 貨幣 ご 信用、 インフレ I シ 
ヨンを 資を ごし だ' 乱 麵を飮 じ も 
等しい 故 府の濫 裳は を じ フラン 
をして でん 底に 陷 るを 巧 動力た 
らしめ て フランスの 資本は 自が 
がかへ 流れる やぅ じな つた。 を 
の 結果 どして 物 巧は 激騰 しそれ 
よ b 數. 年度に をる 豫算も 不足勝 
.ちじな つた。 而 して フランの お 
外 流出は 千 化な 二十 六 年の セ 巧 
まで じは、 化 巧巿埃 じがて ニ 化 
お 下にを をし わので ある。 

- ボアン々 レー 內閣 がが 立した 
ー當 時に 於け るが 經が况 は、 正 じ 
恐 おじ も 等しい 狀 態で あつた。 

_ 巧 首 巧は これが 軟濟巧 ごして 新 
I 稅制政 巧 じ 出で、 巧 十億 プラン 
i の 現が 收乂 をな 加し、 ロて をの 
i 年の 歲入過 刹を 十億 フラン じ 連 
I せしめて 巧を 巧のを 巧を 巧な せ 


しむる じを つじ 0 ポアンカレ 1 
氏は これ じょら て フラン 回 俊の 
確信を 固ぅ する に まら、 外國ホ 
骆の フラン 阳煤も h 向きと なち 
ニ 年 前 じは 卑 ，〜- f 非を 式 じフラ 
ン のか 摸は 確な された。 爾ホ巧 


愼 をな 還す る ごみに を 化が じ' 日' 
b て 金の バランスを 樹立した 上 
を 本位を 準備した ので ある。 こ 
の举備 がいかに 細 也なる 化 息を 
W つて 爲し をげ 得た かど 云 ふこ 
とは、 恐ら （化 巧が を 權 成の 檢 
赞を經 た 上の こと、 は 思 はれる 
が、 イ •キリ K 、 ベ 八ゲ— 、イタ 
リ ー じを して、 何等か 闕よ b 信 
用 貸付を ずけ なかつ た 一事 じ徵 
する も 明白で あらう 0 


舉天 政府の 前途 不安に 

事業 上の 壓 な 憂慮 

治安 破壤 .こ n 赏 排斥は ごうなる 


束 ま 特電 二十 お日發 n 揚宇 廷將 すけ 健な じて 目 ド鑽洲 にあら 
と 傅 へられて 居る が 『揚 宇を 將が ど張學 なが 軍 ごの 關 係よ < ば 
滿洲 だ國民 政府 _し 降るまい』 >」 奉 お 常 顧問 化 ホ少將 はま ふ。 


前號 じがて 本紙は を 天の お督 
辨張學 も 氏の 聲明 書を 揭 載した 
が、 柯 かじ もぶ 年 二十よ 歲 とい 
ふ おさでは あ b 、 張 作霖の 

敗 化 死 t じょら、 がが 
财 おこ どじ 滿蒙關 孫の 諸事 業は 
重大な 影響を かう わる こど じな 
らう。 即ち 巧 S 省を 統お すべき 
ち 力なる 人物の な < なるこ-じは 
ま 三省の おを 維持が、 いかなる 
あにわいて 保持され る や 懸をさ 
れ るので あつて、 十四 億 圓に上 
る 巧が 滿蒙 投資 事業 中の 大部を 
を 占む る 滿錄當 盾は、 治ま 維持 
旧 難の 結 あ 巧が 投資 事業 じ 蟹す 
る 支那 側の 藤を はもち ろん， 滿 
洲を ± の 曰貨が 斥 

鮮農排 巧の 囊 f 豫 

想し、 さらに ま那 政府の 變移じ 
ょ り、 投資 事業 ど 政府との を涉 
は穗 々な 面倒を 生じ、 巧 巧で さ 
へ滿鐵 事業を 除いて ほごん f 失 
敗 ごさへ 云は る、、 巧が 投資 事榮 
はます-^ 絕遵 ごなる ベ （、巧 
租權 問題の 如きを の 照 巧は いょ 
いょ 困難 じ おも ゐる もの ご觀测 
して ゐ 。次に 滿鐵 調査 じょ b 昭 
和 元年 ホ 現 巧の 满蒙じ わけ も、 
巧が お資 事業を ボせば 左の 通ら 
で 

法人を 業 じあつ ては、 
資本を 一千で 圓 0 上の もの ゎが 
お搜觸 係會社 おょびな 引 所 等を 
のぞいて ははごん で なく'、 ニ 一十 
巧圆お 下の ものを の大 がを を 占 
めを 辨會社 数は 六十 化 化に わょ 
ぶら、 う も 二十 五社は 經瞥閒 難 
じ おもいち、 巧が 不明 のらの さ 
へ あら、 たぐ 滿缓外 じ本碟 をち 
ずるは 正を、 巧が、 一二 ホ、 一二 菱 
大倉紐 等 內地有 方 者の 支持 じょ 
る も のぞきた め、 懂 かじを の活 
礎を 期待され てゐ る。 

(單を 千簡) 
投資 總額 一 •四 0 ニ* 01 ニ 四 
借な による 投資 一と】 王 ハ 化~ 

.とおと 


日本 巧 法 じよる 
滿讲本 據會社 

滿洲外 本 據會社 


目 本 巧 法 じを 
據 せざる 會化 


個人 企 楽 じょる 
事 巧 別 
運 お 業 
を鑛が 
長氣 ボス 


化 一 

一八と 互 宅 一二 

一二 六 •ニニ 0 
化 四* 九九 一 


と 八 一 . か 八 四 
一一と •お 六 八 
S と •二八 ニ 


工業 
を觀 信託 
蘭 業 
銀 巧 業 
をの 化 


1 0 五* 六 ニ 0 
九と 王 ご ニ 四 
一一と •セ 五 ニ 
1 0 六 •と 0 四 
三 一と* 四 八と 


尙ほ 滿磯會 社は 投資 事業 管理 ど 
關保會 社賓を 調達の ため 

信託 會社 又は ホ— こァ 

イン ダ •カム パ ニ ー を 設立ず ベ 
く 調査 中で ぁつね が、 信託 會赴 
は 法 禅 的の 面倒 ぁるた め ホ！ 片 
デイン グ會社 どす る こど じみし 
おじ 監督官 廳の認 解を 得て ゐる 
ので 山 本社 長は 巧く 上京し 認可 
ホ 請を の 他の 設ぶ 準備を する こ 
ごに なつた。 右內 をは 資本金 I 
憶 圓見當 、手 持の 關巧會 社 お 借 
證券 拂込 一二 千と 巧巧圓 、貸が 四 
千 化 巧 巧 圆中對 モ惜款 を のぞき 
め 一千 万圓 等を 新會社 2 拂ひ这 
みを ごず る 由。 


星製藥 の破產 

和議に 决を 

債 權屈ぉ 日 も决を 
約一ヶ がの 永き じ 渡 b 、 東を 
臨 裁剩所 破産 部 じ わいて、 審理 
を緻 けられて ゐれ 星製藥 株式 會 
社が* ニ 千 巧圓の 社債で 一千 巧 
圆の 負債を 背負 ひ、 を SiE 十數化 
の 破產の 申請を をけ て 動きが 取 
れ や、 これが 防 比 策 どして 和議 
の 申立てを した 事 化は、 一日 藤 
江が 事から 和議 開始 じ决 ぶを ホ 
た へられ、 同時 じ 整理 委員 ごし 
て 眞野毅 、旧 中康 一二の 兩 氏が 巧 
命され わ。 和議 條 件は 

十ヶ 年の 年賦と し、 第】 年に 
は 巧を の 一、 第二 年 じ 巧みの 
ニ、 第 一 ニ 年 じは 巧みの 己、 第 
四 年 じは 巧みの 五、 溝 五 年 じ 
は 巧みの 八、 窠六年 じは 巧み 
の 十二、 簾と 年には 巧みの 十 
お、 第 八 年には 巧みの 十 お- 
窠化年 じは 巧みの 十八、 第 十 
牟 じは なをの 十九 
尙ほ債 權の屆 出で 期間は 八月 ニ 
十と 日限ら、 債權者 集會期 日は 
化 巧 二十と B 午後 一時 ど 確を し 
た 0 


那 一二 千 六方 六 千よ だャ ー ド 前ち 
じ 比し 巧れ も 激贼を 示して 居る 


錦鐵 輸出 業 合同 

巧 巧 あ 書記官 報吿 
絹物 五ち 中が 育 輸入 高は あ ニ 
重 二十 四 巧 五 千ヤー ド、 絹 細 H 
本 お 巧 ニ 巧 九 千 四な ヤ ー ド、 ま 


而^して ユナ イブ ツド •ステ. 
ッ •ス チ— が •プロダクツ • 


— お》 1 ション 及びべ スンへ 


スチ 1 八 •玉 キス ポ—ト • コ1 


ボン— シ ヨンは ゥェブ •ボ メレ 

ン 輸出 組を 法の 下 じを 岡し、 一 
大颁鐵 輸お會 社を 組織す る こタ」 
どなら、 目下 聯邦 通商 委員 じ認 
可 お 願 中 U る旨發 表せられ た- 
が、 をは まごして 歐渊に 掛抗す 
るを 肖 的 どす る ものなる ベ 
又 斯界に 於け るニ大 競ず 者 最初 
の 接近で ぁる。 最を 一般 鐵鋼巧 
不振 じして、 五月 未ユ ー •ェス 
ス チ1^注文殘离四十五方置千 
トンを を减 じ、 S 巧 四十 一方 ホ 
千 トンを をし、 作業 率 も 漸威お 
冬 六户— セントな で イン テ ペン 
デントと 十 半、 半 均 約と 割 おを 
じ械 退した る 今 H の 業 勢に 鑑み 
輿 ホみ る 問題 ごして 注目 廿らる 


郵船 社債を 募集 

東京 特電 二十 H 日發 == 郵船は 
シア トグ 航路 造船 資金 ごして 一二 
千 方圓の 社債を 募集すべく 利率 
は 五を 見當 だが、 化 外な 府旣發 
國債 整理の ため 四を 置 おを 潰 媛 
巧の 議 もを るぶ。 


八幡 借 入 成立ず 

東京 特電 二十 一二 日發 == 九州 製 
鑛 所の 八幡 製鐵所 惜乂契 おは 成 
ました。 


佛貨 回復 ミ米國 

ア メ义タ 側では フランスの 金 
本位 巧 複で寶 易の 伸長を 期待し 
て 居る が戰時 負債 返却 條辦 のな 
訂 じは 反嚮 であると。 


日本 株式相場 表 


〔大阪 藤本 ビグ プ n 1 力 ー 銀 
巧發〕 株式 相瘍 〔單 位圓〕 

K 巧 十八 日 《巧 ご！ 


It 


まを お數 
大 隙指數 
東を 電燈 
大同 電力 
を 巧 電力 


10 子 言 一呂 *10 
■ニを g ニク ま 
至* ま をて さ 
を ふ c - 客 ふ Q 
突ろ 0 窠 * 呈 
大 H 本 製糖 八 0 •さ ぶ 王 0 
王す 製が ニク ま 二号 ま 
東 巧 モス リン皇 •00 ぶ 1 A 0 
H 本ビ！ グ 一畳 も 0 1 営ろ 0 
日淸 製粉 101 字 五 50 ふ 0 
淺野 セメント 八 Q •を 空ろ Q 
日本 お 池 ぶぐ さ を呈 0 
東を あ 巧 セ去吕 里 又 0 
日本 人造肥料を 一ろ. 立 是呈 0 
义 巧 磯 業 を* を 《子呈 


尋れ人 


(福 岡 お) 稻永國 みがを 永度藏 
持 山を 太郎 古川 正 童 ホ 上 幸 
藏 石が 節 朗渡邊 篤 寶巧留 
を 上野 修平 井弘貫 造酒 雄 
貫 追太郞 古家 武雄柴 田 ま 雄 
(愛媛 縣) 谋田常 吉事を を 仲 
座宮之 巧. (鳥 取縣) 木が 薰信 
(長 巧縣) 获 巧ず 人 巧 藤 玉 一 
(大阪 ホ) 泉み 义之肋 (蹟島 腐) 
中が 榮ニ (山が 縣) 巧 院辰雄 
(烏な 爲) 廳勝衔 (廣 島縣) お 田 
正 一 (神戶 香が 章 桌京巿 ) 
古澤 武么巧 (庞兒 島 腐) 渡る 泰 


fF 









Beem Nom Low 

474 - 6 比 Ave ， 

Bet. 28 比 . 2 か h St. 


Quang Gan Low 
如 inese お sUurant 
112 W. 的 fh . 化 City 


Wing Hing Low 

加 ing がむ sUurant 

お flfl が way, も LC か 


GoUege I な 打 
3100 む oadw 巧 
Bd. 123rd & 124 化が s. 
おし Morningside 7 が 9 


Ci か Hall Tea Garden 

170 Nassau St. Citjr 
Next to tihe Tribune BMg 
Loo Lin Manager 


KIN が !) & 巧 T 洲 OP 

IMPORTER OF 

GOLDFIS 扫及 BIRDS 
O 

動ぶ 力を 
物^ ナ種 

一 鳥リ金 

切 k ャ魚 


SUN HANG FAR 

2130-7 化む e. Bd 128 化 &12 化な s. 

TeL 找 oiment が 目 4 

t ゥ王希 巧 博 君 云 T で 巧 諸 腕 ^ 

す マ、 上 卒し じへ 目 第 理君前 本を じ 支 
。ィ 日ま繁 ては ばのと をのを 樓軌那 
、喔 す々 居 巧 直 チ 巧 差嗜揮 料^が 
春は。 御 まるぐ ャの上 巧つ 理^ ミぶ 
捲 蟹 ホす 程日プ 巧げ じで 人ザ堪 
- が頭來 。巧 本 スニま 適 日歐イ b 
あ、 の 評人ィ 十す す本廉 
らシ 程 を 諸と みのる 人が 


Japan 

Pro 化 ion Go. 

1 卽 W,6 目 化 化 
Td Endicoii 97 お 


KATAG 附邮 0 ス 

224 に 59 比 St. 
New Yoric C な y 

Tel. お gent 34 邮 - 34 が 



巧 六 第 
ご 目 了 巧 十四 
巧 曰 了 五十 巧 


Ko も e み U ぷ 0 

730 巧れ h Av ら 
Cor. 5 な h St. 
Tel. Circle 4406 


DANCING 

411 W. 115 比 St. 

Te しむ 化 edraM408 & が 3 


庵 桂 米 日 


DARUMA SHOWA 

け レ邮む e. 53 West 105 St, 

Tel. Brmnt 3859 Tel. Clarkson 0981 


T お To か 0 00 . 

140 W. 脚 h 化 
■tw York City 
Tel • む aWgar お 巧 


も KUWAYAMAGOi 

114 に 巧 比み . 
New York Ci け 

Pfmn も R 巧 ent 日ち巧 



IKUINE 

Hotel 在 Re が aurant 

313 W. 8 邮 I な . New む rk 
Te!. む N!er 78 の 
Ca が e Ad(l 巧 ss 11 (山化 



TAIYO 

• け 8 W 細 巧 化が . 
Tel. Su 巧 uehana 28 け 


巧 YD KWAN 

41 E. 19 比 St. 

Bsf. B'w 巧を 4 化 iUe. 
Td. が go 叫 uin お 巧 


Kawasoye Hotel 

1 巧 W 巧り 巧 rd 化扣 t 

Te し Morningside 7154 


御 

旅 

舘 

河 


添 



340 W. 58 比 St. 

feteohone; 
Columbus 8882 


(巧 日 •水） 司壽ゎ 




HI 


號 四’ 十六 百の 千 一 第 


化 bf $ な tm ながで （MtUAS 


日曜 水 


円 屯 十二月 六 年 兰巧昭 


美が じして 淸巧 

菅南樓 

午前 十 時よ b ちち 
午前 六 時まで 


皆樣 の御嗜 巧に 適 ふ 
揉な 美 ホの 御な 澤を 

g 麵 廣骇樓 

をし ますから 績 々御 
ホ ホを おひます 


0 永興樓 

晚揃 ひの 巧 巧 人數名 
お 日本人 諸君の 嗜巧 
じ 適する 巧 理を差 ± 
ます。 朝 S 時を 開 巧 
(旨サ 五 T 目 サブ 
停車 おの 下) 


日曜 及 ±曜 じは V - 
1 マィ 春 猪を 擦へ が 

支那 皇話ま 罰 

巧理 舅弱厦 


目 午前 十一 時 
ま 午前 ニ 時半 


開 巧 


ま 那巧理 

市 廳莱園 

司 理人蘆 蓮 
お 數のホ じほ 妾な 
の 御 便が じ 礎へ 巧 
間爵 席の 御用 じ應 
中 •へく 磅間 阳卒巧 
不變お 引 立願 巧 0 
紙上 御 ま 巧 申 上 巧 


ザ 上 金魚 巧 

9 ニ 巧 妾 ミ8こ す 三 夏 呈. 
す i Circle ち 3 巧 


< 設備 改善、 渡 利の 
W ^ 鹏巧理 人、 說理は 日 
¢3 ^ H 本人向き 

j 謂 i 眼 I 桃李 園 


T 


御 光 巧を 待つ て 

夏ち ます 


蠻油難 鷄譜| 譜 f 白米 

日本 米 離 食料品 競 離。 へ gS 鈍 

巧 田醬油 巧ま會 社を が 一手 賣挪巧 

曰 本 食料品商 會 


紐 育 唯一の 円本 百貨店 

巧 桐 兄弟 廟會 

スマ ドン •プロダクツ 一ず 販賣元 


燒 

ホ じ 御料 巧 




NP 旅館 

W 06 ■ま h AV? W 9 Meat ユタ 

停車 巧 前を 巧へ IIT 左側 六 階 巧 
日本 巧 船 切 巧 取を 波戶場 送迎 

巧藥區 域中必 、摄 領事 箱、 目 本 
郵船 其 化银巧 大會化 あきお 巧 

桑 港 

純 日本を (時 別間 あち〕 

巧 一 おみ 第 自動 ま 御 出 迎申上 侯 
m ニ皇ぎ nia F San Francis 吾， 呈 if . 


周 圍関淸 、を氣 新鮮 

邦人 俱 築な 自あ亭 


58 ジ nds St . Brook 晏 N . Y . 
ジ LTria ち le 7 さ 5 


▲淸 巧、 親切、 氣樂 nlll お ▼ 

勢州纔 

伊勢 事 をん 蹈をか 
225 因. まを ぎ eet 
Tel . す 巧 nt 岩ち 

窘 巧旅舘 

江川 作 一 
呂 0 で S ニ 雲 Sfr 置 • 
Tel . ぎ y 養 呈こ结 一 


一力 旅館 改め 

帝 國旅舘 淸水 

1 舍 さ. 霉 h Si . f ご rk 
で 1. Mus ち ehan 吉萬 1 巧 


紐 育 旅鑛— ち— 

東國十 T 目 ニ 四 二番 

Tel . Gaffnia 8374 


ボストン 巧 

富 壬 旅 錯大浦 末 松 

妄 W ミ 夏 蛋 St •ぎ sbn Mass . 
覃 BJ . 舍 75 


住み 必 地ょ き淸 潔なる 室 

御 下宿 おがが か 

1 夏 L 男 ingion Ave . 

Tel . Ashland を29> 


費府 御旅館 

桑山淸 五郎 

を 8 wouth Sth 罕巧 hiiadelphia 巧 a . 
ぎ Wal ミニ だ 一 


第五 街 お so 

へ 夕シヤ 1 
ビグ デン グ巧 

小 池 寫眞舘 

電話 チ] クグ 

が 四 空 ハ 


舞踏 偶人— 

▼社を ダンス A 

マ 表情 体操 A 


了 寧 
親切 


朝 十 时す梭 十一 時 

シヤ タブ •タン シ 

ング 紳難學 絞卒裴 

± 杉タ 


奪 話プぅ ィアン ト 
八 0 お 化 1 八 八 お S 

酒 靡 特長 

紐 育 市 西 四十 四 T 目 
ニニ！ 一一 八を ニ 一階) 
ま 配 入が 中 重 雄 


ミ 巧 

147 ciait Av こ 量 1=, 
Tel . 夏 ま I ニさ罢 
ま 巧 Mrs . F . K . ジ す， 


高等 御旅 舘 

昭 和 

會席御 料理 


日本 食料品 類 及び 雜貨類 卸小賣 
ホと ま 大賣測 桑 山商會 
新刊書 籍雜誌 ル間软 日用品を 種 


每タ化 時を 摩 乗 

メ一 グァ ドンブ 〔年-巧〕 

星 雜貨巧 東京 巧 食 

書 摇雜巧 巧 まグ ー ム宫 巧の 便 あ b 
トブ ンク巧 b ます 


—ikr 


を ホ— ニ、 丄 ハ— 一二 じて 敗を て 第 
四 旧 戰じ乂 つじ。 を 見は 日應日 
シ 1 デット 第と 位の ジェンキン 
二世 W 會戰し 第 _ セ ブトは 五 — 
S じて リ ー ドしながら とー 五 じ 
て 敗れ， 第二 セットは 六— 四に 
てを 見の おも どなち、 巧 勝 セツ 
トじ乂 ち 逸 ぉはを 巧 四— ニ じて 
優勢を 示しを 見の サ ー ビス じて 
四十 NH 十 ボィ ント どなら 己 じ 
五 — ニ どす る 機會を 持ちれ る も 
之れ を捉へ 得ず 好 磯を 逸し 遂に 

こ _ し - ニ -. W L こ 0 • 


日本 理髮 舘淸 

西 四十 S 了 目な 番地 一二 百 六 室 号 

* ダブ フロア (货ホ 街 ミ 四十 HT 目ち) 


日本 散髮屋 sj が 肺 

五ケ 年 聞 中が 氏と 共 じ 就業。 

ジャシント》 フ3ブ3 
ゴ 去-苦を St . K . Y . 巧な 

蚕. を lumb 邑 Ave . & llentra 一す rk West 


眞 面目なる お 職 同胞 じがを 
なる 職業を 間旋す 

宮川 

紐 育 市 西 四十 ニ 了 目 百サ一 番 

電 プラィ， ノトと と 八*^ 

話 フライ アン 九 六 化 八 


煎 餅. が^ 小賣 
豆腐 油 擦 
日本 食料品 一切 

Su ミ ise Rice Cake CO . 

萬 5 IThird Av 产 • 

ぎ P 昏话ニ 


ロスアンゼルス 

ホ リン ピック 

ホテル 

ニ S San ぞ dro St -, Us A 這 寅呈. 


木 旧 ル — ング 

1 言 3 nlAve . 呈 .置 & 呈 hStr ま ts 

ジ I ち！！ 呈 e 京 g 呈 t 苦 S 



裝 の蒲炼 おいしい 銳模 

會席 御が 理 

晝 食は 未廣へ 

巧を 簡巧 菩巧大 おお 


割烹 並 U 御旅 舘 

fe S 倭 野 

匀お 兄弟 

巧 育ボ巧 八十 八 T 目 H 1 一二 
を話ス 々イブ 1 と 八 ニニ 


高等 御旅館 

東泮矯 

會廢御 料理 


御巧理 齡卽ぉ 

太 陽 

壽司每 目 あちまず 


五月雨が しご--^ 降る 日 

節子姬 等中瓣 なの 新 邸へ 

ニ 千の ル學生 H 章 旗を ず じ歡迎 


を 京特ち 二十 S 曰を 〔延着〕 
= 節 子 逆を 中 也に 化ず 大使 一 
家族を 巧せ た春津 化は 二十 ニ 
日 午前 化 時 四十 か、 しど'^..^ 
ど 降る 五 巧 巧の 中を 横媒 巧に 
安着した。 松 平が 巧 巧、 が權 
助 巧、 鍋 島 度 映 侯、 隅 屋宮内 
次官、 仙 お ま 获を總 裁 等は 港 
かじ 一巧を 出迎 へを 頭 じは ニ 
千の 小學 生が、 手に 手 じ日韋 
旗を 賴 して 出迎 へた。 節す 踞 

は甲极 現 はれ'、 ニコ ニ 3 と 
パン々 チ ー フを おつて 之れ に 
應 へた。 嫂 一切 華 かな ピンクの 
コ ー トじ 純白の 幅 子の 輕裝で 
あつたが、 宫じ麗 はしく 氣离 
いを t あつた。 一巧は 特別 列 
単で を 頭からな おを 巧に 向 ひ 
十一 時 I 二十を お 京驛じ 着した 
同驛 じは ニモの 會津會 の 人々 
都 T 女學 校の 巧る を 其の 化を 
數化迎 へ、 閒驛 から 中盤を の 
邸への 巧す がら も 沿道の 群集 
は閱を 擧げて 歓迎した。 


姬が この 日から 生活され る 新 
おは、 巧を ぉ 外 中 猫み 松 瓷の鍋 
島 侯 邸 じほ f をい、 岡 侯 巧を の 
敷地 じ 新築した 滿 柳な 純日本式 
の 雄 物で、 節す 姬 のために 特に 
建て、 この 住居の 

設計は 鍋 島 自身が、 し 

き b に 助を ひねつて 哪れぬ 技術 
上の-- ごながら、 誌必韶 めて 案 
おした 巧裴 わつ てを 略ら し < 居 


必 化の ょい 便利な 建 ホで をる。 
姫の わ 部 崖は、 正 巧の ち 隅から 
- を おじ 位 ひずる 二階で、 十二 
埋 ど八虽 どの ニ 間 じ わがれ、 十 
ニ 盛の ホが 姫の 居間 S なち、 八 
壁の ホは、 側女 等のを 室 じな っ 
て 居る。 部 法の 向きは を甫 にな 
つてむ るので、 陽姻ら はもち ろ 
ん のこ ど、 敷地を 体が かなち 高 
地で みる 酣 巧から 見 晴 しのょ い 
こ i もまた 素睹 らしい もので あ 
る。 姫の お 部屋の 廻廊 下 じ 立つ 
て 見る と、 佐々 木の 原は 手 じ 取 
る 如 （眼下に ひろが つて 居る。 
晴れ わたつ た 日 じは 杜や屋 巧の 
上を 通ち 越して、 遙 るか 彼方 じ 

み茵± の 雄姿が （っき b 浮 
んで 見える やぅ だ。 節 子 姫の お 
部屋は もつ ども 入を な 設訂ご 趣 
向を もつ てされ、 直を この 建物 
のた め 技師 どなら 監督 どもむ つ 
て 骨を 巧つ て 居る 鍋 島 侯は 旨ら 
この 工事を 請負つ てむ る 淸水製 
作 巧を 訪わ 、あれこれ ご 家具 類 
を 選擇し 注文して、 歸 邸し わと 
いふ 熱必 振-^ である。 姬 をも迎 
へす る 巧ら しい この 化 居 じつい 
ては、 歷お 的に もない 由 巧が を 
まれて 居る こどが、 つひ祿 なじ 
なつて 後見され た。 もど-'-^ こ 
の 敷地は 明治維新 前後 

紀州 侯の 下 邸 じな つて ゐ 
た ごころ であるが、 をのの 前に 
は 巧 お 儀 藩の 慶贿塚 じな つてる 


ね、 をろ 顆 巧で 當時 使用した 彈 
化の 麽 物が 巧 均しの 際 地中から 
ゴロ ゴロ ど 現れて 巧て、 人夫 等 
を アツと なろ かした。 ところが 
をれ 0 上記 念すべき こごは、 明 
お 初年 明治 大 ホが 當時巧 羽織を 
の 軍を をが 率 遊ばされ、 初めて 
の大 おおを 巧は せられた 時、 大 
帝の 御 野 立 所が T 度 この 敷地の 
なか （であつ たことは を 謀 本部 
の 調査で 明確 どなつ たど 云 ふ 巧 
第で、 謂 はれは 一曆 深い ごころ 
じな つて 居る。 をのを 鍋 島 侯が 
紀州 侯から この 地 巧た 讓 h 受け 
运れた 

景勝 じ 因んで 松濤 園ぶ を 
づけて 農場を 開い じが、 幾變遷 
のをを の名稱 をを のま、 じ 今日 
まで 同地 一帶を 化濤ご ょんで ゐ 
るので ある。 熱な 的に 姫への 御 
祝詞を 條 けて ゐる アメリカを 州 
の 人々 の > かから なるお ±產 や、 

わ 祝の 品が 届けられる ためじ 姬 
の 御 持物は ダン ダン 增 へる 一 ホ 
で、 銜造 b だけで も大 いした 騷 
ぎで ある。 この 外 會渾舊 藩 ± や 
をの 化を 方面からの お 視品も 非 
常なる 嵩 じなる 模樣 であるから 
一' さしもの 廣大 U る 住ち も，* ツシ 
リ埋 つてし まい さぅ だ。 この 

慶びに ぁふれ お 住居に 
は、 が 平 大巧 夫妻を はじめ、 お 
筑 巧の 高 橋 K かすさん ご 一二 四 A 
の 女中が 節子姬 9 身の 姻 b を 見 
るこごじ^つてゐる：^,、 と巧中 
が じは 姬 はなつ かしい 同窓の ± 
屋 茂登モ 、佐朦 美 子さん をは じ 
めを 數のわ 友達を 招いて 眼 やか 
む 一夕の 集 ひを 催 ふされる 豫定 
じな つて ゐ る。 


は 見られない 珍 まを 生み 巧る 本 


ラ - 


奉 天の 軍事顧問 〔米 入〕 

鎌 倉で 遊泳 中 溺死 


東を 特電 二十 六日 潑 H 前 巧 
作霖將 軍の 軍事顧問で ぁつた 

アメブ 力 人ヌゥ キン 尸' け 

嫌 倉に がて 遊泳 中に 必臟麻 痒 
を 起して 溺 巧した、 年 » 凹 十 
歲 である。 


張 作霖將 軍の 死を 頻りに 論じて 

洲 じある 隐張 作霖將 軍の わ 目 じ 
留ま り、 忽も 陸軍 大將 兼軍举 顧 
問官 ごして アメリカ や 歐洲じ 使 
ちごして 送られ 
約 一ケ巧 前、 張 作霖沒 落を 前 
じ 秘密の 使命を 帶 びて H 本に 


數奇を 極む 

彼の 


東京 特電 二十 五日 發 U ニユ| 
3— ク •タ井 厶スお n 恰度 巧 動 

爲 あの 物語 b じ も 似た なを ir * 一 
生を 送つ た アメリカの ボ ち、 奉 
天軍の 大 おでを つ 軍事顧問 でぁ 
つた アメブ カ乂デ ー •ィ} • ス 

ゥ キン' 一 ー トは 去る 日 晒 H 鎌 倉 
沖 じて 溺死を 遂げた。 

彼れ は 一二 十四 年前コ n ラー ド 
で をれ た 巧に て ホが を 脫を後 
中义の 革命 戰 じは ニ 巧 も參加 
したが、 を S 後 巧び アメ リカ 
に 舞 ひ 戾ら巧 力" ラィナの ク 
レムソン •々レツ デ そ 工科を 

專攻 

をのをニ废中乂を郎^^てぞ命戰 
じを 加し 歐洲 大戰 じは アメリカ 
軍の 陸を 少尉 どして 參戰 したが 
を 命 巧の 化は 今度は •へ 八— じを 
いて、 ググ キアの 革 かを 援助し 
たが、 をの 後鑛山 技師 ご して お 


レヴ 井アザ A 號で 

貴重 郵便物 窃取 

この間 當 地を 發 して。 ン ドン 
广 到着した アメブ カン 線の 巨' 
船 レグ キア ザン号 じは 禪 々な 
貴重 郵愧 袋を 搭載して 居た が 
サゥ ザンプ トンで これを 英國 
官惠じ 引渡す 際 端な くも 貴重 
郵懊 装が 巧み じ 切なけ らいて 
貴 ま おやを 償 類 等 憤 格 約 五十 
巧 巧を 巧 取され て 居た 事實が 
巧が して 大騒ぎ - V 頻 じつ t あ 
るが、 をのな 盗が おして ニュ 
I ョ ー クで巧 はれた が、 船中 
で わ はれた かも 不明で 官憲は 
血眼に なつて 居る。 


ホ b 滯を 中で ぁつたが、 張 作 
霖の 暗殺で 自 をの 喊 もこれ ま 
でど斷 をした もの i 、 一應張 
を 良將軍 じを つて 巧び 軍務 じ 
携わるべく 奉 天 じ歸る こどを 
準備中で あつた。 

まる 日 腿 日、 彼が 遊泳 じ 赴 （際 
は、 あだから を 巧で 襄風 巧の 化 


も ぁつたが 元氣 a 彼は が 岸 じぶ 
人達 ど 張 巧 霜は 確かに 彼が 堅む 
やぅな 巧燒 所を 得ね i か、 ノビ 
グ將軍 も 恐ら （化 極で 戰 つた 上 
死んだ であらう 等 こ 語つ て 居た 
が 海中に 入. つて 五を 後 じは 彼の 
姿は 見へ ず、 翌朝 死体 ごな つて 
海岸 じが 揚げられた。 


人ょ ち も 見物の 方が バラ 
てゐ るが ま 催 側では 常じ醫 帥を 
して 踊る 人達の 健康を 彰 斷し危 
瞧 なち はでし f し 除外して ゐる 
が 白人の マラソン じ 做 ひ 黒人 も 
目下 キャ シノ 劇場で 耐义 舞踏 競 
ずを 開き 黒い 連中が 盛ん じ 踊つ 
てゐる 0 

面白い のは マ ザ ソン， ス コ エ 

ァの 見物人 中 じと 人の 失業者 
が耐义 見物 ご 洒落 ッ トドッ 
グ 一個、 ミルク 一 瓶を 食糧 じ 
音樂乂 b で 起居して 居る こど 
であるり 


耐久 ダンス 

佳境に 入る 

見物 も 耐久 的に 
前々 週の ±罹：11 が 半から マ デ 

ッン •スコ エアで 開耀 された マ 
ラ ソン •ダンスは 前週 目 曜日で 
終る 豫定 でぁつ たがな 余 化が 一 
向 ホ 氣 で蹄績 けて ゐる爲 めじ ま 
摧側 でも 最後の 一人が 踏み止ま 
るまで 繼 續ど决 したが 
流石に 十四 Hmr 頃から 禪 々な 
椿事を ホんで ゐ る。 即 心踊疲 

れた 婦人の パ * ■ナ ー が ヒス 

テブ^ — を あして 栖 ホを 駿る 徽 
る騷 ぎで 遂に 中止した か £ 思 
ふご 相手の 男が 眼る ので 平ず 
で橫 旧を ビ シヤ ブど 殿る やら 
軸で 踏い やらして 僅か じ繼總 
する の も ぁつて 世の 物議を 生 
み 一時 中止 說も 出た が殘 つた 
連中が 承知せ ず 

木曜日の 巧 半 じは の 十 組の 男女 
が 驚く 勿れ S 百 五十 時間を 蛹纔 
けて ゐる 。このを ならば 二週間 
な 上ら 繼戀 する であらう ご 云は 
れ 、見物 中には 激勵の 恵 ホで 速 
力の 速い ちじ 懸賞金を 出す まが 
- ある ま 流 巧 じ アメブ 力でなくて 


サ屯年 じ 豆る 

世界 旅行家 

ミク レク君 ホる 

モ 化な 一年の 即も 二十と を 前 
じ 涩國ユ ゴス ラダ キアを 出で i 

徒步で 化を を 一週し、 明 
治 四十 四 年 H 本では 東鄕 元帥を 
始め ごして 朝野 名 ± の 揮毫を を 
け、 小 學校じ 講演す る 等 約 一年 
じ 互ら て 日本を 踏破し、 チキべ 
リアを 經 由した 上歸國 しね ョ七 
>• ミク ンク 君は 今度は 文明の 
利器を 利 巧して、 巧び 世界を 一 
巧すべく T メ 9 力 じ 巧ら 過般 歸 
朝し ねが' 平 大使 や， 當 地の 內山 
總頒 事化理 、な 他から 一 册ニ千 
真、 垂壺 五十 击お 度の 帳面を 肩 
じして を 所 じ 揮毫を 受け、 これ 
よらを 米 ご タナタ を 廻らて 巧 年 
は 再び 

日本へ 巧く ど 語つ て 居る 
同 君が 今日まで 化界の 一二 十ヶ國 
で遼 めた ォ ー トグ ラフは この 大 
册で三 冊 じ 及び、 署名した を實 
じと 巧 五 千 人に 達し、 ホ 言 乍ら' 
も 日本語を 忘れ やに 盛んに 愛羅 
を ふらまい て 居る。 現な 持 運ん 
で 居る 太 册の中 じは 歐洲を 地 じ 
豆る 日本の 大を使 館を 始め ごし 
て、 名 ± では ィタ リ ー 國王 で マ 
ヌ五 か經ト 、ベ グゲ 1 の 國王ア 
少バ I — ト 、ィ タブ一- の ムツ ジリ 
ニ、 了 メリ 力では 大統領 ク—ジ 


ホ義 まの 首領 巧の 一人なる 前記 
西が は 十六 H 巧 南 グランド 宿と 
一二 0 の 勞働協 會で催 ふされた を 
米 反帝 國まを 同盟の 會 をに 出席 
した。 同 會はホ 鹽ニカ ラボ 出兵 
じ反掛 し、 サン デノ 軍じ醫 楽を 
送が する をを どして、 ぶを を 募 
集した が 實は銳 器彈藥 をを 送す 
る 陰謀 ある こどが が 明した ので 
一網 巧盡的 じち 頭 連を 捕縛した 

西が も 巧廣で 拘引せられ 

たが、 河 ご 山路 £ は デ ユィ ー 街 
1 0 五一 ニの 附 あで 捕縛 せら 八た 
彼等の 所持品を 取 b しらべた 結 
を、 西がは巧圃共產黨羅府0本 
人 部の 會員意 や 確々 宣傳 ビフを 
所 巧して 居た。 この 外 ジィ乂 巧 
ケィ 伊藤 も デュ ィ ー 街 I 0 五 S 
じて 取ち 巧 へられた が、 

嚴重 訊問の 結果 蕾黨ご 
は 何等 願 係な く、 最あ王 府丄ち 
移住した 者なる こごが 倒 明した 
ので、 直ちに 放を されれ。； ィ 
子ス 刑事 長は 前記 ご 一 おを 自至じ 
伴 ひ、 盤々 ど 注意して 今後な 必 
して 眞 面目 じ 働き、 つまら a 運 
動 等を 斷 なする 樣說 諭して 釋な 
したる 由。 


庭 球界 消息 


◊ゥ キン ブ .4; ドン 開始. 化を 
二十 余 グ國の 化 表 選手を 網羅し 
わ英 國庭珠 選手 權戰は 愈々 一昨 
月曜 H よ b 離々 しく 開始され た 
現 選モ權 化 有 お 彿國の お コブ シ 


で 1 が セシタ 1 コ—ト - し 恒例 じ 


ふ rc f t つを J / クタ- - 

手 ン タ ^ - i が ニ ュ 1 ジ ~ ランド 


ッデ 、前大統領 タフト 氏 等で、 
をつ めた 中の 

ー册 'け ニ 千と 巧 巧で フキ 
ラ デ八フ キアの 商人 じ賣 つた 相 
である。 自己の 葛眞じ 署名を し 
てて 旅費を 賞 受けて 居る が 『巧 
處へ巧 つても 日本人 程な を 肋け 
て 吳れる 民族は をら ません、 ず 
き燒 、刺身、 日本の 宿 崖 等を 考 
へる ご 慕し くつて 遮らません』 
ご 語つ て 居る。 同 君の 肩書きは 


『ユ ニゲア ー ザが •オフ キシ アグ 
オ 1 トク ラフ •コレクタ？』 ど 

いふ 振つ む ものである 0 


同胞の ホ產 

ま義者 逮捕 

ロサンゼルス 巿 にて 
ロサンゼルス 特信 H 去る 十み 
H ( ± 陋 H ) が 同胞 共 產ま義 を エ 
ム西村 等の 一二 名が、 羅府 警察 高 
等 課 刑事 じ 逮捕せられ、 刑事 長 
が說 諭して 

放を I たが) ホ 一二 十六 名 
の 氏名 住所 ご 補々 なる 酱類 等寫 
眞も 巧な して ある 由で わるが、 


順 じて ホを ある 第一 戰の 化盖を 
初つ て 落して 主ら、 夕刻に をる 
迄の 激戰の おおは ホ國 第二 位戰 


のち 手 選手 アンド リユ ー の爲め 
じ 兜を 落される ど S ふ番 がは せ 
を 演じ、 一大 セン セ！ シ ヨンを 
惹き 起しね が、 其 他の シ ー ダッ 
ド •プ レ！ ャ！ スは 孰れ も 難な 
第二 回戰じ 進み、 巧が 太 田 選 
手 も 伊太利の デを 選手 スブ 7 r 


こを ハー 一二、 一丄 ハ、 六— 一、 


み — 一二 じて 敗らて、 これ また 駕 
二回 戰じ乂 つた。 試合は 過 末ょ 
ら 窓々 隹境じ 入るべく ホ國 のち 
將チグ デンが 果して 巧 桂 通を 贏 
ち 得る や 否やは タ大の 興 ホを な 
つて 迎 へられて 居る、 蓋し 番だ 
はせ がない 限ら チグ デンは 准 優 
勝戰じ 於て 佛のラ コス ブ 、若し 
優勝 戰じ 入れば， コブ シエ 1 W 覇 
を爭 ふこ VJ となら、 之 等 試を の 
勝敗は たぐ じチグ デン 彼れ 自身 
の； 返 6 おき ど 面目 恢復を 何を 意 
ホす る 計 b でな く、 デゲ キス 盃 
奪回 戰じ對 ずる 試を 巧 ご 見なけ 
れ ばなら ね。 

◊を 部 選手 遂に 敗 化す ザ ラ 
ウェア 選手 權戰じ 出場して 居た 
を 部 選ず は 先 過 ± 曜日 第五 固戰 

じがて バア クレイ •ベ グの爲 め 


六丄 ニ、 六— ニの ストン ー トじ 


て 敗れ 複 試を 驟はゴ ー ナ ヤコフ 
ご 組んで 優勝 戰 まで 進んだ が、 
アリソン •ベ 八 組の ため 六 — S 
とー 五 じて 敗 化しれ。 

◊恩 旧 勝ち 逸見 敗 戰す先 遇 
ホ曜ょ 6 擧巧 中の 武ホじ 於け る 
キング ス カウン ブ！ 庭球 選モ權 
戰 にお 瘍 中の 日本 庭球 俱樂 部の 
恩 田は シ ー ゲット 第 I 番 じて 頗 
ぶる ち望視 されて 居る が g 曜日 
じは 旣に窠 一二 回戰じ スウ イこイ 
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號四 十六を 四千 一 第 


雜 案 巧 貪 m 


【日曜 水】 


件 廿巧六 か H 和昭 




凹 



賞 ♦紳 ± 向帶 革、 白を 

金 

麽 

寶 

お 

商 ♦金銀 製を 具附 各種 


ワ ナメ！ 力— の 特色 

日本人め お 買物 じは 特別 巧 員を 置き 無 
巧で 御 案 內致升 電話 又は わ 手紙 次第 御 
訪 間して 御 便を を 計ら 初めての お 方に 
臀 しては 恃じ 注意 致します から 是非 お 
立 寄を 顚ぴ 井、 巿巧 配達は 勿論 日本 巧 
他を 地 宛の お 荷物を 送は 當 方で 致し ホ 

ジ 3 ン ブナ メ ！ 力！ 


ハィ々 ラな 紳 古は 

化 立 服 を^^し まず 

夫れ は 宜< 身 じを ひ、 赶 掛けは を （、そ 
してぉホをょ^も長持もする事を知っ て 
るからで す。 弊 巧は タ數扫 米 紳卡の 御用 
を 承つ て 居ます。 

M 化廣吿 じて 御來 店の モ じは 

ホみ 割引を します N 
御を 文の 奈何 じ 巧 はら やを も 巧 一巧 ホて 
見て 下さい 

ウオ ルカー エンド フロ リオ 洋服 店 


資本を 堂 僚 面 
拂 & 濟 資本を 六 千お圃 
巧 立を 六モ をち 萬圓 

能竺弄 銀 巧— 支 巧 

本店 東京 巧 日本 橋 區本ぞ 崖 町 五を 地一號 
ち 巧 か 梅 日本 おを 內 (束き 橫沒 
名古屋 京都 大阪西 (大炫 ) 神戶 
廣な下 觸巧司 若松 顆岡 おが 
上海 かおを 買扔水 


复篡向 = 新荷曆 = 

夏 媛、 小賣屋 向、 ダ； ム巧 景品 等 
精々 勉强巧 化 御 引 立願 上 候 
陶 破叢雜 貨卸賣 

春 巧商會 

Ml Fi 巧 h^v?, zewYorlcc ぞ 

oor 日 企 r of 21 st wt. "Tel. .A. 瓦 0 這 uin 5 泛 巧 


夏場 向 = 轟馨 = 

精々 勉强可 化 候 間 御 註文 被 下 度 願 上 候 

^太洋 貿易 株式 會お 

TTelepho ヴ e Ai 巧 0 田 Qcitl WSNW -5 

lollRfAA/veriuesewYorltciily 

N 健 酉 SI 勝 K 諸 i. 


新 荷 到着 

特に 夏場 お 格が 晶澤山 取 揃へ 
居候 間 精々 御 註文の 程 希 上 候 

森が K ぅ ザ I ス 

MORIMCRA 巧 5S •，す C. 
没- 57 W ま t だ rd Sr 
zaw Y ミ k, N. Y. 

Helo 巧 hone で ramen:y W8 巧 0 


ラ厶フ ぶび シル クシ 五— ド 

製造元 卸賣 手 嫁商會 

古. Y. HETSCKA CO. 

1S さを 2 拿ぎ N. Y. 呈 y, ぎ 草 elsea 蓋 1 


おお 乂爲替 •電信 送を •ホ 送を' 旅 巧 信用が 
商業 信用 狀其 化】 股が 巧 業 

乂鱗減 S 菱銀 巧— ま 巧 

敬 里 送を ハ 日 ホが 化 無ホ數 巧； 迅速 取を 
本店 預金 (定期 通知 入 ニ 補) 巧 巧 利 取扱 
本 ま 巧 東を (本 巧〕、 乂阪 > 神タ 、京都 
巧が 地名を 屋 、小 お、 上が、/ おを 


▼鄕 里を 金 度び ホ 送を (無手 较巧 r か函 
巧替賣 買、 荷ち 替 取組 取 ホ、 信用 巧發 
行 等 一 胺を巧 業が 御 巧 巧 じ 取を 可 仕 侯 

2 脱 臺灣銀 巧— お 張 所 

本店 導 縛臺化 

を 巧 巧を、 潰な、 大 が、 神戶 、上海、 巧 
□、福 撕 、厦門、 池 頭、 香 巧、 寅 束、 巧 

嘉巧 、タラ* ハヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 を 頁 

々グ 々ッタ 、をを、 巧 か臺潰 十四 ケ巧 


一 > 貴 本を 壹億圃 (を 額拂这 巧) 

1、 稽化金 九 千 九 巧 五十 萬圓 

內化本支巧=15^2濱(本巧) ま京 大阪 
神タ をの 下 関 名古运 

撥濱冗 金銀 巧— 支 巧 

米国を ま 巧 = を 港 羅なホ 巧巧哇 
其 他 化 巧を 國ま要 都 巿ュぞ 店 及 n グン 
ス有之 嵌 


本 巧 大阪化 濟五了 目 
な 育支庙 が育ブ C ! ドゥ 玉 1 巧 四十 化を 

懿 巧ぶ 銀 巧 

おち f 東ち 横 後、 名た 属 、京都、 が ロ 
尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 か、 下ノ關 
巧ろ 法 一門 司、 小 倉、 巧 松、 博タ 、乂 巧乂等 

本國 預金、 擲里 をを 等は 摄め 
て 御 便 巧 迅速 じ 御が 扱 可 申 侯 


本店 朝鮮を が 

ま 巧 出張所は 日本 內 地の 樞耍都 巧、 朝 お 
滿渊 、支那のを 地 及び 浦 お巧德 

瑚鱗 銀行 紐 育 出張所 

外国 爲替 一般を 巧 業 お 精々 御 便利 じ 取扱 可 
申 上 候 


藤本 證券 會巧 

一般を 僧强 なノ資 買、 引受、 募集 
A を 触、 ホ ニ 之 ニ 關スグ 一切 ノ 業が 

S 藤本 ビル ミ—? 銀 巧 

紐 育 出張所 


陶潑黑 、雜 貨卸賣 

森村ブ タザ！ ス 


日本 陶破 器雜貨 

ラム ブ卸賣 

奈良 貿易商 會 




•商 木眞 一氏 海軍な 帥、 歐ホ 
視 をのを 巧 去る 十五 H 着が と 巧 
二十 五 H 渡 歐の尝 
•を 旧 直 巧 海 眾お师 、同上 
♦鴨が み 氏 新 電話 本 巧 初かシ 
ャ— マン 巧 巧 十と を アパ 1 トメ 
ント 四十 五 号 じ移轉 せる 鴨井义 
巧 お 電話は 曰 レ ー ンニ六 ニ九番 

◊ ク 

I 日本 巧 1 ル I 

0 ◊ 

稀 明が 育 本 厨 午を 八 時. 

日赌 及を H は 午後 五 時 

ち 巧廿と n ホ 港 経由 

獲 化 

六 巧廿化 H を 渚經由 

大冀 

と 月 一日 桑 港經由 

フ レジ デント • 

クブ ー フラン ド 号 

と 巧 お H ビクトリア 經由 

ぶ ム プレス •ォブ •加 奈太号 


巧 桐 スペシャル 


と巧號 

講談 俱樂部 
文 藝俱樂 部 
譲 談雜誌 

富 丄丄 

キング 


斤禍 兄弟 商會 


人畜 じ 無害 

効力 保証 

蚊取線香 


桑 山 商店 

ニ A で ST sth MT: N. Y. C. 
Phone. す 巧 ミ S3 ザ 黄 巧 


上 和で 閑静 設備 申み 
重 M なき 一人 又 さ 一. <じ 

適する 室 御 遠慮な き 家庭です、 

ェ 火の 便宜し 委細は 御 枯淡 


東京 商 會特吿 


嫂が 大佐 

肉 彈一 •ニ 0 
英文 手紙の 書 ホ 一 •六 0 
H 省 堂 

コン ナィス 和英 ニ •五 0 
间 英和 ニ •四 0 

東京 諸 新聞 梟を 號 

紐 育 東京 商會 

基ち. 雲 F N. Y.C. 
Te ニ ra 空ち ニ 蓋 


夏季 住宅 貸 度 

嚷 所は ラ！ チ モント、 魏へ向 
きの ヵッテ！ デ、 八 室、 四 個 
の寢室 あを。 綺麗 じフ T ニン 
ユ しあら。 と 巧 十五 自 ょら 化 
巧 十五 H を、 グラ ー デ、 をの 
週ら は 綺麗に 手入れし あを、 
停車 擦には 至極 巧 巧、 家賃 九 
巧 弗。 を 年の 人には 別に 相談 
じ應ず 左へ 御 間を せ をれ、 尙 
レフ 五 レンスは 掘 越 商 會の上 
野 氏 じ 尋ねられ たし 
12 wenduve. ミぎ Larch ョ皇 148CT 


事務員 入用 

當 俱樂雜 事務員と してが 人 男 
子 一名 採 巧した し希留 者は 履 
歷書 添附の 上 當俱樂 部 副 幹事 
橋 本 宛 じ 申込 まれた し 宛名は 

H ミ hii す 口/こち an 0 己 bi 二 sdi 夏 ロ田- 

25 豆 adison Ave.. ミ 三 ork 妄 

日本 俱樂部 


ボ！ デン ダ じ 適する 
家？ 度し 壌 所は ァ 
トランチック^,ィランド、 がて 
最新 設滿 しあ も、 ボ！ ト スタ ー 
ンョン じ 便利の 場所で バ ー クへ 
も 近し 凄 綱は 左へ 鄉 交渉 をれ 
Tanaka, 78 Center かち-, 

呈 antic ミ菩 and, N. J. 

日本 蠕 人 又は 御 夫婦 

0 方 じ 籌^奠 

時 適ぎ 左へ 御 尋ね 下さい 
ち 9 wb 妄 st.Jpt.4 

新ヴ [ム 這薦該 

じ 使用ず る 諸道 具 格を じて 御需 
めじ 應 や、 値段 目錄表 送る 
ち 一立 ョ羣 4 三. 害 sire 里， N. Y. 

一遇 五 ホぶ 八 巧、！ 
flaw. 人 又は 二人に 適す、 


市 磨へ 十を タイム スス クコ ャ 1 
へ廿 五を 電話 カン バラン ド呈 一ロ一 


苗 生. ち nd ぎ呈 i 里ミ 皇こ塞 -妄 量ぎ BS 量 n 黒 晴梅子 


敕正五 化 動 二等 醫學博 ± 骄ロ英 世 巧の 追 
悼 會を來 る 六月 サ 九日 (金曜) 午後 八 時半 
當市西 九十 一一 1T 目 百 六十 一番 日本 俱樂部 
じ 於て 相 催 候間特 志の 御 方け 何人 じても 
御 來會巧 被 下 化 段 及 御 案 巧 候 化 

服 裝御隨 意 

尙 當巧靈 前への 御供 物、 贈 化 等の 儀は 固 （御 辞退 申 h 候 

£崔 紐 育 日本人 會 
ま お 紐 育 日本 俱樂部 


晚を坡 每ニ週 一圓 お 帆 

A エム プレス 加を 太 0 男 玉 00 喉】 

と 月 十九 日 

▲でム プレス 露 巧 亞ご京 •妥 0 巧) 

八月 九日 

▲でム プレス 亞細亞 (吴 •愛 0 巧) 

八月 一一一 十日 

▲ェム プレス 加を 太 oir 爱 0 巧) 

义巧 二十日 
一等、 二等、 一二 等 あび 下等 客 設備 
最大、 善美、 最快 ホの 東が が 巧 船 


A 最巧 巧る 等 設備 供を の 盈営お 巧 もる は 乘化貫 
の 热が規 切 T を ミ 共に 當 姑の 誇 ミず る虔 でず 
A 常な 太 やが お路 一二 等 設備は をが 革 時 的な ちみ 
施しよ しれ、 み じを 巧な のか 去は 巧謂ツ — V 
ス トサ— ド 义はス チュデ y トクラ ツスな 上の 
巧 植也髓 へて 居り をず 

® 桑 港 お 帆 ホノグ グ紹お 【正午 巧 化】 


天 巧 化 

コレア％ 

暮洋見 
西 比 利亞乂 
大が乂 


と 巧 十八 日 
八 巧 一日 
八 巧 十五 日 
八 巧 化 九日 
九月 十二 日 


U 

B 

脚 

誦 

N 

# シアトル お觀 〔午前 十 時 巧 化】 ^ 
橫濱丸 と 巧 二日 J 
加賀 化 と月廿 八日 化 
伊豫 化 八月 十四日 § 

©を 敦發 日本 巧 巧 化 W 
巧 見み セ 丹 十四日 
藻 職 丸 A 其せ 八 B 
A が 育进賊 野を 萬 経 苗 日本 巧 •接 域が— 月 ニ 厨 
▲お 遙域符 i を 某 他 萬 ホ お 倭を U 街 お 舒ホ烤 
▲た 巧洋大 おおを か乘 が 切 巧 御が 宜 にお 評え す 


シアトル お贼 (午前 十 時) 
を ふを か 見 お 巧 九日 
をら を 見 お 巧 十-レ 1's 
ば^ず 丸 (坡 灌お奶 } よ 巧せ 三 目 
r i 等橫漬 一丸を 熊 

值 しば リ寸 おろん ごぶ あは 一 五あ乘 
マー 二等 a 本 巧を 近 弗ぎ 室 大を還 菜 族室朵 ，巧 
マ 御 希 導に 巧リ 一等 割 おな 馈谓鞋 發お致 お 候 

ロスアンゼルス 出 化 (午後 S 時) 
はわい 化 八 巧 八日 
らぷら た 丸 八 巧 サと日 

ザ 一等 橫濱ニ 一一 10 巧 化は わい 丸え じら か 一至 弗 
マ お 別 一二 等 日本 巧 五十 化 巧 V H 等 日本 行 五十 五 弗 
マを 藩 謡が 巧滿車 切な 寢臺 を 藤 入御 幹 湿な りお 
マ 紐 育 線 パナマ 經由 日本 支が 行 貨物船ち 一圆 


日本 吳服 反物 キ モノ 

テ^ — ブルク ロ^ — ス類 

夏場 巧 格好 品 お 揃 居候 
龍«0 本 ドライ グ ー ブ商會 

特別 廉慣で 大勉强 新 流 巧は 當 巧の 持 長 




目 本 鄭船會 社 (並 ニを 溝遺會 社) 

化理 巧片瞒 兄弟 蘭會 

乘 車、 乘船 切符 並 じ ホ お 物 莲送御 便利 じな 扱 申します 


夏瘍向 格が 品 
特别賣 化 

尙 一層 勉强巧 化 候 間 
御 注文 被 下 お 願 上 候 

ザ 元ブぅ ザ— ス 

17 巧 ast 17を St, zewYorlcc さ 

H 位？ epho 百 e Aigoiicj 色 in 


夏 壤向品 特別 賣化 

夏瘍 、小賣 向、 ダ I ム 向新 荷 到着 
精々 勉强 御用 命じ 應 だまず 
日本 陶磁 黑雜貨 卸販賣 

巧 木 桃 井 組 

105 内 • 16 を st ‘ ISL Y . 

Hel. Stuy ミ sant W 饥赛 1617 



張學良 君臨の 滿洲. 


1 


特種 權 利の 消長 

々な n 本の 巧け ろ 經濟的 波動 


摩 天機 主人 談 

滿洲は 阿 ご 云 つても 巧 特殊 利 
巧の ぁる 所 だから 張 作な の 逝去 
は 至大な 關 係を 持つ； ご 思 ふ。 
由 ホ 支那の 政情は 一寸先が が 斷 
出ホ t * い の 巧徵で わ る か ら随 
つて 今な の 日 滿瞄經 儀 問題ら 明. 
確な こどけ 誰に も 云へ ぬ i とが 
ふし、 樂悲の 巧 おが ぁつ てらを 
を 其义媒 々々の 見解から 巧當の 
巧 由が 備 つて & る やぅで 何方が 
當 つて ゐる どか 當 つて 居らぬ ご 
かは 云へ ぬ。 巧 じ 巧、 張 作霖の 
願 子巧學 良が 後繼 として お洲じ 
君頤 しても 父 時化の やぅ じ 日 支 
の 経濟關 係は 阳 滞に 迷ばぬ ど 云 
ふこ ごは 裝 おごち へる、 とが 出 巧 
る。 この 見地から して 先づ 巧々 
のかき は 何う しても 悲觀的 じ 傾 
(ょら巧は；；^ぃ。 張がぉは巧図 


じ おして 常 盼が當 巧 息を 持つ て 
ゐわ 人で 随 つて 事業を 經營 ずる 
上 じがても をる がをは あつた。 
なみじ 巧々 じ 就ての みる つても 
四： 五 年 前から か 當の產 米を 見る 
やうに なつた 澡 古の 水田 もを < 
張が 莊 の铃旋 で經營 する こごが 
お ホる やうな つじので あるし、 
を 天の 電 ザの 經巧 も、 跑兵 工廠 
の 注文 も： E ' 成タ额 じを けて 居た 
し、 本溪 湖の 製妈 事業ら 繁榮し 
てゐ るので ある。 絮 をの 水田を 
始め 其 化の 諸事 荣も 大体 じがて 
張 作 霖^盡 刀を 無规 する こどは 
出 ホ 《 。將 軍の 孩後賞 權が麻 子 
じ繼 ホされ たどて 其 ま 前の やう 
じは 巧 かの ど 思 ふしを々 南を ご 
のをな 說 さへ 流布され るが 巧を 
じ 幾み 悲觀 論の 根據が ある 譯で 
をる 0 


まが 閒 題を 中必じ 

記者 招待 會 

を 子で 巧 及び 小が 侯爵 ボ .スト 
ン 巧學當 時の 學ぶ である ト！ マ 
スミ レット 翁は 去る： 一十 S 日 紐 
育 巧 字 紙の 論說班 記ぞ數 名を セ 
ンチ ユリ ー 俱樂部 じ 招待して 晚 
餐會を 開いた が 席上ち 那 問題 じ 
關 して 補々 盧 をのを 換を巧 ひ 臨 
席の 內か硝 事は 千 九な 十一 年 第 
一 革命 時化 南京 锁事 おじ 巧 勤せ 
る 頃の 實 相を 語 も 所謂 支那 兵の 
如 巧； y - る もの G るかを 說 明して 
一部の 裝を 巧いた が 『支那は 永 
く 住む で 足れば 居る 释周圍 め 情 
勢を お 節する じ 苦む 固で ある』 
ど 述べ 『白人が 白入自 をの 必理 
じ 化ら て 支那を 化 察するならば 
到底 適當に 支那を 誠 解す る； は 
出 ホないで あらぅ。 を 巧 文明が 
西が 文明 じ 接近し つ i ある i は 
明瞭で あるけれ お 化 ニ 文明 S 基 
蘭は を然異 つて 居る。 脚ち 彼の 
、む 巧は 化必 巧では あ 6 得 じい」 
ご附 註し りぶ 親善の 結論を 商 調 
したり 


火な 巧 一巧 渡英 

な ホと 十を 日を 方面 じ 活動 甘 
も H 本截 船が おお 綺巧大 おを 氏 
はみ 島 船を 課を、 や 瀬 調度 課長 
今が 他 お 氏 寒 帶间本 H が ザ 出帆 

の キュナ アド 線べ レン ダ， ア號 
じて 波 巧のを じ 上る ベ <歸 朝は 
义 月下 甸 ならわ かご。 


野 ロ 巧 ± 追悼會 

本紙 旣報巧 ロ隙尘 追悼 會はあ 
あ 巧る 二十 化 H 午後 乂時ザ 日本 
お樂が じがて 開かる ベ < 目下 H 
をぶ び お樂部 にがてを 楠 中なる 
が、 を 巧は 旧な W 俱樂部 會を司 
會の下 じ 巧山锁 をの 追悼 お說、 
を 信 H 會 長の 追 おみ 證文 朗讀ぁ 
らま 活 ドク ト 八は 學巧ご 巧 ± の 
關係 じがき 一巧の 威認 をな す 笠 

鶴 見巧來 ホ計畫 

ホ おお 讓封鶴 S 祐輔 巧は 政 巧 
にがけ る 巧 勘ら 一段落 V - 吿 げた 
ので 巧び 來 米の 計 寓 ある 由 U る 
が、 今ち ウキ リアム スタ ウン じ 
がける 政治 學 曾に ては 瘦じ化 岡 


洋右 氏の 巧 遊を 懲 憑した るら 實 
現せず 更らじ お 巧 喜重郎 巧に 化 
頼して 誰 潰を 乞は むごせ るも是 
れ又實 現 性 じ 乏しくなつ わ 結果 
鶴を 氏 巧 招碟說 おで 恐ら < 同氏 
の 講演を を ふ i じ 至るべき かご 
るふ。 巧し をの 如く 確を すれば 
鶴 見 巧の 巧 ホは と 巧 下 巧 ごなら 
いかご 0 


總 領事 歸巧 延期 

天が 化 じて 歸 化の 豫定 であつ 
た 絡脊總 領事 齋 藤が 巧は 都を じ 
化ら 約 十 H ぉ發を 延期し と 月 六 
日 横 潔 ホ 帆の コレ ャ鬼 じて 歸な 
のをに 就く 旨當地 總備事 館じ乂 
電 がを つむ。 

巧 島 巧ち 催 午餐 

一二が 物 產モ巧 長 旧 島繁ニ 巧は 
昨 午後 一時 滞が 中の 日本 题船專 
務 取締役 大谷登 氏を ま賓 どし ス 

ペリ—、 ジユゥ 五ツト 、フ アレ 

グ、 フラァ 諸氏 エ學 おのち 頭 及 
びが 出 お 軍 監督を 等を 法曹 俱樂 
部 じ 招 持して 午餐 會を 閥いた。 

高木 簡會 の移轉 

從ホ當 市 西 二十 一二 T 目 二十 ニ 
番じ 於て がを 萊 しつ i ゐ つじ 高木 
ダす！ ンゥォ 火 ド 巧會は 業務 擴 
張の 必要に 應じ化 お 西 二十 一二 了 
目 五十と 番 第五 階を 部を ブ ー ス 
しを 轉 せる も裤ほ 電話は 從 前の 
かく グラマ シィ四 四と 四で ある 

か 人が ^ 

參田ロ 一太 氏 退院 扁桃腺炎 手 

術の 爲め レノックス ヒ八 病院に 
人 お 中の 同氏は 昨日を 化 退院 A 

—ズゲ で 八ト •ホ ブ八じ 投宿 中 

♦前 光久 氏 夫人 慶事 住友 銀 巧 
が 育ち 巧 長み 前 光久 氏 夫人 ホに 
を 事 あ b まる 二十 二日 ザ ラン 
病院に がて 女す 出を 母子共 じ 健 
なの 由 

♦穂 橫眞 六が 氏 朝鮮 總督が 事 
務官 、まる 二十 二日 幕 紐 目下 ボ 
ブ火 ペンに 投な中 
參潘ロ お 造 氏 國睽巧 船 社員、 
ホ 巧 中 巧 ぉを 一脖歸 朝の 堂 
♦石 井 常 次郞氏 おお 機 脚 中 お 
まる 二十 四 H 若が 當化 事が 巧 巧 
勤の 普；‘ 




が 川 保 験 事務所 

け . Segaway Insurance Broker. 
303 Fifth Ave.t 
Tel. Caledonia 4101 

巧 田 哼事株 ま f おお 育ま 巧 
Ucnida 1 rading Co., Inc. 

1 1 Park Place 
Tel. Barclay 1576 

島 貧る 株 ま會お 
Shima 1 fading Co., Ltd. 

1150 Broadw 巧 
Tei 巧 hofia 民 ec わ r 1 が 4 

辕 ま: を お 赤 尾淸會 
Akawo & Co., Ltd., 

29 日 巧む h Ave" 

Te ミ • Ca ミ edo 。 ミ s 9758-59 

片倉製 絲巧績 巧 ま會な 

K&taioira 化し 化， LtdL ， 
200 Madison Avenue 
Tei. Asniand 4545-4546 

K. M も imo わ 

Mikhno わ PearU 
535 F け 比 Avenue 
Tel. Vanderbilt 2519 

大倉 組が 育ま 巧 
Oku 化 在 Co., 

30 Church St., 

Tel. Cortlandt 2292 - 93-94 

H お 巧 ま會化 
化 巧 店 
巧# 商會 

120 Sroadw 化 N. Y. たむ !. おが が 巧 84 
Fa 加け； 208 Rawson Si し 1 . む hr 

淺巧銜 を 巧を 會ぉ 
Asaiio Busssn C-omr’euty 

Room SOI -805 
i 6 a Broadway 
Tel, Co け ! an み 80巧 - 8 齡 2 

Gosho Corporation, 

SUk import 巧ん 

か 技 a が 34 む Stre が 
T 化 A 此 ! and がが -的 
む caho Co>y itkCw 
Co 巧 ca Exporters 

妨 B か '? 巧な . • 

Tel BowUng Gree 凸 8805 •〔巧 
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ス 巧の 當 選は 確 


である" ビンソン 巧の 巧 獲岛き j が L . たこ ごじ 反戚を 抱き 坑る關 


育 ごな ゥ續 いて ミシシッピ キ如 
のサ 票は- リ ソン 巧を 離れて ス 
'、、 スじ ホら 緒いて を 州 も 怒々 巧 
禀を變 ちして 遂に 八 酉 四十 化 票 i 
S みの ニで 我等の 『ア^』 は 堂 
堂 どして 禁酒 派を 版 倒した。 ォ 
户ョ ー 如の 移動で K ミスの 當選 
確 賞 ごなる やを 州の 化を は いづ 
れも州 旗 ご スミスの バン ナ 1 を 
先頭 じ檐 巧を 巧 列して 乱舞し つ 
つ 彼の 當選じ 向つ て巧蓄 したが 
大會じ 集 b しを 州 及びを 領尘五 
十五 化ぶ じ： 曲る 化 表 じて 最後 ま 
で スミスを 忌避した る もの 

五が 即ち フロリダ！ •ジ 
ョ！ . デア • ミ ダブ * — 、南々 ロ ラ 
ネナ 、テキサス じ 止. ら 他は 悉く 
ス、 . ； スじ巧 票した。 これょ ら囊 
きを 綱の 發 表に 就て は 問題の 禁 
酒 派對反 禁酒 派の 論爭は 最も 激 
烈を 極め 危く先 次 大統颁 戰當時 
の 如 <黨 のみ 裂を 巧ずに まる や 
も 知れ 中 ど 巧 憂さ ゎつ： あ 6 し 
も ほま黨 どして この 際を 焦 禁酒 
法の 撤廢を 政綱 ごする こ £ は稱 
禪 なる 政治 上の 狸 おょ b して 到 
底 不可能で ぁる 爲め反 禁酒 派は 
スミス 巧の 內諾を 得て 

M 步 し 稍 禁酒 派の 迎 をし 
た 意 ホ じ 於る 中間 的 政綱 じ 妥協 
し 漸く 黨 のみ 裂 危機を 脫 あした 
即ち 政綱は 共和 驚が 過 ま 八 年 じ 
直る 憲法 歷 巧の 不信を 難 じた 後 
本大 會は黨 誰び じ黨 のを 認候 
補が 憲法 第 卡八項 修正を の 他 
の 憲法ぶ び 諸 法律を 最も 正直 
じ勵 巧ず べき こごを 期す。 

との 释度じ 化つ て 居る が この 政 
綱の 解释じ 就て はス 、、、マ 氏の 裁 
蘆 じ 一任ず る 患 向なる をめ i 如 
早く 巧 廓 諸 州の 頑强 なる 禁酒 
滚 はな 綱の 

廢一な を 迫 6 然ら ざる 殿を 

スミスを じ淸き i 悪を 役せ やと 
脅威し 恰 かも 共 か 黨大會 じ對す 
る 農闕ご 同樣の 態度 じ 出で て 屠 
るが 本 政綱に 就て は スミス 氏 も； 
あを 內 報を 得、 旦つ敲 解を して 
居る ことは 勿論で あるから 禁酒 
おのみ 裂は 單じ聲 のみ じ 止 b 飽 
を も 共岡戰 線を 張な て 其 か黨じ 
當 るの 意氣堅 < 特に 農が 問題に 
がて は 共 か黨の 裏を かいで マク I 
ずブ— •フ^ダン 案を 供 日子 どし 
直つ 聞鹽の 均等 稅も厳 則 上 これ 
を - _ 

承認」 たぉ じ 於て 中西部 
の 所謂 農 葉 州の 征服を 目論見つ 
つ ゎるが 共 か黨が パ！ デン グ內 
閣 ' 3 ホの 腐 化 政治 じ 就て は 特に 
力を 注ぎて 政治 じ對 する 國 民の I 
不信を 鳴らし 綱記肅 正を 政綱と 
して 戰ふ ベく 外 巧な 策 じがて は 
別 じあ ホな くだ 外恩留 おは 保護 
する が ニカラグア 化を をの 化メ 
キ シコ 閱 題の 如き 內 が h の 干渉 
を歡 じて 許さす ごな し、 戰爭の 
撲滅を 期す る ご 共 じを 備の 縮々 
じは 贊 巧す るが ゼ ネグア 會議じ 
がる アメリカの 

外交' 失敗を 難 じて 威 巧の 
巧實を ホめ 移 段 問題 にがては 共 
か黨 ど大莲 なく 巧 巧 移民 制限の 
方針 繼 磯を 標榜して 阿 等の 新味 
も 4： * い、 而 して 励 大統領の 候補 
じ 就て は 依然 どして 現 上院 頭 袖 


も 一方 にがては スミスの 選舉を 
ほぶ 黨の 協力 一致を 高調し にる 
’ 、、 ゾリ！ 州の 大統領 候補 リ •ト 
氏を 0 て 適任 まじす るの i に 
菩 手した 者が ぁら 柏當 じあ々 視 
されつ ぇ あろし もの i 如く スミ 
ス 派は 極力 日 ビンソン 氏を 推し 
つぇを ろ も 

南部 諸が の 白衣 勘に 惑す 

る 勢力は ロビン ブン 氏が 大會じ 


がる 溃說 じがて 信 敎の旨 もを 攘一お 力で ある 


每も あらて タ少 をの 前 遮を 危ぶ 
^ 打つ I わるら 元々 巧 ビン. ソン 
も'. 山帘部 派に 顧す る 人物では も 
^殊じ衔部ょも副火統鞭を選お 
寸 〇 ことは おま黨 どして は裝初 
かこ どで あ 色と いふ 理 山よ をし 
で阳 ほあ错 視 されつ i あるが こ 
のみ じは ケン タツ キ 1 州の 上院 
哉 員 パ] クン！、 前 上院議員 ヒ 
/ チ コック 氏 等の 運動ら 相當じ 


ホ お 束を 特電 (紫 お鮮轉 載〕 


廿四對 五 票で^ 

治を 維が 法案す 决 

樞密 院一寶 議了 議論 沸騰の 後一 

【甘 九日〕 


治を 維持を 撰 急 勤 令 案は 本 H る 巧され た。 
t 廿 八日】 園體 の ； W を 目的^-する 結社 員を 處 罰し 驚 員を 巧 
刑 若く は 無期 徒刑 じ 處す心 おを 锭法 緊急 栽み 案を 赌畿 しな ニ 
十と H の 御前 禽議は 賛否 尊- 議‘敲 m 験して 容 為じ議 かを 見ず、 遂 
じ 午後 I 時 散 曾し 本日 おグ これを 磐續 し、 义巧 田、 お 室、 江 木 


樞密院 屬閱官 はこれ じ 巧猎盧 見を を 露 しれる も 閣員を 部 出 3 庸し 

i 累护- 


て 投票に 附 したる おお 甘 码對五 票を 大差を 0 て お 案は 树 等の 修 
正^;! く.. > て 可 巧され 該 業は 直 もに 貧 施さる i 堂で あるが この 重 
要な 會議 じ樞 おの 大立 物で を ふ 叹東己 化を 伯が 故意 じ缺 庵した 
ので 非 雜の聲 鳥く、 更らじ ザ 沼廟 韻を が 委員 會の 經邀缀 吿は樞 
府の反 教を增 した W 傳 へられ、- 里 化 會少壯 派 も. こ. の 反動的な 治 
まを じ 憤慨して 居る。 

’ 下め ホ 八日 馨察じ 引致され た 


銀 巧 重役 連 引致 

【甘 か呂】 H 本橋踞 愛照菩 銀行 


I 朝 香宮郞 窃盜犯 


頭取を び 重役 連は 不正 事 巧の 一 一 【で お 日】 旣賴锅 香宮邸 じて 現 


ち 博 ホの 遙轉を 能に 
鞭 入 y をう 記 愈ず るか 〔下】 

. , 娇究 所め 識 擢喔 fi 無を 氏 稿 


る 


要ず る じ 栽 達は 觸乂が 誘と す 
パスト； グの硏 を 巧、 獨 な 人 
が名馨 とする コブ ホ 邸を 巧に 化 
すべき 野 ロ巧究 所を 巧 京に 有ち 
たいめ でを る。 邁まニ 千年 ホ、 
有ち 得な かつた 機會が 吾等 だ 今 
日 輿 わられた。 ロ 本を ある 煮が 
じ 於て 巧 おせし むる 巧 ロ 硏贵巧 
の 計 畫じ對 して この 際蹈媛 七な 


をはを の 方法め-どして 巧 ロ 
瞬を 所 設立の ホ 望を 述べた。 然 
.たを の 爲め數 千での をを 要する 
ゆでは ない。！ 一氏 財 圏は 瞎± じ 
'齡 して 巧 かなる 後援を す るれ め 
ム 財 醜の 費 巧を 部を 博 i 王の わを 
ij 豐 さなかつ た。 感± が 要し わ 
稱 .究鬟 は 恐ら^は 在米 同胞の 有 
まの お 力 じよ つても 巧を、 後援 


ければ なら 0 狸 由が あらう 4。 I し有扩 もので ゐ つたで ゐ らう。 


博 ± 逝きし を、 後繼者 出現を 
冀 ふの 聲を 至る 處 でき <。 鶴し’ 
適當 なる ホ 法が 講 せられな かつ 
たなら 如 巧 じして 第二、 楚 一二の 
野 ロ おを を 期待し 得ょぅ か。 一-太 
'野 ロ も 稱然じ 出な かつね。 賢明 
なる n 巧 財幽の 掏すべき 後を* >0 
了解めぁっゎ事が踪れては^; f ら 
ない。 な 達は 同胞 中から 大 i 中ロ 
を おした 事を 光榮 とし 時 ゎつ て 
我等の 野 ロで いふ。 然しを ご、 
見る てな 達は 博 ± じ對 して でれ 
だけの 後援を なし 得た でぁ ホぅ 
か。 果して ゎれ 等の 野 ロご^ ひ 
得る 權 巧が あらう か。 一 
化 ホ 一二 十 年の 健 圃を續 け-裳 
半ば じして 一巧 哪の 異境 にがお 


なは こ； じ 出 巧ない ご 思 ふよぅ 
む 事を 提唱し ない。 同 贈の 熱必 
な 共力 じよ つれなら を や 柯等か 
盘旁法 じよつ て實 現し 得る W ち 
ふるが 故 じこの ホ 暨を敢 て 述べ 


.『要は 獨 逸の 野 ロたち し』 n ジ 
主 t 遊き 後、 濁 逸は か柯 じして 繁 
ちの コッホを お 現せし むる じ 巧 
ホした かを 傅へ たいので ある。 

學界の 偉人、 巧を の 野 ロ英世 
^ 蹲±葬送の曰、 謹んで衷必の 
i 希留 お述べて 同胞 諸君の 熱誠 
一 じ訴よ G 

實巧 方法 じ關 する 點で 御參考 
た るか ど 思 ふ 事を ニ S かきつ 
けます。 無を 氏が 無 貴 任じ 歇ボ 


の犧巧 どなつ た 野 ロ 博 ± を徹ふ I 


の 時、 趕 蓬の しなけ おばなみ ね 
事業が な 達じ殘 されて ゐる 4- を 
思 ふ。 逝ける 巧 十： の 遺業を 宽が 
させる ねめ じ、 第二の 巧 ロ お 現 
を 則 持す るた めじ、 我等の 野 ロ 
ご 言 ひ 場る 權 利を 得る ために、 
お 達が 曾てし U かつむ 睹卡 も 後 
援 する 事は 今 もな ほ遲 過ぎは し 
ない。 - 


ラを 吹いて むる のでない とい ふ 


事を 御 了解 願 ふため じ。' 

一、 お 立の 谋巧 、東京 
ニ、 をく 獨立 じしても よし、 义 
東を 乂學 じ附屬 させても よし 
或は 野 ロ 隙との 硏を '實 生活め 
始まらの 燥 所で わる 現 巧の 化 
里 硏究 所に 附戚 させても よし 
同じ 赃 係の 慶應 醫巧大 學の附 
露で もよ いど 思 ひます。 


を S モ閒巧 化の 嫌疑を をが お 
み郞 (ニ 九】 は 二十 八 n を じ 
自白した。 


ま 岡中將 逝去ず 

〔廿 九日〕 退役 陸軍 中將 を岡實 
作 氏は 逝去した。 

鑛 西が 炭が 爆發 

(甘 九日】 廿 八日 福 岡 縣城面 お 
化 爆發し ニ. 十六 おの t 天は ま 
傷を 負 ふた。 

大使 夫妻 謁見ず 

【甘 九日〕 松ず 大巧 夫妻は サ 八' 
H 皇后陛下 じ拜謁 、衝十 壊 御 
婚約の 御禮を 言上し な。 

地方 長官 小異 動 

一 廿 九日】 大を縣 知 率 藤 山せ】 
氏は 振木縣 知事に、 幕 島縣巧 
務 部長 义ホあ ホ 氏は ホを 縣知 
事 じ、 愛知 縣巧巧 部ち 堀 旧 鼎 
巧は 滋賀縣 か 事じ柯 .：ぃ も轉補 
せられね。 


渡 遂銀巧 破蠢ず 

t せか 日〕 渡邊お 巧は をに 破產 
を宣吿 されね。 

增給ミ 人員 觀汰 - 

(せ セ 日) 郵觸會 社は' 屯ち よら 
下級 船 負 じち 給す るで 人員 淘 
をの 模犧 である。 

獲 岡 夫人 逝去ず. 


(甘 セ 日】 日银 理事 濱爾あ 雄 夫 
A は 逝ました？ j 
註。 濱岡 五雄を は义 しく 當 地の 
日本 銀 巧 監督 役た もし 天 じて 歸 


朝後乂 殿ち 巧 長 ょら 巧 事に 巧 巧 
した 人で わる。 

長官の 巧 式 巧 命 

〔甘 セ 日】 例 巧 旧 稼 ま 巧は 化 六 
U 正 ホに 峯满總 督府恕 お 長 宵 
じな かクれ た。 

策 京 巧の 花笔軍 

〔甘 セ 日】 東京 巧は 御大 賴化お 
車ゲ ー をを て 之が 製作を お 術 
學校 じ化囑 した。 

化 旧 巧 カナダへ 

〔二十 セ 日】 山を 研究家 化旧压 

歲 氏は々 ナダ •ア片 ピン •ク 
ラブから 巧 かれ か 六日 じ 里 丸 
じて 出を したが 同氏は々 ナダ 
アン •。ツネ] を 探 隙し 線い 


て謀演 をな すご。 

南京に が 務官を 

ご！ 十 セ 日】 ま 那巧巧 助 ぉ官を 
森太郎 巧は 目下 巧 京 中なる が 
廿六 上攘 巧を 訪 ひま 那じ 
於け るが 界 事情を 報吿し 南京 
じ 財務官 事 お 巧を 關設 せんこ 
どを 申 おで 藤 相^ 之 じ 同意し 
たが 藏 相は 首相 ど 凝議の 結果 
漸< 設隐じ 巧した。 

大響宴 二目 延長 


ご 一十 セ 日】 御大 體 後の 大攀宴 
は ニ H 閒延 をされ 能樂 は御廢 
化に なつた。 

を 省 新規事業 費 

〔廿セ 日】 新規 事渠 はを 省で 財 
源を を おせ 1 VJ 大藏 省では 腹 
を 巧め た。 


I ニ、 ま宰 ずる 入は を 本 じい <ら 
もを らます が削义 にも かいた 
秦博 ± の 如き 最適の 人です。 

四、 硏兜 巧容は 病理 狐茵學 0 {ま 
ごして 巧 ロ 魄± の がられた ホ 
面。) 

五、 硏究 巧の 特色を §|~播 させ、 
能率を 上げる ため 11:、 研を 人 
員を 少數じ 限を、 逃； 常に お ホ 
る 人の みを 集め、- でれ 等の 人 
じ 充を の 硏発養 ミ ^^|}|淸 ' S 保諫 
を 輿え、 曰 硏究巧 弦 野 ロ 隱± 
じ與 ，ロた ような 機 含を々 數の 
人に おわたなら 將ホ巧 ロ 搏± 
じよつ てな された 一よう な 新 病 
巧の 發見も 期待し j 符 るを ど 思 
ひます から 0( この 班は H 本醫 
學 若の 能力を 知るな 達 じは 巧 
待し 得る のです 0)1 

(現 巧、 日本の ある 锅究室 じ 見 
るよう な 睡± 論を 製造の ため 
じする ような もぶ-己を 然 質を 

.異にした 研 巧 所で あつて 欲し 
いのです 0) 

ホ、 現 巧の 日本 じ もい i 傾 おが 
をつ て 金持ちが ぶ 十万、 な 方 
め 金を 大學じ 寄附して、 大學 
じ附邁 S 硏巧 所、- 病院を 作る 
事が あらます。 例を いへ ば大 
阪 じは をう いふ， J のが ニつ あ 
もます。 一は 大阪 醫大じ 他は 
京大に 附屬 した ものです。 
五十 巧 弗のを で 設備 香、 硏 を 
叟 、ホ じ 經を费 じあて 得る 事 
ご 思 ひます。 

セ、 な 米の 問 胞に希 尊したい 睾 
は ある 程度を の 基を を 集めて 
日本へ 送 b たい、 とです。 がる 
上は 欧府を 動かす， とも 出來る 
であらう し 日本の 有 ± 化から 
集める 事 も 巧 巧， 古 思 ひます 


最近、 巧 旧を 一人の 熱 沿で ニ 
巧を の 書物 ご 幾 巧の 金を 日本 
じ 集められた ごき 5 ます。 巧 
米 同胞のを 志が 擧 つて 熱 也 じ 
事 じあた つたら 案外 養 現が 巧 
ホ やしない かど 思 ふので す。 

八、 幸じ别 文が 揭 載の 榮を耀 ま 
しれら 西部の 巧 蘭 じ も 巧 じ 記 
事を 送ち ねい ど游 へます。 

か、 アメリカの 閣寶 でも あつた 
野 ロ 魔 ± め ため ホ 國じ巧 ロメ 
モリ アグ •ラボ ラトリ！ が 出 
現す るか も 知れません。 然し 
お 達は や はらこれ を 東を じか 
をたい ょぅな 氣 かする のです 
が 文 掲載を 願 ふじ まつわ 動機 
も) はを こじ あるので す。 

十， 現在の a 本 じは 硏 兜を なし 
得る 人、 研究を 欲する 人 凄が 
澤山ゐ b ます。 日本の 現 巧は 
而も をれ 等の 人達 じ 機 會を巧 
b ません。 幸 じか i る 計畫が 
實現 する H があゥ ましむなら 
第二、 幾 一二の 巧 ロ 巧 ±を H 本 
から お 生 させ 得る でゐ らぅ ご 
考 へた 事は 動機の 第二です。 

十-、 あ 十 方のを が 巧 ごしても 
お ホない 時 じは たいを 得 ませ 
ん ホら 日み の 大學じ 巧 ロ 記を 
.講堂を 化る か、 或は 互 lowship 
制 じする か。 をは 大學附 鹿の 
野 ロ 記を 硏究室 じする か、 ホ 
法は いくら も ある W 思 ひます 
する じ 若く して 巧んだ、 お 
舉の 尊敬ず る 巧 ロ 博 ± じ尙ほ 
をの 研 兜を 續 けて 載い じいの 
です、 H 本 じは 博 ± じ 巧つ て 
研兜するん速：^,ぁるのですか 
、 H 本で がぐ やられる 銅像 
し いで もつ ど 生きた モ法 
で 記を したいと いふの がを の 
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円本 婦人の 淸 < - ^ て 美しい 節操を 化-こー て 化ぶ する のは 溝旌 
な禪 やお 棠 ではなく が 進の またぶ h‘v ら むか 巧の 頃に 縣 馬を 强 
いで お （『梅 j でぁる ど 云 ふの がを ホソー ャァ女 あの U 本 婦人 I 
おで ぁるが 女 おは 円本の ぷ人 と してな < H 本赖 人の あ德 じがが I 
し 貞婦の 傳說や 近 松 おおな での 殺 曲に も 通じて 居る。 - 

ち 义ホ說 『ぅめのみち，！ は ホ 人を を 武 ± の 一人娘 じ'、 巧 化を I 
明治 壬 政 維新 前 じ、 而 して 堤 面を 東 お 道に 巧つ たも むで 巧想淸 ， 
健、 筆を 與雅讀 者を して 宛が 巧 义で巧 琴め 小 誤を 讀ゎ巧 趣を お 
き馆 さしめ る 0 

英文 小說 『ぅめのみ も J は 化 ぞ館子 機に デ ジヶ！ トし たもの 
で 巧义は 有を なか グリフ キスを 博 ± の 筆 じなり 裝 が洒廣 家庭の 
讀 ものと して 又に ホ 人への 贈答な どして 絶 巧の 一書で ぁる 。 I 
敢 てな 湖の 一 讀を絡 憑ず る I 

次 遇 配本 N 郵 稅お拂 

紐 育 新報 社 


化 まの 平和に 暗雲 


勝 謗ろ 南 軍に 第 六 軍幽が 反逆ず 
滿蒙 統治に 專制 排巧絲 まる 

天 ホ 〔蹄を〕 二十 八日 發 U 獲に 南を 輩 化を 惹 をした お 軍 第 


六 軍 脚は 巧び 反迪 してな 西 おじ 巧 進 中なる もの、 如 （商 謙 あの 
督巧 じら 等しい 聯 巧を 貸を 的 媛 お 軍の 語る 所に 依れば 今後 化 お 
に 內谢の 化 じし ご 巧し 居る も 第一、 第二 軍 團は山 お ㈱ じ、 を H 
笼凹ザ 曲は 熱 河に 進织 して 滿 測を' 脅威の 上 奉 天 政府を 屈服せ し 
わべ く 企んで 居る が 軍用 刈 ホ 等 一切を 奉 天軍が をました ので 頗 
る ホが £お らいて おる、 一方 化 巧を 扼 した 山 曲省閣 饌山將 軍の 
部下 じして 府隸 おに ぁるを け 僅か じ ホ 巧 化の 化 万は 山 西 其 他 じ 
配置 ごれ 策： ニ おがょり 降伏した る 軍勢は 八 万人 じ 及んで 居る 爲 
め 眞み山 西ち 軍は 僅が じ ニ 万人の みか ま お 方面 じお嚴 されつ 
つ ある 隙 問 越の 瑕 玉祥お 軍は 致嚴 をを 直隸省 V 」 山 西 省の 山上 じ 
配 階して 閣錫 山の 歸 省を 不可能たら しめて 运る こどは 第 六軍跑 
のな 逆ピ おにな 化が い 巧 動 ど觀測 クれて 居る。 


ハルピン お' 竜 二十 セ日發 。ニ 
ユ 3 — ク •タ井 ムス 紙】 化滿一 

一 帶は最 あの 化を 階を ど 娘 學良將 
^ 軍の おご 一省 料巧繼 ホょ な 及ぼず 
.政局の 變 化じ對 して 
-深甚 U る 注目を 掷 ひつ i 
ぁるが、 巧 息 通は な 下の ニ點に 
就て 一 おして 居る 樣子 でもる、 
即も をの 第一は 萊 一 ニ 省 中の 苦が 
巧び 黒 龍化兩 おは 東！ ニ 省に 於け 
る おがぶ のを 繼 者が 何人で ぁつ 
て も、 特に 張 學お將 軍で ゎる 限 
b 從ホ のかき 專制议 をには 锁じ 
て應じ U いごい ふ おで、 窠 ニは 
滿洲が 近く 奉 天を 中 •かどす る 中 
央を員 食 組 裸の 形式で 南を 政府 
じ 合 M するとい ふすまで ある、 
張 學政將 軍の 就 W じ 就て 特じ激 
巧 U ろ 

反感 を披 礎し つ： をる 者 
はま 巧ぷ じして 彼等の ま 張に 依 
れ ばを し張學 良に して お 天府の 
施政に 破を：；* をん 物であるなら 
ばちが 省は がて お 哉を 唔へ じい 
が お 天府の 權 力を なて 巧が 省を 
左右 寸る こどは 颜 じて 反 諷する 
£ 云 ふじん ら’ この 薄 制な 治-」 
對 する 反独は 張が 霜の 生が 中は 


なる も のぞ （適當 なる を 協點を 
發見 しない 限らを 一二 省の ホ かを 
攪 乱す るの 醜態を 示しつ i わる 
が 現 化 最も 注自 されつ ミ ある も 
のは 

南を 政府 ごの 巧衝 であつ 
て確閱 する 顶じ 化れば 滿 蒙一帶 
は 化が たる 自お 制を どす るが 民 
鹽聯 巧の 一部 ごして 一二 民 主義を 
奉ずる ごの 內 約が 旣じ 成立し 居 
る ものぇ 如く 中央 執 巧を 員會は 
荣ゴ 一省の 替辨 ょら I 人 おなかし 
南京 觸も间 等の 權 利に 巧て 委呂 
を參 加せ しむる とい ふじ あるが 
一般の 輿論は この 新制 度の 前途 
を 危ぶみつ i ある も闷 時に 巧る 
進ホ贿*:*制度は結巧巧國のが 一 
を完 おして 巧爭の 後を 絕 つべ/、 
がらざる 限 b 湛述 たる 

巧 就を 永义 じ繼賴 せし い 
るで あらぅ ご 觀 诞 して 居る。 こ 
の 耕 制を 採 巧に 就て U 本の 態 巧 
が 一の 障 寒 物 ど 見做されて おる 
けれ も n 本の 當 局は 支那ん 自身 
が 平和 理に 政爭を 解かす る 限 6 
阿 等 千が を 加 ふるの 愚态ぃ A しご 
言 巧し おち、 を 天 駐屯の H 本 軍 


るの 意志な しご 堅く 聲 明して 居 
る 腳係も あらを ぶ 面のを をょ b 
して 結局 扛 本は 滿篆の 平 かが 維 
持 さむて：： 一本の 齡 得巧權 が侵窜 
されない 限ら 

滿蒙 におを をが の 一二 民 ま 
養を 實驗 する こ £ で 向つ て 何等 
異議な きもの ど認 I © られて 担る 
而 して H 本が 何等^ 裴を 自己の 
化譲領 じしない ど： 摩々 言明して 
居る もの/' 支那ん のこれ じ對す 
る 疑惑は 尙ほ 一掃^ され 适ら ず、 
を 省 も 政 馬の 巧を と 治まの 維持 
じ 努めつ i あるが 最あ 十日 じ 直 
b 當 地を 中必 ごして いかじ も不 
巧あ議 なな 勞農 運動が 巧 はれて 
居 6、 ¢5 時に いかなる こ £ でも 
纏て は 日本の 罪に 歸 して 居る 支 
那人學 生は を ホ 面へ 强んじ バン 
フレットを 配 6 


日本 はち 那 4. お亂 じ陷ら 
しむべく 總 ゆる 機 貧を 巧 用し 居 
b 南を 蚁麽も 一時み 懸 引から こ 
れを 後援して 居る £帮 しで 居る 
が勞 農ま義 おは 堅 V' 化默を 巧つ 
てを爭じ投ゃす曰ふ f ^5滿篆殖民 


欧 策に 深甚なる 注 昇を 挪 つて 居 


日貨排 ザて 



をじ巧、 が巧逝去後は惦-^强烈一词ををもり本は條約權を厳觸す 


滿鐵ご 出 巧 興業 
東京 特電 二十 八ぶ. I お n 蟹ま那 
文化 事 楽の 基金 引渡 P じ 就て 南 
I 京 政府から 要 ホじ梭 了た がボ平 
I 等條 約撤廢 おおの 绪一ホ か艺島 
~ られて 居る。 ー| 

窠京 特電 二十 八日 i 發 HH 貨辦 
斥の 爲め 日本から 原帶 糸が 輸入 
されない 爲め 支那の 诚績は 化 業 

ンご 0 - 

•— I 

東 ま 特電 二十 セ 日 fkn 化 東 輿 
業と 滿鐵の 提携が 成进し 満鐵重 
役は み 東 巧 業に 入社し 巧いで 輸 
出 協を の 巧 渉 じ 着手す 一る 尝。 



我等の 「アル」 I 

堂々 禁酒 派ぉ壓 倒 ' 

第一 回の 投票に 大統領 候補 八’？^ 認 
二日 ニ晚じ 育ろ 政綱 戰の 後に I 


了 


么 


ス •リ 


ル フレッド •スミス 【八 四 九 •ニー 一ニ一 上院 諸 買ジョ ー チ 【五 あ • - ニ】 ゼ 

【五 ニ】 で 院 爺員フ —ル呈 9 五丄 ハ】 ザで こンョ ーンズ 【四 ミ】 

ビック •ドナへ！ (五】 エバンス* ゥー レン 〔セ) 下院 繁昌 ァ井 レス ご ニ〕 ハ スト 
ン •ト厶 ソン ご I 】 前 上院 誰負ポ メレー ン ご ニ】 ワッッが 串 【._ 八】 ビル ボ巧事 
t ニ • _ — ニ】 投お 忌避 【ニ • ~ i ニ】 お 票 總おー • 0 九 セ •一 — ニ。 


ヒユ ー ストン 二十 八日 薄 = 


'ク 州の 寵を ごして、 巧頌じ 育つ た ホを 傅 中の 人 ぶんて 民 



ホ黨乂 統領 候補 锁に 最もち 销視 された ュユ 3 1 ク州 知事 アグ フレット *3 ムヌ S 八 •スミス ー|& は 本 
日 午後 十一 脾十 かを 〔ュユ ョーク 時間： b 化り 午前 一時 十 化か〕 第一 巧の 投巧 じがて 規ぞ心 I ごみの 
ニを I 小く も 超過し 八な 阳 十化黑 一 ニを？' ニを なて 脈 倒 的な 勝が を憐 した、 これよ b 曇き 投襄抵 呼 じ 
移る やス ；、 K 氏の 渡た る投恶 はとな ホ四藥 一二 かの ニ じて おを の 總巧黑 云 かの ニ じ 割して 丸 漂を 缺 
くに 至 b し 爲め满 煤は！ 時 混亂化 態じ陷 b を 州の 化衷は r 廉 長』 を速 ゆして 投票 變 更の聯 哉を ホ 
めた パ、 溢を n ビンソン 巧は オ ョ ー がの 化 巧シ！ 力 ー 巧を 認め 巧は 怖の 投票 四十 四麗 て ミス 


じ投 中る 巧が 明す る じ 及んで 








じ 人 巧を 
よ 事業 宿 
すの 周を 
° 巧 旗 > 
巧' 簡 
談を易 
じの 食 : 
應 化を 


•J. Y. Matsumoto, 

Mechanical Irf Studio 
124 化 34th 化 Oppnsit Ma 巧 's 
Tei.Chickering 1 叫 1 日 ！ 


The Japanese Christian AssociaKon 
倘 化 1 が fd 化 お パ ork C み， Tel.Bradhurst 8936 

會道修 を 瞥某人 本 H 


KANZO OGURI M.D 

214 出が 化 Brooklyn 
Tt し Triangle 3636 


GAMP 化 LL SERVICE 

設備 整が 經費 化廉 

CaU-TRAFALGAR 8200 
FRANK. E. CAMPBELL 

**The Funeral Church** Inc. 
(NON SECTARIAN) 
Broadway at 6 か h iStreet, N. Y. 


IVL fsuch び a,i>.M.D 
巧 5 W. なおな . 

M む afaigsr が OS 


Dll ぶ .E1.YOSHII, 

2 巧 W. 巧 ad 化 
Tel. Emi ! 的 おおが 


F- K. Mariiyama Co, 

が W. が 化 St. も If. 

Tei, む yant 巧 79 



_IIO_TA niTr Avut r 

Custom 

Tailor 


Sabro Emy, m.d. 

755 Park A ve. 
cor. £• 7 む d St. 

Te ! .技 utterfieW 巧 24 

約 お 病 引 診 

じ 外院績 午を 

限 及な き ’ ； X を 時 
るび 勤べ 替六閲 
日に グぶ己 時 
巧が ビニ 1 
はを ュ 岳？ 八 
お 時 1 朋 か . 


T, KASAI 

Merchant 

Tailor 

み 

TIMES BUILDING 
_B 〇 o 田 加 4 
胃 化 W 川 削 

即刪 

わ ド ni 30 巧 


N. TOKJT ん 

CUSTOM TAILOR 

反 00 M 60 目 
1 が W. が ml ST. 

なしが Y 川 TS5 が 


Y. ITO 

133Eed 巧 ni 化 

む r. Ux ぶが on A 化 ., 





州 化 巧 & 巧邮 Y 

3 MaWen Lane N. Y. 

J :觸 冶鑛激 をに 幷巧斷 を 

類 お舊匠 意新最 


A ム CEASAR, M.D. 

127 Easi 目 邮化細 
帖 . わ rk る Lexington iUes 

喉 晒 鼻 耳; 聲 

間 時 お診 
午を をな 十 前午自 
時 八 至 時 ホ 後午宫 
日 曜 

自 午前 十 時 ま 午を 一時 



師鏡暇 

F, I. FREDERICS CO. 
醫巧腺 學大亞 比倫 古 


118 L 59 化な . Tel . お が nt 70S4 
^et. Lexington & Park Aves. 

迄 時 八 巧 日曜 主 水ち 


JAPAN ART STUDIO 

の 4 LE) [ け G 阳 N AVE. N, K. 

TE し PUZA が 97 


MIKADO TAILOR 

30 E. 6 な h St. 

Tel. Rhinelander 6830 


KE 民 R&MAVOR 

1023 Third Ave. 

8ei. 80 & 6 パ U. Tel 巧 hone ftegent 2308 


I ^ 向 人 本日 
巧專 靴型 小 

I 

; を ホき 巧 . 足 ホき 廣 .足 小き 狹 



. / - 野 ロ 魄 ± ま \ 

、 ，桃 N 

/ 小 5 きがき 巧に 適す 
! SUES W STOCK 3 ; く TO 12 FY /邮 


類 計時 お 寶屬を 貴 

會 商柳靑 



しご 旨を ご 切 親 ご お 正 
精を 品 商る を 用 信賓確 
別 持を 一物を ± 御し 選 
すまし 致賣販 でが 廉 

引 割 凹ま 力 割 S 

Aoyagi Co. 

1 が - 巧 7 W • が nd な . 

TE し BRYANT 4374 


一一 ' J 


- -- h 一 . 

一 i MMgiiiaMihSi 一 1i 






'- 占 .-^****^ 占 ‘’ で 心 


號 五十六な 四千 一 第 
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【日曜と】 


日 十 H 巧 六 年 H 巧昭 





聲察 時間 

午前 化 時！. 十 時 
午後 六 時 1 八 時 

。小 栗 幹 S 

が 育 ボフブ ブ] 病な 
» 五 おお 院 巧な 
武ボ 3 ン バラン 一 
お 院勒棋 




諸集會 

巧 巧說か (日) 八 時 
日 谣を校 (日) ニ 時半 
を 庭 集 曾 (水) 八 時 

挪瞭會 せ^お 一ん 巧 
聖蓄 I ? ス® 

婦人 會 . 

谨 おを 

門. 卸 


醫嫁 機械 製作 
運動具 ホ お 具 
貴を おぶ 时計 

松 本バシ ぃ 

ゴ瓜 フク ラブ 
テニス ラケット 

を 禪販賣 修理 


化 お 靑年裡 あの 曲 体 

日本人 靑年會 

8 三 苗 hS こ cibarki 12 た 
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M. 2 

0 S 的 

pi 

冷 

W n ん 
J T 。 

K . 


診察 時 脚 
午竺時 HS 時 
午後と 時 H 八 時 
あか 皆 巧 ± 

巖本違 一 

古货比 亞大學 ぶび 
グダ ブン 病院 勤務 
H おはが 約頤 上ち 


齒巧醫 

ザ 上 義人 

西 六十 五 了 目 一四 六 番地 
が 育が 圃 旅館 巧 
電話 トラフ T グダー ニ 五 ホ 五 


操縱、 機械 敎 習、 

懇切に 敎授晝 校兩科 日曜 も 開校 
日本人へは 秋 山 氏專巧 敎授す 
Me 富 olitan A 己 0 School , 13 茨 ご 害 St . 


正 一 

右の ちじ 通知を をき 儀を 么 
お 間 本人 若く はか 人ょ b 巧 
化 所 御 通知 願と お 

紐 育帝國 総領事 舘 

一 苦す 吉を ぶす* ジ rk t さ 


t •规 

& 緑 

ふ R 

r 

咕 
X W 

巨：^ 
化 化 


本 

人 

I 美 

な 

か 

會 
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牧師 宮崎繁 一 
醉事 粟野 賴之規 
，諸 集會 

日 應唐拜 午前 玉 時 
日 確學校 午前 十 時 

臟體 日® キ 後と 時半 
が禱 會水喔 夕と 時キ 
蕃 .宿 •舍 

泣 展を淪 巧 亞迄お 
を 下が 迄 十 おみ 學 
生會 社員 じ 最適 
を 巧 圖馨雜 誌巧两 

を補娛 樂具衛 あを 

を あ b 

巧を 觀業 周旋 旅を 
ま 巧を 補 拳 菜 調を 


及 

ぷ 
•1 


营 

i 日 


峭ぶ 

C 刪 I 人 

化 J お 

is 省 

§■ 抓 お 一 


e M 
In 3 
了 も 

の 


台 I 


諸. 弟节 
日强 聖書 巧を 正午 
共 勵會タ とが 半 
溝 巧說か タ八脖 
木 おが 睛會 夕八惦 
巧 語 及び 裁 待 

午後 二を 

主 蹈誤淸 會义は 
あ 話 會：タ 八 持 

化 貧を お 
奇 宿が、 旅け ちま 巧 
巧、 人事 巧嚴 巧、 調を 
が、 巧篡 周旋 部、 巧 巧 
銳綠を 授の諸 認を設 
け會員 及び 非會 員の 
巧を 計る 




成功の 秘談 

米 國式巧 語を 話 i 事 
は 成功の 第一を です 
本校には 日本人 お 巧 
じ 慣れた 專巧 婦入敕 
師を b 懇切 じ 會轟通 
信 义社巧 語を おがし 
ます。 a 曜 過日 共 じ 
午前 化 時ょ b をを 十 
時まで 關 校し 一 レツ 
スンと 十五 她づ I 
今 H 底 七に ホ梭 あれ 


3J S 
-* - -- h 

IU 5 

■ Tl » 8 

w 細 

111 ^ 
QQ 4 

術 ^ 


十五 年の 歷 あある 當校は 多年の 
經驗ご 新 智識を 有ず る敎 師を聘 
し 自數車 
操 縱法及 
び 運 巧者 
の 修得す 
べき 必要 
な 機關的 
智識を 短 
期間 じし 
て 最も 能 
W 牵 ある 徹 
を 的 技術 

を敎 習し をが 獲得を 保 詰し 職業 
ロを も 周旋し まず。 



龍 日米 新聞 支局 

今度が 育ま 局を 設置し ましむ 
から 購讀 、廣吿 一 切 左記へ 街 I 
願 ひします。 (巧 井 ホ 夫】 一 
A 穿 st lOlsi ぎ TeL /一屋をョ ニ 基 4 


巧義 i . く，^ 毎月 十 y 發巧 

雜誌 LLL 4 -S i 部品 

養 7 Is 三 ve . f ぎ k 畳 


♦を 籍合雜 誌 ♦新聞 
縱費 室を 開 
執務 午前 九 時 ょら 午を 击 時を 

紐 育 日本人 會 
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紐 端 
育 II 
案 端 
內墙 

I 


東 叫な" 
'凹 I 刪 
蕾 織一 
房 IS 


▲通譯 ◊調 普 ◊巧 渉 
◊買物 ◊異化 巧で. 
御 懇切に 御 取扱 致し 
まず。 

瓜 私は ン カコ 大擧を 
卒業し 巧 ホ 旣じ廿 四 
年 聊か ホ國の 事情 じ 
通 中る もの ご 信じ 钟 

が 育 商事 研究所 

巧 畏化轉 け 上 杉 純 雄 

. A ホ國 じて 發朽 せる 
新舊の 書籍と 雜 誌は 
御 注文み 第 敏速 じ 御 
屆け 致しまず。 

A 右 御 注文 じ對 して 
はを 價 ょら 割引して 
差 上げます。 
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エイ 一とと 五 
1 00 と 0 

50 お 一 
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弊店は 實質 誠意 迅速 丰義の 
をに 御 ±產 物 一 ま 卸 賣お段 
で販賛 致します 多み じ 巧は 
ら卡御 巧を 仰 付 下さい ませ 
◎瞒 ホを 稱 時計。 潰 時 訝 一式 
◎賞 お 貴を 屬 。銀製 器み 一 ま 
◎を 補 萬 年 筆。 を 銀製 链筆 
◎蓄音器。 レ 31 ド 見ぶ 陳别 
◎寫眞 器。 タィプ ラィ々 1 
◎船 切符。 がな 寫眞帖 給 端 書 

ブロ ー ドゥで . — 巧と + お 

領事館 向侧座 物と 0 で號室 

的 許 ^ ホク 

ぶ马 A 

170 Broadway, 三 呈 y 
Tel. C ミニ andt 6337 8350 
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をき 米 固 婦人 
日本人への 巧 
語敎 投じは 多 
年の 経験を 有 
ず。 一 ンブ一 
ンよ卡 五 他 
每 H 朝 九 時ょ 
も 巧 儿時迄 何 
時 じても 宜し 
H 曜日は 一時 
よ^ 四時を 
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I h- 2 

•みの w 

过 w 

^ ^ 1 

_d s H 

私 li 
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d w I 
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鑑船 御用達 
船み 食 巧な 
か 洋を雜 貨販資 
輸出入 稅 願手續 
諸 荷物 運搬な 扱 

遠 藤 小で 商會 


さ ♦■♦■♦ミ— 


紐 育を かが 隙會お 

兰 木を 吉 

雜保險 


S . WHK 一 

zeNV さ 真 rif 巴 ミミ ミ oe CO 
T _ 51 Cha 己 bG? 术 t: zew y 〇 rk city. 
^ 一 巧 h 旨 e. Worth 22 巧 


御 

急' 

0 . 


を 姑 ノちニ 抑 掛みノ 節い 必< 
御白を ノを ぷピを 話が 巧 チ 申 
巧 力 古贾幸 f サイ 
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，を ♦£ ♦田 


化 業廣吿 

夏季で 化 業 化 お 

菓子 舖离橋 松風 軒 


化が 品 卸 《 

五味 感會 

W E . ニ ih Si .. N . T . 扫で 
ジ 一 St ち vesant だを 

」〇巧10 左 W OOCR 1- M . D . 

ニ 1 ミ st 臺 st . f ジ； 
lei . Riv ミ 左 こ 573 & ジ huyler 1 云 ま 

^ をが 今 前 九 時 1 午を 一時 

髮袭墓 ム ハ？ 午を 九 巧 

H が 午 的 九 時 1 午を 四時 
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前れ 一 
心 一一 

T •帥 U 
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T け 


- 小 栗乘吉 

議！ 

日 巧は 賄 約 柏 巧 

ドク トグ 

高 見 豊 ^ 


齒巧跨 主な 基 

自 午前 义時 U 十二 巧 
自 午を 1 巧 n 在 時 

乂懼 午を 一晚 = 六 時 
木 唯 午前 化 時：： =1 時 
はへ キン ヤ I フア 

ン テ^ン ョソ クブニ 

ブク じお勸 


S 診療 

的 約 願 上 お 

ゴーホ か大學 
ド タト か ホ ブメデ y ン 

磬學巧 ± 

吉お悅 願. 


ぉ巧巧みノ巧>1^^1> ニ活ニ九ニち 

細鮮 丸山洋 舉商會 


笠 井 洋膽巧 


時贯 

證巧 

巧 女视す 類の 御 
用命に 應 じます 

ブでグ •ン グク 

靴下み 社 代理店 

時 西 信 ホ 離 


を 五十一 二 T 目 

ニニ 一二 

か糜 
洋服 巧 


軍 話 
プラザ 


八 六 ニニ 


C - 
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C が |S 

Ur 刖 

H 化 化 

Y に 5 む 
\ 化 6 扩 


稅關 事務 

東洋を 地が じを かが 


の お出 乂ホ法 じ熙す 
する 一切の 御 諮問に 
應じ巧 道激船 貨物 蓮 
貸ぷ 出帆を 稅 幽手績 
私 训冲幽 I 蓄尊 進呈ず。 ま 要 都 
師^ I 市に 化理 店を おし 誠 
む 實软速 御用 命じ 應や 


U 

M 

R 


保赖 取扱 


稅關 事務 取扱 

WILLIAM L BANE & Co . 

す 0ョ ニ芭 ニ Broad 去ち， 百な 
T 王 •ぎ wling.Gai 81 ぎ 9 ニ 7 


を 媒ホ袭 巧 


養實 T 只 

1 苗す 芒严 N . 卓. Wash 量 ミ， D - 打 
ジ 某ミ呈 e F 里 55 
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糖 難 揉 治療 

マツ チ ー ジ 、整形 

藥 風呂、 氷 治、 電氣 治療 

西が 療晓 

フイ ジオン ラヒ スト 

を. 認 西が 幸 男 
午前 化 時？ 午後 九 時 迄 

お 張 治療 ニモ 應ジ マス 


紐 育 州孩認 , 

內お 省を を 
東を ホ大ぉ 巧乂學 
產婆ぉ 習 巧 卒業 
元池邊 

產婆 松本綠 

I 

綠眼並 じ眼饒 調節 


齒巧醫 木 下义巿 


310 W . ニニ h Si 

す I. Mint 巧 57 


をな て 


H 本* ま 那寶玉 製 美 
術 お、 婦人 用を 飾 其 
他 装飾品 

闕島訂 r ァけ 

高等 美 衝品修 寝、 

首 飾 品、 ストリング 
日本 服裁链 


洋服 觀蓮 

クリ 1 ニン グ 、タイ 

イング、 修錢等 一切 

ミカド 洋服 店 

'.化 本 保 
带話 ライン ランダ— 
六 八 一二 0 


おかる た 

はも {の 遊び 
ホを 英义で 米 國人じ 能 < わかる 
やう 衞單 明瞭に 說 巧した もの か 
が 巧よ した。 內を 目次 進呈 致し 
ます、 御覽 下さい。 

M Kuwmwuo , 114 L 置 さ St . 呈 y . 


新 鱗 魚 か 一切 

H 本人 おきの 生魚 巧 出 取 h 揃へ 
特が廉 憤で 大越强 致しまず 

サヴオ ナ魚店 
Josepll wav 吕 a 

S 4 w . 61 置 空. 

护一 . Columb ミ； 91 授 








紅ち 巧 級 




民主 黨 政綱 

興味を る 大政 戰 

ヒク ストン じがけ る 民 ま黨を 
ー國大 をは 豫 想^られ たるが かく 
I な 育 州 知事 ス ；、 ス 氏の 垃 利じ歸 
一し 巧 化辆も 形ず 的 じは 禁烟 おの 
I ま 張 じ降參 のをを をし つ i 暂質 
; じがて はなな 鸿 派の 活動し 待べ 
I き 余地を が おしたら 0 W 、 をが 
一 スミス 氏の た 法を 擁誰イ る じち 
'が。 るな をを なて 終始して 居る 
一民 まなは 飽：を アン テ •フエ デ 
ラリ スト 巧^ょ b の 巧統的 政を 
を 維持し ち k 裳の 中央 集 權ホ義 
的が 向を 巧ぶ るに な對し 帖じ每 
回のを 画 乂曾じ 化て W 權曾 をを 
ー离 調す るを 例 ごして おる か 本年 
も 亦 之を 巧 綱の 猜 一を どし デモ 
ク ラシィの 眞髓は 州 權巧重 主義 
をな 点 どす る 点を 明か じした。 
乍 併 わかが 率の お 進、 政豐 節約 
を ま 巧せ るが 如 旨、 が 政の 調節 
及び 粗 巧の 化 赋をま 張せ るが 如 
き關 稅^ィ "ホ おを ホ 巧せ' るが かき 
は 著 敷！： < 巧 か 幾の 政見 じ お 巧 
; して 居ぶ。 

一 而 して 民 ホ 黛が 本年の 大統領 
を戰じ 襟して 敵黨の 弱点で ある 
と 化つ _心 居る 巧は 第一に', アデ 
i ング 巧閣當 時の 共和 黨 領袖たち 

し ダ 八 テイ、 へ イス、 フオ— 八 

其 化の 巧へ るを お 的 罪惡で わる 
'化かを 的罪惡 はおんで 公然の が 
密 であつ じが 共和 黨の輿 學をホ 
_ 摩せる こごは 巧して お々 でない 
な巧媒 ど. しでの お ま黨は 必ず 痛 
烈じ攻 おを なをして 共が 黨は信 
巧す る じ おらず ご宣 傅す るに 違 
ひ。 いが 第二は 農が 救 濟じ勒 ず 
るみか 黨の 態度が 煮え 排れ なか 
つた 爲 めじ 中西部 農 ほおの 反感 
一を 買つ て 居る 弱點 である。 由 ホ 
農 か 救濟の 問題は 千 九な 二十 年 
みか 驚ょ b ' ィ アデン グ 氏を 雖立 
せる 隙 n ! デンに 一 破の 熱必じ 
ま 巧ゼる 政綱の 一で あつ わが、 
巧か黨 内に 於け る 農は 派の 努力 
a 商工 派 S 勢力を 壓 倒す るに ま 
ら U かつじので ゐ るが、、 イア .デ 
ング 、クー リッジの ニ 化に わた 
.る 八を 間柯等 看るべき 政策を 施 
:しておれ^:*かつた事實じ對して 
-失销 しが 楠し つ i ある 農民 派は 
カン サスシ ブイの 查齒 大會 にが 
て 敗 化しむ おとな V 再び 雌 化を 
己い な （せらむ て 居る から、 化 
則 おじを やべ く 投主黨 今 巧のを 
綱は を も 力を 農が 問題に 注いで 
おる。 民 ホ 黛は ホ づ共か 黨の背 
信 ど 無能 どを 指摘して 農が 救濟 
問题を 等閑 じ附 せる を 難 じ、 民 
ホ黨 じして 政權を 得れば 海運、 
を莱孔 他に 用 ゆる 贷を 、補助を 
少< ども 問 じ お 度 じ 農 ほの ため 
じ盖 おすべし ど對刚 して 居る。 
恐ら （はま 黨は斯 かる 共和 黨の 
弱ぶ じ對 して 逍槪 なく 銳節 をが 
ふべ < 巧働义 職の 閒 趣に 關 して 
も 進 ホの の 施設を 拱げ アラスカ 
户 ブィ、 が じ對 しても 自キを 
提 がし 比が がの 挪巧獨 々を ホ 張 
した。 外を 泌巧 r 關- しても 共 か 
爲の 無能を が 維し' 勺 \閔 際 聯盟 
問陋 をが b 、 モン 01 まあの 樹 
ぶを ホ 張が る. か、 今が はを も 巧 
化 ある 乂か戰 をがず る こご でん 


移民 問題が 禍 して 

日米 意見 一致 だず 

期限 前 じ 仲裁 條約 締結は 不可能 

/ ミ.， \.v - \ f (( /PI / 

東京 特電 二十 九日 發 M 日ホ忡 な 條 約に 關 しては 新らー き 疑義 
じ 就て をが の 要 も あるので 八 巧 十 SU のな 訂朔 をには 雜 まるこ 
こは 到底 不可能で ある どの 說が 消息 姐の 間に 淹 巧され てち る。 


別 巧 巧 報、 巧き 楷 みに 願して 
當地某 消息 述の盧 見を 訊す じ、 

H 米 間み 仲裁 お 約は、 今年 八 パ 
で 

更改 期 じ 蓮して ゐる じめ 
米 固を がは 本 ザ ニ巧史 なした' 
乂彼新 仲な 條 約のを 案を 舊腦巧 
が 外務 おに 送附 して 水た ので、 
外務 當 局は これを U 义仲 魏條約 
あなの 參考ピ L て、 硏 兜を 重ね 
つ、 あち、 この ほで 大体 審議を 
終了し だ。 これ じ勒 する 外務省 
の 意 K は、 ホ佛新 忡製條 おご 同 
樣の 巧を をが する H 米 仲裁 條构 
を 作る こごは、 異論は ない が、 
たぐが 留條項 じついて 

異論が をを 即も 

一、 國際 聯盟が 約 じ化觸 する 
事項 

ニ、 モン nl ま義 政策 遂 巧に 
關 する アメリカを 衆 國の巧 
動 

三 1、 國 家の 管轄 內の 事項 

四、 第二 一圃の が 益じ關 する 事 


巧 

の 四 留が條 項の 中、 第 S の 『固 
家の 管 轉內の 拳 項』 じついて は 
H ホ 間 じ 最も 閒趨め ホい 移民 問 
題を、 米 越む. 府け A わ 間 題 ごし 
て 取ら 扱 ひ、 留が條 巧の 適用 內 
じ 挺くな 志を 明らか じして ゐる 
に對 しては 外務 

當局 ははを 餐教で 奮 

問題な、 米 闽の巧 政閒題 じあら 
やして、 國際間 題 ごして 仲裁々 
巧に 付すべき 性質 のらのと 信じ 
I ' て 居る。 をつ てホ國 政府が 移 技 
間 題を 內政 問題 ご見衙 して、 右 
留が條 項を 適用 せんどす る 限ら 
は、 巧が 國ご しては、 郷 國ど间 
樣の內 をを ちす る# 裁條 約を 結 
ぴ得ない こ ど じ^:^るのでゎるが 
外務省は 移 お閒題 願して は、 
別 じ H ホ 間 じ適當 。か 方法を 講 
やら こ. ご、 して、 满聞同 樣の仲 
裁條 約を 結ぶ 意向で 居 り、 この 
点じつ いて 兩國間 じがを ひがつ 
けば、' 閣 叢の' 承認を 經て 正式 商 
讚を 開始す る 善で をる。 


一巧 ........ 一二 月に 覃る 

ホ國の 記錄的 輸出 

减 みした i のは 僅か じ ニ I 種の み 


潜が 株ぶ に 巧 映し おが あ も 之い 
を當 巧の 現を ど 認めて 導戒 方針 
緩 かかとい ふ。 


合併 案 調 巧拒絕 

東京 特電 二十 九日 發 == 深 川 あ 
米巿 旗を 併 案は 深 川侧が 調印を 
巧み おか 撤回され 東京 乂穀化 引 
所 總會は 流 曾 どなら、 篷 旧四郎 
巧 解職し、 一二 術 大五郞 氏 理事長 
化理ど U る。 

藤 旧 組 お 險經營 

東京 特電 二十 八日 發 y 八 千 巧 
生命は 東京の 藤 旧 組が 經營 する 
こど じ內 をした。 


株式 界话氣 づ< 

東京 特電 二十 八日 發 n 热式界 
活氣 づき 取引高 急 じを 加し 今後 
の 波 欄、 人氣の 緩急に 伴 ひ豫約 
急な らん ご、 証を 巧は 脈は つて 
も 中間 景氣は 出で ない らしい ど 


を衆歐 商業 會議 所の 外圃 貿易 
謀は 去る 二十と 日附で 『我が 貿 
易が 態』 ごい ふ小册 子を 發 巧し 
たがを じ 化れば 本年の】 巧から 
S 巧 じ 直る 第一 巧 アメリカの 

輸 おは 十二 億 一音' 力 弗 じ 

して、 千 化 巧 二十 五 年の 同期と 
共 じニ间 目の 記錄 である。 お 料 
品の 輸出で 贼 少しれ ものは、 原 
棉 、葉 煙草、 石炭、 骸 炭、 重 独 
及びが 類で をる が、 この 减少は 
他の ホ 数を おの 增 加で 補 はれて 
居る。 而し てこれ 等輸お 品の 約 
一二 巧の ニは いづれ も 前年度に 比 
鞍して 巧價も 高騰して 居る が、 
惜 格が 著る しい 化 落を 示して 居 
る もの も 勘 （ない。 即も價 格の 
增 進した ものは お 池 類、 精銅、 
自動車、 農具、 電氣 磯が、 巧 刷 
磯、 木材 

ぶを、 化を 工業 お 
麥 秒、 裝實罐 詰、 コンデンス ド 
ミが ク其 他で 『自動車 じ まらて 
はぶ 巧 どして ま 要 輸出の 第二 位 
を 占めて 內威輸 おの 十み の 一を 
とめて、 化 ホ じない 記録を 殘し 
む』 相で ある。 即も をの 輸出ち 
進 率は-割 八み で外國 向きの 乗 
客用 自勘单 は 八 巧 お 千と 巧 十一 
輔 、貨ザ 及び バプが 一二 巧 ニが 十 
五輛 、自動が 機械 類に ま b ては 
ニ 巧して 阿万 セで が 八十 一二 侧じ 
及んで おる。 梢 钢も階 格、 質は 
共に 增 加し、 ラ— ドは 

第 六 化 を 占めて 特に 円を 
おかれな じがて 四 刺 六 か、 巧 格 


で 一二 割 六を 增 進の 邸を 示ず ど お 
じ 農具 類は 依然 舆ム 位を 占めて 
S 割 四を 增加 L 、 ホ 製造の 棉類 
じ 至 b ては 第一の 輸 巧で ゐ b 、 
而 かも 時 偕が 封 度 - J 載して 六 他 
騰貴して 居る じも關 はらず、 價 
格 じがて ニ 千 五 巧 巧 弗即も 十一 
割 一巧、 量 にがてけ S 割 八を 贼 
少して 巧る。 ガソ ".ン 類に まら 
ては 一昨年の 同期 Jb 二 一千 五 巧 
四十 万 ホ モガ" ンの增 加で をる 
じ もか^ はら や 十四 御ょ-® '十 化 
ホに 直る 巿價の 

下を て 二割 六 巧の 滅 々を 
生じ、 千 五な 五十六 巧み 千 弗 ど 
なら、 ま 要 輸お品 十 鞠の 一で ぁ 
る 石 池は 巧慣 、費 共 じ增進 I 、 
木が も 比較的が 成績で ホ耍 輸出 
品の 小で 戚少を 巧した ものは 楠 
の ホ 製 お、 ボソ V ン あび 葉 煙草 
の S 稱じ 過ぎない ど 0 

勸銀等 金利 引下 

東京 特電 二十 九日 潑 y 擲業銀 
巧、 農工 銀 巧の 下 ザ 期み 動を 金 
巧は 最高 八 通、 最低 ニ 厘 じ 引下 
ぐ、 信用組合の 農が を 强を計 お 
億 八な 方圓じ 達した が 其の 過半 
は 利ず 一 割の 上 だ ど。 


が 源 難の 鐵逆省 

東京 特電 二十 九日を n な設鐵 
道 許可し 過ぎ、 補助を が 脈 じ 錫' 
逍ぷ闲 ものく。— I 

金融 株式に 反映 

東京 特電 二十 九日 發 == を輒緩 


佛國ミ 金 準備 率 

囊に金 本 泣を 巧 役した フラン 
ス政葡 U 金 準備 率は 通貨に 到し 
て 四 割 五を ど勒定 した。 

絹織物 依然 不振 

お 商務 書記官 報吿 
其 月 二十 發〕 天候 不順が 
兩タ 量の ため、 を 般の產 業不規 
則' 院 々の 商 狀を呈 す、 一般 絹 織 
物巿 薬は 浓然不 あじして、 羽 ニ 
重 も 化 靜の處 全 糸を じ相瘍 デブ 
安五 お 仙、！ ニち ザ唱 、額 細 も ホ 
不活潑 で 本 巧を じで 巧、 現物は 
S と他ギ 、先賴 は S 五 仙 見當で 

ある 0 


日本 株を 相瘍表 

〔大阪 藤本 ピ^プ C 1 力！ 銀 
巧發〕 巧 ま 相 驚 〔單 位圓〕 

ホ 巧盖日 巧 巧 か 八日 

東を お數 ， 10 子 受 一.01 •を 
大 阪指數 _ ニク ま so •呈 
をを 電燈 量 又 0 君 •一一 0 
大同 電力 《Too 空る 0 
東邦 電力 交る 0 .実 玉ぶ 
大 H 本 製糖 八 0 ろ 0 ぶ •至 
王子 製が ニぞ 1 G 11 八 i 
巧 巧 モス リン 皇互 0 基 •查 
目本ビ ー グ S 1* 一一 五一 豈互 0 
日淸 製粉 一呈 •宝 I 呈 •呂 
淺野 セメントを る0 - を •を 
H 本 石 池 ご •室 六 ニ ■二 五 

東を あが す T 岩 窒 ■さ 
日本人 造 肥踩吴 ろぶ を •八 0 
k 巧碟業 客 •苦 畜 •〇〇 

尋れ人 

(福 岡縣) 稻永國 みが ま 永慶藏 
持 山 巧 太郞を 川お彥 ホ ト：幸 
藏 おが 節 朗波邊 篤 寶仿留 
吉 上野 修ホ 井な-貫 逛酒雄 
貫 造 太 郞を家 武雄柴 曲き 雄 
(愛媛 縣) 橫旧 常ち 事 常 治 仲 
座宮 之の (鳥 化縣) 木が 薰信 
(長 巧縣) ががず 人 近 糜玉一 
(火 阪ボ) 泉み 父么巧 (魔 島縣) 
中が を ニ (山 お縣) 齋院辰 雄 
{烏 化縣) 廳勝銜 (巧な 聴】 滿旧 
正 一 (神 戶) 晋が章 (東京 巧) 
古 巧 武么巧 (が 兒島縣 一渡 邊を 

助 (か 歌 山縣) 後滕甚 之を (を 
巧縣) 佐伯鎭 雄. (瞒 島縣) 滿田 






KIN 6 Y 0 & PET SHOP 

IMPORTER OF 

GOLD 巧 S 打怎 BIRDS 
O 

動 其 力を 

物 堂ナ種 

一, 4 リ金 

切 為ャ魚 


Wing Hing Low 

Chinese R が Uurant 
32 邮 B ’ way ， N . Y . C か 


Quang ぃ a 打 Low 

Chme が！ ) 巧 t が rant 
mW . お th. 化 削 y 


Beem Nom Low 

474 ぶ 比 Ave. 

Bet. 2 か h-29 比 St. 


Two Lee Garden 
巧 0 W . り 6 t パ ireet 
Te し liniversitjf 7 刖 4 


SUN HANG FAR 

2130 - 7 化 わ e . B 比 128 化& 12 加 化. 
Tel . Monument が 64 


ま ク± 希 何 博 君 云 T で 巧 諸 腕 
す マ、 上 卒し じへ 目 第 理君前 本 
。イ 曰ま繁 ては ばのと をのを 楼 
、曜 す々 居 お直 チ 街 差 嗜揮巧 
春は。 御 まるぐ ャの上 巧つ 理 
裕饋 ホす 程 a プ なげにて 人 
が 頭 ホ。 巧 本 スニま 適日歐 
あ、 の 評人イ 十す す本廉 
!>シ 程 を諸£六のる人が 


新! 

お 料 

が 里 


Japan 

化 ) 化 i 邮 Go. 

1 郎 W . 85 化が. 
Te !. EndicoH がの 


KATA6IRI BRO^S 

224 E •が 比 St. 
Now York City 

Tel . Regent 3480-3481 



巧み お 
ご 目 T 四十 四 
邸呂了 五十 四 


College Inn 
31 日 0 わ 的 dway 
Bet . 123 rd & 124 化な S . 
Tel . Mornin が de 7479 


至自 
午 午 

南 お 

i± 

半時 

開 

巧 


Si 

集 
雅 
園 


1 曰 
ブ曜 

4 及 

裕曜 

をに 

をは 


City Hall Tea Garden 

170 Nawau St •む わ 
Next ゎ比 e Tribune B ! か 
Loo Li 打 Manager 


DANCING 

411 W.l 巧 比 iSt. 
TeL む fhedraM 刪 &か 3 


Koike Studio 

730 巧れ h Av も 
Cor ■•的 比 iSt, 
Tel. Circle 4406 


IKUINE 

Hotel 在 Re が aurant 
313 W.38 化な .！ (ew な rk 

Te しむ hu ) fl が 巧の 
Cable Addre が 化 Ul 化 


A. 


TAIYO 

1 が West 的 化な . 
Te!. む SQuehana 巧 16 


TOYO RWAN 

41 に 19 化 St. 

Bst. B'w 巧 & が h ii 化 
Tei. がが 叫 ub 87 が 


DARUMA 

781 - む h 4 化. 
Te しむ 側け 脚 


SHOWA 

53 We が 105 St., 
TeL Cl が kson0981 


The To わ 0 化 

14 日 W. 脯 h 化 
New む rk City 
Te し Trafal が r 6 巧 9 


も KUWAYAMAGOi 

114 に 59th み . 
New York City 

Ph 扫 ne. R 巧 ent gggy 



お East 巧 化な け e ! 
Te !. Lexingion 5727 



340 W . 58 化み. 

Telephone: 
Columbus 8882 


( 辑日 • 水) 司薰お 




Kawasoye Hotel 

1 巧 Wes り 巧 nj 化が !. 
Tel. Morningside 7154 


御 

旅 

舘 


河 


添 



號ぶ 十六な 四千 一 第 


化 もを 巧な jmttp 巧で 攻 im 觀 


日耀 ± 


曰 


巧 六 年 H 和昭 


ザ 上 金魚 店 

918 巧 xth Ave ., New Ifork 夏 y . 
phi Cir た e 973 巧 


設臟 改善、 胸が の 
巧 巧 人、 調理は = 
本人 向き 

S 桃李 園 

御 ホ ホを 待つ て 
屠らます 


美 おじして 滴 お 

S お南樓 

午前 十 時よ b . 阁 V 
午前 六 時まで'/ 


皆樣 の御嗜 巧に 適 ふ 
揉な 美 ホの 御 巧 巧を 

温 廣義 

致し i すから 續 々御 
ホ ホを 願 ひます 


0 ホ興樓 

腐 揃 ひの 巧 理乂數 名 
が 日本人 諸君の 嗜巧 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 朝 S 時 迄 開店 
(なサ 五 T 目ナプ 
停車 おの 下) 




ャ トルす 

NP 旅舘 

W 06- ま h A . ve . wo . we 巧ニタ W ミ h . 

停車 煤 前 通を へ 一千 左側 《階 建 
H 本 行 船 切な 取扱な 戶場 送迎 

巧業區 巧中必 、総領 舘、 H 本 
郵船 其 他 银巧大 待を 近き 媛 巧 

を 港 小川み テ少 

純 日本食 (時别 間の ち〕 

御】 報み 第 自動車 御 曲： 迎申上 候 
6 ニ呈 ifornia ぎ San fran - isco , carlf - 


周 圍閑淸 、空 氣墅野 

邦人 俱樂部 貸露亭 


▲ 

淸 

潔' 

m 

切 

轰 

cn 

〇〇 

ブ疗 

曼-學 

T ! 

哀 

▼ 

... さ 

急 f 

ae 

-< 


勢州饒 


伊 势事古 一久 間を 作 

的 技 E . ， 心 空 に S すま t 

ジ liR 巧呈 I W 29 S 


器 巧蠻舘 


江 m ’ j 作 一 
2夏 X お h Si を 

Tel . siyles ミこ 351 


力 旅館 改め -M 

帝國 旅： 龍— 

1 ミ W . 65 th ぶ ミ W Ifork 

ジ一 •ぎ ぶ一一 里-て i 


M 交 0 


，紐 育 旅鑛" 


巧 中 おみ 巧 


ホ 四十 了 お ニ 
ぎを 巳 5 ia 


四 二番 

苦 之 


ボス トンボ 

.富 ± 旅 舘 瓶 末 お 

一を Wor 養 穿 St . お星ミ 至 ass . 
ぎ BJ - 舍 S i 


住み 必 化ょ き淸 I がなる ま 

御 下宿 がが ホ 

養 Lexinls A ま. 


Tel . Ush 立 ミな だ 


費府 御旅館 
桑 山 刪 五郎 

さ 8 を 己 h 芸 St . 量 壹 phia pa . 
を. 定 al ミニ 231 


を ！ It A 木 白 及 龜甲萬 印 庫を をと 

舊が養 Q 聖喜 入。 §羣£ ザ 

日 ネホ鱗 食料 お 魏默 S 

巧 田 臀油巧 ま會社 東部 一手 賣挪店 

H 料 品蘭會 


紐 育 唯一 八 n 本 巧貨店 

片欄 兄弟 商會 

スマ ドン •ブ P ダク ッ】 ず 販賣元 


^^矣」 燒 

おじ 御 料理 



支那 巧理 

.ホ 廳を園 

司 理人度 蓮 
お 勤の ホ じは をが 
か 御 便利 じ備 へが 
間 倉 席の 御用 じ應 
や ぺく娱 巧 巧キ巧 
不變わ 引 立願 巧な 
祗上御 案 巧 申 上 お 


第五 街よ so 

.へ クシ ヤ 1 

ビグ デン グ內 

小 池 寫眞舘 

電話 サ ー クが， 

四 脚 0 ホ 


舞鹽 個人 敎授 

.▼化を ダンス A 
▼表情 体操 A 

訂轉 

朝 十 時 3 V 巧 十】 時 

シ 卞ジフ •タン シ 

ング細 舘學校 卒業 

上 杉 タマ 


割烹 並に 御旅 舘 



化育 巿西 八十 八 了 目 一二 一 一一, 一 
お話ス 々イブ— と 八 ニニ 


高等 御旅 綻 

東泮縮 

會龐御 料理 


御 料理 銳 一^宿 

お 陽 

壽司每 日 あ ず 


高等 御旅 舘 

昭 和 

會席御 料理 


日本 食料品 類ぶ び 雜貨類 卸小賣 
ホ 之 素 大賣測 桑 山蘭會 
新刊 書籍 雑誌 小間物 日用品を 種 


お 夕 化 時を 皆 業 

メ 1 グ アド レブ 〔年 一 弗〕 

H ネ巧巧 巧 東京 巧會 

巧 揺 雜巧巧 巧 八！ ム旨 かの 便 あち 
トランク 巧 h 主す 


爲 めじ、 ゥッドは 佛國の ランド 
リー のた めじ、 孰い も枕シ 並べ 
て繫れ 、婦人 部 じがて け、 シ！ 
デッドの ジャコブ 跋 が湊洲 5、 
ァク ^ —ス ト娥ピ 1 大を戰をお 
じ殆 .(で 兩 機共コ ー トの 上に 繼 
れん 許ら じ 力 翻した る 末、 おを 
の 勝利 じ歸 した。 其 化の シ ー デ 
ット》 プ レィ卞！ス はホだ番が 
はせ な （ウキ 八スを 始めべ ネブ 

ト 、ポ 1 マン、 ダグ バン ズ 、オ^ 

1 ツセ ン諸壊 執れ も 勝 叛を獅 へ 
して 居る。 
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みを， け.. し 


劈い. 眼の 了 ル ごバ— ト て】 

犬 好备」 で U 御 同役 

ぶ 裳が みでは アル おに 軍扇 舉る 
堂々 たろ 體驅け バ—ト 君に 


千 九', り， 一 十八 か 巧の ァメリヵ 
大統邮 理巧戰 に、 把 ま、 共和 
兩 をのぃ' 0 れが 勝利を 牌す る 
じしても 、次期 乂が锁 たるべ 
き 巧が ぃづれ ちか 志 傅 中の 人 
で わる ど 巧 じ、 をい 股を した 
人で、 釣 放' かすき で、 閒斷 む 
く棠 をを ふかし、 而 して 人間 
ホの 溫 かい 人で A る こご だけ 
は 確か だ ：…… ど いふ 豫言 をし 
て も かして 早計では むい。 

兩 者は な 巧 じユー モァを 
解す る 入で もる が、 をれ は酒琪 
の 煙らの なかから 聞 わで ホる ジ 
ヨ ー クスでは なく、 いかじ も 品 
のぃ、 洒落で ある、 彼は 犬を 変 
する から 歴化乂 統領 ょら 0 上 じ 
數 頭の 火 お、 ホヮ キト • ^ ゥス 
の帘巧の上じ戯レる ！のを發お 
する でんら う。 彼は ず供逮 をを 
する であらう し、 いごけ。 い 巧 
速の 迴ら拍 □から 蔥 U を じ i か 
れる かもしれ U い。 

彼は 恐らくを 庭の 人で あると 
巧に、 ホヮ キト •バクスの 爐 
を圃ん で‘ あ 族 や るん 速 もど 
がかな 一巧を 送く る 大統領た 
る こ VJ であらう 0 彼は 

方 1 トを 罪んだら’ 賭が 
事は I 切 嫌 ひで ぁる。 がれの 持 

つ バッシ ヨンは 能率 あら、 正直 
なめ 府を 樹立す る こどで あ A 、 
彼の萊むもの1:5幾千巧の ァ メ リ 
々巿 はが、 ま 履こ繁 をへの 途じ 
進む ことで あらう。 


一 お宮 すれ だ、 來 がの 一一 一目から 
アメリヵ お 民が 大統領 ごして 
戴 < 『彼』 は、 『バ！ ト』 フ 

1 ダ ア—か 『ア 瓜』 スミスで 

あらなければ い* ら ない。 

をれ ほで じこの 二人の 大統領 お 
補を の 性格 やを 遇には、 枯 類似 
した ものが をい、 が、 巧 だした 
點 •か U いで もない、 た ごへぶ 

了 ルは いかじ もォ ー グド 

フ アツ シ ヨンな 紳± で、 今まで 
もげ 巧 おらを 用 ゆるの みか、 夏 
でもを でも 舊 式な、 をい アン ダ 
1 •ゥ ユア— を 巧 用して 居る が 
パ ー トは 至つ て 若者ら しい £• 
Y * D のを 用 者で、 巧 頃 流 巧の 
ベ 八 トを用 ひて 居る。 が、 併 か 
し 服装 ごい ふ おじなる ど、 ア瓜 
は必ら ずし も 時化 わくれ でな く 
寧ろ 小 綺麗 i :* ドン？ チ 1 で、 フ 
ランス 式に 

あ褐を らば 贿 すから ネ クタ 

ネ、 ス—ツ ，靴から！； ン カナ 

1 フ までが 茶褐色 づ くめで 
ブ少！ ならば、 頭から 足まで ブ 


グーづ （めで ある 0 彼は 


衣裳に 就ぃて ろぃ かじ 
もこの みのぶ い 巧で ある。 都會 
の 巧 頭 じ 育 つた子と して 耻 かし 
からむ 紙 かの ある 服装み である 
フ— グア] じ 至つ ては、 この 人 
閒 共通 的な グアュ チ ー を かいで 
遍ま 二十 余 年 i いふ ものは、 舊 
時化な ダブ グ •ブン I ストで、 
而 から ブ^ 1 で 巧し 通して 居る 


尤も お 近 化の！ = r 邊じ大 統锁錄 が 
フン フン‘ ごぅな つた 故で らちる 
まいが、 最近は フグ ー 力ら 装稱 
色と 灰色に 急變 したがで' 吟已じ 
しても お 裳には 無頓着で ゐ A ら 
しい、 ネ クタ キも從 つて 强 ホで 
あるが、 時 じ 

わ} K 氣校樣 で プグ！ の コ 
—ト じらい パンッ、 白 郁 姿で 散 
策す る こ VJ がないで もない。 さ 
て あ 裳 好みと いふ おで 軍扇は 膊 
かじ ア八 君に おがる でを らぅが 
自 がから 惠ょ n た 体格 政洽 
家 じ必耍 U おしだし どい ふこぶ 
じ U つて ホる ご 

バ 1 ト •フ ！ グア ー は 確か！， „ 

一 ホを 先んじて 居る。 蓋し 術， 
の 身長は 六が じ 少し 足らない 
位 ひで、 体量 ニな 五 封 度で ぁ 
る じ 反し、 アグは いかじ 巧の 
びして る五趴 八が 半で、 いか 
じ 大食して もが 六十 五 封 巧は 
出て ホ。 い、 兩 人の 

わ 腹 じみ じ瑜へ ふくれ 狙 
して 居る が、 これは 過食ょ- = v ': 
寧ろ 連動 不足 V 」 いふ 方が 適當に 
食物の 好み もみじ 極めて フ レ； 
ンな もの^、 時 じを い 時化 ま. な 
料理 やを の 季節の ものを 巧ん て 
居る。 フ] ゲアー の 朝食は、 午 
前 八 時に を まつて 居る が、 お 皿 


はス クラン ブ瓜ド •で プグス だ 


V — コン、 n — ヒ ー ニ 巧-午 霞 


け コ ー ン •ブレッド 五み 個に 小 

量の 肉 皿 位に 止まら、 晚 餐は锅 


じ 仏り て、 ス—プ 、ロ — スト 
サラダ、 ゲザ — ^ であるが な 
わ巧き；1;^ものはチ 3 n ン ]ト 
ア キス •クリ^ムと ある 力 

鹽 潰け ミッ ッは 大好物 

で、 これ だけ じは 子供の やぅに 
喜ぶ ご 云 ふ。 ア八君 もこれ ど 御 
巧樣じ 盛の ナッッが U い 限ら 巧 
巧の 夕 飲 も不陳 レを ぅで ある わ 
を 物の 巧みは 踩 めて 淡泊で、 朝 
はべ — n ンに 卵、 费餐は 牛乳 じ 
グラ^ム •クラ ツカ^ — で わし 通 
して 居る か、 晚 貧じ摇 もの 巧 物 
は ラム •ス チユ 1 どい ふ 一寸 風 
變 b - t ♦もので 

特別の おを がない 限 b 、 デン 
ナー •ジヤ ヶッは 滅タじ 用 ひ 
や、' 平素は 六 時 おじ 退廳 ずる 
ご、 先 づ孫女 マリ！ •ヮー レ 
ンの 顔を 見てから 官邸 じ歸ゎ 
】 週 じ S 四 巧は 官邸の 大鹰間 
じを 族 やぶ 人 等 ご 

. 活蠢會 を隆 ふして チヤー 

レ 1 •チヤ ブプ ，ン 等の 喜劇 じ 
腹を 抱へ て 笑 ふこ ごが ゐる 。を 
の 外 タ< の燒 を、 彼れ は宮 をの 
普 齋か官 廳で州 あを 熟必 じ考觉 
するどい ふ 事務家で ある。 フ！ 
ダア ー 君は、 これ じ 反して 大の 
自動車 黨で 一寸 横町へ 巧く じ も 
自動車 ど ホる し、 晚餐時 も 日曜 
H を 除いては キ ナン どした 禮服 
着用 VJ いふ 眞 面目 さで、 わ 客は 
たいてい ぞ那 や外國 から 歸 つて 
ホた 礙山 技師 やお 務官 、プ 。フ 
で ッサ ー 等、 等 ど 

いかじ も 堅 まるし い 速 中で あ 
るが、 晚餐 後書 齋じ めける 會 
談 じは、 時 じ 笑聲が もれる し 
フ ーゲア ーは恰 かも 『* ツブ 
リングの 言葉』 の やうな、 整つ 
た、 美しい 言葉で 話す。 


义 i 直訴 だん ミず 

退役 陸軍 中尉 S 企て ホ 然じ發 見 


束 京 特電 二十 八日 發 n 退役 陸軍 中尉 綻を雄 (巧 ニ) は 雜太當 巧 
に勒 して 化木禁 化を 請願した る も許呵 さい U いのを 非常 じ樓慨 
して、 化訴 をを て じが 運が < 事前に 發覺 して、 目； ト 取調べ 小で 


わる 一 


おち 黨の 孜爭 地で . . 

酒の 値段 急に 上ろ 

炎熱の 苦痛を 慰める がたい 洋盃 


反禁婚 法を 隙げ してを つた ほ 
ホ 潔 大統領 お 補 ァグ •マ ミスを 
遂に 公認し じ K ホ 黨の大 會地ヒ 
ユ ー ストンで はが 今 室け でも 化 
十 幾 巧 どい ふ 暴 さじ も 關らず 

が娜 なをを 員は ニ H ニ晚 
じ. 甘， つて 撰 酒法腳 がまの 贊 をに 
就いて なホ證 論を 關 はし、 例の 
ブグッ クリンの 爆風が 萊 の化師 
キャノン 巧の かきな 搂酒 波の 上 
院歲 貝から ァヮャ 駿られ やぅ ど 
したが、 兎 じ巧洒 共い に ホ 毁の 
义會地 だけ じ、 を瘍 目差して ブ 
I トンガ ー の 先年 速は 巧 文 取ら 
じ 化は しく あ 熟のを 痛を 冷たい 
が 頗る 高い 化 段で みを 買つ て 居 
る 相 だ。 を \ソ いケ！ スは燃 （勿 
れ 一二 千ケ ー ス、 これに 正 巧が 節 
ど 巧す る 池 類で もろが、 この か 

は 例に 化 b て 其い ホ ー ム •ブ 


^5^—やジ ンもぁるが、 大會前じ 
大盧の 酒を 腳巧官 じ 

师收 れぃ k ので、 注义取 

らも ホを もみながら ユ へ、、、 
まこ ごじ わ氣 S 毒で ご 恐る-'^ 
伺を 立て、 居る が、 河し ろ左黨 
が 多いだ け じ 飛ぶ やう じ 賣れて 
居る。 値段を 示す じ 左の かし。 
〔單 泣一ケ ー ス 十二 本入 b 〕 


ジン 四 五 六 0 
邸 も 平均 六十 五 弗、 一本 賣らは 
頗る 高く、 ホ！ ム •ブ^ 1は~ 
弗と 十 お 化が S 弗 五十 他 じな C 
て 居る £ r . 


喜がに 滿つ 

スミス 巧 


シヤン ベン 
バカ ー ザ 
カナ テ アン 
ペン (ラキ) 
ナ キア ダラ 
ブラン デ） 
バ ダン デ 1. 

ト^— ソニ 
ロ 1 ソン 
ス マグラ 1 


蔡憤 
八 0 
六 五 
ホ 五 
六 置 
六 五 
六 五 
八 0 
六 0 
六 0 
六 0 


新が 
18 
よ 五 

畫 

お 五 
とお 
と 五 
18 
と 0 
と 0 
と 0 


當 選した をの 夜 

ヒユ— ストンの 民 ま 黨大會 を 
3：： じ ァグ バニー の 州 知事 官邸に 
州の 豫算 問題を の 他 じを 頭し が 
は殖 （ブ キサ ス州 からな 送され 
る ラ デォを ザじ自 をの 政治 巧 生 
命を 左右す る 一生の 戰讲を 聞き 

つ i あつむ スミス 氏は 

愛犬の ポリス •ドッグで わる 
ゼフア ソンを 傍 じ、 娘 3 ワ 1 
レン 夫妻 や 秘書官、 顧 巧、 ぶ 
人達 ごを 廳の應 巧まで、 輸化 
氣じ をれ でも 必配 化に 化を を 


ぶる-. 震へ て 居た。 

スミス 當 選す W 報を され、 や 
がて 樂隊 がィー スト •チィ ド 
ウで スト •サィド ■を 吹奏す. る 
や 我等み アグは 包ら かね じ嬉 
しさを 紛 はすた めか 傍人の 手 
を 引いて 踊つ じど ある。 

娘の フ ン 夫人は T 度 巧 S 子 
化じ對 する かく 父 スミス 氏 じを 
れ ルょ 化ょ ご 巧恃 し、 應接室 じ 
馳參じたが巧の面々ー^期せ中し 
て スミス 巧歲を S 唱 しわが、 ス 
，、ス はお かじ 集つ ため ニち 人の 
群集に 對 して 

自 みが 第一 间の 投票で 當 選し 
たこ どは 天が 余 じ惠ん だ最裔 
の 賜物で ある。 

ど 感謝して 黨ど國 をのた めじ 奮 
j 圖 するど 誓 ひ、 長距離電話で 遠 

-( ヒュ— ストン じある 夫人 VJ 通 

話しん 間 ホの 深い 情景を 見せた 


聽き 、フランク y ン • UI ズ 


ダ エ^ト 巧が 自 をを 大統領 候 
補广推 B した 演說じ 我乍ら 聽 
惊れて 居た が 

當摧 したを のがの アグは をれ こ 
を 一二 歳の モ おに 若返つ てな 善し 
たもので ぁる、 が、 最初の 投票 
がと だ幾黑 かで 僅か じ 九 票を か 
きオ ョ ー 州の 化 おが 投票の 變 
あを 求めて をの 四十 幾 票 かを ス 
ミスに 投 中べ （報吿 された 巧に 
は 流石に 冷 靜を裝 ふ ア^の 手は 


醉ロ 帷卡の 葛眞に 

拍手 ピずご 憤慨 

逝ける 巧 ロ 巧 化 巧 ± みあ 悼 會 
はげ 化リ 本供樂 がで しめ やか 


じ擧 巧され たが、 過 H の デ 

リ！ •ニュ ー ス 不平 コ 0 ム じ 

左の如き憤慨的：^痛文がァー 


ウ キン •テ！ ウス ご、 ィふ人 か 
ら窗 書され て 席た。 

を 熱を 征服ず ベく、 遂にを の 
滿 おの 犠牲 ごな つた、 逝ける 巧 
ロ 央化階 ± の面彭 が- < クリ！ ン 
の 上に 現は いても、 見物人は 一 



巧無顿 烏に 巧手 一つ もし： > いじ 
隅 はらす、 おし 彼れ じし r 太 西 
がを 横斷ず るか、 ホ I ムっン を 
五十と 伽 飛ばす ど 劇 おが おれる 
やう じ昭采 される、'; 化 闪奉だ 


御 か 典を 機會じ 

查が擧 りて 禁洒 

茨木 縣稻 敷郎島 出が では、 今 
度 『御大 ハ 記念 事 楽』 どして、 
一村を ホを 禁酒が じすべ < 村會 
の謠 じかけ た ごこん 滿旗 一を で 
可 巧した。 みを は--;'. 

一、 が 技は を 幼 男女を 間は や 
i 切 酒が をず じみざる 事 
ニ、 通 おを 葬の 嗟を-初 酒を 
愛應 せざる 事 

三 一、 がの じ 於て 歯 類の 脈賣を 
なさざる 事 I. 

の 一二 項で あるが、 御み 典 記を 事 
業 ごして かう いふ ここを 杜 曾の 
巧議 じかけ、 しかも！ ■可 巧し. 一ね ご 
いふ こ V 」 は 巧ん ど 云って^ ホ 
深い 事で ある。 


沙翁 劇の 老佛 優-, 

マンテル 巧 逝. 


アメリカ じが、 ける がか 淑^ 
優 ど して 著名な。 バてト 
テル 巧は 本年 セ 十四 蕉 のを 
も關 はら 中、 沙翁 劇の レ パ 
でを 义の 舞臺じ 日本人の バ 
を 同伴 I て 興 巧し、 巧 年 面 
遂じ激 げしい 神 經衰現 どな 


hr 

ン 

曹じ 


ホ T トラ ン テック® 


L H 
部で 
爵 

ラシド 


じ靜養 中で ぁつたが f 今 か f 五 
週間 前に 卒倒した 後を 遇な ホ 重 
態じゎもいつて居ゎが遂じ^{^る 
二十と りを U て 化 ホ 一 了た。 巧は 
千 八 巧 五十 四 年 スコー， トラ'》 ド 
に をれ た英國 人で， 千 八な と卞乂 
年當 地に ホ 6、 一旦： 歸第後 干 八 
な乂 十二 年に 巧び 渡え し、 ォセ 
で 評 巧を ごつ じ 外妒翁 劇を 中 
必じ 『フ五 ドラ』 等で も 評货を 
ごつ た 俳優で 四 度 も始娟 した。 
巧は 南い 徘優 道を 固ず したお 劇 
俳優で あつた。 一 


庭球 界诞息 

◊恩 巧 准 慶勝戰 じ 進む 武巿 


ツ デが 樂部じ がける 辛 ングス 
カウン ブイ 選ず 權戰 は遂 日お抄 
し、 目 本 庭球 俱樂 部の 恩 田は 第 
五 回戰じ フイ リブ ブマど 六— ニ 
— 八、 六— ニ じて 敷. 9 愈々 准 
優勝 戰じ這 入ら コ ー スこ 會戰、 
優勝 戰じ 入る 資格を 爭ふ こご i 
U ちた るが、 他 半 部み 准 優勝 戰 
は V イス 及び ヘイデン じて 普通 
ょら 見れば ヘイデン じ 勝 ホ もれ 
でも^ イス も あな ダち 難く、 が' 
L 其の 孰れが 優勝 戰じ 入る e も 
巧 L 恩 田が 准 慶勝戰 じて n I ス 
を 敗れば を 冠を 得る 絶好の 機會 
ど 見なければ ならの- 
◊太阳 選す お 國で敗 戰ウキ 
ンブ作 ドンの 庭球 大會 戦は H を 
逐 ふて 白 激化し 所謂 4 王 ボリ ジ 
が 勝利を 席し、 試合は あ々 緊張 
して 巧た が 我が 太 旧 選 乎は 木曜 


英 國のム ー ンの爲 めじ A — 1 一 
ホ —ニ、 と— 化、 六—- 巧 じて； 
化しれ。 當 日は 英歐皇 巧、 皇一 
兩 陛下 臨 抑、 n 1 ヤ^ •み ック 
よ b 御觀戦 をら せられ.； d が、 . 
國 遠征 糾も 敬々 の 目 1」 遭 ひ、 


ツトは ラコステの ため； 


ンは 巧の たお 逃 手オ！ ス チン 
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張 學良お 臨の 滿洲 

特種 權 利の 消長 E 



が朽德 がが 化 W 

が 寧 巧 山 沾巧談 

『前後ず 六 年間 もで 那 におて、 
常 じ 化に 愧勘 しこの 問-: 起つ た 
'凡 ゆろ 圍内勒 巧を 白 巧し じり 禪 
; 九が がの 中を おつて ホ じ 僕 だけ 
i れ で、 ぶ那 の窜悄 だけは お目剌 
一ら わ ば豫測 もつ かぬ。 償な 唯が 
がぶ のを 繼 化を なを 跨が ご 就 
; て 物 おらぅ、 之は が康 でない。 

; 張を 良 氏は. じ乂 じの て 非を じシ 
'ャ ー プな 巧が るる 爲 めじ、 大元 
帥に あどみ りご 時人は 云つ じが 
がかに 化な け 父の 子で あるが、 
をの 抱いて ゐるお 想は もつ ど 進 
ホ 的で、 白山で ザ モク ラ チック 
で 曲 C 歐品？ である。 亡父 ^ 幾み 

一 威一 踏钓 だった のじ 較べて 
巧 一二 おを 治める じは 却て 巧の ホ 
; がが を與 けろ かち 知い わ。 吳俊 
^ 巧 巴き 後、 巧 龍な ちは 轉辨 を缺 
いて ゐ るが 化 童が 配が じ ザ おを 
得、 一方 專 測の 古い 殻から 賊し 
i て、 新し ；'. 善 玫をホ L むら 恐ら 
ィ ... 見る も 乃 一！^ をら r ィと思 ふ 。^^ 
一は 氏 どけ 敦岡 面を ： じ。 日本語 
は 巧らない バ '，お 語は 相 常 巧まい 
まど 一二 十餘 愚で 駭年 前結谣 した 
'- 户 す； - 义ち 無 . いらし い。 を々 じる 
なおみ 人で 庭铅其 他を々 の 運 勘 
じ 長 ''. 一 - 天 略，.；. スボ ー ッ マンで あ 

る。 を- 此 0 お學巧 もも.-、 H ぶ 
へは 一 i 固に-'‘ わ V たこ ごが ある 
さてぶ 那 S 孽情に 就て むが、 化 
をを 巧 冷 測の 化 ホ ぬらみ はない 
閱 巧. が あつて 「よが 時 巧の 發展 
如 H.j V - 云つな 時 『全く 推測 お 
ホぬ.！ ご 答へ る ものが、 一を ま 
那の事 精 r 淹 じて ゐる もので あ 
る。 をみ 閒じ對 して、 何等かの 

回答を 與 へて ホが 適 中し 
た £ て、 をく のまぐ れ當 ちで る 
る。 ま 邮じ巧 四十 年勸 巧して ゐ 
たがの 船が 總锁 事で さへ、 第二 
巧 窜お戰 の 時 『恐らく 今度は 戰 
輩に。 るまい』 と 謝 じつ i 、 西 


々後 U 本の 受ける が濟的 波動 

伯が 亞秘み y 巧のを に 就いて り 
本へ 細らつ かね 中 じ閒戰 ごな つ 
て、 をく 化测遥 ひを した 位で あ 
る。： 盤す るに 义那じ 通 中れば 姐 
中る 巧 判らぬ ので ある。 このな 
を 支册朝 巧の だみ 者に 訴 へる ど 

『外國 人の わ。 たに 剌 つて どう 
る も わか、 巧々 でさへ 明白に 
がらね』 ど 答へ る。 をく 明白 じ 
巧ら 3 こご a 屯那 A ら外 國乂も 
同じで ある。 

巧 乱に 巧ぐ じ 巧 乱を W て 
あ始 して ホた ぉ撕 も、 徐 々 G が 
らも 進んで ホて むちし、 十が 前 
じ 絞べ . れば旣 じ U シァ、 ホ 太 利 
瑞與 等の 治の 化 確を 撒して ゐる 
ので ある。 滿 がは 勿論、 上 お 方 
而 がける 巧驛の 投資 事業は 實 
にを 挪 。ら ので、 これが 化戚は 
巧 國の產 業に 大 影響を ぷ ぼす こ 
どは 腺で-. 支那が 平を して 確ず 
たろ 政府が 樹立され る i は兩菌 
の 貿易の 上 じ、 經濟賴 係の 上に 
好 結 架を 嫌ら す こどで あるから 
朝野を おげ て 之を 望む 譯 である 
幸 ひじ 巧を の 滿測方 おの 救 態は 
近頃 じない 靜穏 で、 化が 態が 續 
けば 過 殺 ホの 

戰禍の 爲め 萎縮して ゐた 
貿易 も 事業 もな 養して、 U ま 相 
瓦 利 巧の 道へ 進まけ るので ある 
距化霖 將軍巧 巧 事 厳 岡ね 引み お 
は 『揚ザ 馨ど张 學な爾 氏の 關係 
が 好く ば 南方 じ 降るまい』 ご 舌 
つて ゐる やう だが、 降る とか 薄 
ら的 ごかい ふ 隅 題で な'、、 張學 
な 氏は ナシ ョナ リストの 政策に 
も相當 の理熙 をな てむ るから、 
化 点では 渾 然ど融 なお ホる かも 
知れね。 さうな つた ごて 之は 降 
つたので はない。 か'- -- て 支那 
巧 化が 統一し、 中央を 麻の 善政 
がを ± に をぶ やう じな つたら、 
日 支 諸 桃の 關係も 手に 取る やう 
じ 巧い ボじ變 つて 巧 かう £ 思 ふ 
( 文衰 が 記を ) 


.華 府勞働 省の 要求て 

米國 領事が 識別 券 乂發給 

一々 旅券の 裏書 じ貼附 ずる 規定 


を . 

一 

可 - 

で-.. 

巧； 


本 巧 十五 ザが 勞働准 よらと 巧 
一円を なて を 施す る 省み 装 巧 六 
与なる ものを 發聚 したが、 右は 
をは； - 眞熙を 識別 f る爲 めじ 必 
巧 ei 6 M 略 じ 啓に 自身の 正當 
义网 をを 誌ず るに 必要な アィデ 
ンブ ブキケ 1 シ 3 ン 力 — ド (化 
りじ 譯 して 識別 券 どを ふ) を發 
おする が定 でもる。 仅 々ばを 率 
.' ゆを ( M 本人け 加 はら 中) じせよ 
ホぶ 率 移 H 本人 も 加は る) じ 
'じよ 夫々 移に の本國 にお 還した 
占が 巧び が 米せ いする じ 隙して 
a 本人 所持の 旅游 おくけ 巧人國 
証を 乂闕 挪孽 がに 提 吊して 
だ. 班た ホ ホむ ろ 巧は 乂国橄 事は 
_ ん 人の 游 巧を 能え お觀 、み 長 等 
い 明記した る顯別 券ゎ發 給し 之 
V 脈を 又は 巧 入国を 对甜じ お 恥 
で ベく 本ん 米 聞 上陸の 巧が 
K 官に 措 - 小す ，3 までぶ * V お、 ソ去 
_ を巧ク r をが を でんる。 がは 


右 識別を は 上陸 後携帶 ずれば 柯 
時た b ども 正 當乂國 のな 粧じ保 
を あるべし ご 移 K 總監 リス 巧 
は聲 巧して 居る。 兎 も 巧 恤面不 
正 入 留お送 遠 處を上 じ 便宜 める 
新规 をで ある。 


紐 育 日 會繁報 

が脊り 本人 會を務 部 時 別を 員 
會 じがて 豫て 調査 中で ぁつた 第 
ニ 化 職業 問題は】 應お 了を 吿げ 
たので 中 山 委員長 手許に 於て 整 
理の上 一 描せ る 報吿蓄 をが 製し 
化 ホ n 本人 會 、南 加 中央 U 會及 
び 西 化 部 聯絡り をへ 參 をの 爲め 
通牒ず るを ごな つて 居る ▲去る 
二十と H 渡爽 のをに 就いた 日本 
郵船が おな 締巧 大巧 登 巧ょ bn 
本人 食の 事 おを 替助 するな ホ じ 
て かな 巧 苗附が あつた ホ ▲お濟 
部に ては ホる と 丹 六日 (か 幡) 午 
後 六 時 ザよ b ホ稻 じがて 本年 巧 I 


第一 四 委員 禽を閒 催し 細則 第 S 
章 第と 條じ 細ず る 件、 納骨を 一 
部な 修 のか、 度 化 使用 巧の か、 
誰が を 開催の 件 其 他を 梢 講ずる 
MJ ど U つて 居る。 

同胞 病殘 ミ日會 

本紙 旣報か 材巽彻 氏 お グレン 
フォ —< K じがて お 巧ゼる 記事 
は 化 レ ー クジョ ー ジ黑阪 菊惠氏 
の述 信じぶ いたらので をを 今 
巧 ン 力 ゴ大學 の 化 巧 十 昇 氏よ b 
右が が 氏は が 兄なる 巧當 地口 本 
人 符へ中 出 あ b 、 B 巧よ b 避當 

U 巧 容を發 した ミ！ で ふ。 

目 本 生糸 S 移轉 

化が 當が東 二十 一二 下 H 四十 四 
番館 じがて 營 業し 甩 たる 日本化 
ホ 株 巧 爵社ま 巧 ( 森 衬新井 商會 ) 
は 本日よ b パ！ ク巧 二番に 移轉 
すべく 電話は 化 前の 通 b ァシユ 
ランド おご 一二 0 番 である • じ。 

あ 堂 蠢化歸 朝 期 

千 化 巧 二十 五 年な 巧當地 じが： 
て 熱必じ 書道 じ 精進せ る ま 旧 巧 
堂蠢 おは 今養ス 9 ! •ァ ー ッ俱 
樂部じ 於て 霞 覽會を 開き 次で タ_ 
レィキ ャムブ 書を で 展覺會 を 開 一 
いたが、 ホる と 巧と H 出 發西巧 
羅 麻、 桑 港より シャト がに 赴を 
來转 下旬み 便船 じて 歸 蘭す _ る J 
ミな つた。 

講道舘 昇段 免狀 

囊に 本祇の 報道せ るを 巧俄忠 
桑 島 省 一二 巧 經營の 柔道 學 校が 擧 
のりホ人徒弟に對しニ段ニ名 、^ 
初段ぶ をの 具 段を がを 請 道 溝 i 
ら授 輿す る ミ どなつ てち たが 暴 
近該 をが 到着の 爲め まる 二十ぶ 
日 同按巧 にがてを 狀授與 まを 舉 
巧した。 尙ほよ 巧 四日を 期し 盛 I 
大 なる 昇段 觀賀會 を 兼ね 化巧锻 I 
をち 段を 會の 發會 まを 罹す 由。 

• 鈴 木秀 I ニ 孤 巧を を塵每 
聞 社專務 取締役、 去る 八 H 偷御 6 
じ 着せる 旨 巧 信が あつた -II 
6 山 ロ 一二 么助巧 移轉巧 < か bp 
州を 懿醫師 ごして 開業の 壁 でん - 
る 同 巧は 目下 シ！ マン •ァゲ 
ニクと 十 番地の おを 化 築 中な ふ 
が ホ巧匆 々移轉 するめ ；| 一 
• 大佐 ご 一四 五 氏 南 滝 鐵道會 i 粒 
留學 生、 巧 ニ 年間を が 比 盛大ず 
じがて 圖蓄 館に 願す る 硏究を I 瓜 
へ ホる と 巧 十六： n ぉ 帆の ベン た 
ダリャ 號 じて 歐洲經 由歸朝 巧 ^ 
春み 巧 武雄氏 元 鈴木靖 巧# す 
ま 店員、 國際 汽船 會 社じ乂 厳 , E 
社 ま 巧 詰を か やられ 夫人 间嘗化 
お着が 日本 お 樂部じ 投宿 I 
參笠 かが 服 巧 電話 變 お々 I イム 
スビこ アン ダ 巧 笠 ホが 服 ホ j 霸話 
は ブライアント 一二 0 四 五 蓄じ變 
更 しじ 



をち 
々本 
赐人 
靑物美 
山 お 化 
學異敎 
院 じを 
中す 

拿 

が 

を 

變を 
親を 
山敎 
上修 
の 道 
基を 
督 

題が 
ホ 育 
定 H 
本 
人 
お 

1 1 

確 i 
說 ! 

阿 

部 

義 

宗 

氏 

今 

ホ 

被 

師 

岡 

輪 

牧 

師 

お i 

i 


巧 桐 スペシャル 

と巧驢 

謀 談俱樂 部 
文 藝俱樂 部 
講談 雜誌 
幫 i 

キ ，ン ダ 


が 桐 兄弟 商會 


人畜 じ無酱 

効 方 保証 

蚊取線香 


桑 山 蘭 居 

114 互 ST 芸 ih Ml . N . y . G , 

呈呈 e. R な呈 i s 岩-音 岩 


東京 廊會 特吿 


樓井大 を 

'お 彈 一 * ニ 0 
英义 手紙の 書ち 一， み 0 
一二 省 堂 

コン チ ィス か英ニ • 五 0 
同 英かニ •四 〇 

東京 諸 新聞 最近 號 

紐 東京 商會 

之 0 W. 羣 hSl, N. Y.C. 
ぎブ afa 营 r 巧涅 


- ： 

小生 滯紐 中ハ穗 々を 化ノ御 配慮 テ恭 
フ レな 御蔭 二が 一同 無恙 用務 テ 終へ 
本日お帆 ノ「 y ン ガ リ ァ 」號 ニ 乘船 
渡 歐化候 乍 失禮巧 紙上 御禮 旁々 御挨 
楼ぉ上 度 如 斯领座 候 敬具 

昭か S 年 ホ 巧 ニ 『よ n 

大ぷ .登 
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日本 巧メ 止| ル 一 


—か 


締切が 育本屏 午後 八 時 
日曜ぶ を H は 午後 jH 時 
と 巧】 日 ー|^^港經み 

プレジデント* 

クリ 1 ブラン I ド 号 
屯 巧と H ビク今 ァ經も 

で ム プレス •ォブ •無が 太 巧 

と 巧 九 H が 港經お 

プレジデント •マ I デ ソン 号 


_ — I TIr 

s 室 T バ I トメ ント 

養」 度‘ 覆 巧は 
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這わを 4ltq お tt が 巧を 狂け 錠が 巧 


WE0 化 S 日が I 化け 41 お 8 


The Way of cme 

巧 y Edith A. wawyer 

= 本 婦人の 淸 く-^ > て 美しい 節操を 化 ごして 巧农 ずるのは 挺 節 
む 搜や 海棠で けな （餘 寒の まだ 去ち やらぬ 如 巧の おじ 嚴竭ど 凌 
いで 换く 『梅』 である ご 云 ふの が 巧を ソー ャァ女 あのり，. か M 人 
巧で あるが 女 あは H 本のぶ 人と してな < H 木締 人の 淑徳-. 做 倒 
し 貞婦の 傅 說や近 松 お 蜜 U どの 戯曲に も 通じて 居る。 

英 义小說 『ぅめのみ も』 はま 人を を 武± の 一人娘 じ、 巧れ を 
明を 王政 維新 前 じ、 而 して 巧 面を をが 道に 採つ たもので おお 淸 
健、 筆致 典雅 請 者を して 宛が 英义で お 琴の 小 說を講 む 泣 点，； を惹 
き 擅 さしめ る 0 

英文 小說 『ぅめのみ も』 は 松 平 節 モ壊じ デ ジヶー トし たもの 
で 序文は ちを なな グ 9 フキ ス老稱 ± の 筆 じな b 裝惦 滴麗み 庭の 
讀 もの どして 又は ホ 人への 贈答 姑 どして 紀 巧の 一審で ある。 - 
敢て 江湖の 一 請を 給 憑す る ， 

本 週よ 6 旣 にお 本に 清 手し まし 實 偶は 前を にて 

郵稅お 一部 ニ 弗 十 仙 


巧乂讀 を 
】 ず 取み 


紐 育 新報 社 


かなる 煤を じがても 南が の 治を 
を 維持す る ごい ふ 政策に 合致す 
る こどは 出 ホない ので ある。 

滿洲 治安の 

維持 對策 

ミラ ー ド 氏の 論點 

別項 巧 報の 如く ニユョ ーク* 
ヘラ 八 ド •ト 9 ヒユン 紙上 あ特 
派 員 ミラ！ ド 氏は 満测 じがる H 
本 S 侵略 蚁 策、 か 務 軍務 兩當局 
の 不一致を 指摘して 居る が、 日 
本は 曾て 本社 特電の 傅' へたる 如 
く 滿洲の 治ま 維持 じは 大體 左の. 
如く 閣議で 决定 して 盾る。 

〔一】 現 巧の 狀 態を もつ て 大過 
な く-. ^ て 終るならば 特に 滿渊增 
兵の 必要な きも ガ 一張 化霖 巧の 
失脚が 現 賞 的 ごなら 滿洲の 治ま 
じ 重大なる 動搖を ホす わ をれ を 
生やる じ 至ら ば旣定 方針 じ も ご 
づきが 溝 旣得權 擁護 及び 居留民 
保護に 必要なる 一切の 寶 力ず 段 
を 講じ 巧 一二 省に 關 する 限ら いづ 
れのホ 面 ょら 巧る を 間は や 現地 
保 謹 モ義を もつ て 終始す る i 
ごご 京津化 ホの 南化兩 軍の 戰 
國 いまだ 終息せ 卡方一 奉 天軍の 
驟巧 撤退が 豫を 通ら や 穩窠じ 巧 
はれない 時な 現が の 京 津巧衞 な 
みを 率 本線に 適當の 馨備を ほど 
こす 必耍 あるを もつ てを じ舆す 
る應 を 措置は 一巧 軍部 じ 一巧す 
る も大體 右の 媛を は 目下 濟南じ 
駐屯す る 溝 S 師團の 一部を 京 奉 
沿線 じ 移動す るを 
こ ニ】 事態い ょだ 切迫せ ざる も 
前記 東 S を 化 ホが 最惡の お亂狀 
態に 階る 瘍を 政府の もつ ミ も懸 
をず る こころは 動 亂たト ちじ 朝 
鮮 じ波议 する おそれ あを をで 朝 
鮮 S をを 維持に 對 しては 特じ愼 
重對 策を ち 慮し あらかじめ 巧を 
の 手 配 会 どる 至 

治を 法 反對で 

群集 暴行 

前 勞農黨 員 等檢束 

ま 京 特電 I 二日 發 n 治を 維持 緊 
急 刺み ま 廢止大 會は前 勞農黨 ま 
おの _ト じ ニ y 巧 本 巧を 會堂 じが 
て關懼 された が あ もじ 所轄 餐察 
署 から 解散を 命せられ じので 數 
百の がをは 神 旧 方面 じがを せ 小 
川 町巧番 を襲擊 して 之を 破壊し 
多数 引致され た。 尙ほ 赤化 巧 止 
機踞 及び 思想 取締 譬お磯 關に關 
する 準備 成 b み 目を 巧され る當 

兩派 がを々 

政戰 準備 

禁酒法で 爭 ふか 

旣報 のかく ヒユ） ストンの 拉 
ま 黨大會 tlK ミス 氏を 大統餓 じ 
別項 所 報の 如く 副大統領 候補に 
。ビンソン 氏を を訟 した 力 

スミス 巧は 乂 曾の 解敞じ 先立 
て聲 m 醬を あし 現け 镑酒法 




は决 L て ネ數の 民意に 化る も 
のでな く該 法の 勵 巧は これを 
州の 呂 もじ 一巧し なて 自治 固 
なる 面目を 礙 揮すべき である 
ごの 立場よ b して 紫 酒 法の な 
正を 標榜した 

右の 聲明 書は スミス 氏が 民主 黨 
の黨 首た る こどを 自 覺し而 かも 
最も 正を じを の 所論を 披歴した 
もみ どして を 方面の 好評を 巧し 
つ i ぁるが j 方 共和 黨の 极補フ 
—ゲ T -— 巧は と 巧 十五 日を のて 
現職で をる 巧務 をを を辭 職す ベ 
く 巧の 選 擧總長 ど 確を した 內務 
長官 ゥォ ー クス 氏も辭 表を 提お 
じ 及びを くフ ー ゲァ ー 氏は 故鄕 
バグ ァがト じあき 正式に 立 核 補 
を 承諾す ベ < をれ よ b 後は 重に 
首都の 自邸よ b ラ デォ宣 傅を 巧 
ふこ ど/^ なら 

スミ マ 氏は あく 民 ま 黨化表 者 
ど會 譲して これ 亦遇擧 踏を め 
巧 命な 他に 就て 協 譲す ベ <實 
業家オ ！ エン •ヤング 氏の. が 
聲島 いが 選 擧お說 じ 就て はを 
然 スミス 氏に 一巧し 巧は 約 十 


义もタ 直訴 

ま 京 〔騎 を】 二日 發リ 今朝 聖 
上が ホ 巧 離ち ょを 宮城に 商は 
せらる i 遙 上、' 媒 集中ょ ら义 
もや 底訴 者を 生じ 幸 ひじ も警 
官隊 はホ然 じこれ を 妨げた が 
今回の 直訴 者は 馨 崖の 磯エじ 
して 懷 中した 直訴 狀 じは 貧 度 
階 絞の 困窮、 政. 府 の社會 政策 
不履 巧を 述べて 華 慮を 煩は し 
たもので あるが、 最お 直訴 者 
が a じ-^ 增 化しつ i ある 爲 
め 政府 じ 於て は 今を 巌罰 じ處 
ずべ く對 策を 考究して 苗る。 


- 

I 


二回 よら 十五 回 じ をら を 地を 
遊說 する 常で あるが、 

を 州よ を 頻トィ じ 遊 說を懲 愚して 
居る ので 或 ひは これ じ應 やる や 
も 知れない、 而 して 兩黨 がな 巧 
じ爭ふ 焦醫は いづれ じある やは 
尙 ほが 巧 しないが 恐らく 禁酒 間 
題く 農が が濟じ 最も 力を 注ぐ で 
をら ぅご 0 

ホ ブレゴ ン 巧 

大統領 巧 選 - 

憲法の 修正 も 通過 
メキシコ 巿 二日 發 N が H を 0 
て擧 けされ じる'' > キ シコ 大統領 
選擧は ォブ： ^ ゴン將 軍が 獨舞臺 
で 巧 選し ホる 十二 巧 一日よ らお 
•ふ 六 年に ゴ b て 就 巧すべく 大体 
じがて々 キ 3 ス 現た 統領の 政策 
を繼 ホす る こと'- 'なつて 居る が 
上' を 兩院 及び 州 會幾旨 も ォブン 
ゴン 派^ 大多數 を 占むべく 特に 
化 五が は ォブレゴン 氏の 憲法 修 
お 案を 批准した。 

憲法 修正の 巧容は 上院議員 一二 
な 人を' がぶ 十 人に 賊 少し 聯巧 
乂審晚 其 化の 裁 利 所 判事は 選 
蔡 制を 廢 して 大統領が こむ を 
巧 命し メキシコ 巿其他 中央 政 
府直屬 の都巿 々長ぶ び ホ參事 
宫選擧 制を 廢 化して 大統領が 
任 かした を 員を 採 巧す る こご 
じな つて 培る が 
】 れは ォブレゴン 氏の か 敵で み 
"現じ この 地方を 左右ず る勞働 
前の お H である 勞慟 大臣 マ U ネ 
. jAk 9 一 • し 11 / で こ 


奪 はれた もので あつて 政なら 自 
な I 變 ずるで あらぅ ど。 

國際 法廷に 

ヒスー ズ巧 

日本 牵 先して 驾化 
ゼ 子ヴア 二日 發 H 囊じ國 除法 
姪の 判事を 辭 した アメリヵ 選出 
のが 事ム ー ア 氏の 後 巧 問題に 就 
て 最近 日本 政府は 英 佛の說 おを 
博し 前國お 長官 じして 法曹が じ 
聲 名高き チャ ー グズ •エゲ .アン 
ス •ヒユ 1 ズ 巧を 推す 旨頻 A じ 
風說 され 目下べ^ リン じ わる 厨 
氏は 右に 蘭し 何等 知る 所な しご 
稱 して 居た が 本日 スゥで ー デン 
の 化 表は 蹄 盟じ對 して 正式に ヒ 
ユ！ ズ 氏の 判事 就任を 推薦 じね 
ベルリン 二日 發 N 目下 當化じ 
ホ 遊 中で ある ヒユ！ ズ氏 はぶの 
巧 道に 關し 『余は 化 眼中に 愚し 
をて 政治 や-身上の 閔題じ 親て 
巧 等 語る を 欲しない』 ど 稱-し 今 
朝は ヒン デンべ 於グ太 統領を 正 
式 じ訪閱 しわ 後 飛行 協 貧の 招 持 
で 夫妻 共 じ 飛 巧 機に乗じ 空 がら 
ベ グリンを 見物した で 


木 社 東を 特電 ( 禁 ぉ巧轉 載 ^ 

內閣彈 劾 案の 目標 

【二日】 民政 驚々 化 溝 員は 諸 食 開 則を 勘く ごも 六 ヶ月 じ 延長 
し樞 をお廢 化、 貴族院な をを 巧 はん どい ふ も かぶ 台侧 問題 じせ 
ホ 政府 側 どしても これ じじ 絕 毀に な凿 して 居る、 现ち斯 の 如き 
i じは 憲法の 修正を 必嬰 どし 新聞紙が 報道して 居る やぅ U 理由 
も絕载 •し 不必耍 だ ご 云 ふので ある。 

(二日】 旧 中 首相は 治ま 維持 緊急 颗み案 通過の 樞を院 總會を 
語つ て 曰く 『該案は まだ 嘗て 無 かつた 非常な 重 犬 法まで 今後は 
嚴重じ 國体變 を 陰謀を 馨戒し 更に 不祥事 發 生を 祕カ巧 止す る覺 
悟で ある』 を々 ど、 尙ほ 民政 驚は 他の 政 お 反對黨 ご協力し 化 間 
題を 0 て 內闊禪 劾 じみを した。 


ご 一浦 巧 遂に 拒絕 

【 I 二日】 I ニ滿大 五郎 巧は 巧を ホ 
穀 取引所 巧擧長 代理を 拒絕し 
た 0 

無い 袖は 振れ も 

【 I 二日】 を あの 新規 巧 ホ 一二 億圓 
じ 及んで ゐ るが 大藏 省では 無 
い麵 振れ n ごいつて 居る。 

巧 库品五 億な 上 

【~ 二日】 五月 末を 國な庫 品は お 
億 ニ 千な 巧圓で 例年よ ら赎か 


喧嗦 早い ジョ ー 君 S 

數奇な 政治的 生涯 

民主 黨 副大統領 候補 ロビン V シ 
ゴみ 7 の 補 客を 歐 飛ばし わ 話 . 


クミ；… と ユ^ ^ ストンの 段ま冀 
大會 じ】 千 册五蔡 六を Q 一とい 
ふ壓倒 的の 大多數 で 副大統 m 候 
德 奪を， 認 された ジ 3 セ フ《 ター 
ラ！ •ロビン ジン 氏 段、 被 數 故 
鄉ア— カン ダ— で、 は 『スタ ザブ 

ピキ •ジ 3 - — 」 の やぅな 

ジ 3 ミ；’ VJ 錦 名 さ 的て 居る、 

ホら この 經 をを 彼め 面 諮で 呼 給 
て 得る 者は 恐らく 一入 も ある ま 
をれ 程 じ 巧が ジョ！ は喧 




唾强い 男で ある W 共 じ、 議遣上 
め 討論に も飽を 敷を 屈服せ しめ 
ずん ば 化まず ごの 氣慨を 持つ 性 
ホの 圆志 である。 

◊ I i 彼が をれ 程 じ喧唾 早い 
男で わるに も關ら ず、 千 化な 廿 
一二 年 二月 十 H 、 上院の 民 ま黨領 

袖 オスカ^ — •ア ンタ' ク ブト 巧 

の 引退に 際して これを 繼 承ムれ 
際、 誰 一人 ごして 反對 をした 萬 
はなく、 今度、 ヒユ ー スト シじ 
がる 副大統領の 選 擧じも 彼 じ 巧 
向ム程 S 勇 ± は 一人 もなか クた 
ので ある、 言論 ど廊カ じかけ て 
は 第 I 人を である 彼れ ジ 31 の 
聲 名が 一 盾 高くな つたのは 最お 
のこ ごで あつた、 彼が 彼 ごを 然 
反 おみ 牲 格を 持ち 現じ 今度は 副 
大統領 憤 補 どし で 選擧狸 じ爭ふ 
こどに なつた 方！ チス 岩と 常 じ 
黨 派的报 性を 離れ てをきが 策 じ 

炼 力した こごは をの 一つ。- マツ 
ス八 •シ 3 1 が' 間 題 やメち シコ 

独 旧巧議 等じ凿 ずる 態度が これ 
を 謡 明ず る。 

◊ •第二に 彼のん 氣を 高め 
た 所な は、 同じ K ま 黛の 主院證 

貴で ク •ク グツ クス •クラン か 
ら 講演料を 搜 つて 過去に ち、 現 
化 じ もを 化を 遊說 し、 奮 お 信者 
である 大統領 慎 補 アグ •スミス 


君へ 毒 吐いて 居る のじ 對 し、 彼 
は 憤然 ご おちて 信 條の自 をを 說 
き、 へ フブン が 彼の 領麵 ぶを じ 
異議を 巧んだ 時、 直ちに 院巧化 
議± 會議を 肖ら 召集して 宫 己の 
信 巧を 瞩ひ 、类 事へ 7 リン. み 画 
つな 鼻を 凹ました 鮮やかむ 奮圖 I 
ぶら が 即ち 夫れ、 而 かも 舊敎を 
辯 護す る 彼は 新敎 信者で ある、 
今度の 民 ま 黨大會 でも 彼は 堂々 
ごして 禁灌法 廢棄が 絕對じ 不可 
能なる こ ミを 議長 ごして 實 明し 
同時 じジ里 フジ ニン アン ごして 
信 敎め曽 もを 說 き、 スミス 巧の 
當選 をを かなら しめたの も 彼で 
ぁった、 披は 新穀 信者で 禁酒 論 
をで ある、 黨首ご 仰ぐ スミスは 
舊敎 信者で ホ 禁酒 派で ある 巧が 
いかじ も 面白いで はない か、 蘇 
じ贺ん や、 南 化 戰爭な 後、 南部 
お 身の 政 客が 副 大統願 候 捕 じ 出 
たのは 彼を て嘻矢 S する 、 0 
て 彼の 聲 望を 知る じ 足る。 

◊ 彼 だへ フリンの 宗敎問 

答は いかにも 圆 志に おもた もの 
_ であつ た。 郎 ちへ フ 9 ン 曰く 
君は 證瘍で こを 斯く云 ふが 恐 
らく アー ホン ソ！ で をん な こ 
VJ は 云へ まい。 

P ビンソン 巧く 
吾輩は ァー ヵン ッ！ のみ ぢや 
ない アラバマ 〔ヘフリンの お 

身 地〕 でも 立派 じ 言明して 見 
せる 

彼は 今废の 大會じ 際しても 自州 
の 化 表 じ おして 州の 『寵 を』 と 
しての 候補は 明白 じ謝絕 して、 
スミスの 立 お 補を 巧け た、 この 
點わ 相手の 力ー チス 君とは 大を 
趣を 異にして 居る C 

◊ 化を いかなる 共和 黨化 

證± ど雖化 ご晦嗤 口論'^ し。 い 


ホは 巧點 ホい。 

半 化反對 白熱 化 

〔 I 二日】 銀 わの ±曜日 半 化じ凿 
する 商工 潮 ホの 反 お 運動は 白 
叙 化しつ I をる。 

景氣 回復の 徵候 

〔二日】 景氣 回復の ため か 資金 
の 流れ 漬 をょ b 株式 じ 移 h 諸 
物價も 漸騰ホ 調で ぁる。 

東西 大學新 講座 

〔日 ニ】 思想 善 填めた め 京都 大 

者は 恐らく} 人 もを るまい ど 一ぶ 
はれて 居る が、 ヘフリン 君の 處 
を じがる がかく 岡 僚 ご 喧唾 をす 
る 場を も 殺くない、 この お 巧の 
ジ m ! 君で 最も あつて 居る 疆話 
は 蓋し 四 年 前の 今 U 、 を 都で も 
最も 高踏的な チ s ゲキ •チぶ，— 

ス •ゴ乐 フ俱樂 部で 岡 僚の 7 グ 
ンユ 「モンタナ'! ジョ！ ンス 〔メ 
キシ 3〕 ケンドリック 寶達芭 ぼ 
つら^ 9 ンクを ホい. て 居た 薛 
が 巧 刀 まを で 名高い ミッチ 王グ 
氏が、 蘭乂截 巧宮ク リッ クォ ー 
ド 大を等 ミ 遭遇した、 ミッチで 
グ 君は てつきら 連中が 失つ た 球 
を 探して 居 るら の W 見て 競な を 
た 先き じ 失敬すべく 詰 解を ホめ 
たが、 0 ビンソン だけは 仲々 ク 
ど 云は ない、 をの 中 じ，- ツチ 
方 君 も々々 鑽じ觸 つて ジョ ー 
の 競技 ぶら ど 冷 詳した ごかで、 

ジ a ミ 君は 突然 ミッチで 八を 駿 
飛ばした 騷 ぎじ ゴグフ •’> ンク 
から 退 傷を 命じられた ごい ふ 話 
である 0 

◊ この 政界の 喧唾 巧ジョ 

1 が 生れた S は 千 八 百と 十二 年 
八 巧 ホ 一二 日、 ァ ー 々ン ッ！ 如 ロ 
!ヶ 郡で 父は ゼ！ ムス •母は マ 
チ グダ ご 呼び 父は がの お 醫者さ 
ん でぁつ た、 がの 官立 學 校から 
一 キス ク！ グを おた 彼は ァ！々 
ンソ！ 大學を 卒業し ゲァ ズこァ 
大學で 法 學± の 稱號を 博し、 故 
鄕 ロ— ヶで辯 譲 ± になつ たのは 
千 八 巧 九十 五 年の ことで ぁるが 
彼は をの 前秋旣 じ州會 議員に 當 
選した。 

◊面倒 其い 田舍 議員 じ當 
選した 彼は 滿 期を 引退して 辯 護 
±業じ從事しつ ^ぁつたもの： 
政を がどぅしても 忌れ られ ず、 
千 化な 年 じは 大統領選 擧乂じ 巧 
かされ、 更ら じア！ 々ンソ ー 贿 
第六晦 からを を 固 下院議 旨じ當 
選した のは、 千 化な ニ 年の こど 
であつ た。 彼は をれ よら 下院 生 
活を 送る こご 正 じ 五 期、 この間 
じ 親を を 重ねた ぶ 人達 ご おじ 上 


學は佛 おお ど 東げ お 術を、 東 
を 大學は H 本馈 がの 巧 巧 座 研 
を 中で ある。 

政府の 積極 方針 

【二日】 一ニ± 藏 相は 緊偏モ かで 
も 閣内 ネ數は 巧化琼 見で あり 
結局 斬 政策の わめを 償 お發か 

兩相ミ 肥料 管理 

〔 - 日】 中 橋 商 相は 山 本を 極の 
肥料 管理 法 まじな 掛 した 『自 
作 農な ま W 上に 豫算 編制 上の 
難問題』 ご巧黨 巧で も 憂慮す 

鄕男辭 職 申 おで 

〔 - 日】 鄕誠么 助 おは 東 巧電燈 
お婦役 脅を 就 巧の 目的は 略 達 
した ごて 辭 職を 中 巧で た。 

破產 銀行の 配當 

〔'一日】 渡 邊級巧 破産が 翻じ勒 
し 政 巧で 配 當を勸 誘し 不足み 
は H おで 補償に 巧を。 

化 州 ニ縣大 洪水 

〔 - 日】 熊 本、 福 岡 巧 巧 下は サ 
八日な 巧 豪雨の ため 諸 川 氾濫 
し數 千の 軍隊は 救援の ためお 
動して ゐ るが 損害は 未詳で あ 


院議 員 じ おとした、 當時 下院の 
る 入で 彼 £ 共に 上院に 入つ たを 
じ 現在の な 敵 力！ チスを 始め ご 
して、 マナ チユ セヴト 卿の チレ 
プト 、ダ ァジ ニァ 如の々 1 タ 1 
グラス、 ワシントン 卿め ジ 3 — 
ンズ 、民 ま黨 大統領の 卵で 遂に 
瓣 化しな かつた ゼ！ ムス •リ’ 
ドを 等が ある。 

◊ 然る じ 面白い こ £ は 千 

九な 十二 年 九月、 彼は ァ ー ヵン 
ソ！ の 知事 じ選擧 された ので 千 
九 巧 十吉年 一巧 十四日 じ 下院 講 
員を 辭 巧して 故 槪へ歸 つたので 
あるが、 か 事に なつて 數 日を 經 
た 際 同が 選出の 上 院議 眞ゼフ • 
デ！ ゲず K が 巧 去した 爲 めじ 彼 
は 上な 議質 じ選擧 された、 をの 
後 千 化 百 十八 年、 平 化 百 廿四年 
じ 豆 b 彼は いづれ の蕩 なにも 巧 
選した ので ある、 彼の 家庭 じは 
子 拱がない、 化て 彼は 姪 や從妹 
等を 常じ自 をの 衆 庭 じ 入れて 喜 
んで 居る。 

◊ 法曹 家で あ b 、 百姓で 

ら ある 彼は エ 八 クス やィ！ ツン 
等の おを がきで、 彼は この 方面 
じは 相當 の喜洽 もずる し、 か才 
なくを 際して 稀々 な 親を を續け 
て 居る、 これは 喧唾 早い 彼の 半 
面 どして は 極めて 面白い 巧を で 
ある、 役は ニユ 3 ! ク へは 滅ぞ 
じ 巧ない が、 故 鄉でジ 31 め谅 
說ご 云へ ば柯を 採て 置いても 顆 
きじ ホる をが タ い、 彼は なクッ 
ド 日 1 •ゥ キグ ソンを 必 魂を 星 
めて 曾 敬し、 ダァが サキ ユ條約 
じ反對 したと 院議 員の 淀 小を 姑 
手 じ、 喧嚷を 一人で 引を けた- 
ので あつた、 化て 逝ける 共 か 裳 
の 領袖 じして 反 ゥキグ ソン 派の 
總帥 である 曰 ッ デは、 むの 底 か t 
惟 惡 し、 機 貪 さへ あれば 彼は 
ッ デを 乂を頻 b じこき 下したん 
ので ある、 黨の大 約に 議長 ごむ 
つても 彼は 『謠 接は 即も滋 をで 
唯一 人の 議長で ある』 どい ふが 
巧 じ 出で、 巧 年 サン フランツ， 
n の 大會で 一 煤の 波 欄を 生ん ： t 
逸話 も ある。 



：：：： 本の 對滿洲 野' むは 

滿洲の 治を お 促進 

■侵略的 政策は がて 支那 人の 結束 
を閒 くした！ 外國人 記を の觀察 

濟南府 て 义もゃ 日 支 兵が 衝突 

をを 特電 I 二日を； = 濟お事 かの 戰 巧者 じ 綱す る 恩賞は がが 側 じ 
於て を 化し 巧く 御 裁可を かぐ 唐。 

化 京 〔聯 を】 _ 日摧 === 目 木ん 筋に 達した 濟 南が ょらの 情報 
じ 化れ ご 昨今 M 地 じて H 本 巧 巧ず ど國 民ず は麗 々小 巧 突を 演じ 
つ i ぁるら W : かく 日本を ± 1 名 ど 支那 人 一名 酣 淀、 一 あ 負傷 
した か 化の 小 衝突では ち那 人が H 本 步巧じ 擲彈を 投げて 毁殺 う- 
れ、 國お軍 大隊 長が な 傷を 蒙りし もの 1 か< をの 外 □本 ホ哨が 
茲 お？ る i こご 數 巧に ぶびめ 十二 一二 人の ち那 人を 嫌疑者 ごして 
牧當 したが B 本當 巧は これ 等の 衝突は いづれ も 國畏軍 巧 衣 豚が 
入 込み 盛ん じが H 熟を お 勘し つ、 あら ど報吿 して 居る。 


を 天 特電 〔ヘラルド •トリ ビ 

ユン 巧 特派員 ト ー マツ •；、ラ— 
ド】 發 = 約 一週間 じち b て 率 天 
の動靜 ぉお 察する じ 表面は 極め 
て 冷が K る もを の 底し は敏 流が 

渦卷 きつぇ.^ る，.， KlO の S 
く あい 將 ホに 圃際的 問題を 突を 
する の 化 わら、 猜 一じ敲 解を 必 
耍ピ すら ものは 張 作 霖が媛 遇を 
爲 めじ 慘 死を 遂げた 事件は を お 
日本 駐巧 軍に 依 b て 陰謀され た 
ものである こごは 當 地に あるか 
剧 人ぶ びま那 人の おじ 一致ず る 
結論た わつ てを S 局、 否い かんに 
瞩せ やを が こむ を 報道す る 巧な 
はこの事資が奉天の動靜^保め 
て 深い 縣 係を 持つ て 居る からで 
ある、 即ち 張が 霖お軍 贈 殺の 

眞巧 じ まちて はを らく 化 
の 政治的 陰謀に 等し < 遂に 倒 お 
ずる こどは ある ま' い、 蓋し H ま 
ホ 同調 查 委員 會の 報吿に 就ても 
支那 侧 じ 媳發 に葡 する ま 那譬を 
力の 無能と いふ 大 なの 上から 觀 
て極め 1 些細^*條巧をがじ署あ 
を 化ん、 U 冬侧 ごして は 報吿を 
を 表 ご稱し 乍ら これが' 政 お i 
的成裝 和-が 0 て かが ほを まする 
じ まらない の. ト わる、 張 か霖の 
陰な を H 本が 敢 てした どの こ V ; I 
は 元ょ ら實際 上み 証 據を缺 いて I 
巧る が、 而 からを いは 彼の 死に I 
费ィる I 

膨說 じ 爆る 甘言で あつて 
染一 二者で ある 外國 人は この 事か^ 
じがて： 3 本の 軍お當 なご 外 裕當. 
局 ごのす 一致を 明か じ踞 露した 
もみ ゴ觀て 居る、 邸 もぃ 本の 軍 
務當 局は を巧獨 ，乂的 G 巧 動に 及 
んで單 に 陸が あの かみの みを ぶ 
进 ごして 巧 勘— が々 外務 當 おの 
ホ 針 どが 突を が じて 居る、 故に 
ぞ邪人 ごして U 今 閒の撼 师率件 
はおに り 本 おが 當 巧が え 那の內 
郎を 化ぶ せしめ &て 巧滿を 占領 
がん どす を 隙 謀 で わる'" 侵 じ 居 
ら 、この 臆測 林 

爆雖 第 件を‘ S1 り 支那 官 
患を ぶが した もので をの お巧官 
患は 張が 霜の 死を 堅く がを じ附 


しこの 間 じがて 新 政府の 某 礎を 
固め W て 街 突を 未然 じ 巧 止せん 
どした めでを る、 部 も 奉 天 政府 
は雜 下の 軍隊 じ嚴 重な 命み を發 
しこの 際を 満渊 いづれ の 化 じが 
てもり 本 軍ど斷 じて 衝突す る こ 
ごは 不巧 のみならず、 いかなる 
屈辱 じ も耐へ 0 て 日本 r - 侵略の 
機 會を與 ふる おれ ど警 をした も 
ので この間 じがて 奉 天 政 相の 善 
處に 就て は 現じ 巧留 する 外人 も 
ロを 揃へ て 

賞 讚 S を 洩らして 居る 
巧 く-^ H .」 を 天は 今ゃ 策勸 陰謀の 
中む 地 ご G つて 居る、 南京から 
を 使が 頻 b に 化 ホして 〔第二 面 
特電 参照〕 東 ニ 一省を 南を 政府の 
下じ廣 かんご 稱 々提唱して 居る 
一， 方には 目下 天津の 日本 粗を じ 
潜 A て 居る 舊淸钥 め 昔 一統が の 密 
ちが 化 ホして & 辟 熱を 煽動す る 
余は張學お將軍を始-<? どして幾 
タを 力なる ま， 那 人の 怠 見を 叩い' 
たが 狸 辟は 喊 めて 人氣淺 （彼等 
はこれ を U て滿 蒙を 

g ず の 保護領 虫たら しむ 
る 前提で ある ど 認めて 洁 る事實 
を發 をした、 をは 恐ら （滿 蒙ら 
南 巧 政府の ま おじ 麓す るに まる 
べし VJ 觀 をして 居る、 蓋し この 
途を おら ずん ば お 蒙け 遂に りよ 
の 巧 ± ごなる じ 至る からで ある 
が、 をの 半面 じがて 支那 A は械 
めて 耐忍 のて 時局の 善轉を 巧つ 
て 居る、 余 かこの 地方 じめ てを 
も 印を されて 居る こごは 彼等-^ 
日本を 巧の 侵略的 段 策に 圏す を 
不 をはを じ 巧、 一岐外 A じ 街し 
柯镇 排斥 的な 觀 をを 抱い： 居な 
いこ ごで ある、 日本の 巧 動なる 
もの， レ、 をの 結 おじめて 滿洲其 
化 

を 支 じ 直る 化 ハ 通 的なる も 

の 即ちち 那 人を してが 外的 

じを がせし むる を をんで 居 

を、 H 本の 總領 ホを 始め どして 
义肯 巧は ロを 揃へ て H 本が ま那 
の内かじ卞典し^^いこ ごを言明 
して 盾る が、 をれ 自身は n 本 軍 
な 當 巧の 巧 動 反び 旧 小內閣 がい 



偶を お 巧る を 用 悟 貫 化 
が恃式 一物 產主 御し 選 
すまし 致賣販 で價廉 

引 割 四 至 力 割 H 

Aovasfi Co. 

H 7- 巧 7 化が tul 巧. 

TE し BRUNT が 74 


The Japanese Qms じ an In が • ！ nc ， 

328-3 如 E ， 57 化 化 Hew Ifork [I か • Phone, Piaza 6 巧 2 

夸お蒼 追 X 本 旨 胥 お 

廣け 哉が が 寄 


卡 目 

を會縫 a ん‘宿 ，茶曜 巧 度 巧巧祖 

擺 i ! y ! 鬚 

員を 装を! ま 八は ニ 八 八持史 
の設 誇' 守み 時 巧 辟が 牢か 


能 

ぉ! 

Hi 


K . IWAMOTO , M . D . 

114 W. 70th み . 

Tcl. TrafalKar 0352 


M . isuch び a, D.M.D 
105 W. 巧 rd な . 

Te しむ 加 ! 卵が 09 


Sabro じ my , m . i >. 

巧 5 Park Av も 
CO じに 72nd St. 

Tel •技 u け er お eld 9324 


D 化に E . YOSHII , 

2 巧 W . 巧 nd 化 
W , Endtc 日 i け 巧 0 


類 計時 お 寶廢を 貴 

會 商柳靑 



しど 旨を と 切 親と 直 正 


T . CTAKAMIm . d . 

176 Cumberland 化む 0 加が 
Tel. Cumberland 2311 


The Japanese Christian Association 

が 3 化 1 が rd 化 New む rk (I け V ， 了扎 Bradhurst がが 


Midori Maisumoto 

が お sU 化む 童 y 

Te!. Lo び aine 04 お 


んし CEASAR ， M . D . 

127 East 84th Street 
be け ark & Lexington Aves 


I 


霄喉晒 鼻 巧 

間 時を 診 
午 E モ巧ト 诚午自 
時 八 ま 時 六を 午自 
曰 曜 

自 午前 十 時 至 午を 一時 



。齡靈 R,fca 

臀巧 眼を 大强 比倫 右 
118 E. 53 化な . Te しおが ni 巧 94 
Bei. L な ington & わ rk わ が . 

迄 時 八 提日耀 立 水 巧 


T. KASAI 

Merchant 
了 a 巧 or . 

ゴ 

リ扣巧 B 山け I が 
Botim が 4 
化 W YORK 


Phong 

わが お 30 が 


F . MUR 民 AY HILL CO . Inc . 
ESTA 化 IS 化 日 18 が 
Room 614-615 29 む oadway 
Te しむ whng-Green が 87- が 31 


DR . D.BLOOM 

—NEW YORK OFnCES— 

34th Street Cor. 3rd Avenue 
8 り th ご treet Cor. Le の ngton Avenue 
12 な h か reet Cot*. Park Avenue 
—BROOKLYN— 

に F.A 化 ^ e B1 む .. DeKalb Ave. at Fulton St 


彰じ曰 II 巧最タ 
H 化 午 察 了 本 お 新年 
躍 時 前 時 寧 人鑑じ 式の 
牛 九 間懇諸 M て巧經 
後が S 切 君® 信學驗 
一 11 育。 こ 1 巧手を 
巧 午 ii 治は 巧 篤 術 0 
を 後 療巧 II しじて 


齒 

科 

醫 
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KERR & MAYOR 

1023 Third Ave . 

Bel 80 & 81 な s. Tel 巧 hone R 巧 加け 903 


丢向人 本日 

巧專 靴型 小 

を ホき 高ぶ 小き あ 足/ ト きが 



リ化 S IN STOCK 3 り 2 F WIDE 


JAPAN ART STUDIO 

巧 4 LEXINGTON A 化 N. Y. 

TE し 化 AM 8897 


N. TOKITA, 

CUSTOM TAILOR 

ROOM 605 
1 が W. の 。4 ST. 

TE し BRYANT 刷 1 


靴 リ用巧 
^ 下 ァ命女 
田會 .八に 靴 
悟-社 •應下 
化 シじ類 
ろ巧グ まの 
良に 巧 クず御 


洋普 

服 旧 
巧 


Maruyama Co, 

巧 化が 化 化ん If. 

Tel. Bryant 7078 



が TO OA 巧 ST 化 E 
Custom 


1 ailor 


Y. ITO 

1 お Eest 巧 け 化 
む r . Uxington む も， 


MIKADO TAILOR 

30 に 6 な h St. 

Te !. Rhineland がが 30 


Mi だ Bla 邮 he lisiiM 

1284 Lex . わ もむ tween お 化 and 86 h Streets , 


授敎語 興人婦 


> 荣 を 御 巧 事の ホは 午が 九 時 ミ 十 巧の 巧 じを お ♦ 


Wadswo パ h 7094 み わ 巧び 下さい 


CAMPBELL SERVICE 

設備 整な 經酱 低廉 

Call-TRAFALGAR 8200 
FRANK . に CAMPBELL 

*'The Funeral Church'* Inc. 
(NON SECTARIAN] 
Broadway が 6 か h み reet, N. Y. 


PHE げ S & 巧邮 Y 

3 Maiden Lane N . Y 。 

ェ 細冶鑛 銀^に 幷巧剛 余 



J . Y . Mfitsumoto , 

MecfianicalAr け tudio 
じ 4 化 34l|i 化 Dppnsil Ma 巧 ， s 
Tel. Chick が ing 化 01 日 


松 


をテゴ 
神 二/レ ■ 
スフ ; 4 ； 

賣 ラク ^ 
條ケ？ 

理 トツプ； • 1 

オト 


ア 


赏運醫 
を動療 
戚具機 
及並械 
時な 製 
計 具 作 


房 書 巧 お ♦內案 育 紐 

The Easi and Wes け ook な. The flew York Touris け ervice 

41 1 Wes り 1 础 化， N . Y . C . Tel . Cathedral 4408 


差は ▲屆御 新 A 
上定 をけ な舊米 
げ憤脚 致 义の國 
まよ 注し 次 書に 
すち 文ま繁 綴て 
。割にず 敏と發 
引對 。速雜 巧 
しし じ 誌せ 
てて 御は る 


愛 組 

を 唐 
神 文;*; 

軍± 事 
上裙 
杉逻 
純を 
雄 所 


通年卒 A 
中聊滅 
るかし は 
も ホが’ ン 
の 國米ヵ 
ごの 旣ゴ 
信 事に 大 
じ 情廿學 
がに 四を 


ま 御 

ず 懇貿通 
° 切物譯 
にかク 
御 其 調 
取他杳 
扱 巧 ◊ 
致で 巧 
しも 渉 


Endo & Kodachi , Inc . 

4 B む扣 nwich が red , C け y 
Tel . Whitehall 1541-2 


遠 

藤 

小 

巧 

商 

會 


諸 厳 和船 艦 
靖出洋 具 船 
物 入を を 御 
運 概雜巧 用 
搬關 皆品津 
取手 販 
扱續資 



號六 十六 百 四千 一 第 


m まが を 淵 




H 曜 水】 


日 四 巧よ ザ H 和昭 


診察 時 削 

午後 一時 几 ニが 
午後と 時 N 八 時 
変知窝 を± 

": 巖本谨 一 

古 お 比亞大 をぶ び 
グ ザブン 病院 勤な 
日足は がめ お 上 お 


窗 巧が 主 谷 基 
自 午前 丸 時 = 十二 诗 
自 午を 一巧 n ぶ 時 
み醒 午後 一時 =： 六 時 
木醒 午前 化 時 ZZ 一時 

はへ キン ヤ —フア 

ン テ^- ン ヨン クタ ニ 

ツクじ 出勤 


認 診療 

曲 約 願上误 

ゴー子 か大を 
ドク トか ホプメ デ； Jy ) 

醫學巧 ± 

ま 居悅彌 

診察 時間 
午を 六 時！ 八 時 

江 見 ニ 一朗 

引賴 きべ 分 ビュ！ 
病院な 勸 じがを 時 
巧 外 及び 日 度は 前 
約 じ 限る 


北け 

h 删 

& 緑 

r 

化れ 

与 


本 一 
人 
妻 

が 

會 


牧師 宮崎繁 一 
幹事 粟野 頼 之 お 
，諮 お倉— 

日 曝唐拜 午前 王 時 
日 購學校 午前 十 時 

綱郷 日曜 キ をと 時キ 
祈 禱會水 巧 夕と 時半 
寄宿 舍 


位 お古 倫 比 趣を お 
を 下町を 十五み 學 
を 會な員 じ 最適 
を 巧 圓書雜 誌巧历 
を補娛 樂具髓 易を 

90^ 

便宜 風 業 周旋 旅を 
ま 肉を 補 事業 劇 巧 


診察 

午後 云 時よ > ホ 時 
H 巧は 化め 相 巧 保 

ドク ト, 

窩 見豊彥 


諸を 會 


本 

人 

基 

督 

巧 

お 

道 

會 


巧 巧說な (日) 八 時 
日 踞单校 (日 ご 一時 半 
家庭 集會 (水) 八 時 
.祈 腾會 及^ 衣) \時 

壽爾巧 (ま磊 

婦人 會 
講な會 

設 備 

寄宿を、 簡易を を 
か 業 周旋、 をの 化 
人事の 粗相 談じ應 
じます 0 


な 留靑年 巧 おの 曲 体 

目 本人 靑年會 

:‘罢 ここ 己. 曰 ミ ksan 12 た 


齒科醫 

ホ 上 義人 

西 六十 お 了 目 一四 六 番地 
が 育 ホ 固 旅館 巧 
電話 トラフ アグ ガーニ 五六 五 


化 お 品卸資 

五味 商會 

W E ■ニ th 芭 N . Y . 百な 

Tel S 享 esa 里 37 を 

I - 1 I ■ 1 • ■ —II t ! • !: ■ •<•]11 

JOIac 左》 OOC さ Mb . 

17.1 West 芝 th st.liM York 
ぎ Riversiil こ 573 ジミ ler 104 ま 

す 酌 九 時] 午を 一が 

養寞ー 午を ( f 午を 化《 

H 巧 午が 九 時 1 午後 四時 

ドク トン〜 小 栗乘ま 


V- 

伽 削 
む 3 
6 

化 旬 
h .2 


診察 時間 

午 ホ 化 時— 十 時 
午後 ホ 時— 八 時 

パ^ 小栗幹ご 

化 巧 巧フブ 7 —おお 


が 肯 州を 鼓 
內お 省を 託 
東京 ホ 大醫 巧大舉 
產婆 復習 科 卒業 
元化邊 

產婆 松本綠 


挽 眼 ホ じ 眼鏡 調節 


笠 井 洋服 巧 


稅關 事務 

東が を 地が じを 化 巧 
の賴 出入 方法に 關ず 
する 一切の 御 諮問に 
應じ班 逝 族 船 貨物 速 
貸ぶ 出帆 表巧賊 手が 
掌 等 進呈す。 ま 要 都 
ポ に化理 巧を がし 誠 
.育 巧を 御用 かじ 應や 

保險 取扱 


H 本、 をが 寶玉 お 美 
術 お、 婦人 用を 節 其 
化 装飾品 

闕島訂 一トァが 

島 等 美術品 修僖、 

を 飾 品'、 スト リンダ 
日本 服裁漫 


适 覆ず 家の 


- WA 夏 さ _ 

125 Pa Ave . N . W . Washi 雪 n - D . C . 

ジ I ちす ミ F 篇洁 


丸 山 洋服 蘭會 


K 

R 

東 巧 ボかノ 巧 グン グ 二階 ニ 化 ニ K 

細 締丸山 洋服 歸會 


を 五十一 11 T 目 

ニニ ミ 

か 藤 
洋服 巧 

ラ 端な ニ ご 一 


洋服 調進 

クリ！ ニン グ、 タィ 

ィング、 修緖等 一切 

ミカド 洋服 巧 

松 本 保 
軍 話 ライン ランダ 1 
.六 八 H 0 


稅關 事務 取扱 

WILLIAM l..iE & Go. 

ぎ i ご 苦 ご Broadwa ご 巧す 

ジ LB ミ lin 巧 13 ま ミ 913 で 笠 苗 


位 


i 難 揉 治療 


g が^ I 

N W ^ フイ ジオン ラピ， 

2 常 を認 西が A 
§ 午前 九 時 3, 午後* 
Y 出張 治燦 ニモ 應 V 


齒お醫 木 下义巿 

ゴ 0 丰 ミ S 

ぎ Monument 8 現 7 


巧 かるた 

はも {の 遊び 
ホを 英文で ホ 固 人 じ 能く わか る 
やう 簡單 明瞭に 說 明した もの か 
出來 ました。 內を 目み 進呈 致し 
ます、 御覺 下さい。 

M KUWAYA 至 U 0- ミ E . 岩 Ihstby . 


新鮮 魚 か 一切 

円本 人 向きのを 魚澤山 かい 揃へ 
特别廉 巧で 大勉强 致しまず 

サヴオ ナ魚店 
Joseph uavosw 

投 4 w . 泛 St で- 
Hel . 001 C 巨 bus 912 W 


圍 


をき ホ齒 婦人 
目 本人への 英 
語敎授 じは タ 
年の 經驗を 有 

To 一 レプス 

ンと十 •五 他 
每 H 朝 九 時ょ 
もが 化 時 迄 何 
時 にても 宜し 
H 權 日は 一 時 
よ^ 四時 迄 


純 育生 命 保 險會社 

ニ 一木を 吉 

赫保險 

S. si さ ’ 

zew "i ork 尸ち の wnwcwanoe Co 
slo を mbe さ 巧： 2《4 yoI • 片 CUy. 
巧 hope. Worth 228 W 

を 放 ノぶュ 御 掛ヶノ 筋 必 V - 
御 自かノ お 巧ピお 話を 巧 チホ 
閒 力-^ 巧 幸 T サィ 


正 一 

右の 者 じ 通知 敎巧 きおを 之 
お 間 本人 巧く は 知人 よら 現 
化 所 御 逆 か 願 上 巧 

紐 育を 國 総領事 舘 

1 ま B 三 adway New 一 ork C さ 


化 業廢吿 

夏季 ザ 化 業 仕 候 

菓子 舖高橋 松風 軒 

29 W . 呈 h St . 


成功の 秘談 

米国 式 お 語を 話す 事 
は 成功の 第一 美です 
本校には H 本ん お授 
じ 慣れたを 任 婦人 お 
師ぁ 5 懇切 じ 會謗通 
信 文 社ぶ 語を 巧授し 
ょす。 H 曜週 H み じ 
午前 化 時よ b ザ 後 十 
時まで 賴 ほし 一 レー 
スンと 十五 仙づ I 
今 H 直 もじ 來棟 あれ 


お 

fn 

■1 




化 

加 


aS 

n 

5 

8 

2 


I 日米 新聞 支 巧 

々度 紐 育 支诏を 設置し 4 した 
から 購讀 、廣吿 一切 左記， へ 御 
願 ひします。. (あ ホ ホ 犬】 

A Wes ニ 2 st 苗.， Tel . Asdiy 這 芝 

霞^^ TSS* 

♦を籍 ♦雜誌 ♦新聞 
縱覽 堇を閱 
執務 午前 九 時ょ も 午後 お 時を 

紐脊 0 本人 會 


ブ - 

妻 ) 

話 


サ —クグ 


で ィ- とよ 五 

00ぉ0 


00 と 


弊 巧は 實質 誠意 迅速 裏の 
をに 御 ± 産物】 式卸賣 値段 
で販資 致します タ みに 拘は 
らず 御用 命 仰 か 下さいょ せ 
◎歐 ホを 稱 時計。 置 時計 一 ま 
◎寶お 貴を 屬 。銀製 器具 一 式 
◎を 禪萬年 筆。 を 銀製 紛筆 
◎蓄管 器。 レ nl ド 見產列 
◎寫眞 器。 タィプ ラィ々— 
◎船 切 巧。 紀念寫 眞帖給 端 書 
ブロ 1 ドゥ S — 巧よ 牛番 
領事館 向 側 建物と 0 お號室 

が 3 ホク 

識 I 请 

’ぶ爾 A 

170 す 云 d ま y , N-sty 
ジ 一. C 置 landt 巧 3? む爸 


操縦、 機械 敎 習、 

點义 電池 等を 

懇切に 敎授畫 巧兩科 日曜 も 閉校 
日本人へは 秋 山 巧專任 敎授す 
Me 置 量 an f Suh 星 13 哀 L 呈 hst . 


十五 年の 歷 あある 當 校は タ 年の 
經驗ご 新 智識を 有する 敎 師を聘 
し 自動車 
操 縱法及 
び 運 巧者 
の 修得す 
ベぎ 必要 
な 機熙的 
智識を お 
巧 間 じし 
て 最も 能 
牵 ある 徽 
底 的 技術 

をを 習し 鬼 狀獲辑 を 保 記し 職業 
ロを も 周旋し まず。 



張學 良に 統樂 力を 欠を 

對满 洲敕策 變更が 

一敏 國を からん、、」 卞ろ揚 宇靈巧 
.娘 學良將 軍り 支 親 巧 政策を ま 張 

東京 特電 二日 巧 == 共が 共榮の 新制の 下に 張學 なお 巧は 日モ諸 
懸案を 解 巧したい ごの ホ 普を 言明した が、 問 趣の 揚を猩 おボけ 
目 F 满洲 じあ b て 南方 侧 のを 化が b じ ホな し、 疑、 む 暗 化を ホん 
で 居る。 

巧 一二ち の 結 ホ an で 遂にみ I 省に 歸へ つてい （こどは、 がに 


裂 ご。 b 、 巧が 國が 特殊の 利 
權を がする お 洲に暗 董化迷 t 
どは 前 お 本紙 所 報、 ニユ ー ョ 
1 ク •タキ ムスが み觀 測で わ 
るが、 をに 關 （を 地の 某た 那 
述は 記者に 語らて ロく 
A — < I < — 

從 ホ張學 を 氏 どひを かじ 勢力 巧 
ひを U し 

併 立 L て 巧た あぞ 靈 比は 
張學良 氏の 督巧就 巧 じよ b をの 
立 雄を 失 ふで ゐ . i ' う。 しかし 倒 
功リ 彼れ のこ と だから お來 を々 
面 じを 巧して ある 部下を U だめ 
てを 商 顧問 どい ふやうな 形で 當 
を 張學良 氏の 下に 雌伏 L 、 他日 
を 期す るで をら う" 矯を じよつ 
ては' 践 氏は 引退 ごい ふこと じ 
なる かもしれ 3。 督 巧の 巧を に 
よら 省 長み 異勘 もまた 當が であ 
るが、 現任 省 長 劉椅淸 氏の 後任 
どして 化をから 

弓 もげて 巧た 外を 總 を 王 
薩泰 巧の 巧び 聲が 高い。 王 氏は 
巧 學良巧 ご 良 （、奉 天總長 VJ し 
ては 珍ら しい 新人 物で ある。 黑 
龍な 巧を 辨 吳陵陛 氏の 後任は ま 
さじ 娘 一人 じ 婿 八 人で ある 昨今 
呼び 醬の髙 い 吳をホ 氏は をく 一 
時の の化埋 である、 增じ 上る 人 
はホ數 あるが、 をのを 力なの な 
先 づ操宇 達、 湯で 瞬、 高 維嶽、 
汲を 純、 王樹 常の 諸氏 等で ぁる 
もし 殺ザ靈 氏が • 

後任 どなら ば、 を 方面 じ 
げ植 せる 部下を おを 黒 龍な 省に 
集める こご、 ならう が、 幾 ホの 
俊ぶ をタを 集めて ゐる ことで あ 
るから、 怒 もに して 張學 を 氏の 
一一 大敵 國ど ならう。 だから これ 
_ は 殺 宇造 巧 およびを の 部下の ホ 
绍 のみで、 張學良 氏が 頭を 縱じ 
ふるまい。 まね 湯玉 麟' 离維嶽 
兩 巧は いづれ も 特別 临都統 た b 
をろ-^ 督辨の 椅子 かほし から 
うが、 彼等は を々 ず 兵 ニ、 S 巧 
を 持つ てゐ る、 黒 龍 注 省には 吳 
俊陛 巧の 軍が が嚴 どして 淺 つて 
ゐる 

部下 を 述れて 潰、 离兩巧 
等が 黑龍江 省督辨 化る こ とは、 
を 子附で 子供の あるを へ 養子に 
- お < や うじ ものである、 化 巧の 
- 軍が ごがら し C 速れ て 巧く 軍 除 
; どの 協 誠 じは 非常な 曲 難があら 
この 二人 じは お 病 わがは 廻 b さ 
うじない。 汲を 純 氏も自 みには 
- 色 おた っぷ b だが、 一向に 腕み 
がが か 3 蜂 巧で、 化お洲 の邊媳 
- を ザる じは レ さ、 か賴 ち；： > い。 
王が を 皮は' もど 吳俊随 氏を 謀 長 
たら、 張作霖 氏に 

懇望を て 奉 天し ホら 第 
;1 ニ、 四方 面 軍 幽滋十 軍を として 
慎 劇を たて？ むる 0 今み 黒 龍 江 


修莱に 出で た 長男 •か、 父の 遣 業 
を繼 ぐべ，〜 絲鄉 する やう。 も 5- 
でが ぶる うるは しい。 しかし ま 
だ 貫目が 足ら 中 王 戊を 推.、 たの 
では、 化の み 年 組を なだめ るん 

1 を勞：？,ある。 かくて柯れの 
お 補 者ら 一 短 I 長が ある、 結局 
がを 純 氏を を義 h の督 がご （、 
實權 は王樹 常を .4 おる くらいが 
を もで あらう。 まが 省 U 別に 動 
くこ ど。 く 今の ま であらう。 

大勢 おとの 通りで あるが 
かくては 拐ぞ 露わを 首腦 ごする 
椅子に あぶれた ホ 平 紐が、 タ數 
生やべ.： 父 張 作霖氏 だけの 晩み 
の 利かない 張學良 氏と しては】 
ホなら の 苦 也が ある、 賢明なら 


极ザ遙 巧 りご どきは、 徐 じが 機 
を かつで わらう が、 姐武 おも 少 
なく じい。 故に 貴社に 前 號所報 
された か；、 この 不か飢 'い 巧 動 
して 東 一二ぶ の ホ かを みだす 危隙 
はタみ じある。 まじ 張が 謀、 吳 
俊陆 、張 作 相を。 どを く 血を す 
r ゎなつ た 兄 おかが お ニ 一を のを 
腦巧 e あつた S だから、 巧 S 省 
は 比較的 良く 

調和 統一が. こ H てむ たが 
巧をな氏|^は こ れは两難である 
張學相 氏が いかにわん 好し ごい. 
へで も 張を な 巧頤化 じけ 甘んじ 
まい。 旗 龍 江ぶ じ 誰れ が 入つ て 
も 践作霖 氏じ對 せる 吳俊陛 巧の 
やう じじむ かの、 從 つて 日本の 
對滿测 外 巧み 策 も お ホ S 奉 天 集 
中 ホ義を 巧々 變を する 必要が あ 
らう。 た r し 巧 一二 省の 統一 じ 

困^を 見 おすは ホ 時の こ 
どで ある。 關巧じ 巧 力なる を 蹈 
が あつて、 この 東 一二 省を 目標と 
t て 居る VJ き、 第一線 じ 立つ て 
これを 守る ものは 巧ん ど 云つ て 
も 巧學良 氏を 首腦 ごする 奉ち 省 
軍で ある。 が敵强 ければ やは b 
東 H 當は 速繫 してず るに まるこ 
と 一 £ 明かで もる。 


氣 ホ、 工業が 季節 約 閑散を 呈せ 
るが 巧 業は 荷 動 稍々 巧 潑ごい 去ち 
小資： i おし、 お 巧 中の 巧 巧な 賣 
上け 昨年 同 巧 じ 比し 四を、 速 鎖 
巧 寅 上： 一割 一み、 通 信販 資ー剧 
八を 八頗 何れも お 加を 示す。 最 
あ 絲育ホ 糸な 引 巧 創を じ 刺戟 さ 
い 巧 お 取引所 紐 織 瀬々 じして ニ 

十四 H バ ー ラ ツプ •エンド •ジユ 
•ェキス チで ンジ 、二十 五日 
は スタン ダ 1 ド •シグ ク •バ ィェ 
ス •で キス チェンジの 創 ホ發表 
ぁ.^ しが 柯れも 其 實巧カ 疑閒じ 
て 目で 當業港 じがても 協力 參加 
等 熟考 中。 尙ほ メタル •五 キス 
チ 五 ンジは 十月に 解散し なめて 
新 取引所 設立の 常。 が 化 羊毛 取 
引 所が 織 進行 中なら ど 傅 へらる 
紐 織物 一般 じ不變 、組 細け 稍々 
强を みで ある。 


鼻息の 荒い 南京 政府が 

外債の 返却 策 協議 

關稅閒 題では 颗 ずを 押して 反目 

ま 京 特電 二日 發 H 支那め 駒巧圓 俊の 希 駕で巧 京 政 巧は 横を を 
がしつ i あるた め 外を 鹽は頻 b じ愤慨 して 居る。 

ロンドン 【擲 合】 十-日 薄 H 日 巧で キス ブレス 紙上 お 特電 じ 化 
れば あおが 府當 姑は 實 業、 を 業 ホ 化 お 等 f 共 じ 支那の 外債 返却 
じ關し 協議 中 じして、 助務總 長宗文 巧が 委員長 どなら 約 八十 人 
のが 巧を、 事業を 等が 參 集し 差當 b 减償 某を 附の內 懷ま那 金1 ニ 
億弗 〔約 一 億五千巧弗3 をを巧ずべ（巧人ぶび銀巧家：^5重じこ 
れを管理す る當である0 

上海 〔聯合 】 I 二十日 發 n チー フー駐 なみ 盛稅 管理人で ぁる フラ 
ンス 人べ^! ド 氏は 本日 上 およら 歸ホ しじち 那人 助手が 南を 政 
みより 正式 じ 管理人た る こどを 巧 かした ごの 黨 類を ボ してを じ 
，へ 八— ド 氏は 立 退を 命じられ たので H 英領 事ら 協同の 上 南京 政 
府じ勒し强硬；；？-抗讓書を提ぉするじまった。 


別項 所 報、 南巧國 はな 府が解 
决 する こくじは ま 那のお 外惜欽 
巧を はを だ復雜 した ものである 
が、 差當ら 判然した ものを 擧 r 
るに 中央 かが 關 係の 外 潰 じて 政 
治、 搜 道、 電 政、 軍事、 實 業は 
關聯し K ものは 総計 一二 億 一二 千 五 
十六で 四千 圓 、が 國 〔協 间貸附 
をを わ〕 をを 算 する じ 左の 如き 
ものである。 (單位 千圓) 


政治 
錫 道 
電政 

ブも 1 妻 

育 業 

總計 


•四 四 八* 五 五八 
四九义 •化 一九 
义 = T と 三 一八 
六 0 •ぶ ニ 0 
ニ 0 ■と 六 0 
■一二 一二 ■四 八 五 


第二 じを 省觸 係の 外 巧 中 じて 日 
本のを は 借 欲ぶ 立 商 一千と 巧-一 ハ 
十一 巧 一千 圓 、未 發巧 又は 發巧 
不明の もの 一千一が 十一 巧 一千 
圆 、未 憤 還 高 五な 五十で 八千圓 
じして、 この 外べ 八 •キ！ 、英佛 
を辨 並びに 英國帶 濁の もの 一切 j 
をを 算 すれば 左の 如し。 

惜欤 成立 高 六 ニ ■九 四と 
未 あ 巧 又は 發巧イ 明の もの 
ぶ 0*1 ニ 一 1 

ホ 憤還裔 一 •0 四 化 
お S は：：！ 支を 辨 のはな 掛 道は" み 
明で あるが •一千 四十 八 巧 围で悉 


■ H 本の 投資に 魔」、 瘡 保の 確 
實 。る钟 債 じて H 本のみ は 一 憶 
ニ 千と 十一 巧み 千圓 であるが 國 
溶 的の ものを をむ 列强の 貸附は 
左の 如し。 

借欽高 四 四 六 •ニと 八 
劇 お賠憤 四乂ホ •一二 四 五 
を 計 化 一二 二王 ハ ニ 四 
この 外す 確 宵なる か 債に して H 
本の 引受を はが 政 部、 を 通 部所 
管を 計 一二 億 八 千 四 巧 方 四千 圓で 
あるが、 これを 則 强の操 額に 就 
て 見る じ 左の かし。 

が 政が ぶ 五 ニ •五 化 0 
巧 述部 一二 一四 又 一四 
をが 八 六よ ■四 0 六 
をの 不確 賞を 債 じは 西 お 借热其 
化が 含まれて 居る。 


大統領 戰ご 

經濟 的敕綱 

巧 巧が 書記官 報吿 
〔ホ 月 二十 九 H 發 3 民 ホ 黨大會 
閉け スミス 氏 大統領 候補に 巧定 
せる が、 其 政綱 巾經濟 問題は 實 
質 じがて 共 かお 政策と 大差な 
關稅 策の かき も 結局が 護 まを を 
離れ や、 米が 繁 をの 維持を ま 眼 
どす。 一般 かを はを 利 高に 化靜 


拂茲み 金 新記錄 

東京 特電 S 日發 y 國債 をの 化 
上半期の 拂 込みを 十二 億 圓じ達 
し 昨年：： 5 期の 二倍で あ b 大正 九 
年 ホの 新記錄 である‘ 尙ほ 上半 
期 入超は ニ 億 一二 千 四 巧 巧 圓で前 
年度よ 6 六 千 巧 圓を贼 じむ。 


ホ 月下 旬 賓易高 

東京 特電 一二 日 磯り 輸出は 五 千 
十四 万 S 千 圓じ對 し 輸入は 五 千 
二十 六 巧 一千 圓 じして 差引乂 
高は 巧 十一 巧 八千圓 である。 

經營 者の 申出て 

まま 特電 I 二日 發 == 八 千 巧 ホ 命 
は 藤 围紐引 巧け 出 來ず堤 淸六巧 
引を 方を 中 おでた。 


百 

超 


日本 株式相場 表 


〔大阪 藤本 ビが ブ。 1 々 1 銀 
巧發〕 株を 相 蔑 〔單 位圓〕 

ホ 巧 炭 日 ホ 巧 一ュ日 

号ふ0呈>克0 


巧を 指數 
大 お指數 
まを 電燈 
大同 電力 
東邦 電力 


1.00 差 三 童 10 

君 •ニ 0 を i 
ごる G 《一王 会 
突 •ま をろ 0 
大 H 本 製糖 ま 玉ぶ 八 0 •ま 
玉子 製紙 II 八 i 一一を谷 
巧洋 モス リン 画ち U 至ろ 0 
日本 ビ ー グ 一四 ニ 互 0 1 香ろ 0 

日淸 製粉 一呈 •00 1 .冨 •き 

淺野 セメント 八ぐ を 八 セ •00 

H 本 巧 独 さ 字ち さ ，受 
東を 巧 巧 室 ふ 0 寞 •夏 
日本人 進 肥料 垂ふ 0 垂 互ぶ 
义巧曠 業 畜 •00 六 0ろ0 


尋れ人 

(福 岡縣) 稻永國 みがを 永慶藏 
持 山 芳太郎 古川 正產 ホ 上 幸 
藏 石化 節が 渡邊篤 寶が留 
を 上が 修平 井な 貫 造酒 雄 
貫 造 太 郞をあ 武雄柴 旧 善 雄 
(愛媛 縣) 橫田常 吉事 常 治 仲 
座を 之 肋 (鳥 取縣) 木が 薰信 
(長 巧 お) 获巧 ホ 人 巧 藤 玉 一 
(乂 阪巿) あを 父 之 巧-魔 島縣) 
中が 榮ニ (山 あ 協) 齋院辰 雄 
(烏 化縣) 廳勝 街- 廣島縣 }滿 田 
正 一 (神 戶) まが 章 (東京 市) 
古 课武之 助 (鹿 兒島縣 ) 渡る 泰 

巧 (か 歌 山縣) 巧 お あ么丞 (長 
巧縣) 佐 伯鎭雄 (巧 島縣) 滿田 
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ぃ一 / — .ム 

I たぎを ご 巧た， 乃 ： f ろで をん/.’ 

をし、 アク J ; ! 

一 ：. t T が 人々 を ご-.;.. こて お 
七，- 巧に. 一.. ' T ソに骗 .''文 ご。 
1!, . 一 卸 大巧 身.', ゴル 巧の わ 
I 固'。- ホて 洁 ：> だ •1 じ：！.々 手に 
I {入つ*'.‘ '.ろ' てのを が、 パ！ ►は 
ブ < f / は-おお 谣 ひなく、 道 
樂 がを-一* 斯； をで ぁる 。 V ' 
巧を* みお 魚の 搏を みなぃ 
が、 これ も 海 じ 限られ 子 居る 
をの 好 5 だめは 山の 湿の おで 
フ ラキ' •辛. ザス テン グを卞 る 
こご だ C この 機會 は々 リフォ 
八 ニアに ぞい、 W 、 おはみ し 

て廣踏 的な 抑； ベで じ < ぶ 人 
巧 ニ 云 人 ご 一 B .> 
0 だ 菊し みで、 ぞ - 
釣-;^な<てもぃ {めだ。 

| w 語つ て历 るが、 アグ 君 も 仲々 
I の 釣魚 家で、 曾て ク ー リッ デ大 
j 統領が 釣つ た パ キクを 貨 つて 嬉 
j しがつて おた。 バート の 自動車 
I がき，：； 6 こどは、 前章の 通 6 であ 
I をが 

彼け をっ て 夫人ち て 

の 子供達 ど ー緖 じ々 リフォ 八 ニ 

ア妍 まで 自動 巧で 大陸を 橫锁し 
たこ どが ある。 さて 巧 宿 どい ふ 
こど じなる ご 柯處か 焚 化を して 
居る 洛 巧に 必らす 見知らぬ 旅を 
ド こ 0 がけ なじ々 谏 'ク 、'''巧む 
い 話 じ 興じて 居る のを 見れ 彼は 
早速を のを 白 動を じ 薪を ゥン ご 
巧 込み、 が 次で。 -ムゃ 卵を 巧 巧 
しねを バキプ で 一服す る。 案の 
を 他の 旅人が ぞろぞろ ど 遣つ て 
ホる。 彼れ はこの 機會を 利用し 
てボ 巧が 巧を ホめ、 何を 夢んで 
居る かを 巧 兜した もの だ。 が務 
雀に 巧け る 化、 ぺ八 •キー 救濟を 
員を としての 彼は 『チー フ』 で 
あら 『火に，： 化』 であるが、 彼 
の 

同窓 や忡 間では、 單 なる 

『バ 1 ト II でみ る、 バ ー ト ^ ア八 


占 Ir 了ん クー バ！ ト 〔下：！ 

V; じ 魚 巧攜學 ± 

.バ ー トは スタンつ ホ！ ド 卒樂を 


f 


お 遮ず ろ潑 がい 人間 ホ 


一....、 考し黯 T か，."' は 非常に 敏慕 
ぅ.；'! し 培る 0 フ' .，グ rl の雖 
がいた 者は 姆い たこ〜」 を祷 ち - 、- 
する が 如く 

ァ方わ 生涯を 知 么ニユ .；= 
クりブ ベラ 心ス ■ジ ユ；- 一 • - r 
ジジ ック •プリ；- ゾ タント 苗 

は 彼が 社脅压 装を-，." に.；，：.、 
たこ ごを 巧 敬し i 先 >> て だな。 
パ— トけ耻 しがち 崖 \ 照 □で r 
る だけ じ、 をのぶ. 弦陳係 も眞ト 
を义 的。 もので、 彼 ごを 0 じる 
人は 言 おなん かを ホめ む < 其、 
彼の 眞 精、 彼 のをを 城 中る。 從 
て 彼の じめ には . 

水火 の 苦痛^' ら敢 ていご 
はぬ 巧が をぃ。： 而 かも 波 等は こ 
の 秦化じ 向つ て、 バ ー トの 嬉し 
みな 琪 をを さ S 、 すれに*’ で 化 ご 
滿お なの だ、 ァ^が 深山な 友人 
を 持う こどは 彼の 人の がさ、 彼 
の正睛 さ、 街 じ ニコ ニ n ど b て 

胸襟を 開き、 語が 容易 < 、必置 
き；； > い 態度の 賜物で ぁる。 

過 ま 二十 五 年に 直る 彼の 政治 
的を 涯 にがて ァグは 數赶の 友 

人を 而 から 政敵の 中から 

も 獲た もので をる。 彼は をれ 
程 じ 明るい、 開な 的。 巧 質を 
持つ 人物で ぁる， 

このァ ^!,君の宗敎じおする信仰 
の敦 いこ ごは ぞ 名な もので、 彼 
は ロ 17 をの 信者で ぁるが、 唯 
V ' わ-回で も 

禮拜 U を 怠つ たこ V 一はな 
いが、 彼の 寢室 じは ロ！ ックの 
ながゆら ぐ ホ さ 祀が あつて を 
る 中は 彼の 巧の 葛眞 かを られて 
ぁる。 彼が 選 お 運動に 携 .はら 幾 
タの 政を ミ 宫麗で 超を つて 居る 
際で も、 彼は 柯の 恐る 5 巧ら な 
くその 祀 前に 跪いて 斬禱 する 
併 かし あの おが 一旦 知事 官廳 
は 這 入つ たが 鼓 お、 なは 舊敎 
信を' 巧を 信#、 ユダヤ 敎信 
まではない、 なは おじ ニュ ー 
3 i ク州 のか 事で ゐる 
巧ん ぶい ふ 痛快*: N 吾柴 だ！ バ ー 


は 節 おな 
: 病で を ム 


♦.ご，、，' 。-, 

, ゴ i . ■ィ ツ J I .、 

- ぺ， 


ァ 々をい を 度；； V ''- 
、'.，文」 はお， 八. 巧 J 
をが もる、 バ ー ト： 
'. V と ニん のなか ぁ-'- 
お. か 巧き でも •0、 を 


i .': 化 お 術が をして 巧 例 じ 巧 b て V 
ご マ ソンを ちん-化する や 否やは 
た箭梧 フアン S ホ 目を 惹き 却つ 
て 人 載を お— て 居る ごい ふから 
面 けい。 


庭 球界 消息 


"ふこ ど' UV る‘.： 
•トは 確かに 一； おを むく 梁-巧 
掌-' 哲舉馨 ；" r -. 弹 巧り 礦 山を、 
午し 毛色の 異 つた. 巧 なゥ ホ" 一. 
ソンの が < 探偵 小 蘇 盖潰 をで 
あるが' 

スミス 君は 大嚷 侯を じ 讀黃は 
除み て 限られ わ齡 y じ 止ま b 


宿望 達して 

選手 權 獲得 

恩 巧 選手の 喜び 

~ メト C ボリ タンを 中 瓜 じを 選 
I ホ 權巧じ 出 法して 廊を 磨き 其 甲 
~ をち をて 巧を 庭球 季 i トィ は C 1 
; カクの 遽 ず權戰 じは 慶勝戰 迄 進 
みおに 今季が 頭の スター テン 島 
じが けら グレ！ タ —— 紐 育 選手 權 
幹' テラス クラブ じがけ る武お 
ご 手 權戰じ も 優 磯戰じ 入を 己に 

選手 の 慰ら にず の 屆く所 
タ くの 人 じ S んて 智識を 寒 集 i まで 巧き て遂 C 望みを 達し 得な 

か >た紐育0本も選を權がち者 
日本 庭 ホ 巧藥が 0 恩扭貞 一. は _、 
なれの 庭球 生活に がける 最もを 
出 巧い；： 一を 恵まれた。 去' る±曜 
日 午 巧武巧 リッ デ 俱樂部 じがけ 
る 恩 旧掛术 イスの キン ダス •力 
ウン ブイ 選手 權戰 優勝 戰は 六— 

ニ'、 六— ニ、 ちー 9 」 云 ふ壓倒 

的。 ヌ コアを 巧て 恩 旧の 

勝利 じ歸 した。 化 B 恩 田 
は最 みょら 礙势を 持し、 グ イス 
が チョップ 或 ひは スライス じて 
恩 田を 蹈 れんごした 穿は 却つ て 
恩 旧に 逆用せられ、 恩 旧は 瓜イ 
ス をで ブト じ 導きて ロ 1 ビング 
をな し^ イスが ネット じ 出づれ 
ばず イド 戸 イン， V 蘇屢 C 裝タ萬 
ひは クロス n — ト じて 敵を して 
ず も 足 も おさしめ ず^ イスは 蟲 
初の ニ セットに 恩 田の ためじ ホ 


する ごい ふ t 八--」 ある 
をれ では 巧れ が义持 もで あるか 
'ど い ぅじ巧しろ ァ ^^は貧乏人の 
子 じ 生れ、 お 年 時化から 欧 治を 
にを 頭し ねから をめ て 貧乏で あ 
らぅ ど 想像す るのは 早計で、 州 
の譬 達を 長 時化から 知事 じを 選 
した ニ 年を トラック 會胜じ 働い 
ただけ にがを は 先 づ十あ 巧 弗、 
これ じ 反し フ！ ダァ！ じ まつて 
は 歐測大 戰な降 こを 官を 生活を 
送つ て 居る が 磯山 技師 どして 一 
流 だけ じ先づ 

巧 巧 長者に 麗 する 方で を 

る 0 スミスは ニユ r ョ ー ク甫ィ 
I スト •サィドの 力 ジジ. ツ夕毅 
徙長崖 じ 建れ、 かれの 父は 燕縣 
畢の徵 者で あつた。 フ ！ ゲァ！ 
フ- 『 づ て 巧. イ 7 ホ歡徙 が 
じ をれ、 父は 鍛治屋 であつ た。 

フ^ — ゥア— は スタン フオ— ドの 

卒業生で あるが、 スミスの 肩書 
を强 いて ホ むれは FF Ml 即も 
フグ トン 魚甫麓 出身 ぃふ、 ヶ 
ツタィな ものである 0 フ ーゲア 
. — がべ < ダ • 一 の お 化 まどして 化 
を 的に 名を 擧 げた 時、 r かは こ 
ユ！ 3— ク挪會 にがけ る 少數黨 
の 政 神で あつた。 

いづれ じしても' 次期の ァメ 
タ 々大統領 d 、 共 じ磬い 眼を 
した 人で、 大の 葉卷黨 であら 
正直な 人間味の 猫 かい 人で あ 
る こど だ n は 確し か だ。 


太平洋 橫斷は 愚か 

根 室 i で i 飛べず 

义 態を 曝露した 試 驗飛朽 の 成績 

東京 特電 I 二日 骚 n ニ H 销婚ケ 浦 じめ ける 太平洋 横斷 試験 飛む 
の 結 お 六千キ "を距 つる シア ト 八までは 徵か化 ままで も覺 まな 
いこ ごが 巧 明し がお陪 たが がむ は 頗る ^^ らしい。 


耐久 舞 願 遂に 解散 

微化 局長の 申請て ±曜 を 半 一 


t 、 テ ソン •ス コ式ア •力！ テ 

I ンで U 巧 去 化 H 間 じな 6 むはれ 

つ！ あつた マ^ソン •ダンスは 

を 化 巧の 一 んが姻 巧-パが 態に 陷 
つじ こご •か 衛生 巧の 巧に 入ら 遂 
石 裁が 所に 中 蘭の 上 まる ±晒《 

I のが ザを のて 解散を かじられた 
I をの 巧まで 巧 おつて 師 つた 巧 


ホは 化 組挪ら 十八 人で 時間は 
おに 巧 ド< 中！‘ が 前に 連した 
化 ザ 解散 ごかつ た 一岡は を 
の化柿々なフ r ン シ1* ダ ン 
スを 見せて 見物人を 嵩 じした 
♦か懸 獲な の お 千 弗 じ 就て は 
をが み 配 ど 巧し まるち 罐 H の 化 

ァ火ク デ T •ボ I . 八 • ^ ■ ~~ ムで 


を 數の觀 をを 前に 一人 じ おして 
ダンス 賞金の 剧前 四が セ 十と 弗 
よ 十八 他に 當 极入壤 巧の 六割即 
も廿 .，弗 ホ 仙を 貸を けだが 一' 行 
はゥ キン タ 1 •ダ！ デン、 グジ 
，ンゥ キチ •フ ォブ ー 等の レダ ユ 
I に 雇 はれて をを はお 演 する こ 
とじ。 つて 居る。 

一方 户 I レムで ニク ロを 中 ■•む 
じ キャ シノ 劇場で 進 巧 中で あ 
る 巣ん 耐久 綺 i ‘爭な h 鴨 日 
お ザを 巧て 十四 R 目、 ニ 村 五 
十 時間 ご ub 八 組の 巧 女が 頻 
b じ 麻 b 別に 衛生 巧からの 干 
涉も 受け 中 一 紐の 男み はを 幡 
H の 巧 蹄ら ながら 結婚 するど 
いふ 珍 截を見 ザて 人々 をを ば 
しち 愤人 か' 集めた 一二 巧 弗の 
金な ニな 時間な hw ク たこ 
をの 人々 じを 配され たが 


ら せられて 鞭勞の 極に 達し 祭 三 一 
セットは 遂じ蕃 敗を 喫し ホー。 右 
じつき 恩 田 選手は 『之い ホャッ 
ト 選手 樵を 痕 らました が 一ゥも 
ホ さい ト 1 ナメ ントで VJ 』 

謙遜」 て 居ぇ 恩 取 還ず 
は 翌目眶 U ょ b モン トク" ィヤ 
じがけ る 巧が 西 州 選手 權^ じ轉 
戰奮圖 して おる が 同 選手^ 戰に 
は 日 庭の 逸見 も 出 摸し 逸 U は 第 
一回、 第二 回戦 じ 勝ち 祟 一一 回锁 
じ 入つ たが ディ レィの た 化と—— 
五、 六— 0、 じて 敗 化し。。 恩 
田は巧曜午後第云回戰じ|^て マ 
1 チンを 六— 四、 ムグ丄 ニぶ てが 
も 第 四回戰 じ 入 6 たるが 祿 
戲のシ 1 ザ ブトは アジ ジン、 ベ 
八、 ボ] マン、 キ ！ ナス トン、 
マン •キンの 順を- んて恩 旧け 第 六 
番じ なつて 居、 


がを 滿巧 のか （に‘ & 
渾身の 力を 巧 v ' w < 

球の ホる や稻 妻の かし 
巧克 （がべば 欣が VJ して 賊め 
獨 6 從盧の 快哉を 叫ぶ 
十八の 庭 勝敗の 决 ずる 腹 

限界 一聲の 高地 じぁ b 
凉風徐 々じかき 

轉た必 身 あかを 威ず 
慨が として 俄か じ 悟る 

旣 じな 余 点を 得た 6 を 
借 間す 次 じ ホる 選手は 誰ぞ 
巧 選に 入る は 前途遼遠 


|巧 モ 
一す 部 

ブシ 


庭球 王チグ デン 

准 優勝 戰に 入る 

ラ コス ブど 會戰 
ウ キ ン ，， *. >’ おお丈鲁は4 
遞ぷ 頭ょ > 愈々 佳境 じ 入 b 
女子 典 じ 准 優勝 戰じ 進み 巧 

はチグ デン 勒 ラコステ， 3 
五— 街 ボウッ サス 、女子！^ はウ 
キ； 對 ラィヤン、 ダ こ I レズ 
凿 アク^ 1 ストで あるが、 一 これ 
ょ b 先き ナ八 デンは 巧 曜日 佛の 
第 S 位ボ 。トラ と 四 セット 勝負 
じ 勝 も ±曜り は窠 五位の ランド 
リィ ど 五 セット 勝負を 催 ふす ど 
云 ふき 戰を 重ね、 本日の 薩勝 

戰は 第一位の ラコステ、！ し 之 
れじ 勝てば 第二 位の コッシ — 
ど 覇を爭 ひ 昨年の 曇辱戰 ふ 
す どを ふ 段 取ら じて 實じ チて テ' 
ン がお題選を灌戰獲得の契を，？-. 
達ず るを じは 馈 園？': t ド V の 
諸 選丰を 巧ぎ よ b ホぎ へて. 撫で 
切ち ごせねば ならぬ 運命に 置か 
れて 居を。 


日本 埋髮 館淸 

西 巧 十 ST 目な 霄地 H 百 ホ 室 号 

タザ プ フロア (第み 街*」 四十 ご； 了 目を 


ロ： 本 歡髮屋 I が 浦 

お ン年麗 中が 氏 ご 共 じ 就業。 

ジ ヤシン ト》 フ3 ツ 3 

31 軍. 8 置 S 三-： さ 

巧 et . 呈 雲 bus 一一さ. & C ミす al Park W 另 t 
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山ぶ？ 
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k げじ G 
w u む Tj 
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第 あ 巧と 一二 o 

へ クン ザ \ 

ビグ ザ ング巧 

小 池 寫眞舘 

電話 チ！ ク か， 
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舞踏 個人 敎授 


▼社ぶ ダンス - 
▼表 おみ 操. 


了 寧 

親切 


を 

朝 十時ョ ，巧 十一 時 

シ ヤジフ •ダン y 

ング脯 鑑學校 卒業 

i 》 ゾ 


聖上の 御 皮膚 y 御强 健に 

特に ニ 博 壬 御 招聘 = 大典 御 準備 


聖上 陛 での 挪 健康 じつき 
てはず 素ち 巧 省で も 特に 御 配慮 
申し上げて ゐ るが、 時 じ U 輕徴 
な 御風 氣 、める ゐ は晒顕 々タ^ 
などに 罹ら ゼ給 ふこ ども ザす ミ 
ので、 今夏 葉 山 御用邸なら びじ 
那が 御用邸 御 避 替じ際 L 1 け’ 
別して 御巧膚 の御强 健を はから 
せらる 、> おぼしめしで、 宮內省 
では 今回 東大 敎授で 皮膚 巧の 權 
威で たる 遠山 郁 H わょ び 岡 耳鼻 
晒 喉 巧の 增旧 E み 巧 博 ± を宮內 
省赌託 どい ふ 

特別 辭 をを もつ て 招聘す 
る じみ 定 、すでに これが 辭 みを 
を 付した、 尙ほ多 ザの 懸案で ぁ 
つたち が 巧 じが 南 室御設 度の 忡 
は* 旣 鞭の 通らい ょ/ >實 現す 
る こ wiictb 場所は 奥， 皆 殿つ ぐ 
きで、 御產 塞と 共に 掛骨 ユンク 
リ！ トで 新築の 巧を で々'--。 御 
巧 室の 規 校は、 さほど ホき < は 
ない が、' 一通 b の醫姨 機械を 設 
備 ずるせ 針で、 目： ト滯踞 中の 八 
化侍醫 ならび じ醫療 機巧 風雲を 
じ對し をれ ぞれ. 

注文 が あせられ たど 承け 
る。 が ほ 御大 艇 じさい— 天皇 陛 
でが どらせ 給 ふ 御 錫は 大贊 かの 


制定な お 天皇 おょび 親王】 お 0 
下臣 上の お 位 B 上は ず荡 、が 位 
0 下钥 位な 上木烫 どい ふ 唐 風の 
御を めで、 大正 天皇が 大禮み 際 
も 象 オを用 ひさせられ、 廣 くを 
の 村 料ピ化 巧 じ 求めさせら ' i た 
が、 今回は 

純が たる H 本 古風のを じ 
助 じ-せた まひ、 簡素を わ；：^ る 木 
鑽を ご.。 せた まふ';」 5 な b 、 
すで じさき ごろ 御 儀 服 一 まご 共 
じ 高 田 装を 去-」 御 ド 命 あな、 さ 
らじ 皇族 方なら びじ 儀式 參则諸 
員 用 お 1 を S だ 本け 東京では 高 
旧、 一二 越、 白木 崖、 松屋、 松阪 
崖、 荒 川な での 諸ち、 お 都た は 
ご 一 上、 化 下、. 木が、 高農屋 、大 
化。 で じ 調製 ホの 下命が あつた 

ゴルフ 狂詩 ー篇 

郎じ 第一の 庭に 進ん 

夕 じ 球を 失つ て歸る 
終日 杖を 揮 ふ 

球 飛んで 風飄々 
巧が 燒 くが 如き 日 も 

流汗を 巧 ふじ 遵あ b ず 
雷雨 轟然 W して ザる も 
宜勇皆 卒然た b 
端が としたる 身構え 


貝 

米 

桂 


を 話 プライ アン 

八 0 と 九； 八 八と 一二 

巧哮ど 

親切が 

紐 育 巧 西 四十 四 T 目 
ニニ！ 一一 八を ニ 一階) 

ま 配 人 竹 中 重 雄 


特長 


支店 

147 Ciarem ミニ ve . Bu 韋タ N . Y . 
ジ 一 . Bidweli 1 さ 室 
ま 巧 至 rs - F - K - S 覃 


冀 面目なる あ 職 同胞 じ 巧な 
なる 磯 業を 罔 渡す 

毎 川 事務所 

紐 育 巧 西闽 十二 T 目百廿 ，一番 

トと お八と 
九 ホ九乂 
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學界の 偉人 か 追悼 

i 沛然た る 豪雨 じ滋め やかな 會場 

I 野 ロ巧赛 墜 則に 媳ず を舊 

j まち 特電 ホ 巧 S 十日を ==^ なが ロ 典 世 巧 ± 追悼 會は昨 ロエ楽 
i 巧樂部 じがて お 巧、 後滕 、お 黒、 巧 かるす、 化 化 ぉ、 を 大を總 
I を、 松 半 大使、 學± 院會貴 其 化醫學 がのを 卡參 錐し 是 等を 氏の 
_ を 悼演說 を參會 お-岡は 必 からなる 默 おを' 盤が-」 捧げた。 巧で 
一 ま'、' ± 化、 苗 川を 憐± 、化 胁ザ之 肋 巧 等を々 懷转 感想 談を 試み 
|摄めてな？^じホを巧だたが頗る髓會だった。 


如 サ界の 偉人な 巧 ロ お 化 博 
-H ゎ 巧に お',」 て 追悼の 微 患を あ 
する 爲 めが 脊 U 本人 曾 故び = 本 
巧 楽 部 聯合 ま お W 出 悼 註* i 化 報 
の 如 （ぶ. 0:1 十九 n 午後 八 時 ザ 
H ネお楽 部 e 開かれた。 H ホの 
ザ 旗は 終：：！ お樂 がの 入 P に雜つ 
て W たが、 を 剔し 化 もを 方面の 
お胞 ニな をを は抵 々おぶ のを 瘍 
へく 急いだ 0 會 旗に 當 てられた 
二階の 大演間 出 面 じは 堀 ホ郞巧 
揮 進の お 人 細 挽 巧 煤を おげ n ホ 
國旗並 じ 黒 巧 じて 之を 巧 飾し 巧 
像の 前に 杳 がを 挟む で ニを の大 
强 獨を點 じじ 式を を 設け U 本人 
會あ グお樂 部'' -み 寄婚 せる 大巧 
環で 圍 わで 居る。 ロツ クフ 五ぅ 
1 硏巧所 よらは 特に か 博 ± のが 
當チ八 デン ホを 其 他 ニ 一二 氏 臨席 
したが、 マ] ガレット ホむ 人が 
巧會を 出島會 長の 化導 じて 着席 
する や、 滿を 

致靜肅 裡じ田 島 貪を 開會 
ろ 巧を 述べ. 『巧 ロ 巧- H り あを 瞎 
いた 當が予 は 之を 事 實ご信 中る 
i が 出 ホな かつた』 ど 冒頭して 
幼時 神童 ご稱 せられ じ 巧 ± の签 
雪の 巧を 語りて 其 巧 楽の 一端を 
叙し 英字 紙の 讚辞を 傅へ、 轉じ 
て お 人 どしての 牌 ± を 髮繁し 索 
僕に して 精巧 じ敦 かつた 隣 ± の 
巧 巧を 述べた。 次 じ 日本人 會々 
おを 信 巧 治 氏は 槐 ± の 巧 じ 化ら 
て 受けた る 敎訓の 貴重 一なる を 追 
想し 巧 ±. か 自己よ らも ヨリ 大な 
る ものに 捧げた る 異の宗 敎的生 
涯 ^ 讚粪し 日本人 會 巧事會 じが 
ける を 悼が 夢 英义) をが 訝して 
- ホ CA, ’一 呈 し、 氷が り 本人 會ま 
I 事は が 曲 巧 巧す 巧の 弔 巧、 お 藤 
I ず 蘇よ b 。 ックッ で ラ ー 巧巧讯 
一一に 街し を 京に がける 

I 道掉 會甜叟 旨を 報を 

一ら お 文化 じみ 里 谱± 化 脇 守 之 巧 
I 氏.’ 1b 日ぶ 人を に逮 したる 電文 
1( 本社 東を 特電 ご 略 同 おの もの) 

I 大映 巧 H みお 京 nn 南か^ r 讓 
一んで 哀 巧の 意を あす』 どり' 電信 
し 嵩 昇 ドク ト 八よりの 藍 信を 
を爵 し、 更らじ 故が 十 略歷の 一 
i 部を 述べた。 みに 话居陆 ホは を 
博 ホの 禮 話、 おおじ 黄す る 蒼、 む 
提 あめが 力 ご i 貫 ザる 软靖を 語 
ら 巧が がが 巧の が樂 をな てが 絕 
じが トれ 'な： いが亞 ホ 利 加の 两が 
野 >- クシ わ 渚 內じ获 風 じ 逢 ひめ 
を 携 間を 复 して 上陸 入に せる 化 
なを 語つ じ 頃は おか 豪雨 沛然 ご 
b で悲 がみ 威を がから しめた。 
最 をに 巧 山 領事は r 人 ホは 咸お 
ィ应お ピの巧 銷ネ盾 じあ 始 ずる 
ホ ぉんす 觀 強まらて を愤 生じ 悲 
巧 矿て巧 おを 見 もの 例が ある』 
巧 十： の 死は 酉々 じ】 Q 

學的 命 遺を 巧へ たど 言 



ひ、 蹲 ± のが 孰 甘る 嚇 々たる 劍 
巧に 想到して 『か H なち 事が 吾 
吾に 巧し 得る かの 自信を 得、 聊 
W て 寂を 强 ふす るに 足る ものが 
ある。 吾々 は 不滅の 英靈じ 指 海 
せられて を 其 最善を 竭 さい』 ご 
おび、 司會 をの 閉會の 辞が あり 
ま 亡 人を 第一に 順が 靈 前に 一 掠 
燒蒂を おつて 會 場を 出で、 一部 
の 人々 はが 室.」 て 吉お博 ± の齋 
ら せる お 野 ロ 巧 ± の 製圆具 他の 
說 明を 聴取し、 しめ やか じ散會 
しな。 當 化は 新が 領 一が 氏、 松 
田 海 お 監督 長、 高 橋 砲兵 大佐を 
始めを 會瞳銀 巧、 新聞社 巧 表、 
河 添' 佐 野、 塚 田、 が 上等を 旅 
館 巧 亭主、 日本人 會现 事、 ち綺 
牧 帥、 お 本み rh . 夫人 其 化タ歎 
め お 席が わつ た。 

澤 田化理 大使 

追悼の 鱗 

別項 故 野 ロ 博 十 追悼 食 じがて 
朗讀 せる 巧举 府化理 大使 澤田 
節藏巧 よら 寄せ-^ れれ がが 0 ぅ 
辞は 左の かし 

野 ロ 英化樽 ± の 逝 まご 共 じ 現世 
界じ 於け る 最も 傑出せ る 科學を 
中の 一人の 偉大 级宿ぃ * るを 涯 
亦 お -; ib 

去る 五 巧 二十 j 日ず ィ モン •フ 
レックス ナ—博 ±ょも 突 姑電帮 
あち 野 ロ 搏±亞 非 利 加 じがて 黃 
熱病 巧 究中閲 病に 感染し 遂に 遠 
逝 せらる ご 余は 化の 悲裙じ 接し 
悲嘆に 堪えざる ものなら き 傅 十 
を 失へ る こ VI は 實じ搏 ± めか國 
のみなら 中を お學 おのす 幸么じ 
を くん.- がた I ’ さ 公..— し擧 
て 搏± の 學を延 ては 人 お':‘ 触 触 
じを13貢獻をを驾： し其". 己蹟 
を稱 へて 止ま 寸义 化の 報 天聽じ 
達する や 畏くも 高位の 動 章を 巧 
± じ授與 せられ 0 で 其の 効績を 
を彰 せられたら 

誠に 巧む は 微細 じして 而 ，ぶる 
べき 病菌の 發見 ぶび 之が 絕 おの 
巧め# む 所な き 努力を 績 け燈大 
の莱 抵を擧 げたる もの じして 巧 
偉業は 一 殺の 確認す る 所な W 
± が 化の 拙 位を 贏 も 得た る C ;; 
ッ クフ ゴラ ー 硏兜 巧が 化ぃお つ 
巧 あるべき も 把の 天才. 点 巧 力 '' I 
はを じを がま 難の 就究 たでぶ し 
化を の鍾 望を 搏 する に晕， りたを 
もの じして 右は 濁ち 日本の み。 
らや一 逝學術 おの 誇 どす る 巧''* 
ら ざる ザらず 而 して 博± の： さぶ 
は 化 ホを 國 をして 日本 じ おす： 
敬慕のを を 深から しめ 日本 どが 
终諸 画との 親善 關係增 進上 貫- 
する 所がから ざり き 
A 類の 恩人た る 野 ロ 博 ± が 僻遠 
の 化に 於て 自ら 巧 巧に 化 事せ る 
病 跑に贊 され 不歸 のを ごじら た 
& ィ- は. 瓶惜じ 堪えざる 巧む る 


も おを ホ涯を 捧げた る 烏 逆。 る 
理想に 犠牲 ご。 6 たるは W てが 
い の 本懐 ごせる 所。 らん ど おせ 
ら るか 巧が 七の 禁 高なる 精神は 
必ずや ホ 遠 じ 生き 學界の 刺敌と 
むら 將ホ 益々 ん 類の 福 社を が 進 
すろ 源泉た る こど 疑を をれ 中 昔 
人 ホ 之を 想 ふて 纔に慰 レる 所め 
ら 、ど 

接に 訝て お 息を をす ■ 

印度 講演 會 開催 

米國 印度人な 會ホ 催の 下に 國 
際 學生會 おじて ホ间 じ-日 V 印度 
に關 する 講お をが 左 3 如く 開か 
れ るち、 を 凹 午後 八晓 十五み 開 
會、 S 師は 'フュリク ス •ゲ グリ 
鴨 ±、 n — ネリア， 敎巧 、ダボ 
ン博 十が 化で を 費は 一回 聽講五 


十 仙 六 凹. 一 
十 U 
十二 H 

十と H 
十九 日 

甘 四日 

廿六 H 


弟 

印度人の 人生 觀 
あ 亞細亞 じがけ るが 
度の 使命 
印 巧の 婦人 
巧 度に がける 敎 育の 
すを じ 霞 巧して 
巧 度の 經濟的 祀會的 
傾 お 

泰西 文明の 上に 及ぼ 
せる 巧 度の 戚化 


お 堂蠢化 送別 會 

旣 報と 日出 發西 巧の 豫定 であ 
る吉田 おを 蕾 伯の 爲 めじ 本社 同 
人 ホ 催の 送別 晚餐會 を 去る S 日 
午後と 時ょ を 料亭 巧 巧 箱 じ 巧て 
開きた るが 出席 著 十 余 名 午後 十 
時 盛况裡 じ散會 した。 

淸理髮 ± 目が 業.. 

な 市 西闽十 S 了 H 巧番 淸巧髮 
店 じて はと 八敢月 中±:!: 巧曜 H 
は 化 業す る吿 である。 

I 人 か 人 

•高木 隆吉 巧宮を 電話 一二 ホ 銀 
巧 紐 育 支店長、 叙 報の かく 夏季 
中 ラァチ モントに 轉寓 せる が自 
を 電話は ラァチ モント 一八 五 四 
番 であると 

•ホ 幡信雄 巧歸朝 中の 支那 ァ 
メリ カン 擢草會 社 副社長、 ホ A 
同伴 化 释歸紐 

— ま 孫子 久踞氏 退院 旣報少 デ 
ぅ y 病院 じ 巧 _ •。加養 中の 日本人 
會 書記長を 孫 モ久彌 氏 H 々輕快 
じを きまる 一 B 退院せ るが 新寓 
居は ブ n ! ドウ 四 六と 二番 

アバ—. トメ ント j UA 

• ± ハ か 基 巧 歯科 醫 、去る 二日 
ょ b メィン 地方 じ 約 二週間 避暑 
•古をホモ縷タお ドクト^^を 
な 謙み 氏み 镶' ん 十は ママ d ネッ 
ク巧 ジュニァ... ィを 優等 じて 卒 
業 だる 由 

參河添 旅館 電 そ： 變 ぉ當巿 西な 
二十 一二 了 目 巧 二-十九 番巧添 旅館 
電話は 今回 キ .'セ ドラ^ 九九 一 
0 をに 變更— 'こ；，！ も 

ク ，ク 

I 日本一. r: メ ー ル I 

◊ ◊ 

締切が 育本埼 午を 八 時 
日曜 度を 日は 午を 五 時 
と 巧と H ビク トク ァ經由 

五ム プレス •ォブ •加を 陀号 

と 巧 八日 桑 港經由 

プレジデント •^リ ソン 号- 

と 巧 九 H 沙お經 由 


ブレジ デン 


デ ソン 号 


巧 桐ス ペシ や ル 

と巧號 

謡 談俱樂 部 
文 藝俱樂 部 
講談 雜誌 
谭 •ホ 

キ ン グ 

ザ禍 兄弟 商會 


人畜 じ 端 害 

劾 力 保 記 

蚊 取 線 寡 


桑 も：.， ぶ； お 

114 EAST 记 r -;J, 一 ご-打. 
呈ミ e ■穿 a ミ；！.； 巧.‘ 活巧 


東京 廊 會特當 


攫 ホ 大佐. 

肉 彈 と 1 G 
英文 手紙の 專. 一一 0 
ご一 省 堂' 

コンサィス 巧 円',, ニ 至.';;: 

同を J ‘ニ各 C 

東京 諸が 補 最を號 

紐 育 東を 商會 
140W. 雲 F N’； 

ジ I. ブ a 空ち ニ琪 9 


ボ） デン グじ 適す • 

讀蠢 6 度 L 壌 巧は！ 

ト ラン チック パィ ランド、 化 一 

最新 設備し あら、 ボ ステ 1 

シ身ン じ 便利の 藥 所で バ ー ク _ 

も 近し 委細は 左へ 御 交渉 をれ 

Irik タ なを 式ち かさ.， 

呈 a 己 ic 正音 land, N. J. 

ジ妥 lione 草 antic 是 g 互き fj 9芝 


S 蛋及 浴を、 ホる 十 

集霉 月 一日 霎ぐ 貸し 度 

し 場所は 二階 苦 7 き 昼 sest A 皇 含. 
Bronx , を こ - B ヤン キ— スタ デ アム 
の 化ホ离 台を 通 ま お 詳細は 左へ 

ヴ I . ジ吾烹 置 1タ ミす こ 1 J ち呈ま e ゴ ョま 


家具附互室技び浴室 

S 讀 ホる + さ—? 

貸 度し 旗 所 二階、 東 六十 一二 T 目 
ニ S 八 蚕 詳しき 事は 左へ 
ゴ 6 E . 贾 rdSt ., ぎ ま 量尝 de こ 夏 
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張舉 良將 軍が 提示した 

南北 和議の 三條件 

■ 化ぶ 政府 機 關の引 繼ぎも 終了ず 

東京 特電 六日 發 南京 政 ぁ 化を は 化な 政 ぉ 機關の 引取 
ち 方を お r しじ、 一方 本 おを 替辨が 學良お 軍は を S 省が 巧總司 
みこ 轨 化する を、 東 一二 省に 巧 天 白 H 旗を 蜗殺 ずる-と、 一二 民ま费 
を谱 奉す る こ. この S 化 化を 出して 図 お 政府 じか 雜を 求めた、 が 
一一 义控孩 化が はかが が 隅 巧 典 終了 ご おに 南京へ 移 轉窄鳩 說が傅 

へらむ た。 - L 
化 ま 特電 觸合 四日 發 化 お 天を 励 領事 箱 ょらの ホ诺じ 化れ 
ぶみ 化 克 化の 誠 息を みず おめ 張學良 おず は 圃民軍 領袖に 打電し 
て 吕あ的 じ 化カ带 を總」 を 城 化 化 じ 撤退すべし ご 言 ひ 直つ 支 用 
統一の な W し資 W しお」 統 I 會 盛を 銷 くべき を游 5 憩し 巧 媛は 滿 
測 r ら 化ぶ をと 列席せ しむべし ど 主 巧した が 靑天白 円 旗を 揭摄 
しがび な 猛义の S お まを を 確 ザず べし ご 云 ふ 巧 京 政 あのを ホせ 
る 一 ぉか 惟 仲には： H を 言 おして 巧'.,* い。 义ら娘 お 軍は 現じ 化 表 者 
を 一 化 お」 が 遺して 腺 かち 將軍 どを 備を 渉を。 ク しめつ 己-心る が 
をは 牢 かお" 化の 巧 度-.: 觀挪 される。 

;/ ' 困難む 軍隊み 始末； 

I ； _ 天津で 早ぐ も 軍隊の 暴行 菜發 

タ井 ムス 化ぶ 特電 四百 發 i 必 細ぃ 平 か 維持の 眞 相''^ 

『化 ホ ま 恥のを 全， I ピ巧 すろ 程度は 天津 じがけ る 支那を の 暴動 
で お..。 されて 居る。 最 化まで 北方 安 劇 軍 支那 兵で ぁつた 韶傑モ 
がれ U おぶ 齒お 単に. 煤 するど 唱 へて 居る 四千のを ± はを お太學 
の 化 彼 地を 撒 媛して 天津 ボ外 S 村を じ 退 巧すべし どかせられ わ 
におし 一人に かき 乂货 二十 巧 おのま 給を を'、 るを 退却せ ず ど 
駭 しお 勤を' 勃を した 馬め 山 西 軍は 彼等の 武装解除を 試み じか、 I 
廚化ぶを圃をま郷をょ5獲砲しぷお巧と十あの巧者をおすじ>-51^- 
0 :.:!。 天 化 お 巧は 么じ於 b て 施。 くも 大恐檐 を お起し 山 西 軍け 
機弧統 にて 武裝し 自動 卑じ乘 じて 巿內 をを 邏し 居ら 一 ホ 猿 恐 た- 
る 排外 这巧 をむ ふ あ々 ら 、前 大總 統普继 W す 前 化 京げ おの 重^ 

ちじる 乂 ちに してが 2: の 芭留化 じ 避難し 短る をのな がを 沒收心 
すべし こか か 幽 > ''が ㈱ 化收乂 义卽權 を做谐 せしめょ ごかの 宣轉 
ビクを 撒が し 或 A 街 曲 じて お 説を むす 輩ら をる。 想 ふじ 軍隊 經 
故 ど 無益め な 的 翻 爭ピけ 閣は革 領袖 會 溝を 鴨ます ニ 大聞題 甘み 
V く、 媽 ぶが お 卸は ホ だを 叢に お 麻せ ざれ 共 雜て巧 京 f る ど 一信 
からむて居を .むら化問趙の解巧に化おずる；で わらぅ' おホ新 
民单 の飄獻 ななに •一け 二十 方 人 どが ゼら n 年 おん 隐ニ千 ガ巧か 
經 を 贤で おす. へく' 之に. 剧 して 齒 ほが 政が み總收 入は お植 おを 超 
適せ‘ をら 靖幾 である。 

が 燃，、」 外務 依然 晚合ぴ 

山 東 線の 占領 繼續 

出動 中の 樂 '三 師陋あ 化じ蔚 還を 

東京 特 皂六呂 瑶 本 带隊は 山栗徵 道の 責巧 占領を 依然 繼 
續し 支那 侧 のず 涉を持 もて 濟南事 神の 解决に 歩を 進める 蟹で ぁ 
る •か 山海 方面.」 出動 中で ぁるを を 屡 第 S 師 醜の 豫 後備 兵 •し 對し 
ては 近く 綿 遺命 令を 發 ずべ く 熊 本禁ム (師國 は 當か词 ぶ 商に 留る 
こご」 なる であらぅ ご。 

濟南府 で 便 お 際が 策動ず 

タ ホムス 東京 特電 四曰發 n ... か裝 省 濟南腊 じがけ る H 
本 おがには 敵ぶ をち する 同府巧 じがて 不輸 が。 出 巧 事に 遭 避し 
て 居な。 現じ 蟲巧 U ホ 服の 圃 にが 娛お隙 ^ n 本 軍の 步哨と 人を 
链齒攻 がし お 人 ぉ 銃殺 ゼる舉 件が 突 獲した。 五月が 甸じ 於け る 
H ザ 人の が おとお 樓 だしむ るが 如さ发 等の 巧蜘 U 縣ぶ辭 元帥 部 
での 娃譜 がが 濟栖膊 じ 入ら 送み ホれ る爲め 再を せる もの ど 信が. 
らしっ < ぁり。 化跑 をに 廚 だるり 本人は ま №内 就 S 略 鎭宠ご 共 い 
，•ザ， 一一:: r * r : ト_ ぐ •1 . た \ 曼 >。 ^を目 ^^■^化 . It * り 巧 を _ 


濟巧 事件 じ關し H 襄麻 
ょら 南を 政府へ 提 旧せ るを 涉條 
件は 鹿々 じ 報道せられ 日本軍 踩 
は 外務省 じがて ホ 案され わ條件 
.を 無視して 巧 患のを がを U せ b 
どの 說 わるに 化 b 陸軍 觸 巧の 高 
官じ 化點を 質問せ るに、 該 鳥ち 
は 『事 仲は 旣じ 外務 當 局の 手 じ 
移つ たが 當初 陸軍 じがて は 第】 
支那 側の 陳謝 第二 寅 巧 若の 處罰 
第一 ニ 喪失せ る 生命が 產の賠 憤 第 
四が 留 H 本人 S まを 保障の 四條 
件で あつたが しな 上の 化 件 保 謡 
の爲 めじ 

支那 領尘を も 巧す るが か 
き耍 ホを むせる をな きも H 本/」 
しては 資巧 あら 實カ をる 支が 當 
事 あのが 証を を おど 認 む』 £ 答 
へた。 日本側 じがて は 日 まを 涉 
を圓滿 じらしむ る爲め ま那領 ± 
巧 於け る 駐屯を を 撤退す る 希 
堅を をす いみ あ府 どして はか 東 
省が 留 おが 去を な b VJ 認 むる ま 


カナダ 公使 舘 . 

今月 ホ 開く 

化埋を 巧は 現總 領事 
まま 特電 五日 経 H 々ナダを 使 
舘は 今月末 賴 箱の 笠 じて 現ォッ 
タ 7 總 領事 富 ホ 周 氏 臨時 化理を 
化 たるべし fo . . 

秩父宮 邸 じ 

大使 初參邸 

御婚 巧の 樹禮 言上 
を 京 特電 五日 發 n 松ず 大使 ホ 
妻は 一二 日 午 肅十時 敕父宮 御殿に 
參 候し 節 モ讓は 婚約の 御 禮を言 
上し 歸朔御 ±產 品を 奉つ た。 


的 不戰條 のじ 就て 自下ジ 于牙ゲ 
じ開淮 中で わる 第 十二 巧 理事 會 
よ b 滿場 一致 じて アメリヵの 獨 
立を を 機 貸 ピし廿 八 側 國を化 表 
する 我等は 不戰條 約の 前途 じ 向 
つてを 大の ホ 遵を 抱き これが が 
巧を 期す る 旨の 祝電を 接 手した 
が國際 聯强の 名義 じ 化 b 不戰條 
約 じ 就て 何等かの ホ議を 見る じ 
至る 模様で ある。 

ゼ子ヴ 了 四日 發 n 圃際 法廷 制 
事 ごして アメ 9 力 側を 化 表すべ 
き前國 な 長官 ヒユ ー ズを じ對す 
る 正式のを 渉は 聯盟 書記局よ ち 
直接な 事す る こごに なつて 居る 
が ヒユー ズ巧も 或る おまでは 就 
任の 希留も あれ’- とがは 禪 々なを 
治 的な 事情 も わるので 確答す る 
のは 恐らく 歸ホ 後アメ 9 々當局 
ご隔 惹 U < 懇談を した 後で をら 
ぅごを はれて 居る、 尙 ほヒユ ー 
ズ 巧の 一巧は 昨 H を 0 てべ 户リ 
ンを辭 去し これよ b デン マ ー ク 
地方を 旅れ する 當で ある'。 

霧を 衝 いて 

空の タ歸る 

111B 間に 直る 巿の 歡迎 
ホ 巧 中旬、 ゥネ リアム •スタ 
ブを飛 巧 ± VJ し グ ー キズ* ゴ！ 
ドンを 機 關手じ 自らは 女の 身で 
大膽 にも 飛 巧 機の 客と なち 
グン； ス灣よ b 一路 サウ ダン 
ブト ンじ 飛んだ 婦人の 太 西 禅 


镜觀飛 巧の 第一ん 巧で ある ア 
ァ •ァ！ ■^攘 め 一巧 


的 ほこの 大巧 巧 船は 化 械を池 
過して H 本から アジア 一 帶じ 
飛び 世界を 一岡す るで あらぅ 
との 說 K おして 擠± は アジア 
地 ホの 投備不 巧を K る ことを 
理由 ごして これを 否定した。 
ロー マ 五日 豬 H 官報 じ 化れば 

スウ 王） デン 飛 巧 家は 本日 フオ 
ニ ー 島 じある 飛け 船 ィタリア 号 
じを 糖 品を 始め ごして 薬品を 供 
給した が 他の マウ 五] デン 磯は 
ち 探險寒 アマン ゼン 巧の 巧衛を 
探した る も化然 ごして が然 せず 
氏の 死屍が あ 見され たと か 救助 
を ホむ る 無線が 威應 しね こ £ 等 
は いづれ も虛 報で あるら しい。 

空の 勇 ± 等を. 

舊獨帝招待 ^ 

ドー ルンの 廢居 だ. 
ダブリン 五日 發 n 獨遙 一雜ん 
り ア キ ラ ン ド じ巧をを地到る 
所 じ 歓迎され て 居る 獨逸飛 巧 家 

フェン フ で グド 巧ち ケ！ 方 大尉 
あび 自由 州の 航空 島官 フキ ズモ 
1 リマ 大尉の U け ほ 目で ォえン 
ダの ド ー グン じじ 命中で ある 舊 
獨 帝々 キゼグ 踏 下ょ h 明日 晚餐 
會じ扱 襟を 受け 飛 巧 機で 电發す 
る こ W > なつた がブ キズモ —リ 
ス 大尉は の 招 巧を 受 くべき や 
をゃじ就^禱淺しヴ ； ホっ，たが 
結局 承諾 r る こご-' なら 出發す 
る こと、 すたが 獨 逸の i 敏で 
は 飛 巧 ± \ 巧が お發 前舊獨 帝の 


邸 副 じ 化を 投下し 或 ひは 晩餐 會 
に 招かる i のを 不滿 どして 居る 
をモも 殺く；； ：4 い、 尙ほ フキ ゴモ 


ホ 社 東を 特電 ( 禁 ぉ啡轉 載；^ 

英米の 新 大使 內定 

(六日】 『松 や 駐米 大使を な英大 化に、 お 淵 かおみ をを 駐米 大 
化 じ 巧 かの 尝」 ご 旧 中 首相は 六日の 闊議 じがて 言明した。 

新年 度豫算 十と 億 

【五日〕 明年 巧 豫算は 十と 億 五千ガ 圓見當 で、 新規 要求 S 億 
圓中 大澈省 承認は 一億 圓位か £尙 ほち 一二 德圓 中には 別項 記載 少 
年が をち 聘別敎 育聲ら 含まれて ゐ る。 

.東京 巿 電車め 大 衝突 

電氣局 調 設な來 稀 有の 椿事 


メ 


〔五日】 一二 目 午前 化 時 東を 巿電 
早稽田 巧け ブ レー キ 故障の 爲 
め 停車 ぉ ホす 旱稻田 發錦糸 堀 
巧滿員 軍車と みお 川 新 小川 咽 
大 曲ら を义點 じがて 衝突 之を 
蘇 覆させ 運 轉手佐 藤隆ご 一は 郎 
巧、 乘を中 一二 十 名な 上の 負傷 
者を おし 中 四 名は 重傷を 負 ひ 
車內 、軌道 上に 鮮血 溢れて 凄 
慘を 極め 一家 中二 一名の 重傷を 
を 巧した 氣の 毒な を も あら 佐 
藤蓮轉 手は 死後 も 把手を 握つ 
てゐれ 、化 椿事は 電氣局 開設 
巧' ホ 始めての こどで ホる ご。 

ニち 子お籍 降下 

【六日】 山 階 宮藤磨 里、 获磨王 


か柬 巧を の 引 揚を斷 巧せ むご 欲し 居る も濟 巧が 化 ホの が 巧技 
け 巧！ H 本が 撤ち すりだ おじを か财 をの 安を をを 成 せらるべし 
V 」 て 恐怖し 居 b 掘 お 蹄は み柬ト 鎭撫し 攪れ共 日本軍と 巧 涉お觸 
をが 持せ ホ H 支を が閒始 前を か n 本 侧を惱 まさむ ごのな ぶ わる 
ら のど 察 廿らる 乍 巧 お ホ お 帥 脚の ー韶お 千な 上の 豫 後備 隊は現 
X か时を 願み や 巧 < 引 親げ を ホり する 豫を らし。 がは 柬ま 政が 
け濟お 化 站祖 3 第六師 がを も 引 殺げ'^ どち 虑中 U るが 是れ はま 
が 侧の艘 巧 •か 化が 閒 越と。 るは 自 がの お 裝で あらう。—' — 


ではを 廓の 撤 をは 巧は わ 難し ど 
信で る もの V か {化 顧じ關 して 
は 陸軍 外務 兩當巧 も 巧 置に 充か 
の認 解を だし 足る 樣 C ある。 尙 
ほ 記ち は 『滿洲 じ鹽お 軍旗を 揭 
ぐる 場を H 本 陸軍 どして は 

抗議ず ベき ゃ J f 質 間せ 
るじ對 して 『孰 n の國 旗を 揭ぐ 
る も H ネの 願す る 巧では い』 

ど 該离官 は 答へ た of 然 らば 張學 
なは 滿洲 軍の 司 か 長官 じる 地位 
をが 持し 得べき や』 ご 質 間せ る 
じ おし、 該 高官は ホ 『張 氏は 弱 
年 じして 經驗 じを しき もちが 省 
瞥巧も 彼を 扶霸 する i どなつ て 
居る』 と 答へ 『日本は 張 氏を 扶 
くる や』 ご 問へ るに 『がらり 本 
は 誰 人 じだょ 滿洲の 年 かと 秩巧 
£ をが 持し 得る 者を 扶く べし 吾 
人 d 側 人 どしての 張 皮を 扶 くる 
にもらず 滿洲い 支配者 ごして 彼 
るの み』 ごを へた。' 


ケ 


國際聯 盤 ご 

不戰條 約 

、 國務 お官へ 祝電 

ワシントン 五日 發 ：；；： 國お 長官 
ッグ氏，：1義じ提昭した國際 


一二 名は サウ ザンプ トン 1 らロ 
! ズゲ で ダト 號 のを ミな を 昨 
六日 午前、 巧 柄の 濃 接を 衝き 
市のを 式徽迎 委員を 載せた お 
廳の タブ グじ 搭乘 、サクス • 
フ王 91 ょ b ボ廳じ 赴いて 歡 
迎を まけた。 

女 タン デ 1 VJ 呼ばれて 居る だけ 
じ 人 氣は彌 が 上 じ'^ 深く 沿道の 
證 集は 藍ん じアメ 9 アじ歡 呼の 
聲を擧 げたが お廳 では ボ長 代理 
として お 參事宫 會證長 マ ブネ！ 
をが がを 化を して 歡迎の 辭を述 
ベた が アメリアは 柏 獲ら や 謙遜 
して 

今度の 飛 巧で 妾は 單じ乘 をで 
あつた じ 過ぎません、 妾の み 
が 化 間から ナヤ ホヤされ るの 
比實 はまの* む 外 ごする 所で 今 
废の飛 巧に 成功した こ £ はを 
然 二人の 飛行 ± の 腐 じ 賴るも 
のでを ちまず 

ご 述ぺて 居る。 椅ほ 一巧は 當地 
こ S 日帶化 ~ } ボストン、》 カコ 
等を 歴訪す る當 である 0 . 

飛行船を 利用して 

米獨新 航路 

獨逸 斯業を 計 劃 

.ベルリン 五日 發リ獨 逸の ゼぺ 
9 ン飛わ船建造家及び操縱±£ 
して 著名な ゴブク ナー稱 ホ は 昨 
四日の 濁 ホを 午 蠻會の 席上 じて 
あく 完成すべき 飛 巧 船を を 用し 
て 今年 中 じ 是非 ニー ニ 巧 ホ 濁を 横 
斷し 商冀能 方の 發耀に 就て 實驗 
すべ （麓を に 化 b 一路。 1 サン 

ゼ が‘ スじ 飛んで ロング ビーナ の 

巧瓷會 じを-，、 計 割 も ゎる ご 獲ら 
したが 目す 北極 じ 遭難 中で ある 
飛れ 船 イタ y ア 及び 探 隙 家 アマ 
ン ゼン 巧 一巧の 巧 衛を瘦 索す る 
かも 知れない とおった。 


喧雖 早い ジ 3! 君 (王 

淡，々 かご 


文」 化 格 


巧 一 


民ま鑛 副大統領 候補 ロビン V シ 
，ず 老人を いじみ 散らず 話 


ク ……： 前述し jb やぅに、 载が 
ジョ ー おは 頗^ 喧唾 早い 巧で ぁ 
るが、 をれ じ 心 離らず ジ 31 君 
が 一衛め ん閱 ど- 
人を 持ち、 民ま^ どい ふ 大験黨 
の院 巧纏理 どして \ 政治家 ミし 


人の 巧が クア カ敎 信を でを 
つね 爲 めじ お 刑され、 ペン シが 
ゲ ニア 挪 には クアカ お 信者の 收 
> ては 澤 山な 友 j 容院が あ も、々 トリック 敎 徒の 




て、 何等乂氣を失壁しないこ^ 
は、 噴 唾 も 早いだ おじ をれ こを 
せを 割つ たやぅな 人ー颗 だからで 
をる、 即も 性格が 頗ぶ 淡白で、 
氣前 もがい 點が 彼ので 氣を搏 し 
て 居る 巧な である、 一一え ミス £ い 
ふ ヵトリック 敎の 信^で 而 かも 
禁酒法の な 善を 標務 t て 居る 親 
をの 第一のを かじ？ 新敎の 信者 
で、. 禁酒 論を である 替釀 のジョ 
—— が 選ばれね のは、 f てを へば 
珍で あるが、 をれ は； P の 人猛の 
賜物で ぁらなければ 一:^ら ない。 

◊ 彼は 副大統領の 俊 補 ど 
しての 第一 聲を まる 獨立 をの 當 
日、 か鄉ア .厂 カン ソ午 脚の ブト 
こ P ック で擧げ てがる、 親 か 
のァ がを がニユ ー 3 4： クで タマ 
ニ ー•ホ！八を大膽、^|言じ辯護 
しつ、 ある 時、 彼は 生 心カト ブッ- 
ク 熟が 高 < 、ク •ク ッ クス • 
クランの 本 あ 本元で 方る 南部 じ 
がて 信條の 自由 ごい ム TJ どを を 
堂 ど 述べて 居る。 

グ 彼の 說じ化 ば 信敎の 
自由 どい ふこ ピじ就 vi をら 激し 
いず 圆が繰 返された 化は 殖民 地 
時化の ことで， 千 六を 六十 年 じ 
マす チュ セットでは ごんの 締人 


參政灌 を 否定した 時化 もを つた 
相で をを、 力' ジリ ヴクあ 徒ぶ 樂 
天地で ゐ つた メリ！ ランド 规で 
は 今度は 逆 じ舊敎 信者が ユこブ 
リアンの 禮拜を 禁止した、 然る 
じを の後プ 0 テス タントが メブ 

! ランド 州 じ 侵入す る や、 天運 
ホる ど 計を じ ヵトリ プク敎 徒の 
參政權 を 否定した ものである、 
メリ！ ランド 讯は 憲法の 發 巧を 
見る じ 至る まで、 全な 自由 ごい 
ふ ものを 欺ぃて 居た 相で ある。 

◊ め 宗敎の 自由 爭圖を 

を擧 げた 彼は おらに 歐渊 大戰じ 
アメリヵが 參 加した 瘍 をを 想 超 
し 『この 時愛國 のをに 燃 b つ i 
劍を ごつ て 外國の ±£ 化した 巧 
等の 犧牲 者には 巧 等宗敎 的な 差 
別觀 をはな かつた、 あを 舊敎信 
者なる がを じ大統 頭た b 能は ず 
どなす が 如き 者は 歐洲 た戰 じが 
る 我等の 犧牲 者の 靈じ對 して 化 
ずべき でを る』 W 結んで 居る 、 I 
をの 堂々 たる 論旨 じ 流 巧 頑固な 
巧 部の 聽衆も 巧を 忘れて 喝采し 
たど ある 0 

◊ 副 火 統領の ドー ズ 君は 
滋會 での 就 巧 お說じ 上院の 組織 
な遐 どい ふ 硬直 U 議論を 化いて 
化 八を 驚かした が、 今 凹の 選擧 
が おして 何を 云 おすかは 蓋し 今 


殿下 じは 近 < 臣籍 じ 御 降下め 
堂で 藤 磨 王は 筑波 伯、 获磨王 
は 鹿 島 伯 どならせられる。 

空中 防禦 大演習 

〔六日】 大阪 方面 空中 防嚮 演習 
は 目下 酣 である •わ 東を でも 來 
春 巧 ふ 蕾 だ ご、 ‘ 

臺 場を 水上を 園. 

ご ハ 日】 品 川 沖 第一 ニ 臺瘍は 十二 
日から 水上を 園 どして' 一般 じ 
を騎 すご。 

少年 航空 お 新設 

〔五日】 十六 歲 《 上の々 年が 空 
を 五十 名 乃 まなを を ホ 年度ょ 
ら橫 須賀じ 於て 時が 敎 育を 施 
すべく 海軍省は 新規 要 あを あ 

日ょ を 期待ず る 所がを い、 この 
喧唾 巧の 相手が これは 又 上院で 
もちあな 毋々 窥々！ チス VJ ホて 
运 るから 面白い、 而 かし 兩 A の 
仲は 至つ てが < 現じ 間 題の マツ 
ス武 •シ B 1; グじ凿 する 政府案 
のかき ジョ ー 君が 言 T じ 妥協し 
僅々 二十 數 をで 通 遇さす るみ 度 
量を 示した るが かき、 ジョ ー 君 
の氣 質を 遺臧 なく 發 がした もの 
ど 云は なければ なら！ 2。 

◊ 彼は 事 賞 腕の 喧雖 じが 
けでは 上院での 第】 乂者 であ b 
育 姓 じか けても 單じ 議論 家では 
な < 自ら 田を 耕した 實隙 家で あ 
る £ 共 じ、 辯 護 ± ミしても 立派 
じ 生活して 巧け る 人間で ある、 
過 ませみ 年に をる 彼の 兩院 議員 
の 記録を 採る じ、 彼は 言論の 自 
由と 新聞 道の 正直を 常 じ 擁議す 
る乂 でも あつた、 若し 夫れ 言論 
戰 じかけ て、 巧が 喧 唾の ジョ ー 
は 相 まを 撰ば や、 誰でも ホい 式 
じ 巧 向つ たらの だ。 

◊ 前章に も 一 寸 述べた 巧 

であるが、 譲會の 言論 戰じ 於る 
彼の ペットは 巧んだ あか 黨め院 
內總理 ヘン リ •力 ボ ブト • 0 ツ 
デ 君で、 何しろ 國際 聯盟 隅 題な 
巧 晩 合つ て 居た だけに、 ジョ！ 
君柯 かごを つては ロッデ 老人を 
からかつ て喧 嚷を賛 る、 をの わ 
次ぎは イン デ アナ 州の ボスで も 


1 リス 氏は タかニ 年の 化 暇を 得 した。 

てア ノブ 力を 化で 雜演 旅が をす 管理 案兩 省を 協 
る 笠で ある。 (五日】 肥料 管理 案は が X 、 農 

が おちを 協の 皆。. 

水 電開發 の 調節 

i 〔五日】 現が の 情况じ 鑑み ニ 一二 
十 年を じなる ど 水を 锅 をは 出 
ホ 打 見込みで 乂巧遞 化は 誠 節 
計 蓋 中。 

人口 お 加 八十 万 

(五日】 昨が 中の 日本 総人口 增 
加は 八十 六 でんじ 達した。 

半休は 實巧ピ ず 

【五日】 王醒 H 半 化 反勒髙 ょら 
高 知 おでは 實 わせず。 

民政 黨の 新な 策 

( 五日】 民政 黨 々壯 議員は 樞を 
院廢 化、 貴族院 なぞを び議會 
關巧 延長を 巧を し 化 新政 策を 
0 て 進み 延 ひて 同黨の 政綱た 
'.る 議食 中必ま 義の徹 巧を 期さ 
むと。 

首 補 私邸に 引 籠 

巧 五日】 旧 中を 相は 二日 夜 W ホ 
: 輕微の 消化器 病 じ 罹っ て靑山 
'の 私邸で 引 籠つ てゐ るが 然し 
例年の こどで 今 巧も必 配の 要 
はない ど。 

.銀行員 家を 搜索 

I : 五日】 梟 あ 渡邊銳 巧の 破を-」 
が ひ 頭取を 始め ま 店員 等は 皆 
巧 横領の 嫌疑で 家ま搜 索を 受 

.了 2 ー0 

藥で アワャ 鐵攀騷 ぎを 演じ やぅ 
こした が、 巧々 爺 力 ー チ スが待 
クた ご 計らに 留役 ごな-な 討論を 
化を 動議して 拳固 騷 ぎだけ は納 
つた ごい ふ 話 も ある。 

0 千 化 巧が S 年から サ巧 
年' し 思る ジ 3; のと 院生を はか 
なを 華々 しい もので あつね 彼は 
歐 辨大戰 出征軍 入 じ おず るボ； 
ナス まを おす、 オフレコ ン 政府 
じ對し アメリカ はを 後 メキシコ 
が 革命め 視中 にあ も 限 > 武器を 
輸 おすべから 中 ど-の 議案を 通 適 
ぅした 外、 おを 裁判所で 彼が 喧 
唾の ぺ ブトで ある n ッ デを 人 ご 
論戟 したの もを をな 話で ある、 

彼が アメリカの ビッグ •ビジ ネ 
スじ 巧つ て 放つ た 長 彈は當 地に 
がる アー ホン ソー 如協會 の晚餐 
會で独 出 疑獄を 論じ 
最近 トラストの 權カ擴 大ごビ 
ッグ •ビジネスの 化 國ま權 侵 
蕾は 政府を して 嚴 里なる 取締 
手段 じ 出づる ことを 必要 どし 
て おる、 企業 あが 政府の 仕事 
を邪廣 する 限 b を府が 企業家 
じ 干渉を 加へ るのは 當然ピ 
£ 叫び アメリカの 保 蔑 關稅制 巧 
は 収赌ル 弊を 增進 せしめて 居る 
ご 述べて 居る。 

タ 千 化 百と 十二 年に 生れ 
化 十二 年じア I カン ッ ー 大學を 
( ■卒業， 九十 巧 年じゲ アジ ニア 大 
る ワトソン 君、 今一 人は 旣じ引 一 學 をを 業して をの S 年には 辯議 
退は したが 關稅 をの 制定 じ 名高 |± どなち、 九十 六 年、 ボ ー) リ 
、‘ マッ カンパ ー 君で ある。 ーン ド-- ミラ t 礫 ど 結 巧、 千 九 巧 
◊ i マッカン パ） は 元 巧 正 三一 年を 衆國 下院議員 どなち 官有 
直 U 中 をんだ け じ 頗る 頑固と 巧 i 化を 一一 貝 長に 化 命、 十 S 年 じ 知事 
て 居る から ジヨ ー の喧巧 相手 じ 
は 持つ て ホい の 相手で、 曾て 禁 
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讀 ものごして 又は ホ 人への 贈答品 どして お 好の 一書で ある。 
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を 否定 出 ホ 《 。ん 紐のを 達 
が 今 H までの 所ではを おが 巧の 
腿 迫に ならの こごは 一般の 嚴む 
る どこ々 で、 これは 义國 じがけ 
る ホお^ 裳が 

年 争增加 の 一 をを たど 

つて 短る こごを 見ても 巧 かる。 
蝴 もち 敵を 數 年間の 米 固の 生絲 
瑜ん 数度は おの 如くで ある。 

(單位 千 ボンド) 
n 本ょ 6 總輸乂 高 
四 0 ニ 0 八 五 0 セ 一 1 
= 三 さ 五 四 四 化 四 八 I 
四 凹 一二 0 と 
四 九 ホ 八 五 
: 九 己よ 九 ニ 


呈呈 
一を 四 

一を エ 
互另 
互 宅 

昭か 
ニ 年 


五 こ 一八 一 
六 ニ 一と 六の 
と 四 00 四 

と 四 00 四 


六 一とを ハ 

がるに 憤 格の 左では 大正 十一 年 
米 图の總 輸入 も 云 僞六千 おな 巧 
弗なる じ、 昭かニ 年では I ニ 億 九 
モ巧ド 八に お 加せ るに 過ぎぬ。 
即ち 過 A 六 年間 r 巧いて 輸入 數 
直 約五劑 おじ 對し憤 格は 僅か じ 
とを ちじ 過ぎの。 これは 世 巧 的 
U 物 他の 下を せる-一 ごじ もょ る 
が 大部を の 巧 因は 人が が ホ絲相 
おを 贩 迫し、 もし A おの 

懊用價 値 ご ホ 絲の化 巧 

牺 がごの 割 比 0 上に 生絲 償が 贵 
脆 せんどせば、 直 もに A 絹お截 


が 急 巧.- 絲化 のな 勝を 抑制 せん 
どす る 作用 じよる ものである 
アメリヵ じがり る 人納消 毁槪况 
は 左の か < である。 

(が 位 千 ポンド) 
r がを 槪算 

去呈 1 HV 四 化 四 
一を 面 一二 九 •二八と 
呈化 I ニ 九 •四 I ニニ 
一を 另 五义 • 00 1 
互で よ 一二 • 01 ニと 

昭を革 化 ホ ■八 六 一 
右 じ 示す ごどく 人絹のを 達は 纔 
(べき 势 ひで 進み、 た ご ひ をれ 
か i 般に いふかく 今ぃ までめ ど 
ころ生絲の範園を化かしてむ^^:^ 
いどしても、 ホ 絲巿惜 の 点じつ 
いては 人 紐 か 塔を 考應 せの - D け 
じは 巧かぬ。 牛絲 の化庙 借が ど 
人絹の それの 蜀比 じつき アメブ 
力の 

專門 家の 1 ミれば 

日本を 縣ユ キス トラ 格 一 ポンド 
五 巧は 人絹の 杠 五十 デニー 八標 
準 物 一 弗 五十 仙 ど 同一 使用 偕 値 
をを する ものである ご發 表して 
居る。 昨年 六 巧から 本年 四が ま 
で 十一 ヶ巧 間の ユ キス トラ 格ず 
巧 化 段は 五 巧 一二 伽で 正 じこの 討 
算ご符 をして 居る。 しかして 
の 橫潑化 鶴は 大体 千 S 巧圓み 
じ 當るも わで あつて- 將ホ生 
相 填は 大体 この 邊じ目 巧を 置 
算盤を 化るべき であらぅ。 をの 
おじ 想 卸す る ご化絲 あが 生産 晉 
の 引下げに を 息し、 こむ をみ が 
して 絲 傾のを をを 圖る こご 刻 
下の 急務 どい はねば ならの。 一 


御 


姻 b (横が 香港 閒} 化投 ども 
神戶 、巧 巧、 上が じが 港す 
る ( n 」 来姻ら (横 溃シャ 
八 間】 化な こも ビク トリ ャ 
または バンク ー バー じ静港 

ニ、 化が 巧數 ，化 用船 S 隻を 
もつ てを 四 過 一间な h 、 - 
年期 閒 十五 化が、 わょ び附 
處船ニ 逆を もつ て 一年 期間 
十航 がな ト航 おせ. わ 
ニ 一、 化 用船 舶總 トン 数 一 乃 一 
モト ン W 上 一巧 ニ 千 トン R 
下、 半戚 速力】 時間 十と が 
里 wh ト乂 おぉ W すの 船舶 
S を、 もょ び 卵屬船 どして 
緩 トン 數 一万 トン « 上 速力 
i 時間 十 •とお 垂化 上り' 船舶 
ニ雙を 使用 ゼ しむ、 但し 新 
逛化巧 船 就が まで 化 船を 化 
巧せ しむる こご あら 
四、 命 か 期間、 昭か四 年 一巧 
一日より 岡 八 年 十二 巧 = 一十 
I 日に 至る 五ケ 牟間 
で、 を 命 者 H 本 勘 船 株式 會社 


靑島 出兵で 不當課 稅淮滅 


在留民は 六 巧货巧 元の 重 秘資擔 


第 六師劇 長から 巧 熊 
本の 留がお 司令官み 島少 おおじ 
午 回の 山を 出を に 脚し 在留邦人 
のが 取引 じ 至大の 巧 おを も ねら 
! た 丢 じ つ き六 扫 ホ ぎ の ご ピ き 
巧 ホの お 報が あつた 『先き じ靑 
島 総領を はがを 島 支那 宫憲じ 菊 
し 化 ホ 强制徵 化されつ^ あつた 
.輸唯 出入を 禮の 貨物に 對 ずる 條 
約に 準據 せざる 一巧の 不 當課稱 
じ おしが 留 H 本人は 五月 二十 一二 
蹤 これを 納 かせず 旦つ これ 
らす富 課 稅を納 がせざる 貨物 じ 
勤し 叛移 出入 運搬 輸送を 脏 きす 
ベから ず どの カ强き 

逆を をを したが 化 ホ この 
硬の ホ 當謀稅 ある ご どじを の 巧 
巧總 領事から ま那 側に 强巧 じ抗 
講 して おた じか！ はら や 常じゥ 
ャムャ じ 葬つ てゐ たが、 今回は 
單じ 一片の 通 吿义で スラ'^ ご 
どは b 確な じ宮 施せられ た。 を 
も-.^ この 課税は 大正 十四 年 山 
ま臀 が張宗 S が 着 巧を 軍を の缺 
まを 補 ふねめ に紧巧 的に 課せら 
れロ もので、 をの 巧 率は 昨を じ 
まつて 姑 底 潮 じ 達し 省 巧に 巧て 
_ ; ケ 年の 總 が； 一平で 元 じ 達しを 
をう 心 化巧热 人のを 巧し つ {あ 
つたら のち 巧 一二 十 巧 元 じ 上ら、 
これが ため 山 お搜道 沿線 ニ 万 六 


千の 居留 邦人が 一巧 S 千 じ激贼 
せる ほどの 課 おは 

無法 の もので をつ- 域 

も 綿糸、 綿布、 ビーグ 、マ. ~ ッチ 
妙 糖、 淸 酒な r の' 輸入 お！! 锁道 
運 貸の 十倍を 課稅 され、’ かが 
ため 靑 島の 六 乂結績 會赴ヶ 年 
二十 お圓の 製品 中と 劇ます 山 東 
錢道 沿線な び 奥地を 暇 路^せ る 
ものは 頓挫の 悲境に 陷ら 一巧 人 
の 事業は いづれ もみ おのを 樣で 
ぁつたが 、今回 通告の 結果 商 取 
引 U ら びじな 留 邦人のを 巧上大 
なる 巧 影懲を もたらし、 今後 邦 
人み 貿易は 頗る 有利 どな 6、 日 
用な 諸 物 憤は 當が 下落し 生 巧を 
おどな b おちの 効ち は 著大の も 
のが ぁつた。』 

を かがを ホされ た 

シャトル 線 

東京 特を 六日 發 h 郵船 會社 
■の 新造船 中二 雙は 雄造婪 まき 

英函じ 注文 かごい ふ 0 I 

本紙 巧 報 シャト^ 命み 化が は i 
昭か四 年 一巧 一 H ょ 6 同 八 年 十 
二ち I 二十 一 H を 五ヶ 年間 H 本郵 
船 じ 化ら な 事す る こご/' なつた 
が 去月 八 H 遞信 およらを をせ る 
命み 雷の 要領は 左の かし。 

)、 航路 わよ び 寄港 叟イ) 西 i 


新 郵便 規則 

一日より 實 施す 

郵便 規 卵が 改正 じ i ：* る こごは 
豫て 報道した 所で あるが、 いよ 
いよ まると 巧 一日から 實 施され 
た 新を じして、】 般の 人々 ど關 
巧 ある 條規は 左の 如くで ある。 
♦繪 葉書 昔の 通らに 內化 及び 
左の 諸國は 一仙 じさが つた。 
もし 封简じ 入れるなら 駒 封で 
ある こご、 且つを の 肖 方は 官- 
製葉書よ b 重から ざる こど。 
i 俯で 巧 < 外 固は、 ァ八 ゼン 
チン、 ボブ ゲア 、ブラ ジグ、 
カナダ、 チ 91 、コロムビア 

コスト リカ、 キユ バ 、トミ 

ニ々 ン 共か國 、ユ クフ！ ドグ 
•グ ヮブ マラ、 户 イチ、 ホン デ 
ユ ラス 化 ハか國 、メキシコ、 ニ 
ユ— フアン ドラン ド、 ゴ カラ 
ガ 、パナマ-パ ラグ ヮイ、 ベ 
グ 1、 チラ バタ！、 ス ペキン 
ゥググ タイ 0 

♦不足 郵便 一 碑 郵便 (普通 手 
紙) は 完をじ 切手が がて あれ 
ばよ し。 若し 不足し てんたら 
不足を は ニ侧お 上を 追徵 され 
る。 まね 不足 おがを いどきは 
手紙 ま 量-ォン マ または 端數 
每 じ-仙 とられる。 小な 郵便 
は 不足 額の 一 おを 宛名 先き で 
徵收 される。 

♦小な の 料金 nl 々グ 、一 お 
をと 仙 二封 巧を 加 ふる ご VJ じ 
一仙 地 院を加 ふる ごご じ增す 
が 之は 戳促场 で 調べる がよ し 
♦小包の 時 別配達 一 稀 郵便 同 
樣じ扱 ふ 事 じな つたが、 これ 
の 料金は 普通 料金の 外に 二封 
度 0 で 十五 牠 、ニ お 度な 上 十 
お 度 二十 五 化、 十 お 度な 上 S 
十五 化を 拂 へば よし G 


入超 ニ 億 一二 千 方 

日が 事務所 着電 
艦 蘭 資金のを 動 銀行 衆の 簿戒 
じか i はら 中 昨 ザょ b 稍々 增加 
の模梭 。るが、 大勢 じ影嚮 薄、 
ザ 季末に も 本 巧 貸 巧し お 加に 至 
らず 平穏 裡じ經 過 せら。 巧式預 
を 利 下を 礫へ を 化髙 人氣摄 頭に 
好 巧を 星し、 期 米 梅雨 適 順 じ デ 
リ を、 生糸 軟 勢、 線糸强 蘭、 上 


稅關 事務 

をげ を 地が じを 化が 
の 輸出入 方な じ 隅ず 
する 一切の 御 諮問に 
應じ货 道 萬 船 貨物 運 
邮啤 貸ぶ 出帆 お稅 ぉ手紛 
曲 j 舊等 進呈す。 重要 都 
■^1 巧 じ 代理 巧を がし 誠 
育软速 御用 かじ 應や 

が險 取扱 


か 

CBd-r 

战 

化 1 ぷが 
扣 

H 


則 

R 




稅關 事務 取扱 

W 巨 AM L.BA ま & Go . 

R01 7 まご Bid 去 ay - 百 在 
1里. Bawli 另 - Ga ま n 9 普 4-516 


齒巧醫 木 下义市 

ゴ 0 车 .ニニ h St 

ぎ Monument 8 黄 7 


新鮮 魚 か 一切 

目 本人 向きの 生 あ 澤山取 b 揃 へ 
特别 ホ据で 大勉强 をし ます 

サダ 方 ナ魚店 
』 08 召 一一； savo ミ 

224 W . 61 st 必 t . 

Hd . oolcmbcm 。 一 接 


E 


雜 資販賣 
稅 脚手繪 
運搬な 巧 

I 小刀 商會 




紐 育を か 保険 會社 


蕃 

老 


S 木定吉 

保險 


Z 63 Kofic Uf 历 W ヴ scrano® Co 
SI Cba 呂 her 化 St: New York city. 
Pho 扫タ Worth 投度 

を 姑ノホ ニ御掛 タノ 敲^ 必ズ 
衙自を ノあぷ ピを話 巧 巧 チ 申 
曲 力* お 辛で サイ 




*«♦ 麵 ♦ 


正 一 矢 ホを 巧 

右の 者に 通知 致 巧 S 儀を 之 
お 間 本人 巧 （は 知人よ b 現 
住所 御 迸 知 願 上 お 

紐 育を 國 総領事 舘 

165 Billw ぶす ニ ミ k C さ 


弊 巧は 實質 誠意 迅速 ホ義の 
まじ 御 ± を 物 一 ま卸賣 値段 
で販資 致します タ かじ 拘は 
らず 御用 命 仰 か 下さい ませ 
◎曝 ホを 禪 時計。 置 時 討 一 式 
◎寶巧 貴を 谣 。銀製 器具 一 ま 
◎を 補 萬 年 筆。 を 銀製 鉛筆 
◎蓄音器。 レ 31 ド 見本 陳巧 
◎寫眞 器。 タィプラィタ！ 

◎船 切符。 がを 寫眞帖 繪端書 
プ 日 I ドウ 玉— 百と 十番 
領事館 お 側 建物と 0 五號ま 

がが i ホク ドを 
^ I 请 

游が商 A 

ニ 0 Bi を ay , N - y - 呈 y 
. Tel . Co ユ Ian ま巧ゴ 夏 岩 


ザ季 内地 贸お 槪货輸 A 超過 約 
僞 己 モ巧圓 じして ま VJ して 巧 料 
品 輸入が 退 じ ib 昨年 ょら 約 五 
で 九が 巧 圓贼少 

苗离 

を換を 發巧趋 一. •四 六 ニ 
制限 か潑巧 ニよ 九 
一般 貸 お と 六 化 
か题爲 替貸附 10 
政府 預を 111 一二 义 
お 間 巧を . 一 化 四 
六ち 未ぶ ホ 一二 十圆 四十 錢 
(よ 巧 ニ H ) 

を 社債 觀 十九 億 

東 ま 特電 五日 發リ 上半期を 化 
潰 お 行 十八 億と 千 八 择巧圆 、前 
年間 期 ょら 十一 億圓巧 加した。 

勸業 債券 發 行か. 

東京 特電 五日 發 = 擲紫 債券 五 
をが、 懼格 九十 六圓 二十 五錢を 
發 巧計畫 中。 


■六 巧 中の 賓易高 

まま 特電 五日 薄 n 輸 お-億 四 
千 S が 六十 一巧 圓 、輸入は 一億 
と 千 四十 一二 万と 千圓 じして 差 引 
入超は ニ 千 六な 八十 ニ 巧 お千圓 
であるり 


日本 株式 相瘍表 

〔大阪 膝 本 ビグ プ n — 力 ー 銀 
巧を〕 株式相場 〔單 位圓〕 

セ 巧 古 日ホ巧 五日 

東を 指數 5 号を 呈 1 
大 賊指駭 三 一至 1 Q 三 一一 克 0 
東京 電燈 量* 吉 畳 •垂 
大同 電力 六 一美 0 査呈 0 
東 巧電方 《で 00 をる 0 
大 H 本 製糖 八 0 •ま 八 0 互 0 
王ず 製 お 二八ち 0 三ぞ著 
巧洋 モス リン 重 •00 ぶ 四 •惡 
日本 ビーグ 一 愛 •吕 一四 ミち 
日淸 製粉 10 四 •き 10 クを 
淺野 セメント をろ 0 八を 呂 
日本 巧 油 六 一一 盖 0 巧 一 •呂 
まを あ 巧 'ちぶ 言 呈 •き 
日本 人造肥料 蓋 •畳 皇ふ五 
乂お嚴 業 《0 ろ 0 《子 0 Q 


尋れ 人 

(福 岡縣) 稻永國 次 巧 ま永慶 I 
持山巧お郞 を川正彥 井^^^ 
藏石松 節朗渡 邊篤寶 時- 
王 口上が 修平 井な 貫 造 お W 
貫 造 太 郞を家 武雄柴 旧 善- 
(巧 媛縣) 橫巧常 吉事を を 化 
座を 之 肋 (鳥 化縣) 木材 薰信 
(長 野縣) おおず 人 近 お 玉！ 
(大頤 巿> 娘が 义之巧 { 魔島縣 
中が を ニ (山 あ縣) 齋院 辰- 
(烏 化縣) 廳勝街 f 廣島縣 ) 滿 m 
正 一 (神 戶) 吉が章 (東京 巧 
を 巧 武之助 (應兒 島縣) 渡邊 - 

助 (か 歌 山縣) おお 甚 之を (長 
が お) 佐 伯鎭雄 (廣 島縣) 滿田 




Wing Hing Low 

郎 inese R が tauunt 

お flOBVayi N.Y. City 


Qua 打 g Gan Low 

Chine が R が tauran 奮 
1 ロ W. 巧 化， 化刖 y 


Been) Nom Low 

474-6th Ave. 

Bet. 2 お h-29 比 St. 


City HaH て ea Gar お n 

170 Nassau St. City 
Next to the Tribune Bldg 
Loo Lm Wanager 


IKUINE 

Hotel 在 Re が aurant 

3 巧 WJ が h 化 Hew わ rk 
Tei. む bu か r 巧の 
Cable Wd 巧な 化 山 化 


TOYOKWAN 

41 に 19 比 St. 

Bst. B'w 巧 & が h む e. 
TtL &l が 叫 uin 8 巧 8 



巧み 巧 
ご 目 了の 寸巧 
巧 目 T 五十 四 


College Inn 
3100 Broadway 
B 比 123rd & 124 化な s. 
Tel. Morningsi お 74 巧 


至自 
午 午 
i 前 

i 壬 

半時 

開 

巧 


巧 支 
巧 お 

集 

雅 

園 


! 曰 
マ曜 

4 及 

春 ± 

掩曜 

をに 

巧は 

ヘン 

がユ 


SUN HANG FAR 

2 130-7 化む も 8 比 126 化 &127 化リ 5. 
Te し Itoument が 84 


ま ウ ± 希巧隱 君ち T で 巧 諸 脇 
す マ' 上 卒し じへ 目 第 理君前 本 
。イ 日ま繁 ては ばのと をのを 樓 
、曜 す々 居が 直 チ 街 差 嗜揮料 
春は。 御 まるぐ ャの上 好つ 巧 
格 霞 ホす 程 a プ 旨げ じて 人 
が 頭 巧。 巧 本 マニ ま 適日歐 
あ、 の 評人イ 十す す本廉 
シ 程 を 諸 £ みのる 人が 


新！ 

养料 

巧理 


Japan 

Prov お ion Co. 

巧 0 W. 巧 化な . 
TeUndic が 97 巧 


KATAG 刪 BR(TS 

224 に 5 が h 託 
New Yoi*k C れ y 

Tel. Regent 3480-3481 



お East 29ih な red 
Tel. Lexington 57 巧 



340 W. 站 比な . 

Telephone: 
Columbus 8882 


( 巧 目 • 水) 司壽ぉ 



TAIYO 

1 が Wed 巧 比な . 
Tel. Susqu み ana 2816 


DARUMA 

巧 1- 卽 1 A 化 
Te し わがが 巧 巧 


SHOWA 

53 We が 105 St., 
Tel. Clarkson 09 別 


JhB Tfilfyo Go. 

1 巧 V パ !. 

• K 化？ ご n 11 か 

- 叶な afaigsr 6559 


も KUWAYAMA 郎 I 

114 に 59 比み . 
New York City 

化邮も Regent 


KIN 目 YO & 巧 T SHOP 

IMPORTER OF 

GOLDFISH & BIRDS 
〇 . 

動 其 力を 

物^ ナ種 

一 鳥リ金 

切 括ャ魚 


GAT 化邮化 DAWE P 化 ACE 

111TH ST.， & 8Tfi A 化 . ， C が 


DANCING 

411 W. 115 化 St. 

Tei. Cathedral 4408 Apt. 3 


Koike Studio 

730 Fifth Ave. 
Cor. 巧 比； St. 
Tel. Circle 4406 


庵 桂 米 目 


號セ 十み 昏 四千 一 第 


狮 P San 技 n 脚ジ の ! m が 


日曜 ± 


日本ち 斗： がご 新昭 


Kawasoye Hotel 

け 8W なりの rd 化扣 t. 
M むれ edral 巧 1 日 


御 

旅 

舘 


河 


添 


护日岳 煎 
ミ 本 

豪‘ 食 腐 餅 
g 害 f 料 
£ £ P 品油逊 J' 

— ぶ 

? セ リ揚賣 




美 ホ じして 淸巧 

£麵 品 南 機 

午前 十 時ょ b 巧ち 
午前 ホ 時まで ] 


を 樣の御 嗜好に 適 ふ 
樣な美 ホの 御 巧 巧を 

I 娜 廣骇樓 

致します から 績 々街 
巧 ホを 願 ひます 

割 承興樓 

晚揃ひ 0 巧 巧 人敦名 
が 日本人 諸君の 嗜巧 
じ 適する 巧 達を 差 上 
ます。 朝 I ニ 時を 開店 
(百 サ五了 目す ブ 
淳車诲 の 下) 


ま 那巧理 

巧廳 茶園 

奇巧人 度 蓮 
出勤の モじ はま 化 
の 巧 便が じ 備へ巧 
間食 席の 御用 じ應 
中べ く 娱随巧 ホ 巧 
す變 おお 立願 まな 
紙上 御 ま 內申上 候 


割. 慕 並に 御旅 舘 

fe 8 を 巧 

句 兄弟 

な 育 巧 西 八十 八 T 目 I ニニ 一一 
巧話ス 々イブ— と A ニニ 


高等 御旅 繪 

東洋 縮 

會席御 料理 


ず 為」 燒 

ホ じ 御料 巧 



施 


< 設備 改ま、 腕 利の 

W 倫 側-巧 理乂 、弼理 は H 

as 


7 

G 邮刪 

が U W 

^ W - ^ 
W 柳 W 

T 


本人 向き 


歸桃 李 園 

巧 ホ ホを 待つ て 

夏ら まず 


^58|&木白及龜甲萬邱庫元をと，3^1^ 

舊が義 i お 入 agf £ ザ 
.日 ネ米歡 食料品 iiSSiS 觀 

巧 田 醬袖株 ま會社 東が 一手 賣 棚な 

曰 本 食料品商 會 


紐 育 唯一の n 本 百貨店 

片欄 兄弟 蘭會 

スブ ドン •ブ 。ダク ツ '一ず 贩資元 


提の蒲 お おいしい 郷携 

會慷 御巧帮 

晝 食は 末廣へ 

k , 喀 おが 基が 大勉巧 


御料 理錄記 

太 陽 


壽司每 日 あ b まず 


高等 御旅 舘 

昭 和 

會席御 料理 


日本食 料が 類 あび 雜貨類 卸小賣 
ホ么素 大賣測 桑 山商會 
新刊 善 籍雜誌 小間物 日用品 各種 


巧夕乂 時を を柔 

メ 1 グア ドレス 〔年 I 巧〕 

日本 雑貨 巧 東京 巧會 

書 爲 巧を お 

巧グ ー ム自 かの 便 あら 
ト タンク 巧ち よす 


シャトル 市 

NP 旅舘 

W 06, ま f A . V ? wo . Seattle , Avsb - 

停車 巧 前 あ 東へ liT 左側 六 階を 
日本 巧 船 切 巧 お 扱 波戶場 送迎 


巧集區 域中必 、媛 領事館、 目 本 
郵船 其 他 银巧大 貧 社 巧き 巧 巧 

桑 港 小 H ホ テク 

純 日ネタ (持 別間 ぁ b ) 

御 一巧み 第 自勘車 御 お 迎申上 巧 
巧ニ呈 Hornia F San 了 ancis 写 皇 f . 

周 圍閑淸 ，をを 新鮮 

邦人 俱樂が 自お亭 

58 ジ nds St . Bikly 一一’ N . Y . 

Tel . Triangle ? 云 S 


▲淸 お、 親切、 氣樂 =1 ニ 巧 ▼ 

勢卿舘 

が 勢 事を 乂蘭 をが 
225 E . 爱を Str ま t 
Tel . R 运さ t な 99 


お 巧旅鑛 

江川 作 一 
岩 0 で S ニ 害 S す異 
ぎ 巧 ち 養 登ニ沒 1 


一力 旅寵 改め 

を 國旅鑛 淸水 

三 6 W •を th St . 京 こ ミ k 
ジ I . S 云 queh 呈云芸 1 巧 


紐 育 旅館 田— 

を 旧 十 T 目 ニ 巧 ニを 

Tel . Caledonia 夏 A 


ポストン ホ 

富 ± 旅 舘大浦 末が 

H 5 辛 ister St . 羣 ミ 至 as 产 

ぎ B . B.WS 


住み 必地 ょき 淸 潔なる 審 

g 了 { jp 松 かが ホ 

1 這 Lexington Ave . 

ミ. iuhE を 迄 


費府 御旅館 

桑山淸 五郎 

4 夏 M0U さの th 當. P 呈 ad た fihia Pa . 
Tel . Wal ミニ 这 1 


ザ 上 金魚 巧 

9 一： 至 h Uve ., ミニ置 呈. 
さ呈 e 豆 r 己 e 97 ち 


永年 日本人 わ 馴染の 
舞 蹄 煤、 ぶ 人 等ご逐 
で 御 お 哉のと 踊つ て 
す さい。 五十人の 美 
しい ダス ス •ダ I 瓜 
ス は： n 本人 じは 恃じ 
親切 じ敎 巧いた しま 
す 0 

每 月曜 巧と 日曜 午を 
は 十六 回で 一巧。 


第 置 巧と so 

へ クシ ヤ— 

ビ乃 デン グ內 

小 池 寫眞舘 

電話 サ、 1 クか， 

四 四 0 ホ 


舞踏® A — 

▼社を ダンス A 
マ 表情 悚操 A 

了 寧 

親切 

朝 十 時 34 巧 十】 膊 

シャリフ •ダン シ 

ング 》 範學校 卒業 

上衫タ マ 


電話 ブライアント 

八 0 と 丸 ミ 八 八と 一一 一 

新 IS 特長 

紐 育巿西 四十 四 T 目 
ニニ 1 1 1 八番 ニー 階) 
支配人が 中 重 雄 


ま 店 

呈 Giaion 三 ve . ぎ韋タ K . Y . 
Te 三 一 をを 1 さ 差 
ま 巧 互 rs . F - K . ジす 


ィ タリー から 南米へ 

記錄 的む 飛行ぶ 


レ- 


フェラリン乂尉一巧の壯擧成功- 

-シぉへ 進むで化っゎ巧は 


- 日本の おわ 機が バッタ の 
占が じ ィザ ブ姻 はつて 居る 邸に ィ 
ij タター はヨ ー。 ツバから 一足が 
; びじ ゾラ ジ< へ 飛んで ちる。 モ 
I ント七 リオ 巧 巧 巧から 化 お 日の 
j 午を じ發 がした サゲ オィ ア 六十 
四號モ ノブレ 1 ンは フェラ リン 
I 大尉と ダグ •グレテ ホ 佐 どを 乘 

^ せて ブラ ジグの バ八 ナム ブコじ 

; 向 つむが、 五日 午後と 時半 (が 
j 育 時 巧 午 巧み 時半) じナ タ八巿 
i から 十啤の 化の お濱 H ニ パプ じ 
I 着陸し 約 旧 千 六巧哑 どる ふ 無 着 
I 陸 飛 わの 記 傑を 作つ た。 化 時間 
I 五十二 時陆を 要した が、 チ卞ム 
I バレ イン、 レグ キンの 記錄 一二 千 

I 化. む嗤 よらと 肯哑 多い 0 
i 飛行機が 水曠 H 前太霉 


j ベ グゲ— の窝豪 アグ フレッド 
一口ー ゥエ 'ンス ブンご 云へ ば歐洲 
i 大戰 のを 後 突然 ブラ ツセ グ のが 
巧に 磬 星の 如 （現 はれ バリ ー、 

ベ グリンを の 化歐納 のを か 煤 じ 

膽玉 S 太いな 機 ぶら を 見 
せて 化 人を 驚嚷 せしめ、 吏ら じ 
ペグ V — を 府じ對 しては 因を 巧 
淫费 として 五千ガ 弗み 無利息 强 
通、 フランスを 巧 じ も 时樣ニ か 
利 附の飄 通を 雄證 して 愈々 化が 
的な 流巧兒 £ じつた が、 本人は 
單じ 銀け あの 息よ ど 知らる； の 
みで をの あか も M らず 、世人は 
彼を 巧ぶ じ 謎の 當襄 ごして 居た 
かを の誕の 人が まると 巧 四日、 
自己 用の 巧 別 ブォブ 力ー ま 飛 巧 
機に タキ ピスト 二人、 パレー、 

專姑 操縦 ± 等を. 时 伴、 夕刻 英閱 

I を發 して ブラ ツセ 八 じ 赴く 

途上に 突が お 中に 墜落し 

て行衞 不明と なり 機け フランス 
I の ダン 力ー クじ 不時着陸して 底 
I ちに をの 旨 .ザ 官憲 じ通吿 したの 
I で 大騒ぎ ごな b 漁 带隊は 英佛海 
峽じ 出張して 頻 b に 巧 体を 搜索 
: 中で あるが、 未だが 然 ずるに ま 
-ら ず、 最か 氏は 應按 室から 自己 
の 居室に 化 憩すべく 赴いた 際 扉 
を 間違へ て 風じ沒 はれ 遂にが 上 
へ晚 落した もので あらぅ ご ミは 
れ L 居 じが、 本人が 魔を しじ 入 
ロの 扉は 空を の 腿 迫 假らじ 間 
違へ てらを 易 じ 開扉し 得る もの 
_ でな； 

^ 偶然に 唆を した ごは 卸 底 
j 信じられ W いどい ふ 議論が ち 力 
I にて、 歐洲を 化に 手を 擴げ てゐ 
一る 氏の 事 楽 株は をのた み 一齊じ 
I す 落した が、 氏は 歐洲の 電力 王 
ク」 ゆばれ る だけ じ、 财 巧への 關 
係 も 楠め て 深く 或 ひは 事業 上 的 
失化ょらして、 この奇化^:^負ぉ 
じおん だもので はない かごを は 
i れてゐ る。 氏は 本年 四月、 イ八 


I 天候 順調で ぁつた^ 南米へ お 巧 
一ず るじ隨 つて 險惡ど U らブ ブジ 
八が 岸を 巧 ホず る 頃は 刻々 危瞭 
ど。 つたが、 木陋 H 午後 四が 五 
を パ^ナム ブコじ 巧つ て 走ち つ 
つ ゎつ た ご 信せられ し 飛 巧 機は 
遂に 目的地に 達せず してす が 着 
陸を 余義な < された。 首都の 9 
ォダ •ジア ネ 。でけ 豫て 待も設 
けて 居た ブラ ジグ 政府 當局 者を 
始め ィタ リ ー を 使 館 等を 始め 巿' 
內は戶 おじ 齒 旗を 描揚 L て 空の 
勇 ± を歡迎 しやぅ ど 熱 だし 始め 
巧を 撤 して わを 騷 ぎを 繼纔 した 
ご。 因みに サゲ オイ ア六 十四 號 
藻は 囊じイ タリ ー で擧 打した 世 
お 耐久 飛 巧 じ 一等賞を 得む 飛 巧 
機で ある。 


デ •フランス 號の 貴賓を じ 納ま 
も 事務員、 書記、 スブノ グラフ 
ア 1 ス、 バン—— を 始め 飛行 ±、 
シャフ ア— 等を 約 十四 人の 業々 
しい 大名 巧 列で 當化じ 下 陸し、 
船中から 

發 した 巧 業 上の 電 
巧 化で も 一二 千 五な 巧 じ 及んだ と 
稱 されて 居る が、 を 化を 漁を や 
飛 巧 機で 旅 巧の 上歸國 して 間 も 
な （謡の 巧を 遂げた S であるが 
ロンドンを 始め ごして パリ—、 
ブラッセ^に 化大 なる 邸を を 持 I 
ち 常 じ 飛行機で を 化を 往 ホして 
垣た 人で ある。 

謎の 死 だけに 柿々 と 憶測 も あ 
るが 或る 增じ 化る ど 問題の 飛 
巧 機け ベ レー •デュ！ ンズを 
隔てた 某 地 じ 不時着陸し 了 ロ 
ゥェン スブン は 姿を 隱し雇 A 
等の ロから 獲を 說が傳 へられ 
ね もので 彼の 飛 巧 機 自殺は 一 
がの 化 言 ど 見て 居る 者 もみる 
相で ある。 

じよる ミ。！ クエ 
ン ステンな べ少 ジアン •ジユ — 

で 平素はを 化の 別 おじを 國 の 政 
客を 飛 巧 機で 招待し 晚餐會 を 開 
いれら なんかして ゐ たが、 最近 I 
事業 ± じ ずを 遮げ 過ぎて 歐 測で 
のを 觀も 渉々 しく t •■く、 ア メリ 
々じ 渡つ て賓 をを 巧 やぅ どした 
けれ 共 これ 亦 失敗に 歸 しむ 上、 
電力 事業の 方で 過般 約 H 千万 弗 
巧の 巧' ダ 明けた 巧で わるが、 仲 
仲 をれ 位の こどで 自殺を する 程 
じ氣の 小さい 巧では なく、 寧ろ 
自殺 騷 ぎで 巧の 持 巧が 装 落した 
のを 機巧 じこれ をを 値で 買占め 
た 上例に W 6 

巧 一 流 キ辣^;:>腺で 『。1 

ゥュン スブン 漁船 じ 救は る』 ご 
いつた 調子で 巧を 煽る のでは あ 
るまい かどい ふ 風說も ある。 い 
づれ じしても 謎から 謎に なまれ 
た窗篆では：^^ぃか。 


時節 梢 n ン ドンの 巧 聞は 血眼 
じな つて 眞 巧を 探らつ i ぁる 
が 最近 比の 事 荣じ關 係 ぁる 入 
よ b 自殺の 巧 合を もを む 生命 
お險四 力よ b 五で パウンドの 
もの 數 ロが 掛けられて ゐる事 
實も制 明して むる 玄° 


六十 兰歲 で！ 

東海道 空 旅 

新 ホが 空官 母堂 
遞信省 航空 馬の がを 官巧 井少 
をの母堂^^子刀自、 今年六十一一一 
歲 じなる を 夫人、 さすが じ 航空 
官 のせ 人 だけ あつて、 飛 巧 機は 
を もぬ もの どの 確信を 持 も、 六 
月 八日 午前 九 時 四十 八を 大阪お 
の 郵が飛 巧 •新 野 飛 わ ± 操縱の 
『初 風』 巧， 乘ら こみ 東海道の 致 
色を 賞し つ i 同日 午後 零脾 十八 
を 立 川 飛け 場へ 巧 着 レた ので も 
る。 飛 巧 場に a、 さすがに 機上 
の 巧 堂の ま 否を まじて 新 井 氏の 
長女み つ 子さん (五 才) を 伴つ て 
巧迎 へに おで； ゐ たが、 乂子巧 
自は 非常 U る 元氣で 語る 『天氣 
がが < 、をの 上、 氣流 もを かつ 
たもの か、 飛 巧 機は 素直に 飛び 
びつ r けました ので、 實じ渝 快 
でした。 余らの 必化 良さ じどぅ 
かする ど股氣 さへ 摧し プロペラ 
1 のぅな- <=' をかず かじ 聞きな お 
ら ニ、 一二 圓ゥ ブラ-'-.-- ど 眠つ た 
位 ひで ず』 、 

ゴム 製の 大 玉で 

大 瀑布 征服 

突飛な 男の 奇行 

自 をが 十六 歳の 巧 じ ボビィ • 
リ！ チが 乂 樽の 小 じ 這 入て 世界 
で 有名な ナィ 卞が ラ瀑 巧を 潜 b 
拔 けたのを 見た な 巧 己 も H ごか 
して あの 瀑布を 征服した いご 云. 
ふ ホ 望を 抱いた のが ジ—ン •エ 
! •ラン ァ どて 本年 一二 十六 歳の 

フレンチ， カナ デ アン：： ：： 1 說じ 

はニユ — パン ムプ シサ 州. コン コ 

— ド 生れ どら 傅 ふ H 卞 化な 二十 
ニ 年 ょら 旅賣ず ごな つて スプブ _ 
ング フキ！^ ド おじ 稼いで 居た， 
が豫 てから 誰說 製の 大きな 球を 
巧 b 其 中に 腰掛 場所 やらを 氣管 
なでを 擦、 てが 聞 記を 達 じ 示し 
つ ^ 『今にを 麼 成功して お 目 じ 
懸けます」 と 披露して 居た。 す 
ると 獨な 巧の 當日 ナィ ャ ボラ 爆' 
巧からの 特電が 

一二 十六 歲の ジーン • 31 •ラ 
シャァ が、 ナ T ァ ボラ 瀑布の 
ホ— スシユ ー を 越えて 大きな 
譲 譲 球の 中に 這 入つ て 巧み じ 
潜 b 拔 e ニ 一二の 儀ら 傷を まけ 
たお 度で 無事 じ 同 瀑布を 征服 
した。 是れ で化瀑 巧を 潜 b 拔 
けたら のは ニ 一ん 目で ある。 

ピ 報じて 求た。 ラシ ャァ け加奈 
太 側の ホから 飛び込み ァ ァメブ 
力 側の 端艇で 拾 ひ 上げられ たが 
彼の 飛び込いだ ポ キントは 一二 哑 
i 上流の ヵユ ー ボ島附 巧で を 体で 
五十 かを 费 した。 

譲 誤 球は 彼の 盧应じ 依りて 作 
られた ホを とな 封 巧の 重量を 
をし 附近の 譬を署 では 万一を 
怖れて 彼の 冒 隙を 制止し 吟う 
ごがの お 處を搜 索 中で あつた 
じ 巧は らや數 人の ぶ 達に 扶け 
られて 其 目的を 達し じと ある 


瀑布の 下には ゥキ， T ム •ヒ 
グど云 ふ 巧が 端艇で 待ち 巧け 
が ひ 上け たので あるが， 球 か 
ら 巧た 時 じは ラ シアは 殆んど 
人事不省 じ 階っ て 居た がぶ も 
じ恢 なし 『確か じ ャレ八 こご 
は 知って ちた、 を 体で と 千 弗 
を 要し わが 元金の 上に 利益が 
つくものを 待つ て 居る』 

ど 語つ た。 ナィアガラ 潔 布 . K 最 
初に 潜つ たのは 締 人で ァニ ！• 
エデ ソン •ブィラ ア失 人が 樽に 
遺つ て 成功し、 みが 千 九 巧 十】 
年の ブー チで ある ご 云 ふ。 

資產 家の 搔ブ拂 

明治 二十 お 年の 昔 石川縣 第二 
瞳 か b 1 度 化 證± じ 選出され た 
こごの ある 男が を 澤 ホで 搔ッ拂 
ひの 現 擦を 譬官じ 取 巧 へられた 
事 牌が ある。 化 諸 十な どじなる 
男の中じは漬職、 牧賄、 詐爲^^ 
で」 色々 惡い こどを する 者が 多數 
潜いで 居 b 准 祝を の 掛から 《 舌 
の 先き で 誤魔化しを する 位が を 
ちで あらう が、 化 巧は 巧が 縣ま 
ホ 町タ濁 化の 大垣 兵み (よ 十五 
歲) ど 云 ひ 昔は 高 お 貸を 營 むで 


詐欺の 照 葉を 訴 

東京 特電 五日 發 y 前の 照 葉 
事 橋 本 だつ ニニ 0} は大阪 にが 
て 記 欺で 吿訴 された。 

平 渡 雜博中 拘引 

東京 特電 あ日發 n 化 島 事 か 
の平渡信外六名はニ0极芝臨 
目 出 町 草 巧 某を じて 賭 腺中拘 
引され む。 

あを 掌ぁ議 提出 

東 ま 特電 五日 發 == 東京 ホ衔 
自動車 婦人 車掌が 名 W 上は ニ 
日を 後電氣 巧を 訪 間し 男子 间 
等 S 待遇を ホの 決議を 提 おし 
た。 


居 b 現 化で も 貴を 十 I 巧 圓を持 
つて 居る 男 だ VJ は 呆れる。 同人 
のをを を搜 索した 結おタ 數のブ 
ランク、 バスケットみ 贼 品を 發 
見した が 熟れ もを 澤驛 みがを 室 
で盜 むだら の ださぅ だ。 

納凉素 議會合 

鞍馬 山に 立て籠つ て 居る 美謠 
會述 中も牟 巧は じ± 遜 河畔 じ納 
凉素謠 ど 洒落込み 日本 お樂 部の 
'廣 間を 開け放して 流 巧を ふき ふ 
き 乂じ瞻 らぅ ど 云 ふこ ごじな b 
幹事の 瀬 尾 さ 4 が奔 ホして 左の 
通らの 番組で 昨が 關會 した。 
田が シブ 大木 
ヮキ 高 橋 
班 女 シブ 和氣 
ブキ 瀬 堅 
抓 茂 シタ松 旧 
ヮキ 中が 
S 井寺 シテ 地 ま 
フキ 巿川 
大瓶 婚々 シ テ水關 
フキ 啓' 巧 


大西明 巧 息 急死 

一二 井 物產じ 勤めて 居る 大西明 
氏の 息 明 ジュニァ 幼を 衔± 君は 
豫て ノ^ — ス •力。 リナ 州。 ツキ 

I マウント 地方の 農園で 煙草 裁 
培 じな 事し つ； あ 6 搬ては 父君 


の關巧して居るち乂ブ ラ ジ の 
バラ 地方で 煙を 栽培 事莱を 始め 
る計馨 であつ たが、 去る 一円 巧 
ロ ツキ] マ クント 巧から 農園 へ 
の 歸を自 をで 自動車を 操縱 して 
居* <! 裡じ自 勘車轉 覆の 化に をつ 
て即 巧を 遂げた。 同 君は 千 九が 
六年フ 。リダで ホれ、 今 丹 十二 
日がニ十ニをの誕生^でみつた 
ご 云 ふが 誠 じ氣の 毒の み 第、 葬 
儀は 本 H 午後 八 時 西 化 十二 T 目 

アム スタ アダム 街 巧 中央 浸禮敎 
會で擧 巧す る こど i なつて 居る 

庭 球界 消息 

◊ラコステ 選手 權を 獲得 英 
國 選手 權戰 優勝 戰は 昨日 ラ コス 
ブ對コ ッシユ ー の 巧じ擧 巧ろ— 
一、 四— 六、 六— 四、 六— ニ じ 
て ラコステの 勝利 じ歸 しれ。 么 
れょ b 先き ゥ キン ブグ ドン. じ蜡 
集した ニ 巧 じ 余る 觀 衆は 元ょ ゥ 
化界の 庭球が が タ大の 巧张を 0 
つて 眺めた のは チグ デン 對ラコ 
ステの まる 水曜日の 准 優勝 戰じ 
て 試を は ニ— ムハ 、六— 一二、 ニ— 
六、 六— 四、 ホ— 一二 ど 云 ふ接戰 
の 後 ラコステの 勝利 じ歸 した。 
蓋し ネ みの ナグ デン、 ラコステ 
の 會戰は 頗る 感 ホ あら 巧 年阔庭 
球戰じ 於て n ッシユ ー のた め殆 
んで勝 もたる 試を じ 敗れ、 ラコ 
ステ じは 佛國の 庭球 戰ピ 、ホ 固 
じがけ るが 盃戰 ど、 ホ國 選手 權 
戰 VJ 一二 度に 直 b て 負け越して ゐ 
るので 之れ 等を 一 化 ごな して 今 
みの 庭球 戰 にな 譬し 彼れ の 永い 
庭球 ホ涯 のを 後の 幕を 華やか じ 
すろ した かつた のが チグ デンの 
必事 であ' つたと 見ねば なら « を 
れ ホけ チグ デンが 今回 お 眞劍じ 
大事を おつて 試を を懼 ふした 事 
はぶくない。 遮 莫チグ デンを 望 
みは 達し 得られな かつた ごは 云 
ヘラ コス ブ ごの 激戰 振らは 猶ほ 
彼れ の 庭球 生涯の 最後を 錄るじ 
足る じ充 をで あつね W 云 ふのは 
庭球 批評家の 一致す る處 である 

◊恩 旧 選手' 善戰 して 破る 旣 
報の 如く モント クン イャ じがけ 
る 新 城 西 州 庭球 戦 手 權戰じ 出場 
中 P あつた 恩 田 選手は 祭 四回戰 
じめ てブキ ナス 大學 選手^ イス 
フアガ ソンを ホ— S 、 ホ— 一二の 
スト レ 1 ト セット じて 敗 5 第 置 
回戰 にがて シ ー デット 第一位 じ 
して 昨年度 インタ 1 ホン デ 五^ ~ 
ト 選手 今年の 米 國デゲ キスを 選 
手ア 9 ソン ど 去る 化 曜日 會戰頗 
る善戰 して 第一 セットを 六 — 四 
•して 恩 田 勝 もれ るら 第二、 第一 ニ 
セットを 六— 一、 ホ— 四 じて 敗 
れ た。 

◊ま 部， 鳥の 兩 選手 肢戰 ナ 
ッソ ー ヵゥン テ ー 俱樂部 招待 庭 
球 戰じぉ 鶴して 居た を 部 選手は 
去る 三 一目 第一 巧戰 じがて ホ ー 八 
のた め ホ— 四、 六— 四の スト レ 
—ト じて 敗 化した ホ ー ルは 今春 
グン ー タ ー 稱育 選手 權戰 じがて 
恩 旧 選手 ど 五 セット 試を を 催 ふ 
して 選手 權を 得た 事が あら 今春 
-メブ * ブ 腕を 上げた。 1 ャ作プ 
レ] ャ ー である 鳥 羽 選手は 第一 
日 じ バッグ スを 六— ニ、 とー 五 
にて 政 b 裝一 二回 戰じ入 b たる も 
プリンストン 大學 選手 ゲア _ン ラ 

インの 前 じ 六— 一二、 六— ニ じて 

^ ミ 0 


飛 巧 機で 投身 自殺 

英佛 海峡 上空を 橫 獻の眞 最中に 
家族 やぶ 人は 自殺 說 否定を する 
謎から 謎に 終った 富豪の 一生涯 


日本 理髮 舘淸 

西 四十 H 了 目 巧 番地 一二 酉 六 室 号 

タダプ 7 ロア (第 六 街 さ 巧 十一 ニ 了目受 


日本 散髮屋 則が 麵 

五ヶ 年 顆中树 巧 ご おじ 就業。 

ジ ヤシン ト* フ3 ツ 3 

31 W J 害 沒.严 y . 呈 y 
Bet . Columbus Aye - & Cent をす rk 董 si 


眞 面目なる ホ 磯 同胞 じな 巧 
なる 磯 業を 罔を す 

宮川事 驚 所 

が 育 巧 西 四十 ニ T 目 百廿一 を 

'電グ ラ. — r ント とと 八と 
話 ダラ イアン 化み 九 八 


ロス アン セ ルス 

ホ リン ピック 

本 アル 

ニ S ジ II Pedro st ._ Us An を 男， cal . 


木 巧 ル 1 ミン グ 

1 言 3 rd Ave . 呈 .置 & 呈 h Streets 
ジ 一ち hone Re 巧 nt 是 27 


AG 匹 NCY: JAPAN TOU 区 1ST BUK 扛 A リ 


8-10 Bridge St. TE し . BOWUNG GR 巨 巨 N 2262 


N 巨 W YORK OFFICE: 


N. Y. K. LINE 

社 會船郵 本 曰 


0 ぶ K， Line 

を 壁 醇船會 社 

巧 37-8WHrFEH 化 LBlilU } 蘭 

OBrnEHYmiCENEWYORKGI パ 
巧 0 化 8{^! 邮郎巧 [163 が §3 


JACOB HOLTZ 

1*73 CANAL STREET 
NEW YORK 


N の pern 

Dry Goods Co. 

1281 Broadway, City, 

むし 31st ミ責 . 

Te し Pennsylvania 巧 50-51 
floom が 5 


Nara Trading Co. 

I む 1-5 忱 Avenue 

(Cor. 21st な.） 

Teh Algo 叫 uin 3848 - が 




MOfilMURA 邮 OS. Inc. 

巧 - 巧ぶ W. 23rd S し 
New York City 
Tel. Gramercy 巧 50 


THE FUJIMOTO 
な 則 RITIES C0.I 艦 

巧 0 Broatl 呵 , N J, Ci か 
Te し Rector 24 化ぶ お 


THE BAN! ( 扑削 0 な N 

Room 1 日 巧 1 おむ oadway, li. Y. 
Phon も Cortlan が 8 如 3 


The な 加 tomo Baiik, Ltd 

化 W 巧 R) ( が卽 CK 
8fl 〇 m が 4 
1 がわ Qsdway 

Tel. Hanover 7444-7445 


1116 Yokohama 

Sf)M お扣 化 , L 化 

5 比 邮が， おお iabie Bid も 
1 巧む oadwa も ん Y. 
Phone R な i が 巧が 


Hie おか 0 け aiwan, Ltd. 

Room 515 

お nnen が n I 刖が ting 8 山诚 巧 
巧 5 化 Daiiwsi も N, Y. 

Tel •む riianfi け 巧 2 •说 34 






. タ 




曲 


imOik 




號と 十六ち 陋千ー 第 


雜 觀 育 就 


【日曜 ±】 


りと 巧 屯が H 和昭 



A 巧な 式を 等巧滿 化を の 里度货 巧ん るは 巧 巧 良 
のな 巧な 切 T を こ 共に を 化の 誇 i ずるな です 
▲な 化 太や洋 おな H 薄 おが ロを 部ず 巧的攻 良ん 
旌 しまし わ、 巧 じ 沙巿 おのかを は 巧部ツ 
K トサ— ド义 ロス ナュデ y } ヴブ ダスな 上の 
巧 おも 備 へて お リ えず 

® 桑 港 出帆 ホノグ A 秘由 【冗 午 出帆】 


里 

ll-i 

山 i'i 

這 


天が 义 

J レア 化 

を 洋乂 
西 比が 亞化 
大泮凡 


と 巧 十八 日 
八 肖 一日 
八月 十 立 日 
八月 化 九日 
化 巧 十二 H 


が シアトル 出帆 【午 的 十 時 出帆】 

_| 加 巧 か よ巧廿 八日 
™ が豫 化- 八月 十 巧 日 
I 靜岡化 九 巧 巧 日 

~ 致 鼓 日本 お 化 化 

化 見み セち ト 四日 
お 崎み ホち 廿 八日 
▲が 會か化 己を お經由 日本 お 货 物がー 巧 ニ 画 
▲錫 道 切 祥蔭窒 を 其 化 萬# 御 巧を じ 巧 あか 申サ 
A 太 巧を 大み 船を 化 乘賠切 巧 御 巧を じ 取 計 もす 


シアトル ぉ觀 (午前 十 時) 
ぁ b だ G 化 と 巧 十 お H 
ぁらび や 見 八月と 日 

ば リマ か (坡港 巧軌) A 巧 サーニ 日 
ザ-等 横 濱一化 立 巧 - 

恒 しば 4 寸 みるん ごんみ は I 五 五 巧 
▼一二 等 目 本 巧 五 五 巧ぎ 室大 な 造 家族 室 i 
►がが 望に 依リ I 等 割 則せ 復切 巧を 巧 致巧演 

ロス ア A ゼ ルス ぉ晚 (午後 S 時) 
はゎい 义 八月 王 日 
らぷら た 化 八 巧 廿と日 

ザ 一等 橫深 二三 C 巧 化は わい 丸を じらみ 妄巧 
▼恃が 一二 等 日本 巧 五十 九 巧 ▼一二 單 日本 行 五十を 巧 
►を渚羅府巧滿車切巧磨臺を購乂^旋せリぉ 
►■紐 育 線 パナマ 烧由 日本ち 那巧 貨物 賠巧一 脚 


夏瘍巧 格が 品 
特別 賣化 

尙 一層 勉强巧 化 候 脚 
御 注文 被 下 度 興 上 候 

ザ 元 ゾタデ I ス 

17 East 17 t : hSt , NewYorknity 
一巧 le 巧 hon 巧 > i 巧 onqlsn ^267 


ダ ー ム用 雜貨品 

ダ— ム 、コン々 ッシ ョン、 及び ォ—ク ショ 

ンじ 最も 適當 する 香水、 銀製 品、 費を 感寶石 
時計、 懐中時計 類 等雜貨 輸入品 及ホ闕 製を 部 
取 揃へ て 巧り ますから 是非 御用 命を 願ます。 

値段は 化 じ 比し 化廉 なる 事を 保証し 品物 も 
巧 謂 『サム ンング •こユ ー』 の 物を 柯時も 持つ 
て 居ます、 目 錄希窜 の ホへは 御 送 b 致します 

ジャ n . フ ホルツ 商會 


= _ .■.ミ * J ゴ！ .つ-, 




故 黙ロ英 世博击 追悼 餘錄 

公人-こ しては 腺 化 甘つ 眞 面目 

私人 ミして は 細む 謙譲の 紳± 


M 乎界 の 固 巧 的】 偉人 故 野 
ロ 巧 世 愧± の 追悼 會 がまを 二十 
九 n 巧 京ぶ びが 育 じがて 同：：： じ 
擧 巧され た 事 育は 乂お妨 報の 如 
くで みるが、 過般 ホリ 本に 於け 
る 學界の 人々 もを 新 睹雜茲 を述 
I じて 惦* の 死を 悼み-全 妈の新 
! 巧 紙ら 愧± の 立志 談を 速瞄 しを 
一つ 巧學の おめ じ 鄉化ゴ る 故 巧 十， 
を激稱 して 盾る。 特に 隅 ± がが 
年歸 朝せ る當 が 乂阪の 名妓し ァ 
メリ 力 ± 産 をめ 束せ &無邪 あの 
巧 話 やを 巧の 鹿 子乃自 をいた ゎ 
ら鄕坚 にがけ る 私 熟 H が舘 長の 
恩 帥 ルが 巧 巧に 奉 化せる 淚ぐま 
しい 美談； > 揭げて 讚 巧 お 仰のを 
を 巧ら ならしめ て 居る。 

紐 育 じがけ る 追が 會 にめ 
て もな 搏± ょら 夫人 じを ゼ たる 
電信を 席上で が讀 する 乾で ぁつ 
た。 ホ亡乂 メーリ ー モも あ諾さ 
れ たので あつたが、 ァレンジ メ 
ントの 郁を ト發 表し。 がつ た。 
日ッ クフ ユラ ァ第 二世が な 博 ± 
の 吿が巧 じがて 語つ た樣に 『親 
を 巧し 妻を 愛せる 博 ±』 は 巧 巧 
中 西 ホ ホ 加の 西岸 ァクラ 地 ホ か 
ホの 樣な 電信を ホ 人 じあて i 
打つ て 居る。 左に 其 意 譯を紹 か 
する。 

ホ 常にが がし （なつて 居る の 
で 手紙が 書けない。 しかし あ 
なた の ホからは ず 規を馨 < の 
を續 けて 下さい。 なじは いつ 
でもあなたの手お：^^を要です 
夫れ は 私を 幸福 じか 適 じして 
吳 むます。 あ G たが 居ない の 
で おの 淋し さが 增 して 巧ます 
しかし 四 巧の 下旬までは をに 
踏み止ま つて 居 U くて はな も 
ません。 其を ほ 急いで 家へ 歸 
らます。 化 事は 沖々 重大です 
から 其 W 前には 歸 b . た < も歸 
れ ません。 あなたの 健康は 如 
柯？ 何卒 ケー ブグ でを 子を 知 


ら せて 下さい 

巧す る 人ょ ち 

公人 ごしての 巧 ロ 搏± は 
嚴 正ち お UU 篤學 をで ぁつたか 
徒ら じ學 位を 追 ひ 虚名を ホ わ 
爲 めじ 米國じ 遊學し 巧れ る 一 
部の 人々 の 風上 じ往 々實カ 尊重 
の 錢秘を ドして 辛 萊な批 巧 をら 
試み 自己の 實驗 室を 神聖 視し轰 
りに 自家 機吿的 人物を をれ なか 
つたが、 な人どしても無頓着；：* 
るが か < じして 質は 細 也の 人で 
ぁ b 疎 化 一 ホの 如 < じして 實は 
謙 講の类 徳じ當 ぃだが 紳± でぁ 
つた。 左は U 木 お樂部 じがて 草 
信 = 本人 會 をが 朗讀 せる 巧議文 
(か 課) ホ じぶ 人 ドク トご 局見豊 
を おのが せた ろ 追 お堪文 (か 譯) 
である 0 

追悼 决議文 

野 ロ お 化 愧卡の 功 策は 彼を し 
て 文明 陣 城の 人たら しめた。 
彼は 常 じ 人類の 爲 めじ 至 貴 ま 
をの 獲物を 携えて 歸 つた。 現 
なじが て さへ も 前人 未開の 境 
地に 路み人 b 鼓な まで 人 おの 
おめ におら じ 無限の 巧 化 ある 


巧 献を进 しじ。 

巧 ± はを 化 巧を 通じて 細 歯を 
巧の おみ どして 特 じがが であ 
つた。。 ッ クフ ゴラ ァ硏呢 所 
のを 較の著 あ。 る 僚ぶ の 一人 
ごして 而も 隙 ± の 劇 巧は 化 傑 
出せる 大 みの ホが あぶ】 脚 中 
_ にがらて 最高の 地位': 曾 敬 ご 
を 博して 居る。 

が ± は 化 おを 人類の 生活の 上 
じ ョリ 善から しめむ どせ る努 
力の 爲 めじ 彼のを 命 V 犧牲ど 
した。 陣± は 自己と 间 じきち 
族に おして 殊遇を 齋 らした。 
而 して 會員 ごして は 本 會じ對 . 
してを 擧を 巧へ た。 千 化な ニ 
十八 年 六月 十二 n を W て 開催 
せる 吾人 H 本人 會 理事 會は滿 
場】 致を 化て 巧 上の 巧 遙を可 
巧し 曾 長に が じて 巧 ロ 博 ± ホ 
己 人し 對し 吾人の 深甚 ま 厚の 
あ 意を まし 博 ± が 吾ん じ 授け 
られ たる 威信 どみ/、 後 巧じ胎 
せる 敎 化の 適例 じ對し タ大の 
謝 慮を 捧げる。 

离見 豊彥巧 弔電 

予は病 體の爲 め 親を するな 巧 
ロ 博 十の 記念 追悼 會じ 自ら 出 
おする MJ を 辱ざる を 深，、 遺 操 
ごする 巧で ある。 ん 類の 爲め 
じせる 博 十の 動 勞は垂 ホ涯の 
ホ 彩が 耀 々たる ものが ある。 

博 ± は 今や 予等ご 幽明 境を 隅 
つるに をち たる も 醫學の 進 ホ 
に對 ずる 貢献は 醫學 あの 第 一 
ぺ！ジじ殘るであらぅ。 儀± 
は 音に 醫學の 進 ホの 爲 めじ 甚 
大 の蒂與 をな せる のみなら 中 
日本人の ちす る秀拔 なる 思想 
をを 化 巧 じを 示せる ち 人で あ 
る。 『高是 豊彥〕 


朝香宮 カップ 

杖 球 競技 

靑葉會 競 おも 同日 

ま 巧 二十 1 H ユキ セキ ユチ ー 
ブ • n ムミ ブイで 决 をした 日本 
人げ 球 協會ま 催の 例年 競技 會は 
晴雨 じ おはらず 明 日曜 午前と 時 
半ょ らブ 9 ス ベリ ー 第一 庭 じて 
二十 六 ホ I 火を プレイすべく 朝 
を宮 カップ-副賞 巧與) ト ーナメ 
ント とも 稱 せられて 居る が、 本 
年は ンデ キャップを 昨年度の 
協會 選手 椎を おする 酸 か 誠 治 巧 

がメト 0 ポ 9 タン じがけ る パン 
デを 基礎 ごして を部變 おしね 為 
め阪 か 氏の 八 ょら 宮崎淸 、渡邊 
巧 夫 巧の 九の 順 巧 どを めて 盾る 
朝 香を カップ 現 狂の ホ— ^ ダァ 
はお 合 名の 西 本 氏で あるが 本年 
は 誰 人が 中 おの 鹿を 射を ず か r 
輿 ホ ある 点で ある。 當 日の 參加 
者 颜觸は 半 どして か壯 連で ある 
が、 ライの 化 木 氏ニゥ 0 ッシ で 
术 の奧村氏^^で云ふ元老巧も恃 
じ 雌雄を ザ ふべ < 出馬す る 由。 
が ほ 靑葉會 じがても 第二 回 競 お 
巧 於當日 M ブンク にて 開く 箱め 
双方 入れ なれて 戰ふ結 あごなら 
總勢 六十 五 人が 出 煤ず る 施况を 
呈 して 居る。 參加中 込 者は 左の 
.§ し 


ホ 司 出 U 東 (綿花) 日 巧 
廣を 堀江 星 野 (勇) 是巧 
お 化か 木 菊 池 木が 岸 
商 小が (日 ホ 糸 一 抑 巧 小 
み 小 柴お野 S を宮峭 
S 巧 溝 ロ 西 本 西时两 
巧 巧 田 岡 本 岡 曝 奥が 
奥 小 巧 巧が 乂 な 阪ホ 
巧 か 鈴 木 留淸ル (八 郎) 

鈴 木 高 橋が 中が が ( T ) 
な 村 寺 本 飛旧戶 田を 
が 渡邊 ( K ) 橫 山山 旧 
( M ) ま 田 外數を 

邦樂 同が 會例貪 

巧樂 W 巧會 じて U 例を を ホる 
十二 n 午後 I ニ 時よ b 西な 八 T 目 
一二 ニー ニを 日本人 美 3 を會 じがて 
開權 する 售 るが W 人 じても ホ 
聽 を歡迎 する 由。 當を 幹事は 巿 
W 、 小阪兩 夫人 I 

ベ— ン簡會 移 室 

を 年が 人踰乂 商の 爲 めに 稅關 
事務を 取投 つて 居る ゥキ リア 
ユ八 •ぺー ン巧會 は 現 巧の ブ 
1 ドゥ 十】 番 建築 十二 階 室 
よらと 巧 六十 八 号 室 じ移轉 した 
が 新を 話は ボー リンダ •グリ' 
ン化八 0 四 n 五 n ホ番 である。 

柴 旧夫 人奇禍 

曰を 料理店 ま 柴旧德 次 郎氏夫 

人は 頃 円 自慟車 じて コロンバス 

おを 巧 まの 際 電柱に 衝巧 微傷を 
負 ふたが 巧 職 部を 痛めた 爲め手 
術を 施し 目下 靜養 中。 

•旧 ロ 一太 巧滯紐 中の アジア 
輕銀會 社 取締役、 耽 U 出 發巧巧 
中 巧 部 化 ホよ b 羅 がを 經 て桑潘 
じ 出で と片 十八 日 巧 化の 天 巧 化 
じて 歸 朝の 尝 

♦草 信が 治 氏 夫人 高峰 巧會支 
配 人を 信せ 治 氏 夫人は 病 氣加蘇 
の爲め まる 一二 日 ニ ウワア ク市聖 
ジ 五— ムス 病院 じ 入院せ るが 逐 


日 輕 快の 由 

•野中 幸み 郞巧 同志 貿易 專務 
取婦 役、 去る ニ H 當地出 發西巧 
巧 ニグ 巧の 度を じて 一時 歸朝 
•阿部 義を 氏滯な 中の 靑山學 
院中學 部長、 十二 H 出帆の. マジ 

エス ブブク 号に て 渡英 

•竿 信 竹 治 氏 鳥 峰が 會 支配人 
八日ょ ろ 両辄地 ホ 旅 巧 週末 歸巧 
•和 旧 逸 郞氏南 滿戲道 紐を 事 
務 所員、 九 目 出帆の ァク キタ 三 
ァ号 じて 歐洲 經由歸 朝の 普 
•長 倉 親 義巧巧 上、 が 旧 氏 後 
巧 ど' して 去る 一二 十 H 着 巧 
•小 寺 廉ま氏 鳥 岡 高等 商業 學 
校敎授 、去る 二日 鄕國ょ b 着 十 
H 两巧餘 朝の 篱 

•河 旧 明 氏 大較醫 巧 大學醫 員 
问 上着 紐 十四日 メキシコへ 向け 
お 發の當 

H 曜說敎 
♦紐 育 H 本人 敎會 
題を 定 岡 墻な師 
♦基 皆 あ 修道 含 
幼 お 《かくなら やば ■々井 化師 
♦ H 本人 美な 敎會 
人格の ぶ 礎 を 崎 牧師 


巧 禍 スペシャル 


大正 かき もち 
小鳥 照燒 
あなご 蒲燒 
樽 詰を を 潰 
樽 詰 味， 增漬 


か 桐 兄弟 商會 


人畜 じ 無害 

効力 保証 

蚊取線香 


桑 山 商店 

ニ 4 互 ST 化 害 ST : N . Y . C . 
呈 言 e - す 巧 至 2133, 寅 57 


東京 商 會特を 


トツ々 ピン 置 猪 
本 學目藥 一二 0 仙 
太 田 胃散 五 0 仙 

東京 諸 新聞 最あ跪 

紐 育 東を 商會 

皇 WJ 害ぎ N . y . G . 

ぎブ a 寡 ミ苦芭 


ト 


ランク 約 五 育 個の 

ごノ こ^ ゥォド ロブ 

及び ス チ— マ— トランク 六 弗 置 

十 仙、 九 ホ 五十 仙、 十二 巧 五十 
仙、 少し 許 > 使用した 範類 一巧 
ニ 弗 及び 五 弗 
芸 4- S 至 h Ave ., Go こ 害ぎ N . Y . 


レ— ’ A 自 かの 便 ある 术 
1 ム大 、小 あら 

- 東京 簡會 


息 ジュニア 義 不慮の 化 
厄 じ 化 b 去る 一日 ノ ウス 

々ロ リナ 州 ロ ツネ 1 マウ 

ント 地力 じがて 急死 致 候 
じ 付き 乍略義 0 紙上 誰吿 
化 候 

尙ほ 葬儀は 本日 午後 八 
時 西 九十 ニ 了目ア ムス 
タアダ A 街 巧 中み 浸禮 
敎會じ 於て 執 巧； S ' を 候 

父 大西巧 


来 


日本 吳服 反物 キ モノ 
テ"一 フルク ロ！ ス類 

夏場 用 格好 お 取 揃 居候 
龍賊 0 本 ドラィ グ 1 ブ商會 

'特別 廉 憎で 大勉强 新 流行は 常 巧の 特長 


ラム プ ぶび シル クシでー ト 

製造元 卸賣 手 塚商會 

H . Y . HETSCKA CO . 

ち W 置 2含 F N J - 置 y , ぎ cheli 9 度 1 


ボ I •テン グに 適ず る 

壽麥： f 度し 煤 所は ァ 

ト ラン チック！^ イラン ド、 化 て 

最歡 設備し あら、 ホ ー トス テ] 
シヨ ンじ 便利の 鶴 所で パ） クへ 
も 近し 委細は ぶへ 御を 涉 あれ 
ゴ nak ツ 7^ Center A さ-, 

Atlantic 是 hUnd , 尹 i 
ジ宫 ho ミ呈 a = 京 舌 g 至 anti 送 4 


齒科醫 ： 


リ了ン 


fu. S 室 反 浴室 ■ホる 十 

至 パ さ 星 安く 貸し 度 

し 場所は 二階 黄 7 ミ 星 crest Av 呈 若， 

Bi 产音 . 8- 巧 ヤン ネ 1 スタ デ アム 

の 化 方 高を 交通 至便 詳細は 左へ 

ジ I . ジち ingBBI タミぎ》 lija ミミ seTi 養 S 


0!*• t^dward Har 乙 an 

ジ l-gsn ミ ntist 

巧是 W . 181 st St . ジ 一. B 呈运こ 378 


タンク 


. — ^ マン 

- イラ 1 及 


イン ノ^べ— シ ヨン トランク 古 

物よ 弗 お 十 仙ょ b 十二 弗 お 十 仙 

晋で S ニ 害で r ま 


新 ゲ—ム 

—ム 及是れ 
に 使用ず る 諸道 具 格を じて 御需 
めに 應 や、 値段 目錄を 送る 
さ llam R きさ E . 害 Sir ま t , N . y . 


御大 典 奉祝 母國訪 間團員 募集 

今上陛下 御 郎位ま 巧 観の 榮じ おず る 空前の 好機 

旅程 = 今 耕 十ち 十一 日 (木} 午後 六 時 二十を ペン 停車場 ぉ發 
同 十と H (ル} 沙港發 郵船 加賓 化に 便乗の 上 十一月 二日 (金) 
橫濱港 着 

歸ホ = 明年 S 巧册 H 横濱發 、郵船 靜岡乂 便に て 四月 十一 二日 
沙港 着、 同 十九 H 紐 育 着の 豫を なれ 共 隨患歸 米 差 支へ 無し 

國費 = 斤 道— ニな 六十 弗 {汽車 一等、 汽船 二等) 

プ少 マン 潜 台 券、 食事、 沙港 ホテ^ 化、 自働 車、 タックス 
ボーィ ポータ ー 必附等 途上の 乂餐を 部を をむ 
化 後— 四な 十 巧 

申这 がを 其 他 詳細は な 接 ホ 催を じ 御照會 わられた し 
紐 育巿東 五十 义了目 ニニ 西 ■ 

巧 禍 兄弟 歸會 

第五 次巧闡 訪問 團 


紐 育 巧 西 百 八 T 目 S ニ 一二 

M ぉ『 

御大 典 奉 視巧國 訪問 團 


R 本人 美 巧 敎會內 ：；！：^ 


夏場 向 H 新 職 到着 = 

精々 勉强可 仕 候 問 柳 註文 被 下 度 願 上 候 

太洋 貿易 株式 會社 

Tele 巧 ho 3 扣 AJ 巧 03 qlcia WOTNWIW 

loljFiMlAvemlezewYskcuy 
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巧 


資本を 
拂込濟 資本を 
巧 立を 


を お圆 
六 モ游巧 
六千费 巧な 凹 


會 社 ニー ホ 銀 巧 r ち支炬 

本 巧 ま京ボ U 本 橋 隘本ぞ お 町 五を 地】 號 
支 化 ル椅 H 本 巧 化の 巧 (を 某) お沒 
をを’ 运巧挪 大阪西 (大 防〕 が戶 
廣な下 觸巧司 お 松 賄 岡長扮 
上 おがな を 巧码水 


お出 乂爲 啓’ を 信 送を' ホ 送を、 旅 巧 信用が 
巧を 信用 狀其他 一般が 巧 お 

ん能脱 S 義銀巧 I ま 巧 

觀お 送を" 日本が 地 無キ数 料？ 迅速 取扱 
本店 預を (定期 述知ノ ニ视) 御 便利 取 巧 
本 支 巧 ま 巧 (本な)、 大阪 > 牌戶 、京 郁 
所が 地名 古摇 、小が、 上 お、 淪を 


新 荷 到着 

特に 夏瘍向 格が 品 澤山お 揃へ 
居候 間 精々 御 註文の 程 希 上 候 

森が K ラ ザ ー ス 

iRIMCRA IBi ., Inc . 
结 .57 W 法 t だ rd Sr 
zew ジを N . Y - 

T 印 leplloBm 0181吕0『0< WW 50 


▼擲 里を 金 及び お 送を (お 手が 巧】* 外面 
巧替賣 買、 荷巧替 おお 取 ホ、 信用が » 
巧 等 一 お 銀 巧を お 掏 おおじ 取 巧 巧 化ち 

能試 臺灣銀 巧— 曲 張 所 

本 巧を 殺臺化 

ま 巧を を、 お 巧、 大 お、 神戶 、上 お、 巧 
ロ、 お 巧 厦門、 灿 頭、 を 巧、 巧 束、 巧 

歲坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 を 頁 
— 々グ 々ッタ 、梅を、 其み 臺巧十 旧グ巧 

一、 資本を 壹億旧 (を お拂込 巧】 

一、 巧 立を 化 千 化な 五十 あ 画 

內化本 支店 U 構 お (本店】 巧を 大巧 
神 ロを が 下 おを を 屡 

橫鑽 ぶ 金銀 巧— 支 巧 

米國を まが U を港羅 巧ホボ 巧を 
巧 他 化 巧を 國蛋要 都が ュぞ巧 及 ュ グン 
ス巧 之孩 


I 育ま 織 社 龍 巧^ T . 内 四十 九巧 

能賊 住ぶ 艱巧 

日 ぉち (東京* 横 お、 をみ 摇 、巧 都、 巧 戶 
愿ノ逍 、巧 島、 吳 、柳 ホ、 下ノ顆 
地 支ぶ 一巧 司、 小 倉、 巧 松、 がタ 、乂留 ホ 等 

本廚預 を、 鄕里 送を 等は おめ 
て 御 使 利 逊速じ 御な 扱 可申模 


本な 朝鮮 京が 

支 巧 お 張 巧は H 本內 化の 樞喪 都ボ 、巧 括 
滿渊 、支那のを 地 及び 浦 盛巧德 

朝鮮 銀 巧 紐 育 お 張 所 

外 國爲替 一般 熟 巧 裝務棉 々御が 利 じ 化が 可 
中 上 候 


藤本 證券 會巧 

一般 あが 韶が ノ貸员 、引を、 募集 

▲を 離、 並 ニ么ニ 關スグ 一切 ノ 業務 

S 藤本 ミ 7?? 銀 巧 

紐 育 お 張が 


陶粧黯 、雜貨 卸 質 

森村ブ タザ I ス 


日本 陶猫 器雜貨 
ラ 厶プ卸 巧 

奈良 貿易商 會 



日本 郵船 會社 (おュ をが 道會 な) 

代理 巧 巧 欄 兄弟 廊會 

乘 車、 乗船 切将 ホに 小荷物 運送 御 巧 利 じ 取扱 申します 


夏 瘍向晶 特別 賣化 

夏瘍 、小賣 向、 ダ） ム 向新 猶 到着 
精々 勉强 御用 命じ 應 だまず 
U 本 陶磁 麗雜貨 卸販賣 

<1 據茂木 桃 ホ 組 

10 巧 产 ：16 を S 产 N ‘ Y - 
HeL Stuyvesant 》 爱 5 占- 7 


复瘍 向. = 新 荷 到着 = 

夏場、 小賣屋 向、 ゲ ー ム用 景品 等 
精々 勉强巧 仕 御 引 立願 上 候 

.陶 媪黑雜 貨卸賣 

春 西商會 

141 ミ •， ZOWY ミ kCUy 

C ぎ ミ r of 21 st wt . 一ピ . Algonquin 5 瑟 5 
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天津 r 中ん として 

を 支 ホ 化 運動の 兆 

を 十 年 日本は 條 約を 改訂 ピ妃 

東京 特電 十日 發 h 南を かが S す 伞を條 約 撒 麼宜言 〔別 
項 所 報'!」 掛 しがが 當府 は化條 約は 今後 十が 閒 はち 効で ぁる ど 

ミして 化烈 。を 支册 赤化 速郵 じな 事ず る 笛で ぁる。 

..ち 頭 連 y 網羅して 

北京で を 支那 會議 

南を 政府 不ず 等條 約撤廢 宣言 

東京 特電 九曰發 目下 化を で 開 お 中で ぁる 臣頭會 諸は 軍事 
の 号ぶ W 外が 政、 を 通、 外を の 首腦者 もを をし 事實上 中央政府 
の 晓がぁ <•、 而 して 一切の 不 が等條 約を 廢 化して 新條 約を 締結 
すべく 国民 改府は 宣言書を 出 L 腰 迫 じ 化る か债 はま 掷は 0 やぅ 
央し こご 0 

ま 京 特電 九日 發 = 江山 お 名を 崖 第三 師幽豫 後備 ど 同 帥圈巧 
津駐 化を を 計 八 千み じ 對し明 十日 歸還 みみを 發 する。 

南ぶ 〔聯合】 十 B 撰り い 不 华等條 約の 撒悠を 宣言した る あな 


ぶ ド ns W ^ rrr / -N J— y/ Jl 41 — s • - ■ • . 

ながが ちら じ轨條 おタ涉 中に 感 する 化留巧 人に 對 すろ 取扱 じ 就 
てを お f る 所に 化い ば お 京 政府に 巧處 する 地 じな 留 f る 巧 固の 
外を 宫 及びが 事は 闽 際を をに 則 b 相當 待遇ず ベ < 生命が 產 はち 
がの 法 伴に ゥ て化遙 f るピ おに 裁 お 其 化に 賊る 一切は 支那の 
司 巧が' トレ 當、 ベく-) みが 閒 やの 牧 がは 一が 從 巧の 圓稅 をを 適 
用して 支 郷か府 が 徴集し なお 外人は 支那 人 ご 同な じ內化 稅を納 
むべ くこれ の 外の ものは 國 隙を 法 及び 支那の 都巿 法に 照らして 
あかすべし ど 云 ふじ わるが 日本 ごの 條 約な 千 化な 廿六年 十 巧を 
なて 完了し じる もぶ 條 おはを r 後 六 箇月 0 內に 新' 條 約を 締結し 
ない 限り 树は十 年， 八 効力を 渡 生 するとを 理 おじし 南を 政府の 宣 
言は H 本に 適 かさ； t むいと 巧して 居る。 

ち 京 【蹄を】 八日 發 = お 京が お 外が‘ 的の 發 まする 所 じあれ 


ば 政府は なじ お 期 ご つた 一切の 不一 や等條 約は 全然 これを 廢棄 
すべく が ほ 臘巧則 間中に わるら のは 新條 約を 締結し なて 舊條約 
を 谐柴す 6 に 王々 ベく 齡し 支邢 い統！ が 貫 現さむ だ 今 H ごして 
政が はか 人の 生か 財を 化 誰は 絕對じ 質 ほを 持つべく この 隙 政府 
はを かの 目的を おゆる 方 曲 じがて 實際 化すべ （巧 力ぶ るのは 當 
がの こどで わる/宣言 （た J 


南京 政府 承認 提議 


ワシントン 九日 薄 = ユタ掛 峰を のは ま黨 上院議員 キング 氏 
は 南京が 府じ與 して アメリカ 政 おはを かじ 友證的 態度 じ おで 支 
邪が 一の 機泌を 3： 技ゼ しめ 0 て其產 まを 者が 稍らず む ば ホ支齡 
係を お 化 ザし めん C しつ i める こどを 妨 化する 盧ホ にがてを も 
じ 承認す る， とはち 那じ對 する アメリカの 友菌ピ 確信を 披歷 すら 
もので わる どの 戟明 書を 發 したが 國巧 ぷ當巧 f しては ホ だ 本 問 
題に おする 態 巧を ホして 居ない。 . 

機能に つ き重要^^ る協議を.^す 


承認と 撤其 

濟南 事件 蕾 後 策 

な义 氏のを 參 及び ニけ ぶ ホを 
投じて 巧 巧に お 父た の趙 おを 移 
ずべ く 

化 化 じ 成功した 南京 軍の 
ち 助 瓶で お、 おか 巧、 閣錫 山、 
ホ濟仁 お： ホ 等は 別ぶ 時 おのかく 
化な にがてが 政 家ぶ 化 どな じを 
支那 會雜を 催しつ く あるが この 
哲 ぶ：.： 於る これ 等を がの 施政 お 
がか 配 度び 柬 一二ち の凿 ぶは 最も 
.を H じがす る ものである 同時 じ 
不 ホ等條 約の 做廢な 言の 發 おご 
;：> り、 一方 巧が な府 にがては 山 
: 柬省駐 おお 八 千 人の 撒を を 巧 お 


普で、 これを 一 轉機 ごして 歐ほ 
政府は 漸 （例へ ば 〔一〕 新政が 
め 圧 式 承認 ごこ ボホ 等條 がな 
訂马 こを の 化の 

國際 諸 懸案 解 巧を 涉關お 
等 じつき、 を 隅 係 國じ對 し 所謂 
歷を的 外 巧 要 ホを ト * すで あらぅ 
右の 內差 當らを も闕際 間に わい 
て 問題と い A るのは 「巧 中央 越は 
を府の あ認」 で、 これに おし 列 
國 がか 柯 なる 態度を 化る かは 巧 
ホ ある どころ であつ て、 巧 あお 
當 おじめいても 揀め これ じ掛ず 
る 用を をが 究中 である、 しかし 
ながら 新政が a ま她 内部的 じは 
軍 隅 打倒 じ 脚す るを 命 か府； "あ 


する じ 至つ た、 即 もを 凹の 乂會 j る どは 雖も 、.これを 阀際 のじ 觀 
萊 にがては 中央政府 ごしての 諸 一一れば 巧 化の ごころ 列國 のま 邪に 


おける 巧 得權を 否認せ ず 不平等 
條 約廢棄 をを の 旗が ごする が、 

外 巧手 段 じよ b 條 約を 徐 々じな 
訂 せんごす るの 寬 思を 有し 

條約 をを のま i 履 巧し、 
列國ピ 化を りない、 共產 主義を 
排 i て 資本 ま 義民 ま 図体 じ 化ら 
ん とする は 明確 じして 主た か 後 
同な なは 內 にはを 化に 政治み 會 
を 設け， み權 制を 採用し、 軍磁 
をを けて 軍隊の】 定數を をれ じ 
割當 て、 を S 餘は これ' 裁ちせ 
ん どす るかく 內部的 整理 じ 力を 
巧 ひ、 同 政府の な 巧が 何等 题際 
的 やかを をし、 ま おはを をを 害 
する もので ない、 化つ てを 國 
は、 前 政府よ ち引續 きを 使のを 
換等 がを 的ず 時關 保を 持續 しま 
れ經濟 的に も 相互 國 ごしての 巧 
涉じ殆 . W ま 障な きと ころで、 王 
外を 部長の 班ら す 如く 「列國 が 
これを 承認ず るは 當然 のを」 で 
をる どの 論が ぞい、 残 じ 

密接 Q 麗を ぉず る誦 

は、 當局 じむいて 極めて これを 
輕く 考へ當 をの 閱穂旌 的 じ 新政 
府承懿 の 意 あを 表示す るが かき 
.こごは ない が 「觸れ たる どきが 
認知の 時」 どの 實理 論じを く 積 
極 的解釋 じよ b この 問題を 解み 
せんどして ゐ る、 而 して 濟南事 
がの 事後 摇廣 じっき 巧 政府は 巧 
(南京 欧府 じ舆し 外を々 渉を な 
ず こどは 巧 報の かく、 從 つて 濟 
南、 靑島 方面に 派遣の 第一 ニ 及び 
第 六 巧師の 撤兵の 時期は これと 
相關 的に 考 へられ、 爾後 相當の 
問題 じる 譯で あるが、 巧 か務當 
局の 强 解を 

綜合 すれば、 大体 じだ 

て直識 、山 巧附 あは 最近 完をじ 
南京 政府 勢權 下じ歸 し， をの 表 
面 的 治安の 維持 じつき をる 括 度 
の 保 摩を 期される ごしても、 恐 
らく 徹を 期は 濟南 事件の かを々 
渉が をの 結末を 吿 ぐる 時と 同一 
VJ なる であらぅ ごい ふ、 蔣 、媽 
閣ニ 氏の 革命 聯合 軍は 大 挺を 博 
しじ ご 雖ら 、なほ まが 統一の 大 
所よ ら觀 察すれ はを の 政局 洞 開 
のがを 見 もは 遠く、 時势逢 逝と 
して 政治的を 解 作 巧は 更じ媽 派 
の 陰謀ぶ び 反 媽氣勢 どして 現れ 
巧 時い かなる 事變が 

偶發 せない ども 限らない 
まじを 地に おける 她 ホち 憲 3 巧 
動は 中央政府の 未完ぶ じつけ 达 
み緩慢なるものあるわめ、 ^:^ほ 
掠奪， 蒸 巧が 頻巧 する 有 猿で、 
事態 かく あるの みならず、 近く 
瞄始 すべき 濟南事 か 事後 解决を 
渉に わいて H 本は 〔一〕 陳謝 ご 一 
損窜 賠償 号〕 將ホ のが 隙 品〕 
濟南 がを 化の 特別 巿御化 〔五〕 
膠濟錫 道の 經濟 管理を 要 ホし、 
をの 當然 なる 旣持權 確が の 巧 ホ 
を；； > ずに 當ら 、國 はを 府 の誠盧 
を 看 化せざる 限ら、 山 束の 巧 人 
じ關 する 生かが 產 、即^を の自 


由 居化權 は巧齒 おか 府 じょ h 完 
を じ 

保障 された が 態 じ まつた 
ものと あはれ ず、 得つ て 巧 政府 
は國お 政府ょ も充 みの 言質 もを 
をお陪 確保を 意 化する 誠意 ぁろ 
巧 動を 見む い 限 も 事實撤 をはす 
巧 能 ごしを じ 今回の 一部 撤兵 ど 
なつた もので あらぅ。 


不 戰條婉 は. 

近く 調印 

セ 巧 十四 H 頃 か 

パリ— 九日 發 n フラン K か府 
の 不戰條 巧じ對 する 對乂 回答は 
恐らく 今 遇 中 じは 重ねて 發送さ 
るべ く 政府 ごして は 特殊の 事項 
じ掛 する 解釋 書を 附 する 舊 じて 
獨逸 及び 英國も 恐らく これ じ 做 
ふべ < 近 （調印は 確 賞 £ なつた 
が 右は 條約 じ销 する アメリカ 兩 
院の 批准を 何に 巧つ てタ少 疑問 
を 抱きつ、 ぁらし 列强 政府 も 民 
ま 黨大會 の 政綱で これを 巧 巧し 
たこ i じ 巧々 諸會の 批准 も 明白 
じな つた 結 あで あるが フランス 
政府 ごして は 

と 巧 十四日の パス チグ •デ！ 
じ 調印の 希望 じして この 歷お 
的條 約の 調 巧 じ 向つ て ヶロッ 
グ國務 長官の 渡 独を 希 堅して 
居る 向きが ぞい。 

ワシントン 九日 發 n 國 務省當 
局は 不戰條 約の 調印 B は ホだ决 
定 して 居 U い 女 稱し パリ ー ょろ 
の 報道 じ 蟹して は 化默を 固守し 
て 居る がク] 9 ツチが はこれ み 
一日 も 旱く實 現すべき こごを ホ 
望して 居る。 


力を ど. 赔日 協諾中 じして 明日は 
ゾブ ー 州 上院 誰 員ブ！ ド 巧 ど 
會見後 ベア •マゥ ンブ ー ンの少 

年 菜 奧陵舘 が 等を 訪 巧ず V く ホ 
候補ず 諾式 等の 日な じ 就て は 未 
だ决 をして 居ない が 式 填は ア瓜 
バニ ー たるべく ィン デ アナ 則の 

農業 聯盟ょ b 農が 救 溝に おする 
氏の 立場を 質 間した る じ 锅しブ 
ミス 巧は 

農が 救 溝 問題 じ 就て はを も 熱 
必 じ硏究 しつ i ある ものに て 
民 ま黨の 政綱 實 現じ 巧 力す ベ 
くみに して ホる 十一月 じ當選 
すれば 就任式を 待つ 所な く 直 
もじ 農業 者 化 表 會議を 開き 議 
會の 協賛を ホめ る 
肯巧 答した。 


智波 兩國が 

巧び 交渉に 

アメ U 々の 巧 力で 

ワシントン 九日 發 = 過 ま 十と 
年に 直ら タクナ •アリカの 國 '祭 
間 題に 就て 反目し 最あク I リタ 
デ 大統領ょ b 調訂を 試みた る も 
遂じ該 巧 巧 製し 依然な 目を 續け 
つ i をつ たがを の後圃 お 長官 グ 
ロッグ 氏の 訓をじ まき 雨 國駐化 
のァメ ブ 力 大使が 極力 運動した 
結果 兩國は 近く これを 平 か禪に 
解 巧すべく 巧び 巧 渉 じ 着手す る 
こご； U つね 旨國務 省は をます 
る じ まつた が 今回の 談哨は 恐ら 
く 圓滿 U る 解 巧を 見る じ 至る で 
あらう W 云 はれて 居る。 


炎熱を 前に 

候補 活躍 

演說じ 磯 議會じ 

ワシントン 九 0 潑 U 囊じ商 お 
長官の ち 職を 辭 したみ か 黨大統 
領 ぉ補フ ー ゲァ ー 氏は 每 H 選擧 
委員 ど綻讓 する か 後任 長官に 凿 
する 引繼事 務の 準觸じ K 殺され 
て 居る が 多を ホる 曜 H じは 首 
都を 發し 特別 則 車に 乗じて 當地 
經 由の 上 先づウ キス 3 ン シン 州 
ブグ ー ^ じ 避暑 中で ある 大統頭 
/ ブデ 氏を 訪閒 して 選擧じ 


ク 


關し 懇談の 上故鄕 々タフ ォ片 ーー 
ァ 州の バ P ァ八ト じ 赴き 乂巧十 
1 U 、 氏が 出身校で ぁ も 想 ぉ 深 
き フタ ンフォ ー ド乂學 校庭 じて 
正式 じ 大統領 候補 わ 受諾 演說を 
試む ベ''、 をれ ょら 約 二週間 靜養 
の t 激戰 地で をる 東部の 人 ごな 
ら 首都を 本陣 どして 活 敷す るが 
選學 德長ゥ ォーク 巧と を 部 地 ホ 
の選擧 をた るべき モ ーゼス 上院 
議員との 間 じ 職 權上じ 就て 悶着 
を 生じつ； ぁつたが 結局 モ—ゼ 
ス をは 政策 度び 計 割 部を ごい ふ 
を義で 東部 化 ホの 選擧 運動を 支 
おする が 一切の 命々 は 首 卻の本 
部から 發 する 箸で をる。 

アルバ ニ！ 九日 雜 n に 主黨大 
統領 候補 スミス' 巧は 本 H 副乂統 
領 候補 0 ビン ジン 氏 及び おま黨 
會計委 負 長 ジョー ンス氏 等 ど 州 
官廳 にて 約 ニ 時間に 直 b 協 溢す 
る 外 民 ま 黨大會 の 政綱 起草 委眞 
塞で あつた ピットマン 氏ぶ 化 お 


漂流 中の 勇 ± 

澡 巧 y 待っ^ 

砕 水船が 唯一の 遵み 
ストックホルム 九 曰發り スタ 
五' 1 デンの 化喊 遭難 飛 巧 船 メ-か 
リァ 號 乗組員 救助隊ょ b 陸軍 堪 
じ 達した 報告 じ 化 ば 氷山の 上 
じ 漂流し つ i をる 一巧 五 人の 運 
命は こ i ニ 一日の 中 じて 昨今 か 
は ホ 第に 壊れつ I ぁるた め 飛 巧 
機 じがる あ 助は 絕對じ 不可能で 
ぁらち 人の 別動隊は 恐らく 慘巧 
した もの ど 認められて ちんが 唯 
一’ の 望みは 目下が 巧 中で ぁる 覺 
農 ロシァの 碎化船 クラシン 親の 
ホ 着を 待つ のみで ぁるが これ も 
黑み 少し ご 云 はれ： 居る、 尙ほ 
あ 助 じを いて 行衛 不明 どなつ た 
考探險 み アマン ゼン 氏の 消息は 
依然 どして 絕 b て 居る。 


本社 東を 特電 (禁 ぉ鮮轉 載〕 

■1-.11 ■!-. ■■■■■ L _ 


外務 次官に 吉西巧 

〔十日】. 松ザ恒 雄大 使の 歸 朝と 共 じ 巧 米大化 度び 外務み 官じ 
異動 あるべ （ 駐湖國 ょも 内諾 ホら 巧銘 ぶの 如 < を 表されん ご。 

駐米 大使 正 凹な 勸 一等 松 ぞ恒雄 

巧 駐英 特命を 權 大使 

外務み 官從巧 位 動 二等 岀淵勝 ホ 

巧駐义 特命を 權 大使 

奉天總 領事 正 五位 就 S 暮 吉田茂 

尙 ほこの かの 新ぶ 命は 左の かし 

: 外務 备亟 細亞 文化 事業部長 岡 部長 景 

巧 カホ ダ 自治領を 懐 

而て 外務 か 官は發 表 ご 共に 就なず るが 兩 大使のを 任期は 恐ら < 
御大 典 後で あらぅ ど 云 はれ この お兩 大使館を 事官 が巧理 大使た 
るべき 篱 である 0 ’ 


關西キ 休 徐外例 

【十日】 銀行の 王 曜日 半 化閱題 
はだん-^ 縫れ 出し 大藏當 局 
は】 切 干渉せ や大阪 方面では 


當 をの 間 除か 例を 認めん ご。 

• I 瓜を 糖の 投賣リ 

i 〔十日】 ジア ヴ 糖は 今年の 賣巧 
巧 五 巧 嚼じ對 して 生 產豫想 S 


巧 巧增じ 上る ベ 


爲 じ-:, 3 年 振 
6 の 新を がを 現は し 投資り の 
だはれ るの も 目 植の間 じ わる 


節 子镶初 御對面 

【か 日】 皇太后 牌 下 じは 十二 U 
秩父お 殿下を 始め 節す 壊、 松 
平 大巧、 が ザ 保 巧ち、 一木を 
相 等を チ！^ 1 ブィ じ わ 招き 
遊ばされ るが 之は 御 婚約 後 殿 
下 ど 節 子 壊 どの 初の 御 お 面で 
をる と 0 

秩父宮 新 御用 掛 

【八日】 山 座 圓み郞 巧 ホ CA 靜 
子 刀自は 秩父宮 御用 取扱を 仰 
せ 付ら れ 女官 長 格 どなる。 

果て 違反な きか 

【八日】 本社 旣報 特電の 第二 共 
產黨 事件 じ 閥し 第 S ィンタ！ 
ナシ 3 ナ^ ご勞農 政府 どは 别 
频で同 政箭官 をに 條約 違反は 
ない ご モス n 1 政府は 辯 明す 
る もな モス コー 共 產黨學 校 じ 
は 日本な 學生 六十 名 もを b 其 
中 五名は 旣じ巧 化 潜入 說 さへ 
みる 0 


vkKrv ' 

動 

雪 



イ， 


前 陸軍 委員長 ミ 鐵道王 逝く 
■タリ 內閣 に動摇 i 謎の み邑 
豪 死じ說 ，こ 違 産處 分で 一闕 
着— チリ 藏 I 船沈沒 1 選擧費 
寄附 制醒か = 耐久 飛 巧記錄 
フ！ バ！ 辭職 == ホ 京の 視典 


ニカラグア じ 

貸附 中止 說 

銀 巧 M は滿 足せず 
ワシントン 九日 發 H 革 名の ニ 
; ラグ ア國は 目下 アメリカを 搔 
視の 下にを よ る 選擧じ 及 にん 
ご しつ {わるが 新政が じ掛 して 
アメリカ 銀朽跑 ょら 約 ニ 千 巧 弗 
の 借欽を 起す こどに 就て は 銀が 
鹽側 どしても をモ 面から これを 
調査 中で ぁったが 適當 U るが 證 
担保を 缺 きおる 關陈上 借 鉄の 進 
巧は 俄然を 巧惡 しくな b 今：！！ ご 
しては 借款は 巧 ニな 巧 弗 おおじ 
止る かがら 中ん ばを が巧棄 する 
のかな かるべく 從 ホの 不 固化 外 
请の關 係 も あ b てを の 前を はお 
めて 悲觀 すべ 表ら のぞく 政府 ご 
しても 拱手 巧觀 する の 外な しど 
云 はれて 居る。 


(ヮシントン 九 H 發】 歐渊大 一 
戰當時 上院 陸軍 委員長 ごして 截 
をを の 起草 じ 巧 力 ー 陸軍 充實の 
爲 めじ 大統領 ゥキグ ソン 氏 や 陸| 
軍 長官べ！々— 氏 ど 衝突して ち I 
名 じな つた ォン ゴン州 選 おの 前 I 
民ま黨 上院議員 ジ 3 1 デ •チャ 
ンパ ー ンン 氏は をの 後 共 か黨內 
閣ょ b 船舶 局員 じ 巧を されて 巧 
.勤 中で あつたが ニ 年 前ょ ちリ 'ユ 
マチ ズムじ 化され 靜養 中の 所 今 
朝を 舍 じて 逝去した、 享年と 十 
四歲 でを る。 

マナ チユ セット 贿 デン ユズ 
九 自發】 ニユョ ー ク •ニ ユへゲ 

ン • フオ 1 K 、 ノ' — サン 

プ シフ キック 鐵道會 社々 を、 リ 
パ ー リング トン 線の 副 社を ごし 
てァメ 力の 鐵道 巧に 貢献す る 
所を く戰時 中には 鐵道馬 じて 熱 
必じ 働きを の 後 引退 中で あつた 
ホヮ ー ド •エリォット 巧 比 適 股 
ホ 病気の 爲 め引寵 中で あつたが 
今 朗遂じ 逝去した、 氏は 千 八 百 
六十 年 じ ニユョ ー ク 巧で 生れた 
人で、, 1 グァ ー ド 大學の お 身 若 
である 0 

『。- - マ 八日 發〕 ィ タリ 1 內 
閱じ 突然 大更 をが 發 表されて 世 
間を 驚かして 居る、 即ち ホ 伊 磯 
時 負 償條 約を 締結し ねグォ グ：ヒ 
伯が 辭 して 前 宰相たら し 上 院議 
員 モス ゴ三 巧が 大藏 大臣と な 6 
を 共 大臣 フ玉 デン 氏辭 して 巧經 
濟 大臣 ペグ ゾ 氏が 踏襲し 現經濟 
み官 がべ 八ゾ 氏の 後 巧に 巧 命 さ 
れ 同時にを 省か 官じ大 異動を 見 
る じ まつた、 ゲ ネ^ビ 伯の 巧盧 
堅き こどは 久しい U 前からの こ 
どで 旣じ辭 表を 挺 おされて あつ 
た ドム ソ リニ 氏の 懇络 'でを 巧 若 


を顿 をして 居た ので あるが フ玉 
ダレ 巧の 辞職に 至らて はを お 意 
巧 £ されて 居る。 

一 〔ブラ ブセ八 八日 發】 ,1. \ 

I の 世界的 財政を である ロ！ ゲ 
爭ソ テ！ ン 氏が 英佛 海峡を 飛 巧 
機で 撥斷 中に 巧衔 不明 f なった 
事件 {前章 本紙 一二 面 所 報} じ 就て 
は 巧が 最巧 株で 大損 失を 招いた 
爲 めだ 言 自殺を して 巧を 暴落せ 
しめこれ を買附 けんごし たもの 
である どか 種々 奇怪なる 風說傅 
は b っ i ある も 飛 巧專巧 家は 飛 
巧 中 じ 扉を 開いて 投身 自殺す る 
こどは 絕對じ 不可能で わる VJ ま 
張し 事 かは 迷宮 じ 入ら 巧 駭の檢 
査も柯 等手掛 はない が 飛 巧 ± は 
提截 じこれ を 否定し 遺族ら 聲巧 
害を 發 して 巧の ま砸は 不幸 じし 
て事實 である VJ 斷じ ホる 水曜日 
じは 追悼會 を眶す こご じな つて 
居る が 遺 產の處 をに 至らて はお 
機を では あ 6 辖 々な 面倒を 生じ 
て 長引く 模樣 である。 

門チタ| 國 サンチアゴ 巿 八日 
發】 チリ！ の 軍用 船、 アン ボモ 
ス 号は ニ 巧 五十人の 乘組員 どよ 
十六 人の 乘 客を 搭載して マ ゼラ 
ン 海峡を 過ぎ 途 々諸 所に て乘を 
及び 貨物 等を 蹟 みて 去る 金曜 H 
チリ！ の 南端 レブ 巿の 沖を を 通 
航中じ プンタ .ナン ペグの 暗礁 
じ乘 上げ 島 もじを ホ 面へ 救助を 
ホめ たる もが 柄の 暴風雨 じて 船 
はを じ 化沒し 船長は 貴な 自殺を 
遂げた が當 時船內 じあち し 者が 
をして 幾人で あるかは 確實 でな 
いが 恐ら （一二な 人な 上に 建す ベ 
く 今日まで じ教 助され た 者は 僅 
か 四 人 じ 過ぎない。 

〔ワシントン 八日 後】 々ンナ 
ス州 選出の 共和 黨 上院 證員 キヤ 


凄 ぅめのみら 


小說 


The Way of cme 

タ Edith A. Sawyer 

H 本が 乂の淸 ^ て 美し-^ す 操を 化 どして 化ぶ する のはを お 
な搜 やが 棠 ではな < 餘 をのょ だま b やらぬ か 巧の 巧に 嚴 霜を 凌 
いで お < 『梅』 である ご 云 ふの が 著を ッ I ャァ 女を の H 本 婦人 _ 
おで あるが 女史は 日本の 义人 ごして 巧 （日本 細 人の 淑徳 じが 街 - 
し 貞婦の 傅 說や近 松出莖 なでの 戲 かじ も 通じて 居る。 I 
英 义小說 『ぅめのみ も』 はまん をを 武 ± の 一人娘 じ、 時化を j 
明を 王政 維 巧 前 じ、 而 して 踞 面を を お 道に 採つ たもので 着お淸 
健、 筆致 典雅 讀を をして 宛が 巧 文で お 琴の 小 說を讀 む 輿 趣を 惹 
き 起さし める 0 

英文 小說 『ぅめのみち』 は 松 ホ 節 子 嫂 じ デ ジヶ ー ト しわ もの I 
で 巧ち は 有名な 化 グリフ * ス老博 ホの 筆 r なゎ 装侦洒 魔を 庭の I 
讀 ものごして 叉は 米 人への 贈答品 どして 絕 巧の】 善で ある 。 I 
政て 江湖の】 讀を您 葱す る 一 
本 週よ b なじ 酷 本に 着手し よした 實 憤は 前を じて 

郵稅共 一部 ニ 弗 十 仙 


巧人讀 を 
一手 あ 次 


紐臂 新報 社 


パー 巧は 共か黨 選擧總 長ゥォ ー 
ク 氏じ對 して 今回の 大統領選 擧 
じ 關し化 旧 疑獄 事件 等を 想起し 
資本家よ b 莫大な 寄附 金を 受け 
る こ S は 世の 誤解を 招く 基で を 
ると 斷 じこの 際 寄附を は 五十 他 
よら 一千 弗 じ 化む ベ （提唱した 
巧 ほ 民 ま、 共 か兩黨 幹部に めて 
も 大規模な 個人ぎ 附を をを ける 
こごは 絕點じ 回避す る 方針 じ內 
をした もの、 か （選擧 費用 も 約 
S な 巧 弗 程度に 止め やぅ ごして 
居る。 

【ド キッ國 デゾ！ と 日を】 髮 
じ獨 をが 巧 家 ごして 耐久 飛 巧の 
記録を 造つ た ヤン々！ ス 飛斤會 
社の 飛け ±リ スタ キクは ジン- メ 
グ .メン 巧 ど 词乘の 上 巧び 世界的 
耐义記 錄を殘 すべく 太 西洋 橫斷 
飛 巧 磯 ブンメ ン £ 同型の 機を 利 
用し 六十 六 時間 化 一を を 飛んで 
今夕 化 時化 六み じ 着陸、 囊じ日 

— マよ b ィ タブー じ 飛んだ フア 
レラ 大 就の 化界的 記録を 巧び 破 
つた ゥ 

。ヮシントンと H を】 囊じ大 
統領 ク ー 9 ッ •チ 巧を 誌 間の 上 か 
期 大統領 候補 71 ゲアー 巧の 選 
孽總 長た る こ ミを 理由と して 內 
務長 宫ゥォ ー タ 氏は 醉 表を 提出 
じ 及んだ がフ ー ゲア ー 氏の 進退 
じ まらて は 補々 の 取沙汰 あ もし 
も 巧は 遂に 本 B 鄉 巧を W て大統 
領じ 掛し辭 表を 提 おじ々 び 今 巧 
中旬 じは 故鄕 カブ フタ^ ニア 州 
じ 歸らて 大統領 お 細通吿 式じ頓 
み 重要なる 政談 溃說を 試む ベ 
兩 巧の 巧繼 おじ 就て は 巧 等 判然 
して 居ない。 

〔化 京 セ 日發】 本 n 約 十二 巧 
のち 那 人は 化 巧 城の 入口に 於て 
化 伐 祝賀 まを 擧 わしを 辯 ± は 約 
十を じ 直 b 巧々 な 文 巧の S 民 ホ 
義を 高調し 約 二での 帝 天 白日 旗 
のか ポスター、 小册 子等を 民衆 
じ 配が したが 化を 城は 先般 ホ ま 
つて 不致氣 でぁ b 約 一二 百 軒の 商 
巧 も閒餓 されて 居る ので 民衆の 
意 氣も膊 外に 冷靜じ てが 集中に 
あつ 片日 本人に 對 してら 巧等危 
害を 化へ なかつ た。 
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会 お 人 本日 

巧專 靴型 小 

を 小き 高ぶ ホき 巧ぶ ホき 巧 

ぃぃ丄 i /, 


類 討 時 巧 寶屬を 貴 

會 廊柳靑 




しど 旨を S 切 親 ご 直 正 
靖を品 想 ミる 用 信 富 確 
別恃式 一物 產± 御し 選 
す 支し 致賛販 で惟廉 

引 割の お 力 割 H 

Aoya 客 1 し 〇• 

1 が - 巧 7 VM2nd ST. 

巧し BR ながな 74 


S1 化 S !!! な 0CK 3^ TO 12 F V/ ぶ E 


A •し CEASAR , M . D . 

127 East 84ih 化 eei 
bet. お rk & Lexington 丘 巧 s 

壽喉晒 鼻 耳 I 

間 時 察 診 
午 E を 巧 十 前午自 j 

時 八を 時 ホを 午 白 

a m I 

自 午前 十 時 ま 午を 一時 1 



F, I. F 民 EDER!CS CO. 
醫 巧强學 大巧 比淪を 
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S 男 ニ 己 si F ぎ Asd 呈 y 是ミ 

每 巧十 日 の 
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操縱 、機械 敎習 

自 sttar 點义 電池 等を 

懇切に 敎授晝 が兩巧 日曜 も 開校 
日本人へ はお 山 氏 專巧教 おす 
量 皇0 是 n A 己 0 ジ h 呂ー ，養》 E . 呈 hSt . 


十五 年の 庭 お ある 當 巧は タ 年の 
經驗 と新智 謡を 有する 敎 師を聘 
し 自勘車 
操 縱法及 
び 運 巧を 
の 修稱ず 
べき 必要 
な 機關的 
智識を 短 
期 願 じし 
て 最も 能 
牵 ある 徹 
底 的 技術 

を敎 習し 免狀 獲得を 保疆し 職業 
ロを も 周旋し まず。 
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右の 者に 渔知致 度き 淺 をと 
お 間 本人 お < は 知人よ b 現 
住所 御 通知 願 上 候 

紐 育帝國 総領事館 
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弊店は 實質 誠意 巧 速 ホ義の 
まじ 御 ± 産物 一式 卸賣 値段 
で厥賛 致します 多み じ拘は 
らや 御用 命 仰 付 下さい ませ 
◎欧米を 補 時計。 廣 時計 一 ま 
◎寶石 貴を 廣 。銀製 器具 一 ま 
◎を 鞠 萬 年 筆。 金銀 製 鉛筆 
◎蓄音器。 レ 3 ! ド 見本 陳列 
◎寫眞 器。 タィプラィタ ー 

◎船 切符。 紀念 寫眞帖 繪揣書 
ブ日 1 ドゥ M 1 百と 十を 
領事館 向 側 建物と 0 お號室 

游ぶ爾 A 

170 B 養 dyvay - N . Y •夏 
Tel . Cortlandi 迈 37 巧 普 


1 個 I ド 新 W 

憲法改正 諭 

■審議を 設簡 唱道 

田 中 内閣 ょ」 歷化巧 隅 W 通を 性 
たる 『調を お J じ 罹 勺た もみ ご 
見え 新ら じじ 胡 策 調 おのが 關と 
やらを なけて を 固 一 をの 瞬 策を 
樹立す る ご 巧へ らいて 巧る か斯 
の 如きけ 画に をして 旧 中 巧閣が 
繰の 埋 由を 疑は しむる じ 巡ぎ i ：* 
い。 巧.、 も 政 窝內閒 の 出現す る 
じ 全つ た 現代に あ b て か 誤の ま 
張 挪も歧 おの 政策 どなら 之を 眞 
痴じ遂 巧して 駐技じ おする を か 
t 裝 たす こごを 巧ねば；：* ら « 篱 
である。 風 策の おな 遂 巧は 致權 
をが すな 内閣 自身を 面の 巧 稼で 
あるじ おはら や 別に 大が 模の國 
巧 調 往會を 設けむ ごする は祗稽 
千 ガの络 論と 謂 ふべき である。 
化 年 かを 調を 會ど稱 する 無用の 
長物が ホつ た當 がを- 考 ずる いよ 
らば 巧 かる 磯關の 不必要は 明な 
すぎる 程 明白で わる。 旣 に設路 
されて 居る 文政 審歲を じせよ、 
瞄時 法制 審謠 含に せ 1 殆んで お 
_ 名 無 窗 の機挪 ではない か。 

宮人は 如上の 機觸よ b は蔚も 
重要なる 機 脚の 設攪を ま 張せ む 
ご 欲す。 化な し 憲法改正 じ關す 
る機關 でを る。 明治 二十 ニが ニ 
'巧 十一 H をむ て宮 示せられ ねる 
明治 乂 ホの 熟語を 巧 請す るに、 

- 『お 朱 お 化 蘆を の 或る 條草 をな 
ぶす るのを 要なる 怕 をを 見る じ 
至ら ば 朕ぶ びが が 繼統の 子な は 
發遙 の 摧を かト J 之れ を證を じか 
し遙 曾は 化 憲法に 定めた る あ 件 
じ 化 b 之を 議 みする のか 朕が 子 
がぷび おはは 敢て 之が 紛 をを 試 
みる こどを 巧ざる べし』 £ てを 
化 じ 化て 輕 々敷 患 法の 储章 をな 
正變 をす る ことの 巧 ホ « 樣じ敦 
慮を おられて 居る。 而も 巧颗語 
の 前窜中 『巧康 福を 巧 進し 其懿 
徳な 能を 發 速せ しわる こごを 願 
ひ 父が 翼赞 によ 6 贵 におに 廣家 
の 進 迷を 扶持せ むこ ごを 望み』 
どの 當 ホに 依 b 時化の 進 運じ應 
じ、 輿論の 趨勢 じ 鑑みて 患 巧の 
條章中 おしな 正を 要すべき もめ 
もら ば 政府は 適正の 方法 じよ 5 
て 之が 薄 纔機翩 の 設置を 奏游す 
.する こどが 出來る 皆で ある。 而 
して 化 補^ 審證 機關 はか 論政黨 
政 派の 利蒂を 超越して 權威 ある 
: もので。 くて はならない。 なじ 
一 まを 具して ホ 固 畿會じ 附議す る 
一まで じは タ大 のり子 ご勞 力を 必 
巧 ごする であらぅ がを々 な 正が 
： ち 現す れピ 翻げ 化 的の. I 事 おご 
して 認めら るべ （、をつ て' 煙 散 
嫉 おせる 外を 調査 會の 如き、 亦 
: 正さ じな も 腐れ ごなる べき 前れ 
ある 國巧 誠を 會の 如き もの ごは 
同！ じ 巧る こどは 巧 ホ。 い。 

今が み じ 現 巧 患 化の 條章 中な 
化 黎議じ おす るら の ご 倍 せらる 
'る ニ 一二 じ對 するな 見を 披繼 せわ 
k おニ窜 臣民 權利窝 巧 溝 一二 十二 
なの 化ぶ はを 0 じ まきをが 人に 
おくの 嫌 あ b 現 化 じがて ゴ 恐ら 
一 （削除を 必要 ごせむ。 ロ < 『本 
章に 揭 げたる 條規 は陡が おもな 
みズ なが 雜じ •化觸 せ さるもの じ 
.限ら 軍人に 準 巧す』 ご ある もま 
一法を きか 陸が 軍のを みが 律を き 
j かは 問題 占^る まいぶ 信ずる。 


みぎは 第 S を 巧固滋 をに 闕 する 
條 章小會 側じ關 する 問 越で ある 
H . 本のぶな* J 池 例會糾 一二 個 巧 ご 
ん るが、 化か‘」 屯 十り 巧 巧で あ 
ろ。 をれでは阅氏：^^政おの巧政 
を驼 绪し監 粋し 且つ 批刊 する 巧 
間 ごして けを りじ 短期 でんる 0 
巧大 。巧算 の審證 さへ 遮二無二 

K ブ ィム。 1 ラア 式で わる。 米 
圃 上院の 樣じ溝 論の 巧め の 謙 論 
じ會 期を 御巧ィ るの も 威服 出 ホ 
巧ない が H 本の 夫れ は 亦 粗製 濫 
をの 满 まを 嘴ト ずる 弊菩 がわら 
わ 政 部の 非違を 阳 あし 監視す る 
遙贫の 巧 巧を 適當じ 盛し 得ない 
撼が ある。 巧ら じ 憲法 粥 四草窮 


お 十六 條樞密 巧 岡 制 巧の 如きら 
純埋の 上から 或は 貸 巧な を 運用 
の 上から おて な馈 を審講 かを す 
る必 おはない か。 あら じ 第五 孽 
巧 六十-化 巧 政 裁判 じ 脚す る條 
章 並びに 幾 ほか 問題 ど。 つた 第 
六 窜滨と 十條化 史じ掛 しても 愼 
お-,: 考慮を 挪 ふべき であらぅ。 

な ヒは單 に 槪巧的 化を を 述べ 
て お 識者の 一顧を がけした じ 外 
ならない 。憲法な おの 刺 かも 早 
晚繼て おせらる^ 時機に を 鳥す 
るで あらぅ が 田 中 巧閣が 巧し あ 
必よ b 闡 民の 康 福を を どす るな 
らば 從 ホの 失政を 償ん 患 ホ じが 
て 化 方 おじ こを 「お顿 的』 じ慟 
いて 見を がよ い。 


俸給生活者への 福音て】 

銀行の 公共 的 施設 


無擔 傑で 惜 受ける こ •こが 出來る 


最巧ホ 喊み大 銀 巧 筋では 側 人 
的 貸が けと いふ おじ 目を 向けて 
をけ 的 稍 神を もつ て 個人を 相手 
じ 貸付け を 巧つ ては ど 云 ふ 

立 思 嚮を抱 < 者が ぉて ホて 
こ ユ—ョ ー ク でも 大銀 巧と して 
知られて おる ナショナ^ •シチ 
! •バンク ごを ホ 國銀巧 どが 早 
速を の實 わの 先鞭を つけね。 ナ 

シ ョナが •シ チ*-*- •バンクは 旣 

じ、- 新た じ網乂 貸な 部 U る もの 
を 設けて、 ニゥ 3 ! ク おの 旧 十 
ニ T 肖の マ デ ジン 巧 のぞ 店で、 
これを 賞 施して むる。 一 ホを 衆 
强錶 行の 方 も 準備の 巧 ホみ 窠早 
速 巧め もず 巧 じな つて 居る。 ナ 
シ 3 ナグ ■.シナ I •バンクの 巧 
つてん る 

方法 は大 ホみ ぎの やうな 
ものである。 をての 個人 貸が は 
ニを の連帶 保証人を を 要 どす る 
お 外は をた く無擔 がで ょ < 、貸 
が 額は 五十 ドグ R 上 千ドグ まで 
で、 剧 引率を みか V 」 して 返濟期 
間は 一ヶ年 S ぃふ條 かで、 をて 
の 男女 俸給 ホ 巧を じ 資金の 融通 
を^す ので ある。 しを も 

貸 か じ 要する 费用 はこの 
六み の 劇 引' 額の みで、 をの 化に 
手數巧 等は 一巧 不必要で ぁる。 
六み の勒引 額は 勿論 貸せをから 
初め じ 差 引かれて、 殘ら をを け 
ある 理 である 力ら、 別 じこれ を 
巧す 必要は ない C がかし 退濟を 
が 易に、 かつ 確實 ならしめ るた 
めじ、 借 入 人を して 每 週。 b 每 
半グ 巧な ち、 あるひは を 一ヶ巧 
な b じ、 一 定額を 預金の 形式 じ 
化つ て 校み 巧させる こど じして 
ゐ る。 もつ ども、 これ じ對 して 
は 頭を である ご 云 ふので、 年 一二 
をの 御で 每巧 

^ すを 附 する こど じな つ 
て&る ど 云 ふから、 實に 至れら 
盤せ b どい ふべき でる らう。 尙 
はこれ を 解ち 易 < する ためじ 例 
をと つて 水して 巧 や；。 今 巧 0 
八 ド^ ぉ 惜乂れ やう ごすれば 
借乂額 一 0 八 弗 00 仙 
巧 引 巧 (六を) 六 巧の 八 仙 
差 引ず 元を 取が 101 巧 五 ニ 他 
ど；：* る譯 である 。これ じ 巧して 
每巧稽 利 ごして 九 ドが の 

預金 をず もど ずれば I 苹 


末 じは 了 度 一 0 八 ド 火 ごな つて 
惜 入金な 綺麗 じ 返濟お ホる。 し 
かも この 預金 じは 年 S みの 勘で 
每巧趙 利が ま掷 はれる 當 である 
から、 をのを 計 I ド 火 四十 八 セ 
ントは 余 かに 殘 される 理 である 
借 入 人は 希望 じよつ てこの 一部 
を 最終の 預金 じ振換 へる こご も 
出 ホる し、 あるひは こむ をを の 
ま、 預金と してが がして 履いて 
も、 または 投資々 金 どして 用 ひ 
て も 差 支へ ない ので ある。 新 施 
設じ勒 する 

銀 一な 側の 意見 どして、 间 

銀 巧の 頭取 チャ [グズ ® ィ la ' 
ミツ チ 五八 氏の 語る どころ にあ 
れば 、『ゎれ—- はかく 多数の 
小額 預金者に 接する 事 じ 依つ て 
かれ 等み 問題を 理解し、 かれ 等 
の經濟 的を 要の 狀 態を 充 かに 知 
る こどが お ホ、 また かれ 等 じ 巧 
等 特別の 準備を 要する 事な く、 
巧を をな さしめ 巧て まを る蓄 
穂の 機會を あねへ、 一方 必要 じ 
あまれば 相 當の條 かで 借 入れを 
なすを 得る のをを ひらいて、 從 
ホの 不便. グ 除き、 銀 巧のを 融穩 
關 ごしての 

I 貝務 のす をを 補 ふ 事が 出 
ホた ど 云 ひ 得る であらぅ。 か （ 
して ゎれ-^ は 新 施設に よつ て 
收入タ からざる 人々 が、 をの 收 
入よ b する 僅かの 蓄積 じて は 到 
底 補 ふ 能は ざる 突發的 困窮に 路 
して、 かれ 等の 必要に 應 ずるた 
めじ 銀 わの 貸 か 作用を 獲 おする 
事が 出 巧た ので ある。 吾々 はま 
た これらの 階級の 人々 に 接して 
初めて 一般 個人の 巧 質 こを の 圧 
直 ごを 知む 事が 出 ホた。 吾々 は 
巧して これ じよつ て 必要 じ をら 
れ ざる じ、 みだ b じ 借 入れを な 
す こどを 

獎勵 ずる 意志は 毫も，：； k い 
ので ある。 吾々 は 巧 施設が 決し 
て 人々 の 菩穂必 を破攘 する もの 
でな く、 反つ てこれ を 巧 長す る 
處 あるを 確信す る ものである。 


輸曲 新記錄 


一 ザに 豆る 生糸 

東を 特電 九日 發 == ま 年と 月よ 
か 本が 六月 じ 直る 一ケ 年の 摸濱 
及び 神戶の 生糸 おお >ぉ おは 五 4:」 巧 お} お 伯鎭雄 


- 巧 八で 儀に 及びて 從ホ じじい 
最高 記 滅をボ しつ i あるが 右は 
恐らく 糸惜 化を の 反映で あ. 叫ぅ 
ごを はれて 居る。 

ホ價 調節の 倉庫 

東京 特電 八日 發 == 乂楷裴 を 調 
節 じは ホ 穀倉 犀を 朝鮮 じ 雄て 鮮 
义を乂 防 化 案 あら ど 山 木 農相 a 
語る。 

人絹 資 崩し 中止‘ 

まま 特電 八日 發 = 人造絹糸 糸 
憤 維持の ためを 赴 協まして 賣崩 
しを 中止した。 


夏 蘭 値段 六十 掛 

東京 特電 八日 發り 本年 夏藏昨 
牟よ b 二割 ホ增 加、 値段は 六十 
掛見當 ならむ ど。 


信巧會 社の 半休 

東京 特電 八日 發 y 信巧會 社は 
十 面 日よ >±曜：13 半 化を 實巧イ 


一二 ホ 新婚 頭 完成 

を ま 特電 八日 證 H 1 ニ 井 物産の 
川 瞬が じがけ る 新 巧 頭 お 巧し 靖 
役を 始めた。 

日本 株式相場 表 

〔大阪 藤本 ビグ プ。— 々1 銀 
巧を〕 巧を 相遙 〔單 位圓〕 

ホ 巧 五日 セ 巧 化 日 

東を 指數. 一芸 互ぶ 一 写 •ま 
大 頤指數 三 I ニ畫 一香 爱 
を 京電燈 蓋 •董 董ろ Q 
大同 電力 查呈 0 《一 •署 

東邦 電力 六ぶ 岂 ガセ •き 
大 H 本 製糖 八苦を 八 0 •含 
王子 製が 三 0 盖 0 三 一一 革 至 
巧洋 モス リン 画 ふ 0 畜主含 
日本 ビ ー グ S 四 •ま 一 舅 •呂 

日淸 製粉 I 舅 •を 一宾 •を 
盛 巧 セィント をろ 0 空 •夏 
日本 お 池 さち 0 さ V ま 
をを をが ま 互 C1 逼ろ 0 
日本人 造 肥が 菩て垂 量 •呈 
久原曠 業 《す呂 巧 四 ■ま 


& 加 

がが l-e 

雌 I 匯 MW 
S パ： 3 S ホ 
^ み 肌邮刪 
も 1 し 巧が 
- C a - 1 M 
む k MteK 
•む d M w む 

郎^ w 


科 學的揉 療治 
醫術的 体操 

化 島覺丈 

巧 五 巧と 番 
巧 ご 一十 八 T 目 

ブロ— ドク 

で！ サブ じ 

- をし 
電話 ュ デコム 

一四 义六 


尋れ人 

(福 岡縣) 稻永國 ホが ま 永慶藏 
持 山を 太 郞を川 正 彥井ト ： 幸 
藏石松 節 朗渡邊 篤 寶椅留 
杳 上野 お ホ 并化貫 造 お 雄 
貫 造太郎 古家 武雄柴 旧 善 雄 
(愛媛 縣) 横 田 常 吉事を 治 伸 
座 宮么巧 (鳥 取縣) 木が 薰信 
(長 巧 縣}获 おず 人 巧 藤 玉 一 
(大阪 ホ) 泉を 义么助 (鹿 島縣) 
中が を ニ (山が 縣) 齋院辰 雄 
(烏 化縣) 廳が衔 (廣 島縣) 滿田 
正 一 (神 ロ) ちが 韋 (東京 ホ) 
古 浑武之 巧 (鹿 兒島縣 ) 渡邊泰 

助 (か 歌 山縣) 後藤 甚么丞 (長 
(廣 島縣) 滿田 
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ク± 希柯蹲 君を 了で 科諸麟 
す マ' 上 ホし じへ 目第理 君前ネ 
I ィ H ま繁 ては ばのと をのを 樓 
、强 す々 盾が 直 チ 街 差 嗜揮お 
春は。 御 まるぐ ャの上 巧つ 理 
化す 程日プ 首げ じて 人 
巧。 巧 本 スニま 適日歐 
の 評人イ 十す す本廉 
摆を 諸!： みのる 人が 
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730 F ■ 巧 曲 Av も 
Cor. 57 比み . 
TeL Circle 4406 


號 八十 六昏 四千 一巧 


卿 パ 準な がを 煎 巧ぶ 巧 


【日曜 水】 


曰 


十月と 年 H 和昭 



き燒 

ホ じ 御が 巧 


美 ホ じして 巧ボ 

管麗樓 

午前 十 時ょ b 8 
午前 六 時まで 


を 棟の 御 嗜巧じ 適 ふ 
棟な 美 ホの 巧 巧理を 

S 廣骇樓 

致します から 績 々鞠 

ホ ホを 願 ひます 

13 審 

晚揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本人 諸君の 嗜好 
じ 遠す る 稱理を 差 上 
ます。 蘭 一二 時を 開 巧 
(巧 ホ 五 了 目 サブ 
I 停車場の 下)— 


劉ぶ 並に 御旅 舘 

ぉ旨-|£:^八十八了目云 ニー一 
S ぞ イカ イブ 1 と 入 ニニ 


日本食 料 お 類々 び 雜貨類 卸小賣 
ホ 之 ま 大賣棚 桑 山廊會 
新刊 審籍雜 誌 小間物：！： 巧 おを 種 


毎夕 九 時を を 栗 

メ 1 グア ドン ス 〔年 一 弗〕 

日本 巧ち 煩 東を 巧會 

書 错巧巧 巧 貸ン ー ム宮 巧の 巧 あ b 
トク ンク 巧ち ます 


化 側 

y h 7 
w 4 8 
e 巧 加 
を昭 

ぉ邮 が. 四 
則 燃 如 


離 


3 


日曜ぶ ±曜 じは シユ 
! マィ 春 捲を 巧へ ザ 

支那 義義哥 

1 晏羽厦 

固 午前 十一 時 菊 直 
至 午前 ニ 時半— 巧 


支が 巧理 

巧 巖を園 

司 巧 人證莲 
巧 毁のホ じは ま 依 
めが 便が じ備 へが 
賴を 席の 御用 じ廉 
や V く 摸 蹈巧ネ 相 
す鬟 たおぶ 巧 巧な 
紙上 觸ま巧 申 上 候 


傍の 蒲德 おいしい 働 巧 

會が 御料 環 

叢 食は 末廢へ 

叮哗 做が 巧が 大勉强 


高等 御據鑛 

東泮鑛 

會廢御 料理 


御 料理 錄如趴 

お 陽 

壽司 毎日 あを まず 


高等 御旅 舘 

呂 的 

會席御 料理 


"I ^ 剛 巧巧人、 調巧はリ 
知^ 則 I 本人 向き 

jz! 霧 謹 


T 


測；^ 抑 巧 巧を 待って 

一*-' 


ザ 上 金獻巧 

91 B M 至 》 Avr すち ご rk £； さ‘ 
さ 0 ミ Circle ミ 3 巧 


繁五 街と so 

へ クシ ヤ •一 

- ビグ デン グ两 

小 池 寫眞舘 

電話 サ ー クか. 

四陛 0 六 


舞® 個人 敏扱 

►社を ダンス ▲ 

マ 表情 体操 A 

巧 了 寧 

親切 

朝 十 時 f が 十一 時 

シヤ タフ •タン シ 

ンダ颇 難學務 卒業 

上衫タ 々 


シャトル 市 

NP 旅舘 

W 0 a -6 tll A .< ft ' wo ' weptti タ " WW * 一一* 

停車 お前 通 巧 ご IT 左側 大 階を 
日本 巧 船 切 巧 取扱 波戶場 送迎 

商 楽 路が中 瓜、 級 領事館、 目 本 
郵船 其 化 お 巧 大會化 近き 谋巧 

を 港 ホテ^ 

鞠 日本を (特別 間 あ b ) ； 

御 一 おみ 第 宜勘单 御 お迎申 上ち 
8 ニ Calif 言 ia ぎ San F 呈己 i , 呈 it . 


周 圍閑淸 、空氣 新鮮 

邦人が 樂部 貸曲亭 

置 wands St . ず 0 百呈タ N . Y . 
ジニ ri 舍 gle 7 若 5 


A 淸 が、 親切、 氣樂 =1 ニ 德マ 

勢 側 館 

伊务 事を み 頭榮巧 
225 E . まを street 
ザ 一’ Regent なち 


若 旧 旅館 

な 州 作 一 
呂 三 as ニ 置資臺 
Tel S 置是 sa 瓦 3 沒 1 


一 お 旅 熊 敗め；.. 

を 國旅鑛 淸氷 
148 运 ■ち ihSt 穿で y 〇 rk 
TeL Susqueh 芸 na B の 10 


綠脅 旅館 軍義巧 

を 四十 了 目 ニ 四 二を 
Tei , Galedunia 适 74 


ポストン 帝 

富 ± 旅 舘大浦 ホ 松 

妄宙 ider St . をた 呈五 ass . 
S . B . B •舍亩 


住み 必 地ょ き淸 潔なる 塞 

鑛 下宿 あが 好か 

一 苦 L 贾景 ton jws - 
ブ I . AshianiH 養 


費が 御旅 舘 
桑 山 淸五廊 

を 8 So 童 量 St . 呈 堅を hia Pa . 
T & LWa 量 7 な 一 


蠻油齡 縫譜| 駕 .1 白米 

。本 米 f S 食料品 

巧 田 智池巧 ま 會胜巧 部 一手 質 糊 巧 

曰 本 食料品商 會 


紐 育 唯一 9 R 本 百貨 巧 

片桐 兄弟 蘭會 

スマ ドン •プロダクツ I ず 販費元 


永年 日本人 お 馴染の 
舞踊 歯、 る 人 等 ごを 
で 御 會談の 上 踊って 
す さい。 五十人の お 

しい. ダブス •ダ 1 於 

スは 日本人 じは 特に 
親切に 敎授 いたし ま 
す。 

每巧曜 巧 ど 日曜 午を 
は 十六 巧で 一巧。 


日本 理 髮舘淸 

西 巧 十一 ニ 了 月 巧 蕃地 二 r 白六莖 ロマ 

タ ダブ 7 けア (猜み 街 ミ 四十 一二 了 目 舞) 

目 本 散變屋 S が I 

おぶ 年間 申衬 をと 共 じ 就業。 

一 ジ ヤシン ト ® フ 3 ブゴ 

31 W . 85 th で‘ NU . City 
墨. 羣 § bus 富 . & {一呈 量す rk W ち t 


瑕 話 ブラィアント 

新 I.S 轉 長. 

紐 育 お 西 四十 四 T 目 
ニニ 1 一一 八番ニ 一階) 
支配人-竹 中 重 雄 


ま 巧 

呈羣 置 實 Uv こを al こ. ベ. 
ぎ 置 i 基 置 
ま 巧 f . ニ. Sa す- 


^ 商 目なる ホ戰 同胞 じがち 
なで 職業を 周旋す 

川 事務 枫 

で お 西 四十 ニ于 目な サ一あ 

气 7 ラ ィァン ト蘇絲 

煎/餅. 卸、 小賣 
を \ 腐油揚 
日^ 食料品 一切 

u 旨 rUe Rice 广 が累 广 0* 

^ 養 Third live こ 
^旱量 苗 ニ 

ロス ア '^ン * セ ルス 

ホ 山ン ピック 
ホテル 

ニ 7 N S ミで dro 資こ L0 £ An を泛 - ual . 


木 田 ル— ミン グ 

實 7 3 rdAve .妄 59& 呈 hsfrsts 
ブ le を 言 e す 巧 瓦 苦 27 


聲 のみが 鳥い 

太平洋 横斷 U 中止 

機備ホ おを でを 然 耐久力を 欠く 
集つ む續附 金は ざつ ご 五方圓 

巧 京 特電 九日 巧り 昭かゴ をの 这を 期：、 て、 U 本ょ b ァメリヵ 
へ の太伞げ横斷ホ^息氣：^今で居たホ鼠が巧協曾は先般來橫 
節 巧れ 巧の 機体 試験-^ ずピつ i わつ たが ンア ト^は おか 化が 道 
の 化 室まで おぶ におら M 力め' じい こどが がが して 遂に 本年 巧 
の 横斷け 中止して 一切を 巧 b おイこ wt な 6、 集つ た 寄 蹤を五 
ガ圓 'レ おら じ來年 おじ 化れ す r さ 化擧じ 繰殘す こご じ 巧を した 


これよ b 疆 きお 斷 飛。； 機 鼓を 
の 速 かを 摧 るを 巧ヶ 巧'：; がる 機 
能試驗は去る一ニりじわゴれだ-;^ 

成績 香ぶ しく。 < 今やを 

ぶじ 巧 づきつ！ を も 第二 磯 じ 載 
してら 悲觀說 が 益々 渡 障 どなつ 
て ホた。 ニ H の 飛 巧。 儀 朱、 が 
化田兩 おけ ± こ 戊 V . 一 お 狼され 
が 巧 巧間乂 お間ピ 九を、' ー爾 なお 
離は 六 百 八十 ニ •おキ レ メート 
ン こてに おのた め 爾む高 巧は ニ 
巧趴じ 過ぎす、 一二 U じ^: け. >を 

稍 や ホ'' 餐 お獲な' 時間 じ 

けが 試 藤は 六ち 十五‘— 本 
い r し」 燕縱 、がな 旧 娘 わ ± 、小 
一け^ 脚 ± 岡 ホ、 を 画 树-蓝 朵垂量 
を ごて； じ 

I 刚 ■いム Q 上 午前 十一 時 十 お 
~ み 離陸、 飛れ 中 朝 ホ 催した 巧は 
一 遂にし ど''-^ ふら 巧した す、 唐 
度 おが お 十メー トグで 約-一二 十を 
間 ル やお 打を ぃ* し、 十 一 時 四十 
五を 為 陸した。 結を はプ で-ペラ 
I ! す 二八 廻轉 じして お 時を 力 だ 
ニー 十キ V . メ ートグ 、が 料 CW - 巧费 
i 狂よ 巧 巧 b 十 ニキ。 ダラ， t を算 
て 削 リニ 回の 試驗 による 巧 一 號 
I 氣化 器のと 十 S キ 。グ ラん より 
j を； なく、 窥 - i 銳 の 六十 一 ニ キリ 
グラム 八よ ゎは おいか、 覃郵が 
なく 最も j 


が 調 でもつ むと いつて ゐ 
るか.， り、 - れを攝 を 目 じと 十キ 
ログ クム どなて、 最 がの 設計を 
でめる 關ロ 技師の 巧算モ 二な 姻 
が、 毎時 燃 巧の 巧 費 量 四十 五キ 
ロタ； ム 'どは あま b じ 開きが 乂 
き 過^る。 さて こを 航空 禄 がを 
重量 H トン' じて 八 時間と 云 ひ、 
川 巧 側では 十と 時間 だとぃ ふ 計 
ぶが 出な 譯で 、今日までの 試鷄 
の 結 装から 燃 量の が费 量の 点で 
ゃ.。 綺空 局のを ひみが 寶 
ブビー ドは 評 器に 誤 
ぃので、 速度計の 
'れも 設計を 計 


がで ぅ A 
庐 进 ド。 
差み ある-一 
檢 ぶを t たジ 
冀 した 


一む。 即 


速度 ど 誤算を づ‘ 

^ 今 H 〔化 H 〕 じ 判然し だク. 
化る ご 横 斷飛巧 機が 圣 能力を を 
揮し 得る 程 あは、 シア.-- グあ京 

間の 八 千 S 十キ C メ^ * ■グ 〔五 

千 二十 哑〕 に 寶し六 千 ニな キ P 
メート 八 写 一千 八 西よ 十五 哩 U 
じして おわ 傷會 側では 巧め て 根 
室から アラスカの シプ 々まで、 
おモ 八な キ ロメ； トザ马 一平 六 
百 二十 あ哩〕 を 飛べば 四な キ。 

メ か 〔ニ 巧 五十 哩〕 の 余裕 

がわる 蟲氣这 みで あつたが、 こ 
め 針路は 危隙 である £ の 理由 じ 
化，？ 一れ も殘 をながら ぶ 御へ ど 
なつた 誘で ある。 


太 ザ 洋橫斷 飛 お 磯は 

何故 飛バな 


、 


{% 


の 


ク 


- 報道ん こず 
'化が の 則舉ご 円され て 居ね H 本 
の 太 ずげ 銘斷贿 着陸 飛 わは ぶみ 
巧錄ザ 巧で をる よ 巧 も 中 かじ 人 
つじが 遂に 本年は 中ん する のた 
むな きじな もま もべ しどの 情報 
(本社 特あ旣 報； さへ 傅けら が 報 
のかく を 中止の 事靖 ，を 決を 的 じ 
較 じて & る。 么じ 就き 本 計 溝 

最初 の 凝 案を でぁっ た當 
ホが 軍 監督 所の お挫かを 中を は 一 
みみ 如'、 語った 『度を は ホ だ 横 I 
斷が がが 中止され ね ごい ふ柯等 
の帮じ 接しない。 隨 て 悔カ么 
れじ 向っ てな お 巧は 满 力を 絞け 
て W る もの ご 誌 解し 飞ん么 。り 
れ ども 现化 何す ぉ 栽 W 节瞄を 整へ 
られ 。いが 態では。 がら < 本が 
は 斷が闲 難で ぁらぅ とはち へて 
むる。 少く ごも お 巧の 揀定 拖ら 
七 巧 中 かから 八月 じか W て 化む 
する もの ごすい ば、 昨今は 溝ケ 
挪で势 揃 ひして 天 おを 待っ て 居 
る 位 ひで なければ じらな。 

中止 された こごが ホ實 ミ 

I すれば を 一の 巧 因は 巧 用 (と 十 


しして 馬 越 中 巧は 語る 

ガ圓 からだ 万圓の 豫算) の點で 
第二は 化 用 磯の 間 題で あらぅ。 
自 をは 第 i 號 機が ぉ ホした 時に 
が 空 •柯 の 檢查 ホを 格の ため 第二 
機を 製 化ず る ごい ふこ £ じ なつ 
ゎ 時 おじ 本年の 决 巧は ボ巧壓 だ 
ビ考 へて 屑； i 。 如何 じ 飛行機の 
を 逢が を & しい 个 H でも、 太 か 
巧を 横斷 する じは 世が 何れの 歐 
でも 特別機の 製造が 必要で あ & 
現が 柯 處の齒 でら 四十 時間 立 千 
ぶ 化 ひの 能力 ある ものが 诞 優秀 
で、 をれ な 上ん ものな 新に 

.凱が 一一 もしなければ なら 口の 
である、 故 ヶ滿シ アト 八 間を 飛 
ぶには 五十 時間、 八 千ぶ 位 ひの 
能力 のらのを 製作し なけれ ぶ U 
ら《 が、 么 じは 約 五 トン 位 ひの 
ガ ソプン をが わ おを が ある。 鬼 
じ 巧 ダ ソリン、 操縱 を、 飛け 機 
等總篮 おが 六 トン 位 ひごしても 
化を なの 指を ずる お 巧の 强 さの 
飛れ 憐 なれば 二十 五 トン 乃 ま S 
十 トン おんでも が 巧に 巧 b 得る 
.ものごしなければ なら S 。 摇載 


量が 殖 ゎれ 參れ だけが 巧 機は 
能力 か弱る^ で、 今 巧の 橫斷機 
も ニ 化か ニ^ザの 强 さの、 即ち 
十 あ トン 前が の 

重 梟！！^ 堪ゎ巧 るら ミが 
つて 飛ぶ 計 轟'^ ぁち、 航空な も 
がか 之 去 脉解 して 居た 譯 でぁる 
が、 愈 心 一とな つて おぶ 逆らの 五 
倍の 强さス 要求した も' の と 思 ふ 
リ ンド パ厂グ、 バ！ドをの他タ 
くの 歐 ホ^ 巧 家が 長が 離を 飛ん 
で 居ても f 决 して 出 潑當初 じ 置 
おの 强 さな 持つ て 居らの。 飛 巧 
磯の 館 迫を 菊め で 居る ものは 積 
載 物の 中 后で もる々 ソブ ン でも 
るが、 之は 飛ぶ に隨 つて 輕 くな 
つて ホる か b 十 時間 も 飛べば 一 
トンは 滅 るし、 中頃まで 巧けば 
指を の 五 巧 位の 强 さじは なを、 
到着ず る 時は 

十倍 じ-^ なる のでを る 0 

瓦つ 飛行機 夫れ 自身 も ァ < ミ 其 
他の 輕 いを 屬を化 用して、 橫斷 
をの もの i みのた めじ 作れば 恐 
ら （半 トン 位は 輕<裕 えられる 
ど 思 ふ。 巧れ じしで も、 最初 か 
らぶ 倍の 强 さを 望む こごは 難題 
である。 义 一ホ號 行じ掛 する' 一 
殺の 興 ホが 稀薄で 巧 用の 豐 用を 
屬 民の 喜 按じ 待つ どい ふこと も 
な 易む ことで ない。 锅ほ就 わ 協 
魯ピ ちへ じは 間の 計蠢 である じ 
左 ひない が、 如何にも 半 宫ザぉ 
ご 誤が 4 れ易 いから 

が 庵 テ， ご、 とを 威 民 
が 後援ず る いふ お だ ど ホ 常に 
簡單に 運み^ 知れぬ-リンド 
バ！ グ がむ おじ 尧 .ぶ 前で、 米 騒 
がさ 爲が 『其 飛 わ 礎に で 粒の 强 
さがない 、飛行を 許ぶ、 だ』 £玄 
つたら、 今 H の 盛を も 贏 も 得な 
かつた でぁらぅ。 (义貴 巧 記を) 

.革命に 活躍 

.あ < 渡米の 鄭纔秀 

鼻息 頗る 荒い 南京が 府 の宣傳 
化と しで 

花の パ。 Ir 湛 働して 居 
わ 鄭编を 女 あは フランス ゆを 化 
じ 巧 かごれ る W S 醇も あつたが 
ニユ 1 ョ！ ク •タキ ムスが の 報 

道 じ 化れば みを は歸支 命を を受 
けを の 途上 アメリヵの 社會 施設 
を 視察す るで あらぅ と 報じて 居 
る。 女 おは 廣を 名家の ホれ' 本 
年 一二 十の 歲 、十 お 六の ころ 天津 
じ學び 早く もを か黨じ 

加鑑 し、 辛亥 革命の 路じ 
は淸朝 大官を 暗殺す るた め 二十 
歲 じたらぬ 少女の 身の上を 顧み 
ず、 爆 彈を懐 じして 化 京 じ乘ら 
这 む。- ミの 危 隙を 冒した。 後バ 

I じ遊舉 してを 學牌 ± の學泣 
を 得た。 みあ a 英語 じ もな く迪 
じ英化 語の 著 寶も少 くない。 今 
回の 濟询奉 かじ 關 しては 南 巧 政 
がの ため 宜- 傅な を 勤めて 活動し 
した。 女を は フランスでは スー 
メ •チェン ホ あ VJ 稱 せられて 盾 
る 0 


—クの 薄暗い 一ぎ で T ょ ザょ と. 
ずっ て 居る 支那 人 賭博場に 突 お 
香 察 風し が 吹^ち 十 おんかの 玄 
那 人が 一網 巧盡^ じ檢擧 クれじ 
事件のを ゎは-こ ユヮ！ クのホ 
那赌 博に 就て ニユ 31 ク のを 
をが 或 事件に 就て 論吿 の際ュ 
ユヮ ー クの 賭博 鬼で 一が 巧 巧 
万 弗のを が 動いて 居る ご 論じ 
たのを 聞いた ニ ユフ！ ク譬を 
では 賭 隣 媛を 經 摩する 者は ホ 
くこ ユョ ーク から ホね 守巧ク 
の 遣つ て 琶るこ £ で をる ど大 
、，じ！^ 槪し 

遂に 署長 ブレック スの かか モ數' 

んの 覆が 奢い H 愚 午後 じ 襲 
つね もので わ 十五ん 逮捕され 十 
五 人 i 避 亡した が 証 お 物を を始 
め ごし マ 現を 等 もを く巧收 され 
た。 か說め お異摩 蹈瘍の 經營者 
も 媛 博を して 居た をの 大部み は 
ろョ！ ク から b さ''''^ お驅し 
てこの 擧じ 及んで 居た こごが お 

明し ち ■ 


ニ ユワ— クの 

賭博場に 臧 

白 巧に 一網げ 逛 
この H 幡 日の 炎天下 じニュ t 


を訴 された 

大西鄉 の 孫 

巧 謂 名 あの 亦 ご-^ ニ 巧 S 化と 
じる ど 不巧 党が 飛び出して 巧る 
のは 奮然 5 が 會 相で をる ド 某を' 
ボ本谢 惊理巧 町は ノー 四 永 旧 勇 
造と 云 ふ 人は 辯 議± 小 お榮次 巧 
をが 理人 どして 西 鄕南卵 翁の 孫 
じを たる お' す 中 野 上野を 九 お 一二 
0 松 田 ホ 止宿 西 郷隆皂 氏を 相手 
でつ てまる と 日な 巧 盗用を 文僞 
遣 行 懐郭欺 橫領罪 どして 中野署 
じ吿訴 した。 岡惡 では 截吿 人が 
名家 巧 ホロ 巧に お ホ 得るなら 示 
談じ £ の 希讓を 有し、 西鄉 巧は 
目 T 巧 方を くらまして 居る ので 
秘か じ 巧 ホを 搜索 する 一方、 を 
の 緣者ピ をが を 進めて 居る。 事 
伸の 巧を は隆吉 氏が 自 巧の 目論' 
んで 居る 關係擧 業じ資 おがを 要 
でる る どて 前記の 永 巧 氏を 事業 
を援 者に. 依頼した が 大正 十四 年 
十二 巧 十と 日 鹿 お 島 ホ 哀居町 丸 
十二 巧 だめ 永 旧 氏 巧 もの ± 地 六 
な 二十 巧時價 六で 一二 千圓 i 同 巧 
の 姉 野 苗つ るあ義 M 晒 二十と 所 
巧の 木逍 巧ぶ きずを ニ 棟 あ 十六 
坪 時 憤 S 巧 ニ千圆 を' ホ 出 氏の 實 
巧を 盜 用して 證蓄を 作製し、 鹿 
兒島巿 黑化银 巧に 擔保じ 入れて 
I ニ 力 お 千圓の 融通を をけ、 これ 
を雙 おした ごい ふので をる。 隆 
を 氏は 元を 都巿 長西鄕 菊み 郞氏 
の 長男で ある。 

庭 球界 消息 

◊恩 田 逸見み に 勝つ まる ± 
曜ょ b 擧 巧して 居る； ッ ケン サ 
タの ォリ タニ •フキ 八 ド 棋樂部 
にがけ るバ！ グン •力 クン ブィ 
選手 權戰じ 出 傷して 居る H 本 庭 
球お樂 部の 恩 山 選す 及び 逸诗誠 
i はお じ 成緩宜 （逸見は 己 じ 第 
五 回戰じ 入り 恩 旧は 巧曜 H 第 四 
巧戰じ 進んだ が 恐ら （ Ha 對キ 
ィナ ストンの 優勝 戰 じなる であ 
らぅと 見られて 芭 る。 

◊巧 部 選ず 成績を 巧巧赌 H 
よ b 擧巧 中の 尸 ガワ ム •パント 
お 樂部グ クスコ I ト じがけ る n 
I ドア イラン ド 州 選手 權戰じ 出 
装して ちる 巧 部 選手は 第二 回戰 


じ プロビデンスの チェー スをホ 
i ニ、 六— ニ じて 於 ゎて 第 云 回 
戰じ 進んだ が、 同 瘡球戰 じは 间 
選ず 權 がちを 加州の ド ー グ 始め 

ジョ^ — ンス 、ィン' グ ラ戶ム 等が 

出 類して 居る。 

◊紐 育 如 選手 戰開 お-紐 育が 
選手 權戰 は-かち 曜ょ b シラ キ 
ゥスの* ッ争ゥ キック •フ 
ュみ樂 部 じがて 擧 行中で をる が 

紐 育の フランク •シ ィ处 ド、 マ 
— キュア、 アリ ッン 、タグ ヘイ 
.マア 、で イデ ロ ブト 及び ニイ ャ 

等が ぁ 場して 居る。 

◊ゥ キグス W ラン ラン タキ 

ンプグ トン 選手 權を 巧ち 獲揚し 
たゥ キ^ス 壊は 物ず き やの 瞄じ 
『芸 ロんで ラン ラン ご 試を をず る』 
と 答へ て 盾る が 只だ必 配な のは 
假み 慈善 的の 試合で ぁつても ホ 
國 庭球 協會が 之れ を 許す かで ぅ 
かど 附言して 居る。 ゥキ 於スは 
j 昨年 ラン ランの ため 六 i ご 一、 
八— 六 じて 敗 化して 0 ホラン. ラ 
ンは 職業 選手 ミな つたので 巧 試 
をの 磯會 がな かつた。 然し 時化 
が 違つ た 今日 ゥネ グス 、ラン ラ 
ンの 試を は ぞか實 現しない だら 
うが 方 一夫れ が實 現した 處で大 
した 興 化が をる もので もない。 

■卓上 お 話 


廳 急手當 法； 

ピク こツク 等ぶ 

巧 遊び 潰 遊びの 時绩 じは'^ 巧 
怪我な であら 勝 もで あるか じを 
時を 豫 想して 應 急ず 當を考 へて 
置く のがよ い。 左な くば 後に な 
つて 飛んだ 

病氣 を惹き 類^た 辆 心^ i 
出を る。 孰れ. にもせ よ稱毒 i | の 
ベロ 夕ず イドは 是 张携帶 し' て W 
くが よい、 擦 も 綱いた 鋪 で少爹 
げをないたを£でも早速ぺ 口で 
サイドが 役に立っ。 女す 供 幕 か 一 
轉んで 擦 も 剝ゐた 劇で も化廳 r し' 
ない 穩じ氣 を 注け るが が 要で 一 r 
其 あ邊の 草め 葉な どを 取って^ 
じ踞 b がけ 一 

血 化 めじしたら ずるの I は 
危隙 こを あれ、 巧して 盛の な：. い 
こ と である。 すらむ き 創は 周 眉 

を アグ コ' — みで よぐ. 拭きべ ロタ 

チイ ド じて 洗つ た 後 消毒 網帶を 
施ず がよく、 創が 大きく 深げ b 
ば歸巧 巧々 醫師の 治療を 受- くる 
が肝甚 であを。 とげ 傷 もみして 
わるを かじして はならない 。で 
げは 直％ じ拔 いて 其 あ 色 血を で 
し 絞な 出す 横 じし 消毒 劑を をげ 
るが よい。 其 ま 5 じ棄て t 置 j く 
交往 々徽 巧が 傷 □よら 侵入し ブ 
ラッド •ボイ ゾンじ 罹つ て 局 就 
の 大手 術を 招いた b 甚だしき ぶ 
お 毒 金 身に 傅播 して 一命を 失 ふ 
じ 至る 危瞻が ある。 亦 水泳 過度 
のた めじ 起る 不時の 胃癌 攀 じは 
腹部を 溫 める 力を がよく、 食後 
じ 起る ずが 化に も 適 當の藥 を 用 
恵 するがよい。 餘 ちに 强く 

日光 じ 照らされ じ 俗じ霍 
乱ど稱 する 幌微の H が おじな 氷 
氷で 頭部を 冷やす のが 應急 手當 
の 第-であるが、 若し 吐き 氣 
ど 伴 ふ 傷を は靜跌 させ 醫師 のが 
診を 乞 ふが をを である。 其 他 八 
ロ 巧 吸 等も覺 .ロて 巧る ぶが よい 


THE MITSUI B 壓 ，け 日 I | 

化 W YORK 化 EKCY j 

Room No. 712 ; 

61 Broadw 巧， ん Y. C 
Tel. Bowling Green 3440 


The M 化 uDislii 貼 nk, Ltd. 

Room 341 , Equitable Building 
1 如 わ oadway, Hew むかむか 
Tel fie 加 ! ■ 8 が 3 •巧 


CANADIAN PACIFIC - 

NEW YORK OFFICE 

谷 44 Madiso 打 A_ve 打 ue 
Tekphojie. Murreiy HiU 4000 

♦ 間 日 十 迄 本日 ♦ 

♦ 間 U 曲 十 迄那支 ♦ 

路 航短最 のが 平 太 


N. Y. K. LINE 

社會船 郵圣日 

NEW YORK OFFICE ； 

8-10 Bridge St. TE し . BOWUNG GREEN 2262 

Sa’n Fi'a 打 Cisco 0だ 化 e: Los A 打 gelea 0 だ 化む Sea れ le Of 巧が； 

己臣 1 Mark が St. BUtmore Hotel Arcade Colman Bid もの r が Av も 

Chicago Of む 化： 100 W. Mo 打 roe St. 


(XSK. Line 

大阪 商船 會か 

2B37-8 WHITEHALL BUILDING 
け 目 mE が PLEENEWY 日 RKcmr 
巧 0 化邮邮巧目が巧 ? 1 ぉ殺-ぉ 


Nippon 

Dry Goods Co. 
1261 Broadway, Cify, 
Cor. 31 st St. 

Tel. PennsyWania 53 加 - 51 
Room 4 巧 


JolinWanamaker, New York 

Cor. 9 地 St. and Broadway 

Guide's O が ice 
and Shopping Service 

Mrs, Ed け h Humphrey 
Special Japanese Guide 


Tlie Sum け omo 邮化 Lt 扫. 

化 W YORK が Eli む 
Room 414 
1 がむ 的 か 巧 
TeLHsm* 做* 7444 -74 巧 


Tiie Yokoiiama 

がが お B 加 も 1化 

郎 1 FiGor, E が itabie Bid も 
け 0 む oadwa も N. Y. 
Phone R 阳 br 2 巧 0 


T おむかが Taiwan, Ltd. 

Room 515 

8 加 nens 邮！ n 巧が ng む il も 巧 
1 おむ Qadway, N 
TeL むけ iancl けの 2 - がが 


taTnfcCo . 1 MORIM 腿 腑 IS.! 邮 . 


む 1 ぶ 化 Avemi も 
(Cor. 21 が St.) 

Tel. W が 叫 uin 364 M 7 


巧 - お - 57 W. 23 かな ., 
Hew York City 
Te しも nmer 巧が 50 


THE FUJIMOTO 
な即 RITI 巧 削 . ， ING. 

120 む oadw 巧 ,? I. Y. City 
Te し Rec わ r 2418- お 39 


T 化 目 ANK OF 郎 OS が 

Room 1 の 9 1 化 Broadw 化 もも 
即 on に C が tiamii S 巧 3 


化 0 邮 E W, WELSH タ SONS 

巧 石 寶屬を 貴 

♦ ♦ ♦ ♦ 

美 金を を 
麗銀剛 製 
な 製る ナ 
ビ 烟白イ 

- - ン 草--. 金フ 

時 又胸銳 



ST. PAUL’S CHAPEL 
AT VESEY STREET 


HOLDERS OF 


Tilird 

L ルげ ty Loan Bonds 


The 了 reasury 〇 だげ s a new 
3 知 P が cent. ロ-け ye が 
Treasu び bo 打 d in exchange 
for Third L 出 erty Loan Bond も 

The new bonds w リ 1 bear 
ミ nter が t from July 1 も 巧 2&. 
Interest o 打 Third Liberty 
Loan を o 打 ds surrendered for 
exchange will be paid in full 
化 S が tember け， 1928. 

Holders should consult their 
banks at once for further de« 
tails of tms o 泣订 i 打 g. 

、 ー掛 kidJLib げか Loan Bon も 
ma わの 》 cHit も ptember 1 だ， 
1928 , and wiil cease to 
bear interest on that date. 


A. W. MELLON, i 

Secretary of the 了 re ご sury* . 


Washington, July 5, 1928. 


巧 本を を 億 圓 
拂込巧 資本を 六 千 萬 脚 
杭 立を 六 千な 巧巧圓 

齡賦三 ホ 銀 巧 § 支 煤 

ネ巧 東京 巿自本 橋 院本を お 町 五を 化 一能 
ず 店 ■ 小拆 日本 橋 化の 內 帝ち お濱 
名 古 M 京都 乂お西 (大店) 神戶 
_ .壊な 下 關巧司 巧 化 鹿 岡な 綺 
上が お 教志巧 巧 水 


お出 乂爲替 ，お 信を を' ホ 送を' 旅 巧 信用 狀 
巧を 信用が 其 化 一 おが 巧ぶ 

乂 蒙 銀 巧 r ま 巧 

鄕お 送を ハ 日ネが 化 無手 おか； 迅速 取扱 
本店 預金 (定期 通知 ノニ 柿) 御 便利 取扱 
本 ま 巧を 巧采 巧)'、 乂阪 、神タ 、な 都 
巧 化 化ぶ を搔 、小 巧、 上が、 俗を 


魄杳坡 每ニ遇 一巧 出帆 

▲てム プンス 加を 太 (吴玉 00 巧) 

と 月 十九 日 

▲王 ムプン ス露西 巧 ご 一六 •- 至 0 巧) 

八 巧 义 日 

▲ H ム プレス 亞細强 0 亥 •爱 0 觸〕 

八 巧 ニ 一十 H 

▲エムゲ レス 加を 太 ご 一六‘ 爱 0 嚼) 

九 巧 二十日. 
一等、 二等、 一二 等 及び 下等 客 設備 
最大、 善 お、 最か ホの 巧げ 航巧船 


▲を 新式を 等設摘 供を の 逞宮巧 巧ん るは 乗組 貴 
のを 練 親切 T を ミ 共に 啓 化の 誇 d ずるを でず 
▲當な 太平洋 おな 一二を 設備は をな ホ 時め は 頁 杏 
施し 生 しれ、 ホ じを ホ徐 のかを は 巧詔ッ I ; 
ス トサ！ ド 叉は スチユ デント グ ラダスな 上の 

憤 値お髓 へて 居 づま寸 
! ® 桑 港 お 帆 ホノ作 八經お 
I 天洋义 

コレア 化 

I を 洋化 
西 比 利亞乂 
大洋 化 


【正午 出帆】 
と 巧 十八 日 
八 巧 一日 
八 巧 十寬日 
八月 £= 九 H 
化 巧 十二 H 


N 

® シアトル 出帆 〔午が 十 時 お 帆】 ^ 
加賀化 と月サ 八日*:^ 
伊豫 义 八月 十一 二日 仇 
靜岡乂 九月と 日脚 

® 6 をを 日本 巧 お 化 ^ 
箱 崎 も セ片廿 八日 
白山み A 巧 十一 日 
A が 育 あ 化 田を 馬經由 日本 お 接 物がー 月 ニ 画 
▲錫 道 切 稱寝窒 ホ 其 化 萬 ホ 御 淀を じ 御 あか 申 » 

▲太 西洋 大患 おを か 乘化切 巧 御 博を にお 計た ザ 


シアトル お 帆 (午前 十 時) 
あらび や 化 八 巧と 日 
あら ば ま 化 凡 巧 十五 日 
ば リブ 化 (波 港 お 帆〕 セ 巧せ 一二 日 
►一等 横濱 五 巧 

化’ しば リザ 丸 るん でん もは 一直 五 巧 
►一二 等 日本 巧 五 五 巧ぎ 室 大を逛 ま 族 室 i 
►御を 望に 依り 1 等 割引が 抵切巧 發巧致 巧 族 

ロスアンゼルス お 帆 (午後 一二 時) 
はゎい 化 八月 十一 日 
ぷ らた化 八月 廿と日 
►一 结横漬 二三 0 巧 化は わい 丸き しらを を 巧 
►巧が 一二 等 日本 巧 五十 化 巧 ►一二 等 日本 巧 五十 五 巧 
►沙 谨羅が 巧嶺車 切巧廢 塞を 顚乂巧 幹旋化 4 较 
▼紐 育 線バナ マ經も 日本ち 那行 貨物船ち 一回 


日本 お 服 反物 キ モノ 
テ 1 ブルク. ロ ー ス類 

夏場 用 格好 品 か 揃 居候 

體 日本 ドラ- グ 、ゾ蘭 脅 

恃別廉 傾で 大 お 强巧ホ わは を 巧の 特長 


ヮナ メづヵ I の特を 

H 本人め お買^ じは 特別 掛 員を 置き 無 
巧で 御垄巧 致^ 電話 又は お 手紙 次第 御 
訪問し ェ御 便で を 計ち 初めての お 方に 
對 して 比 特にを 意 致します から 是非 お 
'立 寄ち 顧ぶ ぷ 、巧內 配達は 勿論 H 本 其 
他を 地 宛 & お 荷物 發 送は 當 ホで 致し ホ 


ジ ni 


ワナメ ー カ^ — 


■/ 


▼鄕 里を 金 及び 並 送を (お 手 巧 巧)、 外函 
巧替賣 買、 猜巧巧 取が 取 立、 信用が « 
行 等 一巧 银巧巧 務御保 巧 じ 取 没 可 化 侯 

II 赋臺灣 銀 巧— ぉ 張 所 

本 巧を 潰臺化 

ぞ巧 巧を、 おを、 大 お、 神戶 、上が、 巧 
ロ、 顧挪、 厦門、 油 巧、 を 港、 廣 東、 巧 

嘉坡 、ズラ バヤ、 スマラン、 バタ ピヤ、 を 兵 
々グ 々ッタ 、倫を、 其 外嘉潰 十四 ケ巧 


一、 資本を 資億阅 ( を 额挪这 巧 ) 

1、 稽 なを 九 千 化な 五十 お圓 

內化本 ま 店：：：：： 構濱 (本な) 巧 京大 阪 
神 ロを 始下顆 をを 尾 

橫鑽 正金銀行— 支 巧 

米 頭を ま 巧 U 榮港麗 《 沙 巧布哇 
其 化 化 巧を 固 雷を 都市 ニ 支店 及 n グレ 
スち之 侯 


本 庙大阪 化 おお T 目 
紐 育ま 庙が 育ブ 0 1 ドゥエ ー な 四十 化番 

鱗 住友 艱 巧. 

ぉ (東京* 横演 、名を お、 お 都、 巧 巧 
尾ノ逆、曠島、吳、柳ホ、ドノ願 
巧 支店 t 巧 司、 小 倉、 おか、 巧タ * 乂巧ホ 等 

本闕預 を、 槪里 をを 等は 極め 
て 御 便利 迅速 じ 御 おお 可 申 お 


本 巧が がち ホ 

支 巧 出張所は H 本內 地の 樞要郡 ホ、 報 巧 
滿洲 、支那のを 地 义び浦 诸巧お 

朝鮮 銀行 紐 臂化張 所 

外 駐爲替 一繁け 震裕猶 々舊利 じが 替， 

申 上 巧 


藤本 證券 會か 

一を y 僧韶 巧ノ賣 買、 引を、 裳 集 

A お ニ么ニ 瞄スグ 一切 ノ第務 

嫌 崎' 藤本 ビル 7 ?々1 銀 巧 
.紐 育 出張所 

\ 

陶猫黑 、雑貨 卸資 

蘇村ブ タザ I ス 


B 木陶媪 器雜貨 

ラ厶 プ卸寶 


奈な資 易商會 



夏 蠕 巧晶特 朔賣化 

夏場、 ホ賣 向、 ダ ー ム 向新 猶 到着 
精々 勉强 御用 命じ 應 じまず 
H 本陶破 麗雜貨 卸販賣 

< 1 鎌 一茂 木 桃 ホ 組 

105 内 • 16 を 班 • N . Y - 
Hel . Stuyvesant 黄 9 す 6-7 


夏場 向 H 新！^ 到着 = 

夏瘍 、小 賣屋 お、 ダ ー ム用 景品 等 
精々 勉强巧 化 御 引 立願 上 候 
陶破黑 嫌 貨卸賣 

春-巧 南會 

141 FilFtlh Ai ミ .， New York City 

corner of 21 ろ資 . Hel. を灼 omjuin 56 苗 


夏場 向# が 品 


暗 别賣化 


尙 一層 勉强 
御 注文 被 下 


巧 化候锁 
度 願 上 候 

ホ 一冗グ タザ，— ス 

ご 円 ^ St 17 を兴 20 W YOA CUy 

linlpncm 巧 AJgoii 应 C 5 


Hel ! 


SW 66 
菱 67 


复儀 向い 新 荷 到着 = 

精々 勉强巧 仕 候 間 御 註文 被 下 度 願 上 候 



太洋 貿易 株式 會社 


Helephone Algo 呈 uin 3 S だ‘ 5 

101 Fiftf venue New York ごす 

ohicag-0 Branch 援 7 ^ w - Madison St ., Chicago , JQl . 

N ^ e 马 Englaiui 巧 召％ N . gasuda 00* 、惹访 ed:ford St ., Bo 井 on Mass . 

新 荷 到着 

特に 夏瘍向 勝が 品 澤山取 揃へ 
居候 間 精々 御 註文の 疆希上 候 

森が K ラ ザ ー ス 

MORIMCRA 巧 i., wnc. 
扭 >57 W ミこ ザ d ぎ 
zew ジ i-k, N. Y. 
Tolephoae Gramorew w»wo 

ラム プ 巧び シルク シエ ー ド 

製造元 卸賣 手 塚商會 

H. Y. TETSCKA CO. 

ニ— 24 すぎ N . Y . 呈 y , ぎ呈 els ま 夏 一 


- 日本 郵船 會を ( ホ 三を 强道會 を ) ， 

代理店 片桐 兄弟 商會 

乘牽 、乗船な 蒋並じ 小 荷 敬 建 送 御 便利に お 裂 申しまず 
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お濟部 委員 會 席上で 

遺 ‘_ 1 旨 書が 製の 必要ぶ 商 調 

费く M 胞じ對 して 幾您卞 べし ご 


I ， 尸 化が 靑の あどなる ので 一二 敎會间 
盟會發 おの 歡迎 をを 日本 催樂部 
に 閒く ^ ど な つ て居 る 。 




辦 

を 

ま 


排育 口 會 おが 部 じて は 本 
年巧銷 一回 委貫脊 を 去る 六 n 開 
おし 堀 越を 持 お' 鸭 ホ、 化 本 ニ 
委 良、 巧西當 記、 水が ま 率维出 
席 約 十‘ 一巧に ち b 稱 々熟麗 する 
所 ぁ b 本年ぶ のが 算じ從 ひて 拂 
柿な 策のを 要 事 巧を 內をム じが 
共同 お化视 骨を 巧に 棚を 新設し 
てが をの 腐蚀 をが おする 方法に 
關 しては 鹏ホ 委員ょ b 静 細の 說 
巧 もら、 をら じ 幾 か 現な の 計 溝 
を 改善ず ベく 講究す る じ 巧し、 
本を 巧 內裴化 化 用 巧は 昨年度 i 
ー问额 どす る i となつ た。 舊臘始 
^ めて 名手せ る 刑務所、 病院 亦は 
孤 兒院等 じがる 树胞 慰問の 事業 
j はがを 義 e ぁるから 本年 废も是 
一 ホ ホ 巧すべし ごを ふじ 巧し 幾を 

^ 時機 を 早めて 慰問に 若ず 
すべし ご 去 ふ 占'ど なつた。 講が 
會 開催の が じ 就ても 適當の 時機 
じ 開催ず るに 巧し' 义屢 々公務 
部ぶ び共濟 部の 間 題 どなつ て 居 
る 曾 負の 遣を を 巧 遺言 巧 巧み 件 
じ哪 して U 水 谷 ホ 事よ b 顧問 辯 
講± を經 て調查 中なる 营 を報吿 
し、 若し おち 巧を にがてを 共 機 
閥が 個人の 遺を 管理 遺言 執 巧 磯 


脚た 6 巧る i ご なれば 日本人 曾 
がが お」 當 るは 一策で める。 乍 
併 近時 統出 ずる 事 かじ 顧み 不な 
がな 良 及び 一般化 留 邦人に 遺言 
普が 製の 秘めて 必要を 理的 U る 
点を 明か じし 濁み 者 へら 家庭 巧 
お 者へ も 一楼じ 遺畐誉 作製を 慾 
愈した しど 述べ 柿々 

研究 の 結 お 一般的に 巧 報 
並に 化の 巧 刷 物を 通じて 遺言書 
作製の必耍^;>る^、 逆產を现を 
じ 願す る 要 お ( n ホ 法 禅の 關係 
等に をく) を 摘 示す るを、 が ほ 
ゥキ^^作製じ踞して法律上の調 
を 巧を ホ 蹲す る あは 日會 事務所 
におし 請 ホ あら か 簾典濟 部は を 
孫 部と 聯絡して 適正の 网容 ■忠 
言を 輿 ふべ しご 云 ふに 决し最 を 
自動車 事あ頻 おの 傾 おあら ぞく 
の 矯を被 濟お侧 の 立 諮 正確を 缺 
くが 爲 めじ 不利益を つす を理な 
る 解 巧じ歸 着す る事實 あら 被 壁 
本人め 本籍 所 藍 倒 体 名 及び 所在 
化 又は 出入 先 下宿 氏あ檐 巧を 明 
記せる タ1ド若くは書信封筒其 
他 4 人を 識別し 得る 書類を 平生 
携帶 する 樣警吿 書を 發 ずるを 其 
化數 かを 訟議し 巧 半を 逝ぎ て 散 
會 した 0 


巧 田な 氏の 消息 

大阪 商船な 社み 港ぶ びが 育 支 
巧を 內山茂 巧は ま 巧 末 シヤト 火 
にがて 营勝炎 手術を ずけ たるが 
を 後 おが じして 昨今は 旣 じを 治 
せる も 0 


巧 货往ホ 【十】 
當ホ西 巧 十二 T 目 一 四 お爾時 
田げ 服 巧では 目下 夏服 注文 じ 追 
はれて 居る 山。 るが、' 先般 別 じ 
巧 女 靴下 類の 取次 贩賣を 始め 巧 
おを の リア 八 シかク 靴下 會 社の 
製 おを I ； 質つ て おる。 巧 曾 社 製品 
は デザィン も ニ ー トの ものが み 
ら旦つ 丈夫 じ 化 立て i ある' <」 の 
巧評 1 ^ 々 】 巧試みに注义して見 
れ ばぶ 眞 巧が がかる ごは 顧を 筋 
の 報道で ある。 




巧 

一 

千 

四 

巧 


號 


杖隸 爭覇戰 

が ホ 君が 優勝 あ 

旣報 H 本人が 巧 お會の 锁香宮 
カップ 爭親戰 はまる 八日 午前 午 
後に なつて 催された が、 化 十一 
度の あ 天に も ひるま ロゴ 八フ巧 
總勢お 十四 人サ リス ベリ ー の靑 
ー连 の 上で 鏡を 削つ て戰 つれ。 午 
後 だが- ト叙 かつ わに 拘 はら や 一 
人の 强化者 も：，* く 無事 競技を お 
ト 午後よ 肪 なをを 開いて 懇親 會 
じを S 席上を を じ 化つ て 巧 木 顧 
巧を おお i り 優勝 巧に 賞 おを 授 
S し劲れ ； 大滿お 巧 じ散會 した 
當 H の疫 勝者け 郵船の 武ホ おで 
本が は朗 をを クププ の 巧ち をた 
る ホ 楽を 荷 ふに まつた。 即ち 巧 
質を の 巧る 得点は ちの かし。 
一等 巧 ホ ンデ 二八 
1 0 九、 1 0 巧 ネット 一 あ . V 
ニま樓 ホ - ン •テ ニ 一 
九 八、 10 H ネッ - 1 五 化 
一一 一等 隙 井 'ィング 八 
九 ニ、 八 四 ネット 一み 0 

午前な な义 四^ ンデ 一户 
最が点 索 ミネ ブ' ト と ホ 

化 0 ' ィンデ 1 - 
ネット わ 九 

1 0 责ン デニ 六 
ネット と乂 


一二 等 松 巧 ご デ 10 
八 九、 八义、 化陋 
ネ ブト ニ 四 ニ 
II 等 H 野 ン* テ 一 五 
丸 五、 化 五、 化 化 
ネット ニ 四 四 
第一 戰最巧 点 お 五 ホ 川 
第二 戰最 巧な と 六 菊 化 


午後 
を 巧た 

同 


乂を 
が 旧 


靑葉會 競な 終了 

靑葉 貪の スプリング 銀ぶ 親を 
は 去る 八 H を 0 て あ々 終了した 
當 H は ジエー •ジ ー• ス 1¢ 同じ 
く チブス ベリ ー じがて 舉巧 しじ 
が參加 人員 二十 九ん 其ぶ 構 左の 
かし 

一巧 化滕 パンダ ニ お 

化 八、 号 一’ 10 と 

I ネット ニ 一二 ニ . 
一二 等が 化' ィンゲ ニ 一 

化ち 一 0 1、 一 

I ホット ニ 一二 六 


シャトル お 期 航路 

郵贼新 潑着表 

で 沙港發>^^ 

ぶ 互 10 
み •ニ 四 

化 玉 
一至 ハ 

ろ • こ 0 

ニ こご 一 
ニ T 1 
ニ 一 •ニ 五 


加ち 
.旬を 
醉岡 
橫濱 
加裝 
巧激 
靜瞄 
巧 後 
加を 
が豫 


と* 二八 
八* ニニ 
九® と 
九 ■ ニ】 
0 •ニ 0 
一王ニ 

一 •ニと 
ニ •一 五 
一 •八 

一こ 五 


人が 人！ 

> 山 本 他 一二 郞氏 郵船 當化 支店 
員、 本社 貨晚 讓じ轉 巧の 漏め 八 
巧 初旬 お發 十五 日出 帆の 寿が 化 
じて 歸 朝の 由 

•を 玉 忠康氏 お 玉を 雄 伯み 麻 
山 本 氏 後 巧 ごして 本既 貨物 課ょ 
ち 轉任本 巧 下旬 着 紐の 堂 
♦草 信せ 治 氏 高峰 商 會ま配 人 
まる 八日 商用を 帶び 中西部 地力 
へ お 張 

• 高峰を 氏 高峰 商會霞 役、 草 
信 氏と 同 巧 出張 中 ^ 

♦本 間 岩 次郞氏 ラン ダフ 五が 
ダァ本 間へ ィヮ ー ド 商 重役、 
巧る 十 ごす お 發巧巧 十た 日 桑 巧 
お 帆の 天洋乂 じて 一時 歸巧 今秋 
歸 がの 豫を 巧る 由。 尙ほ间 巧は 
今回 新が 枢が 4 ィ . f クレ ヤア巧 
グ日 1 ゲ 巧】 五四番 に轉寓 した 
♦ 巧が 誠 巧當地 S 菱銀巧 支な 
- 島、 今回 倫敦 支店 詰を か やられ 
ん巧 下旬 お發趣 巧の 堂 
ホ ホみ 水 太が 氏 同上、 八方す 
旬を 京 本 巧へ 轉 巧の 為め 西巧歸 
朝のを を 

♦ 相 お 茂 氏 一二 菱 銀行員、 當地 
ま 店 M どして 八 巧 東を 本 巧 よら 
ホ 巧の 害 

• 巿 が 廣 一氏 同上、 大阪 支店 
よ b ホ 巧の 當 


同志 社學 生來乂 

お 巧ょ々 の 通信 じ 依れば 今夏 
京滿 おお 社學 生を 學賴が ホ 米す 
る， とどな b 海を 名總畏 愛婿 大下 
- が 學卡 'が團 長 どなら 一巧 十八を 
去る 五 H 橫濱 出帆の コンヤ 义で 
ホノ 八、 寄港 本 巧 二十 H 桑 お 上 
陸 後を じ 東 巧し 岡 二十 八扫 前後 
ホ 俄 古を 經て 着が しま 部 諸巿を 
巡遊の 歸途 八月 二十 五日 羅府じ 
赴き 云 日間 滞 化 二十 九日 巧び 桑 
港 お 化の 巧 船 じて 歸 朝の 途 - t 就 
く豫 をで ある ごを ふ。 


日 嘴學校 觸歡迎 

目で 羅府じ 集を しつ i ある 
0111 ~ 帷學 校國際 乂會じ 出席した 日本 
r 代表 中 お 十 余 名は 大會 終了後 柬 


淸潔 じして 閑靜で 住み 必 地ょ < 
諸君の 夏 中 化 暇じ最 V 能く 適す 
撰 巧 じて 常に 皆 犧の御 化 ホを 
願て 夏を ます . 

御 下宿 i 山 巧 

Tel Stroudsburg 4 . 2 . 尹 U. 

宝 LL 夏 EST 呂 TT 夏 m 

K 雪 H 夏 量 普 P, PA. 


運 ik 業 

距離の^ おを 問は ず 運送業 一 
切 迅速 下^ じな 扱ます。 殊に 御 
旅 巧 御 j 师 朝の 際は 荷 造ち シッ 
ビング 垂^ 御弓受 しまず 日本人 
諸君 じ じ 親切 じ 致します 

巧ち ry 巧 reU > ま g m ち r 男 S jL だ！ 1 0〇. 

養で st ぶ呂 st き St . ぞこ veJ 0 

ブ I . ぞ cha 瓦ゴミ 


一^^し魄觸仕事が則 
ホれば 猶 をょ U 永 續的化 事 
重 la ョ Krug Iv ミ l\co- 養す ミ ry 
ジ 一 . ぎ景 2728 


巧 脚 スペシャル 


大正 かき もも 
ル 烏照燒 
あなご 蒲燒 
樽 詰を 良漬 
樽 詰 ホ 增潰 


斤 桐 兄弟 商會 


名代の 調が 料 

方 上 割下 酱油 

煮物、 燒 物、 吸物 じ 
割下 暫 油を 御 試し 下さい 


桑 山 商店 

芸夏 ST 是 th SL 三. C ’ 

す one . B 為呈 i 2 ニ 3- 苦骂 


東京 商會 特吿 


トツ 力 ピン 五热 
大 學目藥 HO 她 
太 田 胃散 五 0 仙 

をな 諸 新聞 最巧號 


f 東京 商會 

1さ W . 呈 h ぎ N . U . 
Tel . Trafa 营 r 基爱 


寶家だ 養 浴室、 來るナ 
日 j 日 迄 ま < 貸し 度 
し 場所 さ 區きミ 晏 i こま 夏 

Br 呈 X , 吾- 8 -B ヤン キ— スタ デ アム 

の 化 ホ 高台 巧 通 まが 詳細は 左へ 

Te 三 言 忌是 10, ヨ ぎ こご apl 5 eTimes 


賣家 K だ as ? 

ト ラン チック、 パイ ブンド、 屯て 

最新 設備し あち、 ボ） トス テ！ 
ション じ 便利の 撰 巧で バ r クへ 
も 近し 委細は 左へ 御 交渉 あれ 
Tanaka , 76 Center を6-- 
呈 antic H 雪 and , N . J ‘ 

ジ I さ ho ミ呈ミ tic 舌の至か互巧ぞ 


レ —， A 省 炊の 便 ある 八 

パ— r 大 、小？ 

東を 簡 ％ I 
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比 3«^^ 攻のレ化 I 
303 巧れ h Ava, i 

Tel. Caledonia 4101 

巧 田 巧 事み ま 食 趙短育 支 巧 

IJchid 泣 1 f&cH 打 g C 〇 M Ibc. 

1 1 Park Place 
Tel. Barclay 1576 

島資易 株式; 會栽 
Shima Trading Co., Ltd. 

Telephone Rcc わ ！ ■ 1484 

お ま 會化赤 尾 商を 
Akawo & Co., Ltd., 

が 頁 巧が 1 A 化， 

TeL Caledoma 975S-59 

ホ 倉 お 絲お棲 巧 ま 食 社 
ICa お kura & な • ， L お.， 

200 Madison Avenue 
Te!‘ As 打 laud が が-がが 

に Mikimo わ 
Mikhnoto Pearl* 
535 Fifth Avenue 
Tc!. VandorbiU 2 な 9 

大倉 組な 巧 ま 巧 
Okura & Co., 

30 Church St., 

Tel. Co け ! zmdt 2292-93-94 

s 共 巧 ま 貪が 
化理巧 
な# 巧 食 

12 日む 的 か ( 化 N. Tf. C. Tei. Recior 巧 84 
Facto け ： 208 FImon 化しし Cii! 

ま 巧 物を 巧 ホ會を 
A&aao dussa 打 Company 

Room SOI -80S 
165 Broadway 
Tel. CortUmlt 80 がぶ 052 

^osho Corporation, 

Impo け e け， 

が 技 a«t 3 か h Strwt 
TeL A か land が 3 了 - 91 

ぃ百 sho Co" Inc— 

し otto 凸 Exporter* 

巧 Beav が S し 
Te! BowHogr Green R 撕 5-(>6 

巧 お洲巧 道み まを 社 
短 育 事が 所 

Sou 化 Manchuria R. R. Co, 

Room 202 ら CcmeuUan P&c ぶ c B1 む — 
342 Madison Ave. 

Tel. Vand が bill 413 目 

云 井のを 株 巧會苗 
解を ま 巧 
Mitsui & Co., 

65 Broadway) 

Tel. Bowling Green 7520 

巧ま會 おち ホ 巧 巧 
紐 育ま 店 
Iwai & Co., 

Woo]wor 比 BuUding, 
Tel. WhUeh&U 6040 

云 塞 巧 事み 式 含 社 
が 育ま 巧 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

(M 化 subigM Co., いん） 
120 Bro 扣 wav 
Te*. Rector 2560-2564 

大阪朝 H ニ 東を 朝日 
化 巧 ま 巧 
Osaka Asahi 

Room 619 World Building 
TcL Beckman 4860 

曰 本 綿花 巧 ホを 化 
紐ち ま 店 

•Japan Co け on T な ding Co., Ltd., 
25 Mad ; •加 Avenue, 

TcL Mad, Sq. 3695 

日本 生糸 巧 ホ會お 
なち ま 巧 
NIPPON KI-IT0 KAiSHJI, LTD 

TWO PARK AVENUE 
TE し ASHLAND 3320 

— — — — ■ ■ ■ - I 1 

おを 名會な 
お育ま 巧 
Hai*a 足 Co., 

443 Fo 枕 rth Ave., 

Te!. Caledonia 7830-35 

*. . 一 * — - - — — • - • • 1 ■ ■ II 1 - . — — _ - 〜 — 

H 米 生糸 株式 會社 
紐 育ま お 
K 刷 I-BE1 ! (り T 日 ! { 巧 11 が 術 } (&ISBA 
CN に H レ BE1KJ1TO CO" LTD.) 
1 Park Avenue 
Tel. Ashland 6246-47-48-49 

大肢お H ニ 東京 曰 H 
鈴 木 S 郞 
Osaka Mainidhi 

Roo 扣 306 A World Bui ! ぷ叫 
Tel, Beeknum 4259 
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巧！! でぶな P な が巧 をな tttt た 巧 
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南 単更ら に滿洲 へ追擊 ずろ か 

n ま 林 黑龍ロ あの 獨立期 巧 ミ 外縣當 局の 觀測 H 
化ぶ 特電 十二 日發 u 下 當地じ 於て 刷 惟中で ある 巧 軍ち 頭 貪議は 愈々 
ぶ 力に 訴 へて 滿測 征服を か 怠した ものく 如く、 方 更生 將 軍は 兵を 率いて 熱 
河より 本乂 軍を お拂 ひたる お 張を なに 不滿を 抱く 吉林义 び 黑龍江 省に 靑天 
むり 旗を 捣げ しゎ 奉乂を 孤立 じ陷 らしむ る i の ミ 観測 さる C 
東を 特電 〔ニユ ヨーゥ •タ井 ムス 紙】 十二 日豬 === 南 あ^ 叙 河を ゎ領 して ま 林 省 度び 黑龍ロ 省 
を 獨立ゼ I い.'、.-- ご 5 化 巧 よらの 報 逍じ鹏 し 陸軍 及び n 務赏局 じけ 柯 等の 情報 達し 居らず 却て 化 
巧附 をの おを 維枯 V 報じ 巧 もが 閒 巧が も 化 京 城外の 苯 天， 弔】 掃を 報ずる U 5: 柯等新 事が の發 生を 
見や、 でしお 巧 rl て 滿洲を 武ゎ的 r 征服す るが かき お 熱 あら ば 日本 致府 にと 千 人の 兵を かち 省 
を 撒 おす &の埋 も，； > き：； み。'-^ す、 昨今 南を 政府が が 奴な 善 じ 伴 ふ 裁 兵を 協議し つ i ある 際斯る 
巧 率 わ 動じ 化づ 一能は ず-こ 觀测 して 居る。 

北京 政府の 舊 外債 U 認 みむい 

N 南京 政府 财な會 諸て 園 巧の 通貨 統一を 計る n 

ま 京 特電 〔ニ ユヨ！ ク • タ井 ムス 巧】 十 | ニ日證 ^^— ロ 本政かは條がな訂じ 縣聯し南ぞをが ピ の- 
巧 巧 化 あを 化 巧して R ず 準 解 中で ある お 昨 巧な ホ 大巧を 始め 引退 中め 太を 巧 其 他の 外を 家は 外務 
當 どた ごし 懇談 おを 腥し 席上 北 巧よ b 站近お 朝 しれ 巧を をの 報 吿を聽 取し クお堪 總會讓 はみ 過 じ 
な 集 さる バく 通拘化 約の 談巧 じ濟お 事件 も 引 化される 模様で あるが 日本 ごして はず か 的 K 解 ホを 
ホ 摩して 居る。 

東 一巧 特 H 苗 十二 g 發 i 南 一が 玫府の 勒外條 約赏言 〔前號 み 本紙 參 照〕 じ 關し化 京 外を 鹽は 
非常に = 本 S 態 巧を 注 H!'- 居 b て 一說じ 化れば 奕 ポ佛も 改訂を 渉を 巧 おせん ど 云 はれて 居る、 尤 
もり 本 ごして 現わ 條約 改訂の 際は n 本は 互惠懊 約の 成立を 確 巧すべし とも 唱 へらむ て 居た 巧、 閣 
をの おお お 一二ち た 巧 じ 就ても をを 政府の 諮 解を 仰ぐ お 耍もあ b 條約 會議 じは 應 乎る 廢棄 は巧絕 
する こご じがし： n 本の 態度は 漸く 受動的 ごな つた、 一方 じがて 政 民 政府の が改會 譲は 『化 京 政府 
じ お 諸 外闽の 借な は 憤 還の 黃伟 をを はや』 どの 高が 革 的む 態度に 及ぶべく 巧を しわ ご傳 へら 
れで 巧る。 

上 お！；. 蹄 合】 十-日 發 = 過般 j 本年 一巧に 銷摧 した 關稅自 ま ホ 
ホ 南京 じがて 開湛 中で あつた 支 針の 大體を 承認し 外債の 償却 


がを 助か 狀態 をな 善すべき 顕著 
U を大を 誰は 本 目を W て 巧 曾を 
吿 巧た、 台 議は乂 りに 甚も 

參集 者は 正 じな 幸た 

達 ’ ， I が 堪のあ 力 おを 始め どして 
が 化 | おの 化 表、 產 業、 をお特 巧 
の 化 一理 等を 網 緒し お 京 政府の 批 
なお おじして 蔣 か石將 軍の 義巧 
じを る 来 氏を 委員を として 熟 * 
じ逊讓 した ものであるが 會講は 
一ぶ がな ホを 可 ホした るか 收贿 
の 撇ー廢 'が 欧 部み 權限揽 張を お 


軍事費の 調 鶴 等を も 巧みした 巧 
銀 巧 法を 設けて ナシ ヨナみ 銀 巧 
制度を 採用し 通貨を 統一した る 
上 農業 嚴巧 をら 設 くべ くこの 外 
巧 逆 機 離の 開が、 裁を 問題，. 貴 
為の 發展 等に 就て 拘府じ 献策ず 
る こご i なら 

敕府 もち 等の 献策を 一 

日 も 早 （採用し なて 實 わを 期ず 
る こご； なつた、 今 圓の會 誰は 
南を 改 麻が 豫て よら 言明し つ i 
をつ ね强圈 じして 能率 ある 政府 


めと して まが 八貿 おかび 富 源 開 一樹 立の 道じ對 する 最も 建設的な 
がじ贿 する 諸 ホ 段を も焉 兜し む 一 會潘 VJ 兒 做されて 居る。 


が こ 巧 中 じがて 最も 注 肖を 要す 
るの なを 省 化 表が 助か 局の 權利 
を 承認し 今後を 省の が 政 じ おす 
る 

財 職 局 . のか々 を 遊を する 
じ 巧 J 一た る こど じで 今後を 省の 
歳入：； i これを 巧 京を おじ 納峭ず 
る こご、 なつた、 をの ホ證 がい 
かじ 誠 おじ おもたら ので わ も か 


對支 投資 烏は 

約 十八 億圓 

巧 か國じ 重大 驟係 
別項 所 報の かく 南 巧 政府の 財 
を會講 は勞農 n シア 政 巧の 例 じ 
做 ひ U て 化 京 政府が 直梭 瞄お賊 
係した 惜欽は 一切 返却し ない ご 

み議し たもの ！か< であるが 巧 

は廣柬 ちの 化を が 過去 ニ 年 じ 互 I 國の勒 か 投赏總 額 廿ニ億 一千 万 

圓の內 じて 支那の ものは 十 お 億 
五 千 一二な 四十 一巧 一千 圓じ 連し 
て 居る、 郎七 日本の 對ま 投資 高 
の 巧を を 見る じちの かし 

G 單位 千圓〕 

甲對 支偕欽 

! 、確實 なる 擔巧 をが ちずる 
もの . 一呂？ 立 号 

ニ、 搪化確 巧*' ならざる もの 及 
ぴ無擔 保の もの 

哲 一八、 ま 八 ' 

ご 一， 地方な 府じ おする もの 
ニ 一、 置 0 


る 軍を 填 支出 整理の 巧め 今後 ニ 
年に 直み を 省の 中央 欧が じ對ず 
る 歲乂納 脚を 延期す ごの 動議に 
がて 大タ數 の 化 おはこれ を 化て 
中央 政が の 助 政々 策を お 化 じ 填 
くもの ィ ' して 否决 した-事 じ も 
徵し 巧べ く 今を 

各省い 巧 建 事業に おする 
財政々 巧 税制 等 も 一々 おを 欧 
巧の 訓 みを 仰ぐ こと {ab 稅制 
ホ而じ 於て はお 入 品の 追加 稅を 
ぶめ どし 廣を獎 脚のを ホょ らし 
'.一 內固致 おはこれ よち 巧 （ベ く 


四、 觸人 相手の もの 

室、 竞三 

小 試 ち 5 畳 

こ-を 種 事業 投資. 

一般 商業 ' 八 15 空 
ニ、 鐵道 運輸 業 其 他 

章 ご ニニ 

! ニ、 を 補 製造業 查 、四 ニ， 

四、 を 補 金融業 を、 室み 

五、 ± 木 建築が 其 他ち" さ 巧 
丄 ハ、 農業 ぉ資 量、 吴一 
と、 をの 他 ニ異 、さ-凡 

■小計 5 韋 、呈八 
を 計 一、 畫 ニ、 四 一 ! 

而 して このぅち おじ 回 收の不 巧 
能なる ものは 左の 如し 
’ 一 、 支那 中央政府 のみ 

豈 八、 ま 八 

一一、 支那 地 ホ 攻府並 じ 個人 0 
を 三ろ i 
4 口許 重ち、 基み 
所謂 『不平等 儀 約』 

廢棄は 早計 

タ并 ムス 紙 所論 

◊ ........ 巧を 政府が 『不ホ 等』 

なる 條 約の 巧 締結を 欲せず ご宣 
言す る じ 至つ たこ ごは、 支那が 
現巧條 約の 總 てを 廢棄 する もの 
，じして 圈民 政府の 爲 めじ 遺 減の 
念を 禁じ 能は の、 なじ 引用され 
て 居る 條約 どは を數 年後なら ず 
し 下 改訂し 得べき 對ヨ！ 《 ツバ 
に關係 ある もの ど あ 惟す るが、 
これ 等の 中に がても B 本 ど ペグ 
’ネーど め條約は旣じ滿期ご なら 
をの おこれが 改訂は 間 敬 的 じ 巧 
涉 されつ ミ あるので ある、 或る 
鞠の 支那 批評家は ま那 じこれ 等 
の储 約を 改訂す るの 權 巧な しど 


—潑 うみの みら I I 

Tho Way of C 30 i 

历 y 巧 dith. A.. Sawyer __ 

円本 疏 人の ' 淸 く一 ^ ておしい 節操を 化 ごして 巧ぶ する のは 读館 I 
む禪 やが おでは なく 餘を のま だま b やらの 如 巧の 顷じ喊 霜を 凌 I 
いでが （『梅』 であると 云 ふの が蒂 巧 ソ ー 卞ァ 女を GH ぶ 婦人 r 
おで あるが 女を は 日本の ぷん として 巧く n 本 M 人の 淑徳に 傾 お 
し貞締の俾說や近险 出裝； ^* どの强曲じも通じて居る。 

巧 文小說 『うめのみち』 はおん をを 武 ± の 一入が じ、 の化シ 
明治 王政 維新 前 じ、 而 して 煤 面を 柬 おおじ 採 つわもので 巧想銜 
健、 筆致 典雅 讀を をして 宛が 英文で 祗 琴の 小說を 讚む 典 趣を お 一 
き 起さし める。 I 

英文 小說 『うめのみ V 』 はを 平 節 モ樓じ デ ジヶ！ ト しじ もの 
で 巧 文は 巧を U 故 グリフ キスを が ホの 筆广 G ゎ裝帕 洒跑み 庭の I 
讀 ものごして 又は 米 人への 贈答な ミして 絕 がの 一 ホち ある。 ； 
敢て 江湖の 一 請を 媛 葱す る- I 
本 遇ょ も旣じ 配本 じ暮 手し ました 實 傾は 前を じて ； 

郵稅共 一部 ニ 弗 十 仙 I 

紐 育 新報 社 I 


麥か豫 想 大增收 

L 十二 已を网 をが 续想ニ 千 良 
五十六 方 八 千 如 .、前年に 比し 
六十 二方 八 下々 の增 加で ある 

動員 解徐御 裁可 

【十 - 日〕 化ち 驱窮 一二 帥刚 像を 
腕 兵の 動 旨解隐 抑ぶ 可 か あ b 
を もじ 着ず —- た。 

反動 廚ヴ '望 稀薄 

〔十一 己 ホ 偕の 下落は 調節の 
巧り であつ て 反動 高の 攀 みは 
がい ピ いふ。 

ホを 巧银願 免官 

〔壬 己ァ ゼン チンを 巧 古 
谷 軍 綱 巧の 颇を官 S なる。 

マな ソン 巧 逝 < 

【十 - 日】 シ ゴ • トリ ビユ 1 
ン H 本 通信 貝ロプ 9 ック •マ 
セ ソン 巧は 逝去した。 

補充の 一二 新 委員 

〔十 - 日】 巧 致 制 巧 審謠會 委員 
の 補充 ど！ て 小を お 長 幹 伯、 
おを 義 云、 おお 茂輔の 一二 氏 十 
日の 閱議 ：.； がて 巧 命じ 巧ます 


るかを の 他を 要 産業 だ 國をか 策 
を 施すべく 呂國の 富 源を 巧 等外 
國 人に 開拓 f しめて 利得を 輿 ふ 
るの 必要な •て 新 大統領 就 巧の 
はこの 政策 ト 徹底的 じ實 現す ベ 
く 目下を のを 段 ぉ講じつ i もり 
ぶ 言明した - 

〔こご 十 一 幻 發】 巧國の 
睡草壬 どし 1 著名な 大英 ホ覇鹿 
草禽 社々 を じして 支那に も 手を 
鑛げて 居る 巧 ホ 趣を 會 社の 重役 

でを るジ 3 _IJ • チ • ア V フレンド 

ゥネが ス 卿は が國 じがても 裝一 
の 富豪 ど潑 せられ 卿の 巧 弟 二人 
もが じ麗を 奪に 飛 麗しつ i ある 
が 遂にと 十五 歳を 一期 ごして 今 
夕 逝 ま L た、； 卿は 煙草 産業の 巧 
鐵 道、 木が 奪 業 等-しも 瞒 孫し ブ 
リスト^ 大學の お 身 者で ある 慈 
善 あどして * 。 有を である。 

〔シカゴ + ご H 發】 アメ 9 力 

農勞黨 をび J 覆黨は 目下 當地じ 
がて 大會を 一^ 體中 じして 農勞黨 
は 養に 祭 藤の 組織を 拒 経した 
上院議員 ジー a 1 デ • ノ] リス 氏 
及び ゲ キタ！ ン 氏を 大統領 並び 
じ 副大統領 帝 補 どして 選 擧し鏡 
S 黨の 組織 I ® 動じ 着手し ねが ノ 
1 リス 巧は I 到を 承諾せ ざるべ < 
禁酒 驚 大食 I は 宛然 スミス 民の ホ 
候補 攻擊を I の 觀を呈 し 禁酒法 撤 
廢 じ反繫 る こごは か 論々 ト - 
プク敎 徒の 大統領 立候補 じ 反 お 
する 旨 巧 連し 前 ペン シグ ゲニ 
拙 知事で -! る ビン シ 3 ヴト 巧を 
大統領 惕 ぶで を認 せんごして 民 
る 0 _ 

【ィン 一 アナ ボリス 巧 十一 B 
發】 曇： -j お ま黨 大統領 お補ス 
ミス 巧に！ で 農が 救 濟じ關 しわ 
意見を 質 jk した ィン デ アナ 農ち 
局の セツ r グ 巧は 同時 じ 共和 當 
大統領 候 i 補フ ー ゲァ— 氏 じ も 商 
樣の質 間を 發 したが 氏は 來 るな 
巧 十一 曰： P 慑補 公設を 達 ままで 
は總 ての k 治 問題に 觸れ t 化 
て 歷が閒 題 も當日 これを 述べ 
旨 回答 .- I た、 尙ほ麗 ホ 聯盟は ’ 
の 際 共 化 i 黨 のを 綱に 旗 足せず 風 
ろ ほま務 をち 侍すべく 目下 協 ホ 
中で あるが 不 H をの 態 巧を 巧才 
る 堂で わると 0 


事件で 四 年 巧を を晦 して ゐ 
目下 歐乂潑 遊 中の お 優が 川 巧 
左エ 巧の 前を 妾 新橋 藝妓 がを 
靜は 十二り に 十 ヶ月の 慾な ぉ I 
を吿 さいじが 五 年間 執む を猶 
豫 され わ。 

首相 危機を 孕む 

〔十 ミ 日】 を 憤 巧發の 外な くし 
て 旧 中 首相ら がな けに 苦しみ 
危機を 巧む どい ふ。 

民政 黨の 新政 榮 

【十 II 百】 民段黨 はを 誕 解禁 斷 
巧を が 政策に 入 い 巧 （聲 即せ 
ん£。 

議員の 待遞 改善 

( 十 I 二日】 議員の 待遇を 賴巧宮 
程度 じする ごい ふを は 政を 官 
の 一致した ホ留 であるので 政 
晒では 調査 中 だ ど。 

諸 會社も 半休 論：，— 

〔十 H 日】 生命 巧險 や大禽 赴で 
も ホ 膽目ぞ 化 論が 起つ てなる 

空中 防禦 費 要求 

【十 = 一日】 隆軍堪 は 空中 陈灣費 


ごして 五 百が 巧圓を 要求した 

農林 省飽 をな 對 

〔十二 日】 自が 農法 ま大 常あ專 
まは 小作ん のを 担を あ 巧 じす 
る ごて 農が 省は 飽 迄な 封ず。 

製粉 輸出 大激增 

【十二 日】 H 貨 排斥 も柯 のをの 
製粉の ま那 輸出 六月を ニが ill 
十二 巧 石に 及び 昨年！！ 期 ょら 
百で おが 加して なる。 

財政 活動の 先驅 

〔十二 日】 を融 巧は 時節 外れの 
繁忙を 見て むる か 之は ぉ界活 
動 ^ 先驅だ どもい ふ。 

京阪 電鐵新 社 償 

〔十二 日】 京阪 笔鐵社 憤は 立を 
五歷の 利率で を涉磯 6 轿記錄 
を 出した が 大同 電力 も 目下 社 
債發 わじ 就て を涉中 だと。 

新勸業 債券 發巧 

門 十二 日】 勸業償 券 一 モス 腫は 
賣 出し 價格か 十八 圆 、巧 率 五 
を 五 厘で 一二 井 銀 巧 一手で 引を 



獨逸ご 不戰條 約 J 政治犯 人 
が 斷食同 盤 In ステ 飛 巧 期 
波 蘭 辯 明‘！ 飛行 截 使の 發達 
亟國め 油田 國營 i 英鹽の 煙 
韋王 逝く ー"N 氏 第二 一政 黨を 
拒否 = 民主 驚 ご 農村 敦濟策 


【ブ シン トン 十二 H 獲 一- 猶逸 

あ 艇はヶ P ッグ. 國お 長官の 不 
戦條 約に 對 する 回答 書を 本日ず 
交しれ るが 政府ぶ しては 屬條俾 
じて 妈睹 たを 共 顏 印す ベ、 で こご 
を 吿げを お】 部 澄 おを 見る じ ま 
つた 蘭 文に 凿 しても 無條取 承認 
の 寛を 示した ので アメリヵ 歧廚 
側 じがても 満足の 意を お 毀-!^ て 
居る がが 米 フランス 大使 王！ 
デみ 氏 も 今蘭ヶ 0 ジタ 巧を 訪閒 
し フランスが 近く 發 すべ .- ijc 回答 
の 內をじ 就て 豫めヶ 曰 ッイ 氏の 
諮 解を 求めた。 

〔べ ^? ン 十二 H 發】 ゴ； デ 
ン ベ： 監獄の の 入 約 六 i 「五 人 一 
は 明日の 議會閉 會を前 じ 4 •治 化 
特 敷が 通過の 見込みな きこ ィ」 を 
から 抗議の 意 ホで 斷食同 盤を 斷 
巧して 化 人を 騷 がして 居る が こ 
の 中 純を 治 化は 僅かせ 六 A に 逆 
ぎ や 大多數 は 刑事犯 人で るるけ 
れ共 彼等は 同 四に 同 構の 繳らこ 
の擧じ 巧んだ ど おして 監 をを 困 
らして 居る、 斷を 派の ま 靡は 監 
獄の 待遇 じ柯 等の 不滿を 唯’ かな 
いが ムで ラ ] 政 巧が 本案の' 通過 
を妨 化しつ i あるじ 凿 すを 抗議 
でぁる S 主張して 居る、 賢獄當 
局 どして はが 治 犯の 斷食轉 端は 
を じ 巧 ごして 刑事犯が こおじ 參 
加す る 理由は ないどの 立場から 
獄則じ 化ち 强制的 じを 事を しむ 
る蠻 である。 

〔バリ ー 十】 日 ぁ〕 囊がぉ 太 
巧泮 を橫斷 して 南 ホ じ 飛-い 更ら 
じ ラブン •ア メブ 力ぶ びん 米を 
飛びて 日本に 匙き アジア 天 陸を 
橫锁 して 歸佛 した フランで 飛 巧 
家 3 ステ 氏は あく この 世を 一 罔 
じ 使用し ね 同型の ブ V ケ； 式 飛 
巧 機 じ乘じ ホる 廿ニ H よ 9 サ五 
日の 間に 單身太 西 巧を 東に 飛ん 


で パ 9 1 よ b- ニ ユョ！ ク じな < 

ベ （あく 試驗飛 巧の 上を し單身 
號 巧が 思は し （なければ 機 願 手 
を 同 禅す るで ゐ らぅが、 囊じ 岡 ' 
乘 した レブが ー 飛 巧 七は 旣じ他 
の 號巧評 割じ從 事して 雇る から 
閲伴 者は 別ん を 選ぶ であらぅ VJ 
け マ - シン トン 十一 日發】 ダキ 
が ナ甫を 中 V じどして ホ^* ブンド 
ご タス アニ T の爭 ひは 殆ん どが 
交斷 絕同樣 となを 國際騎 '鹽 をび 
大使 貪 議が頻 .CV じ調訂 中なる も 
容易 じ圓満 なる 解 巧を 見ざる じ 
對し當 地の ポ ー ランドを 使 館は 
聲明 富を 發し 9 マア -I ア 側が ポ 
i ランドの 頑强 なる 態 巧を 宣傳 
しつぇ ある ことは 虛構 じして 聯 
盟 るび 大使 會議 の觀 をを 容れな 

いものは 却て リス ア ニ ' ア侧 でを 
ると 釋 明し アメリヵ 政府の 誌 解 
を 求めた。 

〔ヮ かン トン 十一 自發】 郵梗 
總監 ニユ！ 氏の 發 表する 巧に 依 
れば 本年 六ち 中に 巧る を ホの 飛 
巧郵頓 運搬は か 方 丸 千と 百 六十 
封 度に 達し 昨年 同期よ らも】 冗 
S 百 五十一 封 度の 增加 じして シ 

々ゴ、 y ン フランシスコの 置 巧 
九 千 百 八十 一二 お 度、 ニユョ I ク 
シヵゴの 五で S モホ百 十 おお 度 
等は 最も 顯 著なる ものであるが 
ホ 星 郵便 飛 巧 も メキシコ 側の 完 
成を 待ちて あく 實巧 すべく をの 
上は ボストンを 午後 六 時 十五を 
じ發し 翌日 後を ニ 時化を 米墨國 
境 じ 到着、 同地 よら メキ シ 3 飛 
巧 機で 運搬 するど。 

【ブ エノス •アキレス 十 一日 

發】 ア八 ゼン チン 大統領 じ當 
選した イリ ゴ ユン 巧を 化 表し 上 
院議 員 モリナ 9 巧が 議會 でを 表 
した 所に 化れば イリ ゴ エン 黨は 
アグ ゼン ナンの 化 田を 固有 ごす 


まで ホが して 居る。 

◊ … か 論斯る 批評は 國巧上 
よ b して 劇 じて がすべからざる 
もので 电ツ て、 ち 邪 どのい かな 
る條約 にもせ よを H が滿 期じ逮 
した 巧を、 これを 巧締 する がが 
ら 乎ん げ賤薬 する こごは 元よ ち 
ち 那 がな 己の なする 改訂を ホめ 
る こご t .、 支那の 自由で あら じ 
ければ たらない、 が‘ ち 邪は ま 
那の友 等 じ 化 b て 叫ばれつ i 
ある 巧 誰 ' 『不 ホ等條 約』 論じ 化 
ら て、 お j て 危奮ト 蒙つ てち る や 
ぅで あぶ 一、 この 標語は 恐らく 四 
年 前 曰，/ ア乂 顧問に 化ら て穀遊 
された - < { ので あらぅ か、 をれ は 
支那よ ん外國 A を 放逐せ i どい 
ふ煽動のー補に^:^って居ち。 

◊ 」. ま那の 掛外條 約を 見る 
じ、 をの 十 じは 疑ら C :*/'、 支那 じ 
稱 しで 垂 碑を 課した 傑 項を 瞎兒 
する も 毎 C あるが、 この 標語が 
いかじち 文 邪の 禍根は 總 てこの 
不 ホ等經 巧よ 9 をし、 をの おお 
ご して まが 人は 外國 から 奴識扱 
をを けて 巧る かの 如き 巧 象を 與 
へて 居る、 斯の 如き こ ピは棵 め 
て 見 透 ひた 虛言 である どみ じ、 
これを 漂： おす こごは 巧て 支那の 
將 ホを 篤け る もの ごを はなけ n 
ぶなら 呂 。アメリヵ 及び 英國较 
府は旣 じ 支那 政 おじ 對 しを ホ 面 
じ 豆る 强 一條 約の 締 おじ 應 ず-- き 
J どを 放自 ごし， 今日 じがて は 
これが 實 現は 潭に 瞬間の 関 題 じ 
過ぎ ぃ 4 ぃー。 

ク！ .. 1- 而 かもを の 進 巧 わ 極め 
て徐 々心る こどは 確實 である、 
置し 支 狐 I 內化 じがる 布敎 、貧 易 
ぶびを §s|i 外人の 權利 等を をむ 諸 
間 題は こみして 郎時的 じ 解 ホず 
る こど 也 出 ホリい 0 で わる、 若 
ホれ 治 外を 權 、驅な 詞題等 じ ま 
をては、 ^歐洲其德巧强の關係も 
あなて を じ複 がして 居る ので あ 
る、 郎もブ シン トン 會議 後關税 
慷 約の 改 ，訂 にがては 隨をご 努力 
された ム 、會 簾を 開體 する じ H 
年の 曰 子を 費し ねので あるか、 
而 わし 數箇 巧に 直つ じ會議 はま 
那人 自身 じがる 批准 じ關 する 意 
見が 一致せ ホして 解散す るに 至 
つたり 

ク … 1 南を 國民 政府の 狸 じは 
現じ 滞 ホ 中で をる 伍朝植 氏、 處 
ひは 施あ肇 巧め おき 手 聴 あるが 


を 官を持 も、 巧巧慷 約を 無理に 
撤廢ゼ んど卞 る 化 端 派を 抑が す 
る じ 巧る 人物 も わるが、 斯ブ 一手 
段 ご 徑 がな 疑 もな く か 國の巧 巧 
が府 承認を 选 滞せ しむる じれ 違 
ない、 而 して 條 約の 改訂 じ 先立 
つもの が 新 政府の 承認で を こご 
する •らば 顿端 なわ 動は 却て ち 
那 をして 自ら 股 化 じ 海 ^^ S のと 
云は。 けむ ば らな いので ある 
◊ ........ 遮冀 この間 じがて 端 健 

派が 漸ホ指 海し つ i をる こ,」 は 
支那に 對 ずるぶ 人の ホい じ滿足 
どず る 所で あつて、 支那み みの 
巧 興 だを の 効力を 發 輝ず る ド 伴 
ひ、 支那 人が 反 威を 抱きつ I あ 
る 現 巧條約 S 條巧も 自然 喪失 ィ 
るで をら ぅ。 


聯銀利 • 


1 株式 相瘍 も顯么 

まる か 曜日 シヵゴの 聯 巧擊備 
銀 巧は 突然 從 ホのを 巧 四を 击 I 厘 
を 五 かじ 利上げし 漸 みを 化^に 
も 影響すべし ど 期を されても た 
が ニュョ ー ク聯録 も 木 躍 刻 
じ 至ら 突が 十 S H 主 b ' シ 々 じ 
をし くを 利を 五を じする 旨瓜襄 
する じ まら-水 罐 H a 巧 神経 遲敏 
ごな' りて 低を 氣ホ でを つた 遭 地 
巧 巧 ホ 場 もが 目 i を 俄然 崩 化て 
が 相瘍は 一 齊じ 下落し 金 謡. <1^ 一 硬 
化しつ/. をる がをは 最近 聯 が 當 
局 ょら 銀 巧 5 褲買貸 照に 懷ふ投 
機譬 吿を發 したじ も 闘ら す聲辭 
高が 依然 投機 ホ 面を 出 載し 王 巧 
る あじなつ て 居る 爲 めのを をら 
しく 恐らくを 米ら こ^じ 做ムで 
あらぅ S 0 


ホ 極の 遭難者 

救助に 急 巧 こ/.^ 

クラ ツ シング 号 報を 
モス 巧な 十！ 二日 發 n 々ラブ シ 
ング觀 ょら 谨 した 無線電信ぶ お 
れ ばを 晚な験 遭難 船 ィタ？ ァ霜 
乘組員 中今尙 は巧衛 不明で ぁて 
六 人の 残を ま 所 化 地が 明した 一を 
の > か < 同地 じ 急 化しれ。 

註。 を ご 一 厨 巧 報の 如 < がみ b 
クラ ツ シング 號 はおる 十二 tn 
化 極に 遭難 中の 飛が 船乘組 t 貝 
とを を あ 助した が この 巧 道で 
化れば を 乘紐員 も 愚ら，、 救胁 
される でゐ らぅ。 i 


皇太盾 巧び 御搭宴 I 

( 十 = 1 日】 皇 太を 陛下 じは 十二 H 午後と 時 靑山御 巧 じ 毋びお 
父 宮殿 下、 馈 ょ攘ぷ びを ホ 大使 夫妻を 晚餐じ 招かせられた。 

共 蓬 系 y 除き 勞農驚 復活 一 

〔十一 二日】 一巧を 當 局と 誠 解 おら 極左 派を 排除して 舊勞 農黨更 
生の 氣運 あなが 舊黨ま 大山が 夫 巧 等は 除が される らしい ご觀測 


嵩 島 居 一巧 ぉ發 I 

【十 I 二日】 骚ー農 政府の 招待を 受 
けた ホ 川ち 圃巧 一巧は 十二 H 
午前 化 時 里京發 P シァ じ 向つ 
たが 歸 朝け 十月 だ ご。 

一週 瓣巧家 まる 

〔十一 二日‘】 を 巧 一週 飛 巧 家 ミヤ 
1、 コ ー リヤ ー 巧 等は 十一 日 
巧 朝日 新 描 ま お 徽迎會 じ 招か 
a, トニ 3 . 1 てが +- 一 巧を をを お 


を 飛 巧 機は 乂倉 組の 手に 化ろ 

荷 造ら をれ ゴム プレス •ォブ 

グ シァ 號 じて 米 固に 向つ た。 

印刷 局に 不穩文 

〔十 I 二日】 印刷 局 巧所內 じがて 
不穏文書が 發 見され ねので 醬 
察當 局は 調査を 開始した。 

羽 惠の前 妾 懲役 

『ト 一ニョ'! 坎 を支菁 ち 疆 阳お软 



JAPAN ART STUDIO 

の 4 け XWS 巧 fU 化 . ん Y. 

巧し 化 liZA 8897 


ム Y. Ma わ umbto, 

Mechanical Art Studio j 

1 24 化 34lh 化 9ppns け Macy's | 

M 挑 ickeHng 化 01 日 ! 


N. TOK げん 

CUSTOM TAILOR 

ROOM 605 
1 が W. 42nd ST. 

だし 郎 なが 巧が 


房 書 西 東 參內案 育 紐 

The Eas! and W がけ Mi ( む， The New Ifork Tb 刖 is け ervice 


が 1 W な i りお h 化， も f, C, Te し Ga 化 edral 4408 


差は A 屆御新 A 
上を 右け な舊米 
げ償御 致 文の 國 
まよ 注しみ 書に 
すら 文 ま 窺籍て 
。割にす 敏ご發 
封 翼。 莲籍 巧 - 
し し じ 誌せ 
てて 御は る 


璧紐 

お 育 

# 文 品 
杂學廊 
中± 事 

-if 

雄が 


通年卒 A 
す麟 紫を 
るかし は 
も ホ巧ン 
の國 ホ々 
ごの 旣ゴ 
善 筆に 太 
じ淸 を舉 
が じ 四を 


ま 勘 〇 A 
す 懇買述 
。切物 譯 

じ 〇 ◊ 

御 其 調 
取化杳 

をで 巧 
しも 渉 


F. k. Maruyam 马し 〇 , 

67 W. が 化 化 N.Y. 

Tel. Bryant 7079 



UP TO DU なな Y け 
Custom 


1 allot 


Y. ITO 

1 お Eest 巧 rd 化 
Cor. Lwirt が on わ e" 


T. KASAI 

Merchant 

Tailor 

处 

リ抽巧 8UiUH が 
fl 邮 m 郎 4 
化 W IfORK 

巧 匿 

む ) fant 规 4 艮 


講婦聖 新 家 H 禮 


巧 入 


嘗禱 庭瞧拜 


設 ： W へ研會 集學說 
I 會會 巧ぶ 智较お 

末 水口 曰 

> ^ v«_y " '— <■ 


備 


八 八 時 八 
時. 時半 時 


了 he JaDanese し hris 打 an Association 

が 3. W. 143rd 化 Re パ ork Cli!, Tel. Bradbrst 扣 38 

會道修 を 瞥を人 本日 


K. IWAMOTO, M.D. 

114 W.70th St. 

TeL Trafalfirar 0352 


銷な邮 n 加 パ 加が 

側 4 Lex, む も お iwe が 85 祀 and 88h Sfreds, 


授敎語 英人婦 


DR*F„E.YOSH 化 

2 巧 W. 巧 d な . 

Tel. Em! ぶ が 巧 30 


M. Tsuchiy み D. M.D 
巧 5 W. 巧 rd な . 

M む afalgar 8 が S 


Sabro Emy, md, 

755 Park Ave. 
cor. £• 72nd St. 

Te]. Butterfield 9324 


MIKADO TAILOR 

30 E ： • 化 比み . 

Tei. Rhineland がが 33 


YUKIO N 巧 HIMURA M. G. 

2 抓 We な 9 泛 th ST- 
TeL Riv が si<ie 0 が 3 


ん し CEASA も M D. 
127 East 84 化 お reel 
bei • わ rk & Lexi 巧 hm むが 


賦 

科 


p 1 喉 觸鼻ザ 

巧 時察彰 
午 £ を 巧ト 前午自 
巧 八を 時 六を 午自 
曰 囉 

自 午前 十 時 至 午を--時 



F I. FREDERICS CO. 

醫巧脉 を大亞 比输齿 
1 け L 的 化な . Tel, お gen { 巧 94 
Bei. Lexington i. Park Sves. 

を 時 八が 日 確 主 水ち 


KERR & MAYOR 

10 な Third Ave. 

わ t. 6 日 & 81 な s. Telephone [tegent 巧 Q9 


矣 巧人本 日 

門專 靴型 小 


を 小き なぶ 小き 廣ぶ ホき 巧 



リ化 S Id STOCK 3 乂 TO 12 F WI 叫 


類 計時 石寶 麓を 貴 

會 商柳靑 



し £ 旨を ご 切 親 ごを 正 
精を 品 商る あ 用 信ち 確 
が榜式 一物 產主 御し 選 
す 支し 致賓販 で馆廉 

引 割 四 ま 力 割 H 

Aoyagi し 〇• 

147- 巧 7 W イむ d SL 
なし 邮 KAHT 4374 


CAMPBELL SERVICE 

設備 整お經 費祗廉 

Call-TRAFALGAR の 00 
FRANK. E. CAMPBELL 

**The Funeral Church** Inc. 
(NON SECTARIAN) 
Broadway が 66 比 S わが t, 化 Y. 



PH 化 巧 も巧邮 Y 

3 Maiden Lane N. Y. 
ェ細 治鍛鑛 をに 幷巧剛 金 

類 お 養 匠 意新最 


號九 十六 召 四千 一 第 


m 输 資縱 


【日曜 ±】 


日の 十 巧よ 年 兰郝昭 


日本* 支那 寶玉製 美 
術 お V 婦人 用 首齡其 
他 裝飾お 

露 詔 

高等 美術品 修緯、 
首締 お、 スト 9 ング 
H 本 服哉縷 


醫療 機が お 巧 
運 載 具 ホな 具 
貴を 威 及 時 射 

松 本ジ； 

ゴ八 フク ラブ 
テニス ラケット 

を禪販 賣傢理 


巧 かるた 

はも/-- の 遊び 
ホを お 文で ホ 國人じ 能 （わかる 
やう 衝單 明瞭に 說 明した ものが 
出 ホよ した。 巧を 目み 進ぎ 致し 
ます、 御覺 下さい C 
M 呈黃 さま 岂 ， 114 E . 呈 h St . 百な. 


新 鱗 魚 か 一切 

H 本 入府き の 生あ澤 かお b 揃へ 
特削廉 おで 大勉强 致します 
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ベ J 必要 
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一巧から 六月 じ 甚リて 

外廣 十億 弗.^ 突破 


i ァメリヵ 巧 お 省の 投資 調査 誤 

一長 ゥ ユン テ少 •スヴ 1 ン氏 かま 
る 十一 巧 附 をな つて 發 表した 本 
.年 一巧み 降 

と 巧 現 巧 じ 一具る ァメプ 
U の勒|^:ぉ閒貸附商は昨年时期 
I とを 化^ 四な 二十と 巧と 千 弗に 
ー掛し十^五千一ニ巧十六ガ四千お， 
I ごい ふ!^ が じして ブ メブカ 民間 
一の 半 服を に 直る 對 外貨 附 じて 十 
僚 弗* 巧 破した のは 本年を なて 
, 嚼矢ィ ずべ （氏の 巧吿じ 化れば 
- 『本^|-度巧ニ期じがけるァメリ 
々巧を の外國 証券 賣出廣 はこれ 
赤 過 ホの 歷 おを 破つ たもので 從 
ホ 一 P 間 じ ゎたる 最大 記録は 千 
九な 了 五 年、 五 億 弗の お 彿を債 
資巧 P 當 時の 總 お、 五 億 五 千 四 
百 sfh 五 巧 八 千 弗で ぁるが 而か 
も j 

-^年 度の 第二 巧-し 比較 
す^ば 實に八 千 化 巧 一二 十 •一巧 六 
千^の 差を 生じ、 昨年度 窠旧期 
のぶ 億 五 千 四な 四十 五 方 八 千 巧 
も54錄的でをつた：55本年废のを 
れで遠 （及ばなぃ』 ご稱 して 居 
る f 而 して 本年度の 四 巧ょ b 六 
巧に 直 b ァメリヵ ホ 複で賣 6 出 
した 外闻 證券の 額面 鳥は 昨年 第 
二期み 四 億 千と な巧乘 、本窠 一 
與み因 億 丸な S 十 方 弗に 對 して 
約 六 億の 千 四が 巧 巧 じして 本年 
五 巧の 貸付 額は 昨年 岡 期め】 億 
六 千 お 十九 巧み モ ホ、 昨年 中で 


祈 記 錄を殘 した 民 拙の 証券 投資 

も 最も 宜額じ 達した 十 H の ニ 億 
ホ 千 十四 万 四千が を も 超過して 
ニ 億 六 千 八巧义 巧で ぁるが、 本 
年度の 

第二 期 中 じがて なも少 

額で ぁつたのは 四月で 昨年 同 巧 
が ニ 億 一二 百 四十 一万 五 千 おごい 
ふ 巧 間中の 第一位を 占めたる じ 
反して 一億 四千な 八十 四 巧 弗 じ 
化 まら、 五月は 昨年 同期 中の 最 
々島 立 千 二百 八十と 万 八 千 弗 じ 
對し 本年は ニ 億 一二 千 一二 巧と 十五 
巧 五す 巧に 達して 居る。 而 して 
この 歷お 的な 第二 巧 じがけ る證 
券の 內 をは 热府ニ 億よ 千 四百で 
弗、 社懷類 一二 億と 千 方 弗 じて 歐 
洲のニ 億 八 千 二な 一二 十で 弗を 第 
一位 r ヵナダは j 億 五 千 六な ニ 
十万 弗、 H 本 其他滿 東の 一億 ニ 
千 巧 弗が ラテン •アメリヵ 其 他 
をが いて 裝一 二位 どなつ て 居る。 


尙 はニユ ー ョ！ ク Q 

'株式市場は 旣 報した か 

くを 本位 國で發 巧した か國 通貨 
を 本位 どす る 證券 類の*^ 場を 許 
巧して 先 づ英鹽 政府のを 債 四 億 
化な 十 r 力 六 巧 ボンドる 憤を 上 
柴 しじが、 これ じ截 する ア メタ 
力ん の買附 高は 約 千 四ち 方 巧、 
五 巧には フランス 政府' の 五を 利 
闽 期限と 十五 年の 內債も 一億 巧 
の 外債* こおじ 上場され、 をの 買 
附离け 一二 子で 弗に 達した どを は 
れて 居る。 


俸給生活者への 福音 7〕 

.借金に-^ 條 件わリ 

無擔 がの 者には 二人で 連帶 保証 


このが 施設は 巧 施な 巧が 常な 
巧 成 結で、 をの 第 1 H にが じ 五 
なんからの 惜 乂ホ與 者が あ り、 
第二り にはみ 八' C 人、 窠 SU じ 
は 千 人-— 達した やぅな 巧 第で 

巧 員 は ホを じを 化を 喊め 
てがるが、 これ 等が 销 巧の 中 約 
叫 十 パ ー セントは 蹄んで あつた 
VJ 云ム 。彼等のを くは 疾病の た 
めじが 濟 のに。 やいで 居る もの 
である どい ふが、 貸 化は か論疾 
掏-:5-外のまも.^>るものを擧げて 
をれ ぶ 

- 、 を 計 b の必 .を ◊お 育酱’ 
巧檢 を支挪 ひの 離 姐、 時 別 
のぶ 服豐 、族 病 裳、 が 磯を 
: 等 

ニ、 家 おのな 造 ◊改築を、 街 
- ホ設棉 な蕾费 、防腐の ため 
の 塗巧费 、點か 設滿费 、暖 
巧 装 おを 等 

; ill 、 侧ん 的が 常が 巧 ◊藥巧 費 
齒巧 臀化墅 、入院 費、 手術 
捜 等 

をの 他 特圳稅 のま 拂 ひ、 拂 込を 
一の ま辨 ごか 

辨 じを ょれる ft 潰に 對 
する だ 巧、 友人ょ b の惜 をの 返 
ー淹 よた：；！ 不利 じ贷 化の 返が 等に 
一 用 ふるが も 紐め てなる。 これ じ 
j 化 つても 大 かがる. か、 銀け 側の 
I 借 入む じ おする お 巧は、； じ问 


情 ど お 巧 業務 S ゆるず 銘閱じ お 
いて 出 ホ 得る 限 b 惜 入れの 正當 
な 必要に 應 せん VJf る もの ごを 
ひ 得られよぅ。 しかー、 惜乂人 
に對 しては 全然 制限を 附 して 居 
むいので けな L 。 先 づ借乂 人は 
第一 じ ニ ユーョ I ク巧じ I ヶ年 
0 上が 化し 

二十 一歳 0 上の もの 
でな （ては ならない。 また 借 入 
A は 利 一事 業 じみな くご も六ヶ 
巧 間 働いて 居た もので、 今後 も 
をめ 化 事を 賴 けて 巧く 栽 6 の も 
のじ 限られて 居る。 第二 じ 同が 
の 貸が けを をけ て 居る 間は 銀 巧 
の 承諾^ ^ て 化よ b 惜 入を U 
す 事を 禁 せられて 居る。 また 自 
ら擔 巧を 供す る 者は 別 どして、 
無 おがで 措 入れる 填を じは、 巧 
當 信用 ぁる 述帶 保証人を ニ 名 要 
すろ。 が 証人け 同僚で も、 雇ち 
でも 化の 巧 人で も、 親戚で も か 
まは：：^いか、 あじ巧善をならの 
で相當 の 収入の ぁる もので なけ 
れば ら 3。 要する じ、 銀れ の 
を おは 單じ をを 貸ず どい ふので 
は^:^く、 を衆棚ホじ奉化化引を 
巧つ て 銀 巧のを おのな おを を ふ 
せんどず る じある めで あるから 
が 証ん の 如 州よ 6 は 

本人 自身 じが かの 信賴を 
ホめ て 居る ので ある。 ニ 名の 述 


帶 保証が ぁれば、 無擔 がで 脚は 
^:*いごいふので、 簡單じ考へて 
巧れ も 巧 もど 巧し かけて ホた 爲 
めか、 俏 入を 望を の 一二 十五 パ] 
セント 方は、 銳巧當 扇の 說 明を 
聞いて 初めて 宮 己の 谋 をが 條件 
じ 合は ない 事を 知つ て、 すごす 
ご歸 つて 巧つ たを うで ある。. か 
れ 等の 中 じは をく 取引 上の 資を 
を 借 入れる 蹟 をで 巧た をの もを 
つたが、 この ホ 面には 當 貸付は 
利用し 得ず、 また あ 外 漫遊の 費 
用を 借 入れ やう どす るを も をれ 
では かへ つて 不必要な 

負債を 負 ふじ 過ぎなぃ ご^ 
云 ふので 思 ひ 止まらせられ たど 
いふ。 化し 同じが 外 旅け でも 瘍 
を じよつ ては 貸 化けを 受ける じ 
充 かな 理由の ある もの も 無いで 
a な （、現じ ドィッ じ 語 學の硏 
巧に 赴く ためじ、 借 入を をけ じ 
きた ニん の 牧師は 希 與通 b 惜乂 
れる こごが お ホた。 を 崖な 造の 
点じ わいても 往 々不必要な 貸が 
をな すじ 過ぎね 事が ある、 時 じ 
はお 會 問題 おみの 一助 どなる こ 
ごもないで はない。 現じ 婚期を 
逸した 娘 じ 特に 部屋を 贈 輿す る 
ために 借人れ を 申込んだ 

母親 の 願 ひは 達せられた 

ので あク じ。 ラッセ A ■セ ー デ 
プア オン デ！ シ ヨンの 救濟 貸付 
部 ホ 巧の レオン •ヘン ダー ジン 
氏は、 この 新 施設を なつて、 觸 
人 貸が 問題 解み に 最も 偉大なる 
買献 をな しね ものである ご 云つ 
て 居る。 事 賞 過去 じがても 少額 
貸が を 業 S する 多くの 合法的 施 
說 がないで はなが つたが、 彼等 
の 機能が 不完全で あつ， たど 云 ふ 
事は、 をの 間 じ 多くの 惡辣 なる 
廣利貸 レ 類が がな して 居た ご 云 
ふ 一事で も々 証す る 事が 出來る 
のみならず 利率の なから 見ても 
ネま i で じ、 產業關 係の 銀い の 

年利 一割 一二み ピ云 ふの^ 
一番 化 率で あつれ が、 をれ でも 
これな 外に 要すら 諸豐 用を 加算 
すグ JV ,、 刺 率は H 削 五み じ 達ず 
る。 共柯 化合 ごか、 半 舉化的 紐 
を 業ら かな 心 低廉なる 率で 貸付 
けを 巧つ て 居る が、 中 じ。 化々 
年が 八 割に 達する もの もんる。 
又々 额貸 かけを 專巧 どす る と こ 
ろ でら 大体 率は 年利 四 割 ニを 巧 
外で あつて、 鳥 利 貸の 類 じなる 
V- 中 じは 年利 ホ剧位 ひ。 もの も 
^いでは{=^いが、 をんなのは少 
數 で、 タ （は をれ 巧 上い 高利で 
貸が け、 化々 じして 高利 制限の 
規 をを 無視して 巧 十八 割 ど 云 ふ 
やうな 

法外 な 商 巧を 課して 居る 
もの さへ ある。 これよ b 比較ず 
れ に、 今 巧の ナシ タナグ •シチ 
1 •バンクの 新 施設は 格段の 差 
連を なし、 全 < 1 股 俸給を 活者 
じごつ て 天 ホの 福音 ごも 一方 ふべ 
きもので あらう。 かよう じ大銀 
巧が、 少額 貨 がの 領域に も 活動 
する に まつわ 事は、 ホ阅の 銀れ 
が 如何にを 化 ハ 的 賓格 じ目覺 めて 
居る かを 物語る ご 岡 時 じ、 惡辣 
i :* る 高利 貸の 棠 じどつ て あじ 一 
乂打 紫で あるじ 相違ない。 


輸出入 減少 

みな 大臣 巧 電—と 巧 
化 ロ巧務 官事を 巧 着 

上半期の 貿易 累計 額は 
輸出 化 債の 中二 巧 巧、 入超 ニ 億 
一二 千 四 巧 巧、 前年 同期に 比し 輸 
ぉ 六 巧 巧、 輸入 六 千よ 百万、 入 
超 ホ 千な 巧圓に 夫々 城 じれ。 輸 
出は 生糸 ニ 午 义 百す をが じ、 輸 
入は 爲替相 填の 變動タ きと 巧 地 
が 界不巧 じ 俘 ふ巧费 力の 减退じ 
化ら 激減し、- 棉花 一億 一二な 巧、 
ホ 四千 巧 巧、 仙 巧 千 二な 巧が じ 
隨 つて 入超 額は 寒る しく 臧 じた 

對支賓 易は 客 中 輸出 

己 千 四な で、 苗 お 千 S 巧 冗、 上 
半期 累が輸 ぉ ニ 擦 お 千 方、 出超 
四千 九 巧 巧、 賃 易の 改善 じ關し 
ては 爲替 ら大 がまを すべ （、排 
H 貨は 支那 方面は 官憲の 嚴 重；：* 
f 取締ら じよ 6 漸次が 靜 し、 南 
洋モ 面は 致 あ冉燃 3- あ 勢なる も 
是ホ 一. 殺の 惡一采 を 見る もの ども 
あはれ ず、 篇糸布 輸出の 順 潮、 
ホ國 財界が ぶじ、 生糸 輸出 も樂 
観せられ 大勢 一順 境を 期待 せらる 

內 地が お は引續 きを 離 

緩 漫ど預 を お下げ 氣稱 ゎじ 記 券 
界 異常の 溝 おを 星し、 事業 會社 
は 金利 化を をが 巧 I 舊 高利 償 借 
歎を巧^^金刺寅擔輕威をなせ る 
も のぞで， I 旨然 今後は 事業 擴 張を 
招致ず 私に 至 一る でぁらぅ。 商品 
をは 米、 j 肥料 I 、 妙 糖、 生を、 ゴ 
ム 何れも ホ 植棍落 一般 じが 靜、 
唯 锁エ黎 はが 國鷄 がの 昂騰 需要 
旺盛 じ、- 巿巧 著る しくを 况を呈 
した。 要する じ 上半期 助 巧は 依 
お 

整理み 域 を脫 せず。 生 
產 がが 積極的 お 動を 見る は f 物 
便 其 化の ホ產壤 低を L 居らざる 
じつき 今後 一 般活 巧を 期待し 持 
ざる も 巧みの 精 勢 特に 悲觀が 巧 
もな きに つきみ 上稱轉 ずる もの 
ど觀測 おらる。 


絹鋪け 依然 不振 

巧 商務 書記 宫報吿 
(と 月 一 ハ =: 發) 絹織物、 羽二重 
大勢 閑 殺に て枯谋 は不變 か絕細 
は 現物 ニー 十六 仙 ザ見當 S を喝じ 
述れ 、賣 巧が 當增 加せ るが、 最 
巧 着荷 S ものは 織目が く 糊付タ 
量 じして お 質 上の 苦情 わ 6、 前 
軍 報吿の 如きが 業の 化 本の 調節 
を じし ホ 場のを ぶを 則る じ ホ ざ 
れば本 品の 聲 憤を 一層 失暖 ずる 
であらう り 


尋れ人 

(福 网赂) 蹈永國 ホが 女 永慶藏 
持 山を ム那を 川正彥 ザ ト '幸 
藤 石化 節 朗波邊 篤 寶抬留 
吉 上が 修平 井な 貫 造酒 雄 
貫 造 太. 祕を家 武雄お 阳善雄 
(愛媛が) 橫旧 お吉奉 常治忡 
座宮之 ‘か (鳥 取縣) 木が 薰信 
(長 巧縣) 获族平 人 巧 お 玉 一 
(乂 阪巿) 鼓が 义之肋 _ 鹿 島縣) 
中が を ニ (化 あ縣) 齋院辰 雄 
{烏が 縣) 廳勝衛 ~ 廣島縣 ) 滿旧 
正 一 (帅 戸) を树章 (巧 巧 ホ) 
を 巧 武ク助 (胞巧 島縣) 渡邊お 

助 (和歌の 縣) 巧 膝 甚之丞 (技 
が縣ち 巧賴雄 (觸 島縣) 滿田 
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ま ゥ虫希 巧 廣音云 T で 巧 諸 腐 
す マ、 上 ホし じへ 目 第 理君前 本 
。ィ 日ま繁 ては ばのと をのを 樓 
、曜 す々 居が 直 チ 巧 差 嗜揮巧 
をは。 御 まるぐ ャの上 好つ 理 
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設備 かま、 晚 がの 
料理人、 調理は 日 
-14- 人 向き 

£ 嶋 桃李 園 

御ち ホを 待つ て 

居らまず 


美 かじして 淸巧 

S お南樓 

午前 十 時よ b 
午前ち 時まで 


皆様の 御嗜 巧に 適 ふ 
なな 美味の 御 巧理を 

S 廣珍樓 

致します から 續 々御 
ホ ホを 顔 ひます 

S ホ 興 機 

瞬 揃 ひの 巧 巧 人數名 
が 日本人 諸ち の 嗜好 
じ 適ず る 巧 理を差 上 
ます。 朝！ ニ 時を 開 巧 
(な サ五 T 目チプ 
傳串媒 の 下) 


ま 那巧理 

巧 魔 茶園 

巧 理人蘆 蓮 
街 鬻のホ じは 盞依 
の 御 便利 じ 確へ 巧 
閱會 庵の 銜 用に 應 
中べ く 債 閱码卒 巧 
不變 わを 立願を な 
お 上 御 ま 內申上 お 


高等 御旅 纔 

東洋 縮 

會廢御 料理 


ザ 上 金魚 巧 

918 巧 己 h Ave ._ す 去 Ifork 呈 y ‘ 
さ Q ミ Circle 973 巧 


紐 育 唯一の 日本 百貨 巧 

巧 桐 兄弟 商會 

スマ ドン •プ ti ダク ッ 一ず 販賣元 


m 一を —' r 


モ ー タ ー ス會 化の 巧を 買 込み、 
デュ •ポント 氏 もを じ 同 數のも 
のを 買 込んで 兩 人の 持 巧は の 一二 
千が どなつ たが、 當 時ゼネ ラグ 


モ 1 タ 1 スの 


株ち は ニ あじ かれて 盛に 
勢力を 巧つ て 洁る霞 中で も ぁつ 
たので この 勢力を や 巧す る 力が 
當然 ラス コブ 巧の もを'^ な b 稍 
く デュ •ぉ ント をは 重役 會長 
/ ラス コプ は專 おか 婦役 じな 
つた。 これは 十 年 前の こィ- でも 
るか 今 H の ラス コ ずは 會 なの 劈 
力を おんで 一人で I 円を ひ 副郎長 
でぁる ご 巧じ會 計ち 任の 電耍な 
化 潰を とめて 居る が、 ゼ ネラ术 
モ ー タ^ — スの現 化 


ェ摸じ 就 働し 


つ： ぁる おは 正 じち 十万 人 

白 本 じら エ藥を 設けて 盛 
-んに 巧髓し 千义な 五 年に 僅々 
と 巧 ニ 千 巧 指 度 でん^つた ゼネラ 
八 •モ ー タ！ ス はム广 や】 億 巧 級 
の大會 なごな つ-て 盾る。 巧は 今 


B お ホ ラ 八 • モ ー 妻 1 ス の 外 じ 
シ 1 ボ 1 ド 銀け、 アメリカン 信 
託會 社、 其 他 十一 ニ 巧の が 閒じ重 
役 どして 關 保しつ^ ある 財 おの 
新人で あるが、 貧乏人の ず 化 だ 
けに 態 善事 業には 常 じ 粒を 注ぎ 
せ 親の 紀念 焼を 學端 じず 限し 


ツク敎 徒 W 


或 ひは 熱 也な カツ 
して 法 壬から 授 劇!^ れた 人で あ 
るな でもを るまい.! £5、 最 をウキ 
タミ ング トンの タつ リック 敎 


寺院 雄築豐 にゎで 弗‘ をが 

附 した と いふ 巧 じ P がな 信者で 
ある こご もア八 •_ スミス ど 巧 通 
して 居る し、 二十 一二 威を 頭 じ 十 
二人の す 供を 持つ 子屬 をを で 四 
男は 最近 自® 車 事な ト慘 巧を 遂 
げた。 この 約 じ 巧の 性格を ホ 裸 
裸 じ 現は して 居る ものは 巧の 禁 
酒 法に 對 ずる 巧 對論户 反 禁酒 同 
盟 の副會 頭で あるが、 巧 自身 ど 
しては 一滴の 酒 A 白 じしない が 
今日 励行され て 居る 禁酒法が 極 
めて 虛僞 じ滿 もた j もので わら 世 
ん をして 法 摔じお I する 曾 重必を 
漸あ 消滅せ しむ A ご いふ 立 媛で 
反掛し 現じ 選擧總 長の 就任 まじ 
も 禁酒を の 非を を々 ど嗚 らして 
居る 0 . 


ィ— スト 河、 パ 1 ンム 河、 シ 
チ— •アネ ラントの 華 フラ 


ツ ンング 巧、 シ—プ スへブ ド 

灣 等で、 巧 類 堀 おしに 危險。 


のは オ 1 チヤ 1 ド •ヒ！ チ 
ペラム •ベイ、 シ チー •アキ 
ランド 楼瞭、 シ* ~ フスへ ツト 


鹤 等は をの 重なる もので* る 
水泳 化 どして 最も 適當 i :: •ものは 


ロング •アキ ランドの ノ] トン 
ス •ポ キントから ブぅキ トン、 
マン！^ ツ タン 灣 、ラツ 々ウェ ！ 

スタテン島の 東岸 等で ある ご 0 


お 野 口が ± の 遣 産 

一を 幸 弗 

ホ じ 人が 引取る 

去る 五 巧 二十】 日ァ フタ々 の 
ァッ々' じて 逝ける 化界的 お學者 
野 ロ英化 階よ の 遺產じ 就て は 平 
素の 學者 ホを じ掛 照して 魄 々增 
されて 居 わ •か 幡± の 遺言が は 一 
が 日 辯 誰 ± 等が 立 會 つた 結 梁 遺 
言 じを き 階 ホの 不動 產 一巧 ニモ 
弗は 愼± の ホ 亡 人で をる マリ！ 
ダ ー •テス ■巧 ロ ホ 人が 引取る こ 
£じ；；^っゎ、 遺産の巧なは±地 
がと 千 弗で、 網ん 財 產が五 千 弗 
じ評惜 されて 居る。 


を 巧 日 〔十一 二日〕 じ 

ぶ 人の 死刑 執 巧 


昨日は 十一 一一 H で而 かもを 賴日 
ム 味て 居る ので 飛んだ 化 H ど わ 
身て 迷信 まは プグ もので あ 


つたが、 この H クン タ ツキ— 州 


¢1; デー ゲキグ ではと 人の 殺 A 
がを 死刑に おしむ。 いづれ も痴 
精のを ての 殺人と 噴雖 口論の 上 
の 殺人で をの 中 四 人は 黒人で ぁ 
をが 一日と 人の 死刑 執 巧は 郝 ご 
ふ て 始めて であると。 ：- 


讀 をの コラム 


を 


憤慨には るばず 

一 讀 

故 巧 ロ 憐± の 葬儀が 溝ん 一 下の 
ゴ ホンの 數 H 前の 事で、 博 t を 
辭慕す 么 人々 は 今 尙ほあ 悼 巧を 


た滿 ちて 居る。 化 隙スク y 「 ン 


巧 上 じ 博 ± の 面影が 現 はれた 時 
巧挪も 靜肅の 中に 弔意を お 可 
古 時で ある。 瞒 あずる 時では な 
巧手せ ざ 0 し 事は 異に^ 意 
おおした ものである。 ホ 國乂も 


で 去 


荒 巧學ん でを お、 偉人が 世 
て 年 巧を 經た 後と 問題は ふ 
ウ キン •ザ ゲイ マ；：^ るで 償 
帯す るに 及ぶ 中。 


I 尙 ほす 明で ある。 


貝 狩 や 河童 連 

猜險 な區域 


衛生 局から 磁 育を 
化 十 幾度 どい i 馨氣 でが 今 体 
! 自 を 利用し 邦人 も 辨當ザ 手に 海 


選 擧でホ 婦爭ひ 


をる 夫婦の 良風 単 じ アグ •ス 
ミス ごフ！ ゲ / - — の ポスタ！ 
が 揚げて ある S ' で 物 好奇 it ! も 
不思議 がら そ W 理由を 訊す W 
御-打 ゲ まは フ！ ダア！ 黨妻 君は 
'スミス 黨で 巧で 共 じ 口論の ホ 
を 協し 斯く おが ホの 顔を立て 
たもの 己 巧つ た。 


媛へ 遊泳 や 貝 巧-り •等 じ 興ずる を 
も ぞいが 巿の 街を 厨では 河童 連 
じ對し 左記の 簇 k の 水は 腐敗し 
て 居る し、 これ 等 化 ホで 堀 b 出 
すオネ スタ）、 タ ラム、 黒 貝類 
は猎 験で ある ご I す吿 した。 
郞も水 棘 地 ごして 危險 なのは 


レム •シ タフ •カナ 1 が 


乾 隆ー帝 この 方 巧數心 

ひらかれぬ 速 

褐 石に 『が 

るら I こを 前獨玉 祥のク 
|デターじわつた實統廢帝は、 
をの 住屋 である 酿淸 のち 廷を拔 
出し、 H 本を 使 館を 經て 天津 じ j 
め がれた。 爾ホ 當廷は 開放され 
人々 の 遊覽じ 供され で 居る が、 

准 だ 一つす 思議な 明かず の 御殿 
•わ ある。 をれ はお 隆 時化 お ホな 
數十 年間 封鎭 のま i どなつ て 忌 
るを 魂 銷の一 殿で をる。 をの 大 
巧は 固 < 閉ざされ 、四方には 盲 
垣が めぐらされ、 且つを の 巧 前 
じ 立てられ' た獨巧 じは 『此處 は 
地獄の 所 巧な- ='、 永遠 じ關 放を 
許さ や』 ご 剔 さむて ある。 宮廷 
開か 後を 憲 もこ i のみは 敢て關 
けな かつた が、 最近 愈々 開放し 
た 所を 事 百 お r おそれを 爲し巧 
び 閉鎖して 化 舞つ た。 之 じ 閥し 
て 

巧 宮廷の 掌 典官じ 就ぃて 
なら 調べれ 結果、 採に 端な くも 
迷 瑰閣の 由 ホ ご乾隆 帝の 宮廷 內 
じ 挽ける 秘事が 發 かれる じ まつ 
たので ある。 右の 傅說 じょれば 
迷魂閣 は乾隆 帝の 造營 じな つた 
もので、 旧 壁み な大理 巧を 用ゐ 
錦鑛の 帳、 彩 綱の 燈盞 、お 美 華 
魔を 極めた 姻廊 じは 到る 處大理 
石の 裸 ホ 像を 祗 し、 前庭に 樹木 
茂ら、 濃 陰 日を 蔽ふ幽 選の 他 境 
であつ た。 更らじ 別室 じ 入れば 
四菌は ダラス 張 b の 水晶 宮 ごな 
ら 、をの 中央は 男女の 閨房 ごな 
つて 居ね。 當時 外では 豪を を稱 
へられね 乾隆 大巧 も 巧では、 强 
淫度 なし W 云 はれ、 常 じ 化 京の 
ボ 中を 微 巧し、 意 じかな つた 女 
£ 見れば 直ち じ 従者 じ 命じて 巧 
みに 誘拐 させ わが、 巧ょりも 嫉 
妬 深い 皇后 じ もれる のを 恐れた 
ので 之 等の 

美女は あ < 迷魂閣 •しお 深 




な 


牟. 

魂 闢の怪 誘 

處は 地嶽の 所在地 遊 || 

厂， 住は せ、 固 （皇后 じがし 處 
ら陵 桃源の 别 天地と して 類 
を 聲 色の 慾を たくまし ふし-化 
一が だ こ i に 哀れを 化め たの-ミ 
杳め 不幸の 美女 連で、！ 度！ < っ 
j 巧き 殿の が！ ホ も おる を 許され 
ず、 ホ路は 同じ 悲慘な 運命；.！ 終 
ろた のでぁった。 當 巧ぉ內 j しを 
I ® い 美人の 梨攘 なる ものが をつ 
i 一た、 微巧 中の 帝 一見して ね お ま 
P むを 颜 かし 秘かに 迷魂閱 一: お 
をせ しめ、 狼ち なき 寵幸を ホ^い 
てち たが、 遂に 皇后の しる？ i ミ 
tb 、 突然 タ數 のがを を っれて 
丞魂閣 じ 現 はれた 皇 ちは、 化づ 
一 - t を逐ひ おした 後、 梨 媛を 碟じ 
して 梁 じつら 上げ、 下 じは 出な 
j す 炭化を ねいて 無殘 にも 炙ち 殺 
しじ 處 した。 をして 

迷 魂 閣寡遠 じ お鑛させ 

巧 前' じは、 前 带の槐 を 立てさし 
たので をつ わ。 處で 今度 癒々】 
般じ開放する事じな6、 內部修 
梗の ため 人 ホ 十四 人を 使役 C た 
r の 巧 四 五 人の 病 巧 まを おした 
貫 -が 怪 事の 抑々 の 始まら だが、 
ーボだ 余ら 注意を 惹 かな かっじ。 
愈々 銷 なの 第 一 日 じ 一二 四 人の 遊 
覚者が 入る じあんで、 たちぇ 七 
た 騷 ぎが 持 上った。 をの 日該遊 
凳す 達は 巧必な <樓 上 じ 登った 
崎^ 犬然を こじは 巧 年な 前の 服装 
だを き {して 居る 美人め 
フが 幾つ も橫 つて 居る のじ 出 
^ し。 をを 失っ て 逃げ おした 
ある。 をの 後 數日义 渡た ぶ 
じ 則 記同樣 のを 事が 起 も、 ぅち 
髓入 をの 如きは 遂じ發 熱して 嚷 
語 S 中 じ 自ら 梨 媛 VJ な 6、 乾隆 
ホの 故事を 口走っ た 等の 嚼 さへ 
も眞 しや かじ 傅 へられて 迷 倍 深 
いで 那 人を をれ させ、 巧び 一兀通 
5 永遠 じ卦 鎖す る こ S じな つた 
.3 である 0 
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巧 旧醬她 巧ホ會 社を 部 一手 賣搁巧 

日本 食料品商 會 




永年 日本人 わ 馴染の 
舞踊 巧、 友人 等と 巧 
で 御會談 の上輔 つて 
す さい。 五十人の 美 

しい ダブス •ザ 1 八 
ス は：！！ 本人 じは 特に 
親が じ敎巧 いねし ま 
to 

每巧腿 巧 ど 日曜 午後 
は 十み 巧で 一巧。 


裳 お 街よ so 

へ クシ ヤ！ 

ど' 八 デン グ肉 

ホ 池 寫眞舘 

電謡ずーク か， 

頸搜 0 六 


舞踐蝴 人敎授 

マ 社を ダンス A 
マ 表 贈 ホ 操 A 

戟 十將ョ 十) 睹 

シ ヤブフ •ダン シ 

ング 娜難學 綾華 業 

上衫タ で 


1^民 から 富豪へ 

實 業界^ら 政界へ 

1 お主黨 5 還 擧總艮 ラス コブ 氏" 

加 特カ敎 徒て 反 派 禁酒 派 2 總帥 


八 年 ぶら じ 共か谋 を一锁 せん 
ごしで 担を お ま谋は 現が T メリ 
力の 繁 をを なて 建設的な おか 黨 
の 政ぶ じ 化る どい ム こどを 廣語 
どして 

世人を 釣らん ご しおし に 
ホ 巧が 投帷を お W らじ 化は 不廣 
を U なるこ どを 巧は して 居る じ 
一め かこれ が 掛巧じ 轨ても ホ 常に 
一巧 必 しこの 疑惑を 一撼卞 るた め 
一 じは 是非 おち 巧 おから 大人物を 
I むして 選 舉の眞 化 おにを たしめ 
i る必裝 がわる どい ふので をの 人 
i 逃-しは 火い に 皆 也-' 一巧は ド！ 

ゾ をのな 草 者の 一人で ゎ b 化 じ 

ホめ く ピネラ 八ぶ レクト リック 

: : リォ！ ゥ玉ン •ャングを を選擧 

一線 持に 權 さんごして 居 じがを の 

! 後を ホ 衙の 人物が 智避ゲ 線ち ス 

i ミ.' ソ- な 身 も 篤ご焉 奪し じ 上 先 ，/J 

- 

一. 各地 :— K も おま潑 選擧委 
一員を 巧いて 一が ロ當 地に 総 委員 
一食を 閒 煤、 副 火が 頒 候補 0 ビン 
; ソン 氏を の 化 K ま 黨の御 お々 が 
一 お 賄ん 上選舉 親を どして は スミ 
ー乂な 率の 親ぶ でぁ b 曲つ 化 お宮 
.胁卓 おにが て 7 ォード ミ おげ し 
一つ i わる どネラ 八# モ 1 タ I ス 
一ろ 親化締 役で ぁる ジ 『-] シ •ジ 
ャコ ゾ •タス。 ブ 氏を 滿撰 一致 
一 ご 推 藤した。 ラス-コブ 巧は 現が 
ーア ，メタ々 では 推し も 推され もし 
をい 大 を； 誇の 一人でを るが、 本 
车ご つて 巧 十乂歲 

財界 特に 株式 巧 場 じがて 
I 氏 G 1 を 一 動は 常に 注 曰され て 
居る だけ じ 本年 一二 巧、 氏が 旨 動 
卓を 業の 前途 じ 就て 語つ じ樂觀 
のむ 觀 怒は 忽 ボ場 じ影嚮 し、 
をの H の 棘 式 取引 巧な ホ 十 巧 株 
これが プ ー ム の導乂 線を 形造つ 
じごい ふ 大人物で あるが、 をの 
を ホ もは 正に 立を 傅の 範ど すべ 
きものが ホ'.'、、 ア火 •スミ プ 氏、 


の 生な 心 じ巧述 したおが 少 く；：* 
いのも 面 - cn い。 ラス コブ 氏は ァ 
八 チスに 生れた 嫌 巧 混血 化の 移 
ほを 父に、 アキ ランド 人を 巧と 
して ニユ ー 31 ク 如の。 ックホ 
—トじ 化れ 

♦ 

■中 陆 がを ホ おした をに 父親 
が 化 巧した ので 巧のを 巧を 助け 
るむ めじ モ 八け 化 十八 年 じは ク 
ラー クス 巧 業學校 r 入學 、速記 
がを 留 巧して な鄕の ゥォ^ — シン 
グ トン •ポンプ ほ 社 かおに 週給 
五 ホで 速記 巧ピ して 歷 はれ、 ニ 
年なじ は過給と弗五十他 ご つ 
じが、 巧 也 深い ジャコブ だ 到底 
こんな 化 率に 痛 巧し 得。 いでを 
地の 友人 じ 化 事の 周旋を の顯し 
た 結果 オ ョー州 ロレ 1 ンで當 
時间 化の あ鐵曾 お々 おで あつた 
化學で ピエレ •ダュ •ポント 氏 


秘 里！！ を 探が して 居る こご 
を 開き 込み 年俸 千 おで 申込んだ 
だが 巧 速 採用され た。 ラマ コブ 
ちを のをの 瘡圆 ぶりは 仲々 じ 目 
盤 ましい もめで、 ま 人 デュ •お 
ントの お氣じ 入ら どな b 巧が ブ 
キサ K の ダラスで 電變を 買 込む 
VJ 巧 じ间會 社の 會計 どなち、 お 
らじホ A が 今 H の 常を 成した 化 
學 工業 會 虹を 買收 する ご 共 じ 氏 
は ゥキグ ミン ダ トン じ 赴いて こ 
の乂會 社の 會計 ごな つじので、 
これが 補を 役 どな 6 ま A が 社長 
じ 就を ど 共 じ會計 ごな つたが 

現を ラス コゾ 巧は この 會 
社の 融 社長で ぁる ご おじ 會 計を 
員を どなつ て 居る。 ロス コブ 巧 
はこの 當 時ょ b 自載 ザを 業の ち 
望 U る こご じ 目を 注ぎて' テ ュ • 
ボン トに對 して 盛んに 投資を 獎 
願し、 千 化な 十一 ニ 年 じは 自己の 
.ホッケ ブト •モネ！ でクキ プア 
ムス •デュ ランッ •ゼ ホラ 少 • 


十. ニー 日に 直りて 絕 食した 

漂流者 二人を 救助 


ロシアが 永 船 化 極 遭難 地へ 急行 


j まる お 巧 一一 十 化陆の 空を； 
一飛 巧す る こご おに 四十 か、 化據 
i 地 キング マ おじ 引 おへす 遂ト- 暴 
I おじ 遺 退して 慶 落した 飛 巧船ィ 
i タリ’- おの 遭難 お 十み 人の わ銜 

v-t / 1 瓜ゥ ぶ 1 、ロシア， ィタ 

I ブ 1* フランスのを 留 ょゎ 救 肋 
I の 飛け 機を 軍艦 ホび じ據 隊を發 
I して 採查 し、 ノ！^ ゥユー 飛 巧 
j 機は 司か官 ノビ》 お 軍を 巧け た 
一る もを の 後 S 救 巧は す 巧 能 どじ 
一ら フラン マが 巧 磯に 乘 して 彼 索 
i じを いたを 扱瞧を アマン ピン 氏 
I もが 銜 不明 VJ G つたの みなら や 
炼巧も 氷 上 じな 化生ず るの 悲劇 
を 繰ら 返しつ {ぁつたが" シア 
飛 巧 機な 一二 人み 水上 機 流を を認 
めて これを 化械按 肋-し 赴きつ え 
をる。 シアの がか 腊 クラ ツ シン 
霄じ 報じた る おを 


まる 十二 目 働く 水先 まみを' マ 
リノ 及びが お ± ザ ビを軟 助し 
たが 二人は 巧 巧した ス キスの 
氣象學 ち マ八ム グレン 畴± が 

脚部に 負傷 後 約 一 側 丹前 凍 巧 
し 過去 十 一二 U ニを 然食權 な， 
正 じ 飢が巧 せんごした 隙 奇蹟 
的 じ 救 はれた もので をのぶ 情 
の 厚さ ど 英雄的 巧 動は 化界ぶ 
随動 せしめつ i ぁるが 
クラ ッ シン 号は 巧ら じ溃流 中の 
氷山に わいて これ ホ 食糧が 缺乏 
しを 傷 後 巧 巴說を 巧へ られつ. 
ぁつた 發 動機 ホ 巧 セ シォ ニ 巧の 
一巧 五 人を もを の 後 救助し 今度 
は 遭難 小で をる 結 除が 立な ホし 
つ i わる 地 おじ 向つ たが、 これ 
じて 採險 がの 一巧 十六 人の み 八 
人は お 助され 二人の 死亡は 確 宵 
どなつ たが 殘る六 人の 巧 銜は今 




日本 理 髮舘淸 

西 四十 S 了 目が 番地 一二な 六 塞 号 

タ タブ フロア (第み 街 ど 四十 HT 目ち.) 


日本 散髮屋 S が I 

お グ年闢 中が 氏 ど 共 じ 就業。 

ジ ヤシン ト •フ 3 ブゴ 

ご WJ 票 St - 置 
蹇 ’ Caiu ョ bus A さ • & C 呈量す rk ち est 


乃 


庵 


電話 プラィア ント 

み 0 とか！ 八 八 お H 

i 特長 

が 育ボ巧 四十 四 T 目 
ニニ-- 一一 八を ニ 一階) 
支配人 竹 中 ま 雄 


ま 巧 

147 clai 三 ve . Bu 羣产 N . Y . 
ジ！. 夏至 I 1 1 含呈 
ま 巧 章 S . F . K ‘ ジ|产 




冀商 目なる 求藏 同胞 じが 實 
なる 霜鬟を 罔綻す 

宮が 事務が 

紐 育 巧 西 四十 ニ T 目 百サ一 巧 

s ’ ヒ じん b 


ロスアンゼルス 

ホ リン ピック 

ホテル 

ニ岩ジ n 置 S St -, Los A 這 寅 cal . 


木 田 ル— ミン グ 

1 夏 7 3 rd 言. 置. 5 U 空 ！ h Streets 
ジ I さ h 田 ミ 京 gent 苦 s 


ト 良 r.'; 


T 化 MITS 山 BANK, け 0• 

化 WYORIUGEIiCY 
Room No. 712 
61 ゎ oadw 化い . C 
Tei. む Wing G け en 3440 


Tlie M お ubislii Banic, LM. 

Rod 阳 941, Equ け able む Hding 
1 如む oadway, New York City 
Te!. Rector 9483-85 


Na 阿 Tratling Go. 

151 -5th Avenue. 

が or. 21 が St.) 

Tei. Algonquin 3646- が 


MO 圓邮 A 郎 脱 I 邮 .， 

巧-巧- 57 W.23niSU 
New York Ci わ 
Te しむ amercy 3850 


THE FUJIMOTO 
な 則 RITIES 閒 .，艦 

巧 0 Bro お w が, ん Y. Ci わ 
Te し Redor 2416-3 お 9 


THE B が K OF 训 OSEN 

お om 10 巧 1 おむ 日 adwa もん Y. 
Phon も SoHlan が 8 巧 3 


The Sum け omo Baiik, Ltd. 

巧货 Y 郎 K がけむ 
Boom 414 
1 が Broadw 巧 
Tei. わ丽 が W4-7445 


The Yokohama 
邹化 お扣化 L 化 

5 化 FI 伽， EquMie Bid も 
巧 0 Broadway, ん Y. 
Phone R が tor 255Q 


file Bank of Taiwan, Ltd. 

む om 5 巧 

お nnenson i 刖が rmg む iiding 
1 巧 Broadwa もん! [. 

W. Cflrtian(it72 おぶ -34 


N. Y. K. LINE 

社 會船郵 本日 

N 巨 W YORK OFFICE: 

8-10 Bridge St. TE し . BOW し ING GR 巨 EN 2262 
San F ど ancisco 0 な ice: Los A 打 gel が Office: ' 〜 否 ■«iitJc_Q££j が： 

ょ 化か；‘ か c 一 が ! モ wwo Hotel Arcade Co!man Bldgr. Firat Avc. 

Chicago Office: 100 W. Monroe St. 


O.S.K. Line 

大阪蘭 船會社 

なお、 お雕 欄批脚 邸が… 
17 S がな がた が [ 扣リ パ SRK お 巧 
PHO お閒 WL! が郎巧 N 的 お-巧 


Nippon 

Dry Goods Co. 

け 61 Broadway, (} け y. 

むし 31s ( お， 

Tel.Pemisyi 巧 Ilia 5950-51 
Room 415 



TO HOLDERS OF 

Third 

Lifeeiiy Ij) 為！！ 接 end 涅 

了 he Treasury offers a new 
3^ P が がが . 12-15 year 
了 ' reasury bon 过 in exchange 
for Third Libe け y Loan B 加 

The new bonds will bear 

;nt 巧で が from Jn!y 1 ら IQ ミを 

I 曰！ : er が t on Third iLibe れタ 
Loan Bo 打 ds surrendered for 
exchange w 巧 1 be paid i 円 fuU 
to Se が ember け， 1 的 8, 

Holders should consult their 
banks at once for further de- 
t お ! Is of this offering. 

Th ミ rd Lib が ty Loan 区 on も 
matu ど e on Se が ember J [ち， 
1S2 ち and w ぶ cease 
bearinterestc^nthatdate. 

A. W. MELLOW, 

Secret 吕 ry of tile 了 rea 占 ury< 
Washhi 夏 ton, July 5, 巧 2 も 


號乂 十六 巧 四千 一巧 


m 辦 育 織 L 




日曜 ± 】 ロ 四十 月 セ 年 H 和昭 【脚 



mi 




貧 本を 壹 な 画 
挪込濟 資本を 六 モ巧圃 
故 立を ホ千聲 ち萬圃 

能 兰弄銀 巧— 支 お 

本を 巧京巿 日本 橋 區本ぞ 法 町 五を 化一號 
支 巧 ルが 日本 橋 化の 巧 (巧を) 横な 
名 古 おを 鄉大阪 巧 (大阪 ) 神戶 
冀な 下酣巧 司を 松提岡 おが 
上 おお 敦を 買洒水 


徐 出入ち 替’軍 信を 金’ ホ 送を' 旅が 信用が 
巧 策 信用 狀其化 一般を 巧 お 

ん雜 一ご囊 銀な がを 支 巧 

撤 を 送を ハ 日 ネが地 無手 數 巧？ 迅速 収扱 
本店 預金 (定期 通知 ノニ禮 ) 巧 巧が 瓜 巧 
ネ まを 巧を 丢瘦 、大阪 苗 巧を 都 
か 化 化 名 古 お、 ホ 樽、 上 お、 あ敦 


►郷里を を 及びを 送を (無手が 巧】* 外 画 
巧替賣 買、 荷巧替 取組が ホ、 信用が を 
巧 等 一 股を 巧 業な 掏 梗巧じ 取を 可 仕 お 

龍 i 灣銀 巧— お 張 所 

本店 摹潰臺 化 I . 

を 化 まを、 横な、 大 あ、 神卢 、上 巧な 
ロ、 福 州、 厦門、 她 頭、 を 巧、 庚 束、 新 

嘉坡 、スラバヤ、 スマ. ラン、 パタ ビヤ、 を 寅 

々グ 々ッタ 、愉 致、 其 か 臺潰十 巧グ巧 




、資本を 壹億圓 (を 额拂达 巧) 

、積 立を 化 千 化 巧 五十 萬圓 ： ミ 
內化本 ま 巧 = 横濱 {本 巧) 東を 大お 
神タ を 院 下期を を 尾 

撥鑽ぶ 金銀 巧— ち 巧 

ホ 画を ちな： = を 港 羅麻ホ 巧 巧を 
其 化 化を を 留ま 要 都市 ニ そ 巧及コ グン 
スち之 候 


本 店. 大阪化 おお 了 目 
が 育 支 巧 紐育ブ C 1 ドゥ ユ ー な 四十 化を 

難 住ち 艱巧 

巧を > 横 .激 、をを 崖、 京都、 神戶 
尾ノ 遊、 晦 島、 吳 、柳が、 下ノ踞 
巧 司ぶ 倉、 巧ち 蹲 多、 乂留义 等 
本國 巧を、 鄕里 送を 等は おめ 
て 御が が 迅速 じ 御 化 巧 可 中 お 


日本 內 

化 支店 


本 巧 朗鮮巧 城 

支 巧 ぉ 張 所は H 本內 地の 樞 要が ボ 、朝 お 
滿洲 、を那 のを 地 及び 浦 補斯德 

朝鮮 銀な 紐 育 出張 巧 

外 固爲替 一般を 巧萊巧 精々 御 化 巧 じ 化投巧 
申 上 候 




藤本 證券 會な 

一般 有が ® なノ質 買、 引を、 募集 
▲ を顯 、毕 一と ニ 隅 スこ補 ノ業お 

S 脱 藤本ミ2—カ 本銀巧 

紐 育 お 張が 


陶诚黑 、雜 貨卸資 

森 巧 ブクザ ー ス 


日本 陶敬器 雑^ 

ラム プ卸巧 I 

奈良 貿易商 會 


▲巧 新式を 等 設猜供 食の 赏窝样 巧ん るは 巧 お 良 
の 熟が 親切 T 寒ゴ おにな 巧の 萬さず る 巧です 
A 常 お 太や详 おな 一二 等瞧猜 じを 部 ホが 的な ちみ 
おしを しむ、 巧に み 巧 操の 如 さは 巧謂ッ ー:.. 
ス トサ， ド 又は スナユ デ V トグ ラダスな 上の 
お 値み 備 へて お リま寸 
® 桑 港 出 化 ホノ八 八經も 

コレア 化 


を 洋化 
西 比 利亞义 
大げ化 
天洋义 


【正午 巧 化】 
八 巧 一日 
八月 十五 日 
八 巧 ホ 九日 
九月 十二 日 
九巧サ 六日 


S 

I 


® シアトル お 帆 〔午前 十 時 出帆】 处 
加赞化 と月廿 八日 J 
伊豫 兄 八月 十一 二日 が 
靜岡 化— 九 巧と 日 I 

@©敦 鼓 日本 巧な 化 ^ 
箱 崎 .* e 月 廿八 H 
白山み 八 巧 十一 日 
▲紐 育 化 化 巴を 馬 揺 由 日本 朽 段物がー 巧ニ圆 
▲ 幾 道 切符 i 巧 其 化 萬 # 捆 便を じ 御 あな 申 # 

▲太 巧洋 乂绝紀 きせ 乘 が 切 巧 巧 便を じあ 計ま寸 


シアトル 出帆 (午前 十 時) 
あらび や 化 八月と 日 
あら ば ま 化 八 巧 十五 日 
ば リ寸化 (坡藩 出帆) 屯 月廿一 二日 
►一等 橫濱 一九 お 巧 

但し ば 4 ずみ るん 一とん あは 一 五 五 巧 
▼一二 等 日本 巧 五 五 巧ぎ 室乂 なをを 族 室*! 
▼御を 望に 巧り 一等 割引せ 復 切巧發 巧を 巧 お 

ロスアンゼルス 出 化 (午後 S 時) 
はわい 乂 八月 十一 日 
らぷ らた乂 八 巧 廿と日 
▼一等 橫濱ニ 一二 0 弗 擅は わい みま にらを 莖巧 
▼特別 一二 等 日本 转 五十 丸踞マ H 等 0 本 巧を 十を 弗 
▼を 灌羅が 巧 痛 車 切 帮寢臺 券簇入 一: t： 旋 化り 候 
▼紐 育 織 パナマ 經お a 本 支那が 實樹蜡 巧 1 圆 


日本 吳服 反物 キ モノ 

テ 1 フルク ロ ー ス類 

夏 煤 用が 巧 品 取 揃 巧 お 

I 脱 日本 ドラ- グ 1 ツ廟會 

特別 廉 偕で 大勉强 新 流 わは を 巧の 特長 




- もブ 原 --- 下 —!^' 

な ョ新ラ 買 

皇 きし ン設ン を 

言 > 1 ■ 委 じ備 チ ^ 

舌 ミ- ■••細 便し ッ 
ミ 量 岩は 利あク 《ボ 
皇吉呈 ■ 左の らィ 、賣 I 
呈罩 置へ 媛 ' ィ b デ 
を 量を 御所 ボラ 度ン 
§ - 巧で！ ンしグ 

こ ^ 渉 パト ド 壌に 

ち あ 1 ス 、所 適 

れ タブ 化は す 
へ 1 てァる 

呈 呈で屉 

ざ 1 ば 巧 F 
是 r 猶 ^ 
W こを 
這 看よ 雇 純 
ニし 度 正 
? 永しァ 
S 續穗ィ 
呈 的驢ボ 
1 仕仕リ 
- 事事 ィ 
が 彫 
■ 出師 

— - 一 — 屬 ^ 誰谱 ^ 

^て瘍 ち 潔 
ヴで 印居 巧のに 
ミ = こてらに 暑し 
書 民す 1 まて 中て 
； 養！ •ク 為す 常 化 閑 
S 骂 f じ暇靜 
贾呈 ^ M ぉ 皆 じで 

ち 3 MJS. 樣最住 

でち 尹り I の もみ 

ド こ !:^ 御能必 

^ 巧 適よ 

をず < 

媳 

ミ 醫 

ぶ ミト ド 
巧 ま ロ かグ 

ジミ； ハ 
呈壺 》 y 

夏 i •了 

養 ン 

酣 R を甚 題な 

未 本命 督ホ育 
を 人を 敎を H P 
美得修 ' 本 U 
なる 道 人 W 

敎爲會 敎 
會じ 會 

は 品 

宮今岡 み 
崎井墙 
敕破破 
良 を 婦 締 

1 禮巧當 慎い 御 際 故 

圓 ちち 申 紙の 一誠 花會は 

圍細 曲がを 去 上上 處 々じを 葬 炎ノく 
醒郷卧 荒 惡お御 お 御 感靈被 暑巧片 
麗商商 ホ 胃き 厚 雜挨雜 前 成 中 
闘 阿 ! ロけ 日 革 情 中 おのへ 下に 日 B 
圓 而 了の じじ 至 御 並ら 

画 曲た 段 か 罷 ！） 手に 不 J 民 . 

園 媒 ザ 深 乍 おじ お 美拘葬 

圍縮 望が く 略 可 奉じ 麗態儀 

1 服ず 明 御義申 ぞ預 。> 々の 

1 圓 ■■■■— 国 II 1 - 11 — 1 ’離 

之 

1 

諸 ビ旅切 
ぎ 這 穿君ン 巧远距 
导で ミに グ 、速 離 巧 ミ 
~ f はを 御 T の ？^ 
■特部 歸寧遠 
s| ミに 御 朝に 近ぶ & 
° 云で 親 引の 取を ^ 
こ 1 巧 受際扱 問み ユ 
" W にしは まは 

rs 致 ま 荷す ず马 
§ しす 造。 運クた 
SP ま 日ら 殊送 
す 本 シじ業 
人 ッ御ー 

化 十 及 ！^ 

養 弗、 仙び 
占及少 、スろ „ 
害び し 化 チノ 
- お 許 弗 1 ゾ 
" 弗 b 五 マ ' 

写 化 十！々 

A 用 仙 ト ^ 

置 し、 ラ 

S 2 わ 十 ンゥ約 

'?= 秘ニ クオ 五 

^ 類 弗 ホ ドな 

一 五 弗 ロ 個 
巧 十五 プの 

物イ L 
とント 
弗ノろ 

置 幸 i ン 

1 仙 1 ン 

ir ごク 

ミ十ン 

ま ニトブ J 、 
弗 ライ！ 
$ ン ラト 
十ク I マ 

偏を 及ン 


ミ 資 

夏瘍向 格が 品 
, 特別 賣あ 

梅 一層 勉强可 化 候 間 
叙を 文 被 下が 願 上 候 

ザ 元ブぅ サ—ス 

17 East 17thSt, NewYorkCity 
T 巧 一巧 巧1103 巧. A 1 恥 03 qicill 3267 


夏 瘍巧品 特別 賣化 

复瘍 、小賣 向、 ダ！ ム 向新 荷 到着 
稱 々勉强 御用 命に 應 じまず 
U 本 陶破叢 雑貨 卸販賣 

I 譜茂木 桃 ホ 組 

10 化产 16 th 窜 N. Y. 
Hel. Stuy ミ sant 费赛 - 6-7 


夏篡向 = 新幫着 = 

夏瘍 、小 賣屋 向、 ダ ー ム用 景品 等 
; 精々 勉强巧 化 御 引 立願 上 候 
胸 碰黑雜 貨卸賣 

春 巧巧會 

Ml iFi 巧 h>ve., ZOWYOrkc さ 

Corn さ of 21 st wt. "Te 尸 Algo ロ qui 己 56 结 


日本 鄰船 會截 (化 ニを 錶道會 社). 

代理店 巧禍 兄弟 蘭會 

乘牵 、乘酷 初 巧 並 じ 小荷物 運送 御 巧 利 じ 取扱 申します 


夏瘍轉 H 新 荷到考 = 

梢々 勉强巧 什 候 間 御 註文 被 下 度 願 上 候 


^太洋 貿易 株式 會社 


Trffileplho 日压 A. 1 一巧 0 百 q;ci ロ W 必； 2 W -5 

101 巧 ift:h Avemie 之 巧ミ Y ミ k CUy 

ohicago Bra ヴ ch 327 w. Madisn 望 . ， ohicago, ご 一 . 

Mew 巧 ngland 巧 ep.-N* gasuda 00 こ送历 をを ！* d St • ，坊 oston Mass’ 


新 荷 到着 


特に 夏瘍お 格が 鹿 澤山取 揃へ 
居候 間 精々 御 諸 文の 程 希 上 候 


森が K ラ ザ ー ス 


IVIORI 2 C 巧 > iBror Inp 
53-57 We た N 3 rcl 皆.， 
New ジを N . Y . 

iolepfose Gramorc 》 W 850 


ラム プ义び シルク； で— ド 

製 遥元卸 質 手 塚 商會 


芦 Y. HETSCKA 0〇. 

15 黃 1 2 を 1一 ぎ N.Y. 置， Tel. 呈 elsea 蓋 1 




無冠 ミ 使，、 一 護れ た 

故 高峯博 ± と 周忌 

記な 事業、 こして 英文 傅 記を 出版 

積善の 家に 餘糜 をり 


年々 を々 化 相阅じ けれで 
年々 を々 人 同じから や、 新陳化 
j 謝して 巧く のが 時化の 質 相で ぁ 
るが、 吾が なお 问胞社 貪の 先柴 
者 どして、 無冠の 駐米 大化 張 
はれた 學界の 省 宿 高峰 讓话幡 ± 
逝いて 巧 じと 周年、 ホる と 巧 ニ 
十二 ロ {'ロ 幡ーか 命 H じ化當 する 
ので 博 古が 創立を の I 人 どして 
又 初期 時化の 會長 どして 指導を 
巧の 勞を 執つ た H 本 お樂部 及び 
が 巧 H 本人 會の兩 劇化を 起の 下 
じ當 日は も 志 巧 謀つ てゥ I ド. ロ 
—ンの 線蔭痕 やか U る おじ 眠つ 
て 居る 憐± の 英靈を なれて 敬 弔 
の 意を をす る i どなつ た。 

巧± の 五 巧 忌 記念 追悼 曾 
當 時は 帮盛 頓駐剖 全權乂 化が 华 
な 雄 巧 も 特に 出が して】 塔の 演 
說を 試み’ 巧 ± が あ 中 恩顧 じが 
した 露 西 班の テナ ァ である ボダ 
ン スキー 巧の 演唱 などが あつた 
本年は 高が 家の 事業 どして 英义 

『高峰 譲 ま』 を 出版す るの 計 蕾 
を 巧 巧すべく 今春 河上淸 巧-—- 囑 
して 起草 甘る 一 萬 六千餘 語の 傳 
記が 八月 中旬 頃 上梓され る運ピ 
なつて 居' る。 H ネ俱樂 部 並 じ 日 
ネ人會 ょらけ 階 十の 命 R じ 化 翰 
を 匙 前に 捧げ、 H 本 A 曾は 別に 
何等かの 献 品を 靈 殿に 贈呈す る 
當 でもる。 をに 就きな が ± め 脈 
あを 氏は 热る 『千义 が 二十 ニ 年 
と 巧 か ニ H 高蛛博 ± が 

盛緊 白玉 樓 中^人 ごな つ I 


同じく 「高げ は 濁り H 本の 高峰 
ではない 米國の 高峰で あち、 世 
がの 高峰で ある」 どて 化 逝け 
ち 人を 讚美し 痛惜した。 博 ± が 
學界 あび 實際 事業を じ對 する 貢 
献 、日 义關 係の 爲 めじ 盡痒 せる 
動勞は 勿論 今更 絮說 する まで も 
ない が、 巧 巧 邦人 赴 會じ在 b て 
も 常 じ 先輩 S しての なおを 自覺 
し 指導、 後援の 勞 をを まなかつ 
た 事 實は擧 げて數 ふる じ 違が な 
ぃ。 而も 博 ± の 八面を 瑞級 のか 
き 高潔な 巧が は 香々 の 學ばゎ ど 
して 容 あじ 學ぶ 能は ざる 美点で 
ゐ つた。 今や 博 ± の 

遺德 は輔 々な 形 じ 化 b て 
實 現しつ i あ， 0、 其 遺業 ど相俟 
つて 光彩を 放つ て 居る。 博 ± は 
巧 化 中 「吾々 日本人は 是非 米 固 
を化據 ごして 何等かの 事業を 經 
營し 同時に 現代文明の 上 じ 寄 典 
する 考 がなくて はならぬ」 と 語 
つて 居た が、 事業の ホ 面では 長 
子の 襄 皮が 巧 城西妍 クリフトン 
巧 じがて 高峰 硏兜 巧を 經營し 博 
-H の發明 じか i るタ 々デア スタ 
i ゼ 、ボリ ザ ィム 等の 製造に 從 
事し ヒ i. ダ 夫人 ごの 間 じ 一巧 I 
女が ぁつて 極めて 順調に 巧 ± の 
事 萊を繼 承し 居 も 次子き 氏は 一二 
共 採ま會 社の 谴お 氏の ま 持を 得 
て。 ング アイ ランド ホ じ 烏帷商 
會 をお營 し電氣 コンツ"— グの 
製造 販 H 貿じ巧 力し つ I あら 草 信 
巧 治を の 支配し 居る 組 育 じがけ 
る 高峰が 會ご相 結 レで 藥 がの 輸 


た 空 玄ふ郭 報に 梭 しだ ホ 國の諸 出 其 他に 關 係を 持つ て 居る。 稳 
新 巧は 勿論 ■搭 藥學 巧を 化 おす I 善の ぶじ 餘 度が ある どは 恐らく 

陣山 死後の 富 峰 家を 評した もの 

でゐら 5 ~ 云 々0 


る諸雜 なは 一 齊じ階 十； の 死に お 
L 巧 ホ 巧 ：：1愧± の 巧に おせる ご 


新が 义 大使の 

化 淵^^ん 

高 化 化身の 敏腕み 

昨年 來本祉 東京 特電が 豫 
報せ る 郎巧驻 米の お大 化け 今时 
あ々 山 まに 巧ぶ する まで じな つ 
た。 化が 巧け 松 か 巧の 後件 者 ど 
して 倫敦 へ、 化 湖さん は 松 ホ 巧 
の お 化 者 どして 籌盛頓 へ 全權大 
化の が 絞を 帶 びる i どなつ わが 
ぉ 淵さん は 明治 十一 年と 巧 おず 
縣岩手 郡乂內 村に 生まれ 明治 一二 
十五 年と 年 高等 商業 學校 海攻部 
を 卒莱後 外巧官 ぶび 領事 宫試驗 
じを 格、 領を官 補 どして 上がが 
勤を かせられ たのが 外務 畑に 化 
を わろ したを も^ でを る 0 高 
荫 出身の 外を 官 どして は 前 外務 
政務み 官中村 魏氏ゃ 現糾お 大使 
旧 中 郡ち 氏 巧に ホでの 

先樂 株で ぁる。 一二 十六 年 

ながが 勤を かせられ 一二 十 化 年 ま 
でが が じが り、 S 十九 年 儿門領 
事官抓 ごして 巧び h おじ 赴 巧し 
翌 四十 年-二月 一二 等 笛記官 どなつ 
て 伯 かじ 赴 化し W 十一 ニ 年 九 H 乂 
化が 二等 おが 宵に 隅 b、 ％ 四十 
の 年 ご 外が 濟記巧 じ 任せら む 


本省 政務 局 第一課を ごな， り' 大 
正 一二 年 八 巧を 使舘 一等 書記官 ど 
して 化 京に 巧勸を 命せられ、 大 
正よ ザ Illy 単拖顿 大化舘 一等 書 
記官 どして ホ 乂巧井 菊巧郎 大使 
の 下に 巧 躍した。 お 淵さん は 同 
年 十一月 參事 官じ陛 けした が大 
あ 九 年 巧ら に獨 逸に 轉じ时 十 年 
八月は ジ で ネバ にがけ る 國際聯 
盟會 議帝國 政が 化 表隨旨 ごむ b 
密十 一年 華 巧會議 の隨旨 どして 
巧び 華 盛頓じ ホた。 

同 會議の 翌年 穿には 山 

東 懸案 解み じ關 する お 約 締結 共 
词 委員 V- な b 十一 ニ 年 十二 パょ む 
現が 主で 外務み をと なつて 歷化 
のが 相を 扶 奥した が、 昨年 阳中 
み 閲が立 巧 首が がか 相 兼 おで h 
る 庭め ホ大 などして 敏腕を 禅っ 
た。 華输頓 政府 も 邪 染みの ゎる 
出 淵さん の 巧 任じ 對 しては 異講 
なく 內諾を 典へ る i であらぅ が 
モ 化な 二十 四 年 移民法 制ぶ 當時 
地巧乂 化の 『ぉ 大な結 お』 靖 I 吿 
R ホ、 勘 も すれぶ ロ 米 間の 滞渠 
を娘大 せむ ごすろ 情勢 禪じ 化つ 
て H ホの 巧 巧の 巧め にが 力して 
隠いた る励勞 -V 媛 L た 松 ザ 大使 
の 後を 享 パ出测 さんの 前 じは ま 
邮統 一 、 ち 抓 巧 外 化 約の 改訂、 


H 米す 戰條 約、 る H 米 通 
商 傑 約の 締結、 排 H 移民を 緩和 
なで 大きぃ 問題が 橫 つて 居る か 
ら 巧して 築では あるまい ど觀ら 
れて 居る。 

日 随學校 化ぶ 面の 

來紐 y 歡迎 

まる 六 R 天が 化 化で 桑 港 じ 上 
陸 後 十-日よ b 巧 府じ開 確 中の 
お國 日曜 學校大 會じ剧 席して 居 
る H 本 化 表 二百 么の巧 五十二 名 
は旣 報の かく 東が 地方 觀 ホの 爲 
めホがする こと1なつて居るが 
最近の 報道 じ 化れば 一巧は 華 盛 
頓 方面を 經て八 目 六 n 着が し 十 
二日まで 滯 がす. へく、 大紐育 じ 
ては マン^ッタン 及び プ^ ッリ 

ンの 二部に をれ ホ 國敎會 同盟 側 
がま どして 幹 旋の衙 じ當る i ミ 
なら、 基督 敎同帶 曾よりは 山 ロ 
鴨 ホの ニ 巧が 米 人歡迦 委員 會じ 
參 加して 邦人 伽 ご P 聯絡を 執る 
準 si' が 出 ホて 居る i" 而 して 一巧 
の 都合 じ 依り ホる 巧- VH (化 
曠) 午後と 時 よらげ 本俱樂 部、 
日本人 會 及び 基督 菊 间盟會 がま 
催 者 ごなら 日 ネ俱葉 部 じめ て歡 
迎晚 餐會を 開く 由 I 尙ほ 一行 中 
じは 婦人 も 數名郝 がつ て 居る か 
らま 人侧 よち も 夫み み德 同伴 出 
席を 望 わで 居る 會 費は ニ 弗、 申 
込 期 ほは 八 巧 四 n1 みで ごの ミで 
f 0 


ソ ー ヤア 女を か ， P 

「梅の 道」％ 寄贈 

近刊 英文 小說 『撫の 道』 ゼ •ク 
ィ •ヲブ •ウィは 典 常の 好 許を 
憐 しつ； あら 本社に 於ても 好意 
的^ 取次の 勞を執 苗-たのを 悅ん 
で 居る が、 著者の ぶ デス •五 1 
ッ ー ャァ 女を は 豫で舊 なの 間 梢 
じぁろ 德川家 達を 爵の 手を 經て 
一が 部を 柬京 じがけ る H 米儀會 
會 員に 寄購 する； どな bK ライ 
の 巧 巧 ま 配 人の 盡 力で B を 馬 
經め 八月 中旬 出帆の 巧 船で 日本 
じ 送 荷され る窜 である ど 云 ふ。 


マジ ムグア 講演 

ダン デの 巧 义傳お 著者^ あら 
ウ キス コン シン 大舉 出身で ある 
巧 巧 人 户 ブ ダス •テ 千 •マ ツム ダ 

ア氏け巧る十九り午後八時ザょ 
バア ク巧 一二 十四 T 目角 コム ミ 
こ ブィ 敎會 じがて 『祖國 印度』 
の 題で に 印度の 現な 及び 印度人 
の 理想に 關 する 講演を 試む る 由 
入 擦 料 五十 化。 

總 領事 歸巧期 

昨春を 歸朝中 でんつ たが 育駐 
巧 帝威 總 橄事齋 膝が 氏は あ々 去 
る 五日 橫 演出 化の = レ ャ化じ 便 
乗歸 巧の 途じ 就ける 肯 公電が あ 
つため であるか 本 巧 二十 五六 日 
葛 紐ず る じらむ ど。 


巧 山 領事 移轉 

總棚事 代理 巧山淸 氏は 夏季 中 
左記-- 移轉 じかし まる 十二 H. ハ 
- — クァゲ ユー 一 ゥの宵 邸を 引挪つ 
た。 苗 4 呈 fi Ave., す lham_ 严 Y 
Tel. す lham ニ 苦 

公 人— 私 

ぞ信竹 お巧离 峰巧會 支配人 
中西部 旅 巧 中の 處昨 U 歸が 
参 ± みお 巧 メイン 州 地 ホ じ 避 




暑中の 齒巧醫 、本： a 歸 お巧醒 U 
ょ b 彰療 開始の 堂 
♦宮 永が 之 肋 氏歸销 中の おが 
兄弟 商 會意歴 部 ま 巧、 天が 化 巧 
じて ま 港經も 昨朝 歸が 
参 秋 本 硏か氏 前年 當 地を 經て 
渡歐 し、 更 らじ醫 學の藉 奥を 巧 
兜した 同氏は 今春 歸 朝し 去る 六 
日 桑 港 着の 天が 化 じて 家族 同伴 
加州 スタック トンに 歸 つた 由 
参 柴巧德 次郞巧 夫人 旣報 自動 
車 奇禍の 結果 手術を ずけ たるが 
輕 かじ 赴き 昨今 殆ん どを 快の 由 
參ま旧 石 堂 巧 蕾 家、 愈々 不日 
お發 西巧歸 朝の 由 


片桐 スペシャル 

大正 かき もち 
小鳥 照‘ 燒 
をな ご. 蒲燒 
樽 詰を 良漬 
樽 詰 ホ 嗜漬 


げ桐 兄弟 商會 


名 巧の 調が 料. 

方 上 割下 醬油 

煮物、 燒 物、 吸物に 
割下 醬 油を 御 試し 下さい 


桑 山 商店 

ニ A EAST 芸 ih MT: N. Y. C. 
さ one. Re 巧 nt s な •苦 57 


東京 商 會特吿 

トツ々 ピン 五 弗 
大 學目藥 HO 化 
太 田 胃散 五 0 仙 

東を 諸が 聞 最な號 


ぉ育 東を 商會 

140 W. 雲 St., N. Y. C. 
Tel. IVa な营ニ 5 适 


u — rA 自炊の 促 ある 瓜 

-% N ,ム 大 、小を 

東を 簡貪 


大食な が 育ま 巧 

Okura & Co., 

30 Church Si., 

Tel. Cortlandt 2292.93 -94 
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、 X て罐 Y 赏はし 

南京 政府 通 巧條約 廢棄を 通牒 

M 併 かしを 外法 權け 新條約 締結までは 有効 M 

東京 特電 十 セ 日發’ "'ぃ 南 巧 励 民 政府は 愈々 をの 正體を 現は し 先 づ不ホ 等 條約撒 廢の繁 一 
ホ V 」 してぶ 巧條 約は 一般的に 滿則 がを 部廢染 すべ （ど 通吿 したが 問題の お 外法 權は當 かぜ 暦して 
新が 約が 締 姑され るを は酱慷 約の あ 効 性を 認 むる 旨 别强じ 通牒—' た。 かを 阀の 意見は ホ だ 纏つ て 
运。 、 け 1 でらフラ ン ス 、 ィタリー、 デ ン マ ーク等は斯のかき化お的廢棄じはをお反おである旨 
闽 をを 送した るが、 U 本 >- しては 故 娘 作霖將 軍. ごの 間 じ 誌 解を 階した 舊 通商 條 約の 巧 力 性を おし 
て 南が な 巧 ドホ設 する や 否や W 問題 どじつ て 居る'^ の t 或 ひは 6 キ 巧に 新 通商 储約 締結のを 渉を 
進める かも 知 n G いお 势 である。 

上 お 『喘を) 十五 日發 信 やべき 方面から 洩れ わ 報道に 化 
t ぶ 曲が 幽比 がが W 化、 化 約 嘟化國 でを るか 四個國 におして 滿 
巧 ごを £ に 敞らや 現れ 條 約は 一切な 訂 すべし ご 要 ホず る じ まる 
く〜 こ 5 お-レが 伞 がが W 張 化藉將 単と 巧 涉の結 采醬條 約の 
が期延 おみ 誰で 受バお i 願 係 b あ b 化て 新條 巧の 締結には 相當 
のな 期. ぃ ホら。 い 化ら 應 じ。 い盧 巧で みるら の} 南 巧 政府 じし 
て 岩： 故 張作霖 このを がを 承訟 し。 い 煤を を豫 想し 巧く をの 前 
ぶを 巧を しつ； ある もの： か （南を 政府は 同時 じ 日英 ホ 伊佛政 
おじ おして お视 K る抗讓 聲を粧 巧し 支那の 地の 動 亂が終 越した 
今 U ごして 楊 t 江上 じ 軍鑑を 派遣し が留 怯を 巧 護す る i はを 那 
の王權 を侵杳 ずる わ贼 でもら 齒除公 巧 違 おで ぁ 
良を ホ むらで あらう と。 


- i を理お r 撤 


經 濟會議 

國お 政府‘ こが 政 
前號 本紙 所 巧、 聯を迪 信 上 お 
時. 患は 巧 巧に がるを 威 經濟貧 
證 がが 巧 裡じ閉 脅を した 旨 報 
じだ' をの 內容は 極めて 備單 
でぁつ たが 當 地の 某支撕 あは 
こめ 電報を 前に 語 b て 曰く 
このが 政會議 どい ふのは と 巧 一 
日から 南まで 開が され じので を 
る ^一 

國段 政府 . の W 敌 S の 

確ぶ じは をのち 力なが 源で ぁる 
が规 問題 じ も當巧 じょぶ から 巧 
經娇ホ じも少 がらね を 響が ぁる 
のみなら ホ、 をの 準備 的會 合で 
ホる'- のを 國的經 濟會議 じは を 
碑の 經濟 問題. か 提案 論講 され、 

致 巧 著ろ し-濃 焊 と；；* つた 閥 民 
が 力' 下の 經お 濁な 風潮が か實じ 
現 はれる こごで あらぅ から、 を 
の 推を じらが 大 。注な を 桃は ね 
ばなら ない、 この 絕濟倉 蔑は か 
柯 己る 乂 々が お 織して りる かと 
いふじを 條 例の 溝ニ條 じは がを 
部長は、 が 巧 公會强 業公會 及び 
上海を 巧 倉ま裝 職、 實裘 巧の 領 
巧、 を學 素が を、 經濟等 巧 家、 
.遙案 ごが 係ゎる を 機熙の 

專ド 人員 から 委 旨を 聘^ 

巧して これを 組織す と 化を して 
ぁる。 L おの 閒巧 からは、 張を 
;權 、貝 化 巧、 泰淘 卿、 が携 卿、 
王 勝 筋、 が馨 一、 を完 敬、 お實 
'西の 諸氏が な 命され てなる。 を 
の飢 織は を觸 股、 画 憤 股、 稅務 
股、 贸お 股、 脚が 股の 五 かがを 
貝から；； ^ b 、 が々 巧け まが _ '肋 
i 跋部 度) からな をされ たを 員 あ 
一名た がして ゐ る。 このみ 巧委賞 
I 會 のを 觸 股に 幣制が 巧 および 特 
; 巧の 径 樂じ銷 ずる 窜 巧を 网橫股 
; は內 外を 憤と 閱庫憤 巧に 幽する 


事項を 審寒ィ る。 稅な 股は 關稅 
裁 厘 加稅ピ 

稅則 改良 じ觸 する 事項 
貿あ 股は 內外貧 易 或は 內 外資 易 
める ひは 蓮が および 勞 資に關 f 
る 事項、 制 用 股は 販 お’ 裁を、 
お聖 、敎 育を をじ瞒 する 事 巧を 
灌遙 する こご じな つてむ る。 經 
濟會畿 じ 提出され る 議案は 间碟 
例 第六條 にが 化 部長 あるひは ホ 
をの 絡 案、 を 貸の 提議せ る もの 
を 省 商 おおれ， 錢 業公會 および 
を 脚 体の 建議 あるひは 意見 富で 
委員 ニん 化 上み 連署 緒 かを 經な 
ものごおをさ^;てゐる、 提出さ 
れた 議案は 

〔一〕 お 制 統一 〔ニ〕 稅捐 改良 
.〔一己を 離 維持 〔四〕 債務 整理 
至〕 新 償を 巧 其〕 通訂 法規 
〔と〕 哉. 旌加稅 〔八〕 國 貨提唔 
〔基 貿易 裝勵 〔十〕 勞資 仲裁 
甲 一〕 運愉疏 ぶ 早ろ 教育 基金 
罕 一己 脹濟を 辨早岂 裁を 巧壑 
早ろ 准 河疏通 等で ある こ 
の 多数の 議案み 中から ま 要。 も 
のじつ いて 說 明を 試みよぅ。 

骼制統 一 支孤タ 年の 懸 

まで、 梟： 化は 兩を廢 止して 元 じ 
改めよぅ ごの 議論が 旺盛に なつ 
て ホた。 を 地 じ わる おお 廠をか 
柯じ 改良 整埋 ずる かも この 中の 
一問 題で ある。 また、 假 じ廢兩 
改元 じよつ て 本位 貨 おがき まつ 
た G ら 補助 貨带は 如 巧 U る 方法 
モ 整理し 十進法を 促進す るか も 
一問 趙 たるを を がれない。 

稅捐 改良 齒ぷど 地方の 
稅收 みか 柯に區 別す るか、 現在 
の雜稅 巧を か柯 じな 廢 する かも 
重 おな 問題で われば お ホの 稅制 
を 如 巧 じず るか ピ いふ i もさら 
じ 重大問題で をる。 

金 離 維持 如 巧」 して 資 

をを 豐當 じする か、 を 触 逼迫 時 


の掛策 如何、 お 磯 事業を 如柯じ 
して 巧 制する か、 支那 固を のを 
融機 隅の 維持 法 か 何、 が 支 外人 
を 離 機關を 如何 じが 締 b 制限す 
るかと 數へ 上げたら この 問題. い 
固 家が なご 化會は 衆の 生活 r 關 
聯 するど ころが タ いだ パ 頗る 廣 
化 じ わ K つて ゐ る。 

憤務 整理 ヮシントン 會 

議じ 1 つて 麗稅條 巧が 締結され 
ての 巧、 支那の 僮 おを か 何に 整 
埋す るかは ネ數識 をの 論議した 
ごころ であるが 今に まるまで 柯 
等 解 决の緖 じついて な*^: 、特に 
わが 國 のかき 居 額の 無を が債權 
を 侍つ 國は 國找 政府が 如何に 債 
お 問題 V 處 巧す るかは 最も 注目 
せむ ばなら ない。 經 濟骨議 VJ し 
ては 現 化の 賞が 債務 金額の 杳を 
償還 期 膠の 先 後の 確定、 舊 ホの 
惜欽悔 件の 改良， 利息の 負擔輕 
减 、等を まイ先 A 間 趣 ごして 晰 
議するでぁらぅ^,、 經濟會議じ 
わいて 如何なる 恵 志が 表示され 
るかは、 近 <圈 は 革命 完あ 後に 
關 かれる ご 豫想ク れる綱 稅會議 
の お 策を 考 へる 上から も 留意し 
て 置かねば なるまい。 


碎か 船义も 

九 人 救助 

化 極 悲劇，、」 輿論 

前號 本紙 所 報の か （ C シアの 
が 水船 クラブ シン 號は化 極 じ 遺 
難した 飛行船 ィタ 9 ア ちの 遭難 
を 二人の 巧 五 人の 遭難者を も 救 
助し をら じ 去る 十五 日 じは 
水上に 漂つ て 居た 遺 難を を發 
見 巧 水上 じ 不時着陸 中で ぁつ 
た。 シア 飛朽を チャコ' ノクス 
■キ の外ィ タリ I 號 救助に 魁い 
てを 化を 中で ぁつた 者 化 人を 
救助し ち 炭を 積 込んだ 上 ィタ 
リ I 號の錢 員 及び あ 助に をい 
て 巧 衛个明 ホで ぁる 老探險 家 
アマン ゼン 巧の！ 巧 等 十二 名 
の 救助 じ おおした が、 

最初 クラ ッ シン 號があ 巧した 
タリ！ 號乘紐 二人 ご 巧を 共 じし 
つ； ぁつた 瑞 西の 氣象學 者で を 
る マ八ム グレン 巧 ホの 巧 鞍は 生 
殘 つた 二人の 遭難者が か 上じ逍 
棄し博 ± は 最後に r 自 みの 命は 
かまは 《 、貴方 連は 他の 遭難者 
の爲 めじ おのを 巧 等を 一切 持 ま 
つて 助けて 戴きたい』 どの 悲壯 


なる 言葉を 殘 して 遂にみ 巧す る 
じ 至つ たこ ごが 巧然 する じ 及ん 
で おが 與論は 

同 像の 遺 おを もげ 薬て！ 自ら 
め 救助を 求めた 貴 巧 初め W 
して 特に 司み 官 ノビレ お 軍が 
み 先き じ 愛乂チ ナナ ご 共に ノ 
I 八ゥ で！ 飛け 家に 救 はれ 化 
のま 傷者を 氷 上じ殘 らしめ た 
る責 なじ 就て P シァを 始め 瑞 
西の 輿論は 憤激し. 

特じ 口 シ ァ み如きブ ^ デ ョ 
性を 痛罵して 漫詩 をを をし ノビ 
X お 軍の 巧 動を 非難し 一 卞瑞西 
政府 も 遭難 事件の 真相 調 杳を希 
望して これを 國瞭 問題 化けん ど 
しつ I ある も 事件 發 ホの 地 おが 
いづれ のま 權じも 越しない 闕係 
も わらて 西 難の 模梭 であるが ィ 
タリを 府ィ J してけ 自ホ的 じこれ 
がを 問會 をな 集し ブ眞 相を 中外 
じ 知らし むろ 舊 である。 

農民 結束し 

民主 黨ち持 

共和 黨排 巧熱离 まる 

•テス •モネ ネス 十六 H を H 中 
西部 S 農業 W 1 帶じ 直を 農お鹽 
ホサ 八、 を 5 會 員な 巧 人を 巧 表 
ずる 人々 はがるべき 乂統 頭戟ど 
農が 救濟 じ關聯 した 協議 曾を 當 
化 じな 集して 民 ま、 おか 兩黨の 
か 綱を 檢討 しれ おお 共 か 黨の農 
が救濟 政綱け 農 おはが 等の 福 社 
を 巧へ ず 民 ま黨の 政綱 V 支持す 
じ ホし. ク！ リツ •チ 大統領ぶ び 
フ ーグァ ー 氏は 農が を 無視して 
ア メリ々 を產業 化する もので を 
る ど巧議 した、 巧證は 何等 乂-ミ 
ス 乃まフ ー ゲア！ を 指名し ない 
が會 員じ掛 しては 農が じ 有利な 
る 民ま黨 のけ 綱 じ 抱 票を 巧 ごす 
るち 媛 憑して 居る が 化 まの 重な 
る ものは 

苗 北 ダコタ、 ミホ ソ ダ、 ゥキ 

ブヴン シン* ィ リノ！ 牛* ィ 
ンデ アナ、 方 ンサス 、ミ ゾタ 
牛、 ネブラスカ、 アキ オフ、 
オクラホマ' モンタナ 

等 じして 其 重 るち はい イれも 
みか 黨 員で わるが 一巧は 明日 ア 
キオワ の 典 和黨贿 太會じ 赴きて 
本 間 題 じ 願し 挑戰 すを 當 である 


第 S 黨の 組織 計 劃 

【十六 日】 舊 勞農黨 一 派の 新政 黨 創立 傘 楠は 進みつ、 をる •か 
無産 大衆 ビ對支 脚 策 調査 會設廣 .レつ き 出 中を 相け 西 園 寺を に 諮 
解を ホめ たるが 整に 政ぶ 會を 脫黨 した 小 泉 策 太 挪巧等 ご 民政 黨 
の 不平が どは 寄つ て 第 S 黨谢 織を 計 蕾す ご 說ホ るが ホ 諮會切 
がけ じ 內閣侧 でも 第二 黨細織 速 動說か ある。 

堪 兼ね 普通 銀 h じ も 賓を委 


比島 發展じ 

新 總督說 く 

± 化 及び お 業 法な 正 
マニラ 十々 日强 n フキ リブ ピ 
ン 群島の お總瞥 である スブ マソ 
ン 氏は 本日の 議會 じめ て總督 が 
巧 後 初めての 溃說を 試みた が 氏 
は 過去 ニ箇 巧に 豆る 同 島の 産業 
調査 報吿 をを 礎 ごして これが 發 
達に 就て は ァメブ 々の 大间 まま 
的 企業の 及ばざる 可らざる こご 
をカ說 するど おじ 現 巧な 業を 及 
び 主 地 法を なめて アメリカの 資 
本を 輸入し これを 動かして を 業 
を 化 進ずる の 必要なる をを カ說 
した ° 


敎會と 政治 

卞 輿に 反對 言明 

アトランタ 十六 日發 n 過般 ホ 

プグッ クリンの 牧帥 じして 爆風 
運動を どして 著名な キヤノン 牧 
師 等の 一派は 『禁酒法に 反掛す 
る タマ ニー 黨 よち 選出され た大 
統領 領 補を 敗 化せし め 禁酒を を 


八千代 經營絕 望 

【十 セ 日】 堤淸六 氏の 八 千 化生 
命が 險會駐 の お 營も絕 望 ごな 
つた。 

信 巧 遊資 溢 U る 

(十 セ 日】 金 錢信托 は 化が 激增 
して 侵托會 社は 遊資 r 惱み國 
債への お資が 急に 巧 加 L て お 
る d 

お金 部 資金 委巧 

〔十 セ 日】 中小 商工業め 醜涩資 
金は 當が 外れて 蘭 達 西 難に 隙 
會 して ゐ るの セ 大藏當 預を部 

ま 持 する 上下 兩院の 選擧を 後援 一 
し W て 南部の デモ クラシ！ を 支 
持す る』 どい ふ 立場 か'-^ アツ' シ 
ユゲキ is , で大會を巧集す'べ <メ 
ツゼ スト 敎會の ビン 3 ツブ •キ 
ヤン ドラ！ 巧の 息篇 開陳を おめ 
片 がた ヤン ドラ ー 氏は 古い 歷お 
ょら 說 起して 敎役 をの 政治す 巧 
じ 飯ず どして 反凿し 『敎會 は 政 
治ぉ談 やる 虜 巧で なく 神のを へ 
を說く 巧で ぁる』 どい ふ 立瘍か 
ら巧 部の メジ ゼ マト 敎 役者は 斯 
る會 合に 反掛 する 旨聲 明した。 

タキ シ n の 

叛亂 と犧牲 

ホ 千 巧 AH -1 二人 

メキシコ 巿十 六日 發 n ゾ キン 
ユ 政府の 發 表する 巧 じあれ だ々 
キ 五 K 欧 がのを 敎法 違反者 處罰 
に勒 する 革 かを の 他の 叛亂 じ绍 
する 本を 一巧な 降 六 巧 化 H 巧 狂 
の犧牲 は戰媛 じがる 戰 死ぶ び 死 
刑 執 巧 等を 合算して ホ 千 巧と 十 
ニ 一人 じち 達し 居 b この 中 政府の 
正な 軍哪 死ち は ニ 千 四な 丑 人 じ 
達して 居る が叛亂 若の 中で も 首 
領 株で 殺された 者は 四十 八 人を 
算し 二月の 叛軍は 約 ニ 万人 じ 達 
して おモ 人を 增 したが 今日 じ 於 
ては 投降、 裝殺等 じ 化 もて 約 半 
贼 しを 命の 最も 激しい 地 ホ じが 

叛軍は 八 千 人ょり ニ 千 人に 激 
减 して 居る が この 地は 五 万 己 千 
八な と 十一 ニ 正 ホ哩じ 及びて 討が 
も從て 困難で ぁる ご。 

歐洲 の暑氣 

を 地へ 死者 輩 お 

ベルリン 十六 曰發 n 歐洲を 化 
邸ち ロンドンを 始め ごして バタ 
1 、 ベ グリン、 プダ ベスト、 プ 

ラグ 巧 化を 地に 直る 暑氣は 甚だ 
しきもの 多く* ン ドン、 パタ ー 
等 も 化 十八 化 度に ならべ グリン 
はま 內 でもち 一度、 從 ホでは 百 
十 度 じて ブダペスト も 良 十五 度 
ごなら これ 等を 都 巧で 今日 まて 
じ暑氣 のた め 死む したる 者 或 ひ 
は 避 碁 中 じ 溺死した を 等を 合算 
するなら ばき 熱の 犧牲 者は 優に 
白と 八十 人を 算 ずる じ まるべ < 
をて 一 おの 巧贺ら 極めてす おで 
をる D 


巧を。 し么 •か 離 池を W 滞 じす 

る どり 

新 政府 無電 計畫 

(十五 日】 國 民政 おは 日米を 出 
拔く 無線 巧 信の 新計畫 もも 目 
下シー メンス 會社ご 相談 中く 
いふ 0 

輸入制限 令 延長 

。十五 日〕 米穀 委員 會は 八ち 化 
1 H 限 b のか 米 輸入制限 をを 
十二 巧 一二 十一 日 迄 延長 じ巧定 
Lee 


麻 生 巧 理事 辭巧 一 

〔十み 日】 麻 生 ニが 氏け お氣の 
ため H を 理事が 任の か ホ認ぅ 
&。 

袁世凱 令息 寄航 

【十五 日】 米 國留を 中の か袁化 
凱 氏み 息は 十二 一:: 19 ン ュ方ン 
號 じて 帯 演じ 着い じ， 

シ ベリ 了 線乘客 

〔十五 日】 シベリァ 鐵擅乘 をは 
大戦 前ょ b 激增 した。 I 

顯債額 五十ぶ 億 

【十五 日】 六ち ホ 國債總 额は五 
十と 億 四で 五な おで 凰で 五月 
未ょり ニ 億と モお 巧巧圓 ちか 
した。 

不戰案 閣議 ± 程 

【十五 日】 不戦 條 おは 無 保留、 
無 修正で 次 巧 顚議じ 上程した 
上米 國に巧 答 せんどい ふ。 

節 狗て縛 費 捻 お 

〔十五 日】 新規事業 財源は 旣を 


動 



ジオ リチ 逝く— 尼國 叛軍に 
婦人 革命 隊！ 社を 黨も 反禁 
酒 i 內 蒙を 督辨擊 殺 新大 
統領 ご 民衆— ヤ シグ 氏 知事 
候補 說《 不戰條 約 じ 伊太利 
賛成 i 米 顧 海軍 ご 航空 練習 


(ィ タブ一 •コゲ オア* 1 V 發 J 
過 ま 五 回 じぶ b ィタ 9 — 首相 じ 
して 現じ フアス シモ 議會 じがち 
少數黨 の 領袖で ゎるを 政 お家ジ 
オフ アン •ジオ ブナを は赏 週な 
ホ 重態で ぁつたが 今朝 一時 化 五 
か 遂に 遊ました、 でマヌ で グ陛 
下 じじ 巧の 病體 をが a 電話で お 
尋ね じな つて 居た。 

註、 ジォ リチ 巧は 千 八な 四十 
ニ 年 十 周 サと日 じ をれ ゎがよ 
マ ヌ 玉 ^^陛でが靑年時化大藏 
省 じ 入られた 際 化を 共 じして 
役人 生活 じ 入 b 千 八ち 八十 ニ 
年 議員に 當 選、 千 八な 九十 ニ 
年 じを 相 £な> 爾ホ 首相を 歷 
をず る こご 五圆 、ニブ チ內閣 
沒を當 時よ な ファ ス シモ 運動 
の突發 期を 最後 ごして 巧に 下 
b 最を玉 マ ヌ玉グ 陛下の 內意 
を 受けて ムジ タニの 選擧 制度 
を 0 て 憲法違反 である £ 堂々 
非難した 人で あるが， フア 'ス 
シモ 派 も 氏が ちな 沧家 たる こ 
ごを 狸 由 どし 敢て應 おを 加へ 
る 風 もなかつ た。 

『 3 ロン ビア 國バ ランク キラ 
十 丄ハ日 澄】 ニヵラグァの 叛將 
サン デノ將 軍に 巧 屬 する リゲァ 
ス將 軍の 語る 所 じ 化れば サン デ 
ノ將 軍は 最あ 婦人 革命を 組織し 
て パ ナンダを 中必じ T . メリ々 陸 
戰隊 及びが お 軍を 相手 じ戰 ひつ 
つを るが をの 成績は 極めて 良 巧 
じして n P ン ビァ 固よ b も將軍 
一名を をむ 四十 人の コ P ン ビァ 
人 がをお 軍じ參 加して コ 。ンビ 
ァ中陈 を 組織し 大いに 奮圃 しつ 
つ あら どの こごで をを か リク ア 
ス將 軍は 當 化で 革命軍 費を 調達 I 
ずるき である 0 

〔アグ パ 三！ 十五 H あ】 三ュ 

a 1 ク社會 黨大會 は 本日な 集 さ 
れ 討論 較 剔に 一日 一 b しを グ ー キズ 


こ . 


ン 氏を 知事 憤 補 じ 推す 
i なつた が歲の 政綱では 禁 
酒 論じ 花が おき 寶 否の 議論を 易 
じ 果て ざ 6 しも 遂に 現け 禁酒法 
は 『耻 知ら やで あ も 虛儀 でを る 
ど 共 じを 律を 無視す る 者を 增ず 
惡 法』 である ごの 立場から ビア 

あび？ キンの 製 遣 販賣許 巧を 
榜標 I 大を 業の 闕營を 始め と し 
て勞資 争議に おする 法律上の 差 
止み 禁止、 一遇 五日 間 勞働制 等 
を お 蔑した。 

(上海 十六 日發】 閣民 政府 じ 
達した 情報に 化れば 內 f の督 
辨 はまる と 月 六り ゥグ ムナ 附 を 
に 巧て 巧强 委員 護衛 まの 爲 めじ 
擊 殺され じがが 柄 知事は ロシア 
乂小學 校のを 業 式 じ 巧 巧 中なら 
しも 直ち じ 部下の 軍隊 じ 事 かの 
探査を 命じた 結を と g 九日を 0 
て 犯 入で ぁる 兵 ± 九 人を 銃殺し 
た ごり 

〔メ キシュ 巿 十五 目發】 メキ 
シ 3 の 大統領 じ 巧び 當 選した ォ 
ブレ ゴン將 軍は ホる 十二 巧 一日 
をのて 就 巧し 力 キ ユ ス 現 大統領 
の 政策 繼 承を 聲 明して 居る が、 
將 軍は ネタ當 選 0 ホ 始めて 當地 
の 選擧事 お 所に をを 現し 幾 万の 
民衆から 乂歡迦 を 受けた が將巧 
はこれ 等の 群集 じ驳 して 自己が 
勞働者 及び 中產 階級 まの 繁榮じ 
向つ て 巧 力すべき J を 擧 げこれ 
等の 投策實 現じ 掛すも 民衆の 協 
力を 慾 憑した。 

【英圃 サゥ ダンプ トン 十五 自 
發】 過去 四十 八 年に 豆 > て、 お 
員 生活を 送 > 太 西洋を 橫斷 する 
ことと 巧 廿八回 じ 及んで 居る キ 
ユナー ド 線の アク キタ ニア 號船 
長ゼ— ムス •チヤ！ 术ズ 卿は 今 

回の 航海 じて 滿巧 どなら 隠退す 
る こご、 な b 會社測 ごしても を 
船長に おして 一生 養ち 金を 送る 


經る 節ので 五 モ巧圓 なおせん 
と大 がを 讚で 巧した。 

飛行機を 中檢閱 

t 十扣 日】 苦 川 橫巧贺 銭ず が 巧 
み 長官 化 他幕條 十八 名は 十一 一一 
H 午前 九 的 十 丑を の 飛行機に 
か乘追 巧を 巧し 抵ヶ滿 かじ 巧 
ホせ る 化 一機 ゴ月島 上 巧 じて 
柏會 L を 中檢閱 をな した 0 

產兒 制限を 員 脅 

〔十五 日】 人口 •‘ を摇 調を 特が 
を 旨 食では を话 制限 急速を 審 
講 した。 . 

おを 劇場の 新築 

〔十五 日〕 なかでは 五 巧で 圆で 
築地じが赋劇填を建立ず 
じ决し 十五 n 起工、 東京 劇場 
ご 呼ぶ ご。 

を國的 排日 運動 

. L 十五 日】 排 H 指導を であるか 
名の ま 那實莱 みは ホる 廿 一日 
支那を ± じ排 H 運動を 起す、 と 
じ 巧した。 

こ な も 到着の 前 巧 船員 じ留 
別 裳を 張らて 頗る 元氣 であら 而 
かも 隱 退を 欲‘， ない ご 語つ じ 程 
でる る. か 沖を じて 水先 ま 內が到 
着した 刹 恥 催 かじ 氣を惡 し < 船 
長 まに 引返して 率 働、 人事不省 
じな つたので 上 蔑 後 底 もじ 巧の 
がを じ收容 して 應 急の 手 當を施 
したる も 遂じ意 謎を 岡な せず し 
て 逝ました。 

(ァ弁 バニー 十五 日發】 當化 

の ニ々 ボカ— •エキスプレス 紙 

の 報道す る 巧 じ 化れば ほ ま荡の 
大統領 膜 補 じして 選擧總 長じ大 
實 業を ラス カブ 氏を 推した スミ 
ス をは 今 巧の ニユ！ ni ク州 知事 
選擧 じは 巧の 友人 じして 時に ザ 
の 水み 電氣 事業 じ 就て 屢 々相談 
もし 一禪の 顔閔恪 じな つて 居る 
ゼ ネラ^ 電氣會 社の 纔化婦 役で 
あら ド ー ズ まを 起草した 一人で 
ある ォ 1 ゥでン • ャング 氏を 想 
たしむべく 目下 慾 憑 中 じして 不 
H 氏の ホ 慎 補 もお然 する じ 至る 
であらぅ VJ 0 

【ワシントン 十 至 日發】 ィタ 
9 ! 首 巧ムソ 9 ニ 巧は アメ 9 力 

の不戰 條約提 まじ 就て をの 進退 
が 明白で な {一部よ b して 疑惑 
視 されつ i あつれ お 昨夕に 至ち 
簡單 乍ら もヶ 。ッグ 案に 賛成の 
旨 通 吿し大 英帝國 及びを 自治領 
よちし も不 a 滿 足なる 回を を 期 
がし H 本侧も 賛成の 意志が 明白 
じな ったので 〔別項 本社 特電を 
照〕 國務 省では 早く もこれ が 調 
印じ關 する 準髓を 進めつ i ある 
が 成 ひは フランスの 顔を立てる 
意 ホで 調印は バリ ー じがて 巧 ふ 
かも 知れない ご。 

【フ シン トン 十五 日を】 來る 
とち 二十 六日よ 6 約 一箇 巧 じ 直 

ちて々 9 フォグ ニア 州 サン チ 
ゴ沖 じがて ァメリカ 海軍の 大演 
習を 擧巧 する じ 至るべく 時 じ 今 
回の 大お留 じは がを 飛 巧 機 二百 
四 磯が 參 加して 戦時 あ 練を 巧 ふ 
じ 至る •へく 海軍 どして 史上 ホ 曾 
をの 航巧 練習 どして 頗るを 要視 
し 今後の 海戦 じ 巧る 窠 一線の 攻 
裝隊は 飛行機を W てせ ざる 可ら 
中 ごの 作戰 部の ま 張が 貫徹？ れ 
てこの 壯擧じ 反んだ もの ご 云は 
れて宮 る 0 


第 四 回が 井盎 

日本人 庭球 爭覇戰 

來ろ 八月 四日 (主 唯) ょり 擧巧 

千 九な か 五年游 一み 爭親 巧を 孽朽 してを 乂の人 筋を 巧して から 
な 年が 育が 人 庭球 巧の】 大 年中け 事 ご。 つた H 本 庭が お 樂部ま 
胜 、が 育が 報 後援の が 井 盃紐肯 H 本ん 庭が 大 をはを 四闽ォ I ブ 
ン競 ほ會を 左の がを じ 化ら 擧行 ずる 事 じ 致しました から 庭な 好 
を 家 語ち の舊 つて 出 塔； W ら れん 事を ホ链 いじします。 

期日 八 巧 四日 (± 曜) ょ W 
場所 B 本 庭球 偶樂部 n — ト 

(二な 化 八 T 目 どブ。 1 ドウ エィ】 
入會金 ニ 弗 (中 込 ご 同時 じ 送附の 事) 

締切と 巧 二十よ 日 (金曜) 

(中 込 書 じは 姓名 及び メ I ァドレス 明記の 事) 

ホを 所 紐 育 新報 社 
賞盃 村 ホ カップ 
副賞 紐 育 新報 社 寄贈 賞品 

(ラン ナ I アッ フ及七 ミフ アィ ナブ 

スト 賞は H 本 庭球 俱樂 部よ ら提 拱) 

ま 催 日本 庭球 俱樂部 
後援 紐 育 新報 社 
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H 巧は お 将相巧 お 

•ト タトが 

烏 見豊を 


諸を 倉 

苗 巧說な (日) 八 時 
目 醒學校 ( H ご 一時 半 I 
家庭 樂食 (水) 八 時 
(ちみ 時 

婦乂會 

讓巧會 


設 樵 


寄宿を、 巧 あなを 
巧 業 周旋、 をの 化 
人事の 御 相談 じ 浦 
じます 0 


彰察 時間 

午を 六 時！ 八 時 

江 見 ご 一朗 

引績き V ホ ビュ！ 
病 お 巧 勤 じが 右 時 
間 巧 及び 日 度は お 
約 じ 限る 


Joian 左- 00 C 巧 一, M . D . 

ニ 1 さた 9呈 StJ ミ さ rk 
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お 師宮が お 一 
お 事 粟野 賴之祐 

' ' を タ ，皆'. 

日曜 插拜 午前で 時 
日 躍學校 午前 十 時 

M 日® キ をと 時ず 
祈 禱會水 巧 夕と 時半 
窗宿舍 

な 展をあ 比 亞をか 
み 下町を 十五み 罕 
生 會な員 じ 最適 
設篇圈 書 雑誌 新 W 

■を 稱娛樂 具備ち を 

堂 あら 

便を 職業 周旋 旅を 
ま內を 補事藥 おを 


お 育 州を 認 
巧路省 免許 
東京 帝大醫 巧乂學 
產裝ぉ 習 巧 卒業 
元化邊 

產婆 松本綠 


化が お卸資 

五味 商會 

W E •ニ ths 产， ■• r •百な 

ジ I - shlyi ニ 7 を 


齒 巧抬 主な 基 

自 午前 义 時：：：：： 十二時 
自午 巧-巧 ns 時 
火曜ち 銜 T が H ホ 時 
木醒 午前 化 時 = 1 時 

はへ キン ヤ！ フア 

ン テ^ン ヨン クブニ 

ツクじ お 勤 


韻 I 診療 

解 お 願 上 巧 

コー そか お を 
ド タト か ホプメ Js 於 V 

醫舉巧 ± 

吉 居悅彌 


t 靈揉 治療 

A 

R T - 3 

U 巧 

基 


没 I 做 
WW 拓 

2 逆 

K 

U 
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マツず ー ジ 、整形 

漠風 留 、水を、 電 おを 擦 

西が 療院 

フイ ジネ シラ ピスト 

を認 風が 幸 男 

午前 化 時 f 午を 九 時 迄 

出張 治療 ニモ 應ジ マス 


化 巧を 年 巧 おの 曲 ホ 

日本人 靑年會 

呈こ t . ぎ clarksn 12 二 
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0 S 化 

類|| 
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診察 時間 

午を 一が nH 時 
午後と 時 H 八 時 

あか 羣± 

": 巖本谨 一 

古 か 比亞大 をぶ び 
八 ザブン 病院 勤な 
日 巧は 巧 お 巧 上 お 


齒科醫 

井上 義人 

西 六十 五 T 目-四 六 番地 
姑 育 ホ 固 旅 お 巧 

電話 トブ ファ 八 ダ ー ニ 五六 五 


稅關 事務 か 扱 

さ 巨 AM 广 まま & Go . 

ぎ i ? 芸 ご Br 是 dway - 百タ 

TelJowlhglGaeen ^04. w -& 


龍 日米 新聞 ま 局 

今 巧 紐 育 支 厨を 設置し ました 
から 購讀 、廣吿 一切 左記へ 御 
願 ひします。 (巧 弗 ホ ホ】 

A 卓沒ニ sst S 广 Tel . H 这 liiy 是 94 


日本、 ま 那寶玉 製 美 
御 お、 婦人 用 首 お 其 
化 装飾品 

阀島 Ut ； れ 

高等 美術 晶修 寝* 

首餘 お、 スト 9 ング 

日本 服裁键 


給 眼 並 じ 眼鏡 調節 


巧 かろた 


はも. 


.の 遊び 


力を 英文で ホ 国人 じ 能 （わかる 
やぅ 衞單 明瞭に 說 明した もの： £, 
出 ホました。 內容 目み 進呈 致し 
、轉覽 下さい。 

M 是 车 5ミ妄 114 E . 送す St . 晏. 


洋服 調進 

クジ 1 ニン ダ、 ダイ 

ィング、 修錢等 一巧 

ミカド 洋服 店 

化 本が 
電話 ライン ランダ 1 
六 八 H 0 


蠻 ホ 洋服 店 


時 旧 
洋服 巧 


男女 難 F 類み 御 

用命 じ應 じまず 

ブアか •ツグ ク 

靴下 會社 化理语 

時 田 信み 郎 


齒科醫 木 下义市 

ゴ 0 WJ 115. 

ぎ M 呈 U ョ 置 苦 57 


東五卡 一二 了 目 

ニニ 一一 

が 藤 
洋服 店 

軍 謂 \ し 、ニ- 


新鮮 魚介 一切 

日本人 巧き の 生魚 澤山取 b 揃 へ 
巧别廉 潰で 大姻 強を します 

サヴオ ナ魚店 

』 0 まを 茜 vong 

224 W . 61 st で. 

•TeL ooluBbu ® 芭資 


紐育违 命が 險會社 

ニ 一木を 吉 

龍保險 


2 压句 Yorlk L.】f の 一口 » c『»soeco 

51 oha 吕 bers ジ ： zewYofk CJity - 
phone * Worth 22 お 

を お/ホ-一 御 掛ヶノ 節い 必ィ 
御自 を/をぶ ピ電な あな チ 申 
阳 力* 患 幸 F サィ 


醫巧 機械 お 巧 
運動具 並 玩具 
貴 金屬及 時計 

を ァ ー ト 

ス ッデォ 

ゴ少 フク ラブ 
ブュ スラ ケ ブト 

を 槐販賣 を理 


をき ホ 越赚人 
日本人への 巧 
語 お 巧には ぞ 
年の 経 壌を 有 

す 0 一 レ ブス 

ンと 十五 仙 
を H 朝 九 時ょ 
6 夜 化 時 迄 巧 
がに て も 宜し 
U 曜日は 一時 
よち 四時を 


か 業廣吿 

夏季 ザ ホ 業 化 候 

菓子 舖高 橋が 風 軒 

这 W . 為を 笠.- 


成功の 薇 訳 


•曲 

6 

睡 


米國ま 英語を 話す 事 
は 成功の 窓 一 義 です 
本校 じは 日本人 お授 
じ 慣れた 専任 婦人 教 
師ぁ b 懸 切む 會諮お 
信を 社を 語を 敎慑し 
ます 0 H 罐遇 H 輿に 
午前 か 時 よら 午を 十 
時まで 開按 I 1 >, ッ 
スンと 十 お触づ V - 
今 H 直 もじ ホ按 もれ 


冊 謎 0 本人 f 巧 5 — 

富 7 Is こま. 志* ぎ k 覃 


♦を籍 ♦雑誌 ♦巧 聞 
縱賣 室を 麗 
執を 午前 九 時 ょら 午後ぶ 腐を 

紐 育 H 本人 會 


グで 1 ドウで イ一 おお 豆 

00 とむ 
00 と 一 


電 


謀 


サ- — クル 


. J 7 TT ® M 操縱 、機械 敎 習、 

自囊茸 點乂 、電馨 を 

懇切 じ 敎授晝 が兩巧 日曜 も 開校 
日本人へは 秋 山 氏專巧 敎授ず 
量 查 olf A 己 ニ choo ニな》 L 吉 th St . 


十五 年の 歷 あある 當 校は タ をの 
經驗ど 新 智識を 有する 敎 姉を 聘 
'ム」 * し 自颤革 
操縦を 及 
び 運 巧を 
の 修得す 
べき 必要 
な 機縱的 
智識を 短 
期間 じし 
て 最も 能 
牵 ある 徹 

A 7 底 的 お 術 
を 教習し 鬼が 獲得を 保 爾し驗 業 
ロを も 周旋し まず。 



{烏 取縣) 廳お衛 (廣 島縣) 滿曲 
正 一 (神戶 看が 章 桌京巧 
古澤 武么助 (庞兒 島縣) 渡邊を 

助' (か 歌 山縣) お藤甚 之を (長 
野 腐) 佐 化馈雄 (萬 島縣) 滿田 
正 一 矢 津春男 

右の 者 じあ 知を 度き 儀を 么 
巧 巧 本人 若く はか 人 よら 現 
住所 御 通知 願 上 お 

紐 育帝國 総領事館 

ニ 5 Broailw さ N さ ご rk 0さ 


弊 巧は 實質 誠意 迅速ち 義の 
あに 御 ±產 物】 式卸賣 脸段 
で販 貴を します を かじ 拘は 
ら中 御用 命阳 か 下さい ませ 


◎歐 米を 輝 時計。 置 時計 一式 
◎寶石 貴を 屬 。銀製 器具】 ま 
◎を 拂萬年 筆。 を 銀製 鉛筆 
◎蓄音器。 レ 3— ド 見本 陳列 


◎寫眞 器。 タイ ゾラ ィタ— 
◎船 切な。 が 念 寫質帖 繪端書 
ブ n 1 ドウ Z — なと 十を 
領事 舘お 侧您 物と 0 五廉室 


如^^が 商 
觀が商 A 


ご 0 Broadw さ- N . Y •呈 y 
す L C ミ Han ま泛 37 夏 送 


JL 


組合 銀 巧 勘を (よ 巧よ 日) 

を 京 乂阪 
お金 1 TO と 五一 王 一 宅 ニ 一 
貸 出 ニ •0 九 ニ 一 •吳と 

コ 1^ 一一 二八 六 0 

金銀 一充 ニ 一四 ニ 
(と 月 十六 日) 

巧 界巧話 

ム 細ぃ 陶器 

當地 市瘍で 不評 

◊歐洲 大戦 後 非常な 勢 ひで I 貫 
れてゐ じ 本 巧 製陶 磯 器は 最近 ど 
み じ®!: 巧き ず 良 どな b 、 この 靖 
勢では 遂に 日本 陶磁器が 米國巧 
瘍 から 巧 影を 沒 する じ 至る かも 
知れね ど 云 ふこ £ である。 

◊をの 最大の 原闻 はか ニ' 一二 
年來ド ィツ、 フランス、 オラン 
ダ、 デン マ！ ク 、ナエ プ コ •ス 

ロゲ ァ ネァ 證國の 製 おが 潮の か 
< 押を せて ホた 爲 めで あつて、 
しかも これ 等歐測 おは ホ國 人の 
嗜好、 用途 等を 眞劍 じ硏资 して 
ゐる爲 め形狀 、圖 案、 色エ をな 
でが 實際 的に ホ國 人の 需要に 適 
をす るに 反し、 本邦が 十年一日 
の 如き 形狀 、圈 案、 色 工合の も 
のを 輸出す る爲 めで ある。 

◊しかして ホ國 が 谣 じがいで 
わが 陶磁器が 歐渊 晶じ麼 倒せら 
れ るを は 南洋、 巧 度 其 他 世 おを 
國 市場で 本邦 おが 驅逐 せられる 
こごを 意 ホす る こ るから 當 
業者は 特に 注意すべき である ピ 

日本が 式 相瘍表 

〔大阪 藤本 ビ^プ n 1 み； 銀 
巧 接〕 巧 ま 相 媛 〔單 位圓〕 

ホ 巧 化 日 セ 巧ち 日 
をを 指數 10 ニで ぶ一呈 * 四 0 
大 阪指數 三 四 主 0 一一 一四 •ま 
ま 京電燈 '臺ろ 0 呈 •を 
大同 電力 六 一 •普 こ ••ま 
東が 電力 を •夏 を* 塞 
大 H 本製猎 八？ 00 ぶ 互ぶ 
王子 製が ニ呈 * 呈一 二号 00 
ちが モス リン 四ち 0 董玉 0 
日本 ビ 一 舅 •呂一 圏を 0 
日淸 製が 一 舅 •を 一吴 •旨 
淺野 セメント 査 •ぶ 0 八 号き 
り 本 石 池 巧 T 盖 空* ま 
東を 束が 茜ろ 0 ま* 星 
日本人 造 肥が をを 呈 五一 ■さ 
义 原礦裝 査 •ま 室 •ニェ 


尋れ 人‘ 


(福 岡 お〕 稻永國 みが 安永 慶藏 
持 山 巧 太が 古川 お彥 ホ L 幸 
藏石松 節 朗渡邊 篤 寶時お 
ま 上が 修ホホ 化 貫を 酒 雄 
貫 獲 太 郞をあ 武雄柴 曲 善 雄 
(巧 媛縣) 橫田常 吉事 常 治 仲 
座ち 之斯 (鳥 収縣) 木 村薰隐 
(長 巧縣) 藏 巧ず A 近 藤ち】 
(大扱 お} 泉を 乂么 肋-鹿 烏縣) 
中 村榮ニ (山 ぉ縣) 巧 院展雄 


InMMiKiiHnHii 


が ！！ TH , 禪 

金 輸出 解禁 

促進 準備を 嬰ず 

世界 大戰が あな 甘るな 巧旣じ 
-义年をじ义んで居るが巧0本は 
i だ 『を 本位 制への な歸』 を實 
現して 居 K い。 お 巧の 藏 相 、 H 
本を 巧の" 1 を 等は 『一日 も 速 
かじを めな 出 紫 化を 解いて 金 本 
一位 制へ お餘 する こごを ホ 望す る 
; けれ 共、 をな 相 撰の みを ぶど國 
! 際貨惟 バラン マの 不利とは を輸 
化 お 巧の 時機 どして は尙 早で あ 
一る」 ご 云 ふ 一天 張 b で 御茶を 濁 
一 ごして ホた。 是れ は乂戰 後の 反 
- 動が じ 動 おしつ i あつ わ 巧 日本 
一の がな 經 巧な 誠が 千 九な 二十 一二 
一年の わ 天 おに 依な て 巧び 震綠さ 
!れ 巧ら じ 昨春の 危機 じ 直面して 
モラトリアムを 施 巧せ ねばなら 
なかつ た甚の 境地 じ おち ホ だ 正 
巧が 態に お歸 して 居 i ；* いのみな 
らや 一巧 解禁を 斷巧 すれば 正貨 
の 流出を 睐止 する； が 出 ホない 
からち 替相 煤の まを と國際 貸借 
關係 のな 蕾 ごを をつべき である 
- ごち ふ 港 論じ 出發 し、 ( 1 ) 中小 
'エ荣 は 現在 ま 金 難 じ 苦み ニご國 
'一を 貸借 亦を 易に 恢復せ や a ニ) 在 
外 正貨は おみの 傾向を をし (四) 
政 扇は 依な をを せず (五) 解禁 じ 
依らて 爲替相 媛の すを は 除かる 
る も 金 かち 额じ流 おして 收拾お 
ホざる 藉合 巧び 輸お 禁止は 不可 
能で ある ごの ま 張 じ 巧ら 時機 尙 
:一 ぃを 唱 へて 居る ので ある。 

乍 併 おし 化 主張を 其 儘 受け 入 
H るなら ばを 本 化への 復歸 はが 
年 河淸を 持つ の 類で ある。 吾人 
は-一部 乂± の唱 へる 様；；* フラン 
ス がを ネ巧欄 にか 戻らつ； ある 
のじ 巧が U 本のみ がな b 殘 され 
て 居る のは 小面 目で ある VJ を ふ 
輕择 體 面； 憩を 是認し ない。 け 
いおいつ をみ 輸出 解禁を 斷 巧ず 
べき か.'— つきを 鼠兩 端を 持して 
左 顧あ昭 し、 爲替が も だ 四十 八 
弗な に 達し。 いから ホれ までが 
たう ごか、 なか 巧貨を 今少しく 
巧 额さゼ て 後に 迴 はさう VJ か 云 
ふ樣 •困 けれ じ 考モを 持つ て 無 
爲無 巧で を 輸出 解禁の 跡 巧を 隱 
携 しつ.、、 あるのは、 _ ，つまで も 
變態 的；：^ 拟政經 あ 狀應を 正常 的 
一な を 調に 3 歸 ずるを 否 おする も 
ので あつて 眼前の 小康を をい じ 
かなら：：？ いから、 時機の 聞 題 ご 
.しては を 細の 緩 蹈な事 首、 巧 ニ 
億 W の だ 外 正貨に 化ら な 禄資を 
i を 調连し 得ろ 事實 、及び 威 際 貸 
; 借の 聊接 化を 示し じる 事 實に顧 
み 正貨 流 化に 備 ふる 適當の 案を 
立て I なじを 瞧 解禁 斷 巧のを 運 
I を 化 進せ しいべ <國 論を 指遵す 
: べき 秋では あるまい ず。 

一 か 論を 踰ボ 解禁に が ひ おかの 
犧 おは 支锁 けねば なるまい。 唯 
一ち 拂 ふべき 犧牲の お 巧を 出 ホ 得 
一る 丈け 小さく 局限す るエ 風が 必 
一巧で ム つて、 をれ は 财政當 局 者 
i のず 膊の銳 鈍化 何 じ 化る 問題で 
i あらう。 轨れ にせょ 巧が め 如く 
; 『を 本を へ お歸』 しても 亦な 歸せ 
一 やど も' 爱 支たい から 解 幾 翰け を 
I 急ぐ 必要は むい ご稱 して 嫂恕的 
巧狀緒 持に ホん ややう ごする 
i の は大 姑より 親て を おむ" 證 論で 
; ある。 巧み じ 潮 がをお 計つ てを 


本位 じ 復歸卞 る 巧氣と 抱負 どの 
持ちな せが G い 様では 卸 あ 巧 H 


本の 批政 經濟基 誠を 正常 的を 樹 

立する；は出ホなぃ。 


調印 期 も 近づく 

第二次 不戰條 約 案 


前文を 修正し 骨子は その ま 


第】 面 本 巧時電 及び 『動く 世 
あ』 巧 報の かく 日本を 始め ごし 
て 巧 强は麽 々ケ n ツグ 氏の 第二 
ホ 不戦 條 約に 向つ て 近く 調印の 
運び じな つた、 この 第二み 提案 

は目ネ 0 ポ— ランド。 チ ゴ ブコ 
ス 。グアキ ア 。曰 ク作ノ 條約調 
巧醫 並じィ •キリスを 宮治領 、ィ 
ン ドな V しの 諸 政府に 送られた も 
ので、 ネ义は 左の ニケ 條を なて 
をの 骨ず ごして ゐる 

本文の 骨子 

1 、 絲約國 は國際 間の 爭議解 
巧の ためじ 戰 ず じ訴 ふるを 非 
ごし、 また 婦約國 相な 間の 顯 
係 じがて 國 家を 策を 巧の 手段 
ごして 戰爭 を廢棄 する i を嚴 
肅じ聲 明す 

ニ、 締約 国は を 締約 國 間に 發 
生す る i ぁるべき ず 議 或は 紛 
爭 はを のが 質の か 巧を 問は や 
またを の 原因の 如何を 間は ず 
一切 これが 解 巧を 巧がず 段に 
のみよ る こごを 約す 
化 上の ニ' ケ 條は窠 一巧 提 まご 同 
j で ホる が、 をの 前文の 最 がの 
一二 項は 修正され 7 ランス まじま 
張され た 巧 則即も 


學 してな た 一般的ず 和を 實際 
じ 達成せ しめる 時期を 從ホじ 
比し】 层近 < しじら ので ある 
ご 指摘して ゐ る。 


圓價 漸落 


不動 產巧換 所 案 

まま 特電 十 お日發 n 不動 產炼 
會設お 問題は 巧 おが 設置に 進 
轉 して 具体案を 審議した。 


前义 修ぶ點 

締約 國中 本條 かじ 違な し戰爭 
手段に 訴 へる もの ぁる 媛 合は 化 
の總 ての 締約 齒け該 違 お 國じ對 
し 全然 本條 約に 規定 せれる i 義 
務を 解除 せられて 居ら 大要 左の 
ぶりで をる 

一、 締約 固は 人類 川 福利を 增 
進ずべ < 神聖なる 義務を おず 
る こどを 深く 銘記し 
ニ、】 朝 時機 巧ら ば廣 家政を 
を 巧の 手段 ごしての 戰 ずを 明 
確に 否 殻し、 もク てを 踐に間 
じ 現存す る 平 巧 的ぶ 證的顯 係 
の 永績を 不朽なら しめん ごの 
ホ 望に 促され 

ご 一、 締約 國 内の； 國ど 他國ご 
の 踊 係の 一切の 變 化は ホ 和 的 
ず 段し ょつ ての み 解 巧を ホめ 
をの 結果を してず か 的 获巧的 
道 おじ わかしむべき こご、 並 
じ もし 絲約國 中 じ戰爭 じょつ 
てを の 顷家的 利 猛を增 進 せん 
ごする もみぁる 時は 本條 約の 
利益を をを ずる ことた 否認 さ 
るべき こどを 確信す る 
尙 ほ本條 約に 添附され た 述牒じ 
於て ケロッグ 巧は 

アメリカは 本條 約の 締結を が 
巧を 國 政府が 承認す るまで 持 
たや、 先づ 今回 提案を 送つ た 
个 の ケ越 だけで もが 結に 同 息 
すれば 自余のを 國 は本條 約の 
巧カ發 生み 第 がらに 參 加— ホ 
る こどを 確信す る、 しかし 化 I 
簡單 じる 手織は 人は が タ年切 


內 地を 巧 安 影響 

月曜 H の爲替 相媒故 英貨に 稍 
彭 響した 外 旧爲替 のる は 約 八み 
の 一 ホ 下を したる じを し 上海 相 
壤 商で 稍異お をを つと 居る が 三 
ュ 31 ク •タィム ス进 I の 爲替相 
媛 記者は 曰く 『扣 爲お V か 約ニ箇 
巧 前の 本年度 最化 高を 綴 返した 
のは 最近 日本のを 利 値 下 じ測戟 
されて 日本 じ支庙 をぶ‘' する 外人 
銭 巧ぶ び會社 等が 田 4- 賣 放った 
結 あで ある』 ご 報じて 居る が 日 
本の 金利 まじ 對し當 遮を 巧 引 上 
げ がその 重なる 原 巧で ある、 即 


ち 左の 姑し。 


デマンド 


ケ i ブ八 


巧曜 H 四 五 •八 一; 四 五 •八 一 
±曜 目 四 五 •九 四； i 四 六 •00 
一遇 前 四 六 •一九 巧 六 •ニ 五 
- 年 前-四 六* 九 八 四よ* 0 六 


金型 商永續 

當地 財を で觀娜 

當 化の せおが ぶか じ 胡 上げら 
れ たこ ミけ 旣報 Q か {であるが 
一般が をで けを 米聯 銀ら 恐らく 
五み に 統一され をの 流 おが 盛ん 
である ご 共に 選 擧戰を 前にした 
今 H ごして 今回のを 巧 引上げは 
かなら 永續 ずるで わらう ご觀測 
し 居ら 化て 投機的 おま巿 遽も鎭 
靜 して 居る。 


爲替 は軟翦 傾向 

ロ 本 銀 巧監お 役錢表 
けよ ぉ 十六 H お】 半季 末賓 み 
の 巧收は 順調に しで 本 巧 所有み 
潰 賣巧高 約と 千 巧 W じ 達せし ド 
拘 はらず、 ホ 中を 利ぶ び 利 廻け 
依然 化 ド 傾向を 示して おる。 神 
漬類化 利 借 替發巧 計 蕾が 當額 -」 
上ら、 愚な 一二 事業 會社 のか S 
五 か 半 パー の 募集 發 表を 裳す こ 
ご i なつた。 セ 月 上旬の 貿易は 
出超に 轉 じたる も 爲替は 生糸 輸 
出 手形 お 廻 薄なる じ 内地 資金の 
流出 形跡 もみら、 旁々 巿磯 おん 
ど 買 I 方 じて を角軟 勢を 辿ら、 
が 育 準備 銀 巧 利 上を をけ 一段 お 
れ た。 


を換を ぉ巧裔 一 
制限 外 
一般 貸胁 
外國爲 替貸附 
政な 頂を 
民 願預を 
東を 物 憤 指 あ 

ニ； ニニ* 四 六 
六 巧 中 お 入 
輸出 
手形を 換离 

ま 京 一 ' 
大阪 一 


音 円 

■ニニ 八 
四 六 
とと 四 
1 0 
ミニ 八 
H 六 一 


(丢互 

一と 0 

一四 一二 


■と 元 

■と 八 四 
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City Hali Tea Garden 

170 Nawau St •むけ 
Next to the Tribune Bldg 
Loo Lin Manager 



巧 六 巧 
ご 曰 了 四十 巧 
巧貞了 五十 巧 


Wing Hing Low 

Chine が R が Uiirant 
お邮 BVa も N.Y.Cib 


C^u 瓦 打 巧い 泣 n し ow 

Chm 巧 g Restsursni 
112 W. 目 加 . 化 CHy 


Beem Nora Low 

が 4 • む h Avc, 

Bet. 28 比 - 29th St. 


1 WO Lee Garden 
巧 0 W. りが！ ) 如が t 
Te し DnWersify 7094 


College Inn 
3100 む oadway 
Bet. 巧 3rd & 124 化な s. 
Tel. Mornings ! お 7 が 9 

巧 そ i 日 

ま宮 s 赛マ晒 
午 午 理抓ィ 巧 

春 : t 

巧 巧 
をに 



35 East 2Stfi Street 
Tel. Lexington 5727 


Kawasoye hot^l 

1 が Wes り谢パ tred 
Te しむ 化 edral 巧 10 


IKUINE 

Ho お 1 在 Re が aurant 
313 W.88 化 化 New Ifork 
TeK む hu か;! •巧 巧 
む ble Ad も 巧 s !) (山 化 


T0Y0 KWAN 

41 に 19 化 St* 

Bsi. BV が & が h A 化 

M が gonquin 8798 



TAIYO 

け 8 West 脚 Ut. 
Teh Susq 化 hana 281 目 


SHOWA 

53 We な 105 St, 
Tel. Clarkson 0981 


DARUMA 

巧 1-6 化む e. 
Tel. Bryant 3858 


SUN HANG FA 民 

2130-7 化 ive. B お . 12 が h&127th な s. 

お !. Mo 叫 ment がが 

ま ク± 希巧膊 君を T で 巧 諸 腕 ホ 

す マ、 上 卒し じへ 目 第 理君前 本せ G ミ 
。ィ 曰ま繁 ては ばのと をのを 樓^那 
、理 す々 居 お 宣チ巧 差を 揮 科^え" 
をは。 御よ るぐ ャの上 好つ 理がミ 曲 
巧證 ホす 辖日プ 百げ じてん 寸 f 巧 
が巧 ホ。好本マニま適日歐イ(^ 

あ、 の 評人ィ 十す す本廉 
> シ程 を 諸 ご ホの る 人が 


KIN が 0 & 巧 T SHOP 

IMPORTER OF 

GOLDFISH & BIRDS 
〇 

動 其 力を 
物!^ 十 種 

一 鳥リ金 

切 k ャ魚 


CATHEDRAL DANCE PALACE 

111TH ST., & 8TH A¥E.. G|TY 



分 

340 み ; • 5 化 h St. 

Telephone: 
Columbus B882 


( 巧 目 ♦ 水) 司 ミ お 


The むか 0 00 . 

140 W . 的 化 化 
lew York City 
むし Tuhl が r 6 刷 


S . mYAMAC0 . 

114 E：. 59 比 St. 
New York C れ y 

化 on も R 巧 ent 日ミら 了 


lUTAG 刪邮 0 タ 

224 E. 59th St 
New Yoilt Chy 

Te し Regent 34 邮 -3481 


DANCING 

411 W.l 巧 比な。 

Tel. Cathedral 4408 をが 3 


Koike Studio 

730 Fifth Ave. 
Coi ••目な h St. 
Tel. Circle 4406 


庵 桂 米 日 



號 十よ 昏 四千 一 第 


攻 わで 撇 剛 をが 奶 me 巧 


ロ囑水 


日 八十 巧と 年 


巧昭 






ま那 料理 

巧 廳を園 

司 理人ま 蓮 
出 數のホ じは ま 巧 
の 街 煩 利 じ 拖へ巧 
間會 席の 御用 じ應 
乎， へく お 閒巧キ 相 
す變わ 引な 願 巧. 3 
祗上 街ま內 申上展 


ずき 燒 
ホ じ 御 料理 



お備 なき、 腐 利の 
巧 巧 人、 調理は 日 
本人 向き 

歸 桃李 園 

御 化 ホを 待って 

竜ら まず 


美 かじして 淸巧 

£娜 品南樓 

午前 十 時よ b 
午前 六 時まで IP 


を 樣の御 嗜好に 適--^ 
樣な 美味の 巧 巧理を 

S 廣珍樓 

をし ますから 續 々拘 
ホ ホを 願 ひます 

S 水興樓 

晚揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本人 諸君の 嗜巧 
じ 通す る 巧 巧を 差 上 
ます。 蘭 I ニ 時を 開 巧 
(なか 五 了 目 サブ 
傳車 海の 下) 


指の 蒲 お わい しい 巧 巧 

會應御 料理 

晝 食は ホ廣へ 

が 塔 節が 空 梭乂が お 


\ 

御 雜儀河 添 

\ 


割 煮が に 勸旅舘 

t 資 を 野 

巧 巧 弟 

« 育 巧 巧 八十 八 T 目 一二 ニニ 
巧を ス 々イブ！ と 八 ニニ 


高等 御旅 絕 

東洋 縮 

會廢 御が 理 


御 料理 齡 如を 

太. 陽 

壽司毎 目 あちまず 


高等 御旅館 

昭 和 

會龐 御巧理 


ホ 上 金魚 巧 

芸 巧 置す e.i New さ rk 百 ヴ. 
呈 0 ミ 百 rcle 97 ち 


永年 日本人 わ 馴染の 
お輔柴 、ぶ 人 等 どを 
で 御を 談の上 踊つ て 
す さい。 五十人の 美 

しい ダブス •ボ^ — ^ 
スは H 本人 じは 時 じ 
親切 じを 授 いたし ま 
す。 

毎 巧嗎巧 W 日曜 午後 
は 十六 回で 一巧。 


日本 食料品 類 及び 雜貨類 卸小賣 
ホ 之ま大 * 抑 桑 山廊會 
新刊書 籍雜誌 小間物 日用品 各種 

每タ九 時を 爸菜 

東京 巧會 

書 巧 雜 巧！！ 《グ ，ム自 巧の ほ あ > 

-トブ ンク巧 b ます 


シャトル 巿 

NP 旅舘 

W 06 •ま h Ave . wo . weat ユタ wsb . 

停を 巧前殖 東へ IIT 左側 六 階を 

H 本 巧 船 切な 取扱 波戶場 送迎 

商業 おお 中必 、絞 領事 淀、 H 本 
截船其 化を 巧 大會社 おき 巧 巧 

桑 港 ホブ作 

が 日本を (特別 巧 ぁ b ) 

御 一報み 第 自勘車 御 出 迎申上 お 
巧 ニ呈吉 rnia St . を n Fici 旨， na 吉. 

巧 圍閑淸 、を氣 新鮮 

巧ん 巧樂が 自お亭 

芸ジ nds St . Bro 童 タ N . Y . 
ジニ をち le 之 75 


▲淸 が、 親切、 氣樂 =兰獲マ 

勢拥館 

が努 事を 久 巧を 巧 

225 肉. 爱を Str ま t 
Tel. K なさ t 苦 基 


醫西 旅館 

江川 作】 

占 登で S ニ 班 h Str ま t , 
呈 .巧ち 養 ミ ごち 1 


一力 旅館 改め 

帝 國旅舘 淸水 

146 W . 霉 h SiNew York 
ジ I •をぶ ミ hanna 》 S 10 

紐 育 旅館® キ 

東西 十 T 目 ニ 四 二番 

ぎだ le を 言琶 4 


ボストン 巧 

富 ± 旅 舘大漏 ホ 松 

1 さ 去 ミ 養 ter S 产 ぎを ！ I Nias . 

呈 • B . B . 香 5 


化み が 地ょ き淸 おなる 室 

御 下宿 松が 好か 

養 Lexingt ミ/ ive . 

ジ三 shia 互を 這 


費府 御旅館 

桑山淸 五郎 

さ 8 ジ己 h 9 さ資 . P 互 I を elphia Pa . 
Tel . Walnut 72ゴ 


w な 化 I 

化 o 引り 

脚 oto 

化 器 


蠻油龍 SISSI 駕 1 白米 

日本 米 離 食 巧 品 麵 Sis 鋪 

巧 巧 智油巧 ホ會化 巧が 一手 賣搁巧 

曰 本 食料品商 會 


.紐 育 唯一の 日本 百貨店 . 

片桐 兄弟 商會 

スマ ドレ •ブロ ダク ブ 一ず 販資元 


日本 埋髮 舘淸. 

西 四十！ ニ 了 目な 蕃地 云な 六 室 号 

タ ダブ フロア (第 六 街と 四十 一二 了 目 舞) 

日本 散髮屋 g が I 

五ケ 年 巧 中が 巧 ど 共 じが 業。 

ジ ヤシン 下 •フヨ ツ 3 

ゴ W . 雲 St . : •呈 y 
Bet . Caiu ョ buA Ave . & C 呈す al hrk W 篇 t 


第五 街よ 一二 0 

へ クシ ヤ！ 

ビグ デン グ內 

小 池 寫眞舘 

電話ず ー ク か， 

四 四 0 六 


舞踏 個人— 
▼社を ダンス ▲ 
▼表情 ホ 操 A 

朝 十時ョ りが 十一 時 

シャリフ •ダン シ 

ング 師範 學校キ 業 

上 杉 タザ 


を 話 プライア ント 

八 0 と 九！ 八 八と 一二 

新 |£ 特長 

が 育 市 西 四十 四 T 目 
ニニ 1 1 八委 二階) 
ま お 人 竹 中 ま 雄 


支店 

呈 salon 二 さ. 田 ufialo , N . Y . 
ぎ 田を el ニ 含 M 
ま 巧 srs . F . 产 Sa す- 


眞 面目なる ホ 磯 同胞 じ巧資 
なる 磯 業を 罔 あす - 

宮川 事務が 

紐 育ボ西 四十 ニ 了 目 诗廿一 •番 

電グ ブイ r / トお お八 お 
お フク イアン 化 六 化 八 


煎餅 卸ぶ 賣 
を 腐. 油揚‘ 
日本 食料品 一切 

w§nso Rice 广 ak 巧广 0• 

塞 二 hird A さ.， 

ぎ 量 ニ 218 

ロス アン* セ ルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

1 ニ 》 wan peds Us A 运 eles - cal - 


木 旧 ル] ミン グ 

ニ 07 3 rd Ave . 置. 置 & 害 ieets 
ジ臺 0 ミミ 量 8 巧 7 


タキ シコの リンデ — 

森に 嗟 落して 慘死 

暴風雨 S 警吿を も無祕 して 化 装 
遺骸け けふ义 昭軍禮 葬で 丽國へ 


I をに 首都 フシ ン トンよ b メキ 
I シコ 巧へ 無を 陸が 巧の 上、 南 ホ 
一中 米へ をの 國際親 巧を 溫 めた ァ 
I メリ 力 おれ 界の 雄な リンド パ— 
i グじ おして メキシコの リンデ— 
-と稱 せられ 

過去 C がても 高空が 巧 中 

じ 乂を發 したので 風雨 帶じ 入ら 
j を燒を をれ た 等 ごい ふ留隙 じが 

- 巧した メキシコの エ メブコ •力 

一 ラン ザ陸带 がを 大尉は リンデー 
: の 訪閒じ おしてを 禮を 兼ね クー 
; リッ デ 氏が 避 黃地出 おのが H メ 
:キ シコ 巧 よらを 郡 じ 飛 ホして 國 
ー賓 のが 遇を 受けが ホ當 化を をむ 
一を 都巿 にて を 式の 歓迎を 巧け る 
I ど 共に 义 墨の 平 か 親善を 溫 めつ 
i つ ぁつた •か、 本年 二十 S 歳の 若 
I きな 人は ニュ 31 クよ b メキ シ 

i n ホへの 橫斷お 巧を ホ必し 前週 
I ホを 储 しつ i あらし も 

; 暴 風 やおが の關 係で 機體 
; 重きに 過ぎて 離陸す る 能は ざな 
I しも まる 木曜日 夕刻に ま b 突が 
一飛 わか 巧のを 楠に wb か i つた 
i がが 柄の 黎祗 雨では あら 《 1 ズ 
j ダ ュ^ト 飛 巧 場 監督は なじ 延期 
一を 勸吿 しじる も應 せす、 殊じ大 
: 尉の 資格は 貿易が 巧で なぐ 外 巧 
I 官の 資格で もめる ので 監蹲 側で 
i も 無裡じ 延期を 命み する こごが 
I 出 ホ や 遂に か發 したる が、 この 
_ー おがの 巧を じ 世人は 一聲を 喫し 
il . 型 H のを 曜 H で 十一 11 H どい ふ 忌 
R に 到る も 大辭の 消息は 絕 えて 
I 居む ちの i 

大尉 の 腕前を 信賴 する 飛 
巧界の 人々 はが じ氣じ 留めず、 
恐らく 從 ホの 飛 巧 お 0 かの 力 面 
を 飛んで 居る ので あらぅ 位ゐ想 
橡 してち たが ニュジ ャン！ 州 チ 
j ャッ ブ クォ ー ズを 離る 約 八嘿の 
I 一森 中に 若き ヵラン ザ 大既は 整を 
I を 巧を 遂げて 居た こごが お 明し 
一た. この 椿事は がで を b 荒野で 
I ホる この 地力へ ベリ] を 摘みに 
I 巧つ た 人達に 化り て發 をされ を 
ちじ 蠻官隊 出 おの おお 慶落 をは 
懐中した 書面が 化に 化 ゎて 正し 
< ヵラン ザ 大尉 ど 判明し 

軍務 當巧 じを の 旨 通吿し I 
たので 飛巧將 校が 出張の 上 墜落 
の 現 法を 調を しじが 磯 體は滅 あ 
が あじ 破 壌され て 兩窠も 切 節さ 
れボ ソブン •タンク も破搂 して 
々をのみ 殘 され々 ランデ 大尉は 
掩落 おわ 機よ b 約 十五 六 W 離れ 
た媒所 じ仰臘 しじなら. て懷 死し 
て 居る のをを をした、 大尉の 巧 
I は 僕を の 刹 邪 じを b しらの i 如 
! く 右 ホに 握つ た' フラッシュ •ラ 

I ィトは ず 掌 深； 增 込み 巧手、 双 
一 脚 おじ 嫂 化して 居る 點 よりして 
一 ホ 常な 勢で 咳-をし たもの i か （ 
j 锋宮 側では 當が瀑 風雨の 最中 じ 

® A じ觸れ たもの ど推駭 
I して 盾る が 軍務な お 側では 前後 
一の 事 おを 綜 をして カラン ザ 大尉 
一は お 風兩の 巧め じか 路 が 明せ ず 
i な 上を 化を がけの 隙不 S 肴 陸せ 


ん ごし 距離を 昇 誤つ てが 降 b た 
際 惨死し 憐體 もを の 勢で 火を 發 
した もの ご お 測し 墜落の 招 因 じ 
就て は 導 巧 家 にがてを 易に 利斷 
出 ホ や、 をされ じ 時計は 四が ニ 
十 おみを 指して 居る 點 よもして 
大尉は 余膽 ロの 十 sn 午後-レ 慘 
巧した もの ど 疑 じれ 居る •か、 大 
尉は 律 前 よら 却て 

1-—-/ でみ る 金曜 H を 却て 
燒律 VJ する の 風 あら 大飛巧 じは 
必 ず 木曜日 じ出發 、金曜日 到 
着を 常 ご I つ i あつた、 大尉 慘 
死の 報傳 はる や ホ 墨 化が S 驚き 
は 一方ならず 遺骸は 圃賓の 待遇 
ごし 陸軍の 儀 化で 西 ホ 十五 了 目 
の キャンべ が 葬儀 じ 納め 一般 
人に も吿別 せしめ 遼棺は ホ墨兩 
國 々旗 ど 化 環で 埋 つて 居る が、 
大統領 ク ー リッ デ 氏は アメリカ 
の戰圆 艦で 遺骸 護送 ホを 提案し 
たる も メキシコ 政が 及び 目下 當 
化 メキシコ 緒 備事舘 じが 勤 中で 
ある 

嚴父 の ホ 撰 じ 化 b 本日 午 I 
後 S が、 葬儀場を 發 して ペン 停 
車镇 よら 徵路 メキシコ市に 赴 < 
笠で わるが、 アメリカ 陸軍では 
この 日】 巧の 儀 化 兵を R て 空の 
勇 ± をを 彰 ずべ く メキシコでは 
齒 葬に 附し 陸軍 大 おの 資格を 輿 
へる 尝 である、 尙ほ 大將の 巧は 
祖図 じあ b 結婚 後 S 倘月 目の 力 
ランず 夫人 ご歸 墨を 待 兼ねて 居 
たので ある 0 

四で 嗯を 旅しつ ミ 

提琴 歸ろ 

價格ニ 巧 五 千 弗 

ゲア ネオ プニ ストので フ レム 
ジンバリスト ど 云へ ば プリマ • 

ドンナで あら 直つ 民 諸 演喝家 ご 
して 有名な アグ マ •ブラックを 
妻 どす る 名 提琴 家で あら 

白 本に 層々 認旅 巧を 試 

み 『日本 即巧 曲』 等 をら のどし 
てを 地に 馈唱し 今年は ジャド ソ 
ンの マネ デメントで S 度 目の 日 
本 訪問を 兼ねて 世界を 一周した 

上、 前 遇ニユ •户— トフ ォ — ド 

の 別邸 じ歸 つた。 ごまでは ザ 化 
な 話で あるが 曾て 本％ も 報じた 
かく 氏は 渡 山 演奏の 途上。！ ザ 
ンゼグ スの樂 崖で 巧のを 用す る 
十八 化紀 時化の ゲ アキ ォリンで 
偕 格 ニ 巧丑モ 巧の 提琴を 音 樂狂ー 
の靑 年に 盜 まれ シカゴで 逮捕 さ 
れ わので 問題の 提琴は 

本人の ホ 留でホ 君の 後を 

追ふ’べ きア マ 夫人が シ 力 ゴ じ 
立奇 つた 上 受取る こど じな つて 
居た 所、 り ー サン ゼ八ス の營察 
では 化 人に 對 ずる 裁判の 証 お 物 
なピ して 旣じ 發送濟 じな つて 居 
たので ア八マ 夫人は 樂器 巧の 化 
理人 じみ じ茲巧 終了み 滨ォ ー ス 
トラ リア じ 郵送す る やう 云ひ殘 
して 立 まつね。 をの 後 裁 おら 濟 
ん だので 化 細 人は オ ー スト ラリ 
アでお 葵 中の ジンバリスト 氏 U 


I 間に合 ふ もの ご思椎 して シド ニ 
じを つたが 當時 氏は 巧 じ 日本 
へ おくを 上 じあつ たので 

海電 てを 渉した b 税關の 
手箱 等で 暇を どつ た 揚句 漸< 日 
本 じ 送つ わジ 氏は これ 又 日本を 
々去つ た 後な ので シン ダ ポー八 
じ 送 0 わか 又もや 間に合は や、 
斯< してを 歴グア ダグニ ニの ず 
じがつ たあゲ アキ ォリンに 上が 

香港、 マニラ、々^々 ッタ 、ボ 
ン ベー、 マドラス S ま 人の 跡を 
追つ たが、 いづれ も 間にを はず 
最後に 氏が ォ！ スト ラ リアで 再 
び 演奏す る こど じな つたの V '今 
度 こを ど 計 b じ シド ニ） じ 向け 
て發 送した が 生 惟く 巧は 閒 地で 
お 奏せず 遂に 

歐洲 へ あく こ W じ つ た I 
ので 今 巧 こを 『をを 第】』 が 必要 

ど あつて ニユ • トフ ォ！ ド 

にお パて 送戾 して 居る 中 じ ま 人 
の ジンバリストは 槪 じ歐洲 ょな 
歸义 して 漸 （まる 十五 目、 船 じ 
搖 られつ！ 航海す る こ 正に 四 巧 
哩 、を 固の 稅關 巧で あんど 包紙 
が眞赤 じな つたを 巧の ダ アキ ォ 
リンは 巧び 名 提琴を の キじ戾 つ 
たと 云 ふ 話で ある。 

野球 プ ー ル 

張本人 所 刑 

根據 地は アルバ ニー 
數年 前から ア^バ-一— を报據 
ごして 每年 野球の シ！ ゾン じを 
ると 『ぺ 1 スポミ ^ •プ！ 八』 ど 

稱 して 米國式 馬鹿 ッ 票を 賣 ろ 付 
け】 年に 五な 巧 弗 お 上 慾の 皮の 
突ブ 張つ む 連中の 金を 擦き 上げ 
て寇 たず ミユ V •コ ー ヘン やジ 
ぶ 1«ジ ぶ1*グ5:-\ — など、 云 ふ I 

手を は 先達 プ] 八 票め 巧 刷 所を 
差 巧 へられて 裁 お S ホ 八 欄 巧の 
懲役 ど 五 巧 弗の 罰金 じ 虞せられ 
た。 ア八バ こ！ 郵便 扇の 配達人 
ゲ ユ ！ ダ ン は化プ ！ 票の 運送 
崖を 稼いで 居た が 十 個 巧の 懲役 
ととな 五十 弗の 罰金 どじ 處 せら 
れ た。 をの プ ー グ はお 育 其 他を 
地 じも擴 がつ て 居ら 一巧 掛けで 
最高 一 萬 弗め 當ら繁 が ぁる 尝じ 
なつて 居た が 捻 事局で 調べて 見 
たら 一 萬 票 じついて 一つの 當ら 
載ょ 6 はない 仕組みで 結 扇 堂 元 
じ おき 上げられて 仕舞 ふの 外は 
ない ご 云 ふ。 化か まだ 紐 育の ニ 
ムス スタンド や理髮 崖む でで 如 
巧は しい 馬券 や富载 類似み もの 
を 澤山賣 つて 运 るから ゥッ 々リ 
引き 掛からの がょ いご 玄人筋は 
語つ て 居る。 因み じ 右 アグ バニ 
1 の 大規模の プ ー ^ は 八！ ズゲ 
エ火ト が スミス じ挑戰 して 『お 
前の 眼の 下で 醜 怪な事 か 盛 じ 巧 
はれて 居る ではない か』 どを 巧 
したが 巧の 一つで ある ど。 

よ 巧の 雨量 

旣じ 記錄を 破る 

本年と 巧の 兩績 きは 過去 十二 
目 じ 直 b おじ 從 ホの 記録を 破る 
位の 雨實 じて 暑さは これに 反し 
て 激變が U いど 云 ふので 巧 民 も 
函拔 いて 居る、 即ち 前 遇 水曜 目 
までの 巧 藍は 四 •五 四时 でを の 
翌 U である 木随 日の 大雨 じ 化 b 
1 • 1ニ0 时を ちず じ 至 b 五 • S 
ニが ごじつた 、がるに 去る 日曜 


H は聖 スウ シン ズ日 ど稱 しこの 
日 じ兩が 降れば 弦 四十 H 間は 必 
らホ 雨が 降る どい ふを ホからの 
巧 說がゐ つて 不お議 じ もこれ を 
繰返し わ 年を 過去 じがても 見を 
けたので ホ 技け 巧 巧の 夏 もォジ 
ヤン' じなる ごて 只管 神に 斬つ た 
結 お、 この 日 一天は カラ リご晴 
れて 一滴の 雨 も 降らず、 溫度も 
八十と 八 度を 化 ホして 巿民 特に 
夏 煤 速 中を を必 さしね。 

この 聖 スウ シン ズ H はを の 昔 
英閣 から 傅つ て 巧た もので 千 
八 巧と 十八 年に 正に 四十 日間 
降續 いた こごが ある。 

村ホ盃 競技 

來巧初 甸に擧 巧 

日本 庭球 棋樂部 ま 催、 本社 後 
援の村井をが育リ本人庭球ず親 
戰け其 窺四圓 競技 會を 愈々 ホる 
八月 四 0(±幡) ょ b 二な 二十 八 
了 目と ブ 0 — ドウ エィの H 本 庭 
球 お樂部 コ ー ト じがて 擧巧 する 
をじ决 した。 森 村 プラザ] スの 
相談役で ぁるが ホ 保 お 氏が 體育 
獎 潮、 庭球 發擲の 意 ホを 化て 一二 
年前大 銀盃を 提供して から 昨年 
じ 至る S 凹の 爭覇戰 じは 日 庭の 
恩 出 選丰が 例年 選手 權を擾 6 本 
社 提巧か 副賞 銀を 於 一二 巧 奪つ じ 
ラ ン ナー ァ ップ ごなったの^第 


妻 ミニ 子を 慘殺 

東京 特電 十五 日發 n 麻布 區 を 
町な 一二 番地 池 出 兼ね (四 0) は 
妻ッタ (一二 0) 度び 九才 、六才 
の ニ子 じ 梟が 睡眼 築を 輿へ て 
眠らせを 巧 管を 開いて 點 火し 
化 等を 燒死 せしめた。 


一が じは 一二 菱商 事の 奥 野 勁、 第 
二回 目には を 銀の 森 新 治、 而し 
て 巧 年は 住友 銀 巧の 山 田 澄 一 諸 
君で ある。 婦切 b は ホる 二十 六 
日 (を 曜) じて 庭球 巧 愛を 諸君は 
入會 を ニ おを 添へ て 本社を 申込 
まれた し。 

■東京た ょり 

♦橫矢 重 孝 君 は最巧 四を 愛. 
住 町に 新妻 ど藥ャ S 人暮 しの 理 
想 的 スキ 1 トホ 1 ムじ納 つて わ 
る。 义 ビ^ 巧の カィロ ブラ クタ 

— 治療 所へ 新 夫人 ご相携 へて 通 
勤 するど 云 ふので ホ國歸 ら獨身 
者 閒じタ 歎の 岡燒 連を 生じて ゐ 
る どか、 筆者は 當時 まを 君から 
結婚 通知を 受けた のでが おへし 

偕を 苦 樂タの 祝詞を 贈つ た 切 6 
じな つて ゐ るので 去る：：：：！ 更 めて 
の 御慶び じ 事務 巧を 訪れた。 受 
附 係の 書生 君は おじ 椅子を ミセ 
スじ 譲つ て ゐる事 賞け 岡燒 速を 
出現せ しめた ご 云 ふ 醇を認 をす 
る じ 巧みで あつた、 どは 言へ 我 
物 ご 思へ ば 寸時ら 手放して を X 
こどを 許さない 重 孝 君の 先天的 
表現で あら、 且つ 晚赌 の埋 をせ 
じ 治療 巧を 應用 する 横 矢 君の 打 
算 的必裡 でめる こごを 發見 する 
じ 及んで 初めて 岡燒 速を 珍 文句 
せし むる じ まつた。 

♦赤 羽 雪 邦 君 震災 直後から 
信挪松 本のな 山で 宿 癖の 中風を 
を 治療 中で あつたが 最近 府下 池 
裝化一 五に 轉 居、 相 獲ら や 彩 筆 
を 揮つ てゐ る。 但し 病勢は 一進 
一 あご ある。 


衛生 講話 

ロの 衛生 山 

: ペルリ - V して 旧 尾を 雄' 

◊化み 惜れし 紐 育を まらて 恰 
度 ザ おじ U ろ 『化めば 郝』 グか巧 
れの ± 化 でも 暫時 T 法の 都巿じ 
_ 蛇み 化 ど i って、 岡 園の 車愤じ 
化すれ' ば 過去の 思 ひ 出に、 其 時 
の 苦樂は 別問題 ご （て 親 宵の 慕 
さは 更ら じか 固を あ ふ 其れ ご少 
しも 變 b はない。 

◊ホ ホ獨逸 及び 瑞 西に】 度は 
遊 じねば G ら ぬ。 是 "なの 素志 
でんら 一つの 幢憬 でぁっ わが、 

今 其れは 報いられ ており 巧では 
ぁるか ニヶ 國の氣 をら 大 化の 處 
は 了解ず る J が ホ 巧た。 

◊現今 ロ おが 生は を國ト 通じ 
て 重要視 益々 髙唱 され 齒載 醫學 
の進ホも逐リ趨勢の域じ立る？ 
は悅 ばし き 現象で ぁる どを はね 
ばなら ぬ、 齒ず 疾患 及び 之 等に 
顧す る 諸 病は 一つの 义巧 おで ぁ 
ら古巧 ホ 文明 時 巧 じがけ る齒巧 
，なる ものは 殆んで 其 形を 社會 I 
殺 じ 認識 ゼられ や、 寧ろ 殿視の 
狀 幾じ廣 かれて 居た ので ぁる。 

◊今日 化の 文化が 進む にっれ 
て 商科 患を U 益々 其數 を お化し 
を 圃は擧 つて 么じ對 する 豫 巧の 
施設を 急ぎ お々 僅かの 年 巧を 2 
て齒 巧の 醫療 、患者への 豫防策 
凡ゆる 機 駒は 急激なる 進 ホを 達 
を ホ （ 窗オ巧 患は 輕視す 巧から 
ざる 一つの 國民病 ごして が 人 じ 
; 注目 さる i じ 至つ たので める。 

◊人閒 の身體 中ロ 腔 巧び 齒オ 
码大切；^ものはない、 身體の總 
ての 諸臟器 管は 之 じ 因つ て 動き 
且つ 其 ホ 命を がっ て 居る の. でぁ 
る。 を 人の 活動の 本元 もを 之 じ 
因っ てま 配され 橫牌的 人閒の 3 
ネ术 デ— も總 てが 化處 かち 其 端 
を發 ずるめ である。 

◊若しを れ齒科 患者が 衛生を 
怠ら 注意の 点を 缺く 時は か然的 
じ 口腔 巧 じ 於け る 機能の 障害を 
ホし、 又 願 おじは 諸 器 管の 餘病 
續發 引いて は 全身の 衰 体を 將ホ 
ずる こどは 生理 學的 立瘍 からち 
慮しても 當然の 巧で をる。 故に j 
吾々 は 御ぶ じ是等 じ 就いては 巧 I 
及 的 細 & の 注意を 拂ひ齒 すの 疾 
患 じ 巧ら し 最初の 時が 最も 化 必 
でぁる，^ じ 気が がかねば ならね 
後 じ まも 病の 輕卒 じす 巧から ざ 
るを 悟ら 之を 梅いても、 精神的 
なをは 出 巧 得る が 物質的 身體の 
構造の 改革は か 何 交 もずる i 出 
巧ず、 失 留の極 じ 達する ユ玄は 
屢 々でぁる。 文明 人 程 窗が惡 く 
文化の ± 化に 住む 人間 释齒オ の 
罹患を が 多く、 文明 人释良 <識 
者 間に 齒オ 疾患 じ 注意を 晚 起ず 
る ものは； y , い 0 

◊今日は 世が が 國を逆 じて 么 
じ教 する 諸 鶴の 豫巧機 願が 謙せ 
られ 殊に 日本、 ホ 固を 歐渊 のま 
要なる 國 々じがて は 小學兒 重の 
時から 齒科 教育を 施し、 一つの 
學巧目 ごしての 課程まで 典へ て 
彼等の 今後の 健康を 計って 居る 
めでを る。 或は 义 一般 民衆 じ對 
し 活動 寫 あじ 依る 口腔 衛 をの 宣 
傅、 學校窗 巧醫の 設置、 口腔 保 
險等 凡ゆる 機關が 敷設され 齒ザ 
疾患 及び 之 じ繼發 ずる 餘 病の 防 
備が策 じ 巧め て 居る。 
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i THE MITSUI BANK, け 〇 1 

HEW YORKWEIiCY 
Room お .？ 12 
目 1 わ的け¥^巧， ん Y . C 
Tel . お wiing む een 3440 


File お nl (がな iw 加 , Ltd. 

Room 515 

Bennenson I 刖が ti 巧 お i 诚 ng 
巧 S Br 时 dw 巧， N. Y. 

Te しむが 加が 7232-33-34 
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む 0 讯 941 , Equitable む ilding 

1 如む 日 adwa ん New む rk む ty 

Tel . Redor S 483-85 
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53-55-57 W.23rd Si.. 
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THE FUJIMOTO 
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THE が NK OF 削 OSEN 

お om 巧 巧 1 巧む 如 dw 化ん Y. 
Phone. Cot リ an が おの 


The Sum け om 日 Bank, LM. 

化 W IfORK が卽 が 
Room 414 
1 がむ aadw 巧 

Tel . Hanover 7444-7445 


11)8 Yokoiiama 

がが お 目 3 化 L 化 

S 化 Floor , Equ 巧 able 8 ! iig . 

120 むが liw 巧， ん Y. 

Phone Rector 2550 
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NEW YORK OFFICE 

344 Maciison Avenue 

Telephone. Murray Hill 4000 

♦間 曰 十を 本日 ♦ 

♦間 u 四十を 邮支 ♦ 

路航短 梟の が ザ 太 
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Cor . 31 st St . 
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Room 4 巧 
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Cor. 9th St. and Broadway , 

Guldens Office 
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TO HOLDERS OF 

Third 

Liberty Lean Bonds ; 


了 he Treasury offers a new 
3% p び cent. 12-15 year 
Treasxiry bond in exchange | 
わ r 了扣が L 化げ try Loan Bon3s. 

The new bonds will bear '• 
int<2rKtb 〇 mJu}yW, ； I928. 
In1:er な t on Third L 化 ei ■け ， 

toa 打 ]Bo 打 ds surrendered for 
exchange will be paid in full ; 
れ Se が emb 巧け， 1928. ; 

Hold ぴ s should consult their i 
banks が once わ r further de- ! 
な ils of this offering. 

Third Liberty Loan Bondls ! 
mature on Sep ゎ mber 1 ち， 
192 ち and w;H cease ゎ！ 
bear interes を on 比 at da わ. 

! 

A. W. MELLON, | 
Secretary of the Treasury , ： 

W が hing か n. July も 1928. 1 


號 十よ な閱干 


i.. 」 4W! 化 , 


雜 辦 m 縱 


【日曜 か】 


日 八十 巧よ 年 H 和昭 



貴 ♦を 製 ナィフ 銳筆類 

を - 

S ♦金剛 お 白金 胸 飾 類 

寶 ♦金銀 製 烟草乂 各種 

巧 

巧 ♦美麗な ピン 時計 鎖 


氏名 
塚の 义ニ夫 
巧 井東 ま 
上 保 春 雄 
厨 川ホ郎 
宇を 美 お 壽 
お 橋 俄 ま 
を旧修 
が 岸武雄 
が 村 义ニ松 

が 藤棄信 
矢が 巧 文 
邀崎永 お 
大裝乂 治 
化 上を 敎 
みか 深藏 


資本を 登 慰 巧 
拂这濟 資本を 六 モお圓 
賴 立を ホ 千を ち萬圆 

齡賊ご 弄 銀行— 支 巧 

本店 まを 巧 H 本 巧 臨 本を 屋町 五番 化 一規 
す 巧 小指 H 本 橋 化の 內 (史 ま) 煤な 
名 古 崖 京都 大阪西 ( 大阪】 が 戶 
廣な下 閱巧司 若松 お 岡 長 格 
上が かがを 買洒水 


徐 出入ち 替’ 電信 送を、 ホ 送を’ 旅 巧 信用が 
が 業 信用が 其 化 一が お 巧 業 

人 献竺囊 銀 巧 f ま 巧 

おお 送を" 日本が 化おキ をが？ 巧 速 取な 
本店 預金 (を 期 通知 ノニ种 ) 巧 便利 取设 
本 まな 東を (本な)、 大阪 > 神戶 、京都 
巧 化 地名を 遠、 小 お、 上 お、 おを 


學 歷 現 化 巧 
新 お 縣髙巧 中學校 第五 年生 新潟縣 
慶應義塾 犬學 本科 一二 學年 東を 府 
慶應義塾 大學本 巧 ー學年 巧 京 巧 
東を 農業 大學豫 科 ニ學を .東京 府 
巧 都が 風大學 第一 學年 を庫縣 
慶應義塾 大學本 巧 一華 年 東京 巧 
大阪縣 西 學院窠 S 學年 兵庫縣 
巧を 商 巧 大學第 己學年 東を 甫 
化册 ホ 题大學 法文 學部生 福岡巿 

あ 知縣橫 須贊實 を 
装 補ぉ學 校を 諭 ぉ 4 ぉ 
東を H 本 大學豫 お 第一 學年 東京 府 

乂阪 浪速 烏 等が 備學校 ま 大阪ホ 
あを 齒をぉ 大學生 をを 麻 
早稻 旧大學 本が 第 S 擧年 柬巧府 
早 巧 田大學 本科 簽ニ學 年 ま京府 


、をぶ を ま億圓 (を 額 沸 a 巧). 

、橫 立を 九 千 凡が 五十 萬 旧 
巧化本支巧=:^1£濱(本巧】 東京 大巧 
神 ロを 時下 巧 名を 崖 

橫濱 ぶ 金銀 巧— 支店 

ホ 國ぞま 巧 U 桑港羅 W 沙巧 布を 
巧 化 世 巧を 画 重 巧 都市 ニ 支店 及コ グレ 
ス巧之 核 


本 巧大 阪化淺 .お 了 肖 
が 育ま 巧が 育ブ け— ドゥ 五 1 巧 四十 化を 

襲 住ぶ 銀な 

ぉ 《ちち 橫濱 、名 古屋 、京都、 神 ロ 
を 尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 か、 下ノ關 
巧ろ 巧 (巧 巧、 小 倉、 を あ、 巧タ 、久 留乂ま 

本國 預金、 鄕里 送を 等は 棟め 
て 御が 利 迅速 じ 御 取扱 可中娱 


本 巧 朝鮮 巧 お 

支 お 出張所は a 本內 地の 樞要 都巿 、朝 お 
滿洲 、ま那 のが 胜 及び 浦 お巧徳 

朝鮮 艱巧綠 育 お 張 所 

み 园爲替 一般 銀 巧 装務椅 々御が 巧 じ 取 抜 ザ 
中 上 候 


藤本 證券 會か 

一般ち 僧點 をノ寶 貫、 引を、 募集 
A を融 、並- 1 之-一 銷 ス^ 一切 ノ 業が 

I 賊 藤本 ミ 7? 力 1 銀 巧 

紐 背が 張 巧 


陶ぶ譜 、雑貨 卸資 

氷靜 がブ タザ I ス 


日本 陶織 器雜貨 

ラ 厶プ卸 巧 

奈良賓 易商營 


I 第一 二回 海外 見攀團 が來る 

前 代議 ± 中が 嘉壽 氏の 引率す る 

が 代議 ± 中 村嘉養 氏が' 一が 年始め て 組織した を ホ お 外見 學削 
は 爾後 お 年ち 季化暇 中に 海外を ず 旅れ を 機樹し 居ら 昨年は 中が 
曲 長 じ 渡歐ホ ホを 引率せ るち まなお 細 氏が 第二 巧の 監督 どし ホ 
铅 した。 本年は 中が 附 おご 監 時化 倉； 道 氏が 十五 名を 引率して 
を ホ 旅が をが レる もじて 中 村 囲を ょらを 港 じ 着せる 旅 巧 H 程 じ 
化れば 六り お あぉ 帆い コレ ャ乂 じ便乘 、十四日 ホノ が、 着 十五 
H 间港 出帆 ホる 二十日を 港 じ 着、 二十 六 H まで 滞を、 巧 曰羅府 
じ 向 ひ 二十と H 间 地を グランドキャニオンを 經て 二十 化 日 カン 
I サス 巧に を翌 一二 十日 聖路易 シン シナ チを 通過して 八月 ニ H 蒂府 
I じを、 五 H 午前 餐府 にお ひ ポ^チ モア、 オ イヨ 線 じて 翌六 H 
I 午後 一時 二十を ク タンダ アド タィム) が 育 着 十日 間滯 紐し 十ち 
i 日 午後 五 時 一二 十み あフオ ー グリ ゲヮ ー、 ボストン 、ナイャガラ 
j 潔が 地方を 巧 ホ 二十 四 目 午前 巧 俄 古 じ 着 二十 セ H まで 滞 市 同 巧 
十-時 あ ホ じて！ お シャト 八に 出で S 十日 岡 地 着、 化ち ニ H タ 
コマを 訪 牌し 四 H シャ トグ 出帆の 靜樹化 船 じて 歸 朝の 途じ 就き 
化 巧 二十；：！ 橫潰 巧のを 定 でぁる。 因 じ 今 画け 大學 生が 十一を 中 
學 をが 一二を、 別 じ 横 須辑ち 業 補習 學校敎 諭が 一名 加は つて 居ら 
一巧 中には 故 厨 川 白が 战 十み 息巧郞 皮と 鐵 道省囑 巧で 米 固 出身 
I の矢部八ま吉氏が息が义氏^:^どら居る。 學华勘員の氏を學歷等 
~ 左の 如し。 


晚香坡 每ニ週 一 旧 出帆 
▲玉ム ブンス 露西亞 (吴玉 00 巧) 

八 巧 九日 

▲エム プレス 亞細亞 0 男 •五 00 巧) 

八月 ニ 一十 H 

▲ゴム プレス 加 奈太ご 男、 五呂巧 j 

九 巧 二十日 

A ゴム プレス 露西强 01 六 互呈 巧) 

十 巧 十一 日 
一等、 二等、 一二 等 及び 下等を 設備 
最大、 善美、 最 快走の まが 航巧船 


A を 新 巧み 等 設備 巧を のま 富 » 巧 もる は 巧は 具 
のみ 巧 お 切 T を*」 共に 當 化の 萬 ミず ろを で寸 
A 當か 太平 ホが お 一二 等較 巧は を 部を が 巧な 巧み 
涵 しを しわ、 巧に 沙巿棋 のかを は 巧謂ッ I * 

ス トサ！ ド 义はス ナュデ タブ ツスな 上の 
巧 値杏馈 へて 居 4 主ず 

# を 渚 おか ホノ 八, 經由 【正午 お 帆】 


コレアみ 

を洋乂 
西 比 利 盛 化 
大巧 化 
天を 化 


八 巧 ) 日 
八 丹 十五 日 
八月 化 九 B 
化 巧 十二 円 
化巧サ 六日 


® シアトル お 帆 〔午が 十 時 出帆】 
加賀义 セ おせ 八日 
伊豫 丸 八月 十一 こ 日 
靜岡乂 丸 月と 日 

® e を 身 日本 巧 巧れ 

箱 崎 如 セち 廿八 B 
白山み 八 巧 十一 B 
A が 肯掛赃 ち 奈馬經 由 a 本 お 皆 物が ー 另ニ面 
A 淺 道が 帮儀窒 勞其化 萬 ♦额領 をに 御 あお 申 辟 
▲太 巧浄 大線腊 をな 乘化切 巧 御 おを じ 取 計え ザ 
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0 本 郵船 會を (並ユ を 巧道會 社) 

化理巧 巧 桐 兄弟 廟會 

乘单 、乘船 切 巧 あじ 小荷物 運送 御 便利 じ取妓 申します 
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が 巧 巧 
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围 ^聊 
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款版品 r 

X ぶ 品 お W 
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シアトル ぉ W (午 煎 十 時) 
をら び や 丸 八 巧と 日 
あら 倍 ま 九 ん g ト五 H 
ば リずお (嫂 渚 巧觀) セ巧サ HS 
ザ 一等 構潭】 丸な 藤 

化し ばづず おろん でんか U 一を 忠巧 
▼11 一等 B 本 巧を を 邦を 室大を 造を 族 室 多 巧 
ザ 御蒂臺 にお リ 一等 割 ぉ隹獲 切符 發巧致 巧 候 

ロスアンゼルス 出帆 (午後 S 時) 
はゎい 义 八 巧 王 日 
らぷ らた乂 八月 サと日 

▼一等 横を ニ HC 巧 化 じ わい か 丈 にら か 一空 鬼 
▼恃が 3 等 日本 巧 五十 九 巧 ►一二 等 日本 行 五十 置 巧 
▼を 港 證な巧 澳奉切 巧 庭 窒券嚴 入御 幹 淀な 4 极 
▼糾 育 線 パナマ 巧 由 日本 支那が 貴 物 触 巧 一四 


夏 瘍向品 時 别賣化 

夏瘍 、ふ賣 向、 ダ— ム 向新 荷 到着 
精々 勉 强御羯 命じ 應 じまず 
H 本陶媪 叢雜當 卸販賣 

譜 ，茂 木 桃 弁 組 

10 巧 P S を與 N . Y . 
HeL wtuyvesant 窠器 —6.7 


夏場 新 お 到着 N 

夏場、 小賣屋 向、 ダ ー ム用 景品 等 
精々 勉强巧 化 御 引 立願 上 候 
陶破黑 雑貨 卸賣 


春 由巧會 

一 芒で ifth > ve ., zewYorltcHy 

〔 0 吕 er of 21st St . ， rel . Algonquin 5 茲 5 


日本 吳 服な 物キ モノ 
テ 1 ブルク ロ ー ス叛 

夏 塔 用 格が 品 取 揃 巧 候 

I 敝 日本 ドぅ {ゲ ー ゾ商會 

特別 廉惜ザ 乂粗强 巧 流 わは 當 巧の 特長 


.ウナ メ！ 力！ の特を 

H 本人め お 買物 じは 特が掛 員を 置き 無 
巧で 御 案 內致升 電話 又は お 手紙 巧 第 御 
訪間 しで 御 便を を 計を 巧め ての わ ホに 
對 しては 特に 注意 致します から 是非 お 
ホ 寄ち 願ひサ 、ボ巧 配達は か 論 日本 其 
化を 地 あの わ 荷厥發 送は 當 ホで 致し 巧 

ジ 3 ン ツナ メ ー カ^ — 


ク レ— ン がの 野 ロ 英世觀 

闕際 主義の お 全な 理が的 化 表を 


逝ける 巧 n 巧 化 愧十じ お 
一す る讚韦 は ホだ炮 ミない。 ホ 國 
蹄が 溝 曾 じがけ る あ 弔の お 明 ど 
しては 紐 お 選 お 下 巧 遙員ゥ キリ 

アム •アィ •ナ 'ィ 日ゲキ ツチ 巧 か 
'五月 比 四り を府 にがてが みたる 
一長な 說 がゎる 0 、 鼠 化の 評論 ど 
一して はタ巧 ジャー ナ^ 紙の 蒂蓄 
'ぶフ ぅンク •クレ 1 ン 氏の 野 n 
一巧 化 鉛が 特」 注 肖し 化されを。 
'ク レ— ン 巧は 『ワシントン、 リ 
'ン 力— ン & び 去） サン •へ 1 瓜 
一 其 雌の 俊 觉ど相 あぶべき は 巧 ロ 
一巧 化の 麗が も" である』 ご 罔が 
して ジエク ト 、マツ 七 ィが驅 
一 歌した 巧 雄 ど 理想 あごの 一雜に 
j 属して ちる と斷 じコグ レォニ、 

! ガリバ^ デ、 ナポレォン、 ジヤ 

一 クソン 等の 銅像け 至る おじ 速て 
られて 居る •か、 科を 巧 ごしての 
巧 ロが 化 一が じ 人る のけ 聊 奇異 
: の觀が あるか も 知れない。 しか 
し 彼れ なと にん 煩の 康 福の 爲め 
•じが 倒した て 隧牲的 じ 

其 生命 を 提供した 巧け；：^ 

い而 して 化 はん おの 敵 ご 戦' > て 
一 常にみ 勵を裝 した。 彼の 敵け 熙 
:ぞ ょら じ a " 定/' 人頻 のを かを 
一難 化する 柄 魔で ゎる。 細 領の勁 
^ 敵ご贼 ふのは 涯 なき 戰巧 である 
; 彼け 巧 ル陶 陈ホ蒂 者で わ b、 を 
; を i;* をフ オーム じがて 齒 惊ま義 
一を 化 おし レ。 彼は-- シヤ巧 < は 
一 ま 那ビ戰 つたので は。 {、ん 煩 


の 敵 と戰 つたこ ど‘ じ 化 b てり 本 
の榮 嚳を發 揮した。 化 戦ず じあ 
らて單 じ 彼の 硏 兜を 繫を 貢献せ 
るの みなち ず 彼の 生み 夫れ 自身 
シ 捧げ，。 吾々 け 亞が巧 加の 概 
地 じ 逝いた 彼を 徒爾 掉ゎ こど 
はが ホ。 い。 谭ろ 勝敗を ホす る 
み水嶺 L ホグ J て 武装の 儘戰 巧し 
た ホ 福なる 戰 t を羡绍 すち の 情 
：-； 堪え；：？ い。 ご激稱 した 


林 富ず 氏 消息' 

タ年 東を 巿京 橋阮 鍛冶 橋擬じ 
がて 海外 迪信 社を が營 L つ、 ぁ 
る 林を 半 氏は 千 九が 二十 一二 年大 
震災 後 も バラックの 礎營 菜し 居 
だろ が 今回が 劃 整理の 爲め 移轉 
する こご S な b 去る お 巧ず 巧ょ 
b 邀町 おを 町よ 番地 (一二 宅巧附 
を) じ 於て 營 業しつ^ わる 旨 巧 
信じ 接した。 尙 同氏の 巧 信 中に 
『M 育 新報 社 創な をの 甲斐 健 I 
ちは 不 S 變元氣 じ 巧 之、 菊 地、 
東 陽 氏は 藝當 るべ から や 松 旧が 
千 化 行の 化 溢 t 當灌 には 岡 島を 
舰 氏の 應援雄 辯が あつて 大 。力 
わ b ご# お 其 化舊ぶ 孰れ も 無事 
度 地 辱知 諸ち へ 貴 巧を 通じてを 
敷卸语 ヘシ-とふ J を々 ごわつ た 0 


桂 巧の 邦語 敎授 

n 。 ムビ ，が學 中の 巧 養み 巧 
はな 季の餘 暇を W 用し インタ r 
ナシ J ナグ ウブ 巧に めて 人 


夏瘍向 格が 品 
特別 賣出 

尙 一層 勉疆巧 化 候 餅 
御 注文 彼 下 お 願 上 候 - 

ホ 元ブタ デ— ス 

17 E ま t 17 を St, zeg Y ミ Ik 0ぞ 
Tele を one Algonquin ^ 訓^ 

夏 儀^ 向 N 新聯 到着 = 

精々 勉强可 仕 候 間 御註义 被て 度 願 上 候 

^太洋 貿易が 式會社 

Helephse i \ ig ： on 占 uin 3823,5 

101 Fifth Avenue zew ジ rkCi 巧 

Chicago 历 rash が 27 w ‘ J\Iadison St ., Chicago , IlL 

时為1》己む Rep .- N . ilas&a 00., 送 巧をすを St , 巧 0 資 0 ロ M § s - 


新 荷 到着 

特に 夏場 向 格 巧 晶澤山 取 揃へ 
居候 間 精々 御 謎 文の 程 希 上 候 

森が K ラザ^ — ス 

MO 巧 ilMCRA 巧 ros., Inp 
53-57 wst 23rd 皆. ， 
New ジ irk, N‘ Y. 
Jfelopho 百 o Gramorcy WW50 


ラム プ 及び シルク シエ— ド 

isw 手 塚商會 

H. Y‘ HETSCKA CO. 

15 雲 24S. J. y. 罩ぎ呈 els ま 雷 一 I 


じ H 本 おを を授 しつ： あるが 成 
績 秘めて 良 巧の 由。 邦人の 知己 
ホ 人中 希 留ま あら ば 同氏 主で 照 
會 あるべし" 


ま 田 お 堂 巧歸朝 

巧 報 H 本 葡家吉 旧 おを 氏は ま 
ら 十四日 當 化出發 ナィ ャ ボラ 瀑 
布觀 光の 後 十み 日巿 俄を じ 着 同 
化よ b 巧府じ 出で 同化 卞 視察の 
上を 港に 於け る舊 ぶを 訪 間夫よ 
ら シャト 八に をき 八 巧 下旬の 便 
船 じて 歸 朝の 堂 

"一ム ^ か 人 

♦栗な 益 ホ 氏を 港み 川 ホ テ 八 
ま 人 栗 お 貴么助 巧み 息 夫人 W 伴 
前週 ホが を 方面を 親 察を 昨 a 出 
發歸 桑の 途」 就いた。 

♦H 旧權 一氏 滞 紐 研究 中の 東 
京 高等 挪範 學校敎 巧、 十六 H ぉ 
帆の ベレン ガリア 号 じて 渡英 
♦富 澤ザ四 郞巧巧 巧 力ー べッ 
ト會社 ま 巧 巧 二日 頃べ k ン ボリ 
ア號 じて 着が みのを 
0 宮 路喜义 氏' 啓學博 ± 、去る 
十四 H 着 紐 目下 H 本 美な 敎會じ 
脊宿 廿日 頃 渡 歓の當 
♦ま 旧 丸一 郞巧園 部 銀 巧 取締 
役、 间上 . 

を 石が 隆が巧 日本 電池 巧ま會 
社員 あ 曰 前 西部よ もを 地 視察の 
の 上着が ニ H ヶ巧大 倉 ま 店を 本 
部 どして 滞な の酱 . 


◊ ◊ 

I . 日本 巧 メール I 

ク- ク 

締切が 巧 本局 午後 八 時 
日曜 及な 日は 午後 五 時 
と 月 か ニ H 桑 港經由 

フ レジ テシ ト モンロ^ お 

よ月廿 111H 沙潘經 由 

プレジデント 

ジヤクソン 巧 

と 巧 廿云日 沙港經 由 
加賀化 


名 巧の 調が 料 

方 上 割下 蠻油 

煮物、 燒 物、 吸顿じ 
割下 營 池を 御 試し 下さい 


桑 山 商店 

114 置 T 吉一 h ST: N. Y. G. 

さ 弓 e.’ す留 n こ ニザ是 ご 


巧 願 スペシャル 


大お かき もも 
小鳥 照燒 
あなご 蒲燒 
樽 詰を 良漬 
樽 詰 ホ增漬 


化 欄 兄弟 霸會 


吿 


千 化な 二十 六を ホ 巧 廿日な 降 
小 ホ 儀 一、 ニの 病院を 經て當 病 
院へ 抑留の 身と 相 成ち 候へ 共 身 
必 おにが 等の 異常 も 無 之、 出院 
々お議 申 おお 族ら 巧 か 獨カ致 方 
なくを が 今日に 及 居候み 窠從つ 
て 年始 及 通 婚葬巧 A 他に 際して 
御 音信を 缺き失 賴の段 ホに 御を 
敵 被 成 下度此 段が 報 紙上を 通じ 
て故國 のか 己 諸君 じ 御 報 申 上 候 

追て 小を の實 巧、 藏 書、 繪讀 
其 化 一切の がを 直接 小生の 保 
管し 能は ざる 處 t * るょ ら從つ 
て 村 nu おの お 仲じ關 しては 
小生 姓名 自爱 の诺 をの 外は， 一 
切 其 貴に 巧せ ホ (擦 印 ゎるみ】 
候 間化睐 併せて 御 お ホ 上 候 

昭化兰 年ん g 

(号) 靑濱岡 部 义太那 

C 0 差 ATTAN M ジ TE 吉ち ITAL 
W ミろ ニ si ミ d 

ぶ i ミ k 草 y 


東京 蘭 會特吿 


トツ々 ピン 五热 
大學 a 藥 一二 0 仙 
太 田 胃散 五 0 仙 

東京 諸 新聞 鼓を 號 


紐 育 東を 商會 

140 W . 辜 hSt , 产 y . C . 
TeL ブ afa 費 r 黄适 


替哥 ボ ー デン ダ じ 適ず る 
装資 b 度し 壌 所は ァ 

ト ラン チック：； イラン ド、 化て 
最新 設滿 しあら、 ボ I トス テ] 
ン ヨンに 便利の 壌 巧で パ！ クへ 
も 近し 委娜は 左へ 御を 涉 あれ 
Tanak タ 0 呈 ter Ave ., 

芭 lantic H 雪 ian こ. j . 

ジ量 ho ミミち tic Highland ち 4 


淸潔 にして 闕靜で 住み 必地 ょく 
諸君の 夏 中 体 暇 じ 最も 能く 適ず 
る 場所に て 常に 皆樣 3 御 光 ホを 
願て 屠らます 

御 下宿 i 山 旧 

Tei - ぎ oudsburg 4- 2. H .1.1. 

舌 LLCREST 基づ 畜 E 
き RTH 去 ニ呈夏 P , さ- 


運送業 . 

距離 9 遠 おを 問は ず 連 送 業 一 
切な 速 T 寧 じな あます。 殊に 御 
旅 巧、 御歸 朝の 際は 荷を らシッ 
ビングを 部 御 引受し ます 日本人 
諸君には 特に 親切に 致します 
ミ rry で ま ntierg でち 沒 S 4. だ n C 0. 

沒 2 で st Hgsion St . す こ ve . ; 巧 
ヴ 一. oshafd ご 言 
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大倉 組が 育 支店 

Okura & Co ，， 

30 Church St*, 

Te!. Co け ! andt 2292-93.94 
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巧 hr ぶな jum がを 巧 im が 


SATl)RDi\Y 」 ULY21 1928 


お. 


もじ 微弱な « 

と、 奉で 破の が 力が 秘巧 じ砸渴 I 
してなる， と 

) れ らの斷 をち 慮 ザる 堪を東 S 
省獨立 G で唱 へて 力み わへ つて 
。實 がな 到底 許さるべく もない 
ょつ て 張 學お巧 も萬脑 において 
はやは b 南 ホ ど 或る 補のを 協を 
講ずる 準髓を 息つ てゐ U いもの 
の抽 く、 一說 じは 狼學を 氏は 楊 
ぞ靈 巧ら-相 計 b 旣に南 ホ VJ の 
を協條 か 等 じつき す 相談を こら 
し、 このを 協 案の 如何 じょつ て 
は 一 ニヶ 巧を 出で やして 奉 天 お 
城 じ も 靑天白 U 旗が 揭 げられ る 
や も 知れず ど觀 測す るむ きもを 
' v 、 巧 一二 省が 今後 おを 旗で 巧 
し 進む か 靑天白 B 旗で 時 巧を 收 
驗し 得る わ、 を 天派內 部-しわい 
て もを や 暗中模索の 蜜で ある。 


は Air 下 かを 0 て出酱 する 壁で 
をる ウ 


謎の 當 寡は 

自殺と 判明 

お峽で 死骸を 澄 見 
ベ 八 •キー の 謎のを をで ある ア 

八 フン ブピ •ロ！ ウス ンス テ！ 

ン 氏が まると 片と H 自 を 讯飛巧 
機で 英佛游 ，峽を 機斷 中に 巧衛ホ 
明 ど な 本人 は 飛巧機か ら お 身 


調印は 八月 

不戰條 約 成立す 

ワシントン 十九 日發 H ァ メリ 
力が 發 案した 不敦镶 巧」 載し 英 
國政 巧を 始め どして を 自治領 も 
本日 これを 快諾の 旨 回答し 間 題 
VJ なつた フランス' も參 加し 殘る 
ものは 日本一 國 のみで あるが H 
本の 旧 答は 恐 もく 明 旧 頃 到着ず 
ベく これ じて 十四 個圃を 中必ご 
した 條約 はが 立 L 多 か 八 巧す 甸 
を 0 て バリ] じ 調 巧 式を 擧 巧す 
るに 至る ベ < ケロッグ 國證 長官 


ふ ダけ た政戰 

巧 か 麓の 旗印^ 象で、 おホ黨 
は ドン 生 一！ じ 巧を されて 居る 
が當 地の 舊軍 人脚 支部 ま腥で 
一つ このを ご ドン キーを 賞 際 
じ 競ず をず ごい ふ 妙な 巧證が 
可 ホされ いよ''—- 八月 一日を 
期して を やた 審 お 官が附 添の 
K 巧. VJ 舊 さん ぢ やない が 首都 
フ シン トンまで 歲爭 さす こご 
になつ たどり 


自殺した ミ 去 はれ 或 ひは これは 
狂言自殺を 株式の 損失を 償 ふ 計 
劃の 下に おはれた 等 ご 極々 風評 
された もみで あるが 本 B 午後 ク 
リズ。 ネズ の啤じ 釣魚 中で ホつ 


たモ —タ！ ， * ボ- 


が 浮んだ 


個の 巧 戰を發 を 心 譬 をで 横 屍の 
結を 廊跨 計に 劍 まれた 姓名に 波 
ら 化し （ロ！ ダで ン ステ！ ン を 
である MJ が 判然し をの 旨 家族に 
通牒を 澄した。 


本社 東を 特電 (葉 無巧轉 を〕 

.す 戰條約 回答 手交 

で 一十 日，】 ヶ P ッグ 國務 長を の 不戰條 約 じを‘ する 日本の 第二 
次回 答は 條約 局に 巧て •審理し 最少 限度の おお 條 仲を 附 すべ （ま 
張し つ i をつ たが 调强 ごの 蘭 おも あるを で これを 遠慮し 麗議の 
上 アメリカ 化埋 大巧に 發し 快諾の 回答を 既に 手を しだ C 

不敬 鮮人 死刑 判 成 

(十八 日】 囊じ乂 お乂騎 宮殿 下が 陸を 檢閱使 ごして 臺灣 じを 
かれた 際裹化 じて 殿下を 暗殺 せんごして おさず 現瘍で 逮捕され 
た 同 雄 富 園の 雇人で ある 趙明 河は をの 後臺化 法院で 審理の 結 
お 巧 刑の 剩 巧を 受けた。 

今夏 最初 S 犧牲 

〔十九 日】 舊义 巧を 役な ホ 独 張 
造 巧の 互 男 成 城 高等 學校 生を 
’( 十义) 巧は 日本 アグ ブスに 於 
る 今夏 最初の 犧牲者 S なつた 

一二 ホめ 對露賓 易 

〔十た 日】 S ザ 顿產は 凿露賓 あ 
を 關始し 麻糸 巧 料を 輸入して 
麻布、 麻糸、 麻織物を 輸 ぉす。 

煙草 値下げ だず 

【十九 日】 助 源 雞で經 草 値下げ 
見を せとなる。 

航を 保險を 申請 

〔十八 日】 東京 海上が 隙は 航空 
保險經 をの 認可 申請を した 

不要- エ 地て 金識 

門 十八 日】 川 崎 港 船の 不要 ± 地 
金 離は 神 戶巿で 引受け 預金 部 
ょも 之 じご 一巧 巧圓 融通す た 
じ內 をした。 

經濟 外を 調查會 

〔十八 日〕 政 巧は 目下 經濟 、外 
を 調査 會を 開設すべく 準瞒中 
である。 

議長 選擧 の騷擾 

〔十八 日】 をを 府會 少數黨 昭和 


埋 立反對 白熱 化 

ご 一十 日】， を濱 運河 埋立じ 反 あ 
して 十 巧の 漁民を がふべ く 化 
議± 高木 正 年 氏ゃ總 同盟の 手 
を 引かせて 奧ホ昌 おおを 徽起 
せし むる 當で をる。 

鮮人 首相を 威 脅 

ご 一十 日】 まる 十一 日 巧 中 首相 
じ對し 直接 電話を 0 て 暗殺す 
べし どを 迫した 鮮人か 成證、 
(ニ 一) は 十九 日日 本 橋に 於て 
捕 へられ じ。 

東京 市な 協議 會 

ご 日】 巿ホ 東京 ホを は 府下 
町村 長 八十 四を を 招き ホを と 
の 聯絡 じついて 磯 議を關 いた 

後义壽 事件 控訴 

。 |十 日】 前 內相鈴 木 喜 一二郎、 
前馨保 局長 山 岡 萬 之 かを 辱 及 
ぴ其化 知事 歎 名に 係る 怪义善 
事件は 不起訴 £ なつた ので 民 
政 黨は橫 山 膝 太が、 高木 益 太 
郎氏 等じ浓 ちを 訴 した。 

衆議院 缺員四 名 

〔十九 日】 黑住成 葦 氏 逝 ま (別 
項 所 報) じ 化ち 衆議院 四 名の 
嫉 員を 生じた。 


會は十 L 心： B 巧の 巧 ヴ 进 を理藥 

じ 陽し 化 害を をて 十一 時 ま 
るも騷 後を おめ たので 遂に 幾 
日 午 巧- 畔 巧び 聞會績 わする 
; に C , ょ つたり 

節 子 镶を御 招待 

t 十八 日】 秩父 宮殿 下 じは 廿一 
H 赤阪新 御殿に 節す 媛 あび 拉 
ホ 大使 夫妻を 晚餐に 召させら 
れ翌 H けが 巧 じ 御 出 あおじ？ 
る VJ D 

陸大 卒業式 臨幸 

【十八 日】 聖上 陛下には 十と H 
午前 八 時 四十み 東を 驛 御着 お 
じ 陸軍 大學ホ 萊式じ 臨幸 ぁ b 
同 十一 時 巧び 葉 山に 還 幸 遊ば 
された。 

黑住 參與官 逝去 

【十八 日】 司が 省 參巧宫 黒 住 お 
章 氏は 宮格 病院 じがて 腦溢化 
のた め 十 ホ B 五十一 歲で逝 ま 
した。 後任には 磯部 尙 氏が 擧 
げられ た。 


、鑽地 若の 議 

グ！ じて. が兒 

バリ] のの 書 おは 化を の證展 
だ。 を じを こへ 出品し 入選 すれ 
に盡家 £ して 化 あ 入の 肩 富を 得 
たも 同じ だな で ご 思 ふ 人が 今ら 
居る 日本 だけでは U い 世を 中 じ 
居る。 

- ころが パリ ミの 新聞は、 

本の 新聞 £ 達って、 チ。 ン 入選 
位の i では 中々 をの 貴 まな 紙面 
を 割かぅ ミし ない。 名赏 さへ 載 
せて くれね 0 もしおた としても 
をれ は 例外の 幸運で， す C ンお 
息闊へ もつ てきて 「こんな 讀を 
の繪も ぁっじ G 」 位の 記事 だ。 

然しょ く寫眞 いちの 記事を 新 
聞 や 类術雞 誌 じ 華々 しく 書きた 
てられ るん 達が 语る 。もちろん 
を こじは、 當然 選ばれた をき 嘉 
をの 立派な 消息 も ぁる だら ぅ| 

たが 大抵は をを だして 運動を 
じて、 自 をめ 記事を 載せて もら 
つて ゐる 連中 だ。 を さへ だせば 
巧 どで も、 書きた て 5 くれる や 

な 新聞 や 美術 雜 誌が、 バリ ー 
には 幾らでも ある。 

◊ 

だが なは この 春の チ。 ン にお 
いて 珍しい 例外を 見た 0 

幾ら 運動を したくら、 向 ふで 
相手 じは して <れ ない フランス 
随一め 國 際的大 新聞 『タン』 紙 
上 じ 一 A の 日本 畫 をが 大きく 間 
題 じされた ので ある。 巧 ど 巧々 
日本人に S つて 氣 持の ょい 巧 巧 
事 だたら ぅ。 

嘗て 今まで、 日本人で これ 程 
の 評判を 睹 した 者は 無 かっね は 
ず だ、 もしを つた ごすれば、 御 
大朦田 禍治君 位のを だと あ ふ。 

1 なは をの 新聞記事を こ、 じ 
織譯 して、 ニ ュョ！ ク への 報道 
の 役目を する。 これは 少 く‘ 

ニュ 3 — クじ 知己のを い乂 どし 
て 知られねば ならの バリ ー 最近 


さを 失は ざる！ ぶ だ わる 0 ぷ 
はじし かじ 人悅 溝の 解释 じみ j 
に 一蝴の 型式を もじらし たる 
をい 巧國 人中、 唯一る 巧の 人 
である 0 

(2 ) この 室 じけ 筆を がを 前 じ 
述べた 演化 をの 人の たん 械 U 
筆に； る r 大根の 巧を む < 女」 
が揭 げらいて & る。 しかして 
この 製作は、、 彼の 裸像 岡 操 
寸 がぅ らもを さ ごカ强 さを 失 
つて 居ない。 諸 巧 もこのを じ 
たいて 十み 觀 察される であら 
ぅ/が、 この 巧 おな をの 色 おが 
ホを め 着 あじ 拘 けらず、 柔か 
なおに 一層の 借が がわる ので 
ある。 これは お 巧と して 巧が 
靑年 (佛國 ) 諸 作 象の ァト ブ 
み じ 流れざる 巧の 一個の 知識 
ピ誠賞 さの ホ 派 i - A 模範で ゎ*? 

シエ お！ 八 •ス ィツ ソン 




の 消息で ある 故 じ。 

( 1 ) 簾 二十 五號 塞のは じめ じ 
日本人 演 地が 創る ごころ の、 
どつ しちした 構圆 じがる カ强 
< 豪 きな、 しかも かう も 優美 


1 (一 化 二八 年 四 巧 ホと H 

『タン』 紙 巧 載せう 譯) 

パ- タ ー じ おける 濱化 君の この 
たびのを 擧 はこれ だけでは ない 
バ 2 ] の ナ甘ン 繪端書 ごして 化 
界へ賣 b ださを 繪端書 じ もな つ 
た。 U 本の 繪端書 巧へ もやが て 
ゆ {であらう。 この 例 も 今まで 
の お 本人 間では 一ん か ニん しか 
無 かつた はや だ。 もし 自 をの チ 
。ン I: の 繪端書 だな ど さ 日本へ 送 
る畜が あつた すれば をれ は大お 
宫 をで をを だして からせた ので 
ゎる。 眞顿の 繪端書 じは ド ッ 
語 ご イタ 9 ] 語 £ スペイン語と 
英語 ご 7 ランス 語の 蕾 題が 入つ 
て必 るから すぐ 解る。 

叉、 大雜 誌、 モンド •イリ ユ 
! ストンに も寫眞 版が 載つ じ。 
運题 な* ミ 幾らしても だして くれ 
ない ホ 酿； 乂雜誌 じだ C 义展寛 
會 の々 タ n ダ じ も 無料で をの 寫 
眞が 載せられた。 普通 巧 お品爱 
の寫眞 股は、 規定のを を拂 はね 
ばなら 幻の だが 君の 體 のみ 這 力 
タ ログの 體裁上 是非 必要な もの 
ごして 無 巧 だつ たので ある。 

J の 濱地淸 松 おは、 パ 9 ; で 
知らを じな つね 親しい なの 忡閣 
の 一人で ある。 仲間 运 いつても 
彼は なの やうな 若僧で ない。 今 
お 四十 ニ ミ かの お ぢ？ん だ。 お 
歌 山縣古 座吼の 生れで、 北米 ボ 
ストン ホ 美術 學校お 身、 卒業後 
は ニ 立 3 ! クじ 出で、 さし 繪わ 
ょび 應用 美術を ミして 一家を あ 

し ず ロン • ナシ 3 ナグ •ア々 
デミ ー の 御を 速に。—— み國生 
を こ . i じサ 年、 をの 苦勞 がか、 
養の 毛 だけを 人の やう じ 白 （な 
つてし まつて ゐ る。 

◊ 

彼は 去年の 夏 巧び ニユ 31 ク 
生活を送つ た巧パ リー へやつて 
來 たの だが、 今日 本への 歸 b 支 
度を してむ る、 大事な 薄 表 時化 
じ 日本を 留守 じした ので、 當巧 
彼は 今 も H 本 じ おいては 無名 化 
家で ある。 ただ 彼は 歸 朝したら 
直ぐ 米國ご フランス じ おける 作 
品を 一 まこめ じして、 巧 巧ご乂 
阪で 生れて 始めての 個人展 琵會 
を するどい つて ゐ る。 日本の 諸 
若は 遠から や 彼の 作品の 前に 立 
つて、 まづ をの 眞劍 U 研究 必ご 
た ゆ ま 《 努力 じ 驚かれる であら 


第 四 回 材ホ盃 * . j 

目 本人 庭球 爭覇戰 ^ 

來ろ八 巧 四日 (±曜、ー ょり 擧巧 一 

で 化な サ五年 巧】 み爭城 巧を 舉 けして タ大の 人 おを 巧して から 
每 年が 育が 人 庭球 ホの】 大 年中け 事 ご，.：？ つた n 本 庭 巧 巧 樂部ま 
湛 、が 育 新報 おおのが ホ 盃が肯 H 本 A 庭球 大巧は 策凹闽 ォープ 
ン 競技 會を 左の 规 をじ浓 b 艰 わする 事に をし ましな からを 巧 巧 
を 家 諸君のを つて 出 塔 せられん をを ホ 巧いた します。 

期日 乂巧 四日 (上 曜) ょり 
瘍所 B 本 庭球 お樂部 n— ト 

(ニけ 化 八 了 目 ごゾ。 1 ドウ ，， r ) 
入會金 ニ 弗 (中 込. こ 同 略 じ 送附の 事) 

締切 とぉ 二十と 日 (金囉 j 

(中 込 書 じは 姓名 及び メ ー か ァドレス 明記のを) 

ぉを 所 紐靑 新報 社 
賞盃 が ホ カツブ- 
副賞 紐 育 新報 祉 寄贈 賞品 

ニ フン ナ！ アブ プ及七 ミフ アィナ タ 

乂ト赞 は H 本 庭 豫俱樂 部よ b 提哄) 

主催. 目 本 庭球 俱樂部 

後援 紐 育 新報 社 
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，新 大統領 ホ ブレゴ ン縣軍 

宗敎 狂の 靑 年に 狙擊 暗殺 


乂 W る 


ゾキ シコて 臨が 議會 召集^ 


でんぐり返つ 

メキシコぶ 十 化 曰 發リ】 昨 U 才プレ ゴンが 軍を 殺番 した 化ん はホゼ •デ •レォン •ト 
ラレと モぶ 二十 ニ 巧の 靑年 にして 彼の 白白： 依い げ窮 じちが 巧 滝 反の 爲 めじ 銃殺され たお 父 プロ 
ュァ レスを 敬棠 3 お 6 i 小が 化 ご G ら この 擧 におんだ もので 赔 殺の 翌日 敎 父の 墓 常に 『汝は 

'^^^.^视^を^营谋をして i 切は秘をじ附せらい方 ッ " ッ ク敎の管人も繁ミたが^贏總 
監 ザー ム x が 巧。 おおの 松 謀 巧 a 僧侣 である ごを ぶした のみでを くを 語らず、 一方 ォブン ゴ-將 
巧の 巧 繼大統 烦即堪 41 飯る 梅 嫌して 巧 憲法 並びに 今み 選 舉で修 おされむ 巧 憲法との 關係じ 疑問を 
’を じて 巧る ので ，V 片 WHV'. のて 臨時 難 台を だ 集' こ 巧した^ 恐ら ぐ 議會は 満場一致で々 キで ス大統 
領 のげ 期を ニ 年 巧 おせ— わるで あらぅ。 

イキ シコ 巧 十た 日發 == まるよ 巧 I H を ロて メキシコ 大統領 じ當 選し 巧る 十二ち 一日を 
化て す f の 帯で ホつ じ 下 於ゲァ 。•ォブレゴン お 軍は を 選 n ホ 初めて 赏 地の 選 冀事お 所を 訳 間す 
ベ < ホ巿 しを 所で 歡迎 をを け 技 ホ 本位の め 治を 高調し つ、 あつじが 本日 メキシコを 力 家の 招待 じ 
化 b 當 化ょ らト 一一 化を 南て た 避 著 地 サン •ュン ピルの ラ •ボン ビラ 料理 ほじが る 午餐 會じ韶 席、 
をぶ ごがに 歓談 歡说 しつ i あつた 隙、 扱を 獲 轟 家 ご 巧す る 一靑年 ジュァン •王ス ヵプラリ ォがお 
軍の X ヶブ チを がみたい ご中么 みお 軍の 巧ら じ 赴いて 腺 贿の上 敬意を ました 刹那、 帽子の 中に 隱 
した 短銃を 將 •がの 身髓じ 向けて とを、 連を 化擊 して お 軍は をの 镇で絕 命し、 犯人 もを の 場で 逮捕 
された が、 横が しじ 别庵 者は 化 人を お 刑 せんどし たるら 政が 高官は を繪ゐ b ミ脫 みて 漸く 警察 落 
に 引が する ピ典じ 大統領 力 キでス 巧は を 報じ 接して 直ち じ 警官隊 じ 非常線を 張らし め 軍隊を 急派 
してを 所を 營戒 し、 時 別譽視 總監を 巧みして 陰謀の あ 源を なをす る こごに なつ わが、 暗殺と 共 じ 
ォブ レ ゴ ン腾おのを敵は續々をを晦ましつ J あるもの {如く， 政府は報道機關を巌垂じ檢閱して 
大統が ヵネ エス 巧 自ら 化ん を 尋問し つ I あれで 巧 ごして 自白せ ホ、 あ 族に 宛てむ 遺書 じは 巧を み 
して この 孽- し. 及ぶな を 認めた 外、 がちなる 政 おの 巧を々 簿を厮 持ず る點よ b 推して 暗殺の 陰謀は 
大 仕掛の も かど 認めら む 政 おは 布 吿を發 して 闕 民の 協力を 求めて 居る、 が ほ オプレ ゴグ將 軍の 遺 
おは 直 もに 大統領な 殿の 乂廣閲 じ 速 ばれて 庶民に 吿 別せ しみつ >> あるが、 オブレゴン 將 軍い 巧が 
シコの 政 巧 U を ばす 影嚮 は犀乂 なる ちの かわる であらう。 


張 ♦良 將眾 はこれ を 鹿 巧く 拒絶 
した もの} 如 < 結 扇 東 一二 省は 巧 
モじ 靡かん どす る形势 で濃嘗 ホ 
るが この 閒 題に 關し田 中 首相は 
閣 溝で 左の かく 述べた。 

『張學 なの 近 巧の 態度は I ニ 民 ホ 
義を 奉じて 東 一二 省し 靑 天ら H 巧 
を棋搭 しても ょい ど 云つ て 居る 
が而 かし 帝國 の绡滿 政策は 依然 
j 不變 でか 何なる 犧 牲を拂 つても 
.我が 特殊 巧權は 擁護ず る』 ご。 

外務省 聲明 

東京 特電 〔ニユ ヨ—ク •タ井 
ムス お】 十九 日發 = かお 省は 愈 
矢 出 上海 總 領事を 南 巧 じ 派 進し 
て 王 正廷氏 ど濟南 事件の 解が を 
渉に 着ず しじが 外務省は 同時 じ 
スブ I トィ ント を發し 頗る お議 
的な 口調で をの 經 過を 述べた が 
同時に 南京 政府が をの 賣 任を 回 
避し 能は ざる こどを 指摘し 濟南 
事件は 日 ま 歐を上 遣 域 ごすべき 
出 巧 事で をら 昨今 上海を 中必ど 
ずる 排 H 運動が これに 起； 2 する 
事 賞を 容認した が 事件が 圓滿 U 
る 解 巧を 見る じ まるまで 山 東 省 
よ 6 斷 じて 撒を しない 意を 明白 
どした。 

靑天 白日 旗 か 


階 殺された 

，が 腕將軍 

四十 八の 働 盛り 

恰 から 戰國が 巧の やぅな メ t 
シコ おか 闕大統 頌じ當 選し 初め 
て 法 化の 就 巧 期を を ふした 人、 
巧 じぁ b て も 終始 おを 格 ごして 
ヵキ エス 政府を 左右し、 而 かも 
一 かの 武辨 ではな （に 意の 赴く 
所を 察し、 アツ V ヵじ對 する 外 
巧を 善處 したん、 あ 徒 パンチ 3 
ゲ キラの 征討に 片 腺を 失 く-- i た 
ィキ シ n 政 巧の 活 人物 ォ ゾレゴ 
ン將 軍は をに 暗が ぅれた。 

彼の 性 名を の ものは r ネ瓜ラ 
ンド 人的 ォ ゾラ キン じ 共通し 
彼の 風貌ら 白人に のて 居る 旣 
より 誰 云 ふ どなく おは ア ー リ 
ツ V ュご メキシコ ± 人の 混血 

兒ど增 したが-一事 實は 然らや 


彼は 千 八な 八十 年 ニ 巧 十七 H 

メキシコの 化 西 ソノ ラ 州の ァ 
ラマスに 生れた 十八ん 目の 息 
子で スぺ ー キシ 人' この 混血を 
であつ た。 

彼の 父は メキシコ 巿の商 入で 巧 
當 のをで あつたが 典資 まがを を 
じ 味方して 商 買 も 失 蚊の h 零落 
の 時化に まれた 子 だけ じ 敎育も 
十 S 歳 じして 中 化し、 千 化な 十 
ニ 年頃は 栽培 家 どして 相當 認め 
られて 居た がが ニ歲 じして を 事 
じ 志し マ デ曰將 軍の 許じ參 じて 
ダァ ズ內閣 をな 倒し、 ォ n ズコ 
お 軍のを 命じは ャ スキ ± 人の騎 
を 巧が A を卒 ひて 陸軍 大佐の 資 
格で 革命を 化 化せ しめたが をの 
後は 軍事を 銳 念して 牧畜に 從擧 
中、 親方 マ ダ n の 暗殺に 憤激し 
て カラン ザ縣 軍を 巧け、 ウェグ 


典 へられ、 巧いで ゲ キラ 一波の 
征討 ごな つたが 

この 革命 お潍時 巧じ遂 じあ 名 

なる アメリヵの ゲ エラ 9 ク少 

ズ おちと な-^、 後々 ランゲ 縣 
軍が 立憲 巧國 會を設 くじ をん 
で 撤兵した が當時 透を された 
憲 まかと 條郎 ちか 入 ± 地 法、 
巧 油を は 過坡漸 < 解 巧した も 
の-' これが 趣 草を ま 張し ヵラ 
ソデを して 盤々 承諾せ しめた 
をは 實じ オブレゴン 將軍 であ 
つた。 その後 大統領な 選 期 じ 
々ラン ザ將 軍は 巧 立 核 補した 
る も オブン ゴンが 反對し 
按じ オプレ ゴンの 革命、々 ラン 
ザの 暗殺 ご なら 千 化な 廿年 十二 
巧 一 H 、 オブレゴン 將 軍は 大統 
領に當 選、 任期を 終へ て】 旦巧 
じ 下ら 今回の 大統領 戰じ 再び 當 


タ 革を じ 叙 動して 大將 の資 がを ~ 選した ので ある _ 


片務的 條絲廢 藥の問 憩で • 

俄户に 色み く 我が 對 支那 外交 

H 濟南 事件の 巧 渉に 矢田總 領事が 南京へ n 

東京 特電 二十日 發 1 外務省が 昨 H を 表した 所に 放れば 政府は 濟巧 事件の 正 まを 渉 着手 
の 留め 矢出總 領事を 梅 巧 じ 派 遺した が 巧を 政府 じ 就 てら これを を諾 したので ニ 中には 巧 等 か 
の 闽答じ 巧す ベ を 議はタ か濟南 府で婚 される 萬で をる どめ こどで あるが 政府 ごして は 巧を 政府 
の 誠 患を 認める まで 山ち あの 撤兵を をを すらし い、 而 して おを 政府は 舊條 約の 廢棄に 關聯し 『廢 
喪」 の 文句を 避けて 『頤时 巧を 適用』 の 通吿を 南を ながから 日本 頒事 じを 附 したが 便法 適用 じ 日 
本玫 府は斷 じて 承服せ や、 民政 黨侧 でも 一方的な 志で 條約 破藥 は沒義 道で あると 聲明 しお 原 巧 も 
西 圓寺及 ご 曾な を 條約廢 藥等じ 化を ふ 必要は ないど 述べた。 . ‘ 

東京 特電 十九 日發 ，.，" 日本 政府は 國 に 政府を 事實 上-しがて は 承認して をの 本を 渉は 通商 
條約諷 邱の時 じ 幾るべく 巧を した もの！ かく 矢 出 h お駐巧 總領舉 はこれ 等に 關 した 使命 巧び 濟巧 
一事 か 善後策 じ 就ての め 麻の 訓か にぶき 南 巧を 府 ごを 涉じ 若手す ベ （昨朔 大福 化 じて 南を じを いた 
一が】 方 巧を の 元ち 西 園 ホを 學 をは 對ま 外を じ 就て を 見を を換 する 爲め前 外 お 大臣 あお 喜重郞 巧を 
'一巧 津じ 招いた。 おして U 本 政 巧は あご 一省の 向 巧 じがて 一二 巧の 旨 治 じ 向 ひ 或る 補の 提麗を 試みし も 


五色 旗 か 

張 學を將 軍 ど 南を 
東を 特電 十九 日發 n 東 S 省 i 
南京 政府は 殆ん どを 協が 成立 
した V 傳 へらる。 

化 京 〔願を】 十九 日 薄 = 南京 
VJ 東 一二 省の 晩を は 恐らく 八月 
- 日 0 前 じ 解み すべ < 奉 天の 
巧を は 南を じな きて を 協し 酿 
學良將 軍は あく 宣言書を 發し 
て 南を 政府の ま 養 おおじ 屈服 
する こと/^ なつた。 

繫學 な 氏が ぁくまでも 東 ニ 一省 
を 保 境を お ま義じ 終始し、 あ （ 
獨 立を 宣言す るで あらぅ ごは 本 
社 特電の 囊 じ旣電 しわ 所で ある 
が、 をの 後 形勢 r 轉 して 別項 本 
赴 特電の かき 結果 どなつ わが、 
張 學良氏 もま 那 現での 大勢を 見 
て、 はたして 現 巧の 崩れ かけた 
奉 天 派を 支持し 東 S 省獨立 ごぃ 
ふが 如き 大 をれ たこ どが 出 巧る 
かで ぅかじつ き 內む若 子の 疑 ひ 
なき じあら や、 現じ 第二 段の 計 
畫を めぐらしつ i をる， とも また 
確かなる 事實 である、 其 理由は 
、現 だ 巧 S 省の 獨 立を 宣言ず 
べき 巧 等の 名目な きる 
ニ、 奉 天軍 じは すで じ戰 意な く 
もし 獨 立が 宣言した を じょつ 
て 巧 方を 軍のを 擊 をを くる 瘍 
を これ じ 巧 も 勝つ だけの 目算 
なき 至 

一二、 奉 天 派 ま腦が ぃづれ もどん 
ぐちの 脊 比べで 結を 力 甚だを 
しいを 

四、 第 H 閣が 、はたして 張學良 
氏 じどの 程度までの 具 體的援 
助を 巧へ 得る か 甚だ 必 もどな 

き MJ 

五、 ち ホ省內 有力を じして 南 ホ 
じ 通 やる もの 少なから 中、 巧 
時 まが 省 城 じ 靑天白 H 巧が 雛 
る や も 知れ や、 現在 奉 天 派の 
を 力ち じして 欽を南 軍 じ 通ず 
る もの 少なから ざる 主 

六、 若し 南 軍の 有力 部隊が、 香 
黑 方面を 裝ふ 煤を これを 支 ふ 
ベく ま、 黑巧 軍の 實 力が ホ 主 
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ぉ人 壽徽震 

木 水 H 曰 
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八 八 時 八 
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K . IWAMOTO , M . D . 

n 4 W . 70 比 St. 
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The Japanese Chri が ian Association 

453 W . 143 rd 化 New Ifork C も， Tel . Bradhursf がが 

食道 修敎瞥 基乂本 H 


KANZO OGURI M.D. 

214 出が 化む ookiyn 
Te し Triangie が 36 


SaDroEmy , Nii >. 

755 Park A ve. 

cor . ]£• 72 nd St . 

Tel . Butterfield 9324 


D 民ぶ • EI . YOSHn , 

2 巧 化 巧が 化 
TeL End ぶが お 3 C 


M . Tsuchiya , 化 m.d 
105 W . 巧 rd な. 

Te しむ afalgar が 09 


JAPAN ART STUDIO 

824 し EXi 郎 TON 證 .ん Y . 

巧し 化 AZi 8887 


T . KASAI 
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1 込 Hor 

が 

りおな 蘭 LO ! 峭 
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Ph 帥 e 

むが ni 30 が 
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目 7 W . がか 化 も K . 
let . むが nt 7 扫巧 



が 巧郎巧 S 巧け 

Custom 
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T . C.TAKAMW 

リ 6 む mt } が land れむ邮 k!jfn 
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尝 
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基! 診 

装吞察 


巧よ 
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ぷホ 


んし CEASA も M . E ). 

127 EasU が!！ おけ ei 
細. む rk 左 Lexin が on &阳5 


眼 

科 


講喉晒 鼻 昇 

間 時察彰 
午たち 巧ト 前午自 
巧 八 至 時ち を午自 
日 曜 

自 午前 十 時 至 午を 一時 



F . L FRED 巨 則 CS CO . 

啓 巧吸學 大巧 比倫を 
118 E . 蝴 h 化 Te しおが nt 7094 
Bef . L け in が on る わ ！ 'k lUes . 

を 時 八 夜 日曜 ± 水 月 


F . MURRAY HILL CO . Inc . 
ESTMLiS 化 D け 96 
R 的 m 614-615 29 む oadwaji 
Tel . む wIing-Green 4 MM 89 i 


MIKADO TAILOR 

30 E. が 比み . 

Tei . Rhineland がが が 


KERR & MAYO 民 

1023 Third Ave , 

Bei . 60 i 81 Sis . Telephone Regent 2909 

養 向 人 本日 

巧專 靴型 小 

を 小き 巧ぶ ホき 巧. を ホき 巧 



SIZES IN STOCK 3 K TO 12 F WIDE 


類 計時 石 寶旌を 貴 

會 商柳靑 



しご 旨を ゴ切窺 ご お 正 
精を 品 巧る あ 用 信る 確 
別 待 ま 一物を ± 御し 選 
すまし 致 質 吸で 偕廉 

引 割 凹ま 乃 割 S 

Aoyagi し 〇• 

1 が-巧 7 W . が nd ST . 

TE し郎 UNT 4374 


D 化 D . B し OOM 

— NEW YORK OFFICES— 

3 か h S れが t Cor. 3rd Avemie 
SG 化 S れ eet Coi*. Le?cin が on Avenue 
12 み b み reet Cor. Park Avemie 
—BROOKLYN— 

E.F. A 比 《e BI か .. DeKa 化 Ave. at Fulton St 


黎じ日 M 巧 最多 

U 化 午を T 本^ 能 新年 

粥 時 前 時を 4 蘿 •苗 まの 

午 A BB <» t 

後 


化 間懇諸 巡て 巧經 

一？ si i 學璋 
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療特 II 
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N . TOiaTA , 

CUSTOM TAILOR 

ROOM 605 
1 が W . 42 nd ST . 

TE し 8 が A がな 81 


Y. ITO 

1 お EesI 53 nl 化 

む r. iwingfon るけ.， 


. M は s Bla 邮 lie Fisher 

巧 8 i U ) uiv§^g 曲 階目賴 t 貼自 4 Bh ~ S ! fggi %^ 

授敎語 吳人婦 


ム Y. Matsumo わ， 

Mechanica け rt な udio 
124 化 34 ih St . Oppns け Macy's 
Te け bickering 化 01 日 


をブ 

ゴ 

松 

貴運醫 

禅 ニ 

ノン 

金 動 暴 

肢ス 

フ 

本 

越 具 機 

賢 ラ 

ク 

及化械 

修ケ 

ラ 

スア 

時 お 製 

理トヴ 

ブ 

1.1 

計 具 作 


The E 扣 t and W だけ 帕 k Go , The お w York Tcuris け ervic 

41 v 甫お H 巧 化な.， ii . Y . を.' 曲ぶ dlmdra ! 4 が 8 


差は A 屉御巧 ▲_ 
上を 右け な舊ホ 
げ價御 致 文の 國 
まよ 注しみ 書に 
すら 义も 繪籍て 
。割にず 敏ど發 
引對 。速 鶴 巧 
しし じ 誌せ 
てて 御は る 


雲 紐 

ホが S 
學學陶 
卡± 事 

ト硏 
が盟 
純を 
雄 所 


通年卒 A 
ホ 聊業お 
る 力" しは 
も 米巧シ 
め 國米ヵ 
空の 旣ゴ 
信 事に 大 
じ 情廿學 
ザに 四を 


ま 御 

ず 懇貿逆 
。巧 物譯 

じ ◊◊ 

御 其 調 
取化杳 
扱 巧 ◊ 
致で を 
しも 渉 


至を お 用 李め 方は かお 九が さ 十が の 巧に 電耗 ♦ 


巧 

♦ 

麵 


■ 
A 

m 
♦ 
B 
♦ 
m 
♦ 
» 
♦ 
M 
♦ 
■ 

Wadswcn •化 7094 も わ 巧び でさい 


麵 


が 部楚: 



誘電 プ 
サ T 
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P 化げ S & 巧邮 Y 

3 Maiden Lane N« Y. 

ェ禪冶 鑛銀卷 じ 痒 巧轉! 發 

類 お蠻匠 意新最 


ト’ 

ク 

ゴ 


〇〇 - 
〇〇 毛 

七と お 

一 〇 五 



GAMP 化 LL SERVICE 

設備 繫巧經 隻化廉 

CaU-TRAFALGA 民 8200 
FRANK. E. CAMPBELL 

"The Fune 化 1 Churc ピ , Inc, 
{NON SECTARIAN) 
Broadway が 6 か h iStreet, N. Y. 




診察 時間 

午 巧 乂 時！ 十 時 
午後 六 時 1 八 時 

パ：： ホ 栗 幹 三 

が 巧 巧 プブワ ー 病な 
巧 五 巧巧院 巧な 
まボ P V パラン ド 

病院# を 


諸 集を 


診察 時間 

午後 一時 nH 時 
午後と 時 U 八 時 
巧知 お 學± 

巖本谨 一 

古な 比 亞大學 あび 
グダ ブン 病院 勘 お 
日* はおが 願 上 お 


を 宿を、 巧 易を を 
な 業 周旋、 をの 化 
人事の 御 相談 じあ 
じます ° 


巧 お靑年 理想の 曲 ホ 

日本人 靑年會 

8 W . 臺 SI . ぎ 白ち f 12 た 


苗— 主な 基 

自 午前 乂時リ 十二が 
自 午を I 巧 H 氏 時 

み罐 午後 一時 N 六 時 
木 罹 午前 化 時 = 1 時 

はへ キン^ フア 

ン テ^ン 3 ンクブ ニ 

ブクじ 出勤 


診療 

前約 願上误 

コーチ か大學 
ドク トか ナブ メ デジ ソ 

醫學巧 ± 

吉 お悅彌 


診察 時間 
午を 六 時！ 八 持 

江 見 ご 一朗 

引賴 きべ 术ピ ュ！ 
病院な 勸じ付 右 時 
おかぶび 日 度は 前 
約 じ 限る 


H 本* 支那 寶玉製 美 
術な、 婦人 用 昔 飾 其 
他 准締ぉ 

闕島 訂ートァ れ 

ち 等 美術品 修篇、 
曾餘 品、 スト 9 ング 
日本 服裁链 


笠 ザ 洋服 巧 


まち ホみ ノ巧 V * r y r 二度 ニ 化ニ區 

をを 丸 山 洋服 蘭 店 


ホ 欄 
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症 I 
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C む 
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n 化 
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巧 
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禱 
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水 
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タ 
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半 
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曾 巧 
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喔 
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時 

ザ 

良 
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學 

校 

午 
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時 

呂 

曜 

蟲 

拜 

午 

南 

屏 

諸 

を 

幹 か 
事 帥 

粟宮 
巧 崎 
賴 

之繁 

祐ー 

Th < 

おも お 

3 E 
會 

崎 

巧 

爱 

3 瓦 

化 ミ 
【 1 

ne 

U 

專 

se 

ew 

某 

Christ 

York むか. 

人苯 

ian In 

Phone , 1 

自胥- 

st . 

laza 

撫 

Inc , 
巧 巧 


を ： M 

日 巧 聖書 巧ち 正午 
共 勵をタ と 時が 
疆 拜說敕 タ八膀 
木 巧' 祝 瞎會夕 八 か 
ち慶 及び 裁な 

午を ニ e 

±踞 藻 お 會义は 
茶話 會 タ八時 

お， 貧を 巧 
窗宿 部、 旅 巧を ま 巧 
巧* 入 事相 おが、 巧を 
巧、 巧 棠罔旋 が、 巧 巧 
を 経が 巧の 諸 課を 設 
けを 島 及び ホ 食 員の 
巧を 計る 


稅關 事務 取扱 

wiEAM LBA 再 & 09 . 

Hoi 7 基 ニ B 養 dwa こ ity 

ジ I ■す wiin 巧 苦 ま n 9 宮 4- で 6 


浦 日米 新聞 支局 

今度 紐 育 支局を 設置し ました 
から 購讀 、廣吿 一切 左記へ 御 
願 ひします。 〔巧 井 ホ 夫】 

A W 否 { 10呈其， ぎ Academy 是 94 
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化 

区 f .； 3 

pi 

ill 

2 詔 
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U 
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囊治攘 

マ ツサ ー ジ 、整形 

藥 風呂、 水活 、電 氣洽療 

西が 攘院 

フイ ジホ シラ ピスト 

公認 西が 幸 男 

午前 化 時？ 午後 丸 時 迄 

出 搔洛療 ニモ 應ジ マス 


0 

脚：^ ぉ 

お 巧ぶ 

5 

• I P L 
f 8 » 
0 3 6 
d T 


な 育 州を 認 
巧 務省鬼 許 
を まあ 大醫巧 大學. 
產 婆な 巧 巧 卒業 

產婆 お本綠 


銘眼並 じ 眼鏡 調節 


丸 山 洋服 商會 


化が 品 卸 8 

五 巧商會 

W E . ニ th 資こ H . y . C さ 

ジ I - stuyint 3745 

Jo 巧 In 左 - OGURl M . D ， 

171 W を臺 st.fM 

Tel . Riv ミ 左 e 苗？ 3 & ジ置 Itr 養 ま 
^ なを キお九 持] 午後-時 

妻 寞 f を ハ 時 1 午後 S 

H 巧 午 的 化 時 1 午を 四時 

ドク トン/小 栗乘ま 


腐科醫 

井上 義人 

西 六十 五 了 目-四 六 番地 
な 育 巧 固 旅館 巧 

電話 トラ ファ グダ] ニ 五六 五 


稅關 事務 

を泮 ぞ化幷 じを 化 お 
の 徐ぉ乂 方法 じ 隅す 
ずる-切の 御 諮問 じ 
應じ巡 道激が 貨物 迷 
貧ぶ 出帆 表稅 曲手績 
書 等 進呈す。 重要 都 
巿 じ化理 巧を 巧し 誠 
官較速 御用 命じ 應や 

保 隙 か 扱 


花 かるた 

はち/、 の 遊び 
ホを 英文で 义闽人 じ 能く わかる 
やう 衞單 明瞭 じ說 巧した ものが 
出 ホました。 內容 目み 進呈 致し 
ます、 御 寛 下さい。 

M 呈至 5 ミ CQ . 1 三で 呈 hSf . 呈 y . 


新鮮 魚 か 一切 

日ネ乂 おきの 生魚 澤山取 b 揃へ 
時別廉 憤で 大勉强 致します 

サヴオ ナ魚店 

」 oso 巧 一一り PVO 百 W 

り 24 W . 61 st St . 

Hel . 0 己一： 一日 bsB 岂技 
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洋服 調進 

クリ 1 ニン グ 、ダイ 

ィング、 修綾 等】 巧 

ミカド 洋服 店 

化 本 保 
を 話 ライン ランダ 1 
六 八 H 0 


嶺科醫 木 下义巿 

】10 去. ニ 1 th St . 

ぎ这ミ ient 養 7 


膊巧 
洋服 巧 


男女 靴 ド 類み 御 
用命に 應 じます 

ブア八 •シグ ク 

靴下 會社 化褲巧 

時 田 信み 廊 


を 五十 HT 目 

ニニ |ニ 

か 藤 
洋服 巧 

r フ T ホ i 


おき 米國 婦人 
日本人への 爽 
語敎授 じは 多 
年の 經驗を 有 

ず 0 1 レ ブス 

ンと 十五 他 
な H 朝 九 時ょ 
b 巧 化 時を 何 
時 にても をし 
u 曜日は 一時 
よ b 四時を 


休業 廣常 

夏季で 化 業 化 候 

菓子 舖高橋 松風 軒 


成功の 秘談 

ホ 國式夷 語を 話す 事 
は 成功の 簾 一 義 です 
本校には 肖 本人 敎授 
じ 慣れたぎ 巧婦 A お 
師あ 6 懇 助じ會 話を 
信 文 社を 語を 敎授し 
ょす。 H 曜遇日 共 じ 
午前 化 時ょ b 午後 十 
がまで 關揀 し. 一 レブ 
スンと 十五 細づ I 
今：：！ 息 七に 巧 校 あれ 
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♦齊藉 分類 誌 ♦新聞 
縱 1 塞孩開 
執務 午前 九 時 ょら 午後 お 時を 

紐 育 日本人 會 
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顆船 御用 蓬 
船具 食 巧 品 
和洋を 雜 兽販賣 
輸お入 お 關手續 
諸 荷物 運搬 取扱 


遠 藤 小 刃商會 


が 育生 かが 險會化 

S 木定吉 

體保險 

ski さ 

Z を W worK 尸 if 巧 laacraace Co 
己0ご旨1>ミげ單： i > JovtrY 3 koity - 

Phone . Worth 22 密 
を 姑/方 ニ 御 掛クノ 飯、 ク必 V 
御 負み ノあ及 ビを話 あな チ 申 
閒々* 度 辛 ド サィ 


自動 革 iir て 

懇切に 敎授晝 が兩お 日曜 も 開校 
日本人へ ほ 秋 山 氏專巧 あ授す 
量吾黃 an を す Sg す 〇1, 夏ぶ E . 芸さ St . 


十五 年の： 歷ぉ ぁる 當 校は 多年の 
經驗ご 新替識 をち する 敎師 を聘 
し 自勘車 
操縦 法 及 
び 運 持を 
の 修得ず 
ベき 必要 
な 機關的 
智識を 短 
期間 じし 
て 最も 能 

を 的 お 術 

を敎習 t を狀 獲得を 保証し 磯 業 

ロを も喝旋 しまず。 





(烏 取縣) 廳勝衔 (廣 島縣) 滿曲 
正 一 (神 戶) をが 章 (東を 巿； 
古巧武 之が (鹿を 島縣) 渡邊を 

巧 (か 歌 山縣) を藤甚 之を (長 
野縣兵 伯鎭雄 (廣 島縣) 滿田 
正 一 矢を 春 男 

右の まじ 通 か 致 度き 儀ち 么 
候 間 本人 若 （は 知人 ょら 現 
住所 御 通知 願 上 お - 

紐 育帝國 総領事 舘 

1 苦 Broaiiw ち Ne 三 ork 呈 y 


弊店け 嘗 質誠焉 迅速 ま義の 
あじ 御 ±產 物】 ま卸賣 値段 
で贩貸 致します タ かじ 拘は 
ら中 御用 命 仰 か 下さい-ませ 
◎欧米を 掏 時計。 置 時計 一 ま 
◎資石 貴を 屬 。銀製 器具 一 ま 
◎を 邱萬年 筆。 を 銀製 紛筆 
◎蓄音器。 レ n ! ドを 本 陳列 
◎寫眞 器。 タィプラィタ I 
◎船が 符 。紀を 寫眞帖 旌揣書 
プ 0 1 ドウで ー 巧 よ 十番 
領事館 向侧 建物と 0 五號ま 

棘ぶ 商 A 

170 B 吕 ad 去 ay - 三. 芸 
す 一. Cortlandt 泛ゴ适 普 
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國お 本位に 

~ 對ま 政策の 再建 

_ 支那の 動な も 張 作 お 氏の 逝去 
で 一段を を吿 げたが、 り 本 どし 
ては、 濟巧 事が のが 巧 ど おを 政 
府 の 承認、 束 二 一省を 中必 ごす 
わか 特殊 利權 の 雜證 ごい ふこ 
じがて、 なじ 袍 めて デブ ヶ ー 
じな 馬に 而 して 居る。 即ち ま那 
閒 題の 軍事的な 面は、 最巧や 問 
'題では いょ く、 殘 された 問題は 今 
後 お 一二ち のな を 問題が いかじ 發 
遥ず るか、 まむ 巧き 張學 良を 中 
必 ごして 動搖 しつ {ある この 虛 
じ乘 じて、 國担 ながを S 省に 向 
つてい かじ 政を 的 じを 躍す るか 
の一點 じ、 か I つて ゐ るかの や 
うじ 考 へられる 0 

別 巧 本社 特電 じ 依れぶ、 張學 
良は U 本が 巧 S 省の 自治 じ 就て 
試みれ ある 提議を、、 體ょ < 拒絕 
して 結局 靑 天ら 日 蹟を褐 ぐる じ 
至る であらう ど 報じて 屠る。 東 
一二 あ將 ホの 勒策 にがて 從ホ ごて 
て 幾 タの誰 論が 巧 はれて 居た、 
卵ち 往昔の か < H 本が 彼を 援助 
して 依が を S 省を 支那の 獨 立地 
帶 ごする J が j つ、 吉 がの 張 作 
相 や 敗 獲の 張宗昌 等を 擔 いで 委 
員 政治を 巧 ふ どい ふ 奇想天外な 
もの も をれ、 時化 錯誤 的な 淸朝 
俊が を 夢む ちの も 一つ、 等、 等 
ご 名論 愚論が 繰 返されて 居る。 
田 中 首相は 据電 S 如 （『でうな 
つても 滿拥の 利權は 擁護す る J . 
ご カホ おつて おる が、 東 一二 省が 
今を 幾 タの跋 を 的 危機を、 獨ら 
H 支の み K ら や、 骑疑 深い 巧强 
を 背 技 ごして けらんで 居る 際 で- 
を るから、 對 支な 巧 j 手贩賣 の 
山中を 化の 一擧一 動は 特に 注視 
しな けれ ば^らの。 

張 作 裳 化 t て滿洲 •しけ 表面 M 
等排り 的が 向は い* いが、 薬 じこ 
_ ユョ！ ク •タキ ムス 紙が 報じて 
居る 如-、 これは 今後 時時の 推 
移を 俟っ宫 患の 械陆 的な 無抵抗 
'ま義 である、 化 支に この 薄氣ホ 
强い 化獄を 見る H 本は、 南京 政 
がに がて 濟梅 事件 じ對 する 露 皆 
なが 日独 情 じな 面して 居る。 故 
に □本 ごして は- 腊ホ敌 おの 當 
面し 起ツた 人物を 本 おどす る對 
ち 政策、 對滿 政策を 樹 なする こ 
どは 許 ごない。 南 化 支那を 通じ 
て 漲つ てち る讲 H 感情の. 置ん S 
じ聽 くこ ご、 即も軍 隅の 齡を集 
徵に關 係。 く、 をの 時局の 底に 
流れる 國お意 誠を 凝視し なけれ 
ば U ら じい 0 即七 支那の 闕民总 
識 どは、 對 外的ず 等 地位の 獲得 
運胁 ご、 對み敦 力の 干渉 排除 じ 
挪 した 永年の 宿望で ある。 

尤も これ どてら ユユョ ーク* 
タキ ムス 紙 か 指摘して 居る が 如 
く、 不ホ 等條約 をれ 自身の みが 
支那の 國家 的を 族を 妨げた ど 云 
ふ 5 け 出 ホ。 い。 而 かしこみ 打 
倒 巧 國ホ義 、が 不平 學條 約の 標 
詰が、 曲 b 乍ら も 南を 軍を して 
化 伐を ぶふせ しめ、 今や 東 一二 あ 
に 巧 天 白り 旗 V 隅げ しめん ごし 
て 居る こど じ 想到す るい* ら ぶ、 
これ U 帶じ おかお、 お 书：祥 、脚 
錫 山 かが 上 じ 築いた 樓觸 である 
どのみ 巧硝 する こごは 出 ホぬ。 
これ 等の 人顿 は、 或 ひは 近くみ 


梨し、 巧び 晩を ふから 知れ 《。 
けれな をの あじ 流れる 民衆な 識 
け决 してみ なし じい。 

中必ん 物を 巧か視 して 外 巧の 
巧 ホ。 いこ どは 勿論た あるが、 
而か もま 一二ち じ專制 的め 治を 布 
いた 張が 霖 をが キ ごしむ わが 日 
本の お滿 政策は 今 H どうな つて 
居る か、 おか 石將 軍を 信賴 した 
H 本が、 濟南府 じ 於て 美事 じ 裏 
切られむ こどを、 我等は おして 


なんご 見るべき であるか、 人物 
は何處 まで も シム ポ^ じ 過ぎな 
い、 ゥキ八 ソンを 信賴 した 列强 
は、 アメリカの 民衆 じがら て歐 
路 聯盟を 躁哪 され わ。 况ぶ やま 
郝に 特殊の 利 確を 梓つ 日本 どし 
て 現下 政局の あ 機 じは 就ず どし 
て 姑息 手段を がし、 變轉 する 支 
那 刻下の 化會 意識--- 順應 した 政 
策を、 根本的 じ 樹立し なければ 

なら！3"^ 


增進 •しむ 對 極東 賓 易て’ 

目 本 U 第一の 顧客 


東洋 輸 おは 全體の 一、 割. 四み セ 厘 


ワシ A トン 十九 日 避：：：；； 商務 お 
が 本 H 發 をした 今年 五 巧 度の 貴 
あ 精查じ 巧れば 輸 おは 昨年 同期 
の 五 千 八 巧 八十 ニ 巧 一千 典に 蜀 
し 六 中二な 五 万一 千 弗の 增加じ 
反し 輸入は 一 渥 二百 四十 五で 吉 
千 弗 じて 約 I 割と みの 威々 を 巧 
して 居る が 

輸出 增 加の 主因は 搞花 ホ懼の 
騰貴 ど おじ 量 もこれ じ 伴つ た 
爲 めで あつて 輸入 激 ホの 原因 
は ゴム 原料の ホ懼 下を ご豊の 
威少じ 依る ものが ぞい 
即も立 巧 中 じ おける アメリカの 
載 東洋 輸 おはを 輸出の 一 剧四か 
と 厘 じ發し 昨年よ らも 約 一を の 
增 加を 示して 居る、 これ 窜 輸出 
品の ま 要 U る ものは 棉花、 產業 
機械 類、 木 村、 電氣 加工 類、 綿 
布 等で あるが 自動車、 鍋鐵 、タ 
ャ 、葉 煙草、 卷經草 類は 稍减 
少 のをで ある。 

柬が賊 出 じ 於て 最も お 加した 
のは H 本、 フキ リツ ビン 及び 
ネ デー ランド 等 じして これ じ 
反し 東が 度、 ォ！ スト ラ リア 
蘭領 東が 度、 支那 等は 購買力： 
を 減 かし 特に 顏領 印度の 如き 
殺少 高が 五十一 巧 丸 千 お. で 四 
割 五 かとい ふ 利' 率を 示した が 
をの ま；；； > る ものは 自動 革の 需 
要殺少 であるが、. 

五 巧の 軍氣 加工な 類の 輸出に 於 
て 日本は 第二 位を 占めて 四 巧よ 
り も 一二 ほの 額 じ 達し じか、 鋼 数 
じがて 約 五 割、 機械 お 十 割’ 木 
が 一二 割 六を の 購贯增 進を 示して 
お 厨 お H 本輸 おは 四 巧の 千 六 だ 
化 十八々 四千 弗が ニ 千 ニな 十九 
万 乂千弗 ごなら これに 勒 する：！！ 
本 よらの 輸入 も 六 百 四十と 巧 四 
方 弗を 培して 己 千 五な 九十と 万 
六モ巧 どなつ て 居る が、 重なる 
輸入品が を 糸で ある こごは み 論 
でを る。 

尙は 昨年の ァメリヵを 屬巧機 
が おの 掛歐 輸出は 五 割を 增し 
て 千 四 巧 五十 丸で 弗 どな b 總 
输出高 ニ 千 五な 一二 十 セス 化 千 
巧，' 一昨年 度よ な 一二 制 五か增 
しにて 勞廣 C シア じ對 する 輸 
巧け 一昨年の お 十五で 巧が 百 
の 巧六モ 弗と U つて 居る。 


ンは 依然 四み 丑 厘の 利率 . V 保 も 
居る 爲め 同日は ニ 鹿 五毛 ホ 下落 
して 一 磅じ對 し 四 弗 八十 六 仙 十 
六を の 五と なつた、 阳爲替 の 移 
動 左の 如し (ホ 價四化 弗 八 0 仙) 

デマンド ヶ！ プ^ 

木曜 H 四 五* と 五 四 五 •八 a 
水曜 U ' 四 五 •六 五 四 五* と 0 
一年 前 四 六* 化 八 四と •0 八 


入超から 出超 じ 

金 流出 增加 


摄 書記官の 報を 

〔十々 n 發】 六 巧 中の ァ メリ 
々貿易は 商 お 輸出 S 僵九干 方 巧 
出超と 千 S 百で 弗、 輸出 人 共 前 
巧 じ 比して 臧少 、殊じ 輸入に 昨 
年 ニ 巧 0 ホの 最低 じて 六月 ホに 
ある 會郭年 巧 累計は 踰お 四十 八 
億と 千 セな 八十 万 弗、 出超よ 億 


ぶ 巧 中旬 貿易 高 

を 京 特電 サ日發 n と 巧 中旬 じ 
がる 貿易 高は 輸出 五 千 八十 四 
方 ニ 千 w :」 對し 輸入は 五 千 S 
巧よ 十五 巧 六 千 旧 じして 差 引 
入超は ニ 千 九 巧 十四 巧 m 。 


兩 年度 も 化 ホ かで 進む 黄で ある 
而 して 利率 五み 五-巧の 準を 債攝 
が额 がで 賣れる 時化 どなら、 巧 
读 でも 歡迎 されて ゐ るが 化の が 
態が 夏 がれ 後 本調子 ごなる や 否 
やは 昨今 注目され てゐ る。 


東京た ょり 

♦秋 本 硏か君 過 ま 十二 年間 
歐米の醫學巧で實化と學術ど、 
巧ながら 苦 & 研鑽を 積み 尙 且つ 
相 當の蓄 助 も 出 ホた ので 目 本で 
一つ 病院で も 建てる 目論見で 歸 
朝した。 だがし かし 病院 や學校 
など 經營卞 るに も盡く 資本ぶ の 
策動 じ 待たねば ならね。 化 日本 
の 一大 變 化せる 社 會的狀 態を 實 
見し わ 秋 本 ド クタ！ は 飛 おす 時 
機では ない こご も 看破した ので 
をつ た。 苦勞 する わめ じ 態々 ホ 
國を引 揚げて 歸朝 ずる 無意義な 
; は敢て 賢明なる 秋 本 ド クタ’ 
じよつ て發 見せられた 譯 ではな 
いが、 人 一 お見極めの 速い ドク 
タ ーは氣 候の い ミ、 周 圃の五 巧 
繩 （ない、 をして 樂じ 金^ 儲る 
舊化 スタ.， ツク トン 市へ 向け 滯巧 
僅か 巧餘 じして お發 した。 


商 賣化巧 〔十 こ 


圓爲臀 相場 

漸落ょり 漸騰へ 

前號 本紙 巧 報の 如く w 爲替化 
填は 當 地を 利 巧の 影# をを けて 
本年に がる ニ 巧 目のを 化を 示ず 
じちつ たがを の 後漸巧 上り 氣ホ 


じて 木 順り は I ボ ホン ト高 ごな 


つたが 當 地の 余が に對し 


愛知 縣下 3 奇觀 

ま 京 特電 廿日 發 N 1 こ 巧の あ 位 
驚が 愛知 縣額田 郡 岩 律が の 森 
じ 集つ て ホ じので 森バ 白い グ 
で！^ で 包まれた やうな 美觀 


梶山爲 夫君は 猪を の 上で 外に 
眞 似の お 巧ない 藝を持 VJ て 居る 
聞 君は ァ 八'^ ベットの 曲 書き か 
ら >む 理學的 創 說を發 をした i も 
あるが 最近は 『ミス チック』 ど 云 
ふ 靴の 中 じ 入れる 靴下 お 於發巧 
して 巿瘍 じ賣 出した 『ミス チッ 
ク』 を 靴の 中 じ 入れて 置く ご コ 
ンを おへ 中 脚を 疲らせず、 い 
つで も 足を 乾は して 居て 非常 じ 
氣 持が ょい。 化 ィン ソ ー A は セ 
火口^ ドを 利用した もの だと 云 
はれて 居. るが 雨天の 陈 なで 足を 
濡らろ ない 特長を も備 つて 居る 
i 足 五十 他。 發賃所 ウェスト ェ 
ンド街 六 一二 八、' 梶 山。 


日本 株式 相瘍表 


である。 


ニず 化な 九十 巧 巧、 前年度に 比 
し 輸出 化 千万 兜减 、輸入 一憾四 
百方 弗が、 出超 千 一二な 八十 五で 
觉增 加を 示して 居る が， を 流 巧 
合計は 六 億 ニ 千と な 巧 弗 じて 前 
年度の 巧 六 化の レコ！ ド じして 
金 ぉ 超 四 億 九 千 八な 方 巧は 前年 
度の 入超 一億 四千 八な 巧 巧 ご對 
比して 著しき 變 化を 示して 居る 
尙ほ 聯邦 準瞄銀 わの 再割引 率は 
十日に シカゴ あかじ 引 上、 十一 
日 リッチモンド、 紐 育 これに お 
か 引 上を 發 表した ので 株式 巧 埃 
はか 辭 .が ェ界夏 おれ 平穏、 綿 
織工 業 小 巧 績 きじて と 巧 末よ 6 
十月 巧の 間 じ. 一二 迎 間の 作業 中 化 
化を 制限の 計議あ b ご 博 へらる 


短期 公債は 

長期に 借換 

今は 五 か ザの 時化. 
東京 特電 十八 日發 = 政府の 借 
おを 償 ニ 億 一二 千万 m は 五を 利附 
期限 二十 五ケ 年僧裕 九十 八 凹で 
裳 おの 旨を あされた が、 姑 巧 債 
は 今後を 部を 期じ惜 おへ、 旣じ 
ホ お 巧 六 憶 川に あんだが 四、 五 


〔大阪 藤本 ビグ ブ n 1 々 1 銀 
巧發〕 巧を 相場 〔舉 位圓〕 

胃 ミ 日 育克日 
東を 指數 一呈呈一呈畫 
大 おお 數 三 ミ 貿ニ呈 ふ 0 
巧を 電燈 票ろ ぶ 堇 •八 0 
太 同 電力 《一 •著 ご盖 0 
東 巧 電力 を •芝 巧ろ 0 
大リ本 製糖 まろ 0 八玄盖 
でず 製紙 三 T ま 三 一！ •一宝 
ま 巧 モス リン 吾一 玉ぶ 皇 •凹 0 
日本 ビ—八 一四 ニろ 0 1 置 •エ 0 

日 滴 製が 一呈 •呈 5 四 •一言 
淺野 セメント 八 子 0 Q 八 一一 •00 

日本 石 独 査ふ 0 《ちを 
東を あが ま 至，^ 晶互 0 
日本人 造 肥 巧 さ 又 0 ぶ 0 •を 
义お曠 業 《ニ •ま ち 一 ろ0 


尋れ人 


(福 附縣) 稻永國 ホが を 永慶藏 
持 山を 太郎 古川 正意 ホ L 幸 
藏石松 節 期 渡邊篤 寶時留 
吉 上が お 平井弘 賞を 酒 雄 
貫を 太郞 を家武 雄を 出畜雄 
(愛媛 縣】 橫旧常 ま 事を あ 仲 
座宮之 か (鳥 お縣) 木が 薰信 
(長 巧縣) おがず 人 巧 お 玉】 

(乂 阪巿) 泉な 义之助 _ 魔 島縣) 
中が を ニ (山形 縣) を 院辰雄 









KIN が 0 左 巧 T SHOP 

IMPORTER OF 

GOLDFIS 打 & BIRDS 

動 其 力を 
物 谭ナ種 

一 鳥リ金 
切 括ャ魚 


KATAG 做邮 0 义 

224 に 59 比 St. 
New York Ci か 

Tet. Regent 3480-3481 



お ホ 巧 
ご 目 了 四十 四 
描 目 了 五十 巧 


Wing Hing Low 

挑の が e Bsstaurani 
お 日 O' 胃， fi. Tf. Ci わ 


〇u 泣 打 g Vj&n Low 

{)hine なむ sUurant 
112W. お 化， 化 Ciiy 


Beem Nom Low 

474 - 6 tb Avc. 

Bet. 28th-29th St. 


City Hall Tea Garden 

170 Nassau St. City 
Nc が to み e Tribune 別 dg 
Loo Lin Manager 



お East 2 が h なけ et 

Tel. Lexington 5727 


IKUINE 

Hotel & Restaurant 
313 W.B8 化が . New む rk 
Te し Schu がげ 7 の 2 
む bie Aiidrm IKUl 化 


SHOWA 

53 We が 105 St" 
Tel, Clarkson 0981 


會 


御 


— ■■.り ♦ 

商 

等 

御 


TAIYO 

1 が W が t 8 お h な. 

Te しむ 巧 ughana 巧 巧 


I 昭舘 


巧 


壽 

司 

台 

曰 

を 

わ 

ま 

す 


料 

太理 

ホ 仕 

襄し 

陽 


T0Y0 KWAN 

41 E.mhSt, 

Bsi. S •が y & お h む e. 
1ん Aigotiqiiin 87 扣. 


會 
席 

御 御 
巧 東 旅 
埋 、、^ 縮 



340 W. 58 か St 
Telephone: 
Columbus 技 882 


(巧 曰 •水) 司 香 お 


DARUMA 

巧 1-B 化 わ e. 
Tel. わ; an け お 8 


The To か 0 Go. 

1W W. 巧 化 化 
N が V む rk C か 
Tel. む 加が パ 目 巧 


UUWAYAMACO. 

114 も 59 比み. 
New York City 

扣叫も R 巧 机 i g 


College Inn 
3100 わが お 巧 
Bet 巧 3ni & 12 お h S わ. 
Te!. Mo け おが お 7 が 9 


至自 
午 午 
請 前 

房 ± 

半時 

開 

巧 


巧 支 
理那 

集 
雅 


1 白 
ブ曜 

4 及 
春 ± 
を 確 
をに 
巧は 


Kawasoye Hotel 

1 巧 Wes り 23ni なけ d. 
Te). Cathedral 9910 


御 

旅 

舘 


河 


添 


CATHEDRAL DANCE PALACE 

り 1TH 化， &8TIUVE.，C が 


DANCING 

411 W. 115th St. 

Tel. Cafhedrai 4408 Apt. 3 


Koike Studio 

730 F が 出 Ave. 
Cor . 巧 比 St. 
Tel. Circle 4406 


庵 桂 米 日 


^ 日を 煎 
ミ 本 

累’食 腐 餅 
ぎ 養梦料 
I 量 P 馬 •油 卸 

ニ rs — ル 

P 切揚寶 


號 一十 屯 百 四千 一 第 


のか e 衆 4 um 鱗奶 m で 巧 


日 幡±】 


曰 


廿月セ 年 H 和昭 


艮ぉ 

A W 

F 1 

G 推 

T\. 2 -g 


支那 料理 

新 あ 花 

本 樓巧理 人 歐廉が 
腕前を 揮つ て 日本人 
諾 君の 舊巧じ 適ず る 
巧 理を差 上げます の 
で 第と 街の 百 二十 六 


d W i T 目の チヤ プス 

B ^ , ニ L • — こ 

N 

蘇 

3 

む 


をへ ば 直ぐ H 本人 諸 
若 じは 判る 释 好評を 
曝して 音ます。 

一巧 キ繁 々御 ホ 巧の 程 
希 上ます。 

± 、日曜は 蟹 頭、 ン 
クマィ、 春 捲が ぁ > 
ます ゥ 


ホ 上 金魚 巧 

苦 8 巧复 Ave こ 京 こち k 貫 y . 
さ 呈 e Circle 巧 7 ち 


紐 育 唯一の 日本 百貨店 

片欄 兄弟 廓會 

スマ ドン •プリ ダク ブ】 ず 販賣元 


ずき 燒 
ホ じ 御 料理 



美 ホ じして 巧が 

S お南樓 

午前 十 時 i 開ち 
午前-一 ハ 時まで 


皆 樣の御 嗜好に 適 ふ 
樣な美 ホの 巧な 巧を 

雲 珍 棲 

致しまず から 績 々勘 
ホ ホを 願 ひます 

£ 麵麵樓 

瞬 揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本人 諸君の 嗜好 
じ 通す る 巧 巧を 差 上 
ます。 朝 H 時を 開 巧 
(な サ五 T 目 サブ 
停車 おの 下) 


支那 巧理 

巧 廳ぁ園 

司理人 蘆を 
お數の ホには 妾 化 
の 御 煩 巧 じ 備へ巧 
閒會 席の 御用 じ應 
や V く 候 間 巧を 巧 
不變ゎ 引立顕 まな 
紙上 御 ま 內申上 候 


AU 2 
ぶ C 化の 

化 帥 削け 

P が 6 W 

a W 如 

J れ巧 


. h 
W ^ 
E 


13 


蠻油懿 線 難 I 駕 S 白米 

日本 米 鱗 食料 轟 觀 i 穀 

巧 巧 替油 株ホ會 社を な. 一手 賣挪庙 

曰 本 食料品商 會 


指の 蒲 お わい しいが 锭 

會席御 巧 現 

晝 食は 末廣へ 

が 蹲 蹄 化を 巧大 おお 


割烹 並に 御旅 舘 

生稻？ 冊 

0 育 ホ 西 八十 八 T 目 一二-一二 
を話ス 々イラ ー と 八 ニニ 


日本食 料 品 類 及び 雑貨 類 卸ル賣 
ホ 之 ま 大賣挪 桑 山廟會 
新刊 善 籍雜誌 小間物 日用品 各種 


H 本を 巧 品 
日本 雜貨お 
書籍 類雜誌 


毎夕 九 時を を 業 

メ 1 グ アド ンス 〔年- 

東京 巧會 

巧グ ー も ©^5^の便ぁち 
ト ブンタ 巧ら まず 




が M 

如の 

G 化か 

皆. § 

W - to 


r 


設備 改ま、 瞬 巧の 
巧 巧 人、 調理は 日 
本人 向き 

£1 桃李 園 


側 M 御 ホ ホを 待って 
居らまず 


シャトル 市 

NP 旅館 

W 0 タま b i \< e . UO . weattle ， Was 产 

停車な ぉ 通 まご 一 了 左側 K 階を 
日本 巧 船 切 巧 取扱 波戶場 送迎 

^巧菜區域中必、嚴領事お、0本 
が 船 其 化を 巧 大會社 近き 族 巧 

桑 港 小 パ ホ テ 八 

純 日本を (特別 間 ぁ 6〕 

御) おみ 窠自載 革 御 出 迎申上 侯 

巧 ニ Ga 云 ミ nia 苗： S ミで anciscD . 呈 if . 

罔 圍閑淸 、を氣 新鮮 

邦人 惧樂部 旨を 亭 

58 ジ nds St . す 00 ご yn . N J . 

If 里 . Triangle 7475 


▲淸 巧、 親切、 氣樂 =111德マ 

勢州舘 

伊 お 事を 乂間榮 作 
225 尚 •冀を Street 
Tel . II 蟲呈 t なち 

岩 巧旅舘 

江が 作 一 
呂 0 で S ニ 置 Street , 
ジ|. S 享 eii 335 一 


一力 旅館 改め 

を 國旅舘 .淸水 

基 W . 霉 h SI lies York 
Tel . Susquehanna 8610 


紐 脊旅舘 w ホ s®. 

東 四十 T 目 ニ 四 二番 
£。 C と 昏 言 置 ？ A 


ボストン お 

富 ± 旅館 大滿末 松 

145 wist ミ si. す si ミ Mass’ 
ジ I. B.B. を 75 


化み 必祗 ょき 淸 がなる ま 

御 下宿 松が 好か 

夏 Lex 量 ミ ご&- 
Tel. Ashland を 這 

費府 御旅館- 

桑山淸 五郎 

さ 8 ジ己 h 里 h Mi. P 己 ~alj 昔 hia Pa. 
Tel. 量 n 己 7231 


永年 日本人 ゎ 馴染の 
舞踊 法、 友人 等 ごを 
で 御 會談の 上 踊つ て 
卞 さい。 五十人の 美 

L いタ ブス • 々1 瓜 

スは H 本人 じは 特に 
親が じ敎授 い' たし ま 

す 0 

每月 鴨が ご H 曜午後 
は 十六 回で 一巧。 


第五 巧よ 一二 0 

へ クシ ヤ！ 

ビグ デン グ巧 

小 池 寫眞舘 

電話 サ ー クが， 

四 四 0 六 


舞踏 f I 

▼祗交 タン ス A 
マ 表矯 体操 A 

了 寧 
親が 

朝 十 時？ お 十) 時 

シャリフ •ダン シ 

ング 師範 學校 卒業 

上衫 タマ 



奪 話 ブライアント 

八 0 と 九 1 八 八と S 

酒 I •^轉 長 

が 育巿巧 四十 四 T 目 
ニニ 11 ' 一八 番ニ 一階) 
支配人 か 中 ま 雄 


ま巧_ 

呈 夏 iuve . B 量 一三. 一. 
ジ I . 星 ま I ニち 童 ‘ 

ま 巧 Nlrs. F. K. 妄 0- 


日本 理髮 舘淸 

西 四十 ST 目な 番地 己な 六 ま 号 

タダプ 7 口 ァ (第み 街 ミ 四十 HT 目ち') 

B 本 散髮屋 則が 浦 

五ヶ 年間 中が 氏 ご おじ 就業。 

ジ ヤシン ト •フ 3 ツゴ 

W1 至. 巧を 資 .尹 Y . ci な 

置. Columbus Ave. & Central Park We た 


眞 面目なる ホ識 同胞 じ 巧 育 
なる 威 業を 閔旋す 

宮川 事務所 

が 育巿巧 四十 ニ T 目 百サ一 番 

I ヒヒ \ヒ 


ロスアンゼルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

ニ S 皆 n Pedro St -, Us An を 历ツ Ca 一‘ 


木 旧 ル— ミン グ 

皇 7 ザ duve- Bel 置 己呈ぎ を" 
Tei 喜 ne 忌 置 8 芭 7 


支邢に 似た ゾキシ n 

暗殺 政變 かず 

概國が 化が 概ば るく 過去の 歷を 
甘 年に 首る 世界の ぶ 治 暗殺 調へ 

が 巧 巧 報の かく ホる 十二 巧】- 巧廿 S 年から W 年に 甘 ib て k 跋 
n から 巧 度 メキシコ お 和 阔の大 I を 織した 爲め遂 じ ァメリヵへ じ 
が おた るべき ォ八 ゲァ。 •ォブ j 命の 止むな きじ ま b 、 千 九む 甘 
レ ゴン將 m も I 四 年々 キエ ス將 軍は ォブレゴン 

i !| 肇 湯 i 舉さ 

じ 罹り お 殺 いた、 案 i シ i わ， ;：い 

ず 和 の禪じ 大統領選 擧が 

をふされ たことは メキシコの 共 
巧歷 おじは ホせ 巧の こごで 千 九 
な 終の おおを 持つ て 居る こどは j 巧 二十よ 年、 ォブレゴン 將 軍は 

を じ.- 時 乍ら ら大 が領職 じんつ ：.； 

た 巧で 現じが 外へ 巳を 中の 巧が 

フランシス n •バラ、 ペトロ • 

ラスキ ユリアン、 フランシスコ 


ご 云へ ば 西 ザ 巧の 支那 ご稱せ 
らる おじ 不可解な 謎の 囑で ホる 
だけ じ 過去 じがても 物を い唔お 


カキ S ス現 大統領 ごの 認辭を 巧 
して 巧び 大統領 淚補 たる こどを 
宣言す るに ぶんで セ ブラ ノ 及び 
ゴ メズ 兩將 軍は 叛旗を 縣 すじ ま 
力 I バシャ A のか a 下滯 米中で j つた もの t 兩お共 じ 暗殺され 去 


ある ア ドロフ •ゥェ 八 タの四 人 
じを して おる 一事-- 7 徴 する こご 
:^一 ぉ ホ やぅ。 宛が 戰國 史を讀 い. 
やぅな メキ シ n の 過去を 顧る じ 
化づ化 年の 久しき じ 直つ て國を 
ち 配し U ボ フキ リォ •デ アズ將 
軍が 千义 ，り 十一 年 

政敵 7 ラン シ K : マ. テ I 

'お 軍の 革命で 追拂 はれた W 巧： 
メキシコ じは 實じ 十二 人の 並乂 
統領 ど假 大統領が 政局を 動かし 
たらので ある、 この 十二 入の 中 
であ おの 大統領 就任 期間を をし 
じ 者は 實じ 今回 暗殺され たォブ 
レ ゴン將 軍と、 現じ 大統領で を 
るヵキ H ス將 軍の 外 じ 一人 もな 
い、 邸 も 千 化が 十 I 年 じ マデロ 
の 革 かで デ アズが 去ら バラが 大 
が 瓶の 椅子を 占め じのは をれ こ 
を 一二 目 天下 じあ b 、 •テア ズは同 
年 十一月 六；！！ 大統領 じ 就 巧した 
が 千 化な 十三 年 一; 巧 二十 二日、 
屢じ 彼の 爲め 追拂 はれね デアズ 
が 巧の 甥で ある フェリ クタ •デ 
アズが ダクト ブアノ •ゥ ユ水タ 
ど 提携して メキシコ 巿じ 

革命 を 起して 暗殺、 ゥ五 
术タは 時の 國會 議員を ふん 縛つ 
てで 九 巧 十一 一一 年 十 巧よ 日、 巧國 
會を 建設して 大統領 じな つたが 
デ •グ アグ 片 ベの 陰謀 じ 罹つ て 
失脚、 この 風 蜜に 乗じて ゲュヌ 
ス チアノ •々ラン ザ胳 軍は ォブ 
レゴン をび フランシスコ •ゲキ 

ラ將 軍を 副將 ごして 革命を 叫び 
ゥェ^タは 翌千 九な 十 年と 月 十 

置 H じ 巧 職して フランシスコ • 
力ー グデャ 八が 假 大統領た る こ 
W 僅か じ 一個 月、々 ラン ザ將軍 
は 軍馬を 卒 ひて メキシコ 巧に 入 
ら (八 弓 一十一 且 ヵラン ザ內閣 
を 組 磯 しれもの i 千 化な 十二 年 
じは 當時ッ ノラ 州の 知事で あつ 

た マド 0 ホ •ゥ ェ グタが 

立憲 自山 黛を 化 織して な 
變を 生じて 暇大統 がごな b 敗 嫂 
の クランず が 軍もゲ ェラ •ク八 
ズ でを をの 夢を おんで 居る 最中 
じ 暗殺され た、 なじ 於て メキ シ 
n の 天下を 化る おは ゥ ユ^タ、 
ォブレゴン 及び 力 キ ユ K の 一二ち 
頭 じ お 隅した が 千 九が 二十 年、 
オブレゴン お 巧が 大統锁 じ選舉 

j され ウ五 グタ 、々キ エスは 共 じ 
一 閣僚 どなつ たが ウェ八 タは千 化 


ると 巧 j H オブレゴン 將軍 はが 
かも 無人の 巧を ホむ がかく 無 競 
爭で 第二 期 大統領に 當選 しむの 
である 力、 この かウ で ルタ 大統 
領 時代^ 革命 戦-し フ アナンド • 

ラス モユ リアンが. 『僅か じー时 
間』 メキシコげ 大統領で わつ た 
等，」 いふ 珍 話 も ある。 而 かし 斯 
ぅした 政治的な 

瞻殺 騒ぎは メキシコ のみ 
でな く化界 を 國 共通な もので 現 
じ 田 中總理 大臣の 如き 最近 ニ闯 
じ旦 b 暗殺 されん ごした こご も 
ゐ るが、 過 ま 二十 年 じ 直る 化界 
暗殺 史を 見る じ 政ぶ 會の 首が 原 
敬 巧が 暗殺され た 千 九 百 二十 一 
年が 最も 繁 昼を 極めて 居る、 即 
ら 左の かし。 

一九 ojn マツ キン レ I 大統 

領 、化 巧 六日、 十四 自 逝去。 

一乂 01 ニ H セ少 ビア 國王 アレ 

ネ デン ダ I ぶび 皇后 ドラ ダと 

巧 二十 八日。 

一义 0 四 H フ キン ランド 總瞥 

ポプ リコ フ 、六 丹 十六 日。 

一九 0 四 nn シア 內務 大臣 ロ 

プリ n フ 、と 月廿 八日。 

一 化 0 と N ブ少 ダリア 首相べ 

トコ ツフ 、一二 月 十】 日。 


一九 0 と H ペ^シャ ちか ミグ 
ザ •ザム、 八 巧 化】 日。 

一 化 0 ん H ポ八ド ダ 八の グ| 

キズ 皇太子殿下 、二月 一 H 。 
一九 0 化：； = が お 巧 文を 十月 
二十 六日、' ィグ ピン じて。 
一九二 11 H メキシコ 大統領 マ 

デ り 、 ニ 巧 ホ SH 。 

) 化 一 111 H •キリシ ャ 齒王ジ 3 
1 ジ 陛下、 一二 バ 十八り® 

一 化 一四 U オ- — ス タリ •パン 
ガリの フ アデ メンド 太を 及び 
夫人で をる ホ ヘンべ ググ 太を 
が チ 3 ブク 、六 巧 化 八日。 

】 化 一八 H 舊 0 シア 皇 ホ 及び 
をの 一族、 とち 十六 日。 

一九】 八 n 舊 露帝の 弟ア レキ 
ザン ダー 太を、 と 月 十二 日。 
一九 一八 U 獨逸 社會黨 領釉ユ 
1 ゴ • 1 ゼ 、十 巧み ： no 

一九二 OH メキシコ 大統領々 

ラン ザ將审 、五 巧 二日。 

一义 ニー N 英國 ぶ帥ク キ八ソ 
ン 卿、 六月 二十 ニ H 。 

一 化 ニ】 H 獨 をみ 務 大臣。 セ 
ノ ー、 ホ 巧 二十 四： 3。 

一九二】 n 愛蘭 自由 州 首相 コ 
リンス、 八 巧 二十 1 HO 
一九二 一 n 前 獨逸副 總理ア 八 
バ！ デャ！ 、八月 サ 六日。 
一九二 一 n ポ 瓜トボ 4. 首相 グ 
ラン 义 及び 前大統領 マチャド 
ずン トス、 せ ハ じ 十月 十九 H 。 

一九二 一 ；=： 政 友 會的閣 首相 お 

敬 氏、 十一ち 四日。 

一九二 一 U 波 蘭 第一 か 大統領 
マ 八 トゥ キゼ 、十二 巧 十六 日 
ー义 ニニ H お 過激派の モス； 
八 首領 ィシ ャン、 ニ 巧 丸 H 。 

一 化 ニニ n メネシ n の 前叛將 

■ • • 9 

'バン チヨ •ダネ ラ、 ニ 巧 丸 日 
一 化 ニ 四 = ィタ リ溫巧 社會黨 
領袖 マテオ ブ 、六月 十日。 
j 化 ニ 四 n マサ ド ニア 革命軍 
首領 テユ ドア •ア レキ サンド 
日フ 、八月 化 一日。 

一九二 五り 首都 ソ ヒア 巿長マ 
ド户 リオ、 十 I 巧 十二 一日。 

一 义ニホ H ウ クラ キナ前 大統 
領ぺト 、五月 廿 五日。 


デビス 盃 戰ょリ 

チルデン 除外 处 、ろ 

，アマチュア ル ー ル じ 祟られて 

伊太利 どの 國際 デビ ブ盃 イン I ら はウキ シブ^ ドン ま 覇戰じ 出 
タ I ゾ ー ン 試合を 明 H じ控 へて 一場して むた チ 於 デンが 巧 インタ 


あ々 其番排 作製の 間際 じな つた 
一昨 木曜日の 午後、 フランス、 

ィ タリ ー 立を の 席上 じ 於いて ホ 
國ザ盃 委員長 ク五ア 巧は 米國デ 
盃举 のま 將 ナ^ デンの デ盃禪 巧 

除外 聲 明を 發 をした ので 
靑 天の 露 露ょ らも まだ 驚いた の 
は 其を じ 居 合は した 連中 ばから 
ではな < 化 バリ ー 電報を 見た 米 
固の 庭球 フアンで をる。 化の 意 
かな お 巧 事を をを した ゥ王ア 氏 
は 直 じ 庭球 協 食へ おし ゲ盃 軍歸 
ホと 间掉じ 委員長 辞職の 打電を 
なしを お n 0 ム氏も 亦を の 進退 
じ 就いて ち 慮 中で ある W 云 ふま 
るで 路の 典を 巧ち 毀は した 横な 

騷>」 ホ じな つれ。 率の お 


1 ビユ 1 をニユ 1 ス シンデ ケ 1 

トじ 依らて 紐 育 ゥォ！ 八 ド 紙 じ 
お 巧 二日、 六日 あ 八日の S 日 じ 
直らて 揭 載され、 桑淮ク P -1 ク 


ホ學 ホを 慘 殺ず 

東ち 特電 二十日 發 = 埼玉縣 熊 
谷离等 女學校 二年生 高木 ヨシ 
(】 と) は 十八 日學 校ょ b の歸 
を 何者か じ矮 辱され たる 後 殺 
害された が、 屍体は 大里郡 化 
闊 が武藏 巧の 森が 中で を 見さ 
れ た。 


'グ じと 巧 一二 日揭 載され たのが ホ 
國 庭球 協 曾の 所謂' アマチュア 
グーグ じ 違な した ものである ご 
を ふので あつて 如 州 庭球 協會々 
頭：^— デイ 巧が 化ク 。ニク グの 


記事を 見て 協 會を員 側の な 意を 

起 し 化つ てな 會侧 じて 
は 喘を 協議を 月 十 H 及び 十と 
H の ニ H 関 催した る 結 朵规則 違 
反 ど 去 ふ巧議 をな し 其 旨が B 里 
の協會 長ぶ びデ盃 委員長 じ 打電 
して チ 八 デン 除か ホを 慾 想した 
もので ゐ る。 を こで ゥェア 氏は 
會 頭の 名の 下じ鈔 くど も斯 かる 
嫌疑の ある 若は 其 孰れを 間は ず 
デ盃 選手 じして 义國を 化 表させ 
る譯じ 巧かぬ ど 云 ふの が 除外の 
巧き さつで あるが、 これ じ 街し 
チ 八 デンは 極力 違反 巧 爲を辯 解 
し 巧し が 育ゥォ ー * ドに 發 おさ 
れた 記事が おおを じ 
影響 • す るら ので あつた ど 
すい ば歡 ホゥで ア 及び コ 日ム兩 
氏が が 育を と 月 六 H 深が 出帆す 
る 迄 じ柯等 かを がが あつた 窜で 
みるの じ兩氏 共を 然 これを 知ら 
ホ兩 氏が 出帆 後が かじ 協會 側が 
强硬 じな b 惡 化した のは 其 間 巧 I 
等 かの 事情が あら.々 く 共 誤解 力 
ある どを ひ、 同時 じ自 巧に 對し 
て 化の 云 ひじ （い哪 も 困つ わ 役 
目を 頼まれた 兩氏じ 勘して 氣の 
毒が つて 居る。 チ^デンは 自ら 
陣頭 じ 立たぬ 迄 も アメリヵ 軍の 
チ W なつて 蔭 U 巧よ b ザ盃 

戰じ 

する ご 去 ふ 申出では 
兩 氏が 誌 ごする 處ご なつて 承諾 
して 居る 此の 事 仲では ホ 國內で 
を々 おみ 化され 庭球 協會 の明圓 
暗鹽を曝露したもの である艺 か 
チ 作 デンの 横暴を 聯牽 甘ん ごし 
た ホ鹽庭 球界の 『デ ア』 と 云 はれ 
て 居る マィリック 氏が 最後の 勝 
利を 博した ものである どか 力 至 
ィ リック 氏が デを 委員長の 椅 
子から 落ちた 赔 癒せで ある 等々 
ご隨か 臆測を 逞 ふして 居る 手 輩 
も あるが 協會 側から 發 をした ス 
メント じ 依る と 所謂 アマ 
チユ アグー グの條 文 及び 

精神 ホれ か らチ少 デン 自 
身 化の 特別委 員で あら 嘗ては 么 
れご 同じ 事 伸を クレィ コ ー ト選 
手權戰 じがて チ^デンが 起し 谣 
會じ 宛て 一記 文を 入れた 事 も あ 
旁々 ぉ 後に 際し 選を 委員長 ボ 
.ランド 氏よ b 嘴んで をめ る樣 
に 云 ひ 聞かせても ある 事 ごて 化 
の U 上寬 大な處 置を 取る 譯 じは 
巧かぬ ミ 辯 明して 居る。 孰れ じ 
せよ 一般的 じは 協 會侧に 有利な 
諭が 多く か國 よらの が議に 先立 
も協會 側が 化の ち 斷じ 出で たの 
はを 當の處 置で ある £ 評して 居 
る もの も ぁが、 遠征 軍歸 ホの 曉 
化の 問題は 特別 會議じ 一 閥 着を 
豫 想され て 居る。 

リオ •デ •ジヤ ネロ じ 

野 ロアべ ニユー 

ブォ •ザ •ジ卞 ネロの 巧長ア 
ン トニ 才 •プ ラ） ド •ジユ ニオ！ 

グ 巧は 五 巧 英領 亞ホ利 加 黃を海 
岸 T ッ クラ 市 じがて 黃 熱病の 硏 
巧 中 同病に 威染 し、 自 をで 自 を 
を硏究 のが 料 じし 時々 剔々 變化 
の模 横を 記錄 L 殘 しつ、 遂に 磐 
る i じ 至つ た 化 巧の 恩 A 野ロ英 
世 博 ± の 偉大 さを 後 のん々 の必 
じ 刻まん 爲めあ 頃 イラ ジヤ 郡な 
る 前名 サッコ 衝 道を 『野 ロ 街道 
ごな 稱 した。 


衛生 講話 

ロの 衛を帆 

•ベル リシ じて 出 尾 時 雄 

◊米國 な 恰も 獨 逸が 日本 醫學 
の 先輩で ぁるが かく、 齒 巧醫學 
殊に 技術の おは 本 瘍の國 だけ ぁ 
つて 其 施設 も父遙 かじ 河れ の 固 
よら も 優つ て 居る。 みに 齒巧醫 
學の進 步は巧 H 本で ぁる。 日本 
は ホ國の 進んだ 新たなる 技術を 
常 じ 急速 じ 輸入し、 傍ら 濁 逸の 
重み ある 醫學 を吸收 して 其れに 
日本の 齒 巧醫學 をの 智慧を 入れ 
て、 現な では H 本獨 得の 蹈あ醫 
學 なる ものが 益々 硏宪發 表され 
世が おお 醫學 省のを 意を 喚起し 
て 居る ので ある 故 じ、 實 際の 齒 
科醫學 的立據 から 云 つたならば 
H 本は 決して 来國 じは 劣ち の 点 
が ある。 

◊日本人 禪 はを 巧 かしこい を 
ホよ ち 白人 禪は 神が 吾々 を 最も 
偉い人 禪 ごして あじ 造 b 岀 され 
たもので ある。 何れの 有 をん 禪 
よら も自を 等が 最も 卓越した る 
人禪 でぁら、 有色 人は 彼等の 奴 
蘇に でもなる 樣 じち へられて 居 
たので あるが、 然るに 東洋の 一 
巧 じあ々 四 五十 年の 間 じ 日本 ど 
云 ふ 騒が 現 はれ H 淸、 H 露、 歐 
渊 大戦ぶ 聞 じ 於け る 偉大なる 日 
本の 功績は 彼等 白人 禪の 期待を 
藻 切つ て をれ 等の 總 てを 一襯し 
呆然たら しめたの である 故に、 
彼等 白人は 日本 と 云 ふ 不可思議 
な 黃色人 鞠の 國じ對 して 異樣な 
目を なて 注視す る じ 至を 過 まじ 
於て U 謂々 ィゼ 八の 黃過論 等が 
嘻 へられた のは 或は 御尤もで あ 
つた かも 知れない。 

◊現 巧 欧渊疎 じ 獨敏麗 巧 じが 
ては 寧ろ 東洋の 日本 VJ 云 ふ國を 
學 ぶを 要を 悟 b を 方面 じ是 等の 
事を 耳 じする のでを る。 先 じ 日 
獨 文化 谅 なる もの も兩國 政府 
じ 依つ て 設立され、 相 直に 學を 
のを 換を 巧つ て國 狀の硏 究に努 
め 最あ獨 逸人 じして 日本を 學ぶ 
者が 非常 じぞくな つたので ある 
斯 くして 齒科醫 學のホ 面に 至る 
まで 目下の 日本は 歐 ホを 國 W 對 
等 或はよ 上の地位を 巧つ て 
留 るので ある。 

◊然し 乍ら 惜し わらくは 國の 
富、 經濟 力の おじが ての 諸種の 
設備 是等 はどぅ 考へ てらを の 
る ホ國じ 忍び 得ざる 氣持 をし 
ばねば ならぬ。 前に も 述べし 如 

口腔ぶ び齒ず 衛生 じ 勘す るが 
人の 保健は 生 巧 上缺く 巧から ざ 

ものでぁるが、 又裝) じを 個 
人の 經濟 力で ある 人間 祖會は 金 
じを 福 U 人、 或は 貧しき 人、 樣 
樣 でぁる。 呂 己の 假 みば 齒ザ疾 
患 じ氣が 巧いても 經濟的 じ 恵ま 
れ归爲 め 思 ふ 樣に朽 か 3、 是等 
の 人は】 方から 考 へる ど 實じ氣 
の 毒 じ 堪えぬ。 をの 爲 めじ 自が 
自己の 健康に 對 する 注意を 巧 か 
じ 保つ て 巧 （をが 巧 ホない。 

◊巧に 異鄕じ 稼ぐ 人々 が斯樣 
な媛合じ据かれた時は尙更の£ 
である。 振 返つ て 今 紐 育 じがけ 
る 巧 同胞を 思は ざるを 得ない、 
が 育は 世界中で 最も 諸 物な 及び 
生活 雙が 高い 夫れ なじ 自巧 醫療 
並 じ齒科 技術 じ 要する 料を 等 も 
隨を放 外な をを 請求され て 居る 
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I Room 415 




心 




® シアトル お邮 〔午 熟 十 時 お賊】 
茄贊化 お巧廿 八日 
伊豫 化 八 巧 十一 二日 
靜 岡— 免 、 九 巧と 自 

® お敦凑 日本 巧 おお 

猜畴も 屯 巧廿八 B 
を 山 お 八 巧 十 一呂 
A 結 青お轨 巧を 馬經 曲目み お疫 物が— 巧ニ圓 
A 鑽道切 辖寝臺 券 其 化 萬 事 Is がを じ衛 おが ホが 
▲太 巧 洋大猴 船を 莊乘觀 切 巧 御 お 宜じ取 許ま寸 
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曰 

[ 
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八月 六日から 十五 日を 


千 客 萬 來迎送 頻繁の 紐 背 


翁； 


驚 


第一 I 

1 _: 


千 

四 


セ 


號 


i 巧 巧 六 = 午後を 生 海外は 巧 脚 
j の ホ 組を 第一に 巧國 H 鴨 學校乂 
會 化を 一部の 巧が 时をお 學生一 
一巧 二十を、 の來 がを 見る ベ < か 
一 育は 是 巧の ホ巧迎 送に 忙 おろる 
、であろぅ。 刚も六 U 夕刻 离閱 
. U 晒を 巧 大曾じ お 席し じ 日本化 
ぶの 二な あの 內 五十 I ニ 名 •かか ホ 
S ちまが すべ （一巧 滞な 中の 一 
般的 お迎ゾ 。ダブ ム はま どして 
武 巧が お會講 所に 於て 作製し お 
る も の^ 如くで あるが ホ H 午を 
六 時よ b セ 時までの 間に ペン 停 
車 填 着 (旅館は 未詳) 翌日 午後 
のプ 。グラム もま 詳な るが、 间 
H 午後と 時よ な H 本人 會 、日本 
一 供樂部 及び 基暂を 同盟 會聯 を歡 
I 迎會が 日本 お 樂部じ 開かる ベ < 
i 八日 正午は H 本 協 食 ホ-雌の 午餐 
;會 がを 曹俱樂 部し がて 開かる i 
一室、 九日 午前 九 時 よら 一同 自動 
I 革 じて お 內を巧 ホし* ホを 巧 巧 
後 巧 ま 取引所 其 他を 巡視し 正午 
ロー タリー 俱樂 部の 午餐 會じ列 
し 午後は 聖ト ー マス、 第 置 巧を 
を 普を 等を 訪 巧、 午後 四時 イン 

タ アナ シ 3 ナ八 ウスの おちあ 

延じ融 席し 十り 午前は 紐 織物 エ 
場、 製靴 谋 等を 親 お L て武 ホが 
お巧畿 所ホ懼 S 年 巻 會じ巧 席 、 I 
化は 米 國な會 聯盟 キ 催の 歎迎晚 
蜜會じ 臨み 十二 H が ボストン じ 
巧 あする 豫を である。 I 巧の 人 
名ぶ のか.-。 

尾縱誠 一 ( あを 属〕 な 玉 4 ん 
(函 館ぶ ロ 頤终巧 京} 乂村逸 
あ _ .ホ 巧) 教 W 击信 { 大阪} 山 越 
正胳 一. 柬 巧； 横 山离治 (仙 毫) 岡 
本 おみ 郎 (乂阪 ) 小 あ 長 ま 
(を 都て おがま-化 幡) 元を 
V 义阪 J お々 木 小 お 巧 二が 都) 高 
倉华 お粥黃 郡) が 勢み 叟京 
が) か 田 千萬藏 {お 郁} 齋藤ぉ 
お (が 海) 波 部 (化 山.. 河を お藏 
(化 お 道) 小が 明 ニ (化 本) 石化 
な 娘 (熊 本 おを 元 巧 (福 島) ホ 
橘 元 f -. おを-か 中み つ 子！， 岡 
山 一 小が をを 子 (柬 巧) 中山貞 
ず 一 おを' 岡が 養 孝 (おを」 化滿 
巧ん 郎 (神 ロー 让が た衞 {福 脚} 
船橋 峭化 ( 乂阪】 同 夫人 义子 
(义阪 ) 巧み 息 正 (大阪 ) 淸巧基 
(廣 な； 鉛 来衡率 (東を) 鞋か 
(化 贼 一中が 信み (化 蜡】 がみ 
(化 暢) 中 川 (大浊 ) 磯部 敏郞 
(大 速) お巧乂 速) 应お (乂 速) 
德永 (お 本) 西 山-; を 京) 演瀬 
八十路 (中 お) おお (八幡} 杉 浦 
おで (巧 旧) 本 旧傅藏 (柬 京) 大 
ホ 巧を (水 おご 1 技み 郞？ あ} 
巧 川 巧ぶ 邮 二が 都) 垢 場久成 
(神 戶} おが 淸 四が 一巧を-山 
ロ庄之 助； 化 お增) 鈴 木'、 ねす 

語 岡； 

ホ じ 乂下同 あ 社を 保の 引率ず 
るを 牛 見學削 二十 名は 巧 H n レ 
ャ 丸して を灌お 二十 ニ n 巧 巧の 
をに がきよ グ ダン、 デン バアを _ 
經由 . 一 十 An シヵゴ 眷一 二十 一 U 
53 發 デトロイト がよ b ナイ ャダ 

ラ、 モン トリ— 火よ b 八り お 日 

ボストン じ 人 午後； 一 が 一二 
十 かが 巧に 着 十 お U 出が ホ 麻を 
紹山 西け 九 お 二十 九 H を 港 お 化 


巧 學刚が 化 頭で 同 あ 社は 殿り 

の 两比亞 化 じて 歸 朝ず る豫 をで 
ん る。 


ずる 裝を從 雄 も あら、 共濟 がょ 
b の報吿 提案 等 も あるので を 長 
よ 6 來る 二十 四 H (化 赌) 午が 六 
かが 巧を 都に 於て 臨 事 巧 事會を 
巧泼 開催す る 旨 通知を 發 した。 


雜貨莱 の 先輩 


戶な巧 長逝 

フネ ラグ 火 フキ ヤボ南 六十 了 
目 だ 一二 十八 香 地 じ 於て タ年 日本 
美術 雑貨 小 貪 策じ從 事して 居た 
靜岡縣 人タを 理：郎 氏け 六 巧 初 
甸ょ b 腎購 炎の 爲め 入院 療養中 
であつ たが、 去る 十五 H 病 俄か 
じ 革 まら 同 H 午後と 時 四十 五を 
ホ 十九 歳を 0 て豐 がの 自 まじ 逝 
去した。 葬儀は 十と H ヤ後ニ 時 
旅 巧 マウント マ モラ ィズ 墓地 じ 
埋葬した が、 遺族は 夫人 メ 9 — 
子、 を 巧 フランク、 長女 五 モ？ 
1 みお ア ー ノ八ド 等が をる。 

戶 を 巧は がを 下田 渚の ぉ 身で 
幼時 旣じ义 人に 就き 英語を 習得 
したが 明を 十 年 西南 戰爭當 時 神 
戶我關 じ 傭聘 せられて 通譯 とな 
を數 年を 紐 育に 起な エ商食 社の 
劍立 甘ら る； じ 臨み 社員 どして 
渡 ホし (明治 十四 年 前後 ご 云 ふ)- 
巧 巧專ら 日本 雜貨 業じ盡 力し じ 
起ぶ エ商會 社の 解散 ど 共に 社を 
辭し雜 貨小賛 巧 鳥が 組に 人ら て 
を 要の 地位を 占めたが、 島材組 
觸 散巧獨 立し 巧 城 西炯の アト ラ 
ンチ ツクシ ブィ U て 開業、 みで 
曹 麻に 移 b 『戶 を 美術が 店， I ごし 
て ホ 人の 間 じ タ乂の 信用を 博し 
た。 氏は U ネ雜貨 資あ界 ては 森 I 
村 組 村が 保 固 翁に 次ぐ 先輩の 人 
であつ じ。 


領事ち 催 午餐 會 

昨 お 齋藤總 領事 賜暇 絲朝 R ホ 
總 領事 化理 ごして 巧罐 せる 領事 
內山淸 氏は 不日 齋藤總 領事の 歸 
任 ご 共に 化 巧を 解かる！ ので 過 
ま 一個 年な 上る おのを 渉を 有し 
て 居 じを 省駐な 官吏、 實 業が 方 
面 並 じ 巧 聞か 化を 等を 昨日 法曹 
俱楽部 じ 招を して 午餐を を 開き 
たるが タ數の 出席者 あら 赚况で 
あつじ。 


轉 巧の 高 岡官補 

當地總 領事館 巧 勤 領事 官補高 
岡脯 一が 巧は 羅巧 領事 絕 .へ 轉任 
を 命せられ 八ち 中旬 出發 をな の 
豫 をなる が 同氏 後任 ごして 本省 
歐米局 第】 謀 勤が 副領事 石井康 
巧が 巧く ホが する をで ある ご。 


な 人ぉ人 


中 山 武夫 氏 森が 組 取締役 
家族 怖 伴 まる 十と 日 ょら 約 ニ 週 
間 シ王八 タア島 方面へ 避 若 

♦中 お 榮氏ま 月 當地經 由 渡 巧 
せる H 本 電報 通信社 縮輯 長、 ま 
る 十 阻 曰倫敦 よち 己里 じ 向け 出 


發ゼる も 


♦ホ！ 八 < 


マ- ス氏 ニク ロシ 


目 系 米 人の 

巧 渡航な 意 

日本 郵船 曾 お發む ッ ラベが ブ 
レチン 裳 S 十五 巧に 所謂り 系 米 
國ホ 技の 歸乂 すを 場を におす る 
注 思が 巧 載され て 居る。 右け 囊 
にが 育 n 本人 會 にがても 巧 報 等 
を 通じてを ぶした る こごが わる 
が 虽らじ 一般の 注意を 惹 （爲じ 
其を 項を 報道 ザい。 即 ホ圃ぉ 
生 H ち 米 防が W が 巧 ひ歸米 せん 
ど マる 時け が 闽ホ牛 証明書 ど 米 
ホ 超 政府 發 巧の 旅券 どを 所持 提 
示す る こごを をず るが 移 K 法改 
化 前 じ 潑が歸 朝した まは 右の 手 
續不废 わの ぎを くが 國巿民 どし 
て 入 厨の 權 利を 持 乍ら 巧 渡航 
じ 際して 諸 柿の 困難を 藤して & 
是 等の 人々 は 持 じみの 如 


る 


條 々じ 就て 充 かの 用 窓* V 整へ て 
超 （必要が ある。 ホ树 官憲 じ 化 
を 局が 提出して ある 韶 明、 
ロ 籍瞪本 じ 乂歯出 ホ 事 實の證 明 
米 國巧居 化の 證 明になる 篇眞、 
米 閣內で 出 ホした こごを 証明す 
る 親戚、 ぶん、 巧 力 者の 証言 等 
で 本 の證 言ど兩 親兄弟 等の 其 
れご 一致ず る こどら 化ぶ しなけ 
れピ。 .- s ' ぬ 0 


か 遊 會計蟲 らもら 

日 會臨事 瑰事會 

がち H 本人 會地 ホ會 はと 八兩 
巧お度を化^5^」なィ 例 で ホ る ：£, 

r . > L I — じ— 一— - 


化诗 なの 計 薪 じぶ < か 遊 曾に 瞄 


ユ少化 化の 类術 家、 前週 ホウ キ 
リアム スタ ウン 地 ホに 趣き 去る 

十义 日歸寓 

©ぷ 川 潤 氏 玉モ 9! 大學 じて 
が 兜 中の 願 西 學院文 巧敎授 、數 
前 ホが ネ巧巧 帆の 巧 船 じて 歐 
卿經 も歸顯 

♦お 巧莲み 氏み 年 院お官 、.み 
年が 證 事業 視察の 為め ホ お 目 ド 
美な 敎脅 寄宿を じ 在 お 
® 原 山を 彌巧 アメリカン 棉あ 
會 社々 長 ス。— カムを 秘書 役、 
ホ 人 同伴 本 巧ト甸 巧く は ホ 巧 上 
巧歸 朝ん も 

苗が 錫 ホ 巧 ウェスト ビゥ パ— 
ク が商會 ま、 まる 十二 ホを 
巧 阔伴オ パイ 3 州 コロンブス、 


シ！ タ アポイント、 


クリ i フラン ド、 ヤング ス タウ 

ン化 ホを 旅 巧 十八 H 歸還 せる 由 
♦妹 お 森逍氏 夏季 中ゥ— スタ 
ア她ホ じ營渠 中の 同氏は 故戶谷 
理一郞 巧 逝 ま 前 看護の 爲め フキ 
ラゲ グフ キヤ じを き间 地を 經て 
此お ホが。 

◊ ◊ 


日本巧ゾ[ル _ 

く I . ク 


締切 お 巧 本局 午後 八 時 
日曜 及を H は 午後 五 時 

と问ホ 二日 桑 港經由 

フ レジ テント モン ロ I 驳 

と 巧 か HU 沙港經 由 


フ レジ テント 

ジヤクソン お 

と月廿 一二 日 沙港經 由 
加贊化 


愼說を 


♦貼 育 H ネ人 敎會 
趣 ホを 岡墻 牧師 
♦お 瞥敎 修道 魯 
苯 化の 偉大 今 かか 姉 
♦ H 本人 お 巧敎會 
吾故鄉 を 帖な師 


巧 桐 スペシャル 


蟹 肉 時雨 袭 
顯蒲燒 

がせ パン ベン 


か 欄 兄弟 商會 


を 巧の 調 ホ 料 

乃 上 割下 醬油 

煮物、 燒 物、 吸物 じ 
割で 醬 油を 御 試し 下さい 


桑 山 商 巧 

114 EAST 吉 ih ST : N . y . G . 
至き e . H 罢ミ 2133- 寅 ご 


東京 商 會特吿 


^ツカピン 五 張 
大 學目藥 三 0 仙 
太 旧 胃散 五 0 仙 


東な 諸が 聞 最近 號 


紐 育 東を 商會 
1舍 W . 雲ぎ こ. C . 
ぎゴ 夏ち 雷 9 


A ホ 振らに 故鹽の 風物に 接し 
て 其 S 變遷じ 驚きました。 

一々 御 伺 申 上ぐべき 當で 暑中 
御座いま ずがが 化 じ 紛れ 其の 意 
を 得ず 乍 略儀 紙上を 通じて 皆樣 
の 御機嫌を 御 伺 申します 0 
留守中！ 層の 御 引 立の 巧を 幾 
重 じ も 御 願 中 上げます。 

巧を にて 

丸 山近吉 


讓度 ぞ 年經營 した ボ！ デ 


ング、 > ウヌ 至急 譲 度 
し、 家 犀 巧 弗、 大小 十一: ま 

184 宝を St - Bf 00 妄 n 

Tel . Gu ョ室 and 吉ニ 


を 具 お、 と畜 、新し 


き裝 飾、 家賃 巧廉， 
ンデ イシ 3 ン をし、 午前 十一 
時よ b 午後 ニ 時の 間に 電話 われ 
ジ I ち h 呈こ ch ち ler 空ち 


歡迎會 . 


拜啓 目下 加州 n K アン ゼグ 
スじ 於て 開催中の 萬國 曰幡學 
校 大會に 出席せ る 巧屬化 表を 
五十二 名は 東部 お ホの 爲め乂 
巧 六 H 着 紐の 豫定じ 付が 迎晚 
餐 會相懼 おじが お 障 御 繰を せ 
おお 被 成 下 度が 一巧 中 じは 婦 
人 も 數名有 之 候 間 婦人の お 席. 
を 御 希 導 化 候 敬具 


ボ ，デン グじ 心す 


家資り 度し お 所は ァ 

ト ラ ン チ ツ ク イ ラ ン ド 、 凡て 
最新 設備し あら、 ホ ー トス ブ ー 
シ ヨンに 懐 利の 鶴 所で パ I クへ 
も 近し 委細は ぶへ 御を 渉 あれ 

ジミ k タ 一?8 0 さす r A さ.， 

AilanfiG Highian 产 N . J . 

ジ星 hone 呈 antic Hig 互 a 至ち み 


齒科醫 バ：( リ了ン 


時日 n 八月と H 午後 おお 時 
お 巧 N 目 本 お樂部 
會費 n を ニ 弗 
申を n 八 巧 四 US 
申込 所 =. が 育 日本人 會 


Dr . Edward Hamsm 

でち 巧呈 Q 呈ゴ $t 

呈 5 W . 181 st St . Tel . 呈 I 忌 こ芸 


基督 敎 同盟 會 
主催 日本 俱樂部 
.紐 育 H 本人 會 


な戶を 埋一郞 

葬儀の 隐は 大暑の 巧に も' 一 


ト タンク- ぃ U ぃ心 

イン ノ 1 ベ！ シ 3 ン トランクを 


\ こ > ■ — 一 — を ミこ— ご J こク 

物 お 輿 五十 伽よ ち 十二 霜 お十牠 
岩 East 呈 h ぎ ま t 


不拘 態々 御 會葬被 下を つ 
美麗なる 花環 等靈 前へ 御 
手 向けに 頂ら 巧 段 誠じ感 
錐の ま b じ 奉を 候 一々 御 
挨礫じ 罷お巧 申 害^ 處お 
雜中 じせ 乍 畳 儀な 紙上 御 
厚情に 酱 L 深く 御 禮申上 
候 


千 化な 廿乂 年. 
と 巧 十と U 


トランク 約署 個の 


ウホド ロブ 


及び スチ 1 マ！ トランク 六乘盡 


十 伽、 化 巧 五十 她 、十二 巧 五十 
仙、々 L 許 b 使 巧した 範類 j 巧 I 
S 弗 度び 五 弗. 

寞 4 -si Ave -, ぎ- 4 害ぎ N . Y . 


妻 
娘 
息 
息 私 
ぶん 
磯 化 


貝を メリ！ 

五ム ers ! 

フランク 

クララ 


岡ぶ 輿 ニーが 
木が 武ホ郞 
巧 尾 お 造 


夏瘍向 格が 品 
特别賣 化 


尙 一層 勉强巧 化 候 間 
御 注文 彼 下 度 願 上 候 

ホ元ブ タザ I ス 

17 East 17 をタ Maw Y ミ k ごす 


TTeiephone AJgonqui 呂 夏累 


巧； 267 


夏場 — 新が 受着 U 


梢々 勉强可 仕 候 間 御託 义被下 お 願 上 候 


^太洋 貿易 株式 會社 


Telephone をち nquin 萬 だ- 5 

101 Fifth Avenue zew York City 

ohicago 巧 ranch 誇7 \ v . M^adison St ., ohicago , ゴ 一. 

zew En を and 巧 さ .- N . 浸 ミ uda 00 •，送》 を； f ミ cl 資 •，巧 os す n 良 ass . 


新 荷 到着 


特に 夏瘍向 格が 品 澤山取 揃へ 
居候 間 精々 御 詰 文の 程 希 上 候 


森が グ ラ. ザ I ス 


M 02 MC 巧 > 巧 ror I 扫 C . 
53157 West N 3 rd 穿， 
New ジを N . Y . 

felophoDO Gramerev W 850 


ラ厶ブ 及び シル クシぶ —F 

製造元 卸賣 手 塚商會 


H . Y . HETSCKA CP 


ぶ West 24 t 方 巧._ N . Y . 置 产 TeL is 置 9531 


EpiKP 




- 石を 


み 


資本を 壹 お 巧 
拂込濟 資本を 六 モ巧圓 
祕 ホを. 六 千を 巧 萬 脚 

能赋ニ 一并銀 巧# 支 巧 

本店を 巧 ホ 日本 橋 お 本 革 お 町 五を 地一號 
ち 巧 小 樽 日ネ谣 を內 金ち 巧 巧 
をみ 崖 京 郁 大度 西 ( 大廣〕 巧 お 
廣 毎 下 關巧司 お 松 鹿 岡 長 供 
上が 備敦孟 貫奶水 


おお 乂巧替 .軍 信 送を' ホ 送を' 旅 巧 信用が 
巧 お 信用が 其 他 一般を 巧 業 

乂城職 S 菱 銀行— ま 巧 

鄉里 送を" 日本が 地 無 ホを お？ 斑 ま 取を 
本店 巧を (定期 通 かノニ 稀) 御 使 利取圾 
本 ま 店 ま 京 (ネ 巧)、 大阪 、神戶 、京都 
巧が 地名を 崖、 小 お、 上海、 なお 


►槪里 送金 及び ホ 送を (無ず 巧 巧】* 外 画 
巧替賣 買、 巧巧替 なな 取 立、 信用な 發 
巧 等】 巧 お 巧 莱務巧 巧 巧 じ 取を 可 化 お 

g 紙臺灣 銀 巧— お 張 所 

本店 寧 巧 tIK 化 

ぞ巧 東を、 横を、 大政、 神戶 、上 お、 巧 
ロ、 福 州、 厦門、 她 頭、 香巧廣 な、 新 I 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 ま H 一 

々グ 々ッタ 、倫 致、 其 ホ臺滑 十四 ヶ所 ： 


一 

シア h ル增帆 (午前 十 時) 
あらび 甲 化 八 巧 . V B 
をら ぶま 鬼 八 巧 十五 日 

ば ^ ず 丸 (坡谦 お瞒) 屯丹廿 吉日 
ザ I 等横濱 一九 弗 

化 L ば巧尤丸 スん4み4^.'ー 
マ 三 律 日本 朽 お-五' 乘 .ちを おな 造を 族 室 多 皮 
▼御を 望 じ 巧り 一等 割 おを 谊巧 巧を がを 巧 お 

ロス ァ A ゼ ルス お 化 (午後 一二 時) 
はゎい 見 八 巧 十一 日 
らぷら た 丸 八 巧 廿と日 
►一等 横 あ ニ 一二 0 巧 I 化は わい み ± じら 化 一を 巧 
▼暗が！ 二等 日本 巧 显十无 巧 ▼ H 等 日本 巧 置 十 置 巧 
►み 淺羅 がな 漁 車な 巧 寢窒を 藤 入御 铃旋 仕り 展 
►紐 育 線 バナマ 超 お 日本 戈那贷 な 物が 巧 一回 


、資本を 意徳 瞄 (を お拂这 巧) I 
、稽立 金 九モ 化な 五十 萬围 
巧 化 本 まな：：：： 演 (本店) を 京大 阪 一 
神戶 を 帖下巧 名古屋 - 

權濱冗 金銀 巧— 支店 j 

ホ國を まな U を 港 涯# ホ ボボを j 
巧 他世界を 固 重要 都市 二ち 巧技 コ レ I 
ス有么 候 I 


ト 巧 大阪化 溶 五 了 目 
な 育ま 巧 紐 脊プ。 1 ドぅ ュ ー な w - r - 九 巧 

懿 住ぶ 銀行 

お (東を > 構 溝、 あを 尾、 京都、 神戶 
を^^. 尾 ノ 道、 廣 島、 奥、 柳 井、 下ノ顆 
却ま庙 (巧 司、 ホ 倉、 を 松、 博 多、 乂巧乂 等 
本國預 を、 鄉里 送金 等は おめ 
て 御 便 巧 迅速 じ 御 取扱 可 申 候 


本な 朝鮮を 城 

支店 出張所は B 本 内地の 樞耍都 ホ， 朝が 
おが、 支那のを 地 あび 浦 强斯德 

朝鮮 艱巧紐 育 出張所 

外 固爲替 一般 おけ 業が 精々 御 お 利 じ お 巧 可 
申 上 候 


藤本 證券 會放 

- 殺 有憤韶 游ノ賣 買、 引を、 募を 
▲を 融、 f 之 こ 随スグ 一切 ノ おが 

I 城 藤本 ミ マ？々- 銀な 
紐 育 お 張 巧 


淘被 器、 雑貨 邱賛 

無が ブ タザ ー ス 


日本 陶破器 雑貨 

ラ厶 プ卸賣 

奈良資 易商會 


淸潔 にして 閑が で 住みが 地ょ. 
諾 をの 巧 中 化 暇 じ 最も 能，' 適す 
る據所 じて をに 皆 檢の御 ホ ホを 
願て 居 もまず 

御 下宿 i 山 旧 

Tel - ぎ 有 dsbui •内 4. 2. R . 1. 1- 
HI — 呈客 TT 富 
呈 RTH き T 互 夏 P , 2- 


運送業 

'距離の 溢 近を 問は ず 運送業 一 
切を 速 了 寧 じな 扱ます。 殊に 御 
旅 巧、 御歸 朝の 際は 荷を-^ シッ 
ビングを 部 御 引を しまず 日本人 
諸を じは 特に 親切 じを します 

Harry Gsenberg でち 泛 W & Van CP 
夏 堅 正 oust 弓 St . 呈 . A ち . A & 巧 
Tel.Grchard 77 畳 


日本 强船會 を (化 二を お道會 社) 

代理店 巧 桐 見 弟商會 

乘 車、 乘船 切符 並に 小 猜物建 送 御 便が じな 炭 申します 


夏 瘍向晶 特规賣 お 

夏瘍 、小賣 向、 ダ） ム 向新 荷 到着 
精々 勉强 御用 命じ 應 じまず 
H 本陶媽 籠雜貨 卸販賣 

<1 體茂木 桃 井 組 

一黄 E . 16 を で. N . Y . 
TeL Stuy-vesant ま 95.617 


日本 お 服 反物 キ モノ 
テ — フルクロ^ — ス類 

: 農 塔 用が 巧 品 お 揃 居候 
鱗 日本 ドライ グ i ブ商會 

特別 廉 巧で 大赃强 巧 流 わは 當庙の 特長 


夏場 向 = 新 i 着 = 

夏瘍 、小 賣屋 向、 ダ] ム用 景品 等 
精々 勉强可 化 御 引 立願 上 候 
陶 媪鶏雜 貨卸賣 

，春 巧が 會 

一 <41 巧 ifthiAve ., zewY ミ kCUy 

00 rn ミ of だ st St . Hel . をち 日 quin s 货 


比 进 ふ ". 

303 F が 比 Av&, 

Tel. Caledonia 4101 

巧 困 商事 株ま會 がが 育ま 巧 
UcWda IVading Co., Inc. 

' 1 1 Park 巧 ace 

Tel. Barclay 1576 

農資易 株式 會お 
Shima Tra ぷ ng Co" Ltd. 

T ぺ ephone Re な or 1484 

巧 ホを 化 赤 尾 巧を 
Akawo & Co., Lid., 

2S5 巧 わ h Av&, 

Tel. Caledonia 9758*59 

片倉製 絲巧績 株 ま 食な 
Ksitakura & Co., Ltd., 

200 Madison Avenue 
Tel, Asniand 4545-4546 

に Mikimoto 
Mikimoto Fe&r!« 
財 5 Fifth Avcnu 。 
ToK YanJcrHUt 2519 

大倉 化な ちまな 
01011 *a 在 Co ，， 

30 Church St^ 

Tel. Cortlandt 2292-93-94 

H 共 株 ま會强 
化理巧 

R # 巧を 

1 如 Broadw 化 H. Y . 巳 Tel. R 扣 hr 巧 84 
facto け； 208 Raws 帥 化しし Cib - 

ま 巧 銜ま煉 ま 巧 社 

Asano 技 us&a 円し omp る ny 

Room 8 的 - 805 
165 Broadway 
Tei. C が Ua 凸 か 8047-S052 

Gosho Corporation, 

Si!k Importers. 

が朽 ast 34 化 ロむ eet 
； 了 eL A*hfan 这 4 巧 7 •お 

Go,ho C。" Inc, 
Cotton Exporters 

泌 . iieav 化か .. 

Tel Bowline Gwen N 巧ん ぶ P 

あおが 巧 道 巧 まを 社 
化育 事 巧 巧 

Sou 化 Manchuria 良 R. Co リ 

Room 202 ら Can&ciian Pac ぶ C BMg. 
342 Madison Ave. 

Tel. Vand げ biU が 35 

s ザ 誠 巧 ま會社 
なち ま 巧 
Mitsui & Co., 

65 Broadway, 

T«l. Bowling Green 7520 

なをを かを 井 巧 巧 
巧ち ま 巧 
Iwai 在 Co., 

Woolworlh Buiidiog, 
Tel. Whitehall 6040 

H を 商事 巧 ま會社 
な 育ま 店 
Mitsubishi Shoji KaUha 

(M れ subishi Co • ，いん） 

/ 120 Broadwav 

Tei. Rector 2560-2564 

大巧 朝 B ニ 東京 朝日 
化 巧 ま 巧 
Osaka Asahi 

Room 619 WorM Bud ぷ ng 
B が 打 4860 

日本 お 巧 巧 ホを 化 
紐 巧 支 巧 

Japan Cotton Trading Co., Ltd., 
25 M& ぷ…ロ ArenuA 
TcL Lexn が on わ 80 

日本 生糸な 式會か 
が 育 支 巧 
NIP 明 H K 川 0 KWS 化 LTD 

fw 〇 Park Avenue 
TeL Ashland 5 ぉ 0 

巧を 名を な 
化ち 支 巧 
Hara & Co., 

443 Four 比 Ave ‘， 
Tet Caledonia 7830-35 

U お 生糸 株式 會社 
締育 支店 
NICHI-BEI KH 巧 WBUSHiKI IUISHA 
(NICH!-BE …! TO CO 一 LTD.) 

1 Park Avenue 

TeL Ashland のが-が * 

大お站 日 ニ 東京 H H 
を 木 S 郎 

Osaka Mainichi 

Room 306A World BuiWmj? 
TeL Boekman 4259 
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ふ一お; な 滋を过 


111 . 11 ", 


VO しけ I N 0.1472 


ぶな} mt 化 巧を の im で 巧 


WE 日 化 S 日が I JU パ 巧け 巧 


イ 


が 


第 四 回が#: 據 

曰 本人 庭 謗 爭覇戰 

來ろ乂 巧 四 ロ (± 唯) ょり 擧巧 

千 化な 化-立 年游 一み 爭损 巧を 巧 巧して 多大の 入な をが してから 
每 年が 脊 邦人 庭 巧を の 一大 年中け 率 ごむった U 本 旌巧化 樂部ま 
摧 、紐脊 巧 おお 巧の 村 か 盗 紐 巧 n 本人 庭が 大巧は を 四脚ォ ー プ 
ン競 巧會を おの 化を じ 化ら 巧む する 事に をし ましたから 庭が 好 
楚 家諸暂 のをつ て 化 煤 せられん をを ホ おいだします。 

期日 乂巧帖 目 (± 雌) ょり. 
場所 B 本 庭が 化 樂部コ ート" 

(ニ 巧 か 八 r 目ごブ ドウで ィ」 ； 

入會金 ニ 弗 一中 込 ご同い V じ お 阿ん 事) 

締切 と 巧 二十と 日 (金 嗎) 

(申込 奠 じは 姓名 及び メ — ^ ァドレス 明記の 事) 

申を 所 紐靑 新報 祉 
賞盃 が ホ カツ ブ 
副賞 紐 育 新報 就 寄贈 賞晶 I 

(ラン ナ— アブ フ及セ ミフ アィナ リ j 

スト 賞は U 本 庭球 供樂 部よ も 提视) I 

ち 倦 日本 庭球 俱樂部 I 
後援 紐 育 新報 社 i 


おじ；： > つて 居，'-。 昭 しい 農が あ 
濟に 就ても 均等 稅をま 巧す る 
クナリ ー •フ： ゲン 法 じ 向つ て 
兩媒が あ 齒じ巧 物^ 狹つ たやう 
たお 巧を どつ it 居る。 アメリカ 
の 社 食 問題 ご， しで 蛋乂た 禁酒法 
樹 むじ 就ても I - 巧 黨は齡 く 共 政 
綱の 上に がて 爾 なを 標 巧す る點 
にがて】 致し 一て をる。 國巧聯 酷 
參 加の 是非は 政綱*」 すら 一巧 及 ご 
れ なぃ 世の中に 4：! った。 

◊' I 饋 何を 总悚す 

- もので あらう ホ、 西半球の 孤 
ホ 時化 ろら かおで 目醋 め、 化 
をが じ 重要む お を も ゎるに お 
つた アメリカの 階を 的利權 、夫 
れ旨 身が 觀 くぶ じめ たので あら 
うか、 ォ^— 八 • || キタ！ •モホ！ 
もを 臭くな な、 I ォ ー 八 •マネ テ 

•ジャズの 瓜 I 化 じ 移った ァメ 
リカの 社會 巧^ 尸 映が 然ら しかた 
ので もらう か I 『總て じがて 化 
界祭 一』 とい j ぶ 彼等の 自負 むが 
斯 くして なを 蹟牲に 導ぃた も 
ので あらう か.-、 をれ は 巧 じ 巧、 
この 政治的 谨 せを 巧 破すべき 今 
か 政戰の 巧が を 巧々 は柯處 じあ 
むべき であ •ん うか。 

◊… .：： 今み 敌戰 じがけ る兩黨 
の 政綱は 何等の 新 ホ、 何等 大い i 
なる 開きのを へない こどは 前^ 
しね 所で あ 11?、 をて ホるべき を 
戰の 興味は i ; ミう してる 兩黨太 
統領 お 補の || 人 本位 じ 求め なれ 
れ ばなら ぬ 一： 兩黨の 政綱なる も 
のは 兩黨立 捕 者を 選' 擧 する 巧 
前 じみ 定 しに もので ゎる、 化 午 
候補者 じる ぶは、 お 論 このを 細 
にを ふべき をので あるが、 をの 
政綱の 蓮 用-で 解 碍は黨 の 指導 お 
たるべき お 皿を が 自由に 減量 卞 
べき もので J " らう 0 

ク ホ窒で 我々 は兩黨 候補 
の 政 錫に 街す る解釋 i 態度は、 
邸 もを のい ィ I れか r 大統領 じ當 
選した 壌 合 d ああ 策 ごして 實巧 
される もの》 > あ 惟す る こどが 山 沖 

巧る。 禁酒 4 芯勵巧 じ、 農が あ 
濟の實 傑 化ぶ、 所謂 綱が 肅 正め 
履 巧に、 巧を は兩 候補が いか」 
火 化を 散らん て戰 ふか、 いか；^ 
る 智謀を 媛を かごい ふ 興味を 巧 
郑し 得る、 マ一 ゲア ー がク！ リ 
ッ デの プロスペリ テ— の 繼續を 
高調ず るに おし、 スミスが 『建 
設 的なる 努 -^こ ご 大小 ビジネス 
のち 等なる 質を をのて スロボ ン 
ごする が お •^ー、 秋の な 戰を前 じ 
して 南 窝の摸 補は この 苦熱を 化 
して 智囊を 豁らつ i あるので あ 

◊ こいを 政策から 見れば 

フ！ ダア！ 一.！ は 農が 救濟じ 就て 
農業 脚の 反を じを かされっ. > ぁ 
る こ f は、 S 省を な 正 じ 就て ス 
ミスが おの 1 每盤 南部の 巧 威 じが 
げられ つ t おる i じ 共通す る- 
而 かもを の ザ 面 じがて 大會前 じ 
は ロ ー デンに ホ 方して 反掛 した 
副大統領 ド | f ズ 巧が フ ー グア ー 
の爲 めじ 58^!^ 巧 脚 じ おでん ごし 
つ！ ある こ は、 スミスのを 敵 
でぁった ジ I てリ ー ド 君が スミ 
スの爲 め广ー 馬の 勞を惜 まや、 
農萊 州の せ^ 黨 地盤 荒しに 出馬 
せんとし C - ス あるじ お 通ず る の 
も I 奇でホ j る。 今 巧の 政 戰がホ 
曾 有の 巧 I 声 おやる であ. らうと 
抵 狡され て 居る 巧 W である • 


. '—^——1— • • 、1 •• ...-11.1—— ： i . , - I 

日本の 警 吿か容 H 
張學良 南京 政 解ご 妥協を 拒絕 

舊條約 破棄に 應 する 意志 をを い 

東を 特電 二十 匹日發 本の 强驶 G る對义 政策に 周章 狠 がの 氣ホ でぁる 巧を なおは 更 
ら じを ぉを n 本 じが 狙して 詔 解を ホ レる じ' 至る \、 /、 一 ホ 南を 政が ごのぶ 協を 拒絶した 奉 天 派 も 日 
本，^ 诗 化を をな' ービ し。 つたが、：：；： 本に 滞が 中で をる 南 巧 お 府の化 表 王 太な 氏は あ 巧の 電命 じ 依 
b て 木が かり 本^ 對お側 吿做闽 をを 求條 約問即 r 就て 讓ホ争 促しつ、、 あ、 るが 囊じ甫 京 的 府を化 
K く ' 一て ぃ 本-— もりー 激天化 氏け n 本の おち 悠 巧け 獨 斷與權 である ど 毒 吐いて 居る が、 旣電 しね 日 
本ん を 史宣- 封け 劳 巧を 使ょ b 本り をな て' 山 式に 手を される 壁で わる。 巧 ほ 政府 ど 民間の 销 支那 漬 
権は ホな おで カ阳 こる はりて がる】 

東京 苗電 〔こユ ヨ—ク •タ井 ムス 紙 ••二十四日 巧^ 率 天の 張を 良 お 軍は 日本の 微吿を をれ て 南 
ぶな がごれ ぶ 協を 中た したが n 本が 秘渊じ 斯る巧 動を 取る に ま' りし 理由は 南を 政府の 舊條 約破廢 
じ 割す る 報な ごを しれ H 本は 斷ず ごして 一ん 的し 一 條の廢 装 じな 對 してち る。 盖し 日本 ピ しては 奉 
ミ； J お乂ら 円" が，- おげ を こどは M 等異溃 U き 所 じして 兩 派のを 協は 却て 支那を ず定 ならしむ る も 
り. こして 巧ぶ して 居，.’ が、 舊化 もは と 抓 巧 地。 寺ょ h . 滿 測を 包を する もので あら 巧 サ四億 阳の滿 
州 W 准を が お 巧 じ 一力の U 條約 破が じ應 中る 能は ざるの みならず、 をの 期間 中支那の 
去 ホ； ベり てが 巧が A の旣 巧が 權どホ 命を をげ する 能が や旣じ 揚子江 じ 約 廿八售 の 巧 船を 持つ 一 
巧齡會 化は 一が 化り レ 中 化する にを つじが、 双々 の强硬 U る 態度は 一面 じがて 案外を 協を 促進し 
が藥 約の 締 おを 速 かなら しむる であらう ど觀 測され て おる。 

化 京 r 齡 4 こ 二十 I 二日 雅 タリ！ 政府は 南を 駐な總 領擧を かして 一 ホ 的 意志 じ 化る 條 約の 廢 
楽こ應 f る： ご‘』 巧が U いと 街 京 政府 じ 向けて 巧 答した。 


東ち 特電 二十 l - lcn 转 = お 一二 省 お 南を 國は 政府に 施 脈し さう 
じ 形勢 じ^つぃ S で 山中を 相は 緊急 賴 誰の 結果 百 本か府 のを じ 
がて 張學 を おが-, 對し 巧が。 態度を 維持 I を ニー 省 じ 靑天白 U 旗 
を 揭げぬ やうに 壺 火なら 寶 吿を發 しお！ を諾せ ずん ば 目 本は 自 
爵上相 當みキ 段に 出 0 ど 暗 ホした 結 あ H 本い '背 鼓な くん ばを S 
をの. i ?—. 牛を が^ 扮 ない 巧 學な將 軍も必 磯一 轉 しで 國 氏め 府 どの 
をな を 中 化する 诗巧 答した が、 張 氏 進退に おして 或 ひは 辞職 
する お努 でみ る ご 0 

條絲 廢棄は 王の 獨り 芝居 

, 劳澤 公使へ 絶 お反對 の. 一宣 言 訓令 

東京 特電 二十 = 1 日發 U 疫條約 廢莱の 通 吿に對 して H 本は お 
軍の か （絕對 じ 化 組の 媳 巧を 示し 族 遊牒け 南を 货だ 領事ょ ら單 
じじを 公使館へ 傅 逢 するどい ふ お まを 採つ たので 南を か 麻は 首 
腦 を會議 をな 集し じを A 務 あで-正 廷 氏は 『を 判な f じして 若し 南 
京 政 麻 3 耍 ホを ホ訟せ やん ば 或る 巧の 行動に おも こと 言明し 排 
外 運動の 意 ホを 暗示し N 時に 濟甫事 巧の 解み 談 がは 巧 澤を使 ご 
王正廷 氏の 間に おおを 涉を 欲し 瘍 巧は 南京 か 上海 かを 希望し つ 
つ あるが、 でお廷 氏の 舊條 約廢棄 じ 名を 化が に賣 らん どず る 巧 
の窗 b を 居-こが 然した ので 濟南 事件のを 涉も自 が お流れ ごなる 
らしく、 政が はを のが お 巧 澤を使 じ 勒し甫 をを 府の 舊條 巧廢棄 
を 瞄^巧 法 適 W の 盛 礫は 一方的れ 爲 でもつ ておし 南京 侧 じして 
國際條 がを 敞规化 網 ずれば H 本は 自 d W をは 的な 權利ご 利權及 
ぴ列 强じ對 する ぶ 巧を 嫌 護ず る爲 めじ 己む を 得 ホ適當 なる 手段 
をホ阳 すべし ど宮靑 する やう 訓電を 發 した。 

舊山東 省 軍が ほ邀 

化 京 【聯 をゴ I 十 |ニ 日騷 德 かお ぜ 軍の 殘兵 じして ま 面國民 
軍 じ 翰 おした 軍隊 約 お 千 人は 山海 触ょ b 巧 船に 乘 じて 芝 累じ赴 
き 上陸 お 巧び 山 東が じが 變 b して 駐屯 中の 闽お 軍ど戰 励す る ミ 
の 五 時 問に L て國お 軍の 武裝を 解除し 巧戰 中に 流 彈の爲 めァメ 
ブタ 水を 一を U 負傷を 紫つ 化 •か 山 束 省が は 近'、 前山 架 省 替辨張 
S 糞が 約赛 S 兵堇 i て时 地に ホる-へ しど 稱 して 居る の 
で H 英颁 事は 本國化 府じ對 しが 猫 派遣 ^ 耍 請した。 

.南京 側の ち 頭會議 

徹底的な 排日 貨 運動に おる か 

上海 特電 【ヘラルド •トリ ビユ 


ン時お 貢 ミラ— ド】 甘 二日を ー 
當 地に 達した 報道に 巧れば U 本 
政 巧は 南を めが の 巧 條約廢 楽 通 
牒じ不 お 足の 患を お 明した が 

日本 政が が 支 抓じ勒 して 
頗る 问 情れ る應 はじ 及びつ I あ 


を こどは 雜實 であるら の i 支那 
じがけ る 日本人の 化 命 财產が 護 
じ 就て はお 約滿期 をの 他の 事情 
いかん じ 巧 はらず 化が 强 硬なる 
手 投じ 訴 へる 箸 じて 條巧 問題 じ 
對 ずる n ネ妓 がの 圆 答は 或る 窓 
ホ にがては 最後 通鹏じ 見做れ て 


居る が、. をに 關し 南を 政府の が 
巧總長 王す を 氏は 舊 日ち 條 おは 
千 化 巧 二十 六 年 十 巧 二十 n じ滿 
期 ごな つむ おお 二十 六 傑は 滿期 
: 當らて 

II 結 • 國の いづれ か r 本條 
約の 修正を 要 ホし 得る 確 巧 ある 
£ ホに 新 傑 約を 締結す るまで 六 
箇 巧の 猶餓を 輿 ふる 旨 明記し あ 
る こごを 擧 げたる 後 『これを 化 
を 政府の 記録 じ微 する じ 張作霖 
が本條 約の 六窗巧 延長を 正 まじ 
承識 したのは 千 化な と 年 四 巧 化 
H のこ ミで 本年と 巧サ H をな て 
史じ滿 期 じ 達して 居る もので あ 
る。 而 して 化 京 か府は 過去 ニ 年 
じ 直 b 條 約な 化 じ 就て 日本 ど惊 
簾し じので あるが、 頗る デリ ヶ 

"■ながを 的 タク テク や扫 本の 

化を 政府 不承認で 遂に 

延弓 じ 延引を まねつ i あ 
つ わ％ をを 政府 ごして は獨ら H 
本のみ；^ ら ず、 他の 剧强 舊條約 
が 或 ひは 滿期 ごなら 或 ひは 滿期 
を 前にして 居る ので 放任す る譯 
じは 巧かず、 スぺ 1 キン、 ポ八 
トガ 八、 デン マ I ク 、ィ タブ、 

日本 等に 舊條 約の 廢棄を 通牒し 
む もので あを 余 自身 どしても 千 
丸 巧サ五 年、 化を 政 麻 じ 一時 外 
を總 をた もし 當時 この 談が じ從 
事 せんどし たもので あつて、 從 
て 列 强£ して 今回の 通跋 をな て 
農 巧に 氷視 する のは 不合理で あ 
ると おじ 

■^棄 がが て 日本の みを 目 
的 ごした もので ない こごが 制が 
する』 ご 語つ て 居る が、 余の 知 
る範圓 じがて この 條巧じ 反 おの 
回答を 發 したのは フランス W •テ 
ン マー ク (本社 特電 旣 報) のみで 
あつて 一般 支那 人は 巧强も 日本 
の 背後に 隱れて 支那を デクネ ー 
ト する やうな 態度 じ 及ぶ であら 


'ザ 




ぅどお 察して 居る か、 王 氏は 今 
みの 日 支 談判に 巧 南 事件を 道具 
じ 化 ふ どの 踏は 化 も 策らない 事 
質に て 支那 ごして はが-瓦 的ホ義 
哪も第 S をを してを ず じ 事件の 

が 過を 雲せ しめ 若し 支 

册侧：^^ こ の 紛ずをお起したも の 
どが 定 された 機を は 喜んで 謝罪 
すべく 日本 も ホ 斯る裙 合 ま 邪に 
陳謝す ベ きで をる ど斷じ 損害の 
要償に 就ても 双 豆 的 ま義を 支持 
すべく 大化ァ メリ々 ごの 南京 事 
件 解 巧が ホを 採る じ 至を の 意を 
洩らした が、 最初 東 一二 省が 南を 
政府 じ 鹿 服す る ことが 確 寶ど稱 
ゼられ む際自 本は 突然 林 盤 領事 
が張學 なじ 譬吿 〔別 巧 送 照〕 して 
これを 妨げむ 于涉を 試みた こど 
はお 扇 東 一二 省が 南を 側 じ ■ 

屈服 すべきを 協 性が 確實 
である じせよ、 南京 侧 どして は 
顿 る憤旣 しつ； ある 所 じして ア 
メリ 力の 亞細亞 艦隊 司 か 官ブ 9 


齋藤總 領事 歸紐 

當地總 領事館に 達した る 報道 
じ 化れば 去る 二十 a n レャ乂 
じて 着泰 せる 齋 藤級橄 事は 巧 
る 一二 十目 (巧 曜) ホ 俄を ょち こ 
クヨ] クる リミテッド じて 着 

站 ' S 辑 ご あるが、 着 車 時間は 
n ホ箭約 時間 午前 化 時 おを 申 
央惇ホ 媛で ある。 . 


ストみ ホ 腺は 本 H 王正廷 ご會談 
して 日 支の 圃交 危機に 就て 意見 
をを 换 したが 一方 おを 政府は 巧 
H を 腦曾議 を 催して これが 墳策 
を 考究した 結果 日 ネじ對 して 經 
濟的 腿を を 加 ふるこ ごじみ しが 
H ボキ コット も 早晚實 現す る じ 
まるべ < 支那の 新聞紙は この 路 
日本が 支那ょ b 擲兵 しない 限ち 
南京 政府は 譲 巧に 應 やべき でな 

ぃと . ’ ' 

輿論 を 煽動し つ、 > あるか 
南を 政府 ご しては 『山 泉 省 じ、 
京津 じ、 或 ひは お洲じ 兵を 駐巧 
せしめ 窜事巧 じ 重要 地を 扼 する 
目 本ご讓 がする こどは 恰 かも V む. 
臟じ短 统を附 きつけられて 談剩 
する じ 等しい』 ど稱 して 居る も 
の； この 際 H ま 商 國じ懸 るを 閔 
題を 網羅した 談 おじ 着手の 色 深 
く 日本の 輿論 もず 和 狸の 協調を 
希 導して 居る。 

.而 して 王 巧は 日本 政府の 掛ま 
最後通牒 的な 警吿 〔別項 聘電 
參 照〕 じ關し 『斯の 如き 外を 
的 じ非禮 なる 巧 動は 恐らく 强 
大 なる 軍國じ 勤して 爲し 能は 
ざる もの』 W 憤慨して ちる^ 

米 支 交渉 

をく 實 現す るか 
ワシントンせ 五日 發 = 有力な 
る 筋ょり 洩れた 報道に 化れば 國 
務 省は 目下 支那の 關穂 自主 おじ 
治 外法 權の 漸廢等 じ關聯 した 諸 
閱 題に 關し頻 らじ考 兜 中 じして 
今回の 掛 支那 政策なる ものは 恐 
らく 化 巧の 視聽 を惹 （じ 足る も 
のがを るで あらぅ が 政 巧 ごして 
は 旣じ巧 京 暴行 事件 じ關聯 して 
南京 玫府 ごを 渉 解 巧し 居る 閥 係 
上 殺く 共同な 府を假 政府と 見做 
して 吾る 狀お であるから アメ 
々ごして は漫じ グロ ツグ 氏が 聲 


巧し わかく 支那 じ 統一的 か府が 
樹立 さいた 巧を 时脾た bv も 傑 
約な 訂じ應 やる どい ん寶 釣を 實 
巧す る じ 過ぎ。 いど 見られて 培 
る。 而 して 國務 あは この 邸 題に 
關し 不日 ステ ー トメ ント 々發表 
するでぁらぅ：^^がが外人化ホ命 
助を 保 蔑の 能力 ごい ふこ V | が 唯 
一の 難關 ご なつて 盾 るら-^ い。 


.陰謀 發覺か 

ォ將軍 暗殺 A 件 

メキシコ 巿廿ニ I 日發 

コ國の 新 大統頒 たるべき* 
ゴン將 軍を 暗殺した 二十 ご 
靑串 ホゼ •デ •レォン •ト 
は 近 < 刑事裁判 じ附 せられ 
であるが 最 あじ 至 b て 今 耐の陰 
謀 じ 離し 一切を 自白した 4 の >> 
如く 警察 隊は囊 きじ 勞働 十臣の 
職を 辞しね 0 ホ ホ 中の いイ 
じ 潜伏して 居る オブレゴン 
の 政敵 モ 0 ネズの 巧 衛を酵 な に 
探查 中に てこれ じ 依り 晴叛じ 就 
ての 一切の 陰謀 も 發覺す もで あ 


キシ 
ブレ 
おみ 
ラ 八 

る窜 


1 3 

- W 力 
將軍 


らう ど 


名 女優 逝 ふ. 

八十 歳の 高 盤で 

ロン FA 二十-日韓 nsy フン 
ス のず ラ • V ラナ！* ィ 々 V ! 
の-ド ユ i スど共 じ 化 巧 的む-名 女 
優と して 過去 ニ 化が じ 頁 h 世 巧 
劇 讀の寵 おで あつ わェ レム， テ 
リー 夫人は ホる 化曜 H 必峡 をが 
されね 0 巧 ある 年波は 爭へ 


漸次 衰弱し 今朝 遂に 自邸 じがて 
遊 去した。 枕 巧 じは 夫ん の 良ち 
である ど 出 ハに 新劇 運 勘の 先疆巧 
である ゴ—作 デン •グン 1 \ が 
イ タリから 输 つた 外 ェ •テス •グ 
レー ダ 媛ら 倚つ たが テ 9! 夫人 
は をら かじ 眠る が 如く 他界した 


葬を は 逆 富の 巧 じ も ぁつたかく 
『悲しみの U い 葬 ま J を まげ ごす 
ベく 遺棺も グレ— ダを^ 自身 彫 
刻した ものである。 夫人の 處女 
舞を は モ八巧 五十六 年の こごで 
暴を の 舞を は 一二 年 前の 慈善 滴 壁 
替 の出满 であつ た。 


本社 東京 得電 (禁 ぉ鮮 轉氧〕 


ず、 


河川 化滥ご 大火 

【サ 四日) 化が 道 巧が 川 化恶し 
六な W ホは 殆ん でが 海 ど 化し 
たが、 化 お 道 天 链國御 巧^' じ 
乂ホあ b 六 巧戶燒 失した。 一 

東京 市の 彌取日 

t 廿 四日】 東京 ホは 先 遇を 屬日 
を繩お HV 一を め ニ 巧 六 千を 巧 
匹の 繩を 取つ わ。 

羽 左 H 門 歸朝期 

〔甘 四日】 目 T 獨 逸に 滯 巧^の 
弱 左エ巧 一巧は 义巧甘 一 立 一頃 
歸 孰の 豫を である。 I 

天 ホ 墜落て 負傷- 

〔サ匹 日】 室 蘭 本願 寺の 天化壓 
落し 參詣 中の 信者 二十 名 装 傷 
しじ 0 

武者 小路 ミ 磯部 

【甘 四日】 武者 小路を せ 島^ 瓜瑞 
面を 化 ごな I 磯部 尙巧ザ 司 
法 參輿官 どなつ た。 

東京な 斯 取締役 

(甘 四日〕 矢 吹 省 ご 戻は 東 帝を 
斯取婦 役に 巧定 しむ。 


御 墓 參ご御 避暑 

〔廿 二日】 皇太后 陛下 じは 廿日 
タ摩 御陵へ お參拜 、潑お 殿下 

.じは 沼津 御用邸 じ 御 避暑 遊げ 
された。 

社 會敎育 局 新設 

t サ 二日〕 文部省は 新し （あ會 
敎育 局を 開設す る 二し 巧した 

婦人 代表 お發ず 

t 廿 二日】' 女臀ま 岡娥ホ 氏み ニ 
十 名の 婦人 化 表は 布を ホノ水 
グじ 開催の 化 太 半が 婦人 會議 
にお 席の 爲め 二十日 正午 ホ 帆 
の 寿が 化で 出發 した。 

佛 をに 簡議 出張 

【甘 二日】 大阪 商業 會議 所を む 
里に 置く 議あ bo 

右 油の 販賣輸 を- 

〔甘 二日】 內外 お池會 社の 販賣 
協を タ涉 進け 中 だが 日本側に 
は 好影響 あらん ど。 

原料 糖 協定 頓坐 

〔廿 二日】 製糖 會 社のを を 糖を 
お 巧 糖 じ 使用 協定を がは 意見 
繼 らホ頓 坐した C 



な築特 詰り ミ 選擧の 新が 


◊ 々ン サスボ £ ヒ 

トンボに 催され 延 ぶ、 民 立 一兩大 
政黨 の大會 は、 豫 てょ b 心 期 持 
じ 狼かず、 共が 黨 はお 副 ホ 統領 
換補 じ フ^ ゲ ア^ — 、ホ ー チス、 
民 ま黨は スミス、。 ビンソンの 
兩 氏を る認 した。 パ！ ト《 フ！ 
ゲア ー は歐 洲大戰 中の ベ^ •ネ 1 


救濟で 一獲 世界的 じ聲 名た 擧げ 


ス- 『ク— リツ デ •プ 。スベタ- 1 T 』 
が あら、 アグ •スミス じが 『オ 



た 人で あら、 鑛山 技師 どしても 
斯 巧で 著名な 人で ぁる。 を務長 
官 どして 歷巧 する こご 正 ド 八を 
の 久しき じ 及び、 産業 浪華の 驅 
除 運動 や、 產業 能率の お 上等 艺 
云 ふ點じ 貢献した 大人物で ある 

◊ ァ成 •スミス 君な T メ 

リカの エ ムバ キア •ステ！ トご 

ゆ ぶれる-一 ユ 31 ク州じ お 事た 
る こご 正 じ 四 回、 フ 1 グ ご 
趣を 異にして 政 あの 濁流 ド 泳ぐ 
こご 正に 廿五年 じ 及ぶ 實 略^ 政治 
家で ある。 『世 巧 人』 どしての フ 
—ヴァ ー わ 今や 實際 的な リテ 
シアンた らん ごし、 ポリ ニン ア 
ン ごして 名を 贏ち 得た スふス は 
今や 『世 お 人 J たらん こご 心. •志し 
て 夏る。 フ ー ゲア ー の 背を じは 


こ』 去 

一で 夏る。 ご 
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ちな 

-雜 


T メ 
のこ £ 

暴く 


リグ ア 巧の ブ ンコ 

人氣が 彼を 支持して 居る 

◊ 本- HW 領 ± は 正！-! 

と 十 H 巧 八 千 一二 百と 十一 咖 
する 人口 一穩 一千 I ニち 四 + 丸で 
一二 千と 巧と 十 人、 國富 三^ IH 旨 
八 億 一二 巧 八十み 巧 ニ 千 弗 I 誰せ 
られる 世を 祭 一の 富强國 
ブ 力を 衆國の 大統領たら 
は、 荀 くも ァ メタ々 じ 生- 
者の 等しく 仰ぐ 最高の 理首 j であ 
る。 日本では をれ た 子供 4 雇 軍 
海軍 ど 呼んで 居る が、 ァぶ タカ 
では 男の子が 生れる ど 『 K 統領 
の 卵』 がお療 たと 喜ぶ、 郎ちフ 
! ダァ！ が 鍛治屋 の 息す であら 
スミスが 荷馬車 觀 きの 鼠 子で あ 
つ わごい ふこ どは、 正 ドア メリ 
々ン •デモ クラン— の お 象で あ 
ら なければ ならない 0 
ク； これ だけの 富 こ 人を 司 
る ニ 大政 黛の 大統領 戰 である。' 
ァ メリ々 人が をの 男女 おちを 間 
はず、 ロち 泡を 飛ばし _」掛 立 候 
補の 優劣を 論じ、 淸說 レ、 遊說 
じ、 ブ！ カンドン'---- の おを 騒 
ぎを 演ずる こごは、 ァメ 一 リカ 人 
の氣 質じ昭 I して 決して スー 奇 思議 
ごすべき ことでは ない、 一而から 
今次の 選擧 は、 嵐 際 麻盟を 背景 

泛 した コックス 對 'パ！ デンク、 
プロス ベリ テ！ をス n ザン ごし 
たク ー リツ デ對 デ！ ゲ i - サブの 平 
平凡々、 極めて 輿 ホの 霞い 選擧 


の 後で あら、 一は 品が みる 紳± 
型の 候補 だけ じ 保ず、 堅實 さを 
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キ作 ジン 對ヒユ 1 ズの紳 ± 的な 
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當の T メリ 力 人を 营目 じして 兩 
黨の 政綱を 讀んで 聞かすならば 
恐らく いづれ が搏統 的な 共和 黨 
であるか、 民主 黨で あるかの 申 
斷じ迷 ふ 位の 程度に なつて ホた 
をれ 程 じず 化 化して 了つ た兩政 
黨 でを る。 

◊ ii 往年の 選 擧每に 政 巧 や 
肋 界を狼 乱せし めた ブ ラキ アン 
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の 自由 銀 巧 題、 或 ひは クキ グジ 
ンの國 際 聯盟と いつた やぅ U 、 
一大 政綱 戰で兩 黨の雜 雄を 巧す 
る やぅな 問題は 年 ごみ じを の 姿 
を隱 して 了つ た。 自由貿易を 欲 
して 露骨 巧 護關稅 じ反對 した 
民 ま黨ら 、其ッ リッ ド *ステ— 
ッ でぁる 南部 諸 州の 產業化 じ 依 
b て 保護 願稅 法の 巧 則を 認めた 
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フイ I ジオ シラ ピスト 

を認 西が 幸 巧 


ill 

嚇- 

^ 午蟲化 時！ 午を 丸 時を 
Y 出战 治療 ニモ 應 ジマ スー 


檢腿並 じ 眼鏡 調節 


洋服 調進 

クリ 1 ニン グ、 ダィ 

ィング、 修緩等 一切 

ミカド 洋服 店 

化 本 保 
を 話 ライン ランダ 1 
六 八 H 0 


稅 關を務 取扱 

譚こ臺 LBANE & 客. . 

巧 ！} i 7 夏 ニ Broa を さ 巧が 
ジ I. Bern 烹 .Gae 呈ち忌 ，516 


齒科醫 木 下义巧 

wlow.i 三す St . 

ぎ Mon ち ent 8 篇 7 
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紐 育ま か 保 險會社 

S 木定吉 

錦保險 


2 ew Kor - k ; L . lf ® I 3 aurw»oe CO 
51 ohamberbst : 2® さ Yorkoity . 
巧 hene . W ミを 2288 

を 社ノ ぶニ祠 掛女ノ 節い 必 V 
御を かノ 名ぶ ピを話 巧 巧 チ 申 
巧 力* 歲今 f サイ 




(を 巧縣) 巧 伯鎭雄 ~ 魔 嵩縣： 
中 村を ニ (山 お縣) 齋院辰 嫌 
(烏 化縣) 應勝衛 (廣 島縣} 滿旧 
正 一 (神 お) 吉 が 章 (東ぶ ホ) 
を 澤武之 巧 (鹿 兒島縣 ) 渡邊泰 

助 (和歌 山縣) 巧 藤 甚之巧 

をの まに 通な を 度き 儀を 之 
お 間 本人 おくは 知人よ b 現 
住所 御 通知 願 上 お 

紐 育帝國 総領事 舘 

畜 Biclw ち Ne 壬 yark G さ 


化 業廣吿 

夏季す 化 業 仕 候 . 

菓子 舖高橋 松疏軒 


成功の 秘談 
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米國式 英語を 事 
は 成功の 猪 一義です 
本校 じは H 本 A 敎授 
じ 慣‘れ た專巧 婦人 お 
觸ぁ b 懇切 じ 貪 誘 連 
厦文 社を 語を 敎授し 
i す。 H 曜遇 H 巧 じ 
午前 化 時 よら 午を 十 
時まで 雜 後し 一 レツ 
'‘ スン お 十五 牠イ f 
今は 底 もじを 接 をれ 


變 i 目 本人 T 科 動 f 

1057 Is こ ve . New ジ rk G ぶ 


參滨错 ♦礎 誌 ♦新聞 
縱覺 室を 調 
執務 午前 九 時 1 ら 午後 五が を 

紐脊 日本人 會 

フヴ ■ — トクで イー おぶ 


電 

話 


サ^ — クグ 


00本0 
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弊 巧は 寶質 誠意 巧 速 ホ義の 
篡じ御 ±產 物 一式 卸賣旋 段 
で販賣 致します タホ じ拘は 
らや 御用 か 仰 か 下さいょ せ 
◎歐 义を禪 時計。 廣 時計 一式 
◎寶石 貴を 屬 。銀製 器具！ ま 
◎をが 巧が 筆。 を 銀製 鉛筆 
◎蓄音器。 レ n ! ド 見本 陳列 
◎寫眞 器。 タィプラィタ— 
◎船 切符。 紀を寫 眞帖繪 端 書 
ブ 》 1 ドゥ 3 1 巧と 十を 
領事 舘ぉ側 雄 物と 0 お號室 

巧が 書 

游ぶ爾 A 

170 Broadway , N . YX さ 
Tei . t } ミ tla 量泛 37 ご 岩 




i 巧 育 新 法 

I 自惚の 日本 

一 實ヵ 過信は 危輸 

一 固を じせよ、 剧 かじせ よ、 が 
; た 個ん じ 甘よ， 夫れ 自身の 手腕 
，ど實 力 ごじ おして 適正ぶ 當の信 
; 頼 .ダ 持たない 操では を 其 叛爭棋 
ー裡に 於て 占ゎ 得べき ポジ シ 3 ン 
一を 保 巧ず る’ 一 ごは お ホない 随て 
i 自己の 手 腺 ど實カ ごを アン ダァ 
エステ メ^ — 一^するこご は望まし 
|< ない。 けれ 共 是れを ォゲヮ I 
一 エス ブメ ー ト して 過信す るのは 
「進 ホ J W r を 達』 ごの 敵で あつて 
照 落の 第一 步じ 踏み 入る もので 
あ' る e 

近 化-— がける H 本： = 明治維新 
に 化ら て 化 巧 巧强の 仲間 入 b を 
i ：* すじ 至つ た 日本 H 並 じ 日本人 
の 一般的 傾向は あして アン ダア 
エステ メ—ト ごォゲ 71 エステ 
'メ！ トの 孰れ じ戚 する であらう 
乎。 或は 適正を 當 K 自己の 手腕 
及び 實カ を嚴識 しやう ごする 巧 
力 じ 精進し つ i あ b や 否やて ふ 
間 題は 當 面の j 大まかでは ぁる 
まい か £ き 人は 感知す る。 

先づ 第一に U 本の 政治は 如 巧 
明 お 二十 ニ 年 憲ホ發 ホな ホ旣じ 
旧 十を 余が を閱 した けれが 所謂 
普通 選 爆 どる ム眞の 民意の 暢達 
を實 現すべき 立法 さへ 幾多の 波 
欄 曲 巧を 經 過して 聊か 理 あじ 接- 
近し ：； e に過ぎない。 ごは 言へ 婦 
人を が 問題の 如きは 近 ホ 旣巧政 
黨の 惰眠を 破つ て 漸<黨 蒲に 上 
らレご t る惜 勢で ある。 而も 皇 
室を 中必 どす る 國体論 ど 議禽を 
中必 ごする 致 体 論 どの 隨别 さへ 
おがし 巧ない 人間が 廟をじ 立つ 
て 巧ら じ 『化遽 をを』 を 吉爲し 
て 居る。 政を は 越は ホ活の 一報 
を 的 職能に 外なら；^ いか、 ぞ教 
のが 育な 此- 頭の 象 V 撫 して 政 
治を 能で ある ご考 へて 居る。 國 
民生 巧の 化 本で ある あ 育は みお 
狭を i :* を费じ おはれて 『を 育 J の' 
本 お-を 閒 が*'* •るまでに U つて 居 
ない。 然る じ も 巧 はら ホ 彼等は 
稍な 式の 渡つ た H 本の 敎 育け 化 
巧に 冠紀ず るかの かく 自惚 いや 
うごして 居る。 

陸が ザの 整顿 施設は 裝乂佛 が 
ど 雌む f る ご稱し U がら、 ホ ホ 
の 戦ずに 備 ふべき 重要な 武器で 
をる 飛む 機は 『を必 してよ ろし 
い』 などと 放言を ずる 巧 おして 
あ 速 進步の 當德を 示して おる い 
如 巧 か、 一旦が 事の 場を じは 海 
巧 陸軍なら 部 か 的に 稱銳が 
揃つ てち てらを は 協同の 作戰可 
能せ：^,4:*ければビ ッ コ の提な侍 
で 其懼値 U 勿論を 敷贼 殺される 
何故 K 間 飛け 界 のを 速 進 ホ ごを 
促進す るが 遠 乂の計 蚕を お成し 
やう どが み •■いの か。 

化化經 濟的實 力の 涵養 ど ふ 
点じ がても 群小 制跋 して 瓦： J 小 
成に をん じ 小康を 楽み、 偶々 其 
缺点骑 所を お 摘して 自戒を 滋 M 
し’ 自 巧を 促が す おゎれげ 『リ 
本は 旣じ H 本 ごして 薛 るべき 化 
化を： がして 居る。 今が 化に 學ぶ 
のがを 認めない』 ミ慨銷 して 唯 
巧稱 巧の 惟 じ陷ら むごして 居る 
* 傅 向な.：^ いで。 の 言 すれば お々 
* たる かを の 扯嗯は 円 （『南米に 


雄飛すべし」 ロく 『太ず ホを 横 
斷 すべし」 曰く 『東亞の 盟ホじ 
ら む」 亦 ロく 『棉神 的 文明の 綺 
ザを 慕 西に 辭 へむ』 ごる ふが か 
くを 位 ひのみ 窩 く'- ^ て質實 剛健 
の 巧 風を 喪 ひつ^ あるは 現 化の 
H 本 及び H 本人では*? からう か 


吾人は 閒際的 旋風が 巧 祖國を 見 
舞 ふ 前-」 靜 かじ 自巧 自省す る 巧 
が；：？ > く ては ならない と 確信 卞る 
自惚の H 本が 實じ赏 々ず ごして 
おい 淵に 激して 居る のを 怖れつ 
つを るのは 濁ら 吾人の みでは あ 


英米 大使 異動 發ま 

珍 田 侍 從長も 近 < 勇退ず ろか 

東京 特電 二十 I 二日 發 == 駐獎 大使 化 井 慶の郞 巧 5 辭職 引退を 機 
會 どして 英义大 化の 異甄は 早 < もを 府の 問題 ごな つて おたか 愈 
意 赴任 國を府 の 承諾を 得た ので 左の か （を おされ 外務み ちじは 
をべ 八* 辛 1 大使で ぁる 永 ホ 氏 や ォランダ 駐 化を 使 巧 廣化毅 氏、 

ス キ ス忽使じ巧命された儘ホだ赴巧し^:^ぃ前奉天駐が總領事ま 
旧 茂 氏 等が 物色され て 居 じが 左の かくを 田 氏と 巧を し 本 a 聖上 
ょ 6 御 裁可 ぁ b しも 新 大使の 親 ほ まは 御沙化 化み ごな り- 兩 H 
中じ官 記を U て 傅 達する 汚で ある。 

駐米 大使 正 四 位 動 一等 松 平恒雄 

任 駐英 特命を 權 大使 

外務み 官從 四な 動 二等 .出 淵 勝み 

巧 駐米 特命を 權 大使 

な瑞 西を 權を使 正北 位 動 一二 等 ± 口田 巧 

任 外務 次官 

衙ほ 御大 典を 機會 どして 聖上が 攝 おを 時化 敵 お 御 潜 遊 じ わ 伴し 
たな ホ侍從 長の 要職を 奉じつ！ ぁつた 伯爵を 旧驗己 氏け を骼を 
理由 ごして 勇退し 現じ 宮巧省 ま 垢 寮の ま 馬頭で ぁる 巧 園 寺乂郞 
巧が を繼者 じなる であらぅ どの 說が 高い。 

締結され た不戰 條觀は 

自衛 權を 侵害 だ 5 

一國が 義務を 破つ たら 條約 解除 
は 勝手 i 日本の 朝野は 頗る 滿足 ' 

東 ま 特電 ご I ユ ョ—ク •タ井 ムスが ゴ！ 十 S 日發 nH 本 扱府は 
ヶ曰 グ國務 長官の 發 案した 不戰條 約に 關し 重ねて 無條 かじ 賛岡 
し 更らに アソリ 々が この 擧に 及んだ こどは 化 巧ず かを 促進ず る 
上 じがて 慶貨の 至らに 絕 b すごの 讚辭を 述べ これを 代理 火化ユ 
ドゥ キン •でか •ネ ビグ 氏 じを 附 したが H 本朝 野の ち 力 家は こ 
の 不轉條 約が ヮシントン 條 約を あら じ擴 大して 今後の H 米兩屬 
間にが ける 太 かが 上の ホ郝を 確がず る ご 共に アイリ 力 一部の 輿 
論が H 本の 對モ那 を 策 じ 猜疑の 態を K あびつ； ぁつね 藤 H 本が 
無條 件で 非 侵略の 戰爭撲 減を 息 ホず る この 條 約に 寶问 L たこ ご 
は哪も；：：本のを^^4;^る立場を示すものでもるど滿足し且ツをの 
結果が 瞄 縮少ら 一層 嘗降化 じを 近した もの ご 見做して おも。 

修正され た 

條 約の 前文 

今み 不戦 條 約が 前文の みを 修 
正した もので 大体 左'; 如し。 

ア -.9 力な 衆 瞬 大統領、 フラ 
ンク共 か 國大統 瓶、 べグ ゲー皇 
帝、 チ 五 n •ス 《 ゲア キア 共 か 
闡大 統锁、 大ブブ テン、 アイ, 

ランド、 英領 おか 自お領 おょび 
インド 皇帝、 ドォッ みか 國大統 
領 、イ タブー 皇帝、 H 本皇 巧、 

ボー ランド 共和 國 大統領は 

人^の 福利を お 進すべき 
嚴肅 U る 義務を 痛感し 國 策の 具 
ごしての 戰爭 のを 明。 るを 棄を 
當巧 しもつ てを 國間じ 現存す る 
がか 的ぶ 證的關 係の 永 續を圖 る 
のが 到 ホせ るを 感じを 题か 互の 
關 係の 變 おはす V てた r ザ か 的 
ず 段に のみ 訴 へらるべき ものな 
る ご 共に、 をは またず 和 的 秩序 
的 過 おの 結果た るべき こごなら 
びじ 締盟 嫉の 一にして、 今後 戰 
爭に訴 へて 

齒家 の 利益と 增進 せんご 
する ものは 本慷約 じよる 利益を 
を 巧せ しめられ ざむべき';- を 


餘 記， し、 全 化 巧い 諸 瞬がず ベて 
前記を 輕 じなら ひ、 この 人道的 
お 力に 參 加し 而 して 本條 おがを 
の 効力を 發生 する ご 同時 じこれ 
を 遵守し を 磨 民を して 本條 約の 

む惠 に 浴せ しめ、 かくて 
を 化が の 文明 國 がを の闽 巧の 具 
どしての 戰爭 の-お 同 放棄の ため 
一を 圍結 る じ まらん こごを 希 
黑 し、 こ 、> じ 一條 約を 締結す る 
じ决 しこれが ねめ 左の ごどくを 
國を權 委員を なかす (中略) 化 上 
を 自を權 を 巧 がをおし これが 良 
好適 法 U るを み どめ じる 後 左の 
諸條 約を 協まず。 


.婦人ず 藝 品の. 

展覽會 開催 

ホテル •ア スタ ー で 

當 地で 巧 年 一巧 お 婦人の 手に' 
がつ たお 術、 產策 おの 展覽會 を 
開 牠 して 麽るゥ ^ — マンス •ァ 1- 
ッ •エンド •イン ダスト ブ） ス 

でけ 本年 も 十月 ニ n よ b 】 週間 
じ Mb ホブ^ •ア スタ-- の乂廣 
閒で閒 惟、 銀 巧 泉 オリ ゲア • 


や 劇 擅の 名流 締 人を 委：员 どして 
午前 十一 時から 午後 十-時 じな 
ら 開催。 每 H 二回 宛 柿々 な摧し 
も ある もで 昨年の 入 塔 巧は 入琪 
巧 五十 仙で 十 巧 人 じ 達した ど 云 
はれて 居る が、 今年は 是非共 H 
本 婦人 じ 化る 出品 方を 卿 誘して 
欲しい ごの 悔賴が あつた 

ホ 催が で徵收 する ものは ブ ^ ~ 
ス化 のみで、 これ も 一二 旧拂ひ 
ご 一 J 鼓大の プ—ス であると 吹 
じ 六 趴が巧 五 ホで、 遂加 者は 
絕 おに 婦人に 限られ 飲食物 類 
は-切 巧絕 して 居る。 ま權者 
側では 日本 婦 が、 H 本 着 姿で 
商賣 をして 欲しい ど 希望して 
居る どの-こ i である。 

尚 ほ 詳細なる こごは-第五 街 ご 
四 巧 十 一番 〔電話 カレドニア 八 
八 九〕 じ グン！ ど 呼ぶ 婦人 じ 照 
會 すれば 內を をの 他め 一切 じ關 
しては 親切 叮峻 ，におから せす る 
どの こ* J でを る 0 


爲替安 ミ 絹織物 

原荫務 書記官 報吿 
〔十九 H 發〕 _ 六 巧 中の が 育 輸入 
は 羽二重 五十一 ニ 巧 ホ 千 八巧ャ ー 
ド、 絕 細は U ネ おが 八十と 万一 こ 
千ャ ー ド、 ま那 品は 4- 五 巧 ニ 一千 
ャ] ド じして、 絹織物は 圓爲替 
不 をを 生糸 ま 等に 商談を 送ら 從 
つて 唱粗も デリを じて、 羽ニ熏 
は ニニ 一仙ぶ 下落、 絕細も 一二 十四 
が 半の 最化 値を 唱 へつ {あるが 
一巧 貫氣 おらず、 市場は 閑散で 
ある 0 


日本 株式 相瘍表 

〔大阪 膝本ビ 八ブ。 1 々！ 銀 
巧發〕 株 ま相遽 〔單 位圓〕 

ち 巧克日 A 巧芸日 
東を 指數 一呈 •を -呈 •呈 
大 阪指數 三 置 0 1 云畫 
東京 電燈 五子を 妾 *1 宝 
大同 電力 空 互 0 查 * ま 
東邦 軍 力 '.交ろ 0 茨ろ 0 
大り本 製 継 八 玄盖. ま* を 
て 子 製紙 一二 二* 呈三 Too 
東が モス 9 ン雲品 0 呈る 0 

:|=本ビ！^;. 一岂盖 0 1 四 0 も 0 

日淸 製が - 這 •三 0 1 贾 •00 
淺巧 セメント をる 0 八 四 •§ 
H 本 お 油 六ち さ 六す 青 
東を あが 萬 •室 t 去 言 
日本 人造肥料 受 •八 0 爱 •を 
乂 原曠藥 さろ 0 《 V 是 
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巧學的 揉療ぉ 
醫術的 化 操 

化 島覺丈 

西 五 巧と 番 
な 一二 十八 T 目 

電話 玉 デコム 

一四 九み 


尋れ人 


(福 岡縣) 稻永 國み郎 矢が を 巧 
持 山を 太郞 古川 あを ホ L 幸 
藏巧お 節朗渡 邊篤寶 が 留 
ま 上が 條や井 化 貫を 酒 雄 
貧 遣太郞 をを 武雄柴 讯善雄 
(巧 媛縣) 橫旧お 吉事 常治忡 
座 お 之が (鳥 化縣) 木が 薰信 
夫人を 委負跨 ごし 社を 巧 1( 長 巧縣) お 巧ず 人 巧 お 玉 一 




£ 目 了 四十 四 
巧 目 了 五十 四 



TAIYO 

1 が W 的 t 的 化な . 
Tel. む S か shana 28 け 


巧 Y0 KWAN 

41 E. 19th St. 
S ミ t. B'w 巧 & 4 化む も 
Te しがが nqum 8 巧 8 


SHOWA 

お We が 105 St., 
Tel. Clarkson 0981 


DARUMA 

巧 1— む h む e. 
W. わ 巧 n パ お 8 


Wing Hing Low 

Chin が e fUstsurant 
お 0(1 が way, H. Y. Ci お 


C れ y Hal! Tea Garde 打 

170 Na • 巧 u St. C ; わ 
Next to 化 e Tribune B ミ dig 
Loo Lin Manager 



340 W . がか St. 

Telephone: 
Colunibu, 8 が 2 


( 巧 目 • 水) 司 養ゎ 


Beem Nom Low 

474-6th Avo. 

Bet. 28 比 - 29 化 St. 


1 WO Lee Garden 

25 日 化り が h Si け el 
Tel. University 7094 



巧 East 29ih なけ et 
M Lexington 57 リ 


Kawasoye Ho わ 1 

巧 9W な 巧 ni お reet. 

Te しむ 化 edrai 巧 10 


IKUINE 

Hole! & 民が tauirant 
3 む W.8 が h な . Kew York 
む パ ch 叫 ler 巧 巧 
Cable A が 巧な IKUINE 


Ttie Tokyo Go. 

1 仙 W . 的 化 化 
Haw York Ciif 
む i. T 巧 わ Ig が 6559 


も KUWAYAMA 郎 . 

114 に が 比み . 
New York City 

2133 

Ph 叫 も R 巧扣 t 0 巧 7 


SUN HANG FA 反 

213 日ぶ hi 化 Be;. 128 化 & 12? 化な s. 
Te し 曲 omiment が 目 4 


ま ゥ ± 希 巧 博 君 云 T でが 諸 腕 
す マ、 上 卒し じへ 目 第 理君前 本 
。ィ 日ま繁 ては ばのと をのを 樓 
、曜 す々 居 判 直 チ 巧 差 嗜渾料 
春は。 御 まるぐ ャの 上がつ 理 
溝麗 ホす 程目プ なげにで 人 
が頭來 。巧 本 スニま 適日歐 
あ、 の 評人ィ 十す すネ廉 
らン程 を 諸と ホの る 人が 


支 
— — 那 

ホ 料 

花理 


Japan 

れ 0 化 ion 0 〇 . 

' 巧 0 W.6 封 h な . 
Tel. Endicoii 9792 


Kl 齡 YO & 巧 T SHOP 

IMPORTER OF 

GOLDFISH & BIRDS 
-〇 

動 其 力を 
物^ 十 種 

一 鳥リ金 

切® ャ魚 


Ikatag 刪 BRtrS 

224 にが 化 St 
New Yorfe Ci け 

Te しおが irt M80-3 が 1 


Koike SUi ぷ o 

730 F が 化 Ave. 
Cor. 57 化 St. 
Tel. Circle 4406 


號 二十 セ 巧 四千 一 第 


が h をぶな 曲を 妇ぞ を a 


【日曜 水】 


R おか 丹 4 - か 


斯肋 


ず 為」 燒 
ホ じ 御 料理 



高等 御旅館 

東泮館 一 

會應御 料理 


御料 理餘 .fk 

太 

壽司每 日 あちます 


高等 御旅 舘 

昭 

會席 御稱理 



S 永興樓 

晚揃 ひの 巧 巧 人數名 
が 日本人 諸君の 嗟 好 
じ 適する 巧 巧を 差 上 
ます。 朝 一二 時を 開庙 
(が ホ 五 T 目 サブ 
停車 傷の 下 一 


ま 那巧巧 

が 廳あ園 

司 巧 人适蓮 
出 載の ホには 貧な 
の 御 便が じ備 へが 
間 會谣の 舞 巧じ康 
ず ぺく侯 聞 擠ホ结 
不變 わ. 引 立願 まな 
紙上 辫案內 中 上 候 


設備な ま、 廊 利の 
料理人、 調理は H 
本人 おき 

S 桃李 園 

御 化 ホを 恃 つて 
居らます 


美 ホ じして 巧 巧 

S 贏 南 撥 

午前 十 時ょ bs ド— 
午前 ホ 時 よで I 


W 

- 3 1 邸 

n 請 化 

品 

g な 6 

I 抓 W 


ち 樣め御 嗜好に 適 ふ 
様な 美 ホの 街 料理を 

S 廣骇穫 

致します から 績 々御 
ホ ホを 臨 ひます 


崔の蒲 お おいしい 谢烧 

會席 御料 销 

晝 食は ホ廣へ 

矿咯銜 化 基が 大勉强 


御旅館 河 添 


，淵ぶ 施に 鄉旅舘 



な 肯巧西 八十 八 T 目 H ニニ 
.巧 話 ス 々イブ 1 と 八 ニニ 


日本 食料品 類义ぴ 雜貨類 姻ル賣 
ホ 之 ま 大資挪 桑 山棘會 
薪刊 書籍 雜誌 小間物 日用品を 種 


日本を 巧 お 
日本 雜貨巧 
書賴 類が 誌 


每夕九 時を を坚 
メ 1 グア ドン， 〔年 一巧〕 

東京 お會 

巧グ 1 ム宫 巧ぶ 便 あ > 

V ブ ンク巧 V - ます 


打 なが 

n 巧 州 7 
I W M お 
e 诗加 

叫 

k 0 "S M 

3 准 

じ此 W 

B 


日曜 及 ±礙 じは シユ 
— マィ ま谤を おへが 

まが 鳴 ま ' 罰 

i 舅 1 が厦 


自午巧 十一 時 
ま 午前 ニ 時半 


開店 


豐油藉 露 襲 極上 白米 

日本 米 織 食料 轟 競離黯 純 

巧 巧 醬油株 ホ會社 まが 一ず 賈挪店 

呂本 食料品 蘭會 


レヤト ルボ 

NP 雕舘 

w 06-6 tf ><»■«0• wopttlft ， 

停 革 谋前盛 東 ご IT 左側 《階を 
H 本 巧 船 切 巧 化 扱が 戶場 送迎 

巧震區 が中必 、総領事館、 H 本 
郵船 其 化 おわ 乂會社 巧き お 巧 

桑 港* ホブ少 

规自 本を (特別 間 あ b ) 

御 一報み 第 自動車 御 お 迎申上 候 

巧 ご California ぎ S ちで 薑 isco , 呈 if . 


同 圍閑淸 、をを 新鮮 

巧 人 俱樂が 自曲亭 

58 ジ nds St . Broo 書 _ H . Y . 
ブ ニ riaiigle 7475 


▲淸 お、 親切、 氣樂 ===兰德^ 

勢州舘 

がみ 事を 久诞榮 作 
接 5 妇 . 58 を St ミ et 
Tel . R 8 巧 己 岩 送 


爱巧旅 縮 

江川 作 一 
so lEas こ 5 さ Sire み 
Tel - S 享 esa 至 3351 


一力 旅賴 改め 

を 國旅雜 淸水 

1 をち-苦 兰 St New ご rk 
Tel wus ち ehan ミ芸 10 


紐 育 旅館®**— 

東 巧 十 了 目 ニ 巧 二番 

T 田 L G と edenia 置 74 


ボヌ トン 南 

富 ± 旅 舘大浦 末 あ 

145 Wo 養 Sts St . Boston Mas 产 
ぎ B . B . 妄 75 


住み 必 地ょ き淸 潔なる 莖 

御 下宿 松林が か 

養 Lexin な ミ Ave . 

Te 三 shland を 這 


費 旨 御旅 鑑 

桑山淸 五郎 

さ 8 ぎ 己 h 9 th SI 量 a を韋 ia P 产 
Tel . W 害 己 7231 


ザ 上 金魚 巧 

91 巧巧妄 Ave . Jewlf 写 k 巧な. 

さ！} ミ S ニ 夏 


紐 育 唯一の H 本 百貨店 

片桐 兄弟 蘭會 

スマ ドレ •プリ ダク ッ】 ず 販真元 


巧 お 巧と 一二 0 

へ クシ ヤ— 

ビグ ザ ング內 

小 池 寫眞舘 

重 UC ト /一 


授胳戦 にがてべ TH マ セ ー 組 じ 
封れ 窠； セットに 勝ろ も ニ セツ 
> は マッチ ポ 1 ントを おみた る 
‘心 路ん張 b 得 や 遂に 敗いた。 


衛生 講話 

ロの 衛生™ 

ベ ルリ - V して 旧 巧 時 雄 
ク殊に H 本人が白^齒が徵の 
巧を た、 き 影 療わ請 ふ 躁合目 己 
のぶ 病 じ 細す る說明 技び を S 後 
の 技術を 施す ど云ム 細かい 点じ 
ま 《ては 巧 成 b の 不便を 威 やる 
事で あつて、 如何 リる カホ だな 
つて 技術を 施'- か 等、 齒 巧に 觸 
ずる 胃 葉は 闲じ ホん 同志、 成 ひ 
は HI 本ん 词志 でさへ 醫師巧 患者 
の閒 一一」 麗 々闲 難を 生やる 略 •か あ 
るの 一^、 如何に 日本人 か 巧 語 じ 
逊 ずる どは 云へ 御 互け タ 々言語 
のト から 招 巧ず る不 化を 
け 化 ばなら の。 其た め 患を は醫 
お だ 友 ふが ま、 じ 化 事を 了' つた 
後 r _ がて 實じタ くのを を 請 あさ 
れ がれを ま掷 はねば ならぬ 捻な 
事： ド ぉ會し 巧を の 高 情なる じ】 
潔ず る 傷を じ 立 も 入る 事が わる 
ので 是 等は 珍ら しい 事で もな く 
駿 々菩 '々が 4 じする 所で ある。 

0 お 巧 化育 じは 約 一二 四千を の 
化 留两胞 が ぁるが、 窗 巧の 治療 
々び 南 帥の 撰擇 じは 可成ら の 西 
難を 放 じ 頭を なやまして 居られ 
樣」 ぁつた。 がれは 余が 過去 
ヶか 間の S 育 ホ じがけ る阿胞 
ぶび 熙係白 A 患者を 取扱つ た經 
トー r 育 際の 体驗を 得た 事に 因 
つで 巧實は 明らかで ある。 目す 
の 餅 巧 H 本人 及び 爛係 白人が 會 
は必 こや や 间社會 じ 満足を めね 
へ 得 A も 常の 設備を 施した 銜科 
駭療 が？ 設置が 急務で あらり ば 
3 らな如 巧 じし じなら ば 巧が 
化留且 が 人の ためじ 行き 屈いた 
御な じ J 骄の ぁる 齒科 診療 機關 
の 敷設 だ 施しの つて 岡胞齒 巧を 
をの 巧ブ なる 滿 をを 促して 之れ 
じ對 fo 豫巧 策を を 圖し得 巧き 
での 間 酉に 付いて は 日 巧 余の 頭 
かな やょ して 居る 處 である。 紐 
育を 出が 0 巧獨乙 及び 瑞西じ 巧 
學中ム r 口に まるまで 日 1 H どし 
て 化 間 巧の 解み じ ミら はれて 居 
る樣 なか おで あ' る。 今を 更らじ 
が 育に お まを 送る 余日 本人 齒科 
醫師ど .11 は、 如何 じしても お 
外 じを 擊 * る 同胞 諸氏の むめに 
日本人. 脅か 醫師の 職責 及びぶ の 
使命を をを なければ ならね、 余 
は 御 瓦に.' I 本人 社會 のを ホ VI 其 
じ 之れ を；； wb 歸 が 後は 日本人 同 
志の 親し，；' あら 相互 じ必 から 了 
解 ある 唯の 同胞 じ おする 巧宜 
窗巧 診療 巧の 設置を 希望し 其の 
實 現を 期を する をで をる。 

◊をん の 貧富は 其 時の 狀態じ 
て 種々 樣 々でを b 時 じ 經濟的 じ 
恵まれ 《 A ; ‘ '一 あして は實 豐影療 
乃 まは 無料い 制を 設け 窗巧 疾患 
じな やむ 同 跑の爲 めじ 廣く巧 屈 
かして 一同 C 健康を お bH 本ん 
社會 のた めグ 々ならの 余の 貫が 
が 認めら るれば 余は 海 ホ じある 
H 本ん 樹科醫 帥く して 宜 己の 天 
職を を ふし 巧る 事 じ 付いて 少な 
からず 滿 足を もも 而 して 之の 實 
現を 切璧 しす 化まざる もので あ 
ミ 〔完〕 
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永年 日本人 わ！； 染の 
舞踊 法、 ぶ 人 等と 泣 
で 御食談 の上酣 つて 
す さい。 五十人の 藥 

しい ダブス •ダ— グ 
スは U 木 人 じは 特に 
親切 じ敎 巧いた しま 

す 0 

每巧隨 巧 ど 日曜 午後 
は 十六 巧で 一巧。 


日本 理髮 舘淸 

西 四十 一二 了 肖な 番地 一二 巧 六 室 号 

タ ダブ フロア (巧 六 街 さ 四十 HT 旨ち) 


日本 散髮屋 則が I 

五ヶ 年間 中 村を ど 共 じ 就業。 

ジ ヤシン ト《 フ3 ツ 3 

ご 車. 壺 h St . 呈 y 
8 et . cojib 丘 s か ve . & C ミす 己す rk Wesi 


w 託 i 

In 

a! 欄 

錫 

D 4 m 


舞踏？— 

マ 社を ダンス ▲ 

▼表 靖ホ操 A 

を 

朝 十 か 3, 夜 十一 時 
か 卞ジフ •タンろ 

ング 離銘學 校卒裴 

上り タ マ 


了擧 

親が 


曰 

米 


電話 プライア ント 
八 0 お 九 1 八 八 お S 

新 I 則 特長 

紐 育 お 巧 四十 四 下目 
ニニ， 二八 番 (二階) 
支配人が 中を 雄 


まな 

147 百 aion こ ve . す 室 日，！ I . Y . 
呈 . 置皇 之畫 
主任 NIrs . F . K . 呈 0- 


眞 面目なる 求職 同胞 じを 實 
なる 藏藥を 罔旋ず 

宮 S 務所 

紐 育 ホ 西 四十 ニ 了 目な ホ 一を 

電グ？ r \ ‘ とと 八 セ 
栽 フク イアン 九 ホ 化 八 


煎 餅 卸、. ル賣 
吾 腐油揚 
日本 食料品 一切 

wunrise Rice Cake CO. 

苦 二 hird かち M 
ジ 一. p 星 a 巧 18 


ロス アン お作ス 

ホ リン ピック 

ホテル 

ニ 7 N San ぞ dro F Los A 這 ele ツ呈 • 


木 旧 ル^ ~ ミン グ 

1 呂 7 3 rd Ave - 呈 . 59 & 基 量 呈 ts 

ジ吾 bone Re 巧 王 篇 S 


一周が 間を 短縮して 

世界的 記錄を 造ろ 

飛 わ 機 携帶の 化 巧 一周を 等歸る 
二十) 二日，、」 十四 時閒乂 秒て 


千 九 バニ 十六 年、 アメリヵん 
の 9 ン トン •ゥ 五八 ズ 及び エ •ト 
フ I ド •エゲ アンスは 激 華、 欲 
船、 飛 巧 機、 自動 毕、 < 力 お 等 
をを 用して 

^界を 二十 八 H 十四 時閒 
S 十六み 五 秒で 一則した。 この 
一記 銳は飛 巧 機 等は 特別 化 立で が 
'しげ 間を 短縮した な ホで 巧 なれ 
たもので あ b 、 過般 府事巧 お 社 
が ホ 照した 化 巧 一巧 I ト 廻ら 競爭 
は 飛む 機、 おが-お 船が 他の 一 
がを 耕の もの じ 制限した ので 三 
十 十六が 一二 十 S み S 十九 巧 
をを した もの、 この 柿の 制限の 
下 じ 巧 はれた ものごして U 蓋し 
轿記鐵 でもる が當 地の 輿 巧朗ジ 
ョ ン • ヘン リ •ミアー ス 氏は 
フエ アナ アキ^ ド 水上が わ 機を. 
携 滞み 上 チャ！ 八ズ •コリア ホ 
尉と 操縦 ± どして 六 巧 二十 化 ロ 
じォ リム ビック 巧で 太 曲 巧を 摸 
斷し 

からす キ ベリアを 豁 

た 上 飛 巧 機で 日本 じ 赴き ユンプ 

ンス •ォブ •"シアち に 搭乘、 

上陸 後 おら」 飛 わ 機で 大陸を 橫 
就の 上 去る 二十 ニ 具 H 曜) 午後 
八时 二十 一 かおを 地で ある バタ 
リ！ じ 掛藉し 一岡 時間 正に 二十 
一二 UVJ 十 冗 崎 間八 秒 ごい ふが 記'- 
錄を殘 した。 この 輝く 記錄 みお 
持を である 兩 人の 巧 程は あじ 一 
ガ九 千と な 二十 五哩 一日の： 牛 巧 
哩敦は 八 巧 四十 哩 、をの 內十あ 
日は な 船 じ、 よりはを S 旅 じ 愛 
やした もので 激 船の 哩駭は 八 千 
おが 一二 十五 哑 

は 一万 一千 巧 九十 哩、 
牢 均から 一 立へ ば 1 H 1 千嗤 どい 
ふ 記録で をる。】 巧は シ アトが 
ょら 當化 じ來る 途上 趣々 濃を 寡 
風に 惱 まされて 苦 >む しじが 特に 
お 巧では 飛 巧 場の 設 楠が 惡 しく 
遂にな W 飛け 場へ 此 む。 く ド 降 
して 大 こぼし''—^ じこ ぼした が 
朝 H 巧 聞よ 惟の 大歓迎 宴 じすつ 
かちこの 不渝 化。 即 をを 忘れな 
相で ある 因 じ-巧 

旅程の 跡 r 

見る に その 苦 也 
の 經路は 左の 如 （である。 

六 巧廿化 HH 午前 五 時 四十 五 


か、 水上が 巧 機に て ニユョ ー ク 
を 出發— 同日 午前 一時に ホ 帆し 
じ オリン ビック 號に 搭乘。 

自六 巧か义 H まと 巧 五日 n オ 
ブン ビック 號で 基す。 

と H 五 Hn 午前 十 時 S 十み、 
シャ ーバ！ グじ 到着、 午後 五が 
ニを 飛む 機で 隔 地を 出を。 午を 
王 ハ 時 S 十を、 パリ ー お着、 岡 U 
午後 化 時 四十 五み グ グンに 到着 
と 巧 六 HH 午前 ホ 時 凹を、 ヶ 
片ン をが 發 してべ^ 9 ンじ 碁。 
午後 一帖 四十 五を じお發 して コ 
でン スバ A ダへ あ將に 到着— 
とリと HH 午前 ニ帖じ コエン 
スバ ググ を發 して モス カウへ 暮 
し 午後 一 的 ご 一十 化み じお發 、午 
後 六 時 四十 五を カザン じ 到着。 

と 巧 八 HH 午前 ニが カザンを 
出發 、クラス ノヤ グスク で 一時 
休憩の 上す ィべ タヤの 首が チタ 
じ 到着。 . 

と月乂 HN 午前 四時に チタを 
出發 して 途上 一時が 憩の 上 東 ニ 一 
あの 首都で をる 乘天じ 到着。 

と 巧 十日 =： 午前 八 時 一一 一十を、 
锁鮮 のず 魔に 到着。 

と 巧 十一 日 H 午前 义時 十を じ 
牢壞 をを し 日本 おを 橫斷 して 東 
を じ 到着し 间け槪 おを 巧视 する 

エム プレス* オブ • n シア 號じ 

機化の 輸送 一明を 大倉 組に 委巧 
の h 乘 船した。 

と 丹 ニ卡日 n カナダが グ キク 

ト プア 到着。 

と 巧 二十 一日 n 午前 S 時 四十 
おを、 飛 巧 磯を 巧び 組立の 上ゲ 
キク ト リアを 發 途中で 一時 化 
憩の 午前と 時 一二 十を ブポ ー ケ 
ンじ 到着、 午後と 時 四十と か ミ 

子 アポ リスに 着陸 0 
と 巧 二十 二日 u 午前 S 時 ミ子 
アポ リスを 發し 途上 約 一二 回 じ 直 
ら 少時 着陸 休憩の 上 タタ テン • 
アキ ランドの ミラ ！ 飛 巧 瘍へ午 
後 六 時 五十 五を 十二 砂に 到着、 
歡迎を 受け じる 後モ ー タ] •チ 
ネク^の 巡査を 先頭に を 速力で 
普ジヨ1デょら7ユリ1のメ1 
ヤ！* ゲ-^4'|號に乘船、 サウ 
ス ♦フ 玉ブ 1 じ 降らて 梟 巧の 出 
酱化 である 第 一 號檢橋 じ 自動車 
を をら せて この 壯 をを 終つ たの 
は 正 じ 午を 八 時 二十 一み 二十 八 
砂で わ. つ U 。 


ヤン キー •ス夕 デ 了ムで 

巧 夜の 世界的 拳闘 

タネ— 對ヒ ニ— が颠 ての 顔合せ 


デム ブシ —韵タ ー 子 — の ニ 固 
i ;化 る歷化 的。 大學圃 試を じ デ 
ム フシ ー か 巧 敗して がが 力ら 隱 
化した な來 、世界 重を 举圆 選手 
かは 冬枯れの 氣が どなち、 一時 
巧ぶ W 見へ たシャ ■ — キ ー も、 の 
ならす 遂じオ . スト ラ リア 巧 
丹の トム •ヒ 1 ニ ー か 撰ばいて 
明 巧 ヤン キ 1 ス •スタ デ アムで 
戰ふ こど つた 0 
ターネ ー の收 入は 五十一 ニ 巧 ホ 


ヒーニ ー は十ガ ホで ぁるが 大 
体 じがて 今度の 十五 回 戰はタ 
! 子 ！ がポ キントで 勝つ もの 
ご 見られて 居る が 
ヒ ー ニ ー は 過去 ニ 年 じ お b 連績 
的に 攀圃の h 耐久力が ぁり、 タ 
I 子！ め ボン チ もを 近 異常の 進 
ホを 示して 巧る から 或 ひは ノ 
ク アウトの 壯觀を 見せて 吳れる 
かも 知れない 


ノック •アウトの チヤン ブ は 
化イ とかど 兰 かごで 大 かじ わ 
いて、 いづむ が 勝 つても ポキ 
ント であらう ごの 蔥 見々 多 L 

别强が 恐怖す る 

ニ 聯裝礎 塔 

化 本 海軍の 威力 

を 船 巧の 一 乂嚴異 どして、 巧 
お 軍が 化界 じほ こる 一万 トン 巡 
が鑑 が 智 、お 柄、. お 黒、 げ 高の 
四 艦は 何れも 進水し、 殊に 吳エ 
工廠の 那智 及び 横 須賀の 妙 鳥は 
御大 禮 奉祝 お 艦 巧じ參 列す るた 
めに 

繼裝 工事を 急ぎ 吕 下を エ 
程のと、 八を はお 巧 ぁがって 居 
るが、 坡巧これたー四3^义のを装み 
おがを ぶされ む瞎 、则强 を 励は 
排水量 僅か じ 一万 トンに 過ぎ U 
い 補助 艦に、 化が 巧强が 威を 畏 
怖せ しめた、 初 助 ド級絕 にも 見 
なかつ た 八 ィンチ 砲 十 巧を 搭載 
する こどは 無謀 を だしく、 巧 
i 時間 S 十数 ノットの 快速 力 
を おごん とする uh は 到を 豫則 
の 如き 施療 威力を 錢揮出 ホない 
のみならず、 髙逮瞬 じ 十 砲門を 
部を 郎 き、 一 齊が擊 を 巧へ ば濫 
ホのを を 巧は をく 巧は むて 化 舞 
ふ どまで 筛激 じな 現 盧惡を 述べ 
てゐね 

列國 のを 船學濟 も、 那智 
クラスのを 本 型た る靑 葉、 おを 
の超輕 巡が 艦が、 昨年から 今年 
の戰お 訓練に かりて 豫 期な k , の 
巧 成績を 擧げ、 U 本 造船 巧の た 
め 巧 ホの 氣を 吐いた’、 め、 俄か 
に 態度を あらため、 やがて 雄姿 
をが 上に 現は ず 新 艦 四 獲に 恐怖 
的な 興 ホを-^ ち、 特に 十 巧の ホ 
跑を 細長い 艦 体じ密 し、 如 巧な 
る 配備 方法を 取る かは 注目の 焦 
點ど つて ゐ たが、 最あ 砲塔 エ 
事を 了へ ね那智 は、 を 部 ニ蹄裝 
まじょ る 五 砲塔で、 をのう も兰 
砲塔は 前腊 部に ニ 施 塔は 後 艦 部 
じ 集中され てるる のを みても、 
か 巧じ强 く砲續 威力 じ 自信を も 
つもので あるか r 判 かる _0 

儲けは 斷 念して 

糸 か 會淸遊 

に 化が しい 二日 
♦生糸、 巧 二重、 絕 細な ごじ 
緣 故の ある 同業者の 闡ホ 糸化會 
では 『御 瓦に 餘 b 儲る こどを 考 
へる ばから が おで も あるまい た 
まじは 息ぬ きを 目論んで お發さ 
んの樣 じ 綺麗に 吐き おさう』 と 
衆議 一决 、去る ± 曜日 夕 熟から 
矢ッ張 > 糸じ緣 故の ある ニク 《 

ン ドン じ 向ひク タスク ォグド • 
，ホ ブグ じ】 泊して 翌朝は あ ひ 思 
いの 淸遊 じがが しい。 

♦馳せ 加は つた 面々 は 一二 井の 
が 藤、 山 旧、 腺 本、 江 廚の山 田 
H 本 綿花の 奥が を 夫妻を 始め 巧 
を 名の 黛 元を、 西 本 ニ 氏、 日本 
生糸の 墨 野、 江 巧の 薄 田、 S 井 
の义狠下^^どの少壯速、 巧巧務 
書記 宫ホ 妻が ホ賓ど ある。 ゴグ 
フと 天狗の 外は 黛 元老を 頼らに 
窥艇 に便乘 して 朝 ホ がら 大を强 
の 眞似じ 浮 身を 燦 したが 一尾の 
金 鱗 銀 麟をも 獲 や 巧 おじ 吹 
かれた ホけ が 傭け もの。 

♦ゴ 八フと 天狗 中 恐ろしい の 


が- ンデ 四十の お 巧 巧 掌 記官、 
續 いて おが、 伊 お、 薄 田、 星 野 
西 本、 山 旧 (一二が) の 諸 蒙 傑、 が 
巧摇 へむ 糸 水會の ヵップを か 捕 
ら ずん じあ もべ からず ど ツンべ 
ラボ I に血戰 する。 流石 九 一顧 
をの 鼻毛を 讀 むを 糸 崖さん の 辻 
競技 侮 6 兼ねた る 勢を 示した が 
午前 午後の ニ ラゥンドで 伊藤 君 
が 1 1 I n 二 ニン デニ 六ず 
ット 一と 0 で一综 賞、 山 旧ち が 

一 バンデ ニニ 子ツ 

と ニと あつて 二等賞、 巧 商 
務巧 おを が ニニ 0= ニニ liM ン 
ゲ四 0 子ット 一八 一二で 一二 势賞 .... 

但し 巧さん の スコアは た 誤の 
中 込み じ 按ずる かも 知れ；； い-白 
I 二十 おが お 巧の 巧 成績とは 驚く 

し…. 斯 > て ニ H じ 互る 淸遊 

を おつた 一巧は = 階 化 歸途じ 就 
きけ 曜リ 午前から け ホ 糸 ホ 場で 
大血戰 。若い ぞ 實 見を) 


1 0- お =. 


お 堂義化 だより 

おは 去る 十四日 おを ナイ ャボ 
觀 ホを 了つ てボ 俄を 經 曲0!' 
サン ジユ 术ス 地力に 向つ て 居る 
吾 旧 お常嘉 伯 よらの 巧 信で ある 
ボ俄 古で け、 お茂义 氏、 島 
ホ啤 巧に 終日 わ もて。 しに あ 
づか b 渝快じ 募し ました。 化 日 

フイが ド •ミ ユーデ アム 巧 化 

じ 白 本 語を 敎 へい ミス •ボン 
ッ ー ラスが ホ がをお 術舘 0 H 
本部を じな つてん るので、 こ 
れも 非常 じ稔 快でした 。月曜 
日 じ こわごわ 鐵 道じ乘 らまし 
た處か 氣候凉 しく、 風景 この 
上。 し。 こんな 化 觀な廣 はな 
五十 巧の 切なでは をす 過ぎる 
傑 じ 威 じます。 兎が まつて ゐ 
る、 鷹が 垣根に 止まつ てゐる 
巧 おや 牛、 羊 等の 實ホ活 を 見 
つ：、 今、 二日 目を 走つ てゐ 
まず。" 1 ずン ゼ八ス 巧き の 

活動 女優 凹 人 间車鼻 ももが じ 
らま せん。 この 旅 巧は あ 年 猫 
を すげ てもぅ 一巧 や らたい •こ 
あつて ゐ ます。 一寸 車中 おた 
よらまで。 あ' 紐の 皆樣 じよろ 
し，〜。 (十八 H 發) 

庭 球界 消息 

◊恩 巧 選手 遂に 敗戰 武巿ク 

レ セント •アスレチック 巧樂都 
コ！トじがけるメトロポリタン 
タ ー フ • コー ト 選ず 權戰じ 出場 
中で あつた 恩 旧 選手は 日曜日 メ 
キ シコの タ ビス 盃 選手 ラ ノを六 
1 1 、 六 10 じて 席裕 して 非を 
の 當らを 見せた が巧曜 H を將ヮ 

ッ シュバ i ンの ため 六— ご 一、 丄へ 

— 四-して 敗 化した。 逸見は 第一 
回戰 じパァ ど會戰 第一 セットみ 
ホー ニ じて 奪つ たけれ 共 其を 抵 
はや ニ—-! ハ、 六 じて 第二、 
第一 ニ セットを 失つ て敗戰 した' 
◊ホ 國デ盃 軍 勝つ ホ 國勒か 
太 利の テビス 盈 インタ ！ ゾ—ソ 
試を は 米軍 ま 游チグ デンみ 失 松 
閒題 どる ふ 劇的 背 致を かつて 防 
ぶる 面白 < 眺められ たが 巧對 一 
点じて 米軍の 勝利 じ 歸し明 後 4 
曜 H から 愈々 佛蘭 西に 挑 巧して 
賞盃爭 奪の 決 戰を摧 ふす 奉じむ 
つたり 

◊淸氷 鳥 羽 紐 化る イ ー ス L 
户ムプ トン 招待 複 試を 戰じお $ 
して 居わ淸 水鳥の 紙は n 曜日 靴 



Nippon 

D び Goods Co. 

け 61 む oadway, Giiy, 
Cor.3hiSt. 

Tel. Pennsylvania 5950-51 
む om 4 巧 
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THE FUJIMOTO 
SECURITIES GO ., INC . 

120 8roa お 化 fi.Y.CHy 
Te し Rector 241 8- お 39 


T 化 BANK OF GHQSBI 

お cm 巧 ; 23 1 お Broadw 化 も Y. 
Phone. Cortlan が おお 


Tfie Sumitomo Bank , Ltd . 

お 巧 Tf 训 K が卽む 
Room 414 

1 がわ 的 dw 巧 
Id お 側が 74 が J445 


Ills yokofiama 

S が お居 お 化 L 池 

5 枝 Floor, [が おも! S お dg. 
巧 0 Broad 明， ん Y. 

Ph 帥 g R が t 的 2 さ $0 


巧 g 貼 nkii け ai 削 も LM . 

Rgrnn 吕巧 

Be 邮 がミ郎 i 刖的わ ng BuHding 
け艮お aadw 化 ん Y. 

Te しむ ri 倫 お？ 2 がが 34 




I Nara Trading Co . 

J 151 -5th Avenue. 

I が or . の st St.) 

； Te しがが nquin がが- 47 


MO 圓 URA 邮 脱 I 邮， 

が 巧ぶ W. 巧 rdS し 
fiewYork City 
le しむ amercy 3 お 日 
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號 二十 お 巧 四千 一 第 


m m 寶 縱 


【日曜 水】 日五廿 巧と ザ S 和昭 【四 


嫁 






H 本 お 服 反物 キ モノ 
テ 1 ブルク ロ ー ス類 

夏 襟 用 格好な 取 揃 おお 

特別 廉 惟で 大曲强 巧 流 わけ 度 化の 巧控 


夏瘍向 = 新 荷 到着 = 

夏 傷、 小賣屋 向、 ダ） ム巧 景品 等 
精々 勉强巧 化 御 引 立願 上 候 
陶 破器雜 貨卸賣 

春 巧巧會 

Ml FifthAve ., ZOWY ミ jkCUy 

octrn さ を 21 st Mt . 「 fei . . Algo 日 quin 5 泛 5 


ラム プ义び シル クシで ー ド 

製を 一 W 帥 貴 手 塚商會 

正. Y . HETSCKA CO . 

15 壬 est 呈 |1 St ., 三. 暑. ぎ Che 一 sea 夏 一 


暑中 御 伺 

义方振 b じな 國の 風物に 接し 
て 其の 變遷じ 驚き ましね。 

一.々 暑中 御 伺 申 上ぐべき 常で 
御座いま すが タ忙じ 紛れ 其の 意 
を 得ず 乍 略儀 紙上を 通じて 皆樣 
の 御機嫌を 御 伺 申します 0 
留守中 一層 御 引 立の 程を 幾重 
じ も 御 願 中 上げます 0 

ま 巧 じて 丸 山近吉 

ム髮 .3 ミホ 年經營 した ボーデ 

8 庭ンご ウス 至急 譲 度 

し、 家賃な 弗、 大小 十二 室 

黑崎梅 f 

1 芝 舌 gh St . Bro 晝 n . Tei . Cumberland 苦 13 
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一, 


ホ テ 八 プラザ じ 投宿 九 巧 十二 H 
桑灌 お 奶： i 朝の 常 
•藤が 實巧實 業 家 同上 


蟹 巧 時雨 襄 
顧蒲燒 
お 竹、 ィン ペン 

ザ 桐 兄弟 簡會 


名 化の 調が 巧 

.巧 上 割下 營 油’ 

氛 物、 燒 物、 吸物 じ 
割下 醬 油を 御 試し 下さい 


◊ — ◊ 

I 日本 jp メ—ル j 

締切な 道 本 厨 午後 八 時 
日曜 及 巧 H は 午後 五 時 

とち 什 七 曰 ■桑 潘經を 
これ や义 

と 月 サ八ロ ビクトリア 經由 

エムブ レ 〔ォブ 露 西亞號 

とち サ化 n 桑 港經由 

フ レジー アン ト タフト 號 



運送業 

距離の 遠近を 間は ず 運送業 一 
切 迅速 T 寧 じ联扳 ます。 殊に 御 
旅 巧、 御歸 朝の 膝は 荷 造を シッ 
ピン ダを 部 御副受 します 日本人 
諸君には 特に 親が じ 致します 

H ミ ry Ikeenb 巧 g m ち ress & を n 00. 

篇 2 lEast 正 ou を n s ; 里 . A ま./ 1 於 巧 

す L Grehaftl 7 薑 
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!麵 ♦♦太 
i い 日 支 平 
本 W 制 


もを をの 

gIT が 最 

苗 品 I 

W 心坤 間間が 
化 3 TC ♦♦路 


桑 山 商 巧 

114 EAST 芸 ih ST : N . y . G . 

さ i . 巧 基呈 i 21 33- 吉苦 




晚香坡 每ニ週 一巧 化 帆 
▲ エ ム プレス 露西亞 (黃 •き 0 巧) 

入 弓 化 日 

▲ ユ ム ブレス 亞細亞 (一一 六 •エ皂 巧) 

八月 一二 十 H 

▲で ム プレス 加 お 太 三 r ぶ 呂巧ー 

化 巧 二十日 

▲でム ブレス 累巧亞 ご 一六 互 00 お) 

十月 十一 日 
- 等 > 二等、 三等 及び 下等を 設備 
最大、 善美、 寮 快を のま 巧が 巧 船 


貫 ♦金製 ヒップ ケ 
を 

塵 令金緣 を財囊 

，資 ♦を 銀時計 類 
巧 

商 ♦金製 疊 をみ 置 時計 


▲是 巧ぶ 各 等 設備 巧を の 埋富お 巧 もる はを 組 具 
の お 揀巧切 T 寧 ミ おに 當 社の 誇 さ 寸 るを で寸 
▲當化 太平を おお H 等監備 ロを がホ睹 的は 夏み 
化し ミした、 巧に 沙ホ なのかを は 巧謂ツ I — 

ス トサ I ド义は スナュ デ V トクラ ツス 巧との 
お 値み 備 へて 居リ をず 

™ #榮 港 お 帆 ホノグ グ經由 【お 午 お 帆】 


コレア 見 

眷洋丸 
西 比 利 盛 見 
大洋 見 
天洋乂 


八 巧 一日 
八 巧 十 あ 目 
八 巧 サ九目 
九 巧 十二 日 
九巧廿 六日 


A 

技 

K 

U 

技 

T 

S 

m 

U 

N 


ワナメ I 力！ の特を 

H 本人の お 買物 じは 特別 掛 員を 濃き 無 
巧で 御 案 內致升 電話 义 はお 手紙 か 第 御 
訪 間して 御 便宜を 計ち 初めてめ わ ホ じ 
對 しては 特に 注意 致します から 是非 わ 
立 寄 も 願 ひ ホ、 巧內 配達は か 論 n 本 其 
他を 地 宛の お 荷物 發 送は 當 ホで 致し サ 

I - . 

レ . n ーン ブナ メ！ カ| 


參 シアトル 出帆 〔ザが 十 時 お奶】 ^ 
が豫义 八月 十一 二日 J 
靜岡义 九 巧と 日 牌 
横漠乂 化月廿 一日 弧 

©を 致を 日本 巧お讲 ^ 
白山 か 八 巧 十一 日 
化醉お 八 巧 ホ 四 目 
A が 育お魄 田を お竊を 日本 巧 貨物 結 （月 ニ图 
▲幾 道が 待 庭 妻を ぶか 萬# 街が をに 御 取が 申*: 

A 太 巧が 大あ 結を 肚乘船 切 巧 巧 糖を じ 取 託まず 


日本 郵船 會を (ホ. ニを 壊道會 社) 

代理店 巧觸 兄弟 蘭會 

乘 車、 乘船切 巧 盛 じみ 荷物 運を 御 便利 じな 烫申 します 


トツ々 ピン 五热 
大學 目藥 I ニ 0 仙 
太 旧 胃散 五 0 仙 

東を 諸 新聞 最あ麗 




紐 育 東京 商會 

1 岩 W . 贾 th ぎ：. G - 
Tel . Tra 寡ち 苦涅 


夏瘍阔 犧が攝 
特朔賣 化. 

尙一曆 勉强巧 化 候 間 
御 注文 被 下 度 願 上 候 . 

ホ 元 ブぅ ザ！ ス 

- 三 East 17 を St , zew York C 量 
Tb ! e を one を 骑 onquin 資惡 


典 M 巧 7 


お ，1- 

馨. 



费 


議 

8 

i 


堪 向 = 新 荷 到着 = 

々勉强 巧 化 候辭御 註文 被 下 度 顧 上 候 

太洋 貿易 株式 會社 



ジ伊を0ロ€をの0ロぶ巳3おだ|化 

101 巧ち を Avenuo zewYorkci す 

Chicago Branch 孩叫 " w . 浸 adison 黨.， Chicago , S . 
NIe 马巧 ngland 巧 ep .- N . Mas&a 00•, 99 Bedford St .，が 0 其 on Ma 爱. 
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J が M 
- 化が 6 

曲 I 

强 巧 ^ 
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削^^ 
*=? 巧郎 
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シアトル お视 (午前 十 時). 
あらび やみ 八 巧と 目 
あら ば ま 丸 八 巧 十五 日 
ば 4 すか (坂 港 お 帆) セ 巧せ 1 I 1 H 
サ 一等 橫窗 一九 五 粥 

► H 等 日本が li 击趙 .をを 太を 迪勒族 室 多 孩 
マ 御を 臺 じな リ r 连 割引せ を 切を 發 巧を 巧 お 

ロス アン お ルス 出帆 (午後 S 時) 
はわい 化 八 巧 十一 日 
らぷら た 化 八 巧 廿と日 

で 一 窜横濱 ニ HO 巧 化は わい みを じら 丸一 虽兜 
►持が 一二 等 日本 巧 五十 化 巧 Y 二等 目 本が 五十 直 巧 
►'が 灌羅お 巧 滿車切 巧 瘍窒券 購入 御 豁旋化 りお 
マ 紐 育 線 パナマが 由 日本 支那 巧 貨物船ち 一岡 


夏場 向 品 特別 賣化 

夏 傷、-^ 賣 向、 ダ— ム 向新 荷 到着 
精々 勉强 御用 命じ 應 じまず 
H 本陶媪 譲雜貨 卸販賣 

體茂木 桃 ホ 組 


105 E •一 ま h St . N . Y . 
HeL Stuyvesa ま 8 叟 SI 6.7 
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資本を 
拂 这濟ぞ 本を 
椅 立を 


营思圓 
六 ニ 萬圓 
六 千 W 巧巧圆 


龍竺弄 銀な —支店 

本 巧を 京 ホ 日本 橋 院本を 崖 巧て を 化】 號 
支 巧 ■か轉 日本 橋 化の 巧 去き 换な 
名 古 崖 巧都大 吸‘ 甫 (天 あ〕 神戶 
廣島下 瞄巧司 若 化 巧 岡 長が 
上 おお 敦を買 g ホ 


按ぉ 入ち 替 •を 信 送を、 ホを を' 旅な 信用 狀 
商を 信用が 其 他 一 殺が 巧 業 

人 餅 職 S 義 銀行— 爱巧 

鄉お 送を', 日本み 地 お ホ 巧が？ 通を 化 扱 
本 巧 預金 (を 巧 通知 ノ ニ輔〕 御梗利 取扱 
本 支店 巧を (本は〕、 大阪 > 神タ * 巧珊 
巧ぶ 地を を摇 、小 お、 上海、 が あ 


賴 


新 荷 副 着 

特に 夏場 お 格が 品 淺山取 揃へ 
居候 間 精* 御 註文の 禮希上 候 

森が K ラ ザ ー ス 

MORIMCRA 巧 ros ., Inc . 
53 扣 7 West だ rd 班.， 
NeMT ジを N . Y . 

Tnlepfo 百 n oras さ CV w 》50 


マ臧虽 送金 及び ホ 送を (お 手 か 巧) f 外函 
巧替賣 買、 荷巧替 取な 取な、 信用が# 
行 等 一 胺级巧 策務お 便が じ 取 致， 『化* 

g 靈灣銀 巧！ 出張所 

本店 襄潜臺 化 

支 巧 東京、 橫 巧、 大阪 、神 ロ、 上が、 巧 
ロ、 題 脚、 厦門、 灿 頭、 香港、 巧ち 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン 、バタ ビヤ、 ぶ 頁 
々グ カツ タ 、渝 を、 其 外 臺巧十 巧ケ所 


、資本を 建億圓 (を 額揀 込を) 

、稽 A を 化 千 化ぴお 十萬圃 
內地本 ま 巧^ 演 {本 巧) まな ホ阪 
神 芦を 的 下 お' 名ホ运 

橫鑽ぶ 金銀 巧— 支店 

ホ 留をま 巧 = 桑 港 お# ホ 巧ボ连 
其 他世界を 國 重要が 市 ニち 巧泣ュ グー 
K を 之误 . 


本 巧 大阪化 潰： 字 目 ' , 

が 育ま 巧. お育ブ C 1 ドゥ 五 1 吐 四十 化 巧 

鱗 住ぶ 銀 巧 

日本 (東京、 横淸 、あ 古 お、 京都、 神戶 
を 尾ノ 道、 靖 島、 吳 、柳 か， トノ贿 
巧 チ A 《巧 司、 小 倉、 若松、 降を、 乂留乂 等 

本國 預金、 鄕お 送を 等は 梅め 
て 御が 利 巧を じ 御 化 扱 可 中 お 


本な 销鮮京 城 

ま 巧 出張所は H 本 巧 地の 樞要都 巧， 朝が 
滿渊 、支那のを 地ぶ び 滿捕斯 德 • 

朝鮮 銀行 紐脊 出張所 

み圍爲 が 一 殺を 巧裳務 精々 御 便が じ 取扱 可 
'申 上 候 


藤本 證券 會お I 

一般 有な 莊をノ 質 買、 引受、 募集 __ 
A 金 触、 あ- 1 么ニ 腳スグ 一切 ノ楽巧 

I 脱 藤本 ビル ブロ—？ 銀 巧 

■紐 背 出張所 


觸强黯 、雜 貨卸贊 

竊村ブ タザ ー ス 


ロ 本 陶斌器 雑貨 - 

ラ 厶プ卸 質 

奈良 貿易商 會 


俱樂部 新 宿泊料 

H 本お樂 部を 員 あびが 會員宏 
宿 使用 じ 隅し 去る 十と 日 開摧の 
家政 委員 會じ 於て-板 的に ホ 含 
員に おする 宿 沼 巧 値すげ のかを 
可み し 即日から 實巧 する こご 一 
なつた 由で あるが、 働 燒は夏 ま 
中每 ±曜：11 じ 限 も 調理 注文 じ瞄 
ずる ど 云 ふ。 宿 沿 巧 ニ ゥレ）. 

は 左の 如し 會員 ホ會昼 

一号 ッィン ニ、 あ 〇 1 ニ、 五 C 
二号 ダブ グ ニ、 五 0 iir 五 C 
H 号 シン ダグ 一、. 五 0 ニ、 五 C 
四を 同 一、 五 0 ニ、 五 C 
五 号 ダブ グ _ ニ、 あ 0 一二、 五 C 
六 号 同 ニ、 五 0 ニ 一、 五 C 
第一 号莖 二人の 壌 合は 五 娘 
第二 号 五 号 巧び 六 号が 室四祐 
五十 如 お 

第-、 二号 湯殿 專用 化は S 、 
四 号、 五、 ホ 号を 共用 

A 人" 

♦大館 堯壽巧 前年を 倫 比亞大 
學じ在 學し歸 朝 後 立敎大 學敎摄 
VJ なら まを 商業 會議巧 調査 報 長 
を 兼ねて 居る 同氏は 二十 五 H 入 
港の ホメ y ブク號 じて 巧 械巧一 
週間 滞を の 上 西巧歸 朝のを 
♦岡が 茂 雄 巧滯組 中の 報知 新 
聞 記者 自動車 じて 大陸を 薇 蘭し 
去る 十八 百 桑 港 お 帆の 天が 見に 
て歸朝 I 
雜淸水 揚之巧 巧 个： 木 請負業 淸 
水組電 没、 去る r 八 B 薑組 目下 

御 暇 乞 

H 伏の おを を 益々 御淸 をの 段蔚 
賓 じが じます 

借な 事 今回 藤本 ピ^プ n I 力； 
銀 巧 大阪本 巧 詰を-み みられ 巧 ロ 
巾 じを 殘ら错 しも 當 地を 去る 或 
じな b ました。 心舊じ 長い 赏视 
滯巧中 頗る 輸快 li 事務に 携 はも 
事が を 巧ました わは I じ皆橫 + 
S 格別。 る 御 厚 證ご御 间情あ も 
御 庇 謹の 賜で あ 去 ど 深 （咸銘 巧 
して 居らます。 お 發じ驟 し ~ 々 
を 趟御挨 がを 中ト广 るべき でも 
b ますが り 巧 差を J りが か ィ」 必が 
しき 爲め乍 失 禮滕儀 W 紙上 御 法 
攫に 替へ るみ 第で あらます。 

御 别れじ 臨み 皆 跨 一の 御を 幸を 祝 
る ど 共に 今を の 細 一を 精を 偏じ钢 
願 ひ 中 上げます。 j 敬白 


が 


育 I 
藤本 證给替 社 


樣房常 嫌 


歡 •迎會 

拜を 目下 加が P ス アン ゼグ 
スじ 於て 開懼寸 の萬國 目曜學 
校 大會じ お 席-でる 巧 國化表 者 
置 十二 名は ま南觀 ホの 爲め八 
月 六 H 着が の. 读 まじが 歡迎晚 
餐 貧相 催 おじ： ザ 萬 障 御 繰を せ 
出席 被 成 下 巧が 一巧 中 じは 婦 
人 も 數タ有 之 お 間 婦人の 出席 
を 御 ホ 學化お 敬具 

時日 N 八月 お ロ 午後 正と 時 
お 所 n 目 本 お游部 
會费 n を ニ お； 

中达 = 八 巧 巧扩を 
中这所 U が 宵 H 本人 會 

裳督敎 同盤會 
お傕 巧 本 俱樂部 
紐 育 円 木人會 


故 窩峰巧 ± と 周忌： 


靈 廟^ 訪 H た 人々 


り 本、 曾よ 9 火 化が 一對を 贈呈 


千 八な 九十 六 ザ^ら 下ん 
巧 二十 ニ 年まで 二十 六が 問 M 本 
ご米齒 ごを 活動の 舞冀 ごして み 
かの 諸 乂而： J 垂 弓を；^ だるな 离 
I げ雜ち 階！' のと 周忌； 旣 報の 如 
くま， J ニ卡ニ n でんつ たの-.^-、 
间 H 午後が を n 本ん を 及びり 本 
巧樂部 巧なん 巧を 哲 礙 むされ 
た。 當 = 正午な 峰ぶ ホ 惟の ド L 


鳥 板 砲 お 大佐、 け 粥 鹽逍あ 巧 
を、 巧 ホ 糊 一 邱ホ麥 、田 島繁 
ニた お、 化 ホ 延么助 夫 ま、 を 
信 巧 治、 山 出質郎 、奧旧 永 止 ロ 
西达化 厳、 巧 ザ 修ま、 杉 浦 兼 
松、 が 信源藏 、タム ソン、 マ 
ツキ r メイ."' ア ー ' 佐 藤政藏 
脈 本 誠 一、 柯 おがを、 を 野 か 
邮、 峭化义 、.を 崎繁 一、 山 ロ 



午 壁を vrz 本お樂 部じ閒 いなが I 
ホ おち 十餘 を、 なお じ 着く ミ 
同 的に 化博ト のみ 麻襄吉 氏け を 
つて： おの 巧搂ト がみ 巧を を ；； 4 
勤して 懲經 謝が を 述べ 巧 信 竹 
氏と を補记 し、 水ぶ H 本人 會 
事は 齒際 科が 巧の 一 權威ど 
の 階 ト； 後明 巧の 天才 viL ての 
搏 十、 ロ 米 脚を の 上 じがけ る 

無冠の 大使 ごしての 巧 +1 
狂 米 邦人 社 會の省 おどしての 
i 、 U 本 じがけ ろ 巧を 觸係 諸事 I 
業の削設ホ哨巧ごして の巧ホ*5;^~ 
做び 特にが 巧；： 社を 磯關 たる 
本 供樂部 没び を 巧磯瞄 たるり ぶ j 
人宵 に お| る 博ト の 劇勞を追猎 
して おおの 辭を 述べ、 玻後 にみ 
山 備孽は 備單に 威 想 V 述べ、 と. 
後一 時 四十 化か 一问 八を み 自動 
一巧を 别 むて ゥッド 口 ー ンじ 向ぶ 
た。 午後 ニげ ザ化窝 のがが 領： _ 
郎氏夫 ぉ 等 ごぶに 化 環を 故 博 4^ 
麗廟 削に 棒げ 化 ホを 施つ たお 
一 V 。 ンズ大 化 お】 巧を H 本 All な I 
I ょら 贈 里し 記を か 撮 おを I 一. 

i 故 巧 ± 

た 子裝ぃ ：： 巧、 ぶ 子 
: 孝 A 3. 下-同 順み 默 燃. 一‘ おへ 


I ニ 之 助、 をな モ久觸 、を 西部 
雄 ホ 寒、 小 池が 隆 、.若宮 彌 g 
道お豊 信、 小が 政'、 加 藤が 
治郞 、高木 ホみ 郞 、角 旧 柳が 
香 西み が、 巧 旧ぶ. i 、 水み 视 
S ホ 妻 


$ 


後一-ニ か顿扉 V - 阳た 夫々 師を 
I いた。 ホを 巧に 名 左の 如し 
i 离げ おを、 间 孝、 領事 内な 淸 


を 港線航 がり おを 

一日 間 短縮 

おく 實 巧に 箸ず. 

U 本 颖船横 お', を 港 線 航海 日 
數は 之を 一 H 間が 縮す る ことじ 
决 をし 近く 暂巧 する こど じ U つ 
たもで ゎるが を •1 就き 巧み 同社 
が 巧 そ 巧-技け 语ら 『現 化では 横 
あ 出帆 後 十六 ロ 円の 午を じを 港 
に 着く こど' に i ：6 つて 居る が 今を 
は 十五り 口山 午後に 若 （こごに 
な 6 巧',' 天が、 をが、 コレア、 
サィべ 9 アの四 船は 實 巧す る。 
を： R 閒 のが 縮は 现だ 十四 お 狸 
の 速 知で が 巧して むる 橫 演ホノ 
、 巧を十六禪ザじ速め九日目 
の ザ 前に ホノ 八、 着 ど 改める お 
化で 問 n 午後 十一 時 同 港を をし 
て 結 村を 港へ U トお n 目の 午後 
に替 する 勘定に i ； •る。 このを 期 
船の 航 がり 數 短縮は 乘がじ おし 
ては 化な 便利を 髓す もの ご 信 や 

る妄々 



㈱ リ保險 事務所 

H. Segaw も Insurance Broker. 
303 Fifth Ave.| 

Tei. Caledonia 4101 


巧 田が 事 株 まを か 紐 育ま 巧 
Uchida Irading Inc. 

11 Park Place 
Tel. Barclay 1576 


島貿巧 株式 會お 
Shima Trading Co.， LtdL 

150 Broadway 
Telephone Rector 1484 


巧を を 化 赤 尾 商を 
Ak 度 WO & Co リ Lt ん， 
艺 95 巧れ h Ave*, 

Tel. Caledonia 9758-59 


サ倉製 絲結績 巧 ホ食啟 
Kataloira 在 Co.: いん , 

200 Madiso。 Avenue 
TeL Asniand 4545-4546 


K. Mikimoto 

Mikimoto Pearls 
535 F 江れ Avcnuo 
Tcl. Vanderbilt 2519 

大倉組 短ち ま 巧 
Okura 在 Co., 

30 Church St" 

Tcl. Cortlandt 2292-93-94 

H 共 巧 ホ會化 
化理店 
巧 # 巧 食 
1 站わ 08 か 化 N. Y. G. Tel. R 扣 iw 巧 お 
Fa 加け ； 208 Rawson 化しし City 

巧 野 物を 巧 ま會を 
Asano Bussan v^mpany 

Room 801-805 
165 Broadway 
T*cL CortUndt 80 がぶ 0 な 

Go&ho Corpora だ on, 

Silk importer*, 

40 岳が t 84 れ Str が t 
Tel. Ashland がが-お 
Gosho Go.* inc*f 
Co れ 0 凸 Expo け era 
j 60 Beaver な.， 

Tel BowHng 扫け cn 目 抑 

巧な 讲逆 道な ま 合 お 
なち 事が 巧 

Sou 化 Manchuria R. R. Co" 

Room 202 も。 madian Pac ぶ c B!dg. 
342 Madison Ave> 

TeL Vander お ! t 4135 

H ホ 物を なま 會莊 
な 育 支 巧 
Mitsui & Co., 

6a Broadway, 

Tel. Bowlins Oreeu 7520 

巧ま會 なを 井 巧 巧 
な 育 支 巧 
!wai 足 

Woolworth Building, 
TeL Whitehall 6040 

H 袭巧 事な ま會お 
紐 育 支 巧 
Mi ゎ ubishi Shoj ミ Kaisha 

(Mitaubishi Co • ，い ム） 
120 Broadw 巧 
Tel. Rector 2560-2564 

大阪 朝日 ニ 東を 朝日 
化 野 ま 巧 
Osaka Asahi 

Room 6 巧 W が id BuU ぶ ng 

rcL 巨 eckman 4860 

曰 本 裤花巧 ホを 化 
が 育 支 巧 

ぉ pan Co け on Tra ぷ 叫 Co • ，いん ， 1 
25 Maditon AvemiCf 1 

TeL Lexn が on 8780 ! 

日本を 糸 巧 ま會化 
短 育ま 巧 
HIP 醜 KWIO K4IS 化 刖 

Two Park Avenue 
Tei. A み ! and 5320 

巧を 名を な 
が 育まを 

Hara & C か， 

443 Fourth Ave., 
TeL Caledonia 7830.35 

日米 生糸 綠を會 社 
紐 育ま 巧 . 

W 郎 ! ぷ 0 KH 巧 KABllSlim K が SHA 
CNICHI-BEI KUTO CO., LTD.) 

1 Park Avenue 

Te!. Ashland 6246-47-48-49 , 

大ぉ每 日 ニ 東京 R 日 
鈴 木吉郞 
Osaka Mainichi 

Room 306 A World B 山祕 ng 
ToL B が km 泣 。 4259 
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京な 巧 外を 總 を 王正廷 氏を 訪閒 
して 撤兵 じ關聯 した 誘が どな b 
をれ か 

宜ハ體 化して この 關稅 巧涉 
じを つわもの らしく これ じ 化ら 
て ァメブ 力 政府の 苗 京 化 府正ま 
承認は 事實 化された 譯 であるが 
英國 政が が これ じ 傲 ひ 果して 南 
京 政府 ごを 渉に 着ず する や 否や 
は 不明なる も 恐ら < 目なら ずし 
て 正式を 渉に 着手し 撤 をを も 斷 
巧す る じ まるべき が、 V シン ト 
ンの官 ホに 於て 今回の 米 支を 渉 
は 南京 政府の 國際 的な 思を 高む 
る ご 共 じ 昨今 滿洲 問題で 晩 合の 
姿 ミな つて 居る ロ 支 隅 係の 上に 
も 重大 U る 影響を及ぼ すじ まる 

ベく アメリカの 

當局 V , しては. 一 J れじ 就て 
H 等 言々 せや單 じ 『ホち を涉ご 
H 本の 滿测 問題は をが を 離した 
問麗 であろ』 どなし、 H ま紛ず 
じ 向' つて ァメブ 力 政 辟は 梁して 
干渉す るみ 意志 あ b や 否や ごの 
質 間 じ も 巧 寒 答へ ず、 一 高官は 
單じ 『 H 本 か滿測 じを を 駐屯せ 
しめて 砖 るのは 自國は 並に 巧 巧 


ザ 楠 隊五简 中隊は 八月 匆 々し 撤 
兵せ しいべ く か々 をを した 0 が 
目下 滞を 中で ある 苗 化 支那の 巧 
表は 非を 式に 政府を おど 曾 巧.— 
支那 最近の 事情を 關陳し 巧 化か 
ホを 議 する 當 である。 

支那 ど 聯盟 I 

ド ー ズ案採 巧 か j 

ゼ ネヴ ァ廿 六日 豬 n 闽際 柳强 j 
の經濟 部では 目下ち 那の W 化 整 一 
理ど巧 速 じ 關し愼 巧 じち 究 中に 
して 或 ひけ ド I ズ 案'- 等し〜 も 
のを 案出し 九巧與 じは 南を 化府 
へ提證 する のな 向 あり、 ド！ ズ 
案の 內 をは ダク シャ 、ォ ー タタ 
リ ー， ン ボリ！ 等に 凿 し，」 採 
用し じ もの シ巧調 W ず もらしく 
國隙聯 盛 ごしても ま那 政府」 お 
する 聯盟 费の 貸附 がか 五 巧 ホの 
債權者 どなつ て 盾る。 


メリ々 から 國巧 を 官ヶロ ジグ 氏 
が 化 おすべ （歐洲 を 固は いづれ 
も 外務大臣を 送 bn 本は 遠隔の 
化で あるから を速大 化が 外務省 
を 化 おず ベく 場所は 外務 巧の 大 


廣間 ごかぶ したが フランス 政が 
はこれ を グ^ サネ ュ條約 S 上 じ 
を 要し これを 機會 どして 化 巧の 
な 諸問題が 補々 討 諸され る i ご 
なつた。 


本な 東 ま轉電 (禁 お巧轉 載〕 


條約 調印 期 

パリで 八月 下 巧 . 

パリ！ 甘 六日 發 == フラン。 改 
府が 提唱し ゎホ彿 不戰條 約は ァ 
々の發 案じ 化り てあらに 世 


メ 


界的不 賊條約 ごな b 十五 筒國の 


ホ ま 關稅條 約 調印 


マ クム レ— を 使 ミ 王ぶ 廷巧 

東京 特電 〔大 販每日 新聞社】 二十 セ日發 P 確かむ 筋に 達しむ 
情報 じ 化れば アメリカ 政府と 苗 京め 府は 支那の 關稱自 ホ 權を認 
めた 踞我條 約に 調 巧した。 

ワシントン 特電 〔大 阪每日 新聞社 ゴ ~ 十 セ日發 = 國務 省営 時 
はな ホを 權を 使マク ムン，— 氏が 化 京に 的て 南を 政府 か 巧 潔な 王 


正 廷氏ィ 一の 間 じ ホ 支 幽税條 約を 調 巧した 事寶を 確認した。 






のが 權を 擁護し 濟南 事错の 如き 
ものを 燥 返さし めない 要必 であ 
る ごすれば 巧 等に 巧 等 反 街す ベ 
き 理由は U い』 ど 述べて 居る。 

ぉを 日日 紙 

支那に 警吿 

東京 特電 二十 セ日發 東を 日 
日 新聞紙は 南京 政府 哨條 約廢棄 
問題 じ 願して 巧び 左の 趣く 論評 
して 音る 

民政 黨が國 民 政府の 條約 破棄 
を 巧て 题際 信義を 揉 濯する も 
のどして カ强 'くこれ を 化彈し 
たこ £ はま 那を 反省せ しむる 
じ 極めてち 意義で あつて、 賞 
じ 現下の 日 ま 關炼の 重大なる 
際、 民政 黨ど 欧を會 たるを 問 
はや 力 强い國 論の 一致を 見た 
こごは 喜ばしい こごで ある。 
田 中巧閣 のみ 脈 じ 就ても 國ぉ 
を 麻の 見解が いか やぅで をる 
共、 日本 國 民の 擧國】 致の ま 
張が 柯 事を 見ず るか じ 就て は 
閣お 政府 どい へ 共、 危 驗な錯 
覺じ陷 る 余地は ない 善で ある 
王正廷 ごして は 支那 夫れ 自身 
の 事情 じがて 內 なの 統一を 必 
要 VJ する じ拘 はらず 巧を 上の 
難 巧を 外 國の負 擔で解 巧 せん 
ごず る 陳腐な 手段 じ沒 頭す る 
のは 巧 人 どしても 感服す る こ 
とは お ホない。 

天津 方面から 

五 中隊 撤其 

東を で 南 化 會議か 
まま 【聯 を：！ 二十 六日 猎 = 日本 
政府は 囊じ 巧替巧 巧り たる も 時 
ロ 巧の 爲め 依然 駐屯せ しめた 天津 


參 加を 見る じ まつた かこれ が 調 
印 地 じ 就て は巧國 政' 府協畿 や 結 

あ フランスで 巧 ふこ ど I な' ち 調 

巧 期日 も 八月 廿と 日芭 確を しア 


總裁 奉戴 式 

秩父宮 が 御演說 

ご 一十 セ 日】 明年 巧 開催す る 日 
本に がける 萬國 工業 會議は 本 
H 工業 供樂 部で 秩 父な 殿下の 
總裁お 戴 まを 擧が した、 殿下 
は 席上 御漓說 あら 同 會議は 人 
類 生活の 向上 じ 貢献す るの 意 
養 深き を 力 說し又 n 本の エ莱 
をに 止まら や 一般 日本 文化ぶ 
け國 がの 眞 相を 列 國じ紹 かす 
る こ VJ ぇなら ぶ 國繁親 曇を 離 
からしむ る じを— 隙會 であつ 
で 我々 の 賣驚も 重大で あると 
礫べ られ た。 

節 子姬が 會津へ 

ご 一十 セ 日】 節 子 姬は兩 親兄弟 
唐 伴 昨朝と 時 五十 五み 東京 發 
會 がへ 赴かれる 常で める。 

致 友 會に新 顧問 

【二十 セ 日】 政ぶ 會は氷 野錬太 
郞 、•高 橋 ホ 威、 山 本を 太郞巧 
を屬 間に 推薦した。 

阿 ザ條約 こ樞府 

。甘 六 百〕' 樞密院 は國際 阿ホ條 
約 あグ關 東贿脚 巧みを ホ認し 
た。 \ 

陪審 法の 實施期 

(甘 六日】 陪審を は 十月 一日よ 
も實 施す る こと； なつむ。 

電鐵 ホ設案 延期 

【甘 六日；！！ 巧國わ あの 氷 間の 電 


鐵布設 案は 鐵逍 をで 延期した 

遠洋航海 船が 况 

【サ 六日】。 シアの 農 產个權 の 
爲め アメリカょ 6 の 小を 赖增 
し爲 めじ 遠が 化路 船は 巧况を 
見越 ごる。 

經濟 審議 會 設置 

【サ 六日】 本日の 閣議で 經濟審 
議會は 設置に 巧ぶ しじ。 

兩 陛下 明日 歸 京’ 

〔廿ち 日〕 天皇、 皇后 兩 陛下に 
は 二十 六日 朝 葉 山 御用邸ょ b 
歸を 遊ばさる i を。 

が 界不 おて 滯納 

【廿 五日 一 財界 不 巧で をを お 下 
市町が 租稅 滯納額 一二 巧で 阳じー 
達し ニー 河咕の 如きは 爲 めじ 小 
學校敎 員の 俸給 支拂 不能の 現 
象を 呈 して 居る。 

東を じ 赤 姻猎臟 

【甘 五日】 東京 巿の 赤禍 患を は 
每り增 加し 一 H 約 あ 十 あな 上 
の 新患 者を 出して 居る。 

鐵道省 ご連絡 船. 

〔甘 五日】 鐵道 あでは 五 モ嚼級 
ニ隻 造船 じかし 下 閥、 签 山間 
連絡船に これを 化 用すべく、 
他に 靑舘 連絡船を 建造し 繁ニ 
靑館 化と 命名ず る 箸。 


くの み U ら中 、なて こわ じ 依 
b 飲洒 者を ちしむ て 法が じ對 
する 脅 敬の なをち て 薄から し 
めて 居る、 かに この 法の 勵巧 
を强 制する ごい ふこ S は、 ア 

メリ ホに フアス シモの 獨截か 

治を 施ずに 等しい』 

ごま 張す るので あろ。 

◊ 

T メリ 力の 禁酒 ホが 遂に 千 九 
だ 山 年を のて 盛 法と なつた おお 
の 動力は、 千 八な で 十一 ニ 年に 設 
けられた な 酒 化柯賴 である 。こ 
の 極めて 微 々たる 巧 想. 派の 脚 体 
は 遇 去 じがて 涵揉か 巳 選 擧豐を 
絞つ た 腐敗 政治に 對 ずる 世人の 
反 威 じ 乗じ、 漸巧敌 治 的な 勢力 
を增 して 來 たのみ ならず、 酒 巧 


巧の 運動に 


.葛 西 善藏巧 逝去 

〔甘 五日】 小 說家葛 西善藏 巧は 
をに 昨 U 逝去した。 



禁酒を 擲 おの 是非が 眼目 


◊ 


今が 大統領 戦は、 前章に がて 
述べね 如 （、政綱と いふ 點 から 
觀察 ずれぶ 極めて ホ々 化々 たる 
ものであるが、 しかしを 認お補 
者の 政綱に おず る解驛 、抱負は 
をの 人の 裁量に 一' なして 居る だ 
け じ、 ず 化なる 政綱 戰 は、 なか 
じ 波爛じ 富んだ 政戰 をを よん ご 
して 居る、 共 か 裳の 東部 選擧委 
員 長で ある 上院議員 モ ー ゼス氏 


禁酒 派の ボラー 氏 



じな ふなら ば、 今 巧の 選 擧はク 
リ ー グランド 大統領 戰の當 村に 
も 優る 激戰と 云 はれて ちる。 然 
らば 政戰の 眼目は をして 柯んで 
あらぅ か。 

◊ 

前 民主 黨 上院 總理 アン ダシッ 
ド 巧は 過 U の 新 巧 紙上で、 
『外交問題 や 關稅法 問題 巧は 
巧して 選 擧の扇 面を 巧す* 程 


な 問 趣では なく、 今度の 選擧 
を 巧す 扛 ものは 恐らく 禁酒法 
勵 巧の 是非で あらう。 盖し本 
問題は： 老若 巧 ホの 如 柯を問 
はず、 巧 人 も 一箇の 意見を 抱 
く 最も ポビユ ラ ー な 政治問題 
であるから」 

ご 指摘して 居る。 民 ま黨の 候補 
スミス 氏は- 大會 指名の 直を じ 
がて、 民ま篡 がみ 議 した 政綱の 
德 てを 承認 1 ると 共に、 現巧禁 
酒 法の 修正ぶ 必要 ご する 旨 堂々 
と 天下 じ宣呂 した。 從 ホア メリ 
々の 政治家 媛の やうに 巧み 
に逃迴 つて 趕た この間 題は、 ス 
ミスのを をを るみ 旦言じ 化つ て、 
重大なる 遷孽 問題 ごな つたので 
をる！ 

化 人は こ 0 爭ひを 化て、 單じ 
下 おご 上 タの爭 ひ VJ 見て 居る や 
うで あるが、. 掘 かしこの 問題は 
單じ絕 お 銭 巧を が、 政治屋の ぺ 
ット ごな つて 恐るべき 势 でを 巧 
じ 侵入し、 ホる 意味 じがて アメ 
リカの デモ クラシ！ じ 新が 元を 
劃し ロ ものであるの みならず、 
更らじ 深甚 U る 社會閒 題で あら 
且つ又、 おがの 固 おじ 對 する 思 
おど 巧 健の 上ても、 重大な 關係 


を 及ぼす じ まるべき もので もる 
i を 忘れて はならない。 

◊ 

を 治の 理論 ご實 際が、 往 々じ 
して 相反す る 如く、 この 禁酒法 
間 題 じ 就ても 巧 論の 上 ど、 實際 
の 効果 どい ふ點 から 冷靜 じ判斷 
しなければ ならない、 政を じが 
て 純理 論の 上から 禁酒 派の チヤ 
ンピ オンを なじて 居る 人は 上院 
議員 ボラー 氏で ある。 ボラー 巧 
は 一面 じがて リ ，ヘラ 八な 政を 原 
則を 遵奉す る 人で あるが、 禁酒 
法 問題 じ 就て は 憲法 擁 議論 者で 
あつて、 をの 位置は 恰 かも 先 期 
臨時 議會 じがけ る 尾 崎 巧 雄 巧を 
髮義 せし わるものが ゐ る。 即ち 
巧は 

『禁酒法は 旣じ アメブ 々の憲 
法と して 實 施されて 居る もの 
であら、 をの 可否は まだ 試が 
時化 じ屬 して 居る にも 拘 はら 
- や、 これを 政爭 化して 憲法を 
廢棄 する ことは、 患 法 じ對す 
る 貧 敬のを を 失墜せ しむる の 
みならず、 將 ホア メブ 々の 政 
體 を破壞 すべき ボグ七 ゲキズ 
ムじ 導く 前提で ある』 ごま 張 
して、 共和 黨の 禁酒法 政綱を 自 
ら 起草した ので ある。 

◊ 

巧る じこれ じ反對 する 静 者は 
ボラ— 巧の 說く奥 理を逆 じして 
『成 巧 禁酒法は 憲法には 枯違 
ない が、 この 潮 巧が 徹底を 缺 



の 撲滅は をに 絕掛兹 
化身し、 專ら潍 貪が 治の 手段 じ 
訴 へて をの H 的を を ふした の だ 
をる。 反洒店 問盟の 背景は 勿論 
敎會殊 じ 新教徒、 磕无纔 あ會、 

を户^ — - セ ントのァ *>^_リ 力 ニ ズ ム 
を 標榜す るク •ク八 I ァ クス •クラ 
ン でぁつ てを 州 じを 部長を 置い 
て 上下 巧 院議 員の 言動を 監視し 
莫大で る宣傅 费を搔 いて 隱然た 
る 敌黨王 固の 観を を 一して 居る® 

i 

反 酒店 閲强 じ對掠 P て 起され 
たものは、 禁酒を 修お巧 あ 脅で 
める。 をの 標榜す る ものは 勿論 
サ 成！ ンの 復潘に ホら や、 絕對 
禁酒法の 曠棄 ではな （、現け 禁 
酒 法の 一部を 修正し 3- て 「猛烈 
じ薛拂 はしめ ない 巧 巧に めける 
7 キン あび ビァみ 釀遼 、販賣 を 
許 巧す る』 ごい ふの 心 ある。 即 
も 禁酒法 制を の結裝 こして 千 九 
择 二十 年 時化 じ 現を t ス 居た 釀 
酒 所が 約 四 巧、 昨年 にがては 
义方一 ニモ 八な 二十 if 而か もこ 
れ をを 衆國 禁酒法 勵巧 長官 ァン 
ド リユ！ 巧 じ 云は し I むるならば 
實 際の 十 巧の 一で あ U のみなら 
や、 ホな ニ 都 おじぶ るお醉 罪の 
檢擧 數はモ 九巧廿 をの 廿八 巧】 
モ六百 五十一 人、 モ ホな 廿四年 
の 六十 五 巧 九 百 六十】 人は 昨年 
じ 於て と 巧 十】 万死 白 八十 化 人 
じを 加し、 乂精ァ が n ホ ー がを 
化 ホした 密釀酒 じ 化る 國 度の 健 
康 失墜、 禁酒 腳巧 を、 我關 を、 
酒類 お 婦官の 牧贿空 一に 巧る 巧 政 
秦 却、 密釀 酒團仲 巧の 殺人 沙汰 
紙 常 僞攀其 化の 缺留 を擧げ 、こ 
れ等 社會的 弊風を. 一掃し 3 て禁 
酒 法の 意義を 徹底な しわる じは 
でぅ しても 法律を わ 自身の 不備 
なる 點を なめな け わ ばなら ない 
どい ふので ある 0 

ク 

現じ 去る とち 廿 五日を なて ン 
ァト^ 巧に 懼 された ァメリヵ 法 

曹協 會大會 じがて、 禁お法 励行 
調査 委員長で るるを グキ巿 法曹 
協會 々頭 ラ シュン！ 氏は、 現な 
ァメブ 々じめ ける 乱 會的化 罪の 
動機、 並 じ 司を 權 《不徹底は 酒 
類密釀 脚が 化 源 地て ぁつて、 贈 
賄化贿 がを がごし で 巧は れつ 
ある こご、 殺 入、 +1 火 ドア 
プ等も 間接的に をの 願 保 深き 點 
を 擧げて 法治 國 どしての 權 威を 
巧たん ど 欲するな じば、 ア 
力は 正 じ 禁酒を を 鉛對的 じ勵巧 
する か、 破 薬ず るの みは い 
瞥をし て 居る。 


The Way も cme 一 

wy 円を！； h A., sawyg 

H 本 婦人の 巧 く-^ H し 美しい 節操を 化 どして 化农 ずるのは 巧が 
な樓や 海棠では なく 徐 塞の まだ 去ら やらぬ 如月の 頃に 疆霜 をを 
いで おく 『梅』 である ど 云 ふの がま 者ソー ャァ女 おのり 木 掃 人 
巧で あるが 女を は n 本のぶ 人と してな くり ネ 婦人の 淑徳に 傾 御 
し 其婦の 傳說や 巧 松 巧 蛮な どの 戯曲 じ も 通じて 居る。 

英文 ル說 『ぅめのみち』 はま 人を を 武± の 一人娘 じ、 け 化を 
明治 壬を 維新 前 じ、 而 して 琪 面を おお 道に 採つ たもので を想淸 
健、 筆致 典雅 證者 をして 宛が 英文で 檐 琴の 小 說を讀 レが 趣を お 
き 起さし める。 

英文 小說 『ぅめのみ も』 は 松' や 節 子 壤じデ ジケー トし たもの 
で 序文は 有を む 故 グリフ キスを 巧 ± の 筆 r な b 裝帽 巧麗 家庭の 
讀も のどして 又は 米 人への 贈答な ごして お 好の 一曹で ある。 
敢て 江湖の 一 讀を悠 惑す る 

本 遇よ ち 巧 じ 配本 じ 着手し ました 實陋 はがを にて 

郵稅共 一部 ニ 巧 十 仙 


巧 人 讀者紐 育 新報 社 


手な か 




南京への 寢返 料'」 

奉 天 側 借欽六 千万 圓^ 要ホ說 

アメリカが 投じた r るで 波爛 

傑 入りした 日本は 遂に 孤立 か 


東京 特電 二十 セ日發 林 お 助 巧の 渡 奉じ 依 b 奉 天 政府 じ おする 借 歎 問題 も 詔趙じ 上る あ 勢で 
あ る；^,目下滞を中でゎを时化ま那の化おけ初め て巧見の上双方’かおを探合つ ておるが ァ メ ブ ヵ政 
おの 對ま化 迪牒に 脚 做し P 本 U 輕卒 じあ 從 ずる こどは 出 ホず、 旣 をの カ劍じ 於て 進む る 外*^ しご 
ど當 おちょ ー旨剛 I て 君る か ホ 力 だる 巧 聞が は ァメリヵが 投げた おは 新 波 翻を をさん ど 云' つて 居る 
が、 さしねき。' X ぬな 入 b をし じ 円本は この 際對支 方針を 撤底 せしめない 限ら 孤立 じ 階る 虞れ を 
b ど當吿 して 居る らお ほ K 政 黨は巧 おじ 哪 して ステー トメ ント を發 しち 那政 がの 條約廢 棄は斷 じ 
てあ認 U 出 ホ K いが 间 時*- ぞ恥 於內 めに 干涉を 加へ る こごは 穩 當を缺 {もの じて 現み 閣の方 かは 
をら <禍 化を 將ホじ 媛ず であらぅ ど 述べて おる。 

電 ま京特 二十 セ 日發り U を 謙ぶ 長 南 少將は 本 H 率 天 じ おけて 重大 U る 化々 を 帶び急 巧した。 

泉 京 特電 二十 六日 發 = 奉 天 政府の 外 巧 部に 化しく 勸 おしつ ぇ ぁる 円本 通の 陶尙銘 巧は 重大な 


yjiv . ん ち e , - _ _ j ノ **-*1^< .こ 一：, 1 — 

るを かを 弼 びて 一昨 n を 山を 巧發 、下 ノ關じ 到着 直 もじ 列 率で 東上のを じ 就い わが 車中に がて 語 
る 巧： 依^ £ 率 天，」 巧 巧が がのを 協 中止は 巧 方の ホ 義よ張 じ 甚だしい 關 きを 見る じ 至つ たお おで 
リ本，：|虫じおくらので；；|>く、 り本のが絮じがけ ら位蹈は舉天派じがてもをが承認する所じして 
兩 國ん圃 巧け 巧 等の 障害を 駐や あに 巧莱 一二 ぷは當 か現狀 を. 維持す る ごの こごで ぁるが 巧の 化 命は 
商す' この 這な 中た のをを 條件 ごして り 本に 六 千 方 W の 借 欽を惡 ホす る爲 めで ホる 定觀 測され て 居 
る。 一ぶ 巧ぶ 派の 化 表 バ舊條 約の 酶 楽は 却て 經濟 的には H 本に を 利 U もの も ある f 稱し 円ち 兩園 
は 一軒 長屋の 親しみが あつて 欲しい ご 語つ て 居る が 荫巧侧 f しては 威 ひは n 本を 超 まじして 英ホ 
ごを 涉 じを ずす るで わらう ど 云 はれて 居る。 


使命 y 兼ねて 

が權助 男が 奉 天へ 

旧 中 首相 列强 大使に 政策 釋巧 

ま 京 特電 二十 六日 發 U 


I : 前 駐支を 巧たら しこ と あるが 權助巧 
ま 來る廿 八 H じ 東京を か 發し故 張 作霖將 軍の 葬儀 じ 列す る こご 


とじつ たがを 面は 葬儀 參 一巧で ぁるけれ あ舉天 じがて は 張 學良ど 
會 見して： n 本 政 麻の 意嚮を 樽 ふべ く、 満洲 擾乱を 謀つ たま 那乂 
一 あ U 奉 天 政府の 依頼 じが b 大 速で = 本 官憲が 檢擧の 上 多分 退 
.まを 命ずる 窜 である。 尙ほ巧 中 首相は 昨日 列 强大を 使を 官邸 じ 
引見し' 日本の 對ま 政策 じ 就て 巧々 释 明した。 

東京 お電 I ： ニユ ml 々•タ 共 ムスが】 二十 五日 發 = 旧 中 首 


相は今朝列强大を化を官邸じ招いて^本の對支政策を說明しリ 
本は 何等ぶ がの 國民 ま義 におつ て 敵意を 持たない のみ。 ら すを 
正-- して 合理的な 態度 じ おづる Vi 斷 じむ 後 H 本が 奉 天 孜府じ お 
しおを 枚府 ごのを 協 中止を 勸吿 した ごの 說じ 就て は 右は 娘學良 
將軍 自身ょり 奉 天 総領事を 迪じ目 本の 意嚮 開陳を 欲せられ たの 
で 政府は 意の める 所を 卒直に 述べ じる じ 遇ぎ ない £ なし、 苗を 
政府が 一方的な を じ 化 6 て條 約を ホめ つ、 ぁるら 日本は 魏 じて 
これ じ應じ 能は ざる ゎ H 本 どして は巧條 約の 婦結 じは 喜んで 應 
ずる 意嚮で あ & と 述べた、 一 ホ 張 學な將 軍の 特使 陶尙明 氏は 本 
u 韦 上した が張學 をは H 本み 滿 蒙に 稱 ずるな 較を 承認す る も 日 
本ょ ら柯等 かの 補助を ず けん どしつ I あ b ごの 風 說を打 おすと 
あこ 奉 天を 府が H 本の 勸吿じ 依 もて 巧を 政 麻 どのを がを 小 化す 
る じ まつた ごの 說をも 否認し を 天 派が 南京に 庇 服す るか、 を馈 
する か をら やん は獨 立を 宣言す るかは が 期の 問題で ある 交 語つ 
た ド、 を 天 派 ごして は 勿論 日本の 援助を 徽迦 しづ i あら 現じ 奉 
天 侧の依 賴じ應 じを 天 か 巧の 轉 覆を かてつ 1 ある 大速 のが 參事 
官其 化を 檢 おした も、 か權肋 巧が 張 作霖の 葬儀 じ 赴く こど 等 も 
柿々 ご 化 間の 視聽 を惹 いて 居る。 

軍事的 巧 動に みぶ と適牒 

東京 特電 甘 五日を = 南京 巧の 大立 物で ある お 玉お將 軍は 秦 


天の 張學 .は— じ對 しおし 爲 一日まで じ 和證を あれないなら 
ぶ 驅事巧 動を 耿 るに 至る であらう ごの 最後通牒を^ ずるに まつ 

日英 兩喊 をが C おいて 

米 支 新 交渉に 着手 



ワシントン 二十 五日 お == 齒お瞪 陵 司々 官 グリスト^ 提督 及び 
ぷ はお 巧 省 ご 化 おの 結果 アジア 天が 卽化 おお 閱司 か官バ トクー 


少 おの 勸吿を をれ 支那 じ 
■惡屯 ずる アメブ 々海兵 幽 
じ 對し千 S 巧 五十人 及び 團じ附 
屬 する 飛が 機 十 云 磯 ど 九十 五 人 
の 避 校 下 十は この 際 直ちに 撒 退 
して グアム島に 引揚 命を を發し 
單じ 上海へ お 校 五十八 人、 下 ± 
一千 册 人、 天津の 海兵 闇 千 四な 
化と 人の みは 當 をな 巧す る旨訓 
電 したがを は 先般 ホ アメリカ 玫 
府が 南を 固は 政府 ど 下を 渉の 結 
果あ {兩 政府が 正式 談 巧に 從事 
する こど i なつた 前提で ある ど 
觀 測され て 居た が國務 省は 今夕 
を 0 て 駐ま那 

公使 じ掛し 愈々 南京を 府 
ど 關稅條 約の 改訂 じ從 ふべ （訓 
々したを の內 をを る 表し 同時 じ 
これが 文書の 葛し を 列 强大を 使 
舘 じ送附 した。 即ち アメリカ 政 
巧は 巧を 政が の 樹立に 依る を 支 
那 のが 一じ滿 足の 意を 表 巧し 
『ヮシントン 政府は ま那圃 民が 
國 家の 統一 ど 進 ホ、 かず 維持に 
對 する 努力を タ とする もので あ 
る』 ど 冒頭し をの 一節 じ 於いて 
『アメリカは 支那の 巧な じ 向つ 
て 例 等 干渉を 加 ふるの 意志な く 
我等が 支那 じ ホむ る ものは 化 巧 
强じ 等しい ぶ證 である ご 共 じ 

特に アメリカ ボ 段の 化 命 
財產 おびじ 合法的なる 旣 得巧權 
に蜀 する 適當 なる 保護で あら、 
且つ 他國 乃至 他 國民ご 差が せす 
均等なる 待遇を 欲 ホす る じ 外む 
ら の』 ご斷じ 通商 條 約ら な惠的 
ごして 他 列 强の條 約 ごを が 巧 笠 
なる ものを ホめ て 居る が 今次の 
を 涉は甫 巧な がを 化 表ず る 伍郎 
樞氏 がよ 巧 十一 口、 國お 長官 ケ 
ロ ツグ 氏を 訪問し むる 當時じ 棚 
まらみ いで ブ タスト 八 提督が 
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I KERR & MAYOR 

1023 Third Ave* 
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含 向 人 本日 

門專 靴型 小 
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度 巧 說をタ 八 時 
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午を ニ 巧 
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をき 米慶 婦人 
日本人への 巧 
語お授 じは タ 
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時 にても 宜し 
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牧師 當時繁 一 
爵事 粟野 賴之祐 
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日 躍 巧が 午前 王 時 
〔確學 校 午前 十 時 
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U 體 午後と 時半 
祈禱會 水廳タ と路半 
を おを 

泣漬 をが 比 强を技 
をで 町を 十五を 學 
生 島 社員 じ 最適 
設裤圈 書！！ 誌 巧 巧 
を 视娛樂 具 節ち を 
堂を 9 

便 {乱哦 菜 周旋 旅を 
案 巧を 補事莱 誠を 


おお 巧み ノ巧 W 心 r y ご 一體ニ 九ニ疫 

あ 京 丸 山 洋服 商店 


(長が 縣) 佐 化鎭雄 (鹿 鳥縣) 
中が 榮ニ (山 お縣) 齋院ち 雄 
(烏な 縣) 廳勝銜 (糜 島縣) 滿旧 
正 一 ( 神戶 香が 章 (塞な 巧 
古澤 武么助 (鹿を 島縣) 渡渔泰 

助 (か 歌 山縣) 後藤 基 之を 

右の まに 通知を 度き 儀を と 
候 間 本人 若 < は 知人ょ-^ 巧 
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に 慣れた 專巧 婦入敎 
師 ぁみ 憑 切 じ 貪敲通 
信 文 社を 語を 敎 巧し 
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姑 育 脚を is 
内務省 活を 
東 巧帝大 科义學 
產婆 復習 魏ホ榮 
I 元姐邊 

_產 婆 播本綠 


換 眼が 一^一 眼鏡 調節 


H 本、 支那 寶玉製 美 
術 品、 婦人 用 首 飾 其 
化を 歸お 

闕島訂 J が 

高等 美術 晶修 键、 

首 飾 品、 スト 9 ンダ 
日本 服载镜 


笠 ザ 洋臟巧 


時 巧 
洋服 巧 


男女 靴 ド 類の 御 
用命に 應 じまず 

リア グ 《 ン作ク 

靴下 會社化 巧 店 

が 旧 信次馳 


丸山洋 臟蘭會 


東 五十一 ニ T 只 

一二 ご ニ 

が 藤 
洋服 巧 

叩フ T 六 ニニ 


自動車 て 

懇切に 敎授 毒が 兩科 日曜 も 開校 
日本人へは 秋 山 氏專任 敎授す 
量 皇量 an Mo Sch 呈 1, 133 ぶ E . 58 th St . 


十五 年の 展 を ゐる當 校は タ 年の 
経験 ご 新 資^を ちす る敎 師を聘 
■し 自勘車 
操 擬法及 
び 運轉者 
の 修得す 
•へき 必要 
な 機閱的 
智識を 短 
期 聞 じし 
て 最も 龍 
率を る徹 
•を 的 技術 

をを 習し をが 獲得を 保 疆し驟 ま 
ひを も 周 P し it 。 



弊店は 實質 誠意 进速ま 祭の 
基 じ 御± 產物 一式 卸賣 値段 
で販薛 致します をを じ 巧は 
らず 御用 命 仰 化 下さい ませ 
◎欧米を 補 時計。 置 時 訝 J 式 
◎寶石 貴を 屬 。銀製 器具】 ま 
◎を 禪萬年 筆。 を 銀製 掛筆 
◎蓄音器。 レ。） ド 見本 陳列 
◎寫眞 器。 タィプラィタ！ 

◎船 切符。 が 念 寫眞帖 繪施書 

フロ' — ドウで 1 巧と 十當 

領事館 向 側 矩物セ 0 を號ま 
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170 Bid ミ y . N . y . 百 二 
Tei . Corilandt 芒 37 13 晋 


をせ る悲 をで あると 謂は ねば U 

ソ0 0 

吾人ぶ 犯罪ち 加の r 嬰ぶ が 銭 


やし も 禁酒を のが 巧に 支配せ 
れ ざるを 信じ 米 國の具 股 者、 爲 
政當 なをが 道徳 惡 化の 法律 じ對 


酒を のがな f 密 依；：？ る關 係を が 一 し舆氣 ピ热必 ごを なて 速 かじ 其 
する こぶを 肯化 ずる ご 共 じ勞働 j な 廢を唱 海せ わ ことを 望む 次第 
をの お牵 向上、 が 蓄の增 殖が必 I でぁる。 

金利 高で 金融 硬化 

財界の 一部に ぽ つ-^ 不 ぞの聲 

獨 逸の 經濟 紙が 悲觀 的な 觀測 


f 巧ち，— ぶ.：’ お 

'犯罪の 增加 

禁酒法 ごの 關係 

ネ遇水 巧 U か.- リシ ャトグ じが 
I て 巧 かれて 居る 米 扱法帶 協を 五 
I; 十 年 大巧 じ 出席# る甸を サィ ラ 

ス ，エッチ •スッ 01 ン 氏は 過 

去 五十 年 じがけ るな がの 進 ホを 
批がした；^,、 锐巧乂固內の化罪 
- がち 加ず るか 向に 關し (こを 通 
.機 關み增 加竖递 、改善せ る 道路 
\ と离速 巧の 自動車 ごの 便じ 化る 
^ 犯人の 遁逃容 あ ニニ 著 敷 お大せ 
る 巧 民の な 力、 殊に 化 罪を 習 階 
級を して 高速 巧の 自載 巧ぶ びを 
一新 式の 巧 器を 賊 ふを 得せし むる 
じ ま b じる 暴宮 ニニ) 組織的 犯罪 
敢 巧の おを、 政治的 運動 じち 額 
の単附 を； し 黄白の 威力に 倚賴 
してを を界じ 及ぼせる 惡 感化、 
(四) 化 罪を 搜査 逮捕の 遷延 並び： 
じ 選を 1 讼らて 就職す る 巧 事の 
弛緩じ基^お罰の禱錯、 及び 1 
が 法 体の 放漫なる 明文 持に 判檢 
事の 選な じ おする 巧 民の 不な恵 
す 熱、 む (五) 最良なる ポ おが 其を 
おを 遂巧 じ對 する 冷淡 無 脚 厄の 
態度 假 々ば 陪審員 ご。 るべき 召 
集を 受 たるを 識者の 銳巧 回避の 
おき 惡例 (六) 銃器 彈藥の 販資無 
制限の 六刪條 を列擧 して 化罪增 
加の 巧 因 でんる ど 願 じた。 ス氏 
は ホ 禁酒法の 僞 がは 勞慟 者の 缺 
勤數を 激贼し 能率で 生を ごを 改 
善す る じ 至大の 効果を 奏し、 直 
つ 一般的 繁榮を 促進し 勞働 階級 一 
のお菩 を增大 'した どよ 張す るを 
ある I 方 じ 犯罪 調 巧の 結果は 强 
惡 。る 犯罪、 就中 部 ホに がける 
犯罪は ホ ミして 酒類を 寶 買の 貸 
元、 仲買、 貴す 等の 輯 にわ はれ 
戰 操すべき 程度 じ 編蔓し 化現狀 
ょら 推を するど 現 おの 靑 年は 法 
禅を 蔑规 する の惡戚 潮-し 感染せ 
むごす る 怖るべき 廣 おを ホして 
居る。 而 して 通例を 体を 遵奉 f 
&な をのん ± も 禁酒法の みは、 
遵奉す るのを 志を をき 网禁の 酒 
類を 腿 貫ず る爲 め' 个 かず 識の禪 
じプー ツンツがー スを當 ましめ 
間 巧 じを 神；； 化 罪を 助 おする 流 
弊を 作つ レ ご 縮 論 I て煞酒 巧の 
鼎の 輕 あを 問 ふて おる。 

0 上 A ッ。 —ン 氏の 指摘せ る 
近代化 张お化 S 煩な U 勿論、 物 
f 巧 义明進 ホ いノを 巧 ど ff 比例を な 
せる 當 がい 產 物で ある 殊に 犯罪 
巧 巧 階 被に 鹿す る 冀は社 曾の 道 
德的缺 陷じホ じて 巧み じ 之を 旨 
ぶ擁进 化び に 慾求逮 成の 道じ惡 
j 角す る こどを ふ 祷て活 る！^ なに 
i 不用 避の 立法は が々 彼等を して 
j 巧 かる 間隙を 媛 見せし むる ので 
i もる。 武器 爆樂 のか 締を嚴 重 じ 
•せざる け 國 なのす 瞄 であろ が、 

I ゲォ八 ステッド 法み 如き 蝴巧不 
巧 能 じして 脚 人の 宮 由を 束规す 
るな 律を 恍 々に 制定し、 が巧酬 
ごして 化非增 如の 系 因を が b 圓 
K のが 繼巧 をし C ホ 泮の權 威を 
なは しめ 快 巧-こが 拌 ごを 破りて 
頗 みざる 巧 惯を魁 親す るが 如き 
結 架を がらせを はお々 5 化 食を 
極墙 する もので あつて、 棋 蟹、 
，巧 眼、 偏が の-が 臘莱 的を おを 
の 溝 論が < は迎 な、 巧 迷、 利己 
: 1 天 张の化 級なる 政を がのを 问 
j しつ^ ある 黛 酒 巧 化の 现實を 吸 


旣 報の 如く ニユ ー ョー ク巿漢 
のを 巧は 五を の 高利 ごな 6 齒陈 
巧 替ホ場 じ も 影 馨 し 巧が 圓爲替 
もを のた め 巧され 氣 味で 低 傾を 
示して 居る が 金利 鳥 じ W るを 强 
の 硬化で 則界の 一部 じは ぼつ ぼ 
つす ホの 聲を 高めて 居る。 柳ち 
コーグ のかき 今 片み巧 じは 一時 
十 割-ごい ふ 減 ホな 高利を 示しね 
こご も あ- C '、 タ キム •モネ 1 の 

かき 今年 初旬 頃は 先づ 四を 程を 
でぁつ たもの が 六み じ、 巧 業 手 
形は 四をから 五を 五 唾 じ、 手 あ 
'引受けは 一二 かがら 四を 五 厘 ごい 
ふ 風 じ 一を じ 高くな を 

いかじ 巧 ま 投機を 抑制す る 意 
がょ らして 巧つ じを 利 政策で 
ぁるじら せょ 農を 收獲 期を 前 
じする 外、 一般化 引 界も渐 く 
巧 氣を帶 びん £ しつ t ぁる 嚴 
このを 觀 硬化は 甚だしい 打撃 
でもる から 出 ホ 得る こ VJ 。 ら 
ば 暂定的 むらので ぁつて 欲し 
いごい ふ 息 見が 多い。 

尤もな 機が 制、 貸 附膨版 警戒と 
いふ 聯銀 をの もの、〜 政策に 就い 
ては 一般に これを 正 當ど證 めて 
居る 様子で ぁる。 右じ關 して 興 
ホ 深い ァメリヵ のが 游觀 測が ま 
る 二十 ご 一 H 附 巧ニユ ー 3 ! ク * 
タキ ムス 紙べ が リン 特電 じ 化 b 
て 報じられて 居る。 

筆を は 濁 逸の 經濟 新聞 記まで 

ある アグ フレッド ラン スバ 

术グ 巧で 


シヵゴ じ 本 巧を 超く ユ 一一 ダァ 
1 サ少 •ォ キ处 •フ日 ダクト 會 
租 はな ホ ダブ K f 稱 する 機械を 
發明 巧が し スタン ダ ー ドを の 他 
の 巧 地 曾 化に 貸 輿し H 本で も H 
本 お她會 社が こめ 機械 ニ 裏の 使 
用權を 得て 居む。 

この 機械は 巧 化は 勿論を の 化 
いかなる 独からで も 力 ソブン 
を 採な し 得る 能力が あるので 
會社侧 でも 自 おこれが 使用 權 
がは 秘めて 限られた る 盛跑內 
じがて 贷巧 しつ i あつたが 
ボ ソリン 時 R 巧る ど あつて をの 
お ホ じ 腿を 着けた 前乂阪 電燈お 
帥を 鹏ロ壽 氏は 電氣 から わ 巧 違 
ひの 石 她に觸 i る妍究 になの し 
が 軍ぶ をの 化の 要が から も激蝴 
されて ちた が 柿々 ど 考究の おお 
窝 目した のは この ダブ マ 機の 化 
用 硝耀树 ごい ム段化 6 ど 

當化じ A し/'、 滞が、 英國ん を 
妻 ごする 巧她 .ゾ 。 1 力ー の 巧 
旧 脚 治 氏 ど 提携の 上 過般 3 が 


巧は アメリカの 大 産業が 比歐的 
小規模な を 業 や 農業を 犧牲 じし 
て 莫大なる 資本を 吸 集して 居る 
事 實を擧 げたる 後聯巧 準備銀行 
が これ じ對 して 柯等巧 譲 的な 手 
段に 及んで 居ない こどは 遂に 巧 
の 優 値 ゎ漸巧 失墜せ しめを の 影 
藝は 外國爲 替巧瘍 じを はれて 居 
る ご 指摘した 後 
巧の 臟買カ じして 今後 增 進し 
ない 限ら アイザ 力の 金 輸出は 
今後み じ繼續 すべく 現な 聯銀 
が取6つ ^^ある金利を策も過 
去の 膨脹 じ浓 をて 利得を 吸 集 
しつ i ある 大產 業が 急激 じこ 
れを吐 おして 了は ない 限ら 巧 
等の 効力を ら發 揮す る こごは 
お ホの ご 論じて 居る。 

尙 ほ聯银 準備 おのと 巧 通 帮に化 
れ ばアメ 9 々のを-塊 がちが をめ 
絕頂じ 達した お 年 五月から 本年 
六 巧 S 十 H を おつて 終る 會許年 
度 じがて おちを 塊は 約 お 億 八 千 
巧 弗の 贼少を 巧た したじな し聯 
錶 の貸附 高は 五 億 ニ 千で 弗の 增 
加を ホ じた ご 報じて 居る が、 を 
の 流 おは 諸 か题の 金本位 回な じ 
關 係す る 所 多くを の 重。 る もの 
は 左の 如し。 〔單 泣予 弗〕 

フランス ニ 五と •0〇〇 
ア八 ゼン チン ： 一二 1 .000 
プ ラゲ A 五 五 <〕00 
英國 ご！ I 1 TOOO 
ドィッ ニと ろ 00 

ィ タリー ニ 0•〇〇〇 
ゥ 八ガキ ニ ，80 

ホ I ランド 八* 000 


賊 じて シア ト 八に 上陸、 廣も 
じ シカゴに 赴き 數 りじな つて 
懇談の 結果 遂に 問題の 機が 使 
用權を 獲得した が、 をの 樵 巧 
は H 本內 地、 朝鮮、 願 東洲、 
及び 南 滿洲じ 制限され て 居る 
聞く 所 じ 依れば 使用の 權 巧を 
地み 的に 制限し わのは 會社ど 


一人 當り W 十 余 弗 

本年 現が ア .メ y 力 人の が產 j 
人 削は 四十 巧 五十二 他で 昨年 
よりは 九十 六 仙の 貧を、 十五 
年 前よ 6 五 巧 六十 佩 おし わ。 


— •てらが めて た 化で ある。 
關ロ 氏は 右の 權 巧を 獲得 するど 
おじな もに 當她を 引概げ 目下 歸 
朝の 途じ あるが、 歸 朝の 上は 直 
も。 禽 社を 組織して 大 々的 じ舊 
業ず ベ <自 が H 本の 巧油界 にも 
一 新が 元を 劉ず るで ホら う VJ 觀 
測され. て 居る が、 H 本 石 池 側で 
でも 問題の 機械化 巧懼を 手に入 


るべ く 四 人の 社 質を 派遣し 偶 お 
じ も 關ロ巧 ご 岡 船で 着 ホした が 
随ロ 巧が 一路 シヵゴへ 赴いた じ 
反し H 本 石 她の派 進 員は を 化を 
お ホの 上 到着し、 シヵゴの 本社 
を 訪れて 使用 權は旣 に 脚 ロ 氏 ご' 
會社 側の 契の 調印を 終了した 後 
と 巧 明した。 

八 千 化生 命 重役 

東京 特電 二十 ホ日潑 == 八 千 化 
なか 新 重役は 商工 省 工務が 長宮 
巧 固 太 郎氏ご 巧を した- 

敗 炭 激增を 調節 

東京 特電 二十 六日 發 H が お数 I 
ちじつき 八、 九、 十 巧の 云 ヶ月 
間 送 炭を 調節す る 事と なつた。 

生糸の 注 义來る 

東京 特電 二十 六目發 y ボ ー ラ 
ン ドょ ちを 糸の 沈 文が 巧 始めた 

東京 瓦斯 取締役 

東京 特電 二十 五日 發 == 巧を あ 
斯 取締役 横 補は 又 亦 藤が 巧 VJ 訂 
ぶ さる 0 

造 瓣界活 况到來 

東京 特電 二十 五日 發 n お篷を 
底 入を かく 造船 おも 大戰 來の 
活况 を呈し ディ ゼ水 •エン デン 
の增 加が 著る しい。 

日本 株式 相瘍表 

〔大阪 藤本 ビ八フ n !々 ^ — 銀 
巧發〕 がま 相蕩 〔單 位圆 ； J 

寫皇 日ち 月 其 目 
東を 指數 -0ー字丢5;ま 
大 較指數 三 T を 三 V き 
東京 電燈 吴 ■一宝 麦* 一 IQ 
大间 電力 さ* ま- 《ぞ を 
巧 巧 電力 まろ n を •ま 
大 H 本 製糖 ま •きま 壬 0 
王子 製紙 一一 ニる 0 与 己盖 0 
巧洋 モス リン 雪る 0 雪 •登 
日本 ビ—八 品 0 盖 0 1 四 0* ニぶ 

日淸 製が 一香 呂 _ i 塞 

淺野 セメント 八 四* 邑 八 ニ •暑 

H 本 お 油 を •言 室ろ 0 
東を あ斯 ま* 夏 巧ろ 0 
日本 人造肥料 虽 ぶ 0 爱 •夏 
みお 礦業 《I •を； 《一 •是 



日本人に 兹も適 L た 
新 職業を お得 あれ 
本校は 乂齒の 製作を 專巧 じ敎授 
す。 本校 出身の 日本 じして 名を 
成し 富を がれる もの タ數 あら 
特に 日本人の 敎 巧を 聘 しちれば 
英語の 必を なし 畫がお 科 あら 
一 废抑ホ 校の 上宜身 本校の 山 
中 氏 じ 相談 ゎれ 

ホ テ ー 

義齒專 巧學校 

1 夏 Bniadwa 二 ew York 


尋れ人 

(福 岡縣) 稻永國 みが 矢が 春 巧 
持 山 巧よ 郞 古川 おを が h 幸 
藏 巧が 節 朗渡邊 篤 寶お留 
ま 上が 條平拌 化 貫 造酒 雄 
賞を 太郞 をみ 武雄柴 阳ま雄 
(巧 媛縣) 橫旧 おき 率 常を 仲 
座を 之が (鳥が 縣) 木 お薰信 
(長 巧縣) が おず 人 巧 滕玉一 


日本 巧び 南滿に 直りて 

お 油 事業に 革命 グ 

關 ロ 壽 巧が 機械の 使用 權を 獲得 


齒お醫 木 


f 


ご 0 去. ご 11ュ 

を • 3 呈 i を 


义巿 


St. 

黄 巧 


i 


祕 かるた 


はも/、 の 遊び 
ホを お 文で 米 國人じ 館 （わかる 
やう 衞單 明瞭に 說 巧した ものが 
お 巧ました。 內を 目み 進呈 致し 
ます、 御覽下 5 い。 

M 呈 WA さま C0, 114E. 基 thstb デ 


新 鱗 魚介 一切 

H ネ入 向きの 生魚 澤山お b 揃へ 
特圳廉 あで 大勉强 致しまず 

サヴォ ナ魚店 

』oseph 一り p<o 夏 

投 4 'W. 61st mt. 

Hel. Columb 扫 B 9128 




Tei. Univers け y 巧 94 j 


250 W. り 8 化な 巧 et 


Two Lee Garden 


GATHE 邮 化 DANCE PALA 化 

りけ H 化 ， & 8TU 化. •む け 


Quang Gan Low 

Chine 巧 Resiaurani 
112 W. 65 け .SL 巧 iy 


Beam Nom Low 

474 ■ か h Ave. 

Bet. 28th>29tK St. 



巧 Eas パ 9 化 Si け et 

Tel. Lexington 5727 


Wing Hmg Low 

Chine がむ stawant 
3200 B'way. N.Y. City 

まじが 歸がホ 

^ す 適 B 揃 凳 | 

^ 本ジ埋 巧 - 
辜が •朝る 人の 
紫 狂 S 巧 諸 巧 ；^ 
の 了 時 理君理 
下 旨 迄を の 人 
ーサ麗 差嗜骇 
プ店上 好を HI 


興 


City Ha!! Tea G が den 
170 Nassau St. City 

N が t わ 化 e TV 化 u 打 e BMg 
Loo Lm 把 an がが 



DANCING 

411 W. 115 比 St 

Te!, Caihdra! 4408 A か 3 


Koike Studio 

730 Fifth Ave. 
Coi*. 57 化 iSt. 
Tel. Circle 4406 


庵 桂 米 日 


Japan 

れ机閒 則 Co. 

巧 0 w. お ホが . 

TeUndicoH がが 


IUTAGIRI 郎 が 8 

224 E：. 59 出 St. 
New York City 

Tel. R 巧 ent 3480-34 が 



TAIYO 

1 が Wesf 巧 化な . 

Te パ usquehana 巧 16 


TOYfl mm 

41 E, 1 が h St 

Ssi が だ 巧 4 4 化む も 
TeL かが nquin が 88 


SUN HANG FA 民 

2 巧 0-7 がわも 8 ピ !.126 化 &12 巧 11 お 8. 
なし Monument が 84 


ま ゥ ± 希 巧 博 君 云 T で 巧 諸 腕 
す マ、 上を しじ _つ 直 祭 巧 君 前 本 
’す なま 紫て ほ ばのと をのを 樓 
、騒す々 居が 直 チ 街差嗜 {栗が 
をは。 御 まるぐ ャの上 巧つ 理 
ホす 程 H プ 巧げ じて 人 
ホ。 好 本 スニま 適日歐 
の 評人ィ 十す ず本廉 
程 を 諸と みのる 人が 


掩錢 
が 頭 

あ、 


新！ 

攝料 

が 里 


ン 


^ 日を 煎 
§. 本 

« 食 腐 餅 
ぎ蓄？ 料 

匿皇 P 品 油 郁 

ニ f S 一 ル 

5 "切揚賣 


KI 舶 Y0 & P けが 肿 

IMPORTER OF 

GOLDFISH & BIRDS 
O 

動 其 力を 
物^ ナ種 

一 鳥リ金 
切 k ャ魚 


Kawasoye Hotel 

138# なり巧〇 1 なけ 61 

Te しむ ihedrai 削 1 日 


IKUJNE 

Hotel & 反 es お urant 
3 巧 W. 8 8 化な . New む rk 
むし 化 hiiyier 巧の 
む ble Ad かが S IKU ! 化 



街六镑 
ご 目 了 巧 十四 
邸 目 了 五 ; 十 巧 


DA 民 UMA SHOWA 

781- か h む :. 53 West 105 お , 

Tei. Brmni 3858 Tel. Clarkson 0981 


'[帖 Myo Go. 

140 W ■拙 h 化 
Nw York City 
Te し ' Tufaig が 6559 


も ) mwmMAGO, 

114 に 5 か h St 
New York C ： か 

2*1 お 

Phon も Re が nt q 直 ら 了 



^Iv&KO' 

340 W . 巧 比 St: 
Telephone: 
Columbus 8882 


( 晒 曰 • 水） 司赛ゎ 



號 s 十 屯 百 四千 一 第 


がわを 3 沒 I 放な を 巧で 煎 ttt を 好 


日曜 ±】 


円八サ 巧と 年 S お昭 



設蹄 がま、 腐 利の 
巧理 人、 調理は 日 
本人. パき 

解 I 桃李 園 

御 ホ ホを 持つ て 
居ら ー飞す 


永年な 本人 わ 馴染の 
舞踊 巧、 ぶ 人 等 ごを 
で 御會談 の上輔 つて 
す さい。 五十人の 菜 

. ~ •いタ ブス •ダ •一术 

スは U 本人 じは 特に 
親切 じ敎 巧いた しま 

す。 

每巧幡 が ど 日曜 午後 
は 十六 回で 一巧。 


美康 じして 淸が 

寶南樓 

午が 十 時ょ b 
午が ホ 時 えで / 


皆 棟 《御 嗜巧じ 適 ふ 
がな 关 味の 御 巧 巧を 

習骇樓 

致し 4 すから 續 々御 
ホを ホ 願 ひます 


'也 9 

n S W 
n 巧 化 7 

n-gmri 

sS 抑； g 则 

ミ^ 
I t 6 
お T 


日曜を ±隨 じは が ュ 
i マイ 春 擦を 巧へ が 

巧 理^ 


自 お前 十一 時 
至を 前 ニ 時 ザ 


閱巧 


ぶ 寐巧理 

南 瞻お園 

司 巧 人ぶ 運 
田教の 力には ま 板 
ぶが 便利に 備 へが 
趣 g おの 御用に 應 
主. ベく おおが ネ巧 
す 務わ引 立願 巧な 
紙上 御ま內 皆上娱 


第 おおと so 

へ クシ ヤ 1 
ビグ ザ ング巧 

小 池 寫眞舘 

電話 サ！ ク か， 

巧 四 0 六 


鱗 贈 做 人— 

マ 社を ダンス A 

▼お 情 体操 A 

巧.^ T 寧 
親切 

朝 十 巧 3 , が 十一 時 
シヤ リア •ダンを 

ング 師範 學 校を 業 
上格タ it - 


お 話 ブラィアント. 

八 0 お 化 1 八 八 お 一二 

新 K 轉長 I 

紐 育 ボ極幽 十の T 目 I 
ニニ] 一一 八 蕾 ニー 嘴) 
支配人 竹 中垂端 


ま 巧 

14? 毎 ai 呈 t Ave . を臺 三. 产 
Tel . 苗を を ニ ま 宝 
ま巧这 rs . F . K . ジす， 


iiivi 

日本 米鐵 食料品 

巧 田哲姐 巧ま會 社を が 一 ま資挪 巧’ 

曰 本 食料品商 會 


紐 育 唯一の 円本 百當店 

片桐 兄弟 廟會 

スマ ド ご プロダクツ 一ず 胁賣元 


高等 御旅 鎭 

東洋 儀 

會席御 料理 


御料 舉餘科 i 

お 陽 

壽司每 ロ あ もます 


日本 理髮 館淸 

西 四十 一二 T 目な 番地 I 二百 六 室 号 

タ ダブ フロア (第 六 街 ミ 四十 HT 旨を) 


日本 散髮屋 S が婦 

おケ 年間 中が 巧 ご 共 じ 就業。 

ジ ヤシン ト • フ nt ツ 3 

ご单 ’ i St . N . T - 呈 y 

8el Coiu ョ bus Ave_ & Central Park West 


眞 面目なる 求職 商膽 じが 資 
なる 職業を 罔 淀す 

宮川 事務所 

紐 育 巧 西 四十 ニ T 目 巧サ一 を 
とと 八と 


電 

話 


ブライアン 


九み 九 八 


ロスアンゼルス 

ホ リン ピック 

ホテル 

ニ S San ぞ dro SU Los A ち e 寅呈 


木 田 ル^ — - ミン' ク 

ニ 07 3 立ご，巧里 . 置 & 呈 |1 ぎを： 

Tel ちす ミす 巧 瓦 苦 写 


ザ 上 金魚 巧 

918 S 置 三 ve ., す ニ ork C さ. 

phi 百 fcie 巧洁 


御旅 舘 河 添 


割 煮 並に 御旅 舘 


生 



佐 巧 

^ □食 
う 身 


姑 育 巧 西 八十 乂了目 H ニ 一一 
を 巧ス 々イブ] お八 ニニ 


マき 髮 
ホ じ 御 料理 



レャ トル 巿 

NP 旅館 

W 累 >6 th A さ. S 9 Seattle , Wa * b . 
停 単 巧が お 東 ご 一 了 左側 六階递 
U 本 巧 船 切 巧 化 化 波戶場 送迎 


巧莱お 域中必 、摄 領事 お、 U 本 
郵船 其 化が 巧 大會社 近き お 巧 

を 港 J パ 水 テ 化 

純 日本食 (特別 間 ぁち) 

御 一報み 祭 自動 革 御 ぉ迎中 上ち 
巧' 12 Garlfiia stuall 吉 ミー S 客 ， Calit 

周 圍閑淸 、をを 新鮮 

邦人 お樂部 自曲寧 

58 ジ nds Si . B 養 ご ち. N . Y . 
ぎ貴另 一二 475 


▲溝 お、 親切、 氣樂 Hill 巧 ► 

勢 州 縮 

が お 事が み 蹈榮が 
技 5 巧. 58を ぎ ま t 
Tel . す geni な盖 

若 西 旅 縮^, 

化 川が 一 
S 三 as ニ 置 Sire 瓦， 
Tei . S 畫養芸 i 3 黄 1 


力 旅館 改め 

帝國旅 纔淸水 

1 を 55 th 資 .京 まご rk 
ジ 1. をぶ ミ ha 呈 a 萬 in 


鑛臂 旅館®— 

泉 闺十了 目 ニ 四 ニを 

Tel . 空 edcnia S 3 之 


ボス. トン ホ 

富 ± 旅 舘大浦 ホを 

妄董 rc を ミ St •す 把呈 式 ass . 
ジ L B . B . 萬 75 


住み 必城 ょき 淸 潔なる 室 

御 下宿 松が がか 

1 是 L 置 in 營 riAve. 

ジ一 As 互ぎ 三 3 お 


費府 御旅 錐 

桑山淸 五郎 

4 是 Mau を 9 をで . さ iiadelphia す . 
Tel. 丢 aln 己 7 这 一 


按の雜 巧 おいしい 颊鸣 

會席 御料 巧 

‘ 薰 食は 末廣へ 

叮喀 節が 进が乂 おな 


高等 御旅館 

. 昭 が 

會朦 御あ理 


日本 食料品 類 及 ぴ雜貨 類 卸小資 
ホ 之 素 大巧 挪 桑 山蘭會 
新刊書 籍雜誌 小間物 日用品を 種 


毎夕 九 時を 營萊 

良を} n , メ 1 グ アド V ス 〔年 一巧 
日本を 巧屏 A > If iu ,, 

日 ss 東を 巧 食 

巧 八 1 ム貸 巧の 便を ち 
ト タンク 巧ら ます 


書籍 類雜誌 


ず オランダに 幕を 切ろ 

肉體ご 人格の 爭^ 

オリンピック 競は S 匙 源 ご經娜 
日本の 參 加は こいて i： 度 目 


で 化-,::: 二十 八 年度の オリン ビ 
ック 妓は會 t ? を々 明 二十 化 H を 

巧し オランダ 固の ァム K ブ八ダ 
ム じがて、 一を の 

號砲 をを 岡に 開かれる こ 
ごじな b ました C 才 リン ビック 
親 技の 起 b は肉髓 を显ん ずる、 
古 化. キリシ ャの オリン ピャが の 
ゼゥスの 神， V まつる わ 巧ら であ 
る こどは、 だれも 知つ て 巧る こ 
どで せぅ of 独を る义 化は 健全 
。る お體 から 生いる』 とい ふ 操 
記み ド じ、 を 化， キリシ ャ は！： 年 
目每 じを 画から 梢銳を あつめて 
巧な 通を あらを ひました。 膝 か 
のつ たへ る どころ じよる と、 が 
元 前 儿が乂 十' 六 年のを-ホ ォリ 
ン ビック 锐 はで コ 《 ィプが 優勝 
し、 この 年 をら つて ザ ブシヤ の- 
が 元 どし わ 程 重ん せられて 盾た 
もので ず。 をのを V y シヤは t 
び、。— マ 市 熟の 

ホ朔 から キ y ストを が磕 
んじ U つじ、 め、 化の 人々 は 肉 
體を かしみ 裝 魂を 重んずる へゾ 
ラ ィズムの お 想：. 威 化され、 肉 
體を をん やる ヘレ こズム r ザ リー 
シヤお 想) は 挺い 間 かげを ひを 
め。 ければ らま せんでした。 
どころ が 十-五、 4 t ! ハ 化が ごろ か 
ら 、いは ゆる 文 幾， 化 興 時化 ごな 
ら 、を 化 文化の 硏兜 盛ん ごぃ ょら 
み 第 じ > 歐洲 の敎靑 おも 神學 を， 
僧徒の 手を けなれ て、 嫩 やく 

肉^を 重んじな けれぶな 

ら！ 3 ごい ム ことに 目覺め 始めた 
のです。 化 巧の 思潮 もグ！ ジ ー 
が當 時のを 脊 巧を 驚ろ かした エ 
ミー；^ が 化に 巧 はれ、 人の 必が 
暗い 思想から 躲 かされて 明るい 
ものを 喜ぶ やぅ じな つて ホて、 
遂に ヘレニズムの 融を 哪も靈 お： 
のを 致と いふ 近 R お 湖の 現 はれ' 
ごな. 9 ました。 オリン ビック 競 
拔知お 巧 どぃ ふ 事は 必 がの 結果 
どして が國 から お々 裏 じ ま ホ さ 

質ぶ 小 女 歌劇の 

渡米は 延期 

化. 旨不 おで 新 か 

本紙 旣橄 の 如く 赏おル 女 歌劇 
を當 地へ 持つ て 巧 かふ £ いふ 阪 
急 電阁食 社の 計 被は、 間 社 お 田 
辰頒氏 外遊の みぎ b め 

懇 li ら先月 渡 日した ァ 
メブカ 輿 巧 巧の 大立物 カム スト 
ック 氏の ホ 巧 じよつ て實現 性を 
たしかめて ホた が、 をの 後 カム 
ストック 氏 ご厮急 どの 間に 巧涉 
の お あ、 結 扇 今年は 實巧 不可能 
とな ら、 ホ 年の 巧まで 延期す る 
こど i か {止、 カム ストック 氏は 
一昨日 歸 がした。 力 氏 じ 見せた 
ァメリカへ 持つ て 巧く お 補 巧言 
は 『五ん 道が ホ』 『慈 化』 r 巧 討 
も』 『寿のを •さ b 』 をの 化で あつ 
たが、 これらの な 言は々 氏を 滿 
おせし むる こご あたは ず 


れ 、一千 八',:: 儿小ニ 年の 十二 リ 
フランスの 體 ちがの 乂 立が クー 
ベ 八 テイン 氏が ソ^ボン マの 劇 
牛 摸で 始めて''? リン ピック •ゲ 
i ムの化 巧 じっいて なをを おお 
し、 一千 八 巧 か 十四 年 じこの 人 
の ： 一 

主唱で 革 赌を員 會を作 b 
十 ニヶ 勘の 化" t 委員が 協 畿し滿 
煤 一を &- 投恶を 最初の 國陈 ォリ 
ン ビック 大會を 由緒 深き ギ 9 シ 
ャのァ ゼン 3 じ 開 （事 じみを し 
たのです。. 一巧 化 巧 運動の 中必 
人物 クべグ j ィン 巧の ホ 張ず る 
所は 『オリンピック 競技 ゴ單じ 
體 力を 練磨す る ばからで なく- 
い やしい 巧爲 、虛婚 、か 何なる 
おじ わいても V , を 欺む く 事を 嫌 
ひ フ エ ャ ！ ブ ぃ ーめ精神を發が 

し K マチュア。.， ズム にょ も 

の 人格 ぉお 示しょ き 
喊際關 係を 露 致ず るで あらぅ』 

どい ふに あつ， て、 オリン ビック 

簇 おお 巧の 中必あ 想は、 を 國民 
の あ 體爭観 ど# に 人格 憐 神の 發 
揚 じある 事を 掠れて はならない 
のです。 をのぶ 一千 八け 九十 六 
年の 窠一间 の义を じかいで 四を 
目 ご どじ 巧は ホー •第 こ 凹は.' ’ y 
おご 扇は セン- j - k ィス、 游四闽 
は ロンドン、 心 ~ 五 回は ストック 
ホグム 、第 ホ！^ I は 一千 义が 十六 
年べ グリンで jb ふを をで あつた 
どころ が歐 刹^^ず で 中 化 どなち 
第と 回は 一千^ バ白 二十 年 ァン ト 
—7 ップで d 浩れ 、第 八 闽はバ 
9 i で 巧 はれ、 ー第义 巧の 大會は 

今年 オランダ 货 アム ステ 少 タム 


で 巧 はれる 讯 

日本 


です。 

はじめて 參 如した 


のは 一千 九ぶ 十二 年 第五 回の ス 

エト デンの ク トッ クホ少 ムの大 

會 でした：^、 I をれ 0 後は 常に 送 
加し 今回は 四 \ お宮の 試練で あ 6 
まず。 ； _- 


リンデ— の收 入は 

約 二十 巧 弗 

惟 か 半年の 間 じ 

烏 人 リンド バ I グ IJj ニ ユ ー. 3 
—ク •バリー の 横 就を 驳 した 陈 
巧 働寫巧 やを 巧を の 他からの 契 
約 中 込みは 巧.，：；： 巧 弗 じ 達しむ も 
の！ リンデー は をれ 巧を 悉 （斥 
け ロが ' 
而 から 彼れ の收 入は 昨年の 六 
侧巧問 じ 約 二十 巧 四千 巧 じ 逢 
して 足る 事實 が今废 彼い が 政 
府じ 納めた 巧を ニ r 刃 弗 ル事實 
じ 化つ て 証明され た。 

收 入の あなる ものは 橫斷飛 巧の 
懸 質を ニ 巧 五 千 弗、 太 西 巧橫斷 
及び メキシコ、 中米、 南米 訪問 
の 巧聞宙 稿、 最巧 著しむ、 彼の 
著述で ぁる 『我等』 の巧稅 をで 
グッ ダン-キム 質を でを 义 訪問 
飛 巧 じ從乘 しじ 當 時は 一 H 1 ニな 
弗の 謝禮を 受けて 居た が、 メキ 
シコ、 中 ホ 等の 爾際 親善 飛行の 
當 時は 實路經 费の外 一 义も貨 つ 
てち。 いピ。 


.欧爲 峰 博 ± 

次子が 再婚 

新婦は 白燈 巧の 女優 
水隨 U 午後 じエク キタ ゾ片 • 
ビグ ダン グの 高峰 お 會じ草 信 支 
配 人を 訪脚 する ご 『今 H はィ！ 
ベンを おが 結婚す る 堂です』 ご 
の おず 出たい ニ ゥスで あつたが 
前日までを 信さん さへ 知らな か 
つたと 一ぶ ふ. を 君は 誰も かつて 
居る を 窗峰懷 ± のみす で 高峰 巧 
食の 蛋役 であるが、 千 九 巧 二十 
冗 年 あ 巧 じ 五 セ 八 夫人 ど 則 かれ 
た 後 ェ 巧樂 部のを となつ て 
居た。 新 夫人 i の 結婚式は み 巧 
の _裝 を 若 どべ ブイ •アレン 簇ピ 
いふ 新 も 人の 令妹 ごが 階 席し、 


據 所は メ 


Jf oy If 


ランド 州ぶ 八ク 


jSit 一し がの わたらし いもの 
を こしら へる ぶち 力 あ b 、 をの 
ため じ ニ ユ I 3 ; ク じ わ け る十 
巧の シ ー ズン じが ごても 間に合 
はのと いふの が 基 期， の 理由で、 
この おがが できた 上、 をら じ 本 
が ホ ごろ 力 氏 巧が 巧 朝を がって 
ホ 年の シ！ ズ I ' で 持って 巧く S 
いふので ある - C わし'- の 理由 
の 外には、 ァ 力では 舞臺勞 
働 組を の规を t ぁって、 舞窜裝 
澄大逍 みは、 一一 切寶 塚から 速れ 
て 巧け ね どか- 阪 急から 持 もが 
した 一二 十 人の 

踊 子 で' レず 足で 少く ごも 
五十人を 舞襄レ おさねば なら 0 
どかい ふ 化 件の 相違 や、 第一 じ 
は渡义 な 用 約 ル 十巧圓 則を 隙 負 
擔 を、 隙 急が 乂 ザを ふか、 まゎ 
はで f 心 程度 ま-た 力 氏の ホで 見て 
くれる かどい ふみ じついて、 な 
見の 一致を 見个 、姑 扇が 期 VJ ホ 
したら しい 0 


トン ホで 同 巧の 第一 長を 敎會化 
柳 7 グナァ 愧± が 結びの神 でぁ 
つた。 な 上の わ 芽出度い ニ ゥス 
は木幡 H に U つて 漸く 發 あされ 
たが 昨朝の 紐 育 タキ ムス 紙が 一 
を 詳細 報道して 居る。' 巧耶 新婦 
五グク トン 巧から 歸 紐して 目 
で 東 お 十二 下目な 十四の グラッ 
ドスト 1 ン •ホブ ホ じ 投宿 中で 
ぁるが 近々 フ 0 リダ 地ぶ へ密巧 
旅が じ 出立す る篱 でぁる。 新 失 
人は 0 軸 ゼィグ 7 キ！ 成 ド •フ 
ォリ！ スじ 加つ て 居た ジ ー ン鍵 
で 四 を 前ジョ ー チ •ホワイトの 
『ス カン ダグ』 じお演 した こども 
ある 女 媛で アラバマ州 パ） ミン 
グ パム 巿のお 身で をる ど 云 ふ。 


溝 十', 巧 じ 入つ た 際 タニ] の举 
は 益々 する で <额 をち して ヒ ー 
ニー じけ 巧を 戰 ふの 能力な く 遇 
じ審 判官は 試合 中 化を 命じ タこ 
! は 巧 勝した。 

今み の 試合け 興け ホ リッ 力ー 
ド じ 約 十二 巧 弗 巧の 損失を 與 
《るら しい ご 云 はれて 居る 0 
切 七 タニー の 保 誠され む 常 辞 
が 五十二で 五 千 弗、 ヒ ー こ！ 
が 十で 弗、 稅が 二十 一巧 弗、 
をの 化费用 九十 一巧 化 千 弗 じ 
掛し收 人の 一切は と 十一 二で お 
千 弗 巧 巧に 止まつ て 居る。 


タニー 巧 勝 

一‘ ヒ I. ニ 1 卽 さる 
旣 報の 如く 化を 重 蘆 拳 圃逃手 

ジ 1 ン •タニ 1 VI トム •ヒ 1 ニ 

! の 攀励戰 は、 去る 木曜日の が 

ヤン キ 1 •スタ デ アムで 開催 
た攀闕 試を どして は 意外 じ入瘍 
おみな く 五 巧 人に 止まつ たが 

デシ ジ 3 ンで タニ^ か 勝 つ 

のど 思 ひの 外 第一 回目 ょら 双 
方 おに 激し <立を ひて 激戰が 
を 想され 八阅 目に ヒ—ニ I は 
を ど 眼を 突かれて お 血、 十回 
目 じ ノック •ダウンされ たが 
倦 かじ 時間の べグで 巧から 


を 川 雪洲が 〔巧び〕 

峽蠢に 復活 

旣じ 契約書 調印 

過般 ポ ー ド ゲキ^の 出 满でヵ 
‘ フォ少 ニア 力 面^ 巡藥 中で あ 
つた 早 川雪洲 おけ 巧び 映蠢 ホの 
人 じむら じい どの ホ 學を 知人 じ 
视 らして ぜ たが、 去る 二十 六日 
の パリ ゥッド 發電じ 化る ご雪洲 
は- \リ— •セ^ステ アン ど 契約 
し 本人のを 化で ある 『バンデ ッ 
* プリンス』 を映義 化して 乂 
し ぶ b じス クリ^ン のん タ J なる 
く旣に 契約書ら 調印した が 場 
旧は 滿渊 、パブ ー、 n ン ドン 等 
にな リ— •ホ ネトが 藍瞥ず 
るを い であると。 

淸木化 雄に 

有罪の 制み 

同僚を 滅多 斬りして 
去る 六 巧 十 W 巧、 當お第 八 街 
と 十屯番 マキ ォ •チ ー •八！ ム 
じがて、 同所 給 化 宮島運 がをお 
塘脑 T じて 滅タ斬 じし、 左腕 十 
一 こ 針、 を 腕立 針、 其 化 頭部-背 
面 等に 電 傷を 負は したる 淸木化 
雄は 二十 五日 午を ゼ子 ラグ •セ 
ブシ ヨン 法廷に て 有罪の 倒 巧を 
受け 六 ケ巧凶 上 一 ニグを 入監 服役 
する こど {なつむ。 


ス盃戰 じナ八 デンが 出琪 かざれ 
ば手應 へな くチグ デンを をんだ 
米國 軍を 破 b たいど 傲 語した ラ 
コス テ も 失策を 演じ 顔色を 失 ふ 


村 井 盎邸じ 

輿 野 君 度 場 

親 顔では を 搞 粟が 

裳 四 回が ホを が 育 H 本人 庭球 
大會 申这は 昨を 擢日 をな' て締巧 
ちれる が 申を 者の 中には 恩 田 選 
手を 始め 日 庭の 面々、 新顔と し 
ては 一二 ホ 物 產の尾 崎 覺化君 一二 菱 
商事の 楽が 誠を 等が おる が 一二 菱 
商事のを おじして 恩 田 選手の 好 
敵を お 野 勁 君 も 今年 復活.-^ て輸 
贏を 爭ふ事 どなつ た。 其 化臺銀 
ょらは お、 下、 离 木、 あび も擲 
の四哲 出場、 郵船の 第一人者 お 
な 支店長 も 犬い じ 腺 前を 見せん 
も敦 園.、 て 居る。 日庭ゲ ーム委 
員會 では 今明日 じ 番組 作製 ホる 
水曜の 本紙 上で 發 まする 事に な 
つて 居る。 

デビ 义盃戰 じ 

ホま將 勝っ 

ラコステの 顔色 し 

佛國對 米 國のザ ビス 盃爭 奪戰 
は 己 報の かくむ 里の 新設 スタ デ 
アム じがて 昨 H 午後ょ ち 蔡巧さ 
れ たが 巧 題の ホ國ま 將チグ デン 
は 第一 單 試を じ ラ コス ブを 一— 
六、 六— 巧 六—！！、 ニ丄 ハ、 
ホ—一ニの ス コ ァじて破>嫌蘭西 
_侧 を アット 言は せた。 若し デビ 


讀 者の n ラム 

高い 新聞 や雜誌 

一 讀者 

な 米 同胞の ぞくが この 厨の 趨 
勢に も 追 ひつり や、 さら ごて 亦 
故 國の化 態 思想に ち 至つ て 暗 < 
從 つて いづれ の 歐情じ も 巧い 時 
化のを 巧 巧の 課 b を屢 々巧 じす 
る 巧 でんら まず C 

これ 等の かを 補 ふじは 桃々 な 
る 惟し 或 ひは 會 をに 努めて お 席 
する の も 一 ホ 法で あちまず だ、 
他面 常 じが 字 新聞 及びを 輔め雜 
誌を 騰讚 する 事を わ こたつでは 
ならぬ くぜ じます。 一 
おしながらこ ； にこれ等|の讀 
書 熱を なつ 岡 胞を相 キじ不 I 営な 
る 利を 漁 4 同胞 巧 巧の ある 拳は 
まこどじ遣械じ堪完ません}* 嘗 
つてを の 一ぶ 人は 或る 同胞が 巧 
じがて 特別 號を ホめ まし おご こ 
ろ、 ネ號 特別 册附錢 共を 僧 帝 一 
圓ご 明記して あるじ も かし はら 
ず、 本誌を 普通を 惯 八十 他 Si 别 
册 附録を 一巧 じ資 b つけられ ま 
しむ、 をして を この 巧 まは それ 
泣 ひの 値 巧は ある ご 巧 嘯いて 居 
たを うでず。 I 
おはまた ある 商店から 特刑號 
の 本誌の みの 送達を 受けて 本號 
(本誌な び 別册 附 嫌) の 化 潭で請 
ホ さわき した 0 故 國の發 巧 
びに 右 商店への 取み 巧に 照 
ましむ ごころ、 巧して 本誌 
册附錢 どを 離別して は販寶 
またが 送 t るが 如き 事な く 
っちが 育 H ネ 巧が ょら 巧 等 嘴 術 
稱錄 不着 S 報じ も不 おどの 巧 答 
じ 接しました。 

要する じ柯 かを こじは 純ち 閒 
胞商巧 じ わ だか まちの あるを か 
ど 思 はれます。 試み じシャ 斗 八 
巧の H 本人 商店に 注文して みて 
もを の 送達は 紐 育 ごを （差な く 
而 か も勸稅無巧前金割引ど 一|? よ 
特典が あらます。 尙ほ 少しは ホ 
數 でも 故國 から 購讀 する ご^ 地 
で ホめ る ニ 禪の雜 誌代で は 
裕に或 ひは 四 稀を 讀ゎ 事が 葦 
ます。 おはを じ雜誌 購讀者 sji 氏 
の 御參考 まで じがて 一言 中 ふげ 
たか 第です。 I 

眞 夏の 御 料理 ： 

肉の ょピ もの 

を 天 一本を 氷 じつけ 軟らか じ 
なつた のを こまか じ 切ら、 ニを 
の 水が 一 合 じなる まで 案つ ホ 被 
糖 十が 乃 ま 二十 タを いれ 二三 回 
煮立つ たら 化から おろし、 溫度 
を ホ 温 位 ひまで でげ、 をれ にネ 
ゥ 9 の わろ しじる をと 勺 ほど 加 
へて 流し 箱 じ 入れ、 ゆでた 玉子 
の黃身 一個を 裏 ごし じかけ て、 
前の 寒天の 中 じふら こみまず。 
同時 じかん 詰の かじ (半 斤 か 反) 
四 巧の 一位を 小さく 裂いて いれ 
最 後 じ しやう かの すら じる みさ 
じ 一 探 ど 盛少 々をを ませて がめ 
ます。 固まつ たら 適 當の大 を さ 
じ切つ て ト ザ ト 1を瀑 へ て盛ら 
醉醫 油が 又はし やうが 縷油 ぶで 
をつ けて をべ るので すが、. さつ 
ぱりして いかじらのグ」 の通.*^が 
い； のです。 
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資本金 ま ほ 圆 
拂么 巧を 本 金 六 モ萬巧 
殺 立を 六 千を 巧ち 曲 

飾 醜 ニ 弄 銀行— 支店 

本店を 巧 か 日本 巧路 本を 崖 巧 五を か一號 
ま 店 小 お 日本 おみの 巧 金ち 横 あ 
名を 崖を 郝大阪 西 (大抵) お戶 
溝な 下 關巧司 お 松 お 岡 長が 
上がな 孜孟 貝视水 


叛巧 入な 替’ぁ 信 送金， ホ 送を‘ 旅行 信用 狀' 
巧 業 信用が 其 化 一般 叛巧莱 

人 提ご囊 銀 巧— 支 巧 

鄕ぉ 送を ハ 日本が 化 お キ おが？ 巧 速 化 お 
本店 預金 (定期 通 かノニ 補) 御 便利 取扱 
本 ま 巧 東を (本 巧〕、 大阪 >脚タ 、京都 
巧 だ 地名 古屢 、小 挺、 上 お、 お 巧 


シアトル お輒 (午前 づ 時) 
みら びや乂 八 巧と 日 
あら ば ま 化 八月 十五 日 

るん ピんか (坡淺 お 化：) 八月 サホ日 
►一等 横演 一み 五 巧 

化 L ばり 寸 みるん でんかは 一 五 置 巧 
▼ H 等 日本 行 置 五 巧ぎ を大を 遺を 族 室 
▼御を 望に 依り 一等 割 則せ 復切牲 發巧段 可 候 

ロスアンゼルス お 帆 (午後 一二 時) 
はわい 化 八月 王 日 
らぷ らた乂 八 巧 甘と 日 

►一を 横演ニ 一一 10 巧 化は わい お ま にらみ 一を 巧 
►特別 一 二等 日本せ 五十 九 巧 ▼一二 冀目本 巧 五十 あ 巧 
▼を 灌羅が 巧 衡ま切 巧寢臺 を 購入 禪薛 鹿せ リち 
▼が 育缴 パナマ 巧 お B 本 まが ち 貨物船ち 一回 








達 J 
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御 苦勞千 萬に も 

移民法 修正に 反對. 

日 木に のみ 定率 人國を 許して は 

他 有を 民族に 不を 平で をる ご 


日本人 に 最も 親を でもる 
'べき 笠の 地理 的 乃 ま 巧 お 的關炼 
_ をち しながらを 年 「排 H 運動』 の 
I 策源地で ある 加州 人 U 例に 攸 b 
一て 咧の如 < お氣 のい； 徹底した 
I 贴久 巧の 巧 U 政策を お覆して お 
I る。 あ ホ思虛 ある 米 人中で 义 一白 
i サ巧年 制定の 拱 日 移は なの 條文 

を 訂正して エキス ク 9 ゥジ！* ン 
ク n 1 ズを曰 ネ人じ 適用す る J 
I を廢 し、 化の 歐帅移 おど 同等 じ 
I を 率 入国を 許すべし ど云ム 公正 
なな 見を 化訟 ずる 者 出で、 ホ齒 
を會 聯盟は か 論 化の 有力な も閣 
かも 化證 じ賛构 する 傾向が ある 
のを 看破した が H 崖の 居 頭マク 
ラッチー 戊は 蹄が 上院 移 お 委員 
をで あつて 同じ/、 排 H 運動 背後 
の一务 力た る' ィィ ラム •ジョン 
ジン 巧に 對 し、 現 巧 

移民法 の 條义を 修正して 
U 本人の 乂國 じを 率を 適用す る 
は 米 図が H 本人の みじ恃 典を 輿 
へ 他の 印度人、 馬 ホ 人、 支那 人 等 
を 差が する 結果を 生いが 故 じ 離 
じて 修正すべき ではない ご强硬 
な 怠を 蕾を 提出し ジ 3 ン ソン 巧 
ょ b 致 巧 之を 發 あした。 即ち 排 
U 脚が のま 張じ從 へば 『現 巧 移 
は 法のを 率 法規を 日本人に 適用 
する じしても 僅々 一年に ニ抒人 
じ滿 たざる n 本ん を入國 せし む 
るに 過ぎない。 何な 議會 では 之 
を 許が し 下南剧 間の 誤解を 一掃 
し いかどは 诞 々問は る、 所で 
ある j ご 筒 助し f 修正 問題な 通例 
平 化が 二十 四 ザ 諸會が 制限 移民 
法を 通過せ & 0 削 移民を 员會じ 
が パる 巧閱 皮び 巧 間を 通じて 宽 
集せ る 

1$實 を 知ら。 いホ而 から 
I 出る ので あつて 日本 5 移民は か 
何に しても 巧 化せむ ば i ：* らぬビ 
雜 曾が 决 をせ るに 至つ た珊 山を 
解せ ざを がな である』 どて 『根本 
の 独 山 a H 本* しのみ をを 入 閥の 
特典を がふる は 他 S 亞細地 諸 民 
族に 剖 I てを が 的が 遇を なすが 
故 じがし，、 ない のみ U らホ がら 
に I - 请 火な も 理由 どして は總て 
のが 色に 族を 差が。 しに 除斥す 
るご云ふ化本ま袭を棄てる—じ 
なる がな である 人 救の ホみ は 問 
趣では ない」 ご 辯 明し、 か 項」 
化て 『現わが： a 法は が 巧の お 照 
を 特に = 本人 ど 指を し 居らず ホ 
化の おを K 族に 差別を 設け じの 
では U い。 唯 吾々 の歸化 法に お 
いて ホ 民に U 々得ざる 外人を お 
はぜし むる を 欲せ やど 明記せ る 
じ 外なら むい』 ど 苦しい 說 明を 
加へ て 居る。 マ クラ ツナー 巧は 
進んで 『米 図の 

歸 化を じで と',:: 化 十 ザ： S 
ホを、 祸 .赤色 技 族の 巧 民 ごな 
るを を かむ で 盾 るから 化 なょ* C' 
觀れ ばが 色 入神を 差別 的 じ 待遇 
しつ、 あち ど焉へ 得る』 ど 問 ふ 
じ 落 もず 能る に 落ら て 『蔥训 的 
待遇』 S が 化を 自. zn して 居る： a 、 


ぶ 


『おし 吾々 が H 本人を は 他の 有 
色 民族 じ 巧 民 だら 得る 資格を 賊 
巧 さる ど宣明 4 れば 移民法を 修 
正せ やどら 定牵乂 固が お ホる； 
どなる から 證じ詰 むれば H 本の 
苦情は 對 移民な でな < て 凿歸化 
法で ある』 と 彼れ 一流で ある 壁 
白 同異の 說 辯を 巧して 居る。 即 
も 円本 人 じ 許容す る 權利ご 資格 
ごは 化の ち 色 おな にも 許さな け 
れば 『彼等を 侮琢 する もじなる 
ので 常 じ 衝突 f な 藤 どを 生じて 
涯際 のない i じたる』 ど 云 ふ 

諭 法で 千み 白 化 十 年當時 
任 米せ る H 本人 冷 数の ニみ じを 
率 入國を 許す こずれば U ぶ 人は 
僅か じ 四十 人で もる が、 ま 邪 人 
じ 之を 許せば ニ 千 人の ぞ那 人を 
乂國 させねば ならない など ご 頻 
b じ假を 的が 算を 示して 議員 達 
を 巧 かして 居る。 『兎 r ち米國 
內じ 有色 民族を 收容 する 方 かで 
彼等の 數を おせば 巧す 巧闡 おの 
統一が 而 倒； U な b 紛擾み 抑は 盡 
きないから 维 等を 自由に 入國せ 
しめては な已 一。 い。 巧 かる 巧 も 
で 諸會は 日ぶ 移は じ歐州 移民 ご 
同じ 特典を 輿へ むかつた ので あ 
る。 化 理由は 1H 本の 有識 まが、 
『人 柿ず 等 論』 を离 調し つ： ある 
じ 顧みて ち々 てして は) 層カ說 
しま 枕すべき もので わる。 おし 
彼等 じを 率 入 窗の規 をを 適用す 
れば 彼等り 本 入は 吾々 の 軟弱を 
示 r もの ど 看做，- て 結 おな 人 阿 
樣じ巿 民 權を巧 おず る じちる で 
ああら う』 ごがいで 御 巧 勞千巧 
にも 巧が が 民 巧の 修正 じ 反點し 
て おる。 


紐 育 日會の 

舟遊會 


九 巧 一 i 十 S 円 じ內を 
千 化' む 二十 四 年 W ホ 四が 閒中 
おして おた が 巧 H 本人 お K 維の 
か 遊 曾は 六り： じ 開かれた H 爵社 
曾 部 じがて 巧 典の 誰を 巧し 特別 
委 質に 俩 巧して 關 々硏究 を 進め 
むる 結を を ホ おょら 『是非 實巧 
したい』 どのを 留も あつたので 
を 信會を U 臨時 理事 會をお 集し 
まる 二十 四 ロ 期 催 熟議の ふ風閒 
社 曾 部 委員を の 提案を がれ、 ホ 
遊會 開催の 件を 可み し、 時 H、 
ホ か、 會 壁- 堪巧 等は 前例 じ 化 
b 社 會部じ 一な ど 巧し 補助 ごし 
てを 一二ち 巧ょ をを 支出す る 仲を 
も！ ^ 巧した。 巧ほ间 巧の 巧事會 
じて はお 濟部 成-報 吿 V 聽 化し、 
納骨を 修錢 装み 六十 扣弗ハ 支出 
をホ認 し' 蛮 あお 補助、 死者の 
が憐费を^;^水||-も前年ご间額巧 
巧 どし 昭 くの^け、 化 刑務所、 病 
な、 孤な 贿色叫 胞慰閒 のがを も 
可 ホした.^ 遊 窗に輔 しては 
お閒 委員長、、 中 山 特別 委員長 
否 西、 顺 ホ 巧 理事 等 まご！ 硏兜 
調を じ當っ y 居る .4:. 風閒 委員‘ ぉ 
の 語る 所 じがれば が U は t 巧 ニ 
十 sn(u 限て >れ をし 属 b お 所 


はべ キヤ マウンテン おくは ロ 1 

トンボ イン トど なるべく、 目で 
使用 候補 氣 船を 物を 巧涉 中なる 
由 じて 本年は 更らじ 新機軸を 出 
せる 珍 案を 工夫して タ おの 會員 
及び 間 胞の爲 めじ 慰まの 實を擧 
げむ ご 計 蕾を 進めて 居る。 




美な 敎會 近事 

本年 晚 がを 期し 例年の かく 淸 
話會ま 催の 慈善 バダ ァを擧 巧す 
る ミ じ 役員 貧 並 じ 淸話會 じがて 
みまし 旣じ巧 準備 じを 手して 居 
る A 御 仕事 會は每 金曜 H 午後 


よ 時半 ょら 西 巧と 十四 T 目み 巧 
四十と 番 野み 夫人 方 じて 開催し 
て 居る がを 望を の ホ會を 歡迎す 
るタ J A 美の 敎會 の爲 めじ 平生 タ 
大 の貫献 をな しつ i ゐる ベンダ 
ァホ をは 目下 ペン 抑 ナエ ンバ ー 
ス バ ー クじ 避暑 中の 由 A 寄宿 
舍 、食堂は 當を 閉鎖 L 、 マト ア 
グーム の 整理を 進 巧して 居る。 


な < I が— 人 


♦齋藤 音み 巧 夫人 慶事 當地總 
領事館 齋藤官 補 夫人 方 じ 慶事 あ 
b 前 遇巧モ ぉ生徹 ごみ 名、 巧モ 
共に 健を 

參 野が 嘉十郞 氏 今春 當 化を 經 
て渡歐 せる 巧が 證券 株式 會社本 
巧 支配人、 ス M ズを 通過し 六月 
ド旬歸 朝せ る 由 
•草 信 巧 治 氏 ホ 人 ニゥヮ ー ク 
聖ジ五 ムス 病院 じ 入院 中の 同 夫 
人け 前 過々 ホ 退 お 目下 自宅 じて 
療養中なる： &逐 U 輕快 
•大端 篤 巧歸朝 中の 牧師、 ホ 
巧 化 H 橫潰 出帆の アフ 9 力 かじ 
て 沙港經 も 间：ト 旬頃歸 紐の 豫定 
•德 巧鐵 一二 巧 從ホ當 地 じて 齒 
巧 學硏究 中の 同氏は 本 自ぉ晚 の 
化 船に て 歐州經 由締朗 
♦寺 崎英成 巧难府 大使館 外を 
官 補、 齋藤總 領事 ど 同船 コレ ャ 
化に てを 巧經 もみ 週巧邮 着の 篱 


購說を 


♦紐 育 H ネ人 敎會 
題 ホを 


岡 墙お帥 


巧禍ス ペシ や ル 


啤 かた 

並 じ 兵子帶 


を 良 潰 (樽 入) 


巧 桐 兄弟 商會 


♦基督 敎 修道 脅 

一本の 無 化 果の樹 今 井 牧師 
♦日本人 美 U 敎會 
岐路に 巧みて 宮崎 牧師 


東京 商 會特吿 


トツ 力 ピン 

大 學目藥 
太 旧 胃散 


五 弗 
HO 仙 
五 0 仙 


東京 諸 新聞 最あ號 


ぉ育 東京 蘭會 

1 さ 里. 贾 thSt., N. Y.C. 
ぎ呈 a 亭ま 置 


懸賞 募集 御 案 巧 


ホの 素を 用ゐ たが 食 御 巧 理の作 
ち ホを 寡 集し まず 


成るべく 日常の 御 食膳 じ 
ふさは しい 材料を えらび 
しかも 實際御 研究に よる 

レ シビ— 0 


1、 悚の 素の 新規 應用じ 就い 
て廣 （ホ 人の 趣向 じ も 適 
したる レ シピ 1 


A 撰を ホ 之 素本铺 料理 研究所 
紐 育 出張員 

么 賞金 

一等を 五十 弗 一入 
二等 を 二十 お 弗 二人 
一二 等を 十 弗 五 人 
四 等 ホの 素 瓶ん 

! 個 宛殘を 部 

A 規を 

締切 昭邮 一二 年 十 巧 一日 
發表岡 十！ 巧 一日 
本紙を 0 て 發 をし 同時 _ i 賞 
金を 贈呈し ます。 

原稿 巧え 邦文 共 御 随意 
I 人 じがき 巧 巧 法の 數じ制 
限を 設けません。 

宛名を 山 商 曾 

かの 素 懸賞 係へ 

化 所、 姓名 御明 記の 事、 原 
稿け】 切 御返戾 しません。 


A お援 


が 育 新報 


H 米が 報 


ホの 素 時眞店 

桑 山商會 


ご > 互 ST 芸 Ih MT: N. Y. C. 
さ one . R ぶ eni W ニザ是 57 


レ 1’ A 自炊が' 偕を るグ 


大 、小 あり 


東を 歸會 


特別 大 割引 

特に 日本人 諸君に 膨 W 化ち 十五 
日を 二割 引 じて 溃影 化る ベ <候- 

小榮寫 M 館 


ま 0 Fifth Ave. Ne\v さみ 
Tel. oirclm を 34 


暑中 御 伺 


义ホ振 b にな 跑の 風物 K おし 
て 其の 變遷じ 驚き i した。 

一々 暑中 御 伺 中 上ぐべき 巧で 
御座いま すが ホに じ 紛れ 其の 唐 
を 将ず乍 略儀 紙上を 通じて 巧樣 
の 御機嫌を 御 伺 申します 0 
留ザ中 一層 御 引 立の 程を 幾 ま 
にも 御 願 申 上げます。 


巧を じて 丸 山 近ち 




タンク 


ブイラ - — 巧 


ン ノ^— シ 3 ン 


ンク肯 


物 お 弗 五十 仙 よら 十二 典 お十站 


50 で st 骂 h Sireet 


ト 


タンク 


約 五 酉 個 G 


オド ロブ 


及び スナ！ マ ー トランク 六 巧で 


十 仙、 九 弗 五十 仙、 十二 巧 お 十 
仙、 少し 許 > 使用し わ範類 一巧 
111 弗 及び 五 弗 
苦 4-S 至 h Ave., Cor. を th St., N. Y- 


御大 典 奉祝 臂國訪 間團員 募集 


今上陛下 御 即位式 拜觀 の榮じ おする 空前の 好機 

旅程 = 今秋 十ち 十 j 日 {水} 午後 六 時 二十を ペン 停車 壌お發 
同 十と H {水) 沙港發 郵船 如賀 化に 便乗の 上 十一月 二日 (金} 
橫濱港 着 

歸ホ = 明年 S 巧 化 H 横後發 、郵船 靜岡化 巧に て 四月 十 


沙灌 着、 同 十九 H 紐 育 着の 豫を なれ お 隨意歸 米 差 支へ 無し 


國费 = せ 道 丄 r 白 六十が (巧孽 一等、 巧 船 二等) 

プ少 マン 寢台 券、 食事、 沙港 ホテ^ 化、 自働 単、 タックス 
ボ —ィポ ー タ ！ 必附等 途上の 乂豐を 部を をむ 
往復— 四な 十 巧 

申 达規を 其 他 詳細は 盧接 ± 催を じ 御照會 わられた し 
お 育 ホ 東 五十 义 T 目 ニニ 四 

巧禍 兄弟 商會 


第五 次巧國 訪問 團 


お 育が 西巧乂 T 目 一二 ニ 一二 
円本 人 芙ぉ敎 會內叱 W 濟ー 

御大 典 奉 視巧國 訪問 團 


夏 傷 向 格が 品 

特別 賣化 


尙 一層 勉强可 化 候 間 
御 注文 被 下 度 願 上 候 

.ザ 元ブ タザ 


ス 


17 円 ast 1*7 を兴 ZOWY ミ IcCky 


HelephoneAl 的 onquin MM ま 


SN67 


诲向 = 新 荷 到着 = 

揣 々勉强 可 化候閒 御託 文 被 下 度 願 上 候 



太洋 貿易 株式 會社 


H 貧 iepllone Alwos 占 mn U8W む —5 

101 巧 i 置 r \ ミ ！！ ue 之 OW York Cky 

ohic が go 访 ranch 資 7 W •这 adison 密こ ohica ち， 111. 

New 巧畏 lancl 巧 召 . を • も asu&a 00., 9 心 B をを を St., Bos す 己一 Mass. 


新愤 到着 


特に 夏 瘍巧格 巧 品 澤山取 揃へ 
居候 間 精々 御 註文の 程 希 上 候 


森 村 K ラ ザ ー ス 


MO 巧 IMC 巧 > 巧 ror wnp 

S 3 お 7 We ただ 左 wr 
Mew Y ミ k , N . Y . 
Helephono Oram ミ cy . 3 を 0 • 


ラム プ 及び シルク シエー ド 

製造元 帥 臭 手 塚商會 

H‘ Y. HETWCKA CP 
ニ Wes ニ妄 St . J . Y .百 t 产 Tel . 覃 eise こ迈 1 
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►鄕 里を 金 及びが 送を (お 手な 巧) > ホ 画 
巧替賣 買、 荷な 替 おお 取 立、 信用が 巧 
巧 等 一 お 銀 巧 業な 御 巧 巧 じ 取を 可 化 お 

造 臺灣銀 巧— 出張所 

本店 寒 灣臺化 

そ 巧を 巧、 おち、 大 お、 神 ロ、 上が、 巧 
ロ、 屈掛 、厦 巧、 袖 頭、 香 巧 巧 東、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 を K 
— 々八々 ブタ 、倫 あ、 其 か 辜 巧 十四 ヶ巧 

一、 資本を 青億圓 (を 額拂込 巧) 

一、 積 立を 九 千 九な 五十 お 風 

巧 巧 本 支 巧 リ構演 (本 巧) お 京大 废 
神戶を 贿下顆 名を 崖 

機濱ぶ 金銀 巧 ミ 巧 

ホ 國をま 巧 = を 渚 羅府沙 巧 布を 
其 他 世 あを 風 ま 要 都ボニ 支店 皮 コ グン 
ス有 么摂 


本 庙大阪 化 あ 丑 T 目 

締育 支店 祕育ブ C 1 ドゥ ユ ー が 四十 化を 

譜 住ぶ 銀行 

日ぉち(東を、お濟、名ホ屋、巧都、が戶’ 
尾ノ 道、 腐 島、 吳 、柳が、 下ノ硝 
地 まな 一巧 司、 小 倉、 おお、 愧タ 、乂留 ホ 等 

本國預 を、 鄕里 なを 等は おめ 
て 御が 剌进 速に 御 化 扱 可 中 巧 


本店 朝鮮 京が • 
ま 店 ぉ 張 巧は n 本內 化の 樞要 郁巿 ，巧 お 
滿测 、支那のを 地 及び 滿瑞 巧徳 

朝鮮 銀行 紐 育 曲 張 所 

外 國爲替 一般が 巧 棠務綺 々御 便が じ 蚁ほ可 
申 上 候 


藤 ホ 證券 會お 

一般 有價 証を ノ貸 貫、 引ず、 裳 紫 

▲を 触、 ホ ニ么ニ 脚スグ 一切 ノ業巧 

S 藤本 ミ 7?? 銀な 

紐 育 出張所 


觸破 器、 雜 貨卸資 

森が ブタず I ス 


日本 陶媪 器雜貨 

ラ厶 プ卸賣 

奈良 貿易商 會 


I 

r 


▲哀 新式を 等 設備 供 食のを 富が 巧 もる は 巧 組 貴 
の お 練 親切 下を ミ おじ 當 化の 語 ミず る 巧です 
A 醫な太 や 浮 航路 一二 等敌備 はを 部萃が 巧な 長み 
施しました、 殊にを 市 おの 如 さは 所謂 ッ — S 
ス トサ— ド 义はス チ ユ デ》 トクラ ダスが 上の 
なお 屯 確へ て语リ ます M 
® ま 巧 出帆 ホ ノググ 経由 【正 か-出帆】 g 


春洋乂 
西 比 利强乂 
大 がか 
天洋乂 

コレア 丸 


八 巧 十五 日 g 
乂月サ 化 H で 
九月て ニ H ^ 
化巧サ 六日 U 
十 巧 十日の 
I N 

® シアトル お 帆 〔午が 十 時 出蜗】 が 
伊豫 义 八月 rH 二日 
靜岡义 九月 セ 日 g 
橫濱化 化 ID ： 甘 一日 g 

をを B 本 巧化斯 ^ 
白山 お A 巧 十一 日 
化 野み 八 巧 サ四目 
A 巧ち 出れ 田を 巧 経由 日本 f 物が—- 巧 ニ 田 
▲な 道 切な 寝 ま 赛其化 萬 事 初な せに 巧 あか 审# 

▲太 巧 お 大淀腊 をれ 乘船切 巧 御 柏を にあがを 寸 


夏 瘍向品 特別 賣ぉ 

夏撐 、小賣 向、 ダ— ム 向新 猶 到着 
精々 勉强 御用 命に 應 だます 
•In 本陶破 叢雜貨 卸販賣 

<1 盛 茂 木 桃 典 組 

105 £• 16 を St N . Y . 
HeL wtuyvesant 璧 资-タ 7 


1®! 一^* N 新 荷到眷 n 

夏壤 、小 寶屋 向、 ダ！ ム巧 景品 等 
精々 勉强巧 化 御 引 立願 上 候 
陶 破器雜 貨卸賣 

春 旧 巧.. 會 

141 !Fift;h> ミ NewYO 一が CUy 

0 or ミ r of ご St St. Hel. A 方 onq§ 5 覆の 


日本 お 服な 物キ モノ 

テ^ _ ブルク ロ 1 ス疑 

夏 塔 巧が が 品 取 揃が 候 

I 賊 日本 ド？ ゲ！ ブ蘭會 


特別 廉 偕で 大勉强 新 流 巧け 稳 店の 持 長 
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運送業 

距離の 遠 あを 閒 はず 迷 送 業 一 
巧进速 T 寧 じ 取扱ます 。殊に 御 
旅 巧、 御餘 朝の 際は 術を ちシッ 
ビング 垂部御 引受し ます 日本人 
諸君 じは 特に 親が じを します 

す ミ 153 呈 berm で pi こ 普 0〇. 

苗 2 で st Houston St. Bet. Ave. A 置 
ぎぎ h ち d ?? 畳 


齒科醫バ^ハ"ソ了ン 

Dr. t-dward 正 vr 乙 an 
Surg 呈 n D 呈す t 

基 5 w’ 181st St. ジ 一. 呈 in 巧 9376 


ム か 之を 年終營 しじ ボーデ 

一圓 擅 ング； ク 至急 譲 度 
し、 家賃 百 巧、 大小 トニ 室 


t く ー *44> こ 


目 本 觀船會 な (ホ ニを 巧 道 食 社) 

代理店 片瞒 兄弟 商會 

乘 き、 乗船 切符 おじみ 荷物 連 送 御 便利 じな 思 申します 



潑 

1 

み 

の 

み 

ら 


日本 捕 巧が ホ會化 
紹 育ま 巧 

Jaipan Cotton Trading Co" いム , 
25 Madi* 〇 D Avenue, 

Tel. Lexngton 8780 


日本 生糸 巧 ホ會化 
おち 支店 
NIP 阳 N KI-ITO 1 «削ん LT0 

Two Park Avenue 
Tel. Ashland 5 お 0 


巧を 名會な 
な 育ま 巧 
Hara 在 Co., 

443 Fourth Ave, 
Tel. Caledonia 7830>35 


H 米 生糸 採を 會社 
紐 育 支店 
NICHI.BEi taiTO tU 即 SHW yiSHA 

CmCH レ BEI KHTO CO., LTt>.) 
1 Park Avenue 
Te!. Ashland 62 が - が 》 4 も 49 


お 川が 瞭 事務所 

比 Segawai, Insurance Broker. 
303 Fifth Ave., 

Tel. Caledonia 4101 


巧 巧 巧 事 株式 倉 おが 育ま 巧 
Uchida TVa ぶ ng Co., Inc* 

11 Park Place 
Te!. Barclay だ 7 6 


島 貧み 巧 ホ 含を 
SKima Tra ぶ ng Co., Lt ん 

1 百 0 Broadway 
Telephone R がわ r 1484 


巧 まを 化 ホ 尾 巧を 
Akawo & Co リ LtdL, 

295 巧れ K Av も， 

Tei. Caledonia 9758 ■ 另 9 


片倉 おなお 績巧 ホ會肚 
Kaiakura & Co リ Ltd., 

200 Madiso 打 Avenue 
Tel, As 打 lamT4545 イ 546 


1C. Mikimo わ 

Mndmoto PearU 
535 Fifth Avenue 
Tel. Vanderbilt 2 な 9 

大 倉な おち まな 
Okura & Co., 

30 Church St" 

TeL Cortlandt 2292-93-94 

H 共 株式 會化 
巧理巧 
良# 巧を 
1 站 8r 的 dwaif , ん Y. C, Tel. お 加 r け 84 
Facto け ； 208 Rawson な. しし Citji 

ま巧颇 まみ ま會を 
Asano Bussan Company 

Ro'.jm SOl-805 

1 6a Broadway 
To!. Cortlandt 8047-8052 

Gosho 从 rpora お 0X1 ， 
Snk Importers* 

が Ea が 84 化な reet 
Tel. AflWand が 的 - 91 
Gosho Co., Inc., 
Cotton Expo けが 藤 
の Beaver な.， 

Tel Bow け ng Gr が n 8 抑 

巧 巧が 巧 道 巧を 窗社 
な 育* 巧 所 

Sou 比 M&nchuHa R. R, Co リ 

Room 202 も Canadian Pac お C B!dg. 
342 Madison Ave. 

Tel. Vand み biU 4135 

H 井 誠 巧 ま會を 
な 巧 ま 巧 
Mitsui & Co., 

66 Broad wav, 

Tel. BowUng Gr が 。 7520 

巧ま會 かお ホ 巧 巧 
な 育ま 巧 
Iwai & Co., 

Woolworth Building, 
Tel. Whiteha!! 6040 

云 菱巧事 巧 ま 食 お 
紐 育 支 巧 
Mitsubishi Shoji Kaisha 
(M け aubhhi Co., Ltd,) 
120 Broadway 
Tel. Rector 2560.2564 

大度 朝日 ニを 巧锅曰 
北 腎ま巧 
Osaka Asahi 

Room 6 巧 World Building 
Tel. B«ekman 4860 
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巧 虹？ ぶな jmtt を 巧を 巧 i なげ 巧 


WED 化 S 日 AYiMlGU な 1 け 巧 




巧 固の 意を をを 換 しなぐ 巧 協 
して 協を する 巧 あるべく ミの 
上は 判 强刚も H 米兩爾 に； 5b 
のて 軍縮 會 爺を 巧び 召 おする 
の巧會到巧すべ くァ メ リ 4. 
これ じ 向つ ていかむ •る 態 ゆ じ 
及ぶ かは 蓋し 不戰條 約の な 命 
を巧す ベ き巧箇の チ ャ ン で 
ある こごを 暗 tf した C 
即 お 佛兩國 •が 潜水 艇 及び 補助 
艦 挺 じ 就て 意 兌み 相違を ホ じた 
JW は 第-旧 ヮシントン 軍縮 會 
議が單 じ まむ 艦の 比率 協定 じた 
つね 眞闽で ゎる、 従て 今 巧巧國 
がこ^ 粒 じ 就て を 協した こご 
眞の审 縮を 促進すべき 好简 《機 
會ご 見られて 屠る、 尤もを 城の 
範圍じ ま， J ては 何等 巧 おー て 居 
ない けれみ 恐ら （巡洋艦 をん 千 
五な 順に 制限し 備砲 もホ时 ごす 
くで メリ々 は 過 股 ゼネゲ r 會 
護で この 提案 じ 反 おした 關巧も 


ぁるので 今 巧の ぶ 巧が いかじ 巧 
回す るか どい ふこ どは 興 ホを W 
て 是られ てがる 0 

鑛山 失業 あを . 

政府で 保護 

農夫に 養成し 海外へ 
ロンドン 一二 十日 發 N 宫お領 ホ 
官 ロバ アト 獅 •か 下院で 發を する 
所に 化れば 英國 政府は 鑛山エ 約 
ニ 万一 千 人の 失業者 救濟策 どし 
て 彼等を 或ち 期間 じ 直 b 農 ホ ご 
L て 養がず ベく この間 妻帶 をに 
は 一週 十と 志、 ず 供 I んじニ 志 
宛を 賦與 しての 上先づ ヵナダ じ 
送 b 1 をの 賃銀で ニ 年間 勞 働の 
上抜府 ょら 五な 邦、 ヵナダ 政府 
lb 五 百 ホを 支 おし 濁な 的に 農 
園を 經營 せし むべ （婦人 じけ 化 
の 職業を 敎 育す る舊じ てこれ じ 
が 約 一二な 方 弗の あ府 支出を 要す 
るに 至る であらぅ と 0 


本な 東を 特電 (紫 お巧轉 載} 


み ホ 大使が ぉ發 

L 化-日】 轿任 白ザ義 大巧 水 ホ 
松 S 巧は 巧る 四日 發シべ プア 
經由 じて を ほの 皆。 

日貨 陸锡げ 不離 

I： ホ-日】 南洋 方面の 排日 熱 高 


く H 本 貨物は 陸 搭げ巧 來や香 
港まで 持歸 つてむ るので 英、 
獨 、がの 商品 其 虛を战 ふく か 

若松 巧 民の 歡迎 

【ホ-日】 歸省 中の 松ず 節 子 媛 
はせ 化 B 夜 若お巿 民の 歡迎會 
じ 臨み 翌 S 十日 歸京 せらる。 



多 ！.^ が 



n ニ〕 禁酒を 勵 行の 是非が 眼目 


◊ 

スミス 知事の 現行 禁酒法に 反 
翌 しつ； ある こ < は、 千 丸 巧 ニ 
十 年、 卵ち 該法 施行な. ホ、 馆年 
議 會じ對 する 敎書じ 巧て 明らと 
されて 居る、 即も 氏の 持論は 巧 
る 重大なる 憲法の 修正が、 殺 
民衆 役 禀じ間 ふこ ごな く、 所謂.' 
ドラ 牛 •ポリ ブ シアンの 魔モを 
恐れた を 衆國上 f 兩院 及びを 烛 
上下 兩院じ ま 配され て 遂じ實 現 
された ごい ふこ ごは、 餘らじ 露 
骨な 中央 集 確 的巧爲 であ >、 同 
時 じ 地方の 自治を 無視した ホ 民 
ま 的な 巧容 である、 故 じこの 際 
州 民の 自治 權を 認め、 幾 パ！ セ 
ントの 配 精を 混じた 酒類を 販賣 
乃 ま 製造す る權 利は、 を 州の 如 
民 投票 じ 依らて これを ホ定 心得 
る やぅ、 憲法の 內容な 造を 巧す 
る ご いふので をる 0 

◊ 

これに 凿 して 〔例へ ば 最あウ 

キジ アム •アレン •ホロ' キ* •氏 

の 如く〕 禁酒 論を 側では、 一 ミ 
ス 氏の 出世の ふら 出しで ある ニ 
ユ m— ク州會 議員 時 巧からの 記 
錄をほ b くじ 出して、 巧 ご タマ 
111 •ホ の賊 係を 背景に、 
スミスの 禁酒法な 修は 要する じ 
禁酒法の 廢棄 、酒店の 俊 活を意 
がする もので ゐ るど稱 して 居る 
『酒臭い ホヮ キト •、ィ ウスを 禁 
酒國の 首都に 潰く こどは アメブ 
力 人の 恥辱で ある、』 『スミ タの 
目的は 單じ ビア £ 7 キンの 化活 
でな （、晋 のサグ ー ン をな 巧せ 
しめ 巧ら じ 酒 ご 女を 出現せ しむ 
るので ある』 曰 （巧、 等 ご 幾 酒 
派では おんじ 與論の 煽動 じ 巧め 


山 下大將 豫備役 

(化-日】 お 軍 大お山 下 お太郎 
氏は を （效赌 役 じ 編入され ぉ 
ニ 化に 陛叙 されん と。 

オルガンを 寄附 

【ホ-日】 德 川賴貞 氏は 化 年 あ 
葵樂を じ据附 けられむ 一巧 瞄 
のバ ィプ •ォ八 ガンを 上野 音 
樂學 校に 蒂附 した。 

明治神宮の 例祭 

〔ホ-日】 化 H は 明治 神を 例を 
じっき 架-上-」 比 午が 八 時時 使 
を 差遣 遊ばされた 、巧に 入ち 
鬻化 V 焚き 無数のを 虫’ 鈴虫 
わを たれた。 

大典 御參 列な >し 

〔か-日】 皇 太を 陛で じは 登極 
々じを め G きをな て 今秋の 御 
即泣 式に 御參巧 おぶされ じい 
ど 0 

春 山 丸 過 載 問題 

【册 一日】 を 山 义過載 問題は S 
十 U 大阪審 が 巧 じて 審理の 結 
果 船長は 謡責 、機關 長は 一ヶ 
巧のを 肤 停止を 命せられ わ。 

'政策 5 無電 放送 

〔が-日】 南京 欧府は 車' ま 服に 
が 策を 知の ため 短波 ラ デオ放 
送 巧を 通して 八 巧 一日 よら あ 
送を 實 巧す ど。 




て 居る 0 

◊ 

をして スミスの ホー^!!!^ 度 與論 
者の 稱 する 程に 不純な 動 镑む基 
くもので あらぅる。 先つ 繁】 じ 
考 へなければ ならない こごは、 
化醉 をの 輩 おに 娘る 社 會的巧 厳 
でめつ て、 勘く お 良必を 持つ 社 
會 、特に 磯 ゆる 機械 じ接觸 し、 
自動 牵 、飛行機 時化を ホんで 居 
る 文明の 社會 じがて、 機械を 取 
披ふ ものは 細必の 注意を 必要と 
し、 泥醉じ 化る 總 ゆる 過失を 一 
掃し なければ ならね。 

◊ 

ご、 回を じ' 者へ なければ なら 
ない こどは、 禁酒法を 化す 商業 
的な 引、 邸 も 個人の 需要 じ應や 
る 個人の 利得を 本位 ごした 巧 買 
換言 ずれば プ] トンボ ー の 巧 巧 
を 許す ごい ふこ ごは、 健を なる 
社會 じ早晚 ならず して 撲滅し な 
ければ ならない 事業で あるが、 

現 巧の 禁砸 法の 制度から 考 へて 
プ ー トンガ ー の备 在は 化む を 得 
ない とする をはを だしい 錯誤で 
あつて、 アメリカと 文明を 同じ 
くす る々 ナダ 乃至 スカデ ネゲア 
ン はブ！ トン ダ ー じ 狼らない 化 
の ホ 法に 於て、 泥 醉の社 會的弊 
害の 一掃 £ いふ 目的 じ 向つ て 種 I 
賴と經 験を 重ねて 居る ので ある. 
◊ 

然る じ 現 巧 アメリカの 禁酒法 
なる ものは、 却て 利得の タいブ 
1 トンボ ー を增 加して 法の 破 壌 
官 まじ おする 贈贿の 弊風を 益々 
盛んなら しむる ご 共 じ、 一肢巿 
民 ごしても 法を 輕 蔑せ しむる の 
~ 眞 向を 巧く して 居る ので あるか 


川 旧 敬 一二 氏 逝去 

【ホ 日】 H 本が 巧 監事 川 山 敬 一二 
氏け 逝去した。 

關瑕も 中止ず 

【サ 九日】 武赔山 治 氏 •しを だる 
まわて 錫 ど 木材の 隅稅引 占げ 
案は をに 中止 どなる らしい。 

暴^ 潮檢擧 着手 

【サ 九日】 寶親 廳は豫 てょ b 準 
滿 して 居た 如 （右傾 暴力 脚の 
檢擧 にを ホした。 

生糸の 直 輸計蠢 

【サ 六日】 信 W 製糸 家は を戚出 
計 塞を 喊 てが 育當 事を ど 巧 渉 
中で ある。 

兩 陛下 東京 御發 

〔甘 九日】 天皇、 皇后 兩 陛下 及 
び 照ち 內 親王 殿下け 昨朝 八 時 
族 宿 御 出 發那須 御用邸 じ 巧は 
せられ 化 月 十日 頃御歸 京の 笠 

淀 橋 巧 木に 赤鄕 

ご 一十 九日】 醫師の 誤診が 原阅 
して 淀 橋、 柏木-」 ホ 频患 まが 
お 加 L て 巧た。 

電燈料 要求 植下 

U 1 十 セ 日】 富 か 縣猎川 巧 民は 
當山 電力 會 社に 掛し電 燈料値 
下げを 要 ホした が會社 側で 巧 
絕 したので ボ 民は ランプを 使 
用して 對抗し 持久 戰じ 入つ た 

を 策ど稱 すべき b ので あらぅ、 
現じ ニュョ I ク 州の 合を 國 上院 
議員 選擧 じがても、 禁酒 派は 常 
に 失脚し、 な 禁酒に 傾いて 屠る 
こ 己は 明か じ 民意の 傾 尙をホ 証 
する もので をらなければ ならの 

◊ 

これを 要する じ スミスの 現 巧 
禁酒 ま 改正め ブ 。グラム リ るを 
のは、 改正を の ものを を 國巧じ 
强要 しやぅ とい ふので はな <、 
先 づ州民 投票に 巧 はん £ 欲する 
者は これ じ 巧 ふべ {、をし 舊禁 
酒を を ぁくまでも 勵 巧すべく、 

を ホの 如く 中央 官證即 もを 恭國 
司法 省 及びみ 藏省 側の 援助を ホ 
一む る 州じ對 しては、 中央 政 あ も 
これに 應ず べし W いふので をつ 
て、 を 人の 想像す るが かき 禁酒 
法の 廢棄 ではなく、 寧ろ プ ー ト 
ンゲ ー じ蜀 する 挑 戰を意 ホす る 
をので あつて、 先づ 州を して 禁 
酒 法 翻 巧の 試驗臺 たらし めん £ 
欲して 居る ので ある。 

◊ 

ゥッド 0 •タキ グ ソン 巧は 絕 
勒 禁酒法の 勵巧じ おつて 反對し 
上下 兩院の 議案 可 巧を 拒否した 
腿 巧 上、 祭 酒 法 じ 蟹す る リベラ 
八な 解释は 明か じ 舆和黨 じ 日和 
見 ま羡じ 異なる ものが 多い、 特 
じ 過去 八 年 じ 育るな か 裳の 禁淸 
法 潮 巧を 策なる ものが、 をの 看 
板に 比較して 酒 じからん だ 幾多 
の醜惡 なる 事件を 生んで 居る i 
は •、な パ ー デン グ 氏を 中む どし 
た ァメブ 力 政界 腐敗 おじ、 更ら 
じ' 一 殺の 巧 彩を おへた もので あ 
るが、 民ま爲 じは ツ リツ ド •サ 
ウス ご 稱 せられ、 絕お 禁酒法を 


、プ ー トレ ダ— のがが はサグ 
1 ン のがな じ 等しい 社會的 脅威 
を增 しつ I ある 巧な にして、 こ 
れは巧 かじ 個人 0 自由を 傷け 地 
ホ 自治の 精神を 侵害！. て 人間が 
を缺 いて 居る こ ミは、 勵 巧し 得 
ない 法律を 國民 じ强 要して 居る 
とい ふので ある 0 
◊ 

故 じこの ブ！ トン ヴ •キング • 

リク ァ！ から 生ずる 社會 的弊歷 
を i 掃す る こどは、 袋' 酒を を 殺 
す もので なく 寧ろ 生かす もので 
をる W 共 じ、 これが 解 巧は 斷じ 
てを 敎 上の 原則 や ドグマの 聞圈 
ではなく、 氣永 （深い 經驗を ± 

臺 ごしれ ホ 法を 譲 じなければ。 

ら ロ、 故 じこの 手段 ごけ あくま 
で 立憲政治の 常道を 基本と し、 

先づ 修正を 求 わるものは これを 
投票 民の 巧 斷じ訴 へた 後、 をの 
結果を 何等 飾らな < 選 擧民じ 報 
吿 する ご 共に 現 巧 法律 じ勒 する 
意見を ホ 深々 じ 吐露し、 なて 古 
いサグ ー ン測巧 ご 現 巧の スピ ー 
クィ]ジキ 〔巧緖で立飲をする 
場所を 指す〕、 往年の が 酒な 引 
じ勒 照す る 現 巧の ブ ー ート レッゲ 
ング 取引、 昔の サ八 1 ンが墮 を 
を ま 象す る 如ぐ、 今日の ヒブプ 
フ ラスク 〔懷中 じ 忍ばせる 德 利〕 

の 弊風 解 巧 策を 堂々 化に 問 ふべ 
きで を b ど 云 ふので ある。 

◊ 

スミス 巧を び スミス 巧を 支持 
ずる 反 禁酒を 派の 立 歯は 大体 じ 
.於て u 上の 如き もので ぁって、 

スミス 氏が いかじ タマ 二！ 黨の 
寵兒 であら、 いかじぶ 治 的 じ 勇 
敬な 人で をる じしても、 この 擦 
禁酒を をを 然廢棄 甘よ とま 張す 

る 程 じ、 空 あ 的な 政治家で はな U あじ 支持して 居る 地盤が あるじ 


The Way of cme 

IBy EcUi:h A. Sawy 巧 

H 本 婦人の 淸 く-^ > て 美しい 節操を 化と して 化 泉す るのは 演巧 
な稷 やが 棠 ではな <餘 をの 主 だまら やらぬ 如月の 頃に 巌霜 をを 
いで お< 『梅」 でぁると 云 ふの だ 著を ソー ャアホ 化の n 本が 人 
奴で ぁろが 女史は 日本の 友人と して 深 （H 本 M 人の 淑徳に 倾お 
し 貞締の 傳說や 近 松 出 塞な どの 戯曲に も あじて 居る。 

英文 小說 『ぅめのみ も』 はま 人を 4^武± の 一人娘 じ、 時化を 
明 お 王が 維新 前 じ、 而 して 族 面を まが 道に 採つ たもので 着想 淸 
健、 筆致 典雅 讀者 をして 宛が 英义で 馬 琴の 小 說を讀 むが 趣を お 
き 奪 さしめ る 0 

英文 小說 『ぅめのみち』 は松毕 節す 礫 じ デ ジケ！ トし たもの 
で 序文は 有名な な グリフ ネスを 愧± の 筆-— なら 裝帖洒 魔 家庭の 
讀も のどして 又は 米 人への 贈答品 ごして 絕 好の】 書で ホる。 
政て 江湖の 一 讀を滋 憩す る 

都稅み 一部 ニ 弗 十 仙 

f 詰^ 紐 育 新報 社 


く、 寧ろ 彼の ま 張は、 過 ま 四 巧 

じ 音る ェムパ キア •ステ ー トの 
知事 どして 常 じ 民 象 ごお觸 し、 
民意の がする 核 必を涵 んだ實 際 


も 關らヤ 、大膽 にも スミ マ 大統 
領 候補 じ 指名した 事實 をの もの 
は、 極めて 愚義 巧き もの ご 見な 
ければ ならない。 


H 
- 0 
京郎 

に ホ 

おお 

おお 

大 


じ 限られて おちことは 餘 b じ I 
を溫 いど ホ 難して 居る 挪係上 j 
先づ 南京 政府を 近 <术 式に 承 
認ず ベく、 

をの 上更ら じち 那の大 問題 ィ」 も 
云 ふべき がな 整 縄に 就て を 要な 
る 提案を 試みる であらぅ と期鞋 
されて 居る。 

民政 黨 幹部 ご 

對 支那 政策 

おを へ' 遷都に 替成 
支耶閒 題に おし さき じ 聲明書 
を 壌して 漸く 黨の 態度を 示した 
民政 黨は をの 後の 事態 じついて 
凝視し 時に 政府の 撤ちモ 針 じつ 
き 注意を 怠ら や もし 政が い 

駐 ぶ' ゾ を單 じ 外を々 涉 促進 
の 威嚇的 手段 ごする か 如き 複を 
は 巧に 撤兵 問題 じつき 巧聲 明を 
なし 政府に 警吿 せん V」 の 意向を 
持つ てゐ る、 しかし 鼓 巧 同黨內 
じ わける 支那 時局 問題 じ關 ずる 
息 見 中 もつ ども 興味 あろは- 
一、 南方 統一を 府の巧 あ 策 ど 列 
圃 承認の 促進 
一、 南京 遷都の 主張 
である、 郎ち甫 方 統一 政 巧の 助 
がご、 をの 

承認 星 じごて は旣じ 

黨の聲 明 中 じ も 明示して あつむ 
通ち で 支那 統一は 南 ホ 政府が こ 
の 機 貪に おいて 遂巧 する かもつ 
ども 姿當 であら 可能で ある、 よ 
つて 巧國 はこの 壌を 南方な あが 
.外を 上當然 なお 織と 秩序を 整備 
した 時は を かじ これを 承認す ベ 
しごい ふめで ある、 更にを に關 
微！」 最巧南 ホ 政府の ま 張して ゐ 
る 南京 遷都 論じ 對 しては 巧國は 
卒先して 賛 がの 意を 表すべき で 
ある ごいつて & る、 をの 

理由 とし X、 を ホ 北を が 

ま 郡で あつた i はいは ゆる 蒙古 
お 洲じ對 する 政策 上の 寛がで 殊 
に 過去に' おいては 化 敵が おじ 對 
する 防 礎 上の 關係 でを つた 化 京 
が 地理 h ま那を 主じ對 する 統治 
地 ごして 不適 當な るは 明かで あ 
るし かも 南を は 地理 上は も. どよ 
物資 豊富に して 揚子江に 面す 
る關 孫に わいても いは ゆる 政を 
上 經濟上 支那の 中必 化で 巧题王 
政復を じなら つて 統- 政府が 南 
京 じ 

遷都 せんごず るを はもつ 
ご も 適 當の處 置で 勒支關 係 上 も 
つど もを 接なる 巧國は 進んで る 
遷都に 好意的 態度を 執るべき で 
をる どし を 達總務 をの 他 ニ 一二の 
幹部 ^ 幹部 會等 じて 是非み これ 
を 輿論 VJ し 政府の ち 慮を 促し わ 
がよ いとま 張して ゐ る。 

英佛を 協 ミ 

軍縮 協を 

あく 會議 召集 か 

ロンドン I 二十日 發 n かお 大臣 
ナャ レバ] ンン 巧は 今朝の 外務 
答 豫算案 討論 じがて ヶ P ッグ 氏 
の 不戰條 約 じ 言及し、 條 のの 價 
値は ァ メリ々 が これを いかじ 支 
持す るか じを くもので をり 餘， 
じぞく 期 持す るを は 却て 失望を 
招く 恐れ あち ど斷じ 
更ら じを の機會 じがて 英佛 巧 


國が 目下が 軍縮々 案じ 巧す る 



米 支 關稅條 約で 

日本 U 外交的に 孤立ず ろか 

= フランスを 交渉に 着手した 
が 輿 支 談判は 尙が 前途遼遠 W 

東を 特電 一-一十一 日 巧 == ア メリ 力なが はお 支を 蚕 牒を發 したがを 化 館 も 巧ぐ 南京に 移轉 すへ 
，、をが ク！ フラン， 该 化ら パ y — ょ b の訓 かじ 接 [てが を禪 條約帝 渉に 着手すべく 急速なる 進 
ぉを 化る ベ/' 脚が 5 ち、 も化义 化み 改訂の 可能性 だ 認め 難く、 アメリカの 治 外を 權撤 まは 疑問で 
ぁる どか 格當 U 班め てがるが 义養毅 氏 ご 元旧聚 をとは 出 中 おがに 凿ま 意見を 進言し じを 义養氏 
けを 窝 ，、所は 條 わか' 改訂で ぁらぅ ど 訊つ て 居る。 

ま 京 特電 ~|1 十日 發 モ 服み 化け 日本化. 府じ對 して 條 がな 締懼法 緩 ホを*^ 入れて が條 がの 締結 
をを 學 して 巧た •か アグ" 力 £ 南京げ がの 間に 關税 協定を 見た るに 對し 巧澤巧 支を 使は 友 巧の 爲め 
こ慶 なず る W えつて おら^ 諸 轿閒け 恐らく 巧 岡が アメ 9 々じ 追從 する もの ご哥 做して 居る、 而し 
て 奥まを 部は 勿論 女那 5 脚 巧 自ま權 をホ設 する が 支那 關稅 じは 滿洲を もを み最 惠闕條 歎、 峭加お 
全谐 とを ホず もこ ごじ 巧した ので U 本は 結な 國際 的には 孤なず るの 止む U きじ まを' ベ < を か 爲め 
ま那 こおず る H 水め 间を はがは 修正を おず る點が ホる ので 巧び 延期の 模减 でぁるが 政 タ會巧 部で 
ょ 『この 問 越で 一 ホを 誤れば 現 内觸の 致な 傷で ぁる」 と 重大視 I この 際 勒支圓 論 統一の 運動 じ 及 
'んで 置， J がに 政黨 では 嚴重 じを のが 巧* 監視 中で ぁる、. 而 して 南を 玫府は アメリカの 好意を 見越 
しを 中 ホ遥の 撤去を 要 ホす る じ まるべき か、 アメリカの 差を で おまか あは 非常 じ悲觀 すべき 狀態 
'じ陷 b 热 城と 中 必 'こして 諸 株は 一 おじ 崩を して 居る。 

'音が が 奉 天の 特使と 會見 

束 京 特電せ 九日 幾 = 旧 中 首相は 张學 なお 軍の 特化 陶が節 氏 


* イ ■こ El I * ニ .—う- .ィ ！ . 

ご 昨朝 曾 化し 輔 々窓を をを 換 した' い 首相け 滿測 じめ るり 本の お 
懼をが遙するこごが出來4^=*らば舉天じ靑天白日旗を褐げるこ 
どは 柯 等差 支。 しピ陳 ベた 巧 傅 へられて 柄る。 

奉 天の 借 歎は 纖鐵 からか 

電ま 京特廿 八日 發 == を 天 化が に對 する 借款のを がは か府ど 
して 應じ 難、 け n でも 捲 化 化で 南滿 錢渔會 社に でも やらす i は 
い^か も 知れの ど ミ ± 激化は 訊つ て 思る。 

了 タリ 力み 單獨れ 動に 對し 

日本の 輿論 U 冷縣 

寧ろ 田 中內閣 の對支 政策を 非難 

ま 京 特電 (ニユ 31 ク •タ井 ムス お】 一二 十日 發 最近 ァメ 

リカ ど 南を 政府^ 間に 綺 おさいた 幽稅條 約 じ おする 日本 政府の 
路 なな 必ら すしら' 一む を 度-貸して 居 U いが 阴時じ 反戚も 抱き 居 
ら や、 新條 かいが 泉は 怪しまれ ている もみ リカめ 府の巧 
動 化槐が的^:^割支史證必の發露でぁつて別にな對すべ き理由は 
む、， ピ化 測して おる、 尤も 日本が ま 一二 省の 張學 良に 街して 南京 
政府 C のを 協 中止を 働吿 しつ i あつた 除、 ァメリカが 突が 南京 
をがし假ホ訟を典へ たといム-ーどは0本レおつてをるものを暗 
示して 居 & もの！ をが 當 局で U お 面冷靜 じこの 新 時局を 注視し 
米ま條 約は 物を 的し 支那 政局-し おつて 柯窜反 藝を與 へない ミ 見 
て 岩る、 一般み 舆證も ァメリカが ホ 化して この 擧じ 及んだ こご 
を 稍 嫉巧晚 して 居る け 非 おこれ じ 化 6 て 日本の 位 磨がが かじ あ 
(なつた くは 認め 盾らず、 單じ 最も 支那 じ 隣接す る 日本が 刹强 
じ 先んじて 南を 政府を 承範し U かつむ こどを 遺喊 どして 居る に 
あぎ。 い、 即ち 『大阪 朝 H』 は 田 中 首相の 『子供 じみね 葡ま穂 
巧 政策』 を 嘲笑し 斯るわ 動は 日本の 利權 保護ょりも ょち 危險な 
孜策 である ど斷じ 「ち 化は 須ら <劍 を 抬てグ 。ッグ 氏の 範 做 
ひなて 乂搜で 南京 政府 ご 巧 街すべき で わる』 ど 論じ 『東 巧 H 日』 
は 田 中を 帖の巧 京 政府に 對 マる 『ノ ー』 ごヶ n ッグ 氏め 『ィエ 
ス」 は 息を の 上から 見れ にた 差は ないかを まの 方が いかじ も必 
持がホ0がでんるど論じ 『お知新聞』 じ0米兩國のま那じ勒ず 
るを ぉ 主 削を が尙は N まの 繼繪 を豫 想す るに 勒し 後を は 支那の 
統一を 訟 めて 巧る おじ 化て 異 A、 ヶ n ック 氏の む 諷は正 じ 時を 
こ齒 したむ 動で ある ど 賞 讚し、 をの 化の 巧閒 紙は ヶ 。ジグ 氏が 
單獨 で乂ま 脚が 協を を 締結した のは ヮシントン 條約違 おの 巧爲 
である ど 非難して 盾る が 巧 お！® 厨は 今间の 協定が 一艘 的 願稅曾 
ぶを なをす る h じ 柯等障 寒を 巧へ ないど 觀 測して 居る、 巧は か 
巧 省 S. 版 兵は 漸巧 わは れ巧參 謀み をは 山 東 地方を 目 ド 巡視 中で 
あるが H 本の おみは が ひは H 支 軍隊の 街 突を 巧び おお するど 觀 
察ず るに おし 欧巧 側は 反掛 のな 解を 抱いて 居る。 

上が 特電 【ヘラルド トリ ビ ユンが】 H 十日 發 = アメ 》 々の 


關巧 もこの 爲め 日本 侧じ 幾を 讓 
ホ 化 形勢を 生じて 稍 緩和 的で あ 
ろが 濟南 府附巧 じがて ロ 本 軍 ど 
化 巾殘兵 V 藤々 衝突し H 本 軍の 
巧 傷 六 人 •し對 し 支那 側は 六十 六 
人を 生じて 孫爭 しつ i あるが、 
南京 政 麻 ごして はこい を H 本が 
ちを 駐屯せ しめてち る 結果に 過 
ぎない ど稱 して 竜る。 

英 支を 渉 

外相 議會 で聲巧 

ロンドン I 二十日 發 N 外務大臣 
チャンバ； レン 氏は を 朝の 下院 
にがて 英 女を 渉 問題に 關 聯し國 
民 政府 どの 間-し 未だ 南を 事件 さ 
へ 解 巧され て 居ない 今日 どして 
アメリカ 政府の 政策に 追 おする 
こ VJ は 輕卒じ お ホ いど 言明し 
たが 呂由黨 ぶび 懲働黨 は 南を 事 
件の ホ 解 ホら 遺 城 ごする も 支那 
を 統一す る ものが 巧 京 あがで あ 
る こどが 巧 白 である 限ら 新 政府 
をホ認 する こごは 當然 である ご 
非難し つ i あるが 外務省の 空氣 
は 大体 じがて 英 支を 渉の 前途は 
遼遠で ある ど 認めて 居る 0 

この 次 お」 は 

ぶま 承認 

アメリカみ 意向 
ワシントン I 二十日 發 ：= 衔を政 
府の 外を 總を 王正廷 巧は か目附 
をな て國お 省に おし 今 巧 關稅締 
結の 謝 蕾を 送つ たが 而 かも 王 氏 
はこの 謝 電の中 じがて 巧 等 今次 
の關稅 協を じ 言 あせず、 寧ろ 米 
ま 兩國の 一 班 的 問題の 解 巧を ホ 
聲 した 眞 意が 巧して 巧處 じある 
かじ 就て 國お當 巧 も 首を ひねつ 
て 居る. か、 

或 ひは 國務 長官 ヶ n ッグ 巧が 
マ クム レ！ を 化 じ 葡し掛 支を 
涉じ 就て を 極を 賦 輿した ご覺 
しい おもを もみじ 國 巧の 輿論 
も々 みの 協を が 單じ關 お 問題 


Y. げ O 

巧 3 Eest 巧 rd お. 
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四 六 ニ* 化と 四 
五 五八 王 ハ 四よ 
一二 四 •四 一二 五 •四 一二 四 
ニニ ■ニよ 九* 0 八 
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日本 株式 相瘍表 

〔大阪 が 本 ビ^ ブ P ! 々—銀 
巧 獲〕 株式 相 麓 〔單 位圓〕 

ホ 巧 某日ぶ 月爭日 
東を 指數 101*ま10;を 

大 阪お數 ニニ •夏 三 0 ■ま 
東京 電燈 受 A 0 丟呈 0 
大同 電力 《0* さ さ 王 谷 
東邦 電力 宅* ま を •ま 
大 H 本 製糖 ま 壬 0 ホ车至 
王子 製紙 三 0 盖 0 三 0 •爱 
東が モス リン 雪る 0 室る 0 
日本 ビーグ 一 置 *1 孟一录 •虽 
日淸 製粉 5 号を 一号 吴 0 

淺野 セメン て 夏 八 j •ま 
H 本 石 独 查る 0 查 •夏 
東 巧を 斯 まろ 0 去 玉ぶ 
H 本人 造 腮巧爱 •暑 贸 * ま 
久巧曠 業 ごふ 0 .査呈 0 
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巧 學的揉 療治 
醫 術め か 操 

ホ 鳥覺丈 

西 五が よを 
円 一二 十八 了 目 

電話 ェ デコム 

! 四 九 六 


時が 


蜜 弓 


.恰 巧の 好い 洋服 

學ま 見學剧 諸君^ 爲 めじ 特别 

大勉强 をいた しまず 何卒 弊 巧 

のが 服を 御 試 L 下さい。 

N. F 舌 EDL ニ ロ， 呈 ST 呈 TAIL 三. 

ニ 苦 3rd Ave., for. 74 さぎ 呈 

N3 ニ ミ k 宴. 


C 長 巧 操】 が 伯鎮雄 一 魔 鳥縣： >1 
中が 榮ニ (化 お縣) 磯 院巧雄 一 
(烏 取縣〕 應勝衔 (廣 島縣) 游巧 
正 一 (神 タ) まが 章 (東を ボ) 
古澤 武之助 (鹿 鬼 島縣) 渡邊泰 

巧 (か 歌 山縣) を 藤 甚之丞 

右のを じ 通 かを 度き 儀 有と 
候 間 本人を，、 は 知人ょ b 巧 
化 巧 御 通知 願上极 
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醫お 機械 製 巧 
運動具 化 お 具 
貴を 旌巧 時計 


松 本 


ア！ ト 
ス ブデオ 


ゴ八 フタ ラプ 
テニス ラケット 

を 棘販賣 修理 


化 業鑽を 

夏季 巧 休業 化 候 

菓子 舖高橋 松風 野 


成 巧の 礫談 
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乂圍ま 英語を 誘す 事 
は 成功の 第 I 義モす 
奉 校には 日本人 裳授 
に 慣れた 專巧 嫌ん あ 
輔 ぁち 懇切に 會薄通 
信 文 社を 語を 敎 没し 
ょす。 H 濯 遇 a ホ じ 
午 諮 化轉よ b 午 短 I 十 
時 主で 謂 接 L 一 レヴ 
* ンと 十五 独づ V 
今 H 當 もじを 接 みれ 


評論 3. ミ， 一 毎月 十 H 聲巧 

賺 E 璋 I 部 十 仙 

富 7 Is こ ve. Nlork 呈 


♦酱籍 ♦鷄 誌々 巧 聞 
縱覽 室を 麗 
執務 午前 九 時ょ を 午を 五 致を 

紐 育 日本人 會 


* フ 

電 

顧 


サ！ タ八 


クゴイ 1 とお 盈 

00 セ 0 
00 と： 


義齒攀 校 

目 本人 じ 鼓 も 適した 
新 職業を お得 あれ 
本校は 入箇の 製作を 專巧 じ敎授 
す。 本校 出身の 曰 本 じして 名を 
成し 嵩を 作れる もの あ數 あら 
特に 日本ん の敎 巧を 聘 しちれば 
英語め が 巧な し 晝化兩 科 あ b 
一巧 御 ホ 校の 上 自身 本が の 山 
中 氏 じ姑談 ゎれ 

ボ デー 義齒專 巧學校 

ニ 55 B 吕 adway N 呈ジ rk 


尋れ人 

(福 岡 願} 稻 、水 國み郎 ちが お ザ 
持 山を 太邮 古川 正彥ホ h 幸 
藏 巧が 節 朗波邊 篤 寶時お 
吉 上が 修 や# 化 貫を 酒 雄 
貫 お太郎 をを 武雄柴 m き 雄 
(愛媛 縣) 橫出常 吉事を 治 仲 
座を 之 肋 (鳥が 縣) もが 薰信 
(長 巧 縣} が お 平 人 近 藤 玉 一 



を 

视最 

I 新 

が 意 

函麵 

i お 

肩 類 

卫 


弊 巧け 贊質誠 寮 理蓮ホ 萬の 
ま- 1 御 ± を 物 一 ま 卸 賣お段 
で贩貸 致します タ ホに をは 
らホ御 角 命 仰 か 下さいぇ せ 
◎喊义 を稱时 計。 歷 時計-式 
◎賞 石 貴を 屬 。銀製 器具； ま 
◎を 神 萬 年 筆。 を 銀製 鉛を 
◎蓄音器。 レ ュ ！ ド 見本 揀列 

◎寫眞 器。 タイ ゾラ ィタ！ 

◎船 切符。 紀念寫 眞帖繪 端 書 

フロ] ドゥぶ] 巧 お 十 溶 

領事館 お 側 健 物と 0 五晚ま 


的 3 すク 

イ ' 秦 



ニ 巧 Broad ミ y, NU. i さ 
ジ L Cartlaniit 苦 37 巧 夏 


,}117^^51操縱、 機械お習、 

mi 重 點 火、 電攀を 

懇切に 敎授晝 巧兩科 日曜 も 開校 
日本人へは 秋 山 氏 專任敎 巧す. 
Met 皇 olitan Au す Scl 一宜 ニ 33 ぶ E. 芸 thSt. 


十五 年の 歷 あある 當 校は タ 年の 
經驗 ご 新智 謡を 有ず る敎 師を聘 
, し自勘 単 
操 縱法及 


び 運轉ぞ 
の 修得す 
べき 必要 
な 機 頼が 
智識を お 
期間に し 
て 最も 能 
牵 ある 徹 
底 的 技術 

を敎 習し 免が 獲 場を 巧疆し 職業 

ロを も 周旋し ます。 



A 通譯 ◊調杳 ◊を 渉 
◊ 貿物 ◊其 化 巧で も 
御 懇切に 御 取扱を し 
まず。 

会を は シカゴ 大學を 

卒業し だ米旣 じせ 四 
年 聊か ホ 國の事 情 じ 
通 やる もの ご 信じが 


紐 i 欄 

育 S 
案揣 

♦ TL 紐 育 商事 研究所 

お汽； j 所長 献轉 がと i 雄 . 

西 I 側、 


書 柳^ 

房 IS 
k 


A ホ國 じて 發巧 せる 
新舊の 書籍 ご雜 誌は 
御 注文み 第 敏速に 御 
屈け 致します ° 

右 輝 注文 じ對 して 
なを 價 よら 割引して 
差 上げます。 
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す 0 I レ ブス 

ンと 十五 化 
每 H 朝 九膀ょ 
もが 么時 迄柯 
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よ^ 鸭時迄 


じ 


削 J 


C 扛ら 
^ re 1 
JU S n 

0 ^ y 
K-g お 

怎刷师 
0 むん 
が T 

E 


鑑船 狗巧潘 
船具 食 巧 お 
か 洋を雜 資販賣 
輸出入 稅 關す纔 
諸 荷物 運搬 取扱 

遠 藤 小で 商會 




至 


紐 育生 命 保 晚會お 

S 木定吉 


養 

老 


保險 


S. SI5 

zes YO『ik Ufel 田 田 cfw 日 oe Co 

岂 ohamberb ジ ： N ■ミ vYorkCil:y. 
phone. 巧ミを 228W 

をおノ 方こ狗 掛ケノ 節^ 必 V 
衙自 巧/をぶ ピを話 窮巧チ 申 
切 力* 愚 幸 ド サィ 


巧 かろた 


はも. 


，の 遊び 


ホを 獎 文で 米 团人じ 館 （わかる 
やう 簡單 明瞭に 說 巧した ものが 
出 ホました。 內を 目み 進呈 致し 
まず、 御覧 下さい。 

M 呈星 さ 至 A 呈 114E. 呈 h 芭 .百 ty. 


0 

m Y- 

麵 Si 

IP 

N 




^ 的 


日本* ま お 寶玉お 美 
術 お、 婦人 巧を 飾ぶ 
化 装飾 お 

闕島訂 "トァか 

高等 美瓣品 修撐、 
脊錦 品、 スト リンダ 
日本 殿 裁縫 


At 0 

S 純 W 视 4 郎 
A 地：!*. 削^ 巧 

氏 I 了 a SS 

m A り 

jp-n-r 


4 

o 

3 

e 巧 

w 8 
p 


笠 ホ 洋服 巧 


民 


ん 0 


T 


胤化 


I V 0 d 5 

成 パ 結 

S 測 BW •刪 

了 S ぶ 化 

L S 1 

N U 

C 


膊旧 
洋服 店 

男女 雜ド 類の 御 
用# じ應 じまず 

ブ T- が • シ户タ 

靴下 會社化 巧 巧 

時 田 信ホ郎 


丸み 洋服 藏會 



おを 巧 か メ巧 W み r ング ニ礙ニ 九ニ瘍 

を 京 丸 山 洋服 商 巧 


R 

沿 日 

皿 II 

、 6JS 
0 R 

m 


洋服 調進 

クリ 1 ニン ダ、 ダィ 

ィング、 修繪等 一巧 

ミカド 洋服 店 

化 本な 
電話 ライン ランダ I 
六 八 H 0 


化 

团 |i 

端 i 娜 




9 

2 


新 鱗 魚介 一切 
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應じ货 道激船 貨物 運 
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B01 7 芸ニザ oad まご 暑 
Tel. Bowi 暑， Gaeen ち 041518 


I 目 米 新聞 支局 

今度が 育ま 局を 設置し ました 
から 藤讀 、廣吿 一切 左 おへ 御 
願 ひします。 (巧 井 ホ ホ】 

4 卓を 10を St., ぎ A 円 ad 呈 y 是芝 
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わ 

r? 

陛^が 
I . Q 

方 M 

& A .は 

r 四 

ri い U 
か 3 b 

a i 

M 


おき 州を 認 
巧 裕省鬼 許 
巧 巧 ホ 大醫 巧大を 
を 婆を 習 巧を 業 
一に 嗦邊 

產^ お本綠 


在 巧 靑年巧 おの 曲 ホ 


日本人 靑年會 

B 文睾こ 1. T ロ 一.C 量 i ニ乏 


換眼 並に 眼鏡 調節 





• a ^ 

、c を：： 化 

眼 證|| 

姉 署^ 

L 賢 E む 
J S 
F n 


月 

水 

+1 

曜 

B 

巧 

八 

時 

を 


D 


6 

細む 


民 S わ 

S 8 ^ 

A & 
E E k 

X リ前 

L J 
ん 


限が 時 

巧,， f 刊 i 

鼻 察 SI 墨 

晒？ SS 日嚼 

喉 

專巧 


間 E ん 
ち^ 


前 

午 

自 


窗巧醫 木 下义巿 


ゴロ W. 1 ニ Ih で. 
ぎ ま 呈實 ミニ 萬 7 


思 I 

堪 E 

し 03.MP ; 

護忠嗦 
DY ぶ 如 

Rg な^ 

D ー| みな 
31 ロ 

8 


ミ： 
^ む 

-5 


が 齒科醫 

加を 年の 經驗を おて 
/ 最新 ま巧學 手術 じ 
堪能 じて 信 巧 篤し 
H 施術 巧 低廉：：：：： 
B 本人 諸君 じは 巧 
し T お， 想 切 じ 治療 

彰お 時間 (毎 H) 
午前 九 wn 午後 

日嗯 午を 一時を 


’LSI 

0 S 旧 
化 比が 

0 ご 

^ W ^ 

戸。 

• T 

K 


診察 時間 

午後 一時 化 ニ賠 
午を と 時：：：： 八 時 
巧知な 學 ± 

パ： 巖本谨 一 

古を 比 亞大學 ぶび 
グダ ブン 病院 勤み 
B 確は 巧 巧 顆上戾 


蹈巧醫 


ザ 上 義人 

西 六十 五 T 目 一四 六 番地 
紐 育帝國 旅館 巧 
電話 トラフ アグ ボ I ニ 五六 五 


D 

地 

D •化刚 
み 


.げ巧 

-gw. 

^0 

施 


® s 立を 基 

自 午前 九 時 = 十二時 
旨 宇を 1 辱 H ぶ 序 

乂囑を^^7¥^六時 
木踞 午前 化 時：：：： 一時 

はへ キシヤ I フア 

ン テ^— ン ヨン クブニ 

ブ夕じ お 勸 


0 
S 3 

d 巧 


化 

H 

S 

の t 
Y 7 扣 

ム^: 一 

E の扎 

化 T 
D 


認 診療 

前 お 願 上 候 

n t チ か大學 

ドク トか ナプメ デ！ >ソ 

醫學搏 ± 

吉 居说彌 


化 




V ミ 

も A d w 


巧 


1 

a 

s 


» t 
E が 
じ 技 

0 L 
二 


を 察 時間 
午を 六 時— 八 時 

江 見 ニ 一朗 

引 績き ベが ビュ； 

おおな 勤 じ 付を 時 
巧 外 ぷび日 壊は 前 
約 じ 限る 


S； 
L 5 

が 1 

h 刪 

&| 

山； 5 

C C 

ター aes 

が 化 
eh 
n が 

巧 




3 

2 


牧師 宮崎繁 一 
幹事 粟野 賴之祐 
諸 を 貧' 

日曜 疆拜 午前 エ時 

日曜 學校 午前 十 時 

臟纖 日® キ 後と 時半 

祈禱會 水曜 タと 時半 

常—— 偏—— 惟’ 

位展 •岳 餘比亞 をを 
み 下 巧を 十五を 學 
ホ會 社員 じを 適 

設備 圖書賴 誌巧历 
を 稱娛樂 具 簡县を 
を あ b 

语宜賊 業巧旋 旅を 
ま 巧を 禪 事業 調を 


化が 品が 《 

五 巧商會 

W E. ニ Ih 芭こ N. y. 百 tf 
Tel- S 量 ミ己 ゴさ 


』〇巧10 至》 0 0C 否、 M.D， 

ニ 1 *3 ニ 4 さ sl.f ぎ！ < 

Tel- ミミ 互 e お 73 > Mchllyler 1 云 ま 

的 九 時） 午沒 一時： 
後ホ時’午を九。 I 
日巧 午が义時1午を四時| 

ドク トン/小 栗乘ま 


D 扣 

化か ー 
53 8 巧 
^ t d 
A な M 

松^が 

説 一 

ecu 

じ K 


診察 


午隹 一二 時よ ハ 時 
日 g はお お 相 巧 g 

ドク ト > 

鳥 見豊彥 


D 

心げ 

巧咖側 
U わ 3 

器 

0 省 

Z H W 

N2 

A 

K 


診察 時間 

午前 乂 時] 十 時 
午後 六 時 1 八 時 

バ^ 小栗幹三 

短 巧 ボブ ラブ！ 病 探 
g 五 巧 巧 院巧務 
武ボ コン バラン ド 

お院 巧を 


II 

.0 

的 -S 

打 I 
& 

加恤 

る- 〇 

I 讚 

了が 


諸 集を 

茜 巧說を (日) 八 時 

目 嗎を校 (目 ご 一時 キ 

家庭 集會 (水) 八 時 

祈禱會 ぶ^ わ 一 \ を 

壽 1( さス巧 

婦ん曾 
誘 お 食 

勘 ^ 


寄宿を、 鹿 あを を 
巧 業 周旋、 をの 化 

乂 事の 御 相談 じ應 
じまず ウ 


-4 

S 

n 


巧 


I 化 

‘ II な 

宫 


邮 


巧 

•虹‘ 

.S 

k ^ 
ミ 

nl な 

巧 刷 

1-- L 

i 如 
mt 3 

T 化 


ぶ 

人 

巧 

督 

巧 

會 


諸 集# 

日 巧 聖書 硏巧 正午 
共 翻を 夕と 持 半 
巧 拜說お タ八時 
木 巧が 禱會 夕八瞭 
巧 語 及び 裁链 

午を ニ 巧 

± 幡浅演 を义は 
茶話 會 タ八時 

，社會 事を 
寄宿 部、 旅け 巧 ま 巧 
巧 > 人 事相 淡が、 誤 ホ 
が、 風 柴罔旋 が、 お居 
钱 键を授 のを 課を 設 
け會国 度び 非會 員の 
巧を 計る 


互 円 

屬巧 

寶巧 

爾蘭 

齡會 



♦ 


を 確逃廉 
直 資し 偕 
ご 唇 御で 
親 用出販 
顿ぁ 1 産賣 
とる 物 致 
をが. 一し 
旨 品を i 
ごを 恃す 
し 精 則 


H 

割 

rj 

動 

四 

剌 


心 化 M 

•IP 

WWW 

A 


R 柳 

巡 

苗 

& 孔む 
R な 恥 

R W M 

E ^ 

K 則 

B 


本 型 
人 靴 
向專 

会 BP* 



横業罷 H 團の暴 巧に 

軍隊化 動して 鎭壓 

. ニユべ ッドフ ォ1 ドの 形勢 輸恶 

ニユ— ベッド フォ —FI 二十-日 發 n 當化 機業 エ谋 の强 給、 繰 
を 焼 縮に 憤慨して 遂に 漲 X を お 巧した 勞 働ぎ 侧は 工場 じ 張を を 
おいて ストラィキ 破らを 巧ぎ つ、〜 あつむ •かを じ錢 一を 署干涉 して 
張 おの 龍 エを約 ニ だ 五十の 男女を.- 齊じ檢 巧し 收歷 したので 彼 
等は 獄 巧の 壁を 打ちが ひは 激 つて お 憲の 巧瀑を 憤慨し、 巧 では 
巧 高らか じ 歌を 明 ふじ ま b しじめ 約 一千 人の 罷エ幽 は 酱察本 著 
を包圍 して 裝官ご 小 競を ひを 演じ 蔡巧 化する じ 至つ む 爲め發 察 
侧 ではつ いに 西 民 巧の 出動を ホめ 漸 や） 罷エ 勘の 暴 巧を ホ おじ 
巧 化しが ホ じ々 おの 負傷者を 生じた が 形勢は 時々 刻々 險惡 化し 
っ^ぁる ためを 機業み は 今夕 會 をの 上 事 化を 州の 勞働爭 議調訂 
委員 會じ迴 照を な 幾し 一方 勞働 化合 側で も 第 云 者に 化る をず な 
る 仲裁を あく 巧 強す るに まるべ < 綿織物 業者 組合 も 明日の 會議 
で 調 訂の是 ホを 協 窺す る 皆で あ 4 が、 閱 題を 起した 工場は キル 
バ ー ン 度び ホ キット マン ェ おじて を おの 營 を 隊は總 出で 自動 単 
を かかし 大 々的 じ 罷ェ閱 の張番 を换擧 したので 遂 じこの 暴動を 
生ずる に 至つ たので ある。 


綿 工業の 九 割 

"か 業斷巧 

巧が 務蓄記 官報 吿 
i ホ 巧 綿 織工 業は ホ 國繁榮 じ 伴 
I ふ 絹物 お 巧 

i 人造絹糸 を 達 等 じ壓せ 

られし 五、 ホ 年东衷 退の ホ 調を 
たど b 來 6 し處 、尙は 最近 ニ、 
一二 年間 にがては 本年 四月 二十日 
巧 巧の 迪 b お 部 化 A の 綿 織工 業 
を 達 がをだしい ためじ、 がちが 
地方の 打が 著る しく ぉ 間 綿 業 協 
食。 設澄 等に よ 6 極力 當 業を 随 
の 協 蘭を おて 叢 勢 挽回を 計らつ 
つ ゎつ たが 幸 じ， して 昨年' は棉化 
お收 じて' 煤 綿 十と 伽を 當の 安値 
をな つて 稱 々斯楽 回 おを 見た る 
•か、 今が じ 入' り米棉 需給 娜 係は 
本 ザと 巧 朱よ での】 年間 化が 消 
整を 的で 六 好 万 倭に 豫 想せられ 
たお 架、 八 H 1 H の 繰越 鳥 約 巧 
な 九十 方 倭に 前年 岡 勘 綴 越 高よ 
ら ニな 八十 化 巧 焦の 减少 をが 測 
せられ、 本年 ほ收 獲ち をり タ i 
ら ぎるべし ご 觀られ 、巿 煤强氣 
に漸騰 、二十 一、 ニ 仙を 唱 ふる 
にを b、 なぶが 算 難を ホた し 本 
おにけ 勞 お) 剖 切 も' トげ を擲わ 


しにめに ニュ ー - 


ゾ ド' 


ドの 力 十六' 丄沾 'レ ストラィキを 
むし-ホ ピ鹏决 をを 中、 且つ 昨 
年 ほの 

生 產過剩 願 著 じして 滯 
がを M、 綿 ボ六巧 ホ 巧 お 四 億-あ 
干 九は カヤー ド、 前年 同期に 比 
.し S なと モ方 お、 內 商談 お 立け 
.九 制 ニみ 八 煩、 六 巧 未な 义殘島 
一二な ニが 巧ャー ド、 前年 间期じ 
比し-億と 千乂 なカ减 じして、 
昨が 间月 H 煤 化 約 お 遇 間に 比し 
一目す 皆無 等の 不况じ 鑑み、 を自 
- 適. 泣の 操を 中ぶ を懲 遇し、 と 均 
第 一 週間にけを固綿エ裳の約九 
劇は 休 機-.-、 約 六で 五.， け カャ ー 
ドの ホ 巧が を 見なる み 第なる 
; かほ ザみ。 る 効果を 舉 げんがた 
; め 八、 化巧片 中を-遇 問の 休業 
を斷 .いず. へ！' ごの ホ 張 巧は むつ 
つんら て、 旣じ八 巧-おがの j 遇 
I 瞄の化 機を ホを せる H お タ教も 
•b。 お 織物の 大 みは 化が 閑散 G 
一る が お 細は を植 にがみ 面の 霜を 
: 喚 趣せられ 资 巧き 相を あ b 化 鶴 
一は 不變 である 0 . 


生 絲上瘍 ご 

.格 付 規定 

當地市 鶏 じ追隨 

神 戶お引 巧の 生糸 上 壌は 十月 
實 施の 豫 をで わるが 格 付 受渡 規 
を 等は ュユ— ョーク ホ 糸 取引所 
の决 をを 

參 欺す & 必要 t ごし あ 

くニユ I 3 — ク 側の 决定を 見る 
i どもに、 神戶側 e しては】 擧 
方針を みを せんどす る模 なで あ 
る、 しかるに 先に 橫濱侧 のを 渉 
した 格が その他の 路講 案じ 對し 
て どか （態度の 煮を きらな かつ 
た ニ ユ—ョ I ク 側が 愚 进の精 報 
じょれば 橫：淆 側の ホ學を 拒絕し 
>」 需要 圍本 なの あせを 樹立す る 
じ ホを した どみ こど でんら。 神 
タ側 ごして は 格 付を の 化を 需要 
國の巧 宜-し 譲る も 

價格 U 供が 勘で ち 配す る 
を當然 ^ すごの 見地よ らニユ 1 
ョ— ク侧の みぞ か 甚だしく 不自 
然のらみで^::^い限ら、 大體ニ ユ 
—ョ T ク侧 -,， 追随せ んビの 意向 
を ホし"-' ちち だ、 大ホニ ユ—ョ 
1 ク侧じ甚だしきす自がけ^^き 
もの ど 認めて-たを 。えた ニユ ー 

ョーク ホ 糸 取引所の 機能 t 酱 し 

は、 邦 巧 中 こわを 疑問 ごする 
もの：^^わら' 特じを加を踐踐し 
て 居た 

一二 ホが 同化 引 負 じる や 否 
やは 一般にな 円せられ たが、 こ 
れ またつ：. じ兹加 じみし 間 化 削 
所員を 中 請ず る じまク ね。 すな 
はも 日本 生 ホ、 お シ^ク、 互井 
H 綿、 化 商 等の まなる ものけ ニ 
ユ I ョ ー ク侧 へを 加した 譯 けで 
ニユー ョーク 側の 瞄始は 大体 义 
H ごろ ど期恃 されて 居る が、 神 
戶侧が ニユ！ ョ ー ク 側の 格 かけ 
を 標準 ど I て 採用し；： ■場を、 横 
潑侧 がか 何 じる 力 かじ 出る か r 
閒 題で ある。 

乂棉巧 窄食議 じ 

日本 も參加 

聯合を の 新 方が 

アメリカの 化 巧 棉花を 謠 でを 
案され た* 棉 標準 會 遮け ニ 年 ご 
ごに 開催され る こ VJ に；；* つてを 





巧 年 I 二月 ユユ ーョーク 

わいて 銷 催される が、 逊肢大 H 
本が 緖 聯合 會へ もを み 出席を 化 
がして ホた。 が 精 蹄を 會 ごして 
は同會 議へ參 加す る 旨の 通吿を 
をした が、 參加 じが ムを禪 の 用 
かを 打を ずた め、 n 本棉化 同業 
會 へを 牒 した。 梳化 同業 會 理事 
會 では この間 題 じつき 協講 した 
結果 间會議 への 參 加は 結績 蹄を 
會间糕 異議な しご 認めた 模様で 
綻賴 聯を會 とも 巧 度う もを はせ 
たと でなければ 

判明 しないが、 わ をら/ 

ニユ ーョ！ クじ をる 日本 楠 化、 
をが 楠巧兩 社の 社員 じ H 本 側を 
化 表する 委員と して お 席を 委囑 
する こ/」 じなら う. ご 見られて 居 
。棉花 準 編 會へ參 加の 是非は 
大あ 十四 年 來の間 題で あるか、 
ぶ 年で やつ ど 解 巧の 上參加 じみ 
をした わけで ある。 撰 準 會議を 
の ものは、 アメリヵ 第一 ホを の 
表現で リダ ア！ ブ ー 於な 引が 
こユ ー 3 ! タ棉化 化 引 所を 

中 也 ごして をめ る この 髓 
花 鑄 準を 强 用を しめん ごした も 
のでを る。 鎮 準會議 U ョ ー 。 ッ 
バ側 五十 葉、 ア， メリ 力 側 五十 禀 
のゲォ —トを もつ て 相 溝 時して 
鄉 つ ら い 頗 ぶ る テ リ ヶ ー ト な 
祝衝 ぉ示して 运 るが、 わが 驟の 
參 加に 1 つて この ゲォ — ""の 若 
ずを 讓步 する やい^ やは 疑閒で 
おを らく オブ ザ— ゲア！ \J J て 
參加 する こご じ。 らう。 f たお 
って 、‘ 

參化 をの ものに 1 る實益 
はなから うが 化 巧を 教のホ 楠 梢 
豐鹽 どして、 わ： i 國 のが 面 が 
つ 上がらを の參 弛は 相當 なな 義 
な ものと せね じなら な」 0 


ステ £- 銀 巧が 

- あらに 增加 

總資產 W 百億 弗 

ァィリヵのス テート 銀わ監轉協 
會の萬 記 シム ス氏か 目下 コ ネ- 
ア キラン ドで 開催中で わる 協會 
大會 じ報吿 した 所-し ょれば 本年 
ニ H 二十 八日 現 だのを 求 ステ ー 
トが 巧數は ナショナル 銀 巧の 巧 
數と 千と な 一二 十四、 總資產 ニ 巧 
と 十 お 億 一二 巧 六十 八 万と 千 巧に 
掛し 一万 八 千 化 巧 六十 九 巧、 總 
貧 ま 四な 十八 億 六 千 お だと 十八 
方 四千 弗の 優勢を 示し 度 b、 

ステ ー ト銀 巧め 巧數じ 於て 一| 

ユ ョーク 州の 五な 八十 五が は 
ィリ ノキ 如の 千 S 巧 四十 わじ 
劣る も資 をは 後 まの 二十と 億 
ニ 千 九十】 巧と 千 ホに 對し前 
者は だ 二十 六 億 八 千 五が 四十 
八 巧ぶ 千 巧 ド 第一位を 占め 拂 
凌 資本ち 一二 億 六 千と 旨 セ 十五 
巧 ニ 千 巧で 第一位 ミ。 つて お 
る 0 

拘 ほを 乂 じなる ナシ ヨナ 八 及び 
ステー ト紘 けを 比較す るに 左の 
如き ものである 0( 右は スブ！ ト 
ぶは ナシ 9 ナ 、 單位千 巧) 


け較 


資本 
過 刹を 


一八 ■普 C 

と •と 一二し 
ニ • 一 八 四* 四 八し 

一. 雪 一よ •一二 ^ 

ニ ■化 化 一 •八 ニ 一 
T 11! 1110 C 九丄 




Wi 打 g Hhig Low 

CM 扫だ e R 巧 fa がが i 

お OilB’w 化！ U. Ciiy 


(Jua 打咨 Gan Low 
Chi り c 巧 おが 3 が 3 り t 
112W. お 化 I な .C み 


Beem Nom Low 

が 4 •か h Ave. - 
Bet. 28 th> 29 tb St. 


Ti wo Lee Garden 
2 如 化り が h Street 
Tei. University 7094 


ICawasoye Hotel 
巧 8Wesf!23nl^ed 
Tei. Oa 化 edraM910 


IKUINE 

Hotel 在 R が お u rant 
313 W.88 化な . Hew Tork 
Tei. Schii か r 7 お 2 
Cable ydr だ s 化 謂 E 


TOYO RWAN 

41 に 19 化 St* 

Bst が 1¥ 巧を 4 讳 む 8. 
Tel. Wg 帥が in 8 巧 8 



TAIYO 

1 が West 巧 化が . 
Tel. Sus が ehana 2816 



巧 六を 
£ 目 了 四十 四 
巧 目 了 五十 四 


City Hail Tea Garden 

170 Nassau St. City 
N な t を o 比 〇 Tribune Bldg 
Loo L;n Manager 



oMVyd^ 

340 W . が 化 St. 


Tele 巧 ho 打せ： 
Columbus 8882 


( 巧 H • 水) 司 養ゎ 



SHOWA 

お We が 105 St . ， 
Tel. Clarkson 0981 


DA 民 UMA 

781-6 か 瓜 ve. 
Tel. Bryini 3859 


SUN HANG FAR 

2130-7!h る V8. B 妃 12 •が h&l 巧 化な s. 
Tei. 出 卵 um 削り 884 


ま ウ ± ホ 巧 睡君乏 T で 巧 蔑 腕 
す マ、 上 卒し じへ 目 第 理君前 本 
。イ a ま繁 ては ばのと をのを 棲 
、曜 す々 居 巧 直 チ 街 差 嗜渾巧 
春は。 御 まるく •ャの 上 巧つ 理 
裕饋 光す 程日ブ 百げ じて 人 
が 頭 ホ。 好 本 マニ ま 適日歐 
あ、 の 評人イ 十す す本廉 
ちン释 を 諸 ご ホの る 人が 


新 ! 

巧！ 
が 里 


KiN が 日 & PET が QP 

巧が 0 反 TE 民 OF 

GOLDF お H & BIRDS 
〇 

動 其 力を 
物^ ナ種 

一 鳥リ金 

切 類ャ魚 



な East 28 化 化 細 
Tei. Lexingion 5727 


The Tokyo Go. 

1 が W. 脚 h な . 
New む rk む h 
TbI. む afalgar な 巧 


S.KUWAYAMAGO. 

1 14 巳が 比 St 
New York な y 

Ph 日邮 . R 巧 加 t ミ麗 


Japan 

け 0 化 i 邮 0 〇 . 

巧 0 化 お 化な . 
Tei. En がが け 3 巧 2 


KATAG 脚郎 0 义 

224 に 59 比 St. 
New York City 

Tel, Re がが 3480-3 が 1 


が IT 化邮 化 !) AN 化 PA け 化 \ 

り 1TH 化 ， & が IUVE.,C が i 


DANCING 

411 W.l 巧 化 St. 

Tel. む ihedra! 4 巧 8 4 が . 3 


Koike Studio 

730 Fifth Ave. 

C が • S 巧 h St. 

了 el. C ミ rc ミ e 4406 











號 四十 A 巧 四千 一 第 


® わで 获 4 據な 脚で 毀 im 的 ! 


円幡水 


日 一巧 八 年 H お昭 


設檐 改善、 腐が の 
巧 巧 人、 調理は 日 
本人 向き 

S 桃李 園 

御 化 ホを 待って 

覆ち ます 


美 かじして 清が 

S 晶南礫 

午前 十 時よ b 
午前 六 時まで 


皆様の 御 嗜好に 適ん 
揀な美 ホの 御 巧 巧を 

SI 廣珍樓 

をし ますから 續 々御 

ホ ホを 顔 ひ i す 

驗揃 ひの 巧 巧 人數名 
が 日本人 諸君の 嗜好 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 朝 一二 時を 開店 
(な ホ 五 了 目 サブ 
停車場の 下) 


御旅 舘 河 添 


韵烹 がに 额旅舘 

集稱 S 巽 

紐 育巿巧 八十 八 T 目 S ニニ 
蔥話ス 々イブ！ と 八 ニニ 


高等 御旅 鑽 . 

東洋 儀 

會席 御料 護 


御料 埋 

太 陽 

壽司每 日 あちます 


ずを 燒 
ホ じ 御科理 



b. 9 

R S が 
むが 化 7 

巧 把 . I 

U 郎も M 
0 M 2 M 
C 3 U -^ 

む T 


日曜ぶ ±喔 じは》 ュ 
— マイ 春涛を 擦へ が 

支那 

巧理 舅弱厦 


呂 午前 十一 時 
ます 前 ニ 時半 


開 巧 


ぶ 那巧理 

が 廳茶蘭 

司 理人慶 蓮 
出 錫の ホ じは るな 
の 御 便利 じ 備へ巧 
間會 淹の辫 用じ慶 
や V く展聞 巧ネ巧 
ず 變わ引 立願を 0 
紙上 绍案巧 申 上 侯 


高等 御旅 舘 

昭 和 

會庸御 料理 


ホ 上 金魚 巧 

918 巧 妄 Ave こ New Ifark 呈 y . 

さ Q ミ 田 rcie ち お 


媛の 蒲燒 おいしい 殿磅 

會席 御料 釋 

塞 食は ホ廣へ 

叮峰簡 化を 巧 大勉强 


日本食 お 品 類 及び 雜貨類 卸小賣 

ホ么ま 大資糊 桑 由蘭會 

新刊書 籍雜誌 小間物 日用品を 種 


日本を 巧 品 
日本 お貨お 
書籍 類を 誌 


毎夕 化 時を 舊業 

メ 1 グア ドン* 〔年！ 巧〕 


東京 巧會 


贷グ ー ム宮 巧の 巧 あ > 
ト タンク 巧ち ます 




♦ ♦ 


レヤ トル 市 

NP 旅館 

W 0 タ巧 f . Ave . WP wea 互タ ws で. 

停を 巧 前 巧 おご 一 了 左側 K 階を 
H 本 巧 船 切 巧 取扱 波戶場 送迎 

巧菜區 域中必 、摄 領事館、 H ぶ 
郵船 其 化 銀が 犬會化 巧き 場 巧 

を 港..^ パ ホ テ 乃 

純 日本食 (時 别間ぁ も) 

御 一報 あ 窠自勤 革 御 出 迎中上 候 

巧 ニ Cal 量 nia St: ぎ Francisco, caHf. 

罔 圍閣淸 、を 氣巧婚 

巧 人 惧樂部 目出亭 

58 だ nds St - す 含享 ， N . 产 
Tel . Triangle 74 な 


A 淸 潔、 親切、 氣樂 =兰德マ 

勢州纔 

伊勢 事を 久韻榮 が 
泛 5 E . 58 th St ミ et 
Tei . R ぶ呈 t な 98 

岩 旧 旅 縮 

化が 作！ 

基 0 Eas ニ 置 street 
呈-暑 ini 3養 


一力 旅館 改め 

を 國 旅館— 

146 ち. を th 苗. II 呈ジ rk 
す L 皆ミ ミ hanna W&1I1 


綴 臂旅鑛 —ぉ— 

を 四十 T 目 ニ醒 ニを 
Tel . 羣 edenia 是？ 4 


お ストン 帘 

富 ± 旅館 大浦 末を 

養董養 ster St •ぎ 纪呈 Mm 。 
呈 . B . B . 舍 な 


住み 必地 1 き淸 潔なる 室 

©了 宿碌棘 好か 

1 是 Lexin 曹こ ve - 
Tel . Ashland を 這 

が 御旅 縮 

桑 山 淸五廊 

さ 8 梦ミ h 91 h 其 さ iiatlelphiw Pa . 
Tel . Wainu ニ 231 


馨 油懿攤 SI 巧霄ょ 白米 
日 案 鱗 食料 轟 齡黯 S 

巧 巧 醬独株 ま會社 あが 一手 賣规店 

日本食 替麗會 


紐 育 唯一の 日本 百貨店 

片桐 兄弟 廚會 

スマ ドレ •ブロ ダク ブ j ず 販資元 


一 去 ゴづ V 1 1 ニ ■!_ ニ瞧 


永年 白 本人 わ 馴染の 
舞踊 盛、 友人 等 ごを 
で 御會談 の上輔 つて 
下さい。 五十人の 类 

J い タス ス •力 * — 八 

スは H 本人 じは 恃じ 
親切 じ敎授 いたし ま 
す 0 

每巧曜 巧 ど目曜 午を 
は 十六 巧で 一巧。 


第五 街よ so 

へ クシ ヤ 1 

ビグ デン グ內 

小 池 寫眞舘 

電話 サ！ ク か. 

巧 四 0 ホ 


舞踏 觸 人— 

V 社を ダン 义 A 

マ 表情 张操 A 
朝 十辟ョ 9 夜 十) 時 

シ卞 ジフ® ダン シ 

ンダ 離證學 凌卒窠 

ト .終 タマ 


只本题 髮舘淸 

西 四十 一二 T 目' 白潘地 I ニ 只 六 室 号 

タタ プ フロア (第み 街 ミ 巧 十一 ニ 了 旨 巧」 


日本 散變屋 細が I 

五ケ 年閒申 村を ご 共に 就業。 

ジ ヤシン ト《 フ3 ツ 3 

W 1 ま J 置資 . H . Y . 呈 y 
妄. G 01 C ョ bus Ave . & C ミ ira;ark Wesi 


覆 誘 フラィ アン ト 


0 

米 


庵 


八 0 と 九！ 八 八と 一二 


巧— 特長 


親切が 

が 育 お 巧 四十 四 T 目 
ニニ！ 二八を (二階) 
を 配 人 竹 中 重 雄 


ずを 

147 穿 1 置す e . を 星 0- こ- 
TeL Bi をを 14 夏 S 

ま 巧 互 rs . で 尹 ジす， 


眞 面目なる 求職 同胞 じ 確を 
なる 職業を 周旋す 

宮川 事！ 

な 育 市 西 巧 十二 了 目肯ホ 一を 


電 


話 


ブ 


强絲 


煎 餅 卸、 ル賣 
吾 腐 油 揚 
日本 食料品 一切 

WC 田け； IS 巧 IRic ゆ Gpk 巧 Go - 

基 S Third す严_ • 
TeLPlala 巧 ニ 


ロスアンゼルス 


ネリン ピック 

ホテル 


ニ S San Pedro F Lo ニ ngeles . Gal . 


木 田 ル ミ シグ 

ニ 07 3 rd A ま. 量. を & 基 す ぎます 
ジ I ち ho ミす 巧 瓦 苦 27 


IEKE 




節子姬 S 御 婚儀 U 

今秋の ト巧 二日 グ 


驗郷み 火が 野 ロが 丈。 を ぞ訪脚 

束 京特を 一二 十日を J 化 ホ 大化义 妻を おめ ご て 節ず 姬 その他 


のを お ' 巧は 化 おの 如 < 一 ホが 故郷を がを 巧 開し。 が 約 阳巧人 
の微迎 _ を 巧け 巧 钥は猪 巧 化に がるな 對 U 巧 化 閱± の 生家を 訪問 
してを 大の 威徵わ 巧：^ じ。 

邊別當 が 殿下の 御 旨を 奉じて， 


秩 父を 殿 ド ご化毕 節ず 姫 ごの 

御 婚儀 じご t は旣 報の 
如く化巧下か；；^ ら十巧巧句まで 
の あんだと 巧を して & ぃ' が、 啸 
す 姫の 歸 をを 改めて おみの 山邊 
刖當ど 化 や乂使 ごの 間 じ 碑々 G 
がな せがゎ 6、 一木 おかが 漉を 
町 化 擦)， 松 ホ 邸に 大使を 訪 ひ、 
お 哉を 遂げた 結化晴 むの 御悠ま 
じ 化 H - 1 十六 n から 十 巧 ニ 1 H ま 
でのち U を理 び、 冉中 賢所 乂簡 
じ わいて 擧 けさせられる こど r 
巧を しじ。 お n 化 6 は乂 B 中み 
じむは いる 吿 がの おじ 旗し、 す 
まじ 御 治を のは やで ゎるが 白ト 
のピ 1 ろでは 化 月 二十 六日、 商 
二十 乂 H おょ ィ」 十 巧 ニ H の 

H 日 力 姑ら よき 御 B お b 
ご. して 逃 じれて 相ら、 中 じ も 十 
巧 二日-レ 妓も H 岀 巧き 御 H お b 
ごして 御內 儀， i をのり じ馈 いて 
ゐる 御模隨 である。 御 婚儀の 吿 
期の 儀 じさき 立つ て 行は いる ド 
下で とふ 結納、 郎ち御 納采の 儀 
は 化 肖 h 巧のは やで、 當 U じ 山 


小石 川 幾 六 天 町 S 松 半す 爵 なじ 
おもわき 狗納 巧の 儀を 巧 ひ、 殿 
下から 御 結納 品を 踞 はる こご じ 
なつて ちる。 續 いて 化 月中甸 

吿 期の 襟' ど わは せられ、 
御 婚儀 前 H 畏 こき あた もでは 皇 
族を 位み 第 十 一條の 明文 じ 基づ 
き 勤 化を 化 伞家じ 御 差遣に 。 b 
節 子姬に 對し劍 一等 寶適 章を 賜 
ふは やで ある。 秩父 宮殿 下 ど 節 
よ 姬の同 おなき 御 婚儀 も 近づい 
たので’ 灭皇 、皇后 兩陛 でには 
御 祝 ひごして を 事。 程 時計を 賜 
ふこ ごじ 抑巧定 。また 皇太后 陛 
すは 節す 姫の 巧 装を 

一 逆り 賜は i 御模樣 であ 
る。 なは を 営 装から も をれ''-^ 
都 祝 ひが あるは 中。 また 鍋 島 侯 
夫ん から、 わざ/、 化 京から 買 
求めた ごい ふ、 ヒス キ頸締 、鬧 
じ，、 をず 巧 堂からは ダ キヤの 稱 
留 なで、 その他 英 、米、 嫌を 國 
だ留巧 A はも ごよ b を 地 じ わい 
て i 、 を 方面から 稀々 の 御視お 
(目 錄も わる) が屆 けられて 居る 


ホ リン ピック 大會で 

日本 漸 4 I ぶ お得 


前號所 報の 如 （ア ムスを グダ 
ムじ於 けら 國瞭 ォリン ビ ブーク 大 
をは 去る 二十 九 H 開場 式. ダ- 擧巧 

フランス 選ず は 

'會瘍 の 門衛が 着ち フ 

ラン マ 運動 協會ゎ 書記 ご 口論の 
上 摸つ たこ ごを 理 おごし 危く競 
^ 技から 脫 おサん こした る も協會 
側の 謝罪で 漸 （ 圆がぃ * る 解か じ 
達し おお， ' t をの 翌 H から 閒墙さ 
れ わが、 巧幡 H ょでの ボ キント 
は アメリヵ 依が 優勢を 示して 五 
: 十五' 爽國 十九、 フ キン ランド 
十と、 瑞典 十六、 ヵナダ ご 愛 魔 
ごが 十、 獨逸 九、 フランスご ィ 
I タリ] が 四、 フ キブツ ピン ニ、 
i 南呵ニ 

日本 は 一点 f ぁるが H 本 
の貴甫 なろ ー點は 高が びでお か 
第 六を どなつ た フランス のじ ゴ 
レ •リユ グン じ 街す る審が S ' 誤 
b をを 見し 木が 選手が 第 六 泣 じ 
坐つ た 結 裝でン スブン ダで . U 曾 
つてを 地に ぁつたが 免 五段； が* 
キスん のモ ー ン を相モ じがで か 
な 早業を おじて 巧 託を 巧した も 
の/' おを の 

おか じ まる も 敵手を 1 S す 
能は ず 遂に お キン 
を 選から 省かれた t 衍は 婦人の 
トラック 焼 技 も あ々 片幡 0^~ら 
開かれた が 口 本が 生んだ 唯 の 
i 因 巧 的 逃 手で ある 人 兒糾枝 壊は 


木 村の 高飛び 六 化 ごな り 人 見 濃 
豫選じ 人 9 新 免た 段惜く i 敗る 

なメ ー ト^の 豫理じ 一二 •四— 
お 巧で 一着 ご。 ちみ 曜 H の 本 競 
技，.； 加は る こごに なつた。 


巧て 堂々 たる 校を を 新築した を 
じ お 馆縣化 廿樂郡 高瀬が では 
大正 十二 年 五月から 絕ぉ 禁酒を 
斷巧 1- H 地の 

處女會 は 飲酒す るち 子 VJ 

結婚せ ざるの 巧 患， 通過 ゼ しめ 
た。 をの 他を 庫 縣飾麽 郡 高 岸が 
の 二十 化 威 & 下 禁酒、 禁煙を 
城縣稻 お邵島 田が をの 化 十五 ゲ 
がの 禁酒が がんる。 巧 曾では々 
(ごら 五な ケ 巧が 位の 禁栖 がを 
今 巧の 事業 ごして かる お畫 であ 
る ご恵氣 込んで むる。 


米國で 跑娠し 

目 本で 出產 


停電が 祟り 

鳥架鐵 衝突 


酒を 飲む 靑年じ 

拒 婚同鹽 

御大 典め 絕 なじ 

御大 典が な 事業 W して 日本 掘 
民 攘酒會 同盟の 『禁酒 村』 開設 
の 運動は- 般じ 患讀タ きもの ど 
して 認められて 居る が、 最 を 向 
會 においてを 翅を 町村 じ ゎた b 
準備 調査を わつ たお 裳、 すでに 
現な じかいて 絶® 禁酒なら びじ 
准 禁酒を 

實 行し つ、 > ぁる 禁涯が 十 

五ヶが のがす る こ VJ が おつた。 
をのぅ も 靜岡縣 巧 名 郡 村 徹ぜは 
お延 元年 ごろから 一稱の 禁酒が 
となつ てなる お、 をの 勘 機は 彼 
のをを 地震 じを 鮮 にれ、 時の 化 
官は 五ヶ 年間の 禁祸 布を を 出し 
てな 興を はかつ たの じぁる ご 云 
ふこ どで 現な まで U がに おいて 
々質の 酒類を 販 資して 制限 じ 巧 
めて ホた。 また 巧 川 縣羽巧 郡 河 
を 谷 村で け、 がの 
- 財源 。るを 弱の ため、 ホ 年 
で收 化で 上： 懸案に なつて 盾た 小ず 校な 冀お 
難で あつた. わ、 一年の 飮 酒料乂 
千圃を 五ケ 年間 撰 酒す る こど、 
し、 大正 十五 年から 巧 施して 林 
憤を 募集し 四 お 五モ閣 のが 源を 


巧者 一人を 傷者 タ數 
去る 日曜 HS 极 夏場 歸 もの 乘 
客を 滿載 したん 輛の滨 六 巧 直が 
鐵 道が コ 。ンバ ，街と 六十 九 T 
目 じ 差し か、.、 つ 刹那、 發電巧 
お 停を して あ燈が 消へ たまでは 
無事で ぁつたが 道轉手 •チ リング 
が 周章 狼 おして ブン！ キを 化を 
なかつ た 爲め前 去の 車輛 ど 街 突' 
し别 車は 線 上じ轉 '援 して 太騷ぎ 
を 演じ 乘客 六十と 入は 壊れた 窓 
硝子を の 他で 重輕 傷を 蒙つ て お 
騷ぎ ど。 ら巧防 隊は直 もじ お 動 
して 巧 車の 發 かを 消化し 一 •方警 
官隊は 非常線を 張つ て 罹災者の 
.救助 じを 事 L たが、 貴 傷まの 中 
一人け 遂に 片曜り 巧 化を さいた 
病院で 巧 己した i め 不敢取 卸 傷 
罪で 引致され じ 運 樽 手は が 殺 化 
て吿訴 された。 


ご 


禁酒法 励 おじ 

毒 瓦斯 廳用 


をが な 提案が 現る 
歐 满乂戰 後を 刹 强は獨 逸が 使 
用した 毒 宽斯の 恐るべき お 害な 
もので ぁつたが、 軍事的には ホ 
をに 憤 値が ぁるので 戰 をの 今日 
でも 陸軍には ゎざ----- 化學 巧な 
る ものを 設けて 爾事 的に 硏 兜し 
て 居る が、 これは 濁ら 軍事的 價 
値が 深いの ろで なく 

刑事上 じも稱 々ご 使 はれ、 巧 
じ r メタ 力では を 都市の 磬察 
じは 涙彈 、をの 化 犯罪 人 逮捕 
じ耍 ずる ガスを 使用し、 ン々 
ゴ巿の 如きが 罪の 都では 盛ん 
じが 用して 居る が 
當 化の 化 學閣 防協會 書記長 ビユ 
リズ 氏は 去る 自曜 U 當 地の 新聞 
記者 劇 どの 會 見で 禁酒法の 勵巧 
じ 最近 アメリヵ 陸軍‘ 化學 巧で 完 
成した ボ X を 巧 用 すれば 司法 省 
は 別に 短銃 や 機 關统附 で 酒屋を 
檢擧 した b 、 酒 属閉錯 等を する 
必要は なく 極めて 樂 くじ やれる 
とを つて 居る。 

この 發 巧は か說 ガスを 利用す 
る もので 婦人は この ダスを 器 
物に 入れた 上ず 提 裝じ隱 して 
.辆谋 じ 赴きを の 化 上 じ ガス 液 
を 垂らして 置く ごわを は忽ら 
くし やみ 藥程巧 0 上の 惡 臭に 
お 持 もピ惡 く- ^ て 逃 おすで あ 


らうし、 鍵の ホ^ — 八から この 


ボスを 一巧 發 がして 置く ごわ 
客は 坐 つても あつても 居られ 
や 逃 おすから 大ホ ホで ある、 
ど 語つ て 居る。 斯うなる ご 酒毒 
變 じて ガマ 毒 患 巧を 出 r 化の 中 

じ U るか も 知れ U い 


乂國へ 入 國出巧 
る ど 云 ふ 新巧决 
サン ビド U 巧 化の 濱地着 化 松 
氏の 妻女は 昨年 歸國 のをを- ヶ 
年 じ：；^ るべ ビーを 间伴本 巧 十日 
じ ダラー 氣船 じて 渡米した 處、 
巧 化の 移民 おでは 妻女の 上陸 も 
亦べ ビ ー のト 陸ら お ホず ィ 一 あら 
問題を 起した が、 濱地 氏の 妻女 
は H 本 到着 後 五. ゲ月目 じ お産し 
た 證據が あら、 べビ ー はたし か 
し ホ 關內で 巧 ホた もので 是を巧 
由 どして 散 港 H 本人 會 幹事 ま 部 
氏は 上陸 粗絕 の 不當 なる 抗 辯を 
なした る じ 移 おおでは U 本滯化 
は 一年な 内 たるべく、 W 上 じな 
る 傷を は来國 領事のを 証を をけ 
ねばなら！ 2 のじ 杳 証を 受けて 居 
^^いから許されねど下、 送還が 
々をす したので、 を 部た はを も 
に勞働 省に も か 事情を 申請' しな 
どころ 去る 二十 1 H じいたら 本 
あから 间 妻な べビ！ は篱然 'た 陵 
すべき 權 利み b ご 送還 命々 を 取 
消した ご。 


野 間 巧 脅喝 さろ 

束 京 特電 I 二十-日 發 M 右翼 
暴 巧 闽お黑 、をが、 半 岩 巧 値 四 
四を が 講談. 駐 J がて 同社々 ま 
巧 間淸を 氏を 脅喝して r 力 八 
千 圆を驅 がせぇ に 菊し 警親廳 
は 彼等の あ 引を 禱 機して 居る 
が 挽 事な の 態度： 2 頗る 强 硬で 


みる 


舟遊會 準備 進 渉 

，お 腎 U 本人 會ま 獲の 贵 f は 
目下 社會 部です 準備を 急いで お 
る だ日禽 では ロ— トンボ キント 
親船 會 社から ニ 本煙荀 、四 デッ 
キ のべ^ アキ 競を 惟ら 入れる こ 
己 じ つたが 約 ニ 千 ニな 人を 搭 
載し 得る 能力が あら 因 下 淸遊化 
を 物色 中で ある ど。 


が ホ龜戰 

番組 發表 


加入者 四十 四 人 


巧る ± 曜日 主を 擧巧 せらる^ 
日本 庭球 俱樂 部主權 本社 後援の 
窠四 固が 井 盃粧育 日本ん 庭球 大 
會參加 戦は 四十 四 人 じ 達し 日 庭 
惧 樂がグ ー ム 委員は 日 躍 日 番組 
作製 左の かく 發 あした。 化 番組 
を 一見す る ご、 上 ザ 部 じがて は 
恩 田 選手 ご S 菱巧 事の 粟が 君が 
准 優勝 戰じ下 ザ 部 じがて は I ニ菱 
商事の 奥 野 君 ど 日 庭の 逸見 君 ご 
が 准 優勝 戰を催 ふす 組を せで あ 
るが ダ 1 クホ ■ — スの出 巧で 

番狂ピ も 期待し 得べ く 粟 
が 君は 順 巧 じ 進めば 第一 二回 戰で 
日 庭の 絕江 君と 渡ら 合 ひ 之れ じ 
勝てば H 庭の S 巧 田 君 ご 合戦し 
S 巧 巧 君の 剛球 ご 雌雄を かせね 
ぶなら の。 恩 田 君は を 銀の 森 君 
ご 第 四 巧戰じ 顔を を サる事 どな 
るが 森 君は 今年 恩 旧 君の 敵で な 
かるべし。 で ザ 部に 於て は 一二 井 
物 產の尾 崎 君が 臺 銀の 下 君 ど 第 
一二 回 戟を催 ふし 化の 勝ちが 游四 
回戰じ 於て H 庭の 逸見 君 ど惟慶 
勝戲に 入る 資格を 爭ふ事 どなる 


奧野君は络四回戰じ 日庭の扣^ 內 
旧ち ご】 戰 をを へる 順序で をる 
か 第三 间戰ょ b 窮四巧 戰じ乂 b 
て 試合は 鼓 ごも 

巧 取組 ど 興 ホを 陵る 
事で ぁらぅ。 試を 時間は ±赠 円 
は 午後 ニ 時ょ b 日曜 H は ザ 後一 

時ょ b じて 日 庭 コー ト へは ブ；！ 

— ドゥ ユー化 下線 じて 二百' I 十 
お 了 目’ 下 軍す るを 最もが ごす 
る。 あ 組 左の 如し。 

A 上半 部 
第一 回戰 

高木 凿お股 巖ネ お廣瀬 
矢 田 掛被狙 滥江對 巧 か 
長 ハ 合 川 街 巧を 永 井街 粟が 
第二 回戰 

恩 巧 お植旧 を 川 對巧賛 川 
川が 韵 F 旧 中 S 加 藤衝森 
S 巧 田 對倉ま 
<1 で ザ 部 
霜 一巧 戰 

川口 お 巧 施 山 ロ ぉ淸水 
武間 對颜木 有 働 お 進を 
第二 回戰 

奧野お J 加 藤 鈴 江 對巧綺 ' 
K 旧 中 码桑鶴 M 巧 巧 勒を田 
尾慨 衝閣雜 下 載が 本 


デ 盃爭奪 黙 じ 

佛蘭西 勝つ 


.四對 一点め 差で 

•テビス 盃巧奪 戰は己 報の 姑く 
去る お驟 = 1 勝 一敗の 成績を 擧 
げて ± 曜日の 稽 試を 戰じ 移自た 
るが 降雨の ため H 曜日 じ 延期し 
ホ國の チ^デン ど^ ンタ！ '組對 
佛蘭 西の コブ レで 交 ボロトラ 組 
の陣 おを な v " て + 曜 H のな 績の 
ま t 試を を 繼續大 接 殺の ホ滿國 
側の 藤 巧に 歸し g 贈 Q 最終 軍 試. 


を戰 じがて n ッシで ー は チ ザ デ 
ン を、 ス h レミ トセ ブトに で 敗 

6 て佛蘭 西は を じご 一点を 場て デ 
盃爭 奪戰じ 勝ち、 續 いて ラ コス 


テは へ ンホヴ シ^^ を輕 セット じ 


豆り て擊 破し 結 厨四對 一点 じて 
儲 蘭 西の 大勝 じ歸 した。 尙ほ米 
國 庭球 綜 會長コ n ム 氏が 薬 おじ 
打電した 報 吿じ浓 ミ ご 今秋 娜國 
選手の ホ國 遠征隊は 六 選手 じ 及 


び n ツシ 五 1、 ボロトラ、 ブ八 
ニョ i ン 、ボ ツサ ス 、ラン ドリ 

1 及び デブ* セレ ー の 顔觸れ じて 
ラコステは ホを である ご。 


日 庭 選手 戰藤了 

逸見 誠 一 君 優勝す 
日 庭お樂 部を 季 選手 權 優勝 戰 
はまる ホ 巧 下旬ょ ゎ 延期され て 
居た が 愈々 去る 日曜日 逸見 酱山 
ロの 間じ擧 巧、 逸見の 當ら宜 く 
山 ロ苦戰 したる も 及ばず ホー 一 
六 — ニ、 六 1 一二の スコア じて 逸 
見の 勝利 じ歸 した。 


商 賣往巧 【十二〕 


か榮 巧特價 撮影 

二十 余 年 巧當化 第五 街 じがて 
美術 葛 眞を專 業 ごして プ 。ビデ 
ンス 及び バア パ！ バ ー じ ミ 巧を 

有する 小 柴德治 氏は 邦人 岡 菜 者 
中の 先輩で ホん 顧客 じ 周知され 
て 居る が、 紐 育 本店は 夏季は 比 
較的 閑散な ので 热人 顧を のた め 
じ 便利を 謀ら 化 巧 十五 H まで ニ 
辩引特 偕を 提 おする 由。 スツデ 
ォは 第五 街 六 百 六十 番舘 である 


.〜• •• 
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日 一巧 八 年 H 和昭 


【四】 


貴 ♦純 ± 向帶 革、 白を 

を 

處 

寶 

巧 

巧 ♦金銀 製 金具 附を種 


資本を を 思 圓 
拂込濟 資本を 六 モ萬旧 
祕 立を み 千 意 円お胜 

餅竺弄 銀 巧— 支 巧 

本 巧 束京巿 日本 橋 陈本革 崖 巧 五番 化 一巧 
支店 ルが 日本 お 化の 內 桑ち 巧ち 
名ち 屋 京都 大阪西 ( 大阪〕 胖戶 
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お (を 京 •横 お、 タ古搔 、京都、 神 戸 

地 爹賴關 P 
本圃 頂を、 鄉里 送金を はおめ 
て 御徑巧 迅速 じ 御な 扱 可 申 お 


本 巧 朝鮮を 诫 
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痛が、 支那のを 地 及び 滿お 巧德 

朝鮮 艱巧紐 育 出張所 

み 國爲替 一般を 巧 震巧猜 々御 巧 巧 じ 化 あ 巧 
中 上 お 


騰本 證券 會か 
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▲を 離、？ 么 ニ關ス こ巧ノ 楽が 

S 藤本 ミ 7。—? 銀 巧 

紐 W お 張 所 
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▲ ゴム プレス 亞細亞 ( 吴 • 五 客 原 ) 

十 巧 十一 H 
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最大、 善美、 最陕 まの まがが 行 術 
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巧 值み備 へて 居 リまイ 
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日本 吳擺 反物 キ モノ 

テ^ — ブルク ロ I ス叛 

; 農場 用 恪好谅 取揃胆 候 

籍 日本 ドラ- グ！ ブ蘭會 

お別廉 巧で 大物 强巧流 わは 當 巧の 特長 


リナ メ ー 力 I の 特を 

日本人の お 買物 じは 特別 掛 員を 潭き無 
巧で 御 案内 致 ホ 電話 又は わ 手紙み 祭 御 
訪問して 御 便宜を 計ち 初めての わ ホに 
對 しては 特に 注意 致します から 是非 お 
立 寄ら 願 ひ 升、 市內 配達は 勿論 日本 其 
他を 化 宛の わ 荷物 發 送は 當 ホで をし ホ 

ジ ヨン ワナメ ！ 力 1 


日本 郵船 會を (ホ ニを 巧道會 社) 

代理店 片禍 兄弟 藏會 

お 車、 乗船 切符 ホ じ 小荷物 運送 御 便利 じな 扱 申します 


シアトル お. 帆 (午前 十 時) 
あらび やか 八ち セ自 
あら ぱま化 八 巧 十五 日 

るん でんみ (坡潔 出 抓) •八月 廿ホ a 

►一等 橫濱 一九 五 巧 

化し ばりず 化 るん でん もは 一 五 五 巧 
►一二 等 日本 衍五五 巧ぎ 室た を 逛を巧 室タ应 
►御 あ 望に 依 リ-等 割引せ なが 符後巧 致巧镇 

ロスアンゼルス 出帆 (午後 S 時) 
はわい 化 八月 十】 日 
らぷら た 化 八月. せと 日 

▼ - 等 横濱ニ HC 巧 化は わい みを にら か 一を 巧 
▼恃 が 一二 等 日本 巧 五十 九 邦 ▼一 二等 日本 斤 五十 五 巧 
▼ み巧羅が巧衡車切巧寢導勞購入^をせリぉ 
▼献育 線 パナマ 賴由 日本 支那 行 其 物 船 月 一岡 


夏 瘍向品 特规賣 化 

夏 瘍ぶ賣 向、 ダ] ム 向新 荷 到着 
精々 勉强 御用 命じ 應 じまず 
U 本陶娘 黑雜貨 卸販賣 

. <1 懿茂木 桃 ホ 組 

: lowE .16 t : h ^ N . Y . 
Hel . Stuyvesant 资累 -6-7 


复瘍向 = 新 荷 到着 = 

夏瘍 、か 賣屋 向、 ゲ—ム 巧 景品 等 
精々 勉强巧 化 御 引 立願 上 候 
陶 强黑雜 貨卸賣 

春 巧巧會 

141 巧 if を A<e., Mow York C さ 

• Cor 己 巧を 21 ちで. Teh AJ ち 這 uin 5 發 5 



運送業 

距離の 遠近を 問は ず 運送業 一 
切 班 速 T 寧 じ おがます 。殊に 御 
旅 巧御歸 朝の 際は 荷 造ら シッ 
ピン グを部 御 引受し ます 日本人 
諸君には 特に 親切 じ 致します 
遠 藤 小刀 巧 會へ御 電話 ぁ 
れば直 もじ 御 伺 致します 

Hairy 巧 ま n をち でち ess & さ n Co. 

夏' で st H 言 st 呈 S こ 里. す こ & B 
ぎ Orchard ゴ言 


« 居 公 地ょ きま ナブ ィ」 
高 お数 道 じ 便利、 ま 
化 恰好 惦じ 日本人 紳± を 歡迎す 
るを 家庭 Mrs. S. 呈吉 RS 

吉 こ - で S 二 岩 . さ呈 h St. 置 . 
ジー . R‘i's 穿贾 28 . 


リム® J か y 多年 經營 した ボーデ 

こ聲廣 ンごウ i 賽麗度 

し、 家賃 巧 巧、 大小 十二 室 

黒 崎 梅 子 

き 宝 gh St. Br 邑吾 . ヴ I. Gib を and 吉ニ 


レ—， A 自炊 か 偕 ある グ 


1 A 大. イ あ， 


東を 蘭會 


特別 大 割引 

特に 日本人 諸君に 限り 化 巧 十五 
日を 二割 引 じて 撮影 仕る ベ C 候 

小 柴寫眞 館 

ま 0 F 津 h Ave. New York 
T 色. 香 cle を 34 


夏瘍向 格が 品 
特別 賣化 

か 一層 勉强巧 化 候 削 
.御 注文 被 下 お 願 上 候. 

ホ 元ブぅ ザ— ス 

17 East 17 を St , zewYorkeky 
Heiephone をり on ち in 


夏模向 u 新ぉ 到着 = 

输 々勉强 巧 化 候閒御 註文 被 下 度 願ヒ候 

^太洋 貿易 株式 會社 

Tel 巧 phose /vlgorKlcl 3 W が MWIU 

101 Fi ぎ Avenue Me W ジ rk CUy 

Chicago Branch お 7 W. Madi 望 n Sr ohic 惹 0- 111 . 

New 巧 n 化 and 巧 S--N. ち asuda 0?, 送 巧 e を ミ d mr Bos す n Mass. 


ラ厶プ ぶび シル クシ 互！ F 

製 逆 元帥 寶 手 塚商會 

田. Y. TETSCKA 8. 

ニ 至 呈 基！！ ぎ N. Y. 田す ヴ I. さ eli 8 置 一 ! 


米 國な府 の對支 態度 ご 

巧き 詰まつ た 巧 中 式 外交 

致を 賣る 米國 '、一空 威 おのり 本 


左 じ站近 支那よ b ザイ ベリ ャ 
じ 入 5 歐 州を 械豁 して 歸 朝の 
途次 寄が せる 外を 消息通 某氏 
の搂談 である。 

大統領 モン ロ、 時化 じ宜 I 
言した 所謂 モン n 1 ま義樹 な': 5 
ホ 巧 巧乂國 外を をの 中で 最も ホ 
おを 放つ て 居ろ 援 語は ジョン • 
ヘイの あ 明した 巧戶 開放 機を 均 
等の 八 大文字で ある。 化 ま義に 
對 しては 如何 G る權謀 術策を 施 
す驗 化がない かの か < じ 見える 
巧んや田中をサーべ ^外巧：^ど 
は 『生兵法 大 傷のを』 であつ て お 
除 千 苗、】 ホを 誤 まれば 内閣の 
運 かど ころ か 巧が 大切な 轉家闕 
民の 運命 じら 影藝 する 兎 じ 巧 巧 
戶 開な 機 倉ち 等は ホ函 外を のを 
巧 玉 條でジ 3 ン •ヘイが 之を 發 
巧して よゥ歷 化の 米國 政府は 夢 
寐の閒 じら ヲ ー プン ド— ア ご、 

イ クオ 1 术 、ヲブ ポチ ニ ブイと 

を揮ゥ 廻は して おち か 巧の 舞を 
では 大じ 得意：.！ じつて 居る。 

蠻思に な ミは 米 S 勝 

手 だから 吾々 も容 験は しないが 
自 みのを 科玉條 ごする 主義の 手 
前より ち へても 屬際 間の 禮讓じ 
顧みても 傍 お 無人の 態度を 執る 
こごは 抑 協調を 破ち 均衡を 失し 
ぶ證 をを ず もので あつて 歐 巧め 
ホ 和を 也 配して 不戰條 約の 推し 
質ら をす る 位 iro ら當 がホ國 ごし 
ては 化渔を 自省すべき である。 
乍 併ホ國 をして 自 め 自 化に 揖支 
政策を 巧は せる 間隙を 巧へ たの 
は 巧 中 巧 ナーべ 八 外を の 罪で あ 
る。 が 巧の 對ま 外交は ま 侃微溫 
ので あつ ト けれみ 樂 か筋进 か々. 
つて 活て マクマレイを しで 名を 
ぶ さしめ る檢； ；？， へ マを 彼 じ：' ♦か 
つた。 而 して 東洋の 外を 舞を で 
は：：： 本 か 巧じク —ダア どしての 
地位を 維持して 巧た。 

然るに 『オラの 外を』' こ 云 
ふ 山 夫が 人み 徴み 生へ じ 化が 嚇 
人 列 巧に 退 ホした 田 中 式 外 巧は 
『滿 ぶの 特殊 利權 斷 じて 死守 
I する』 U ど ど突ツ 送いでも ホな 
:: いのに 空 威張 b の 無益な 聲 明げ 
からず る 爲めブ シン トン あたゎ 
では 證に n 本の 態度を 疑ら 始め 
ドー セ H 本 ご械談 した 巧で 相ず 
に。 b さう も。 いから 早くぶ 那 
に 恩を 巧つ て蹈 き、 將ホ滿 州を 
問題 ごする 時機が ホれば 支娜の 
背後の 势カ ごじつて 日本の 出鼻 
を 挫いて やらう ご 云 ふの が クウ 

，ツジ；：：；： 7 — バア エンド グロ 
ッグ n ムバ ニイの 化で 南方 政 

府 承認 勒等化 約を が關 おの 巧 因 
であろう 。鈍れ じせよ 『オラの 
外 巧』 UM 本の 禍ピ U らこ をず 
れ列國 ご 協調を が も 友 巧を 潑け 
て 化く 上に がが であるから 化づ 
出中巧サー V A 外巧を楽てる； 
が 化 際 化 巧 問 越で ある。 圃 民は 
巧して 视 み 閒の 風呂敷 W を 於 信 


おがの 死亡 等で 恵 かじに し <、 
なつて を 巧 じ 御 睫を 申 上げる の 
が 非常に 遇 i まして 巧 お 申譯が 
御座いません』 云々 ご。 


等の 獨占 自稱國 である ホ 國じお 
して 絕 巧の ロ 實を提 おし 『支那 
の自 ホの 爲 めじ 戰 ふ』 の だ ど 云 
ふ錯 覺を乂 人に 典 ふるのは お ホ 
をが じがけ る 圃際關 係の 惡 化を 
助長す るが 故で ある。 

十四 刪 月の 賜暇 後 

總 領事 歸巧 

昨年 五月 賜暇 歸朝小 支那を 視 
察し 久原 特化 一巧 じ 加は つて 露 
國じ おき 巧び 歸朝 後屢 々榮轉 を 
傅 へられて 居た が 育 駐巧總 領事 
齋お巧 氏は 旣報 のか < 去月 二十 
日 桑 港 着の コレ ャ义 便じて 麗府 
グランド キヤ ニ オンを 經 由して 

月曜 午前 九 時 五み 中央 停車 瘍着 
列 単 じて 單身歸 がし 直 じ ペラム 
の ナム マァ ウスに 入つ たが 停 

車 撰 じは 新が 威一郎 氏を 始め 巧 
木 正を 支店長、 橋 本日 本 生糸 專 
お、 內山 領事、 离橋 砲兵 大佐、 井 
上副锁 事、 齋 藤" 矢 野、 高 橋、 水 
關 、高 岡、 蜜 旧を 領事館 員、 桑 
山仙藏 、巧 旧 柳 作、 鴨井义 、塚 
田數ホ 其他數 氏お迎 へを じ义潤 
を 叙した。 例 じ 依 b て 元 氣で輕 
か。 總 領事は 『歸锁 中 も わ もこ 
もへ 引き 廻は されて 巧き なゴ少 
フを プレィす る 磯 曾 さへ 多くた 
かつた ので 閉口し ました。 妻 も 
子 おら 皆無 事です。 孰れ 緩々 わ 
嘶し ま ザ， っ』，」 立談 して 居た が 
翌朝から 從前 のか （登廳 執務し 
て 居る。 

小 柳津乂 をの 

東京 最近 信 

バラック 建築に 落涙 

六月 巧巧絲 朝み 途じ 就'‘、 た 前 
紐ち 陸軍 事 格 所長 砲を 大佐 小 柳 
. 泮お藏 氏は 化 ホ乂使 一巧 ご 同船 
同 巧 二十 ニ H 歸轴 せる が 目下 本 
を お 術 本部 K ホ 仕し 居ら 柬 をが 
凹を 院 ミホ 町 十五 番地に ゎなす 
る お。- vg 1 = が M 大佐り を 信 
じ 敗れば がが 目 躍 かごして 居る 
乂 がけ. がを A が 中を 方面ょ 6 ず 
けたる 巧 底. を 深謝せ る 巧 巧の 如 
き 消总を 館つ て 居る。 曰く 『御 
承知の 通 b を 港からは 節 子觸ど 
お 船 S ホ榮に 浴し まして 節す 姬 
の 前途 じ 神 も威應 しまして かが 
お ま 晚か穏 で 六 H 二十 ニ H 無 
事 自己のを 庭の 人 どなる 事が お 
ホ まし じ。 これから はが 育巧留 
當 時の 流浪 生活を 一掃 致し まし 
て、 久し振り であ 庭年活 をた の 
しみ、 善良な 家庭の まどなる 積 
b で 御座い ょす。 約 一二 年 前の 東 
巧ピを 比較 致します ど 道路の 良 
W じな つむの じ 驚きます。 併し 
まだまだ 到-庇 完 をなる 域には 達 

ては お b ませ 中、 紐 育の 高曆 
述 築を 見た 眼 じぅつ らます 巧の 
化が たる バラック 雄 築は、 之れ 
•か S 大强圖 のを 部 かど、 淚のお 
るのを 裳せられ ない 稍で 御座い 
ます。 糾育挪 が 中を おの 巧に 熱 


鈴 木 四十 巧 長逝 

前セー於、 フン？ザァ 巧會機 
が 部 まなで 烏 峰 巧 事 株式 會社ま 
配 人 ごして a ホ 賓易巧 じ 活躍せ 
る 鈴 木 四十 巧は が 育 じがて 故髙 
峰 膊± の 知遇を 受け 後年 窩峰巧 
事を 巽 商事 どな 稱し てま 京化ノ 
巧が 上 ビグ デン グ內じ 巧つ たが 
囊じ病 氣の爲 め 入院 加療 中の あ 
去 巧 二十と 日 遂に 長逝した。 鈴 
木 氏は グラス ゴ ー 大學お 身の エ 
學 者、 夫人は 貞淑の 蘇 格 蘭 レ デ 
ィ でぁるが 一男 ニ 女 ぁり、 鈴 木 
をの 乃父な 眞 一氏は 巧を 時化 寫 
眞界の 先輩で ぁつた。 

离岡官 補 送别會 

旣 巧の 如く 不 H 當地總 領事 舘 
よ b 羅府 領事 雜じ轉 巧すべき 高 
岡官 補は を務の 都を じ 依 6 か 週 
中 出發逊 任す るを どなつ たので 
ホの 素 鉛 木 商店の 道 面豐信 巧を 
名の 中 野を 長、 鴨ホ义 、桑 山 仙 
藏 、水を 渉 S の 諸氏 發 起の 下に 
ホる 一二 日 (金 躍) 午後と 時 よら 巧 
を 都に がて 送别晚 餐會を 開く 當 
であるから 出席' 希駕者 U 發起人 
まで 申出 あらたし ご 因に 會豐は 
一人に か 或 邦 

吉田敎 授來紐 期 

第と 高等 學校 (鹿 お 島) 教授 文 
學± ま 田 正 通 巧は 今网 文部省よ 
b 1 年間 海が 硏究员 ごして 米國 
留學を 命せられ たので あ n お發 
太平が 沿岸、 中西部 邮 方を 經て 
ホ g する 常で ぁるが、 英語 學研 
究が巧 目ので ある ど 云 ふ。 因 じ 
氏は 昨年 八け 逝去せ る 前 本社々 
貴 {せ 天 ま 田 化 之 氏の 令弟で ぁる 

小山 化 議± ホ 米. 

か 歌山縣 第二 區 選出 民政 黨化 
議± 小 化 ハ 合藏氏 d 崎黨政 裕調杳 
約の 化 命を 帶びお 闕の對 ま 政策 
じ關 する 硏兜 V 兼む 本 巧 十八 日 
橫潰 出帆の 大巧 かじ 下が 义 する 
由で あるが、 巧には 巧 招 旧乂學 
-ァパ アド 及び 古 偷比亞 大學お 
身で が 育 じ緣か ある 化議 十の 一 
人で ある C 


賴 しては 弦。 いから、 巧 魄姆を i 必に硏 な 致しました ゾ リツ •チけ 


も錯 らうけ いお 一 H がけれ だ 早 
い ホけ おろ 方が U 本み 持め W 益 
f ある。。 んごぃ * れじ例 SE： 戶 
閒 放の 專赞が 許 図で わら 機巧 巧 


がを 出 發巧頗 巧が 攒 でを 港滯 
0 中 もを 勝— 船 巧 じても 向 ふ 巧 
敵な く M 巧 巧の 面目を 充 かがが 
いわしよ—. た。 餘朝 巧々 義兄の 


兒玉 巧の 新 事業 

前 太 巧 貿易 株式 會お融 社 お 兜 
玉 嘉四郞 氏は 問 社阪賣 部長 n — 
ゴ ー 氏 f 共 じ 辞職 後フ S ダレ— 

テツ ド、 デス ツタビ ユタ アス商 

會 を測設 しを 巧 第五 街 二な 蒂じ 
事務所 並 じ 見本 室を 潰き 陶器、 
硝子、 ラム プ を、 歐 州が じ米留 
巧 地 製 ± 産、. 雜貨 、日本 お及び 
弗賣 特製品を 販賣 すを 由で ある 

な 人 か—?^ 
•裳 田 不二 ホ 氏 白巧義 大使 緒 
一二 等 書記 舘 、渡 歐 のをみ 齋藤總 
領事！？ 逆 まる S 十り 我 紐、 八 n 
お 帆の ベレン ダリヤ おじて 赴 巧 
の 笠 

♦大ぶ お 備雄巧 アメヴ カン • 

フワ ウン タアス ツ ラスト 社 日 

本ん 部 ま 作 - H 本 及び $那 、が 
州 ホ 面. し 於け る 經が巧 視察の ち 
め ホる 六 H 出 發两巧 十五 円を 港 
お 帆の 煞が 化」 て 一時 歸朝 


di ： 桐 スペシャル 

呼 かわ 

並に 兵子帶 

を 良 漬ニ樽 入】 

斤 桐 兄弟 商會 


東京 商 會特吿 


トツ々 ピン 五 巧 

大學 目藥 I ニ 0 化 
太 田 胃散 五 0 仙 

東京 諸 お 聞 最巧號 


紐 育 東京 簡會 

1 ち W . ま{|1ぎ||.ご. 
を. Trafa 宫ニ雲 


懸賞 募集 

ホの 素を 用ゐ たが 食 御 料理 
S 作ら ホを 黨集 しまず 

一'、 成る ベ/、 日常の 御 食膽じ 
ふさは しいが 料を えらび 
しから 實際御 研 兜に ょる 

レ シピ！ 0 

ニ、 味の素^ 新規 應 用に 就い 

て 撰く 米 人の 趣 おじ も 適 

したる レシ ヒ^— 


A 撰を 

A 賞金 
一等 
二等 
■ミ 等 
四 等 


味ス素 本舗 料理 研 兜 所 
お 育 お 張 買 


を お 十 巧 
を 二十 五 弗 
金 十 弗 
ホの 素 瓶 入 

一倘宛 


一人 
ニん 
五 人 

殘 全部 


A 规定 
締切 

羹 


昭化 H 年 十 巧 一日 
同 十一 巧】 日 
本紙を 0 て發 おし 同 巧 r 賞 
金を 贈呈し ます。 

原稿 英文 邦文 お 御隨意 
一人 じかき 料理を の 數じ制 
限を 設けません。 

宛名 桑 山 商. 曾 

ホの ま 懸賞 係へ 

化 所、 姓を 御明 記の 事、 お 
稿は 一切 御返戾 しません。 


A 後按 


が 育 新報 
U 米 時報 


ホの 素 時賣店 

桑 山商會 

114 星 ST 芸 ih 資： N. Y. C. 

さ ミです 巧 里 21 だ- 另幻 


お 川 保 瞧事お 所 

1 tl. Segaw み Insurance Broker. 

1 303 巧れ h Av も， 

巧 旧 商事 巧 まを なが 育ま 巧 
Uchida Trading Co,, Inc. 

1 1 Park Place 
Tel.BarcbyTt*576 

島 貿み揀 式會を 
Shima TVading Co" Lid- 

巧 0 も oadwmy 

Telephone Rector 1484 〜 占 

おま會 おを 尾 商を 
i Akawo 基 Co., LtdL, 

29S 巧 fth Av 。， 

Tc!. Caledonia 9758-59 

— 

巧 倉 製 おが 績巧 を會社 
Katakura & Ltd., 

200 Madison Avenue 
TeL Asnlantl 45 が - 4546 

1 下 。，. Caledonia 4101 

j K. Mikimoto 

Mikimoto PosurU 
535 巧れ h Avenue 
1 Tc!. Vanderbilt 2519 

大倉 おおす 支 巧 
Oku 化 在 Co リ 
30 Church S レ 
Tel. Cortlandt 2292-93-94 

— — - 

H 共 巧 ま 食 神 
巧理巧 

宵# 蔚を 

120 8仙 細 y , ん If. C . Tel . R 扣 tor 巧 84 
fa 加け: 2 的 RawsM 化し 1. 巧わ 

■ト ' . 

巧 巧 あを みま 會社 
Asano Bussan v^mp&ny 

Room 801-805 
165 Broadway 
T •ミ. Gortiandt 8 打が ぶ 052 

Gosho Corporation, 

Silk importers. 

40 技 Mt Mth Street 
T か A か 1 抑 d 49 巧 •別 
Gosbu Co., iiic 巧 
Cotton Esporiers 

说 B が ver な .. 

Tel BowHnff G ぴ e 凸が站 •〇 ち 

南 巧 讲纖賊 をな 
な 育 ♦を 巧 

Sou 化 Manchuria 民 • R. Co., 

Koom 202 ら Canadia 打 P が 街 C Bldg. 
342 Madison Ave. 

Tel. Vand が biU 4135 

H 井 物を 株式 曾を 
な 育ま 店 
M な sui 在 Co リ 

65 Broadway, 

Te!. Bowling Gr が Q 75 艺 0 

巧 ま 會融揖 井 巧 巧 
が 育ま 巧 

iwai 在 Co パ 
Wooiwor 化 Building, 

す eK WhUchaH 6040 

s 遙 商事 巧ホ會 な 
紐 育まな 

MUsubkh け hoji iCaisha 
(MitsubUhi Co., Ltd.) 
120 Broadway 
Tel. Rector 2560-2 弓 64 

大度 朝日 ニ まを 朝 ロ 
化 巧 ま 巧 
Osaka Asalu 

Room 6 巧 World Building 
i'eL 技 eekman 4860 

日本 お 巧な ホ 食 化 
が 巧 そ 巧 

J が an Cotton Trading Co • ，いん , 
25 Madison A み •nu も 

TcU L な n が on の 80 

曰ネ 生糸 棟 ま會を 
巧 育ま 巧 
NIPPON KI-tTO KAiS 化け D 

Two Park Avenue 
Te!. Ashland 巧 如 

巧を 名會を 
巧 育 支店 

H が & 在 Co .， 

443 Fourth Avc^ 
Tel. Cededoma 7830-35 

曰 ホ 生糸 採を 會お 
が 育 支 巧 
H 腳 t-BEI K!!T 日 ! (が 剛 ! が W 削 A 
CN に KUTO CO., LTD-) 
1 Park -Avemie 
Te!. Ashland 6246-47-48-49 

乂 汲な 日 二な 巧 日日 
を 木 H 巧 
0 巧 ka Ma ミ nielli 

Room ： ? 〇 6A World Building 
Tcl. Beekman 4259 
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を h をぶな jmtt がを 巧 im で 巧 


SATUR 日が jUG 腳 いお 8 


f : 叙う み^に ‘ J 

The Way of cme 

By E をを A. Sawyer 

H 本搞 A の淸 <- ^て美しい節操を化ごして化おずるのは巧巧 
な樓 やお 恐では なく 餘 をのょ だ 去 b やらね 如 巧の 頃に 嚴 霜を 凌 
いで おく 一. 梅」 である ご 云 ふの が 著ち ジー ャァ女 おの n 本が 人 jl 
おで ある いー 一女 あは 日本の 友人と してな < B 木 締んの 淑徳に 傾锅一 
しぶ 婦の巧 說や近 松 巧 要 ミの 戯曲に も 通じて 居る。 I 

お义 小品 『うめのみち』 はち 人を を武 十； の 一人娘 じ、 時化を 
明治 书 政が 新 前 じ' 而 して 壌 面を 東が 道に 採つ たもので 猜巧淸 
健、 筆を" I 巧雅讀 おを して 宛然 英文で 馬 琴の 小 說を讀 む 典 趣を 惹 I 
き 起さし わる C 

英文 小 就 『うめ 0 みち』 は 松 平 節 子 媒じプ ジヶ） ト しわ もの j 
で 巧 文は もを な 故 グリフ キスを 蹲 ± s 筆-— なら 裝祕洒 鹿 家庭の I 
讀も のど 心て 又は 米 人への 贈答な と して 絕 巧の 一香で ぁる。 一 
敌 てな 測が 一 讀を嫁 憑す る I 

郵稅み 一部 ニ 巧 十 仙 ； 

f 臥 装 紐 育 新報な ； 


巧の 水み 虔は お壊され わ。 

負債 巧涉 を- 

圃務省 拒否 

問題め 軍縮 訝議 

ワシントン 二日 發 n 國 あを 宫 
ヶロッグ 氏が ネ巧下 巧 バリ— じ 
て 調印式を おすべき す戰 條的會 
萬に 巧 席す るのを 機會 ごして 歐 
渊の里；^る列强、 特じ獨逸’ フ 
ラン， 等は 一は 聯合を の ク卞ン 
撤退， I は戰時 食债條 おの 殺 か 
等を 協 誠すべく 希望して おる が 
國務 ちごして は 技 宫の渡 佛な單 
じ條約 調印の 篇 めで ぁつて その 
化の 問 趙じ觸 る、 を 欲しない £ 
稱し居 b 1 悶替を 起しつ； めら 
が、 あら じ 巧佛兩 國がァ メッカ 
の參 加を 假 想して 軍縮 爵龜ダ 化 
進すべく 補助 盤と 千 五 旨 峨掷限 
じ 就て 協を した こご じ賊 しを 宫 
は 旨で 海軍 當局ど 協議 中で める 
かァメ 9 々側は 依然 一万 顺 殺を 
ま 張し と 千 五が 觸 はを 國 じみみ 
利益を 輿へ るど韦 張して 居らが 
この 問題 じがて は 長を の 渡微を 
踩會 ごして 下相談 じぶ ぶら L い 
^ 0 

太 洋橫斷 機 

途上で 墜落. 

他め 一機 i お 鞍 

囊じ ス ベ ！キ ン のリ ス ボ を 
發しア ゾアス 島の ホ グタへ ICS 
廿 八：！！ じ 到眷な ホュュ .フ アツ ド 


ランドを 過ぎ 太 巧 巧を 横 勘す ベ 
く 機 會を锭 もつ I ゎつ ゎち 威人 
n 1 ドネ キ大就 〔 I ニ 名 间乘〕 の 
飛行機は 一日 W 地を ぉ矮 したが 
約 六な 邮のぉ 上で 慶 落、 危險の 
旨 通ち したので 化 巧 中のを 潰 解 
は 現 編 じ 向つ たが 遂に ニュョ 1 
ク へが 巧 中の''、 ホヮ スヵ號 .か欢 
助の 止 ホる 月 眼 R 頃當 化に ホ 王 
ベ （巧の 通 侵に 化れ だ 蹲は 飛 ち- 
の 途上 じ 化を 發 してが 上 じ 陵を 
の b 漂流して 居た ので ある。 

フランス •レ • 7 ルグ ー 飛 お 
場を H ポ ー ランドの 飛 わ家グ 1 
キズ •イド ジュウ スキ 大尉は I : 
パメ 大尉を 阿 伴、 を曜 H 午前 I 也 
時の 十八 かじ レ •ブ < ダー 飛行 
場を お 畿 しニュ 3 


が 槐はボ ー ランドの 首 巧で ぁつ 
じ 『ピ グスド スキ 元帥』 ご 命名 
されて 居る。 

失業を 一方を 

.試驗 的 移民 

英 政府 政策を る 

ロンドン 二日 發 U 英齒 政府の 
鑛山 失業者 敕濟 案は 〔前 親の 本 
お參 照〕 あ々 議會の 協賛 も確實 
< な b 々ナダ 政が V 一の 誌 解 も 成 
I 立 L たのです 日 これに 着手す ベ 
< 先づ 第一 じは 試驗的 じ 約 一巧 
人の 家族を 送らて 農 楽 じな 事せ 
しむべ < みし閣 旨は あく々 ナダ 
にお 發 して お ほ 諸般に 關 ずる 打 
をせ をな しじ 上を 速 着手す る 堂 
クじ 向つ た 一で ある 0 - 


ホを 東 ムホ诗 流を (紫 ぉ町轉 載〕 


外 調を 設置に み定 

ご 二日】 かを 誠豐會 お® おがを し 伊東 己 化を 伯、 後藤 巧 ホ 子 
ホ 沼 曝 一郎、 巧みが み郞 、雜木 喜 一二 郞を 氏、 內巧康 哉 伯、 あ衛 
文 磨を 等 委員 じ 巧を しわ、 淺 ロを 孜黨續 裁は 拒絕の 意嚮で ある 

出 淵 大使 城春洋 丸で 潘發 * 

ご 一日】 時 巧 じ 鑑み 英 、が 大使の 赴 巧 急げ どを 府部 巧で も 問 
題と な b お 淵 執駐ホ 大使は 丸ち 二十 八 H の春洋 丸で 赴’ ほず る舊 


でを る _ 


糖界 協を の 前途；.. 

〔二目】 協を 化 立して 糖 業が は 
ホを が 磯 がれた がぶ 協を め 進 
巧は 化然 疑問で をる。 一一 



面〕 保證顏 聽ご兩 政黨； 


ク 

『ホ 國が今 H の 如き 繁 を^' 巧 
で 現 おすち じ まつじめ は、 氷國 
5 あ 媛から を 僧なる 巧國商 I 蛇を 
雕逐 しゎ 現 だの 保 議關截 政^の 
㈱ 物で、 この 故 策は 化が 繼 ii 實 
風すべき でを る』 W は 去る み 肖 
下 四 H 發 表された 典 か 黨のお 綱 
での 最も 镇統的 部 かで ゐブた 
0 

化 巧大戰 前までは 巧 か 黨は保 
疆關稅 を 策を 採ら、 民ま黨 はお 
じ歲 入の 一 お 源 どしての 低い 關 
税をま 張して ゐた點 で、 截然と 
隨圳 されて ゐ た。 共 か 黨は王 ど 
して東化部の大製造エ業一^大 
貫棠 家の 糖關 ごして、 外 國毁品 
を排陈 して ァメリヵ 製 商品の 懼 
巧を 維持 せんがた めじ 保護 觸稅 
蚁 策を 採つ たので ゎつ た。】 方 
氏 ま黨は 西南 部に 散を する 農業 
ち や 小 製造 工業 者の 利益を が 表 
する 機關 で、 外 國駿の 商品を を 
く 得ん がた めじ 化 率關巧 政窠を 
採つ たので ある、 しかし 化贫乂 
戰は世 巧を 國じ 政治的の みなら 
や、 經濟的 K も 一大を 命を 蔵し 
今まで 債務 國で あつた ァ メブ々 
は一轉 して 債權輕 ごな b 、 留巧 
の 産業は 搖藍 時化から 一躍して 
ち 人の 姿 どなら お ほせた。 

◊ 

かく 事 恼が變 化する じ 伴 ひ、 
共 巧 黨じ廬 する 實業 家は これ ま 
迄の 棟に 保 證觸稅 に 向つ てが 手 
を擧げ て歡迎 しなくな つたが 巧 


側で もこれ じ徵 ふを じだ I るから 
結局 國瞭賓 易の 利益を 化 妻ず る 
ピ いひ 出した。 また 自動 I ホ 1 旧 
業を などの 太 量 製 遣 工業 j じ從事 
する 連中 も、. 願 穂の 障壁ず 設け 
て外國 め 競爭を お止し、 I 嚴 ぉで 
刊 益を 得る 主 もも、 旨 留競爭 の 
下 じ驗お 貿易を 巧つ た ホ 一が 利益 
が 多い £ ま 張す る じ 至つ I お。 戰 
前まで おか 黨の 表看板 ど I , されて 
居た 高率 關稅 政策 も、 乂 では 一 
の傳統 ごなら、 床の間ぶ 鍊ち物 
じな つてし まつた。 一一 

さてを ま黨め 方で も誉 刖ご大 
巧犧 子が 變 つて 巧た の^、 お黨 
一致して 低率 關 我を 維持した 狸 
由の 基礎を 失 ふじ まつわ。 をれ 
は 農業 者のを かった 民ま黨 生わ 
跋 きの 南部 地方に、 戰绘み 第 じ 
大工 業者が ふ わ、 最早 白 一由 貿易 
.じょつ てま 價な 外國 製品を 輸入 
しなくても 國產の 製逛商 pg で 事 
をら る やぅ じな つたからで をる 
民ま黨 がまる 六月 サ化 H 一， ト を-表 
した 攻綱 中に 一語 も 願 巧が 策 じ 
ついて 說 いて ゐな いのもよ たお 
をち とい ふべき で わらぅ 今度の 
共か黨 のを 綱が お 護翩視 致を を 
表明して ゐ & のは、 一は おか 黨 
が 巧 巧 ま 養の 立 壌-しぁつて 傳統 
をまん やる じらよ るが、 他は を 
の 文中 じ もを る 通ら 『ホ 裡現巧 
の 繁榮は 保護 關稅 政策の 照 物で 
ある』 ぶの 理論 じよる のを ある 


酒 ホ 子爵 逝去ず 

【二日】 貴族院 議員 酒 ホ お亮も 
は 逝ました。 

の赐 物で ぁるかを 檢討 ずるに 先 
だち、 共か黨 のを 綱が 支持し、 
裏書きして ゐる ごころ め 遇 まと 
年間の 某み 驚 政府の 巧 謹 離稅策 
じついて .一瞥を 輿へ やぅ、 おか 
驚が がの 廳稅 政策の 化 表 的な も 
のな あじ、 『新 商業 政策』 ご稱せ 
られた 一九二 ニ 年 じ 議會を 通過 

しじ フオ ドネ— •マ カム バー關 
稅 法で、 こかに 紙つ て 大統領は 
輸入 商品 VJ ぉ 稱巧商 おの 歐內生 
產豐 £ ホ 均せし むる ため、 輸入 
商晶じ 勘して そか 價 をの 五 割を 
眼 度と して、 旨 由 じ關稅 を增巧 
する の權 巧を 得た ので ぁつた、 
この 法律 じょつ てク ー リッチ 大 
統領が をが の關お 率を 變更 した 
こどは、 ニ 九 ニ 四 年の 四 巧から 
一九二と 年の 八月までの 短期間 
中 じ 十八 度の 繁 きじ 及び、 しか 
もを の 中减琼 せられた のは 麥粉 
生きた 謗、 ペンキ 巧 刷ち の 一 ド 
ド少 等の 一二 禪じ 過ぎな かつた 一 
そ 米 國の範 度 じは お 稅 委員なる 
ものが あつて、 過半 數の議 かじ 


松 島 事件の 判决 

1： 1 日】 大阪 お訴院 では 左の 如 
くが島巧かのザホをし -5： 0 
無 罪 巧 術 勝 人 
岡 . 商 見と 通 
W 今 化 治 か 
慾な 一年 六ヶ rt ホ 波 信 
罔 六ヶ月 益出巖 

摊お池 田 巧 着目 

日】 シンク レ 1 r は 化樓乂 
独 山 じち 着 円し 其 化を をは 巧 
巧 よら 阿 化に 向つ た。 

蘭 工博 物 舘計畫 

日) 商工 審講會 は 巧 大典 記 
を廚エ が 颇お開 殺 計を を 凝議 
したり 

富 山縣電 燈爭議 

門 1 日】 當山縣 了の 電燈稱 値 下 
ば 要 ホず 議は參 加 町が 二十 四 
.じ 及び 二で 脚す 戶は電 澄を 巧 

した ロ 

檢 事局 巧 書の 山 

〔一日}. を 異暴巧 脚から 受けた 
犧徑 者からの 投 蓄け檢 事局 じ 
山と なつて ゐる 0 

藤が 男 夫妻 ぉ發 

I . - 日】 貴族院 證員 藤が 義 が 巧 
は ホ 入同拌 ゼネバ の國陈 聯盟 
會議ぉ 席の ため 化 1 H 午前 化 
膊出發 した = 

節 子 攘歸京 さろ 

。 _ 日】 松ず 節す 媛は 化 H 巧 無 

事鄕 里よ b 歸京 さる。 

• ' : . • • . ■ • 

よつ て關稅 率の 增據を 大統領 じ 
進言す る こ VJ じがつ てゐ るが、 
關規 委員は 砂 藉踞親 率を 化 めん 
J ごを 進言し わけれ ども、 大統 
領 はこれ を 無視して しまつた。 
◊ 

これお おか 黨随府 の關稅 政策 
の あらま^ ^ であち、 共和 黨の敦 
綱は 今日め ホ 硬の 繁榮は 斯< の 
おき 政策の 賊物 であ もど 稱 して 
否る。 £ ころが 民 ま黨の 連中は 
極力 このが 譲 關稅ど ホ 國の繁 を 
とを 結び 附 けんごず る 理論 じ 反 
對 して ゐ るので みる。 

◊ 

蓋し 民ま黨 のま 張 おは 願 祝に 
於る 繁榮 なる ものは、 巧して 願 
稱 法に 化 るら のでな （、云は ば 
戰爭 景氣め 跡を 引繼 いだ 觸然的 
な 時の 力 じ 過ぎ^い ごい ふので 
あつて、 この 論法は プブン スト 
ン大學 其 他 經濟學 者が 調査し ね 
左記の 統計 じ 化る も 明白で ある 
〔マ 巧は 一 殺じ不 巧を ひは 恐檐 
を 確然と 認められ たもの〕 
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期間 政あ黨 
一を 一— 查 共和 黨 


K 空一 < 化 民ま黨 
一を 化 — 窒 共か黨 
一を 一二— を 民ま黨 
一を セ ー ご一 おか 黨 


一 化 一一 ニー I ニ おま黨 

.一を 一— ま 共和 黨 


〜關我 法— 事業の 不景氣 の 程度の 時 

發 巧 年 平均 率 


空 ハ 旧 

K ま 
毫ニ 
一を 四 
K を 一 

てを 
一を 巧 
一を セ 


星 化 
一里 S 

呈ニ 

一を ご 一 


九月 


前半 

が 

五月 


單％ 一八 窒 — 不巧 上半期のを ザ 
贸％ 一八 さー 不贺 一 g 
骂％ A 一八 まー 猛烈な を慌 
買％ 六ろ 下不 巧を 半 
をが <1 K 八 巧— 財政 恐擺 
……： 一八 八 八— 輕微 なす 况 
ち％ 一八をー がを 的 危機 
四 0% 一八を 一-な 烈な 恐慌 
量％ A 1 八を！ 不巧 年始 財政 逼お 
一を 0— 輕 微な不 化を 
A 1 化皇— 財政 逼迫を 
A 品ちー 猛烈な 恐慌が 
畳％ 品 10— 溫 かな 不巧 一巧 
三 0% A 1 さ 二ー 不况夏 

一 化 一八！ 不巧 化戰後 十一 巧 
呈％ 互 10— 危機 五月 
畳％ 一を 呈—溫 かな 不が夏 


床 次 民政 黨 顧問が 
类然 、脫 驚して 新政 驚を 組織 

對支敕 策の 確立と 金解蔡 標榜. 

ま 京 特電 I 二日を = 巧が 氏 紐 織の 新政 おは 參加あ 二十を 見當か ご 、巧な ぶ 去駕系 幹部 四る は 「民 
政黨ご 政策を なぶせ よ」 ご 云つ てなる^ お 結果 じが h お 就. 5-- 巧 するどい ふ、 _|而 して 『新 黨樹 ホに 
剛し前 3- て 政府と 誠 解 U でない」 < ホ 巧 氏は 云つ てゐ る、 今 巧の 巧 ホ 氏の 化 Ip じ掛 して 庞兒 島の 
一部 （は 反が ホ > ど 階 へらる。 L - 
泉京お軍ニ日發，^:^!:政鼓0が閒でぁつた化が竹み郞氏は昨リ炎が技政器を脫黨してお政黨を 
が 械ィる 巧な 一 育 巧を 换 おしな 檢贴禁 を 期す る诗 言明した るが 巧政黨 じは 脚 政 一' 其 他よ h 五六 十を 
が參加 するど 號し弦 故ぶ 本搜 系に 屈ず る まは 去就 じ 迷 ふて 居る お 大勢は 晩黨 f 應 せず、 昨巧 ホみ 
氏は をの 快み 等を P 說 いて 新巌を 加を 働 誘した る も 四 ロ 巧ら じ 會を熟 遙の上 一 態度を 决 する 篱 じて 
政が 侧 でけ あ <設 .、べき かを 誠巧會 じが お 氏を 迎 へんどし つ i あるが が 巧を 巧が の 腮黨は 政 おじ 
I 大 セン セ ー ショ ノ をを みつ t ある も 政局 ど 財界は 目 化を 定の如 （觀學 され 一 屠る もの、 結局は す 
ををであらどの觀测商く、 採おホおじ巧をを是越して諸株け引おしつ^あちー可、 辩おの 一部では 
巧 次氏脫 黨の禪 かが 何む' しわる かは 巧らない どい ふ •わ 武藤山 治に のかき 『がわ T るの け當然 であ*^』 

ど 云つ て属 る。 j 
東京 特電 〔ニ ユョ ー ク •タ井 ムス 低】- 日發 反政府 派の 民政 黨顧 閒巧央 巧次那 氏は 今朝 お 
が 書 巧 邸 おにて 柯 をの 前 觸れも U く脫黨 解を おず ど 共 じ急電 をを 化じ發 してぶ ぶの 會 をを' ホめ た 
ち 現 时ニ乂 化 薄の 势ヵ伯 忡で巧 おつて 巧る 政局を 打破すべく 第一 ニ黨の 組織!^; 疊 巧して 政界 じ 一 
乂が 軸を 巧へ て おる、 目下の 形势に 化む ば 約 化 人の 黨 員を 見る じ まるら しい お 政界での T 馬 評 じ 
化る ご 氏の 脫 巧は 旧 中內關 じが' 餘 火- 臣 ごして 就 巧'" る £ の 踏ら あるが、 いづで じしても 巧 次 氏は 

現 巧 おの 勒支服 政策を 按助 ずる じ をるべく 今朝が 聞 記者 閣 どの 會兒 じめ て 氏 ‘ 

こお ま不千 ホ 主義を ま 張し つ、 わる 本の 國藤上 善 あらて 利な く、 日本の. 

正當 じして 宜 つ賴喊 的な 手段 じ 於て 擁譲 すべきで ある ピ 読き 若き 支 恥じ 對 しで 1 …… I : 
らして 居る が、 氏は 最巧 あ巧國 をな 府の戴 天 化 氏 等よ らま 那の實 精を 踏る 丄化中 內閣の 巧 倒を ホ 
/ ベく g ホを まけた 人で わる、 化 巧 氏は 衡ま 問題の 解 巧の 外 じ 弗 康黨賛 じが^る よ b 巌密 なるお 
締 、批 ホの 整迎 & びを 輸解 黛の 實れ 等を 媛榜 して 盾る。 ご 

まま 【聯合】 二日 發 = 都下の 新閱 紙は がみ 氏の 脫黨 はな 巧 じ漂甚 なる 影 蟹 一を 度 ぼさん と觀 察 
し 居る も 化 黨リ眞 痛は お 局 巧 磯の 悔 ずを 占めん ごする 不誠意な 動機 じ 基く もぶ ター 觀 察し 鑄 立憲の 
お 式を なる も 欧友曾 こ 恐らく 提携すべく. 氏は 脫黨の 聲巧書 じ 於る H 本は 巧 大 じ 直面し 居る も 
從來の 二人な 黨は势 力 伯忡し 短り 到 おこれが 解 化を 實現 する 能は ず、 現な a のな 策 じは 何等 馈 
± 的 巧 位は ない が滿 蒙の 利 確は 颤 じて 擁簾 せざる 可ら やとな し、 がて 保ず 思心樹 一^ 支持 しないが 危 
險お あの 傅播 が 締ゎ 要求し お S 琪 組織の 目的は 勢力 差異の 鍵を 据 らおて 麗 巧みを 巧を 斯 するど 稱 
して 夏る。 : I 


I 赴 民 段 霞が 現巧頻 6 
篆じ截 ずる 剌權は 
が 解 わる 口吻を 波 


王ぶ 建 巧の 輕卒な 行動で 

米 支條絲 改訂 U 沙汰 止み 

H 緩和 的な！！！ 本の 回答に 支那 側け || 足ず る- 

I 京 特電 〔ヘラルド •トリ ビ ユン 化) 二日 雜 == 日本を 府ょ b 南を 政府 じが I して 舊憔約 廢棄通 
巧の 巧 答 黨到賃 しじ •わを の 口調は 極めて 緩 化 的で あ &H 支を 渉ら 有駕ど 見られで 居る が 目下 南京 
し销摧 中で をる 蹲は 黨乂 を 終 r ほち を欧 おは 正式の 巧 答を 發 する 窜 である。 '-厂 i 

まを 特電 二日 發 == 英國 政府 ど 南京 政府の 關 親を 渉は 英瞒側 じ 具体案が 成 A ^ 京 測で も 直ち じ 

股 的 浅 約 S な 報を 直'^ じ 持ち かけて 〔前號 本紙 第' 一面 ブシ >ン トン 電報 參辭〕 マ^ ムン！ を 使から 
巧絕 さわ 乂义關 巧は なに 逆轉 した 形どな つて 巧る が、 おお 窜 まが 巧は 巧 支 兩國み 新 協約は 寧ろ 歡 
迎 すべ （でもる •かこれ に掛 して 段 府侧の 反動的 國論 統一は 考へ ものである ご 帝つ た。 

上海 特電 【ニ ユョ ー ク .タ井 ムス 紙】 一日 發 = 米 支 瞒秘條 もに 陳聯 した 外を 纔畏 王正廷 氏の 
又 書 そ-この 路！ 股的條 約を 結ぶべく ヮシントン じ滯巧 中で ある 化中樞 氏を 特 おした こごは 柯等 
がの 誤 殺ょ b 生じたら のらし く 化 巧め マ クム レ！ を 化は をち じ 王 正 廷巧じ 書面を 發 して 氏の 义面 
巧に ' r 巧 < 締結すべき 諸條 お』 なる 一記'^ 引奶し 『アメリヵ 政 麻は 今回の 關稅 おおなる もめは と 
H 十四 U 解を 2 て圃務 長官ょ b 南 巧 政 おじ 對 した 外を 义 書に 誓約され たる もの^ 梁した るに 溢ぎ 
で、 おて 貴下の 稱 する 一般 條 約を々 じ 勒しァ メリ々 政 おは 旣じ 今回の 協を にあ 巧 目的を 果 した 
。のど お 佳す る、 化 降 余は M 等 かの 誤解を 避く るが 巧め 特 じこの 趣を 博を したし，- ど 指摘して 居る 

ベく H 本は 革命 や 煽動を 避ける 
I 爲 か' じ滿 如を 併呑す るが 如き 盧 
志は 藍 もな （おぶ 政府 じして 寶 
明 U 政策 ド 出 づれぱ 併を 乃至 巧 
謹 領± 的を 策の か‘ 

D に する やぅな 機會 はな 
いど 信じられて ちる、 元 ホ 日本 
の對ま 政策 U る ものは 舊 ホの 混 
滩 なる 化 おじ 於て は 臨機 應變主 
義じ 巧. レ 居り、 前週 日本が 最も 
危險を 威 じたのは 舊條 約の 一 ホ 
的廢棄 であつ た， り 本は これに 


了/リカが 千 渉しても 

日本 U 満蒙を 固守 

旣姑 利權の 不法 廢棄は 許さない 


ま 京 特電 【ニユ ョ—ク •タ并 
4 ス が】- 日雜 n 上诞ょ b の 巧 
阻 じ のれば 乂支 關巧條 約の 締結 
し 化 > 日本は 巧 趣の 

満洲 じがる 剌權擁 讓や一 
方 的な 條め腹 策が 否の な あを ホ 
つて ホた ど游 じて 坦 るが、 これ 


は H 本の 位 巧を 甚だしく 誤解し 
たもの ど 見られて 居る、 蓋し 日 
本 お 滿洲の 利 確は いか；^ る もの 
を機牲 ご して- *擁 誰すべし とす 
るのは U ぶの 經濟 め巧權 のみで 
あつて、 お 洲じ對 する 巧 動は 從 
て 南京 欧府の 遺 ロい かんに 化る 


おしを 天の 張 學良お 軍じ勸 めて 
南京 投巧 どし を 協を 中止せ しめ 
たが こむ どても 張 か霖^ 逝去 當 
時 外 お省から が 操 領事 じ おし 豫 
め訓 々しじ もので 時 じ 外務省よ 

潑 したら のでな <、 H ネの勸 
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b 巧 人の 統治 じ もほ對 ずる もの 
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組織 じしたち 恰 から ニ 年 前の 南 
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搏巧權 を廢棄 ずるが 如き 勞 農。 
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やる 限 b 奉 天 ど 南京の ホ かは 一 冗 
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ちが 化 時迄钓 
時-しても 宵し 
り 囉 R は 一時 
よ b 四時を 



第五 街 お so 

へ クシ ヤ 1 
ビ少ー アン グ內 

小 池 寫眞舘 

電請 サ ！ クル， 

四 四 0 六 


齒科醫 木 下义巿 

ゴ0 辛 ご lihSl 
Tel . M 呈 ient 苦 57 


圓 


巧 かるた 


はも/.- の 遊び 
ホを 巧 文で ホ 闽人じ 能 < わかる 
やう 銜單 明瞭に 說 明した ものが 
出 巧ました。 內を 目み 進呈 致し 
ます、 御覽 下さい。 

M KU き YAMAC 0, 空 E . 苦さ St . 呈 y . 


觀鱗魚 か 一切 

H 本人 向きの ホみ 澤山取 b 揃へ 
精が 廉浩で 大勉强 致します 

サゲオ ナ魚店 

』OSAPih Ma<onp 

2泛 さミ St . 

ヴ一 . columbs 91 沒 


日本 株式 相瘍表 

〔大阪 藤本 ビグ ブロ I . 々 1 銀 
巧を〕 株式 相 お 〔舉 位圆〕 

と 巧 =1 十 H 八 巧 ニ ロ 

5 T を をろ ホ 


東を お數 
大 阪指數 
ま 京電燈 
大同 電力 
巧 巧 電力 
大 H 本 お 糖 
王子 興 紙 


ニ 10 •ま 二八 •是 

奏 * 夏 勇* 言 
客 美 0 《ぞ云 
を* さ を呈 0 
ちて 呈 .室ろ 0 
三 0 •善 一-ミ 呈 
巧洋 モス ブン皇 る 0 量ぶ 0 
日本 ビーグ 一袁 玉ぶ 一泉る 0 
日淸 製が ■号 T さ 一号 •ま 
淺巧 セメント 八； 蓋 を呈 10 
H 本 石油 查 •夏 畜互 0 
東京 巧が 罢 •を 卖盖 0 
日本人 造 肥蛛贸 •セ 0 是 •夏 
久原 礦業 《0 呈 0 ま •ま 

巧賣 '往ホ 〔まこ 

モー リス ブラン 

を 業 金 飄機關 ごして 知られて 

居る モ— ザス •プラン •コム バニ 

1 は囊じ 業務を 渡 張し 菌四 十二 
T 目 一二 十 S 番じ 本店を 移して ょ 
店 巧を 整頓して 顧を の 便を を 
計ら 居る か 同 おが 發 あした 所に 
依れば 資本金 ニな 巧 弗 綴 資本 四 
千 六 百万 典 じして 岡 社が 開業な 
巧 本年 ホ gj りを じ 觀通貸 輿し 
たを 額は 十億 弗な 上、 五 巧 万人 
に 達して 居る どを ふ閒 社の 特長 
は 巧 女を 間は ず、 商人、 巧 給 取 
巧 他の 職 装じ從 事して 居る 者 
にが 一年 巧 かの 期限 じて 巧 巧よ 
お 千 巧までを 信用 融通し 挪戾 
しは H 賦撕 ひど 云 ふの じある。 


黑 崎旅舘 化替リ 

過 まろ 年間 黑喊梅 子 夫人が 經 
舊して居た武巿；^ ィ， ス トリー 
- 八 四 番黑崎 T 宿は、 八 巧 一 
H ょ. 0 をを 直藏 巧に 譲渡した が 
奈庭 氏は 新 下宿を 『喜 幾』 ごな 
稱 （萬 事 じ】 廢注盧 を 加へ 讀む 
で 名の 如く 富樂 に打寬 いで 家庭 
的氣 をを 投宿を 諸氏 じ 巧へ やう 
ど 色々 設赌 をして 巧る ど 云 ふ。 


り 本哩 髮館淸 

西 四十 S 了 巧が 番地！ ニむ 六藥号 

ッ V T ロア (第ち 街 ミ 四十 H 了呂 巧」 


日本 散變屋 則が I 

五ヶ 年間 中が 巧 ご おじ 就業。 

ジ ヤシン ト • フ 3 ツ 3 

31 W . 贾を Si . N . Y . 夏 y 
妄 . caiibusjbe .わを nir 己 Park West 


尋れ 人’ 

福 脚縣) 稻永國 みが 矢が を 巧 
持 山 劳太郞 古川 正意 ホ K 幸 
石 松 節 朗渡邊 篤 寶時留 
亩 上が 修ホ ホな 貫を 酒 雄 
貫 化 把太郎 古家 武雄お m ぎ 雄 
(巧 媛縣) 横 旧 常 吉事 常 治 仲 
座を とか (烏 化縣) 木が 薰信 
(長 巧縣) 兢 原ず 人 近 藤 玉】 


.遂にな 爭の 標的 ごな つむ 

わが 國の 金輸 解禁 

巧 次 氏の 政黨 はでう ト； 張す るか 

別項 巧 報の 如 < 突が 比を 瘡か一 下して を b 時期と しては 現下の 


一ら 脫 退して 巧化媒 樹立に 化 殺さ 
一れ て 居る 巧 巧 竹み 郞 氏は 新政 窝 
I のな 即 じを 輸 解禁を 科んで おも 
が、 一 ホ 

民主 黨 じがても 本社 東京 
特 ちが 旣 がする 如くを 输 解禁を 
を 網 ごする じ まつた。 民 ま 裳の 
を 慌解摸 ホ 張は H を 特別 融逝法 
元來の 目的 はげ 年の が 巧 勘 乱を 
防止す る じを つむが、 この 目的 
は旣 じ遲れ てち る じも觸 はらず 
政府は 副 目的で ぁるか 業 銀 巧の 
あ濟 じが おされ 而 からこれ を 政 
略 的に 熙 通して 盾る 点を 非難し 
この 特融 巧收を 急がして を輸解 
禁の 前提たら しめん ごする 幾を 
政略 かを 帶 びわ ま 張 どなつ て 居 
る。 巧み 氏 今み の政黨 がちして 
いかなる ま 張の 下 じ 

解禁を 政 網に する かは 疑 
問で ぁるが、 最あ 大阪每 日ぶ び 
乂 朝が 聯合の 上關 画の 有力なる 
をが 家 及び g 業が を 招待して お 
ふした を輸 解禁 じ掛 すを 坐談會 
の おおを 結を ずる じ、 I ヶ 年な 
內に出 ホる だけ 早 や （、解禁せ 
ょどの ま 張 ぞくを の 事を は爲替 
もみ 當 回な してを b 、 貴 お狀態 
も 本年 稱 ょい こどは 接ら しく、 
本が 前半期の 入超 ニ 億 四千 巧圓 
下半期は 約 八 千 五 巧 巧 圓是當 の 

出超 銭 想され、 これ じ 
植民地 貧 易、 貿 あか 收乂 をを 慮 
して、 むしろ お干のを 流人を 豫 
巧され る ものであるし. 物概も 
槪ね 化が 物 借に 近づきを 利 も 化 


-ヶ 年を 到底 見逃し 巧 ょいと 云 
ふじ ある。 解縷 後のを 流出 巧 度 
の お 測 か 阿に よつ て 一、 日 叙の 
補償が 備 制限を 豫め繼 張して、 
を 流出を のを 利 高を 巧 ルす るか 
ニ、 英义巿 煤に ク レデッ トを設 
け わく かせよ。 ど 云 ふ 

警戒 論' タ く、 武藤山 治を 

は 金 輸出 禁 化の 大藏 ちみを ホる 
べき 通常 議會で 期限 付の 法律に 
し、 をの あ ひだ じ 一般的 影響を 
緩 か 甘よ ど ホ 張し、 H 銀を 換を 
爲替時 櫃じ切 b 下げて 蟹 外價値 
の パ — Vi なる を 待つ て 巧 《ど 云 
ふ もの も あるが、 いづれ じせよ 
十を 用必 した 上で ごい ふ ホ 望が 
ぞい。 直接の 間 題 どして 輸入 爲 
轉 巧せ 者 ご 貨物 巧 お 者に 掛寸る 
直下ら が あるが、 これは-五、 六 
千巧圓 程度 ものであるから 大局 
からは 間 題 ごならす 

賓 易に じついて が これ も 
た 大局から お 料 輸入 園の H 本 じ 
どつ ては 爲替 のをを ど圓復 とが 
黑 ましく、 をれ じは 解禁せ ざと 
ベから ずと いふ 意見が をい。 解 
禁 後金の 流出 じ逊 ずる 憂慮 も 一 
般 の營戒 むじよ b 巧ぐ 事が 出來 
る どの 楽觀 論が を かつた なお 論 
者 どして は 後 かに S 氏の みで、 
をの 要旨は いづ H も 時期 尙巧ご 
いふじ ゐら 、貧 おが 態の ち 利た 
なつた 場' をには 1 いとし、 現下 
の 如 （爲替 が 四十ん、 八 ドグを 
化 持して 居れば、 を輸巧 禁止の 
賞 害け ほごんで むく 解禁 も 急ぐ 
じぶ ばない どを ふじ あつた。' 


金利 鳥 ごを 融 硬化で 

化滯 して ホた 株式 

併し A 月の 取引は 昨が 間 期な 上 


本年ん 巧の ニユ ー ョ ー ク巧式 
ホ 煤は な 塊 輪 出 S 影嚮や 巧忡员 
人 巧 附巧戒 を 怠が する を 利搞の 
ためにが 沈 滯氣ホ ごじ b をの 取 
引な. レ 一二 千 九 巧 一千 化 十八 お、 
昨年！ I 期の S 千 八な 四十 义巧ニ 
千 よれよ 千 六 巧ょ b 稍々 優る が 
本が 云 巧の 記錄的 取引 八モ 四な 
九十 八方よ 千 八な 一二 十四 巧 じ 比 
較ィゎ ば ザが 駆 どな b 巧 ザ 八 巧 
な 降ょ 6 しては 政 ホの 取引 おじ 
して 一 U の 最乂化 引け ニ 巧と 十 
九 万 六 千 おな 二十 棵 (十一 日} 最 
かお 引は 巧 十八 巧 四千 ニな 十 巧 
(十 化 n) である。 即ち これを す 
九な 二十 六 年な 後のと g 化 引 あ 
び 昨年 一月】 U の 降と 巧 S 十一 
日 じ H る 比較 左の 如し (右は と 
月、 左は.； 巧 W 降】 

I 化 死が S 化 •00 To 九 八 
四： 立 四 •五 化 一 •0 六 八 
一九ち 年 I 二八 •四を T 屯と 六 
so 化 •お 九】 •0 八 六 
石 交 年 11 HV よ 一二) •六 四 四 
: r 五 四 •八 一二 六 四 
而 して 外 闽莊が 類の 化 引 高は ニ 
惚六だ S 十八 万 二が 巧で あるが 
をのみ をは 〔现 化す 弗〕 


諸祉债 I ニ' 一 •と H ハ 
米 政が ニ お ■お 化 お 
諸外闕 五 ニ 
即も 本年 六月に 比して お 千 一二が 
六 ^ 四 巧''- で： 北' 円 巧、 昨年 同期 
ょりけ 八な 八十-方と 千 ニむ 巧 
のが 少 じて 本年 一巧 W をは 昨年 
M 則の 二十 億 四千 四十 八 巧乂モ 
八 百 五十 弗— 興し 十八 億 化 千と 
.ゎ 十 一 力 ニ 千な 五十 弗で ある。 
巧ら じ々— ブ •マー グツト じ 
至 b ては 著る しい 沈滞ぶ もに 
て 本年 お 丹のを 大記錄 ニ 千 の 
巧 八十 凹 巧 おで 八が 八十 六 株 
じ 勤し 僅か じ 化は 一二 十八 巧 六 
千 ニを 一二 十-株' 本年 一巧な 
降の 總 おは 一億 八け 置 十一 ニ 巧 
六で ニ 巧 十二 採、 証を 類は 四 
千 六な 二十 二方 巧、 本年】 月 
3 降の 總 計は 五 低 八 千 六 パ ニ 
十一 力 四千 弗で ある。 

とちは を 願 硬化 だけ じ n — 术も 
非巧に商，.、お巧ニ^じはがわ：^J 
と 千で 巧を 引出した 货 めじ 一 御 
どい ふ窩 率を 示し をれ より 八 か 
五み 巧な. からと 月 一二 十.： H じ tS 
巧び 八 かを I 出現を 見て がが の 
閒趣 どなつ て K るが、 In の ホ 


巧は五* 化八四、，を)ど；：^つて居 

る 0 

かほ 問题 のを 塊 輸出は ホ 巧の 
一億な 己 十 S 々一千 弗が 六 千 
六が 四 万 六 千 巧じ减 少し、 輸 
入は これ ご 反 おじ 平 おな 八十と 
方 ニ 千 弗から 千 六な 四十 四 巧 五 
千 巧 じち 加した。 


農民 擲 結して 

お ま 驚 支持 

ス 5- スど諮 解 成立 
民 ま 黨大統 額娱補 スミス 巧は 
過般 ホ 農が 救 洗 問題 じ關聯 して 
中西部 化 ホのを 民 組を 長ビ ー ク 
巧 ご 協議 中で ぁつたが 遂じ敲 解 
が 成立し ピ 氏は これ 等の 農 
民を 指導して 頁ホ黨 をち 持す ベ 
スミス 氏は . j へ 統領 戰に 勝てげ 
鼠ち じ 共和 黨乂 統領 候補 ごして 
時 お 力で ぁツた C — デン 巧を 
顧問 ごして 農 巧 會議を 召集す ベ. 

间時じ 民主 黒 ごして はが ホの 
有力 あで ぁる バラ ブク 巧を 農業 
問題 委員長 ムし シカゴ じ 本部を 
わいて 中西部 地方の 選 孽運勘 じ 
着手す る こ VJi な b 農 おの 投票 
は 確かに 民' ホ黨が ものでぁる ご 
俄か じ 勢を 心 f して 居る が、 共 か 
黨 側では ピ 斗 ク 氏は 農民に 信用 
なし ごて 案が 冷靜 i :* 態 巧 じ 及ん 
で 居 る ら .：：^} 、， 0 


圓鑄臀 再 落 

終 r ~ ぶ ポ キント 

一が 本年 畏 初の お 値を 繰返し 
た 圓爲替 相場は をの 後漸騰 しつ 
i あらし も 左る 木曜日の 相場は 
巧び 十五 おす ント 方で をして 電 
信は 四十 五 苑十お 仙に。 つた。 
即も 巧の 如し。 

テ 一- ンド グ^ — フグ 

木幡 n 四ぶ •0 お 四 お •一 舌 
水 職 日 四ぶ •ニ 0 巧 お •ニ 五 
一が 前 阿 屯 •一二 五のと •の あ 

糖界 链氣壓 一掃 

束 ま 特電 日發 H 円本、 明治 
兩 製糖 會 化み 提携 成ら 稱界の 低 
氣赌 一 掃の 模 横で 糖 惜もお 勝し 

ち ■ 

ぶ おやの 賓易高 

東京 特電 二日 潑 == 輸出ぶ 一億 
六で 八十 しん 万 八千圆 、輸入け、 
一原 五で 八 だ 八十み 巧 五 千圓じ 
て、 を引乂 化は ニ 巧 一方 S 千圓 
である 0 


資 余の 供給 不を 

曰 今 銀 巧 監督 役 着電 
〔八 巧 一' り發〕 腐資 をは 漸み回 
歸 のを じめ、 リ 、時節柄 資 をの 霜 
要 乏しく 大勢 依然 緩漫 なる も 化 
磯じ乘 じお漬 多額に 上ら たれば 
最巧 消化 塊 i の 情勢を 現し 旦つ 
引 綴く 本が を 債賣却 も嚮き 短期 
資 を巧况 前： パ じ 比し 氣强 し、 期 
ホり 化 天 巧 ザな に 稍々 盛 b 返し 
生糸が 轉 、紹 糸は 木 勢て ある。 

号 2 

兌換を 發巧烏 ). ニニ ニ 0 
制限 外 一四 八 
一般 貨附 よ 八】 
外風爲 替お附 一二 
政府 预を ニ 四 ニ 
に 閒 巧を 一二 ニ 五 
毛 巧 未. ゎ 米 二十 八圃 とヤ錢 




Kawasoye Hotel 
巧 3W がり 巧 nj 化な t. 

Tei. CaihedraM91fl 


御 

旅 

舘 


河 


添 


MUSk. 

TAIYO 

1 が West 巧 かお . 
le!. む S がか ana 巧な 


T 0 Y 0 KWAN 

41 E, 19 比み. 

Bst. 8' が y & が h ii け. 

む L がが nquin 8788 



IKUINE 

Hote! & Restaui*ant 
313 化 88 化 巧 . お w む rk 
M な fi が I だ 巧の 
tlable Wclr が S IKU 巧 E 



340 W. 巧 化み. 

felephone: 
Columbus 88 の 


(晒 日 •水) 司蕃お 



巧み 憤 
ご 目 了 四十 四 
巧 目 了 五十 四 


The Tokyo Go. 

1 が W. 扣化化 

わ w わ rk CHy 
Tel: む aW が r 巧 巧 


も KUWAYAMAGOi 

114 も が 比み. 
New York City 

Phone. Re が nl Jggy 


City Hall Tea Ganlen 

170 Nassau St. City 

No け to the THbune 泛! わ 
Loo Lin tvtanager 


SHOWA 

53 West 105 St., 
Te!. Cl&rl£sc>n0981 


DARUMA 

巧 レな h Ik け. 
Teh わが ni 巧 53 



Beem Nom Low 

474 •か h Av*- 
Bet. 28th-29th St. 


Wing Hi 打 g Low 

Chin が e R 巧 iaurani 

3200 8 Vay ， fU. G も 


SUN HANG FA 民 

2 け 0-7tH 化 . Be しけ 刷 & U 拙 Sis. 
むし Monism ミ irt が 64- - 


ま ウ± ホ 巧 蹲 君 云 T で 巧蒂腕 
す マ、 上 卒し じへ 目 第 理君前 本 
。イ 日ま繁 ては ばのと をのを 樓 
、騒す々 ちが 直 チ 巧 差 嗜揮料 
春は。 御 まるぐ ャの 上がつ 巧 
播饋 ホす 程日プ 巧げ じて 人 
が 頭 巧。 巧 本 スニま 適日歐 
あ、 の 評人イ 十す す本廉 
> シ 程を 諸 £ 六 のる 人が 


新囊 

ホ 料 

花理 


KIN8Y0 & PET SHOP 

IMPORTER OF 

GOLDFISH & BIRDS 

動 其 力を 
物^ ナ種 

切 i ャ魚 


Goliege I 打 打 

310 日 Broadway 
お I 1 巧 rd & 124 化な S. 

- T お . 巧 0 诚巧姑 巧 

巧 白 巧 ま 王 品 
年年 理邪ィ 及 
を 生 
掩曜 
をに 


新 本 巧 

33 W. 42nd St. 

LACkawanna 6300 

男女を 間は ず 商 A、 俸給 取!) お 化 職 
大お 育に 業に 從事 する 人は ち 弗 1 も 五 千 弗 迄 
十づの を 一年 或は 一年 0 巧の 期限で 借!） る 

ち 巧 をら 事が 出 ホます 0 

ニ 支拂は 月が 沸 ニ ： 

巧 菜を 融の 開拓者 _ 

The Mo ぴ is Plan Co. 





japan 

門 0 化 ion Co. 

巧 0 W. お 化 化 
Tell Endico け 打 お 


KATAG 刪邮 (TS 

2 がに が 化 St. 
New York Ci か 

Te しむが nt 3480-3 が 1 


DANCING 

411 W. 115th St. 

Tei. Cathedra! 4408 &か 3 
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號お十 屯 巧の 千 


远 わを 3 な imttp 巧 r 透 im を 巧 


【円曜 十一】 


ロ 四月 八 年 H 和昭 


媛の 蒲烧 おいしい 娜烧 

會雕御 料理 

叢 食は ホ廣へ 

げ 咯節蚁 道が 大勉强 


高等 御旅 絕- 

東泮裳 

會庸御 料理 


削龙 施に 御旅 舘 I 

坐 稻隸^ 

短 育 市 西 八十 八 了 目 一二 ニニ _ 一 
お 話； イブ， とさ ニ - 


ずき 燒 
ホ じ 御 料理 




日本 食料品 類 及び 雜貨菊 卸ル寶 
ホ棄 大寅挪 桑 化廊會 
新刊書 籍雜誌 小間物せ 巧 お 各種 


日本を 巧 お 
日本 お貨巧 
書籍 おが 誌 


每夕化 時を 營業 

メ 1 グア F レス 〔年 一巧〕 

東 奈巧會 

巧グ ly 自 なの 便 あ > 
トブ ンク巧 ちます 


タ那巧 巧 

巧廳 茶園 

司 巧 人ぶ を 
出 數のホ じは ま 巧 
の 裤使利 じ 髓へ巧 
間 倉 席の 御用 じ お 
や V く 娱間巧 ホ 巧 
不變お 引 立願 巧な. 
が 上 稱ま巧 申 ± 娱 


高等 御旅 舘 

- 昭 和 

會廢 御巧理 


設備な ま、 腐 利の 
巧 巧 人、 調理は H 
本人 おき 

S £娜 桃李 園 


4 

が 记 W 

G 


0 

W 

T 


§ 诚御ホ ホを 待って 

夏ら まず 


美 かじして 淸巧 

g 品 商機 

午前 十 時よ 6 ちち 
午前 ホ 時 主で f 


> £麵 ホ興樓 

路滿 ひの 巧 理人數 名 
が 日本人 諸君の 嗜好 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 朝 一二 時を 開店 
I ( なサ五 T 目 サブ 
_ 停革琪 のて) 


井上 金魚 巧 

笠 8 S 瓦 h A ち こ》 ew Ifork 苗な. 

さ i S ニ 這 


■2| 挪 

加-! な J 

G 品 

径 な 6 
抑 I： 

か J 


皆様の 巧 嗜好に 適 ふ 
樣 なお ホの 御ち 巧を 

S 娜 廣珍樓 

致します から 續 々御 
ホ ホを 願 ひます 


水泳は を 褲目じ 渡 ミの 
得点を 期す るは 確實ど さむて 居 
る。 本年度 1ち、 始めて 出場す 
る ダィビングは H 本ん の 巧 化の 
體 のを 勢 等 じて は 先進 者 ど 伍し 
ての 族 技は 化 ひもょ ら归 所で、 
之は 將 巧の ための 是學の 意 ホで 
の お 編に 外。 ら ない。 

邦人 ご 偏稱し 

脫船後 逮捕 

をの 實は中 お 氏國入 

ニ H 附常ホ 英字 紙は スタブ ン 
島の ニユ ー •ブラ キト ンじ砲 泊 
中で ぁる 英闕 貨物船 乘組 日本ん 
水夫の 脫船補 縛を 報じた が、 右 
は 支那 A の 誤 b なること 判明し 
た。 支那 人 ロングは 閲 船が 神 戶 
姻航の 際 雇 ひ 入れられ たもので 
外に H 本人 ニ あ も 水夫 どして 乘 
組み 居ら 共に 脫 船を 計壽 中發覺 
したが、 だ 邪 人の み 之を 敢 巧し 
たもので 彼は 無 幢で雜 下 も鑛は 
ず區 裁が 所留攪 巧の 金網を ょぢ 
上ち 窓 ょら 飛び 降 b 逃走 中を 腹 
のた め バンを 買 ひ ホ めんと H 曜 
H にべ キ 巧に 出た 所を 捕 へられ 
一二 目 午前な 船し 同船は 再び お 帆 
した 0 

彼れ はお 初 逮捕されれ 際ブ。 

1 クンな 巧 語で 自 をは 日本人 

の クックで ある ご 稱 して 居 た 


『一寸 待つ て』 

靴下 r 修鑛 

速 鎖 店を く 開く 
『一寸 待つ て』 居る 間に 靴を 惨 
緯 しが 服を プレスして 吳れる 巧 
は巧內 K け ざら じ 見受ける 所で 
をる が、 流石 ァメブ 力は 女の 頤 
だけ •し、 今度は このまに 化る 婦 
人の ストッキング 修 撥が 連鎖店 
近く ボ內 をが へ 設けられ、 化を 
の總 ゆる 機械ょりも 約 十倍の 速 
さで 人絹-木綿、 絕 靴下の 巧を 
繪 つて 吳れる 巧が 開 b かる^ こ 
とじな つた。 

この 機械は 二人の 兄弟が 約 五 
年 じ 及んで 苦必發 明した もの 
でゴ ツサ ム商會 では この 特許 
權を 巧で 邦で 貢收 すべく 最初 
じ 商 誤した が 兄弟は 儲けの 割 
前を 配を 求め わので 從來时 巧 
會が 資金を 融 逆して 發剛 を完 
した ものであると 0 


不眞お 目な 靑 ザ 

『僕は ジ -ンス •ボブ* ン K 

大學 の 卒業 A だ』 ご稱 して 曾て 
は 某を 會じ巧 おし 箱 あ 巧の 滞納 
はする を內の 知人からは 借を す 
る。 揚句の 巧-な 居所を 晦 まして 
迷惑ろ 掛け 互 巧る 靑年 がわる 姓 
名を 發 をす るのは 本人の 故梭ぉ 
ホめ る 恵 ホで おら （をを がて 置 
くが、 を 貌 の' レ、 會 話の 上ず：： > 
男で 英語の フ "1 スト •ネ 1 ム 
を 荷し 自らで 5 ドクト^ ド稱し 
て 居る か、 最 ニが 大學の 幹事 ロ 

•— ンンス •エー チ •ベ — 力 - — 氏 

濱本お 惜敗ず 

聖ルキ ホの 表 A が 球 選ず 通 巧 
東鄉こ NJ 濟本 6 は豐 がの 大會 
じ出携 したが 味 選で 惜肢 した 

の 署名 ある 紹か 化の 犧な ものを 
振 b 廻は し、. あ 處へ是 れは自 
を じ 相違ない ど W 證明 書た 貴 ひ 
ねいと中出でむツで取ら調べ て 
見る ど 千 化が ニ ー 四 年 ご 二十 五 
年の 間 じ化學 し':; お 跡は あるが 
千 九 巧 二十ぶ 年 八月 吉日す 废績 
のた め退學 のを おなき じ まつわ 
男で 勿論 卒業な ごして は 盾ない 
事實 がが 明し ちに 本人が 該紹か 
狀ご稱 する 蕾 類 义ん醫 師じ示 j 
しわ 爲 めじぶ 麗！ 帥から も 同大 學 
へ 問 ひを せた お 裝眞ッ 赤の 噓で 
ある こごが 明らか じ.：：：* つね さぅ' 
だ。 斯 かる 不眞面 ロな 靑 がは 一 
日 も 早 （其 ホを なみて 同胞 化會 
の 迷惑を 惹き起 ない 樣ホ 息ず 
する かよい。 

讓 渡廣吿 

時下 藍々 御淸 辞の 段 奉賀 候。 
陳ぞ從 巧 經營致 峨黒瞄 旅館を 
今回が 良直藏 巧」 讓 渡し 埃に 
かては 今後 巧 巧 變らす 御嶺貧 
じ 巧ら 度 < 御 お搂を 如 斯じ御 
座 候。 

武ホ熙 埼梅十 

讓受 .廣吿 ， 

從ホ黒 崎&經 をの 旅舘を 今般 
ホ 生じ 於て， 强 ずけ 經 摩する 事 
じ 相 成 おじせ ては 萬 事 一曆注 
意を 加へ 勉强 巧を 候 間 何卒 從 
前 逆を 相變ら ずが 谅負 下さる 
穩を願 上 候 先は 化 b 敢 へや 紙 
上を なつて あ嚮 披露 旁々 が 挟 
機を 如斯じ 御座 候。 

武ホ奈 庭直藏 


御料 埋 pi 

太. 隣 

壽司每 日 あちます 


レャ トル 巿 

NP 旅館 

W 06 I 6 を A . ve . WP Me 芭 ユタ Wa を’ 

停が お前を まへ ニ 了 左側 K 階 建 
H 本 巧 船 切な 取扱が 卢場 送迎 

巧菜齡 域中必 、絞 領事 結、 H 本 
郵船 其 他 お 巧 大會社 巧き お 巧 

を 港-： 7 ル ホ テ 八 

拂 日本を (特則 間 あ b ) 

御 一巧み お 自勘单 御出迎 申上娱 
6 ニ呈 ifiia St : San F 呈 cisco , llalit . 


周 圍閑淸 、を氣 新鮮 

巧 人 惧樂部 白お亭 

芸 Sands St . す GQ 互 n _ N . Y . 
TeUri 普 gle 7475 


▲淸 が、 親切、 お樂 

勢州鑛 

が努事 佐 义蘭榮 作 
援 5 E . 祭を S すま t 
TeKRe ち 里 だ 3 S 


お 旧旅舘 

江川 作 一 

岂0 で S ニ 5 さ S す罩 
Tei . S 星ま这 ni お 51 


力 旅館な め - 

を國旅 錐— 

1ま W .6 置 SI 穿 W York 

ジ|. をぶ uehanna ミ 10 * 


紐 育 旅鑛帛 *1 

東 四十 了 旨ニ搜 二番 
Tel . Ga 星呈 ia 夏 A 


ボストン 甫 

富 ± 旅 舘大顯 末 お 

妄 Wq 養 si ミ St . Bost 呈至 ass . 
ぎ B . B . 含 75 


住み 必 地ょ き淸 おなる 塞 

御 下宿 松が 好か 

養 Lexing す ！ 1 & ve . 

ブ一 iUhiand 養 9 


費府 御旅館 

桑山淸 五郎 

さ 8 を 量 9 ih St . 皇皇 1 Pa . 
Tel . 室 言 t 7 だ 1 


馨油 S 雜 Isspf 白米 
日本 米 離 食料品 i 飄歡觀 

巧 巧 蹲 油 巧 ま會社 東部 一手 賣測店 

曰 本 食が！！ 麗會 


紐 育 唯一の B 本 百貨店 

片桐 兄弟 蘭會 

スマ ドン •プロダクツ 一ず 化賣元 




鱗禮 概人| 

►社を ダンス ▲ 


.表 楠 体操- 


了 寧 
親が 


を 

朝 十 時 3 , お 十一 時 

シャリフ •ダン シ 

ング 師範 學校 ホ！ 

し 杉 タマ 


i アムステルダム 二日 豬 H 本日の 
- ンダッ タ巧選 じがて。 ン ドン 邦 
■:ん 宵 贈の レダ ッタ 『隅 旧』 を猶 
i いだ 巧が オリンピック 派遣 選手 
~ が 手圃部 (ホ 大) 繼調能 勢 (明大) 

I ニ畜も 旧 ( 帝 大ご蕃 商 島 焉大 } 
M 番佐藤 (H 乂) は オランダを 破 
ib 、 獨逸ど パンガ 91 を 巧手に 
j 巧 勝す る こと」 なつた が、 人 見 
I 紐な 嫂が 參加 しわ 八 巧ィ！ ト於 
I 競 ホは 茲も 数烈を 楠め、 獨 逸の 
I ク デッタ 磯は ニを 十六 秒 四— 五 
一 f いふ 世を 的記錢 であつ たが ラ 
I デ ックの 下 六 人の 競が は 追 ひつ 
I 追は れつ オリン ビック ホ 曾ち の 
I 徵戰を おじ 入赏 した 六 人は、 い 
づれも お 世界 記錄を 破つ たもの 
I で 人 見紹な 錐は 僅か ニャー ドの 
I 差で 惜敗し ねがみ 勝 点じ 建した 
- を 逃 ホの 中し はを の 傷に 卒倒し 
: たお も 勘な からず、 を 氣の人 見 
i 嫂 もへ ど， 〜 じト * つじ 瞬 帥の ホ 
ー當 てを 巧け た。 \ 見 機の 入質で 
婦人 競技の 得 點は獨 逸の 十八、 
アィリ 力の 十 ホ、々 ナダの 十四 
におし 五 おごな つた。 而 して 織 
I 旧 選手の ホス デ ヤン プは フート 

I じして 四十 九 吹十时 ニニー 一六 
I 萌都 選手は 四十 化扔 二が 六 一— 
壬 ハ 四で あるが、 これを 一等賞の 
j みを 水 ィン トど する オリン ピツ 
i クの スコアに 從へぱ 左の かく 
I アメ f 力 (五) カナダ C - ニ英國 
I ニニ フキ ン ランド ごこを 锐± 
ニ】 H 本 ニ) 巧呵 ニ) K キー 
デン 二) 即七 日本は 一二 等で あ 
ろが、 を 入質 者を ポ キント ど 
して 勘を すれば： =1 本は と 等に 
なつて 居る。 左の かし。 

ホ 网 ニ 一八 •お 
フ キン ランド 四 八 

奥 闻 H よ 

スキ' — テン 一一 ニ 
カナダ 二八 
濁 こ ニと •お 


H 本 
南 アイ リタ 

アキ グランド jo 
フランス 1 0 
ノ - — 八 ゥエ一 お 
パン ゲリ ぶ 

^ イチ 五 
イ タブ ー 四 
ヒ 9 ツ ビン I ニ 
オランダ } 

スイス 一 

最も 有璧な 

水泳 競技 

愈け ふから 着手 

目下 アム ステ, ダムで 開催中 
でぁる ォリンピック 競を 乂會じ 
於け る 巧が 陸上 選手は、 最も 

有望 親を て ぉた 人 見 絹 

枝 嫂 かふる わ や、 織 巧 選ず の 優 
勝で 僅かに 氣を 吐いて 居る じ 過 
ぎ t •■いが、 これから 锥 ふされる 
水 化 競技には、 H 本 も タ少は あ 
躍す る こどで あらぅ ご お ふ即も 
過去の 記 錄じ徵 しても 大正 十一 ニ 
年 パブ r で 巧 はれ じ 第 八 闽の陸 
上 競技では 、障 上では 織 田 君が' 
一二 段 飛びで 始めて 六 等 じ 入賞し 
わじ 反し 水み でけ 高 石 君が な £ 
千 五が メ ー トグで 五 等、 齊滕を 
背泳で 六 等、 八 百 メ —ト グのブ 
レ） が 四 等 どなつ て H 本のな め 
氣を 化いた が 

I 今度の 水泳 選手は 豫 選の 

結 あ、 ヘッド n 1 チち 細、 マネ 
—ジヤ ー 西 本、 タイ ヒンク コ 1 

チ 杉 本、 選ず ごして リン] 及び 
長距離に 髙 巧、 新 ホ、 义 山、 佐 
出、 巧 曲、 竹が、 巧 泳 じ 入江、 
木が、 ホみ じ鹤 旧、 お 波、 ダイ 
ビングに 高 階の 十一 人を 選んだ 
これ じよ b ホるべき オリン ビツ 
クを思 ふじ、 巧々 が 鼓も學 みを 


掛く & ものは 鶴 出の ホ 化で ある 
がれの 巧 勝に 於け る タイム ニを 
五十 四 秒 ニは 實じ 前回 パリ ー の 
ォリン ビック 大會の 優勝を 米國 
の スヶ八 トンの ニみ 虽十ム ハ 砂 六 
を 破 > し 大記錄 じして 彼れ のみ 
法に 今少しの ピッチを 上げ 得る 
點 あるを 思へ ば、 アム ステ グダ 
ムの結 裝を巧 目して 待つべき で 
あ. る。 本年の 巧め 癌 新聞は 巧 年 
の 

歡旧ん ン n — ドニを 五十 

と 巧 ニが 五十 乂プ ー グ じがて 作 
られし 故を 0 て、 彼を 第一 ニ 泣す 
なはち獨のラ—デ マ ッ へ 少、 ホ 
の乂 プンス のみに おいた のを ホ 
常に 面白い 見方 ど あつて 居た。 
团ち現 化を をされ つ i ある 好 記 
錄 はを 部 二十 米 おしく ば 二十 五 
米 プーグ じ 巧 なれし ものにし 了 
化 巧 記録 ニを 四十 八 秒 ニの 獨の 
ラ！ デ マッへ-レが 先日の 獨豫選 
會 じがて 二十 五乂プ ー 八 じて ニ 
を 五十一 秒臺 じある 時、 鶴 旧は 
Y MCA ゾーグ (十 米) じて ニを 
凹 十八 秒を 巧し 獨巧 P の 見 力 0 
上なる 舊 力を がする すを ボ した 
次に 有窠 。る 八巧リ レ！ はか 巧 
令 固のを 選會 じがけ る ニ 朽米競 
化は 我が 閣 水泳を の 猛者の ひご 
し < 、ねらつ た 處で豫 選ょ ろ决 
勝まで 非常なる 

大接戰 をな し、 殊に 决勝 

じがて をの 結 おは 直ち じリ レー 
メンバ] ごして 化 お 選手たら 得 
るの なを 巧つ て 眞じ龍 あの 爭ひ 
をな し、 巧 力を つぐ L ての 競み 
は 當日萬 1 の 見物で あつた。 が 
してを の 結果は あま. 9 の 緊張 ど 
勝たん がた めの 自重の ねめ、 ン 
コ ー ド 主、 見る べきら の 無^ 爲 
めじ リ レ！ は 米獨じ 勝ちを 得ら 
る < じは あらざる やの 威 U きじ 
あらざる も， 彼等が タレ] •メ 
ンバ ー どして I 致據 力せば 必や 
や獨を やぶ.^ て 第二を たるを 衍 
; ん S 思なる。 巧メ！ トが 競技は 
朱の ッイ スミ ラ 1、 ロフア 1 、 
コジャック 巧び ゎが 高 石 選手の- 
間 じ 

白 を演 せらる ベ <、 

フイ スミ ラ I じ j U のを あち ご 
する も 負の 氣の强 い 高 石が 化に 
ニ、 一二 等を 讓る もの どは 思へ な 
い。 四 巧' メート 八 じは 鳥 巧、 新 
ホ 出 媛し、 米の ヮイ， ミラ ー、 
クラップ、 湊洲 .の ナヤ 1 グ トン 
スエ 1 デンの 勇 ± ア か. 子 ポ八グ 

等 じ 伍して 得点すべく 考 へられ 
る。 千 五巧メ ー トホ にがては 長 
距離の 猛者 ァグ モポ ググ 、チャ 
—グ トン、 クラップ 等 じ 綾いて 
新 井の 得点は 確复 たるべ <、 背 
泳 じ わいても 入な、 木 村の 兩人 
が乂獨 佛の猛 をを 向 ふじ 廻して 
の 戰ら相 當巧留 視卞る じ 足る は 
疑りない 。之を 要するに 




曰韋 旗、 化 歐の空 高く 麵り 

織 巧 選手 優勝の 榮 冠^ 獲得. 

Ih 胸 も离嗚 ろ若ヶ 代の 泰樂じ 列 强の觀 客歡呼 H 

アムステルダム 二日 巧 n 本 n のか ス •チャン ゾ说 はじめて 織 山が 雄迭手 (早大) は 一 あ •ニ 一メ] 
タ ー を おびて お 一等 ど。 b 明を 阳 十： ム年リ 本： ^ 摄辆の 遠 化 - W 球の 巧 力は 巧 ひられて 化歐 のを 窝< 
H を 旗は 織 b て おお 化 •かかめ て 奏せられ、 人 見 掛枝機 も 女子 八が メート か 競 ホで 第二 着 ごな 6、 
南部 中 5 ザ 選モら ホス デ ヤン プで四 等に 乂赏 の-^ = 本のた めじ 氣を 化いた。 

即ら U 本は このを ぁ & 胳 がに 化 H 化 滞した 氣 かを 一掃して 勇 
お 一り ほして 巧る が不 巧な い 、円 メ ー トグ 窠ニ豫 選に がて 僅々】 时 
のまでた 格し たん 見が な槐 もこの 中 喘 日 じは お 巧 意の ま b 高 飛 
びで 必ら やや 媛 勝すべく、 岡 日ょり 摧 さる、 水泳 競は ィ」 共に I 
装の 化が を 放つ でぁらぅ ご豫 想され て 盾る - わ、 今年の オリン ピ 
ック が ホ刚其 化で n 本人 觀客 も頗 ぶる タ 蚊に 速 I て 居る ので、 

織阳選 ホが 傑 勝して む 厳。 る 巧が 化か 葵禪 じり 摩が が ひら'''^ 

ど 鶴つ た 刹那、 巧 おの 舞 U 旗い 撰內を 腿し ロ。 H 本の 運動 あじ 
お あ 的。 ホス ジャン. ィ のが 績は左 のか きらので、 疆じ 木が 逃ず 
が 商 飛びで 六 等に、 中 巧 米み 郞 (策 巧 商 帥) 選ず’ かで おで ニ • 

化 0 メ ー ト片- 十二 映 化が ザ】 で 昨 = 第 六を じ ス贊し (一等は 
ア メリクの 力ー ちで 凹 •ニ 0 メ！ ト^) たので 益々 巧留じ U つ 
て 巧に ピ 

一等 織 旧 幹 雄 ！ 五 •二 一 /I タ— 

二等 ； ^ ゲキ • ケ ー ジ！ 〔米〕 一 五 •一 おメ ー タ ー 
一二 等 ゲキレ • テユ 。ダ 〔フ キン〕 一を 】 0 メ！ タ ー 


四 等 南部 おで 


五 ~ メ！ タ| 


五 等 ツキ ユラ 

」 、等 ンヤ ■ ゲネン 


〔フキ シ ^ 一 四 * と 0 メ - — タ * 
〔フ キン〕 一闽 • 五メ ー タ ー 


レガ ツ夕豫 選に 日本 勝つ 

へ ミ-^ じな つた 人 見 絹な 讓 


一定 


♦ 


禱誦 二割 引 

恰 巧の 好い 洋服 

學を 兒學劇 諸君 S 爲 めじ 特別 

大勉强 をいた します 巧を 弊店 

の泮 服を 御 試し 下さい。 

N . FRESiD , 呂 ST 量 TAii . 

ニ 86 3 rd Ave こっち. 74 th St 查 

志 W さ rk 百罕 


義衞擧 校 

曰 本人 じ摄も 適した • 
新 職業を 潭得 ぁれ 
本校は 乂齒の 製作を 專巧 じ敎授 
す。 本校 お 身の B 本 じして あを 
成し 富を 作れる もの 多 數ゐら 
特に 日本人の 敎授 を聘し 有れば 
英語の 必要なし 晝が巧 巧 ぁら 
一度 御 ホ 校の 上 自身 本校の 山 
中 巧 じ 相談 ぁれ 

ボ デ！ 義歯 專門學 校 

17 巧す oadway 京 さ If ミ k 


日 

米 

桂 


を 話 プライア ント 

八 0 と 九； 八 八と 一二 


巧 f 诗長 

JJ 


親切が 

が 育 お 巧 四十 巧 T 目 
ニニ！ 一一 乂番ニ 一階) 
支配人 巧 中 重 雄 


ま 巧 

呈 Glii る Ave . 呈堅 三. Y . 
ぎ 苗を を 14083 
ま 巧 3 rs . F . K . 呈 0, 


赏 面目なる ホ 職 同胞 じな ち 
なる 磯 業を 韵旋す 

宮 M 事 f 

紐 育 巧 面 四十 ニ T 目 百 什一 を 

とと 八と 
九 六化乂 


を 

^プ ブィ アン 


煎 餅 卸 > 小賣 
を 腐油揚 
日本 食料品 一切 

1 S 吕 m 巧 R1S cako C ? 
88 二 hird A さ.， 

Tel . P 堅 a 巧 18 


ロス アン •た ルス 


ホ リン ピック 
ホテル 


ニ 7 N S ミす dro st._ Los A 這 寅 Gal . 


御 下宿 喜樂 


元 黒 崎 旅館 奈良 直藏 
184 互 皆 St : Brooklyn , N . Y . 
ジ 一 . Gibeliand 苦 ニ 


木 田 ル 1 ミン グ 

ニ 07 3 rd す， 置. 59 & 呈 hf を 
ジ一 ちを ミす 语 nt 苦 27 







Nippo 打 

Diy Goods Co . 

1261 Broadway , Ciiy , 
む r . 31 st St . 

む l.PennsjfWania 5950-51 

む Dm 4 巧 


Ta け oTradingGoJnc. 

importers * & Exporlers 
lOIFi 圳 むた， N . Y ， 

TeL Algonquin がが 5 

と j 打. iiiudiuwi , C し 《* i . 

Chic 巧 0 , Ittinois 

み 


太 




THEWTS 山 画 UTOi 

NEW YORtUGENCY 
Roo 阳 No . 712 
81 Brcadw 化ん Y . G 
Te !. Bowling Green 344 日 


ぶ 


The M 化 ubishi Bank, Ltd. 

Room 941 , Equ け か ie む ilding 
120 む oadw 化 New York . City 
Tel . Rector 94 が 化 


THE FUJIMOTO 
な削间 ES 削 . ， I 脂 . 

129 Sroadw 如; in . C み 
おし Recior 2 " 8 ぶ 39 


THE BANK OF 削 0 な N 

Rgo 席 10 巧 巧 5 む oadw 巧， も Y . 
Ph 加 も Gorfiantii お 83 


The 如 mitomo Baiik, LM. 

化 W T 郎 K & 化が Y 
お 0 讯が 4 
1 が 8 巧 aiiw 巧 

Tei . Hanover 7444-7445 


Tile Yokohama 

S|}BC お 貼が , L 化 

5 化 Floor , £ が itabk お 的. 
巧 0 firaadwa も H . Y . 
Pbcme R 扣! ar 巧が 


r おむ iikWTaiwa も LM. 

Room 515 

Beimens 加 1 刖 が tmg む ildine 

16 B Broadway , N . Y . 

W •む rtlin が？ 巧 2 . 33-34 


I 化 阳 T 巧 ding Go. 

j 1 _ 51 - 5 忱 Avemi も 

I が or . 21 がな.） 

Te !. Algont|uin おが-が 


MO 画 觀郎 化， Inc. 

が お- 57 化 23 rd S し 
Hew York Citji 
Te し Gramer 巧 385 Q 






iiiiiiiiiiM 1 咖 |||' H う ifoiiTii 


•一二’ 一- 


一 inoinjftiffnffi 


lii ^ 




タンク 


一 マン 

ブイラ ー ぶ 

イン ノ — ベー シヨ ン トランク 古 

物 お 弗 五十 仙 よら 十二 弗 五十 伽 

巧 0 East 5害 S すを 


ト 


タンク 


約 五な 峭の 

ウオ ドロ プ 
及び スナ！ マ ー トランク 六 巧 五 

十 他、 九 弗 五十 他、 十二 弗 五十 
仙、 少し 許 b 使用し わ 範類一 弗 
三 一 弗 及び 五 弗 
養-巧 呈 吉で G ミ. 4 害 st ., N . Y . 


運送業 

距雜の 遠近を 閒 はず 速を 業 一 
切进速 T 寧 じ 化 巧ます。 殊に 御 
旅 巧御歸 朝の 際は 巧 逛ちシ 
ビングる 部 御 引受し ます 日本人 
諸君には 特に 親が じ 致します 
淫お 小刀 巧 會へ御 電話 あ 
れば直 もじ 御 伺 致します 

Harry Gr 涅 n す rg 置 養 & Van C 0. 

留 2 で 普 ouslon St . 呈 Jve - A & 巧 
ヴ 一. Orchi 互 ご 言 



▲度が まを 等設 確かを り堪 富# 新 もる は 巧ぶ 真 
の热株 親切 rgs 共に 琶 化の 誇 S 寸 るまで ィ 
▲を 巧 太平洋 お路 一二 等敦 痛は を部苹 诏の攻 度み 
痛し ましむ、 みに ホボ 魚の 如を は 巧謂ッ I - 
ス トサー ド 义はス チェ グ y トグブ ダスな 上の 

なお 若備 へて 居リ えず 

® を 港 お 化 ホ/ グザ經 も 【正午 出帆】 


を洋乂 
西 比 利亞乂 
大 がか 
天洋乂 

コレア 丸 


八月 十 あ 日 
八 巧 化 九日 
化 巧 十二 H 
'九 巧サ 六日 
十 丹 十日 


U 


@ シアトル お枫 【心 •お 十 時 お扔】 
が豫化 八月 十 SR 
靜岡丸 九月と H 
鎮濱見 i 化 巧廿一 H 

@6 を 券 目 本 巧齿机 一 

も 山 か 一 八 巧 十 1 B 
化 野 か 八 巧サ四 B 
▲がき お既 B を お沒由 a 本 朽接衙 がー ち ニ 風 
A お 進 切符 i 發 ぶが 萬み 巧 巧を じ 裤驳が 申# 
A お巧淨 大浓胞 をな 乘 おお 巧 御徒 當 じあ 計えず 


U 

0 

T 

N 

A 

P 

A 

J 

た 

c 

N 


日本 觀船會 な (並-一を 巧道會 社) 

化理 巧が 桐 兄弟 蘭會 

乘单 、乗船 切 巧 おじ 小荷物 運送 巧 便利 じ 取 抜 申します 


懸賞 募集 

味の素を 用ゐね 洋食 御 料理 
の 化ら ホを 募. 集し ま卞 

一、 成る ベぐ 日常の 御 食膳 じ 
ふさは しいか 料を えらび 
■•しから 實際御 研究に ょる 

レ シピ— 0 

ニ、 味の素の 新規 應用じ 就' い 
一て 廣 （ホ 人の 趣向 じ も 適 

しれる レ シビ— 


A 撰を 

么 賞を 
一等 
二等 
一二 等 
四 等 


化么素 本舗 巧理 研究所 
紐 育 お張昌 


を お 十 弗 
を 二十 お 弗 
を 十 巧 

ホの 素 瓶 入 
- 一個 宛 


一人 

二八 
立 人 

殘 全部 


A おを 
締切 
發表 


昭化 一二 年 十 巧 一日 
同 十-巧 】 H 
本紙を' wt 發 おし 同時に 賞 
をを 贈呈し ます。 

お稿吳 交が 义共 御隨意 
- 人 じがき 巧 巧 法の 數じ制 
限を 設けません。 

宛名を 山 巧 曾 

ホの 素 懸賞 係へ 

住所、 姓を 御 巧 記の 事、 原 
稿は 一切 御 返戻し ません。 


A 後援 


紐 育 新報 
n 义 時報 


味の素 特質 庙 

桑 山商會 

ご 4 E 哀 T 是 ih 資： N . Y . C . 
さ one . lie 巧 至 資 3 ザ 0557 


シアトル 出輒 (午感 十 時) 
あら X ま 化 八 巧 十 志 a 
あふ^か 九 化 巧 五 H 
るん でんみ (坡雜 化刚ー 八月 廿ホ a 

►一等 横沒 一九ぶ 蒂 • -」，， 
但 L ば づすお るん ピん托 は 一を を 萊 
►一二 等 9 本 巧 笠を I 热ぎ室 大を造 菜 族 室^^ 
マ 御 希望に 保 リー 等 割 驾を復 切 巧發巧 致巧淚 

ロスアンゼルス お 帆 (午後 一二 時) 

はゎい 乂 j 八 軍 一日 
らぷら たか 八月 化と H 

►一 窜役濱 ニ 一一 1 C 巧 i 化は わい もま じら か 一里 巧 
▼栋別 一. こ 等 日本 巧 置 十- f ! 请マ H 等 日本 行 五十 五 巧 
►沙 淹羅 おが 叙を 切藍襄 券 購入 御 鈴 旌化リ あ 
▼が 育 谋 パナマ 烧 かで 本 ま 邪が 货物船 巧 一 脚 


夏 瘍向品 特剔賣 化 

夏瘍 、小賣 巧、 ダ— ム 向新 荷 到着 
精々 勉强 御用 命じ 應 I じまず 
H 本陶触 黑雜貨 卸飯賣 

<1 體茂木 桃 井 組 


105 E 】6 を窜 N . Y . 
He 尸 stcyssa 百 t 窠赛 お- 7 


夏 瘍向 n 新 荷 到着 U 

夏瘍 、小 賣屋 向、 ダ！ ム用景 お 等 
精々 勉强巧 化 御 引ぶ 願 候 
陶破麗 維 貨卸賣 

春 西商會 

141 F " if を >苗こ NewY ミ kCUy 

0 ミ n 巧芭 2 ist 鸣 • Tel- Algonquin 5 る 5 


H 本 お 服ぶ 物キ モノ 
テ 1 フルク ロ ー ス殺 

夏場 用 格が 品 取 揃賠候 
龍 I 日本 ド？ グ i ツ廚會 

特が廉 偕で 大勉强 新 流 わは 當 巧の 巧を 


プレジデント 

マッキンレィ 号 

ん巧十 j ロ ビクトリア 經も 
ェム プレス ホ ブ亟細 曲ち 


齒科醫 ぶ ハ リアン 

OI •.内 dward 正 arrlwn 

ぎ soi 臺更 一 
巧吉 W . 181 色 兰 Te 三吉忌 こ 3 ゴ 


W 居必 化ょ き室サ えど 
窩架鹽おじ便利、^室 
巧 恰好 時 じ H 夺人純 七を 歡迎す 
る 良家 庭 寺 f . S . 吉吉是 

吉 三- East . 1 岩 . f 宴 1一 St . 百が 
Tel . 卓 窒 side 苦 28. i 


レ— r み 自汝の 保を るグ 

-%" ■■主！ 关 、小 去ら 

一 

東， 京簡會 


東京 商 會特吿 


トツ 力 ピン 

大 學目藥 
太 田貿散 


五 弗 
I ニ 0 仙 
五 0 仙 


東京 諸 新聞 最近 號 


紐 育 東京 簡會 

1 を WJ 西 hFN . Y . C . 
ぎブ afaig ち篇 59 


狂 P 君 大氧 '弓 

特に □本人 諸君に 殿り 化 巧 十五 
日 迄 一 一 動 引に て 撮影なる ベ < 候 

小 榮寫眞 館 

6 苦 F 津 h Av タ New Ywk 
お 1. Ci を n を 34 


御大 言 •視 母國訪 間團員 

今上陛下 御础碌 ま巧觀 のをに おする 空前の 巧 機 . 
旅程 = 今が 十 巧 十】 日 {木) 午後 六 時 二十 か ペン 停車 瘍巧發 
岡 十 セ H : 水) 沙港發 .郵船 加賀 化に 便 乘の上 十】 巧 ニ H (金) 
横 漠潘着 

歸ホ = 母 年 I ぶけ 化 H 橫溝發 、郵船 靜岡化 便じて 四 巧 十 一二： 
沙泌 着、 辟 十み ロ 紐 育 箸の 豫巧 なれ お 隨意歸 ホ 差 支へ 無し 

圓雙り せ 道 - M 吉 六十 弗 (巧 車 一等、 巧 船 二等) 

プ瓜 マン 黨を 券、 食事、 沙港ホ テ 八 化、 自働单 、タックス 
ボ] イポ 扣タ - i - V 心 附等涂 一 上の 乂费を 部を をむ 
化復—四'^^十嗦 

申这 おを 化 詳疵は 直 楼ホ催 者に 御照會 あられた し 
>ご, Ik 育巿を 五十 九 了 目 ニニ 四 


J 奪 II: 

4 


/ ミ 


片禍 兄弟 廊會 

第五 次巧國 訪問 鹽 


組肯ホ 巧な 乂了目 一二 ニ兰 


: 本人 お 巧 敎會內 化 川淸一 
御大 典 奉 視巧國 訪間團 


夏場 向 格が 歸 
特別 賣ぉ 

尙 一層 勉强巧 化候魄 
御 化 文 被 下 度 願 上 候 

ザ 元ブ タザ— ス 

17 East 17 を兴 20 W YorkcHy 
Telephone Algonqcin 郎如 


片桐 スペシャル 

呼 かた 

? が子帶 

奈良漬 (樽 入) 


が 桐 兄弟 簡會 


ラム V 议び シルク シエ— ド 

製を お 姉貴 手 f 稼 商 會 

击 . Y . TETSCKA CO . 

ニず st がを F N J •置， Tei . { Jhel 資 a 蓋 1 

I ,1 I • - I 1 — . — ■1 -I- — f 1 I. ! -It 1 — - -- I — 


I 参 巧 林を 遣橫濟 あを 大速 支店 
I 副 支配人、 大村氏 後 巧 ごして 化 
巧 下旬 ホ 巧の 皆' 

H 幡~1~ 

♦お 育 日本人 敎會 
題ホ定 岡墙 牧師 
♦基督 敎 修道 會 
基督 おのを 隨 今 ホが 姉 
♦日本人 美な 敎會 
祝福せられ わる 生活 

タコマ 美 W あ會ザ 崎收師 

◊ ◊ 

I 日本 巧/— ル 一 

クー ク 

締 巧が 育 本局 午後 八 時 
自曜 ぶを 日は 午後 五 時 

八月 五 H 桑 港經由 

フ レジ テント ゥキ火 ソン 号 

八月 六日 沙難經 由 



資本を を お 圓 
拂 込濟ぞ 本を 六 モ萬脚 
賴 立を み 千度ち 萬圓 

鎌竺 弄 銀な— 支 巧 

本 巧 東 巧 ボ目本 橋 臨 本 ぞ法巧 五を 地一號 
支 巧 ル 巧 日本 おか' の內 (莱 を〕 横な 
名を 屋巧 都乂 化西关 孩神戶 
壊な 下 關巧巧 若松 お 岡 お 巧 
上海が おを 買 晒 氷 


なお 乂巧替 ，を 信 送金， ホ 送を’ 旅 巧 信用 狀 
商業 信用 狀其化 一般 银巧業 

人 雜兰囊 銀 巧— 支 巧 

おを 送を ハ 日本が 地が ホ數 巧； 忍を 取圾 
本店 預金 (を 巧 通知 ノニ 柿) 御が 利取孩 
本 支店 巧を 军 度、 大 お、 角ち 京都 
巧 化 地名を 崖、 小 樽、 上海、 が软 


▼槪里 送を 及び お 送を (無手 巧 巧 r 外 画 
巧替— 、荷な 替 取組 取 立、 信用が » 
巧 等 一 殺 あ 巧 萊務巧 巧 巧 じ 取 鼓 巧 化 候 

齡賦 臺灣銀 巧— お 猿 所 

本 巧 赛役臺 化 し 

ち 巧 巧 巧、 巧 巧、 大阪 、神戶 J 上 巧、 巧 
ロ、 頗 州、 厦門、 棚 頭、 香 渚、 一 庚 度、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ マヤ、 を 兵 
— 々グ 々ッタ 、倫を、 其み 臺 巧-|| 巧ヶ巧 

1 、 資本を 壹億圓(をが拂这^|^ 

一、 構 立を 化 千 化な お 十 萬 皿 

巧 地 本 まな：：：： 橫演 {本 巧) 巧み 大阪 
神 戶を蜗 T 巧 I 名古屋 

橫濱 正金 銀な— 巧 

ホ国をま巧==を港 羅# 沙巧\^ 巧哇 
其 他 化 おを 固まを 都市 二ち 巧度户 グン 
ス巧之 お 一 


本 巧 大阪化 1 了 目 I - 
お育ま 巧が 育ブ 0 1 ドゥ ユ ー な 四-! 九を 

難 住ぶ 銀で 

日^ X 東ち 横濱 、名を 崖、 京 郁、 神^ 

I 尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 か、 下ノ孤 

地丈庙{ 門刊，ホ倉、巧ね、巧を*久留米1|11^ 

本國巧 念、 磯 お 送を 等は 極め 
て 御 便が 巧 速に 御软扱 可中极 


支店が 張 所は H 本 巧 化の 樞要 都巿 ，朝 i I 
滿渊 、で 邪のを 地ぶ び 浦 捕斯德 一 

朝鮮 艱巧 紐脊 出張所 

外 県爲替 一般 銀 巧を 務棉 々御 使 利に お 扱 可 

中 上 お . 


藤本 證券 會お 

一般 有 憤 証を ノ黃 買、 引受、 裳 お 

ィを融 、並 ニ么ニ 關スグ 一切 ノ業巧 

S 藤本 ミミ-ホ— 銀行 

紐脊 出張所 


贿破 語、 雜 貨卸镇 

蘇が ブ タザ ー ス 


H 本 陶媪器 雑貨 
ラム プ卸資 

奈良 貿易商 會 
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「極東の 巨人」 支那は 

將 來の击 ‘十 年で 晩成ず る 

孫 逸 他 氏の 遺兒が 抱く 观柿心 論 


近 化ま那 革命の 父 ごし 
て 黄 輿 巧 ど おじ 化び 稱 され じ 孫 
逸 仙 氏ら 一二に ま義の 出現を 見 巧 
(る じ 巧らず してを 楽の 倏じ際 
れて化 舞つ わがを のを 兒な巧 巧 
は 乃父の あがを 巧ぎ 国民を々 化 
i 派 領袖の 一人 どして 重きを むし 
て 居る。 な 巧 巧は 前年を 倫比亞 
大を じが 0 し舆 はち 五十と 了 目 
の H 本人 靑年會 おじ 出入して ニ 
I ニの 巧 人知 己を も 持つ て 居た が 
歸圓 をに 固 十 年糜を か 政 艘長ど 
ら かで 廣東 及び 漢ロ 政府のを 
逆 部總を じほせられ おら じ 財務 
部總 をじ伟 せられれ。 伍 朝樞氏 
が 現 米 かを の 特使で ある ど 同じ 
を ホで お 科 氏は 米 固の 街 支 外債 
問 猫を 懐 じして まる ミ 十一 日 マ 
ジェス チック 巧で 着が し ホ テ 八 
アム バブ ドア じ 投宿した 0 

現が の 如き 支那の 化 態 
では 直に 起值の 可能性は ある ま 
いご お 測され て 居る が、 な 科 巧 
の 語る 所 じ 依れば 『自 をの 訪米 
日 的は 米 図が 巧の が 力を ど會見 
して 支那 典か投 府の爲 めに 裳 債 
の 針 溝を 商 諮す る じある。 今後 
の 五十 年は ま 服な 造の 劃 化が 的 
時化で わる。 少く ども 十 巧哩の 
锁 道を 速設 しが 万を 唯の 自動ず 
'一 道路を 竣成し 迷 河 並に 巧 道の 發 
逸を 謀らねば ならぬ。 萃 かの 軍 
，事 的 巧 面は 旣じ 終焉を 吿げ たか 
-ら 吾々 は ホ隨八 例に 做つ て 支那 
I のな 造を 巧 ひ、 巧 ホ おじ 平等の 
一を 政 梢を 贼巧 せむ ばなら い ょいが 
，第一 じ國 ，山を 巧 媒覺刚 甘し めれ 
ば U ら ないから 相當 S 年 巧を 要. 
一す るの な 勿論で あ C , ぅ。 すの 父 
孫 逸 化けぶ 那の 

i 步 じ 離して 諸般の 化 
を A 策を 带備 して おいた かも yc 
; 逛 をを 繼 いで 巧々 U 夫れ を遂れ 
する 義 巧が ある。 學 校の 設 潰、 
网 おの 爲め 住を なを、 鐵 道の 延 
- を も必 おで わる。 を 恥は 驚 （ベ 
き 天が のぶ 源を 擁 1 を 闽± であ 
る。 しかし 人口み 布の す ホ 巧は 
地力 他方に がける 巧 通. 个 便の 巧 
_ め-‘ 動 もす n じ 飢健ぉ 生やる け 
む 巧 走 等を 楷瞄 すれぶ 現 化の ホ 
國と違 い-* いお 度に 後 達し 得る 
ま® のん ロは 四 億 じを し 國± は 
四 バカ 半 卞哩ら あるが 故-;】 巧 
; ぶ廢 せる ± 化を 閒獲 ずれば 驚く 
/ へき お联 をみ. ずで あ 巳ぅ。 巧が 
; 國ほ 黨は闡 にじ 『巧は の 信を』 

I をか植 しつ、 あるから 將ホお 十 
； 年 閒の义 邪は 乂國製 機械 议びお 
一品の 最大が 場 ご；^ る. へ （「棟 柬 
j のちん j たる 化 

:最 古 の 支 邪は ビラ ミッ 
: ドの 雄設 された 化 前に、 お <。 
，ホ 撒' おがが 知られた W 前にが 
- がして 今 H じ 及んだ S であるが 
吾々 は 無智 ど 因循の お 奪を 脫ぎ 
盤て、 化の 列喊ご おに 均しく 天 
: H を 仰がむ ご ホ' むした。 支账け 


た 事業は 吾々 じも问 じく 出 ホな 
い现 山は ない』 ごての 愿の 支が 
固 おが 僅かに ザ 化が で 『極東の 
巨人」 ごな つて 化 巧じ澗 ホす る 
かの 如く 米 人 記者を 煙 じ おいた 
が、 おお 巧は 加州 大學 卒業後を 
倫比亞 でが ± の學 位を 得た 丈け 
あつて 巧 語 じ も 堪能で あら 化 着 
な 態度で 义人 じは 可愛がられ さ 
ぅな 人 巧で ある。 

H 曜學校 巧 ま歡迎 

ブロ グラム 

本紙 魔 報 日曜 學校巧 國大會 に 
出席 後 目で 巧 遊のを 巧 じある H 
本 巧を め 一 巧 お 長 岩が 淸四 郞、 
副 规長馬 接 义成巧 等 五十 余 名で 
月曜 午を と 時 頃 ベン 停車 お着の 
なをなる が 一巧 滞な 中の 歓迎 プ 
り グラムは 大要 巧の 如く 確を せ 
る 由 

六日 n 日 ホ 人を 志、 敎會 聯盟 化 
表 等 ペン 停 単 壤街迎 、西 四十 

五 T 目 一二 0 番 こ々 ボヵ •ホ 
ブ少じ 着 

と 日 = 午前 自も巧 動、 午後 六 時 
ザ よら 日本 棋樂部 じて 接是會 
毛 時よ b 晚餐 

八 円 n 午前 觀 光、' 十二時 四十 五 
か 日本 盛 會ホ催 法 普 俱樂部 午 
餐會 、午後と 時 n キシィ の 招 
待 じて 観劇 

化 円 = 午前 十 時 お 長 訪問、 巧 動 
お眞蹈 お、 株式取引所 訪 間、 
十二が ザ武市 C ! タマ 惧樂部 
じ 於け る ホ 烦敎會 聯盟の 午餐 
會 にお 席 •午後 ニ 時 ザよ なお 
時半を 轉際學 生 曾 館の 茶 適に 
臨席、 六 時半 歸お 
十り：：：： 武 おが 業 會溝巧 ホ 愼の武 
ボ觀 を、 午餐 會あ b 、 午後 寺 
院 あ替訪 間、 岡 巧晚餐 曾が 間 
撫 所ホ詳 

十 j HN 午前 自 もが 動、 午後 n 
ネ I 觀ホ 

十二 午後 八 脚 西 パ 八 T 日 n 
本ん 巧な 敎替 じがけ る 基辟敎 
同盟 會ま 催の 樹を 說敎あ b お 
が鹽 長、 馬 煤 副 脚 接の 說敎を 
る 笠閲巧 十-時 ボストンへ 向 
け化發 

な 上の 巧と H が H 本人 會 H 本 
惧樂 が、 巧 随會ま 催の 晚變 巧は 
午後ぶ お 時よ ら閒 かるべ ぐ 六 時 
ザよ bl 二十み 閒巧 見會を 開く じ 
つき お 席 者は を 怠 あ 6 たしと 委 
艮は 照つ て 居た。 巧 ほ 八日。 キ 


シイ觀 劇じ腳 しては 商 木 光次郎 
氏 ど グリン ウオ^ ド 氏 ごが 幹旋 
の勞を 執つ た 結 おで ある ど。 


一 オンスを 五邮じ 

飛行 郵便 値下げ 

近 ホ 飛 巧 郵便の 利用 激 ちしっ 
っ ある 爲 めな 置が 間じ窠 一禪截 
便 物は 大部み 飛 巧 機で 輸送 せら 
る i じ 至るべし f 遞 信皂官 ニゥ 
氏は 語って 居る が、 飛を 郵便 獎 
剛の 方法 ごして まる 一日ょり 從 
ホ 一 オンスが 仙で あつた 郵稅を 
半滅 して 僅か じを 五 仙 t 改正し 
た。 但し 一 オンスな 上になる 
一 オンスを 巧す 毎 じが 倘 宛の 切 
ずを 貼 用せ ねばならの おを であ 
る 0 普通】 オンスの 雷 量は レタ 
ア へ ッド四葉ピ教筒泣めもので 
ある。 巧手 も お 简も瓣 巧 帮便用 
のを も あるが 夫れ は 普通のを 使 
用しても ょく 唯 ユ ャメ，— グ VJ 巧 
記す る i が必 をで あろで 

舟遊會 準備 撼議 

お 報 U 本ん 會ま摧 か 遊 會を備 
の爲め 去る 二日 風 閒な會 部 委員 
長、 菊 化 同 部 委員、 中 曲、 香 西 
水な を特が 委員、 を 孫で 書記長 
等を 稻じ會 をし 燒 所の 選を-し 闕 
しては 特に 愼ま 調査を I 概 巧す 
こ wiG ら總務 、を 巧、 運動 
情報、 會 計、 醫務 、接 律を 部委 
員 長、 委員を 選を 一般的 お備を 
商議した。 

'故 ま 旧 巧 逍悼會 

.巧る 八月 十 も H は 昨年 長逝せ 
な靑 年會 々員 嘗天ま 巧お么 氏げ 
一過 忌 じ相當 する ので ぶん 中 じ 
追 愧會開 倦の 議も ある お 同氏 か 
弟を 旧 正 通 氏が 文部を おが 研究 
員 どして 今秋 ホが する 横 子なる 
ど 盛夏 中 靑ザ會 々貴の ホ 外 じな 
る 者 タき爲 め 右 追悼 會は化 巧 中 
甸 W 後閒 く； どなるべき かご。 

—公人 が 人 
«黑 坡義惠 巧 夫人 慶事 レー キ 
ジ a ! ザの 同に ホ 人 ホ じて 慶事 
あらまる と 月 化 化 U 巧 子を み娩 
城 司 ごか 名し 巧 子 おに 健を 
♦お 巧 雄 巧 當地 アンド リゥ • 
ジョー デ 荫禽じ 於て を 學 中の 同 
巧は み 週 水曜日 出帆の ベレン ■ダ 
ブア號 じて 跌州 絕を歸 朝の ホ 
♦が 施 お ま 氏を 巧商會 社員、 

ま 巧 末 目 間 商會を 辨し妍 事業を 
自營 すべく 計 講中の も 
•大 がを 太 郞巧橫 濱史を 銀 巧 
が 育 支 巧 副ち 配 人今圆 頭取 席 詰 
ご U ら 夫人 岡 伴 去 巧サ八 H 當化 

を、 ニ H ェム プレス オ プロ シ 
ア号 じて バンクー パ ー よら 餘朝 


0 1 0 『吾々 の 總锁事 J 齋藤 
而 Ml さんが 例 じがって 一 冗 
0 —— 0 氣潑 测で歸 つて ホた 
巧幡 H じ 着いて お 子が まだ 暖ま 
ら ない のじ 水 聰 n じは を 府へ大 
化 館な 問の 旅 ご ある A 時節柄 
1 述の歸巧巧の换ぉでは：：^さを 
うだ。 ホ 淵が 巧 大使か^ 澤山化 
巧乂 化への 傅み かど お 速、 む 配す 
る 速 中 も わるが A 總锁奉 歸辆中 


に 『歸ク て ホる」 『を歸 つて ホな 
化乂闽 十' を閒 がした 來阁 を叙師 I い』 の ベットが 幾 がら あつて 問 

趣 ごな つて 巧た：^ 齋腾 さん-か 愈 
々颜 を見ヴ じので がつ じぶ は乂 

巧な 『巧— いつ ひるめしを をる j 風塵を. おれて 『よかげ の ly を： 術 
の だむ』： yw ピ父字 通り 『おが li ひながら 巧し い 顔色。 


ど，' て 雄な の 化み を躬 さいごす 
るので ホる。 站ん のど 恥は 贿化 
喊 ザが をの 米 励に 比— て おも 遜 


色が^^^い。 ぉ>幽^あ十年で化つ 
- 〜、' I . ： 味 


する のが ある A ス作ト 今 巧は 
『ド！ 七齋 藤さん は 長居は しな 
い 化ら しいょ。 差 向き 澤田參 事 
官 が榮轉 してが 後 巧者 じ；：* るか 
夫 わ 共かず さんの 所望で 淪敦の 
參樂官 ど i : ♦るか ド ッチ か だ』 ど 
云 ふ 問題を 提 化する 巧が わる A 
相 キは矢 庭 じ 『ョシッ 倫 歎に 化 
かぅ。 今度は をめ しでは 承细罷 
b なら！ 3 ナマ でを 貨が巧 £ ホる 
か 鞠々 脚辨 しても 晚錢 ナィト 巧 
樂部 かきだ』 ど 恐ろしい 势 だが 
巧 巧 d 齋 がさんは チ ユビー チ 
エース で 好きな ゴ^フに 浮 化の 


お 川保險 事務所 

比 ご egawa, insurance Broker. 
303 Fif 比 Ave" 

Tel. Caledonia 4101 

巧 旧 商事 株式 會お紐 育 支店 
Uchida Trading Co., Inc. 

11 Park Place 
Tel, Barclay 1576 

島 貿ぷ巧 ま會な 
Shima Tra 航 ig Co., Lt ん 
150 BiroaLdwny 
Telephone R がれ r 1484 

j 嫁 ま會お 赤 尾 お 食 

Akawo 在 Co*, いム， 

j 295 Fifth Ave.| 

Te:. Caledonia 3758-5? 

巧 倉 製 絲が綾 巧 式 食な 
ivataktira & Co., Lta., 
200 MadUon Avenue 
Te!. Asnlaiid 45 が - 4546 

K. Mikim が 0 
j Mikimoto Pearls 

j 5 お F が 比 Avenue 

ToL Vand か bilt 巧 ! 

1 

1 

乂 倉が なち 支 巧 
Okura & Co., 

30 Church St., 

Tol. Cortlandt 2292-93-94 

H 共 株 ま會お 
巧理巧 

g # 巧を 

1 扣わ阳 dway, ん Y. C. Te しお dor け 84 
Fa 加け ； 208 Raws 加 化し ！ . C け y 

巧 巧 物を 巧 ホを ぉ 
Asano Bussan し ompany 

Room 801-805 
' 165 Broadway 

Tel. Co け landt 8047 ぶ 052 

Gosho corporation, 
Silk Importers, 

40 Ea が 84 れ巧 reet 
了 el, Aghland が扔 -31 

Gosko C 〇 4f Inc*) 
Cotton Exporters 

が Beay が S し 

Tei HowHns Green 8805>06 

巧が 洲巧道 巧 まなお 
な 育 事務所 

Sou 曲 Manchuria 化 R. Co., 

Room 2026. Canadian Pacific Bldg. 
342 Ma ぶ gon At か 
Tc!. Vand げ biU 4 ロ 5 

吉ザ 物産 嫩治社 
お育まな 
Mitsui & Co., 

ロ 5 Broadway, 

Teh Bowiing Green 7520 

を 赴ち 造 圧 . 

Iwai 在 Co., Lt ん 
Woolworth Building, 

Tel. WhitehaH 6040 

S 裘廚事 株式 會社 

つ 紐靑 丈な〜 _ 

Miitsubishi Shoji Kaisha 

(M け subisht C 化 ，！ 't ん） 
120 Broadway 
Tel. Rector 2560-2564 

大ぉ 朝日 ニを 巧钥日 
化 巧を 巧 
Osaka Asahi 

Room C>19 World Builclmfir 
Tel. Beekman 4860 

曰 本 紹化巧 式を 肚 
がを そな 

Japan Cotton Trading Co., Ltd., 

1 25 Madison Avenue, 

j Tol. Lexngton 8780 1 

扫ネ 生糸な ま會化 
な 育ま 巧 
NIP 阳 N KI-IT0 KAISHH, LT 日 

Two Park Avenue 
Tel. Ashland 巧 20 

- _• - • — - — 

巧々 名會ち 
が 育まな 
Ha 化 在 Co., 

443 Fourth Ave^ 
Tel. Caledonia 7830*35 

日米 违糸 株式 會社 
紐 育ま 巧 I 

WCHi-BE; おけ 0 !( が USHIKI I { が SHA j 
CNICHI- 良 m KiiTO CO 。 LTD.) 

\ Park Avenue j 

Te!. Ashland 6246-47- が-が 

大阪お n ニ 巧を 目 H 
が 木 s が 
Osaka Mainichi 

民 oom 306 A W 〇 j*!d[ Buil ぶ fig 
T«L 技 eelcman 4259 
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潑ぅ めの ：?^‘ 一 

The Way of C 呂 0 ~ 

By E を を A . Sawy さ 一 

り 本 婦人の 淸 く- ^て芙 しい 節 おを 化 どして 巧裝 ずるのは 痕跑！ 
な视やおおでは^:^く餘をのまだホらやらむ如巧の頃じ磯霜をを ^ 
いで お （『梅 J であるぐ 云^の が おあソ ャァ 女史の H 水が 人. 
おでを るが 女史は 円本の 义人 ごして 深 < H 本が 人の 淑徳 じがが ^ 
し 貞婦の 傳說や 巧 松出聖 U ぶの 戯曲に もを じて 居る。 

英 义小說 『ぅめのみち』 はま 人を を 巧 ± の 一人娘 •し、 が 化を. 
明治 王が 維新 前 じ、 而 して 場面を おがを-— 採つ たらので 巧 想が 
健、 筆致 典雅 讀を をして 宛然 英文で が 琴の 小 說を讀 わが 趣を お； 
き 起さし める。 I 
英文 小說 『ぅめのみち』 は 松 ホ 節ず 镶 じ デ ジヶー ト しわ もの 
で 巧 文は 有名な か グリフ キスを が ± 中举 r なら 装侦洒 鹿を 庭の \ 
讀も のどして 又は 氷人への 贈を なごして おがの 一曹で ぁる。 

敢 て‘ 江湖の 一 讀を媛 憑ず る 

郵税 共 一部 ニ 也 十 仙 一 

f 詰^ 紐 W 新報 社 I 


不戰條 約が 列强の 軍縮を 促進 

勞農 ロシア 外相が 差別 的な 巧 遇に 憤激 M 

東京 特電 セ日發 i 小戰化 約の 締 おど おじ 列强の 軍縮 熟は 高 3 b 先づお 邮巧闕 のが 軍 協 
を ど U つじが も U 化が ゼ干ホ グ會嶺 のかな 失败を 立が さんごす る もの じて 英幽 政府の 如き 明年に 
もが 揣曾 講を閒 惟し いきお 巧を 化ら し 主力 脇の 顿贼を も 計る 目的で わるが H 本 政府 もこれ には 赞 
おいな 向で ホる、 がー て 一方 モス コ！ ょ b の 巧 おじ 化れば ソ ビエ ー ト かを 部長 チ ナエ 9 ンはホ 日 
巧 閒姐信 能 巧を 巧き 不微が も 締結に 。シアを 除が しむ 國格 畏官ヶ n ツグ 氏に 勒 しみ 滿 を表刚 しを 
つ述 V てが く 『ソ ピエー ト 政府け でも 不戦 條 約を がし 應中も 用を を 持つ てゐ る、 然し 巧故府 
を 坡初か 心 除 巧して ヶぃ ツグ 氏の 態 巧は 个 都合で わる』 ど。 

~ おじ 特化 どして 條 約な 締を談 が 
する の希遵 あら 禱 焼して 居る、 
化 ほ 林舉天 総領事は 張 學良お 軍 
ビ會 見し ホ举 中で あるが 權助巧 
と會 見ず るを を ホめ た。 

上 お 六日 發 n 目す 當地 じ滯が 
中で ある 南京を 府 かを 總長王 正 
を 氏は 一般 條 約のを 涉じ關 ずる 
アメリカ 政府の 同 精を 期待して 
乂支談 巧は 近 < 著 手され るで あ 
らぅ ど 確信し、 

巧ら じ オランダ、 獨 逸のを を 
使ど會 おして 條約 改正 じ 願す 
る 重 嬰なる 協議を なし 英國總 
領事 ども 通商 條 おの 改訂 じ 就 
て 協 諮 後 おを においね が、. 

巧 も おみ 法 權み郎 刻 撒 廢は流 お 
じ實現 不可能 ミ 察した もの か、 
南を 政府 どして け 錫 じて これを 
- 巧 じして 撤廢す るら のじ ホら 
ず、 相 ホの 政府 じして 誠な を 示 
さば 相當の 期間 じ. 柱、 撒 廬を準 
蹄せ しむの 意志 あら ご；^ し、 り 


でんと リ 返ろ 政界 

脫 驚か 踏 止る か 

宙に迷 ふ 舊政本 系 

巧 攻ミ巧 次 黨の引 張 胤 ごなる 

え ホ巧笔 t 白 お y 酵が义 伞操ホ 比が 操 絡 負 多数は 名 かご 精 
赏 ごしが よけ ホ だに 應议 をが し 歌わて むる が 一岡は 六日 巧を 會 
舘」 食む しが ホ 氏を が 待して 最か 氏の 脫黨 じ腳 する 理由の 說明 
を 求めた、 四齒の おおは 化ぶ 氏 じ 小利 益で をの 中お黨 加盟者は 
お 十二を 位で 化は は 政 幾 じか まるべき お 勢で ぁる 爲め 巧は をれ 
な 上の 逸 加 者を 引きが かんご 欲しと H がを 政ぶ 本 黨系諸 員を 芝 
な 棠節 5 晚餐 ぎじ 巧 待し 口説きを しを がむ ど、 を じがて 舊 憲政 
曾 系ホ腦 者ら 是な 上默 する 態は やお 化め 運動 じ 着ず した。. 

東を 特電 五日 發 === 棋 政ぶ 本黨の おあ黨 役員 小 橋 一太、 楼内 
を 雄 兩氏お 化は 整 じ 第一 ニ 黛 組織を 言明して 脫黨 しわが みか 巧郞 
氏に 對 してに 政 撰への 化錄 を勧吿 したが 巧 次 巧は 『今更ら 態 巧 
を 挺 おする i は 出 ホ 《 し义 熱ち の お 化 もない、 おし 兩黨 の寬巧 
がを がすれ は乂媒 W 徐 C し> し 進みたい ど お ふが 然 かし 目下 化が 
どは；！： 潭の關 係 もむ。 く 直つ 政ぶ 曾 ご 結ぶ やぅな な 志 もない』 ご 
言明した ので 民政 黨侧 どしても がが 氏な 歲擲を 案を 葬る こど i _ 
なつた、 尙 ほお 崎 巧 雄 戊は 本 巧趙じ 就て， 『ニ 大政 黨の掛 立は 政 
界を腐化せしむるのぶを^:*す、 この窓床で第一ニ黨細織じは賛な 
する が拨 巧の な 志は ない』 ご 語つ て 居る。 

纔ロ 憂黨總 裁 

外 調 入りを 拒絕ず 

貴 任な 治の 本義に 背 < から ご 

まま 特電 セ日發 1 潑ロお 政撰總 裁は 六 a 午後 ニ 時 旧 中 首相 
を 官邸に 訪問し 外 調 人 9 の提證 じ應じ 能は ざる 旨を 述べみ のか 
き 凹 答 义をキ をし だ、 『か 父 U 瞄 すち 方 かじ 就て は 政府が よく 中' 
外の 做み をち 儀し n 本み 利害 じな 脚して 之を 樹立し 適切を 當 の_ 
おおを 採らる、」 がて は國 翰は 巧ゼ やして な 歸趨を 一にず ベく， 
何人も 凶 ホの 川 益を 懐な」 おして 殊 おじ 之に 反韵 ずる 者は なか' 
るべ し. 而 して 勒 まかを 脚 題に 就ても ホ 巧のを. 見の 大耍は 前後 
二回 民政 黨の戰 明に 化つ て 明白 ご 信ず、 化 U 御提 幾の 趣旨を お 
ずるし 外 父 閒処み 他に 械 し内跑 わかに 調を 曾の 如き 機 親を 特設 
して 不巧 じ參 加を 求めら る i もの ど 解 さるら 斯 のかき は黃 任の 
所 化を 紛糾し 質け かがの 本黃じ 梓る のみ U ら やお 化の 経 驗じ鑑 
み 其 巧 ホを 规し 難しと 認 いを W て 質 息に 應 やる 能は ざるを 還喊 
どす』 云々 C 

東京 特電 五日 發 = 旧 中 首相は 渡 ロは 政黨總 裁を 訪閒 して 目 
下 時局 重大 K るが 則 じ 際し 锁野 協力 一致の 必 をを 磯 述し總 裁 じ 
勒 して 外を 調が を 入 b を ニが 間 U とじな 一ら て 憩 慾した が- 媒ロ總 
裁ピしてな 『をれは重火^:^事件でぁるから熟ちをおする』 と即 
答を 避けた が、 に 政 驚 幹部 會證は 濱ロ總 裁の 外 調を 員を 巧 絶 ご 
みし 懲规自 みよ b をの 旨 巧 答す るを じな つた C 

治 外撤廢 U 徐々 に 

列强の 惹を觀 取した 王ぶ 廷巧 

ま 京 特電 五日 發 = 南京 政が のを 支 化 ぁ 曾が は 明 H よら 正式 
こ 開 曾す をべ くて あ廷 巧^ マ クム レ ー 公 巧の キを經 中して な 接 
アメリカの 國格 長官 グ "ツグ 巧 じあ 信を をし 條 約な 締を要 ホし 
た 突 巧 さじは 外を 谢も 備愣 して 居る らしくて 氏は 目下 滯 米中で 
をる に 朝. 惧 氏を 駐米を 化に 巧 命の 意志 ある も 氏は 巧ら じ 歐讲方 


ぶ鹽次 一巧 人氣 

東京 特電 八日 發； ：：：： モス n ] ホ 
電じ 化れば 渡 露 中の 左 脚が 一 
巧は ニ U 瞒お I 演じ 物は 忠臣 
鑛 、所作事へ び おでら、 だん 
まら 等で 非常な 人氣 であつ た 


ご - 


本に 巧しても 間犧の 態度 じを ぶ 
ベく 言 巧し、 

ネ U 支那の 銘 一を 親す ものは 
日本のを Ml 省 政策を るの みで 
もる が 南京 _じ 東 一二 省のを 協は 
近^^ 實 現 ずるで をら ぅ 
ど稱 して 居る、 巧 ほ 蔣か石 氏の 
ホ 肴 ピ共じ 南京に める 垂 支那 會 
議は熙 催されを がを 派 おじ 地盤 
を 擁して 互 じお陣 しつ i ホる も 
の J 内ず が 起を ど觀 察して 盾る 
ものは 外人 筋 ii 多く 支那 人 自身 
ごして はず か 裡の解 巧を 測 待し 
て 巧る、 巧 ほな 府は南 巧 じ 巧 化 
のな 官廳 を設 -V る こご i ならこ 
れに掛 して ニ卞 五良 方 弗を 支 お 
する をで をる 心 

人穗 優劣 

夏期 講習で 論題 

ウ井 リアム スタ ウン 六日 發 =： 

當 化に 於て 關處 中で ある 國際夏 
期 灌習會 じがて 7 シン トン 大學 
の日バ —ト •マッキンジ— 魄± 

を 中 必ビす ふ-人 柿 間 題に 關 した 
講演から 討議に 移つ 

マブ キン ジ. 


で 常 じこの 方面よ 6 の 文明を 
批評し つ 《 ある 人で ホる が 巧 
はこ 山谋 おじ 於て 白人 補の 優 
越戚 なる ものは 最初から 間違 
つて お &ど斷 じ 
『白人 顿は 偶が じ も 十九 化が 時 
化の 巧學 研究 ど 器械の 發 明、 幕 
源の 開拓で いかじ も 獲れ た 人 柿 
優越感を 抱いて 居る かこれ を 巧 
學 のじ 必理的 じち 究 すれば、 白 
人 柿 ど 東がん 槐の 間には 何等の 
優劣 もない ど』 ご斷 じ、 

まが 人佛 じして 一巧 泰西の 巧 
學 思想に 觸れ たる ものは 文化 
どい ふ おは 元よ b 資 易、 巧學 
其 他の 化 ゆる 巧 力に めて 白人 
禪じ 毫も がらない、 唯 白人 神 
が 幾み 巧 利な 位搔 にある ごい 
ふこ どは 彼等が 偶々 先進 國じ 
生れた ごい ふじ 過ぎない' 

ど 述べて 會議 のな 目を 惹き 討證 

は をれ よ b 々 y フオ 火三ア がの 

a 本人が 巧. か 果して 人禪的 僻見 
かがら 中ん ば 經濟的 理由 よら 生 
じた もの かとの 討議に 移 > 
マッキンジ ー 氏は 生活 撰 準の 
粗い 競爭 ぎに 對 しては 勿論 經 
濟間 題が 理 あごな つて 居る が 
これ 等の-園が 州 法を 通じて 
を 体 上の 化 護を 求めた こどは 
明かに A 柿 僻見で をる 


どなし 円 T 續 々 f して カリフ オ 
グ ニア 州 じ 入ん つ〜 ホろ メキ シ 

ユ 移民の が ホぶ 恐ら ぐ 拱 H 問 越 
の 二の舞を 被で る C あらう ご 期 
待され て 居る が、.-々 ツキ ンジー 
巧は-^ 邮 S 媛ぶ じ爛し 

化 間には 化か じし てん 种ご闕 
巧 性を 鉛 誤す る 場を が ぞい、 
甲の 民族は 抓 等 自身で 一つの 
文化を 養 巧す るが、 個々- の 
义 化が 異つニ 居る から ごい ふ 
ので これ をん 補の 相違で あぇ 
ご 認めて 居 やうで あるが、 
この 點 じがて り 本の 父 化の 發 
速 ごい ふ もの ばを の 錯誤 だを 
(正して 居る で お ふ 
こ 論じて 巧る、 |机 恣 はこれ ょ b 
H 本 じがる 朝鮮 j へや 支那 人勞慟 
者の 排巧 問題、 t 本阔巧 性め 謗 
ら どいつた やうす 問題に 移 b 頤 
本元 貞巧 ごポ ス十ン •ヘラが ド 
紙の オプラ キンげ 八 及び マツ キン 

ジ ー 谋 h 等の 間に 興 ホ あを 墳疑 
の應 答が あつ わ 1 が ほ マ 语± の 
講 おは 更 らじ繼 される ことじ 
なつて 居る。 

睫 ± のみぎ の 葬 狼は H 本 太 
牢 がーし める 位 鼠 ごん ロ 及びを 
糖阀 題に 關 係， 王た もので t れ 
亦が ぶ 面から が 當じ巧 目され 
て 居る。 



ィ タリ 潜水艦 遭難！ 國際 社. 一 
貪 ま 義大會 i 柬 年度 豫算 
# 乂億弗 1 寒い ブラ ジ瓜國 I 
アルバニア 一が 制 復活 波 蘭 ， 
飛 巧 家 海上に 於て 截く 救助^ 
さる ー 八ナ マの よ 統領 選擧 


〔。！マ六：11發】 ィ タリ） の 
潜水艦 S 7 十四 號は今 郎八時 四 
十五 か、 ブリォニ島の' 3 西と 哑 
の お 上 じめ て 演習 中 驅逐艦 ど 衝 
突し 廳體 は眞 ニつ じな つて 約， 白 
二十が の 海底 じ沈沒 した 爲め目 
下 四 隻の軍 濫が現 傷 じあら 引揚 
作業に 從拳 しつ、 をる： a 上半 部 
じは お ほ ホが 者 ある もの i 如く 
時々 信號 が感應 して 屠る、 艦は 
千 化な 十五 年 じ 建造され たもの 
で總 順と 巧 五十 嗯 、乘組 員は 約 
廿 二人で ある。 

〔ブラ ツセが 六日 發) ア メリ 
力の 社會ま 義をモ 9 ス •ヒ グク 
キフト 氏は 趾會勞 働 驚の 國際乂 
會 じがて アメリカの 政策を 評す 
る じ經濟 、財を、 政治的 帝國ど 
なし 對メ ネシ n 及び 負 憤 國じ勒 
する 巧 策は 極めて 危 隙なら ので 
ある ど 斷じ更 らじ產 業の 國 をは 
恰 かを 國 債な 債の かき 危厳 をを 
じて 失ぶ 者を をず る 恐れ ありと 
なし 將ホ化 巧の 經濟的 危機を 歎 
はんこす る じは 勞顧 をが 資本 ま 
義 を解體 しを のを 配 と を 配を 統 
一す るの 外は ない と 論じた。 

〔ス ペリォ 六日 發〕 を 衆國豫 
算 局長 n ! ド お 軍は 大統領の 希 
留じ應 じ 千化昏 一二 十 年度の 豫算 
を 編成し これを 大統領に 內 示し 
たが 德體は 本年度の 一二 十一 ニ 億 巧 
じ 掛し約 I 二十と 億 巧 じして S 
用の 增 加は 元ょ b 納稅 のち ま 沸 
勘を 等 じは 入れない のでを るが 
國防豐 は 本年の ホ 憶 ニ 千 冗 巧に 
蜀 して 六 億 五 千 九 百 巧 巧 と すべ 
く 恃じお 空のを 達に 力を 注ぎ 陸 
が 軍 航空 趟張费 じ 六 千 九 百方 巧 


を 認めら わ あら じ 尘幡日 午前 一 
が、 途上ょ 6 鉄洲じ 引返しつ t 
ある こど a 明らで わつ たがを の 
後 何 巧の 巧 息ら む （乂 波を 惠ら 
非な じ延 厳して 居た がッ ベー ホ 
ンを 化る 六十 峭 S が 上に て不时 
着水した 機體を 脱し 泳ぎつ！ ぁ 
る兩 人を 獨を激 船 ザム ズ號 が認 
め 昨日 午後 四時 化み 〔當地 時間 
正午 四ト •北 か〕 漸く 救助 しじが 
機 體は到 庇 引 磯げ のをを なく 目 
で當 地へ 航巧中 じして 飛れ 時間 
正に 化 六 時間 じぶ び當 が-一 ュョ 
t ク へ到替 すべき もみ-かこの 不 
幸に 遭遇した ので ある。 


【.ハナ マ •バ术 ホア 五：！： を】 

パナマ おか 腐の 大が頌 選 おはか 
大統領 じちし ポ ラス 氏 派の 大統 
領條祁 ボキド 悔± が アイ V 力 じ 
ある 爲め 宣言書を 發し てこの 際 
大統領選 舉 をボキ コットすべし 
ど 懲滋 した 巧め か ドン •フ 。レ 
ン シオ • 0 セ メナ 氏は 殆んで 無 
競ず の狀 態に て恰 かも 無人の 野 
を ホむ が 如く 堂々 當 選した かこ 
のなか 府 當巧侧 C は 万一の 黎動 
を 恐れ 自幽 S 市隊 及び 错 S ちは 勿 
論 合 衆 國の陸 お 軍 も 懇望され て 
簿贿じ 化 じたが 檢 めて 平凡 裡じ 
選 擧を終 r した。 


本社 東京 轉電 (禁 ぉ町轉 載；^ 

內巧康 哉 化が 渡佛 

ご ハ 日】 ホ 戦條約 調が 化 おどして 巧 旧康哉 伯は 九 H 發シ べブ 
ア經山 お 鼓 f ベ <舊 "ン ドン 大使 滞 一 等 幫記宫 堀 内 謙 か 巧 随員 
ごなる 0 

內旧康 哉 化は す 戰條約 調印を 英 國じ對 しおま 化策說 解を あわや 
う 旧 中 首相よ ウを太 使命を 受けた どい ふ 


脫艦兵 密航 ホ遂 

【セ 日】. 軍艦 扶桑 乘組 水兵 山 本 
寃 (一二) 佐 膨ぉ藏 (ニニは 脫 
艦し 橫濱 から 支那へ 向け 天萍 
义で密 がを 企て i 逮捕 さる。 

外務 轉補ミ お 張 

【六日】 チン バウ。 纔顧事 ホ 松 
稱之 氏は ホノ ググ總 領事 じ、 


マ こラ總 領事 縫 旧 榮闽郞 氏は 
ブラ ジ八 大使館 一等 書記官 じ 
夫々 轉 補され、 垂權を 化か 蜗 
み郞 氏、 大使館を 拳 官ニお 兵 
ニ 氏は みに べグ シア 國へ巧 張 
被 抑 かた。 

右傾 團 々長 召喚 

【陛 日】 右傾 蝴關を 速が 趾 猫を 


山 內守义 は巧唤 された。 

鮮 銀の 避 理斷巧 

【四日】 朗 おが 巧は 椿 巧 斷巧じ 
ホして 奉 天 支 化は 之を 巧 城 本 
化に 引 掠げ が 一二 十 名を お化し 
年 お 十ガ圃 の 經 巧を 節約し 问 
；；： 本 來の化 命で あるを 精力を 
滿がじ 集中 せんご 云 a を。 

新潟縣 下の 大火 

【四日】 新 お 縣五お 町のを 町 一二 
みの 一、 六が 戶は烧 たした。 

政府 賠藏米 燒< 

【四日】 ニ U 二十 米突の 烈風 中 
山形 縣下狩 川が ょ b お化し 遂 
じ 隣接 鶴 岡 ボじ飛 かしと 十四 
戸を 烏 おじ 歸せ しめたが 右の 
中 じは 取引 巧を 始め 五 巧巧貯 
藏 (政府米 一巧 巧を をむ) の 
ホ 倉庫 等燒失 した。 

川 崎へ 軍艦 註 支 

〔四日】 川惊逛 船は 千な 巧 凰の 
資金の 融通 お ホて 萬 生した の 
でが 軍 省は 一巧 顿級 巡' 律 艦 一 
隻註义 した ど發 表しね。 

社外 船 自家 保險 

【四日】 本年 始めょ b 實 巧の 保 
險 巧を 率 値上に 反 巧して 赴 巧 
船 ま 側は 呂 を巧險 制を 採用ず 
る 0 

砂糖の 共同 販寶 

〔四日】 破 糖救濟 策と して お问 
贩賣實 現 期 持 さる。 



を增 すべ （商務^る 商業 飛 巧 場 
建設 壁も增 加す こ篱 でぁる 艺。 

タォ •デ •ジ 1 ォ 。巿 I ハ n 
發】 プラ ジグ 一帶は 目で が 巧 
ホじ；；*>いおさじを巡らぐ歷おホ 
曾 おの 嚴 寒で をち 了と 云 はれ パ 
ラナ 州のを 都の 触 争 過去 十 年 じ 
直り 嘗て 見ざる 降 ま 一二 时じ 及び 
南部 沿岸 も 非常 L : を < チン バゥ 
ロの 如き 特に 嚴恶 でぁる ご。 

〔アホ ハニア 國子ご ラナ 巧 五日 
發】 アグ パ ニア留 はお （共み 政 
體ょ b 帝制 ごな を 現 大統領 ア！ 
メッド •ゾグ が 巧' |一 ちじ 就な すべ 
<國 體の變 をは 乱 诵 々議の 姑を 
じ 化 5 巧定を 見な. もの じて 講會 
は 目 ま 的 じ議會 を 解散し ホる 廿 
五 H じ 新議會 を涅一 集、 憲法 百 四 
十 一條を 修正し 它ホ聴 變更を 巧 
能たら しめたる.；， ^ 商ん じ國 での 
戴 歳を を擧 ぐる 堂。 

註。 ゾグ 大統領は 歐 洲大戰 0 
ホア 八 パ ニアを 絶 政した 人で 
第一み を 相た 自し當 時ょ をし 
て 千 化 肖サ四 年には 約 ホ 箇月 
じ 音ら な 洽的じ 巧 脚し わる も 
な 巧 後ア八 パ- アを共 か國と 
しを の 翌年ょ kl . と 年 じ 直り 大 
統領 じ 選擧ク 心た が 大統領の 
職權は 閣員を 始 I め 上 院議 負の 
巧 命等殆 んど圃 I 王 じ も 等しい 
權 利を 转 つても た。 

(ポグ トガ^ 極 リスボン 五 H 
發】 前週 木應 円で バリー のブ 
V ヶ ー 飛け 場を 巧を し 一 擧ニユ 
31 クじ 飛ばん W した ポ t ブン 
ドの 飛 巧 家 イド， ホウ スキ 及び ク 
パラ 兩 少佐の 邪げ 機は 翌日を 曜 
日 午後 十 時 四 七 か、 が 上に 機影 


〔五一 農が 救濟ミ 兩な黨 


◊ 

農業の 救濟 はお か黨 である お 
ま黨 である ミを 間は 中を ホの 政 I 
治 家が 夢 潜の 間 じら 必を惱 まし 
てゐる 懸案で" 兩黨の 玫爭の 中 
必 問題で ある。 ピ ころがを 黨は 
本 間 題じ對 してを 見を あつて ゐ 
るかと いふじ、 みして さぅ では 
ない。 一度 U ら中 二度まで も議- 
曾を 通過し マクナ 9 •ホゲ ダン 
巧提 おの 農業 剩餘 营理 案を、 ク 
I タッ デ 大統領は 二度 ども 著名 
拒否 權を巧 使して スダ なく】 織 
してし まつた。 これに 不滿を 抱 
く 中西部 おか 黨十お 贿の化 表 者 
はま ホ 巧 十二 H から カン サス • 

シ ブィで 開かれた 共 か 驚を 慶國 
民 大會の 第一 二日 目 劈頭 じ當 つて 
ザ クナザ •ホゲ ダン ま擁 謹を ま 
張し、 この 農 巧疲は 現ク！ リ 5^ 
f 大統領の 衣鉢を 繼 ぃで 大統領 
候補 じ 指る されん どす るフ！ バ 
1 氏 じ も反掛 した ミは あまち 巧 
かな 記憶で あつた。 

◊ 

始祖 ジ H ファ ー ッンの 信條、 
『農業を 獎勵 せょ』 この かじ、 
農業 若の 利益を 擁譲 する 民 ホ 黨 
は 共和 黨 のみ 裂を 見て 好機 逸ず 
ベから ず どして、 をの 政綱の 大 
部を を 撰 業な 策を なて ぅづめ た 
1、 農 策 發展じ 資すべき 巧戶關 
な 的 法規の 制定 
ニ、 共同 贩賣 組合 補助の ための 
農業 資を 設定 

ご 一、 農を をして 腥產 物を 直接 巿 
場へ 出さし むる ため 農 旗 創 語 
四、 農家の 受取 化 金 ご 消 裳 まの 


支擲偿 格と の羯 きを ホく する 
こご 

五、 遜 剩を產 の賣却 費用を ホ 壌 
じ賣 出のを 農 產を部 じ 配を 負 
擔み飞 むる て」 一 

一 あ 典か黨 では 大藏 長官 メ 《 
ン氏 一派の 策動 じょつ て 漸く 農 
民 派 巧 不平を 抑へ てフ ー バ！ 氏 
を 指ぶ し、 農民 派み々！ チ K 氏 
を 副 ホ 統領 條 補に 指名して 農民 
派の 篮 忘を 買 ふと 共 じ、 す こぶ 
るを 協 的 U 農業 政策を 發 表した 
一、 職が 麗業 局を 創 おして 農 衆. 
が、 農產 物の 生産過剰を 自ら 
處理 ずべき ボ場 組織を 設立す 

る 

ニ、 化： 國 の務爭 じょつ て 影響 さ 
る、 アメリカの 農產物 じ凿し 
■ては 適當な 保護 閥 穂を 策を 採 
る 

一二、 政府が 民 巧 事業 じモ 渉す る 
i 無し じ 農を 物の 蹄が 巿紫組 
織を 設 まする 

四、 農產 物の 海外 販路 開が じ 巧 

める 

五、 をの 化 農業の 利益を 擁護す 
る 措置を 採 I、 巧し これが 商 
工業 盛 利益を 害せざる 瘍をじ 
限る 

I ◊ 

兩黨み 農業 救 濟じ掛 する 態度 
を 鞍 ぶれば こ； に 明かな 相違が 
ぁる。 即ち 民 ま黨は 一意 專必農 
業救濟 パ； 巧む るよう じ 見. ロ、 共 
か 黛は ホ 体 じ おいて 商工業者の 
利益を 第一 じし、 農業を を姻し 
じして むる 觀が ある。 化 相異は 


南 黨の傳 統が對 立の 要素の i つ 
VJ も 言へ よう。 

◊ 

兩黨の 政綱を 見る ど 共に 將ホ 
は 農業 救濟 の適當 な巧歴 ごして 
マ クナリ •ホゥ ゲン 案を 示ん じ 
聯那 農業 局を 創設す る おでは 一 
致して ゐ るが、 せか 黨は農 ホ 物 
の 巧譜關 我を 採る ごい ふのに 民 
ホ 黛は 農業 搂展じ 資すべ < 門口 
開放 的 法規を 職を する ごい ム點 
で、 を < 正反對 でを る。 

共か黨 では 國內 農を 物の 惜格 
を 維持 固疲 する ためじは を ホ 巧 
ち お 護蘭稅 政策を 採つ て か留か 
、レ' 農産物が 輸入され るのを 巧 止 
し、 あるひは 禁止し なければ な 
らな いごい ひ、 民ま黨 では 却つ 
て お和黨 のを 巧の 保護 關稅 のむ 
めじ 農家の 購買力を 低めて ゐる 
から、 宜し （巧 戶瞒放 的 態度を 
採るべし ごい ふ C 

◊ 

さきに も 書い わが 共 か 驚が 保 
護 關稅を 堂々 どま 張ず る じ 反し 
を ま黨 はねだ 保 誰 關概じ 反對す 
る だけで、 持 じほ 率な 白 由關稅 
を ホ 張す るので はない、 この 法 
を も 民 ま 黛は 巧戶 開か 的 法規を 
制定すべし どい ふだけ で决 して 
低を 願 稅をま 張して ゐ ない、 つ 
まち 黨內 の大 製造 工業 者から 反 
勒 される からで ある。 さて 巧 部 
の 農業の 利益 ご 東部の 巧 工業の 
利益 ごが 一致し ない ごころ じア 
メブ 力の 政治家の 機み が あ >、 
之を】 致させて 黨 巧の 統一を 圖 
らう ご 巧 力す る觀 じな ほ 巧い 惱 
みが ある 『東は 東、 西は 西、 この 
二つは どは じ會 ふを 無し』 と は 
义豪 キップ 9 ング の 詩の！ 節で 
ある。 を ご 西とは 果して 會 ふこ 
VJ が ぉ ホょう か。 
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CUSrOM TAILOR 

ROOM 605 
M7 W •が nd ST. 

巧し BBM が 巧が 


义 Y. Meitisumo わ， 

材 ec ら anicalArlShidio 
124 化 34 か 化 日 ppns け Mac/s 
Tef.CWekering 巧 010 


谢が艮 iaiiclig Fisli が 

1284 Lex. Ave. む iwsen 8 日 化 and が h Sireefs, 

授敎語 吳人婦 



巧 E げ 5 & P 巧が 


3 Maiden L?me N ， Y. 

エ 細冶鑛 銀を じ 幷巧馴 金 

類 ぉ寶匠 意新最 


Scie 打 tihc Massa 径 e & 
Me 幻 ical レ ymnastics 
PAUL K. Ki 如 醒 
507 WesM 38 th お . ，！ U. 

おし Edgecomb 1 が 8 


Koike Studio 

730 F が 比 Av も 
Cor. 57th St. 
Tel, Circle 4406 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

わ t. 80 & 61 Sk. Tel 巧 hone おが nt 2 如 9 


会 巧 人 本日 

巧專 靴型 小 

を ホき 髙ぶ 小き 巧ぶ 小き 巧 



揭 計時 石寶 踏を 貴 

會 商柳靑 




SIZES IH STOCK 3 M TO 12 F WIDE 


しと 旨を ご 切 親と 直 正 
巧を 品 巧る あ 用 信賓確 
别巧 ホー 物產尘 御し 選 
す 主し を 賣赃で 塔 靡 

引 剌四お 力 割 S 

Aoyagi し 〇• 

147-157 W . が nd ST . 

TE し邮 W 刖 43 M 


房 書 西 お ♦巧 案 育 紐 

巧 e East and Wes け 肌け !).. The He パ ork Tcuris け mice 

'411 W 品り 邮 Sf,, U.G.' Tel. む 化 edral 4408 


差は ▲屑 御 巧 A 
上を をけ 注舊米 
げ償御 致 义の國 
まよ 注しみ 書に 
すら 文 ま 禁籍て 
。割にす 敏 とを 
引對' ° 速雜巧 
しし じ 誌せ 
てて 衝! はる- 


覃紐 

を 皆 

神! 文 品 

级澳脚 

毛 壬 事 
I 研 

杉 

純を 
雄 所 


通 年 ホ A 
ゃ聊 業な 
るかし は 
も ボ巧シ 
の國 米々 
とめ 旣ゴ 
信 事に 大 
じ 情ホ學 
がに 四を 


ま 御 

ず 竊買通 
。切物 譯 
じ ◊ぐ 
御 其 調 
取化杳 
扱 巧 ◊ 
致で 巧 
t も 渉 


じ nao & Kodachi, Inc. 

4 目 Gr 郎 nwich Stre ホ G け y 
Tel. Whitehall 1541-2 


遠 

藤 

小 

巧 

商 

會 


諸輸 か船鑑 
荷 出 洋其腊 
物 入を 食樹 
運 税雜巧 用 
搬離 資品津 
な手販 
扱績貪 


GAMPBEil な BVIGE 

設備 整然 經費 低廉 

CaH-TRAFALGAR 8L 如 
FRANK, F.. CAMPBELL 

" 子もミ ' も 1 « がお 0 « ，だ 5 * リ fne- 

、NON SECTARIAN) 
Broadway が 66 化 Street, N. Y. 



諸 おを 

唐 拜說叙 (日) 八 時 
日曜 爭校 ( H ご 一時 ザ 
を 庭 集 曾 (水) 八 麻 

祝禱會 茂った 一ん を 
聖蓄 研を さ J 

婦人 會 

諸を 省. 


設 備 _ 

寄宿を、 箱る をを 
巧襄周 あ、 をの 化 
人事の 抑せ 談じ お. 
じます 0 


IU 1 


化が 品お責 

五味 商會 

W E .17 thst .- N . u さ 
Tel . S 星 vesant 3 三 5 


JOIQC 左 一 OOCR ご Mb ， 

ニ 一 W 互 i St . N ささ； 

Tel . Rive を！ 一二 573 & ジ huyler 1 云 66 V . 

^ を 护キか 九 時 1 午を-時 

髮寞 f を (甲 午後 九 巧 

日 巧 午 巧 九 時 1 午を 旧時 
ドクト^ 小 栗乘吉 


診察 時間 

午を 一 SU ご一瞭 
午後と 時 = 八が 
あか 醫學 ± 

パ- 巖本谨 一 

古な 比亞 大巧 及び 
八 ザブン 病院 勤な 
日 粥は 巧 約 巧 上 お. 


..■ f 5? 一 こ-.. と ミ 看 


化 留靑年 巧 おの 曲 体 

目 本人 1 円 年會 

三臺11$ニ己.日ミで呈妄4 


齒巧ぉ 主な 基 
自 午前 九 時 n 十二 持 
自午 を」 巧 = ぶ 時 
み曜牛 後一 時 n 六 時 
木 罹 ぞ前化 時 = 1 時 

はへ キン ヤ 1 フア 
ソテ^— シヨ ンクジ ニ 

ブク じお勸 


説 I I 

前約 願 上 お 

ゴー 子^ 大を 

ドク トかオ プメデ y ン 

醫學巧 ± 

吉 居悅彌 


診察 時間 
午を 六 時！ 八 時 

化 見 ご 一朗 

引繪き ペグ ビュ’ 
病 お巧勸 じか 右 時 
間 外 及び 日 巧は 前 
約 じ 限る 


齒巧醫 

ホ 上 義人 

西 六十 五 T 目 一四 六を 地 
が 育ホ國 旅館 巧 
電誇 トブフ アグ ボ] ニ 五六 五 


化け 

- S 測 

& 緑 

式 

ぉ 

^ 0 


が師宮 崎繁一 
醉事粟 卧賴之 お 

’ 諸；， 集 貧. 


日曜 扇拜 
日 廳學校 


午前 十 I 時 
午前 十 時 


本 
人 
I 美 
0 
お 
I 食 


纖難 日® キ後ょ 時半 
祈 禱會水 購タと 時半 

降‘.， 偏— 偉' 

な 展を倫 比 亞を巧 
を 下胖を 十五み 學 
を會 社員 じ 最適 
設備. 圖書雜 兹巧拓 
を稱娛 樂具簡 拐を 
を あ b 

巧を 職業 周旋 旅を 
ま 巧を 補 事業 劇を 


荣 ち 巧み ノ巧 W * r y グ 二階 ニ 化ニ區 

東を 丸 山 洋服 商な 


を 苗 十 HT 目 

ニニ 一二 

が 藤 
洋搬巧 


電 * 話 

プラザ 


八 六 ニニ 


洋服 調進 

クリ 1 ニン グ 、ダイ 

イング、 修縷等 一が 

ミカド 洋服 店 

松 本 保 
電詔 ライン ランダ！ 
六 八 ごー 0 


邮關 事務 

お 巧を 地幷 じを 世 巧 
の お出 入 方法 じ 隅す 
する-切の 御 諮問 じ 
應じ巧 道を 船 貨物 運 
貨ぷ 出帆を お 期 手蹟 
書 等 進呈す。 重要 都 
ホ じ化理 巧を をし 誠 
實を速 巧 用 かじ 應や 

お險 取扱 


稅 .關 ..事務 取扱 

WIEAM1. BANE & Go. 

ミ om 7 虽ニ B 含 d づ ミ-百 ty 
Tel . す wl 忌 . G 苦さ 9804 ■置 


雌网米 新聞 支局 

今度が 育 支 荷を 設置し ました' 
から 購讀 、廣吿 I 巧 左記へ 御 
願 ひ i ます。 【巧 井 ホ ホ】 

A West 101 st ざ Tel . 吉 ad 呈 y 云ち 


T - 

R 


地 


0 

§ 惡 

わ 

u 

Y 


i 攤 揉治攘 

マツ チ！ ジ 、整形 

醫科學 的 運 勘、 腸 
灌 注、 水を、 光線 
ぷ蕾氣 治療：、 其 化. 
I 紐 育 脚を 認. 

V イジ. オシ ラピス. ト 

西が 幸 男 

日曜 外 毎 H 午前 九 
時ョ '，午を 化 時 迄 
蛋諮 前約 願上惧 


お靑 州を 截 ... 

內が賓 免許 
まを 帝 失 皆， 巧 大學. 
產 婆な 替巧 卒業- 

產婆 お本綠 


擦 眼 並 じ 眼鏡 調隨. 


日本* 支が 寶玉製 美 
術 お、 婦人 用 首 節 其. 
化 装输ぉ 

關島 パが t ； が 

ち 等" 美術 お 後緯、 

首 飾 品、 ストリング 
日本 服 裁辖' 


笠 井 洋服 巧 


時 巧 
洋服 巧 

男女 靴 F 類の 御 
用命に 應 じます 

リア 八 •シグ ク 

離 下會魅 化理店 

•時 田 信次郎 


丸み 洋酿藏 倉 


醫療 機が 製作 
運動具 化が 具 
貴 金 嵐 及時滸 

松 本 rlK ぃ 

ゴ火 フク ラブ 

- K ニス ラケット 

を 巧販賣 修理 


をき ホ國 婦人 
H 本人への お 
語敎授 じは タ 
年の 經驗を 有 

す 0 I , ンザマ 

ンと 十五 化 
每 H 朝 化 時ょ 
> お 化 巧を 闽 
時 にても をし 
U 曜日は 一 時 
よ b 四時を 


羹廣 を . 

夏季 ザが 業 化が 

菓子 舖离橋 松風 辟.， 

なち. 贾 す si - 

成功の 議 

乂國ま 英語を 話す 學 
は 成功の 第一 奠 です 
本校 じは H 本人を 授 
じ 慣れた 吞任 婦人を 
姉 あら 盤 切 じ 會話通 
信 文 社ず 語を 教授し 
ます。 H 礎 遇 H 共 じ 
ザ 前 化が よ b 午後 十 
時よ. で 輯按し 一 レツ. 
スン お 十 お 他： つ I 
今 H 怠ん じホ按 あれ 


お 


化 


け 加 
.げ 

■•■MaMav 化 

QU A 

巧 卵 

が！' 
• W - ' J 

MtMmy C 9 

;AD 


難 目 本人 1 巧 削 — 


畐 7 Is 三 S . I きさ rk 暑 


♦畜 揺. ♦雑 紐 ♦巧 聞 
縱覺 まを 閱 \ 
執務 午前 九 時 ib 午後 五 時を 

紐 育 H 本人 會 

ブロ！ ドウ マ！ 一 b と 五 


電- 

話 


サ— クグ' 


100 と C 
100 と 一 


弊店は 實質 誠意 进逮 ま義の 
基に 御 ±產 物 一式 卸賣お 段 
で販貴 致しまず を かじ 拘は 
ら卡 御用 命 卿 か 下さいょ せ 
◎歐义 を禪截 S 。 置 時計 ■ま 
◎寶石 貴を 语 。銀製 器具： ま 
◎を 巧 萬 年 维。- を 銀製 鉛 等 
◎蓄音器。 レー a 1 ド 見本 陳列 
◎寫眞 器。 タィ ゾラ ィタ 1 
◎船 切符。 が ぷ焉眞 帖繪娜 書 
ブロ. 一 ドウで 巧と 十を 
領事 舘向側 建物と 0 五 施 ま 


瓜 んみ 


^ が 商" 八 

170 田 含呈 ay , N . Y-cty 
Tei . CD 『 t 量 夏 ニ 〔岩 


科學 的搔纔 獲 
醫術的 棘 操 

化 島覺丈 

西 五 巧と 番 
が H 十八 T 目 

電詔五 デコム 

一四 乂ムハ 


第 あ 巧よ HO 

へ クシ ヤ！ 

ビグ デン グ內 

ホ 池 寫眞舘 

電請 サ ^ ~ ク か， 

码四 0 六 


齒巧醫 木 下义巿 

W 1 G 车 .ご lihst . 

ぎ 30 nient 8 器 7’ 


圆 S . 


かるた 


■の 遊び 

方を 英文で 米 國人じ 能 （わかる 
やう 衞單 明瞭に 說 巧した ものが 
出 巧ました。 內を 目み 進呈を し 
ます、 御凳 でさい' 0 . 

M xi さ ミ 呂， 114 E . 呈 hSt . 呈 y . 


新 辭鏡か 一期 

日本人 向きめ 生魚 澤か取 b 揃. へ 
特則廉 巧で 大勉强 をん まず 

サヴオ ナ魚巧 

』oseph wavona 

技 4 61 を St . 

Hel . 0 己 " UBbu 8 9123 


操縱 、機械 敎 習、 

焚、 1 等 化て 

懇切に 敎巧晝 巧兩科 日曜 も 開校 
H 本人へは 秋 山 氏專な 敎授す 
量皇 olitan Auto す hool , 133 K ご 害 St . 


十五 年の 歷を ある 當校 はを 年 0 f 
經驗 さ 新 智識を 有する 敎師 を聘； 
し 自動 牵 I ; 
操縱 法を 
び 運特を 
- の 修得ず 
べき 必耍 
な 機顆的 
智識を 餐 
期間 じし 
て 最も 籠， 
率 古る 領 
底 煎 搜幽の 

を敎增 しを 狀獲 縛を 保 莊し驟 業 
ロを も 周旋し ます。 



■♦■♦■♦画 ♦■♦隱々 — ♦■一 


お 

軍 

邮 
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純 寮を 命 保 險會祉 

兰 木を 吉 


養 

老 


保晦 


siKl 


ze-w Yofl < L . ifoI 3 «cranort Co 
510貧吕家3留：2度3 40真9け》. 
phone ’ Wor を 228 b 

を 社 ノ方ニ 御 掛ケノ 節、 ク必 V 
御 自をノ あ々 ビを話 诉巧ザ 申 
切 方* 萬み f サイ 
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が 

巧 

わ 

み 

7 

h 


d 

a 
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(長 野縣) 佐 お鎭雖 (驚 島臟) 
中が 榮ニ (山形 縣) 齋院辰 雄 
(烏 取縣) 廳勝衔 (廣 島縣) 滿田 
正 一 (神 戶) 言が 章 (萊京 ホ) 
を 澤武之 助 (麗琼 島縣) 渡邊泰 

助 (和歌 山縣) お嫉甚 之を 

をの 者に 通知 致 度き 儀有么 
候 間 本人 若く は 細 人 ょら 現 
住所 御 遮 知 願上淚 

紐 育 帝國撼 領事 舘 

1 をす 0豈 ま y I 曼 ' f 弓 k 妄》 


ミ <• J ミミ i . 


絹織物 操短 

當 地の 賣 巧は 相當 
ま 京 特電 セ日發 H 輸が絕 細は 
S 削の 操短 ミホし 今後 一二ち じ 直 
らて每 一 ヶ巧じ 十日 晒 宛 休業と 
决定 しじ。 

〔お 商な 書記ち 報吿〕 當 化の 絹 
物は 一般 じ 稍 見直しん 處 、巧 ニ 
重、 絹 細 何れも 安を 保 合 じて を 
物 仕这も 巧々 あ 6、 賣巧 相當で 
あるが 相場は 不變 である。 


船ち 巧び 團結か 

東京 特電 セ日發 船舶 銀行 設 
立 問題は 束 京 船 ま會が 中む ごな 
もを 國船 まの 結を 運動が 再燃し 
た 0 


東洋 巧殖の 外債. 

ま 京 特電 セ 日 お U 東が 拓殖の 
外 漬四モ 巧圓は ニュ！ ョ ー クで 
化 債を 巧 渉 中で ある。 


鐘狱 革命的 社 倩 

東 ま 特電た 日發 n 鐘ヶ 淵紘績 
會 社々 償 ニ 千万 圓は 一三 ホ-一二 菱 
，兩銀 巧で 引受け、 五を 利で 發巧 
する がをは 起債 ホ お 革命的 條件 
だ V 」 云は A 。 

滿鐵 の精娥 事業 

まま 特電 ホ自發 H 滿鐵は 巧 地 
でを 硝精揀 事 叢 開始、 電力は 大 
同電 ..力 會 社ょ b 供給す ど。 

郵躲 殖えろ 一方 

東を 特電 ホ 日發り 郵硬貯 をは 
と 巧 中 じ 一二 千 セな 巧圓增 如し 十 
と 億圓を 突破した。 


日本 埋髮 館淸 

西 四十 H 了 ロが 蕃地 S 巧 六 室 号 

タ 少ブフ a ア (蒂ホ 街 ミ 四十 一二 了 目角) 

日本 散髮屋 S が I 

五ヶ 年間 中 村 巧 ご 共 じ 就業。 

ジ ヤシン ト ■フ 弓ツ 3 

ゴ单 . 8害 St . N . ごさ 
巧 己. Colu ョ bus lue . & II 呈 iral す占 West 


尋 れ人 

(福 脚縣) 巧ぶ 國 ホが 矢 泮春巧 
持 山を 太郎 古川 正產か h 幸 
藏石松 節 朗渡邊 篤 寶偽留 
吉 上が 修ホ ホな 貫 造酒 雄 
貫を 太 郎をあ 武雄柴 m き 雄 
(愛媛 縣) 橫旧 おを 事 常 治 忡 
座宮么 化 (鳥 化縣) 木が 薰信 
(長野縣)がぉ平乂 ぉぉ玉 一 - 


jp - ミ -i - --3 1. 号-ニ こ--' ■.卓 ミ, 一 ミ-- ミ--， H 


國 父の ニ 巧 胸年紀 念に 

世界 大博覽 會計劃 

最も 適當 した 當地じ 於て. ミ： …… シ 

カゴ 市の 萬 國博計 劃，、' 一止 面 衝突 


婿 ！ 苗 ^ __ ^1 

敎 役と 政治 

南部 地方の 爭睛 

げム r アメリカの 大が術 戰じ於 
て、 我等の 思 も 巧 ホを おく もの 
は、 蓋し 宗を あご 政治の 綱 保で 
あらう。 『巧を 菊を 治』 の爭圃 
- なる ものは、 アメリカ じ 巧て は 
j かな b をい 問題で をる ど 共 じ、 
j 極めて 巧ら しい 閒趙 である。 現 
じ、 民 ま 黨が巧 巧 禁酒法 修正を 
旗が ごして 政戰じ 君臨 せんごす 
るを、 民 ま黨の 地盤で ある 南部 
諸 州 じ 於る メッ ジスト 派の 有力 
なる 牧師が、 長官の 命々 即七敎 
: ほを は實際 政治 じ携 るかれ ど勸 
一 吿卞る じも關 けす， 南部の テモ 
- クラシ^ — を 救 はんがね めじ この 
^ 目的. じがて、 政 散で をる 共和 黨 
政を ど 提携し、 お ま 裳の 地盤 切 
崩し じ 着ず して 居る こどは、 最 
I も顆ま K る 現象で ある。 

一 を 役 どを 治のを 離を お < 長官 
I は、 ゼフア ー ソンの ま 義信條 を 
: 曾ぶ 馆統 であら、 敎 役ち のをを 
I 干み を是 どす る 人々 は、 プ ラキ 
アンの 遣 志を 繼 承した 人々 であ 
る。 哪七ブ ラキ アン 巧は 民ま黨 
一の 大統領 煩 補た る こご 焼に 一二 回 
，じ 及んだ が、 不幸に して 巧年大 
統領 候補の 臂稱を 載き たる じ 止 
; つた。 從 つて 氏の ぶま 黨內に 於 
- ける が 治 的 勢力 も 失墜す るに あ 
:ん で、 遂に 氏が 敎會 派と 提携し 
; たこ ごは、 過 まじ 於る 禁酒 運動 
ブネ シ！ 州に がる 進化論 裁 お 等 
が 巧ら かじ 立証して 居る。 

然るに ブラ キア ン 巧の 政治的 
巧 力；^ ょる ものは、 をのを b に 反 
動的 じる こどが 秘 ひし 氏の 逝去 
は 單じ過 まの 圆 ±- し勒 する 赏讚 
の 言葉 じ 做ら て 帳 巧し されて 了 
つた。 今 ホヒユ 1 ス h ンの段 ま 
黨 大食に、 ブラ キア ニズ ムは遂 
ひじを のをを 濃して 了つ た。 お 
じ & 今 南 郁 じがて々 ノン 牧師 I 
派が をし \J ; あろ 運動なる もの 
は、 勿論 ブラ キ ニズム のな 活 
では あ b うが、 不幸 じして ブラ 

キ アン 逝いて. 7 ラ キア ニ ズム。 

く、 をん め ホ 述動も 恐らく 線を 
化 火のに 終る であらう/' > 朔 待 さ 
れ てなる。 蓋しが 等を 役を は、 
南部に 化る ほ 民 ま黨述 動から 生 

じる ニグ 0 問題 ごい ふ ザ レンマ 
をを々 ごし t 破る の 勇氣を 欠い 
て 居ろ からで ある。 

即も おがのは ホ 窝敎會 派が、 
おし スミ 7 氏じ叛 いて 强い 地盤 
一 お 假らじ 動かす やうな こご々 あ 
ならば、 をの 混乱 じ乘 じて こ 
グロの 投票が 兩黨 勢力の バラン 
乂を搔 る どい ふ デ レンマで わる 
が、 元 ホ 南部の ニグ 0 が 人拂的 
偏見の 强 いに ま 蘇を 快し ごせず 
i 若し 民 ホ 戴の 州當 おに 化 b て 制 
をされ じ 遂政權 の 制限から 解な 
- I ごれ るい -* らば、 化を は 恐らく 共 
_ か荡へ ホる じ 相違な く、 お 曾 派 
にして をの 政戰の 円め を 巧さん 
- ご 欲するなら じ' 岛が ニグり と 
- 提携せ ざるを 将 G いのでめ る。 

„ 我等は な 曾 派の 政を が、 賞陈 
め 治の 濁流に 入る の 削、 先づ黑 
;人を實燃的じ恶ょれ^;<>ぃかぉ的 
一 梅 遇から 解 化ず る こごの、 よら 
I 急 おで わる こどを あ ふ 


ホる 千 化 酉 S 十二 年は ァ メリ 
々の 固 父 ヮシントン ニ 巧 周年 じ 
相當 する ので 大統領 ク ー リブ ザ 
氏は これを 化 巧 的に いかじが な 
すべき かじ 就いて 考究すべく 旣 
じ 委員 會を 組織した が 
化 巧 第一の メト ° ポリスで あ 
る ニユ！ ョ ー ク市 じがても、 
.この 年を 記を ごし 大 々的 じ 巧 j 
國博 覽會を 開催す る こ ご I な 
ら 去る 金曜； n 、 現 巧 巿廳の 外 
ホ賓を 歓迎 委員長で ある グ C 
ゲァ 、ゥ H !' レン 氏 等が まゾ J 
ならて を 方面 化 表 等と 協議し 
ゥォグ 力 ー 巿 長の 歸市 ごみ じ ホ 
る 二十 一二 日を 0 て パ！ ク 街の ァ 
ドグァ タキ ジング 俱樂 部に 集會 
の 上 これ， 自由 じ 討議の 上 恐ら 
く巧複 一致で これを す 巧し、 直 
七に 宫際 運動 じ 着 ホす るで あら； 
ぅごを はれて 居る。 ホ も 万圃階 
じ 就て は旣じ シカ. ゴボ でも 千 九 
百 S 十一 ニ 年 即もュ ユ ー ョ 1 クの 
計 香して 居る 年ょ b も 一年 遲れ 
て 開 おを 計 劃し、 副大統領 ド] 
ズ 氏の おで 八 フユズ •ド！ ズ巧 

が 委員長 ごな b 專ら 中西部の 人 
± を總羅 して 盡カ 中で あるから 
三ユ I .3 ! ク巿の 計 割 具体化は 
云 ふまで もな. ぐ シカゴ 巧の 計 劃 
ど 正面衝突を ホす こごになる で 
あらぅ ィ」 觀 測され て语 るが 
元 巧 この 計 劃は ブ^ックリン 
巧 棠會議 所が 巧に 提案した も 
のを シカゴ 巿が 採用した もの 
であるが、 をの 後當 地た がて. 
も廣吿 クラブ、 ロング アキラ 
ンド 商議、 ニュ ー 3 1 ク± 地 
局、 ク キン ス巧 簾， 商人 協會. 
第 九 巧な 曾、 巧 業 紐を、 ブロ 


煙 報し^ 如 < ァメ ブ 力の 中央 
銀 巧で ぁ レ聯餓 け' な 機 採 式 巧 
塔を 巧戒 するな ホょ らして 義じ 
を 利上げを 斷 がする じ 至らした 
め 

金 一献 巧棋は 非常に 硬化し 

つ、 もる！ バフ アロ ■ — 巧 じある 
法律家 クランク •ゥ キク^ 巧は 

聯お當 地 ま 巧が 通貨が 少を頻 b 
じ宣傳 しつ^ ある こどを 巧 由と 
して 今回の 金利 實巧差 止みの 訴 
惑を 合 衆 励 裁が 所に 提 ぉして 一 
般财 巧の 注目を 栽いて 居る。 差 
化 令の 中請现 ホ》」 して 原 吿のホ 
張す る 所に 1 れ ぶ、 聯 おの 當 W 
が 投資の 資源 豐當じ も 願ら や 故 
I なじ これを 妨げて M を じ 君臨し 
聯银 自身の 利 巧を 巧す るた めじ 
ながを 引上げた と稱 しがくの か 
き赖 おのむ 動け. 一般 お 巧 及び 述 
货 融通 等の わ H 附役 でぁる 職權 
を 超越し じ 巧 孤で ぁら 聯 銀が 證 
會 ょら 賦 巧され じる 

.職權 けを 利の 制 まじ？ 
ては 限られた る 範圃內 じがけ る 


I ドゥ エ ー 據會 、スタテン島 I 
商議、 フラット ブッシュ 商議 
をの 化の 有力なる 脚 ホが 熱必じ 
運動した 結 巧遂」 渐 やく 具体化 
する じ 至クれ ものであるが、 同 
年頃を 巧して 万國 博を 計 劃し つ 
つ ある 都巿 はニュ ョ—ク 、シ 
カゴ のみ じ 止ら ロー チン ゼ 
グス 及び グト 》 十トホ じても 奔 
走 中で あら、 從て激 をなる 廣爭 
を 生む じ まるで あらぅ が、 三ュ 
1 , ョ！ ク巧ほ 國がブ シン トンが 
最も 苦戰 をし。 戰場 であるの み' 
ならず、 第-一み 乂 統領 どして ゥ 
ォ ー 八衔 おを じが 任 まを 擧げ、 
第一み 議會を 召集した 地で ある 
のみならず、 一 阿 アメリカの 首 
都で あつた どい ふ關 係よ 最も 合 
理 的な 都と 認められて 居る。 

尙ほ シカゴ 谋覺 ，曾の 計 劃は 
差當 ちの 資本を ごして 約' 四 巧， 
あ 十万 席を 目 中釀を 中で ある 
がこュ ー. ョ！ ク 側は 錢算 を' 一 
億 弗と 見 法み 着々 準瞄 も進涉 
中 じして 一說 じよれば ニュ！ 
ョ ー ク側 よを シカゴ 乂 隱の當 
事 者 じ酱し 或る 禪 のを 協條 か 
を 提示した をの： かく シカゴ 
側ぶ 觀客數 を 先づ五 千で 人と 
見 積 b カー 千 巧 人まで 灌 がける 
やぅ 巧 力す ると 共 じが 國 政が. 
の 協 賞を ホめ るご稱 して 居る 
が、 當 地の 準備 委員 じても 特 
じ大搏 準備を 員會 の鋪會 頭で 
ある プ "ン クス 商議 會頭 ビリ 
ング スン ー 氏の 如き ホ 常に 樂 
觀說中 抱き 『シカゴ 大巧は 要 
する じ 地方 的ニュ ー ヨ ー クけ 
世 あ 的の 隱覧會 を 目的 ごし C 
居る から 別に 利番踢 巧が 銜突 
する 恐い けない』 ご 語て 居る 


監督 役に 過ぎず ど 斷じ氏 自身 ど 
しては 商業 巧景 氣を觀 抑して 
優秀。 る 証券に 投資 せんどした 
る も 聯が當 おは 資金の 融述 額を 
强 いて 贼 少し 同時 じ疆 をの 偕 格 
を も 傷け たどな しおら に 銀む が 
通 偕の 賊 少を宣 傅して 仲買人 貸 
附を賊 殺し 要らに を 利 引上げ じ 
及んだ 不當 U る 巧爲を 非難し つ 
つ あるが、 巧 5¢： はこれ 等の 理由 
ょ b してを 融の自 ぉ、 を お 投資 
じ おする 不自然なる 抑滕 、實情 
じ 適しない 

金^^ 引上げを防止すべく 
申請し 聯銀模 がの 巧を を說 いて 
餓わ自 みの 利害を 目的 どす るを 
巧の 引上げを 難 じて 居る が、 い 
づれ じ， しても を融 硬化の 昨今 ご 
I て、 一 股 銀 巧 家。 この 訴認を 
冷淡 視 する も 株 仲買ん 等は 試訴 
の 成 6 巧き をが くな 日して 馆も 
らしい 0 

尚 ほお 吿は巧 か 黨の大 立 物で 

あるを 衆國檢 事み 疫 ドノ ゲア 

ン 氏の 法律 組合員で ある。 


聯 錫け 財界め 暴君 . 

金利 高に 憤慨 •して 訴訟を 提起 
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沒 かで 3 準な をが© tm を 狂 


【円幡 水 


n 八月 八 年 S が昭 



御旅館 河感添 


割烹 述-レ 御旅 舘 

-E 替 佐 野 

与？^' 兄弟 

が 育 ホ 西 八十 八 了 目 一二 ニニ 
巧話ス 々イブ 1 と 八 ニニ 


ず 為」 燒 
かじ 御 料理 



提の蒲 お わい しい 奶炼 

會席 御お理 

晝 食は 末廣へ 

叮咯滿 化 藍が 大勉强 


高等 御旅 舘 

昭 

會滕御 料理 


和 


日本 食料品 類 及び 雜貨類 卸ル賣 
ホ么素 大ま测 桑 山商會 
新刊 害 籍雜誌 ル 間 物 日用品を 種 


每タ化 時を 營業 

ys をぶ 巧會 

書籍 おが 誌 贷ン ー ム自 かの 便 あ b 
トブ ンク巧 b ま卞 


園 部の サ— •じス 及び バック 戶ン 

ド じ 尾が はぶ じ楷 まされ、 第 
ニ セットは 化 四 K ニグ 1 ムじ 
てリ— ドして おな のをを がは 猛 
進して 四ゲ を 奪つ て 勝ち 一 
掛一 セットし でつ たが 決勝 セッ 
トに 入らて 闆 愿 崎を 零肢せ 
しめた。 S 内^を 倉 重の S 戰け 
內田 先づサ lyin を ダ プリ、 績 
ぃ てこ 点を 失睾 0 — 四十 ポキ 
ント ょら 盛 b 朵衾一 ゲ—ム を 
很 つてょ b フォ っ- ムじ入 も策戰 
貫く 腕 之れ じを 一一て 

上 乘のぉ 


モンス トン 1 シ 

も。 く 敵を 谱つ 


を擧げ 一大 デ 
ンを 演じて 苦 
。日 庭^ 鈴 江 
の 片 桐み 野 略.^ 取ら 績 いて 一二 菱 
脚 事のを お 奥 錫 先を 巧へ た 
がを 巧め 奥 巧 もみじ 鈴 江の 速 
W を 操 b 時 巧 by 化は ク U スコ 
义はボ ー レ \ "レて 勝 おを 收 


を 化を じ 織る 

靑天 白日 顧 

中 毕民國 めを み 
動亂の やむ 處 なかつ K ま 
が も お、 蒋 、園の 南方 國 民を がー 
軍が、 化 お 攻略を 了つ て、 巧 も 
巧 一國統 I の おどな を、 五肤共 
かの シンボ^ だつ た中樂 民阐击 
色 巧が 廢 され、 こ i じ靑 天ら 日 
旗が 満洲を 除いて 离域 普ね <纖 

ら 、こ/' ニゴ ー ヨ！ ク じ'-^ 兄ら 

- ごに なつた が、 をの 巧 お 


ろ。 が ほ 同氏は 曰く 『) 体義窗 
裝 作は デン ナストと 違 ひ 醫學習 
得の 必巧 なく、 器 巧の 人で ちら 
さへ すれ ぱい i ので、 殊にが 巧 
たけで も-年な 內じ 卒業が 出 ホ 
で 畳 巧 兩巧じ 學べば 四 ク巧も おけ 
れば 卒業 か 出 ホる から 目で 就 働 
中の 同胞で も 其の 余暇 じ 就 華が 
巧 ホ 互つ 載 まの 巧 質 上、 手 ホき 
の 化 事で 巧る から H 本人には 最 
も適當 であらう』 云々 


巧は だ， 
一て ー っ た- 


ぢ 


H 


のた が、 乂 厨ょ 

こ 鈴な を 籠絡 木^ 

殿の M の 田は 第一. 一 j 凹 戰じ富 田を 
り踞 S 回戰 じが 了は 同じく H 
階の 桑 鶴を 封 じて 四 回 戰じ入 
ソ逸見拌山ロのリ^同志訝ちは 
I ぶる 

緊張 した 試! 一を 見せ 終局 
レ 於て 六— ニ、 六 io じ 了を 見 
J 勝ち ごな つじが 面部 お 尾 崎の 
を ロ ど 共 じ ニ M 目 ！：' がける 興味 
? 中必 がを でぁっ li 。 ニ H 間に 
f 戰績は 左の^、 でぁる。 

0 第 5 叩 

高を 臺録冥 、 六—、 を 
股？ 庭)、 巖 ー棄權 、廣瀬 
(日 庭)、 矢 坦^! 八、 ホ — H 
ホ！ 0 薄田百 - i ご、 盤 江 (日 
庭) 六丄 一、 ぶ-' ニ 女が、 お 
な (郵船) 六 1 1 つ 六—— 一長を 

川 {日 爱、 粟： 裹叟 六— 

0、 六— 一み 井.- •庭)、 川口 
(日 庭) 棄權 、巧 貧 ( H 庭)、 山 
ロ ( H 庭) 六— 一、 ニ ハー 一淸水 
(目 庭)、 溺木 ( H ち) 五 i と、 


六— 0 棄權 、武閣 日 庭)、 遙 
見 ( H 庭 H ハ ー r 策權 、ち 働 
(摹 お) 

◊第二 回 戰 _ 

恩 田 (日 庭) 棄權 、施 旧 (日 隻、 
須賀川 (商船) 棄權ー 早 川 (日 
庭)、 田 中 (靑 年會み ー四、 

丄 ハ、 六— 四川タ H 庭)、 森 
( 臺康ゴ ハー ニ •ム ハー 四 S 加 藤 
百 庭)、 S 巧吳ぶ 蹲) 六— 0 
六— 一倉 ま (靑年 貪、 高木 (臺 
銀 六—】、 ちー 0 醉ネ 、漉 江 
(日 庭) 六— 1、 ホ丄 一矢 旧、 
粟村 (三菱 商て ハ—, 1、 ホー 一 
石 谷 (截 船)、 奥 野 ニ一菱 巧)、 
棄權 、 J 加 お (日 庭-, 鈴 江 百 
庭) 六丄 11、 六！'- が 崎 (か 
桐)、 桑 鶴 (日 庭ゴ ハ—- ニ、 六 I 
ご 一巧 中 (岩 井)、 M 內田 (日 庭) 
ホ i ニ、 丄ハ —0 富 田； 日 庭)、 
園 部 (日 庭) とー 五、 酉— 丄 ハ、 
ホー 0 尾 崎 (一二 井)、 ムロ (日 
庭) 四— 六、 六丄 r ホ—一ニ 
川口 ( B 庭)、 遠見 ( n 庭) ホー 

0、 六 11 鋼 木 (日 夏、 

◊第 H 回戰 

お (臺 銀) 六— 四、 ホ-- 一田 中 
( 靑年會 )、 奥 野 (ニ靈 巧) 六| 

1、 六— 0 鈴 江 (日な )、 Mb 
旧 ( H 庭) 六— 0、 六— 0 を 鶴 
(日 庭)、 逸見 (日 庭ち 丄 一、 
六— 0 山 ロ (日 庭) 


る 

を H 旗は 如 巧なる もの か’- 寸 
絕 かずれば 

元來 この 旗は 南 A 革 か 軍 
が 使用した もので、 をはす 息陳 
は 巧 明 正昭ど 自由 や 等 どを シン 
ホ 八と したら めで、 白い 化が 太 
陽 十二の 放射線 十二支を ボ し、 
靑地 がを 明 正大、 赤地は 血の 後 
じ 自由を 得る どい ふ 革 かの 息 巧 
を 示した もので、 白日め 部サは 
全体の 四を の 一 どして 左上」 お 

、殘ち 四を の 一が 

赤、 革命を でぁる。-」 の 
ち 案を は 陸 賭 東と いふ 遜 逸侧慕 
下のを で、 今から 二十 八 年 前 じ 
(一九 00 年) 最初の 革命 運 劇の 
どき 用 ひたが、 領巧 久しくす 遇 
じかくれ て おでず、 やぅ やく 
化 ニ ホを をな ホ廣 巧、 廣西堪 じ； 
蔣か 巧、 李 京 仁 お 軍 等が 

化が 軍を 起して なを 一一た 
えず 之を 揭 操し。 遂に 統一の 宿 
望^ 達して こ i じ 化界的 じ， 乂那 
の 化 お國旗 どなつ たもの でんる 
ち こんな こご もを る^^ 

恐ろ’ しい 國 日本 

長喝 のま 住 小 常さん ごを 

っても お 判み がな かったら、； 松 
ホ 大巧 一巧を のせた を 巧 化が 太 
ホ洋の 波を 織な てぇ 刻一刻が 本 
じ 向って あ づきっ •'"ぁつた 轉、 
いょ-' 船が ラ デ ォ酸お 圈巧じ 
入つ ねど乏 ふので、、 會津の 『菩 
妻 八景』 を 愛を 山から か 送に あ 
んだ節 子 姬の長 巧の 御 師匠さん 
の おちへ 二日 並 洋服の 純 ± 


義 齒學梭 

日本人 じ 最も 適した 
新 職業を お得 あれ 
本校は 乂齒の お 化を 專 巧に 敎授 
す。 本校 お 身の a 本 じして 名を 
成し 富を 作れる もの タ數 あら 
特に 日本人の 敎 巧を 聘し 有れば 
英語の 必ぶ なし. 晝化兩 科 あら 
一度 御 ホ 校の 上 自身 本校の 山 
中 巧 じ 相談 あれ 

ボ デー 義あ專 門學校 

ニ 苦す 0 置 夏 y flew ジ rk 
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►社交 •タン ス A 

►表 構 体操 A 


了 寧 
親切 


貧 

朝 十時ョ ，夜 十一 時 

シャリフ •ダンる 

ング 師範 學校 卒裴 

h 杉 タマ 


シャトル 市 

NP 旅館 

W 妄 .6 を . Ave. so. Seattle, w»*h. 

停車 巧 前 通を へ 一 IT 左側》 階 建 
日本 巧 船 切 巧 取 巧 波戶場 送迎 


巧莱原 拽中必 、総領事 お、 H 本 
巧 船 其 化银朽 乂會お 巧き 場 巧 

桑 港 小 パ ホテ^ 

焼 日本を (特別 間 ぁ 6) 

巧) 巧み 第 自動車 御 出迎申 上ち 
巧ニ呈 isa 資 ： San Fi - i _ 薑- 


0 

米 

桂 


電話 プラィア ント 

八 0 と 九 1 八 八 お 一二 

.酒 SS 轉長 

が 育 巧 西 四十 四 T 目 
ニニ 1 1 1 八を ニ 一階) 
支配人が 中 重 雄 

ま 巧 

呈 Cla 3 言 nt Aye _ 量と0, N . y . 

^ た. 置 ま 一二ち 害 
ま 巧き S . F . K . S を- 


が やクて ホて 『節 子姬 が、 ニ ホ 
線を 抱へ た 處で御 寫眞を お撤を 
じなる ことにな つじので、 御師 
區 さんの 一二が 線を 拜惜じ 參をま 
した』 と 云つ ね もの だ、 ホ 常 さ 
ん 早速が ホ 家へ 電話で おぅが r 
ひする と、 をん な こどは ない ミ 
を ふ 退 事、 件の 巧は 小 常さん の 
の 機轉じ 這々 のがで あ 尾を を 
いてた 逃げ おした ご 云 ふ。 さぁ 
をれ な ホが 平を 侍女の 高 橋た か 
さんが 警巧 する こご、 紙 一孜渡 
すじら 『大丈夫で すか』 ぶを を 
入れる 始 未、 をの 上ん 每じ 『H 
本は をく 油斷 がな b ませね ょ』 

商 貴— 往 ホ 〔十四 】 

義齒專 門學校 

當市ブ n 1 ドク 玉 1 1 と 五香 
ボ デー 義窗專 巧 學校自 本人 部 ま 
任の 山中 氏の 談話 じ 化れば、 今 
回 間 校では 同胞 乂學を 徒の 化宜 
のた め 特に 同氏が 日本語で 敎授 
を 開始した 由で あるが 旣じ岡 校 
出身者の 中で ラボン ー トリ— を 
巧 立經當 しつ：. ある 日本人 も あ 


眞 面目なる ホ 威 同胞 じ巧實 
なる 磯 業を 罔を す 

宮川 事務 新 

巧 育 巧 西 四十 ニ 了 目 百 什一を 


締 ブラ 


ン 


疑絳 


御 下宿 喜樂 

元黒曠 旅館を 良直藏 
き 宝 gh 芭，. B 皇さ n , N . Y . 
ぎ GumbeHand Q 岂 


木 田 ル— ミン グ 

1 畳 7 wrdiwe - す t . 58 & 呈 th S す 否 ts 
ジ le 导呈® す 巧 nt まゴ 


岡 圍閑淸 、空氣 新鮮 

邦人 惧藥が 目お亭 


芸ジ nds Si . ず呂書~ 
ジ 一. Tri 草 gle 74 な 


城 お 稱改 き、 膝 利の 
^ 鹏巧巧 人、 調理は 日 
如 S じ 本人 ぉき 

命. 刷 

W- to 

W 測 M 巧 光 ホを 持って 
T 屠 もまず 


21 桃李 園 
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1 ん i 

P 

i が ふ 

e 
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美が じして 清 お 

$ 藝 品南樓 

午前 十 時よ も 
午前 六 時まで 


spur 
爵な • 


紐 育 旅 難 BS ホ® 

東 四十 了 目ニ妈 二番 
ぎ Caled 呈 ia 茂 ？ A 


以 "一啦 

n 側 化 

也 一 船 

g が 7 - 

齡 帥な 

a 1 


W ,.f 

0 一 n 

L 巧 . 

g 削 ミ . 
な d un 

ぷ R も 

g が r 

心 加 M 

W 化 


を 様の 御陡日 巧に 適 ふ 
巧な 美 ホの 御 巧理を 

S 廣骇樓 

すし i ずから 績 々御 
或 ホを 願 ひます 

S 1 

I 吸 揃 ひの 巧 理乂數 名 
が 日本人 諸君の 嗜好 
レ 適する 巧 巧を 差 上 
ます。 朝 I ニ 時 迄 開店 
(なか 五 T 目サプ 
淳車 輿の 下) 


r 心：^ 

ミ‘ g 似：！ 

15 ’i 

U 齡も 

お -T 


お曜及 ±隨 じは》 ュ 
仰 1 マイ 春 溝を 擦へ が I 


支那 ,8—^ 

巧理 寒 r お厦 

自 午前 十一 時 g 
至 午前 ニ 時半 廣巧 


ボストン 巧 

富 ± 旅 舘大浦 未 お 

1 を 去 oiter 芭 . Boston Mass . 
Tei . B ‘ B . さ 75 


住みが 地ょ き淸 潔なる 畫 

御 下宿 おが 巧 か 


1 夏 L singtoniive . 
ジ 一. Asfd を 这 


費府 御旅館 

，’桑 山 淸五廊 

冨ジ量 9 th St . さ Hade 古 己 a pa . 
ぎ 室 nu ニ 2ゴ 



モ 服巧理 

ホ 廳あ園 

司 理人蘆 蓮 
巧 勤の 方 じは 査飯 
の 御 便利 じ 備へ巧 
間會 席の 御用に 應 
やべ くち 閒巧キ 巧 
不變お 朝 立願を な 
祗上御 ま 巧 申 上 侯 


民な 

線 

F & 3 

G 邮が 

N ロ-一 

A 脱剛 

H 邮 

Ns 

U =5 

が W 

3 


支那 料理 

新 杏 巧 

本 樓巧理 人 歐廉が 
晩 前を 揮つ て 日本人 
諸君の 嗜 巧に 適する 
巧 理を差 上げます の- 
，で 第と おのな 二十 六 

ix 目 0 チヤ プ スィ ご 

一 ミへ ば 直ぐ 日本人 諸 
育 じは 巧る 程 巧 評を 
階して 夏ます。 _ 
5: 卒繁 々御が ホの 程 一 
お 上 ミす。 

H、 日 喔は饋 頭、 ン 

ソ マイ、 を 擦が あ- S' 
まず。 
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918 S 韋 Ave ._ N ミ さ rk Git 产 
置 ミ Gi を ニ 7 送 


化 馨 油懿纔 SSI 謗 ぁ 上白 ホ 
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ぶ邮削 H 
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日本 米纖 食料 爲 is 驟觀 

巧 田 替独巧 ホ會が 双が 一手 賣搁店 

0 本 食 利 琼蘭會 
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紐 育 唯一の 目 ち貨店 

片欄化 弟商會 

スマ ドン •ブ P ダ* ツー 手 販賣元 


ロス アン セ处ス 

ホ リン ピック 
ホテル 

ニ S S 普ぞ dro St ., L 另 A 這を Cal . 


A 淸 巧、 親切、 氣樂 ニ 巧 ▼ 

勢州舘 

巧を 事を 乂巧榮 巧 

225 E . 冀を Str ま t 

TeL Re 巧 至 岂芸 


爱巧旅 縮 

江川が 一 
w 畳で sti 票 S 1 星 
Tel . S 置 吉を己 3351 


一力 旅舘 改め 

を 國旅舘 淸水 

基 W . 夏 thst . f York 

tei . ぎぶ ミ h ミミ 的 笠！！ 


陸上競技は 終了し 

水上の 競技に 移ろ 

マラソン ではん 田. こ津 旧が 力を 

鶴 旧 選手が 化 界記錄 を 一-織 


; あ投ホ 化が 述動 巧の 化 目を お 

I きつ i あつむ アム ステ 八 ダム じ 

一が る 化が オリン ビックの 睹上競 
I 技は 去る 五 n を W て擧 巧され た 
I 二十 六哩 マラ ソ V 化献ち & び 四 巧 
i メ ー ト^、 千 六 巧メ — トル 等の 
i リ レー を 3' て帮 々し' くを の廣を 
I 巧 じたが、 を 罔の 

i 成績は 別項 所 報の か ミ 
一一る が マラソン 競走は 巧閱ょ b 永 
kA 薄 一、 山 巧莱化 及び 潍旧晴 一 
'郞の 一二 選手が アメ y 力のを 距離 
- の 逃 手で ある ジョー •レキ 其 他 
_勇± の 面々 ど 共に， タート を 切 
I ら 、永 谷、 山 巧、 が扣 S 1 二君は 
玻初 ょら レキを 强 がと：！ t 敝 して 
常 じ 競ず の 標的を 间 ちご— 报が 
のみ 哩 では 山 出ち が 先頭 wub 
永 田、 ンキ これ じみぎ 略々 刻々 
kj 、 を 逸 手は 人 なれて 先郎 をず 
I ひつ t ぁつたが 、度 後の 六哩に 
I まりて レキが 足を 端め、 山 旧 君 
I が藏 n たる じ乘じ オリン ビック 
一 競技 巧で U をが ホ 知の 選モ 'でぁ 
る ア^ ゲリ ア ± 人で フランス 狸 
ホに 廬 ずる エ か ♦オア フキが 先. 
頭じ^:^ら、 フキンランドのマキ 
一 テ リネンが これ じ 巧ぎ 

i 山 旧 君 も 力ち 巧く 巧め て 1 
! 化が 的 選 ホ レキ 君を 後に 第四嘗 
- ごい* b オリン ビック 競技 最後の 
一大 巧 化せを が じ補义 選ず のが 巧 
I 君 もを々 第ホ鲁 となつ て 日本. お 
i 巧 離 選手 ごして をを 吐いた。' 即 
- 

I 一等 オア フネけ ニ時閒 一二 十二 
- み 五十と 秒 H 二等 プラザ (チ 
一 リ！】 ニ時閒 一二 十一 ニを 二十 S 
I 秒 H 1 二等 マキ プリ 子ン (フキ 

ン) ニ 時間 ごす 五を 一妙 M 四 
等 山 旧 兼が ニ 時 随一 二十 五を 化 
九 秒 N あ 等 i キ (米 ご 一時間 S 
十六み 四 秒 n 六 等 律田晴 一 が 
ニ 時 牌 S 十六を 一十 砂 こい ふ 
ぶ 媛で 

'.リン ー 競爭は いづれ も アメリヵ 
が廢 勢を 示し、 がに 

陸* " H - の 筋 技は ァメリヵが 
を大 得点を 占めたち の 1、 ホく 
のタ キト 八は 郡て 晓洲じ 奪 はれ 
るのを 觀を お出して 終つ た。 オ 
リン ピツ クの興 化は これょ b 前 
號 じ も 所 報し レ 如く 日本が を も 


^麽 勝した る も セ ミ •フ アキ ナ 
でが てが 巧は 规れ商 巧は 体 じ 
な. 降を ホ じて 遂に スクラッチ ご 
也 6、 儀が の 競 化 じ H 本 U 化は 
らす 

榮 冠は 蠢 され" 如く ス 

ゥエ！ デンの 千で 巧メ！ トが王 
である ボ^ — グ •か 十义 々五十一 巧 
阻— おとい ふ 巧 お錄で 優勝した 
:^、 この 目 ニ巧メ ー ト 火の 胸化 
豫遷 じがて ォリンピックの 舊ン 
コー ドは ニ 巧 じ K ちて 破られた 
即も觸 をの ラ デ メーカ ー はアメ 
リヵの ニを 五十六 砂を なて な珠 
め 記 錄どさ n て 居た が、 これを 
こみ 五十二 巧 じ 縮めて 新記録を 
樹立した る も 束の間、 巧々 ニら 
メ ー ト八 選ず の 鶴 田義巧 君は 前 
號の 本紙 豫 想に 反かず、 ニ か 四 
卡八 あじ 史に 縮めて が 記 錢を殘 
しわ 0 

が ほ n — リングの 揀選じ 入つ 
た 日本は^ 1 グァ ー ド 大學の 
^ 四人組に 脆 < も 敗れた が拳圃 
や 馬術の ホ おが どぅな って 居 
■るかに 就て は 未だ 判が して 居 
なぃ。 

を國の 成績 比較 

陸ヒ 競技 じ 於る を 慰の 綿 得点 
〔一等の みを 算 す〕 を 見る じ 左 
のかし。 

おモ部：=: ア メ ^ 力 八 — フ キン 置 
カナタ ニ — 英國 ニ — フランス' 

.一 一— 愛蘭 了是了 南呵一 

义ウ K * — テン 一 — 

_女卡 部 n カナダ ニア メ 9 タ 一! 

蜀^^】 ホ ！"- ラント 一 

.競技の ポ 井ント 

陸 h 豁 技の ポ キントを 示す に 
左の 如し 〔ボ キントは 一等 十 
點 、二等 五 お、 一二 等 四 お、 四 
等 一二 点、 五 等ニ點 、六 等 一点 
どを ふ 割を である〕 

男子 部：：：：： アメリカ 一* VM 11— フキ 
ン 一 0 ニ— 英齒 四み— スゥ エ 
i デン 四 四 1 獨遂四 四！ カナ 
タ S と フランス ニ お 日本 

十 化— お呵 一四-, 愛蘭 一 oi 
諾 威と I ^ キチ 五 — ^ン ガリ' 
! 五 — チ ブ I- 五— ィ タリ 巧 ！ 

フキ リツ ビン 一二 スネ ツ火ラ 


輸藏を 爭ふ巧 稼は 雄々 し- 
く も 勇ましい おで あつた。’ 第一 
巧戰は 主幡日 じを 部 終結し 第二 
N 戰は H 庭のは 本對襄 がの 下を 
除き 翌 H 幡 H じ 之れ またを 部 進 
巧し I ニ菱 の奧即 はり 庭の 鈴な を 
第 己 回 戰じ敗 b て化づ 一番に 常 
四 网戲じ 入ら 日 庭の M 內山 及び 
逸是が 之に 續 きを おの 森 ホ 殿ら 
じ 第の 巧戰じ 入つ ね。 

第一 日戰况 

ホ 陣は佐 股な 木 

±暇リ は 巧 ホに U き酷暮 じて 
九十 一巧に 上り 地上の 陽炎は 巧 
じ 巧 巧 01 の 大著 中 じ n 庭の 佐 
股 故び 臺 銀の 武者 高木が 先陣を 
承つ て 波 b を ひ 之れ じ 引き 緩い 
て 矢田對 H 庭の 薄 旧、 孔 隣ら に 
は 郵船 S 第】 人 おおを そ 巧を が 
H 庭 5 長を 川を 巧 ふじ 姻 して 戰 
圖を開 おした。 を 銀の 高 水は 今 
年余 念な （練習を 積んで 盾る の 
で】 段 ど 腕前を 上げて 居る が 佐 
股の 

左利 きじ 權 まされて 腕が 
びず 化 球を 出して 居む が漸や （ 
フォ —ムじ 入つ て 六 — 一、 六 — 
一にて 佐 股を 破つ た。 薄 旧 お 矢 
出は 非常の 接戰 じて 薄 田は 頻ら 
じ ナョ ップ じて 矢 田を 翻弄した 
ので 矢 巧 及ば や 八— 六 じて 薄 W 
は 第一 セットを 奪 ひて 窮ニ セッ 
トじ 移つ たが 薄 田は 全力を 第！ 
セット じ 傾倒した！ め漸 やく 疲 
がし 虛じ乘 じて 矢 田は 棠ニ セッ 
トを恰め寅ーニ セ ツ ト は苦も^:*く 
六— 0 にて 矢 田の ちじ 歸 した。 
石な 支店長は H 本で 鍛 へな 腕前 
i を發 揮して 長 ハ 合 川を あ々 と 破 b 
て 第二 固戰じ I ニ菱の 粟が ど會戰 
した、 粟が は H 庭の 永 かを 破 b 
たる 勢 じて 一 氣呵 成に 敵を 

射 止 めむ ご あせつ たが お I 
谷 ま 店長 もさる 者 じて 激戰 一時 
間を、 デュ 1 ス ダ！ ムを 繰ら 返 
す 事 十數度 六— 一、 六 I 1 のス 
n . ァ ょら 遙 かじ 接 戰を 演じた る 
後 磐れ じ。 臺 銀のを 働は ブポ！ 
t マン 振 b を發 がし 肥滿 の体驅 
を 提げて 出場 L 炎暑を ものと も 
せ や 円 庭の 逸見 ど 接戰數 をを を 
へれが 一 セット じて 遂に 棄權し 
日 庭の 武閒も 亦 同じく H 庭の 銅 
木 ご 一 セット 對の 時棄權 して 了 
つた。 當日 最も 

が 白 いが 合を 演じた のは 
山ロ對 川口の H 庭间志 討ちで あ 
る。 川口は フォ アーンドを 准】 
の 武器 どし、 物凄き 當らを 見せ 一 
山 ロは ォー作 ラゥンド じて、 ド 
れ ご 云 ふて 凄い ご' ころな けれ 共 
阿 時に 缺魚 なく 川口を 子 ットじ 
導いて 巧の 一 おじて 化め をが す 
策戰奏 がして S セット じ甚 b 山 
ロの 勝 もじ 歸 した。 

第二 日戰况 

園 部 尾 崎を 破る 

二日 目の 試を じ 最も 激戦を お 
じたのは 日 庭の 園 部 お 一二 并の將 
尾 崎 及び 日 庭の 川が 掛靑 年會の 
旧 中 じて 孰れ も S セット じち I ら 
前を は 園 部の 勝ち じ、 後を は 田 
中め 勝ちとな つた。 園 部 菊 尾 崎 
の 試合は ド。— ょら 見れば 

を 狂 はせ ど 云 ふを 持べ く 


ンド I ニ— オ ランタ】 1 

符意 VJ する 水 か 親 おじ 移つ わが 女子 部 H カナダ 一二 四— アメリカ 
一千 五な メ， ト八自 お 型の 豫選 二八— 獨 逸二 一二ー 波 蘭 一 0— 
にがて 巧 ホ 信 巧 若は 二十 一' を 三 瑞典 八— ォランダと 1 H 本 五 
卞五秒 四— 五に て、 高 お勝ちち フランス あー 南呵 ニ— ィタ 
はか 一 か廿秒 四— 五 じて いづれ- リ ー 1 — ォー スト ラ リア 一— 

.慕 y 切つ て 落した 

が井盃 庭球 爭覇戰 

奥 野、 M 內 困、 逸見 及 森は 第 W 回戰に 
進み— 恩 田は 來る 古曜 M に 試合 擧巧 

日 庭の 國 部、 一.： 弄の 尾 崎を 驚ず 

U 本 庭球 俱樂 巧主懼 、ネ おを 111 ト じがて 幕を 切つ てを しわ 
段の 第 四 回が ザを 紐 育 H 本人 庭を 加せ る戰 十. の總數 四十 四 人が 
巧 华蹈戰 は 愈々 去る ±晒0 かを 巧 蜗のぁ 天下 じ 白を 戦を おじて 
一二 一時ょ 6 ニ 良 二十 八 了 目の 日旌げ みで ろじな つ. て 
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U 本陶磯 黑善貨 

ラム プ卸寶 

奈良聋 易腐會 


H 本 お 服 反物 

テ — フルク ロ 


h モノ 

ス類 


:農撫 用が がおか 揃 お 候 

ig 日本 ドう- グ 1 ッ廟會 

特別 ホ 偕で 乂越强 巧 流け はお 巧の 特長 


資本を 當 僚 画 
拂込濟 資本を 六 千を 助 
が 立 金 六 千度 巧萬闽 

餘狀 H 井 銀行— 支 巧 

本店 東を ボ H 本 巧 お 本を 屋巧 五を 化 一巧 
す 巧 ル お：：：！ 本 巧 义の內 定ま) おな 
名 古尾を 邵大阪 西 OK 皮) 神戶 
嚴な下 照 巧 司 お 松巧阳 おが 
上 おなおを 貫の 水 


お出 乂巧替 .巧 信を を' 化 送を •旅 巧 信用 狀 
巧 菜 信用が 其 化 一般が 巧莱 

乂能職 S 蒙 銀行が ちま 巧 

锁お 送を" 日本が 化 無 ホ 巧が？ 迅ま取 巧 
ネ巧 巧を (を 巧 あ 知ノニ 巧) 御 巧 利か 巧 
本ず 巧を 巧 (本 巧〕、 大阪 、巧戶 、京都 
巧 化 地名 古属 、ル お、 上が、 おを 


▼截 里を を 及び ホ 送を (無手 巧 巧】* ホ 画 
巧 お 巧み、 お 巧を 化が 取 立、 信用が » 
巧 等】 肢錶巧 業務 御 便 おじ 取 投可仕 《 

S 靈灣 鱗 巧 化育 出張所 

ネ巧ま 巧臺化 

そ 巧な 巧、 巧な、 大阪 、神 巧、 上 お、 巧 
ロ、 席 州、 廣 巧、 袖ち 香 巧 巧 束、 巧 

嘉坡 、スラ パヤ 、スマラン、 パタ ビヤ、 を K 

々グ 々ッタ 、槪 巧、 女 外事 巧 十四 グ巧 


夏場 向， h 幕 到着 = 

夏瘍 、小 寶屋 向、 ダ！ 一」 用 景品 等 
憐 々勉强 巧 化 御 引 立願 b 候 
陶 猫語雜 貨卸寶 j 

春 巧-顧 會 

141 Fif を A .< e ., NewY ミ liCi タ 

003 ミ of 21st 穿 . を . で gon 占 u'i 己 5635 



一、 資本を ま億胜 (をが 拂这 巧) 

一、 横 立を 义千化 巧 五十 萬圃 

巧 地 本 支な 箱 (本 巧】 巧を 乂阪 
神タ をが 下 巧 名を 厘 

橫濱 正金銀行— 支店 

ホ 圃をぞ お = を 港 羅ホ沙 巧 巧を 
其 化 化 巧を 國お 巧が ホ ュぞ巧 及 コ 瓜 レ 
ス有之 椿 


ぶ 巧 大お化 おで T 円 
が 育 支店が 巧プ n — ドゥ S 1 な 四十 九を 

撥な. ぶ 銀行 

日 お (東を* 橫裤 、ぶを 屋 、京栅 、巧戶 
ぉ^ち 巧ノ道、廣島、吳、柳ホ、下ノ阳 
がろ 巧 (巧 司、 小 倉、 巧 松、 巧タ 、乂 な乂を 
本國預 を、 鄕里 をを 等は おめ 
て 御 化 利 迅速 じ 御 化が 可 中 巧 


本 巧 朝鮮 巧が 

支 巧 出張所は H 本內 化の 樞軍都 巧、 おが 
滿洲 、支那のを 化 及び 術 巧巧徳 

朝 鱗 銀行 紐 育 出張所 

外 巧爲替 一般が 巧 お掠棉 々御が 利 じが 扱 可 
中 上 巧 


藤本 證券 會巧 

一般 巧 化 証を ノお 貝、 引を、 裳 お 
A を规 、並 ニ 么ニ關 K グ 一切 ノ莱務 

I 賦 藤本 ミ マロ |で 銀 巧 

紐 育 化 張 所 


掏が 黑 、雜 貨卸貨 

森村ブ タザ I ス 


巧 巧 陶班お 

ドライ グーズ 卸 巧 

太洋 貿易げ W 會巧 

支 巧 ホが 古、 ポストン 


◊- 


;ク 


日本 行 メ—ル 

◊ ( 

締切が 育 本局 午 巧 八 時 
日 腿义を 日は 午後 五 時 
八 巧 十 H 沙渚锅 由 
あらげ ま 化 

八 巧 十 H 桑 港縣由 
をが 化 

八 巧 十一 日 ビクト ヴァ經 お 
エム プレス ォブ盛 細强号 


講鎭會 

左の かく 巧 ホ 深き 講演 會を開 
きます、 黯 つて 御參聽 下さい。 

演题 

『 H 本の 思想界 VJ 巧々 の 巧 
くべき 道』 

東京 Y MCA 宗を部 ま 事 
巧 旧ぶ を 

『巡禮 所感』 

大連 化合 敎會化 帥 

.磯部 敏郎 

時 n 乂ロ 午後 八 時 
瘍所於 當敎會 

西 巧 四十 111 T 目 四 五一 一一 

基督 敎 修道 會 
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運送業 

距離のを 近を 問は ず 述送萊 一 
巧 进速了 おじ 化 巧ます。 殊に 御 
旅 巧、 御 鈴 朝の 際は 荷を らシッ 
ビングを 部 御 引受し ます 日本人 
諸君には 持に 親切に 致します 

遠滕 小？^ が會へ 御を 話 ぁ 
ればお 心 じ 御 伺 致します 
Harry oreenllefg でち 男 S 5, ぞ n Go . 

だ 2 で st 王邑 st 呈 S こ dJWe . ; B 
M 0 星 置ゴ呂 


き 員 福 澤志那 巧 巧 

胃病 じて ユユ） ョーク 巧 
院じ 入院 治療 中の 處藥石 
効 U く 遂に 去る ホ 日 午， 前 
ニ 時 永眠 化 お 閒化段 辱知 
諸君 じ誰吿 比が 
追つ て 葬儀は ホる 八 
(化 幡) 午後 八 時半 John 
产さ II ぎ タニ ゴ A 量 erdam Ave - 
ごさ rdSU 葬儀社に 於て 
執 巧 巧 化 お 
八 巧と ロ 

西 一四 一二 了 目 四 五 S 

基督 敎 修道 會 


晚香 坡每ニ 遇' 回 出帆 

▲ エ ム プレス 西 細で 三 一る 00 巧) 

八 巧 十六 日 

▲王ム プレス 加 をん Oir ぶ呂 巧】 

九 巧ち 目 

A エム プレスを 西 五 (ニク 空 0 巧】 

九月 ホと 日 

▲で ム プレス 亞 細ぶ (吴 •夏 0 巧】 

十ち 十一 目 
- 等、 二等、 一一 養 及び 下等を 設備 
最大、 善美、 最け 法のを がが 巧 船 


▲* 巧 まみ 窜設が 巧を の 度 一 をなん るは 乗組 良 
の热 な規切 T # さ 共に を 占の 巧ミ寸 るを でず 
A をな 太平が おな 一二 窜巧 巧：：： を お ホが 的な 这み 
说 しを しわ、 巧に 沙 ホな 5 かさは 巧巧ッ 1« 

ス トサ！ ド 义はス チユデ > トクラ タスな 上の 
巧 飽^ おへて 腐リ 支す. 一 
® 桑 港 出帆 ホノ 八， 岳 由 【正午 出 化】 
西 比 利亞丸 i 八月 化 九日 
大が乂 一 化 巧 十二 H 
天 巧 化 化巧サ 六日 
コレア 化 十 巧 十日 
を 洋凡 十巧廿 四日 


S 

1 


® シアトル 出帆 〔ザ* 十 時 出 化】 
靜岡凡 九 巧と 
j 橫漠見 
加留化 


九巧廿 一日 抓 
十 巧 二十日 柳 


がか j 06 巧 穿 日本 行 ほ W 

化 野み I 八 巧サ四 呂 
II 樣 ぶか I 九 巧 A 
r ▲がをお 化ち 矣お惩 由ぶ 十お货 域が ー 巧 ニ 固 
^6 ▲巧 道 切 巧 i ホ 其 化 萬ぶ みがを に 巧 あか 申 ザ 
▲太 巧洋 乂策铅 をな 巧が！^ lip 巧 巧を じか 計 支ず 


日本 郵船 會お (化 ュぞ鐵 道 食 お) 

代理店 片桐 兄弟 商會 

乘 車、 乘船切 巧 並に 小荷物 運送 御 巧 利に 巧を 申します 


シアトル 出帆 (午前 十 時) 
ぁふりか 化 化 月 五 U 
ぁ 5 ゲな乂 丸 丹 十と 日 

るん でん 化 おれ〕 八 巧せ 六日 
► 1 咨 巧 演 '一九 古 巧 

化 L ばリ ， fA るん ごん お U 1 五 五 ホ 
▼一二を 日本巧 五を巧 ぞを大な遼お族室^;>,* 
▼巧を 望に 依り r 摩な 1； ぷ搜切 件を 巧を W 候 

ロス ア 、\ ゼルユ 巧 帆 (午後 S 時) 
ら ぶら わ 化 I I 八 巧廿と 日 
さんどす 化 一. 一 九巧廿 四日 
▼- 诺橫溃 ニ 1110 巧. 一 化は わい 化 主にら 丸一 蓋 巧 
▼巧が 一二 普 日本 斤 五ナ某 てニ 等 日本が 亞 十五 巧 
▼ホ 巧 緒が 巧 激車切 狂な 券 お 入御 科 おかり 候 
►紐 育餘 パナマ 巧 ホ 要 支那 お 技 物が 巧 一 阿 


特別 大 割引 

特に 日本人 諸 若に 限り 九 巧 十 お 
日を 二割 引に i し踰影 化る ベ < 候 

小 榮寫梟 館 

6(0 巧廷 h Ave . グ女< Ywk . 
HeL Qrcle を 34 


夏 瘍向品 特別 賣化 

夏瘍 、ホ 賣闽 、ダ— ム 向新 荷 到着 
備 々勉强 御用 命じ 應 じまず 
H 本陶破 黑雜貨 卸販寶 

<1 籍茂木 桃 井 組 

105 护 16 を wt . N . Y . 

Te 广 Wtcy < esa 3 t ; 8595-6-7 


ワナメ ー 力！ の特を 

H 本ん の わ 買物には 時别お 員を 爵き無 
巧で 觀ま內 致 巧 電話 又は お ホ 紙み 窮御 
訪問— て御梗 をを 計 b 初めての わ 方に 
掛 しては 特に 注意を します から 是非 わ 
ホ 寄 も 願 ひ 巧、 巧內配 速は 勿論 = 本 其 
'他を W 宛の お 荷物 發 送は 當 方で 致し 巧 

ジ 3 ン ワナメ ー 力 ー 




中が 前 代議 ± の 率鸣ろ 

海外 見 學團が 着 紐 

滞統十 n 閒み 方面を 視察 觀光 


のか < 前 化 證± 中 村 
窺 蒸 巧の 削始 せる を 生 おかお 學 
圓 中の 第一 ニ闷を 乂視お 曲】 わは 
華 巧に 化ける 聯巧講 事を、 白 軍 
箱、 アー リング トン 等を 訪問し 
I て 共 巧 政が のち 化を な ひ、 四日 
I 巧府 じがて は 巧 立 隅を 巧 問して 
去 围巧 立の 昔を 破び 六 = 午後 ニ 

-时 十二 か ボ术チ モア •ォ 户ィ 3 
おじて 姑 育 じ 入つ たが、 停 ホ 場 
じは 堀 久俊氏 鎌 旧 膝と 氏 等の 中 j , 
W 曲 長 同 お 人、 H 本人を を 化を 
して 香西密 記、 を 西、 塚 旧、 象 
山、 が 湘其他 お 巧-巧を 出迎へ 
元な のい i 中 村 脚 長 ご 『御機嫌 
よぅ」 の 挺 手ず 换に 化は しい。 
一巧は なじ タ キン ィ じみ 乘 午を 
ニ 時 ザ 東 十九 了 目 四十 一を 地の 
ま 洋館 じ 旅装を 解いた •机が 

午餐 

ので 學を脚 員は をを 幽 わで 簡單 
ながら 义方 おの H 本を じを 锁を 
打つ。 齋膝總 領事、 あび 本 化 化 
表が-巧を 東が およで 巧 迎へ中 
が阐長 ご會談 すか。 瞄 長は 記者 
じ 語る 『昨年 もな お 巧胞諸 おか 
らタ乂 の 歡迎を 受け 諸 補の 巧を 
を 巧 へられた のは 威 謝 じ 堪え ま 
せん。 適 H を 港から な 信で 申 上 
げた 巧 じ おの 計盡 せる を 生の が 
外見 巧 削も歐 ホに 首るな じな 6 
ホり 本に 化ける 大學假 々ば 同ぶ 
化、 慶應 笼垫の 如き 巧じ间 一の 
目的で を 學幽 をが 遣す る樣 じじ 
らました のは 創始者 ピ して 非を 
の輸 快に 成 やる み 巧です。 殊に 
獨 逸、 非 蘭 ± 巧び 潔 西 巧 方面よ 
- ほ 本へ 學生 脚を 送らぅ どの 

乳. n 盡 が 進 巧し 目下な どを 
涉中じ U つて 居らます か 巧く 將 
ホ晋 々の 後繼 おた るを 生の 圈隙 
巧 巧に 化り て 化 巧い 偏を を 打破 
し迎 がを 增進 する こごは 闕際平 
かの が 地を ぶむ も 巧め に 處贺す 
べき W みで ある ど 調は ねばな b 
ま 1 まい e 幸-— 化阅 巧が ホ識巧 
主な 义大 のモ 1 ラ^サ ツポ ー ト 
を？ いつ {もる のみ；： <> ら中 卸る 處 
にがてが おの 歓迎を ずり て おる 
のけ 欣幸 ごする 所であります』 
を々。 中 村 脚畏は 巧ら じ B 本 化 
おぶ： 化の 巧 势を說 きがみ 民歧幾 
巧 間の 脫潑 はが 府 にがて おめ て 
知つ たので わるが 自み ごして は 
な 外 こする 所で ある ど謁 つた。 
因に 巧の み 弟け が 次 巧の 愛 贈で 
ある 巧め 姻戚 關 係を 化して 封る 
が T 政治的 信を 政 抬的立 煤ど姻 
戚脚係 どは が 他の 閒趣 だ！ と附 
旨した。 をを 胜 一巧 滞が 中の プ 
"グラムは 大を ぶの 如く 内を し 
て 巧る ど 云 ふ】 I 
六 H 午後' 一巧 S 十 かおげ 舘に 
て 午 疑々 憩 後 コネ— 化 化 
■ vn 午前 化が 出發シ ティ カレ 
—ジ 、み 倫 比 亞火學 巧 問 午 お 
一巧 ザ U 化げ をが 巧 待 午餐、 
午後 お 術が！ 物 おぶ び 固 萬が 
訪問、 かげが ホ 人が 待の 槪迎 
晚を 巧に 化 巧 

八 口 午前 九脾 ホー ランド 睹道 
じ 卡遜树 が 化尤後 メリノ ー 八 
じち b ル 迫 貯水池 方が 化 化、 


午後】 が 四ぶ 俊れ 氏經巧 ミカ 
ド ィンが 待 午餐 巧、 歸紐後 河 
添が を 氏 ホ 催の 晚餐會 じ 出席 

化 H 自 めけ 動 

千日 ブ 0 ン クス ⑩物國 巧 化を 
方' 曲 お 光 午後 置 時半 武ホ 中央 
お W が會 訪問 

十 一 n 午前 九 時出懸 中央を 園 
ょ. 〇 オィ スタ ア潰 じか 大統領 
グ 1 ズゲ ユ^ト 巧の 黛 及び 舊 
邸を 訪問し 正午 髙見 ドク ト少 
邸の 園 遊を、 午後と 時 都 巧を 
ま 人な 旧 政 平 巧 お 待 晚餐會 じ 
臨 お 


了 イリ 力の 嗔 

齋朦牌 巧 作 
これは 『太 毕洋の 5 ハ』 一 篇で加 
州 沿 巧の 詩 擅を 搔 がした 齋滕總 
の 用意が 出 ホて 吊た 領事の 近が である。 


アメリカ 大陸 澳 さも 廣し 
天の 藍を ゆたかに いだき 
進む 一倍 窝の投 
ニ 

沿 巧 一二 州 潮が 受けて 
夏は 冷し くを 溫 かく 
みのる オレンジ 巧く 媒薇 
一二 

報 S 庚 かげ 夕べの 巧 じ 
はげい 问胞 十が 五 萬 
祝る こ I だく 幸 あれと 
ぉ 

ロ ッモー 越 ゆむ ば赃め も逊る 
こ 

七— 方 クラスの 荒野が つぐく 
: 見る はたよ--^ カウ ボ！ ィ 
お 

ィエロ！ スト] ン をな 獲 まじ 
や 

能 も わの i く 觸の巖 
，夫に 冲 ずる 類 的が 
六 

グランド キヤ ニ ヨン 打强 渡せ 
ば 

裝お碟 よふ 下 謂の お閒 
夕 り 染め だす 蘇のを 
お 

終 裳々々々々 輕ど 
いを のかみ よ b 永劫 かけて 
诲絕 えせ 2 ナィヤガラ 

八 

マウント グア ー ノン かが 繁 b I 
ボ！ ト マック ド 禪 •か おひ 
がが しき ブ シン トン 

九 

大展廚 樓ぶ閒 に變え 
宫 由の 女神の 髓火髙 く 
巧 街 指さす 糾靑. 


歡迎 攻めの 

中が 嘉壽巧 

化 年 姑 育で 大學敎 育を 受け 歸 
朝 後が 巧ッ 兒のネ 働を を 揮して 
思る 學ホ當 時の 混號 ラィオン 中 
村に も 今は 前 巧 謡 ± で 納まつ て 
尼る か、 裝 じ華府 じがけ る 萬 園 
證員曾 講じ 列席の 爲め ホが せる 
もが 年は 渡 跌兒學 曲を 引率せ 
脚 係 上 ホが し 得な かつた。 今回 
は 滯紐約 十 H じ 直る ので 舊友其 
化が ホ 面ょ b の歡迎 攻めを 巧け 
て 居る がタ （は 對見學 削 徽迎じ 
講 b 個人 どして は 十二 H が鹿兒 
島 お 入爲發 企の 晚錢會 が あら 舊 
ぶち まを 企の 晚餐會 は 十四日 午 
後と 時よ 6 を 洋館 じがて 開かる 
當 。會费 一二 弗。 


慶大 野球部 歸朝 

本年 初夏 ホ 國お征 のをみ ホが 
せる 慶應義塾が 育會 野球部は 去 
巧 化 四日 ホノ 、 化 帆の 天 ホ 化 

て歸朗 のを じ 就き 一二 四日 前 無 
事着演 しじが 一巧が ホ 巧を 去る 
じ 臨みを ホ 面に 窗 せじる 禮狀の 
一節に 曰く 『先般 小生 其 一巧を 
應 義塾 第一 ニみ 渡米 巧球闽 ごして 
貸 化 訪問 化 お 節-」 はを な 御繁柏 
じ被爲 なお 化 巧 一 ホ じらね 御眷 
顧を 賜 6 - 神威 佩罷 化な 許 厚く 
御 禮申上 候。 御 護を ' W て 去る 四 
月 十四 円み 港 上陸 お 巧 長途 S 旅 
巧ら 無事に 化 遂げ 其 閒米國 本 主 
じがて 二十 八 試を、 歸を當 ぶを 
K 巧て 十二 試を、 を 計 四十 試を 
を 了へ 巧 二十の 勝、 十五 敗、 

無 勝な、 勝が 率 六 割 一み お 通の 
化 鶴を 收め巧 おのみなら や 何 か 
ご御邮 慮に 巧ら 慑 結果 野 巧を 通 
じて 聊か ホ 國駐學 の 目的を も 達 
し 巧が こど 一岡 欣幸 至極 じが 居 
板」 云々。 


福 澤お那 巧 巧 

巧督 おを 道を 封 福 澤志狐 助 巧 
は 銭て ib 巧疾の おめ ベ ィシ 
ァ にがて 節 養 中で あつむが 前 遇 
化 紐水幡 n がな ホス ビタ 於じ乂 
おず 術を 巧け 五り 巧手 術を をけ 
たる：^,經過お好。らホ六：=か前 
ニ 時 嫌 爲を聲 L た。 巧け を 巧縣 
上ザ那 郡が 那 町の ぉみ 巧で 千 九 
巧 四 年 渡米、 享年 五十 歲 、修道 
曾舊會 お時化 じは 會則 修正 まを 
お 草し 又 修道 會 略史を も 綴ら 十 
年 一 = のかく 盡カ せる 會 員の】 
人 でん. つた 0 


す ニ U 午前 十 I 時 ユニォン 神 
举お龐 巧に 参列、 か 鋒 後自も 
'い 動 

±11 n 紐を 市を おな ホ 面視お 
- 午後 一巧 ザぶ 巧 お 靑ザ巧 招待 
I 午錢 向、 ナップ 夫人 晚を會 
下 凹 n 午前 化 W 株式取引所、 
ゥォ— ^^巧カ面觀化 
千 お H 午前 儿时あ 巧 脚 化が 問 
一' ザ 巧^が 间胞 がぶ ホ 惟の 歓迎 
晚餐 巧に 出が 

卞六 = 自 川巧蜘 午を ボストン 
へ ホ 度 


和 旧武巧 夫人 

U 本 趙船貪 社 當化支 巧 貨物 係 
かの 武氏 夫人は 肺炎の 爲め 約】 
週間 前ょ b 喪 路加 病院 じがて 加 
養 中の 處 まる 六り 永眠 本日 午を 
S 時 キヤ ムベ八 葬 傑 化 じがて 葬 
儀 執 巧を する み。 

公 人 が^ 

♦なお 祿 巧歸朗 中の 太げ 貿易 
株式 巧 社 支が 人、 昨 H 歸 が 
•を m 耕 之 巧 巧 削 京郝ボ 庭、 
歐 义諸國 稅制視 をを 兼ね 去 g ニ 
十 H 横な 出帆 おげ 凡 じて 搜 遊の 
を じ 上 6 化 巧 初が が 育經 も渡歐 
•乂山 化を 巧錄朗 中の 化 山げ 
服 巧 食 ホ、 本 巧：^ 一二 n お濟 出帆 
の アリゾナ 化 じて 絲 ホのを じ 就. 
く 由 じて 九月 十日 頃 蒼が の 笠 


巧禍ス ペシ わ ル 


講談 偈樂部 

夏期 巧刊碗 
並び じ 

を婦人雜誌 ^ 


か 桐 兄 裝商會 


懸賞 募集 

味の素を 用ゐ ねを を 御が 理 
のがら 方を 募集し まづ 

】、 成るべく 日常^ 御を 膳 じ 
ふさは しいが 巧を えらび 
しかも 實隙御 P 究 じょる 

レ シピ— 0 一 

ニ" ホの 素の 新 巧 應用じ 就い 
て 廣< ホ 人の 禪向じ も 適 

したる レ シピ 

A 撰者が 么素本 铺巧理 が 究巧 
紐/で 出張員 

A 賞を 

一等を 五十^ 

二等を す 蚕 I 

ご 一等を 十^ 

四專 ホの 素 お-、 

ニ 器 

A 规を 一 
締切 昭化 巧 一日 
骚を同 .子 巧' 一日 
本紙を 0 て 心 i し 岡 時に 賞 
をを 贈呈 t ま 1。 

な 稿 巧 文 邦文 兴御隨 意 
- 人に 付き 味裡 化の 數に制 
限を 設け ま 甘ん。 ■ 

宛を を 山拘會 

ホの 巧 懸賞 係へ 

化 所、 姓名 + 記の 事、 お 
稿は 一切 御！^ がしません。 


一人 
二人 
去 人 

媛を 部 


A 後援 


: 新報 
.時報 


ホの 素特寶 I ? 
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でん^り返ろ 政界 


■內 隅の 禪 1 劾 r はの めかず 

東京 特電 十 ロを = ホみ 竹ホ郎 には 革 巧 化 樂郁化 表 ごの 會を 
じがて お內觸 .いが 化 じらばず 属 巧を 来 示す る ご 言明した。 

東京 特電 九日 蒋 = 巧み 巧の 巧 政な 組織は を 族 院じも 影響し 
近く 巧戴糾 織の 削捉 として 化樂 部の 糾 織が お備 され 現じ 靑木信 
ホモの 化 煎 b で戍 胶化樂 部は を 會 をを おぐ るじ决 したが 巧みを 
とはが に蜗 巧な しご 稱 して 巧る。】 ホが 次 氏は 昨 円 お 據轿平 子 
を訪 削して 脫黨問 姐の 誌 解を ホめ お ホの おおを 懇請 しれが 後が 
ずは 大いに 共鳴して 化が 氏を 敏 刷した ど 巧 へられて 居る、 おか 
し 新 化黨の 前を け 甚だ、 む 細き もの タく舊 政 本ち の 民を 黛 講員松 
抽お 治、 小 橋 一太、 中材 啓み 郎 、小川 獅太郎 、牧山 耕 一二 氏 等は 
化み にを 訪問して が黨 へ加經 ずる £ の 巧 ホない 事情を 述べ これ 
:^5爲め大がみ>"留黛{ ちが勢に て自然奪をひを生じ搜み幸雄氏 
のかき 化か、 お ロ 巧緻な のロ說 きじを ひて ホ 常じ闽 難な 立場に 
央 つて おろが は蚁黨 ではが 黨渔 員数を 約サ 八な 下 ご おて 居る。 

怪しくな つた 外 調の 出現 

ま 京 特電 十日 發 == 山中 首相 おの 外を 調 畳 曾は 枢密院 やか お 
省 じぶ 数み なお 者が あつて 賓 現は 困， 難 じな つて ホた。 


れ るで をら ぅご 殺测 されて 居 
る、 おず は 目下 巧 一二 省 軍の 獨銳 
ご稱さ n る四带 圓をキ ひて 奉 天 
城み じ 籠居し H 本 官憲との を 渉 
を 避けて 居る が これ じ對 してら 


商^が 改 おごは 誘 解が ぶ 立 
し 巧 巧 軍の 化 軍 殘兵掃 澄ら 孫 傅 
巧ぶ び 娘 奈昌巧 じため て 居る が 
南京 當 巧の 語る 所 じ 化る ど 日本 
は 揚宇靈 が ど 南京 軍の 街 突を 欲 
して 语 るが をの 陰謀は 餘 b じ 巧 
白で わる ご稱 して 居る もの t 果 
して この 樂觀說 か永續 すろ や 否 
やは 時 巧す ま定の 今日では あら 
巧して 確寶で a い、 尙ほ 南京の 
を 支那 會 藩は 目下 開懼 中で ある 
が 別 じ內输 倒れの 模擦 もな <、 
.ま 棍圆 滞に 進 砂して 居る ご。 


現狀 維持 y 條 件に ' 

南 化のを 協 承認 か 


稽極巧 動 未だし ミ 首相が 言明 

東 ま 特電 十日 瑶 === 巧硝助 巧は が U 午前 乂時張 學良將 軍 ご 會 
見した が おな 派の 爲 めじ 策動し つ i ある 摄ぞ露 氏 と は會 見せず 


をのみ をは 祕が じ附 せられ 巧は おち じ 南京 政府の 要路を 訪 間す 
る窜 でぁるが、 が ぉは r 現狀 維持の 條化 牌で 南北を をの 承認』 意 
嚮を 洩らし 旧 中を 相 も 『現 化 じがて は 南 化を 協が 化 ょらら 旣得 
權 のが 诏じ篮 ず 新 ホ斜を 採用す るに まるべく タ協 じは 敢て 巧對 
せ や、 枯栋的 巧 動 もま だ控 ゎる』 ィ」 聲 明した。 

マ クム レ！ を 使. 纔鱗觀 察 

阅務 長官から 近 < 外を 質問 か 

ま 京 特電 十日 發 = 駐ぶァ メリ ホを 使 マ クム レ！ 氏は を 府ょ 
をのが 密か かに おし 今 遇辆鮮 父び 滿渊モ おを 調查旅 巧す る尝。 

ワシントン 九日 發 本 大使館は おぶ 替吿 書かを 文を 非を 
ホに をぶ したが 図務 省と しては ホ だ 本 間趙じ 就て は 何等を 式 じ 
闕 知して 居 U いこ どを 挫 おごし M 等 わの 評言を 避けつ i わる も 
巧し H 本のが 巧が 7 ンン トン 勒ま化 個 國條約 じ 違なず る ご 費し 
きらのを 獲 巧した 海を は 先づ穩 便じ 曰 本 政府に 對 して かを 的 質 
問を 發 すべきが U 本の 滿渊 じがる 旣得權 、日露 條 約に 化る 出兵 
權は複雜^:*'る願係をホみ居ら從て駐まを化の嚴密なる報吿を基 
礎 どした 上で じければ 州 等の 巧 触 もどらな いと 觀 測され て 居る 



英佛の 海軍 協定が 日本から 
洩れる = 民ち 黨の 親玉 フレ 
ナン 逝く— 太 西洋 橫斷 の佛 
機 墜落— が 哇で國 際 婦人 磯 
議會 開く U 勞働 總同體 、こ 選 
擧 i フロリダ じ 又もや 腿 風 


日本，/ 一 南な に 挟まれて 

張 學な則 退ず ろ 


ク 


猜疑 視 される R 本の 對奉天 政策 


上が 特電 【ヘラルド •トリ ビ 
ユンが】 九日 發 UH 本が 滿渊の 
巧權 を何處 まで も 擁護す ると 聲 
明した をは 恐らく 現が 軍事的 じ 
重要な 地 じ 

駐ぶハ せしめて 居る H 本が 
武力を 利用して 諸懸 おを 解 巧せ 
んとする陰課じ外^^ら打 ど觀測 
されて 居る、 現 巧 南を 政府の お 
力ち が 憂 旅しつ、 ある ものは 日 
本が 張を 良將 軍を 滕 をして 遂に 
_引退をお儀^:^からしめ0て滿渊 
一を お 讲じ陷 らしめ たもを 機を ご 
I しこれを ロ寶 どして 巧 一一 一省の 賓 
權を 日本が 担らん どす る 點じ注 
がれて 尼る が お S あのを 將 ホが 
この 際 梅な 政 おごの ぶ瞄を ホ 望 
しつ i をる は 事 巧な n ど 張を を 


將 軍が H 本の 

じ 止むな く 引 巧ら れ 
て 畳る こごが 阳掃 不安を じ 導き 
つ i わる 所な じして 一說に 化れ 
ば張學 良の 優柔 不斷じ 憤慨す る 
を 省の 將軍 はこの 膝 若い 張を 引 


ぶ 巧 9 對支賓 易 

ま 京 特電 九日 發 n.:,! 肖 中の 掛 
ま 貿易は 輸出 一二 千 六 巧 化 十四 
万 お 千 励、 輪乂 一千 S 円 二十 
八 巧 八モ圓 、差 引 おお ニ 千 一二 
巧 六十 五-力と 千圓 でめつ た。 


(を ま聯を 九日 發】 英佛の 海 
軍 惊を內 をが 世を の視聽 を惹き 
つ I ある 昨今、 日本の 海軍 當屆 
はを の條 約は 大体 みのおき もの 
ご 暗が して 居る。 

1:1】 巡洋艦は これを 二級 じ 
かも】 は ホ时の 上、 他は ホ 巧 
な 下を 腕 砲す。 

(一一〕 驅逐濫 の 純 嚼數は 千 八 
巧囑を 超過し U い 巧ち じ 制限 
す' る 0 

〔一二】 潜水艦の 繩順駭 は 六な 
曠 0 上ィ」 し 八ら 嚷を 0 て最乂 
限度 ごする。 

(四】 おな 峨な 下の 屬艇 建造 
.は 無職 限 どす る。' 

而 してち の 海軍 當 局は 今回の 協 
ホは 尙ほ 秘密に 麓す る 限ら これ 
が當 をを 言明し 兼ねる が 驅逐應 
をモ八 巧哦じ 制限す る ごの 說は 
虛報 である ど斷 じ、 H 本 海軍 當 
局 どして は 原案を 逐一 協議し 大 
ホ じがて 賛 盛し 得る も アメリヵ 
の 態度を 疑閒 どし 直つ 『余 自身 
の 意見 ごして は、 本案は をか國 
駭聯强 じ迴附 した 上 惑 ひは 剧强 
の 軍縮 會議巧 集を 見る じ まる か 
ら 知れの』 ど聲 明した。 

【シヵゴ 八 H を】 ンヵゴ の 民 
ま黨 領袖 ごして タ年ア メリ々 政 
を じ 名を 題 はれ 現 段ま黨 大統領 
慎 補 スミス 氏を タ年 支持して 居 
たジ 3 — デ •ブン ナン 巧は 過般 
齒をニ 本 おいた 後 じ 毒を 起しを 
じ餘 病を 併發 して 本日 遊ました 
註。 プン ナン 巧は 千 八 百 ホ 十 

お 年 ニユョ ー ク 州の ポ ー トパ 
キ ロン じ 生れ 巧 じして ィ 9 ノ 
キ州 じを 化した が 十一 ニ 歲の頃 
鑛 山勞勸 中に 巧 足を 切斷 する 
の 重傷を 蒙つ たので 一 必じ勉 
强の 結を 學 校の 敎師 どなち 更 
らじ 保險拳 業に 成功して 政界 
じ 入らを をな ィブ ノキ 如の 政 
をり ッデ ャ] •サリバンの 副 
將 であつ たが 氏の 逝 ま 後 これ 
を繼 いで々 日に 至ら 千 化百サ 
六 年 如上 院選擧 じは 間 題の ス 
ミス 氏 (共 か黨) ご戰 つて 肢 
れ じが、 巧の 逝去に 化 b ィリ 
メキ 州の 民 ま 黨じも 一大 變動 
が 生す るで あらぅ。 

〔パリ] 八 H 接〕 フランスの 


本な 東を 特電 ( 禁 お辟轉 載〕 


陸軍の 大 更迭 發ま 

【十日】 陸軍 お 動は 左の 如 （十は をな て發 来される 绪 であ 


退せ しめて 强 固なる 人物を 起た 
しめん ど 欲して 居る がを の 後 巧 
ちじは 恐ら （ 揚宇靈 おがが 巧 命 


ぶべ く 針 劃 中で あつた モ ー y タ 
ヒン 飛が 1 は 機 離 ±1 ニを を 
调乘 せしめて ォ I リ！ 齋巧援 を 
離陸し 試乘 飛け 中 突然 銭 體じ故 
障を 生じて 眞逆樣 じ 墜落し ド- 
ヒン 自身は 巧 傷を 蒙 b て 化の 1 
人 £ 共に 病院 じ 運ばれ 一人は 即 
巧した が ド。 ヒン 巧も應 急手當 
の ザ藥な < 遂じ慘 死した、 この 
飛 巧には 橫斷 じ同乘 する 窜 であ 
つた レブ リックス 及び 設計者で 
ある n -1 ジネ巧 巧は 同乘 .し 居ら 
ホ 難を をれ た。 

〔ホ ノググ 八 H 發】 化 太平 巧 
婦人 會議 はゼ！ ン •アダムス 女 
をを 委員を ごして 明 化 H ょを 十 
九 H じ 柱ら 協議すべく タ— リッ 
•チ 大統 頭の 巧理 をして 農務 省の 
グ— キズ •スタン V ; 氏が お 庵 
して 屠る が 議題は 衛生、 ぶ莱ど 
婦 入， 職 菜 婦人、 祖會 事業、 婦人 
と官史 生活、- 被 育 等のを 班 じを 
れ參加 國はア メタ 力； 日本、 

ヌキ 、ニユ ジラン ド、 カナダ、 
フキ リツ ビン、 支が、 ナ モア、 
タチ ヒ 、印度、 蘭 領邱度 等 じ 及 
んで 夏る。 

〔 ア， トランプ ツク市 八日を】‘ 
.當 地で 開涯 中で ある アメリヵ 勞 
働 總圃盟 は 巧るべき 大統領 戰じ 
がて は 徒 ホのを 策を 固ず し鹽体 
£ しては 巧 等の 巧 動じ 及ばず こ 
れを 個人の 巧颤じ 一巧ず る こど 
となつ たが、 同盟 側 ごして は兩 
黨 のを 綱は 尙は 不滿 足で あると 
稱し居 b 同盟 ごして は旣じ ビア 
及び フ キンの 復活を 年 ホ 主張し 
つ i ある 關孫上 民主 黨 後援の 色 
彩を 巧 白 ごする の 必要を カ說す 
る 者 あちし ら遂 じこれ 等の 動機 
は 一切 成立し なかつ た、 巧ほ阀 
盟は致 近 じ 至 b 左翼 派の ホ 化宣 
傅 事 實を發 見し 極力 これを 巧 止 
する こごに なつた。 

〔ジヤクソン ダキグ 六日を】 
避を 地と して あ 名で を b 同時 じ 
殿風の繫巧でも有名^^フ "リダ 
闲じ 昨日 殿甄 あら、 約な 哩の恐 


東京 嚮備軍 司み 官中お 
ほ 陸軍 大將 待命 敌抑 か 

轴鮮軍 司み 宫中將 
巧 陸軍 大お 現げ の 盛 

臺礙単 司み 官中將 
ほ 陸軍 义お 補 軍 巧 遂謀宫 

祭 四 邮蝴長 中 お 
な 臺潜お 司々 官 

‘ お 育 接監部 本部 長 中- 將 
巧 東京 譬髓 司み 官 ， 

陸が み 宫中蔣 
巧 第一 師勘長 

陸軍 ホち 學 校長 中將 
巧 第 四 师幽長 

軍 殺 局を 中縣 
巧 陸軍 次官 

水み 兒 妹の 病理. 

(十日】 氷を 八重 子攘は 盲赂災 
で 切開手術を なし 兄 竹 紫な は 
骨膜炎の 後を 腐を 切斷 しだ、 


磯が 年 
をを 範 一二 
旧 中國重 
逆ぶ 隆 
岸 本 鹿 义 が 
畑 英乂郎 

が頒！ ニ ま 

阿部 信 巧 


民間 外債を 巧 長 

【十日 j だ 外資 金の 補充 じ 民間 
外債を 助長すべく 政府 側で 起 
潰を じを 渉を 開始した。 


八月 上旬 賓易高 

〔十 旦徐 出に 六 千 S 白 五十 巧 
一中 圆 、输乂 は 五 千 巧 十八 巧 
一二 モ圓 じて 差 引出 超 烏は 一千 
一二 巧】 方 八千圆 であ も。 

獲 油 會社大 解雇 

。九を】 で お 縣銷卡 町 山 ャ错ホ 
會 赴は 索 格 閑散の ため 化 用人 
ニ マ!- をを 解 おした。 

でを 親任官 待遇 

【を ロ) 資源 時 長官 宇佐見 勝 夫 
も __ 警視 總監宮 出 ホ 雄 巧 4 巧 
/广 耕げ 官 待遇 ごな つた。 

糖 かは 平年 豫想 

〔* 日】 中外が 業 巧窜社 調査に 
がる ど ホ秋當 H の 水 お 作巧キ 
，チた てず 年 作 程度で 關 あ、 東 
化 人 部々 と 東が 道 おは 不作で 
をら 化 陸、 化が は槪 して 良好 

i - しを ると。 

义價 忽ち 昂騰ず 

【.化 曰】 天候を まら 中米 憤は 一二 
旧 ホ琼騰 しじ。 

船員 爭議 撥大か 

一九 日】 社外 船爭議 はち 發の模 


棟で 巧 旧 お 解は を 滞に 巧が し 
てむ るか 大阪 、神 口にら 巧大 
ずる もの ど 見ら むて ゐる 0 
C 八日】 か 遇な 善不巧 巧から 社 
外 船巧遙 巧を し I ニ 社の 淀 船 停 
船を 開始した。 

閣員 逆 天機 奉伺 

【八日】 山 ホ 营巧外 巧 員 化は と 
n 午 削那须 御用邸に 伺 校し 天 
磯を を 伺して 卵り 歸ぶ した。 

武者 小路 巧 新任 

( 八日】 武者 小 がをお f が 瑞化ハ 
を 化た る £ を發 表された。 

濟南事 仲の 行賞 

。八日) 濟南 事件 論 巧け 赏 はよ 
U ホの かく 發 をされ た、 小が 
々佐は 功五 級 金 壌戲韋 、年を 
S なお 十圓 、襟 巧々 尉は 巧み 
絞を 或勸韋 、年を ニ 再 五十 圓 
特務 曹長 ニ 名は 功と 級を 蔑 劇 
葦 年を が圓 、外 兵卒 四十ろ 名 
は ホ々 巧 賞され た。 

.福 原 巧 南米 移住 

【八日】 お ホ 拓殖 ホ腦 者で ある 
鐘 結 重役 福 お八 郎 氏は 南米 移 
住 じ决し 巧く お發 すご。 


潑 "うめのみら 


The Way of cme 
巧 y E を th A . Sawy さ 

H 本 婦人の 淸^ — i て 嘆し い 節操を 化 ごして 化ぶ する のはを 度 
な權や 海棠では な <餘 寒の まだ 去 b やらの かちの 巧に 嚴 霜を 进 
いで 换 （『梅』 でぁると 云 ふの がをお ソ ー ャァ女 おの n ぶ 巧 A 
なで ぁらが 女た は 日本の ぶんごして がく H 本 お 人の 淑徳に がが 
し 巧 締の傳 說や近 松 お 雲 U どの 戯曲に も 通じて 居る。 

英文 小說 『ぅめのみ も』 はぶ 入を'^ 巧 ± の 一人娘 じ、 時化を 
明治 书巧維 巧 前 じ、 而 して 煤 おを 巧が 逍じ 採つ たらので を 想 巧 
健、 筆致 典雅 讀者 をして おが 巧 文で 巧 琴の 小說を 讚む 现腔 をを 
き捏 さしめ る 0 

お 义小說 『ぅめのみ も』 は 松 キ節子 溃じゲ ジヶ I トし たもで 
で 序文は ああな か グリフ キスち 愧± の 筆 ru ち 装顿巧 魔を 庭の 
讀も のどして 又は ホ 人への 贈答な どして お 巧の 一語で をる。：. 
をて 江湖の 三が を 媛 態ず る 

郵稅共 一部 ニ 巧 十 仙 . ; 

f 詰 純紐脊 新報 藤 




- な. 

各.. 

を- 

-かさ 


0 



三 ご 南部 一 諸 州は どう 動 < か 


◊ 


今度の 政戰じ 於て、 お ホが か 
爾黨 じは 禪 々な 意 ホょ b し I」 、 
いかじ 自己の 地盤を 葦 固 じて 
きかと いふ 間 題じ髓 まされ!^ 居 
居る、 邸ち この ニ 大政 黨が I 城を 
痛めつ、 あるら のは、 共 か-黒に 
がて は 農 巧 救 濟じ不 滿を抱 r 中 
西部 地 ホの 所謂 コ ー ン •ベ； ト 


の ほ ホ 黨員 である 前 上院議員 


パ！ ト •オ ー ウェンを がを 綠フ 


で ま 
k 勒 


でる 


即も 農業 粥の 反逆で をら、 

黨 にがては 禁酒法の 改修に 
し、 マ ミスを の信條 (々ッ 
ク敎) じ對 して 反酱 しつ： 

萬 部 諸 巧の 颤搖 でぁる、 T 瓜 農 
產 をを 命 ごし、- 一は 髓 あを.；! 淀 
の資 S する 地 そで、 頑固な I 掛じ 
が ザ 的な こ ミ じがて 閒一 である 

◊ I 

民 ま黨ご 南部 諸 巧の 顯 係' 节過 
去 半 化 紀じ百 一る 親子の 聞 巧'!^ あ 
るが、 をの 地 じ 動 搖を巧 しづ 居 
る ごい ふこ ごは、 民ま黨 創-化 0 
巧 初めての お 巧 事で ぁる、 ik か 
黨ごしてはか論この地盤の5^搖 
じは 巧 じ 着目し、 或 ひは こ^ 地 
じ 向つ て 突 猪 的 じ 侵入す る!^ を 
らぅ どを はれる し、 化に 於飞は 
今回の 選擧じ 度て おか 黨が 唯一 
の戰 術と を 做して 居る 『耳 がら 
耳への 喊 き』 锁ち スミスの お敎 
じ 對すも 人、 か顯動 政策 じ 及 巧、 


1 ゲァ— 援助を 發 表して 居る が 
就中、 最も 注 白 じ-値する ものは 
アツ シぶダ キ \ じがる S 巧 人の 
メソゼ タト 派敎役 若が、 マ ミス 
を 弾劾して フ— ダア； を擔 上げ 
て 居る こどで ゐ らう C 


0 


巧き お師 である コー ジネじ 化を 
て 設計され た 大型 飛れ 機に 乘じ 


をく パブ ー よち ニユヨ ー クじ飛 


ろしい 勢で パ 1 ム •ビー チ 王ら 


チ タス ゲキグ じ 直る ニち 哩の主 
地を 荒し 果物 畑に 特に 被害 甚大 
じして 損害 高は 約 五 巧 巧 巧稻度 
と 見られて 居 もが 幸 ひじして 人 
かじは 何等の 被害な （州 官憲は 
ホ 十 宇 巧 化と 協同し 罹災民の 救 
濟じ 着手して 居る。 


なお' 


勘く 共靜 かな 波紋から 大き 
を 釣らん ごしで 居る やぅで でる 
◊ 

郞も昨今達しつ { ぁる諸^か 
らの 情報に 化れば、 を 面' じみれ 
た 反 スミス 運 勘の みで も、、、 ゾ 
ツ！ 州 じは 段 ま黨員 ょ b 成る フ 
1 ダアー 大统領 期が 會がぁ f' ジ 
a ! ジア 及び ア！ カン ソ 1 巧で 
は敎會 同盟が 反 スミスみ 議ホ發 
をして 居る し、 テキサス 州では 
州 か事モ ー アを 筆頭 じと 百み の 
有力なる 民ま黨 員が フ！ ゲ 了] 
じ をら、 オクラホマ 州では ザ ホ 


果して 南部 諸 卿の 民ま黨 地盤 
は、 をれ 程 K 憂慮す べきが 態 じ 
置かれて 居る で をら 5 か、 どい 
ふこ どじ 就て は、 懸聲 ばかを の 
宣傅 戦を 演じて 居る 今 目 じが H 
元、 よ-*' をの 眞 相を 翻む こごは 出 
ホない が、 現じ 南 化戰爭 な 巧 お 
ての 副大統領 候補を ごして 巧ゥ 
て 巧た ロビン ジン 巧が 南部 諸 脚 
の 危機を 叫-び、 ミシシッピ キ巧 

; 身の 度ま黨 元を バット •一 リツ 
ン 巧が 發 表した 南部 謗 贿じ掛 イ 
る譬 をを 見る £ 。いかじ も 民主 
戀は 危機 じ 顔して 居る かの やう 
じ 見を けられる、 而 かしこれ 苦 
地方の 選擧總 長は いづれ も 斯う 
した 運動の ある こごは 容認して 
唐る けれみ、 投票の 上 じ 支障た 
をず る やうな こごは 斷じ てな.‘'、 
ご穂吿 し、 民ま黨 幹部 側 と しで 
も、 敢て 南部に 選擧 本部を 置 i 
必要がない ご稱 して 居る。 

◊ 

併し乍ら 南部 じは、 ほま黨 P 
地盤 ピ しての 强い 誇らが ある II 
彼等は をの 搏統的 じ デ モク ラグ 


め 


の 誇らを、 禁酒法 修正のを 
じ 傷け たくない とい ム 極めで 保 
巧 的な 巧 抗必を 抱いて 居る こご 
夫れ 自身は、 民ま黨 として ホし； 
て輕視 する こ と は 出 ホない、 ホ 
も 云は ぐ單 なる 親 モ喧巧 じ 遇ぎ 
ない この 動搖 も、 十一月の 理擧 
前 じじ 大風 一過の 靜け さじ 返 も 
ものと 認められて 居る が、 この 
を ひじ 乘 じて 敎 役者が 餐 起し、 


巧 マえ ス運 動じ 着手して 居る ご 
いふ こ ターは、 看過すべからざる 
通 象で ある。 

.と 巧 十 化 H から サ日じ 互 6、 

了. ッ 五 ゲキ ザに 懼 され 南部 十 
四 州 一 3 化 ま 二百 名ょ も 成る 反ス 
''ス 議會 は、 南部 バプテスト 
敎會 の 指導者で あち 排涯 店同强 
をで おる K ト ランタみ ア— ず— 
「ハ； 一 トン 博 ± 及び 南部 メ ッゼス 
トを晉 のま 鎭ゼ！ ムス •キサ ノ 
シ 一; である、 要する じこの 會を 
は スミス 氏を 目す る じ 『腐敗し 
たる タマ ニ •ホ ー グ の寵兒 であ 
ち、 i 飲酒 派を 標镑 する 政治家 £ 
し 一 南部の デモ クラシ！ は 到底 
彼. 心 ま 持す る こごは 出 ホない、 
一を じ-一の 隣 斯る不 名 奪な 政治家 
を尤 統領たら しめない こ ごは， 
甫 がの 民ま黨 員が 結 巧して フ ー 
ゲ ア^ ~ を ま 持す る じあら』 ごい 
ふめで ある 0 
◊ 

この！ 派は 長ち のな 掛か 譲を 
發 をして 居る が、 をの 要旨は 
ご】 スミス 知事は ヒユ！ ス 
トン 大會じ 於る 大會 のな 綱を 
否認した。 

/【ニ】 スミス 知事の あまじが 
る 反 禁酒 派 的 記録。 

ご ニ】 スミス 氏が 年 ホの 共和 
/ 黨員 であち 反 禁酒 波 じ 麗して 
おる 人物' (P スコブ) を選擧 
:總 長と したる こご。 

I 一 〔四】 スミス 知事 ご タマ ユ 
ホ ー グ との 關係 0. 

去い ふじ ありて スミスを 大統頭 
一し 選擧 する こごは 『國 あじ S つ 
ての 禍 をで あつて、 この タマ ニ 
一ユブ テの 選 寒を 巧 化すべき 唯一 
か 有効なる 手 撰は、 巧 等 南部 民 
ち黨 員が この 淸き 一票を フ ー ダ 
ア ー 氏 じ 巧ず る こ £ である』 
宣言して 居る、 同時 じ 彼等は 民 
ま、 おかお 黨議貴 候補を じして 
禁酒 派を 摄榜 する をは、 黨 派の 
區 別な < 文 持す る ミい ふので あ 


測は、 勿論 『脅威で ぁるが 甚だ 
ま大 だ』 『ィャ これは 單 じジ义 
ス チアに 適ぎ t ♦い、 彼等 じ 投票 
の觉集 力は ない』 ご議静 が區々 
であるが、 鞍 {おな 下の 意見は 
或る 程度まで 询部諸 如の 威 情を 
披 渡した ものであると あ ふ、 を 
の】 はモ— ビグ •ン デスタ！ 紙 
の社說 である。 

『商 部 諸 州 じ 於る 最善の 巧權 
は 民 ま黨の 理想 どす る もの じ 
加 憩す る こ £ である、 をつ こ 
の 民 ま黨の 原則を 信奉ず る 人 
じして、' この 良必 的な 動機に 
基いた 巧 動を 目ず るじ單 にお 
鹿氣 たものと 輕視 ずる こどが 
出 ホる であらぅ か、』 

◊ 

をの ニは ノ' ~ フオ！ ク のグア 
ジュアン •バキ n フト をび リン 
ナバ i ダ •ニユ 1K のか < 、フ 
グア ー が 假らじ スミ ブ を窮破 
しても、 敎鲁 派の 理 あなる もの 
は 到底 實 現しない S いふ 說 で、 
ほま黨 では 禁酒 派の 瓣 々じる も 
ので ある、 ゥキ^ ソン 巧 題の 海 
軍長 宫 であつ た ジョセフ •ダニ 
でグ 氏の ま宰 する ラン キ •ニ ュ 
;ス •ゴンド •ホフず^ ゲ ア^ 

紙で をク て、 敎會 派の 理想なる 
のは 共 巧 黨巧閣 が 禁酒法の 勵 
巧を 息つ て 居る こご じ 化 b 裏切 
られて 居る おを 擧げ 
『禁酒 間 題が 道德閔 題で ぁ 
かく、 共和 黨の 腐敗 致 治 も 道 
德間 題で ある、 故 じ 巧 等は こ 
の 腐 化を 治 じ 閣員 ごして 巧 任 
した 憤 補 者を 支持す る こどは 
お 巧ない、 本紙は スミスの 义 
統領 候辅 をを 持す るぶ おじ、 
スミスの 禁酒法な 正を 妨 ぐる 
じを る 上下 巧 院議 員の 巧 補を 
ま蒋 すべきで ある OJ 
W いふ 議論で ある。 

◊ 

換言すれば 大統領 じは 民ま黨 
をぞ 持す るが、 上下 兩院 議員の 
投票 じがて は 禁酒 派を 標烧 する 
化 議± のみを 後援ず る ミい ふの 
でを つて、 投票 民ら 一寸 戶惑ひ 
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號 屯 十 4 ： 百 岡 干 一 第 


雜 隸 喬 湖 


日曜 ±】 日 一十 巧 八 年 S お昭 


診察 時間 

午を 一時 化 ニ 時 
午後と 時 U 八 時 
巧知 《を± 

バ^ 巖本谨 . 

古な 比 亞大を 及び 
グ ザ， ン 病院 巧が 
日 巧は 巧め お 上ち 


巧 留を年 巧 あの 曲 体 

目 本人 靑年會 

8 wms ニ cilci ニニ 
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設 捆 

寄宿を、 筋 易を を 
戰裴 周を、 をの 化 
人事の 御 相 挟に 巧 
じます 0 
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& P 

I 师 

化，！ 

化*^ 

W リ 

I 加 

& B 
J L 

話 

T 化 

3 


茸 

甘 

I 本 
X 
お 
I 督 

M 

客 一 


諸. 市' 

日 巧 聖書 硏巧史 午 
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麵揉 治療 
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1 y 7 
阳け 3 

剛 CM 

が 細. 邮 
W 加 詞 

I P L 


紐 育 州を 認 
內 な 省を 許 
を 京を 大醫 巧大學 
產婆 おお 巧を 業 
_ '元 池 邊 一 

松 本綠 I 


檢眼 おじ 眼鏡 調節 


日本* 支那 寶玉製 美 
術 品、 婦人 用を 錦 其 
化ち 締品 

岡島訂 i が 

高等 美 满爲修 接、 

首 飾 ロ 抓、 スト タング 

日本 服 裁な 


笠 ザ 洋服 庙 


時 巧 
洋服 巧 

男女 靴下 類の 御 
用命 じ應 じます 

リ アグ •シグ ク 

雜下會 社 化 巧 巧 

時 田 信み 郎 


を 五十一 11 T 目 

ニ ミニ 

か 藤 
洋服 巧 

ミな ハ ニニ 


グ 洋服 調進 

^クリ 1 ニン グ 、ダイ 

づング 、修綾 等 一巧 

ミカド 洋服 店 

化ネ保 
を 話 ライン ランダ 1 
六 八 I ニ 0 


醫療 機械 製作 
運 勤 具 化な 具 
貴 金喊及 時計 

A ム '芝- ァ ー ト 

■ pir - ' ス d ス ッデオ 

ゴ少 フク ラブ 
ブ ニス ラケット 

を 疎販賣 あ理 


巧き 米国 婦人 
日本人への 巧 
語敎授 じは 多 
年の 經驗を 有 

す 0 I レブ ブ 

ンと 十五 袖 
每 H 锅九 時ょ 
b 化 化 時を 柯 
時 にても をし 
H 喔 日は 一時 
よち 四時を 


化 業廣吿 

夏季 や 化 業 仕 候 

菓子 舖高橋 松風が 

成功の 秘訣 

米 齒ま巧 語を 諮す 事 
はお 巧の 资 一義です 
本校には H 本人 お授 
じ 慣れれ 専任 婦入敎 
師を 5 憑 切じ會 おを 
信 文 社を 語を を搜し 
ょす。 日喔遇 B おじ 
午前 化 時 よら 午後 十 
時まで 開校し 一 i ツ 
スンと 十五 她づ V 
今 H 盧 ちじ 巧换 をれ 


03 リ 

H h 

お 

8 


S 

ミ i 

ammmmMmm 

"55 む 

巧 帥 
目^ 
-げ 


評 謀 nr 每巧十 H 猿 巧 
雜强 一部 十 他 
ち 57 1 st Av こ ew York 賽 


み察籍 ♦黯誌 ♦新聞 
縱覽 室を 蘭 
執務 午前 九轉 1 ち 午後 お賊迄 

紐臂 日本人 會 


ブ _ 

奮 

話 


.ドゥで ィ- とと 五 


サ I クザ 


00 と 0 
00 と 一 


弊店は 實質 誠意 迅速 ま義の 
をに 御 ±產 物-式 卸賣 値段 
で販眞 致します 多 かじかは 
らず 御用 命 仰せ 下さいょ せ 
◎歐 米を 稱時 針。 置 時計 一 ホ 
◎賞 石 貴を 屬 。銀製 器具 一式 
◎を 械萬年 筆。 を 銀製 銳筆 
◎蓄音器。 レ 31 ド 見本 陳列 
◎寫眞 器。 タィプラィタ ー 
◎船 切が。 紀念 寫眞帖 i 書 
ブ。 1 ドゥ M — 巧と- 
頒事舘 向侧速 物と 0 五號室 

商 

W A 

170 B ご ad 去 ay- N.Y 暑 
Tei. Gortlandi 6 だ ご 350 


巧 ザ 

錢ぶ ぶ 


診療 

午前 十 時 i ら 十二 
時、 午後 六 時ょ も 
八 時、 B 隨は 前約 
顧 上 候 

ドク ト火 

山 ロニ 一と 助 


第五 街と ニ 10 

へ クシ ヤ 1 

ビ八 デン グ內 

小 池 寫眞舘 

電話 ザ ー クル， 

四 四 0 六 


齒巧醫 木 下义巧 

ゴ 0 丢 .ニ 1 th 苗. 

ジ I . Mi ヨ 星 苦 57 


圓 


巧 かろた 


はち/、 の 遊び 
ホを 英文で 义國人 じ 能 （わかる 
やう 衞單明 陈じ說 明した ものが 
出 巧 ましむ。 內を 目み 進呈 致し 
ます、 御覺 下さい。 

M 呈 wm ま GO , 114 E . 置 thst . 曰タ 


新鮮 魚介 一切 

日本人 向きの 生 あ 澤山取 b 揃へ 
特削廉 憤で 大勉强 致します 

サヴオ ナ魚店 
』 osepil 苗 VO 百 P 

224 泛至 St - 
Hel . 001 C 巨 b ミ 91 沒 


JTrrr ^ M 操縱 、機が 致 習、 

自 8 葛 蒙、 電攀を 

懇切 じ 敎授晝 巧 雨 科 日曜 も閉巧 
日本人へは 秋 山 氏專任 敎授す 
M をち 己を n Auk ジ す 0 |, ニ 3 ぶ E . 59 th St . 


十五 年の 歷 を ぁる 當 校は 多年の 
經驗 ご 新 智識を 有する を 師を巧 
し 自動 苹 
操縱 法を 
び 運轉を 
の 修得ず 
ぺき おお 
な 機顆が 
智識を 短 
期間 じし 
て 最も 鶴 
率 ぁる 徹 
底 的 技術 

をを 習し 免狀 獲得を 保 趣し 職業 
ロを も詞處 しまず 0 



麗 


伯鎭雄 魔 島縣) 中が 榮ニ 
(山形 お) 轉院辰 雄 (烏 取 腐) 
廳勝衔 (奧 烏縣) 滿旧正 一 
(神 戶香村 章轰京 ホ} 古巧武 
之 助 (鹿を 島縣) 渡 邊寨助 

(和歌 山縣) 後藤 甚 之を 

右の ちじ 達 か 致 度き 儀を と 
お 間 本人ち （は 知人ょ 6 巧 
住 巧 御 通な 願 上 あ 

紐 育帯國 総領事 舘 

1 苦 B 吕 aiiw ち Ne * ジ rk 置 y 


され、 をの 結果 東 S 省 じ わける 
ホ圃旣 得の 傑 約 上の 權利 ぉよび 
經濟 組織が 破 媛され る やぅな 瘍 
をは、 にどへ をれ が 政治的 變革 
じ 伴 ふ 平 か 的 手段に よつ て 巧は 
れる じせよ、 東 一二 省の 治を 棄乱 
じ處 する 場を ご 同樣斷 乎た る實 
力 的 自衛手段 じよら これを 防滕 
するどい ふ 化 本 方策が 一み する 
であらぅ り 

入超 お 累計 

ニ 億 ニ罕巧 

外務大臣 發 、と 日 商 
務 書記官 事務 巧 着電 

と 巧 中の 貿易 職 化 一億 五 千 九 
百万 圓 、出超の 巧巧圓 、前年 じ 
比し 五 千 ホな 巧の 嫁、 客月 ホ活 
巧を 見た る 証券 界は 預金 利下げ 
具 ホ 化せず、 起債を 額 じ 上らむ 
る わめ 消化 もたれの 情勢 じて 巿 
况 軟化し、 巧を を も 亦 A 氣停巧 
爲替 は、 を巧內 地を ホ國 高じ資 
をの 海外 流出 ぁち、 銀塊 も亦强 
調なる ため 巿况 軟弱を ボ す、 財 
を 人 氣一肢 じが 靜 不振を 示しつ 
つ ぁる も 實勢變 化な （、貿 おは 
巧 橘 手當遲 狸に 棉花 輸入 摇辕せ 
る も漸巧 輸出 轉換を 見るべく 巧 
待せられ、 重要 商品 巧 巧ら 巧 略 
底入れ 模樣ど 認めら る i じつき 
先 巧き 特に 悲観の 要な し。 

下落 調節 巧は ず 

東京 特電 九日 發 Hi ニ ±藏 相は 
± 方 日銀 總裁ど 協議の 結が 『巧 
替 ごを 債が 卞 をしても 當み 調節 
はせ の J ど 云つ た。 

上半期 對外賓 易 

東京 特電 九日 發 y 乂藏 省の 發 
をに 化れば 一 H よらと 月 未を の 
對外 貿易は 輸出 十一 億 四 巧方圓 
輸入 十 S 億 己 千 八 巧 巧圓で 前年 
同期 間に 比し 輸出 千 六な 方圓、 
輸入と 千 ニ 巧 万圓の 减少を 巧し 
た定 D 


日本 哩髮 館淸 

西 四十 H 了 目な 番地 一二 巧 六莖号 

タダプ フロア (窠六 街 さ 四十 H 下吕巧 3 

日本 散髮屋 則が 浦 

おヶ 年間 中が 巧 ご 共に 就業。 

ジ ヤシン ト》 フ3 ブ 3 

31 W . 壺 h 芭. N . y .置 y 
B 己- Colu ョ bus Ave . 己呈 すたす rk We 己 


尋れ人 

(福 岡縣) 稻永國 ホが 矢を 春 巧 
持 山 劳太郞 古川 正彥 ホ 上 幸 
藤 渡 邊篤寶 巧 留ま 上野 修 
率 井な 貫 造酒 雄 貫を 太郞 
を 家 武雄柴 曲 ま 雄 (愛媛 縣) 
橫旧常 吉事 常を 仲座宮 之が 
(鳥 お縣) 木が 薰信 (長 野縣) が 
おず 人 あお 玉 一 (長 巧縣) を 


張學 良の 態度 一變 して 

對 支那 時局 U 日 > 一共に 緊張ず 

N 內改は 奉 灭じ外 巧は 南京への 協を 成立 說 N 

東京 特電 九日 發 I 張 學な將 ザは が 權巧男 ご の會 見に 於て 巧 化 支那の 妥協が な 本に 於て す 
承知なら ば自 みは 辭巧 する のかは ないど 姐吿 したので 南を 政府の 條約廢 棄ま張 ご 共に 新ち 那の時 
局は 日 ど 共 じ 緊張し 一部には 出を 說 さへ 博つ て 居る が 軍部では 摇極的 巧 勘は 時期が 早で ある ご 稱 
I して 居る。 巧 ほ 矢 田 上 おお 領事は 口 支條 約ぶ び 濟巧拳 かじ 關 する 打合せの 要 巧を 帶び あち じ歸朝 
I を 命せられ た。 

巧閣 U 兩刀 政策に 

H 南京 政府に 嚴 重なる 通を を發 
し 滞 蒙の 利權 はを < まで 擁護 n 

南^ 原 政府 じは U まま 特電 八日を = 南京な 巧の 岡 本領 
事ょ ちかを 總を王 ff 廷巧じ 巧が した 回を 寄 じ 嵌れげ 日本は 南京 
側の 條約廢 薬の 不法を 詰ら r 臨時 便法を H 本に 對 して 適用せ ず 
正當 なる 化 約な 諭を 提案 すれば 日本は 欣が どして これ じ應 ずる 
も、 左 もな < ばが 璃践府 は 旗が じ 於け る條約 上の 權 利々 益を 擁 
護の わめ 適 當ど認 わる 措置を かるの 止い を 得ざる じ 至るべく- 
巧國 政府と しては 化 約 正文 じ 化る：：：！ 支條 約は 尙ほ十 個 年を 効な 
る もの ど認 旨 宣言した ものであると。 

奉 天 政府 じは H ま 京 特電 八日 壌 = 是の 臺舊治 

勸吿を 中、 かどして 奉 天 政府 部内の 排日、 親日派が 策動して 張學 
良將巧 もな おなる 滕 あじ 苦しんで 懊惱 軟化の 模樣 をら、 日本を 
巧は 巧 巧の 働 吿を裏 がられて これを 閣議 じ 附議し じが、 一 閣僚 
は-/ の 善後策 じ關し 『利 權の確 巧を 窠 一とし 南 化 妥協 等は 必お 
せの』 ご 語って おる。 柏 ほお 政 黨は對 支 政策に 關し 第一 二次 ブブ 
1 トメ ント を發し 『東 I こ 省の 政を 組織には 卞渉 しないが 日本の 
利權 じは-おを 染む るを 許さず』 と 製 明した。 

巧 化 巧 軍 撤退 着手 

ま 京 〔蹄を】 八日 發 y 旧 中 首相が 本日 閱畿 じ巧吿 した 所 じ 化れ 
ば蔣 かちが ザ ご 張 學を將 軍の 間 じ 協定 戚 立した もの 1お< 南を 
か 府は巧 S 省を 自治な 體 どして 專ら內 政を 一巧す る も 外 逆 問題 
はこれ を 巧 京 政府 じ 一巧し S 民 主義を 奉じて 靑天 白日 旗を 揭ぐ 
る こど じな つたが、 苗を 化 おは 旣じロ 本 政府 じ 勤し 舊條 巧の 廢 
棄 を述吿 して 居る 細 係 上 U 本 どして はを の 経 惟 的 利權を 擁護せ 
ざる 可から ざる 顆 巧 じあら。 これ 日本 政府が 南を 政 巧じ掛 する 
嚴 を U るが 哉泌蝶 となら 奉 天 政 おじ 掛 する 『勸 吿』 が 『蠻 香』 ごな 
った 巧 U じして 巧 化兩軍 じて は 化 京 城外 じ お 陣中で あった 軍隊 
の 撤退」 葛 手した 巧な である ど 認められ H 支 兩國の 外を 關 係は 
非 巧じ繫 張して 居る。 

米國 公使が 抗議 N しが 八日 發 H ァメリヵを 巧マク 
ムレ ー 氏は お 京 政府に 掛し髮 じ嘛を 軍に 依 b てと 領 ニれ た 寺院 
學 校が 他の 批を 遥附じ 就て 麻 巧 政府 •かを 約した じも關 はら や 還 
附は小 部 かじ 止る のみならず 却て を 地 じこれ を增し ァメリヵ人 
が あだか も 敵 强人投 を 巧け っ i あるじ 對 して 嚴蛋 なる 抗議 書を 
おした。 

米 支交涉 成立 か U b が 八日 發 = 义支巧 涉は旣 じ 成 

立した もの.. 如 < 南京 事件 じ 就ても 英頤欧 府の滿 化なる 解かを 
見る じ まつた ど 報じられて 居る。 

一二 巧ち 義も靑 天 白日 旗 も 

日本 U 默過 しやう 

南を じ ホむ る i のは 誠意の 巧 動 


i 別項 特 おのかく 旧 中 巧 閱の巧 
- を 政策は 父 もや 一 動搖を 生じつ 
，つ あるが、 逊 まの 政策ょ ら觀察 
: して：：： 本の 

; 南を 政策 なる ものは 大 

.体 次ぎの やぅで ある。 

一、 國 K 政 巧が 條約廢 薬の 巧 
斷的 不法 巧爲に 出る やぅ.：；* 場 
; 合は、 をが 交渉のを 化な きを 
もつ て n 本 政 おはを が これ じ 
一 化ら をは 中、 しかして 化 上の 
; な 言じ勒 しては、 驳 じこれ を 
. 突き放 ィ のみで あるが、 方 一 
支那 側 •い 無 條れ剛 係に 入つ た 
! どの 獨斷 的の 下じ强 力を もつ 
一 てがん のな おきを かじ kb 、 

I 或 ひは 不當課 巧の 强制 徴收を 


なすな ど、 國 家の 旣得權 なら 
びじり 本國 民の 生命が 產を危 
殆じ おちいら しむる が 如き 賞 
巧手 段を どる 場合 じは、 日本 
政府は 斷乎 どして- 宜衛上 必要 
なる 一巧の ち 力 手段を どつ て 
飽 くょ でも 對 がする。 

一、 画 段 政府は 從 ホの 巧き 掛 
りじかん がみ、 誠意を もつ て 
合理的な 訂要ポ を 提示して ホ 
るに わいて は、 化を 政府 じ對 
したる と 时檢の 態度を もつ て 
これを 應諾 し、 を 涉繼綺 ご 相 
ひまつて 闽 は 化が のぶ 礎漸巧 
をを しお 條 約が がの 見込つ < 
じ まら ば、 日本化 府 はお 踐。 
く巧條 約に 調印ず るは ももろ 


ん 、新條 約 締結を 轉機 どして 
率先 國 民政が を 承認す る 用意 
を 有する。 

一、 を 渉の 具が 的 方 かごして 
は、 從前 通ら、 新條約 にぉいて 
支那の 園 定稅率 適用を 認める 
と 同時 じ 特殊 品目 じついて は 
を惠稅 率を 適用す る こ W t し 
適當の 起算 点を 定め 新 條約成 
立の 過渡期 間に わいて は 差等 
視 をを 適用す る。 

しかして、 間 題は 固を あがが を 
まむ' は 列 國じ對 する ご 同 樣條約 
廢棄 を通吿 しながら、 現實 じは 
現行 條約規 をを 揉觸 せず ある 程 
度まで 日本側の 主張を 認容す る 
の 暗默認 解の 下にを がを 要求し 
て來た 場を、 すなは ち 一昨年 十 
巧 二十 □おわょ び 十一 巧 十 H 附 
お 戚前か 相 ど 顧 雜釣氏 どの 間 じ 
取 b をされ た最 巧のを おを 义じ 
現 はれむ ど 同穩の 形式で 進んで 
巧た 場を、 H 本な が どして か 巧 
なる 態度を 採るべき か、 をは 極 
めて デリ ヶ ー ト巧 点で あるか、 
現 政府 ごして はを 文の 上 じ 現は 
れて 巧る 字句な でに 拘满 せず 蓄 
^ 支那 側が 現實に 不法 巧 爲を敢 
巧ず る や 否やを 目標 どして、 こ 
れが 諾否， を碟 斗る じいた るべき 
模穗 であを。 

奉 天 政策 じ 就ぃては、 
國ぉ 政府の 日 支 逆 ぉ條約 廢棄赛 
言 どか 呼應 して、 東 S 省 地方で 
も 場ぞ露 氏の 歸 奉な ホ 張 學良氏 
の 態 巧は 紙然 軟化し、 一二 民ま義 
の遵举 、靑天 白日 旗の 揭揚 を單 
じ 時期の 巧 題と 見な i 情勢 St * 
つて ホた が、 目下 政府 银內 での 
議 諭は 

東 一二 省 じ靑ち 白日 旗が 揭賜さ 
れ 一二： 主義が 巧 はれる ごして 
も 右は 部內の 政-治 組織 S 變化 
じ 過ぎない し、 日本 政府が 橫 
をから 大勢 じ 逆 巧して これを 
否認す る やぅな 態 巧 じ 出る こ 
* 一は 巧 政 不干渉の 旣定ホ かじ 
なず る こど/' なる から、 これ 
は 避け、 方 一政 治 上の 變 化に 
伴 ひ現實 じあ 輕の 旣得權 益を 
侵害す る やぅな 事態を 惹起し 
たら、 日 支 班が 條約 破棄の 鶏 
をじ處 するど 同 樣斷ず ごして 
自衛 確を 發揚 すべきで ある。 
ご 軟論を 化く じ對 しを の 一 ホに 
於て は 

東 ご 一省 じ關 する 限 5 帝 歐の自 
銜上 絕對に 南方 勢力の 侵入を 
防止す べきで 靑 天ら H 巧拘揚 
の ご どき 輕視 すべきで ない 速 
かに か i る 新 事態の お 生を 阻 
化すべき である 0 
ごの 硬軟 兩樣の 見解が あるが、 
結 お 政府 どして は S ほ ま 義の遵 
奉、 靑天白 H 旗揭 殺の 巧 巧 むら 
これを 默逊 する が、 いやしくも 
これを 轉媛 どして 巧 S 省 じ械端 
な 共を ホを 的のを 員 制度 か 紐 織 
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ボス もンホ 

富 ± 旅 舘大浦 末 お 
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ぎ B . B . 舍完 
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御 下宿 松が 好か 

1 這 Lexin 營 H Ave . 

ジ I . 量 la コ三養 


堂々、 記錄 Y 破り 

鹤旧義 巧 君 第一 着 


水泳 競技の プー ルに 輝く 日章旗 

ま 京 特電 十日 链 N ァムステ^ダム 、ォリンピック じ 出を 中で 

ぁる 城戶 なを エ 巧々 径 は騎乘 競走 じがて 第 お 等と：：* つた。 

アムステルダム 八日 發 n 昨日 味 巧は れつ i もつ た ニ 阿 メータ 
1 脚 かの 第】 第二が 逃 じて ニを 四十 化 秒 五み の 一 ごい ふ ォリン 
ビック おお 化 ホの 記錄を 破つ た H 水 選ず 鹤 出義れ 君は 今朝 舊來 
の 選手 權化持 者で ある 濁 逸の ラ デメ！ 力ー 其 化 ごの 本 技 じが 
て ニを 四十 八 巧 化かの 网ご いふ オブン ピック 競泳の 新 記 錄を殘 
してを々、 雌が 的む 勝利を 占めむ が、 日本が オリン ビックの 水 
化 焼は じがて 第 一等賞を 博した のは 徳出 君を W て 鳴 矢 どす る。 


鹤田 君に みいでは ラ デメ] 力ー、 フキ リツ ビシ のイ八 デフ オン 
ソ 、獨 逸の ジェ タズ、 スウ ゴー デンの 一— リングの 順 巧で カナ 
ダの マ ペン ブが溝 六 等 賞を 占めた。 


後輩 奮起して 

水泳 王 破る 


巧 泳で 入江 第 四 若 
アムステルダム 九日 發 N この 
水泳 競技 じがて をら 興 ホの 中必 
ごな つたのは 男ず 四 白 メータ ー 
ホ 泳 渡滕戰 ごな ィ ー タ ー S 背泳 
巧で、 四け ィ ー タ！ の 

記 織のは 化 ホィ リノ ー 斗體 
育 會のゥ エズミ ユラ ー が 化 持し 
て 居た ので あるが、 水上 ポロ I 
競巧參 加の ために 棄權 したので 
勝利は マウ ェ I デンの 水泳 王ボ 
1 グ かを 卵の チヤー 少 ストン わ 


I と觀 測され て 居た が おが 競技は 
j 大番れ はせ を-彼 じ競爭 後半から 

I ア术 ゼン チンの お 身で ニユ！ ョ 
11 ク體 育會で 腕を 練クた 年少の 
j ア八バ t ト •ゾリ ラが ぐん-^-^ 
j どなき 遂に 置か ご 0 一 、 お 
I とい ふ 大記錄 を W て 勝利を 博し 
I 第二 若 チャ 1 グ ストンの 五 かご 
01ニ •三 t 五 ご 共 じ舊記 錄を紛 
がした が、 流石の 永み 王ボ ー ダ 
もこの 競泳には へど*'-^ じ 

い ブーグ を 這 上って か 
らホ 倒した がか 誤の 手に 抱かれ 
た 彼は 男泣き じ 泣いた ごい ふ 劇 
的シ I ンをが 出した。 おらに 男 
子な メータ 、— 背泳は を 選 じがて 
H 本の 入な 稔 夫君が 常 じ 二着を 
占めて 居た が 果が本 競技 じがて 
は髮 にさ メータ ー 平 泳で 詔錄破 
b の 大勝を 巧した ニユ I ョ！ ク 
のジ 011 チ •コ チャックが 义も 
や セン セー ショ ナグ 速力を 出 
し) を ど 0 八 •四— 五 ごい ふ 驚 
(べき 記 馈を殘 し 入江ち も獨逸 
の クンべ 少 、巧齒 の ベア スフ ォ 
! ドを 後 じ 第 四 着 ご i ：* つて 日本 
のた めじ 氣を 化いた。 

日本 は 八 巧メ！ タ ーのリ 
レ— じ 鳥 お、 巧が、 を 出、 野 旧 
を お壤ザ しめてを 選では アメ？ 
力 じ ホいで 二着 どな b 愈々 明日 
ぶ 親 化に 移る をで ある： か アィリ 
力 側は 補 か 選手を 出し 乍ら を々 
どして 舊 記録を がつ たおょ らし 
て アメリヵの 優勝は 疑 ひなし W 
見られて 居る。 


當 豪の 娘 ご 

拳圓王 婚約 


幸福なる タこ ー 
化 巧を なが 閒遇手 ジン •タニ 


- は 整じォ 1 ス トラ ブアの トム 
I ュ ー を 美を じ ノック •アウ 


ト した 上 

突如 拳 翻 ホから 引退す る 
旨を を 表して 世間の 人々 を 驚か 
しじ。 をの 理由 ど ィ る 所は 過 ま 
十 年の 拳圆 生活で がを も ニな 巧 
巧 巧 < は あるし、 重量選手 ご厮 
を爭 ふじは 相手の お 現じな ニ S 
年は 空しく りを 送らなくて はな 
ら ぬし、 年若い 旨を どして は 化 
じな すべき 化 事 か ある どい ふの 
であつ わか、 叟らに 重要な 引退 
の 理由は タニ ー の 結婚 巧 題 じあ 
る こごが お 明した。 而 から 結 谣 
をす るが 手は 

鍋鐵王 どして 化 じ 時 ご 

た當豪 力！ ネ 'ギ！ の 孫を じ當ら 
兩年お 逝いた 當豪 でも あ b スボ 
— ッ マンで も あつた ジヨ！ デ • 
ラゥダー 巧のを 媛、 本年と つて 
二十 一歲の マリ！* ヨセフ キン 
U ! ランド •ラ クタ！ 糜ど判 明 
した。 糜は當 地の フキ ニ チ々 學 
校を 卒業後 フランス じ留學 した 
才媛で 今は々 子 クチ々 ッ ト州グ 
リン ウキ ツチ じ 母なる ラウダ ー 
ホ じ 人 ご暮し ニユ！ ヨ^ — ク をび 
グリン ゥキ ッチの 

一祖*!^ 界じお乂して居るア 

リスト クラットで あるが、 タニ 
] は當 地の グリン ゥキ ッチ •'グ 
キン] デ じ をれ、 棱 橋の クラ ー 
ク から 海を 闡じ 入ら、 戦時中 フ' 
ランスで 習つ た 拳 圖が出 化の ふ 
らだ しどな b 、 化 巧 輕更量 選手 
から 一躍 重量 拳圃王 ゲン ブシ ー 
を ニ 巧 倒し、 ±附 が やして 拳圃 
界 から 退いた 巧で あるが、 向上 
必が强 く、 义學は 特に 理解が 深 
い、 本年 一二 十歲 ごい ふが 刪の 靑 
年で ある わ、 二人 か 

戀 愛を 威 じたのは 今 ミ 


五 年 前ら し < 、さて こを タニ— 


が 一を 籠め て瘡圃 しな 努力は 報 
ひられ 下攀圖 選ず から ニな 万 弗 
長者 じな つたら の ご 云 はれて 居 
る。 兩 人の 結婚は タニ ー が來る 
十六 H 歐洲を 潰 遊し 十一月 歸米 


したを であらう と。 


面白くな つて 巧た 


が ザ 盎競披 

其 後み 試合 順を 

第 四 回が ホ盃 庭球 爭霸戰 は 引 
き襯き 本り 午を ニ 時ょ b 二な ニ 
十八 T 目の H 庭 コート じがて お 
巧され る 笠で あるが 化 週 ±曜リ 
よろ 日尴 U じか i る ニ H 間の 試 
合 じ ホだモ をせ をし なかつ た臺 


级の 下凿日 庭の 松 本のが をを 第 
一を じ而 して 化の 試を の 勝者が 
日 庭の 園 部と 第二 一回戦を 催 ふし 
て 繁四闽 戰じ乂 b て 逸見 ど對抗 
する か 寒 銀の 森は 己に 四 回戰じ 
入つ て窠 己圓戰 にめ ける 恩 田 お 
商船の 巧贺 川の 勝 おを 待つ て 居 
る 即ち 左の かくで ある。 

裳 二回 戰 

下 三 ロ 銀) 掛松ま 日 庭) - 

巧 ご！ 回戦 

恩 田 ( H 庭) お 須贺川 (商船〕 

S 内 田 ( H 庭) お 鳥 木 (摹 銀】 

澀 江？ 庭) お 粟が (一一 霊 巧) 


園 部 ( H 庭) がま 


を 四巧戰 

§ ロき 街顏 g 、 頸賀 川の 
お 巧 (一二 蒙 商) 對 M 內吳日 庭) 


逸曼 &禹相 f 旷 が— 


而 してが か 盃戰が 今年 其の 窠四 
间 ，5, 催 ふず 迄 じな った 過 まの 紐 
育 邦人 庭球を を 見る ご 庭球 太會 
の康婆 役を 勤めた のは 千 化 百 ニ 
十二 年 夏 本社 か ホ 罹して 巧と 十 
屯 T 目の H 庭 n — トごな 十九 T 
目の 云 ホ、 三菱、 堀 越、 鈴 木 等 
の專用 n ! トを惜 b 入れて 爵技 
會を挪 催した のが ホ いでぁって 
同 庭球 大會 優勝戦は 奥 巧 及び 恩 
旧が をを 一二 時半よ b . 午後 八 時半 
じ まる あ 時間と 云 ふ 接戰を 演じ 
たもので ある。 翌年は 關柬大 震 


皇太后 階下 新 殿 

東 ま 特電 九日 發 n 皇太后 陛 
下には 今回 純 H 本式 S 新 殿 S 
千 坪の 敷地で 九 巧地鎭 をを 擧 


巧 遊ばさる。 


災 じて 中止し 二十 四 年に 巧び 本 
社が ホ 惟し 二十 五 年 じ 至つ て 森 
が ブラ ザ！ マの が ホが 固 氏が 日 
庭じ乂 銀盃を 提 拱した ので 目 庭 
では之れを村井盃どして0庭ま 
懼 、本社が 後援して 邦人 庭球 家 
^ 聞 じが ホ盃 ず覇戰 どして 巧 溝 
I 回を 擧 巧し 爾巧 今日に まつた 
二十 ニ 年 ょらの 記録を 擧げる ど 
左の 如 （である。 

千 かな 二十 ニ 年 (本社 ま 催) 


勝者 ラン ナ ー アップ 

奥 巧 一 — ホ、 八 —-! ハ、 八— ムハ 


十 — 十二、 ホ — ニ 恩 田 
二十 四 年 (同上) 


恩 旧 六 — 四、 六 — ニ、 六 1 1 


奥 巧 

二十 五 年 (が ホを.： n 庭 ま 催) 

恩 田 四- 丄 ハ、 とー 五、 ホー ニ 
及棄權 奧野 
二十み 年 孫井盃 第二 回 同上) 
恩 旧 六 1 1 、 六— 四、 六— ニ 森 
二十と 年 (が 井を 第 S 回 同上) 


恩 田 六— 0、 六— ニ、 ホー 一 


山 田 


知事 •こ 牧師が 

聖壇で 討論 

相手は ストラン トン 師 

當化浸 禮敎會 のが 姉 ストラン 
トン 帥 ど 云へ ば 敎役界 でも 有名 
な巧圓 崖で あ- 無駄口を 利 ひて 
常に 社會の 問題を 惹起し 一部で 
はこれ を 0 て 自索廣 吿屋ど さへ 
見られて 居る 人で あるが 

前 遇 U 懼 日の 巫 壇說敎 じがて 


がは 現 巧の 大統領 戦を ま 題 ご 
して 專らほ ま おが 補 スミス 氏 
の 過 まじ 於け るか 治 的 記錄を 
を じして 巧は 池 居、 賭博 帥、 
賣始婦 のぶ 人で あら 『ア メリ 
力の 道 德的進 ホみ 热げる 敵』 
である ど ロを 協め て 個人 攻藥 
じ 及んだ 爲め 

スミス 知事 ごしても 單 U る 政談 
ならば 兎も角、 舉蹈 上から 自己 
の 人格まで 非難 か 蟹され むる じ 
情 起し 度 もじ 树收 柳に おし N じ 
聖擅 じて 討論を 要 水した か、 ど 
こまで も山氣 なを 肺は 一層 マ デ 

ッン •ス n エアで な 論し やぅと 

提議して ちる が、 お时ホ 巧と 八 
H 頃を 巧 L 同 敎會— 於て ホ會演 
說を 試みる こご： けツ わが 
當 地のを 新聞： i おが、 民ま兩 
黨 のい^ん を 問は す 知事の 人 
格を 聖擅 上から 攻擊 した スト 
ラントン 牧師の 輕卒な 言論を 
戒めて 居る が、 目で 避暑 中の 
老師は 『神 樣じ斬 . k つ i 』 討 
論 お单備 L て おる 牺 だ。 


英支兩 語で， _ 

日本 y 雜禪 


暑い ま那 町で 

昨今の 暑さら 柯ん 巧を のど 斗 
らじ 支那 町は モット 街の 附近で 
燒 くやぅな 炎熱の 下.^- 一 約 五 巧 人 
の シン サン 連が 集ま isi ;、 を义排 
ホ 閣ホ義 聯盟の ァメ 9 力 靑を連 
がゥォ I ^ 街の 金權を 日本 ご英 
题 の野必 を攻酵 した。 聽 衆は 日 
本を 彈 劾した 時 だけは ホい じ 巧 
手 喝采を して 居ね が 他の 據 合は 
極めて 静穏で ぁつた。 ぶ會 しわ 
鬻宫四 人は 別 じこの 大お 集會は 
裝 化しな かつた が ビラを も 化の 
印刷物 配付は 嚴禁 しを Q 中には 
漢 宇で 認めね 洗濯屋め 廣吿 ビラ 
も あつた どい ふ 話 0 演說は いづ 
れも 英語を 支那 語 じ 逝 評して 巧 
だく-^ で わつ たと。 


布 座の 日系が 民が ^ 

縣 下院議員 候補. 


パプ ィ 共和 黨 委員 會 筆記 グ ー 
ク ，ユ グ •ウ カウカ 氏は 前 禁酒 勵 
巧官 たらし 森 山 常人 氏がず 回の 
選擧 じ、 同黨 下院 議院 候補と し 
て 络五隨 から 出馬す る こ ミ じ 略 
巧を した ご發 表した。 をの 氏は 
現 朝 H 野球 圏の マネ！ デ — で 
有力なる 日系 巿民 である こごは 
化 人の よく 知る ごころ である。 
オアフ島から 日お巿 民が ホ 候補 
しねのは 同氏が 最初で あ も' 一 


首都 ど 常 地の 

乘を 飛行に 着手 


ニユ— 3] ク •フシ ン トン 

間の 都 便が 巧は 旣じ廢 止された 
が ユナ キ テッド •ステー ッ彌巧 

運搬 會 社では 今回 乘客 定期 飛 巧 
じ 着手して 居る。 飛 巧 機は リン 
ザ ー が 愛用した ラ 牛 アン ま颗人 
乘 飛行機で 當地 ょらは 午後 四時 
( 禱準踪 聞) テタ ー ボ曰飛 巧猎お 
發 、午後 六 時 十五み 首都の フシ 
ン トン •ぶ アポ— ト 着。 首 巧ょ 
らは 午前 九 時お發 、十一 時 十五 
み 若の 豫定で 旅眷は S 十 弗、 堂 
地では タパ テ— 巧 巧 十と 發に事 
務 所を 歷 いて 居る。 
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7 ロ— ドウで— じ 

日本の 新 オペラ 


貧て ニュ I 3 ■ — ク •イヴ ニン 


グ •ポスト 特派員 どして 四 牛 前 
H 本に 滯 巧し、 をの 後歐洲 しぁ 
b しノ ー ホ 氏は 日本 滯巧 中し 日 
本を 題が と しね ホ ペラを 巧 歌し _ 
これが 作曲を 山 旧 親 作 氏じ恢 頼^ 
して 居た が この 稍 完成した ので： _ 
巧は 先づ これを 今獻 のを 劇」 上； 
演 して 日本語で 巧 巧した 巧 おも 
じ 當地じ 引返し お 作 通ら 巧 おを 
上燒 どみ しを のた め. 一昨日 甚胜 
に 歸らす H 日本へ をく こごし な 
つて 晋 るく。 


恩 旧 選手 敗戰ず 

去ピ巧 曜日よ を擧 巧され て 層 


る サウ ザム フ トンの メ ド！ 轉樂 


部 じがけ る 招待 庭球 戰じお 錫-て 
た 恩 旧 選手は 還 一回 戰じプ 'クネ 
ォを敗 b 第二 巧 戰じプ で ゥ， よ グ 
を而 して 簽 S 回戰 じがて は餐膽 
め タグ ピンを ホ— 一、 ムハ！ ニ じ 
て 獲し 素晴らしい 當らを 見せて 
居た が 木曜 H 紐脊の キングと 會 
戰遂じ ホ— 四、 ホ—】 じて 敗 化 

しち 


商 賣往巧 【十 至 


暑中 洋服 地 其 他. 

當市西 巧 十六 T 目ち 十よ 發化 
山 洋服 商會は 邦人 同業者 間め 老 
舖の 一で をる がまる と 日 巧を 巧 
て 暑中 時别御 挑じ應 ずる 旨 得意 
先 じ 通知を 發 したが 薄地 暑み 用 
のが 服地を 第】 じ 巧 巧 巧き 羅妙 
地 其の 外 最新 柄、 最新 形の 巧 服 
注文 じ應 ずべ く 大勉强 をす る も 
で 是非 試め して 賞 ひたいと のこ 
ご。 電話 プライア ントと 0 化番 
を わ 呼出し をれば 直 じ 見本 巧 揃 
え罷 5 おでる どま 巧の ホ 中 巧が 
直話で をる。 


當地ミ 巧みに 速 絡* して か 

鄉里 y 訪 ふて 王 產詐を 


被害の 程度は 啊圓 程度で あるが 


C 打 H 
CD け 

E 1 


H 

T— 

A 
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永年 日本人 お 馴染の 
舞 觸壌ス 友人 等 ごな 
で 御 會談の 上 蹄って 
下さい。 五十人の 美 

しい タヌス • ダ] 八 

スは 日本ん じは 特に 
親切 じ敎授 いれし ま 
す 0 

每 月曜 惦ご 日曜 午を 
は 十六 网で 一恶。 


義齒學 校 


日本人 じ 梟 も 適した 
- 新 職業を 習得 ぁれ 
本校は 乂齒の 製作を 專巧 じ敎巧 
す。 本校 出身の 日本 じして 名を 
成し ¢1 を 作れる もの タ數 あら 
特に 日本人の 敎授 を聘し 有れば 
英語の 必要なし 書が 巧 巧 あら 
一度 御 ホ 校の 上 自身 本校の 山 
中 巧 じ 相談 あれ 


最近 アメリカ じ巧留 する. 邦人 
の 知己で ある ど稱 し、 をの 人の 
鄕 里を 訪 ふて 巧みな手段で をを 
巧き 上げむ こどが 流 巧し 被宮を 
は 重に 太平洋 沿岸め 人々 であつ 
たが、 を 頃は 東部 殊に ニユ！ ョ 
—ク じだ 留 する 人々 の 親戚 やを 
族に 被害 まを おして ホた。 
■この 詐欺師は 一二 井 物を 會 化の 
輸出 係 ご 巧し 時 じが 藤、 或 ひ 
は 化 本と 稱 して 當 地に 巧 おし 
て 居る 人のを 庭を 訪れ 


ラ デォ或 ひは 自動 軍の お ±產 を 
託されて 居る が橫 濱でぞ 拂ふ稅 
金が 必要で ある ご 言葉 巧み じ 釣 
b 込み、 み じ巧留 して 居る 人の 
を 精を 稲々 ご 物語られ.^ ので 家 
族の 人達 も 一層 本人の ま 一一 葉を 信 
じ、 わざ -- 御馳走を しに 上 S 
十 圓乃ま 四十 圓 程度の わ 金を ょ 
き 上げて 居る が、 前後の 事情よ 
らして 化 人は 當 地の 知人 ご連絡 
して 鄉里や 本人の あ 情 等を 認め 
た上內 報して 居る 形跡が ある 


ボ デ— 義齒專 巧學校 
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眞 面目なる ホ 職商胞 じが 實 
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久原 特使に 隨 がした 

.總 領事の 歐 露獲談 

新々 經濟 政策 採用に 傾く 露 西 巫 


> む燈を 滅却 すれば 夏 巧 ほを し 
ど 稠矣を 巧 似て みた じせょ、 化 
炎 恩 じ 財の 凝る か 固 中央 もがの 
推移 談 や、 對 ホみ 巧談 などは 暫 
らく 南 柯午鹏 の 化を 載せる デス 
クの當 巧に 潜めて 歷 いて われ わ 
れ じは おろ 緣の遥 い 棟な 威 じの 
する 當 6 巧 もの か K い 歲西巧 潜 
談 でも 如何です どは 最近 歸 巧し 
た 齋藤總 領事 ご會 見した 記 巧の 
な义 である。 齋お總 領事は 昨年 
歸朝中 义巧房 么助氏 (現遞 相) が 
稱濟 特化 どして 歐洲じ 差遣 せら 
る ti になつ ねので 久 巧の 重役 
でを b み 化 貸 巧院證 員の 一人で 
ある 伊が 义ま男 ど 共に 义巧 特使 
の 左右 大 おどして 一巧 十を 十 巧 
下 かな 巧を 出發 、サィべ リァ 線 
で 先 づ露都 モス 31 を 訪問し じ 
小' 个 个 
サィべ リァ 强 道は 盛 細 班 大陸 
のを 通 線で あるが 曰 マノフ 王朝 
當時ア レキ シィフ 總督や クロ パ 

トキ ン將 軍の 隆 々わる 勢威を 揮 
つむ あ b し 昔 じ 校 ぶれば 特異の 
進境を 示しても 居ない。 一望 無 
涯の 雪原を 旅した 總 領事のと 言 
絕句 『化國 巧』 は 吾人を して サ 
イ ベリアの 情調を 彼 ばし むる じ 
十み である。 


を 風 辞 國涅飄 を、 ぉ 里 雪お绍 
不 粥、 か 患 化は を 策 色、 かず 
大道が を 中。 

个个个 
を 都 じ 着せる】 巧の 眼 じ 映 じ 
すじ 入つ ゎ數 々の 印象は 給 薄、 
刺 煤、 音 架な ど 革命 3 後に がけ 
る" シャ义 化の 進 ホして 居る】 
事で あつた。 おち も 巧して 等閑 
におして は 居ない が 重きを 『文 
化を 育』 じ语 くど 云 ふ 傾向が 著 
しい ど 言 はれて 居る。 政治 方面 
では 故 レ ユンの 樹立した 新經濟 
政策 即ち N » E*P •じ對 する 意 
見の 巧 おから 世界の 資本 國を相 
手 じを 命を 强 調せ むごしね ッ P 
ッキ ー 1 派 3 をを じ ホぎ スタ リ 
ンを大 おどす るを 數勞農 黨の嘗 
めた 過 まの 經験じ 基く ま 張は お 
おお 產 制を 一擲した 善の 《 シア 
じ事實 上な 有 財 產を認 レる 法律 
が 巧 はれて 居る 實狀 で雜 ては 新 
新經濟 政策 拙ら N *p •を 
採用せ ねばならぬ 時化 じを 着す 
るので は あるまい かど 言 はれで 
ちる® 

个个个 

ツ ロッキ— の沒 をは ホロ シア 

人の 反 猶太 人 思想の 現 はれで あ 

る ご 観測す るが も あるが、 をを 


後 クレムリンのを 殿 じは 猶 ぶ 乂 
特 おの 奥氣が がけて 南國 人の 巧 
むを 烧 おのかが 直くな つたと 云 
ふを をの 巧は 確か じ 一面の 事ち 
を 語つ て 居る。 兎も角 ロ シャは 
陰 媛で あつた。 一巧は n シャょ 
b 獨逸じ 入ち 十一 巧 十 ご 一口 獨逸 
ょ b 佛 京む 里に 着いた が、 羅お 
では ムソ リニ ど會 見した。 齋藤 
總 領事の 『が 圃偶 あ』 じ 曰 < 

雪腥 層樹聲 碧空、 澄 波 萬 頃】 

帆 風、 天涯 亦 献臻旗 頂、 孤 憶 
.家 山曉 H が。 

伊太利ょ ち 英國を 訪問し わ义 
お 特使】 巧は 巧び サィべ リァ 線 
じ 依 6 て お細亞 大陸を 橫斷し 化 
巧を 訪 間して 歸朝 しわが、 君み 
のまき を 荷つ た 义原精 使 一巧の 
贏 も 得た ものは 採が であつ じか 
記者は 訊 （ i を 忘れて 化 おつた 
が總 領事の 『西 比 利 亞の巧 j 丈け 
は 書き 巧つ て 社じ歸 つて ホた。 


シ ベリ ヤ行 


ゥォジ 力 飲み‘ 

けば 

雪は 降る ト 。ィヵ 通 ふ 
通 ふ 思 ひは で こへ やら 

ニ 

通 ふ 思 ひは 海山 越えて 
いごし 巧の 都の 空は 
今日は 晴れ やら 曇 やら 
互 

西 比 利亞鐵 道と モ哩 
巧け ども/-^ 白權巧 
巧を 戀 ふる かおの 聲 


歡迎 される 日曜 攀校化 表 

プログラムは 豫を 通り 順調 進行 


巧赠曰 Q 夕刻 替 f ゎ 萬 

一 固 H 鴨を 校 乂曾化 席 員 五十を 么 
の 一巧は 『流石が 巧の 停が 埃は 
化が 第一を 路る都 貪の 雄 築义け 
ある』 ど 驚 嘴して ホ 尹 < •ニ々 
ボ ツカに 巧 沿し 本紙 旣 報^ プ n 
グラムに 化 ひ H ホ 人の 懇待 歡迎 
じだ 殺さむ お村刚 長が H 本お樂 
部の 晚餐 を じがて 吿 白した 巧 じ j 

『餘 りじ 槪迎が 殺いて は 健康が i 
繼 か。 いど 思 ふ 巧』 勒 巧で 懇待 I 
されて おもが、 み鴨リ 化は ぶを™ 
を 叫 盟货、 n 本 化樂部 及びり 本 ~ 
ん 巧の 聯を歡 迎晚餐 會が閱 かれ： 
出席 お まを をせ てな 五十 名を 超 
ゆるの 盛况 ^ 呈 しじ。 當 巧。 草 j 
信 n 本人 @ 々を 司會者 どして 先 
づ歡迎 の 巧を 陳 ベ、 米齒 人の 必 
巧米闽 人の 傾向を 叙説して H 陋 
を 校 化 おの 視 をは 單 レ* る 

觀 光の 旅では な 米 蘇 
解の 上に タ大 の 巧躬 もる を 疑は 
や £ おび、 出な = 本 お 樂部曾 お 
は 一巧 中 じを 数締 人の 參加 せる 
を 度して M 人の 努力を 稱 讚し、 

ホ 國人氣 質の 一端を 陳 ベた。 巧 
じ刚 •おおが 滞 W 郎 氏を もて 化を 
の 使命、 乂 をの 槪 巧を 述べ 『日 
本の n 順 學校化 徒は 今や 巧 巧ぶ 
あ 徒 二十 巧、 佛を徒 四十 窮 、基 
巧 敎帥ニ 街を 算 す』 ど 巧 bn 陥 
學校 運動の 將ホ 益々 がな 装なる 
べきを 述べ 今後のを おはを をの 
おおじが るょ ちけ がろ M 暇を 巧 
の備 化に ゐらレ ど 話 じが 地 じて 
熱誠 U る歡迎 たを け じる 事實談 
を批砖 化を 加へ て 謂 b 说媒を 笑 
倒させ、 副 幽お巧 お 乂化巧 も 起 ~ 
もて 旅 中の 夾化談 成 想を 披 礎し 


當崎 牧邮は 一巧 じ對 し敎會 側を 
代まして 謙抑^ 態度で 歡迦の 巧 
を陳べ 

最後に 齋藤總 靴 寧は 一巧 
じ對 t て屬 民が をの 實を擧 げた 
るを 謝しを つ盃を 擧げて 离歲を 
一二 唱 しか 氣 誇々 馳じ散 曾した。 
翌 H 午後 一時は n 本 協 食の 歡迎 
午餐 巧が 法 W 供 樂部じ 隅 かれ、 
出席 栽は スぺブ ー 巧、 ベー リ— 
大佐、 ザ ユ リック 惦十 •が 化 M 义 
人 巧を タ チゾン 氏は n 本の 比 唯 
V 引用して 歡迎 のがを 述 V 、 岩 
村 脚 巧の B 曠學巧 協會巧 迷に 關 
する 乂齒 側の 援助 迷 動じ 言及せ 
る おが ぁ b 、 齋腾總 領事の お說 
を巧會 したお 午後よ 時 ょら S キ 
シィ劇 鶴の 招诗で 『巧の 天使』 
觀劇 、木曜日 午前には 巿 長ゥォ 
瓜ヵァ 氏を 訪問して 重なる 巧を 
員 ど 握 キし昨 U け 巧 ホ 商業 曾 靡 
所の 案内で 觀 光を あらけ ふの 午 
後は コネー じ 遊ぶ 豫ぶ であるが 
お 煤 副 脚を は 態々 ホ 化して 『今 
回の 旅 巧は 一同 元氣 且つ 最も 偷 
かで ホ b ました』 ど 語つ た。 


一般 杖 球 家 

競技 大會 

選ず 權の 爭奪戰 

例年 リ本俱 樂部述 勘を 員 
曾が 中必 ごじつて がが 杖 球 あの 
ヲ^ フント] ナ メント をむ つて 
本た •か、 本が け n 本が 球な 食 ま 
僻の‘ 下に 化 平 カップ 巧が 戰を試 
むべ く、 協诚の おお あ々 明 トニ 
H よ- C ' 十 リンクス じ 於て 綻 おす 
る|と；；*6ょる 1 り轨巧を員會 


を H 本 惧樂部 じ 開き- ンデ キヤ 
ップ 委員 及び 競技 委員 も參 加し 
てを 部の プ n グラムを かを 發ま 
した。 右 じ 依れば A は- ンデキ 
ヤップ 附 己 十六 ホ ー 八、 メ ダグ 
プレィで 一等 二等 ご專か 賞品を 
梟が ぉおじ 贈 6、 參 加を 六十 八 
あ 中 ょら 選手 權爭 奪戰じ 入る お 
資格を を 選出し ('- ン ダは リン 
ク のみ じ 適用す ベ < 個人 ンデ 
はト * い) 是を 第一 組 十六 人 ご 稱 
し 順み 遇 も 拔き最 優勝者 即も 

も 手 は一ヶ 年間 松ず カッ 
プの 巧が 權を握 b 副賞 ごして を 
牌を 獲 沿ず. へく み 点 即ち ラン ナ 
ア アップ も 同じく を 牌を 受領す 
る。 みは 第二 組 十六 乂ご稱 し 前 
記 第】 化 じ 入選し 得ざる 競 お 者 
I 二十 二人の 内ょ b 最巧 十六ん を 
選ら 拔く绪 であるが、 ホる と 日 
締巧 迄じ參 加を 申 送め るを 六十 
八 人 じ 達し (內 一人は ホを) た 由 
である。 昨年の 選手 權は 有名な 
鬼阪ホ 召の 手じ歸 したる も 本年 
は 巧必滿 々わる 一二 ホの 宮崎 君が 


あ b 、 渡る 巧 夫 おが あら 川口 巧 
をの 松 野 君が あら 前 S 藻 銀行の 
福 本 君 も 居て ダァク ホ— スがタ 
いから 鬼阪ホ おも 池斷 はお ホな 
いどを ふ 專らの 評が である。 而 
して 最も 興 ホ ある 戰爭は 簾一糾 
十六 人の 入選に 独れ た 人々 の 化 
戦で、 是れは 恐らく 支那の 南 化 
戰 ずの 上の 奇蹟を 示すなら いと 
消息通は 語つ て 居る。 


金曜 円 着 紐の 

同志 社團員 

滯 なは 五日 間のを ぶ 
と 巧 十 一 H 發巧 本紙 旣 報ぶ 都 
同志 社 見 學幽】 巧 十と 名は 去 巧 
二十日 コ ；：> タ 化 じて 着 ホを 巧 上 
陸 後 オグデン、 デム バアを 地を 
經て 二十み 日 ホ 俄を じ 着 一二 十一 
円 同 ホ 出 發デト n イト じ 一跑後 
ナイヤガラ 瀑布 觀 ホの 上前を 太 
じ 入ら モント リオ*— 八 じを らま 
る 五日 (日曜) ボストン じ 着、 が 
朝 化 時 同 ホぉ發 午後 ニ 時 ザ 着 紐 
直 じ 凰 際 學ホ會 館じ投 おした 
鹽 員の 氏名は 左の 如し I : 

團 長大 下 巧】 

闇 員 飯義壽 、駒 ホ 淸を衛 、壁 
‘巧 貢、 が 田 謙一郞 、巧 化が 之 
巧、 橋ネ 一巧、 德 永酉郞 、旧 
淵實 、生 島 昔 造、 東 ‘ I 械德彌 
重 本 信 一、 部 頂 順、 をを 川彥 
造、 森 內敏數 、山^を 造、 川 
延蕾 一郎 j 
巧紐の岡志社校友は^|阳り巧料 
亭 太陽 じがて 歡迎會 を 一 慮す ベ 
當番薛 事は 東 義雄氏 ご ー プ 
ア巧 六十 番 山川 蘭會 巧) でぁ 
から 出席 ホ 聲 者は 同ぶ 了* で 申を 
まれね しご。 尙ほ 一巧 十五 口 
午前 九 時 ペン 停車 壤發賞 府を經 
て 華が じ 至 b 十九 日 支で 滯留同 
H 午後 出 發聖路 易 其 粒 P 地 ホを 
觀ホ羅 巧を 經て 巧び 桑 取 じ 出で 
二十 九日 ぉ 化の チイべ リヤ かじ 
て歸朗 する を。 


な 人 私人 


«齋 藤 巧氏總 領事、； 次週 中ウ 

キリ アム スタ ウン じ 山 I 張の 由 
® 巧 山淸氏 領事、 <1 キリ アム 
スタ ウン 政治 學院視 か^ •ゆ 爲め今 
週々 初阔地 じを く 
参 小細薰 良氏當 化. 昏 領事 舘囑 
巧、 化 お 大阪じ 於て 祐婚 せる が 
夫人 同が 本 巧 十ち 日銜 おぉ 帆の 
大巧 化 じて を 港經ぉ •ル 巧 十 口前 
を 着 巧の 當 

参 小を 淸ぶ巧 前滿稠 H 曰巧閒 
取締役、 去る と H 人 あの オリ ム 
ビック 号 じて 着 組を 雨に 投宿 



演 



ネ圓前 化 議± 中が 嘉壽 氏が 學 をを 學幽 をを むてぶ がせる 巧 機 
會をト しお 國 最近 政 おの 眞相 あび 思想 敎育 巧の 趟 等を 聰 化し 
なて 吾が 紐 育 同 赃社會 の 智識の 涵養を 談る爲 め 左 I 如く 講馈會 
を 催します から 是非 御 ホ 聽をわ 勸め中 上ます 
時 曰 八 巧 十 S 円 (巧曜 幸な 八 時 
場听 東 五十と 了 目 一二 一二 0 番 おを I 敎會 
静 ± 前化議 ± . 中が 猜壽氏 

學生 脚監嘗 巧 倉； 一道 氏 
橫 おお 實業補 巧 學お敎 諭 が 藤 | w 成 巧 
ホ聽 歓迎 i 
昭 か！ ニ 年 八 巧 十 】 U 

を崔 日米 時-報 社 
モ {紐 育 斬 報 社 


参 長 瀬 富郞氏 花王 あ驗 なまを 
社を、 まると n 若が ホ テ マジ 
でス チック じ 投宿 

参 高 岡 祕一郞 氏 新任 羅 辟が 事 
舘 副領事、 夫人 同が 巧 H 午後： 一一 
時 四十 五み 中央 停車 瘍發あ 巧の 
途じ 就く 

参み 政 之 氏華府 大使館 一等 費 
記官 、巴 おお 張を 命 やられ 十六 

日出 化の モン タニア 號 じて 渡欧 
♦犬 島 滋ホ郞 氏 かお お 險化理 
'業、 富 山 商工 會議所 議員、 去る 
五日 着が サ H 西 巧 九月 十二 日を 
渚 出化歸 勘の 答 一 
- 橋 ネ昌造 氏 化 海道 帝 國乂學 
助を 按 、まる 五日 跌洲よ b 着 紐 
十二 日 西巧歸 朝の 堂 
♦中澤 房を 氏 東 化 ホ 國大舉 助 
敎授 、同上 


懸賞 募集 

味の素を 用む た 巧を 御巧理 
の 作 6 方を 募集し まず 


、成る ベ' { UI 常の 御 食膳 じ 
ふさは しいが 巧を えらび 
しかも 實際御 研究 じよる' 

レ シピ 1 0 


一二 お會 聯合 禮巧 


U 曜 午後 八 時 ょら 
美む 敎會じ 於て 
『人格の 發展』 

H 曜學校 化 表 
副團長 お壤乂 成を 
『題 ホを』 

日 隨學校 化 表 . 
團長 岩が 淸四郞 及 
說敎な 化 表の 聯を祝 臟會あ 


巧 桐ス ペシ ヤみ 


講談 俱樂部 

夏期 お刊號 
並びに 

各 婦人 雜誌 


化 桐 兄弟 蘭會 


柬京廊 會轉吿 


ニ、 味の素の お規應 用に 就い 
て 廣く米 人の 趣 おじ も 適 

したる レシ ピ^ 

A 撰者 ホ 之 素 本 舖巧巧 研究所 
姑 育 巧 張 員 

A 賞を 

一等 金 去 十 巧 一人 
二等を 二十 五 弗 二人 
一二 等 金 十 巧 五 人 

四 等 味の素が 入 

一個 宛 殘を部 

A 規定 

婦切昭 か S な-十 巧 一日 
發表岡 十一月 一日 
本紙を 0 て 發 表し 同時 じ 賞 
をを 贈呈し ます。 

お 稻英义 巧义共 御隨意 
■ 一人 じ 付き 料理法の 數じ制 
限を 設けません。 

宛名を も巧會 

化の 素 懸賞 係へ 

住所、 姓名 御明 記の 事、 お 
稻は 一な 御； お！ 戻しません。 


A 後援 


紐 育 新報 
H 米 時報 


ホの 素 特資店 

桑 山商會 

114 EAST 芸 ih MT : N . y . C . 
Ph 呈 e . す 巧 ni S 33- 云 57 


貸 度 作 Mu 品 


燈の 用意 あるな 派なる アバ！ ト 
メント ま急廉 憤に て 貸 度し リ！ 
ス十 年、 旗 所は 巧 0ご一 了 目で マ 

ン戶ツ タン 巧 ど セント ラ 八. ハ！ 

ク ウェストの 間 じ' て 新 化で 線の 
停車場 及び 五^ じ 近く 非常 じ 硬 
巧なら 委細は 左記へ 隅 かせ あら 
たし (昭 か) 

岩 早 1 吉 ih St . ，呈 y 


送 


トツ 力 ピン 五强 
大 學目藥 I ニ 0 仙 
太 田 胃散 五 0 仙 


東京 諸 新聞 最巧號 


が 育 東京 商會 

14 SJ 5 thFN . YJ . 
ぎ ブ苗亭 雷 9 


貸家 rs を护 體附 


属尙 アバ ー トメ ント 、新 裝-家 
賃が 好、 左へ 抑 問を せわれ 
養 W . 1 岩 th F き sh 量 弓 童 的 hts 養 9 


距離の 遠 あを 閒 はず 運送業 一 
切 迅速 T 寧 じな 摄 ます。 殊に. 御 
旅 巧、 御 歸锁の 際ん 荷 造 b シッ 
ビング 查部御 引受し ます 日本人 
諸君には 持に 親切に 致します 
遠 藤 小刀 巧 會へ御 電話 ぁ 
れば鳥 じ 御 伺 致します 
Hairy ore ミす ぶで PSSS & さ n 0〇. 
邑で st Hit 呈 St . Bet . Ave . A & 巧 
^ 己. ぎ s ゴ呂 


御 禮廣吿 


故 福 澤志那 巧 巧 

葬儀の 節は 炎暑 且つ 御 多 
用 中 じも不 拘わ ざ'--- 御 
會葬被 成 下 御 厚志の 段 威 
就の み無么 あを 乍 略儀 0 
紙上 御 厚 禮申上 候 敬白 
一义 二八 年 八月 八 U 
ぶ 人總化 

粟 巧 善 造 
を 永 一二郎 

各 化 


ラム プ 及び シルク シエ ！ F 

製逍 元卸貨 手 塚商會 


里. Y . HETSCKA 0〇• 

15 ち st 24 Mt : N . Y . 呈 y - TeL 窜 elseaS 度 1 


特別 大 割引 

特に 目 本人 諸君に 限り 化 巧 十五 
日を 二割 引に て 撮影 化ろ ベ-/ 候 

小 榮寫梟 館 

ま。 F ミ h Ave. New Yo を- 
Tel. al-cln を 34 



▲を 巧 ホを 孽敦拖 巧を のを 窝麟巧 もる は 乘化貴 
のを 抹お切 T を ミ 其に なれの 萬*」 寸る 逆で ィ 
A 當化 夫平洋 おな 一二を 巧備 じを が苹時 的な 良み 
施し ま L わ、 巧に 莎巧沒 のかみ は 巧謂ッ I V 
ス トサ ー ド义 はスナ 生 デ y トクラ ダスが 上の 

巧 値 お 施へ て居リ えず 

I ® 桑 巧 出帆 ホ ノググ 経 も 【正午 お 帆】 


西 比 利亞化 
大巧み 
天洋乂 

コレア か 

蓄巧乂 


八ち 化 丸 日 
化 巧 十二 日 
化巧サ 六日 
十 g 十目 
十月 甘 四日 


S 

I 


1 1 ® シアトル お 帆 〔午 巧 十 時 出帆】 

靜岡乂 九月と H 
橫濱乂 九ち 廿 一日 
加賛見 十 巧 二十日 


敦ま目 本 巧 化 W 

化 動み 八ち ホ 四 a 
棒 おみ 化ち 八日 
▲な 育 化か 芭 をち 超 由 a 本 行 皆 物 化-- 丹ニ函 
▲巧 道轴 巧— ホ 其 化 萬 寒 街 巧を じ 御 おか キ好 
▲太 巧洋 乂ホ賠 含せ 乘铅切 巧 S 宜 じな 計まず 


日本 题船會 社 (お ニが 鐵道會 社) 

代理店 巧禍 兄弟 靡會 

乘 車、 乘船切 巧が じみ 荷极 運送 御 便利 じな 度 申します 


e 

打 

• 1 

除 

象 

a 


が 口 

癌 

廓 

贩 

大 


y— 

6 む 9 

S 勝 

E 

T A H 

額 m 咖 

糾刷咖 
巧 T N 
な が g 


シアトル ぉ 酌 (午前 十 時) 
あ ふ も か 凡 化ち 五日 
あ も だな 化 九月 十と 日 

るん ごん か (坡渚 巧眺) 八月 サ 六日 
M 等 橫漬一 か五萊 - 

化し ば リザ かるん でんか UI を 置 巧 
►一二 窜 日本 お 五 五 巧を 室乂 な 遣 家族 まタ數 
▼御を 望に 依リ 一等 割 則が 话切 巧發巧 致巧榜 
'ロスアンゼルス ぉ 帆 (午後 S 時) 
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The Way of ci 

巧 y 田を を Al . Sawver 


H 本脯 人の 淸 く-^ i て 美しい 節 殺を 化 ごして 化 おず るのは を 巧 一 
な 礫 やが 棠 ではな （おを のま だ 去- やら ぬか 巧の 頃に 巌霜 をを I 
いで おく 『裕 J でぁると 云 ふの が 游ちソ ー ャァ女 おの n ぶ 婦人 一 
おで ぁるが 女 あは 曰 本のぶ A ごして 深く n 本 姑 人の あ 德に傾 厨 一 
し貞嫌の傅說や近松 出集^:^ミの戯曲じも述じて居る。 

英文 小說 『ぅめのみ も』 は ホ 人を を 武± の 一人娘 じ、 時化を： 
明治' 主 政 維新 前 じ、 而 して 頰 面を 東が おじ 採つ たもので をお淸 
旌 、筆致 典雅 讀を をして 宛然ち 交で お 琴の 小 說を讀 い 興趣を お j 
き 起さし める。 

英 义小說 『ぅめのみち』 は 松 平 節 子 嫂に デ ジヶ！ トし たもの 
で 序文は を 名な お グリフ キス 老巧 ±の 筆 r なむ 裝が洒 魔 家庭の 
讀も のどして 又は ホ 人への 贈答 おごして 絶 巧の 一雪で ぁる。 

放て 江湖の】 讀 を媛遞 する i 

鄰稅共 一部 ニ 弗 十 仙 i 

f 請 S 紐 育 新報 社 ； 
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〔ぶ j フ！ ヴ 了— 巧の 兩刀 政策 


◊ 

まる 八 H 十.- H 午後、 おか 黨 
大統領 校 補--- バ ー ト • 71 ゲ 
ァー 戈，’ 1 、 にが か 巧 f ゎ b 且つ 

巧 化 化で もる ヵブ フォグ ニア 如 
の パ" ア方ト 、スタン フ才' — ド 

乂學の 校 おじが て’ ん义 人の 觀 
衆を 前にして か愼補 受諾が 說を 
がんた、 大統颁 候補 お 名のず 諾 
被說 。ろ ものけ-をの 背が に黨 
の 政綱. か按 え. しおる じしても、 

一 補の 施 化 ホ 針を 説明す らもの 
である、 を ァィリ ヵ國 把が ラ-デ 
ォのお 波を 傅 ふて 間， ロて ホる ーノ 
1 ゲァ ー み 一言一句を も 聞 班ら 
さじ' こ 熱む-」 傾腊 したみ〜 無埋 
は.。 い • 

◊ 

元ょ 6 施政 方 かの 說明 である 
からみ 股 的な ものである、 甚だ 
漠然 じる も';:; であるが、 今 か 選 
孽の 乂閱姻 たるべき 禁酒 巧の 劇 
む 巧を ご、 な 村救濟 案じ 流る じ 
き i もので をつ た、 先 .r 肝、 むむ 
禁酒 瞄趙 じがて 彼は 較補 指を 前 
ボラー 氏に 吿 げた 禁酒法 顧む の 
必 をを 繰返して 聲 明し、 ァ メリ 
力が この 社 曾 的に 且つ 經濟 的な 
一大 試練を 自ら わつ たこ どを 說 
叫し 『我等の 常識 おこれに 伴 ふ 
弊 壁を 認め 么、 而 からこの 弊害 
は 劇ず たして 一掃し。 けれ だ U 
ら y い、 而し てこの 弊害を 一掃 
する の 途は最 ち 組織的に をん 事 
實 ご、 これが 巧 巧' マ愼 重に l.i 査 
しを の 誤りを 正す の 外は ない、 
を 律に 勒 ずるす 信、 を ひは 化 罪 
の 力を W てを 衆國の 憲法 ど 諸を 
がを 踩 韻せ しむる id 出來 ない 
患を じ歡ウ て嚴禁 されて ある 化 


が裴 する じまい もので わつ てァ 
メブヵ 人た るを は频 じて 斯る巧 
强 じ協赞 する をは 出來 ない 0 J 
◊ 

『憲 ぶめ 修も U る ものは、 單じ 
憲法 じ 化り て 示クれ じる' 化 道を 
を々 ご步んでが^$ ろ ベ きもので 
わる、 化 人の I 部； はこれ 等憲 
法の 諸條 巧を 信じ。 いちが 化々 
あ 6 、 - -れ a 彼を の權利 ごして 
ホ 難す べきら のでは'^ いけれ 巧 
我がみ 扣黨は 間接的な 手段を W 
て 憲法の 目的を 破壞 せん'^ する 
まの 懼 利は 斷 じて 認めない ので 
わる、 阿 人が 义統锁 に選擧 さる 
る' じ もせよ、 其 人は た 統領 VJ し 
て G 職掌を 遂巧 する のみでは。 
(、をの 人 a 愚 善の 努力を 巧て 
恵 法を 嫌 誰し、 ま 持し U ければ 
ト よらの^ おど ~し てこれ W 外の 宣 
言を 敬て ずる ことは、 私の 職權 
じ勒 する 宣誓 ミ 偉大 ト * る傳統 じ 
叛 くらので ある 0 』 

◊ 

更らに 農村の 教濟 問題に 就て 
は、 大体に. 於て 窺の 政綱を 延長 
したる じ 止ま b てが て 新奇な も 
のは。 い、 尤も 巧け 東部へ 歸る 
途上、 ァキ ォヮで 農が 問題 じ觸 
し淸說 をす を どい ふから、 を n 
な 後 H じ徵 ずる 5 外 はない、 要 
する じ 氏の な 驚は、 現 化の 農が 
は縣渊 大戦 當 時よ b は 二割ら 增 
なして 居る ので あるから、 農が 
の救濟 なる ものけ 铅厨 大量 生產 
ごい ふ 產業的 基礎に 廣< もので 
。く、 農 巧の 濁ぶ を活を 保証す 
る じ 足る ビジネス どして、 これ 
.がみ 配 法を 講 やべき ものが ある 
ご 結論して 盾る、- 保 護熙 穂め 御 


ら敢て 評言ず るの 要はない であ 


律の 腳 行を 化修 ずるを け 患 法を i 巧宣 はお か黨の 金看板で A るか 


- さて 問題け 禁酒法 獅巧 じ關ず 
る 氏の 盧見 である、 氏は 禁酒法 
を 《 て 趾會的 じ も 經濟的 じ も、 
最も 偉大；； b る 試練で あら、 をの 
歸趨 する 所の ものが 極めて 深甚 
で ホる こごを 說 き、 この 憲法を 
間 巧 的'」 修正す るを は斷 じて 許 
ぅ U い-が、 憲法に 定められ ゎ範 
圍 じがぇ 常道を 步ん で、 堂々 と 
こいが 條 化を 求める 権利を を認 
して 居ら、 論理の 上から 觀 n ば 
甚だ 曖 ホ：：^ ものであるが、 この 
潰が だる 宣言 じがて 氏が 禁循派 
ご 非 禁酒 派の 双 ホを 滿 をせ しめ 
ん ごして 居る 努力け 明白で ある 
◊ 

氏な 禁满法 ょら 生じた 弊害の 
i 掃 じ 就て、 お観 的な 調 杳を提 
唱し t おる、 而 かも 組織的な 調 
杳の 方法と 目的が 柯處 にゎる か 
を 指摘して 居ない、 反禁涵 派は 
『これ フ ー ダア] が數旬 U もや 
して 憲法の 常道に 則ち、 證會を 
動かして 現 巧禁洒 をの 一部を な 
修 ずる 前提で ゎる』 S 喜んで 盾 
るに 反し 『フ ー ゲア . 1 巧が 紐 織 
的に 調査 せんど あする ものは 禁 
酒 法の 一部を 改修して ピアと ヮ 
キンの 販賣を 許可す る 前提では 
な （、寧ろ ブ！ トンボ ー の# だ 
を 撲滅し、 巧て 現 巧 禁酒法の 獅 
巧を 一 屠 完全せ しめんと 欲ず る 
じ 外；； >ら 灯』 ど 評して 居る。 

◊ 

フー ゲア！ 氏の この 兩刀 政策 
3 、 要ず るじポ ブブッ クスに 外 
ならない、 民 ま 黨のマ ミス 巧は 
恐らく これに 向つ て最つ ミ 徹底 
的む 禁酒を 改修を 提議す るで あ 
らぅし、 政 戰の進 巧 じ 伴つ てフ 
1 ダア ー 氏 も 調査 紐 織の 目的を 
明か じせざる を 場ないで あらう 
斯くて 來 るべき 疲戰は 益々 禁酒 
をを 重大化して 巧た 譯 である。 


英支 協定して 

治 外法 權撤廢 に i 賛助 か 

H を 支那 會議の 巧訂漸 < 明るみに おてんぇず H 

張 攀良將 軍 目 本の 勸吿 y 承認 

東 ま巧電 十の 日谱 を 支腐定 じて 南 巧の 康巧 事件を 始め ごして 關琼 協を のみ。 ら卞治 外法 權 
の 撒ち こも 对 をした もの.、 か < これに 關 する 英米の 競爭 けを < ま那の 儲け もの じな つ わ 觀を呈 し 
て 居る が ホ閱駐 ちを 化 マ クム レ-- をの 滿洲經 由 朝鮮 旅 巧は 張 學良お 軍ど會 見して 日本を 牽制ず る 
巧め いど 一部で ょ 揉 測され て 居る、 而 して 南 化 妥協の 延期に 縣し e 本 政府は 政治 借 欽じ應 じない 
が 産 楽 上の 具体的 拔 助を U す 方から しく サキべ 9 ァ經 おで 渡 佛の途 にぁる 巧 旧康哉 伯は を 天で が 
權助巧 ど 曾を の 上を 嬰 U る 條議を 遂げた。 

東ち 特電 十一 言を =u 國民 裳は 內 託み 裂の 危機に を b をか贫 議の內 情を 見て 獨玉祥 將軍も 愛 惟 
を^が^ 一 南方が がを まるでみ らぅと 觀 測され て 居る が、 一般 條 約の 改 稀は 前途 頗る 遼遠で 英國蛟 
が も 脚 稅な締 のみを 約束し じどの 風說’ かゎる。 

を 京 特電 十一 二日を == 舉 天の 張學良 將审は H 本の 勸吿を 曾 重ず る 旨が 權助 男に 言明した が、 民 
を 巧 主' 『巧 巧閒の 外を 政策は 侧喝 のみ、 ながこを 巧 蕉の掛 支 政策に 追從 しを の 立 谋を失 ひなて 外 
國の信 巧 も 媛し とど 述べ 問 質 連動に 着手した。 

- まま 特電 十一 二日 發 == お 測み び 山 巧 派遣軍の 調 益の 巧め 渡 支 中で ぁった 南を 謀 巧 長は 十の H 歸 

I 日す，、 く 重 こ 陸 ザ 道 じがて 陸軍 當 財の ま 腦會議 を 開き 大ホ 左の 如き 方 かの 下 じ 山 東 派遣軍の 第二-を イ ；；-! 13 , - : 

な 巧 ド-帝ち さ‘ I ら ドを おじめけ る 第六師 脚が 璧军 名は 餘還 せしめ 濟お 沿線 靑島蠻 欄は 第一 ニ師 一直る 內 化から 巧 け たお 的げ 摩を 


團所頗 '一方 ニ 千 あを W て 之に 充てる モか である、 拘は豊 協樹隊 
ご巧袍 一個 大隊は 目下 京 律 方面を 磬備 中で ある。 


近ぐ ステー ト / ント を懸し 

英米の 助力を 要望 

H 本の 武力干渉 をはみ めかして 


東京 〔聯 を】 十 I 二日 發 = •を 天 

b 達した 新聞 常. 報じ 化れば 張 
學 なお おはが 權助 巧の 勸吿 をを 
れて南 化を 協 曾 議の打 切 もを 言 
明した が 右は 南を じがる ま B を 
体 曾讓の 前途が 不安なる 爲 めじ 
して 朝：：！ 新聞， 5 所 報じ 化れば 張 
學 良は 無條 件で： H 本の 勸吿 を受 
諾 ずる 貴 言明した ご。 

ロンドン 【聯合) 十二 日發 n 
りキ テグ 通信 趾 のを 天 特軍じ 化 
れじ 重大なる 化かを 帶 びて ホ 奉 
中で ゎる 林權 肋ち は、 張 學良將 
軍 じ對し 日本は 南 化 支那の 妥協 
じけ 假 じ 巧 政 干渉 ご つてら 
斷ず ごして 反對 すべ {、張 學 な 
にして 日本の 觀吿 をを 諾 する 場 
合 0 本は必驳に應じ武カじ訴 へ 
て もこの 政策を 擁 譲ず べしと 說 
きしらの；如/、、 をの埋おどし 
て 南を かがの 个 統一を 擧げ をの 
赤化 傾向 •か滿 にがる H 本の 巧 
權を 侵害ず べし ど G し 張 じ對し 
ては この 際 政 巧の 推移を 監視 t 
るに 止め、 若し 靑天白 H 巧を 揭 
ぐるが かき 複 をけ 白ま 的 じ も 目 
由 手段に 訴へ ると 通告し、 張 巧 
はこれ じ對し 南み 政府は ホだ不 
ま定 なれで 將ホ 恐らく おぶ すべ 
く、 日本は この 隙 徒らに 不安。 
る ことを 想像して 國 瞭的聲 名を 
傷/、 る 勿れ ご-回答した。 

上海 特電 〔ヘラルド •.トリ ビ_ 
ユン 紙】 十二 日發 本 巧 お 省 
の 聲巧書 ごして 東 ホ 通信の 報ず 
る 巧に 腺けば H 本は 

列强 じ 孤立して ち 支那 ど 
み條 約な 締 じは 應せ や、. 假らじ 
做、 伊、 スぺー キン、 ポ トダ 
グ’ デン マー クが これ じ應 じた 
としても 日本は 條約 改正は ホ だ 
時期に ホらず ど 認め 旧 中 首相 技 
あく 本 間 題に 關聯 した マブ！ ト 
メン トを發 表して 熱 米の 誤解を 
一 掃す る當 である ミの こごで あ 
るが、 をは 日本 あ府が 南京 政府 
じして 條約 破棄の 通 礫を 撤回し 
を S 省の 政局が 日本の 蟹む 如く 
解 ホされ ない 限ら 南を や 

濟商 事件のを 渉 じ も應じ 
ない 意志を を 示し じい ものと 認 
めら れて 居る、 南を 政府 側 どし 
ては 目下 奉 天の あ 势を觀 望 申で 
ぁるが 本 問題を 目下 開懼 中で ぁ 
るを 支 會議の 議題に 附 したる 上 
日 支を 渉の 經 適と 篡 面の 事情を 
開陳し H 本の 挑戰 的なる 巧 動じ 
關 し别强 、特に お 米の 同 猜ご後 
援を ホむ るに 至るべく、 外を 總 
長 王正延 氏は あく 歸朝 すべき 矢 
旧 總饭事 ごちび 會 見の 上 諸 懸案 
じ 願 職して 

祿議 したが 矢化總 領事 も 
緩和 政策に 賓 同の 色 ぁらと 傅へ 
られて 居る、 而し てこれ 等の 危 
機に 直面し 南京の 查 支' 會議は 田 
滿じ進 巧 中 じて 昨 H は鐵 道、 水 
運 其 他じ關 する 長 免の 討議 事項 
が發 おされ 銀 巧、 實 業を、 產業 
あ 化を は會 薄に 街し 過 ま 數年じ 


開 凍して 减稅を 要 あしたが- 蔣 
か石將 軍を 始め どし おお 務總長 
等の 一巧は 會滋 よら 脫 退した 廣 
東 派の 化 おを 慰撫す る爲め おを 
から 當 地に ホ 着した、 會诚 S' 

數搖 は 格め て 一時的；？ も 
のに 化 ま 5 何等 重大 U るを 醬も 
ホる よじ C 、 H 本の 挑戰 的。 お 
支 恥 政策は 闕は黨 山 結を を 極め 
て 毀 固たら しめて 居る。 

南京 側 謝 葬 

'英 支を 渉み 內容 

ロンドン 十 兰日發 N 南京 事 化 
に關聯 した 英 ちを 渉は 王 正延氏 
ご 上海 駐化總 領事 シド ニ） •バ 
! トン 卿の 間 じ 巧 はれたら 巧で 
ム つてを. の經 過は ホ 支を 涉じ等 
しく 化づ 南を 政 おが 巧國 領事館 
じ 載す る 暴け 事件を 謝罪し 被害 
の 損雀赔 償は 兩圆 を封會 じて 觸 
定 すべく 问 時じ萌 國軍燈 よ’ 9 の 
發 砲に 向つ て 南を 政府は 謝罪を 
迫‘ なた る も奕國 政が は 自衛 上必 
要^:^る手段どして謝罪の必おな 
きも 斯る 不祥なる 事 巧の 突發を 
遺 減 どす る 旨 述べたち ので 南京 
政 麻は 一史ら じ 書面を U て 舊綠約 
のな 締を なめむ るに 磐し 英闕政 
府 は適當 なる 磯會 にがて こわに 
應 ホる 旨を 间 答し 接に 解かを 吿 
げたので ある。 

外國を 看板 じ 


內政統 


削 項 特電の 如く 張 學良將 軍は 
巧び 菊を 政府の 動搖 をを 越して 
日本の 勸吿を をれ、 をら じ 鶴 玉 
祥將 軍が 南を 政府と 麗 係を 絕つ 
かも 知れない ご 報道して 屠る が 

一兀來 南京 政府が 日本 じ お 
して 今 旧 か ミる 聲 明を なすに 至 
つたのは、 國 お 黨 のを 綱 中に 不 
ホ等條 約の 撤廢 なる】 項が ある 
から 化 巧を 占領して を 巧 上 ほぐ 
南 化 統一した 今日、 黃外閒 題を 
おすのは 尤も ご 見られる が、 し 
かし 固 內の狀 態を 日の かきでは 
か i る 提畿が 大部を の别國 から 
承認され 難き は 明かで ゎるの み 
なら や、 これを 强い てま 張 すれ 
ば巧國 ごの 正面 衝巧 とな 6 、 南 
京を 蔚の 立場を かへ つて 不巧じ 
導く ものである、 然る じこれ を 

提出す る 一 じ まつた の 
はま ごして 複雜 なる 對內 策から 
であ-る 即ち 

一、 南京 政府 巧の 現な のを 腦者 
W 見られる 蒋か石 氏 一派は す 
で じ 巧 部を 統一す るの 力なく 
を 方面 じ不 おの 聲が 高い、 こ 
れを 導いて 對外 運動 じ 向けん 
ごの 訂畫が ある 

ニ、 對外運 勘を 島 調し、 現を 腦 


をの 化 稀々 の 不純 a る 動機 じよ 
る點 かぞく 

成 巧 を 期して ゐろ ものは 
必ずしも ぶく。 い、 化つ て聲明 
を おしても 商じ义 #迪> 條約を 
廢 楽す るを はなく、 列國 、巧 じ 
最も 利害 關係密 を。 る 日本は 必 
ず これに おし 抗 蒸が は譬吿 を發 
すべきを もつ て、 こ i じを 渉の 
端緖を 得べ，’、 比 鞍 的 穏健なる ま 
張 者 もこれ じよつ てを 利なる 形 
势を 得る 目的を 逢す るを がボ巧 
る、 まじ 國 ちの 反 威を お 外 問題 
じ 向けん どす るな 略 か、 或は 自 
己の 人氣 策を 講 で-^) もの ー これ 
じよつ てを の 

め 一 留を達する；が 
出 ホる から、 これらは り 本の 警 
吿じ 街して 牽削蓮 動 £ L 一、 拂日 
運動な どを 裏面 じ わいて 巧嫉ず 
るか も 知れ じいが、 なほ 斷然 ご' 
して お抗 L て ホる ことは なく、 
强硬 ごはいへ 目 本の 態度 じして 
强 硬なら げを涉 開始の 出 巧る 餘 
裕を殘 す ものと 見られる 狸し H 
本の 態度が 軟弱に して 讓 ホの 模 


大統領 戰の 賭^ 


フ！ ゲァ— をの 演說で ァメプ 
力の 政界 も顯 くごな 戰氣 かじ 
讀も 來らサ 二日、 ニ ユョ— ク 
がみ 首 端 ァグ バニ If 纏され 
る スミス 氏の 候補を 諾演說 も 
非常な 期待を 0 て迎 へられて 
居る が堪を クォ— ii . 街の 赌け 
はブ —ゲァ 1 が 優势で ニ、 ニ 
をの I に對 する 一、 即ち ニ 巧 
お 千 萌じ對 する 一方 弗の 割を 
でる るが ニュ 3 1 ク摊 の勝敕 
はホ酱 五で スミ タ 巧が 優勢で 
をる こ 0 


議！ 冕ら れ i ば あくまで 

强题. である こごは いふ ま 
でもない、- しかし 南京 故が の 現 
を臟 部を 失脚せ しめん タ」 する 國 
民黨內 部の j 派 または これを 利 
用して 惑亂 をを てんとす るお產 
黨 一派は ぁくまで 强 硬に お 外 運 
動を 起す ものと 見られる、 しか 
し いづれ じしても 不平等 傑 約の 
撤廢は 民必を V ら へる 巧 題目で 
あるから 一時は 相當な 排日が 起 
る ものと 思は ねばならない、 か 
つホ國 大統領 改選の 結果 ボラ！ 
氏の かき 

對支同 構 者が 要 磯 じ 立て 
ば、 一 曆對ま 親善 的 態度に おる 
もの W - 艘じ 見られて ゐ るから 
か i る情况 がを われば 更にな 烈 
ごなる であらぅ、 しかし 元來十 
みの 成算 ぁつて 發 せられた 宣言 
でない から、 相手 國の 態度 か 何 
では 支那 側の 態度は 變 化する も 
のと 觀る ものが 多い、 殊に 今回 
のを 体會議 じ廣東 派が 不 溝の 意 
を 表明して 居る ので あるから 時 
局の 前途は 趣め て 不安で ある。 


部の 立場を 困難なら しめ、 彼 
等の 失脚の 後を 窺 ふ】 おの 畫 
策 も 有力で ある 

一二、 教か 運動の 圖± どして ん氣 
を 博 せんどす る 一部の 野む 家 
の瞄 人的 邀望じ も 巧 用 さる 


不戲條 約 ご 

海軍 協を 


佛 ずる 越 巧 長ち グ n ツグ 氏が 歸 
途英齒 じ 立な b お 軍 協定に 關し 
て 協 護す V しどの 報道に おし 齒 
務 長官は 何等み 惹 して 居ない 
度 まし わが これは 巧佛 海軍 協定 
の 內容が 未だを おされて 居ない 
こど i ゼネ ゲアじ 化て 國隙 蹄盟 
が ネ間題 じ 就て いかなる 態度 じ 
及ぶ かがみ 明で ある 結果で ある 
が、 おし 聯盛 じして 軍縮 會議を 
决 意した 煤 合、 アィリ々 は 喜ん 
て參 加す る ィー云 はれて 居る。 

モス カウ 十 I 二日 發 U 勞 農日シ 
ア 政府の 磯關が ィマ ゥ五ス チア 
紙は 巧び ず 戰條約 ご。 シアの 立 
旗に 就て 論及し 列强 じして 若し 
.ロシア. の 條約參 加を 許容し ない 
瘍 を、 巧强は 0 シア じ おしての 
み觸 ずを 辭 せざる もの ど 認め 結 
局 ホ戰條 約を 0 て n シアを む ぼ 
さんご すら 戰爭條 約と 認 むる 替 
諭 じじ。 


車掌 連罷エ 

增 給を 拒絶され 

ク リーヴ ランド 十 I 二日 發 U 西 

部 諸 卿 じ 通ず る 諸 鐵道會 社の 車 
掌 連は 先般 巧屢 々とを 五 厘 ょら 
一割 八を じ まる 增 給を 要を 中な 
をし も會祖 側は これ じ 應せや 仲 
裁 委貞會 じ 廻附を 迫りつ ぇ ぁつ 
たが 組合 側では 旣じ 巧 回 じ： 瓦 b 
同 案を 仲裁 委員 會 じと 耗 したる 
も 何等の 解 ホを 見る に まらざる 
ことを 理由 ごして 拒絶し 窓々 巧 
H よらと 万に 垂 々ごする 組合員 


じ 结し罷 ェの是 ホを 投票 じがす 
ベ < - ホ 會社侧 ではが をの 巧 動 
は 搜道巧 働 法の 違反で わる ど 主 
張して ゐ る。 


農 お 組合 化 表 

知事と 協議 


過 刹の お 未 •か 目的 
アルバ ニー 十 云日發 n 民 ま 潔 
大統巧 候補 スミ* 氏は 本り 中 西 
部 地方の 諸 農ぶ 組合を 化 おし 旣 
じ 化か 黨 の 農が 政綱 r •なお 八を 


を 表峭^ ^ た ビ^ — ク 、マ^ — フキ！ 


をの 他の 農民 領袖 ど駭 時間'」 直 
る 秘密 貪 誰を 遂げた が、 

協議の 箱 圍は主 ごして 農作 あ 
剰の 始未じ 就て な府の 補助を 
を 俊つ こどな （してい かな- 
方法 じがて これを が ホず るか 
どい ふ 一 黏じ懸 らしら の {か 
< これには 重大 閔題 である 均 
等稅 にも 觸れて 居る が、 要は 
廣ま黨 ‘ぃ 所謂が 譲關稅 の餘患 
を この ホ 面 じい かじして みお 
する かじ あつた もの/' か （ 
知事 及びを 巧 表は 巧 等 焼に 就て 
は 何等 語る 巧な きも 双方 共に 滿 
をの 寬を 表明し を 農民 化 表 も 軍 
じ 知事の 娱 補を 諾演說 を 待つ の 
み ごな つて 居る が、 お 則 上には 
ま 張が 一致した ので 直ちに 强體 
運動 じ 着 ホす ベ {知事 も ホる ベ 
き 農民 會議 じ備 ふる 爲め コロン 
ビァ 大學の セ タグ マン 薄 - H じ囑 
托して 農村 案を が 兜す る i じな 
つた . 


本社 泰ま 特電 (紫 お鮮轉 載〕 


新黨の 組織を 急ぶ、 


〔十四日】 床 次がみ 郞氏巧 黨！, i は 約 册名位 加盟の 模巧 だが ホ 
だ 鹿 话島ぉ 身 者は 去就を ホして ゐ ない。 而 してを の 中 民政 黨者 
は 昨今 夫々 キ 線を 濟 まし、 獅旧淸 兵 銜氏も 脫黨を 宣言した 、一 
ホ 稷巧幸 雄 巧は 十： 3 午前 床 次 巧を 訪ひ留 黨の該 解を ホめ 床み、 
御田 巧 等は 同を じ 巧 考を强 いねが 結局 氏は 民な 黨じ留 るで あら 
うど、 尙は 第一 一一 黛 速 動じ 關し 政ぶ 會 議員 抱 送み を孜府 側で 酱戒 
.し始 む。 


船 貴 爭議 


ロシア 再び 警を 
ワシントン 十一 二日 發 n 近く パ 
リ ー に 於て 調が 式を 擧 ぐべき 不 
戰條 約は 調即後 十一 ニ 個 圆み條 巧 
は 總てァ > f を府 じがて 巧 管 
する じ 巧した が 調印の 爲 めじ 渡 

' :^一 : ' ’ i --In 


〔十 I 二日】 を 浦に 停船 中だった 
栗 林療船 會社豊 後見は 一部 的 
じを 協な ち 化 曰 出帆し じが 海 
運 化、 大速义 、福榮 化 等は 會 
社の 態 巧 じ 憤慨して 今 尙ほ橫 
演じ 停船して ゐ るが 恐らく 罷 
棠じ 移る ベ <會 社は 船員の 入 
替を 企て、 ゐ たかを じあ 勢 逆 
轉し栗 林 療船會 社， 萬 盛巌船 
會 社の 一二 親船は 垂乘組 員を 解 
履した。 

船板 權 問題 醜聞 

【十四日】 を 京 船あ權 醜聞 事 仲 
魚河岸 書記 高木、 條惊 、黒 住 
等を 取調の 結を 遂じ 發展 しお 
會 議員 坪 野、 小が はお じ 拘引 
された が 巧 ほお 名の ポ議 も拘 
引され るら し < 正義 派 議員は 
ポ會淨 化 運 勘 じ 化 6 か i った 

電送 寫眞巧 成績 

〔十四日】 遞信 省は 十 S 円 午前 
內地製 電送 寫眞 の試驗 をを 京 
太 阪間じ 巧つ たが 結果は 頗る 
良好だった。 

領事 指揮 權敞與 

【十一 二日】 領事 指揮 權は 外務省 


審議 進扣。 


のま 張が あ b が 殖省官 測漸' 


化 海道 政 友 勝っ 

【十 吉日〕 化 お 遣々 會 議員 選擧 
の おお 一二 名の 差 e 政ぶ 勝った 

京都 も電 燈爭議 

〔十二 日】 京都 箭舊山 化 民は 電 
燈料 値下げを 要求して ゐ るが 
富 山の 如き 爭議を 惹起す る’ 
のと 見られて ゐ る。 

お 炭减產 を增率 

〔十二 日】 おお 殺を 五み ち 率を 
滿鐵じ も 同一 ホ 調に 出 づるや 
ぅを 涉中 である。 

脚部 巧 委員 爽定 

【十二 日】 ま 藤 山 治 氏經濟 審議 
會參 加を 拒絶した、 之が ため 
右 委員には 热績 聯を會 々長 阿 
部 房み 郞氏じ 巧を した。 

軍事顧問 引锡か 

【十二 日】 滿洲 じ靑天 白日 旗碰 
れば奉 天の 日本 軍事顧問を 部 
引 揚げる ご。 

首都の 闇黑 をを 

〔十二 日】 巧 京を 市を お 燈閣黒 
じすべ （企てた 化 四を の 陰謀 
をは 十日 拘引され たが 彼等は 
前勞慟 協議 會員じ 煽 巧され た 


もの だ ご。 
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診 祭時閒 

午を 一時 化 ニ賠 
午後と 時 n 八 時 
あ 知 《を± 
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を 倫 比 亞大學 巧び 
，ザ ブン 病院 教巧 
日 巧は 巧 巧 頃 上ち 




•が 留背年 理想の 曲が 

日本人 1円 年會 

三‘ 98 th 芭 . T 己. Clarki12 た 


診察 

午隹 一二 時よ- 時 
日！！ は 前め# 巧 侯 

ドク ト 4. 

高 巧尝ま 


諸を を 
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禮拜說 お (日) 八 時 

日 確单校 (日 ご 一時 半 

をを を 會 (水) 八 時 

祈 禱會ぶ f お 一ん 巧 
囊 研究 (ホ) タ辆 

婦人 會 

講演を 


を 摘 


寄宿を、 巧る をを 
巧 業 周旋、 をの 化 
人事の 巧 柏 談じ應 
じ 束ず々 


歯— 主な 基 

自 午前 九 時 = 十二 持 
自ネ を-巧 リを 時 
み 確 午を 一時 N 六 時 
木 巧 午前 丸 時 = 1 時 

はへ キン ャ 1 フア 

ン テ^- ン ヨン クブニ 

ツクじ 出勤 


魏 I 膽 

前 お 願上娱 

ゴー子 か大學 
ドク トか オグメ デが ソ 

醫學巧 ± 

ま 居说彌 


診察 時 お 
午を 六 時 1 八 時 

江 見 ニ 一期 

引 績き V グビュ 1 
おおを 勤 じ 付 右 時 
間 外 及び 日 巧は 前 
約 じ 限る 
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午 巧 化 時 1 十 時 
午後 六 時 1 八 お 
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牧師 宮が繁 一 
幹事 粟野 賴之祐 
霜 お倉 

日 喔慶拜 午前 十一 時 
日曜 學校 午前 十 時 

腳观日 曝キ をと 時半 
祈禱會 水頗タ と踪牢 
寄宿 を 

位廣を 倫比亞 をな 
を 下町を 十五み を 
を會 社員 じ 最適 
設備 圖蓄 雑誌 巧 巧 

を 棟娛樂 具備 易を 
堂 あら 

便宜 栽 業 周旋 旅を 
案 巧が 補 事 菜 測を 


扣 N 

li 


諸 .‘ M...A ‘ 

日 巧 聖書 硏巧 正午 一 
共劇會 夕と 持キ一 
唐拜說 かタ八 時： 
木 限が 房 會タ八 時 
英廣 及び 裁な 

午後 二な j 
±曠 萬 お 會义は 一 
ぞ話會 夕乂時 

が 會事ま 
寄宿が、 旅行を ま 巧 
巧、 人 舉巧萊 が、 調を 
が、 巧を 周旋が、 巧 居 
藏縫敎 巧の 諸 課を 設 
け會員 及び ホ 會 員の I 
巧を 計る - 


齒ザ上 義人 

西 六十 五 T 目 I 四 六を 地 
が 育が 固 旅館 巧 
電話 トラフ アグ ダ ー ニ 五六 五 


稅關事 終 

東洋を 化幷 じを 世が 
の 保お乂 方法 じ熙す 
する 一切の 御 諮問 じ 
あじ «逍 滨船貨 み 運 
貸ぷ巧 化ま稅 編手績 
蓄等 進呈す。 重要 都 
巧 じ化理 店を 旬し 誠 
實を速 御用 かじ 應中 

お 隙 取が 


を 京 巧 化ノ巧 W * r y グ 二階 ニ 九ニ控 

東京 丸 山洋搬 商店 


威 巧の 祕訣 
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米 國を襄 語を 話す 事 
はお 巧の 第一を です 
本校には H 本人を 授 
じ 慣れれ 専任 婦人を 
卸 A 6 お 切 じ 會誘お 
信 文 社を 語を 敎授し 
ょす。 日 確 遇 a 共 じ 
午前 化睹よ b 午を 十 
時まで 額 按し一 レツ 
A ンと十 お袖づ t 
ネ H 食 もじ 巧按 をれ 


i 日本人 T 辩細 發 巧 


雜誌ー 


養 7 Is こ S . f さ rk 暑 


♦鲁籍 ♦雜誌 ♦新聞 
縱覺 室を 輯 
執な 午前 九 時ょ ち 午後 五 時を 

織脊 B 本人 會 


ブ 

電 
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I ド タ五イ I おお 五 


ず#— - 


ニ 器 巧 


な 育 妍を認 - 
巧な 省活許 
東京を 大醫 巧大學 
產 婆な 巧 巧 卒業 
元池邊 

產婆 お本綠 


換眼 おじ 眼鏡 調節 


日本、 支那 寶玉製 美 
術 お、 婦人 用 首 飾な 
化 巧締品 

阀島 訂トァ が 

高等 类衝品 修搭， 

を 飾 品、 スト 9 ング 
日本 搬を爲 


葬 洋臟巧 


時 田 
詳满巧 

男女 靴下 類の 御 
用命 じ應 じまず 
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電話 ライン タンダ 1 
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をき ホ國 婦人 
日本人への 英 
語敎授 じは 多 
年の 經驗を 有 

す 0 一 レプス 

ンお 十五 化 
毎り 朝 九 時ょ 
L リお化 時 迄 何 
特にても をし 
: 円 躍 日は 一時 
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巧 學的揉 療治 
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化 島覺丈 
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な ミ 十八 T 目 

電話 ェ デコム 

一巧 九み 


謗療 

サ前十 時 ょら 十二 
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韻 日米 新聞ち 局 

今 凌 短 育 支局を 設曆し 1 した 
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願 ひしまず。 〔坡井 米 夫】 
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マツ ザ！ ジ 、整形 

醫巧學 的 運動、 腸 
灌 注、 水を、 ホ 線 
及電氣 治療、 を 他 
I な 育 妹を 誤 

_ ィ ジオ シラ ピスト 

西 村 幸 男 

日 罐外每 H 午前 九 
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出 巧ました。 內を 目み 進呈を し 
ます、 御覧 下さい。 
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醫療 機械 製作 
運 勘を 並な 具 
貴を 屬及 時計 


松 本 


了 


ツデオ 


ゴグ フク ラブ 
テニス ラケット 

を 巧販賣 修理 


十 宝 年の 歷を ぁる 當校 はを 年の 
經驗 V 新 智識を 有する 敎 師を聘 
し 自勘車 
操 縱法及 
び 運 巧者 
の 修得す 
べき 必要 
な 機關的 
智識を お 
期間 じし 
て 最も 能 
率を る徹 
底 的技衡 

を あ 習し を狀 獲得を 保 趣し 磯 業 
ロを も 周旋し まず。 



ふ.？ 5 鑑船御 巧 巧 
W !!’ 作 紙 具 食 巧 品 


か 柏 1 
d S 卽 
0 ホ-? 
K , 西耐 

& 刷 W 


かがを 雜 皆販賣 
輸出入 稅 關手續 
諸 荷物 運搬 取扱 


心邮 k 遠 藤 小 刃商會 


ま- 


紳育 生命 巧 險會お 

S 木を 吉 

鮮保險 

S . S 5】 

zewlforK Iilfew 3 wc 『&,3«« 00 
SI Chamb 巧》 曾 ： zas Yorkcity . 
巧 hope . Wor を だ 巧 

を 话ノ方 ニ 御 掛^ ノ 節、 クか V 
御 自をノ あせ ピ寬話 あな チ 申 
巧 力* 唐单 f サイ 


藏渡 邊篤寶 略お吉 上が 修 
ホ 井な 貫 お 酒 雄 貫 造太郎 
をを 武雄柴 曲 善 雄 (愛媛 縣) 
橫旧お 吉事 常 治 忡座宮 之 か 
(鳥が 縣 } 木が 薰信 (長 巧縣) 歇 
巧ず 人 近 藤 玉 一 (長 巧縣】 佐 
伯 鱗 雄 (魔 島縣) 中が 榮ニ 
(山形 縣} 齋院辰 雄 (烏 取縣) 廳 
勝衔 (廣 島縣) 滿苗正 ニ 神戶) 
をが 章 (東京 巿) を 澤武之 助 
(鹿 兒島縣 ) 渡 邊を助 

(和歌 山縣) を藤甚 をを 

右の 者に 通 おを 度き 儀 有を 
お熙 本人 若く は 知人よ b 現 
住所 掏 通知 願上误 

紐 育帝國 総領事 舘 

1 置 Biliw な New Urk 巧 ty 


弊 席は 實質 誠意 进速 ホ義の 
基に 御 ±產 物 一 ま卸賣 値段 
で販賛 致します タ ホに 巧は 
らず 御用 命 仰 か 下さいょ せ 
◎歐 ホを 禪 時計。 置 時計 一 ま 
◎寶石 貴を 屬 。銀製 器具 一 ま 
◎を 禪萬年 筆。 を 銀製 鉛筆 
◎蒂を 器。 レ コー ド 見本 陳列 
◎寫眞 器。 タィプラィタ ー 
◎船 切符。 がを 寫眞帖 繪端書 
フロ^ ^ ドクで！ 巧と 十 蚕 
領事館 向侧雄 物よ 0 五號ま 

巧が 惡 

線ぶ 商 A 

1711 Broadway , 三 . t ち 
Tei . C ミ iia 互； だ 7 芭晋 


ける 彩蠻 でぁる。 すむ はも 臨時 
辨 法に 1 つて やられる ど。 

絹 細 こ 米 關が瘍 

巧が 務書 記を 報吿 
〔八 巧 十一 日發 =〕 が 細は 累み 
電報の 通 b 昨年 未 0 ホ 相 旗 漸落 
心 吊 じ 先行 不 をな b しため、 當巿 
瘦 買を へに 輸入 も激减 し、 目下 
巧 荷 薄 どならし 處 、生産 調節の 
報を 入れ 手堅 < 見直しの 態 じて 
相锡强 をみ 一二 十五 仙、 ま 地 か 機 
協を はを 力 面ょ b 歡迎 せられつ 
つ ぁら。 需要は 目下 現物 注文は 
勘な けれで、 先物は 穴し きを 値 
じて、 昨年 現在 じ 比し 二割 おを 
をを 唱 ふるじまら、 を 物 賣ら連 
鑛店 等の 巧 ホ 面を 開が し、 タ々 
ち 加の 氣 ホなる が、 大体 昨年 同 
樣月 平均 H 方 乃 まご 一巧 五 千 匹 < 
觀らる i じ 付、 化 際を b 急激の 
ホ値變 動じ < 、一二 十五、 ホ 伽 見 
當を永 （保を へば、 尙ほ 相當の 
需要を 唤 起すべし' 巧し 一時的 
需要 增加じ 際しても、 直ち じを 
產を 0 て 長期 じ县 も、 强 園。 る 
傑を 持 續の上 需給 關係 にて 己む 
を 得ず 櫃格 デリ 高 どなる じぶ び 
お々 に 適 當の掛 策を 講じ 巧く 事 
げ要 であらう。 


中古 船舶 投賣リ 

東京 特電 十四日 發 == 中小 船 ま 
經營 難で 中古 船投 費ら タ し。 


森林 火災 國營 

東京 特電 十四日 發 = 森が 乂災 
閥 舊案决 をした。 


日 帳尻 こ 金利 銀 

東京 特電 十四日 發リ繫 巧 高 十 
一億 八 千 ニ 巧巧圓 、貸 お 高よ 億 
八 千 九 百万 圓、 發巧餘 力は 二十 
四 巧 九千圓 、翌 H 物は 八 厘 五毛 
よら 一錢 I 谣 、お績 手形 化 鹿よ 
ら一錢 一二 厘。 


休業 廣吿 

夏季で 化渠 化が 

菓子 舖窩橋 松風 軒 


尋れ人 

(福 岡 お) 招 永 固み が 
持 山 巧太郞 古川 正意 ホ 上 幸 
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四十 五な 墓を 割 むが 

爲磬 心救濟 ずろ；. 

日銀が 保 お 公 償 一億 叫を 賣 出し 
先 遇の 相 傷は 昨が の 低 値、 こ同樣 

束 京 特電 十 I 二日 發 nlll + 藏 巧は 爲 趣の 下を じ 願し おし 帖 十五 
典き を 割る じ 至るならば 到底 放 巧す る こごは お ホない けれ 共 こ 
れ な± じ 下る こどは わるまい VJ 言明した が、 日本 银巧ご 大藏省 
では 協 誰の おおは 間の 遊資を 的 一億 圓ご 見捣 6 日銀が ちのを 債 
ホよ b 約】 億 圓を近 < 適 常の 時 朔じ賣 おして 爲替の ほを を 防ぐ 
ずを になつ たど。 


が 巧 所 巧の か < を 府は 昨今 ほ 
巧 おがの 巧が 面 爲替枯 おに 割 L 

表面 放 巧 ま義を どる ごみ 
じ 化 ホ にがては n 銀當巧 ど' をの 
載 巧を 講じて 居る かの か < 見ず. 
けられる が、 をの 重な 理由は 
一、 最 あのち 替化 をのが 本 お 
因は 支が 問題 じ 起因して 居る 
結 お、 をの 掛策 はこれ をれ ふ 
も 大勢 上 巧 果なき こど 
ニ、 假 6 にお 策を 講 せんごす 
る も、 化か 正貨 現 巧 高は ゎ •つ 
か r ニ 億圓じ 足らの 現狀 であ 
るから 對 策を 巧 ふこ ごは 事實 
上西麗 である こ £ 

ご 一、 金解禁を 官 巧せ；！ 巧が 國 
W しては か i る 諸問題の 起が 
じょ 6 岩 外 爲替じ 消長を るは 
巧 やむ を 得ない 事實 る こと 
ごい ふじ あつた。 がる じこ むを 
前週の 相場 じ 就ぃて 見る じ 最も 
高値の 時が 四十 五 巧 二十 五 他 

低 値 お 四十‘ 五 弗 六 触 じし 
て 昨年 おの 最高 値 四十 八 弗 (一二 
巧 二十よ HI 化 値 四十 五 弗 六 仙 
(八 巧 二り} 郎も化 故 じがて あん 
で 同額 どなつ て 居る から、 日銀 


のを 債資 出し も 化き 中 ど お 測 さ 
れ る。 而 して 昭和 S 年度め 臧憤 
まを の 

額は 約 化 モ八百 巧 画に 
達する が、 乂藏 省は 右を を 中 一 
千万 圓は ァメリカの 六み 竿 利を 
債の 元金を 買 入 償還を する はや 
の ごころ、 アメリカの 外債は 年 
巧來 すで じ 額面 0 上を 示す 關係 
上 買ん 償還の 必要は なく、 一‘ ホ 
国 內の該 基金の 運用は 巿 瘍じ資 
をの 横 盗して 居る 原 ごて 大藏ち 
ごして は 年度初め 0 ホを の 運用 
を 見を せた 結果、 本年度の 該ま 
をは 目 ドの ごころ、 をの ま i 搪 
んで 金額を お 有する 

狀態 であら、 しかして 化 
捆 預金が 運用を 員 會で决 ましね 
短期を 潰を を 銀 巧 所ち 長期を 價 
ごの 一億 圓巧换 のか も 巧 ふ豫を 
のど ころ、 日錶 はを 債 巧 瘍の化 
を ホ 調 じかんが みと 月 中は を換 
を 見合は せる 方針に なつて 居た 
も^でを るが、. 鹽債巧 場が 低落 
の ホ 調に 出で じじ 化 h 巧 項 特電 
の 如き 软 巧を 採用す る じ まる か 
も 知れない。 


ナショナル お 引 巧 

生糸 格 付 大綱 草案 

アメリカでは 最初の 標準 案 


ニ 3 — ク •ナン 3 ナ 八を 1 

糸淸算 取引 財；： 諸般の 準備 進み I 
いよく ホる 九 H 四 n よ b 化 引 ~ 
開始のはやでぁるが、 わ：55當業~ 
を 一般が を 火の 化 目を 挪 ひつ、 
ぁる 閲化引 所 格 か モ法 にっき 横 
液化 引 所に 到 速せ るを 案 太 綱 U 
左の かくで ある ご。 

I 、 ナショナ^ 化 引 巧の 資興單 
位は り 本 ホ 糸の 五懷 一荷 まよ 
ら 、換査 料 糸は. 一荷 ホから ニ 
十紹を どる こご。 

ニ、 受渡 生糸は な 十四 中 六 格 わ 
; よび 白 黄 二十 一中 ニ 格の 八 格 
ごし、 をの 等が は 現が ニユー 
ョーク 市揚じ わいて 取引され 
つ i ある スペシャル •グラン 

一 ドに 該當 する ものを 『第一 格』 

; グランド 『第二 格』、 ブ ペシ ャ 
八 •クラック 『第 I ニ 格 J 、 クラ 
:ック 『第 四 格 』、 ダプ it •で キ 
スト ラ 『第 荒 格』、 ベスト •エ 
キ ストぅ 『巧 六 格 」、 二十 一中 
は V フン ド 『躲と 格 』、 ス ペシ 
ャ火 •クラック 『第 八が』 なで 
- どし、 タ稱 U 火 体現 物 ホ お 同 
などす るかぶ ひ U がに 巧な-し 
よる か ホを。 

一二、 機械 捡を はま 要檢を 『糸條 
巧 ホ節檢 宵』 ぉよび 補 如檢を 
i 『日本式の 嫌を 偏を ホ 巧 繊巧 
; 强 力が 巧轴斷 换査」 によつ て 


採点を むひ まを 檢査じ 於て 巧 
準 格を をめ、 更 ちじ 補助 檢杳 
のお績 によら 嚴 後の 等級を ホ 
をす る。 

巧、 從 量の 决 ぶは E 量」 よる こ 
ど。 

五、 水 かぉよ び ぉ 鼓の 上 
下 I ニバ ー セントな 上の 變化わ 
る こど 。 ( U ) 肉眼 换杳の 結ち 
を 体 的 じ 甚だしく 劣等 ご 認め 
る もの。 (、ィ ) 機械 驗査 じよち 
所定の み 數に滿 だざる ものを 
不を格 どす。 

しかして 右 格 か 案は ァ才ブ 力に 
おける 

最初 の 標準 格 付で ぁつて 
これを 單に 取引所の みの 賣買格 
が じ 化め や將 ホは！ 般的じ わた 
b 廣 くこれ を 採用す る じ まる も 
の VJ 妊ら れてゐ る。 殊に ナシ 3 
ナ火 取引 ど 現な 横 潜 取引所 r め 
て臂 施しつ t ぁる 檢査モ をの ま 
。る 化 違 点を ぁげる と、 檢を巧 
糸 V 横-潜 側は 十隹 じつき お十據 
どするじおし、 ニ ユ 一 ョ！ク侧 

は 旧 十 お；.- 白が 檢査が 羯も兩 者 
じぉ少 のを おを ホすべき はを が 
n や。 また ニ ユーョ ー ク 侧の檢 
杳がセ タブ レン 檢 をを ま 眼 どし 
てゐる ごころ に 巧が 

TIT ど 火い じ 趣きを あじ 


する ぶが ある。 即も ニユ I 3 1 
ク •ナシ 4 ナグ化 引 所のを 糸淸 
算化 引の 開始は をを 巧が 巿場殊 
じ 横 おか 引 所の お ホ じごつ て 重 
大な關 係を およぼす ものと 巧' ら 
れ るか、 これに 凿 する 當 業者 側 
の 窓 陆を綜 を するど 巧な 橫潰恥 
引 所の 受渡 範菌は 白 十四 中 五 格 
(が 幅 五十 圓) じ 限られて むる が 
三ユ ー m 1 ク側 はな 十四 中は ち 
格な 外 じな 黃 二十 一中 ニ 格を 上 
鶏し 無論 値幅ら 相當 開きを 見せ 
がんで 巧中賣 買 じ異る どころ な 
< 、をのを 渡銳樹 もまる し <廣 
化 じ ゎたら、 これは 巧が ホ瘍ご 
異 b 需要 地所 巧め 巿萬 ごして 受 
渡しの 

圓溃 をがず る 上に 當然の 
措 潰 ど 見られ 化つ て 哄給地 じあ 
る 巧が 當 業を はナ ショ + V グ 取引 
巧 利 巧 じよ り 一 層の 梗宜を 生じ 
なかんづく 輸お 巧は 從 ホに 比し 
この 點 じがて お 巧を 得る こど タ 
かるべく、 この 一 面 じ わいて ニ 

ユ！ ョ— ク収引 所の 賣買 開始 じ 
よら 今後のを 糸 相 摸は 需要 地に 
がける 特種の 經濟 事情 等を 巧に 
がへ 一層 波 欄を 剌戟 する であら 
うど 見る 拘 がを も。 


が 支那 人 錶績の 

工場に 不安 

靑島 取引所は 良が 

U ま 通 巧が お條 約は 滿期 廢棄 
の 通吿を 受け 支那 側は 觀時辨 法 
の 適用 じよつ て 今後 

條約 改訂 巧 渉に 入る こ 

ごを 聲 明して ホた が、 この 結を 
對モ經 濟關係 じ 如何なる 影蠻を 
あぼす わを 方面から 頗る 注目せ 
られて 居る が、 截支關 巧 上最重 
要 U 地を を 占めて 居る 結績 業者 
は 直接を の 影響を 蒙む る こ' <」 が 
タ大 なので、 よ をの 善後 
をを 講究して 居る。 今の どころ 
線棠關 係には 直接ごぅ いム 影響 
は 現 はれて 居。 いが、 ま 那商侧 
山 今を 條約 改訂を 渉を 有利 じ 導 
かんた め* 排 H 貨 運動の 勃發を 
恐れ、 しばらく をの おおわ 見る 
ベく 

必需關係 35^^の買物を 

手控 へて 居る。 もつ ども 昨今 ま 
邪 ぉ 媛の 綿糸 布 取引は 濟南 事が 
勃發後 排日 貨 運動を 見越して す 
タ數の あ 惑 買 付けを 試み、 
現が なほ 相當手 持が ぁるのに 加 
へ义棉 安に 伴 ふ市懼 軟調から、 
先を 氣 構へ も 手 傅つ て 買を へ 居 
るので ぁつて' 、特に 日专 通商 條 
約廢 棄を氣 遣つ ての 取引 中絕で 
なない らしい、 現じ 上海 向け 綿 
糸 布 取引は 頗る 閑散で ぁるが、 
一ち 靑島ホ 面け 南 化 軍の 衝突 後 
輸ん の激戲 した 反動 ど 極 巧の 現 
物拂 ほを 吿げて 居た 關 巧から、 
なかなか 優に 買氣を 寄せ 

內地 相場ょ ゎ 二十 番手 

で 二十 圓モも 削 直で 輸出 商談が 
出 ホて 居る せ 様で ぁる。. 2 上の 
通 b 今のところ 麻 接 綿糸 布が 化 
引には 殆んど 惡影攀 を 巧た して 
居たら しい。 たぐ 問題は 條約廢 
康後 臨が 辨 法の 適用 f なれぶ、 
トーが、 澳ロ をの 化 じエ媳 をが す 
4 巧 人 經營の 巧 ザが 蹟エ 摸のを 
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SHOWA 
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ロ 五十 巧 八が 


和昭 


侶の 蒲烧 わい しい 觸爲 

會應御 巧 巧 

晝 食は ホ廣へ 

巧 喀簡化 まが 大勉强 


割烹 並に 觀旅舘 

t 貸 佐 巧 

兄弟 

化 巧ボ面 八十 八 了 目 H ニニ 
巧 おスブ イブ 1 と 八 ニニ 


ず 着 堯 
ホ じ 御 料理 



日本 食料品 類 及び 雜貨類 卸ル賣 
ホ 之 ま 大賣棚 桑 山廊會 
新刊書 籍雜誌 小間物 日 巧 おを 種 


を タ化時 迄僖萊 

. メ ，グ アド ンス 〔年-巧〕 

日本 雜貨お 東京 巧會 

蕃籍 類雜誘 貸グ ー ム自 かの 便を > 

ト タンク 巧ち まず 


美 かじして 巧 巧 

菅南樓 

午前 十 時よ b 
午前 六 時 主で 


皆樣 の御嗜 巧に 適 ふ 
揉な 美 ホの 御 巧 巧を 

SI 廣趁樓 

をし まずから 續 々賴 
ホ ホを 願 ひます 


井上 金魚 巧 

9兰 Sinth Ave .，す* ジ rk 田な. 

さ 1 量 ニ 7 ち 


高等 鑛旅舘 

昭 和 

會席御 料理 


ど 本人は 稱 してち る) ご 化み 
場 巧を 指定して 居る ので 巧 巧 
の 討 諭 もどぅ やら わ 流れ ごな 
るら しいが 

を じ 皮肉な のは ストラツ トン 化 
帥 一派が 夏期 諸 巧 旁々、 一儲け 
のために 買收 した グリン ゥジ ド 
柳の ホ テ 八は、 賞は 例の スピ ー 
ク •ィ ージー 常習の ホ テ 作で ス 

ラントン 姉が 留泊中 じら 賴ら 
T 盛ん じ 酒を 飮 まして 居る こど 
が 判然、 を 郁は カンく じ 怒ら 
早速 禁酒を 擲巧官 の 注 おを 促 
がし 『これ も スミスが 州の 禁酒 
脚 わ 法を 撤廢 した 爲 めだ』 ど 巧 
化で 居る 


無實の 罪に 泣いた 

慰謝料 U 1 巧 

入獄 生活 十八 年 

過去 十八 年、 無 賞の 罪を 着て 
獄をホ 巧を をつ た 巧が 最 あじま 
事 賞 S 眞 相が おがし、 慰謝料 
ニ 巧 弗で ザ お 巧； 出獄した どい 
ふ 奇聞が ある。 

この 哀れ；： 巧は ォプ 力ー •'ス 

ンタ if ゆび 千 化 百 化 年、。 

ン ドンで マイ オン ■•主- グ クラ 

キ ストと がぶ 締乂を 殺害 一 * た 
廉で 十八 年に 置 b 獄を 生活の 
憂目を 見た ので わるが 
の釋 じいた もこれ がを が無實 
の 罪で あつじ こどが 割 明 しれの 
で 政府 タ してら 拾て i は 置け 中 
結 時 二 一方 兜の 慰謝 科を 支出し 
スレタ ー もこれ を 承諾した 上沙 
婆の 空氣 じ觸れ たので あるが 
政府は 本 入を 特釋 しなっ 一二 巧 
弗を 巧 照した を义馨 にがて 准 
の 一言た b ホ 無智の 罪を 强い 
られた 本人 じ 『遺 械』 の 意を を 
しな かつた どい ふので 法曹 巧 
でも 間 題 じな つて 居る。 

而 かし 御 本人は 案外 ホ氣 ならの 
で 『これからは 余生を 靜 かじ 送 
つて 獄中で 發奶 した 成ら 機械を 
完成せ しめる 積ら です』 VJ 語つ 

て 居る とか ミ ロンドンから 

の 電報で ある。 


提督の 資格で. 

み 巧 長 渡 ホ 

をを の 歓迎を 受ける 
太 西洋を 横戲 する 歲 船が お國 
への 第】 ホを 踏む 地は サウ ダン 
.フ トンで あるが 同 ホの 婦人 市長 
でを るフオ スタ 1 •ウ エ批 チホ 
入は み攘 である パ トン 夫人を 岡 
俘の 上 水曜 a のンダ キア ナン 號 
で アメリカ をを まじ 訪間 する 
じな つた。 従 ホの 慣習 じ 化れば 
チウ デンプ トンの ボ 長は 「渚の 
海軍 大將』 £ いふ 資格が あたへ 
られて 居る ので 同 目の 出 發じも 
提督 どしての 潰 軍 儀禮を 受ける 
こごは 勿論、 触 も 提督 巧を 巧げ 
て 航海ず るので あるから ニュ ー 
ヨーク 港で も 恐らく 提督 どして 
の禮 遇を 受け 鬧時じ ウオグ 々） 
ホ 長のを 式 歓迎を 受ける 尝 であ 


覺會』 を 催す こどに 决 をし。 を 
援 ごして、 鐵道 省滿强 はじめを 
な設鐵道がをカを注ぐ こ ご ー な 

をれ どれ H 本滿洲 朝鮮の あ 貴 
映 帯を はじめ 一 股の 窝眞 、風俗 
物を の 一部を 紹 かする は 中で ぁ 
るが、 殊に 今秋を 都で 擧 げられ 
る 御 盛儀は 模型を も クて一 お 外 
人 じ捉覺 せしめる ほか、 本 画か 
ら 日本への 旅 巧 n — ス等 をら わ 
於ら 易く 展寶サ しめる 計 轟 だと 

新婚の 藤 原 券 

『香 等の テナ ー』 ミして が 育 人 
じ も わ 馴染の 滕 原義 江 君は 引續 
き'、 ラノじ 化つ て 聲樂硏 巧の 途 
じ 精進して 居を か、 風の 巧り じ 
聽 くご 豫て 婚約 中で わつ わサ上 
川 か 子さん が遙 々日本から 尊' ね 
て ホて 觀じ芽 出 巧い をの 巢を作 
て 居る らしい。 日本一の 雖魔家 
ど驅 はれた 藤 お 若の 戀 女房は 誰 
れ でぁらぅ S ホを のせ 石で をつ 
わ實 業界の 邑頭故 中 上 W 宏か郞 
さんの 愛鐵 、學習 院女學 部を 卒 
業した 才媛で ぁるが、 敦洲の 旅 
を 終つ たら 新郎新婦は 巧 攀スて 
が 育を 盛 逝して 歸朝 する 郭霸で 
ある ご 云 ふ。 

婦人 巡査を 增加 

昨今の 選擧氣 をが 手 傅って 居 
のか 禁酒 勵わ官 の 檢擧は 非常 じ 
じ 激烈 どな ^ ブロ. 1 ドウ 玉— じ 
散 巧ず る ナイト •クラ プが數 十 
が も捻擧 され、 ジグ フェ^ドの 
花形 女優へ ンン •モ] ボンの 經 
營 する クラブ もこの 憂目'— をつ 
たんで、 ヘレンは 遂に クラブ W 
の觸 係を 絕 つたが、 ニュ！ ョ 1 
ク巿藝 察で も 市長 ゥォグ 力] 氏 
の 注盧じ 基き 更らじ ホ 人の 婦人 
巡查を 任命して 賣笑婦 の 取締を 
一 曆嚴重 じする こど 巧 
謂 暗黒 方面は 哉擺を ホして 居る 
とか。 

東西 庭球 戰 開始 

イ， _ スト 對 ウェスト おお 庭球 
試合は 巧る を曜 おひ ±曜 の お 日 

一旦ら ウ五 スト サイド 庭球 惧樂 
部 n 1 ト じがて 懼 さる i 事 ごな 
つたが 東が 側は ウキ リァ ムスを 
ま將 どして パン タ 1、 キング 
ヮジ シュバ— ン 、ダ アン ライ 

鳥 羽 其 化 八 名。 西部 側は n ット 
ヘン ネッン 1、 ドー グ其化 じて 
試合は 單複兩 試が の 外 主 曜日 じ 
はゥ キグス 壌の 模範試合が ぁる 
きで ぁる。 入場 巧は ニ 弗、 當日 
グラウンドで 賣 揃いて 居る。 


る ご _ 


今 巧 御大 典を 巧し 

日本 紹か 展覽會 

今秋の 御大" 與を 記念 ごして ホ 

る 十 丹 ユユ ー. ゴ ー ク巧 において 
ジヤ パン* ツ—ブ スト •ピ ユ！ 

ロー がま 催 W な b 『日本 紹か展 


日本 理髮 舘淸 

西 四十 一二 了 目な を 地 一二 旨 ホ 室 号 

ァ (巧みを さ 四十 HT 目 & 
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五ケ 年間 中 村 巧 ご 共に 就業。 
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永年 日本人 わ 馴染の 
舞踊 虜 、ま 人 等 ごを 
で 御 會談の 上 踊つ て 
す さい。 五十人の 美 

■ — •い タブん • 々！ 少 

スは 日本人 じは 特に 
親切に 敎 巧いた しが 
を 月曜 巧と 日曜 午後 
は 十み 网で 一巧。 

刪 人 敎授は 1 コ] ス 
五 巧で フ オック スト 
日ット 、ゥォ 瓜ッ其 
化 最新 藉 蛹を 叮峰じ 
敎巧 します。 

-alight by a e ち ert 
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でき ニ呈 ini • 


純日本を (時則閒ぁ6) 
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商 賣往巧 【十 ホ 】 

岸 商 會の巧 聞 業 

數年 前まで 岸巧會 を經營 して 
絕 シャツ 輸入 販賣じ 従事し つ； 
を クた岸 爲み郞 巧は 爾後 巧 川岸 
商會 あび 岸靑 柳商會 を經營 して 
貴 金屬類 時計 類め 方面に 巧 動し 
たが 右は 靑柳嘉 次 巧の 經營 じ委 
し 今回 西 四十 一二 了 目 巧 一二 十二を 
地 じ 事務所を 設け 專らい •グク 
シャツ 及び 巧 洋寶お 類の 輸入が 
賣を する こご i なつた が 『岸の 
シャツ』 は 旣じ斯 巧 じを 評が ぁ 
る。 巧 電話は ブラィアントと 五 
0 六番。 

正誤 前 號巧報 丸 山 洋服 商店 

電話番号は ブライアントと 0 

と 九の 誤 b じつき 訂正す。 
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マ 社を ダン X A 
マ 表情 体操 <4 
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八 0 ぶ 九 1 八 八と 一二 

新 K 特長 

が 育ボ巧 四十 四 T 目 
ニニ 1 i 八 香 ニ 庭') 
ま 配 人 竹 中 ま 雄 


ち 巧 

一 47 岩 1 古 こ ve - すま ー三-ー- 
Tel . 置 ミ 三さ芸 
まな まこ. K . S を- 


眞 面目なる ホ彌 同胞 じ 確ち 
なる 磯 業を 厲旋す 

宮川 事務所 

紐 育 甫西蹈 寸ニ了 目 良 什 一番 
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巧 おお 域中必 、お 領事な、 H 本 
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御 下宿 喜樂 

元 黒 崎 旅館を 良直藏 
184 ミ gh St ,. す呂さ n , N . Y . 
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ヴ一 ち 一一 呈 e す 巧 nt ち ゴ 


罔 圍閑淸 、空氣 新鮮 
邦人 俱樂部 自お亭 

58 Sands 資. Broo 己 yn . N . 一. 
Tel-Triangle 7475 


A 淸 お、 親 巧、 お 築り 兰德マ 

勢州舘 

伊勢 事を 久晒榮 が 
.2 資 因. 58 を資 set 
Tel . すち nt W 苗 9 
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江川 作) 
呂 0 Eas ニ 5 ih Street , 
T 8 i . S を yyesan ニ 苗 1 


力 旅館 改め 

を國 旅館— 

, 1 を 至. 苗 th S こ ミジ rk . 
• Tel - Susquehanna 86 ち 


紐 育 旅舘學 奥— 

莱醒十 了 目ニ码 二番 
Tel . Ca 星 cnia 夏 4 


ボストン お 

.富 ± 旅 舘大浦 末 松 

145 Wor 备 sUr Si •ぎ 包ミ Mass . 
TdB . B . 舍 75 


住み ふ 地ょ き淸 潔なる 室 

御 下宿 松林が か 


1 苦 Lexingt 呈ご e . 
ジこ shland を兹 


費府 御旅 儀 

桑山淸 五郎 

さ 8 ジ量 3 th St . さ 一 星 e 音 ia す. 
Tel . Wa 量 7231 
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設巧 改善、 瞄 巧の 
料理人、 調理は 日. 
本人 おき 

II 桃李 園 

御 ホ ホを 待つ て 

夏ら まず 


W y 
^ がむ 

L 巧 

g ^ r . 

.瓜 1 
J R ん 

g がが 


■ 1 
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邮哪 


£1 ホ興樓 

蹄 揃 ひの 巧 巧 人數名 
が 日本人 諸君の 嗜好 
じ 適する 巧 巧を 差 上 
ます。 朝 I ニ 時を 開店 
(な サお T 目チブ 
停車 填の 下) 


C な y Hall 了 ea Garden 

170 Nawau St, Ci 巧 

Ne ； )ci: to 祐 e Tr み une BM 居 
Loo し な Ma 凸 6g«r 

し ollege I 打 n 

3 巧 Q B 巧 adway 
BeU 23rd & 巧 她リ S. 
Te し 社 arnin が お 74 巧 

が不や 聞の 出 ホ 

上變べ 會御數 お龜 

御ゎく 廉裙の 司麗装 
ま 引 おの 利 方理廳 g 
內立賴 御 じじ 人を 埋 
申 顏巧用 鶴は お鬧 
上を 卒 じへ 臺蓮閣 
校な 相應 巧が 

U Si ；| 

前 煎 /^ 春 ± 
踪 + ^ 良涛曜 

1 露 ’! 


民 S 

Am 

ごぉ 

G 常 

Z 2 

1 加 

A 船 困 

H 邮 
N 加 

S 化 


支那 巧埋 

新 杏花 

ネ横 料理人 歐廉が 
腕前を 揮つ て 日本人 
諸君の 嗜 巧に 適する 
巧 理を黃 上げます の 
で 第と 街の 百 二十 六 
了 目の チヤ プ スィ ご 

をへ ば 眞ぐ目 本人 諸 
君 じは がる 程好 評を 
蹲して 屠ます。 
巧卒繁 々御 ホ ホの 程 
希 上ます 0 

主、 日曜は 護 頭、 ン 
ゥ マィ、 を 溝が あ 
まず 0 



靈讓 2馨上 白米 

日本 米 離 食料 轟 iiiSA 觀 

巧 田 醬沾株 ホ會社 東部 一手 賣 測な 

a 本 食料 贏蘭會 


Ilf 

aamt 


説， か 側 
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1 邮 
9 もが 
5 « n 

に^ 卿 

4 W お 
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紐 育 唯一の 日本 育貨店 

.片桐 兄弟 蘭會 

スマ ドン •ブリダ ク ブーず 販資元 


水泳の 覇權は 米に 

國隙 競技 大會 終ろ 

け乂お 競み でな がは". 等に. ト^ 八 
巧 リレ^ — でり 木は 第； をを 占む 

チ ー ム得 おでは 獨 逸ろ 第ー 


ホを ホア ムス テグ ダムで 巧 巧 
されつ I あつじ 第 化 闽齒隙 ォリ 
ンピッ ク大會 す 一 H の 

たみ 競技を を 巧 b じあ 

昂を吿 げ绍日 十二 日 じぶ ゥキグ 
、 V .、 ナみ王 も臨辉 あり、 楠大 
ょを 巧を まを 祟 巧し を あるを 國 
、《あを は いづれ もがを の メタル 

で授 巧され た。 お 上、 陸上 親 技 
を述 じて H 本 一等賞を もめた 

; のは 織 阳幹雄 ホスジャンプ 

一と 一 r なメ ー、 ^ 脾 みの 鶴 沮義巧 
I 君の みで あつたが、 過 ま 十 年 じ 
h 旦&巧 力 j 聋し からず、 最高の 優 
! 除 者を 海陸に 一ん おおした こご 
I はが めても の必 慰めで あつて、 

I を、 ち駕視 ，ごれ た A をが な赎か 

この 光 榮に武 速 拙？ 
破れた こごは 返す-'-^ も殘 をで 
はわる. か、 當 化の 夕刊 ポスト 紙 
が 社 說^も 論じて 居。- 如く 人 見 
親 枝 娘め 出現は、 あじ 國際的 S 
驚異で あ b 、 進 ホした H 本 婦人 
の 面目を 资 巧し 化 界 人を 驚かし 
めた こごは 無が の乂收 獲で あら 
なけれ ぶなら ね。 水 か 競技 最終 
の 呼 物は な メート 作 王 ゥェス ミ 
ュ ー ラ ー ど 巧が 窩石勝 巧 君の 競 
み ご、 八が メ ー トグ •リ レ！ じ 
がる H 乂 競み 鹽の 勤抗で ホっ た 
が、 巧 メート 八 競 かじ 於て ゥ 里 
スミ ユラ— は スター トを 誤ち て 
振は や、 ニ ューョ ー ク お 身で ホ 


る 


年少 氣銳 G n デ ヤツ ク 

ご裔 石が 化賴を 切つ て 居た がを 


邊 からへ ビ ー を かけて 拔き遂 じ 
五十八 巧が みの 一二を W て ォリン 
ビック 競み じがる 彼の 舊記錢 を 
支持し、 ン ダリー の バラ ネ 1 
これ じみぎ て 高 石 君は 第 S 着 と 
なら ゴデ ヤッ クは四 等 どい ふ 成 
饋 でぁつ たが 八阿ィ ートグ •リ 
レ ー にがても 展 初の 期待に 反 か 
中、 アメリカ 側は ゥエズ ミュラ 
— を 始め n • モヤ ック 、クラップ 
ラ*— フア— の 

I 粒選りを 出して 化を 

一二 十六 秒 おみの 一とい ふ ォリン 
ビックの 巧 記錢を 巧して 經勝 L 
H 本は 二等に カナダ 二三 等で 終 
ら 、婦人な メ—ト 八 競泳で もア 
メリ 力の ア少 ビナ ■オシ オウキ 
ッチ 礫 •か 一を 十一 政の 新 記錄を 
出して 水泳 競技の 親權な 遂に ア 
メリカの手じ落^^'れ。 即ち水か 
躲 技の 成 綾 (チ！ ム 全体 ごして 
i 等 十、 二等ち ご 奪 四、 四 等 

ニ 一、 五 等 ニ、-! ハ潭 一点 心の 順序 
をな て 勘ぶ する 己 アメリカを 筆 
頭 じ、 濁 逸、 英國が これに 巧ぎ 
旧 等は 和 蘭ご瑞 典が 占め 

五 等な ぐ 目 本は 第 六を 

どなつ て 居る。 がる じ 水泳、 陸 
上競拔 ，馬術、 拳 励、 ヤッ チン 

グ 、レスリング、 ホッケ^ — 、擊 

劍 、お 他の •競 ほ 一切を をい (化 
し スケッ 、女す 陸 h 競技 等け を 
まない) チ！ ムを化 ごしての 總 
成繪 じめ ては 獨 をの 四十 五 ニを' 
み 一が 第一な ご 女.、 アメリカ 
の 一二 十 化が これ じみぎ オランダ 
の 一 二十 幽點 ザが 第 S なを もめて 


つた。 H 庭の 逸見は ゲーム 上手 
すを ぅまく あしらつ て ドラィ 
プ 戦を 催 ふしては ホット じがて 
巧を 殺し T の 弱点で ある バック 
を頻 b じ 突きて 苦しめを あじ 勝 
巧を 巧した。 優勝 戰は ホる H 曜 
a 午後 擧 巧され る 箸で あるが 先 
過 ± 臓ぶ び：！： 曜のニ H 問の 戰銭 
は 左の かくで ある。 

窮 二回 戰 

下臺 銀) 九— ち 六— 一松 本 

(墨 

を ニ 一回 戰 

恩 出 ( H 庭) 六丄 一、 ホー 0 須 
賀川 (お 船)、 S 內出 (日 庭) 六 
— 一 、 六—； ニ 高木 (讓 銀)、 お 
が ニー 憂 商) 六— 0、 六— 一継 
江 (日 庭)、 T (臺 が) 六— 巧 
六 i 四 園が ( H 庭) 

が 四调戰 

恩 出 (り 庭) 六— 互、 六— 云 森 
(台 銀)、 粟が ニニ 塞 巧 ご：：— 一 
ホ ー 四 S 內田 ( H 庭)、 奥 野 (一二 
菱 巧) 六— 一、 六— 111 M 内 旧 
(日 庭)、 逸見 ( H 庭) 六 丄一、 
ホ！ ニ 下 (を 綻) 


然 ウエス… ユラ ー はな ィ- 1 トこ '居る。 


恩 旧‘ 粟が、 奥 野、 を 逸見が 

村 ホ 盃准 優勝 戰 へ. 

孰れ-^ スト レ！ ト •セツ ト じて 敵を 

敗り U 准傻勝 驟は來 るよ 曜日 じ擧巧 


阿 十四 人のを 加 者を なつて 去 
る 四 H 隅藉 した B 庭ま储 、本社 
巧按 のがが 盃第四 间が育 H 本ん 
庭が 乂會 ，レ 曾戰四 H 目の ぶる n 
曜 n 夕刻 じは 第 凹 巧 巧を 終 b て 
恩 旧 選手 V 始め、 楽が、 お 巧を 
びな 見が 

准 優勝 戰 じ 這 入ら. 3 上 

の顺 序にて ホる ±歷9 午後 ニ賠 
_ ょらフ ァィナ リストの 資格を ず 
I ふ 事 ど つな。 恩 山は 第一 ニ间賊 
じ 商船の おな 川を 破 b て 蕃銀の 
森 ど 第 四 网戰を おふし おは カ圃 
大じ 巧め たる も 恩 田には 齒が立 
たやして 討 化した。 一二を の 奥 巧 
お 日 庭の M 巧 田の 第 四阁戰 はが 
.野 巧り じ チ 3 ッ .ブ 或は ッ ラブ プ 
シ 3 ット をな つて 第一 セットは 
苦 も。 く收 めた が 巧 ニ セ ブトに 
がいて M 巧 旧は 應戦 巧め て 優勢 
を 示し 一二 —— 0 グ ー ムで リ^ — ドし 
て 居た が 奥 巧は 之を 

盛り返 > して 述結六 ダ！ 


ム をを つて 勝も臺 銀の 下數 H 庭 
の 松 本 0 お 二回 戰は 第-セット 
じ 下が 化 本を 弄び 過ぎて ダー ム 
は 長引き 松 本に リ ー ドされ て 一 
ポィント じて セットを 失 ふ處ま 
で 進みた る も 下は をく 之れ を 巧 
け應 へて お 一二 巧戰じ 進み、 H 庭 
の 園 部 ど對抗 した。 園 部は 囊じ 
一二 井の ち魄 をが つて 居る の 下 
との 會戰 はを 程の 激戰 をを 想 さ 
れ たが 下の ために マン マ ごやら 
れて 了った。 一二 菱の染 が 對 H 庭 
の 溢 江の 簾 一二 回概も 期待 じ 背い 
て 継 江は をト i し 振は ずして 敗 化 
し、 り 庭の S 巧 出は 第一 ニ 巧戰じ 
台 銀の 高木を お ふに 姻 して 

渡り合 ひ 宜く當 b を 見 
せて 敵を 屠らて 粟村 ど 第 四回戰 
を摧 ふした が S 內 田は 前 H の 面 
影な く 彼れ の得盧 ごする フ オア 
戶ン ドは ぞく モットに 掛 b 成は 
ベ— スラ キンを 出る ど 云 ふ 過失 
絲 おの 結 お 粟が じ 乗せられて 了 


泮上 S 媒 船から 

郵便物 空輸 

最初の 試み 成功 

が 上から あじ 入港 せんどす る 
氣船巧 至旣じ 他國へ 向つ て 出港 
した 煮 船に が 巧 機で 郵便物を 巧 
すし 或 ひは 受取る こごに 就て は 
特に 太 西 巧 線では を 親船 會 社を 
通じて 禪 々ごち 究し 
現じ 太 巧を 橫斷舜 わを チャン 
パ； レン 氏ら 一度は これを 試 
しに こ W も あつたが、 フレン 
チ 線では 旣 じち 船 ィ八 •.'で •フ 
ラン 7 じ 郵便 飛 巧の 設備を を 
了した ので 

同船が 十四 H じ 入 巧 するどい ふ 
前日、 四人乘 もの 單葉 機は 四 巧 
五十 哩 のが 上 じ 航走 中で ある 间 
船を迎 へ 八巧六日附のパ リー郵 
便 物を 難 載、 S 時間 余 じして 沖 
をの 檢を所 じ 着氷し をで 衛生 扇 
截便 局、 移民な、 稅觸局 化理の 
歡迎を 受け 

搭載した 郵巧 物は 直 もじ 本 お 
じ 送られて 十 S H の 夕刻 巧 ま 
十四日の 午前 じは 早く も 配達 
をを け、 郵巧 物を 引渡しね 岡 
船は 十四日の ザ 前 十一 時 頃 十 
五 T 目の 横 橋 じ 入ら、 なじ 飛 
巧截 便じ 新ら しい 時化を 劃し 
たと 賞 讚され て 居る。 

會社側 ごして は 牌 ホ この 四人乘 
飛 巧 機 じは 一二 人の 乘 客を 塔 載 
せし むる 計 畫で乘 を £鄰 使 速達 
を 兼ねる ことじ 4：* つて おる が 
フランスでは この種の 郵便物 じ 
四十 仙を 特 課すべく アメブ 力 
脚は 一 弗 ご 制定して 居る。 


牧師の ボブ^から 

•酒が 現れる 

あ 肉な 事 實發見 

當地 浸禮敎 會の收 帥で 曇に 聖 
擅から スミス 知事を のて 道徳. の 
を 敵 ご 罵り スミス 氏 ょら 间を會 
巧で 討論を 挑戰 された ストラン 
•ン牧 帥は 

をの 後に ま b 敎禽內 でを 淡 渡 
說は 禁物で ある (尤も 自己の 
政を に對 する 批評は 神が 輿へ 
たを 役 まじ 窗 する 特權 である 
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食 を说 【圆 水】 


日 五十 巧乂年 H 和昭 


四 


東京 商 會特吿 


トツ々 ピン 五 弗 
大 學目藥 I ニ 0 仙 
太 田 胃散 五 0 仙 

東京 諸 新聞 最巧號 


紐 育 東京 商會 
140 W . 雲 F N. y. C. 

Te ニ rafaig ちを 空 


運送 


距離の 遠 巧を 問は ず 運送業】 
巧进速 T 寧 じ おあます 。殊に 御 
旅 巧、 狗歸 朝の 際は 荷 造ら シッ 
ピン グを部 御則受 します 日本人 
諸君には 特に 親切 じ 致します 
遠 藤 ホで 商 會へ御 電話 ぁ 
れば直 もじ 御 伺 致します 
= ミ ry タ 否 nlierg でち ess & だ n 0〇. 

苗 2 で 己 H 呈 st 弓 S 产ぞこ ve . A & 巧 

ぎ 《皇置 7 薑 


懸賞 募集 

味の素を 用 ゐた泮 を 御巧理 
のが b 方を 募集し まず 

一、 成るべく 日常の 御 食膳 じ 
ふさは しい 材 巧を えらび 
•しかも 實瞭御 研 巧 じょる 

レ シピ i 0 

ニ、. 味の素み 新規 應 用に 就い 
て 廣くホ 人の 趣向 じ も 適 
したる レ シビ I 


A 撰者 

么 賞金 
一等 
二等 
一二 等 
四 等 


ホ 之 素 本 舖巧理 研究所 
紐 育 出張員 


を 五十 弗 
金 二十 五 弗 
金 十 巧 

がの 素 瓶 入 
一個 宛 


一人 
二人 
五 人 

殘を部 


A 規定 
締切 
發表 


齒科醫 パ^/ハ y アン 

Dr * E な vmrd 左 》 ma 呂 
皆 香 ミぎ 式 ist 

巧是 VM 81 stSt •ヴ L 呈一悬 S 度 品 




タンク 


1 ト で ン 

テ イタ I を 


イン ノ — ベ-— シ ヨン トランク 者 

物 セ 弗 五十 仙よ を 十二 霜 五十 御 
普で 或呈 5 it 




タンク 


約 五な 潤の 
ウオド n ブ 


及び ス チ！. マ！ トランク 六 題 五 

十她 、化 弗 五十 仙、 十二 巧 五十 
御、々 し 許 b 使用した 趣 類 一. 弗 
一二 弗 及び お 弗 
養- 寞 h Ave ., C ミ. さ ih SUJ . 


昭か H 年 十月 一日 
同 十一 巧 一日 
本紙を 0 て發 表し 间 時に 賞 
金を 贈呈し ます。. 

原稿 英文が 文 共 猶隨意 
一人 じがき 料理法の 數じ制 
限を 設けません。 

宛名 桑 山商會 

化の 素 懸賞 係へ 

住所、 挫を 御明 記の 蓬、 お 
稿は】 切 御返戾 しません。 

^ をを が 育 新報 
A 後 お n ホ 時報 

ホの 素 特賣店 

，桑 山商會 

114 夏 ST 芸を ST : N . Y . 0. 
呈ミ8‘ Reg 蔓 2133,0557 


家 


四十の' 八 1 ムを 有し 

ス チ— ム と- — ト 、電 

燈の 用意 ある 立派なる ァ パ！ ト 
メント 毛. 急廉憤 じて 貸 度 1リ！ 
ス十 年、 麓 所は 巧 0 三 了 目で マ 
ンーツ タン 街 VI セント ラ术 ハ！ 
クウで ストの 間にて 新地で 線の 
停 革 場， 化び 五^ じあく 非常 じ 便 
利なら 委細は ち 記へ 問を せ あ b 
たし 岳 和) 

岩さ. ihst ., 呈ー ^ 


. タナメ ー 力 ー の特を 

日本人の お買顿 じは 特別 掛 員を 置き 無 
.巧で 御 案み 致 升 電話 又は わ 手紙 次第 御 
訪問して 御 便宜を 計ら 初めての わ 方に 
圏して は 特に 注意 致しまず から 是非 お 
立を も 願 ひ 升、 巿內 配達は 勿論 U ネ其 
他を 地 宛の お 荷物 發 送は 當 ホで 致し 升 

ジ 3 ン ブナ メ ^ — カ ^ — 


▲を货 巧を 等 誤 浦が をのを 富货 巧ん るは 乘描貫 
めを な 親切 T がさ 其に 當 化の 語 S する をで 寸 
▲ 當 社大平 洋お路 =1 等設滿 はを 部 革が め 吸ち も 
施しを L わ、 ホに 沙ホ なのかを は 巧謂ツ 14 

ス >サ ー ド 义はス ナエ デ V トグブ ツスな 上の 

但 植み備 へて ちりたず 

@ 桑 港 出帆 ホノグ グ經由 【正午 お 帆】 


西 比 利亞乂 
大洋 义 
天洋义 

コレア 化 

を 洋化 


八 巧 か 丸 日 U 
化 月 十二 日^ 
化月サ 六日 挪 
十 巧 十日 U 
十月 甘 四日 TO 


® シアトル お 帆 【午前 十 時 出か】 ^ 

靜岡か 九 丹と 日 "；^ 
漠漠. 九 九を 一日げ 
加賀乂 十月 二十日 脚 

® 偷教 g 日本 巧 おか ^ 
化 画み 八ち ホ 四 a 
棲 あみ 化 巧 八日. 
A が 育 ほ 化 巴 奈あ經 由 日本 お 貨物船— 巧 ニ 面 
A 錢道 切を— を 其 化 萬# 御徒を にお 巧 か申幷 
A 太巧洋 大あ胳 をれ 乘が 切巧简 おを じあ 計まォ 


晚杳坡 お ニ 遇 一巧 出帆 

▲で ムブレ マが を 太 ( llr 爱 0 喉) 

化ち ホ 日 

A ゴム プレスを 巧亞 (ニク 塞 0 巧) 

九月 かと 日 

▲エム プレス 亞細盛 (ニクき 0 順) 

十月 十一 日 

▲ ェ ム プレス かを 太 (二 六 •夏 0 竭) 

十一 巧 一日 
一等、 二等、 一二 等 及び 下等 客 設備 
最大、 善美、 最 快走の 東洋が 行 船 


日本 郵船 會社 (並 ニを 鐵道會 お) 

化 理巧巧 欄 兄弟 顯會 

乘 車、 乗船 巧特 おじ 小 衙晚蓮 送 御 巧 利 じお费 中し ます 


精々 勉强巧 仕 御 引ぶ 願 上 候 

陶磁器 雜 貨卸賣 

春 旧廊會 


日本 陶破黑 雑貨 類卸賣 

ホ元ブ タザ ー ス 


日本 陶織 器雜貨 

ラ 厶> プ卸賣 

奈良寶 易商會 


日本 吳服 反物 キ モノ 
テ 1 ブルク ロー ス類 

諸雜貨 卸商 

I 献 日本 ドラ - f ッ蘭會 

将別廉 晴で大 勉お巧 流行は 當 巧の 特長 


る 本を 宣 巧 圓 
拂达濟 資本を 六 モ萬圓 
巧 なを 六 千 意 百萬圓 

能 喊ご一 ホ 銀 巧# 支 巧 

本店 東を ボ 日本 お區 本を 皆 町 五番 化一號 
ず 巧 ルが 日本 谣を內 (堇 )1 
名 古 庵 お 珊大阪 西芙孩 が 戶 
廣爲下 顆門司 若松 お 岡 長が 
上が か 软を買 刺 水 


- .徐 出入ち 巧’ を 信を を’ ホ 送を’ 旅行 信用が 
商業 信用が 其 他 一 股が 巧 お 

乂提 S 薬 銀 巧 f ま 巧 

鄕里 送を " 日本を 化 無キお 巧； 迅速 取扱 
本店 預を (を 期 通知 ノニ 稀) 御 便利 取 巧 
本 ま 巧 ま 京 (本な)、 大吸 > 舟戶 、京都 
所 化 地名を 屋 、小褚 、上が、 衔巧 


►叙 里 送金 及び ホを を (が 手な 巧 r ホ函 
.巧を 賣 買、 荷な 替化組 取 立' 信用が » 
巧 等 一 殺 銀行 まがお 巧 巧 じ 取 巧 巧 化 « 

31 賊臺灣 銀行— 出張所 

本な 襄潰臺 化 

ち 巧 東を、 巧 巧、 大 お、 ホ 戸、 上 お、 巧 
ロ、 歯 州、 厦 £、 池 頭、 を 巧、 巧 束、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 タマ ラン、 バタ ビヤ、 を 買 

— 々グ 々ッタ ，がを、 お 外 臺潰十 巧ヶ所 

一' 資本を 童億圓 (を 額拂 & 巧】 

一、 積 立を 九 千 九な 五十 萬 卸 

內地 本ち 巧 =： 橫濱 (本店) 巧 京大 お 
神戶を 時下 巧 名古屋 

橫鑽ぶ 金銀な— 支店 

ホ 廣をま 化 U を 港 羅麻沙 巧 巧を 
巧 他世界 ぞ國 重要 都ボ 二ち 店 及 コ グン 
ス 有么较 


r ち g I 龍？ 項 巧？ t 島 十九を 

鑛 化ぶ 銀 巧 

お (ぶ 京、 横濱 、をを 屋 、京都、 神 戸 
&り 尾 入道、 溝 島、 吳 、柳 井、 下ソ關 
胡ち ぶ 門 司、 小 倉、 巧 松、 博 多、 久留ホ 等 

本 園 預金、 鄕里 送を 等は 極め 
て 叙を 利な 化 じ 御 取扱 可 中 お ー 


本 巧 朝鮮を 城 . 

ま 巧 出張所 ほ H 本內 化め 樞要都 ホ， 巧 お 
滿洲 、支 邪のを 地 及び 浦 裙斯徳 

朝鮮 鑛巧紐 育 出張所 

み 國爲を 一般 お 巧を 務 梢々 御 促剌じ 取扱 可 
中 上 お 


藤本 證券 會お 

一般を 憤觀 をノ幫 貫、 引 巧、 募を 
A を觀、 並ニ么 ニ蝴ス こ切ノ 業な 

S 城 藤本 ミミ—？ 銀行 

紐 育が 張 巧 


H 本陶 麗雜貨 

► - ドラ 1 グ ■ ^ ッ ぉ販賣 
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ラム プ 及び シルク A エ IF 

製造元 鈍 宴 手 塚商會 

击 . Y . HETSCKA no . 
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シアトル 忠帆 (午前 十 時) 
を ふなか 見 化 丹 五 H 
あ も ぞな化 丸 巧 十と 目 

るん でん お ( 坡雖 お飢 ) A 巧 サ六目 
ザ 一等 横濱 一丸を 乘 

化し ば W 寸 みるん でんみ U 1 五 五 巧 
▼ H 菩 日本が 五 五 巧ぎ 室 大な逛 ま 族 室 多な 
►御を 望 じな リ一尝 割が せを 切巧發 巧を 巧 お 

ロス アン お ルス 出帆 (午後 一二 時) 
らぷら た 化 八 巧 廿と日 
さんごす か 九月 化 四日 
►一等 橫濱ニ 一二 0 巧但 はわい 丸 まじら 丸一を 巧 
▼恃別 一二 等 日本 巧 五十 九 巧 ▼一二 等 日本 斤 五十 五 巧 
►み 藩羅 が朽衡 幸の な 寝 窒發賭 入御 铃旋せ 4 お 
▼紐 育 鞭-パナマ お 由 日本 支那 巧實物 姑ち 一四 


貴 ♦金製 ナィフ 鉛筆 類 
^ ♦金剛が む 金 胸 飾 類 
寶 ♦を 銀製 烟草 入を 穗 

巧 

商 ♦美麗な ピン 時計 鎖 


ウ井 リア 厶ス夕 ウンで 

満洲 問題を 中、 心に 

日 义露支 人が 入り 乱む ての 論戰 


本 月 ニ 円 から 銷 かれた が 八 回 
ウキ プア ムス タウンを を 學院で 
は ± 耳 ホの ユ デブ 夫人の 講 なが 
苗 綠叢中 紅 一み の 印を を おへた 
な 外 特に 知名の 政治家 操 触 者の 
出席がない ので 例年 じ 比し 聊寂 
をの 城が ある。 しかしを 大巧の 
お授 、學 者は か當じ 出席して 川 
卓 會議を 服は して 居る。 殊に 支 
那 問題の 昭 巧され る 巧 柄 クラ！ 
ク大學 敎授フ レ— クス リ 1 巧 
の 『太 半が 問題』 討 講は異 巧の 
注意を 惹 をし、 マツ ケンジ] 敎 
j 巧の 白人 恩 越遽お 打破 論の おき 
i も搂 頭して 識者 階級を 測热 した 
其 化' ィ アグ 卫ィ 氏、 ジヨ 1 ジ • 

I ブ 0 ンツン レィ 巧、 頭 本元 貞氏 
ー颊敏 巧、 法 孽津官 補 等が 滿洲じ 
I 關 ずる H 本の 立場を 說 明せ るに 
I 對し 支那 人大學 生の 悲鳴 的慷 
I おを おなでが あって 巧 かの 興み 
一を 咳つ てち る。 ブ レ— クス リ— 

I 巧 十； は 滿洲閒 題に 關し 『 H 本が 
j をし ネ I シ ヨン どして 巧 巧せ む 
i ごするならば 現 巧の 滿洲 じがけ 
一る 化を は 之れ を 維持せ ねばなら 
I ね』 ごて 滿鐵當 局の 發 言を 引用 
一し 且つ 現な H 本の 地を は 條約上 
:の權 巧に 基礎を ちす る もので ち 


那け其 義務を 巧 巧して 居；；^ い。 
故 じ 支那 どしての 立 煤は 單じ滿 
がは 支那の 一部 化 ごを ふ 主張 じ 
化 まる ど 颇 じた。 

A A A 
支那 側では 今週々 未 頃 じ 前 南 
を 政府かず 總 をが 朝樞 をして 國 
民 政府の 南 化 統一 有望、 日本の 
華 府條約 違 化を 間 題 ごして 日本 
はま S 省の 內政じ 干渉し 支那の 
宗主 權を 侵犯して 支那の ユ 'ュフ 
キクー シ 3 ンを 妨害す る もので 
ある 空絕 叫す る 計 謹で をる さぅ 
だが、 頭 本元 貞 氏は 旣に數 回に 
直らて ロ 本の 立場を お 巧し 居ら 

ク ブス チヤン サイエンス モニ 

タァ 紙は r 悠が たる 語調で 元を 
のかき 莊重 ホを 帶 びた 態废』 で 
タ 數の聽 ホに 咸 動を 輿へ、 同情 
を惹き 寄せた ご 評して 居る。 頭 
本を は 本年 二月 ホ 國を權 前國務 
長官 ヒユ？ ズ 巧が 沉ホ會 議じ於 
てな せる 最後の 演說を 引用して 
米國ご ニカラグヮ W の關 係は 日 
本 ごま 那 ごの 觸 係に 酷似して 居 
ると 說 き、 更ら じな 滿渊 支那 人 
のを 命 財產は 日本の 保護に 依 わ 
てを 固なる を 得つ え あ b 昨年の 
如き 實じ呂 萬を 超 遇さる ち那人 


は 載 乱を 避けて 入 おし、 大豆の 
耕作 じが 事して 居る とて 滿 がの 
育 情を 說 明して 巧 蒙 じ 努めた。 

.A A A 
頭 本 氏は 亦 『化 年 露 西 亞の對 
傑 東 侵略 政策の 巧 現は 日本を し 
て 自衛 的 巧 勤を 執る じ まらし め 
たので ある。 而も 當時 ま那は H 
本の 敵で ある 露西亞 どを 約を 婦 
結して 居た ごて 支那の 背信 的 巧 
爲を 曝露し リ 本の 滿洲玫 策は 自 
衛上 己い を 得ざる •しお づ 、支那 
が 脆弱で ある 間は 日本は 滿洲の 
信 巧を 放棄す る； は 出 ホない』 
ご 喝破し、 ケレン スキ ー 政府の 
陸軍 次官で ゐ つた ヤクメ トフ 氏 
は 目 本の 態度を み 巧し H 本は 支 
那 のみ 裂 じ 乗じて 其 領± を 占ち 
して 居る どて 千 义巧四 年 日本は 
朝鮮の 濁 立を ま 喝し千 九な 化 年 
じ も 之を 反覆しながら 千 化な 十 
年 じ 至らて 朝鮮を 併を しね ご 論 
じて 『日本の 不信』 を 諷した が 結 
局 孰れの 國 じせょ 支那を 侵略す 
るのは 誤謬で ある ど 云 ふ 論旨に 
一致の 意見を 述べね。 支那の 大 
學 をは H 本の 二十 一箇 條要あ 間 
題を 擔ぎ おし a 本は を 敷 支那 じ 
南滿錢 道の 營理權 をみ 巧すべし 
など i 論じて 識者の 嗤 笑を 招い 
た。 尙ほ 今週々 ホは 齋藤 纔媚事 
も お 席 講演す る尝 であるから 伍 
朝樞ご 好取組の デべ！ トが おせ 
られ る、 とでを らぅ 0 


發橋本 (日本 締 化) 义狠下 
潔を 义間榮 作 一 桑 山仙藏 
ホ 桐 義雄山 腿 光次が 瀬 化 
が 淸水宗 ホが 栗 お 善 造 
粟野 賴之祐 淀川 茂 重を 井 
が 太 郞河添 柯治旧 中 奥み 
がが 上 柳 一 佐 巧み 郎塚 
旧 數ず斑 玉ぶ 一 棟を 茂 一 
海 藤 窝藏靑 柳嘉次 遠藤淸 
四 郞田澤 鹿 造 江川が】 

堀 乂俊淸 化 巧 么祇が 林が 
か 木 旧 万 太郞竹 中垂雄 
宮川經 孫 藤 森を 道 骼川知 
■久滿 八を 一郞化 山あ吉 
餘興 部長 黛 治 お 

ィ 、演藝 まな 河 添が 治 
委員 香 巧 龍 雄 伊藤 謁雄 
脇 本 誠 一 香 面次郎 
ロ、 福引 ま 巧 直 木 ホみ 郞 ■ 
委員 道面豊 信-瀬 尾壽 一二 
靑柳嘉 巧が 本節 正が 上武 
ずを 井 德巧化 山 あ 吉靑 
木 周 一 

ダンス まな-氷を 長太郞 
委員 巧 中 健 吾が 藤 道郞上 
杉 雑 雄 高 橋 変 明を が順藏 
S 木定 吉柴阳 德巧郞 
運動 部長 おが 正太郎 
委員 淸水 善を をが 順藏木 
がー ニ 雄. 內田實 粟が 誠 踊 
本 福 一 菅お享 巧 崎憲次 
東義 雄を ホ 關巧菊 地 ホ 兵 
衛時旧 信み 郎小 池淳隆 
織 田 寬赤巧 龍 一 河が 吾藏 
巧が 部長 お 田 直ち 
委貝旧 中が 一二 江 ロ 德治藤 
島 题を郞 ホ 上 正朋龜 井ぶ 
義を腾 祿眞繼 俊 一 宮崎 
繁 一 吉 m 宗隆菊 地が を衛 
を 西 龍 雄 

情 巧 部長 冷 ホ旧淸 
委員 石 本音 唐 ルみ 渉云材 
岡を 巧 香 西み 郎巧田 柳 作 
安孫子 义嫩 


醫務 部長 ま 居悅粥 
委員 小 お 幹 一二 巌本谴 一 松 

本緣 - 

山 ロ 巧醫院 開設 

ドク ト ，山 ローニ 之 巧 氏は 昨年 
の 巧 巧 外科 彰療を 開業すべく 準 
備 中で ぁつたが 渡々 本 巧 初旬よ 
b 市內 ダイク マン セクションの 
シ ー マン 巧と 十番 じがて 開業し 
た。 診察 時間は 午前 十 時よ b 十 
ニ 時まで、 午後 六 時 よら 八 時 迄 
一 (日曜は 都て 前約) 電話は 0 レ ー 
イン 四 一一 ニニ 四を。 

旧 畑 書記 生 罹病 

前年 當地總 領事 舘じ 在な し 今 
み羅府 領事を じ轉 任の 爲め 過日 
橫濱お 化の 截 船に 便乘 せる 旧 畑 
信 順 氏は 乗船 後 S 日 目に 营腐炎 
じ 罹ら ホノ 八、 じ 到着す る や 否 
ゃ廣じ 下船 入院して 手術を 巧つ 
たが 經 過は 頗る 良好なる 由。 因 
じ 氏は 夫人 一二み 息 及び 下婢 同伴 
あ 巧の 途 じあつ たので ある ど。 

若 尾 巧 着 紐 期 

往年 紐 育 じな b て學 生々 活を 
送つ わ 若 尾 鴻太郞 氏は 甲 州 系が 
閥の ち 力 者 お 尾璋八 巧の 令息で. 
あるが、 去る ニ 一目 桑 港 着の きを 
化 じて 秘書 其 他 一巧 四 名 ど' 共 じ._ 
ずる 十と 日 着 紐 ホブグ プラザ じ 
投宿の 豫を なぶが あ 電神懷 問題 
じ關 して ダ ャ ラン テイ 信 巧會社 
及び ゥォ！ が 街の 有力を ど會見 
の 要務を 帶 びて 居る 由 じて 二十 
九日 お 帆の ベレン ダリア 巧 じて 
渡英のを 定。 

—が ん！ ！ が 人 

•一ノ瀬 义ホま 巧 S 十四 銀 巧 
副 頭取' 夫ん 同伴 ネ 月下 お 叉は 
九月 あ 旬 倫敦よ b 歸 朝の 途ホ窗 
がの 告 

•横 山 誠 氏 一二 塞 銀 巧が 育 支店 
員、 渝敦ま 庙へ轉 なの 爲め本 a 
出帆の モレ タニア 号 じて 渡英 

® 小 泉 永 太郞氏 同上'、 本店 外 
题 部へ 轉 巧の あめ 九 巧 中旬 出發 
西巧歸 朝み 當 

ク ◊ 

一日 本 巧 ゾ| ル I 

ク — ク 

締切 紐 育 本 商 午後 八 時 

日曜ぶ を H は 午後 五 時 

八月 十九 H 桑 港經も 

フ レジ •テント • 

ク アン ヒュ^ン ン号 

八 巧 二十 H を 港經由 

フ レジ テント •ク ラント 号 


巧 禍 スペシャル 


講談 俱樂部 

- 夏期 お刊號 
ホび じ 

各 婦人 雜誌 


げ桐 兄弟 商會 


五 年間 中絕の 舟遊會 再興 

日 會お會 部の 熟 也な 踏 窒を經 て 


; 3^^ が肯 日本人 會社會 部 
; ホ 昭の村 胞か遊 會け五 年間 中絕 
I せる を 巧 興 針 溝せ る もので 臨時 
I 到 事 曾の' 承認を 得 着々 準備を 進 
|妙せしめつ！ぁる：^5/ 酸間社會 
南 委員長を 始 ホを 委員：： 媒 巧の 
選ぶ 瓶 船み 檢 勘、 プ n グラム 
- の 編成 乃 ま 曾豐ご 豫算の 脚係誕 
節み じ 細し 熟 也に おを 踏盎 をが 
一 ひ 傭船 檢 脚、 お 約 あび お 所の 選 
i をに 對 しあ 脚 委員長 自ら 輝が じ 
I 立 もて 指 禪絳旋 の勞を 執な 日 1 
一， トン ポイント 踏 查は香 西、 鴨 か 
> ぶが なにを b ホ じ ± 遜 上流 じ 
ー托 て 4 ザが— 隅設 せる を 圃フッ 
ーク •マ ウン テ ご. ハー ク踏 をの 爲 
; め 風脚、 や 山、 を 西’ 水 谷，. の 氏 
'は 出る お 朝 ょり ナイ ヤッ ク 
I 方面 じ 赴き 地理を 取 誠べ たお 巧 
i 本年 は ホ ご 一回 も 化 遊せ 

- るぇ；； ♦きを フック マ ウン テ-を 

がを 上陸 化 どして ホ 遊會を 試む 
るじ內 をし、 傭船は 巧 員 ニ 千 巧 
- 人を 化タし 巧る ベが アイ ランド 
:號を 逆ぶ したが、' ベ グアイラ ン 
I ド々 は變 G 瓶 船 じ 比しが ぶの 
優を 制で 設觸 も完 をし 脱 中に が 
: ける が 銭、.， ンイ 、音樂 等を 樂 
いに 最も 適な してち 4 もで ゐる 

I フック マウンテンは ナイ ヤッ ク 

ょら もぶ 嗯 のか じ 位しむ ± 遜に 
面せる が 丈の 斷赌屛 風の か （吃_ 
j 立 屁 h ち 船を 鏡ぐ にがん る轨 
一^の パビ ，ォン、 舞踏 お 、 i 

ら たを 上れぶ 巧 巧谣化 じが 柿の 
運 劇 じ 適ず る 巧 測；：*-^ 地が ぁ b 

■が 寧 絕 佳、 巧氣淸 巧、 ビ 

I ク ニック じは 巧 想 的の 媒巧 であ 
る。 殊に 九 巧 二十 一二 H ( H 階； 即 


も H 會ホ 遊會擧 巧の 當 日は ホ 人 
倒 化 等の ホ 遊もタ かる まじく 隨 
て 混雜を 巧ぎ 統制を 謀る 上に も 
便宜 あらい ご 期待され て 居る。 
右 かおを 委員長な 下の 部署ら 决 
を 去る 丸 U 齡 をのて 草 信を 長ょ 
b 囑 巧め 化賴 書を 發 しじが、 部 
著は 總務 、を 計、 切符、 餘 輿、 
運動、 巧 伴' 情報 及び 醫務の 八 
部 I ' を も、 總務 部では 摸 所、 傭 
網の 契約 プ U グラム 縮 お 導總巧 
的 庶務を 擔 巧し. 會お 部は 特别 
會 副を 處 巧し' 切 巧 部 a 切 巧の 
印刷み お寶测 ぶび 集を を 擴當じ 
餘興部 W 音樂 、福引、 演藝 おに 
お 踩の事 おじ 献 掌し' 接伴 部は 
栗 船 S 際 切 狩收受 ■諸 稀の 化 話 
を擔 はし、 精 報 部は 水陸 一切の 
情報を 司ら、 醫務 部は 巧 傷應急 
力 必要に 應 中る こど i なつて 居 
る。 委：貝 長 0 下の 巧を は 即ら左 
の 如し。 

委員長 風間武 一二 郞 
相談役を 信せ を 化 木秀茂 
旧 島 繁ニ地 ま延么 巧高是 
豐を 

總お 部長 中 山 武夫 
委員 千冀 四郞武 か 理 一二郎 
を義一 ま 山 政治-巧 木 二王 
橋 本 十 五郎 藤 村 壽星巧 勇 
挪越創 石 谷 貞み郎 河が 常 
八が 上 武ホ离 垣 吾一 離 
ロ顯 之-水 咎渉 S を 西 龍 雄 
鸭ホ乂 を 孫子 化魄 おち 粥 助 
會計 部長 离木 隆吉 
委員 木 村を 儀岡凑 化雄鸭 
け久 をが モ义粥 
扣巧部 良鄉敏 

を 員 山 旧 叫 造 鴨 井久 山 内 
を 夫 大島幾 一 旧 中 (郵船) 
香 巧 龍 雄 水な 渉 一二 故キ應 



303 Fifth Av 。。 
Tel. Caledonia 4101 

巧 田 商事 株る 會敲紐 育ま 店 

Uchida 了む 1 化 ng C 〇 M Inc, 

1 1 Park Place 
Tc!. Bwcl 巧 1576 

.島ぎ 巧手 式會を 

ご tmna irading し 包 • ， L そん 
150 Broadway 
Telephone R がれ r 1 48.4 

巧 式 會な赤 尾 商る 
Akawo & Co リ いん， 

295 巧れ b Av 氏， 

Tel. Caledonia 9758.59 

片倉繫 絲結績 がま 會 を 
1C お &kui*a 底 Co リ Lt ん， 

200 Madison Avenue 

K . Mikimoto 

Mikimo れ PearU 
53 己 Fifth Avenue 
Tel. Vand が biU2519 

大倉谊 [短 巧 ま 巧 
Okura 在 Co., 

30 Church St" 

Tel. CorMandt 2292-93-94 

s 共 株 ま 食 神 - 
化 理巧 
な# 巧を 
1 如 B 阳 8 お 化 H. Y. C. Tei. お ctor 巧 84 
Factor;; 208 Smon 化し ！. City 

ま 巧 物 ま 巧 ま會お 
Asano Bussain Company 

Room S 的 - 905 
165 Broadway 
TeL Co け Un お 8047-80 泛 2 

し osho wrpor 及 わ on, 
S;!k 1 田 porter ち 
が Ea が 84th S な eet 
TeK A か las 泣 49 的 -が 
(ioftho Co‘ ， inc.. 
Cotton Exporter* 

坊 B が vor な .. 

Tel Bowling G な en 8 汾 

巧 巧が 巧 道 巧 まみを 
おち 事を 巧 

South Manchuria R. R. Co., 

Koom 2026» Canadian Pacific Bldg. 
342 Madison Ave. 

ToU V 化 d が bilt 4 巧 5 

H ホ 物を 株式 會ぉ 

な 育ま 巧 
Mitsui & Co., 

65 Broadway, 

Tel. Bowling Green 7520 

巧 ホ 會莊揖 ホ 巧 巧 
なき 支な 
Iwai 怎 Co リ いん 

Woolwor 化 Building, 
Tel. Whitehall 6040 

• s 羞 商事 採 ま會お 

な 育 支店 
Mitsubishi Shoj; Kaisha 

(M け subishi Co • ，いん） 
120 Broadway 
ToK Rector 2560-2 扫 64 

大阪 朝日 ニ 巧を 朝日 
化 巧を 巧 
Osaka Asahi 

Room 619 WorW 良 uH ぶに g 

Tel. iiocUman 4860 

目 本 锦巧巧 ホを It 
がち 支历 

■ 

Japan Co け on trading Co • ，し 化， 
25 IViadison Arenue, 

TcL Lexn が on の 80 

曰ネ 生糸 巧 式を 化 
巧ち 支 巧 
NIPPON KI-IT0 mm. LTD 

Two Park Avenue 
Tel. Ashland 5320 

j ほを 名 食な 

なち 支な 
Hara •在 Co .， 

443 Fon け b Ave 。 
T。!. CaUdonia 7830-35 

u 米を糸株を會社 
組 育 支店 

W 排レ郎 Kil 巧 ) ( 剛 SH 巧！ が ! SfU 
(NfCHT-BEl KUTO CO., LTD 〇 
1 Par;、 Avenue 
Tel. A»h!and 6246-47-4S-49 

火 般请日 ニ 東京 B H 
鈴 木 H 郞 

0*a •こ a Mainichi 

民 ooni 3( ぶ A WorW B« 巧ぶ 打 8 
Tel. Beekmi^u 4259 
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南京 政府 屈服して 
一方的 條約 廢棄の 意志^ 斷念 

n 日本の 望む が 如 < ぶ 式に 條約 改訂を 巧涉 n 

金子 堅 太 郡 子が 遣米 特使 說 

ロ \ ドノ (郝 を】 十 セ日雜 - MH 玉み スチ 义ンデ •ブレダ ラフ 社に 速した 菜 京ょりの 鞭 道 じ 依れ 
で驻 n 支祁 を 他け 本り 外 格 巧を 訪問 I 商 京歧府 はこの 隙 一力 的 條約廢 燕の 逆 吿を联 消し 化 式に 條 
钓な締 父が に 入 もこ ごを を 煤し をの 巧鸿 達した。 

ま 京 特電 十 セ日發 = SH を 化は 昨 H 午前 十 時、 外務省 じ ァジァな 控ち 旧 八郎 氏を 訪問して 條 
お化正の爲め速がじお閱がを盛を開くこどを化した。 而して 『お京リロ新閒』 は 『旧中首相は滿 

,.\ f パし v - i ま」 た •かが ホ应ょ b - わ S . か 出で 率赃け お葉ら ミ 1 をで ぉ&」 4 じて 居る 
が T 國 はが 閒』 け 『外を 調を をの 設蹈ら 尖 敗に 終" ~ たので 田 中を 相は 明日 巧 午 外相 官邸 じ 懇談 會 
の お 式で 午餐を 化 じしつ I 拟ち化 外タ歧 巧を 協議す ベ （淸浦 ま 吾ず、 をず 堅 太郎モ 、伊 甫己化 お 
伯* 後滕が 平す、 山 独み 邮ぉ A びぶ 巧 奉 天ょ b 巧乂化 命を おして 歸朝 しわ 林 權助巧 も 出席ず る 萬』 
ど 報じて 枉 る。 

東を 特電 十六 日發 == 目す 南 巧に 開 惟中で ゎるを 体 會議の 結 
裝じ徴 して 支 化の 統 a 常 か絕墳 でんる ご觀 測され るので H 本 
は 支 邪に おしては 既を 方が に 化ち て 進むべく 閣 憩で 巧を した々 
齒になが.2リ本.」お{ る络ニ固答は岡本領事の手を經1外お省 
こ了おク X パおは今明り中じおおををる ベ きもり本政おはお京 
政 化に して-方 的 條が化 楽の 意志を a さない 限ら 斷 ずと してを 
涉を化 おず ベく 出 中首樹 はこの 際 列強の 誤解を 一 揃ず る爲 めち 

が 聞堪こ 親し ステ C - メント を 舞 おする をで わつ たグ张 學を將 

おがり 本の あ吿と をれ たので 別に 製刚 のを 要を 認め 中 從て沙 化 
止み ご i :? つじ、 而 して 南な 政晦を 化を し條 約な 止 じ 願して アメ 
リカに 波 進され る 夏を 峰 氏は がを じ 到着し 『 H 本じ骑 して 經濟 
絕をめ擧じがじ0』 ご放言し-" 滞り中のおを蚊府化お王大貞氏 

ょ銜ロ 反を 黨酵 钱ご會 見し 條の 改締じ 就て 忌 おを 交換した。 

♦ - 


派遣軍り 一雜 撤兵 

殘留 部隊が み營め 準備に 着手 

東京 特電 十 セ日發 第一 ハ 師幽の 巧化歸 還は 令 H 化 日な 降逐 
か靑 島お發 、九月 五 H な 降に けを々 其 巧嶺營 化じ歸 着す る 答で 
あるが ホ樓飛 わが、 千 葉 錢道陈 、中 野 電信 隊ら歸 還す る 笠で ある 
まを お電 十六 曰發 === 十五 H の閒議 じがて 目下 濟 南方 廚を譬 
瞄中 である 窠六師 画の 歸 をを 承嚴し 商ち じ御规 可を がぐべく 棠 
ホ 祁脚じ 化. ゎて 殘留す も 第一 ニ 帥閱の 豫備を 四千 名も歸 還の 上を 
員 f ベく 岡 师幽の 山を な屯隊 はおく もを 每 5' 準備 じ暮 手した。 

不安な 日本，/ 一 支那 

第二次 對日 通牒で 外交 緊張ず 

上が 特電。 ニユ 3— ク •タ井 j の H 本軍徹 おあび 山柬数 道の 還 
んス 巧】 十五 日發 = 南京 政が は 
昨 H を 0 て 巧 會を吿 げたを 体會 
讚の 結 おお 京な がの H 本領 事の 
ホ ぉ經て 

條約 破 裘じ觸 する 络 二通 
陳を H 本に 發 した、 をの 内を は 
ホ だを おされ U いが 非常に 强硬 
を 極めた もので を か 會證の 承認 
を經 ただけ じ H 本 ごの 外を 難關 
は 一巧 緊張した と 見られて 居る 
即も 支那と して 日 支兩阀 の閒題 
を戰 ザの 手段に 訴 へるな 志は W 
いが U 本の 態 巧い かんじ 依 b て 
はを ひは 齒 巧の 斷絕を 見る じ 至 
る や も 知れす、 支那の 識者は を 
の 前を を 非な じを 應 して 居る。 

: 今： n の おを U 本 どま 那が晚 おし 
つ t ある 四大 問題 ごは 巧 一が 

一 南京 じがる 張け 虐お 事件 
一の 解 巧、 H ま织 通巧條 おの 叫 お 
I なる 改訂、 巧 おじが るり-ま 兵衝 
i 突孽 仲の 解かに 视聯 した 山 巧 省 


附等 じして 最 をの 大 問題は 滿蒙 
じがる 日本の が 殊利權 である、 

化 ヴ南巧 事件に 就て 見る に 多々 
の 皆 嵩ら あ b 巧々 これ •か 解 巧 策 
じ觸れるこごもあるが、 争0の 
如き 政局 じが： は 到底 解 ホの 望 
みなく、 條 約な 訂 問題け 刻下の 
諸 閔趙を 一切 含む だ 大間題 じし 
て 壬 化 廷巧 U これ じを々 を 注ぎ 
鞠を も 巧け 條 約の 破 楽を ホ 位し 
て 居る らしい、 これ 等の 

な 磯 が裝 して 兩國の 外を 
關 係を 斷絕 ずる じ まる やを やは 
元ょ ち 想像な 外の 問菌 では ある 
が 巧 京 其 化では を （も 外を 邸絕 
說が德 はつて 居る、 而 して 濟巧 
事件 じ 就て 見る じ 日本は 今や 化 
巧驻巧 m の 一部 撤退を 實 けしつ 
つ あるら の、 大部 かが 化 お 駐兵 
して 居る ことは 閒 越の 中 必滿洲 
じ 移らつ < ある 所 U で ロシアは 


で 或 ひ U 新 政府を あ認 ずる かも 
知れ n どを はれて 居る。 

を 体會議 

重 嬰 事項を み議 

, H お 特電 〔ヘラルド •トリ ビ 
ユン 紙】 十五 日發 n 南京 r 巧ら 
國民黨 のを 体會議 は今钟 ゎなて 
閉 曾した V 總 貧け 左の 如き 重要 
快 講を可 かした。 

豫算 制度の 樹 ぶ、 國民 軍の な 
造、 海軍の ぁ覽計 劃、 新 憲法 
め 起を 準備、 なを 評 誰 委員 會 
を 解散して 中央な が じ 篡權し 
なおは 巧 政、 司が、 憲法、 硏 
究 、監 皆の 五埼に 別つ、 裁ち 
岡 趙を徹 鹿せ しめて 軍隊 勞働 
ま義を 原則 ごし 陸軍 制度を 統 
一して 徵兵剌 度を をの 根本 ホ 
針 ごす、 巧 學的稅 制 樹立 ど勵 
巧、 鐵 道の 統一、 道路の 改修 
獎剛 、政治 お 育の 普及 
等な をの 重 U る もので ぁつて 總 
會 はこれ で 終つ たもの 1 特別 軍 
事 委員 會 はみ 週ょり 討議ず ベく 
碼玉祥 もを の爲 めじ 留ち閣 鎖 山 
將 軍ら を （ぉ廉 すべく 政治 評議 
委員 ごして 新た じ 碼玉祥 、閣錫 
山を び 王 正廷が 任を された。 

無線 問題で 

訴談 提起 

南京 政府が 相手 

別項 所 報の 如く 南京 じ 開 おさ 
れ たま 邪を 体 脅 議はタ 年 日 支 米 
の n 巧 懸案 ごな つて 居た フユ デ 
ラが •ラ ザォ •コ ■ — ポ ！ レシ 

ン どの 無線 契約 (日本側 這 ニ 弗. 
物 逢が アィリ 力ょ 前 じ 契約 
した もの： 破 薬を 巧議 する じ ま 
b しなめ 兩年前 本 問題の 調査； 
赴いた 间曾 社の デ— ゲ キス 巧 一 
巧く 一應 剧務當 局の 注 恵を 化し 
て 契約の 履巧强 請を 要求す る' 4 
大体 じがて ま 那侧じ 履 巧の 意志 
なき こご 明白で あら 恐らく 政 化 
の 手を 逆 じて 南を 蚊府を 相手 じ 
契の 破棄 じ骗 する 損 蕾 價格千 一二 


>れ を 機 曾 どし 轉巧 回な のを ホ 一な 巧 ホを 提 をす る當で ある。 


The Way of C30 

巧 y 巧を一一 A .. saw》er 

I 

日本 締 人の 淸 く- n し 美しい 節操を 化 ご して 化？， i ずるのは を 巧 I 
な禪や 海棠では なく 餘を のま だま b やらの 如 巧の おじ 礙 霜を 强 一 
いで おく 『梅 J でぁる W 云 ふの がを をソ ー ャァ女 おのり 本締乂 _ 
觀 でぁるが 女を は 日本の ぶ 人 ごして な < ロ本締 人の 淑德 じが 街 
しぶ 婦の 傳說 やおが お 塞 U どの 戯曲に も おじて 居る。 

吳 义小說 『ぅめのみち』 はま 人な をぶ ± の 一人娘 じ、 時化を 
明治 壬を 維が 前 じ、 而 して お 面を 東 お 道に 採つ たらので 巧が 淸 
健、 筆を 巧雅讀 者を して 宛が 巧 义でお 琴の 小說を 讚い 興趣を お 
き 起さし める。 

英文 小說 『ぅめのみ も J は 松 ホ 節 子 壌に デ ジヶ ー トし たもの 
で 巧 文は おを な あ グリフ キスを 博 ± の 筆 - IU ら裝侦 巧 鹿を 庭の 
讀も のどして 又は 米 人への 贈答な ごして お 好の 一書で ある。 
敢て 江湖め 一 讀を像 憑ず る 

郵稅共 一部 ニ 巧 十 仙 


巧 人 謗を 
一手 取み 


紐脊 新報 社 


された 0 

門牛 五日】 東京 巧 會ぉ義 派 U 船 
板權 問題 じ 憤慨して 特別 巧會 
を 巧 集す るを を巿 長に 迫つ た 
が、 これに 鹏聯 して 化 證十瀬 
川 化 巧 氏は 收監 された。 

ス井フ ト巧逝 < 

【十 直 日】 前 東を 島 等 巧を 學校 
お師ス キフト 巧は 逝去した。 
な 0 なジ 3 1 ン •ス キフト 巧。 
は カネ チ カット 州 じ 生れ 千 八 巧 
八十 八 年 H 本に 赴き お 敎學校 じ 
關 係し、 千 化 巧 年 東京の 高 導師 
飽及高 おの 英 記を 師 ごじつた 人 
で モか円 十と 年 ょら 十 化 年 じ 直 
b アメリカ 聯合 通詹 社の 巧 京 ま 
局長 化理 たらし 外 n 露戰ず 時化 
じは こユ 3 — ク •チン 紙の 通 償 
貞た b し乂 である。 

典產 黨殘黨 捕縛 

〔十五 日】 共產黨 の殘黨 八を は 
ロシアから 歸 b を じ 活動 中 捕 
縛され 治ま 維持 法 繫急颗 を ま 
にがつて 處 巧され た。 


メイ V ン 巧の 巧 著 

創 獲 0 東洋 W 

角 田 柳が 

なのり 本滯な 中、 文化 關 係の 
ホ々 じ 面 語して、 輸 かじ も 驚い 
た 事の 一つは 1 »w *T •メ イソ 
ン君 のまつ てょ < か ぅした 人達 
め 間に 知ら わて 居る ミで あつた 
其 第 I の 著述 リタ 玉 ィチ ィゲ • 
ブー ドムを 可な ゎ廣{讀 まむ 
て 居る、 其 あを ク ブ ぶ イチ イダ 
] ストは 旣じ 日本から 飄譯の 
を 龍を 求めて 巧た 相で ある、 誠- 
に さも あるべき 擧ご思 ふ。 化を^ 
じ 親日家、 愛 H 家ど稱 する もの 
栖當 ホつ た。 巧 等の 人は おし 
て 政府 や 大學の 御 歷お師 、顧問 
あがらの 人々 が、 今では 大抵 调： 
落 I 、 せんどして 居る。 其後繼 
者を VJ 見る ど、 寥 VJ して 是當ら 
ない。 我 メィソン 岩は この 寥 々- 
たる 第二 期 親日家め 最も 純 誠な 
る 人で ある。 而 して 巧 巧 著 『ク 
リ五 イチ ィダ •イ 1 スト』 は 其 
雜 誠なる あ U 的 情操を 哲學 的に 
組織的 じ 表現した 好 著で ある も 
メィソン 氏のを 學的 造詣に 嘴 

ては クジ 五 イチ イゲ •フ プイ了 
ム の錢刊 せられた 當 時に も 一言 
した 事が ある。 べ术グ ソンの 創 
造 的 進化の 哲學 じな 脚して、- へ 
ィダ^ 流 じ 化 あ 文化の 統一 歸錢 
を說 証す るの が 其 持 前で ある 一 f 
巧静 証の 結 おを 耍約 すれぶ 规度 
の 文化は 宗敎的 膜 お 的で、 式 燕 
のは 唯 美的 お 式 的で、 西洋のは 
功利的 實庙 的で あるの じ、 比 本 
の义 化は 印度の かく 宗敎 的で あ 
つて、 しかも 睽想的 じ 偏し ない 
支那の かく、 唯 美的で あつて、 _ 同 
時に 形式的に 陷ら ない。 西洋の 
か <實 用 的で あつて 功利 じ おれ 
ない、 よくこの 一二 者のを をを せ 
て 其 短所を S がれて 居る。 化 巧 
お 巧の 义 化は おづ正 さじ ロ 去の 


交 化の か f 渾が どして この 宗敎 
的 唯で 的實用 的の 一二 要素を 规具 
しじものご リければ；；#らない V . 
說 いて 居られる。 請を の 中には 
今は 一二 十 年の 昔 ニ. を 雄 ニ 郎巧十 
が屬巧 ま義の 論陣を 布い じ 頃、 
僞惡醜 日本人 どい ふを ごを せて 
眞善奠 H ぶんごい ふ 著述を を じ 
した 事を 記憶して 居る 方 も あら 
ぅ。 をれ はを の當 巧の 西 巧随聲 
の 濁流 じ掛 して 日本 歷 史的 文化 
を巧學 的に 辯 証 せんとし たもの 
であつ た 0 をれ ど メイ ジン 君の I 
著述 ご 乳 水 一睐の 趣が ある。 異^ 
。る 所は 一二ち 帷± の 著は、 其琼 
圃が 明白 じ 反動的で ゎるの じ、 
メイソン 君の 立裝は 頗る 包括的 
でを る どい ふ 事で わる 0 イ イソ 
ン 君は 包括的 閣粹 ホ義の 巧 學を 
で ホる C 

巧 度ので 化の 特 をを 宗敎的 膜 
想 的 i 觀る のじ 誰も 異存 _ は ある 
まいど 思 ふ。 必； Sr 無 別法 ごい ふ 
のが、 巧 VI 外 ごは 本 ホ 一 か のら 
のでを らぅ。 醒 理ご歷 をは 究竟 
じがて は I 致せ やじは 居ら 巧。 
今 巧 度の 地圖 をを る ど、 熱帶か 
溫帶ご 遇ぎ て ヒマラヤ 山の 絕煩 
じ 於て お 寒靖 じを して 居る。 其 
頂きの 曇が 融矿で 流れて ボン デ 
ス巧 どな b て、 熟帶の 海に 注い 
で 居る。 この 山腹 ごがの 兩 岸に 
は 化を じあち £ あらゆるを 木、 
花 巧、 鷄 物、 寶 お、 度蟲 、動物 
がを つた、 印度人は をれ なじ 普 
から 化 巧に 巧て 最もを をせ るナ 
ナユ ラグ •ヒ スト サイの 傅物舘 
じ 朝タ巧 入して 居た ので あ'^。 
外 じ 巧る もみは 巧の ものである 
巧 度 人の 頭の 巧に、 宗を どい は 
.ず、 哲學 W いはす、 おが じあ b 
て あらゆる あ 想が、 熱帮 的に 叢 
生した の も 理解し 易い。 ゲスダ 
や クバ チン ャッ •ト や佛敎 の經化 
は姑是 にして あ界 思想の ゲ ヤン 
ダが •ブックで あち。 宗敎哲 海 
の 思想の 茄 芽は 网 一つ ごして 郎 
度 じ 見 おされな いものは ない と 
いつて ょい。 但 一 つ 注意す ベ S 
こごは 巧 度には わら ゆる 自 なの 
產 物が あると 同じ （、あらゆる 
病患が ある ご いふ こごで ある0, 
従つ て 巧 宗を巧 學じ關 する 思 巧 
じ 於ても. ハ ソロ デ々 グ ご 稱 すべ 
きものが 夥し いごい ふ 事で あ も 
先年 質 川豊彥 氏が 當 地を 巡回*- 
た 時 じ、 歸途巧 度に 駐 まつて、 
奈敎 病理を 研究して 巧き ねい タ 
言つ て 居られた 相で あるが、 欄 
眼で ある ど 思 ふ。 日本の 滞教を 
まの 中 じは ま 眞敎の 本を 硏究" 
高等 批評の 例 じ 做 ふて、 荐らド 


チ ソ义ク リツ ドやバ 1 ブィ 語む 

研を す る ものが あ も、 をれ ご 商 
時 じ 「巧 巧 じ歸れ 、释貧 じ 還れ. 
ごい ふ ものが 出て 巧て 居る が- 
日本の 滞を じらし 長 巧が ある < 
ずれば、 其 一二 國傅 ホの 途次 じ、 
が 度 王 着の 病 恵を 脫 巧し 得た 化 
じある。 をれ を氣づ かずじ 『印 
度に 歸れ』 ごい ふのは 宗 敎的证 
染 病の 古巢じ 巧け どい ふの ど！！ 
じ 結果 じな-^ はせ 0 かご まじ f 
れる 0 


i 撤 


庭 ホみ 勝戰 


巧 日 午後 ニ 時から 日 庭俱樂 部て 


スミス 應酬 

民主 黨作觀 罰 謹 

アルバ ニィ •一 -■ 

火 統術极 帥 者で ぁる 州 知事-ミ 
ス 巧は ヒュ— ストン 大會 前な 禁 
傾 派の 領袖 どして ス 氏の ホ 快 補 
にお 對 せる ゲヮジ ニア 州 h 化雜 

員 グラス 巧、 ノ—ス 々ロリ 7 の 

前が 軍 長官 ダニ エ八ス ，ジ * 1 
ジア 州 上院 講員ジ 3 ; デを 苛を 
招诗 i て 窓を の あ 換を巧 ひ 黛 酒 
反 禁酒の 爭證ょ b 0 とじ 大が U 
巧ち 黨の 极戰捷 利に 對 する 巧 磯 
計畫 を巧證 したが、 本日は でン 
タナ 州の 首領 ゥォ^シュ 氏のを 
訪 ぁるべく、 スミス 氏は 亦 政敵 
の 機 觸祗玉 ムポ！ "'アム 紙 A 筆 
ホフ； ト をの 攻馨じ おすを 械驳 
書を を おする 蒂で わるが、 巧 部 
諸 州 中の だ スミス 派ら 漸次 _积 化 
し ホる 傾向を 帶び 東部 じが： りを 
民 ま黨の 勢力 も 巧して 侮る へ か 
らざ えもの i かし。 


軍縮 臨定で 

大統領— 

國嫁お {旨 も渡袭 

ワシントン 十六 目發 = み 邸の 
おお々 備 縮々 協を 成立 說じ 駒し 
大統領 ク！ 9 ッデ 氏は 將ホ是 が 
國陈输 盛の 軍縮 討議ぶ 礎、 こなる 
じ 至るべき i を豫 想し 軍々 が 長 
ウキが ジン 提督を 太 統領の 迸 暑 
地 じ 招待の 上 協議す る こご じな 
つたが この 際 注目 じ 値する ミは 


金曜 H 巧 ザニユ 31 タを をし 
ィ八 •グ • 7 ランス 號に搭 を 
不戦 條約 調印の 爲 か派佛 する 
围 巧を 官ヶ 。ッグち の 渡英 說 
に 就で けな ホが 巧， かて 居た 
が ァキ^ ランド 自 ム； 州 大統領 
の 渡米 答 禮の爲 め 巧 化に なく 
をを 磯會 ごし ヶ 。-グ 氏が n 
ン ドンに も 立酱る こい ふこ VJ 
であつ て 

をは ヶ 。ッグ 战^ ロンドン じが 
て 本 問題 じ關聯 L 漠 柳を 局 ど 重 
をな も 討 廉を遂 ぐべ ーづ 前提 どし 

て 注目され て おる。 

/ 

モン ロ— ょ義の I 一 

解釋 i 求 

n スタ リザから 
ゼ ネヴ ワ 十五 日 塘 ui : 凹 年 前に 
國瞭蹄 鹽を脫 退し ゎ jv ス タリ； 力 
みか 國じ f 聯强心 ホび 參 加を 
懲憩 しつ/ > ゎ つたが-// スタ？.々 
の 化を は 喘邸當 巧に 斩！ 聯盛規 
約 じ ァメリヵの モ 心-' ロ！ ホ義わ 
記載され て あるが 常 ホ モン。！ 
'ま 義じ對 する 解釋 ホを々 異 らし 
もの ぞく ま 義を魄 ホで 居る 强巧 
も あ b 國際 聯體は す 義を裝 し 
ていかに 解禪 して I 
回答を を ホした。. 

ワシントン 十 置 

9 力な 府が モン ロ 
を 踰鹽じ 迫つ たこ 『一 
じ對 するな 感で立 ^ 寧ろ 暨陈聯 
盟」 向つ て コスター ー乂 々が 挑戰し 
たもの S 觀觸 され 居る。 


W かじ 就て 

コスタ 

ま 義^ 瓣釋 

ん J は K メタ 力 


本 社 東京！ ^ 特康電 U ホ無缉 I 礎 載〕 . 

.新條 釣のを 涉繼績 

一十 セ 日】 移民 事項 定嚴渊 聞 題 誠 解の ため 意 接 じ 手 間歇ら 
ホ 仲裁 條 約な 婦タ 渉は ニ 立 ニ H の滿 巧までに 閣 j , •をは 中 引纔き 
新 條約綴 結を 渉 繼續の 當。^ 

新黨 成立； 

り 十み 日】 巧み 巧が が 氏の 翁黨 
加盟 寒 今 U の 巧 確を せる もの 
八 名 だが 鹿を 島 選出 議員み 名 
が 馳ザ參 じて 德計十 ホを 一^な 
るご豫 期されて ゐる 、滨 一回 
會 をはを を 二十日 頃 開かれ 約 
二十 名を 參 集すべく ホ 議營を 
じ 二十 立 名のを 涉閣体 ごな す 
じ 左程 困難で ない ご觀測 L て 
ゐ る。 

民が 黨 有志 懇談 

〔十 セ 日】 ぉ 软黨巧 お 懇談 曾は 
十 お B お 東京 會館 じ開懼 ぅれ 
左の かきみ 畿を通 遇した 
現内閣は が 立 W 巧 失玫續 巧し 
香 人は 斷 じて 其 罪を 託さず 速 _| 

に倒攘 せしめ W て 政 埼轉換 を 
期す、 吾 入は をの 目的を 建す 
る爲 めを 國じ 向つ て我黨 のま 
義 、な 策を 宣 巧し 現 巧 閣^ 规 
なを 糾彈 しなて 國 論の 喚 おを 
期す。 

九ち 巧 旬ょ. 〇 を 化じ乂 貪を- 网き 
濱ロ總 裁を 始め 幹部 ぉ 席す で。 

旭生 命 解散 命令 

t 十 セ 日】 化生 命 巧 隙會 社^ 解 
散 命み を 受けた。 ； 

公債は 巧 地 募 

【十 セ 日】 滿锁か 償は； ホ 國巧瘍 
で お ホ さう じ U く、 おが 拓殖 


社 僮 四千 巧圆 I も 巧 地 慕 集に 變 
裏 した。 j 一 

神戶造 Iji 巧燒失 

セ 日〕 十で 了が 神 タ甫吉 旧 
新 町ょ らお 心ん 山ネ 造船所、 
巧み、 化 見氣發 所は 破 農され 

ね。 -一一. 

霞の 成^ 良が 

〔十 セ 日】 夏 賢、/ 秋 驚は を國を 
通じて 非常； 一」 をが ピ£。 

か 巧 蠢猶描 上ぐ 

〔十 セ 日】 竹 内 晒鳳蠢 伯は 廿年 
年 前 潑澤榮 一ずに 化賴 された 
六曲屛 風を 篡 I におき 上げた 

山お縣 じ！ 水騷動 

【十六 日】 山 お' 縣 地方は， 一ヶ月 
0 上 も 降雨 斗 耕地 一す 町 ホ 
は旱 魅で な 心-て 遂に 水騷 動が 
持ち 上った。- 

日 淸顯瓣 ご 造船 

〔十六 日】 U 淸 滿船會 社は 上海 
ドック 會 化に 對—て 療船ご 一隻 
建造の 註义 どを した。 

巧 中 首相 V 一外 調 

【十六 日】 かな 調査 會を斷 をし 
專ほ巧 化 巧 ，4 說 ぁる も 旧 中 首 
相ぶ 岡 調 僅 官設 置 じ ま 練 ぁら 

ご。' 

特別 お會を 要求 

【十六 曰】 瓣 敢權閒 酉の ためち 
京ボ 會溝呂 管を 一二郎 巧は 收お 


デーゲ キ ス 氏の云ふ所じあれ 
ば 今回のを 体會 譲が 果して ま 
邮 政が 争 化を した ものである 
か、 或 ひは 單 にこれ を 論題 ミ 
して 朦棄 をみ 爺し じ もので わ 
るかは 不明 e わるが、 を じ 巧 
支那 側に 履 巧の 誠意を 缺 いて 
属る をは 明らで わる。 

ご 諭め て おろ 横 巧で 訴認の 提起 
を旣 じみ 意し 居る もの i かく 會 
社侧で^^特じ支那政府どな議の 
上モ 九が ホ 一二 年 資本を ニ 千 巧で 
デかゥ で ア 無線 會 社を 起し これ 
を ホ 9 フォグ ニア 會 社に 手渡し 
て 巧 本 金 化な 五十で 弗と して 契 
がの 連 川を 計つ たらので ある。 

圓卓 會議， 

， 滿蒙や 巧 お 問題で 

日本の 立場 同情 

.ウ井 リアム スタ ゥン 十五 日發 
nill 下當 地に 聞醒 中で わる 時節 
ぶ滿裘 問題に 就て 頻らじ 論議し 
つ 4 わるが 本 H の圓卓 會講は 

批禪洲 問題 じ 觸れア メリ々 
側め 論者が いづれ も H 本の 立場 
に 同情の 意を 表明 t つ i をる こ 
£ は 近 ホに リ いこと I して 興 ホ 
深く 觀られ て 居る、 即も アラバ 
マ も 學のゴ ] ゥエ敎 おは 日本の 
對ま 二十 一 觸條要 ホに 就て 辯 藩 
し r 余は をの 當 時化 京 じあ b て 
日本のを ホな もものを 讀んだ 隙 
腾来 日本の 立 瘍を辯 護す る やぅ 
リこ ごは 毫も 思 じかつた』 と 
述懐した、 H 本は こめを 求 じ 化 
り I し滿寨 の 租借 確を 延長し 現な 
H 了 兩國の 問 酒を 惹起して 居る 
ので あるか これ じを して 

^ {那 側の 辯 ± で をる 敎育 
家 お 碟± は 法理 上の 間鹽 じは 觸 
れを いか 租借 權の 延長が 不史義 
でを る こごは を 那國 巧を ホの 信 
ず，) 所で ある ご 述べ 一ち 那 辯た 
は ホの 要求は 單じ袁 化 凱 •ぃ 承認 
しじ もので 國會の 批准を 經て居 
ないから 恰ち アメリカ じ 街す る 
ダぶ グ ずユ條 約の 如く 支 邪は 巧 
掌條約 上の 資 稼を 感 やべき でな 
い VI 論じた が、 これに おして 會 
議の司 曾 者で ある ジョ ー. ザ •ブ 
ン—ク マリ 度 ± は當 時の 

國會 は 何等 權威 ある もの 
巧な くま 邪 政府を 化を すろ 者が 
袁化凱 一んで をク たこくを 指摘 
してな 駭 した、 おほプ シン トン 
巧の 巧がん 排斥 觀 をに 就て マッ 
キン デ！ 巧 ± は 『この 地方の 人 
十 ほ 人口 じ掛し 僅か じ 一割、 而 
かも 能率 あるを 洋 人の こごに 就 
て 常じ必 配して 居る じ 反し 人口 
瓜 一割 五 かを 占め おじ 精神病院 
に牧容 すべき 白 巧な 白人 勞慟 を 
をな 巧して 居る』 玄 論じ、 更ら 
じ排 H の 本元で ある ヵリ フォグ 
_1 ア乂 學敎 巧ジョ ー ナ •マ クブ 
ラキ ド 巧は 

曰 本の 移民は 『従來 K メ 
ブ 々じ ホた が 民の 中で も 最も 善 
をで 我等の 最も 必要 どす る 農園 
じを き、 勤勉に 働き 0 てこれ を 
家庭に 投資して ^本人のを活標 
準を 葛め つ i ある』. ごな し都巿 
生活に 入らん とする 歐洲 移民ょ 
り も K ゾ ブ 々ごして は 日本 移民 
を歡迎 すべきで あると 述べた。 
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部が 一部の ボ蹈ど 協同して 巧 
巧した'^ ので ある』 

ご發 をし、 この ステ 1 トメ ン 
•を 文を 巧 深を 化に 巧附 したが 
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，して 居ない。 巧 ほ减債 基を で 
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ら働 落の 經路 をた どな-て 木曜日 
の 柏 場は で 九 巧、 二十 六 年 一 H 0 
巧の 化 値 どなち 四十 四 弗 八み の 
五 ごい ふ慘狀 である。 下半期は 
資 上ょ b 云へ ば输 が 期 じ 向 ひ 
爲 も 自然 强 調を 帶 ぶべき 襟 こ 
の 暴を は當 地の が 巧で も 非. 常 じ 
驚いて 盾る が、 をの' 原因と して 
け 前記した 如く 支那の 政情 變化 
-ら 生じたら のでを る ど 認めら 
れて 居る。 

デマンド ヶ ■ — •ブ グ 

木曜日 四 四 •五六 四 四 王 ハ ニ 
氷罐 H 四 四* 八 九 四 四* 九 凹 
年 前 四と •ニニ 四よ* の P 


化 業廣吿 

夏季で 化 業 仕が 

菓子 舖高橋 松風 軒 


巧逊 投資は を輸 解禁 前に 限る 
一を 債 株式 現物 賣買 

. お ザ 吾一 

大阪巿 東 區今橋 ニ T 自信 銀 
ビ瓜五 階 電話 本祠 一里 一六 
御 遊資は 內 地な 懼證を じ 
脚 投資を 推獎 します。 巧 
式は 貴を じ 酱換の ト御送 
らします。 配 语を化 b の 
極 法 あち。 取引 ホを 巧價 
お 化 說明書 送る 么 御照會 


タオ ラボ ラトリ— 

み 電話 (開設 中) 

ホ ド クター 田 尾が 雄 

i . n 歷 H 午を 化 
を ？ Ma 量 tan F N . Y . 

巧 ei . ih 写 & 101 s 中.， St . 


自動車 i 建、 電 雛を 

おが じが 巧 晝だ兩 稱日確 も 開校 
日本人へは 秋 ム巧專 ほお 授す 
Metro ロ 己 iian A をぎ 00 ニ 33^ E . 5 窒 St . 


ぶ ♦■♦ ミミ タタ ■♦ミ 

お 一. I 

を 


紐 育生 命が 略會お 


養 

を 


H 太を ま 

保臟 


2 历 W worK uftjism 口 -. nca つら 
51 obwmbersjwt : 2 历ぅ yorlcoit 乂. 
Pho ロ e . Woit 一が 度 

る 社 ノ方ニ 狗掛女 ノ邮^ ぶ V 
御 自がノ をを ピお 話诉 R チ 申 
巧々* 亟幸ド サィ 


*10 |!*||夺||夺 


邊 篤寶抬 留ま 上が 修ホ井 
弘貫遺 酒 雄 貫 逛太郞 を 家 
武雄柴 出 ま 雄 (愛媛 縣) 橫旧 
常 吉事 常 あ 仲 座 宮么肋 (鳥 
化縣) 木が 薰信 (長 巧縣) 載 お 
平 人 化 藤で 一 (長が 縣) 佐 伯 
鎭雄 (麗 島縣) 中が 榮ニ 
(山 お 縣} 齋院あ 雄 《烏 取醉) 廳 
勝衛 (神 戶) まが 章 (東を ホ) 
古澤 武么助 (鹿 お 島縣) 渡邊泰 
巧 (か 歌 か縣) おお 甚 之を 
(山 ロ縣) 原甚ま 

右の まに 通 か 致 度き 儀ち 么 
お 間 本人 巧く はか 人よ b 巧 
住所 御 通知 願 上 候 

紐 育氣迴 総領 ま 館 

1 芸 Br 呈 を ぶ Ne 二 ミニ 里 


弊 巧は 實質 誠意 班 速 ホ義の 
あじ 御 ± 產物 一式 卸 勇 値段 
で販爵 致します タか广 巧は 
ら中 御用 命 仰 か 下さい 主せ 
◎歐 ホを 械 時計。 置 時計 一式 
◎寶石 貴を 屬 。銀製 器み 一 ま 
◎を 碑 お 年 筆。 金銀 製 鉛筆 
◎蓄音器。 レ；） ド 見ぶ 陳則 
◎寫眞 器。 タイプ ライ々 1 
◎船 切符。 紀念寫 眞帖給 端 書 
フ り^ — ドゥで - - - 巧と 牛を 
硕事雜 向侧雄 物と 0 去號室 

r な！ 

游 •ぶ 商 A 

170 Bidway , N . 一 呈 y 
lei . C ミ tiandt 泛 3? 泛 夏 



診 驚. 

か 前 十 時ょ b 十二 
時、 午後 六が ょり 
八 時、 自曜は 前約 
願 上 お 

•トク ト\ 

山 ロ S 之 助 


世界の 視 聽を惹 日 支 政局 


嫌味た つぶりな アメリカ 

滿鐵の 外債 引受け 


拒絕 ずろ 


"巧 旧 伯の 勸支 政策 懇談 も わ斷リ ずろ らし M 

ワシントン 十六 曰發 HH 本の 大厳 あを 姐 じて 滿鐵 がを H 省じ對 する 呈モ万 弗の 借 疑を 發 巧し、 
をの 一部を アメブ 力で 募 憤 するどの 報道 じ おし 闽を 省ぶ をの 眞僞を 疑つ て 居る。 蓋し 昨年 十一 巧 
モみ ボンが 脚が 滿搜化 憤を 引 巧くべく 网 格を じ 誌 解を ホめ た 際 国務長官が これ じ 反 おの 恵を 傅へ 
を じ 外債す 諷じ 終つ た 先例ら あ 杏からで ある， 即も 圓務省 どして は 別に 公式 じ 滿測じ おする アィ 
ーブ 々人の 巧資を 抑制は して 屠 いので あるが 日支兩 國の閒 係は 早 晚滿洲 問題で 惡 化する 恐れが あ 
ゎをの巧り本のが權じ向つてア メリカの資本がお入しておるこ^はア メリカのを策じ對し邪魔じ 
なる からでを る。 

パリ— 十五 巨發 n フ シン トン 政が が 近く 支那 政策 じ 願し 傲 底 的な 巧 動じ ぷぶ ごの 報道に 截し扫 
本を 巧は 稍々 狼视し 居る もの； 如 < 化く 不戰條 約 調印の ねめ 渡 嫌すべき ア メリ々 の翅務 長ち グロ 
; ッグ 氏が 今 凹の 渡 沸は ホが 條 おじの み 限られ 化の 問題に 就て 一切 協 護せ ずぶ 聲明 したじ も 願らず 
日本 改府は 調-印を 權 ミして 派遣し 目下 チキべ リア 經由 じて 當地じ 向 ひつ i ある 巧 田 康哉伯 じ おし 
パブ 1 !」 がて ケロッグ 國務 長官を 始め ご L フランス 外相 ブブ アン、 英圃外 化 チャンバ 1 レン 氏 ご 
ち 邪 問題を 討議し 共同 ホ 誠を 給 逸する であらぅ V •の 情報が 達した。 

れげ勞 農。 シアを 府は H 本の 東 
一二 省 內政モ 渉に おしては 今 H わ 
どころ 『監 親政 策」 じ 止まる ベ 
く。 シアの 輿論は 巧せ ずして 目 
本の 奉 天に おする 政策は を お 意 
義 なき 内政干渉 どして 非難す る 
點 じ】 致す ごも モス カウ 政府 ご 
して 泣 じ 柯等わ 稽極的 巧 動じを 
ぶべき 理由を 認め 居ら 中。 

若し 勞 農。 シアの 満蒙 じ勒す 
■る 巧 權即も 露 ま條約 じして 日 
本のた めじ 廣欄 された 播を政 
府な度 もじ 外を 手段に 訴 へて 
日本 じが 潑 すべき も H 本が お 
して 滿洲 に掛し 武力 手段 じ訴 
へる かごい ふこ どは 深ぐ 疑問 
£ され 居 b 、 恐らく H 本 どし 
ては おを 欧巧 どを 協ず るの 巧 
は。 い ご觀 測して 居ろ。 

彿 支を 涉 近く 成 ホ 

パリ 十四日 發 U フラ 'ンス 政府 
ど南^^め府は南京事件の後始末 
巧 渉を 機 曾 ごして 辨謂 小ず 等條 
約 問題：.； 就ても 今や 解み おじ 到 
達した もの I 如く 

を涉は 化巧發 表されな かつた 
が 旣に义 しくが 密裡 じを 涉さ 
れつ£あらしものじて、 フラ 
ンス 政府と しては 單じ 眼前の 
則 題を 解かし 不ホ 等條 約の な 
締 はこれ を 『縣 巧の 問題』 ど 
して 居る が頤民 政府の 承認は 
旣 をの 事實 である もの 5 如く 
當 句ぎ VJ しては 佛タを 渉 i ：* る も 
のは 南な 事件の 敌害巧 度. い 極め 
て 薄いだ けに 致て 巧 ホの 對 支を 
渉を 眞似 たもので ない. ご 稱し近 
く 事件 解かのを 义書發 表を 見る 
じいなる べきら ぶ 事件の 解 巧は 
現 化の H 支闕 巧に 巧 等 影響を 巧 
へずと 觀 測され て 居る。 


東京 特電 十六 日 難 == ァメリヵ お 傷の 現狀じ 就て は 多々 懸念 さ 
れて 居る もの i 孜 おの 鼓舞 じ 依 b て 南 お 錫道會 社では か 憤 裳 集 
を 再びを 涉 する じ まるべく 東样拓 植會社 S 巧 潰は C ン' ドンで 瀬 
踏を する であらぅ との 說が 高い。- 村 ほか 本お鐵 社長な 吉±藏 相 
を 訪問し 滿洲の 經濟間 題 じ 就て 協議を 遂げた。 

對米 無線 契約 破棄 

張 宗昌將 軍 秘かに 濟南 入城 說 

上 お 特電 〔ヘラルド •トリ ビ 
ユン 紙 特波真 ミラー ド〕 十五 日 

發 ：= 東京から 確 賞 ド* る あじ 達し 
た 報道 じ 化れば 乂藏當 おは 

奉 天 软府じ ぉしを ニ 千 
巧 邦の 貸附を 準備中で をる もの 
のかく 右は 日本は 飽 をら 奉 天 政 
府を媛 巧して なて 滿が じがけ る 
位置を 確が する 盧 向で わる ご 觀 
測され ておク J 。 。 キテ七 姐 信に 
化れ げ 今み 借款。 內廣 をのて す 
るを であるが、 をの 一が はアメ 
リカで 賣出 すごの こどで あるが 
これな 昨年 ニユ ー ョ ！ ク じがて 
滿鐵 が棠債 せんどした 瞭そ那 人 
•か激 巧に 反 對し國 お酱も ホ勒支 
ホ かの L からこれ シ 抑制して 失 
敗し じ もめ' おおしで ある。 令 
日の 濃 合ァメ 9 力： a , 滿鐵 の裳愤 
じ應 やる こどは 日 木の 

滿蒙値 澄 を 益々 確寶な 

らし レる もみ ごして モ那 人より 
激烈な なおを 裝 なじ をるべく 旣 
じげ か 上 おの r メリ 力 人が 震會 
谣 所がを 地ぶ び ァィプ 力 じて り 
本のた めに 宜愧 を敢 てし つ i あ 
る！.！ 對 する 反 随じ徵 する こと も 
出 ホる。 挪も本 H 巧 京 じて 催さ 
れ たを 交 邪 遞信會 講は靈 じァメ 

ープ 々 0 7 M •テ ラグ •ラゲ ォ •コ 

ボン— シ 3 ンご 政府の 間に 締 
_ おした ぶ 服に がける 無線電信 所 
契 巧の 破 薬を 决谣 すムじ まらし 
かきを の嘗例 f わつ て、 この 契 
のは ト 年が じ辅 結した もので あ 
る： 獨巧權 の 旣巧權 巧を 循 じし 
一て H 本は 特に 

强硬 抗議 を提 おする. じ 

i まつた： £,、 をの 巧 契約は ま那侧 
I じ迎 をず る やうむ 化され レる も 
一政 W の 不安を 始め ごー おを むが 
I の 態 巧が す明ぃ よいめ 實現 する じ 
一 まらな かつじの でもる。 巧.』 じ 


た 旨を もを おする じ まらず， 巧 
て 南を 側から 本 間 題に 就て 近く 
ステ— ト タントを 簽 する こごに 
むつて 居る。 而 して 濟南 おから 
達した 情報 じ 恨れば 

前山 東 省 督辨 であった 

張 蕉昌將 軍は 秘か じ 同化の n 本 
軍 警備 地區域 巧に 潜伏し つ、 あ 
る もの、.* か （、將 軍は 日本軍 隙 
保護 山 下じ靑 島ょ b 大雄 じを き 
たる 上问 地に 入 送んだ もので 右 
はお 軍が 円本の 保 譲に 限 b 山を 
省 S 勢力 闽 なを 陰謀す る もの VJ 
認めらむて居る：^,、 右は南京派 
間牒 の 密帮 r ぶく も 3 で まだ 確 
實 じは 認められて 居；：：^ い。 尙は 
曰 下 南京に 開摧中 である 垂ま會 
議は幾 タの圈 際閒題 じ惱ま 5 れ 
下ち る もの： 圆滿に 進 巧して 居 
ら 、法典を 員 曾は 

共和政 體 の 樹立を 懲憩 
しこれを 國民黨 を S 議 をに 提お 
ホを 勸 吿し憲 をの 制を じ 就て は 
圃 おの 權 利ど義 が ピ 中央政府の 
組織、 中央と 地方 政府との 一瞬 別 
政黨ご 政府 脚 係を 明白と しこれ 
を 今が 會畿 ごして 直ちに 绪會を 
な 集の k 制ぶ すべき ものである 
ご勸 めて 居る。 

ロシアは 斯く 見る 

ベルリン 十五 日發 N 當地 消息 
通の 問に がて 觀測 さる i 所に 化 


張が 霖の 暗殺は 
邦人の 化 事 ご謡啡 

奉 東 S . 前 顧問 シンプソン 聲明 


バ—ト ラム- ■ン ノックス •シン 

グ ソン 巧は 本 n 當 化の 新聞が で 
巧 S ちの あかに 就て をる に些し I 巧 かお おがの 暗殺は 日本の 壯ホ 
; K る錢 化ら： A 來灭政 かは お 巧 I 谢化 でもる 黒龍會 貞が滿 洲の鐵 
I どのを 協 發んを 恐 も、、‘ こおじ U I 逆が 設問 毁 滿錢ど 雜作霖 が 正 
; 本の 微吿ら なれて を 協を 中止し j 面 街 突を 巧した る じ 憤慨し 化 年 


化 京 十五 日發 n 前 奉 天の 化锁 鮮王國 時代に がける 一三 浦を 化 
治 顧 間で あつた 英國 人の ま述 家事 かの 化 例 じ 做 ひこれ をを てた 

ものである ご锁じ 

『張が 霖昭 おいを 後 奉 天の n 




本總領 窜はタ 数の 日本人 化 十- 
を ネ齒じ 送還した が、 當脾鐵 
橋當備 中の H 本 お 隊指挪 ちは 
目下 軍法を 淺じ附 せられて 居 


.尋れ 人 

(福 岡縣 稻永圈 みが 持 山 巧 太 
郎 古川 ぁ是ホ 上幸藏 波 


Kl 脂 YO & PET 洲 OP 
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動 其 力を 
^ 賴雌ナ 種 
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City Hall Tea Garden 

170 NaMau St‘ C*. ミけ 
Nssdt to t:lie Tr& 立 打 c B! か 

Loo Lin Manager 


SUN HANG FA な 

2 巧 0-7 化む も Bei. 巧が！! る 巧 巧 h お s. 
Te し扣 onumenf が お 


ま ゥ± 希 巧隱君 云 T で 巧諸脑 
す マ、 上 卒し じへ 目 第 理君前 本 
。ィ 日ま繁 ては ばのと をのを 樓 
、耀 す々 居 や j 直 ナ街差 嗜揮巧 
春は。 御よ るぐ ャの 上がつ 理 
播蟹 ホす 程日プ 百げ じて 人 
が 頭 ホ。 巧 本 スニま 適白歐 
あ、 の 評人ィ 十す す本廉 
をシ程 を 諸 ミ 六の る 人が 


新妻 

餐料 

花理 


IKUINE 

Hotel 狂 民が お ura 打 t 
313 WJ が h St. Sew む rk 

村. む h がが 巧 巧 
む舶 るが 巧な！ 讀 NE 


TOYO KWAN 

41 に 19化 St， 
8s}. 8'w 巧 4 4 化む e. 
お I. Algo お urn おが 



TAIYO 

1 が W が t 巧 化な. 

Te しむ 巧 uehana 巧け 


SHOWA 

お We が 105 St., 
Tei. Clarkson 0981 


DARUMA 

巧 1— な h む e. 
Te しわ) fad 巧 巧 


T 帖 To か 0 Go. 

140 W . 巧 化 化 
Xw む rk City 
W. Tra わ Igar 6558 


も KUWAYAMAGQi 

114 に 59 出 St 
New York C れ y 

Phone. Regeni 詔？ 


Coiiege Inn 
31(10 む oadway 
お t. 1 巧 rd を 1 お 巧な s. 
lei. 巧 扣 niti が ide 7 が 3 


ま自 
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焉 ± 

半時 
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園 5ご 


I 曰 
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巧は 


Japan 

れ削お ion Go. 

ISO W. 6§th Sf. 

Te し Endico け おが 


KATAG 刪邮 ITS 

224 に 5 が h み . 
New York City 

Te しお genf 3480-3481 



巧 Ead 29 化な け お 
Tel. Lexington； 5727 



340 W, 58 化み. 
Columbus 8S82 



(班 曰* 水) 司蕃ぉ 


WTHE 蛇 化 日 ANGE が LAGE 

111THST,&8THiWE.，C の 


DANCING 

411 W.l 巧 比 化 
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致します から 績 々御 
ホ 光を 願 ひます 

0 、氷— 興樓 

瞬 揃 ひの 巧 理人數 名 
お 日本人 諸君の 嗜巧 
じ 適する 料理を 差 上 
ます。 朝 一二 時 迄開庙 
( な 化 五 T 目 サブ 
停車場の 下 ) 


巧 廳裳園 

司 理人蘆 蓮 
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永年 日本人 わ 馴染の 
慰 蹄 壌、 ぶ 人 等 ごを 
で 御會談 め上輔 つて 
でさい。 五十人の 美 

しい ダス ス • ダ] 瓜 

スは 日本人 じは 持 じ 
親が じ敎授 ぃたしが 
毎 巧 曜极ど 日曜 午を 
は 十六 巧で！ 巧。 

砸人敎 巧は 一コ ー ス 
五 弗で フォック スト 
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御大 典 y ほ 差して 

太平 泮の横 斷飛巧 


. 操 縱トは 建の 灾 ‘ こ ア—ヴ 井シ巧 
日本からの 大 飛れ U 遂に 斷念 


サンフランシスコ 巧電 十六 日 お n を 化 留が 人巧莱 み々 充お 
一等は 十四 H 巧间市 H 本 人爵 ホー 八じ會 をを 催し 席 h が 巧 ± 塞 旧 
純を氏の太半げお锁がわ計查をお化する こ ^ じ決港しがもじ實 
巧 運動に 若手した。 遙出飛 わ ± じ セン ト ^ キの "パー ト ソン 飛 
巧學 校の 卒莱 化で 六 年 拭 上の 飛け 經歷 ゎがし 頗る 自信を 持つ て 
居る。 M 粥 .. け ± は《 米 友證肋 挺の ため 十月 V 十 I 巧 おを 期し 靈 
じ 乂布横 劇が わじ 參加 せんど L じ r— ゲ チン グ 少佐 ご岡乘 、巧 
がは ォ ー クラン ド i ら ホノ^^に 飛 巧して 一氣 巧を に 飛ぶ 計識 
で、 恰もを の 巧學 むさる ^ 御大 典を 巧觀 ずる 豫定 であつ て、 歸 
がは 巧京シ ァト 八 間を 無着大 飛が すべ <搭 索 機は 發 動機 吉倘を 
備 # けた ラィトぶ ジ S 1 五 型で ある。 巧 ほ 右會を じがて 選 まれ 
わを お， _ • 化 ホ M 胞 中ょ b ニ 力 S モ 巧の 贈を を 集いべ くを 化 じ 出 
張ず るを でニユ ー 3 ! ク间胞 ょ b も 漉 金すべく 巧く を貞を 派遣 

ずる こご、 . ！： ♦ つた。 

栗 京 特電 十六 日發 M 帝爵 飛け 協會は 今夏 决 巧す る戀 であつ た 
ホ京ン アト グ間 S 横觀飛 巧を 锁 なする 巧を < 聲 明す るは ず。 


別 巧巧特 あの 如 （サン フラン 
シスコな 化の 巧ん 飛 わ ±莲 川 純 
を 氏の 横 劇 飛り 化 巧のを おご お 
じホ圓 がむ 協 巧の 横斷 中止の 聲 
明を を もじ 至つ た-どけ 械 めて 

化 肉 ；：* 對照ど をはな けれ 
にならぬ。 ホ热 娘い 協貨 の橫斷 
中止が 巧を したんは 先巧乂 H の 
こどで 智れ をな 總 脅を お 集閒會 
ど 同時にを ' 本敎 巧 .. 一 『第一 號機 
0 を 能 試 驗巧敍 によち 第二 號磯 
を 推算す る じ： 一號 機の が續 距離 
はおで 六 西 九十 キ" メート 八で 
ぁる。 よっ て 針 講が太 ホ 巧橫歐 
飛 巧は 不可能 ご飯む』 ミい ふを 
おケ 巧に わける 

ー號練 1 にたいする S 
H 問 じ； 旦 たる 性能 試驗 ぶ おおじ 
化き 技術 部委 貝の 决謠 書を 山 出 
實巧委 負畏の 手許 じ 措を し 純 技 
術 的 ホ 旗から 明確 じを 示した。 

つて 山のを 員を はを 委員に を 
巧グ 巧に おける 試驗經 過を 報吿 
し、 これ じまいて 技術 部 委員の 
下した 巧みを 义 書で 受取つ た ご 
前記の 巧證 文を 潑 ホした。 を こ 
で 岩 本 敎沒ぶ 右巧畿 S 說明 どし 
て 『一二 H 間の 一 號機試 驗の標 を 
じよ b 第二 號战 のを 滿 垂直み 五 
トン つ 内ボソ y ンニ トン 半) の _ 

飛行 '化績 .が 離 ぉ 推算した 
發 動機の 本當み 性質、 を 屬プり 

ベラ！ の エフ ィン ‘ で ンシ— 等の 
お算は 巧な り 的 難で あつたが 巧 
々のが 驗 じぶ いて 出 ホる 限らの 
化 確を どらが 綺 距離 も 出 艰るだ 
け 長 < お ベる 操が 利 推算し じを 


の おお 五 トンのを 備 重量の 时は 

. 一 キロ ダ 5 ム のゲシ リンで ニキ 
。メ！ ト みのが 巧 r かお ホる。 四 
トン 半では ニ • 十五 キ 。メ！ ト 
作、 四 トンで ニ • I 九 キ日メ ！ 
トグ 、一二 トン ザで ニ •二と キロ 
メ 1 ト ^ 、 一二 トンで ニ* 四五キ 
ロメー ト片 、ニ トン ザで ニ •と 
0 キ ロメ * ト八 、この 

計算から ニ トン 五な キロ 
グラムの ボ ジリンに ょつ て 冗 千 
六な 化十キ 0 メー ト^が 飛べを 
事になる。 然し この 教 字は ダソ 
タンを 蹟 後の i 藏まで殘さやが 
費して 飛ぶ 瘍 をで あつて ' 實際 
の 飛 巧は 到底 不可能で ある 事は 
もも ろん、 この 數 字は 機体、 夫 
お等絕 をの 條 件の 時に おいての 
みあ ゥ 得る もので、. 實 際の 飛 わ 
. こして は 五卞キ 一一 メー トグ 0 上 
は 不可能》 一考へ る。 いはん や 化 
太平洋の おき 天候 觸 係の 

不良 な コース では 尙ほ更 
ら である』 '•こか 言した。 これで 
いょ {太ず 巧 横 斷お巧 用 機 ご 
して 製作した 川 西 十二 型 第二 號 
磯の 化續 力‘ な 前記の 如くが 定さ 
れ たので、 方 一 太平洋 上を 一部 
をなら ごも 娘 ばせ る £ すれば、 
がまから 3 ルトバへ 飛ぶ か、 又 
な ダ ッチ パー バ！ 經 もで ニた 飛 
びじ シャ トグじ 巧く 0外 じな く 
ート まず 太ホ洋 を見检 てぇ 化の 
飛 巧を 巧ぅ 事 じで も なれば、 第 
ニ 盛 機で 五 乎 キ曰づ t を 飛んで 
もを . をから ドイツの ベ.^ リン あ 
た b へ ニた おびじ 相 奮の 大 飛け 
は ホ 巧され る譯 である。 


凌辱 さいた 十五 歲の娘 

六十 男の 相手 擊殺 

.人听 に 起つ た 家庭 悲劇 


タ y ! 


本年と つて 五十 化な、 而 かも 
四 人の す 持で ぁら 乍ら 十五 歲 
の 小娘を を 辱して せしめ 
じ 上、 お赌を 拒絶した ので、 
シ シリアの 血を 繼 いだ 小娘の 
ためじ 女房の 限 前で * 殺され 


た . 


. ごい ふイ- タリ ー 巧に 


巧應 しわ 事件が 趣つ た。 
相手の 巧は で-リザベス 町の 二な 
i 八十と 番地 じ 化む サフ 3 リア • 


パン ブ レナ どが ぶが 街 人で 女 巧 
ごの 間 じ 本年 四ケ 月に る 子供 
を 末 じ 四 人の子 持 親で ある。 殺 
した 犯人は まだ モット 巧の 學校 


じ 通つ て 居る マリ— •アレン チ 


ァご 呼ぶ 十五を の 娘、 父は 一 か 
の勞慟 者で 二度目に 迎 へた 巧 ど 
の閒じ をれ たこみ ず おど 一二 人の 
兄 あがわる ■ 

パン ブ レナが 巧者 かじ 短銃で 


四を おわれ わのは 去る 火曜 H 
の 夕 ホ、 女房と 巧 じ サキ ド 
ゥォ ！ クじ 巧を ホめ て 居た 際 
で ホ 巧け 驚きのを b ホ 倒し バ 
ン テン ナは 重傷を 蒙つ てビー 
ッマ ン摘院 治療 中で もつ た 
が 遂に 水 願 H 巧 じした。 

I 力 マリ— はを の 巧 巧 親 じ パン 
ブ レナを 殺した 事 質を 自白 I 僅 
が 十 仙を 懷中 じして 母子 諸み 地 
下鐵 道で' ィ ー ラム じ おきを のが 
は廣 場で！ がを 明かした が 遂に 
设親 のす i めを をれ てを 巧 四 T 
自の聲 を 著を 訪閒 し、 パンテ レ 
ナ殺 雀の 事實を 自首した のて あ 


........ 彼女が 自白した 所に 化る 

ご 六十 男の バン テ レナが 彼女 
の 貞操を 傷け たのは 本年 五 巧 
頃で ホつ たお、 をの 後 パンテ 
レナは 一家 諸み ィ タリ ー じ歸 
る ごい ふので マ 9 I は パンテ 
レナに 結婚を 迫らを つ 懐 おの 
事 實を吿 げたら パンテ レナは 
素氣 なく も 一 弗を 巧へ てを の 
ま i なまつ たどい ふので をる 
彼女が 血を 繼 r シ シリァの 傳統 
にょれば 斯 かる 錫を、 をの 相手 
を 殺さなければ か 手^ 化 族を 殺 
して 恨みを 蜡ら ず こど じ；；？ クて 
居る。 おい マリ！ はを の 傳統に 
化つ たもので あるが、 凶 巧 用の 
烦统は 父親が 所 おず る もので あ 
ら 遂に 殺人 補 化 罪 こして 吿發さ 
れ、 - マリけ 目下 晚監 中で ある。 


酒 化を 强 請して 

人を 剌ず 

船員 上りめ 納を 

盧趣も 遺恨 も。 ぃ 同胞 じ無必 
を 吹き掛けて 斷 はられ 

惡 酒の 丰傳ふ 腹立ち紛れ 
じ わけもなく 重傷を 負は せた 馬 
鹿々々 しい 事 かが ある。 去る 十 
四日 午後 レキ シング トン 街网四 
五番 藤お陡 庵へ 遊びに 巧た 納を 
ホ ニ 一郎 ( 明を H 十一 年 四ち 八日 
お 生 お籍巧 川縣江 お邵盘 おが 八 
の ホと ) は、 同じく 右 巧 庵 じ 遊 
んで 屠た 乂須ホ 太が ごを ふ ('明 
治 S 十 年 十月 ニ H お 生 化 お猶圃 
舘巿曙 町 四 番地 乂須 お次郎 息〕 
同胞 じ 酒の 上らし く 『金を 貸せ J 
ピ化 仲間 じょく あ •る嚇 を 持ち お 
したら 

~ 

乂須 は 『をはない』 ミ斷 

はつた。 ス グト納 谷は 『わ 前の 
樣じ氣 のがいた 風采を して 居な 
がらを のない はずは あるまい』 
ク」 喧唾腰 じな つたので、 义須も 
ムブ VI 賛ち 『ジ ン ナ失禮 ^:^ こ？」 
を 云 ふなら が ほ 金を 貸す 譯 がな 
い』 ご 遣 6 歸 へず。 納 各は 『巧 
じ 生 意氣な こごを 云 ふな』 ごボ 
ケットの 中から ナィフを 化 りお 
し 突 お 深 （久須 の 左 肺を 剌 しだ 
ので 須は 倒れ 掛 る。 血が 出る 
ご 云 ふ大騷 ぎの ドサ クサ 紛れ じ 

納ぷ は 逃げ出して 仕舞つ 

た。 被 寒を を 不取敢 を 所の 藥屋 
へ擔 ぎこみ ペグ ビユ！ 病院ょ b 
急派した アム ビユ ランプ じ乘せ 
て 入院 お 巧を 受けさせ たが、 な 
か / 、 のを 傷で ある、 一方 兜 わ 
の 現を じ 居て 被害を を她 はつた 
木が を藏 氏は 探偵 ア I ノグド 氏 
の 命み で 同が ザ納 みが 《ンリ I 


街 S 十二 巧の が 下 おへ 立 も姻る 
所を 補 鱗し、 を 五十と T 目の 禁 
察へ 護送し、 ホる 二十 一 H 年 前 
九げ ザ 巧察雜 巧じ姻 U る 笛で あ 
る。 納 谷は 元 巧 旧 化の 乘が 員で 
大正 八 年が 育 じ 上陸した 巧で あ 
るが、 捕縛され る陈 木が をに 向 
ひ f 俺 か ホから おて 巧 むら 殺し 
て 遺る」。 V , と 凄文句を ならべ 
た ご 云 ふ。 


^觸^::一左のか. 


し n 


厶フォ I スト シク スチ^ン 


實父 弟妹を 慘殺 

まま 特電 十六 日發 N 茨が 縣眞 
壁鄉 五所 村 靑木德 太郎は 突然 
發 巧し 十四 H 巧朝實 父、 弟妹 


がか わ 松料武 ホ (目 お) 街 橋 
本 (森れ 巧が) 福 旧 勒お岳 
ぶ】. 酶お掛 寺 本' 渡邊對 福. 
本 吉田臺 銀) 對巧 山を 腾 
割 山 吊 晒 水 對但木 

么セ n V ドシ クス チ 1 ン 

お 島 3 渡邊 (幸) 高 橋 お 松 島 
岸掛巧 2 上野 街 菊 地 日 野 
销中耐 某 林が 紐) ホ 上を 西 村 
遠朦 載が 水 楼井お 伊 巧 


を 殺害し わ' 


佳境に 入る 

松 乎盡戦 

番れはせ：^^タい 
祕肯 邦人 ゴグフ おの 年中れ 事 
の 中で 最も 電視 されて 居ち 松 平 
大使 カップ 試を の 狭 選は 旣 報の 
如 （去る H 曜日 約八ケ 所の リン 
クで擧 わされ じ。 不幸 じして 天 
おが 面 おじ 不順で あつた 爲め隨 
を 思 ひ 掛け。 い霄 巧は せが あら 


が 中で もモ！ リス タゥンへ お 巧 
け わ 正を の お 島 巧の 如きは ノー 
力ー ド どを ふ 修狀で 恨みを 呑み 
つ、 クラ ゾレ袋 じ 納める 巧 巧で 
あつじ。 サリ < ベリー では 雨は 
降らなか つたがあホじ£^い大風 
で 僅 村 五十 ャ I ドの ホ ー グでド 
ィ パ ] を 化は なけ H ばなら な 
かつた 率に ょ つても 二十 人め 參 
化 者の . 中から 僅か 一二 人が ファ） 

スト シク スチ 1 ンへ ククリ フア 

し i ； * かつた 理 おが b かる。 當 
H の 入 ' 賞 者は 左の 盛らで ある。 

1. 等 霞 崎 (！ ニ 井) 

八 と 八' モット 一四 五 


ムサ — ドン クス チ- 


おが 缉ぁ (日本 綿) 谷が 對 ホ 
司 II 巧對高 (大倉 組) 星 
巧對武 かが 木對 森が 山ぶ 
對 小が 石 谷 お裔木 廣を對 
山 ロ 


庭が 界 消息 


◊が 井 巧 お 擾勝戰 は 本 H 午後 
ニ 時 よら 一巧 二十 乂 下目 か 日 庭 
コート にがで 擧わ t 優勝 戰は明 
日 午後 ニ 略 よら 開催され る 事 じ 
なつて 居る" 本日の セ ミフ' アィ 
ナ 八は 上半 郝じ 於て 恩 旧 選手 對 
互菱 商事の お 巧 下半 部 じがて 
は 二一菱 商事？ 奥 野勒日 庭の 逸見 
である だ 恩 巧 選 芋が 澡 がを 破る 
事は を づ大烟 なかるべく 巧野對 
逸見の 試合が よち タ- 興味を 惹 
であもぅ 0 

◊女ず 庭が 選手 權 戦は 愈々 ホ 

る巧懼 Hi らフオ r レスト ヒグ 
じがて 裝转 される 事 ごな つたが 
本年は 风醫 選手のを 加がない た 
め 馴か巍 のない 威 じがす るジャ 
コゾ鹽 けす 梭五 時よ ち 第； コー 
ト ，四 菊 じは 第 M . n 1 - •で. マ。 
巧、 第 I 一一 コ* ~~ ト で八ン ティ 夫人 
が 競技す る番 猫に なつて 语 る。 
なを 爾對抗 庭球 戦は 昨 马爾天 

の ローめ 本 H 午後よ らフオ ー レス 
.ト C グじ がて 擧 巧の 尝。 


謁お賜 ふ 選手たち 

. 今，ぞ歸朝.^巧っこの光榮に 


東 ま 特電 十ろ 日發 = ： 聖上 陛下には 這般 アム ステが ダ A じ 巧 
て擧 巧され た 第乂回 世界 オリ ム ピック 一大 會じ おけ 日本を 化 表 
して 出 壤奮圖 せを 選手 一同 じ對 し. 蹄 朝の 曉 畏くも 拜 請を 仰せ 
つけられ 益々 斯界の ため 巧 力 自重し 運動 精神 發揚を 御凝 勵遊 
ば さる 含 どを はも。 


二等 渡邊 (11 弃〕 

八 ホ— 义ニ ネット 一 あ ニ 
二等 齋藤總 領事 


0 1 1 化 一 ネット 一 五 ニ 


愈々 是れ わら 選手 權爭 奪戰じ 
移る のでを るが 巧 白ぃ 勝負は 差 
請め 玻井對 な 巧 及び 渡 邊ぉ福 本 
で 新 じん 幕した 武弁 (日銀) 對橋 
本( 日本生糸} の勝負は蒂お^^武 
ホ 君 じ 場る らしく、 但木對 西 本 
はを 想围難 どの 萍巧 でぁるが、 
雷 化の がなければ 結局 坂 井、 宮 
崎 巧大關 のな 組 ごなる のでは な 
いかごの 醇ご b である。 

を 巧は せの ためじ 第一 組 十六 
人の 內へ H 銀の お 井 君、 日本を 
ホの 橋 本 君、 總 領事館の 角山靑 
年、 三菱 銀 巧の ま 旧 御大、 臺を 
の 化 木 君な どが モグ 9 込む 一々 
じは 巧 巻な 商 橋 (茂 木) 菊 化 (茂 
水) 岸の I 二君が 窠ニ組 十六 人 じ 
追 ひ 込まれ 三 井 銀行の 山 ロ 君、 
一二 冀 のな が 君な でが 第 S 化 十六 
人の 連中へ 左遷され た。 を 紐の 


..東 慕た より 


♦磯 お忠焉 君 紐 育 巧 報 社々 ま 
水を 巧 一二 巧の 竹馬の るで をる 同 
若は 化； 年 セン-- •ポ ー ^ を經て 
デト 。ィト ホ 方が で發展 しつ i 
ぁつたが 親を のが 民 雄さん じす 
すめら れて歸 朝 後 京 橋 南 傅 馬 町 
千 巧 旧 韶巧じ 富 ± 見 軒 S 云 ふ 西 
洋 料理 津を關 業して い I 客種で 
繁 昼して 居る。 を 頃 富 ± 見 軒の 
の 外に々 弟の 駿ち VJ 共同で 『磯 
部 事務所』 を 創立し 直輸入 業を 
も兼營 ずる こど ii:* つたを。 巧 
脫の同 巧は 『おお 正直者 だから 
巧 用して お 互 じ 儲け ませ 5』 玄 
語つ て 居る 0 一 

♦玉 ホ 得 街 君 前年 紐 育 巧留當 
時は 旅館 ホ 巧 館の 若まん 湊伊兵 
衛 でぁっ わが、 歸 朝を 湊 をを ぉ 
でち 井に な 姓*々 フユ] •ダリ 
1 ン から 磯子 園 經營じ 轉じ大 震 
災後も 磯子の 恢 など 共 じ 盛ん じ 
活 勘して 居る。 巧 橋のを なを 龍 
さんの 玉 ホ 夫人が 內 助の 巧 ある 


ご 勿訟 である。 








.こ.：- 

y が - . .. ニ 一 お* 


0ぶ ぶ • Line 
を! 會社 

2 約 ?- SWlliTEH 化 L8IHL 訓 0 
17 曼 る 1 巧が 則な 郎 WYOflSG ! な 
PHONE 80 巧 UNS ORE 卽 おお-お 


T 化 MfT 別け壓 ,LT 〇 i 

NEW Y0I1K 化 EKCY 
Room No. 712 
がむ oadw が， N. Y. C 
Tel. Bowling Green 3440 


Tlig M け siil) お lij 目 ank, LM. 

Roo 阳 941, E 叫 お We む ‘tiding 
1 如か oadway, お wYork Ci わ 
Tel. Rector 9483-85 


N . Y •ぶ LINE 

tt 會船郵 本-日 

NEW YO 只 K OFFICE: 

8-10 Bridge St. TE し . BOWUNG GRE 巨 N 2262 
San Franc ミ SCO 0 な ice: Los Angeles Office: Sea れ leO だた だ 

6 な Mark お St. Biltmore Hotel Arcade Colman Bldg. F か at Av も 

Chicago Office: 1 谢 W. Monroe St* 




Nippon 

Dry Goods Co. 
1261 Sroadwayi C 巧 ] f, 
Cor. 31st Si. 

Tel. Pennsylvania 目 お 0-51 

Roo 阳 4 巧 


化 巧 化が 化 Go. 

151 ぶ 沁 Avenue 

(C 〇 r. 21 が St.) 

Tei.A!gmitiuin 384847 


imolo Bros., Inc. 

Formerly 

M が Lihachi & Go. 

17 Easi 1 诚ん Ui. 
Tel. Algonquin のが-が 


HA 則 m & 郎， 

141-147 Fifth be., 
(Gor.21s け i.) 

New York Ci お 
le し iUgfmqiien が 3 ら 


て チ 妙 驗が鮑 
んメ /m 輪 ！^ 

ぶ 送 個個 水 水 

ら魚煮 煮を 煮 


THE FUJIMQT 0 
SECURITIES GO., INC. 

120 目 roadwa も N. Y. City 
Tel. Be 加 r 24 巧 - 33 お 


T 化 目 も NK OF 閒お巧 

8 师 m 巧 巧 1 的む oailwajf ， N. Y. 
Phone. む rHan が 8 艮 83 


Tfjg Sum け 0 岡 0 貼 nk, L 招 . 

化 W Y 邮 K が 巧 GY 
8 邮 m が 4 
1 がわ 的 お 巧 

Tfi!. Hinover 7444-7445 


Tl !8 Yokohama 
Sp おお Bailie, L 化 

Sth Floor, Equiiabis §ldg. 

1 巧 8wadwa もも Y. 

巧 ime 3 が tor 2 巧 0 


Ti) 邑 おお 0 け が細 , Ltd. 

S 如讯 5 巧 

Se 邮如如 a U 巧 s! し 巧 Bu り di 巧 
1 的む 03 お 8 もん Y. 

Tel. む 加 ! idt? 郎ぷ -34 


なけ 〇け 3 (! 邮 0 〇 ., 1 邮 . 

impoiiers 在 E 巧 or わ 巧 
巧 1Fi 巧 Uve.JJ. 

Te し &igo 叫 uin 巧 化 5 

3 リ化 Madi 如 n Stre ホ 
む icago , 川 inois 


が 0 圓瞧郎 08 . 1 邮 . 

巧 - 巧ぶ W. 巧 rd 化 . 

Hew む rk Ciiy 
Te!. Gramercy 3850 
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ス 


號 九十 セ 巧 阳干ー 第 


M 辦 貪 織 t 【日曜 — i ：】 


日 八十 巧 八が H 和昭 


四 


シアトル ぉ觀 ( 午前 十 時 ) 
あ ふ-^ か 見 九 巧 お H 
る b ぞな丸 丸 巧 十 お 日 

るん どん お ( 坡渚 あ 親 ) 八 巧 サみ目 
ザ _. 羣 横. 濱一 おお 繫 

但 L ばりす 义 るん でんかは 一 五 左 巧 
►ご 一等 日本 巧 置 五 巧ぎ 室 お 改遙を 族 室を 技 
►踊 ホ 望に 依り 一等 割引な 復切 巧を 巧を 巧孩 
一 ロスアンゼルス ぉ 帆 ( 午後 一二 時 ) 
す ぷ らた乂 八 巧 せと 日 
.クん ピす化 九月 化 四日 
▼ 一一ず 横演ニ 一二 0 弗 ほは わい かを じらみ 一 蓋を 
► 巧 學專 日本 巧 五十 九 巧 M 二等 日本 巧 五十 五 巧 
► み 一港 羅巧巧 法 車 切な 嬉臺を 購入 御 幹歲化 4 あ 
►結 育 線 パナマ お 由 日本 ミ 那行皆 物醋巧 一回 


資本を 壹 ほ 圓 
拂込巧 資本を 六 モお圓 
稅 立を K 千 意 巧を 脚 

農 ご 弄 銀な— 支店 

本 巧 東を 巿 日本 橋路本 お産が 五を 地' •一 お 
ま 店 小 樽 日本 橋 丸の 內丢 妄橫巧 
名 古 お 京都 ホ 阪西关 ち巧戶 
廣を 下脚 巧 奇巧松 お 岡長麟 
上海が なま 貨扔水 


お出 乂爲替 ’ 電情 送を ' ホを を、 旅行 信用 狀 
巧を 信用 狀其他 一般 お巧栄 

人纖兰 囊銀 巧— ま 巧 

鄕里 送金 ハ 日本が 地 無す 較 が； 忍 速が 投 
本店 預金 ( 定期 通知 ノニ禪 ) 御 便利 お投 
本 支店 東京 〈本な ) 、 大阪 、 • 神 戶 、京都 
巧が 地名を 崖、 小轉、 t 诞 、なを 


互を 斯 式を 等お備 供を の 獲ち 巧 巧 もる は 乘紐貞 
_ の お 練 裁が 了が*」 共に 巧が の 萬 ミず る 度で 寸 
♦當れ 太平洋が 路 一二 等設德 はを 部ず が 巧を 巧み 
一 I 姑し ミし わ、 巧 じみ 市篇の おさは 所謂 ッ 
ニス トサー ド 叉は スチ龙 デント クラ タスな 上の 
ij 巧 値み 備へズ 居 リま寸 

奢 港 出帆 ホノグ グ經も 【正午 お 帆】 


西 比が 亞乂 
大巧 化 
天が 义 

コレア 乂 

春巧义 


八 巧 サ义日 U 
化 巧 十二 日 ^ 
九巧サ 六日 I 
十 巧 十目 U 
十月 ホ 四日 § 
N 

黄 シアトル 出帆 【午 荫十時 出帆】 が 
; 静 岡 化 九巧 と 日 ^ 
横演义 九：！：： 廿一日 g 
! 加賀化 十月 二十 H I 

み) tt 致敎 目本朽 化れ ^ 
化 動み 八巧サ 四日 
様 あみ ■九 巧 八日 
A 巧 肯ほ化 田を 海 磁由呂 本 巧貸齒 がー 月 ニ お 
A 没 道が 巧廢 まを 其 化を 寒梅 巧を じが あか ホ# 

A 戈巧洋 大没賠 をせ 乘が 切巧傳 便宜 じか 計 i 寸 


ラム プ ぶび シル 


クシェ . 


• F 


墨 元 卸 寅 手 塚 


更. Y . TETSC 巧 A CO . 

ニ 去を 基 hst . J . Y . 畳 y - Te 三 星 塞 蓋 1 


精々 毅强巧 仕 御 引 立願 ± 候 
陶 破器雜 貨卸賣 

春 由腐會 


り 本陶魅 黑雜嘗 類卸賣 

- ザ 元 ブタダ 1 ス 


皆 本陶慰 器雜貨 
ラム ブ卸寶 

; 奈良贊 易蘭會 


円本 吳服 反物 キ モノ 

_ -ノ - フルク ロ ー ス媽 

諸雜 貨卸簡 • 

痛 I 日本 ド？ ゲ1- プ商會 

^別廉 巧で 大姑强 新 巧 わは 當 巧の 持 長 \ 

n 本陶黑 雑貨 
ドラィ グ ー ツ 弱販賣 

S 巧 木 桃 ホ 組 


这 001 , MOMO 201 , CO ., す。 
105-.L 16 を S 产， N .. Y •ぎぎ ニ esanf 活 器- S-7 




トツ々 ビン 五 弗 
大學 藥 I ニ 0 仙 
太 田 j 育 散 五 0 仙 

. -I 

巧京證 新聞 最あ號 


な 育 東京 商會 

1 さ 至. 量 h ぎ N . Y .〔. 
ぎブ a 寡ち 里 送 


暑中 獅 見舞 一 

潭熱お だ 去ら 中日 巧尙ほ 強ぎ 
難 < お 庭、 皆々 棲 愈々 御淸 畳の 
趣 大慶ち 極 じ 奉を 候、 降って 弊 
館 儀 日に をし タ 化を 極め 候 段 誠 
看 難、 是れ偏 じ 皆々 樣御 愛顧 
の 賜 £ 巧く 威 銘致 居ら 申 候。 昨 
今 漸くを まの 裝飾も 整 ひ ブラィ 
V ; ト^!- ムの 設備 も完战 致し 
一層の 努力を 巧て 日頃の 御眷顧 
じ酬 a 奉るべく 柯を蒂 々御 誘を 
せの Li 、 續 々御 ホ 巧 下されを 只 
寶倍 巧の 御 引 ホ 奉 願 上 お毅具 
尙山ネ 紙上 じ弊舘 名義 じで 貸 
ァ い— トメ ントの 廣吿揭 載 致 
あ 階を は營業 中の 臀豁 ごは を 
が 則 家 じ 有を 候 龍爲を 申添磅 
.昭和 己年 八 巧 

旅館 料 鋪昭顧 
巧 W. 養 th F 這 


ラン 


及び スチ ー マ 

十她 、九 弗を 
他、 ホし 許 
I ニ 鬼 没び で 弗 
養-苗 皇 A ち.'. 


約 五な 獨の 

ウオド ii プ 

ランク 六-^ 五 

他、 十二 弗 五十 

常用し わ 極 類； 一邦 


口 


◊ ◊ 

I 日本 巧/— ル 一 

◊ ◊ 

蹄 切 お 育 本局 午後 八 時 
日 躍 及を H は 午後 五 時 
八月 十九 H を 港經由 
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懸賞 募集 

ホの 素 を 用 ゐわ洋 を 御巧理 
の 作 b 方を 募集し まず 

一、 成るべく 日常の 御 食膳 じ 
ふさは しい 材料を えらび 
'.しかも 實際御 研究 じょる 

レ シピー 0 

ニ、 ホの 素 八 新規 應用じ 就い 
て廣 ，'、米 人の 趣向 じ も 適 

したる レンと ^ ~ 


A 撰を 

么 賞を 
一等 
.二等 
ミ 等 
四 等 


ホ 之 素 本 舖巧理 研究所 
■紐 育 出張員 

を 丑 十 弗 一人 
を 二十 五 弗 二人 
お 十 巧 五 人 

化の 素 瓶ん 

一 觸宛殘 を 部 


A おを 
締切 
■發表 


昭か一 こ 年 十 巧 一日 
同 十一月 一日 
本紙を なて 發 表し 同時 じ實 
金を 體呈 します。 

原稿 英义 邦文 共 御隨意 
一人に 付き 巧 理法の 數じ制 
限を 設けません。 

宛名 榮 山楠會 

がの 素 懸賞 巧へ 

住 巧、 姓を 御明 記の 事、 原 
稻け 一切 御返戾 しません- 


A 後援 


お 育 新報 
n 米 時報 


Dr. 4 善 St., N . y. 


ホの 素 特賣店 

桑 山商會 

. 114 岂 ST 置 ニ一 SL 三.！：；. 
phmle - Re 巧 nt S 3 ザ篇 57 


謹 磬小年 i 旅 去る 一月 お來齒 科醫學 硏究の 爲め獨 、瑞 じ骄學 
畏び麟 淵 Q ^ f 繁を 終へ て 今般 歸紐化 候 聞 從前通 b を 泣の 御 愛 
顧を 幾重 じ II 御 願を •上 候 

夕 ホラ ボラ トリ！ 

齒 巧鬻師 田 尾が 雄 

； ? 互呈 hattan Ave., ぎ 1 呈 Ih and 呈 si ぎ . 

御大 ip 禍母國 訪問 團員 募集 

今上陛下 御 即位を 巧 觀の榮 じ おする 空前の 好機 

巧 十 巧 十一 円 ( 木) 午後 六 時 ニ卡を ペン 停 お 燒お發 
同 十 セ 技 -^) 沙港發 郵船 加賀 化に 便 乘の上 十一月 二日 ( を ) 
橫濱 S 1 . 

. 歸乂 = 胡 年 S 巧 化 H 機渡發 ' 郵祗 靜岡化 巧に て 四月 十一 11 H 
沙潘 着、 ， EP 十九 H 紐 育 着の 豫を U れ共 随意 歸ホ差 支へ 無し 

. 陋藝 = が道丄 r 円 六十 弗 ( 巧 卓 一等、 巧 船 二等 ) 

プ瓜 マ： ip を 券、 食事、 沙港ホ テ 八 化、 自働 車、 タック' ス 
ボ ー ィ I— タ ー 、 む附等 途上の 入費を 部を をむ 
化 お — 巧 f 十 巧 

中 込 お 化 其 他詳规 はお 接 ホ 催 者 じ 御照會 わられた し 
排育巧 おお 十九 T 目 ニニの 

巧禍 兄弟 商會 

第五 次巧國 訪問 蘭 

組 育 ホ 西 百 八 T 目 S ニ 一二 
H 本人 类巧 敎會內 4 

_ 御大 典 奉祝 巧國 訪問 團 


•た 


化 桐 兄弟 商會 


▼ 觀里 送金 及び お 送を ( 無ず 巧 巧/外面 
巧替賣 買、 荷な 替取結 取 立、 信用れ お 
巧 等 一 殺 お 巧 業務 的 巧 巧 じ 取 巧 可 化 侯 

提臺灣 銀行— 出張所 

本店を 潰臺化 

ち 巧 まを、 横な、 大 お、 辞戶 、上 お、 巧 
ロ、 福掛、 厦門、 油 頭、 香港、 廣 東、 巧 

慕坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 を 頁 
々グ 々ッタ 、あを、 其巧臺 潰 十四 ヶ所 

一、 資本を 壹億圓 ( を 想拂込 巧 ) 

一、 積 立を 乂千化 巧て 十 萬 面 

巧 化 本 支店 = 橫演 ( 本 巧) 巧を 大お 
神タ を 始下 蘭を 古屋 

橫濱ぶ 金銀 巧— 支 巧 

米 团をぞ お n 桑港羅 麻 か ボボを 
其 化 化 界を國 垂を都 ボニそ 店及コ グン 
ス巧 之磅 


本 巧大阪 化濱五 T 曰 
が 育 支店 紐育ブ C — ドク ユ ー 巧 四十 化番 

纔 住友銀行 

3^,^( 東を* 橫 潰、 をち 屋 、京都、 神タ 
4 巧' 一を ノ 道、 廣 島、 ロ お、 柳 ホ、 下ノ顆 
地ち 巧 (巧 司、 小 倉、 巧 松、 博 多、 义留米 等 
本國預 を、 鄕里 をを 等は 械め 
て 御 便が 巧 速 じ 解 化 汲 可 中 候 


本な 朝鮮を が 

ち 巧 出張所は H 本內 地の お 要都巿 ，朗お 
滿洲 、支那のを 化 及び 湘谦 斯徳 

觀鱗艱 巧 紐 脊お張 所 

外 國爲替 一 股を 巧を が 巧々 御 保 巧 じが 投可 
中 上 候 


藤本 證券 會社 

一般 有 憤 証を ノ巧 貝、 引を-、 募集 
▲ を 離、 5 之 ニ 翩スこ 切 ノぶ が 

I 賦 藤本 ビル， ロ！ リ ，銀 巧 

.紐 脊お張 所 


日本 郵船 會社 (並 ニを 鍵道會 お) 

化理 なが 欄 兄弟 蘭會 

乘 車、 乗船 巧 巧 並に 小荷物 運送 御 巧 利 じな 扱 申しまず 


舞踏 あび 陸上 諸般の 運 勘 じ 願し 

ては 更らじ 協議 會を 開く ぇ f な 

つて 散會 した。 左に 雷を を 厭は 

や 傷 所 巧 他に 關 して 巧定 せる ち 

を 報道せ む。 

0 0 

诺巧 フック マ ウン ブンを 園 
本年 巧 じ 開設せ る インタ アス 
テー ト大を 園の 一部 ナイ ヤッ 
ク ょら 化五哩 風光 明娟 、理想 
の 巧 遊 地。 

時日 九 巧 二十 111 H {日曜) 
使用 船 ニ 千な 人を 容 る！ が 
まッウ キン スク グウの 設備 完 
成なる ベ 少 ア イ ラ ン ド 号 ド 
ソンの ホ テグ プラザて ふニッ 
クネ！ ムを 有し 雨天 じても 巧 
を 幽築淸 遊の 絲裕 ぁら。 

乘船化 紐 育巿巧 一二 十二 T 目 
- ド ソン 河 核 橋、 午前 十 時 出 
帆 か 遊 約 S 時閒 後上 陸。 

會賓 一人 壹巧 五十 他十歲 0 
下の 子女は 無料。 

歸還 午後 五 時 乘船發 が 地 ぉ 
じて 解散。 

齋藤總 領事 旅 巧 

紐 育 駐在 總 領事 齋藤瞎 巧は ウ 
キ 9 アム ブ タウン 政 活學院 の 招 
聘じ應 じ 極を 駒 題に 賴 する 講演 
を おむべく 本日 同地 じ 赴きみ 過 
遇 未 頃まで じ歸 紐の 酱。 

# 濱地眞 み 氏 日本 ホ 糸 社員、 
サ 111 H 頃 ぉ 發巧巧 二十 义 H 藥港 
お 机の タイべ タヤ 乂 じて 歸朝 
♦山 本泰辰 巧歸朝 中の 辯護卡 
六月で 旬ょ b 朝鮮 旅 巧のを じ 上 
つて 居る 旨 あ 信が ぁつた 
♦淸氷 善 造 氏 一二 井 物產會 社が 
育まな 員、 東を 本 巧 詰を かせら 
れ丸巧 二十 六日 桑 港ぉ蜗 の天泮 
化 じて 歸朝 

さ 羽 年 雅刖氏 復巧局 書記官、 

去る 六日 着 紐 ホテル •ブレトン 
ホ] 於 じ 投が化 巧 十九 行 巧發渡 
英の嘗 

♦川が を 岡 氏を 灣總督 お 事務 
官兼專 賣間蠢 事、 まる ニ 円 着が 
當み西 A 十 化 下目 化と を じ滯な 


幡說お 


♦紐 育 H 本人 敎會 
題 未定 岡墙 牧師 
♦を 督敎 修道 會 
化鷄 がを の 雛を 翼の 下 じ 

今 井 牧師 

♦日本人 美 0 敎會 
幸福の 秘義 川 澄 明敏 氏 


片禍 スペシャル 


トランク T ト マン 

1 ごノこ ブィラ ふ 

イン ノ] ベ— シ ヨシ トランク 古 

職と 弗 五十 仙 ょら 十二 碟お十 仙 
岩 East 睾 h Street 


齒 科醫バ t ハ リ了ン 

or * •行 - dward 至 aman 
ぎミ呈 Oen 臺 

夏 5 去 . IBIstSh Tel . B 呈另 S 9378 


H 本 y 欺瞄 した 秘密 條約 

レイ 氏が 支那の 背な-を 指摘ず る 


ゥキ リアム スタ ウンの かを を 
院じ 於け る 論 おの 濟 台は 水幡日 
ょ b 中米に 對 する ホ 固 巧が の 干 
渉 辯 誰、 及び 國內 農み 软巧 問題 
じ倘 じたが 舞を は 巧び お 洲問擅 
じ レグ オ； ^ブ する であらぅ 。し 
かしまる か 鴨 H の 山 卓 討を 會讓 
じ滿洲 問題を 提げて ブ ー ダアご 
なつた のは 上がで 發刊 せる 悔巧 
'許 論 化 長の ジ 3 1 ジ •ブロ ソン • 
レィ 巧で ある。 巧は タ年 乂那じ 
一な 住し 支那 じがけ る 政 お、 經濟 
I を會 ぶび お 育のを 裏じ棉 通し 勸 
~ かすべからざる 事實を 知悉して 
I 居る から 支那 人ょ b おれば 眼の 
: 上の 瘤で をる。 巧は 滿洲 じ關す 
る H 支の ま 巧を 解剖して 『ま那 
j は モ九巧 十五 年の U 支 傑 約は U 
j 本の 應お强 制 じ 基いて を 威の 下 
-じ 不 得己署 をせ る もので あるか 
ら 無効で ある ごま 巧す る。 化 巧 
題は 旣じ千 九が 二十 一年の 苹が 
j を 諾じ擔 ぎ 巧され て H 本は 支那 
I のま 張を 拒否し ま那 は適當 なる 
一機 會じ 巧び 論講 する 權 利を 巧留 
i したので ある 0 
一 个 A — 个 
一 モ 九な 二十 云 年遼巧 半島 租借 
期限が 滿期 ごなる ど 同時 じ 支那 
一 政府は 正を に 日本 撤退 耍 ホを 通 
ー吿 し、 本年々 巧 ホ 千 乂巧十 冗が 
-條 約の 無 巧を 巧め どして 梅お搜 
逆に 對 する モ ー ボン 借 疑の 成立 
じな おした。 故に H ろの 懸案は 
一 確然た る爭 おの 上に ある。 若し 
ボ！ ツマ ゥス 條 約の 明义じ 立脚 
しじ 日本の 滿洲じ 於け るが 權が 
:モ 九が 十 おを の n 支條 約の 無効 
; じあら て巧滅 ずる ご 云ん 支那の 
- ま 張じ經 化する ごせば ロ 本は 恐 
一ら <當 が G 嘘 巧を が證 r ベく ボ 


I 前週 H 幡 U 豐 がを 經て箱 
排柬巧 淀を 化 熊と して 約 十 日間 
夫 M 巧の 方面を 规を觀 ホした 小 
^ がみ 化潘十 引率の 學 生が 外見 學 
; 劇】 巧 十 お 人は 一昨 夕六脾 出帆 
ーのフォ—^^^リゲヮア 線巧船 じ 便 
I 乘 して 紐 育を 離れ ニクべ ッ トフ 
ォ） ドに 巧き フ ゴヤ ア ヘブン じ 
.ホ キッ フネ^ 八 ド 家を 訪閒 、ボ 
; ストン、 ナイヤガラ、 •テト ロ イ- 

トが 戳 おを 巡遊して シャ ト少に 
一向 つれ。 一巧 滯 が 中の グロ ダラ 
i ムは忽 卒の巧 か 製した もので あ 
- る-, しおは らや齋 お 緻 領事 邸の 變 
を、 な 大統锁 A 1 ズゲで 於ト氏 
:展盛 及び ヲイ スタ アベ イ邸 訪問 
裔巧 ドクト^の 園あ會 、お出、 

: 括 巧、 河 添 ニー 一氏の 好ぶ じ 化る 觀 
光ザ提 化、 晚を會 、圃際 學を會 
舘 のぶを、 が 巧 おおの U 本 W 樂 
; が じがけ る 歡迎魄 を 曾が て顺調 
に 進が し、 一同 ホ 巧に 

満ぶ のな を おし 「が 巧 ま 
で 來じ惜 化は ト 1 1 かじ あつた』 

I ど奋 びを つて おた。 ロ 本 化樂部 
; にがけ る 棘 迎會は 出 梅 巧. 九十 余 
~ あ 山 島 n 本 供 樂が食 お巧胜 人を 
I 化まして 歓迎の 巧.^ 述べ 自も 



! ッマ ゥス 條 約の 背後 じある H 
證戰 巧を 惹起せ しめたる 千 八な 
九 千 六が の おま间 盛が 密條 約を 
指摘ず るを 餘儀 くせ しめられ 
るで あらぅ。 即ら n 本を 敵 ごせ 
る 化が を條 約の 明文 じ 化れ ぶま 
那 は其颁 かを 軍事 鐵道 敷設の 爲 
めじ 露 西 亞じ讓 巧し 朝が 國 境を 
を 戚 する 地 もに 及ぼさし むる 2 
が 出 巧た。 支那は な實じ 化條約 
を 履 巧した が 其 巧 限は 十 お 年間 
であ . つたから H 塞戰ず 中は 勿論 
効力を 巧して 居た • ■ 
个个个 
乍 併 極めて 內密裡 に 露 まの が 
密條 みはが 存 されて 居た ので H 
本は ポ—ッ マゥスの ホ か 克復 會 
議- じ垂然 其が 化をから ずして お 
席した。 なじ 支那は 巧み じ 無 邪 
氣を裝 ひ、 唯 H 露 戰爭の 被害 巧 
ごして 巧 等の 賠償を 日本よ も 要 
ホ さる なし じ濟 ませて 吐 舞 
つた。 露 支の おを 條 巧が お滅し 
てよ 6 十 年を 窄が 會議 じがて 支 
那は 始めて を ホ じ 其が 巧せ る 事 
實を吿 白し ホを 文を ホ國 々務長 
官に 提示し わ。 化を 巧 家の 巧 動 
じは を雜 的晤效 はない。 なじ 支 
那 お該條 約の がな を吿 なせるな 
上 如 巧 じ 年 丹を 經過 しわ じせよ 
ま那は H 本め 正常なる 赔償 要求 
を容 C ねば。 るまい。 即も 支那 
が 千 九 巧 十五 年 H 支條 おの 巧 力 
をを 諮す る i は举 府會議 でを 白 
した 事 實じ據 b 日本を して 滿卵 
間 題を 再び 捉 出せし いる 機會を 
作る ものである。 化 秘お條 約 ど 
り 本 どの 朋 係を 知る じ わら ざれ 
ば り 本 の 袁なを誌縣す る 2は お 
ホぬ」 ど 斗 H 支 關係じ 無智な 人 
十に 海 ゆ ^ 所. か あった 


らし 學 生の 灭 地を 回想して 是學 
勘の 化 命じ - 巧 及し、 草 信 n 本 A 
會 々長け 义 ^ の* 理解 剖 論を 試 
みて 巧 賓の爱 ちじ 化し 巧挪乂 
學 なぞ お 見藤需 氏-九州 大學を 
巧が 义 二は 氏の 答辞 ぁ 5、 慶應 
火 學ホ牺 井を ま 氏け 英語に て 謝 
巧を 陳 ベ、 水な 本社々 まは H 本 
人の 通弊た を 闡体的 巧 動じ 斟す 
る 訓練 節制の 缺陷を 指摘して 刪 
せを 绿 おしつ i 協調し 化く は 其 
大を t ♦ す 巧 巧な ちご 論じ、 卒叢 
後 社會乂 ど；. ょれる 後 『 A 問學 J を 
考究す るの 必要 备カ說 し 

團長巾 村嘉壽 氏は 巧を 脚 
組織の 趣 巧ぶ び 終 過を 陳 ベが 外 
巧學 の 烏義は 實物敎 育の 一端に 
資し、 を 化み 脚 宇を 滞大 する r 
ぁ 6 ご說 きを 學閒旅 巧の 副康物 
どしての：=乂相な誌解のが子ご 
^=* れる巧巧を擧げ、 旦っホ岡ず 
をの 東が 旅 巧を 始め、 " シャ、 
ドィッ ホ-,, が械 のを 生の 脚 化 巧 
n 引 赛 ごの 隅 係を 述べ、 化紐酱 
知の 純な ；；* るが なをを 謝する ご 
おび、 午な 十 时ザ微 食した。 ホ 
中 村 削を 做 迎晚餐 貪は おる 十 阿 
n 巧 をげ がに 閒 かれが お 島縣お 



ぞ 身、 同 巧の 舊ぶ等 五十 余 名 巧 
席、 前年 中 村 氏が 學生 どして 巧 
紐 ゼる當 時 創 ホ 者の】 人たち し 
馳係上 五一 會を化 おして 菊 池 市 
兵衛巧 司會の 下じ兩 新聞 化 巧 表 
其 化 ニ S 氏の 熱 •むなる 微迎 辞が 
ぁ b 、 中村刚 長は 『祭 ニの お鄕 
じ歸 つて 諸氏と 共 じ 語る は 癒 か 
極まらな し』 ごてを ホ 面の 鄭重 
なる 歡迎を 謝し、 午後 十一 時歸 
舘 せる 學生閣 も 陪席し、 巧 本 夫 
人の 筑前 琵琶 其 化餘興 百出 ま 客 
験を 盡 して 散會せ るは 翌曉ニ 時 
であつ た。 


中 村嘉壽 氏の 

海外 發展諭 

お 新聞 ま 催 講演 會で 
お 報 日 ホ 時報 社 及び 本社 主催 
の 中が 嘉壽 巧講お 曾は 去る 十一 ニ 
円 午後 八 時半 紐 育 敎會じ 於て 開 
かれた が、 當 巧は 愛知 縣 横須賀 
I ， 寶業 補習 學校敎 諭 伊藤 重 信 巧が 
繁 j 席 どして 登壇し 日本の 劃一 
敎 育、 抽象 敎 育の 弊を 痛論して 
社 會じお 用なる、 而 して 生活を 
を 易：：* らしめ 稱る實 業敎育 の必 
娶 を提喝 して 敎 育を めを 新を 切 
望し 見學闡 監督 巧 倉 一道 氏は 物 
質 文明の 弱点、 拜を をの 跋层を 
指摘して 『乂の硏を』 を^:>しつ 
つ ぁる 旨 己の 体 驗を陳 ベ、 最後 
じ 見 學圏長 前 化 議± 中 村嘉壽 巧 
を 紐 同胞 ィ 一典に 考究せ むごず る ' 
刻下の 一大 間 題は 施 巧 じして H 
本の 打 詰 もを 打がず べき かじ ぁ 
を ど 冒頭して 、日本に がける 官 ^ 
お、 實 業界の 宿弊を 擧げ 思想 閱 
題 じ 論ぶ して 『思想の 惡 化は 生 
活の 困難に 起因す る』 ど斷 じ、 
化 おじ 於け る 人口の み 布を 一々 
統計を 东 して 說明 しが 太 巧、 獨 
逸 ’ 英题の 移を 政策を 批剩！ て 
H 本の 無策 無 巧を 嚷 じ、 ち 色 人 
禪の 現な 人口を 約 十二 億、 白替 
人 補を 約ち なお 度 S 化を して 膽 
ホが を 人 柿の 益々 增雜 すべき 傾 
おを 滞べ みを 說 き、 白人 優越感 
の 哉 謬を 贿擊 して 西が 义 巧の 根 
販は梁 巧に 化ち ど 道破し、 H 本 
の 人口 間 題 どを 巧 巧 題との 解决 
おか 發展じ 頼る のみ 途ぃ しど 
論じ、 巧 ホ 移を の 急務を ホ 張し 
政が の 豫算を 按排して な 敷 雄大 
永遠の 企 圈を實 行せ ょ と 要聲し 
見 學剧紐 織の 趣を 雜誌 『海が の 
n 本』 發 刊の理 もを 說 明して 巧 
留閒 胞の縣 ホを を 察し 巧 ニ 時間 
じ宜 b て 得 息の 長廣 吿を渾 つた 


紐 育 n 本人 會 

舟 遊 商議，， 

昆：体 ま 作成の 第】 會 
本祗 じて 農々 報道して 廣 いた 
紐 育：：！ 本人 會社會 部 お 罹の か 遊 
會は辩 部の 編成、 を 部署の 决定 
を も 了した ので 補々 實巧 方策 じ 
就き 具 化 ま 作成の 第一 會を 木瞩 
お 日本 お 樂部じ 開いた が 草信會 
をら 臨席して 謝 巧を 述べ、 晩餐 
後 風 間を 員 長ょ b か 遊會計 蕾の 
大要、 場. 所、 巧 用船 選ぶ の經過 
をを 陳 ベ、 中 山 總務部 良 ょら 疎 
算の說 明が ぁ b を 部 化 表の 質問 
ぶ 見 等 繪お愼 巧 協 證を带 ねたる 
•わ餘 典 及び 违勘じ 最も 化 慮を 拂 
ひて 參會 者の 巧め に滿 足を お ふ 
べし ど 云 ふじ】 致し 馈藝 ，お 引 



.十 H 間の 見學を おつて 

訣れ y 惜ゎ 學化團 のお發 

齋胳繳 勘 事 お 婿晚餐 h な 大統領の 棠 じ詣づ 
大を其 化の 訪 隅を 微 = 旅館 巧び がまの 歡迎 
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南京 政府の 腰が 漸くが H 來ろ 

强 硬な 態度は 內 政の 面 ロ 維持の み 

ま 京 特電 (ニユ ヨーゥ •タ井 ムス 紙】 二十日 乾"" = 巧 巧に 速した 二方 無ょ b の 報道は 日本 ど 巧 
巧な がの 瞄 係が 漸 （孩か 的 じ おつた こごを 暗示 I て 居る、 刚も矢 出 上が 鹽 領事が 旧 中を 化と 會見 
をが 聞 扣巧谢 にお おし h 所じ仪 れば懲 化杭廢 薬は 特に 曰 本のみ どせ や 一が ー别 强じ對 して 窮し たも 
ので わ b おか 巧 及び 玉 正 巧 氏 も新馈 約が 立まで 臨时辨 巧を 履 巧し ない 旨 公'?^ ん たから 南京 侧 もが 
てが 化棄通 震は 做！！ しないで わらぅ ど 脚 待し 南 巧 政 おの 施 ホを 豫 言す 举スス の 勸吿は 南京 攻府ょ 
b 却てか阅\が巧おじ[ ておるど訊つ わい、 『悅事巧報』 荫巧特派眞はエ化廷氏どの會見談じが 
てお慷おを破藥す るお瞧略が化を B 本 に適用しな い こ f はり木ら承知の巧でホる f ^^し外を文書 
は 舉に巧 力 S が H を ホ てるのみ で 南京 政府 どして は H 本との 宫際的 解 巧 シー 帝 摩する ど吿 げたが、 
おを 蚁 なごして は 滿が閒 題にまで 化を 痛むべく 餘 b じがし いやぅな 印を' ダ 養け たど 照 記して 居る 

歸 朝の 外を 官 協議 .— 

矢 田、 林總 領事 等が 首相 訪問 

まま 特電 二十-日 發 = が お 天 お 領事は 東京に 歸 b 昨 H 午前 
山中 玲 かを 訪閒 、對ぶ 政策 じがて 禪 々盧 をを 述べた が、 將 かる 
將 軍は 獨 お祥將 おじ 對 して 『余は 辞職 W 盧 なし』 ご 言明した。 

東京 特電 二十日 發 = 『滿洲 じがる U 本の 利 權は跑 おじ 巧電 
ずる』 旨 おか 巧將 がは 矢 W 繰が 事に 會見 巧言を 親み 懸案 中の 諸 
問迎 解が ぉ求めた もが 蔣か巧 お 巧は 靜 養を 名 i して 歸 省す るに 
まるべく 奉 天 政が に瞄 する 滿 蒙の 懸案 中、 鐵道 問題 じ 就て は 張 
學な將 お ど 滿 搜 問 じ お巧を渉 の 削お を準描中 じ し て 旧中首化 U 
旣 報した 如くを 乎 堅 お郞、 淸滞奎 吾、 巧 藤 新 ホのを 子 ご お滿あ 
- 策」 就て 凝證 したが 滿洲 政策の 誠 解を ホむ る爲 めじを 子 堅ぶ 郎 
! 子を アメリヵ じが 遣す る ことけ 恐らく 沙汰 ± みに 終る 形勢 なれ 
; ど 一方」 がて はすに 化 ふるに 渐渡戶 巧 造 搏± 、鶴 見前輔 氏、 閣 
琢磨 巧 幾を 遣米 使節に 巧 中べ しどで 蹈 評に 上つ て 居る。 

最後 U 外交 斷總か 

をの 上 列 强ご國 際 職 盤に 哀訴 


上 お 特電' 【へう ルド •トリ ビ 
ユン 化 惦派旨 ミラー ド】 十九 日 
發 =; 日本ょ b 逢し じ 情報 じ 化れ 
ば 靈に壬 お 姪に が = 本を 府じ發 
した 條約 破棄 問題 じ 就ての 巧 答 
は H 本侧が 

公表を 薦 へ？ ぁる も 

の i かく 余の てが する がに 依れ 
ばで 氏は 本 問題 じ對 する 支那の 
立場を 明な どした もので 日本化 
府が 沈獄を 守る こごは み じ 承知 
して 居る 所でれ る々 A 問 题は巧 
をに 戚 f ら こご でら あ b 巧京侧 
どして は 近く こいを をを する じ 
至るべき が 巧 日 政策 閒 越に 就て 
はみ 股のを ホを 議に 於て 充 をに 
討 讚され 幾を の お 策 も 講じられ 
たが 巧 巧 側で おら 傾 重 じち 貴し 
つ i わるものは ちし：：： 本 測 じし 
て 化の のな 許を 始め どして 濟お 
みび 巧な 事件の 巧 涉じ應 じ UV 
おを は 先- r 日本 どの 外を 脚 係を 
锁給 せしめ： n 本じ駐 がする 

公使 を 始め 領事を の 化 外 
を 官じ引 殺げ を 命じ 巧 時に n 本 
じ おしても 駐支 外 帝 官の歸 H を 
要求すべく 巧し n 本 じして この 
引 賜げ じ應せ 中、 却て だ 後 巧げ 
滿洲 0 外の 义服國 もじ 武力 巧 動 
'を 採る じ まつた 谋な 7 シン トン 
- じがる お 支那 締銷 列强じ 哀訴し 
- てこい を 齒巧閒 題 化せん ごする 
； じある もの i 如く 化ぶ どして は 
を おこれを 園瞭 聯盟に 持 出さぅ 
ごい ふので ある、 滿渊 及び 山 ま 
-! ちじ 日本が が おせしめつ i ある 


こごは 

繼績 的じ兩 者の 衝突を 惹 
起しつ、 あるら の t か （現じ 四 
週間 前 円本の 軍事 词 をを は靑島 
濟南瞄 の 製 道 沿線 六哑 0 みあび 
滿那 の鹽道 沿線に 一二 民 ま 養の パ 
ン 7 ット 配附を 禁止し わるが 
かきを の 一例 じして、 特に 奉 天 
部 巧の 大な 物で ある 揚ぞ 靈將軍 
が 鼓あ辭 職す る じ. をつ たこ < は 
'日本 侧の壓 迫 じ 依る ものである 
ご 支那 人侧 では 晩み 居 b 支郝人 
述信 社の 報道に 嵌る ご務將 軍は 
旣じ奉 天を 立 まつた ど 云 はれ、 
化 報は々 が ほ 

退 ま を 許され 中 監禁 柯樣 
のをで わる ご傳 へられて 居る が 
揚將 軍は 張 作霖將 軍の 右 瞬 ミ さ 
れ U 智慧 袋で 摄巧喊 端なる 排 H 
論ち VJG つた 人で ある、 尙ほ蒙 
ホ 巧の 反逆 け n シァ 侧の 所渠ど 
見られて 居る-^ ホ だ 詳報は 蓬し 


傳 へられた こど 
は n 本 側で 堅く を認し 居る も舉 
天 よらの 靖 報は 明か じを のをて 
のな 化した 居た 事實を 証明して 
屏 る、 而 ，八て H 本の 軍事的 應あ 
が歐 民政^ i の 裁ちに 彭 響した こ 
ごは 事實い t ネ H は單じ 

不良 矿を帶 びた 軍隊の ぉ 
散 じ 制限し 一 殷的麗 兵は むはむ 
ず、 巧 化が 軍の 建設 も ホ おな 人 
氣を 0 て 犯 へられ アメリヵ 巧の 
ボス タ^ — ム大お 軍 ま義か 人必を 
煽動し ク心 あらが 一般的な 日貨 
拂巧蓮 動 今後 も一曆 徹底 酌 じ 
巧は るご嗦 天ぶ 屬 にも 觀じ波 
ぶしつ ミを る . f り 恐 こ' く n 本願の 
制止で 岡 着す 生やる じ 至る 模穩 
'でもる， 丽 して 一般の 風評 じが 
れば媒 かお 辭軍 はこの 諮 總輔を 
辭 職して 取 玉祥將 軍の ホ じ 移る 
ベ <腊 巧は すを 

政を 鄭簿 委員 會の 委員長 
とな b 新憲 をの 測定を 見た 場を 
大總理 の 職」 就くべく 目下 化を 
城内 じ 駐屯 中で ある 揚宇 露將軍 
の 軍隊 も 南を 軍の 一部と 非を ま 
じ 認められて 居る。 

蒙せ ほ 逆 

黑 ji | は ロシア か 
東京 特電 二十日 發 n タ 蒙古 軍 
の沉 巧し だ VJL て 東ま鐵 道の 
副總魏 ラ^ 玉 ウネ ツチ 巧は ま 
恥 軍 陳の笃 めじ 監禁され た" 
東京. 【職を】 十九 日發 n 日本 
新聞社に 達した 一グ ピンょ なの 
報道 じ 娘れば 満洲の 化 西ク八 
モア 地 ホで が 立千乂 S 蒙を 駐を 
嫁は P シア 人將 校を 指揮官 ごし 
て 侵入を をて 防鐵に 巧め た 奉 天 
軍隊け 死傷を 輩 ぉして 東方へ 退 
巧の 止むな きじ 至つ たので 吉が 
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て 居ない、 而 して 日本 1 もの 諸 I 及びを 天ょ- ら更ら じ 援兵を 派遣 
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情報を 綜合す を じが 權助 巧が 奉 
天に 魅いて 張 學良將 軍ご資 見の 
お 栽が ご！ 简 月に 互* 奉 天 側は あ 
巧 ごのを なを 中止し む やぅで あ 
るが 別報に 化れば お 京 侧も奉 天 
におして この 陈 

時期 め 到 ホを 待つべく 勸 
吿 したら の i かくぃ 本 諸 新閒の 
巧 おじ む ばが 巧は 巧との 會を 
じがて 滿 蒙を 円本の が證領 ± ど 
すべく 調印を 迫ち しも 張 氏が こ 
れを 化 絶した こどは 事 賞ら しく 
ロ 本侧が この 賴測 どして 奉 天 じ 


ずべ < この 巧め 巧支截 道は 一 時 
停止の 化むな きじ まち モス カウ 
ょらの 錢道 列車は ヒン ボン 山脈 
じ 一 藍 夜々 なをの 上 漸く、 J 於ピ 
ン に出錢 したが 附近の 化 民は 績 
續 あの 山 止 じ 避難して 居る、 か 
楽 古の ホ 化は 較简 パょ ^ 化ぶ 及 
び柬 京に 連し つ i ぁつた 報道で 
み 知され、^ 勞農 派は 旣 じこの 地 
方を 征服， C て 領尘の 膨脹を をて 
つ： わるが H 本に 達した 怡 報じ 
化れば ク •户ム •モアの 赤化に 着 
ずした ら^で 附近に 散 巧す る 日 



濃う みの みら i 
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The Way of cme 

IBy 内を h A . Sawy 巧 _ 

日本 締 人の . s <- i て 美しい 節操を 化と して 代ぶ ずるのは を お 
な搜 やお 棠 ではなく がを のま だ 去ら やらの か 巧の 巧 じ 殿 霜を 凌 
いで おく 「が i であると 云 ふの が 若者 ソー ャァ 女を の H 本 婦人 I 
觀 であろ が 女史は 日本の 友人と してな く n 本 M 人の 淑徳に 倾巧 I 
しぶ 締の傅 說节巧 松お冀 などの 戯曲に も 通じて 居る。 ： 
英义小 哉 r うめのみち』 はま 人 公を 武 十の 一人娘 じ、 時化を！ 
明治 书を裝 辟 前 じ、 而 して おおを をが 道に 採つ たもので 巧想淸 
蜡 、筆致 典お讀 者を して 宛が お 义でお 琴の 小 說を讀 わ 興趣を お i 

き 起さし め，!‘" じ - 
英文 ホ說 『うめのみ も』 は 松ず 節 子 蹈じデ ジヶ ー ト しわ もの I 
で序文はあ^いょおグ リ フ キ ス を愧ホの笨！_ ^:'ら裝侦洒歷家庭の 
讀 もの V | i しで 父は ホ 人への 贈答 おごして 絕 好の 一尊で ある。 ： 
敢て江 i の 一 讚を 媛滋 する - 

郵稅み 一部 ニ 弗 十 仙 

11 織脊 新報 社.： 


本人の まかが 産 も氣逍 はれて 居 
るが この 地力な 約 一巧 ホ ホ嗯の 
地で お 龍 化 省に 城して 居る。 

力ー チス巧 

政見 發表 

約 t 刚條じ 直る 
おか 黨 S 副 乂統锁 を 認校祂 で 

屯る チ < — ^ズ •力— ナス 氏は 
まる 十八 U 、 化鄕 カンナ マ州ト 
ぺカじ 於て 五' 力 人の 聽 衆を 前 じ 
副大統領 お 補 ごしての 政見を 媛 
あしたが 



力 ー 乎ス巧 


氏は 禁酒 閱題じ 就て け 明白に こ 
れが獅 巧を 聲剛 して 法の 廢薬じ 
は絕 おに 反對 5 旨 述べ 農が 救濟 
案じ 就て は 上 F 兩 おのを ホなる 
委員 會を紐 織し 黨派輕 念を 離れ 
て 本闽趙 S 解 巧を 期す 4外 左の 
十四 箇條じ 江る 息 見を 吐露した 

〔一】 農 菜を 最も なみじが 護 
しを 理 的。 る 力 法 じがて 農業を 
獎 g する 0 

一二】 勞慟 ちじ お L ては をの 
必要 VJ する を 禅を 総て 制を し 巧 
て勞資 協調を 踞騷 する。 


(十一 己 ミ V シブ. ヒキ 河- 2 近 
じが 化する 人 おめ 生命 ど 則ぶ を 
が 態す ベ （、化に も 最近 のんき 
氾濫を 生やる 化 ホに 街して 逸當 
。る ホ 段を 讓 やる。 

〔十四】 化 鄉巧入 じ おず な资 
をを 充 ふし、 蘇が、 孤 巧を ベ 化 
の救濟 巧を 雜 やる。 


r 

し 


調 巧は 鏡 2 間で 

パリ— サ 一曰發 n 不穀條 おの 
調印式は フランス 巧務 省の 歷 
史的 居室で あち 鑽の 間で 催さ 
るべ く巧國 の 外務大臣 チ* ン 
バ ー ンン巧 わ病氣 中で 出 庵し 
：；♦ い紋 でも わるまい. がアメ 9 
々醒務 長を ケロッグ をの 渡英 
も 時日の 都を で 到底 見を す こ 
どじ •'なつた 0 


ロシアを 敬て 

拂 一一^し を 

不徵條 約ど國 なを 
ワシントン 廿日 發 H 剧 務巧官 
キヤ スル 氏の 聲 明す るが じあれ 
ば リシァ 政府 じして おしが 勒條 
約を 運 ザず るの ホ 望 ぁら ばを 加 
陸の 拒 式 爾印後 じがて をのは 迪 
牒 すれば 喜んで これに 應 や-、 く 
條 巧の 參加ど n シァ 政府の ぶ認 
はを が 別個の 問題で ぁつて 化を 
どても ァメ 9 々が 0 シアと 巧 じ 
條 約じ參 加した 前 測 も ぁら _ シ 
ァ測 ごして は敢て 承認 間趙 ぅ 一 彼 
是れ 示威す るの 要な く、 ア ' V 9 
力を 府 ごして は 0 シアよ ^ での 
通牒を を 手した 場を。 シァ》 か 
を觸 係を 巧つ 窮 一二 國を通 じご 間 
接 的 じ n ン ァ の 意志を 認 む-ニ ロ 
通吿 ずるの みで 政て 排斥は。 ロ 
ど 語つ わ。 

名 記者 避く 

. 前 駐英 米國 大使 

ニユ •八 ンプ シア 赌 ダブ 巧 ン 
二十日 發 n 齡駐 英米 國 大使 it し 
て 曾て ァメリヵの 大雜誌 『带ホ 
評論』 のま 筆で をつ む ジョ； デ 
户！ ゲ五— 大使は 先般 ホ 持 巧の 
喘息 じて 當地 じ靜 養し 居を 宜 
輕 快を 傅 へられ. たる も 本 曰ケ後 
突然 必臟麻 痒に て當地 バン > レ 
! •ヒ户 の 巧 邸 じて 逝 まし か、 
享年み 十四 歲 、氏は 元ホ獨 造 共 


ご ニ】 諸 法律は 遠慮 會释 なく 
勵巧 する。 

〔四】 故が の 行政 じ 婦人の 參 
加を 常に 獎勵 する 0 

門 五】 國 償、 經 裳の 節約 ぶび 
威 稅の颜 巧。 

【六】 ホ かを 維持し 巧て を 固 
ごの 貿易 親を を溫め るが いづれ 
の國 家と も 岡閣閥 係を 歸 おせし 
めない。 

〔と) 德 ての 產楽あ 巧を 計 6 
保 讓關稅 を 維持し 0 てアメ 9 力 
のを 產 、アメリヵの 勞 力に 勒す 
る外鹽 ごの 競ず を 保 譲す るに 足 
る 重稅を 課す。 

〔八】 内外との をを 機 關は海 
陸 及び 空 じ 直 b て發展 せし むる 
爲め激 道のを 同、 沿岸が 海の ま 
巧、 强大 なる 商船隊の 再建、 郵 
便 度び 運輸 飛 巧の 膨脹、 ラデォ 
の 寒 達を 期す。 

(化】 地位 ご 職業のを 巧を 問 
はや 總 ての 人に 勒 して 巧 等なる 
正義を が與 する。 

〔十】 卿 權の臂 雷。 

〔十】】 中央政府は をのを 力 
を擧 げて國 家の 憲法を 擁護し の 
て 現が する 國家 的な 也を あら じ 
髓大 せし むる。 

〔十二】 言 静ご信 抑の 自 おを 
維持し 個人の 自由と をを を 巧 謡 
し 國家敎 育の 普及を 計る。 


か 黨旨じ b しら かクッ * ト。 ！• I 
ウネ 朱 ソン 大統領が プブン スト 

ン大學 激畏た b L 常時よ b 親を 
を まね 巧ら じ ニ ユジャ ジー州 知 
事よ b 氏ホ黨 大統領 候補 ごして 
をつ た 際は 飽を 氏を 摊謎 しづ i 
ホ b LI 熱む じ ウキグ ソン 巧 巧 家 
であつ たがを のを 氏 ど 慮 見の 街 
突を ホ！. てが 敵 ミな ち 巧の ゲァ 
グサ * 『條約 ゃ闊際 聯盟を 祕カ 
非難を 擊 し、 千 化な 化 年の 大が 
領戰じ U 1 デン グ 氏を 捣 てた 
巧勞 ごい ふ 窓 ホよ > して 遂に 駐 
巧 大化じ 任命され 大いに 化 巧の 
を 目を おきつ I あつたが パ 氏 逝 
ま後大 化を 辭な しがら じ 雜誌願 
保も辭 して 只管 靜養 しつ I 争 H 
じ 至つ だもので ホる。 

が ほ ^ へは 今次 大統爾 戦 じは 直 
接 干 i 巧し なかつ たが 堅く フ ー 
グァ中 おを 支持して 近く 聲明 
聲を 哉す るを じな つて 居れ。 

鑑 I 支 新條絲 

一公 使舘 i 移轉か 

東京^ 一巧 電 二十日 發 U 獨逸 とま 
那 0 關載餘 をは 調 巧され たが 北 
をのを lli も 近ぐ 南京 じ 移轉す 
る 萬で」 のる ど、 

ベルで ン 十九 自發 u 駐支 獨逸 
る 使 ボザチ 隙 ± は 王正廷 氏ど關 
稅條 麵に關 しを 渉の 結 お 調印し 
たが 今 個の 條 約は 千 化 巧せ 一年 
あ巧廿 りの 協を じ 追 施し 關稅及 
び 一般 資 あじ 觸し 相互 的 均等の 
待遇を 巧 則 どした もめ モ斯 るち 
等なら 養み 條 約は 支郎 ごして 初 
めて 蔬 結され たもめ モ ある ィ」 巧 
じ條約 自身’ はを だ 南 巧 化 府の承 
認じ觸 がて ちない けれ 其 寶驗上 
じは 承懿 したる じ 等しく 獨逸ど 
しては I 防に 千 义巧甘 一年 じがて 
支那の 親 祝 自ま權 お認めで 居る 
のでを て。 


文が 


本社 ムホ 京胥最 を ( 禁無啡 轉氧 ^ 

觀艦ま 御 お 鑑决定 

(廿 - 日】 御大禮大觀^!^^御召鑑は1革艦擦ぁど巧定し大觀を 
式 緩 指揮 宮 じは 閉院 大將を 殿で を 御な を 遊ばされる 箸で をる お 


ほ 御大 禮警備 のた め 蠻宫け 
接 警備 W 間接 警備と じを t 

巿議 じ义復 醜聞' 

【せ-日】 板船權 問題 事件 ご 
ん でを るを 京巧會 議員 今 巧 源 
右エ 巧を は 十九 H 巧 十一.， 霄が 
が 病死し 欧ぶ 派の 火が 淸巧氏 一 
はか U をお電 率ち 十 方 圓较賄 
事 神で 喚問され 翌日 大檢聲 ど 
なつ わ C 

勞働爭 議减少 ず 

【甘-日 一 今年 上 ザ則勞 觀巧議 
な 不景氣 のた め 昨年 同 鶏 ふを 
I ニ 倒减の 新記錄 でぁる。 

ロシアの 逆 富 傅，.. 

〔甘-日〕 B 本の 共產黨 じがて 
0 シァ 側は 逆宣 巧す る も强據 
歷が である ご。 

日波 間 通商 協を- 

【甘-日】 U 本 ご，； シ T ! ji 簡 
協を 成立し わ。 

爭議 一部 解み ず_ 

【甘 _ 目】 當山縣 下 電燈爭 韻は 
白 根 知事の 忡裁 じよち 滞^ 町 
を 除いて 一二 町村は か 解し K 。 


延人員 一 二十 ニ 巧 八 千と 巧 人で 之を 直 
ミ 段 じ備へ i し 警戒 するど。 

國懷 市場の 恐慌 

【十九な】 國 償の ボタ 落ちで ホ 
瘍は滞 礎 狀態じ 入つ たが 『 

の 上 _ は 下るまい』 S 政 麽は樂 
觀 しでを 償 政策 變更 せず ご。 

橫濱の 空中 防禦 

〔十九 曰】 空中 秘鐵溃 習は 橫演 
じがて サ と、 八 日頃 巧 はれる 

重なの 背を 撥領 

〔十九 日】 お 水 湖 製糖 會社 重役 
の 誓 巧 横領、- 億圆の 缺損嚴 
露し 社長 横 巧 巧な 調べら る。 

市會 醜聞 擴大ず 

〔十九 日】 板 船 權問歷 事件 じ關 
し 父な 萊巧彥 ご 一 郞巧議 十： 外 東 
京巿講 一二を 收監 さる。 

簡品券 謙 稅反對 

〔十九 日】 都下 大巧 话の發 巧す 
る 商品を の 諫稅計 晝じ對 し S 
越、 松巧屋 等は 巧畏じ 抗議を 
申出で たが タみ 類み を 達する 
らし、 ， ° 


メイソン 氏の 巧 ま 

創造® 東洋™ 

角 田 柳 作 

ま 服の 文化を- イ ジン 君が 唯 
美的 形式の ど觀 るのに 對 しては 
) 讀 した 當 時け 首をかしげた C 
な 等は U 本の 文化を 唯での だ ど 
言は i つけた 居る ど 問 時に、 ま 
那 入を 海ろ 功利め、 實 用ので、 眞 
のを 樂 なでには 無頓着の もの； 
樣 じあ ひつぐ けて 担た。 しかし 
細かに メイソン 君の 論証して 盾 
を おを 韻み、 义 まがめ 文化 じ 就 
て 思 合せて 見る ど、 可が 支那の 
商人、 移に、 苗 力 どい ふ 樣な階 
級 ど 離 ホて’ お產 階が の 支那 人 
を 見る ど、 ま那 八は いかじ も龐 
樂ま 義享樂 まを の 民族で ある i 
がうな づ かれる-。 人口 四 億の 領 
± 巧 千年、 文化の 歷 をには 變態 
變調も ゎつ たじ 相違ない が 
槪 して 言へ ばち 那 人位 自己 巧 か 
樂 主義の ものは 歡 だいか も 知れ 
ない。 を 殿玉镶 、綾織を 雜 、を 
尾 化を じがて、 位 歳束帶 じがて 
古 往古 ホ、 支那 人の 如/' 豪を じ 
綿爛を 兼ねたら のはない でんら 
うが、 其 食慾 じ 巧て、 巧を 慾 じ 
がて、 飽滿 ピ豊滿 i をボ めた 
の も 例が あるまい ご 愚 ふ。 從て 
其藝術 じがて、 其 詩歌 じがても 
ま 術 人は 化 巧 じ 最も 解散され た 
る 巧 族で ある S 思 ふ。 H 本 じが 
ては 徳川 時化 じ宫學 V 」 ホ 子學を 
定め。 この 朱す 學 がまて 偏が 頭 
をな もので、 懦學 の實踐 のみを 
獎鐵 し、 歷 をのげ 発さへ な 物 喪 
をく 罵‘ り、 訪 文な どじ 親しむ ち 
のを 壁を ち おの もの S やう じ お 
めた ので 漢學ご 言へ ぱホ 穿祗整 
め やうに 思 ひ 殿して ホれ ので あ 
るが、 之が 支那 文化の 一面 觀で 
ゎっ て、 纔 じて 言へ ば 支那は 唯 
美的 享樂 ホ義の 圏で あるの かも 
知れぬ。 メイ ジン 君の ま那 文明 
批評は、 『建築の 最も 精 美なる も 
の、 滕 刻の 破天荒なる もの、 繪 
美の 最も 華麗なる もの、 詩歌の 
最も 瓢 逸なる もの、 化て 支那 じ 
ある。 只 外圖じ 知れ •て 居ない ホ 
けで ある。 藝術 的の まがは 衝{ 
この頃 世 巧 じ 知れ 初めた 許ら で 
をる』 ミい った 京都 大を あ授の 
說 話を 想起させる。 

巧 巧の 文化を 唯一 おじ 功利が 
實巧 主義と 言 ふこ す、 は 希瞩や 希 
伯 巧 S 文化を 西洋 文化の 基調 ご 
思 ふ もの じな 容易 じ同寬 する こ 
との お ホ拍黏 かど 思 ふ。 しかし 
羅馬 文明から 、近代 文明、 さう 
して 典 あ 化 文明の 巧 表 民族を ァ 
ング日 •サクソン ど するならば 
が 典 民族の 働からは 異議が ある 
かも 知れね ザな 通ち であらう。 
なは 歸朝 中よ く 巧洋义 明の 特色 
を たづ ねら j いた 時 じ、 一 じ戰圆 
精神、 ニ じ勞勸 精神、 一二に 利殖 
精神で ある ニで いふ 返事を した も 
ので ある。 ず 或 時 じは 東洋の 人 
は 顺が長 < L て、 脚が 短 かい、 
西 巧 ことじず 國 人は 朋が短 < し 
て 脚が な：^ j 、。 H 本の 人は 巧 短 
かい 足を 延 さう としないで、 
顺の 下に 种 j しつけて 居る。 をは 
炬 磯の 中 じず t めて 居る。 ホ國 


をれ でも 不 巧に 巧つ て自郵 をを 
の b 姻 たす、 飛 巧 採 ゎ 飛に ず。 

ど 言つ たこ ごも ある。 又を 時に 
は乘 もの t 中で をる ピ 、リ 本人 
の颜 はけ 滋じ滿 せし ながらを 慾 
じ 飢えて 巧る 人 供で、 义國 人の 
顏 はけ 腑 じ飽滿 してを 慾に 飢 b 
て 居る 化 貌だど 言つ たこ ごも あ 
る。 しかし、 異 つた 义 明を 觀察 
する 時 じ 一番よ く 目 じつ/、 もの 
はお 相の 巧 違で ある。 り 本のぶ 
大學 のお授 が、 踩羅 じじむ つた 
時、 西げ 文明の 特色を 一’ 筆 書き 
じして、 一二で 餘ヶ條 かを 列擧し 
たが、 獨 逸の 絲 人ど戀 にお もた 
時に、 『入愤 は 東西 化 岡 じ』 ご薑 
つて 其 お 帳を 拾て たピ いふ こと 
も ある。 差別 ご 平等 じ 偏し 易 （ 
中道 實 かけ ナヵ/ \ 得難い もの 
であらう 0 . 

敵 後 じ n 本が 巧 西拌义 明のを 
巧を 具備して 居る どい ふ 意見は 
か柯に 深く メイソン 君が H 本の 
文化 じ 傾倒して 居る かじ 本して 
其點 からは、 大方の 威 謝 巧 < 能 
はざる 磨で あらう。 しかし か 巧 
じ 愚 貸 目 じ 是ても H 本の 义 化が 
印度の 膀 おご 支那め 審美 ど、' 巧 
巧の 巧 巧 £ を巧融 して 天 あ 無 縫 
の 妙趣を 發耀 して 居る こどは、 

H 本人 どして は ロは ぐたくて さ 
うど 聞く さへ 恐纔 ずる 所で あら 
う。 大駿戾 などが 東西 文明の 理 
想を 調が するどい ふ i を 荐らに 
高唱 したを が ある。 を 賴田ニ 巧 
の學 生を 鼓舞す るには かう した 
化 語 も インス パイ ア 9 ンク でを 

らうが 歷 あの 實隙 £ しては 日本 
は 巧 度じ攪 して 邱 度の 深き じ 達 
せす、 支那に 習 ふて 支那の 精し 
きを 知ら や、 西洋 じ 做 ふて 西洋 
の 逞しき じ 至らず とい ふ 方が を 
當の評 かを 知れぬ、 巧し 現 想の 
みを 言へ ば 一二 鞠の 神器み 普から 
聖德 太子め 一二 敎歸 一、 化敎 大師 
の大曼 おま義 、淨 主め S 首 も、 
驗濟 ©四 料簡 も、 乃至は 明 お 維 
巧の 御 誓文 も、 集よ な、 巧な 一 
み、 普く 攝 めて T し歸す どい ふ 
こぷ J じ卞 眼を 置いた 點 じがて は 
メイソン 君の 着眼 ど 其换を 一に 
する ごいつて よから う。 モ揚明 
が 自家の 無鑑 燕を な 巧して 巧 じ 
沿 ムて荐 b じ 他 泉の ものを がし 
がる 狗 をを 覇 つたこ ごら ある。 
ミイラ 取を が ミイラ じなら « 前 
じ， メイソン 君の この 好 著 じ 化 
つて、 旨を のが 雜 S 自家を 知る 
寛 地を をく の も 大切で あらう。 


ニュ I ヨ！ ク 春秋 


のらのは 是い 脚を して 居る のじ 


♦張學 良が 巧 化 妥協を 巧 経し 
た、 ィャ寢 返つ じ、 でつ こい ネ 
度は 權 助が 奉 天に 巧つ てを 炼 S 
をつ た、 をして おかれた 禪は將 
巧國際 不信を 博す る もの 計ら。 

♦田 中 昔 相の ォラ か 外 巧ら ど 
ぅやら 淸 浦、 後藤 等 i いふ 骨董 
崖の 爺が 飛 出す 世の中 じな つて 
ホた、 相手は 阿 斤 中毒の 張學良 
とくれば い 暇つ ぶし さ、 をの 
中 じ 列 强が總 々條 約を 締結ず る 
頃には、 張さん も 阿 化から 醒め 
て 日本に 寢 返る だら ぅ。 

♦フ ー ゲァ ー の 禁酒 お 說解潭 
じ 就て 疑義を 生じ， 結 お 彼の 眞 
意が 裝 して 巧處じ をる やら。 泡 
ばから 立つ て 一向に ホな き、 装 
酒 法 下の ビアの かし。 
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午 蘭 化 時ょ b 午な 十 
時まで 開 探し ッ 
スンと 十五 牺づ、 

今 H 直 もじ ホ按 もれ 

巧 諸 rrr , く，-^ 每巧十 H 教巧 

謹 1 軍幽 

夏 7 Is こ ve . fi 呈 ぎ k 呈 

ホ 窝籍 ♦雜 誌み 轿閣 
縱覽 室を 麗 
執務 午前 九 時よ ち 午後 虽呀を 

紐 育 日本人 會： 

スイ 一とと 化 

02 ち 


ブ 

嘗一 

誘. 


サ ■ — クが 


00 と！ 


科 學的揉 療治 
醫術的 か 操 

化 島覺丈 

西 五な よ 香 
円 一二 十八 T 目 

電話 ュ デ 3 ム 

一巧 九 六 


該療 

か 前 十 時ょ b 十二 
時、 午後 六 時ょ む 
八 時、 H 曜は 前約 
願 上 候 

ドク トグ 

山 ロニ 一之助 


自動車 sir て 

懸 切に 敎巧晝 化兩科 H 眶も 開校 
H 本人へは お 山 氏專巧 敎授す 
ミミ！ 一己 itan 置 0 す 11001 ，夏》 E . 呈 h Sf . 


十五 年の 歷 あぁる 當 校は を 年の 
經驗 ご 觀智識 を 有する お 師を聘 
し 自動 単 
操 縱法及 
び 運轉者 
の 修爲ず 
べき 必要 
な 機關的 
智識を お 
期間 じし 
て 最も 能 
牽 ある 徹 
底 的 技 嘴 

をを 潛し 免が 獲得を 保 顧し 磯 業 
ロを も 周を します。 





邊 篤寶抬 留ま 上野 修ず井 
な 貫 造酒 雄 貫 造 太 郞を家 
武 雄を 旧き 雄 ( を 媛縣) 棋旧 
常 ま 事 常 治忡座 宮么巧 (鳥 
お縣 ) 木が 薰信 ( 長 巧縣 ) が 巧 
ず 乂近藤 玉 一 ( 長 呀縣) 化 伯 
鎭雄 ( 魔 島 膝) 中が を ニ 
( 山形 縣 } 齋院辰 雄 ( 烏 取縣) 廳 
勝衛 ( 神 戶 ) ちが 章 ( 東京 巧】 
古澤 武之巧 ( 鹿を 島縣) 渡邊泰 
助 ( か 歇か縣 ) おお 甚之丞 
(山 ロ 愛原 董ロ 

右のを にあ 知 致 度き 儀を と - 
候 間 本人 若く は 知人よ b あ 
住所 御 通知 願 上 お 

紐 育帝國 総領事 舘 

一是ず oad 壬 . で Nfiw ご占 畳 


弊 巧は 實質 誠意 进速ま 索の 
基に 御 ±產 物 一 ま卸賣 値段 
で販賛 致します を かじ 巧は 
らや 御用 命 仰 か 下さい ませ 
◎ 歐 ホを 禪 時計。 语時許 一 ま 
◎ 寶巧 貴を 屬 。'銀製 器具 一 式 
◎ を饰 萬が 筆。 金銀 製銳筆 
◎ 蓄音器。 レ 3 -^ ド 見本 陳别 
◎ 寫 眞搔 。タィプラィタ ー 
© 船 切符。 紀念寫 葛 帖繪端 書 
ブ 0 1 ドゥでー 阿 お十酱 
領事館 お 測 雄赖お 0 显雕室 

^ ぶ 凑 

觀 ぶ 商 A 

170 Broadway, N . ごさ 
Tel. を rtlandt 适ゴ巧 基 


-严 - t . ぃ .-=. IIP - 


產 制限 緩和の ため 十 巧、 十】 巧 
兩巧 • し， H ら 一朔 刺 限を みか ごず 

獨逸 染料を 監視 

束 京 特電 二十-日 猎 n 染巧需 
要 期 じ 入 b 國產 品への 彭 響を 見 
るた め 商工 省では 獨 逸品を 監視 
すと 0 


ガソリン 車獎勵 

東京 特電 二十-日 發 = な設戲 
道經營 難の 對巧 どして 鐵道 省は 
ボツ 9 ンを 使用 獎 潮に 巧定 した 


コ！ ル巿 場引締 

日本 銀 巧 監督 役 着電 
〔まま 二十 六日 發〕 證券 ホ 場は 
尙 ほお 化 難の 情勢を 脫 せず、 短 
巧 資金 證券 業者 方面 じ 吸 化せら 
るぇ もの 不敏 ど 思は る i に納稅 
を漬 、社債 拂 送み 等の 需要 も ぁ 
b n — ザ ホ 場 更らじ 引締氣 ホ、 
外 醫爲替 引續き 軟調なる も 未だ 
他に 影馨 をから や、 天候 不順に 
期 米は 速騰 して 居る。 

巧 換券發 巧 底 
制限 外 
一般 貸附 
外國爲 替貸附 
政 あ預を 
民間 巧を 
東を 物 憤指數 

ニニ S •一八 ごち さ 

募 円 

と 巧 中 輸入 一 五八 
輸出. H8 
と 巧 中手 形を 換高 

おを ニ •九 八 六 
大阪 一 •化 五一 
組合 銀 巧殘高 C 八 巧 十一 日 現 巧) 
東 巧 大殿 
預金 1 TO 四 0 一 壬 ニニ 四 

貸岀 二ろ セニ 一 •倒 一二 六 

コ—片 一 五 ニ 丄^:よ 

を 银 ニと 八 八と 


が 業蹟酱 

夏季で 化 業 化 お 

菓子 舖窩橋 松風 軒 


百窝 

■一八と 
四 

とと 四 
ニニ 
四一义 
ニと 化 


夕 オラ ボラ トリ 

ホ 電話 (辭設 中) 

ホ ド クタ ー 田 尾睹雄 

iJjgf H 權 H 午後 体 
を 7 f In Ave., N. y. 

Be 二呂 ih St. & 101st., St. 


尋れ人 

(福 岡 お〕 稻永國 みが 持 山を 太 
郞を川 正を ホ 上 幸藏渡 


六 




紐 巧巧浑 


鱗 明な 議論 


軍備 ご 禁酒 問題 

今 迎巧版 リ按刊 のが 育タ キム 
ス おはを 倫 比亞乂 學總を ニコラ 

ス • ム 1 レ ィ， パ ト ラ ア隙±!^^ 

フ ー パ 1 T 氏の 大統領 候補ち 推 
庶 承認 お說中 『巧備 j ど 「禁酒』 
の ニ 乂閒題 じ おする す 街 巧な 聲 
明を 政 « せる 寄書を を おした。 

スタン フ オ^トの ジヨ "タン 

惜± ど あじ ホ か 運動の ニ大 選手 
ご稱 せらる： パト ラア巧 ± は少 
化 時化よ b 政治的 じは 籍をおか 
黨じ歴 きが 育 脚 じが b ては デビ 
ユゥ 氏の 逝 ま、 八— ト 氏の 引退 
後は ヒゥズ 巧 ご 比肩す る 長老で 
ぁ b 從ホ屢 々おか 窯のを 圍大會 
じがけ る 政綱 起草 ま 員の 一人 ご 
してを 躍した 有力 家で ある。 而 
も 巧 七の 信條 でぁる 國 隙ず かの 
實琪閒 題に 解れて、 お 巧 黨だゥ 
4 八ツン 氏の 提唱せ る閣隙 聯盟 
じ 反 おせる 當時故 甘 ジジ 巧、 ボ 
! ラ 氏 乃まジ 3 ン ソン 氏 等の ま 
張 じ悚焉 レら ざち し 博 ± は 火— 
ト、 ヒゥズ 、ウ中 ツカ シャム 及 

び タフト 等の 諸 星 ご 相 伍して 酉 
孫 聯盟を ま 持し 米 國の固 際 法廷 
參加じ 貧 同し つ/' わらて、 マツ 
キン レィ 大統領 時化よ b グ ー ダ 
グエ < ト 大統領が 化を 經て额 ぶ 
る 濃 時 どなつ て 居む アメブ ホの 
軍國的 傾向を あ 慮し 齒際 やか 樹 
立ん ために 極力 速 動を 試み わの 
でを る。 なに 若し ヒゥズ にの 手 
•し 化な て 化 巧せ る 軍縮を 證 もな 
く おか 黨 政府 か 反動的 菊 外 政策 
ま 持め 方面に ホつ たなら ば、 博 
± は 恐ら‘'' あか 黨 から 離れて 仕 
お. つたこ ごで あらぅ。 

巧 ± は 千乂西 二十 ニ年蒂 がに 
於け る 軍縮 會議を 導火線 ごして 
おらに 第二 窠 S の‘ 軍縮 會議が 成 
巧せ むこ どを 祈願し お 5 巧の 實 
がは アノリ 力-か 卒先ず るので U 
( ては 成 巧し 侍。 いど 信じて 语 
るので ゐ るが、 今み フ ー バア 氏 
の骑 明が 武装 的 平 かを 肯を する 
が 如き ロ 物を 化ら し 『巧々 はを 
E であらね だ。 らの のみで。 < 
化よ な レ スペクト されねば U ら 
の」'- 前 措して 闕 巧の 必要を 力 
說 したる；^ 失堪し 劇が フ ー バア 
傘 ドを 脱する 旨を あ 示しれ。 

バ トラ ア階 ± は ホ 憲法 修化第 
ト 八個條 即ちが 酒條 巧が 立國め 
乂稱神 じたし 人權の 自由を 無視 
ィるも わで ある ごて 巧に 其撤廢 
を增 導し、 潮 巧の 能力 U きダォ 
ルス ブード 巧が 糖 善的趨 巧を 肋 
をす るを ホ 難して 居た が' 陣± 
はフ ー バア 巧が 誰 人 も旣に 『失 
敝 である』 どが 認 した 禁酒法 的 
修化 巧く 廬 止を ま 張せ む どす 
る巧氣 なきを なおし、 政治道徳 
の 上よ b を 巧す るら 自黨の 政綱 
に服なするを欲せや<;;;?し、 な 

の ニム； を 擧げて 反フー ハアの 
を 志を ぶぶ しじので ある 

现化 おか 黛の 政綱ぶ び 政策が 
耶齒的 巧 化を 稱び動 もす れゴ對 
外 硬を 校 巧す るのは 闯睹平 かの 
前を じ 一巧の 陰 魁を 投げ掛け こ 
を すれ、 巧して 『ず か』 を 促進 
する じ寸を もを。 きこ どん 識者 
の 明白に 巧 取す. r ' •所で あるから 


おおの 乂 ホに 迎合す るが 如き、 
『强 がら か 巧』 を喃 楽ず るバ トラ 
ァ巧 ± のな おする^ な當然 であ 
ち。 がな 外人の がし 人つ て おる 
吾人が が じ 71 バ 厂 にのを 選を 
歓迎せ ざるは にの 义國 第一 ま義 
别あ勒 か 硬の がい ホが 械 巧の 牛 
和 じ 及ぼす 影 藝を忠 ふるが 故で 

る 0 

禁酒 問題に 凿 する パト ラア博 


± の 一本 翰は 理想の 人 どして、 
ホ 義の人 V 」 しての 博 ± の 眞骨頭 
を 装が してを 械。 <、 ォッ ポチ 
ユユ ストの 典型で ある フ 1 バ 
ぶび スミス ニ 氏の ま 張 じ 比較し 
てが 鮮明 さ 加贼其 徹底 エ をは 同 
n の 論じ をらず ご稱 すべきで あ 
る。 孰れ じせよ バ トラ ア階 ± の 
反フ I バア 論は 相當み 波紋を 政 
おじ 裕き 起す に 違い あるまい。 


落ら て 巧った 爲替 

支那な 情 ごが 一對の 目先 不明 

玉】 


去る 十六 日本 社 巧を 特電は 『爲 を 相 壌を じ 四十 五 弗 臺を割 
も 目先き 弱含みで あるが 之れ じ おする 政府の 對 策は 未 確を で 
ある』 ど 報じ、 兼て 云 ± 藏 相が 『四十 五 霜臺を 割れば 放 巧し 
てわけ 0 、 けれで も摹 割れを お 現す る こ _ 己 はなから ぅ』 ど 言 
明した 自信 ある お 測を 見事に 裏が つて 仕舞つ じ。 支那の 化 情 
が 現 化から 一 ホ 巧 外 じ 巧れば 千變巧 化の 稱子 をなら むで、 を 
れが 何ぅ 芽を おすかは 人智での 豫 想を 許さの 如く、 延 いて 日 
. 支の 關 係ら 機微の 間 じ 左へ £ 右へ £淫 動じて 居て をら なきが 
かく、 爲替の 變勘も 巧 H の 高下を 知らね がで ある。 —— かく 


して 何時の 战 じか、 足掛 一二が 巧の 巧を お醒 十四 弗 六十 仰け 現 
れ た。 當巧财 がの 關係 者は 何う 考へ るか。 1 


樂觀 はお ホない 

一二が 銀行 ま 店長 

高木 隆吉 氏談 

今 a (十六 日} の 爲替相 蹲は 四 
十四 巧 六十 仙で 本年 じ 入つ ての 
新を 値 ご U ら 昨年* 今年を 通じ 
て も 最を値 ごい ふこ どが 出 ホる 
過般 ホを 憤を 買 ふ爲じ ( 圓を賣 
つて 弗を 買 ひ、 をの 弗を 巧て 之 
じ當 てる) 漸< 爲替の 下落の 徵 
が あった 巧へ、 本年は 棉の手 巧 
等 も 逆れ 彼我 相俟って 漸落 ホ 調 
じあつ た 所へ 例の 支那 どの 問題 
のた めじ 遂に 右の 如き. 新を 値を 
に 到達した。 云 ふを もな く. 今度 
の 下落の 大巧 因は まが どの 圃を 
脚 係か禍 ひして 居る が、 然し 相 
镇じ 現れた ほど 國 家が 軟弱に な 
つた 譯で なく、 謂は y 實質 0 上 
じ 下つ たので ある。 之に 掛 ずる 
め府の お菜は ホ 確定で ある ど 云 
へば 恐らく 巧 今の 目先から 考へ 
て、 旦 つミ那 どの 關係じ 照’’ て 
柯人も 是れり 上 S 下な はない ご 
は斷 言し 得ない。 又柯 等の お 策 
も 譲せ ず 化 巧し..，- 駐 けば' 向 ほ 
下を をれ ょい ご觀测 す' る-かま 
當 である。 要するに 化 本 S 病原 
であるリ支み馳係：^^らつ ご明る 
くを 易 K ならねば 随 つて 相務上 
昇の 望み も 甚だ 薄い 譯 で、 お 憤 
あを を 腐ん t わいて、 を 憤 償還 
(邸ち 政が 發 巧のを 債 貸 上げ 一は 
却って 爲替他 場を お b 上げる 點 
からだ パで 云へ ば 一策た るを 失 
は S 云々。 (十六 H) 

ィ刀棘 H は不巧 

正を ま庙良 - 

釉木秀 巧戊談 

今回の 爲替 が 摸 下落の おおは 
第一 じ H 支時材 じ悲觀 して 化 機 
會じ 一時」 圓が賣 b 化 たれた こ 
ご、 第二に H 义 のを 利の 差から 
資を をを るら の、 化を ものが 手 
控 へされて 居る こご、 第一 ニじ貿 
易が 順調に 巧つ たど 云ひ條 、お 
つた 程ょ く。 かつた ごを ふやぅ 
なこどか蛋^るものだらぅ：^,、 
質 際は 巧 や 巧ビ難 かしい 翊 がを 
つける こごは 出 ホ U い。 阿れ じ 
もせよ、 I つの 人氣 でかう。 つ 


て 居 る の だ か ら今後 ド 々 /> £ 
落ちる やうな こども あるまい が 
今 直ち じ 上昇に お ふ どは 勿論 思 
はない。 然 '^ = 支の 關係 如何 じ 
化つ ては、 エ を 何れ ごも 明白の 
もを 立てる こごは お ホぬ。 猫の 
眼の 如 <變 す 易い 支那の か 情 だ 
から、 明日で も鹽ほ 政府が を 裂 
ずれば、 急で 奔騰す る だら うし 
同時に 東 一二 I をが 國 民を 府 どを 協 
した ごな つたら、 何處 まで 下を 
ずるが 巧ら 一 2 ので ある。 柯れに 
もせょ、 H すの 細 係 如何は、： n 
本の 國 運上 贾大 でぁるから、 之 
れに 左右 さ I れる爲 を 相 擦の 上下 
は 止む を 得/ U いこ どで、 寶燦か 
うなつ て 居を ものを、 色々 な 細 
てを して 對 を 施す こどは、 を 


どでは 


でい £ 思 ふを々。 

壬 ハ H ) 


茶薇乂 減少 

應が務 碧 記 官報 吿 
〔十八 肖を と 巧 中の 貿 あは 輸 
化 S 億 八す ニが 万が、 出超 六 千 
六な 巧 弗^ 輸入 ぉ 超 何れも 前 巧 
じ 比 L 幾ホ賊 みせる が、 前が 閒 
巧 じ 比す 忙だ輸 お 四 平 巧 祁增、 
輸入 S 円!？^ 弗滅 じて 出超 四千 S 
巧 近 十万^^ 增を 示す。 本年 六 巧 
末 じ 終る |1: ヶ 年間の 製を 輸入を 
計 約 化 キ方封 度 余は 前が 同期 じ 
比し 六ぶ 五十 巧 お 度の 减少を 示 
せる が 41 はま ごし. 一し H 本 巧 印度 
ょ b め I てを ニな 万 封 度、 コン 
ゴー巧 巧の トち 撇綠茶 二百で 0 
上 M れ. 巧 お ホの 結 巧に 因る、 セ 
ィ ロン 輸 又は ニ 巧 巧ち じて ニ 
千と も し 達して 居る。 化の 如 
く 目下 白 本 及 支那 輸入 滅少 のま 
因^5ミ耶茶は前年1らの持越滯 
靖依が多量^ リ本ぷは持越辦ん 
ど 皆無む。 る A まだ お 質 向上 おは 
しからず 惜裕比 校 的 高 張 b つ i 
あるじ. 反る もの ど觀ら る。 賴織 
物は & 替敷 落に 下が じて 羽 ニ 
亟一 •ニ' 仙ネ すを しお 細 己 十四 
仙 半のを 唱； が 柯れも 贿談を 
送 b ホが 不お である。 


紙のを 產を 緩和 

まち 特雪 一十一 曰發リ 製紙 生 





Win 居 Hmg ! ぶ M 

C お n な c B が ia が an ミ 

お Oil B ■ 邮 y ， ん If . むか 


Qm 。。 なむ s ロ 互ぶ 
Chingsg fl 巧 bu け 

112 W. お 巧. 化 City 


. 巧 》 Low 

474-6tb Avc. 
Bet* 28 化 - 29th St. 


730 円む h Av も 
Cor. 57th St. 
Tel. Circle 4406 



巧み お 
ど 目 了 四十 四 
巧 目 了 五十 四 


レ巧グ 巧 &11- て《 1&- ^^=5=5 =£|^巧 
170 Nassau St. City 
N な xt わ 比 e Tribims 技 fdg 
Loo Lan Man るな 每 r 


SUNHAMGFA 民 

2 け 日 - 7 化む e. 8 ピし 12 な！ ! を 127th な s. 

Te!. Monument 88 目 4 

ま ゥ ± ホ 巧虜君 云 T で 巧 蔑 腕 
す マ、 上 卒し じへ 目 第 理君前 本が 
。ィ 日ま繁 ては ばのと をのを 樓 策 
、騒す々 是巧直 チ 街 差 嗜揮巧 -j 
春は。 御 まるぐ ャの上 好つ 理タ 
裕藝 ホす 程日プ なげにて 人 ホ 
が 頭 巧。 好 本 スニま 適 日歐ぷ 
あ ' の 評人イ 十す す本廉 n 
みシ 程を 諸 ご 六の る 人が 


SHOWA 

お We が 105 み •, 
Tel. C1 が kson0981 


DARUMA 

巧 1- な h わ 6. 
Te しわ ] /an け 化 8 


K 瞧 Y 0 & 巧 T SHOP 

IMPORTER OF 

GOLDFIS 扫 & BHIDS 
O 

動 其 力を 
物^ ナ種 

一 烏リ金 
切 k ャ魚 



お East 2 が h 引け st 

let. Lexington 5727 


IKUINE 

Hotel 在 R が お urant 
3 巧 WJ お h な . Hew む rk 
Tei. Schuyler 7822 
Cable Address iKUINE 


The Tokyo Co. 

1 が W . 的 化 化 
わ * む rk City 
Tel. Trafalgar 巧 巧 


も KUWAYAMA 郎， 

1 14 E ： • が 也み . 
New York City 

Phone. Regent 日らが 


Japan 

Provision Co. 

巧 0 W. お 化 お . 

Te し Endicoit 9 巧 2 


KATAG 刪 BRITS 

224 に 59th 託 
New York City 

Te しお gent 34 郎 -3481 


CATHEDRAL DANCE PAUOE 

111THST,&8THAVE.，(Wf 


DANCING 

411 W.l 巧 比 St. 

Tel. Calhedrai 4498 Apt. 3 


庵 佳 米 日 


Kawasoye Hot 色 ! 

1 お W なり 谢パ ireet. 
Tel ， む 化 edral 巧 10 


御 

旅 

舘 


河 


添 



TAIYO 

1 が W が t お扣 な， 

お L Su 巧 uehana 281B 


壽 

譬お 

を 

ち 

ま 

す 


料 

理 

並 化 

じか 
下 巧 

宿し 


巧 Y 0 KW も N 

41 E. 1 が h St. 
お t. B’w 巧 & 4 化む も 
む I. W が 叫 Bin 8 巧 8 


會 

廢 

御 


窩 

等 

御 


陽 


料 東 旅 
種泮縮 

館 



Jdi v&Kxi, 

340 W. 58 比み . 

Telephone: 
Columbus 8882 


( 巧扫 • 水) 司壽ゎ 



♦ ♦ 


第五 巧と so 

へ クシ ヤ— 
ピグー アン グ巧 

小 池 寫眞舘 

電話 サ ー クか， 

四 四 0 六 


美陳 じして 巧が 

S お南樓 

午前 十 時よ b 目？ 
午前 六 時まで 


皆 樣の御 嗜好 じ 適 ふ 
樣な美 ホの 御 巧 巧を 

II 廣趁樓 

致します から 續 々御 
ホ ホを 願 ひます 

11^ 樓 

晚揃 ひの 巧 理人數 名' 
が 日本 入 諸君の 嗜好 
じ 適する 巧 還を 差 上 
ます。 戟 一二 時を 開な 
(なか 五 了 目 サブ 
停車 萬の 下) 


ず乏 J 燒 

ホ じ 御 料理 



ま 孤巧理 

巧廳 茶園 

司 理入蔑 蓮 
お 勤の ホ じは 塞な 
の御梗 利じ備 へが 
間會 庵の 御用 じ お 
やべ く 巧 間 巧キ巧 
不變わ 引 立願 度 0 
紙上 御案內 申と お 


.支那 料理 


高等 御旅館 

昭 和 

會賺御 料理 


n - 

巧對相 
f I W M -S 
如 1 - リ 
が，！ を昭 

I 的扣 W 

則巧抽 

r ニ 


ん B 日曜ぶ 主疆 じは が 

な マイ 春 捲を 掩へ钟 


お！ 


麵雅園 


自 午前 十一 時 
至 午前 ニ時牢 


開ち 


.ザ 上 金魚 巧 

918 Sixth Ave . Je 三 ork 日 な. 
さ 0 ミ 田を ニ 7 岩 


偿 の蒲燒 おいしい 觀繞 

會席御 料理 

晝 食は 末廣へ 

な 喀筋お 道が 大勉强 


割烹 並に 御旅 舘 

U 傍 野 

句 お 兄弟 

な 巧巿西 八十 八 T 目 H ニニ 
巧活 スカイ ブ 1 と A ニニ 


日本食 料晶類 及び 雜貨類 卸ル賣 
ホ 之 素 大賣棚 桑 化商會 I 
新刊 書籍 雑誌 小間概 日巧蟲 各種 

每タ化 時 迄餐業 

東京が 會 

ト ブンク 巧ち まず 


日本を 巧 お 
日本 雑貨 巧 
書籍 類雜誌 


レヤ トル 巿 

NP 旅舘 

W 累 •ま h As . WO . W き吉タ W さ h * 
停車 おお 通 おご 一 了 左側 K 階を 
H 本 巧 船 切符 取 巧が 戶場 送迎 

商 ま晓域 中、 む、 緩 領事館、 H A 
教船其 化 銀が 大會社 近き 煤 巧 

桑 港*^ リホテ 火 

純 日本を (特別 間 あ 6〕 

御 一巧み 鑽 自動車 御 出 迎申上 お 

巧ニ呈 ifiia SU ぎ Francisco , calif . 

周 圍閑淸 、を氣 新鮮 

邦人 俱樂部 旨 曲亭 

置 安 nds 資. す ミ klyn . N J . | 

ぎブ ili ニ 475 I 


A 淸 お、 親 域、 お樂 ^ 111 德► 

勢 州 館 

伊勢 事を 义願榮 作 
援 5 E . 窠 を Stre を 
ジ I , R ぶ呈 t W 這 B 

器 西旅舘 

■江川 作 一 
i で S ニ 票 Sireei , 
Tel ぎ yvesantS 苗 一 


一力 旅館 改め 

を 國旅鑛 淸水 

14 B 妄 .雲 S 二 呈 York 
Tei . を sq 是 ha § 8 泛 0 


鋪脊旅 簾？*— 

東 四十 T 目 ニ 四ニ發 
TeL Ca 置 enia 雲 4 


ボストン ホ 

富 ± 旅 舘大浦 ホ 松 

妄 去 is す St . Boston ま ass . 
ぎ B . B _4875 


住みが 地ょ き淸 潔なる 室 

御 下宿 松が 好 ホ 

1 岩 Lexington live . 

ジ 一. Ashla 互を 苗 

費府 御旅 舘 
桑 山 淸五郞 

さ 8 す 量 9 th St . 呈皇臺 ia pa . 
ぎ Walnut 7231 


醬油諸 gisil 駕 f 白米 
日案麟 g 食料 轟 歡齡 M 

野 田 替油煤 ま會社 東が】 ず 賣规庙 

日 奉 食料品 蘭會 


紐 育 唯一の 日本 百貨店 

巧 欄 兄弟 蘭會 

スマ ドン •ブ甘 ダク ブ I ず 販貴元 


永年 目 本人 わ 馴染の 
舞 蹄 壌、 ぶ 人 等と を 
で 御 會談の 上 踊つ て 
でさい。 五十人の 美 

, — * い タス ス • 々* ~~ ^ 

スは S 本人 じは 特に 
親切 じ敎授 いたし 钟 

毎 月曜が W 日曜 午後 
は 十六 巧で 一巧。 

個ん 敎授は 1 コー ス 
五 巧で フ オック スト- 
り ット 、ゥォ 少ッ其 
他 最新 舞踊を 叮嗜じ 
敎授 します。 

ヴ light す a e ち e ュ 

Diing M を ミ 
FVank 1 P も i 百 i 


舞踏？ i 

マ 社を ダンス A 
▼お 精 ホ 操 A 

朝 十 時 39 が 十) 時 

シャリフ •タン シ 

ング 輔範學 校卒裳 

山 格 タマ 


谓話 ，ブラィアント 
八 0 セ 九！ 八 八よ 一二 

誤 r 轉長 

紐 脊ホ雨 蹈十濟 Ta 
ニニ，， 一一 八蕃ご 一階) 
支 酷 入 竹 中 重 雄 


支店 

147 巧 areiuve . ぎ 苦を 三. 
TeL Bid ま 一一 14 夏 お 
ま 巧 笠 r こ. K . Sato - 



日本 理髮館 清 

西 四十！ 11 T 目な 番地 S 百 六 室 号 

タ タブ フロア (巧ち 街 ミ 四十 H 了 目ち：} 

日本 散髮屋 S が I 

五ケ 年 蘭 中 村 巧 ど 共 じ 就業。 

ジ卞 シン ト •フ 3 ツ n 

31 W J 害 St . N . Y . 呈- 
妄 . Colu ョ bus Ave . & cenira;ark West 


裳 面目なる あ 磯 同胞 じ楚資 
なる 磯 業を 淸旋す 

宮川 事務 顯 

紐 育 巧 西 四十 ニ T 目 百 什一 を 

電ゾ ライ r / ト とぶ 八と 

話 フライ アン 化 六 化 八 


煎餅 卸、 小寶 
を 腐' 油揚 
日本 食料品 一切 

ulmrls 巧 Rice cak ® 广？ 

8 苦さ ird A さ こ 

TeLia 岩 ニ 

ロス アン* セ ルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

ニ 7 三 an Pedro S 1-, Los An を es - Cal . 

御 下宿 善樂 

元黒赋 旅雜奈 良直藏 
184 H 保 h St ., Brook 章 N - Y 
Te こ rian 嘗结ニ 

木 旧 ル、— ミン グ 

1 岩？ 置 A ま. 量. 基 & 芸 Mir ます 
ジ一 ちす ミ 京 巧 里 苦 S 


昭 

巧 

H 

年 

八 

巧 

ト 

ニ 

nu 


水 

解 

B 


第 

一 

千 

四 

白 

八 

十 

號 


恩 出疾く 驚れ て 新進の 粟村が 

邦人 庭球 選手の 榮 冠を 握ろ 

九— と、 六 i I、 六 10 の スコアぶ 戀爲を 破り 

本社よ" 摇 巧した 媛 勝 純銀 赏盃を 手中 じ收む 
番 狂は ピを 演じ わが ホ盃 庭球 爭觀戰 終る 

• r した けれみ 


的 


ぞ 

S 

な 


を 

卿 


ニ 


I 千义な 二十 ニ 年に が 育が 人 庭 
巧みの 陆に巧 勘 戦を 催 ふ！ て 0 
ホ 例年 渡 勝戰に 進み、 而 かも ニ 
十四 年な ホ 昨年に 直る 四 回の 爭 
概戰 に帷倒 的ぶ がを なつて 逃ず 
權を握 b 喬木の 姑 <範 おごして 
頭 巧を 梨は して 居た H 本 庭球 俱 
I 樂 巧の 恩 山 逃 手は 本を も 亦 例年 
の徹を 踏んで 選ず 權を がるで わ 
らぅ ご 云 ふ i 般の激 想は 

根底 ょ b 搜 へさいて 准 優 
勝戰 じがて 一敗 地に 塗い る ご 云 
ふ 巧な せを おおし、 のみい* らず 
巧揽戰じ出お《 れ皆恩山選手ミ 
おじ 必ら中 媛 勝 戦を 懼ふ L て 居 
た 一二 蓮 商事のを 將が 巧が 今年 タ 
I 大の 野、 むを なつて お 城し むじ 巧 
はらず 之れ 亦 准 蹈勝戰 じがて H 
庭の 逸な'‘； ためじが 止められち 
ご 云ム爭 銷戰關 が： 5 ホの 一大 セ 
ン 七— シ 3 ンを 栽き をした 日本 

庭が 化 藥部ま 催、 本社 お 援の第 
四阿 W かおが 巧が 人 庭球 爭骄戰 
は 么れ等 

劇的 シ ー ンを背 致 どして 

昨日 曜日 午 巧 恩 おを 盤し ね S 
藻晚 事の 粟が お U . 庭の 逸を ごの 
i 間に 優勝み 戰を孽 巧の おお 化 
と、 六— ニ、 六— 0 の スト レ' 

セットに て 巧が の乂 がじ歸 I 
邦人 庭球 選 ホの 通りを 頂きが 井 
を じは 架が 誠の 名前が がみ 込ま 
れ 、本社が 提供した 優勝 娩 銀盃 
を 鞭 持す る-'‘- まつた。 卷勝戰 を 
恩 m ぶび おお， の 模範 試を はが ホ 
共 前日 じ 涯る當 6 をを せて 見物 
j 人を 舊げ したが 六-- ニ、 六— 四 
じて 恩 出の 勝利 じ歸 した。 

を 優勝 戟 

恩 旧 及 奥 骄籍る 

第 I セットを お衝 ニグ ー ム _! 
てリー ドして、 目 身 のサ！ ビス 
i での 十 N 1 こ 十 ポィントを ダ プリ 
てょ b 遂じ蚁 b おしの つか 3 巧 
回に a ら 之れ が延 いて 勝敗のを 
水嶺 どならぅ は 恐ら （恩 曲自 
身 もちへ 付かの 事で ぁつた じ 違 
い い。 第】 ゲーム は 粟が のす 

ビスに 始ま b ジユー スの後 粟 
が 破い、 を 一一 ゲーム がて 恩 田 
亦サ！ ビスに 破 む、 第一 ニ、 第 四 
主 

順調 にサ ー ビス 勝 もじて 
ニ绍ニ ごむ b 第五、 第と ゲ ー ム 
じ 粟が はサ！ ビスを 破られて、 
恩のは 染六 ダー ムで 自身の サ I . 
ビスに 勝 も、 五 對ニゲ ー ムで y 

ドした。 第 八 ゲーム じは 恩 田' 
のサー ビス じて 恩 山 過失して； 
點を失 ひたる も 連 絞 ニ 点を 收め 
て son P 五と なら、 おが モバ 
ッて 一二 十 ォー八 じじした る も 恩 
田 族 も 越して 四十 トポ ィン 
トミ。 つた。 此時恩 田は 貴重な 

る 一な を ダ プ ブ てジ ユース ど*^ 
b 、 粟が U 巧の ニ おを 巧て お— 
一二 ダー ム どむ つたのを キツ かけ 
じ 五 お五ゲ ー ム どなし 恩 旧は 六 


おお-一て 再び リ 
第 十-ダ — ムを 

■フ ，づ \ じて 奪 はれ、 遂じ祭 
I セットを 义 ふじ 至つ た 第二 
セ ブトに 入らても 慰 出は ニ—! 
ょら I ニ ー ニで ブ^- ト して ら 
粟村の おめ じ 盛ち 返された が、 
化の H 思 巧の ダー ムはホ 常に 劣 
る こと 遙 かじて 凄 化を る ゥキこ 
ングシ 3 ットな < 梁 村が 只を じ 
ネパ A の ド 引き込まれ 弱 球を 打 
^ 出し 粟村は 之れ に乘 じて 巧 b 
に而 かも 正储 なる 0 —ビングを 
速發 して 恩 旧を 苦しめ、 太陽に 
面する小おの場を：^^ぁつたじせ 
ょ 恩 田の ネ— バ！ ヘッドは 只 だ 
粟が の n 1 トじ肆 を 返 ヘィが 觸 
の 山に て、 寧ろ 莱 村の 

術中 に 幅つ た觀が ぁつた 
逸見 對ぉ 巧の 准 優勝 戰け 第一が 
をに 比 C 編ら が ぁ b 頗を 緊張 ホ 
をを せ 奥 野 S 圓渦 る 技巧 ど 逸 
見の 氣槪 ある ネット 及び オ！ バ 
— ヘッドは お 物の 賜 あを 陣 する 
じ 巧 かでんつ た。 第一 セットの 


御 婚儀 期日 巧定 

まま 特電 二十 一ぶ 發 H 秩父 
.肖 殿ト 節乎姬 ごの 御 婚儀は 九 
巧 二十 五吕 ご御內 定み模 抜で 
御 采納の 截ニ时 H と 日頃 ごま 
はるり 

乂遞 侯爵 結婚式 

まま 巧 軍 二十-日 發 n 久あ 
巧 乂侯ど 松 滿靖伯 第二 女 春 子 
姫 ごの 婚 かがら ホ 巧 結婚 まを 
擧 わする VJ 。 


巧 對四ゲ ） ム 巧的奧 野は 繁乂ゲ 
! ム じ 彼れ のす ー ビス じがて 四 
十：：：：： 十五 ボィ シト じて 絕 好の 機 
會を持 もむ がら ニ巧續 けて サ！ 

ビス じ フォロ ^ てネ ブト じ お 

て 失策を おじて 逸見 じ 奪 はれた 
るら 之れ じ 失攀せ 中簽十 ゲーム 
を ラブ じて 勝ち 續い てを いジユ 
ス の後窮 十一 ダ ー ムじ勝 も 越 
して 六— 五 ダー ム となつ たけれ 
おを を奮戰 して 渡 巧の 

勝利 を 博した。 前記の 如 
おがの 技巧は 美事な ものに て 
其の 試合 振らは を々 たる 所が ぁ 
6、 策戦 も ホ 劣 b たる おはない 
けれ お、 遮 見の 元 氣と魏 の 如き 
フ アィ チン グ •スピリットが ニ 
人の 間し 差を 生じた。 第二 セッ 
は 奥 野が 漸 やくを 境に 進みた 
るを 物語る らしく 年少 氣銳の 逸 
見のため第 1グ1**を最後どし 
て 脆 （も 倒れ；^。 

優勝 决戰 

粟村 選手 權 獲得 

恩 田を 破っ たおが 逊奥 巧を 破 
つた 逸を の 媛 勝 决戰は 去る H 曠 
日 午後 脚帖 よら 異常の 與 ホを 0 
つて 舉巧 された C 粟村は 大正 十 
四 年神戶 高が 化學中 H 本 ラン キ 


ン ダの 第 八 位を もめた 事が あら 
お 校 試を では 當時神 戸島 商の 大 
將 として 奮關 した 猛を である。 
逸見は ル P 离が 時化に 之い 亦大 
將 どして 陣頭に 采 おを 振つ た 古 
强者 であろ。 逸見は 剛膽じ アグ 
レッ シ I ブな戰 法を 用ゐ 粟が は 
举ろ 敵に 濁ら 相撲を 取らせて 悠 
悠 V 一 最後の 勝 刺を 睫 せんごる ふ 
寸法で ある。 おつて 粟が の 

一づ僻 じまつて^!逸見の攻 
敏は 勿論、 恩 田み 銷 化を なつて 
も 之れ を 破ら 事が 出 巧な かつた 
ので ある。 祭) セットは 最も 激 
戰 であつ て 逸見は 最初よ らネッ 
ト におで； 敵を を 制せん ごし、 
粟村は パッ クコ！ ト よら 固く ず 
b て 崩れず、 のみ。 らず 、逸を 
がネッ トじ出るど其のバ ッ ク 
ントを ラィン じ 沿いて 綺麗に 拔 
{事 一巧で なく、 時 じォ ー バ 1 

ヘッドの スマ ッ シングを 試みて 

お 巧し 逸見が 第 一 セットのを ザ 
よら 漸 やく 疲勞 して ス マジ シン 
グが 的確を を缺 いで 巧る や、 ロ 
•— ヒンクを なて 

應 敵を 苦しめ 八 對ホじ 
て 第一 セットを 得る 磯 會を巧 ち- 
た るら 好 磯を 逸して 終 扇 じがて 

乂 じて 第 ~ セットを 粟村が 

擇る 迄には 一二 度 逸見の ためじ リ 
— ドクれ た。 窠 S ダー ム にがて 一 
がが は 逸見の サ ー ビスを 破つ て i 
ニ對 一で リ] ドした けれ 共、 鬻 
四 ケ^ — ムを自 かの サ！ ビスで 破 
られニ 蟹 ニ どなら おの みぞに 逸 
見 勝つ て I ニ對 二に 進み 四 勸四ど 
なを 五對五 どなつ て 勝敗の 數斷 
じ 兼ねた が 第 十一 ダ ー ムじ 粟が 
は 逸見め チ ー プを 破らた る も 第 
十二 ダ ー ムを失ひ、 をひにサー 

ビス じ 

て 粟が はよ — 六 ダ 1 


ムでリ ー ドし、 第 十阳ゲ ームの 
ナー ビスを 關始し 四十 = 卞おポ 
イン ト じなら、 おん V . 粟 的の 勝 
ちご 見へ じが 粟が 過たを 出 L 績 
いて 逸見は 粟が のコ！ ト 《フォ 

1 アじ スマ ッ シンク 八れ て遂 

じジユ 1 スの後 勝 も 巧び ち 巧 ど 
ならた る も 粟村は かの ニ ピーム 
も 孰れ もジユ ー スを 繰ら おへし 
て 手に入れた。 第二 セッ、 は 旧 
—0 ゲ ー ムで 粟村 長驅」 、逸見 
は 簾 五、 第 六の ニダー んシ！ 奪つ 
た ホけ じて 粟村は 

易々 ご 勝 もニ對 0 セグト 
じて 溝 一二 セットに 入つ た。； 第 111 
セット じめ ては 逸見 をら にかは 
ず、 粟が は勇氣 愈々 增 してむ ち 
まく もちゲ ー ム を速勝し无おゎ 
る 選手 權を 握つ た' 准 優 戲戰あ 
び 優勝 戰 め ボイ ント •スコ -- ぶ 
び 成績は 左の 如 （で ゎる。 

准 優勝戦 ポイント スュ， 
第一 セット 

粟が 吳圍 ニニ 丟圏品 苗 ふ 
恩 田 《骂査 圏 一二三 四 塞 了 お 
第二 セット 

粟村 《コ 一一 巧 0 巧 四 巧 巧... ホ 
恩 田. 四ぶ 巧一 四 ニ 一 - ニ！ 三 

第一 セット 

逸見 呈ぶ昏 質 置呈四 基— 八 
奥 野 圈 一一 呈 一空 富ち を丄ハ 
第二 セット 

遙見 一四 《の 巧 凹 巧丄ハ 
お 野 巧 0 四 一 - 0 】.丄 
媛勝戰 ポイント， スコア 

滨 r セット 

楽が 畐写每 宝 ニ醫. 虽ニ盖 ‘11 
湿 M 至 一画 四量园 号 置壹 予ム 
窠ニ セット 

粟材 * 四吉 0 ! 二 四 四— み 

逸見 ぶー 二三. 四 ： II 

第一 ニ セット 

粟が 四 巧 倒 旧 四の，— ホ 

逸見 ニ 0 ニ 一 0 1 て 0 
准 優勝 戰 

粟が (一二 塞 巧) 八 1 ち ホ— 二 
恩ち H 庭)、 逸見 ( H 庭 X ,— 
丄 ハ、 六—】 奥 野 3 塞 商) 

謬戰 

粟が (一二 菱 商) 化— お、 ホ！ ニ 
六— 0 逸見 ( H 庭) 


十九 日、 太 西洋を 旅 >し て 

海の 文人 來ろ 

國際勞 勸會議 化 表 米 逢 滿亮氏 


『社會 運動 じ從 事して 居る を 
は 兎 巧 家庭に 恵まれない。 僕 も 
お會 民衆 黨 から 無理矢理 じ 立 お 
補され たが、 立候補の 前日 じ 愛 
妻を 失 く. _ i て 了つ た。 今度の 旅 
巧 中に も 娘 病氣の 報で 必 ぉ痛め 
て 居 じが』 • 

ごしみ じみ 語る 人は 第 十 

I 回國 際勞慟 委員 化 表、 日本 
お 員 組合を ホ 蓮滿亮 氏で ぁる 
が、 堅苦しい 肩書は 別 どして 
斯ぅした 述懐 じ閒 （人を ほろ 
ら ごさした 人は 矢 張らが の 文 
人 ごして 知られて 居る 『海の 

日 マン ブ』 や 『マド 日 スの悲 

哀』 最 あじは 『燃 ゆる 盧』 を 
著な した ホ篷 太刀 雄さん であ 
つむ。 

勞働化 表 ごして ホ莲 氏が 日本へ 
もたらず 大きな わ ± をは 家 巧ェ 


業ぶ び 最低 勞働 賃銀 ま (本紙 旣 
報) で官海 遊泳は 上までを るが 
勞働巧 題。 んか 一向に 御存知な 
い 藤 田 謙-さん もさん ざ 油を絞 
られた 議題で 『ホ 蜜 案』 どして 
通過した。 海員を 働の 化 表が 斯 
ぅしね 間 題の 提喝 者で ある こ VJ 
は 聊か 奇異で あるが、 辯 VJ 文の 
人で ある 要必 深いを ごして、 ホ 
してす 可 思議では ない。 

『な 共の 海員 組を は 日本の 勞 
働 劇 体 ミして は 最も 强 固な も 
ので ム やぅ。 會 員は 五で 五 千 
人、 H 郵の司 嵐が ご大 商を 除 
(を お 員を 網羅し 現な では 蹟 
立を が 四十 五 万 圓らあ b ます 
をつ て 巧々 の 勞働爭 議は飽 を 
も 堂々 ご戰 ふま 義 です。 過般 
の 栗が 氣 船の ごた'^ も 嬰ず 
る じ 船 ホ 侧が爭 議解决 の條件 



を頗 りし。 いからです」 
大ぶ义 - 『がの り マンス』 時化 
から お 正 十四 年まで がじ浊 しん 
だ 太刀 雄さん は、 今巧歐 細から 
の 歸をも 貧乏な 勞働化 ま"^ しく 
國際療 船の ダ キク トリ アを便 
乘、 'ィン バグ グ から 十九 H ら裳 
して ニユヨ ークじ 着いた 沒前 
週も曜 H のこ ご、 性 來のア メリ 
々嫌 ひだけ に、 觀 ホは ナ キア ガ 
ラ 瀑布に 赴いて カナダの ビ r じ 
ほんの も ごな b 、 ゥ ー グゥ マ！ 
ス •ビ术 ゲングから ニユヨ ー ク 
を 見下し' ヤン キ ー •スタ デア 

^ 球 懸賞 

アメリカン 及び ナシ ヨナ グ • 
ブ グ戰 を' 前者は ヤン キ—ス 
對アス レ テック、 後者は ジ！ キ 
アン ッ對カ トザナ A の對陣 ぶら 
が 白熱 化して、 兩リ ー ダ 共」 ホ 
常に ク n I スな 成績を 豫想 ぐれ 
て 居ます。 本社 じがて は @ 午の 
如<左記の規をじ换ら邦人_^ ア 
ン 諸氏の 豫 想を 寡ら ます。. 

【一】 アメリカン 》,!!\ご 
ナン ョナグ •リ ー グ 選手 惟は 
どの チ！ ムが 卢」 ゎ だけの 版 敗 
數で勝^^ますか。 

〔ニ〕 應募婦 抽化巧 十日。 

で ニ】 巧 方を 嘗てた 人 じ守霸 
戰ン サ^ ブ •シ！ ッ化 進ま。 

け 四〕 巧 ホの 的中な き 瘍仓は 
をの いづれ かを 當 てた 人に 試 
合一 二回を のンザ 1 ブ •シ 寸ブ 
化を 進呈し ます。 

〔五〕 的中 者 タ數の 傷を 先着 
順 或はを 平に 抽载 いわしょ す 

ムじ 野球 見物と いふ 『 S つめ 豫 

定 J を果 わし、 今戟 首都 ヮン ン 
トン じ 出を。 

夕刻 じは メキシコ 巧の 特賊别 
車で メキシコ 巧 じ 乂らメ * シ 
コ 勞働德 同盟の 賓客 ごなら、 
ホ 巧 化 円 頃 《 i サン ゼ八 ，じ 
到着、 同地で 講演の b 十一 日 
の太洋 化で 歸朝 する こど i な 
つて 屠る が 

ん醒 日は 下町 御歷 々の 招待で バ 
ン 々] ス 俱藥雜 にあき 國際懲 働 
營議じ 就て 一場の 講溃を 試ん わ 
ご 云 ふ 0 

ゴ！ ベル 氏が 

犬 飛 巧記錄 

ァ メリ々 大陸の 橫亂 
囊じ鳳 梨 王 グ 氏の カリフ 

- T ご I こ； 7 キ橫斷 飛 巧し 第 

着を 占め 日本 じらない じ 菊 巧 
.を ア！ チ ー •ゴー べ^ 巧は 乘巧 
がされる アメリカ 大陸 横斷 飛が 
の 腐 試し ご あつて ロ！ サン》 成 
ス の巧資 若で ある 實業 家を 同乗 
みしめ で 過般 化 極の 橫斷飛 巧に 
お 巧した ゥキ八 キン ズが巧 用し 
たる ご 同型の 單葉機 じ 乗ち H 曜 
日 千 俊 四時 六を (太平洋 岸 時間 
ぶ 十六を) り I サン ゼ八ス ホの 
マ-平 ンズ 飛巧縷 をぉ發 、ュ ユメ 
モ シコで 日が をし 午前 ニ 時：. は 
聖 i '. キ巿を 過ぎ、 ォ ヨ ー 卿で 
は 五十 哩の 横風 じ 逢った が 略 じ 
は 七 千 灰から 一巧 趴タ 高空を 飛 
びっ！ 月曜日 午前 十一 時 四み 當 
化 5々1 チマ 號巧瘍 じ 着 陵した 
飛 片時 間は 正 じ 十八 時 五十八を 
- 巧 間 平均 百 四十 五哑ご S ふ 巧 
記婉 でぁ。 
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號 十八 巧 凹 干 


銀新爲 


m 


円曜水 


円 


甘 巧 八 年 H 和昭 


四 


画 


貴 ♦金製 ヒ 立' ブヶ ー ス 

を .一 

屬 ♦ぉ緣 八 j お囊 

寶 ♦金銀 亂 i 類 

お . r I 

巧 ♦を 製 曇を み 置 時計 


k に’ 


正て メ I 力 ー の特を 

. I 

日本ん 《お 買顿 じは 特別 掛 員を 置き 無 
巧で 觀杂內 致 巧 m 話 又は おず 紙 次窠御 
誠 隅ん 一に 御 吸な を 計ら 初めての お 方に 
潰し 化 特に 巧 怠 致 1 ますから 是非 お 
立 奪ん ッ勵ひ 升、 ホ內配 速は 勿論り 本 其 
他を 齡苑の お 荷物 發 送は 當 ホで 致し 巧 

. こ 

ジ ヨン ワナメ 1 力 ー 


►鄕里 送金 及び ホを を (無手 巧 巧)、 か國 
巧替賣 買、 荷な 替 取組 取 立、 信用が 》 
巧 等 一 殺 銀行業 おお 巧 巧 じ 取な 可化误 

龍 i 灣銀巧 響 出張所 

本 巧 辜 搏臺北 

ちを まま、 巧 巧、 大巧、 神 ロ、 上が、 巧 

ロ、 頼 州、 厦 巧、 池 巧、 香港、 廣 東、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 を 兵- 
— 々グ カツ タ 、倫を、 其 外 摹货十 巧ケ巧 

一、 資本を を 憶圓 (を お拂 & 巧) 

I 、 穂 立を 化 モ化百 五十 萬围 

內地本 支店：：：：： 橫潰 (本 巧) を 京大 阪 
神戶長 時下 お 名古屋 

橫鑽ぶ 金銀 巧— 支店 

ホ 西を ち巧リ 桑渚羅 麻沙ポ 巧を 
其 化 世界を 風 重要 都 巿ニぞ 庙及コ グン 
K 有之廣 


本 巧 大阪化 お 冗 了 目 
お 育 支 巧が 育ブ 0 I ドゥ ユ ー が 四十 化を 

'襲 住な 銀 巧 

お ミ 東ち 橫濱 、名を 屋 、京都、 が 戸 

I 巧 1 を 

本國 預金、 鄕里 送を ミは おめ 
て 御 便利 辺 速 じ 御 取 极巧中 お 


本店 朝鮮を が 

支巧 出張巧は^本巧地の樞耍都ホ， 朝鲜 
谋 測、 支那のを 地 及び 滞 捕巧徳 

朝 鱗 鑛巧紐 育 出張所 

外 國爲替 一般 お 巧を 巧棉 々御 便利 じが 扱 可 
中 上 お 


藤 ホ 證券 會が 

一般 有惜祂 巧ノ資 買、 引受、 募集 
ム を 離、 並 こさ 品 スこ切 ノを 務 

2 贼 藤本 ミミ—々— 銀 巧 
紐 脊お張 所 


淘猫黑 、雜 貨卸賣 

森が ブ タザ— ス 


が貨 陶碟器 

ドライ グ ー ズ卸資 

太洋 貿易が W 會か 

支 巧が 供を、 ボストン 


巧禍 スペシャル 


飽 水煮 
が 輪 水煮 
始化煮 
缺個煮 
チ リメ ン雜魚 
てんぷら 


が 桐 兄弟 商會 


東京 廚會 特吿 


を 今錦繪 

セ 十五 仙 ヨリ 
二十 鶏 迄 

各 磕 


紐 育 東京 歸會 

皇タ置 h ぎ こ. C . 
Te 三 rafa 霞 r 誤異 


懸賞 募集 

味の素を 用ゐた 洋食 御巧理 
のが b ' ホを 寡 集し まず 

1.、 成る ベ （日常の 御を 膳 じ 
ふさは しい 材料を えらび 
しから 實隙御 研究 じょる 

レ シビ ！ 0 

ニ、 がの 素ん 新規 應 用に 就い 
て 廣くホ 人の 趣向 じ も 適 
したる レ シビ！ 

ホ 之 素本舖 料理 研究所 
組 育 巧 張 員 


A 撰を 

会員を 
一等 
二等 
一二 等 
四 等 


を' 立 十 巧 
を 二十 五 弗 
を 巧 
ホの 素 瓶 入 

5 宛 


一ん 

二人 

お乂 

殘を部 


A 規定 
締切 

雲 


昭化 一二 年 十 巧 一日 
同 十一 巧】 日 
本紙を 0 て發 表し 同時 じ 賞 
金を 贈呈し ます。 

お 稿 英文が 文 共 御隨意 
一人に 付き 料理法の 數じ狱 
限を 設けません。 

宛名 秦山 商會 

化の ま 懸賞 係へ 

住所、 姓を 御明 記の 事、 お 
稿は 一切 御返戾 しません。 


A 後援 


が 育 新報 
リ乂 時報 


ホの 素 特賣巧 

桑 山商會 
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一等、 二等、 一一 一等 及び 下等を 設備 
最大、 善 天、 鼓 巧 走のを 巧が 朽が 



▲ 愚 巧ぶ をず 敦糖 食の 藍 营» 新ん るは 巧 化 貴 
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シマ F ル出觀 (午前 十 時) 
あ ふら V 凡 化 巧 五 - H 
を b ぞを亢 九月 十と 白 
るん ごん タ (坡港 お奶) 八 巧 廿ホ日 
ザ 一 鲁淺ち 一 化 五 巧 ， 
饱 、心ピ 弓ず 丸 るん でん おは 一を を乘 
で 一二 等：！： 本 おを を 熟ぎ 室大な 造を 族 室 多 お 
ザ 御 希 善に 巧が 一等 割 おが 覆 切帮發 巧を 巧淚 

ロス！' -^，シ ゼ ルス お魄 (午後 一二 時】 
さん， こす 見 丸 离 が妈目 
■まじら | F 成 十一 巧 ミ 0 

▼一等 橫濱 llitlo 弗 おはわい お ま にら 丸一 塞 弗 
▼辖別 一二 等 日垄苦 十九 弗 ザーニ 等 a 本 巧 あ 十五 弗 
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日本 吳服 お物キ モノ 

テ^ — フルク ロ 1 ス巧 

諸雜装 卸商 


鱗 日本 h . うイゲ 1 ッ廟會 

恃別廉 個で 女 楚强巧 流 巧は 當 巧の 株を 
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雑貨 類卸賣 

ブタダ ！ ス 


な、 フエ ヤ ヘブン 町長、 ブラィ 
アン ト氏 讓眞 バビット 氏 等は 直 
じ 用意の バス じ 一巧を 招 じて 墓 
地 じ 案内し、 是學脚 ょらは 議譲 
樹を 墓-前に 巧へ て 默禱を 捧げ 日 
ホ 固 巧を U て装締 せる 街道を が 
巧して 町民の 歡迎 をず け 中 渡 氏 
のお學 せる ル學 校、 キ .ヤン ディ 
ブト ア 等を 展訪し 午後 一時 クラ 
ム ベ— クの 午餐 會じ 臨み、 み 憩 
後 惦物舘 じ 於て 居學 翌朝 ボス ト 
ンじ 向つ む。 同地の 新聞は】 巧 
の窝眞 を 第一 面 じ 揭パ見 學閣の 
記事を 大 々的 じ 報道して 歡迎の 
意を 表して 居る。 


日銀 理事 選を 

監督 役 事務所 八 入電 
日本 銀 巧 理事は 深が 英五 氏の 
副總 裁に 昇 化せる ど 麻 生 ニ郞氏 
が 病 氣の爲 め 辞職せ るた 巧 ニ 名 
の缺 員を 生じて むた が 去る 十八 
日 總會だ 於て 左の か < 選 化せら 
れ尉 時に 巧 巧 異動 もみを の旨監 
督役 事務所へ 入電が ぁつた。 
理事 乂阪 まな 長 中 板を 塞 
间 調査 尉 長 掘 越鐵聲 
營業馬 長 淸水賢 一報 
文書 局長 志資 虎一 韻 
巧 ま 局長 太旧豊 一二 
解 兼が 理事 兼 營業局 接 ； 
永 池 長 お 


I I 公人が 人 
ミ& 彰氏 歸朝 中の 名 古屋巧 
陶も 社員、 倫敦丸 じて 去る 十ち 
H が 巧 上陸が 日歸紐 
參ム‘ 川 未吉氏 古河 鑛 業み 式 曾 
社を 役、 前週 ホ 紐^ 1 ズグエ 八 
ト ホテ^に 投宿 

♦で 島 滋巧孤 氏 富 山 ボ會議 貸 
が视^ ァト フォ ー ド ホ じ 赴きす 
旦巧 發蒂府 を經て 西巧歸 朝のを 
じ 上る も 

書が お 健 斑 氏滯糾 かの 犬 島 巧 
随行 シャト 死 じ歸ホ 
遍福 井巖巧 一二 井を 名會な 軍役 
画. 井 菊 一二郎 巧み 息、 昨日 ぉ懸西 
だ 光 巧 十二 日 桑 港 出帆の 大巧 化 
ぃ .て歸 朝の ホ 

た 千 化 閱ホニ 氏 農が 省 水を 局 
: i が 手’ 去る 十 化 日 着 化 化 月 ■ Hi ?' 
极歐 の 善 


— I ク 


0 1 

. I 曰 本 巧タ— ル r 

◊ ク 

締切 化育 本 馬 午後 八 時 
曰 耀ぷを 日は 午後 五 時； 
八 巧サ巧 n 沙灌經 も 
ミ— わ 化 

八 DI ： せ ホ H ，藥變 

ブンジ デント •タン コ术ン ち 
'一 託 巧 一日 ビ夕 トリ ア經 .街 

. ぶ ムプン こォご 加を 太 号 


一 賢を 


醫學簿 壬 ま 居悅彌 

"み 生 儀 

今般 左記へ 轉じ 設備を ご！ の- 從 前の 通， ロ 開業 化 b 換間 何卒 
引續き 御を 證を賊 は^ 度く 不わ敢 をが 上を U て 御 報 申上展 
薑 We 庄： 苦ぎ 星 New ゴ品 G さ 

一 ジ|. 互 震 itie 3 養 


譲を ホを 儀 去る 一巧 0 ホー 窗科 醫學硏 兜の 爲め獨 、瑞 じ硏学 
あび 喊渊の 視察を 終へ て净 經歸 が 化 擦 間な 前 適 もが 位の 御 没 
顧を 幾重 じ も 御 願 申と 候 _ー . 

夕 ホラー-あ ラ h y ! 

齒 北。 醫師 旧 尾 時 雄 
I 三 anha まこ ve., ぎ薑 th a 是 1量 ぎ . 


資本を を お 旧 
拂这濟 を 本を 六モ お围 
巧 ホ 金 六 千を 目萬圓 

能 脱 ご 弄 銀行— 支 巧 

本店 巧 京 ボロ本 橋 超 本を 屋听 五番 巧】 號 
支店 .小 博 U 本 巧を 內 i ) 衡を 
名 古 屋巧都 大お西 (大技) 巧戶 
廣島下 顆巧巧 おが 语 岡を 腐 
上が 输 をを 巧码水 


お出 入ち 替 ，を 信 送を、 ホ 送を' 旅 巧 信用が 
巧 菜 信用 狀其他 一が 级巧お 

人 盗 ニ囊銀 巧— まな 

猫を 送を ハ 日 ネを化 無キ較 巧？ 迅速 化投 
本店 預金 (定期 通知 ノニ輔 ) 御 便利 取扱 
本 支店 お 巧 (ネ 巧〕" 大 お、 神戶 、京都 
巧 巧 地名 古屋 、小 お、 上海、 格 致 


ラム プ义び シルク シエ— ド 

製造元. 驶買 手 緣商會 

H . Y ‘ HETSCKA 0〇• 


I 


lii 去 男 1 2拿 si ‘， N . Y . 畳 y , Tel . 空 elsea ち 31 


亡- iK - 




舌頭 一二 寸の 化朝樞 


n 本の 滿洲 じがけ る n 經濟 的權 がは. 撕誰 する 


乍 併を 巧の ア瓜 サブ n 。！ レン じしたくない 


資本の いら。 い、 ツシテ 我を 
の 巧から いを 城 S 寸のッ リッ 
クで 巧み じ アンク 八 サムを 韶絡 
しやぅ ご 云 ふの が 支那 人の 化 墓 
であら う か、 ウキ リア ムス タウ 
ンの 政治を おじ おまつて 居る が 
識 階が は左踐 じを 傾な 同 精を 巧 
せない のみならず 反て 巧 肉な ク 
日 スエ キザ ミネ] シヨ ン をミ那 
側の 滋 論の 上 じな びせ て 居る。 
胞し てまる ±赌り 午後 じがけ る 
前 おを 政 お 外を 總長 伍朝樞 巧の 
試みた 演説は 支那 まを 啜 露した 
辟 薄 じ 證說で 『支那は： n 本と 開 
戰 する 巧 武力の 强ホ はない』 な 
ど i 將來 H 本 じ おして 武力を 用 
ゆるち 能 性 か あるかの かく 灰め 
かし 同時に 『滿洲 間 題を 支那の 
I 滿坦 する 糕 解かせね ばを 巧な 
る： n 本貨の ボィコットを 獅 巧す 
る』 どて 支那の 經濟的 威嚇 力を 
誇示して 居る。 伍 氏は 『おがに 
於け る 日本の 巧 動は ま那の 統一 
を 阻害せ た ごする もので をる ご 
I 吾人は お 測ず る。 日本は 現な お 
j 洲ょ b 借つ i ある 刺 益を 巧 おす 
I る爲 めじ 巧 ホ 巧る 限ら 永く 現が 
I 維持を 欲して 居る。 過去 S 個 巧 
I め閒 支那は 平 か 的 手段 じ訴 へて 
j 円本の 誤れる 侵略 政 巧を 自認せ 
i しめむ ど 努力した』 ど喔 へて 居 
; るが 南京を 府は柴 して 姐阳 なる 
巧 力を ないだ か d 語つ てち ない 


个 


个 


ホに 化 氏は 『山 東 事件 後 支那 
人 ufl 本ち 3 ボイコット じ をら 
て リネ國 ：； i < の 覺醒を 促が したが 
滿测 問題の 白熱 化する じ 隨ひボ 


ァンが じ 化で 苦笑して 居 やぅ。 
伍 巧は 更らじ 『日本は 滿 洲の經 
濟 的な 源は 自团の 運 おじ 願す ど 
唱 へて 居る。 宮人は な 本の 經濟 
的 巧が を擁 諮す ベ/、 準備して 居 
る。 しかし 日本が 満測 じがけ る 
政治的 支配 權を 握ら わ どず るの 
は 支那を ま權の 侵害で あるから 
が 止す る i は 出 ホない』 VJ 說い 
たが、 現な 日本の お渊 じがけ る 
經 濟的權 利を 擁護す る實カ もな 
い 支那が 如 巧 じして 擁護す るか 
は 舌頭 H 寸 では 解み か 出 ホない 
問題で ある。 

个 .个 


个 


イコ ツト け巧路 4 るで ゐら. 


予は將 ホ 支那 人が お 事的留 はと 
なら や ホ 滿渊が 巧 巧の アか ブス 


ロ — レイン ごならない こごを 望 


む』 ご 陳バて H ネを獨 逸に 惟へ 
支 抓を 佛齒 幽じ瑜 へたが、 ブリ 


南 滿鐵道 率を 巧 長鄕敏 氏は 伍 
巧の 攻擊 じを ふ I く 起って 『お 
淵 ど 南を 政府との 統一 じ對 ずる 
H 本の 態度は 南を 政府が 採れる 
方策に 依な て强 韻され た 結 おじ 
過ぎない。 支那が 今み しく 合理 
的 じ 日 まの 間 題を 解み せわ ごす 
るなら ば 巧 等ぶ 難の 狸を はゎら 
得；：；：* い。 n 本國 民は ま那 の志駕 
じ 同情を 表して 狂る からま 孤が 
孔を噪 急の 巧爲を 執る、 とじ 依ら 
て 日本の 同靖を ホは。 い 樣じ錫 
む』 ご 述べね。 一 伍朝樞 氏は 鄕氏 
じ 裂し 『 U 本 肩一 民の 同情は 之を 
認 ごす るら 月ぶ をが はを 中し も 
國 民の 阿 情 查巧感 どを 實 現しな 
い。 二十 I 極 儀の 要求 ぁ b て 0 
ホ ま 册の異 日 霞 情は ホ 常 じ 悪化 
しじが、 華 痛 會請後 H 本の 凿ま 
政策 巧な のをめ ミ 那の菊 曰感睛 
は ホ 驚くべき 一巧 時日の 麗じ 好轉 
した。 おる-」 I 昨年 現 巧閣の 組織 
じみで 巧び 現な のかき 嚴 張され 
た關 係を 生， |：| に まった』 W 狡 ロへ 
て おる。 本： f 午後は 齋藤纔 領事 
の 演説が ぁ!^ てり 本の 對國お 政 
麻 態度、- 扫 辜の 罐潮じ がける 權 
巧々 益 あび：： 一本の 對 がな 嚴を闡 
明す らもを ぶる。 


画 白くな つ た 


杖 隸爭覇 戦’ 


り 本 杖が 協 貪 ホ 惟の 同胞な 球 
ず 既戰は H 庭み 庭が 選 ホ 巧親锁 
ご 共に 述動家 数 化の 中 也 ご G つ 
て おる 力、 サ ー ド 十六 人 組では 
を 義雄氏 お 村 巧を 敗 b 、 みが 氏 
赤 司 氏を 收 b てお戰 をを が氏遂 

にお 氏を. 底ら て セ ミフ プ イナ 作 
- I 進み 高に じ 勝つ た S 好廣 氏が 
星が 巧 巧を 破つ た 郵船の 武 が 氏 
ご 曾戰イ ベく、 化 木 氏を ゲフォ 
八トで 破つ た 森が 巧は 山 本 氏を 
破つ た 小 林 氏 ご 磯 ふべ く、 石み 
郵船を 機した 髙木 一二 おは 巧な 氏 
をが つた 山 □一二 银副义 お 人ご輸 
鼠を 焼 ふ 順 巧で ある。 セ コンド 
十六 人 組では 旧な 巧を グフォ が 
トで 破つ じ渡邊 K 氏が 松な 巧を 
六ッー 五で 破：' た 鳥 席 氏 ど 顔を 
をせ る tj ご U ら 、巧 出 巧を 破つ 
たを 氏は 掘 越 S 上野 巧を 破つ た 
巧 木の 菊 池 氏ピ戰 つて 化れ が 池 
巧は セ''、 フヮ ィナ^ じ 進み H 巧 
氏を がつ たな 村み 中 山 氏は 化 上 
剧頓 事を 化つ じ 西が たど 戦 ふべ 
く、 鈴 木 巧を 破つ た 立が の 盛 膝 
巧が が炼 武夫 巧を 化つ た懼 化を 
'.こ 顔を をけ せる 害で ある。 か 選 


手 權ず萌 戰巧ま 要なる 7 ォ！ ス 
ト十ホ 人 側を は 靑葉會 の 舅將新 
進めが がぶ が 鬼阪ホ 氏の ホ！ ム 
。—ス 釋伽幕 遜で 同 巧を 四ァっ 
プ 、，一二 ッ ー ゴ！ で 破つ じ 爲め酸 
ホを は 本が sp 選 ホ權を 喪つ じ。 
暢氣 U 化 組‘ il ニ ホの 福 旧 氏 ど 化 
ぶの 東義 一 八と であるが 福 旧 氏 
が 旅 巧 中で 嘗 技は 延期 VJ な b 、 
銀の 武 ホ 對 H 本を 糸の 谣本 


巧は 橋 本 氏が •テフ ォ作ト で 敗れ 
寺 本氏對 廢藤總 細事 も 寺 本に の 
薬 懼で總 領事の 勝に 歸 し、 渡邊 
巧 ホ 氏 韵福本 福 一た の 好 化 おも 
渡 邊氏薬 唯 ピ福本 氏が 勝 与 巧 
山讲を 旧を 銀 も亩田 氏の デフ ォ' 
グトで 巧 も 氏が 勝 も 巧 山 靑年ご 
'施 本 氏との 巧 戲で福 本 巧 セ ミフ 
ヮ ィナ 4^ じ 進み 巧 崎 巧對山 m 氏 
は當 が驻隨 氏の 勝 ご 巧の 
西 本た^ 破っ じ但木 台が がな 摘 
に： し 敗ら^た ので セ ミ フワ ィナ 
ルは が 野 I 、 福 本、 宮邮 N 化は 福 
出、 巧、 I 齋腾の S 巧 中ょ b 選 化 
される 祉の云 巧 ごな つて 转 るが 
勝 癖の ついて 枉る柬 氏 か 齋嗦總 
脚畢 ，い 飛び込いで 來 る/」 决勝お 
じ 化ぎ が < のは 巡 一に 冉崎氏 巧 
ニに 化を 氏 か 瞩本氏 どなる であ 
ら う かを 巧 ど ら で あ る 。 


か遊會 準備 進涉 

义巧 二十 一二 H 擧 巧の 日 會ま懼 
かお 曾 準備は 目下 進揀 中で ある 
が、 切符 部 じて はプ n グラム 作 
製み 誤 蓮 動に 着手す る 堂で あら 
運動 部 化じ餘 興部聯 をの 協議 會 
は 昨が 料亭 树添 じがて 開催 せら 
れ運敷 及び 演藝の 柿 類 選 擇を係 
員の 指名を 了した も。 


吉居膊 ± の移轉 

お 巧當ホ 西よ 十二 T 目 二百 ニ 
十二を じ 於て 開業の 醫學博 ± ド 
クト^ 吉 居悅彌 氏は 醫院 設備 擴 
張の 必棠 じあ まられ 明 二十 一二 日 
- b 西 化 十三 T 目 一二 首と をに 移 
轉 する； £ なつね 由 新 電話は リ 
ダワ アサイド 一二 六 五 0 番。 


聞吟 其が々 

ゥォッヵ 飮 み-'- シ ベリ ャ線 
で 『通 ふ 思 ひ』 を 『いごし 東の 
を』 じ 在る ベタ ァ 'ィ！ フ ご 祥 
モか 媛の 上じ馳 せて 『今日は 
晴 やら 曇 やら』 ご驅 つむ 當化 
の 才人け アメ？ 々への 旅路で 
左の 楠が 四 首を 詩囊の 狸じ收 
めて ちる。 

ひ ■ろし 

わぎ 妹 子の 浴 あ 地染めむ ばか 
を じも靑 くょ でめる 黒潮の 浪 
0 

常夏の 布 巧の 里は めざまし < 
呂き 紫、 紅き 巧 おく 
_0 

巧 <處 ；； ィを K ホスの 化 紅く 
女 ふ VJ れる ホノ成 •め 町 
0 

見る 限 5 セ ー ジグ ラマの 巧 も 
U も ひかくび 暑し プ レ ！ yl 
の 夏 


ひろし さんが 『シベリアの 附ご 
を 披露して 情 緖纏締 の 濃 摩む 
處を發 滞して 御座る 鼻 さき じ 
デスクを 持て 居ながら 徒ら じ 
指^ 嚇 へて 拱手 巧觀 ずるのは 
無を 至賴 である。 翁 >告< 『組 
^?£偶が』 をなて酬ゅべ し/'藤 
搔锁臣 巧み 淸 巧が 巧 曾を； 誠 塔 


する こ 優 さし {も ホ健氣 なれ 
ミ、 ^"4 し 

夢に是 し戀は 現つ じな. なもサ 


であ。 き 思 ひ、. 君 去 b し 後 

0 

なつかしき 木の 下路シ 彷惶へ 
ば、 薄墨 色 じ H は 暮れて ゆく 
0 

めだ じ まつ 巧 じし をれ ど 君を 
思 ふ & 化 じは あら ざら ましを 
0 

公園の 同じ ベンチ じ 憩 ひて あ 
れば番 ひの 鳩の 巧を あざける 


見學團 消息 


フエ ヤ ヘブンで 歡迎 

前週 木曜 H のタ 、が 育の お 光 
を 終つ た 中が 前 化證十 引率の 學 
ホ 見學脚 一巧は 巧 船で ニ ゥベ ブ 
ド フォ！ ド じない たが 其 目的は 
約は ザ 前 故中演 萬み 郎 をを 敎育 
して おれた ホ A 齡 長故ゥ キク ァ 

ム •エツ チ •ウ キツ フキー 八 ド 巧 

ご 中が 削を が學生 時化に 師父の 
如 （化へ じな フランク •ブラウ 
巧 ごの 篡じ詣 で-- 舊韶を 憾ぶ爲 
めで ぁつじ。 一巧の 巧が を恃受 
けて 居た 歡迎を 貢の 巿長 ァシユ 
レィ 氏、 ウキツ フキ ド 巧を 
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303 Fifth Ave., j 

TcL Caledonia 4101 ' 

內旧 商事 巧る 會 化な 育ま 巧 
iJijhida Trading Co., Inc. 

11 Park Place - 

Tel. Barclay 1576 

島 貿易 株式 會 お、 1 

Shima む aamg し 〇•， Ltd- i 

Telepho 化' なが飞〇 广 

蘇を 會趙赤 尾潇脅 

Ak 这 WO 态 Co リ L をん， 
295 打れ h Av も’ 
i>i. Cl! 巧 do な ミ a を 7 良这 -59 

か 倉 製 お 結 績株ま 食な 
氏 atakura を Co., Ltd" 

2 が） も lacHson Avenue 

-- 1C. Mikim か 0 

Mikunoto Pearls 
535 Fifth Avenue 
Tcl. Vand が biU 2 か 9 

义倉 お敍巧 まな 
Oku 化 在 Co., 

30 Church St., 

Tel. じ ortUndt 2292-93-94 

H 共 巧 ま會社 
化理店 
K まお會 

1 巧む 如 dwa もん？. C. おし お 純 3r 巧が 
Factory: 208 む ザが〇 巧丄 1. City 

巧 野衡を 株え 營社 

Asa 打 〇 Bu が し om ロ 瓦 ny 

Roo の 801-305 
165 旨が a 过 wsy 
T«L Cordan か 80 がぶ 0 化 

Gosho Corporation, 
Silk Importer み 

が 泣 sat お 化 Street 
TW. AfWand 化 巧-お 

Gosho Co.) inc*t 
Cotton Exporters 

巧 E が 化 r St*i 

で sJ BowHng Green 8806 -0 む 

巧な 讲巧 道が ホを 赴 
な 育* を 巧 

So が h Manchuria R. R. Co., 

Room 202 も Canadian Pac 巧 ic B1 か. 
342 Madifton Ave. 

Tel. Vanderbilt 4135 

ミ 鐘を 賊會を 

な 育 支 巧 
M お ui 在 Co ‘， 

65 Broadway, 

Tel. Bowling Green 7520 

巧 ホ 會お岩 ホ 巧 巧 
お 育 支店 
Iwai & Co-, Ltd. 

Woolwo け h HmlcUng， 
Tel. Whitehall 6040 

H 盞 商事 巧 ま會社 
紐 育ず 店 

M れ subighi 就 oji Kaisha 

(Mitsubishi Co. ，いん） 
120 Broadway 
Tel. 民 ect が 2560-2564 

大較顯 H ニ 東京 轉曰 
祀巧ま 巧 
Osaka Asahi 

Room 6 巧 World Bui! ぶ ng 
r«i. Beckman 4860 

a 本 紹巧賊 を 社 
が 巧 支店 

Japan Cotton Trading Co., いん, 
25 Madison Avenue* 

Tel. Lexngton 8780 

1 

日本 生糸 株式 會を 
がち ぞ巧 
NIPPON KI - IT0 X & ISHt , LTD 

1 w 〇 Park Avenue 
Tel. A か land 5320 

巧を 名會せ 
1 紐 育 支な 

1 Hara & Co., 

j 443 Fourth Av*?., 

TeL CfiJciioma 7830-35 

H 米を 糸 株を を 社 
が 育ま 巧 
mCHI-BEi KI1T0 KABUSH1KI KA1SHA 

(N に KUTO じ 0•， Lm ) 
1 どが k Avenue 
Te]. Ashland 6246-47*48-49 
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O'.aka Mairvichi 
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The wa^ of cme 

By EcUthi A. Sawyer 

n 本 縮. 淸 （- >て 美しい 節操を 化 ごして 化ぶ する のはを 随 
。楼や お"！1^|で は な<餘寒 の まだ 去ら や ら ね 如月 の 巧 じ お霜を凌 
いで おく I 梅 J でぁる ご 云 ふの が 著者 ソ— ャァ女 化の H 本 婦人 
觀で をる 女を は 円本の 义人 どして な （り 本が 人の 淑徳に 傾倒 
し 貞婦の^ I 說や近 松 出 蜜 U どの 戲 曲に も 通じて 居る。 

英文 小^ I 『ぅめのみち』 はぶ 人を を武 十の 一人娘 じ、 時化を 
明治 王政 j 巧 新 前 じ、 而 して 煤 面を 東が おじ ばつた もので 為 おが 
健、 筆致 I 巧雅讀 ちを して 宛が 巧 文で 巧 琴の 小 說を讀 む 巧 趣を お 
き 起さし する。 

巧义 小が 『ぅめのみち』 は 松 平 節 子 おじ デ ジヶ！ トし たもの 
で序文ふぉを^:^なダ リ フ キ ス を巧ホの筆广なり裝頓巧魔を庭の 
讀 もの ィ I して 又は 米 人への 腊 をな V 一して 絕 がの 一書で ある。 
敢て江 乳が 一 諮を 媛 葱す る 

郵稅お 一部 ニ 弗 十 仙 


巧 人讀を 
一手 取み 


紐 育 新報 社 




! 1 1 . !!.! - r — If _ 


〔八' I スミス 知事の な 見發表 


氏 ホな S 大 がが 巧 袖で もる ブ 
ス 知事のを 認が補 指を ホ諾 波 


る、 これ 即も千 八 巧 八十 四 年の 
化よ 黨か 綱が 『巧き はを が 禁制 
法か姻 人の 自 山に モ渉 しが にを 


說 よ、 まる 化 ニ U の 巧、 州の 首 i 慨ま すらの ど L て 反對』 する じ 


都 アグ バニ！ で淮 さむた、 相が 
の 降 曲で おおは がかに 州 紙 事 笠 
內に搂 おされた が'、 を齒じ u't 
ラ デ ォの埋 鉛で 四十 八州の アメ 
々でに ぶ、 ニユョ ー ク 々化ん 
だ この ポビ ユラ ー い* 大統 巧恢轴 
のが 説を 傾 船した、 このが、 被 
說の 中む どして を も 巧 ホを なが 
れ たのは 勿論 禁酒法の 勵れ にお 
する 氏のを 巧で あつた。 

◊ 

氏は 化づ アメリカ 大統領 ごし 
て蒂 法に 勒 ずる ニ 峭み義 巧から 
說 おしに、 即ち 第一の 寒 おは 患 
法の 遵舉 ど蝴 巧で をら、 第二は 
大が 巧が 化 當ご信 や るら のを 講 
會に計 6 おて 立法せ しわる こど 
である ごな し、 おか 黨 内閣 化な 
な ホ 禁酒を 蜘れ官 なら ものが、 
側の 『な 治屋 の 職を』 ど。 つ 
た爲 めじ 綱が の棄 孰して 括る 事 
實 を擧げ 、がらに 禁酒法が 社會 
じ もたらした 弊風を 擧げ 、これ 
が 子な じ おばす 影響は 禁酒 巧 制 
を 前 じ 柯乂も 想像し 得た かソれ 
ものである ご斷 じむ。 

◊ 

彼は 云 ふ 『この 禁酒を ょ 6 ホ 
る 弊害に 對ィる 唯一の 治 嫁御は 
ジェフ アソニ アンの 原則を 適用 
すを こどで ある、 卵 も 彼は この 
膨大^:^る國家じおホ幾タの萬藤 
が 生ずる ことを 期 持して 居た、 
蓋しを 離 的な 地方には 地方 どし 
ての 碑々 な 宿願が ゎ 6、 密お的 
な 都を ど異る こごを 知つ て おた 
なじ 國み ごして を 體的じ 巧 動を 
する じは でう しても おつた 化 力 
の異 つた 習慣に 基いた 法 棘の 制 
定を 必裝ピ ずる じ まつた ので あ 


至 b し 所な でも 6、 グォ グスブ 
1 ドぶ こ斟 して ウツ ドロ ！ •ウ 
キ八 ノン 氏が 反 巧した 理 おもを 
じある ので 龙も oj 

◊ 

『この おぶ 憩 5 巧 助 じな ふな 
らば ゲォ^' ブ！ •ト 法の 修正 じ 
先づ 必要 どす るち のはが 料に 於 
る 酒精 かを をむ お 度を 巧學 的に 
嘴を だし レる こピで わる、 蓋し 
現 化のを 則，. 4 る ものは 極めて 不 
徽ぶ でを b 且つ 非 巧を が だ をら 
である、 これ じは 證會が 制を し 
じ 酒精 かの 最大限度を 超過し な 
い範窗 じがて、 先づを 州が をの 
廣 準を 觀 をず る こごで ある、 を 
れ のみ.；：* らず 余は 第 十八み 憲法 
修正 事 巧 中の 一郞 改修を 國 をの 
前に 提唱す るの 必要 なをこ どを 
信で る' 董し本 憲法が 批准され 
た當 時、 何ん ど雖 恐ら {今日の 
かき ブ . -- ン ッ ザ ン グや腐化巧 
治、 を 輕的じ 直る 公然の 法释違 
がが 化を ホむ やぅな ことを 想像 
し U かつた であらぅ 、をに 過 ま 
ん 年に をら 化 實情じ 化 面する 國 
民に 憲法 中の 悠項 改修を ホむ る 
の權巧 あち ご 信 やる 者で ある oj 

◊ 

『をは この 憲法 條 項の 一部を、 
修正し 先づ をが じ 於て 人民投票 
じがした る 上、 酒精を をを むだ 
飮巧 のがみ じがる 製造、 输 入、 
贩鬟を 許可 L 贩賣 はを 朗の瘍 所 
ごせ や烟 官憲に 於て 化 扱 ふべき 
もの-で ホる VJ 信ずる、 巧々 はこ 
の 間 題 じ 就て 絕を 外國の 經驗じ 
學 ぶ， とが お ホる、 即も巧 等の 隣 
巧 カナダ 政府の かき 販賣は 政府 
一-しを 廬 せしめ 斷 じて 個人に 一巧 


し U い 方 かを 採用して 居る ので 
ある 0J 

◊ 

『今^の虔を、サ^ — ン の粗活 
の 如きな 全が 間 唐 外で ある。 余 
は 曾て サグ ー ン はこの 國を にが 
る 死物で あち、 直つ 巧 物で をら 
U けいばなら のど 述べ わが、 こ 
れは過 まじが るが 如 （を H にが 
て もを の眞 意で あを、 故 じ 余は' 
直 按じ も、 巧 接 じ もず 八— ンみ 
& 活 には 劇 じて 協替し 若く は随 
力す る こごは 出 ホロ、 即ち この 
法が の 獲を じ 化る も 禁酒 州は 化 
然 ごして 爾 法に 化ろ、 州 ょら 州 
じ凿 する 洒 類の 運搬を を 所 罰し 
得る 權 利を 持つ、 斯の 如く じし 
て 禁酒 州は 州 巧 じがを 禁酒法を 
做然ピ して 勵 巧し 得る もので を 
ら、 同時に 州 度ら このを 律 じ 依 
b サ 八！ ンの 弊害を 受 くる こご 

く、 脚 民の 裂む ものを 得る こ 
ごが 旧 ホる である 0J 
0 

『期の 如き 手段は、 要ず る じ 法 
律に おず る臂敬 必を複 巧せ しむ 
る ご おじ、 國 あの あ 本 的 事業を 
遂巧 t べき 大政 黨 内の 紛 ずを) 
掃す る ものである、 をはを ど 轟 
なを 異にする 人じ對 しても この 
方策は お ま 黨の歷 あ 的な 策、 即 
もがを 窥じ餐 する 完 をなる 自治 


權の賦 輿を 基礎 ごした もので あ 
る こ VJ を吿げ 得る と 巧 じ、 若し 
我等の 偉大なる 指導者で ある ジ 

エ フ ア ジ ン ジ ヤ ク プ ン > ク リ 
i ダ ランド' ゥキ is , ジン 巧 じじ 
てこの 化 じあら ば、 恐らく この 
解 巧 策を 國 民に 慾 憑ず べき こご 
を 確信す る』 £ 結んで 居る。 

◊ 

スミス 氏の 禁酒を じ對 ずるち 
針は 要するに 本欄で 囊じ紹 かし 
たらめ i 乂 系で あつて、 一先 づ 
實 施の 上は 巧 年を の實 情を 何等 
の 飾 b な/、 報吿 せしめ 化て 禁酒 
法を 巧學 的じ勵 巧し やう ごい ふ 
のでを る、 而か もこの 法律の 修 
正は 議會 じがて 化づ 一二 かの ニ 0 


|上の巧ホをを| ものであるから 
I 假 ゎじ X ミス 巧が 當 逃しね どし 
てら お 麗曾か 的 もに これを 承認 
するどを るのは 早 引で ある、 而 
わし フー ゲア ー 氏が 所謂 兩 W 政 
策 じぶんで お茶を 濁し 解 釋上じ 
巧々 U 閒趙を お起して 居る 今 U 
スミス 氏が を， S 態度を 極めて 明 
白 じした こごは 確かに 推賞 じ 値 
する もので ゐ る。 

- ◊ 

スミス 氏の 演說 は更ら じす 戰 
集約 ご ラテン •ア メプ やの 對策 
にも 言及し、 モン n — ま 義を保 
持ずるこごはか論である^}、 自 
衛條 巧を が留 しれみ 戰條 約の 不 
徹底を 詰らて 國隣的 協力を カ說 
し、 ラテン •アメリカ 政策 じ 就 
ては 曾て ク！ 9 ッデ 巧が 言明し 
た 『個人の 生命 ど財產 はおら じ 
海外に わるを ど雖网 家の 所行 權 
である』 どい ふ ホ 義を棚 下して 
『然 らば アメリヵ 國內じ 巧留す 
るフ ランプ、 獨 逸人 等の がを を 
我等は 外國政 巧の 所 おど 認める 
で わらぅ か』 ど 詰 6、 ニ々 ラグ 
アの 巧を 干渉を 非難—' て メキ V 
n 化 他 じ 資する 出を じは 絕對じ 
反凿 して おる。 

◊ 

巧ら じ 保護 顯稅 問題 じ 就て は 
『最も 正廣 な、 一方 じ 偏し ない 
關稅』 を 標榜し 曾て ゥがキ ソン 
皮が 樹立し だす 偏个黨 的な もの 
であち、 事實 を极據 ごする 關稅 
制定 委貸會 を 最も お 効に 使 ふこ 
ごを 聲明 すると おに、 民 4 黨が 
が 巧 じを 命を 生ずる やぅな 急進 
的な 手段に 度ぶ こどは 『余が 黨 
を 指 填す る 限ら 斷じ てない』 ご 
切言し、 聞 題の 農が あ濟じ 就て 
は 其 か C 患の 保講關 巧が 虚業 じ 偏 
して 農業を 無視し つ i ある 缺點 
を擧げ 、其 か黨が 過去 八 年じ邑 
b 農が 救 濟を絶 巧し つ i あるじ 
も關ら ず、 ク I リッ •チ 大統領は 
議 會じ對 して 阿 等の 政策を も 明 
示せ 中、 讓會 ょもみ 畿し たもの 
は ニ 固に 互ら て 拒否した 點を大 
いじ 非難し、 過剩生 產の處 かじ 
就ての 共 濟巧場 設立を 擧 け、 商 
船 睐じ對 する が 如くを 厨 も 積極 
的 じ アメリヵの 生命で ある 農業 
の救濟 をカ說 し、 內閣其 化の 巧 
命じ 就ても 自力 主義を 高調し、 
移民 間 題では 舊國 勢國査 じがる 
入國 率の な 正を 憑懲 して 化 人の 
注目を 惹 いて 居る。 


印の 上 ヮシントン 政 麻に も お I 
す こど i 化し 巧 踰細踢 から 招 
巧を おする こど t な b 五十二 
刪闕じ 街して を々 はがの 公带 
を 毀した か 

をの 中には ァメブ 々政 おが 木 だ 
ホ踞 して 居ない 勞 農。 シマ - H 
本 成び 巧强の 正式 ホ 認を經 eg 
U いち 那 政が も 含まい 居ち' 勞 
農 ロシァ 政府 じは お 曲を 式滿係 
を 持つ フラン K 政府を 通じ i 」 巧 
ふべ く、 これ じて 不戰條 約 a を 
化 巧 的な ものに なつ わ 譯で第 I 
巧 調印式は 月曜 H バリ！ 外榜省 
の 銭の 間で 執 巧、 この 歷お的 ホ 
致を フキ か ムに收 むる みを 國を 
權の 溃說は ラダ ォで 化が じな 送 
される 萬で ある。 

パリ ー 二十四日 發 ；：；；； ァ メブ々 
國務 長宮ヶ 。ッグ 巧は 本 円 午前 
豫 をよ らも 稍を く バリ^ — じ A な 
官民の 歓迎を 受けた。 


矢巧總 領事の 歸朝 報を で 

外務 首腦 部の 政策 軟化し 化ず 

M がし 首相は 尙け 南京な 府を 信用 L て 居ない n 
:::一 了 ゾリ 力へ 藤が 義朗 男を 特使に 派遣 ミ 確定 N 

東京 特電 二十四日 發 = 化を ょ b の 持電に 攸れば 同地で 大規模の 巧 B 運動が 計 割 中 じして 國民 
裳の 沉巧 3 下 じ學を 概を會 •わ頻 6 じ 巧 獲して 居る。 . 

_ 東京 特電せ 言發 = 外務 巧 ま 臓 部は ニ トー 日 外務省に 於て 前 H 歸朝 せる 矢 田 上巧德 領事と お 
支 かで こ 就て 凝 端した が 外務 去腦 部け 矢旧嚴 領事 じ 則 摺られ て 對支强 硬 方 巧が ぐらつき 大勢 穩和 
帮 どな 6、 あ 約な 嫌を 渉に おまん ピ 見られ、 巧 巧を 使 も H ま國 をを 常道 じ 返し お 等を 切言した。 

い ぉ 巧が 華舘 ょみ 格說も あるが < 一方 旧 小首 相は これ 等の 報吿 じは 頓着な く 本日の 閣議の 席上 
。て！^ 南京 校が の お 巧には ホ だ 信を 瞬け 《 から 巧 載 支 態度の 緩和は 急がの、 英國 じは 不戰條 約の 
調 を 崔4 リ康巧 白を ァメ じは ゼ ネグァの 國瞭聯 巧 會議じ 派遣した 貴族院 議員 藤が 義朗 男を 

がらせ おで 巧の 說 がを 求 レ *こ ど 述べ わ、 而 してを の 一方には が權助 巧を 今度は 固 民政 巧 じ 派 
- ちして り 本の 眞 をを 博 ふごの 說も わる。 

サンフランシスコ 二十四日 發 スタン フォ ー ド大舉 じて 目下 滯ホ 中で あるな 巧 巧を 中必 ごし 
: て おされつ 5 わつ。 西部 ま 她人璋 ホ 聯猫大 會は化 U じ 岳 b 巧を 政府 後援 策 じ 就て 協議の 上 S 民 ま 
'一' をを 滿 6 一致で W みし 今後 ァメ す々 國內の 輿論 喚起を 始め ごして 南を 政府の 新 巧 償 慕 集 運動 其 化 
一 こ 期し 柬部學 を 聯盟 ど 職娩の 上ん々 的 G 宜巧 運動 じ眷 手す る i どなつ た。 


不戰條 約 

露 支兩國 が參加 

ワシントン 二- H 二日 發 n 近 

パリ！ で 調印式を 擧 ぐべき 巧强 
十四 個 國の不 戰條約 じ _ 闘し スぺ 
1 キンは 昨今 頻 ちじを 加を 熱 壁 
し勞農 0 シア 政府 も 他の 意 ホょ 
をして 遂 加を ホめ これを 巧絕し 
た 形に なつて 居る 則强 特に アメ 
ブ か 政府を 非難 攻擊し 曰 シアを 
除かす をのは 要するに 將 ホ巧强 
が。 シア どのみ は戰 ひを 辭 せな 
い 意を 示す もの だ •と 挑戰 しつ 
ぁつたが、 

をの 後列 强 どの 敲解も 成つ た 
ので 梟 かの 條 おは 飽を も最巧 
から 本 問題で 意見を 巧換 した 
列强 十四 炯閣 のみに 止めを の 
後參 加を 辑む國 家は これを 調 


海軍 協定； 

アタリ 力 反對識 
東京 特電 二十 H 日發 n 巧 親の 
が 軍 協を じ 就て アメリヵ 側 おつ 
むじを 曲げて 居る ので 軍 纔廣員 
會はタ か 中止され るら しい。 

ま 京" 騎 を) 二十 f 二日 發 mb 
本 政府は 囊に 英彿巧 政府ょ*' ホ 
を まじ 受 なつた 兩國ぉ 軍 協を の 
內 をに 就て 審議 中で ぁつじが 政 
府 ごして は 大体 じ 直 b をの 馈を 
に滿 足の 瘡をま 明し あくを 旨 
巧鹽じ 通牒し 化 づ踐際 聯顆於 譲 
題 どす る 普で ある。- j 
ロンドン 二十 I こ日發 n 英 の 
政 巧では 今回の 巧備 海軍 傑を じ 
就て 議論が を 戴して 居る、. 部ち 
宫も驚 や 勞働黨 は、. . 
今 固の 英觸條 約 じがて 巧 毀は 
潜水艦 其 他の 補助 艦 協定に 就 
てア ランスを 屈服せ しめた あ 
じな つて 居る もの i 陸軍 熙題 
じは 一巧 觸わや フラン マ^ 現 
陸軍 力を 承認し 歎が 大陸 懿 
王たら しむる じ まつた こふは 
權 かじ 誤ち である P 
どい ふ 立場から 頻 をに 外務 值の 
橫 暴を 鳴らしつ S あるじ 留 しが 
守 派は これを S . て 問題み どし f 海 
軍制 限が 現な 英闡 のみ らホ化 
をの 大閒 題で ぁる おを 擧 げこれ 
が 基礎的 解决策 ミしての 英娜協 
をを 非難すべき 理も はない ご斷 
じて 暗る。 - 


れ るこグ にむ つて 居る 今 B 、 他 
U ヒユ ー ズ を. い-- の條 約を 婚雜 
すべき 憐會 ド剑來 ずる ものごし 
て颇 る卿陳 がく 觀られ て 居る。 

イタ" 一 皇太子が 

米鐵 漫遊 說 

n 本 じ 御 立 寄 か 

ロー マニ 十一 ニ ロをリ '•■タリの 
皇 を 陛下 じは 將 ホィ タリの 感王 
たるべ； さ皇乂 子^ ンバ I ト殿 _ト 
じ對 し^ ホア イリ 力に 渡 遊す る 
やぅ 輔霜想 化ぶ つたが ホは 皇后 
陛下 細 I 自身が 御 婚儀 前 C シア じ 
を か S ; アンキ チン ダ 化の 宮 
廷 ををから 巧い 教訓を 得られた 
結 巧 - J 察 I られて 居る、 尙ほ皇 
太子 風下には 最近 陸軍を 辭 せら 
る V .、- 共 じ新敎 徒で ぁる 某 凰の 
皇專 、.御 婚儀 說が頻 なじ 傅って 

管 了 

张 ン V — ト 殿下は 巧が 聖 
主 一睡す が 録あ宮 時化 イタ 9 御 
訪巧當 時ょ b 屡々 御 答 禮の意 
がで 日本へ わ 立 寄の 旨 傅 へら 
居た が 或 ひは 今回 ァ 'ゾ 9 
漫 おを 機 會じ御 渡 日 相 成 
る 竿ら 知れない。 


ヒユ I ズ 氏が 

國際 法廷に i _ 

が 巧確實 ごな ち 
パリー 二十 一二 日發 = 囊 じ園駭 
裁 巧 巧 制 事を 辭 職した ジョ t ン 
ムーア 氏の 後任 どして. 日本が ま 
どな b 前 アメリカ 國務畏 官^ ユ 
!' ズ 氏を 摧 しね こごは 忽 もな 强 
の 協賛を 践し獨 逸ょ ち 候補-: 3 で 
たる も おじ 參加國 五十一 ニ 國か中 
か ニ齒は ヒス ー ズ 巧を 推す- でと 
じ 巧し ヒユ ー ズ 巧も當 選の 萬を 
就 巧を 快諾して 居る ので 巧 ソ當 
選は 多数み でぁる 關係上 霞 tjf 確 
實 となつ たもの ご 觀られ で 语る 
聯盛當 馬 ミして は ヒユ！ ズ 巧の 
就 巧を 機 曾 ごして アメ 9 々の お 
式を 加を 要留 しつ {ぁるが かじ 
ヶ 。ッグ 氏の 不戰條 約 も 調印 さ 


ご . 

れ气 〔 


獨 靈父涉 一 

外相が 出厢 して 

パリ— 二十 I 二日 發 n ベ 八，' ン 
ょら 逢した 報道 じ 狼れば 獨 逸の 
外 か スト レゼ 於 マン 愧± はお 氣 
の 爲 め今网 不戰條約調目式の 
みに 出席し 劇 路聯强 じは 出席し 
ないか 不戰條 巧の 調印を 憐會ど 
して 外相は 化づブ リアン 外相、 

ポ アン々 — 首相 等 £ 會 見の 上 
ラ キン. 一 帮に赶 る 聯合 軍の 撤を 
問題に 就て 新ら しい 提講を 試む 
ごの ここで ある、 郎も從 ホ獨逸 
側では 即劍 撤退を ホめ つ i あ 5 
しら フランスを まどず る 别强大 
使會議 はこれ を拒絕 しつ-" わつ 
たもので あるが 

ストン •セ 八 マン 薄 ± は 今网こ 
れじ 巧つ て 譲 ホ的條 件を 巧す 
こ ミ じな つて 居ら フランス 侧 
でも これが 內容を 審議した 上 
若し 適 當ど認 むれば おち じみ 
巧ず る 蟹で 

おて 不戰條 約の 成立を 機會 ごし 
て歐洲 のず かじは 新ら しい ホ 巧 
が ホる をの ど 深く を ホ 面から 期 
がされて 屠る。 


ニ 本社 東京 特電 (絮 無鮮轉 載〕 

'.I 懇擧 法改ぶ 案提ぁ 

〔せ 一四 呂】 選擧 をな 立案は ホ議 暂じ提 ぉじ 巧定 した、 民な 黨 
はがを 德 おじは 賛成 だ. か ホ 選擧區 i ち 寧ろ 大選 擧區を 希望す と 

I 芙理敎 のす 敬 事が 

〔ホ 一 ニを】 篤 ニの 大本 教事忡 どして 天理 敎 研究 會の 不敬 辜 件 
が 麗：|| ん 首謀者た るを を 縣大西 愛巧郎 B 下層 徒 四な を檢擧 され 
起 » さ i たらの 茵屯寸 八を にぶんだ 擧巧 はか ミ H を おて 賴顧 記' 
事の 1., 横 載が 解蔡 された。 

( I •電 二十！ 二日】 新聞記事 解禁と なつた 天理 敎徒 のず 敬 事件- 

.をが 月 じを 訴 され 審理 中' じ屬 しつ i ぁつた もので！ 禪巧共 

满忠 想の すじ 信者の 助產 をを 酷し つ i をつ たもので 首謀者で 

^大省は不敬じ'ら皇堇じ化統を繼ぐものと自稱し配辩しつ { 
ぁ つ\ ねみ ン フレット じ 述べて 居る ことは 敢て 不敬 じは 互らない 
もの L す 室の 御名 嚳を 傷け ね もの € 認められて 居る、 大 西の 信 
ちは 約 S 千ん じ垂 々ごする 百姓で 今 画の 事件 じ 依ら 約 巧と 十五 
んの 館訴を 見る じ 至つ た。 

:0 米 仲裁 條鈎 延期 

【サご 日】 日米 仲戲條 巧は ホ 政府の 希望 もを を 米國議 貪開會 
まで 谨巧 のま i ごして 篮 くを じ 巧した ご 首相は 閣議で 報吿 しね 


ホ 


米穀 法撤 廢反對 

t サ巧 曰】 米穀 法の 撤廢耍 ホ 一 
部 じぶ る も 農が 當 局は 强硬じ 
反勒 して 居る。 

一觸 巧八郞 巧出發 

〔廿四 ロ】 巧 報の かく 南米 じ 移 
住 わがした 鐘ヶ 測が 績 重役 福 
巧八郎 巧は サご 一日の アリゾナ 
化 (ツ アト グ經 由) で 横 溶を 
お化した。 

刺 答 岡が 五 年 刑 

〔甘 西口】 まる 六月 八日 上 巧 停 
車旌 だが て 田 中を 相 暗殺を 企 
てね 脚 村 新 吾は 廿一 二日 五牟の 
禁 無を ホ 渡されね。 

が 山 市議 自殺 か 

【廿 皿。 日】 船が 權事 かじ 絡る 東 
京 苗 W を講 員大 野 敬 ま. 氏は 化 お 
か, りを を晦 して ゐ たが 化 ご 一日 
蠻な たを 乘 b 出た。 

(甘 I 日】 船极權 事件 じ 關し最 
あまを 晦 した 巧 巧 巿議が 山 健 


化 氏は 腰 越に 居た こごが 明し 
たが 拘引の ため 蠻官が 出向 ひ 
た 時は 唯 空 旨 動 車の みが 森の 
中 じあつ たが 恐ら < 自殺した 
もの だら 5 ご 0 

安達 大使を 議長； 

〔廿 I 二日】 駐独 大使を 達 峰 一郎 
氏は 國隧 聯盟 食 議總會 議長に 
選 まれた。 

南洋 賓 易を 開が 

〔サ I 二日】 從ホ 支那 商人の 仲 か 
じ 化る 南洋 貿易を 止めて これ 
を 振 輿せ しめ 排日 原 阻を 餘去 
ぶん f 京阪神の 商裴會 議巧理 
事 者 上京して 實巧 運動を 始な 

郵船 丹 後 丸 坐礁 

〔廿 I 二日】 日本 郵船 丹 後 化は ザ 
ニ H 午前 巧 司 沖で 坐礁し な 
楠ちー 丹 後 丸 (ホ 八 化 ミを 
は 横 濱濛洲 間 航路 貨物船で 十 
と H 香港 發 、廿 一 0 長 時着サ 
111 H 神 巧 着の 豫定 だつ たこ。 


燈料則 下げ 恐慌 

t 甘 二日〕 だ 山縣ド 巧燈巧 引下 
げ はを 化 食杜じ 恐慌を 起しつ 
つ ゎるが が 川 町、 积水橋 町を 
除いて 化の 町は 何れも 带巧巧 
一が 一二を と 席の 化 下げで か 解 
じ應じ 二十 H から 點 燃，！ 一 r わ 
前記 兩听は m 力が 巿の經 逸 じ 
なる まで 爭議 を繼績 する じが 
した 0 

橫斷 機禮號 完成 

(甘 二日】 太 ホが 構斷用 ごして 
製作 中の 飛 巧 磯 『蝶』 號は化 
稍蛟 X し 來る廿 五 U ょら 試驗 
飛 巧を なすと。 

自が農 大藏舊 案 

〔サ 二日】 旨が 農 ま 趣旨 賞 現の 
- を 地から 度が 省は 大磯省 まを 
承認の 模樣 である。 

小 選擧區 剌嬉頭 

I : 甘 二日】 小 遇 擧區制 政 巧部內 
じ邊 頭し 始 む。 

蒙 軍 化 表の 通を 

【甘 二日】 蒙を 軍 化 表は ィラ 
がの 支那 扱鐵軍 じ掛し 戰闕中 
化は 不可 館で あるが コ C ンバ 
ィ 八の 獨 立は 提議 疆 b 之を ホ 
認 する ピ遙吿 した。 

體育 記念祭 擧巧 

【サ 二日】 か 万人の 巧 女 學生資 
がの 下に 十月 册 一日から 明治 
神宮外苑 じがて 麗育 おを をが 

一 了ぇ る 0 

.檀骄 巧令讓 溺死 

〔甘 二日) 化 海道 選出 化 議± で 
H 魯 漁業 會社重 お 檀野禮 助 巧 
か攘 のら 子 (一四) のぶず ( 1 
こ肇 (六) お 城 あや子 ニ 
八) は 千葉縣 一のを お 岸 じ 於 
てボ！ トを乗 h / 姬 しても をみ 
じ轉 覆し 柯れも 溺死した。 

廣 東物價 騰貴ず 

〔甘 二日】 廣 をからの 報道 じ 限 
れば H 貨排 巧の ため 賴價 はち 
割の 騰貴を 巧し 化が 恐らくな 
動の ホる もの ど 見られて ゐる 


义巧 


哀せ調 

i をのす け 

ぎよう らんの 花 さける あした 
玉 ごま ご-^ わ >> /\ 

電報 脚 夫め わきし 一葉の 黃紙 

二 

『かへ もこよ、 あじ ゆきぬ、 
ま t 』 どを ちき 0 

うみじ ほみ こ^は ぞつ くじ 
ゆく じか ゆかむ やま たづね 
ふるさ ごじ ご ほき 巧が 
ひごち ゐ のまが なしみ® 

まみ とづれ ぶ 

香の けむ 4 】 すぢ じたち のぼ 
る 

くらき まがつ へや じ 
わ ひしれ てこ i ろみ だむ 
なきから じごち すがら 
をはれ ひ ミら 
わが 巧は なきたま ふ。 

あすは のべ お < を 
化 山のは じの ぼる 白雲 
かねた i け グ」 も 
ゆきし あじは か へらず。 

わ ひらく のの どみ うせ 
巧が ながすな みだ 
あつく わが ほ i を わち 0 り 




K. IWAMOTO. 

114 W.70th St. 


Tel. Trafal ； 


'afalg が 0352 


T . CTAKAMImd . 

1 化む mb が and St. わ oold が 
Tel. dumb が land 巧 t1 


DR ぶ .RYOSHII, 

• 郎 7 化 お rd 化 

お !. ぶ巧读 お 4^—- 


M . 了 suchiy も D . M.D 

巧 5 W. 巧 rd 化 
说ち 幽 • 碑 願 S 


Y. ITO 

1 巧 Eest 巧 fd 化 
む r. Uxin が on む e., 


MIKADO TAILOR 

30 に 6 な h St. 

Tel. Rhinelander 6830 


The Japanese Christian Association 

が 3 —W. 1 が rd な Sew York City, Te し Bradhurst お 36 


食道 修お督 ま 人 本日 


じ 人 A を 
ま事袭 お’ 
すの 巧を 
。御を、 
枯 >飽 
談 をみ 
じのを 
巧 化 堂 


鼓! 


廊! 


講婦聖 祈 家 □巧 
が、 專禱庭 唾 巧 
が 含 お单說 
會會免 度 曾 校 巧 

木 水 日日 
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會 


八時乂 
時半 時 


ご abro じ my , 化化 

7 が Park A ve. 
cor • に 巧 nd み， 

下 e ! •ち uU が 9324 一 


約 間 病 引 
じ 外院績 
限ぶ 巧き 
るび 勤べ 
日に , 
巧付ビ 
はを ュ 
前 時！ 


慶 
午を 
がを 巧 
日 A 間 
ぷ .が 

ニ！ 

蘭 庭 


J . Y . Matsumoto , 

Mechanical AriSiuHin 

一 - ミ 24 苗 . 別 化 化 UppnsH M が ) f's j 

Tel . 加 ickeHng 化 (HO 


F. MUR 民 AY HILL CO. Inc. 

巧 村 化 巧が 0 №6 

Roi)mW4-815 29 む fladway 
なし Bowlin をむ 妨 n がが が 91 


F- K. Mamyama € 〇 • 

67 W. が 化 お . も Y, 

Tel. む yani 巧 巧 



CLOTHES BUILDING 

"PA 及 巨 XCE し LENCE：" 



んし CEASA も IVLD . I 

127 East 84 化 訊 eet 
bei. Park & Lexington km 

幫喉晒 鼻 巧 I 

間 時を 霞 
午 £ ぶ 時 t 前午自 
巧 八 ま 時み をタ自 
日 曜 

自 午前 十 時 ま 午を 一時 



師鏡眼 

F. I. FREDERICS CO. 

残 巧 化を 大亞比 お古 


118 E . 巧 比 化 Tel. Regent 巧 94 
Bet. Lexington A Park km. 

を 時 八 巧 日曜 主 水ち 


DR. D.BLOOM 

—NEW YORK OFFICES— 

3 か b S れ eet Cor. 3rd Avenue 
み 86 比 Street Cor. Lexm が on Avenue 
m 12 な h Sheet; C(H*>Park Avemie 
—BROOKLYN— 

{( に F.AIbee B1 む . ,DeKa 比 Av も at FuUon St 

該じ日 II 巧を 多 
日 化 午 察 T ■ ■■ 

巧 時 前 時 寧 
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I 惡署！ 馨 お- §1 巧 
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KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

8&I. 80 & 8 パ ts. Telephone R 巧 ent 23118 

矣向人 本日 

門 專雜型 小 


を 小き « ぶ 小き 巧ぶ ホき が 
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差は A 觸觸斬 若 
上定 をけ 线舊米 
げ價御 致 文の 轉 
まよ 注し 次 書に 
すら 文 ま 簾籍て 
。割にす 敏と發 
引對 a 速雜巧 
しし じ 誌せ 
てて 御は る 


を 紐 

神 文 £ 

學學廚 

も: 事 

ト •硏 
移冀 
純を 
雄 巧 


通を 卒 A ま 猫 〇 A 
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るかし は 
も ホが シ 
の 國ホカ 
ごの お ゴ 

信 事に 大 
じ 橘ホ學 
がに 四を 


3 切物 譯 

じ ◊◊ 

御 其 調 
取他杳 
扱巧ク 
致で を 
しも 涉 


維 巧 BI 魔 11 パ 帥 が 

巧 84 Lex . む も 目 6 お が n お 化 and 8 郎 な 巧 eis, 

授敎語 英人婦 


IVi, X amaguchi , m . d . 
7Q Seaman live.. 

Tel. Lorraine が 34 


類 計時 お寶 憩を 貴 


會 荫挪靑 



し £ 旨 をと 切 親 ど あ 正 
精を お 商る あ 用 信 S 確 
則恃 ホー 物產主 御し 選 
す 主し を賣販 で借廉 

引 割 W ま 力 割 ミ 

Aoyagi し 〇• 

147- 巧 7 W. が nd ST. 

TE し邮な NT が 74 


N. TOfOTA, 
CUSTOM TAILOR 

ROOM 605 
14? W. 42nd ST. 

TE し B8YM け お 81 


靴？ 用 男 
監でァ 命 女 
田會 じ 靴 
社 • 應 F 
化 ンじ類 
理グ まの 
起 ター； 輝 
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藤 

小 

巧 

商 

會 


諸輸 か船鑑 
荷 出 洋其船 
物 入を を 巧 
運 稅雜巧 巧 
搬關 餐お津 
取す 販 


G 編 P 能！！ な が 1 化 

設備 整お經 養巧廉 

CaH-TRAFALGA 反 8200 
FRANK. E. CAMPBELL 

"The Fune が -! Chur 油 " Inc. 
(NON SECTARIAN) 
Broadway が 6 か K Streeti N. Y. 
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號ー 十八 百 四千 一 第 


隸 觀 裔 獄 


【日曜 ±】 日 五 廿巧八 年 S 和昭 




診崇 時間 ■ 

午を 時 U 1 ニな 
午を と 時り 八 持 
愛知 巧 學± 

パ： 巖本谨 一 

古 冷 比 蓝乂を 巧び 
グ ザブン 病院 勤な 
目 巧は 前約 時 上 お 


参 察 

午を 一二 時ょ > 六 時 
日 » は 前 巧な 巧 巧 

ドク ト水 

窩見豊 き 


J 7 J ! 


だ 巧を 年理 巧の 曲 ホ 

目 本人 靑年會 

SW . 養 SITCl.clarki 12 た 


化 側 

fo 咖 

& 醜 
t 

I 邮 

に W 

化 化 

趴け- 


巧 

本 

入 

ち 

-弓 

お 

fS 


お 帥を 崎繁一 
; お 事 粟野 賴之祐 

. ，第— 藥— 貧— 

日 晒 唐 巧 午前 十一 時 
目 應學榜 午前 十 時 

臟鐵 日® 午— 時半 
断禱會 水曜 夕と 時半 

偉，— 楠— が’ 

泣 展古输 巧 巧 迄な 
を 下 巧を 十 おみを 
を 會お員 じ是適 
を 巧 圖書 g 誌 巧 M 
を 裸娛樂 具が ちを 
を あら 

度を お 業舟旋 旅を 
案內を 掷事袭 謝を 


化が 品 卸— 

五味 商會 

W E ■ニす ち. 产呈 r 

Tell S 享 esant 3? を 

Jolan ち 00 C 巧 ご M . O . 

二 1 ミ S 二 4 th St . N ミ Y 夏 
TeL 妄ミ 穿沒 73 & ジ h を 3 妄 ま 

^ ながず 前 九 時 1 ザみ ー冉 
寞 f を (時 1 午後 化 巧 

H 唯 午 お 九 時 1 午 巧 四時 

ドク トン/ホ 栗乘ま 


歯— ± な 基 

自 午前 九 時 n 十二時 
自ぞ を-を n 里 巧 
火 駆 ザを〜 一が 接 時 

木强 午前 化 時；：：：： 一時 
はへ ネシャ ー 7 ァ 

ン テ— シ ヨン クブニ 

ジクじ お 勤 


認墓 

前め 願 上 お 

ゴーチ か火學 
ド タト か ホブメ デジ ソ 

醫學巧 ± 

吉 居悅彌 


ま 五十 HT 目 

ニ ミニ 

か 藤 
洋腮巧 

作 ラで 兰ニ 


洋服 調進 

クブ！ ニン ダ、 クイ 

ィング、 修撐等 一巧 

ミカド 洋服 店 

がネ保 
を 話 ライン ランダ 1 
六 八 H 0 


巧 お ♦ 

日 巧 聖書 硏巧 正午 
_ お. 共勵會 夕と 時牢 
0 巧 舜說を タ八時 
育 I 木 おが お 曾 夕 八 持 

日！ 英 を 及び 栽な 

午を ニ 巧 

±赌 巧が 會义 は‘ 
ホ詣會 タ八跨 

紙 會事巧 
を お 部、 旅 巧を ま 巧 
»> 人事 相談が、 調 ホ 
が、 巧ち 罔旋 巧、 巧捂 
裁链巧 巧の お 課を 度 
け會員 度び ホ 巧 員の 


醫療 機械 製作 
運動具 並な 具 
貴を 頗及 時計 

ヘム. ァ I ト 

NT ス プデォ 

ゴグ フク ラブ 
テニス ラ ケヴト 

を 巧販賣 修理 


歯科 疑 

ホ 上 義人 

西 六十 五 了 目 一四 六 番地 
が 育 ホ 國旅舘 巧 
電話 トラフ アグ ポ ー ニ 五み 五 


稅關 事務. 

まがを 地幷 じを 化 巧 
のな お 入 ホ 法に 顆す 
する I 切の 御 諮問 じ 
ほじな 道 お 船 貨物 運 
貸 及 巧 化を 我 お 手な 
を 等 進呈す。 を お 都 
ホ じ巧理 店を 巧し 誠 
寶 をを 御用 かじ おや 

保險 取扱 


視關 事務 か 扱 

WILLIAM L . BANE & Go . 

ぎ om 7 芸ご B 三 ad ミこ さ 
ブ 一. ぎ wlinglGai 謹 4 扣 6 


難 


日米 新聞 支局 

今 巧 紐 育ま 局を 設置し ましむ 
から 騰讀 、廣吿 I 切 左記へ 御 
頗 ひします。 (巧并 米 ホ】 

4 West 101 害； Tel. Asdemy 夏を 
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S 禱治纔 

マブサ I ジ 、整形 

醫科學 的 運動、 腸 
灌 注、 氷を、 ホ 線 
ぶ電氣 治療、 其 化 
紐 育 脚を 認 

フイ ジオン ラビ スト 

西が 幸 男 

= 一耀 外每は 午前 九 
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紐 育 州を 認 
內務 省を 許 
巧を 帝乂醫 巧大學 
產 婆な 習 科 卒業 
ホ地邊 

_產 婆 松本綠 


换眼 おじ 眼鏡 調範 


をを 巧 かノ巧 * ry グ 二階 ニ か ニ B 

東を 丸 山 洋服 商店 




V 由ぶ を 穿を.； 


操 お、 磯が お 習、 

i 棄 W 點 义電攀 化て 

懇切！， 敎採晝 巧兩科 日陋も 開校 
日本 ふへは 秋 山 氏專巧 敎授す 
Melrop 量 31 芒 すす hool ,133 M E . 岩 thSt . 


十 去年の 歷を ぁる 當 校は タ 年の 
經驗ど 新 智識を 有する 駭師を お 
し 自動 率 
操 蹤法ぁ 
び 運 巧者 
の 修得す 
べき お 要 
な 機顆的 
智識を 舞 
期間 じし 
て 最も 能 
牵 ある 徹 

を^ 潛 をが 獲摄を 保を し 磯 業 
ロを も！ 问旋 しまず 6 



日本* 支那 寶玉 製. 美 
術 お、 を 人 用を 飾 其 
化を 飾 品 

阀島 n ; が 

島 等 美術品を 簿、 
首締 お、 スト リング 
日本 服裁爲 一 


笠 ホ 泮服巧 


丸 也 洋服 蘭會 


をき 米國 婦人 
目 本人への 異 
語を おじは タ 
年の 経験を 有 

す e 一 レプス 

ンと 十五 仙 
毎 H 朝乂 時ょ 
ら巧化 時を 巧 
時 じても をし 
U 曜日は 一時 
よ > 四時を 
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ホ國を 英語を 詰す 事 
はお 巧の 祭 一 萬です 
本校には H 本人を 巧 
じ 慣れた 専巧 婦人を 
師ぁ b 盤 切 じ 會敲巧 
信 文化を 語を お 巧し 
ます。 日 谣週自 おじ 
午前 化 時よ' ウ 午を 十 
時まで 開 接し 一 レツ 
スンと 十五 仙づ I 
ネ H 食 七に ホ 煤 をれ 


巧 譲 nr 1. ぶ ‘ 1.^ 每巧十 H 登 巧 

誰 1 部 十 他 

, 養 7 一己 Ave . N ミぎ k 寞 


f 售籍 ♦雜誌 ♦新 蘭 
磯覺 をを 锅 
如 W 務 午前 九が ょを 午を お 巧 迄 

I 紐 育 目 本人 會 

プロ^ — ドク ゴィ j と 五 

題サ I ク 1 00 と 0 

霜サ クホ 一 00 と 一 


診療 

午前 十 時ょ b 十二 
時、 午後 六 時ょり' 
八げ、 H 罹は 前約 
願上愼 

ドク ト瓜 

山 ロニ 一之助 


齒お醫 木 下义市 

ご 0 W . ニ llh 罕 
Tel •ぎ 画 ent 黄 57 






巧 かるた 


はも/、 の 遊び 
ホを 英文で ホ國人 じが （わか 
やう 簡單明 滕じ說 巧した ものが 
巧 巧ました。 巧を 吕ホ 進呈 致し 
ます、 御覺 下さい。 

M I {呈 AYAMA 呂 ，ミ E . 呈 h St . 呈 J . 


新 鱗 魚 か 一切 

日本人 おきのを 巧 漢山取 h 滞へ 
お 判 ホ 煩で 大勉强 をし ょず 

サ ヴ才ナ 魚を 
Josapil wavo 3 » 

224 w. 61st St. 

Tel. columbs 9128 


. j か. 義占萄 - 巻 浸 如壽晋 を鸣 


尋れ人 

(鳥 取縣ス が薰信 (長 巧縣) 获 
原ず 人 (巧) お 藤 玉】 (岡) 佐 
伯鎭雄 (魔 島 縣} 中が 榮ニ (岡) 
渡 邊を助 (山形 縣} を お辰锥 
(東京 巿) を 巧 武之巧 (か 歌 か 
縣) 後藤 基 之を (名 古 崖) を 住 
喜お郞 (熊 本縣) 西 衬劳喜 
右の まじ 通知を 度き 沒 をと 
候 間 本人 若く はか 人よ b 巧 
化 所 御 通知 願 上 お 

紐 育帝國 総領事 舘 

1 至で oa を さす* ご rk Gily 


タホ ラボ ラトリ— 

综 一 電話 ァ 々グミー まち 
長 ド クタ r 田 尾 時 施 

4 H 曜 H 午を 化 

ホ 一 Ma 動ぎ/ We ,, N . Y . 

巧み 1 言 さ 苗. & Isst ., SL . 


弊 巧は 實質 誠意 进速 ホ義の 
をに 御 ± を 物 一式 卸賣 値段 
で販眞 致します タ ホに 巧は 
らや 御用 命 仰 か 下さいょ せ 
◎歐 米を 縄 時計。 置 時計 一式 
◎寶石 賢を 蔑。 銀製 器具 一 ま 
◎を 柿 萬 年 筆。 を 銀製 紛拳 
◎蓄音器。 レ 31 ド 見本 陳列 

◎窝眞 器。 タィプラィタ） 

◎船 切符。 紀念 寫巧帖 繪端畜 
ブ。 1 ドゥで 1 巧と 十 杏 
巧 事 お 向 侧速銜 と 0 五 就 ま 

が 作が が 商 

碱ぶィ 間 A 

17 Q す吉を ミ， N •ごさ 
Tei . Cortlan 氏 巧ち 巧 基 



左の おく 

委員 の 待遇 じ關 しては 時 
じ 明記せ や、 なつて 宫 制は 樞を 
院の御 諮詢を 得ない が、 事實じ 
於いて 親任官 稻 度の 人材を 網羅 
する もので、 從 巧の 調 查會に 比 
し 相 當に權 威 あ b 期待 せられる 
f ころを い 0 

一、 目的は 現代 社會 生活のを 
圃生產 組織な 善の 狠本策 及び 
棵 制關稅 等の がな 經濟じ 駒す 
•る 一切の 問題 並びに 社會 立法 
の 確立 等を 曾 政策 じ關 する 根 
本モ 策を 調 杳硏究 する。 

一、 諸政 策じ關 する 大綱を 立 
て 具体策の 硏究 調査は 旣得調 
査會じ 於て なす もの ごす。 

一、 首 巧 自ら 會長 どな も副會 
長を ニを 置く こと 0 
一、 委員の 數は約 十と 八を の 
ものと す (確を を 見ず) 

一、 委員は 貴 衆兩院 、實 業を 
または 學をニ 名 位) よら 推薦 
ずる 0 

! 、幹事長 一を 幹事を 卞 名を 
置く。' 

副會 長は いまの どころ 中 橋 商 相 
山 本 農相 及び 藏 巧が 掘 せら 
れて 居る が 

多 ホ 中 橋、 山本兩 相と な 
る もの ー 如く、 また 閣僚 中 S 止 
藏あ或 ひは 勝 旧 文相が 委員 どな 
るから 知れない ご。 衆議院議員 
よらは 一二 四ち 位を 推薦し、 この 
中 じは 秦豐巧 氏、‘ 尾 崎 巧 雄 氏、 
武藤也 治 氏を 及びは 孜黨 よりら 
一名 入る 模樣 じして、 貴族院よ 
b は乂 河れ あ敏 子ぶ び 船 越 光之 
显 巧が 椎薦 され、 節 事 度は 前 田 
法制 お 長官に 窝ぼ 巧ぶ してむ る 
模穩 である。 

孫 科の 借 歎 運動 

東京 特電 二十四日 潑 = 渡义中 
の お 科の 借效建 動じ 熙し 音敎師 
脚 奔走ず る もぉ闕 政府は 体よ く 
拒絕 せんご 當 地では 觀测 す。 


公 償處か 差控へ 

ま 京 特電 二十四日 發リる 債 お 
懼化 をで 日銀の ず 持 もを 債處を 
は差控 へる。 


日銀 帳 お ミ 金利 

東京 特電 二十四日 發 n 發； ：；： 高 
十億 千と な 巧圓 、制限 外 一二 千 四 
巧で 圓 、貸 ホ 高は と 假八千 六な 
巧圓 じて 翌 H 物け 八 厘 五毛ょ b 
ー錢 一通。 級饒 手形は 化 M 五毛 
ょ b 一 錢一 二通で ホる。 

-II 4 

債 權銀巧 認解濟 

東京 特電 二十 I 二日 發 n 墟水灌 
お 糖會社 ど 漬權銀 巧 どの 間は 誠 
解 濟で從 ホ 通 b お 助す ど。 


生糸 上場は 十 巧 

東京 特電 二十 一二 日を == 神戶定 
期 お 塔の ホ ホ 上 媛は 十 巧 一 Hi 
ち 開始に 內 をした。 


-韦 -1S 车； ミ 


カラ グワじ 出兵せ るは 巧め 權の I を黨政 派を 超越 せら 公正な 機 願 


I I が；‘’ 巧：， 南 _铺| 

! 攻勢の ス巧 

I 堂々 たる 其 ホ 諭 

I 共 かなの 推蕊 せる 大統領 候補 

-ぎ戶 アバ 1 ト •フ — バアが^ が 

. ア作ト じがて を認が おを 試みて 
I 化 ホを 米の 巧 巧を 逝 じて 第一 曲 
- の 重要の 部み はフー パアの わめ 
i じ 脚 愛されて 居た が、 民 ホ 驚の 
^推戚せる大が領候補をア ^ フレ 
ッド •イ！ •ス i タが 去る I 一十 
I 二日 ォ作 バニー の 諸事を じが 一」 
.承認 お說を 試みた ので、 茲お曰 
間は ス' '、ス 熱が 協 巧 じ 城 殺 うれ 
逃 舉が底 七 じ 巧 はれる ど假 ぶす 
K ば スミス 歷 勢の 聲じ壓 せられ 
ては ま 黛の 提 利は 旣じ巧 題ぶな 
ら ぬかの 如き 威を 巧へ て 居る。' 
兎も角を じ 巧 田 兩乂關 の 化が 立 
ら かおつ て、 是れ わらは 取 b 組 
むが、、 J タキ 送む か、 突 ツ碟る 
か 候補 お 同志 互いに 巧 十八 丰を 
用ゐて 勝敗を 選 おの ± を 內：し 巧 
ずるの 外は じい 0 
; X ミスのを 認淸 說はフ ー バア 
の聲で 立つ た 形で をる が、 彼し 
_ て 立 も 遲れて 居ない のみ。 らや 
巧 巧 蔵の 首領 どして 推稱 におす 
- る 攻势を 化つ て 居る。 スミスの 
演說は 着想 にがては ジ ユ フッソ 
ンの 高遠 逸を なく、 修辭 じがて 
は 維が 遜の 典雅 佳麗。 きも 巧舆 
氣城 あたる 点じが ては， ジヤク 
ソン じ 比ず ベく、 が W 暢龄な 
る おじが ては クリ ー ブ 。ン ドに 
比すべく 而 かも 通俗が 巧の 错辭 
は 幾 巧 万 S ラダ ォ聽が 者を して 
を 易に ス ，、ス のか 構、 スミスの 
信條 、底び スミスの 目的な 的を 
理解せ しむる じ 巧を であつ た。 
彼は ぶ 巧 論じが て 現 化 巧 か 裁の 
政治は 反動的 寡頭政治で あつて 
を 府は國 K の 化埋 者た b 被 俺 人 
たらとの 思想を 遵奉せ 中なら じ 
物質の 惠 祕の實 現を 云爲 して、 
『國民 J を 物質 化する を W て 政が 
の 能 華。 るかの 如 < 謗 黏 するな 
狀本的 謬 想で あるとの 总 ホを 强 
調し 法制の すじ 於け る自も 政府 
の樹 なを！： 標 ごする 肯を陳 ベて 
居る。 みで 化は 千 化 巧 二十 一年 
な 降 おか 黨 幹部の 腐敗を お 摘し 
て 是れを 帶じ個 A の黃 巧に 轉嫁 
しまる こどは お ホ U い。 挪ち共 
かち 自身の 失欧 でな くして はな 
ら^:^いご搞裝した。 . 

所謂 『クゥ リツ デ •プ 。スぺ 
リ ブイ』 ど 『クウ リツ チ •玉コ 

，ノ ミイ」 とは おか 藻のを 看极で 
あつて をく 隨富 のがを 注いで ゐ 
る じ おはらず スミスは 巧 か黨の 
呕 かする プ 。スぺ > テイは 一部 
一み 巧の ま 業 家、 資本み 化 じ问一 
- 系統 じ おする 人々 を莉 ずるに 止 
一ょ b 個人的 巧 おは 資本を； 一の 大 
: 勢 じ 版 倒せられ て咨 境に おもい 

つ I あかとの 事ち を舉 話して 
; 巧 向ょ ゎ 『彼等の ブ C ス ペリ テ 
i イは巧 唐無瑶 のま 張な >』 /、あ 
: 鳴 b 込み’ おか 黨み府 の 經濟節 
一め ぷ び 共か黨 のを 約せ るむ 攻整 
巧 も 何 ま 巧 货拽を 示して 居ない 
では4:^いかとが算膨脈の殷字わ 
化墟 どして 諭雕 して 公る。 外ず 
問題 じ賊 してけ 巧 米中 米に 掛す 
i る 共か黨 政府の 威滕的 寺ぃ 勘を 攻 
ー8| し 溝 曾 じ 謀る こど， :一 てこ 



濫用で ホる-この 恵 ホを 述べ てん 
るが 米 段では 是 れは餘 b じま舉 
じは 彩嚮し い問趙 である。 

其 他巧慟 問題、 移民 問 强等じ 
眺 しては、 フ！ バア ど大间 小異 
のま 張。 る も 共和 溝の 冷靜 なる 
じ 比して 勉 おじ 富む でむる。 特 
じ關稅 問題に 就て は 民 ホ 黨年ホ 
の ホ 張 だるを 入 窮一ま 義を棄 て 
て おか 驚の ホ 巧 じ 調子を をせ つ 
つも、 現 巧 關稅が 黨略じ 化 b て 
左ち せられて ゐる 弊害を 慨 き、 
ウキ於 ジン 時化に ま 張され む H 
乂統锁 タフト 時化に も昭 導され 
たが スミスは 之 じ 言ぶ しない n 


回復期に 向つ わ 

日本 銀 巧 紐 育 化理店 
監督 役 

武 ホ 巧 一二郎 巧談 
去る 木隨 日は 最ま 挺を 現は し 
てな ホを 曜、 ± 幡兩 H は 少し 跳 
ねおし、 本 H 0 如きは 四十 四 巧 
八十 I 他 どなつ て 新を 値から 約 
二十 化 方も戾 って 居る。 が 巧 ホ 
面は、 もつ ご 強く 返つ て 巧る も 
のど 思つ て 居む が、 をれ は 案外 
であつ わ。 けれ，々」 も、 恐らくは 
今後 是 0 上 大した 下を も：：； 1.(、 
火 体 止まる 所 じ ル まつた 形と 見 
てょ からう し、 人氣 々々じ 左右 
されて、 追々 戻つ て 巧く もの ど 
觀 測され る。 日本 r 遊資が を ふ 
れて ダレ 氣ホ である 一 そ、 組 育， 
なでは 近頃 じない 引婦ら ホで あ 
る こど、 n 义間金 巧の ひらき、 
ま那の 政情 S . 不 まを、 延 いて H 
まの 關 巧、 下半期に 入つ てこの 
貧 あの 豫 期された おょくな かつ 
た 等の こごが、 今回の 下落の 因 
を。 して 居る 上 じ、 人 氣も手 寧 
つて 楠當の 役目を 满じ X 居る。 
是 等の 諸 照 巧 も、 殊にり まの 關 
懦 では、 本 曰の 貴社 特電を 見 
むぶな 巧に 向つ て 居る やうで あ 
るから、 化 諷す に^れば 徐々 恢 
復 ずるを のど 見られる。 祀機じ 
際して、 何等 政 膊が對 策を 施さ 
ず VJ ら 、爲替 上昇の 氣運 はわら 
又な 採 じもん 氣が 作用して 爲替 
间化期 じ 向つ て 巧 かう 云々 0( ニ 
十 H ) 

人爲 的に も 加味 

一二 蓮 厳 巧す 店長 

ま 旧 政治 巧談 

円支賊 巧の 惡 化、 を 利の 差、 
入超 どが 原因して 巧を 巧 填が 
下つ わ どを へば、 成る 巧 素人 お 
きじが 巧が 揃つ て 居る が、 然し 
今回め かく 急 巧した のは をら 
大きな 資ら 手な でが ゐ つて、 タ 
小人 巧 的の ものが かつて 居る ご 
思 はれる。 何故 なれば 日 支の 鹏 
係 も、 左 巧 具 化 的じ惡 くは ない 
し、 を 利の 差の ための 下を は 近 
物は 下 つても 化物の 下る こどは 


のが 鼓を 巧 論して 現 巧を のすな 
ずむ みを 恒 出すべし ど 約束して 
居る 0 

スミスの 最も 力 潜を 入れて 居 
るのは言までも；；？><禁酒法の緩 
か 農村の 救済 及び 水力の 閣 巧で 
あるが N 巧 一面 參 照：： T 彼の 勇氣 
じ滿 七た ホ 張、 正直 じる 立言は 
黨內の 反對を 招く 怖れ ある ご 同 
時 じを 數の 共か黨 員を おへ 得る 
特徴が ある。 假 b - し 現が フ！ バ 
1 どの 取組 じ 四み 六を の 弱 ホは 
ある ごしても ±懷 際で 如 柯變化 
する かは 晚 めて 興 ホ わる 太 相撲 


いので ある。 銀 も 左释强 くな 
いし 入超 も 余 b 甚 いど 云 ふ ほど 
でない から、 今回の 下落は 余ら 
じ 多過ぎる やう じ 思 はれる。 政 
麻 も 四十 五 踞臺を 割つ わら、 對 
策を 講す もど 云つ て 居た のじ、 
寶際其 鶴を じ 遭.？ ね 今日、 な 
が 正貨す 足 VJ いふ 名目の 下に、 
巧 等の 手當 もしな いどみろ た V - 
いふ こどで あるから、 今後 化の 
下落ち が 巧の 邊で唤 ひ 化 まる か 
何時 反動が ホる かは 目當 がつ か 
ロ。 兎に 巧 可成ら 急激に 下つ 
たので わるから、 近く 反動 高を _ 
見る かも 知れぬ。 化 際ボ屬 大口 
の賣を 手が な （なら、 一 モー 昨 
げ 年の ナショナル •シ チ！ の 如 
く 大口の 買ず が 現 はれる どが す 
れ ば、 恐ら （持 も 直す であらう 
:^,化てが人氣じ左右されて進ん 
で 巧けば、 目先の 見當 はつき 兼 
ねる。 最 巧が おみ 中必 問題と な 
つて 居た を輸 解禁に 就て 赞否兩 
派 お、 今 凹の 爲替 下落を 機 どし 
て 『かう いふ こ £ が あるから 渡 
愈 必要で ある』 ごい ふ ホ 摸を ま 
張す る だら う。 が ほ 今日 (十と 
H ) の 化 錫 ば、 日本 四十 四 孤立 
十 仙、 が 育は 四十 四 张よ十 他 乃 
至と 十五 仙を-^ 下し 幾み 化のを 
化 よら 高値を 示して 居る。 (十 
八 n ) . 


財 經調登 

組織 S 大綱を る 

木 化 東京 特電が 屢 報した 如く 
今回 欧府の 手 じ 化る 

が の 調を 會 は、 第 五十 
お議會 にわいて 經濟國 難 じ 閥す 
る巧證 まじまき、 旧 中を 巧の 恃 
じ 力瘤を入れ 新設 せんどす る も 
ので、 同調 查會は 旣設の 人な を 
摇間駐 調査 會 、肥が 調査 會 また 
は巧エ 審議 貪の 上に 立つ もので 
同 諷杳會 じ わいて は、 がを 經濟 
及びを 會 政策に 願す る 化 本 ホ 針 
を硏究 し、 旣設 のを 調 杳會は 同 
調を を じがて 巧定 したる 大綱に 
をき 具体策を 硏兜 する もので わ 
るが 间 調査 會 のが 織 及び 權 限は 



ど 謂 ふべき である。 


落ら て 行つ た爲替 

支那 政情 ごが 一對の 目先 不明 

【下】 

十み H の 巧を 値 お ホ、 爲替 相場は 幾を づ； 持ち直して 居る 
が ホ だ 四十 お 巧 台に 至らず、 サ云 日の 如きは 一年 前 じ 比 鞍す 
れ ば、 略々 ニ ホ 五十 牠 のを 値で ぁら、 一週間 前の 巧を 値 じ 比 
較 しても 漸 <1 こ 十 他 巧 かを 待ち 直した じ 遊ぎ 《 。何時み りじ 
又 四十 五 弗臺じ 上る の だら ぅ。 




TAIYO 

1 が W 础的 化が . 

わ i. Su 巧 化 hana 2816 


DARUMA 

巧 1- 邮 1 わ も 
Tel • む yan け お 8 


SHOWA 

53 We が 105 St., 
Tel. Clarkson 0981 



巧 Eas パ おお 化 如 
Tei. Uxingfon 57 む 


Beem Nom Low 

474 ■ぶ 比 Avc. 

Bet. 2Sth-29th St. 


Koike Studio 

巧 0 Fif 化 Ave. 
Cor. 57"th St. 
Tel. Circle 4406 



^I vaJCo 、 

340 W. 58 比み . 

Telephone; 
Columbus 8882 


( 巧 目 • 水) 司 ま お 


し oHege Inn 

が 郎 む oadway 
-Bel 123rd & 124th Sts. 
Te!. 閉が ningside 74 巧 


ま 目 
午 午 
if M 

ニム 

時て 

半時 

開 

巧 


巧 支 
巧那 

集 

雅 

齒 


r 日 

マ曜 

ィ及 

奏 ± 

捲曜 

をに 

おは 

ヘシ 

外ユ 


W 山 g 陆 ! Ig Low 
Chin な e Resiaurant 
32 邮 Biwayi NJ. Cify 

まじが 路がホ 

一 《 す 適 曰 揃凳蟲 

停な。 す 本 ひ® 巧 > 
を か 朝る 人の 
お 五 = 巧 諸巧タ C 
の T 時 巧を 理 
下目 遼 をの 人;^ 
一 チ 開 差嗜數 
ブ庙上 巧 名 HI 


Quang い an Low 

Chinese Restaurant 
112 W. 化 化. 化 C か 


輩 科 •支 

f i 理那 

顆すお 

ひか 厳 


棟 皆 
な樣 
美の 
ホ 御 
の嗜 
御が 
巧に 




T0Y0 KWAN 

41 E. 19th St 

Bd BV 巧 & 4 化む e. 
む I. jUg 帥 Quin 8788 



I 


TKUiNE 

Ho わ！ 底 民が taui^ant 

313 化 88 化な . N 化む rk 
TeL Schu か r 7 お 2 
Cable Addre だ IKUINE 




SUN HANG FA 民 

リ化 7{H 阳 . Be!. 126th £127!h Sis. 
Tel. Mo 帥 men け 884 


ま ク主希 巧 博 君 云 T で 巧 諸 腕 
す マ、 上 卒し じへ 目 窠理君 前 本 
。ィ 日ま繁 ては ばのと をのを 樓 
、曜 す々 盾が 直 チ 街 差 嗜揮巧 
春は。 御 まるぐ ャの上 好つ 理 
播蟹 ホす 程扫プ 百げ じて 人 
だ 頸 ホ。 巧 本 スニま 適日歐 
を の 巧人イ 十す すネ廉 
もシ 程を 諸 ごみの。 で 累 ' 


新 I 

杏 蟹 
把 里 


City Hall Tea Garden 

170 Nassau St. City 
Next tc the Tribune BMg 
Loo Lan Manager 




Kawasoye Hotel 

〜 補 ' 喊 なが •*- 

Tel. Gathetifs! 3S10 


御 

旅 

舘 

河 


添 



ご 目 了 四十 四 
巧 目 了 五十 四 


Ki 舶 Y0 & 巧 T SHOP 

IMPORT 巨 R OF 

GOLDFISH & BIRDS 
〇 

動 其 力を 

物 堂ナ種 
一 鳥リ金 
切 k ャ魚 


KAUG 脚 BR(TS 

の 4 £：• 59 比 St. 
New York City 
むし Regent 34 如 -3481 



TlieTo か oGo. 

1 が W. 6 邮化 
!Uw York Ciiy 
むし Trafalgar 65 巧 


UUWAYAMAGOi 

114 に 59 比託 
New York C な y 


巧 one. お gent 


2 巧 3 
0 巧 7 


Japan 

Provision Go. 

巧 0 W. 的 化な . 
Tell Endicot ! おお 


野 

且’震 
そ I 
gi 

料 I 

品； 

商 I 


曰 

案 油 

なが 其 木 
段別 遊 白 
合の 及 
畏純龜 

料 IS 

0 お 巧 

佩 入を 
時 一品 冗 

遽巧爭 
舊 なよ 
俸滿 

晶へロ 

皇 品 ^ 
富巧不 


DANCING 

411 W. 115 比み . 

Tei. Calhedral 4408 M.3 


庵 桂 ホ 日 


ビ大 

其 硬ら 式 御 御 ノン 醉 
他 法し は 投遊五 ホ 
說 あま 貴賓 資階巧 
明らす 名を は 區 
書。。 じ 推 內電今 
送 取 配 書 獎地話 橋 
る 引當換 しち-ぶ ニ 
乞 そを のま 懼を T 
御を 取 1 •.す 證 目 
照 巧ら 御。 券完信 
會價の 送 株に 奏お 


る 

ザ 

吾 


巧 
る 化 
債投 
巧資 
をは 
現を 
物輸 
賛断 
買禁 

畐 奇 

じ 

限 

る 


號 一十 八昏 四千 


第 


城 ! ぶな； P なな 舰恐 i 謝 巧 


【日幡 ± 】 


日で . 廿巧 八が S 巧昭 


御 巧 理幹卽 

太 陽 

壽司每 日を ちます 


高等 御旅館 

昭 巧 

會雕御 料理 


提 の滿榜 おいしい 郷搞 

會席 御料 巧 

畫 食は ホ廣へ 

巧咯衞 化を 巧 大勉强 


が 

第五 衔お so 

へ クシ ヤ 1 

ビグ ザ ング內 

小 池 寫眞舘 

電話 サ ー ク か， 

四 四 0 六 


美 ホ じして 淸巧 

覽南樓 

ptn 開店 


割烹 並に 御腺舘 

• § 位 野 

な 稽 兄を 

がち 巧 西 八十 八 T 目 一二 ニニ 
巧 話 スカイ ラ！ と 八 ニニ 


高等 御旅 纔 

東が 絕 

會雕 御料 壤 


ず 那巧巧 

ホ 廳あ園 

司理 人を 蓮；' 
巧 數のホ じは まが 
のが 促 利 じ 備へ巧 
閣貧 席の 御用に 康 
中べ < 淚瞄朽 キ^ 
不變 わな 立願 巧な 
紙上 御 案 巧 申 上 iSi 


ホ じ 御 料理 


井上 金魚 お 

918 巧 童 iur New iork C さ. 
Phone 百 rcle 芸 8 


紐 育 唯一の 日本 百货店 

片桐 兄弟 商會 

スマ ドン •プ 0 クブ 一ず 販貴元 


日本 食料品 類 及び 锥貨類 卸小賣 
ホ么索 大賣挪 桑 山商會 
新刊書 籍雜誌 ル間输 H 用品を 種 

巧 夕 化 S を ま 

東京が 會 

V ブンク 巧ち i す 


日本を 巧な 
日本 雜貨お 
書籍 おお 誌 


411 ム 

レヤ トル 

NP 旅館 

W 06- ま b Ave . WO . S まを タ W 5 h . 

停 革 巧 前 通を ご 一 了 左側 六 階 建 
日本 巧 船 切 巧な 化 波戶場 送迎 

巧莱阮 域中必 、お 領事館、 H 本 
截船其 化 おけ 大會社 巧き お 巧 

桑 港 小 パ ホ テ 作 

純 日本食 (時 別 巧 ぁ も) 

御 一巧' 巧 祭 自動車 御 巧 迎申上 候 

6 ニ Ga 云 i_la St : San Fiii , tia 再 

周 圍閑淸 、空気 新鮮 

邦人 惧樂部 自曲亭 

58 ジ nds si . すきミ こ. Y . 
Tel.Tri さ gle 74 な- 

▲淸 潔， 親 巧、 氣樂 U 111 巧 ► 

勢州鎭 

巧 お 事を 义願榮 作 

225 E . 累を Str ま t 

里. 臺 n 二 這 9 

器 旧旅鑛 

江川 作 一 
岂 0 で S ニ 晋 St 星 
ぎ S 享 in ニ篇 一 


力 旅館な め 

を國旅 舘淸水 

14 巧 W . 苗 ih SI す W York 
Tel . susquehal 芸ち 


紐 育旅鑛 田— 

を 巧 十 了 良 ニ 四 ニを 
ぎ呈 ed 呈 ia 贾之 


ポストン ホ 

富 ± 旅館 大浦末 松 

妄 W 与 cest 巧 St . Bsian M 夏‘ 
ぎ B . B . 舍 75 


住みが 地ょ き淸 潔なる 室 

松か巧ホ 

養 Lexington Ave - 
TeL As 互 and な兹 

費府 御旅 鑛 

桑 山 淸五郡 

を 8 So 量芸 St . Phija をる ia す‘ 
TeLWalnut 7 だ 1 


舞踏？— 

►社を ダンス A 
マ 表 精悚操 A 


了 寧 
親切 


貧 

朝 十 時 3 V 巧 十) 時 

シャリフ •タン シ 

ング 帥銘學 校ネ渠 

h 衫タ マ 


巧 話 ブラィアント 
八 0 と 九； 八 八よ 一二 

新 I 則 特長 

紐 育 ホ 西 四十 四 T 目 
ニニ！ 1 1 八番ニ 一階) 
支配人 竹 中 重 雄 


ず 店 

呈 Glaiont Ave . 田 己 lalo , N . Y . 
Tel . 芸 S を 1 ち 83 
まを Mrs . F . K . ジ早 


化 業廣吿 

夏季で 化 業仕恢 

菓子 舖烏橋 松風 辟 


日本 埋髮 舘淸 

西 四十 I ニ 了 目な 番地 ニ r 白 ホ 室 号 

タダ プァ ロア (第ち 街 ミ 四十 HT 目ち：} 


日本 散髮屋 則が I 

五ケ年間中树巧ご共じ就業。 

ジ ヤシン ト •フ 3 ツ 3 

ご定 J 害 芭. N . Y . 呈 y 
8里 . Golibus Ave . & C 呈す al す rk West 


お 面目なる ホ 職 同胞 じが 實 
なる 職業を 周旋す 

宮川 事務所 

な 育 市 西 四十 ニ 了 目ち サ一 を 
とと 八と 


を 

話 


ブク ィアン ト 


化 ホ化乂 


煎餅 卸、 小賣 
を 腐油瘍 
日本 食料品 一切 

0 目 rlso Rice cako 广 0• 

萬 二 hird ilve -- 

ジ I . P 星 a 岩 1 巧 

ロス アン* セ ルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

ニ！^ N San す dro St., Los A 這 e 寅 nal- 

御 下宿 喜樂— 

元 黒 崎 旅館を 良直藏 
184 量 st._Br 岩 klynJ.Y 
Te 三 rille 35 ニ 

木 旧 ル 1 ミン グ 

二百 苦& ち. 呈 .苗 & 夏 th ぎ e を 
ヴ 一ち h 呈 e Re 巧 nt W 巧 7 


日 > 一共に 白熱 化して 來ろ 

野球 聯驢 の 爭覇戰 

巧 一 化を むめた 巨人軍の 奮闘 振 

前號 本紙で 發 おした 如 < 木 年 


巧 も 例に 化つ てが 人 フアンの 叙 
错を なれて 兩メ ージヤ ー •ブー 
グの ペナント 

懸賞を 蠢 ずる こど じな 
ろた 0 今年 巧の アメリヵン •リ 
I ダ 巧は ヤン キ ー ズか例 じょ b 
無人の 巧を ホむ が 如 <鹏 倒 的な 
勝が をと める であらぅ ど 期待 さ 
れ たじ 反し、 先頃の 西部を 征で 
突然 スランプ じ陷 b 、 クリ ー ゲ 
ランドでは 二十 巧 お 六の，. I 化錄が 
大敗を 喫する の奇 觀を呈 した 
; 健棒 揃 ひの ヤン キ ー ズが斯 < も 
一大 敗し わ 巧 もは ピゾ グラス おは 
j 中、 ショブ 力 ー に 化 b て 1$ 有 
I 琪规 された ジ "'ン ソンの コント 
- ロー グ をら 中、 お 雄 n ブレスす 
の不 おじ 加へ て ニ 靖ずラ ザ*! 的 
を 傷めて お 巧せ ず、 デュガンが 
'一 わを b の足搞 どが て お 6 上-— 於 

ス やグ！ ジツク 、ケ* — ニ ツヒの 

巨砸 が沈默 した 姑 おで 喪 

I ボ ー からち 利きの ヘキ マック 
™ お キを迎 へ 稍々 小康を 得た と あ 
^ ひき やが g 振は ずして 常 じ惜败 
I の 憂目を 嘴じナ ー ムの寶 である 
一べ ノック 投手 も 左腕を 傷めて お 
; おも 難 かしい どい ふ 破目-しを も 
いつて 居る， これ じ 反しが 今す 
ぶら しい 勢で、 ヤン キ ー ズじ巧 

巧し つ i わる アブレ チッ クスは 
タキ コッブ やブビ i 力—、 コリ 

ンズ 等の 老雄を ペンチ さして フ 
才ッ クス、 クロ ！ タ ー をの 化の 
おい 速 中 や シモンズが ラ キン • 
アップ じが 巧して 健棒を 痕 ふと 

巧 じ グロ 1 ブ 、ク キン、 ロィ 瓜 

等が 大いに お翻しつ i あるから 
ホ g の 化、 十、 十一 H じなる 

兩軍 み 一騎 打 (四 凹戰) は 

フアンの 血を 湧かす じ 足る もの： 
が 多いで あらう。 この 勝負は 恐 
ら （天下を 目の 馳ケ 原で あらう 


、今日までの 戦跡」 徵 する < 
* ンキ ー ズ _； 勝：！： けを いもの t 
『ベ ナントを 恥れば 引退す る』 意 
を 込みで 銳愚化 年の 名 チ ー ム巧 
なを 热 巧して 居る マック も 今年 
は 過去の 汚名を 雪 r ベく 瘡闕す 
ニで あらぅ から、 ホるべき 兩軍 
展 後の 顔を せは 恐ら （ゥ ォ—少 
•ト •シタ ー ズ 0 上の カ戰を おせ 
なじ 相違ない。 織つ て ナン ヨナ 
并侧を 見る じ ジヤキ アン ッはマ 
ダ 《 —將 軍が 自ら 

祕頭 じ 立つ て ±氣 を 殻 無 

する じ まつた 結 あ ヤン キ ー ズ ご 
巧對に 昨今 ぐん/、 と 仰び、 今 
巧の 阳部涅 化では ヵヴ ブスには 
惜敗して 属る もの！ 强 敵々 1 デ 
ナ^スを 莱事じ S 巧 征服して リ 
—グの 第一位を もめて 居る。 こ 
れはあ 技手 ベントンを 始め、 フ 
キッ シモンズ、 — ベ 八 等の 力 
翻、 クエ 八シユ 、リンドス トン 
ム 、シ .ヤ クソンの 健棒が 巧つ て 
力みを ど 共 じ 力戦 ホ カ戳の おお 
チ） ム r 独が 乗つ て ホた こどを 
示す もので あら、 觀 （の 如き ナ 
ムが 一旦 第一位を 占めた 0 上 
を哀 じがを 明け渡ず やぅな こご 
も あるまい が、 彼等の 前遙 じは 
最近め き-.^ ど 

勝が を 承して 履る バキレ 

1 ッ ：^一 あ b 、 シン シナ タご いふ 
邪應教 がゎる からを あじを 必す 
る こ S は 出ホト * い。 殊に ア スン 
テックと •チヤキ アン ッは 今を 比 
較 的に 弱い プン ー ブ ，'や フ キリ 
乃 ま レブ ド •ソックス 等との 
試を をが ぞい と いふが 剌 なな 場 
じある のでを るから、 勝 蚊の 豫 
想は この 方面から も 計算して か 
からなければ ならなぬ 。ならば 
これを の チ ー ムは 今後 どの チ ー 
ムを 相手 どす るか、 これは み號 
じがて 祕 かしやう 0 


一年に 費ず 六 億 弗 

馬應 じは お ホない ホ ー ム ブル— 


共 か 務と民 ホ 黨が禁 巧 法で 昨 
今 n 巧 泡を が ばして ゐ i なお 
季節 じこれ は 亦い かなる こご 
禁酒法の が 巧 じ】 巧わ幡 ひな 
く穀恶 された 上人々 を醉 はし 
て & る ホ ー ム •ブ 八— じ费す 
わを が 一年 ざつ ご 六 億 巧 じ 達 
するどいふ皮肉^;^統則がをを 
された 0 

この 統對 じ從 ふご 巧 調 モグト • 
エンド •ホップ 店 ご 巧し 巧 頭 じ 
藤 酒器 や祗の 柿を 賛 つて ゐる巧 
から 瞄貨 される ビァの 种 のみで 
も一僞 S モ 六な 巧 弗、 大きな 一 
ダ n ン 入らの 雜 IS じな つて ゐる 
シでリ をの 化の ブ キン 類が ニ 億 
ニ 千 巧 弗 

をれ から 萊 、コ ー ン頻 をが 巧 

どした もの や、 スヵ ツチのを 
隙さん. 等を レツ ブグ じして ゐ 
るス カツ チ や ラキ •ウキ スキ 

— 類の 村 巧が ざつ ご 一 厳が、 
ビアの 製を は 至つ て偷單 であ 


るが 强酒縣 じ 必要 U いろいろ 
な 機械 類が 先づお 千で 巧 ヵク 
テ ！ み じ 化 用ず るゲ アム 1 ス 
やネ -1 ン メグ と いつた やぅな 

がが 物が 一億 邦 
ど 仲々 棋鹿じ お ホない ち 額 じ 達 
して ゐる 。これは 所謂 ホ] ム* 
ブ 八！ に 限られた もので 所謂 ブ 
— トレガ ー じなる と 約 一二 万の 蒸 
溜 器が 一年 じ ざつ ごと 千 五な 巧 
ダ & V 一い ふ ものを 御を 糕じ差 
出して 垣る ご。 


表彰され る 

巧 歳の 老人 

H 本で 旣じ 四な 人 
今な の 御大 典 じ 際し 日本を 团 
津 々浦々 じ わたつ て 八十を W 上 
の窩齡 をに 對 して 島き 邊ら から 
恃じ 木盃を 下賜され る こごに 內 
をして む もが 

巧務省 では、 去年の 十一 


巧 おから 巧巧乂 .芭 のをで を國地 
々を官 じ それぞれ 髙齡 をの！； 査 
方を 命じた お 果漸や < 最近 じい 
たつて 巧が、 ま 巧、 被货 、大阪 
をな、 か 歌 山、 島根、 岡 山、 を 
川、 廣 島、 山形、 化が 道を 除く 
を 縣の調 奄報吿 が 內而省 じ 到着 
した。 海外で もが 哇や 沿岸 じは 
相當 あるら しいが ニユ ー 3— ク 
は 皆無ら しい。 而し てこれ 等の 
具 中總數 は旣じ 

十八 萬 化な 八十 一人で、 
內百歲 R 上の 高齢ち 数は S 巧 九 
十五 人に 達して 居る ■前記 屑 お 
まじつ いてを 地方 別 じな 歲巧上 
の 資格 者 おを 舉げる ごみの 通 b 
である 0 

A 巧 化化モ 十一 人 A 關巧 地方 
ニけ 九十 五 人 A 巧 幾 地方 十み 
人 A 九州 化 ホ 十 あ 人 A 中 励 地 
み 八 人 A 化 陸地 ホ S 十一 人 <1 
四國 地み 二人 A をの 化の 地方 
み 人 

巧を した か 遊 曾の 

ブロ グラム 

五 年 振 のか 遊會を 是非 盛 
大じ擧 わし：：：： 本 人爵々 員は 勿論 
一般 间胞の 接 觸を謀 b を 欺を 遂 
げやぅ £ 云 ふので か遊會 委員が 
準備 じ 忙殺されて 居る こ' ごは 旣 
報の 如くで あるが、 まる 二十 一 
日 巧 河 添 旅館に 演藝 舞踊 福引 及 
び 速 動 等に 關 して 鞠々 打 合ず 巧 
が あ ら、 を 巧 部長の 黛さん の激 
卿滿說 、風閒 委員長の 挨搂 ぶび 
中山總 おが 島の プログラム 編成 
じ 就ての 希與說 明が ぁつた 後を 
部に 巧れ て 熟議を 凝らした。 化 
月 二十 午前 十時乘 船べ グア 
ランド 隸 (を M ニ 千ち 人') が 
奏樂 補に 解 鏡して 一同 稍々 落 か 
いた 頃 邸 も 十 時半 前後に 風間委 
員 長 及び 草信會 おの 挨 おを 巧 切 
ら どして ダンスを 始め、 黛さん 
の赃迴 はし、 圓輔郝 匠の 落語、 

巧 澤苦王 丈の 義太夫、 其 外獨曜 
落語， 題琶^^ど數 々 の演藝を催 
し、 午後 一瞬. 

DU が、 地 の フック •マ ウン 
テンに、 繫留と 同時に 上隆 、化 
ブ ベ— スボ ！ グの 競技が あ b 、 
(目下 競技 參加 者を 募集 踩球劇 
組織 中) 夫れ ょら 小 供 達を まご 
しわ 風船 割ち、 旗が b 、 算術 競 
まを 巧 ひ、 婦人 達の ためじは、 

シ 3 ブ ヒンク •レ*— ス * ホ テト 

競走、 巧 ホ おを の 遊技では 卦 
の 目通し、 子ク タィ 結び I がま'、 

な r も るるべく、 男子 連は 二人 
ニ 脚、 一人 一 脚、 障 善 物、 提タ 
競走、 身 化 度 競走 (脱 おょ も 着 

衣を する まで) マラソン 其 他 盛 I 
ら巧 山め ダ] ムじ打 興じ、 時閒 
め 余裕を 見 計 ひ ダンシング •パ 
ビリォンで 隆上 舞踊 も ある 酱な 
るが、 ダンス じ も 趣向を 凝らし； 
風船 ダンス W 色々 アト ラク ティ： 
ブの 偶し がを る S のこ VJ 。 ホ 福 
弓は 高木 クリ— ンゥォ — 八 ド 商 
會の窝 木 巧 ど クリンク ホ] グド 
巧が 大 肌が ぎで 素 的な 趣向を ち 
へ 出し 計畫 中で あるが 天機は 追 
て 瓣らす こ ご t す る 。 

『勞慟 日. 一を 巧して 

各國 漁船の 競潛 

义 gsH は レ！ バ！ 日 ご あつ 


て 一般 勞慟 者は 休業して 祝 ふこ 
どじな つて 居る 。この H ニユ 
ョーク の 港 潰では 巧 巧 礎 沿 中で 
をる を國 のな 船が 救命艇を 出 
て競爭 する こご じじつて 居 b 今 
年まで H 本 お 船が 頻 々ど 入港ず 
るに も 賊らや I 肌嚮じ 加つ U こと 
が G いので 滋腾小 リ巧會 じ おけ 
當 事ち 侧 からを 涉が あつ わので 
巧は を 方面を 飛 廻つ わが 郵船は 
相が 出港 濟み でもら、 目下 入港 
中の ゲ キク トリ ァ化も 一二 十 りじ 
お 帆し 一日 頃には 剧際 及び 川 崎 
から 一隻 づ i 入潘 ずるが 級 習 じ 
閒じ合 ふまい ィ」 いふので 今年 も 
V 」 ぅやら お流れになる らしい と 

富 ± 山に 登つ て 

奇拔な 結婚 儀式 

义月 一二 日、 な ± 山の頂 上淺間 
神社で 開山 W ホの 結婚式が 擧げ 
られ る。 化 贈は 國學院 大學諸 帥 
中が 至 道 君、 化 嫁は 巧が 惠荣江 
どい ふわ 嫂さん で、 をの 式 どい 
ふの が 化 婿は を 明 水を、 化 嫁は 
銀 明 水を おの わの ッボ じくんで 
神前 じがへ、 をむ を 神 ホが 一つ 
の ッボ- しあけ て 巧び 神に 供へ、 
凝^な を 文を 中 上げてから、 を 
の 水を 化 嫁 花婿が 里 ひ L - 飲みを 
ふ どい ふ 手順で ある。 水 さ かづ 
きの 婚禮 であるが、 始めての 事 
どて 巧 野では 大騷 ぎ。 

ゥ キン タ •ボ 1 デンに 

邦人 舞踊家 ぉ演 

最お 日本人の 舞踊家 どして 名 
を賣 出し 巧 春ネキ バフー ド 劇場 

じ 出演した 『ニム ラ •で キキ チ』 
巧は 今回 シユー バート ご 契約が 
成ら、 あく ゥ キン タ！ •ガー ザ 
ン で上溃 すを 『ヴ ぶこえ の 宵』 
どい ふ レゲユ ー じ 出演、 氏獨特 
の 舞踊を 見せる こご i なつた。 

庭 球界 消息 

◊佛蘭 西の 選手 コッシ 玉！、 
ボロトラ、 ブ 八こョ 1 ンを 始め 
ラン ドリ！、 ボ ツチ ス 、及び ブ 
ゼン— の 一巧は 去る 水曜 H 着 紐 
愈々 ホる 化 巧 六 H よ b 八日 じ 直 
も 費が ジャ ー マン. タゥンの クリ 
ックッ ト俱楽 部 じがて ホ廣 選手 
と 缉抗 試を を擧 巧す る當 である 
が、 試合は 巧 日じ單 試を 云 回、 

ニ H 目 一杉 複 試を 吉 回、 最後の 日 
じ單 試を S 回を が 化 回を 催 ふす 
事 じな つて 居る。 通し切符は 八 
巧で ある。 

◊佛蘭 西の 選手は 右掛抗 試合 
な 前に ホる 二十と H よら 擧巧さ 
れる ボストン 郊外、 ロング ゥッ 
ド •ク ブッ ヶット 俱樂部 じめ け 
る 米固墙 試を 戰じお 塔し 尙 ほず 
巧 十日よ ちフオ 1 レスト ヒ^ じ I 
開催され るホ國 シング^ 選手権 
戰じも 勿論 出場す る 事 じな クて 
居る が 一巧の 佛國 ランキングの- 
順位は コッ シエ— (1 こ、 ボ 0 ト 
ラ ニニ)、 ブグ こ！"！ ン (四)、 ラ 
ン ドリー (五}、 ボッ チィ (丄 ハ) 而 
して ブ ゼン！ は 昨を 二十 番 じな 
つて 居る も 今年の ランキングは I 
恐らく 十 蚕な 內じ乂 る だら ぅと 
云 はれて 居る。 

◊お ホ掛抗 試を は 化 巧' 一日 度 
び 一二 U の勞働 巧の 二日 じ 豆 b フ 
オ J レスト ヒ グで擧 巧され る 手 
順 じて 巧 固 選手 オ ウス チン、 コ 


リンス、 グレゴリイ 及び じ ツグ 

スの一 わは 今 遇 做め 黄が。 試を 
順 巧は ホ定 でぁな。 巧闕 ぅンキ 

ング はヒッ ダス あ 二が、 ダン ゴ 
リィ 第 四 位、 而 してえ ウス チン 
は 第 六 位を 占めで 居 5 = 
◊をのみ 緣洲 ょら 一一な、 第一位 
の^々— ジン、 ぶ S 位の ホ— ク 
ス第六 位み ク 0, フォ— ド 及び 
ホップマンの U 句義 じ 渡米 目 T 
轉戰 中で ぁるが 之 巧 巧！ がめ 逃 手 
も 媛 試合 選手 權後 シングルず 
厮徴 じお瘍 する のじ 今秋の 米國 
選手 權戰は 昨を じ该る と も 劣ら 
ず 庭球 フアンの 化 1 淺 かす e あ 
らう 0 


讀 ちの コブ ム 

野 ロ 博 ±，> 記念 

こ £ は々 し 舊閒 に屬： する かも 
しれの が、 などして はか 巧で あ 
义巧ホ 常 謡 上 必要 お 事 でら あ 
るので 投書欄を 惜ら Ai こど じず 
る。 野 ロ 博 ± の 逝去 t 殊に 巧々 
同胞 じどつ て 大きな 黯 手で わる 
巧 ± の 家が の 少な か ('た 事 お、 
誠に 遺族 じ對 して 御 怒の 毒で あ 
る。 然し C 皮硏究 所は 隙ら わる 
資源を なつで 一定の お窝的 目的 
の 下 じ 提供され た 財 劇で、 なる 
べき 人々 を 巧 用して 研を をむ さ 
しめて 居る ので、 其 巧 貝の 度 弔 
じ 際しても 一を の 規定 じより 研 
究 巧のを 担を なす 外は なから う 


野球 懸賞 

アメリカン 及び ナシ ''一 ナグ • 

1 グ戰 も、 前者は ヤン キ！ ス 
對アス レ テック、 後 おは. チ V キ 
ブン ッ逊カ ー 卢ナ がの 酱陣 ぶら 
が 白熱 化して、 兩 リーグ おじ 非 
常に ク。！ スじ 成績を 豫怨 をれ 
て 居ます。 本社 じ わいて は 例年 
のかく、 ホ ニ 記の おを じょ & て 邦 
人 フアン 諸を の豫 想を 黨 ちます i 
【一】 アメブ カン •9!. クど 
ナ シヨ ナグ •リ^ — ダ 狸ず 權は 
での チ 1 ム^ ざれ だけの 勝敗 
數で勝 もます か。 

ごご 應黨 締切 九 巧 十日。 

で ニ〕 巧 ホを 當 てた A じ巧覇 
戰ン サ^ — ブ •シ ー ッ化 進呈。 
〔巧】 巧 方の 的中な き- 诚 合は 
をの いづれ かを 當 てた みに 試 
を ミ 回を のぃザ 1 ブ •シ 1 ッ 
化を 進呈し よす。 

【五】 的中る タ數の 堪を化 着 
順 或はを ホに 抽畿 いわします 


研究所 じが 十一の 死因 じ關 ずる 時 
じ 重大なる 遊义 がない 限 9 巧學 
の硏 兜じ彌 じた 搏± の 遣 族が 路 
頭に 迷 ふ 様な 事が をつ たら、 其 
善後 じつき 謡を の訴 ふべき おず 
はお 學硏 巧の 意義の 重 ホ さを 知 
る 一般 入 ± ぶび 特に 階 主の 硏兜 
を ふご ころめる 一部の 人々 で 
ぁるべき 笠 だ。 幸 ひ n を 研 巧 所 
がま 亡 人の 生活を 一生 罹 保證す 
る 事 どなつ た ごすれば 人い じ 富 
ぶべき 事 だが、 をれ はを して、 
.「あたら まへ S ' 事 J さと 毒 づを加 
嫁 じ ホが けて 差 まへ むいだら ぅ 
か。 世の中 じは 同じく 富める 者 
でら 仲々 をを 巧し 継る をが ホい 
おす 一部の 者 だけを 追求して 巧 
然 どして 居る こごは 誠に 耻 かし 
い 巧 第 だ。 (ペン 大生 巧) 
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こ哇 j ち屋阪 

支 本せ 巧 

々嘉ロ 巧 巧な 4 ▼ 

グ 波、 なみ 朽巧鄕 
力*、 福 束 專 等を を 

ッ； 巧ち ぉ® —賣送 

愉 xim を 見 巧 荷び 
致 ス、、 栗 巧 業ち ホ 
、マ 細大 ク耳 巧を 送 
巧 ラ 頭 お 御 取を- 
外ン 、、が 巧が 品 
萬； 苗 巧 育 巧 取 1 

灣 巧戶 みた 立 1 
十 J 、 、 巧 取、 愛 
巧三廣 上. 巧 信 5 

巧 巧 斤 l|S 
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日本 吳服 反物 キ モノ 

テ ！ ブルク ロ ー ス類 

諸雜貨 卸商 

能贼 日本 ドぅ f ゾ蘭會 

特別 廉價で 大勉强 新 おがは 澄 店の 時を 



觸强 語、 雜 貨卸寶 

森巧ブ タザ ー ス 


絲育 東を 簡會 

1 含 W - B 罢戶 N - Y . C - 
Tel . T 虽 a 雷 r 證涅 


懸賞 募集 

味の素 を用ゐ たがを 御巧理 
のがを 方を 募集し ます 

i 、 成る ベ C 日常の 御 食瞻じ 
ふさは しいが 料を えらび 
■ しかも 實瞭御 研 巧 じょる 

レ， ゾビ— 0 

ニ、 味の素 別 新規 應巧じ 就い 
て 廣くホ 人の 趣向 じ も 適 

したる レン ビ 、 — 

A 撰を が 之 素 本 舖巧理 研究所 
が 育 ぉ 張 員 

<1 賞を 

一等を 五十 巧 一人 
二等 を 二十 お 巧 二人 
ニ 一等. を 十を お 人 
'四 等 ホの 素 お 入 

r 個 宛 殘を部 

A 規定 

締切 昭化 一二 年 十月 一日 
發表同 十一 巧 】 H 
本紙を 0 て發 表し 同時に 賞 
金を 贈呈し ます。 . 

巧 稿 英文が 文 共 御隨意 
一人 じ 付きが 巧 法の 數じ制 
限を 設けません。 

宛名を 山商會 

かの 素 懸賞 係へ 

住所、 姓名 御明 記の 事、 巧 
稿は 一切 御返戾 しません。 

^を爱 化育 新報 
A ぉ援 U 米 時報 

味の素 特質 店 

桑 山商會 

114 EAST 至 ihSL N . y . C . 
phone - H 為 呈こニ 3-0557 
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フエー ヤ ヘブン y 訪れて W 

中： が 巧次郎 巧の な 青され む ± 地 

學化見 學閣長 中！^ li 兢 11 ザ 


久 、し ぶ b じ 紐 育に ホて ぶ I 
人 連に わ 目 じか i つたのを 何ょ 一 
b の 化を せじ 存じます。 十 n 間 I 
がま じ i < 間 じ 過ぎて 何が 巧 や 
ら薩 ばらを もません。 を 方面の I 
同胞 諸 おから 凡ゆる 御獄 待を 受 
けて おはか 諭です が、 學ホ諸 お 
もぶ 条じ かられる 巧の 眼 まぐ る 
しさ ミ、 などして は 第二の 故郷； 
ど 言つ て 居た のです から 誠 じ 面 一 
目を 施しました 。特に 兩 新聞 ど 
I n 本ん 會の 御聲授 じは な <啟 謝 
I 致します。 見 學ど言 ふ 事は 際限 
: のない i です が 、' 先 づ-^ あれ 
位 見て 苗けば ホ國 やが 育 ご 言 ふ 
I 槪念 丈け •か 頭 じ 這 入つ たでせ う 
一 これ 0 上 巧ら じ專巧 的に 硏究す 
I るのは 义别 問題です。 掛 らく ネ 
i 年 渡 ホした 諸君は 义 やつて ホ ま ' 

! せう。 をう して 永义 じ米圓 のぶ 
: 人で あ 6、 ホ 国の 硏究 者で あら 
ませう。 酉 部から 

紐肯 じ ホて かめて ホ 園に 
笞た梯 なおが するど 言つ て 居ょ 
_ す。 又 同胞 諸 おの 必盡 しの 御 も 
; て 。しが あつたみ で、 柯 だか U 
I 本に おる 巧；：* 氣 がする 巧 年 居つ 
I て も 飽かない だら うなで I も 言 
I つて 居まず。 巧し ろ 化を 第一. の 
I が偷 をも遙 かじ 柿々 の晶 ホで が 
一 育に 及ばぬ ものが ぞいので すか 
ら 、化 おでを Hr - が 象、 を訓は 
巧して鮮少ではあゎますまい。 
昨年 歐湘見 學谢の 一 巧を 偷敦じ 
; 速れ て 化 ッた時 じは、 餘ら臻 が 
'深くて 媛陶 しかつた 央齒人 
が米駐 人み 樣じ 氣輕じ 物を 言は 
中、 ッン ごして 居る 故で もを ち 
! ませう^ 離；：^ 處だど 言つ て 居 ま 
I した。 倫 致は 永く おれ だ 住ない 
_ 處 です る 、 j - p はを う感 乎な Q 
j も 無理から； 2 をです。 が 育を 去 
一る がは 學化 速は うしろ 

ー髮を 引かれを 揀 G 氣持ピ 


つた 段です。 


.スト • ブ バ < — 


を 登る にが パて、 あの 美しい ス 
カィ スクレ — パ ー が 巧え 巧く の 
を 見す はが 石に 名殘を 惜しんで 
居ました。 がろ じ 吹き ホる 巧し 
ぃ 海ぶ をを ぼる がか < 皆 がが 半 
をデッ I キじ殘 つて 居ました。 巧 
w なく久方ぶ^じ氣が落も付ぃ 
た 接^ 風で 諸方 じ 手紙を 書く の 
も ありました。 今度の 旅行では 
何 おじ 行 つても 乂 じ歡迎 されて 
居ます が 中 じ もニユ ー V ツドフ 
オ八ピ ゴフで！ アへ フンの 人々 

の 如くな 達を 必 から 歓迎して 吳 
れね ホ國 人は あ b まずまい ° お 
が 化 地を 訪ねた のは、 巧が 國開 
固の おめ に 幕府の 通 事 どして 後 
じは 锻軍 建設の 恩人 帝 大菊授 ご 
して 簡 家の 巧勞 巧で ある 故中濱 
萬次郎 氏を 今を まる おも 年 前 じ 
救つ で-- ホ 駐で敎 育して 吳れた 

捕觀 船の 船長 クキ ，アム 

でづす • クキ ッチ フキ 1 术ド巧 
の 篡じ詣 でる 爲め であつ たので 
ず。 な 他 入と してな 私が 千 化ち 
ニ も 擺媳 業の 研 冤に 渡 ホし ね 時 
じが 葛れ どなく 巧が 子の かく 巧 
をが つて 吳れた フランク •ブラ 
ウン 巧の 墓參 b もした かつた め 
でず。 をのを を かる やフ M! ア 
へ， ソンの 巧は を じ概迎 委員 會を 
組 猫し、 ユユ！ . べブ ド フォグ r 
ご觀 かして 化 共 微迎の 準備を し 
たを ぅです。 船が 十と H 朝 肴し 
て 午韵义 が 頃 じ お 逢は 上陸の 仕 
巧を / しましたが、 間も；=*く歡迦 

を： 封め ト ー マス •ウネ ツチ フキ 

グ ドニす 船長の み 孫)、 町長 ブ 
ラィ T ント 、議 眞バ ツビ ツ ド、 
プ ラ，； ウン 巧 弟 ( なの 恩人の 令息 ) 
ニュー ベッド フオ がド巿 長アシ 
ユン！ に 等が お迎 へて 直に 用 窓 

乂スで リバ！ サイド 襄化じ 案 
) で吳れ ました。 


齋藤總 領事の 闡 明- 


し こ 




紐 育 総領事 齋藤巧 巧は 水 確 H 
午後 堂々 の 論陣を 張 6 て 伍 朝 
樞 氏に 两萍 した C W 言は わょ 
らは 寧ろ 穏 かじ 說 諭を 加へ 樣 
ど 試みた ど 評する ホが を當で 
ぁらぅ。 齋 藤氏は 先づ 『日本 
は 國区黨 政府の ま错じ タ大の 
同情を をせ 支那の 統】 、復興 
の 速 かに お 就せ わ i を 切望し 
て おる。 ま那の 政治の 及び 經 
濟的進 ホが 確寶 性を 帶 ぶれば 
n 本 も 隨て其 巧 益に 巧 霜ず る 
之 じ 反し 支那の 繼 續的紛 劫は 
隣國の 日本を 大 被害者た らし 
める じ 過ぎ U い』 V ー冒頌 し、 
『乍 併 H 本は まだ 國民黨 政府 
の 葦 固 及び 彼等の 政治的 色彩 
じ掛 して 疑念を 抱く を 唐れ 得 
ない』 ごて 走聪 澄の 如く 變化 
する 支那の な 構を 指摘し、 瓦 
つ國 S 黨を 麻が を然ボ 成ン五 
ゲエ スト 臭 ホょ 6 禪脫 せざる 
憂を る 点じ 論ぶ し、 進む で 
U 本は 南 化 孰れ じ も 偏 傾せ ず’ 
支那の 內 なじ 勒 しては 中立の 態 
度を 持して 麽 る。 ぞ那 政府け 冀 
固なる 組 磯に あ b 穩 健、 を理且 
つ 貴 ほ ある 政策を 採用せ ねばな 
ぬ ご 信じて 盾る。 VJ てが 年と 巧 
旧 中 首相の 發 表せる 對支 政策の 
骨子を な 覆し 『予は 國お黨 政府 


舟 遊會ご 戰球鹽 

が脊 日本人 曾な 會 部ま權 のか 
遊 會は船 上の 演藝 、福引、 舞踏 
のみ フック マ クンブ ンを闕 じが 
てを 趣の 運動を 巧ふ當 でぁるが 
巧碟 鍵を 組 線して 置 ィン ニン グ 
泣 勇 化な ダ I ムを 試みる ミ じな 
つむ。 就て は當日 野谏團 r 參加 
あ瓷の 同胞は 化 隐ま急 H 本人 會 
事務 巧へ 住所 巧を を通吿 せられ 
たく 申込 順で プレャ デスを 决を 
する 由で ある。 尙ほ パット、 巧 
球、 ミット 等は H 本人 會で 提供 
する が 服装、 履雜の 類は を自め 
随意に なす， と S なつて 居を。 ' 


巧 

一 

干 

四 

巧 

八 


號 


满 洲に對 ずる 巧 本の 態度 

日本の 犧牲 。かちせば n 滿洲は 露國の もの 
巧 戶閒放 ご 機爵明 等は nH 本の 傅統的 政策 
本紙. 祕報ゥ キリ アム スタ ゥン ^ R 本は 滿洲 がを 那に 統】 さる； 
にがけ る 政 お 學院の 第 八 回講お I じ對 して 巧 等反對 するどは 信せ 

られ わ。 統一され た ホ 和た 支那 
は 巧％ の おくぶ 那 ょりも 日本に 
好 孤を である、 とは 何人も 認解お 
ホえ であらぅ。 唯國民 政府が 不 
を 硝な巧 動じ 出る 爲め勢 ひ ロ 本 
を； してり 本の 滿渊 にがけ る 自衛 
的 刺 益を 化證 する 手段を 執る i 
を餘潑 された ので ある。 円 
よは ま那が 巧が 經驗 しつ i ある 
爭 態を 五十 年 前に 体驗 して 居る 
からま 那じ對 して 非常の 间 情を 
ぶせ て 居る。 予 をして 伍に じ對 
— 1 言 お 吿を與 へる； を 許され 
ーわ .い。 夫は 餘 b にり 本じ勒 しお 
巧 巧 動に おで H 本の 深甚 お 
ち巧悄 を支册 じな 對の 方向 じい 
りさせ。 いやう にしむ い羅 おは 
In にして 化ら。 い。 一巧 じ 組 
での ホを が 巧せ わ ど すれば 必中 
- 巧が 巧る』 ど 述べ じ 時は 流石 


おせる 事實を 示して H 本の 產 
業 ああ VJ 富 源 開潑の 治績を 明 
かじした。 齋 藤氏は 
最後に H 本の 政策は、 巧 ロ 開か 
磯會 均等の 原則の 上の 樹立 せら 
れて 居ら、 な 平 ホ 巧經濟 的發展 
を 目的 ごする 化か 支那の ま權を 
侵害し 若く は 支那の 統一を 阻止 
する の 意圈リ しどて、 日本 政府 
の聲 明を 朗讀し 『満洲の 平が 秩 
序が 攪 乱され i ば 巧戶關 か 機會 
均等は 徒らに ロを の 題目た るに 
墮 ずるで あらぅ』 どて 『ま 那は勿 
論 H 本、 極東 あび 總 人類の 恆久 
的 恵 福の 爲 めじ 満洲を を產 的に 
して 繁榮的 境地たら しめむ ごす 
るの が 日本の 滿 洲じ對 する 標的 
であら 政策で ある』 と 結んだ。 


大阪每 日 ま 幹 

高 おさ 巧 

丸 巧 十 n 着 紐の 豫 ぶ. 
大阪每 日 新聞社 常務 取 婦役兼 
ま 幹 高 お 眞五郞 巧は レダ キァ ダ 
ン号 じて 丸 巧 十： n 祕育じ 着ホブ 
グ •ブラず じ 投宿す る もなる が 
着 紐の 翌日は を阅 通信社 副社長 
ユ！ レィ 巧の 招が ゴかフ 競技 
會 じあき、 十二： n 巧は。！ タス 
お樂部 じがけ るを 同 通信社 ま 躍 
晚餐禽 に 臨み、 十四日は がが 巧 
人實業 家ち 催の ザ 餐會じ 出席ず 
る 壁で ぁる。 乂 巧販賣 部長 鹿 倉 
まみ、 論 說課副 長 ホ 腰淸 よの ニ 

氏は フランス 号 じて 十 一 H 着 組 

高 巧 巧と をし 紐 育滯巧 二週間 後 
巿が 古を 中必 ごして】 週間、 更 
らじ 太平 浮 沿岸 視察 じ 1. 週間を 
費し 十 巧 十日 桑 港 巧 帆の コレ ヤ 
化 じて 歸 朝のを 定で ある。 


の ボンド じて ザ 件は グランド ジ 
ユリー じ廻峭 された から 納 なが 
服罪せ ざれば ホ 巧 開 趕のジ で ネ 
ラ 术セッ ショ ごしが て 審那ホ 刑 
せらる I 尝 わる。 一力 負傷者 
の久須 氏は： 4 後メト n ボリ タ-ン 
病院 じを され わが 經過恵 外に I 良 
巧 じて 局部 も 職を をし 今 過ん 懼 
日 退院せ る 由* 一 I 

若 尾 巧を 倦 招宴； 

目下 滯糾 中で ある 巧挪 系 ；^ -g 
のち 頭 若 尾璋み をみ 息 巧が 鴻太 
郞 巧は 巧 紐の pii 立 もたる 實業家 
新聞社 化 表 等を 招待し 昨を ホブ 
片 プラザ じ 於で 晚餐會 ぶ 開た た 


山川 萬 


她 山川 巧會 主、 


ロ 巧來殻 


本 綿花が 券會 社取絕 役、 羣 


歸 朝のを 巧颠遇 


々び w をを 號もお 了 じあ づ いて 
ホた が 

今み の 曾を 中 能 論の おな どト * 
つたのは 矢跟 らお 洲問趙 でぁ 
つた。 而も 消な 逆の 述 信に 化 
'れ ばを 遙 の 巧氣は 寧ろ 親 支 的 
が 巧を みし 乂瞬 人侧の 支那に 
對 ずる 间惰は 敵 化 目に 値す 
るら のが ある ご云ム 。頭 本か烟 
一が n 本のな 洛 をな 諮し、 ジョ 
I 1 ジ •ゾ 日ン ソン •レィ 氏が 
一り まの 脚 係を 能刚 せる に對し 
~ て も 『射 おに おする 时悄』 は 
I 翁が どして 支 W の 上 じ 瑕って 
i おる。 

去 嘘 H 午後 じがみた 伍明樞 氏の 
をが 吿 _ •前み 本が 怒 照} におし 解 
お 錫 迫 化 お鄉蚁 氏い 『化 氏は H 
;本^1ぉ洲.か拽ピ政がのまが下じ 
巧 かる I にな 飼し 且つ 卞 がを 加 j 


へて 么を阻 > ム した ど 云は いたが I 义人 か. レ 巧手を 送られた 


じ關 して H 本 政 厨の 抱懐ず る危 
懼£ 疑を ごの 原因が 速 かじ 一掃 
せられ わ ミを 熱聲 する。 左 ずれ 
ば 日 A 玫が も國 おも 擧 つて 支那 
の 統一な 典じ對 して 援助すべき 
は 明白で ある』 ど陳べ 『滿洲 問 
題じ觸 して ロ 本の 對支 輿論が を 
裂して 居る W 云 ふ 最近の 報道は 
をし 巧 巧 するどせば 夫れ は事實 
S 誤解 じ 基 < か 义は對 巧 政略の 
述勘 じがなら 中して 單じ巧 化の 
事象で あらぅ。 日本 閥 防の 簾 一 .1 
潑 であ 5、 國民的 經濟ホ 巧ご密 
切の 脚 係 ある 滿渊 にがての n 本 
のが 益 ご權利 どを 擁誰 する のが 
絕對 の必耍 であるとは 巧が 擧國 
一致の 意見で ある』 W 斷 じた。 
齋藤 巧は 第二 段に 巧て 日本の 滿 
洲 じがけ る 巧 益の 由つ て ホる 所 
を說 明し、 H 露戰 役の 起因、 露 
國の 侵略 政策、 日本の 拂 へる 犧 
牲を 述べ 『 H 本の 仁俠ご 勇敢 ご 
がな かつたなら 滿 洲は凤 じち 那 
の 掌 狸ょ b 奪 ひ 去られ、 現下 支 
邪の 滿讲 どして 論遙 する 柯物も 
錢 されて 居ない ので あらぅ』 ど 
て 錫 蜡を支 孤 人の な 恩 的 蔑 論の 
風上に 加へ 

巧ら じ 千 九 巧 五 年の n 支を 渉 

たを 间 顧して 滿渊 じがけ る 

本の 施設を 語ら、 滿浏 のをぶ 

と 山東陕 西を 掛 よわ 移は の激 


紐臂敎 界窠報 

日本人 美な 敎 曾に ては 明 二十 
六 H 午後 ニ 時 役員 會を 開き 寄宿 
を醉 事後 巧の 件、 婦 A 傅 道 者の 
が、 を 宿 舍經營 じ 願す るが、 日 
本語學 圃に關 する 化 等を 附議ず 
るか A ぶ督敎 神盟會 じて はまる 
二十と H (月曜) 午後 八 時ょ b 紐 
育 敎會内 じて H 曜學校 化 員 歓迎 
じ關 ずる 報吿會 がを る當。 

庭球 選手 送別 會 

九月 中 巧當地 出發歸 朝のを じ 
就く 一二 井 物產會 社々 員國際 庭球 
選 キ淸水 善を、 鳥 羽 貞吉の ニ 氏 
を 招待して B 本 お 樂部ぷ びが 育 

本人 會聯を ま 催の 送別 會が义 
巧 四日 (ホ 曜) 午後と 時ょ b 同俱 
藥 部に 開る-" i ごな つたが 常が 
會貫外 同胞な 志の 巧 席を も歡迎 
する か 曾费ニ 弗。 

納 谷は 未み 監 へ' 

ネ紙旣 報 まる 十 脚 日 藤 森 巧 庵 
じがて 理由な く L て 間 胞化须 巧 
太郞 巧を 刺し 肺が じ 貸 傷せ しめ 
たる お 川 縣人納 ハな 六 一二郎の 傷害 
事 化は 昨朝 東 お 十と T 目 戀察裁 
お 所 じめ て】 應 審理の 上 ニ 一千 巧 


お隨 ダラスょ、： ホが ホえ^ マジ 
五 ス テックに 山 5 宿 中な をが 近 H 
おを 歸朝 の豫 も。 ; 

春 下宿 「喜 築」 心 新 電話が 巧. 

ィ スト y 1 トー-八 閱番元 鑛歸旅 
舘 を讓ら 受けた 燕な 鼠 藤 巧み 經 
營 せる T 宿 舊樂の 新 電話 W 量は 
ブラ NT アン ダ か‘ 一二 五. 一とな もど 

~ 一^人； ぉ 人！" 

#獅 お 千よ が 巧を 田 商^ 崖 育 
支 酷 人、 十六 吕 n ン广ン '化： i て 
沙港 上陸、 二十】 日夜 着が 
# な 守義巧 氏 ニニ ホ 物 連 磯 捕； 部 
社員、 化巧サ ，お日 お觀の 巧淫化 
じて 歸锁 '大邮 すが 詰 ； 

« 高 橋 潤み 郎 がを 同、 帝を 本 
店 詰 

•ホ 產滿亮 氏 一 P 際 勞働會 謙に 
出席の 勞働 化を、 二十 二り お發 
聖路 易を 經て ィキ シコ あじを/ 
® 神 子 島 梧郎 巧； 日本 管 報 通信 
歷 化を ま 局を、 え タム ie プク大 
會に岀 席 後 サィ |V 9 ヤ蘇 じて 歸 
なする 旨 あ 信じ 接した；- 
#當 永 巧 ホ 氏 白 本 綿花が ホ會 
社 紐 W 支店 員’ I ぉャ ト系經 みぁ 
U ホ 化の 帯 I .1 
« 仁 旧 正義 氏、 る 同、 一富 ホ 巧 着 
なの 上 今が 中 騷朗の 屋： 

—■ml 幡 - 齡 1 巧— 

♦紐 育 円本 人を 會 -タ後 A 時 
題ホ定 - 岡 墙酷師 
♦基督 敎修 お會‘ 午後 八 時半 
電 ホの 東ょ hr 西 じ 開く 

:サ井 が師 

♦日本人 美化 敎會す 削 十一 居 
神の 人 一 i を 崎お觸 


家具 附 


アバ？ t メ 

貸 度し、 ホ 

ク オタ]* ステ] ムら ！ト 

穿 S - F - K . Ifik ザ 2 岩 辛! 是 ts ぎ 
ジ蛋 h 弓 こ ra を Ig ぎを 8 




タンク 


が 五な 概の 

クオ ド ロブ 


ぶび スチ I マ 1 トランク ホ 弗 五 
十 化、 九 弗 直 十 仙、 十二 弗 五十 
仙、々 し 許 b 化 用 —- た跑 類 ：. 弗 

号 弗 及びぶ 弗 

芸 4 . 田 害 Ave. ，ぎ . 4 吉 苗 . ， N . ご 


移 

ゴ 4- 


轉廣 

.醫學 愧 ± 


吿 

巧 居 


祗彌 

- 小生 一儀 
のへ 從 前の 通ら 開業 一す 防 間妳卒 
一 W 帮中上 候 


今般 左記へ 轉じ 設備を ご！ 
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お 川保隐 事務所 

比 Segawa, Insurance Broker. 
303 Fifth Ave., 

Tel. Caledonia 4101 


巧 旧 商事 巧ホ會 なお 育ま 巧 

IJchid 瓦 IV&din 居し 〇 リ Inc. 

1 1 Park Place 
Te!, ' Barclay 1576 


島 貿易 株 ま 曾を 
ShunalradingCo,,Ltd. 
150 Brofulw 巧 
Teleohone Rector 1484 


巧 まを 化 庭 巧を 
Akawo & Co., Lid., 

293 巧 わ h Av も， 

て eK Caledonia 9758-59 


K. MUdmo わ 

Mikimoto PearU 
巧 5 F 化 h Avenue 
T«l. Vanderbilt 2519 


大倉お 溢 育ま 巧 
Okura 在 Co., 

30 Church St.> 

Tcl. Cortlandt 2292-93-94 


云 おがまき 化 
化理巧 
巧み 巧會 
120 Broadway, S. Y.G. Tel. Recior 1884 
Factorj; 州 8 R.aw 扣 n 化し I. C ■か 


淺巧物 巧 株 ホき あ 
A^sano Bussan company 

Room 801 ■ち 05 
1 6 S Broadway 
re!. Cortlandt 8047 -8052 


巧な 渊巧 道な をを 苗： 
なち 事 巧 巧 

South Ma 凸 chuHa R. R. Co., 

Room 2026, Canadian Pacific Bldg. 
342 Madison Ave. 

Tc!. Vanderbilt 4 巧 5 

S 井 巧を みま 會社 
短 育ま 巧 
M お ui & Co 。 

〇 5 Broadway) 

Tel. Bowling Green 7520 

巧式會 かち 井 巧な 
が 育 支 巧 
Iwai & Co., Ltd. 

Wooiwo パ h Buiiding, 
Tel. Whitehal! 6040 

H 莲巧事 株 ま會お 
が 育ま 店 
M お ubishi Shoj ミ K&k も a 

(M な tmbisM Co., いん） 
120 Broadway 
TeL Hector 2560-2564 

百本锦 巧み 式を せ 
が 育 支 巧 

お pan Cotton Trad ミ Bg C か , い d" 
25 Ma ぶ ■〇 凸 iVvoDu も 
Tel. Lex 打が on 8780 

日本 生糸な 式會化 
お育ち 巧 
NIPPON KI-IT0 U\m, LTD 

Two Park Avenue 
Te!. Ashland 5320 

巧が 名會を 
化 巧 まを 
Hara 在 C 化， 

443 Fourth Ave で 
Tfii. Caie<Sonia 7830-35 

1 日 ホを 糸 稱ぷ會 社 
1 が 巧ぶな 

Hi 削 ! -BE! KII 巧 ! ( が liSHIK! K おが A 
CNICH レ B む tun'o CO 。 LTD .〉 
1 Park Avenue 
Tel. Ashland 6246 -47 イ 8-49 


巧 倉 お 絲綻綾 巧を 會を 
Ka 化 ku 化 & Co., Lt も 

200 Madison Avenue 
TeL Asniand 4545-4546 


Gosho corporation, 

Si 技： Jmpo けが 
40 East 34 化な reot 
Tel. AahJaud 4987 -Si 
Cosho Co.> lnc», 
Cotton 巨 xpo け e" 

巧 Be がな み.， 

了 e! BowHn ロ f かじ **. •* 8806 •が 


大阪朗 B ニ おを 朝 目 
化 巧 ま 巧 
Osaka Aaahi 

Room 619 World BuiUImg 
I'eL Beekman 4860 


乂殺 毎日 ニ 巧を 日日 
绘木 H 部 
Osaka Mainichi 

5100 m S 06 A WorW B 口 H ぶ！ ■ぶ 

Tel. Beck ぶ An 4259 


歷 史的に 名高い r 鑑 の閒」 で 

.十五 國 めを 權 す戰條 約に 調 巧 

ぃ 六十 ニ 年ぶりに パリー を 訪れた 獨逸 外相；： = 

.パリ 二十 セ日發 .り 久しい 間にな h. 别锁の 懸案と； I ょ つて 居た 十五 伽 厨の 不戰條 約は いょ 
、，ょ 本 n K ランス 列 務巧じ おも ホ緖 深い r 錫 か蹈』 で擧 巧され た。 これょ ち囊 きこのを ある 調 巧 式 
じ 列す るを 權の あおに 親しく 接せん もの ど W 格 省 前は 人の 黑 山を 築き 市 巧は を國 旗を なつて 滿鋪 
され 供洲 大戦 3 來 、初めて フランスの 宿敵 獨遼 ちか 齒の闕 巧が 驟ら 、獨 逸を 化 表した マト レゼ マ 
ン博 が 集の 槪け视 じ 式 おへ 到を して 深い 巧を を おへた。 眞化 きじ 爵 場へ ホた 人は 誰 あらぅ 力 
ッ トゥ 3 アにシ A ク- ット をの 日本を 極み m 康啤 なじて、 アメ 9 々の 頤務 長官 ヶロッグ 巧 ホ 妻は 
ヘリックち 化を 削が、 巧ぎ の 自動 巧で 到着し わが、 巧 旧康巧 伯は 商 もじ 氣を 利かして ヶ 。ッグ 氏 
を 化 巧：-; を喊 化ぶ も 順み 馬蹄 型の 大卓 よを 園んで 将 席、 フランス 外相 ブブ アン 巧の ま辭 r 一 始まち 
氏は こみ 條 約に 泌ら化 おず かの 確立を 誠 歌 するど 典-し ヶ 0 ブグ氏 度び スト レゼ マン 巧 ± の 列席を 
欣夹 どず る 巧を 述べ おらに 滋隔の 地ょ b 巧 b しを. 1( 巧 旧 伯を 指す) に 謝し わ。 を 八ょ h 窓々 調 巧 
じあら 先づ フランス 記の ア火フ アベ ブトに 依ら 曾 i 可 リンコ グン 大統領が 最初の 义鍊條 約に 調 巧し 
じ 歷お的 G 小 卓ず じを ペンを をら しじのは 脊じ獨 な 化 ま ストン* セ マン 傅 十-であ つたこ ごも ー奇で 
あつに。 巧 出 化な 即巧 のがを 繼 いで 最後 じ 調印し 持 じ 化 巧ず 化を 上、 永义じ 記憶す べきす 戳條約 
調印式は お 近 後 W さいじ お戰 活動 寫眞の 一を じを が なめられ、 な】 遇閒 後には ブ。！ ドゥ 五— の 
巧 動な 眞劇 穎に 現れる であらぅ。 

ホ 和の 確立 か 一 駆 歌 

田 中 首相 ミ 林權助 男の 臀明書 

まま 『蹄を) 二十 セ H 發 = 旧 中 首 化は 不徵條 おの 調 邸を 機 
會- こして スブー ト > ン トを按 表し 『 H 本は こみ 永な： ず變 的なる 


ホ 力 到 ホを 欣 かどず る ものにし てこの 條 約は 戰 巧-^ 文明 人に 
ど b 例 等の 徑 値；： > きこ < をを 明 じし だもの ごして 歷 巧に 新が 元 
を 倒 放 樹立し じ もみで ある』 どリ して ァメリカの 巧 か 的 巧 力 ご 
フランスの 協力を な 謝し この 調印を じ 則し おざる を逍城 ごず る 
も 『みの 精神は 內旧 伯と おに 彼の 化に ゎら」 ご 祝賀の 患を 表明 
し’ が權巧 巧は ヮシントン 會 能に 次ぎ パプ ー じ 巧て この 條約調 
がを 巧る じ 至つ たもは 列强が ァメリカの 指 填を ホ認 •した もので 
ある ど赏 讚した 後 『余は 特に 。ン ドンが 化 時 巧の 间儀 たらし ケ 
ロブ ダ 氏が 自ら 劇が じ 赴かれた ふを 欣化 どす るら のた て、 み戰 
侮 約の が 化い かんに 願せ や秘 巧には 柯等戰 巧の お 除な く、 日本 
は今やで那どの間-し紛巧ををつ ；みるもこ りを戰ずのモ段じ^^ 
b てが 巧す をの 巧 志は を もない』 と 聲明 しわ。 

生母. 1 

米佛 交渉から 一般的な 條 約へ 

別 巧 所 報の かく 近 化 化が ホ か 


ブ リアン 巧 


を 上 じがて ゲ アグ チキ ユ條 も、 
。々八 ノ條 お、 ワシントン 條約 
等 ど 共に、 

一、 氷久 じ 記憶 さるべき 不戰 
條 約は 前號の 本紙 じ も 所 報した 
るか'^ 同 H 正午に 調印し じ もの 
の 外、 n シア、 支那 其 他を あむ 
を 國の參 加を 許を する こど i な 
ら视 がた る 世界的 小 戰條約 どな 
一つた 譯 である。 この 條約 がを も 
'を も 化 人の ぜじ懲 いたのは で 化 
一巧 化と 年 四 巧 ホ H 、 フランスの 
外巧ブ リアン 氏が アメ 9 々の 職 
! を述信 社を 通じ アイ？々 國 はじ 
I 货 して 先ヴ アメリカの 歐 が乂戰 
を 加 十 周年 記を じ 街して 祝 怠を 
表する どみ じ 『アゾ ブカ轉 民の 
威 情の 表示た るべき 

^爭 撲滅の ザ 巧を お 用し 
をに 米 佛不戰 のぶせ-を 热绍す 
る」 と 述べた る じ 端を をし 巧 年 
ホ月サロ、 ププアン外相はお佛 
，アノリ々 大巧へ リツ ク氏じ 向つ 
一て 巧國 の义韶 をみ 化に 維持し 戰 
ずに W る 國家的 問 越の 解かを 認 
.めざる こどを 巧 則 どした 條約巧 


文を 巧附 したる が アメリカ 政府 
じがて は 同年 十二 巧 二十 八日、 
國務 長官 ヶ a ツグ 巧ょり 回答 蓄 
を 霞し この 不殿條 約を 單じ 巧佛 
のみ ど 限を せ や、 寧ろが 巧强じ 
も 計 60 て國隙 的す 戰傑 巧たら 
— むる をを 當£認 むる 育 提證卞 
るに 及んで 

面 は 一轉し 兩闽當 局は 


通牒して 葛 量を 求めた ので、 最 一 
がの 米鋪 不戰條 約から j 轉 した 
國 際す 戰條 約は 却て ホ 佛兩國 案 
の 反目で ホ往ホ するとい ふ徳め 
て 珍妙な 現を を呈 したる もを S 
後ケ 。ツグを じ 於ても フタ ンス 
ごを 涉 したる 結果 幾を フランス 
側の 

希望を 容れ てァメ ，力を 
案の 前文め 一節を 

『 ：…… は 人類の 福 触を 增進 すべ 
き嚴肅 なる 義務を 痛感し、 國 I 
ぶの 具 ごしての 戰爭 めを 明な 
る 放棄を 實 巧し、 巧て を 屬閒： 
じ 現が する 竿が 的ぶ 證的關 孫 
の 永 撼を圖 るの 時機 到 ホせ る 
を跋 じ、 を國 相を 間の 關 なの 
變 おは 總 てず か 的ず 段 じの み 
訴 へらるべき ものなる ご 共 じ 
をは 义平か 的 秩序 的 過 巧の 結 
を わるべき 率、 並 じ 締盟 國の 
一にして 今後 戰爭 じ訴 へて 國 i 
家 利 濡を增 進 せんごす る もの 
は 本條約 じょる 利益を 享受せ 
しめられ ざるべき こ V 」 を 銘記 I 
し』 -• 

と 修正し 

戸 巧 時 じ 原案を 更ら じ變お 
して 英帝國 の 海外 自治領 及び 巧 
度、 ホび じ 0 々が ノ條約 加ん 國 


モ化巧 ホ乂年 一巧 五 H よを 一二； を 原 調印 國じ加 ふるこ 四 巧 


巧が 日の 間、 約 五 旧に 直る 外を 
文 善を を換 したる 上、 ィゲ 9 ス 
獨逸 、ィ タリー、 ロネの 四乂列 
强 *‘： 向つ て本條 約の 締結に 就て 
をが r べき 旨を 聲 した、 化つ て 
本 を あ 扱 ふま 人を は 一轉し 
てヶ 。ツグ 氏 じ 移ら 四 巧と 日、 
氏 ょら 阳巧强 じ 對し從 巧 米縄兩 
國じ 交換し だ 外を 文馨一 がを 送 
附し^一上所謂グ n ツグ案なるも 
のを 提ボし 

列強 の贊 同を ホめ た b お 
し 異澡わ b ど すれば いかな 0 お 
じある かを 討 誰したい 茵迪鹏 し 
た。 然 々じ 一 ホ 7 ランプ 政 巧 ど 
しては ブメプ 力 侧の提 おじ 滿せ 
せ や 列 谱じ對 して フラン. ス まを 


二十 セ 円、 濁 遊 おか 题が 先づァ 
メタ 力 原案 じ 無 條が參 加を 回答 
し、 ホち 十五 H、 南アフリカが 參 
加し 六 巧 か 111H じヶ 0 ツグ 氏は 

ペグ •キ^ — 、チで コマ ロゲ ワキ ア 
ポ！ ランド 等 曰々 グノ條 約關係 

國じ參 加を 勸 誘して 他 列 强の無 
條か 加入を を遵 したる が この 隊 
じがても 獨 逸は 屯 巧 十一 日附を 
0 て 極めて 迅速に 贊 意を 表して 
お敦 、フランス 相繼ぎ 

日本 は 六 g ニ H 附を 0 て 
旧 中を 相ょ ち 

本 大臣は 貴國 ながの 提案が 速 
じ！ 般のホ 泣を 得た る じ對し 
貴 政府 じ慶贺 のな をを せ ざ- 
を 得 や、 ホ國攻 がは 廣< 一巧 




の 抱懐ず る 願 巧と 明な じな を 
する か 制 じ 鼓が じ參 加す る 一 
閱 たるを 欣 かどし 化備 潔に し 
て高滋 U る この 條約 がを 文明 
化が のを 諾 する 所 ごなる べき 
; を碰 信す る 

どの 阿容 をを 後に してが じ條約 
は 調印の 速び じ 到つ たので ぁる 

條約 原文. 

が 上の か < 約 ニ 年の 日子を 豐 
して 成立した 旧 中 首相の 所謂、 
『衞潔 じして 商 潔』 なる 不戦 條 
約の 拓义 (說明 條义を 除く) は 
左の 如きら ので ある。 

アメリカを ホ國 大統領、 フラ 
ンス 共化國 大統領、 べグ ¥— 

皇 ホ、 チで ツ コ •ス日 ウゲア 

キ K . 共巧國 大統領、 大 プリ テ 
ン アイ グランド、 英領 海外 自 
爾 るび インド 皇ホ 、ドイツみ 
か 越 大統領、 イタ V! 皇 ホ、 
日本 皇ホ 、ポ ー ランド お和圃 
大統領は 人類の-福 M を增 進す 
べき 嚴肅 なる 義務を 痛 威し 鹽 
策の 具 どしての 戰爭 のを 觸な 
る 放棄を 實 巧し、 なて を闕間 
じ 現が する がか 巧ぶ 證的關 係 
のみ 續を圖 るの 時機 到 ホせ る 
を 感じ 新を 國 相な 間の 觸 係の 
變更は 猫て 唯 平 か 的ず 段 じの 
み訴 へらるべき ものなる と 共 
じを は义 平和的 秩巧的 過 おの 
結果 じるべき 事が じ 締盟 國の 
一にして 今後 戰爭 じ訴 へて 國 
を 利益を 增進 せんとす る もの 
は 本 慷約じ 化る 利益を 享受せ 
しめられ ざるべき 事を 鋪 記し_ 
全世界の 諸國が 緩て 前記を 國 
じ 做 ひこの 人道的 努力に 參加 
.し、 而 して 本燦 約が をの 効力 
發生 するど 同時に これを 遵守 
し爸國 民を して 本條 めの た 惠 
じがせ しめ、 斯 （てを 世界の 
文明 國が をの 鹽 策の 具 どして 
の 戰爭の お 巧 抛 薬の たを 一 致 
閱 結す るに をらん 事を あ 望し 
なじ 一條 約を 婦結 する じみし 
之が ため 左の 如 < を國 を權委 
員を 巧 かす、 アメリカを 衆國 
大統領 (を權 委員) フランス 
巧か鹽 大統領、 ペグ ザー 皇巧 
チェ ヴ 3 ス 。パ キア おか 國大 
大統領、 大ブ リブ ン •アイ 术 
ランド、 巧 領海み 自治領 及び 
巧を 皇帝、 ドイツ 其 か 國大統 
領 、イ タリ！ 皇 ホ、： □本皇 巧 
ポー ランド 共和 國大統 頭 
0 上を を權 委員は を 自を權 委任 
狀を 示し、 これが 良好 適法なる 
を 認めた るを 左の 諸條を 協定す 
第 一條 締約 図は を自 をの 固 
民を 化 あし 國際 間のを 議解决 
のた め戰 爭じ訴 ふるを ホ ごし 
締約 國 相互 閒の國 策の 具 ごし 
ての 戰爭 を廢棄 する をを 巧に 
巌肅じ 宣言す 

第二 條 締約 网 はが 締盟 國間 
におを する をを るべき 辱議义 
は紛 爭は總 てを のを 質 又は 巧 
旧の 巧た るを 間は ず、 やか 的 
ず 段 3外 のをの じ訴 へざる ベ 
き £ を 約す 

樂ご 一條 本條 約は 前文に 記載 
の 締約 國じ 化ら を自 々國 憲法 
の おを ずる 處じ從 ひ批を せら 
るべ く、 而 して 本憔 約は を國 
の批谁 書が ワ V ン トンに おい 
てを 部 寄託 濟 となち じる 時 I 


潑 うみの みら I 

; 

The Way of cme 

巧 y 巧ら を A. wawy 巧 

H ネ M 人の 淸 <- > て 美しい 節操を 化 ごして 化ぶ ずるのは な髓ー 
な楼 やお 棠 ではなく 餘 ぎの まだ 去ち やらぬ か 巧の 頃に 瞬 箱を 沒； 
いで おく 『梅」 であると 云 ふの が 劳をソ ーャァ 女史の n 本 婦人 一 
がで あるが 女を は H 本のぶ 人と して 決 （ U 本締 人の 淑徳」 馈が j 
し 貞婦の 傳說や 近 松 出 雲な どの 戯曲に も 通じて 居る。 I 

お 义小說 『うめのみち』 はま 人を を武 +’ の】 人 娘に、 时 代を j 
明 お 王な 維新 前 じ、 而 して 媒 面を 東海道に 採つ たらので 若巧淸 
健、 筆致 典雅 讀お をして おが 巧 文で お 琴の 小 說を讀 わ 興趣を お 一 
き芭 さしめ る。 

英文 小說 '『うめのみち』 は 松 华節子 壊 じ デ ジケ— トし たもの I 
で巧义 はお 名な な グリフ キス おが 十の 黃 r なら 裝 が 祝 鹿を 庭の 
讀も のどして 又は 米 人への 贈答 おごして 絕 好の 一書で ある。 

がて 江湖め 一 請を 澄邀 する I 

郵稅共 一部 ニ 弗 十 仙 ； 

TSS 紐 育 新報 社^ 


ど 論じ、 ラト ゲ キアの 化 おな ホ 
隙 じがる ユダヤに 族の 第 狀を論 
じたる が、 

世が の 闕± は擲 じて 時 殊の人 
拂が 所がすべき もので じくを 
巧をは化じ\ぉの爲めじ閒化 


するべき ものである 
ど徽 にじが r メ 。々の 化裝 モン 
タク ー 巧は 

移 K 問題は 純が たる 内な 上の 
間 題で あつて これは 國際的 じ 
協定すべき もので ない 
ご アメブ 力の 立 瘦を說 明した。 


フランスから 

太 洋横斷 機 


今 過 中に 飛ぶ らしい 
ワシントン 二十 セ日發 n フラ 
ンス なおよち 陸軍省 じ 達した を 
電じ 化れば 豫 てよ 6 太 西 巧を 橫 
斷し バリー よ b ' ミッチ 义グ飛 巧 
場に 飛 ホを 計剧 中で あつた フラ 
ンス 飛行家 コス ブ 大尉の 一巧は 
愈々 今週中 じは これを 巧 巧す ベ 
く ミチ チェが 飛を 場の 準備を 依 
頼した 爲め 陸軍省では ュ ステ 大 
尉を 圃賓 待遇で 穀迎 する を どな 
b をの 旨 訓電した が 3 ステ 大尉 
は 曇に レブ グクズ 大新ど 共 じ 巧 
精 二方 一二 千哪 、おがの 四 大陸を 
橫謝飛 巧し 船便 じて 目 本に をい 
た 上 円本よ らバ 9! まで 四日で 
横 劇した 豪の 勇 ± で をる。 


調印を 機を ごして 

撤兵 y 交涉 

獨逸ご フランス 


ゼ 

よ 


パリー 二十 セ日發 U 六十 ニ 年 
ぶ 6 じ 始めて 獨 逸から バリ ー じ 
乘 をんだ ホ かの 使節 スト レゼ グ 
マン 階 b は 非常 U 巧啟を W て 一 
股巧找 から 做迎 をを けつ t ぁる 
が 博 ± は 不戰條 約の 調印 じ 化ぶ 
もて ボアン カン— 替 相を 訪 間し 
ラキ ン河师 じがる 聯を 軍の 撒を 
じ 就て 訟 解を 求めた、 曾を の內 
容は秘 をに 顧'— て 居る が タトン 
片 マン 蹈± け 不戰條 約の 調印 
獨敞の 友 泣を 增進 する もので 
ぁ b をつ 氏 自身が. ハ V 1 じ 巧た 
の もこの 故に 巧なら n 點 を擧げ 
たを 發、 

若し この間 題が 解かせ ずん ば 
國民 のな 動を 恐る 
ど 述べを る 桃の 提案を 試み わ も 
め； 如く これに 對 して ポ アンカ 
レー 氏は 陳± の 訪問を 深く 謝し 
たる 後 

撒を 間 越は 濁ち フランス のみ 
なら 中 職を 固じ關 しわ 間 題で 
を b ダ ア^ず ネユ條 お及び ド 
!ズ 案は 撒を， じ 對し獨 逸の 脏 
憤 現金 ま拂を お定. 

して 居る 事 實を擧 げこの おじ 就 
て獨遠 政府の 明かなる 间 答を ホ 


めだ £_ 


本な 東を 轉電 (葉 お 野 轉氧〕 


金融 狀態 恢復 期に 


( せ 八日】 己±藏 相は お 中 首相と 會談後 おつて 曰く 『最近の 
爲替變 動は まに まが 騷齡ご ァメブ 力’ め 金利な 上げに おおして ゐ 
るが 昨今では かし 持 も 直して 巧た、 之は ァィ .リ 々の 金 巧が 常碟 
じ 俊し 豫 期した 程 商/、 なかつ た爲 でな し' て闽 媛を 融獵 係は 昨 生 
ょを をく 化 調子で 進めば 徐 々好調に おは ふ ど あ ふ化隱 政が は俩 
奪の お 策を 施さぬ、 を 解禁は 柄を ご あはれ る.. I 云々。 

山 本纖鐵 社長 辭意 r 娥ず 

【廿 八日】 滿鐵 社長 山 本を 太郞 巧は 辭 意を 洩 しためで 困 中を 
相は 同 巧を 慰 端 中で ある。 


乘 客の 統を 輸送 

〔サ 八日】 東を 朝： a 新聞の 東京 
大蹈 間が 空 旅を 輸送は サ おが 
から 開始 さわた が 東京 發乘を 
中には 溢 澤を雄 氏が あつた。 

ホが 五モセ 百方 

【廿 八日】 農林 當發 まじ 化れば 
本年の 米 收樓豫 想は お 千ぶな 
方 お 見當で 昨年の 實收じ 比し 
一割 贼 だが 天候 不良で を じ臧 
少 せんか ど 云 はれて 居る が こ 
のた め ホ 憤 暴騰し 加州 ホ 輸入 
商削活 氣を碟 ぶ。 

川 崎の 補助 航路 

【甘 八日】 川 崎 お 船の 上海 函館 
線は 毫灣 總督 巧の 祁巧 航路 £ 
なる ベ （近海 郵船は 巧 擊を受 
ける であらう 0 

王 大真巧 巧 上京 

〔甘 八日】 國民 政府の 特使 ごし 
て 巧 朝 中な 自し 王大貞 巧は ニ 


十と H 午前 大阪 から 東京に 歸 
つた 日 

赤化 防止 巧涉か 

〔甘 八日】 赤化 運動 防止 ホ 法 じ 
閣巧 でも 强硬怠 見を b て逊爱 
巧 渉 開始 說が をる。 

震災 記念 堂 渡 成 


〔甘 六日】 本が 被服 敵 跡に 連 ホ 
中だった 大震災 記を 吿慈 ホな 
は 竣工し じが ネ をは 震災 犧化 
まの 遺骨で わる。 

金解禁 卽巧 提唱 

〔甘 六日】 東京 商工 會議 所は み 
解禁 即 巧を 提唱し 政府 當 局に 
運動の 堂。 

服 部 巧港灣 部長 

〔甘み 日】 滿 港の 港變 部長 ( 曲 
設の 甘が 子 事務所 長) じ S 細 
を 鑛港お 部長 服 都 省 一二 氏を 巧 
用 じか 定 した。 

御な 艦設偷 改修 

〔甘 六日】 御大 禮觀澄 式 御召お 
.擦 名は 近 巧 ま 設備 じが 換 るを 
でを る 0 

權號 の試驗 飛が‘ 

〔廿 六日】 太平が 構歐使 巧機ィ 
して 製が された 『樓』 號試防 
飛行は 臺灣傑 太 間 じ 巧 ひ 帝 励 
飛 巧協會 から 二で 一千 圓提化 
る ごり 

國 民大會 の爽議 

〔サ 六日】 深 川、 牛 込兩圃 おけ 
かご 一 H 巧 大會を 開き 船が 權施 
聞 事 かじ 闕 しみ 遙を 通過し 羽 
日 之を おを ボ廳じ 提出した。 





'効力を 發 生す。 


を權 顏觸れ 

内 田伯經 义歸朔 

パリー 二十 セ日發 U 本 H 巧務 
巧 錫の 間で 舉れ された す 戰化約 
調印式 じを 齒を化 ホして 惡 がし 
れ去權 は 左の かし， 

獨逸 (スト レゼ 八 マン 巧击) 
大英 ホ 齒 (かお 次官 カッシ で 


ン ダンを) べグギ .(外 かボー 


少 •^キ メンス) ホ！ ランド 


I " 巧 相 ア—ボ スト •ザ レス そ 
キ) ナエ コス。 ゲ キア (かか 

ベ] ンズ博 ±) 々ナダ (を 巧 

マッキンジ •キング) 愛 lltm 
由 州 (大統領 コス グン ー ゲ) 
イ タブ； (駐魄 大使 デ^ • コ 


ンチ •マ V サン)：： 一ぶ-;' 稱を 
院 顧問を 内 m 廉な 伯)* 1 ス 

トラ リア (上 お谋旨 マツ ラク 
クラン) ■荫 アフリカ； ス マツ 
ト將带 一二 ユ 1 ジラン ド (ロン 

ドン 駐化 化を. ハ！ I ィ-ン ド (外 

務巧官 ヵッシ H ソ： 户ン 公) 


聚，- て 調 科 


な。 巧 •か あ 梅を 巧 
式に 列した を 傾 巧 m 腺 巧 伯は 歸 
途は サキべ V T を經 一曲 おや、 义 
しぶ b じ 太 両洋を 構^，— 當 地を 
經 もの 上 ト巧十 がて チン フ 

ラン シスコを お 帆 ふる-コレア 化 

で 歸朗す るごのこ'''||ゴゎるが、 
恐らく 凿ち閒 題に しゾメ リタ 

を 


政が ごの 誠 解を ホ， べき 使命.^ 


帶び たもので あらう。 


日 支の 關係 緩が •し 來リ 一 

双方 徐 々に 歩 寄ろ 


濟南 事げ の 解み じ 特使 想く 來朝 
排 n 貨逆動 も 目 ホつ 程 マは ない 
ま 京 特電 サ 八日 雜 = 濟南拳 件 解 巧 じつき 國 反 政を はま 那側 
の 意 懲を巧 ふ もため 張が 巧を： あじ 特派 せんど 傳 I ら むて 居る が 


野が を か 部み をは 支哪視 おょら 歸 り 語る 所 じあ f ビ r 排 H 運動 
は 目下の 所 目立つ 種で む > く M 本の 刹 害 じ も 大した 影蠻を おへて 
居らぬ、 上 被 じは アメリカの 陸戦 睐がニ 千を 巧. ぶ、 英麗も 的 じ 
く ニ 千 あな 上 ど 別に 山 東に 午名駐 めて ゐ るが 是_ 导兩 司み 宫 ど 會 
見の 節 徹お闽 遊 じ 就て 訊した 所 ま々 は 駐兵を がで 寸 積もは をる 


がを 軍を 撤退は しない ど 答へ. ね、 目下 B 本 軍 比 
漢 口に 約 ニ r 白 名 駐屯して ゐ もが ホ さい 暴動に 猫 
みで をる oj 云々 

東京 特電 二十 セ 日 薄 = 阳中 首が はを 奶 化 西墙 寺を を訪 


上がに 約と' 白、 
へる じは 么モ充 


間の 上 外を 問題 じがて 裸々 ど駒陳 の上老 をの 意 をを 聽 おした 
を 『毀 支 かを は 急ぐ 必要は 江く 西 園 寺を も お あがて おられる、 
支撇 統一の 大勢は n 本 ごして W 處ま でも 助長す. iS こじ 言明した 
が 賞 隙 じがて は H まかを は芳 ij 保 駐支を 使 やち お » が擊 等のを 增 
しつ i ぁる 凿支溫 か 外を 策 じ 弗 嫁 省のを 腦部去 動かされて 漸お 
緩 か 的 どな も 濟お擧 化、 南ぶ 寧俾 、漢 P 事件のを 矿 着ず ホ 針 じ 
傾いて 居る やうで ある。 ^ 


英國實 本家 ご 

支那 巧 建.！ 

大規模む 計剧 成立 
ロンドン 二十 六日 豬 n けン *、- 
ン •マ I キス プレスが の 報ずる 所 

じ 懷れば 英國の 製 遣 家 や 産業が 
は 今 厨 協力して 資本金と 千 五ぶ 
方 弗の 對支巧 建 事業 會 社を 設立 
し國段 政府と 直接 契を を 巧し 心 
道路の 修簿其 他 支那の 產業巧 if 
の 総 ゆる 方面 じ關 係す る ミ じ 
つたが 出資 まの 中 じは 

ネ ヤンべ 八 •レ*— アド、 ジ 

1 ン •プラ ゥン 氣船會 な、 这 
ョ！ ン •スグ マン 人絹 會社 
棉巧 製造の コ ー ッ 、モ 織物 化 
ョ！ クシ ャ ネア 會社 

等の 外 建築業者 も參 加して 鐵造 
ホ設 にも 携 るべ （異人を 披ス 
ス 巧が 忡 かごな > 近く 國 民政を 
ご 契約を 調印す V く、 今 ょら ニ 
年 前 南 ま 側は このを 渉を 英國政 
府 じ持这 みたる もが 相 チャンバ 
i レン 氏は 日本 及び アメ 9 力ぶ 
府を出 找< こごは 出 ホね ご拒絕 
されたら ので ぁるが 孫 巧 氏が 六 
遇 間に 旦る P ン ドン 滯 在中 じこ 
の 商談が 成立す る じ 至つ たので 
ぁる® 

支那の 革命. こ 

トロ ッホ— 

勞農 提携を 排巧 
モス カウ 二十 五日 發 = 目下 當 
化で 規淮 中で ある 共產黨 潑會じ 


文の 意見 善を 翁せ て 巧の 持論で 
をち 純 無 產階殺 者 ド 依る 支那の 
をを を 論じて 農な 一 £ から 離れ 
て も無產 階級を 4 . 獨 裁を 求め- 
我等の 經濟 的义 jK ど 新ら しい 
社 會組據 の 現在 一を 見る じ 巧て 
資本 ま 義じ搂 ぶしつ、 ぁるの 
みならず 今や 銀 わじ 支配され 
た 資本 ホ義 的す 化 じ 傾き 社會 
主義 的 社 會の紙 濁から 逆轉し 

つ ぇ る 

ご 結論した こどは 歳替の 反感を 
招き いづれ も トロー タキ] の 持論 
を ロを 魔め て痛駡 しわ。 


對 しむ 命中の. 


キ ー 巧は 長 


萬國 議員 會議 

移民 說議 

日本は 人 捕み 等を 說く 
ベルリン 二十 七 |扫 薄 N 目下 當 
地で 開催中で ぁるで 國 議員 會議 
は 今日まで まて 牢穏 じ經 過した 
が 果然 移民 問題の 巧議じ 入る や 
を國化 表は 期せ ホして 移民 乂國 
制限 じ ホを 鳴らし 巧 半球 じを 存 
する 人類 じ 適應ム h る 移民法 制 
定 のみ 叢を 可 巧し 一 化。 この間に 
於て を 辯 ± は 放て 7 メリ 力を 衆 
國 をを 然を 寧の 崭的 どし なかつ 
ねが アメリヵ 側め 渚 貸は いづれ 
もこの 投棄 じを かしな かつた。 
この 討議 中 にがてぃ 本の 一 代議 
± 主、 '一 

人類は 平等で あらん 補 も 平等 
であらな けれ ザな ちな、 從て 
いかなる 人诞 V 雖 いかなる 固 


± じ 生活し 得 ふ 普で あ' 
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を 道 おお 粹ま人 本日 


K. IWAMOTO, M。. 

114 W. 70 比 St. 

TeL Trafalgar 0 巧 2 


M< isuchiya,D.M.D 
105 W. 巧 rd な. 

Te し Tra わ igar 85G3 


S 边 bro じ m み m ぶ. 
755 Park Ave* 
cor. E. 72nd St. 

Tel. Bu け e ぶ eld 9324 


DR.E。 に YOSHII, 

307 化 93rd な. 

Td, Rive な i おが 卽 


KANZO OGU 民 I M D. 

214 Hi が 化む 0 加げ 
Te しむ ian かがが 

T.CTAKAMImd, 

り 8 Cumb が land St わ 〇加が 

が 

武 巧 王； 午 午 _ 
ボ巧市 後 巧 診 

コ五フ 蘇 

嫌！ 钟謹 

敢ン巧 病 巧 八十 
み ド 務晓こ 時時 

むし Cumb が Und 巧り j 

离支 i 雲 

昇ト前 時ち を 
芒 ' 巧よ 

雲 i 



MIKADO TAILOR 

30 E： •的 比 St. 
le!. Rhineland がが 30 


ん し CEASAR ， M.D. 

12? Easi 8 が h 化 ee 串 
bd わ fk る Lexingbn むが 

養猴晒 鼻ち; 琴 

間 時を 診 
午 £ を 巧 t 前午自 
巧 八 ま 時ち を午自 
曰 曜 

自 午前 十 時 至 午を 一時 



F, I. FRED 巨 RICS CO. 

醫巧 吸を 大亞 比が ち 
118 E. 59 化れ Tel. Reg 抑 1 70M 
8 ホ LexiSgion i Park わ 的， 

を 時乂巧 日曜 ± 水 巧 


施 巧 Bian 加を F は ii が 

1264 Le) {. む e. お tweeii お fh and 8 郎 Streds, 


授敎謗 巽人婦 


* M.Yamaguchi, m.d 

I 巧 お aman jive.. 

1 Tel. U び aine が 34 


KE 民 民 在 MAVO 民 

1023 Third Ave. 

む!. 郎 & 61 巧 s. Tel 巧 hone R 巧 ent 2909 


I ^ 向 人 本日 

1 巧 專滞型 小 


I お ホき K ぶかき 巧ぶ ホき 巧 
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類 計 时巧寶 鹿を 貴 

會 商柳靑 



しご 旨を ご 切 親と あ 正 
精を 品 商る あ 用 信實雜 
别恃 ぶー 做を： h 御し 選 
すまし 齒:賓 おで 傾廉 

引 割刚お 乃割兰 

Aoyagi し 〇 • 

147-157 化 42ml ST. 

巧し B がが T 4374 


JAPAN ART STUDIO 
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T. KASAI 
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が 
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N. TOKITA, 
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1 が W. が nd ST. 
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F- K. Maruyama Co, 
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Tel. Bryant 7079 



CLOTHES BUILDING 

"PAR EXCELLENCE" 


Y. ITO 

1 お Eesf 巧 rd 化 
む r. L な mgbn む も， 


ム Y. Mfiitsuniotio, 

M が hanicaiArt が udi 日 
124 W. 34th 化日邮 ns け Macy's 
Tei.Chickering 10010 


GAM 巧 Eli な RVIGE 

設赌 整が 經費 巧廉 

Cal レ 3^AFA し GA 民 8200 
F 民 ANK* E. CAW が B 巨し し 

"The Funeral Church け Inc. 

t NON SECTARIAN) 
Broadway at 66th Street, N. Y. 
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諸集會 

唐 拜說を 日) 八 時 
日 おを 校 ( 円) ニ時ぞ 
を 庭 集を ( 水) 八 時 

粟 舊が究 ，木 】/ 

蹄 人 巧 
謀废會 

-設 满 

杳 宿を、 おる をを 
巧 業 周 庚-をの 化 
人事の 巧巧談 じあ 
じまず 0 
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牧師’ 窝時榮 一 
辞 事粟戰 賴之祐 
,, 庸奠含 

日谣 巧 拜 午前て 時 

日 糜學巧 キ前十 時 

^'^日懼午後とがザ 

祈 騰會水 赌タと 時半 
寄 おを 

位 展を倫 比 亞をか 
を 下 財を 十五み を 
生會 社員 じ景適 

を 巧 圓書雜 誌 巧 巧 
が補娛 樂具衞 易を 
堂 あら 

便を 職 策 周旋 旅を 
ま 內を補 事 菜諷费 
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H •邮 

L W - を 
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難 化 
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基 
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巧 
會 ~ 


をぶ''‘' 4一 
日 面を 筆硏ホ 正午 
お 触を 夕と 持 半 
お 巧 說をタ 八 時 
木 阻が 億 曾 夕八賠 
巧 露 及びを み 

午を ニ 巧 

±嘛 藻 お 會义は 
ホ おを 夕 八 時 

お， を 事 ホ 

寄宿 部、 旅け ちま 巧 
が* 入を 括 族が、 蘭を 
節、 典 柴岡旋 部、 英巧 
我 縫が 授の諸 課を 設 

► I > • —fc 


化が お卸資 

五味 商會 

】 E .ニす 芭. • HY . C さ 
TeL ぎ ミ sant ちを 

JO 巧 10 里 一 OOCR ご M.P 

ニー ミ 己 芸 h st . f ご rk 

ブ I . Riv ミ itle 3573 こ ch 喜 r 104 某 

みみを 6 ずが 九 時] 午を-時 

一 ??^ ぞを ( 時 1 午を 各 

H お 午 か 九 時 1 午を 四時 

ドク トン ィ小 栗乘吉 


診察 時閒 

午を 一時 化 ニ 巧 
午を と 時 = 八 時 
を 知将 學 ± 

パ t 巌本谨 一 

古み 比 亞大ホ 巧び 
グ ザブン 病院 勤 お 
日 巧は 巧 おお 上 お 


齒巧ぉ i な 基 

自 午前 九 時 U 十二時 
自 午を 一巧 n 五 時 
み曜 午後 一時 U 六 時 
木 確 午前 化 時 = 1 時 

はへ キン ヤ 1 フア 

ン テ^- ン ヨン クブニ 

ツクじ お 勤 


巧 ^ 解タ isk 

X ホ 線ぅ H 袭 

前約 願上娱 

ゴ—子 か 大巧 
ド タト か オプメ デ y ) 

踐學株 ± 

ま 居悅彌 

彰 察が 巧 
午 巧 六 時— 八 時 

江 見 H 期 

引 煩き ぺ, ビュ’ 
病院な 勤 じがを 時 
間 かぶび 目 巧 はお 
約 じ 限る 


巧 留靑年 理想の 曲 ホ 

日本人 靑年會 

《 W ち th St . l : cl;clarki ニ 44 


窗科醫 

井上 義人 

西 六十 五 了 目 一四 六 番地 
が 育が 旣旅舘 巧 
電話 トラフ アグ ガ ー ニ 冗 六 五 


洋服 調進 

クブ 1 ニン グ、 ダイ 

イング、 修錢等 一 切 

ミカド 洋服な 

化 本 保 
带話 ライン ランダ 1 
六 八 三 一 0 
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■稅關 事務 

をげ が 地が じ 全 化 お 
の お出 入 ホを じ顆す 
する 一切の 御 諮 間 じ 
おじ 巧道滨 が 巧 物 運 


ん I I ち 及 出帆 お 巧 曲手績 
^ 抓 件 - ii 書 等 進呈す。 ま 要 都 
E おじ 化理 店を 巧し 誠 
M む kj 宮 巧を 御用 命じ 應ず 

ド 保儉 取扱 


稅關 事務 取扱 

WIEAM L ま NE & G 戸 

す 1 7 異 ニ 安吉 dw さ-巧す 

TeLBowi 忌- Gae ミ 9 普 4.516 


銭 日米 新聞 支局 

今度 紐 育ま 巧を 設蹟 しました 
から 購讀 、廣吿 一切 左記へ 御 
顧 ひします。 〔驳 が 米 夫】 

A Wes ニ sst St ., Tel . A 这 demy 這 94 
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襲 揉治瀑 

マ ツサ ー ジ 、整形 

醫科學 的 運動、 腸 
灌 注、 水 治、 ホ 線 
あ電氣 治療、 黄 他 
が 脊 相を 露 

フイ ジオン ラ ピスト 

西が 幸 勇 

U 曜外お H 午. 前 化 
時？ 午後 九 時を 
電話 前約 願 上 候 ' 


C 

咖 峨 側 

III 

わ W U 
5 3 h 


が 肯 州を 認 
巧務省 免許 
東 巧 巧大咨 巧乂學 
を樂 復習 巧 卒業 
元池邊 

產 婆あ 本綠 


檢 脈を じ 眼鏡 調節 


齒巧醫 木 下义巿 


ゴ 0 去. 1 ごす 資. 

ジ 一. Min ニ 557 
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齒科醫 

多年の 經驗を なて 
最巧式 巧を 手術 じ 
堪 おじて 信 巧 篤し 
U 化 術 料ほ廉 U 
日本人 諸君 じは 巧 
じ T 寧 盤 切 じ 治 巧 

診 おが 閒 (每 H ) 
午前 九が = 午後 
化げ 

日 巧 午後 一時を 


をき ホ圃 婦人 
日本人への 英 
語を 授じ はを 
管の 經驗を 有 

す； 0 一 レ ブス 

ンを 十五 化 
な H 朗九 時ょ 
ちぶ 化 時を 何 
時 じても 宜し 
n 懼 日は 一 時 
- こ 7 の 時を 
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乂揭ホ 英語を 話ず 事 
はお 巧の 窠 一義です 
本校には H 本人を 投 
じ 惟れ た 専任 婦人 お 
師ぁ 5 懇切 じ 鲁話通 
信 文 社を 詔を を授し 
ます。 目 曠週自 共に 
午前 化 時ょ h . 午を 十. 
時 i で 開 巧し 一 レ 
スン お 十 あ化づ 'i 
ず H 盾 もじ ホ较 をれ 

巧静 i . 芝-^ 每巧十 H を 打 
雜巧 LLL 4- S 1 部 十 仙 
養 7 1 sl Ave . f ゴ rk 呈 

♦を籍 々雑誌 ♦新聞 
縱覺董 公開 
執を 午前 九 時 ょら 午を 五 時を 

.紐 育 日本人 會 

ブヴ — ドクぶ ィ I お 五， 

電す ー タ i 1 00 と 0 

捕 サク , 一 00 と 一 


該療 

ザ 前 十 時 ょら 十二 
時、 午後 六 崎ょ む 
八 時、 U 曜は 前約 
願 上 お 

ドク ト瓜 

山 ロニ 一之助 


日本、 支那 玉 製 美 
術 お、 婦人 用を 飾 其 
化 装输お 

阀島訂 i が 

高等 美術品 修撐 > 
首錄 品、 スト タング 
日本 般裁镜 


堂 ホ 洋服 巧 


時 巧 

泮臟庙 

男女 靴下 類の 御 
用命に 應 じます 

リ K グ •ツグ ク 

靴下 會社 巧理店 

時 田 信み 郎 


丸 山 洋服 蘭會 


ホ 巧 巧 戊ノ巧 W Ik . r y グニ猎 ニ 九ニ區 

東京 丸 山 洋服 商店 


を 五十 HT 目 

ニニ 一二 

が 藤 
洋服 巧 


電話 

プラザ 


な ニ ご 一 


醫 巧淫械 製作 
運動具 並 お 具 
贵み頗 ぶ 時 財 

を ドア ー ト 

^ ス ブデオ 

ゴ 八. ノ クラ プ 
ブ ニース ラケット 

を 邱贩賣 修理 


尋れ人 

(鳥 お縣) 木が 薰信 (長 野縣) 獻 
原ず 人 (同) 近 お 玉 一 (村) お 
化鎭雄 <. 魔 島縣) 中が を ニ (同〕 
渡邊泰 助， (化 お縣) を 院反雄 
(東京 巧) 古澤 武之助 (かお 山 
縣) 後藤 甚 之を (あを 崖) 魚 住 
蓄太郞 (.熊 本縣) 巧が 巧 富 
右のを じ 通知を 度き 磯を 之 
候 間 本人 若く はな 人 ょら 現 
化所鮮 通知 願 上 お 

紐 育帝國 総領事 舘 

1 まで 0 盖 ま y liew ご rk 君 ty 

夕す ラボ ラ'^ リ 

電話 ァヵ デミ] 五を セ 

督ド クタ— 田 尾 時 雄 

4 H 礎 H 午後 化 
ホ W Wanha 二 an F H . Y . 

巧 et . ih St . & 10 ぎ St . 


弊 巧は 實質 誠意 远速 ホ盖の 
基に 御 ± 產 物】 式 卸 賣が段 
で販質 致します タ みに 祐は 
■ら や 御 用命 仰 付 下さいょ せ 
◎ 歐 米を 桃が 計。 嚴 時計 一式 
◎ 寶石 質を 蔑。 銀製 器具 一を 
◎ を 柿 街 年 筆。 を 銀製 骄等 
◎ 蓄音器。 レ コー ド 見本 陳列 
◎ を眞 器。 タィプラィタ ，- 
◎ 船 切符。 がを 寫眞帖 繪端書 
プ n 1 ドゥ 3 1 巧よ 十 巧 
領事館 时侧雄 物 お 0 五疏室 

綠ぶィ 卿：^ 

170 Broadway, N . ごぶ 
Tei. { 一 量 andt 泛 37 巧 50 
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國境じ 派して ホ 威 的 巧 動 

を 執つ た。 然る じ コ りン バイ 於 
じがけ る 一般の 恼巧 はか 裝を VJ 
の 合併を 喜ば S ため、 之を 拒絕 
したので か裘ホ 政府は 底 もじ 穂 
お 巧 動じ 移 b 、 八月 十六 日 約 五 
千の 讓 古を はおが 巧 附近 じ 侵入 
しを 那 軍隊の ホ援を 阻止す るた 
め、 巧鐵 西部 線、 インク ブ 、ゥ 
グイ 八 兩驛を 占領し、 鐵道 線路 
を破攘 して 武力 巧 動を 執る じ ま 

つた。 因つ て コロン パイ 八政廳 

では 急を 支那 軍 除 じ 通じて 應援 
を ホめ、 黒 龍 江 軍 及び 靑が 軍は 
直ちに 岀 動、 を 鐵譲路 軍 ど 協力 
して 

外 古 軍の 砸逐ぉ 許ら 目 
下を 戰 中で をる。 をの 爲め東 ま 
鐵道 西部 線は 十 ホ 日の ホす 通、 
歐亞述 絡は 申斷 されれ。 十と H 
がの 情報に ょむ ば、 対 蒙古 軍は 
鐵道 沿線 ib 製 退され た ご 云 ふ 
が鐵 速は 尙ほ 復舊 せず、 今な か 
柯じ 進展す るか 不明で ある。 本 
間 題は 表面 外蒙古 政府の コ U ン 
バイ 八を 併 . ごな つて 居る が、 を 
の 實は勞 農 霧麗の 

，化滿 じ 化ける 勢力 渡 振の 
陰謀で あら、 結局， 露 慰は 外 蒙 
古を 府を 使つ て、 興を 嶺 化 西を 
势カ 下じ廣 かんとす るら のじ 外 
ならず。 

を ホ 直取引 

愈々 をく 着手 か 

〔東京 特 信〕 技巧 縣岡 谷地 方の 
製み 業者 中 じ、 ニユ 131 クの 
生糸 會社ど 提携して 、生糸の 直 
輸 おを 引 a 讚して ゐる もの、 ある 
こどは、 穫演の 生糸 輸出 業者 間 
じ 注目を 拂 はれて 居た が、 い i 

い -^ ユユ 131 ク •シド ロ — グ 

會 社が、 具体的 じを 渉を 進めて 
ホね もの i ごどく、 差し 當 b 最 
.. 媛 格の もの お 五む n ホリ を直輸 
出ず るら しいので、 ますます 問 
題視 されて むる が、 取引 條 伸さ 
へ 製糸を じど-- て 現が 横 演の輸 
お 業者ょり をが じ 巧を される U 
らば、 我が ホ 糸の 輸出 取 か 上に 
ー乂變 革を もも ホす もの どして 
注目の 的 どなつ てち る。 

公債 相場 ご 日銀 

東を 特電 二十 六日 發 N を 憤 相 
場から じ惡 化せば 円 銀 じて 買 ひ 
向は むと 云は る。 

八 千 化 新 監査役 

東 ま 特電 二十 六日 豬 == 八條隆 
盛 氏は 八千代 生命 監杳 役と i ；* つ 
た 0 


鮮 銀の 融通 非難 

東京 特電 二十 六日 發 N 朝鮮 銀 
け • わ 八千代 生命 整地' じ 二な 巧圆 
融通した こどは 一部 じ 非難が あ 


なかろ た 

はも {の 遊び 
ホを 吳义で ホ 闕人じ 能 < わかる 
やう 簡單 明瞭に 說 巧した ものが 
出 ホました。 內を 目み 進呈 致し 
ます、 御覽 下さい。 

M 呈 wm ま 呂， 114E. 置 thsl. 呈 y. 


新 鱗 魚 か 一切 

日本人 おきの 生を 澤山取 k 揃へ 
持が 廉 憤で 大勉强 致します 

サヴオ ナ魚店 

』 os 皮 pii り avo ミ 

技 4 W . 61 s ; t . 

Hel‘ ColurobuB 91 ち 


綺 


• JTTT ^ ilB ^ -操徵、 機械敎習、 
點ん ハ、 電池 等 凡て 

懇切に 敎巧晝 巧 巧 科 日曜 も 開校 

H 本人へは 秋 山を 專ほ敎 巧す 

Met 皇量ミ Auto ジ h 舍 一 ,1 お八 E. 置す St. 


十五 年の 歷を ある 為 校は 多年の 
経験 ご 新 智識を ちずる 敎 師を聘 
し 自動車 
操 縱を及 
び 運搏を 
の 修得す 
ベき 必要 
な 機關的 
智識を 短 
期陆 じし 
て 最も 能 
華 ある 徹 

をを 巧し をが 獲得で 巧疆し 職業 
ロを も 周旋し ます -- 
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艦船 巧 用 巧 
船具を なお 
か洋 をが 兽販賣 
輸出入が 脚キ賴 
諸 荷物 渾搬が 扱 
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短ち 新報 


■不戦 條約 

ず 和の 爲に 喜ぶ 
鉄洲乂颗：^^お始したな巧、 ゼ 
ノァを 薄が、 モ 九け 二十 ニ 年の 
五 巧 じ化炯 固ょ b おる 化な 非 侵 
をを 巧 謙し、 千 九 巧 か 四 年の ゼ 
ネゲァ を 諮は-お 的 忡数慷 約を 
巧み、 翌る千 化な か五车 じは 歐 
洲の平 かを 安を すべき" ヵ八ノ 
條 約が 成立した。 而 かも この間 
じ 於て 化が ホ かの ファクタ] で 
ある アメリカは 化が ごして 圓際 
愤 盟じ參 加せ す、 僅かに お巧强 
のま 力 艦 比率 協定に 化 b 、 幾を 
世を ず かへの 道に 貫献 したので 
みるが、 をの 態度は いかにも、 
奥 おじ ものが 潜んで 居る やうで 
あつむ。 


するどい ふこ VJ は、 即ち 化 巧の 
がかを 化 進す る 所な であ ら、 を 
亦、 をを も をれ を呂的 どして 調 
印し じらので あらう。 

巧みは、 本な 約が 巧せ る條約 


斯 かる 巧 じあた . 


アメリカ 


のホ唔 じなる 段 際 不戰條 約が パ 
ジ ー じがて 調印， を 見る じ まつた 
ごい ふこ どは、 ゥツ ドロ 1 •ウ 
キグ ソン 氏の グア^ サキ ユ條約 
出馬 ご 共 じ、 世界 平 かおの 上 じ 
最も 記 協すべき 出 ホ 事で あらな 
ければ なら . ロ。 尤も 讀 者は 第】 
面に 巧 報した 條 約の 經 過に 徵し 
て、 これを 巧して ヶ 。ッグ 條約 
ごげ ぶか、 ブリア ン條約 ど稱す 
べき かに 迷 ふで あらう か、 をれ 
は 兎 じ 巧、 窮 一次の 提案 じ 於て 
は、 朽 等の 制限 も く 卒直 じ、 

總 ての 内を じがけ るず 議或 ひは 
筋爭 をず か 的す 段じ訴 へて 解决 
し、 巧/、 も 國策遂 わ 上の 目的を 
なて 巧 ふ贼爭 はこれ を廬棄 ずる 
どい ふを 言で あつた。 

併 かし、 これは フランス やィ 
ザ リスの 如き ' 理想ょ らも 實潑 
，政治を 重ん やる 國の 意見が 輔々 
- と巧换 され、 第二次 提案に がて 
_ は 幾 ホの 制限を 附 した。 哪 もを 
國八 自衛 權を認 いるが ご £ き、 
をの 化 《 ヵ^ノ お 約、 画 際聯盛 
の おぶ 讶蛮等 どい ふ條 巧が 抑っ 
た 箱め - し、 自が關 巧舘随 も擴張 
，され、 殊に 正式 調が 後、 0 シア 
ま那 をの 他の 列强 のを 化を も 許 
がする こどに なつむ ので、 一柿 
; の 世界， 储み ど。 った 詳 である。 

今一 : 調印され たもの が、 巧 際 
政治を 巫ん じ： ' 、 もの だけに、 不 
戰條 約を いを の ー 階 化から 見 
なら じ、 或 ひは をれ だけ 理想を 
低下した ども 一 占へ るが、 これを 
な 巧の トーから 見れ げ、 少なから 
中 俊 n て 居る どい へやう。 蓋し 
.いかじ 案を の もの じ 憤 化が あつ 
; て も、 お 巧が 疑問では 、おお、 
^巧等の役じも立たない のでゎる 
化 界のホ かを 數强す & ものは、 

I これを 樹贷 ごして、 差當 ら巧備 
縮 少を化 進すべき でゐ らう。 

か 論 この 不戰條 約が 成立した 
，からど 云って、 戦ず が おもに 浅 
j 滅 する もので 、或 ひは をれ 
'_ ご反おに、 を駐：^いろいろな立 
j 挽から、 このが めに をめ られた 
; ものを 解釋 する じな 違；； •■ い。 

I しめた 6 、 支那 邊 からが 裝閒题 
- なんかを 持ち出す H が ホらない 
ーども限ら ^^ い。 條約のあ义をの 
I ものに、 巡ぶ も 居なければ、 
; 遽小 . も。 いやう。 戚 もずる！ 

I 併 かしこれ を機會 f してを 國が 
~ 條 約を あら ゆ 飞機曾 じが' て遵率 


ど；； * ら ず、 常 じ 生きた る 理想の 
一端 ごして を 人類を 支配し 、 0 
て 人間 ど题 の 幸福を ち 進す る 機 
細た るべき こどを、 切望して 止 


まむ い 


專巧 外相の 熟柿 

.巧 次 巧に 落ら ろか 


表面 新黨は 反政府を 標榜す るが 
意外な 魂膽が 潜ん ている らしい 


■ ま 京 特電 二十 セ 日を n 旧 中 首相は 淺算 案の 服 保 じ 就いて 『ホ 
厳み 裝は覺 悟の 前で ぁるが 穂 極 的豫算 U 編成し ない、 黨內の ご 
た ^ は黨の幹部で處理する』 ご述べ首相は腰越で兰±藏相ゃ 
島 お 醉事長 ど會誤 後赏明 じを び 巧み 巧の 新黨の 組織で 黨內の 動 
がを 暗示し 巧な 氏の 新黨 クラブは 革新 黨の大 竹 貫 一氏が 乂黨し 
■ 反故 府氣み 鮮明 ごな 6 最初の 缘 想に 巧い 譲 員數じ 達せん ど 云 
れて 居る もの i 對文极 策を 旣じ 首相は 專任巧 相の 椅子を 巧 巧 
み郎 氏じ與 へんどして 居る もの i 如 （、をの 他の 候補を ごし 
ては 乂原遞 相、 を澤巧 支を 化、 小川 鐵 相、 林 權助巧 等が 擧 げら 


れて 居る - 


聯立 內鹽 か單 なる 入閣 か 


是 殿ら れわ 旧中總 裁の 後任 


る 


お 支强硬 かを、 思想 間 題、 則 I 往 ホが 衝ら たを 一時 中止 鎭 化の 


政 緊縮、 を輸 解禁を ま 看板 じ ま 
glllH 民政 C 热を脫 退、 したがが 巧 
みお 氏の 新黨 組織 醋をじ 就て は 
ゎ ゎを の 

特電 じを され 居る かく 
まお燈 のかく ぐる > 廻つ て最 
後の 蓋を 酷け るまで 1'i 恐らく 眞 
相 もがる まいが、 當巧 報じられ 
た 如く、 巧 巧 氏の 〔がを 黨敝黨 は 
何人も 意が どす る 所、 をく 寢耳 
じ 氷の 感あ 6 、 ' 事實 當本黨 系み 
幹部 じすら 謀ら や、 をく 獨謝巧 
朽ミ いふじ 化なら のが、 をの 間 
あるひは 隱 約の 閒 じみぶ 會 また 
は 一 

明 政 をの 他 ごのが 衝ゐ b 
た b ミす る も 何等 摇梅的 具体的 
のを 涉 じは あらず、 凌き 連鎖 脈 
絡の ない こどは 事 お S やぅで を 
る。 尤も 今春の 謠 を阴會 後一 部 
策 ± 、 。かんづ.〜 當本 篤を 某々 
幹部の 間 じは 滋 Ml : 無 樹立 計盡を 
目論見た もの あを •殊に 义原巧 
入閣 問題に よつ て 欧友會 內じ一 
大紛 媛の よき 巧る ど 典 じ 旧中總 
我の 信留 よぅ や，-. 黨 巧に 

失墜し ホ ^ る 狀 勢と。'' る 
や、 この 計嘉け おおの 刺 城を 巧 
け 運動は 5 - ! 具 W 化さる i の感 
あらし あ、 小':;^ 太郎氏 どの 巧 
巧 や 巧 ま 舊水幕 系のを ま會 ニニ 一 
幹部/」 ゆ 間に 巧々 會見も 巧 はれ 
じ 事 質が わつ た。 これが ため 舊 
憲欧系 反 政 黨お部 も 一-時す こぶ 
る狼狱 して；' 牌ん これが 蠻戒巧 止 
に 巧め じ 結果 昨今に ては をの 


形どな つて 居む。 しかもを のを 
::^ほ小泉策太郞氏及び長島隆ニ 
氏を 中必じ 明が 會 一派の 策動は 
化然 ごして やまず 

一方 旧中總 裁の お ホに 見 
巧 b をつ けた 政ぶ 會 の】 部 幹 都 
もこれ じ策應 してみ 期 總裁じ 巧 
ホ 氏を 擔 がんとの 魂膽 から、 直 
接 間接 じがが 巧 じこれ を諷 示し 
巧 も 巧 も 氏の おを 黨脫黨 を慾遞 
した ものと 想 はれる。 これに 凿 
してが 巧 巧 ィ‘- しては 次期 政權の 
目前に 橫 たはつて、 この 際 頗る 
迷つ たもの ， V おが 一定の 信を 
なき 人 だけ じ 成程 をれ もを ぅか 
位の 所で、 確た る 言質 も 目途 も 
なき；；^ がら じ拖 めて 輕 々じ 進退 
を ホず る-しまつね ものでは ある 
まい かど も 云 はれ 

な 巧 の觀る どころ をら 明 
瞭 でない が、 . がみ 氏は 少 （とも 
今 巧の 賊黨 じょ b 氏 自身み. 後の 
政治的 活動 お 專らみ 期の 政權を 
目當 ごして 集中す る もの ど觀る 
巧が ぞいが、 をのた め 一時 第一 ニ 
潔を 組織 するどしても、 典黨わ 
る 政友會 どは 相 當の關 巧を 持纔 
し、 適當の 機な じは 政友會 入ら 
を。 すので はない かとい はれて 
居る、 しかし 當 面の 

問題 S しては、 政ぶ 會ど 
か巧 ^;?^ る題目の下じか 、 る關保 
じ眞く かじ あち • か、 おお 政ぶ 會 
どは 政ぶ 協を を 化て を 協ず るか 
VJ も 親 測され て 盾る。 


ロシアの 野む が 現れた 

お 蒙せ 侵入の 陰謀 


最近 滿鐵 事務所に 達した 特電 

み兀 をに 外裴 をを おら 入れ 廳义び 一般の 靑年黨 ご 遮 じて 畫 
た 巧 農 あ S 、 更らじ 巧 蒙を 浸 I 策し、 と 巧 某 外 蒙を 政府よ 

入の 機を 媒ジ おた るが 本年 六 巧ーコ 。ン パイ^め 廳じ掛 し 外 蒙 右 



張 作霖巧 一し を 一二 巧動搖 する や 化 
の 機 逸すべ か b やどなし、 外溪 
ホ 政府を 使な して 巧 篆古コ 。ン 
バイ 方の 併 <3 を かて、 先づコ n 
ン バイ^の 掘 立を ホ おする 政務 


ごのを 併を 懲感 I 、 之を をれ ざ 
れば 武力 討伐を なず V 」 の 逝牒を 
壁し、 八 巧 十五 日を 限つ て、 を 
の お 答を 促が t 同時に 數 千の 兵 
を 
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動 其 力を 

物 吁ナ種 

ぶ J 


號ニ 十八な 巧 千 一 第 


扭 わで 衆 ip 巧な 郎 をの t 说郎 


【円囉 水 


日 九 廿巧八 年 S 巧昭 


接 I 隙 じな つて 顔觸 ゎの 變 巧を 
.'を-かも 知れ。 い。 

ソチ* デンの 7 マ' チ ユアた 巧 
稱 が も 愈々 化 過を 帷 U のを 封を 
で 円 微六阳 間に' けつむ 未み 裕の 

大震災 紀念默 藤 

束 京 特電 二十 八日 雞 U 入废 
ぶ 化を U のか 巧 一 H 午前— 一 
時 五十八 かを 期しを 市民 献腾 
ム W 時 じみを 通 機㈱ は 二 下 秒 
間 わ 化する 笠で ある。 

黄 鼠の 菊 松 捕 織 

で 京 特電 二十 八日 發 = 案 巧 
化 ホ 二十 四ヶ 所の 質屋を 荒し 
- 過った 前が お 化 黄 鼠 菊 ® や 

山が 松つ 五一) は 遂に 捕縛 ごれ 
こ。 

お師の 夫婦 必中 

ちま 特電 二十 六日 發 U ニ 共 
お 樂會社 あ 師理學 ± 中 か 
巧 ニニ こ 夫人を す (ニニな お 
レす 健康を 悲 巧して 鎌 f 必 
をし：；： がを 子 夫人は 文® ± 
み 木嚴冀 巧の み 壊で ある。 


宜吿を 下された。 チグ デンけ 化 
円み 貪 合 じがて モウ 一度資 化恢 
役 じ游 力を する ご聲 明して 席る 
が おして 協 會侧で 受け 入る かは 
を だ 疑問で ホる。 


卓上が 話 

シヨ！ の 皮肉 

U パ） K1 ド •シ 91、 玻 が^ 

ロゲー 下の 簿辕著 長 會議の お 上 
で 例り を氣揃 じいは （『なが 自 
勘 車 だ殺縱 しはじめてから、 も 
'つ ニ r 年になる が、 たつた ~ 度 
理官 W をな 玉を 噫 つれこ どが あ 
る。 e め 時は 一時間 二十と マイ 
瓜の 化を 速力を 超を てゐた i め 
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w06-6tll ><o,wo- wftpttlft •ミ asf- 

停革煤前通東 ご一了左侧^^階建 
日本 巧 船 切 巧 化 扱 波戶場 送迎 


が お 院域中 V む、 総領事館、 H 本 
致 船 其 他 銀 巧 大食 社 近き お 巧 

を 巧 •小： TV ホテ少 

純 日本を (特別 間 あち) 

御 一報 次窠 自動車 御 お迎申 上ち 
巧 ニ Ga 云 iia F San Fii 旨， 呈 if. 



朝 十時ョ ，巧 十一 時 

シ ヤブフ * タン シ 

ング邮 鉛 學校キ 業 

と衫 タマ 


野球 懸賞. 

ァ リヵ ン 及び ナ ヨナ 八 • 

ッ ー パ 戰 も、 前者は ヤン キース 
巧 ァ-レ テック、 巧 あは •チヤキ 
K ン 對々 — ダナ グの掛 降 ぶら 
が 白 お化して、 兩リ— グ共じ ホ 
おじ、--, n — スな 成績を 豫 想され 
r* 居ょ す。 本 化 じ おいては が 年 
の 如''-、 左記の 規を じょら て 邦 
< フ J ン 諸氏の 豫 想を 裳ら ます 
UI アメリカン • ブ — グご 
ナ；.； ヨナ^;,* リーグ選手權は 
どで チ • 一 ムが 、タ」 れ だけの 勝敗 
數で勝 もます か。 

で三應 募締蝴 九月 十日。 

で ニ一 ' 巧 方を 當 てた 人 じ爭覇 
戰；： ダ） ブ •シ ー ッ化 進呈。 
〔四 I 巧 ホの 的中な き婚 合は 
をの いづれ かを 當 てれ 人に， 試 
合一 一回を の レザ^ — ブ •シ^ — ッ 
化，；- 進呈し よす。 

【五一 的中 ま タ歐の 壌を 先着 
順 ホは をずに 抽黨 いれし ます 


0 

米 

陡 


を 話 プラィア ント 

八 0 と 九 1 八 八よ 一二 

新 E 特長 

が 育 巧 西 四十 四 T 呂 
ニニ！ 一一 八 香 ニ 一階) 
支配人 か 中 ま 雄 


ま 店 

147 百 aint A をき ま |タ N. 一. 

ぎ 置を ニ 養® 

ま 巧 古 rs. F. It ジ を， 


につ わが、 なをつ かま へれ 巡査 
はおの 名を 閒 くど 大 變蓄ん だ。 
盤 朝 6 新郎 じ自 をの 名 も おます 
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新 巧 巧 

.本樓 料理人 歐廉が 
お前を 渾 つて 日本人 
諸を の 嗜好 じ 適する 
巧 理を差 上げます の 
で 第と 街の 百 二十 ホ 

了 旨の チヤ プ スィ ぞ 

云へ ば 直ぐ U 本人 誰 
君 じは 判る 穏 好評を 
睫して 醫 ます® 

何卒 繁 々御 ホ 巧の 程 
希 上ます。 
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メ 1 グア ドン ス 〔年 一を 

東京 巧會 

ト ブンタ 巧ち まず 


ザ 上 金魚 巧 

芸 S 至 h Ave., N ミジ rk tl さ • 
Ph 旨 e Circl こ 73 巧 
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ント 物語り 


細 斷がお 來ぬパ 井 レ— ツ 

义ぞ 逝り 俊 勝 權が摇 いろか 


本社の 懸巧 乳が ペナント 踩化 
は 先 づ先巧 順 こし、 玻 後は をず 
な抽豁 どして める ので お； ぶを H 

郵送 をし じを のがい 人ら 

，ある •か、 ナン。 ナ八 •リ '—グ は 
_| 先 やおん 巧 ピヵー ザ ナ八ス の も 
のと 晩 まれて 居る もみ S、 な あ 
めき'-^ ど をれ こを 文字 迪 b 沿 
賊 的な 施 手を 路 口 て 居る ピッッ 
バーグ •バ キンー ッ巧 をを 逃す 
こ S は 出 ホない-- 即 もと 巧 四 U 
の獨 立をから、 去る R 帷り一 じ 至 
る 間に 化て が贼 常は 一二 十五 勝 十 
の 敗、 とみ 一 帷呵毛 どい ふ 比率 
で、 ち 入. ザの サ >. 勝 か 一敗に 比 
較 すれば 八の 勝が しピな b ち 人 
がの みならず 力— デナ 八 スやレ 
ツド •力 プスを 巧みて 居る。 正 
じを の 

本領 を 獲 滞して おる 靜で 
ある。 がら ば 今を 5 スヶ デュ ー 
心 式で ぅで あるか ご 云 ふじ、 月 
權 H は シン ンナタ 、をれ から フ 
キブ！ ブどニ N 試な 3 上 明 木曜 
：：： から ホ ー デナ 八 r ミ 一二 問、 を 
れ から々 ブス ど 牌 回 (をの 中™ 
网は H 曠 H シカゴで 試合、 勞慟 
然は 自己 S グラウンドで) 巧 巧 
の ホ 日から 化 H じ；： i わて 恶八キ 


で阴闽 、シカゴ ト 、ニ M、 一二り の 
ォ！ プン •デ ー ッ かわつ て、 ホ 
パ 十五 H の 街 シン シナ タ戰を 

最後に 武 S まじ 出かけ 
て 十六 n からち 人审ど 一二 回 じ 甘' 
るホ戰 をす る。 巧 もこの 招 じが 
てバ キン ー ッは 西部の 强 敵を 化 
手に 十五 巧 試を する 譯で 、今の 
势 ならば 恐らく 勝 も 越ず であら 
ぅど 云 はれて 居る が、 が 賊軍が 
遠征して 來る間 じち 人 軍の 戰ふ 
巧手は 左の 如き もので 巨人軍に 
ごちて は 稍々 

有利 じ 形に U つて 居る^ 

ダ プル •へ ツタ —スの ホい こご 
に 着目し、 譜者 はこの おを も お 
を じ 注 息して 勝敗の 豫 想を しな 
ければ ならない。 

乂巧 二十 八 U じ ボブ トン ど ニ 
ゲ I ム 、二十 乂 H じ 一 ゲーム 
一二 十一 日 じ 一日は 對プ グック 
リン、 ニ H は對 ボストン (い 
づ れもボ ログ ラゥンドで) 一二 
日から 五 U じ 丘 b 豐 巧で お フ 
キ yl ご 五 N 戰 、八 H から 化 
日 じ プグッ クリンで S 凹戰、 
十 H から 十一 二日 じ 瓦 b ボス ト 
ンで 八回戰 、十 お 日じボ 。グ 
ラ クン ドで ロビンス ご一践 0 


禁酒法の 勵 巧に 對 して 

ニ 巧； 血 千 弗の 懸賞 

自動車 會 社長 デュ ラシ ト氏發 表 
自動 革 事業家み 政治的 反目 か 


今や 世 じ 時め く 自動を がの 薪 
王 ゼネラ 八 •モ 1 タ ス の太黑 
化で ある ラ' スコブ 巧が 反 禁酒を 
を 標榜して ち莱 巧から 改 あの人 
とな b 民 ま 黨大統 锁依補 スミス 
巧の 選 擧お長 どなつ たこ どは ァ 
メリ 力の ビジネスを じは 非常な 
セン 七] シ ョンを をみ 
自動 审王 ブォ} ド 氏が フ ー ゲ 
ァ ー 大統領 期ぶ 窝め 副食 頭に 
なる じぶんで どぅやら 今度 S 
な 戦は 自動 単產 業が の 巧を の 
躲爭 であるか のかき 觀を をん 
で 原る が 

今度は 更 らじ斯 紫が じを の 人を 
らど 知られた ザユ ラント • モ 1 
タ ー ス の矜襄 デュラント がが 禁 
谐 をの 獅 巧に 離し 懸 裳を】 巧 お 
千 弗を な 出して 禁 婚法獅 巧を ま 
持す るフ ー ゥァ^ — をの 立 おを 應 
援 ずる こどに なつた。 ザ： フン 
ト 氏は 目下 パブ— 滯が中 じある 
_ が、 まる 巧觸 H 附を E：5 て 替胜本 I 
; 店に 海 带を潑 し 
i 今次 政 戰の火 網目 はげ# の 卿 
I 巧 ご遵 举じ關 する 閒 邸で をる 
I 即も リンコ ンの胃 带を雜 b 
一る U らば 巧が を 衆 越は 裝 して 
お K どしての 發 巧を みら や 法 
がに 服從 しない 人間 じ ま 配 さ 
る！ や 巧 やの 閒 趣で わ もが こ 
のあ大 U ろを の腳 巧に 對 して 
巧が ビクネ マ 巧の お 如 者が を 
が、 際が、 法の 跋删 をが てし 
を ひは 化に これを 懲嫌 しつ 1 


及んだ 事件は 

底 もじ 巧 長の 命み じ攸 b を 姐 
巧 長の 手を 經て檢 おなじ 巧 巧 
巧の 起訴を 求め 信 巧ず ボー八 
ドウ キン 等は 一旦 收監 後が 释 
を 照で 假岀獄 しみ ロ 裁 巧に 附 
する こご i なつて 居る が 
この 撫 事に 化ら 若し 巧 じ 者 及び 
負傷者が 一将' じを 社を 相 ホ 化 b 
損 雀 賠償 訴訟を 提起 ずれば 會社 
は 恐ら （破産す る r まるべ （目 
下 これが 圓 猫なる 解かに がて 協 
講中 でんる が 

越へ て 去る 二十 六 H じは 避暑 
をのを い キヤ ツキ グ 山嶺ので 
ンン ゲン-— で ロ 1 ド*— ト ♦ク 
リ！ クが 先日 巧の 大雨て 化濫 
十二 吹の 濁流 じが 流された 被 
寒地は 十六 哩じ 及び 一二 人の 郎 
死を を 生し 潰 害 高 約な 巧 弗 じ 
達ず ベぐ 二十 五の 橋が が 流さ 
れ 、約 一二な の 自動車 旅行家は 
かまが ほか 化生 中で ぁる ど。 

世界的 文豪 

ト翁 百年祭. 

曲がが 國 での 懼し 
新曆に 化る 九月 十日は C シア 
が 生んだ 化 巧 的 文 一 象で ぁる レオ 
ト处ス トキ おの 誕生が 年を じ 相 
當す るので 勞農 n シャ 政ぶ が ホ 
灌ご も 

丸 巧 十： n から 十 お H を ト少ス 
トキ 週 S してを 國的じ 化 人を 


ある こどは 眞じ 憂慮すべき 現 
象で わる。 

ごい ふ 立 塔から ラス コブ 氏 どの 
反 禁酒 おの 實業 あじ 向つ て 一矢 
をな も、 この 『禁酒法を 最もを 
をじ勵 巧すべき ま』 じ 就て 懸賞 
を 二で： 立 千 弗を 支出し を 慕す る 
こご 《 なつた もので、 應 裳の 規 
を じ 化れば 

懸賞金 二で 五平 巧、 ぞ 數はタ 
キプラ キター で ニ 千 語 0 內、 

十二月！ 日 前 じ ニユ！ ョ—ク 
S フキ スク •ビグ デンク 第二 

千 四な ー號 室に 宛てる こど、 
審杳 みお おな 降誕を じ發 をす 
る 0 

ごい ふので あるが、 ブグ ックリ 
ンの はま 黨賴釉 ジョ！ ン •マッ 
クキ 巧は 『菩冀 はこの 懸賞論文 
じ應 ずべ く旣じ スミス 知事の 禁 
酒 法じ峭 する 溃說を 部を 郵送し 
て暖 いた」 ど 語つ て 居る。 

脫 線と 洪水 

椿事 頻 々越る 

前迎 金曜日 午を お 時 S 十 かの 
ラ ッンユ •ァヮ ー じ乘 をを 滿載 
した 下町 巧 地下 鐵が タキ ムス* 

K 3 でァー をを して 間 も*' 信 
號 手の 誤 b から 第化輔 目の 别単 
が脫 線の 上 コンク リ—ト の 壁に 
街 おしてず 体は あ 二つに 切斷さ 
る i の 格 事を 生み 卵 死者 十六 人 
货 傷ま 巧を 人を おしを の 後 病院 
じ 化な 後 死亡し わるを 巧 五 人 じ 


禁酒 百人一首 

0 飲みつ ぶしが 逃げを しねる 其 
ゐ どは、 瑕ゐ b あけの 巧ぞの 
こ， C る 0 

0 落 も ぶれて 飲みな 達 も 遠ざか 

. 6、 人 こを 見えれ 巧は ホ じけ 
ら。 

0 人道の ためじ 禁酒の 宜傅 •か、 
け ふ 化を じじ ほひの るかな。 

0 酒 ゆえに 化 じ 拾 てらる \ 人々 
の、 あき じたえ <3 は 涙 だなら 
けら こ 

0 酒 飲んだ 元 氣も朝 醒めて、 書 
は 消えつ i ものを こを 思へ。 

0 飲み ゐ るく 留守には 獨ら泣 < 
妻の、 ね やの ひま さへ つれな 
か b け bo 


追慕すべく ト^， トキの 作品 
愛饋 をで をる 電氣 王ト！ マス 
エデ ソン 翁に も 政府から 渡を 
を 媛 憑し じが 

當化 でも 故ん の 息子で ある ィグ 
ヤ •ト グス トキを 委員長 どして 
巧留の n シア 入が (典を 黨の一 
部を 除き) この：：！ をが 念すべく 

ィンタ* — ナン ヨナ グ •バクスで 

巧 巧 十日 ト V ス トキを を擧 巧し 
作品の 朗讀 や音樂 等が ある 答で 
ト篆 敬慕 者の ぞい B 本を の 化を 
化み じ わたらての 偉大なる 文豪 
をを 彰 する 善で める。 

提琴 家 結婚 

新婦は 活動 佛優 

ヨッシ ヤ •、一 キフ ィッと をへ 

ば 本年 二十 八歲 どい ふ 若い。 シ 
アン •ジユ ー であ b 世界的の ゲ 
アキ ォ ブネ スト ごして 名 离い藝 
術 家で あるが まる 二十 H ク 
街の メ 1 フ ラブ） •パ ウスで 活 

動 ホ 撥 ど 秘密に 結婚して お 問の 
人々 を 驚かし てんる。 


新が は フ。— レンズ •ゲ ドア 

ご 呼び 活動が の 監惜兼 俳優 ご 
してを ある、 キング •ゲ ドア 
ご 結婚し 本年 化な S 娘を 持つ 
巧で わ b 兩 一二 年削じ 離が しじ 
締 人で わる か、 新 郞巧婦 は ニ 
週間 前 フランスから 同船で 歸 
米し 突が 結婚した もので わる 
キフ 五ッは 一二 おじして 提琴を 
習 ひ 初め 冗歲 じけ をく も 音樂會 
じ 出で 《 をの 天才を 叢 はれむ も 
ので あるか 歐 洲大贼 突を 當 時け 
兩親や 二人の 姉が ご ぺト甘 ダラ 
ド じあ b、 千 化 巧 十と 年 おめ 

てア メリ かじ ホら、 力ー ネゲ ー 
ホ ー たの 處女溃 奏會じ セン セー 
シ ヨンを 呼んだ 縷術 家で ゐ る。 
が ほ 彼は 震災 直後 じ 日本へ 赴 
き 荒 おて た 巧を 巿の H 比 谷を 
闆で 罹災民の 爲 めじ 音 樂會を 
關 いた 人で ある。 

7 總督 逝く 

日 獨戦爭 の敗將 

獨 逸バト •キツ シン ゼン 二十 

日發 n 欧洲 乂戰 中じ靑 島の 綴 
•督 どして： n 獨戰 ずじ關 係した 
敗胳 である 海軍 少將ア 八 フン 


ブド ♦メヤ < 


ツ少 •テックを 


は 本 H 六^ 四歲 を】 期 ごして 
逝去した。 提督は 千 化な 十一 
年 山 策 省^ 緻督じ 巧 命され た 
人で、 H 本の 最後の 通雕 あち 
しに も 頼らず ニ 欄 月 じ 直 5 媵 
渊灣を 死 ザした 人で わる。 
逝ける ヮグ デック 總督は 靑島戰 
の勇尘 ごしても 獨 逸で 廳 歌され 
た 人で、 千 九な 二十 S を、 秦乱 
した 獨逸欧 巧を 執政すべき 人物 
ど I て 一時は 增じ 上つ た 人格者 
であつ た。 總督の 巧 じ 就て 想 ひ 
おされる のは、 打 本よ b 最 .後の 
通牒を 受けた 當 時め 貴 言で ある 
「余は 余の 生きて ちる 限ら、 
而 し. て 政府よ b 命み を 巧け な 
い 限ら、 斷 じて 靑 島の 關 城に 
應 中る 能は ず』 

庭 球界 消息 

◊化 週巧罐 H lb 擧巧 中で あ 
つた 米 國婦乂 選手 權戰は 一昨 巧 
曜日 愈々 俊 勝 戰じ入 b 加州のへ 

レン •ゥキ グス對 ヘレン •ジヤ 

n プの間 じみ 戦を 催 ふし 六— ニ 
六— 一 じて ヘレン •ゥキ グスの 
媵 もどな つた。 ゥキ クスの 優勝 
は 最初から 豫 期された 處 である 
が 第 S 凹 戦で ジャコ プの敵 宇で 
をつ れ武巿 のへ スタ！ ホ 人の 棄 
權間 題は ヘレン •ゥキ 八 スの抗 
議ど むら 沈み 返つ ね 選手 權戰じ 
バット 波紋を 描いた。 表面は へ 
スタ ー 夫人の お瘍遲 刻で 委員 側 
は 止む を 得；：* い處疆 だと 辯 解し 
て 居る がぶ の 墓 じは ジャ ゴブの 
巧 親が 之れ を 倦 化した ので ある 
とて まだ じ 踏され て 居る。 

◊ホる ± 曜日よ 6 擧 けされる 
フオ] レスト •ヒグ じがけ る英 

ホ對抗 試合 番 化は 今の 處 ± 曜日 
じ 午を 商 半よ な 單 試を 一二 回、 
S を 一回、 巧幡 H 午後 ニ 時よ 
ら± 曜日 ご 同じ 試を 数を 僻す こ 
ど i なち ホ 國侧の お 塔 選手は へ 

ン子ッシ1、 ロット、 ンタ] 
グ アン ラィン 及び アリソン 等で 

をる が 巧 乂逃手 共 目下な 載を 選 
ホ權戰 じ出踞 して おる ので 巧 ひ 
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BROADWAY 


OPPOSITE 

i ST . PAUL’S CHAPE し 

AT VESEY STREET 



懸賞 募集 

味の素 を 裙ゐた 摔食御 料理 
の 作を ホを 黨集 しまず 

一、 成るべく 目 常の 御 食膳 じ 
ふさは しい 材輯を えらび 
しかも 實隙 獅厕究 にょる 

レ シピ！ 0 

三、 味の素 八 觀規廳 用に 就い 
r 廣く米 人の 趨向 じ も 適 

したる レシ じ^ 


iA 撰を 

么 賞金 
一等 
二等 
一二 等 
四 等 


が 么素本 細 料理 研究所 
紐 育 お 張 員 


A 規を 
締切 
發表 


金 あ 十 弗 
を 二十 お 巧 
金 十 弗- 
味の素 瓶 入 
一個 宛 


一人 
二人 
五 人 

殘を部 


昭か 一二 年 十 巧 一目 
同 十一 巧 一日 
本紙を 0 て發 表し 巧 時に 賞 
をを 贈呈し ます。 

原稿 英文 邦文 巧 御隨意 
一人に 付き 料理法の 數じ制 
限を 設けません。 

宛名を 山商會 

ホの 素 懸賞 係へ 

化 所、 姓名 御明 記の 事、 お 
稿は 一な 御 返 良しません。 


A 後援 


が 育 新報 
り 米 時報 


ホの 素 特賣巧 

桑 山商會 

114 互 ST 置 ihwT : N . Y _ c . 
Phone , fie 巧 ni 2 ニ 3- 吉 ご 


A お 巧 巧を 等 設備が 食の 盛 富が 巧 もる は 巧 紐 良 
の おが 親が 了 巧 ミ 共に なかの 語さず る おでず 
乂當お太ぞ洋航路ご一^精はを部苹が的を巧み 
姑し ました、 巧に を巧樣 のか さは 巧韻ツ — 4 
ス トサ！ ド 又は スナュ デント クラ ダスな 上の 
煩 値み 備 A て居リ まず 

® 桑 港 お 輒ホノ ググ經 お 〔正午が 机】 


i 


大洋 化 
天洋化 

コレア 41^ 

春洋乂 
西 比 利 盛 化 


九 巧 十二 n 
九巧サ 六日 
十冯ト 日 
十 巧か函 B 
4- 】 拜お日 


U 

B 

T 

S 

m 

U 

0 

T 

N 


A 


: ® シアトル お 帆 【午が 十 時 お慨】 

橫溝見 九 普 S ^ 
加贊丸 十 巧 二十 0 ^ 

® を舆货 B 本 巧お视 ^ 
湊 ああ 九 巧 八 9 
如 茨み 賓が 一 S 
▲趙育 お 桃ち を 馬經を B ネお皆 物が— ち ニ 卸 
A 錢 道切珠 i 券 其 化 萬 ホお德 をに 御 あかを ザ 
▲太 西洋 乂總 がを が乘 が 巧 巧 御 便を じ 取 計 ミず 


移 轉廣管 


® 學 博* を 盾悅彌 

- I : 小を 儀 
今般 左記へ 情 じ 設備を ご； のへ 從前华 通 b 關業化 わ 候 間 何 呼 
引 綾き 權变 說を赐 はら 度く 不取敢 る 韻 上を おて 御 報 申 上 候 j 
尝 7 west 、 9 皆 d 齊 reet , Ne ^ jilork ご ty 

lelj 幻 iverside 冀裂 


ラム プ义び シル クシぶ IF 

製造元 卽賣 .す 塚商會 

至. Y . H 川 TSCKA CO . 

15 左 es 5 th 式._尹 U 吾ぎ Chels 泛苦 3. 




▼郷里 送を ぶび お 送を (無手が 巧 r 外围 
巧替賣 買、 荷爲 おお 結 取な、 信用が 巧 
巧 等一胶 銀行業務 御 便 おじ 取 巧 可 化 お 

$ 賦臺灣 銀な— お 張 所 

本 巧 辜 お襄化 

支な 巧を、 横 巧、 大阪 、神戶 、上 お、 巧 

ロ、 福 州、 度 巧、 灿 頭、 香港、 廣 巧、 巧 

慕坡 、スぅ バヤ、 スマラン、 ベタ ビヤ、 を K 

々グ カツ タ ，倫を、— 其 外窠巧 十 巧ケ所 

一、 資本を 壹億圓 (を 额挪这 巧) 

一、 梯 立を 乂千化 巧 五十 萬 巧 

內地本 支 巧 = 横 お (本 巧) 巧 京大 阪 
神 巧を 綺下网 名 古尾 

.橫濱 ぶ 金銀 巧— 支店 

ホ 固を ま 巧 U を 港 羅# ホ 巿巧哇 
其 化 世 巧が 固 重要 都巿 二ち 巧 皮 n グレ 
スち之 校 


本 巧 大殿化 お 五 了 目 
な 育ま 巧 紐育ブ 0 1 ドゥ 五！ な 巧 十九を 

懿 住ぶ 銀 巧 

日本 內 (東京、 横 お、 名古屋 、を 郁" が戶 
お 尾ノ 道、 廣 島、 お、 柳 巧 下ノ關 
がまぶ 門 司ぶ 倉、 巧 化、 博 多、 乂留乂 等 

本國 預金、 鄉巧 をを 等は 極め 
て 御 便利 迅速に 御 お 扱 可 中 お 


本 巧 朝鮮を が 

まな 出張所は H 本內 化の 樞要 都巿 、朝鮮 
滿洲 、支那のを 地 及び 浦 捕 巧 お 

朝鮮 銀な 紐 育 出張所 

外 固爲替 一般 おが おなお々 御 便利に 取扱 可 
中上极 


藤本 證券 會お 

一般 巧が 証な ノ巧 貫、 引受、 慕 集 

A 金融、 が ニ 之 ニ 關スグ 一切 ノ 業が 

S 藤本 ミ 7?? 銀 巧 

紐 育 出張所 


淘诚 語、 雜 貨卸資 

森が ブ タザ ー ス 


巧貨 陶碰器 

ドライ ク^ ^ ズ卸資 

太 洋賛易 S 會な 

ま巧ボ がを、 ボストン 


晩 香 坡每ニ 遇 一 固 出帆 

▲ユム プレス 加が 太 三 六、 爱 0 嘴) 

化 巧み 日 

▲エム プレスを 巧亞 0 男 ふ 呂 お) 

义月か S 

▲ゴム プレス 盛細亞 (吴 •星 0 增) 一 
十月 十 .！• 日 

▲ェム プレス 加を 太 (吴互 00 巧〕 

十一 巧 一日 
一等、 二等、 一二 等 及び 下等 客 設備 
愚大 、善美、 最 巧を のまげ がむ 船 


日本 郵船 會社 C 並 ニを 鐵道會 社). 

代理店. 片稠觅 弟 蘭會. 

乘 車、 乘船 巧な 並に ホ 荷物 運送 解 巧が じ联摄 ホし ます 




お 堂壽化 消息 

目下 羅府滯 な 中の ま 巧 石を 蕾 
化は まる 二十】 H 午後 八 時パサ 
ダナ ホ じがけ る ニコ 作 ソン 女を 
邸 じ 於て 南西 博物館 長シ ユラ ァ 
階 ± の おか じ 依 b 席上 『柿に 雀』 
其 他の 撕毫を 試み ニ 巧の ホ人會 
ホを 驚嘆せ しめ わるが、 當 巧は 
中 澤健敎 巧の ロ 本書に 願す る講 
おも あ b 非常の 盛 現で あつた VJ 
るふ。 因 じ同壽 伯は 九月 五 H ン 

ヤト^ お 帆の アフブ 力 化に て歸 
朝の 豫を である。 


大 江み 史着紐 期 

まる 九日ょ b 十 化 H まで ホノ 
グ 、じ 開かれた 化 太ず 浑 婦人 會 
議じ化 まの 一人 ごして 巧 席せ る 
を 京 家政 學院 々長、 ホ题 家を 敎 
育 視察の 爲め まる 二十 二日 マ。 

ちじて 桑 港 着 本 巧 下旬 着が の 
豫 を。 


旧 尾 時 雄 巧 願 業.. 

本年 一 巧な ホ獨逸 及び 瑞西じ 
於て 研學 中で ぁっね 齒巧醫 旧 尾 
時 雄 巧け 最近 歸 紐し マン：^ ブタ 
ン 街义番 {な T 目と 巧 一 T 目の 
間) じ 於て 酷 業 診療 じを 事し つ 
つ ぁず ど。 電話は ァ 々デミ ー 五 

を と番。 - 

ク ◊ 

I 一 眉 本 巧 タ—が I 

◊ ク 

締切が 育 本 巧 午後 八 時 
日 幡义を H は 午後 五 時 
化 化 一 H ビクトリァ 經由 

五ム プレス •ォプ * 加 おを 巧. 

化 巧 ニ U 桑 港經も 


ブン .シ デント •へ ィス 号 

九 巧】 目 沙潘經 を 
靜树义 

丸 巧 111 H 沙灌經 由 

プレジデント* 

クリ I ブランド 号 

WHMNMH 

•をが ザと 氏歸朝 中の 巧倉热 
績 株式を 社 紐 育 出張所 長、 五ム 
プレスち フ 亞細亞 ちじて 加な 太 
媛 由 化™ i 歸 な. 

•八 谷て 義巧同 夫人 台 灣總督 
巧な 外 巧 兜 員、 獨 遊ょ b の歸途 
二十 四り 着が ホ 月 十五 H 迄滯な 
♦影 滿化お 氏 長 崎 醫大敎 お、 
文部省た 外硏究 員、 同上 
♦法 难祀官 補 グリン ストン 大 
學巧學 ん-の 同氏は 當 かを 府犬使 
舘じ 巧"' 

♦大掘 记巧歸 朝 かの が 師 、ま 
る 二十^日 沙港 着の ァフリ 々化 
じて を I 岡 伴】 兩 H 中歸 がの も 

•客 巧な！ 雄 巧ジヤ バン •ジ ー 

リスト' ビュ 0 1 巧 員、 今秋 御 
大禮 の- 會 じがて 『 U 本 紹か展 
覽 開設 莱 J を 携え サイ ベリ々 义 
じて 桑 常 經も义 巧 初 巧 着が 巧 善 


挨 

九月 一| 日ょ b タザ 經驗の ぁる 
腮 利み i の 日本人 驟 人を 雇ひ乂 
れるお でなら ました、 就て は 
化た I ； の 標に御 お樣を 待たせ 
る樣 公事は 御座いませ や辖々 
勉漂|?しますから化變らホ御 
蟲負 ジ^ 程を 願 上 ばます ^ 

i 淸理髮 尿 

_ 蹈闽 十一 ニ 了 目な 番 


片禍 スペシャル 


义巧號 

を 娛樂雜 誌 

ホ じ 

英譯 ■ 
不如歸 11，00 
を 色巧义 一 •四 0 
巧ち やん 7 六 〇 
肉 彈 一ス 0 


化 桐 兄弟 商會 


東京 商 會轉吿 


九巧號 

講談 クラ 7 
文藝 クラブ 
キ A グ 

富 ± 


160 
ー呈 0 

星 0 

一-去 0 

盖 0 


ぉ^2 東京 簡會 

i 晋ぞ N . V . C . 
を- Trafa 霉寅置 


ブナ ゾ 4^ I の特を 

H 本人の わ 賢 if じ试 特巧掛 員を 羁き無 
料で 御案內 致？ f 電が义 はお 手紙 次第 御 
訪 間して 御 便，. 於を 引ら 初めての わ ホ じ 


蜀 しては 時 じを 

立を ち 願 ひ 升、 


恵^し まずから 是非 お 
を W 配 速は 勿論 U 本 其 


化を 地 宛の お 農物导 送は 常 ホで 致し 升 


ジョンす すメ 


力 


資本を 壹 億 圃 
拂込濟 資本を 六 千萬圓 
搞 ホを 六モ をち 萬圓 

能 赋ニ弄 銀 巧 —支店 

ネ 巧を 巧 ホ 日本 橋隔 本を 崖 町 五を 地ー號 
支 巧 小椅 日本 橋 乂の內 金ち 橫巧 
名 古庭 京都 大阪巧 尖 反) が 戶 
廣な下 隅 巧 司 若松 廃 岡 おが 
上 おお 数 孟貫阿 水 


おお 乂巧替 .軍 信 送を. ホを を' 旅行 信用が 
巧 業 信用が 其 化 一般 毁巧業 

A SS 蒙 銀な— ま 巧 

徹ぁ 送を" 日本が 地 無 ホ おが； 理を化 扱 
本店 巧を (定期 通知 ノ 二が) 御 便利 取扱 
本 ま 巧を 京 (本 巧)、 火阪 >がタ 、京都 
所 化 地名 古盧 、小 博、 上 お、 お 致 


シア h が ぉ 帆 (午前 十 時) 
あふりか 化 化 巧 お 日 
あら ぞな化 化 丹 十と 日 

ばけ 寸か (坡港 化邮) 乂巧廿 五日 
► 1 孽 镇漠一 化 五 巧 

化 L ば W す 化 るん でんかは 一 五 左 巧 
▼一二 等 0 本 巧 五 置 ホ 客室た を 遣 家族 室— 
▼御を 望に 巧り 一菩 割引せ 復切巧 發朽敎 可 候 

ロスアンゼルス ぉ 化. (午後 一二 時) 
さんごす 化 九 巧 か 四日 
まじら 化 十一 巧晉 

マ-害 橫涅ニ 1110 巧 化は わい お i じ*' みー亞 巧 
►培 別 H 等 日本 巧 五十 化 巧 マー 二等 目 本 巧 立 十 置 巧 
►み 淹羅 なお 漁 車 切 巧黨窒 を 購入 御 幹旋化 りお 
細 ホ 円 線 パナマ 經由曰 本ち 那行货 物が 巧 一回 


精々 勉强巧 仕 御 引 立願 上 喉 

陶磁器 雜 貨卸寶 

春 旧廊會 


白 本陶破 器雜貨 頰卸賣 

ザ 元ブ タザ！ ス 


日本 陶媪 器雜貨 
ラ厶 プ卸賣 

奈良 貿易商 會 


H 本吳服 反物 キ モノ 
テ— ブルク ロ ー ス類 

諸雜貨 卸商 
懿 日本 ドラ- グ 1 ツ商會 

特が廉 價で大 勉強 新 流 わは 當 店の 特長 


H 本陶叢 雑貨 

ドラ 1 グ ー ツ 逊販賣 

錄試 巧 木 桃 ザ 組 
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這 ミ 毒 ■!, ミ P - ミて ち 一 J 一！ 


昭 

和 

H 

が 

八 

巧 

廿 

L 

曰 


水 

曜 

H 


M 



新 

を 

ま 


巧 

- 

千 

唱 

巧 

八 


號 _ 


フ M — ヤ ヘブン r 訪れて m 


深い W 印象を 學生 一巧に 輿へ た 
學 II 長 中が 嘉壽 


一！!^ はウキ ツチ フす — ^ 

ドぷび ブラゥン 兩 翁の 藍 前 じが 
育から 特に 持 送した 誰 謀 《木の 
が恤を 揃へ て嚴 かじ 額づを まし 
わ。 おはを n のかく 物質的 能の 
化 じ、 漸 （すたれ 巧く 恩 兹の觀 
念を 嚷巧 するど 同時 じ 今な 兩國 
家の 巧 じち ど、 人情 ホ 面から 考 
へて したので す。 之が 恵 外 じ 萬 
ばれまして バス じ も、 をが にも 
町 役 お、 學 校、 旅 お、 道路 凡て 
じり 义の 園が を 飾つ て 巧々 を迎 
へて 吳れ ました。 裳を が濟 むご 
クキ ツナ フキ） グド兩 家並に 昔 
中 洛菊お 幼少の 時 通つ た 小毕校 
の 跡、 子供 也 じ 常に キャン •子ィ 
を赏 ひじ 化つ た 家 及び 數哩 の郛 
かじ ある ゥ 家の 農薦じ 昔ながら 
のをを 訪ねました。 化 二階の ニ 
番目の おの ぁる 室が 萬^ 部 巧の 
化んだ 室 だ ど 敎 えられて、 巧/—； 
I も 言 ひ 知れぬ 感じな たれょ しわ 
j それから 中 澄 翁の 事を 一知つ て お 
V 唯一の 

^ 老人 ポツタ ー 」 言 ふ乂か 
I ら當昭 の 事を 閒< お， c | で 訪ね ま 
; しむが、 九十 餘歲 のを 人で を 達 
i の 巧る のを 樂 しんで 屋 たを ぅで 
すが ニ sn 前から み』 衰 菊した 
樸 横で、 下 巧 お 速が がね た 時は 
祕眠 中で をつ たので おすに 恐び 
や 語を 殘 して まらました。 恐ら 
T 化 老翁は 化 儘で 幾，！： の 餘命も 
一一 保てまず まいが 話を 陶 けず じ惜 
I しいぇ をし 主した。 サ を-時 頃 
I じは 町の 招待で 化 地 A 獨 持の ク 
ラムべー クを やつて ちがを 鼓を 
一鳴ら して 居ました。 クラムべー 
j クご d 贝や 魚、 瑕 だ V 」 を、 燒い 
! たお ピが草 どで ニ 時 軸 泣 蒸して 
:料埋 する グリ ミチ ブな 方法な の 
; です。 か 後は 補敏！ ：關 する 巧 物 
お 並に をき 餘船モ ダンを をが 


总 グリ ー ン 大佐が 化餘る がまの 
一部を 投じて おがを 埋立て 

公園 じする 傍ら 之が 爲め 
じ 年々 一を： 五 千 弗の 維持 费を支 
出して 居る の だを うです。 世界 
を 凰から 見物 じ ホる をが ぞく 昨 
年中 じは 十一 巧 お 千 人の ホ おお 
がゐ つたを うです。 化は 疲れを 
擦す る爲 めじを 後 自由 巧 動を 取 
らまし わが、 化歎迎 中は 化 ホの 
新聞記者 悉く かき i らで 、ボス 

トンからは デ卞 パン ソサ ィチ） 
の タッ. ハ！ 巧 並 じ クリス チャン 
モ こト！ ァの記 若 ニ 名が 迦 へて 
吳れ ました。 こ i の 歓迎 中 特に 
學生 達が 喜んだ のは 0 ! デャ 
ス 巧が 脊附 したを 開 蓮 動 鷄じ小 
學 校のを 巧 約 •五六 巧 名が、 手に 
ず じ 巧れ も H ホの 閱 旗を おら か 
ざして 巧々 を迎 へて おれた をで 
す。 必ず 彼等の 艦な には 深ぐ 化 
訪 巧が 刻まれる でぁ b ませう 
なじ i 場の 講演を/ 一言 ふ 2 で 約 
十を 閒巧わ 話を 致しました 

々 フで！ ア ヘブンを 名 
殘 惜しく、 ヶ 氏ゃブ 巧の 家族 一 
巧じ駐 送られて ボストンに 着き 
ましたが、 ■巧れ も フフがー ァへ 
ブン が氣じ 入つ たと 見えて 二人 
程は 阅 化の、 J ィス ク！ が じ 入る 
どを ひ、 一人は 自 をの 弟を 送ち 
じい VI 言つ て 居ます。 環境の 幽 
遂 U こご 人 巧め 純が ト 丈と 宋図あ 
數の窩 豪を n i デ ャ^ — ス (スタ 
ン ダー ド 巧 池を 社の 副社長たら 
し 人) 氏の 菊附に 彼つ て 飽じタ 
(類のないを 校 設備な でを 見て 
は 誰でも、 をん じ 親しみを 威 や 
るのは 己い を 得ない ミで せう。 
第二 等 一二の 萬み 郞を 出す 奉 ども 
なれば 誠 じ 化合せ の 事 と考 へま 
す。 因 じ 記します がを 共の 一治 
の 宿泊料 j 切を フ 3 ! ア ヘブン 


谣保 がし あ-るのを 見を しました I の 町が 貧擔 して 吳 いたので 電わ 
が あ。 へ デー •グ J — ン 夫人の j 重ね 恐縮して 居る 巧鑽 です。 


萬更 を 狂 だ ごも 言へ 化 

新陳代謝の 原則と ゴルフ 

祈 進め 福 本が 大 お宮 崎に 快捷寸 


H 本が 巧 協 巧の 入 筋 巧ら 漸く 
進 わで セ''、 フヌ ィブ 八 じ 接 あし 
^ て ホた が、 巧 一二— 十六 人 紐では 
设がじ S 巧を 破っ，」‘ 乂 倉が の离 
一二 ニ 巧の 勝は おおな、 お 巧を 破 
- った T おがを 破って S をのな が 
: ごか 戰の結 おながを 指して 準 緩 
I 戦に 進み 次年 巧の' ィン デは 恐ら 
, < 十八：' 巧知 ど 的た >じ昇 'りさぅ 
な 勢を 本した。 ロ义ホ 糸の 小が 
VJ 一二 かの 彼が どは り 幡ブン デン 
I じ 於て 戦つ たが R ブー ニで 小が 
の 勝 ご ub . 一一 一 銀 支 巧 狂 裔木ど 
岡 副 支 巧 お 山 n どの 勝を は九ッ 
! とどる ふ閒遥 のない お 挺で 山 
ロ お 小が の戰 L がっ ゎか、 バン 
デを ぶ 率 どす' れぶ山 ロの 勝を を 
おせしめ 巧る むら 带優戰 で 山 ロ 
對 商の 顏 みせ どなる であらぅ。 
义なニ — 一-六ん糾でけリ ンデ 
ンで巧 木の 离 橋け K 濟邊を 四 
ッ ー ニで が たから 巧を 破つ 
た 傑々 が 她ご戰 つてが 後戰じ 


入るべく、 一方 郵船の おがは 
ボ ー ナ ゴス タア じがて 森が 組 
の 中 山を 一二 アップに て 破 b ニ I 
銀の 禪 井は レ； ク ゥッド じが 
て 傑ぶ 遠 藤を ニ アップ じて 破 
ったから 西が 對碟 ホの 取組と 
なる ベ/、、 おし 禪 ホの 勝 どな 
れげ媛 勝 戰は島 橋對礫 井の 取 
化と。 b をが せな けいば 當然 
第一 i 十六 人 紐に 入るべく し 
て 幕下に 落 もむ 离 橋の 名擧恢 
俊 ご 云 ふ 順 巧'‘. なる でみ らぅ 
，第！— 十六ん が 哪ち 選ず 權巧奪 
I 轉 d 最 巧から 顿 ホ 對お 野、 福 本 
巧 H 波邊 、福 山勒柬 などの 好 取 
組が もつ たじ 拘 はら 中 H 渡邊、 
巧の デフ ォ片ト が あってが 球 巧 
が 家を 失遵 がしめ たが、 化 巧 a 
化阪 井を 破 bT が 巧の 棄權 で旣 
I じ 喉 滋徵盤 じ おつて 巧し い 顔を 
I して 巧る。 福 m お 来の 奸化 化は 
I 取の 楽 極で 福 巧對雜 畴總術 率の 
がな せ ごじつた が、 ンデ 及び 


近 ホの 成 煤 lb 瓶れば 福 田 じ 八 
巧の 勝が ぁ b 、 あ々 靑葉 をの 勇 
將松巧 ど セ ミフ ワイナ^を 爭ふ 
i ど U るで あらぅ が、 化處 .蜜 か 
山 か 判然せ や、 がる じ 新進の 福 
本は まる 日 幡日大 將を崎 ど释伽 
幕 遜 じ輸藏 を爭ひ 

最初の 九 ホ！ 八 じがて 福 本 一 
ダウンなら しも セ ユン ド 化 ホ 
! 火 じて 福 本 一二 アップ ごなら 
宮崎 をして 盛が たらしめ むが 
午後の フオ； スト 九 じ 入ら 福 
本 巧ら じ 一二 ホ ー グを 占めて 六 
アップ ごな を 南風 競は 中き 崎 
は 第 十 ホ！ グ じて 巧び 一 ホ— 
作を 失 ひ 福 H と アップ じ 進み 
たるが 流石は 宮 崎、 顏 勢を 挽 
回すべく 奮戦して 第 十！ ホ！ 
少は街 ごな む。 を じ 巧て 爾 
本は ド ミよ!^ 權た譯 でぁるが 
第 十二 ホー 一八 じ 於て セ アップ 
五ッ —ゴ！ の 結果を を じ 福 本 
遂じ當 崎を 破つ て フワ イナが 
じ 入つ たを 

化：： 一宮 崎の！ kb 頗る 惡< 、福 本 
の パットは 拒 確を つスブ デイな 
らしは 宮赌の 化 巧 だ ご 觀られ て 
居る。 を じ 就き 非炼會 員の 某氏 
は 語る 『本年の 大 競技は ぶ 幸 あ 
靖の爲 め 第一 日 じ お 鼻を がられ 
た氣 がが ぁる。 當然祭 一— 十み 
人 組' し 入る ベから し圓于 がを 第 
しねり して 意外め 番 巧は せを 示 
したが、 棄權 數のタ いのは スポ 
ツ の立虔 から 觀るご 甚だ 遺臧 
じ 堪えない。 弓 巧れ 矢盡 くるま 
で戳 つて 往く 巧に 意義 も をら 進 


日. 會の舟 遊會は 

九 巧 二十 HU (日曜} 擧 巧され 
ます。 巧 符ごプ 0 グラムは 不 
日 配付の 運び どなる 篱 です。 


ず も ぁるの だ。 而も 阪 ホ、 宮腑 
み 兩太 おが， 蠻を 並べて 松 巧、 福 
本の 爲 めじ 磐され たのは 萬あ番 
巧せ ではぶ く 新陳化 謝の 巧が じ 
支配され 一張を ちて 天下の 秋を 
知る じ まつた のでは ぁるまい か 
孰れに せ- {が 育が 入 ゴ^フ 巧は 
庭球 巧 Vi 共に 新が を 加 ふる 王」 ご 
?:>つねのは輸快でぁる』 云々。 

若 尾巧擔 宴’ 

ホテル •プラザ じて 
滯が 中の 實業家 巧尾鴻 太が 氏 
はまる 二十 四 H 巧 紐のを 立ちた 
る 人々 を か テ 八 プラザ じ お 呼し 
て 盛宴を 張つ わ。 デ ザ ー トコ.— 
スじ 入れる 頃 巧は 起ちて 約 十二 
年 前 滞が 中の 所感を 陳べ 『をみ 
の 渡 ホは 病氣靜 養を、 を 父 じ 化 
てホ國 がを のち 頗を 訪問し 舊 
巧を 溫め 互つ を 巧に 資せむ どす 
じがなら 中』 とて 感觀 じ挨楼 
を陳 ベ、 齋藤總 領事は ホ 賓を巧 
表して 謝辞を 陳 ベ、 鳥 見 ドク ト 
は 化 年 新 井領 一郎 氏の 紹 かじ 
て靑 年の 巧 尾 氏 ご脈懇 じな つた 
歷 をを 述べて 巧の 人格 どず 腕と 
を椎稱 した。 午後 化 時 撤宴後 別 
室に 移を て 歡談時 餘摇况 裡じ散 
會 。當 巧は 新 ホ 領 一郎 氏を 始め 
化 旧 お 軍 監督 長、 高 橋 砲兵 大佐 
お ロ大お 事務官’ 中 川を 河鑛業 
食 社々 を、 化 木、 吉 旧、 鳥 木、 東 
巧 木、 冷牟 旧、 石 各、 石 巧、 旧路 
龜 ホ、 風 間が 化を 支な 長、 山帖 
おぉ、 一二 巧、 を 永、 小 栗の 諸 巧 一 
雨 新聞社 化 表 等 册を名 出席した 

/;v 
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巧 hr ぶな }! なが 巧を が imwi 


SATURO が I な 巧 EM 化 R1 1928 


f 散う み _ のみら 

Hhe Way of cme 

历 y 内 d _ ith . A . 

n 本 M 人の 淸 くして 美！ 一い 節操を 化 ごして 化ぶ ずるのは 疫跑 
4;>楼やがおではなく餘を0まだ去らやらぬか巧の巧じ嚴霜をを : 
いで お （『梅」 である ごぶ ふの が 萬まソ ーャァ 女を の n 本が 人 I 
おであらが 女を は H 本の ホん どして 巧く U 本 蹄 人の 淑徳 K がが 
し貞締 の 傅說や 近な 出で などの 戚曲じ も おじて 居る。 

吳 义小說 『うめのみ も. 一は ホ 人を をぶ」-- の 一人娘 じ、 時化を 
明 あモ政 維が 前 じ、 而 しろ 法 面を みお 道に 採つ たもので 容お淸 
健、 筆致 典雅 讀港 をして おが 英文で 垢 琴の ル 說を讀 む 興趣を 惹 
き 起さし める。 I 

英文 小說 『うめのみ ん』 は松キ 節ず 壌に デ ジヶ] トし たもの 
でを 文は ちを なを グリフ 幸 スち巧 4 HS 笨 r なら 裝喊巧 魔 家庭の 
讀ら のどして 又は ホ 人へ 《贈答な として おがの 一書で ある。 
放て 江湖の 一 請を 後 通 一る 

鄰稅振 部 ニ 典 十 仙 

f 狐 補 I' 紐 背 新報 社 


王化 廷 依然 豪語ず るを 

.曰 支 交渉 U 近い 內 


着手ず ろ 


H 張學 良は 十一 巧に 靑 天ら 日 旗を 揭惕 ずる H 

を 京 特電 I 二十-日 瑶^ 柄を より 達した 特電に 化れば 王正廷 氏は 濟巧事 かに 關し 巧し H 本に 誠 
お してが 巧を 急が；^ いじら ば これを 固 際 聯盟 r 持 も ホす ど戟剛 （、一方 化 巧よ ちの 報道は 張 
を おお 軍け おか 巧 お 軍 じ おし + 一片よ 6 東 一二 お 一 帶じ靑 天 6 H 旗を 巧揚 する 旨 確答した ごの 說が 
高ぃ、 がは 歸钟 中の 矢 m 總節 事は 九月 八日を じて 上が-し 歸 巧す ろが 濟巧 事件 も 支那 側の 巧 ホを を 
れて 巧.、 巧涉 じ宿モ する 桜 巧で ある。 

束 京 特電 か 日 お 巧 H のぞ 阴閣 哉に 巧て n 专 化み 閒 强じ關 して H 本は 支那 宫 身が 條 約を の も 
のを 灌泌 して お 巧を かォ るまで 待つ こごに かおした る'^ ち 那リ腳 秘自キ 愼實施 じ 先 ホ も巧强 の 韵 
ち おお 動かを 化 おすべ （ U 本よ b 進んで 润强 K 描 溝す る こご じ；：* つたが、 支那の 総截あ 司で ある 
巧 換人玉 ドブー ドに •レ 神々 じ 事情よ b して 辭 職の 恵を 独ら しお b 、 タか 氏の 補佐役で わつ た 日 ネー 
ム：ド本席再にこむを巧避{ ろにまるでみらぅど觀测されておる、 尙は今朝のまをり日新聞はお說 
じがて 『遺 槪タ きま 抓 統一の 現が』 ど 曙して 『化 巧の 一段を じつぎ 革命 完 巧の 爲め にな ネベを 事 
をは 化い；； .ぐ 多い' 邮 して-それには 巧 ど 云 て も 軍 間の 貨 如を ど 革命の 諸 元老 ごが 協力 一致して 
お 山の 人 巧を が废 ゼホ撤 な么シ 維持す る こどで わる、 お努 。隣 巧の 請 ごして 之を 巧言す る』 一ぶ々 
ど 論じた。 

■約が 滿期 どなつ たを 國 ごのが を 
ど 通 お 關係繼 お め 意に 外なら ざ 
る， とを カ說 しれもので あるが、 

ら は 舊條約 か 六 項を 晒 
じ 條約權 のが 在を カ說 して 新 通 
商條約 締結まで をの 効力 あら ど 
し 麾 々避 去 じがて を 渉を 希错 
した 點を カ說 する じ骑 して 支那 
側では 日本は 故意に 談 巧を 巧げ 
て 居る ごま 張して 居る ので ある 
が、 これは 單 なる 政治的 懸 引で 
王 正 姪 氏 どして は 政て 礎 時辨法 
を 適 巧ず るの 意志は な V かこれ 
を 道具 ミして 日本 じを 渉 せんど 
— ^ 、 H 本も遷 涉を觀 ずる もの*^ 
慷約第 かみ 項を 循に ホるべき を 
'がを 

有ず じ 導かん ごしつ ミ あ 


臨時 辨法 撤去 要 ホ 

日本み 對 支あ涉 根本 ホが 定る 

東京 お電廿 九日 發 ==4 方 巧 駐支を 化は おゥ におを 侧の要 ホを 
をれ て巧涉 じを ホす る ごしても 南京 側 じして 豫め 随骑辨 をを 適 
用し。：， ごみが 証を をけ たる 上なら では 應 じまい ご觀測 さる 0 
まを (聯 を】 甘 九日 發 確かな 石 筋から 波いた 情報に 化れ 
ば U 本 政が はお 巧 政が 心耍 ホに 應じ てず 日 條約改 許の 正式を 涉 
じ眷 手ず ベ.、 政府 ごして は 今次 南京 政府の 述 牒^對 して 回答す 
る’ とは 树は兩 闕の紛 巧を 横大す るら のどして 看 遇する 簿 である 

確固たる 政府の 樹立を 確信す る 


ロ 本の 立場 

東京 特電 CI ユヨ ー ク •タ井 
ムス 紙】 廿 A 日發 H まる 八月 八 
日酣を おて 南な 政府ょ bH 本 じ 
おて；：^ 條約廢 葉-し 峭 しわ 

固 答 はネ U を おて をを ご 
れ たが 乂ホ じがて U 本が 條約サ 
六 巧に 化 b 瘍條 約は 尙ほ巧 力 ぁ 
b どの ま 張に 一致して 居 も模樣 
でぁる、 而 して H ぶが 最も 强硬 
じ抗歲 しつ {ぁつた 臨瞬辨 をの 
適用 じ關し 支邮侧 は單じ U 本 ご 
の通荫 皮び かぶ 賊 係の 繼續を 欲 
し 化て： n 本のみ を 差別す る じ ホ 
ら中ビ なし、 巧 巧 政府 VJ しては 
觸が辨 法の 履 わじが ては 深を じ 
注意し巧るのみ^^^ら中、 事實に 
がて ホ だ これぉ 寶 わし 巧ら す、 
從て實 際 上 じがて は舊條 約が 

依然 昭 がさむ つ、 わ b ご 
述吿 して おろ、 今 M の おを H 本 
政 巧が 飽 おも 臨 お 巧を の 適用 か 
に勒 してを 式の が 巧を ホい るが 
.をれ おお 京 領事に おして ま 邪 側 
が 典へ た 不適 旭の 口約を を 礎 ご 
してを 涉じ應 やろ かは 目 ド 閣議 
! の 問趙ピ なつて 居る •か、 H 本 ど 
しては 別 じこれ 等のを 渉を 急ぐ 
の 風な く n まあが は 円 下の ご こ 
ろ 崔だお 惜な狀 態 じ 匿 かれて お 
る、 をの 動 踩が裝 してを 邊 じみ 
るかは 別問題 ごして 

南を 权府 のぶ 礎が り £ 共 
に 固まる ここは U 本が 他 H 巧涉 
をす る 上 にがてが 利 ど 見られて 
居る が、 外 巧 省のを 氣もニ 派に 
み 恐し 南 ま侧じ 交涉を 持つ W を 
良は 內 なの 的 難を 看過して お ホ 


になし 商官 をは 題 お 政府の 確立 
や 統一を が ほ 疑惑 规 しつ； ある 
もの i お'〜 このを 奇 。るが 巧 上 
の 對 照は 即ち U 本 政府を してが 
扇に 逊 する お 巧 監視 政策を ホん 
だら の'-」 觀 測され て 居る。 


坛 る； な、 この 目 

け ふ 大震災 お 周年 

畏 し、 S 陛下に も 正午 じ 御默禱 

皇室の 豫算 二ち 方圓を 削減 . 

東京 特電 A 巧 I 二十-日 發 = 明 九月 一 H は 今 1 ら 五が 前、 查 
世 ホを 驚が した 閥 束 大震災の 五间年 記を H じて、 化 午 ニ 巧、 を 
國 3 を 地 磯 ㈱ は 一を じ惇 化して を 歯は はこの 犧牲 ご， J つたを す 
べき 间胞 の-盤を 慰む る' 一 ご！。 つて 居る が、 畏くも 聖上 陛下を 
始め 奉 9 皇 を、 皇太后 陛 でに も 御苑 內 じて 御 默腾遊 さるべく、 
{呂 内省 馳係お 一岡は 挺ち 飯ど澤 庵の 晝 食で 當 時を 假び 東京 市長 
ボ米 こを 氏は なが 舉 業に 關 しれ スブー トメ ント を發 おする 蟹で 
ゎる、’ 尙ほ 次年 废の皇 革 費 豫算は 巧 ニな 方 圓谢减 さわる こごに 
。つた。 • 


る. もので、 をの 化の 點 はまて 些 
少なる 間 題で ある i は H 本よ L 
糜 々を 渉の 希留を 受けた 王正廷 
巧の 巧く 知る 所で あるが、 日本 
お = 回答は 今夕を 3- てを あされ！ から 達した 情報に のれば 旧 中 首 


支那の 立場 

上海 特電 〔ニユ ヨーク •タ井 

ムス 紙) 廿 八日 發 n お 京 政府の 


た、 挪 もま 服 側では 舊條 約は 

旣 ^滿 期に なつ じご 認め 
て 畳る こごを ま 張して 居る もの 
i 前回の 對日 通鹏じ 比較し をの 
巧容 、字句 おじ 緩和 的で ぁる、 
而 して ホみ 骚陳中 じ 最も カ說さ 
れて 居る おは 第】 じ H 本 も 化 列 
强ど 等しく 新 通商 條約 締結の 爲 
み じ 使節を 派遣すべき こピ 、第 
ニは 臨時 辨法 ど 雁 巧は 敬て H 本 
のみを 目差す もので じく 旣じ條 


相は H 本の 立 瑞は旣 じ 明白 じを 
r 小さむ ものごして 王 巧の 通 腰を 
敢 て重棠 視^せ で、 支那 側 じし 
て 臨時 巧 法を 强制的 じ 執 巧し な 
い 限ら 時局の 推移を 待つ じ ± る 
の 態 巧 じぶんで 居る 模樣 である 

お支鐵 道. こ 

勞農 外債 

S 千巧留 をを 慕す る 
パリー 二十 九日 發 nH 本 政 あ 


が 牺滿錫 道を 姐 じて 滿洲排 化が 
巧め 頻 b じ 外 憤を 物色し つ I あ 
る 巧、 最巧 著しい 利益の 勝 眼を 
見る じ まつた 東 义妈逍 じを し勞 
攫" シア 政が も 八み 利附 一二 千万 
片 1 プ^の 外 巧を を篡 ずる こご 
どな b をの 诗を がする に 巧つ た 
が、 モ九 円： i = 六 年勞農 n シア 政 
がが をの 黃 巧を 承認した 摇ホ挪 
ご なつて 居る 藤な 銀 巧 S 借蹤一 
億 四千 I ニな 巧 パゥンドに 關し露 
亞 銀巧當 局は スブー トメ ントを 
發 して フランス 漬權 をのな 患を 
化しで】 勞農 U シアが この 外債 
をを 募す るに 至るなら ばを 法的 
な 手段に 化 b この 外 廣を療 償 画 
收の 手段に 訴 ふべ/、 目下を の 準 
備中でゎる：^^、 0 シ ア 今闽の巧 
動は 滿渊じ おする。 シアの 政 お 
的 發展を 示ず もので わる ど 共に 
或 ひは 單じ鐵 道を 名目 どして 舊 
儀を 農 かする の 一が である ま. い 
か〜」 も觀 測され て 巧る。 

不戰條 約に 

を國觀 誘. 

兩院 批准 ご 保留 

ワシントン I 二十日 發 N ク n ブ 
グ國務 長官 よらのを 電じ 化れば 
曇に 調印を あ r した 不戰德 約は 


化^化|適當；；？人物がゎぃ^強 
いて 谦お たるろ- 遵 まや ど 胃 抓し 
て 居を ので 請 お 遇 梨 じは 一 池 淵 
を 化 やべ/'、 

ま 恥の 化ぶ どして は 化を か府 
が 崩 横した 今り どして ベ V * 
— 駐が公化：^5巧京化巧の4^ 
格で 出席 （聯盟 赏 巧ち をの 賓 
格を 承認した S でを ひ 閣阶聯 
嘘 U 南 巧 政府を 承認した おじ 
なつて 巧る パ、 ま 服侧は ホし 
て 閣際的 おず V - お 超ず もがか 
き 問題を 提起し ないから 号 起 
評讓 M の 椅子を 巧へ ょごが か 
じ 巧が 中。 る もの i 如く 
コブ タ •リヵ 國ょ b 聯 離に 巧す 
る モン。— ま義 の解釋 質問 广就 
ては 明 H のが 密會 じて 討議 ド附 
し假 銀をから 化 式の 间 答を おす 
る こど じな つ 居る 0' 

この モシ。— ま 義解釋 間 顧は 
時節 巧 異常の 注目を 惹 きつ} 
ぁるが 國 際聯鹽 おな 當時鲜 じ 
ク キル ッン氏 もこの 點じ 熟て 
態度を 明白 じした 關係 ももる 
.ので、 聯幽 どして 今更ら コタ 
タリ々 じ 脚 答ず るの 要なー 之 
する 向き も あるが、 職 盛が 立 
な ホ眞出 おわら 斯る質 間を 發 
した こ VJ でも あ b 慎重に 镑議 
の 上 W 滿 る网 をを をす をで 


本 お 東を 特電 (紫 お巧轉 載〕 


鄉 大典 r 前にし で 

現 內閣の 改造 說 

床 次 巧の 新黨交 涉圏體 ごなる 

ま 京 特電！ 二十-日 發 = 田 中 首相は 御大 典 前に 篤 一二 次 巧麗改 
造を なし 專 巧み 相 じ 义お遞 相を 廻し 其 後には & 本 滿鐵社 おを 据 
わ、 巧 法 袍は隱 退して 後な じ 鳩 山 巧 閣雜良 か 前 旧な 制 馬 長を か 
を轉 補せ しむべし W 1 部の 新聞紙は 傳 へた、 尙は巧 巧 氏の 巧黨 
クラブは 田中隆 S 氏を 入黨 せしめて を じを 渉團体 どなつ た。。 


『 I 殷 的戰爭 廢藥條 約』 ごを 式 
じ 命 あされ 調が 後' 直ちに 四十 餘 
鹽 巧を 化 界じ對 して 參 加を 勸誘 
しね S で キユ！ バ 、八！ マニア 
を 始め ごして を 國の參 加は 續々 
たる もの ぁる わを 參加國 の 批准 
濟 じは 恐らく 一年を 要する じ 至. 巧リ 

るべ/' 勞豎 。シア も 保留 條件贩 が-り— P ま （巧 庵 f ケ ク 

で參 加すべき 形勢で— が、 恐 巧 ょ: ァ’ tir'y 


をら ぅど 一ぶ はれて 居る。 

英 鍊襟定 顯濡 で 

訪英 中止 か； 

國務度 官ゆ歸 ホ 

ワ シン.^ ン 一二 十日 發 nx - il 條 


らく. アメ V 力の モン 曰 I ホ義を 
び英國 のが 留緣項 じ反寶 の 旨 保 
留 すべきが、 アメ 9 々兩 院の大 
勢の 批准は 確 賞では わるもの i 
一】 本條 約は モン 日！ ま義 
じ 巧等モ 巧せ ざるを。 

【ニ】 日 シアの 參 加は 0 シア 
政府を 承認す る ものに ホら ざ 
る こど 0 

の ニ 項を が 留 ずるで あらう ど觀 
測され て 居を。 

聯 驢總會 


ド 自も如 じ答禮 すべく 軍艦 ダ 
。キト 號じ 巧乘し 目下 阅 地で 熱 
誠なる 歡迎 をを けつ、 あるが を 
ちは をれ ょら。 ン ドンを 謝 問す 
る豫 をで あつたに も 關らや 突然 
英國訪 巧を 中止して レゲ キア チ 
ン 號で歸 ホの 途じ就 （こ £ だな 
つた 裏面 じは 囊じ 巧佛の 間に 締 
結され た 海軍 協を じ 關しア ゾリ 
々政 時が す滿の 意を 表明し 大統 
領 が訪吳 中止を 命じたち のでを 
るど頻 をじ增 さる i じ 勤し 題 お 
當 局は 斯るこ ご は 馬鹿々々 しい 
風說で 否を する 程の 必要 もない 
南を 化 表を 承認 I と 巧して おる が、 をに 角 長を が 
ゼ ネヴ ワ 一二 十日 發 = 國隙 聯盟 I 突然 訪 夷を 中止した ことは がを 


貯水池 か 班慘事 

【化-日】 おが 縣ド小 諸 町を 偉 
お 氣贫化 貯水池み 潰し 人家 丸 
ロな が 川に お出. し 八を 溺死、 

巧 衔不刚 六を を 出した。 

植松良 S 氏 逝 < - 

【化 一日】 千 化 旧み 災お晦 を お 
取締役 帷 化な 一二 巧は 逝去した 

を 國佛敎 徒大會 

【化-日】 を 閣佛を 徒 火 會は丰 
一月 ill ：： 一から SH 間を 都智藤 
院じ 開かれる。 

二百十日の 天候 

(化 一日〕 東京 じが I は 八 巧 中 
を 通じて 晴天と 日し かな か 「 
たが 乂巧 一 U の ニな 十 U は-^ 
隨ご豫 報され て & る。 

犬 野 巿議を 起訴； _ 

【か-日】 船板 權 事件の 一人 j が I 
をホ議 大野 敬 ま 巧は 近く 起 誘； 

されん と。 

凰 給 法改巧 あを； 

(か-日】 ああは 近く 恩給が 改 
正に 巧を した。 

專巧 外顯ホ だし 

【册 日】 閣 圍の孽 情で 專 巧が 麵 
は 當を廣 かずお 然田中 首 おが 
兼攝 し讀會 後ょ e この 儘む す 
もで あらう ミ 0 

選擧區 制の 單 化； 

〔ホ 日】 選擧區 制に 對 する 禁巧 


の 方 かは 瞄の單 位を 郡 じ おく 
巾選擧 がで わる ィ」。 

銀 巧團脊 負を む 

『化 日】 巧 京 巧 償 ニ 千 方 圓は韶 
巧 策を T 受けを 巧絕 しじので 
我 巧 閣み脊 負 込み どなつ た。 

エチ ブト 領事 舘 

一 L 化 日〕 王 r プト 最初の 領事 舘 
は 近く 神戶 じ開投 さるべく を 
一- 國を 通じての 領 率々 務を 巧る 
乾。 

取卷 連中の 浮說 

【化 日】 山本満 激化 長が 辭件說 
をる じ S し 松 岡副趾 をはみ の 
如く 語つ た 『をの ことがあれ 
ば 女房役た る 私に 柯 とか 云つ 一 
て ホる 壁 だ、 また 前 巧て 意を 
を話さぬ人でも；=^い、 诱-し滿 
鐵の 事業は 數 年後を 期せねば 
ならない のじ 今辭 巧され ては 
甚だ おる、 辭巧說 などは 取卷 
連中が かついだ 浮說じ 遇ぎ な 
い』 V 一 否認した。 

東京 市な 罪惡史 

〔お 日】 東を お 政 調査 委員 曾は 
近く 巿致罪 惡叟云 卡巧鄭 を 巧 
疫じ彌 布る 善で ある ミ。 

小 森巿議 の巧衛 

巧册日 一巧 府 電力 會な 重役 靑柳 
直き 巧は 瓶 板擢の 件の 一員 東 
京 ポ議小 おと 舆衛 氏を 密じお 
つて ゐ たが 遂に 廿丸日 拘引 さ 一 


いたが 小 あかぶ r し 化が 巧 お' 个 
W でもる。 

巧資 傾向が 一變 

【化 日】 巧 資は化 巧ょ b ぷ 式に 
- 錢し特 が 今を みが 晚の投 一 
資 が 巧が 著し つた。 

首相 御用邸 伺候 

【巧 目】 旧 中 首相は 愚 迪あ悄 葵 
上の じめ 化义 H 上野 驛 お服頒 
樹 化 邸に 伺候し じ。 

航ぞ巧 艦 試運轉 

【ホ 日】 がを 巧 鑑加宵 (總敕 ニ 
万 五 千 义な觸 ) の 試迷轉 はか 
巧 儀 須賀じ 於て 巧 はれる 

陸軍 特別 大演習 

〔化 日】 陸軍 時が 大お 沼は 盛 岡 
地方 じがて 十月 四 H から 十一 
日じ宜 つて 孽 けされる。 

增 援軍 復 歸ピん 

〔甘 九日】 巧鮮 ょを 關東挪 へち 
援 中の 一が 旅 强じ萄 しあく 復 
歸 をを あるべし ど。 

長 島を 新 黨加驢 

【甘 九日】 を 島隆ニ 氏が 乂黨す 
るので 新黨 クラブは サ 阻名玄 
なっ ゎ。 

不動 產 取引所 案 

〔甘 丸 日】 不動 途化引 巧 案は 勸 
業 銀 巧の 巧 案 通ら 不勘 產梅會 
幹事 爵 でかを-しじ。 

賓易局 新設 画 難 

巧. 廿か 日】 賓易局 新設 醬豫算 よ 
も 削除され た 0 



ロ 副大統領 候補 演說— 天津 • 

じ アタリ ホ 愈 務官— 加州の 
豫選 結ぶ 。 击海 居留 雄で 宣 
.傳 禁中 T ガ權黨 パリで 荒れ 

。獨 弗巧涉 ゴア/リカ ー . 
タ + で シコ 議會 ご假 大統領 案 


る 


の 第五 十一 ニみ 理事 總會は 愈々 本 
日を 0 て開會 を宣 しじる が 
今み 總會は 不戰條 約の 調邱後 
でもを b 極々 重大性を 帶 びた 
諮 案 約み 十 餘を討 叢す る こど 
どなつ て 居る ので 頗る 緊張し 
资を ょらは ムぶラ ー 首相 自ら 
お 馬した るが 

假議を どして フキ ランドの 少お 
外相が 椅子に 就き 頗る 異彩を 放 
つて おる、 而 L て 正式 議長の 選 
擧じ 就て は 船 巧 よらが けげ 日本 
化を 安達 駐佛大 化で ある •か、 大 


幽 でも 疑問 視 してち る。 

ロンド A I 二十日 發 U 奕 佛蹲軍 
協を の大立 物で ぁるか 相 チた ン 
バ！ レン 氏は 先 股 ホ 病 氣引籍 中 
じて 遂に 不戰條 約 調印式 じ*^ 列 
席し 得な かつた こご じ 就て 溜々 
ご 風評す る 者 も ぁつたが 本日 氏 
は 弱々 しい 體を 列車に 逮 びを リ 
バプ！ 八 じを き 同化を 出帆して 
パム ダ 島 じ 赴き 更らじ パナマ 運 
河を 經 由して カリフ オが ユア 州 
じ趙き 暫く 靜養 する こど じな つ 
たど。 


『ァ— 々ン ソ！ 贿 ホジト 6 マプ 
タング ミ 十目 發】 民 ま 藤廚ホ 
統領 候補 ジ a 1 •で ビンソンを 
のを 認 候補を 諾 をは 今 タ當现 に 
て擧 巧、 如 £ しては ホ 管ち の 人 
出で あク たが。 巧は お ま 篤で k 
綱よ ら說 起して 農が 教濟 じ绝イ 
るフ！ ダア！ 巧み 無 貴 巧を 鑛它 


ねる 後 禁酒を 閒 題に 就て 蛙 『こ 
れは 單じゴ V 、 ブ 知事の 閲留 でな 
く垂ア メリク 人の 間 題で*^ る』 
f 斷じ X ミブ 巧の 人格 じ詹賴 せ 
よと 論じた。 

ンン ドン 廿 九日 發】 アメ 
リタ 政 巧は 巧る 十一月 一 ロー よら 
天津に 商務官を 駐 巧せ しむる £ 
VJ な b ジヤジ ー 巧 お 身の パ 3 1 
ン •ィア^— ド 巧 わ 任命 3 一- れた 
巧 か 資易埼 をクレ キン 博 ± 為說 
明す る 巧 じ 波れ ぶ最を 天津， な 化 
支那 じ 於る 貿易の 中必 化と ぶを 
千 九な 一二 年め 外國 貿易 H 于 1|ー 巧 
巧 弗は 千九昏 十と 年 じは 一 と 
千 二百 巧 巧と な b 昨年の 嚇 扛_ 八 
千 九岛巧 巧の 內 一割 おかは ァ一メ 
リカ 製猎所 じて 輸 お八 千 三吾为 
强の約 お 御は お ホ 輸出で ゎち ア 
メ 9 力の 對支致 易 じ垂耍 なぶ 置 
を 占む るに 至らし 爲め このず 設 
を兒 るに 至つ たもので ある 运' 
『プン フランシスコ 二十た 日 
發】 昨自 々リ フォグ ニア 巧で 

巧 はれた 上院議員の 续 選に 致て 
立巧睽 補した' ィ キラム •ジ- ~ ン 


ソン 氏は 典 か黨負 じして 禁酒 黨 
の 應援を 受けつ i ぁる 前 下院議 
員 ランド） 氏ピ爭 つたが ジョ 
ン ソン 巧の 投 祟は 今日までせ 八 
巧よ 千 八 巧 廿八票 じて 約々 對一 
の 大差で 壓 倒が じ當 選した、 尙 
ほ 民 ま 黨の曠 補は n ミ サン ゼ八 

ホの 辯 護 ±モー ァ氏 じて 一二 巧 
五な ニ 票の 獨舞 臺で當 選し ホる 
十一月に ジ 3 ン ソン 氏 どず ふこ 

; なつむ。 

〔上海 二十 九日 發〕 一! 装 じ大阪 
商業 貪議 巧が 當地 居留地の 米 入 
商業 禽議 所の ずを 經て 濟甫 事件 
じ關聯 した 日本の 立 壌を 說 巧し 
た 英文 パンフレットを 配附 した 
る じ 對し先 殺 居留地 巧に 設けら 
れた圃 お 政府の 愤報 巧は 昨日 過 
激 なる 文字を なて 日本を ホ 難 政 
擊 した パン フン ブトを 配赔 せん 
どし ねる が 盾留民 化の 譬官は 突 
お 情報 巧の 閉鎖を 命中る ご み じ 
間 題の 宣博 書を 押收 したので 南 
京 政が 側では 强 硬に 巧 譲した が 
總頭 事闡長 カン ニン グ^ム (ァ 
メリ々) 氏は 國際 的じ紛 ずを を 
ずる 惡宣傅 書の 配附 はが （ 共 盾 
留地 じがて 許さず 且つ 情報 局の 
設置 も 工務 局の 許 巧を 經て居 U 
いど 述べ 抗 讚を 拒絕 しじ。 

〔パリ— 二十 九日を】 ケロツ 

グ 氏の 不戰條 約 調 巧を 機會 どし 
フランス 大統領が 午餐 會を 官邸 
で 惟した 際 これ 等を 闽化表 じ 街 


し 男女 树權を 巧を 的に 承認した 
條 おを 雜揣せ しむる ご 稱 して 午 
餐會じ 侵入を をて たアメ 9 力ん 
ド？ 9 ス • K ブ ゲン ス縷が 他の 
タ權黨 島 約 五 人は 一が 蠻察 抑 
留 の上釋 放された が黨 員は これ 
じひる ょ？ ず H 本 巧 他が 圃を權 を 
個巧訪 間して 運動し つ； ある。 
ホ 裁ょ く 面會を 拒絶され 地觸太 
を 踏んで 屠る が、 バ 9 — のが 聞 
社は 女權 黨感勞 の 寬 ホで 今タ晚 
餐會 を摧す f 。 

〔ベ^リン 廿 九日 髮) 濁 逸外 

阳 スト レゼ 八 マン 谋± と フラン 
K 营相 ボアン カン ー 巧の ラ キン 
撤兵に 閱聯し U 協議の ぉを は 堅 
く 秘密 じ 照せられ て 居る が 巧 逸 
侧 では ポアンカレ ー 巧が 獨 逸の 
友 證を認 ミし 賠償金を 拂及ド ー 
プ 案じ タ 々の讓 ホを 期が し 居る 
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巧き 巧な 


第一 ニ 驚 ぉ 現 

無意義な ろ述動 

をに 巧 巧 巧み 部 氏が おか 民政 
黨を脫 して 袭 一二 黨 組織の 述 動じ 
を 手し、 端な く】 波 欄を H 本欧 
海の 濁流 じ 捲き なせる 當時 吾人 
は暫 らく 第一 ニ 巧なる もの じ勒す 
る批 巧を が留 して 嚴 いじが、 を 
近が 巧 氏の 毁明書 ものを_ 
讀 する じ 及んで 邸が たらざる を 
得リ い。 巧み 氏は 自己が 民政 媒 
巧 問の 地位を 楽て； 第一 ニ おを 組 
殺せる は 『刻下の 窮 なじ 面して 
現 化 打開の 化與 たるを 期す J る 
じあり ど唱 へて 居る が' 窮 局は 
肖み-側の 政治を ごしての 窮局 
でんつ て、 其 现が巧 關の爲 めじ 
第一 ニ 撰 樹立の 連 勘を 企劃せ るは 
巧んで 疑問のを 化がない。 

ホれ は 同氏が 晚 '黨を 理由 づけ 
た 四 大政 巧なる もの、 內を をが 
ホ するならば 直 もじ 瞭な どなる 
であらう。 を ■同に の お ま 政策 
は 『濫 b じ 內政不 干涉の 美名 じ 
泥み、 姑息 退 喪 云々』 ゴ ある 点 
> 聊か 圾 友會內 閱の绝 まあを じ 
一 似を つて ゐる もの、 是 n さへ 巧 
释み 第で な もぶ 怠 見 ごも 首肯 さ 

一れ 得る アム ビ •キュア ス G 題目で 

; ある。 若し 化點 じがて 民な 黨の 
ま 張 どが 整 相 をれ ないどを なら 
ぱ 昨年の 夏 患れ 會 どを 同す る 際 
に 旣じ出 ホリい 相談で みつた じ 
違ひ^:*い。 おるを今巧らしく聲 
明した ごて 一二 欠の 巧 値は 
い A い 0 問 巧の 思想 間 題じ對 する 
政ぶ 山 如き 旣成 政黨お 通の ま 張 
であるが、 例 じ 化つ てみ の细く 
ほ動ピ 急進 どの 中道を 化 
かう どす る 所謂 『穏健』 思想の 
所有者で ホる どを ふ 丈け を聲明 
したまで r 『個性の 發 が、 磯會 
均等を 實 現、 政治道徳を 高哨 、爲 
政の 本義を 明らか じ」 しやう と 
云 ふのは 政策では な < して おを 
の お 誠' ザ 倫理的 じ將た 抽象的'—. 
說 か’ ご 試みた までの i である 

同氏の がを どを 解禁 じ掛 する 
恵 見の 如き も 『がかは 緊縮を 诗 
どし』 て 民政 黨 のま 張 ごが 等異 
る 所 G く 『を秘 を 解禁は 愼 重に 
諸般の 毕 象を ち虛 して‘ 宜敷 < 速 
か U 之が 斷 わじ 進ょ ざるべ. から 
や』 ご あ b て是れ まじ 直 十 ホな 
ホの 證論 である 0 而 して 同氏は 
如上 四 大政ぶ (？) を 解决實 施せ 
わじは 現ち お 力の 伯仲す るニ大 
政黨 の お抗 では 政界が を定 しな 
い 0 外を は 機を を 失し 内政は 猫 
滞に 溫滯 をを わるから 時弊を 遲 
うる 自身と しては 拱 平榜觀 する 
，じな び 中が じ 『が 一二 黨を 樹立』 
する ので ある ご說 明して むる が 
ちして 巧 次 氏の 信 乎る がかき 第 
S 黛の が现じ 化ら て 『外を は 機 
をに 適し、 內 政は 進度し、 ああ 
はな 善： •れ 、時弊は 一掃され る』 
であらう い .0 斯かる 問題は 小學 
な蒂 でもが 易 じ 答案を 巧へ 得 や 
う 0 昏 人は 是れ 《 k 無恵義 あ 
治 速 動で わる 窠 一二 裳の お 現を 批 
がする 奥氛 さへ ない 神 時 じがけ 
鉛 巧 じの はれ、 を 疎な 頭 腦で她 
を 交 字の 麗 列を 能事 どす る お 成 
玫黨 おおの 餘 喘を 保 もつ i ある 
化晚 政が じ 魔 想 / V 蒂 かした 宮入 
はが おお 錠の 政治 連動を おす 
のの 出 巧 巧 離せ わ i をが 留 する 
のかは；：* ぃ0 


了/リカの 金利 高は 

•低下 だ S 

ギヤ ラシ テー 倍 巧 會社斯 く警を 




ワシントン 二十 九日 發 ユ ー ョ—ク の 手 お 交換所は 昨今の 
金利 商に 鑑み 聯銀化 瞥の政 お 証券 類ぶ び 近く 發 巧すべき 政府 証 
券 S . 低利 優先 權を要 ホした るじ勒 し大藏 長官 メ "ン 氏は 斯の如 
かきこ W U 手形 再割引の 剌锁を 占 巧せ しむる のみなら す 人爲的 
的に 欧巧 證券の 懼 値を 抵 下せし めて インフレ！ シヨ！ ンを 導き 
がを の 組械を 索す どい ふ立媒 から 拒絕 した。 


前號み 本社 ま京特 おじ 故れ は 
ご 一 ±藏 相は 圓爲替 の 前を じ關 
して 『これは ァメリヵのを 巧 
が 常態に 復し豫 期した おじ 高 
くな つな 爲 めで』 ど 說 いて 居 
る 際、 勞働 巧を 削 じした 化 a 
關 係で 當化ボ おの コ ー ^ は 八 
みに 高騰して 居る が、 ¥ャ ラ 
ンテ ー •トラスト 會社 でも S 
±藏 相の ァメリヵを 巧 巿樓觀 
VI 相 前後して 皮肉 じ も 左の 如 
(馨吿 して 居る， 

『ァメ 9 かのを 利 高は 蕾に を 
融お場 じ 影響を及ぼして 居る の 
みならず、 元來 っば 寧ろ 良好 
る狀態 じあるべき I おな 引を 
を惡 化せし むる 慮が ある。 即も 
! 火 率が 商 値を 

繼續 して f ミ」 場 座 

貸附や 貿易 手 あじ も 影響を及ぼ 
して 居る のみなら 中、 銀け の 手 
形 引受けが 硬調を 潭 びつ！ ある 
こどは 最も 顯 著なる 現を である*! 
が、 この 金融が 態み 變化じ 就 V 
は 殺く 巧 H 個の お 因を 擧げ 得る 
第一は 巧 年 巧 じがけ るめ 忠億弗 
のを 流出、 第二 じは 會社や 個人 
が n — ^ ホ 填に 貸附 後に なつた 
V ； じ お 因す ろ 銀 巧の 貸晰 膨脹 
第一. ニは 聯邦 準備が 巧の 巧壊欧 
策、 即ち 政府 證券 S 賣 おしや 引 
ず 等 じ 娘る を融巿 おょらの 資を 
引出しは 聯 おを して 中央 级巧ど 
おじ 

引受 を 増加せ めざるを 
得ざる r 至らし をた こど 等で あ 
。この 貸附狀 態は 藤 巧 ァメゎ 
力の 取引を. じ'- 一つて a をく 新ら 
しい 狀 勢を 生んだ もので、 お ホ 
の 化 引 じ も 恐らく 龄 ホなら ざる 
影嚮を 典. {るに 相違 U い。 尤ら 
化 間の-部 じは 証を 巿瘍 じがけ 
る 投機の 直が 實瞭 に適應 ずる や 
否やの いかんを 闕 はや、 をつ 銀 
巧 貸附の 大小を 問は 中、 む 引用 
資を どしての 離 通じは 何等 彭響 
イる こごむ しご 稱 して 居る もの 
も あるけれ お、 今日の 狀態 をな 
てす むば裝 して 


確信 を 化て 巧く 斷 言し 得 
るかは 極めて 疑問で ある。 蓋し 
最初 n 1 ^ ボ 場に 化ら て 刺戟 ク 
された 金利の 上騰なる ものは 今 
や總 ゆる 貿易 手 おじ も 影響を お 
ぼして を 融を硬 塞せ しめつ I を 
るので をる。 尤？® 幾 タの會 をを 
の 他が 余 b 金を 動か L てコ！ < 
巿 壌に 金融した ことは 貿易 資を 
の 欠乏を 生じて 居る 等 どい ふ 事 
實を正 じ 肯定した かの 如 （見ず 
けられる が、 而 かも これを 一般 
お 引 業者の 全み じ 比較して' 秘め 
て 部を 的 U 會 社が 余剩資 をを 動 
かす じ對 し、 大タ數 め 

取引 業者は をの 資金 融通 
じ 向つ て 最も 高い 金利を 支拂ひ 
つ^ある ので ある。 昨今の が 態 
をのて するならば をが 高は 恐ら 
く 今年 中は 化 然 ごして 繼 緩して 
お 融緩漫 期を な活 する 機會 はま 

つて#。 {、大体 じな 16 コ； が 
は 六を 五庵、 賓あ手 おは 五を 五 
厘 巧 度を 繼續 する こどは 前後の 
事情ょ b して 最も 確 賞で あると 
見受けられる。 我々 が このを 誠 
が 態を 

觀巧 ずる じ 當らて 最も 留 
意すべき ものは 左の 如き 現象で 
ある。 

〔一〕 過 ま 十 ニヶ g じち b 株 
式 巧 場 じ融述 されて 居る 資金は 
四十 ニ 億 ニ 千 一二-む 巧 典 じして 十 
億 一二な 一二 十万 弗の 增加 である。 

ごご 聯が 準備 銀 巧の 巧 割引 
じ對 する 銀 巧 貨晰は 十億 鬼.、 を 
の增加 商は ち 億 弗で ある。 

马ご ァメ 9 々のを 流出は 五 
陪 雜じ逮 して 居る こどは 測ち ボ 
瘍じ對 す A 隱れ た飄 通力を をれ 
だけが みした ものである。 

〔四〕 聯巧 準備 銀 巧が 本年 じ 
めて をホ國 証券を の 他の 賣 ホ 高 
ホ 億 巧 じ 達して 居る こどは、 を 
れ だけ 個人 じ對 する 金融 力を 賊 
殺したら のでを る。 

〔五〕 ¥^|5償還を除ぃた當地 
巿 場に 化ける 本年の 外債 賣 おし 
は 八 億 弗、 乂戰化 ホ 八十 億 おを 
超過して 居る 事督が あら。 


她斷：一ぉ巧リい 

日 排貨斥 

綿布 商 破綻 形勢 

濟南 事件 勃を を 動機 こして 開 
おされた 曰貨 排斥は 旣じ 四ヶ月 
を經 過し、 最近 H 支 條約問 越の 
紛糾 ど 巧 じ 益々 巧 剔な らん ごし 
つぇ あるか 

最近 の 誠を じ 1 れ ば、 日 
本 側の 巧け たも 影灣は 

一、 綿布の 滞貨 (受渡し 不能 
の もの) ニ 巧 棚、 借 格と む 方 


ニ、 被 糖 滯貨十 あ 巧 倭、 二な 
巧圓 

一二、 极糖穂 立の 十五 巧 儀、 五 
巧万圓 

四、 同 七が エ魔 製品 滞貨 四 万 
倭、 五十で 圓 

五、 同 先物 契約 お消し 十二で 
德 •甘 五十 万圓 

六、 お産 物 ニ 巧 懐、 一二 十方圓 
よ、 西洋紙 一巧 一二 千 棚、 よ 十 
巧圓 

一等 かまなる もので、 をの 外諸雜 
貨の 滞貨 千 二百 巧圆 、計 一二 千 一 
な 万 圓じ连 して 居る。 


ん は 五 巧 来まで じ 巧 殺‘ 
化 立せ る もの G るが、 六 HW 降 
は 殆んで 巧 お 巧 誤な （統計的 損 
審 額み 明 る も對ま 貿易 じ 現は 
れる 損害 甚大で あるで あらぅ。' 
しかして 支那 側に 代用品 ■きた 
め、 排貨の 彭響少 きものは 綿糸 
(ホ ごして 細糸ち が'、 工業 藥だ 
醫藥 お、 機械 類で ある。 しわし 
て 押 祭 最も 甚だしき は、 綿 巧が 
じして 上 おじ わける 日本 綿布 商 
は 約 五十が 余、 をの 太 多 數は小 
規模の もので 新規 商 内の 化 絕£ 
同時 じ賣 掛金の 回收ず 能に てこ 

一、 ニケ 巧 このま 5 じて 

經遞 せげ 破 錠 綾 出すべし 
ご 見られ 砂糖の 影響は 最大なる 
ら會 社を 扱 まじは 大 商店 おのた 
め、 つぶれ るら のな し。 但し ニ 
十 巧懷じ b る 滞貨を n 本 じ積戾 
す こと 不可能：：^ る ゆを これ また 
損害 甚大を をれ まじ （、海 產物 
は 比較的 少額な るら 品質 變化早 

滯貨處 を お ホねば 义損 ごなら 

尙ほ H 本雜貨 取扱の 支那 舗 
東澤 なは 反 H 劇の 壓 迫を 恐れ 全 

化 業の あ樣 じて 排 H 永 續せば 
廢業 のがな し〜」 嘆 じて ちる C 

生糸 直 輸岀に ^ 

調叠 y 急ぐ 

農が 省で 熱 应じ巧 免. 

本紙 越 報、- 一ユ！ 3 1 ク紹物 
業者。！ ゼン 巧の ホ 朝 じょって 
刺戟され た ホ 糸 あ 輸出 問題に っ 
いてけ 農が 遍當局 じがても をの 
實 情を 調査 中で ぁったが 、烏 あ 
にいたち 

信 州 方面の 製糸 家中に も 
直輸出を 計畫 する ものが 續 巧し 
一 ホが 速 氷 氏を の 他が 計畫 せる 
直輸 おを 目的 ごする 中小 製糸 家 
聯盟 もを の後眷 々準 痛を 進め、 
近く 具體的 組織の すじ 直赖 がを 
開始 せんどす る じ 至るな. •こ、 製 
糸 家のを 務が漸 おお 輸 おじ 向は 
ん ごする 傾向 じある ので、 農が 
省は さら r 右盧 輸出み 取引 關係 
すなは ち 取引の 方法、 取引 條件 
;：：* どの 巧を を 詳細に 飄杳 する こ 
つじ。 しかして 右は 製糸 

をの 

生糸 度朦 おが 今後の ホ 糸 

貿易、 特に 製糸 家 じい かなを 影 
響を おょばす かを 知らん どす る 
もので、 をの かを 内容に おいて 
將ホ禍 化を 殘 1 わ をれ が-^ b 、 
また 數糸 業の 經 をなる 發 達を 化 
害する お をれ ある ものむ どじ お 
しては 譬 吿を發 する ホ 針 f ある 
ど 

お 間 預金の 激减 

東京 特電 一二 十六 日發 N 資を需 
要激增 のた め： 2 銀の 民間 預金 殺 
戚しニ 億圓を 飛び出 現、 特別 融 
迪 締切を の 新記録" 


內化 投資は を 輸附禁 前 じ 限る 
を 僮 巧 巧 現物 賣買 

巧 井 吾一 

大醉巿 東 區今橋 ニ 了 目 情 銀 
ビ八五 階 電話 本咕互 一一 六 
御 遊資は 內 化を 階 證券 じ 
御投賓 を推獎 します。 株 
まは 貴名に 書換の h 御 送 
らします。 お 當を取 b の 
便法 あら。 化 引 ホな 巧嗯 
其 他 說明書 送る 乞 御 照 貪 
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ま ク± 希 巧 構若乏 T で 巧 諸 腕 
す マ、 上 卒し じへ 目 第 巧 若 前 本 
，ィ 日よ 繁て はばのと をのを 樓 
、曜 す々 居 巧 直 チ 街 差 嗜渾稱 
春は。 御 まるぐ ャの上 巧つ 理 
播饋 ホす 程日プ なげにて 人 
が 頭 巧。 好 本 スニま 適 日欧 
あ' の 評人ィ 十す す本廉 
ちシ程 を 諸 ご ホの る 人が 
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： 224 もが も SL 
New Y か k Ci 巧 
Id おが nt 34 がが 81 


庵 桂 米 目 



3B East 29tii Street 
iei . Lexingion 5727 


Kawasoye Hotel 

おし綺 橘 1丽~531^、— 


御 

旅 

館 


河 


添 



Jll ygXo， 

340 W. が 比 St. 

felephone: 
Columbus 8882 


(巧 日 •水) 词 養わ 


SHOWA 

お We が 105 St.> 

TdL C! 扣 rlcson 09 別 



Scien むれ C Massage & i 
Medical い ynma な ICS j 
PAUL lUiT 腦 i 

507 West 138th S し li. Y. | 
"Fei. Ed が CD 讯 b 1498 


DANCING 

411 W. 1 巧 f：hSt. 

Tel. Cathedral 4408 るか 3 




攻お获 tpmt 簡頸 mt 的 


日囉 と】 


n — 月 九 年 H 和昭 


を 本 食料品 類ぶ び 雜貨類 卸小賣 
ホ 之 素 大寅挪 桑 山商會 
新刊書 籍雜誌 小間物 日用 晶を種 


每 夕ん 時を を 業 


H 本を おお 
5^ 本 雜貨巧 
書籍 類が 誌 


アド ご 〔年 一を 


東京 巧會 

トタン ク话 b ます 


第 おお 圭ニ 0 

へ クシ ヤ 1 

ビグ ザ ング巧 

小 池 寫眞舘 

電話 ナ 1 ク か， 

四 脚 0 六 


美 ホ じして 淸ボ 

$1 贏 商機 

午前 十 時よ b 
午前 六 時まで 


S 永興樓 

路揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本人 諸君の 嗜巧 
じ 適する 巧 巧を 差 上 
ます。 朝 ご 一時を 開店 
(な 计五 T 目 サブ 
停車 おの 下) 


ま 那巧郛 

巧廳浆 園. 

司 理人蘆 蓮 
图 勤の ホ じは 費な 
の 御 便利 じ 備へ巧 
閱會糜 の 御用に 應 
やべ （お 聞 巧 李が 
不變 おお 立 顧 度な 
紙上 御ま內 申上滨 


割烹 並に 御旅 舘 

た 哲 佐 占 

兄 弟 

化育 巿西 八十 八 T 目 一二 ニニ 
を話ス 々イブ ー と 八 ニニ 


高等 御旅 鑽 

東洋 舘 

會廢 御料 瑶 


御 料理 餘託 

お 陽 

壽司毎 ロ あちます 


W 

.3 1 邮| 
5 W 化 
心 一 加’ 

• ■ B 6 


•け 


を樣 の御嗜 巧に 適 ふ 
樣な美 ホの 御 巧 巧を 

廣黎縷 

をし ますから 离 々闽 


ザ 上 金魚 巧 

918 Si 童 わさ‘_ New York city, 
phi 量 ニ 夏 


紐 育 唯一の 日 木な 貨店 

片欄 兄弟 蘭會 

スマ ドン •プ P ダク ブ 一ず 販負元 


>Ei ■ttcfFr-.. . - ご ニ . I 与； = tllv _、 


瑕 話 ザラィ グン ト 
八 0 セ 化] 八 八と 一二 

巧 づ皇 萄 

紐 育ポ西 四十 旧 T 目 
ニニ！ 二八 番ニ 庭) 
ミ 呈篇 三夏 呈 P 畜呈 GY 
ニ！ 2 Wes 三ち h で.， N. Y. G. 
ジ！. 巧 r ち ant 8 己 9- 基 7W 



偿 の蒲燒 わい しい 働烧 

會庸 御お理 

晝 食は 末廣へ 

巧 峰 疏お莖 巧 大勉巧 


高等 御旅 舘 

昭 が 

會膊御 料理 



シャトル 市 

NP 旅 縮 

W 0616 を Ave . So . S き ttl タ w £ h . 

停を 巧が 通 東 ご IT 左側 六 階 建 
H 本 巧 船 切 巧 取扱 波戶場 送迎 

巧莱瞬 城中必 、総領事 お、 H 本 
數船其 化 お 巧 大會社 巧き 巧 巧 

桑港 ホ ーア 

が 日本を (畴別 巧 ぁち〕 

御 一巧み 第 呂動車 御 出 迎申上 保 
ご 2 呈 Hornia F San F 皇を宜 ，呈 if. 

周 圍閑淸 、空氣 新鮮 

巧 人 俱樂部 自由 亭 

芸ジ nds St. す ミ klyn. N. Y. 

‘ TeLTria 曼 74 な 


A 淸 深、 親颈 、氣樂 ^H德► 

勢炯纔 

が 勢 事を 义閱榮 が 
廣 5 巧. 累 th Street 
ジ 一. す 巧 至沒這 

寮 田旅鑛 

化 川 作 一 
so で S ニ 置 Sir 香 
- 呈 .宴 養蔓冀 1 


一力 旅館な め 

ー帝國 旅館— 

1 宾 去-ち th St をま Ifork 
里. Muspeha 實 a 黃 岩 


鑛脊 旅館？ ち— 

巧 四十 T 目 ニ 四ニ潭 
を. Caledc ミこ 37A 


ボブ トンが 

富 ± 旅 鏡大浦 末 松 

養 woiter St. Bosi きま 苦产 
す 三. B. 舍 75 


住み 必 地ょ き淸 潔なる 寒 

御 下宿 松林が か 

1 苦 L 男悬 ton Ave. 

Tel. Ashiand 畜 9 

費府 御旅館 

桑 山 淸五那 

i ジ量芸 St. さ Hade 韋 ia pa. 
ぎ 童 nu ニ だ 一 


C fiw 2 

目 化が 

CQ 邮 化 t 
束 .S 的が 

鱗 iii 

J 門け W’ 


醬油難 fiSSI 讀？ 白米 
日本 ホ 離 食料 轟 iiS 數觀 

巧旧错 地 巧 ま會を 巧が 一手 賣挪店 

0 本 食料品商 會 


巧學的 操媒治 
驟術的 ホ 操 

化 島覺丈 

巧 五‘ 白と を 

巧 己 十八 T 目 

電話 H デコム 

一巧 义ホ 


'舞 贈 個人— 
マ 社を ダン K A 
►表情 ホ 操 A 

親切 

顯十 晦ョ？ が 十一 時 

シ ヤブフ ♦タン も 

ング 師豁擧 校を 業 

也衫タ ザ 


眞面 旨なる 求 磯 同胞に 巧窝 
なる 曝 業を 阔旋す 

宮則 事務所. 

が 育 巧 西 四十 ニ T 目百廿 一を 

とと 八と 
化 六 化 八 


電 

磊 


ブぅ ィアン ト 


煎 餅 卸、 小寶 
を 腐 油據 
日本 食料品 一切 

wu 百 2WO 巧 ice 广 alt® 0P 
ミニ hir 三 まこ 
Tel. 互 苦 这ち 


ロスアンゼルス 

ホ リン ピック 

ホテル 

ニ 7N San す dro St., U$ A 這 les. Cal. 


御 下宿 喜樂 

元黒綺 旅館 奈良 直藏 
苗 三 雪 St . J 養 f _ N.Y 
TeL プ 一 ぎ 曹结ニ 


木 旧 ル 1 ミンク 

1 夏 7 ザ d & ve . Bet . 是 & 羣 h St 蚕 方 
ジ是 ha 哀穿巧 nt 苦 27 


か 業鑽酱 

夏季 巧 化 業 仕が 

菓子 舖高橋 松風が 

岩 宝. 苦 th で. 


日本 理髮 纔淸 

酉 酉 十 I ニ 了 目な 蕃地 一二な 六 室 号 

タタ プ フロア (资 六街ゴ 四十 一二 T 目 巧} 


日本 散 髮屋则 が I 

'五ヶ 苹賴中 おを》」 共 じ 就業。 

ジ ヤシン ト* フ3 ツゴ 

W1 辛 是さ芭 • NU. I； さ 
巧 里 • G 色 ibus >ve. & Cen す ai Pa みぶ esi 


WIT 


御大 典 公 化 日决定 

十-巧 十日、 十四日、 十六 日の II 百 

十 巧に 完成み 大嘗が 地鎭が 

十一 巧 十 


ま 京 特電 =1 十日 お h た內 巧：；！ 御大 典の 十： H 十 H， 
四日ぶ び 十六 U けを 化 H どす ち 旨 布 巧を をした。 


巧 大典 大嘗 おの 地 銭 巧は 今片 
五日 仙納 御所 內 でを みおから 出 
張の 孽典等 じょつ て、 厳かに が 
巧され た。 

大嘗宮 は 仙 S 所 内 化が 
のぅ もじ 六十 間 四面を 燕し、 巧 
面して を てられ、 中央 東西 じ 並 
んで悠 が、 ホぶ 兩 殿、 をの 蹈じ 
御 廊下 ニ 本、 中央 や； 前方 じ 殿 
外 小を おを、 巧 殿の 前に 帳 殿が 
あ b、 お 方 御 廊下- 隔て.、 小 忌 
が舍が あを。 右け 速 物の 巧齒じ 
は 黒文字の 柴垣が あつて、 この 
ぅ もへは 装束の h じ 小 息ぶ をつ 
け、 前に H 陰莖成 a 必 策を つけ 
た bs で.：：* けれ じ 入る こごを 許 
され 0。 を 垣の 外に 巧し 兩 殿の 
後方に 姻立 殿、 巧 脇.」 膳を、 西 
方-しを 殿 U で 

重要な 速 物が ゎら、 i 

神 巧の 內 外には 成 磯暖、 衞巧喔 
庭が をな でが をれ/、 南側に 對 
立し、 遙か 前方に 普 姐の 喔 をが 
わる。 これらの 建物の 巧を、 窠 
ニの がが ごら まき、 锅集所 ■で 
はおら じを の 外に 設けられ ろけ 
ずで ある。 右のう も、 第一の お 
垣のう もの 諸 雄 物 および 姻立殿 
膳を、 を 殿な ど 約 四十が は 特に 


嚴舶を 要し、 寸 をの 不淨を も 巧 
づけぬ やぅ じどい ふので 宮內省 
直を に ホし、 

御用が け 巧 郁 府下のを 町 
村から 優れた 立 木を 伐採して、 
おじ 御所 巧の 工作 所に 搬入を 始 
めた が、 機、 が、 松 での 皮 か 
の乂太ををのょ^用ひられる。 
狗屋献 は 費 ど 苦、 唐 化 襄は薛 ど 
お 巧、 天 ザけ 近 江を、 壁は 莫座 
ご 筵' 巧は 巧の 上に 莫座ど 違を 
敷く、 御緣 側け 竹の節 付の ま i 
でを る。 壁には 雕 のか 恵を 指し 
床： ト じは タを植 へ、 ± 台は 化の 
す 巧を をの ま、、 地中* し 埋める VJ 
いふ 最も-原始的な 建て 方で、 悠 
が、 ホあ兩 殿の 棟 上には 勝 巧 木 
破風には 千木を のせる。 勝 巧 木 
は 巧瑞じ I 本づ！ 、千木は 悠が 
殿は 内側を 切ら、 ホ 基 殿は か 側 
を 切る。 

地鑛祭 が 終る ご 直 もじ 着 
エが營 のみは 大工 二十を、 豊葺 
八十 名、 手 樓ひパ 名、 をの 化疊 
冕、 植木 崖、 木び きむ で總 'が 三 
な 五十 あが、 白 T をつ けて 齋戒 
化 おかし こみ 謹んで 奉 雄に 従 ひ 
十 巧 二十 H じを 成の 豫を である 
底營す U はもが 姻 もの 建物は 火 
倉 化が 落札 巧 かした。 


無人の 軍艦を 動かず 

恐し い ラ デ オのカ 

戰敗國 ド井ツ 海軍の 壯擧 成る 


ド井ツ 、ゥ并 ルへ ル ムスへ ヴ 

ン I 二十日 發 n 唯った 一人の 乘組 
員 もリい 一大 戰闘濫 が ノコノコ 
ご 海上を 蓮が する 怪奇。 軍潑ご 
どして 列强 注目の 標的と なつて 
居な 前 戰簡鑑 ザ ー リング ン號は 
本 H をの 試 運轉を 巧っ た 結果、 

裝 事。 化績を おして 化界の 海運 
界は 勿論、 將ホ S が戰 々術 じ も 
一た セン 七 1 シ ヨンを まき 起し 
て 居る 0 

のを 奇な 巧燈に 備付け 

て ある ものは 自 働機關 どポン 
ブで追 化した 船舶から をる ラ 
デォの 電化で 前進 汝 進を 始め 
•こして 留 むま： の 速力で 急速 
的 U 阅傅 もす る。 この 電波は 
艦上 じ備 つた 大型 アンテナ じ 
巧つ てを の 偉力を 發 揮す るの 
であ i が 假らじ 砲彈が この T 
ン テナを 破が しても、 轿 らし 
い アンテナが 自働的 じ 篮內か 
ら ずるずると 你上 つて 運轉を 
繼續 する こどが お ホる V- いふ 
素晴らしい 化 巧け の もの ■ 
あの 化沒 をの r ために 艦內 じぶ 
I コ火ク を 一 ぱい 詰めて 居る とい 
I ム話 である。 义ら ラ. テオの 力に 
I 化る 船舶の 速轉は 旣に歐 讲大戰 
'の 愚 中、 飛け 機から 操つ たらの 
であるが 棵 めて 小型。 もの じ 腿 
られ、 今巧のか（ち大；^る職艦 
を 動かす V」 いふ こどは 悼めて 近 


年 じ まら 考を されつ S あつた も 
ので、 獨 逸の 海軍省で はこの 戰 
翻鑑 をが 體 して 今回の 試 運轉じ 
從 事す るまで じ 約 ニな 五十 巧 マ 
少クを 支出して 居る。 

濁 逸 お軍每 では 次期の 海軍 大 
淸習 じは 砲擊& 標的と して こ 
の 『自 働戰闘 艦』 を お 勤せ しわ 
る こご じ U つて 居ろ か、 沈沒 
を をれ るむ めじは 細必の 注意 
を拂 ふこ ごに なつて 居る。 一 
般 海軍 專 巧を はこの 試 運轉の 
成功を 見て お ホ 一般 海運 界じ 
恐ろし. い 影響を ぷ ぼす こごは 
巧 論、 續 々この 補の 艦船が 建 
龙 される であらぅ との 觀 察を 
^ -- > て 居る。 

東へ 五千哩 



日橫斷 


む 記錢を 猪し 曾て ヶーグ 及び フ 
I M ンフ で_ ^ 巧が、 太 西 巧を 柬 
じ橫斷 した ブンメ ン號に 等しく 
ヤン々） 式 大型を 萊が巧 焼で 
兩 ± u 過般。 1 マから 南义じ 
がんだ イ タリ ー 巧れ ± ザグ • 
プレブ 大尉のを 距離 及び 耐久 
兩飛 わじ 向つ て 巧 記鍊を 造る 
ピ いふな 氣达ん である。 


とか 聽 、午 お 四が 巧 小み 向 地 
を。 


ポ 


贿黨の 旗印は 

黛と らくた 

皮肉な ポスタ 1 現る 
も ホ 共 か漠の 旗印は や* お ホ 
黨は ドン キー どを つたら ので あ 
るが、 今度の 大統領 戰 はお か黨 
が 禁酒を 腳 巧を、 お ま黨け 禁酒 
法 改修を 襟榜 して 居る とい ふの 
で、 ク！ リッ デ 大統領の 出身地 
である マサ チユ 七ット 州の ノ ！ 

ザンプ トンの 共和 黨 婦人 部は 極 
めて 巧 肉な ボ スタ ー をを 所 じ 張 
をして 居る。 

削 も ポスター は 『この いづれ 
を 選ぶ か』 ピ乂 書して 典 ぉ黨！ 
は 象 じ 化 ゆる じ驗雜 をな つて 
しを ま 黨は跋 おに 化 ふる じ 魚 
を 0 てした 上、 酪路は 自己の 
四 脚に 直立し 遠い 

旅路 を ものともせず じ、 
こつ-^ ど步 く、 而 かも をれ は 
驗靡 自身の 力で 賴 めて 有益な、 
をして 永い 生活 じたえ て 居る と 
なし 

魚は 潮の 流る-がま、 じ 
流れて をの 巧く V きごころを 知 
ら 中、 極めてを 易に 釣られて 了 
ふ。 彼は 正に 巧ね まで 何の 攫 値 
咬き もので もる 0 

と 印刷され て あるが、 こ. のポ 
スター は 盧外じ 巧 評を 博して 
を 地からの を 文が 殺 倒して 居 
るとは 沙 をの 限ち。 


マック 柯畔の 

八重 樓枯 る’ 

豪雨 じ 菓られ C 

首 郡 ヮン ン トンは 今月 おかの 
巧の お 年 ホを 巧の 降雨 績き でぁ 
つた々 をのた めじ ホー トマ ック 
河畔の 水豊約 十八 时を おしてを 
所に 被 寒を ぶ ぼし 河畔を 菌燒す 
る 五大 ゴ少フ 擒の靑 単 もを の だ 
めじ 化れ たのが か 

巧が U 本から 往年 ァメ ブタの 
政府 じ 贈られて 巧 年の おじは 
首都の あ 物と して _酿 歌され ン 
i ぁつじ 河畔の 搜も 大部を な 
一 側 巧じ垂 々 VJ ずる 間冰 中し 
埋 つて & た爲 めじ 四な 六十と 
本の 八重 樓の內 で 一二 巧 本は： 
—ンズ •ポネ ント附 あで 遂に 
姑 巧 心む もの！ 如く 
農務 省 側では 必 巧に なつて^ ゆ 
尊い 禪のホ かを 助け やぅと 巧 巧 
を 講じた もの i 柯をじ も 水豐： a 
威 じない ため 遂に 雨の 神 樣の驗 
性に ぃ * つた 0 おも 河畔の 一重 挪 
じは 柯等 被善记 ない。 

日本 大使館で もこの 巧を 耳に 


飛行 壯圖じ 就く 

ベルリン 二十 九日 發 = 濁 逸の 
舶巧家 じして 先般 耐义娘 巧に 世 
お 削 記鐵を 樹立し。 飛 巧 ± ヨバ 
ナン •ラキ ズ ブック 反び ジン メ 
グ マンは 明朝を なて デゾー を 出 
發 、東へ 五千哩 飛んで 一 を 化 京 
にあくべく、 巧し 燃料 じして 充 
かな 撫 をはを S ま/' 日本の ホ 都 
東を じ 着陸す る 尝で旣 じ 準備が 
巧つ た。 兩號わ ± が 操縦す を 飛 
わ槐 は錢」 お 十六げ 間の 耐义が 


凉 r 追 ふて 

祭 H は いづこへ 
水曜 H0 巧め つきを 暑くな つ 
た 天 おは 恐ら < 月曜 目の 休日で 
ある 勞 做をまで 繼續 する と氣 象 
臺 では 早 （も發 あし 

夏場 の 連中 もこれ で 今 ま 
で 雨に 祟られた 損失を 補わぅ ど 
脑 じよら を かけて 待 焦れて 居る 
が、 をし ザ おさ 《を 好なら ば 巧 
內 かの 夏锡 及び お 岸の 人出は 恐 
らく 化 ホの レコ ー ドを 破る こ 至 
るべ く、 氣の 早い 人々 は 早く も 
を曜 H から 火曜 H の锅じ 豆.^ て 
がへ、 山へ ご 凉を追 ふて 居る 人 
も ある C 

y 聞に おて 居る 納凉 化廣 
吿の 一日 歸ら ごして は 左の ホ 面 
力 巧 巧で ある。 

♦レー キ •ホ バト コン N 療車 

で 往な 一 弗と 十五 仙、 標準時 
間で 午前と 時 十と みに 西 二十 
111 T 目を、 正午 じは 到着して 
午後 四时 までは 遊ぶ こ £ が 出 
ホる。 

參デ ラク エア- — •クオ <— タ 
•キャップ N 巧 二十 一 こ 了 目を 午 
前と 化 四十 五か發 、ニ ユ— 
t ク歸 着、 午を 八怕 一二 十を 巧 
化 ニ 弗 お 十 他。 

♦モ！ チャンク H 化 俊 ニ 弗 五 

十 仙、 西 二十 S 了 目を と 時 十 


.阳を 一二 十六 秒、 巧 一' 蒋 はは シア 
トグ おみで 本が 十六 歲の オタ ゲ 
ダ ツター ダム 燦 であ 時 巧 S 小と 
を ごい ふ 際で い 差で 惜敗— で 一二 
千 巧を 得 レが 一二、 四、 五 等け 千 
巧、 ホけ お、 四な 弗で いづれ も 
アメリカ 締 A がと めて 了つ わ。 


女權黨 の' 元老 

へ井镶 俄に 逝 < 

ァメリヵの 女 權媳張 運動 一: 貢 
献し國 際 的に も 著名な マブ 1• 
ダー レット •ヘキ 壊は まる 一一 一十 
ロロー チェ スタ 1 じ 同居 中で あ 
る 婦人運動の ホを々 ット 夫人 ど 
共に 恰 かもと 十一 歳の 誕生り を 
迎ふ ベく、 さ i やかな 晚餐を 準 
備中 でもった が 同日 午後 四時 氣 
をが 惡 しくな も 岡 巧 十 時 じ 逝 ま 
した。 媛は がから アメリカ 婦人 
參な權 を 承認した 八 周年 目に 逝 
去した 諮で ある。 


お 上 俊 話 


林 轉± の 大發見 

東京 特電！ 二十-日 發 n 過 ま ニ 
十 年 ホ 恙虫 豫防 液に 就て 熱 が 
硏を 中で ぁつた 愛な 醫大 敎搂 
がを 助 博 ± は 最近 おを 豫巧液 
を發 見し 十五 名のを 童 じ 注射 
を 試みて 全部が 巧した が化發 
見は 化 巧 的 賞 讚を 懊 すべき も 
のピ ご。 

この 蕊 ろしき 夫 

ま 京 特電 I 二十 一日 發 ==1 二重 縣 
丹 波 房 子は ホに 逢 ふ 爲に渡 ホ 
米した；^ 夫は 婦道 じ 背く ごて 
上陸を 拒み ン アト 八から 追 ひ 
返へ した。 


して 大いに 驚き 新ら しい 巧を 
n 本から 輸义 すべく 運動 中で 
あるとの こどで ある U 


メ—ト ランド 中蘇が 

香港 大飛巧 計 劃 

囊じ 陸軍 飛 巧 機で ホ 布 橫勘じ 
先陳の 巧を 遂げた メ ー ト ランド 
中尉は 陸軍 長官 デ ー ゲ キス 巧の' 
副官 ごして ホ ノグ八 じを き 一昨 
H ンァ -： グじ 到着を 巧 年は 陸軍 
省の 許 巧を 得て すン フランシス 
•を 港 間八 千 唯の 橫斷飛 巧 計 
割を を 表した，' 機は か訟 一二 發動 
機 備付の 大型 飛行機で 化 づホノ 
ググ •し 飛び それよ b 五 千 一二. 白哩 
の マニラ 乃 ま グアム島を 經て香 
潘じ赴 C の だと。 


黒い 眼の ジプシ ーが 

八 千み 百 弗 詐取 

□ニ ユ ー ジャ ー シ ー 州化バ ー 

ゲン じ遞ま 二十と 年じ枉 ち妻帶 
もしな：/ で 一を 懸命 じボ C 趨屑 
を 拾つ て 生計しながら 八 千 六 百 
弗 ごい ふが 金を した アン トこオ 
リシす」 呼ぶ ィ タリー の 石 部を 巧 
去る 六月 漂然 コ n ン ビアを 
園の 夏 瘍を訪 ふた。 ■ 

□彼は 黒い 腺を しね ジプシ ー 
の 占者に 身の トー 巧斷 をして 嘗つ 
で 所、 巫女の 宣 ずらく お前は 近 
て营 目になる ご ぁつた。 驚いた 
のは アントニオ 君、 悲し 相に 銀 
巧へ 預金して ゐるこ VJ まで 吿げ 
た 巧、 ジブ シ ー は 巧び 彼の 擎を 
巧斷 した 上 確かに 儲かる 道が ぁ 
,> W 言つ た G 

己 正直な アントニオは 最 ぅち 
目 待てば 利子が 巧み 十四 报 じな 
も ごい ふ 銀 巧 員の 勸 めを 聞か ば 
を、 早速 預 をの 查 部を 持 おし 
て ジブ シ！ じ 預け、 自 みが 富 目 
になち、 預けた 金が 殖 へる H の 
ホる のをを か 今 かご 待ち 誌び た 
而 かし アントニオは 菅目じ も 
もなかつ た 化ら じを も戾 0 ては 
巧^=^かっゎ。 彼がニ個巧目のま 
る 八 巧 二十 九日、 譬察 じを の 旨 
を 届けれ 時、 黒い 眼の ジブ ンー 
は巧處 かへ をを 隱 して ゐ た。 


十哩の 女子 競泳 じ 

五 デ— ル镶 大敗 


チュ— キング •ボム 王で あ- 


ブ グン ー 氏が 提 おした 一等賞を 
一巧 弛の 婦人 十哩 競泳は 參加あ 
五十二 人 のぞき じ 達し、 二十 九 
日ト n ントで 惟され たが 英佛海 
峽 を記錄 的時闆 で橫斷 しじ ダ ー 
ッ八— ド • S ザー グ 壊は 六 時間 
二十 一二み 四十 秒で 篤 ホ 着 どな- 
遂に 選に もれた。 一等は ニュ ー 
ョ ー クが ホんだ 本年 二十 歲のェ 
七 ル • - I トグ 壊で 五 時間 一二 十 


讓 渡廣吿 


栽 事 諸 意の 御眷顧 じょら タ年 

日米 撞庵 

を經 をを 居候 處 今般 都合 じょ 
も 巧 中 重 雄 巧へ 讓 渡し 候 じ# 
化 段 演吿化 お 
化 月 

吉 田宗隆 


讓 受廣吿 


お 事 今般 ま 旧 ま隆巧 經營の 

日米 桂庵 

を讓 受け おじ 就て は稱 々勉强 
諸 彥の御 嫂 顧じ應 じた <此 段 
卸 披を申 上 候 


九月 


竹 中 重 雄 





♦ ♦ ♦ ♦ 
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Nippon 

Di*y Goods Co. 

1281 Broadw 巧 I C か， 
む r. 31s パ I 

Tel.Pennsyl 削 ia 巧 50-51 
む om が 5 


Nara Trading Go. 

ISl^thAvemie 

(Cor. 21 がみ.） 

Tei. Wg 日 叫 uin 3846 - が 


Mo Bros., Ins. 

Formerly 

M が uh が hi & Co. 

17 East 1 む ! ifU.St. 

Te しが pnqtiin おが-が 


W 削 TS & 郎， 

141-1 が F け 化む e.i 
(む r.21s け L) 

New Tf 日 rk む iy 
W. Al が 叫が n 5 巧 5 


N. Y. K. LINE 

社 會船郵 本 白 

NEW YOR 氏 OFFICE: 

S— 10 扫 Hdge St. T 巨 し BOWUNG GR 巨 EN 2262 

San Franc わ CO Office L 的 Angel 巧 OjC む ce: Sea れ le Of む e む 

551 Market St. B ミ 化 more Hotel Arcade Co!man BJdg. F かが Ave. 

Chic なの） 0 巧 わ e; 100 W. Mo 打 roe St* 


MOIMliU 圓 S.iiic .， 

巧 - 55-57 W. 巧 rd 化 , 
一 -- 術 w_ で irlt む ty 

Tel. Gramercy 3860 


THE FUJIMOTO 
SEcuaiT 産 sm , 巧 G. 

巧 0 B 阳 adway. 0• C か 

な i. Rec お r 24184 お 9 


THE BANK 日 F 郎お巧 

Room 1029 け 目む oadwa もん Y. 
Phone. Cortian が 8583 


The Sumitomo Bank, Lid. 

化 W YOgg H 巧が y 
8 帥 班 414 
149 む Mil 刖 ] f 
Is !， わ no 巧 r 7444*7445 


Tlie Y 日 kGlia 巧屋 
がが お 郎化， L 姐 

5ih Floor, Equiiable Bldg. 

1 巧む の dwa も！ i. L 
Ph 帥 e 8 が tw 2 巧 0 


1118 Baiik of Taiwan, ltd. 

Room 515 

B が fienssn i 刖 巧む 巧む ildi 巧 

1 郎 Bnsaiiw 巧 . Ni Y, 
TeUorted け 巧 2-33-34 


rfaiyoTfadi^CoJnc. 

import が s & E 冲 0 け ers 
101 Fifth Ave., N.Y. 

"Fei. A お onqgiiL 巡 かを — 
ぶ T^. Ma お 如 n お reet, 
Chicago, Illinois 




WAL 化 UFLORH) : 

CUSTOM TAILORS | 

乙 0 DEY ST.， NEW YOR 技 | 

Near Chtn’ch St. 

TE し （XmTLANDT 7557.7558 ■ 



九巧號 

を 娛樂雜 誌 

ホ じ 
英譯 

不如歸 ニ 
金色が 义 一 
巧 もやん 一 
肉 彈 一 


ザ 桐 兄弟 商會 


シアトル ぉ 帆 (午前 十 時). 
あ- 〇 ぞな化 九月 十と H 
あらび や义 十 巧 十 H 

ば リザみ (坡潘 巧軌〕 化 巧 甘 五 ロ 

►一等 橫巧一 化 五 巧 ‘ ' 

化し ばりず み ろん でんかは 一 五 五 巧 
►三 一等 目 本 巧 五 五 巧ぎ 室 大を逆 聚族室 多な 
マ 御を 還に 巧リ 4 華 割 SS が復 切な 發 行を 巧ち 

ロスアンゼルス 巧 帆 (午後 一二 時) 
さ、 どず 丸 乂巧リ 四日 
まじら 化 十一 巧 云 日 

►一 窜横演 ニ 30 巧 化は わい 央ま にらを を 巧 
►おが 一二 等 日本 巧 五十 化 弗 マゴ 一等 日本 巧亞 十五 弗 

►を 巧羅麻 巧沒車 切祥寢 毫を熙 入御 幹を 化 4 お 
r を お？ 憂 V • f-i . - こ を 55 1 0 


精'々 勉强巧 仕 御 引 立願 上 候 

陶 礎器雜 貨卸寶 

春 お 廊會 


り 本陶礙 韻雜貨 類卸賣 

ホ元ブ タザ ー ス 


日本 陶織 器雜賞 

ラム ブ卸寶 

奈良 貿易 廟會 


日本 吳服 反物 キ モノ 

テ^ — ブルク ロ ー ス類 

諸雜貨 卸商 
體 日本 ドラ- グ！ ブ廊會 

特別 廉價で 乂勉强 巧 流 わは 當 巧の 特長 


= 木觸 叢雜貨 

ドラィ グ ！ ツ 舞販賣 

S 巧 木 桃 ホ 組 

MOO 尸 MOMONCM , Co •，京 C . 

105‘ E . S を Sr N ’ Y •ぎ 宴養ぎ ニ 法 置- 7 


巧 桐 スペシャル 


化巧號 

講談 クラ 7 1 .00 
文藝 クラ 7 .五 0 
キング 盖 〇 

'幕 ± •お 0 
ぅきよ •五 0 


紐肯 東京 瘤會 

140 WJ 雲 St , 尹 三. 
Tel . Tr 臺思 r 萬 基 


懸賞 募集 

がの 素 を用ゐ たが 食 御お理 
のがを ホを 募集し まず 

一、 成るべく 日常の 御 食膳 じ 
ふさは しい 材 巧を えらび 
しかち 實際 御が 巧に ょる 

レ シピ— 0 

ニ、 味の素^ 新規 應 用に 就い 
で廣< ホ 人の 趣向 じ も 適. 

したる レシ ビ^ 

A 撰者 ホ 之 素 本舗 料理 研究所 
紐 育 お 張 員 

么 賞を 

一等を 五十 弗 一人 
二等を 二十 五 ホ 二人 
一二 等 金 十 巧 五 人 

四 等 味の素 瓶 入 

• 一個 宛 殘を部 

<1 おを 

締切 昭か 一二 年 十月 一日 
發表同 十一月】：！： 
本紙を おて 發 表し 同が じ 賞 
金を 贈呈し ます。 

お 稿 英文 邦文 巧 御隨意 
一人 じがき が 巧 法の 數じ制 
限を 設けません。 

宛名を 山商會 

味の素 懸賞 係へ 

住所、 姓名 御明 記の 事、 原 
稿は 一切 御お戾 しません 


A を棱 


が 育 新報 
H 乂 時報 


ホの 素 特賣巧 

桑 山商會 

ニ A EAST 是 ih ST : N . Y . C . 
さ Q ま • Re 巧 nf 21 な-苦 57 


▲巧 お 巧を 等 該傩が 食の 蛮 宮麟新 もる は 乘組良 
の 熟が 蘇 切 下が さ 化 ハに 常 おの 讓ミ ずる 度て t 
A 當 なち や 洋航が 一二 等殺猜 はを 部を が 的を 宮み 
挽し 吏した、 み じを 市な の 如を は 巧韶ッ 

ス トサ！ ド 义はス ナエ デ > トヴブ ッスな 上の 
巧 猜知婦 へて 识づ まず 

® 桑 港 お 帆 ホ > ググ經 も' 【あ 午が 帆】 


大 

天 


巧 

が 


化 

兄 

化 

春洋化 
西 比 利强化 


九 巧 十； 1H 
化ち サ 六日 
十月 十日 
十 丹が 巧 目 
十一 巧と 日 


® シアトル お 帆！^ 午前 十 時 お 斬】 ^ 
横 潰 化 化ち 廿 一日 J 
规賀乂 .十月 二十 目の 

が 蘇 化 十 i ミ H 柳 

G 

裂が 日 お行か 斯 A 
如な か 免サ 一 B 
香 取 お 十 巧 お U 
A 紹 育お辆 ちま 馬 綺を日 ネ朽续 物 載！ ち ニ 硬 
A お 道 巧 待 碁 ま勞巧 化を 事 おおおじ 御 あが ホ 好 
A ぶ巧淨 火み 結を 祐巧蜡 切挣裤 館を - U 取 計支寸 


nu^ 

6 


G 4 

n 

目 

6 

- む 


E 

H 

T 


W 2 

0^ , 

邮ぉ W g 
げ m d 

加 w 1 

R 


削 


む 

吐 


資本を. 査 原 围 
拂 & 濟 資本を 六 モな圆 
巧 ホを ホ 千 察ち 萬圓 

本 巧 東お巿 日本 橋 お 本を 崖 町 おを 化一號 
まち 小が 日本 協を 內 (おを 橫演 
名 古 崖を 徘大阪 西 (大阪 ) 巧戶 
廣烏下 關巧司 若が お 岡 長が 
上 おが 教立 貝洒水 


化 

IL 8 W- 
^邮む 
0 训 A 巧 
8 ぉ .y 
W 邮ぉ M 
.巧が も^ 

帥：： —-1.1 

おお r 

晚 側^ 了 


0 r 
0 2 
on 1 


链ぉ乂 巧を’ 范信 送を ホ 送金' 旅 巧 信用 狀 
が莱 信用 狀其化 一般な 巧 業 

ん戶城 S 菱銀 巧が 帛ま巧 

姑を 送を (日本み 化 無ず あ 料； 迅速 おを 
み 巧が 如 (を 巧 通知 ノニ 柿) 御 便利な 巧 
本 ま 巧を 巧 (本 巧)、 大 お、 巧タ 、京都 
巧 化 化 名ち 屋 、小が、 上 お、 おを 


マ鄰里 送を 度び ホ 送金 (無手 巧 巧】、 み— 
ち替貴 買、 巧巧替 化な 取 立、 信用が 餐 
巧 等 一 殺 级巧莱 巧 稱巧利 じが 巧 巧 化 侯 

諸臺灣 銀行— 出張所 

本 巧を 潰を 化 

黄な 巧を、 横な、 大 お、# ロ、 上な、 巧 
ロ、 顧 州、 厦門、 她 お、 香 渚、. 巧 巧、 巧 

窠坡 、スラ パヤ 、スマラン、 バタ ビヤ、 まち 

* グ 々ッタ 、倫を、 其 か 臺潰十 巧ヶ 巧 

】、 資本を 壹億圓 (を 抑' 拂 & 巧 一 
- 、 稽 立を 化モ 化が お 十を 脚 t 
巧 化 本ち 巧 U 橫淸 (本 巧) まを 大巧 
神 ロ 長が 下 お 名 右 尾 

橫濱 正金 銀 巧 支店 

ホ 固を ま 化 = を 港 羅巧沙 巧 巧を 
其 他世界を 國 重を 都 巿ニぞ 店度コ グン 
K 巧么核 


SL 雙 巧？ で！ 九を 

體 住ぶ 銀 巧 

策ち 橫巧 名を 屋 、を祁 、神戶 
才产 I 尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 か 、 T ノ熙 
化 支 里 巧 司ぶ 倉、 ち 松、 隙タ 、乂留 ホ 等 
本國 預金、 鄕里 をを 等は 横め 
て 御 巧 利 迅速 じ 御が 扱 可 中 お— 


本 巧 朝鮮 巧が 

支 巧 出張所は H 本內 化の 樞要都 ホ， 朝が 
滿洲 、.ち 邪のを 地ぶ び 浦 盛斯徳 

朝鮮 銀な 紐臂 出張所 

外 國爲替 一般 銀け 萊お 精々 御 化が じ 取投巧 
申と 候 


藤本 證券 會巧 

一般ち 惜粧 巧ノ質 買、' 引受、 募集 
▲を强 、並-一之 ニ 關ヌこ 切 ノ業巧 

鎌賦 藤本 ビち ロ！ 力— 銀 巧 
紐 育 お 張 巧 


陶强 語、 雜 貨卸臂 

寐巧ブ タザ ー ス 


巧 時 陶碟器 

ドラィ グ^ — ズ卸賣 

太洋 貿易！ 會巧 

支 おがが 古、 ボストン 


日本 郵船 營祕 (並 ニを 鐵道脊 社) 

化理 巧が 關 兄弟 廟會 

乘 お、 を 船 切 巧が じ 小荷物 運送 街 巧 巧 じな あ 中し ます — 


ハイカラな 紳 十は 

化 立 服を なしまず 

夫れ は 宜く身 じを ひ、 見掛けは をく、 を 
して お ホん ロょ b も襄 持ちず る 事を おつて 
るからで す。 弊 化は タ數 H 乂紳 十' の 御用 
を 承つ て 居ます。 

n 化 填を じて 御 ホ 店の ホ じは 

ホを 莉 引を しまず n 
御 注文の お M に 巧 はらず を も 巧 一巧 ホて 
見て 下さい 

ウオ ルカ ー エンド フロ リオ 巧 服 巧 
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最終まで 論議 クれた 

満洲 問題の 實相 W - 

國務 省の 雙明 なでは 嬰 請せ 似が 

滿鐵 社債 應 寡に 兎角の 意見 


前 遇 水 眼円齋 腾總谢 事の 『口 
本の 滿洲じ 勤ず る 態度』 を 説明 
せる ご 巧朔樞 巧の 質問 どで かキ 
リアム スタ ゥンに がける 滿洲問 
題の 討論は 一段を がかいた 梭で 
ぁつた けれ ホ 二十 おり 及び 二十 
八 U の兩 りは 

ニ) 滿洲の 現が じ 鑑み 义 画々 
お あじ おしてを ま お （は ザを 
ホの 聲明潑 炭を 耍 請すべき や 
否や 

ニニ 滿 盛の 裳 價計畫 が 米國銀 
巧み じが b て闕お あじ 照會さ 
如た 檐合 國務省 ごして は 如 巧 
なる 固を をが ふべき であるか 
の ニ 間 題が 論 溢され た。 第一の 
間 越に 關 しては が 巧 •か 張 華 おじ 
忠言を 輿へ で 支那の 南 化 統一を 
回避せ しめたる は 崔府の 乂個圃 
條 約に 違反し じ ものでは ないか 
VJ の 底 巧ら わつ たが、 しかし H 
ぶの 滿 がに がける 重大なる 利權 
密接なる 關 係に 顔み 一時的 手段 
を 採つ た： n 本の 巧 動を W て盧じ 
ぉが 丸 個韵條 約を 侵 蕾した もの 
であると 巧る は 早計で あつて 巧 
等 其 事 貴は 認められて 居ない。 
ホ 阁務省 VJ しては 時 巧の 推移を 
; 化視 一 •つ i あるので あるから 米 
: 闽玫府 3 鄭 明を 巧 請す るな では 
.輕卒 でぁる。 化 敏國務 省を 僖賴 

i 改善 さいろ 

歐測 航路 

- U 本 郵船の 锐 造船 
一 U 本が 廚食 社轨を 術計 蜜 中 桑 
，泥が 路じ化 化すべき 腐秀船 S 隻 
ホ お 線に 巧 用すべき 新 船 ご 一隻 あ 
び 個 米 西が 岸 線 用 一隻の 造船な 
^文がをせられたぶはがじ巧道せ 
る 逆り であるが 、最近 巧を 本社 
- よりを 化 まが じ 速した る 報道に 
一 化む ば がらに 八闷 1 U 附を 0 て 
I 踩洲線 新 进船ニ 隻の雄 造 おのが 
ニニ 遙を船 巧 ごの 閱に 締結され 孰 


して 可 化 ご 云 ふので 沙汰 化み ど 
なつて 化 舞つ た。 

而 して 第二の 問題 わる 滿鐵が 
ホ國巿 おして 社 憤を 裳 集す る 
計 藍め りご 假 想して ホ 国は か 
河なる 態 巧を 執るべき かにつ 
き ヒゥム 校 ± は 『現 巧の 狀お 
では ホ國は 銀行家の 南 滿鹽道 
じ おする 貸 出を を認し おられ 
ない。 米 感の南 滿鐵道 貸 おは 
支那の 韵米也 理的惡 化を 促が 
して 憂 ふべき 結果を 生ずる で 
あらぅ し 滿洲を 緩 街 地 滞 ねら 
しめむ る 目的を 阻止す るの み 
ならす 無用 じ 露國の 反感を 購 
ふ £ ごなる。 乂國は 華 府條約 
め 精神 じ 照らしを 然炼 調を 破 
る 政治的 朽 動と U る 怖 あるが 
故じ貨 おはせ 3 ど 云 ふ おを = 
本を して 明か じ敲 解せ しわべ 
きで ある。 どて 
乂留の 巧滿社 廣應黨 じな 對 し、 
滿鐵巧 表鄕敢 氏は を ヒゥム 隱± 
の 質問に 答へ て 『閱 は黨 政府が 
す 八 百 九十 六 年の 日ま條 巧を 攒 
まじ 廢棄 {る 旨 宣言せ るに 蟹し 
ては H 本の 輿論は 現み 閣の おお 
測 政策を ま おして 居る』 ど 答へ 
尙はヒ ウム博 ± が 日本 政府は 軍 
蹈 のち 配下 じ わる じあら やや ご 
の 質 巧に 對 して 鄕 氏は 『ホれ は 


次號蠻 をに 就て 

ホる 一二 =( H 腿) じあ 働 公 化 U 
'.であらます がらが 楽 致しまず 
.随 つてみ 週水幡 H 發刊 の 本紙 
な 水幡 午を じ蠻 送を ますから 
諸者ゎ手じ乂るのは木曜リ午 
前 ごが あ 知 下さい。 


旣 じ埋沒 された 逝 まの 歴史 じか 
ならない。 現す の H 本國 おの 思 
想を 吸 ひ 込む で 居る 白熱 的 問題 
はを 國 ほの 經 濟的自 救で あつて 
斟內 及び 對 外の 問 鹿 も 軍事的 戚 
化の 面影な く 煎じ 詰 むれば か 巧 
じして 平和 诬じ 適正の 經 濟的國 
民ホ活 をを ぶせ しめい かじ 歸着 
ずる。 其 唯一の 確證は U 本が ク 
ロブ グ國務 長官の 提 またる 不戰 
條 もじ 一の が留條 かを も 酌せ ず 
して 承諾を 輿へ た i である』 ご 
答へ、 滿鐵の 社倚閒 題に 關 して 
は 『借 效の掩 質を がが する-し 單 
純なる 事 實的企 墓で あるの 上 ホ 
麗 々務 ちじが て 之を 拒を する こ 
どは ない》」 信ずる』 ど菅 頭して 
千 九 巧 六 年 倫を じがけ る滿鐵 
の 起債よ モ五 巧で 巧は 米慶ょ 
b が 巧購 ホに 费 して 居る。 滿 
錫は ホ题の 製造 家の 巧 顧客で 
あつた。 ごて 千 九な 二十 ニ 年 
ょ 6 二十 六 年 じ まる 五 年間の 
統計を 示し 滿錄 は吳獨 ょらの 
購買 じ 比し、 米國 おを 約 四 巧 
の 额を礎 貫して 居る 事 賞を 述 
ベ 『滿 測の 關發は H 本 おび 支 
那の 經濟的 生活に 至大なる 利 
盛が ある ばからで なく、 化界 
の 通商 上に 大醒 係を ちす る。 
おし H 本が 化 開 發を化 ホ 支那 
じ 巧せ で疆 いたなら ぶ クレデ 
ッ トの毁 傷され た、 資本の ず 
足せる ま 那は到 巧 じし 得られ 
なかつ ね ど 信ずる』 ど 結びて 
お邀 社債 應 募な 對論 をを】 織 
し' 親 支關係 じある ヒウム 博 
± も ロを 滅 した。 


れ も 長略 じ が て 建を す る i と 
つたが をけ 總嘴數 約 r 力 ニモ 唯 
お 貨お蘆 嘴め 一ガ曠 、戚貨 が 穂 
普 弛 貨物は 約】 方 八巧哦 冷旗貨 
物 庫一 ニな 嘴で 船が ぶ 巧は 一等な 
二十 五 あ、 二等 六十 九を、 一 二等 
六十 おを む ニが お 十四 わ、 磯關 
はズ 片ッァ ー 式. ティ ゼ^ 機挪、 
速力 十と 留 巧 化で もる ごを ふ 
，あ ニ 巧 就 化の 上は 同 神の 八千顺 
- 型 船に る热 田、 加ぶ、 化 巧の S 
> 船は 歐渊 がおから 化 おされを 部 
一力が 級の み ごな b 新なる 陣を 
; かおされ る i どなを で わらぅ。 
な 上の か 巧を 做 退して がを 
船' 运じ化 br: 週閒一 叫ぶ 則を 
苦む ずれ じ橫巧 發航の n よら 卽 
巧まで 化 ホ 内 兰 - H 1 U をを せる 


じ 比し 0 後は が 二十日を 0 てな 
復航を なず 計算と なるべく なに 
H 數 じがて 十二 日の 巧 縮を をる 
べき もを は 窗港礎 泊 等を もを む 
じつき がか 四十 四 H を 要せろ 航 
海を 化が 四十り 前後に 一 細 縮す る 
程度なら やや どは 消息通 側の 觀 
測で あを。 一 

1 f HI 1• : : ，； 1•111;1 

若 尾 巧 米 入 招宴 

滞が 小の お M 鴻太郞 氏は 去る 

二十 お n ホ テみ プラザ じ 東 お あ 
び 信越 あヵ既 債じ挪 係ん る乂人 
おれ 家 其 化を お 巧して 晚餐會 を 
開いた。 當 巧は 巧 島 一二 ホ 物產支 
化 長 司會を どして を 尾 巧を 紹か 
しグ ブタン ブィ 信 巧會社 副社長 
ゥォ ホア 巧、 •テロン タ ー ド禽 
社盡 役へ ィブー ド 氏、 ジ玉ネ ラ 
グ帯氣 社長 ミノ] 氏 等 巧々 起^ 
て U 米の 密接なる 經濟 及び 外 巧 
的 提携を 主張し、 齋藤總 '谢事 も 
H お觸 係の 親善を 說き滿 讲聞飽 
じ 言ぶ して 巧賓の 注意を 惹 むた 


大朝 事務所 移轉 

化 巧ゥォ ー グ ドビ^ テン ク內 
じめつた 大做朗 n 及び 裝巧朝 H 
が 育 特派員 事務所は 紐 育 タィム 
ス社第 八 階を じ 移 轉し化 野 ま. 内 
氏は 本 H よ b 新 事務所 じて 视巧 
する ivj なつた。 電話は ラ々 ワ 
ナ 1 000* タノ® 


讓 をけ 經 巧す るを どなつ たが 更一 
らじ 親切 黄 一 主義を なて 同胞の 
爲 めじ 便を を 謀る 由で ある。 

な 人 私— づ 

•木 村が 氏 田が 貞治郞 氏 後な 
市 俄 古 領事、 3 n 大洋 化 じて 着 
を 次週 着 巧の 由 
•棚 ロ 巧 么助巧 力 VI ジ ボィ 
ンな 化の 同氏は み 息 同伴 去る ニ 
十と 口 中央 停单谣 出發巧 巧ぶ 巧 
五 H シ ヤトグ 出帆の アフ タカ 乂 
じて 一時 歸朝 來寿匆 々歸 紐の 由 
I U ，服..，— 歌 をー 


♦紐 育り 本人 敎會 午後 八 時 
題 未定', 岡墻 牧師 
♦を 督敎 修道 會 午後 八 時半 
我らの 燈 化き ゆるなら 

今 井 牧師 

♦日本人 菜な 敎會 .午前 十一 時 
道、 必 巧、 ホ 命 を 崎 牧師 
クー ク 

I 日本 巧ゾ ！ ル I 

◊ ク 

締切 お 育 本 時 午を 八 時 
日曜な を H は 午後 五 時 
化 巧 j n ビクトリア 經お 
五ム プンス •ォブ •加 陀を号 

化 巧 ニ H 桑 港經も 

プ レシ デント •へ ィス 号 

九月 二日 沙渚經 由 
'靜岡 か 

九 沙經雜 由 

プ .レジ ザント • 

クリ！ ブランド 曼 


御大 禮ご 酒饌料 

ホる 十 一 W 十六 H 御 k 禮乂藥 
與 一 n の當 n が 別の 离等 官禮待 
遇、 が 巧 巧、 化 四 化 0 上の む 泣 I 
ちみび 劇 ニ 一巧な 一二が nh の 郁 励 
ぞ じは 俩饌 が： 一川 化十錢 '秦贼 
一はる i ど； ；〇 つて 巧る から 當地總 


領事館 區域 にある 有 資格を は 九 
巧 一 HR 後 氏名、 資格、 住所を 
續領拳 緒まで 屆け おでられ たし 
と'。 因 じ 八十 歲 W 上の 高 齡をじ 
は旣 報の かく 天盃を 下踞 せらる 
る篱 じつき 是れ また ま急總 領事 
館へ 述牒 をるべし 。 I 

美 巧敎會 近事 

化川淸 一巧 辞 巧 後日 本人 美 巧 
敎會幹 串 i して 盡 がせる 粟野 賴 
之祕氏 辞表 提出の 爲め後 巧 巧を 
證衡の 結 ぉ ブ八ゥ 祂學校 巧 身の 
脇屋 義人 巧 新に 幹事に 就 化する 
S ご；： > つね A 缺員 中で あつた 婦 
人傳道 者は を 良 高き 師範 出身の 
椿 貞モホ 人が 化 巧より 就 巧ず る 
蟹 A H 本語閣 設立の がに 關 して 
は 委負附 巧 どして 硏究を じす じ 
巧定 A 夏季 閉鎖 中の 寄宿を 食堂 
は 丸 巧 一日 よら 巧 開ず ベく、 ま 
厨は ぉ 煩 千 丈 氏。 

塚 旧を 太 巧來紐 

東が 棉花 棟 式 會社取 絲役塚 ぉ 
を 太 巧は が 度、 おぶ、 歐洲地 ホ 
視察の 上 去る 二十 四り ホ 紐ボテ 
少 •作！ ズ グエル トじ巧 宿 中で 
あるが 化 月 中 巧 南部 地方 視察の 
上 西 巧 十巧歸 朝の 途じ 就ぐ 绪。 

鄕巧 留守を 盜難 

當地ゥ S スト 王 ンド巧 丸一 五 
番鄉敏 氏 夫妻 U 八 巧 か 巧よ らゥ 
キタ アム スタ ウンに 赴き 不在 中 
盗難 じ 罹 b あ 類 其 他段電 物品を 
巧の 被害 わる 山。 因に 锁 氏は 本 
H 頃餘 がの 帯。 


H 米 桂庵 譲渡 

化 ホ 巧 田を 隆皮 經屬の H 乂お 
庵は 几 W 1 n よ b か 中 ま 雄 氏が 


讓 渡廣吿 

なお 今般 經资 中の 商 上下を 
が 白人 じ 譲渡 候 段 お 同 棟を 酸 
が 愛顧の 稍を 上 お 
お 皆な よら 御 頭ら の 物 晶は巧 
十 人よ b 御を 取の 巧 願 上ます 
【が ホ】 

御挨攒 

み 巧 1 n よも ホ 年 經驗の あを 
脾 がきの 日本人 職人を 雇ひ乂 
ひる 事 じなら ました、 就て は 
化れ 迄の 燒じ 御を 樣を锭 たせ 
る樣の 事は 御座いませ や 精々 
經强 致しまず からか 變らホ 御 
嶺 負の 程を 願 上げます 

淸理髮 床 

巧 四十 S 了 目巧番 

- — — l!IH -I 1• . I i. 

約 おな 觸の 

クオ* トロ ♦ブ 

ランク 六 弗 玉 
十 仙、 化 弗 あ' 十 仙、 十二 弗 五十 
聊 、々し 許 b 化 用した 砸 類】 巧 

兰巧改 び お 弗 

'苦 4- Si 呈 Ave ., ぎ. 査 th ぎ NJ - 


お タンク 

なな ス チ！ マ 


L ドろ ノン ク 


ィ タ ぶ 

イス ノ^-ベ ^ — シ ヨン トランク 看 

邮と姬 五十 侃ょ ち 十二 巧 亞十他 
置曼呈 h ft 


陶 巧醫バ t ハ リ了ン 

or . Edward 至 arriaiti 
S ミ嘗呈 D ミ壺 
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吿 
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御大 禮大響 第 一 n (十 月 十六 巧} ノ當 H 外 
國ニ アル 〔一〕 蔚 等官禮 遇、 01 〕 ぉ爵 を、 
011 〕 從閒 位な 上ノ なが 卷 、(四〕 動 S 等 巧 三 
級な 上ノ帶 動を ニ ハ 酒饌料 (一圓 お 十錢) ブ 
賜 ル コト、 相 成 候 ニ m テハ當 領事 舘區 域-一. 
在 ル お 資格を ハ ま急當 舘宛烛 お、 資格、 住 
所 等 御 通知 巧咸度 候；. 

お S 年 九ち 一目 一 

在 紐 育 燕 1 領事 齋藤博 


朝日 新聞社 紐 I 汽 支局は . 

今回 左記；- へ移轉 しました 

ニユ ー ョ！ ク •タィ ムス 社 八 階 

(タィ ムス •ス 々エア、 パラ マウント 劇 攘の麟 ) 

irik を 於 Qska Asahi 

Hhe 2 ew 7 fsli ゴを es A 呂 3 e タ Times w 应 uare 
Teieoh 香 e " Lackawanna 1000 

i i 


移 轉廣吿 


醫學ぉ + ま 居悅斌 

か 生 儀 

今般 左記へ 轉じ 設備を ど のへ 從 前の 開業 化り 候 間 何を 
引纔き 御を 證を贼 はり 度/. ず お 敕を祇 七を W て 御 報 申 上 候 
碧 7 W を 93 rd 空 feet , ISTew York <3导 

.1 Tel . Riversi を冀叟 


ラ厶プ ぶび シル クン H—F 

製 遮 元帥 質 手 塚商會 


正. Y . TETWCKA 0〇. 

15 壹呈 h St ., NJ .呈ニ el . 呈 eli 岩 31 


大段每 日 ニち を 曰 8 
を 木 H が 
Osaka Mainichi 

Room 306A World BuiWi 。 义 
TeL Beekman 4259 


曰 本 綿 巧 巧 ホを 化 
紐 巧 ま 巧 

japan Cotton fraamg Co., Lt 过 •, 
25 Madison Avenue, 

TeL Lexington 8780 


日本 生糸 巧 ま會化 
が 育ま 巧 
NIPPON KI-!T0 mm. LTD 

Two Park Avenue 
了 el. Ashland 5320 


巧を を會お 
お育ま 巧 
Hara & Co., 

443 Fourth Ave ， 
Tel. Caledonia 7830-35 


日米 生糸 株を を 匙 
絲 育ま 巧 
WCHI-B も i KitTO が 即 圳化 1 KA 巧が 
が ! CH し B む KUTO CO, LTD.) 
1 Park Avenue 
Tel. A ホ land 6246^7-48-49 


I お 川巧换 事務所 

j H. Seg&w み Insurance Broker, 
j 303 Fifth Avch 

Tel* Caledonia 4101 


巧 田 呼 事 株式# なな 育ま 巧 
Uchida Iradmg Co., Inc. 

1 1 Park Place 
Tel. Barclay 1576 


島 貿易 株式 會を 
ご hima Trading し 0 •, Ltd. 
150 Biro&dway 
Telephone Rector 1484 


巧 まを 化 赤 尾 商を 
Akawo & Co., Lid., 

295 F がか Av も， 

Tel. Caledonia 9758-59 


か 倉 製な 巧績 棟を 食を 
Katakura 在 Co*, Lt ふ， 

200 Madiso 凸 Ave 打 ue 

TeL Asnl&nd 4545^546 


に M ミ kimolio 

Mikimoto Pearls 
535 巧れ h Avenue 
Te，. Vanderbilt 2 が 9 

大倉粧 がち ま 巧 
Okura 在 Co ，， 

30 Church St., 

TeL Co け landt 2232-93-94 

s 共 妹 ま會脉 
化理巧 
离 # 巧を 
12 日 Broadw 化 H. Tf, C. Tel. R 扣 hr け 84 
Factory: 208 む wson 化し i . 巧 わ 

巧 巧 雛 巧 ま會せ 
Asano Bussan v^mpany 

Room 801-803 
165 Broadway 
TcL Cor け andt 8047 ぷ 052 

Gosho Corporation, 
SUk importers* 

40 技が t 84 忧 Street 
Tel. Aihland 4987-91 
Goftho Co^ !nc*t 
Cotton Exporters 

60 I { 巧 V 如な,， 

Tel BowHdk Oi ■ が Tj 880&-l、fi 

巧 おが 鐵道 株式 會赴 
が 育* 巧 巧 

South Manchuria R. R. Co., 

Room 2026, Canadian Pacific Bldg. 
342 Madison Ave. 

Tel. Vanderbilt 4135 

ミ 巧 物産 贼會赴 
な 育ち 巧 
Mitsui & Co., 

65 Broadway, 

Tel. Bowling Gre«n 7520 

巧を 會 かち 井 巧な 
お育ま 店 
Iwai ぶ Co., Lt ん 

Woolwor 比 Buildings 
Tel. Whitehall 6040 

H 菱巧事 巧 ま會社 
紐 育ま 店 
M な subi ふ i Shoji Kai ふ a 

(M れ， ubiah; Co., し 1 ん） 
120 良 road way 
Tel, Rector 2560.2564 

大阪 朝日 ニ ま 巧 蘭 日 
化 巧 ま 巧 
Osaka Asahi 

The New York が Annex 

Tel. Lackawanna 1000 



心 .*^ 


r 


VO しけ Jo. 1484 


巧 虹 r ぶな が获な がを 巧 imwf 


WEB 化 S 日が， な 巧 EM 化 R 5 1 日 巧 


了 寧の 巧 刷 ご 稍 巧なる 化 上げ 

膊 日の 迅速 ど 確 實な巧 正を が 証 ~ 

印刷は 紐 育 新報 社へ I 

電話 ワトキン X ニ 九 0 九— ニ 九 - 0 一 

わ 間違^む く 新報へ ； 

ボ內西 十と 了 肖 十 二番 十 階 目 

を 部-しがけ るが 字 言論 機瞄の I 
權 威、 吾が 新報を 讀 ょぬ 人いょ [ 

廣吿は 紐 育 新報へ ； 


溢、 つみの みら 


Hhe Way of cme , タ円 dith A . sawye " | 

H 本の 誇ら ごする じを ちる 强いソ シア 漫 しい 女性美の 動きを j 

語る 典雅、 島 潔の 文字 薄ッ ペラな 當化 軟义學 ごは をが 巧 H j 

の 比では あらま すん。 松 や 節ず 銭 じ ザ ダケー トし たま 者の 「日 I 
本 婦人 觀」 を 化 書を 通して ホ讀 あむ。 ' 

郵稅み 一部 ニ 弗 十 仙 

f 心 鶴^ 紐 育 新報 社 


英挪 協ぶ を 置 ±產，'し 

外相 椅子.^ 退く グ 


病氣 保養 じ 波 米した チャンバ— 
レン 氏 i 輿論は 秘密 協を を 非 靴 


ロンド/四 曰發 H 化 ザ 黨内随 
みかな 大を どして 奥阔 政界の 大 

ホ 物 t ある オスナ ン •ナヤ ンバ 
— レンに；！： 一巧 報の 如く 

病を 一一 おて 舉ぃ .5 ' 小 賴條お 
調が ぷ にお 則す る 能け ず、 リバ 
プー がをお 後'. て 先づ巧 領バー 
ム ダに 赴き お'' リ K ナマ速 州を 
經 山して ヵリ 7 ォ作 ニァ 州に お 

きが 赛 すら-' ご-」 じつて 居る が 
信 や •へき 筋が b 独いた 報 迫し 化 
H ば 氏 U おおが お！ ル トゥ 4 ン 
首排じ 勤し t 午&攝 化の 爲め到 
巧 外を の激 巧-'; 携 なる 雄は や ご 
がなで洩らし<;^らの^如- お巧 
をは 肖 ド證衡 小なる も^ I 如 <、 
斯（してナャ ーバ！ン ン巧^お裝 
じ 7 ランス ご S 閒じ 締結した ご 
巧 へらる I お带 協を を お ±產 じ 

世界 外を の 檢舞臺 から 退 
くこ ごに なつむ 譯 であるが 協を 
の內巧じま つ てはお閱4^ハじ堅< 
秘密を ザて おる 上、 一時 外タ閒 
難 ご U つたな！- い 父 書 S を換說 
等 •か 傅は レ裝巧 チャンバ！ ンン 
，巧が 巧ぶ. したを 縦 曾 諸の ぶ 磯ら 
々の 氣绩 V - 損じて 居る こ 


し 今闽の 協を は フランスの 要求 
に 腹 じて 陸軍 閒蹈 じ觸い 中を の 
化 償 ごして 補助 艦觸 限に ホ 脚し 

ク」 

誠 解 を かた こごは フラン 
ス の歐讲 大陸に がる 鶴 権を が說 
したる に 等しく 餘 b じ 大きい 犧 
牲 であみ 將ザ 却て 化 お 的 ザ 縮の 
媛 速を 阻止 1 る. ら^で あ も ごん 
聲が島 < 化て 巧 巧の 英视 協を も 
チャンバ ー レンを の 辭賊ど 接 じ 
有耶無耶-'， 葬らい る ぉ 勢が 濃厚 
であつ て 巧 黨侧は 巧し 政府 じし 
てこの なぞを 州處 まで もがを に 
齡し 輿論ん 動^ ホに 化り てみ を 
する やぅ；^ 遣 方に 及ぶ。 らば： 
いを み 脚 總港擧 の 政綱 VJ して 按 
お侧じ 

か 犬^ ず & の 機述を 示しつ 
つもる： i ,、 今り まで L 探知し 得 
ね V ころで け同條 約は ヮシ ント 
ン喊 約に 抵觸 ずる i を 避け 戰鑑 
じ對 ずる 禁化规 約 並び じ 經型谢 
限 巡げ 艦の 武嫂い * どに 顯 I ては 
問 條約じ 何等の 修 ぉを も 加へ ざ 
る^の ごを 码 Q イ •キリ ヌ、 7 ラ 
ンス 間」 化な ぶれむ 協約け お 軍 
軍縮の基礎ご^=*る ぺき 一 般巧儀 
化 案で あつて 


化の 小 固 じは 帕 等を 威を おへる 
もので ない、 しかして ィが リス 
フランスな 巧の ま 眼 ごず る ごこ 
ろは 左の 四點 じある 
I 、 ィザ ジス、 フランスは をの 

他 3 强國を けん 制すを 鶏を じ 
わいて は 自由に 巧 動し 得る 保 
留を おする 事 

ニ、 巡洋艦、 驅逐媳 、大型 潜水 
應の 最大 嗤 おじ 關 する 基礎的 
協 ま 

一二、 兩國 U 化 互 間：.！ 忌 隙な （軍 
偶 報を を巧換 ずる 事 
四、 小型 腹艇 においては 防鐵的 
巧 質を 滞び る ものは 除かして 
をの 建造は 自由なる 事 
しか， して 小 補助 鑑 問題 中 潜水 絕 
け フランスに 取つ ては もつ どら 

な閱 題で 六が 嗯巧下 
は 巧 禦用 ごして ィゲ リス もこれ 
を 認めを の 最乂峨 敷は 一千 ニな 
順 ご 協 志した、 今回の 協を は單 
しが おのみなら やまた 隆 軍々 縮 
じ關 しても タ大の 影響を 有ず る 
ものである、 外 巧 チ. ヤ ムバレ I 
ン氏 はす 院じ おいて 今 固の 英独 
海軍 協定 じよつ て フランスは 史 
じちの ィザ リス 案を 巧諾 せんご 
る 

意向 を 示す もので をる ど 

述べた が、 7 ランスの 輿論は こ 
れじ掛 して 巧なら 驚きの 色を 見 


どは 倘 々政 故ょ も かが ホ 雞の標 
的 ごなら 勞御歲 & び 自も黨 を始- 一 

め ごして が ザ 患 S 新進 か 子ら 期 形ず じのは いざる を まど 
せ 中して を おの 秘密 外を を攻裝 して ブ シン トン 協約 じを 加せ し 


せて ゐ る、 チヤ ムパ 1 レン 巧の 
述べた ィ V リス 案は 戰經 の最た 
嗯數ニ 萬と 千 五巧嗯 、十四 时備 
砲 どし、 巡 巧 避の 最大 顺數と 千 
嚷六巧 備砲 わ 標準 どず る もので 
ある。 


民政 I 黑 のす 平 組 
億 - く 脫黨 だん V 一ず 

黨 弊の 刷新 V 一幹 部戀撫 て納ろ 


ま 京 特電の 日骚 = 民政 黨の小 ホ 組 ご 目され て 居る ル 寺 謙 ま 
降 旗す 乂郎 、山中 善ぶ、 蝴 □を 雄 氏 等け ぶ H をな て 上野 靜養軒 
じ會 をし 席よ 撰 內の刷 帮の反 あを ホみ 巧し. 特 n られ やん ば速诀 
脫 なして 繰 巧 約 廿人お 上ピ共 じみ 换黨を 組織して 大殿 信を おを 
首領 ど 抑ぐ か 或 ひ t ! 化み 氏の 新 黨お樂 部 どながず べき 形勢を ホ 
すじ まちー. 袋め 幹部 侧の狼 紙は 一 A ならす、 化づ すず 谢の要 ホ 
をが；： て黨 弊を 刷新し を 達識 礙 に 等は 一時 隱 退の 上 不平 組は 鋒 
を納 むべ く 政界 ごしても 媒四黨 の 出現には 西 難な え 事情ち も b 
て 『間 題のを 化け 嬰す る じ 現 幹部の 貴 巧で ぁる』 ごい ふ 立場 か 
ら富田 幸み 郞ん をは 錄 おじ 奔走して 居る がを の 結果す 平 組の 動 
搖も 一 先づ 化が， 形势 ご。 つむ、 即も不 や 紐の 中む 人物で ぁる 
田 中 •小 寺' 械 U 从 等は 昨夕が 養 軒で 會 をの 上 旧 中、 森 田 ニ 氏 
はおら」 殺 U 规 おを 訪间し K が、 將が U をに 巧 化 化の 模 が ごじ 
濱ロ總 哉の 散 解を 幡 しじ もみ 5 か； 會見巧 お 旧 氏 d 『巧 等は ホ 
だ 穿て 晩黨 をみ なして まで 務內の 刷新 運動に を 加した こごは な 
い」 ご 言明し、 出 や 巧ら 『自か 等の 泌 動は 轟 内の 刷 巧が 目的で 
脫 窓では； ：！> い』 ど 述べ 居ち、 黨 S 本部で も 『黨內 の 運動は 寧ろ 
たお 潔み 逆 貫傳じ 姑ら わた もの だ』 ご 云つ て 居る から^' 资ロ總 
拽の般 おが 中脯 を' 倚と むら ば 恐らく 一人の 脫黛 ちら 出さ 中に 解 
がする もの ど觀禍 されて 居る。 


新 黨俱樂 部が 交 涉團體 K 

まま 特電 五日 お = 烏 化縣挫 出の ほめ 黨が議 十 H 好を タ郞氏 
を 始め どして 脚 基と 郞氏 等ら 巧み 氏の 親 黨俱樂 部に 入つ たので 
なじを が幽體 ごして 化 式 じを 證 おの 事務 巧 じを の 旨を 厢出 でた 


謎の やぅな 

對ま 交渉 

南京 側の 態度 不 
明で 再び 硬化 說 

東京 特電 五日 發 n 國民 政府が 
聯盟を 巧 用 せんとす る 際 H 支を 
渉の 開始は 危險 でぁる どて 菊 支 
投巧 をら じ 硬化し H 貨 排斥に も 
對 策を 講中る こど じな つて 居る 
がを の 半面に 巧て 政府は 支那 ご 
の おが おを 主義 じ 則 6 國 をの 重 
巧 點を先 づ經濟 •し廣 き 南京 S 新 
政權ご 親善 關 係に 還元して 街 支 
諸 懸案を 解決す ベ/、 根本 方 かは 
かを してち るご傳 へられて 巧る 
上が 四日 發 = 南京 政府の 外 あ 
德長里 出廷 氏は 上お駐 巧の 矢 田 
總视杂 歸任ど おじ 日 ま兩國 間の 
諸 懸案 じ おする 

じ 着手すべき こ ごを 
非を 式に 期掉 しつ！ ぁるが 今回 
のを 渉は 恐ら （東 S 省 じ 賊聯し 
I た 四 大閒題 じ U 網れ ないで をら 
i ぅが 酱 おが お 約の 改訂、 南を 及 
~ び濟巧 事件の 圓 滴なる 解 巧 じ お 
つて 巧 力す ベ （ H 本 近 （山 巧 
省よ b 漸か 撒を じ從 事す る 外 昨 
U よ b 靑島じ 靑天白 H 族の 揭揚 
を 許した' る 力 かき 支が 巧の 勒日 


。ド t 






^ ド- ド 長.；, た ト 民 ！ r を 


が 惟を 緩 かしつ！ ある ここは 明 
隙に して こ；： を W て 田 中 內熙の 
政策 一錢 ご 斷ネ るは を 封で W あ 
らぅが がく お內め 上み 

0 ^ .じ 化ら 幾み ザ：： ホ 態度 
を 巧 新した ものら しくを を ib 
の 情が じ 化む ピ巧 一のを ちで ゎ 
る 西 園 寺を も 旧 中 首相に おして 
支那 外を じは 英米の 誌 解 V 得る 
が耍 あらと 勸吿し 矢 出 績巧事 も 
'亦 新聞紙 上に がて お 京‘ むかを 辯 
護し 排 H 貨 政策の 貿易に ぶばす 
影藝 r - 說 きたる が 如き ホら H 本 
の 輿論を して 所謂 積極を 巧の す 
可む る こどを 山中 內 踏；. 示した 
もの ど 見ら いて 居る、 而 てて 目 
ト化 まじは 約 

二方 垂 々ごする を 天 派 
の 敗 殘をだ 天津を の 他のを 观ょ 
6 鶴 洲じ逃 化まん どしつ、 める 
も = 本を はこれ を斷 じて 許容せ 
や ご 巧し 居ら 或 ひは を 等の 地方 
でり： まもの 街 突を 幕 起す ムじま 
るか も 知れの ど 憂慮され イ 居る 

巧を I 二日 發 n 蔣 かる 將 をは 廣 
東 及び 廣 西の 赤化 派が 頻 冬/じ 策 
動して 南京 政 おの 統一を 被げ つ 
つ あるを じ 鑑み 重 嬰なる* テ！ 
リメ ント を發 してを がの だ 省を 
ホ レる ご おじ。 シアの 薄 化 ど 日 
本の 帝國 A 義に狹 まれ ス 居る 

民國 の 現が を詳 運し 称に 
H 本の わ 動を むて 『ま 報の ま權 
を 認め や、 支那 人を ん碟扱 ひど 
しない 巧爲は 我等の 永 其 じなる 
る 能" レざる 斯 であを』 V で 濟靖拳 
俾 を則挪 してを 擊 しむ。 一 


であるり 

廿 六り ニュ 3 I ク着 
岡 H ニユョ ー ク發 
廿 -\3 n ブ シン トン 着 
十 巧】 日 7 シン トン 發 

ニ n ニ ユョ！ ク爲 
四 日 三ユョ ー ク發 

八 H 藥港務 

十日 n レァぶ じて 綺朝 


對支 問題で- 

內 田を 權 

十九 B じ ロ シド 
ン を化發 首都へ 

•八 g 廿 - vu , ィリ— じぶ 一て 誠即 
された 不戰條 おの 帝 圏を 一 權巧旧 
康哉 伯は 日 ま 問題に 就を ア メリ 
力 政府 ごの 誘 解を ホむ る 爲め歸 
途經 ホの 訓電に 接し 愈々 がる 十 
化 日。 ン ドン 發隨貴 堀內謙 か、 
川 巧覺藏 、鈴 木 九 萬の 一二ち を 同 
伴し 當地じ 巧 ふこ どじ 巧ぶ した 
が 间化滯 米中の 日 精は 左 S 通ら 


アマン ゼ A 翁は 

遂に か 死 か 

飛け 機 破 化 漂統； 

オル ソ の 曰發 N 化 極に て 逆 難 
しじ 1 タリア 飛け 船 ノビ 八附霄 
の 一巧を 救かず ベく フラン， の 
飛 巧 機で 巧懸 した ノ ー ^ ウー； 1; 
の 南 化兩顿 が險を アマン ゼ二湯 
のけ 衛に 就て U 

をのを ノー八 ウユー 及び マーん， 
ンス め府が 協力して 搜索 ホた 
らし も杳 としてを の 巧 息な か 
らし 巧、 避股ト 。ムリ！」 漂 
着した 飛 巧 巧の 破 ホは 明 ふじ 
アマン ゼン 翁！^ 巧 乗 L わ 飛が 
機體山 一部で める こごが 確實 
ご U つむので 

兩闡 政府 も 翁 一巧け 不幸に— て 
化 職を 飛行 中个が 着陸の h ホ 巧 
したる もの ご肅め 目で-巧を 搜 
索 中で ぁ t 砕氷船ぶ び 巡 浮 股 じ 
引場 ザを かずる じ まるべく をの 
一巧は 五 人で ぁる。 

モス カウ 匹日發 U 囊じ遭 おし 
た ィタ 91 飛 巧 船乘紐 島の 六部 
をを 救助した 農勞 。シア か 儀の 
碎か船 クラ ツ シン 號はネ H かン 
グス灣 じ剧暮 、飛 巧を チヤ クー 
ウ マキ ー 巧を 便乘ゼ しめてを 東 
端み セ ゲン ス 群島 じを き： S 幽 じ 
根據 地を 設けて アマン ゼン 魚 及 
びイ タリ ー 號遺雞 を じ L てが は 
巧衔不 巧で ある 人々 を 探す こ' ご 
じ；：* つた。 


.共 產黨 排斥 爽議： 

ロンドン 四日 發 n ク五 A パの 
スワン シーで 肖 下開蹈 中で ん_ 

巧 國勞働 組合 大會は 典產黨 質の 
讲 斤に 就て 大いに 議論を 圆 けし 
たが 化合 側では 先 殺 ホの 不寡氣 
襲 ホ ご 共 じ 共產黨 の少數 派が 常 
じ 化を 員を 煽動して 人必 をが は 
しむ ど 排斥を 巧議 した。 


ご 二日】 S ホ 物 產は智 利 楠 巧の 
= 本內 化獨ト ：： 贩資を 契約した 
ご窝 をし じ。 

ニ 高の 秘密結社 

【一二 日】 を ニ 高等 學校 秘密結社 
啜 盤し 加 姐 お 互 十八 あ 女學生 
も檢擧 さる。 

小 森巧启 首ピん 

門 一日】 船极權 事件の 一員た る 
柬巧 か講小 おん 兵衛 氏は 飮み 
を ひが や 叱が 道ょ b 歸 をし 山 
の ホん がに 潜 化 中む も， とを 警 
視廳 はつき 化め たがを か自を 
し 出 でんと。 

帝都ん 復興 報を 

〔 - 日】 化冯 一白の 震災 記を 日 


當日瑞 越な 典な 長官は ラデォ 
で 帝都が 巧狀 態を 報 吿し巧 民 
は 巧 當局ど 聯合し t 『弛む む 
のネ •チを 捲け』 の 慑韶を かざ 
L て 色々 の淮 しを した。 

ィ大 野球 團來朝 

〔一日】 慶大の 招聘 じょら ィリ 
/ ィス 大挙 野球 選 ホ！ 巧は 化 
一日 午前 横. お 又 港の 春 巧 見で 
來 朝した。 

甘 六 年來の 暴風 

【_ 日】 大を縣 を 地に 独 水 お b 
浸水み 塵ち な 戸に 巧が 山ロ縣 
が 巧 地力け 明治 廿六年 ホの 袭 
風の ため 百 五十 ロ 怒蠢じ 後は 
れ 商船ず 佐 化は 坐礁した。 


派遣 選手 一 二日 着 

【 - 日】 ォ リム ピック 出踞 選手 
一巧 化 ニ あは 化 一円 午前 パ术 
ビン 着、 九 H 一二り 巧を 驛 着の 
豫を である。 

弃巧露 都へ ぉ發 

一:- 日】 0 シァ 文 學を昇 曙 夢 氏 
は 今 巧 ソビユ ー ト政 巧の 招待 
を 受け 化 巧 十二 H モス コ ーで 
擧 巧の ト^ストィ 打 ザを に參 
列すべく 化 一 = 敦賀に 向つ た 

藤が 巧 令息 入選 

【 - 日】 美術の 巧と ub ニ 巧 出 
品 ニ 千 五が S 十六 助 中二 巧 四 
十五 點 入選 装 表さ" 島齡 おが 
をを 息 當み君 も 入選した。 


本 お 東宗特 赤を (絮 無鮮轉 載^ 

政局り 米價吊 上策 . { 

門 五日】 糸懼 吊トげ IL 四日 恃電參 照】 を 目的 £ した 買 占 索の 
裏 じは 例 じが > て化議 十； や 政商が 查國的 じ 策動し 居 S 1 部の 增 
では 時節柄を の本错 はなぶ 會 である £ も 云 はれ 政 おの 一問 趣を 
惹起す る樣樣 である。. 


祖外船 まが 絕束 

〔化 日】 社 か 船 ま岡盟 はみ 同廢 
船を をを せて 難關 * 切ろ 拔け 
え： iS 劃 中で あると。 

をみ 前を 使お發 

(五日】 前 T A ゼン チンを 使た 
b しを 谷 ま 綱 氏は み 圓プ ラタ 
作 じて 養蚕 ご コ ー ヒ— 栽培 事 
業の 經 をを 巧 意し ホと 廿日 神 
戶 出帆の 激船 じて 同地 じ 赴く 
尝 である。 

巧 國製晶 が 優秀 

(五日〕 お霄 航空 部で^ 霞ケ滞 
じがて パラ シュ ー トを 試験し 
た 結果 外國 製よりも も國 製品 


の 成績が 優秀で ある こご お認 
めら れ む。 I 

經濟 審議 會召篮 

【五日】 本 H の 定例 閣議 じがて 
は 囊に新 おされた る經 澄を 議 
貪の 委員 巧 命を あ （る まィる 
ど 共に 今 巧 中 巧を 3 て 窠-回 
委員 貪を 召集す る ことじ ホ定 
した 0 

目 銀の 調査 拒絕 

【四日】 民間 お h は 日銀での 調 
査 を拒絕 する 者 あら U 銀が レ 
ム マじ陷 b 事態 進大 化せん W 
云は る。 一 

一二 ホの 硝お獨 お 


ナップ 夫人 人獄 朝鮮 水 蕾 
擲盟じ 初めて 婦人 巧 員 == 印 
度の 宗敎騷 動 i 加特ヵ 請願； 

ヒ 氏が 遊說 i 獨 飛行家 着陸 一 
遭難 飛 巧 ± 助る === カ井ェ j ス 
演說 i 佛の 航空 大臣が 惨死 

【 T が バニ] 四 H を】 共和 黨 j のカグ 々ッタ じがる 暴動の ニの 



が 化の 州 書記長で あつた フ り！ 
レンズ •ナブ ブ 夫人が 州势 調査 
のま ほごして 活動し つ i もつ た 
瞬冀大 。る官 をを 栽淸 して これ 
を 自己の 親戚 や 知己 じを 巧した 
事件は をの 一部 S な 消 罪の もじ 
て 旣じ巧 罪と ホした る もま 人が 
病弱の 故を 巧て お 巧 云 渡しを 延 
期 中で あつむが 本日々 ラ- ンが 
事は 被 吿辯譲 ± が 贿檢事 綴長ォ 

チンボ！ 氏の 內命 をを けて 刑 
の 執け 猶缘を 請願し じる もこれ i 
を 斥けて 一個 片の 禁麵 服役を 命 
じ 夫人は 廣 もじ 蚊 盛され たが 被 
错辨護 ± は飽を も 被吿の 不健康 
なるこ ごを 理 もどし X 刑む 執朽 
猶 がを 抗爭 する か 然らずんば ス 

ス 知事に 衰 願すべく 目下 準備 
中で ある。 

【東京 四日 發】 朝鮮ょ 6 達し 
報じ 道 じ 化れば 昨今の 連 雨 じて 
化 東部の 四 縣は氷 塞を 蒙 6 官憲 
の兒 積ら じ 化る 溺 巧者は 約 六 百 
人、 巧衛 不明 一 百 人， 約 六 千 人 
は 路頗じ 迷 ひ數モ 軒の 民家は 巧 
流されむ もの i か （鐵道 あび 電 
信が 不通 どなつ て 居る 爲 めじ 救 
巧ら 甚だ 困難で をる £( 第一 ニ 面 
の 特電を 照) 

『ゼ ネグァ 四日 發】 デン マ！ 
クの國 際 聯涩隨 員 ごして 千 化な 
二十 年な 巧 滞 巧し 婦人と して 聯 
盟 議場 じめ て 最初の 演說を 試み 

た ヒンニ •フ オシ ヤン メ八 夫人 

は 今回 職盟 の社會 あび 人道 問題 
じ 画する 審議 委員 曾の 副 委員長 
じ 巧 かされた が、 婦人 じしで 聯 
涩機 瓶の 要職 じ 就きなる は 蓋し 
フ 夫人を W て 第一人者 ごすべく 
職 盛當‘ 柄は これを 磯會 として 賣 
笑 婦が宛 委員’ 阿 かお 雜 委員 等 
じ もを々 婦人を 巧 命し 今後 も お 
耍じ應 じて を國の 婦人 じ 重要な 
る 位最を 典へ る J じな つた。 

門" ン ドン 四：：！ 發】 日刊 テン 
グラフ 紙に をした 力が々 ッタょ 
ら のち 報じ 化れば フ ァグ パ 化 ホ 
じがて 回々 敎 徒と 巧 度 人の 宗敎 
騒動が 去る 日曜日に 突發 しを 所 
じがて 街 突を 演じ 警官隊の 鎭撫 
じ勒 しても 却て 餐官を 袋 巧き じ 
するどい ふ 新 おじて 恰 かも 往年 


舞を 演じた お 衝突は 日處 日朝の 
禮巧 i を 始まち 巧に まるまで 繼 
纔し たもので 老若男女を 問は や 
いづれ も裝 巧し 遂に 服 あ 者 十- 
人、 負傷者 化 六 人を 生-じ お 奪は 
今 尙ほ不 違で ぁる。 

'〔メキシコ 巿 ニー； n 發〕 j 宗敎を 
案の 爲 めに 政府から 滕 迫を 蒙ち 

ク 、ある メキシコの クソ リブ ク 

敎徒鹽 は j H を W て 召集され た 
臨時 議會じ 請願書を 攪 おしてを 
敎 法み 一部 修正を ホめ て 信仰の 
自由 ど 解放を ま 張した、 請願書 
は メキシコの 人口 約 九 割が ぞ持 
する もの. である ど 腎强し 第一 じ 
宗敎 、祟 派の 異なる ものを びを 
の異 じを し 信仰の が だを說 むる 
を， 第二 じ頤 あど 敎會 をを が獨 
立した もの VJ して これを 認 むる 
を、 祭 S は敎 會じ對 して 國 家は 
何等 干渉を 加へ ない〜 等を ぷ罐 
どしたら ので ある 0 

シン トン j 二日 銭】 醉國務 
長官 ヒュ .，ズ 氏は 目下 歐渊 を漫 
遊 中で ぁるが 典 か 黨選擧 總長ゥ 
ォ！ ク 氏の 發 表しれ 所 じ 化れ じ 
巧は 十月 中には 歸 米の 上 直 もじ 
フ ー ゲァ— 氏を 援助の 爲 めニユ 
ョ ー ク如 一帶じ 置つ て遊說 すべ 
ベく 曾て ニユ 3! ク州 知事 どし 
て聲 名を 醒 は' いじ 巧が フ！ ゲァ 
! 氏の 爲め じ遊說 する こごは 最 
もカ强 いもの ど觀 測され て 居る 
尙ほヒ ユーズ 巧が 萬國 司法 裁が 
所の 巧 事 ごして 選擧 される こご 
は 確然た る もので ゐ るが 氏の フ 
- — ゲァ ー 氏 支持が ァゾブ 力の 國 
際 裁 剌所參 加に 向つ ていかなる 
影響を及ぼ すか Vi いふ i は 非常 
な 興课を « て 觀られ て おる。 

〔デソ ダ！ 一二 日を】 當化 ょら 
化を 若く は 東京へ 一 氣じ飛 巧す 
ベく 昨日 おを したる 9 ス ブック 
及び ジン メグ マン 飛 巧 ± は モス 
ヵク 附 をに 到 b て 突 巧 天候 不良 
ごな b 濃霧に 襲 はれて 危磯 この 
上 もな く 化むな く モク々 ゥじ不 
時 着陸した るが 雨 氏は 飽を も最 
初の 目的を 巧す 萬め じ 巧び 當地 
じ 引返した 上 巧を する 舊 じて 搭 
載の 燃料が 頗る 重量で あち モス 
カウの が 巧 媛で 離陸す る こごは 


旧 難で あると 乏 はれて 居る、 而 
かし 兩 氏の 橫斷飛 巧 期は ホ だ 確 
定 はして 居ない。 

_ グリ 1 ン ランド ■マウント 五 
ゲ アンスニ H 發) ィリ ノネ 州 
ロブ クフ 才 ！ ドよ b ストック ホ 

- X ムスへの 橫斷飛 巧を 企て 去 も 
八月 十 化 日 U ホ 普 ごして 消息を 
絕 もし アメリヵ 飛行家 パー ト 

户ッセ 作な び户！ 力] •クラ マ 

— の 巧衛じ 就て 目下 グタ！ ンラ 
ンド地 ホの 學術探 險じ從 事して 

居る''^ シボンた 學の ホッブスを 
巧 一巧は 王 スキ モ-ん を 使 巧し 
て頻 b じ深杳 中で あつたが 一で 
スキ モー 漁夫が 島の 一端で 壊を 
見な £ の 報を 得た ので 直らに モ 
—ター •ボ ート をを の 化 融じ急 
派した 結裝 遂じ兩 人は お ほを 存 
し 居る こごを 搂兒し 探隙陳 本部 
-し收 をした、 兩 人の 語る 巧 じの 
れば飛 巧のを 上 燃料 缺 をの 爲め 
不時着陸 したる も 機 ホは を查で 
ある ご 0 

〔メキ シ n 巿 一日 塗 一大 統領 
ヵキ で， 氏は 本 H を 0 て 召集 さ 
れた處 時 議會じ おおし 假 大統領 
問題 じ 就て 電 要なる 聲 巧を 試み 
た、 これよ b 囊 き々 ネ 3 X 大統 
領の演 說はメ * シコめ 玫局じ 深 
基なる 影響を 蒙れる ものと して 
內 外よ b 注目を 拂 はれて 居た 爲 
め遙 場の 內 外は 人の 黒山を 窠き 
メキシコを 州の 知事 も參 巧した 
が々 キ で K 大統顆 はォプ ゴン 
大統領の 暗殺を 悼む と共にを 繼 
者の 巧を じ 就て 巧 自身は いかな 
る 事情が あつても 斷じ てこれ じ 
應 じない 意を 明白 じする ご 巧 じ 
『メキシコの 政體 をれ 自身は 阿 
等 執を 官を 必要 ごせ や、 を繼大 
藻 領は國 民よ b これを 狸ぶべき 
である』 ど 述べた。 

【パブ— 二日を】 フランスの 

商務 及び 航空 大芭 じして 久し‘ 

じ 直 b ポアンヵレー を 巧の 政 友 
である モ ' — ^ リス •ボカ ノウ スキ 

巧は 昨日を なて 四十 化 歳の 誕生 
日を 逆へ を 巧の 招待 午餐 會じ胜 
いて 稔 巧なる 一日を をつな 上 本 
曰は クン モント ■フア 1 ランド 
じ摧 さる i 航空 大會 にお 席 する 
爲め K バッド まわん 乘の飛 巧 機 
じ 四 人の 友人を 同伴 便乗して お 
發 したが 機が 離陸 後 約 一二 百扔 の 
空 じ 逢した 頃 突然 機 願 にお 障を 
生やら ご 共 じ タンク じを 火し 見 
る'— 中じ大 音響を 發 して タン 
クは 爆を の 上 機は 眞逆犧 じ 獲を 
して ボ 々ノウ スネを を 始め 乘を 
は 悉く 惨死した。 
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引 割 凹ま 力 割 H 

Aoya な 1 し 〇 • 

147-157 W.42nd ST. 

TE し眺 YANT 4374 


ん L. CEASA も M.D. 

巧。 ぉ奮径 お h お red 
b が • お rk を U ぉ n が 目 n iUes 

萬 喉 晒 鼻な 講 

簡時察 診 
ぞ をを 巧ト前 午呂 
をん ま 時み 後す 目 
白 曜 

自 午前 十 時 至 午を--時 



F, I. F 反 巨 DE 反 ICS CO. 

强巧醒 を 大巧 比输南 
n 呂 E, 巧 化 お . TeL お put 巧 34 
目 d. L な お か in & わ rk わ 技 

迄睹 八が 日 嫣± 水爲 


K. IWAMOTO, M.D. 

U 4 W . 70 th な， 

Tel . Traf & lff が 0352 


JAPAN A 民 T STUDIO 
824 LE 削 お削が t も L 
巧し PL るな 8 お 7 


T. KASAI 

Merchant 

Tailor 

碱 

n 巧旣郎 ILO 藝 

お 百 巧 お 4 

巧 W Y 郎 K 


Phone 

も 巧 お 3S な 


N. 了 OK 巧ん 
CUSTOM TA!LOR 

ROOM 605 
1 が W ， 42 nd ST . 

巧 L 旨が ANT 巧が 


時 

蹟 


I 


タ用男 
ァ を ホ 
'グじ 靴 

信 社 • 磯 F 
忠代シ ’じ 類 

m IS 


洋 

謙 

巧 


Y. げ 0 

1 お Eest 巧 rd 化 
む r. Lex ぶが 叫を 巧 ， I 


ミ 三洋が 


八 


服 藤 
巧 


MIKADO TAILOR 

30 £• が 化 St . 

Tg し Rhine お ndw が 30 


ム ！• Meitsumo わ， 

おが hsm な ! るけ な ud;o 

124 化 が比 化 OppnsH が acy’s 
Tel.Chickering 10010 


謝 が gla 邮 lie Fi かが 

12 的 L が . る 巧 . 8etw が n おを and 88h お r 自 ds, 


授敎語 英人婦 


F. MU 民 RAY 排 LL CO, ! 打 C. 
巧 T が USH 巧 巧が 
Room B14-615 巧む 目 ad 押 ay 
Tei. む wHflg- 目 re が 4 が 7- が 81 


M.Yama 径 uch!, M.D. 

70 む aman む 8.. 

， Te し Lorraine がが 


D 說 D • 泛し OOW! 

一 NEW YORK OFFICES — 

34 th Street Cor . 3 rd Avenue 
86 th Street し or . Lex ! ngto 打 A.venue 
12 な h S わが t Cor . Park Avenue 


巨. F . A 化 eeB ! み 


BROOK じ 
lg"DeKa 化 


Ave . at Fulton St . 


診 

日 化 午 ^ 
曜時前 時 
午义間 

S お 

を 後 


じ お II 

了 本ぶ 
寧 入 還 
懇諸實 
切ち 爲 

じじ ^ 

治は 巧 
壌 お II 


お最ぞ 
能 新 辱 
じ まの 
て科經 
信學驗 
巧手を 
篤 術 0 

M ニて 


齒 

科 


房 書 西 東 令 內案育 紐 

The East and West Book Go. The お 田 York Tamis け 削 ice 

411 W なり 15 化 化， N, Y. G. TeU 地 edral 44Qg 


差は A 巧 御 ff A 
上を 右 パな 舊束 
げ價辭 致を の 圏 
まよ 注しみ 書に 
すら 文 ま 窺籍て 
。割にす 敏と發 
引對 。速雜 巧 
じし じ-誌せ 
てて 御は る 


堅 M 

長 育 
章 串ぶ 品 
4 學烦 
け 事 
と 研 
杉醫 
純を 
雄 所 


通年卒 
す •卿 叢を 
るかし は 
も ホを ッ 
の 國ホヵ 
とめ 饒ゴ 
信 事に 大 
じ 情ホ學 
解に 四を 


ま辭 < C>A 
ず 懸買殖 
。切物 譯 
じクク 
御其謁 
取徳杳 
扱网 〇 
致で を 
しも 渉 


G 編禪化 L な RV!GE 

設廳燕 お經豐 低廉 

Call-TRAFALGAR 8200 
FRANK , E . CAMPBELL 

‘-'The F 処が a ! Cburcli ’’ 1 打 c . 

(NON SECTARIAN ) 

Broadw 且 y at 66 th Street , N . Y . 



PH 化 巧を 巧 Rfi 言 


3 Maiden Lane N. Y. 

r 純 戚鍛媒 会に# お鄰! 舍 

賴お蠻 お 意 新 叢 


號巧 十八 百 四千 一 第 


m m 喬 M 


H 曜 水】 


; 本 興 - 難 州 -.- 通 I 


日 お 巧乂年 H 和昭 



. 1 桃 

.化 -H 

A ^ 
n T 
a 

d >= 
. g 刖 
h d 
c h 


諸 集を 

巧 巧說技 (日) 八 時 

日 罐单校 ( H ご 一時 半 

を 庭集會 (水) 八 時 

祈爆會 せ^お) V 時 
籌研 もさ ス括 

婦人 會 
譲巧會 


設 備 


寄宿を、 巧 易を を 
巧 業 周旋、 をの 化 
人事の 巧 相 謀 じ お 
じます 0 


诏 
I 育 

I 日 

I 本 
I 人 

军 
暫 
お 
各 I 


諸. お.. 會’ 

日巧聖 畜巧究 正午 
共 脚會タ と持牢 
虎 巧 說おタ 八 時 
木 お 新 慎を タ八時 
を お及び 裁な 

午後 ニ 巧 
± 曜讓お 會义は 
ぶ話會 夕 八 時 
が， 會事ホ 
寄宿 部* 旋巧 まま 內 
巧* 人事が 誤が、 諷を 
郁、 棋業 巧を が、 巧 巧 
巍績が 巧の 諸 課を 設 
け會員 及び ホ會 員の 
巧を 計る 


フロ ー ドウ M 1 む t 十を 
領事 雜お側 雄 物と 0 お號を 



が絮 


ぶ 商 A 


ニ 0 巧 rsd ミ产 N . y •呈 y 

ジ 一. C 弓 tlandt 泛ゴ芭 50 


診察 

午沒 一二 時よ ち 六 時 
日 巧は 化め ザ頤お 


窩 を當彥 


自 午前 九 時 U 十二時 
自 午を 一時 n 五 時 
み曜 午後) 時 =： 六 時 
木曜 午前 化 時 U 1 時 

はへ キン ヤ^ — フア 
ン テ シ ョ ン クブニ 

ブクじ お 勤 

M I 

前約 願上娱 

コーチ か大を 
ドク トかホ プメデ 

醫學搏 ± 

ま 睛说踊 


診察 時間 
午を 六がー 八 時 

江 見 ニ 一朗 

引績 きべ 术 ビユ’ 
お院巧 おじ 付を 時 
閱か 及び 日 班は ホ 
約 じ跟る 


T 

F - 

把 


ぉ钟化 $ 

W 思 

巧壓パ .g 

細 器 

§ 惡 

n 

K 

U 

Y 


IS 揉治攘 

マツす 1 ジ 、整形 

醫巧學 的 運 敷、 腸 
灌 注、 水を、 ホ 線 
ぶ 《氣 治療、 其 化 
お 育 州 公認 

フィ ジオ シラ ピスト 

西が 幸 男 

H 帷外毎 H 午前 九 
時ョ ，午を 化 時 迄 
電話 前約 願 上 お 


化 留靑年 巧 想の 曲 ホ 

曰 本人 1円 年會 

:睾 It ご . T 己. 日 arki 12 た 


化が お 卸 


五味 商會 

« E . ニ th St - N . y . 百な 
Tel Stuyvesa 己 3 ? さ 




煩科醬 


ザ 上 義人 

西 六十 五 了 目 一四 六を 地 
が 育 帝 國旅舘 巧 
電話 トラフ アグ ガ ー ニ 五六 五 


JO 1 C 10 左- OOC 査 - Mb ’ 

ニ 1 West 臺 S 产す 三ち k 
ジ I . Riv ミ 互 こ 573 & ジ huyler 妄ま 

^ なお 斗 お 九 時 1 午を-時 
11?^^1?!^ぞを六時1午後化巧 

H 巧 午 的 九 時 1 午後 四時 
ド* トレ， 小 栗乘ま 


C ^ 
& 郎 

ふ 祉 

I , も 

C 巧 
u3 姑 

巧 化 

は W 


お 


3 

2 

3 


な 師宮 綺繁一 
お 事 粟野 賴之祐 
諾お哥 

日 騒 お 巧 午前 王 時 
日曜 學校 午前 十 時 

キ 後と 時キ 
祈 禱會水 巧 夕と 時半 
寄 宿を - 

位 据を倫 ホ 亞をお 
か 下町 迄 十五 巧 お 
を 會化眞 じ 最適 
設備 圈書雜 誌 巧 巧 
を 禪娛樂 具 館县を 
を あち 

使を 風 業 周旋 旅を 
ま 內を贿 事 菜 劇を 


弊店は 實質 誠意 迅速 キ：義 の 
基に 御 ±產 物 一 ま 卸 賣估段 
で贩賛 致します ぞ かじ 拘は 
らや 御用 命 仰 か 下さい 主せ 
◎歐 米を 構 時計。 廣 時計 一式 
◎寶石 貴を 屬 。銀製 器具 一 ま 
◎を 歸萬年 筆。 をが 製 鉛筆 
◎蓄音器。 レ 31 ド是本 陳列 
◎寫眞 器。々 ィブ ラィタ I 
◎船 切特 。が 念 寫眞帖 檐揣書 


あ 京 ホ か ノ巧ピ -it r y グニ猎 ニ 九 ニ お 

東京 丸 山 洋服 商を 


を 五十 HT 円 


心 

h »^2 

就 
d お 

pi 

處 が W 


體船 御用 潭 
船 真を 巧な 
か洋 を 雜 資販資 
輸岀乂 穂 關手續 
諸 荷物 運搬 取授 


1 藤ち— 


g ll 々 B ♦田 ♦ B 々 a 々 a ♦田 

化： -• 

柳 

の 


紐 育を 命 保 險會社 
ニ 一木 定吉 

龍睐險 


玄《タ Kc『ic Liife In » cl -»30« Co 
ご chw 日 be 3 で： 2 ewY 弓 icD 巧. 
巧 lio ロ e . Wor を沒を 

t なノ方 一一 銜掛ケ ，， 篮 いお V 
掛自 な/あぶ ピを轟 巧 巧 チ 申 
肋々* 度*- ト サイ 


，>^||令|1令||令||參||杳||令||^ 


丸 语洋腮 藤 倉 


の もが 

n nu 4 
w ■ 日 

む化邮 

a A ’ 邮 

mm w 

ミ PI —L 
巧 s L 
ひ 3 d 

d T 
• i 

M 


巧 格 省を 許 
巧 巧を 大醫 巧大を 
を 婆 復習 巧 卒業 
元池邊 

壺婆 松本綠 


檢眼 並に 眼鏡 調節 


診察 時 脚 

午後 一時 化 ニ 持 
午を と 時 = 八 時 
巧知 哲學 ± 

バ^ 巖本谨 一 

古 あ 比 亞大を 及び 
グ ザブン 病院 勤務 
H 炬は 的め 巧 上ち 


H 本、 支那 寶玉製 美 
術 お、 婦人 用 ま 飾 其 
他 装飾品 

闕島訂 J： か 

高等 お 術 品 修穫、 

を 錄 品、 スト， ンダ 
U 本 股 裁縫 


豐ホ 洋服 庵 


洋服 調進 

クジ— ニン グ、 ダィ 

ィング、 修稽等 j が 

ミカド 洋服 店 

化 本 保 
電話 ライン ランダ） 
六 八 ご一 0 



醫療 機械 製作 
運動具 並 玩具 
貴を 屬巧 時計 

を お ァー ト 

ス ッデオ 

ゴ火 フク ラブ 
ブ ニス ラケット 

を蹄販 賣麽理 


おうぶ 驗婦も 
日本ん への 凑 
譜敎授 じけ を 
年の 經驗 をち 

す 0 I ン ザス 

ン毛 千志牠 
每 H 朔丸畴 ょ 
5 後 九 時 迄 阿 
時‘-‘： て も 宜し 
■ r - 灌 ロは 一 時 
ょら 鹤時迄 


成 巧の 秘談 


at — 

—■—5 

.副 帖 

卽一。 
.が ， J 

sS S 


を麗る 英語を 話寸事 
は 巧 巧の 萬一襄 てす 
本校 じは H 本人な 摄 
じ 慣れた 導 巧 婦八敎 
師 あら 懇提じ 鲁嚴藻 
信 义郎を 語を 敎 巧し 
ミす。 H 曜週 H 哉 じ 
午 詢九薛 ょちす を 十 
時， ミで 龍 疑 I .1 - ッ 
スン お 十 置 袖づ 
を H 宿 もじを 校 われ 
靜設 iv 毎 巧 十 H 蛮朽 

蠢 1 軍 抑 

養 二 siAve . New Yofk 呈 

みを 籍合雜 誌を 新聞' 
.凝 費 室を 開 
執を 午 龍 九 時ょ b 午' 後 五 巧を 

織 育 日本人 曾； 

ブヴ！ ドウ ミイ 一とよ 並 


電 

茜 


ザ 1 クグ 


00 と レ 

OC を 


稅關 事務- 

を がを 地幷 じを 化界 
の 輸出入 方法 じ 駒ち 
する 一巧の 御 諮閒じ 
應じ戲 道を 船 貨も連 
貸ぶ 巧 帆お稅 麟で續 
晝等 進呈ず。 重を 都 
ポ じ化理 店を なし 誠， 
實較速 御 巧 命に 應や 

が驗 取扱 


該療 

ザ 前 十 時ょ ら卞ニ 
時、 午後 六 時ょ. •ソ 
八 時、 H 曜は前 的 
願 上 候 

ドク ト八 

山 ロニ 一之 勘 


屬科醫 术下义 ホ 

ゴ四 去. ご 1主 で 

Tel 31 ment 8557 


齒 


夕 ホラ ポラト リ一™ 

電謡ァ 力 •テミー 袁 セぶ 

ド クタ！ 田 尾 時 雄 
ホ H 曜 H 午を 休 
芽 7 Manhattan F N . y . 

巧 里.— s ; 10 ぎ 資. 
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診察 時間 

午が 化 時 1 十 時 
午を 六 時！ 八 時 

小 栗 幹 S 


ト 


お 育 ボフブ 7 — おな 
度 五 巧 病院 巧な 


巧 かろた 

はも/、 の 遊び 
ホを を 文で 义厨人 じ 館く わかる 
やう 衞單 明瞭に 說 明した ものが 
出來 ました。 內容 をみ 進呈 致し 
ます、 御 賢 下さい。 

M K 呈 AYAMA 呂 ， 1 一吉. 置 thstby . 


斬 鱗 魚 か 一切 

ロ 本ん おきのを お澤 山な b 揃へ 
巧 則 廉馆で 大勉强 致します 

サヴ才 ナ魚店 
」csopih り avona 

段 4 W - 泛を 穿. 

TTel . oolumbus 91 資 


1 


I 日米 新聞 支局 

今度が 育 支 おを 設置し ました 
から 購讀 、廣吿 一切 左記へ 御 
願 ひします 0. ( 巧 井 ホ 夫】 

A Wes ニ 01 己ぎ ぎす ad — 呈を 


十五 年の 歷を ある 當 巧は タ 年の 
經驗ど 新 智識を 有する 敎 姉を 機 
し 自動車 
操 縱法及 
び 運轉ぎ 
の 修得す. 
べき 必要 
な 機關的 
智識を 短 
期間 じし 
て 最も 能 
率 ある 徹 
底 的 技術 

を敎 巧し を狀 獲得を 巧 誠し 驟業 
ロを も罔旋 しまず e 



— 尋れ人 

(鳥 取縣) 木が 薰信 (長 野縣) 藏 
原ず 人 (同) 巧 藤 玉】 (励) 佐 
伯鎭雄 _ 魔 島縣) 中 材榮ニ 厨) 
波 邊表助 (山 お縣) 齋院 あが 
(東京 巿) 古澤 武么巧 (か g か 
縣) 巧 藤 其 之を (名を 尾) 魚 圧 喜 
太郞 (熊 本縣) 西が を 喜 (お 本 
縣) ホ井淸 (和歌 か縣) 鈴 木 ん藏 
(福 島縣) 渡邊寅 巧が 
あのを じ 通 か 致 度き 儀を ム 
候 間 本ん 若く は 知人よ b 巧 
化 所 卸 通知 願 上 候 

紐 育帝國 総領事 舘 

黃 Broads す vf fork さ 


稅關 事務ぶ 祝 

さ邑臺 L 顚 & 琴 

巧 Q0 ョ？ 苦 ニ Broad ミ 产 這 

Tel BOWHng.Gaeen 9 養 4.5.6 


生糸 庭 輸乂說 r 

斯業 者 觀ろ 

わ まりに 大 さな 期待は お來ぬ 


長 巧な 岡み 地方の 製糸を お 中 
じは ニユ 13! ク •シド U ' ~ ダ 

會化 £ 提携 L 生糸の 腊 輸出を 計 
蕾せ る もの ぁ b 、 を當 b 巧 五な 
おの 最度格 品を 底輸 おする こご 
ご。 つたら しい ここ 及び ニユ ！ 
3 . — ク の。 1 ゼン 氏の ホ 朝、 が 
速 水 巧 等の 直 徐巧別 藍の 進设等 
じが b 益々 ホ 糸 直 敵 お 問題は を 
体 化しっ i わる こご U 本紙 前號 
及びが々 號巧 路の迪 b でぁるが 
右 巧き な ホに がける 當業 をの 
息 見を 徽せ ばみ のかき もので ぁ 
る。 

問題には なるまい 
化 シがク 藤が 壽氏 
をれ じ拟じ 詔は ニ 一二 巧 も聞ゐ 
て 盾る が 大した こごは むい ど あ 
って ゐ る。 巧 一 糾育ホ 巧は 橫濱 
ホ 場よ b 下 ま (で、 商 お 引を し 
て 利益の ぁ う 善がない。 高値 
の橫 潜で 質， っ やじ 底 接 紐 背に お 
してを く賀 ，一 こごは、 高い 値で 
賓 れる聪 權を檢 てるこ どで ある 
恐ら < 化靖帶 - U 聲 だけで、 輸出 
系統に 乂錢舉 の。 い 限ち、 先づ 
成ら 立む，‘.： t いもの ご 思 はれる。 
先般 某 群馬縣 《 — •シグ ク •ァ 
ッソ シェ^ ~ 、一 ョン か 出 來てロ 1 
ゼンに のず た：：？ 米 おか 引か 巧は 
れ たが， 思 U レ' い- UVJ の 結 瑞ら 
な^った らしい C 恐ら < 柯れの 
當 まを も 問 越に しては & まい 云 
云'' 

先 づわ手 並を 拜見 
化 廚も巧 助 お 巧 
よくの た 話は ニニ 一巧 聞 ゐてゐ 
るし、 今 凹 も 其 ホ 的。 情報を 見 
てら、 まだ 疑つて ゐる 位で ある 
シド ロ ！ ク會 がごい ふ もの も 知 
ら のし、 あおがみ 巧を も 巧ら ね 
が をん みが 如 H じ 化っ ては、 巧 
くわ，..、 から 知い &。 现化當 業ち 
は 横 巧で 高 「實 って 當 巧て 安/、 
質っ て 想る 化 態で あるから、 柯 
も 巧 しんで ホい 化 ホ i 直取引 1 
& 必要け た：. と 化 ふ。 銷 W 外 じ 
柯か巧 じする ちへい* ら乂 別閒輯 
である’ 淺演の 其 H の 化 複てシ 
ド al グ咨 な：^ 引受けて、 支 お 
め お 化を： 貝 ふ。 ら裕が だが、 を 
れ。 らを说 をな 引で ない。 岡を 
t £ 大きい 生を 地で 巧 おが 搁 (一二 
。後) はお 額の-小 部を で、 惜 
格 ごしても 四十 巧圓巧 巧の もの 
でぁ' と。 脚が の 製糸 家中 ぐうい' 
ふ人连 円 論んで ちる のか 知ら 
のが 大した こくは。 い 云々。 

よい ごは 田 放 はれぬ 
餐會黛 治 良 氏 

かう：. ふこ どは、 をる 人々 は 
强な （む ホる ピ おつて 賠る らし 
い。 又-方 じは、 橫 渡の 問 お 筋 
かロ錢 中手 敎 巧で 暴利を 占めて 
I 居る から、 お 取引に ずれば 中間 
ーの曼用_‘^^皆かれて利益がタくな 
i らう この 偏見を 持っ て 居る。 こ 
i のを 化 いら 古い W がに なお 化 引 
も 巧は い、 をの 巧 一二 岡ら がみ 
られ たが 柯れ ら永絲 して おらぬ 
殊に 當 化に 巧を 出して 居る 當を 


をで さへ、 化 引 先 わ 信用 狀 態が 
巧ら n 位で ぁるの じ、 年に一度 
位の 調査 トは 危險 U こごで、 倒 
さ れ も こ と が ご は限ら 3 ° 
何う を へても 製糸 家の ためじは 
よい こご i は あはれ！ 3。 五だ稱 
位は 云 ふじ ぶらぬ 數直 だから、 
經驗 のた めじ、 偏見を まるため 
じ、 斷わ ずる こどもよ からう 云 
云。 

僕は 全然 知らない 
n 本 締化お 村 正 太 お 巧 
重大な こどなら ば 巧ん どか 本 
おから 情報が ぁらう が、 今の所 
問題 じして 居ない ど 見えて、 巧 
等の通鉛も受けて居-^^ぬ。 商な 
引の 巧を も おらねば、 で 一の み 法 
も委 巧の 形式 か又别 の やらち か 
を 然しら n から、 今は 巧 ごも 云 
ふこ ごが お ホない。 匆論 シド。 
1 グ會 おなる ものら 知らぬ 云々 

宣 傅の 方が ホき じ 
ホ 倉 吉が武 よ 氏 
自 かは 最化歸 朝して ホた ので 
あるか、 をの あ ロ 1 ゼン ごい ふ 
人が ホ 朝して 盾て、 盛んに H 米 
生糸直な引のことじ銃いて、 信 
脚、 h 用の 製糸 家 じ 蓮 動して 居 
た。 がかし。 氏 じ 就て は 誰れ も 
をし' <' る 者 わなく、 いくらを 
を 侍つ て洁 てら、 でう も危 つか 
しい どい ふ 評 おでを つじ。 けれ 
ども、 相當じ 製糸 家に をを 貸し 
たらした ので、， 新ら しい 製糸 家 
やを 氣の ぁるを が、 交渉に 乘 b 
出して 居る ごい ふ嗜 もき いね。 
恐ら/、、 こ S 事實を 指し 下 『日 
米 ホ 糸胜化 明』 どい ふので わら 
う。 當時も 新聞紙な では 祂當じ 
大き < 書き立て I ホ糸輸 おじ 火 
革命 狸らん ごまで 吹聽 したが、 
恐らく 是は n 巧 側か 宣 傅の 影響 
であらう ゴ思ふ C 商取引 もよ い 
が、 買 ひたい 時に 買 ひ、 養ら ね 
くない 時 じ賣ら のとい ふ 点が 圓 
がに 運げ。 い L 、 賣貢兩 者が お 


巧 U 用を が 出 巧て 居れば 兎も角 
單；； > る 興を をで あって 是れ ぶ、 
取引の 上から も 賣规の 上から も 
随か 困難が がふ ものである。 殊 
じ' 加盟 お ホを がタ ければ をい 巧 
困難が っいて 巧る から、 を释完 
をな 組織が 必要む って ホる。 要 
する に 之れ が實 現されても、 が 
巧の 輸お 業者 じは 火した 影響 も 
< を 糸 輸出が じ大 革命な で お 
らう f も おはれね 云々 

混郎 時化の 再現 か 

輸入業者 XXXX 巧 
製糸業 者は お 輸出しても 其 礎 
通らぬ こどを 知つ て 居 U い。 三 
ユ！ ョーク の 商 習慣は、 橫濱を 
通. して ホた 品の 好きな ものを 買 
ふこ と じむつ て 居る。 マ ア直取 
引と 云へ ば稳 出しの 時の 相場、 
っま b 橫濱の 相 塔を 最後の もの 
と するめ だら うが、 之. ではな 換 
へらを 巧ず 可成ら 溝 屈なず 利益 
な 取引で ゐ る。 昨今 小さい 輸お 
商が 殖 .にた こごは、 大戰後 ご 同 
じ狀態 e 、 現 巧の 八を で すら 互 
ひ 擲 盛を 作って、 H 本を 糸輸 
おのた めじ 協力し なければ なら 
ぬと いふ 矢先 じ、 ホと 軒 も 巧を 
開かれた。 是 導の 人々 は 素人が 
ぞく、 やむ ば 儲かる もの ど考へ 
て 居る かも 知れね が、 そうは 巧 
くは 巧 かね もので、 同が じ 憤 格 
が 下を する ごい ふ】 時 的 影響は 
免れの かもしれ ね。 是 等の 熟ら 
しい 店は、 機 やへ 寶 るので なく 
中間商人 じ# つて 居る もので、 
をは r おロ クミ 词じ忡 間' に？ 貿 つて 
皂 るので ある。 唯 日本人で な （ 
巧國 人で わる だけで、 巧して 直 
取引で d ない，。！ •センを もが 
速 水 氏 も 聞く 所に 化れば、 敢引 
上の 素人で あ な、 巧に 曰 巧の 信 
用 お 巧 も 一 殺 H 本人 じは 巧ら 巧 
S で、 阔を 等の； 引壽 も、 賞 質は 
實 傅の 柯 かの 一であって、 殆ん 
で 吾々 け閒題 どして 居 ぬ。 巧 
ほ 最優格 ごい ふのは、 タ は大變 
± 等の 如 <閣 ゆるが 裙 物から ニ 
番目の 南で を々 が 扱つ て 居を の 
ょ b 巧圓 巧を もる 品 でんる。 兎 
じ 巧 第二の 混乱 時化が 巧 わ やう 
でもる. , 


爲嘗の 回復期が 

金輸 解禁の 原動力 

平 價じ接 おず い’ は實 行し や 


東京 特電 四 &發：= 『を 輸 解禁は 爲替が 平禮じ 近づけば 斷 わす 
るが な吿 ぶせ の』 ど 一二 ±藏 相は 言明した が、 金輸 解禁 斷 行は 遲 
くも 巧 ザの 質を 轉換 期と 大藏 省は 巧必 しね ごい ふ。 巧 ほ 横濱正 
をはぶ 巧 一二 曰 ぉ 操し 追が して 建値を 蜀ぉ 一を 十 ホ 十六を の 十一 
對ホ 四十 お 巧 八 かのと、 即も兩 者 共 S ポィント 方 引上げた 巧况 
はまら じ强 調を 示して 培る。 右は 大藏 省當 掃が 眞劍 じを 解禁 準 
備剩査 じ 着手した こどが、 一般の 賓 物を 誘つ たお あで 今後 爲替 
は 一 盾 昂騰ず' ベ < 、をが 禁じ 巧が な 助勢 る もの ど 見られて 
夏る。 


爲嘗强 調に 

四十 五 弗 臺巧ホ 

が 巧 所 報の かく 正を 銀 巧は お 
ホな 掉雄 がを 引 上ぐ るに まつた 
•か骑 般巧懸 をされ て 居た 日ま兩 
鼠の 脚 おら 中赌狀 態に 入つ たの 
で圓 惟- X - 削 週 A ホ 漸次 强 調を 帶 
びつ I わる もがは 巧 十五 巧臺を 
化 巧し つ {わる 有 擦で あるが 秒 


くみ 今 過 中 じけ 四十 六 巧 じを す 
る 妊を み でれ る。 即も爲 替の動 
きは 左の かし。 

グ マンド ヶ —ブグ 

四 四 王 ご 一 四 五 王 ハ 八 
四 化 •と 五 四 五 •八 I 
四 五 •一九 四 五 •ニ お 
四と •一八 四と* ニ 五 
尙は當 地の 諸 新聞紙 も圓 僧のを 
巧は 近づいて 盾る ご 報じて 居る 


化赌日 
±曜：11 
一週 前 
一を 前 


定期 米の 新說錄 

ま 京特を 四日 發—巧 巧 無人の 
政 巧 筋の 策動から 期 來お瞭 し 八 
年 巧の 新 記錄を おしれ W 正 ホは 
ホ 場に 腐る ほど わる こる はれて 
居る。 ホ 填は 中 明 一二 十ち 圓じ暴 
騰 してな をを 中止した ご 


預金 部に 貸微科 

東京 特電 四日 發 M 巧を 部は を 
接 貸附攒 張の ため 預公 部内に 貸 
附 科を 設け ま 要 都 巧 じ 支部を 廣 
<舊0 


鹽水灌 取調 k 切 


まま 特電 四日 發 = 財を の 影響 
をち 慮して か 盛 水 港 制； 糖化 調べ 
は 突如 巧 切 bvj なつ お。 


八月 中の 賓 j 湯 鳥 

乗 京 特電 四日 薄 = 戌 巧 中の 輸 
出け 一億 八 千 丸な 方 圏、 渝 入は 
一億 五 千 ニな 十と ガ又 一千 圓 じて 
差 お出 おは 一二 千 六 巧み + 六 巧と 
千覽 である。 / 


絹 細に 藏談氣 配 

お 商務 書記 宫報吿 
採 式が 滋な 投機的 j なおら 引續 
き 渚な を帶び 一艘 絹觀 物は 化 H 
前にて 商談 I お 不振^ 羽二重 も 
之れ じ 連れて 閑散を 攝め紐 細 も 
同な じして 本 巧を 蓬^ 陽.' 影響 
もま だ 現 はれざる が> 々は 巧 時 
期 夏 枯じ當 れるど 圖爲替 を じ 先 
物 商談 見送 等 じょる 當飽 需要 減 
みが ま 因と 觀 られつ' 含 ぁるが 尙 
買 人中には 今日の 生を 制限 もえ 
例の 姑 C 永 續せや 結 M 協を 破れ 
相場 先を に陷 るべ—」 ど乏 を輕視 
し當 が 買 じ 止む る 者ん る じ もも 
るが 如. X が 小口 一艘 實氣も 別段 
じ 悲觀が 料なければ 盾 溃相當 の 
商 譲 ぁる、 ベ （、従て 此處曆 相 
瘍 保を 巧を を 示せば 賣巧 相當じ 
見直ず べし V - 觀ら る。.； 


..金 離の 基調 轉換 

日本 銀 巧監を 役暮電 
巧を 物ず 當資 をの 需 り 立た 
ざる も 先般 冀 集の 國漬彿 をみ 夏 
が 蘭 資金の 移動 並.， 窝盎 節季 度 
び 月 未 か濟資 をの 需喪 重。 b た 
る 等の 關孫 じて 短 助 資金 一殺强 
調を 呈し本 わ 民間 頂を 著 歸减ホ 
貸 出 高增加 ごな b 遊資を 倩 化の 
事情 C 相俟 もてを 融 基調 叢を 轉 
換ん化 ぁ b 。 八月 下甸 の 省 易は 
ホ糸賣 巧を 巧に 巧 調を 示 下目 先 
爲替 ，レを ちつき 模樣 でぁ I で。. 

一 I 百离 

を 換券發 巧 鳥 7 rJ ち 


制限 外 
一般 貸附 
外國爲 を 貸附 
政府 預金 
民間 巧を 


巧 八 化 

と 八 九 
ニ 九 
ニ 九 
國 一四 


八月 ホ 正 ホ 一二 こ 圓コハ 0 馈 
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援|、 


點 化、 電池 笠 比て 
懇切 じを 授畫 巧兩巧 日曜 4 閱校 
日本人へは 秋 山巧專 ほを 段す 
享皇量 ミ A 己 ニ ch 邑 U だぶ ご 害 St . 









Scien が ic Massage & 
Medical Gymnastics 
PAUL lUmUiMi 
507 West 巧が li 化，！ i. Tf. 

Te し Edgecomb 1496 


DANCING 

411 W. 115 化 St. 

Te!. Cathedral 4408 るか 3 


TAIYO 

1 が W が t 巧 化な . 
Id Susqu 扣 ana 28 け 


TOYO KWAN 

41 E. 1 化 h な . 

Bsf. B '«( 巧 & が h A 化 
It!, Algonquin 8 ? お 



巧 六 巧 
と目了 四十 四 
巧 目 了 五十 四 


郎 in ぉ e Restauranf 

お 卵が way, N.Y. C け y 


Quansr (»a 打 Low 

Cmn が e R が Uurani 

112W, 巧 化 I 化 Ciiy 


Beem Nom Low 

474-6th A VO. 

Bet. 28 化 - 29th St. 


Ko ふ e み 11 ぷ〇 


ドな 【む A V も 

. 57 化み . 
Tel. Circle 4406 


/SU tt 
Cor. 5 


City Hail Tea L»ar3en 

170 Nawau St. Ci か 
Next わ妃 e Tribune BMg 
Loo Lin Manager 


DARUMA 

巧 1—6 化む e. 
Te し Brya が お 巧 


SHOWA 

53 We が 105 St., 
Tel. Ckurkson 0981 


S . KUWAYAMACO . 

114 El. 5 か h み . 

New York C か 

Phone. Regent J 麗 


TtieTolcyoGOi 

1 が w. 抗化化 
New む rk City 
Tt しむ afal が r 8 巧 9 


Kl 船 YO & PET 糾 OP 

IMPORTER OF 

GOLDFISH ゐ BIRDS 
O 

動 等 力 各 

物# 十 種 

一 鳥リ金 
切 ' 類 -V 魚 



巧 East 29 化 化 》t 
lei. Lexingion 5727 


IKUIN 臣 

Ho わ 1 在 民が わ urant 
313 WJ が h St. New む A 
Tel. む buyier 巧 巧 
む bie y むが s ぶ 山 NE 



340 W . が 比 St. 

felephone: 
Columbus 8882 


( 巧 目 • 水) 词奈お 


Japan 

Provision Go . 

巧 0 化 的 化 St. 
Tel. En が CO け 97 の 


KATA お RI 眺 (TS 

224 に 59 曲 SL 

New York Ci か 

Te しお g 加 量 34 如 - 3481 



Kawasoye Hotel 
139 West123rd Streei. 

Te しむ 化 edrai 巧 1 日 
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號 四十 八な 四千 一 第 


化 h でぷな tmttp 巧を 恐 imc0 


【日幡 水】 


り 五月 九 年 H 巧昭 


巧 學の揉 療治 
醫術的 体操 

化 島覺丈 

西 五が とを 
な S 十八 T 目 

電話 ゴデ コム 

一巧 义み 


舞踏 f I 

.マ-社賓 ダンス ▲ 

▼表 愼悚操 A 

聲寧切 

韻 卡阳？ 锭十 一時 

シ ヤブフ •ダン シ 

ング 師鉛擧 狡ホ襄 

しし 杉タ ザ 


高等 御旅 縮 

東洋 縮 

會席御 料理 


: 料理 韩卽 

太 陽 


壽司 お 日 あちます 


ず乏」 黨 

ホ じ 御 料理 



第五 巧と 一二 0 

へ クシ 卞 1 
ビグ ♦テン グ內 

小 池 寫眞舘 

電話 サ！ ク か. 

四 四 0 六 


美 ホ じして 淸巧 

$ 賴 お南樓 

午前 十 時よ b ミ 
午前 六 時まで gf 


を 樣の御 嗜好に 適 ふ 
揉な 美 ホの 御 巧 巧を 

S 廣義 

をし ますから 線々 御 
巧 ホを 頤 ひます 

一謂 永興樓 

廊揃 むの 巧 理人數 を 
が 日本人 諸 若の 嗜好 
じ 適する 巧 巧を 差 王 
ます。 朗 S 時 迄 開店 
(百が 五 T 目 サブ 
停車 おの 下) 


まが 巧理 

巧 魔を 園 

司 理人蘆 蓮 
お 勤の 方 じは 普 巧 
の 御 巧 利 じ 礎へ 巧 
間會 席の 御用 じ應 
乎 V く误 間が を 相 
ホ 變わ副 立顏 度な 
紙上 御 ま 內や上 候 


ん 

反が 
? 綱 

F 1 
F 4 M 

G i が 

Z 04 { 
1 饥 

A 齡麵 

H 咖 

nr* am t 

u ^ 

則 w 
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支那 料理 

新 巧 花 

本 棲 輯理ん 歐廉が 
腐 前を 揮つ で 日本人 
賭 君の 嗜 巧に 適する 
巧 理を差 上げます の 
で 第と 巧の 巧 二十 六 

T 目の チヤ プ スィと 

云へ ば 底ぐ 目 本人 諸 
君 じは 巧る 程好 評を 
博して 居ます。 

巧を 繁 々御 ホ ホの 程 

希 上ます。 

±、 曰 履は 饋頭 、シ 
ゥ マィ、 をを がを-^ 
ま- ^0 


ホ 上 金魚 巧 

9 ニ S 至 h Ave ., f York 呈 y . 
さ 0 ミ Ci 星ニ臺 


化 業廣吿 

夏季 や 化 業 仕 候 

棠モ 舖窩橋 松風 軒 


日本 观 髮舘淸 

西 巧 十一 ニ 了 旨な 番地 一二' 白 六 室 号 

‘タ ダブ フ a ア (靖お 街 ミ 四十 一二 T 旨 角.) 

日本 散髮屋 則が I 

五ヶ 年賴中 柏を ご 共 じ 就業。 

ジ ヤシン ト •フ 3 ツ 3 

31 W . S 置 St . 呈 y 
巧 己 ■打 oiibus か ve ■己 entrai Park Wesi 


日 

米 


庵 


ち 話 


/ラ 


T ソ 


八 0 と 化！ 八 八と 一二 

竹 中 重 雄 

化育 ボお陛 十四 T 目 
ニニ 11 1 八を ニ 一階) 
JAiES ご青呈 三吉 NGY 
ニ M ち 置 t を thSi ., N . Y . C . 
ぎ Brayant 養 9. まだ 


眞 面目なる 求職 同胞 じ 確ち 
なる 磯 業を 間旋す 

宮川 事務 斬 

紐 育ボ西 四十 ニ T 目 百サ一 を 


電 

話 


ブライアン 




煎餅 吗小賣 
を 腐 油瘍 
日本 食料品 一切 

sfi 曰 ご S 巧 巧 ic 巧广 aiKe 广 0• 
蓄呈 rd i まこ 
ジ 一. 量 a 巧ち 

ロス アン お ルス 

ホ リン ピック 

ホテル 

ご 7 N San ぞ dro F Los An を es . 呈. 

元 黒 職 旅館 奈 良直藏 
184 宝 毎 SU Br ミ享 N . Y 
Tel . ブ iangie ち ニ 

I 木 旧 ル— ミン グ 

實 7 3 三 Ave . 置. 置 & 羣 streets 
ジ lepho ミ Re 巧 nt W 627 


高等 御旅館 

昭 和 

會席御 料理 


日本 食料品 類 及び 雑貨 類 卸ル賣 
ホ 之 ま 大賣測 桑 山蘭會 
新刊書 籍雜誌 小間物 日用品 各種 


每タ九 時 迄を 業 

メ！ グ アド V ス 〔年 I 巧〕 

日本 難貨お 東京 巧會 

書籍 巧が 誌 


ブ ンタ預 ちます 


grr . .. In . 


'戸 ぉ' ‘ r ' viKJi.:.— V 


ふ 9 

_ なが 

ili 

2 1 s 

品 &. 叫 

品 W.I 

: お CM 


日曜 及 ±曜 じは が 
i マィ 春裕を あへ が 

ず那 吾一 _ S 

巧 理舅 1 が 置 

自1^-廚4-1跨：‘ 


京 おか 巧 島 寺 鳥 町 一と 0 八に も 
ぶの 支が が あ 6 松 脚底當 ごい ふ 
のが 巧の ホ 事を して 居る。 前記 
の 

不敬 文 裏 ミい ふのは 『わ 
さ しづ』 と 題 せる ニ 巧 二十 一二 頁 
の 天理を 祖の 0 述せ るを 巧豫言 
を 萬き つ r つた もの 及び 「を 先 
指 岡』 ど 題 ザる 二な 貝は どの 袖 
を 小 本で 了巧茹 語の 辭 書に 似た 
もので わる。 其の 內容は 『わさ 
しづ』 ど 同じ （を 祖の豫 言を 一二 
十-文 宇の 和 巧し つ" ら 示した 
ものである 0 尙ほ 化か じちを 祖 
の豫 言を 說 明した 研究 資巧ど 云 
ふ小册 子が あるが、 么义 不敬 文 
書と （て閒 壊 じさいて 居る。 然 
らばを の 如 例なる 点が 不敬 1 わ 
むる かごい ふこ どは、 之を 記載 
ずるを 愣 るが、 要する じ 綾部の 
大本 敎ど 等しく 誇大ち 想の の ザ 
氣違 ひど 見 & を 可 どし 天理 おを 
の 創立者 大西 愛み 邮は 自ら 廿露 
ム a ど稱し 神の 命を なて 年れ て ホ 
統卒 まで ある ど 言 ふやう U 氣 
持に なつて 妙 r よたは 言を 述べて 
居た ので ある， 


準備 じに しい 

ト翁 百年祭 

十二り から 一遇 聞 
第一 面 所 報の 如く 巧が 國 《 シ 
ア义學 の 權威昇 氏は 杜 翁な 年 巧 
じ ロシア 政府ん 招待を をけ た 相 
であるが、 本紙 上に も屢 報した 
如く、 ロシアを 國は 今や お、’ グ 
ス トキ 翁の {ホ 誕 一巧 年を を 九 H 
十 H じどら 巧 ふため その 

準備 じ沒 頭して むる が、 

このため ジビ玉 ツト政 おは 十五 

巧 八 I プ グの經 費を ぞ おする。 

朝鮮 水害に 襲る 

ま 京 特電 五日 發 H 朝鮮 咸鏡 
南 道^ 水害に 驅す るを 電 どし 
て 內お省 達しむ 報吿じ 化れ 
ば 溺死者は ホ 巧 六十 一二 人、 家 
屋 じして 押 流された る もの 八 
巧 四十 一二 軒、 崩 攘が屋 四‘ 白 十 
S 軒、 損害を 蒙りた る 家 崖は 
と 千 八十 一二 軒に 達して 居る。 


この トグス トキを は 一週間つ ぐ 
き、 を 化で 巧 年を 集會を おめ 記 
念 展覽會 、を禮 、催 L ものな で 
ぁ - x ^、 ^た化巧十ニ日じは 

故 翁 じ緣故 深ぃ ャス ナャ 
ボブ ヤナに 政府が 時 じ 設けた 記 
をの 學校ご 病院 ごの 開設 まが 學 
巧され る。 同地は ト 翁が 『アン 
ナ •ヵン こナ』 や 『戰爭 ごや か』 
を ものした ± 地 だ。 ソ ビエ ット 
欧府 は、 日 マン •ロ— ラン、 バ 
I ナ！ ト •ンョ •一、 ア^タス、 

八ク スン—、 シンクレア 少 スィ 
ス 、アブ トン •シンク ンア 、ボ 
ン チ、 タゴ - — 八、 ク ヌット 、戶 

ムブン など‘？ 如き 著を U 外國作 
家 達に 參列 する やぅ 招待した。 
が ほな 巧 知られて 居な かつね ト 
翁の り 記 も 『トルスト キホ あを 
著作 集 j も 

題 下に、 はじめて 世に出 

る こと； な b 、 チで グ トコ フ巧 
編さん じ當 b 、 n シア ま 作を 聯 
巧の 手で 出版され る。 を ト翁日 


記は'、 を S がか blH パリー 滞 
化中のをからお4らト翁の精神 
生活の 經 避を ぅかが ふ h じ、 も 
っど も 貴重なる 义妍ご i :* るで あ 
らぅ。 巧-— をの バリ .1 牌 化じ间 
地の徙ら^:^おやかさをい とつた 
犧檢ら よぐ わかる。 

化 遊食に {化て i 一 

寄贈 贏續々 

自勵を 菊 ド？ 券 等 

ホる 二十 魔) 與 巧の 紐 
育 H 會か 遊會め アト ラ クシ 3 ン 
S 第一に 數 へられる のは ス ー ベ 
ニアの かお S 福引 こで あるが、 

嵩 木 •グリン ゥォ ー . バド 商會の 
鳥卞 戊く グリン ゥォ ルドを と 
の 奔走に 依らを レ 面 よら 素 的む 
游贈 おがゎ 6、 り 本廣化 側では 
御木本 腐 巧、 おが 巧 おか 會 、太 
洋貿易會社よ6んが±をじふさ 
はしい 品を 選定— て窗 贈す る こ 
ごじな って 居り、 茂 木 桃 井、 春 
旧商禽 & び 弁 元跑會 でけ 旣じホ 
ホ H 會事務 所へ おて、 窗贈祐 を 
屈け 濟ん のか。 米 入 巧 お 家 側で 
は ボストンめ アメブ カンを を 刹 
巧 商 窝製お ゼム邸 ニが 側、 ラ • 

;、 ユニ ゥテ 貿易 爵か製 コム パク 
トニな 击十 個、 メ r n ポリ' タン 
擢草會 社 S シボ レットを 始め、 
"ス 自動車 販賣會 社では ォ ー ク 
ランドを 赂 資割劲 券 (なお 十 巧 
の悔 引き) 没び ポン チァ ック車 
膳 真 割引を (巧 弗 I ? 化 引き) を 

提供 居ら 化 ハ 外 マ アクス •ブン _ 
K ナ ア商會 よ-^ ゴ ic 風船 一 グロ 
ブ 、ジ ヤコブ •ケス ラ！ 商會 よ' 

b な 具 一緒 等 其 恼棒山 あ もどの 

こごで わる。 

ボル ドー 丸 

船長 菜彰 

まま 特電 五日 發 n 川 崎 窺船會 
社の ボ^ドー 丸" 太平洋を 十 
ご 百 ご 一二 時間 一二 生 ニを どい ふ 
一記 錄 破らの 速力で 演斷し 船長 
は アメリカ 船ホ番 巧から 記念 
のメ ダグを 拇 おされた。 

註。 當化 川崎療 船會亂 員の 談じ 
化れば ボ^ド！ 化が 捉錄 的の 時 
間で 太 ホ ホを 橫聲 したの d 先頃 
の航 お、 横 渡 サン 7 ぶン シスコ 
間の 記録で 閒 船は 最巧 H 本じ歸 
着し 去る 化 曜日 旣に庭 荷を 満載 

して シア ト八 におつ ぶ ど。 


ニユヨ ークは I 

九 一の 樂園 

人口 说計誦 査の跡 
ヘプ ラキを 黎 ずる 巧 謂 『ァメ 
9 々ン化 一』 の 人口が 計が 最近 
ユダャ人 電報 通信社から 發 表さ 
れ た。 化 調査は ユダャ人 リン フ 
ネ—グ ド 博 ± の 調査で あるが、 
を米總 体で 四 育二 十二 巧 八 千 ニ 
十 化 人モ總 体の 約留 十二 パ！ セ 
ントは 當地じ 化む でム る。 即ち 
ジユ ー 3 ! ク ごを はれる 當 地は 
巧と 十六 巧 置 千 人で ホ をん ロの' 
一二 割 じ 達して ゐ る。 ホれ から ユ 
ダャ 人は 都會 生活 主 ごして 商工 
業 じ 化 事す る 傾向 W . あるので 總 
体の 义割 一二を は 都を 住居、 ソシ 
ブ稳 体の 九 割な b が 所謂 東が 化 
ホに 住 わで むる。 ユダヤ人の 人 
ロ 激增の 割を は シャイ n ックの 


鼠算まで あるか， k 現が ニユ t ョ 
! ク の 吉街をおわ る 人 口 ニ 
十年間じけ五刹の-^じも^:^^ぅ 
かど 推算され る。 今 試み じ 立方 
人 0 上の ユダャ人の 化ゎ辄 曾を 
を 甘 ば 左の かし。 

シカゴ S 十二で 五 千、 ポ ブト 
ン九 巧、 フキ ラ デ八フ キァ ニ 

十と 巧、 クリー ゲラン ド 八 万 
五 千、 デ トロ キトと 巧 
パ片 チモー ァ六巧 八 千、 U 1 
キシゼ グス六 巧おモ 、ユユ ー 
フーク 六 巧五モ 、ピッ ッバ ー 
グ五ガ式千、 盤^一キ五巧。 

庭球 爭覇戰 

烏 巧 恩 田 i 參抓 

ホ 過 月曜 H よら フキ レスト • 
ヒ少に.僻さる5、 ァメリカ3庭 
球 爭霸が じは 來^チ 八 デンな 除 
外され 滯の ラコステ ホら 中 幾 か 
輿踩 若. 缺 いて 居る が 參加纏 歎 六 
十四 人の 巧、 外頤 人は フランス 
英醫 、濛 測、 カナダ、 日本， メ 

キ シコ、 キユバ 、スぺ 1 キン 等 

致 球 懸賞 

ァメ 9 方ン 及び ナシ ョナ 4,* 

リ 1 グ戰 も、 前者は 卞ンキ 1 K 
對ア ス ン ブ ブ ク、 巧おは^^- マ キ 
ァン ッ對 力！. テナ グの 街範ぶ b 
が 白熱 化して、 兩リ！ グ おし ホ 
常に ク 。—ス な 成績を 豫 想され 
て 居まず。 乂晚じ わいて は欧年 
の 姑く、 左記の 化定 じよ b てが 
人 ファン 諸氏の 豫 想を 募らます 
〔ニ アメリカン •リ —グご I 
ナ ショ ナグ •リ； ダ 選を 権は 
どの チ！ ムが どれ だけの 勝敗 
験で 勝 もよ すか。 

ごこ 應寡 締切 丸ち 十日。 

で ニ】 巧 A を當 てたん じ爭爾 
戰 ドサ ー フ •シ ー ッ巧 進ま。 
〔四】 双方の 的中な S 瘍 をは 
をの いづれ かを 當 てたん じ 試 
を 一一 一巧を のンザ ー ブ * シ ー ッ 
代を 進韋 します。 

〔五】 的中 者 タ數の 媛を 先着 
帳 或はを ずに 抽懿 いたしまず 

廿一 一人 に しシ ■タッ V " •ソン 
1 ヤ ー ヌもァ メジ 力 人 ミ 外人 枝 
八 人 宛 ごな つて 屠る が呂本 側は 
鳥 渴及凰 巧兩君 參 加すべく 鳥 
網は 莫闽 のァス チン ど、 恩 巧は 
ィンド！ ァ廬球 選手と して 知ら 
れて 居る クキブ アム、 で ホ •テト 
ブテど h 半 部の ファスト •タオ 
1 タ—で 取 紐んで 居る。 

讓 渡廣斯 

お 事 諸 意の 御眷顧 じよら ホ 年 

日米 撞庵 

を 經營致 居候 處 今般 都合に よ 
6 竹 中 ま 雄を へ 譲渡し お」 付 
化 段 廣吿化 候 

九月 

吉 田宗隆 . 

讓 受廣吿 

を 事 今般 吉 旧み ボ隆巧 經舊の 

'日米 桂庵 

を 譲 受け 侯 じ 就て は 精々 勉强 
諸を の 御を 顧じ應 じたく 化 段 
卸 披を申 上 慎 

化 月 

な b — tW を 
ザ 4 3 爲 


提の潇 お わい しい 谢燒 

會席御 料理 

義 食は 末廣へ 

叮喀節 化 垄化大 おお 


翻烹 並に 觀旅舘 

11 1 目 を 巧 

与 お 化を 

なち 巧 西 八十 八 了 目 一二 ニニ 
を活ス 々イブ 1 と 八 ニニ 


レヤ トル 巧 

NP 旅舘 

含で巧を Ave . so . S ミ ttl タ v ^ ash * 

停車 舆 前を 東 ご 一 了 左側 K 階を 
H 本 巧 船が 巧 取扱 波 ロ 場 送迎 

巧を 院城 中必 、緩 領爭 お、 H 本 
郵船 其 他を 巧 大會社 近き 場所 

桑 港-^ U . ホタ八 

純 日本食 {特別 閒ぁ b ) 

御 一報み 第 自動車 御 出迎申 上ち 
52 呈き rnia ぎ San Ficis 呈-呈 一 产 

罔 圍巧淸 、を氣 新が 

巧 人 巧樂が 自苗寧 

岩ジ nds St . Brooklyn . NJ . 
ジニ riatt 莫 7475 


A 淸 お、 親顷 、お 樂化ニ 德マ 

勢州纔 

伊勢 事を み 間を 作 
225 因. 爱をぎ ま t 
Tel . Re 巧 ミち 這 

> 器 旧旅嬌 

化 川 作 一 
so で S ニ 雲 sl _ 

Tei - S 妄 vesa 里 3351 


力 旅館な め 

を 鹽旅 舘帛ホ 

14 B 辛 萬 thS こ ew Ifork 

ジ L Musq ま han ミ 漂 1 巧 


紐 臂旅鑛 B — 

東 妈十了 旨 ニ 四 二番 
ぎ Ca 查呈 ia 迈 74 


ボスを ン 帝- 

富 ± 旅 舘大浦 末 松 

145 wister St . son Mass ’ 
ぎ B . B . 舍 75 


住み 必 地ょ き淸 潔なる 室 

® 了 5 P 松が 巧 ホ 

言 Lex 量 ミ/ ive . 

Tei . Ashland を结 

費府 御旅 簾 

桑 山 淸五郡 

さ 8 梦己 h 9 th Mt . さ ilaiiei 甘 h_s pa . 
Tel Wain 己 7 这 1 


醬油齡 裤皆ょ 白米 

妄米鱗 i 食料品 i 娜嫌臟 。へ g 韶 

巧 田醬曲 巧ま會 なをが 一手 賣挪巧 

曰 本 食 替麗會 


紐 育 惟一の 日本 百貨店 

片桐 兄弟 商會 


スマ ドレ •プ n ダク ツ 一ず 販資元 


- - rlr - - ■ 




御 婚儀 u せ 八 目 お 

御輿 入い は 公式 齒簿て 宮中へ 

ま 京 巧を 抓 1 R 發 "= をみ 巧な 官 <2 巧ぶ すら 所に 化れ じ秩父 お 殿 
すごね 中 節 了 服 ごの 醉婚 蛇’ がて 御ホ納 5 化に 儿同 十六り、 吿 
期み 椿に 一一 J * n 、 が 城 彼け か 八 n ' この おがな も か 力い* る もの 
のか、 節'^ 姫 御 興 人 S 當 H は小朽 川のに 中を W 子 邸ょ b 親王が 
公式 齒衝 じて が*！: あるべく み じ 破が いえ 例を 閒 かせ 給 ふむ もの 
で 御を 筋は 目で 巧播 中で わる。 

雨の お 平 カツ ブ戦 

選手 權 U 福 本 君に 

目 懼 日‘ サリ ス ベリー 杖 球場て 


松 ホ カッ. ブと化 た H 本 
げ球協 曾の 選手 K が おら 游 一— 
十六 人 組の 巧勝戰 一" ぁつて 顧 本 
が 松 巧：.； おも 本年た の チャンピ 
ヨンは 福 本 福 一、 一， ンナ アアプ 
ブ はおが など ザ 山 巧く みを した 
第二 一— 十み 人が でけ セ ミ •フワ 
ぅ ナ^を 前 じして 一一; 築 S なが ピ 
人 倉の 髙 どの ホ戰 わら (苗號 を 
がむ をは 誤報) よも 日幡 H ラリ 
タン •ゲワ レイ じがて を 村が、 
『がな 親 報では モウを されて 居 I 
るので 傑が 勝てば わがしい よ』 

どご 自信の わち が ダ 灰め かし 
じが、 午前中よ b 媛を をが L ホ 
アブ プ をな て 鳥を 酿 迫し 遂に 十 
:=化 で 免罪 を華 ぎ：^ ぶ氣 揚 々 。 
问 じ； H 米 生糸の がが お 山 ロは 
を 巧 山 ロは 最み よも リ！ ドし 
て 午前中 六 アッ ゾゴな b 午を み 
勝 姑 《 十 H 八に て 山 ム の 勝 も ご 
ミた。 

第一 一十 六 人 おでは ま in 
職： n ‘ ^ リ X ! ベリ— だが て 窩橋鲜 
菊 地が 勝败を 巧った が、 爲橋漫 
勢を 示 t - ザ 後は 菊 地ら 奋 b を 見 
せたけれ ども 遂にと HA にて 捷 
利は 窩 橋の 手じ歸 した.， 西村對 
撰 井は 同じく サ リスべ ブ！ にて 
擧い 西が S アップ じて ト ー ドし 
最後に ニ じて 西げ 巧 勝 ごな 
つたから 決勝は 高 橋掛西 村の 好 
化 組 どなるべく、 说 一— 十六 人 
細では 齋 が 巧 福 m じ 齋藤楽 樵し 
'一二 かの 輔叫載 川 □お 會 のは 巧の 
大化紐 ごな つた。 極 掛は當 初よ 


b 攻勢を 化ら 化 巧の 塾 ぉ 摩しつ 
つ 進んだ が 化が 頗る 自索 （午前 
午が に肯 b て S 十五 ホ） i まで 
對を W て媽 劣な か 4 しも、 ± 儀 
巧の S 十大 ホー 八で ぶが か捷し 
一 アップ じて 福 田' す 敗つ た。 福 
山は 「をに 巧 アソコ ょで 攻めい 
ば 吾々 年寄 b H 註に 曰 （福 旧廉 
I 二君は 里 島 屯 店長 ご 岡 じくを 山 
黨に屬 し 一見を 巧の 如し n でも 
遺 減は ない』 ピ 實は乂 に 遣 域の 
意を ぶして 居る。 巧て 

愈々 本年 巧の 選手 確を み 
すべき ぉ戰 は巧曜 H 午前 十 時ょ 
りナ リスべ ブ！ 萬 ニ 庭に がて 福 
本 ど 松が ど 化 間 じが はれた。 降 
> みが' JT ずみ の 狸に 始められし 
勝敗は 鼓 巧の 乂 ホ]^ にて 觸本 
1 ダウ ンど；：*6第十ホ；八じて 
巧び 一-ダウン 即も ニダ ウン ごな 
b 形勢 頗る 个巧 であつ たが、 顔 
本蠻 勇を 鼓 L て窮 十一 及び 萬 十 
一二 ホ ー 八を 奪 化し 午 WS の T •八 ホ 
!术 はお 局聲ミ U つた。 午後に 
ま b 西 本 撕く槐 固し 一 アツ ブど 
む b がで 第 十、 十一ぶ び 十二 靈 
を 陷れて 四 アッ ブの滕 倒 的 勝利 
を もめ 堅實 のが 巧を して 银 おせ 
しめたる が、 松 野 第 十一 ニ ホ— ^ 
を 占めて 驢本 一二 アップ WU らし 
も 十四、 十 立 ホー グか勒 ごな つ 
たので 福 本は ド ミニ一 アップを 得 
第 十六 ボ ー グ じて ホ對と ir ' b 結 
局 S アツ グ にて 選ず 權は福 本の 
手 じを もたが 兩 雄の 决戰 は觀る 
弟を して 一霸 一を せしめ 異常の 
繫 張を 示し じと。 


天理 敎の 不敬 事が 

御大 典を 機會じ 不敬 文書 配付 


四 巧 一 二日 お ホ か 間 お 載 禁止 中 
だつじ 天理を の 不敬 事件は 本社 
帖 あの 如 （獲 ホ 解禁 ご. ゴ つた。 
右ぶな 良縣化 巧が 邵磐诚 がに ネ 
がを 置 < 天 巧 敎が究 所 入 西を み 
邮) 破に 腳 する もので 

大西 は自ら盛まで^;^ら、 
をの あ 巧 子を 巧 神 ごしを 國じゎ 
じ-*' ホ 巧の 信 巧を 集め 『わさし 
づ」 U る 豫富蓄 を 普き 皂秦の 巧 
I 嚴 を巧渴 する 文字を 速ね、 これ 
j をを 國と千 おが 巧 十四 タの 所員 
I じ 配布せ る こど 發覺 。隅 尿を ご 
して ニが 一. 十九 縣じ宜 名 
檢舉 され 巧と 十九 あが 起訴され 
た。 事件の みおは 四月 一二 日が 前 
十 時 頃が 島 巿巧署 烏を 巧を 訪れ 
た 一二 人 浊れの 婦人 わら、 か. は縣 
山 邊那丹 波 巧 町 天理 敎本 がから 
巧 巧した 册モニ 册を差 出し 旣じ 



納本 擒閱濟 み t ぁるが 查 をのた 
めじ 媛 おして 廣 くらの だ ごて 辭 
去した が、 後 じ 右の 册 すを 見る 
ど 今秋 巧は る i 御大 典 じ 關し不 
敬 じ わたる 辭 巧を 連ら ねみ るを 
發 見—、 小山 ホ 巧は 悔惶 として 
縣 高等 巧に まらみ 山 課を の 

指揮 シ 仰いで 該ニ 一人 連れ 
の怪输 人の 巧 衛搜杳 の大活 勘を 
關始 しじが、 W 署を 訪れた 瞭本 
部 特派員と 巧して 居た 處 ょら 必 
ずボ內 の同敎 信ち の 家 じ 身を ひ 
そめて 居る じ 相違ない Vt 目星を 
つけ、 を 方面を 致 潰しに 搜査を 
むつて 居る。 ちは 本年 始め 頃 か 
らを國 的 じが 密禪に 配が された 
不敬 义善 でぁる。 面して 其の 趙 
巧者：：！ 大西愛 か郞ご 呼び 大か国 
鳥 巿挪髙 巧 村 じ 天理が 兜 會を舊 
み 居 b 化 信ち はを 國 にわたら を 
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號阳 十八な 四千 


雜 新 



赛を 


日曜 水】 


ロ 化 乃 九 年 H 和昭 


四 



▲是競 式み 等 設備 供を の 普 富 巧 新 もる は 乘組貴 
のをが 親切 下を ミ 共に 请 姑の 誇さず ろを です 
▲當 なお そが 航路 一二 等敷備 はを 節 革 お的攻 長み 
旌 しまし わ、 なじを 市爲 のかを は 巧詢ッ IV 
ス トサ！ ド 又は スナユ デン > ダブ ダス 巧 上の 
馆 値ん-- 備 へて 居リ まず 

@ 桑 港 おか ホ/^ グ經も 【正午 巧 化】 


大 

天 


がみ 

洋化 

コレア 丸 

を洋义 
西 比利亞 化 


九 巧 十二 日 
乂巧サ 六日 
十 巧 十日 
十 巧 廿闽ロ 
ず； 巧 お 日 


#シ 了 h ル 出帆 (午赖 十 時お觀 J ^ 
橫濱化 九 巧 甘 一日 7： 
加賀見 十 巧 二十日 
伊豫え 十一 さ 一 百 離 

® を 致發貢 本 行お贼 

加 巧 も 穷が 一 03 

蕾 取 あ 十 巧ち 自 
▲翻 育 お 驼芭を 馬摇涅 B ネ巧貨 拽艇！ 泻ニ画 
A 鐵道 切符 爵窒券 其 紐 萬 ホ 鶴 便宜に 海 お 邦 ホ； S ： 

A おお 浑お讓 捉會扭 乘藉贺 巧 辩谋宜 に 取 靜ミ寸 


シ I アトみ ぉ鹏 (午前 十 時) 
を b をな を 丸拜 十と 日 
あら バ 中え 十 周 十 B 
ばづ f お (坡溝 お晚^ 九 巧せ を 日 
ザ 一等 辕濱 一九 立强 

但し ば リず叛 るん でん 赴は 一 五 五 邦 
>ニ 一等 日 ホが をを 萊ぎ 室大な 造を 族 室 多 巧 
マ御磊 望に 件り 一等 割 到 隹複切 禪發巧 致巧娱 

ロス ア A お ルス 出帆 (午後 一二 時) 
さんごず 化 九 巧が 四 曰 
じ J 心兔 -夺 一月 S 目 
▼一等 穫濱 一一 I ニ 0 乘粗 はわい おまじら 丸一 奪恶 
I ►辞 別 三等ぶ み朽お 十九 熊 ザ H 等 B 本 巧を 十を 雜 
ダを 灌羅 ぉぶ 谋車 切符 寢臺馨 購入 御錄旋 なり 侯 
►絲育 織 下 マ經ぉ 日本ち 那括貫 顿牠ぉ 一圓 


精々 勉强 tp 仕 御 則 立願 上 候 
陶^ お雜 貨卸寶 

I 眷 巧商會 


R 本陶艇 豁雜替 頰卸賣 

ホ 元ブ タザ i ス 


日 木陶疆 器雜貨 

ラム プ卸賣 

奈な 貿易商 會 


円本 吳 服な 物キ モノ 
テ ^ — フルクロ^ — ス類 

諸雜實 卸商 

鱗 城 0 本 ドライ グ 1 ブ商會 

特則廉 憎で 大お强 新 流 巧は 奮 店の 特長 
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資本を 
巧込濟 資本を 
横 立を 


壹谊旧 
六 モお圓 
ホ 千 慶巧萬 脚 


齡賦 ニー ホ 銀行— 支店 

本 巧 巧 巧 巧 日本 お 臨 本 ぞ屋町 五を 地一號 
支店 小 お 日本 梅 化 S ' 內丢 き横窝 
名 古 崖 京が 乂阪西 (大 お)# 戶 
廣島下 閱門司 巧化提 岡長椅 
上 おか 致 孟買洒 水 


お出 乂巧替 ，電信 送金 •ホ 送を •旅 巧 信用 狀 
商萊 信用 狀其化 一 おが 巧 業 

. 乂齡 職 S 義 銀な— ま 巧 

髓里 送を" H 本が 地 無キお 巧？ 迅速 お投 
ネ巧 預金 (を 巧 通知 ノニ 蹄) 御 使 利 取扱 
本 ま 巧 東を (本 ほ)、 大阪 > 巧戶 、京都 
.巧が 地名 古屋 、小 お、 上が、 おお 


▼赖 里を を 及び 化 送を (無手 巧な r 外围 
ち稗賣 買、 猶 巧を 取組 取 立、 信用が » 
斤 等 一 殺を 巧 業な 巧 巧 利 じ 取を 巧 仕* 

£ 賊 臺灣銀 巧— 出張所 

本店 摹潰臺 化 

ち 巧 巧を、 橫 巧、 大胶 、神戶 、上が、 巧 
ロ、 福 州、 厦門、 灿 頭、 香港、 廣 東、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン； ハタ ビヤ、 ま 巧 

々グ 々ツタ 、倫を、 巧 か臺灣 十四 ヶ巧 

一、 資本を 富億圓 (を 額 巧 込 巧】 

一、 構 立を 化 千 化な 五十 萬圓 

內化本 支を U 橫溝 {本 巧)， を 京大 販 
神 巧を 略下顆 名を 尾 

機濱 正金 銀 巧— 支 巧 

乂匯を ま 巧： = 案 港 羅府か 巧巧哇 
巧 化 化 界を國 電巧郁 巿ュぞ 店 及 n 术ン 
スち之 お 


本 店大 酸化 演お T 目 
が 育 支店 お 育ブ。 I ドゥ 五— な 四十 九番 

駿巧友 銀 巧 

日本 (を 京* 横 襟、 名古屋 、京都、 神戶 
な。： J 尾ノ 道、 環 島、 吳 、柳 井、 下ノ顆 
おろな (巧 司バ 倉、 若め、 博タ 、久留 米 等 
本國 預金、 鄉里 送を 等は おめ 
て 御 便利 巧を じ 御 取扱 可 申ち. 


本店 朝鮮 京 城 

ま 巧 出張 巧は H 本內 地の お 要都巿 、朝 お 
滿洲 、ま那 のを 地 及び 浦 捕巧德 

朝 鱗 銀行 紐 育 お 張 所 

外 図 爲替】 般银 巧お務 精々 御 便利 じ 取扱 可 
中上慑 


藤本 證券 會お 

一般 有糟粧 巧ノ昏 買、 引ず、 募集 
▲を 邸、 ホ ニ么ニ 隅スグ 一切 ノ 索が 

I 藤本 ミ 7。—? 銀 巧 

紐 育 お 張 所 


陶强 語、 雜 貨卸賣 

森が ブうザ ー ス 


晚香坡 每ニ週 一回 出帆 

A エム プレスを 西亞 01 六 •化 客增) 

乂巧サ と 日 

▲ユム プレス 亞細亞 (吴 主客 增】 

十月 十一 日 

▲エム プレス 加を 太 三で き 0 觸) 

十一月 一 H 

▲ェム プレス 露 西 亞三ガ 、夏 0 竭) 

十一 巧ち 日 
一等、 二等、 一二 等 及び 下等を 設備 
最大、 き 美、 最 快走の まげが 巧 船 


日本 帮船會 社 (並 ニを 鐵道會 社) 

代理店 巧觸 兄弟 蘭會 

乘 率、. 乘船切 巧 おじ 小お換 運送 街 便が じな 扱 中し ます 


最終まで 論議 さ 

満洲 間 題の 實相 m 

加を 乂 化お國 際職盟 附議を ま 娘 

ブレ I クス リ ー 巧 i の 解决論 


ウキ ブ アム X タウンに がける 
第 八 回を を學 おん 川を 曾歲 から 
巧 洲巧题 を 除き 去つ て 化 舞つ じ 
ならば 非常に 淋しい もので おつ 
たじ 柏 違ない。 H 本侧 をし 
ては 城ぶ 元貞翁 かお 圆 し、 齋お 
總 領事ら 活動した けむぶ 轉讓の 
劈 巧から おおし、 最後 去で ち殘 
つて H 本のな 推を 擁讓 L ねのは 
ゎ 蛾 掌 おごに 云へ お 鐵心鄕 巧の 
みでぁった。 伍朝樞 をす 了じ齋 
お 級 領事の 聲 明は 巧 當 がき 込 ゎ 
ではを るが、 華 盛頓の チク 
ジど剌 したおは なかつ jKH 勿 諭 
ホれ は U いのが かを 上 | S ダス ク 
リ ー トど云 ふ もので あ， u ，， n 巧 
か漢 から おる と 『摘 调闽 趣は H 
本 猶自の 手で 解 巧す ら覺语 であ 
るから 支那 も H 本の 譲を を 涼 解 
して 協調 するがよい j 日本の 一 
をせ る閱 論は 别國 のを 暖再 
体裁み い； 某 爾^の 干が など 
か ある ごすれば も か >; を グン 
] ゲ •。ン ン — ク で ) 1 ' スを惹 
巧ず る危 除が ホる j | ぶ 微首吿 を 
舆 へて お 方が よか 一' じ 媛な 
跋か ぁる。 あお 最終 6 山 を會 
幾 じがて 『紛糾せ る蹈 湘聞鹽 

淸 水鳥 羽贿氏 I ' 

送別 雍晏 ’ 

B 本 お 鶏 部 じめ て 
S ホ 物 ホ 株式を 社 巧 支 巧 員 
として よらは デダキ ツ盃戰 U ネ 
化ぶ 選キ どして 歐ぶ 一| おおを 馳 
< せた 淸水 善を 氏 及びず 年の 主將 
たらし 鳥 利ぶ S 巧のを めに 日本 
，お樂 部 並に n 本人 會骄 をち 愼の 
i 送別 辞が 去る 四 H 巧 识樂部 階上 
の乂 をを じがて 隅 かいたが 出席 
一 おの 九十 名巧來 稀。 る 盛を でぁ 
.つた. 當 化は 化 木 おを ま庙を 司； 
: 會者ピ して 惜別の がを 述べ、 お 
一巧 兩 比の 發 が ど幸鹽 V 」 を 祈ら、 一 
i n 本人 食を 代 おして 草 信を 長は 

ースポ ^を述 しての H 乂誌辭 を 

說きァ I リング トー-じ 兩 もを 迦 

へて エキシ ビ シヨ；^ ツチを 巧 

; へる 效 あを 陳べ特 一： 淸水 氏が 日 
~ 本人 會迎事 ごして 芸がゼ るを 謝 
^し、 冷ホ山があぶお所およ 6 嚴 
殺の 送辞 ぁら、 淸ホ 氏と 同鄕同 
; おの H 银監お 役 巧井蝴 一二 郞 氏け 
中を 時化の 淸水 氏を 劈髓 して 滿 
^おを哄笑せしめ、 お田ぷ一氏は 
日本 庭球 お樂 部を K をして 別辞 
を陳べ 烏の 氏の 終 株に 巧ぎ 淸水 
巧は おもて 趣が ぁる 庭球 凹顧談 
を 試み、 旧 島 U 本 俱樂部 曾 長の 
^發毁じて 一 開兩をの巧なを吉唱 
i して 散會。 

I 斩銳靑 葉 會《 

; 秋季* 競技 

i 九 關摧 する 
邦人 ゴ A フ界 たが パる 一 ホの 

:里銳 靑お會 では Li 年 巧 J ろ *A 
- ま 懼巧胞 が 巧 選 モ並じ ラン ナァ 
- アップを 巧 負 中 よら 化ずに ま 6 
新鋭の おじ おも」 がる •か、 ホる 
一九 U & び 十六 U と W て 秋を 乂殺 

v-— ' - - ' ' — ' お ■ _; ぃ：：！；ぃ ^: ; ぃ ^--: -. -ぃ' _ -: 


の解决 をを ホ；^ らしい る爲め 
じは 围際 聯盟の ずを 煩は すが 
ょい』 ご 加を 太 化 表の ナァ • 

火 ァバ ァト •エ^ — ムス 氏が ま 

張し、 山卓會 畿のリ ー ダァで 
ある クラ ー ク大學 敎巧プ レー 
クス リ ー 博 ± け 『露 西亞 、支 
那 及び U 本の H 大 固が 互じ衝 
突す る 目的 どな 策 ごを 3 て 臨 
わで 居る 滿洲は 蓋し 械 東の 危 
險地帶 である。 露 西 西の 勢力 
は 現 化 にがては 化 部 及び 中部 
滿洲 ょら 驅逐 されて 化 時の 樣 
ではない が 

支那の 國お 政府と 日本 ごの 聞に 
橫 はる 爭 おの 解 巧は 孰れ も嶽烈 
U るを 國的お 想の 發 露の 爲 めじ 
錯雜 困難の 度を 加へ つ i あち。 
東京の 某 敎授は 予じ對 して 「南 
滿洲鐵 道は 米國の パナマ運河 じ 
岡 じ」 ど 語つ たが 日本人は 單じ 
南お納 じがけ る賴 利々 益を 防衛 
すべく 巧 意せ え のみでな く、 を 
滿渊は 到る 處 n 黨戰 役の 愛國的 
舊蹟じ 富む で 居る。 廣い盧 味の 
ず 点は 支那 A は 支那の 滿洲 でを 
ら ねば むらね ごま 張し H 本人の 
要 ホは 彼等 S 特殊 權 益は 巧 おせ 


せね ぶ a らね ご 云 ふじ あ 6、 狹 
まい 息 ホの 爭 なは 千 九な 十五 年 
條 約の 巧 力 じ 依 6 H 本は 九十 九 
年の 粗 借 期限 有が を ま 張し、 支 
邪は を 期限は 旣じ滿 了した から 
支那 じ還附 せょ ご 云 ふので ある 
支那が 無力で をる 巧は 化 問題で 
今 直に 日 ま 間じ戲 ずは 起ら さぅ 
じ もない。 が國民 おの 1 A は チ 
じ r 子孫の 時化 じは 武力 じ訴ふ 
るに まらい」 ご 語つ た 如く、 漸 
次 日 支 間の 紛爭 を滋 （する であ 
ら ，っ 0 

伍朝框 氏の意見 ど 頭 本元 貞巧 
の 意見 どを 玩味す る じな 戈を 
協の 盧 あるを K めかし、 伍 巧 
はま 那ミ しては 日本の 經濟的 
利益を 保護す ベ I ど 云 ひ、 頭 
本 巧は 支那が をまして 日本人 
のを 命が 產を巧 譲し 得れば H 
本は 撤兵せ む ど 云つ て 居る。 
しかし 千 化な 十五 年の 條 約が 
を 法的で あるか 否か じ關 して 
は 孰れ も 何等 言 あする 所がな 
い。 而 してが 條約 こを 閱 題の 
中必点 i :* のでを る。 化闲 惑せ 
る 且つ 危 隙なる 極東の 巧 面を 
•匡救す る爲 めじ 助力す るのは 
巧國 自身の 巧 益で ある。 Q 支 
兩國が 經濟關 巧を 機 調し っ t 
徐 々に 支那を して 政治的 支配 
權を 得せし むる は轉題 解かの 
鍵で るら う。 巧ら 巧 極東の 一 
大要 件は 滿洲閔 題の 解 ホで あ 
る』 ご 結む だ。 


な會を 蘭く、 とどなら 昨 巧の 委員 
會 じて 左の か <决 をし ね。 

第一 四べ ラム ベイ 十み ホ； が 
第二 回ナ リス ベリ 右 岡 
第一 二回 同 右 同 

^ ング 附きメ ダ典プ レイ 

賞品 靑葉會 銀を 其 他 
おは 靑葉會 選手 權 競技 も 岡 時 
じ擧 巧し お 十四 ホ— 4 ^最好 グロ 
ス 得み をを 選手 ど-してを メ ダグ 
を 贈ら 巧 点 おじ 銀盃を 贈る； ミ 
じつて 居る。 


日本人 會 諸集會 

紐 本人を か 遊 曾が 将 委員 
會は本 夕 東が 舘 じが T 關懼擲 を 
員 長 0 下 出席 一 般 々略を 定むも 
由 A 理爭例 曾は 巧る 十 一 n (み 
隙 日) 午 お 六 時半よ b 巧を 都 じ 
て 開備を 部を 員 會報吿 巧 他 諸 鞭 
の 協議を 遂 ぐる 篱 0 


大每 主催 實業鹽 . 

本紙 旣巧 大陌每 H 新聞 前 ホ 催 
實 業み 歐ホ觀 化 測の 一巧 十八 人 
は ダラ ア 殺の 化 ザ 一周 巧が プレ 
ジ •テント •ダ 1 フネ— か ド 号に 
じて ホる 十八 U ホがず ベ < ま 部 
地方 觀ホ 後西 巧 十月 十 n 桑 渚 出 
帆み ゴレヤ 化 じて 歸 朝の 豫 を。. 

お 人が-?" 

•大义 化 利武氏 貴族院 議員、 
まる 一二り n 日ン バス 号 じて 欧洲 
ょ 6 着 ホテル プラザに 投お 中な 
るが と H 當お 巧を 西 巧、 十二 日 
I 桑 港を 大げ 化に て綺朗 
參地 ホ延之 か 氏 をが 巧を が 貪 
支配人、 ホ 人 岡が 月曜 M ょ b ぺ 
ン 州地モ 旅行 中 

♦淸水 まみ 郞 氏歸朗 中の が お 
n 本 入 お會收 帥、 を 族 M 伴大げ 
义化 にて HU 着を み週匆 々歸が 
•碰 ロ修 一郎 氏 が 軍 中を、 去 


る 二十 ホ B 歐渊 ょら 着 紐 本 巧 申 
旬 巧巧歸 執の 善 
« 廣を 巧を 金 刚商食 當地ま 巧 
員、 十五 H お 發祀巧 二十 六 H お 
化の 天が 化 じて 餘 朝の 由 
み 上野を 男 氏 東を 高等 學 校を 
授、 去る一こ十^獨逸 i ' b 着紐約 
二週間 離 結の 省 

#日 比野寬 氏. 大 H 本体 育協會 
理事、 オ リム ピックの 歸途 アク 
キタ 三ア号 じて 化 日 ホ 糾の由 


刪ス ペシが 处 


乂月號 

各 娛樂雜 誌 

ホ じ 
お强 

不细歸 ニ •00 
をを 巧 巧 7 凹 0 
巧ら やん I •六 0 

あ 彈 一 ふ 〇 


東京 商 會轉吿 


化 桐 お 弟商會 


讓 渡廣吿 

な 共 今般 經營 中の 巧賣 上下を 
が 白人 じ 譲渡 候 段 化 同 樣を敷 
御を 類の お 希 山 巧 
巧を 樣よ b 御 預らの 物な はお 
ま 人よ 6 御を 取の 稗 願 上ます 

【が 里 


化巧號 

講談 クラ 7 
.文藝 クラ 7 
キング 

當 ± 


60 
•五 0 

孟 0 
去 0 
金 0 


紐 育 東を 蘭會 
140 WJ 害 stl > Y . G . 
ヴ I . Tra を g | 6 雲 


懸賞 募集 

味の素 を 巧ゐた 禅 一を お 巧 巧 
の 作^ホを募集しま^| 

1 、 巧るべく 日常 心 御 食膳 じ' 
ふさは しい 材 I で えらび 
しから 實際鞠 究 じょる 

レ シピ！ 0 - 

.ニ、 ホの 素の 巧帶應 用に 就い 
C 廣く米 人巧鄕 向に も' 適 

したる レシで r ' 


A 撰を 

么 賞を 
一等 
こを 
一二 等 
四 等 


ホ 么素丕 一ぶ 料理 研を 巧 
础育お 張 員 


を あと 思： 

をす 裏 

を 十： 莱 
味の素 懲ん 

踊 宛 


】 ん 
二人 
五 人 

殘を部 


A 規定 
婦切 
摩 表 


昭か 一二 率 t 巧 j 日 

同 王 巧 一 H 

本紙を 巧て ー發 あし 同時に 實 
をを 贈呈 丄 £.9。 

原稿 英文 邦文み 频隨意 
一人に 付きが 巧 法の 數じ制 
限を 設けません。 

宛名を 由闽會 

化の 索 懸賞 係へ 

化 所、 姓 あ御刚 記の 事、 お 
搞け 一切 御 おなし i せん。 


A 巧 俊 


が 育 新報 
n 义 時報 


化の ま 轉賣お 

桑ん 歸 


會 


114 EAST 雲 ST : N . y . C . 
さ ロミ . R 严 enf 甘 33 占法 7 


心 かを 夫婦 衆 I の經營 じは 養 

麵擅も 適を II 年賣ら '込 

むだ 下宿. 都を じ 狼 b 至急 破格 
じて 譲 巧し 委細は 書画に て 左記 
へ 御照會 あれ I 
紐 育 新報 社內 PO ホ 巧 五番 


御挨 攫 . 

化 巧 j 円ょ ちを お 經驗め ある 
腕利きの 日本人 職人を 雇ひ乂 
れる事 じなら ましよ、. 巧て は 
此れ迄の 樣じ 御を 樣を 待たせ 
る樣の 事は 御座い ミせ や 精々 
勉强 をし ますから 错變ら や 御 
蟲 負の 程を 願 上げます 

淸理髮 巧 

西 四十 一二 了 目な 蚕 




ラム プ 及び シルク シエ— ド 

i 元 卸 賛手嫁 商； 會 

圧. Y . HETSCKA CO . 

ニ West 2臺 SU 三. 呈产ぎ 毎 eisea 芸 一 


去 




雑貨 陶碟器 

•トラィ ダ— ズ卸賣 

太洋 貿易が W 會巧 

ま おお 俄 苗、 ボストン 

^ ^ 


= 本陶 簾雜貨 

ドラ i グ ー ッ 卸販賣 

能 齡巧木 桃 井 組 

MOOI , MOMOZOI , Co ., I3C. 

105- E . 16 th 皆.， N . Y •ぎぎ yvesant ま 95 扣 7 


d M 


八 4 カラな 紳± は 

化 立 服 を^^し まず 

夫れ け 宜< 身に 伶 ひ、 尋 掛けけ 宜 く、 を 
して おホ舍 1 もも 畏持 もずる 事を 知つ て 
るか巳.でず。 弊旗1;2多數りが紳±の歸用 
を 承つ て 屠まず。 

n 赌環舊 にて 織豕 店の 方に な 

六發 割引 致します n . 

禪 注を のかぶ 何に 爆 はらず 惡 も-角 一度 ホて 
駐て F さ％ 

ウホ ルカ！ エンド フロ リオ 巧 駆 巧 


リナ メ！ 力 ー の特を 

扫 本人の お 買物には 特別 掛 員を. 嚴 きお 
料で 御 冀內致 巧 電話 父は お 手紙が 第 御 
訪 間して 御 便を を 計ら 初めての 一 お ホに 
おしては 特に 注意 致します から 是非 お 
立を ち 願 ひ 升、 巧內 配達は 勿論 n ネ其 
他を 摧 化の わ 荷物 發 送は 當 方で をし 升 

レ 3 ン ワナメ ー 力 ー 


0 


S 

化！！ 

W 寶 


貴 ♦参らし ミ卷谭 

を 


巧 

t •巧 ♦草 パィプを 種 

G 

6 


II 學及ム 埋學應 用 治療 
矯正 術關業 にク きて 

一巧の 疾病は 皆 身 也 何れ かの 缺陷 じあ 因し、 且つ 化 二者 互 じ 
相關 係せ ざる ものは あ b ません。 巧の 如く 身、 むの 二者は をく か 
離れざる を おて 一 ホの 疾病は 必ず ホ 化 ホの 疾病 ごなる をを かれ 
ませの。 故に 病患を 醫 ずるに も 器質的 郎も身 部よ b する ものと 
精神的 即も必 部よ ちす る もの ごの ニ 法 •わ あらまず。】 を 生理 療 
法 他を 精神療法 又は 必理 療法 ど 巧して 居らまず。 而も 必 部よ b 
治すべき 疾病は 其數が 甚だ ぞい。 神經 衰弱、 ず 眠を、 ヒス ブリ 
1 或は 神 經痛等 S 如き 神 8 疾患は 悉く 化 部じ屬 する もので ぁ 
らます。 されば が观療 巧け 所謂 官能的 疾病に 對 して 効 顯 最も 著 
し （更に 器質的 疾患 じ對 しても 必理 療法の 併用 せられる ご 否 ど 
が 其 結果の 上に 著しき 差違を 生ずる ので あ b ます。 然る じ 現 巧 
醫學の 進 ホは 專ら藥 物的ぶ 手術 的 治療 即 もを 巧 療法に 偏し 易く 
患者の 精神 作用を 利用して 治療を を ふす る必巧 療法は 巧々 顧み 
られ ざるの 感 あるは 甚だ 漬械运 する 處 であ b i す。 

なは 元 ホ 必巧學 をを 兜し、 必 理法の 羅違 を械 めな 年 東を じ 於 
てを 國必理 療院を 設立し 义敷 治療 矯正に 觀事 をして 居らました 
が 斯業の 愈々 擴大 する じ 伴 ひ臀學 硏究の 必要を 痛切 じ 感じ 巧び 
渡米して 數 年間 W 學を硏 党 致ました。 爾後 クタ！ ブランド 醫巧 
大學を 卒業して M • D ， を 獲得し 旦つ巧 內務當 よ b - ゎ醫術 開業 
を狀を 受領し よし わが、 補々 の 事情 じ 巧 げられ てみ 敷 何等か ホ 
面に 貢献す る 事が 出 ホませんでした。 然るに 今闽幸 じして 紐 育 
贿 よら 巧 まじ 醫術 開業を 詳 がを 得、 當地 じがて 開業を 致ず こど 
になを ました。 

私は 所謂 生理 療法 じよ もて 醫藥を 用 ゆるを はか 論更ら じ大じ 
狂理 療法の 原則 •し隨 ひ 精神 作用を 利用して 身 必兩者 じを 面して 
疾病 治療 及び 巧 癖 爆 正の 術を 礎し、 巧て 聊か 社會奉 化の 實を擧 
げん i を冀 なをに 敢て 先覺諸 意み 御 後援を 仰ぐ 次第で あらます 


昭和 ご 一年 九月 F クト .ルみ ローニ 之 助 

70 wea 呂 an A - ve ., 玄 ew YWlk Ci な 



醫擧隙 ± ま 居悅彌 

; ホ 生 磯 


今般 左記へ 轉じ 設備を £ ! のへ 従前の 通ら 閲業 化ら 候 閒巧ホ 
引續き 御を 證を賜 はら 度' く不 おか 右 紙上を H て 御 報 申 上 煩 
W 07 West 93 rd wtr 凄 t , sew York Ci す 

Tel Riverside 3650 



化 1 

303 Fifth Ave., | 

Tel. Caledonia 4101 ' 

巧 巧 商事 株式を おお 育ま 店 
Uchid 這 Treuling Co., Inc. 

1 1 Park Place 
Tel. Barclay 1576 

島 貿易 妹 式會を 

ahmia iVa 化 ng C 包 •，しお. 
巧 0 Broadwaiy 
Telephon« Rector 1484 

巧る 會化 ホ 尾 巧を 

Aicawo & C! 化， いん， 
295 Fifth Avc.. 

Tel. Caledonia 9758-59 

片を製 絲紛績 株式 會お 
K& お kur& 在 Co*, LidL, 

200 MadUo 打 Avenue 

K. MHdmo ゎ 

Mikimoto Pearls 
535 巧れ h Avenue 
Tcl, Vanderbilt 251d 

大倉 巧な ちま 巧 
Oku 化 & Co リ 

30 Cb" 〜 1 •お 
Tel. Cortlandt 2292-93-94 

云 共 煤 ま 食 社 
化理巧 

ち # 巧を 

切. む扣お 化 1 Y. C. TeI. R,cW 7884 

Facto け： 2 則 Rawson 化し ！. City' 

巧 臀爾產 钱ま會 赴 
Asano 技 ussan Com ロ any 

Room 801。 80S 
、 165 Broad 吟 •巧 

了《 皇. Co け Jandt SO 年 7-8052 

^Osbo Corporation, 

ご, ilk 1 の port が ft) 

が 技 a 巧が 比な reel 
Tel. Athland 4a87-Bl 
Gosho Co， ！nc" 
Cotton Exporter?- 

— 巧 で 巧ろ 色 遊 _ — _ 

•よが 巨 uwKnK Green 供 i06-ri6 

巧 巧が 巧 道が まを 社 
おち 事 お 巧 

South Manchuria R. R. Co., 

Room 2026, Canadian Pacific Bldg. 
342 Madison Ave. 

Tel. Vanderbilt 4135 

H ザめ を 巧 ホ會社 
短 育ま 店 ‘ 
Mitsui & Co., 

Broadway, 

Tel. Bowling Green 7 百 20 

がま 會 かおが 巧 巧 
が 育 支 巧 
hvai 在 Co ., いん 

Wool worth Building, 
Te!. Whitehall G040 

H 羞 商事な ま會 化 
が 育ま 巧 
Mi む ubi ふ ; Shoj ミ Ka ミ sha 

(M わ subishi Co • ，ぃん ', 
120 Broadway 
TeL Rector 2560-2564 

大お 朝日 ニ まを 轴日 
化 巧 ま 巧 
Osaka Asaiu 

The New York Tim だ Annex 
Tel. Lackawanna 1000 

日本 お 巧 巧ホ錄 
おち ホ 巧 

お pan Co け on Trading C ゥ •, Ltd.> 
25 Madifton Av«nue« 

Tel. Lexington 8780 

曰ネ 生糸 巧 ま會化 
紐 育 支 巧 
NiP 刚 K り TO けぶ 化 LTD 

Two Park Avenue 
Tel. Ashland 5320 

巧を 名 食せ 
がち 支 巧 
Hara 在 Co., 

443 Fourth Avo., 
Tei. Calado 打 ia 7830-35 

ロ 米 生糸 株 或會社 
稱育 支を 
HI 挑! -BEi が! 巧が BU 淵 KU か SHA 
(WCH!-BFJ KHTO CO., LTD.) 
1 Park Avenue 
下 e!. A ホ land 6246-47-48-49 

乂扱访 日 ニ 巧を 曰り 
鈴 木 H が 
Osaka Mainicb ： 

Room 306A World 泣 g 一 

TeS. Beek な lan 4 乂百 9 
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VO し 18, No. 1 が 日 


巧 h ぞぷ巧 お iw 巧た なほ mi ? 巧 


SA1UR 日 AY, な 巧 EM 化 R 8 け 28 


かつた か （將ホ じがても 斷 じて 
併 ホすべき ものでは ないど 云 ふ 
ので ある。 


四 分 牛 利附で 

新 國僮發 巧 

を 挪巧搶 硬化の が 巧 
ワシントン六日發=ァ ブ 力 
大藏 ちは 九 n 十五 U を： 5 て 償還 
すべき 第一 ニ 阿 自由を 潰 九 僚と 千 
万 巧の 資金 一 こして 化 筒 月を 期限 
ごする •無 則 國廣お 億 ニ 千 五が 万 
ホを 發 わする がを 回の 巧す は 四 
か 五 姐と いふ あ 年 じ。 い 高率で 
ぁる、 郎も千 九 巧 甘 一年 じ 六を 
利附の 短朔题 債を 賣 ホした W ホ 
千 化な サ S 四 年な 降の 利率け ニ 
かと 馆 五毛の 低利に 達しむ こど 
も あ 6 先み 國債 j ぃ 一二 かと 雁 お 毛 
であつ む ものが 今 闷斯ち 高率 じ 
なつけ > と。 株 仲買ん の 銀け 債附 
を 加、 をの 流 お 等 じ 娘る を融硬 
化の 成 おで もる ご 見ら い 大藏省 
おこの 方針-‘ 出で むこ どは 數 （ 
共 現な のを 利 高が 姪當 かは 繼續 
される 前 化で おる ご判斷 されて 
居る。 

南ぶ 政府^ 

新 條釣參 加 

ボラー 氏 ご 巧 お 案 
ワシン^ン 六日 發 n 上院 外を 
委員長 ボラ！ 巧は ヶ n ッグ 氏の 
不 戰條狗 成立に 載し ステ I トメ 
ントを 被して ムづ 回の 條 約， U を 化 
界 から 戰 ずを 撲滅すべき 第一 ホ 
であると 驅 歌-上院の 一部 じ 今 
圈の渐 條狗ど モン 0 ! ま 義の關 
係は 明確を 缺 くごい ふ 立 塔から 
批准に 際して 保留 案を 提讓 すべ 


(傅へ られつ i あ もじ 巧！- 
余は 本 化 約は！； 等 モン r— ま 
義を 抑制す るの 怠 志。/ 社つ 
抑制 さるべき もので な；； こ VI 
を 確信ず る 故に 巧 等 保 § マる 
の必耍 はない 

ごカ說 して 居る i、 をの か 巧 農 
日 シアめ 府を 始め ご I て ホ 京 政 
が も 新條約 じを 加す ベぐ で 式に 
通吿 しじ •かこり じて 條約 風から 
四十 化 刪 國に凿 ずる 勸 誘-, 對し 
て ホだ應 じ^い も 5 は 十一- 倘阔 
のろで わる。 

ゥ五 ルス 殿 すが 

南 盛への 输 

銃獵 親善を 兼ね 

ロンド A 六日 發 n 英勵 合； 太ず 
ゥ ゴ^ズ 親で じは 弟 君に 背ら れ 
るへ ンリ ー 义をを 御 同伴' を然 
御微 巧の 形を に 依ら 本日 プ サク 
トリ ア停巧 おょら 列ず 一-が 乘、 
五ヶ！：： じ 直る 南アフ 9 力 《0 旅 
じ 上らり た、 を 途のお 旅！‘ も顯 
らホ兩 殿下の 希留で 一切の 議禮 
を 廢し兩 親玉は フ五 9 ミで ド ー 
バ！ を 渡ら 明日は マ 八 セ A ユよ 
も 普通の お 船で アンキず'' ドリ 
アじ 姓から ベく 今 巧め 旅 H 统獵 
ど ある も をれ は 表面の み K 南ア 
フリ 々どり 親善を 增 進し 筋 ホを 
を 上に もを 大な顯 係を 及なず も 
のど 見ら i て 居る、 をの 镇めク 
ぶ 八ズ 親王の ぉ 媛は 御 微带の 形 
まで ぁるが 南亞じ 御着 陸 e 上は 
皇太子殿下 どし： を まの 範迎を 
を けらむ る 笛で ある。 I- 
尙ほゥ 五； 殿下の 搁 婚說 
は 思ら く南亞 御旅 巧 後 1^. 發を 
される であらぅ ミ。 一 


本 お 東を 特電 (紫 無 啡轉載 'T 

义 i 東京 市議 疑獄-. 

今度 ロを 成 電車の 乘入 問題で 

〔セ 日】 船が 權事 かじ 觸 する 東を ぉ資畿 員の 第 こ 圓檢孽 は 十 
目 頃に がは なべ〜 をむ ザ _ しな 觀乂の 奴ぶ 會 貢ら 拘 がされる 形藝 
でぁるが ボ議 疑獄は 濁 も 船板 權じ 止まら や 今度は 京成 電 普の 霖 
乂闕題 じ も 飛み し 遂に 巧會 議員 中が を 一、 火 ホ 喜 藏を始 ホ ごし 
てを 霞 電車の ま 配 人 ま 旧秀彌 ら化監 され 關係是 は 約 册餘人 じ 及 
ぶ お 勢で わる。 

寺 謙 ま 巧 除名^ 


wmsj^ 

〔セ 日】 義じ小 寺 謙ち 一派の 驚 巧 刷新 運動で 世間を 騷 おし わ 
民政 黨は 幹部 會議を 開 確した 結果 ホ 寺 氏の 巧 動は 明か じ黨 が 違 
なで わる どの 理由から 巧の 除を を 要 ホす る 者 巧で たる も 溫健派 
は 永年 黨の爲 めじ 盛した 氏を 瞭を ずるに 忍びず £ て 濱ロ縷 裁の 
剩斷を 仰ぐ こど じなら 一方は 政黨 のな 造が である 小 寺、 あ 田、 
碰 ロを 巧 議± は 濱ロ總 裁を 訪 間して 事情を 開 凍し 视 々ど 試婚を 
求めた るが 結 巧 お政黨 どして はこの 際 小 寺 巧 じ 圏し 任意 辭 巧を 
勸吿 する i じな ちた る も 小 寺 巧は 斷乎 ごして 拒 経した 爲み遂 じ 
除名 盛 かじ 附 する 民政 黨神ロ 支部は でん ぐら 返' ん やぅ 
な騷 ぎを 淸 じて 居る、 尙ほ小 寺 氏 0 外の 刷新 派の 處 みはす 問 じ 
附 する こと どなつ た。 

お 油 漁業 條約 成立！ 

ご ハ 日〕 日本と 勞農 曰 シァを 府 多年の かを 懸案で ぁつむ U 露 
漁業 條 約は 昨 H を 0 て 調が さわ 化 機 太の 石油 協定ら 今期^ 印を 
見る じを ン たが 該 協定の 期限は S な 年 じして 油 旧一帶 じ^ 日本 
の 法律を 適用し H 本侧 から 利子と 巧で な 巧 叫を 融通す る； どじ 
なつて 居る。 


發趣 ど。 ち 味る 十月 一日を U 
て 東を 食 館に 盛大 a る 祝な 會 
V 碟ず はやで ある 0 

支那 理事 國選擧 

〔セ 日】 おを 政府け 巧び 國隙聯 
盟め 巧事國 たるべく 速 動し つ 
ぁれで 聯猫巧 个納の 關巧も ぁ 
ら 恐ら，、 選舉 はされ まいど 観 
測 さいて 居る。 

筑波侯 近 < 結婚 

こ ハ 日】 な 波 藤應候 (前山 階宮 
菊 磨-^ 游一 ニ子-は 近くち 利 高 
範伯巧 五'^^ ょモ ('こ 0) ご 
結婚され る。 

六 大學リ ーグ戰 

〔六 扫】 ホ 大學秋 巧 野球"！ ダ 
戰 U 割は 全部み をし 巧る 甘 ニ 
日 明大 お帝大 徵じ始 b 十 巧 四 
H 慶大 對 明大 戰で終 r する。 


東京 灣築潘 着手 

【ホ 日】 東京 潰 築港は 十 ヶタ 繼 
賴 事業 どして 刚 年度から 着手 
お經 裳は ニ 千と な 九十で 圓ご 
普を さる。 

攀習紹 油 繪獻上 

〔六日】 學習院 はか 田 莫作壽 伯 
揮毫 『扶 父嶽』 の 池 繪をお 結 
婚舉 郁の ため 秩 父ち 殿下 じ献 
上す るり 

赤化 防止 闕 暴ろ 

【六日】 ホ 化の 化 地は ホ 阪 溜池 
の 無産 大衆 黨 本部を 襲 ひな 際 
大を独 巧は 駿巧 された。 

白米 小 賣値騰 る 

【六日】 を 京を 設ボ 場は 五 U 白 j 
ホ小賣 値段 お 十左キ 。につき 
十二 錢ホ 値上し 野菜 類 も 亦 ニ 
倍じ&^っ じ0 


苗 

隣 




藤 原義 江 氏 結婚 英佛 磯を 
成らず == 棘 じ 航空 局を 新設 
女 飛 巧 十： 離婚— ウ 卿の 豫選 
列强 の對獨 會議！ 新 國王語 
る！ 墨國議 會ご假 大統領 候 
補 i 英國 勞働黨 の 赤化 排斥 


藤 旧 銀行の 整理 

【セ 日】 藤 田 銀 巧轄理 のた め 本 
社 預金は 鴻池お 巧に、 ま 巧の 
みは 野が 銀け じ讓 6 渡し 信 巧 
會化こ 生命 保 險も讓 渡を 渉 中 


だ玄。 i 

遮澤 子の 誕生 « 

【セ 日】 本年 八十 八 歳の。^ をを 
迎 へた 實菜界 の 元を 盤 i 子の 
誕生 祝 ひは 井上準之助 巧 等が 


【ロンドン 特電 セ 民發】 目下 
滯が 中で ある テノ！ 藤お義 江に 
ご I ニ ホの 元老 故 中 h 川 彥巧郞 氏 
を 罐中上 川 あきず さんどの 結婚 
式は 前な U ィ タリ！' 大使 マチで 
ゴ 伯爵が 藤 おの グッドマン ごな 
b ゲで ニス •しがて 擧 わ、 巧が 新 
婦は 式を 廣 ちじ パン ダリ！ の 曾 
都. ゾタ ペスト じ 赴いた が 藤 原 巧 
は 同地で 歌劇 『9 ゴ レット』 じ 
出演ず る こと- なつた。 

〔。ン ドンと 日 整】 か 相 チヤ 

ソ イ 1 ン ン 巧 わ フ タ S ス 孜帰 < 

秘密に 磯を しわが 軍々 溢 案に 就 
ては をの 後 アメリヵ 政府が ち 置 
の餘 地な しど 跳 贈け たのみなら 
や 國內の 輿論が 甚だしく 反感を 
抱き (本紙 蘭號參 照) っ i ある 
じ 鑑み 襄國 を おごして はこの 協 
をを 巧 等を まする 巧な く あが 秘 
密じ附 したる 儘 不間 じ附 して 暗 
じ 葬る こご、- なつた もの ぇ 如く 
をて ネお國 際 職 盛の 軍踰 準礎委 
員會 にも これは 論議 しないを じ 
なつたり 

【e — マ 五日 發】 ィタ 91 孜 
がは 囊に叱 極で 遭難し わ 飛け 船 
ィ タリ ー 競の 她巧艘 玉 ズ五號 の 
一部を 改造の 上 鈔く共 争 週 ホ じ 
はこれ を 化 極 じ 波 遺して 遭難 殘 
を 者の 巧衛を 探査す る こ ミ I な 
b ノビレ 將軍 巧が まごなら て H 
夜を の 準備 じに 殺されつ-- ある 
がを 數遇 間なら ずして 化 極一帶 
はおの おを じ一變 する のでを 府 
W しては々 度の 後 索を なて 最後 
と 見 傲し 必死 じなら て 巧 力して 
居る、 がは ノビ ン媒 おも 今度の 
飛 巧に 巧 兼を 志願して 居る が不 
健康の 故を なて 恐らく 許 巧され 
まいと。 

〔パ 91 五 H 發】 フランスの 
賛易兼 航空 大臣 ホ カノ クス そ 氏 
が 飛な 磯 椿事で 慘 死した ことは 
痛く 輿論を 喚起した 結を 政府は 
従 巧 貿易 兼が を 大臣 及び 陸が 軍 
省で 支配し つ、- あつたが 空 事業 
を なめてが 空 省を 新 巧して をの 
下に 管理せ しむべく 目下 立 ま 中 
- であるが これが 調査 じ 伴 ひて フ 


ラ V マ 航空を め 不統一を 始め ど 
して 飛 巧 磯 製造業 者 間の 嫉あ反 
目 等が 明るみ じ 曝露され る 形勢 
である、 尚は 逝ける 航空 大臣の 
葬儀は 今朝 國 葬に 附し內 題 員 巧 
他 も 測 席した。 

(バ^ ボァ 五 H を】 曇 じ 婦人 
の 身を なて 彌 巧を ジ》! デ • 

瓜 デマ y ご 共 じ 太 西洋を 橫斷の 
を 上ず 時 着水の 上 デン マ！ ク鏡 
船 じあ 助され I 灌 をを あした グ 

ス •で 八 ダ！' 濃の 夫で ある ラキ 

4^ •ゥォ マッタ 巧は 虐待を ロ實 
どして 離婚 訴 露を 提 おした。 

註。 タス • エ グ 'ダー 濃は をの 
後 寄 靡 じ 出演す る 外歐溯 方面 
を屢 々巧 來し過 H 歸 ホを 目下 
テぉサ K 州ち 面を 飛行 中で 鹽 
は 飛 巧 計 劃の 聲表當 時 堅く ゥ 
ォ ザック どの 結婚を 秘密 じが 
して 居た 0 

〔7 シン トン 五 H 發】 ク ネス 
ロン シン 挪の 共が 黨豫 選は 進 ホ 
派 系の 上院 豁員 ラフ ォン ブト 氏 
が巧廣 補した 外、 巧の 政策 じ 反 
毋 する 現 知事 ジン. メグ マン 氏 じ' 
對 して ラフ ォン ット 派は 下院議 
員 ベックを、 フ ー ゲア ー 派は ゥ 
ォグタ 1* H ラ！ 巧を 樹て 激戰 
を隨 めつ： あつたが ラフ ォ レツ 
ト 巧は 大を數 で 大勝を 博した る 
も 知事 戰はフ ！ ゲァー 派 ュ ク] 
氏 •か當 選した ので 巧るべき 大統 
領戰じ 膝し ゥ牛ス 3 ン シン 州 民 
の 向背は 進 ホ 派の 反フ！ ゲァ！ 
熱 £ 相應じ スミス 派に まる や も 
知れない 形聲 じな つて ホた、 尙 
ほ コラ！ 巧は 禁酒法の 擲 巧に 反 
おの 意を 表明 ムて 居る。 

( ゼ ネゲァ 五日 發】 國際 聯盟 
盛 曾 じ お 席 申で ある 濁 逸 首相 ム 
ユラー 氏 ご フランス か 相 ブリア 
ン 氏は 本 H を 式じ會 見の 上長 時 
間に 互ら 協議し ねがを の 內容は 
ラ キン 河畔 一の 聯 なお 撤兵 間 題 じ 
して 獨逸欧 あごして は 旣じ本 問 
題 じ 就て 列强駐 巧大る 使に 訓を 
し 誌 解を ホめ つ i をつ た 問題に 
して 不戰條 一み 巧 立を 磯會 ごして 
耶時撤 をを ホむ る じを る も 賠償 


を 支 挽の 贿係も あら 7 ランプ W 
しては 到底 巧斷 じて 削 答 出 ホず 
先 づ獨逸 側の 巧 償 おか 提示を 求 
め おらに 巧 佛巧化 まごの おを 說 I 
解を 博した る 上 恐らく 列 强を讓 
を蘭谁 する こご じじる であらぅ 
ご 云 けれて 居る。 - 
I； ア八 バニ ▼國 ムラ ナ巿五 円- 
發】 囊じ ア^バ ニア 共 か國乂 
統領ょ 6 して】 躍が がの 上ア於 
バ ニア ホ 國 S 頭 王 どなつ わズ火 
は 今 朗を國 新聞記者 戲ご の 食な 
じ 於て アルバ ニ T の圆 糖け 鍵 お 
しわが 外を ホ かは 不變 じ！ て國 
際 聯盟は 勿論 不戰條 約を 遵奉ず 
べき 旨 吿げ閣 際の 變 をは 要する 
じ 昔の 傳統じ 返 b 阔 民の 猜 をに 
副 ふたら ので わる ごな し 今後は 
內 政の 改造に も專必 努力すべく 
國 體の變 おを 機會 ごして 巧 かじ 
む 命し つ ミ ある 政を 化を もが 释 
し國 ほの 福 趾を增 進せ しむる 所 
がで ある £ 述べな。 

〔メキシコ 巧 五 B を】 目す 當 
地 じある メネン コ を 州のを 間は 
秘か じ假 大統領の 指を じ 願し 翰 
議 しじ ど搏 へられて 居る が數あ 
る 候補者の 中で を 最も 有 留視さ 
れて 居る のは コア フ 9 ア則知 拳 
である 隆軍少 將マヌ で 於 •ベン 
ズ •トレ ゲ N 氏 じして 議會 のを 
派も替 成して ちる ご。' 

註。 ト ；：> グノ將 軍は モ 八な 八 
十八 年生れ の 工科 出身者で あ 
るが お ォブン ゴン蔣 軍 ど 親を 
厚く 阅將 軍のを 謀たち し 外資 
易 勞慟大 岸を 歷巧 しわ 親米 ま 
義 の人顿 である。 

尙ほ メキシコ 政府は 今後 姑 巧を 
を 共 事業 芭岡 一視す る じ 巧した 
が巧圈 人の 旣得 利權 はを じ 巧ら 
て曾垂 すると。 

〔P ン ドン 五 0を〕 が 巧勞働 
黨內關 の 首相 どして マク ドナ グ 
ド 巧 VJ 共に 有望 視 されて 居る ア 
! チ！ •ヘン ダ ソン 巧は ホる ベ 
き 摄選擧 の對策 ごして この 潔勞 
觀 蘿貪總 評議 委員 會を 組織して 
勞® 議會ど 勞働裏 度び 其濟 運動 
組を S の 聯絡を 計 b '3 て 政策 遂 
巧の 徹底を 巧すべし ご スワン シ 
! じ開擢 中で わる 勞働 組を 議會 
じ猶 憑した •わ 右は 先み 勞働 巧閣 
時代 じ 於て を 巧を を侧ご 紐を 派 
ごの 協調を 缺 きこの 葛 陵が せ 年 
の 總岡盟 罷ェじ も 影響 ムむ こど 
を 認め 豫め斯 るす 調 かの ニの 巧 
を 演じ ざらん やうを 備 する もの 
である どり 


U ュー ョ！ ク 春秋 

♦巧を じ 又もや 市議 疑獄が 生 
じむ、 破 利を 喷み 、船板を 呑这 
み， をの 上 じ 逃亡、 收監ど ホれ 
ぷ 結構 この 上な し、 ま 京 おの 俊 
舆が 聞いて 呆れる ホ 第。 

♦ィ タリ 1 で 詩聖 タン ブの墳 
墓から 灰を をんだ 男が ある ご： 
ふので、 を府の 手で 改めて 墳慕 
を 掘返す J じな つた、 火山 固 じ 
あら 相 U お來事 だ。 

♦君、 彼女は 奥さん かね、 秘 
書官 かね、 をれ み 看護婦 かね、 
さァ 、どぅかね 、何しろ 堂々 た 
る 日ち 君子 頤の化 ま 的 紳±ぢ や 
ないか、 あれ 位の 勇氣 がな < も 
や、 移民 巧の 喧 ましい 排 H の國 
じ 大名旅行は 巧來 ない よ (をる 
ホ ブ少の ロビ— でのぶ 話) 


了をみ即剧ご釉巧；：*王化上げ 

時 n の 辺 速 どが 亩； 巧ぶ をが 趾 ■ 

巧禍 U 紐脊 新報 社へ 

電話 V トキ ン义 ニ 九 0 九— ニ 九- 0 

わ 間違 C5 むく 新報へ 

ホ內お 十よ 了 肖 トニ 巧 十 階 目 

柬 部し 於け る 邦を 言 苗機熙 か. 

• 懼 放、 吾が 巧 報を 轟 ま 3 人 ；：* I 

廣吿 は雜脊 新報へ 



Hhe Way of 一一 me, タ Edith A. wawy ミ • 

H 本の 誇ち ごする に 足で る 强いソ シア 瀑 しい 女性ぶ の 勘き を 
語る 典雅、 离 潔の 文字.. ；i •巧ッ ペラな 當化軟 文を どは をが 同日 
の 比では も > ますん。 おを 節 子 媛 じ デデケ ー ト したを 者の 『日 
本 婦人 觀」 を 化 臺を述 してを 讀 あれ。 

郵稅 共-一部 ニ 典 十 仙 


巧 人讀ぎ 
一手な み 


紐 育 新報 社 


矢. 出總 領事の 活 働て 

日 支 圓滿に 交渉 說 

な 味 ぁり 氣む 南京 政府 侧の觀 測-‘ 
化 まの 戰 蟹は 南京に お 利 ごなる 
東京 特電 セ日瑶 = おかお 將 おは 化を が 外の な 憑購將 軍に 巧 
して 张お呂 おがの 軍 除 一が を かじた る も兩將 軍は 別 W 恵 ホ かち 
を 協し だを もの： かく 閒滿。 る 解 巧を 見る に まるら しい。 


上 お 特電 〔へっ ルド •トリ ビ 
ユンが】 六日 銭-り 化を、 奉天徵 
をの 

ム じ 散な しつ； あ b し 
お 倘芳お 軍 父び 張 お昌將 軍い 媛 
をは 續 々跑ん 取—' 卽 化し 化 支 一 
帶の审 事 お 勢は 図 お 政府に み 利 
ご。 つた おお 張を 昌將 軍の 本部 
がけ H 本 お 船に 乘 b て 大速じ 逃 
込まん どしつ i わるが 坦 なじま 
ら 日本の 軍事 當巧も 賴極的 態 巧 
を 格て！ ぼつ /-\ i . 群 天 白 H 旗み 
巧 热 をを しお & 際、 上が 駐 がの 
矢旧總 領串歸 化の いわんは 苗な 
政府 部 でも 巧々 どか 沙 化され 
てち る、 則 も お 旧總谢 事な 

上海 ょら 歸 朝の 途上を 地 
じが' る 新聞 記を 削. この 會 もじが 
て 山 巧 省、 柬 一二 省 及び 條約 改訂 
じ 菊ず る お 京な おのな 瘍を释 明 
して セン] セシ 3 ンを 起し 外 あ 
當局 lb 鑑寶 されを らく 歸 巧し 
ないだら うご 畴 されて 居 じ W 、 
をの 後 旧 中 皆 化 ごを 談 して 氏の 
ホ禁 をな 證 すると おじ 销ち寬 を 


政策 S 必嬰 ぉカ說 した もの、 如 
くを 5 お 矢 山總倾 事の 姑 ほが 發 
まされた； は 南を 政府 どして ホ 
常 じ 重を 視 しつ！ わる 所 ぁ 
る^この 問 じ 於て 钟タ總 長圭わ 
廷 氏は 勒 H 問 越に 就て け 何等 

白ず じ 斟す& 非難が まし 
い 言論 も 化かず 愼 を U 態度を が 
して 居る 點よ h して 主 正 廷氏ピ 
矢 旧總領 争の 間に 巧 等 かの 默ち 
あ b しは 事實。 るら の I かく 矢 


精神 を 疑が はさせる やぅ 
な 勘を ま 巧 しおま 政策の 一大 轉 
換 のために はを ホ この 降 專ほ外 
相を 思く のみ V'* いどち 張して む 
るので める 故 じこの 問 鹿は 單じ 
時機の 巧 題で ある ごして むる も 
の も わる 位で あるが、 田 中 首 巧 
f しては か i る 說じ斷 ず どして 
反與 し) 商 耳を かさや 锥 を兼攝 
か 巧で 巧く つも b らしい ど。 

毒 小包 化 人は 

精神病を 

を衛 孩ゃ德 川を 
を惱 ました 犯人 
カリフ オル ニアが オー クラン 

F 六日 發 =： 先般 ホ ナンフ ラン シ 
ス コ= 本人 會の 名義で H 本の 巧 


衛义 磨を や 貴族院 議長 德 W 家 達 
を 等 じ 强迫狀 -I 添へ て 力 9 フォ 
グこァ 產の干 レ： ズンに 毒を お 
田 総領 半 •かめ 府 をロ說 いて 濟南 I じて 送附 すち H 本人が あるので 
事件を W 他の 解 巧 じな 事す る 道 I サン フランシス 3 の H ネ 総領事 
を辭 巧す る こ i じな つた 模樣で i 館では をモ 副領事が まな どなち 


ある、 王 氏は これ 等の 請 懸案 じ 
巧して は數 週間 前に 比 鞍し 頗る 
樂觀 的な 態 巧を なて 巧 夕 南京 じ 
歸 つたが 棘 かお お 軍は 目で パリ 
! ょり 歸 ホした 右翼 派の み必人 
物 ど 巧 じ 日が 國ほ黨 の 統一 じ觸 
する 善後策を 講じて 居る、 尙ほ 
南を 政府 U 本 H を 3 て揮發 油ぶ 
び 石 地税を 擔 がごす る メキシコ 
敏 四千 巧 巧の 再興み 償を 發 巧し 

こ 0 


外務の 意見が み 裂 

首相 ロ 依然 外相を 兼孺 ずる か 


〔おを 特 信】 を 段を 協 中止の 
勸吿 、ぉ ま 通商が お條巧 廣棄問 
題 W ホ わ •か纸 支 政策の 遂行は 今 
後ます/- 難 埼に隋 るべき k 豫 
想し、 こも 隙對女 態度 じ ま乂な 
ろ 轉換を さなければ。 るまい 
どの 所 郡 純 埋說ょ b 最巧 か府部 
內 にはょ た. ゃ專 化み 化 問題 •か 
相當 

有为 じ ホ 巧され つ、 わる 
即も阳 中內閣 のがを め對支 根本 
策は 南 化の 势 A を 明確 じ 席 別し 
図は 政が なる ものは をの おお 郎 
を共產 まを 述 載-し 初 ま b 、 を じ 
一二 民 まを ど 合を L て 一 稱の越 民 
述 動の あおを 備 へ、 をの 上に 化 
つもので ある ゥ 如き 觀 をろ も 
事 貸 にがては ゲを派 ごま 漢派或 
は 西山會 派、 ホに 蔣か 巧、. お 玉 
师 、間 錫 山の み 派の 帯を 世 滞で 
ぁって、 元 ホ‘^ 利窜 

關係 の 十 じ 異 つて ゐるも 
ので、 舉 じ巧刚 だけを 时色 どし 
たもので わるから 巧れ は內 なを 
生やる で わらろ 一、 主た 現が じが 
て もす でに 山 あ 省に がて 張 巧 昼 
お 巧 度び 蔣 軍い 膠濟鐵 道を じら 
んでゐ るが 態で あ 6、 巧 じを 照 
會强 さへ 滿 せ^ 開け 巧 かつじ 
を 席 じあら、^ も國お 政府は 基 


礎 不確實 ならので あろ どの 建前 
じ 對ま態 巧を 採つ てゐ るので あ 
る 

06 じ摄 巧敌府 部内 じが 
ては ( I )' 國 民政が はい まな ほ 
をのぶ 礎 不確营 な もの だが 漸み 
々（ども 支那が 統一の 方向に 進 
んでゐ るは 新ら しき 時势 のがら 
しみる ごころ で、 今回 奉闽 のを 
協は 中止したら ご 雖も をれ は 一 
時 的 化を じして 巧れ 巧 燃す るは 
閒違 ひ く こ の 隣奉画タ協を前 
提條件 どしての 對 まが 本 政策を 
樹 つるの 必要が をる 01) 出 中 
勤ま 外を は事實 失敗に してを 一二 
省當 巧は 少く ごも H 本が あたか 
も 儀 略的默 瓜で も あるかの 如く 

誤解 して ゐ る、 を じを の 
誤解を】 掃せ ざれに 滿蒙諸 懸案 
の 解が を 渉 等は' 个 可能で ある、 

(一二) 東 一二 あ對 策の みなら や 日 
支 逝 商條約 改訂-し 關 しても を ホ 
等は 旣じ 漁夫の 巧を 占め この 際 
日本は 新 お 勢-し 應 ずるた めじ 相 
當渡 巧を 化へ る 必要 ある (四】 
東 ご 一省 問題の 解かは 単が 會議じ 
おける 化 ケ固條 約 及び 四 國借欽 
: 脚が ゆるす 觸國巧 じがて これを 
I 解かせねば G らな いので 今 巧い 
I やし くら 巧 かじ 日本の 勒支 


選 おごを 絡して を々 面から 化 人 
を嚴探 中で あったが 
一 _||| 巧 小包の 巧 人は ォ！ クラン ド 
一一 节 じだ 留 する H 本人： 東な 
. ち どが 然し 本日 彼を 逮捕の 
± 目 ：ト藝 察に 抑留 中で あるが 
巧 本 官憲 どして は 彼を U 本 じ 
送還の 上處 罰を 希賀し 目下 官 
憲 とを 涉中 である 
巧 人 東， U ナッ パの 脚捣神 病院ょ 
h' 脫 をした 巧 人 じして ォ！ クラ 
ン ドの ザ 出を でめる で メ® '1 ゲ 
キ^から 問題の 毒み 包を 發 送し 
つ、、 わつ たこ ごが 六 箇巧じ 置る 
探査の 結 あが 明し 遂じ 逮捕され 
たもので あるが 彼の 筆蹟を 鑑を 
した 結裝 東が 犯人に 相違な きこ 
ごを 突 留めた ので ある ご。 

翻 

勞働 議會で 承認 

ロンドン 六日 發 U 巧國 の勞勵 
紐 合議 會は囊 じ勞資 協調を 目的 
として 開懼 された 所謂 タ ー ナ！ 
モンド 檢議會 の 決議事項を 討議 
の 結 お 投票に 瞬し S なと 巧 五 千 
票對 置 十六で 六 千 票の 大差を な 
て 本 協 講會の 趣旨 ど 呂的じ 協賛 
した。 

即 もこの 投票の 結果に 化 6 紐 
合 幹部は 産業 紛爭の 防止 及び 
產 業な 進 等に 關聯 しお 國の產 
業 資本 黎 聯盟を の 化 諸 國體じ 
親を 評議員を ぉ 席せ しめて 協 
讓 ずる こくじな つたが 
投禀じ 先立 も 組を 幹部 派 ど 左翼 
派に 感 する 鑛山 組合を クブク の 
間に ホ 曾な の 藩 論が をされ クツ 
ク 巧は 窟 奪の おらを の裝じ 卒倒 
する の悲壯 なる ホ 致を 呈 したが 
クック 巧の ホ 張は 勞働 組合は 資 
本ま義 ごを 横す る爲 めじ ぜ 巧し- 
て 居る のでは な <戰 ふべ < 創造 
された ものである 勞資の 反目な 
る ものは 過 まじが て妨 止し 得な 
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迄 時 八 巧 日 驛+承 巧 


ム \ . Meitsumo わ， 

Mechanica!Ar け hidio 
124 W . 34 化 化 日 卯 osit Macy's 
Tel.Chicbring 化 日 10 


まを 巧 巧 事の 方は かが 九 時 ミ 十 巧の 巧に を お ♦ 

看 ^函 


麵 
♦ 
■ 
♦ 
■ 
♦ 
匯 
♦ 
» 

Wadswoi’ 化 7094 も わ 巧び ド ミい 


F. MU 民 RAY 陆 LL CO, !nc. 
' ESTA 化 ISHEQ 18 お 

8 〇 帥 1 目 14 - 6 巧 巧む oadway 
お i , Bowiing - Gr 妨 n が 87 4 931 



K . IWAMOTO , M . D . 

U4 W.70th み | 

Tel. Trafalgar 0352 


KAN 之 O OGUR ! M 

214 出が 化む oaki が 
Te しむ ian が e がが 


D 


JAPAN ART S 了 UD!0 

的 4 lEXiS 目 巧 N ii 化. ん Y . 

巧し 化 AZA 8 が 7 


T. KASA! 

Merchant 

Tailor 

が 

n 沾巧 gy ! uii が 

Roam 304 
化 W YORK 

Phone 

お ] fant 3(1 が 


N. TOKITA, 

CUSTOM TA に OR 

ROOM 605 
M7 W. が nd ST, 

巧し 目が A が 巧 31 


Y。 I 了 O 

1 お Ees け 3nl 化 
む r . L な m か in む e.i 


MIKADO TAILOR 

30 £. 65 比 St. 

Te し 貼 ineland が 巧が 


施な 邮關 ii パ isiigr 

1284 L 閒 ，る 化 Be 的 een お 化 and 88h が ree わ， 


授敎語 興人婦 



PH 化 巧 も 巧關 Y 

— 3 Maiden Lane N . Y . 

エ縄 冶鑛銳 をに 幷あ哪 金 

類 ぉ蠻匠 意新最 


M . Y&m 泣 各 udhj , M 。 

70 お aman む も， 

Tel . U び aine が 34 


I 」 山 ， W いけ ; II 北，， 


號 五十八 百 四千 一 第 


雜 m 貪 M 


【円曜 王】 日 八 パ乂年 S 和昭 


KE 民 R&MAVOR 

10213 Third A ve . 

8el 即 & 61 な s . Ul 巧 how R 巧 帥け 909 


美 お 人 本日 

巧專 靴型 小 


を ホき 高ぶ 小き 巧ぶ ホき 巧 


類 計時 お賓 題を 貴 

會 商柳靑 





し ど 旨を £ 切 親と 直 正 
梢を お 商る あ 用 信實確 
别恃 ホー 物 產± 御し 逸 
すまし 致賣販 で價廉 

引 割 四 至 力 割 H 

Aoya な 夏し 〇 • 

147 - 巧 7 化が nd ST . 

TE し邮 YANT 4374 


DR . D •良し OOM 

-NEW YORK OFFICES- 
34th Street Cor ， 3rd Ave な ue 
86th Street し〇1 ". Lexington Avenue 
1 艺 5th Street Cor. Park Avettue 
—BROOKLYN— 

E1.F*.A 化 ee Bid もぶ eKa 比 At も at Fu!to 凸 か . 

診に B II お最タ 
日 乂午察 T 本 お 能 新年 協 
曜時前 時 寧 人麗じ まの 闽 
午 义間懇 諸 S て巧經 ホ 斗 
を 時 S 切 君 I 信 學務王 王 
一 n 胃 じじ I 巧 ホを 醫 

時 午 ミを は 巧 篤 術な ぉ* 


乘 

柬 I 
京み 

丸 含 

山， 

洋； 
服 i 
廚ミ 
巧！ 


F- K. Maruya かお — Co . 南 

6 ? 化 48 化 化 ん—？. 1 ^ 

Tel . むが。 り 9 な ミ L | 

洋 
服 

BUILDING 

"PAR EXCELLENCE" かを 



房 書 西 東 參內案 育 紐 

The East and Wes け Bok Go . The New York Tourist Service 

4 り 巧 おり 自化 化， も Y . C . Tei . GatWral 4408 


差は ▲屈 脚 お A 
上を るけ な舊米 
げ濃御 致 文の 國 
まよ 注しみ 書に 
すち 文 ま 窠釋て 
。割にす 敏£發 
引掛 ° 速雜巧 
しし じ 誌、 せ 
てて 御は る 


堅 紐 

長 若 
#义 
學學阔 

も： t 事 

IP 

純を 

雄 所 


通 年を A 
中聊 業な 
るかし は 
も ホ 在 •ン 
の國 ホ々 
ごの 旣ゴ 
信 寧に 大 
じ 储廿學 
がに 四を 


ま 抑 〇 A 
ず 懇買通 
° 巧 物駕 
じ なク 
御其誕 
取化杳 
揉 巧み 

致で を 
しら 渉 





GAMP 化 II な 開化 

設髓整 お經餐 低廉 

Call-T 民 AFALGA 民 8200 
FRANK. E. CAMPBELL 

‘•The Funeral Church" Inc. 
(NON SECTA 則 AN) 
Broadway at 66 比 S わ eet, N. Y. 


ビナ 

其 便ら ま 脚が ノン も 
他を しは 巧 遊 五市 
說 あま 貴賓 資階東 
明！） す 名を は 
書。。 じ推內 
送 取 配 書獎地 
る 引當換 しを 
と 方を のま 偕 
御 法 化 I す證 
照 巧 b 御。 を 
會懼の 送 株に 


區 

mm 

本 了 
局！ 

品 信 
奏銀 


巧 

ザ 

ぶ 


內 
る 地 
債投 
巧資 
まは 
現を 
物輸 
賣解 
買禁 
前 
じ 

限 

る 


im 


Miiil 


liittMli 


心 心 




化が 品 卸 


五 ホ商會 

W E . ニ ihsi - H . y.cic 

ジ 一 Shiy ミ a 瓦 夏 S 


JOKJO 左 I OGC さ Mb ’ 

ニ 1 ミ st 至す st.f Y 夏 

Tel . Riverside 3573 & ジ吉 yle ニ 苦 ま 

髮寞 おを (時， 午を 化* 

Hif 午 的 九 時 1 午を 旧時 

ド* トル 小 栗乘吉 


£, 

W 1 
山谢 
れ W 

一| 
T 耐む 

ち 


I 

A 

K 


診察 


震 i 


ク 


窩 見豐彥 


笛 S 十な 基 

自午前 化 屁 = 十二時 
自 午を I 喊 ns 時 
みお 午後 一時 H 六 時 
木 巧 午前 丸 時 = 1 時 
はへ キン VI プア 

ン テ^— シコ.^ ク リニ 

ブクじ お 勤 


診察 時間 
午を 六 商！ 八 時 

江 見云朗 

引績 きべ： 产ビユ • 
病院を 勤に 付ち 時 I 
閣外ぶ び"： 巧は 前 I 
約 じ 限る 


8 
L 5 
が！ 

打 M 

1 S 

こ* ts 

& 邮 
ふ：^ 

E ^ 

0 i 
が S 

eh 

な 巧 
る W 

J 3 
2 
3 


が師宮 時繁一 
幹事 粟野 瑶么祐 

' 誰！ お— 聲 

日曜 度拜か 前て 時 
0 耀學 校が 前 十 時 

M 日® キ がと 時半 
斬 禱會水 巧を と 時半 
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創設 じょ b て 撰ら 利益を 受ける 
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る 確 育 性が が證 され、 今後の 巧 
巧の 動搖 をを 然じ巧 化し 得る こ 
ごで わる』 yji ：> し、 これ じ 化 6 
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一二 億の 配 當じ乂 巧の 破產 數激增 / 


當 地に 本部を 鼠く ナン 3 ナ卢 

ィン ダスト リア 八 •コン フアン 
ンブ 所長 マグ ナス 》 アンキ ザン 
ダ ー 氏は 今夏を 利して 

を 米を 地のを 業狀 態を 視 
察しつ： ゎつ じが、 一昨 H 當 化 
じ歸 ツて發 をす る ごころ じ 化れ 
ば、 昨今 アメリヵのを 業界は 所 
謂大を 業み やゎ 企莱 組を が乂い 
に 膨脹して 事業を を M し ホを 能 
率をあめて迅速しを展しつ 1あ 
る 結果 どして 中小 工業を は 益々 
悲 速じ陷 b つ I あるかを 指摘し 
而か もこれ 等乂を 柴滚が ホ 產錢 
- の 向上を もの どもせ 中、 絶へ 中 
: ボ巧 じがて お 巧を ず ひつ i ある 
にも 熙 ならず 八月 中の が 常は 優 
じ 一二 億 巧を お 遇し 昨年 同期ょ b 
: もニ剧 四み を 巧し じる になし 中 
ー小エ ぶが U して 

|i 破產 する もの 城 化しつ 《 


ある こ VJ はアメ V 力の 産業 統織 
が 今や 一轉換 期に 直面し つ -t あ 
る もので、 この 姬滩 たる 狀臘を 
抢收するじけ、 最も巧學的；|>ま 
配 ど嚴肅 なる 産業の が 理化^- 必 
要 どす る 皆 切言して、 ま 業す 
反省を 化して 居る が、 ダン 爾會 
が 巧 前後して 發 をした 八 巧 中に 
わける を ホの 商店 破産 統 針.；^ 見 
るに -V 巧は か 論、 をの 數 、ぶ、 の 
負馈巧 において 昨年 W 期 じ 化し 
て 敵る お 加を 示し 破 產較モ も 
が、 を債總 額五モ おな 万 巧/よ 
=: のモ とな 二十 一二 軒に 巧丄 とを 
の增 細で ある。 邸 も 左の かし。 

本年 破を 巧み 表 
八 巧 一八 00 と 巧 一と 一一! 一二 
ホ 月 一九 四と 五月 一 〇0 八 
四 B 1 八 一八 

破を おの 負 巧 高 一 


八！： 


五ぶ •000•000 


齒お醫 木 下义巿 

ゴロち. ご lih 芭 

TeL M 呈 U ョ呈 t 黄 57 


夕 オラ ボラ トリ— 

電話 ァヵ デミ ー 更至 
恒：ト クタ I 田 尾 時 雄 
ホ H 曜 り 午 巧 化 
ホ ？ Manhattan F 产ご _ 


花 かろむ 

はち-^ の 遊び 
ホを お 文で ホ 固 人 じ 能 （わかる 
やう 簡單 明瞭に 說 明した ものが 
出 ホました。 巧を 目み 進呈 致し 
ます、 脚凳 下さい。 

M 呈 wm ミ 写 ミ E. 呈 h St. 曰 ty. 


新鮮 魚 か 一切 

H 本人 おきのを を 澤山取 b 揃へ 
特が廉 煩で 大勉强 致します 

サヴオ ナ魚店 

』0 ミを！ 5 PVO ミ 

21 弦马 .さ St 並 t . 

Hel. 0 色 cmburn 91 授 



十五 年 0 歷を ある 當较は 多年の 
經驗ご 新 智識を 有ず る 教師を 聘 
し 宮載革 
操縱 法を 
び 運轉を 
の 修得す 
べきを 要 
な 機踞的 
智 謡を 短 
期 聞 じし 
て 最ち能 
牵 ある 徹 
底 的 技術 

をを 習し 是が 獲得を 保証し 職業 
ロを も 周旋し まず。 
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ふ^! 
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鑑船 御巧壤 
船を 食 巧 お 
か 洋を雜 貨販賣 
檢 巧乂稅 關手續 
諸 荷物 運搬が 摄 


遠 藤 小で 商會 


尋れ人 

(鳥 取縣) 木が 窯 信 (長 巧縣) 获 
おず 人 (同) 巧 藤 玉 一 (同) 佐 
伯鎭雄 (魔 島縣) 中が 榮 r (同) 
渡 邊泰助 (山 ぉ縣} 齋院を 雄 
(東を ホ) 古澤 武之助 (化 歌 山 
腐) 巧 藤 甚之丞 (名 古 屋爲住 喜 
太郞 (熊 本縣) 西が 巧 喜 (擦 本 
縣) ホ井淸 (か 歌 山縣) 鈴 木よ 葱 
(福 島縣) 渡邊 寅次郞 
をのを じ 通知を 度き 儀を 之 
板 聞 本人 若く は 知人よ^ 現 
住所 御 通知 願 上提 

紐 育帝國 総領事 舘 

1 苦 B 皇をぶ Ne * 一日 ri G さ 


€ ム sl’ijl 二, j .' ■韦 i V 


を 外 一 雷 

總 計 一 •ニ 六 一 
右 じよつ て 見る ご、 政が 所を の 
巧 巧 正貨は ニ 千 四な 万圓の 少額 
じすぎ ない ことが 巧る。 巧ほ大 
藏 省が 接 表した 上半期の な 府、 
日銀の 所 お 別 及び 內 地、 が 外の 
所を 別 正貨は 左の かし (單位 百 
万圓一 

を府 所を 一と 八 
H 銀 所を 一 • 0 八 一二 
な 內 一 • 0 八 六 
巧 外 一と 五 

尙 ほ巧洋 が殖會 社は 十一 
月 期限の 化 債 一千 五な 万圓 償還 
のた め借替 へを 內 債に ホめ やぅ 
ごした：^>、 最巧同社の對政府觸 
係が 面白から 幻た め、 先 じ 政商 
の 保証を 得て をる 外債 四千 万圓 
の發 けによ つて ホ惜 替わよ び 今 
後の 事業 資金を 得る こ と I な b 
目下 お 米 兩お複 を 調査 中で ぁる 
が、 が 回の 外債 一千 化な 九十 方 
ドが よらは 有 巧。 條 粗を 豫定し 
て あく ァメ y 々お 潔へ あじを 渉 
を 開始す ベぐ、 を 渉 先は タを前 
回間樣 ナン 3 ナ ^ •シ チー •バ 
ンク で、 なほこれ が準瞄 じ。 ン 
ドン 駐在 津島 財務官は あく 當化 
じ ホる 箸で ある ご。 


人絹 消費 增 し.‘ 

生產 る激增 

原が 務 書記官 報吿 
と g 中の 當地賴 物 輸入 高は あ 
二重 吉 十二す 化 千 •目 S 十ャ I ド 
絹 細 H 本な 十一 巧 四千 一 こ 巧、 ま 
那ニ巧 ニ 千な、 前片じ 比し 泪ニ 
重、 絹 細 何れも 四 割方减 々じて 
巧に ミ邪絕 細は とみの 一に 激戲 
を 示して 居る。 而 して 財 おは 化 
然引雜 6 持續 なる が、 資を 需給 
鱗 巧な 稍々 巧 ま シヨ ー ト 筋買埋 
に 便利 どなれる が 如く 义を禪 商 
業報 導 じ 秋 景氣樂 觀を唱 ふるら 
の も ぁ b て 採 ま ホ お 久し 振 b じ 
活 巧を 呈 して 居る。 農業は 順調 
じて がエ をの 大勢は 不變 、ィン 

タスト タア 4 ♦レ— オン 》 コ1 

ポ レー シ ヨンが 長の 豫想 じょれ. 

ば、 本年の 米國 人造 絕糸 ホを 高 
九 千 巧 乃 ま 乂千五 百 巧 ポンド、 
輸入 千 ニ、 一二な 方 と觀 て 本年 消 
餐 庭は 一猜 二な 万 乃 ま 一億 八な 
巧 ポンド どなら、 今後 I ニ 年間 じ 
新設 及び 增設の 討議 ゎる 工場を 
產を是 越せば 一九 己一 年の ホ國 
生 巧を 卽 は】 億 云 千 あ 村 巧ポン 
ド じ 達すべし と 云 ふ。 • 


自動車 if 電浊等 化て 

搔切 じを 授晝 巧兩科 日曜 も 開校 
日本人へは 秋 山 氏 尊巧敎 巧す 
Met 皂量 an Auto Schoo 二 3 哀ご害 St. 


に— ミ‘* ミミ こ 't 


と 月 ニ 九 • 五八 六 •六 云 一二 
六 巧 ニ 化 • 八 ニと - 0^111 
五 巧 一二 六 こ H ハ • 九九。 
四月 云と •化 八 五 こ 四 五 
巧 ほ 昨年 八月 後 破を 數は 一千と 
な 八 軒、 負債 島は 一一 一千 化 巧 十一 
万 五 千 化な 五十一 ニ 兜で 約 四 割 方 
のち 加で をる。 

驴の 如く 小 工業 者が 悲蓮 
じ 向つ てゐる じほし、 當地 フン 
ザ！ ゼグク 巧 曾の 八 巧 調を じ 化 
れば をの 大部を が 大會化 じ 支配 
されて ゐる 奎乂十 方' 3 上に 達す 

る チ 玉— ン •スト 1 ア は" や 小 

賣 業の 一割と を 0 上の な 引を し 
つ，. ぁらて 昨年 二十 六會 化が 經 
營 した S 巧 六 千 九な 一二 十の 連鎖 
店は 廿八 億千义 十一 二方 五 千 巧 六 
十蹈 弗を 賃上げ 豐 用を 差 引いた 
純が 益は 一億 八 千 ニが よ 十二 巧 
ニ 千と な 八十 ニ 巧、 これを 五 年 
前の 取引 島 十四 億 八 千な 化 十八 
万 五 千と 巧 九十 ニ 弗に 比して 約 
二倍、 利益は 十一 割 四を、 巧 巧 
の評蹈 高は ホと 割 ニを じ 躍進し 
つ、 ぁる 有犧」 て 千 九 百 廿ニ年 
十二 丹 化 一り 現 巧の 廿五會 社 巧 
愼を 本年 八月 十五 日 現 巧 じ 比較 
すれげ 實じ册 六 割 S を 四 厘 ご 云 
ふ 評 憤の 暴騰を 生じて ゐ る。 こ 
れは アンキず ン ダ！ 氏の意見を 
裏書ず る もの ご 見 蚊ず べきで ホ 


を 外ぶ 貨 

數 十か來 の激减 

. 東京 特電 六日 疆リ乂 巧 ホ 現 
化の 化 外 正貨は 一億 ニ 千よ 巧 
ガ圓ピ 。ら 明を 四十 年後の 記 
錄的激 がで ぁるが をな ゃ滿鐵 
の 巧 債が 成立 すれば 政府は こ 
れが 補充 策 どして 買ヒ げも當 
I でめろ 0 

化來 大藏當ょら發あ^ る 
一 正貨が 高は 政府 所有、 H 銀 所ち 
及びが 內化外 幾ら、 政が 巧 内 巧 
外 幾ら、 日銀の 化 內住外 幾ら £ 
いふ 帖 別を する こご： a , 出 巧ず、 
しれが つて 正貨 現送な どの 間 題 
が 起きぃ とき 日銀の 巧換 準備に 
觸れ ずして 巧 ほど 現送し 得る や 
の 適確な 數 宇を 知る こど 能は ず 
不傾少 ぶくない ので、 をの 所 巧 
の發 表を 必要 VJ ずる 論が 起きて 
居る. をして 現を のかく 日銀 所 
をの 内地 正貨が を 部を 換窄備 ご 
つて 居る 上、 を換 銀行 條 例で 
は 準備に 總 額の 四を の 一までは 
銀貨ぶ び 銀地を を もつ て 巧 嵩す 
る こどが 出 ホる こ £ i なつて 居 
るが、 巧來日 媛は 銀貨 及び 銀地 
金を を換 準備に 加へ て 居ない の 
で、 最近の a 銀のを お 券 準備 十 
億 六 千 ニな 余 巧圆は 日が 所ち の 
內地 正貨 総額 どを が 一致す る こ 
ご i なる。 よつ てこれ よ b 

すれば、 本年と 半期 
ホ じ わける H 銀 及び 政が 所 おの 
それぞれの だ 內巧外 正貨は 左の 
かくで ゎる。 (單 泣.， リ巧圆 ) 

H を 所ち 

化內 ！ •空 ご 一 
化 外 ニ 一 
を府 所が 

化 巧 ニ 四 




Ci か HaH 了 ea Gau-den j 

ミ 70 Nassau St , 巧な 
N が t to the 了 ribune 良 idg 
Loo Li 打 Manager 


DANCING 

411 W. 115 曲 St. 

Tei. SafbdraM が 8 Api 3 


IKUINE 

Hotel 哀 民が tam*ant 
313 WJ 肺な . flew York I 
Tsl. Schu か r 巧の j 

む i)!e A がけな iKUINE 



巧 六 第 
ご 目 了 巧 十四 
雨 目 T お 十四 


Wing Hing Low 

挑 i が sg 8 がわ urani 

お郎が way: N.Y. Ci わ 


〇 ua 打 g Ga 打 Low 

如 ine なお siaurani 
112 も 的け， 化 City 


Beem Nom Low 

474-6tb Ave. 

Bet. 28th-29th St. 


Koike Studio 

730 F が 比 Ave. 
Cor. 57 比 St. 
Tel. Circle 4406 


SUN HANG FAR 

21 巧ぶ hi 化 . お U2 お h & 巧拙 お s, 

お i • 技 onuRieni 卽 が 

ま ゥ ± 希 柯搏君 云 T で 巧 露 腐 
す マ、 上 卒し じへ 目 繁理君 蘭 本せ G 含 
I イ 曰ま繁 ては ばのと をのを 樓 - 教 旷！ 
、歷 す々 居が 盧チ巧 差 嗜揮巧 ま 
をは。 御 まるぐ ヤの上 巧つ 巧 ^ I 


播蟹 光す 程日プ 旨げ じて 人寸 だ ’ 
•'。巧 本 スニま 適 日 歐イと 


が 頭 巧 
あ ' 0 
もン巧 


萍人イ 十す すよ 廉 
を 諸 こ 六の る 人が 


Scientific Massage & 
Medical Gymnastics 
PAUL K. miUiMA 
507 West 138th St., N. Y. 

Tel. Edgecomb 1498 


K.awB8 〇 ye Hotel 

1 巧 WMtmrd な 内 tt. 

Tel. Cathedral 9910 
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旅 
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河 


添 



TAIYO 

148 W 的 I 巧 化 お . 
U!, Susqu み 3 扣 巧 巧 


T0Y0 mm 

41 に 1 な 比 Sl 

わ L B^w 巧る 4 化 ゎも 
むしが が 巧 iiin がが 


DA 民 UMA 

巧 1- お h わ e. 
Te! • わ 巧な け扣 8 


SHOWA 

53 We が 105 Sl, 
Tel. Clarkson 0981 


Tlie Tokyo ( ；〇 . 

140 W . 巧 化 化 
New む rk む 打 
^ Tel. Trafalgar 65S8 


s.miwmMU 〇 . 

114 に 59 化み . 
New York C れ y 


Phone. liegent 


2 巧 3 
化 57 



巧 E む f 2 お h がけ ei 

T«i. Lexingfon 5727 



340 W . が 比 St. 

Telephone; 
Columbus 8882 


( 巧 U • 水） 司專ぉ 


Ki が YO & P け洲邮 

IMPORTER OF 

GOLDF 巧 H & 巧 RDS 
〇 _ — 

動 其 力を 
物 ^ ナ 種 
一 篇リを 
切 k ャ魚 


Japan 

れ 0 化 i 邮 00 . 

巧 0 化 扣化化 1 
Tel. Endi 邮 H 97 お 


KATAG 附郎 0 で 

224 に 5 か h 託 
New York City 

Tel. おが nt 34 扣 -3 が 1 


お ロ 

置 ヶけ 

証ゴジ S 本 

Si ャン 烹散 
IS : 護 

i ■ ご • 共 ^ 

を フ じ 

す さ 3 就别目 

-gr , 、、、み- — 

ミ覃 0 

ミ 手本 
羹里理 
I 電髮 
重言 館 
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弱化 

舖 8 業 
离 tt 膺 
至 橋が 革 

W 3 。 が^ 人 

迦糖 

S 霉猜 

"辞 
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號 五十八 百 四千 一 第 


が I) [ で S 巧 I 城 ttp 好を ® tot 郎 


日 赠±】 


n 八月 九 年 H 和 招 


，支那 巧理 

ホ 廳蔡園 

司 理人產 蓮. 
巧 蟹の ホ じは 整な 
の 海 便利 じ 備へ巧 
閱 A 目糜の 御用 じ お 
す 1、 く滨蹈 巧を 相 
不费ゎ 引立廢 度な 
載 上 擲案內 申 上 お 


舞踏 音 @ 

►社を ダンス A 

►表情を 操 A 



朝 十が ョ ，巧 Ir i. 時 

シャリフ •一 ダン シ 

ン ダ. 賴籍聲 钦卒！ 
吃 ター 


抓 


船 柳 
y h 7 
2 it 
w 4 8 
か 2 d 
1‘ 1 お 


g 巧を 巧 
H 卽 ぉが 

0 お 2 M 
C U 吐 


日曜 及 ±曜 じは かユ 
~ マィ 春 瘡を 巧へ が 

ミ お 鶴 隹哥 

料理 寡が 厦 

\ 

自ぞ前 十一 時 
ま 午前 ニ 時半 P 巧 


HT 

_£§ 
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奄話 V ラィ J ント 
八 0 と 九！；/ 八 八と 一二 

す お—な 重隹 
一!^-** 一星* 

化 青 お 西 巧 十四 T 目 
ニニ ー 1 i 八を ご 磨) 
た呈 NESE 一 E 苗 P 吉呈 S 
ご 2 まを をを ぎ N . Y . C . 
呈 .で ay 草 U 夏- 1873 




異面 目なる ホ 磯 同胞 じぶ 窗 
なる 職業を 罔旋す 

宮 用事 務顯 

紐 育 巧 西 巧 十二 T 目 百 ホ 一 を 
電 プライ アン トまコ ぶ 


話 


化み 九 八 


割烹 孤に 御旅 舘 

-E § を 野 

句" $2^ 兄弟 

な 育 巧 西 八十 八 T 目 一二 ニニ 
巧む ス 々ィブ！ セ 八 ニニ 


ずを 燒 
ホ じ 御 料理 



第 お 巧よ ご 10 

へ クシ ヤ 1 
ビグ デン グ內 

小 池 寫眞舘 

電話 ナ ー クか， 

四 四 0 六 


美 ホ じして 巧 巧 

温 品南樓 

午前 十 時よ b ち V 
午前み 時まで 


を 樣の御 嗜好に 通 ふ. 
樣な 美味の 巧 巧 巧を 

I 娜 廣珍樓 

をし ますから 績 々叙 
巧 ホを 願 ひます 

II —、 漸測鶴 

腐 揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本人 諸君の 嗜好 
じ 遠す る 巧 理をま 上 
ます e 朝 一二 時 迄 開店 
(唐 ホ 五 T 目 チプ 
淳車蕩 の 下) 


巧を 的が 族 治 
醫術的 か 操 

化 良覺丈 

巧 五 巧と 巧 
阿 一二 十八 了 目 

電話で デ 『ム 

ニ I 九 六 


煎 餅’ が、 小賣 
一里 腐 油揚 
日本食 料 お 一 切 

WCBlrlsa IRio 出 cafo CC , 
巧萬ゴ ird &ve こ 

TdP 星 a 巧ち 一 


ロスアンゼルス 

ホ リン ピック 

本 T ル 

ご 7 N San Pedro でこ Los A 這是 - Cal . 


御 下宿 喜樂 

元黒綺 旅館 奈良蠢 謀 
1 芝 量 St こす ooklyn , N - Y 
Tel . ブ 一 き 嘗 35 ニ 


木 田 ル] ミン グ 

二 写 ザ こ ve . 呈 .を & 芸 す fits 

ジ 京百呈 e ぎ 巧 nt 》 贾叫 


高等 御旅 纔 

東洋 縮 

會庵御 料理 


御 料理 謀 

お 陽 

壽司每 B あを ます 


高等 御旅 舘 

昭 

會龐御 料理 


和 


日本 食料品 類 及び 雜霞類 卸小寶 
ホ 之 ま 大寅測 桑 出藏會 
が 巧 書籍 雜誌小 間 斬 日用品を 種 


日本を 巧 お 
日本 巧ぶ 巧 
I き籍 おお 誌 


每タ九 除を 營莱 
メーグ マドン ス圣 一を 

東京 巧會 

ト ブンク 巧ち まず 


提 の蒲烧 おいしい 觸 巧 

會席御 巧 巧 

糞 食は 末廣へ 

叮 峰が 化 道化 大 おお 


シャトル 市 

NP 旅舘 

W06 ■ま h A . ま - so - S きを タ 写 ミ h . 
停車な 前 通 東 ご 一 了 左側 大 階を 
0 本 巧 船 切 巧 取扱 波 巧 場 送迎 

巧を 區城 中必 、揚 領事 紀、 H 本 
教船其 化 銀 巧 大貪社 あきお 巧 

桑 港 小 パ ホテ^ 

純 日本食 (特別 巧 ぁ b ) 

御 一巧み 裝 自動を 御 出 迦申上 候 
泛 2 t ! 皇 iia F San Francis 呂， Ga 云- 

罔 鹽閑淸 、空氣 新鮮 

巧 人 巧 築な ¢1 由亭 

芸 Santis St . Bro 量 n . N . Y . 
Tel.Tri ぎ g ! ニ 4 な 


A 淸 巧、 親 巧、 策樂 化ニ德マ 

勢 州 館 

ザ勞 事を み 間を 作 

2資 お. 冀 を stset 

TeL すち nt W 苗の 

1 器 旧 旅館 

汪が作 一 
i で st ISth 資星 
Tel - Shiyv 男 anl 3351 


一力 旅館 改め 

帝國 旅館— 

1 まち. 寅 th st’f Vork 
す 一. 資 ぶ ミ ha ミ a 》 笠 G 


紐 育 旅館® を*— 

素 攫 十 了 昌ニ闡 ニ發、 
Tei . Ca 害 enia 苦？ 4 


ボストン 巧 

富 ± 旅 舘大浦 未 あ 

一を wiest 巧 st ‘ B 另 t ミ 至 ass ’ 
ジ 1. BJ _ W 5 


住みが 地ょ き淸 潔なる 室 . 

御 了 宿 松が 好か 

1 苦 Lexingi ミ I Ave . 

Tgl- Ashland を 這 

費府 御旅館 
桑 山 淸五廊 

さ 8 S ミを 芸 si- 呈 iade 韋 ia pa. 

Tel • ち ainut 7231 


ザ 上 金魚 巧 

9 ニ Si 董か ve ., f Ifark 芸. 
さ i 覃 ck 巧ち 


馨油諮 gisi 鸿當ょ 白米 

日本 米 鱗 食料 轟 觀 

巧 巧醬视 株ま會 社を が 一 キ賣挪 巧 

曰 本 食料 晶商會 


紐 育 唯一の H 本 百貨店 

片桐 兄弟 廚會 

スマ ドン •プ P ダク ブー 手 贩資元 


樂屋に 育った 化 助が 

舞 臺に倒 H ろ 

- 化 9 タ梭遂 し 八 t 六歲で 逝， 


’4 V 15 ^ — 、 


ま 京 特巧セ 日を h 兹に熟 おん ± で 倒いた 陆お渡 W たみが 養 中 
であつ た 一代の タ優 お L お 助 媛は 八十 六な を 一 脚-して ホり 逝 
ま （本 H 葬 煤を がれす る こどに。 つじ。 


个个个 

逝ける 化 巧の 本を はお 巧 格： 立 
郎 、六 化 目 幸の 邮の 養子に U つ 
た 髙胞戚 のちが 彌 助、 一巧の 奉 
を 先、 n 本摇述 bs 锁物 岸の 女 
中 わかね さんと ホ 蹄に た 6、 を 
の 間じ大 おで ホれ じの か 松 助で 
もる。 父彌 かは 上 州 桐 生 9 織元 
の 息ず だつ たらしい が、 道樂の 
結 柴か柯 かで を 辟 道 じい 6、 巧 
衆 や.' っぶし やぅ 頭な どやつて 居 
じので、 化 助 U を 優 玉 レン •ブ 
91 雜ピ间 巧、 樂尾窠 で 育つ た 
ので ぁる。 だから 松 助ら いつの 
巧に か 役ち に て 『かん子』 
ごい ふ 芝居 述 での ぁだ おが もつ 
たので 『小かん す』 ど いんを t 
家 がら. かないので 初舞摹 ごいつ 
たやぅ；；* 大仰の こどは せず、 い 
は" ホら _、 じ 小姓 や、 かわろ 
をして ちた の •かお 優 松 助の 巧者 
のをら をら の 始ま b で、 自 かで 
も 『小を ごい ふょら マ ァ樂屋 み 
使 奴の やう。 ら のでし じ』 ごを 
の 頃を おつて 居る。 

□ 

二十 四 歲の的 始めて 秦 橘に 正 


式 じあす 入 b し、 屋上 系の 人と 
なった。 度が 四 年 じ 家 楠が 五 化 
円が 置耶 どじつ た 時、 梅 五邱ご 
なをし U が、 を S 頃 九 化 目 脚 十 
がが 『菊 五郎は い、 弟子を 持っ 
てむ るいら ぅらやましい JI ィ」 い 
つた 話 fc あるし、 また 『逆 梅』 
で 化 M が 權四郎 をした 時 帥 枝の 
菊 五郎 か 『あいつは いけね ゴ』 
どけ U し 化のを 幽十郞 がきむ て 
「菊 か邮 じあの 權四郎 が お ホる 
もの か』 どいつれ 位 じを の頃旣 
じ 松 助の 巧 倆は モゥ 立派な もの 
どつ たらしい、 巧 下家に どつ て 
は 極めて 大切な 名で ある 尾 上 松 
助の 名を 繼 がした ほど だから、 
をの 頃 H 本 一 どい はれた 五 化 目 
菊 五郞の 祖父の I 二十 一二 巧 忌の 遐 
善 輿 巧を やつた 時だった。 

□ 

が 巧な をの 時 一を 固め 『を 巧 J 
でを 時 ' 中幕 ^ 『 ± ぐ も』 で 巧 あ 
ニを 目の 『わ 壁 SU で 大工 ご、 
きん 着 切 もを やつて 郭 がが よか 
つた 相で わる。 i 座の 中 じは、 


五 年 振り S 大 か遊會 . 

淸遊 地ぶ は ド 一 主 遜の 上流 

■ 運動 や 水泳、 ダンスら 岀來 ぶ '‘ 


旣 報語リ 本人 會ホ 催の 

大 化遊會 は社禽 部を 肖會 W 提唱 
におし 蝴事會 じがても 滿塔 一致 
替 成を 表し 夏季 中流 巧 淋漓 どし 
て磅圆 した 柯胞が 一 H のり 樂慰 
をを おにし 新 お化かし、 を 幼 化 
巧つ て 兄弟 輯睦の 實を擧 C る じ 


2 


一 


時； イ 1 



めじは 理が 的の 計 霜で あるが、 

を 貴 接を 始めを が は 熱， むじ 
ホ備を 進が し 居ち、 を刚 か、 旅 
お、 巧を、 巧 巧 等 じ贴附 くる 鮮 
魔な ビラ も 香西總 巧を 員れ 橡大 
のをを がつ て お ホ 上ら ホる 木踞あ 


日ょ b 切符の 配 おを 開始した。 
ち 切符を 員會は 去る 五日 夜 東洋 
舘 じがて 開かれ、 出席を 十 化を 
晚餐 後、 鴨 ホが 巧 委員ょ ら演船 
の 設備、 淸遊 地点 

選定 •等 じ關 する 詳細の 說 
明が あら、 委員長 鄉敏氏 も 希望 
を披髓 して 懇談す る 所が かつた 
當巧風 間 委員長は を信會 長に 化 
ら てを 負の お席盡 力を 謝した る 
後 か 遊會の 目的を 述べ 『不巧 社 
貪 部 委員長 ごして 委 E 貝 諸 若 ごも 
熟畿の お裝モ 化が 二十 巧 年な 巧 
打 絶えて おたか 遊 曾は 是ホ 秋季 
じ實 巧したい ごの 意を であつ む 
から 特に 臨時 理事 會を 開いて 賞 
つてよ々 計 蕾を か擔進 わした ホ 
第で ゎるが、 幸 じ熱必 なる 諸ち 
の 協 贊じ依 h 療船淸 遊 地の 選を 
お藝 、ダンス、 福が、 運 勘の プ 
。グラム 等 も ホ 常に エラ ボレ 1 
ト のぶ 思が お ホ じのは 间慶の 至 
ら である。 も ホり 本ん 會の 目的 
の 一た る 间胞の 輯睦協 化を 謀る 
こごは 刻下のを おで あつて、 平 
生' ば ホ々 自 巧々々 の 職を じ盡巧 
しつ、、 をる が胞 は、 i を じ相會 
ずる 機會 もみない から 斯 かる 

討 畫を賞 して 渾然巧 か 
し 巧. 效を養 ふのは 頗る 有 盧義で 
あらぅ ご 信ずる じ wb 、 巧陈を 
巧して 參加 ある ほ充 みお 醉旋を 
留 わ』 旨を 述べ、 中 山滿務 部長 
も 風 巧、 魄ホ兩 巧の 說 明を 補足 
し 兎 も 巧 切が がの 黃 巧は 熏大で 

るから、 をを 員大 窝励 努力す 


ゎの あ人忡 藏がゐ たが 十九 年 仲 
旗-か 摘で 隱 退した ぁど、 劇 巧を 
はくを 威 じて ゐる陈 、松 助は ょ 
くこのを 名 媛のを 風じ自 かの エ 
あを 加へ て やつた ので、 た 七 ま 
ん乂錢 U 蜗采を 博す る 横に U ち 
化 助 あつて 菊五邮 あら ど さへ い 
a れじ ものである。 巧が U 1 十六 
年に 五 化 目 菊 五郎が 化 巧した i 
め、 化 助 S が ホの 世話物 も 一時 
を 絶した 形 じ；；！ ■つて ゐたピ ころ 
I 二十 八 年な 後 じな つて 巧 左衞巧 
や 六 化 目 菊お郞 。ん でか 芽を だ 
してく る じ まつて、 彼の 手脑が 
巧び 發 揮され る やぅに U つたの 
である。 

□ 

ホ 劇が 出 ホでから、 をの 專屬 
佛優 どなつ たがを の 後の 彼の 洗 
練 さ ゎ 技俩は 筋に を 評が あら 
こ！ じ なめてい ふまで もリ いい 
樂 々ぶいつ てゐ るせ 6 ふが 三階 
の奧 までょ く 通つ たもので、 こ 
の點 でけ ホ 劇人タ しごい へど、 
彼に並ぶらのは 】 人もぃ：*>しご い 
はれた 位む である。 家庭的 じは 
さびしい ホで、. 先妻が 巧んだ 後 
化 柳界の 美 （しいのから ヮィ 
ヮィい はれ、 結婚を 中 込まれた 
ものであるが をい*^ 斷は つて 彼 
の 懇意な 芝居 師の 女中を 嫁り、 
をれ が 化 だつ てからは 自 をの 男 
衆の 娘を 養女に もらつ て、 この 
を 會み入 じな 珍ら しい ほで 化が 
な 生活を して ゐ た。 


べしと S ふじ 巧し、 細目に 直 も 
ても禪 々質 間應 答が ぁら、 午後 
十 時敷會 した，】 方鑛務 都ょ 6 
は 漁船 曾 社 じ おする 注意事項 等 
をが ふるこ ど‘、 なみ、 鹿引悬 お 
は 前號所 報の 如く、 高木 グリン 
ゥォ ー ド商會 のが 意 じて が ホ 
面の 寄贈 お 山の かく、 演藝 、ダ 
ンス 、を樂 、運動の 部署 等 大綱 
旣じ 成ら 今や デタィ^ じ 及んで 

準備の ホを 進めつ、 もる 
お。 巧將 は-か 一 ホ 五十 他 (十 
歲 0 下の 小 おは 無蛛) 同會 事務 
所は 勿論、 H 本俱樂 部， 靑年會 
一二 敎會其 化の 園 体を 始め 旅館、 
お亭 到る 巧 じて 求めら る-へ. く當 
日は 觸論 晴雨 じ 巧 はらず 輸快瓦 
つまを じ决 巧し 得る 準備が 出 巧 
て 居る と 云 ふ。 尙ほ淸 遊 地点は 
パ ド ソン 河の 上流 ナィ ヤブク よ 
ら約 五哩の 化で 本年 新設せ る 空 
氣 淸潑自 なの 貴 勝 じ 富み 慶じ數 
千 人を をる、 じ 足るべく 嶺 船は 
バピ リォン じ 横付けと する 懊を 
あら。 水泳 纔、 ダンシング •バ 
ビリォン、 ランチ •少 1 ム 等の 

設備 完全で をる。 因 じか 遊會は 
總務 、余興、 運動’ •會 計を 部の 
外臀お 部を 廣き吉 居 樓± 、が 本 
夫人、 巖本 ドク トグ 、小 お 幹 S 
氏 等が 其 巧'' し當る こご t なつて 
岩る 0 


電送 寫眞 

一般 營業じ 着手 

電信 電話に 化る 電送 寫眞 は旣 
じ巧驗 時化 か b 實巧 時化 じ移ク 
てゐる もの； これが 使用者は 實 
業 あや 新聞 化 業に 限られた 形で 
あつたが 


一 今 巧 電信 おの 一大が を V 斷巧 

した アメリカン •ポスタ 术* 
テン グラフ 會扯 では アメリカ 
ンお信 軍話會 おど 契約の 上、 
化 巧 一 H から ニユ I ョー ク、 
アトランタ、 ボストン、 ク 9 
! グランド， シカゴ、 蛮少キ 

ロ— サン ゼグス 、ナンフ テン 

シスコ 間の 一般 電送 餐業じ 着 
手す る こ ミ {なつた。 

第 I の化扳 メッセ ー デは 普述巧 
をの ' I 倍 半で 巧 文の 稿寫を 電送 
する もので、 第二の 取扱 メッセ 
セ！ ジ な繪證 、文書、 設計 圖が 
化 総 ゆる 肉笨で 寫眞じ 撮し 得る 
もの、 即 もへ ブラィ 語、 支那 語 
H 本 語 等を をい 手紙を をのま^ 
電送ず る もので、 巧 板は 五时じ 
と时の 巧が 《 內 であれば ニユー 
ヨ^ク るら ホス トンまで 力 *1— 五 
巧、 クリー ゲラン ドが 二十 巧、 
アトランタ 乃 ま シカゴが 二十 弗 
聖 < キが 二十 おお 、 C ! サン ゼ 

来ス 巧び サンフランシスコまで 

は 四十 五 兜 どい ふ 巧を で 直ちに 
電送され る こご じな つて 居る。 

血を 湧かず 

をず の 一 

餐が對 ャン キ ー ズ 
アメリカン 9 タ^ダの ぺずン 
トず ひじ 接戰を 演じつ i ある 費 

膊 て スン チ ッ夕ス ど ニュ^^ 3 

ク •ヤン キ！ ズは 愈々 明日 午後 
一時 化を の ダプ^ •ヘッダー ズ 
を 手始めに I て 


く-. 僅かに ホ キトが 氣を化 < じ 
化 主ち つ t もるト 、 一 一璃 手 ラ ザ 
リ ，.傷き て ぉおせ や、 化む のげ 
おら スランプして 居る か £> 勝敗 
の 敷は 巧して 確實 ではたい。 

1 かし 一般 野球 通は 豐府 巧が 
S 勝】 敗 若 （ば 連勝 すれば を 
じ 角 、イ^ - - フン •ブン I キで 
終る。 らば ペナントは 掛 らく 
ヤン キ—ズ の もの じなる であ 
らう ご觀侧 して 居る。 


禁酒ない 物盡し 

かもない ないない ものづくし 
巧がない かご たづね たら、 酒 
.を飮 む やつ ァ意氣 化がない、 
其 < せ のんだら だら しがない 
とん ご 化 事 じ-きまらがない、 
たょち ない、 化 間の 信用が も 
つど もない。 

■火曜日 及び 水曜： n じ一戰 お、 
を 計四戰 をを ゆる こ £ じ なつ 
て 居る。 これは 兩 野球 鹽がシ 
I ズンの あら じ 勝敗 數が 同一 
とならない 限 b 最後の 顔合せ 
である ご おじ 

若し この 四戰 じ養府 軍が 優勝す 
れば ペナントの 機會 は確實 でぁ 
る ど 見られて 琶る開 係から ファ 
ンの 血を 湧かし 特が應 の 如き 旣 
じ賣 切れの 盛 現で をる。 

今 H までの 巧 雷の 勝敗は ャン 
キ！ ズが 十一 こ滕五 敗と いふ 段 
違 ひで 勝ち 殊に 費が 軍の 崇一 
投手 ダ 》 1 ゲは 本年 旣じ廿 勝 
五 敗の 巧 成績を 擧げて 居る 巧 
四 敗した のは ャン キ ー ズの健 
棒で ぁつね が 

愚 近餐府 軍の 投手 巧は 勿論を の 
巧 疑 力 もを るし く 油が 乗つ て 居 
る じ 反し ヤン キ！ ズの 投手 班は 
ペノック 傷き、 ビプ グラス 振は 
す、 モ！ ア 、ジョンソンの 彭薄 


庭 球界 消 A 

◊ホ遇巧曜ょら懼さぃ一^庭球 
爭賴戰 に H 本 側ょ b は鳥斯 、恩 
田兩 選ず の お 場は 己 報の 姑く で 
あるが 五 ゲ國の ジュニア 證 手が 
晴 n の 舞 毫で戰 ふ 事は 珍'^ しい 
事で ある。 アリソン v -戰- 疋彿國 
の お I 少 •デ •ピ コウを 心 孤め ド 
1 ダの 敵モ墨 圃のタ ピヤ、 ウッ 
ドの 相手 南 濛のク 。ウ フん r ^ — ド 
マックナィトの 敵手を 頭 节アプ 
マンぶ びホ國 のシ！ グド が ホ 
れ である。 

◊其 他が H の 好な 組は 
對 ラン. ドリ！、 今 お 濛洲^ 庭球 
戲で 勝利を 博した ム ー ン ^儲國 
のボ ツサス 、アロンゾ 對^ 

ラ、 ホ國 側では ごタ ウネ 

巧ア ムス ご ヘン ネブシ 今ン 

ダの 如き 雜れも 初 0 芭 しづは 之 
迄 じない 好敕 紐た るを 失 i ない 


♦こんな こども あるみ 


珍 姓名 番鹽 

東京 譽視廳 でさる 閑 A がを 
H 本の 男女 珍 姓名を 調宁 一た 
結果 左み やぅな を 辭を护 作製し 
てわざ/ \ .を おじ あんだ (巧 
懿 の， 町村が をす)； 

■賓 5 蜜 

橫綱人 曾切斷 (顿 
大關 白が 餅 巧 (化 
關 脇腹 帶鑛松 《稷 
小結 福 巧. 鬼 巧 
前頭 ■法螺 か藏 


臺) 

川) 

室} 


同 

同 

同 

同 

同 


天 巧 八义， 
素 麵淸造 
三 一毛 猫 造 


(東受 

ご獅曼 

ぷ 一一 お) 
(越 _ 豐 
(紀巧 


橫枕樂 ま (龜 W 驛〕 
黒川聚 まこ 二重 縣) 
安の 部〕 

大關瓜 巧 タネ (漠叟 
關脇大 壌々 メ (新 潟) 
小結 黒 鳩 キン (會津 ) 
前頭 お 巧 ョサ (千き 
同 大洞 フネ (岩 手) 
间 大山 カン (窩 旧) 
尙ほ 御を 趴 力では 『有 馬營 『ち 
馬 セン』 か のん 達は お 木 縣下西 
奈須じ 居る 人。 取經 ては 窝出ホ 
の 『向井 じな と 郎左衔 巧 ゾ就佐 
治』 同縣 『藤が 藝州 透を 强文左 
衛巧正 ま J 间 をを 『川 井 磨 女 木 
义壽老 八重 千代 子』 等 まなる も 
ので ある。 


臀隸 ペナント 豫想 締切り 

九 巧 十 0 蹤の消 巧は 有 劾 ごす 


囊じ發 ま 致しました かく メ ー デ ャ_ 


'グの 野球 ペナ ン 


戰の 懸賞 豫あニ 來る九 巧 十日 (巧 曜日) を 0 て 締切ら ます。 ± 
地の 遠 あを 問は ず 九 巧 十日 附の 郵便 消印の ぁる ものは あ 効 £ 
致します から、 應裳 者は をの 稳らで お間違い なく i してく 

ミい。 


Tlie Mitsubishi Bank, L4d. 

む om 941, Equitable Bui 地 ng 
120 8 け atiw 化 New む rk City 
Tel. Rector 9483-85 


Tlie な m け omo Bank, LM. 

化 W 巧 RK が 巧が 
B 日日 扣が 4 
1 が Sroatlwa? 

Tel. Hanover 7444-7445 


Ti ) 目 Yokoliama 
Sp が おお nk ， L 紀 

おけ low, Equi わ bie おお . 

1 巧む aadwa もん Y. 

巧 one お 加 r 巧が 


Hie B 加 ko け お wan, LM. 

お 帥 1 5 巧 

Beimens 加 Iny が ting む i 地 ng 
巧 5 む oadw 巧， N. Y. 

M Cciri!andi72 がが 34 


MORiMURA 画ん Inc.. 

巧 - 巧ぶ W • 规 d S し 
New む rk C 巧 y 
le!. Gramer 巧が 卽 


THE FUJIMOTO 
な即 RITIES 閒 JNG. 

巧 0 8r 时 dwa もも Y. C か 
Tel. お 加 r 24 巧ぶ 巧 


!Ta けけ 阿 ding む ., Inc. 

I 师 po け ers & E 冲 0 け ers 

101 Fifth Ave., NJ. 

Tel. Algonquin 3 の 3-5 

327 W. Madison 化 eet, 
Chicago, iilinois 


N. Y. K. LINE 

社 會擊郵 本 目 

N 巳 W YORK OFRC 巨； 

8—!0 Bridge St. TE し BOW U NG GRE 巨 N 2262 

San Francisco Office: Loa An が I が Of むが： Seattle 0 だ ice: 

妨 1 Mark 巧 St. BUtmore Hotel Arcade Colman B!dg. 巧 r が Avh 

Chicagfo Office: 1 孤 W. Monroe St. 


W/iL 化 R & 化 ORIO 

CUSTOM TAILORS 

20 DEY ST., NEW YORK 
Near Church St. 

TEL.CORTLANDTW57.7M8 


CXS ぶ • Line 

大贩 商船 會社 

2B37-S 麵刷化 LgUiL 誦 G 
17 邮巧が化慨化み 10 郎な巧 
PHO 化邮 WUN 目郎 EEg 巧が お 


<iSi> 


Nippon 

D ぴ Goods Co, 
1261 Broadway, City, 
Cor. 31st St. 

Te け enn 巧 Wania 巧 50-M 
Roo 脚 4 巧 


化な T 巧 ding 0 日 . 

151 ぶ th Avenue 

(Cor. 2 1 がか.） 

Tel. Algo 叫 uin 3646 - が 


Imoto B 阳 s., Ino. 

Formerly 

Martih が hi & Co. 

17 East 17 化 N.Y. お， 
Id. おが 琴 m のが - 87 


nil 閒 U & GO, 

1 が - 1 がが 化む e.i 
(Cor.21d 化） 
New む rk む iy 
W. ill が nquen 目 8 お 


THE BANK OF 削 化 EN 

Room 10 巧 巧 5 Broadw 化 H. Y. 
Plume. Cortlandf おお 


T 化 Mi 巧 山 BAIiK,LT0. 

化 W YORK AGEtl が 
お邮 1 お . 712 
61 も wiiw 化 N. Y. C 
む I. Bowling らな en 3440 . 






號 五十八 百 四千 一 第 


雜 新 寮 縱 【曰 曜 : t 】 


日 八月 九 年 S 和昭 


四 


乂 


懸賞 募集 

味の素 を用ゐ たがを 御が 理 
の作^方を募集します 

一、 成るべく 日常の 御 食腊じ 
ふさは しい 材料を えらび 
しかも 實際御 研究に ょる 

レ シピ— 0 

ニ、 かの 素の 新規 應用 じがい 
r 廣 （米 人の 趣向 じ も 適 

したる レン ビ ^ 


A 撰を 

A 賞金 
一等 
二等 
ミ 等 
四 等 


ホ 么素本 铺巧理 巧 免 所 
が 育 出張員 


東京 商 會特吿 


化巧號 

講談 クラ 7 
义鹽 クラブ 
キング 

富 ± 
うきよ 


60 
•五 0 

去 0 
至 0 
立 0 


を 五十 ホ 
を 二十 お 巧 
を 十 巧 
がの 素瓶乂 
一個 宛 


1 A 

二人 

お A 
殘 全部 


A 規定 
締切 
發表 


曰 


昭化 一一 一年 十 巧 一 

网王巧 一 

本紙を なて 發 表し 同時 じ實 
金を 贈呈し ます。 

原稿 英义 邦文 共 御隨意 
一人に 付： き 料理法の 數じ制 
限を 設けません。 

宛名を も商會 

ホの 素 懸賞 係へ 

住 巧、 逊名 御明 記の 事、 原 
稿は 一 現 御返戾 しません。 


A 後援 


結 育 新報 
U ホ 時報 


紐 育 東京 商會 
140 W. 雲 St., 尹 U 
Tel. Tra を骂贾 置 


一®;! ホろ 夫婦 者の 經營 じは 最 
も 適當な 多年 賣ら这 

むだ 下宿、 都を じ 依 b 至資 破格 
じて 譲 度し ま 細は 書面 じて 左記 
へ 御 照 曾 あれ 一 
紐 育 新報 社內 P 0 六 百五萄 


ホの 素 _ 特賣店 

，桑 山商會 

114 EAST 岩 ih ご： N. y. C. 
さ 弓 e. R ち ent S 3 ザ 浸 57 


ト 


タンク 


一^*— トマ ン 

テイ ラ ー を 


イン ノ ^ べ — シ 3 ン トランク *^ 

聊お乘 ぶ 十 仙ょ ち 十二 弗 お 十 伽 
豈 East 羣 h slit 


御挨 援 ^ I 

九 弓 一 B ょ b 多年 經驗 みかる 
晚 利きの 日本人 職人を 雇! 5, 入 
化-る 事 じな ちまし じ、 ぷ r" は 
化れ 迄の 樣に 御を 樣を 待} ロせ 
る樣の 事は 御座いませ や I 精々 
勉强 致します から 相 蠻らず 御 
愚 負の 程を 願 上げます 

淸理髮 床 

西 四十 一二 T 曰 巧を 


タンク 


約 五 百 躍の 
クオ ド t - ブ 

及び スチ 1 マ！ トランクち 弗 五 

十 伽、 化 弗 五十 仙、' 十二 巧 お 牛 
仙、々 し 許 b 使用し わ跑颊 一巧 

一二 弗 改びお 弗 
養 - S 置 三 vr 穿 こ 害 St ., N .\ 


御大 典 奉祝 母國 訪問 團員 募集 

今上陛下 御 即位式 拜觀の 榮じ裕 する 空前の 好機 
秘化 = 今 執 十 巧 十一 曰 (木) 午後 六 時 ニ个を ベン 停車 谨 あを 
岡 十と： a (水) 沙 港發截 船加賀 化に 便乗の 上 十一 巧 二日 (金 > 
横 濱港着 

歸义 ：= 明年 S 巧 化 H お演發 、郵船 靜 岡化梗 じて 四 巧 ±ニり 
沙港 着、 同 十九 H 紐 育 眷の豫 を なれ お 隨窓歸 米 差 支へ 無し 


閣餐： 


: 道丄宫 六十 弗 ( 巧 車 一等、 巧 船 二等 ) 


プ八 マン 寢台 券、 食事、 沙潘 ホブ^ 化、 自働 華、 タック ク 
ボーィ .ホ^ ~ タ ー 必附 等を 上の 乂费を 部を をむ 
化な— 四け 十 巧 

申这 規定 其 他 詳細は 商 お ま 催を じ 御 照 曾 ゎられた し 
が 育巿あ 五十 九 T 目 ニニ 四 

巧 桐 兄弟 商會 

第五 次巧國 訪問 圃 

’ 撫育 ホ. 曲 巧 八 T 目 S ニ 一二 

H 本人 美 B 敎會內 此川淸 一 

御大 典 奉 視巧國 訪問 勵 


移 


虜吿 


醫學擠 * An 0 ^ 彌 

小生 儀 

今 殺 左記へ 精 じ 設備を ご； のへ 從 前の 通^ 開業 化り 膜 間祝卒 
引 績き御 交 詰を 賜 はら 度く 不取敢 を 紙上を なて 御 報 申 上が . 
資 7 W ミ t 9 ぎ d sreet, N"e 写 York oity 

Tel. 坊 暑 3 Me si 


ラム プ ぶび シルク シエー ド 

製造 li 買手 歎蘭會 


H. Y. HETSCKA CO. 

15 wst 24さ St: NJ. 呈 y. ぎ Chelsea 9 呈 


な 出入 巧を ’ 電信 送金 ' ホを を' 旅 巧 信用 狀 
巧 業 信用 狀其他 一が お 巧 菜 

乂體脱 S 蒙 銀な f ま 巧 

滞 あ 送金 ハ 日本が 化 無手 お 巧？ 迅速 化 扱 
本店 預金 ( を 巧 通 かノニ 稀) 御 便利 弧 巧 
本ち 店 あ 京 ( 本 巧)、 大阪 > 两戶 、京 棘 


▼鄉里 送金 及び お 送を (がず な 巧/外面 
巧巧賣 買、 荷爲 巧な 巧 敗 立、 信 巧が & 
巧 ま 一 殺 象 巧 棠務韵 巧 巧 じ 取を 巧 化 « 

S 城臺 灣銀巧 馨曲張 所 

本店 摹灣臺 化 

ち 巧 お 京、 横を、 大政、 神户 、上 巧、 巧 

ロ、 福 州、 厦 巧、 祉ち 香ち 巧ち 巧 

嘉坡 、スラバヤ 、スマラン、 バタ ピヤ、 を R 

々グ 々ッタ 、偷 を、 巧 か 臺お十 巧ケ巧 


藤本 證券 會な 

一 股 有惜龜 をノ餐 買、 引受、 募集 
▲を 離、 ホ-一之 三 關スこ 切 ノ莱が 

鎌 S 本 ミミ i— 銀 巧 

紐 育 お 張が 


淘お 叢、 雜 貨卸資 

森村ブ タザ ー ス 


雜巧 陶 おお. 
•トライ グ— ズ卸資 

太洋資 易！ 會お 

支 おおが 古、 ボストン 


ハィカラな 紳十_ は 

化 立 服を ちしまず 

夫れ は 宜 < 身に を ひ、 見掛けは 宜< 、を 
して 化 ホ 合ょりも 長持ちす る 事を 知つ て 
るからで す。 弊 巧は タ數 H ホ 紳± の 御用 
を 承つ て 居ます。 

n 此廣吿 じて 御 ホ 店の 方：.！ は 

六を 割引を します U 
御 注文のを 柯じ巧 はらず を も 巧 一度 ホて 
見て 下さい 

ウオ ルカー エンド フロ リオ 巧 服な 


▲巧を まみ 等 設備 供を の 遵富お 巧 もる はを 組 貴 
の 热練お 切 T 窜 S 共に 當 化の 寅 ミ ずる 垣で 卞 
▲當化 太モ洋 おお 一二 等 設備は をな 苹咕 的な 夏み 
お Li しわ、 巧に ホ ホ 給の かみは 巧謂ッ ー、 

ス トサ！ ド 又は スナユ デ v> クラ ダスな 上の 
宿 値お備 へて 居リ えず 

® を 港 出が ホ ノググ 経由 【お 午 お 帆】 


天洋乂 

コレア 化 

を 巧 化 
西 比 巧亞义 
大 がみ 


化巧サ 六日 
十 巧 十日 
十 巧 甘 四日 
十一 巧と 日 
卡 一巧 甘 一日 


拉 

找 

U 

技 

T 

S 

S 

U 

0 

T 

N 

® シアトル 出帆 〔午前 十 時 出帆】 ^ 

橫濱化 化ち ホ 一日 J 
化賀化 十月 二十日 CT 
伊豫え 十 i 晉醜 

® 含敦資 日本 巧 巧 お W 
化 巧 社 襄サ 一日 

を-あみ 十 巧 ホ 日 
A 巧 育 化 机ち さあ 超 由 B ネ朽度 物 お ~ 月 ニ 固 
▲ 教道 切な — ホ 某が 萬 # 猛便 をに 巧 あが 申 # 

A 太 西洋 大ホ始 を 肚を巧 切 巧 狗话宜 じ 取 計 i 寸 


シア.^ ルぉ视 (午前 十 時) 
あ b ぞな見 九 巧 十 セ 日 
あらび や 化 十 巧 十日 

ば リ寸か (坡 溝は 化) 九ち 廿 五目 
►一尊 橫漠 1. 九 五 巧 

化し ば ST •ずみ るん どんかは 一 五 五 巧 
▼一二 等 日本 お 置 五 巧ぎ 室大を 遺家族 まを を 
►御を 望に 依り 一等 割 5； せ復切 巧を 巧を 巧 慎 

ロスアンゼルス ぉ 化 (午後 一二 時) 
さんどす 化 九巧廿 四日 

まじら 見 十宣音 

マー 等 横濱ニ 一二 0 弗 阻は わい かま にら 丸一 盏巧 
►悼 別 一二 等 日本 朽 五十 九麗 ▼一二 窜 日本 巧 五十 五 巧 
▼ホ 港羅 が 斤 漁 車 切巧婷 窒券鹽 入御 狩旋 化リ淚 
▼耕 育 線 パナマ 經も 日本 交が 一餐 物が 巧 一回 


精々 勉强巧 化 御 引 立願 上 候 

陶施器 雑貨 卸賣 

春 旧商會 


H 本陶破 黑雜貨 類卸賣 

ザ元ブ タザ I ス 


日本 陶猫 器雜貨 

ラム プ卸賣 

奈良 貿易商 會 


円本 吳服 反物 キ モノ 

テ^ フルク ロ ー ス類 

諸雜貨 卸商 

鱗 日本 ドライ グ！ ツ商會 

特別 廉 憤で 乂勉强 新 流 巧は 當 店の 持を 


H 本陶 叢雜貨 
ドラィ グ^ — ツ 街販賣 

S 賊巧木 桃 ザ 組 

Moon, MOMOZO 产 CO., Inc. 

105 -E. 16 を S 产， N. Y • ぎぎ yvesant 夏5 . 严7 


本店 瑚 鮮京诫 

I - 支店 ぉ張巧は^本內化の樞要都巧， 朝お 
I お洲 、支那の が 化 及び 浦 瑞巧德 

I 朝 鱗 銀 巧 紐 育 出張所 

外 固爲替 一般 銀 巧 裳 巧 精々 御が 巧 じ 化 扱 可 
中 上 候 


日本 郵船 倉 社 (並 ニを 鐵道會 赴) 

化理 店が 禍 兄弟 藏會 

乘 単、 乘船 切な 並 じ 小荷物 運送 御 便利 じな 强 申します 


、-- - V ' ‘ 、 - / 


資本を 宜 お 圃 
拂込濟 資本を •.ハモ お 旧 
巧 立 金 .ハ 千营 ち巧圓 

能 赋ご一 ザ 銀 巧— 支 巧 

本店を を ホ 日本 お 院本を お 町 五を 化 一 お 
支 お ル 博 日本 お 化の 內丢ち 横を 
名 ホ 崖を 都 入 阪巧奚 ちが 戶 
廣 を 下㈱ 巧 司 若松 お 闹長格 
上 おな をを 另巧水 


' 資本を ま億圓 ( を お 拂这濟 ) 

、稽 立を 化 千 九 巧 五十 萬圃 
內地本 支店：：：： 橫褲 ( 本 巧 ) 巧を 乂 お . 

神 巧を お 下 巧 あを 屋 

機濱 正金銀行— 支店 

ホ國 をち 巧 = 豪港谨 麻を ボ 巧を 
巧 他 世 巧を 圃ま巧 都市 二ち 巧及コ グン 
ス有之 侯 


本 巧大お 化濱五 T 目 
が 育 支 巧 帮育ブ 0 ; ドウ 玉！ なが 十九 番 ' 

籍 住ぶ 艱巧 

日长ち (東京 > 横演 、名 古 馬、 を 郁、 神戶 
尾ノ 道、 巧 島、 吳 、柳 ザ、 下ノ顆 
地 支店 《門 司、 小 倉、 若松 * 博タ 、久留 米 等 

本閣 預金、 鄕里送 念 等は 揉め 
て 御 便利 迅速 じ 御 化 扱 可 申ち 


4 












副大統領 ドウズ 巧 y 訪問 3 


宇 かな 前の 素燒 『ニ 覆』 の說巧 

學を見 學脚長 中が ！^ lit 


『今 视巧缴 旅 巧から 歸 つた 許 
6 の 笠 だが 一寸 巧って 見やぅ、 

I ホの 家が 弟の 事務所 だから』 ご 
I 誠 じ 氣輕じ シヵゴ 巧 巧 年 記な 大 
I が寬會 々長の グ ー ファ ス •ドゥ 
I ズ 君は 自ら 案內 をして 吳れ たが 
惜しい こごに ニ S み 前 じ おた 許 
一ら だ。 モゥ 四 五み お前 達が 早け 
i れば ょかつた ピ、 嘟 つて 居る W 
副大統領の 秘蓄 役が 傍から いや 
君達 じは 明朝 午前 十】 時 じ會見 
ずる こご じぶつて 居る、 をの 時 
間 じ エバンストン じ 巧き 給へ 喜 
んで會 はれる から、 W の 話じ漸 
くを 必 して 一同は 大喜び だっ た 
弟の 嘉 まが 化て 化 ァン！ ンデメ 
ントを 前 & てして 置いて 吳れた 
ので 誠 じ 仕を せで ある。 夫れ じ 
しても 兄の 八！ ファタ 君が 多 化 
の 中に、 あんな じ氣輕 じして 吳 
れ たのは 非常 じが 印象を 學生逮 
じ 輿へ た。 み 弟の 胸像 ご 共 じ 
をの 捣 像が あつたが 嬉しそぅ 
じ ’ これが 弟の i だ、 左の 方 
のは 僕の だが 僕の ホが 巧 いぢ 
や G いかご ニコ-^ して 居た 

成る 巧を が 化く 顔 も 細面で、 
瓜實 だから おくを へる。 弟を 
思 ふ 化 風から 見れば か 何 じ 兄 
弟の 仲が 瞻 しいか r 伺 はれて 
ゆかしい。 今：：！ は 永 巧 新作 君 


の 富モ巧 曾から】 をの パスが 
提供 さいたので 一巧 打乘 つて 
エバンストンへ ご 出掛けた 0 
十一 時の 巧 束 じは まだ 四十み 
早 かつた ので 巧け るを 馳 つて 

やう ご、 フオ！ ト •シ ゴリ 

ダン 附あ迄 巧つ てから 引返し 
た。】 寸 十】 時 五み 前 じ ドゥ 
ズ 氏を 訪れて 見る VJ 副大統領 
は 自ら 出て 巧て 插 手の 後先 づ 
ゲ エラン ダ じま內 をして 十を 
間 餘らの 間じ學 生を 自 を、 か 
ら かつた ゎせられた。 おの 弟 
の 長 巧巧郞 ニニ 才) をを の ネフ 
エーだ ご紹 かずる ど 喜んで 揖 
手され た。 山 下 彌と邮 君 ど 同 
窓な i を かつて 居 じので なが 
山 下 君から 一昨年 賞っ て 置い 
たを い 紹か狀 を 出す i 1 層の 

ま ロび であつ た 0 

僅かの 間で 勿論 何の 話ら お 巧な 
かった が： ドゥズ 君は 柯時も 離 
した ； のない W 云 ふ マドラス パ 
ィプを ふかしながら 、こんなを 
を 話された 『わ 前 達は n 本人の 
ミ だから タを ち' を學じ 趣味を 持 
つで あらう、 をう でない？ 實は 
自 をが 巧 前 パナマに 旅 巧し ね 時 
じ、 をの 或 地点 六趴の 地下から 
掘ら おした 素燒の 器を 見せられ 
た。 をの 內ニ 個を 僕が 賞つ たが 


をの 緣じ 見ざる、 聞かざる、 言 
はざる の S 猿が 燒き 出して ぁる 
何でも ニ 千年 程經 たもの だと 鑑 
をされ た。 

フィ グド 博物館の 損 はれ 物を 
修理す る U 本人に 見せたら 化 
燒 物は 支那の もの だ ど 言つ た 
をう するど S 賢 猿 ど 云 ふ もの 
はま 那じお 源す る もの かみら 
の。 をう して 化 事實は 東洋と 
米 大陸 ごが 古 < からを 通した 
ろを も 謡 明す るが だ。 お前 達 
じ 見せ やう』 ご自 かから 立 上 
つて 先づ をの 寫眞を 見せ やう 
どせられ たが 一寸見 化からぬ 
ので、 寫眞 よら 本物が ホる か 
ら 夫れ を 見せる のが 手つ ごら 
早い ど 言つ て 大事な 寶 物を 見 
せて 下さ つれ。 

をの S' 前 じ ' ゾヵゴ • ッリ ビユ） 
ン 紙の 寫眞 巧が ホて 居た ので、 
一寸 ポーズ してよ どの ホめ じ應 
じて 學生達 ごみ じ撤ら せて 下さ 
つたが、 學ホ 達は ゎれ も {皆 
が々 メラを 揃へ て 化 得難い 機會 
を 逸せまい ご頻 らじバ チ-.^ や 
つて 居つ た 『ゎ 前 達は 皆 新聞 記 
まじなる の？ よい 記者が 出 ホる 
だら う！』 など i 言つ て學 ホ 達 
を 喜は せ、 をの 上聚 * がる かま i 
じ 皆の ノ！ ト プヴク じォ！ トグ 
ラフを 吳れて 其 親し さを 示され 
た。 間 もな < 辞 しわが 態々 ザ 巧 
をを る樣な チイ ドウ オ； ク迄ホ 
いて 見送つ て おれるな ど 巧處迄 
も 平民 的 紳 ± おを 發攝 しわ。 


經 營の樂 でない 印度 絲績 

職工の 能率は おくて 賃銀は 割高 

東げ 棉 巧が ま會祉 取締役 

嫁 旧を 太巧談 


前週 の ホ 滞が 中の 柬巧棉 
化が 式會社 取締役 お 旧を 太 氏は 
本 H ボ ，トン 地方 じ 赴き 十二 円 
^ 巧び 醬が十 HH 出を 南部 棉花 地 
帶を 視察し わ】 ヶ巧滯 なの トー 歸 
朝の 豫を である： a ,、 同氏は 昨年 
と 巧 ょら 外遊の 途-し 上 b 支那、 
が 巧の 棉花 栽 巧 城 鶴 事業 等を 視 
お 研究'- て 近東に 入ら 更らに 埃 
ぶを 經て歐 洗を 巡遊し 化 問 十四 
j 個 パ 4. 商して 居る がまる ホり 事 
i 業 側 係 力 面の 重立ちた るん々 を 
な智 W 樂 がに 招待して 午餐を を 
一 拙き 席上な 旧 氏の 挨搂、 齋滕總 
锁 ホの 謝が、 原が 務賽記 官の新 
々が關 が 論が ゎら、 扣木 正を 支 
化 良け 爲替相 巧の 

じ掛 t る入爲 恢復 策 
を 一例 どして U 本の 諸 施設が 常 
じ】 時 的 織 縫の 範 園を 出で ざる 
を 指摘して 化 本 的 施設のを 要を 
痛 謗した。 最後に 旧を 一二 ホ 物産 
支店長の 换楼が あ り、 塚 旧 氏を 
化が して 印度に 於け るが 繪 楽に 
就ての 實隙談 を 請 ひたる じ對し 
塚 田 氏は 語る 『吾が が 巧 じがて 
が銳 をを 經 をす るじ挪 して： 2 最 
か强硬 U る 巧 お 意見 も あつたの 
でめる が、 巧 も 巧熱必 。る 當事 
者の 增 海に 化 b 經營を 試みむ の 
である。 元 ホが 巧は ム] スン 毀 
ホの が 期 《 外は を お S 乾 級て ふ 
天が 的 小利が & ら、 强て 人工的 
-」 大お検 の おぶ 化が 巧を 谦 やれ 
ぶ 




スト ヲブ •プロ ダク シヨ 

ンを贵 上ず る •かなめに 夫れ は ホ 




不和， 能で ある ど 云 ふ 先天的 
被 . 黒 が 第一で、 ホには ± 
人 職工の 能率は n 本人ぶ び 支那 
人 劣つ て おる。 が 巧 人の 体格 
体質 其 ものが 藏 弱で あるから 通 
阀 一入で 擔當出 ホる 所を かくど 
も 二人なくて は 間に合は す、 賃 
銀ら 支那 人ょ b 割高で ある。 第 
S は 磯が が舊 巧で 能率が 上らな 
い。 溝 四は 巧棉巧 巧-‘ 伴 ム不懐 
が ある。 是れけ 棉ホ產 のか 必地 
じあ ゎなが.」 矛盾した 檢じ考 へ 
る 人ら あらぅ が、 印 巧 楠のを 値 
S 時は い i けれ 共巿摸 S 高い 時 
でも. 印度の 需巧 ずる 製 おの 關係 
上 化化モ から 輸入す る お 摘を 使 
用す る 2 が ホ 巧ない 点が ある。 
しかし R 上は 缺 なのみ を擧 げた 
ので あるが、 巧度內 化の 需要す 
る 綿糸 絲 布を 製 出す る爲 めには 
輸入 關 巧を をれ 辑 るな 外 ' 市を 
K 接近し 居る 事ち 等のを 利な 点 
も A る。 が績 業の 前途は 诀 して 
悲觀 する を要ぜ ない。 唯を あじ 
樂じ經 營はホ ホ U いから 一層 奮 
圓 もし 硏 儀を も 要する 巧 第で あ ' 
る』 云々。 


ユイ ダン 号に てブ ラジ 八 新植ほ 

地に 赴く 豫 を。 


大島巧 送 别晚餐 

横濱 正を 銀 巧が 育ま 店 員大 島 
幾 一氏は 不 H を發歸 朝の 途に上 
る窜 であるが 日本が 巧 協 禽お志 
發 おの 下 じ ホる 十と 日 (巧 耀) 午 
後 六げ よら： n 本 俱樂部 じ 於て 送 
别膊 餐會を 開く 由。 


活徘 優、 ォ リム ピック お 戰後歐 
洲 漫遊 五日 入 渚の ホメ ブック 号 
じて 着が ホ ブ八生 巧 じ 投宿 
•莲 m 作み 氏 紐育總 領事館 書 
記 生、 本省 轉化 をを やられ 十一 
月 十九 H 桑 港 出帆の コレ ャ化じ 
て歸 朝の 豫を 

參木 巧み 太郞氏 十】 巧 九目橫 
濱發 天が 义 じて 蓮 田 氏 後 巧と し 
て 出を 


◊- 


;ク 


日本 巧/— ル 

◊ ◊ 

締切が 育 本局 午後 八 時 
日曜 及を H は 午後 五 時 . 
九月 化 H 桑 潘經由 

プ レシ デント •マ デ ソン 号 

九月 十二 日 沙港經 も 
あ b ぞな义 

n 曜說敎 

令 組 育 n 本人 敎會 午後 八が 
題 ホを 岡墻 牧師 
♦ 基督 敎 修道 會. 午後 八時ギ 

ゲ ツセ マネ 園の 基督 

今 ホ 化師 

♦日本人 美な 敎會 午前 十 一時 
題 ホを 宮 崎败師 


片桐 スペシャル 


九月 魏' 

各 娛樂雜 誌 

並 じ 
英譯 

不 ■如歸 ニ •<0〇 
金色 巧义 一 •四 0 
巧ら やん 一 •六 0 

肉 彈 7 セ 〇 


斤 桐 兄弟 簡會 


福 巧 八郎巧 I 巧は 

次週 火曜日 着 紐 

新設せられ たる 南米が 姻巧ホ 
會社專 お 取締な 福 巧 八郞巧 一巧 
はシヤ ト八經 由ち 巧 5 途 じあ b 
み 遇火幡 H 午前 ツエ ン チイ ' •セ 
ンチュ ブ！ じて 着が、 り 本化樂 
が じ 投宿し 二十 一 H 前を 出帆の 


日本 綿花 晚餐會 

H 本 綿花 株式 會社 及び 山川 商 
會 社員の 懇親 晚餐會 は 去る と ロ 
が 生 柄 料亭 じがて 開催され 盛會 
でぁつ た。 巧 ほ滯が 中间社 取締 
役 山川 萬 ^ 一氏は 本 巧 中旬 出發九 
巧 二十. VH 魄を坡 出帆の 五ムプ 
レス •ォプ •。シ ヤ号 じて 歸 朝の 

豫定。 

な 人が - T~ 
♦內 山淸氏 領事、 ゥキヴ アム 
スタ ウンよ ら歸任 
参 天 川 信 雄 巧巧稻 田大學 講師 
獨佛 留學を 終へ ホ メリック 号 じ 
て 五 H 着が ホブ八 •ペン じ滯巧 
•大乂 保 謙 巧 氏を 稻田 出身 日 


店員 入用 小賣 じ經驗 

ある 店員 一 お ま急賴 A たし 御 希 
朝の 方は 左へ 御巧談 あれ 

餘江 商店 

だ 房ず oaclw さ呈 y 


觀ら ~~ ^く裝 做した る 
家具熙と室ァバート 

メント 、ホット ゥオ *— タ •一 * ス 

テ！ ム ヒ—ト 等の 設備 あ ho 
Mrs.F.K. ジミ ka, 2 这 W. ます St. ヴ a を宫呈 79 


雇 度 る ボーイ 、經 厳の 有 

無 じ 不拘眞 面目なる 人を 雇 ひ 度 
し、 給料 其 化は 面談の 上 
西 六十 五 T 目 一四 六 ホ 岡 旅館 


第 八 回 か遊會 

が 日 i 九 巧 二十 一二 日 (日曜日 心 

f 午前 十 時な S 十二 了 目 校 橋出發 サブは 一二 五 了 目 停 一 
^車瘍 、汽船は べ^ •アィ ランド 號收容 人員 ニ 千な 名} 

目的地 = りフツ クマ ウシ ティ A 。 ハ！ ク 

(パ ド ジン 河の 上流 景勝の地) 

切 符 i 1 弗 五十 仙 十 歲の下 無料 

(日會 事務所、 旅館、 劇 体 等 じ ゎ 6) 

五 年 おらに か 遊食. 復活して 一 H の淸 遊を 樂 みたい ごが じ 
ます、 御 家族ぶ 人 御 誘 ひの 上 御を 加を 希遵 しまず 

ま 催 紐 育 日本人 會 





白 本 補 巧 巧 ホ 曾 化 
が靑 支な 

Japan Co け on trading C ゥ •，し td., 
25 MaditoD Ayenue, 

Tel. Lexington 8780 


曰 本 生糸 巧 式會化 
な 育 支 巧 
NIP 阳 NKI -! 扣 KWS 化 LT 日 

Two Park Avenue 
Tel. A&hleuid な 20 


巧を 名會化 
お育まな 
Hara & Co., 

443 Fourth 

Te!, Caledonia 7830.35 


0 米 生糸 株式 會社 
紐 育 支店 
W 郎 i-BEl W!T 0 KABU が m I (が训 4 
ジ iCH レ 弧 Kirro CO ベ LTD.) 
1 Park Avenue 
Tei. AshUnd 6246*4 ブ -48-49 


お 川保隐 事務が 

H. Segaw も Insurance Broker. 
303 Fi む h Av も 


內田祗 事 謀 ま 會お摇 巧 支店 
Uchida Trading Inc. 

1 1 Park Place 


鳥賓易 攘宰會 it 
Shima IVading Co.， Ltd. 

150 Broadway 

了 さ lephoRc 巧が tor 


がまを 化 ホを 廓を 
Akawo & Co., L お-, 

295 Fifth Ave»» 

て ei, Ca ミ edo 打 ia 9758-5 さ 


ホ 倉 製 絲な橫 巧 ま#!}; 

K&takur るを Co リ Ltd., 

200 Ma ぶが 打 Avenue 
Te!, AwJand がが -4546 


K. Mikimoto 

Mikim が 〇 P。 出 rU 
535 Fifth Avenue 
T，l- VanderWU 2 な 9 

犬 倉 組紐ち ま 巧 
Okura & Co., 

30 Church St., 

Tel. Co け landt 2292-93-94 

H 共 巧ま會 お 
巧理店 
K # 巧を 

1 扣む Mdwasf, H. Y. C. Tel. R 扣 ta • け 84 
円 cfo け ： 208 Raws 邮 化し i. Ci わ 

巧 野横產 揉を 食 社 

打 〇 な ussa 打 Gompa 打 y 

Room SOI -805 
165 Broadway 
Te!. Corllandt 8047 tS 扫 S2 

Gosho Corporation, 

Silk impprte け， 

40 East 34 化 Street 
TeL A,b! 征 d が 87-W 

Gosho Co., inc‘， 
Cotton Exporters 
が B が ver St«. 

Te! Bowlintr Green 8806*f'6 

巧 巧 洲巧道 株式を あ： 

な 育 事を 巧 

Sou 也 Manchuria R. R. Co パ 

Room 202 ら Cana ぷ an Pac ぶ C B!dg. 
342 Madison Ave. 

Tel. VandcrbiU 4135 

吉纖を 贼會赴 

な 育 支な 
Mitsui & Co., 

6d Bro&dway, 

Tel. Bowiinff Green 7520 

巧 ホ會化 岩 井 巧 巧 
お育ま 巧 

iwai 在 Co っ いん 

Woolwortb 技 uildmg, 
Tel. Whitehall 6040 

S 進 巧 事 巧 ま會趾 
お 育 支店 
Mitsubishi Shoji Kalsha 
(Mit ， ubkh;Co.,l-W.) 

1 20 B か aciv / 巧 

1 Tel. Rector 2560-2564 

大胶 朝日 ニ まを 朝 目 
化 野 ま 巧 
Osaka Asahi 

The New Vork fiines Annex 
I'el. Lackawanna 1000 


盤 

み 

の 

み 

ら 
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ブ リアン 外相が 職 盤て 

英佛 海軍 協定 釋贿 

ザ 和を 乱す 秘密な が 巧は ない，、 一 

ゼ ネヴ ヮ 十日 お = u 本 R ぶ 安を S 佛 大使は 適般 の聯幽 おち 
にがてが 牠縮少 問 趙に旨 及して 舆蝴 のが 軍 協定を 引例し H 本 帝 
國 車 化 縮 ツの埋 想を 化 進す るに 化る が 如き こみ 袖の 協を には 
基んで K 諾 する じぷ U らずど 言明し 時節 辆タ大 の 注 同を 喚起し 
じが 本 U の會 ぶじが て アキ グランド 化ぶ •か 巧 縮を 化 進した ろじ 
對 して プラン-みが ブ リアン 氏は 突が お 言を ボ めて をの 趣 昔に 
賛 W ずムご 其' し W 昨 か 判强蚁 おで 幾 かお 滋械 されて 居る 英娜海 
軍 協を；； b とものは 單 しが 単々 峭 S 縮少を 目的 ごした るを 明 U る 
路を じして をの 間斷 じて M 等 政治的なる 秘を條 巧は が 化し 得 ざ 
る こごを がに. 式 肖ず』 ピ释 明し、 史 らし" シアの 常 縮ご獨 逸の 
削 时刀回 r &」 就て 卒 おに 飯 おを 披 渡し K も 送、 をが 軍備 縮少を 
ロ-」 して 虽 曲に 做 張を がて しつ i ある 澳 みの 虛婚 を痛爵 した。 

ロンドン 九日 强 りお 齒 ながは-部 轨閒 紙に wb て 巧 へらる 
る お 视おザ 協を' 3 自然 消滅 說け事 賞 無が である f 否認した。 

一ゲア 氏が 不戰條 約を 目す 4 じ 
'共 か黨 の巧績 として これを 讚美 
しつ i わる こごが 本閒 題を 政戰 
の 補 じされん ごしつ、 ある 傾向 
じ對 しては，' 

不戰條 約は r メ 9 力 一 國のカ 
で 成 ホした もので なく， 諫巧 
.巧 强の協 もじ 歡 b て がれた 化 
界的條 みで ある、 從 てこれ は 
アメリヵ にどむ ては 一が 黨の 
問趙 ではない 
ご释剛 した。 

日本を 回答 

■飽迄 も 自ち的 じ 

巧馈 間の が 軍制 醒 協定に 街し 
わがを 府 はお （粟 瞬 政府に 巧 答 
を おする ミは 旣辕 の述ら である 


: 長官 語ろ 

不戰條 約、 こ 協定 

不戦 條約 調印^ 庭め バリ ー じ 
をいた r メリ 力 S 齒 格を 官ゲ日 
ッグ 氏は 巧 確 H 朗の レグ キァ ダ 
ン號 にて 歸乂 、上陸を 底 もに 首 
^都じ向けてぉ發したが、 氏け化 
誠の 記を 曲に 對 して 
余が 英閣を 訪問し なかつ たこ 
ごは 化して お 佛小戰 倏約じ お 
する 我が 政が の不 がの 猜 をを 
明し じらの く、 を然 時間 
が U かつじ おおで あつて、 英 
佛の おが 協定は 柯 等. 个贼條 約 
じ 影響ず る もみに ホら す 
くむし、 共 か 黨乂桃 頒お補 7! 


^ 元 ホみ 闡 側から 送 附 して ホた 
ホの 協ぶ 案は 列國 みに 米 國の意 
おを 氣- ししたら のど 見えて 
巧魄调 には 今 凹 右の やぅな 協 
を 案を つ （つたが、 これは 次 
いで 閒 かれる 軍縮 準備 會議ま 
むはを の 化の 軍縮 會議の 開か 
れる 煤を 參 ちじ U る だら ぅか 
ら をのた め送附 する 
£ いん 畦 度の もので これを 畿題 
ごして 戚 したい ども、 または 回 
答を ホ® じい どもい つて じく、 
むろん 巧 答の 期限ら 附 してない 
從 つて：！ 本は 必ずしも これに 回 
答す る 義務は な L 々化 巧 平おグ 
ため 軍 線の が 進を 切留 する 立を 
から 英踐政 おじ お L 圓 答を 送る 
- - ごに 巧し 目下 外務省で 巧 答案 
巧 製 中で ぁをから お 巧 上 b 巧樂 
が 軍ち とげを せの 上送附 さいる 
はやでを る、' 巧 答の 巧 容は當 局 
は秘 がじ附 して ゐ るが 聞く £ こ 
ろじ ょれば 

白 本は 薛をや 巧を をピ する 軍 
縮會 幾の 開摧 じは あ必 ょら 賛 
がず るから 吳國 を 府の 提議， し 
たお 佛 間の 海軍 職 限を 協 まを 
證題 V してみ 3 軍纔會 潇じ是 
を議 すん こどには ホ義 ごして 
贊成 する.、 巧し をの 細目 じつ 
ては！！？ 會議で これを 議 した-* 
ふじを- It '、 わが 回答は 如と 
の ホ 旨で ぁ もから 則國 殊に ホ齒 
G どの 同 案じ 野す る 態度を 曰か 
見 的に 見 わ Hr 回答す るら ので 
なく 自ま 的に H 本 どして 巧 答す 
るは ずで をる' ロ 


んで 居る。 

南ぶ 政府が 

理事 國 落選 

聯盟 負 擔の不 支 柳で 
ゼモヴ 了 十日 發 U 今期 閱擦聯 
销總會 じ 於て 南京 政府は 化が 聯 
盟の 理事 國 たる こごは 新 政府の 
示威 じ も る こご i て必巧 どな 
らて遥 脚し つ i あつた •い 巧みに 
も 遇去數 年じ赶 b 支那 政 麻は 蹄 
お 整のを 擔支挪 を 怠つ て 居を 關 
係 も あら 投 祟の 結果を 數 である 
を體の I ニみ の 一に おしてと 票の 
不足を 生じて を 選し をの 代 b ご 
して 新た じ 聯盟に なめて 邊 加し 
た K ぺ t 牛 ンが當 選し オランダ 
ぶび n 0 ンビ T じ 化 6 てゲ 五本 
ズラ ど ぺ片 シアが 當 選した。 

尙 ほ總會 議事 中 じがて 囊じ大 
i タ數を 3 て國際 司法 裁 巧 巧 利 
事 じ挫擧 されむ アプリ 力の 前 
國ぉ長官ヒ.ュ ！ズ巧ょ6飛を 
あり、 巧は 巧 事の 就任を か諾 
した。 


革命 かク ！ デタ ー か 



天 乱る 


V . 一 


對ぶ那 政策は 

嚴秘 主義で 終始 

時機を 見て 萬 事を 解み ずる 政策 

お 化のを 憾 自然 放 化か 

東京 特電 十-日 發 = 政府 にがては 今を 逊 支那 政策は 一切 昭 
密ち费 で 終 姑 一 貨し帖 機を 舰ツて お 事を 解を する やぅ 愼 重なる 
態度を ごる じがし じ爲 めか、 上がに 歸 化した 矢の 總敞 事け 國民 
政府 A 巧總を 屯-化を わ どのを 見を も 柯故か 拒絶した。 

東 巧 特電 十曰發 == 奉 天の 當 おは 南 化を 協 化 立說を 堅く 巧認 
しつ i もる も お 局 これ じして 喉 化め 難 （ば H 本 政府 どしても 時 
化の 嬰ボじ 順應」 て 態 あを 變 あする じ まるべき が 苗 化を 協の 結 
あどして お己當 のかを 權を闽 に 歧府じ 移した 谋を滿 藻 間 題の 處 
J よ 一膀炎 巧ぶ 銷を がすべし と憂悠 さぃて おる’ 即 もを 協の 條 
かは 左の かし。 

一、 奉 天侧は 一二 化 4 窮じ服 從し靑 天 白り 旗を 揭 ぐる i を 承諾す 
ニ、 巧 S 巧 じを 段を 採用す る こと。 

三 r 張學を 氏を ホ 一二 お 政治 委旨會 ち おごす。 

四、 東 一二ち に S 政 おか 貪を 設嚴 し、 奉 天を 會じ 楊ず 餐 巧、 舌が 
か 會じ張 か 相 氏、 黒 龍 化かを じ 萬福麟 皮を をを 會首 おどす。 
ぶ、 右 委貸會 の 首席は 闕 おを がよ b 派遣せ ざるを。 

がは 巧 支那 - i 帶に 旦る排 り運颤 U 日タ」 共 じな 刻 化し 日本 商人の 
をく る 巧 巧 甚大 る おめ 政 化は これを 媛 かする 日の よらして 軟 
濟 ぶじ 度ぶ らしい。 

東京 特電 か日發 == 國は 政府は 愈々 巧く お 外 化 權掀廢 の 仲を 
别 强じ從 おすべく けぶ したと 巧 へられ 英米 兩國 おがは がか じこ 
が 賛否の 言明を 路趙 しつ {ある も ロ 本は 同情 的な 態度 じ ホで 
て 畳る、 巧は 化を のかを 幽會講 は 多み 英米を 化が 化 巧じ歸 着し 
た上时 化に おされる 萬で わるが 右は 關稅自 ホ 曾 誰への 過稱 であ 
る W 云 はれて 居る。 

上 お 特電 〔へう ルド •トリ ビ ユンが】 十日 お = 化 支那 じめ 


る 只 本の 軍學窝 局は 山海 關を始 
め ごして 重要 . y ■る 軍事 化 おじ中 
立地 滞を 張-®' 南京 國巧 軍の 出入 
を 禁止し つ i ある 巧め 敗 磯の 張 
宗昼將 軍の 軍 除は を 易に 武装を 
解除 しないの るなら ず、 輕お軍 
が これ 等を 地の 日本軍 蠻備臨 域 
じ 巧を する こ 己は 濟南 事件の ニ 
の 舞を 演 中る 廚化 である ごな し 
商 京を 府 はおり •し 日本の 內巧千 
がに 憤激し ク 、あ b 、 天津 ホ 面 
じが てら 頻^ 广戰 みを をし つ！ 
あを 南化兩 軍の 衝突は 成 ひは 日 
本人が タ數じ 巧 留し而 かも 軍 膝 
の 保 譲 ゎを はつ \ ある 地方 じ 
及ぼす 形勢 产 ある。 

化 じ 商 京 致 府く しては この 践 
貧 じがて 河 等 かの あまじ 依ら 
H 本の お ま 內政卞 渉を 中外に 
訴 ふべ く準瞄 中で あるが 最近 
バリー で 締結され た 不戰條 約 
の參 加を 藤會 としてを ひは H 
本の 內政酱 おじ 就て 言及す る 
模 なご わる。 

尙ほ r メ 9 力 政府は 十 巧 一日を 
0 て 南京 じ锁事 縮を 巧 おに 决し 
陸 戰隊は 儀 化を ごして 上陸 盛大 
じ擧 むの 上 カンニング ム 上が 
總 領事 もを の爲め 南京 じを <箸 
であるが 巧を 政府は これを のて 
ワシントン 政が が 甫京政 巧を 正 
まじ あ認 した もの ご 見做して 蓄 


巧が 政策 逆戾り 

東 H 當ご國 民致府 どの 妥協に 
ニヶ 巧 延期 ごな も 一時 形勢 觀望 
の 形で あるが 一般の 

空氣 はます-^ 巧 協氣み 
濃厚 ごな b 漢ザ 新聞は 特別 大見 
出して を檢 統一、 を 協が 一ど舊 
き 立て I ゐ る、 張學 なをと 楊ぞ 
靈 氏との 間は を あ 巧して 惡 （は 
ない が 反學良 系の 人々 が 楊宇靈 
氏を あいで 學良巧 おひ 出しを 策 
して ゐる iu 殆ど 疑ム餘 地が な 
この 廣學 良た と しては 斷ぞ 
どして かくの 如き 反學良 系じ彈 
腥を 加へ るの が 有が であるが を 
れを 敢行す る だけの 勇氣 もな 
事を ども じ 相談す る腹必 じち 有 
力な 署がゐ ない 

白 本 侧じ 巧ず るを じ も 張 
作霖氏 時化に 楊宇靈 氏が ぁつた 
やぅに 腹必 をは-一人ら なない 
楊 氏は 最近 特に 呼 ぶれる 時な 巧 
は 纏 司み 部 じ 出入 もせ や 引 籠つ 
てゐ るが 楊 氏の 胳ホ じ大 なる 黨 
みを 囑 して か 楊 戊のを じは 門前 
巿を なす 巧の 出入を ぁ b 總司み 
部な 上み 娠 ひを 呈 して ゐ る、 し 
かも 填を じょつ ては 楊 巧ら がク 

デ タ 1をやら學良氏か逐をや 
b 兼 まじき 形勢 じある 

一方 張を 昌 、褚 玉 環 をら 
の 猪武者 連 もを々 ニ， _ニ 百 名の 
手を を携 へて 奉 天に ホて ゐ るが 
彼等は み 第 じ 自己の 位置が 失は 
れつ i をる 現勢を 見て 柯 ごか J ) 
て 扇 面を 巧 開 せん もの ご 策し エ 
琶 らお 傅 巧 氏 も 自己の 失 はれね 
位置を 回復 せんた め 奉 天で】 屬 
ぎ 起きる をを ち 利 どし 希望： すぶ 
立 磨に ぁるが 東 ま鐵道 特別 區長 
官 たる 張煥相 氏は 楊 宇靈氏 どは 

犬猿-もたぐなら 0 仲 じぁ 
b 學良 氏の 信 ほが 巧に 厚い わけ 
でもない が、 楊 氏 ごのお 抗上學 
良 氏 守 b 立てを 有剌 どす る 位置 
じを る、 一 ホ 文ち 側 じあつ ては 
がぶ 會副會 長た る 袁を錢 巧のを 
カ强く 文官の 巧を は ほごん どを 
の 意の かく 巧 はれて ゐ る、 從つ 
'てこれ じ 蟹す る 一部の 不ホ氣 み 


は 非常 じ 深刻で ある、 か < てが 
天の 政局は 义武巧 方. 曲 こ'^ る 
不タ をのが おじ あ >、 今襄大 
官 速の 腹を割って 見れば 柿々 の 
壁 策が ある こ ミは 想像 じ fu 
い、 また 民間には 
gsk で 南 化 タ協化 おの 機 
運 および 排 H 機 速が 爵巧ピ して 
ゐ るので あるから、 奉 天 じけ 柯 
時 暗殺、 ク ー デタ ー 、裝 動リご 
が 巧 けれる から 知れない 雾じ 
ある、 もつ どもが り述餘 r . つい 
ては 目 ドの ごころ 指導 あこし き 
ものな くこ t 常み 大した を 
こる 模樣 はない、 而 してを 化を 
協は ずで じ 巧 安會で 事實ト みを 
を 見た に 拘ら中 H 本 側の 補 硬な 
反 對で中 化の やむな きに 巧つ た 
ので、 楊 宇 霞 氏を 
" Sr * VJ する 妥協 急進 波は 
手を かへ て 背面よ bu 本の お驳 
を牽躺 しを 協の 賞 巧 延期々 閱を 
が ホる だけ 短縮す る 目的です で 
じ 総巧會 0 下を 法 醜を してを 傑 
實 わ、 が 日を み議 して 强 華を 巧 
じ 請願 させた が尙ほ 

ニ. を H 省を 法幽 をして を 協 
促進 大 貪を 開 濯せ しむ (ニ) 
を法鹽 をして 自動的に 靑天白 
H 旗を 掲揚せ しむ ご ニ) を國 
じ斟 しお 化を 協 宣言を 資す 
等の 計畫 をた て 鶴 お 策甄を 試み 
て ゐる尙 ほ 南 化を 條 問題、： 滿蒙 
巧睡 じ掛 しては 政府 部内に 

磕軟 兩論あ b 、 し ば 

議 して ホた が、 今日 にがては 
ホ體 左の 如く 意を の 一致を 見て 
かる 

-,、 適 おの 南 化を 協閔 題に 關し 
一て はわが 度 廚が奉 天 源に 酱し 
一を の 成立を を 望せ ね 意思を ま 
明 しれのは 國皮 政商が 一,々 鹽 
隣 信義を 無 親し 正 當の權 益を 
揉觸 せんどす る 態度を とつた 
£がま；=^る理由で幾ぞの捧殊 
一灌 益を 包 敬す る 東 ミ 省を 一ぶ の 
; 勢力下に 置かれる をに 化 新し 
たので をる から 國お 政府が を 
_ の 態度を 一獲す る 限りは 取 一一 
省を をの 統治の 下に 屠く 反 
锅 ずる わけは 毫 をない が 賢 際 
じめ て 將巧東 一二 省が 國民 較府 
の完 をなる 統 をの 下に 匿 がれ 
るを はない ど 見て ゐ る。 

ニ、 東 S 堪じ對 しこの 隱稽麵 的 
巧權銷 發じ對 して 一 ホを 魔み 
おせば 英米が 敷視 せず 鹽隙關 
係 及び 對支外 巧の 將ホ じ乂暗 
礁を殘 す ミは 必然で るら、 し 
かも これ じよっ て 支那を 體じ 
がて 受 くべき 巧 益は 少 からず 
脅かさる； 事態 じ 立 まる^ら 
あるので この 際 蹟賴的 じ 特殊 
權 益の 擴張說 じすを 藉 さす、 
現 巧の お得 權 益の 下に 自漏的 
發を 策を 講ずべき である 
> し、 いは ゆる 田 中 内閣の jg 讓 
橫隨 態度は 完全なる 治ま 維持の 
も £ じ 於て 自然 的を 展 をはから 
ん ごする 當彻の 方 釘に をち 一 かへ 
つたわけ である。 


■ 1- 1 . . * 

1 般の 期が する 巧で あつた^ 今 I 
H までは 巧が しだは 叟駭 じ仪れ 
ば 恐ら < とが 五 干の 大差を W て 
なか 裳は' 脈 倒め な 勢々 を ホして 
居る、 脚 も A だ 化 S の 選舉 おじ 
てが 然し ぃこ 五. むと 十 おおの 結ぶ 
じ 於 いげ 

知事 ダ一一 r ナ J (共 か) ニニ 
S 1 ニ 九 0 惑、 モ ー ラン (はま 
黨) 六 一 0 お 化 祟、 とお 證眞 
へ ー 作 (みか) 一一 ニ 0 八 五 0 
票、 ホ^ムズ ( K ま j 五 化 0 
ご ニ 票。； 

じして おか 黑の师 選擧總 をはを 
もじ この 旨が 大統領 お 補 7 ! ゲ 


アー 氏に 打電す るん なじ この 形 
勢を なて すれに 氏の 當 選は 姑 U 
しど 祝 忘を をした。 

アルバ ニ— 十日 發 N お ホ黨大 
統領 お 補 マミ， 巧は ホ 人 M 伴、 
愈々 巾 西部 地方へ 遊 說の途 じ h 
ら約廿 巧に' 白る 政談 演說曾 じ 出 
席す ベ < 重に 農 柴 問題を まとし 
て遊說 すを 萬で ある •か 今 间の旅 
巧は 垂じ進 ホ 派を 共か黨 員の 中 
む 地に 晦达 みて 投票を 動かす F 
、むらしく 西部 地力の 遊說に 就て 
は ホ だ 巧 然して 居 U いが 巧 部に 
を々 . V 傾倒す るホ斜 であるら し 
，k 


共和 露 大勝 

タ ー 、\ 州の 選哪 

メーン 州 ポ—ト ランド 日 


け ご 
は 本 


發 = 今朝 大統領 戰の ささが 
も稱 すべき メ） ン 州の 選 度 
日を W て擧 巧され 共化黨 做が 最 
初よ b 優勢を 示しつ i あらては 


お. 赴乘を 特電 (驚 お町轉 載〕 


僻 直りの 席で 除名 

j 民政 黨の 動搖 から 總 裁が 激勵 

(十一 日】 I 民政 黨の雜 がよ 會は適 股 巧の 內部 動搖 もめ b ホ 常 
じを 間.； 注目を 惹 みつ I ぁつたが 昨 H 午後 東を 會館 じがて 開 お 
され、 か 巧を の 巧 議± 連が 遂 集して 演ロ總 裁の 激腳 お說 を錫聽 
し 鶴いて 潑 一規 お 肅 ，巧 麗掛攘 の 巧 議を發 表しね るが、 過日の 內 
部 動搖じ 就て は纔裁 ごの 認解も 成立し ねので 去る 八 H お 仲 直ら 
の 甚を權 し I た 席上、 突然 旧. 甲 善な、 補 ロ 秀雄爾 氏は 憲政 一新 會 
の 掛か 一を！^ 明 すら じ 至ち し爲め 巧び 動搖を 起し 俄然 忡直 b の 宴 
は 形勢 述^ ~ して おを の陈る どな b 觀波貞 ま 巧 も 一旦 除名され た 
け1ピ-も辜違がぁ^結局ぉ黨する模操じして 一 新會派は巧巧に 
の 親黨ク -11% フ V 」 盛 謀して 居る 形势 である、 辟 ほ 舊本黨 系の 大立 
物で W 然 j 4 か 黨じ踏 化つ て 屠る 顧 間 出 本 逢 雄 巧は 今 巧の 動搖じ 
對 ずを 氏 I 映黨 幹部の お 置を ホ訟 した 


陪審 浅の 御見學 

【十一 日) 聖上 陛 すには 十ち 十 

六日 陪 普を 御覽 みため 隱戴判 
巧へ わ 幸 遊ばされる ご。 

御亂； 度 馬 宮城へ 

〔十-日 I 聖上、 皇后 雨 踏 T 御 
調度 品 ほ 十 H 赤飯 離 萬ょ ら宮 
がへ 御を び おば _5れ た。 

府立 高滚 關校 

【十-曰】 をを d な 高等 學 校は 
ホ春關 校され る。 

义復ニ 巧 書 拘引 

【十-日) 京が^ 革 醜 事 俾で東 
京 南 議金卡 東 一一、 まが 濱治郎 
巧を 十一 日 寢达中 巧 引 さる。 

'夏 目を 集て 訴訟 

け 十一 曰】 大倉 素'! 房の ま 人大倉 
巧次郞 をは 夏ぶ を 集 じ 關し發 
巧を 揖波書 巧 皮び 夏 目 巧の 遺 
斑を 相手 じ 著成權 侵害の 訴認 
を 提起！- た。 

信 巧會社 小參加 

〔十日】 不動 產巧 ぉじ 信 托會販 
は參 加せ ず ごい ふ。 

撫順炭 八で 塞リ 

〔十日】 撫鹏お 心 f 路 A ホ 塞な 芭 
な 6 おお 高々 頁を じ ホ 十巧嚼 
じ 上った C - 

久通 侯の 繞婚式 

(十 巨】 乂 お 巧^ ハ おど 松 浦靖子 
を變 はる 子 ど 心} 結が 式は と H 
夜 華族 會 館で 巧 はれた。 

水害 罹災民 窮乏 

【十日】 轴鮮 水害 溺死者は 五な 
\ 十を じ 上 b みな 名は 住家を 
失 ひ今尙 ほを 物の 無い のじ 苦 
しんで ゐ る。 

.ダラ— 新 船 建造 

I ! 十日】 0 バ ー ト •ダラ ー 漁船 
會 社は 新 船 四隻の 建造 じ 着手 
したが 右は 巧れ も 飛け 機 ニ 墓 


を 搭載し 题便 物ぶ び乘 をを 凹 

な吨 沖から 運ぶ ご。 

稻が豫 想は 普通 

〔十日】 九 巧 一日む 稻作狀 現は 
を國 巧には 普通の 作柄 だ玄。 

.共 產薰 員大 銃殺 

1^十日】 廣東共產黨貴互り閱じ 
ニ さる 鏡 殺さる。 

經濟 審議 會 官制 

【十 曰】 經濟 審議 會 官制は お 0 
をを 直に 實 施され 山 本 農相、 
申 橋 巧 相副纔 裁に、 其 化 委員 
十み 名、 幹事 十五 名、 巧 中 同 
會緩裁 よら 巧 命され だ。 


/ みシ n t 

米 逢 太刀 雄 

墨國じ 巧け. る 八 H 間の なのが 
をは ス チキな ものです。 

一 ホ じがて 極めて 荒い 太い線 
をな の 印象の 上 じ、 J ッぉ ブピ植 
b つけた プリ ミチ ブでパ 1 ペラ 
スな 事相が あるか ど あ ふご 化 ホ 
じは 極めて 繊細で 懐古 的 橘 趣の 
豊かな ミステリアスな 象 面 も あ 
る ど 云 ふわけ で 結局 餘 ちじ 强い 
唯 物 お觀的 人生 おに おはれ 利己 
ま 義や禍 人 ホ 義じ墮 した 現 化 人 

じは す 舌 云 tu 3 は ィン コンブ ンへ 
ン シブ グで しやぅ、 おの々 をの 
訪 墨は 日本から のを 初の 勞 ，一 働 化 
表 お 答禮じ ホた ピ云ふ 點と先 H 
のォブ ンゴン 暗殺事件 じ 述顆し 
て濡 あを きせられて をのを 領で 
をる モ n ネス 巧は 爲 めじ 商 工大 
臣を辭 める じ まつた 當のク 巧 1 
ムの贊 客で ある ご 云 ふ おじ 於て 
墨國 のを ホ 面の 視聽 を惹 きざ こ 
の國か 知らないが (まづ ホ 国で 
しやう) をの 外を 官は 日本る 使 


じを してな の訪 墨の 時期は ょ C 
ない と 特に 注 栽した 泣 だ ごの 事 
でず 0. 

をい ど 云 ふの も あが、 保が 巧 
が 化酣會 のが ゆるを 而じ をの 巧 
力を 巧つ て 居る ク。 1 ム 速 H 
速 巧な を微 迎し自 かの 隅 巧して 
居る 工場、 がわ、 巧 霞轨合 等を 
ま 巧 L て ホき 記事^ 莖 都の 一巧 

の新閒 (ユ ニベル サ A や エクセ 
レッサ ー 等) じ 毎 US やぅ じ棋 
載され たからで しや ぅみじ ク • 

ムの 中を でぁる 墨 都聯巧 略の 
魄 時化 讓員贫 じ 於け る 小を のを 
式歡 迦じ凿 するな の挨巧 (英語) 
及び 聯巧 磁勞 働ず 燕 調停 局 じが 
ける 歡迎 席上に めける 破の 答辭 
の 如き d 略んで をのを 文が 褐截 
される ごを ふわけ でか 丹 一日 お 
に 巧す るク 0 ! ム 幹部の 歓迎を 
のかき は 活動 寫眞あ も おて ホて 
撮彭 する £ を ふわけ で大變 モテ 
タ 事でした、 この 活動の フィが 
ム は コ ピ ー をがを目本の勞働を 
じ お± 產 じして 送る どの こどで 
しだ 0 

九 巧 四日 墨 都を 立 も 今 ホ墨國 
境を 南に 巧る S 時間 巧 程の 巧に 
居ち まず。 

宮際ク 0 — ム の墨圃 じがけ る 
勢カはあ像のがで巧々 f して墨 
國の 政を、 經濟 、あ 育 其 他ち ゆ 
る 社 食間 題 じついて は 巧を 學ぶ 
點は いが、 十 夸關じ 一 萬 人 か 
ら巧萬 人 じなら 消費 組を 银巧等 
を 所有し、 を お、 經濟等 じ隱お 
たる 實 勢力を 有する ク 0 I ムの 
組織 及び 巧 容は大 じ 學ぶ點 が ぁ 
る ど 思 ひます、 メキシコの 國カ 
ご ク甘！ ム ごの 關 係は ホ 國の國 
力 £ afl ごの 關係 など 比べ も 
のこな b ません メキ ンコの 政界 
ぶび 經濟 をを ホ 面 じがけ る 所謂 
巧 表 的 人物には 人搔 、お 楠， 識 
見 等 じ投て 魔を いかぐ はしい 者 
も あちます から ク n ^ — ムの韓 部 
はおいだ け眞巧 目で ぁ b 且つ 巧 
當 の 理想 ど 謡 見を なつて 居も將 
を 昔、 < ィキ シ n の國 運を 巧 肩 じ 
擔 つて 巧く 事 充をだ £ 思 はや 力 
强 {感じさせます。 

モ日 1 ネス 皮 どは 数回 貪 見し 
たのです がタ 0 1 ムは自 をのを 
命で ゎち 墨 國の骑 ホの 起 化の 鍵 
をち つて 居る。 をの ク 0— 么じ 
を 惑が 及ぶ と 見た から 自 をは ォ 
プ ンゴン 問題です ぐ 商工 大臣を 
辭め たの だ勞働 勘體の 幹部は 旨 
みの 圃體 の爲 めじは 自 をの 名 嚳 
だか か 利益 だ ミ かは 勿論 生命 ま 
でも 犧性 じする 必要が をる 艺 斷 
言した のは 實じ賴 もしくな じ感 


じさせました 0 




送 友 五 首 


了 


ia - ^ - - 1 - - - ^ 

了 寧の が 刷ご捣 巧。 る 化 上げ 

時り0迅速ど確食^^巧おを熙趾 

巧 刷は 紐脊 新報 社へ 

電話 ワトキン X ニ 九 0 九 1 ニ 九- 0 

わ 間違^む く 新報へ 

ホ內西 十よ 下け トニ 燕 十 階 y 

東部 U がける 巧 ザ 言論 機顆の 

權 威、 吾が 新報を 讀 まの 人な し 

廣吿 は紐脊 新報へ 


Hhe Way of C 3 タ巧 X 臣 香 A . wawyer 

B 本の 誇ち ごする におら る 强いソ シア 優しい 女性 义の 動きを 
語る 典雅、 高潔の 文字 ••ミミ 薄ッ ペラな 當 化軟艾 をとは を 然間目 
の 比で なを 6 まずん。 松 ホ 節 子 鶴 じ ザグ ダ ー ト した 第ち の 「U 
本 婦人 觀」 をが 嘗を延 してが 讀 あれ。 

郵稅共 一部 ニ 弗 十 仙. 


巧を を 惜しみて 共 じ、 ィド ソンの 
まふ かき 霧の 巧に 立ちし 哉。 

ごつ 國の たつき 一 S せ ホ あ b し 
友 ご あ b し 又も をら なく。 

ざ 巧く かを ょ しろがねの 波け 

古 

ゎ だつ み 遠み 妹 まつ 画へ。 

君 巧け ど 巧な どどめむ 
たらち ねの 巧 指 巧ら て 待つ ごし 
きけぶ 0 

ミ ま’ こがね ひるは しろがねの 波 
の 上 

麥 不か歸 ひたぶ る じ ゆ <0 I 


巧 乂讀者 
一手な み 


紐臂 新報 社 
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一一い 若 I 

a 木 相 A 化 
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Sabro Emy, m.d. 

7 巧 Park Ave. 
cor •に 72nd St* 

Tel. BuHerfieW 9324 

DR • にに YOSH 化 

如 7 W. お rd 化 
1 扎 Rivers ! おが 如 

約 聞 病 引 を 

じ 外な 績 午 察 

限 及 巧き ’; T を 時 
るび 勤べ 这六間 
日 じ/*^ 兄 時 
« が ビご 1 

蟲 養 1 朗寡 

醫 : グ 1 著內 

i*fii 


Y . ITG 

け 3 Eesi 的 rd 化 
Cor. Lejington iVe., 
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號 六十 八な 四千 一を 



まが 貪 湖 


【 H 曜 水】 


曰 


十 巧 九を S 和昭 


ぶ 


巧ず 人 (同) 近 藤 玉 一 (同) 佐 
伯鎭雄 (鹿 島縣) 中が を ニ (同) 
渡る 泰助 (山 あ 縣} お 院辰雄 
(東京 巧} 古澤 武之助 (か 歌 山 
縣) を藤甚 之を (名 古 基) お 化 喜 
お郞 (熊 本縣) 西 讨巧暮 (熊 本 
縣) 平井淸 (和歌 山縣) 鈴 木と 藏 
(福 島縣) 波邊寅 ホが (滞 巧縣) 
松下壽 之ち (山 ロ縣) 德 おお 一二 
0 

右のを じ 通知 致 度き 溝ち 之 
巧賦 本人ち くは 知人ょ b 現 
住所 巧 通知 願上娱 

紐 育帯國 総領事 舘 

1 置ず oa を ミ す宝 ジ rk ごぶ 


龍 日 ホ 新聞 支局 

今度な 育 支局を 設歷 しました 
から 騰讀 、廣吿 一巧 左記へ 御 
願 ひします。 。坂 井 ホ ホ】 

A ミ S ニ ssf ぎ Telucadiy 岩 94 
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乂国式 英語を 詰す 事 
は 成功の 第一義です 
本校には H 本人 较授 
じ 慣れた 専巧 婦人 软 
師を b 憑 切 じ 貪廣蓮 
信を 社を 語を 敎授し 
ょす。 自疆週 曰み じ 
午前 化 時よ 6 午を 十 
時まで 開 煤し 一 レツ 
スンと 十五 她づ i 
今 H 直 七に ホ 校 あれ 


拜萬 C 毎 巧 十 巧 接 巧 
豬誌 1 郁 十 化 
養 7 Is こ ve . N ミぎ k 畳 


♦を籍 ♦雜誌 ♦新聞- 
縱覺 室を 開 
巧 稼 午前 九 時 ょら 午後 五 時短 

紐 育 ロ 本人 會 

グロー ドウ ゴィ 一と 

電 チ！ クが 1 00お0 
巧 サク*" I 00 と 一 


み W 
■ g 邮 M け 
M U け 0 
佩な M 化 

b 师 .1 
』 . J 化 b 
J 軸 ； i 

‘巾 Me 
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隱療 機械 製作 
運動具 並 お 具 
貴 会 •屬 ぷ時 討 


松 本 


ア ト 

ス ブデオ 


ゴ八 フク ラブ 
ブ ニス ラケット 

を 禪販ち 修理 
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稅關事 お 

を洋 を化幷 じを 化を 
の 輸出入 ホ 法 じ锅す 
ずる I 切の 御 諮問に 
應 じが 道衡船 貨物 運 
賃及ぉ 帆表截 媒乎續 
書 等 進呈す。 重を 都 
巧 じ 化 狸 店を ^ 誠 
實巧速 御用 命じ 應や 

巧險 取扱 


M 

品 

C A 4 

U W M 
巧 m .W 

腿 

八 品 


診療 

ザ 前 十 時ょ h 十二 
時、 午後 六 巧 ょら 
八 時， H 曜け 前約 
願 上 候 

ドク ト八 

山 ロニ 一と 助 


十五 年の 歷を ぁる 営 巧は 多が の 
經驗ご 新 智識を ちす る敎 師を聘 
し 自敎車 
操 縱法及 
び 運 巧者 
の 修爲す 
べき 必要 
な 機關的 
智識を 短 
期間 じし 
て 最も 能 
牵 ぁる 徹 
底 的该街 

を お 習し 拓が 獲得 一を 保 おし 職業 
ロを ち 周旋し ます。 



6 

•W 


▲迪譯 ク調杳 ◊を 渉 
◊買物 0 其 化 岡で も 
5か ~ 频懇 巧で 御 取扱を し 
綺 W 如 I まず 0 
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おのよ 張ず るが かきを 流出の 巧 
おけ 長期 間に 徐 々じ ホて こを 認 
めら れ るが 短期間 じこの 現象が 
現は るれば 恐憔狀 態を 巧 ホす る 
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ニユ ー 3 J クじ わける 金利の 騰 
貴は 化の 傾向を 助を せし ゎるの 
みならず 、本が 爲を銀 巧の 海が 
'じ わける 資金の 調達を 不圓潛 じ 
階ら しいる $ 巧 巧 どなれら C 加 
ふるに 支が 間趙解 巧せ のら 手 傅 
ひ 旁々 圓 1一 づら 外貨 買の 所作 陳く 
巧 はれた る おお、 今 H の 爲替化 
をを 見る じ 到らし もの ご 認めら 
る。 巧れ 共な ホ 化 わ 右の ぉき 內 
を 顯が况 にもる 資金の 移動’ 
ホる を W て、 被を じ おいて 何等 
あ ふ‘ へき 事情；；^ く、 お 融のザ 調 
じ敍 ずる じ 伴ひ自 がじ网 役す ベ 
き 事 疑 ひなし ど 信 や。 八月 中の 
輸入は 一億 八 千 九が 巧、 ぉ 超 S 
千み 巧 巧、 對ま贸 為よ 巧の 輸出 
一二 千と 巧 巧、 出超 ニ 千 四 さ 方、 

八 巧輸お 四千 四が 万、 出 お ニ 千 
乂召 巧圓で わる。 ' 


でょ b か價黨 集の お 塞を をして 
居た 滿錢 、まが どじ 對し速 や 
かじ 

外債 裳 集の 實巧 方を 勸說 
して ホた ので 滿趙 、巧拓 U では 
一時ぶ 英米 巧 集の 不勢を ながめ 
て 膳 機の 体で ぁつたが、 いょい 
ょ眞痴 じを 涉を 開始す る こど じ 
£:*つれ。 す；；>はち滿鐵ぶ、 さき 
じ 議會の 承認を 経ね 六 千万 圓の 
政府 保証 かお 募集の 能力を ちす 
るが、 昨年 ァー メリ ヵ市搭 じラモ 
ント 巧を かし I てを 渉を わつ たど 
ころ 滿蒙 統治の 政治 借 歎 どじら 
まれ、 停頓して しまつた が、 目 
下 同社は 高利 社債と を 利 一二 千 五 
'白 巧圓 、六 か 利 H 千万 圓 計み 千 
五な 万圓を 有する ので、 今回は 
これ： £ 借 歎の 名目 じて を 渉を 開 
始 する はやで 

相手 ら 前回 同樣 ラモント 

氏を 通じて モ 八ぶ ン歸會 を まど 
する 豫定 である C しかし 目での 
當地ボ 壌は 利率 おか 五 厘の 下で 
は 慕 僮 西 難で， はか じ 手數料 一二 
ドグを 要するな め、 わしろ 內阁 
償を ち 利 ごする が、 昨今の 爲替 
相携は 十五 ドグ內 斜はバ I じ 化 
L 約 十圓の 差益を 見越し 場る の 
で 會社當 局は 成立を 危ぶみ。 が 
らも、 どに か （渾 島が 務官を 煩 
はして ニユ ー ョ—ク ホ 壌 じを 償 
を 渉を 試みる こごに な 目 ド 
手績 中で ある。 をは 傳 へらる i 
對 ま借獄 ごは 直接の 願 巧 ；：> く、 

借 疑は お內の 保留を (目下 お ニ 
千で 園) をの 他 じて 融合すべく 
葛 慮 中で をる。 なほ 東が 四で 方 
圓も同 樣を猜 の 要留が あるので 
起債を 急 >11、 昨今は ニュー ョ） 
ク巧裝 よ 6 も P ン ドン 巿燒じ 注 
目し ニ、 一二ち 力 者 じつき 端 踏み 
中で ある 0 


十 巧 
十二 巧 
- 月 
一二 巧 
四月 


化 値 
巧 九 
四 化 111 
四 九 一一: 
四 化 ニ 


髙化 
四 九 六 
四 化 五 
四 化と 
四 九と 

四 九と 

ごい ふ 風で 十一月 ご 二月は 一 
巧に 商 貢がな く 十二月 W 1 巧 
は 弱を みでは あつた. か 稍々 渚 
氣を帶 び 四 弗 化 十六 化で 二十 
ロットの 頁 手 も 出た。 

當 H ホ ホ 取引所の ま 役 等は 午後 

一時から ィン デア •户 ウス じな 
本は ホょ を フランス、 支那 等の 
官憲 代表 筋を 始め どして 重なる 
斯業 者を 招 持し 午餐 會を 催した 
尙は 取引所け 巌 重なる 規則を 
發 表して 會 員の 資格を 限を L 
組合 組織 も' 一巧 ホ義じ 制限す 
る 上 ま 店の 加入 も间店 同名を 
條解 どし じ 上 じ ハ] トナ— シ 
ツ ブスは 一切 禁止す る こごに 


なつて ゐ るが 


ジ m — ナ八 •オプ •コンマ 1 ス紙 


生糸 取引 


滿鐵ご 柬拓が 

外債 交渉 

爲替 化を 街 巧 どして 

東が 巧 償 不認巧 

東京 特里 十-日 發 n まが 拓巧 
巧 憤は 不麗 巧ピな 6 政府は か 債 
を樹吿 したので 閒 化は 痕 城して 
こ ュー 3 — ク巧 場で 四千 巧 3； が 
憤を 涉を 削始 した。 

政府は 今 凹 お 咎巧策 上、 かね 


火曜 H じ 開 傷 式 

旣 報の 如く 當 地の クォ ー 八 街 
じ 巧 あく、 jIH 本 茶やコ ーヒ' — の 
取引所 どピて 知られて 居る ゥォ 
— タ—巧 お 十八番 地に 新設？ れ 
た -K シ m ナがホ 糸 取引所け 昨 か 
曠日 午前 十 時 S 十 かを H て 開 嗟 
式を 擧が直 もじ 一年 十億 弗じ垂 
垂 ごする 綜糸產 業の 取引 じ 着手 
した ° 

化 引が で 極めて ホ じん ま b ど 
した 1 階の 廣間 であるが、 
通信 一^ 關は 電化 づ くめで 迅速 
を 巧. じ、 チブ 々！ はお 內 のみ 
むん ず、 パタ 1 ソン、 フキ ラ 


は社說 じがて 取引所の 新設は 單 
じを 糸 取引 や 機 業界 のみでな く 
アメリカの 一般 財界に も 影響を 
及ぼす 重要なる 出 ホ 事で ぁつて 
取引所が をの 嚴垂 なる 規則を 適 
用して 善導 するならば ホ自 がな 
時 懼め動 搖を巧 止して 庸業 をを 
きじ 置く であらう が 若し 一 ホを 
誤るならば 過去の 悲劇を 繰 返す 
恐れが ある £ て 取引所の 幹部は 
投機的 傾向の 巧 止 じ細必 の注窗 


を拂ム べきで ゐるど 論じた。 


をけ 平作より 增 

東京 特電 十-日 發 N 今年を 收 
獲は豫想ょ^ニをょ屉减ホがょ 
ら ニみ と庙增 である。 


日 離 帳な ご 金利 

まま 特電 十-日 發 == 發ゎ 高は 
十】 慮 セ 千 おな 万圓 、を 巧 余力 
はとな 方圓 にて 貸 出 高は と 億 \ 
千が カ圓 、翌 H 物は 屯遥 よら ~ 

錢 一が、 お饋 手形 ば 九 厘 五毛よ 
b i 錢一 二度。 


モス リンの 操短 

ま 京 特電 十日 發 n モス リン 操 
短は 吉ケ 巧閒繼 結に 决定 した。 


デ 半 フ冲ァ をの 化 斯業に 關係 
のがい を 地に 通 やる か 
取引所を は 特じ關 係の 深い H 本 
やま 那二 も趣電 される こど じな 
つて 居 .V 開 複式は 所長 ジャ ー 
タ 氏の 極めて 簡單な 挨搭が あつ 
たを、 一一 ャーリ 氏が 寄附した 生 
糸 一 おを 競 賣じ附 して、 をの 賣 
上げ 千み な 巧は 開 填 式が などし 
てを 共 事業へ 寄が する こど 5 な 
ら 、直ら じ 取引に 移つ たが 
流石は 最初 S 取引 だけに 綻合 
ひもを b おしくな く、 量 も 極 
A て 少量で あつじ。 十 時 一 こ 十 
かの オ ー フニン グ から 十一 時 
じ まるな 場を 見る ど 〔單 位邮一 


九月 上旬 賓易高 

栗 ま 特電 十日 發 N 輸出 W お 千 
一二 h 六十 八 万 九千圓 、輸入は 隅 
千义， u-v 十一 ニ 巧 ニ千圓 にて 差 引 
出超は 一二な 九十 五 巧と 千圓 であ 


模造 眞珠 ミ關稅 

原が お 書記を 報吿 
〔セ 日發〕 米 闽挪稅 委員 會は關 
税法 己一 置 おに 化る 模造 眞珠輸 
乂曲稅 五 割引 トホ 説查 中の 處ホ 
る 九月 二十 五日 脚 係 業 まの 公聽 
曾を 開催す る 旨を 吿 しわ。 



^^^.操縱、 隙が敎習、 

點乂 、電池 等比て 
懇切に を お 蜜 巧兩巧 日喔ら 開校 
日本人へは 巧 山 氏 專巧あ 巧す 
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mmm 


九九 九九 

吉九中 一 セ 上 

鳥 あ 

雷 純 

六 五雄 六 五雄 

—お - 一号と 


Wing Hing Low 

排 mese R が lauranf 
お魄 8' 削 も CHy 


yua 打 g Gan Low 
Chinese Restaurant 
m W . 脯 h , 化 Ci わ 


Beem Nom し ow 

が 4 •か h Avc . 

Bet . 2 Sth .29 th St . 


Koike Studio 

730 F け th Av た 
Cor •巧 化み • 
Tel . Circle 4406 


C お y Hali 了 ea Garslets 

170 NaMau み. むか 
N 巧 t to も e Tr 化 u 瓦 9 技1ぉ 
Loo Lin M & uag か 


□ □曰 ロ 


Coilege Inn 
31 郎む Qaiiway 
8 此巧 3 rd & 124 を お s . 
1ん 强 ornin が 舶 7 が 9 

持す ！ 日 
至宮 • Si マ 礎 
午 午 選 滞ィを 

套 ： h 

播懼 
をに 
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ま ク主希 巧 度 君 云 T で 巧 茜 腐 ホ 

す マ、 上 卒し じへ 目 第 理君前 本せ じ ミ 
。イ 日ま繁 ては ばのと をのを 横^が 
、醒 す々 居 飼 直 チ 街 差 嗜渾巧 が 
をは。 御 まるぐ ャの 上がつ 理^ 為^ 
懲錢 ちす 程 H プ 巧げ じて 人 >1#* 巧 
が 頭 巧。 巧 本 スニま 適日歐 ぶろ 
を、 の 評人イ 十す す本廉 
を シ 程を 諸と ちめ る 人が 
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をし ますから 績 々勘 
巧 ホを 願 ひます 

£娜 ホ興縷 

晚揃 ひの 巧 理人數 を 
か 日本人 諸を の 嗜好 
じ 適する 料理を 差 上 
ます。 蘭 I ニ 時 迄閣店 
(百 ホ 亞了目 サブ 
淳孽 おの 下) 
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やべ （お 蹈巧キ 巧 
本 養 お 引を 顔 巧な 
お 上 舞 案 巧 申上戾 


ずを 燒 
ホ じ 御お理 



レヤ トル 巿 

NP 旅館 

WO タま f Ave . S ? Meat 二 タタ aab . 

停車 巧が 巧 まご IT 左側 K 階 建 
日本 巧 船 切 巧 取扱 波戶場 送迎 

巧裳區 域中必 、媛 領宰 館、 H 本 
敦船其 化 お 巧 大會社 巧き 巧 巧 

桑 港-;; け ホテ卢 

巧 日本を (特別 間 ぁ b ) 

御 一巧み 第 自動車 御 ぉ迎申 上ち 
ご 2 C 皇 iia F ぎ Fraiici 篇 0 . G 童. 

周 圍閑淸 ，を氣 新鮮 

巧 人 棋樂が 自曲亭 

58 ジ nds St . Bro 堇 n . N . Y . 

TeL Triangle 74 な 


▲淸 潔， 親切" 氣樂 =1 二な ▼ 

勢炯纔 

巧み 事を 乂蹈を 作 
2 沒 E . 冀を Str ま t 
Tei . R 另 ミこ 這 S 

器 巧旅纔 

な 川 作 一 
呂三 ast 1 罢三 treet , 
羣宴養 a 至 誇 一 


一力 旅缩 改め 

を 國旅鑛 淸水 

基 W . 雲 Si f Y 夏 
Tei - susquehia 黒 10 


紐 育旅舘 —*1 

棠妈卡 了 呂ニ闡 ニ 香 
Tel Ca 皇 enia 夏ム 


ボヌ トンボ 

富 丈 旅 舘大涌 末を 

145 Wor 吉 蔓 St . す鲁宝 ass . 
ぎ 


住みが 地ょ き淸 潔なる 室 

御 下宿 松 おが か' 

1 是 Lexingi ミ Ave . 

Tel . Eand なお 

費府 御旅 舘 

桑山淸 五郎 

さ 8 ぎ 量 害 St Phiiade 言 ia す. 
Tel W 害 己 7231 


酱 独難纔 韻— 白米 

日 ネ采鑛 食 巧 轟 鱗 觀 

巧 田醬油 採式會 化を 巧 一手 賈挪巧 

白 本 食料品商 會 


舞 頸 個人— 

マ 社を ^ ンス A 

ザ ま 巧ホ溪 A 

ミ T 寧 
親切 

執十賠 7 お 十一 時 

おヤ ジア® ダン シ 

ンダ 師範 學校 卒業 
，ム 接タ一 
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巧ず 重 雄 

紐 脊巧あ 昔 十四 T 目 
ニニ！ 一; 蕃 ニー 階) 

1 晋 羣養養 

S W を 一を さぎ. こ' C . 
ぎ B 鲁を 養芸 873 

_ I 


高等 御旅 纔 

東が 縮 

會庸鄕 料理 


御料 理餘卽 i 

太 陽 

壽司每 日 あちまず 


高等 御旅 舘 

昭 巧 

會藏 御巧理 

一 


紐 育 唯 一 の 日本 百貨 诸 

舞 桐 兄弟 商會 

スマ ドン •プ 0 ダク ブーず 化資元 


日本 理髮 館淸 

西 四十 一二 了呂な 番地 一一 酉 六 室 

タダプ フロア (镇ち 街 wgj 十 nlTg $ 

日本 散髮屋 則が 浦 

おヶ 年間 中 树巧ご 共し 就業。 

ジ卞 シンを* ソ、 3 ツ 3 

31 去. 畫 S 三 . i 養 

《里- 呈 umb 贾 lue - £ Ce 吾 ； ark W 夏 t 


異お 目なる ホ 職 固 瓶 じ お 雇 
なる 職裘を 罔旋す r 


宮が 事'! 


紐 育 お 西 四十 ニゴ 一目 百せ 一 を 

潭 •，ず • /」 おお 八と 

語 フライ アン 一九み 化 八 


煎餅 跟 、小賣 
岳 腐： が 撰 
日本 食料品 一切 

wfin 己 W 巧 Rln 《广 ak 巧 rp 

票吉 ミす e.l 
覃量 a 資ニ 

ロス アン > ルス 

ホ リン ピック 

ホテル 

ニ 7 N S ミす ds 苗-_ Los A 量 le 产呈. 

元 黒 蹄 旅舘奈 良盧藏 
184 H 雪 SU 巧 呂 kly 产 N J 
お 二を 享篇ニ 

木 旧 ル— ミン グ 

1 呈 7 ザ こさ. 呈 .苦 & 呈 ず S すを 
Tetepbn ニ逼 nt 8827 


ヤ軍 

力 お 


□ 


□ 


T •網 

00 

九 五 


鳥 

至 ニ 
五 化 


B •が 上 

^-軍 か 八 ぶ 六 
力を 九 四 六 0 
註。 ャ 軍は 4 ン キーズ 。力 お 
は 力 1 ゲナ A ス 。ちん 軍-は シ 
ヤィ アン ッ0 ア 軍は アス レブ 
ブ クスの 蓉 字です。 

鳥 羽 階 敗し 

凰 旧 勝つ 

N 巧 H のを ホ 庭球 戦 iH 
窠 四十と 阿を ホ 庭球 選手 權戰 
は 初 U のが 化 亂ご絕 巧 S 丟氣で 
をつ た爲 めが H こして はを 數の 
觀 衆を 迎 へ センタ， •コ J •トを 
始め アゥト •サィドの コ—- トじ 
は 孰れ も フブン の 血を 湧かす に 
充が である 一 
激 戰が满 せられた る 一中 じ 
米國 側シ！ デ ブトの 游一控 I でぁ 
る ヘン ネッシ ー が キン ダ 巧 ー爲め 
もろく も 敗む る ど 一ぶ ふ 逃手權 
戰顯始 3 ホ 未だ 記鐵 じない 一大 
露 狂を 淸 おし、 君 將ゥ ホリー アム 

ス 、ゾ クン ユバ！ ン おがけ： ヨン 

ジンが 變 む、 が爵 側の 若 ま 一逮で 
は 儲國の ランド タ） がロッ I トの 
爲 めじ、 釀狮 のム— ンが纖 顧の 

主 基 巧 斬 案 

東京 特電 十一 日發 -= ホ i 盎旧 
巧 米は 十ち 十と = 納入 J で。 

死んだ 娘磬 へん. 

東京 特電 十 _ 日發 n 千 縣 
東 葛 飾那酿 をが 木 下い ち Sr ( 
十九) は 必臟麻 痒で 巧 己た た 
が 葬儀 中 磨へ つた。 一-;. 


を 園 

プグ 

るが 

千ネ 
pi ュ 
每春 


ボ ッサ 一の 爲 めじ、 墨 國のト I ビ 
K が ド！ ダの 爲 めじ、 療辨並 I ホ 
ァマンが シ！ ザ ドの 爲 じ' ぶび 
挪圍の デ •ビ 3 — がァ？ ソ 方の 

鋒 先に 討死す る却戰 恶 
の 中 じ 恩 旧 選 ホは ホ國 ィンド II 
て 選手 權化ぉ 者ので デ 0 ット f 
お戰ニ 時間 余の ホ 勝利を 谣し t 
烏 羽 選手は 巧國み ァゥス チン 了 
センタ ー • n ! ト じがて 戰つだ i 
が 遂し五 セットの 後 惜敗ず るに _ 
まつた。 恩 出 選手は 第一 セ ブト 
だ四凿 一にて リ ー ドされ て 居で 
らカ國 して 四掛四 どなら 玉 デ-) 
ット のサ！ ビスを 敗つ て 五掛巧 
にて リ！ ドした けれ 共 遂に 化 t 
とに て豁一 セットを 失つ た。 黃 
一一 セットは 四 對四ゲ —ム- 己な つ 
て殘 るニゲ ー ムを 奪つ て 

勝ち 第 ミセ ブト も 亦 之 か 
艺 同じく 四勒四 ゲーム の接戰 i * 
潰 じて 媵も鑽 四 セットは 長驅し 
て四發 I じて リ ー ドした 時エゲ 
ロットは 遂 U 棄權 して 了つ だ-ー 
鳥 あ 選手は 第一 セット 第二 ダ t 

ムをサ ビス じ 勝つ て ょら 殘る苗 
ダー ムを 連敗し 第二 セットは 養 
戰 して 一二— 一 ダー ム にて ブ 1 广 
しあ 局 じがて ホ丄 こじて 勝ち ー飞 
ットォ ー 八と なつた 時は 觀 ホて 
ろ 破れん 許ら の 喝采を おびた- 
莖ニ セットは 正 じ 勝敗のを 岐な 
でぁつ て 鳥 羽は リ） ドして ゐ乍 
ら ジタ ジリ ど アウス チン じ 追 ひ 
付かれ 第 八 ダ！ ムの 如き 五 — S 


ゲ ー ム じする 絕 好の 機 會を作 b 
乍ら を じ 

長蛇 を 逸した。 鳥 巧の サ 

— ビス VJ バック^ンドが 牛み し 
確實 であらを がで わつ たら フォ 
ア^ンドの 武器 ご。！ ビングの 
的確 巧を 持つ て ゐろ鳥 羽だ窠 S 
セットを 收 める のはを 易め 事で 
みつじ 0 - 

ニ ユワー ク 'じ 

礫の 園 出現 

首都 じ對抗 よて 

過日 ホの 豪雨で 首都 ヮ； I ント 
ン のあ物であるポ！ト マ ク巧 
脾 じぁる 日本の 八重 稷 がわ はれ 
も 姑 巧した ので ホ 常に 蜡 しま 
れて 居る が、 當 地の 爵 岸-一 ュー 
71 クじも 巧く 首都 じ對 巧して 
吐 本 5 樓の 園が ぉ 現す る 主い ふ 
化 報じ お L た。 

こ. の樓は フン ッ キス • 八ュ 
ド 夫人から ニュ] ジャ： >1! 巧 
のェ ャッス 郡を 圈讓 じ备 贈の 
ホし a みがるつ たもので 
謀では これを ブランチ 
1 クを 圍じ植 ベる 尝 でん 
この 楼は 二十 雜 ょら 成 
じ 達する もので 移椎の 上ん 
ジ卞シ ー 州のを 物と し 立 
巧 見 客を 呼ぶ こ £ であら 
是 たら 聞いたら 

大日 本 あ Q 巧猶 

み 東を ぉ 蘭 報の 巧 本 常^な 鷄 
役 一巧が 昨が 渡 ホして 日本 
あ』 豫 約を 試みた が 最近 if 受し 
た 『新聞 之 H 本』 のが 報じょ る 
ど 萬 鞠 報 社は 財 あ 園 難で ゴタゴ 
タが 越を け 本 常務の 退 巧 闡題も 
起-^、' 同巧のぉ資額約巧巧圓の 
遮戾 じついて 蘇ず が ある やぅ じ 
傳 へられて 居る。 

み處 がを の 國巧圓 どい ふ 一 のは 
同氏が 出版部を 巧の 大 H ホを を 
たす さへ て、 米 國じ渡 b 岡 化 じ 
わいて 約 ニ巧圓 なの 收 入が ぁつ 
たを の 金で ある。 之む は 岡 I 巧の 
お資 どは 認められ お。 とかで ゴ 
タゴタ が 起つ て 居る。 

A こ i ニユ！ ョ！ クで も 同氏 
紹か 人の 顔 立て や 義理 じから ま 
れて 一人 巧 百 巧と いふ 大 をを 支 
拂 つた 連中 もを 少 ある 巧で ある 
か、 こんな ゴタ ゴタが あつて は 
今の VJ ころ 出版の 見 & みがた { 
ぬ譯 である。 

商 賣往巧 【十と】 

島山 下宿 關業 

當巧 第二 禹 一八 一 0 番音一 
了目附 あ) じがて 津を 店を 開業 
しおる 島 本、 山 本の 巧 氏は 同所 
じ 島山 下宿を 開業す る こご^な 
b 1 室 一巡 一二 巧な h 食事は 巧を 
じて 一を 二十 五 仙 乃至 一二 十 お 仙 
ごし 大勉强 をす る 由で ある。 


開業 披露 

今般 レスト ラントを 經營の 旁ら 
グー ミン グを經 營し室 化は 一過 
吉 巧ょ b 、 尙 ほを 事は 和 巧 食 ニ 
ム-五 伽ょ 主 二十 直 仙 じて ホ 上げ 
ち 樣の巧 利を 計ら 可 申 巧 ネ御蟲 
音の 程を 御 願 ひ 申 上げます、 

i ■〔島ち 

- I 181 三 hird す， Bet . 1 言ず & 10 とぎ 


ャ軍 
居 人が 


ア軍 
力 軍 


指の 潇烧 わい しいの 镑 

會席 御巧理 

畫 食は ホ廣へ 

巧を 筋 化 ま 巧 大巧 强 


割嚴 並に 御旅 舘 - 

ニー § を 巧 

9 兄 弟 

化 巧 巧 巧 八十 八 T 目 一二-一二 
S を スカイ ブ 1 とん ニニ 


日本 食料品 類ぶ び 雜貨類 卸小賣 

が么素 大資挪 桑 山商會 

が刊 書籍 雜誌ホ 間 物 日用品を 種 


日本を おお 
日本 お貨お 
香 辖巧雜 誌 


お 夕 化 時を を 業 

メ 1 グァ ドレス 〔年 一堂 

東京 巧會 

ト ブンタ 巧ち ます 


白熱 化ず る 

爭覇戰 

懸賞 豫 をの 殺到 
旣報 のか < アィリ-^ ン •リ 1 
ダの ペナントず 覇戰」 も 云 ふべ 
き 費麻ア スン テツ クス 對 ヤン キ 
i— スの ダブ 於 •へ ツター ズは去 
る H 權 H 午後 一時から 開始され 
たが、 この H 熱が した フアンは 
を 朝 六 時ょ らス .タ •ブ アム じ 赴き 
て销 瞎を诗 つの 廊 九を 呈 I 恰か 
も 化 あ 野球ず 顆戰 のかき 人氣を 
j 生みて 入場料 - V ぶ拂 ひし 者ん 巧 
一千 六な 二十 二人 ピ いふ 新記錄 
を 残し、 ブタデ アムの 內 かじ 密 
集し じが 集は おじ 二十ぶ 人 ど 註 
せられ じか 

第一 回目は ピプ ダクスが 投し 
てぶ お 零で ヤン キ ー ズ化 勝し 
窮 二回 戰 はと 回 肖まで 一二 お H 
.の タィで あつたが、 窠ん 回目 
のお範 にミユ I ゼグ 左增 じよ 

I 盛 打を 飛ばし 遂 r とお IV をな 

I て ヤン キ—ス が ニ 勝した。 
巧リ ー ダは 共に 斯 （按贼 を 梅め 
て 居る ため 本社 か黃 集し わ 懸賞 
ペナントな 巧 も 最後の 十 円 じ 到 
b て お 到した が 投喪者 中 じは 焼 
をを 無視し、 た ごへ ばヤ 。キー 
ズ がを 府ょ b 二回 勝 越し 巧 ごい 
ふ 潰が どした 回答の タ いことは 
造が であつ た。 應黨 をはな 記の 
かく ヤン ネ ー ズ义び 力 ！ .->ナ み 
ス のをな か 大ホ較 を 占めて 居る 
□ 

- 靑お會 一二 回を 
勝 を 
ヤ巧 一 00 _ 四 化 
i パを ー— 化 0 1 六 四 


.化 京^ら 化 平へ』 

を 高 ^靑 天ら 日 旗 織へ ろち 都 

過ぎし S パ 年の 間、 ま 恥 四' 白 I か 巧、 がか 殿を 


を 州 化な の垃ホ か. レ >親し （けび 
掛けら n た 『化を』 のお^、 永 
をに 葬 b まらい ちりは ホた。 

輿 じ 巧 U 令 一朝 じして 君 
臣 をの 地位を かふるなら いのち 
那 vld 云へ、 巧び U ら され、 間 
きなら ごれ じあめ 『化 京」 の あ 
がを 上の 一隅 じ S み殘 さる、 を 
お ふ 時、 威 お 無 直、 ぅた (巧惜 の 
情 じから る^も の、 た" じ 化を 
がでの 巧 民の みで あらぅ か — 
一度ち だの 空 高く 靑天白 H 巧が 
が げらる I や 

中華 の践 民は 期せ 中して 
このが ド じ 集よ 6、 化 方の 雄 張 
作 森は 追 U れ、 一二な ザの 歷 を じ 
かぐや < 化 巧の 名は 巧 かきを を 
家の ホ じよつ て、 をの 名 も ふさ 
はしく 『化が』 にな めら る/' じ 

まつた のでみ る をの 昔 燕 じ 

よ b て剧設 された 燕 京は、 幾多 
波 滿^中 じ も ニ 千を がを を 中 固 
じ君械 する もの、 を 化の 巧で あ 
つぃ。 滿洲 朝廷 淸 もこ iu 

额を 移し、 燕 东を化 京 ど 
なめ、 これ じ おしを 陵を 巧 巧 ご 
號 し、 內外刷 巧の 實を 一； よ k 
擧 げやう ごした。 中原 征服の 氣 
I 轉が をが つた 淸 朝は、 經 溝を 超 
一越して 化 お 無比のを の大 宮殿を 


中心し 火埋 巧 ‘ r く^一 ご舊 
まれ、 午 巧、 中 お 門 等 こぶを め 
r る 諸 大巧は 天に をび ゆ トを化 
雄大 前古 無比の 樓 門は 間 もぶ < 
築かれた ので ある、 綺昭 をれ ざ 
b 脂が のを こむ る 官女が、 乂ザ 
治を の麥を むさぼつ た 現 化の 龍 
宮化界 はこ {に 現 おした、 この 
當 殿を 中央 じ 四通八達、 ホ 然^ 
る 今り の 化を の 都は こ！. じ、 一 

繁榮 したので ぁっぶ 31 
しも 豪举を ほこった 淸朝 ミ^も 
のを 礎ら お命じっ t くを 命ムき 
統 ホは 追 はれて 淸齒 は民國 ぶ。 一 
ろ、 ホ灌 をは 遠 化 凱、 黎元 化： 
張が 霖 じいた るまで、 時 じけ ス 
總統、 時じー：^大元帥の名じゎい 
て 支配者は 幾度 も變 った。-^ か- 
し、 城廓を め C る 赤い 壁 巧みの __ 
眞ッ合 U 大理 巧の 舖道幾 棟ん 賴 
づく 

金 殿； 玉 棲の 黄金色の ぃ す 
かは 一二な 年のを をの ま t じ 化 _ 
のを i 化が 民國 のぞ 都のを 仁 
て繼 がいて 居た. ので あつた 
ヤじ おける ぺト U ダラ！ ドが ザ 
.ニン グ ラ！ ド じ 改められ たる 
おく、 かくて 親しく 巧び かけ， I リ 
れた 化を の 名 も 幾多の 悲を哀 


狙營した。 か（て四ピを洲の首 を殘しっ、、永遠じ葬り去られ心!^ 
耶 ごして ふさは しい 巧を 殿は 大 のでを る 「 


ホ 上 金魚 巧 

苦 8 巧董 Ave •、ミ 三 ミ k C さ • 
巧 ho ミ Circle ち お 



<^> 


Nippon 

Di*y Goods Co. 

1261 Broadw 巧， なわ， 
Cor . 31 si 化 

Te しお nnsyivania 巧 S 日 - 目 1 
Room 4 巧 


化 阳 Trading Go. 

151 ぶ th Avenue 

( C 〇 r . 21 ■がみ.） 

Tel. Al が 叫 uin がが - 47 


imoto.Bros., Inc. 

Formerly 

M が ubacbi & Co. 

け Easf 17 化ん Ui. 
lei. Algonquin 8266-67 


化邮 化 W ， mSH>S SONS i 


BROADWAY 

OPPOSITE 

S1.PAUL7S で HAPEL I 

AT VESEY STREET | 


IVmMURA 邮 化 | 邮.， 

が 巧ぶ 化 化 d 化， 

New York City 
Tet. 目 ramerc パ 8 即 


THE FUJIMOTO 
な 削 (ms 邮 ING. 

1 巧 Broadw 化 H. Tf. G か 
む i. Rector 241 8 - 3 お 9 


THE 艮 ANK OF 削 OSEN 

Room 10 巧 1 化む oadwa も N. Y. 
Phone. C が Ian が 8583 


Tti パ iim け omo Batik, L 化 

が W YORK が 巧が 
Rsc 田が 4 
1 がわ oadw 巧 
Tei. Han 日 巧 ! ■ 7444-744 旨 


Tlie Yokoliaina 
S() が お 貼 化 , Ud 

5 も Flo 日 r,. Equitable Bid も 
120 Brosdw 巧， ん Y. 
Phone Rector 2550 


Tlie 貼 化が Taiwan, LM. 

お om 515 

お nnensan in 巧 sting Building 
巧 S む oadw 巧 ， N J. 

Te し Cwtlan が 7232.3344 


なけけ 加 in が 0., I 邮. 

Impoders & Exporters 
. 101 Fifth Ave.J.Y. 

! Tel. W が 叫 uin 3 の 3-5 

! 32 ? 化 Madison 化 eet 

I Chicago, Illinois 

み 


n 本陶蔽 黑雜貨 類卸賣 

ザ元ブ タザ ！ ス 


日 木陶媪 器雜貨 

ラム プ卸賣 

奈良賓 易商會 


日本 吳服 反物 キ モノ 

テ-一 フルク ロ 1 ス^^ 

諸雜貨 卸商 

懿日本 ドラ ィグ 1 プ商會 

特別 廉價で 大勉强 新 流 巧は 営 店の 特長 


H 本陶 黑雜貨 
ドラィ グ ー ブ 卸販賣 

龍 贼巧木 桃 ホ 組 

MOOI , MOM 020 产 Co ., 13 C . 

105- F ; 一 ま h St ., N . Y . Tel •ぎ yvesant ま 苦- B -7 


賢 命を製ナ^フ銳筆類 
を 

蘆 ♦金剛む む 金 胸 飾 類 
寶 ♦金銀 製烟草 入を 種 

巧 

巧 ♦美麗な ピン 時計 鎖 


IL 0 

Y C 年 
け M 3 

W け 巧 ^ の 

M 55 ? H W 

j gg H M ぶ 

巧 ^. ill 

■H i - - - f Do Dp 

H 

T — 


資本を 壹 お 旧 
拂这濟 資本を 六 千お胜 
棟 立を 六 千 寮ち 巧阅 

齡賦ご 一 ザ 銀 巧# 支 巧 

本店を 巧ボ 日本 橋屬 本を 崖 町 五を 化一號 
す 巧 小が 日本 おを 內 某文〕 お 巧 
名ち 属巧都 大お西 ( 大拓〕 巧戶 
廣を下 熙門司 若松 お 岡 長 巧 
上がが 致を 買奶水 


も =1 峭 

邮細 細 

B k W 巧 

•が 削む お 
.巧 叫ん j § 
b E M M 

u h d ^ 

お M r 

S .— m B T 

邮如 

—•r R t 


お出 乂爲替 ，を 信 送を’ ホ 送を、 旅 巧 信用が 
巧 業 信用が 其 他 一般 银 巧ち 

ん一写 囊銀朽 がを ま 巧 

徹里 送を； 日本が 化 おキを お？ 迅 ま化圾 
本店 預金 (を 巧 通知 ノニ 補) 御 便利 取圾 
本で 巧を 巧 (本 巧)、 大較 、神 巧* 京都 
巧 止 化 S & 雲、 ト を* と踪 、な 段 


W 做 版 刷 
— I L Y 化が 

苗 

L 醒 

W - 


八 ィカ ラな 紳± は 

化 立 服 を で ロ しまず 

夫れ はを < 身 じを ひ、 を 掛けは 思く、 そ 
して 化 ホ 合ょ らも 長持ちす る 事を かつて 
るからで す。 弊店は タ數 U 米 純 L の 御用 
を 承つ て 居ます。 

N 化廣吿 じて お ホ 店の ホ じけ 

六み 割引を しま fn 

脚注 义 のを 巧 じ 係 はら 乎を も 巧 巧 巧て 
見て ド さい 

ウ オル々一 エンド フロ リオ 冷 服 巧 


ラム プ 及び シル々 シ N — ド 

製を 元卸賣 手 塚商會 


H . Y . HETSCKA CP 

15 ぞ st 2 呈 St : N . y . 呈 y , ぎ呈 eiss 苦 ； H 


▼郷里 送金 及びを 送を (お 手 巧 巧 r 外面 
巧辞賣 買、 巧巧替 取組 取 立、 信用 巧 » 
巧 等 一般を 巧を 巧 狗巧巧 じ 取 巧 可 化 お 

S 脱臺灣 銀朽— 出張所 

ネ巧襄 巧臺化 

支店 巧を、 横 巧、 大阪 、神戶 、上 お、 巧 
ロ、 福 巧 厦門、 袖 頭、 を 港、 馬ち 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 丞 K 

々グ 々ッタ 、な 致、 其み妥 货十 巧ヶ巧 

一、 資本を 赛隱圓 (を 額拂达 巧) 

一、 構 立を 九 千 九な 五十 お 回 

巧 地 本 支を：^ 演 (本 巧) まを 大阪 
が戶 をの 下 おを 古屋 

機濱ぶ 金銀 巧— 支 巧 

ホ 留ぞま 巧 = を潘羅 度沙巧 巧を 
其 他 世 ホを 國ま要 都市 ニ そ 巧及コ グン 
ス 有之孩 


本 巧 大阪化 お 五 了 目 
が 育 支 巧が 育プ 甘— ドゥ 玉 1 百 网十义 香' 

難 住ぶ 銀行 

3^ 弓 (東を、 橫淺 、名み 属 "京都、 巧戶 
尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 ホ、 下ノ瞩 
地 ま 巧 一巧 司、 小 倉、 巧 お、 階を、 义留 ホ 等 
本國預 を、 鄕里 送を 等は おめ 
て 御 便利 巧を じ 御な 极可中 お I 


本な 朝鮮 巧が 

ま 店 お 張 所は H 本內 地の 樞要 都市、 朝鮮 
滿洲 、支那のを 地 义び滿 嶺巧德 

朝鮮 銀行 紐 育 お 張 所 

外 固爲替 一般が 巧棠務 精々 巧 巧が じ 化 扱 可 

み上惧 


藤本 證券 會な 

一般ち 僧® をノ赁 貫、 引受、 慕 あ 
▲を 飄，？ さ 品 スこ切 ノ業巧 

I 城 藤本 ミミ— 力-銀 巧 

紐 育 お 張 巧 


陶が 語、 雜 貨卸實 

森 ザ ブ タザ^ ^ ス 


雜 ち 陶巧お 

ドライ グ ー ズ卸餐 

太洋 貿易が ホ會な 

ち巧ボ お古、 ボストン 


巧 員ん 巧 小ぃ質 じ睹驗 

ある 店員 一名 至急 賴 みたし 御 ホ 
聞の ホは 左へ 御 ホ 談ゐれ 

餘 •江 商店 

だ 02 B 吕 を 壬 さ， t 吾 


» J ホろ ホ締 若の 經替 じは 最 
ft も 適 當；^ タ年賣 6' 这 

むだ 下宿、 都を じ 化ろ 至急 破格 
じで 譲 度し 委細は 書面 じて 左記 
へ 御 照を あれ 

紐 育 新報 社內 PO 六 百 五を 


醫學ぶ 4 嗤學應 用 治療 
矯正 術 開業に つきて 

一切の 疾病は 皆 身 必柯れ かの 缺 おじ 基因し、 且つ 化 二者 瓦 じ 
相關 係せ ざる ものは あ b ま 甘ん。 斯 のかく 身、 むの ニを はを く 相 
離れざる を おて 一方の 疾 おは 必ずず 他 ホの 疾病 こなる をを かれ 
ませの。 故 じ 病患を 醫 する じ も 器質的 即ち 身 部よ 5 する もの ど 
精神的 即ち 必部 よらす る もの どの ニ 法が あちまん*。】 を 生理 療 
法 化を 精神療法 又は 必理媒 をど稱 して 居らまず。： 肺ら 必部 よら 
治すべき 疾病は 其 数が 甚だ 多い。 神經 衰弱、 不蹈 お、 ヒス ブブ 
1 或は 神經痛 貧の 如き 神經牲 疾患は 悉く 化 部じ屬 する もので あ 
b ます。 されば 必巧 療法は 所謂 宫能的 疾病に 對 r て効顯 最も 著 
しく 更に 器質的 疾患 じ對 しても V む理 療法の 併用せられ ると 否 ご 
が 其 結果の 上に 著しき 差 建を ホず るので あ 6 まず。 然る じ 現 巧 
醫學の 進 ホは 專ら藥 物的 巧手 術 的 治療 郞も 生理 おを じ 偏し 易 （ 
患者の 精神 作用を 利用して 治療を を ふす る 必巧療 をはな々 顧み 
られ ざるの 感 わるは 甚だ 遺憾 ごする 處 であ b ます；。 

なは 元來が 巧學を 考究し、 必狸 をの 纔菩を 協め 巧 年 東京 じが 
て 帝 國必理 療院を 設立し 久敷 治療 爆 正 じ 従事 致しで おらました 
が 斯業の 愈々 擴大 する じ 件 ひ 醫學硏 をの 必要を 痛顿じ 感じ 巧び 
渡 ホして 數 年間 醫學 を硏巧 致ました。 爾後 クリ ー プラン ド醫稱 
大學を 卒業して M*D •を 獲得し 且つ 巧內務 省よ ら醫術 開業 
を狀を 受領し ぇした が、 禪 々の 事情に 妨げられて 乂敷 何等 化 ホ 
面に 貢献ず る 事が 出 巧ませんでした。 然る じ 今 巧 幸に してが 育 
州よ らお まじ 臀術 開業 免が 狀を 得、 當地じ 於て 開業を 致す こご 
じなら ました。 

なは 所謂 生理 療法 じよち て 醫藥を 用 ゆるを は 勿；？^ おら じ大じ 
必理 療法の お 則に 隨ひ 精神が 巧を 利用して 身也兩 に 直面して 
疾病 治療 及び 泻癖纔 正の 術を 施し、 なて 聊か 社會を 仕の 實を擧 
げん i を 冀ひ逐 に敢て 先覺諸 意の 御 後援を 仰ぐ み 弟で あ J ます 

昭巧 一二 年 九月 ドクトル 山 ロ ご 之 助 
7 。 Meaman Ave ., zewYork city 
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ロナ メ ー 力ー の特 一臣 

も本人め お買物じ は特別お員.5最.^^;無 
巧で 御 案 內致丹 電話 义 はわ 手 俯 癸 第 御 
訪問して 御 便宜を 計 6 初めての わ 方に 
對 しては 特に 注意 致します から 是非 わ 
立 杳ち願 ひ 巧、 巿內 配達は 勿論 U 本 其 
他を 化 宛の お 荷物 發 送は 當モで がし 巧 


ジ 3 ン ワナ 


力 




にぉ M ♦♦太 

巧 邮い日 支ず 

遗本 W 作 

P A W をを 巧 
Kg " の 

战化咖 十十最 
い Mi 日 g 

W 心 巧 間間 航 

肥省 ♦♦路 


晚香坡 每ニ遇 一回 出帆 

▲エム ブレス お巧亞 (ニ 六 玉呂 巧) 

九月 サと日 

▲ユム プレス 亞細亞 (妄ふ 客 お) 

十 ぉ 十一 日 

▲エム プレス 加奈太 0 另 •爱 0 巧) 

王 巧 一 H 

▲ M ムプン K 露西强 0 男、 爱 a 唯】 

十一 巧ち 日 
一等、 二等、 一二 等 及び 下等 客 設備 
最大、 善美、 最 快走のを がが 行 船 



A を 新式ぶ 窜疆蒲 巧 食のを 富# 巧 もる は 巧視負 
の おみ お 切 T 容ミ 共に 當 化の 萬 さする 巧です 
▲當せ 太平洋 航路 一二 ま設 がは 全部 单 を 的な 庭み 
おし 圭 しわ、 巧 じを 巿 なのかを は 巧謂ッ — V 
ス トサ I ド义は スナユ デ グヴ ダス 巧 上の 
巧 植み備 へて 居リ ます . 

® 桑 港 出 晚ホノ ググ經 ホ 【正午 出 化】 


天洋兑 

コレア 化 

をが 乂 
西 比 利亞化 
大巧 化 


化 巧 廿ホ日 
十 巧 十日 
十 巧 ホ 巧 日 
十一月と 日 
十一月 甘 一日 


® シアトル あ 帆 〔午が 十 時 お奶】 

橫潜化 化菩 一日 
规貸丸 十 巧 二十日 
伊. を 見— 十 i 言 

受 を黃线 日本 巧 か 賊 

犯 幾 か 九 巧サ 一日 
香 おみ 十 巧み B 
A お靑出 奶芭を 窮經由 B ネ朽 投物 船— 貫ニ潭 
▲錫 道 瑚辖— 勞其化 萬# お债 をに 御 取が ホ ザ 
▲太 巧 洋夫发 解を を乘 がが 巧 御 使を にお 訝 ミず 


Y 


A 


日本 戳船會 社 (ホ ニを 鐵道會 お) 

代理店 巧 桐 兄弟 蘭會 

乘 車、 乗船 切符 並 じ 小荷物 運送 御 便利 じ取圾 申します I 
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化 化 則 
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シアトル 出帆 (午前 十 時) 
あらび やか 十 巧 十日 
をら ぶま 化 十-一巧 お S 
ば づずお (坡淺 ほ 化) 丸ち せぶ B 
ザ 一 等 橫演】 お 五 弗 

おしば リず おろん どん 拓は 一を を 弗 
ミ 雪 日本が 五 お 弗を 室 おな 造 家族 室— 
►綺蒂 望に 館 9 1 等 割 おを 獲项 巧を 巧 致 巧 候 

ロスアンゼルス おか (年後 一二 時) 
さんごず か 九 巧 化 四日 
まじら 化 十} 巧 |ニ 曰 
▼一等 橫濱ニ so 乘化 はわい 丸 ま にらを 杂猪 
►辖削 ご 一等 日本 巧を 十化猜 マ一ニ 等 日本 おお 十五 齋 
マを 灌羅骑 巧嶺車 切符 磬臺券 驚 入御 幹旋が お 
►紐 育讓 パナマ 經由目 本ち 那巧實 横 船 貝ー驛 


即 ’ i り 

& 刪 則 2 I ， 

A 7 2 扣 W 

W W J W 

叩 （ 邮 


々勉强 巧 化 御 引 立 顚上候 

觸 猫器雜 貨卸賣 

春 巧廊會 


副大統領 ドウズ 巧 y 訪問 饥 

支那 問題は ホ洋 人む み處 みせよ 

お 生を 學刚長 中：^ を I n 


偉い人 お 平民 的、 なじな 因 等 
じ 見る 5 の 出 ホの 爭だ ど、 を 生 
達は 讚 歎 措かな かつむ。 t れで 
も 上院 講院で おが クシ ャ •〜す 

i るが は 「デー ム VJ 、 スゥ 

1 ァ」 をす る人诏 ホがん る VJ 
化の 弟が 言つ て 居た。 をぶ 化 人 
の 速設的 頭尴を 非常に 尊を する 
一人 だから 常にち へて 居た ま！ 
ドゥズ 案で 貴下は 巧が 离 じがく 
なられて 居る、 貴下の おなお 赃 
の 政治を が、 H 本のな 治を と 協 
i 力して あの 紛乱して 居る モ那の 
維新を 菌 つて 吳れる どよ いが ど 
水を 向けた あが、 をく 不用意の 


义國じ 巧が 出來 ようか、 をれ は 
東洋み 人が 自ら 側く がよ い」 £ 
言つ て 居られた。 をい が 本を で 


ホ 港經由 まる 十 H 午前 着 紐 
争 中山理 一二 邮氏 太が 貴 あ 巧 ま 
曾 社々 員、 夫人 同伴 アリゾナ 化 
じて シヤト 八經由 昨朝 歸 が 
•岡 島 巧 夫人 歸朝 中の 岡 島 辰 
五郎 氏 夫人は 乂阪 商船 便じて シ 
ャト八 經お化 码歸な 
♦小 泉 永 太郞氏 I ニ莖 おおが 脊 


あらう。 二階から 目藥 見た 様な； 支 巧 員、 旣 報の 如 < 十五 日出 發 

もの だから 4 ^晉 な政讓 S 覆霸 S に 就く 篱 


巧は、 をん ならの だら ぅ おは 
威 じじ。 米 國の辑 ま 政策の せ 鱗 
を 知ら 得ね 梯な氣 もす る。 此會 
見が 終って H 本 郡 船 支 巧の 化 煎 
6 で ボストン W ン 力 ゴの巧 球 註 
合を 見た。 y 々ゴの 大捷剌 は 化 
± 地に 旅して 居る 者の 必理 どし 
て實じ 嬉し かつた。 をれ から 後 
は 自由け 動で お U 弟の おで 一夕 
を雙 やしが ザ歸 つて 寢に 就い わ 


I 內 であつ じが 「支那の 事 じんか I ので ある。 
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歐 洲獲談 

大阪每 H 新聞 モ静 

爲が眞 が 鄭氏談 

大販 每日新 巧よ 幹 髙お眞 
五郎 巧は 焼 報め 如〜 去る 十日 午 

前 レグ キァ ザン 号に て 着 紐 ホ テ 
式 •プラザ じな なした が、 问日 
午後 特派員 事務所 ド 會見サ る 記 
者ご久 潤を 叙し つ t 語る 『今回 
め 旅 巧は まごして 谱 逝が 目的で 
をる から 歐山米 氷 じ 一居 遊の 跡を 
訪ねて 悠 々自適し ました。 一二 巧 
下旬 神戶を おを し 十バ歸 朝の 豫 
をで あるから めと ヶ月の 旅 巧で 
す。 英國 じは 彼れ 是い ニヶ 巧滯 
留 しました か、 夫れ ゴグフ 道 
硏 究の爲 めでした。 がぶ 利では 
V 三 氏を 訪 間して 興味 ある 
談話を をえ ましむ が、 ムソ リニ 
の 政治は ホ お徹麽 的で あつて 明 
かにな 巧の 

曙光 が發 なさいて 巧る 據 
です。 司 巧 醬を巧 政 C 巧き が < 
爲 めかが 太が では 巧 頃 K 乞を を 
見る；はト*かつたを-ごす。 佛頗 
西ら 大戰を 後 じ 較べて 見る ど餘 
巧 歷頓し 且つ 恢 化して 居ます。 

ポ r ン カレ— 首相 や クレマン ソ 

ウ 翁、 巧 火が 锁が 化の 諸 巧 レ ご 
も 曾 見し じので すが、 佛蘭西 も 
經 濟的谈 なを 實塊 する 巧め じ：：！ 
單圆 。み 觸の繼 線を 必 あどす る 
國情 でめ b ホ r ン 々レ ー 氏の 所 
謂帮闕 一を 內閱 に對 する 信頼 興 
望は 化が の 掉纔牲 を 巧 能；^ らし 
めて おる。 ホ獨 逸の 化 興は 特に 
なけを 惹 （じがす るが、 與齒は 
を乂ホ 図の 面目を 維持す るに 巧 
必 しつ I ある 巧モ である。 淪攻 
の 陰辕じ 比して が 育め あかるさ 
は 著 敷 n ンッ ラストを 示して 居 
るが、 をに 巧澗を 明快む ホ 画人 
じ 接 觸すも ご A をして 自ら 樂天 
地 じ 化る 战 をを さしめ i ず』 云 
々。鳥 石 巧は 若 紐の 翌 りを 问通 
信 化 副 社を ヒユー レィ 氏の 

招待 じ應じ ベン タァ氏 ホ 
に 福 本 氏 等 ご 共に ペラム •カウ 
ンッリ ー 俱樂が じがて 終りが 巧 
を 務技ム 、本 夕は ホ テ < ビ八ト 
モァに 化ける 合同 通信 化を ビッ 
グ少に ま 継の 晚餐 食じ跑 みて が 
脊 タイ ムス 社 良 オ—ク ；< 氏ウオ 
) 作 ド 化 ホ 筆 リップマン 氏-一 ウ 
レ パプ リックの ブリゲ エンに 夕 


刊 ポストの メ ー ソン 巧 其 他知タ 
の操瓣 をど會 誤し、 明 巧は 同氏 
ま 催の 晚を會 を ブラ デに 開きて 
化留巧 入の 重なる 人 ± を 招待す 
ベく 十五 n ボストン じ 赴き 一. 泊 
十六 R 歸 紐' 本社 ま 催の 晚餐會 じ 
臨み、 二十 一 n はか 國逝信 員 協 
會ま 催の 午餐 义は 晚餐會 にぉ 麻 
二十四日 前後 おがを 訪問 西行歸 
朝の 途じ 上る 蟹。 

副 島八廊 氏が 

不慮の 横死 

メキシコょ 5 の 入電 
本 パ HU 桑 港 H ホ 新聞社へ 巧 
て墨拽 — モン 0 リ 本人 會ょ b 
電 おにて 副 島八郞 、內み 外海の 
兩 氏が 五が 力ー サ じがて 墨國人 
の爲 めじ 殺害され た ご 云ん 報 造 
が あつた 由で 爾後 何等の 詳報に. 
をせ ざる も 巧し ホ實 じら ごすれ 
ば兩 氏は メ キシュ 閲 なの 爲め t 
質き 犠牲を 拂 つた 者で ある。 待 
じ 副 島を はな 年 巧 化 界趾の 創-ぶ 
をで あつて を大 の茸献 をが 留词 
胞社曾 じ 試みた が メキシコ 開祐 
の 急務を 痛 威し 老樞を 挺して 墨 
國じ移 化し 農業に 従事し つ >- あ 
つじな 米 先輩の】 人で ある。 お 
ほ 確報を 活 つて 報道せ な (奢 港 
凹り 發 信) 

小山 巧 ホ統期 

本 巧 か甸鳥 桑の 火が 化陋 ドて 
ホ ホ S か 歌山縣 選出 衆 講院華 貝 
小山み 戚 氏け 約 ニヶ 巧 間 太 巧が 
沿 巧を 視察した 上 母校 a - ロ) ビ 
ャ大學 訪問を 兼 わ 十. 一巧 ホ 村 I の 
豫 化。 

な— 人ぉづ - 

♦化 山 巧を 巧歸锁 中の 化 山が 
服が 會 ま、 アリゾナ 化 じて 歸お 


ホが 廣 一巧 一二 糞 銀 巧 紐 育 支 
が 員 ごして 大洋 义 便じて 本日 着 
任の 豫ぶ 

•相 お 茂 巧' を 巧 
♦關慮 巧 巧横濱 正金が 育 支店 
員 ごして (豐田 愼吾氏 後な) 大洋 
化 じて ネ H 着 巧の 由 
雜 藤が 茂 一氏 東亞 同文 書院 敎 
授 、まると H 着 紐 本 H 迄 ボス 
ンじ滯 化の 上天 洋义 じて 歸朝 
♦吉田 賞 龍 氏廣島 高等 師範 學 
校哀 、まるより 獨 逸よ b 着が ホ 
ブ グベン じ 投宿 本 H 西 巧歸朝 
a 小 浊濟氏 高 島 尾 飯 田 商會員 
ごして 化 稍 着が 


新刊 帯 贈 書籍 緒 か 

歌集 一白 線」 ぉづ 

- 化 米 歌壇の きび-^ した 活躍 
ぶ 巧を 友っても 西海岸の 濁 b 舞 
合で るる。 化に シ ャトグ 中が の 
氧陽會 を. り、 南 じ 化 加を 中必じ 
した 白線 社が ぁる。 然も 白線 社 
は 同人の 數じ がて— 隨 つて 質 じ 
ぶてー 當じ 王座を 占めて むる。 
その 數 ぞい 同人の 潑测 どした、 
すばらしい、 露の ホの やぅな 諫 
革を 集めた のが 化歌隻 『白線』 で 
ホる。 S 十五 歌人 六 巧 首、 量 じ 
かて 中を なぐ 質に 於ても 十 人 十 
をの 巧 色が 躍っ す ゐて興 深い 誠 
にを 歌人に 取つ ての 「を 身の 記 
を」 ごじて この L ない。 表装 も 
ずつき b ごない。 歌人 善 磨の 題 
字 も 筆 尖を 細か： 振つ て 紙 じ 鹿 
をつ けて ゐる 風貌 さへ をえ て 良 
い。 紙 もょ い、 收 めら れた 歌は 
ら - O - ■にょい 0( を 港 白線 社 
獲 巧、 ホ 賣 な) 

家具 賣度 

上等の 家具 一切 頗る 格を じ賣 
'たし 至急を 要ず 照 曾は 左記へ 
紐 育が 報社內 PO ニ 一こ 五 


御挨搂 

九月 一 R ょ b 多年 經驗の ある 
脑 利きの 日本人 職人を 雇 ひん 
れる事 じな b ました、 就て は 
化れ 迄の 樣じ 御ぎ 樣を诗 たせ 
る樣の 事は 御座い ょせ や 精々 
勉强 致します から 柏 獲らず 御 
遍 食み 程を 願 上げます 

淸理髮 床 

西 四十 一二 了 目巧番 


第 八 回 舟遊會 

時日 i 九 巧 ニ- 二日 (日曜日) 

{午前 十 時な S 十二 了目梭 橋出發 サブは 一二 五 了 目 停べ 
^車谣 、巧 船は べ处 4 アィ ランド 號收を 人員 ニ 千 百 名 一 

目的地— フツ クマ ウシ テ ィシ パ ー ク 

- 一 ド ソン 河の 上流 景勝の地 一- 

切 符 I 1 弗 五十 仙 十 歳り 下 無料 

(り會 事務所、 旅館、 閒体 等に あ 6) 

五 年 お- 〇 にか 遊ち を化据 して 一 H の淸 遊を 樂 みたい ご存じ 
ます、 御 家族 义人御 疑び の 上御參 加を ホ 學 ，します 

主催 紐脊 日本人 會 


片桐 スペシャル 


各 娛樂雜 誌 

ホ じ 
英譯 

不如歸 ニ •00 
を 色が 义 T 四 0 
巧 もやん 7 六 0 
肉 彈 一 ふ 0 


化 桐 兄弟 商會 


懸賞 募集 

巧の 素を 用 ゐた拌 食 御料 挫 
の 作ら 方を 募集し まず 

一、 成るべく 日常の 御 食膳に 
ふさは しい 材輯を えらび 
しかも 實際御 研究に ょる 

レ シピ！ 0 

一 r 味の素の 新規 應 用に 就い 
r 廣く米 人の 趣 おじ も 適 

したる レシ ヒ^- 


厶 撰を 

A 賞金 
一等 
ニ 葦 
一二 等 
四 等 


ホ 之 素 本 細が 理巧兜 巧 
紐 育 巧 張 員 


A 規定 
締切 
發ま 


おお 十 弗 
金 二十 五 巧 
金 十 弗 
味の素 瓶 入 
一個 宛 


一人 
二人 
五 A 

殘 全部 


昭化 一二 ザ 十 巧 一 H ,, 

同 十一 巧 一日 
本紙を 0 て發 表し 同時 じ 賞 
金を 贈呈し ます。 

原稿 英文 巧义お 御隨意 
一人に かき 料理法の 辭じ制 
限を 設けません。 

宛名 桑 山商會 

化の 素 懸賞な へ 

住所、 姓名 御明 記の 奉、 愿 
稿は 一巧 御 退 戾しません- 


A 後援 


が 育 新報 
n 米 時報 


味の素 特賣巧 

桑， 山 商 


會 


ニ > EAST 置 Ih MT ; N . Y . C . 
Ph ち e . す 巧 王 W ニ 3-贾57 


東京 商 會特吿 


現 ； 快 
婦 .人世 巧 
婦女 界 
ま婦 のぶ 
婦 A 俱樂部 
中央を 謎 
な 造 


五 0 
五 0 
五 0 
五 0 
八 0 
八 0 
00 


f 東京 商會 

140 W . 雲ぎ！ U . C . 
Tei . Trafai 芭二雲 


大お每 0 ニ 東京 日日. 
鈴 木 H 郞 

Os 支 ka Mainichi 

反 oom 3 旅 A WorW BuUdi 色 gr 
了 e!. B け kmwi 4 な 9 


0 本 猫 巧が ホを 化 
紐 巧 そ 巧 

か pan Co け on fradmg C な •• いん, 
25 Madison Avenue* 

Tel. Lexington 8780 


曰ネ 生糸 巧を を か 
巧ち まぶ 
[ IIP 阳 N KI -1 T 0 K 4 は 化 け 日 

Tw〇 Park Avenue 
Tel. Ashland 5 お 0 


巧を 名會せ 
なち 支 巧 
Hara 在 Co ., 

443 Fou け h Av。， 
TeL CaIea〇nia 7830-35 


け 米 生糸 巧 式を 社 j 
姐 脊ま店 I 
NICHI 邮お巧 0 yBUSHiK ! な 削 A j 

(內に H レ 6む ICHTO CO。 LTD‘） | 
1 Park Avenue 1 

TeL Ashland 6246-47-48-49 、 


じ 巧 机 i 賊 脚け か • 巧 レの B • み *% 一 r 巧 肌 * < ノ W … ^ … " ••イ パ W ' 一 V— 八 •'一 ； ： ド、 … ニ ， ^ 一 •… T こ __ 


„.s*i!SSi〇w. 

303 Fifth Ave., 

Tel. Caledonia 4101 * 

內田 商事 株 ま會な 化育 ま 巧 

Uchid 这 jfradm ぞし 〇•, Inc. 
11 Park Place 
Tol, Barclay 1376 

島賓易 株式 會お 
Snima Trading Co., Ltd. 

150 Broadway 
Telephone 民 がれ r 1 が 4 

巧 まを 化 赤 尾 巧を 1 

Ak の v_o & み.， Lt: ん， 

2SS F な 比 Ave 巧 
T«J. Caletioma 9758-5? 

巧 倉 製 お 結镇巧 式食趙 
IC&takuira & Co., Lt ん， 

200 MadUo な Avenue 
Tel. Asnland 4545-4546 

に MUdtno れ 

Mik; 田が 〇 Pearl, 

535 Fifth Avenue 
Tel. Vanderbilt 2519 

大 倉な がち ま 巧 
Okura & Co., 

30 Church St., 

Tel. Co け ! andt 2292-93-94 

H 共 巧 ま會髓 
巧理店 
g # 巧 食 
1 站わ oadv * 化 N . Y. C, Tei. R 扣 tor 巧 84 
Factory; 208 Rawson 化しし City 

巧 野衡ま 巧ま會 it 

冷 技 USS30 し omp な ny 

Room 801-805 
165 Broadw が 
Tel. Co け Un か 8047 ぶ 052 

Gosho ^rporation, 

Silk Importers, 

が East 34 妃 Strew 
Tel. A»h(and 4987-91 
Gotho Co.) Inc.» 
Cotton Ezportfsrs 
が Beaver な.， 

T«1 Bowline Green 8806 -OB 

巧な 讲 なお 巧 ホ會な 
紐 育* お 巧 

Sou 比 Manchuria R . R . Co., 

Room 202 &Can&dinnPacificBU]g'. 
342 Madison Ave. 

Tel. Vand が biU 4135 

ち 井 かを 巧を 會赴 

短 育ま 巧 
Mitsui & Co., 

が Broadway, 

Tel. Bowling Gr が n 7520 

巧ホ會 ft 揖 か 巧 巧 
紐 曾ち 巧 
Iw お & Co., いん 

Woolworth Building, 
Te!. WhUehall 6040 

H を 窥事巧 ホ會お 
が 育 支 巧 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

(M な , ubhhi Co., Lt ん） 
120 Brondway 
Tel. Rector 2560 2564 

大巧 朝日 ニ 東を 朝日 
化 巧 ま 巧 
Osaka Asahi 

下 he New Vork で m が Ann が 
TeL Lackawanna 1 000 
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巧 bif ぶな 巧た 巧 im が 


SATURO が， な 巧 EM 化 R け 1928 


了 寧の 印刷と 精巧なる 仕上げ 

時 H の巧速ご巧寅^^校でをが証 

巧 刷は 紐 實斬報 社へ 

電話 ワトキン 义 ニ 九 0 九— ニ 九 10 

わ 間違^な く 新報へ 

巧內西 十と T 日 十； 一巧 十 階 目 

東部」 化ける 巧 ホ 言論 燃 隅の 

權跋 、吾が 新報を 讀 まね 人な し 

廣吿は 紐 背 新報へ 



Hhe Way 6f cme , タ Edith A . Sawy さ 

日本の 誇ち ごする にせ b る 强いッ シア 優しい 女 巧荣の 勘き を 
語る 典雅、 鳥 潔の 文字 巧ッ ペラな 當化 軟义學 とはを 然闊 H 
の 比では わ b ますん。 松 ホ 節 子跋じ ダデケ ー トし たま 者の 「円 
本 婦人 觀」 を 化 書を 通して 味讀 あれ。 

郵稅共 一部 ニ 弗 十 仙 


邦人 讀者 
一手 取 か 


紐脊 新報 社 


旣成ニ 大政 黨に 
沒 落、 總 勘定の 秋が 到來^ 

h 自ら 墓地を 掘ろ やうな 內爭ご 反目の 曝露— h ' 

普選に り 醒めぬ 顯 民の 政治 觀念 

ま 京 特電 十四日 獲 = 化か 化み 郎 氏の 第一 ニ 黛 組織、 ほ 政黨か ^ 除を された ホ 寺 謙 ま 氏 一派の 憲 


政 r 新 曾の 組織で 亂 調子 r . u つじが 黨 のみ 巧は 巧ら じ 天下の 巧 蘇で あ も 政 友 禽じも 波紋を 生じを 
.にら か々 しいが 搖徵 いゎ i . 刀 で 出 中絶ぶ にこの み 巧： し 腐 也し 化づ大 懇親 脅を 開いて 結束を 固め 
a つが 部シ 巧いて 懇康 ずべ/ 頻 h じ 巧 励し つ t あるが 一 ホ お 一の + 巧 潔 V ゎろ 民 か黨の 巧銳は 一二 
木 武を氏 派 ご 反 一二 木が ごの 帖闕が H ど 共じ篡 もて 醜態を 明を み じ 曝露し つ i あら、 田 中 善 立 巧 等 
'の带 を 一却會 d 報知 巧 聞 社を ホ阪信 常侯シ 推戴して 扱を ぞ新 運郵を 開始す と傳 えられて ゐ るじ凿 
しおめ媒內’-ザお m を满なは 『乂殿おが田中を等じ巧巧さる{ぃ侯の前途を誤るものだ』 ごして 
巧を おの 類—- 迎へ喊 問 ごー て お 巧 系の 雜員 をを & しめ 黨 のむ め盡 さしむ るが 最も 適當だ どてち ま 
数を， UW 俟 V 動かさん ごして ゐ る、 巧— 稻巧 系の 一 部には 巧 侯. か 政界 おおじ 現 はれる のはな 侯の 
嚴身こ L お.}. 及ばす が •々わる どい ふので 反對裔 をを 持して 拭る もの も わるから 果して 同 侯が な 巧 
表面に ホ b だ f かどう^ 疑即 されて 居る 而 L て 民な 黨は 一具 除名した 斯波貞 ま 巧を 條 が 附で復 
黨 せしめ 十九 いよ b 濟ロ總 裁を 筆頓 じを 闕を 黎說 して 化 間の 巧 意を 他 r 轉 回せ しむべく 巧 力す ご 


まを 特電 一二 ユ 3 — ク-タ 井 
ムス 紙】 十二 日發 h 最巧 H 本 政 
界 にがてけ 巧黨の 内部に 動揣を 
生じた お 架 巧るべき 

議會 Q 陣容 ミ乂 挺を 

ホ じ 從て出 中 内閣の 勒 支那 政策 
じ對 する 野黨の お勒も 恐ら/ 、無 
爲_ し 終る でぁらぅ i が 待され て 
居る、 即ち ま & 八 巧 一 H 、 民政 
黨 顧問が 次がみ 郞 氏が 脫黨 して 
第： ニ 窺を 組織した 化 ホが 黨の內 
が じ U 种 々ご 邮搖 をを じた 姑果 
遂じ摄 を 四 人の む 力 G る 化 能 ± 
を名閒 狸を 督現 する しま 6、 吏 


さがて 居る、 巧 黨動搖 の 巧.' I ご I 然 であるから 普通 逮擧 法の 實施 
して 擧 ぐべき j - p のは 民政 黨の街 I じ 化ち て眞 のか 黨 政を じ 入る ご 
支那 政 ぷか餘 みに 軟弱で あ b ご 




非難 じして 第二 じ 濱ロ緻 
な •か餘 b じ 巧 還で ホち 且つ 宫傑 
式で ゐるど のぞ やで あるが 巧 息 
逆は これを 巧て 政黨養 ごい ふ 金 
'銭の 問 猫で ある i 見て ちる、 こ 
れ ，レ 邸 もみ 化 H 本 じがる 政黨な 
るら のは 國 家の 莉權 、政治との 
お 則 L 是を 基礎 ピ t る もので な 
く單 に政權 の獲搏 ごい ふ 目的の 
みに 沒 巧す るみ 離 的な 集 劇 じ 過 


ら 


じ約化乂の巧溝證員：^故火殴|ぎ。ぃことを示（ものでぁって 
を 借 おん 颇巧大 殴 信 常 おを 黨首 _ 巧 お 氏の 第 S 黨猛 織は 野 黨お来 


じ 戴いて 

新 世 黑’化 織に 眷 すすべ < を 
威し つ i あら、 巧の かくじして 
民政 漂が 漸 灾讓會 U がる 勢力を 
贼 殺しつ I ある こどは 民政 黨の 
巧销 出現と お 巧 巧の 外相 就 巧で 
街 ま 政策の 搂 かを 期待し つ； あ 
つたな 京 齒民黨 S 期待を 裏切る 
ど 共に、 が 麗の內 閣彈劾 も 最早 
をの 氣势を 挫か n たもの ど觀察 


の 互 解を 萄< じき b しもので あ 
るが、 この 

政局 の 推を が 國際的 じ 及 
ぼず 影響 も 巧し 韦 些少なる もの 
ではない、 酣 ち， での 結裝 として 
田 中 昔 相は 今 H 巧掛 支那 政策を 
蛇 傍繼績 する であらう ど 共じ假 
b じ 首 かがが 職を 政て しね ごし 
てむ 政 權は化 然ち敦 を もむ る 政 
ぶ 會じ浓 b て 握らる i こどは 必 


いふ 窜 みら をの 影が 薄 （なつた 
譯 である、 蓋し これは 日本に ホ 
だ眞實 。意味 じ 於る. 

攻黨 がが 巧せ 中、 國 おら 
亦 これを 創造す る 程 政治的 じ覺 
醒 して 居 i ：* いからで ある。 巧に 
野 黨の對 支な 巧に 型し 田 中內閣 
の支批 政策は 漸み國 民の 輿望を 
お 萄し從 ホ溫か 政策を 標榜し つ 
つ あつた 人々 も 今や 田 中 首相の 
政策を 是 W すろ 傾向を 示して 居 
る、 これは 南京 玫府 のぶ 礎が ホ 
だを 定 されず、 現內閣 の壽を d 
權 わが 疑惑 さる i と共に 支那 軍 
閲の 反目が 液然 こして 数し いも 
ので ぁ >、 特に モ正廷 巧の 政策 
なる ものが 満蒙の 日本が 權じ稱 I 
してら 挑戰 的な 態度 じ おでつ i 
あち ごい ふ 

印象 は 所謂 9 ベラ^な 階 
級の 人々 等を してが ほ 且つ 萬 一 
の危 隙に 巧す る 田 中 首相の 治を 
維持 致 策 じ 賛意を 表明せ しめつ 
つ ある いらで ある 0 


曰 本の 氣 船に 臨時 辨 法を 適 巧 

h 漢 ロ稅關 局の 暴擧ご 化を 鹽民 黨の橫 暴ぶ り： 

が 支 南京を 渉は 遂に ホ 裂 


ま 京 特電 十四日 發 = イ タリ ー 政が ご 南京 政が の 南を 事が じ鹏聯 したを 涉會議 は 遂に 决 裂を 見 
るに まつじが フランス ど 南を 政 巧のを 涉も 恐ら < 絕鬻じ 終る らしい 形势 である- 

東を 特電 十！ 二日 發 = 漢 □の 南京 政府 稅觸は 昨 U 入港した 日本 激 船に 結 密輸入の 嫌疑 あ b ごの 
巧 由を a . て 突然 抵が辨 法を 適用！ 支那の 巧が じ 化 一ら てこれ を 罰すべ （貨物 諸共に 沒收 したので 問 


'題を 度 ぉして 居る が、 一方 化をから 達した 特 あに 依^'， ば國 お 黨の巧 人 經爸順 天 時報 じ勒 する 歷迫 
ぶ 0 はが 刻を 陆め郎 化物 五 千 側は 固に 黨封じ 攸ら燒 巧され たみで 劳巧駐 まを 化は 巌 重に 抗議した 
るが 齒に擬 はり 本 侧の漢 ザ 通信に も 一大 腿 あを 化 へんどず る模糕 である。 

モ齒民 政府を 第二み お H 通牒 0 


> 

一 乃 


滿洲の 治 外法 權 y 徹廢- 

お 力なる 閲 僚、 自主 巧 動を 慾潑 


前號の 本紙 時 おは 國 に 歧おの 
治 外 化 權撒廢 を 雄に 細し おぉ お 
淺 する も n 本は 同情 ある 態懼じ 
がすて 居る 旨を 傳 へて 居る が、 
摄 近の 

- ^0 じ 腺れ ぶ事赏 にわい 
i てが 巧歸 巧を じがる を 天の 保安 


を 旨 @ 等を 中 > むごす る ま 一二 巧官 
盡 の お 曰 態 巧は 幾 かづ i かは 軟 
化 I つ-- ある 模樣 で、 またが 巧 
の 離 奉を 後 G ほ 刑 + 廉 、本 ホ 仁 
氏 等の ぶ ± じょ b 繼續 せられて 
ゐ なを 化 運動 もがな をを にお 媳 
かる もの S 如^で ある、 また 一 


巧 漸く 態度を 改めん ごする 意向 
お 見 わ、 こ i じ 南 化 支那の 巧 日 
態度は、 目 本 じ 却つ て 非常 じ 

巧轉 G 氣連 C 向 ミホて 
ゐ るは 事實 である、 故に 巧々 後 
の お 支 態度 も 漸く 一大 轉 機を 見 
るべき は旣 報の 如くで あるが、 
をの 注目すべき 現れの 一 ごして 
巧 政府は 適當 なる 時機 じ、 支那 






當局 しおし 滿洲 じは 治 外法 權を 
撤廢 ずるの 精神を 詔を せんどす 
る 重大 U る 意 あ 表示を なすの 準 
峭 をして むる ご 解すべき 理由が 
わる、 この 點じ 就て は闊內 じが 
中 橋 お 相、 一二 十. 靖枯 等が をの ま 
唱者 でぁ 6、 山 本滿鐵 社長の か 
きは 滿がじ 內邮雜 居の 

制度 を 確立すべし ごさへ 

提唱して ゐ るち 横で ある、 この 
ま 張の 要領は あか 法 權を撤 磨す 
る條件 どして 同地の 司法 檢察制 
巧の 發建 {1 兀備を 期せし むる、 こ 
れ じよつ て 同地 モじ橫 巧す る不 
遅の 支那 乂絕滅 を 早め、 岡 地が 
支那 人 自身の ま 化の 地 ごなる、 
かくする こごは 同化を 經濟的 じ 
资展っ 'せる 第！ 條 件で、 日本が 
治 外法 權を 撰つ てゐ じごて 日本 
人 だけの 

住 を 幾を が 謡す る だけ 
で、 附近で 不逞 支那 人 や 馬賊が I 
橫 巧して ゐ るので は 到底 柯 地の， 
經濟的 资展は 望 よれない 、故に 
お 外を 權撤廢 の 精神を 認め 暗 巧 
的には おを 哉 巧 或 ひは 會審哉 お 
制度 どし、 をの 間 支那 身 自の手 
じよ.々 司法 檢察 制度の 確立 じよ 
つて 同化の 完 をなる をを 雑 持の 
巧 証を 得て 同化を を往め 化 どし 
經濟巧 發展を 期ず べきで あると 
い t にある、 巧當 局は 時機を 見 
てま I ニを 當局 じ® f お 藻 諸 懸案 
解かに 關 する 

巧涉 を 開始し をの 際、 こ 
の點 をを 明す る 普で、 また 國民 
政府の 態度が なま b 日 支 羅商條 
約 改訂を 涉を 開始ず るに まら ば 
これを 疆腐 願稅の 範圍じ 限ら や 
持に 支那を 地の 治が’ 巧權間 題に 
關 しち 慮 協議ず るの 用意 あるを 
示す で わらう ご 云 はれて ゐ る。 


防 問 趣： J 就て S 評議 どい ふ も 
のは 甚だ 至難なる こどで わる 
故し ク！ リツ デ 大統領に して 
若し 讓 ホの 餘 地。 しど 諮む" 
ば乂佛 協定の 或る おに 百 一 も 安 
協は 氏の 立 媛を お 明す ベを 最 
巧の 機 曾を 與 ふるじまる かも 
即もク一9ツデ巧 
は將 ホの お 軍々 髓 縮々 なる も 
のは ァメリカの 條件 をを 礎 ご 
ずら 限 h 到 巧 駄目 t ある ど宣 
言す る こごで あつて、 化閒も 
ホ このを 明 じ 大喝 巧を ずる こ 
どは 請を である 云々。 


チヤン バーレ > 氏 

■辞職 說 否認 

-英佛 協定を 釋明 
ロンドン 十一 二日 發 HH 下 お 船 
オ！ コマ 號じ 塔乘 して パ—— ムダ 
を經 もし カリ フォグ ニ マ 财へ靜 
養の 旅 じ 就きつ i ある 外務大臣 


アスナン •チャンバ— レン 氏は 


本な 東京 待電 U ホ お巧轉 載〕 


海軍 協を で 

英米 ほ 目 


バ] ム ダの 寄港に 驟し 氏が お氣 
を 理由 どして おく 辭 職すべし ど 
の 風說を 否認し ホる 十一月-^ ぶ 
健康を 回復して 歸英 する 所がで 
をる ご語ら 更ら L - 問題 S ち德海 
軍 協定 じ關 しては 左の 如く 言明 
しだ 。 ' 

，本 間 題 じ 就て 余が 下院で 試み 
た聲 明は 余が 不健康で ぁつね 
關係上 詳細を 述べ 能は ざ もし 
爲め 化閱じ 誤解を 巧を しつ i 
ある ことを 遺憾. どず るが この 
協を は ホるべき 軍備 滿少 準備 
委員 會じ 最も 實際 的な 提案を 
試むべき 黃ー ホ， 一して 談 をし 
じものでぁ一^て睹國の間じ巧 
等が 密條 項の おがして 居ない 
こごは 紹 をの 巧を をの 他. 一切 
を豫め フランス 0 かの 顯巧則 
强じ おつて 通牒して 居る 一事 
じも徵する^^がぉホる。 


近く 公ま聲 明^ 

ロンド A 十 =1 日發 H かを 上の 
阀 題に 就て 化を 的の 權威 ゎを ご 
足 評されて 居る 曰ン ドン •タキ 
ムブ 紙は 

今朝の 紙上で め 一 欄を 養し ッ 
シン トン 特派員が 國務省 及び 
大統領 官舍 じて 最も 信賴 すべ 
き 筋から 得た 擧實 である ご 銳 
打つ た 特電を 掲載し、 英踞の 
海軍 協定に 對 する アメリヵな 
府の 態度を 報じた こどは 時節 
柄 非常に 注 肖を 惹 いて 居る， 
即も右 0 特電 じ 化れば ク！ リッ 
f 大統領は 英佛兩 國間じ 協を さ 
れ たお 巧 案じ 對 しては 明か じ 憤 
涵の 色を る もの、 如く 囊じ ゼネ 
.ゥ ア會議 のみ 裂に 化ら て 反英 觀 
をが 尙ほ 消へ て 居 G い 今日、 ア 
メリ 力 £ は 無 相談で 先づ フラン 
ス ご姿裕的^=^軍縮あ礎まを協定 
した こどが 尙更ら 威 情を 惡 くし 
て 竜る こごは 事實 であつ て 
大統領 も 旗を じ 依ら 或 ひは 巧 
くが 巧 文書の 形式 じがて アメ 
リカの 意の がする 點を 明白 ど 
し 英米 兩國の 國を上 じが まし 
くない 現象を 生む じ まる かも 
知れない 

W 報じ、 左の かく 結論した。 
アメリカの 上. 院 どい ふ 問題を 
背 貴 じする 場を アメリカの 画 


吹雪 じ 襲 はれ 

淸敎徒 漆 死 


ィンドの お ホ 事 
巧 度 ラ ホ レ 十 I 二日 發 = 巧 度 じ 
がる 一種の 淸 あ徒鹽 でぁるず ド 
V スの會 員 約 ホ 十六 人は ァマラ 
! ズの神 洞に 參 諸を 計 劃した る 
も キャス シァが の 官憲は 岡 地方 
の 天候 験惡 なるこ ごを 理由 どし. 
て 計 割の 中止を 譬吿 しつ； ぁつ 
たが、 淸 敎巧鹽 はこの 馨吿を も 
無視して 同地に をいた 結を 遂に 
大 吹雪 じ 遭遇した 上 約 肯化六 時 
巧に 直る 速 雨 S 巧め 一巧は 晝が 
矮 るに 家な （を ふじを 糧 なき 悲 
慘；：^る運かじ遭遇しがの救肋隊 
派 遺で をの 一部は 漸< 奇蹟 的 じ 
助かつ わけれ 共 一巧の 大部を は 
凍 巧した。 


よ 羽ち 年祭. 

記な の 學校其 他 


船價 調節の 窮策 


【十四日】 鐵の 値段 高く ub 船 
憤 調節の 一 窮策 どして を 船 解 
體 論なる。 

尙早 論者 軟化ず 

【十四日】 を 解禁に 願し ち 力 筋 
のが ザ 論者 も 拽巧諭 じ 傾いて 

おご 0 

彌職 警官 待遇 案 

(十四日】 を 出 警視 總黯は 十 S 
日 開 惟の ホ官 を 議じ 於て 鄉職 
警宫 待遇 問題を 提 おした が 同 
まは 同 會議で 採用 さい 具体 ま 
の 調を じ 着ず された。 

米 買 占 調 杳關始 

〔十四日】 ホ 買占めの 黒幕 調査 
を 開始す V く社會 政策 上 捨て 
面け ぬ ごな 化黨は 委員 會を組 
織した。 


蒙 睾製嶺 所 占領 


(十四日】 蒙古 軍は マン チユブ 
I 附近の 製 盛 所を 占が したの 
で 間 化 附近 ト 'は 近 < 蒙 ま兩带 
の 衝突が 起る らしい。 

朝鮮 水害け 甚大. 

^^四日】 朝鮮咸鏡南道、 を罹| 


巧 道、 平を 北 道 水害 鼓 後 S 巧 
吿に讼 むば溺 巧者 千 一二 ト一 二人 
家— 店倒辕 流失 五モ四 なお 斗 化 
戶で をる。 

沿海州 水害 影響 

一: 十四日】 沿が 州 水 塞で 浦 おで 
は 白 バンが 無くな b 賣を締 が 
横 巧し 一' 居る ご。 

陸軍 飛が 機 墜落 

t 十 I 二日〕 十一 H ぞ巧巧 じがて 
陣軍 飛れ 機 墜落し ニ名慘 巧し 

ご 0 

mTr 

鐵道 省へ わ 目玉 

〔十一 二日】 邀道 省は 急がぬ 品物 
を 買 遇ぎ て 會計檢 杳院の お 目 
玉を 頂戴した。 

正 米巿瘍 合併ず 

【十 I 二日】 を 京 米 殺 取引所 ピ深 
川 正 义市遙 どのを 併は 遂に 戚 
立した。 

大正 製糖 ミ j ニ 葵 

〔十一 二日】 大正 製糖の 媛 跌で漬 
確を 棒に振る か 賴極的 じ 媛け 
るか 云 菱は難 境に 立つ て 居る 

不敬 事 かを 判 期 

〔十！ 二日】 天理を 不敬 事件を 利 


は 十 巧 十六 H が 良で 巧 垣され 


御 麻 おを 銜 選を 

一; 十 I 二日】 お陛ト じじ 秩 父を 御 
婚被脚 祝な を 親し （抑 選び 中 
である どを る。 

倉庫 巧 棉花 燒失 

〔十 I ニ 己 神 戸を 神 倉庫の 棉花 
一 萬 ニ 千が 焼失し 損害 烏が 八 
十巧圆 にと つた。 

川 崎 巿議を 別け 

〔十 I 二日】 神を 川 縣川格 巧々 會 
議揖富 選黨派 別は 政ぶ 會 十と 
を、 ほ政黨 十一 タ 、中な 四 名 
社 曾 民を 黨の四 名が キャス ナ 
ング •ゲォ 1 トを捏 つた。 

大島 大將の 重態 

【十 I 二日】 貴族院 議員 陸軍 大將 
大島久 直 子は 重態-!- 陷 つた。 

山 本社 長 閣議へ 

り 十二 日】 山 本お鐵 社長は 十- 
日の 閣畿じ 出席し 滿蒙巧 題 解 
武じ關 する 寬 見を 述べた- 

國聯 理事 國 選を 


【十二 日】 ゼネ パょ b の 報道 じ 

依れば スペイン 、ベ か' シ ヤ- 

ゲ エネ ブュ ラを 國は國 聯常巧 
理事 國じ選 よれた が 支那は 其 
權 巧を 冀 失した。 




動 


P 


祖 


大陸 橫斷飛 巧競爭 失敗—/ 

キ シコめ 大統領 戰 i 撤兵 閒 
題德議 i 張 宗昌サ 八ん の 妻 
に 訣別 i スぺ ー 井ンじ 革命 
陰謀— 不戰條 釣で. ロシア 承 . 
講か ー 軍縮 會議ご H 本 化 表 


日 1 サン ゼがス ボマす ンス 


モス カウ 十 I 二日 發 = 世が 的 文 
豪 トグス トキ 翁の 巧 年を は 愈々 
ネ日內 外人の 一圓ょり 成る 百年 
巧の 化を 者が 四輛の 列車に 乗じ 
てト蕩 の校鄉 アスナ ヤ ボリ' ヤナ 
訪閒 でを の 絕頂點 じ 達した、 一 
巧は。 シて侧 は 元. ょを ィ タブ、 
獨 逸、 瑞 典の 外 遠 （目 本から も 
招待を まけた 义 人が タ駭を 占め 
記念の 學校ど 胸像 開幕 式を 擧巧 

しち - 


號巧場 十一 二日】 一一 ュ 31 ク 、ロ 
ヤン ゼ八マ 聞の 無着陸 大飛巧 
鏡爭け 天候 ホな の 報を らしに も 
關らや 十二 曰を & てん 行され 家 j 
八臺の 大型 飛 わ 機が 參 加した る 
も お 發じ際 t て 故障を 生じ 或 ひ 
は ペン 贿じ 墜落した る ものを 始 
め褲 々故障を 生み 一時は 絕望さ 
れて 居た が ホ 布橫劇 おわの 勇 ± 
であら、 且つ 大隆 橫斷の 記錄巧 
持を であ^ ァ！ す ー •ゴ— べク 

を Q 飛け 機 も 燃洩じ 故障を 生じ 
てァ 9 ゾナ 州で ~ 旦 着陸し わ 上- 
せ ご 一時 晒 五十み で當 地に 到着し 
他 機は 悉< 不時着陸 したる 爲め 
結 馬 本 ザ 度の 競爭も 昨年 じ 等し 
.無着陸飛行の 資格を 缺 いたま 
まで 終つ た0- 

(ゾ ぉン コボ 十二 日發〕 ィキ 
シコ 旗 時 議會じ 於る お 力を は 圏 
結して 現內務 大臣 ェミ ロ •专が 
をを 臨時 大統領 じ選擧 しだ 後 化 
式 じみ 期 大統領選 擧 期日を 定む 
ベく 目下 準觸 中で あるが ヌグ ェ 
日 •レオン 州の か 事で あ. ちオブ 
レゴン 大統領 暗殺 直後々 繼者ご 
してち 力なる 方面から 運動され 
てち たア ー S ン •チェン ズ 巧は 
假 大統領 戰 じは 參加 しないが 巧 
巧 大統領選 擧 にはな 候補す る 旨 
早く も發 表に 及んだ。 

。ゼ モゲァ 十一 11 H を】 日英 佛 
が 獨の化 表を 中必 •こする ラ キン 
河 聯を軍 譽備撤 廢會議 は ホる 日 
曜日まで 正式 討 幾を 延期され じ 
が フランス 側 ごし てれず 楠 軍の 
一部 力まを 巧を 郞時撤 をす る £ 


しても 獨逸 側め 要 ホす る お （無 
條俾 では 斷 じて 應 じない とて 或 
る 鞠の 條 かを 獨逸 側じ內 示しね 
る も獨遞 政府は 內 政の 關係上 こ 
れ をま認 する 能は ざる こどを 力 
說 して 今日の 會議 となつ たもの 
であるが 聯を國 ごして は 圓滿な 
る 解 决點に 到達すべき こどを 確 
詹 してち る。 

〔東京 特電 十二 日發】 巧 京 致 
暗は 張 宗昌將 軍に 勒 して 捕鷄の 
命を を おし わがを 天 I ちの 特電 
じ 化れば 若し 底 鎌 軍 じして 管內 
に 侵 入ず る 中ぅな こご^ おつた. 
ならげ 度ち じ 武装を 解除すべく 
張 學良將 軍 も 命み した。 

〔化を 十一 日を】 前山 東 省の 
都督で あつた 張 ま畳將 軍は 天津 
の 化 巧 じ 巧て 國民軍 ご 最後の】 
戰 をを ゆべ （廿八 人の 妻 君達 じ 
訣別した が將 軍は 國民 政府の 捕 
縛 命み に斟 して 『巧は を じだ b 
巧ん ぞ 捕縛せ ざる や」 ご 豪語し 
て ぉた ので ある、 張將 軍は バグ 
ピンの 馬賊上 b でゐ るが 最も 圆 
將 どして 知られ 目す 將 軍の 軍隊 
はを 奉淺 道のを 叉 點を扼 して 居. 
るので ある、 尙ほ將 軍の 妻の タ 
{は 支那 人で あるが 日本人、 朝 
鮮 人、 0 シァ 人、 蒙古 人 も おつ 
て 居る VJ 。 

〔マドリッド 十二 日發〕 明日 
は K ぺー キンの 執政官 デ •リゲ 
エラ お 軍 就任 五 個 年に 相當 する 
ので 所謂 愛围 派曲體 はを 國 より 
首都 じ 集り 大 々的に 祝賀の 意を 
表する こご、 なつて 居た 際勞働 
.'組を を中必 ごする 反 菊 波が この 


記念日を 期して 由々 しい こごを 
捨 謀して 否る ことが 發覺 し內務 
省は 馨 察を 督擲 して S おじ 互. 
經謀者 狩らに おでた 結を 巧 ニ 千 
入の 勞働 組合 長を の 他 政治家 黨 
は 捕縛され たが 官憲の 報道 檢閥 
巌 重を 極めつ、 をる 爲め 果して 
檢 擧み瞄 域が を邊 まで 續大 しわ 
かも 判然せ や 大僧正 も 一ん おを 
された i の 巧 もを る、 デサゲ M 
ラ將 軍は ス ベ！ キンには 何笠番 
命の 化な < 治 をはせ 派に 維持 さ 
れて 居る ど發 をした。 

【ワ シ-ン トン 十二 日發】 h 膝 
の 外 巧を 員 長 ボラー 巧は 本 H を 
時 頤じ置 b 不戰條 巧の 册准 r が 
て國務 長ち ゲ 0 ツグ 氏ご會 忌— 
たが 貪 見の 內 をは 勞農 ロシアの 
條約參 加 ご r メリ 力の 承認 閔顕 
じ觸れ たもの 1如< ボラ ー 巧の 
勞農 0 シアを 認は旣 じ 巧く ょ- 
ま 張し つ i わる 所で あち、 殊ー 
ロシアが 參 加した 條 約を 上院 W 
批准す る こ艺は 勿論 曰 シアを お 
の存 なをを 認 しわる じ 等しく 
れじ 化ち で 雨國の 外を 熙係復 な 
期は 一層 促進され るで をら ぅ V 
巧 ほ國を 長官は 更らじ 海軍を の 
高宫 ごを 属して 英孤 海軍 協定 L 
就て 意見を 巧換 した ど。 

■【ゼ ネゲア 十二 日】 國際蹄 明 
の 總會は 今 過 中は 委員 會の開 地 
じ 止る こご じな つて 居る がケ t 
ツグ 氏の 不戰條 約を 聯盟へ 正 ホ 
じ報吿 する こ £ は聯 强じ關 巧む 
きもの ごして を 巧され ホ ひで 
ン ボリー をび 獨逸 化羡は 軍備 泌 
々準髓 委員 會の 召集 動 讚を 出— 
目 本 政府 化を は 直ち じこれ じ 曲 
がする ご 共 じ H 本は 大戟な 巧 か 
髓軍化 巧を 廿巧 人に 縮 少しむ 一〕： 
報吿 しみいで 問題の 巧 禪が軍 S 
定を 聯盟に 報吿 すべし ごの 据化 
じ 就て 吳诞兩 化を はを 表の 時？ 
じ 非ら 中 ごな し アメリカの 化か 

も 和-席すべき 巧滿 縮々 委員 會 V 
を 表する 旨 言明した。 
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醫學巧 ± 

ま 居悅彌 


診察 時間 
午を 六 時） 八 時 

江 見 ニ 一朗 

引績 きべ ルビ ュ ー 
病 お巧勸 じか 右 時 
間 か 及び 日 w はお 
約 じ 限る 


T- 

0； 

に 


ん. 

IF 


扮的 


N 


gw 防 


0 惡 

の 

U 

Y 


is 就 揉治攘 

マツす— ジ > 整形 

搭 巧を 的 述數、 陽 
灌 注、 水を、 ホ お 
及ち 氣 治療、 其 他 
な 育 州 公設 

フイ ジオン ラ ピスト 

巧が 幸ち 

日 耀外お H 午前 九 
時ョ ，午を 九 時を 
電話 前約 願 上 候 


む 

0 

麵 CM 

わ W SJ 
& A .け 

M-B 邮 

•1 0 

r 8 し 
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紐 育 州を 認 
巧 務省鬼 許 
巧を 巧大醫 巧大學 
を 婆 復習 巧 卒業 
元 地る 

產婆 お本綠 


餘眼並 じ 眼鏡 調節 


醫お 機が 製作 
運動具 並な 具 
質を 鹿 及 時計 

を长ァ ー ト 

ス ッデオ 

ゴ ，火 フク ラブ 
テニス ラク ブト 

をが 販 賣俊理 


化 留を年 理想の 函ホ 

曰 本人 靑年會 

- : 宙こ 一 TCIbarki 】2 呈 


お巧醫 

ザ 上 義人 

西 六十 五 下目 一四 六番化 
が 育が 國旅淹 巧 
電話 トラフ アグ ガ I ニ 五六 五 


化 巧な 巧 費 

五味 頭會 

W £ •ニす 泛 -ll.T. でぶ 

lel Stuyvesani 3? ち 


Jo 巧 In 左- 00 CR1、 Mb. 

171 W ち t i slf Y ミ k 
Tel. Riverside 苗 73 & ジ h ちす 1 芝 ま 

診察料 穀親 1K4S 

H 巧 午 お 丸 時！ 午後 四時 

ドク ト-小 栗乘ま 


あを 巧 お ノ巧ピ か r y グニ媛 ニ 丸ニ芭 

東京 丸 山 洋服 禱巧 


齒巧醫 木 下义お 


ゴロを ニ ミで 

一" eL 30 nmnent 巧 苦 7 



操縦、 機械 敎 習、 

一 LU 重 茸 點义 電池 等を 


懇切に 敎授晝 巧兩巧 日曜 も 開校 
日本人へは 秋 山 巧專巧 敎授す 
量 暑 量 き Aub Sch 畳 I , 養 K m . 苦 th St . 


診察 時間 

午巧乂 時— 十 時 
午後 六 時 1 八 時 

。小 栗 幹 ごー 

がち 巧フブ VI 病院 
第五 巧お院 巧な 
武巧 3 ン バラン ド 

病院 巧な 


彰察時 牌 
午を 一時 化 こ 時 
午を と 時 H 八 時 
愛知 お 學± 

パ t 巖本谨 ' 

をを 比 亞大を 及び 
グデ タン 病院 叙な 
白！！ はか 約 巧 上 お 


日本、 支那 貸 玉 製 美 
術 品、 婦人 用 首 飾 其 
化 装飾 お 

島訂 •；：： け 

お 等 美術品 修辖、 

首 飾 品、 スト 9 ング 
日本 服 裁 お 



笠 ザ 洋服 店 


時 巧 

男女 靴下 類の 御 
用命に 應 じます 

3 アグ •ン グク 

靴下 會社化 巧 巧 

時 田 信 次 郡 


丸 山 洋服 蘭會 


を 五十 HT 目 

ニニ 一 ニ 

が 藤 
洋服 巧 

ラバ i 八 ホ ニニ 


洋服 調進 

クタ I ニン ダ、 ダィ 

ィング、 修綾等 一巧 

ミカド 泮服巧 

化 本 保 
電話 ラん ン ランダ 1 
六 八 H 0 

診療 

午前 十 時ょ b 十二 
時、 午後六時ょら 
八 時、 日曜は 前約 
願 上 候 

ドク トグ 

山 ロニ 一之助 


巧を 的 揉を 治 
醫術的 ホ 操 

化 島覺丈 

巧 五 巧と 番 
な 一二 十八 T 目 

電話 玉 デコム 

一の 九 六 


をき 米國 婦人 
日本人へ め吳 
語敎授 じは を 
年の 經驗を 有 

す 0 一 レ ブス 

ンと 十五 化 
每 H 朝 九 時ょ 
らお 九 時を 巧 
時 じても 宜し 
H 曜日は 一が 
よち 四時 進’ 


成 巧の 秘談 


6 

ミミ 

y 

■ ミ 


細 

6 


な 

刷 

が 

も 

A 

邮 


ホ围 をち 語を 露す 事 
は 成 巧の 第一義です 
本校には H 本人 敎授 
じ 慣れれ 島 任 婦人を 
師ぁ 5 懇切 じ會 話を 
信义 社を 語を 敎 巧し 
ます。 H 罐週 H 共 じ 
午前 化 時よ b 午を 十 
時まで 關 後し 一 レツ 
スンと 十五 化づ； 

ず H 直 もじ ホ 校 あれ 


を 論 1、 ，，^ 替巧十 H 發斤 
LLL， 马 一部 4- 侧 


雜誌 


養 7 Is こ S. す 三 ork 暑 


♦宮籍 ♦雑誌 ♦新聞 
.縱覺 室を 關 
執務 午前 九 時ょ を 午を 五 時を 

總育 日本人 會 

フロ！ ドクぶ ィ ~ とお 五 

1 00 と 0 
1-00 と 一 


春 一 
弓 

巧 


ず！ タグ 


稅關 事務 

東洋を 地幷 じを おが 
の 輸岀乂 ホ 法 じ瞄す 
する マ 切の 御懿 間に 
應じ媛 道 湯船 貨物 運 
貧ぶ 出帆 おお お 手續 
書 等 進呈す。 重要 都 
ボ じ化理 巧を がし 誠 
實を速 御用 命じ 應や 

お驗 取扱 


齒 

科 


夕 ホラ ボラ トリ"一^ 

電話 ア カザ ミー ぶを ホ 
ド クタ！ 田 尾 時 雄 

U 醒 H 午後 化 
t If Manhattan 君： N. ご 
10 呈 St. を 0 ミ.， St. 


十五 年の おを ぁる 當 校は 多年の 
經驗ご 新 智識を をす る あ 師を聘 
し 自動車 
操 縱法及 
び 運轉者 
の 修得す 
べき 必要 
な 機賴的 
智識を 短 
期間 じし 
て 最も 能 
牵 ある 徹 
を响凌 術 

を お 習し をが 證 得を 保 班し 職業 
ロを も 罔を します。 



稅關 事務 取扱 

WILLIAM U 妄 E & 夏. 

R 畳 m 7 ま ニ B 夏 d 宝 ay- 巧ぷ 
TeL B 呈 ling‘Ga ま n 9804-置 




巧 かろた 


はも/ > の 遊び 
ホを 吳 文で 米 頤人じ 能 （わかる 
やう 簡單 明瞭に 說 明した ものが 
出來 主した。 內容 目み 進呈を し 
ます、 御 寛 下さい。 

W 呈 さ YASC 0. 114E. 苦 thSt. 田す 



尋れ人 

(鳥 お縣) 木が 薰信 (長' 

原ず 人 (同) あ朦 玉】 (同) 佐 
化鎭雄 (魔 島縣) 中が を ニ (同) 
渡 邊泰助 (東を ホ) 古澤 武么助 
(和歌 か縣) 巧藤甚 之を (名 古 
崖 一魚 住 喜太郞 (熊 本縣) 巧 村 
巧 喜 (かお 山縣) 鈴 木よ 藏 (福 
島縣) 渡邊 寅か郎 (おお 縣) 松 
下 壽之ま (山 ロ縣) 德お猪 一二が 

右の 者 じ 通知 致 度き 儀を 之 
候跑 本人 若く は 知人ょ b 現 
住所 御 通知 願 上 お 

紐 育を 國 総領事 舘 

1 巧 ミ吉を ぶ New ご rk 呈 y 


生糸 取引が 人氣 

巧巧務 書記官 報吿 

ナシ ョナ 火 •ロ* — •シグ ク 
エキス チュン デは あ々 4- 1 H 取 

引を 開始し、 級 業界 及び 一般 經 
濟 巧よ b 甚大の 興 ホを 0 て迎へ 
られ たるが、 初日 手を は 千 四百 
八十 五 儀 じ 達し 十月 限ら 開 値 四 
弗 九十 六牠 、最高 四 •化 六、 最 
化 四 •九 ニ、 引 ヶお四 巧 化 十二 
S 化 之れ じ 巧ぐ 化の ホ ヶ巧物 巧 
れも之 ど 大差な く、 最高 値 四 弗 
九十と 仙、 値 開は 僅かに 一仙 乃 
ま 五 他に して 唱 値の 約 一み じ 過 
ぎ卡 取引 振 b 頗る 堅實を 示し 
股の 氣 受けよ し。 

R 貨 排斥で 

'物貨 が 欠乏 

廣東お 民 巧て 反 お 

萬 東の H 貨 排斥運動は 開始な 
巧、 未だ ーク 巧を 過ぎざる じ、 
をく も市內 謡物 貨は 異常に 

白巧騰 し、 就中 日用 食料 扉 
たるが を 物は、. 円本よ ちの 踰乂 
が大 ザを おめ、 殊に 干魚 類は 從 
みほ £ん ど 日本 おじ 限られて 居 
わ廣 東の こ wi て、 品拂 底の た 
め 五 割 乃至 十 割の 暴騰を 巧し、 
これが 彰 響は U 貨 にあらざる 他 
の H 用 食料品 じまで 波及し， 豚 
肉 か 两等も 到底 下曆 民の 食膳 じ 
供し 得ざる 巿 償を 現 おして 居る 
これが ため 一艘は 衆の 間 じは 漸 
や （日貨 が 斥じ凿 する 反 對の聲 
窩 まちつ i あるが、 廣まホ 長は 
物貨 調節の ため 頻に 

0 貨じ 化るべき 廣貨の 振 
巧を 提唔 しつ i わる も、 急 旗を 
救 ふじ 足らず、 現下の 精 勢 じて 
推移せば、 こ 主 ニヶ 巧を 出ず し 
て 日 貨耕斥 運動に 掛 する 柯等か 
の 反抗的 事變を 惹起す るで をら 
ぅご 憂慮され て 居る。 

大藏 長官が 報吿 

乂藏 長官 メ 。ン 巧は 歸舉 した 
大統領 ク— リッ ザた じ對し 、ァ 
メ 9 力の 則巧ぷ びを 業界は 依然 
繫 をし 居 b 前途 じ H 等不 まごす 
べきが 巧は ない ごま 極樂觀 的む 
報吿 をした が 巧は をく フ ーゲプ 
援助の ため 遊說 する 當で わる。 


開業 披露 

今般 レスト ラントを 經營の 傍ら 
グー ミン グを經 營し室 化は 一週 
ニ 一巧ょ >、 が ほを 事は かが 食 ニ 
十五 仙 ょら 一二 十 お 仙 じて 差 上げ 
皆樣の 便利を 計ら 可 申 巧 卒御愚 
負の 巧を 翻 願 ひ 中 上け ます' 
〔島山】 

1810 Third iwe. を t. 1 岩 さ & 101st Sts. 


隨科醫 米 田榮吉 

S2 ち estith St. 京 三 ork 置 y 
TeL Academy ち 69 
電請 ァ 力* テミ ー 1 二八ち 九 


I .ぶ，， ，. 1 两！ 巧：‘！ 嘴‘ 

i 南に 往く人 

I 大 おを 達成せ ょ 

玻 あお 京で 創設され た 商 ホが 
巧 株式な 化は お 一 期の 資本 沸を 
jW 共 じ 滤會を 照いて 役員を 選 巧 
I し、 閒 社々 長 福 巧 八が 氏の-巧 
一け 旣 巧の かくち 米 ブラジ^に 一 
一大が 離を 試 わべ < 目下 紐 育に 化 
>、 不 H 解 糖の 化 船 じが 乘 して 
パラ 用 ホ 面に 赴く 由で あるが = 
^ 本が お 四面 福 巧 氏 談話 參照 ns 
j 人は 化 巧 計 蠢の娘 本 ま 義じ掛 し 
I て お 胳の赞 なを おする のみなら 
I やを 年 錦 淵 姑攒會 社の 化 締役ど 
! して 寬 きを 本邦 實策界 じな し、 

_ 今や 方 さじ 巧 はら 名 遂げむ どし 
^つ 、みつた福巧八郎巧かみがみ 
を 挺して 其 後半生を 新 天地 開拓 
のた めじ 巧 せんどす る 化 快な 意 
を ごを 火の 抱負 どじ 街して 深甚 
の お 息を 沸 ひ、 タ大の ホ 望を 繫 
けむ どす る 者で わる。 

_ 從ホ 『南 义経營 J ど 云 ひ ホ 或 
一 ひは 『南义 あち』 ど 云 ひ、 補々 な 
る 慮 ホ じ 基いて 邦人の 南米を 住 
問題は 巧 巧銷巧 じがけ る 論議の 
1 題目であつたじ相違^:^いけれ 
共槪ね 空言 类辭を 連ねて ホ だ 鬼 
ボ 島を 征伐せ の 桃よ 邱の 謗を を 
れ なかつ た。 ニで 巧圓 のち 資を 
擁す ご 巧 せらる i 海外 興業 會社 
めかき 『南 ホ經 皆』 のた めじ お 
して か柯 巧の 實繪を 摩げ たで あ 
らぅ か。 化が (ぶ S が： > 内閣げ 化 
じ 唱導され わ商乂 企を は 徒らに 
- 萬け る 餅では なかつ じか、 其 化 
グラジ^を 中位 どしての 眞齡目 
なる 調 巧 研 兜が どれ ホけ の 効を 
を 示し わか 人口 數 じがて は 南部 
ブラジ^ 化み じの 六で 人、 が證 
じ-巧 五 千 人、 ボリ ビャ、 智 が 
パナマを をせ て 千 五な 人、 是れ 
じァ ゼン ナンの S 千 人を 加算 
して さへ 八 万人を 超過せ ざる 現 
がで あら、 巧 人 移 氏の 經濟 的實 
力の 化に 誇る じ 化るべき もの さ 
へ U い。 然るに 獨 逸、 が 太种、 
スペィン、 葡萄 オの 諸輕 は化界 
大巧 前の 梅 米 移な K 政策を 渡 大 
して 自 威に のが 化を 勵巧 L、 南 
米 の 巧 對 被等 の 手 じ ょ ら て 歐 
化されむ ごする 楠 向を 示して 朽 
るに 拘 けら や、 H 本 S 政府は 路 
趾遵 巡を 事 ごし、 拓植 をの 創設 
可を A ま過剩 人口の お ホを 如柯 
じすべき やなで 徒ら じ 議論 倒れ 
のん じ 巧 蛋の时 日を 銷教 して ゐ 
た。 を 人は 千の 名論の 巧 おょち 
も 一の 實 巧を 微迎 ずる。 勿論 拙 
速を まどし 巧遲 をが とせょ どの 
一恵 ホでは ない， 最 きご 認 いる 計 
審を考 嵩密讓 しで、 一旦 其實巧 
を是 U らご 信じたならば 舆化堪 
進し、 慟 みに 計 藍のを おを 期し 
施設の 緩急 其を 數を 巧れば 奏劫 
_ の 階 化を 認 いる こごは 巧して 待 
i つべき でを らぅ。 

先年 福 お 巧が がロ英 化が ± ご 
-會 なせる 巧、 巧 ± は 『南米の 傳 
_染 巧は 必 ホし も畏 る/' じぶ ば U 
I い。 巧を 的に 街 まの 設備を 整 ふ 
i れば ょい。 乍 併 怖るべき はが 人 
j の 巧 利々々 おで ある』 ど 道破し 
j たさう である. か、 巧ん じ 逆 あな 
，るか 诗的 巧を を 看 化して 匡救の 
必を とま 張した 巧 七の 烟 眼は 敬 
服 じな する。 福 巧 巧ら 恐ら < 同 


威で ぁらぅ けれ 共、 南米 經營の 
- 乂事莱 にあ おしつ i ある W 上 
巧 十 •のな おょ b 觀 じる お 見を 城 
ごしち 純禁 持の 巧 想 じ 加 ふる じ 
堅忍ず がの 勇 おを 0 て （ 眞寧綿 
をに# 萊 を經營 して 化くならば 
雜て 第一 期の 十 年 針を を 完成し 
巧ら じ 第二 期 第一 二期に 试る 具体 
的 施設を なす 礎石を まわる こど 
お出 ホる でゐ らう。 福 原 氏の 南 
义が殖 の 乂 事 おがを し 不幸 じし 


I て 挫 巧す る读 U こどが あれば 將 
ホ H 本の 國莲恢 宏を蕾 策す る 上 
じ 至大の 惡彩攀 を 巧 ふるこ ごじ 
なる であらぅ から、 是非共 同氏 
の 事業を して 効 おあらし めねば 
ならない。 隨て 同氏の 寅 任は 頗 
るを く、 同氏の 勞苦亦 甚だ 輕か 
ら ざるを 想ひ霉 入は 同氏 一巧を 
歓迎 するど 闻 時に 所信の 一端を 
披歷し 且つが 大志 お 望を 達成せ 
むこ ごを 祈る み窠 である。 


ナショナル 生糸 取引所 

堅 實に產 聲合擧 と 

人氣を 巧んだ 十一 円の 初 取引 振 
取引の 中 也は 十二 巧 ご 一巧 先物 


前號 本紙 所 報の 如 < 新設され 
たナ シヨ ナグ 生糸 取引所は まる 
十一 日 午前 衞單 なる 開瘍 式を 擧 
巧した るを 

一 初が 弓 じ 移つ ねが 何しろ 
一年の ホを 十億 弗に 垂 々どす る 
產業巧 じ 新 聲を擧 げた もの どし 
て 一般 助 巧から タ大の 注目を お 
起した。 先づ當 H の 相 旗を 見る 
じ 左の かし 0 〔るは 前 壌、 左は 後 

送 ■ 

高値 化 値 
十月 四 •九み 巧 •九 ニ 

四* を 一 四 •と 一 

十一 巧 四* 化 S 四* 化 ニ 
四 ふ S 四 •义一 
十二月 四 •九 五 四 •化 0 
四 •九 一 四 ■化 0 
一 巧 四 ふと 四 •化 ニ 
四 •を 一 巧* 化 I 
ニ 巧 凹 •九と 四 ■化 ニ 
. 巧み ニ 凹 •化！ 
一二 巧 四 •化と 四 •九 ニ 

四 •を 一 四 ふ 一 
四ち 四 •ホと 四* 丸一' 

四克一 

等に して 呼 値の 馳 きも 比较 的に 
- を 近し 居ら 

お ホぶ 巧は ニな 九十。 ッッ 
一千 四が 八十 五彻 、出 ホ 化の 開 
きも、 約 五 ポィント 巧を じ 止つ 
たこ £ は 初 取引と しては 上 お ホ 
で わを ど。 して 取引所の 當局侧 
でら 至蛛滿 足の 意を を 明して 居 
るが、 取引 も 午 お 中は 活氣を 躍 
び、 正午 過ぎけ 稍化滯 したる も 
引け 頃 じは 颇 ぶる 活氣を 呈し特 
じ 一月 ど 十二 巧の 取引は 激甚で 
同：！！ の 契約 取引高は 約 九十 巧 弗 
ど 註ゼら C て 居る。 而 して 乂人 
巧 業者 側の 初 化 引に 對 ずる 威 想 
じ 化れば、 化 段は 大化 じがて が 
を 巧の 巧 想を 蓮な b した もので 
わるが 

橫濱鳥 S に義 されて 

前 麓は 稍々 高値 じな つた けれど 
もこの 巧斷じ 就て は B 乂兩國 に 
はが 付の 化違ビ いふ 'r ンデ キヤ 
ッブが あるので 當業 をの 觀 測は 
必ら やしら】 致して 盾ない 横樣 
で ホる。 即ち 一例を 擧げ る；：^ ら 
げ橫 猿の 值 段に 當 化の 化 段が を 
の 巧を にがて おなして 居る か S 
いふ 疑 巧に 就ても、 一が の斯菜 
まは 漠 演じ 缉 して 當 化のを 値を 
ま 張す るに おし、 反掛 論を は 横 
濱収 引の グンー ドが 當 化よ らも 
稍 化い こどを 理由 ご （てを お說 
を ホ 巧し つ： をる を樣 である。 


この 外 特に 注目を 惹き 丘つ 論議 
の 的 どなつ てち る こどは 謗を ひ 
じ 際しての ボ キントの 關き であ 
つて 普通の 物 ロ g 

巿瘍じ がて、 五ポ キント 
乃至 十ポ キントの 開きを 生じる 
のは 决 して 诊 らしい こごで な < 
巧 じ 生 ホの 如き この 開き じ 化る 
差は 一封 巧 じ 對し約 一 化で あら 
をつ てを の 影響は 些 したる こど 
もない ので あるが、 この 日 初 お 
引じ從 事し ね 人々 はず 素 一ポキ 
ントの 差が 頗る 大きい 影響を 生 
，り 物品 巿 媛に 活動して 居る こど 
であつ て、 これを 棉花の 鶏を じ 
就いて 見る ならげ が 段が r ホキ 
ントの 動搖を 生じる こごは 一 勤 
度に I 仙 どして 契約 高 五 ゎ 弗、 
五 巧 封 度で あるじ 反し ホ 糸の 處 
をは 契約 高 六 弗 あ 十 仙、 ホな 五 
十 封 度に 過ぎない ので あるから 
この 

む理 るが 將ホも 巧 棋じ於 
て 動 も すれげ 或 ひは 今後 生糸 巧 
瘍 じがる 競を ひじ 於て、 ボ キン 
トの 開きが 巧なら 大きい ものを 
ホ やる 傾向を、 實現 する であら i 
ぅと 期待され て 居る。 越へ て ニ^ 
H 目の 相場ぶ、 前 H み 反動 トを 
けたら のかい イれら fb 氣ホど 
なつた。 郁 も 後場を 見る じ 左の 

瓦し。 

高値 .化 値 
十月 四 ■化 ニ 四* 八 化 
十一月 四 ■丸！ 四* 化 0 

そ 頁 闪 •九 〇 

一月 四 •化 ニ 四 •化 一 
ニ 巧 四* 义ニ 四 •八 化 
S 巧 四 •化 ニ 四 ふ 0 
.四 巧 巧 •丸一 四 •八 八 
を じ 關し ジョ ー ナ瓜 •ォプ • 3 
ンマ ー ス 紙の 所 報じ ょれば 二日 
目の 弱 値は 要する じ 取引の 反動 
まと 共 じ 

橫濱安 値 も 手 傅 ひ 居る じ 
反し 爲替 じは 反 椿を みなく 漸み 
强 調を 帶 びて 居る こごに 歸 ずべ 
く 目下 巿填じ 競を ひつ i ある も 
の^ 大部み は 3 ン I ッシ ョン • 

^ ゥスで をつ て 彼等が 報吿 する 
巧 じょれば 機業家は 取引所の 前 
逢を たいじ 樂 巧し 今日では 單じ 
季節 物の 流 巧が 巧の 動きを が V 
つ： ある 有 巧で あるが この 方面 
じ 目鼻が つ < ならば 注文 も 殺 倒 
して 巿 おは 一 唐 活氣を 牛 中る で 
あらぅ ご稱 して 居る。 



IKUINE 

Ho わ 1 在 Re が aurant 
3 巧 W.88 化 化 お w む rk 
Tei. む h がが 7 お 2 
Cable A が 巧な IKUWE 


TOYO KWAN 

41 E •巧 出 St. 

わ i. B'w 巧 基 4 化む も 
Te しがが nquin 8 巧 8 



^iYdJCo» 

340 W. が th St. 

Telephone: 
Columbus 8882 

( 喔 日 • 水） 司 巧 わ 



巧み 巧 
ご 目 T 四十 四 
巧 目 T 五十 巧 


Beem Nom Low 

474-6th Ave. 

Bet. 28 比 -2 か h St. 


Koike S 化ぷ o | 

730 F げ th Av も I 

Cor. 5*7 比み . ! 

Tel. Circle 4406 ! 


Wing H お径 Low 

郎 i が se お stall 巧 nt 
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打 g G 泣 打 ! 

Chin だ e ft が iawani 

1 巧 W. お 化 •化む む 


City Ha!l T が Garde 打 
170 Nassau St. City 
Next U) 比 e Tribune Bldg 
Loo Lm Manager 


DANCING 

411 W.l 巧 比 St. 
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Tel. Susquehana 28 け 
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SHOWA 

53 West 105 St, 
Tel. Clarkson 0981 


DARUMA 

7 が - ぶ h he. 
む I. わが nt 巧 巧 


The Tokyo Go. 

140 W • 规 h な . 
New む rk むれ 
Tb しむ aW が パ 刷 


S.KUWAYAMAGO. 

114 E ： • が 化み . 
New York City 

2133 

Phtm も R 巧 ent 


College In 打 
3 欄 お oadway 
お t 1 巧 rd & 124 化 Sts. 
Te しな が加がお 74 巧 

~ 巧ぞ ^ 目 
ま宮 Si マ曜 
午 午 理攤ィ 及 

前觀 春 ± 
長 十：^ 撞曜 

! 焉雅 ！! 畫 
^ 園 ^ご 


SUN HANG FAR 

2 巧 0-7 化 む も & 沁 1 巧 |[1& 巧巧 !1 なも 
Tel. Momi 帘郎 i 郎 S 4 


ま ク± 希何隱 君を T で 料諸磁 
す マ-上 卒し じへ 目 第 理を前 本 
。ィ 日ま繁 ては ばのと をのを 樓 
、曜 す々 居 巧 直 チ 巧 差 嗜揮巧 
春は。 御 まるぐ ャの 上がつ 理 
搔饋 光す 程 H プ なげにで 人 
が 頭 ホ。 好 本 スニま 適日歐 
あ、 の 評人ィ 十す す本廉 
A シ程 を 謠£ 六の る 人が 


新 ! 

あ 料 

質理 

巧 


K1N8Y0 & PET SHOP 

IMPORTER OF 

GOLDFIS 扫 & BIUDS 

動 其 力を 
物^ ナ種 

一 烏リ金 
切 k ャ魚 



巧 Eist 29 化 sir 扣 t 
Tel. Lexington 5727 






麵 旧け R0，S 

224 E ； •お も St. 

New York City 

Te しむが nt 3480-3 が 1 


Kawasoye Hotel 
巧 9 Wes り 23nl 化が t. 
Tel. Cathedrai 9910 


御 

旅 

縮 


河 

'感 

I 添 




良 



號セ 十八 百 四千 


巧 


化か f 热 が 的 [ で 奶 ims 


【日耀 十.】 


日 お 十月 乂ホ 


が昭 


割烹 並に 御旅 舘 

ニー § 培を 

勺 一 お 兄を 

な 育 巧 西 八十 八 了 目 一二 一一 一一 
巧話ス 々イブ 1 と 入 ニニ 


高等 御旅館 

東洋 縮 

會席御 料理 


マき 燒 
ホ じ 御 料理 



♦ 0 


お 五 巧と 一二 0 

へ クシ ヤ 1 
ビグ デン グ內 

小 池 寫眞舘 

電話 ナ ー クか‘ 

四 四 0 六 


美 ホ じして 巧 巧 

觀 お商樓 

午前 十 時よ.- ちち 
午前 六 時まで 


を樣 の御嗜 巧に 適 ふ 
様な 美味の 巧 巧 巧を 

接 廣趁樓 

致します から 續 々御 
ホ ホを 願 ひます 

，歸 ホ興樓 

挺 揃 ひの 巧 理乂數 名 
が 日本人 諸君の 嗟 巧 
じ 適する 巧 巧を 差 上 
ます。 朝 一二 時を 開 巧 
(なサ 五 T 目 ナブ 
淳車 巧の 下) 


支那 巧理 

ホ 饒裘園 

司 巧 人 ま 蓮 
巧 數のホ じは ま お 
の 御 便利 じ 礎へ 巧 
翻を 庵の 巧 用 じ お 
すべく 巧跑巧 ホみ 
不變わ 引 立願 まな 
紙上 敏ま巧 申上误 


舞踏？— 

▼社を ダン ' K A 
▼を 情 ホ 操 A 

朝 十 粉*, お 十一 時 

シ ヤブフ •タン シ 

ング 錦雜學 校卒案 

心 杉 タザ 


高等 御旅館 

昭 和 

會席 御巧理 


日本 食料品 類 及び 雜貨類 卸ル寶 
ホ么ま 大旁测 桑 山商會 
新刊書 籍雜誌 小間物 日用品を 種 


日本を 巧な 
日本 雜貨巧 

書籍 巧が 誌 


ち タ九時 迄を 業 

メ！ グ アド ンス 〔年 一巧〕 

東京 巧會 

ト タンタ 巧ち i 卞 


ザ 上 金魚 巧 

9 ちち 妄 Ave .~ II ミ ご rk C さ. 
さ one Circle ちち 


が 業廣を 

夏季 巧 休業 仕が 

菓子 舖嵩橋 松風 軒 


新鮮 魚介 一切 

日本人 おきの ホ 魚 巧 山 取 b 揃 へ 
持削廉 頃で 乂勉强 致します 

サヴネ ナ魚店 
•Joseph wa <03» 

2 泛 w. 61 s;t 

Hel. 〔色 UBb 受 91 段 


日本 現 髮錐淸 

西 四十 一二 了 目が 發地 H お 六 室 号 

タダプ フロア (碟ち 街 さ 巧 十 HT 目 受 


日本 散髮屋 則が 猶 

五ヶ 年間 中 村 巧と 共 じ 就業。 

ジ ヤシン ト • フ nt ツゴ 

31 WJ 置 S 三. Y . 基 y 
置. す lu ョ bu ニ ve . お Centr とす rk W を 


HT を 語 プラィア ント 

fr 八 0 と 化 r 八 八と 一二 

恭竹中 重 雄 

•ごこ が 育 巧 西 四十 巧 T 目 
守 ニニ！ 一 1 乂番ニ 一階) 
一 」ち呈£8 ご夏呈 P A 吉吉ー 
ニ 2 養 4 童ぎ N . Y . G . 

T 田 一. ぞ 言 nt 807 芸 873 


あ 面目なる 求職 同胞に 巧 育 
なる 職業を 巧 庭す 

嘗川 事務所 

紐 育ボ西 四十 ニ 了 目 旨サ一 を 

霜，， チ r / ト とと 八と 

話 フライ アン 九 六化乂 


煎餅 卸、 小賣 
を 腐 油 接 
日本 食料品 一切 

Sunrise Rice Cake C さ 
養ゴ ird Ave ., • 
£.量3§8 


ロス アン セ ルス 

ホ リン ピック 

ホテル 

ニ S San 置 ro st._ Los A 這 les, cal. 


御 下宿 喜樂 

元黑麻 旅館 奈 良盧藏 
1 芝 量 st._ Broo 互 n, N. Y 
T な 二 ria 另 le 洁 17 


木 田 ル 1 ミン グ 

1 言 ザこま . 京 t. 活 & 羣 h ぎを S 
Teie を呈 e B 谭 nt 芸 27 


培の 蒲燒 おいしい 撕烧 

會席 御巧理 

晝 食は 末廣へ 

叮唯祗 巧ち 巧大 おお 


レ ヤトバ ホ 

NP 旅舘 

W 轰- ま！！ Ave . W ゥ • weattl タ W 5 b - 

停を 巧 前を 東 ご 一 了 左側 六 階 建 
H 本 巧 船が 巧 かお 波 ロ 場 送迎 

巧 ま お 域ち 必 、総領事 結、 H 本 
郵船 其 化 お 巧 大會化 巧き 煤 巧 

を 港-^ パ ホテ^ 

'純 日本食 (特別 閒 ホち) 

御 一巧み 鑽自勘 单御お 迎申上 侯 
6 ニ 星す rnia St : San 置 nci 賽呈芦 


周 國閑淸 、空氣 新鮮 

邦人 俱樂巧 自由 亭 

苦ジ nds Si. す 0 田 k 吾 N. Y. 

ジニ ria 這 I こ 475 


A 淸 お、 親 巧、 氣樂 HH 巧 ▼ 

勢州舘 

がを 事を 乂熙巧 巧 

225 E. 赛を苗 set 

Tel . 京ち 王 ち 送 


若 旧旅纔 

江川 作 一 
so で st15ih Street, 
Tel- 巧 uyv 男 呈ニ苦 1 


一力 旅錯 なめ 

帝 國旅繪 淸水 

14 S W. 置 thSt. New York 
ご 一 . ぎぶ 夏 hamia 芸 1 {一 


紐 育 旅舘寧 奥— 

泉 四十 了 旨 ニ 搜ニ蕾 
£. Ca 爱ミ ia 迈之 


ボス トンボ. 

富 ± 猶舘大 浦 末 松 

妄ま i 瓦 ミ 田 . Bost 登 sass. 
ぎ B. B . 舍な 


住み 必 地ょ き淸 おなる 室 

御 了 巧 松が 好か 

養 Lex 量 ミ 夏 . 

ぎ Eand を 度 


費府 御旅館 

柔山淸 五郎 

妄巧梦 量ち h wi. P 室 ad 己 phia pa_ 

Tel. snut 72 ゴ 


紐 育 唯一の 日本 百貨店 

片桐 兄弟 蘭會 

スマ ドン •ブ 。ダク ブーず 贩賣元 


.'''.い ト こ . ■_ : 


ニグ。 を 姐 撃した 

お 滞は 十 年 服な 

本年 四 H 、 お 尾で ロ 訟の上 本 
年 五十 歲 じなる ユ グロの ダン ニ 
ッ ク，：；^るまを化擊1たが人化滞 
眞一じ 巧る を 巧は まる 十 一 H マ 
ン キユソ 判事 法廷で 審理の 結 巧 
判事 U 特に 倚が を敢 貴のと お 浦 
じ勒 する 創傷 罪は 執 巧を 猶豫し 
たが、 無 鑑札で 短銃を 所持した 
サリバン 法 違な の廉じ 化ら 一 五 年 
から 十 年い 服役を 宣吿 された。 
被吿松 浦け 曾っ て活働 俳優 ト！ 
マス •ィキ ボンの バ トラ I たら 
し 男で 當 巧が 酒 中 ダン ニックが 
が 本の 對ま 出兵を ホ 難 I ぶこ ど 
から 口論 - I な b 遂に 凶行 じ 及ん 
だもので あを ご 中立て S みる 0 

米 人 銀 巧を の俾が 

邦語 學 園に 入學 

コロ ラト^' り ブキ— •フ オ！ 

ド 地 ホは 寒數 邦人の 農家が あ b 
有を なネ ヤン ブロー ブ のを 産地 
であるが 同地の 巧語學 園は 女子 
高等 師範 ぉ 身の 稻本 夫人が 學童 
の 世話を G し、 夫人の お 養ん 格 
じ 化ら て H 本人 系 乂國巿 民た る 
第 ニ 世も 父兄 も滿 足 の まし 
て 居る どを ふ。 を學 園で まる 八 
月 二十 ホ H 夏期 修業 まを 喪げ た 
際 目 本の 唱歌を 龍った ホ闕 人は 
同地の ナショナ^ 銀 巧ち 配 人 マ 
ンテユ が 巧の 息で タ^パ^^ ご-;*' 
ふ 十一 歲の 少年で あるが 父君の 
意見では お ホの 仕事 じは お洋が 
重要な 天地で あるから 東洋の 指 
導 園た る H ぶの 言 棄を學 ぶの が 
大切で ある どて ク！ バ！ 君を 巧 
語學 園に 乂學 させ 追て は 日本 じ 
送っ て 大學じ 入れ やぅ ど 云 ふ ホ 
望で ゐる さぅ だ。 尙ほ巧 春 がら 
は 更らじ 巧 五 人の ホ 人 少年の 入 
學豫約 ある ど 同地 方ょりの 通信 
じ 見 b て 居ね。 

ホ歲の 天才 小み が 

S 個國 語を 繰ろ 

六 歲のル 女で あ b 乍ら 英語は 

も VJ よ b 、 フランスな 5 、 マべ キ 

ン 語* し 熟達して 居る のみ か自を 
I でを 居を 創作ず るし、. 徘優 もや 
る 一切の 文書は タキ ブラ キタ！ 
で 遣つ ての ける ど 云 ふ 珍ら しい 
_ 天才 的な 少女が 當地じ 現 はれた 
少女は。 レ 1 ン •ジ ユブで ブト 
ご 呼び 西 中央を 園 一二 巧 九十 吉番 
じ 化んで 屠る が 約 二十 人の 名醫 
が立會 つて 化を 試 驗を巧 つれ 結 
果 健康 も 滿点ど あるので、 この 
天才を 永义に 神び させ やう ご 斗 
ちじ 敎育 家は 禪 々ご 苦 ふしてち 


商 賣 を 巧 〔十八】 

桑 山 簡會み 懸賞. 

愚を 『ホの 素』 の大賣 おしで 
世間の 注 息を おいて 居る を 山 商 
會 では 旣 じ廣吿 されて ある 如 < 
今回は ホの 素を 利用した お 理法 
の懸賣 募集を 巧つ てゐ る。 をの 
景氣を 伺つ てみ る ど 巧み じも當 
地の 社會 では 最 巧の 催しで ある 
ので ぼつら ぼつ b * J 舞 込んで ゐ 
る有樣 であるが、 白人のを 庭に 
料理人 ごして 腕を ふるつて ゐる 
.コック ん達 はが かじ 研究して 
ゐる人 も ホい 犧子 であるから、' 
いづれ 締切 頃には 回答 も 山積す 
る やうな 前景 氣 である ご。 


が 旧 10 九 n ニ 四 八 五 
松 巧 九 六 H と 八 化 
の 順序で ぁった。 一方 選手 權巧 
觀戰グ P ス最好 おの 成績け 
福 本 八 八 
鳥 橋 を 一 
岡 野 九 一二 
松 巧 九ち 
ホ 川 九と 
の 順位を 示して 居る が 明 十六 日 
サ リスべ b ! じがて 萬 ニ 第三 一 ラ 
ゥン ドを 競技ず ベ < 、右の 內福 
本け 旅れ のた め棄權 ずる こど I 
なつた ので 選手 權は番 化は せ i ；* 
けれ じ 化 野の 掌 禪じ歸 するなら 
む ど豫想 きれて 居る。 

◊日本 杖球會 B 組の 

最終 轉は 高橘對 晒が でぁるが、 
競技 其 化の 都合に 化ら 本 巧 I 二十 ' 
日頃ど^:^るべく、 0組十六んの 
决勝戰 は馨じ ラリ タング ヮ レィ 
じがて わ はれを 巧の 山 ロ 當初お 
アップを 0 て 巧銳の 谷な を壓迫 
した •かみが 漸み 恢復し 遂には】 
勝 一敗の 巧 化 紐 どな っれが 結局 
四 — S じて 山 ロの 捷巧ピ なつた 

全米 庭球 戰は 

准 優勝 戰へ 

慰 班 選手 敗戰す 

フオ ー レスト ヒ^ じがけ るを 

ホ 庭球 m は 連 H 蕾 狂せ、 或は 蕾 
なせに 近い 面 旨い 試を お演じて 
愈々 本： H セ ミ •フ アィナ グを懼 
ふす 事 ご 心つ む •い 木® 9 午後 雨 

自働車 事な 增加 

昨年 中 この ニ ユョ！ クじ於 
る 街頭 事故で 生命を 奪 はれね 
者は 四千 六な 化 八 人で をの 中 
自働 車が 一千 二十 人、 瀬 巧は 
四 巧と 十五 人、 燒死 はだ 化 六 
人鐵 道が 五十一 人、 機械 事 お 
が 十一 人、 其 化は モ醒 百と 十 
人で 本年の 上 半季に 入つ て か 
ら自働 車 事故は ニ 万 ホ 千 八十 
一二 化、 負傷 I 二で ニな 四 人、 邸 
巧者は 四百 五十一 二人に 達して 
ゐ る。 自働 車は なん £ をつ て 
も 都會の 魔物で ぁる。 

じ 磐 はれた るね め パン ター 對ク 
ロゥ ブ ォ！ ドの 試合 ど、 n ツシ 
五 1 對 マン ゲンの 試を がを 曜日 
じ 延期 せられて 優勝 戰は來 週 巧 
暧日じ 催される 事 じな つた。 恩 
旧 選手は 第二 闽戰 じて、 ドで ダ 
ど 會戟の 結 あ 六— 四、 六— 四、 

- — 六、 六 1 四の スコア じて 敗 
戰 した A が 育 島 峰 瞄會凿 ニユ] 
ジ 卞 シ ！ 高峰ラ ボ ン ？ ト タ I の 
庭球 謗技會 はまる 十一. 日ア！ リ 
:ング トンに がて 擧け された が、 

; 商 峰商會 側は を 信 支配人を 除き 
他は 乂撞を 博 し 銀盃を 獲 
倚して が 育に 引き上げた 由 ▲日 
本 庭球 供樂 部では 本日 午後 ょら 
會 員を AB ニ 組 じを けて 選手 權 
戰を催 ふ I 優勝者ぶ び ラン ナ ー 
アブ プ には ホ々 賞品を 提供す る 
由 ▲日本 俱樂 部では 例年の かく 
運動 委眞會 ま 催の 庭 琢大會 を 開 
ぐ こど！ なつれ が 時日は 來るニ 
十乂 日、 己 十日 (± 、日) の兩 
日、 瘍 所は 一九 五 了目プ 《 1 ド 

ゥ で！ の 户ミ八 トン •コ 1 ト會 

餐は シング グ 、ダブ 瓜 巧を 一巧 
(ダブ グ 一組) 申込 期限は ホる ニ 
十日まで、 優勝 若 及び ラン ナア 
アツ ブじ 賞を 贈る 由。 


I • -I • I • - 11 - 1!1 〜 I 

も 一世 一 化 じこの 御 盛儀を 拜巧 
せん もの ごする 者 ぞく、 を氣船 
會 化では 船室の ン ザ！ ゲ にお 倒 
され、 梟ぅ 十 巧な 後の 船を 中 込 
みは 絕勒 じ耿目 ごい ふやぅな 聲 
ら閒 えて 居る が、 濁ら か國 にあ 
么巧 々の、 はらから のみでな く 
この 御大 典 巧 おを 目的で ホ瑚す 
る 諸 か 國の觀 ホ 客は を 化に わけ 
る 旅 巧業會 社の 宣傳 じょつ て、 
じは かじを の較 をち し、 最近 ブ 
1 リィト •ビユ ロー の 目算 じょ 
る ご 

總： ills 約 四千 人 じの ぼる 摸 
樣 である。 おじを の 約と 割は 米 
國の 客で、 世界一の 旅 巧 業トー 

マ ス 》 ク ブ ク趙やチ ス 1タ ス • 

ボ！ 3 ング 社の 『0 出 づる國 の 
大 盛儀』 どい ふ大 々的の 樂 語を 
か、、 けて 旅客の 吸收 じつと め、 
ァメリヵ人の 旅 巧の 興がは、 ほ 
ごんで この 『御大 典 拜觀旅 巧』 
にさし いけられて ゐる 観が ある 
この 大第旅 巧 客 殺到の ため、 ッ 

i リスト •ヒユ ロ**"- で は ニユ 

—ョ I クに 出張所を 急設した 
騷女 J であるが、 さて：：！ 本 
へ 呼んで から 肝必の ホ テグが 足 
b ない。 巧 都 じは 十 巧 r はいじ 
完成す る豫 をの 京 部 > テー ショ 
ン •ホ テ 八 等を 加へ て ザ ブト 五 
が 名を 化な し 得る 将度 、しかも 
をの ほどん どを 部が 宮內 省關係 
の 人達 じ占爾 されて 居る ち樣な 
ので、 ッー リストでは 十 I 巧 I 二 
H から 十九り の 御大 典 期間には 
比駿的 

を 都に をぃ 大阪 、神ち 

を 良 等の ホブ^を 利用す る こど 
じし、 をの 後は 東京、 H ホ、 箱 
根、 別が 等 約 十五の 優良 ホ テみ 
じふな ま （豫 をで、 種々 準满中 
である。 尙 ほを 漁船 會社 側では 
ホ テグ じあ ふれた をを 肖 あてじ 
大嚴 巧を め 他に 激 船を 停泊して 
キヤ ピンで ホテ^ わ 化 用を せし 
め やう ごして 居る 向 もを るを う 
; である 0 


が 昔 知らの 

世®?^ じ 旅立つ た歷を 的な 
記を の わを もで ぁる。. 化 一さん 
じごつ てこの 正 g は 一年間で も 
唯一の 化 曰で を廳を 始めと して 
陸が 軍々 入 も 特に 体 養す る こと 
か 許されて 居る。 ジ ユーョ 1— ク 
ビ云 はれる 程 じ 化 一の 多い 當地 
もこの 日 だけは ひつ をら どす る 
譯でぁる：^,、 九 1 さんの働馳ま 
じ麵 だけ じ 昨今 一封 度 一二 十五 仙 
の ものが 五十 仙た 上つ て 居る。 

杖隸界 消息 

◊青 樂會 成績 旣 報靑 

葉 食 秋季 大 競技 會 はまる 九目フ 

オ— スト ラ クン ドを ペラム •ベ 

ィじ舉 巧 t た •いお 場 者 一二 十 人に 
達し- ン •テ 脚き 競技の 成績は 
■一 ネット 

上 凹 一 oon ニ 四と.！ ハ 
岡 野 化 云 n ニニ 八 0 
福 本 八 八 n よ 八 一 
裔橋 を 二八 一 
岡 本 lolnl 九 八 ニ 
山 本 ) 0111 H ニ 0 八 S 
靑山 10 八 N ニ 四 八 四 
前 島 sou 1 五八 五 



酱油齡 駕 I 白米 

日本 ホ 食料品 ii 離。 賠卽 

巧 田替谁 巧ホ會 おちが 一手 賣挪巧 

曰 本 食料品商 會 



四千 圓の 懸賞で. 

みみ 御大 禮 奉祝 歌み み 


明治 筛徽 、こお L ! 歌誦樂 曲を 殺裝 
アイリ 力の 觀 化客續 々ごぶ 都へ 

作歌が 曲者い つい も 小學校 敎闽. 


「東京 特電 十二 日 巧 == 裝じ 
文が おか N モ圓 の懸赏 をを 
り I て 裳 集中で ゎつ た 御大 
溝 ホ おが々 び 明治 節 歌々 别 
ホび に樂 化-歌 进は 審を岭 
結 あ 奉 栅歌乂 ぶ 者は 大阪ボ 
化 大な詩 常 あを ぃ學巧 訓導 
髙旧 精一 巧、 輿が r .? を 利 小 
學 校訓 導か 岡 金み た.. ぶ 治 
節 唱歌々 糾け 香川縣 かずが 
邮蕾通 お 町の 掘 甲： 间ぶ 巧、' 
歌譜 はた お市 ホ 岡 女を 化が 
師杉江 ひで子 巧 等 いづれ も 
當 選し ホ視歌 審杳委 貴會に 
てを のな をを。 を'- 千圓の 
懸賞を を持與 した。 

御大 禮 奉祝 歌詞- 


歌卽 高. 出が 一 
樂化や 岡を み 
一、 一二 巧の 神器 ぅけつぎ'*」 
天 ホ日弼 & 御 位に 
わが 大 をの 即 きた まふ 
'リ し-き々 H の 乂御典 
祝へ 祝へ いざ 祝、 

ニ、 悠 がま 基の 旧の 斩 巧を 
御 韻 ごさ さげて 嵩 神に 
なす々 如く 化へ ょず 
御げ の 巧の 大御典 
祝へ 號へ いざ 就く 
S 、 神の 御 化ょり 傅れ る 
をき 御强の 新ら しく 
HU じ 進みて をえ ゆ < 
巧が 君が 化の 大御典 
祝へ 祝へ いざ 祝へ 

明治 節 唱歌々 詞. 


な 細 亞の柬 n がづる 废聖の 
ちの 現れ ま— て 古き 天地 ご 
ざ おる 霧を 大巧 ホに 殴。 く 
ら ひな ゐ主 ねく 道 ホ きら 
もめ 給 s ' る 御代せ 0 


+1/ 


ニ 


をの 波 八洲-」 余ち 御 綾 威 
，り 風け お 原 越る て 神の 化さ 
せる 御浆を 化め 民のを いく 


を 化 日巧吿 

華府 大使 舘發表 


歌 胡 掘 出 巧を 
歌 譜杉江 ひで 


祭 禮じ關 t 棘 かを 0 て 左の 祝 
日ぶ びを H は 化 H ごを めら も 
十一 円 十 H 即位の 禮 
十一ち 十 西 H 大嘗巧 
十 一 巧 十六 日 大藥第 一 H 

尙は 本年は、 义嘗 をを わ ひて 
巧嘗 を， で だはざる じ 巧き ホる 
十一 巧 二- - H 11 H は 化 H にあら 
' j さる 旨內頤 よも 吿 示せら る。 


力を 展ば しみつ 國國 のを じ 
も 著 < 留め 給へ る 御 ぁ畏。 

ゴ一 . 

がの 空す み 菊の 香 高き 今 曰 
のょ き 日を 皆 ことほぎて 定 
め ましけ る 御憲を 器め 諭し 
ましけ る 詔賴を ホら. 化 化 木 
の 森の 巧 化 長へ に 仰ぎ奉ら 


ん 大帝。 


化 巧 十 巧 十-一巧 巧が 

圃 おがが も 焦れて 居る、 御大 典 
の H も だんだんぶ 眼が じ 迫つ ね 
ので、 アメ タカ じな 留 する 热人 


產兒 制限から 

巧 性 保 建へ 


サン ガーホ 人の 巧 速 動 

マ^ — ガレット •サンボ^ — 夫人 
と 云へ ぱ近ホ じ U つて 人口問題 
の おたから 漸く H 本 e も 赏廣政 
策 化されん どす るを 兒 制限 速 動 
の化躁 あどして 化が 的に 著名で 
あら 

目 本 へ も 赴いた こどの あ 
る 婦人で あるが、 夫人は 今回を 
站 制限 聯盟を を辭 して これから 
は切牲 のが 健述 勘に 着 ホす る こ 
ご、、 なつ わ；。 夫人の 語る 所 じ 化 
れ ばを 话 制限 述 動は アメ ブ 力で 
ら宵 際に 認められ、 幼年 者の 死 
亡を 等 もまつ て 化 < むつて をる 
じを しみ 娩後 じ-生を 棒 じふる 
巧 巧の 死亡率は チリ ー を 除けば 
アィリ 力は 世界一の 髙率ゼ す 化 
白 二十 五 年 じな 十での ホ 產率じ 
おし 巧 巧の 巧 亡 率は 六な 四十と 
人、 をの 塑 年は 六 巧 五十八 人に 
ち 加を ホして 居る 巧で、 今後は 

專ら をの ホ じ 就て 巧を 的 
じ硏 兜した 上巧话 制限 じ 等しい 
I 化留述 動と しか 牲 のが 健を 顏あ 


的に も 認めさ しむべく 遂に 產兒 
制限 騎盛 長た る こご よら 勇退す 
る じを つたので、 夫人 ぱ化づ を 
米を 州を 遊歷 して 嘗 際に 翩 した 
參考資 巧を 鬼 おする こご じな つ 


たど < 


暑い 盛り じ 

九 一の 正 巧 

昨 H 沒 巧から 十 H 間 
今年は ユダャ人の 暦 じ 俄る 一 
紀元 五 千み 八十 化 年 じ 相當し 
かを 嶋 H の 日沒が この 年の 巧 社 
S なる。 正 巧から 六日 目は n 八 
三 ドン ど 巧び 

巧，；^ ザの U でと ケ 円は ュム 
挪も賊 罪の 日 どして 正 


キ 


統 派の ユダャ人が 一年中で 最も 
神聖な U ごして 當 日は 日 沒 ょ ‘ 
塑 日の H を じ まもまでは 外 巧 ご 
のを 渉は 一切’ 食事 等も絕 つて 
白 布で 身を 淸 めた 上 神じ耐 腺し 
この 儀 事が 終了ず る ご ユダャ人 
獨特の 神聖な 鷄 のな 理が 響應さ 
れ る。 サ コッス 乃至 ユダヤ 神を 
の 新年を は をれ から 八日 じ . U : つ 
て 巧 はれる が、 これは 一巧の 農 


作 巧で をの 起源は ィスラ エグ人 
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化 則 RITIES 則 . ， INC. 
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149 Broadway 
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Sih Floor, Equitable Bldg. 
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Tel. Algo 叫 uin が 化 5 

3 巧 化 Madison 化 細， 
Chicago, Illinois 

み 


WAUCER & 化 ORIO 

CUSTOM TAILORS 

20 DEY ST., NEW YORK 
Near Church St. 
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1261 Broadway, 
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Nara Trading な . 

151 ぶ 比 Avenue 
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現 化 
締人 世界 
婦女 ホ 
ま婦 のぶ 
婦人 俱樂部 
中央を 論 
な 造 


▼鄕里 送を 及び ホ 送を (無手が 巧】、 か 画 
巧替賣 買、 荷な 替 取組 取 立、 信用が » 
巧 等 一般 銀 巧 巧務抑 巧が じ 取 あ 可 化 « 

g 就臺灣 銀行な 帛ぉ張 所 

本ぶ 專済寒 化 

ち 店 まを、 横 巧、 大 お、 神卢 、上 お、 巧 
ロ、 お 如、 厦門、 她 巧、 香巧廣 な、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 タマ ラン、 バタ ビヤ、 ま K 
々グ 々ッタ 、倫敦 、巧み 葵 巧 十 旧グ巧 

一、 資本を 壹億圓 (を 額 沸 & 巧) 

一、 指な を 化 千 化 巧 五十 あ 旧 

內化本 支 巧：！：： 橫濱 (本店) 巧 京大 阪 
神タ 長が 下期 名を 尾 

橫濱ぶ 金銀な— 支 巧 

ホ 圃をま 巧 U を 港 お 《 沙 ボ巧哇 
巧 化 化 巧を 國を巧 都 巿ュぞ 巧 及 ュ グレ 
ス有之 巧 


本 巧大阪 化濱五 T 目 
が 育支庙 が育ブ 0 1 ドウ 玉！ な 巧 十九 番 

鱗 住友 銀 巧 

お 至を ち橫巧 名ホ屉 、巧郝 、が ロ 
をり 尾ノ 道、 煩 島、 吳 、柳 か、 下ノ骗 
巧ち 巧 (巧 司、 小 倉、 巧 松、 巧を、 久巧乂 ま 
本國預 を、 鄕お 送を 等は おめ 
て 御 便 刺 迹をじ 御 収あ巧 申 お 


本 巧 朝鮮 巧が 

支店 出張所は H 本內 地の 樞要 都巿 、朝が 
滿洲 、支那のを 地 巧び 浦 お 巧 梅 

朝鮮 銀行 紐 脊曲張 所 

外 巧 爲替 一般 银巧 萊が靖 々御 化が じ 化设可 
中 上 お 


厳 本 證券 會お 

一般 おな 莊 を ノ贸 買、 引受、 裳 集 
A 金觀 、並 ニ 之 こ 關スグ 一が ノ菜お 

I 賊 藤本 ビル ブロ— 方— 銀 巧 

紐 育 お 張 所 


陶が藉 、雜 貨卸键 

森が ブ タザ ー ス 


雜貨 陶谣器 

ドラィ グ！ ズ卸巧 

太 洋賓易 巧 式會な 

支店 お 俄を、 ポストン 


撫育 東京 商會 

1 を 至 J 害 FN. y.C. 
ぎブ afaig ミ 萬 送 


^ i 溫莖じ 慟く靑 年 ニ 一二 
名 雇 ひ 度し 左記へ 間 

合せ あれた 養 N 黃 SE ミ 

Ged 巧 l-i oie Park, 广 1- N. Y. 

ジ I ち h 号 e 立 ch ョ 0 置 宝 II 75 活 

JyjJ ダブ グ なび シング 瓜 

T ム 、蠢便 巧 

室巧恰 が、 左へ 御閒 合せを を ふ 
置 rs- Ferry, 715 W. 芝 th St- 

御 暇 乞 

私 典を 紐 中は 皆 穂の 御が 怠に 
對し 深く 鐵謝 致ます 
化 度 約】 個 巧 指 化 おく 羅 がに 
滯巧 後一 時鄕國 訪問 致ます 先 
は 御 訣れを 惜んで 皆様の 御自 
愛を 祈らます 

あ# 夫婦 


H 帷說お 

♦紐 育 H 本人 敎會 午後 八 時 
題 ホを 淸水化 帥 
♦を 瞥敎 修道 曾 午後 八 時半 
ゴ八 ゴタを 上の 基臀 

今 裝師 

♦日本人 美な 敎會 午前 十一 時 
題 ホを を龄 牧師 


東京 商 會特吿 
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か 
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が 脊 日本人 曾 主催 

第 乂回舟 遊 

ホる 二十 sn(H 陥) を 》 て舉 
巧され ろが 巧 H 本人 曾 ホ 備第八 
巧 化 遊 會は旣 報の か （お 年 お b 
でを る ミ、 淸遊 化が 新ら しい フ 
ツ クマ ウン ティンを 園で ある i 
並 じ 化 用 だ 船が 千乂巧 二十 五 年 
こ ウバ！ ダで 雄を されたち 船で 
ある/ -〇 が 呼び物 どなつ てち る 上 
j 人 殘らず K V ニアを 頰布 する 
計齋 、慣化 ゎるな 品の 禍 引、 面 
白い 餘輿 、ダンス、 陸上 運動な 
でが をる ので 會裳 一典 五十 仙で 
(十歲 W 下の 小 おは 無料な 安い 
ものとの 都 おが 鳥い。 化 用 巧 船 
は 總嗤數 八な 四十 ニ顿 、長さ ニ 
な 二十 八狀幅 四十 ニ 吹の ドソ 
ン 第一の 優秀 船で ある。 因じ當 
n はを 川 雪讲氏 夫妻、 セント ザ 
こス夫 お、 巧 部が 彥を 南部 高嶺 
夫人 等の 縷術 衆ら 岡 遊 するど。 


アマゾン 流域 開が の/ 

大志 お 抱いて 化- 


巧 萬 本の コ 


南乂 ァマゾン 流 城：- 『巧り 本』 
を閒 が*.、 くを 大 。ぶ 望を 抱 
いて プ - r ジ术閣 泥が. レを じあ 
る 巧 ホが 她會 か々 ぉ 福の 八郞 
巧 •レ；： S 社農审 がを 親が 窩 み、 
社員ん 出を 一二、 おが m 巧 S 氏 
を ど 共に n 卞 n 本化樂 部：.； 滯 
だ 中 r •るが 今 遇々 ホ ボストン 

フキ ラザク フ キア、 ヮ シン ト 

ン のを ホし がける であを 濟ま 
せ來る 二十 ニ H 出帆り が 船に 
て 愈々 化 發尚航 ず もを である 
が、 福化眺 をけ 今 H の壯 がに 
關 し化訪 i 記が.- 乂お左 S 如 
<訪- た。 

厳 お おむ ク n た U 本の 或' 
ロ お八。 雑誌は r マゾン 地方の 


ニ 萬 家族を 夥 をの 計 書 
、了を 栽培 ぜむ 

も歡 C. ご^ 贊禪 なを 巧は 出 巧 U 
いまでも、 確ら t を* むの 出 ホる 
生計を 立てた 上、 尙ほ 年々 幾み 
か 宛み お 茜を 得せし むる 方法を 
諸 中る 積ら である。 をれ が爲じ 

イ」 煙草を かるので ある 
かぉ U どは 實じ 優を な ものが 輪 
る。 是 等は 年々 の 作物で あちが 
一力 じは n 、 ァ 栽培を 關始 し、 
おお 永 化の 腰を 踞 えさせる 爲め 
j 巧 じつき が 本の n 、 ァを 義務 
的に 栽 巧させる 。とは 八 化 年 目 
から お々 化 獲の ある ものである 
が、 十が 後じ豫 をの 通 b 】 萬 家 
族に 達したら 巧 萬 本の n 、 アを 
わが H 本 移； a が 栽 巧す る こど じ 
。る。 現が n 、 アの產 化は ェク 


をお述 してな ぶの 胜 ろしい I ワ ド^、 ゴー八 ド • コー スト ご 


所 だ どかな 邸 毒蛇 か 挑 梁 1 る 所 
だ' こかを 然地 なの やう じ當 きな 
て i 居た。.- 一就 -鶴ぃ 祂輔氏 
は 『おが や 化秘も お械も 究めら 
'れ た。 け" ども 化 巧 中が'」 む 所 
ごして は r マゾン 流が か殘 され 
て ぁる 丈け だ。 だから ぁ I 普く 
の だ' W う』 ど 笑つ てゐ たが、 お 
く 共む々 が' 白 巧 町 ホを 雜辑 して 
閒が しやう どして ゐる 所は、 を 
ん」 地獄 化 じいな 所ではな ■谭 
ろ 樂閣に 化い， 唯 老巧を を 逸 じ 
; 暮 f ごを ふだけ。 t 娩械巧 役で 

一 業の 爲 めじは な t 深，、 期す る 所 
- か あら 

I 鐵が 《意を 决 して 南進す る 
:のス がる。 吾々 W 入は 急ぐ 用件 
j . な 爲め當 巧 おかの 途 を 取つ わが 
f 雄 築 技師、 醫 帥、 ホ巧貞 をの 一 
けけ 目. トか 巧が 經 めで ブラ ジ朱 
に 向 ひが 巧して 居る。 を 詰め 彼 
一地へ をい C ら 、第一に ホ 巧 建設 
地の 巧 某' が ホ計蔚 、街を 設備 
I 化ち f ’ が院 等の 建築を 進 
I 々'なな i でもる。 移は の お 諭は 
、衛 ホ設 巧を を腑 して おぶ を 出さ 
0 こご' 生活の ぶ 化を 巧 甘し め 
i な-' 一 どで、 削が a 理想的 i ；* 設備 


を 施 壬 梅 b だし、 巧 おに 勒 して 


この アマゾンで あるが、 一番を 
い エクヮ ド^で すら 八十を 本位 
か 栽蜡^ あるから、 恐らくな 萬 
A の 3 、 ア 栽培 U 

後 ザ アマゾン U 本 移 技の 
化が 的 ホ 楽 ど。 らぅく 思 ふ。 尙 
W 移 K は ホ 年' む 五十 家族、 额 ザ 
ニが 五十 家族を 試驗 的に 送 b 、 
某 結果-し 化つ て 其數を おがし 漸 
み 十 年後 じは 一巧 家族 じ 達せし 
《る 計證 である。 先年 調 查じ巧 
つ わ 時 W がした 太 田 君は 旣じ中 
學 がを 終へ 目 ー下プ ラジの^ 大學 
じ述 ひがめた が、 辯 護 十 志 啓で 
もり ロ 本 移民の 利益の 爲めお ホ 
活雜を 期 株して むる し、 お- らブ 
ラジ^の 化 を 得て 議員 じな 
6 大じ讓 巧で 經输を 施して 徹底 
的に 同胞の あめ ド j ホを 捧 ぐる 
覺悟 だ。 約 ニヶ 年位滿 化して 諸 
事 莱の緖 じがいた 頃 一旦 歸 朝し 
あ 族を 撫 めて 永久を 住の 途に上 
る篱 である』 云々。， 

小 池 嘗太郎 氏 

桑 港 止產話 

問題は 第二 化の 將ホ 

乂國 じがけ る H 本 ドライ グー 
ゾが おの 閒が 者で ある！：： 本 ドラ 


.グ ー ズ 巧を 化を 小 地 實太郎 氏 



は 前週々 ホを 港ょ 6 ホが 本 巧 下 
甸 おまで 滯 おの 上 巧 用を 帶び今 
巧 一時 歸 朝の 豫定 でぁるが、 を 
ホ 益々 經缕 、元氣 化 盛で 太 ホが 
沿岸の 近情を 語る 『桑 雄 地 ホに 
がける 同胞 社會は 今や 旣じ 
反動 巧を 過ぎ 漸巧 じ堅實 なる 
道 おを 辿 b つ ^ ぁら 殊にが 人 
の雜貨 業は 東部 地方 •ょら も 優 
勢な るら の-- 如 （ホタ 年岡胞 
社會 のを 威た b し排 H の 炎を 
消え、 日本人の 眞價 ご 眞息ど 
を 誠 解して ホる を 巧 加し 從ホ 
州 蔑會の 問題 どなつ た 機な 排 
n 法案の 濫造 運動ら なく 
小康を 得て 屠る 一方 所謂 第二 化 
が 年 ど 共 じ 成長し 米 人と して 活 
動し 得る 機會 S 到 巧 も 腿 前 じ 迫 
まつて 來 たから 吾々 第一 世の 義 
務は簾 ニ 化の 將ホじ ホ 明 ぁらし 
わる 爲 めじ お ホ 持る 限 b の 巧 力 
をな すじなら ごの 自覺 を强 めて 
ホた み駕 でぁる』 云々。 

高 お 氏摇寡 

ホテル プラザで 

滯紐 中の 大阪每 日 新聞社 常を 
取締役、 ま 幹 高 石 眞五郞 氏は 去 
る 十一 一一 日 巧が 官民のを 立ちね る 
人々 四十 五名を ホ テが プラザに 
招待して 盛宴を 張つ たが、 デ ザ 
I トコ ー スじ 入れる 頃 商 巧 氏は 
おつて 一 摸の 挨楼を 述べ、 紐 育 
特派員に 對 する ホ 生 S 厚記を 謝 
し、 齋お總 領事は ホ 賓を化 あし 
て 謝が を 述べ 且つ かを 問題 じ 閥 
聯 して 重大なる 貴 任を 帶 ぶる 新 
聞 紙の 有 重を 望み、 水を 本社々 
まけ 新聞の 官僚化、 廣吿 のな 善 
出版法ぶ び 新聞 法の 修正、 海を 
化减 問題 等 じ 言及し、 S 十四 銀 
巧 副が 取 一瀬を ま 氏、 大毎囑 巧 
小 独薰良 氏の 威想談 ぁら、 か 木 
正を 支 巧 長 亦 通信が 間 題を 提增 
し 盛が 狸に 散爵。 

- 御大 禮 奉祝 協議 

囊 にが 育 H 本ん 會 理事 會じ巧 
て 今秋 十一: 2： 擧巧 ぁらせら る！ 
御大 禮 奉祝の 仲は 巧 巧 官民を な 
て 奉祝 會をお 織—、 質を 捧呈 其 
他 適當の 方法を 執る を 最善 どす 
べしと 云 ふじ 巧した るか 右 r 關 
し ホる 十と H (巧 幡) 午が 一二 時總 
領事館 じ 於て 齋藤總 領事、 巧 島 
リ本お 樂部會 長、 草 信り 本人 會 
會長外 數を參 集 協 諸 會を願 （舊 
である 0 


ホ 元簡會 親睦 會 

ホ 元 プラザ ー K 店員 度び 家族 
一同は 今朝 ラ イビ ー チ じ アウ チ 
ングを 催し 迷 動 競技 數番を 行 ひ 
秋季 親睦 會を 催した。 

な 人 i ^~ T ~ 

春 中 起が 錐 氏 正を 银巧當 地 支 
巧 員、 九月 下旬 轉巧歸 朝の 當 
参が 上 春么助 氏右间 、まる 六 
H 晚杳坡 巧 帆の エ ムプン ，加を 
太ち にて 歸朗 

♦大 谷ぶ 之 進 氏 髙島崖 お 服 巧 
大阪支 巧 錢震部 支配人、 化释着 
が 目下 ホテ^ ペンに 投宿 當 化を 
中 必じ約 ニケ 巧 間 視察を なす 由 
•小 瀬 竹が 氏 同 ま 店 專巧部 支 
お 人、 大な氏 ど 同伴 ホが 
•桃 ホ 達 雄 氏 橫お桃 井 組 社長 
まる 十二 U 横濟 出帆の アラ ビヤ 
化 じて 社員 副 島 龍 一氏 间 が 十月 


初旬 ホ 紐のを 

♦若が を逍 氏橫衛 正を 銀 巧 副 
支 巧 長、 家族 同が えが 义 便じて 
桑 港 經由本 H 着な 
参 磯野 長藏氏 滞が 中の 東京 明 
治屋 第二 化 ま 人、 まる 十二 H 巧 
半 お 帆の ァク キタ こァ号 じて 令 

息 計藏氏 同伴 渡歐 
•桐 島 龍 太 邮氏桐 島 像 一氏 か 
息、 磯野 氏 一巧 ど あじ 渡歐 
•阿部 政】 郎氏 朝鮮 銀行員、 
今回 東京 支店へ 轉 なを 命せられ 
本日 出 發西巧 天が かじて 歸朝 
♦勝を ま朗 巧を 同、 十月 十四 
日 當地ぉ 發春洋 九 じて 歸朝 
参大 なすみ 子女 あ 東京 家政 學 
院長、 ホ 巧に めける 化 太平洋 締 
人 會議じ 出席 後西 部 地 ホを 視察 
の 上 まる 十二 日 ホ お 基督 敎女靑 
會館じ 投宿 中 


巧 桐 スペシ ャル 

娛樂雜 誌 

並 じ 
英譯 

不如歸 1 TOO 
金色が 义 T 四 0 
巧ら やん 一 •六 〇 
巧. 彈 一 ふ 〇 


ザ 桐 兄弟 蘭會 


懸賞 募集 

味の素 を用ゐ わが 食 御巧理 
の 作 b ホを 募集し まず 

一、 成るべく 日常の 御 食膳 じ 
ふさは しいが 巧を えらび 
しかも 實際 御が 兜に ょる 

レ シピ 1 0 

ニ、 味の素の 新規 應 用に 就い 
r 廣く米 人の 趣向 じ も 適 

したる レシ ビ^ 


A 撰者 

么赏を 
一等 
二等 
一二 等 
四 等 


が 之 素本繩 料理が 兜 所 
紐 育 出張員 


を 五十 巧 
を 二十 五 弗 
を 十 巧 
味の素 瓶ん 
一個 宛 


一人 
二人 
五 人 

殘を部 


A 規定 
締切 
を ま 


昭か 一一 一年 十月 一日 
同 十一 巧 一 H 
本紙を なて 發 あし 同時 じ 賞 
金を 贈呈し ます。 

原稿 巧 文 邦文 共 御 随意 
一人に 付き 料理法の 數じ制 
限を 設けません。 

宛名を み巧會 

ホの 素 懸賞 係へ 

住 巧 姓名 御明 記の 事、 原 
稿は 一巧 御返戾 しません。 


A 後援 


紐 育 新報 
H 米 時報 


がの 素 特資店 
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資本を 
挪达濟 資本を 
巧 立を 


登傳圓 
六 モ巧圓 
六 千を 巧 お 脚 


能 写 弄 銀 巧— 支 巧 

ネ 巧を 巧 ホ 泣 本 橘 臨 本を 度 町 五を 化 一親 
でな ル 巧 円 本 橋を 內窠ち i 
名 古 崖 京都 大阪西 ( 大阪〕 巧戶 
廣な下 熙巧司 巧が 巧 岡を 巧 
上 おな 数を 買の 水 


ss 

— -2 c M 
un tw N 9 

Hu d R 

じ M 

I B T 


お出 入ち 替’ 電信 送を •化 送を •旅 巧 信用が 
巧莱 信用が 其 化 一般 お巧萊 

人能賊 S 菱銀 巧— ま 巧 

鄕里 送を ハ：：！ 本が 地 無キ數 巧？ 迅ま化 巧 
本店 巧を {を 巧 通知 ノニ 補) 御 便利 取扱 
本 まな 東を (本 巧)、 大阪 > 拌タ > 京都 
所 化 地名を 屋 、ルが、 上が、 倫 あ 


八 ィカ ラな 紳± は 

化 立 服を なしまず 

夫れ は宜 （身 じを ひ、 忌 掛けは をく、 を 
して 化 ホ 合ょ らも 長持ちず る 事を 知つ て 
るからで す。 弊 巧は タ數 H ホ 紳± の 御用 
を 承つ て 居ます。 

N 此廣吿 じて 御 ホ 店の 方 じは 

六み 割引を します U 
御 注文の 巧 何 じ 係 はら やを も 巧 一度 ホて 
見で 下さい 

ウオ ルカ ー エンド フロ リオ 洋服 店 


▲る 巧ぶ# 等設循 かを の 當宮巧 新ん るは 巧 巧む 
の热 なお 切 T を S 共 じを 化の 諸*」 ずるを で寸 
▲當化 太平洋 航路 一二 等設 がは を 部 羊が 的を 宮み 
施 L ぇ L わ、 巧に 沙ホ拍 のかを は 所謂 ッ — j 
ス トサ！ ド 又は スナユ デ y トグ ラダス 巧 上の 
伍 値み 漉へ て 巧り たす 

# を 渚 出帆 ホノグ グ經由 【正午 ぉ 帆】 犯 
•天が 化 化ち サ 六日 化 

コレァ 化 • 十 巧 十 H T 
春が 化 十 巧 ホ 四日^ 
西 比が 盛 化 十 一 巧と 日 W 
大が化 十 頁 里 日™ 


N 


® シアトル お 帆 〔午が 十 時 出帆】 ^ 
加賀か 十 巧 二十日^ 
か豫义 十一 鸟音仍 
靜 岡— 化 十一 巧 ザと 目剛 

® を敦绞 B 本 巧が 执 ん 
化 茂み 化 巧サ 一目 
を 取 か 十月み 日 
▲な 育 出 助芭を 馬經由 日本 お 段物 船— 巧 ニ 面 
▲お 道 切な 寝 まを 其 化 萬 弟 巧 巧を じが かか ホ# 

▲太 匹 痒 大を紀 を ホ乘惦 切符 巧 律を じ 取 計 i 寸 


シアトル お 帆 (午證 十 時) 
あらび や 化 十月 十日 
あら ばま义 十 I 巧 五日 

ば リザ か .( 坡淺化 抓) 化月サ 五日 
'一等 横 巧 一 化 五 巧 ， 
化し ば - S ' 寸 みるん でんかは 一 五 五 巧 
. 1 二等 日本 巧 五 五 巧ぎ 室 大巧 造を 族 室 多 技 
•御を 望に 依り 一等 割引せ は 切符を 行 段 巧 お 

ロスアンゼルス お 化 (午後 一二 時) 
さんどす 九 化 巧 か 四日 
まじら 化 十 I 巧 S 日 

•一等 橫漠 二三 0 乘滔 はわい かま にらを 冀弗 
’掉が S 等 日本 巧を 十 か 邦 ▼一二 等 a 本 巧を 十を 弗 
•を 灌羅廚 巧緣を 切符 寢窠 券賭乂 ^ 旋化リ 侯 


精々 勉强巧 仕 御 引 立願 上 候 

陶磁器 雜 貨卸賣 

春 巧商會 


け 本陶撼 黑雜貨 類卸賣 

ザ元ブ タザ ー ス 


日本 陶减 器雜貨 

ラム プ卸賣 

奈良賛 易商會 


曰 本 お 服 反物 キ モノ 
テ^ ~ フルク ロ ー ス類 

諸雜貨 卸商 

懿 日本 ドライ グ 1 ブ瞒會 

時 別 廉语で 大勉强 新 巧 わは 當 店の 恃長 


H 本陶叢 雑貨 
ドライ グ ー ツ 巧販賣 

|就 巧 木 桃 ホ 組 


御挨機 

な義 

今春な ホ歸朗 いたして 居 b ま 
したが まる 十 n 無事 齡が 致し ま 
した。 不な 中は 一方なら ね 御 引 
ホを 蒙ら 誠 じ 難 お 御 障 禮中上 ま 
ず。 尙ほ馈 今が 貸 一 同大 お 翰で 
勉强 致ょ すから 舊に 巧して 御馨 
顧の 巧 偏に 願 上ます。 歸 が 匆々 
化 b 込む で 居らまず ので 乍略義 
の 紙上を 御 おがまで 
昭和 一二 年 九月 十五 H 
化 山泮服 商を 主 

丸 山 お ま 


綺麗 じ裝 飾した 室、 

ミ紳 ちちを 

設備 完 を、 左へ 御 おで 下さい 
Mrs . 重 P 芝 去. 124 th St . 


家具 賣度 

上等の 家具 一切 頗るが 安じ賣 
もたし 至急を 電す照 曾は 左記へ 
紐 育 新報 社內 PO ニ 一二 五 

御挨媛 

乂 巧】 H ょら 多 ザ 經驗の ある 
腕利きの 日本人 職人を 雇 ひ 入 
れる事 じなら ました、 就て は 
化れ 迄の 樣に 御を 犧を 待たせ 
る穩の 事は 御座いませ や 精々 
勉强 致します から 化 變らホ 御 
嶺負の おを 願 上げます 

淸理髮 巧 

西 四十 S 了 目な 番 

トタン ク >い い；^ いい 

イン ノ- *— ベ！ シ ヨン トランク 古 

物 お 弗 お 十 仙ょ ち トニ 踞 を 十 仙 
晋夏呈 5 reet 

トランク 約 丑な 側の 

} ごノ こ ゥ ォ ド 口 ブ 

及び スナー マ ー トランクち 巧 五 

十 仙、 九 弗 五十 仙、 十二 弗 五十 
仙、 少し 許 b 化 用した 軸 類】 巧 
一二 弗 议びお 弗 

萬 4- S 空 Uve ., Gor . 4 宙 h ぎ 0 . 


第 八 回 舟遊會 

時 吕 i 化 巧 二十 一二 日 (日曜 目) 

f 午前 十 時な S 十二 了目梭 橋出發 ナブは 一二 冗 T 目 停 I 
^を瘍 、汽船は べ^ •アィ ランド 號收な 人員 ニ 千 巧 名} 

目的地— フツ クマ ウシ ティン パ ー ク 

(バド ジン 河の 上流 致 勝の 地) 

切 符 I I 弗 五十 仙 十 歳り 下 無 お 

( H 會 事務所、 旅舘 、閒体 等に わら) 

五 年 お b にか 遊 曾を 復活して 一 H の淸 遊を 樂 みたい と が じ 
ます、 御 家族を 人 御 誘 ひの 上御參 加を ホ 摩し ま r 

主催 紐 育 日本人 會 



ジェムが 

をを 劍刀 

U 本人 諸君の ぉ忡間 
になつ て 可 喪が つて 
頂きた ぅ 御座 b ます 
便利で 强速ま 全 じふ 
地ょ く をれ る劍巧 
どこの 店に も あ ‘b 升 
巧 互 SAFE ゴ B 百 呈呂万 P . 
Broo 至 n.lNew さ rk 


ラム プ 及び シル クシぶー ド 

製 進 元姉賣 手 塚商會 

H. Y. HETSCIO CO. 

15 West 2 晝 st._ N J . 田す Tel . 覃 elsea 苦ゴ 


日本 截瓣會 社 (並 ニを 鐵道會 社) 

代理店 片欄 兄弟 蘭會 

乘 ま、 乗船 切符 おじ 小衙物 運送 抑 语利じ 取 巧 申します 
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ro 


ラ 井ン撤 おが 動機 > む^'' 

則 廬が賤 賞金 問題で 大會議 

J 7 Fc ^ 4-、 ^ なた n こた 3 トな ，ごう 


:; 化 目 ぅら； 目 本の 參加ご 化 界的啼 その 反響 
— ^ ぇ P 鶴を 提る ものけ 了 タリ 力ん 投資 巧 場 

■}- ■义 化され や、 正に 化 巧の 反響 i ある お 横で この 閒 じがる 
•セ 交.； セ— = 谢—巧 j よべき 

よらみ 戦 おが S 結を 機を， f 重大を 

碟 た 証左で 


て 職 合 喊_._ 巧 

典问 警備 

ホめ む： ごけな か _ 


ラキ 




'た" 撒遽を 
がるみ 趨、 


い.^ リ tR た會游 ご 。 b が 
タリを いを，. らも 鹏巧 のがい 賠 

繼蠻獲 

ぁ 一' も 協尚イ もじ みしを ア 
リヵ かタ 載しても 參 加を 潜 
い':- ら がみで もる、 而 して 一部 
ぅ. 巧陆 る S 陆じ がて' は 巧く も赃 
^ なが ほい 湛廉 U 賊が 中の 蹄 合 
ぉか 化な 附の巧 討證じ 移るべし 
ごが 測す る もの タく從 て 本 委員 
をの 組織 じあして アメブ 力が 柴 
してい かなる 態 ほで 

去就- 决 する かは 興 ホ 
が （化を されて おる、 尤も 一部 
の窝官 はお 憤を の 審进じ 就て 歓 
洲ど アメリカ じを のぶ 場を 異に 
すごま 張し ア ゾリ々 の參 加は 故 
なし-こ 斷 すを も 3 あるら アメ 9 
力 政府 乃 ま 政が の 窓 巧を 化を ず 
べき W 巧ち 力を が 今み み 簾 一し 參 
加して なにを 溝し ない 限. 0 最後 
の 巧を ぉ 見る じ 至ら。 いとの ま 
張が 藍き を 占めて 居る、 而 して 
この 報 一度 蹄故德 脅に 化 席 中で 
ある 五十 餘险の 化 あの ぜじ 入を 
や 『今度 こを 歐巧 大戰の 成裝を 
總 勘定ず べき、 歷 をの 最後の 一 
巧 J ' - し 筆を 染める ものである ど 

斷渊 列強 は 云 ふまで も 
い * く 狭洲ょ b お遇^ 國 家の 化 お 
もこの 報を， 驅 歌し 濁 逸の 支 沸 能 
力を ぶ 礎 ごした 賠償を じ おする 
最後の 巧 定は化 おの 财 おを 女き 
じ 澄く 繁ー ホで あ 6、 巧に ご 政 
府じ化 b て 歐洲の 戰禍を 一掃す 
べき 時機が 到が しね ど 認めて 居 
邸，^ ゼ ネゲア じがる 諸 巧 間 


る 


は ホるべき 曾 巧の 盛 人性を 期待 
しを の一奶 どして 今 巧の 巧 委員 
曾し H ネ よわ 5 化 おが 參 加—' て 
赔 償を 致 後の 认を湛 溝じ參 '加す 
る^け脚係の範圃が歐洲の天地 


もる ど 誰 じて 掉 るが 獨逸侧 化 表 
.いが か-」 被らず 巧に がる V 」 聯を 
國赔 償を 旨 長 パ I 力） •ネ 作バ 
i ト 氏は 賠 おを 決定の 審 誰を 促 
進ずべき 道を 旣に 開が—. たど 稱 
して 居る が 一般に 解释 されて W 
L 所に 化れ ぶ今圓 S お 錐は 恐ら 

^ フランスの バ] レンチ 卞— 協 

をの 再 討 谣じ誠 論の 化 •かお'、 拨 
樣 にして バ ！— レン チャ ー 協を は 
アメリヵ じ おす A を 償の 償 巧 じ 
はま 拂悚 かご ー て 濁 逸の 赃慣ホ 
濟を 特に 銘記 するどい ふじ ある 
が、 この 獨 遮の 賠償を 巧 濟ど聯 
を國化 化の 

戰 時貸敞 はを が 別個の 

閒醒 では わるが この 兩 ちは 事 賞 
じがて 瞄係 S 深い 開 題で をち 從 I 
て 賠償を 巧 濟じ顯 した 討 麓が 粗 
互の 戰 L 如 貸が じ 波ぶ する ごい ふ 
け絕勒 故， に 不可能で わる どして 
も 所 誇 料 避す る こどけ お 巧まい 
£觀 測され て 盾る、 この 點じ關 
し 英鹽の 巧を であるか おみ 官ヵ 
ッシで ングム 卿は 『奠換 政府は 
自题 の 負 驚に 對 する 責務を 充を 
-,1 おすみ か必 あるの み ■::^ら 乎、 

歐 測じ對 すら 貸附 の 回收 ょら も 
アメリカ じがけ をの 貸 償み 濟の 
タ額 である こど じ 就て を や 巧 譲 
論を する 窓寇 をない、 宜亦 アィ 
9 力 政府 r 勒 して 

一 應巧考 を ホめ る企圖 

も 持つ て おない』 ど 言明し 観 逸 
のム 五 ラ！ を 相も歐 がの 别强が 
共闽戰 線を 呢 つて 唯 一 S 債權闊 
な ア メ ブ 力 に 巧巧す V し .こ の 
風説を 堅く が： がし k ら の、、 ア 
メリ 力が この 脱 償 會議じ 參加卞 
る こごは 巧 等の 最ら随 謝する 巧 
で わる ご稱 [て 居を が、 獨逸側 
から 昔濟さ n て 居る 巧 じ 化れば 
ラ キン 撒 兵に 關しフ .ランスは 傲 
く 巧 今 B のが 態では 絕勒 じず 可 
搭 である どい ふ 態度を 示し 典 顧 
は 寧ろ 撒を の 促進に 游 力しつ^ 


化が i を欧 {の 風 あ 
る も 撒 おど 赔憤ま 拂の婚 巧け 巧 
え-' レ叙堪 する 所で も あ b 委封曾 
の 組織は 最も 事を に 適した を ま 
である ど 認められ 岡 時 じこの 大 
間 强ト最 巧 （ 解 巧すべき 鍵は ア 
メ V 々•か 握つ て 居る とい ム點じ 
がても 結論は 一致して 招る やぅ 
である、 邸ち 験 刹 ごして 大統類 
驟を 前にし C アメ 9 々じ 蟹し 直 
もに 赔償角 議の參 加を 機 想し 得 
ない が 列强專 巧を 員 會の 巧を じ 
化り てえ づお瞻 ぶを した h ア 
ホ 力の 偽 力を 乞 はんとず る 解 巧 
策の 第 _ 一案は バ •キ グバ 
i ト 皮を 始 々ご L て アメブ 力の 
蛾 わ 財政 家が 

夙に 賛意を ぉ 明して ち 

る ものは アメ r 々の 資本を 题か 
し t 赔償 おを 化濟 しやぅ ごする 
もので あつて これ ょら 六十 年を 
じ アメリヵの 投資家-かを 取る を 
額は E じ 四十 億 巧で をの 內容は 
濁 逸の 鹽 道を 潰が 百 四十 億 馬を 
産業を 舊五 十億 お克で 利子 五を 
威 憤 資金の 一を を 除いても 優に 
S 十億 巧の 金を を 償 市 煤で 載 か 
す こ £ じ；：：* るので ある、 第二 案 
は フランス 及びべ 水ギ ー じ對す 

る 苗興攀 藻の 物品 赔償 なみ 十億 
馬克のを 漬を發 巧す るに あるが 
これに 百-一 ハ 十億 馬克の 鐵道產 業 
を 債を 加算す わば獨 逸の 

賠償金 額は ニ 吾 こ 十億 

馬克 郎も 八十 億 邦 じ 達ず る譯で 
これは 勿證ド ー. ズ 案の お 滅を惹 
ホ するど 某 じ ド！ ズ 案で 制を さ 
れた賠 憤 乃 ま 民間 貸附の 優先 權 
を も 消滅せ しむる ので ある、 ア 
メ 9 々巧 鶴の 弓 受額ヵ これ 等の 
を 憤 K 就て どれ 程に 達する かは 
疑 隅で わる 一が、 歐 现大戰 後アメ 
リヵの 掛獨 投資 高は 廿慮 弗に 達 
して 居る 今日、 これが 成 巧は 一 
じ懸 つて 國務湛 がを 邊 まで 賠償 
曾講の 成果を 積極的 じ 支持す る 
やを をに 懸 るので ある = 


日本を 易に 動^ず 

對 支を 涉は暫 < 成な 監視 後に 

■東京 特電 十八 日骚 = おお 巧は 大阪の H 堆經濟 梅會の 懇談 會 
で 『の 中外を は 否 具 師的態 巧 だ』 ど 云 ひ 『菌化 政が £ 親 善觸巧 
で滿洲 問題 も 解 巧 せん』 ど 言明した 

居る、 上お郎 化の 矢田總 領事は 
お あ U 本よ も： 一巧した る も 政 巧 


上が 特電 ご一ユ 3— ク •タ井 
ムスが】 十 セ日發 HH 本 政が ど 
お 京 か 府の黯 逆 商條約 改訂を 涉 
は 南 巧 政府 侧 じして 巧通陳 であ 
る巧條 約の 廢 楽と 撤回し ない 限 
ib 暫 （は絕 ぶで ある どちられ て 


の訓 々を まけて 王 正を 氏 ごの 待 
見を 巧 糖し 居を 『 n 本 玫府は 巧 
を 政府 今後の 巧 動を 監視 しれ 後 
なめて 政策を 庚を ずる』. 旨 言明 


して 居る こく' は、 邸ち 巧 强の掛 
ま 目 ま 隅 稅を議 の 召集を ょを 困 
難ら じしむ ベ；、 この 際に 於て 
アメ 9 々ご 支が 政 おの 關稅 新條 
約 も列强 にして 同一' 巧 動じ 及ば 
ない 限ら 單じ アメリカの 支那 じ 
おする 义 泣' むを 披繼 したる じ 止 
り 两等資 隙 上の 巧 益を 巧 ふる も 
のでない ご觀測 さりて 居る。 
尤もち 固 政府は 未だ ア メリ 
じを しい 條 巧に 調印は して 居 
ない けれ 共 チャンバ！ レン 氏 
は條 おな 訂じ應 やる の 感志あ 


る こどを 滤 々明示し つ 5 をる 
がを じ滿し 矢巧總 領事け H 本 

もがる ピスチ ユアけ を ホ ごて 

も 魔々 支那め が じ お 明した 所 
でを h . 巧强に 協調して 駒稅自 
ま 權の實 現に％ 力す る 所がで I 
ホる ど 言明して ゼ るが、 日本 
ご L ては 黯條 約の 化訂 を玻ら 
ま大親 L おな この間 題が 解か 
する まで 他 0 懸 まを 渉に 着手 
す 4 の 意な ぎる' の i 如く 
矢 田 繳锁擧 は掛ま 自由 政策を 摄 
榜 する 人で 日本への 歸齒俞 おか 
お 其 他の 髙官よ A 條約廢 索は H 
本の おみ-巧 確 レが 等關 係なない 
どを 約され たじ も 锅らす 最近 玉 
正廷 化が 氏の 歸閱 中し 前言を 織 
しわ 事實 を擧げ 
巧 等は ホ だ 化闕じ 卒先し： を 
巧を 權 S 撤廢 にを 巧す V き 位 
最じ なく、 前を を 織し ス斯 L 
こどを 敢て する 南を ぶが の 誠- 
意を 疑は ざるを 得ず 
と 述べ 王 正 廷氏も 今更ら； 一一ぶ じ 
譲 ホす るの 色 も 見へ ない が、 巧 
自身 どして は 田 中 昔 相は 濟南事 
かめを 渉に 着手ず るで あらぅ 
認 解して 居る。 

支那の 威 脅を 

體 がく 退く 

ブ リアン 巧の 皮肉 
ゼ子 ヴア十 セ日發 HK キヌ 及 
び スキ ッ ランド 巧 表は 世を 司法 
裁 巧 所 問題 じ關し 弱み 國 のれめ 
じ氣を 吐かん としつ 'ぇ あるじ 對 
し 列强は 極力 これ じ 反截し 居る 
昨今、 甫京あ 府の化 表は 又もや 
•セ ホダ アの 新聞紙 じ 寄書し 
若し 聯盟 じして 支が じ 永义理 
事國 たるの 權 利を 賦 巧し をけ 
れば聯 盛よ b 脫涅す もの かな 
し yi 威 脅し， 一部の 化 表は 巧 
を 政府 ィ-勞 農 9 シアの 國を復 
活を 盛ん じ實 傅して 大 溺强閱 
を 威 脅しつ i をる が 
支那 化 表は これ よら 巧 京 政猜の 
希鹽を 披歴した るに 勒 し. 
フランス 政府は 若し 南を じし 
てを' 一年な 內じ 基礎 擊 固なる 
政府を 樹立 するならば 次期 總 
會 じがて 支那の ま 張を 支持ず 
る じを ならず. 

ご プリ アン 外相は 固 答し、 支那 
側は 『我等の ホむ る ものは ホ 年 
に 非らず して 今年で を も、 今年 
理事 輕 たる こどを 巧絕 さるれば 
潔く 脫 退の かなし』 ど 要ら じ 巧 
辯した が、 ブ リアン 巧は 

誰でも 稱 はね、 脫 退したい を 
は脫 退す, べし、 彼等は をらず 
遷 つて ホる から 
ど 巧 肉に、 而 かも 體 裁よ （支那 
の 威 脅を 裝 退した ど 

化 軍 同志 訝 

張 宗昌寢 返り か 

東京 特電 十八 日發 == 表 ぉ國民 
軍/」 敵對 しつ {ホる 前山 東 省 
督巧張 萬昌お 軍は 襄面 じめ て 
白 お 軍 ごを 協の 上 張 學を將 軍 
じ寢退 b 第二の 松 郭齡將 軍事 
件を 生わ かど 觀測 さる 
大速 十七 日發 h 巧 巧 冗の 手 お 
を卒 ひて 東 一二を じ 入らん C した 
張 宗昌將 軍の 軍が は 奉 天 入城を 
拒絕 する 張 學良お 軍の 軍隊 約 一 
方 人 どを 戰の 結果 奉 天軍は 大敗 
を 喫した お 奉 天 軍隊は 昨日まで 
ホ ホ どして 共じ戰 つた 山 東軍 ど 


戰 劇を 欲せず ト 氣ら大 い-— 化 滞 一 
して 居る がまが ぷ をの 化を 一省 
のか 力 お ザ 張 ま 呂の位 巧 
睛 してが る 觸巧も あ b 今 間の 巧 
巧 V . 機會 f I て 楊 宇 裝お戒 は 政 
治 的に 尖 脚ず るか も 知れの ど。 

軍艦 多 摩が お 動 

まま 特電 十 セ日疆 H 巧 蒙 摩 
は秦皇 島に 急派の 命 かを が 巧た 
が 同地の 狀 態は 頗る 不をだ こ。 


ポ— トリコに 

腿 風襲來 

を 地に 被害を ぶ ぼ'、 

大統領 ホ 吿發が 

— ワシントン 十 セ日發 H 大綺領 ： 

クー リッ デ 巧は ポ— トリコ、 

ゲ アジ ニア 島を 始め どして フ 

。リダが 一 帶を襲 ふだ 西邱度 
.職 風の 大被お "に關 しを 駐 をに 
巧 告を發 して 義金を の 化顿資 
の 寄附を 憑懲 したる が ホ 十字 
社 本部では 不 取が 救助船を を 
地 じ 派遣し 食糧 品、 衣類み 秘 
を送附 する きで をを。 尚 ば 日 
本 赤十字社を 始め 約 五十一. 側 
國の巧 强赤十 ザ 社 U アメ す々 
が府じ 深甚なる 同 構の 患を 懐 
速して 救. 濟 協力を ホ 法ん じ。 

ポ I トリコ 國 サン •ジュ / ン 
十 セ日發 n まる 木曜 H にお！ ト 
リコ 輕を繫 ふた 大拠 風は を S 後 
被害が 巧 巧す るに 及んで 惚膨を 
巧め つ 1 あ.^、 即ち 

- - 

死者 は 恐らく 五が 乂 i ら； 
モ 名に 及ぶ ベ < が 島 のん ロぶ 割 
じ相當 ずる ニな ガ人 はが 產を韶 
を 激風じ 吹が 5 れ て諮頓 じを ひ 
を 島の 被 寒 高は 優 じ 一億 おを 突 
破す る じ 至る ベ <麗 作物は を然 
跡 そ もな くが 巧の 道路は 滅を滅 
茶 € なち 橋染 は破廣 せられ 節を 
じ ま b ては 巧んで 垂滅じ 掌： P い 
が 態 ごなら 食 ふじ ものな く、； 飮 
むじ 淸 氷を 缺 きつ i ある 爲め官 
憲は 疫病の 流 巧を 憂ら 百 ホ 救 肋 
じを 事し つ I をる が 殿 風 ご 共 じ 

地 崩 れ どか 事の ためじ 市 
民の； ホ まは 一曆增 しつ i あを サ 
ン •ジュアン のみは 奇蹟 的；， 2 も 
郎 巧者 一名、 重傷 二十 餘 A た 終 
つた 一ら の I を 地 ホの 罹災者は 困 
窮を睡 めつ、 ある 爲 めち 力なる 
巿 民は ト I ナ！ 德督じ 請願し 昨 
々飢餓に 嫩 する 者を 約 吉再ガ 人 
ご 計 としをの 際總 督の權 刺で 戒 
巌 みを 布吿 しを 糧品 一切を 管理 
し 化 T は 强制的 じ 巧 建 事業に 勞' 
働せ し， U る やぅ 懇願し 總臀は 直 
もじ 貧 議を權 して 善後策を 考究 
中で をる り 

フロリダ 州 被害 

ジぞク v > ヴ井ル 十 セ日發 U 

フり リダを 岸を 襲 ふた 贼 風の 被 
，害は をのを 頗る 墙 加し バ 1- ム 
ピ！ チ も 巧 か 嗤の激 風 じ 化ら て 
被害ぶ ぐを 州に 瓦を 刺が しなる 
即 巧者は 四十 一人、 負傷ち 良 四 
十 人 じ 達して 居る。 

フロリダ 州 ジヤクソン ヴ井ル 
十六 日發 n ボ] トリコょ 6 バ 
マ 島を 襲 ふた 西が 度の 踞 風は 本 
目 午を フ P 9 ダ 州 じも费 巧し 巧 
I 耐のマ アミ 及び ジ n ピタ ー を 中 
必 ごして 被害 甚大なる もの I か 
く 罹災 地 じ 電信 電話は 杜絶して 


居る 爲め 損を の 巧 巧 も 巧な しな 一 
いわ ニ 年が フ 。リタ 州を を 減せ 
しめん ごした 乂腿風 -3 ホの お來 
事 じて ォ ー キホビ ー おじ も 葉 ホ 
した もの J かく 風力は 漸ホ衰 へ 
東西 ホー 面に 走 b つ、、 ある もの 、> 
如く パ^ — ム •ビ ー 乎の 風力 も 化 
十五 哩の强 さで ある、 アメリカ 
ホ 十を 社は をち じ 救助 隙を 派遣 
したが 目下 當 化を 遊說中 である 
技 ホ黨副 大が锁 候補 。ビンソン 
氏 も 政談 お 說會を 中止し 自己 用 
の 特別 列車を 歡濟爭 業に 對 して 
使用方を 中 おでた。 

聖 クロ！ も 風害 

ヴ了ジ ニア •群島 盤 クロ I 十 セ 

日發 H 水曜 B の 腿 風に てが 然し 
たる 赏地 S 邸 巧者は ホ 人、 負傷 
者は' 白 餘を算 しを の 大部み は尘 
ん じして 聖ト； 'ママ 島 じて は 人 
命の 損失な きらが 尾の 倒 壌した 
るち のぞく 當 地では 約 一 ニモ 人が 
路頌じ 迷つ て 居る。 

■西が 度 即死 H 百 

パリ— 十 セ日發 H 植民 省の 發 
表する 巧 じあれば 满領 西が をの 
風 奮 じて 邸な 着に して 巧 然した 
る 巧な 旣じ H な 八を 算し グアテ 
。 ！ ブの淺 害 最も 甚だし < 人口 
ご r 々の 一 がは を 部 家屋が 吹 飛 さ 
れが 嘴の ためじ 失つ た 人命の 數. 
は ホ だが 然 せず。 

十义那 沿岸に 暴風 

上海 十六 日を n 支耶 沿岸 一體 
は 去る 二日 間 じ 互 6 醒 風の 襲 ふ 
巧 ごな h て 被害 甚大なる もの i 

.、支 册ん じして 溺巧 I 歲 ひは 
家 雇を 失 ひたる 者 多 < 實じモ 化 
岛六年 W 巧の 洪水と なわ 逊まサ 
四時 間の 雨量は と 巧 半 じ 及びを 
巧 中で ある ホ讓 お宾餓 巧を 營に 

浸水した。 


ホ 社 東を 特電 (禁 お巧轉 載〕 


お 力 松 乂郞巧 も 收盛さ H 

ホ會 疑獄 更に 擴大 

橫濱 じ-.^ 永 化 借地 買 收の新 疑獄 


了 寧の 印刷 ご稱 巧なる 化 上げ 

時 H の 巧を ど 確 寅な 巧ぶ をが； 乱 

印刷は 紐 背 斬 報 かへ 


【十八 日】 京ぶ 電車 事件に 隅し 贈賄が 化 罪で 拘引され なが お 
力 化义郞 氏は 『化て 巧ら し < やる』 ご 語 6 捕 野 お 事 あは 『余は 
彼 ど 親ぶ で わるが 涙を ふ， J つて 巧 喚した』 ど 云 つれ、 が ほ 矢 巧 
を 吉 、國 なをみ 郞爾化 憩 十 (何む も 東京 お 爺} 今 = 拘引 さるべ 
く、 京成 帶お 社長 おな 黨化諸 ホ 多 出 貞み郎 氏も收 霞され じ。 


(十 セ 日】 京成 事件に 願聯し 
た 東京 ボ議 疑獄は 巧ら じ 擴大し 
て檢事 巧の 渚 励は し ゆん 烈を極 
め 遂じ讀 費新賴 社を 圧力 松太郎 
氏は 贈 贿舒助 罪 ごして 化監 され 
京成ち 車の 多 田 社長ち 拘引？ れ 
たが 政友會 S 總 おで 東京 支部 長 
中島 化 請 おか 確と を あ 電車 


疑獄 S 黒幕で ある こど 刊 然し 遂 
じ收監 され だが、 橫溝巧 じめ て 
も豫て ょら 疑獄 視 されて 培た 舊 
居留地の 永 化 借地 買收權 疑獄で 
巧 巧 植岡徹 氏は 漠 領収 贿の廉 で 
收監 され ながこの 疑獄には 生糸 
間 尾 筋の 觸係 ももる らし くおん 
め 巧 目を 惹起して 居る。 


電氣爭 議を國 的 


【十八 日】 富 山 縣の電 氣爭議 はを 國的じ 波 あし 鳥 知、 能 本、 
お 馬、 扼 木、 埼玉 、中葉、 巧城縣 等では 料を 値 f を 要 ホして ゐ 
之が 爲 め社會 民衆 黨 はを 動を 開始し ね。 


る 


電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九 一 0 

わ 間違^な く 新報へ. 

巧 巧 巧 十よ 了 目 十； 一 ホ 十 階 目 


をが レ 於け る 巧を 言論 機熙の 

權 威、 巧が 新報を 詔 ま S 人。 し 


廣吿は 紐 育 新報へ 



Tho Way of cme, 巧 >^ sith A. wawye" 

H 本の 誇ち ごする u 足 b る强い ソシ了 俊し いた 梓 ホみ 動きを 
語る 典雅、 高潔の 义字 薄ッ ペラ U 當化軟 文 単とは をな 巧 日 
の 比では をり ますん。 松 平 節 子 媛 じ ダグ ケ ー トし たを あの 『H 
本 婦人 觀』 を 化 酱を述 して 化讀 あれ。 

郵稅 ホー 部 ニ 巧 十 仙 


义 I 怪文書 か發送 


〔十 セ 曰】 憲政 一新 會名 儀で 漠ロ 民政 黨緩裁 私生活 じ關 する 
文書を 諸 巧 じを 送せ る もの あち、 岡 會の田 中蕃立 巧は. 『反 掛黨 
の 惡戯』 ご 辯 明して 爲 る、 目下 化ん 搜索 中で ある、 尙ほ 大踐屋 
常 侯は 態度 不鮮明で なを 的が 浴は をて ない が おを 黨 じは 乂黨せ 
ぬで P 


巧人讀 を 
一手な み 


紐 育 新報 社 


賠償、、 一 貸附は 

全然 別問題 

アメリカの 態度 
9 シン トン 十 セ日發 H アメ ？ 
々を 府は聯 を國の 賠償金 問題 會 
議 '(別 巧邊照 I じ對し 多大の 興 
がを 抱き 居ち 特に これ じが ふ ド 
ズ 案の 改修に 關 する 會議 じは 
1 ズ案 起黃當 時の 如く ォプナ 
ゲア ー を 派遣す る 寛 向で ある 
が ド ー ズ 案じ 狼る アメリカのを 
配は ニ か 四旌五 まを 更ら じ减縮 
する 案 レ 就て は 他 じ 巧るべきな 
案がない 限 b 應じ 難し ご 稱し居 
更 らじ赔 償を 問題 ご戰 時貸附 
はを 然別 御の 間 題で をつ てアメ 
々に顯 する 限ら 戰時貧 債の 巧 
濟は热 をの ものである からこの 
補の討證じはを然應じないこく 
を 明白 どし 問題の 獨 逸を 債 賣出 
しの 賠憤間 題 巧濟じ 就て はがを 
一部 じは 相當 の人氣 をる も 政府 
空して 深 入 b する こどは 回避す 
る ホ 針で あるら しい。 


日本へ 橫斷 

お 西 巧 橫斷の 奧± 
ベルリン 十八 日發 = 囊じヶ ； 
V 大尉 ど 典 じぶ 西が を 西ょ らま 
じ橫斷 した 第一人者 フ 1 玉ンフ 
で 心 ド 巧を はス ち ！ デン 人リド 

ナ ー を 操 縱± どし 獨 逸人 技師を 
同傳 して 今朝 一時 四十 五を H 本 
への 橫斷飛 巧の 途じ 孰いた。 


兩 大使 送別 午餐 

〔十八 日】 白 川 陸相は 十より 宫 
邸 じがて あくを 巧す る おホ駐 
英 大使、 お 淵 駐米 大使の 送 削 
午餐 會を閲 いたが 巧中曹 相を 
'始 ，め 陸軍、 外務 兩をま 蹈迎巧 
席し な 0 

lndl1l§sjlt.E---3i 

十 A 日】 歌ん 若 か牧水 氏は 沼 
津の 自邸に 於て 逝ました。 

ご 子み 名は 有罪 

【十八 日】 去る ミ 巧を 國的じ 共 
產黨 檢孽を 見た 事件の) 揣は 
化幌 地方 哉 巧 巧 じがて 審理 中 
でを つたが をの 中 化 六る の 典 
途黨 員は 荷 罪 ご 巧した。 

巧務氣 乘リな L 

〔十八 日】 小 選 擧臨制 じっき 巧 
務 省は 氣乘 ちせ や 普選を の 部 
を 的な 正の 必要は 認 むる も极 
本 的な 正を は提 おせず ご。 

ラ 博 ± 叙 動 さる 

〔十八 日】 同志 社 敎授ラ ー ァネ 
プト虜 ± は 五十一 ニ 年間の 敎擅 
を活を 去ら 辭巧歸 ホ さる じつ 
き 聖上 じは 乘船 マッ キン レ ー 
船 巧 じ 池 田 知事を 差遣は され 
劇 S 等瑞寶 章を 授けられた。 

不戰條 約で 波紋 

〔十 セ 日】 不戰條 約の 一節に、 
『人を の 名に 於 こ G る 字句は 
憲法 逢な でを ると 民政 黨の中 
村 總務が 波紋を 超し 樞密院 一 


部は 愼 重なる 態度を 化つ てゐ 
るが 度 局 之を 承認す るで あら 


を 翼團體 結成ず 

〔十 セ 日】 ア^バ 1 ト •ト 1 
ス 巧の ホ 朝で 右 冀勞働 圃體の 
結が 化 進し 巧 巧 中 巧 盛大な 


歓迦會 を 催す ど。 

文部 新 方針 是非 

L 十 セ 日】 實業學 校ょ ち 中學へ 
嬌乂 自由 ごな b 申 學の實 業を 
育 普ぶ 化の ホ 貫から 义廓 省の 
新 そかに つき 是非の 遙 論が 沸 
いて 居る 0 

智利贿 お 販賣戰 

【十み 日】 一二 ザ ど S 遠の 智利贿 
巧 販賣戰 激烈 ごな b 大阪の 問 
屋あ狹 み ご i ：* る。 

巧 島 水 賞 ひ 巧 列 

門 十六 日】 京 橋ち 島 おでの 化 民 
な 水道管の が隧 のた め 斷水じ 
苦しみつ ぁるので 東を ポは 
自動車で 給水して ゐ るが 化 民 
は ホ 賞 ひじ 長蛇め かき 巧を 作 
クゐる 0 

兩輕下 御 遷幸 啓 

〔十六 日】 天皇、 皇后 巧 陛下に I 
はお 十 H お b じ服須 御用邸ょ 
6 御 還幸磬 遊ぶ された。 

列國 軍艦 參 加ず 

〔十六 日】 十二月 横 演じ 擧 巧の 
大觀潑 式には 我 海軍の 綺銳を 
集める ので 化 あの 注目の 的 タ」 
なつて ゐ るが 英 、米、 佛 、伊 
スペィン* ォランダ 其 化を 國 
から 軍牆を 波遺參 抑せ しむべ 

(ソゲ ィェ^ e . •ロシア も パ 

グ チック おから 軍 弦 差遣を 聲 
巧した 0 

砂糖 稅實 施さる 

【十六 日】 旁澤を 使の 康じ のれ 
ば 『國 を 政 おはが 糖 稅實施 じ 
差別 等毅を おけ H 本は 抗證附 
.で 納税を お潑 なくさる』 ど 

東 日の 電送 寫眞 

【十六 日】 まを H 日 新 巧は 巧を 
大阪 間に 十四日から 電送な を 
を 開始した。 
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Te!. ButterBeld 9324 
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M. Tsuchiya, D. M,D 
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F. MURRAY HILL CO. Inc. 
EST る 化 ! SHED 1898 
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房 書 西 東々 內案育 紐 
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荷 巧 洋其船 
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運 稅雜巧 用 
搬關 貨お澤 
取手 販 
摄賴資 



則 MP 阻 L 綱 VICE 

設備 おお 經費 低廉 

Ca ん TRAFALGAR 8200 
PRANK. E. CAMPBELL 

"The Funeral Church" Inc. 
(NON SECTARIAN) 
Broadway が 66 か Street. N. Y. 
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曰 嘱 

自 午前 十 持 ま 午後- -時 
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K. iWAMOTO, MJX 
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JAPAN A 民 T STUDIO 
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70 お aman む も， 

Tel. Lorraine が 34 


MIKADO TAILOR 

30 E/65th St. 
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； 5cientific Massage & 
Medical Gymnastics 
PAUL K. KITAJIMA 
目 Q7 West 138 化な . ， fl. Y. 

Ife し Edgecomb 1 が 6 



KERR 在 MAYOR 

1023 Third Ave. 

む t. の & 61 別 s. Tel 巧 hone わ 抑 ) け 309 

含 お 人 本日 

巧專 靴型 小 

てし 張 出 員 巧！) 化じ聲 ホ 御 
钟け旌 日即は 靴)) 取を な寸 


を ホき » ぶ 小き 巧ぶ 小き 巧 



SIZES IN STOCK 3^ TO 12 F WIDE j 


類 討 時 巧 寶廬を 貴 

會 商柳靑 



しど 旨を ど 切 親と 直 正 
靖を 品が る あ 用 信る 確 
が恃ま 一物 產王 御し 運 
すましを 賣販 で语廉 

引 割 四 ま 力 割 H 

Aoyagi し 〇• 

147- 巧 7 W. が nd ST. 

TE し BRUHT 巧 74 


DR. D • 良し 0 OM 

— N 忆 W YORK OF 打 CES— 

34th Street Cor. 3rd Avenue 
8 な h Street Coi •. し exington Avenue 
12 な h Street Cor. Park Avenue 
—BROOKLYN — 

E1.F,A 化 ee Bldg.’DeKa 化 Av も at Fulton St. 

診に H M 堪 最多 
日 化 午 察 T 本 結 能 新年 煽 
曜時前 時 fAf I ; 式の 
午九閱 お 薄 I て 巧經科 
後 時 S 切 君 S 信 學驗農 
一 Ilf じじ 1 巧手を 醫 
時 午ち 港は 巧 篤 術 0 



號八 十八 円 四千 
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まを $ff 裔 細 


【扫耀 水】 


日 九十 巧乂年 H 巧昭 


【ニ】 


を 


齒— 主な 基 

自 午前 义時 N 十二 持 
自 午を 一時 n 五 時 
乂應 午を 一時 M 六 時 
木 巧 午前 化 時：：：： 一時 

は ヘキ， ゾヤ .1 フア 
ン テ^ン ヨン クブニ 

ブクじ 出勤 


互 ホ ぉ談療 

前 お 願上娱 

ゴ—チ か大を 
ド タト か ホ ブメデ y ン 

醫學巧 ± 

吉 居お彌 


を 察が 間 
午を 六 時 1 八 持 

江 見三朗 

引績 きべ グビュ 1 
病院 巧 勤 じが 右 時 
巧 か 及び 日迅 はが 
約 じ 限る 


が 育生 かが 險會お 
ニ 一木を 吉 

雜保險 


2 《w YorJc ご f e Insurasce 00 
510 h » 吕 be 7 wr zmwYorkoity . 
巧 hone . Wort:h 22 虽 

を姑ノ方ニ綺おヶノ節；； 必ィ 
御自 か/をぶ ビを話 巧 巧 チ 中 
聞 方た 宏 幸す サィ 


診察 


日！！ はかめ 相 西 お 


ク 


窩見實 を 


諸を を 

篇拜說 か (日) 八 時 
目 應# 校 ( H ご 一時 半 
を 庭 お 曾 (水) 八 時 
祈曆會 ぶ^ 一 \ を 

聖壽究 5 /ぉ 

婦人 會 
諸が 會 

^ __ 倘. 

寄宿を、 巧 為を を 
'巧 業巧旋 、をの 化 
人事の 御 相談 じ廉 
じます 0 


諸 弟； 古 
日 巧 聖韋硏 觉お牛 I 
共 脚 曾 夕と 時牢 I 
巧 拜說巧 タ八時 j 
木 度が 唐た タ乂時 _ 
巧を 及び 巧な 

午をニ冉^ 
丈 雁 ま演會 又は 一 
茶話 會 タ八時 I 

祀 がが お 

蒂宿 部、 旅 巧を ま 巧 
が •人事 相 おが、 調を 
巧、 巧 棠巧旋 部、 巧 お 
巧 键お授 の お 課を 設 
け會員 及び 非ち 巧の 
巧を 計る 


ブロ^ — ドウで ー 巧と 十を 
領事館 お 側 雄 物と 0 五號室 

巧タ商 

儀ぶ 商 A 

170 Broad ま y _ 三. 呈 y 
ジ L Gortiandt 器 37 泛普 
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な師 を 瞄繁】 
が 事 お 巧 頼 之祐' 

，.患 1 集— を— 

a 顆巧巧 午前て 時 

日曜 學校 午前 十 時 

祈禱會 水曜 夕と 時半 
寄宿 舍 

位 廣古倫 比 西を お 
み 下 巧を 十五み を 
を會 社員 じ 最適 

設鹿 圈書雜 誌巧历 
を 辖娱樂 具 簡易を 
堂 あら 

便宜 職業 巧 旋旅タ 
ま 巧を 巧 拳 菜 誠 ま 




弊 庙は實 質 誠意 迅速ち 義の 
あじ 御 ±產 物】 ま卸資 値段 
で販賣 をし ます タ かじ 拘は 
ら中 御用 命 仰 か 下さい ませ 
◎歐 ホを 補 時 討。 原 時計 一 ま 
◎寶石 貴を 雇。 銀製 器具 一 ま 
◎を 褲萬年 筆。 を おお 鈴 筆 
◎菩音 器。 レ 31 ド 見本 陳巧 
◎寫眞 器。 タイプライタ ー 

◎化 切符。 紀を 窝を帖 始瑞誉 


臀巧 磯が お 作 
逮動具 おな 具 
貴 金 お 巧 時計 

松本ジ ぃ 

ゴ八 フク ラプ 
テニス ラ ケヴト 

を 轉販賣 修理 




在留 靑年巧 おの 曲 体 

曰 本人 靑年會 

ぎ さ 田. ぎ C 一ち ki ミニ 乏 


窗巧醫 

ザ 上 義人 

西 六十 五 了 目 一四 六 番地 
が 巧 帝 固 旅 お 巧 
電話 トク ファ グガ！ ニ 五六 五 


化 巧な が 到 

五味 商會 

W E . ニ ih 写， ■. Y . 曰 去 I 
Tel 置 vesant 37 を j 


JOKJC 里 00 C さ Mb . 

ニ 1 ミ st 臺 st.f ご rk 

ぎ妄巧 sid 二 这3 & ジ h ちを ち 4 呈 

^ を 巧#* お 九 時— 午後 一時 

髮奚 やを ハ 時-午後 九 《 

日 巧 午が 九 時 1 午を 四時 

ドクト^ 小 栗乘吉 





操縱 、機械 敎 習、 
融义 、電浊 等 化て 
懇切に 敎授晝 巧兩科 日曜 も 開校 
日本人へは 巧 山 氏專任 敎授す 
互 eir ち 0 云呈 Aulo School , 13 ちご 害 田. 

十五を の歷お ある 當 校は タ 年の 
經驗ど 新 智識を 有する 敎 師を聘 
し 自動車 
操 縱法あ 
び 運 巧者 
の 修得す 
べき 必要 

動 

期間 じし 
て 最も 能 
牵 ある 徹 
底 的技滿 

を お 習し を狀 獲得を 保 霜し 磯 業 
ロを も罔處 しまず々 



T * ^ 
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語 
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おき ホ 圃婦ん 
目 本人への 巧 
語敎授 じは タ 
年の 經驗 を赁 

す 0 ! レ ブー 

ンと 十五 化 
每 H 朝 九 時ょ 
6 巧 九 時を 柯 
時 じても 宜し 
H 曜日は I 時 
よ > 四時を 


稅 願事 絲 

あがを 地幷 じを 化界 
の 滿お又 ホを じ 醜す 
する 一 切の 御 諮 隅に 
應じお 道滨船 貨物 運 
貸ぶ お 帆を 稅銷 モ賴 
書 等 進呈す。 ま 巧 都 
ボ じ化理 店を おし 誠 
實數速 御用 かじ 應や 

が齡 おが 


尋ゎ人 

(鳥 取縣) 木が 薰信 (長 巧 お) 款 
原ず A (同) 佐 伯 織 雄 (魔 島 
縣) 中が お ニ (同) 渡る 秦 ^ (東 
京巿) 古澤 武么巧 (か 歌 化縣) 
後藤 甚么を (名 古屋) お 住 喜 太 
部 (熊 本縣) 西が 巧 喜 (か 歌 
山縣) 鈴 木よ 藏 (福 島縣) 渡邊 
寅巧郎 (雜 馬縣) 松 下 壽之吉 
(山 ロ縣) 德巧猪 S 郎 

右の まじ あか 致 度う 儀を 么 
候随 本人 若く は 知人 ょら 現 
化 巧 御 通知 願 上 お 

紐 育を 國 総領事 舘 

1 をず 吉を ay す* ジ rk 芸 y 


成 巧の 秘談 




お 

S 

-fa— 
8 
■ 11 


米國を 英語を 話す 事 
は 成功の 第 I 義 です 
本校には H 本人 お授 
じ 慣れたき 巧 婦八あ 
師ぁ b 懇切 じ 會騒運 
信义 社を 語を お 授- 
ます。 日權週 B 巧 じ 
午前 化 時ょ' り ネ後十 
時まで 輯棱 し-一 レツ 
スンと 十五 細バ .，> 

今 H 食 vC - •しを 役 をれ 

剛訟<-!"^.く ，^を巧十4糾1び 
雜露 1 1 部 十 他 
^ ^ JJ 57 Is こ ve . H 呈ジ rk 呈 

♦霞 轄令雜 誌 ♦巧 聞 
お覺 室を 罷 
を務 午前 九 時 ょらす 後 五 瞬を 

紐. 育 目 本人 倉 


化 

が 

J 

他 

1 

n 

5 

6 

2 


ブ 

電 


ドウ 王 イーと とお 

00 セ 0 


巧サ ー クグ 一 00 と 一 


稅關 事務 取 祝 

W ! EA 否 UANE & 【 0 . 

す ロヨ 養 ニ Broad 去 ay _ 巧ー 
lel . ぎ 去 ling •抗 ちミ芸 芝- 5- 前 

花 かるた 

はも {の おび 
ホを 吳义で 米 國人じ 能く わかる 
やう 簡窜明 隙に 說 明した るか 
お ホました。 內容 目み 進單 がし 
ます、 御覺 下さい。 

W 呈是 YSC 0, 114 E . 雲 写呈. 








観 

I 常 
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I 前薩 治療 

マツ ザ 1 ジ > 形 

醫科學 的 運 勘、 滕 
港な、 氷を、 ホ お 
巧ち お 治 お、 其 化 
I 短 育 州を 慶 

r ィジ オシ ラヒ スト 

西が 幸 男 

扫灌外 毎 U 午前 化 
時？ 午を 九 時 迄 
電 '話 前約 願 上 お 


な 育 州を 認 
內務 省语許 
巧を 巧大接 巧大學 
を 婆な 巧 巧 ホ 業 
元化邊 

產婆 お本綠 


横 服 並 じ 眼鏡 調節 


診察 時間 

午？ 時 = ご 忘 
午後と 時 H 八 時 
を か 投學十 

い r 巖本谨 一 

古 か 比 亞大學 及び 
术 ザブン 病院 勒な 
B 唯は 的 約 巧と お 

T ~~ : ~~ LT 




日本、 支が 負 玉 お 美 
術 お、 婦人 用 曾 飾 其 
化 装飾な 

岡 禱 5 ; 引；：： れ 

商 等 お 術 品 修得、 

首 鈴 品、 スト 9 V グ 
日本 服 裁な 


笠 ザ 洋服 庙 


時 巧 
洋服 庙 

男々 靴 F 類の 御 
用命に 旗 じ もす 

リア 八 •ン がク 

靴下 會社化 巧 巧 

時 田 信 次 郡 


丸 山 洋服 廟會 


あを 巧 我 メ巧ピ か r y グ 二階 ニ 九ニ篇 

東を 丸 山 洋服 商店 


窗巧醫 木 下义巿 


ゴ！ 一至. ニ呈 で. 

ジ L 苗 呈1|ョ呈 二琶 


東 W 十一 11 T 円 

n ミニ 

が 藤 
洋服 巧 

?ラ^ ご！ ニ 


洋服 調進 

クタ— ニン グ 、ダィ 

ィング、 修錶 等】 切 

ミカド 洋服 店 

化 本 保 
電話 ライン ランダ] 
六 八 H 0 


設療 . ’ 

午前 十 時 ょら 十二 
時、 午後 六 時ょ b 
八 時、 H 歷は 前約 
願 上 候 

ドク ト-瓜 

山 ロニ 一之助 


巧を 的 揉 療治 
醫術 的体換 

化 島覺丈 

西 五が よを 
巧 己 十八 T 目 

電話 ュ デコム 

一巧 九 六 


夕才 ラボ ラトリ— 

& 電話 ァ 々デミ—' ま セ セ 

虐ド クタ I 田 尾 時 雄 

4 U 曜 H 午 巧 化 
ホ 7 Ma 量 tan Ave ._ N . ご 
巧 et . l 岩 th St . & l 101 st ._ St ; 


D 

财 t 咖 

pi 

z u ^ 

N 2 

A 

K 


診察が 熙 

午が 化 時！ 十 時 
午を ホ 時！ 八 時 

。小 栗幹兰 

が 育 巧 7 ブワ —病院 
巧 五ち お 院巧務 

ま 巧 コン バラン 一 

病院 巧を 




比例 舉備剌 度が 巧 か 

現 巧 制度 お 維持 グ 

H 銀の 兌換 制が じ對 ずる 證議を 


大藏 省のを 触 制 巧 準備 調査 委 
員を は 曰 あのを 換 をを 巧 制度の 
審 講じ 入つ た、 しかして をの 目 
I 揉は 巧が 闽の 經濟 巧を 發展 、指 
! 導す る 上 じ 有 かかつ 適 巧なる を 
I 巧 制度は、 か 巧なる 制度を 適當 
I ごする かごい ふなじ わき、 審議 
I を 進めた どころ、 巧 固の 绞巧制 
I 巧は 

一巧 一說 比例 準滿 制度を 適當ど 
す 

第二 說現巧 制度を 適當 ごす 
ごの ニ說 じみれ た。 ほ 例を 滿制 
度は 巧が 局 側に てま 巧 L 、 現わ 
制度け 銀 巧 側 じ わいて ま 持し、 
輔 々兩 制度の 利害得失 じつき 研 
討を か；、 ね わが、 當 H は 巧 等 意 
兒 のみを をむ さやか 巧 じ 引つ 
き 審議を かさねる こご 5 して 敌 
食した。 當 H ま 張せられ たを 兩 
制 巧 支持の 巧 もむ •ら びに 論據の 


大要は 左の 通 b である。 

比例 準備 說 

の 現な ホ嬰别 園のを 換券發 巧 制 
度を 見 •るに いづれ も 比例 準滿觸 
度を 基權ご L てを る 

我闕 の 閲頗經 巧 ホに わけ 
る 位 駐は大 戰後巧 じ 軍 嬰を 加へ 
をの 金融 巿 煤の 如き も 恐慌 巧 著 
るし き 巧 近を 遂げる に をら、 巧 
^ 陸 もを が 故 策 じょら、 ある 巧 
度 主で 巧 ホの をれ のか （乐貨 を 
左右す る こごが 出 ホる やぅ じな 
つた。 ょつ て、 これらの 情勢に 
教應 する ためじ 比例 準備 制度を 
採用す る も 決 （て 時期が 巧 どい 
ふこ S はお ホの。 巧に 巧 図は を 
解禁を 斷 がず る淺を じは、 必ず 
柏當 がの も 貨の流 巧を ホす から 
こか 瞬 


だ歐 米の をれ の ごごく 路 達を 遂 
げて おない。 巧 じを 融巧 煤の ご 
ごきは、 英米の をれ どを （異つ 
て 居て をが 政ぶ にょつ て 

正貨 を 左を する こどは で 
きない。 しじが つて 一旦 流出し 
ねぶ 貨は なかなか 流入す る こと 
は 困難で ぁる。 のみ； =* ら やち 事 
の 際を 考 へても 常 じ相當 巧の 正 
貸を 化が して ゐる立 前 どず る必 
要が ぁる。 殊に 巧が 壊の 正貨は 
通貨 調節の 一德準 どなつ て をら 
現わ おおじ わいて 十を 通貨 か 策 
の 目的を 達して 居る。 まねず 備 
の 點ぶ認 むべき 巧護發 巧の 限度 
は 約 一二 億圓 程度 じ撥张 しなき を 
加 へれば よい。 比例 お瞄 制の 論 
據ど する ( 一 } 經濟 をの 實精じ 
應じ 通貨を 發巧 する W いふ もこ 
れ けが 業ず おが 


發 達し、 これを 準 巧す る 

じ おいて、 はじめてち 効 ごする 
もので ぁつて、 巧が 固の ごごく 
巧 業 手形が をを せざる 國 にわい 
ては 势ひ 準備の 內 をを 現 巧の ま 
ま £ せざる を 巧ない。 しかる 時 
は經濟 あの 情勢 じ適應 して 通貨 
を發 巧ず る ことができす、 巧 わ 
制度 ご 巧等異 G ると ころがない 
(ニ) 比例 準備 VJ する お 合は 假ら 
じ 正貨が 一億 圓 流失す る ごすれ 
ば、 をれ じ應し 比例 じついても 
ニ、 ご焉の 通貨が 縮小す る 結 あ 
どなる。 かくの 如ぐ 急激 じ霞貨 
の 縮小を 來す 制度は 决 して 適 當 
な ものとは いへ ない ( I ニ) 慢性 
的 じ 限外 發 わが ぉて 助界の 警鐘 
.ごならむ ごい ふ ら ぶ、 保證準 
備の 

限度 を擴張 ずれは ょいと 

いふじ ぁつて、 をの 論 管は 現在 
のが 證發巧 じな 善を 加へ 經濟を 
の實 情-し 適を せし むる やぅ じし 
て、 現れ 制限を 維持ず ベし ごい 


ふじ ある" 


生糸 初 取 弓ぶ リミ 


'邦人 斯業 者の いろいろな 觀察 


，.ん が 帶備制 ほ， -採用し、 
巧け 總額 に？ &ぉ貨 雲の 最 
^ をを どの 削 乃至 S み 一巧 巧に 
‘るヵ 如き-: こを 必要 ごする。 
I 力 も だが お 端 制度 じよれば 
ど’ を經 が器實 かじ 應じ 通貨 
る こを 出 ホる 
よぉこ?,術巧《が誦お巧がを 
:: が； ホ 

あ. りすを 寡： at けす して 
一、 限外 發巧 枕は かそ 
る轉雜 の 息が じがて がみ 
息義 どなる も 現 化の か/ 资 
限外を 行を 巧た すが 如き こ パ 
は 何等 巧 錦の 蔥 ホを もたらす 
もので な L 

一、 現 巧の 化 証が 巧 制 巧 じぁ 
つては' 政府 5 認巧ど H 銀の 
が' 部 發巧條 仲の 具備 どに よつ 
て 無制限 じが 巧す ろ こ'*」 が お 
i ホる。 をれ がた めじ H 前の 巧 
窜 によつ て、 をの 發わ 額シ巧 
まする 义 勘. か ホる。 これ 等の 
欠点を 補ん じめ じ-^ 自巧的 じ 
制限を わ < 比例 窄腑制 おを S ' 
"どす 么 


ごいん： ^わ< 


現行 制 維持 說 

現 巧 制 維持を ホが する 論 坡は大 


j お、 挪{> 巧 か 巧の 經濟 ホは い 去. 

nt 


旣秘の 如く 當地じ 新設され 
たナシ ョナ 八 生糸 取引所は、 
まる 十 一 H をな て藥 々しく 巧 
な 引に 從拳 する こど じなら、 
一般が が やが 式界の 注目を 惹 
いて 居る が、 巧 人 巧 楽を の 初 
取引 じ對 する 威 想の 一-端を 記 
せ ば 左の か I 〔义 貴が 記を〕 

兎も角 將來 有望 

化 シ^ク 河 巧 壽巧氏 
化 引 V 、 銷姑 しわ 十； 日は 幾を 
波 欄を 見せた が、 十二、 十一 ニ兩 
円は 靜 かで 叉 今日はで ょめいて 
居る やうで ある。 然し、 この 四 
日間を 述 じて 隙ら かに 觀 取され 
る こどぶ 化 段の 問き のみ さいこ 
ごで あつて、 之は なら もを さ ホ 

スぺキ ユレ チ！ ブの エン メント 

が少 いこ-こを 訊 明' し、 取引が 堅 
實な步 みを して & る： ごを 裴書 
きして 居る。 この 調す で 進 4 だ 
ら 、割を 劾 架 もる もの ご 思つ 
てゐ る。 現が の やう r 斯業 關係 
を じからで U く 一般が 之を み 用 
する やう じ；；*/, たら、 巧 成 b 有 
効 機關 ご ；：* る だ ら う ご 巧待し 
て 居る。 (十四 目) 

儲ける 機 會到來 

H 义 糸 星 野 勇 氏 
ホ 糸を 扱 ふ 取引所が 開かれた 
ごい ふこ どは、 日本の ホ ホが、 
昏闕際 的 じ a つたこ ごで、 所 
謂 田 本 4 糸は 新生面を 開いた の 
でえ る。 富に 吳たリ 取引 惟 格を 
バ^': 居た n 本のを 糸のを をの 
化 場を ホ T る钱 脚の G かつた こ 
どは 第一 卸 送 f ぁっむの でぁる 
タ ー 巧 取 弓 巧の 閒 かれた 爲に 
お糸？ 规 f 機萊 f 儲ける 
チ ヤンヌが ホた ので ある C 

ま/ 户 つたな か b で、 兮の處 
鬼ら 巧 云ム賠 期で ない。 殺ぐ ご 
も 一 ニケ 月から 六 ケ巧經 あし K け 
れ ば、 本な のこ ごは 卿ら のので 
をる-か、 化イ乂 した こごは ある 


まいご あつて ゐ る。 開 所な ホの 
取引を 見 もじ 可成ら 堅實じ 運ん 
でゐる やう だが、 現が の やう じ 
取引 從事者 か、 斯業 家 ばからで 
は、 化 段が 化を たら 遲れ ねち 
する こどが あらう と あ ふ 0 要す 
るに 斯業 家 ばか b の 化 引で a 、 
賣 つても 買 つても 筋が 巧つ て、 
結局は うまく 巧 か ぬらので ある 
勘く 共 半み W 上は 第一 二者が をつ 
て來る や，！*' じなら ねば’ 正當な 
取引は 巧 はれまい。 随 つて ホに 
は 時 巧を 典へ なければ ならの。 
今を 聲を ホげ ね 取引に 就て、 巧 
等の 是非は 述べられ お。 

大きぐ 帝 用ピょ 

H 本 綿花が が 正 义が氏 
を 糸 化 引 所は 始 つてり 尙は淺 
(ぼつ/、 れつて 居る が 態 だが 
H 々堅實 じ ホんで 居る。 當をこ 
の 調子で 進んで 巧けば をの 中モ 
ノ じなる ど 思つ て 居る (現 化の 
所で ば 所謂つな ぎ賣 b は少 いや 
うで、 今年 一巧ら 立て じ、 立派 
じ 成 b 立つ やう じなら う。 なは 
この 取引所の 將ホ じついて、 乂 
きな 興 ホを 持つ て 居る。 お 一個 
ごして は 元 ホが 取引所 設立 論者 
で、 之れ が設 をされ る こ ィ」 は、 
よい こ VJ で わる-いが 用 するど 否 
どは 別問題で ある。 鬼に 巧廣く 
大きく 利用 さわる やう じなる こ 
ごを 强んで 置る 0 


糖產 制限 



撤廢 ごキユ ー バ 

.〔十五 日 族 廚務幫 記 宫發〕 昨年 
巧キユ バ妳糖 生産は おおを 產協 
ちじょ b 制限の 結果 前を 巧 ょら 
お 十 I 巧を トンを 减 じ四訂 万を 
トン じ 止ま b たるが、 歐 洲大陛 
諸 風を 除き 他の 生産 瞬け 却つ て 
ち產を 見た るを H て 本年 巧は 旣 
じ闊際 協定は ホ ホの 運びに をら 
ホ自が モユ. ハ概 生を 制限 も撒廢 
せらるべし どの 姆 烏く ホ だキュ 


バ ながのを をを 待る じ まらざる 
ごいへ でも、 をは 米 國巧地 砂糖 
栽培 業者 閒じ 一大 問題 ごな ら、 
同業組合 理事 メ ー ド 氏は キユ I 
バ糖刷 限 撒 廢の曉 は 六な 方 トン 
の 生産を 見、 從つ てま 値と なら 
て キユ] バ 糖の 乂國 輸入 数ち を 
ホす じ 至る ベ けれぶ、 現 巧の 米 
國內 化產糖 一二 巧 巧 トン 消费 六な 
巧 トン じ おし 巧 地 栽培 業の 地位 
は 危機；-; 陷る もの ごな し、 キユ 
1 バ糖 輸入に 街ず る 特恵 顯焼撤 
廢或 ひは 關稅引 上を 懲懲 したる 
じ 就き、 キュ] バ 柳は をを 搁限 
を撤麽 しても を 產は陌 なと 十万 
ンじ 過ぎざる べし ご 反 厳し 目 
下 論議 胚んで わる。 


八月の 貿易は 

輸出 高增が 

輸入 著しく 巧々 
本年 八 巧 中の アメリカ 對 n 資 
易に 願し 商務省の をを する 所ょ 
れば 輸出 一一 一二 億 八 千 一巧 方 弗、 
輸入 一二 億 四千と な 巧 巧に； て ぉ 
超 總額兰 千 四な 方 鬼、 昨年 岡 期 
の 五 巧 八十と 巧 五 千 弗に 對比ネ 
ベ （これを 千乂巧 二十と 年度の 
貿易 じ 就て 比較ず る じ 輸出 じが 
て ホ 巧 方 弗を 增しレ じ 反し 輸入 
は ニ 千 ニな 方 弗の 滅 少なれ でと 
巧 度 じ比铃 すれば 約.； ニ 千万 弗の 
お 孤で ホる。 尙は八 巧のを 塊輸 
出は 巧 ホ にないず 額 じで 輸出 百 
六十 九 方 八 千 弗、 輸入は ニ 巧 四 
四十 四 巧 五 千 巧 じして、 差 引 入 
超は と 十四 力と 千 弗なる が' 銀 
塊 輸出 じか 巧 二十 四で ホす 热、 
輸入は ホな 四十 化 万六モ ホに 達 


してんる ご C 


物價 の指數 騰貴 

日本 銀 巧 監督 役 着電 
商工 資金の 新が 需要が 然 し 
てさしく 越 巧 後月 未舊盈 節季 用 
か濟資 を 瞩調 じ回收 せ'' っれ、 且 
つ國債 冗剌拂 もんら、 ホ酱資 を 
巧び 潤澤を 加へ たる も、 證券 類 
先 巧 警戒 じ 目先 軟讓 、期 ホ點惑 
筋の 買榻じ 一時 蘇騰 後な 動巧步 
調-な b 、 綿糸 內が 實需 すお^ 
不勢、 た f ホ 糸は 賣物薄 じあ. 坠 
し。 八月 中 物慨指 おの 騰貴した 
るは まさして 食 巧 お 高に i ろ も 
ので ある 0 


巧离 


一 • i 五 


r 一二 


とと 


一九 
云 化 四 


一二 四と 


巧換券 發巧窝 
發 巧を 力 
一般 貸附 
外國爲 を貸附 
政 お 預金 
民間 巧を 
東京 物懼 お数 

ニニ 四 •化 八 (一巧 •化) 

音 w 

八月 中檢乂 一 五 ニ 
輸ぉ 一み 化 

八月 中手が を 換寫’ 

東京 1.1 ■と ニ 0 
大阪 一 •八 五と 
組を 銀 巧 勘を ぶ 月 八日 現が) 
おな 大殿 
一 ■0 八 五 】*1 ニー 二八 
1*0 八 ご 一 

一' 巧 

ニ少 


預金 
貸 出 


■ ^ 


をが 


■凹 八 五 
五一 
八 ニ 






iiilili 





K&wasoye Hot 色 I 
139 West 123 rd Street. 
Tel. む 化 edral が 18 


IKUINE 

Hotel & Restaurant 

• 313 W. 88 &W.liewlfork 

Tel. む hii か r 巧 巧 
む ble も dd 巧な IKUiNE 


Wing Hi 打 g Low 
Shine なお staitrani 
お郎 rwa も fU . 巧 わ 


(Jua 巧 客 Gan Low 
柿 in な e fUsf が rani 
112W. 扣 巧 . 化 Cib 


Beem Nom Low 

がんか h Av も 
Bet. 28 比 -2 が b 5t. 


City MaU I e る Garde な 
1?0 Naggau St- C な y 
Next to the Tr 化 ime B ! か 
Loo Lin Manager 


KIN が 0 & PET 洲邮 

IMPORTER OF 

GOLDFISH 及 BIRDS 
〇 

動 其 力を 
物^ ナ種 

一 鳥リ金 
切 M ャ魚 


Ko も e IStudio 

730 巧れ h Av も 
Cor . 巧 化 St, 
Tel. Circle 4406 



巧 Eld 2 お！！ なけ ef 

lel. Lexington 5727 



TAIYO 

1 が W 的！ おな な . 
Tg!. 如 巧 ueltana 2318 


TOYO RWAN 

41 E ： . 19 化 St 
BsL S'wsy & お h む e. 
Tei. がが nquin 8 巧 3 



巧みを 
ご 目 T 巧 十四 
曲目 了 五十 巧 


CoBe 客 e I 打 n 

3100 Broadway 
お 1 . 1 巧 rd 金 124 化な s. 
Tel. Sorningside 7479 


至自 
午 午 
前前 
二十 


軍 梅 
開 
巧 


ぶま "I 墨 

狸 邪ィ爱 

集 I! 
雅 1;; 
簡 ぶ ; 


SUN HANG FAR 

2130 - 7 化 Ave. Bei. 126 化を 127 化 Sis, 
Tel. 閒帥 umenf 8 が 4 


ま ク± 希 何 犀 君を 了で 巧藉藏 
す マ、 上を しじへ 目滨理 お前 本 
。ィ 曰主繁 ては ばの おを のを 踐 
、曜 す々 居 巧 直 チ 巧 差 嗜渾巧 
春は。 御 i るぐ ャの上 巧つ 巧 
裕醬 巧す 程日ブ なげにて 人 
が 頭 巧。 好 本 スニま 適扫歐 
あ、 の 評人イ 十す す本廉 
>ン 程を 諸と ホを る 人が 



Japan 

Pro 化 仙 Go. 

巧 日 化 お 化が . 
Tel. Endico け 97 お 



340 W. 58 比み . 

Telephone: 
Columbus 8882 


( 爾曰 ■ 水) 司奏お 


DARUMA 

7 関 h A 化 . 
Tc しわが n ! 巧が 


SHOWA 

53 We が 105 St . ， 
Tel. Clarkson 0981 


The Tokyo Go. 

140 W. 85ih St. 
Kw York City 
l8 しむ a わ Igar お 的 


S.KUWAYAMACO. 

114 E ： . 5 ^hSt. 
New York City 

化 瞬 . おが n! 


HATAG 做郎 (TS 

224 E ： •が 出 St. 
Now York City 

Tel. Regent 3480-3481 


DANCING 

411 W. 1 巧 th St. 
Tel. Cathedral 4408 が. 3 



號八 十八を 四千 


第 


霞 かで 3 側な ぶが 狼が 旣 


【日權 水】 


日 九十 巧 九 年 H 和昭 


御旅 舘 河 添 I 


割烹 尴に 御旅 舘 

fe § を錄 

匀 兄を 

な 巧ボ巧 八十 八 T 目 S ニニ 
お話ス 々イブ— と 八 ニニ 


美 ホ じして 巧が 

S 贏南樓 

午前 十 時ょ b 目， ，， 
午前 六 時よ で 


を 様の 御嗜 巧に 適よ 
樣な美 ホの 御な 巧を 

S 廣珍樓 

致します. から 續 々海 
ホ ホを 願 ひます 


驗 永興樓 

お 揃 ひの 巧 理人數 を 
が 日本人 諸 岩の 嗜が 
じ 適ず る 巧 巧を 差 玉 
ます。 朝 H 時を 開庙 
(音 かお T 目 チブ 
停車 瘍の 下) 


まが 巧理 

ホ廳 茶園 

司理 人 蘆 蓮 
出 塾の 方 じは 普が 
の 御 便利 じ備 へ. 巧 
麗會肅 の 御 規じ應 
す ぺく较 間 巧卒相 
不變わ 副 立願を 3 
嶺主御 案 巧 申 上 摸 


井上 金魚 雁 

芸 S 皇 Ave. J ミ さ； 呈 J. 
phi 田 r 己 こ 738 


第五 街と 一二 0 

へ クシ ヤ— 

ビグ デン' グ巧 

小 池 寫眞舘 

電話 ナ ー クグ 

四 四 0 六 


装の 蒲 巧 おいしい 巧爲 

會席 御が 埋 

叢 食は ホ廣へ 

叮喀簡 化 基が 乂が巧 


高等 鄉旅纔 - 

'東 泮鑛 

會廢御 巧 種 


擲 料理 錄钟^ 

お 陽 

壽哥每 日 あを まず 


ず 式 J 燒 

ホ じ 御 料理 



ロス アン* セ ルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

ニ 《ミぞ dra St- I.QS An 巧 les_ Gal. 


蠻油 辭縫認 I 諸 —白米 
日 案麟食 巧轟齡 S 。 へ S 懿 

巧 田を 池が ま 會社東 お 一手 賣御巧 

曰 本 食料 轟蘭會 


けげ 瘋顏 ごな をの 恤をも ミて 燕 
人 等 も必配 奔走し 聽 金の 上歸觀 
させる こ V 一 I なを 一頭 肖 前牺巧 
したと 苦 ふ。 

巧 開業 披露 

夏季 中 休業の 處 巧る ± 曜日ょ 
6 巧 關業化 候 聞 御 最負願 上 お 

菓子 舖高橋 松風 醉 
鶴 巧醫ホ 西榮吉 

W12 Wes ニ 夏 を St . Ne 三 ork 曰な 
TeL A 笠 de ョニ萬 9 
電話 ァヵ デミ ー ご 一八 六 九 


御 下宿 喜樂 

元 黒 崎 旅館 奈良 直藏 

184 量 SUBik ぎ N.Y 

ブ穿爸 苗 ニ 


高等 御旅 儀 

昭 和 

會席御 料理 


日本 食料品 類ぶ び 雜貨類 卸小實 
ホ么ま 大賣搁 桑 山商會 I 
新刊書 籍雜誌 小間物 日用品を 種 

巧 夕 化 時を 懲業 • 

東京が 會 I 

トク ンク巧 > ます I 


日本を 巧 品 
日本 巧貨お 

蓄緯巧 巧 誌 


レヤ トル ^ 

NP 旅舘 

W0 タま h ^ ve . W ? W さ 置タ wsh . 

婷苹巧 前 通 東 ご 一 了 左側 《階を 
H 本 巧 船 切符 取 おが ロ お 送迎 


商ま隘 城中必 、総領事 お、 H 本 

截船其 他 おけ 大會社 巧き 巧 巧 

を 港-; パ ホ テ 火 

槐 H 本を (特別 閒ぁ b) 

巧 一報み 第 呂動单 御 出 迎申上 候 
巧 ご California St.. S ミ FS き 一 置， 呈 芦 

巧 固閑淸 、をを 新鮮 

巧 人 揖樂部 自ぉ寧 

基 Sands si . Bi 享 NJ . _ 
TeUri ミ gle 7475 | 


A 淸 潔、 親攝 、氣樂 =兰镑マ 

勢 州 縮 

伊勢 事を 久觀を 作 
に 25 尚. 累を资 r ま t 
ジ一 ミ 量 3 這 田 

器 巧旅纔 

化 川 巧 一 
薑 E 晝 害み' 

一- ^ Bl , ぎ yvei ニ 苗 一 


】 カ旅飽 なめ 

帝顚 旅館—. 

142 .雲 S 二 ew 一 ミ k 
TeL S ミ quehai 8 泛 一一 

紐 育 礁縮寧 奥— 

'聚 凹す 了 呂ニ四 二番 

一己. 臺 esa 8374 

_l 

ンス ふ* タシ ト 

盤 こ ザ f デン グ 
荷 輸段保 験 般じ預 b ます 

冨 出】 

i Third Ave . ^ホ ニ 夏 th ilolststs . 
ボブ トン 帝- 

富 ± 旅館 大浦末 松 

畜 巧ミ瓷 sler 芭 •ぎ st 呈至 ass . 
ジ三 J . 4S 


費府 御旅 舘 
桑山淸 五郎 

をの 穿 己 h 巧 ih St - さ i 愛 言 hiw 巧 a - 

Tei.Wai 旨 ニ 231 


紐 育 唯一の 日本 巧貨裙 

di ： 桐 兄弟 蘭會 

スマ ド： i •プロダクツ 一手 販資元 


舞踏 働 人— 
ザ 社 巧 ダンス A ' 

マ 策 馈ホ操 A 

了 寧 
親 巧 

朝 十時ョ ，提 十一 時 

シャリフ •ダン シ 

ンダ 師範 學校卒 を 

" M 衫タ ザ 



前景 氣 

素晴 しぃか 遊會 
當邮 H 本人 替ホ 催の 
.が 遊 貪は、 何を にも 
幾年 ぶら かに 巧 ぶれ 
る こと ホを ち。 夏の 
數 しい 勞 働を 慰める 
云は ば ニ ユョ！ クな 
留 同胞 年中 巧 事 ご 
つ だけ じ、 を ホ 厨 か 
ら ホ 常な 人氣を 薄し 
て 居る。 屢 報した か 
く淸遊 地は フッ ダマ 
クンブ— ン & 閣 P 、 
化-がの V ! ァ •一-マ ゥ 
ン テン ど 異なる 新ら 
しい 壌 巧で をる：. 一 ど 
£ 粟 船は ト揭の 新造 
窺 船べ 八 •アィ ラン 
ド號ご 呼ぶ パ ドて ン 
河 上の 遊覽 船の 中で 
もち 船で ある だ 巧に 
船內 のを 輿 慮 や齋踏 
瘍も 完備 I て 居スこ 
ごが 一曆 A 氣を 呼び 
ニモを 弗に 垂 々 す 
る 福引 も篱ら のみ 氣 
を 呼ぶ こご、、 嗔すれ 
て 居る、 ふ 陸 後で 大 
お、 ず 供の 運動 貧を 
始め ごして 速 製す— 
ムの 野球-競技ら をる 


黄を 時化を 現 巧し ね。 

兩 候補 獲說 

東部，、」 や 西部へ 

おか 黨 大統領 候補 7) ゲァ ー 
氏は 去る 十と U 巧 ニ ユヮ^ ク巿 
じ 魅き 重 じ 勞働謂 題を トピック 
して 共か黨 の關稅 政策-* 依る 勞 
飯の 向上 ど 移民 働 限の 成を じ 就 
て カ說し 共和 黨 の繁榮 政策を 驅 
歌して スミス 氏の 地盤に 侵 人の 
第一 聲を擧 げたる じ點し 民ま黨 
の 候 捕 スミ. ス 巧は 家族 间 伴の 上 
中西部の 共和 篤 地盤で ある 農業 
州 じ おき 十ん 日ォ .クラ ボマで 農 
が 政治の 第一 聲を擧 げた。 大が 
領戰 もこの 兩 大統領 候補の ぉ 馬 
でい ょいょ 佳璋じ 入つ た譯 であ 
るが、 スミス 氏は 十月 歸 がを 今 
度は 西部 モ面じ 赴いて 遊說 する 
ホ 針で ある ど。 

九歲の 少女が 

長距離 水泳 成功 

ロング アキ ランドの ト 1 スト 


御菓子 舖 

名物 栗缓 頭、 漉 お、 が 羊羹- 
賛澤 忌、 廿納 吾、 巧 他が 巧 
煎餅 卸小賣 。のし 谢け 前日に 御 
注文を た ふ。 H 本を 巧 品 あび 雜 
誌 等 も あ 6 ます 

•御 注文は 松風 好 嵩 橋 
這 W . 呈 h si . Teur 臺ち里 置 


新鮮 魚介 一切 

日本人 おきの ホ 魚 澤か取 b 揃へ 

惦削廉 潰で 大勉强 をし ょす 

サヴ才 ナ爲を 

』备《 を ww<03e 

だ 4 為. さ置 空' 

Hel . oolllBbuw 也一寶 


目本灣 髮館淸 

を 四十！ ニ T 目が 恶地吉 百 ホ ま 号 

タダプ フロア (第 ホ 替ミ巧 十 H 下資 巧'、 


日本 散變屋 則が I 

お ヶ年嚴 中 树巧ご 某 じ 就業。 

ジ ヤシン ト 》 フ 3 ツゴ 

31 W J 置罩 luby 

8 ei - Gui 量 b 畏賢 e - 5 呈 i をす rk 定房 一 


貝 

米 


庵 


電話 プラィア ント 

八 0 と 化 1 八 八と 一二 

竹 中 重 雄 

紐 育 お 西 四卡四 T 肖 
ニニ ー 1 1 八番 (二階) 
j ち 芸呈— 毫養養 

ニ 2 电 をを th F N . U . 
是 . mra ち nt 岩 S - 887W 


眞 面目なる あ 職 同胞 じ 獲ち 
なる 威 業を 固旋す 

宮川 事務所 

紐 育 巧 西 四十 ニ T 目 百 サ一截 


電 

話 


プブ ィアン 


蘇絳 


煎餅 がぶ 賣 
を 腐油揚 
日本 食料品 一. 切 

SC3 ご S 巧 Rice 广 a.ke U - 0 * 

夏 5 さ ird Ave こ 
Tel ’ P 星 a 巧 ニ 

化み 必 地ょ き淸 おなる 寒 

御 下宿 松が 巧 か 

1 夏 Lexingi ミ A ま. 

Tel Ashland 43 這 


木 旧 ル ング 

三 5 ザ diue . す t . 送 &SOthStreets 
T を phi すち 瓦 芸 27 


は アン バイ ヤ ー 協會 々長 ザ ビス 
がず はら ライン 審判 官も 部專を 
I 昔く 守つ わ 接を ±曜自 の、 一，- タ 
對ロ ブトの 說 をの 如き ライ ゾ審 
制の ゴタゴ タリく 無事 じ 終了し 
た^ 、イ ン ターの當り振らは巧期 
W 上 じて とれに 反し コッ シエ ー 
は 第五 セットを 除き 余 も 當らず 
パン ターが ニ對一 セットに て 9 
I ドした 時は 觀 衆は 

總立 ち どな b 破れん 許ら 
の 喝采を 浴びせた。 今 泰佛國 じ 
於け る 雄ず 權熙を 始めち 國のゥ 
キン ブグ選 キ權明 及び フォ ー レ 
スト •ヒグ の 選手 權戰ご 云ム云 
大逃手 礎は 孰れ も 佛蘭巧 入の な 
じ歸し 並に 化を 庭球 巧の 最窩權 
威で わる デゲ キス. 糸 皿は 完を じ辄 
風が とれを 擁護して 、補 蘭 西の 


ーノ！ ゥ キックに 住む 少グ •ホフ 
T1 ご 呼ぶ 本年 九歲 のみ 女 U 去 
る 十と U の 誕生を がを する 意 ホ 

で ラ 斗® ヒ^チの フレ^ ラント 
'から ロングアィランドの ロ]々 

'スト •ボ キントまでの 長' 邸 離水 
泳 じ お 事 成功し 話の 柿 じな つて 
居る が この 天才 的な 少女 水泳 家 
は 氷み を 習 巧め てから まだ 九 遇 
間にし かならない ご。 

不幸な 同胞 歸朝 

長贿ホ 巧濱町 八十 一 二番 邮化居 
末吉 氏の 息 化 居 巧ん- (明治 二十 
八 年生) W 云 ふ 同が は 前年 某 お 
船會 おの 貨物船よ ち 紐 育に 上陸 
せる が、 乗 髓就働 中 巧 頭部 
に巧攘 傷を 貧つ たのが 岳 發の結 
あ 意識 刊然 せず 此 ま： 巧 給て 厦 


ゎ 芽 お 度く 

◊◊御 納采 式 終ろ ◊◊ 

秩父お 御 婚儀 一一 十八 日 御 裁 巧 

ま 京 巧を 十五 日 お U あ 父 お御赌 巧お采 ぶ* U ト阳 n 巧 U ザ もれ 
山をおをが當^闊率が官、 武宫ろ列忠のト殿^のかをずけ午ぉ 
九が 四十 か、 お 巧ぶ、 おお' 緋 扇、 倒 一荷、 柳 傅 一荷を 奉持し 
て 小 お 川 化 牛ず おみを 訪閒 、松 ホ 大使 夫妻 政び 缔モ姬 は 盛裝し 
て 么と迎 へ、 间 十一げ じ まり 山川 键 次が 巧は 松 半 家を 化 おして 
秩父宮 御殿 じ參 おし 觸 一荷、 柳 樽 荷を お納 しを 巧 謁を賜 ひ 採 
じ 目 お 巧く 御 納采ぶ は 終つ じ。 

多 數八名 ± を 一堂に 綱羅 てし 

陪審制度 摸擬 裁判 

H 本で 最初の 試み. こ 人氣が 湧く 

東京 特電 十八 日發 n 陪審な 廷 模擬な 啊は H 本 法暫協 曾の ホ 催 
の 下 じ 十六 H 明大 謀 常じ瞄 かむ おかが、 徳 のを 巧 化 知 あの 法官 
を 始め 約 千 あ巧聽 した* ずが 大審院 利 寧な 巧 長 ごな b をが おを 
控訴院み お檢 事は 梅 事を-し、 化 ホな 藏淺 ± 其 他 知を 辯證十 達け 
夫々 辯 邊± に 選まい、 帝大如 お 止 春た み 十二には 陪帶官 どなつ 
わ。 事 仲は が險を 欲し さの 放 化 化 鼓 ホで 游暮 の茲 "•し 暑さの 中 じ 
六時閒 がつ 通 [ての 大 掘が こ 倚聽者 もげ だくに。 つむ。 


趁 妙な 判み 

ヤン 丰 驚く 

ニ ユラ Ka ウラ チミ^ ■フオ 

- 

-ン •- テ 八 •リツ フ •タフ ブキ— 

公爵夫人け 自 をが 勝手 じすき じ 
若ぃ 燕 を こしら へ，. 联^ 

U がら、 さぅ 乂 事で も ^''1'， 

I の— み ホ， ッ K いもい いい;-; 

六ム 巧を 相ず'，"';‘ ^ -1 
I 實巧 2 , 1 ツ < 1 ごご r 

ーブ ホ 八 じ 化ら れ じどい ふので 
一 『をた 1 を b を 害 赔憤十 ガド^ (お 
一 ご 个巧圆 ) 要求 訴 謀』 ごい ふ訴 


岡-粥ぶ 女 おは 東大 醫學 部學 生の 
令息 相伴、 先 殺 巧を ホ ノ八少 じ 
開催され じ 化-^ 4 ド お 又を 語 r 
お帛ん を乂没 米し を 港、 羅府、 
シヵゴを 法て 十六 H 午 巧 着が、 

ホブ开 •ペン シグ ゲヮ ニア 

L 一役 揖 中で ゐ る： 長途の おが 
じ も疲勞 せず 元氣 旺盛で 『なは 
この 忙 がしい 國へ ホで 始めて ゆ 
つぐち しました。 をに 居れ だみ 
ぎから 巧ぎ ど 用事 じ 追ひ迴 され 
て 二み 時； 中 使 ひ 逝され づ めです 
所が 化々- 參 つてからは、 ど ぅ 
やら 御飯 r ® ゆつ くら 頂けさぅ で 
す。 H 本 i でのて をが 東行した こ 

」 •ご •お > 1 C ト _ レ/"'', 


がを 當 化の なお 巧に 提起し ね。 

これじ掛してホの方ではか编姊 どけ 一 人**^して知-"^ませんので 
の 不貞 巧爲を タブ じなら 『姉 さやつ ご 只令電 おでから せた 巧で 


ん はごう じ グリ スキ ー を爵 をず 
て 5 屍 るんだ から をん；：；* 

要求 L 應 中る 澤が あを ま 

せん」 ご抗 辯し じ。 ところが、 
巧 事の ミュラン 氏の な 昆が i た 
どても モダ ー ンで ホ输關 係を 純 
がた る 剌害細 おと 見て ゐる 点で 
いかにも アメ リタ 式な 剌 ホを 與 
へて ヤン キ ー おを アブ V ム 驚かせ 
た。 ミュラン お 事は いは‘'- 『成 
る ほど ブプ スキ— を衙 夫人は ヤ 
クザ G 萊 を かもし ni ない。 しか 
し假 b じみ 夫人が 夫み 外 じ緣愛 
賊 係を がして ゐる にしる、 ホの 
を爵の 力で：；！ なほ 夫人を 巧して 
むた かもしれ ない。 

問題は 夫た 化 ホの 菱 

巧恼じ おして 權 利： £> もる かで う 
かで をって、 夫人が 化に 戀を觸 
係を 持 も 得る かどう かでは ない 
を おはを の 不貞を 承知し つ {ホ 
人を 巧して ゐわ かもしれ 《 。を 
- しを 爵を 化っ たもの じ對 して 夫 
人は 損害 贻 償を 請求し 得る もの 
である』 た r し 夫人が 不 ぃ：3; であ 
わ ば お ホ赔償 額に ホ々 割引が ぁ 
る どて y プ スキ ー 夫人のを 辨が 
確を する まで 支 拂赔憤 額む 巧定 
は 延期 f なつた。 

親子 夫婦 

=妙^c*話ですが^ 

吉岡 女史は 語る 
東京 ま 誠を お院巧 女經を 


す。 

は 二十 何人の 婦人 
の 1 巧 t ザで、 け ろん として 一 向 
船醉 ひち せ 中を 事 も かかさず 戴 
いて、 巧つ て 健康を おして 居 ま 
ず。 布 畦の 旅 おでは、 ボ！ キが 
がを 夫 だ-で 考へ たもの か 獨らで 
をを じ 入 つれ 時む 『奥さんを 呼 
んで ホで やらう か』 など i 云は 
れ て、 が も ホ じ*':* も 切つ て 居た 
さう です 0 •おい 燕に しても 若 適 
ぎます 。をれ* H か b でな く、 ン 
力 ゴのホ テが でも 『ぁなた 力は 
夫婦です か、 で； y, けれは 同宿 相 
ぶら 田』 ごい ふ譯 なのです、 で 
すから 其處 でら 

夫婦 じ。 b 濟 ましむ 譯で 
す。 まこ どじ どうも 親子 夫締ご 
は 嘶 じ もむ b さう です』 ど 面.； H 
ザ 笑が しく 話される or 最初は 西 
お 巧を 妊 物 すれぶ 歸る つも b で 
ぁつたの でず お、 井出 夫人の 勸 
誘が を 6 をい ので 掛頭 誘惑され 
て ホましたら、 义俊树 夫人が を 
く居られ た シ ァ ト へ なを紹か 
して 潘演を やらされる こごに 巧 
めて わつ た b して、 立派 じァメ 
リヵ 一二が でも 波 はれた 形 じ 
ました。 まこ ごじ 油 斷も出 ホ ま 
せん。 

油鑛の おが a いと 云へ じ 
渡米 R 巧、 あ もこ もで 化 恵され 
たこ と です が、 なの 名前 ごか 學 
ほ 名 どか、 病院を を かたつて、 


みら ょ く ない こピ をして 廻つ た 
b、 なご 姻戒 雌な だ V」 詐巧 I て 
いろんな こごを した b しじ 者^ 
あった こ ミ i 聞いて、 實 じを 惑 
を 威 じました』 云々。 

巧 ほ 女た のま 巧は おえ 子で 
ある 井 巧"】 ろ 子 ホ 人の 挤旋や 
翻 誘 じ 化 こもので ホ 人力 わ 
ざ {裳で ょ b お向いた 時は 
全く 义 々己の 勒 面で 實じモ 弟 
の情證 が'? ふれて 溫 かいもの 
だっ た £ 、女を は ホ お 夫人 ご 
おじ 十九：： 修道 會で一 傷の 諸 
おを；； > し 、二十 H 巧發ボ < ト 

ン 、フキ-% テグ フ キア、 7 ン 

ント y 、； 力 ゴを經 て 面 巧し 

シア トか t 一り ゲ ワン ク 1 パ- 
に おで ホロ 〔十一 日 同 港 發歸朝 
す ど。 右 ホ 轟が 地は ホ 出 夫人 
な 伴！ 恩邮 I の 巡遊に 巧 扇いた 
韓旋 をなず と" 

苗义 へ、 离 氷へ 

半年 y 捧ぐ 

前 皆が のをを 氏 

南米へ 永れ I 巧 途次 當 地に 寄っ 
わ 寶藥聚 福ぶ ざん の 事業 じ舊短 
した もの か、 ぞれ はを じ 巧 本社 
特 常が 報じ わ 孤；、 龍ア少 ゼン 
チ''.' 特命を^ の 使を 谷を 綱氏咸 
二十 お ホ じ る おやかな みを 
官を 巧を すてて を 族 间伴渡 ホ 
プ ラジ^ じ 族なず る ことじ 决し 
辭 をを 出ず と 一/^ もじ、 义 しぶち 
で鄕里 愛媛 船 巧 ぞか邸 下 {千 かが 
じ歸當 したが； 十月 二十 H 神戶 
發の 船で 渡 あ.^ るは ホで ある。 
氏は 『をが 後す まを ブラ ジグ 移 
民 じさ { げ る 若み はな 前からで 
幸 ひに が鄕諸 ふの 賛同 も あら， 
いょ'— 渡が に 巧し ねわけで を 
る』 ど 前提し 一 > 語る 

ブラ ジグ 和 •わけを 事業の 一 
殺は ュ I ヒ 4/ 養篇 である。 
某ち 力 實業宗 が 出資して くれ 
個人 經營で 中れ ごす、 める が 
自 かは 會 化を 織 £ して、 遺産 
化績 などの 巧雜 から 避けたい 
•こ 思って 居 ミ。 最初 アグ ゼン 
チン じと 思 C たが、 ブブ ジグ 
が數等ょ<-マー^1/セ ン チ ン は溝 
ニの 懐 補 地 卸して ゐ る。 養黨 
をを る ごいつて 驚く 人 もを る 
が、 ぁ もら 肥稱も ぃらず 一 
じ 桑は 一二 格 C ょを 長を 見、 を 一二 
度 刈っても み!： 化で 一度が る 交 
同じ くら ゐち佛 びます。 を 巧 j 
上を 氣 がょく 乾燥して をら、 

溫 巧の 調節： 至極 簡單 です。 
を 園は 一人が て I 町 ニ 段づ； 
輿へ、 養蠢 ぎ、® 具な V- すべ 
て 礎 はら、 秦學： 者は 手 ぶら で 

巧け まず。 I 

コツ シエ —r が 

選手 體 獲得 

查ホ 庭球 戰 終結ず 
觸齒の コッシ ぇ！ 對米國 の ^ 
ンタ I との 第 巧 十と 闽米國 シン 
グ火 選手 權戟 はを る 巧隨日 午後 

フオ 1 レ ブト •と 火の スタ* テア 

ム じがて 六 千 余の 觀 衆を 前じ擧 
巧の 結柴 四！ 六、 _ホ| 四、 一ニ- 

六、 よ — お、 山 ハ ！ 云の スコア じ 
て コ ッ シ 五 1 の - • 

勝利 ごな ち コツン エ ー が 
なかに 弧っ て 居た 慶 おお 盃 じを 
愈 第一 指を 染めた。 審巧 椅子に 
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號八 十八 百 四千 一 第 


隸新焉 觀 __ 【日耀 水 】 _ ロ 九十 巧 九が H 和昭 


四 


え 


本 店 大阪化 溝 五 了 肖 

雜宵ま 店 紐育ブ 0] ドゥ H 1 な 四十 九を 

難 住ぶ 銀な 

日 ぉ (巧 京、 横 泣、 を 古 お、 京都、 巧 戸 
4 一 尾ノ 道、 廣島 、お、 柳 井、 下/隅 
地 支 巧 {巧 司、 小 倉、 巧 化、 階タ 、久留 ホ 等 

- 本闕 預金、 鄕化 送を 等は おめ 
一 て 御 便利 迅速 じ 御 化圾可 申ち 


本 巧锅お 巧が 

ま おぉ 張 肺は H 本內 化の お 要 都 巧、 朝样 
お 洗、 支那のを 地ぶ び 浦 補斯徳 

朝 鱗 銀行 紐 育 曲 張 巧 

外 固爲替 一般 银巧 浆巧捣 々御 化が じが 扱 可 
申 上 校 


藤本 證券 會巧 

一般 巧惜 証な ノ巧 其、 割を、 裳 集 
A を融 、ホ ニ么ニ 關スグ 一が ノ をを 

鎌 職 藤本 ミミ， 力-銀 巧 
紐 靑が張 巧 


資本を ま な 旧 
疎 & 濟資 本を 六 モ萬圓 
横 立を ホ 千 寒ち 巧 曲 

齡竺弄 銀 巧— 支 巧 

本店を 巧巿 日本 巧 跨 本を 崖 巧 五番が 一 お 
支店 ル檐 日本 橋を 內雲〕 1 
ぶ ホ 崖を 郡 大波 西 (乂 族) 神戶 
廣島下 隅 巧 司 若松 巧 岡 長 巧 
上がな をを 貝扔水 


貴 ♦金製 ヒップ ケ ー ス 
を 

® ♦を緣 をが 囊 . 

を ♦金銀 時計 類 

石 

巧 ♦金製 疊 をみ 置 時計 


お出 乂巧替 I を 信 送を' ホ 送金、 旅 巧 借用 狀 
巧荣 信用 狀其化 一般が 巧萊 

乂餓紙 S 菱銀 巧# ま 巧 

都 お 送を" 日本を 地 無手を 巧？ 迈を化 巧 
本店 預を (定巧 通知 ノニ稱 ) 御 便が 取扱 
本 ま 店 まを (本は)、 大お >神 ロ、 京都 
巧が 地名 古 屡、 小 あ、 上が、 な あ 


本校は 創立 0 ホ 五十 年 U 上の 
歷 をを ちし 男女 及びみ おのぶ 
服 類の 截 方、 縫 ホ-切 及び 着 
物のを 身せ 等を 巧 型を なつて 
一人々々 じ實際 的に 親切 じ敎 
授 致して 屠 6 ます 習得す る じ 
は 極 < 容易で 而 かも 適が の 職 
業で 收 入の 多い 事は 申す を も 
あ b ません 畫巧両 巧 わ b まし 

て條件 等ち 都を をく 化 巧 居 

ら 0 


紐脊 官民 ー閣 ごな つて 

御大 禮 奉祝 會 組織 

賀表 捧呈 其 他の 豫備 協議 じ 入る 


旣報 紐 巧 H 本人を を唱な I 
が 同胞 官民を 打つ て一乂 どせ る 
御大 超を 祝 會組磁 のをは 齋お總 
領事の 歸化ご 共に 內簿進 巧し、 
まる 十と H 午後 一二 時ょ ら總 領事 
の 招集に 應じ巧 木 正を 支 巧を、 
草 信 H 會 々を、 松 田 お軍監 皆を 
陸軍 化 ま、 旧 島 H 本が 樂部會 を 
じ 化 b て淸 水八郎 氏、 奉祝 準備 
委員長た b しな 木隆を 氏、 水を 
日 會ま娶 、領事 舘侧ょ b 內山頌 
事、 石が 巧な 副谢 事、 矢が 官補 
等を 加愼 重裕講 をを げたる 上を 
視を化 截^ 件を 可 巧し 總務 、貼 
お、 化-し 缕 某の 一二 部 制 どして 具 
^化まを提ぉする i ご^:^った。 十 
''一巧 十 U 邸ち 


4<禮 當 H は 總領串 ま おの 
奉祝 式を： 2 本 お 樂部じ 催すべき 
じつき 官民 一村の 贸 宴は 同 十六 
日 乂縷奥 第 1 H ごまめた が 其 ホ 
を 等は 委員 會じ 於て 審蔑 する 當 
でぁち、 巧 おを 呈 のかは 總 お 部 
じ 於て お當 起草すべく、 奉祝め 
微意*^ おする 献上 おじ 關 しても 
輔 々意を をを 横し 更らじ 特別委 
員の 巧 議じ邮 する じ决 し、 柏木 
松 田、 田 島、 高木、 水を の 諸氏 
を 委員 じ 推 選して 散會 した。 邸 
も 奉就會 幹部は 左の かし 
會 長 草 信 巧を 
總務 部長 田 島繁ニ 
S 務 部を 姑 木秀巧 
蠻宴 部長 風間武 一二郎 


紐肯 日本人 會 秋季の 事業 


旣 じか 秋に 人つ た爲め 夏期 中 
化 ホ r おいて 居た タ おの 同胞 も 
餘 紐し つ、、 か h 是 等の 间胞は 巧 
る 二十 S n か 遊食 擧巧當 H 前を 
i で じは 义が W 上がが する をと 
なる のでが 宵 日本人 會 じがても 
をて 懸案 ご；：； > つて 巧を 諸問題の 
解 巧 報吿じ 努めて 居る が、 第一 
^は會 館設薛 問題の が 巧で ぁる。 
一一が は 数回 開催 づる 特別を 員を 
I の 證？ を こ 巧 事 會じ提 おされ 
I たお 裝 を 館設廣 を唱裝 せる 當 
.一 •時が お備 並に 會員自 かおび ど 
- は 若しき み 惠ゐる y きじた ゎ 
をら じ參 ちに 巧‘.'。 谋 めが 貫 
のを 嚮を徴 する； ご t ク村岡 
委員長よ b 質問書を を，】 た， 
ホに 對 する 时 をは 十月 下旬を 
なて 締 W 十一 巧より 引 績き時 
別を 員を し 於て 該問趙 をが 兜 
する 锥で わる。 

を務 部が 擔當 せる 第二 化 職業 調 
な 問題 a , 本が 废裙の 如く ホ 山 時 
别 を： ロ 技の ホ 許 K て敍 巧、 強械 
j 楽、 が 運を、 雜貨 業、 絹物 業、 

I 棉花 萊 、藥お 策、 巧閱 煤、 吿 業が 
i ホ 面を 調が しを を员 よりの 賴吿 
'じ 巧き 一般的 じは 巧戶細 放の 態 
巧を がる i 明らな るら 米 人 側の 
I おじる 第二 化の がず る 先天的- 
ーンデ キャップ；： > る もの i が 巧は 
I 巧訟し 得ざる しつき 化み をち 盧 
I して 彼等の 職楽閒 巧に 勒し 人格 
j の 修養’ 專巧お 能の 巧 得、 協調 
i 稍# のをが 整 忍 木拔の 巧氣を 
i 持 じしむ るを 育 (學 校、 社會 、家 
庭を 逝 じて) のみ 要を が 威せ し 
いべし ど 云 ふ 報 吿じ添 ゆる じ 
を 部署の 詳細なる 報吿を 0 て 
し 之を だ ホ U 本 A をが 他 じ 送 
化する ふご。 つた。 みに 共濟 
^ をな 兩 がに 於て 協議せ る 遺言 
\ 基が M 滋 城の 件は 總 領事 お 測 
I じら 化 お 謀の か 搞を內 ホして 
; 齋が 副領事の 同 歳を も 巧た わ 
j 故不 H お裝 する MJ ご。 るで あ 

I らぅ。 をの 外 
j 岡 胞蝴繁 魁を のか 遊 曾は ホる H 
! 尴 りじ あま b 社會 部を 中必 ごし 
I てを 特別を 員け 叙， むじ 巧を、 準 
i 備 しつ！ あ. 0 旣じ 八サ通 b の お 


會 舘設嚴 問題 お埋ご n 第二 世 職業 調查 の報吿 
遺言書 作製 注意 發表 ：=： ホ 遊を 學量作 お 展覽會 

備を完 なぜし めて 居る。 更らじ 
を お部擔 當の學 童が お 展覧 會は 
お季じ 入れる をのて ホ敎育 局、 
其 化 ご 協力し 引 撼き當 巧の 目的 
を 連ず ベ （計 書を 進が せし むる 
もで ある。 


修道 會 主催 講演 

當府 西な 四十 一二 下目 四 五 S 番 
地 お督敎 修道 食 じて は囊じ 布を 
じがけ る 化 太 孕が 婦人 會 講じ 出 
席し 目下 ホが 中で ある 吾 岡 病院 
長 ま岡彌 ホモ 刀自、 及ぴ 井出 ひ 
ろモタ をを 聘 して 本 夕 八 時 J ら 
同 貧 館に 於て 講お會 を 開く 由で 
ゐ るか 其 演題は 左の 如し 
東西 文化ょ b 觀 だる 日本 婦人 
の 使命 ま 岡 彌生子 
日本の 女 醫をホ 出 ひろ子 


福 原 八郞巧 歓迎 

目下 寄 紐 中の お ホ 拓殖 巧式會 
社々 長 福 お八 那巧 歡迎晚 餐會は 
草 侵 H 本人 會 々を、 旧 島 H 本俱 
樂部會 長、 柏木 正を まなを、 商 
ホ 協會發 企の 下に 昨 狡 六 時半 H 
本 巧 築が じがで 開催、 晚餐後 福 
原 氏は 南征じ 顧す る覺 悟、 計 蕾 
の 一 班を 說明議 おした。 


な 人 私人 


大阪毎 H 常務 取締 

高 お 氏 動 靜 ■ 

前 遇 お 暇 H 葛 紐、 發化 曜のゴ 
少フ 招が じ 始まって 連 n 歡迎じ 
化 殺さ.： っ I ぁ も 乂阪が 日 新聞 
社 常務 化 婦なホ 幹 高ち 眞化郎 氏 
は 十二 n がは を 同迪信 社々 長ビ 

ップが 巧 ま 催 ホ テ 八 ビグ トモ ァ 
に 於け る 歓迎 晚餐 t にが 席し、 

タィ ムスの ォ t クマ 氏、 ネ i シ 
■ゴグ ぶの ダン ネット、 スク リッ 
フク 一 7 ァド 社總ち 配人ボ ー キ 
こ マ 巧夕刊 々 '，' ト の メ ー ソ ン 氏 

典 化 操 狐が のすな 看，， .ホ I * f 
ッ ヶル 巧は 『 n 本 じがけ る巧教 
の 記を』 ごして 高 お 巧を 紹 かし 
高 巧 氏は 今次 歐米懼 遊の 趣 息を 
延べ 且っ 野球、 庭球 等の スボー 
ッを过 しての 國際離 係を 説き' 
おりのを 巧 部 敕を紹 かし n 本 新 
聞 巧の 一般的 進 ホを 說 いた。 翌 
十 S ロは 巧 報の かく 间氏ホ 確の 
魄餐 なが ぁら 十四 ロボス トン じ 
なきて ジ 3 — ンス對 パー キン ス 
の ゴ^フを 見學 、十六 日 午前 ゴ 
グ ブ見學 、同が は ホ 稻 じがけ る 
本社 ホ 催の 歓迎 曾 じ 臨み、 十と 
H 正午は グラフ キック 社長 マク 
フヮ r グン 巧の 巧が じ應じ 午餐 
會に 出席、 昨み 願 R ' Jr コ^フ 本 
夕は S 井 物を ホ 惟の 晚餐會 じ 臨 
みを 幡 H じ 重なた る哨胞 の微迎 
晚を會 が あ 6、 ± 曜日は 间巧ホ 
催 乂人巧 待を を プラザに 催す も 
じて 外國 通信員 協會の 午餐 貪は 
ザ 週 H 尴 H じ 内ぶ-^ 居る 由。 


若 尾 巧 本日 渡歐 

砸が 中なら し 赏莱家 巧が 鴻太 
郎氏 はが 萬な が 他 巧 词巧ザ 出帆 
のべ レンゲ リャ號 じて 渡 歐の途 
じが （巧 t ある。 阳ほ间 を lb 
が お H 曾 ど H 本巧樂 部に おし ニ 
な 典 おを 附の 申出が あつた も。 


♦が 木 秀茂巧 夏季 中 ラィ 巿じ 
假寓 中の 正を ま 店長、 去る 十五 
日ウ M ストで ンド巧 置 八 0 番邸 
じ歸還 

♦高 橋 潤 ニ郞巧 S 并物產 機械 
が 社員、 巧曜 H 巧 發歸朝 
® 巧 井康氏 拱 肯德領 串 舘副領 
事、 羅巧 領事館へ 轉 巧の 高 岡 副 
領事 後な ミして 前週 着 巧 
•前 旧 嘉四郞 巧 神 戶ドッ ドウ 
で 弁商會 輸出 部 社員、 社用を 疆 
び 最近 ホが 約 ir ク巧滯 巧の 由 
♦白な 信 一二 巧 ー歸朝 中の 山中 商 
會が育 支が を、 一 化お歸 が 
を 下 閱豊を 巧 i 山中 商會 社員、 


新設の お 俄古垂 巧 長 どして 本 巧 


下が あ 族 同伴 お 巧の 由 
♦宮お 節 民 お 山 第み 高等 學校 
敎授 、去る 十 I - 日偷敦 よら 着が 
國ホ方 じ 投宿 i を滯 巧の 吿 


♦木 村榮受 f 澤 緯度 觀測 巧を 

去る 斗 四り 着 扯ホテ 作 コモ ド！ 
ァじ投 お 二十^-西 巧 十 巧 十日 出 
帆の コレ ヤ をて お 朝 
♦宮か 誠ち 氏 遞信お 技師、 去 
る寸帖 H シカ， r ょも 着 紐 約一ケ 
鬥滞 紐の 豫を 一一 

»竹 m 武男 巧-お 輿 巧 書記官、 
去と 十 Hn 着が ホブ八 ペン じ投 
お 二十 あ M 渡 I 切. 


講潑會 

今 十九： n 午沒八 時ょ 6 當會舘 
じがて 左の 通 - V 講演 會相懼 候 間 
萬 障 御 繰を せが 卒御ホ 聽の辟 希 
盛仕娱 

東西 文化ょ-, 觀 たる H 本 婦人 
の 使命 

ち 岡 端 生 子女 巧 

日本の 女麗 が 

井 化 ひろ子 女 あ 

昭か 一二 年 打 巧 

ま備 基瞥敎 修道 會 


童 卓. 1 を rd Sir ま 一, 呈 y 


雜貨 巧賣子 入用 

が销 者は ホ 記へ 宛てち 急 手紙 
にて ホ达 まれた し 
(紐 巧 巧 報 郵画九 00 番) 


貸 室 


ンング 八、 タブ 八 か 


- ムス、 淸 潔、 装飾 


歷 美、 ピアノ、 昇 薛機附 


224 Riverside Iri ま， Hear 94 th Si 

ミ U . Hk _ f をを 101 芝 


dc： 禍ス ペシが ル 


西洋 巧 理法 大を五 •00 
佛蘭西 料理を 書 ニて 00 
家庭料理 一 •五 〇 


が 桐 兄弟 商會 


懸賞 募集 


味の素 を 巧ゐた 洋食 御が 巧 
の作らホを募集しまず 


成るべく 日常の 御 食膳 じ 
ふさは しいが 巧を えらび 
しかも 實隣御 研を じょる 

レン ビ 1 0 


ニ、 味の素の 新規 應 用に 就い 
r 廣 （氷人の 趣向 じ も 適 

したる レシ ヒ • 1 


A 撰を ホ 之 素本脯 料理 研な 巧 
紐 育 出張員 
会員を '一- 

一を を 五十 巧； 一人 
二等を 二十 お 弗； .二人 
.111 等を 十乘 一 五 人 

四 等 味の素 瓶 入 一； 

一個 宛 媛を 部 
A 焼を - 
締切 昭か S 年 十 巧 一日 
發表同 十 一 月 】 H 
本紙を 0 て發 表し 同時 じ 賞 
金を 贈呈し ます。_- 
お 稿 ■お 文 邦文 共 御隨意 
I 人 じがき 料理法が 數じ制 
限を 設けません。 一' 

宛名を 山商會 

味の素 懸賞 係へ 

' 化 巧 姓ち 御明 記の 事、 原 
稿は 一切 御返戾 しません。 


A 巧援 


紐 育 新報 
リホ 時報 


ホの 素 特質 店 

桑 山蘭會 


ニ A E 民 T 造 ih WT : N . C . 

さ one - R ぶ eni 2 ニ 3- 窝 57 


東京 廚會 特吿 


現 化 
婦人 化ぞ 
婦女 界 
ま婦 のぶ 
婦人 俱樂部 
中央を 論 
な 逍 


- 五 0 
- 五 0 

去 0 
去 0 

- 八 0 
- 八 0 

60 


紐 151 東京 爾會 
140 W . 置 hSi , N . 三' 
ざ. 呈 al 芭ニ雷 




1 、 資本を 壹億圓 (を 巧拂 & 巧) 

一.、 植 立を 一億 ニな お 十を 圃 

巧 化 本 支な =:^ 潰 (本 巧) ザ 京 大巧 
神户長 時下 熙 名を 崖 

鹽濱ぶ 金銀 巧— 支 巧 

を圃 をち 巧 u を 港を なみ ボボ 哇 
其 化 世 あを 圃軍 巧が 巿 二ち 巧 あ n グン 
ス ちさ戾 


▲巧 巧 式を 壁 設備が をの 虽富巧 巧 もる は乘扭 を 
のな 巧 お 切 T 裝さ 共-し 當肚め 萬 i ずる 度で ず 
▲當化 太平 浮が 巧 一二 等巧满 はを な单巧 かな 艮も 
おし i しれ、 み じを ホな のかを は 巧謂ッ 

ス トサ I ド 义はス ナエ トグブ ッスな 上の 
记値在 施へ て居リ 丈ず 

#義 溝 お 帆 ボノグ グ経も 【お 午 お 祈】 


コレア 化 

を洋乂 
西 比が 亞化 
大洋 化 
天が 义 


十 巧 十日 
十月 廿 四日 
十一月と 日 
十一月 廿 一日 
十二 巧 五日 


® シアトル お 帆 〔午が 十 時 お 帆】 
巧贊化 十月 二十日 
が豫化 十一 さ 二日 
靜岡乂 十一ち 廿と日 

® を敎疑 日本 行お执 

香 取み 十 巧み 日 
蔚田か 十ち 十 化 B 
▲お 育 ほ 帆 田を あ經由 日本が 度 物がー 巧ニ团 
A 瘦 道が 巧— を あ 化 萬 安 街 おを に 御な 計申拌 
A 太 西洋た 沒賠會 肚乘が 切ぶ おがを じ 取 計 生 ザ 


S 

I 




仍 


シアトル 妃帆 (午前 十 時) 
あらび や 化 十 巧 十 B 
あらだ ま 化 十一 巧 五日 

るん でんか (が 港 化 抑〕 十ち 甘 八 a 

►一等 溝濱 一を 邦 

但し ば • S ' 寸 かるん ごん もは 一 五 置 巧 
マー 二等 日本 巧 五 五 巧を 室た 攻造 家族 室 多 巧 
▼湖を 望に 依り r 连 割引な 復切 巧を 巧を 巧 候 

ロスアンゼルス お 帆 (午後 一二 時) 

ま にら 丸 十一月 晉 
もんて びでお 化 一 十二 巧 十日 

►一葦 橫濱 二三 0 巧 化な わい 丸 まに らお 一空 巧 
►榜別 H 等 日本 巧 五十 化 推； ►一二 等 日本 巧 五十 立 巧 
▼ホ 巧 羅お巧 錫 車 切な 磨 案を 魔 入御 幹 窗化リ 候 
▼紐 育 線 パナマ 紹由 B 丰ち那 巧 貨物船 巧 一回 


構々 勉强巧 化 御 引 立願 上 候 

陶 被器雜 貨卸賣 

春 酌商會 


R 本陶魅 器雜替 類卸賣 

ホ元ブ タザ ー ス 


日本 陶嚇 器雜貨 
ラム プ卸賣 

奈良寶 易商會 


円本 吳服 反物 キ モノ 

テ^ ~ フルク ロ 一 ^ス類 

諸 雜貨都 商 

體 日本 ド？ T ツ廟會 

特別 廉 階で 乂 奴 强新流 わは 當 巧の 時 長 


ミツ チェル デサイ ニン グスク ール 


晚香坡 毎 ニ 週 一回 出帆 
▲玉ム ブレスを 巧亞 0 男 玉 呂 巧) 

九 巧 サと日 

▲エム プレス 亞細亞 01 ホ •尝 0 巧) 

十 巧 十一 日 

▲エム プレス 巧を 太 ご 男 •著 0 巧) 

十一 さ 日 

▲ M ム プレブ 繁西亞 三 六、 爱 0 哦) 

十一 巧ち 日 
一等、 二等、 一二 等 及び 下等 客 設備 
最大、 善美、 最快 をの 東が 航行 船 


日本 郵船 會社 (並 三を 鐵道 會耻) 

代理店が 欄 兄弟 薇會 

乘 ホ、 を 船な 巧 ホに 小荷物 连送御 巧が になを 申します 


n 木陶 黑雜貨 
ドラィ グ！ ブ 娜販賣 

S 巧 木 桃 ホ 組 



八 ィカ ラな 神 ± は 

化 立 服を 召しまず 

夫れ は 宜ィ身 じを ひ、 島 掛けは をく、 を 
して お ホを ょらち 長 持 もす る 拳を 知つ て 
るからで す。 弊店は タ數 n ホ 紳± の频用 
を 承つ て 垣ます。 

n 化廣を じて 御 巧 巧の ちじけ 

六を 割引を します n 
御法义 のを 柯じ巧 はらず をら 巧 一度 巧て 
見て 下さい 

ウホ ルカ—. エンド フロリ 才巧姬 巧 


リナ メ ー 力 ー の特を 

H 本人の お 買物 じは 特別 掛 員を 廣き無 
巧で 御 案內致 巧電謡 又は お 手紙み 第 御 
訪問して 街 便宜を 針 b あめての わ ホ じ 
對 しては 特に 注意 致します から 是非 お 
な 寄 も 願 ひ 巧、 巿巧 配達は 巧输 fl 本 其 
他を 地 宛の わ 荷物 發 送は 當 方で 致し 巧 

ジ ヨン ワナメ \ 力！ 


溫室じ 働 < 宵 年 ニ ご 一 

讀^名 雇 ひ f 豪へ 問 

をせ あれ JAP 呈 tl 呈苗 RY 

Ced 巧 La ミ奇 0 ミす rk , 广 一. N . Y . 

す 一 ちす ミ 笠を imi 互 苦 il S 35 

じ 綺麗 じ裝 飾した 室、 

$佳11 夏紳ち 貸しで 

設備を を、 左へ 御出で 下さい 
ミ S - 至を タ B 4 W . 12 童 St . 


— 御挨搂 

九月 一 H ょ b タ年 經驗の ぁる 
脑 利きの 日本人 職人を 雇ひ乂 
れも 事に ト まし じ、 就て は 
化れ をの 犧じ 御を 樣を 待たせ 
る樣の 事は 御座い i せ や 精々 
勉强 致します から 巧 變らず 御 
蟲 負の 释を願 上げます 

淸理髮 床 

西 四十 111 T 目 巧を 


第八圓 舟遊會 

時日— 化 巧 二十 一二 日 (日曜日). 

I 午前 十 時な 一二 十二 T 目 梭橋ぉ 發サゾ は 一二 五 了 目 停べ 
一車 鶴、 汽船は べ^ •アィ ランド 號收を 人員 ニモな 名 j 

目的地 = H フツ クマ ウシ ティン パ！ ク 

( - ド ソン 雨の 上流 景勝め 地) 

切符 i - 弗 五十 仙十歲 3 下 無が 

(り會 事務所、 旅館、 關化等 じぁ 6) 

五 年 振ち にか 遊 待を 疲活 して 一 H の淸 遊を 樂 みたい ご なじ 
ます、 御 家族ぶ 人 御 露 ひの 上 御 送 加を を 駕 しま r 

主催 紐 育 日本人 鲁 


ラム プ 及び シル クシで— ド 

製 遮 元 鈍 質 手 塚商會 

H. Y. HETSCKA no. 

IS 去 男 1 2 童 F N •三 さ. ジ I . Chelse こ话 1 



伴/ロ 


り 乂 










お 川保晚 事務 巧 1 

H. Segawa, Insurance Broker. | 

303 Fifth Ave., , ; 

Tel. Caledonia 4101 ' 

巧 旧 商事 巧ま會 社が 育ま 巧 
Uchida Trfetding Co., Inc. 

1 1 Park Place 
Tel. Barclay 1576 

島 貿易 巧を 會栽 
Shima i fading Co., Ltd. 
150 泛 road way 
Telephone Rector 1484 

株式を 化 赤 属爾を ！ 

Akawo & Co., Ltd., ] 

295 F 巧 化 Ave*, 

TeU Caledonia 9758 - 5 ? * 

片倉製 絲が績 株 ま 食 社 
Katakura & Co., Ltd., 

200 Madison Avenue 

IC. Milkimo れ 

M 貼 mo わ Pear レ 
535 Fif 比 Avenue 
Te!. Vand が b 化 2 な 9 

大食 組 解 育ま お 
Okura 在 Co., 

30 Church St., 

Tel. Cortlandt 2292 - 93-94 

H お 巧 ま會社 
巧理巧 
巧 巧 巧を 
120 Broadwiiy, K. ?, C, Te しお dcr 7884 
Fachs け； 2 刖 Raws 邮 化し！. 巧 b 

巧 野 教ま巧 ま會祝 

打 〇 ISussa 打 & >m {>8 芭 y 

Room SOI -805 
1 € 吕 Broadw 巧 
TeL CorUan か 8047 ぶ 052 

Gosho Corpora だ 0 も 

S 巧 k Impo け # rt) 

40 旺加 t JJ 4 比 S む 巧 t 
Te;. A か land 化 的 -91 
Gosbo Co., inc^ 
Cotton Exporters 

が Beav がか.， 

T お Bowheg Orwn が •' ご 一り 6 

巧 巧が 巧 道 株式る か 
巧を 事務 巧 

Sou 化 Manchuria R. 化 Co., 

Room 202 ら Can&cUan Pac 诉 C BUg'. 
542 Ma ぶ son Av も 
Tel. Vanderbilt 413 百 

ミ婦ま 賊會社 
な 育まな 
M れ sui 怎 Co., 

わ 〇 れ ronaway> 

Tft!. Bowling Green 7520 

巧 ま 巧お揖 ザ 质巧 
紐 育ま 巧 

Iwai & Co-. Lt ん 

Wooiwo け h Bu ロ ding-, — 

I'el* WhitoKaU 6040 

云を 巧 事 株 ま會お 
お 育 支店 
Mitsubishi Shoji iCaUha 

< Mitsubishi Co^ Ltu.) 

1 ぶ y ピ roEKiwe ダ 

Tel. Rector 2560-2564 

大お孰 u ニ ま 巧 朝日 
化 巧 ま 巧 
Osaka Asaki 

了 N 台 w York fnnArt Anne ズ 
Tel, Lcickaw る。。 sTT 。 行を 

日よ お巧媒 ホを お 
紐 育ま 巧 

Japan Co け on Ir&du 巧 C ゥ n Ltd., 
2 •ち M •ぶが • A't-t't'uc* 

Tel. Lexip 这 ton 8780 

日本 ホ 糸 巧 まを を 
括 巧 ホ 巧 
NIPPON KI-iTO KilSHJ, LTO 

Two Park Avenue 
Tel. Ashland 5320 

i 巧を 名 曾を 

1 が 育ちな 

1 も Co*, 

443 Four 化 Av も， 
Tel. Caledonia 7830.35 

H ホ 生糸が をを 尉： 
組 育ま 店 
KICHl-BEi KliTO KABUSHiKt KAISHA 

(NICH;-BEI のげ 0 CO ’， し TD-) 
1 Park Avenue 
Tel. Ashland 6246 - 47 - 48-49 

大胶が n ニ 東な a H 
お 木 H が 
Osaka Maintchi 
Room 306 A World Buildics 
T «: •良が kman 4259 
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巧 虹？ ぶな jm が 巧を 巧 imc 巧 


SATURDAY, な 巧 EM 化 R 22 け 28 




T 寧 の 巧蝴 ご 愤巧 る 化 上 げ 

時 H の理速 ピ巧實 。巧 正を が： 趾 

巧 刷は 紐脊 新報 社へ 

を 話 ワトキン 义 二た 0 九— ニ か - 0 

わ 間違^む く 新報へ 

ボ巧两 十と 下 H 十一； 番十階 目 

東部に 於け るが ザ 言 翰 巧 願 S 

權 威、 再が 巧 報を 誠ょ ね 入な [ - 

、 廣吿 は紐臂 新報へ 



Hhewayofcme , 13 yE < lit : hA . wawy5 

り本の誇^ごするじぶらる强いソ シ ァ慶しい女巧でみ動きを 
語る 典雅、 高潔の 文 ザ 薄ツ ベラな 當化 軟文學 ごは を然間 H 
の 比では を b ますん。 松 乎 節ず 壊 じ •テ デグ r ト した まあの 「日 
本 婦人 觀」 を 化 普を 迪 してが 饋 あい。 

郵稅み 一部 ニ 弗十轴 


巧 人 霜を 
一手 おか 


紐 育 新報 社 


ゼ 子ヴァ 二十日 發 = 留巧 聯盟 
の 軍備 縮みを 備ま 員を 席上に 於 
て 濁 逸を 化 表ず る パン ス， 'フ伯 
は 極力 軍縮 會講 開腹の 期け 選定 
を ホ 張した るら 大タ 験は こむ-し 
反對 し、 委員 會 V しては この 際 
柯 等の か議 をを 媛 表せ ホ 一切を 
委員 畏 曰— デン 氏 じ 一な する こ 
ごじな b 遂にな 目され た 今圓の 
巧 縮 か議も お流れ どなつ たおで 
ぁるが 、 n ^ — デン 階 ± か 委員長 
の 賓格で を國ど 下を 渉 j レ焉 手す 
るか ごい ふ 問題：-: 就て I ; スト 
フ 伯は 恐らくを のを 馈じ 反ぶ 
であらぅ ご 期が して 居 ， )0 

フアス シモの 

權カ r 傅 長 

最离 評議員 類 
ロ— マニ 十日 證 N ム ' I ッソ リニ 
首相は 來る 十二 片を 巧て 解散ず 
べき 議會 じ對し ファタ シモ 黛 幹 
部の 嬰留 でぁる 最高 速； 諸 委員 會 
組織を 提 おして 承認’ 1。 强 要すべ 
この 委員は 曾 相 自ら 任命し 政 
府 ごを 體 する お 力ななら のじて 
總選擧 じがる 巧議 よ，？ 指名 權、 

ソ 9 ニ 首相 引退の 場合に 巧る 
後繼 ぎの がを 灌 ぶび 巧顆貿 任命 
の 權 がを 持 も 國王じ I 巧す る 顧 間 
の 位置を 留保すべき 一 最も 權 力を 
る集鹽 じして をの 權 I 力は 僧正な 
命じ 等しい 稱 じ絕對 I 的な もので 
あちが 

この 外 r 一 委貴會 は 意 法 上に® 
する 一切の 疑義を 解み する も 
のにて 爾王權 の 雀を 等 じ 就て 
も 巧斷を 下し 對尊义 傑 約の 批 
を 等ら 一巧 本を 費 曾 じみ 定し 
た 上 謹會を 指揮' ずると 云 ふ。 


勞苗 謀の 新 巧-印は 

銀 巧 0 民衆化 

新 宣言 蕾を 發表 

ロンドン ニ 十日 發 U 奥 瞬 巧 働 
黨は ホるべき 總遇 がの 新 旗が ご 
して 英蘭 おがの 化 谦 化を 宵 富す 
こご じな つた、 即も游 慟黨は 
戰 前にが る 政府 W 紙を 政策が 何 
菩證 曾の 協 替を經 なかつ たこ ど 
を 非難して お 巧に 對す ろは 衆の 
ょ b 密接なる 監視を ま 張し 將ホ 
英蘭銀 巧を を 共の 機 脚'-」 して 大 
藏 省、' 商務 局、 虚業 關 巧の 化 あ 
勞働飢 を 及び 共濟 おを の 化 あじ 
依 ら て替理 支配せ し 4 ^ を こごを 
標榜し 

千义な 年ょ b 千 九な サ五年 じ 
がる 吳 固の 銀け 業者の 巧 策は 
巧等國 民から 非難を をく る 巧 
なく 國 家を デフレ； シヨ ンじ 
導きを の產藥 をび 社會 じぶ ぼ 
した 影 蟹は 甚大で わつ たじ も 
顯ら や柯等 政治的に 論 爺され 
なかつ たこ W は 奇怪 千万で あ 
る どて S まな 治 ご 巧る 支配的 
政策は 兩 立すべき もの じ 非ら 
ざるミを結說し 

從來の 不平等。 るを 融 制度を 根 
ネ的 じな 革して 無產 階級 じを の 
餘惠を 及ぼし 巧營 ，おび 共濟摄 巧 
擲 度の 獲 張を 補助すべき である 
と 宣言し つ！ をる お 、 今 巧の 渾 
動は お ホ 政 お 上には 巧 等 活動 f 
なかつ たが 廣く驟 巧 じ共濟 商な 
あび 銀 巧み 連鑛 巧を 經營 しつ 
ある 英闕共 濟黨部 巧 じ 最化英 蘭 
银 巧の 中央 集權 ホ 難^ 高まち を 
じ 勞觀黨 ごな 治 的 じ 連絡して- 
の 擧じ 及んだ もので あを。 


本 お 录を特 康 ち (紫 お 瞬 轉氧〕 


本 ぉ 男爵 發 狂ず 

〔廿- 日】 男爵 生 旧す ニ 磨を、 

ニ 一六； は 磯 H じ閒 情して をが 
しむ D - 

首相の 電 寫見學 

〔廿 J 日 II 田 中 首相は 二十日 東 
京 R 曰 新聞社を 訪 間し、 先日 
東京、. 乂阪 輯じ銷 通しね 電送 
寫眞を 見學し 『巧 學の發 凄と 
同じく 蛟治も 進 ホ すれば ょか 
らぅに I 。 ご j おつた 0 

炭價の 維持 會議 

百 一己 開 ホが 化 や 滿戲の 化 
表參 判： し 東洋 炭價 維持の 開平 
會議は 十月 十 H 巧 司で 開く 當 

遠延 海運を 巧轉 

〔せ- 旦】 遠 伴が 轉 お運界 見直 
し 近海 も 良 巧の 横 機で をる。 

本年 產米 高豫想 

〔サ 一 01 】 本年を ホ 收稚豫 想は 
ホ 年ムー h 鞍くない とのこ どで 
をる 01 , 

調度 品は 御殿へ 

一: 甘-日) 化 平を 津子姬 の 調度 
品と 荷 二十日 あ父宮 御殿へ 
運ばれ 扩。 

公 歡增發 の 巧 否 

〔廿一 旧 一豫算 編制 上の 重大 問 
題で あるを 債 巧を の 巧 否を 經 
濟 審議 會じ諮 巧す る、 お ほ 『を 
算關 係^ ま お ま 件は 御大 禮前 
じ巧定 ホん』 と 己 ±藏 巧は 言 
明した 0 


お 浦 化 議± 渡 露 

〔甘- B 】 對露賓 易な 善の 使な 
を帶 びを を 會德務 を 浦 五兵 給 
をは ネ巧 ホ發 モス コ ー じ 向 ふ 

戶籍の 巧 點が殺 

一せ-日】 ホ 官會議 にがては 腿 
な 後 十 ヶ年經 過した 前科は 扫 
.籍 ょな 抹殺す る S じ 巧を しわ 

小が 侯 次官が 理 

t 廿日】 外務 巧 官ま旧 巧 巧靜義 
中 精 報 部長 小 村欣一 侯み 宫化 
理を命 せらる。 

ご 一頭の 意見交換 

【十九 日】 巧み 新黨 クラ プ盟立 
は 去る 十五 日濱ロ ほを 爲纔が 
若 概同黨 顧問を 訪 間し 脫黨の 
おがを 述べ 共同 戰 線を 張る> 
ごじつき 怠 見を 巧换 した C 

重役 賞輿减 建議 

〔十九 日】 第一 回經濟 を溝會 t 
十八 日 首相官邸 じ 開かれれ W 
を 友 食 政務 調査 曾 I り n 本の 
諸會化重役賞巧をの過太^;**< 
を 示し 其 削がを 建議した。 

睡眠 銀行を 一掃 

【十 か 日】 現を 睡眠 お 巧は 五 ふ 
見當で 今年 中 じ 一掃 せんご い 
ふ、 資 をの 需要 一段落を 吿 け 
を融 緩漫當 み持續 かど。 

節 子 姬改を さる 

【十九 日】 化 平節モ 姫は 皇乂 C 
陛下 御名と 同字 じつき i 势化 


‘ ♦ ■ rh 4 . ] , t し > ニ 


アメリカな 對 して 

軍縮 會議 U 難產^ 

哭佛の 秘密 協定 じつむ じを 曲ぐ 

日本 政が も反對 の窓嚮 らし 

東京 特電 二十日 發 五 做 越に 化 b てが ザ々 縮 協定に 着手す 
る齒隙 1 地委 H 巧の おおじ 巧して H 本 政府 d 反驳の 意嚮で ある 


ワシントン 特電 〔へぅ ルド* 
トリ ビ ユンが】 十 か日發 n 軟際 
聯盟ん が脯縮 少难備 を： 3 技で ぁ 
る オランダの。— ドン 博 ± じあ 
く バリ！ じ列强 化ぶ ごな に 

秘密 禪じお 軍 揃の 基礎 じ 
就て 討遙 すべき-こ」 を 化 幾し H 
本 化ぶ 佐 お 公 化け 卒 化して これ 
に赞 化した 外 列强も あの 提 諸を 
を お 中で も b ご 巧 へらる、 もグ 
メリ 力 も府け 右の が密爵 畿參加 
は斷乎 ごして 拒絕 ずる) ご {な 
つた、 ァメリヵ 蚁 府お带 縮に 隣 
聯し齒 際 的。 がを ち畿 にな 割し 
つ、' ある ことは 巧に 剣强の 熟知 
^する巧でゎってをの報泡じ巧ず 
^ るゃ闕巧を官ヶ U ッ グ氏は正じ 
歸省 せんごす る 大統領 ご 良時蹈 
; じ 互る 會 化を 遂げた がを ののを 
; は 勿論、 ァィリ 力の 政％ がいか 
，なる 

反 11 を もたらす じ 至る や 
も監ら じ想條 ずる ことを を さな 
いが、 n ! ドン 博 ± の提義 なる 
ものは まだを 式 じ 巧を はして 居 
ない けれ 共ゼ ネダア にな 化する 
をの 筋から 達した 國お 省への 情 
報し 化ら 乂體に 由る 副剝 ピ措證 
の內 をを 知悉して 居る 横據 であ 


、大说 热ミ巧 見 お 後の 闕務長 
官け 本閒趣 K 就て 树等 かの 聲明 
シ避 りて 想 もが、 長官 自身 ど L 
ては 勿論、 現 化 巧は いかなる 形 
ぶじ 則る がが お 的な をが じは 斷 
じて 應 じ：；* いこ ごだけ。 明ら ご 
して 居る、 如ち 政府筋 じ 速した 
瞄報 ごこれ じ おする 國お备 側の 

解釋 を踪 を—- てが ずら じ 
英 稱兩网 政府は 蟲あゼ ネゲア の 
軍備 縮 少待請 V 促進す る 慮 ホ じ 
がて 一 神のを 協點じ 到達した も 
の i かく、 を 協の 內 をはが 密じ 
陆ゼら れク！ リツ デ 大統領は こ 
の 秘密を 協が 將 ホのを 渉に 及ぼ 
すべき 異な 義じ 就て 何等の 確報 
にを し 居らず、 唯 アメリヵ 政府 
の 願 知す る 範鹽内 じ 於て 今回の 
英佛を 協は 一巧 赠級 八时 備砲の 
建造 案に 賛问 ずる ご 时時じ アィ 
リヵ じど b ' て柯 等俄植 なき ホ 型 
巡が 猫の 無制限 建造を 淀國 おめ 
列强じ 許さん ごず る もので あつ 
て明かじア "''\リ 4 の 

海軍 力 じを 害' ド-ぁを ろ 

ふこ どが 窠 一で、 祭 ニの 反對點 
は 今回 ロ. 1 ドン 膊 ± の 提案なる 
ものは 軍縮 お 促進すべき 誠 蘆 あ 
る 巧 動じは 相違 あるまい けれ 化 


ア ゾリ々 政府と しては 旣 じ自邑 
のが 軍 力を 限定し のて を 國が協 
調す る 比を の 上に 均等 S 位置 じ 
於て、 こいを 適用 せん VJ なず る 
もので あゎ 從て アメリカ ごして 
は ごれ をぶ 明 じ 堂々 自國 の 政策 
ごして を おを ホむ る もので あら 
從 で パブ！ にがを 會證を 開淮し 
がを 理 じが 軍々 縮の 基礎を 討議 
する こどは アィリ々 の 政策 どし 
てを 諾 ずる ことは 巧 ホない と 云 
ふので ホる、 而 して" — ドン 巧 
+ が これを 

提議」 ゎ 動礙に 就て は 氏 
自身と しては 巧に 先次ゼ ネゲア 
じ 於る が 軍縮々 會議が お ホの 正 
が 衝突で ホ 裂した こごを 深く 遺 
減 どしつ i ある ど 共 じ 巧. い 現な 
職盟 の軍赌 縮々 準備 委員を であ 
る觸係 上、 英瓣の お 軍 妥協 ごア 
メ 9 * の 政策 •る これ 亦 到底 飄か 
する の 道がない 限 も 幾度 軍絡會 
議を召集しても^^^'勞じ終るこご 
は 明白で ある ピ いふ ホ 貝巧感 から 
おた もの ご 觀られ て 居る、 尙ほ 
大統領が 國務 省を 通じ 0 ン ドン 
及び バリー じ對 して 兩趨の 軍縮 
じ酱 する 

化 置 ど 態度を 先づ 明白 じ 
すべく 要求ず る や 否やは 疑 間で 
ゐ るが 恐らく この 寬昧じ 巧る 外 
を 文書を 傳 達する じ まる 模 なじ 
て いづれ じしても アメブ 々政府 
が ゼネゲ ア乃ま パ 9 — じがて 秘 
密 的"： > を 涉じ從 事し ない こごは 
.從 ホの な 策ぶ び おか 黨の 黨是 ど 
しては 本然 的の ものである ご 云 
はれて 居る。 




一進一退 ずる 南京 政府' に 



を 福 派の 策 ± 等麟 



を 企つ 


東京 特電 甘 一日 發 U 


M 日 支巧涉 俄然が 轉み兆 もこれ が 動機 か H 
い 對 外的には 治 外法 權撒 藤の 準備に 着手 M 

1 ■ U 白 川 陸 化は 二十 n がを 天德 領事を 午餐 じ 招待し あ 田 ァジァ 局長、 阿部 陸 
軍み 官 、拘を 謀 ホ 長-’ ホ 巧 席し 滿ぷ閒 題を 中必 L 一艘 ま 抓 問題 じ 願して 補々 協議を なしね が、】 
ホ闽 K 政が は 十 巧ょ b 径業稅 ごみ 威 稅四碑 どを 巧 人 じも實 施せん ごし 治 外を 確が 脅かされて 居る 
束 京 特電 二十日 發 = ま那の 贼亂に L て滿洲 にを ベ だ 政が ごしても 適 當の處 最を敕 るべ く秦皇 
島が 化 形勢 不穏の 神'! は 带艦乃 ま 軍隊を あ 派し つ、 ぁるが が務 おは 事態を 重要視して 巧 化を 憲じ 
宵 悄報吿 を 化した、 而 して 矢 田 上お總 領事は おかお' 王 正廷兩 氏ど會 おし 日 支を 渉は 稍が 轉 すべ 
しど 見ら 化.、 南京 政府が ま H 爸を 統一しても H 本 じ 於て 承認..， る 張 學な巧 じは 軍需 おの 位置を 輿 
へる ピ國 氏め おは 戟 明し 巧が ほ 败殘の 前山 甫ぷ 督辨 張を 島 巧は この 際 ま義 じ服從 して 張學 
を氏 を擁誰 4 る も 率天 部 巧 で 疑問视 ご れ て 居 る 楊宇露氏 は が巧ず る 旨通带 し む張歷氏 じ 密使 を送 
ちて 何事を か 剖 巧し つ t ある 趣で ある。 • 

東京 特電 二十日 發 ：：= 國お欧 おは お％ 債務を 引受けが ホな 却 
すべき 旨當 おか',。 巧 姐 興業 支配人に 言明した が 固 ほを 府の外 償 
がアメ 9 カ巿 煩で 巧 立した ごの 嗔巧布 さる.！ もこれ は赏傳 らし 


い、 尙ほ ホ 一二 省では を通獨 立を 眞會を 旨で 計 劇中で ぁる 

裁を はが 來ず祗 稅が增 >し て 

人 氣を失 ふ 新 政府 

化 ザ 派が この 虛 につけ こんで 大 
連を 中 必じ吳 佩を 將軍 等を 化廝 

大連 特電 〔-- ユョ —ク •タ な、 こ |府を 

井 ムス 紙】 十八 日發 = 巧を 政 お 蹲 覆 して 現を のを 眞 制度 
が 今やを 力を 擧げ てま 邪の 統一 じ 化る 政治を 賤 しを 都を 巧び 化 
; こ 巧 力し つ i あ b ど戚 惟され て 平に 爲 かんどす る 驚くべき 大陰 


謀が 企てられて 居る 巧 京 政府の 
轉搜 派は 四川 省に 隱遁 して 居- 
吳 佩孕將 軍を 巧び 俊 巧せ しめて 
大總理 じ 戴くべく 內 約して 居る 
が 吳の出 おは 單じ 表面の 人形で 
政權を 挺る ものは 狭 西 省を 本陣 
とする 撰 西 派の 巧ず 黨を のか、 
を 織を び 山ち 省の 軍閥ぶ び滿洲 
のが 巧 系 等で 世間から 姿を 隱し 
たを 福 派の 策 ± が 策動して 段應 
瑞 氏を 副總巧 とし 彼 じ 絶大の 權 
剌を斌 輿 せん 交しつ i ある もの 
の 如く 

廣東 S 共産 系統で を 


を 游仁巧 もこの 旗 擧げじ 寒 加を 
巧 約--- た ご 傅 へられて 居る、 こ 
れ 等の 革命 一波は 人氣の ある 國 
民ホ義 だけは 表看板に 標 巧し 外 
を 及び 條の 改訂 等は 堂々 國ほま 
爱を敲 吹 ずるが 內を 上には がず 
政治を 復活せ しむる 化み じして 
地 ホ 自治を 力 强< ま 張して を 省 
を ザ獨立 政府 的な 組織に 蘇生せ 
しめ 中央政府は 外を 上の 貴な を 
背 じして 地方 自を をが 政 的 じら 
援助す ると 稱 して 居る が、 昨今 
奉 天、 ぉ隸 、山 巧 省 軍の 寫 が 武 
官約 五な 人は 苦力 其 化に 

装-して 緩々 吳 脈ず 將軍 
の 隱れて 巧る 旧 川 省に なび 込む 
外 過 ま ニヶ 月 じ 置ら 約 一二 千 方 弗 
〔メキシコ〕 の 軍資金が 四川 省 
じ 流入され て 居る が これ 等の ず 
資 をは 天泮 、化 や 等の 窗 蒙から 
寄附され たもので あるか 上 おの 
一派 も狹 西ぶ び 廣東派 じ 軍資を 
を與 へつ i みる もの 1 姑< 、四 
川 省の 軍闕ち 頸で ある 楊 林將軍 
等 ご協力して 約 六十 巧 A の 軍隊 
を 組織 せんごし つ I みを、 四川 
省の 本部が は先づ 


この 陰謀 じを 加ず る ごい ふな 横 一 
でを 化に 散が する 固は 軍の 軍费ー I 
ごして 惡稅 を徴孩 されて おる 地 
方の 巾で も 天が や 化 牛は みに 梭 
狀を 梅め H 虽 しいが 物け 翔ん I ど 
が 驚 的に 化 巧へ 移され 舊 せが/化 
半では 遷都の おお 約 叫 方ふ官 
廳巧 用人は 職を 失つ た 外 王化 巧 
人の 失 震 者を 生じ 居 b 六月ぶ ホ 
巧 巧の 閒鎖さ n じる もの 敵す じ 
及んで 物 惜も騰 なする ご：/ ふ お 
揉で あるから 南京 政府 じ！； する 
華 命 も 意外に 大きい みを 生^ じ 
至る かも 知れない、 現じ 


漢 白を 衝 くご 同時に 狹西 
省 軍は をを 河南 省 じ 進めて 媽玉 
祥お 軍の 本 牌を 襲 ひ、 巧 H あ 軍 
は 山關を 經て兩 進す ベ <廣 巧 省 
軍 も 上がを 衝 くど 共に 廣東 省の 
李濟 仁ら 化 進に 着手す る こど 5 
なつて 屠る、 この 點じ 就て ホ 常 
に 疑 聞 親され て 居る のは 奉 天な 
府部巧 じがる 楊 宇養腾 軍が 親 商 
を 派の 傾向を 抱きつ？ ある こご 
で旣じ 張宗昌 氏の 奉 天逃这 みを 
奉 天軍が 叢 退 せんとす る じ對し 
軍 除 じ 反逆を 生じつ 5 ある こ £ 
は 楊宇靈 化の 失脚を 速 かなら し 
むる じ まるべ，〜 現じ 地が 府を扼 
する 齋占化 贈 軍 も 

^權 0 置じ震の色を 

示して 山 椎驅の 南方が 不 をの 化 
ある 爲め巧 鹽は乂 内の 軍隊を 鑛 
山地 じ 急 渡し U 本 も 陸 戰隊ど 軍 
艦を この 方面に 酿 遣した が、. 若 
し 奉 天の 反逆 派が 張 京 昼の 山 東 
軍 どを 併す る じ まらに 天津を 根 
據 VJ する 輕お 軍は を 天の 靑天白 
日 派 よらを 然 孤立す るに まるべ 
く U 本 政府ら この 動 傲じ廊 ふる 
爲め鐵 道を 線を 水 も 洩らさ S 程 
巧に 蠻戒 して 居る、 おしこの 聯 
せ 軍叛锁 じして 實現 する じ まら 
ば蔣 かお 將 軍は お玉祥 、白崇 藤 
漢ロ派 ど 提携す るの 外 しご觀 
られて 居る、 斯< 南を 政府に 銷 
する を命氣 蓮が 高まる じ 至つ た 
のは 要する じ 南を 政府の 

施が が 期が じ 反して 反動 
的で あち 二割の 裁 兵 も 紙 斤 じ 止 
り 却て 本年 六 巧ょりは 一割を 增 
してを 地じ惡 巧を 徵敎 して 人民 
を 苦しむ る 外蔣か 巧 お 軍が 最あ 
のを 体 會議ょ b 政策 上 左傾 派 じ 
接近し つ i ある 爲め遂 じ 保守派 
の 反 威を あした 結果で 現じ 大速 
じは 反國お 政府 おの 政を 等が 績 
續入 込んで 居る が これ 等の 人々 
の 中 じは 昨日まで 南を 政府を 授 
肋し つ i あらし もを のす しだら 
じ 愛 僧を 蓝 かした 者が ぞく、 化 
巧 派に 屬 する 舊政 をら 

首都 を 巧に 蕾 はれた 恨み 
はも 目髓じ 徹して 居る から 喜んで 


外人 じ對し 支那の ぶ 人は 
频らに 化 巧の 危險を 巧 巧し つ i 
あ i がかき この 革命の 總 大を充 
みに. 綻 知し 巧る 所で あらぅ、 而 
して 今 阿の 陰謀に 安福を のめ 黛 
が活 離— つ i わるに 掛し ザく も 
この 墓に H 本の 援助 あ b と 巧す 
るち ぶ あを もこれ は 信じ 難 旨 こ 
どで あるが、 或ら 政を が H 本の 
嚴ぶ巾 立を 則锭 して 居る こピは 
南京 政府 どの 化 約 問題 や 張學良 
どが 權 が 男 S を 見 等に 掛 比して 
幾を 眞 化を 穿つ た脫测 であるか 
も 知れ。 い。 


不戰條 釣ぞ檐 K 

首相 ター 內巧 化吿訴 


巧 お'!. 波 絞を 生む 條 約の 字句 

東京 特電 甘-日 發 === み戰條 巧の 字 巧 中 •じ 『剧 がの おじ 於て 
ず戰條 約を々』 め 一 項を 巧て U 本の 國體じ 謹 巧し 憲 巧を 揉繩し 
たもので ある どの ホ 難は 换 をに 窓外の 波紋を 生みつ i をる か だ 
動 劇 体で あら 座 鹽會の 巧舉長 ホ 尾敏 氏は これを 願に 昨 H を W て 
田 中 首相 度び を權巧 巧糜ぷ 伯を 不敬罪 どして 吿訴 しじ。 


東京 特電 十九 日發 U . す 

前と 時濱ロ 民政 黨總 裁の 一 


H 午 I 闕 お 長官 ケ n ツグ 氏 等ご會 見し 
震獨 I てち 那閒 題に 關聯し 重要なる 繪 


西 大會顧 席發途 葫树挪 玄嚴じ 何 


誰を 遂 ぐべ〜 をの 上 サン フラン 


を か 四み 樓じ薬 尿を 詰 达ん么 を I ンスコ お朗の コレア 化で 歸朗の 


网圍じ 散 巧し が理を 書を み 新聞 
じ 送つ たが 溝ロ總 なは ぶが 西 下 
の途じ 就き 革 中談じ 曰く 一 現 巧. 
閣の辩 支 政策 过碳本 的に K 詰つ 
てゐ るが をむ を打辭 ずる ドは 現 
內簡 •か從 ホなら ホつ わ對 ホを 巧 
を 根本的 じな めねば なら 《、 然 
し 現 內閣ご 巧を は 鼓 初 か， レの 巧 
掛 をからで 街 ま 政策の 根ぶ 立直 
しは 先 づ絕體 不可能 だらん、 な 
じ 化 際 內閣を 速 じ 引 貴辭廊 して 
化に 議ら 渡す 外 曰 支 欄 係を 巧轉 
せしめる 途は U い。 一二 ± 厳 招は 
金解禁 間 題を 考慮して む ふやぅ 
だが 政を 會はぞ 年反對 でん 下 义 
藏 相の 背を じは 絕體 反羁 のぶ 壌 
じなる、 高 橋是淸 氏が 居を めで 
モノ じは なるまい。 不戰條 巧 文 
聞 題は 單 なる 巧 巧の 解釋麗 題で 
なく 明か'。 レ國 あの 重大 聞 獲た、 
をは 不熙條 約を の ものは 謡に 結 
構 だ ど 信じて ゐる がま 權が入 民 
じ 巧る 國ご H 本 どを 同一 謡し、 
して ゐ るのは 明かに 政府の 天 態 
だ S 思 ふ、 政府 方面の 態度 撕巧 
におらず われらは 之を 閲題ピ す 
る、 みして 所謂を 巧め 具 じ 供す 
る ものでは ない』 云々 ど 術-ほ 不 
戰條 約を 句の 間 題じ關 し® 日 
a 新聞は 十八 H の 紙上 じがて、 
『この 際 政府 ごして むすべき を 
は國 民の 疑惑を 解く ため 化點じ 
關 する 米國 ごのを 涉內容 I 表 
する を だ』 ど 述べ 時事 新報ぶ 『巧 
園 體は斯 る 紙上の 瞄をじ 動が さ 
れる もので ない、 民政 黨ゆ 態度 
は餘 b じ 事を がわ』 ご 述べ じ 
內 巧を 権の 一巧 


をに 就ぐ 皆。 


不戰條 約で . 

撤兵 y 要求 

國お欧 暗の 王正廷 
上海 二十日 發リ 南を 國 民な 府 
巧を 纔 長で 拒 廷 巧は 今朝 外國箭 
聞 記者 幽£ の營 見に 於て ア メリ 
々の ホ か 運動を 陈カ賞 讚す る ご 
おじ 國際 磯醒が 支那を 永久 理事 
國 たらしを ざるを 遺撼 ごし 聯靈 
の 理事 圈 じて 躁剔ぉ 巧を する も 
の 四個國 なる じ 反し アクアが 日 
本】 國 のみなる こどを 指摘して 
をの 不 をず を 非難し 

支那が 永久 理事 题 たらん こご 
を 欲しれ のは 聯溫が 成な した 
當 時な ホの こ £ であるが、 不 
幸 じして 內 乱の 顯係も あら こ 
れを暨 み 湯 かつた が、 ま那 
の統 j 戒 らし 今日 孙强が 巧 等 
の要讓 を容れ ない 巧は 甚だ 遺 
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京 ホ) 古澤 武么助 (か 歌 山縣) 
後藤 甚 之を (熊 本縣 喜 
(が 歌 山縣) 鈴 木よ 藏 (群 お 
縣) お下壽 之を (山 ロ竊) 德お 
猪 S が (を 良縣) 村島德 一二 

右のを じ 通知を 巧き 儀 有 之 
候 巧 本人 お （はな 人よ 6 現 
化 巧 御 通知 願 上 お 

紐 育帝國 総領事 舘 

165 ず邑を さ Ne ニ ork ! さ 


成功の 秘談 
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米菌を 英語を 詰す 事 
は 成 巧の 第二 i です 
本校 じは 目 本. < お授 
じ 慣れた 專巧盛 入を 
姉 ぁ b 懸巧じ 替諮あ 
信 文 社を 語を お 後し 
ます。 a 疆遇 H 共 じ 
午前 化 時よ b おを 十 
時まで 開 段し 一 レブ 
スンと 十五 牠 Ti 
今 H おも じを 按 をれ 


を 謀 ^ 每巧十 n 養 巧 

雜誌 1 軍輔 

富 ご S こ完 . R 呈ぎ k 妄 


♦奪摇 ♦雜誌 ♦新强 
縱驚 室る 謂 
執務 午前 九 時 ょら 午後 を 

紐 育 日本 A 替 


プロ 1 

電 


巧 


サ 1 ク八 


ゴィ！ と お 五 

00 ち 

001 ご 


稅願 事務 か 一 扱 

W — L 受 责養戸 

Room 7寅 ニす oadvY さ】 ミ 
Tel . す 去 一景 . Gae ち 謹 4 •で 

化かろ た 

はも/ 1 おび 
方を 英文で 乂國人 じ 能く わか る 
やぅ 簡單剛 腺に 說巧 しむむ のが 
お來 ました。 內を 目み 進みを し 
ます、 御覺 下さい。 

W KUWAYA ミ岂 ，ミ E . 里 さ St . 争 I 



二位と なつた。 今 其の まなる も 
のを 示廿ば 左の 通ち である。 
ニな と 十万 圓 

I ニ 井 八 郎を衛 巧 (巧 京) 
ニ 巧 万圓お 崎久頒 (同上} 
百 四十 四方 圓 

S ホ 源を 衞巧 (同上) 
■百 四十 ニ巧圓 

一二 井元 之 助 {同上) 
巧 S 十一 ニ巧圓 

一二 井高 修 (同上) 

巧 一二 十一 巧圓 

己 ホ窩構 (同上) 

巧 一二 十-巧 圓 

大食 喜と 郞 (同上) 

な 十 ホ万圓 

お 崎 小頗太 (同上) 

巧巧圓 W 上 

化ぶ ま 左衔巧 (大阪 ) 
育万 圓な上 乾 おを 銜 {を 庫) 
よ 十五 方圓 . 

服 部 金太郞 (巧を) 
セ 十方圓 口上 

山 ロ 誠太耶 (巧 京) 

六十 八方 圓 

加納 治を 衛 f を 庫) 
五十八 巧 圓の外 

潰 ロき 兵銜 (千 囊) 
同 乂 川ず 一 ニ郞 (巧を〕 
巧 幽 琢磨 (問 上) 
厨 一二がず 之 巧 (同上) 
同 旧で 榮八郎 (同上〕 
同 掘 越 巧次郞 (同上). 
问 乂な 竹み 郎 (同上) 
同 馬 越 泰平 (同上) 
同 を 尾璋八 (同 L ) 
同 辰 馬 ま 左衛円 (を 庫) 
同 白 井 松ニ郞 (京 茄) 


遊資 處み難 巧 現 

東を 特電 二十日 發 = 遊資 滿腹 
で處を 難を 巧して 居る が 思ら く 
証を 巿瘍じ 流人ず るで あらぅ ご 

生糸 受渡. し 規定 

栗 ま 特電 二十日 發 n 神戶 生糸 
取引所 受渡し 規 をは 愈々 ホを し 
たので 十一 巧 i ら餐 業を 開始す 
る こご じな つた。 

化 月 中旬 賓易高 

東京 特擊 二十日 發け 九ち 中甸 
の 貿 為は 輸 ぉは 五 モよ诗 十と 巧 
五千圓 、輸入は 五で 一二 巧と 十一 一一 
万 お 千 圓で差 引 ぉ 超 鳥は H だ 四 
十四 巧圓じ 達した。 

化 留靑耸 巧 想の 衝ホ 

曰 本人 靑年會 

8 三 黃 S こ cl'fksn ニニ 

化粧 お卸辑 

五味 商會 

wu 7 ihstJACity 
苗 St ミ vesa 至苗矣 
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外資 五 千万 弗で 

南満.^ 更らに 開が 

山 本 條太郡 氏が 計 劃の 內容 公表 
「巧 ロは 斷 じて 閉鑛 しない」 


大速特 巧 〔ニ ユー ョ—ケ •タ并 
ムス 巧〕 十九 日 お MH 本は 恐ら 
<閱 故ず べき 南 巧の 巧 ロを 閉鎖 
する であらう ごのな 測は、 南滿 
搜 道せ 化々 を 山 本 條太郎 巧が お 
锁は 勿論 滿錢所 威の 諸 補を 業 じ 
おする 外資 歓迎の 計 剖を ホで I 
搞 された 巧 •いわる。 即も山 本社 
長が 發を しわ 巧 計 劃は 

閣議の ホ 認を擠 ぉもの 

であつ て、 この 際 南 お 開拓の 巧 
めじ 五 千万 巧の かを 觀 通を ずけ 
やう どす る もので あつて これ 等 
の 外資は 必要 じ應 じて 最化 よみ 
巧く は 化 巧が 巧 じな する 利子 支 
拂 ひを 十 側 ザ保證 すべく このが 
證 はか 論 南滿搜 おの 眞の 持まで 
ある U 本 政府 じ 化ら て爲 さる 5 
もので をる。 滿搜 がか 憤、 特じ 
遊資 豊 だの アメリヵ ホ 摸 ょら 金 
融 をを けん どす る ものは 滿 錫の 
附戚 事業で もる 巧が、 綱鐵 、曹 
連、 肥料 等なる 

廣沉 じ-社る もので を 社 
は 恐らく これ 尊 諸事 棠 3 凹 かの 
一を 女齡 ずるで あらう 力、 これ 
ごても 靖 合に 化ら ては 提 化する 
らしく この か 貪の 除 入なる もの 
は 錫逍事 おを の もの じ點 ずるょ 
らも 每る前 組の 脚屬 事業 宵を じ 
流 巧 さる/' もので あつて、 一 帆 
を舉 ぐれば ニモ お' む 巧 弗を W て 
銷錫 等の 優秀 ぃ * るを 萊 跳が 毁じ 
宛てん ご オる もみで あつて これ 
等の 諸を 業 ホを お。 過去に 巧て 
も 日本 內化义 び ま 那の需 輿に 應 
じ 化 給され つ i わらし も' 尙 ほ- 个 


るが 滿徵當 厨は 滿讓の 取引 濁 占 
等を をみ て 居る もので ない。 を 
じがて 如滿 数は 過 ま 數十年 じ 互 
b て 苗 必經懲 し 利得を 巧す る 程 
度 じまで 立 入つ た 諸事 業の 資金 
を外國 、お 乂佛ち 其 他の' 投資家 
に ホ めん どず る ものである』 ご 
述べた かこれ じ勒 して、 か國の 
資本は 支那の 

.巧亂 ろ こめ 地に 波を ずる 

こごを 恐れる こ ミは ないか ごの 
質問に 勒し山 本 氏は 前記のと を 
利得 保証を 持 出し 『これ 等の 諸 
事業は ぃづれ も 綱東應 あび 錢道 
沿線の 粗 借地 內じ屬 し 居ち 日本 
が これ 等 粗 借地 じ 内な の 波及を 
斷 じて 許さず と 巧定し 居る こど 
はな 巧の 図 際 政局 じがて 風じ認 
めら れた旣 をの 事 賞で ある 。 H 
本は 條約上 じがて 旣 じこの 權巧 
を獲衍 して 居る ので あるから 條 
約が が 化する 限ち これ 等の 產業 
は繁 をす る』 ど斷 じて 居る が、 
巧. 一 

東 ニ 一省 乃 まま 那人官 患が 
このが 魅を 拒 結し 巧く は 日本の 
權 利を 無視し り 鶴を はを 巧 ごの 
質問 じ 就て 『をれ は W ての かの 
こごで このが 證は永 乂じ存 なず 
べき も 3 である。 日本 國民 はこ 
の巧證 3 す： 4 旣じ數 億の 當を滿 
洲じ 投じた もので 鐵 お 沿線の 平 
かど 治安は 斷 じて 繼 綾すべく、 
過去 度び 現が じがて H 本の 資本 
が この 地に まを た 6 し 如く 外資 
の 將ホじ 帕等不 を どすべき も^ 
けない』 ど靑 明した C 現 巧 H 本 


足を を じつ： ある 利得の 多い 投 I じよ b て化讓 さる； 滿鐵 沿線 ど 
蒙莱 である。 山本趾 長は をに 一 沿 織 外 《狀况 は 蓋し 巧 側 


關 して： n く 『施 数 牌 ホの 

事業 U 締然 たる 靈事裴 

でぁる 滿洲 •か 外資の 輸入を 必要 
ど し つ ー あ る 久 — J いこ ごで あ 
SJ て 外資 蜡 人ん おなじ 比較して 
錫 遊の ホ 紫も繫 巧すべく 化 人は 
化々 じして n 本は 滿絮じ 領± 的 
巧必 あら どの 誤解を 巧き つ'、 わ 


の對 おにして 沿線 か-しは 馬贼が 
常に 摇巧 する 外 軍 憲どほ 憲は絕 
へ 中 街 突を 生じ 特に 張か霖 逝去 
後に がける 內 ずは 益々 恣骨 ごな 
つて 居る が、 山 木 氏は 東 一二ち 官 
憲を 化 手に まが 省よ b 朝が じ 貸 I 
< 支線の 契約 も圓 施に 解 巧ず る 
ご 期が して 居る。 


生糸 初 取引ぶ リ 〔下】 

邦人 斯業 者 S いろいろな 觀察 
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將來 は堅實 的に 

江 巧 山 旧 助を 巧 
•生糸 化 引 所 も 豫想述 b 准んで 
;ゐ る や.， でもる。 义も 一部の 人 
人は、 取引な の少 いおを 舉げて 
兎 や 巧 云つ て 居ろ やぅで あるが 
之は 開 所 ザ々 円の 淺 いこ ど だか 
ら化 むを 得の こど： 思 ふ。 恐ら 
く U ご 共 じぞく；： k つて、 取引所 
の 作用を 棘 禅，' て ホ やぅ。 現が 
お 引 じがは つて 居る 人は、 一が 
みの 當 をち であるが 、之‘.。 な驗： 
中の こ 产-で わ b 、 攻化觀 巧の 崎 
.化で あるから 化 ホの じい こごで 
將 ホは 他の 力なの 人々 にも 或つ 
てむかう。 をの 暖 には、 生糸 ど 
いふ もの、 が 格が、 諸 物 借と 脚 
聯 して、 をの 水 率 じ 引上げ 引 F 


げられ た b して、 を ホな 相 媛が 
がっ て 巧 L し、 裔 いかを いかど 
いふ こ VJ も騰ら かどな つて ホる 
斯 くして、 一部の 人々 じ 化つ て 
化 操を 左右され る磯會 はかぐな 
ち、 随 つて 安必 して 取引に 從事 
する こと-® お ホ、 剌益も 符られ 
る どい ふこ ごになる。 取引が； 
お 的 じ。 つて 且つ 大きく なれば 
云 ひがい ば、 化の 諸物惜 S の 綱 
掠が お 接 ド なれば、 興がを 昭翻 
で ゎつ た 牛 糸の がが だ、 眼 b ど 
知っ 渡って、 化 給 者即も 円本の 
製糸 家は、 巧 じ 大き 燈 をを】 
つ将 たやう， もので、 わが ホ 糸 
巧&ためじは誠—化ぃことだご 
思 ふ 0 云 ふなら む < 、この 大き 
。がを の ホ ごを 賴 つて、 がに 進 


- むべき 道を 發 見した の だ 云々 

格 付の 第一 階段 

巧 お 當記官 巧 明治 郞巧 

取引 お始 0 ホ 堅 實な步 みを 績 
けて 居る ので、 この 調子で を 達 
して 巧つ じら、 必要が < ベ か 
ざる 機挪 ごならう。 由來 、取引 
所なる ものは、 所謂 巧 品の 保 隙 
掛けつな ぎ機關 で、 價 格のを 定 
作用を なず ものである 力ら、 之 
が存 巧は 當が 必要なら ので ある 
殊に 巧が ホ 糸の かき 相废の 上下 
のをし いものに 巧つ ては、 始め 
て 化 機 閥を 逆 じて をを の 道を 辿 
る 事が お ホる ど あ ふ。 随 つて 之 
じ從 事ず る當 業者は、 始めて を 
必 して 商 買す る こどが あ ホる や 
うじなる ので ある。 取引 巧は 純 
理 から 云へは f 賣 つた 買つ たで 
や^どちをする瘍所』でない (勿 
論を 渡 も お 巧る が 助は みるが】 
から、 之が 出現は 將ホ巧 國の生 
糸を 即ち 輸お賓 あの 高所から 見 
て大じ 歓迎すべき ものである。 
取引 巧と 共 じを 糸の 需給 兩 者に 
はを 接 巧 涉の閱 中飛 躍が 巧 はれ 
ゃうが、 な 引 所は 現物を 渡しが 
困難で あるから、 さう を 易'〜 わ 
はれ るら のでない。 叉 日本の 製 
糸 家な どの 中には、 取引所が 出 
ホれ は、 現物を 持つ て さ へれげ 
ば 直ぐ 巧 買 じなる だら うどを 計 
じちへ る おも あつ わ やうで ある 
が、 ホれ はがんで もない 見當巧 
れな こど i 思 はれる。 現 化の 目 
先で け 製 ホ 家 じ も 間屋筋 じら、 
か々 都を の惡 いこ. ど •かあつ てら 
將ホ兩 者の じめ 必要な もので ぁ 
る。 尙ほ 化が 所め 巧 現で 格 付 隅 
題の 嚴 巧の 段を 階 踏んだ ど 見て 
ょい 現じ 十 巧 一 H から 隅く 神戶 
の 化を 取が 巧な ではを の规 則を 
組自 取引所に 暇應 せしめて ゐる 
柯ん C 乏つて も、 今後は 恐らく 
が 育 取引所 OU 本 生糸 相 瘍の中 
必ご U るのは 滕でゐ る。 しかし 
實 力は H 本 入み 手に ぁるの だか 
ら 、ゎが 生糸 おの じめ、 健を な 
發速じ巧カされんこと を望むで 
止まぬ。 (文 壁 化 記者) 

I 一 

來ザ當 地で 

..絡が 薇議會 

H 本心 一生 糸 業者 招が 

アメブ 力の 器絲 業者 谅曾 技術 
部を 員 ごして 證 じを 糸 格 か 協議 
の爲め 日本に 思いた ゥ キリ アム 
チ ニー 氏は、 昨日の 協 曾 席上 
じて 日本 じがけ る 協 畿會の 成 巧 
じ 脚して 報吿 したがを はを 糸の 
諸 格せ に觸 して H 义兩國 斯業 巧 
'の 想 見を 致を 見た る ものは 巧 等 
かの ホを-しめて これを 操 準 化す 
るの 必梁 あるを カ說 しこれを お 
現す るた み 千 九 巧 二十 化 年じ橫 
: 街 及び 神 ロの 生糸 業 化を、 输出 
組を 皮び 巧府 筋の 化ぶ を 當地じ 
招待し 重 わて 協證 する こどを 提 
講 した。 . 


所得 稅を愣 準せば 

一二 ホ 男が 日本 I 

昨年の 所得 我 課税 標準は お 崎 
义雜 巧の 四な 巧圓 がを 國で 第一 
位、 一二が 八 耶右銜 巧 男 •か 第二 位 
の I ニ 巧万閒 ah であつ たど ころ 
今年は 一二が 巧が ニ' C と 十万 圆で 
第一位、 ぉ倘 巧は ニ 巧 巧 圆の第 
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SUN HANG FAR 

2130-7th Ave. B も 巧 抓 i & 12 州 Sts. 
Te!. 拭 加 ume がが 84 


ま ク ± 希 巧 階 君を T で 巧諸脑 
す マ' 上ネ しじへ 目 第 理君韵 本 
。ィ 曰ま繁 ては ばのと をのを 樓 
、曜 す々 居 巧 直 チ お 差 嗜揮料 
春は。 御 まるぐ ャの上 巧つ 理 
裕饋 ホす 程 H プ百げ じてん 
が 頭 巧。 巧 本 スニま 適日歐 
あ ' の 評人ィ 十す す本廉 
> シ程 を 諸 £ 六 のる 人が 



靑 松風 黛 菊な 乂离別 未 顧 岡 巧 沿 
柳 本 間 地が 鬼 ，所を 本本 添 成 
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DARUMA 

781- な h わ !. 
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動 其 力を 
物^ ナ種 

一 鳥リ金 
切 k ャ魚 


TAIYO 

1 が W が i 巧 化な， 
Tcl. S.usqueliana 巧け 


T0Y0 KWAN 

41 E, 19 出 St, 
8si. gV 巧 & 4 もむ も 
お I. おが 巧 uin 37 が 


SHOWA 

な We が 105 み ., 
Tel. Clarkson 0981 



The Tokyo Go. 

1 が W . 巧 化 化 
lUw む rk 巧 if 
1 扎む細 1 が 85 巧 
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IKUINE 

Hotel 在 Re が auira 打 t 
313 化 88 化 SI New む rk 
. Tei. Schuyler 7822 

む bie Add 巧な li (山 化 



Kawasoye Hotel 

1 巧 Wesi123nl 化が t. 

む L Cathedral が 1 日 
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號九 十八 百 四千 一 第 


がわを 銀 4 说娜 ぞ觀 itt 郎 【日 幡± 


n ニ か 月 九 年 H 巧昭 


イ 


紐 育 唯一の 日本 百貨店 

桐 兄弟 廚會 

スマ ドレ •プ PL ダク ツーず 販資元 


支那 巧理 i . 

が 聽茶簡 

司理 A ぷを 
出 數の方 じな 蜜な 
の 御 便利 じ 错へ巧 
拥 を 席の 御用 じ康 
や V (お熙 桥ネ祐 
不變 わを 立感 巧な 
巧 上 御 案 巧を 上 巧 


ぶな 化剛 

P. 麵 5 

が 化 

J れ 巧；^ 


酱油誘 gisl 駕 f 白米 
日本 米 離 食料 轟 論 iS4 觀 

巧 田を 曲 株 ま 會社東 巧 一手 賣挪巧 

曰 本 食料 贏商會 


ず 女」 燒 
ホ じ 御 料理 



美 かじして 淸が 

支那 コロ 

午前十時ょ6^ 
午前 六 時まで- 

皆 巧の 御嗜巧 じぶ 
棟な 美 ホの 巧 時ぶ 了 

S 廣義 

致します から 續 
ホ ホを 顧 ひます. 


0 i 

晚揃 ひの 巧理 人数 名 
が 日本人 諸君 Qjft 巧 
じ 適する 巧 理む塞 上 
ます。 朝 H 時を 閱巧 
(な 什 五 了 目チブ 
淳車蕩 の 下) 


ホ 上 金魚 巧 

918 S 至 こ S ., f Ifork 呈 y . 
さ 呈 e 田を 《 97 ち 


靑な .會 
投手 松 下 
捕 ホ 山中 
一 壁 寺 旧 
ニ 壁西衬 
一二 猩河巧 7 ろ 
遊撃 袖が 幹の 
お 翼 西 田 
中堅 高が 
右茲 由が 
'補缺 片脚 

篇 

猪 巧 


ロス アン •セ ルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

ミ N S ミす dro SU Los A 另 eles - 呈. 


舞踏 個人— 
►齡交 ダンス A 


マ 表靖悚 操- 


了 寧 
親项 


蕾 

朗十時 3, 巧 十一 時 

シ 卞リフ •ダン、、 

ング 觸链學 校卒を 

上が タマ 


曰 

米 


定話 プラィ アン b 
八 0 セ 化 1 八 八と 三 I 

ff ;— 二重 蕾. 

■ y 3 皇赏 

紐 育 市 巧 四十 四 T 目 
ニニ！ 一一 八番 ニ】 階) 

」 ち呈で ご青呈 P ち 呈っ 
ニ W 电 est を til Si , N . Y . C . 
ブ一. ror さ ant 夏？ 9- 芸 73 


眞お 目なる ホ藏 同胞 じ 巧ち 
なる 礙 業を 周を す 

宮 W 事務所 

紐 育 巧 西 1 L 十二 了 目 百 か 一巧 

雷グ ラィ， \ V とお 八 毛 

話 フラィ アン 莫を 

煎餅 卸、 小賣 
を 腐油瘍 
H 本 食料品 一切 

り US ご S 巧 巧 ico 广 ake CO . 

i さ ミ Ayr . 

Tei . 丑 ala 巧 ニ 

住みが 地ょ き淸 おなる 室-. 

御 下宿 をが 好が 

夏 lex 量 ミ A さ. 

Tel . lUhland を 這 


木 田 ル — ング 

皇73三ご，呈.置置量ぎを： 
Tele 署ま 11 なさ ニ 巧 7 


第二の ヒックマン 

巧哇ぉ 現る 

邦ん 嫌疑者 檢擧 

ホノルル ニ 牛 曰發 U 囊じ日 
— サン ゼ八ス じて が 巧 員の 愛 
潑を 人質 じしね 上慘 殺した 第 
ニの ヒック マ'' 事 化が か曰當 
地に 突發 して 主へ 下への 乂騷 
動を 馈 じて 居を。 

被審 者け 布 畦 信託 會社 副社長 フ ' 
レ デリック •ジャミソンに のず 
供で ホる 本が 十 歲のゲ 八で わる 
が當 H 學 校で 授業. 中 じ 東 巧 A か 
ス ペキンを の 巧が ホて 

ジャミソンの 母が 貧 傷した か 
ら府 ぐ 歸して 賞いたい 
ど 敎師じ 吿げわ 上宜働 車で 立 去 
つたが、 稱 KN •父を の 事務所 じ 
一通 S 怪 書が 舞 泣み 
お前の 子供な 一方 典の 入質 じ 
した、 をを 装さねば 殺す 
ごす ご 文句が もつ たので 子供 可 
マ災 さじ 父君は をのが ト ー マスを 
園の 音樂 を'' す 化を 手渡ず どい 
ふ 堅い 約束の 下-- 强千 弗の 現を 
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3 巧 
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G 

A 祝み 

Mhc 

m 的 1 1 
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日本食 辑品 類ぶ び 雜貨類 卸小賣 
ホ么ま 大寅挪 桑 山廊會 
薪刊 書籍 雜誌 小間物 日用 ロ g を 種 


御菓子 舖 

名 杨栗媛 頭、 爲锐 、巧 羊羹- 
賛澤 豆、 甘納盈 、其 化を 巧 
煎餅 卸小賣 。のし 餅け 前日に 御 
注 义を乞 ふ。 円本を 巧 品 及び 雜 
誌 等 も あ b よす 

御 注义は 松風 好 高 橋 

苗 去. 置 th S 1. ブー. 呈 a 宫 置 艺 


新鮮 魚 か 一切 

H 本人 おきのを 魚 澤山取 b 術へ 
恃圳廉 憤で 大勉强 致します 

サダ 才ナ魚 店 

」osre 巧} 1 wel'VOBa 

技4 驾 . 6 ist St . 

Hel . ooluBbus 912 だ 


日本 嗤髮 鑛淸 

西 四十 一二 了 目な 蕃地 一二な 六 室 号 

タダプ フロア (第み 街 ミ 四十 H 了 旨ち.) 


日本 散髮屋 S が Ir 

五ヶ 年閱中 村を ご 共 じ 就業。 

ジ ヤシン ト* フ 3 ツ 3 

31 W - 萬 th st . N . T . 貫 y 

B 己 •呈 u ョ bus &ミ. & Ce 己を す rk W 男 f 


レャト ルポ 

NP 旅館 

W 0 タま h A . さ ‘SP wea をタ Wa を. 

停 革な 前を 東 ご 一 了 左側 K 階を 
日本 巧 船 切符 取扱 波 ロ 場 送迎 


巧裳區 巧中必 、お領 お 館、 H 本 
教船其 化 お 巧 大會お 巧き お 巧 

を 港 J パ ホ テ 乃 

純 日本食 (時 別間 ゎ ち) 

御) 報み 第 良 動 車 御 お 迎申上 巧 
巧 ニ Gar _ f ミ nia ぎ San F 皇己 SCQ , 呈 if . 

周 園閑淸 、を氣 新鮮 

巧 人 惧樂な 自曲亭 

58 ジ nds St . Bi 童 NJ . 
Tel . ブ iangle 7475 


A 淸 潔、 親切、 氣樂 HH 德▼ 

勢州纔 

が 巧 事を 久蘭榮 作 

援5 肉. 累 を strst 

Tel . fl ぶ呈 1 3298 


若 巧 旅 縮 

•江川が 一 
so で S ニ 置 siniet , 
Tel . S 妄 ま S ぎ i 3 沒 1 


一力 旅舘 改め 

帝 國旅舘 I 

1 妄 W . 臺 St . Ne 三 ミ k 
Tei . Susquehanna 8 B 1 G 

綠臂旅 簾田寞 次が 

を 巧 十 了 目 ニ 四ニ畜 
ぎ呈至 cn ~ a 岩 之 

ン スト タント 

ホじボ ー デン ゲ 
靖 物に 保檢附 じ預 らます 

〔島山】 

1810 Third Ave .す t . 1 畳す & lOlsl Sk 
ボヌ トンボ 

富 王 旅 舘大浦 末を 

1 さ W ミ cester St . Bosion 至 黄 S . 
TeL B . B . さ 75 

費府 御旅 舘 

桑 山 淸五郡 

さ 8 を 量 害 St . 呈 lade 韋に す. 
Tel . Wainui 7 だ 1 


旅券 査證が 感タし 

樂 になる 歐洲旅 

九月 一!!: からえ トス ト 9 — 國 
ど n 本 ごの 間と 旅を 杳証 相互 廢 
止の 取 極めが お ホた。 我が 圃ど 
從ホ 旅券 杳誦 磨た 化 極めの ぁつ 
じ 巧は 歐渊 では 银 、濁、 白、 か 
西、 伊、 K ' キ！ グン-、 ノ！ 八ゥ 
で！、 フ キン ラン’— であつ たが 
今回 あら じォ I . タ トリ！ が 加は 
つて、 都を 十一 ニグ 頤 となつ れ譯 
である。 尤も これ じ 願して 特に 
邦人の 注 息すべき 点は、 右の 题 
國は單 じ本國 のみめ 窓 ホで をる 
をれ 故 じ 殖民 化への が 巧 じは 化 
然 旅券の 査証を 必要ぶ する。 


をず 渡し じが 怪漢ぶ をれ を 受取 
る や 否や 闡じ 紛れて がむ したの 
で 始めて 譬 察に 通報し、 警察で 
は國 民： かと 協力す る 外 ニスの ホ 
學 生徒 も學 ぶの 搜索じ 化 事し つ 
つ あるが、 を 力な 嫌疑ち ごして 
ヵキ サン ど 呼び 過般 ジ V ミソン 
家から 解雇され た自 働を 運轉手 
のが 

太の 其 他の H 本人を ホ 人 も 有 
力なる 手が か b の； 人 ごして 
赖擧 され 常 化の 社會 はでん ぐ 
ら返 すを ぅじ 骚 いで 居る。 
ホノルル 二十-日な in を巿を 
騷 がした ジャミソンを 人質 事件 
じ 關し國 K 軍 及び 讓 を隊總 出で 
探査の 結果 無慘 にも 辑 はれた 子 
供は 四千 巧を 受 おつ わ 後 絞殺 さ 
れ たもの ？か< 、死なと なつて 
アラ ソキ 速 抑の 照 巧で を 見され 
た-か、 をの 附近 じは キング 斗 b 


高等 御旅 縮 

東洋 館 

會應鞠 料理 


御料 理銳种 紅 

お 陽 

壽司每 日 あ もます 


高等 御旅 舘 

昭 和 

會庸御 料理 


每タ化 時を を 業 

を } る メ 1 グ アド^ス 〔年-巧〕 

日本 雜貨巧 東京 巧會 

畜—— ク巧ち 主ず 


ミッ チ ユ グ 戴 綠學校 どし，」 知ら 
れて 居る のが 夫 わで わる-巧み 
ルな の 洋服の 化 立 ホ 及び 為 まを 
一人々々 にを 巧して 想る-岡 校 
だ 約 五十 お 年 W 前 じ 創立 じられ 
てからを n じ まる 迄の 間 2 はタ 
數 S H 本人 か 卒業して H み じが 
て 或 ひは ホ 固 じがて が 服が 婷師 
ごして 廊を 振つ て 居る。 巧 ま 三 
ゥマン 氏は 語る 『勿論 一 \ 宛叮 
哮 じを 巧す る 事は 熙 費が 战む事 
は 免 かれ.：：* いが クラス 义にグ 作 
—プ としてを 般的じ 敎授ぞ をけ 
るよ^遙かじ結おがをく械おを 
持る 事は 必然な 事で ゎる。 を 巧 
がを 体の 智識 ど 技量を 後がず る 
じ まら ざれば 卒業を 許さない ホ 
かで ある』 と。 瞄ほ ミッチ 3 乐 
學 校では を 數の雜 誌を 巧朽 L て 
居る が 就中 「サクラ' ト vr 术* 
ア^ — 1^ •ジャ ー ナ が」，；；；* ピは洋 
服 巧の 間に 巧を の 磯 威ど歲 めら 
れて 居る。 

讓 渡廣吿 

謡强 お々 御 引 立 じ 頂ら 誠に 難 
有 厚ぐ 御 禮申上 候。 陳ぶ 小を 
儀が 球よ b 經營 中の お 田旅舘 
を 今 尚武 巧 文治 巧じ讓 h . 渡し 
侯 開化 段 御 通知 中 上 お。 お ほ 
今後 も 相 變らや 御を 證 の 巧を 
願と 候。 

^ 昭和 ミ年乂 ちが 二日 
元 岩 曲 旅館 ま 

江川 作. 一 

讓受廣 常 

誰 啓 時下 化 露 寂 滴の 擦を 位 益 
益 御 淸祥の 段を 賀上 候。 陳者 
小を 儀を 山巧會 じな 勤 中は 一 
ホ i ：* らぬ御 引 立に 預ら 誠に 難 
を 御 厚 禮申上 候。々 阿江 川 ホ 
一氏 經營 のを 田 旅 舘を憩 もを 
け誠膏 誠意 務めて 諸彥 の御滿 
足を 相 計ら 巧み 极間柯 タ倍舊 
御眷 顧の 巧 偏 じ 願 上 候。 敬具 

昭か參 年 化 巧廿ニ H 

武旧 文治 

讓 渡廣吿 

私事 諸 意の 御眷顧 じよら 多年 

H 米撞庵 

を 經營致 居候 處今胺 都な じよ 
6 竹 中 重 雄を へ 譲渡し 候 じが 
化 段 廣吿仕 候 ' 

乂巧 • 

ま 旧宗隆 

讓 受廣吿 

栽 事 今般き 旧を 隆巧 經營の 

ロリ 米楼庵 

を讓 巧け 候に 就て は 精々 勉强 
諸を の 御 愛顧 じ應 じたく 化 段 
卸 拨おホ 上 候 

竹 中 重 雄 

巧 開業 披露 

夏季 中 化 業の 處來る ± 曜日よ 
ち 再開 業 化 候 間 御 攝負願 上 候 

I 菓子 舖高橋 松風 軒 

御て 宿喜樂 

元 黒 崎 旅館 奈良 駐藏 
羣 至 gh si., Br 岂妄 n, 一 . Y 

Te 三 rilie 35 ニ 


の トランプ •クー ド か遣棄 しあ 
ら 

强 迫が じは' 『ス リ！ •キング 
ス』 ご 署名して あつむ 脚 孫 上 
譬 をでは 早速 指紋 課の 蟹を じ 
附し 目下 収監 中で ある 嫌疑を 
の 指紋 ご對 照す る こ W i なつ 
て运 るが 

强迫狀 を ジャミソン 家へ 持參し 
た 嫌疑で 換擧 された H 本人 中が 
一な U る まは 楠 力が わを 巧 定し 
て 居る けれ 共從ホ 探偵 小 說で人 
質の 話を 興 ホ 深く 讀ん で么 たこ 
S を 自白し 殺 （み 化 人 じ 連絡 あ 
るを ど 晩 よれて ゐ る。 

問題の 寶お 

ヮ ルス々 の 痛 事 

ンカ ゴの寓 其み' > a , 片ド •マコ 
11 ックの ホ 人 どい ふよ b は自 
稱を ォペラ 佛優 どして 化 間を 骚 

がして なを ガン ナ •ヮ ルスカ 夫 

人は 過般 上陸 じ 際し ニ 巧 五十 巧 
弗の 僧 格 ある 寶 おを 『か 题 じだ 
留す るを』 どい ム特權 を 掘 じ 無 
届けの ま I にト陸 一 > やう •/」 した 
お 稅觸 側で け ヮ於ス 力は マクー 
ミックの ホ 人で あ b なつて アメ 
リカの 市 ほで あるとの 巧 由から 
納稅を ホ 張し 遂に 問題の 寶 おは 
】 應稅關 巧-し 保留の 上 あく 法理 
的に をの 是非を ず ふこ ごじなら 
又も 世間を 騷 がして ゐ る。 

東京 だよ リ 

♦蘆 原曠君 一昨が •の 帝 展じ作 
品 入選の 來 な 存 巧を 認められる 
ようじな つた。 最近 銀座 資生堂 
ホ 催の 常設が 畫 展覽會 へは 巧 時 
も 新しが たつ ぷら の君獨 自の畫 
風を 凝らしね 數 々の 名が をを 開 
してからは】 段の 名聲を 高めて 
居る。 斯道の 一大 あの 說 じよる 
ど ロ 本の 美術 巧 じ 進出 せんどす 
るには ニ條 件が 必要で ある。 一 
は 系 流 的 ま 持、 邸ち 斯 をのち 頭 
大家の おを 酌んで ゐ ない ご 如柯 
じ 技術に 秀 いでて ゐても ホれ じ 
對 する ま當 S 報酬が 拂 はれない 
こど、 他は 思想 的 巧 致の 向上で 
ある. 我が 美術界の 中必地 n 發 
祥化 たるを なや 巧 都 附近 じ 化 居 
し 日常 其 風物 や 參寒品 じ お觸し 
て ゐるど 探景採 廓に 資する 上 じ 
頗るち 利で ある。 所謂 居は 氣を 
を？ しめる 自然 的 馴致 n 美術的 
巧 致の 發達 向上を 意陳 する ので 
ある。 かう しわ 所 じ 横 進 發> むし 
たもの か最あ 大阪府 下窠 面村禪 
ヶ丘に 移轉。 

♦橋 本ち ホ 女を 十 幾歲も ャン 

ダ 1 ス と神戶 巧の スキ 1 トホ 
! ムじ納 つて 燕の 戀の喊 き £ や 
らを 例の 月 かま 和歌 じ 織ら 込め 
てを 人知 己へ 盛ん じ 放送して ゐ 
たか 震災から をれ か 一切 聞かれ 
な （なつた ので 今を アブ ランて 
ゐた 人々 は ニ S 年間 ホ 妻のを 否 
さへ 氣 違つ てゐた 矢先き 今春 突 
然某素 お 家の 後援 じよら 名を 屋 
巿中區 ホ 池 町を 德稻满 前へ 辉な 
わあ屋 ごか カフェ！ どかを 開業 
しれ ごの 通 かがを つた。 

商 賣巧來 【十と 

ミツ チ 2 ル學校 

西 S 十と 了 目 十五を じ ミッチ 

ゴグ •デ ザイ - r ング •スク ー 八 

ご 云 ふの が ある。 H 本人の 間に 


指の 蒲 お たいしい 巧烧 

會席御 料理 

畫 食は 末廣へ 

印 峰 满巧堪 が 大勉强 


割 煮 遮に 御旅 舘 

t 貸 を 巧 

化を 

な 育 巧 西 八十 八 T 目 S 1 一二 
を 話ス 々イブ I セ 八 ニニ 


的 巧 本紙 所诞 のか <當 地に て 
も 官民 一を して 抓大槐 奉祝 曾を 
組織し 適 當トょ る ホ 法に がて 赤誠 
のな を披體 する こど I なつて お 
るか、 閒< 所 じがれば， 御大 龐 
諸 お ホの 御 時閒荆 じついて は、 
かねてから 大席化 典 儀 部で 愼更 
_ がな 中で をつ たが、 を 都 巧を の 
I 儀を d じめ 腎所大 前の 憐 、紫 廣 
殿の 倦ま まじる 御 おの 時 描 倒は 
大 化み みか （內 をした 模な であ 


御大 禮諸 儀式 

◊ ◊ 御 時間割 內定 ◊ ◊ 

化が W 御 時ょり# 分お叛 縮され 
萬簇 お嗯リ 十日の 午後 S 時 

ぁる 前記の 諸 彼 ホは 大正 天 
皇御 乂瞒の 御时じ 比し 二三 一十を 
位づ！ 短縮 さ n る 事ぶな つたの 
は 大きな 相違点で ある。 これは 
前例に 鑑み お ホぅる 限 b 狗 儀を 
緊 化した もの VJ し、 中間 時間を 
鑑か < しじた めで ある ど 承は る 
又 媳强大 おが 紫 庭 殿 巧 階に 立つ 
て 万 族を 一二 唱し 奉る 時刻は 午後 
S 時 (十一月 十 H ) と內定 し、- 
れ义 先帝 御大 賺の御 愤じ比 LS 
十み がめ， r れた譯 である C 巧 ほ 

御 儀 じ 化 立 も 十-巧 八、 
九の 兩 H 巧禮 ごて 豫 巧が 朽 はれ 
八日の 巧禮 じは 天皇 陛ドじ も お 
御遊 ばされ るとの 御 事で をら、 
九日には 一般 參 列を が實地 じつ 
いて 豫巧 する はずで ある。 文大 
禮化革 馬 部で け ト巧ホ 日ょ ゎ 一 
遇 間を が 內 でを 柿 御 巧 巧の 豫巧 
練習を 巧 ふ 事と なつた が、 今 旧 
はを 都、 愛知、 I ニ靈 、を 良等關 
巧请縣 の譬紫 部を な 下脚 係 ま お 
J び八鄉 量すな 余 あ‘-、 參如 する 
ど。 而 して 御大 典 li 際し、 兩陛 
下の 御駐莖 を迎へ 奉る 名 古屋ホ 
で な、 御大 典 奉視博 覺會が 催さ 
れ るが、 これを 

機會 じ繁 電力 會 は 天 
r にを 高ぃ あを お 化 (五 層 天 ホ 
销) を紹 分す るた め 約 ニヶ g 間 
數巧 燭光の 最新 ま 照明 設備を‘ 
つて 暗中に をび ゆる か銳 城を 層 
氣樓の 如 < 照らし おす 討 靈を立 
て、 をて ホを 通じて 宮內省 じ 伺 
ひ 中の どころ 御座所 あく 光を ご 
どかせ。 い條 件を かして 許 巧 さ 

れち 


京都が 幸の 儀 

十一り 六： ロ 午前と む 十五 か兩 
踏： ト 巧が 御發繁 A 问八時 おを 驛 
御 獲が AM ロず ほ S 時 ザ お古-岳 
驛御蒋 が A 十 一 n と H 午前 十一 
時を ら域驛 御を が 公 阳リか 後一 
時を 邵驛 御着が。 

賢所 大 前の 儀 

十； 巧 十 H 午前と 時 ザよ ら闷 
十一が 巧まで 0 

紫 寮 殿め 儀 

十一月 十；：： 午後 ー惊よ b 柯一こ 
時半 おまで。 總巧大 おの 方歲奉 
唱は 午が 一二が。 

大嘗 宵の 儀 

十'. 巧 十四日 午を とがよ b 同 
I 十】 化よ で悠紀 殿の 掩 A 十一月 
十五 n 午前-巧よ b 阿 四が 巧 ま 
で まを 殿の 儀。 

大# はは y 則 例 逆ら。 窠 
一日が^ 一巧 十六 B 午前 十一 時 
よ b 午後 ニ 時半まで。 第二 H は 
ト 一巧 十と e 午後 置 時よ b 同と 
時 ザまで。 巧 宴は 同 H 午後 八 時 
よら M 十二 牌 過ぎまで のが 定で 


溺死者 千 人を 超啤 

フロリダ 州の 纖風 被害は 甚大 


過般 彿領 西が 巧に 瑞 をを しボ 

—ト •リコ 碟島 、ゥア ジ ニア 
群島 よらを らにフ 。リダ 州を 識， 
靡 i た温帶 地方の 贼联 はお 西洋 
沿が 一帶 に-社る 一 

風と な b 幾を め 乂ル氣 I 
船は 錐が がを 緒ぃ ニユ ー ョ ー ク 
お； 巧 もまる 水 職 円が の 大娱風 
がで タ少の 被 寒を 裝 つじが 、を 
の 後を 化から 逢した 報道を 綜を 
する じ お} トリコが むでは 約と 
で 八が の ± おは 路頌 じを つて ゐ 
る h 贼風 をの 連 おで 惡を 流り の 
化 わらが なは が 殿々 下 じ 等しい 
が 態 どなち 赤十字 化は 軍隊 ミ 協 
力して、 お 了を 强 集して 救助 事 
叢に 着手して 居る が 一方 フロリ 
ダ洲の 

水害 はい！ ム * ビ^チの 
風を 中* ごして 片 山を じぶ ぼし 
て おる が 罹災 地の 拖幽 はな 初の 
期待に 反 L てな 外 じ機大 し、 满 
巧を の 敕じ宰 ち ザ も 今尙ほ 住を 
化の 水が 五奶 ごい ふが 傑で わる 
上 化が どして 速 雨の ためが がし 
て い け れホめ千五な人 ご な せ 
られ峡 ''.、化 千 人は 涩實 e ある ど 


見られて 屠を もの I 如く、 をの 
中 約 一割 五を は 白人で 他の 大部 
をは あ （ 

盤 W 人勞働 者に して 官憲は 
これ 等の 巧 体を】々 捻 屍の 上 血 
族 じ 手渡 i 庶 ちに 火葬の ホ 緒を 
路 みつ： ぁる：^ 柯 巧に も 罹災 地 
がを 地方に K つて ゐる 3 で 死体 
の處 をじ阳 却して ゐる 巧で ぁる 
尙 ほニユ I ョ ー. クホ 十モ社 支が 
では 目下 これを を 地の 被害者 じ 
掛し大 々的 じ畿 をを 募集して ゐ 
るり 

速 製 チ ー ム の- 

選手 顏觸れ 

ぁすの サ遊會 で 

旣 がの か （明 H をな て 擧巧さ 
る in 本人 會ま 惟の 巧 遊會は ホ 
巧なん をを 0 勺て 迎 へられ 約 千 
五な 人の 參 加を を兒 るに まるべ 
く 非 あ U 盛况が 期待され てゐる 
が 當日陵 上 競 巧の 催しで 最も 人 
氣の 中必ご i :* つて ゐ るのは が 節 
巧 速 製 チー ムの 巧な 試を で參加 
する 大ホ 中の あ 選手 や 迷 選手は 
大體 左の 顔 觸れで ゎる ど。 
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資本を 壹 な 旧 
拂这濟 資本を 六 モお圃 
が 立 金 六 千 H 良 五十 お 脚 

能岐 S ホ 銀 巧— 支 巧 

本店 巧 目 本橋區 本を 崖 町 五を 化 一が 
支店. ル お 日本 橋 丸の 內 (荣 ち 横な 
名を 崖 京都 大お西 尖 堅神戶 
廣島下 關巧司 若松 语岡長 W 
h 上がな 敦養脚 水 


一' 一 

翰 出入 巧替 •電信 送を' ホ 送を' 旅行 信用が 
巧 菜 信用 狀其他 一 殺 银巧萊 

乂 I 竺囊 銀行— ま 巧 

截を 送金 ぃ 日本が 化 無す お 巧？ 迅速 化 扱 
本庙 預金 (定期 通知 ノニ 桃) 御 便 刺 取 巧 
本 ま 巧 東を 安 凌、 大 お、 巧戶 、京都 
巧ぜ 地名 古屋 、小 お、 上海、 淪お 


►鄕里 送を 及び ホを を (無手な 巧)* か函 
巧祷賣 買、 靖 巧を 取紹取 立、 信用が を 
巧 等 一 肢お巧 巧 務狗巧 巧 じ おを 巧 化 お 

£ 脱 臺灣 銀な 餐ぉ張 所 

ネ巧讓 潰臺化 

ぞ巧 巧ち 横 巧、 大阪 、神 ロ、 上ち 巧 
ロ、 福 巧 厦門、 細 頭、 を 渚、 廣 巧、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン 、バタ ピヤ、 を H 

々グ 々ヴタ ，偷 致、 ぶ 外 萬 巧 十四 ケ巧 


1 、 資本を 壹億圆 (を 額拂这 巧) 

一、 構 立を 一 借 ニ 巧 五十を 圓 

內化本 支店： = 橫演 (本店) を 京大 皮 
神戶 を お 下 巧 名を お 

橫鑽 正金 缀 巧— 支 巧 

米圖ぞ でが H を 港 羅巧沙 巧 ■巧 巧 
其 化 化 巧を 題 重 巧が 巿 ニち 巧 及 コ グレ 
K 巧を お 


本 巧 大阪化 溝 五 了 肖 
が 育ま 巧 紐育ブ C ! ドゥ 五！ 巧 四十 化を 

I 脱 住ぶ 銀な 

も (東京 •横 横、 を 古；！ T 京都、 神 ロ 

尾ノ 道、 横 島、 お、 柳 井、 下ノ顆 .1 
巧るな {巧 司、 小 倉、 巧が、 が 多、 久お乂 等 I 
本國預 を、 鄰单； 送を 等は 極め 
て 巧 便利 迅速 じ 御 お 扱 可 申 校 I 

本 巧 朝が 巧 城 

支店 ぉ 張 所は = 本內 地の 樞耍 都巿 、朝鮮 
滿 測、 支 邪の が 化 及び 浦 お巧德 

勸鱗艱 巧紐脊 出張所 

か 國爲替 一般 飯 巧を 務 楠々 御 化 刺 じ 取扱 呵 
申 上 候 


藤. 本 證券 會就 

一般 巧 憤 証巧ノ 質な、 引を、 篆を 
▲お 離、 f 童 剛 マニ 切ノ 業務 

録賊 藤本 ミ 7。—？ 銀 巧 
紐 育 か 張 所 


鞠お黑 、雜 貨卸留 

森 村 ブラ ザ— ス 


雜貨 陶媒豁 

ドライ グ ー ズ卸資 

太洋 貿易 S 會社 

支店 かお 古、 ポストン 



自 地の利 溢を 護ろ ベを 【上】 


遺言書 作製の 必要 


紐 育 R 本人 會が 一般 同胞に 注意 

巧が 同胞 社會 のん ロは 少數 でぁる じ 相違ない けむ 共 巧 じ 一家 
を 成し、 ちくは I ぶを なさぬ を も タ少の 勘 鹿 不動産を おする 
人々 は 朝 じ 夕を 計 b 難 ひ 人生の 風を を 想 ふなら ば自み 自身の 
利益を お 護す る ご 同時 じ 他の 刺 益を 擁護す る 必要 上 合法的の 
遺言書を 作製し 渥く は 最大 急 巧で ぁる。 右 じ 關し紐 育 U 本人 
會共濟 部 反び を 巧 部 じがて は 今回 『遺言が 作製に 就て』 と 題 
する 印刷物を を 員 じ頒邮 もる 5 どなつ たが 是れ は】 般间胞 じ 
缺 くべ からざる 注 煮條 項で あるから 左 じを 文を 揭 おして 同胞 
の 注な を 促が しく 语く 0 


紐 育り 本人 會お濟 部では 御 承 
知の かく 會員 中の 重を 巧に 掛す 
る わ 化 話を し、 不幸 じして 巧 ま 
された 力々 のを 化 末 等を わ 引受 
けす る i ら決 して 叙くない ので 
御座いま すか、 近 ホ 線 おする 巧 
亡者 諸氏の 例じ徵 します どが を 
のをみ じ おはらず 逍言書 (ゥィ 
作】 は 是非。 くて はならない も 
ので あを i ず。 吾々 岡 胞の中 じ 
は 『遺言 基を 作製す るのは 呂み 
の 死の 豫 威を 誘發 する 氣 かがす 
るから 御を を I がる』 W 云 ふやぅ 
な 偏見 じ 巧 はれて むる 人達 もを 
るのは 事實 です が、 鬼 も 巧 も 明 
確な 遺 一一 一一：： 書かない ど、 ぶ 人：；^ ち 
親戚 ub、 巧 巧 後 化 ホを 引受け 
て 吳れる 人々 じ 無益の 手 數ご時 
間 ごを 费 させる MJ じ U らます 0 
仍 てお濟 部では 公務 部 ィ」 も 相談 
しまして、 皆な に逛言 蕾の 作製 
を わ勸め 致したい ので あちます 
郞ら 雄んでも 死 じすれば ぶ 人の 


巧ち お、 所がを •巧 有 家屋、 ± 
化 等は 都て ユス ブート どなる の 
ですから 之を 管理す る 人を 賴レ 
で 置 < 必要が あらます。 胺 みば 

獨身者 の 場を じは 郵便 お 
金な6'、 を債^:^も、 銀巧預貯を 
なり、 動產不 甄產な b の處 をを 
ぶ乂 、親戚に 依賴 する の钟 はな 
いのでず から 信用し 得る が 產管 
裡入シ 指名し 置 < こご H 出 ホれ 
ば 二人 位が ょいで せぅ U 而 して 
を 管理人を 經て 葬儀 费其 化生 前 
の 資漬を 差 引き 精算の 上、 原籍 
地の 遺族 じ 送るなら、 巿 町が じ 
窗附 するなら、 敎會 、學 校、 圃 
体 若 < は 友人 か 己 じ 遺贈ず るな 
をしたい VJ 云 ふ 点を 書いて 置く 
こご、 若し 信用し 得る 親戚知己 
なき 機を け 管理を 鷄 領事 若く は 
媳 領事 化销じ 巧し、 德 領事 じ對 
しては 別 じ 遺產處 をに 關 する 希 
學書 (日本 义 じても よし) を 認め 
円 巧兩文 じて 唐 署し 澄/、 こご。 


晦 雨に 拘 はらず 明日は 舟遊會 

巧 符は當 日出 帆 間際を 校 橋で も贩賣 する 


總 領事の 大每 見學團 招宴 

■ 政驟談 やら 米國 事情 說 明で 娠ふ 


大阪 がり 親が 社ち 擢歐 米を 學 
脚 一巧 十九 あけ 去る 十八 H . あ ザ 

塞よ b フいジ テント •ダ！ フキ 
!八ド號して着がなにホ ブ^:^* 
ペン じ おがし k が 一巧の 巧を は 
左の か，’' である。 

湘 巧を か (化 H 調を 課長) ± 
巧 徹太邮 一 游イお 大阪) を々 
木ぶ ニ (おが 業吳) 巧 お 精一 
(が 會盛技 吳ー挥 化八挪 (紹 
織物業々 巧) 藤が 德を衛 (商 
'丄留 雜所副 會顆廣 島) 中 野道 
(文を 七 大胁) をず 淸ホ郞 
(姥 帆を 山、 島ず 需吉 (農工 
銀巧讯 なお 島) 山 部 華を (间 
上) 能 じ義患 (同上) 木 村 
か 農 i 植ホ 大阪) 木 村 照 杖 
(间 ホん) 市 川 励な (僧 侣大 
阪- 巧 山 六を 衛巧一 酸を 業 お 
较縣) おみを 巧衛 {食 社員を 
巧： 一 西 山 化 之 助 (食 社 巧を 庫 
がが 千代 化 (狩師 神戶〕 福が 
正を (會 社員 小 倉) 

一巧 おがの 密 化は をて 齋赔總 
領事の アレンジメント じ 化 bn 
本 m 樂部 にがて お 巧晚餐 替が閒 
かれ、 陪 貧と-.' て 化 木 巿を支 化 
を、 內 山棚樂 、巧 ザ副倾 ホ、 小 
畑嚇 巧、 ホ 阪大な 記を 外 教タ出 

お 、 ザ — トコー ス -I 入れる お 
齋お 總谢带 •レを もて 槪迎 の 巧を 
述べ 米 闕乂統 做め 戦を 詔 趣 どし 
て巧烟 なが 化に'. ぶして 迎化あ 


る批 かを がみ、 化み 本社々 ホは 
、 "-I Hi ■ - ，. 


資本 集中 ホ 義經濟 組織のを 展ど 
中產 階級 じ屬 ずるを 業 巧び 商業 
の 威 やる 脅威 VJ の 願 係を 述べ、 
扣 木を なまが 長は 米國經 財界の 
實 情を 紹 かし 世 巧大戰 おを 
平 か克化 W 降 本年まで 約乂年 
間 じがけ る 內か整 评の督 情を 
一々 數タド 就きて 懇错じ 紹介 
說 明し、 ホ闽巧 最氣持 續の豫 
想經濟 財政を 通しての り米說 
解は 化 進せられ つ！ あ b との 
巧 威を 陳べ 、一巧を 化を して 
東 H 記ぞ汹 巧秀か 氏の 答辞 わ 
あらてを を閉 だた。 巧 ほ 一巧 
は 二十り おを 盤府ょ b 蒂 おじ 
おひ、 本タ歸 紐の トロ 曜巧ボ 
ストン、 ナイヤガラを 經て巧 
おを になき 羅府 よらを 港' じ お 
で ホ 巧 十 n 出帆の n レ ヤ丸じ 
て歸 朝の 揀を である。 


熱誠を 覃 めた 

福 原 巧講機 


本日 7 ラジ ルに ぉ發 
滯紐 中の お 义が滿 株式 會 社々 
長 福ぶ 八郞氏 一巧け 本 H 出帆の 
懐 船に てブ ラジ, へ 向 ふ i どじ 
つたが、 ホる 十ん n 化は ながが 
ぶ 及び 贿ホ協 貧 ま 懼の歡 迎晚餐 
曾 •か n 本化樂 がに 閒 かれを 信 円 
本人 巧々 た 化 K 齋腾 總備 擧の歓 
迎 S 巧 •かも 5 て福拆 氏のを 邦を 
兼 わた 谦 がに 人つ た。 巧は お ホ 


辉營を 志せる 獲 端ょ b、 會社創 
なじ 至る 徑路を 略述し 更らじ 叙 
誠を 單 めて ブラ ジグ 化が じ 於け 
る 新 天地 開拓 じ 願す る 抱負を 披 
渡し タ大の 感動を 百 <55^ の 出席 
者 じ 巧へ た。 


學友麟 合 晚餐會 

當巿西 百 一一 一十 お T 目 ホ 巧 十五 
を 地 じ 在る n 。 ン ビャ 乂學 日本 
人學ぶ 協會ま 催の 下 じ お 巧 第二 
及び 第 四を 曜日 午後 六が ょら 同 

大 學內ジ 3 ン* ジュィ ホー 成 じ 

がて 晚餐會 を 開き 食後 社を 室 じ 
て會談 する； となつ たじつき 同 
校内 外を 問は 中日 米學 ホの ホ會 
を歡迦 する 由。 li 


な 人 が X 


馨 高木 隆吉氏 夏季 中フ ー チモ 
ントじ 假寓の 一二 井 銀行 新 育 支店 
長、 今週々 初 西 屯 十 化 目な 五 
十 番地 じ歸 還せ る由電 k は エン 
デ コット 一二 ニ I 二八 I! 

♦波 巧 政 一を 野澤 ^1 紐脊 支店 

長、 今 画キユ ー ボア パ/トン •レフ 
ヮ！ ッブ八 クブ ー ド 八 0 四 0 蕃 
じ轉裙 せる 由 電話は ダブ ジこァ 
と 九 八 S - 
•矢 吹 義ホ巧 冥 零 グレ！ トネ 
ック じ假寓 中の お 本 郵船 副ち 店 
長、 化 稽甫內 西 ぷ卡五 T 目 六 0 
一. 蚕 ァバ！ トメ；'、、- ニニに 歸寓 

しゎ -I 

參测巧を通志巧^ 寶塚巧球闡監 
督 、巧 球界 見學- 一^ 爲め H -• VH 午 
前 着 純/森が 組 中 出 武夫 巧 方に 
投宿 


正誤 前々 ち 本灑 じて 讚濱正 
お 銀 巧‘ 紐 育 支が I 員 中 尾 邦 雄 氏が 
ネ巧 下を 歸锁 する 旨 報道せ るは 
誤報で 岡 氏は 今 巧當地 支店 詰を 
かせられ ホる ご 中 四日 着 ほの 善 
でを る 


幡 誰を 


々紐 育 n 本人 敎曾 
患 志の 敎養 
♦を督 を 修道を 
復活の ぶ 督 - i 
♦日本人 美な 敎會ー 
毀 ホを 


午後 八 時 
淸水お 触 
午後 八 時 
^ 今 ホ 敗師 
^ 午前 十一 時 
\ を隨 牧師 


ミミ 

謹 


小 ホ 儀 滞 紐 中け 韋か諸 およ も 


二心」 


不一 ホ 御高 配を， 賜な b 奉 深謝 候 
本 夕辭續 のべ レンず リ卞號 じて 


广は 一々 拜趨 


おを 渡歐致 候に 就 
御 暇 公 可 中 上 答の 慶 巧を 巧々 の 
際 乍略義 0 紙上 御 孩搂中 陳度如 
斯に 御座が 敬 一 k 
千 乂巧サ 八 年 九月 十九 H 

若 尾 源太郞 


貸 室け？ U バ ^ n 

! 、淸潔 ホ] ムラ イクを 通 ま 吸 
Ghurchma 吉房 W. ニち 芭こ 吉 t. 24 
Te ニ 232 Br 皇 ii 


IV チ a レ ー トを这 む 

身* S 化 事 客 6、 永續的 
化 事、 賃銀を し、 委細は 直接 左 
へ 巧 渉 あれ 

苦 Gold St., 田 量 yn J. Y. 


貸 室 綺麗！. 装飾した 室、 


H 本 細 ± じ 貸し 巧し 
設備ぶ を、 左へ 適； 出で 下さい 
ミ S. 室 ers, 芝 f 2童 St. 


片脚 スペシャル 


西洋 料理法 大全 五 •00 
佛蘭西 料理を 書】 1 Too 
家庭が 理 一 去 0 


化 桐 兄弟 商會 


陳の素 . 
懸賞 募集 

締切り 日延べ 

皆 樣の御 ホ 望 じ 依らまして 


締 巧ら 一 ケ巧間 延期し ます 


締顶 ：=; 十一 巧 一日 


發お 十二 巧 


ホの 素 特賣巧 

桑 も商會 

ご 4 EAST 芸ミ ST : 巧. y . C . 
Phone , f 一な 呈 i S 送 -0 苗？ 


東京 商 會特吿 


現 化 
婦人 世界 
婦女 界 
主婦の ぶ 
婦人 俱樂部 
中央を 論 
な を 


金0 

.五 0 
•五 0 

盖 0 

•八 0 
•八 0 
160 


紐151: 東 京 商 會 

140 ち. 雲 St., N. Y.C. 
Te ニ rafal 培 r ま 59 


講鑛會 


去る とち 布を じ 於け る 化ぶ 平 
が 婦人 會議じ 化 表の 一人 どして 
出席せ る大江 すん 子女 あを 聘し 
左の 如 （譲 お會相 開き お 間 御 巧 
聽相成 度 化 段 及 廣吿お 化 
淸題お 共の 責巧 

犬 江 すみ子 ホ お 
時 B 化 巧 二十 六日 (水曜) 
午後 八 時 

瘍 所-西 一四 一二 了 目 四 お ニ 

ま懼 基督 敎 修道 會 

婦人 郡 


寓 


な 義今闽 左記へ 轉靖仕 候閒不 
取敢な 紙上 辱知 諸君へ 御窠内 
申 上 候. 波 田 政 一 
皇さ星 ferts Blvd., Kew Gard 舅 U. 

Te ニ 志 inia 7983 


御挨機 


九月】 日ょ らタ年 經驗の ある 
腕利きの 日本人 喊 人を 雇 ひ 入 
れる事 じな b まし じ、 就て は 
化れ をの 樣じ 御を 樣を 待たせ 
る樣の 事は 御座い 主せ や 精々 
勉强 致します から 巧 變らず 御 
谣 負の 巧を 願 上げます 


淸理髮 床 

西 四十 S 了 目 巧 お 


*KI 


タンク 


- イラ. 


ン 

’巧 


イン ノ^ ぺ—シ ヨン トランク 忠 


物と 弗 五十 仙 よら 十二 邦 五十 邮 
岩で S ニ 害 苗 3et 




約 五 西 個の 

クオ ド ロブ 


タンク 

及び スナ！ マー トランク ホ 弗 お 

十 仙、 化 弗 五十 仙、 十二 弗五卡 
他、々 し 許ら 使用した 趣 類 一 ホ 
一二 弗を び 五 弗 
芸 4. 實こ ve.. G ミ. 4 害ぎ N.Y. 


第乂圆 み遊會 


時日 i 九月 二十 一二 日 (目 曜日 心 

J, 午前 十 時な S 十二 T 目 横 橋巧發 ナブは 一二 五 了 目 停 一 
-革鷄 、巧 船は ベ. 一 •アィ ランド 麗收を 人員 ニ 千 百を j 

目的地— フツ クマ ウシ テ ィシ パ ー ク 

( Ir トッ .ン 河の 上流 慧 勝の 地】 

切符 1 1 弗 i 十 仙十歲 5 下 無 巧 i 

(n 會事^ 所、 旅館、 陶体等 じあら) 

五 年 振ち にか 遊 倉を ^ して 一 H の淸 遊を 幾みたい ご おじ 
ます、 御 家族 友人 御 誘 ひの 上御參 如を 希 摩します 


ち 懼紐言 日本人 會 


御大 典 奉 廳母國 訪閱團 員 夢 集 


.今上陛下 觸郎化 ま 巧 観の 榮 におず る 空前の 好機 . 
旅程' = 今 巧 十月 十 j が (木) 午後 六 時 ニ 4, を ペン 停 革 镇ぉ乾 
同 十と；：！ (水) 沙潘發 ^ 船 加 賀义じ 巧 乘の上 十一月 二日 (を) 

霞瓣着 一 

歸ホ = 明年 一二 巧 化 H 横澄發 、郵船 靜岡乂 便じて 四月 十 HH 


沙渚 着、 同 十九り 雜育 着の 豫を なれ 共 随意 歸米差 まへ 無し 


觀豐 = か 道— ニが 六^ 弗 {汽車 一等、 巧 船 二等} 


プ八 マン 寢を 券、 を 事， 沙潘ホ テ 化、 自働 車、 タックス 


ボ！ イボ ー タ ！ 必附 等を 上の 乂费を 部を をむ 


化 扱— 四 だ 十 弗 

申込 親を 其 他 詳細は お^ま 催を じ 御 照 曾 わられた し 
お 脊巿^ 五十 九 T 目 ニニ 四 

巧禍 兄弟 廊會 


第五 次巧國 訪間團 


が脊 ホ！！ 荷 八 T 昼 ニニ 一二 
ぶ人袭 - 敎會內 叱^ 濟 

御大 興 奉 視せ勵 訪問 團 


の おを 

E 案 方、 

I 龍 常 

城 |i 邮 



み 校は 創 ホ n ホ お 十を 口上の 
歴史を 有し 巧 女 政び 小 おの 衣 
服 類の 截 ホ、 縫 方 j 切 反び 着 
物のを 身せ 等を 紙型を W つて 
一人々々 じ 實際的 じ 親が じ敎， 
巧 致して 居 6 まず 巧 得する じ 
は 極くな あで 而 かも 適 巧の 職 
おで 收 入の ぞい 事は 申す を も 
め b ません 晝が両 巧 あ b まし 
じ 條か等 も 都を を < お ホて 居 
ります 0 
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、ツチ エル デ ザ イニング スクー ル 


ラム プ 及び シル々 シエ！ ド 

製を 无 巧な 手 塚商會 


化 


n 


が 

5 

^ ^ 刷 

^ W ぉ 

&T 

就 




W 


ハイカラな 紳± は 

化 立 暇を 召しまず 


夫れ は 宜く身 じを ひ、 見掛けは をく、 を 
して 化 ホを ょら も 長持ちす る 事を 知つ て 
るからで す。 弊 巧は タ數 H ホ 紳古の 御用 
を 承つ て 居ます。 

H 化廣を じて 御 ホ 店の そじは 

六み 御 引を します U 
御な 文のを 何 じ 係 はら やを も 巧 一度 巧て 
見て 下さい 

ウオ ルカー エンド フロ リオが 服な 


E 

S 

し 本 


•郎 

K 踪 




▲をな 巧を 等 設猜巧 食の 普 富ち 巧を るは 巧 化を 
の お 巧 親切 T 窜ミ典 じを なの 誇 i すろ さです 
▲當 なおや 洋お路 H 等 設備は を 部苹が 的み 巧み 
席し. 王し わ、 みに ホ市篇 のかを は 巧謂ッ I* 

ス トサー ド 义はス ナエ デ V ト クゥ ダスな 上の 
お 値 お 値へ ておリ まず 

@ 桑 港 お 帆 ホ メグ グ經由 【正午 出 酌】 

コレア 丸 十 巧 十日 

春巧乂 十巧廿 四日 
西 比 利 西 化 十一月と 日 
大洋 化 王巧廿 一' 日 
お洋見 十二 巧 五目 


® シアトル 出帆 〔午 お 十 時 出帆】 W 
加賀乂 十 巧 二十日 3 
が豫丸 十 i 晉蛛 
靜岡化 王 月 甘 セ 日脚 


@ を敦資 日本 巧巧晚 

杳 取み 十ち ホ B 
蘇 巧み 十月 十 ホ 日 
A 巧 育 巧 抑芭妾 あおを B 丰行尝 物 艦— 员ニ国 
A 瓷道切 柱 SSW 祭 巧 化 萬 ぞ御馆 をに 御 あが 串 お 
A 太西津 大纷賠 をれ 乘お切 巧 御 おを じ 取 計 i ザ 


日本 薇 船會社 (並 ニを 鐵道會 赴) 

代理店 片欄 兄弟 蘭會 

乘 軍、 乗船 切 巧 ホ じ ホ巧瞭 運送 御 巧 利 じ歇扱 申しまず 
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(午前 寸時)- 
十 巧し ：- g 
十】 拜ぶ日 
十ち 廿八 B 


シ 7 
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マ 御 覆 望 じお^ 一等 割引 往復切符 蠻粹 致巧淚 

ロスで ンゼ ルス ぉ 帆 (午後 H 時) 
まじら 乂 ■十一 巧 二な 
もんて びでお 乂 十二月 十日 

▼一 答權濱 ニー ニ 0 巧 あは わい あまにら み 一を 巧 
マ 巧が 三 策 日本 巧 五十 九 巧 ►一 二等 日本 巧 五十を 巧 
マめ 渚 羅が巧 滿車切 巧寢臺 を 憩 入御 幹 旌せリ 巧 
マ 絲育綠 パナマ 經由 日本 支那 巧 货物醋 巧 一因 
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王ぶ 廷の排 巧 熱 高まり 

國 民議會 獨支條 約の 批准 拒絕 


n こ H にな 映‘ して 日 支の 交涉は 俄然が 轉の兆 M 
東京 特電 二十 立日發 -- 外を 總お 王正廷 氏に 對卞 る國お 政府 部內の 反感 
は最 お著しく なり 國 H 政府 行議は 遂に 過般ぶ ホした 獨ち條 約の 批准を 拒 
絶した。 

而 して 爽支條 おも 近，' 調印の 運びに 到達 I て 居ろ •か 今 阿の 條 約は ホ 支條の lb もは るか じ 進んだ 
化 巧が ゎるもの ー かく 談啊 けが 洛禪じ T 解が お々—- たもので あるが、 一 そじが て 支那 じ對 する 閣 
僚のを 化 もを 巧に ま b てが 轉し 巧が の 進が も 期が されて お b ' 嚴投 政府 じがても ホ 反省す る 巧を 
く閱 狸の 随時 辨は がかを 内訓して 局が 树巧 V . 計つ て おる、 的 ほ商魯 軍は を 天軍に な變！ たので 張 
を： 13 が 巧は f 巧した。 

內旧 化英國 V 」 誘 解 

旧 中 首相から を 例 閣議で 報 常 

をち 特電 二十四日 發 = s 中を がは を 側閣雜 の 席上に 於て 近 
く ニ ユョ— クに剧 着''* & 內山康 哉 伯の 使命に 魄 して 巧の 如く 報 
吿 した。 

『不戦 條の調 啡を內 田 伯は 訪 をして、 奥网政 あに. 對し 我が 對ま 
那が 策ど說 W して 說 解を 待たが この間 じがて 何等 面白からの 
威 情を 抱か や' し U 本の 立場は 是認され た OJ 

南京に を員會 組織 


上 お 特電 〔ニユ 3— ク •タ井 
ムス 巧】 二十 凹曰發 n 南を 政府 
は今时 新な 府の 政策が 本 どして 
五 側 條の雷 巧なる ホ 議を巧 巧し 
たが これ に 化り て 

勞農 0 シァ ミ 國民蚊 巧の 
を裕 可能性は をが r が滅 した もの 
ご おられて 居る、 哪も 南を 政が 
は四圍 9 事 巧に 鑑みて 政府 改を 
の 必要 じ おられた お あこ か擧じ 
及んだ ものであるが 贈 かお お 軍 
は 今 ほの な 造に 娘 b て 組織され 
わ 巧 政 評證員 曾の 委 負を たる こ 
ごわ 频ら に辭 退し つ I わる も 巧 
望 じ 副 ひて 恐ら < 承諾 ィるじ ま 
るべ く间時 じたの 委 '旨 長 就任は 
ち國の 火總理 たるべき こ ビを盧 
味して 居る、 而 して 新 政府は 今 
や 支那の 各地を 風靡 せんどし つ 
つ ある 共巧黨 系の 勢力の 驅逐 に' 
は玻も 愼熏じ 努力し つ、 あろが 
巧が の 情勢に 化れば 典 產黨の 勢 
力は ぞ那本 ± の おじ 深 （唆 送み 
特に 旗 東 あび 邸 化 地方 じ裝 威を 
ふるい つ^ある もの i 如く 政府 
當 おごして は 

時局 の 東大 性を おいて 輕 
視 せんごす る 傾向を 持 も 化を 媒 
の 活顿は 段ぶ ごして 就 知す るら 
大体 じがて 化府 のみ 力は これを 
抑制して 居る と稱 して 居る が 今 
闽の がかを 邑 をは 最あ フランス 
から 歸 ました 胡 漢民氏 等の 五々々 
を 網 罹して 居る、 尙は現 化國隙 
的閒趙 ごして をを 視 されつ！ あ 
るら のは 親鹏稅 法の 實施 じて 十 
巧 j H から 巧 ふど稱 して 居る け 
れ共 お 外關 係ら わるので 恐ら （ 
_資 施 則は 明年！ 巧 巧で あらぅ £ 
云 はれて 居る。 

巧 ほ おか 石 氏は 下の かき スブ！ 
トメ ント を發 をして 化 人の 注目 
I を おいて 居る、 『最近 黨の 


同志 もょ び 的が から 予に 
對し禪 々不同の 批評を 聞く、 す 
なは ち予を 指して 『軟 F 如、 不徹 
ほ、 惡を 除く の 勇氣な （、巧 罪 
の 別 明らか い * ら や、 態度 巧掩的 
である』 どい ふ、 これらは ずべ 
て チを 愛 マる もみ i 喜と して 善 
意 じ 解して ゐる 、しかし かくの 
かきは 予じ完 をを 期せん こごで 
あらう、 チは がて いへ ば 終始 革 
命 的の 立 おを 離れ 卡决 して 國家 
社會の 利益を 忘い ず’ この 一つ 
の 熊 度を が 持す る もので をる、 
しかして 自 かの 

00 ょ 6 〔こわが 革命 
の 大陈碍 は 中國を 侵略す る帝圈 
主義で わら、 を 閣ホ義 ご 革命 勢 
カぷ びわが 國 を、 お 族の 利益は 
化 をれ ない 〔ニ〕 革命め 成功 乃至 
革命 違 巧の ぶ本條 かは 内部の 一 
致 脚 結で あ b を圖 一を 一二を 主義 
化の 努力で ある'- どの ニ 綺慨た 
るを 確信す る、 わが 中闽 危急が 
CSW 帝 國ホ義 

侵略 の 化に 會 つた i はす 
でに 賛 言を' 要せない、 す. t :* はち 
われら'^ 化 伐 お 師な前 廣巧じ 中 
央諸 多の 同ち がす 在の 際 彼の ボ 
。ゲンは お産 黨の 使命を うけ、 
中 國巧產 藻-! 海 生して 锐れ をは 
しい ま i じし 械 々の滕 あを 加へ 
予 もまた 僞瞄賊 迫に あつた 一人 
である、 武漢克 を 後は ます-^ 
陰謀を 違う し， 離間 中傷を むし 
たが 幸 ひわれら は i を 脚 結して 
これを 突 彼し、 現 化では すで じ 
ニケ 年を へた、 しかる じ また 

昨日 のこ ど！ して 予の必 
じ 節 じて をる 能は ざるは 本年 立 
巧の 濟南 事件で ある、 こは を 固 
ども じ 空前の 國化ご 認め、 予は 
親しく これを 前線 じて この 羞か 
しめを うけた、 この 經 おは 圓人 


が 萬々 の 一の 想像 だ も ゆるされ 
。いご ころで ある、 これ じよつ 
て もを 國 ホ藻ピ 革命 勢力の ニつ 
は 相 がれない， とを 知る、 この 時 
さら に そは 蘭-' 民 革命の 最後の 

fe # は帝國ホ義たる^を 
益々 深く 感じた、 を 命中 幾タ軍 
閱の 打倒け 算す じ餘ら あるが 
こか 際を の 目的 じ 到達 せんごす 
もじは 本 黨の同 ま 痛切 じ覺 悟し 
永 义に鹽 お 責任を 負つ て 起 も、 
を 國問胞 まむ 賴势の 危殆 じ 類し 
たるを 認識して 吾が 黨 の 指導 じ 
服從し 一二 民 主義の 實 現じ 努力す 
べきで ぁる、 本黨の 同志 じいた 
，りて は 指導の 貴 任を 感じ、 黨の 
貧嚴， 黨の團 おを 堅固 じし、 氣 
勢に 應 ずべ^ て ある、 予の 見解 
じょれ ぱ最 巧な ほ 深く 

白 一里 の 集中を 信じ、 さら 
に 闡巧黨 巧の 圈 結を 信じ、 息 見 
威 精の 相違 もょ ろしく 調 かを 計 
るべき で、 今後 我 革命の 成を は 
即ち 中 図 的 救は n るか 巧 かの 事 
實間 題で ぁ h . かつ 長き 剔 苦の お 
力を 叟 する ものである、 この 時 
じ當 b 留 A は 共 じが 侮を 防ぎ、 
典に 题 辱を 雪ぎ、 媳理の 遺囑の 
敎 訓じ絲 毫も ゆるま や 一致 逆 進 
する もので この 咳 チは 如 巧に 外 
巧の 批評が あらう ご 恐んで これ 
をう け、 事實 じめ ては 終始 革命 
の眞 意に 努 方す るら ので ある。 

王 巧は 遂に 


失脚^ 


骗の 勢力が 义墜 

別 巧 本社 特電は 王正廷 巧じ對 
する 國民議 會の拂 斥 餘が高 じ 
て 居る 旨 傅へ て 居る が、 最あ 
旧 中 首相は 輿绝 じがて ぶの 如 
{報 苦して 居る。 

お 方 支那の お 勢は 頃 H ホ 逆 巧 
の 化を 示し 廣 お、 廣東 派の 提携 
還元し 園は な 巧の 

右傾 派 を 同じ ょら 蔣か巧 
がの 勢力： 2 著しく 進 巧し、 化 方 
山柬じ おける 方 永 昼 軍は 張を 昌 
皮に 背いて 靑天 白日 旗を 揭揚す 
々にいた つたが、 る 方永昌 軍の 
離叛 は白崇 臆、 媽玉 祥兩氏 いづ 
れの 勢力 ど策應 せる 結 あか、 を 
のま 就 ホ だ 不明なる も閣 、白兩 
氏の 脚 おわよ 化 ホ永昌 軍の 態度 
がが せざる かぎら 擴玉祥 氏の 山 






tkEr 


ト 'f: 


了を のが 刷ご棉 巧なる 化 上げ 

时 "りの 迅速 ごが 實 G 校正を が馳 

が 刷は 紐脊 新報 社へ 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九- 0 

わ 間違^む く 新報へ 

ホ內西 十よ 了 目 十二 带十階 目 

を 部に がける 巧 字 言論 機關の 

權 威、 吾が 新報を 請よ ね 人な し 

廣吿は 紐 育 新報へ 



. Thewayofcme , iByEdithA . sawye ， 

^本の誇 b ごするじ巧ちる强い ソ シ ァ慶しいた性类の動きを 

語る 典雅、 嵩 潔の 文を がツ ペラむ 當化 軟义を どは をが 间日 

の 比では をら まずん。 松が 節 子 渡に デ デ ケ—ト しれ 寒 者の 『因 
本 婦人 觀』 を化嘗 を 逝して が 請 あれ。 

郵稅お 一部 ニ 巧 十 仙 


巧 人 謗を 
'一手な 次 


紐 育 新報 社 一 


山 


巧 進出は 容易！. 進がず る 見込な 
きは か 獨玉祥 》 今回の 河南 歸還 
は 河南の 本據！ ，反媽 運動 勃 巧せ 
るむ A これが 

鎭應の 日 的ら しく、 破 玉 

お 氏の 地位は おみ 不利に 傾き 南 
方 ま 邪のを 力み 衡は 今や 巧び I 
轉磯じ 逢着し わ、 右の 如き 事態 
の變 化じ當 面して 最も 注目を 要 
する 點は獨 玉が 巧の 地位 動搖じ 
必然的に 伴 ふんのは、 彼 と まな 
關 なじ ホ も 固 巧 政府の 踐際 外を 
一切を 專斷 し。 あるか 巧 部 段 
王 正 廷巧 S 失脚が 豫 あされる じ 
いたつ た； で、. もし をれ が事實 


ご る ど すれぶ 前 化を の W 乂玫 
巧を 阿ら 

責任を もって 踏 おす なを 

なき まが 從 巧の や b ロに 鑑み 日 
本 か府は 今や 琪 件の 國民 政府 外 
を 部を 侵賴 する； を 得な V わけ 
で 况や王 科を 部長の H 本 じ葫す 
ろ 非 友韶的 態を はを の 後 益ます 
ます 深刻化 せんどす るが 態 じ ホ 
るを のて、 わが 政府 i してけ こ 
の 際 巧 ま 政策 轉換 など じついて 
はこの 際考應 する 必要な く、 當 
を 王 かを 部長 どのを がを 斷 がげ 
切る はか。 しごの 强硬寬 をを 述 
ベて 閣僚の 諮 解を 得む。 


第二の ヒックマン 事件 

殺 入 おみ 邦人 逮捕 


犯人は が哇で 生れた ー 八 歲の靑 
年 人質の 金子を 化 用して 發覺 


本社 東を 特電 (紫 お瞬轉 を〕 


ホノルル 廿 = 百發 H 當地布 座 
信 巧 會社副 頸な プャ ミソン 氏み 
子が 〔本年 十歲 ；； を通學 中の 學 
校から 誘 巧し じ- ム 

父 觀を威 巧して 四千 弗の 
人 費 料を せしめけ. 上慘 殺した 事 
件は ホノ^ル のが _ j 會を 甚く 騷が 
し 往年の 殺ん をち ック マン 事件 
の 二の舞と して * j ノ； 廚業賣 
義 巧ぶ 化を ホ 面 i 一ら 約 ニ 万 弗の 
懸賞で 犯人の 逮 醜を おを；. 巧 八 
人の 日本人 及び ブ. キ リッ ピン 人 
等が ち 力。 る 嫌疑者 ごして 抑留 
されて 居た が あが ジャミ ジン 巧 
からせし めじ マ！ ク附の 最弗紙 
幣を 使用した こごから 足が 着き 
眞化 人の 逮捕を 見を じ まつた。 
犯人は 本年 十八 歲み n ネ人靑 年 
e 福 永溫ご 巧び^ ずスク ー 瓜を 
第一 香め _ 

優等生 Vi しで 卒業した 秀 
才靑 をで をる が、 扇 一は 逮捕 じ 向 
つ た譬官 じ 載 し て -*1柯等惡 び れ 
た 風 もな く 兜 わを 一一 切 自らす る 
こ 共 じ 死骸を 巧擒心 一た 擦 巧の 地 
圖を 始め ごして ボゾ ーググ の社會 
じを 名な 富豪 達の 姓る 9 マト 其 
池を 巧 持して 居た 証據 なを 一切 
役 おした、 猫 人 逮捕の 報れ 一度 
市民 じ搏 はら 彼が 收監 されね こ 
と を 知つ たお 民は 監獄 前 じ 殺到 
して 彼の 身柄 引渡を お ホし お 刑 
じ處 する ごいき まいね かを じ譬 
i 呂隊が お 動 L て 消防 ポンプの 水 
を あびせ かけて 漸く 

退散を をず る 等と ぃふ 骚 
ぎ も あつた、 化 人は 過が まで ク 
キン ズ 病院の 五 レ ベタ！ 運轉手 
であつ た 男で 被害者. である 子烘 
が 病院 じん 院中 顔馴染に なつた 
もの' で通學 ホの 學校じ おきを 親 
がを 病ど稱 して 子供を 連 おした 
が 十 歲の小 供 じ 似合け や敏 しく 
彼じ抵 巧した ので 遂に 頭部に 一' 
をを 加へ て昏 がせし めじ 上 絞首 
慘 殺し C もので 化 人は この 兜 巧 
巧に 父親の 許へ 人質 巧を 請求し 
四千 巧の 巧を を 得た 上 闇 じ 紛れ 
て 逃亡し たらので あるが 警察の 
營 戒が嚴 重を 極めて 居る ので 高 
飛び も 出 ホず、 觸 々人質 料のを 
子を 化 用して 遂に 

眞化人 ど 晩 ま.；^ 探偵 長は 
化 人の 巧を 同伴の 上 彼を 逮 柿し 
たので あるが 化 人は 旣じ 天命を 


をれ 能は ぎる こどを 自覺 しだ も 
のか 兜 巧の _ 切を すら'- ど 宮 
白し じ 上 『 A 質 じしたら 相ず を 
殺す のがは ない、 茲は决 し^ 氣 
がが つて 居る 譯 でない』 ど 述べ 
『ホ 供の な聲は 恐ら （一生 化の 
のす じ殘 るで あらぅ から 巧ら し 
く 自白す る』 どて ヒックマン 事 
件を 始め ごして ン 々ゴで 巧 けれ 
た窝 豪の 息子で をる レォ ポ方ド 
ど n プの慘 殺 事が や 探 憤小說 
等を 愛讀 しじ 事賓を 語つ て餐官 
建を 驚かした、 兜 巧め 直接® 機 
は祖國 n 本 じ 歸國を 欲して 后る 
父親 じ 旅豐を おへたい どい ふ 間 
違つ た ■ 

孝行 也 じある らし/、 がは 
下の 细< 自白して 屠る、 『お 化廣 
親は 極め V 、 貧乏な 勞働 港で ゎる 
が 始終 H 本へ 歸る こごを 夢んで 
居る もの！ お金がない、 なか 化 
め 中 じ 何 かしたい £ 云 つて f 兩 
親を H 本へ 歸 したい こ 忘で めが 
いつ ぱいで ホつ た、 おはこ S 强 
巧で 得む をで 先づ 五六 镜巧括 太 
ホげ 沿岸で 著した 上兩 親に U を 
を 儲けた ど僞 つて 二人を： 3 .かじ 
歸 した 上 二人の 生活が 安を じな 
つた 際 警察に 旨 首ず る 積ち であ 
つた、 ム 一-度の 事俾 じは 一人め み 
化 者ら なく 查 がな 一人で 巧 PC 
もので ： 

責任は 勿論 ぉの もので ぁ 
る、 なの 精神が 態は 極めてず 靜 
で ゎる。 ちへ てみ る どを のがつ 
たこ どは をく 慘酷 であつ た； こ 思 
つて 居る、 而 かしな のした 適 も 
は 結局 おが 償 ふべき もので めつ 
て兩 親に 位 配を かけた こどは 必 
から 濟 主ない と 思つ て 居る』 と 
泰然 旨ち どして 語つ て 居る が 流 
石に 入獄した 0 ホの 彼は 夜を 眠 
，られ ロ もの i 如 （自白 後 じ譬察 
醫 から 注がされ 昨 巧は 始めて を 
眼したら しかつた、 巧を で をれ 
た 上 じを 才で をる だけ じ 本 八の 

英語 力は 極めて 巧く 譽察 
側で もこの 若い 靑 年が どぅして 
こんな 犯罪を 敢 てした かご 篤い 
て 居 るら の 5 如く 本人の® |01 じ 
浓 b て 事 か あ 生な 巧 収藍中 一^を 

つた 日本人は いづれ も釋 な！！^ れ 
た、 ホノグ がの 社會 もこの 大事 
かじは いた <昂 奮して 居る 換樣 
である 0 


ニ 殿下 も 御見學 

I ： 甘 五日】 十 巧 一 H 陪審 魄巧開 
廷第 一 B 樂上巧 幸 ゎら、 第二 
は梨ネ 巧、 ホ 壬 化 子兩殿 
下 わが b 遊ばされる。 

福の 師團長 奏上 

。甘 五日】 福 旧 第 S 帥閒 長は': 

四 H 午前 拜謁 を賊 6 山 おじが 

ける 陸軍の 狀 巧を 委曲 奏 k し 
ミ。 

支那 公使 抗議ず 

〔廿 五日 j を も 屋大禮 蹲 覽會じ 
滿渊 、繁 をを 日本 殖民 化 扱む 
せら ご 支那を 使は あ 巧 政府の 
電 をに 浓 b 抗議す。 

林 巧 公職を 去る 

( 廿 五日】 林權助 巧は 巧 H を 0 
て 停牢じ 達し 不健康の 理 もで 
一巧のを 職から 離む る ど。 

横哲巧 遂に 辭職 

〔甘 五日】 或 筋に 瞬 まれた 横 巧 
巧な 辭驟し 化つ て乂化 海が 氏 
墟ホ港 製糖 會 社々 長 ごな り、 
尙ほ 大正 製糖 會 社は 償 襟を 會 
でが 鶴を ぶを した。 

礫 太 人絹 取消 か 

【甘 五日】 權太 人絹、 パ 八ブ會 
おおを 間 題 化した ので 內朗の 


な 嚮でじ 認可 化 おしだ ど。 

巧で 圓橫 領發覺 

【サ 五日】 昨年 五 巧を 萊 停止 命 
かを をけ た 明を お 善が 巧は 廿 
旧 H を 役を が 白方圆 横領して 
ゐる こどが を覺 された。 

數旧前 重役ち 喚 

【甘 四日】 强水港 製糖 前垂 巧駭 
旧 輝 太郞氏 U 檢 事局 じな 喚 さ 

.れ -* ブ」 0 

新豫算 十四 億圓 

【廿 四日〕 新 豫算總 額は 十の 億 
圓を當 で 新規を ホ S 憶圓 中の 
承認が は 八 千で 圓 程度で ゎら 

ぅど C 

外 巧 鹽が使 送 刹 

〔甘 四日】 が 京 外を 剧 はあくを 
化する お 淵駐ボ 大使の ため ニ 
十四日 送別 會を腥 し 記念品を 
贈つ じ。 

聖上 一二 縣隊 行幸 

〔廿 I 二日】 聖上 陛 すじは 廿！ 日 
麻布 第 S 聯隊 新營 をに 行幸、 
岡 聯隊 おの 挟 父ち 殿下には を 
細御說 明を 上げられた 岡營を 
は 今春 落成した 巧圓 唯一の 巧 
化 的 建築で 御 一巡を 謠 魄の訓 
練を 卸檢錢 遊ばさい たが 曾て 
岡 聯隊 長で あつた 旧 中 ま相厦 


化 中 上け じ。 

外或團 協調 回復 

【甘 I 二日】 化を 外交 脚の 協調 巧 
が 一; 芳 巧を 化け 頻 b に 幹 鹿し 
て 房る ピ 0 

度 政 薰改ぶ 眼目 

〔甘 II 日) 婦人を 政け 未だを く 
男ぶ f の 理ま年 齡サ五 歳を か歲 
ごし、 本選 擧お制 絶 ホ 巧 街と 
にを 黨 け 選が 法の 改正 ホ かで 
あなどり 

を 中 か 列 式擧巧 

〔サ I 二日)； 甘 を 務ヶ巧 互 ニ 
み.|^ お で が專 の 飛巧機參 加 し 
を ザみ 騎 まを 巧 ふ。 

奉 熟み 提 がが 列 

【せ' 二日^ 秩父お 御 婚儀 當巧巧 
を 靑年ー 曾々 員 ニ 巧ん な 提灯が 
巧を 體 す。 

輿 濡翁雪 寃麻賀 

三 ml j お 島 事 伴で 無罪 ごな 
たを 浦 勝 人 翁の 雪 寃爾賀 食 
はニ卡 W がま 京會 おで 疆 され 
み政黨 から 六 首 名の 政治を 速 
ぶ郝 」，' 元困肇 氏の 祝賀 横說が 
るつ た、 尙ほ 同氏の 民 ほ黨復 
お說 がを 力で あ 




イ J 一 


不 jS 產 取引所 案. 

【サミて 不動 產な引 巧 まは 不 
爾產梅 資總會 で 可み したが 實 
現を たは 餘巧 時日を 要せん か 

i 一 。 r 



ダグの 戴冠式 延期".- 英瓣海 
軍 输定に 回答 i 支那の 新關 
織な "". スミス 演說 i 英國內 
閣 改造せ ず‘ り大 飛行船 お發 

期 マド リツ ピ！ の 大火 i 張 

宗 島を 面 じ 蜂 i 風 蕾 地惡病 


{/ク 五ンナ 二十 理 H を】 一 か 
の 平民から ア 中/バニ ア典 か圖の 
大統領 どなら 更らじ 最近 國體を 
變更 して 王 風を 建設し 旨ら 國王 
となつ わ ゾグ皇 おの 戴 湿式は ホ 
るサ 八日を のて 盛大 じ擧 巧す る 
箸で ぁつたが 新觀 王は 最も 巌肅 
なる 觀を 式の 擧 巧を ホ 瘦 して 居 
るので 現 常備軍の 巧 五 千 入の 編 
成を をを たらしむ る 目的ょ b し 
て 戴冠式を ホ 年 五ち 頃まで 延期 
し 軍隊の 完成を 待 もて 最も 毕々 
しく 擧巧 する こ f じな つた、 拘 
ほ 國モが ィタ 9 — の皇 化を 皇后 
じ迦 へる ごの 風說 はかな b 有力 
ごな つて 居る。 

(ワシントン 二十 四 e を】 圃 
務長 宫ヶ曰 ツグ 巧は 大統領 ク] 
リツ デが と共に 英佛の 海軍 協を 
じ 伴 ふ 新 軍縮 會嶺 の勒 策に 隅し 
殺を 裡に祁 々懇 誤し つ-- ぁる も 
のぇ 如く アメリカな 府 ごして を 
式に をく 本 間 題じ關 しお 國 政府 
じ 向けて 画 答を 發 する 模様で を 
るが を府 どして は 爾國が 炼定し 
わご 搜 へらる i 1 巧觸級 0 下の 
小 補助 鑑 無制限 建造 まじ おして 
は斷乎 ごして 反掛 する とお じこ 
の 問題に 就て 英撼 巧國の 立瘍を 
ょら 明白 どす る やぅ 要求す るで 
あらぅ ご 0 

〔上が 二十 四 U 發】 支挪 政府 
の新關 秘法は 多み ホ 年 一巧 一 H 
をな て宫施 期に 入るべく をの 內 
容はホ だが がして 居ない が 器が 


類に 街して 一割、 煙を 類 じ お、 し 
て 六 割 五を を 巧 巧ら しい。 

。モンタナが ヘンナ 二十四日 
發】 ほま黨 大統領 煩補ヌ ミス 
氏は 今夕 當 地の 政談 溃說 じがて 
共 巧黨巧 顧の 油田 不正事件を 穩 
的 どし- フ！ ゲァ！ 氏が この 廢欧 
內閣じ 列して 不正 事實の 曝露に 
何等 努力し なかつ ゎ無資 なな 巧 
動を ホ 難した。 

〔。ン ドン 二十 巧 目發】 ボ ー 
八 ド ウネ ン巧閣 の 巧 巧 大臣で あ 
るバ ー クン ヘッド 卿は 近 （な 巧 
よ 6 引退して 實 業を じ投ず ベく 
巧 狂しを の 旨 首相 じ傳 へて 辭表 j 


閱._ に 心メ 9 々投資を 側の 觀吿を 
容 ；取 で跋 ひは ユジ ブト じあき 耐 
暑 張 為 じ從 事すべく ァプブ 力の 
お着-心 ？ は ホ だ 確まして 居なぃ。 

户マ平 リッ ドニ 十一 二日 養】 ス 
イ ー 和 ンの大 劇場で 常に 忌 物 人 
のを； いこ どで ちぶな ナクで ダ デ 
ゴ劇 I 巧は 今タ関 演 中 じ 舞 毫襄ょ 
ろ酱 . k し觀 をも赏 初の 程は 左程 
氣 じ^ら 留めな かつ わがみの 手が 
大 J くなる に 連れて 屬 おし 混热 
お 辟： つた 結裝劇 法は を燒 したが 
_ 一の 综 ぎで 即死した ちの 中の 十 
五 人の 巧 愁が發 見され 負傷を は 
二な 乂じ 達すべ （正確なる 巧 傷 
!數 も 求 だ お 然して 居なぃ。 

c / 奚こ主 百發〕 バグ ピン 
'でぶ 力から 軍人に U ら一 時化 じ 
ー矿 もぃた 前山 東を 督辨張 昌お將 
.取が 國民軍 ご-戦を 試ぃ ベく ニ 
十 巧 人の 妻 ど 別れを 吿げて 巧 名 
じ！？ つたが 張 軍 最後の 頑張ち も 
巧^ず 遂に 部下の 軍隊は 投降す 
るで ま b し 爲め將 軍は をが 政治 


I す 零を つたが 昔 《 I 一哲 失脚して 下野した が 同時 じ 

ド 卿の 辭 職は ホ 年 六月 即も總 選 
擧 おまで 延期した 替を式 じ報吿 
しわ、 卿の 辞職 說 はみ 相 チヤ. ン 
バ ーンン をの 解 贼說ど おじ 政を 


の 注目を 惹 きつ i ぁつたが 選擧 
前 じ 內觸の 勘搖は 面な （ないど 一' 
いふ 理由ょ ちして 思 化つ たもの 
ご 見られて 居る。 

〔ベ片 リン 二十四日 發】 靈じ 
處女 飛行で 美事に 成功し 近く 先 
づ太西 巧を 橫斷 して 化 ホ 一周 齋 
巧の 途じ 就くべき ユ ー ゴ •玉ッ 一 
クナー 博 ± の 大型 飛け 船ゼ 9 ン 
伯號 はを 巧 十月 十日な 前には お 
發 のを じ 就く 善で 準備を 急ぎっ 
つみる もの I か （おを 期を 早 ホ 
たのは 設計の 方が 0外 じ 早 < 進 


巧した 爲 めで ぁつて 博 ± は 出を 一慘 化は 言語 じ おして 居*^ 

• ■ 1 ■ I. I! • 


ホみ 人の 妻 もを 愤を盡 かして 立 
去-' 一た 者が タ （僅か 八 人 だけが 
殘 つて 居る £。 ' 

(ポ ート. 9 コニ 十一 ニ H を】 囊 
じぶ 腿 風 じ 襲 はれた 後 水害を 藻 
つじ ポ ー トリ n 群島は 目下 戒嚴 
み 下 ご 岡 様の 狀 態に あちて ホ 十 
を 社は 頻らに 罹災 人の 救 濟じ從 
事飞て 居る が 食糧 品は ホ 十 宇 化 
の 巧 動で & おはな いげれ 共 速 H 
の!' 南で ィンフ^ 玉ン デが 流行し 
惠 者は 無慮-巧 五 千 人 じ 達し 病 
巧す る者續 おする 爲 め宫憲 はこ 
れじ 向っ て 必死 じ 努力し 层天じ 
天幕 お院を 設けて 患者を 收 をし 
で 居る が あら じ マラリア 熱が 流 
朽 しつ} ある もの I かくを 民の 
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が 1 Wesi 115fhSM.Y.O. TeU 細 edraM4S8 


差な 乂過御 新 A 
上定 をけ な舊米 
げ價御 致 义の國 
まよ 注しみ 書に 
すら 文 ま 第籍て 
。割にす 敏ど發 
引對 n 速雜巧 
しし じ 誌せ 
てて 御は る 


巧が 

長畜 
神 文 ; jV 
'學 學陶 

ち ± 事 
上辆 
杉 撰 
純を 
雄 所 


通 年 あ A 
中聊囊 を 
るかし は 
も ホを シ 
の齒 米々 

ごの 旣ゴ 
信奉に 大 
じ 情甘學 
がに 四を 


え - 掛 々 A 
す 懇買通 
。切物 譯 

じ ◊◊ 

御 其 調 
取他杳 
扱 何 ◊ 
致: でを 
しも 渉 


Mi な Bi 綱 郎 F ほ h が 

巧 S4 Le; (. を 化 お ! ween 化 出 and 吕拙化 eek, 


楼敎語 興 ノ\婦 


F. MU 民 RAY 排 LL CO. inc, 
巧 TA 化 巧が 0 1 が 8 
Room が 4 。 6 巧 23 む oadway 
TeiJowling-8re がが 8 ?- がが 


Koike Studio 

730 F が 出 Ave- 
Cor. S^h St, 
Tel. Circle 4406 


JAPAN ART 5 了 UDIO 

824 け XlfiGTOrU 化. ん Y 
巧し 化 AZA 8837 


KE 民 民 在 MAYOR 

1023 Third Ave. 

Bel 即 & 61 お s. Telephone お g 押け 908 


会 お 人 本日 

巧專 靴型 小 

てし 張 お 員 巧！) 化に 毁ホ御 
がけ 屆日即 は 靴!) 取と 法寸 

を 小き*. 巧 ホき 巧. 足 ホき 巧 


類 計時 巧 寶屬を 貴 




しど 旨を と 切 親ぶ お 化 
蹄を なおる あ 用 信る 確 
别 持ぶ - • 物産 ± 御し 透 
すまし 致賣販 で價廉 

I 引 菊 ! 阳ま 力 ‘ 割 H 

! 

I Aoya だ 1 Co. 

1 が - 巧 7 化が nd ST. 

巧し BRYANT が 74 


な M 巧 化 L な RV ! 巧 

設髓整 燃經養 低廉 

Call-TRAFALGAR 8200 
FRANIC E. CAM 阳 ELL 

**The Funeral Church** Inc. 
(NON SECTARIAN) 

Broadway が 66 比 Street, N- Y. 



PH 化 巧 & 巧關 y 

3 Maiden Lane N, Y. 

て娜 冶傲激 を！ こがち 剛な 

類お寶 を 意新最 


號 十九 巧の 千 一を 


雜 输 M 納 


B 曜 水】 


日 六 廿巧乂 年 H 巧昭 


診察 

午を ニ 持ょ k ホ 時 
日 巧は 前め# 西ち 

ドク ト み 

高見 農彥 


JOIClo 至- OOC 否、 M . D . 

171 S 臺 si.f y 〇 rk 

lei. 置 さを をな 73 & ジ htiyler 1 云 装 

髮寞 午を ハ 時， 午後 化 時 
U 昭午 曲乂時 1 午を 巧 持 

ドクト^ 小 栗乘ま 


▼學友 聯合 晩營會 ▲ 

コロンビア 大ホ H 本ん 學友協 食 
ご 5 去. 13害 F Nelor こ. Y . 
(ぎす adhu を 占 70 で t . 岩) 

毎 巧 第二と 筋 四を 權 H お 六 時ょ 
ら當 大學皇 こち 量 一。 を 後 同舘巧 
あを じて 會 誤ず。 校の 內 巧を 問 
は 中、 ロ米學 ぶの ホ 壌を 乞 ふ。 


n 6 
t 

J 

3 3 
ぶむ 
A 扎 


■3 


ミ 

ri I - 
さけ 


も 

化 

d 

-わ 


^ ^ ; 會 

己 W 

札 做 


2 

ぉ 

h 化を 

■ I 

本 

a I 人 

零 


W 化 
邱 i 

J L 
e 巧 
ト 3 

T 

お 


; 管 

を 


諸を 會 

巧 巧說お (日) 八 持 

日 遇學校 ( H ) ニ 時半 

あ 庭樂會 (水) 八 巧 

祝 瞭禽せ わ) ん巧 
藝 1( さ 八 尚 

婦人 會 
讓 おを 

設 備 

あ 宿を、 楠 あを を^ 
话 叢闲旋 、その他； 
乂畢の お 相談 じ 巧 I 
じます。 I 

酱 集ぶ' 一 
日 巧 聖嘗诉 巧 正午 I 
お 脚を 夕と 時 竿 j 
隨巧說 を々 八 巧 i 
木 おが 饋をタ 八 時 I 
ち 居 及び 裁み 

午を ニ 巧- 
主巧讓 おを 又は _ 
み 新を タ八 時- 

秘會が も 
を 宿が、 旅 巧ち ま 巧！ 
巧* 人事 相談が、 巧 ま 
部、 威 業 周旋が、 巧 お， 
斑綻敎 巧のを 課を 鼓 一 
'けを 貫 及び ホを 目の' 
'巧を 計る 一 


ブり ー ドウで] 巧と 十を 
領事が 向 測 嘘 物と 0 五號室 


巧タ 




ぶ 


170 W 含 tlway _ N . Y - 巧す 
ジ L Co を ミ 氏 苦 37 是皆 


1 S 主 谷 基 

自 午前 丸 時 n 十二時 
良 午後】 時 n 寬時 

火昭 もが I 惭 み 時 

はへ キン^ — プア 

ン テ^— ン ヨン クプニ 

ック じお勸 


認— 

前約 願と 误 

ゴー子 か 大巧 
ド グトが 十 ブメ尹 シン 

醫學巧 ± 

吉 おお 彌 


該 察時閒 
午を 六 時！ 八 時 

江 見 S 锁 

引績 きべ ホ ビュ— 
病院 巧 勤 じが 右 時 
間が 义ぴ H 巧は 狗 
約 じ 限る 


齒科醫 ホ 旧榮吉 

S2 wst 1Q 置 St. Ne 三 ork 呈 
ジ 一 . Academ 二篇 9 
電話 アカ デミ！ ご 一八 六 九 


趙巧醫 

4 k 上 義人 

西 六十 五 了 目 一四 六を 地 
が 育を 因 旅が 巧 
電話 トラフ アグ ダ） ニ 五六 五 


洗 巧 
^ m 

&| 

"S W 

r 

U , 

h h . 

化れ 

eh 

なが 
化が 
坤 as . 
J 巧 


牧師を 崎 驚】 
醉事 粟野 巧 之 お 
諸！ を聲 

日曜 疆拜 午前 十一 時 

日曜 學校 午前 十 時 

臟浦日 11 キ をと 時' 半 

が 禱會水 疆タと 時半 
寄 宿 を 

泣展を 倫巧亞 迄を 
を 下 巧を 十五み を 
を 會か旨 じ 最適 

設備 圈書巧 誌を 曲 
を 褲娛樂 具簡ち タ 
堂 あち 

巧を 礎 業 周旋 旅を 
ま 巧を 靖事 袭賴ホ 


弊 巧は 實質 誠意 思 速 ホ義の 
基に 御 ± 產物 一 ぶ卸賣 値段 
で販賣 致します タ ホに 拘は 
らす 御用 命 仰 か 下さい ょ せ 
◎歓 ホを 種 時計。 廣時封 一 ま 
◎實石 貴を 屬 。銀製 器具 一 ま 
◎を 禪萬年 筆。 を 銀製の 筆 
◎蓄音器。 レ 3— ド 見本 陳列 
◎寫眞 器。 タィプラィタ— 
◎船 切将 。が 念 寫巧帖 檐端薄 


ホ哀ホ 化ノ巧 W * r y グ 二階 ニ 丸ニ區 

東京 丸 山 洋服 屬巧 


を お 十一 ニ 了 H 


6 一 


iS 化 1 

TQ S Hn 

0 -5 

K - 館-:! 
在 側 w 
0 む- s ’ 
な 4 

社 


和' 巧を 雜皆販 ぶ 
輸出入 稅醜 ，手が 
薄荷 物 運搬な S 

遠 藤 小刀 


I な 

こ 


I 

I 

細 

を 


紐 育を 命 保 險會社 

S 木宠吉 

韩保險 


ZO タ ぺ 0 け取 1 . 品 € 】ジ & 0 - ロロ 0 の 00 

51 0 ha 3 be? ジ：玄 ewY き koity. 
phos. Wor を 段を 

會姑ノ 方 こ 御 お ケノ巧 必 V 
额 ち好ノ お々 ピを話 巧な チ 申 
的々-^ 置 却 ド サイ 


▼空 ♦ ♦ 


制 鐵變療 

マ ツサ— ジ 、整 お 

醫 巧を 的 運 勘、 腸 
灌 注、 水 治、 光線 
々電 ち 治療、 其 化 
紐育撕 公慶 

フィ ジオン ラビ スト 

西が 幸 男 

日 耀外每 H 午前 化 
持？ 午を 九 時を 
お 話 前め 願上換 


な 育 州を 認 
巧 稼 省を 詳 
巧 巧 帝大哲 巧大を 
産婆 復習 巧 卒業 
元池邊 

產築 お本緣 


驗 眼が じ 眼鏡 調節 


穫お醫 木 下义市 


ゴ 0 去. ご ニ h S 1. 

ジ I . Mon — 二 班 7 


^ 齒科醫 

知 刪^ タ 年の 經驗を なて 


M 

端 Ir 

爆覺 

藍 逆 

D 


L ぶ 

兹 

献 


最新 ま巧學 手術 じ 
堪能 じて 信 巧 篤し 

U 旋满巧 低廉：；：：： 
日ぶ 人 諸を じは 特 
じ 了 寧 磯 切に をを 

診を 時間 (每 H ) 
午前 九 時 n 午後 

日 罹 午後 一時 迄 


クオ ラボ ラトリ！ 

電詣ァ 々グミー まち 

ド クタ 1 

U 曜 H 午を か 
7 互 sh 置 an す严， N . ご 
置. 一言さ 巧. さ 01 st .- St . 


.镇 

科 


診察 時閒 

午が •义時 1 十 時 
午を 六膊！ 八 時 

け W 小 栗 幹 H 

な 育 ホフ ブブ！ 病な 


- n 
み 6 

冶 




叫-^ 
:: W 



篇五巧 病院 巧な 

武市 コン バラン •： 

病院 巧 巧 


診察 時 削 

午後 一時 H 1 
午を と 時 H - 
巧知 皆を ± 


をが 比亞大 

作 ザ チン お 
曰 巧は かめ 


笠 井 洋服な 


膊巧 

洋服な 

巧 女 都 r 類の 御， 
用命 じ應 じます j 

リ アグ •シグ ク 

雜 下會祉 代理 巧 

時 田 信み 郎 


丸 山 洋服 蘭會 


洋服 調進 

.クリ 1 ニン グ * タ i 

ィング、 修鑄等 I 切 

ミカド 洋服 店 

松 本 保 
電站 ラィン ランダ 1 
六 八 一二 0 

診療 

午前 十 時 ょら 十二 
時、 午後 六 時 ょら 
八 時、 B 曠は 前約 
願 上 膜 

ドク ト少 

.山 ロニ 一之助 


科 學的揉 療治 
醫術的 ホ 操 

化 島覺丈 

西 五 巧と 番 
巧 一二 十八 T 目 

電話 ゴデ コム 

一四 义ムハ 


齒科馨 

►診察 時間 ▲ 

巧 日 (白昭 を 除く} 
午前 九 時よ b 
午後 五 時半 
水 喔午肪 九 時— 
午を 一が 


醫療 磯が お 巧 
運動を ホな 具 
貴を 慮 及 時計 

松 本 パシい 

ゴ八 フク ラプ 
ブ ニス ラク ブト 

を 巧販賣 修理 



自動車 P 職 謹|5'て 

懇 巧に 教授 叠巧巧 巧 日曜 も關校 
日本人へは 秋 山 氏專せ 敎授す 
量 皇 0 互 ミ Auta ぎ呂ニ 33》 ご罩 St . 

十五 年の 歷を ぁる 當 校は 多年の 
經驗ご 新 智識を 巧す る敎 師を聘 
し 自動車 
操縦 法 及 
び 運轉者 
の 修祷す 
べき お 要 
な 機縣韵 
智識を 短 
期間 じし 
て 最も 能， 
率 ある 徹_ 
を 的技觸 

を お 習し 鬼 お獲 絕を 保証し 磯 業 
ロを も 周旋し ます® 



をう 米 國婦ん 
日本ん への 英 
語敎授 じは タ 
年の 經驗 をを 

す 0 ーン ブス 

ンと 十五 化 
毎 H 朝 化 時ょ 
6 が 化 時を 巧 
時 にても 宜し 
n 曜日は 一 時 
ょ b 四時を 


I S 
ft h 
u お 
tt 8 


- - ニ- - 

Qu 

s 


成功の 秘熟 

ボ踐ま 英語を 語 t 事 
は 成功の 篤 一義です 
本校には H 本人 お 巧 
じ 慣れね 身 巧 婦入駭 
師 をら 醒勒じ 貪お溃 
信 文 社を 語を 敎が L 
ます。 H 踞遇 H 巧 じ 
午前 化 跨ょ b 午を 十 
時まで 麗按 L i レツ 
スンと 十五 她 r ,> 

今 a 烏 も-,」 ホ读ゎ 0 


も 

が 

一 

5 
n 

■ J ? 

6 
L 

5 

6 
2 


^每巧十’'けぉ巧 
證誌 LU 4- S 1 部十牠 
1057 Is こ ve . Ne ち さ rk を 


令替摇 令雜誌 ♦新聞 
総覺 室を 開 
執務 午前 丸 時ょ も 午を ぶ 時を 

經脊 日本人 會 


ブロ 

電 
巧 


- ドク ゴイ！ お. 


サ！ 夕 ホ 


005 

00 と！ 


稅 願事 終 

あげを 化幷 じを 阻を 
の輸お A ホ 法に 關す 
する 一 域の 御 諮 隅に 
應じ機 道激船 貨物 運 
貸 义ぉ帆 おお 銷モ繪 
書 等 進呈す。 まを 都 
ホに 化理 巧を々 し 誠 
寶政速 御 巧 命じ 應ホ 

が 纔お扱 


f あ 巧と ニ 10 

へ クシ ヤ i 

ビ八 デン グ巧 

ホ 池 寫眞舘 

電話 サ ー ク八 

四 四 0 ムハ 


H 本、 支那 寶で 毀荣 
術 お、 婦人 巧 曾統巧 
化 お 飾 お 

闕島 nr ァけ 

赢等お 術 お 修辖、 

首 飾 品、 スト 9 ング 
H 伞 服裁链 


尋れ入 

(鳥 お縣) 木 村薰信 (長 野縣) 获 
原ず A (同) 佐が 鎭雄 (鹿 島 
縣 } 中が を ニ (岡) 渡る 亲巧 (を 
京巿) 古澤 武之助 (か 歌 か縣) 
を藤甚 之を (熊 本縣) 巧が ホ 喜 
(か 歌 化縣) 鈴 木よ 藏 (おぉ 
縣) を 下 壽么ま (山 ロ縣) 徳お 
猪 一二が (を 良縣) が 島德 一二 

右のを じ 通知を 巧き 攘ち么 
巧衛 本人 若 （はか 人ょ b お 
化 巧が 通知 顧上娱 

紐 育箭國 総領事 舘 

165 Bidw 这 New ご rk {ミ 


稅關 事務 取扱 

wilLi 广妄ち U 0 . 

Roo 三 黄 ご Bid 去 ay - 呈 
Tel . Bowling - Gae ま 9804-5 -B 

^ かるた 

はも/ \ の 遊び 
方を 巧义 P •米 固 人 じ 能くれ かる 
やう 衞單 明瞭に 說明 しじ ものが 
巧 ホました。 內容 目み 進呈を し 
ます、 御覺 下さい。 

M KUWm ミ COJ 14 L 59 thsl . gy . 



日銀 帳 巧 ご 金利 

束ま特 《 十五 曰 巧 U 發巧 高は 
十一 億 九 千な 巧圓 じして 制限 外 
は 八 百巧圓 、貸 巧 高は と 億义千 
九 肯巧圆 じして 翌 8 物は 八 厘 五 
毛よ b 1 凝 一 厘、 热績モ おはか 
雁 五毛よ ち一錢 S 一席て ある 9 


お 超は 日 割减少 

巧 商務 書記官 報 堂 
〔二十 曰〕 八月 中の 貿易は 輸巧 
三 一億 八 千ち 方 弗 出超 一二 千 四 巧 巧 
弗 U して 前 月み じ 比し 輸出 ニな 
巧 弗な 加、 輸入 S 千万ち、 出超 
は 前 巧みの 約四劑 じ减少 せる が 
昨年 间月 がの 約 ホ 暗の 盛 况を示 
して 居る。 而 して 八ち 中 紐育輸 
乂あ 二重は 五十一 二方 五モ とな 四 
十 置 ャ ー ド、 絹 細 日本 產巧乂 巧 
と 千 ニ 巧 五十、 支那は 不明で ぁ 
るが、 相 驚 不變ホ おは 依然 閑散 
で わる。 

日本 不動 產輸會 

本紙 屡 報の 不動 產化引 所 案を 
可决 した 日本 不题產 蘇會は 不動 
をを 誠を 圓潑 じする ため 先づ化 
引 巧を 設廣 して 地を、 あ 保証を 
其 化な 引 じ 必要な 端 度を 確を せ 
ん 目的で 差當 b 法轉 改正の 必要 
なき 範鹽 じがて をを 的を 達する 
前提 ミして 會員 組觀で 生れた も 
の だ ど 0 一 


ボ キ ^ 夫人が I- 

個人展 覽會 開催. 

女流 彫刻家 どし アメリカの 
蟲擅 にも 知られて レる 营野お 川 
K の 夫人 ボーッ グ广ド •ボ キグ 
大人は ホる 十月 ニ R から 十六 日 
し 直 b 東 十 町 目の _ す 六 番地 じ 藤 
則 ドロー キン ゲ水 I 敕畫 等の 個人 
彼覽 會を懼 ずべ し 蘭 場 時間は キ 
な ニ 時から 十 時 j 一で であるが 邦 
< 同 巧き の參曾 4 斋留 する ご。 

邦人 勞働 间盟が 

舞麵の 生べ 主催 

巧 闕勞働 者 擁護 赖 盛の 目 本人 
文部では ホる 十 十九 H 午を 八 
崎 ミ 十 かょ b 東 巧 了 目 六十 六番 

地の マン、 ィツタ - •ラキ セぶ ム 

で舞鋪 ルタべ を 皿 ぞィく 入纔巧 
は 前お拂 ひなら だ 五十 化、 當 H 
木戸で ホめ る 向す はと 十五 仙で 
余 巧 も澤山 あるを。 

を留靑 を 巧な のが ホ 

目 本人 靑ザ會 

» 辛 害 h S こユ .夏 rk 号 i 
化粧 おおを 

五 眯藤會 

W i . ニ ih 巧 • 甲 ィ .ごヴ 
ぶ Stuyve 芭 ni W 三で 


金 離緩漫 r 待 も 

起債 交渉 U 來春頃 

金輸の 解禁は 明年の 下半期 頃 

巧 京特巧 二十四日 巧 《 政府は を慌 解禁 準 楠の】 策 どして 英米 
ホ 煤に て賣 出すべき 巧が のか 憤を 貝： トげ じ內 をして 居る が 右 外 
巧は 英米を 顯 おなが 緩漫 にむ るまで 見を すべく 結局 起 憤のを ホ 
は ホを 頃で あらう ご 期待され て 居る。 


枚府は 特別の 隙 害の おこらな 
い 限ら、 明年 貿易 轉換 期を 目標 
ごして、 を お出 出 解該斷 巧の 巧 
慮を した ご 巧 へられて ちる。 尤 
もを 麻の 眞 忘が おして 那邊 じな 
るかは 逆 賭すべからざる ものが 
あるか、 を 府；： •■ら びじ ロ 银が最 
あ慟や （を 解禁 問題 じ對 してち 
あを めぐらして ホた こごは 事實 
で、 H 银當巧 も 明年 下半期 頃 

解# みする こどが 絕對的 じ 
不可で ある VJ 見做ず べきき 經濟 
的 障 窜は發 見出 巧ない ご 見て 居 
る。 これを 詳言 すれに 解禁 じ腳 
おして 懸を さいて 巧た S 点、 邸 
も (第)) じ 日銀 述貨統 欄 力 じつ 
いては、 特別 觀 通じ 化っ て 放出 
されたち 額の 述貨 は、 ずで じを 
憤賣 出し や、 一般 貸出しの 巧 化 
じょつ て 六 割 ホは 日を じ 引上げ 
られ てし まつた めで あるから、 
統刺カ もまた 巧が の 緒 じついた 
で見られるし、 特細をのもの1 
殘が はさして 障害 じは ならない 
(第二} は 型か爲 替巧燒 0 ホ 償 じ 
绍 する 開きの 点で わるが、 これ 
も か 今の 四十 五 ドが をでは 魄き 
が 大き 過ぎる 先 巧き 上 仰ず る こ 
どは 確實 で、 もし 政 おが 解禁 時 
期を ヶ年 位な 前に 

聲明 するどす い 倍、 をの 
がの 爲替 相場 じ 現送 おから ザヶ 
年み S 利子を 控除した 点じを 化 
''、わけで、 今後 この 點を < まで 
昂騰ず る こごは 必や しも 聲 まれ 
ぬ こごでは U い (第 S ) は 解禁 直 
後 じ 起る であらぅ、 貨ん 流出 
湿 貨の收 縮、 これ じ 伴 ふみ 融の 
硬 塞、 不鼓氣 の磬ホ ごい ふ懸を 
であるが、 E 貨の涨 出額が 大ま 
かに 見て 一俊 圓乃ザ 一二 梭圓 ごし 
てら、 この 程 巧の 流 化は n 本 銀 
巧の な 挽 制 巧を の ものを 危 巧な 
らしめ る、 む 配け ない。 巧题 はを 
れじ伴 ふ 通貨 S 收縮 であるが、 


必要は ないど 見て 居る。 したが 
つて 麗ム どころ は 正貨 現送で あ 
るが、 正貨 現送は 保换や 輸送 能 
力の 關係上 一ヶ月 八百万 圓見當 
が 限度で、 これでは ニ 億圆の 

現送 じは ニヶ 年の 日子を 
要する こご じむる。 この 点を か 
巧 じする かどい ふ 問題が 遮き る 
が、 これは 現送す る 化 b じ 正貨 
をを 换準硝 から 除外して ィ！ ャ 
マー ク する ィ J いふ ホ 法が ある。 
をの ホ 法は 內地 爲替お 行成は 輸 
入 業者が ロ 度に 對 し、 を換 をを 
持这 めぶ 日銀は をれ だけの 化貨 
を 引渡す 化 6 じ 正貨 保管 證券を 


を 付す る。 そこで 巧替が 巧なら 
輸入を 者。 b は 正貨を 外 固が 巧 
あてじ 現送す る 代ち じ、 上記 正 
貨保營 證券を 送 照す る。 か 論 H 
をはを のか 國お巧 ごを め認 解を 
求めて 外齒銀 巧は 一定 限度 ま 
で 現送を をけ るべき はづの 正貨 
を H 银 じィ！ ヤ マ！ ク して 置く 
だけで 滿 足せし め も。 この ホ 法 
じょれば 

正貨 の 所 巧は 變らね W 、 
をれ だけのを 貨は徐 々じ 兌換 準 
備 から 陈 外される から、 內 地の 
通貨は だん/、 收 縮し、 現送 ご 
同樣の 効果が をる。 しかも 解禁 
後を のィ ー ヤマ ー ク さかてむ る 
正貨が おおしても、 をの 時には 
內 化のを 融 巧には 巧の 影響 もな 
く濟 いわけで ある。 なじ この ホ 
ホを 採れば 正貨 流 お豫想 おを ニ 
ヶ年も か i 0 て 現送し 終る まで 
をク 必要 もない £ してな 上の 論 
據 から 必ずしも 明年 中のを 解禁 
： が.- 个 可能 t ない 所 ' W をカ說 して 
音る。 


生糸 取引所の 設置は' 

現物 受渡しの 機關 でない 

原 商務 書記官が 斯業 者に 警告 


〔二十 ニ H お〕 がち 生糸 化 引 巧 
窮ニ遇 目 ホ 現は 取引高ら が當じ 
上ち 横 街 ボ填强 調に 蓮れ 値格漸 
騰 、五 弗 _ 五 •ホ 伽の 致 高を 唱へ 
化 然堅實 の 商狀を 示して 居る C 
本 ホ 化 引 巧は 賃買巧 もの 保陈掛 
繫 ぎの 機縣 ごして し rs 健を なる 
發 達は 永く 斯巧查 体の 巧 益を 進 
むぺ く、 がち 取引が も 化 3 意 ホ 
じがて 之を 善用し 其 機能を 發揮 
せし むる の 要 あち、 偶々 本 取引 
所の 新設 又 近く 神戶 取引所の 開 
設 は、 兩輕が 傷に 巧に 生糸 直輸 
入を 計 蕾す る ものを ませし いる 
の 結果を 馴致 すべさ も’ 之を 現 
物 取 渡の 機關 ごを て 巧 急 じあ 輸 
出入な 引を 開始 ザん こする 如き 
は 其の 結 ああ 惧 じたえ や、 殊に 
を ホが をの 巧替 性に めて 甚だし 
く府 限せられ 现巧巧 か. か兩固 
間に 幾多の 相違 ある 点に がて 一 
般注 蔥を暧 起がざる を 得 中。 化 
し 本 取引所 S 開設け 斯 巧を 年の 
懸案た る 一 お 格が 制を を 促進す 
る もの ピ思 はる、 も现 巧の 兩喊 


これもホしぉっ込んでち へ れば ~格かじ^的ほ帖違ず るぉタきを 
姐 货收端 こよって、 物 偕が でを j なで、 今後 充 みお 國當 業者 間の 


すれば、 輸入な 抑 へられ、 輸出 
は 巧 進す る 巧で わる わ ¢4 大馬 
からな て をれ ほで 怖む る 必要け 
G い。‘ I 化 日が の述貨 

統制 が 必要で わる ごい ふ 
一のは、 解禁を 正貨が 流出す る じ 
おはら 乎 兌換券が 收縮 せず、 物 
ー巧らまた々しも低をし^:*い £ い 
ふこ ごでは 曲る からで わつ て、 
正貨の 流 おが 化當 化る ことけ を 
■期して か、 るべき で わる 0 ただ 
.をの 流 お を 6 じ 急激に 狸る こ 
どけ 避け。 ければ ならぬ。 をの 
I 手段 こして は 

: (ィ」 解禁が じがめ 正 巧を 外國 
にが 送して 胜< を 
(".一外 廣銀巧 じ クレデ ットを 
鼓を する 审 

巧ず 段が あわ、 目 ドの ごこ ろ 
iH なごして は クレデ ツト設 をの 


協調を W て 共通 格 付の 制定を す 
すわる 機ホ駕 されて 居る。 


勞農 黨 復活 

首領 連 近く 渡米 

東京 特電 二十 五日 強 d 内務省 

の 塩 嚮が漸 がから ぃで 舊勞農 

黛の お 巧を 認可す るら しい。 

(ホな お) 窮 一巧の 結 黨準觸 
會の 解散を 命せられ て 0 ホ あ 生 
のた め 苦る しんで 居た 舊勞 農黨 
準 馈會は 巧た るべき 

政治 季節 までに 必中 新 
黨を 結成す る 目的を もつ て新勞 
農な 結成の み 体 的 力 針に つき 媛 
能した 結教 なの 聲明嚮 をを あす 
る ど！ もじが ぶの 順序は まづ九 
巧 五 後 侮 逊水懼 H じち 京に 
おいては 幹を 會を閒 き 乂巧中 じ 
網弼 政ぶ 化 約 等の 風 案を がぶ し 


たる 上 地方 ま 部は 

該 原案を 討議の 上意 駐 

を提 おし、 しかるの ち 東京 じ わ 
ぃてを が 縣化表 离會議 を 開き 創 
ホ 大會へ わ 巧を 的處 案を つくつ 
たぅへ 十一、 二月のを にを 勵化 
ま 者を まねいて 結成す る こど、 
し、 まじを ホよ b の 懸案で をる 
無 產を政 黨^大 を 同じ 對 しては 
お 勞農黨 の おおの 前後を 問は や 
をち じ 合 巧に 應 中る こど； し特 
じこの 大を閒 ホ義は 

無 產政黨 の 力を 雛す 

る 上 じは 不 '可 缺の紐 織。 b どし 
て 綱領の 中 じ も 明記す る豫 をに 
なる 寒を 生 ピ大を 同に 硬す るた 
めじは 舊 灣農黨 のい は ゆる 秘左 
的 或は 破壤 のま 義 ぉ避けて 大体 
無產 大衆 黨に 酪^せ るま義 じよ 
なせ 針が 明か じな つた。 尙ほ十 
1 巧巾_!^^大山郝ホ巧、 山ぶ宣， 
を 氏 (或は 水を 長 一二が を) はバヮ 

キ> サン ブラン シスコ、 バンク 
—バ t 等の 

巧 留巧人 勞働者 脚 化の 

招き じよつ て 渡米して を 化 じ 遊 
說 する 事に み定 した。 

新 黨お成 方針 じ關 する 聲 明は 
今や 我が 準 脯會の 組織は を國 
巧 じ 確を* ごれ 活潑 る活 勘を 
なし 得る じ 至 b 結 篤への 機運 
は 日々 じ 熱しつ、 ある 巧 等は 
こ t じよ b も 体 的な 準 瞄を進 
め 今年 十 j 、 ニり の 交 巧黨の 
創な を 期ず。 

增發 公債 慘 落ず 

まま 特電 十五 日發 H 增發 論の 
ためを 償慘 をし 减債 おを 活用 か 

麵の 收獲增 加ず 

束 ま 特電 十五 日發 N この 春の 
巧收谴 凹 千化杠 五十 五 巧 ニ 千 貫 
この 僧 格 一二 憶 千 五 巧 一二 十九 巧 一二 
「千圓 で 収獲、 懼 格み にち 加した 
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御菓子 舖 

名物 巧 蟹 頭、 篇 餅、 が ホ羹- 
賛澤 一社、 甘納豆、 其 他を 輝 
煎餅 卸小資 。のし 餅け 前日に 御 
注文を 它 ふ。 H 本 食 巧 品 及び 雜 
誌 等 も あ もます 
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煎餅 卸、 小賣 
を 腐 油 鶏 
日本 食料品 一切 

wsa ご S 巧 Hicc OElk 度广 0 • 

基 5 ゴ互 Ave ‘_ 

ぎ芸 ia 篇 1》 

住み 必 地ょ き淸 潔なる を 

御 下宿 松が 巧 か 

養 L さ 忌 ton す e . 

Te 三 shl ぎ d さ泛 


木 田 ル— ミン グ 
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巧 後日、 賢所 大前 

千 化の 御契嚴 かに 

秩 父を、 勢が 子姬御 結婚式 

今' ぞ巧 たろ、、 この 佳を 日 

.今が 一巧 卡八 M 剌許 みら せられた 巧 父 お 殿下 ' 化 ホが 巧 子 
姬ど S 御 婚儀は を 固に の ひ ミし < 御が^ 中トげ てゐた ミころ 
でめる が 納采の 御 儀は 化 巧の 如く ホる 十四日、 吿 則の 御 溝は 
二十 六 H 、 かくてい ょいょ 二十 八 n の 宵 H を ^^ -- > 、皆 中 賢 巧 
大 前 -— て 略い の 御 まを 擧げ させられる こご-」 御 ホ定相 成つ じ 
お 殿す の 御お瞄 a 明を 凹 十一 ニ 年を 巧 さいた 豊室 親族み の 親王 
御お婚 式が 制定され て 3 ホが めての 御路撥 ごて 一層み 患義深 
いも - 3 / ー拜 さる。 

わ！： 出度き 御 儀式 次第 

二日 間に 直る 盛大な 御 披露宴 


いょ * 御贿 がの 御 H が b も 
御 巧を じかが つたが、 これに 先 
だ も 下々 で 中ず お納 の 御 化を は 
せかれは せられ 4 。 をれ a 納采 
の 儀 ご 中し 旣報 S 通 b であるが 
當日秩 父 おみ 別 當山邊 かを 巧は 
段 下の 御替 V 度ん、 小 巧 川' 帖第 
み 天が み 松 半 子 蘭 邸に 赴き ' 

御 洋服 地 をの 御 結納 お 

を 贈られ、 子猜 がで';’ 赞 嫁の 銘 
刀 一口 ぉ 御返し ごして 殿下に が 
上 じな つた 吿视の 儀 d 比 巧 ニ 
t 八 U に 御 お婚の 贈を 巧は せら 
れる 山を 殿下から 给 潍モ姬 にお 
吿げ じなる が この 御 巧 も 山邊則 
當 がを 吐した かくて 御 婚儀 當 
H どなれぶ 殿 ドの み 巧を 奉じ 山 
邊別當 は 山 座 御用 掛を隨 へ 子爵 
邸に 至 b 攀津子 姫を 御迎へ 申ず 
ので あるが 化の ご どき 姬は 雜裝 
美々 し （山 座 御用 化 

陪乘の 幸を 巧た . 巧、 瞩 
路ニ棄 橋から 參內、 實巧大 前で 
いご も嚴 かじ、 モ R の 御 契 b を 
おばせられ る。 この 御 式には 皇 
族み 殿 t を 初め をら、 替 內颗、 
冀 任官 柯 夫人、 當を 别當其 他が 
I 愛 列 また 勢津 子姬ゴ か 前後して 
l 御參內の殿 F に t ^お綺殿で巧帶 
I じ 御な おあら 神前 じがて 掌 典 部 
員が 奉 化し お饌巧 進の 事 も相濟 
i み 化 條掌皿 ハ 長の 祝詞 奏上が ある 
ご、 殿下には あぶ’ 唐ぶ の大禮 
裝じ 改められた 势津子 姬ご御 巧 
じ贊 所の 外 蛾に 御着 座 御 巧禮じ 
ついで 殿下 - 

御を 文を 葵せられ、 を 

れが終 はらせら る、 を まつて 掌 
典恭 やし’、 神 盃シ殿 ド ど 姬じ進 
め 奉る。 この 時 長 梢の 御 瓶 子を 
執 C て 固めの 御盃事 じを 化する 
化 储掌典 長 こを は 皇太后 陛下の 
御 巧 君、 秩 父ち 殿 ドには 御 伯父 


君に 當た ，ザせられ、 まこ ごに 奇 
しき 御緣 -i ' ら 目を 巧き 株み であ 
る。 こ： たがて 秩父 {岛雍 仁 親で 
殿下 ご 同 お 势津子 殿下には 御が 
糖 御 退 下 ホ b 引つ づき 皇靈殿 神 
殿 じ 謁す ' 5 • 儀を 終らせら い、 こ 

こで^^ め 万 

儀装' 歎单じ 御同乘 、を 

城を おに お 町 御殿に 御を 入 遊に 
される み 豁^」 をはる が、 面 H な 
めて 巧び お 參內天 墓、 皇后 兩陛 
'个じ 御 おが 气赫 語、 懿替を 賜は 
る餓 見み 御 落； を 巧は せられ、 を 
ら に、 皇 太が 陛ドじ 朝見 i 御 儀 
を もつ て 御が^ の 諸 儀を 終 5 御 
婚儀 r - 巧いで 赤 瞬 離宮で 四、 五 


日に わた b 、 盛 乂。 

御 披露宴 .い 他され るは 

ずで ある。 しかして これに 先 だ 
ちを 式の 御 儀では なぃか 天皇、 
皇后、 皇太后-ニ 陛下 じ わかせら 
れて も、 御 婚儀 御 披露の 思な か 
ら文 巧な 官をあ 中豐明 殿に 召さ 
れ 陛下 出御 のん、 特別の 御缕 
宴を 張らせられる ホ も 承は る。 
また 秩 父ち 殿下、 同が 殿下 おを 
ろ ひで 御 成婚 御奉吿 のじめ 伊势 
神宮 並 じ 化を 桃 山、 献 傍、 タ摩 


日佛 競技の 接戰 

東を 特電 二十四日 發 M 大連 W 
H 佛 競技で 日本側よ 十八 お、 
フランス 侧と 十二 点 お得た。 

選手 權は 早大へ 

栗 京特書 二十四日 發 H 隅 田 川 
の 關お遲 手權レ ダッグ 比 冗を 
の幽 艇身の 差で 早稻刖 は慶應 
じ 瞬つ。 


のを 御陵への 御參拜 はが 巧 b 旬 
ご 承は る r- 

ゎ視品 献上 

內 外人の 歡 溢る 

秩 父ち 殿下の 指揮 遊ばされる 
麻 巧 第二 一 聯隊の i 部隊。 殿下の 
抑 結婚 奉腑 のた め 二十 四り 銀製 
花瓶を 献上した。 尙はホ 翻大統 
領クー リツ デ 氏は 記念 ア "バム 
を、 國務卿 ケ 0 グ 巧は 置 時計を 
勢 渾モ姬 一.- 贈ら、 東を が 住英國 
A U 銀製 燭 をを 殿下に 奉つ じ。 


千 五 巧 人を 滿 載して. 

盛沉ぉ 極みた 舟 遊 

.. .> 陸では 運動 會骄球 等 じん 氣 湧く 


お 報の 如く 営邢 日本人 會ホ權 
の ' ィド ソン 巧 化 ー遞會 はまる n 曜 
日絕 好の か 遊 をが 用して 擧 
巧され わが 一 - 
久々 ぶ b のか W でぁって 非常 
a 人氣を 呼び 刻の お 發隨题 
十 時には 旣じゴ 五 巧 人 余の 巧 
人ぶ び 巧人關 ぶの T メリク 人 
等が お 載され 般內は 身動き も 
出 ホむ いおの 盤 おを 星し を （ 
も舞踊は開おさ一^たが 
お 帆後數 をなら ず. てて 脇 本 氏が 
例のを 搔 ぁる 巧 會ぶ b で 齋藤総 
領事、 を 信 H 曾々 長、 風储 委員長 
等が 余興 棲で ホい つ f 南部 ホ 
人の 獨喝 、某ち 芯ザノ 落語 浪花節 
から 河 添 お ホ 底び § 1 ； • 澤 太夫 S 義 


動 競技で 先づ 婦人 連の 提な 競爭 
わら 大供 達の 二人 S 脚、 子供 連 
運の 風船 務 ま、 男女 泥ぶ の纔 
針 競を、 リン ー 等で 畴じ あど 
けない ず 供 達の 競 ホは 見物人 
の お腹の 巧を ょらした が 
一力 當 6 の 呼 物で ある 野球 競技 
は 靑年會 ど 海成鹽 じみれ 左の 陣 
をで 火花を 散らしれ。 

靑年爵 N 栗 旧 ニ 墨、 が 巧 中堅 
中 巧 ( 投 、捕 } 、 河 野 遊撃、 西 
旧 一 蟹、 出 中 {: 巧、 捕) 中 川を 
翼、 寺 旧 H 壁、 お赔 左翼、 お 
成 波 = 松 下 遊 蟹、 大を ニ藥、 
巧 添 投手、 S を！ ニ 量、 別 巧 中 
堅、 園 旧 捕手、 西が 左翼 一ず 
山 一 墨、. 河口 右翼 


太 ホ S それぞれ プログラム じ おどい ふ 顔觸れ でを つたが 審 制は 
つて 巧 はれて 非常な 巧采を 博し I 最初が 巧 旧 氏、 途中から 米 人べ 


をらじ舞踊じ移った：^* 

搭 ロの 人氣を ゆ， 八 だものは 巧 
ん < 云 つても h 權地 じがる 運 


ン ネット 氏 化つ たが、 この 目 泥 
成幽の 惨敗が 期待され たじ も關 
ら や’ 裝一间 目に ー擧五 點を容 


ニ 一つ 葉 葵の 浮 織の . 

莊重 けん 爛む唐 あ 

その 日み 勢 津子姬 の 御な 物 

御 疵儀當 H 贤巧乂 前の 儀に 跑 


ませら る、 脚が のが 父 宮殿： トじ 
は 畏< も御儉 索の おがから 御成 
年式の 巧 御 父大化 天皇から 賜は 
つた 菊花 御 紋章 散 L 乘 被の 御通 
を 戴かせ、 お 地 •し 莖揀 のが 樓僚 
ゐる 御束锁 おごを かじ 裝は せら 
れる .か、 このたびは 別 じ 御 新調 
なく 卸 成年 ホの 時 御 使用 遊ばさ 


れた御 ま 服を をの ま i 用 ひさせ 
ら る、 は 段き 秘みザ あ &。 一 ホ 
勢 津子姬 の 卸 儀 服は 灭皇 、皇后 
兩 陛下 かト のを 調 横 株な ど 巧 （ 
れ £ 。く 御必 をく だかれ 御言 葉 
添へ が あつた お 重 絲爛な 唐衣、 
置 ホ、 裳は まると 呂 じは 出が、 
御用 曲から 納入、 皇太后 踏 ドの 


御覚じ A れ眼 じしむ ばからの 茄 
黃 地に 龜甲 模様を 織 出し お 平を 
のをが S つ 葉 葵 もらし、 浮 織の 
掌 白 鮮やかな 唐 あの 下には ひわ 
を 地 じ 竹 だすき 薄な のがの 凡を 
淫 かせた が樣 ぁる お着、 薄紅 地 
に 雲々 潭を 配した 五 衣、 濃を 棲 
のげ あ、 幸 裴固地 殺め 單 、廣小 
釉 等に 紋紗の 裳を 着用され るが 
髮 はわす ベら かし 長 < を 色の 叙 
子ご必 葉を 飾 もどし 化 巧 梅に 鶴 
じ 雲形を をいた を泥燦 VJ して 目 
も 絞なん 樽 扇を 手 じ 神前 じ藝進 
される ので ある ご 承は る。 


れと 回目 巧ら じ 五 点を 得た る じ 
街し 靑年會 軍は 河 添 投手の 魔球 
じ惱 まさ C て 巧 巧 . I 巧に 利か や 
一回 旨 じ ニ 点、 四 回目 じ 点、 
六 回目に ニ 点、 八 回 じ 一ぶ を 入 
れ たる じ 化 b 

却て 混成 軍が 大勝を 陡し をれ 
ょりを 武を 連の 野球 競技 昭は 
あじ 見物人を 熱 巧 さすの 人氣 
を 呼んで 活氣を 星した。 

定刻 五 時に U も ご 陸上 のん 達は 
いづれ もお殘 惜し 相に 乗船して 
歸路じ 就いた が ダンス 室は 一段 
のじぎ やか さで 徽聲歡 語 わ，、 が 
如くな 化 ニ T 目の 校 橋で 散會し 
じが.’ これ 巧の 人出で ぁるに も 
閥らず 一人の 事故ち もかず 儘め 
て 秩序 整然 どして 日の か 遊を 
終つ じこ と は當事 者は 勿論' ー療 
船 曾 社 側で も 近頃 珍ら しい ごご 
である ど 頻 b じ 日本ん 會の當 事 
をじ對 して 威 嘆の 聲を 放つ て 居 
た ご。 


娘の 危隙 時化は 

十八 歳の 頃^ 

救世軍 調查發 あ. 

シヵゴの 救 化 軍で 六 ヶ月^ わ 
じ b ホ國 中西部 十一 渊の 娘に つ 
いて 調查 した 結 あじょ ると \ 娘 
の危隙 時化の 頂 ぉは 十八 歲 一」 い 
ふこ ごじ ；：：^ る。 調 杳の內 じが お 
生 巧を 生んだ 母親が 六 肯あ寸 ニ 一 
名ゐ もが、 をの やじは 
女 學生巧 十 名 あるが、 家瘦の 
おか 十九を 女中 ニな 十 西ぶ、 
女給 六十 一名 女工 一二 十ち あ、 
事 お 員 S 十 . 五を、 お 員 廿ニ名 
電話を 換手 十二を、 看護婦 十 
一名、 教師 九を、 洗濯 女ぶ 名 
大學ホ ど戲縫 女が をのを づ 1 
電氣を 手 ぉょび 美を 師 がを 一二 
名イ i 、 コック ニを 
などが ある。 この 內 十六 歲のも 
お 十 ホ 名、 十と 歲 がと 十二ぶ！！、 
+ 八歲巧 名、 十乂歲 八十と 4 ^、 
二十 歲と 十四を でめる。 また あ 
庭の 女の 數が 多い のは 性み を 育 
が孔雜 だからで、 コッタが 逢い 
のは 若い かみ コ ッグが ホい 組 あ 
て あり、. また 女中は 健全な 社會 
から 遠ぶ けられて ゐ るか 'k 誘惑 
Q 危 隙が ぞいので 、これらに 一 W 
つては、 家庭が をを でな く か'; へ 
つて 危險 である ど。 

'讀 をの コラム 
乂 日本ぶ 事件は 

照會 y 賴か 

K K 生 

♦ まる 十二 H 發 巧の 貴紙 第 H 
面 『見た 6 聞いたら』 內じ萬 朝 
報で 出版した 大日 本を の 巧衛ど 
題ず る 一項が 載つ て 居ました が 
最近の 巧 じ 依る £ ぁの 當時か 育 
じ ホて 五 千を ホの 豫約 前金を 巧 
取つ て歸 朝した 萬 朝の 理事 村 本 
邦 意を は 萬 朝を 辭し たさぅ であ 
b まず。 か 論 巧 本 巧が 辭 職した 
ごて 在留 间胞 中の S ラィ 人々 が 
信用して あれ ホけ のをを 出した 
『大目 本を J は 續篇が 出版され て 
本籍と 共に ホる のでし やぅ。 

♦しかし 化 月頃 巧 本 巧の ぶ 旅 
館 まへ 宛てた 通信 じ 化 b ます ご 
歸朝 後は 病氣 でかむ で 居た が是 
れ から 化 事に 掛 つて 今秋 自 をで 
本を 持つ てが 育に 巧る ご 書いて 
. あ-つた さう でず けれ 共 モウ 萬 朝 


を罷 めた ど あれば 夫れ も， テ じ 
はな b まずょ い 0 
♦おは 實 はが 育の 領事 ぐんの 
証明が ホ b 主した のでん 义夫だ 
考へ領 率さん の 顔を 立 < る ご 
云 ふの もず 傳 つて 豫約 しん もの 
です が、 巧 一 織篇が 出版 もさむ 
ねば セィ テ本篇 なち ども 裳い ロ 
いど 思 ひます から 領事さん じ此 
盡 力を 顧 ひ 日本へ 電 巧で 昭會し 
て 下さる 樣 運動し やう ど 巧へ て 
居ます。 領事さん じした あがい 
まの 旧 中內閲 のみ 核 大臣で あつ 
わ餘木 どか 云 ふ 人の 顆 孫から 出 
發 して 巧務 省から 手 傅つ て ヤン 
VJ 云 ふ 御 命み が あつた VJ ずれは 
仕 ホの ない 嘟 でしを う ^ ム .巧の 
專ら わらます から 窮朝 報, 大ま 
急掛 をつ て チヤン . ト きま h を 付 
けて 頂きたい のです C ソーテ 領 
事さん ごしての 自 をの 而 曰の ホ 
つ樣な こどに して 頂きたい。 
記者 曰ぐ 化 事件は 元巧拇 しが 
けられて 豫お をした あむれ 方 
の 賢愚の 聞 題です。) 倦 お 版 
物の 豫 約'」 な 巧 どを ふを 蜡格 
を 拂ム初 束を 承諾し k あなむ 
ホが 間違つ て 居る。 領窜館 だ 
とて 柯も證 明を 菌す签 が K い 
から 恐 ' X ( 紹 かおを 書いで 與 
へた ご 云 ふまでの こごで せう 
! 一々 ! • がかを 一 ^ た 巧き 掛り上 
本省を 通して み 成 行を S ベ 
て 賞 ひ豫約 者の 氏を が 倒 明し 
て 居なければ が 聞で 聲明 暑を 
出す 位の 責 巧は 確か じある £ 
信じます が、 所謂 纔篇ど 云 ふ 
のはが ホ お 巧を の傳 記の « な 
ッマ ラヌ ものです から ホが ょ 
b は モット 權隹の ある 旣に出 
版濟 みの 本篇の 方を 送れ ご 躁 
談 して 亮 をが ける のが 得. 凍で 
す 0 


讓 渡廣吿 

謀を 每 々御を 立じ預 b 誠に 難 
ち 厚 < 御 禮申上 候。 陳者 小生 
儀を ホょ ち經營 中の 岩 扭驟證 
をを 圆武巧 义治巧 じ讓ら 腰し 
侯 間 此段御 逆 知 中 上 候。 树ほ 
今後 も 相 變らず 觀を設 の おを 
願 io 

昭和 一二を 化 目-か 二日 
元 若 旧 旅黯ま 

江川 作 一 

讓受廣 を 

譲路 時下 あ 露 寂 滴の おを 泣 益 
益 御 淸祥め 段を お 上 候。 陳者 
小生 儀 桑 山 お會じ 在勤 中は 一 
ホ。 らぬ御 引 立に 預ら誠 じ 難 
有 御 厚 禮申上 涙。 今 巧 江川 巧 
一巧 經營の 岩 旧 旅館を 讓 りず 
'け 誠實 誠意 務めて 諸彥 の御満 
足を 相 計ら 巧 中 お 間 巧を 怡舊 
御眷 顧の お 偏に 願 上 候。 敬具 
昭が參 年 化巧サ 二日 ； 

武田 文治 


巧 開業 披露 

夏季 中 休業の 處巧關 業 化 依 間 
おな 負 願 上 憤 

菓子 舖高橋 松風 軒 


御 下宿 喜樂 

元 黒 お 旅館を 良を 歲 
184 宝 單 st . Jr—ynJJ 
Te 三 ria 品 le 岩 ニ 


MORIMURA 邮 OSi Inc .， 

巧 - 巧 - 57 化 23 rd 化， 

New York City 
Tei. Gramercy 3850 


THE FUJIMOTO 
な即 RITIES 邮 . ， ING. 

巧 Q 呂 roa お 巧 , H. Y. Ci お 
Tel. Rector 2416-3339 


THE 目 ANK OF CHOSEN 

Room 巧 巧 165 目 削 おが， も Y. 
Phon もむ r 邮 ndi お 83 


T 貼 如 (!) け omo Baiik, Ltd. 

が W YORK が EfjOY 
Ramn が 4 
1 が Bnjadwajf 
Td , 的 加 Kr 7444 *7445 


The Yokohama 

Sj) が お 貼 化 , L 化 

輔 R 的 r, 別 お t 組 s お d 苦 
120 も 03 お 3 ん も Y. 

巧 日 ne R 巧 tor 巧が 


JaiyoTra(iingGo.,l 邮 . 

i ImpoHeirs & Export が S 

I 101 Fifth Ave,, N. Y. 

I Tcl. Aigo 叫 uin お 化 5 
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Mitcheu Designing ScJiool, 

15 We が 37 比 St., New York 
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大 阪廊 鑛會 が 

2637-8 WfliTEHaL BUILDING 

17 BAnE が 化が E が W 巧 81 {むけ 
PHONE 抓が Li 脂 GRE 巧 63 が お _ 


MOGI, MOMONOI, | Nippon 
company, Inc. 

105 -E. 1 目 化 化 I lU. 

Tei. が uy 化 sant 8595 - も 7 


Dry Goods Co, 
1261 Broadway, City. 
Cor. 31 st 化 

Tel. Pennsylvania 巧 目 0-51 
Room 4 巧 


邮 r バ巧 ding Oo. 
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拍が(1|13か1&0〇. 
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け 1 - 1 が Rf 化む e.i 
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じ 〇じ 9th St and Broadway 

Guidle，s 0 が ice 

a 打 d Shoppi 打咨 Service 

Mrs. Ed 化 h Humpiu’ey 

Special Japanese Guide 


File Banket Taiwan, Ltd. 

お 0 阳 5 巧 

Sennenstm in 巧が 巧 で uilding 
巧 5 8 な adw 巧 , K. Y. 

おしむ がが が 7 巧 2 - 33-34 


— ICANADIAN PAUFIG ト 

NEW YO 民 K OFFICE 

344 Madison Avenue 

Te!epho 凸 e. Murray H ミ II 4000 

♦ 間 日 十を 本日 ♦ 

♦ 間 H 四十を 邪 支 ♦ 

路航短 最の洋 平 太 


WAUER & FL0RI0 

CUSTOM TAILORS 

20 DEY ST., NEW YORK 
Near Church St. 
TELCORTLANDT7^7-7^8 



男女 及 小苑の 

あ 服 類の 意匠 案 化 
截 方、 型の がり 方を 
習 ひなさい 


N . Y . K . LINE 

社 會船郵 本日 

NEW YORK OFFICE ； 

8-10 Bridge St. TEL. BOWLING GREEN 2262 
San Fran が SCO 0 だ ice: Los Ari が! が Office: 知 aUle Of む 化： 

5 な Market St. ぶ Itmore Hotel Arcade Coiman Bldgr. First Av も 

Chicagro Office: 100 W. Monroe St. 
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、資本を 意億圓 (を お拂这 巧) 

、橫击 を 一億 ニ 巧 冗 十萬圓 
內化本 支店 U 横演 {本 巧) 東京 乂 皮 
神 おを 贼下 巧を 古屋 

橫濱ぶ 金銀 巧— 支 巧 

乂團を 支が = 桑 港 お 巧 ホ 巧 巧を 
な 化 化 おを 困 重を 都市 ニち 巧及コ グレ 
スな之 侯 


本 巧 大阪化 漬五了 目 
お 育支庙 が育ブ tt I ドウで ー 巧 四十 九を 

鱗 巧ぶ 銀 巧 

日 ぉ .： T (東を、 橫淺 "名み 屋 、を 都、 神戶 
を 尾ノ 道、 蹲 島、 吳 、柳 ホ、 下ノ骗 
地支庙 (門 司ぶ 倉、 若松、 博ち 乂留乂 ミ 

本國 預金、 鄕里 送を 等は 棵め 
て 御 巧が 进速じ 御 化 披巧中 お 

L ttln — ’ ■ mitll • mi. i I I ■ : I ; HI 


本 巧 朝鮮 京が 

ま 店 お 張 所は 目本內 化の 樞 要が 市、 朝 括 
滿辦 、支那のを 地 及び 浦 塘巧德 

朝 鱗 艱巧紐 育 出張所 

外 國爲替 一般 銀 巧を 巧 焼々 御 巧 巧 じ 取扱 可 
申 上 お 


藤本 證券 會な 

一般を 憎疆 巧ノ贸 買、 引を、 慕 集 
▲金融、 ホ-一之 ニ 挪スグ 一切 ノ莱巧 

雜賦勝 本 ビル si— 銀 巧 

紐 育 お 張 所 


陶堀 叢、 雑貨 卸 巧 

蘇が ブう ダ^ -- ス 


巧 皆 陶破渡 

ドライ グ ズ卸資 

太洋 貿易 S 會な 

ま 巧. ボ被 古、 ポストン' 


も 貝 ♦紳 ± 向# 革、 な 金 

を 

慮 

寶 

巧 

巧 ♦金銀 製 金具 附 各種 


十月 號 到着 

講談 俱樂部 一 
文 藝俱樂 部 
キ ン ダ 
當 ± 

其 他 


卡 校は 創立 W ホ 五十 年 《 上の 
歷 おを をし 巧 女ぶ び小兒 いお 
眼 類の 截 方、 縫 方 一切 度び 着 
物のを 身ピ 等を 紙型を 巧つ て 
A 々々じ 實際 的に 親切 じ敎 
视 致して 居 b ます 巧 得する じ 
け 極 （容易で 而 かも 適 好の 職 
嫩で收 入の 多い 事は 申す を も 
も b ません 晝巧両 科 あ b まし 
て 條か等 も 都を をく 出 巧て 居 
ちます り 


棘 育 東京 簡會 

140 W. 雲ぞ N. ご. 
Te 二 立 立 Igar B 愚 


ラム プ 及び シル クン 五— ド 

製を 元§ 手 錄商會 

Y ， HETSC 巧 > 0〇. 

1 巧 Vsst 2 を h St ., N J .置 y , す L ミ elsea ちゴ 
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ま 本を 
拂込巧 資本を 
お 立を 


まほ 巧 
丄ハ千 一二な 五十ち 阻 



能 船 ご 一井 銀行 f 支店 

本店を 巧 ホ 日 ネ巧區 本 革 法 町 五番 化一號 
ま 巧 小 お 日本 橋を 內 (1 
名 古 崖を 都大 お巧奚 ち神戶 
廣島 下熙門 巧 若松 巧 岡 長 巧 
上がが あを 買 巧 氷 


な 出入 巧替 •電信を を’ ホ 送を' 旅行 信用 狀 
巧 乗 信用が 其 化 一般を 巧 ま 

人餅航 S 菱銀巧 # ま 巧 

お 里 送を" 日本が 地 無キ较 巧？ 巧 速な 巧 
本店 巧を (定巧 通知 ノニ 補) 御 便利 取 巧 
本 支 巧を 巧 (本 巧〕、 大阪 、辩 ロ" 京都 
所が 地名 古屋 、みお、 上 お、 衔を 


シア. ルお軌 (午前 十 時) 
をら び や 見 卡巧十 H 
ぁら ばま乂 十一ち 五日 

るん でんみ (坡渚 お觀) 十 巧 甘 八 目 
ザ！ 等 樓濱】 丸显乘 

化しが タず 丸る ム でん もは】 あを 藤 
▼ニ 一等 日本 がをお 雜 ■客室 おな 造 家族 室多孩 
N 1 兼 望に 保リ 一等 割 おを 復巧 巧勞行 致巧淚 

ロスアンゼルス お 帆 (午後 S 時) 

一 まじら か .十宣 二日 
\ もんて びでお 乂 十二 巧十自 

► I 一 津橫濱 ニ 一二 0 巧 化は わい 丸 i にらみ 一を 巧 
►を 机 一二 等 日本 巧 五十 か 邦 VH 等 日本 行 五十 五 巧 
►で 港羅が 巧激車 切符 度奎 を 購入 御 韓旋化 4 お 
▼結' 育 線 パナマ 楠 お 目 本 支那 巧 段物 船 巧 一 画- 


々勉强 巧 仕 御 引 立願 上 候 

陶 艦器雜 貨卸賣 

春 巧廊會 


日 斗陶媪 黑雜貨 頰卸賣 

^ 井元 ブうザ 1 ス 


B 本陶慰 器雜貨 

ラん プ卸賣 

を奈良 貿易商 會 


H 本 お 服 反物 キモ 


ノ 


テ！ ブルク ロ i ス類 

? ぶ雜貨 卸商 

藉目本 ドライ グ 1 ツ商會 

特削^^^憤で大勉强新ホゎはを巧の巧を 


な 本陶黑 雑貨 
ドライ グ ブ 卸販賣 


II 


巧 木 桃 ホ 組 


ワナメ ー 力 ー の特を 

H 本ん の お 買物には 特別 掛 員を 置き 無 
巧で 御 案 巧を 巧 電話 又は お 手紙が 第 御 
訪閒！ て 御 便を を 計ち がめ ての お 方に 
對 しては 特に 注意 致します から 是非 お 
立 寄 6 願 ひ 升、 巿巧 配達は 勿論 H 本 其 
他を 地 おの お 荷物 あ 送は 當 方で 致し 升 

レ. ヨン ワナメ 1 力 I 


ミツ チェル デ ザイニ A グスク ール 


▼郷里を を 及び 化 送を {無手 巧 巧) > か！！ 
巧を 賣 買、 荷お替 取な 巧 立、 宿 用れ# 
巧 ま】 投を巧 策 お 巧 巧 巧 じ 取 巧 可 化 侯 

S 臺灣銀 巧 替ぉ張 所 

本店 事 潰 辜 化 

支な 東を、 横な、 大巧、# 戶 、上 巧、 巧 
ロ、 福挪 、厦門、 袖 巧を 巧 巧 文、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン： ハタ ピヤ、 を R 

々グ 々ッタ 、悔 を、 其 か 韋巧十 巧ケ巧 


晚香坡 每ニ遇 一回 出帆 

A エム ブレス 亞細亞 三 《•五 00 巧】 

• 十 巧 十一 目 

▲ゴム プレス 加奈太 (ー另 •爱 0 唯) 

十一 弓 j H 

▲エム プレス 露 西亞三 ホ、 き 0 嚼】 

十一 巧 十 セ 日 

▲ ェ ム プレス 亞細亞 0 男 互 呂喷) 

す 頁 一日 

一等、 二等、 一二 等 あび 下等 客 設備 
最大、 善美、 最快 ホの 東が が 巧 船 


ハイ ホラな 紳± は 

化 立 服を 召し まず 

夫れ は 宜く身 じを ひ、 是巧 けけ をく、 そ 
してが 巧を ょら も 長 持 もずる 事を 知つ て 
るかる です。 弊 巧は タ數 H 米紳+ の狗用 
を 承 《て 屠ます。 

り 化廣吿 じて 卸 ホ 店の 方 じけ 

六み 割引 致します n 
御 注 ホのを 柯じ係 はらず 兎 もち 一度 ホて 
見て 下さい 

ヴ + ルカ— エンド フロ リオが 服 巧 


片桐 スペシャル 


西泮 料理法 大全 五 •00 
佛蘭面 料理を 書 ご Too 
家庭料理 一盖 0 


ザ 桐 兄弟 商會^ 


懸賞 募集_- 

ホの 素を 巧ゐた 洋食 抑巧疆 
の 作 も ホを 募集し まず 

. 1 、 成るべく 日常の 御 食膳 一 じ 
ふさは しい 材料を えらび 
しかも 實際御 研 兜に ょ f る 

レ シピ！ 0 一 

ニ、 ホの 素の 新規 應 用に 就い 
て廣 （米 人の 趣向 じ も 適 

したる レ シピ ■ ; 

A 撰者が 之 素 本 縮 料理 硏を所 I 
紐 育 出張 _員| 


么 賞を 
一等 
二等 
一二 等 
四 等 


を' 五十 弗 
を 二十で 弗 
を 十 巧 

ホの 素 瓶 入 . 
一個 宛 


ニ A 
五 A 

一 

殘 全部 


A 規定 
締切 
發表 


昭和 一二 年 十一月 一ぶ 

同 そ 頁 ニ：； 

本 巧を 0 てを 表し 同 おじ 實 
をを 贈呈し ま 乎。 

原稿 英义 邦文み 御隨意 
一人 じがき 巧 理法の 數に制 
限を 設けません。 - 

宛名 桑 山巧會 

味の素 懸賞 巧 一、 

住 巧 姓名 御明 記の 事、 I お 
稿は 一切 御 返戻-^ ませ」 J - 

が 育 新報 
り 米 時報 


A 後援 


ホの 素 特賣店 一 

桑 山商會 

114 EAST 芸 th ST : N . ご. 

さ呈 e . す堪 ni W こ 3- 吉 巧 


東京 商 會特吿 


日本 题船會 社 (お ニを 教道會 社) 

化 禪巧片 桐 兄弟 藏會 

お 車、 乘紙切 巧 ホ じか 巧 物 運送 御 便利 じな 扱审 します 


小 賣店义 は ホ ー 八 • 
pulsar 七， 作 店に 働き 度し 


Ogat タ 9 W . ま thst ; 
ヴ吾 h ミ e Cl ミ ck さ こ 2 を 


大 室、 ッィン ベッド 
W 1 ランニング クオ ー タ 

! 、淸潔 ホ ー ムラ イクを 運 至便 
草 ミ chman , 这0 W . ニ7さ si -- 音 S 

ぎ 7 だ 2 Bradhurst 


綺麗に裝飾した堂、 

H 本 紳丰」 貸しを 

設備 完全、 左へ 御 おで 下さ b 
Mrs . Water こ 4 W . ニ臺 St . 


御 挨攒' 

九月】 円 ょらを 年經驗 みん る 
脑巧 きの 日本人 職人を 雇ジ乂 
れる事 じな b ました、 就て は 
化れ 迄の 樣じ 御を 樣を 待たせ 
る樣の 事は 御座いませ や樹々 
勉强 致します から 相 變らト 御 
攝 負の 程を 願 上げます 

淸理髮 ぶ 

西 四十 HT 目な 爵 


吉本蔓 ニ郎巧 

急患の 爲め 去る 二十四日 午 
前 十 時 死去 被 致 おじ 付 乍 略 
義 B 紙上 同氏を 前 辱知 諸君 
じ 謹 吿仕候 

追て 葬儀は 巧 二十と H 午 
後 S 時 左記 葬儀社 じ 於て 
執 巧 可 致 候 (アマ ト リア 
巧 地下線 じて ホィト アベ 
ユウに 下車、 ィ ー スト 
ゲアじ 向ふ電 華に 乗 替へ广 
メィン 街に 下 革して 約 ザ 一 
巧の 磯 巧) 

F. T. 量 害 一呂. 

S 7 Astoria 呈を置 ミ ia, 广 L 

昭和 S 年 九月 ホみ 日 


ぶ 


人 


總 

化 


iBIa 


愛波 忠作 
長 谷川 卯を 衛 
水關 を 雄 
佐 伯 治 
橫內圓 ホ 
大越 他太邮 
淸水 雄ニ郞 
W ぶ 人 一同 


餐霞. 囊； 惹 


自他の 利益を 護ろ べき 【下】 

遺言書 作製の 必要 


紐 育 n 本人 會が 一般 同胞に 注意 


夫婦を の おを、 夫は 革を 
妻は 夫を 遺言 轨 巧を ごして 道 産 
管 巧を みを まなす るの が 普通の 
硏 でを るが、 若し 夫妻 孰れ かの 
一 ホが H 本 じ 居住す るなら ば、 
總 領事 又は 總 領事 代理を 管理を 
じ 化 頼して、 夫 又は 妻 じ 遺產の 
繼 承を なし 得る やう じして 賞 ふ 
のがょ ろしう 御座いまず (現を 
のみ じらぶ をれ を H 本じ傳 達し 
て货 へば 濟 みます) 然し 右 0外 
の藉 なは 夫れ— 巧 意の ゥィ グ 
を聲 いて 愚，、 こと。 巧し ボンド 
を臟わ 必要がない と 云 ふ 点を 書 
き 添える こご。 

遺言書の 作製には ぉ 育 州 
では 市民で も 日本人 でら 差 支な 
いい、 S 名の 証人 (ゥ キット ネ 
ス 心 か 必要で あらます。 但し 化 
一二 人は 本人 巧 じの 後、 利益を 得 
る やう 遺言書 じ 指を されて 居な 
い 人々 じ 限る のでず 。右は 大体 
遺言書 作製の 必要を おからせ し 
て 御注意を おいたみ 第で あるが' 
共濟部 どを 務郞ど 聯絡して 遺 域 

きを 期す る 為め 遺言書 作製 じ 
踊し 調を、 化 患を 望まる： 方は 
事務所へ 御中 おあらみ 第' 取調 
ベて 回答 もし 遊言酱 作製の 際 法 
雜 V 為 幹 疏の勞 をも敕 らます から 
御 盛 慮な.'‘ 御中 岀あ b たし S が 


ほ 化 機 食 じを 産 じ關聯 してな 意 
をと ひ 超き たきは 

保險金 ず か 人の 選定で あ 
b ます。 是れは 本人の 遣 ホが が 
験を のみの 場を は隨 意の 受取人 
を 設けて 痕 けばを 例 其 儘 受取人 
の 手 じ 渡る ので あ b ま f が、 受 
取 人が 『自身 J 又は 『エステ！ ト』 
どな づて 居る 場合は 遺言 執 巧を 
がを 化 人 ごな つて 夫れ'^ 處巧 
する こど じな ちまず から 化 点を 
明 齡だ誘 解して 慑く 必要が あら 
ます。 タ 

贤 金の谋 をは 夫婦 者で あ 
れば 巧者 孰れ かの 署名で 賠 をを 
引き出し 得る 樣に郵 使 局 巧 至 銀 
巧へ 屈け 巧て 潰けば 萬 一の 隙 班 
速 じ 現金を 受か も 得る 便利 かを 
らます し、 ホ國に 親子、 兄弟の 
化る 人は 矢 張 b 夫婦 者の 壤 合と 
同じ様に ま續 をして 磨けば 指を 
の 血族が 受取る 樣 じじれ るので 
す。 尙ほ がて 日本に 化る 血族 等 
じ 現金 遺産. V ® 扛じ ひご 云 ふ 人 
人は が 育に 支 巧 お 張 巧の ある 日 
本の 銀行 通 か 預金 i して 置けば 
緻锁 事が 遺言 執 巧者 どなる 壌を 
等捷 しず 續を 了才る J が 出來る 
ですから 是 いを# £ 承知に なつて 
置く 方が よろしう 御座います。 

昭か 一二 年 凡 且紐育 円本 人會 


御大 禮 奉祝 會 第二 回犧議 

M 賀表、 献納 お捧垂 奉祝 響 宴 
其 他の 具体案に 觸 する 協定 M 


曠 南の 御贿儀 でぁる 恶上陛 
下 即位の 御乂賴 もを々 五 旬 W 巧 
じ按 巧した ので 米 巧を 地に 化留 
する：：！ 胞は最 寄々々 にがて 稱々 
4:*るホ法じ议6奉祝の 誠窓 を披 
渡す る 協 蔑を 進め 居り 我がが 育 
- しても 巧 じ 化 計 蕾に 關 L 官は間 
の 息 見を 满 めつ i ゐ るが 去る 十 
と U 第一 巧 協 诚會を 隅き て 奉祝 
會紐涵 の 諮を 化し 更らじ 去る ニ 
十阳 H 午を 一二 时ょ b ザ 信奉 祝會 
好を、 出 島 總務部 技、 化 木财お 
部 お、 風 喊裝茲 部長、 离橋 陸軍 
巧を' 地 ま、 高木、 が 岡、 水が 
のを 發か委 貸 總橄事 能に 集を 巧 
らじ 具体案に 入 b 協讓を 遂げた 
* ン か、 

おおは お 旧が 軍 監督 あの 歸 が 
を 待 も菩巧 字句 等を 巧 兜して 
みぶ ずる i 

献納品に す おな 弗を 目標 ごし 
な留 同胞ょ b を I 弗 宛 巧 I じ 
艇 をし 献納が あ 簿を附 し、 總 
谢事 館を 經 てぶ 规の手 線を。 
ザべ （、献納 おの 選を は 最も 
盧を用 ひ 總務部 委員 じ 於て 先 
づ愼重 じ 協み 硏 兜の 上决 ぶす 
ベく、 第一 排育 H 本人に 闷め 
る もの、 第二な 义の n 本人 じ 
因め る もの、 第 I ニ 紐 育に 巧め 
る もの、 第 四 米國に 因め る も 
のを 順み 託衡 する； 

官 に 一向の ななけ 旣 巧の 如く 
十一月 十六 n (を 聰) を遽 をし 
大晚餐 を V - 閒く i 
W 上の 計窗 U ぶき 巧 格の お 巧を 
謀る 巧め 齋お總 領事を 名嚳 食を 


じ 推薦ず るを、 _ 新に 庶務 部を 置 
き 高 是豐る 巧を 郎長じ 推薦して 
献納 おじ 對 ずる 瞩を皆 宴 お 庵 
お勸誘 等の ホ 巧に 遺撼 なきを 期 
する i をす みし、 大 ホの ホ 針を 
だを せ 午後 巧 時 ザ散會 した。 


ホ メリ ツク號 にて 

巧 醇化 着 紐 

蜗 朝華府 じを く 

化 報 不戰な 約 締結 巧 堤 國を經 
て 華 巧 訪問が 化 命 V - 帶び本 口人 
难 のホメ 丈- ツク號 にて ホ 紐す る 
內田康 哉僖は 午後 上陸、 ホブ术 
プラザ じ I 泊 明朝の 汽車に て苹 
滿頓じ 載^ 國務 長官 グ 。ツグ 巧 
ど會 見ず る 常で をる ♦か 蒂府 よら 
は東鄕 一等 書記官 お 迎の爲 め が 
巧 着 紐した。 內曲 伯。 ホる 十 巧 
一日 巧び 巧が 同 巧は 日本 惧樂部 
及び H ホ 人會ま 催の 歓迎 晚餐會 
に 臨み 媒 をを 早めて 西 巧 グラン 
ド 力-一 ォ、 f 地方を 觀 光の 上 十 巧 
十 R 桑 港 出帆の コンヤ 化 じて 歸 
朝ず るを ご；：* るで あらう。 因に 
谷 一等 冀がを も 一巧 ご 共 じ 着が 


ま木寬 一二 郞巧 

急患で 央然の 逝 ま 
聲樂家 V して 過去 十駭 年間 硏 
巧を 重ね ク I ぁつじ 館 本 縣人吉 
本な 一二郎 氏は 急性 嘟 息の 接め お 
& 二十 よ 6 驛師の 診療を 仰 

午を 十 時 遂に アストリア じがて 
逝去した。 真 年 二 一十と 歲。 


大江 女史の 講話 

目下 滞が 中の 東京を 政學 院長 
大江 すみ子 女史け 當巿 西な 四十 
S 了 目 四百 五十 S を 基督 敎 修道 
會の化 囑じ應 じ 本 夕 八 時よ 6 
『おみの 責 巧』 なる 題 下 じ 一瘍の 
諾 話を 試む る； £ なつた ので 
般 同胞の 巧聽を 歓迎 するど。 

ホ 羽 雪 邦 巧 逝 < 

化 年 東部 ホ 固 地方 じな 住せる 
H 本書 家 ホ あ 雪が 氏は 關 東大 震 
災 0 ホ鄕里 長野縣 にがて 宿搁の 
中風を を 治療 中の 處 本を ぉ 京 池 
をに 於て 彩 筆を揮て 居た るか 八 
巧 初旬 よら 病勢 昂進し 遂に 同月 
二十 巧 日 午後 審 時半 逝ました。 

な 人 

•冷 牟巧淸 氏 朝鮮 銀 巧 紹育出 
張 所長、 今回 新 城 西 州 プレイン 

フキ 1.- が ド 巧サ！ ド •プレ 1 ス 
九 一四 蚕に 轉寓 電話は プレイン 
フキ^ ド S 八 二八 番 
♦東 義】 氏-夏季-一 ゥ 。ッ シエ 
八巿じ 在住の 住ぶ 銀 巧 ま 店長， 
まる 二十 一日よ b 巧 內ゥ五 スト 
ユン ド 街 六 八 0 番に歸 還 
♦吉巧 政治 氏 夏季 中 サゥンド 
ビ ー チ じ 假寓の S 菱 銀行 組 育 支 
店長、 今 過々 巧 巿內ゥ S マト • 
ユンド 街 化 0 五番 じ ー歸還 
•弗 上 豊ぉ氏 夫人 副領事 ホ 上 
豐み氏 夫人 ホに 慶事 ぁ 5 去る ニ 
十】 H 巧 子 巧 ホ 謙 ご 命名せ るが 
巧モ おに 極めて 健を 
•森 秀臣氏 米國 赤十字社 囑巧 
夏季 中 ペン 如 ホ 面 じならしが 化 
程歸単 ァイ 街 一ぶ こ 四 番じト 居 
さ 巧 賀雄氏 前羅府 新報 社員、 
古 偷比亞 じ 乂學の 爲め頃 H ホが 
♦貴 志 T 巧 巧が 証券 株式 會社 
紐 育 出張所 員、 天洋化 便じて を 
港經も 二十日 着な . 

♦巧 崎修 を 朝が 鐵道 巧參 事、 
去る 十八 H 歐洲 よら 着が 約 ~ ヶ 
巧滯 紐の 善 

雜乂森 I ニ巧學 生、 まる 十义 
= 歐洲 を經て 着が 約 ニク 年 費が 
じ 於て 硏學 の篱 ’ 
•を ぉ彌 一巧 農林 ぷ囑 巧、 ニ 

T " i 着 知 ヘンが ラン カスタ ！ じ 

八 ケ巧滯 なの 普 

参波邊 を 正 氏 遞信省 技師、 ニ 

十一 H 着が 十 巧 一 H 頃 西 巧歸朝 


店員 入用 

身体 强 健、 英語 堪能 じて 荫賣 
に經驗 ある 身許の 巧つ てる 人 
を遥ひ 度し、 委細は 左へ 

井上 金魚 巧 

第 六 巧 九 巧 十八番 


講鑛 

去る と 巧巧哇 じがけ る沉 太ず 
泮 婦人 會議 r 化を の 一人 どして 
出席せ る大江 すみ子 女を を聘し 
左の 如 < 講演 會相 開き 候 間 御 巧 
聽相成 度 化 段 巧 廣吿候 化 
-滿 題な おの 責巧 

東京 家政 學 院長 
大 なすみ 子女を 
时り 化ち 二十 六日 (水 幡) 
午後 八 時 

谣所 西】 四 111 T 目 四 五 H 

ま 偶 基督 敎 修道 會 

婦人 部 







VO しけ Jo. 1491 


巧 hr ぷな p な tt がを 巧 im で 巧 


SATUR 日が， な 化 MBER 巧け 巧 




LT 


ホ 


尊 ^ 」 使命.^ 栗して 
晴 H の歸 朝を 前に 巧 西 伯 語る 

H 化 W 年ぶ^に 海 か 心なが もた 自由の 像を 前_ 

わが 對ち跋 策は 誘 解され て 居る」 


人窮 いホ扣 おじ 巧 紀元を 淵-しわが 界的 不戟條 約の 調印 じ 使ず j 割る 所に 於て 改 がの 嬰路 から 歎 
ベく 逸く H 本から バリ） じ 赴いた を椎巧 m 康哉 伯は 旣報 のかく 
去な ニ 中； ハ U 午 巧人尴 しじ ホフ 中ト •一 スタ ー 織 3 ち 船が ー メリ 
ック 號で轉 L アィリ々 の锅资 ごして 滯 化ず ベく ト睹 した、 この 
U 段が ぷ よりは 特に お パ 化 表を 特派す る 外が 部ブ シン トンよ b 
ぶな 鄉 一等 當お官 が 火 巧 館を 化ぶ；、^ 邮 舘媒領 率よ bu 齋赔 
總做 事-わ 山餓啦 •か 新 閒記お 脚 S 】 わ ふ； おに 檢瘦 所の 沖を へ稅 
が ボート li 化 おしてを 惟 の 一 巧を ホ迎へ \ た。 


をて は 化 船 おご 姑 名 さむた も 
じ^も がれ 相ぃ* 哪 性を 巧び たみ 
旧み 赃の 拟貌 も、 昨今 U 视 かじ 
白髮 緒を 戴，、 好 爺々 どい ふ 格 巧 
で、 をを 5 旅の 疲れ か 稍 海せ た 
巧に をを けらむ る •かを むで も わ 
の 特 をめ わを 

眼 玉け 普を のま、 に元氣 

好く 姻 巧して 閒 はを I 徑 じばつ 
り ぼつち ご浩る 『今度の 巧 命は 
パリ ー じがる 个戦條 おの 調印に 
.お 巧を した のみでを る、 不戰條 


ホ 巧して^ る やぅに 頭の 上の 軍 
備 を撤焰 中ろ お..‘ ょ理な 境 じ 位し 
てがい* い & で ホら が-この 神の 
條 のじ 判 強が 欣然 ごして を 加し 
じこと ゴ哪 もこの 理想 じ 到 逢ず 
べき 第一 ホ ど-'' て岡慶 のを b じ 
堪へ 。いも わで わ L 、 旣じ驟 際 
聯巡 のかき 伞か 機銷ら 漸進的 じ 
をの 目 解に お化し、 國を ど國家 
の紛爭 おを 凶が 協力 一致して 解 
かしつ ュ あを がかき 正に 生きた 
敎訓 でもつ て、 不戰條 約の 締結 
じ 化 b . が國 がー 焰 やかの 裡じ 


ぁ b 宜っ 怠義 なぃ お出で！ ゎっ 
じ』 ど 曲 巧 化 欄に 富んで 巧か會 
潑當 時を 间 想して 威 慨じ堪 へな 
い 面 持を 示し 『ィ タリ ー では ム 
リニ 首 巧 じも會 見し ましたし 
シァでは なの 冉ぃ 友人で ぁる 
ニコ ラキ •レ ニン じを ひました』 
ど ホる ので どぅし わ譯 かご 訊ね 
る ご 『レ ニンは。 ッァぞ 命 常時 
のぶんで すが、 昨今 曰 シァの 神 
社 どなつ て 居る シ ニンの 遺骸を 
暫 所は 修捶 の爲め 閉鎖され て 居 
る 一;,、 旧 中 大使の 盡 力で 

一 — - ( 時' に 參詣を 許して 
吳れ たのです、 博物館 化 一 化で 是 
た レ ニン. の 顔は ぞぅ も 生前 じの 
て 居 かった が， がの 遺 厳を 前 
じして 生前 さなだら の 彼の 風貌 
じ 接しけ 思 ひを した、 彼の 遺 彼 
が僞 物で ある どかが々 ど 化 間の 
增もぜ じして 居る が、 增け遂 じ 
增で なは 彼の 遺 被 U 確か じ 生前 


迎 をず けたのは 偷 快で あつじ、 

巧に 聯瞄の 

總會 に-刈した こどは.； リ 
1 講か條 約 S 當時 外務 大 おを 拜 

命し 居 b 願際聯 盛の 創立に ら與 一一の レ ニンを の 人で わる こ VJ を 確 
つじ おとして は 非常に 愤 かで も一認 した』 く 語つ た。 

「今度の 了 タリ 力 訪問 じ 

いるいる V3 下馬評 

も ある やうでは あるが これは 


の 歓迎を じ 隙み、 十ち 十 H 出 化 
の コレア 化で 歸朝寸 る 萬で わる 


妨測 さいて 居る。 


もの 目的 a 齒際聯 毀に 等し （化 I 密接な 邸 孫を 結んだ-- £ は 人類 
ホの ホ か 確が の 化 進 ごい ふ 肖 的 j の 幸福 こずべき 所で あらろ、 

じ 向つ てがらに 第一 ホを 遊め な_ 


もので わつ て、 ァメリヵが 參加 
して 居る のみ。 ら や、 おら じこ 
れを 化が 的 どした 點 にがて おじ 
人類の 平 かお k じ •新紀元を 割し 
たらの ご 云，」 なければ じらな、 
勿論 今闽 の巧條 約には 蹤お 力が 
副つ て 居ない し、 議論を すれば 
補々 ご ホ 難ず る 餘化も あを であ 
らうが、 ム r りの 

世を は ホだ勞 農。 シアが 


隊 がる 盧 接曰ネ こア メリ 
力の 友殖觸 係に 物質的 U 餘惠は 
おへないかも知れないが、 0本 
が欣が こして これ じ參 加した 誠 
なは アィリ 力の 當巧も 深 （誌と 
して 居る ので あるから 日本 じ教 
する アメリカの 誤解 も 巧ぅ した 
お ホ 事 C ホ 解ず る ごい ふこ ごは 
殺く 共 巧 國の願 係を 親善に 導く 
階 程で めらなければ；； >ら ない』 
ど 語ら 


權利 上に 承認の 形 

アゾ リカ 政府 ご 南京 孜府 交渉 

ワシントン 二十 セ日發 = を 同 通信 祖が閣 務省當 局から 得た 
按道じ 依 八 ば r メリク 政が は 南を 政府 4|な て權巧 ホる 政府 ごし 
て 化に 承認して 吊るが この 電火ぃ J る 巧 風じ對 L 南を 政府ょ もし 
て耍 ホを をけ U い 限を がに これを 布吿 はし U いで あらぅ が、 國 
務 ち官ヶ U ッグ 氏は 或 ひは 化 < ホを 式 じ 本閒 題」 辭し 
政 巧の 化 あを 說明 する かも 知れね ご觀渊 されて 居る。 


メ 


時節柄 問題 じされて 居み . 

『國 民の 名に 於て 

ふ 一 かで を權 自身が 不敬罪 


*、」 


でぶ る ほ 颤脚體 から 吿訴 されて 

I 居る とい ふ おじ 對し 『不敬罪 ピ 

は 』 ミ巧 笑を 洩らしつ i 

この 閒 題は 旣じ 政府 じ 
於て 考究した こ.、」 で^ 
ぁり、 政府 じ 於て 誘 解 
を 邱ぐこ > こ でし 啼ぅ 
ごを くを 語らず 

調印式 に ァメブ 力の 閣務 


した もので 化 じ 河 等の 意 ホは な ~ 
いどな し 『調印式の 光廣は 活動 
寫眞 じら 撤をク わたが、 調即じ 
使用した を ペンの 重い のじは -I 


不驟條 約 ご新黨 

ま 京 特お廿 セ日豬 n が黨 クラ 
ブは ボ戰條 約に 顆 する 疑惑 来- 
が けど 政 巧-し 楷 化した。 


I 良官ケ "ツグ 巧が 被說 をし*' みか 調印 後は 時 H の 許す じ 化せて 濁 


つたのは ま 煤國で ホる フランス 
の 外 おゾブ アン 氏 じ 敬な を披礎 


寸面增 つじ』 ど 哄笑し、 r 慷 約の 


逸から イ タブ ー、 巧ら に ゼネゲ 
ア いら リンドンを 搜 遊した 力、 


パリ ー の調邱 までは アメリヵの 
國蒋 長官 ヶ 。ッグ 氏 も 非常 じタ 
化を 睹 めて 居た し、 やつと 

晚餐會 に顏吏 a す ゃぅな 

ぉ躁 でら あつたので、 いづれ 歸 
途じ ア-タ 9 々へ 立 寄つ て ゆ つ < 
b 懇談したい、 では わ 待ちして 
居ます f いふ やぅな 譯で 遺つ て 
たが….』 ど あち、 本社 東を 特電 
で 博 へられた 如く 旧 中 首相は 閣 
議の 席上で 『內旧 伯 U 奥 齒を訪 
問し e 本の 對支故 策に 縣 して 誠 
解を 得た』 ごの 報道に 目を なぎ 
つ i 回く 『則强 をを を訪 開して 
を 路 £ 鲁 見した 隣 支那 間 題 じ 孰 
て觸れ たこ どは 事實 である、 元 
ホ刹强 め ま那 じ 稱す る ホ縷^:* る 
もの > u 巧 論 巧が 國ご異 つたら の 
も ぞぃが、 巧が 闕が 地理 的 じ も 

支那 この 接を の 巧が 深刻 

であ 6、 從 つて 支那 じ 起つ た 種 
稱な 時局に 對 する 日本の 利害 願 
係 も 判 强は巧 かじ 認めて 居る、 

巧 じ 日本には 條 約の 廢棄巧 題 成 
ひは 滿满 問題み 如 （最も 目 本 じ 
瞄 係の 深ぃ 問題に 對 する 我が 國 
のを 明なる お 策 じ 就き 列 强は克 
くを ル 目的を 訪 解して 居る し、 
巧 强の載 支那 政策 も ヮシントン 
條 約ト弼 白で わる」 £ はつき b 
，言明した、 尙 ほを 權がッ シン ト 
ンの巧 化 じを つたのは 今から 十 
と 年 前、 自由の 像を 港の 入 U か 
I ら 桃め るのは 『明治 廿と年 0 ホ 
I のこ どで ある』 と いかじ も感槪 
i じ堪 へざる もの i 辄く 見を けら 
I Z 0 

大統領を 

を 式 訪問 

國務 長官 •、一 會見 

ヮシントン 特電 廿 セ日發 U 內 
巧康哉 伯め 一け はニユ a 1 クの 
ホブ八 •ブラ ザょ b 今朝の か 車 
じ便乘 、本日 午後 首都 じ 到着し 
た、 この：：： ュ ニ ォ ン停車場に：；5 
网務 を 宫 めけ 狸 ごして 

圃務 あの 顿巧 課を である 圃巧 

み 宫ホグ ソン •ジ 一" ン ソン 氏 


及び 極 お 課ょ ち々 が ドゥち か 
ご バラン チンの 贿 巧の 巧 H 本 
大使館 ょらは 澤 旧を 事宫 0 て- 
が 一巧を 出骗へ 

直 もに 國務省 差 躍し の 自動車で 
護衛 巡査を 先頭 じ ホ テ か- •メ] 
フ 'ラプ ー じ 投宿した が、 今夕は 
大使 官邸 じて 巧 山 怠 事官ホ 獲の 
日本を 晚餐會 じを き 明日 午前 十 
時には 澤旧參 奉 illi の 先導で 大統 
領タ！ タブ •チを をを まじ 訪問し 
て 敬 息を をすべく 

明 夕は メーフ ラヮ！ じ 於る ち 
巧 證ま鹰 の 蹈餐會 じ 巧 席、 國 
務 長官 ヶ 。义グ 巧、 大釀 長官 
メ り— ン 氏-一 檢事總 良ず— ゼ 
ント 氏が 他を をのを 力 者 等 も 
招恃 をず けで 展 る、 

而 しての 旧 おの 渡 ホ 使命に 關し 
國務省 V - してけ 巧 等を 式 じ關知 
して 居ない が じ 旧 中 首相は 內 
旧 伯 じ對し 歐矜則 强を訪 間し 政 
府 要路 じ 對し挂 本の 割 滿洲を 策 
じ 就て 誘 解を おわべ く 訓電した 
旨を 表して 居 61 賊 なら あるので 
伯の ヶ 。ッグ 廣務 長官 訪閒じ 於 
てこれ 等の 閔頌じ 觸れる こ ミは 
疑；；：* しど 観測 クーれ て 居る。 

一巧 旅程 

俱樂 部で 歡迎宴 

目下 滯举 中で 一れ る 不戰條 約 調 
巧を 確 內旧康 哉- 矿は ホる 十' 巧 一 
n 午後 四時 頃には を 郡を おして 
巧び 當 化のを ごな ト， ホ テ 八 •ブ 
ラ ザ じ 投宿す ベて 

~ 日 = 巧は ユつ 3 I クリ 本ん 
會 あび H 本俱 ま 催の 化留 
を歎迎會 〔日^^お樂無で〕 じ 
出席、 二目；： Tj 巧は ホ テ 八 •.プ 
ラダ じがる 齋藤總 領事 ま繼の 
宴會じ 臨み 乾； 肥が をのを 頌速 
を 始め ごして を 力なる 新聞社 
化 表、 日米協 曾 幹部 等と を歡 
すべく 

十 昼 一 1 H 午を 爵四 十五 かの 列 

車で 出を、 シカゴを 經て グラン 
ド キヤノン じ 料き、 八日。 1 ナ 
ン ゼ八タ 着、 九 H 午前 サン フラ 
ン シスコ じ 到着 L 同 巧は 同胞 側 


英佛 協を じ 

通牒 傅 達 

ワシ A ト A 政府 ト*^ 

英 固は 新 根 據化純 お 
ワシントン 二十 六日 發 n 國務 
長官 ヶ "ツグ 巧は 大統領 ク ー リー 
ツデ氏 ご 協 幾の 結ち 囊じ 巧達タ 
れ たを 佛のお 軍 協定 おびみ 期罕 
縮會 講じ 遐 ずる アメブ 力の 立 族- 
を 明白 ごした 通牒 書を を 副 巧 巧 
の 乂使じ 向けて 傅 達し 顆係 巧强 
政府に 手を すべく 訓 み‘.- わが 恐 
らくを 過 中にはを 政府 S まじ ス j 
るべ くが る 上を の 內 あを & おず 
る 堂で ある。 

パリ— 廿 セ曰發 N フランスが J 
巧は アイリ 力の 巧 縮 會諮脚 答 お 
恐らく ワシントン 條 めの 巧 案を 
支持して ホ 型 補 肋 鑑の無 觸限演 
張 じ 向つ て絕對 じ反凿 すべき J 
とを 期待し ザく もこれ が 撇策レ 
就て 考究 中で ぁるが 恐ら イを後 
は國降 聯盟を 動かし t 軍 纔め實 
現を 期すべし ご觀 測され イ 屠る 
お ほ 巧佛條 約に がて 航空 ホ 面 一に 
ちら 秘密の 協を をち どの 哉は 雷 
< 否認され て 居る。 一一 
ロンドンせ セ日發 ：：；：： ア -V リカー 
ょちの 軍縮 通牒 ピ相 前後む てぶ 
i 於 ドウ キン 內閣^ シン々 ホー 
グ 海軍 报據 地め 建設 着ず! >發 表 
し 工事費と 巧よ 十五 巧磅が 請負 
契約が 成々 一した 旨を ましれ、 該 
工事は 最が 千ち 巧 巧 磅の王 費で 
設け & 尝 ならし も 其を 臧少を ホ I 
した もので をる かブ シン ホン 貪 
義や勞 顯黨內 顧の ぉ 巧で 赏劃心 
中止され て 居た ものぇ 自由 黨展 
び 勞働黨 は 趣 おのず かを^ 脅す 
ると いふ 立瘦 から 反教 しつ；'^ 
し 間 題の 根據迦 でぁる t 右 或 
エ事養じ對し海峽龜民地を廢|^ 
約 S 千 巧 町の ± 地を 窗酸 t 香 
政 廚は廿 五万磅 •ニ ュジ クン ホ 
政府は 巧巧磅 、マン！ キ嵩か 一 か 
は ニち 方 破を 寄附して 居る。 一 


勞農 政府 再び 

外資 y 勸誘 

總 巧は 約 ニに 弗 泣 
モス カウ 二十 セ日發 H 勞 農り 
シア かがの 利權 委員 曾で け 巧び 
を 世 巧に 對 して。 シアを 都市に 


I 於る 下水 お 業、 軍 氣お骄 事を、 

乘合 自動 ホ お 化の.- 股を 共爭叢 I 賦與 すると 稱 して お 


じ 向つ ての 投資を 勸誘 しつ i ぁ 
るが 約ぶ 十 郁 巧を 近の 人口 巧 加 
は 約 ニ剌の 高速 ち； を 附記し 
て 投資の お遵 なるこ どを 語 b 投 
賛 すべき 總が はの ニ 億 兜で ぁる 
がを 府 どして は利權 巧に 巧して 
充を*^る利衍をもが証し且っ利 
得の 多い 撰を これ 等の 视惜權 は 
希望 じ應 じて 延長し 语 & 特權を 


保護 關稅を 

保守 I 黑巧 




黨の 不平を 子が 藻 戴 j 
ロンドン 二十 セ臣發 = 巧 守 lb 


本な 東を 特電 (禁お 巧 轉敦 ； j 

排日 團體に 脅かされて 

武力の 保護を 請願 


〔二十 八日'】 上がを 化據 ごする ま 服ん の排 H 脚體 である 反 円 
會の 活動が 續き 日本 お 人は 類 b じ 商品を 强 奪され る 如で 遂に 矢 
お 媳缺 事-」 對し武 丸 的め 巧 譲を 請願して 注目を 惹 いて 居る がを 
の 一方 じがて B まを 涉は 巧轉 して あ （本 舞臺じ 入ら 形势 である 
尙ほ國 に 政府 じが 設 された 最高 評議 委員 會 の 首席を 一旦 辭 した 
蔣 かお 將 軍の 就任は 確實 化し： ホた。 


中 ま 巧と 内 巧 づんを 「不敬罪』 
で吿訴 した ど L ふので、 『固 おの 
名に 於て』 ご：/ ム 曲者が、 當地 
人 ± の 認題じ fc つて 居る。 

外務省 細 のん じ 云は せち ど、 
をん こご じ おの 附 かない か 劇 
巧の 琶 a け耀ト ちら 霞 グ綱じ 居 
ない、 どい ふ！^ で 溝 論ら ぁつじ 
相で ぁる •わ、^ て 巧を 壤 S 抑 お 
の 小石 式じ賴 j; だ條約 じ、 この 
文句で 橫檐を れるご 巧 巧の 調 
印 お膳な が 壊 一" る？ どい ふやぅ 
''ん 譯 で、 ど ぅてら ケロッグさん 

の 橫車か 押さ じらしい、 尤も 
賢人 備 ひの わ ーぷ巧 省のを たじ 
饮る VJ --K T 舌 I ミ 与 夏 ミが、 
『締 盛國 はを - r をの 固 おを 化 表 
し』 ごな ち、 一が 譯巧 名 じが 


大藏 節婉を 要求 

【甘 八日) 大藏 雀では 牧益稅 0 
上 0 助 源を 得る ホ ホ ごして H . 
千 八な ガ圓の 節約を を 省へ 耍 
求した。 

川 爲芳子 離婚ず 

【せ 八日】 ぶを 濁な の 勇 おバプ 
ナップ 遺子 ヵン-チ ユ—於 ど 結 
婚 した 肅親 ちの 遺子で あるる 
物 女 W 島を 子は 離婚して 歸を 

) ro C 

瑕 3 中毒で 死 じ 

門廿 八日】 仙 臺£ でな 暇の 中毒 
の 爲め十 化を が- 轉に巧 己し 

ち 

新 渡戶縛 ± 消息； 

〔.せん 日】 離京 中で ある 新 渡 芦 
■瑶造 魔 ± は國隙 聯盟 理貴會 か 
ら國際 映 蠢協お 幹部 じ 巧 命 さ 


首相 ボ I . 瓜 ド タネンを は 早」 j も 
巧 期 激選擧 のを 備に 着ず し ダレ 
ト 。ヤー モウズに 於て そか 窠 
聲を 擧げて ホる 可き 總禮孽 じ 
掛す るが ザ黨の 政綱は 過 まの 欧 
おが これを 記緣 して 居る f 斷じ 
て 邑ぉ黨 巧び 勞働黨 の 社 曾ま義 
的め策じ挑戰しチ ヤ ン バ ！ ン ン 
氏の 外を を驅 歌した が黨 巧の 有 
力なる 一派は この 際ち びを 業を 
巧議ィ べき 觸稅 政策を 旗 邸 じせ 
ん ごしつ i をる も 首相は これを 
拒絕 する じ まなし 爲め 

保 譲關稅 派は 政 あの 鋼繳 産業 
じ戰 する 冷淡なる 態度を 詰 b 
殆ん ど內閣 不信 巧 案じ 等しい 
决議を 可 巧した が 
首相は これ じ對し 政府は をの 產 
業の 區 別を 論せ ず 苟< も 窮境 じ 
ぁる ものは を 業 保 譲を じがら て 
適當 にあ 理 すべし ご 回答して 居 
るが 保が 黨 巧の 巧 人 派は 擧ろ自 
由 貿易の 獎勵 を黨の 政綱 どして 
要 ホして 居る 關巧 らあ^ 與黨も 
化當じ 動搖を 生やる であらう と 


て』 が ぼ i さタて ある 


國が题 おを 表する ど いん 言 
ひ ホも變 なら^だ が、 をれ は 別 
€ して、 一 


をで た々 ^ t 
い、 勘が 磯 p が あ 
ぶー 一時' 固を を 巧を し 


文武 H を ±遞< 

〔サ A 日】 瘦軍 大將大 島み おを 
京都 前が お ホが ホ 蓋 博 ± 、退 
命 廣軍少 將齋藤 高が 巧 (五 0.) 
等は いづれ も 逝去した。 

お 淵 乂使御 暇 乞 

(甘 A 日】 出 淵 駐米 新 大使 件她 
じ 故け て出發 したる が 重要な 
化 為は H ホ 貿易 促進 ど：！！ 米 經 
濟 提携 じあ bw 云は る。 

〔せ セ 日】 出淵旌 米新大 化は サ 
日參 おを 巧の お 暇た を 言上し 
一 ホ 旧中替 相は 大魄を 送別 午 
囊會じ 招いた が 聞 庵には 森 外 
~ ぶを 格み 官な他 同省 幹部 速が 
■則した。 

永‘ 次 巧 園 公 訪問 

門 ホセ 日】 巧み 新黨 クラ プ盟ま 
ホ廿六 H 西 園を をを 興 津じ訪 
頃した 0 

銀 衍家增 發反對 

t 廿セ 日】 銀が 家は 擧ク てを 債 
靖 を 反對 意嚮で わる。 

隆軍 省が 源 捻 お 

【甘 セ 日】 新規 事荣 財源 ミして 
陸軍省で も旣定 經豐か C 1 ニ 白 
巧圓 をを おした。 

大 懷巧換 5 希望 

〔廿セ 日】 國 をな おは 日、 巧、 
ホ、 佛 、が、 濁 ご 大使を 換の 
ホ 望で をる。 


离師离 H 弃 格ず 

〔甘 六日】 東京、 廣島 高等 師銘 
學 校は 义埋 巧大學 じ、 おを、 
大阪 、名を 屋を离 等 H 業學校 
は 工科 乂學 •し. 柯れも 昇を、 ホ 
年 凹 月 開潘し 巧を 校 をら ホ々 
學長じ 昇 巧 さる。 

巿村 夫妻 歸 朝ず 

〔甘 六日】 巧が 菊 左エ巧 夫妻は 
ホ 五 H 上海 化で を 隨じ 着いだ 

密輸入 乾 杏沒收 

〔甘み 日】 東京で 賣られ て 忍た， 
密輸 乾 巧は を 部 譬視廳 で巧牧 
しじ 0 

化々 木 大觀兵 式. 

〔廿 六日】 十二 H ニ H 化々 木 練 
を 漠じ擧 巧の 陸軍 大饒を 式に 
は 一二 巧の 軍隊 ごな お 十 肇の飛 
巧 機 お' 參加 する。 

閣 儀の 意見み 裂 

〔サホ 日) を 棲 增發の 巧 否 じつ 
き閣 儀の 盧見ニ 派 じみれ I ニ ± 
藏相 等は 絕體 反對 でぁるが 一 
部链 僚は ニ億圓 まで 增發を 要 
留 して ゐる 0 - 

公債 暴落 防 化 策 

【甘 六日) を 潰 暴を 祕 化を ため 
腐 債 基 おで 貫入 償還 じ 巧を す 

大藏 農林 晚合ひ 

【甘 六日】 自か 農地を 臺 案を 山 
本 農相を 認せ ゃ大藏 、農が 兩 
省 まじ 腕み を ひか。 

凰赦 奏請の 難圍 

(サ 六日】 廿六曰 閣議に 於て 恩 
敵 奏請 範圍 ホ定 したが 右の 中 
じは 選擧を 違な 者ら を まれる 


漫筆 


鹽 民の 名 

閑々 巧 

パリ— の 不戰條 約調即 式に 列 
した 巧 田を 權が ニユ 3 1 クへホ 
られ たのと、 最を 日本で この 條 
約の 簾 一章 じ 『條約 國は國 民の 
名 じがて』 云々 ど あるのを 循じ 
民を 黨 がな がいじめ じ 着手し、 
反 勘 脚體で どちら かど 云へ ぶ、 
を 友會の 畑で あらう ご 思 はれる 
建國會 のをれ がしが、 親 かの 田 


T 寧の 印刷 ご棉 巧なる 仕上げ 

が n の进速 ど確實 r * 巧 正を が 証 


印刷は 紐 育 新報 世へ 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九- 0 

わ 問 違 むく 新報へ 


ホ內巧 十と 了 肖 十二 巧 十 階 目 


東部 じ 巧け るが そ 言論 機 願の 

權 威、 吾が 巧 報を 讀 まね 人な— 


廣吿 は紐脊 新報へ 



る 巧 動を ず 

て だの、 國 caj の 名 じ わいて だの 
とい ふのは！ 寻國 のす る 5 で、 
今度の 締約 中で も、 ァ 「タ' 

々、フランスで チユッ a スー ロバ 

キァは、 立 農 一な 共 巧 民ま留 だし 
ベが ゲ ー はも-よ 國 ながらん 巧 ま 
權の原則を^|スてゐるし、 |ィザ 
9 スは事 賞！ ム 民ホ國 聯盟た し 
ィ タリー はが 政々 治 だから 一、 い 
づ いも、 さク いつて 差 まなす 譯 
だが、 自本 W をれ へ ご！ 混 一 じら 
したのは、 あかしい。 

H 本の 法 巧 語と して 『を」 め 
て』 どい へで 憲法 五十と 條 た 司 
法權は 天皇の 『名 じめ て』 裁 料 
巧 之を 巧 ふ 一 こわる とき， をの 司 
法權は 天皇の 統治 礎み 作用 一 P ぁ 
る こご. を 一を t たもめ である ミ圓 
操な 患银を になる， この 窓-巧を 
で 今度の 不斬條 約 第- 條を綠 巧 
屬 はを 自 をの 國 おを 化 表し，、. ま 
たはを のを j じ 於て、 戰 巧を 廢藥 
する こ W シ嚴肅 じ 宣言す、 i 讀 
み}4 ；! て 呂玄と H 本が、 不戰じ 
就て 遽 ii 人民 ま 權の國 じぶっ 
た 樣な氣 だする、 今度の 事げ も 
單じ 反動 おの じ わご ど 等 ミ 笑殺 
する こご' S 、 をらず しも 穿も漫 
たこと で： f ない、 尤も、 か國の 
國 民の 前 レ、 この 論爭を さらけ 
おすの らツ 々化しい が 。 

H 本は ぶ 首 ま 權の國 でぁる ば 
からでな ィ、 條約婦 結は 元首の 
大 權じ屬 、，る 國柄 だから、 こん 
な 民 ま 的ぶ 調の 條約 じは 化 准の 
仕様がな レ 理窟に なら はし い 
か、 なにら、 あまじ こだわつ て 
小股 掏 ひど するどい ふぶ ではな 
い。 國の體 面 ど威嚴 どを 巧ち た. 
いとい ふの だ。 條約第 S 谈じ本 
條 約は を自 をの 憲法 上の 規 をに 
を ひ、 化 惟 せらる べしと 規 をし 
たのは、 ァブリ 力の 都合を 考へ 
たもの どい ふ 事は、 アメ ，力の 
聯盟不を加^^ホ、 誰じも駐ゎか 
る こど だ f 

婦約励 ザの 一國の 都合で、 か 
ふ郎 目まで 梅へ 得る ど ずれ 
ば、 もつ どま 大な 事情で、 巧國 
こ關 巧ん.. る ことでは、 f ん なじ 
も 都を バ圖れ る 露では ないか。 

ど、 二つて 則 じがな 省の 麼々 
じ爾 をつ く譯 でもない、 しかし 
でう です、 を朦總 領事 あたら か 
ら 『一よ 一言して』 御释 明を ホ 
b じいら のです Go . 


Hhe Way of cme , IBy 臣 ith A . wawye " 

u 本の 誇 b ピ する にぶらる 强 いソシ r 優しい 女性で か 動きを 
語る 典雅、 高潔の 文字. … .ミ 薄ッ ぺ ラ：：^忌化軟义學とはを巧间目 
の 比では を もま すん。 伶 半節モ 撥に デ デヶ！ ト したを ちの 『日 
本 婦人 觀」 を 化蓄を 姐して ホ 讀 あれ。 
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K. Mildmoto 

Mikimoto Pearls 
巧 目 F な 比 Avenue 
TcL Vand •か 化 2S 巧 

大食 組 お育ま 巧 
Okura 在 Co,, 

30 Church St*, 

TeL Cortlandt 2292-93-94 

H 共 株 ま會社 
巧理巧 
g # 巧會 
120 Bfoadw 化 fi.LC. Tel. Reciur 7884 
Fa 加け ； 2 叫 Ra 押 son な. しし City 

淺野衙 庚 獄式曾 裁 

も ftano な U 巧汪 n Co 前 paiiy 

反 oom 801-805 
' 1 6 5 良 roadway 
Te!， CorUandt 8047 ぶ贴 2 

Go&ho Corporadem, 

Silk !mp 〇 けが * » 

が £ が t 84 化 S れ eet 
Tel. AibJand 4987-81 
Gosho Co.f Inc^ 
Cotton Exporters 

80 Beav 巧. み " 

Te! B な wHe* Greeti 煤が ぷ 8 
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Koo 

おなが 巧 道 巧を 食を 
が 育* お 所 

ith Manchuria R, R* Co., 

m 202 も Canadian Pac お c B! か . 
342 Madinon Ave. 

T«l. Vand が biU 4 巧 己 

互が めを 株式 會ぉ 

な 育ま 巧 
MUt,ui & Cc 。 

6 〇 Broadway, 

Tel. Bowling Gr が Q 7520 

巧 ホを か 岩 ホ 痛が 
が 育まな 
Iwai & Co., Ltd. 

Woolworth 技 uiidljag, 
T 々 I. Wh お h&U 6040 

■ H 菱 商事 巧 或會社 
紐 育ま 巧 
M お ubishi Shoji KaUha 

(M な suMshi Co>« いん） 
120 Broadway 
TeL 民 がれ f 2560 -2564 

大お朝 H ニ まを 執 曰 
化 巧 ま 巧 
Osaka Asahi 

The New York Times Annex 
Tel. Lackawanna 1000 
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房 書 西 お ♦巧 案 育 紐 

The Easi and West Book Co. - Tte 帖 y York Touris け e け i 扣 
4 り Wesi 1 她 S しも Y . に Tei. Cathedra! 44 叫 


差は A 诏街 i 新 A 
上定 をけ な舊米 
げ憤御 致 文の 國 
まよ 注しみ 書に 
f ち 文 ま 窠籍て 
。割に オ敏 S 發 
引 對 ° 速雜巧 
しし じ 誌せ 
てて 御は る 


暫が 

燕 I 

擧學觀 
七 ± 事 

1 攀 

純を 
雄 所 


通ザ卒 A 
中 卿 楽を 
るかし は 
も ホ だ’ ン 
め 屬ホヵ 
ミの 旣ゴ 
信 事に 大 
じ 情甘學 
がに 四を 


ま 萬 

ず 懇買迪 
。巧 物譯 

に ◊◊ 

御其講 
取他杳 
扱 巧 ◊ 
致で を 
しも 渉 


G 崩 巧 化 ! ■ な RV 祖 E 

設瞄整 燃 経費 低廉 

CaU-TRAFALGA 民 8200 
FRANK. E. CAMPBELL 

‘■The Funeral Church^ Inc. 

(NON SECTARIAN) 
Broadway at 66th Street, N. Y. 


IVi.isucmy&’D.M.D 
105 W, 巧 rd な 
Tei. Trafalgar 8509 


F. MU 民 RAY 閒 LL CO. inc. 
ESU 化 巧が lTl が 6 
R 日 帥 ] 814-815 29 わ oadway 
Tei. SowHng-Green が が 4 お 1 


Sabro Emy, M. D. 

130 目 Park Av も， 
Cor . に 86 油 Sf. 

Tel. Sacramento 7980 


DR • 巨 •に YOSHH, 

307 W. 的 ni 化 
Te!, Ri 化 ) 'side 38 如 


Japan が e M. E. Church & in が . 

3 巧 W. 108 化れ H 削む rk City, Tel. Cl が ! is 邮巧 91 

みおな 美 A ネ日 ~ 


便を 位 
案宜 堂を おなか 度 
巧 あ 種 會下 
を 風ら 娛圖お 町を 
稱業 樂書 員を 給 
事 巧 具 おじ 十 巧 
菜 旋お誌 最五亟 
飄旅易 巧 適を を 
巧を を 访學巧 


祈隸 聖日 日 
蔭 習 歌曜婚 ，幹 お 
會 0 學疆 を事師 

^ 曜 を I 脇宮 

!! を! 義繁 
時時 人 一 




F. I. 贷 Ire 鑑 ucf CO. 

臀科 おを 大亞化 おを 
1 け E. 5 お h 巧 . Tei. Regent 7 的 4 
Bei, Lexin げ n & Park むだ . 

を 時 八 巧 日 藤 止水ち 


檢 

眼 

ホ 
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眼 

鏡 , 
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ん Y. Mal:sumo わ . I 

Mechanica 咕け iudki j 

124 W. 34th St. Opposit Macy's I 

Tei.Chick が iftg 巧 010 i 



PH 化 PS & P 巧 RY 


3 Maiden Lane N, Y. 

X 細 潑鍛錢 祭 じが々 鄭 i 绝 

籍み 寶窗慈 新. 養 _ 
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リ E 础 84 巧 お 巧 d 
be け ar ! (る Lexin が on む es 

喉鹏 鼻巧緊 

間 持を 診 
午 正を 巧ト 前午自 
培 八ま肆 六を 午自 
a 願 

自 午前 半時 至 午後 一時 


38 れ st む e. C か 
Tei. Lor 巧 ineO が 7 


Midori M&Uumoto 


i K ， IWAMO 了 0> M.D. 

114 W.70th St. 

Te し Trafalgar 0352 


KANZO OGU 民！ M 

214 Hi が 化む ooW が 
Tei. Triangle がが 


F- K. Maruyama Co, 

67 W. が 化 化 N.Y. 

Te しわが おな ? 3 



CLOTHES BUILDING 

"PA 民 EXCELLENCE" 


施が 郎邮 ilg 化 tl お 
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巧 W YORK 
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N. TOJaTA, 
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Y. ITO 

i お EesI 巧 ril 化 
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M.Yamaguchi, m.d 
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Tg!. Rhinelan わ r 郎 30 


Scient が ic IVIa が a 客 e & 
Medical Gymnastics 
MUL K. iUTiUlM る 
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Te し Edgecomb 1496 


DR •比ん GARDNER 

DENTIST 

19 E. 61s パ t . が Ma ホ soniWe. 
Te しおが nt 7188 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

i Set . が & 61 な s. Tel 巧 ！ mne お が nt 巧 09 

告向人 本日 
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てし 張 巧 員なら 依に 黑希御 
がけ 屆日即 は 靴ら おを な寸 

を 小き « ぶ 小き 廣 ぶかき 巧 
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しご 旨* をと 切 親 ご 直 正 
精を なおる あ 用 信資確 
が恃式 一物を ± 御し 選 
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引 害 11 阳至カ 割 H 

I Aoyafifi Co. 

1 が - 巧 7 W. が nd な . 
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Koike ご tucho 
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I JAPAN ART STUDIO 
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成功の 秘謀 


み國式 英語を 諮す 事 
は战 巧の 篤 一 強です 
金 校では H 本人 敎授 
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師あ b 懇切に 會話通 
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雜露 1 部 十 被.’ 

ち骂 Is こま - N 呈ジ rk 基 


お 


8 . 

«| 


到 

0 

刪 

ち 

む 

fi 

0 

が 

n 

:§ 

5 

6 
2 


令酱籍 ♦雜誌 ♦新聞 
線黨 室を 飄 
執務 午前 义時 よら 午を お 時 道! 

.紐 育 日本人 會 一 
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ニ 一 W を臺 si.f Ifork ; 
Tel . Riv ミ •瓦 こ S 73 & ジ huyier 妄累 - 

議舊 f 六 時— すを 儿タ 

‘ H 規 午が 义扮 1 申を 四時 I 

ドて ル 小 藥乘ぎ I 
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診察 


すを 一二 時ょ > 六 時 i 
U 度は 的が 相扭お I 

ドク ト _ 

烏 見舊を 


▼學ぶ 聯合 晚餐會 ▲ 

n C ン ビア 乂學 U 本ん 學友協 食 
25 wb 置ぎ ず こ ミ 三. Y . 

aeusdhu 互 さ 70 置. 53) 
毎な 窠ニど 第 四を 醒 H お 六 時ょ 
ら 當大學 をす J さ 星 一。 を 後間 箱を 
をを じて 會談 ず。 校め 巧 外を 問 
はや、 ロホ學 ぶの ホ 媒を乞 ふ。 
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諸を 會 

巧 巧說敎 (自) 八 時 
自絕单 校 ( H ご 一が 竿 
を 庭集會 (水) 八 時 

祈 腐を 成^ お 一 \ を 
聖書が 兜 (ネー ス時 

婦人を 

語巧會 


設 .備 

寄宿を、 簡易を を 
巧 業 周旋、 をの 化 
人事の 巧 巧 談じ忠 
じます ウ 
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諸朵 ，ぶ' 

H 灌聖萬 闲究ぉ 午 
共 勵るタ お 姑 半 
搪巧說 な タ八時 
木 絕が億 食 タみ惊 
巧 お及びを 傷 

午を ニ 巧 
± 曜謠演 食 又は 
.あお 會 タ八時 

，化 會事ホ 
を 宿が、 旅 巧を ま 巧 
巧* 人事 相 淡 添、 詞巧 
が、 强業 周旋 孤、 タ唐 
お键お 授の讓 課を 設 
け會員 及び ホ會 員の 
保を 計る 


フ。* — ドゥエ！ を お 十靈 

領事館 向 侧巧颇 と 0 五號室 

巧タ商 

蔚が商 A 


170 B 吕 ad ま 一， N . Y.City j 
ぎ羣 landi 63 ゴ 夏 晋 ！ 


—""% 鱗 r 

操縱 、機械 敎 習、 

自 ホ裝马 點义 電攀を 

懸かに あ授晝 巧兩科 日曜 も 開校 
日本人へは 秋 山 氏 專巧敎 巧す 
量呈量 ミ A 己 0 S & 旨 ニ 33' ぷ m . b 害 St . 

十五 年© 歷を ある 當 校は タ 年の 
經 驗ど渐 智識を なする 敎 師を聘 
し 自動車 
操 縱法及 


び 運 おを 
の 修得す 
べき 必要 
な 機關的 
智識を 短 
期間 じし 
て 最も 能 
率 ある 徹 
底 的坟術 

を お 習し 免狀 獲得を 保証し 職業 
ロを も 周旋し ます。 



曲— 主 谷 基 

自 午前 九 時 U 十二時 
自 午を 一時 n 五 時 

乂魔赛 T が n 六 時 

はへ キン ヤ 1 フア 

ン テ^- シ ヨン クブニ 

ックじ 度 勤 


稅關 事谈； 

東洋を 化幷 じを 曲 巧 
の 輸ぉ入 ホな r 願よ 
ずる 一切の 御 熟 問に 
應じ錢 道 滿船貸 物 運 
貸ぶ 出帆 お稅踢 手續， 
蓄等 進呈す。 を お 都 
ホに 化理 巧を がし 誠 
實敎速 御用 命じ 應や 

が 厳 取扱 


隨科醫 米 旧榮ち 

212 至を 含 さ St . NS y 〇 rk 呈 
ぎ Acad 呈こ畫 
電話 ア々 デミー 一二 八 六 化 


齒巧醫 

ザ 上 義人 

西 六十 冗 T 目 一四 六 番地 
紐 育を 國 旅館 巧 
電話 トラフ アグ ダ！ ニ 五六 五 


圳が 難該療 

的 約 願上娱 

づ！ ホ か大を 
ドク トか ォプメ デシン 

醫學搏 ± 

■ ま 居な 彌 


診察 時閒 
午を 六 時） 八 時 

な 見 ニ 一朗 

引績 きべ 八 ビュ— 
病院な 勤 じがを 持 
閣外ぶ ぴ日 巧は 前 
約 じ强る 


弊 巧は 實質 誠意 迅速 ホ義の 
基に 御 ±產 物 一巧 卸賣 値段 
で販賣 致します タ ホに 巧は 
らや 御用 命 仰 付て？ いませ 
◎歐 ホを 極 時計。 置 時計 一 ま 
◎賣石 貴を 屬 。銳毁 器具 一 を 
◎を 碑 萬 年 筆。 を 级製紛 筆 
◎善 一首 器 。 i 3 ! ド 見本 陳判 
® 寫眞器 0 タィプラィタ I 
◎が 切符。 紀を寫 员帖繪 端 書 
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S 絲揉 治療 


卸 


西 村 
璋 

マツ ザー ジ 、整 巧 

お巧學 的運敢 、腸 
灌 を、 水 治、 光線 
及甫氣 治療、 其 他 
紐 育 州を 認 

フイ ジオン ラビ スト 

西が 幸 男 

U 曜外每 U 午前 化 
時？ 午巧义 時を 
電詔 前約 願 上 お 


醫療 機が 製 巧 
運動具 並な 具 
貴を 鹰及時 則 

松 本 パ.： U 

ゴグ フク ラブ 
テニス ラク ツト 

を 邱販賣 を理 


が 育 州を 證 
巧な 省を 許 
巧を ホ大哲 巧大を 
を 壤輕習 科 卒業 
巧化邊 

産 築 松本綠 


診察 時間 

お前 九が ー 十 時 
$ 六 時！ 八 時 

小 栗 幹 ご 一 

化ち ボフ ラブー おお 
第五 巧 掏な 巧を 

京 巧 コン バラン ド 

お链 巧が 


診 祭 時間 

午き 時 U ゴ忘 
午後と 時 N 八聘 
巧知 芭を十 

パ，： 巖本谨 一 

古-か 比亞 大巧々 び 
グダ ブン 病院が 路 
日谱 はか 約 居 上 お 


电を ホた ノ巧 wit r > ，グニ 睹ニ丸 ニ g 

東京 丸 山泮服 商店 


ちき 米國 婦人 
H 本ん へのを 
語を 授じ はを 
年の 徑驗 をを 


ンと 十五 触 
每 H 锁乂 時ょ 
6 传儿 時を 巧 
時-しても をし 
H 曜日は 一時 
ib 四時を 


齒 


夕オぅ ボラ トリ*"""" 

電 詰/カゲ''、— ぶ 八ち 

ドク々 1 田 尾 時 雄 
科 7 k 讀 i 

すニ曼 h St . を 101 st ., St . 


笠#: 洋服 巧 


時 巧 
洋服 巧 

男女 雜ド 類の 御 
用命に 應 じまず 

ブア^ • シ < ク 

靴す 會社 化瑚店 

時 田 信 ホ 離 


丸山潍 臟廊會 


联 五十 I ニ 了 目 
一 ミミ 

が 藤 
洋服 巧 


竜 話 

プラザ 


八ち ニニ 


洋服 調進 

クリ t ニン ダ、 ダイ 

イング、 條繞等 一切 

ミみ F 洋服 店 

松み 保 

電な ライン ランダ！ 

A 八 三 一 0 

謗療 

午前 十 時ょ 6 十二 
時、 午後 六 時 ょら 
八 時、 H 耀は前 お 
願 上 候 

ドク ト八 

山 ロニ 一之助 


巧 學的揉 療治 
醫術的 体操 

化 島覺丈 

西 五 巧と 番 
な 云 十八 了 目 

電話 五 デコム 

一四 义 ホ 


齒科 B 

►診 蔡時巧 A 
を 目 ( H 確を 路 （一 
午前 化 時よ b 
午を 五 時半 
水曜 午 S 九が！ 
午を 一時 


尋れ 人^ 

(鳥 お縣) 木が 薰信 (長！ i 縣) 获 
おず 人 (同) お 伯錯雄 _ 魔 島 
縣) 中が 榮ニ (同) 渡る 泰助 (東 
京 ホ) 古澤 ま 之 巧 (如 歌 か縣) 
巧賭甚 之を (熊 本縣) 西が 芳喜 
(が 贿縣) 松 下 壽之吉 (山 ロ縣) 
德原猪 一二が (をを 縣) が島德 一二 
C 廣島 お) 松 野 園藏’ 

右め を じ 通知を 度き 儀ち 之 
候 間 本人 若く は 知人ょ 6 現 
化 巧 御 通知 願 上 お 

紐 育 帝國撼 領事 舘 

1 巧す oadway Ne こ ミ k C さ 


齒巧醫 木 下义巿 

W 11 巧. ご Ithsl . 

T 用 . M 呈 1 ニ 萬？ 


稅關 事務 取が' 

國 i UA 萬 & 县. 

Ro 雲？ 是ニ Biliway - 晏 
TeL す wHng •田 ai 芸 04-5 .B 



化かる た 


はも- 


-の 遊び 
-わかる 


ホを をた 米 圖人じ 館 
やう 簡單明 隙に 說 巧した ものが 
出 ホました。 內を 目み 進き 致し 
ます、 御覺 下さい。 

M loiwm 言呈 ， 114 E . 苦 thSt . 旱 
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が 育を をが 陳會お 

ニ 一木 定吉 

齡保險 


zew Y 弓} cU を 一 ミ 己 rarlceco 
wlohamberrwt : I > Jegworifoity . 

巧 ho 日 e . W ミを 援港 
會姑ノ 方 1! 狗掛ケ ノ街ク 必< 
御 自をノ を 货ビを 話 巧 巧 チホ 

巧々* お 辛 f サイ 


，ま ♦■♦■♦■が 


お 街 お ニ 10 

へ クシ ヤ！ 

ビ八ザ ング內 

小 池 寫眞舘 

電帝サ ー ク か' 

I 四 四 0 六 


H 本、 ま那寶 ち 製 華 
術な* 婦人 巧 さ齡其 
他 裝飾品 

闕 島！！； 引け 

高まち 術 おお 緯、 
肯飾 品、 スト"- ング 
日本 服致傳 


解禁 おしたおを 正貨の お出 じ 街 
しては 左の 對 策を 取る こど じ 巧 
をして 居る。 邸 も 金解禁 じ 伴つ 
て、 ニ 僚圓內 外の 正貨が が 外に 
流 おする こど じ なれば、 势ひ日 
銀の 正貨 準備 じ 手を つける こど 
じなる が、 をの 結を は 急激 じを 
換 をの 收 縮を ホー なすこ ごじな b 
經濟 巧に おして 天彭 響を 輿へ る 

恐れろ あ もから、 豫 じめ 
これ かの 止 巧を 議 じて 置く 必要 
がわる 。この 鳴を じは 日本 銀 巧 
は 金解禁な 前 じぶ 間 巧 場 ょらを 
債を 買丄 げこ かじ 依つ て 通貨の 
調節を 圖 らんん する にある。 即 
ち 正貨の 流 おしたお だけ H 銀が 
を 債を 買 上げれ は、 をれ だけ 通 
貨が 巧瘍じ 出る ニ どじなる。 

資金 貧 お 不成績 

粟 京 特電 ニ + 八日 發 U 中小 商 
ェ資を 貸 おす ホ饋 なので 事務官 
をが 地 じ 派遣して 徹底を 則る。 


海運 界 中む 移動 

東京 特電 ニ 下 八日 發 = 鉛 木 巧 
店沒落 W 巧が 連 おの 中必 は神戶 
ょ b 策 京 じあ b を 社共 本店を も 

琴。 

兩社ブ 11 ル 解散 

ま 京 特電 ニ 去 八日 壊 NH ホ， 
吉 菱乂阪 V の饋議 じが b 智利稱 
石獨占 ブ！^ け辭散 じみした。 


無電 網擴張 

. 料金 徳下實 現 か 

太 やが 及び 太 西洋 じ 互 b 無電 
網を 張らて が 需會社 VJ 盛ん じ 競 
ずし 遂に お電 おを 值 でげ を 止む 
。からしめ わブ丰 デラ 八 •ラ デ 
ォ • 3 ! ホ レミ ンー ヨン •ォブ • 
ァメブ ク は 今 巧ぶ おじ 對し ァメ 
9 力 大陸 じ 無電 塞 一 業の 經營を 請 
願し 目 一 トヮ シン トン にがてを 聽 
替 におして ゐ るが 現 化の 引 劃 じ 
娘む ばニユ ー 3 X クを 起点 どし 
て ナンフ ラン ンス 一 コ其 他を 米の 
が 力 U るな 二十： 補 巧 じ 無線 電 
信 所を 設けが 來睹獻 でを 繼 C 海 
か 無電の 煩 雜を辭 ： ける どい ふじ 
ぁるが 若し 設立の 曉 じは 巧 地の 
電信 巧 化 下け じ 就； て も 激烈，’^ 競 
爭を 惹起す るで をら う と。 

巧 留靑年 理想の が ホ 

日本人 靑年當 

9 W -381 h 苗. 呈 .ご ミで 弓 124 丘 


化粧 おお 育 

を 味憩禽 

)£. ニを で，！！' 一. {:ぞ 
T たち uyvesant 若 ち 


ご禾武 ち 巧收監 され 

原 法 巧 窮境に 化 


巧議戶 倉嘉市 氏收監 され 本 多貞次 
郡 氏は 曠職 罪 じて 正式に を潑 さる 

束 京 特電 二十 セ日發 N 京成 電お 疑獄 じ触聯 して 换 まの 火の手 
は 益々 し ゆん 烈ど G ちを 巧を 率 社長 ドし. し收監 中で あつた 本 多 
貞ホ郎 氏は 賊職 罪で 化 式の 吿お をを パた か、 化 間から 莫 いご 晩 
まれて 注視の 的くな つて 居た 民政 農 巧證ゴ じして 東京 ホ 謙 疑獄 
の 黒幕で ある 一二 木 ま 吉巧も 巧 意 出頭の 形 A で 昨 H 午前 換 事局 じ 
おおを ずけ たを 遂に 收監 された が、 S 木武ま 氏を 始め 其 化窩宫 
巧 じふ b か、 る 疑獄の かの 手を 妨げた こごから 原 法相は 頗る 窮 
境 じ 立 もを じ辭 底を 没ら すじ まつた 爲 め、 旧 中 首相は 頻らじ 氏 
を 慰撫して 引留 策を 强 じて 盾る。 柄 ほ ホ ホ ホ 長は 今回の 疑獄で 
敢て 引巧辭 職は しないら しい W 。 

綱紀 肅 正の 聲が 高まりて 

民政 黨に义 闲爭 

束 京 特電 二十 八日 發 =0 ニ木武 まに 化な めた め 民な 黨内 綱紀 肅 
正 節 巧 處をま 張 論を b 幹部は 之を 鎭撫 十で あるが H 木武ま 氏の 
腰巾着で ある 巧 京 ボ謠別 役 增ま氏 も 今朝 化かいで 収監され た。 

黒い 怪物 r 追诚し 得る か 

醜惡の 文を て 滿らる 東京 巧議具 

東京 巿 會講眞 


別 巧 所 報の か 
の 疑獄な 遂に 

篡 吉木武 を 氏 じ も 巧 ば 

しお 法 化. か辭 職の 弱音を 洩 に-す 
お 度に あおして ホた。 元 ホ、 東 
巧ボ魯 のを 里は 幾た びか 叫 じれ 
たが 醜 お。 る 利が 疑獄け 巧 期 的 
じ 巧 K の糾じ さらけ出 された。 
をして ホ 民の 腿を 巧みに 欺まん 
し. て、 瞄の 中し 取引 I 終へ た 醜 
事實も か；；； 6 く。 かつた でぁらぅ 
束 まホ會 じな 幾を の利權 まが 提 
案？ いるが 

利權 わかげに かを む 黄を 
雜の 黒き 于 から ひき 起された ホ 
曾み 醜惡 おを みょ！ 

一 水 迫銳警 納入に 脚ず る 事 
件は 明治 二十 八 年す ぉ鐵 管の 
納入じ當つて巧^^れたお贿事 
貨 か踞凑 された 
ニ 汚物 掃除 請を 人 か 定じ細 
する 事俾 明治 S 十 S が 巧 物 請 
をん の おおじ 棚 職して だはれ 
た 化 贿ホ化 

S 水 お 紛营の 納入、 间最水 
器を 納人寸 る. し當 つて 巧 パれ 
じ收贿 、间じ （明治 云 十 S 年 
である 

巧 间ザ江 巧 協が パ検へ エホ 
ぶぶ 延期に 關 して 巧 はれた 收 
胞 

五 乂化九 年の も 名なる ガス 
疑獄は ホ 郡の ダスが 金 おヒお 
の迪 過*」 際して 收贿事 實が摘 
發 された 

六 巧 じ 年、 がが、 道路、 ド 
づ了 事に 瞄 して 幾 ホの 不 おが 
巧はれ化賄非當：^,これじ伴つ 
一た 

^ と 巧 じ <乂 正九牟 東京 巧は 
ータが 錫逍の 買收計 盡を樹 てた 
- が ザく もが 權ホ遙 じょる 收賄 
一 がが はれた 
; しかして 今 巧の 板紙 疑诚ご 

i 京成 屯 輩が 獄で わるが、 

I 巧權お 端の 巧 動は これ じか b ''- 
^ は U い、 常に おな 邮內 なじ 向つ 
; て もがが；：* 腕を がふ さ i 巧ピ 


： 買 & い 計 說を蝴 てる ごを 速 「> 


の苹 はを ホ 買へ』 £ 高飛車に 自 
動畢 崖の わ 先棒を 勤める。 自動 
率じ朋 する 醜聞は 今も尙 ほボ會 
じ 略.； しい。 をら じ ポの椅 長、 課 
良 中 L は、 ホ會 議員から 借を を 
み这 よれ、 無埋な 工面と'. てこ 
れじ應 じて ゐる 弱い おを 員が あ 
る。 がして か史 員のを じは 必ら 
ず 巿<^:^ 員が 控 へて 居る. 

巧 巧 巧 長がん る ホ‘ お 鳥を 
駆を1^.-せるためじホヶ月か ！つ 
た ごい ふ 事 實の袭 面には、 巿會 
諸 員の ごう 喝的 C 巧 害の 事實が 
あつたの だ。 巧 か 員を して 巿曾 
議員のを 貿 たらしめ じボ 諸も惡 
いが 网時 じ-々 ホ議の 下-しを 
の 鼻の 忘を うかがう お 史員自 身 
の 意氣站 。さも 非難 さるべき ピ 
時に 現 ホ 巧 巿襄の 巧 議じ對 ザる 
八 おれいろ うま 義 は、 ホ會 のな 
蒂 をして いよいよ 救 ひがたい も 
のに 導 < であ.. ごっ が、 今や ホ お 
が 化の がび は 巧を ごころ じ おつ 
た 0 こみ 

運動の 中にはが ほその 動 
機に わいて、 な黨的 色彩を 帶び 
た不她 たもの も •ゴ しご： 2 云へ な 
い。 淨 仏の 跟 本け お 議選擧 の 源 
泉 じ さかのぼ るより 巧 U ない。' 
州よ h も 巧 お 自身が 市政 じ關必 
をら って、 從 ホの ごごき 氷の や 

なお 巧を 給て る 事 だ。 然して 
我等の 信賴 にわく ゆる 正義の ± 
を 『我等の ホ會』 へ 送りを め！ 
お 巧のと を橫 わする 惡黨を 我等 
のお會 から 追 だせ ごは 巧が まを 
ボ 民の 叫ぶ 輿論で わる。 

金顯駕 

大藏當 局の 腹 

〔東京 特 信〕 が 界ぇ 年の 懸案た 
もを 輸出 解禁 問題に ついては、 
が巧殷 相が 化 『對义 巧 替相瘍 が 
料 十八 ド^ 塞に h つた 時』 これ 
お蜘 -5: せん ゴ 計を したが 遂じ果 
ろず、 をの お 片瞄藏 化の 時 かじ 

化 當の朽 巧まで 準備を 進めれ 


して & るが の. おお W が 自動 おを！ T かの 寇ホ 問鹽 のた めじ 實が 


受ら やして 今 H じぶんで 居る が 


一二 + •お 柏は いよいよを 解禁の 化 
をを め 

理财局 じこれ が 具体的 調 
査を かじて 準備を 進める こ W { 
なつむ。 金解禁 斷巧じ 必要 U る 
條件 どして は ( 一 ) 經濟界 の 整理 
回復 ニ 0 H をの 通貨 統制 力の 回 
復 (ミ〕 街支熙 係のを を (四) 爲 
替相瘍 の闽復 等で あるが、 これ 
じ勒 して 大藏當 掃 じ おいては 左 
のかき 見解を 有して 居る。 哪も 
第一 國 巧の 經濟界 を 君る じ 
民間 社會じ 於いては を 離恐雜 
後の 資を偏 巧を 利用して 短期 
償の 借 横 (をの 巧は 約 十德圓 
じ 上る) を 巧つ て 整理を 巧 ひ 
をぶ 基礎は 寧ろ 恐 礎 前よ b も 
离くなつて居り、 ^^ほ事業會 
社 じ わいて 能力の 增 率、 品質 
のをを、 工場 設備の 改善、 販 
路 の擴糜 等を 巧 ひ、 巧れ もを 
達の 傾 おを 示し、 經濟 巧を 般 
わら 見れ は旣じ 整理 も 進が し 
て大か 回な の 域 じ 達した もの 
ど强る 事が 出 ホる。 

第二 にり おみ 通貨 統制 力に 
ついては 别 項の ごごく 大体 回 
復 した ミ 見るべき で、 最 早大 
した 間 題では ない。 なつて 殘 
る 問題は ま >」 して 爲替相 壌の 
岡な であるが、 今後 對支關 探 
が 順調 じ 進み、 對支 かを r 對 
ずる 懸案が 一掃され る こごに 
■ぃ- ♦れ ば、 自ら 爲替相 鶏-’ 漸ホ 
回な お 見る こごに な b 、 いよ 
.いよを 解禁の 時期が 到 巧す る 
もの C 見て 居る。 而 L て對支 
縣炼 のを ぞピ け 廣茜事 仲が 躲 . 
巧され、 日ち 通お條 約の 化訂 
を 渉；^ 着 ホして 撤が ハ， をしても 
差 まへ ない が 態を おして 居る 
や， ス であるが、 これにつ して 
Hi 藏 化は 遲 （も 年内には 掛 
ま 問題に 對 ずる 懸 をは 無くた 
るで あ 'b ぅと 語-.' て 居る。 
なは をの 他を 解禁に 關聯 ，- た 事 
巧 どして ち 慮され て 居る 

‘ はを 解禁 後の 正貨 流 
お 割 巧、 だ 巧 正貨ん 補充 問題、 

H 銀 制 化み 改善を であるが、 が 
外 r 巧の 補 塡に對 しては 大して 
巧 慮 r - 拂 ふのを むく、 まじ 日銀 
制 巧な 善 i ら个 巧みの 關係 U な 
< 改善： S 前に わいて 解禁し てら 
差 支へ。 いといん 意向で ある。 

藏 相は 國內 の經濟 巧は 旣じ 
解禁しても 差 支へ ない が 態 じ ま 
で じ 進み、 をの 化 解禁に 必要 リ 
る條 件ら 大体に おいて 整 ひ殘る 
問題は 對ち閒 題 ご 爲替相 藥の巧 
俊 じある ど 語つ て 居る が、 を 解 
禁斷 巧の 時 巧は いよぃょ 切 あ L 
化し特殊の事情^!突おせざる限 
b 遇く も ホ 年の 貿易 出超 轉換期 
までには この 重大 懸案が 解み さ 
れ るら のど 見られて 居る。 而し 
て 解禁を 斷 巧し なおを じ 國內の 
貸が での 巧 巧まで 

海外', い 流 ホす るか じつい 
ては、 或は S 億 圓ど玄 ひまた は 
一 悠圓ど 巧し、 ホ だま ごまつた 
な 庙は 。いやぅ であるが、 大体 
大藏を一? じ お い て は ニ 億圓內：5^^ 
ご 見て 磁る 。しかして この 正貨 
流出に おして か 阿なる 對 策を 簾 
中べき かは を餘出 解禁の 問題に 
が ム懸 まごして 豫 ねて よら 乂藏 
省で 調 杳硏究 中で ゎつ じ •い、 金 
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n 乂廿 巧乂年 吉和昭 



高等 御旅館 

お 洋館 

會靡鄉 料 種 


御料 理錄お 

太 陽 

壽司每 曰 あちます 


美が じして 巧が 

觀 贏南樓 

午前 十 時よ b 
午が 六 時 it 


皆な の 御 嗜好に 適 ふ 
樣な美 ホの 御 巧 巧を 

雲珍縷 

致します から 績々 勒 
ホ ホを 頤 ひます 


S 永興樓 

晚揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日 ぶん 諸君の 嗜好 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 朝 I ニ 時を 開 巧 
r 白 サ五了 目 サブ 
停車場の 下】 


日曜 及 ±曜 じは》 ュ 

1 マイ 春 滝を をへ が 

P 集雅園 


自 午前 十一 時 
ま 午前 ニ 時半 


謂 唐 


まが 巧理 

ホ 廳ぶ園 

司 理人蘆 蓮 
巧 勤の ホには ま お 
の 街 便利に 備へ巧 
閒營 席の 御用 じ 靡 
やべ く模閣 巧を 巧 
不變 わを 立 魔 度な 
紙上 御 ま 巧 申上溪 


ロス アン* セ ルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

ご 7 N S ミす d 吕 笠 .， L 另 Angeles , cal . 


ホ 上 金魚 巧 

芸 S 至 h A さ.， ま 去 York 基 一. 
さ i Ci を ニ 7 ち 


蠻 油齡鷄 if 白米 

日本 米 離 食料品 ii 離 4齡5 

巧 田醬油 巧ホ會 社を 巧 一手 賣蜘店 

曰 本 食料 贏廊會 


.レャ トルす 

.ベ P 旅 縮 

WO タま b Av タ WO . Seattl タ wath * 

停車 お前 殖巧ご IT 左側 K 階を 
H 本 巧が 切 巧 取 巧 波戶場 送迎 

商ま區 巧中必 、操 領事 お、 日本 
趙船其 化が 巧 大會化 ぁき 填 巧 

桑 港 小け ホ テ 火 

が 日本を (特别 間 ぁ b ) 

御 一 おみ 祭 旨 動 車 御 ぉ 迎申上 お 
巧ニ皇 fornia 苗： S ミで ancisco , 呈 ii . 

罔 圍閑淸 、を氣 新鮮 

巧 人 ぉ樂が 自曲亭 

58 Sands St . Br 旨 書 W Y . 
ぎ さ ミ嘗 之な 


A 淸 索、 親切^ 氣樂 NH 巧 ▼ 

勢 州 縮 

ザを 奉を み 間を 巧 
•225 E . 冀を Str ま t 
Tel . Re 巧 nt W 這 9 

器 旧 旅館 

江川 作 一 
so で S ニ 5 th f 里_ 
ぎ 巧ち vesan ご 351 


一力 旅豁 改め 

を國旅 舘淸水 

養 W ‘涅 tE’f Ifork 
Tei . Susquehanna 8 笠 Q 

紐 育 旅館® ホち— 

皋熙十 了呂ニ 撰ニ喬 

一里. 空 左 吾 ia 累之 

レスト タント 

並 じボー デン ダ 
荷物 ニ保險 附じ預 らます 
〔島山】 

ニ 10 ゴ ird すです 1. 1 言 さ & 101 た Sts . 


ボストン 巧 

富 丈 旅 舘大浦 末 松 

145 ち ミ 夏 st ま SL B 另 t ミ 至 夏’ 

妄 B . B .4875 


費府 御旅 纔 

桑 出 淸五郞 

さ 三 0 置 芸 St. さ ilade 宫 ia pa. 
TeL 巧 aln 己？ 这 1 


紐 育 唯一の 日本 百貨店 

片桐 兄弟 蘭會 

スマ ドン •プ P ダク ブ 一手 化 貴 元 


鑛贈 個人— 
►社を ゲン ス ▲ 

▼お 情み 操 A 



朝 十岐ョ ，巧 十一 瞬 

シヤ ジア •ダ V を 

ン ダ師銘 學橫卒 

k 衫 タザ 


御旅館 河-添^ 

_ 


勤烹 並に 御旅 舘 



がちを 西 八十 八 T 目 一二 ニニ 
あ諮ス 々イブ！ と 八 ニニ 


ず 式」 燒 

あじ 御 料理 



日本 雜ち巧 東京 巧會 

害 籍お隹 お 


每夕九 時を 營業 

メ r ドレス 〔年-弗〕 


ランタ 巧ち ま卞 


御菓子 舖 

ぶ 物栗缓 巧、 瓷错 、が 羊 糞- 
な 澤 ，豆、 廿納ち 其 化を 巧 
巧 餅が 小賣 。のし 餅け 前日に お 
を 文を 定 J 。 H 本 食 巧 おせび お 
誌 等 も あらます 

御 注 ホは 松風； It 高 橋 


新 鱗 魚 か 一が 

日本人 おきのを 魚 澤出あ b 揃 へ 

恃巧廉 潰で 大越强 致します 

サヴォ ナ魚巧 

JO - SODh りが <0苗 宙 

技 4 W . さ St で. 
ジ_-0た。臣1>118 912乂 


H 本理 髮舘淸 

西 四十 一二 了 目 巧 番地 一二 白 六 ま 号 

タダ プア。 ーア (寒 六街ゴ 四十 一二 了 目 巧； 一 


日本； 敷髮屋 則が I 

五ケ 年間 中が 巧 V •共 じ 就業。 

ジ ヤシ I ント •フヨ ツ 3 

31 ち-暑 h SU . こさ 

Bet . Cn 置 b 吴を VP & C ミす a ; ark 金 夏 t 


rrr ち 詰 ブラィアント 

rF 一八 0 と 九！ 八 八と 一二 

米 I 嘗重雄 

が 育ボ西 四十 閲 T 目 
一二 1 1 1 八を ニ 一階) 
一一 量吉 SE A 互 ご M 三 再 言 V 
1 ご Wes ニ 害 ぞ N . 一' G . 
T 81. 置 書 養 9-8873 


眞 面目を る ホ 磯 同胞 じが 育 
なる 磯 某を 閣旋ず 

宮則 事務所 

紐 育巧窗 四十 ニ T 目百サ 一を 
とと 八と 


を 
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松林 好か 

3 呂 Man 置 tan Ave • す 二 13-114 Sts. 
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ミ 量 St., Brooklyn, N. Y 
ぎ Tria 量 こ 5 ニ 


木 田 ル — S ング 

一言 7 ザこ 虽呈 . 岩 & 呈 thStreets 
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媛の 蒲燒 おいしい 勸烧 

會席 御料 報 

晝 食は 末廣へ 

巧 峰簡化 まが 大勉强 


高等 御旅 舘 

昭 和 

會應 御巧理 


日本食 科 品 類 及び 雜貨 類が 小賣 
ホ么ま 大巧 挪 桑 山蘭會 
新刊 書籍 雜誌ル 間 输日巧 おを 種 


空には 祝 礎 轟き 

地に 五 万の 大巧 列 

秩 父ち 殿下の 御骄が 恙なく 終了 
瓶 W 列て 贿 陛下に 御謁お 

まま 特電 二十 八日 お n 秩 父が 殿下 ごか ホ おげ ず 姬の御 化 化は 
本 n 恙。 < 終了し 固を 舉げて おき 殿下の 御成 婿を 奉祝した。 こ 
の 日 陸 ザでは 殿下の 御 婚儀を 奉祝す る じめ 二十 一 弦の 祝砲を 放 
も 蹄を 苗 タ削五 巧ん はなん U る 提灯 巧别を 催して お 祝した。 

束 京 特電 二十 セ日發 U 搏を 舉げて わが も 申しげ て 居る 秩 父を 
お 下と 松 ホを 津子姬 この 御 攝憐は 愈々 巧 H じ 迫つ たか 當 日は 午 
前化诗 宮中 資所大 前の 御 儀式は 始まら 同 十が 二十を 目出度く 之 
を 終らせられを もじ 御 退出。 午を 一二 時 新 邮巧婦 ごなら .だ k れた 
あ 父 巧、 同化 巧 殿 F じは、 柴 上、 皇后 所 陛下に 謁見の ため 御 W 
利 御 葱內遊 じされ W 四時には を 太を 陛下に 御锅面 遊ばされる。 

まま 特《 二十 六日 發 N が 父を 勘 婿儀吿 期の 儀は 二十 六日 お 平 
化 じがて 御を 巧、 彻お婚 御 披露宴け 十月 阳 、五 兩日ホ 扱 御殿に 
於て 御 おし おじされる。 衍ほ巧 十 H よ bs 日間は 陸軍 關孫者 じ 
割し d じく 御 披を舆 を おらせられる ご ホは る C 


ホ 戶端式 惡實傅 


王 . 


多く 婦人の ロから 


今度の ァメ "力 大統颁 選擧戰 
ょ」 を 面を々 たんみ 綱戰で はゎる 
が、 基 化 にがては ホキブ リ 
ング •キャン ぺーン 邸 心 井戶端 
會溝 式の 惡宜 博が 
特に 4^ わ ロから 搂 しられ 
るので 柿々 と 隅 越を 生んで 居ら 
ホ 難の 矢面 じかつて 活 るのは を 
衆閒擦 お 竊 おのが 官ご いふ 大役 
人 C あら 而 いら 婦ん でもる ウキ 


この 毒 瓦斯 じ權 i される スミス 

ロく 彼は お醉 者で 新 敎の逍 蕾 者- 

節には ち廳— 働いて 居る 
美人 連を 選ん. でャ ニ下っ 
て ゐ る 』『彼 の 秘 雪 は 黒 人 で ぁ 
が、 彼 か醉擲 つて 黒人の 女と 匯 
つて ゐる 寫眞が 現じ お存 されて-- 
ある』 擎 ，こ フむブ ダ 其 他 南部 地 
ホ 人 ± の 人情 的觀 念を 挑を した 
もの も ある。 更ら じ突拍 もじ 
いの じなる ご 『をし 彼が 大統谭 
じ なれば 巧 速" 1 マに 戰圆絕 を 


I グ ブランド ホ 人が を 化の 宗が陪 
j 体 會議で 盛んに スミス 知事の 人 
i 身な 曝に 及んで 居る こどで あを 
I が、 髮 には シラ キユ ー スの 婦人 
が 『お 進會へ 演說に ホた スミス 
知事は が彿 つて ョ D ョ "して 居 
じ』 ど宜傳 し、 知事 自身から 化 
彈 されて 引 込み、 今度は グ少ッ 
I クリンの フ ー ゲア ー がの 婦人々 
j 义も やぉ 事の 

I 欽 酒癖を 盛た 宣 ちて 

『少年 義舆除 接 閱の陈 にも 酢つ 
て おた』 ご 手紙に 善いて 民ち 黨 
選 巧 本部から 頻ら じ追窮 されて 
居る が、 巧し ろ ロ だけは 十 了 化 
の ヤン キ— 女を 帖 ずに する だけ 
じこの 宜 巧.？ 巧 柴もお 废じお 巧 

ず ごもら、 ■ニユ ー ョ 1 ク ，ウオ 

—术ド 紙の 如き 南部 諸 地 ホに 化 
ける 白ぶ 勘 や、 巧敎 化い 宣 傅ぶ 
b を觉 集して 輿論の 覺 解を 求め 
て 居る が 親を 徙の 機媒 紙が 『ア 
ン グロ サクソン ど 新 敎に化 b て 
だ 配され る この 國家じ 

加特カ の 大が頒 を 戴く こ 
とけ お ホた』 等' ごを々 社 說で論 
じて 居る 化で あるから 手 じを へ 
ないちし い、 さて この 井口 揣宣 
傅で あるが 『スミ マか宰 は醉挪 
つた b にお 十 咽の 速力で 自ら ブ 
ロ* — ドウ 五 1 に自颤 巾を 走らし 
て 居た』 は 一寸を 嬌ら ある 方で 
あるか 『スミスの 醉婢 ひは 大し 
たもので アルバ ニ 1 でも 化が し 
て {旨 糜 じかつぎ 込まれた し、 を 
關の 場所へ あじ 醉挪 つて おおし 
てゐ る』 ごか 『知事のを 房で 彼は 
時々 巧の パ！ テ] を 催す かを の 


派遣して 0 1 マを 王を 迎 へを 都 I 
ワシントンを 眼下 じジョ ジタ 一； 
ゥン じ 要塞を 設けて を 王を 優 壁 
ずる 相 だ』 等 どい ふの が あ^、； 
『彼が 大統領に 當選 すると 國 法- 
を なて I 

結婚 法を をめ r 切 キャ 4 

リブ クの 儀式を 强制 ずる こご ；， ji 
なる』 V 」 いふの が ホる。 ヒド Y 
のに。 ちご 『スミス ホん は 下 化^ 
の あから 成ら 上がつ ただけ じ 巧 
儀が 惡く敎 育 も U ぐ 到底 お 客* マ 
んを 接がす る こご も 出 ホない.！ 
ご 夫人に ま ザ 矢を 放 つらの も わ 
る •が、 最も 激烈； y の t ! スミスが 
カトリック 敎 徒の 操 体で ある チ 

キト •ォブ •コロンバスの 秘蒋 

言 誓 第四條 (議會 で 調査の お一采 
虛報 どが 然して 居る； を嚴 ホし 
若し 大統領に 當選 するならば 忽 
もじして 

新敎徒 始め ごして メー ーソ 
ンの 退を r - 養 手し 斯 かる 信佛を 
抱く 者に 對 してけ を 若 巧 女の 隘 
がな < 生殺し、 燒 殺し， 絞殺して 
をの ホ 法を 逃 ば や 信仰め 撰滅を 
計ら、 子巧^^壁じ頭をぶもつけ 
てこん な 思想を 撲滅 さす、 等、 
等， 曰く， 曰く i 擧げれ は數限 
ら。 く、 斯ぅした ホ 穩；^ 文書が 
戳懊物 どして 配達され て & るの 
を 現 政が が 取締ら U ぃのは 怪し 
からのと ホ 難して むる。 

讀 書から 見た 

大統領 候補 

フ L パー は 探偵 物 
讀書趣 ホから なた アメリカの 
兩黨 大統領 巧 補が 今 巧の ブック 


マン 誌に 揭 載； れて 居る が 
アグ •スミス 君の 讀馨時 晒け 
タ< 夕方 じ 限られ 讀む ものは 
淸說集 ゃユ！ モアに 滿も たも 
のがを （小說 乃 まなお 小說は 
极 めて 限ら n て 居る^ 

共 か黨の お補フ ー ゲア 1 氏の 讀 
售 時間は を だ 毛色を まにして 朝 
:)ニ《 か 五 時 頃が ぞく、 大政 
治を の々 志 傳ゃ自 を 憤の 外 じ 探 
偵 小 說が乂 のが 物で 讀書 する S 

は アップ かを ご b ど. がぢつ 
て 居る 柏で ある。 

御大 典を 前に 

鳥居に 吉兆 

兩 陛下に も 奏上 
最近 ま 基地 ホの 福岡縣 知事 齋 
朦守筒 氏から 一木を 相 わて じ、 
いご も 目 おたい 便 b が あつた。 
をれ じょる ご、 まぶ 齋田 前に 逮 
てられむ 徑 一巧 云寸 にみ る 杉の 
黒木の 鳥居 じ、 はからす もがの 
巧 ザ かかき 出した のをを 仕の 人 
人が 發 見した こどで あつた。 を 
いはま こご じ 不思議な こどで、 
巧ら な < 先 もな き 杉の 大木が、 
がか も 鳥居に 化ら 上げられて 大 
地に 建てられてから 幾 巧 も經た 
ねじ 化 上 八 尺のと ころ じを 命を 
ムづ ょく 吹き出して ホた のでを 
る。' 知事を 巧め 關踪の 人々 はこ 
の 限ら；：^ き 御 繁榮を お徵ゼ るす 
むし やぅに 疑 ひ；：； t しご 悅 こんで 
ゐるこ 云ム息 味が 認められて あ 
0 た 一木 宮 かも 大いに 喜び 度ち 
r をめ 報を 當時那 須じ御 避暑 中 
の 兩陛ト じ 奏上した = 


徵其 延期 願 

’ 手續の 注意事項 

當地 德锁事 館では 徴兵 延期の 
ホ續じ 關聯し 左の 組く 通吿を 
發 表し 延期 請願者の ためじ 注 
意を 化ず 所が わつ た。 

期間 變更 舊を役 法 じよ 
れば徵 集 延期 願 お 者は 每 を 四月 
十五 H 迄に 內化 役壤じ 領事館の 
を 給せ る 在留 證明 書を 送が すれ 
ば 可な b しもな 正を 役を じて は 
每年 一月 一二 十 一 B をに 巧 事 おじ 
巧 留申吿 書 又はが ホ 國外 徴集 延 
期 願を 堤 おせ ざれば 爾を提 おす 
る も 徴兵 延期の 特典を 輿 へられ 
や。 を 提出 繰 上の 結裝 失格者 等 
を 出す。 きをが し 難き にがき 其 
緩 化の ため 當館 じめ ては 昭和 四 
年度は 徵お 事な 化 扱を な來 よら 
ゲ日旱 め 本年 十一 丹 一日 よら 
開始し 前記 黑 類の 受付を なす。 

延期 手續 徴集 延期 者の 

恃じ 注意すべき こ ご は 昭和 云 年 
度よ b な あ 兵役を 施 巧せられ 初 
めて 徵集 延期を 願 おづる 者つ適 
齡 巻) は 化 ホ 國外徵 を 延期 願を 
又 引緻き 延期での 者は 在留 申吿 
黨を 當黯じ 提出す る こ i 、なら 
たる こ ミで ある。 尤も 问 をを じ 
於て は 猫 ほが 舊 巧れ 巧 ホ 續に化 
らて 願おづ もも 差 支な からし も 
昭化 旧年 巧よ b は 必中な 正ち 役 
法の 手續に 依る こど； な b たる 
を 0 て從 ホの かきな 留證明 書 下 
附 願の かきは 一切を かけや 0 尙 
ほを 在留 申吿誉 及び 徴集 延期 願 
の 用紙は 當お 反び を 化 日本人 會 
じて 楠が 置くべき に 付 請求 せら 


れ たし 义右巧 留中吿 書には 所廬 
聯巧臨 徵を官 ょら 初めて 徵 をを 
延期せられ たる 年月 H の 記入を 
要する。 

昭和 四 年度 徵集 延期を は 左記 
事項に 注意の 上 規を期 H を じ 
擦 領事館 じ 到達す る 横 成る ベ 
く 早目に ホ績 せられた しどの 
こごで をる 0 

一、 昭か四 年度 徴兵 事な 取扱 期 
間 

當館昭 化 四 年度 徵を 事務な 扱 
は 本年 十一 巧 一 H ょ b 開始 （ 
明年】 巧 化 一日 じ 閉止す 
ニ、 徵 を適齡 屈を 要する 奢 及び 
手 綾 

明治の 十一 年 十二 巧 二日よ b 
明治 四十 ニ 年 十二 巧 一 n をの 


日獨 S 拳闘 試合 

東京 特電 二十 八日 發 H 元 力 ± 
綾 鬼 離は 弟子 ニを じ 拳闘を 稽 
を させて 居た が獨 逸から 巧た 
一二 拳 圖家ご 二十 九日 試を を 巧 
はせ る ど。 


間に お 生した る 者け 昭 か 四 年 
巧の 徵を 適辭 者なる じ 付 裳 家 
の 戶ま (ホ國 じある S 本 巧 じ 
ある どを 問は 中〕. 昭か四 年 一 
巧 中に 割 達する 樣 本籍地 役複 
お遲滯 なく 徵兵 適齡屆 を提ぉ 
すべ f 、 巧し 之を 怠る ときは 
徵ちか 違反者 どして 罰せら る 
ごし 

S 、 徵集 延期を 要する 者 あび 其 

手續 

明を 二十 五 年 十二 巧ニ扫 ょら 
明治 倒 十二 年 十二 弓 一日 迄の 
間に おを したる ちじして 
(ィ) 初めて 数 集 延期を 願おづ 
■る 者は 昭か四 年 一月 一二 十 一 H 
ちじ 所感 聯隊 區徵 を官 宛の 化 
帝國巧 徴集 延期 願を 當館 じ提 
出すべし 

(日) 引 濃き 徴集 延期 中のを は 
昭か四 年 一巧 S 十一 日を じ 巧 
留申吿 書を 當舘 に提 おず べし 
あ 書類は 受理 後當館 よら 直接 


十一 ニ 歲の妻 離婚 

まる 二十 六 H ン 々ゴ 法廷で 珍 
.らしい メキ シ 3 人の 離 媳訴認 
が あつた。 離婚を 訴 へたのは 
本年 二十 一二 歳の ホで をる が 化 
嫁は 驚く かれ S 年 前 じ 結婚し 
じ 十一 ニ歲の 少女で お 人形を 抱 
いて 證乂 台の 人と なつて 人々 
を 驚かした が、 離婚の 理由は 
不行跡 ご あら 傍艘 人は 二度び 
つく b の 葵で あつた。 


本籍地 府縣廳 じ送附 する か 同 
書類 中 注意を 要する こ VJ は、 
(ィ) じ該當 する ものは H 本 出 
發の 日せ 及び 出發港 名の 記入 
を 要し 义 ( 。 ) じ該當 する 者は 
所屬 聯隊 區 徴兵 官ょ b 初めて 
徵 集を 延期せられ たる 年月日 
記入を 要する ことじして 右は 
規を 期日を •し 提出せ ざれ ぱ爾 
を提 おする も 無効 ごなる べし 
四、 其 化徵集 延期 者の & 得 
(ィ) 用紙は 近日 當館 じがて 印 
刷の 上備 がく るら を 巧を 日本 
人會 じら 送付し 置く じが 請ポ 
せられた し 但し ニ 枚 じ 付 五 他 
を 申ず （又 返信 巧を 要する 
きは 添 かのこ ご 
(こ 巧 留申吿 書 及び 徴集 延期 
.願は 夫々 正副二通 提出 あ b た 


(ご 手が 巧は 一, かじつ さ： 巧 

と^， 

ご.) 當が じが 留を錄 をな し 居 
ら 巧者 S 徴集 延期 願 又は 巧留 
申往書 は巧涨 せざる ごんる 
べき じつき ホ登錄 のをは 其ネ 
籍 、現住所、 職業-渡 ホ 年 目 
日、 旅を 番號 等を 明記の 上 宝 
急 截潇じ 盾 おらいた し 


讀 ちの コラム 

舟 遊 會雜威 

五年呂 r 開かれた ホ 遊 曾は 五 
年 前の ちれに 較べて 著る，'- き 進 
ホで ぁつた。 キ催若 諸君め 熱必 
むる 活動は 巧 事に 巧き 渡り、 お 
ホの あを でめつ た。 毎回 おる 醉 
哲の 醜態 一を 見せな か 0 た？ け 最 
ら結罐 、殊に 負傷 ま i 入を も お 
さや 歓幫誤 笑の 內じ 歸航 したの 
は 何ょ らも 目 お 巧 かつた r 波 止 
壤が靜 が f お雜 がな く、 ぶ 發時 
間を 十時づ した 處は小 お 巧 も。 
での 人 じ^ ム隨か 仕を でぁった L 
み r 船が ホき くて、 ンデ ー 室な 
どの サ I ' えスは 巧 盾いた ちで ぁ 
つた。 余 裳め ダンスけ 巧 舞 家を 
喜ばした， 蛋動會 も 中々 め 興が 
を 引いた ホ 員 諸 若の 賴必 おの 一 
感 6 ならぬ を 感謝せ ざるを 得 ロ 
巧し 雜感 ル': ニ、 一二を 擧 ぐれば、 


懸黨豫 憩 發表期 

囊じ 本識で 募集した メ； ジャ 
1 •リ！ グの 野球 爭覇锁 懸賞 
豫 おのが 中 若 氏名は 嚴 を じ審 
査 の 上を 逊氷曠 H め 紙 ± で發 
をいた します。 


五を 前に 一 乂の小 斑を 持たれな 
かつた 鄕ホ縮 間に' 二人 一二 A の 愛 
おお 携 へらで マ、 さんと パ-、 さ 
ん ごならむ で、 ^ — 大きくなら 
れま L たナ ° ャ 一おがました 
ナ ー なぞの 貧 話が 随所 じ 起って 
包み 切れ 己 有び じ ニ の氣 
をが 現 はれた 巧な どは、 巧ん ど 
も 云 ひ 切れな 招 我輩 も 嬉し かっ 
た。 第二 化 おメブ キリ 殖 へた 点 
などは 諸君を 共に なを 强ふ する 
じ 足る。 

最後 じか 藥會 の辩部 諸君の 勞 

を必 から 謝ず。 (化 ホの 婚 猫) 


讓 渡廣吿 

謹醫 お々 猶引 立じ預 6 誠 じ 難 
有 厚く 御疆 中上极 。陳岩 小を 
儀從 ホょ b 經蔭 中の お 田 旅館 
を 今が 武巧义 治 巧 じ讓ち 渡し 
侯 間 化 段 御 殖知ホ 上 候。 尙ほ 
今後 も 枯變ら ず 翻を 證：の 程を 
願と 候。 

昭巧 一二 年 乂月廿 二日 
を 3 ぷ出 旅館 ま 

一江 川 作 一 

讓 受廣吿 

謹啓 時下 花 露寂攝 のがを 位 益 
益 御 淸祥の 段 晕贊上 お。 陳者 
小を 儀 桑 山商會 じび 勤 中は 一 
ホ らぬ御 引 立に 預り 誠に 難 
有 御 厚 禮中上 お。 今闽 江川 作 
一氏 經營の お 田 旅館を 譲 6 を 
け誠實 誠意 務めて 諸彥 の御滿 
足を 相 計ら 巧 申 煩 間 巧 卒倍舊 
御眷 顧の 稱 偏に 願 上 膜。 敬具 
昭が送 年 九月 サニ H 

_ 武田 文治 


I 川 E MITSUI BANK , け 0 . 

i NEW YORK AGENCY j 

' Room No. 712 ! 

I 61 Broadway, N. Y. G | 
Tel, Bowling Green 3440 ! 


1 ぉ M 化 邮 istii む nk , Ud . 

Boom 941, Equ お bie む iiding 

120 8 巧おが も NewYor {(むか 
Tei. Hecior 34 巧-的 


WALKER & 化 ORIO 

CUSTOMTA 化 O 民 S I 

20 DEY ST., NEW YORK 
N の r Church St. 

TE し CORTLANDT *7557-7558 




N . Y . K . LINE 

社 會够郵 本 目 

N 巨 Vtf YORK OFFICE: 

色 —10 ロけ d 日 e St. T 巨し . BOWLING GRE 巨 N 2262 

San i,，r 泣 打 cisco Off ミが： LosAnge!esOffice: SeattleOfficw 

巧 1 Market St. 良リ tmore Hotel Arcade Colman Bldff. ド irst Ave. 

Chicago Of む ce: 1 诞 W, Monroe St. 


-THE FlUl 閉 0 巧 
SECURITIES 00 ., ING . 

120 巧 adw 巧 ,' fi, Y. [I け y 

Te しお cfflr 2 加 - 3 お 8 


THE 隱 K OF 郎 0 な N ! T お SumitQ 阻 日 B 3 〇 k ， L ! も 


R 額 巧 巧 1 おお oadway, も Y. 
即日即. む Hia 巧が お 83 


巧 お Y0SK が 巧む 
む 8 巧 お 4 
1 がむ 的 お 巧 

TeL お 加 惭 74 が -7445 


Tfie Yokafiama 
Sp が お 酷 nk , Ud 

郎邮 が， EguHabie 8 おを 
1 巧む 〇 3 抗 巧， ん Y , 
Phone Rector 2550 


Tlie Bank of Taiwan , Ltd . 

Boom 515 

8e 巧 nenstm i 刖 日が 巧む i 诚 ng 
185 む蝴 1 が もん Y. 


0 ぶぶ ， Line 
大阪 蘭 船會 社 

巧 お -8 Wlli 巧 H を 化 細 U ! iN 8 
17 邑 HRE が 化が E お W 巧！ II (巧 n 
PHONE 80 WU 邮郎巧 H 83 お-的 


Nippo 打 

Drv Goods Co. 

12 良 1 わ oadw 巧， 训 y , 
Cor . 31 st SI . 

Te し PennsyWania 巧 5 ( 1-51 
R 日日 m が 5 


Na 巧 T 谢 iing Go . ! 沉 0 ! 扫 Bros , ! お. 


151- な h Avenue 

(C が . 2 1 が み.） 

Tei，Mgonquin 384847 


Formerly 

なが ubchi る Co . 

け Ea お 1 淵 も Ui . 

Te しがが 叫 uin の 66-87 


H る 削 TA & が， 

141-1 が FiHU が.， 
巧 〇し 21 が 化） 

New む r パみ 
Te!. お pmj 刪 5 お 5 


MOGI, MOMONOI, ! 
j COMPANY, iric. 1 
i 105 - E . 1 お li 化， fU . 

Te し Stuyvesan } 的 日 5 - 6-7 
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村 1 

ブ卸 
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ス 
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r 义巧 四千 一巧 


雜 辦 貪 M iBm ± 


日 九 廿巧九 年 三巧昭 



資本を 壹 な 圆 
拂这濟 資本金 六 千 萬 凹 
煩 立を 六 千 S な 五十 巧な 

能赋ご 一井 銀 巧— 支店 

本店を を 市日 本橋隐 本を 段 町 五番 化 一 お 
ず 巧 ホ祷 日塞义 養窠定〕 横な 
名古屋 京都 大阪西 (大 お)# 戸 
廣島下 顆巧司 若松 庵 岡を 货 
上海 かを をち 视水 


お出 入 巧替’ 電信を を' ホ 送を. 旅 斤 信 巧 巧 
巧 ま 信用 狀其他 一般 おけ 業 

乂雜狀 S 義銀巧 がち ま 巧 

瓶 里 送を" 日本が 化 無手 數巧 -7 迅速 取扱 
本店 おを (定巧 涩かノ ニ 郁) 巧 便利 あ 巧 
本 支 巧を を安孩 、大 お、 胖戶 、京都 
所が 地名を 屋 、小裤 、上が、 おを 


ハィカラな 紳± は 

化 立 服 を^^し まず 

夫れ は 宜く身 じを ひ、 見掛けは を < 、を 
して 化 ホを ょら も 長持ちず る 事を かつて 
るからで す。 弊 巧は タ較 H 米 紳± の 御 巧 
を 承つ て 吾ます 0 

N 化廣吿 •して 御 ホ 店の ホ じは 

六み 劑 引を します U 
が 注文のを 柯じ孫 はら やを も 巧 一度 ホて 
見て 下さい 

ウオ ルカー エンド フロ リオ 巧 服 巧 





ホの 素 
懸賞 募集 

綠 切り' 日延べ 

皆 犧の御 ホ 黑じ 化ち まして 

締切り- ヶ巧間 延期し ょす 
i . 
締切：；：； 十 I 巧 ~ 日 

發表 = 十 M 巧 一日 


ホの 素 睡賣店 

桑 中 商 曾 

114 是 T 置 ihMT : N . 1. G . 
さ Dis . すな ni W 133- 居 57 


東京 轉會特 を 


十月 號 到着 

講談 俱數部 一 •〇0 


文 藝俱谦 藤 
キ、 V. ダ 
當 •于 
其 他 


去 0 
去 0 
去 0 


紐 育 東京 蘭會 
, 蓄ぞ. 雲 st.j. y.c. 

Tei . Trafa 营 r 或 思 


舞踏 敎授 St ン 

グ 、を 勢 矯正、 初、 む 者には ホ 易 
じ而 かも 叮喀」 敎授 致します。 
MissLiill,335 去」 皇 St. ぎ呈臺 ふ坦8 

大 室、 裝餘 優美、 否 

撒、 ス チ！ ムヒ ^ ト 

電話、 地下線に 近し、 ご 人に 適 
當 、六 弗 及び 十二 弗 

narl-is, 苦 Wb4th Si. 


i 、 ッ こべ 


■ ; , ブ ♦ト 
j ランニング クオ 1 タ 

、淸潔 ホー ムラ イクを 通 ま 便 
呈 li 皇置 n - 1 登 宝. ニ呈ぎ 音 . M 
ジ こ空ぞ adhit 


一 綺麗に 装 節しね 室、 

日本紳かじ貸し度し 

設備 完 を、！ 左へ 御出で 下さい 

贾 rs . W — ，苦 W . ih St . 


御挨機 

今回を 年經驗 みぁる 腕利きの 
H 本人 職 A を 雇 ひ 入れました 
化れ 迄の 梭に 御を 樣を 待たせ 
る樣の 筆な 御座い よせ や 精々 
勉强 をし ますから 柏 變らホ 御 
最 負の 程ぞ願 上げ ま' す 

理髮床 

I 醒十 一二 了 目な 蕃 


のを！ 

衙 

西 四 


ブ ^ ] トマ ン 

少 ブイラ！ 及 
シ nr ント ランタ 古 

物 お 弗 五十 偶よ ち 十二 乘 を 十觸 

普で d S 雲 草 ま t 


巧 、 

イン ノ i ベ 


タ乂 > ク 


約 五な 獨の 

ゥォ K ロプ 

及び スチ！ 一一 f — トランク ホ 典 五 
十倘 、九 弗な 十倘 、ホ 二 弗ぶ 十 
他、 み f 許 『化 用し わ鹽 類】 巧 
H 弗 後び おが 
巧 B 4 -i A 吉， Cor . 含 thst . JJ . 


^ 故 吉本宣 ニ廊巧 

葬儀 執 だみ 降は 御を 用 中 じ 
:不巧 態々 鶴 會葬被 あ 下 且又 
-靈 前に 御を おを 御供へ 被 下， 
娱段御 厚 おを なく 奉 深謝 お P 
一々 御禮ず 上ぐべき 蟹の 處。 
お混み 中絳尊 おお 洩 いも 針 
ら雞く 乍跑義 W 紙上 御禮申 
陳度如 弛に. 御座 候. 

昭か S 必乂 巧サ 八日 
『ぶ。 まを 波忠作 
藻 ， 一長 谷 W 卯を 衛 
ミ A 水 關孝雄 
を 伯 治 
撼橫 內圓み 
; ホ越侦 太® 
巧淸水 雄ニ郎 
外 友ん 一同 


▲ fi 巧 式を 等 設備 巧を の璧富 » 巧ん るは 乘迅員 
の热な 親切 T を ミ 共に 巧 化の 誇 a ずるな です’ 
A をな 乂モ 洋搞を I 二等 驳備 ロを 部苹時 的な ちみ 
おしま L わ、 みじめ 南 魚の か丢は 巧謂ッ —1 
ス トサ ー ド 又は スナユ デント タラ ダスな 上の 
巧 領み備 へて 居リ 支ず 

® 桑 港 お 帆 ホノグ グ經由 【正午 出帆】 
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- レアみ 

春洋义 
西 比 利亞化 
大巧 化 
天が 九 


十 H 十日 
十巧廿 四日 
十一 巧 セ 日 
ェ巧サ 一日 
十二 巧 五日 
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#シ アトみ お 帆 〔ザが 十 時 お 帆】 ^ 
加贊化 十月 二十日 J 
がを 化 十 I 巧 一二 自饼 
靜脚化 エ巧甘 セ 日脚 

® をを 穿 日本 朽巧蜗 が 
孰 巧 も 十ち 十 化 日 
鹿 島 丸 十一 さ 二日 
A が 育 曲 帆 田を あ 経由 B ネ朽度 域 おー 巧ニ圃 
A 錫 道 切巧瘍 まを 某 化 萬 $额 おを じ 街 あおを*; 

A 太酉洋 た淀赔 をせ 乘お切 巧 御 使を にお 計 主す 


▼鄕里 送を 及びが 送を (無手が 巧 r か ■ 
巧替賣 買、 荷 巧を 取 おおな、 浸 用が 》 
巧 等 一巧を 巧 策 務闽使 巧 じな 巧 可 化 お 

S 脱臺灣 銀巧攀 出張所 

本店 裏 灣臺化 

ち 巧を 京、 横な、 大阪 、神戶 、上 お、 巧 
ロ、 福が、. 厦巧 、灿 巧、 香港* 廣 束、 新 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン 、バタ ビヤ、 を员 
々グ カツ タ 、倫を、 其 か 臺没十 巧ヶ所 

一、 資本を を憶圓 (を 額拂込 巧) 

一、 構 立を 一億 ニ 巧 五十 萬圃 

內地本 支店 U 橫濱 (本店) ま 京大 阪 
神 タを埼 下 お 名古屋 

機鑽ぶ 金銀 巧— 支 巧 

ホ 國をま 巧 U を 港 羅巧沙 巧 巧 巧 
其 化 化を を國 重要 都 ボニぞ 巧 及 n グン 
ス な 之较 


本 お 大股 化 お 五 了 目 
•が 育 支店が 育ブ ドゥ ユーな 四十 九番 

鱗 住友 銀な 

ぉ (巧 京、 觀演 、名を 屋 、京都、 神 ロ 
•尾ノ 道、 壞 島、 吳 、柳 ホ、 下ノ關 
化ま庙 {巧 司、 小 倉、 巧が、 蹲タ 、乂 留乂等 

本题預 を、 鄕里 送を 等は 巧め 
て询 便利 逊 をに 御 化 披可申 あ 


本店 朝 お京诚 

ま 巧 巧 張 所は n 本內 化の 樞要 都ボ ，朝 お 
滿渊 、ま那 のを 地 及び 浦 補斯德 

勸鱗艱 巧 紐 育 お 張 所 

外 固爲替 一般 銀 巧を 務 精々 御が 巧 じ お 扱 可 
申 上 候 


藤本 證券 會お 

一般ち 偕 記が ノ賣 買、 引ず、 冀集 
▲を 離、 ホ- 1 么 こ 關ス グー 切 ノ菜お 

S 藤本 ビル 7。—? 銀な 

紐 巧 お 張 所 


日本 郵船 會 社.' 化 ニを 鐵道會 社) 

代理店 巧 瞬 兄弟 顯會 

乘 車、 乘船 切な ホ じ 小荷物 運送 鹤 便利 じな 题ホ します 


シアトル お邮 军前十 時) 
をら び や 丸 十 巧 十 巧 
をら 倍まん 十一 丹を Q 
るん どん 赴 (坡潘 お魄) 十 巧が 八 B 
y 1 等橫 潰】 九豆苑 

お L ば リず丸 るん でんかは 一を を 萊 
マ H 等 目 本 巧を を恭を 室太提 造を 族 室 多な 
マ御惠 善に 辕リ 一等 割 則 往復切符 發巧致 巧 侯 

ロスアンゼルス お 帆 (午後 S 時) 
もんて びでお 化 十二 巧 十日 

はゎい み 一 量 香 

►一 菩横濱 ニ HC 萊祖 はわい 丸 主にら 化 ー奎巧 
►待 別 H 窜 日本 斤 五十 九 巧 マ I 二等 日本 巧 五十 忠巧 
►を 巧羅商 朽竊車 切巧寢 窒券嚴 入御 鈴旌 化リ娱 
►祕育 線 パナマ 留由 日本 まが 行货物 船ち 一圓 


精々 勉强 すか 御 引ぶ 顚上候 

陶 磕器雜 貨卸寶 

.春 巧廊會 


n 本陶撼 器雜皆 類卸賣 

ホ元ブ タザ ！ ス 


円本 淘媪 器雜貨 
ラム プ卸賣 

奈良 貿易商 會 


R 本吳服 反物 キ モノ 

テ ^ — フルク ロ 1 ス類 

諸雜貨 卸商 

I 贼 日本 ドライ グ1 ブ商會 

時圳廉 僧で 乂勉强 巧 流行は 當 巧の 巧 長 


n 木觸 黑雜貨 
ドライ グ ー ツ お販賣 

S 茂 木 桃ホ飢 


本校け 創立 W ホ お 十 年 W 上の L 
歷 をを 有し 巧 女な び 小 おの あ W 加 ： i 
脈 類の 截 方、 縫 為一 助 度び 着 扣^ 1 
物の な 身せ 等を 辟 型を のつ て. 叫 
一人々々 じ實際 巧に 親切に 敎 .m 
巧 致して 居 b ます 巧 得する じ •^ h '^ 
な 極 （を 易で 而 知： も 適が の 職 cS 巧。 
栗で 化 入のを い 事は 申す をら ぶ 心 M 
めト ません 晝巧雨 巧 ぁ b ょしふ ^ I 
て 條件等 も 都を を （ホ 巧て 居 W .1 W 
らまず 0 

ミツで 五 ル デ ザ イニング スク i ル 


ラム プ 及び シルク シエ —r 

製造元 卸賣 平 錄商會 

正 • Y . TETSCIq ^ 00. 

ニ 星 24 SJ . y . 置 ごず Cheis まち 31 








パ . ri 




首 絞め 化の 日本 議會は 

未だ 歐洲 になが 打 

. 議員が 傍 聽の野 タを擊 殺した 話 

〔福 岡縣 選出 巧 講± 巧 旧 俊 作 巧が 巧び 當 地へ〕 


『 H 本から 巧 か ニュ^ — ス じあ 

らま せんか、 內 間の 形式は ど 

うです、 巧？ 不戰條 約の 「國 

民の 名 じがて」 とい ふの が 間 

題 じな つて 居る？- 

議會 でか 巧 大臣 だ じめ 

.られ る だら うて かい？ 何 アじォ 
ラが か 巧で 造つ 付けて 了 ふさ ゥ 

ア八 』 ご內 旧を 權を 載せ 

た ホ — メリックの ナロ ！ ンで聲 
たからか じ 笑つ わ 巨漢 か ある。 
福 岡縣第 S 區 選出の 政る 會化議 
± 野 田 俊 作 巧で ある。' 今は t き 
: 大巧 宗拉の 遺子 ご 岩は な < ども 
をのを々 たる 體驅 、をの ヌ！ ポ 
1 式む 應掛 ぶら でを ぐう G づく 
こごが 出 ホ やう、 滿鐵 東を 支社 
廉務 課長、 內國 通運 取絲役 ごし 
てア メリ々 じら ホ 遊し むこ どの 
もる を 學± で 本年 四十 一歲 ごい 
ふ 働き 盛ら、 前期 總選擧 V 」 ネ巧 
の 普選で 

- 目 後 二回 巧 講± を 勤めて 
居る 巧、 ベ-ル リン じ 開 能され た 
: 巧 翻 哉 員 會議じ 判 席した 上歸朝 
I のを 巧な 海つ たもので、 僅か じ 
ニ 遇 間の 滞米 じ わ 職業 柄ア メタ 
力の 火 統領 戦 お 勞を觀 學し內 山 
を權 をど间 船の コレ ャ 化で 歸朝 
r る當 である 『街 國講賛 會議ご 
云つ てが じ實巧 方の 伴 ふ 巧じ罐 
威の ぁる 劇體 でな-.、. 先づ抵 園の 
凍： H か 親睦を 霜ぬ こごい ふ會を 
ご稱、 1 る ホが ま當 でし やう、 會 I 
證 中.—- 巧に 隅幽が おて、 カン デ 
ネ ダ 斗 ア 邊 の 速小 おら じ 大轉 
特に アメリカの 移： ：化 をに 峻 つて 
; か i つて 居ました が、 H 本. こし 
ては 今 あら この 

: る k 問題を むし 返して 阿 
^ の クアタ をで' C 幾 4- 人 かの H 本 
一人を 乂闡 さず ごい ふこ d け 國家 
I の體 面と いふ 隅 題 かもなら ばを 
; ら 巧、 實 際で けがの 役に立たな 
I い 燕 論で も あるし •旣 にブ ラジ 
一片 だの 其 化 おぉ 方面には H 本 移 
- にを が 威を おて 迎 へて 吳れる 地 
; ホ も あるので H 本 側 i しては 別 
に 彼是れ. こ 論 論す る椅 らも，；； ib か 
つたの ご； が、 巧し ろ 移が 問題 
.こ ホる ピ駐ぐ H 本 ど アメリカを 
聯想 クむ るみで 巧々 も视 々ご 針 
つた 上 わ あを 濁した が、 何處の 
一風で わつ たか 隨 かど 無锁 施；：. 移 
I 民み 

も - iI : を ホ 張して 怒鳴つ た 
j ぶ 民； も あつた』 ご ある、 を こで 
I r 软洲 を 國 みが 员 さん 達の おけ 
沿は：， か rf す」 v > 伺 ふご 『ィ 
; 卞ピう も わ 巧 儀の な だ や 我等 も 
. 1 ホを 讓 るね’ 證 員會遙 でも 户 
I ン リー の議貨 が柯か 述べる と 
一 チぶ n ス 0 ゲ キキアの 誰 貨があ 
I 茶を 人れ る ごい ふエを じむ、 騷 
I 踏し いこ ィ J 限らな しク 、ユ ゴス 
:ゲキ r の谦 をら や 巧 聴 者の 野 
i ホに 憤慨して 络 員が 議賴 .上から 
i ビス ト少 で裝 殺した 相で、 僕達 
I が證 曾-. し 巧つ た 節は T 巧議 煤で I 
ミ 事件に 就 了 I 
弔辞 を 述べて 居る 所で あ 一 


つた；^,、 ピ ス ト ^で傍體人をお 
す； どなる と ホ だ / N 議 摸で 遙 
員间 志が 首を 絞め 合 ふ 位の H 本 

は 君子 國ピ ょ、 ゥア ッ J 

ど ホた、 アメリヵ’ の 總選擧 じ 就 
て 今 巧は 逆に 質問め 矢を 放つ た 
氏は 最後 じ 『田 中 首が は 一 かど 
ぅ 見えまず かね、 僕は 外 國じホ 
て 日本から 遠 まかる じを て 旧 中 
ごい ふ 奴は 五 ラィ 奴 ぢやご 段々 
偉い どい ふ 威が 增 して ホた ょ、 
あの 大將 だけは 未だ 殺しね < な 
い』 ど 飛んだ 所に 話が 外れる。 

與黨 議員の ごた'-^ 說が 

傳 つて 居る じ對 しては 『ジレ じ 
初耳 どが、 巧し ろ 政黨の ごね ご 
たは 今の 流 巧 病 だょ、 巧 アに內 
閣 さへ 更を しなけ b や 僕達は 巧 
也して 旅が お來 る、 今の 內 隅は 
化 間が ごわ-^ 騒いだ を ぢや壌 
れ ，化せん、 巧し ろ 今の 內閣 は.… 
… .』 ム -1 ヤ ごな つて お相搂 
さんの やぅな 氏の ち體は ホ！ メ 
タックの 船 孫を 盛んに ゆらつ か 
せて 居た-' 

— 弓 日白 二 了 

rL *>4 f - ^>1 

• 到着 翌 H 首都へ 

旣報崎 如く. 个戰條 約 調印を 濯 
巧 m 康哉 伯は ニ t 六り 午後 ニ 跨 
一二 十み 頃沛 合-'-- 投鋪 L た ホ ー メ 
V ック聽 _ しを 船、 齋腾鑽 破 事 
お鄕 一等 誓記官 、內山 領事 等の 
が迎を 受け 隨賣端 巧 謙 かを、 を 
一巧. 書記官、 鈴 ぉ 事務を、 川 西 
葫事 及び 永 鳥を 等' で 同伴 午後 お 
時 お （十四 了 目の 後 橋に と 陸、 
當化緻 顕奉絕 員 其 化を 廳洗 表、 
帕木 あを 支店 睦 、旧 島 化を 巧 
接 等 重なるが 留 をの 歡迎を をけ 
商 もじ モ ー タ ！ 巡査を ホ 導 ごし 
て 指ぶ の ホ テが •プラザに 投宿 
间 巧は 日本化 幾が-」 て 久しぶ 5 
ご 珊燒を 帮ひ翌 二十よ H 首敬ヮ 

シン トンに おいた が、. 

間 地で をメ！ フラヮ 1 •ホ テ 
^じ投 おすべ {九月 一二 十 H を 
滞が す 一る 酱で この 問た 統領 ク 
— リッ •チを をを まに 訪問し 又 
外國務 お宮 グ 。ッグを を訪間 
して 重耍 なる 使 かを 裝 すべく 
ニト八 = 巧は 大使館 ま 催 じて メ 
—フ ラ？-— の 晚餐曾 じ 巧 席、 翅 
務 お官ヶ n ッグ 氏、 大藏 長官 メ 
日— ン巧其 他 巧 力。 る 閣僚 ご 巧 
歡 した. か' 當 化には 十 巧】 U 巧 
び ホ 宵ら 巧。 

秩父當 殿下の 

御 避 儀奉禍 

n 舒ょ b 祝 あを 捧お 
皇弟お 父を 雍仁 親て 殿下 ど 松 
ホを がす 姬 どの 御赌 傑に 就て は 
本紙 お 報の 通 b を々 昨 U を 0 て 
ザ 出 巧 唯 濁の 典を 舉げ させられ 
たが、 が 育が 留官は 时胞を 代を 
し 下 總谢事 ょらな 带を 捧呈し、 
n 本人 會 はを 信禽良 ょら 左記の 
かくを 巧ち を經て 殿' 下への 言上 
を遐 請した。 

秋 父 お 殿下 御が 儀に 當 b 紐 育 
B 乂人窗 々員 一同を 化を しあ 


必ょ b 靡み て拜 貸の 微意を ま 
し 奉る。 

右 言上 御 願す。 

が ほ H 本棋樂 部に ては 昨 巧の 
一般 晚餐を 赤飯 どし お煮、 鍋 料 
埋を調 巧して 御盛搔 奉祝の 意を 
表した ご 云 ふ。 

奉視會 委員 

巧を せる 顏觸 なを 名 
當地 一般 官 はじ 依 b て 組 緑せ 
られ たる 御大 鹿 奉祝 會を部 委員 
は 大体 左の 如く 决 をし、 總務部 
の 献上 お證衡 、が 務 部の 豫算編 
成、 蠻宴 部の 響 宴 規模 巧定 薄着 
着 進が せし レる 善なる が 献上な 
聴を 蓮 動 並 じ宴會 おお 勸誘ホ 面 
の 鹿務部 委員 氏名は 次 號に讓 る 


名 嚳會長 
曾 長 
總務 部長 
おお 部長 
響 宴 部長 
虛巧 部長 


齋藤隅 
草 信 竹 治 
旧 島繁ニ 
巧 木秀茂 
風間武 ご一郞 
高見 豐彦 


縷務 部を 員を 孫子 乂爾お 巧 
をが 鄕敏石 谷 貞次郞 地 ま 
延么肋 化 野 吉巧松 田 か太郞 
水み 渉 一二 材 岡を 男 奧化正 太 
邮 銘木 一二郎 高木 隆ま高 橋 
貞夫 武井理 一二郎 內山淸 堀 
越劍 

が 務部 委員 藤が 壽橋本 十五 
郞お義 一- 冷 ホ 巧 淸巧旧 直 
苦 鴨 井み を 西 龍 雄 哲木ニ 
王 高木 隆ま吉 旧 政を 眞繼 
俊 一 

變宴部 委員' 福 本 福 一. ぉ 川 雪 
溯 原野 勇 巧 本音 逢 巧崎憲 
みが 藤謁雄 鴨# 义巧野 常 
んを西 龍 雄 黛 お 良 中出武 
夫 瀬尾壽 一二 白な 信 S 菅重 
義 高木を ホ郞 旧み 好 H 內 
围寶 山內を 夫せ 中 健 吾 谷 
が順藏 一二 木 定ま 

外 闽遇信 員 陈會が 

高 おが 歡迎 

總 領事 主 惟 晩餐 
が 最後の 訣別 宴 

本 ぉ 十り 着 W 0 來連 U を 方面 
よ b 歡迎 せら' けつ i あ b し乂歐 
お H 新聞社 常務取締役 兼 ホ 幹 鳥 
巧眞 五郎 氏‘ レ ホ 酸 記者 同伴 去る 
; 1 卡ん . H が 巧 じて 華 斬に 赴き 本 
H フ ー バア 氏 ど 禽 見の 上 W 地よ 
b 西わ歸 朝の 途じ 就' く當 でを を 
が、 まる 二十四日は 外圃 通信員 
協會ま 催の 午餐 會が法 醫お樂 部 
- し 開かれ 出席を 四十 余 あ、 巧 人 
側よりは 齋腾總 領事、 內山 領事 
齋滕宫 補、 石 井 副領事、 旧 島、 
化 木、 河 巧、 安井、 巧 旧、 草 信 
其 化數氏 列席、 グ ず！ トコ ー ス 
に 入れる 巧會 .を アグ ガラ氏 (前 
駐米 メキシコを 化、 ユ ニゲヮ ー 

サグ紙 特派員) 葛 お 氏を 紹 かし 
W 氏は 國络 障壁 論を 試みて 喝采 
を 巧した。 同. 夜は 鄕南滿 事務所 
を おがの 晚餐會 が センチ ユリ！ 
お 樂がじ 開かれ、 翌か曜 H がは 
齋膝總 領事 ホ 催の 晚餐 宴が ホ テ 
少 プラザ じ 開かれ、 聯 をの スミ 
ス 巧、 を 间のヒ ゥン ィ 氏を 始め 
をぶ 信 社 化を ッリビ ユーン 、ィ 

— グ^、 テン グラム、 グラフ キ 
ック其 化を 社 化を コ19 ア 、ネ 
1ン ョ ン、 タ 4 ム等雜誌社化ま 
の 人 ± 化を 名 出席、 總 領事の お 
巧、 高 石 氏の 米 國繁榮 、禁酒 励 


巧じ關 する 質問 演說 あら、 •キボ 
ンス 氏、 ヒユー レィ 巧の 徵迎演 
說後别 室 じて 主客 相圍 みて 歡を 
盡し巧 半を 過ぎて 散會 した。 

舟 遊 委員 慰勞宴 

お 育： n 會化會 部 主催 ホ 遊會は 
大 成功裡 じあつ たか、 風 間 委員 
長け 本 夕 委員 一同を 料亭 河 添 じ 
招待して 慰勞晚 餐會を 開く 由。 

宮巧昌 雄 巧來紐 

ジ ヤーン 參ツ *— タスト • ビユ巧 

1 化 米 巧な 員 當巧昌 雄を はが 稍 
ホ 組す 取 敢事带 所を 鐵 道を 事務 
所內じ 開設した が、 同氏の 語る 
所 じ 化れば をビユ ー 0 I は 永久 
的のを 質を 帶び居 6 今回 同氏の 
着 巧を 磯と して 米國巧 巧を 開始 
し 漸次 H 本 紹介々 面の 率 業 じ 着 
手す る 由。 

日本 美術 巧移轉 

タ年岡 島 辰 五郎 巧の 經營 して 

居る ジャパン* ア 1 ト •ス ッデオ 
は從ホ レキ シング トン 街 六 ニ 四 
番 じがて 營業 しつ-- ぁつた： a , 來 
る 十 巧】 H よら 東 五十と T 目 巧 
二十 二番 地に 移轉 する も 電話は 
.プラザ 八 八 九と 蚕。 

IHJ ~~~~ 

を 山 崎 雄 ニ 氏 一二 ホ 物を 巧ま會 
社 紐 育ま 巧 副支庙 長、 十 巧 一日 
よ b ゥで スト ユンド 街 S 百十番 
じ轉寓 

餐武 ホ 方 介 巧が 倉が 績會社 紐 
育 お 張 巧 社 貸-今回 ゥユ マト 五 
ンド巧 四 四 〇 蓉 じ 轉寓 
參鶴見 祐輔巧 衆議院議員、 ま 

る 二十 R 横 淸出奶 の ゴム プレス 
で ジャ号 じて 晚を坡 經も本 巧々 
ホ 巧 米を 化 じがて 講演を 開ぐ も 
參赤岩 八 郞巧醫 科大學 敎授、 
去る 二十り 歐卵 よら 着が 十 巧 一 
ロ 頃 西 巧 十一 巧と 日出 帆の サィ 
ぺ プャ 化に て歸朝 
を 阱部文 夫 氏 台 化 帝 义恥屬 農 
が專巧 部お授 、前週 着が め 二十 
H 滯 化の 上 南米へ お黎 
♦寺 田 龜喜氏 紐 育敎會 々員、 

夫 A 關 伴み 遇 巧々 出發歸 朝の み 
■ H 幡說教 - 


淸水 牧師 


♦紐 育 H 本人 敎曾 
眞の喜 さ 眞の富 

♦基督を 修道 會 
義人は 信仰 じょら て 生 < 

今 か敕師 

♦日本 乂 美化 敎會 
愛の 世界 宮 帖較師 


スペシャル 


西が 巧 理法 大を五 •00 
佛蘭西 料理を 書 ニ Too 
家庭料理 一 •五 〇 


が 桐 兄弟 商會 


: 瀬 川 お 験 事務所 

1 H. Segaw み Insurance Broker* 

i 303 Fifth Ave., 

Tel. Caledonia 4101 

巧 巧が 事 株を 會お紐 育ま 巧 
Uchid み TVauli iigCo*,Iac- 

1 1 Park Place 
TeL Bare! 巧 巧 76 

島寶 易^ 式會お 

Sh ミ征 ta iradmg Co ••し td. 
150 Broadway 
Te! が hone Rec ゎ r 1 ■ が 4 

檢式會 ft ホ 尾 巧を 
Ak&wo & Co •击 Lt|L, 

2 が 巧 わ h Av ■ も， 

Tel. Caledonia 9758-5? 

が 倉 おお 訪橫 巧ま會 社. 
ICatakura 在 Co リ Lt ん， 

了21\就立。 が A ぶ; 品 

に Mildmo ゎ 

Milcim が 〇 Fe が U 

1 

1 535 巧れ h Avenue 

T<jL Vanderb 化 巧 巧 

大倉 組が ちま 巧 
Okura & Co., 

30 Church St., 

Tel. Co け Ian か 2292-93-94 

巧 ま會社 
化理巧 
巧# 巧會 
120 わ时 お 巧 1 N. Y. G. Tei. R 扣 ter 巧 84 
Facto け ； 208 Raws 叫 化 L し 扣わ 

ま 巧 銜ま巧 まる 赴 
Asano Bussan Company 

氏 oozn so ト 805 
1 Broadway 

TeL Co け landf 8047*8052 

i^osho Corporation, 

3 ミ化 Importers) 

<0 East S4th Street 
Te!. A か ! and がの 

Go*ho Co, !ncq 
Cotton Exporters 

防 Beav なか.， 

T8! Bow 帖 K 但 reen が斯 *06 

巧な 洲巧道 巧 まを お 
なち 事を 巧 

South Manchuria R . R . Co., 

な oom 20261 Canadian Pacific がか * 
342 MadUson Ave. 

Tcl. Vand が bilt 413 百 

ミ 井 物を 巧を 會ぉ 

な 育ま 巧 
Mitsui & Co., 

65 Broadway, 

TeK BowliDff Green 7520 

巧ま會 かち 井 巧 巧 
紐 育 支店 
iwai & Co ., Lt ん 

Woolwo"h Building, 
Tel. Whitehall 6040 

云 菱巧事 おまきを 
組 育ま 店 
MUsubishiSkoji Kai み a 

(Mitsubishi Co., Ltd.) 
120 Broadway 
Tel. Rector 2560-2564 

大お 朝日 ニ 束を 朝 目 
化 野 ま 巧 

Os 田 k 瓦 Asahi 
I'he New York 1 imes Annex 
Tel. Lackawanna 1000 

B 本 綿 巧な ホ 城 
お育ち 巧 

Japan じ 0 れ <m Iradmg Co., いん， 
25 Madison Avenue* 

Tei. Lexington 8780 

日本を 糸 巧 式を 化 
短ち ま 巧 
HiPPOH KI -1 T 0 KAISHA , LTD 

lw 〇 Park Avenue 
Tel. Ashland 5320 

巧を 名會巧 
短ち ま 巧 
Hara & Co ., 

4 が Fou れ h Ave, 
Tel. Caiedonia 7830-35 

H ホ 生糸 おを 會社 
が 育ま 巧 
K 1 CHI -8 EI KIIT 0 KA 削 SH!KI WlSm 

(NICHI ぶ E ! KUTO CO.> LTD.) 
1 Park Avenue 
Tel. Ashland 624 もが イ 8>49 

乂龄を 日 ニ 東京 目 円 
鈴 木 H 郎 
0 :aka Mainichi 

Room 306A World BuildUrig 
Tel. Beckman 4259 


I 
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が 、 一 .レ お 


V 化. け Jo. U92 


をぷな jum がを 砂 imwf 


WE0 化 SBAY, 0 な邮 ER 3 19 巧 



ミ 八 トン •ブ ー ド。 と吿戴 
判 巧 陪席 判事 ァ ー ゥ キング* 
フユ ッブズ 。合 衆 風 上院議員 

アラン ジン •ホ^トン 0 

わに 勒 する おま黨 のか 事が 補 
ごして は 前が 巧巧官 じして お 力 
なる スミ ィ 氏の 支持者で わる フ 

ランク リン •ロ •一 スウで 八ト 

が 最も ゆ聲高 きら 氏は 病 體を理 
由 どして これを 堅 （辭 退し 一時 
現 副知事 ラム 氏、 現 t 院證 '旨 n 
! 7 ランド 氏 等の 運動 も 現いて 
居た が スミス 知事は 巧が 應 でも 
—ズゲ M 八ト 氏の 出 おを 懇請 


老雄の 誕生 祝 ひ 

ベルリン-日 發 n 歐洲 大戰の 
老雄 じして 巧に 獨逸 共和 國の 
大統領で ある ヒン デンべ グヒ 
將 軍は 本 H を 巧て 八十' ー歲 の 
誕生 U を迎 へたが ヒ將 あは こ 
の H 家族 や數 人の 友人 ど お-し 
ベ^リン ょも 遠 < ない 舊御狩 
地 じ 一团を 過ごして 靜 かじ 誕 
生 日を 祝 ひか 己 達が 乂 々的 じ 
祝宴を 張らん VJ しじる も 堅く 
これを 辭 退して 一般 國民じ 街 
し 節約を を單 した、 巧 ほゼぺ 
リン 飛行船は あく この 地に 飛 
び 上空よ b 花環を なやる と。 


した 結裝 遂に。 1 ズゲ五 ト巧 
も內諾 しじので まる 二日、 I 
チぶ スタ！ の大會 は滿據 一致で 
氏を 公認し 副知事 じは ユダャを 
の オッテン. デヤ！ 皮に 對 がする 
意 ホょ h して 現じ おか 黨の會 計 
まなでぁ6實業家でをる ユ ダ イ 
人 系の リ ー マン 氏を を認 した、 
哪 ちを 暢辅は 左の 如し 

知事 H フランクリン • n ! ズ 
ダ 五 グト 。剧 知事^! パ ー ト 
タ！ マン。 貪計監 を宫ノ ー タ 


ス •トレ メーン 。檢 事總 を エ 
ド フ ー ト • コ ン ク ぶ ■ 0 上 吿 
媒判所 陪席 制樂 レォナ I ド • 
ク n — ク 。を 衆 國ト； 院誰員 ロ 

—ヤ八 •コ* — フラン ド 

が ほぃ— ズゲ ぶ A ト 氏のを 態け 
知人ら 非常 じふ 酌し 数し：^ 政 帮 
じ携る こどは 一生 巧を 不具 じず 
る もの だ ^>稱 して 活る .か、。 たみ 
はブ ミスな i ち 長 匙 離 電話で 立 
二 香 四を 涉 をを けたお あ 熟慮 征 
上 遂に 病體 を犧牲 じしても 黨ぶ 

爲 めじ M ふこ ごじ。 つ だ。 

飛な 船試轉 

近く 世界を 一周 

ベルリン-日 發 n あ （化 づ柬 
西洋を 橫斷 の上氣 流が がりれば 一 
をん 儘 ホ 大陸を 横顿 して ヵリ 
ォこァ 州に 飛 ぴ世ぞ 長距離 杂 I 
巧の 記 錄を殘 さんどし つ！ もる 
獨遙の 新型 爾 わ船ゼ ペリン 伯战 I 
は 明朝と 時を なて 愈々 最後の 部 
運轉をなし先づ ベ リ ン 市上む 
I 周 I たる 上 アム スタ ル ダ •こ 
飛ぶ 豫を であるが 今回の 試轉 |一 
はお 六 千キユ ビブ ク •タ 1 ト 
の 新ら しい ブ卢 1 •ダスを j 餐 
これが 消豐 力に 就て が究 すべく 
太 西洋 橫斷 じが 巧 すれば 
或 ひは々 9 フオ八 ニア 卵 4 を 
大平 巧を 橫斷 して 極まのを じ 
をの 勇姿を 現す じ まる 害して 
今 巧の 試轉 には 世が 一闺 のを 
乘組 員が 部署 じ 就て 骼の辕 能 
を 充をじ 研究す V ( 

試轉の 距離は 約よ 巧 巧 十 邮^に 
及ぶ 見这 みで あるが この； f 擧じ 
はを 國 おも 非常に 期铅 しがを 局 
の 高官 も同乘 飛行す る舊で 正式 
のお發 はべ^ 9 ンを 選ぶ に まを 
であらう ど 一友 はれて 辑 ，(-一。 


本社 奉を 轉電 (紫 お 巧轉載 0 

-- …… 11- - II - 

勢 津子妃 御 里歸リ I 

ご 一日】. 曇に 御 新婚 遊ばされた 秩父當 巧 親て 勢津 子が 殿す お 
里 歸> の 儀式は 一 H 巧 華族 會 館に 朽 はれ 秩父お 殿下の かが 平恒 
雄 巧 一 あ 族、 鋪島 侯、 德 川を をの 他 多 數が參 則し じ。 

圈民 新聞社 長 德富猪 一雜、 朗 


髓澤モ 米 壽賀筵 

〔二日】 澀澤す 八十 八歲 誕生 祝 
賀 をは 一目 午後 五 時 ホ 劇じ擧 
巧され たが 財界の 名 ± 數モ名 
が兹别 して 盛が を 極 ゆた。 

東を 市 自治 世 年 

で 一日】 十月 一 H は 恰も 東を 巧 
自治 制實 施！ 二十 年 記を じ相當 
する ので 巿當 局は 記を 講演 會 
を 開いた。 

次年度 豫算總 額、 

〔二日】 大辕雇 ま 計 扇査を 案に 
波れば 明年度 豫算總 額は 十と 
痛一モ 餘巧鹽 でを る ご。 

爭議 ミ無產 各派 

【二目】 を 化ち 電燈爭 諮を 磯會 
ごして 無 產を派 提携め 上 巧 
躍 中で あを。 

大を使 賜暇 歸 朝. 

〔一日】 田 中駐露 大巧、 小幡ト 
八 n 大使、 芳澤 駐支を 使は 御 
大典を 列の ため 何れも 賜暇 歸 
朝の 望。 

御大 典 授爵 候補 

【一日】 巧 京 日日 新聞は 碑 大典 
授爵 淚補者 どして 實 業を 削 琢 
磨、 木村久 it 粥 太、 ネ間 光輝 


下おの印刷ご稱巧い：^る化上げ 

巧 U の 迅速 ピ 確な い みが 正を が郎 

印刷は 紐 育 斬 報 社へ 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九- 0 

わ 間違^む く 新報へ 

お內巧 十と 了 目 十二を 十 階 肖 

東部：」 がける 巧 字 言論 機關の 

權 威、 吾が 新報を 静ま ぬん なし 

廣吿は 紐 育 新報へ 


Hhe Way of cm タす 巧ら を 4. Sawy ミ 

H ネの誇 b どす るに ぶら る 强いソ シア 優しい 女な 关の 動きを 
語る 典雅、 高潔の 义字 巧ッ ペラな 當化軟 文 學どふ 全然 同 H 
の 比では わら ますん。 松 や 節す 媛 じゲデ ケート した 著 あの 『H 
本 婦人な」 を 化 書を 通して ホ讀 あれ。 

郵稅共 一部 ニ 弗 十 仙 


U 新聞社 長が 山 龍 や、 每日新 
聞 社 良ぶ 山を 一等が ち f ? であ 
ある ど 報じて 居る。.'; 

お 淵 大使 お赋す 

〔 - 日】 出 淵 駐乂お 大巧は をを 
族 同伴 什 八 H 午後 一摩 東京 驛 
發 、同 S 時 橫潑お 机のを 洋 化 
でを 巧の 途じ 上った I 

妙 高に 初雪 縣る 

〔 - 日】 越を 妙 高山に 商 雪が 席 

ミ 一一 一 

眞お n レラ 嘗生 

〔_ 日】 英國 お 船 運 薇 壬は 神 戸 
で 罹 おし 橫濱乂 渚ぶ おじ 眞あ 
コレラ V 一 快ました 速で 间船乘 
組 員を 部と 十一 ニ 名^^ 離さ t 

淺野 船渠 燒 失ず 

〔_ 日】 鶴を の 淺野 ドック- 
ド 五十 巧は 二十 八 目 午後 燒ホ 
した 0 

自作農 法が 衷案 

^ - 日】 缘算 閣議で 大藏 、農な 
巧 省の 衝突を 見越し 政 友會で 
は 自作農を 巧を 案を 作らむ / 
して ゐ る。 


巧 乂讀者 
一手 おみ 


紐 育 新報 社 
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內ご 外から 攻圍^ 

1 受難 期に 直面す る 民政 黨 

h ニ 名の 代議 ± 憲政 一 新會 _，： 走り 更ら に動搖 n . 

脫驚 組と 徐名 組の 合同が 成なず . 

東京 特電 二日 發；； 整 じ R め黨 ょら 除を された 神 巧の ル 謙吉巧 一派 ど 民政 黨を 脫黨 して 
巧 じに 化ぶ しじぶ が 一が 會ど はお 解を なの 上 化くな W すべく ft ぶ おじは 民政 黨 ょゎ 更らに 脫黨者 
を お f 巧揀 であるか、 一方 摧舉 法改 がけ 政局に 微妙 隅 巧が わ h 新黨 クラ プじも 小 選 擧協制 反 お 
論が お b じ 流ぶ-'‘ れて 巧る。 ' ; 

東 一巧 特 |巧 i 田發 .： ，を 政黨の 化满十 •である お 化を 齋 (巧 i 化 厦組等 じ S 四ん 宛の 紐々 ニ 
知縣逃 出； S 村 干？ 岐每 133) 《兩 氏は 遂技 む 幾 一二 わるを® 內—駭 はを^ 中 じ 
脫 して 義—技 S 不中糾 じ めら て 創立 さ？ i た 憲政 一新 禽じ 入黨 一一 援黨 を脫し パー 新 f じ參^ 


まるで あらぅ』 ご 旨 明し じる じ おしを 政黨 幹部は 『まる 巧は か 
ておはで』 ご稱し居る らの i 1 輔不をの氣じをかされつ J ある 
ら公 i 化く がぶ 曾 側では 『これで 映府 のを 場ら がが じ轉 がする』 
ご 富び 0 I あ もに なし 巧 次れ ホ郞 巧の 巧黨ク ラブでは 『ニ 火 政 
黨 巧に ホに 動搖 しやう』 こ 巧 肉 U 觀 測を. 居る。 

おが 黨 2 新 L ぃ動搖 は 

濱ロ總 裁の 試 金 お 

政局は 裝 してごう 變 化する か' り- 


み 外から な閣 さいて 居る 唯一 
の 大巧 黨 でぁるを 政黨は 別項 
巧热 のかく 脫黨 をの 續 おでず 
難 期 じを おして おらが、 故 近 
の 乘京特 信は 傅へ て 曰く 
'.民 巧 黨不华 化の 幹部 排 巧の 策動 
は演 ロ繳斌 自ら 巧 街じ當 つて 魁 
お 解 ホ じ 巧め か 巧-; も お 面上不 
半 策動は 打 切られた 威を 呈 して 
ゐ じが 小を 巧の 

陈名 を轉機 ごして 田 中、 
麵ロ 巧は 患 政 一新 貧を 紐 織す ベ 
きを 宮言 しじので こ i じ 同 おは 
いょ. 如實じ 潰亂を ホたー.- 目 
下の 巧、 间篇 幹が もでの 巧 巧 i 
で 今回の 運動が 化强 きもので ぁ 
るか 一寸が 節に 拉 しんで ゐ るち 
巧で わるが、 徒らに 黨內じ 結ぶ 
を U じする だけでは 到底 今後の 
郵搖 aw 化 出 ホ V いどのげ じ i 
致し 摇喊的 じ 黛 良の 態度 去就を 
储杳 する こど^な C たが：：！ 黨は 
床み 巧-派の 脫黨 なが 變 調を 星 
してなる から 當時 大義 名 か 論に 
立脚して 殘留 したる 爵本黨 系 も 
昨今では か <黨 巧か總 裁を 中必 
こする 組織的 統制 力を 失 ひが も 


府與黨 方面では 政 おを をけ 民政 
黨の势 力を 微弱 じぶ るが 前提 煤 
化。 ら ごのな 巧から 襄 面で ぃ 。不 
ホ 組を 動かして るろ 事實も わら 
から 昨今の. こころは 除 お 紐がず 
を 政が じ對 して か柯 なる 態度に 
出る かごい ふこ どは 第二義 的に 
ちへ 専念 民政 黨 の. 

勢力 を 崩さん ごの 策に 出 
てむ る やぅで をる、 るく 黨巧外 
か.'! r 攻圍 されを 難の ほ政黨 はこ 
の 難局を どぅして 切ち 拔 けて ゆ 
く か 濱ロ德 裁の 試を 巧は こ、 に 
か i つて 居る ご 見られて 居る、 

一 ホ じ 於て 不ホ 組が 黨巧 刷新 運 
動を 起した のはが がを の 脫黨直 
後で あつて 今 U まで 約 一 ヶ月閱 
小 寺、 旧 中、 独 ロ 等の 諸 巧が を 
れ<\ 手を けして を ホ 画を 奔を 
し 既に 脫黨 おを 巧 かつで 居る 者 
も あら 脫黨屆 を 預から ロまで も 
趣旨 じ贊 がして 居る 者は 可から 
多数に 上つ て 居る、 しかし 

の經 過が 意外 じを く 
外頤に 洩れた 爲め 巧々 手 違 ひを 
生じた から 裝 して 豫 巧の 如く 岡 


志を 集める 事が お ホる や 否や 疑 
{ロ黑 員 ^^向背じっき無觸也|閒とクれて居る、 これじ就て 1 
じして かつ 常に 後ず じ间 つて ゐ I 颗曾侧 では 事 成らざる じを くも 


る轮 がの 手 晚じ對 して 不滿 あの 
をを 巧す る 者ら おて くる 巧 横で 
ある' - の點を どらへ てが 巧 氏の 
第三 一黨 d は政黨 巧の 動搖を 外部 
から 化し 本ず 組のを 結を 期して 
ゐ るから 今後 瘍 本を 系め 滤巧か 
な 目せられ てム ると 巧 じ 一 ホ 政 


か漸 みみわ . 

今秋 の 御大 婴 までには 少 
く ご も 一二 十 名は 集める 事が 出 ホ 
やう、 义大殿 信 お 侯ら 『政が 革 
一新け 先考が 最後まで 高調して 居 
た 事で あちから 自 かも 趣旨 じは 
貧 成で をる』 i 言明して 居る 程 
じあ b 岡 候 も 結 招 政界 革新を 目 
標 ごする 一新 會を 援助す る 事に 
ならう、 大殴 候が 乘 おす 時は 哪 
て お 政黨巧 レ隱然 重きを なす 早 
I 化 旧を の 動 （時で あらう、 しか 
し 一日を ず ふ 間 題で もない から 
お 永に 次の 議會 まで 絶えず 同志 
巧 勸誘じ 巧 力す るご稱 して 居る 
，> いがでの 释 度まで 

實現 の 可能性 か あるかを 
个明 であるが 一巧 會側 ではを 
巧 前途を 樂觀 して 居る 而 して 民 
を 黨の 紛擾に 關 しては 政府 及び 
輿黨は 極めて 樂觀 をな しつ； あ 
ニが をのい ふ 巧を 綜合す るに 巧 
式 氏の 脱黨 じせょ 又 か 寺、 旧 中 
をの 地 ニた の 除名 閒 題ら こどぐ 
タく對 支 間 遇を 中必 ごして 居る 
卸を 閱題 をなず の 渦中に 投 やべ 
S ではない との 議論は 獨ら 除名 
された 四 氏の み じは 止まらず を 
のが 志 ど 見ら る ： ものは 

多數 みる やうで あるから 
民が 黨が對 ちかを 問題を 倒閣の 
旗 W どして 實際 運動を 進める じ 
ま i ばあじ 义黨內 のゴタ は 
/、 り 返される でもら うし、 今圓 
のが 擾は相 當粮據 も 深い やうで 
あながが み 幹部の 統率力は 極度 
じ 弛 媛せ るの 現狀 であらを の 間 
隙に あつて 醬本黨 系ら を 少の動 
搖を •.なせる とのこ どで をる から 


つむ ご 傅 へられて 居る。 

ま 京 特電 二日 發 === 國民 新聞の 巧 報じ 依 n じ f 現歧 巧の おそ 
那か をはを （巧 詰 b のをで ぁる 爲 めがおと 化 ぁ 伯 や ザが 嘴- 郞 
に 巧 も あおを 盛 かした ので 樞巧 のこれに 巧ず る 態 巧は が始 硬化 
し K 』 どの ことで あるが、 條 約な 止に 裝 ずる H 支の 態废 a 蟲巧 
共に 緩 か L で 今り の央げ おじは 正式 交 かを 巧を する らしい W 。 

內田 化の 使命と 米 紙觀測 


外部に 漏れた おおいろ/ \ 巧 違- れ义 いつ 如 巧なる ホを で黨內 
ひを 生じて 坦 るのは 拳實で わを の 結束を 就す じ まる かも 知れな 
が 今 H の 巧を 小 限度 ト 五六 名のいで わらぅ ミ。 し 今回の 紛搔は 
參 加は 疑 ひ；，* い、 i づ出 中、 小 到を 一朝一夕 じ 鎭靜し 得べき も 
寺、 槐 ロ、 が 波 四 巧の n 愛知 縣 のじ 非 やとして 牧 がし 難い 混乱 
の 鬼 化義濟 '西 脇、 义 巧巧資 S を おする じ まるで あらう と觀て 
巧は 間 連 ひ。 く、 をの 化 近 幾が おる。 


ケロッグ 巧 U 逃げ腰^ 張ろ. 

M 巧 田 化の 訪問に 對 ずる 凹 答は をい ま 


、 

、 


東京 特電 二日 發 = 滯 米中の 内 田康哉 伯は 网務 を 官ケ 。ツグ 巧を 訪問して 勒 支那 政 巧 じ 就て 協 


不戦 條約 調印の 全權內 田康哉 
伯が 首都 ヮシントンに 赴き 支那 
問題 じ 就て アメリカ ビの 

誘 解を ポ め ミ ごは 恰か 
も國務 省の 南を 政府 正式を 詔 S 
發表ニ 卵號所 報) ご 化 前を L て 
一 股 知を 目を 惹 いじが こ ュョ ー 
ク •ヘラ 作 ド •トリ ビユ ー ン紙 
は 伯 ピの會 見 談に關 職！ 報じて 
曰 （『日本. か 沿 術た る 東 一 こ 省の 
形勢に 對 i るアメ y 力の 外を 的 
干渉を 妨 化すべき 窓 志 S ある こ 
£ はみ 田 化の 首都 訪問 じ 化ら て 
示されて 居る、 巧 田 伯 S ホ 華し 
た 化 命は H 本の ま 滞に 對 する 態 
をぶ び 政策に 關 する 或る 誤解 ど 
蒙を 殘 かんかた めでを る ど 傅へ 
られて 居る、 日本が 當 かんごす 
る 

蒙は 即も U 本は 東 I 一香 ど 
ま邢本 王のを 離を 討つ た 責巧巧 
である ごの 非難で あるが、 恰か 
も歐務 省が 去る- VH をな て雜結 
した 米 丈 關巧條 約 じ 依ら ア メリ 
々放 麻は 南を 政府を 正式 じ 承認 
したと 後 おした 陵に がて 內旧伯 
が 巧 華した こごは 甚だ 怠義 深い 
こどで ある、 邸もア ゾリ々 が 南 
京を 府を 承認した こ W は 暫て支 
那じ留 し よらぶ 證 的なる ゼスチ 
ユア ごな. O ' H 本を して 支那 ごの 
紛ザ解 巧を 速 か。 らしむ る じき 
るか も 知れない ミ'., 一部に あてけ 
信じられて 居る、 郞ちッ シン ト 
ンじ 於る 

對す 條約じ 調が しじ 五大 
巧强 の】 國 がま 邪を ± の ま配ピ 
ま 權をま 持な 証した ミい ふこ ど 
は 極東の 風雲を して 今 H な 上 じ 
谁亂 たらしむ ベ （巧 田 おの 依を 
ら これを 阻止す る じあち ど 非を 
まじ 信じられて 居 6、 然る じ 一 
方に 於て は囊じ H 本が を 表した 
外を 文書は これ 等の 外 巧 的混淹 
シ一撤 した ごま 張す る 者が をる 
これは 內旧伯 もを の 會見談 じが 
て 重ねて 述べた 如ぐ 兩國の 間 じ 
て 誠意を 0 て 絡 姑した 條 めを 一 
ホ 的 じ • 

破棄した 南京 政府を 承認 
する こ ミは 出 ホない とい ふ立瘍 
でぁつ て 巧 田 伯は 日本の 東 S 省 
あび 商を 政 巧に 對 する 措置 じ 巧 
等 不純な 軸 機の が 在して 居ない 
i を 明言した が 

u 本には 支那 じ おしてを 法的 
な 旣得權 が をら、 これを 保護 
せんごす る 巧 意は 他の 國ど何 
等 異なる 所な し 
となし 東 S 省の 南を 政 麻を 體じ 
掛し 日本が 反 蟹す る 理由 ごして 
は 『をれ は 極めて 單純 である、 
郎も巧 京 政府 じして 若し 左樣じ 
を あく 日ま條 約を 

勝手 じ 破棄し 得る ごする 
ならぶ 南京 政 巧は おして 他の 條 
約 じ 向つ て 如 巧なる 態度に 及ぶ 
べき かを 知る じ 由 もない、 一例 


一 調を カ說 しアメ 


n —ttt// I ’■' < £ ミ 言 ms：,— 「 巧 s — 是 「を , え ブ‘ぅ ‘ i J — J/ 

々化が のを 加み ホめ たる も ケロッグ 巧け 逃げ腰 じて をの 巧 答も栋 めて 曖が であを 擧げ るなら ば 日本は 


ロシア 


の 講和 條 おじ W ら南滿 数 迫を 獲 
得した めで ある： お L 午り に 
巧て 巧* こ 方 的な 條約 廬莱 をを 
認 子る。 らじ 南京め 府け牌 ホ 日 
本が 巧を しつ^ ある こむ 巧の 條 
約を 巧び 廢藥 する に 巧る i も か 
れ の』 となし H 本は 曾て 厂 メリ 
カタび 巧强じ 街して 否 諮した 滿 
洲地 ホに おして 

特殊 の 權巧乃 ま 位が 容認 
を ホむ るの 想 志ん b や ごの 質問 
じ對 して 伯" 斷じ てが， k かと 間 
答した』 云々 ご 報じて 居々、 更 

ら にニユ ヨ—ク •タキ ム A 紙は 

報道して 曰く 『内 田 伯が 贵 もを 
直なる 態废 をな てを 認 する 所 じ 
化れば 侮の 首都 訪 間は ァ ，リカ 
欧 府に垫 して H 本の お 支那 政策 
を說 明し H 本の 支那に 於る 行動 
及び 動機 じ凿 する 誤解を 一掃せ 
ん ごする じあら、 伯の 語ろ 所に 
化れば を 本が 支那ぶ び 滿洲じ 欲 
する も かは 條約 あび 旣得 お權の 
擁護に'. にて 滿洲の 

併呑 乃 まこれ をが 護頒も 

ごする こご じは 斷乎 ごして 反對 
すべく 目 本は 滿洲 を，： 5 て 飽をも 
支那 如' 領± ど 認め 門戸 開坡 及び 
機會 均等す 養を 遵奉すべく、 日 
本 ごしを はなき お 巧 じ 於て 國民 
政府を 承認す るの 希望を •おする 
も 現を の兩麗 々をは 國 をを 巧が 
一ネ 的な 恵 志に がて 舊通 梅條約 
を廢棄 しねる 爲め 阻止ぅ H 居り 
固 民政 磨の 巧の おき 高壓于 段は 
將巧危 魔 幡る惡 例を 殘ず もの ご 
して 及 夢 C つ i をる 所 W で わる 

i 、 

若 •し 國 おあ府 じしで この 
通 吿を徹 固 すれば H 本は 善んで 
條約 改訂のを 渉に 應 ずるで あら 
ぅご 斷じ をら じ 支那 政府が 內外 
人の 生か お産 保護に をの 機能を 
發 輝し 得る ことは 國 際的賓 為を 
增進 する 巧な じして、 日本の 梟. 
も歡迎する所でホるご述べ て居 
る』 云々。 

國旗 敬禮で 

米 支紛爭 

南京 領事 舘 昇格 

まを 特電 二日 發 = 南を のァメ 
リ 々領事館を 滋 領事 舘じ 昇格 
の 化に 關 しを ホ 巧 渉が 進涉し 
て 居る ご 傅 へらる。 

まを 特電 一日 發 = 顆玉 祥將軍 
は澤巧 事件 じ 願し 誠意を なて 
日本一 どを 渉を 開く 尝で ある。 
上が-日 發 = 南京 じ再關 すべ 
きァメ 「力 領事 舘の巧 お 式は 米 
支 兩國化 表の かを 紛爭で 延期 さ 
れる 形を である、 殺ず の 巧 のは 
ァ メリ*. 國 旗の 褐 揚じ對 する 支 
那宫憲 の 敬禮巧 題で あつて ァメ 
リカ 厕け 先づ自 國の國 巧に おし 
第一に 卞那 伽の 敬禮を ホめ つ 
ある もま 那 側は 虫 円 天 白 H 馈じ對 
する ァメブ 々側の 敬禮を 化づ要 
ホして 仲々 じ 譲 ホせ 中、 がるに 




アメリカ 侧 vr しては 南京 事 かの 
細炼も ホれば 文 邢侧が 謝罪の 意 
を お m する W - 上先づ T メ" 力の 
网旗 じが 礎すべき であを ごま 巧 
する に 掛し國 民 政府は 旣 じこの 
閒趙が 列を 文 常で 解 巧を 吿 げた 
際 こみし 謝罪の なをを 明ず るの 
必要なし ど 認めつ； ホる もの i 
如く アメ 9 タ W は 円 下本圃 政府 
じ 請訓 中で るるから 巧 （解かの 
見送み で わる ご。 

米佛 協を の 

原 玄を表 

H お 政府 要巧說 

ワシントン マ日發 n アィ 9 力 
政府は お 孤の； k 軍 協を じ 觸し前 
週を 0 て 巧 答を をし 昨 H をの 查 
文を をを したが アメ ブ 力 政府は 
ま カ燈ょ b 補哉鑑 U 直らを 般的 
の 削 限を 希學 でぶ 满 梅を じ 示さ 
れ じる 小型 補助 艦の 無制限 建 遣 
け 歐 じて 不 巧で わる ど 巧 答し 更 
らじ兩 國に對 C て 再考す る やぅ 
要求した。 

ロンドン-曰 發 U 英國 政府は 
本 U の 閣議に ぶて 英彿 海軍 協定 
じ 閥した アメ て 力の 回答に 就て 
協議を 遂ブボ r ^ ドゥ キン 首相 
は 直.^ じを 巧； した。 

パリ 1 _ 日藉 n フラン 《 政府 
はア 'メ 9 々政 幅の 巧 答 じ 對し敢 
て 軍縮の 前途み 悲觀 せず 寧ろ 神 
裁の 勞を 執る 患 向で わる ど。 

ま 京-曰 發 n n キブグ 通信社 
の 探知す る 巧」 依れば U 本欧府 
は英佛 海軍 協を じ 凿し旣 じ ホを 
式に 原則 上 じは 寶 がの 意を 傅 達 
しれ ど の こ Vf で あ る が ^本政府 
どして は 輿論に 鑑み 英满 政府 じ 
'街して 協定 じ挪 しだ 巧を 文書の 
を 表を 要 ホ！ K が ホだ柯 等の 巧 
答 じ 接して 畏 "：* い、 而 I てアメ 
9 々の 回答に 願し 『東京 H 日 新 
蘭』 は、 

これは 歐綱 e ； 外を 的 タク テブ 
クスなる アィリ 力の 卒直なる 
應答 であ も/ 

ど 論じ 『罰 民 耕 聞』 は、 

アメリカを 回答は ゼネ ダア會 
議 じがる だ おく 自國 の剌 益を 
眼目 ごし か 衣 誠意 極 るら ので 
あつて 軍 鏡の 本義は 元 ホ 巡 律' 
艦 比率の おき 寧ろ 枝葉の 問題 
じして 繁 一に 誠意 ごを 正を 必 
要 V ずる； 

旨 論じて 居 . 

兩黨 の顏觸 をる 

ニ ユヨ！ を. 州 知事 どして ホる 
べき 大統領 哉 じ 出馬すべき お 補 
者の 選定は 4 か、 民 ま 巧 黨共じ 
愼 重なる 態赏で 物色 中で あつね 
が共巧黨はまる廿化り’ セラキ 
え ー K 巧の 會 じがて ユダヤ人 
系の アメリカ 巧 民で あ b 現じ 抑 
の 檢事鑑 長 一心して 人氣 ある ア片 
パ] ト •ォ ik ブ ンデ卞 1 をを 巧 
す i じじ b ヒ院 議員 じは 現駐を 
大使 じして 盛 下院 諮 員で あつれ 
アランソン *1 ホ！ トン 氏を を認 
する こご じ 也つ た、 共 化 巧のを 
お 補は 左の おし、 

知事；：：：： ア；.パ！ト》 ォッブン 
尹ヤ ー。 郁 知事 H チヤ ー 八ズ 
。ッ クゥ 厂 ド。 會計 監査官 ィ 
す！ •ク。 ] プ^ 。檢 事總 一を 
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730 Fifth Ave. 
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房 書画 東み 內案育 紐 

The Easi 副 Wes! Bsak Co. The お 巧む f k Tfjiiris けな vi な 
411 Wed 115 化 化， お J.e. Tel. Oaihedra! 4408 


输な Bl 綱 fi8 化 te 

1284 Le も iWe. 良 etween 8 础 ami 8 郎 Sfred も 


辕 敎譲吳 人 ® 


GAmEll な PIG£ 

設賴 整な 經費 低廉 

Call-TRAFALGAR 8200 
FRANK • だ , CAMPBELL 

**Tlie Funeral Church*^ inc. 
(NON SECTARIAN) 

Broadway が 66 み S か eet, N. Y. 


F. MU 民 RAY HILL CO. Inc. 
巧な 化 iSH 巧 18 が 
Bqo 阳目 14415 23 む oatl • が jf 
Tel. お 帥 打 g-G 巧が がが - が 資 i 


Sabro Emy, M. d. 

130$ P が k Ave., 
Cor. E. 86th St. 

Te!. Sa な amento 7980 


ふ Y. Ma わ umoto, 

MwhanicsUrtStudio 
124 化が 化 化日邮 nsii 抽 ac/s 
Tel •即 ickering 1001(1 


を テゴ松 

權ニ ノン I 户 

15 スフ ; i ； 

賣 ラク ^ 
を クラ J ア 

理 トップ 若 , 




貴 運 M 
を 動療 
廣具磯 
ぶ 化 慮 
時 おお 
計 具 巧 


じ 〇。〇 & Kod 田 ehi, Inc. 

がむ eenwicli Sirsei, (Jify 
Td ， WhMa り 巧が -? 


蘇 

藤 

小 

巧 

蘭 
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諸輸 か船絕 
- 燕进が 穿 紙 
物 入を 食 お 
建 稅雜巧 用 
搬觸 貨お译 
なを 販 
扱續資 



PHElfS & PERRY 


3 Maiden Lane N,Y. 
t 細 综製穀 金に 幷お驟 金 

類 ぢ舊區 意新最 


T， KASAI ! 

Merchant | 

Tailor 

が I 

り M 巧 BU ! 视 が I 

む 扣 n 304 \ 

NEW YORK ! 


巧 one 

む 巧 n ! 如が 


だ • に， Maruyam るし 〇， 与 ミ 
8? 海 . 4 お h 化ん ‘ fr - タ户 

Tel. Bryant 7078 |Lj 

洋 
服 

CLOTHES 艮 U も DING 藏 

"PAR. EXCELLENCE" 



化 TOK 1 TA, 

CUSTOM TAILOR 

ROOM 6 肪 
1 が W •の nd ST. 

IE し 目 R な NT 巧が 


が . 靴 9 用 男 
時下 r 命 女 
田會 じ 靴 
伊 ■ 趾 • 應 r 
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巧グ まの 
郎巧ク す 御 


錐 時 
巧 


Y ‘ 巧 0 

巧 3 Eesi お rd お . 

む r, L な 巧 封 帥む も， 


M,\ み ！ na 各 uchi, MD. 

70 む a 田 an A 化， 

お i. U び aine 巧 34 


M 淡 ADO TAILOR 

30 E. 65th Si. 

Tel. Rhineian お r が 36 


Sciennfic Ma が age 在 
Med た al し ym 。 込ち tics 
PAUL K. K!T/UIMA 
艮 07 W 的 t 巧 8 化な . ， ん Y. 

Tel, Edgecomb 1496 


DR. H •ん GARDNER 

DENTIST 

け E. 61s パ h M Madison む も 
Tel. fiegent 7 け 6 


JAPAN ART STUDIO 

巧 2E.57 化な J 化 わ rk&LexJves. 
化し 化 A な 8 の 7 
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十九 0 叫 下 一 第 


雜 辦 蒼 



H 曜水 


日 H パ 十 年 S 巧昭 


第五 衔よ so 

へ クシ ヤ1 

ビ八 ダン ダ內 

小 池 寫眞舘 

電話 サ ー クル‘ 

巧 巧 0 六 


A 迪譯 0 顯杳 ◊交渉 
〈 > 眞物 ◊其 池 巧で も 
鞠 盤 切に 御な 扱を し 
泰寸 0 

^^あは ン 力 ゴ 大學を 
ホ 裏し を 米旣 じを 国 
お 聊か ホ 鹽め事 精に 
I 盛を る もの ミ 信じ 辟 

jl 替簡事 研究所 

I 厮贏韓 .1 麵 

4 を國 じて を 巧せ る 
巧 奮の 書籍と 雜 誌は 
御な 文 巧 第 敏速 じ 錦 
超け 致しまず り 
A 々频注 义じ對 して 
けを 價 よら 割 おして 
差 一； 丄げ まず 0 


若き ホ國 儀ん 
目 本人への 冀 
語敎授 にはを 
をの 経驗 をち 

す 0 - ンブ巧 

ンお卡 五 鈍 
毎 H 賴九購 i 
b 辕丸時 迄 河 
時-.: て もを し 
H 曜日は 一時 
ょ^ 幽時迄 


% 巧の 礫 謙 


B S 
tj h 
it - 5 
«1- 8 

w 

s 

nH 


r 

s 

c 


"£3 -s 
巧 一 M 
も t 
.2: ；§ 
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米國 まを 語を おす 摹 
は 成 巧の 溝 一義です 
奉梭 じは U 本 も 敎授 
じ懼れ た蓉巧 婦人を 
離を KV 懇 巧に 兽諸通 
債え 社を 語を^ 捜し 
ます。 H 曝 過!：： t 共に 
午前 化が lb 午後 十 
時まで 顯棱 — VI レジ 
スンと 千 お鍊ブ i 
ネ H 食ち じを- psS われ 


舜論因 奉 入 f 轉齡餐 行 


離 露 


1 着 7 Is 三 ま. f Hork 呈 y 


參會 薛令雜 誌を お 聞 
緩 費 室を 類 
執を を 請-兄 時ょ ち 午 袭ぶ時 遠 

紐 育：！！ 本 A 會 


プロ 


等ず ー 
巧ブ 


. •トタ 五 
タグ 


稅關 事務 

東 伴を 地幷 じを 化を 
の 餘岀入 ホ 法に 賴す 
する 一切の 御 お驛じ 
應じ鐵 道激船 貨物 運 
貨 なお 帆あ稅 賊手續 
書 等 進呈す。 重要 都 
かじ 化理 巧を々 し 誠 
賞較速 御用み し應ホ 

な驗 取扱 


診察 時陋 
午 ホ 六 時！ 八晓 

な 見 S 朗 

S ? 績 きべ グピュ i 

病 晓巧勸 じがを が 
强 外ぶ び a 娘は 前 
約 じ 限る 


十五 年の 歷 I 及 ある 當 校は タ 年の 
經驗ご 新智 || を 有する 敎 師を鸦 
し 宫動革 
操 纖を及 
び 運 巧者 
の 修得す 
べき 必要 
な 磯顆的 
智識を 短 
期 聞 じし 
て 覺も能 
牵 ある 織 
を 的 お 嘴 

をを 習し 免 お獲 得を 巧 証し 識業 
ロを も罔旋 t ま to 



稅關 事務 か 級 

ち IlLi 一 ま NE & 容. 

す om 7 基 ニ Br ロ adv / ミ-巧す 
至. ぎ 互 ing -8 苦 ミ 9804- 異 



花 


かるた 


はも/、 み 遊び 
ホを 吳 文'^ •米 國人じ 能く わかる 
やう 简單明 滕に說 明した ものが 
出來 ました。 内を 目 ホ 進を 致し 
主す、 御覽 下さい。 

M 1 草 icoJ 14 E . 呈 hSt . 暑- 


^ を ミ宙 ♦国 ♦ « ♦ B W 

輔 I , ’ 古 


が 育生が 保 險會社 

H 木を ま 

韻が 險 


ぶ. 2 一 KI 

KOI" だ ご feirtwcrsmG 田 ご 0 
ご oh»m をト m グ . Me 宅 ' Yorkoitw. ■ 
Fhone. 写 or を投 88 

食社ノ 方 * 一 御 掛女ノ 節 ハが V 
御 自をノ ぶぶ ピを話 巧な チホ 
が 力た 器 辛 ト サイ 




▼響 ♦ 19 令！！ ♦■♦一! ♦ 


i 劈れ 人 I - 

(鳥 お縣) 木が 薰信 (長 巧縣) お 
おず 人 (同) お 伯鎭雄 (魔 島 
縣) 中： S 凌 ニ (同) 渡を お 助 (東 
京 ホ) も 澤武之 助 (か 歌 山縣) 
巧 藤 甚么あ (熊 本縣) 西が 芳喜 
(群 お 贾松下 壽之ま (山 ロ縣) 
德お 簿ニ郎 (を 良縣) 材鳥德 S 
(廣 島賴) 松 野國藏 (火を 縣) み 
家】 を 

右の まじ 逆み を 度き 儀 有 之 
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診療 

午前 十 時 i ら 十二 
時、 午後 六 時 ょら 
八 時， B 曜は 前約 
願 上 候 

ドク h グ 

山 ロニ 一之助 


科を 的 揉 療治 
醫術的 体操 

化 島覺丈 

西 五 巧よ 發 
.な S 十八 T 目 

電話で デコム 

一巧 九 六 


禱科醫 

►診察 時間 A 
每自 ( H 確を 除く} 
■午前 乂時 よも 
午後 五が 半 
水權 午前 九 時！ 
午を 一巧 


H み、 支那 寶韦截 美 
術 お、 婦人 用 曾输其 
他 装飾 お 

闕島 nr ァ け 

あ 等 お 術な 修辖、 

首 飾 品、 ストけ， ンダ 
日本 服裁爲 


をを ワシントンで 

航空 業會議 

円 木 も 化 表 派遣 

世 ホを 齒じ めけ も 航空を の發 
達は 逐年を るし いらので、 就中 
は 間が を即 もが 空 工業 ィ」 商業が 
空は 一兩 年の 間 •！垂< 飛躍的 進 
ホを t ♦し、 をれ わまず-^ 國嚼 
的 じ 延びて 巧く やぅ じな つた。 
巧 柄 今回 乂國 政ぶ では 商務 長官 
ま 催の 下 じ 始めての 万國 民間 航 
空 會議を 本年 十一月 中旬 ソ シン 
トン じ わいて 關 がする こどに な 
も、 を 國に對 して 化 表 委員の 派 
遺を 招請し、 我が 画じ對 しても 
招請 •かゎ b 目す 遞信 省で 協議 中 
でんる。 會議の 目的は ほ 間 航空' 
の發 達に 關 して 協議す る もので 
關 係々 而 では 相當 期待して 括て 
琶 る。 


編 細み 巧價 軟弱 

お 商務 書記 宫報吿 
〔二十 化り〕 株ま活 お-段を 區 
おのが 狀を融 稍々 をが 模樣な b 
しが g ボ資を 需要 •し 硬化し 商工 
袭 一般に 巧な 豫想 さわて 居る が 
が 口に 入 b 絹 観 物 市；？^ 稍々 致氣 
がき 商 藤極當 あるが、 羽二重は 
產地 高じ不 巧巧植 、ぜ荷 賣挪じ 
當 銷喝髓 藤らず、 絕 細は 本邦 島 
じ 一時を を 得た る もが 荷 梢當を 
き 上 本が 憤格雜 持せられ ざるた 
め 結： 5 腰弱 W 見られ 义 、軟弱 じ 
歸し云 十二 她 ザ、 本邦 側の 梅壤 
ままを 巧 毀して 居る.。 


巧の 評 優が 薇增 

.ニユ 31 ク 巧' の- 納稅馬 長ゴ！ 
パ ドプォ か. 巧が 去る 巧耀 H 稱を 
巧て 發 表した ニユ 31 タ 巧の ± 
地 財を 評價總 額は 巧 八十 四 億 四 
千 八が 六十 化 巧 五千乂 十五 弗 じ 
してが 年度に 比軟 すれば 十四 億 
九 千が と 十一 萬 四千 化が 五十 弗 
の增 加で をる が、 これは 昨今 非 
常に 增加 しつ ー あるが ビグ デン 
ダ 一一 一巧 I 千 ニ 巧 十八の わ 蔭で あ 
るら し、， 0 


投機 界激變 反覆 

まま 特電 二日 發 H 最 あめ 闕際 
投機の 對照 じ‘ 大 暴騰 大 暴落を 繰 
返して 属 る。 


义 がは 平年な 上 

まま 特電 二日 發 n 化 巧 二十 自 
現な 第一 回 ホ か豫想 高は ホ 千 だ 
二十 化 巧 六 千 巧で ホ 年の 收獲高 
ょら 一 パー セント 一二 贼 、ホ 均 作 
ょ b 五 パ— 七ント と增 である。 

巧 留靑が 理想の 谢ホ 

日本人 靑年會 

巧 三 票 M こ ci.f ki ニ呈 
化 腺 おお 轉 

五味 簡會 

W E . ごぶ 芭 - ai . y . c を 
Tei Stuvvesan こ 7 ミ 
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大戰 なを アイ リタの 

民間 對外 投資 增加 

社債が 歡迎 され 株式は 僅か 六 分 
投資の 內譯 はが お 禪颊む 及んだ 
總 額け 百 十六 億 五 千 九 巧 萬 弗 


アィリ 力 商務省が 去る 化 月 S 
十日を U てを あした 巧 じよれば 
巧讲 大巧 〔 ； 乂 一四 年〕 よ b 千 
义な 二十と を じ 直る アメ 9 力の 
民間 掛が 巧資滤 巧ゴピ 十六 億 お 
千 化な 一二 十八 方 S 千 五が 二十 九 
巧 ごい ふち 額 じ 速し 居ち 

巧資 の範齒 もす こぶる 化 
がめ じが 化 じして、 歐 刹の 化 學 
工業 所合间 、ス 玉— デンの 携乂 
事莱獨 占、々 ナダ、 凑洲 等の 產 
まじ おつて 居る が、 商務 堪 はを 
の 巧の 巧 術に 就いて 『カナダみ 
港 殺な 築 事業よ b して ラテン • 
アメリカ 或 ひは 遠く フネ リッピ 
ンが岛 じあれ、 自 勘毕產 業を お 
め ごして 煙を、 お 物、 ゴム、 海 
进 、機 震、 木 か、 旅館、 i 地賣 
巧 策、 セメント エ莱 、娛樂 等を 
始め，',- してが 越の 巧貨 &、 連鎖 
庙ぶ ひ。 を會 及びを 育 事 震に よ 
で 及ん _> 、居ら』 ゴ報吿 して 居る 
これ 等の 長额な 心對外 投資 じが 
ひても 绍 一位を 占めて るるめ は 

んプ電 を、 おがぶ 極の 巧 

な i バッ リブ ク々 ユ 1 チジチ ー ズ 

でと 億 ニ 千 ニが 九十 ニ 巧 お千雜 
を算 し、 を. むよ b 嫂 道、 銀 巧 信 
託 業、 が、 鷄 山、 巧视 、錫 搜產 
業に ぶび、 いづれ も 一 憶 弗 化し 
の 投資 でんる。 戰 前に 於け るア 
メリ 力のを お髙腳 巧よ b してが 
府巧 まか 憤 類は アメ V 々でを 基 
する 機巧は 喊 めて 稀で あら 從つ 
て 民間 じ 於る 掛外か 触は 極めて 
限られた 猫 齒じ化 まゎ イキ シコ 
チ V !.、 ベル！ 等""' 巧 油 事業 や 
製击會 社の ッ r 轉ぶ 社を じ斟 する 
ものが をき を。 して 弦た のでを 
る^を む' が愤 势-轉 して 

外 だ じ斟 する. アメリカ 市 
おの 興 か U ' 屠 深 < な ら、 今り 
の隆 嘘を ホし。 もので 巧 巧の 期 
持に が ニ般な 脅を：： 巧を よ， 9 
も 静をト な— 採を >ぃ を 化-’ 比較 


して 懂 かじ ホみ 即ち 六 億と 千 一二 
巧 巧が 稍 巧 じ 過ぎない (而 して 
前記の 外債 總願中 じは お 巧 乃至 
會 社の 刪 人的 對外 融迪 はを まれ 
て 居ない) この 外 じ 注目すべき 
ごごは ァ メタ々 の 投資が が 或る 
極の 產 をに おつて 特に 投資を 歡 
迎 しつ^ ある 傾向で あつて 貸附 
を 楽の 巧譯 H 十五 補 じがて をの 
八 割 八を、 總巧 S 十二 廬ホ卞 四 
だ 巧 巧は 實じ 九禪 類の もの じ 化 
もて 占められ 殘る 二十 六 輔の產 
業」 對 する 投資は を かじ 

比較 して 僅か じ.； 倒 ニを 
の 四 億匹モ 九が 巧 弗— 過ぎない 
こごで をつ てこれ は 鐵道其 他の 
外 憤に 向つ て 政が-か 憤 還を 保証 
して 居る からぃ ある。 即 与 投資 
の內譯 はぶの おし 〔巧し ホを 單 
泣 ごし 一億 弗 巧 ドは 器す〕 
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擁み事 お 
を 業 機械 
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键を會 社 
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製 推產袭 
ゴム 事 策 
速 鎖 巧 
おお 曾 社 
機 萊 
木が 事 楽 
牛乳 會お 
敎會 巧を 
縷 計 
一二 ■と 


と' 五 五 ニ 四よ 巧ぶ 
ご一 五 几 一二 0000 

八 ニお查 000 

よ 0 九 六 お 五 00 
ん 0 U ;〕 五一 ニニ 0 
六 ご r 二の 0000 
二八 ニニ お 000 
ニ 0 五 五 0000 
ニ 00- V 云 六 五 0 
_ あ 0 乂ニ五 00 
i 五 0 化 0000 
ニニ 八 00000 

一二 六 化 0000 
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ダが 巧ホ丄 bw 上の 度を 船 計 蕾 
を もっ て 太平洋 上の 貨客 吸収を 
眾 しっ S ゎ b て S 國 間め 太ず 洋 
上に わける が 運 媛ず はを き將來 
じ わ ひて 一層 激 お* ごれ、 往年の 
ぶ 西が じ わける がかき ち 船 時化 
を 出現す る もの W 観ら むて ゐる 
鄭 はち 最近 ：ニ 瞬の 恼势は 左の か 
くで ちる 0 

カナダ の々 ナダ 太 ホ洋を 
お會 社は ニ 巧 ニモ トン 級、 旅客 
常備 五 割 巧、 速力 二十 一 ノット 
み 優を 船を いよ''--- フユア ー フ 
を— タ ドへ 注文した。 右 建造の 
皆は 現な の S 隻じ 加へ て 四隻を 
つて シア トグ 航路 じ、 わって 
巧っ た ニ 過 一 固のを 期航 游を復 
巧 I せんとす る 意向で あ b 遲くも 
魄； 後年 1 を實 現される 模儀 であ 

を-。 

义國は 本を 商船 法の な 正 
ドよ って 郵巧 報償を の 名目を も 
ってす るが 路 補助 髓 まの 採用 ホ 
なじ 造船 資 をの 化 巧 貸す を 巧 ふ 
> rj ; ト * っむ 郵便 報償を は 最高 

率 1 おあ - ニ ド 八 >、 いふじ あつ 

1、 化 ホ 巧が 園の が 瞬 補助を 非 
難せ る 米 圏が 一躍して 事實 LQ 
を 運が 護 顧 どなっ てな ホ、 阳强 
巧民蹈 猿船會 社は 優秀 船疆 造に 
がふを の ニ まがが じ おすべ <秘 
巧 裡じ計 霜を ィ 、> めて を 6、 早 
晚 大西洋 じ おいては 吳驟ピ 又 お 
: サ巧丄 では、 巧が 國 ごみず 厮戰 
こなつ て洪 はれる もみ ど 見られ 
る。 銜ほ ダラ； 療 船では 早 C も 
化 巧‘ 一周 辦ぶ隻 を H 千ぶな 方 ド 
グ じて 違 造 計 蓄を樹 て、 ニユ ー 
ョ II クを 起点 ピ して'， ナマ 、東 
洋 、地 申 海を 綴て マ-セ] ユじ 
宅る 航路 開始を 策して ゐ る。 

I 

白 ずは を 港 線 わよ びシャ 
トが 線の 優を 船 計 臺が兩 一二を 巧 
にを 成 t る ご 典 じ 面目を 一觀す 
るが、 現が 遞信 省の 航酪補 巧 六 
卡 五線 補助 德賴 六な 八十で 圓が 
i 昭 かお 年 1 S '、 六 年度は 一千 巧圓 
を 突破す る こど"'^ じつて、 をめ 
內四円 五十 方 圓哪も 四 割 强が太 
.ホげ 航路 リニ 線 じ 占められ るは 


一一 V P 0. V * 化 0 化 


金利 高 S 一般 財界 

早晚 株式 ご 取引 界じ大 影響 か 


別 お 所がの 如く r メリ々 の 区 
間み 巧 投資 ' U ホ 常な ち 額 じ 達し 
て 雇る. かを 利けを の 後 化が どし 
て 高 雌 日の 如き コー 作け I 
脚 ごい ふ 滅法^。 窩 化を 星して 居 
b ウォー \ 巧の 蛛式ブ ー ム繼緩 


•化 巧で 旬 賓易高 

束 京特亀 二日 發 U 輸出は 五 千 
八 宵 H 十五 巧と モ圆 '輸入は 四 
千と 巧 五十と 巧と 千 脚で 差 引 お 
がけ 一千 0 と 十八で 圓 である。 


は 一般 rw 難で ある ご 觀測ユ 、れ 
て 居る. か而 かも このを 利 离は到 
お 今年 中に がかす るの 見込ん G 
きじめ 大 が 頗 迸舉朔 ど相換 もて 
このを 離 硬化 U 必ら中 巧 式 巧が 
】 般 取引が： し掛し W 等 かの 形 じ 


於て 深甚；：^* る 影響を 與 ふるに ま 一 
るべ しピが 察する を ぞく、 最を 
か閣ょ b のを 塊 輸入 增 加は 投搜 
的 傾向ん が 化を 稍々 援 おかす か 
も 知れ U いが 一般 銀 巧の 位 挺 じ 
變 化を ぶ ぼす お 巧の ち 額 じは ホ 
だ 達して おない と。 

しこ 


太 ザが. 

海運 戰 


H 、 米と カナダで 
我が 鹽の 太平洋 航路に わりる 
度を 齡許笛 U 、 を 港 線 わ J びシ 
ャ トル 線の 

受命者 たる H 本 莉船會 社 
の 逛册討 薄のを 巧 ご 政 おのが 路 
補助 巧を が じよつ て 着々 進めら 
れ てむ るが 一方 来 巧 および カナ 


新 移民 條釣 

日加 兩國が 改訂 

過般 富 井 ォッタ 7 總 領事 ピヵ 
ナダ 當 姑との 間に 改訂を 渉が 立 
せる^ ミユ ー 移 ほ 協め けいよい 
よ 九 巧 一 H から 施 巧 さる、、 こど 
となつわ。 をはニ十年前^^ ミ ユ 
I 氏 ホ 朝の 際、 外相が 伯 ミの 閣 
じ 成立せ るも^ で最 あは 大正 十 
ニ 年 太 田 給 領事 ごの 間 じな 討を 
巧 ひ W ホ おえ や 交が を續 けて 今 
日 じいた つた もので、 をの 要点 
は 左の 通らで ある。 

一 、 邦人 移民の 職業は 農業 勞 
働 まわよ び 家 巧 使用ん じ 限る 
i 、 移に 數は婦 を 子、 を 重を 
化へ 年 阿 五十人を 限度 ごす ( 
お ホは 婦女子け 制限 かじ ぁつ 
た) 

一、 巧 加が 人の 寫眞 結婚を 禁 
ず 

尙ほ 今回の 改訂は H 加を 民狀態 
の現狀 じは H 等 賞 際 的影嚮 はな 
いもので わる ご 0 • 
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提の潇 傍 わい しい 勘 お. 

會席 御树理 

畫 食は 末廣へ 

が 寧が 巧 道が 大お强 
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日本 食料品 類 及び 雜當類 卸小賣 

ホ 么ま 大ち搁 ，桑 出藏會 

新刊書 籍雜誌 小間物 巧 用品を 種 


毎夕 化 時を 备業 

7 メ 1 グア •トンス 〔年 1 ^3 

日本が 貨損 東京 巧會 

書籍 おお 敲 トブ ' S ク田 ちまず 



骄球 懸賞 


まみな あを 發 なをして 置き まし 
たが、 去る 9照リ を 0 て 終ち を 
吿 けた 巧リ ー 尸の 優勝 脚は 左の 
如 3- が お.'- がー、 アメ ，々ン • 9 

! グ ニュ ー 『 1 ク •ヤ シキ— 
乂 に、 ナ シヨ 女 ル •ジ ー ク^ 柴 


力 - 


豫お 的中 あ發お 

豫 てょ b 本社に がて 巧 化''' た 
しました メ ー ジヤー • 4 1 ダの 
巧 巧べ ナント 戦懸巧 W 巧 じ 耕て j 片 キ 
は、 巧 じ 本紙 上に 巧て 巧巧應 裳て ま. た。 

勝 敗 

ヤン キ—ズ 101 五 111 
力 ー デナ ルズ 化 五 五 化 

ナシ ヨナ 八 •リ 


スに ホを いた 




化つ て 本 化-.: めて は 月 陋日嚴 
甫 じ巧藉 巧を 常が が-- ましたが 
一人で 巧リ— グの廢 勝閒豫 おじ 
的サ しわ 人は 一人 もな.， 、、遂に 
左の 如く ホを いじしました 0 

アメリカン •リ - — ク ■ 

森 村 組 武削么 巧 

み 点ち け 化 巧の 中 村み 郞 巧、 
お 船の お 巧 もで わち ま，」 た ■か、 
到 肴 S 都 促が 印 U 岡 ロ-であ h ま 
した 巧め を 中 だる ホ 巧 K がて 抽 
敏じ附 し 遂じ巧 問 氏が 幸 述じも 
を 選した ので わりえ す。 


比率 

六 五六 
六 I セ 

■ダ 

鈴な 商店 w K 木 村 

• ブロ 1 ド* 五 1 1 ニニ 0 ニ 

•みおを は 巧 i ; 巧 十 一番 円 十五 
了 目の 勝 見 おぉ 氏、 江 商の お 巧 
茂 治 氏で わ bi しじが、 木 村 氏 
は 九 巧^ H じが 裳 さむて 居 まし 
たの P 先着順；- 依 b 阿 氏 •か當 選 
L たしました。 つて 懸贊を 

金 十ぶ 弗 お 化 

を 一二 シ ー 9 方の レ ザ} ゲ •シ 

! ッ 化は 郵浮 致しました。 
十月 一 ： H 

紐 巧 新報 社 


酥が じか 派な ビジネスて 一 

投資 總額お 千 藤 弗 

器械で なくん 間の 投な だけ じ經 
營じも 特殊な 商業 的ず 腕が 必叟 

ばナ ー ムの賣 貫 等は 僅か じを で 
出 ホた もので わるが、 今 扫の兩 


を々 明 U から ニユ！ ョ—ク • 
ヤン キ 1 K VJ ' 力 1 デナ グタが 世 
一： 界が 巧巧蜗 戰を爭 ふこと になつ 
たが、 化、 これを 呼んで 『巧で 
%. シ 1 リス どした のは. 

，ミ，：！ 一' ニ ュ ■ — ョ ー ク • 

ヤン キ！ 'マ對 ニユ！ ョ 1 ク •ジ 
ヤ キア ンッ 〔 i 丸 ニ 一 ニが〕 の爭 
お 載に 一巧 六 巧 云 千 八な 十 置 弗 
の 化 入を 措た のじ 始ま b 、 翌年 
の 犀 巧 顔を せじは これが」 な 九 
巧 一二 千な 巧 ごなら、 千乂巧 二十 

五 ザの ピッ ブバ！ グ對ヮ シン ト 

ンは巧 十八 巧 ニ 千 八な 五十 四 弗 
二十 六 年の々 1 デナ グ K 對 ヤン 
キ！ ス がな 二十 方と 千 八な 六十 
四 邦 £ いふ 記 錄破 >、 昨年の 卞 
ンキ 1 ス對 バキレ 1 ッは 試を 僅 
かに 四 回で ず顆 みしと 十八で 三一 
千 ニな 十と 巧 どい ふ呆氣 ない 化 
入で ぁつたが、 いづれ じしても 
ぺ I ス •ボ！ みとい ふ 職 策は、 

最 巧や單 なる スボー みのみ では 

い* く 

財政 やな 引 どい ふ 商 
業 上を 立脚 おどしても 非常 じ 蛮 
要視 される こどに なつた。 從つ 
て 今 H の 職業 巧 踩蝴は 昔の やぅ 
じ 所謂 スポ I ッ マンの 道樂 では 
■ y ■く、 立派 じピジ ネス •マンの 
ビジネス じな つたので ある。 成 
巧； 寸 これを 野球 削の 持 まなる 
をを 是姻 しても シカゴ •タッ ブ 
ース はを 名， チユ！ キング •ガム 
I 王ゥ 4 リアム •リグレ ー の 巧 巧 
であ. ち、 ヤン キ！ ズは ビ^ — アの 
製を 家で- . K の當を おした ヤコ 
ブ •於 ッバ ー トが持 も、 恶八キ 
プラ ゥンの ボ ー グ をはれ あな 請 
負 まを ごいつた 風で、 この 入を 
はべー ス •ボ ー がを 立派な 

……： 投資 事業化した 人 逢 
であ も。 從て ニ、 一二 十 年 前なら 


メージャ！》 9!グじ對する投 
貧 商は 驚く 勿れ 五 千方热 とい ふ 
をが じ 違して 居る ので あるから 
これ' こを 立が な產 業で をる。 を 
か 昔は 矢 張 b 選キ の' 一人で ぁつ 
た クラ 1 ク •グリフ キス や チヤ 
—术ス •コ ミス が、 ボ—グ 

で 貯めた おを で セネ タ！ スやホ 
7 キト •ソックスを 動かす やぅ 
な 時化ら 最早 過去 S も 3 じ。 つ 
た。 蓋し 今假 り^、 一年 ニ 巧 弗 
の化乂 ある スタ— •プ レー ャ 1 
でもい かじ おめ； 3 んだ どしても 
現 巧の 

市瘍 £1 巧 巧 弗から 

五 0 巧 弗と 評 憤-ごれ て 屠る メ！ 
チャ ー •リ ！ ク 6 が 球 劇を 買收 
する こごは 出 ホ。。 故 じ 將來大 
巧 球 幽の經 を ご：. ふこ f じがて 
はどぅし C もビ V , ネスの 頭が 好 
< ベ — K •ボ 1 心 どい ふ 'ぉ のじ 

特殊の 支配的 手 おを 持つ 人じ俟 
ゎなければ。 ら ない。 特殊の 手 
腕を 必要 VJ する 所 0 はが 陳化謝 

ごい ふこ どじ 就 下べ — スボ 1 少 

が 特殊の 位を じを る こどで、 假 
b に 一般のを 業沁 一-が 新ら しい 磯 
械か 設備の 改良 _> 十万 弗を 投資 
する ごして、 產 がをは 恐らく こ 
れに 載す も收乂 シ豫め 見込んで 
から着手するでゎらぅが 、 VI 
ス •ボ I グの 

鄉心 手に 掛 する 投資 じ 

はか、 る 保 社が ゆ 勺て 居ない。 
が 巧 一万 巧を 支出して マキ ナ， 
リ—グ から 選手を 巧这ん でも 掛 
側！：：： >ら やして 示： の 默阿彌 じな 
る ミい ふこ ごは 敵々 見受ける 
どで めら いかにな 派な 選を を 鳥 
做で 鬻 めても 試を じ 傷けば をの 
シ 1 ズ—ン け 勿論、 か义 じプン 1 


ヤ ー ごしての 惟 値 お 失つ て 了 ふ 
の だ。 先般 デト 0 キト •タキ ザ 

の 持まネ ー ゲン 氏は、 タキ ダ 

の 振は ざるは 金を を わからで 
みる VJ の 非難に 勒 し' ダト。 キ 

野球 脚は 過去 

……： 五 年 じ 巧ら しい 選 子 
を 買 こむ 爲 めじ 五十 方 巧を をし 
ねビ發 おして 居る が、 さてを の 
中で 今 树ほチ ー ムじ わる 顏觸れ 
はまつ て少 G いもので あ 6、 殘 
ぶして おる 選ず の 巿谋評 彼が を 
の 五 割 じ相當 する かち おい ご 云 
はわて 居る 位 ひで わる。 さて こ 
れ を普媪 チ.': ムの瘍 をに 就いて 
見る じ 野が 闽 を運轉 ずる こご じ 
胳る收 入なる ものは I をの ダー 
ム數な 五十 四 巧、 一间の 入踞者 
を 八 でん どして 入媒 料を 頭 割ら 
にす る ご！ ん當ら 六十 仙、 按收 
入と 十一 ニ 万化 千 二封を どい ふこ 
どじ。 る。 六十 仙 ホち ごは みま 
らこ 

…… ； 安 IV と 云 はれる から 
知れ じい か實は 頗ら高 憤で ある 
こ V こ i 入を 料は 試合した 兩チ ー 
ム y 巧 半ず るからで あつて ホ 
I ム •チ ー ムの 臨時 收乂は レ ザ 
!ゲ •シー ッじ俟 つの 巧は；： >い| 
而 かも ホ 1 ム •クラウン トで試 
をを ずるのは を 試を の 五 割な の 
である。 然ら はま おの 方は どぅ 
であるか どい ふじ 先づ 選手の 俸 
給が 二十 五 方 弗、 旅 雙が十 巧 弗 
春の 練 酱聲が 四方 弗、 新選ず 買 
收 養が 十万 巧、 運動場の 維持、 
審巧官 め豐用 

其 他' リ i ダに 截 する 
ミ 拂截當 等を を算 て 化 づと万 
五 千 霜、 納我 をの 化が 五 巧 巧で 
ざつ ど 六十】 巧 五 千 巧 どい ふの 
が先づ 現な のが チ ー ムを 頭なら 
しじした 裳 巧で ある。 尤も ヤン 
キ ー ス のかく が 謂が 巧 巧の ィン 
フキ ー グ ドを 持つ チ！ ムの 如き 
はを （想像 外 ごいつても よるし 


み十氣じお嚮{ ベ く、 結局投手 
戰ょ b も敏 ろ打裝 叫が 勝 败を巧 
する であらぅ ご おらいて 庭る。 

主義者が 

义 i 盧訴 

大審院 巧 幸の 節 

ま 京 特電 二日 發 U 聖 トー 陛下 じ 
は 大審院に がて 一 n から 臂 施の 
陪薄 法廷に 午前 十 略 わ 幸 遊ばさ 
れ赫 語を 赂 つたが 是れょ b 先き 
齒簿が 日 比 谷 お 立 第一 中 學校前 
御 通過の 節 無 か 府ホ義 者 大島榮 
一二郎なる 者は K 訴を をて たが 恐 
らく； 一貫る S ためこの 擧 じぶん だ 
ものら しいと。 

多 摩 御陵 じ 

.狂人 忍 入る 

內搭 省が 記事 差 化め 

大す 天皇 あ 摩 御陵を ぼ 冒濱せ 
ん VJ した 摇神 病で あるを 產ま義 
者は まる 二十 ホ' 円に 就總 された 
が、 内務省は 記事を 差 化め てこ 
の 不祥事の 經縷ど 取調 中で ある 
f 冒が してを 同 通 悟 社の 東京 特 
電 にぶれば 、右な 人は 陵 襲 巧 じ 
しのび 入 b 指 風を 切斷 して 鮮血 
でもつ て、 り 本の 國体 反び 皇室 
を 明 ふ 本 敬 免 字を 御陵 黨諸 々じ 
養き 連ら ね、' 塗 域 中に 熟睡 中を 
御陵 守に 發見 捕縛され たもので 
ある。 を 巧 省 _ はも VJi ち關 係を 
廳 はこの お. が 事 じ 恐懼 おく ごこ 
ろをから や 直 もに を 摩 陵 篡ザ畏 
勝 旧 ま 池 氏は 徵戒 を官を 命 をら 
れ嚴 重に' か 調べを ぅけてむ るが 
事件の 調 巧 一 ど先バ 終了を まつ 
てを 責 巧ぎ は巌 を 罰せられる 模 
拨 で、 一木 宮 が、 宮田譬 視媳藍 
は 進 迪伺ひ 書た 播 おしだ ど 傅へ 
られて 居る。 


をす から 

爭覇戰 

ヤンネ ー X 街 聖グキ 
今年度の 兩メ ージヤ ー •リ ー 
ダの ペナントは 別項の 如く ヤン 
ネ！ スど 聖グネ •力 ー デナ グス 
じを をし、 いょ.， \ 明日から ニ 

u じ 直ち 先づ デシ •スタ デ 

アム じ 义審を 切を. 

一二、 四、 五 回戰は 日曜日から 
聖火 キ 市で 催し、 若し 勝敗が 
ホし；；：* ければ 更 らじ殘 るニ圓 
を當 地で みする こ £ じな つた 
今年の. フ ナント 戰は巧 モ共じ 非 
常な 接戰を 重ね じを であら 疲れ 
て 居る 點 では 瓦 巧で あるが、 ヤ 
ンキ— ブは名 お 手 ペノックが 傷 
いて お瘍か 不可能 ど。 つて 居る 
外、 名 中堅 ホ クン ブス も 過般 傷 
いて 出瘍 不可能 どなら 
內 が； ごが， ニ 盤の タザ リ 肩を 害 
し L がは ず, 一二 壁グユ ダンの 
出場ら 怪しい と 一 壁 手ゲ！ 
ックが 過般 最後の 試合 じ 傷い 
て 居る から 

ず 親戰 のオプ ドは 化 づ十對 との 
剖を で 聖 \ キ が 有绍視 されて 居 
をが、 今年は 名投手 アンキ ザン 
ダ ー がをはな いので、 この 点 幾 


姬澤を 子爵の 

ホ 壽放生 式 

篇城前 お 療で擧 わ 
別項み 社 特電の 傳 ふる 如く 體 
澤を一 子爵の 义壽視 賀會は 去る 
十月 1 H ホ 劇で 盛 おじ 巧 はれね 
が、 これ じ 化 だ もを 子爵の ホ壽 
を 祝ぅて 緋紐 、がを、 一一 一色 趣な 
ど 二十 一巧 ニ 巧 五 千 巧を 宮城 前 
のゎ濛 じがつ まは 化 H 九日 午前 
十 時じ朽 はれね。 馬場 先 巧 側 お 
垣の 下に 腰 幕を 張つ て テン マ屋 
臺を設 へ、 ホ お 東京 府知事、 阪 
各巧爵 なで 數十 名の 來賓 がつ め 
かけ 老 子爵は 夫人な，。 びじみ 孫 
あまた 引 具して 午前 十 時 顔を お 
、放 生の 屋をへ 上 6、 を あみ 
のタモ でな み'-- -<」 經 をす くひ 
上げて 幸を 壽 き、 ホいで 順々 じ 
夫人、 子 おのな 生 あつて 午前 十 
時 式を 終へ、 一巧は 巧 揃つ て 東 
ま會 館の 午餐 曾に のぞんだ。 な 
は 十 巧 一 H の 祝賀 會 式場で 老子 
爵の壽 像 建設 針 畫が發 表され 一 
般 からの 宵晰寡 集を はじめる は 
ず。 


ンク じがて 一二 十六 ホ 1 心'、^ ン' 
ゲ附き メダ成 •プン ！ む'- 擧巧す 
る當 である。 午前け 第一 庭 五 千 
化 巧と 十ャ ー ド (バア レ U ) 午 
後け 络 一 庭 六 千 一二け 九-^ とャ！ 

ド (パア と ミ) を 巧 用寸べ <、 

媛 勝ちに U 前總 領事 矢 E 盎 (目 
下 小が 氏 おお) を 第一 竿 貧 どし 
ニ、 S •.四 等の W 午前、 午後め 
最 好賞ブ ー ビ I 賞を 與 ふる 由で 
競技 後问俱 樂諭內 じて 晚學 曾を 
關き 午後 九 時 歸途じ 上る こ」 I 
なつて 洁 る： か 食 員の 參加 がをは 
本 H 限 6。 會 費は 一ん 韦かお 十 
他。 

It. 1 It • i I ! 

結婚 數减 ず. 

今が は 至. て觀し 

今年け リ 'プ •ィ ー アで女 か 
ら 結婚を 持 も かける 習谐に U つ 
て 盾る 故で も あるまい が 富 地 じ 
がける 本年 一月 W 降 化 月 册日じ 
直る 結婚 ラキ タン スの強 晚は昨 
年 岡 期の ニ 巧よ 千 九な 化 ハ おが 
め 一二 千 五な 紐‘ 6 戚 少し 志陣 かじ 
ニ 巧 四千 昭巧闽 十と 組 どい ふ淋 
しさで あるが 巧廳 巧で 磬 "た 結 
婚式も 昨年の 同期 一巧 ニで 化な 
化よ 組が 僅か じ 八 千 九 貴 巧 十 ご' 
組になつ て 居る。' をみ 男に ふら 
れね 女の みがを いの ぢや いか 
ど 巿廳 じ鎭座 まします 裝をの 神 
樣 ならぬ 鑑札 發 給が！ b の 人々 
が必 配を して 房る 相 だ。' 

T 

巧衞小 W の鬧 聴. 

無事に 乘 船歸賴 

去 巧 下旬 紹育 H 本 入を おびな 
人達の 化 話で を 賀縣乂 化を ぉ八 
(明治 二十と が 四 巧 八日を) どを 
ふ 不幸な 同胞を 歸 朝せ！ ホべ. 
シャト^ 郵船 モ 店に 依腊 P シャ 
.'グ ょり 橫濱化 じ 乘搬さ ぜる酱 
で わつ た 處ぶ瓣 里 帆 間際に 居 巧 
不明と なつた ので、- 姿を 歷 した 
のでは U い^と 一時 大騷 きどな 

化 ホ日會 W 關ロ 書記が がゎ 調 
ベて 居る 內去ン ヤら旅 宿 S ' アィ 
ダ ホ •ホブ 八へ 歸 つて ホ だので 
化 巧 二十ぶ 日出 帆の アメブ カン 

線の プレジデント* オプ * ビア] 

ス號 じ饭乘 させ 無事 歸朝 させ た 
ど 云 ふ。 


;i i— . • I I 1 - I ! ! if 

御菓子 舖 

を 物 栗 媛 頭、 蕊 餅、 が 羊 粪- 
賛澤 豆、 甘納豆、 其 化を 禪 
煎餅 卸小賣 。のし 新け 前日に 御 
注文を た ふ。 R 本 食 巧 お及び 雜 
誌 等 も あらえす 

御 注文は 松風 軒窩橋 
2 S 去. 雲 S 二 el . Tr 著 雪 置 54 


新鮮 魚 か 一切 

日本人 おきのを を潭 山な b 漉へ 
巧が 廉赏で 乂恕强 をし ます 

サダ 才ナ魚 巧 

」ミ印 巧！： S り ミ 0 ミ 

224 W . 61 を St - 
T 色 ■ 0 已 CBb 養泛巧 




H 本 杖 球廊會 

最終の 競技 

來 ると 日じ擧 けす る 
囊じ 選手 爭覇戰 を おつた 日本 
杖 球猛會 では 去 巧 下 巧開旌 のを 
員 曾 じがて 本年度 寮 終の 競技 會 
を 開く こどに 巧を し 來る六 口の 
日櫃日を期しサジスべブ1» タ 


レヤ トル^ 

NP 旅舘 

W 累-ま h Ave . wo . Se をニタ W ミ h - 

停車 诲前通 東 ご 一 了 左側べ 階 建 
日本 巧 船 切 巧 取扱 旋ロ場 送迎 

巧 菜 瞬 城中必 、総領事 お、 H ぶ 
郵船 其 化を 行 大會社 巧き 煤 巧 

を 巧-:; 7 パ ホテ戶 

純 日本を (特别 巧 わら〕 

御 一報み 第 自勘車 御お迎 中上娱 
巧ニ呈 ifornia ぎ San Fioiscol 星 if . 


罔 園閑淸 、空 氣新お 

巧 人 惧樂が 封由亭 


目本理 髮縮淸 

西 四十 一二 了 目な 番地 一二 百 六 室 号 I 

タ ダブ フロア (第 六 街 ミ 四十 H 了 目 巧.) 


日本 散髮屋 S 的 難 I 

おグ年 閱中树 巧と 共じ銳 業。 

ジ ヤシン ト a フ 3 ツゴ 

ご W •昂す S 三. ご 安 
夏. sib 贾 Ave . & な ntral す占 去 est 


G 

巧 § 極 

が 

A 

D 4 訊 


舞踏 牺 人— 

.マ 社を ダンス A 
マ表擁 体操 A 


了 寧 

1 


を 

朝 十 財す 巧 十一 時 

シ ヤリブ* タン シ 

ンダ挪 範學校 卒叢ー 

タ 


n — 


档 


讓 渡. 廣お 

謹齊每 々御 引 立じ預 6 献じ難 
ち 厚く 御 禮申上 候。 陳巧 小を 
儀從 ホょ ら經營 中の お出 旅館 
を 今 固武 田 文を 氏じ讓 渡し 
侯 閒化段 御 通知 申 上 候 •巧 ほ 
今後 も 相 變らず 御を 證 W 程を 
願 上 お。 

昭和 一二 年 九 巧 化 二日 
元 岩 旧 旅館 ま 

江川 作 一 

讓受廣 お 

謹蓉 時下 巧 露 寂 滴の 候を 泣 益 
益 御 淸祥の 段 奉賀 上榜 "陳を 
小を 儀を 山が 會 じを 勸 ザは 一 
ホ i ：* ら ね 御 引 立に 預ち融 じ 難 
有 御厚體 申上淚 。今 间化川 作 
一氏 經營の 岩 田 旅 おを 讓ら受 
け誠實 誠意 務めて 諸を の 御滿 
足を 相 計ち 巧 申 极間柯 牟倍舊 
御眷 顧の お 偏 じ 願 上 候。 敬具 
昭か參 年 化 巧廿ニ H 

武田 文治 


奄話 ブラィアン 

八 0 と 化] 八ん と 一二 

竹 中 重 雄 

化育 ボ西幽 十四 T 目 
ニニ i 1 】 八番ニ 一階) 
」 APSES こ 青 E 覃 君 呈 S 
ニ 2 S I ざ N . 三. 

Tel . すち 豈 t 岩 S ， 芸 7 W 


ゾラ 


--ン> 疑絲 


煎 餅 卸、 小賣 
を 腐 油 操 
日本 食料品 一切 

Su 百 rbe Rice Cake C ? 
’養 Third Ave.i 
Tel . P 星 a 巧 18 


駭が巧 か 

320 3 anhaitanAve , Bet -113 l 114 sts - 
音 B 2 Tel . M0 = 田 ment 4 洁 9 


御て 宿喜樂 

元黒歸 旅館 奈良 直藏 
妄 High St -, B 薑享 N . y 

Tel.lfri 臺 e が ニ 


木 旧 ル！ ミン グ 

1 夏 7 ザ dAve . 呈 ■ 59 & 基を Sir を S 
’ブ喜 1 ぎ 量 B 骂 


基 ジコを S 产す呂 妄尸 K . 产 

ブ L Triangle 74 な 


勢 州 縮 

が お 事を 义踞榮 化 
援 5 E . 58を Str ま t 
Tel . Hegeni W 2 苦 

尝巧旅 縮 

武旧义 治 

呂 0 でを 1害 slit , 
TB 1. ぎ y 養 普 ニぎ 


一力 旅 箱な め 

帝鹽 旅館— 

1 食卓. 雲 St . New ご rk 
TeL susquehia 苦 10 


紐 脊旅舘 I ち— 

を 阻 十 了 目 ニ 四ニ證 
呈 . Ga 星呈 ia 岩 74 


レスト タント 
おじ ボー デン グ 
蒋 物な 保 隙 晰じ預 もます 

〔島山】 


眞 面目なる を 職 同胞 じが 育 
なる 藤 業を 周旋す 

宮诚 事務 厮 

化育 巧 西 四十 ニ T 目 良 ホ 一 あ I 

電 

話 


ボストン ホ 

富 ± 旅 舘大浦 末 松 

一を ミ 養 sier St •を st ミ ま ass . 
ぎ 0. さ 75 

桑 山 淸お廊 

を W ジ 己 h 9 th 苗. P 室 ade 韋 ia Pa . 
Tel Walnut 72 ゴ 


ロス アン •セ ルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

ニ S wan Pedro St -- Us An 巧 les - Gal . 


College In 打 
3 巧 0 お sadw 巧 
8 が . 巧 3ni & mth が S. 

Wm 咨村ぉ g Lew 

郎 ’me なお statj 巧 ni 
の扫 日が w が， ん Y , むか 

リ uanig Ga 打 Low 

Chine が R だ お u な ni 

- 112 W . 郎巧 1 化 City 

B が m Nom Low 

474-6 化 A ve. 

Bet. 28 比 - 29th St. 

II SI ；i 

蘭 前 春： t 

房 + ^ 瑶琴 

^ 1 

まじが 騎ぉホ 

^ す 適 日 揃 巧が 
傳 唐。 す 本 ひ 巧 邪 

ぞ廿朗 る 人の 
お あ 云 巧 諸巧ヌ 1 く 
の T 時 巧 君 理 ^ 
下目を をの 人タを 
ーサ開 差嗜數 走を 
ブ巧上 好 名 ® 

ホを な ホ樣皆 

を ま理が 美め 
顔す ホ 巧 
ひか M の嗜 
よら：！; ん御巧 
ず績 巧じ 
々 理邁 
お 懐を ふ 

盡系理 が i 

S 時 pn (こ 

v|i 


な 

ご 

(ぶ I 

なおみ 城 
w む M 

、笠 

5 


T 


y 

;n 

c 


o わ 0 

ミ L 
lx 


ま 那巧理 

ホ鑽 茶園 

司 理人蘆 蓮 
巧 勤の ホ じは 査飯 
のが 極 利じ備 へが 
蹈會 席の 锅用 じ應 
や •へく 侯 賤巧キ 巧 
不變お 副 ホ鑛度 0 
紙上 御 案巧审 上な 


民 5 

A 巧 
G 抓 的 
A 脱酬 

H ^ 

N S 

謙 


支那 料理 

新杏苍 .， 

本 樓巧理 人 歐廉が 
脑 前を 揮つ て 日本人 
諸君の 嗜好 じ 適する 
巧 理を差 上げます の 
で 祭と 巧の な 二十 六 

了 目の チヤ プ スィと 

云へ ば 直ぐ 日本人 諸 
君 じは 割る 程 巧 評を 
摩して 晋 ます。 
巧キ繁 々御 ホ ホの 程 
希 上ます。 

王、 曰 躍は 鹽頭 、ン 
ゥ マィ、 春 溝が ぁ**' 
まず々 


打 化 


2 

9 

化 n SW 
3 •の抗 が 

ぶ 化^"! 

J R 1 W 


馨油靜 謀 I 辨霄ょ 白米 
日 案 纖食巧 贏 ii 觀齡 龍 

巧 田 巧 独 株 まを 社 東部】 手 賣挪店 

日本食 料 轟廊會 
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紐 育 唯一の 日本 巧貨馆 

片桐 兄弟 蘭會 

スマ ドン •ブロ ダク ブーず 贩賣元 


GEO 關 E W , W 化 sirs SONS 


BROADWAY 
OPPOSITE 
ST. PAUL’S CHAPEL 
AT V 巨 SEY STREET 


が yoT [が ill が 0 ., I 邮. 

impoiie は & Exporters 
i 101 Fifth &ve.JJ. 

Tei • がが nquin が 化 5 

327 W. Madison Street, 

Chica 抓 !!! inoi い- 一 


M 邮圓 RA 郎 OS . 邮. 

が 55- 目す W •巧 rdSf ., 

New York City 
Tei . Gramercy 3850 


巧 E Fllj 瞄 OTO 
な 削 RITI な郎 .， I 服. 

巧 0 む oaiiw 化 N . Y . む 

Tell Roaift *— 


巧 E 目を がが 削 OSE お 

お〇 阳巧巧 巧 5 8 r 的 お 巧； N . Y . 
拆护 HKrtian が 姑 お 


T 邮 Sumil 目 剛 Bank ，船 

«EW 巧 fig が EfigL - 



1 が 8 巧 3d * 巧 

let . Hinajaw M 44-7445 


Tlie Yekofiiois 

ミ辦 ぉ 8 齡賊 Ud 

5 ih Floor , Equitable Biug . 

1 巧む oa お 化 も Y . 

Ph 加 e g が iw 2 巧 0 


Tlig 前 Ilk 目! 崎 削 n : Ltd . 

む師 1 5 巧 

お nn 巧な n も 巧が n を 在进^ 一 
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寶 
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商 ♦草 バイフを 穗 


▼鄉 まを お及び 巧 送を (お 手が 巧)* 外* 
巧替賣 買、 荷な 替 取が がな、 信用 巧を 
巧 等 一 肢银巧 ま お巧恆 おじな 巧 可 化 お 

技 臺灣銀 巧— 曲 張 所 

本 巧 萬 潰臺化 

支店 東を、 接な、 大度、 神戶 、上 お、 巧 
ロ、 頼 脚、 厦門、 油 巧、 香港、 舆 東、 巧 

嘉坡 、スラバヤ 、スマ クン、 バタ ビヤ、 をち 
々グ 々ッタ 、槪 を、 巧 外臺滑 十四 ケ巧 




i 、 資本を 壹億圓 (を お 嫌 a 巧) 

! 、おを を 一 隐ニ巧 お 十を 圓 
內化本 支店：：：；： 橫演 (本店】 ちを 大阪 
神 ロ 長が 下 巧 名を 尾 

橫濱ぶ 金銀 巧— 支 巧 

ホ留を まな n 桑 港 羅ホ沙 ボボを 
巧 他 化 あを 閣 重を 都巿ニ 支店 皮 3 グン 
ス 有之娱 


本. 巧大阪 化溃五 T 目 
が 育 支店が 育ブ ドウ 


! な 四十 九番 


日本 內 J 
化 支 巧 I 


難な な艱巧 

東京、 横濱 、名ち 属 、京都、 神 ロ 
尾ノ 道* 靖 島、 吳 、柳 井、 て ノ滿 
巧 司、 小 倉、 巧 化、 陣タ 、义 巧义等 
本國預 を、 鄉巧 送金 等は 極め 
て 御 便利 迅速 じ 御 取 巧 巧 中 お 


本店 朝鮮 京 城 

ま 巧 ぉ 張 所は H 本內 地の 樞要郁 ホ、 朝 お 
滿浏 、支那のを 地 巧び 浦 诸巧德 

朝 鱗 鑛巧紐 育 巧 張 所 

外 國篇替 一般 銀 巧 萊が靖 々御 巧 巧 じ 化な 可 
中 上 お. 

藤本 證券 會お 

一般ち 價髓 が ノ資 I 只、 引ず、 裳 集 
▲金誕 、並 ニ 之ュ瞄 ス^ 一切 ノ 業務 

諸賊 藤本 ミブ。 —？ 艱巧 
紐 脊お張 所 


掏强黑 、雑貨 卸 巧 

森村ブ タザ ー ス 


巧 培 陶お器 

ダー ズ卸資 


t ドラ イク— ス留資 

I 太 洋賛易 $會 社 


支 化 ホ 俄を、 ボストン 


タナメ ！ 为 ！ の 特色 

日 の わ 買物には 特が掛 員を 置き 無 
料で 御 案 內致巧 電話 又は わ 手紙み 簾 御 
訪郎 P て 御 便宜を 計 も 巧め ての お 方に 
對 — では 特に 注意 致します から 是非 お 
立を $ 願 ひ 升、 巿內 配達は 匆 論： n 本 其 
他を 地 宛の お 萄物發 送は 當 ホで 致し 丹 

’ ，： I - 
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奇据巧 
六 モ萬圃 
ホで 一二 百 五十 巧圆 


能竺弄 銀 巧 f 支な 

ネ巧 盡ザ巿 日本 橋駐 本を 尾が 五を 巧一號 
ま 店 小悅 日本 橋 かの 內 (巧 京) 構を 
名 古 崖 京都 大阪西 ( 大历〕 が タ 
廣島下 關巧司 若松 お 岡 長 持 
上海み をを 買 巧 水 


おぉ 乂巧替 ’軍信 送を’ ホを を. 旅 巧 信用 狀 
巧 巧 信用が 其 他 一般が わ 業 

A 能写囊 銀な— ま 巧 

鄉里 送を ' V 日本を 化 無手を 巧？ 迅速 取 あ 
本店 預金 {定期 通知 ノニ辑 ) 御 巧 利取圾 
本 支 巧 東 巧 (本 巧〕、 大 お、 神 ロ、 をが 
巧 巧 地名を 屋 、小 樽、 上が、 がを 


晚を坡 每ニ週 一回 出帆 

▲で ム ブレス 加を 太 ご 一六 •惡 0 喷) 

十一月 一日 

▲エム プレス 證巧亞 (ニ ガ、 ぶ 呂觸) 

十一 巧ち 日 

A エ ム プレス 亞細亞 0 男呈 皇增】 

そ 頁 一日 

▲ェム プレス 加奈太 (黃 •き 0 礙】 

ち 巧 か 二日 
一等、 二等 n 二等 及び 下等を 設備 
最大、 善美、 霞 快 まの まがが 巧 船 


▲ち 巧 巧を 等 設備 巧 度の 蛮 度 « 新 もる U 巧 組 貸 
の お 巧な 切 T 巧 ミ 共に 當 化の 萬 S する 塞で 寸 
▲當化 太平洋 搞な 一二 窜設 がは を 部苹巧 巧な 良み 
旌 しを しれ、 みに ホ巿 なのかを は 巧謂ッ — V 
ス トサ！ ド义は スナユ デ y トグ ラジスな 上の 
お 値み 滿 へて 居リ ミず 

# 桑 渚 出帆 ホノグ グ經由 〔正午 出 化】 


春 巧 化 
西 比 利亞凡 
大洋 化 
天洋化 

コレア 义 


十 巧 か 巧 日 
十 J 巧と 日 
十一 巧廿 一日 
十二月 五日 
ち 巧 十九 日 


® シアトル お 帆 〔午 巧 十 時を 帆 J ぶ 
加賀乂 十 巧 二十日 J 
が 像 丸 十一 丹晉 g 
靜岡 化. ヤ 一巧せ お 日脚 

受 6 致 送 目 本 巧 化 化 W 
熟 巧 祝. 十 巧 十 丸 H 
鹿 急か 十一 巧 一音 
A が 育泣骄 むま 戾經を 8 本 お按馈 が！ 巧 ニ 画 
A 幾 道が 符—券 其 惟 萬ホ额 便宜に 狗 あがを 辟 
▲太 巧 洋大豁 铅を就 乘铅巧 巧 御 おを にお 計ぇ オ 


薇々 勉强 す 仕 御 お 立願 上 候 
陶 猶器雜 貨卸寶 

春 お蔵會 


H 本陶湿 黑雜貨 類卸賣 

ザ 元ブタ ダ— ス 


日本 陶猫 器雜貨 

ラム ブ卸寶 . 

奈良賛 易廊會 


H 本吳 服が 物キ モノ 

テ— ブルク ロ 1 ス類 

諸雜 貨卸廟 

龍献 0 本 ドライ グ 1 ブ 會 

特が廉 暇で 乂越 疎-新 流 わは 當 巧の 特長 


H 木陶 叢雜貨 

ドラィ グ ー ツ 巧販賣 

S 残 木 桃 ホ 如？’ 
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八ィ刀 ラな 紳± は 

を 立 服を ち 下まず 

夫れ ぶ宜 （身 じを ひ、 ホ 掛けは {且< 、を 
しで 出 巧を ょら も 長 持 市ず る 事を 知つ て 
るからで ず。 弊 祐は多 普 H 米 紳± の 御用 
をを つて 居ます。 

n 此壌吿 じて 御 ホ の 方 じけ 

六を 劑剖 致します = 

御 緒 文の 奈 巧に 橋 はらを 鬼 も 巧 一度 ホて 
見で トごぃ 一 

A 才 ルカー エンド フロ リオ 洋服 巧 


日本 郵船 會社 (並-一を 鐵道會 社) 

代理店 巧 欄 兄弟 顯會 

乘 車、 乗船 切 巧 おじみ 荷 颇连送 御 便利 じな 度 申します 
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お W i i 

诚賴が I 
S が J 
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tan ; 
側 m ml 
糾欄巧 

端 m 剛 1 


シア h がぉ觀 (午前 十 時) 
あら ば ま 見 十一 巧 五目 
あら ぞ ；；> 化 十一 肩 ホ B 

るん ぶん お (坡雜 泣航) 十 巧せ 八 0 
ヤ 一等 蹟濱 一丸を 艰 

侣 しば 4 ず 丸 るん でん おは】 五を 萊 
’マご 一等 H 本 巧 立 お 苑ぎ室 おを 遮 家族 室 t 
マ 御を 塞に 彼づ！ 等 割 お 往復切符を お 致巧淚 

ロス ア A お ルス 近 帆 (午後 ニ 一時) 
もんて びでお 見 十二 巧 十日 
はわい み 一月 货六日 

マ； 等 横濱ニ 一二 0 弗 おはわい 丸を じらを 芸邦 
▼辖別 H 等 B 本 巧を 十丸萊 T1 二等 a 本 巧を 十虽乘 
で 绞潘謡 狩 巧缀車 切符 寢蟹 勞籍 入鄭静 媛な リ候 
▼純 育 線 X ナマ觸 を 目 本 支那 巧 貨物船 月) 图 


ラム フ ぶび シル ふ シエー ド 

製を 元 お 買 手 塚商會 

H . Y . H 马 SUKA CP 
list だ th ぎ' N . Y . 臣タジ I . 空 eli 差 1 


斟支賓 易の 繼續 的げ 撃 ご 

南洋 方面の 円貨 排斥運動 

金輸 解禁は 急ぐ こ、、」 も あるまい 

茂 乂桃か 組 社長 桃 ホ 達 雄巧談 


まる ±幡リ ホが しじ 桃 井を 雄 
氏は U 米 雜貨資 易 おじが ける 
長ち の 一人で あるが、 化 誌の 
お まじ 勤し 最を H 本 經が界 の 
漫談を 試みた。 左は 其 大要で 
ホる D 

I 日本に がける す 致 おの 聲 
I も 島い もの だが、 ホ だに をの 嚷 
I 聲を絕 たぬ。 由 ホ乂戰 後の 巧 風 
I 氣 は不自 がで あつたの だから、 
て r 更ら 仕方のない 点 も あるが 夫 
I れ だけ 甚 （コタへ てむ る やうで 
I ある。 殊に ま 那の內 なの 爲め對 
I ま 貿あも おおが 貿易 も年賺 萎縮 
j してむ るし、 例年 上半 勘に 買 か 
一け が 略 完了して ゐる拖 化が、 今 
年け 手控えの 爲 め遲れ 、下半期 
i じな つても ポ ッボッ 輸入され た 
.9 して、 な 例 下半期 街 おも おつ 
た 程の 好成績で むいので、 化. 然 
I 不農氣 風 r け 吹いて ゐる やうで あ 
I る。 然しながら 資 をは 化當 じあ 
一つて、 をの 流通 さへ m 播じ 巧け 
i ば 可成ら 读氣も 持 も 政す の だが 

i 大部 か は 一流 银巧じ 偏な 

; して 仕舞つ てムる おでを ら、 一 
，一方 投資 事浆も 起らず、 を 全な 投 
I 資樓 所ら 曉 天の 星 どい ふを 巧 だ 
I から、 がらに 守 襄其 儘の 遊資 ど 
一な つて、 僅かの 大銀 巧のを 庫の 
I 中に 赃 眼して ろる。 太换 巧の 側 
一から 云 つても おを を 斷る謬 じ 巧 
i かや、 化處 迷惑な が 占' 預 つて 居 
I る どい ふ狀 態で ある。 ま 那の時 
I 巧 じ 速いての り貨排 巧は •化簡 
I . で 云 ふ 巧の 影響を 巧け て 居らの 

9 、 

し、 現が の 巧 度の もの すら さう 
長賴 きする もの ども おはれぬ が 
苗が じ 於け る H 貨 排斥は、 化當 
日本 どして じが 擊を 受けて ゐる 

ら い。 南 第一 曲。 棟 喜い 前 

j からが 化した 支那 人が、 現が 一 
I 千で 人 じらぶ び、 化ぎ 込まれた 


。現 巧 日 
'年 巧 互に 競ず 


ある。 大戰後 濁、 抑。 での 商 お 
じ 化っ て 殆んど U 本 おは 濁 占の 
威が あったが、 昨ず 漸く 元の 敷 
剛粥 じい* らう VJ して ゐる 。巧々 
の巧賣 だけで 云へは、 南洋で 排 
巧を 喧 つたこ どは- •をれ だけ 對 
ホ I 貝 込みが や らょ< なっに ので 
あるが、 南洋で 賣れ たみ だけが 
ホ閱で 臭れ るかは、 非常な 巧 力 
を 要する ばからで なく、 巧が b 
疑 間で も ある。 魄 、濁、 英 など 
の 商 おご 爲 ずして 巧 < だけで も 
一一つ の 難事業で ある。 アメリカ 
の 顧客は 

突飛で 數 I 食 ひで 飽きを 

いから、】 時 法 犯 どか 下 お 類が 
相當 おたやう でもる が、 それが 
爲めキ モノ 類が 小々 下 ホ じな つ 
た b して、 纔额 6 上には 大 しわ 
影 酱 もなかつ た \ j 思 ふ 
本の 岡 業者は 一 化 一 
を 儀け： 互 じ 困 《一て 居る の だが 
今や 憤 格は 巧の 恵まで 巧って ゐ 
るの だから、/ 二て 競ず をした 
ら 共倒れになる ょ b かは ない。 
幸 ひ 近 ホは を自じ 地道 じ 進んで 
ゐ るから、 帖 既爭ら さう 柯時 をち 
持纔 する もの でら なから う。 臣 
をは 今度 横濱 をぶ 發な 巧、 十よ 
扫 間で 糾 育に 着'!. だので あるが 
若し シ ー •ビ ]•-「！ 八の 船 じ 乗 
ぶが ほ ニ hr.' 嘴を 

短縮ず る 一一 ごが 出 巧る の 

を考 へて、 輸出!！ 糸の 運輸 じな 
ホ U 本船が と 割 一^占めて 居た の 
が 巧 今 おみ々々 も 巧かぬ やう 
じ。 0 たこ どを _ 誠に 理由のを 
る こ VI だ ど、 つ 思つ たの 
である。 昨今 B 一 4 朝野の 間 題 ご 
。つて ゐ るを 輸 錢ら五 年 前の 
巧 磯を 逸して ゐ j 々から、 今运ら 
一 リニ H をず ふ 云な 間 題で も あ 


るまい^、 愈々 
ニ 偃 W 位は 正貨 
れ ば；：* ら ないだ 


資金 も な大； もので あ 
か.. っ 、この 際 H 货を 願逐 して 支 一一れ てり 銀のを 換 
服閒 なお 是じ 化ら せ やぅ ごい ふ I 延いては 流通 紙 i 
目論見た ゎるから、 一時の 威 情 j いては 樹貨 の 下 矿を來 す やぅに 
的の 排斥 ご 違 ひ 少し 极强 ：、 所が j ならう。』 - 


而禁 すゎ ば 結 巧 
の 現送を しなり 
をう が、 之 じつ 
お 巧が 引 編ら、 
雨 お 叙. < なら 續 


..御大 禮奉 視會 

: 庶務 部 委員 

I 速 颤綻樹 のみ お决定 
^ 旣報 御大 譜 奉祝を 委員の 措 名 
i 中庶 あ， 齡を 員は 巧 五十一 ニ 名に 達 

した バ. '、巧が、 ベィ ヨン、 コネ 
I ■ -1 アィ ランド、 カネ クチ カジ ト 

^ 等 じ も 她ぶ委 n を 設け、 献上 お 
I に。； ブる 一' お 巧 一の 聴を を 徹底 
'おじ 勸獎 ずる； 及び 十-巧 十六 
U 舉 巧の 火を なに 出席を 働 誘す 
る爲め も々 委員の 運動 範圍 をみ 
'擔3£ぶすべく、 本夕東が舘に巧 
■て 巧 I 间を員 @， ゲ 閒き大 化の 方 
却 ど 協を ずを 酱 である。 左じ委 
in 化 氏 おを みす。 

- 帆 部 紐み 郎靑木 岡 一 靑柳麗 
一み で 浓四郎 江 ロ 徳治盛 腺 
; 巧 凹郎滕 な 齒を郎 腊森聲 道 
i 淵 上 ルみ® おが 川 卯を お 橋 
i 木を 巧 川ぶ 之 助が な 巧 端 


义俊保 子 ホ 太. 嘶 ホ 上讓か 
上' か 朋石井 德お糸 巧 川高義 
揖井松 义郎淺 S 周み 淺見 蓄 
化 逛道而 盟信福 阳啓福 島 
が 兎を な 謙み お ホ 正が 藤 
梅き お 見 軍 一二 哪駿本 壌 一 
お 藤 富藏影 山里 ニ龜 井貞義 
鴨が 义 をが 德旧 姑な ちか 
桐義雄 斤陶廣 X 郎川 島伽戚 
河 おか 治水 旧 パ 太 郎菊池 ホ 
を 衛木下 又 お 化 島 お 一一一 郞 
兒 •玉 嘉网郎 なち ぷー 小 お 登 
一が ホ 池 巧 隆小阪 忠么輔 
を島乘 巧 小刀 栄之進 嵐 米 伴 
ニ あお 祿河 がよ 藏香西 龍 
雄を 山 淸お郎 を 山 仙藏柴 
が 善を 萊柳隆 明な が 好か 
松 本節 正 化 島 父衛お 下黨齋 
水が 涉 一二 ホ 思ホ應 ホを 川經 
おお 崎繫一 おな 龜雄稱 山 
除词桃 あぶ 一 村 上武ホ 村 
上 柳 一 が 上が 巧が 巧 健 村 


岡 安 巧が 瀬九郎 中島 陽 111 
中が 乙 吉中山 巧 S 郎を良 お 
藏 名が 佐 巧 巧 里 淸吉西 本 
勇み 郎西巧 朝太郎 西が 幸 男 
野 旧 一郎 巧が 嘉十郞 摄旧寬 
小川 卯么助 おお 參四 郞大掘 
篤 大石ホ 一 岡 本 お 雄大 宮 
离 化を 小 巧 田 宇一郎 岡島敎 
治 岡 本 お S 郞奥 野を 之 助 
大 なお 搁巧 千と 郞化 巧な 一 
佐 久間榮 作 佐が 巧 郞を藤 政 
藏佐藤 登 作 妹 尾 森 造榮旧 
德巧郎 継 川 知 义ぉ澀 ハ 合治秀 
島が 唯 紫 淸水滨 次 郎淸水 愛 
之 祐須藤 巧 么亮杉 浦 兼 松 
鈴 江 匡 輔鈴木 竹 一二 郞タ旧 ほ 
巧 高 橋 鐘 太 郞高垣 吾一 武 
巧 文治 竹 中 重 雄 漉 ロ顯之 
田ち 勝 治 郞旧中 秀穗田 中 甲 
嬰 ホが 巧 中 奧み郎 旧 中 鶴 ま 
時 旧 信が 郞上川 庫一 巧 田 柳 
作 塚 田 數ホ上 お 純 雄 若を 
爾助滕 本 誠！ 綿 森 良藏渡 
部 民 藏矢吹 義夫山 旧質郞 
山 旧 巧 造 山 ロ 吉之助 八を 一 
郞山根 ホみ 出腾長 I ニ 山 崎 
强 S 山崎隆 一二を ホ 腦治淀 
川 茂 重 ま 田 京隆ま 居稱彌 
四 本 俊 わ顯狠 五男を 丸 山 あ 
吉腺屋 義人 


紐 育り 會の 幹旋ご 

赤十字 聽金 

义國 赤十字社で ロ 例年の 如く 
會員 募集に 着手す る J ごな ちが 
育 じがても を 部署を まめて 蓮 動 
を 開始した が、 日本人 會 側は 先 
例 じ從ひ H 會じ 於て 韓旋 の勞を 
洩 つて 盾る がが 年の 成績は 應裳 
入 會ま九 巧 五十八 人總額 千と 十 
一 燕に 建して 居る がで H 會 事務 
所 じがても 出來 得る 丈け 新記錄 
を 作る はを 鹽 しつ i あろ 赤 十を 
お會 員の 階級は 賛助 會 員' ニ 十五 
邦、 維持 會員十 弗、 寄附 會員お 
弗、 一年 會員一 弗 ごな つて 居る 
から 孰れの 階級に^ 隨 意に 塵し 
得る み媒 である どか 右に 就き 埋 
事み 一人， W 强る 『ホ 十タ 社の 事 
おわ も息義 瓦っ 墳電 の價値 ある 
i け かて 廠 々する まで もない が 
特 r - ホ闽 ホ 十 ザの 運 載け 權稱じ 
堪え；：：* い。 本年を じ 於け る ま 出 
S 總豫算 を一磬 する にニ于 五な 
お 弗を 超過し 居り、 駿風乂 か 其 
他の： 災 化に 對 する 施設の 如きは 
實じモ 八が 窮 巧に 上つ て 居ら、 
其 化 曝を じ對 する 奉仕 事業、 人 
か 被の、 を 共 衛生 ど 看護 事業、 
病 者 救護、 件 國災化 救護 巧煤沉 

甘 i つて 居る ° 化事 業 こを 五 ロ々 
巧留巧 人が 一 A も洩 さや 辖 助ず 
べき 性質 のらので める から 奮つ 
て 誘 ひを せ入會 ザら いむ； を 盛 
り』 云々。 

巧 巧 化歡迎 

日本 俱樂 部に て 

じ おじが ける 不戰條 約 署名の 
爲め渡 歐後ホ 米せ るを 擢恃 使內 
旧康哉 伯は 去 巧 二十 六 H 着が、 
翌日 举が じせき、 大統領、 閣務 
を 官等を 歷訪 して 歡を 巧へ 且つ 
M 本の 對ま 政策に 願し 懇話ず る 
所が あら、：：：： 曜 巧び 寄が ホテ术 
プラザに 投お しじが、 同が はな 
育 H 本人 會 及び H 本俱樂 部の 聯 
を 敝迎晚 餐货を クラブ 階上の 大 
食堂 じ閒 いた。 出席 巧 五十を 名 


田な H 本 巧 樂部會 を司會 ので じ 
巧 信 H 本人 會長 歓迎の 巧を 陳べ 
巧 木 正を ま 店長の ぁ聲 にて 內田 
お爵の 巧め じ 一 闹を立 おがして 
萬歲を 一二 唱 し、 最後に 巧 田 伯は 
十数 年 振 5 じ 乂國を 訪問せ る感 
想談を 試み 撤宴後 接見 まに てが 
らじ 微談し 『思 無 邪』 の 墨痕 淋漓 
ねる 一二 ぞを 擲毫 して 俱樂部 じ 寄 
贿 した。 


總 領事 官邸 移轉 

從ホパ ァク街 化 六化番 じぁつ 
た絲育 駐巧總 領事 官邸は 今週々 
初よ も 间巧九 八 ご 一番 じ 移 轉し齋 
藤總 領事 も ペラムの 假寓 よら 歸 
がせる 由。 巧 ほ內山 領事は モ！ 

ニン グ サイド •ドライブの パト 
ラアホ ー グじ 轉离 した。 

江 見巧醫 院移轉 

ドクト^ 江 見 二 一朗 氏は 今 遇 巧 

曜日よ 6 パ！ ク •アベ ニ ウー 0 

S 五番 (八十 六 T 目 お 巧 だ移轉 
せる が、 電話け サクラメントと 
化 八 0 番 。診療 時間は 午後 四時 
よ 6 六 時まで 他は 前約 じ 化ら 該 
察する ホ。 


松林 下宿の 移轉 

松林が か 氏經營 おが 下宿は 今 
回 マン ープ タン 街吉ニ 0 番 (旨 
..ー丄 ニ 了 目 ど 巧 十四 了 目の 間) 一 
移轉 した。 電話は モニュ メン’ 
四 六 五 九 番。- 


お 旧雜貨 店夥轉 

從ホ 武ホプ 作！ クリン ブタ 
ッジ 街 一二 义 0 番に 巧て B 本実觸 
雜 貨小賣 店を 經營— 居た るな 田 
修ニ 氏は 業務 擴 張の 都を 上 まる 
一日 ょら 同 街 一二 丸 おを にを 轉。 

画 H 人 か 

•松 阻が 太郎巧 海軍 造機 大を 

監皆 長、 本 巧 j 日 ホテル マジ 五 
ス チック (西 セ 十二 了 目 セント 

ラルい— クウ 五 スト) じ轉あ 

を 田 島 繁ニ氏 一二 井 物を 會社支 
巧 長、 夏季 K 力 ー ス ザ！^ じ假 
{南中で わつ たが、' 去る 一円 ウ で 
ストで ンド巧 一二 ニ 0 番じ 歸寓、 
電話は M ンデ コット 四 八 四 九 
♦永 橋剛 一郎 巧 •を 上が 事 株式 
會 社々 長’ 太ず 洋 沿岸 地 モを視 
察の 上巿俄 古、 グト 。ィトを 經 
て 去る = 曜巧紐 生稻じ 投宿 
•河が 源 八を 一二 塞 電機 株ま會 
社 常務、 ホる ニ 一十 リ 葛が* テル 
ビル チモ！ アじ投 お 

® 若が ホ 雄 氏 右 同社 員、 抑 井 
氏 同道 着 紐 

♦豐田が ホ 氏 農が 技師、 まる 
二十よ H 着 紐 H 本 お 樂 部に 投宿 
五日 渡獨 の 堂 


化 也 化を き獨 立が る 

SW 1 部屋、 露に隣ぉ、 

シヤワ バス、 電話、 ニん 又は 夫 
締 あじ 適當 、ホへ 御出で あれ 
す晉 ， 1 呈 W . 臺 sf . 


御 披露 

今 间タ年 經驗の ぁる 腕利きの 
日本人 職人を 雇 ひ 人れ ました 
化 わを の 擦 じ 御 客樣を 待たせ 
る樣の 事は 御座いませ や 精々 
勉强 致します から 相 獲らず 御 
森を の 程を 願 上げます 

淸理髮 床 

西 四十 一二 T 目が 番 


303 Fifth Ave., 
む !* Caledonia が 01 

巧 田 巧 事 株を 會趙が 育 支 巧 

LW^;rla TVa ぷ打だ Co. ， ！ nc. 

1 1 Park Place 
Te!. Barclay 巧 7 6 

資ぶ媒 ま 食な _ 

1 Shima Trading Co., Ltd. 

1 JDx 一 • ミち 巧て 一 '_j_r — - 

' Telephone Rector 14S4 

! お 式 食 ft 赤 尾庸會 

Aka wo & Co., Ltd., 

TeLcSS.1；^^ 

が 倉 繫絲絲 鑄 株式 會社 

ICa お kura 在 C み， Lt ん —- 

200 Madia 如 - Avenue ~ 

に MOdmo ゎ 
Mikimoto Pearls 
535 打れ h Avenue 

1 Tel, Vanderbilt 2519 

1 

大 倉趙媒 育ま 巧 
Okura 在 Co,, 

30 Church St" 

Te!, Co け ! an か 2292-93-94 

云 共 巧 ま會化 
化理巧 

巧 お 巧 曾 

IMB 阳 咖 が , 0. C. Te!. B 扣 icr 78 お 
Facto け； 2 刖 Raw 扣 n 化しし Giif 

巧 野 銜を株 ま會を 
A&ano Bussan Gomp 度 打 y 

Room 801=805 
165 Broadway 
Te!. Cort!aadt 8047-8052 

viosho Corpora な on, 

な 注： Importer も 

が拉 aat な 化 S なが t 

で eL Ashland 巧 巧 •れ 

(» 〇 8ho Co 。 lac, 

レ o れ on と XCH> け era 

60 Beaver S し 
T が 技 ow 帖 g Green 的郎 •が 

i 巧 ぉ讲巧 道 巧を をな 

1 な 育 事を 巧 

1 Sou 比 Manchuria R. R. Co., 

1 Room 202 ら Canadian Pacific BUgr. 
342 Madison Ave. 

Tel. Vandl が bill 4135 

H 井 物を 巧 巧會ぉ 

が 育ま 巧 
Mitsui & Co., 

6 。 Broadway, 

TeL Bowling Green 7520 

なま 會お巧 井 商 巧 
な 育 支店 
Iwai & Co., Ltd. 

Woo!w 〇 パ h Building, 
Tel. Whitehall 6040 

H 菱巧事 株 ま會社 
な 育ま 店 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

(Mitsubishi Co., Ltd.) 
120 Broadway 
Tel. Rector 2560-2564 

大お朝 目^ 東京 朝日 
お 野 ま 巧 
Osaka Asahi 

The New "V orlc Tira が Am 化 X 
Tel. Lackawanna 1000 

日本 結 花 株ま會 It 
が 靑 支な 

Japan Cotton Trading Co., Ltd., 
25 Madison Avenue, 

TcL Lexington 8780 

日本 生糸 巧 ホ 曾な 
な 育で ぷ 
WP 阳 N XI-IT 日な 巧 化 LT0 
Two Park Avenue 
Tel. Ashland 5320 

棋會 を替を 
お脊 支な 
Hai*a 在 Co., 

443 Foil け h Ave 。 1 

Tel Caledonia 7830-35 ' 

曰 ホ 生糸 株ぶ をを 
絹 育ま 巧 
拙 I-BEI KilT 日 WBDSH 化 i KWSHA 

がに H! ぶむ KJ1TO CO, じの.） 

1 Park Avenue | 

Tel. AnhJand 6246-47-4S-49 ' 

大取お 日 ニ 東京 日ロ 
を 木 H が 
0 巧 ka Mainichi 
民 Com 306 A World B 山陆邸 
Te!, Beekmiua 4259 




〜 ' S す Ai と W こ 亡: マ OF JHF r>\VN£R«HIP._ 

MAiNAG 巨 M 巨 NT, じ ikCULATION, ETC ，， 
REQUIRED BY THE ACT OF CON- 
GRESS OF AUGUST 24. 1912, 

ロ f i.he Japa 打 ese Times publi 占 hed semi-weeWy 
貧 t New Yojrk. N. Y •，わ r Octob け！ . 19 巧 . 
St^ate of New York, County of New Yo ん 
before m も a Nolrary Public, in and for the 
State and county aforesaid, personally ap- 
peared Mi 打 oru Uchida, who, having been duly 
が vor 打 according to law. deposes and says 
that he is the Business Manager of the 
Japanese Times, and that the following i み 
化 the bfst of his knowledge aiid be! お f, a 
true statement of the own む 'ship, manageiTjent 
(and i! a daily paper, the circulation) , etc., 
of thf aforesaid publication for the date 
shown m the above caption, icquired by the 
Act of Aug^t 2 ん ！；； 2. embodied in fl»*ction 
ゴ 43, Postal Laws and Regulatio; printed on 
ih ド rt.vers;、 of thi 过 form, to w 化： 

1 T!;ai the na " 化 b rmd がが s がん fpub- 

tnauag ミ ？；',' edn 川 - and レ： -’ ここ 化 s' ， nu:n- 
;i が vs a;v: い " WWu.r, S ! りは 〇 MU!/;:tajd, 】 2\V. 

ミ rth み . 、 でし 乂 cw y ( ，ふ； e が 化！ ％ She ； / 。 Midzu ねが， 
li \V. S け txt. Xc，.v V が k; n は na が ng 
S!u>/o .Mid/utani, is W. 17111 SUret, New York; 

h'usi, 化バ， … H が r, 川む り n! T> ミ ; ミむ， じ W. iTili 
み '. が t, K。、 Yo ん 


么 . That the owner Shozo Midzut^ni, 

W . いん '2*'r>et. iNcw -*v …お Gi り .’’ ' - 

3. That the k " り wn ho ルミ ! w ん 1 が；， 打 i し ；-、；. 
rind other s; ぃ .u;.hy h レ Mt • けり ’ .vniiig or 

pL.r cent, or m 川 . (‘ ， "' i.-* -■ ;:nuumt yf *' い " 
mortgage も or が her secus iiiei 三 . 、 -: none. 

4. That the t、vc p ク ， . コ srap!。 next a! … fiiv;i 
the names of the own.-rs, 、 的 ’ hchold。'- ;’nd f. 一 -.;;'; 

holtler.s, if any, contain 化 ". only the ミ； こ . 
stockholders and security h<. !.!’ ： . ， a. 、 り , ツ ；,!■，‘ 

ui ん :i the 比ん s of thi c" … I. ...V. !i り t ; い ，-; ，- 

wht ’ 一 the な 〇 cWi.)Wc-r 〇 i レ； .ぃ 

i り ‘ or. こ of t!ie c た ；；；：‘'-.-: y こ 1 、 ； rii.;u-e «»r 

;‘ny otW;. fiduciary rdativ’u. th" nanu. ».•: 
lujsou or C€* ， i>oration for v.:.om su<.i 4 り：タ化 <* 
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り 本は お那の 番犬で な い 一 

滿 蒙の ま權 U 欣 

M な 響を 生んだ 



た liiwi ^ む 心 心 


重ず ろ 

康哉 伯爵 演說の 巧容： 


の 表 おを がわし、 な 巧外闡 人の 一 能。 るを な 知 I て 居る から 攻巧 


予は 今み n 本を 化衷— て留巧 
をい の 具 ご I てめ 即巧 をを 飯. す 
るケ U ツグ •ブリア ン條約 じ 著 


が 嘴 おで あを。 I 
自然 的 じ 再々 U 如何 じ I て陆 
巧に がける 半 かを 維持せ 一ん かに 


名すべく がが の特 確を 賦 あせら I 腳 して 酸も贿 みして 睛立 .西々 
れ 今や & M よ b 卽饼 。なみじめ I ' i 働き 且つ 活 きむ ば i ：* らな 化を 
るが 甚ホ W ホ 入 統領々 リ乂威 政 i の 一巧 じがて 州 故に 安寧で 得む 


がを 路 あを 始めを 方 巧ょ b 異を 
のが かご 懇恃 ごを をけ たるは ホ 
の 最も ホ榮 .こする 所で ホる。 ホ 
ホ 自身を を 化 おの 伞をク 火憲营 
たるべく 化命イ いられし 該がも 
がま VJL て 形成； れい 化 米國ト 
を 出イ占 U 巧に 欽 かの 幸ら て あ 
る。 化機會 じめ て予 U 崇高 C ：* る 


ごな する かは 恐らく U チ I ? 說剛 
'でょ つょで も あるまい か I 个を 
じして 過 ま數十 年間 ま 邪 i 狀態 
U 解からず H 本を 惯 ませ! ■居る 
歷 をぶ び 過 まの 傳統じ 於 < け お 
術 义學を 同 ふし、 巧な じ^!? ては 
ぁ想的ぶび通商的じをぉ^ 關繫 
を 有し、 旦つ將 ホに 巧て J 幸ず 

ん那は 


若 想 ご聰剛 化. 勺 磯を のが 脚、 巧 j 幸を 共に せむ じ G ら の 
び お 誠を ピ魅 むごに め > て 化 界ー實 に 晋题ど 一葦 帶 水の 善 d 一一で を 
の 观お併 じな 义 のず かを 齋らす iH 本は 支那の 管理者で はわい 香 
爲 めじむ 民す 喊数 ホを 進めし を I 香は 唯 氣永じ 統一 ザる 支 服の お 
わる 大統頌 クウ リブ デ 氏 ご固務 I 一巧を 待 七、 去を I 直つ 貴 件 I わる 
を官ケ 。ツグ 氏に 勒 して 最窝の I はなが 長年 巧の 紛 ずよ b 胜課 .V 


敬ぶ を おする。 

島 ホ 図 ごしての U 本は まごし 
て 其を 業 A び實 生活に 必巧上 お 
がを 湛 じを 5 通 お 貿易に 倚 頼す 
るが おじ' やかは 國 家が 化の 基 
礎的馈 かで ある。 がして 夫れ は 
終始 巧が 國 萊齒是 であつ た。 是 
か 持め か 州 U る事蜗 にせよ 單に 
極 巧の 平和を 促進す るの みなら 
乎 化が の 孰れの がを じせよ かか 
を 化 進ずる i じ 向つ ては U 本の 
投が 度び 閣 民は 滿 腔の 贊 助'‘」 ち 
授 ごを 與 へて 居る。 現に 今み の 
條 約の 如き、 貴 凰 政府より 提議 
せられた る當初 よら H 本は 歡び 
て么 を認諾 した。‘ 而 して 吾々 は 
あ 邊的梅 約の 成立 じ 巧して 幸福 
を 威 じ、 亦 謝な を 表せざる を 得 
ない。 人類た 歷 をよ b 觀れげ 越 
陈 的萬滕 の處斷 ちごして 戰 巧を 
を 化の 刪 か-し 追妓 せる は 蓋し 是： 


るのを 望む の 列は.；：：：* い。 ま ザは 
す 墓ら 黨速 動に 敵意を 狹 む!？ で 
はな （、事 實 h 基が 國 民を |げ ご 
してが 支 邪の 圃 民が 證 炭の 江を 
晋 めつ i あるじ 菊して 深甚。 间 
巧を 寄せ、 ま那 みを をを 目；？ ピ 
する 誠 息 あら 運動には 阳時 〔て 
ゎ 賛同ず べき 準觸 をを して 后ち 
な々 は 支 邪の 難觸を 誌が す.^ 
致に H 本の 對 まぶ 巧は 河 等. ムー I る 
巧はない。 吾々け友那：$,速心 じ 
お 一 、 かか 及び 秩巧 維持の ぶを 
出さ わを を切遵 する。 一' 
那み 一が であろ て H 本で 頭 


護ず るが 巧め じ 香々 はえ 太の 生 
かご 國が どを 喪 ひながら モ 九な 
四 年ょ b おが じ-巧 b て 露两亞 ご 
戰 ふ./ (餘 儀な くされた ので あ 
ろ。 n 本の 滿洲 じがけ る權 溢は 
斯 のかき 歷あ的 感情的 背景を 巧 
つて 居を，‘ ホ 之該化 ホは 現 化に 
於て H 本の 爲 めじ 經濟的 蜜 お 巧 
を 加へ て ホた。 日本の 滿 洲に對 
ずる 投資は か 憶圓じ 達し、 廿萬 
-W 上の 邦人 ごな 萬 前後の 朝鮮人 
が 棲な して 居る。 菩 々は 條約じ 
て 獲得せ る 正 當の灌 利を 執 
巧し 利益を がを して 自威 民のを 
か 财產を 擁護す るに 過ぎない が 
偶々 化 ホ 針で 進む だ 餘澤を まけ 
て 居る のは ま那 人が 第一で かで 
は化爵 おじ 及んで 盾る つり 本の 


化 命 及びが 産を 偉盡 する じ佔る 
が、 故 じ H 本 どして け まま 懼を 
完全 L - 巧 化し 宜つ條 約 上のを 務 
を あし 将 るを 固に して 黃な ある 
統一 政府の 支那 じ お 期せむ’ とを 
遵む巧 第で わるら 

円本の ま 那に對 する 基礎的 政 
策は WE チの 槪說 せろ 通らで わ 
るから、 合衆國 ぶび H 本の 支撕 
じ挪 する 化ての 事項 じ 就き 協調 
協み のけ 動を 執る MJ を 阻止す ベ 
き 何らの も あ b 得；： <, い VJ 予は確 
信す る。 巧 戸郎 なご 機 肖 均等 ご 
の 原則を 戈 持す る H 米 兩國の 意 
属^を じがて 一致す を もので ホ 
る ごを ムも 巧して 誤では ある ま 
い。 支那は 奥 火 U る國當 を開發 
してを 南 ホ 業と を啟 盛なら しむ 
V {一層 外题の 投資 ご 化 業 どを 
あ 巧 どす る。 國格 をち ヘィ 巧の， 
增 導せ るを おな 敎 義を實 現せし 
むる 爲 めには 支那は 大に巧 方せ 
むげ：：： i ら 。い。 ホれ が 鼓 善 じし 
て 唯一の 途 である。 專 々がち 邪 
の 事實を 直視す る 時、 曰 米兩國 
が 旦じ調 かせざる 對支 政策を 執 
るべき 何等の 狸 もを を 見し ない 
完 をなる H ホの 諮 解 ど 協調 ごは 
まがの 恢復を 促が す 上 じ 多大の 
賞 敵を なし 得る であらう。 

予は 日米 國を 創始の 當 時よ b 
兩 國の關 巧は 親睦 好墙の 特質を 


は 今や 踢概巧 越 じを 力を 
て ロぶ の授 助を おめ て 居る ので 
ぁるり 

爾傑 夫罷エ 

を鍵公使舘が設^ 

巧 ま 特電 五日 發 n 上がの 郵巧 
罷エ 化ホお び天 津 じ 職か b 
益々 惡 化しつ 5 ぁるの ぶ 國 
郵懊 物が 懸念 5 れて 居％ 

上 お 四日 雄： n 主 おの 郵贿 配達 
夫 ニモ 人の ホ 罷エは 化 京に も 飛 
火して お 給を 棠 みしと 十一 時間 
0 かに 阿を の银後 通牒を 路し天 
津じ も罷エ のが 勢 ホち、-^ をは 
明日 お 職し ない 場合 少牟 お勇隊 
が郵 巧を 配 蓬す バ く濁邀 & 梗館 
參事宫 はを 化 おを 京移轉 の叟務 
を帶 びて 南京 じぶ き 東京 ぉ苍ト 
グコ化 巧を 使は 南暴駐 だみ 疲じ 


を勸 こ 虚業 ごじ 原 2 して 滿 測は I あし 益々 敦學ど 親を の 度を 加 


披ち繁 を 的 地域 ごな を 特に 戰亂 
じ 皆み、 飢餓 じ頒 しつ ミ ある ま 
那本 ± の 化 ほよ b 觀れぱ 樂園ご 
も稱 する じ 足る ベ （、適 ま 二十 
年間 じ滿渊 にがけ る 支那 人口は 
I 驚くべき 數に 上ち、 千 化な がと 
年に 出 お 省 お 他よ ト ，移 化せる を 
な 巧 じ 達した が 本年の 移住 數は 
恐らく 耍ら じ激增 する ミ 期が さ 
れて 居る 0 巧る 事 精に 昭 I 舍して 
晋 々は 化 地域を まを じて 重大な， 
る混亂 よち 脫 がれし むる をは 顔. 
る 喫緊の 急務で ある ど 感ずる 。 I 
乍が H 本は 滿那 じがけ る 支那 


と 


± で お 靡ず る 滿觀の 平和 どぶ 燦! の ホ 權に對 して 柯 等の 冀 圓を檐 
維持す る ミが 円本 じ おわの いて 居ら S 。 をぐ は 化 池 方に 特 

殊の欧 治 的 支配 權を 得む をは 考 
へて 居ない。 日本は 單じホ か》」 
大 I 秩序 ごを 維持す る' じ 足るべき 政 
を 战 であつ たが、 化 危險を 化 I 嚮 I 府 のま 配下 じ 置かれむ ご 希绍す 
しを ー测じ 於け る 支那の 化 泣 4一 擁 I るの みで わつ て、 同時 じ 條約上 


船 おめ るは 素ょ ら當然 であ ホ。 
化 地域は 曾て 帝 國ホ義 の 露 正^ 亞 
の 晋禪じ 搔られ H 本 自身の 


n 西 中 首稱ご 含談數 刻後黨 遽歸國 の 途に就 <n 

總稅務 司 制は ニ 年後に 撤廢 

ま 京 特電 五日 懸 = 秋季 陸軍 特が 人が おを 觀戟 の爲め r ホ 常した 閥 民政 おの 陸軍 參謀總 長 曝が 
巧は まる 一二 H じ ホ视の h 巧 中 首相を 訪問し 現下り 支關 係に 就子禪 々懇談す る 所を つた お あお 然兩 
國 のま 巧 も 大いに 緩 か 巧 巧して 居る とを 發 見した ので 巧が 着ず がを 留 ごな b をの 爲め張 群 巧は 大 
お 潛觀戰 を 俄かに 中 化し 昨 巧 取を いで 南京 じ歸國 しわ、 がほ函 ほ 政府の 承認 じ 就て は 政府 側 じが 
てらホだ化とをめて居^い：；>南巧ム府が巧じ參加しじ不贼條：的を批准するこ芭は結局南京政巧を 
承認した るに 等しい の 目 じな つて 化る。 而 して ドキブ 、ィ タター、 ト於コ 政府は いづれ も 南京に 
を 使 館を 移す ことじなら 外を 部 じ おて 建物を 物色 中で ある。 

東京 特電 四日 發 = 南京 政府は み 天) 帶じ 直ら 巧る 4- n から 靑天 白日 旗を 揭揚 する こご じな つ 
た肯が H 附 をな てを をした、 的 Ij ® を 政府は 明を 年度から 總稅お 化 制を 廢 止すべく 總稅務 司化理 
のィゲ リス 人工 ド ブ ！ ブ 氏を 總が棵 司 £ して をれ まで 巧 命す る こごには 日本の 反斟： ち 力で ある 
爲め單 に 名 儀の みを ちへ て 一年 S が 暇を 巧へ 上海 稅關 長を 副 巧務巧 どして が 政 部の 指 圖じ依 > 執 
おさす こご じ；；^ つた。 一- 

ま 京 特電 【ニユ ヨーク •タ 井ん ス 巧】 四日 豬 = 南 巧め 府は 目下 頻らじ 日 ま 本を 渉に 着手を 急 
ぎつ、 あるが 南を 救府 よら 特波さ 山 陸 巧 巧別大 お巧觀 戦の 爲 めじ ホ 執した 張 おお 軍は 昨 H 田 中 首 
相と 蚊 時 巧に 直ち て 會談の 上段 府 《械 親政 策に 耕て 凍 情の 結 里 田 中 首 化の 意見を も 脱な し 非常 じ 


つ i あらて 恃じ簡 を 巧な じ 智識 
V 一語 解ごを 進め 充をじ 巧な の 問 
題 及び 意兒を 尊重す る じ まつね 
のは 誠 じ 慶賀 じ堪 わない、 其 巧 
じけ 柯 等の 惱 ましき ず讓 もない 
唯网 がごして 見るべき は 貴圈聯 
巧の 移は 法範 をに 职れる もので 
あるが、 これ ごて 米菌 人の 正義 
衡平の 観念に 信賴 して 適當 なる 
磯 會じ滿 足の 解 巧 じ 達すべき を 
信じて 疑は ない。 故 じあ 國が相 
並んで ボ戰條 約 じ 署名せ るは 自 
然 であ b 旦つ 極めて 瑞徵を 示し 
たもので ある。 吾々 な 太ず 洋の 
平 かを 確保し 化を 0 永义 的ず か 
を齋 らす爲 めじ 手を 携わて 巧 
べき 地位 じ 置かれて 居る。 而し 
て 今や 诏んど 化ての 文明 巧 國が 
參 加を 契 ふじ 至つ じヶ 0 ッグ* 
ブブ アン 條 約の 精神を 實現立 譲 
すべきで ある。 

好 巧を を 得た ので 日 支 巧 渉を 取 
急ぎ 纏める 必要 ヒ豫 をを 變更し 
て 南京に 歸國 したが 張 群 氏は 苔 
相 どの 會見じ 於て 新 政府は が 政 
整理を 着々 實 わし ホる 十 巧 十：！！ 
のを 命 記念日 じは 政が の 新制 度 
も 徹底的に 樹立され る こごを 說 
巧し が 源の 必要 上關稅 引上げの 
急務を 說 きたる じ對し 首相は 日 
本 政廚が 巧を 府を 援助ず るの 意 
を充 みある も 南京 政府の 一 そ 的 
條約廢 棄通吿 撤回 じ 蘭して 日本 
の 立 瘍を說 明し 張 群 氏 もこれ を 
語が して 本を 渉を 急ぐ こど じな 
つたので あるが 若し 關概 問題 じ 
して 解み ずれば 濟南 事が や 東 一二 
省 問題 も 自然 じ 解 巧すべく 南を 
政府は これ 等の 問題を 寧ろ 枝葉 
視 しいか じ 努力しても H 本は 東 
二 一省 じがる 巧稅 乃至 內 乱を 妨止 
すべき こどを 熟知し 從て巧 |ニ 省 
が靑天 白日 旗を 揭げて も 同化 ホ 
から 則 源を 得る こごの 到 巧 不可 _ 


な 命され ィタ V ! 公 化 も 3 だ 耍 
がで 室を 赴ぃ 

治 外撤廢 

南を 政膊の 嬰が 

國 民政が が あみ 一 我權撒 廢闽趙 
じ關し 藏磁的 準備 ぞ 進め 則閱じ 
おし 遠から やを 法的 提議を K さ 
ん VJ しつ ミホる を •お 疑 ひ-::?^ いど 
ころで これが 巧を ずび をの 迎由 
ごする 點は 左の 如， I 、 でを るご厌 
麗 ずる ||, 

一、 提議の 基礎を が 外法 鑛會議 
.報 吿書第 四 項の || 吿 じつき 漸 
進 的計畫 すなは 4 マ 地理 的ぶ び 
部 か 的 撒廢を 期す る もの ごす 
ニ、 先づを =' 一を 長な 沿岸 其 他 ま 
要を 地の 領事 裁が 巧 じがる ま 
邪を 法 あの 適用 あび 司法 ホの 
嫁 力を 期す る 旨を 提議す ろ 
|ニ， 地方 的、 部を 曲掀廢 はお じ 
完 をな 撒廢 への 一階 おでめ 
旨を 約す る 

四、 閣民 政府は 則闊 b ホ 鹽 1^- 
民法 商を & びな お 刑法を 觉成 
しおじ これを 實 施しつ 5 扩る 
其 他を 制を 事莱は 巧で おブさ 
わて ゐ るを を理も S 第一 項に 
擧 ザる -I 一 I 
ち國ほ 政府は すで ji ま那本 ± 
十八 省を 統一し 法規の 權 威を 
確 巧し 得たち 一 
六、 これが 目的の たを 極めで 最 
をの 機會じ 於て を閣巧 表會議 
の瞄曜 を希黨 す、 園 段 政 帝は 
司法 部賓王 寵惠氏 等を の勸じ 
當る . 

しかし V ， 一部には 『鹽 民政 巧は 
關視 自ま實 施の 意氣 込みを なて 
おが 法權 のを 般的 徹廢要 ホち < 
は 宣言を おする であらぅ』 での 
說を •ゴす もの も あ 6 が 現 司を 部 
長 王寵惠 氏が 法 權曾義 ま 席で ぁ 
6 を閣 委員の 調 霉巧吿 書 じ 巧 足 
の 意を 表せる 所から 該橄吿 を 基 
礎 どす る じ變 化は ゐ るまで V > 
云は n て 居る。 


乘 客を 積みて 

飛 巧 船來る 

ホ 週 乂確日 じ 出 jli 
ベルリン 四日 發 M 豫 てょ 4 化 
人のを 目を 惹 きつょ ある 濁 逸の 
商業 飛 巧船ゼ ぺブ； 一 伯號は 汲々 
ホ 週み 曜 H を U て 巧 候 じ 大窗化 
がない おら 太 西が を横锁 して ア 
メリ々じ飛ホすべ<政巧は積达 


みの 教化 物 其 他を 窄備 中で ある 
が 一巧は 乘 が おの W 時 じ 四ん の 
乘 おを 巧むな おを したので 中 込 
お窗に ニけ 餘 人を 算 しじが お 巧 
四 人の 下メ "ぶ 人け 料を S 千 巧 
をま佛 ひて 化發 すべ <、 

ゴッ ヶナー は師の 澄ぶ する 所 
じ 依れば 出發巧 おし 天 お 不良 
の 節は 他の コ ー K じ 化 b て 飛 
巧ず ベく 空中 じがて 衝突の 恐 
れは斷 じて；：* いから この 點じ 
於ても お 船の 化が-! 媛 b が 巧 
の 時間は ホづと t 八 時閒も あ' 
れ ばが をで をる ご 謗つ た？ 


勞働 黨遊說 

財政ん 舒を說 明 

ロンド A 四日 强 N 勞搜 黨內顆 
の大藏 が 書ぃ-わ つた スノ ー デン 
氏け 勞歐黨 .かお 常 階級の 财 産を 
徵發 して ^!田 をず 巧 じみ 配ず る ど 
の說 はを 然事實 無 化で をる ィ-な 
し勞働 驚は 合理化に して 正義 あ 
る 手段 じ 於て 儲け じ 富の が 巧を 
否認す らもので ない ご 言明し 化 
づ财蚁 制度の なぞな を 業 浪聲を 
撤廢 する もを 第 I の 條件ピ す 
旨カ說 しじ。 


本社 4^ を 特電 (禁 お町轉 載〕 


短銃 所持者 調査 

〔五日】 最 を 營宫の ビス トグ犧 
牲 事故 綾 ぉのた め 響 踞廳は 巧 
民の ピスト 作 所持者を 調を ず 

る ど ロ 

政友會 長老 會議 

【五日 j 旧中替 相は 高 橋 是淸巧 
邸を 訪閒し 政ぶ を 老會講 を 開 
いたが 積 猛樣算 じ觸し 長老 側 
は 反 對譽吿 した。 

脚— 野 元 次官 逝 < 

〔置 日】 舊大 藏巧官 貴族院 畿島 
禪巧勝 之 助 巧は 逝去した。 

巧彌省 設置 承認 

〔五日】 新 规婴ホ 中の 拓殖 省設 
廣準協 費大藏 省議で 承認 さる 

淸滞子 關子逝 ま 

〔四日】 淸浦垄 きを 歸モタ 常 巧 
は 四十 六 歳で 逝 ま L た。 

高 お宮の 御歸を 

〔四 目〕 練習 鑑隊 ホ 雲、 八雲兩 
疆は十 臺の飛 巧 機 じ 謹ら わて 
ニ 1 H 午前 横 須贊じ 到着した が 
鹤乘組 中め 島 化 宮殿 了には 皇 
量 樹ー囘 じ御凿 面め ため 岡 日 
午後 四時 東京 じ 御歸還 遊ばさ 

X こ 色 

福 澤巧叙 動 さる 

〔匹 日。 福 澤桃か 巧は 動 S 等 化 
H 中 緩 章に おせられた。 

'豫算 閣議 開催 期. 

ご 二日】 巧る 十六 日ょ b 豫算閣 
議が閱 かれる 酱 である。 

を 都巿へ 掏眞影 

ご 二日】 聖上、 皇后 御眞 影は を 
圃が 巧に 下 酌され る。 

を宮 陪審 廷鄉成 

ご 二日】 梨 本、 化陆 、を 主 世子 
を 宮殿す 及び 東 化 見、 朝 香を 
がち 殿下 じは 何れも ニ H 午前 
陪審 廷じ 成らせられ じ。 

地租 一み 减 困難 

【一 二日】 が 源 不足の 爲め 地租 一 
を 减寶現 西 難で 結局と 八 厘 威 
の稅制 整理を 大藏 湛議 でかめ 
た。 

練習 艦隊 歸 還ず 

ご 二日】 商な 宮殿 下 御 搭乗 練習 
艦隊 ぉ 雲、 八 雲は ニ B 無事 歸 
航 した。 

樓興巧 廢比爽 を 

ご 二日】 東京 巿じ昭 か 五 年 云 目 
を おて おお 廚應化 じがを。；：： 

奧保孽 元帥 卒倒 

〔四日】 二日 正午 卒倒した 奥 保 
葦 元帥は 翌 S 日 幾を 快方 じ 向 


つたが 然し 言語 不明瞭の が 態 
じある 0 

ご 二日】 奥 元帥は ニ a 正午 自を 
じ 於て を 倒しむ が 巧みに も 八 
十一 ニ歲 の寫齡 ごてを 態懸 なさ 
れてゐ る 0 


廣ホ傅 ± 逝まず 

ご 二日】 東大 名 譽お授 エ薄廣 井 
勇 氏は 避 去した。 

英船 コレラ 蔓延 

ご 二日】 旣報横 潑港英 船 コレラ 
患者は 遂じ眞 症 五名、 疑似 八 
名を 巧した。 

ホ作豫 想に 疑惑 

ご 二日】 米穀 巧 壌 一部では 米作 
豫 艰窩發 表の あじ 疑惑を 抱き 
ホを 作ょ bH な 巧巧增 施な ど 

交は ぅけ V 」 れ むごい ふ 0 

首相 官郎 茶の 會 

【 I 二日】 田 中 昔 化は 二日 午を 巧 
時 官邸に 0 I タ？！ •タ ラブ 
員を 茶の 曾 じ おいた C 

.を 都美觀 のた め 

ご 二日】 東 巧 巧は 街頭 じを ける 
不体裁な 看板 廣吿ポ マ タ！ 類 
を 御大 典を じ 除去す るか 書き 
摸 わを 命ずる ど。 


潰 筆 


鬼 書餘錄 

坡主 遜小叟 

日本 書史じ 就て 

渝敦滯 巧 中 r 日 大英博物館 前 
じ 畳を on ごい ふを が觸 係の 本屋 
を たづね た 事が ある。 樓物館 東 
巧 部の 主事 ビユ S ン博 ± から 其 
本 崖が 先づ ょから ぅど 敎 へられ 
たからで ある。 其處で アンコン 
£ 前 嘗珍籍 を 漁つ て 居る ご、 ビ 
ツ ツバ アグ 大學で おじ 開始す る 
日本 學 講座の 爲 じ、 圖 書の 宽集 
じ ホた どい ふ ビィを 授じ紹 かさ 
れ た。 ビィ敎 巧の 談じ 依る ご、 
この 年度から 日本 學 講座を 巧け 
る 大學が 米國じ 化ブも ある ごい 
ふ 事で ある。 一體に 米國の 親日 
を、 愛 日 あとい ふ 人達は 從 味の 
大學 及び 日本 政 巧の ぉ雇敎 邸、 
わ 雇 顧 巧を 中必 ごして 宣 敎師、 
骨董 家 等が 集ま b 、 一つの 特巧 
部を を 作つ て 盾た もので あつた 
が、 日本の 地位が 世界的 じ 躍進 
する じつれ て、 自 本じ蜀 する 興 
ホは I 股 的 ごなら、 今では 特殊 
部を のを 人の みでは な < して、 
中 學大學 の 若い もの じ 普ぶ して 
ホて 居る。 米 國大學 のを 部 じ H 


本を 逆 座 新設の 哦の頻 々と 巧へ 
られ るの も、 この ロ 本 じ對す も 
巢 ホの 普 度し じんに 伴ふ當 巧の 
結 おご 考 へられる。 

か （ H 本を 一般が あお 目に 前 
究 する ごい ふ 事になる ご、 第一 
じ必 をな ものは 圖蓄 館と 度 物が 
で ゎを。 しかし 圖書 おやが 物が 
はが 長さす ベを もので、 お造~ 
得らる ものでは U い。 がな 言 お 
で 言へ ぶ 必要 だから ごい ふて、 
ォイ ソレ ど徴化 ホーの お ホる もの 
ではない。 をれ のみなら や 一 C 
の 圖書舘 を 成長させる じは 柯 t 
ちら 第一 じを 成し じ嘗史 バイ， フ 

9 ォ グラフ Hi どい ふ ものが じ 

ければ t ♦らい* い 然る じこの 菩ホ 
を 完成す る 泣、 骨の がれる、 お 翁 
の 入る、 さぅ して 其 割を の岀ホ 
榮 のせぬ 化 事な 少ない ので ゎ も 
日本に がける 構 保 己一 や 物 集 旗 
± の 業績 t •■でを 考へ をを じち 難 
涙を 催す の もを の爲 めで ゐ る。 
がる じ 今度 西 巧諸國 にがる H ぶ 
が 発の 書籍 じ關 しては 『曰 本の 
書を 肖錄』 二 九 001 一九二 
ム ハ) どい ふ ものが 濁 逸の 東洋 擧 
を Nach を 巧の 手で ま 成され V 、、 
濁 逸では 里 空 ian から、 义英 固で 
は 前にい つた ゴ—グ ドス トン か 
らお 版され、 配布され る 蓮 じな 
つた。 おは 一げ 自 郵便局 からを 
の 通知 じを しじ 時から 家まで さ 
げて ホて、 卦を 開けて、 j 目 目 
を 通す を 富 t 登山を が 山 鑛で御 
巧 巧を 巧つ やぅな 期待 ご 感敏じ 
滿 たされて 居た。 

ジェズ キット 麗 敎の當 時から 
西が 諸國じ 於て 霞を された H 本 
顯 係の 圖蓄じ 今；：！ を 一二 萬な 上'^ 
おせられて 居る。 歐 米のを 圏に 
直を、 歷を的 じ もを 巧 氏 2 來の 
年を 經て 一々 とを 辦羅 する こ 
どは 容易の 事では ない、 其を 一 
つの 書を じ 纏めた 最巧 のらのは 
馈蘭 西の 元を 巧 館 歌 Li さを の 
『十 立が 紀なホ 今日を の a 本願 
保 お 版書藉 目錄』 でを る •一八 
五 化 年 巧遼の ものが 集録され て 
居る 0 この レォン •パ アジでの 
業を 享 けて 西を じがけ る 曰 本書 
をを 偷 敦ジャ バン •ツナで チイ 
の 幹事が 集めた ものは ゥエンク 
スター 氏の 『ロ 本を 固の 書を 目 
錄』 ニ册 であろ。 を 部 ニ 册八百 
頁で 一九 0 六 年 迄の お 版 書目を 
網羅して 居る をち ホな {、ハ ァ 
ジェの 目錄を も並錄 し， 更じ瑞 
典を 室 文庫 副 ま 事 Pal 夏 r 呈女 をの 
『瑞輿 义學じ 現れた H 本 J を PS 
を も 採 揮して 居る。 この 方面 じ 
於て は 藤も權 威を る 著述で、 を 
を 歐ホじ 巧け る 日本 研究の 羅針 

盤で あつた。 ク五ン クス タアツ 
巧 じ 其 後 も 益々 この 書を 完成に 
叙必 して、 H 本 じを き、 ホ 固に 
ホた b 惰 錢巧綜 十年一日 か 如く 
じして 居られた のでを つたが、 
一九 一四 年に 病を 得て、 其 業を 
完成す る じ まら やして 逝かれた 
がる じ！！ 岩す d 巧が 巧 後を きけて 
刻苦 精勵 、遂 じこの 書を を 大成 

せられ、、 ゥ ユンク スタ アンの 

書を をを せ 見れば 一四 化 六 年ょ 
九 ニ 六 年 じ 至る 間歐 米を 固 
語 じがて 出版 甘ら れた 書目を 詳 
悉し 得る どい ふこ ごは、 共じ學 
界の 慶事で、 記を 的 劃期的の 業 
蹟と 信ずる^ ので ある。 


講嫌聖 祈を 日！！ 
，巧 》 窩 膀庭赌 巧， 

設 なんが さお 學說！ 諸 
! 會會 巧及會 ちを j を 

i 備! 


木 水り 日 

八 八 時 八 
時時 ホ 時 
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蹈 時を 彰 
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自 午前 十 時 至 午を 一時 
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214 8i が 化む ooW 巧 
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JAPAN ART STUDIO 
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Koike Studio 

730 巧 fth Av ら 
Cor . 5*7 妃 み. 
Tel . Circle 4406 


Oriental Art Studios 
T . Y . Mafsumo わ 
124W . 3WiW . Fi . Y . C . 

Tel . 加 ick が ing が 010 


触な お 雲 iig Fish が 

巧另 4 Lex . る 巧. む hveen 贼 h and 8 郎が reefs , 

授敎語 爽人婦 



KE 民 R&MAVOR 

1023 了ト-;ご^!- Ave * 

I i Be パ 日 & 81 が S , Te ! 巧お站 お gen パ 9 QS 

書 お 人 本日 

巧專 靴型 小 
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を 小き 冉ぷ ホき 巧ぶ ホき が 


類 計 巧で 致 虜を奥 

會 蘭擲靑 




しと 肯 をと 切 親 ご 廣正 
精を お 商る を 用 信ち 確 
が恃式 一物 產± 御し 選 
すまし 致賣販 で傾廉 
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懇諸 5 て巧經 
切 君 g 信學驗 
じに i 巧手を 
活は巧 篤 術な 

あお' しじて 


圈 

科 
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房 書が お 貪 內案育 紐 

The East ani Wes け 加 k Co . 社 ミ お w む rk な 11 柄 けが vice 

が 1 Wesi ! 巧 thSt ., N . Y . S . Tei . Gaihedral 4408 


差は ▲> 屆 御 新 ▲ 
上を 右け 注舊米 
げ潰御 致 文の 國 
まよ 注し 巧 書に 
すち 文 ま 第顆て 
。割にす 敏芭發 
引 對 ° 速籍巧 
しし じ 誌せ 
てて 御は る- 



通 年を A 
中聊 業な 
るかし は 
も ホを- ン 
の國 米々 
ごの 辭ゴ 
信 事に 大 
じ 情廿學 
がに 四を 


ま 御 0 ▲ 
す 懇買迪 
° 巧物譯 

じ ◊◊ 

御 其 調 
取他奄 
扱 何 ◊ 
致で を 
しもが 


蘇宿舍 、館 為を 堂 
巧 業煩旋 、をの 彼 
人事の 鞠 相 蘇じ兹 
じます 0 


就|ぉ| 

b ^ i 育 

W 刪 日 

.1 邮本 
な： I 人 

當 

哗識お 

J L 替 

T 細 


諸讓 ，'み. 

日 巧 聖書 巧 巧を 午 
共 颗會タ と 持 竿 
强巧說 を タ八時 
木 おが 模 み タ八時 
ち捂 及び まみ 

午を ニ 持 

± 谣謀お 會义は 
あ話會 タ八時 

お， 貧 事 菜 
杳宿 部、 旅 巧を ま 巧 
巧* 人事 巧が が、 巧を 
巧、 琼棠周 お 巧、 巧 お 
'裁な お 巧の 巧 謀を を 
け會 員を び ホ 食 員の 
巧を 計る 


ブ 01 ドウで] 巧と 十 蚕 j 
巧 事 箱 向 測 煙 物と 0 お號室 j 

巧タ商 ^ 

儀が 爾 


170 B 夏 dway , N . Y . C さ 
す L G ミ tlan な苦ゴ 6350 


診察 

午を ニ 時よ ハ 時 
日 巧は おめ 巧 届ち 

ドク トグ 

爲 見豐彦 


歯— 主な 基 

自 午前 丸 時 =： 十二時 
自 午を 一時 HE が 

みがち 銜 T 如’ U . 1 ハ 時 
はへ キン ヤ I フア 

ン デ^ン ョン クジニ 

ブクじ お 勤 


圳 S 解 診療 

前約 願 上 お 

ゴ 1 子か大 ホ 
ドグト かす ブメデ y ン 

醫學巧 ± 

吉 居悅彌 


診を 時昭 
午を 六 時 i 八 時 

江 見 ニ 一朗 

引績きべ ^^.ビ ュ 
病院な 勤 じが 右 時 
巧 外 及び 日 巧は 前 
約 じ 限る 


▼學ぶ 職 合 晚餐會 ▲ 

n 口 ン ビ ァ 大學=:本、學ぶ協食 
ご 5 wb 室 St ., f yorkJ . Y . 
(ヴー. Braiihiirs 三 370 で 一. 岂) 
毎月 第二 ご络 四を 確 H あよ 時ょ 
ら 當大學 j 〇 h こち 星 I 。 食後 岡 館 社 
をを じて 會該 ず。 校の 內巧ゎ 問 
はや、 日 タ學 ぶの ホ 琪を么 ふ。 


お 

ホ 巧 

h 伽 

& 賊 

ホ 祉 

f 

C C 

に I 

紛化 

i 誦^ 

則 1 —. 

aw 

J 做 


牧師 宮崎繁 一 
が 事 脇 尾 義人 
，第 i も， ¥ 

日 嚴巧拜 午前て 時 
日曜 學校 午前 十 時 

臟观日 f をと 時半 
斬 禱會水 躍 夕と 時半 
お宿舍 


位廣を 倫比亞 をな 
を 下 巧を 十五を 學 
を 會お員 じ最邁 
設猜圓 書 雑誌 巧 曲 
を 種 娛樂具 館 あを 
を あ b 

便宜 磯 業 周旋 旅を 
ま 內を裙 事 菜飄ず 


ち巧巧里 OGU を Mb . 

ニ 一 W を呈 h sl.f さ rk 
I 己. 宝 ミ！！ 一を 3 置 3 こ 量を r 妄男 

みク なわず 前 九 時 1 午後 一時 
後 六 時！ 夺後 化な 

り巧 午か九時]午を巧時 

王 小 棠乘吉 


T - 

P - 

ん 

ん . 

ipl 

の 

U 

Y 


靈揉 治療 

マツず ー ジ 、整形 

臀 巧を 的 運動、 賜 
灌 を、 水を、 ホ 線 
及 電氣治 お、 其 化 
お 育 州を 認 

フイ ジオン ラヒ スト 

西 村 幸 男 

日 醒外每 H 午前 化 
時ョ ，午後 化 時を 
電話 前約 願 上 巧 


谐科醫 米 旧榮を 

S 2 westih St . H ミ York 呈 一 
ぎす ademy 岩 玄 
電話 アカ デミー ご 一八 六 化 


齿巧醫 

■ザ 上 義人 

西み 十五 了 目 一四 ホを 地 
が 育ホ國 旅館 巧 
電お トラフ アグ ダ ー ニ 五六 五 


U f 7 

觀則 W 

III 

f* o o 

-c w u 

0 3 c 
み T 
* 1 

M 


が 育 州 公認 
內務 省を 許 
巧を 帝大醫 巧大學 
産藥 復習 巧 卒業 

を 婆 松本綠 

儉般ホ じ 腿 鏡 調節 


診察 時 段 

午前 九特 1 十聘 
午を 六 格 1 八 時 

バ t ホ 栗 幹 ご 一 

化育 ボフラ ワ，- おお 
窠五街 病院 巧務 
'武ボ 3 ン バラン ド 

おお 勒蘇 


診察 時間 

午後 一時り 一二 時 
午後と 時 n 八 時 

愛知 搭巧十 

バ^ 巖本谨 一 

を あ 比 亞大學 反び 
作 ザ ブンお 院教按 
H 赌は 的み 助 上 時 


H 本、 支那 賓玉お 美 
術 品、 婦人 用 首 お 其 
他 裝飾お 

岡 島！：：；； 1トァ£ 

髙等 美術品を 辖、 

首 飾 品、 ストリング 
日本 服裁爲 


笠 ザ 洋服 巧 


おを ボみノ 巧 だか T y グ 二階 ニ 九ニ區 

を 京 丸 山 洋服 商な 


を 五十一 11 T 目 


ミ 一 ニ 


伊藤 
洋服 巧 


f ラ？ な ニ' ミ 


洋服 調進 

タリ 3* ニ. ンク、 タイ 

イング、 修績 等】 切 

ミカド 洋服 巧 

松 ぉ ■お 

電韶 ライン ランダ— 

六 八 ご 一 0 


診療 

午前 十 時 ょら 十二 
時、 午後 六 時ょり 
八 時， H 耀は 前約 
，願 上 候 

ドク トグ 

山 ロニ 一之助 


科 學的揉 療治 
醫術的 か 操 

化 島覺丈 

巧 五な とを 
巧 H 十八 T 目 

電話で デコム 
’ 一 妈九ム ハ 


齒科 S 

▼診を 時間 A 
每日 ( U 踞を徐 く 
午前 化 時よ b 
午後 五 時半 
氷 巧 午 か 九 時— 
午を 一時 


お械 工具 毀が 
運 勤 具 ホな 具 
貴を 屬及時 討 

松 本 バブ^ ナい 

寫眞機 レ デ ィオ 
ラン ブ シエ！ ド 

美術品 販賣 修理 


裝五 街よ 三 10 

へ クシ ヤ— 

ビグ ザ ング巧 

小 池 寫眞舘 

電話 サ ー クザ 

四 四 0 丄ハ 


をき 米國 婦人 
日本 A へのち 
語敎授 じは 多 
年の 澄驗を 有. 

す 0 一 レプス 

ンと 十五 化 
每 H 朗化 時ょ 
ち巧乂 時迄柯 
時-, しても をし 
り 喔 日は 一時 
ょ b 四時を 


齒巧醫 木 下义巿 

31 GW .1 ニ tut . 

Tel . siment 8557 


夕 オラ ボラ トリ— 

I 電話 ァヵ •テミー まち 
蹈ド クタ！ 田 尾 時 雄 
り 職 U 午を 化 
を 7 Manhai ぎ Ave ., N . ご 
Be こ 言 さ 芭. な ミ St ., si . 


十五 年の 歷お ある 當 巧は を 年の 
經驗 ど 新智 謡を 有する 敎 師を聘 
し 自動 幸 
操 縱法及 
び 運 巧 ま 
の 修得ず 
べき 必要 
な 機顆的 
智識を 短 
期閱 じし 
て 最も 能 
率 ある 徹 
を 的 技術 

をを 習し を 狀獲将 を 保 班し 磯 ま 
ロを も 周旋し まず。 



じ 

ふか； 
•h C 4r 
h t 4 
CCS 

u タ 1 


艦船 狗用建 
船 島を 巧 お 


かがを 雜 哲販資 
输 ホ人稅 脚手續 
諸 荷物 運搬な 扱 


d S nn 

Is 

化 遠 藤 小 乃商會 




ま 


が 育生 命が 險會社 

S 木を 吉 

雜保檢 

S . WHK 1 

2 e $ Ycrk ご felnauranceCo 
ご Chamber 占 r Ze 3 Y 弓 keity - 
Phone . "Worth 技 活 

を社ノ方-ー 御ぉか/節 必ィ 
御を を/ある ピを話 巧 巧 チホ 
巧 力 k 置 辛 f ホイ 


M 


雨 


，巧 ♦ S ♦巧 ♦ 
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昭 

巧 

H 

年 


巧 


曰 


殖へミ 膨れる 

摩天閣 の詳價 

* ■ . • > • \ . / / A k イ 1 r 


一 ザの 新ぶ ル s 巧す 音 十八 辟 
總價 格は ニ 巧 十八 億 弗を 超過 


i 

曜 

H 


獄 


窗 


辦 

お 

重 


天を摩すやぅ^^商层ビ 八 じ滿 
もてち るニユ 131 クボ の不恥 
を評憤^一特許を稅化を除きネ年 
巧 じがて 巧 み 十と 惚八千 八 巧 八 
十一 巧 千 六が 四十 五 弗に 達した 
こどは 前號の 本紙に 旣巧 しわ 巧 
でを るか 

昨年 じ 比較して 巿の化 
規か 十四 僚 四千 一二 巧 八十 巧 五 千 
五十 巧に 激 巧した のは ± 地 評が 
夫れ 自身が 高 （；；* つたこ ミは 勿 
論で あるが ホ 年に 比較して S 巧 
一千 ニが 十八 軒の 新 ビ^ デン ダ 
が おじ 速 築され 或 ひは 速 築され 
つ ー もる こごが 與 つて 力 あ b ど 
認められて 居ら、 をの 結 おごし 
; て巧當 がのを 債 制限 高 も 本年 五 
巧の ニ 億 ニモぶ 化 十九 巧よ 千 お 
百 四十 一巧の 十义 仙を 更ら にち 
_ 加し 得る 譯 である。 これ 等の 評 
; 傾 じがて 特 别負稅 化^み は 本年 
末 頃に をム される 當 であるが、 
'昨年度み をれ を 

00 じした 見 橫は五 億 
五 巧 巧巧ト 'あるから、 これを 合 
算 すれば 巧と 十二 攝九千 H 丹 八 
十二 方 千 六な 四十 五 弗になる が 
化 年あ属 不足の 際に 通過した 臨 
.時 雄 築 巧 じょ も 納税を を 許さ n 
て 居る ものは 九 億 一 すみな 一二 十 
凹 巧 一二す 八な 四十 五 邦で、 この 
巧の 不動 盛で 一部 乃至を 部を を 
稅さ れてぉるらの^^四十ぉ億ニ 
千 二な ホ 十四 巧 四千 六 巧 巧に 達 
して 居る から、 これ 等の ものを 
を算 する。 らば、 ボ のみ 動產を 


.シブ ー •クラブの 四な 五よ 巧 
ホが 横綱で メト 。ポリ タン ム 一- 
が と 十 巧 弗、 ユ三 ォン •クラ 一 
け I 二な 巧 弗、 なで ホ 級 じは 

ニ.—、 ブ ニス、^] ゲァ） ぶ 等 

が 入い じ 幅を 剌 かして 居る 
事務 巧 ビグ ザング た 
化が どして 日本人に わ 馴染の 
い-- ク キタ プ かが ご 一千 巧 巧 垢 
繁 一を 占め、 をの 他お數 な^ 

ご i ては 

乂ロ ー ドゥス] 二十み 蕃 のす 
一を 二十 五 巧 弗、 ナエ ズ •.す 
ン a ナグ銀 巧の 千间方 弗、!' 
^キ少ブ ^^生命保換の千一一管 
十で 弗、 パラ マゥントの 
巧 良 六十 巧 弗、 ニユ ー 
斗 命が 險の千 六 巧で 巧、 置 
i 證 ビ^の 千 八 円 巧 弗 
等が 巧 力な もめで あるが、 姻八 
で' 皆。 ッ クフ ゴラ ー 第) 化ぶ 自 

十为巧 第二 化の 五十で 巧 寧 jr 
お 十万 巧 級には ホ キット ネ ー 一一 
ぉッン ダビ 八ト をの 他 約 六-^ 一に 
をして 居る。 i - 


ら れてゐ 。い。 この 事 實じ對 し 
廣柬 のぞが 生糸 業を はニユ ー ョ 
—クの 生糸 化 引 巧は U 本 生糸 業 
をが 支那 生糸が 斥を 目的 どして 
設立した もので、 支那 糸の 代用 
受渡しを 認めない 事は 不當 極ま 
る ものであるから 宜しく 巧 溝を 
持ち だして 欲しい なの 陳述書を 
國 民政 あじ 提 おする 巧が あつた 
ど 最近の 『朝 H 新聞』 は 報じて 
むる り 


滿鐵 經營の 一 ^ 

信 巧會社 

資本金 一億 圏 

旣 報の 如く 游鐵會 社の 縣係畢 
案 整理に がふ 信 托會社 設立 黑ほ 
關東廳 ょち 旣 にが 殖 おじ 廻れ 巧 
I 閣じ對 し 山 本 化 長よ b も 巧を 督 
促して 認可され ねは ずで わ が 
I 滿数 はこれ じよって 關係事 
統满を 巧 ひがせ て 支那 人 を 主た 


價は ニが 十億 モ六巧 四十 四ガ六 T 相手 玄 1;.. 信 巧 業務を 。 J 
千 ニな 四十 五 邦 蓮す る譯 であ I ので： 切の 設な 準備は 整つ でと 
る。 これ 等の ず 動 產の中 でら 挺 一信 巧會 社の 內 をはつ ぎ を 


第 

- 

千 

四 

巧 

九 


与 

號 


高の 

評價 はィ ー スト 河 ごな 

一二 十二 rl 目に おし；：^ ユナ キテブ 
ト 雷' カ转 おの 雄 物で 昨年ょ b も' 
お 十 巧 ホを 巧して 一二 千 五な 五牛 
巧 弗に；：^ つて 居を が、 を 神 のら 
面を 迪 じて 柱た 小邮 をを 附 じは 
仲々 興 化な さらの が 多い。 卽も 
劇媒 みがから 巧く どメト 。ボブ 
タ ■•オペラが 六が 万邦で 橫稱 
格で わ b 、 化 巧 第： のな 動窝眞 
巧訪舘 。キシ ー は 四な あ 十で 巧 
であるが、 クリテ y オン 座の 巧 
がと 十ガ 巧は 一寸 化 人を 怠が た 

らし レべ （、ロ — ス •ステ ミツ 
の 五が 方 巧、 リア 火ト ー のぶ 巧 
巧 巧 じ おし キヤ ビト！ がは； ニな 
册巧 巧、 ストランドは ミな 八十 
巧 巧で ある 0 

旅舘 では n モドー アの 
千 お _ .りお 十 方 ホダ 横綱で クオ ー 
八 ド U フ •アストリア けす 一二' 円 
_ 八十 おで ホ、 プラザが 平ち が 万 
巧、 ビ^ トモ ー アがモ K 巧と 十 
ぶ 巧 弗、 ペンシ^ ゲア ニアの 千 
il ニ だ 二十で 巧、 U 1 ズゲ '五 グト 
の 平と な 二十 五 巧が、 ク* 
七ン トラが の i 千で 弗 等ぶ 摇巧 
，格で、 ア X ターは 化な 十 去タ贿 
- で わる。 化 巧 クラブでは ユニゲ 


をる ゥ 

1、 寶 本を I 撼圓 
一、 沸を お 千万 圆 (內 滿 
鐵現 がの 所を々 憤 證券 K で 五 
だ 巧 圆貸附 を お 千 丸が で閱の 
ぅ も滿臟 あ義を 欠き 搏 T りの 
を 除きが 途 保留を 八む 圍じ 
ょつ て 切 拾を なし 巧ら f 较益 
率の 儀 少なる ものを 切 トげて 
これを 現物 お 賓ピし 化 
資を ごして ご 一巧 五十 巧^ 
を化資 をず る 

一、 事棠 的が 滿数資 犀の 管 
理 ぉょび 信 巧 業 巧 並に 颇ぉ事 
業の 資を 調達 

1 、 收益關 巧 滿鐵^ 宿資產 
の收 入の ほか 信巧收 - j を收益 
の ホ 心 るら のどし 收な 率は 事 
業 巧が 巧に おいて 年，：! •を 巧姻 
b の 見込 


5 可 

lib 


生糸 取引所を 

ま 巧 人 

n 本の 陰謀： が 諮 
こユ！ ョ—ク ホ 糸^ 所では 
をの そ 渡し ホ 糸は ホ 糸が を 
的じ大部ををおめて：^るのでを 
部 n 本 ホ 糸 じょる 事^^ 定 して 
ゐ る。 化つ r - お 量の i 劑 をち 
めて 居る 支那 糸を の 化 佛國、 
タリ ー の 生糸は を 波 化 用 か 認め 


八月の 生糸は 

輸入 高减少 

. ホ 憤が 化廉で 
ァメリヵ 巧務 省が まる 一日 附 
を 0 て發 表する 所 じ 化れば 八 巧 
度 じがけ る H 本 生糸の 輸入 高は 
巿 僧ので をを 巧し じ爲め 昨年 聞 
巧の 八が 五十二 巧 九 千 化が 四十 
一二 お 度、 四千 六な 二十 四方 ニ 千 
巧 四十 八 巧は 八な 二十 九 巧 五平 
八 巧 一 お 度、 四千な 八十 S 巧 一二 
千 四 回 一二 十二 弗じ戲 少して 居る 
が 絹 屑に ま b ては 特に 時 價の下 
落. か 甚だしく 昨が 同期の 八十 一 
巧 四千 六 巧 十五 お 度、 五十 ホ 巧 
千 八 百 十と 弗は な ニ 巧 一二 千 九 百 
四十 封 度 即も量 にがては 增 如し 
て 居る にも 關 はら や、 輸入 高は 
'二十 化 巧 五 千 弗に 嫁 少し 絹織物 
の 輸入は 昨年の 四 巧 八方 五モ S 
け 八十 ホ 轟が 四な 云 十九で 平な 
西 孤に 增 加して ゐ る。 

バタ ー ソン 一题で 

絹 職工 罷業 

勞働 省調訂 不調 

東部 じがけ るな 力なる 絕 織物 
地 一 r わる バタ ー ソン 一 帮じ就 働 
する 勞働 をょ b 成る 絹 職工 德同 
盟 はちる ニ 只が 總會を 開催した 
上 委員を 巧 かし 罷エの 準備に 着 
ずず る こご じ；：！ ■つた。 罷エの 原 
因は 八 時間 勞慟 制ん 施 巧、 勞働 
組合の 刚 体を 涉 權を認 及び 賃銀 
値上げ 問留 にして 幾 働 省ょ b は 
頻 b - I 調 許を 試みた‘ る も 遂に 不 
調 じ 終 b 罷エ の聲を 聞く に まら 
しもの-して '組を 側では】 机 H 
瘍が化 時間 乃至 十 時間 寧 働に お 
事し つ i あるを 非難し 居る'^ 絹 
エ傷キ 協 會侧 では 
エお侧 は 八 時間 勞働 職を 常 じ 
施 巧し つ、、 ある も 或る 工場は 
勞慟者 側の ホ 绍 をを れォ ー •' 

タ キムを 與 へつ/' ホる ので、 
若し 勞働者 側が 八 時間 標準を 
が學す & ならば 喜んで これ じ 
應 やる 

どの ステー トメ ント を發し 組を 
承認 及び 賃銀 値上げ 問題 じは 何 
等觸れ ゃ、 現が の 紐を 貸は 巧 年 
の勞資 爭議當 時の ニ 巧' あで 人が 

一巧 六 千 ホ 百 人に 减 々しを の 
ぞくな ペン 州に 移住した もの 
如く 罷 X 擊瞄 じ暮手 L た 組を は 
未だ ァメリヵ 5 勞働牆 同盟 じ參- 
加 ザ や 巧て 過般 參加 反對 を巧證 
した 馳体 である。 


I I. I- I 

間の 貸 附はホ 月 六日の 最 島記錄 
でぁる 旧 十 お 億 六 千 S 巧 サ四巧 
巧を 突破ず る こと 四千 五が サと 
巧 巧で 四十 五 德六千 化 巧 化 十と 
巧 八ト巧 WG ら 六ち 下旬、 貸 お 
鼓 化の' 頃に 比 鞍して ち 加した 額 
は四隱 一千と 十一 巧 旧 千 弗 じ 達 
しが 巧の 注目を 惹 きつ： ぁちと 
るは ち。 

か 產銀巧 設置 說 

まま 特電 四日 發 n 水產 を 巧設 
居 說は經 濟審讓 委員 會 でを 力 S 
なる 0 

貸蹤 け競爭 猛烈 

東京 特電 四日 薄 U 工場 財 踏 貸 
おじ 擲银 、興 おの 競ず 猛烈 どな 

も 地 ホ じまで も 手を 延 ぶす。 



信 巧配當 引下げ 

東京 特電 四日 發 U を 憤 等 暴落 
し 信 巧配當 一巧 引下げ 运 なる。 

ホ價 9 ガタ 落ら 

まま 特電 四日 發 n 米作 豫想發 
表の ため 期 ホボ場 先物は 一二 日 S 
十 一圓 二十 錢 V 」 な b 二日 前ょ b 
ニ圃方 ボタ 落 もした。 

米 巧 瘍立合 中 化. 

東京 特電 四日 發 n 朔米慘 落し 
買 方 費 煽つ て 闽十圓 まだ セブ全 
げ なを 中止 ど^る。 

今日 も巿瘍 休む 

東京 特電 最日渡 n 東を 米穀 お 
則 所は 今日 もな 含が もどな つた 


仲買人 貸附 

俄か じ 增加實 現 

當地聯 巧 準備 銀 わの 報 吿じ化 
れげ政 麻の 採 式 投機が 締 で) 時 
下火 VJ なつた 仲買人に おする 銀 
がの 貸附は 昨今 じ ま b 供 かじ 
增 して 十月 一二 日を なて 終る 一週 


尋れ人 

(鳥 取縣) 木 村薰信 (長 野、 縣) 热 
巧ず A (同) おが 媛 雄 (魔 島 
縣) 中が を ニ (同) 渡 邊泰助 (東 
京 巧) を 澤武之 巧 (か 歌 山縣) 
後藤 甚 之を (熊 本縣) 西が 巧 喜 
(群 垢縣) 松下壽 之ち (山 ロ縣) 
德 おを 一二が (を 良 j 探) が島徳 S 
( 廣島縣 .) 松 野園藏 (乂 を醉) 义 
あ 一象 

ちの ちじ あ 知を 度き 儀を 之 
候 お 本人 おくは 知人ょ b 巧 
化巧裤 通知 願 上 侯 

紐 育 帝 風 総領 宰舘 

1 票 Br 吉をミ 安 こ ミニ ミ 


日銀 株 飛び 上ろ 

東京 特電 一二 日發 n 日銀の 增資 
氣 構ぇに 同 巧 株は 一擧に 十四 圓 
高 なら 舊株 六な 六十 圓 となつ 


こ * 


化 摩 

5= 化 

巧 費 

S 經 


扎が 

巧 整 一 

M 備 

M 設 




C 


V - 

仇 


一層 黨 

故 ii 

愈 貫 

ie パ W 
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成 巧の 穗款 

义國式 奚祕を 話？， 事 
は 成功 か游 一義です 
本校 じが U 本人 較 お 
じ 慣れた 辱巧婦 A を 
師 あち 藉切じ 會姑邁 
信义 畦を 語を 敎 巧し 
ます。 IH 曜週 H 與じ 
午韵 化-野ょ も 午を 十 
時まで 闡较し 一 レツ 
スンと 牛 五 御づ； 

令 H 直 もじを を めれ 

が麵 ちち 十け 餐朽 
雜援 - 部 十 御 
1 岩 7 Is こ ve . 重ぎ k 呈 


.巧 

y 

( fay 

■* 1 — 

si « 

tm 

8 

s 

B 

諭 


化 


化 月 中の 賓易高 

ま 京 特電 一二 日發 n 輸出は 一 億 
と 千 0 化 十四 巧 五モ圓 、輸入は 
一億 五 千 四な 二十 巧 圓で差 引 ぉ 
超ぶ 中 六む と 十四 巧圓た ある。 

爲皆 目先を 安を 

日本 銀 巧 監瞥役 着 
〔束 ま 二日 發〕 を 馳化巧 緩漫な 
がら も 資を移 軸 狀讲漸 ホ 常態 じ 
轉じ贸 易け 像 想 おじ あらざる も 
下旬 約 一千一 打 巧圓の 出超を 示 
しを 替は 目先を をが 態 示せる 
が 先般の 爲 お 淳 動を 眺め 化 上を 
輸あ 解禁 問題 じ 關し論 誰を がむ 
る 者 あきじま b を 社债類 高値の 
反動 じて 一時 蒸 落した る もり 末 
漸ホ 引返し ホ b 生糸は な 薄 じて 
引續 きず 蹈 し。 

ち あ 

巧 換券獲 巧 商 】 •吉 0 八 
制限が ニー 五 
一般 貸附 とと 五 
外國爲 替貸附 so 
政府 巧を 一二 八 巧 
民間 巧を 二三 ハ 
九 巧 末 正 ホ 一二 ニ 門 六 0 微 
— 十 巧 ニ H — 

なお 靑を 理想の 臘ホ 

日本人®: 年會 

:芸 S St . Tci . CI ミ ki ニ 乙 


♦畜藉 令雜露 ♦新闊 
縱覽 室を 開 
執務 午前 义時ト - ち 午後 おがを 

紐 育 日み 人會 

ゾ で^ ドゥ ゴづ } とお 立 

電すタ 1 00 お 0 
秀サ I タグ 一 00 七 一 
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I 啊關 事を 
をが み化幷 じを 化を 
の叛 中： 入 方法に 脚す 
す &| 1 切の 御 諮 巧に 
應心靖 道藏船 貨物 運 
貸ぶ 巧 帆 おお 顯モ續 
書餐 進呈す。 重を 都 
かに ほ理 巧を おし 誠 
寶禁速 御 巧 命じ 想 や 

'最踰 取が 


稅關 事を 取搔 

き E 寒 LiE U 巧. 

R 呂ヨ 7 芭 ニ B 夏 d ま产晏 
Tel . Bow 暑 - G 吉ミ 8 岩 4-5-8 


國 


花 かるた 


は* X '/、 の 遊び 
方を 舆文户 'み 圃人じ 能く わかる 
やぅ 簡單明 賊じ說 巧し じんの 
が 巧ました >- 内を 目み 進呈 致た 
ます、 御覚ト さい。 

ニ US 呈 こ D , 1 之 E . 薑 St . ぎ 


1 






TOY0 KWAN 

41 E, 19 妃 お . 

わ t. B'w 巧 & が h わも 
Tsi. &ig 肺 quin 巧が 


TA 至 YO 

1 が Wesi お ih な . 

Tel. Stisqu み ana 巧 巧 



巧み 豁 
ご呂了 四十 四 
捉呂了 お 十四 


Wing 战 ng Low 

{)hing 巧む sfa が 如 i 

32 郎 Bfw が I N.Y. 0 巧 y 


Quan 各 Gan Low 

Chinese R なお lira お 

1 巧 W. 巧 化， 化 Cii; 


Gity H る 1! 了 6 る G る rde な 
170 Nassau St. City 
Next to 比 s Tribune 技 Idg 
Loo Lt 凸も i&aagsr 


IKUINE 

Ho わ！ & 民 es わ urant 

3 巧 W. 8 お h な . New York 
Te!. む h が ! er 7822 
Cabb II が 巧な！ K 山 化 


SHOWA 

53 West i 〇 5 Sl, 

Tel. Clark 80110981 


DARUMA 

781-6 化む e. 
TsI. 8 巧が け剛 


し o!!ege Inn 
3100 も oadw が 
Bef. 1 巧 rd 在 巧 お h な s. 
Teit 抽罰 i 巧が お？ 4 巧 

持 ホ i 日 
至 島 Si マ曜 
を 午®*^ ィ及 
節酶 春 ± 
房 十^ 捲隨 

帮雅 言 

顧ぶ 


KINGY0 & PET SHOP 

IMPORTER OF 

GOLDFISH 返朗 RDS 

u 

動 其 力を 
物 十 種： 

一, 鳥リ金 
切 ャ魚 


Japan 

Provision Go. 

巧 0 W. 脯 h お . 
Tel. Endicoti 97 お 


KATAG 附郎 0 で 

224 に 59 比 St. 
Now York Ci か 

Te しおが nt 34 關 -3 が 1 



Kawasoye Hotel 

1 巧 W がり 巧 ni 化 ed 

Tet. Cathedral 9310 


御 

旅 

舘 


河 


添 



^ivaXo, 


340 W. 58 化 St, 

1 el 度 phone: 

Columbus 8882 


( 巧 じ • 水） 司 寒 お 


The Tokyo 0 〇 . 

w, むれ お， 
liw む rk む お 
TeL む afil が r 6 巧 3 


も KUWAYAMAGO . 

114 に 59 化 St. 

New York City 

巧 on も R 巧 ent 日 巧 了 


DANCING 

411 W. 115 比 St. 

TeL Cathedral 4408 M. 3 


庵 桂 米 0 


號 H 十九 昏 四千 一 第 


狂み で 巧な P なむが で 巧 Ut 化 狂 


日曜 ± 


n 


巧卡年 H 巧昭 



高等 御旅 繪 

東泮纔 

會滕御 料理 


御 料理 錄じ下 宿 

太 陽 

壽司每 日 あちます 


ずき 燒 

が じ 御 料理 



を 巧の 御 嗜好に 適ィ 
様な 美 ホの 巧 巧理を 

S 廣趁樓 

致します から 績々 泻 
巧 ホを 願 ひます 

晚揃 ひの 巧 理人數 を 
が 日本人 諸君の 嗜皆 
じ 適する 巧 理を差 トー 
ます。 朝 一二 時を 開 巧 
(な 廿五了 目 サブ 
停車 瘍の 下)' 


が廳 茶園 一' 

司 巧 人 巧を 
お 勤の 方には 客な 
の 御 便 おじ 備へ 巧' 
顆會窟 の辩用 じを 
ず V く娱蘭 巧ネか _ 
す變 わ-引 立 頭 巧な 
紙上 勸ま巧 ホ 上を 


割 煮 並に 御旅 舘 

t 貧 佐 巧 

句 兄 弟 

姑 育ボ西 八十 八 T 目 一二 ニニ 
電話 ス々 イブ！ と 八 ニニ 


高等 御旅 舘 

昭 和 

會龐御 料理 


レャト ルボ 

NP 旅舘 

WO タま 一一 A - ve . WG . Meat こタ wsh - 
停を お前 通 まご I 了 左側 ホ 階 崖 
H 本 巧が 切 巧 取扱が ロ 場を 逆 


ロス アン* セ ルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

ニ S ミす dro St -- Los A ち eles , G 己- 


ん 

及 

A 巧 

ri S 祕 

6 6 

N ロ 加 

A 盼刪 

H 邮 

N - I 如 

U =5 

S W 
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支那 料理 

新 杏花 

本樓 料理ん 歐廉が 
腕前を 揮つ て 日本人. 
諸君の 嗜好に 適する 
巧 理を差 上げます の 
で 第と おのな 二十 六 
了 目の チヤ プ スィ ご- 

る へば 直ぐ 日本人 諸 
替じ はおる 巧が 評を 
博して ちます。 
柯キ繁 々御を ホの 程 
希 上ます。 

± 、目 曜は饋 頭、 シ 
クマィ、 春 落が ぁ J 

まず 0 


ザ 上 金魚 巧 

云 8 S 瓦 三 ve こ New Ifork 夏 J . 
さ one Circle ち お 


iiifs 

日本 米歡 食料品 is 齡。 蘇 § 

巧 巧醬地 株式 會社 東部 一手 賣挪巧 

0 本 食料品 廊會 


紐 育 惟一の 日本 百貨店 

巧 桐 化 弟蘭會 

スマ ドン •プ 《 ダク ブ 一手 販資元 


提 の蒲炼 おいしい 视烧 

會雁御 料理 

畫 食は 末廣へ 

巧 喀瞄化 盛が 大お巧 


日本 食料品 類 及び 雜貨類 卸ル賣 
ホ 之 ま 乂 寅 測 桑 山商會 
が刊善 籍雜誌 小間物 日用品 各種 


每夕化 時を 舊菜 

東京 巧會 

1 誌 トブ ンク？ i 卞 


御 下宿 喜樂 

元 黒 崎 旅館を 良な あ 
1 芝 量 St . J 30 互 n J . 一. 
ぎブ 一 さ 曹ちニ 


周 圍閑淸 、を氣 新が 

巧 人 巧樂な 自曲亭 

置 ジ nds St . す ooklyn . N . 产 
ジ Uri 臺 ニニ 5 


▲淸 巧、 親が、 氣樂リ 兰德マ 

勢 州 館 ， 

伊勢 事を 久頤巧 作 

225 E •漠 th Street 
Tel . す 巧 ni w だ 8 


器 巧旅雜 

武困义 治 
ち 0 で S ニ 害 sfit , 
ぎ Siuyv 泛普 一 お 置 


力 旅館 改め 

一巧 國旅舘 淸水 

1 萬 去. 黄 thSt . すゴご rk 

Tei . ぎ squehai 8 笠 G 


雜育旅 簾— 奥— 

萊妈十 了 0 ニ 妈ニ蕃 
ぎ Caiedcnia 夏 4 


レスト ラント 

並 こ' 恭 1 •テン ': IV 
觀撫 廷保輸 附じ預 をます 

冨 岂 

1810 TiAve . Be 二言 th & IDIstSis . 


ポストン ホ 

富 ± 旅 舘大浦 末 あ 

妄 W ミ 夏 ster 苗 。 Bestsn ま ass . 
TaL B . B . 妄 75 

費府 御旅 鑛 
桑み 淸お廊 

さ 巧梦瓦 h 9 th 篇 . Phiiatie 量 ia Pa . 
TeL Wainu ニ だ 1 


商業 區城 中必 、総領事 お、 B ネ 
截船其 他 銀 巧 大會社 近き 虔規 

桑 港 4 パ ホ テ 火 

純自 本を (時 別間 あ 6〕 

御】 巧み 第 自動車 御 ぉ 迎申上 お 
互 2 呈 ifiia F San Francis 呂 ，{} 量. 


舞 避 r— 

マ 証を I : ン义 A 
マぉ 乾が 操 A 


; 



朝 十が f を 十一 時 

シャリフ a ダン シ 

ング 廊酱學 校卒襄 

尘お マ 


ち 話. 7 ラィ-アン ト 
八 0 と 化，— 八 八と ご 一 

窠重雄 

紐 育 ボ西闽 十四 T 目 
ニニ 1 1 香 ニ 一階) 
」 ち芸 Esm 畳 t EMP S 呈 S 
ニ； 2 ち es こ 喜ぎ N . Y . ロ. 

ぎ f i 8 百芸 87 W 


化 巧 品卸資 

五味 商會 

】 こ 呈ぞ KJ. 妄 
TbI S1 ち 5an こ 之 5 

御菓子 舖 

名物 栗 緩 頭、 篇 餅、 練 羊羹- 
贊澤 置、 甘納豆、 其 化を 巧 
煎餅 卸ホ賣 。のし 御け 前日に 御 
注文を た ふ。 り 本を 巧 お及び 雜 
誌 等 も あ b ます 

辩 注文は 松風 軒せ 问橋 

這 W . を ih S 二た . sgar 巧呈 


新 鱗 魚介 一切 

日本人 向きのを 魚 深山 取 h 揃へ 
特削廉 憤で 大勉强 をし ミす 

サヴ才 ナ魚巧 

』 os»pll wa <© 呂 a 

224 w ‘ 61 st 空： 

Hel . ooluBb だみ 91 沒 


0 本 理髪 德淸 

西妈十 一二 了 目な 蕃地 H 旨 六 室 号 

タザ ブ フロア (第 六黯ミ 四十 さ 了 吕角レ 


日本 散髮屋 I が膽 

お ケ年蘭 中 树巧ど 巽 じ I 研 業。 

ジ ヤシン、- • フすッ 3 
W 1 W . 6 票資 • 尹 T . 這 W 
巧 扣产 Gnlibus Ave . & Genka 吾 rk Wesl 


眞谣 目なる お 磯厨胞 じが 資 
なる 潑 業を 周旋ず 

宮川事 驚 所 

な 育ボ西 四十 ニ T 目 岛ホ一 を 

電グ ラィ r / ト とと 八と 

話 フラィ T ン 九 六 化 八 

煎餅 割’、 小賣 
岳 腐 油瘍 
日本食 料な 一切 

ucsfls 巧 R .1 CO €£ ih : 巧 €0• 
養ゴ 一 互す r 
ぎ 量 3篇 ち 

松林が か 

32 G Manhattan Av タす L 113-114 穿. 

さ i 适 Tel . 穿ミ 養 n 三 蓋 


木 田 ル 1 ミン グ 

ニ 07 3 rd & ま‘ 巧 瓦. 洁& 薑 Streets 
ヴ 一 さす ミす 寫 式 苦 27 


野球け 立派な ビジネス 【ド】 

巿價 U 十万 张臺に 

その 巧 一で 弗の 投手を 買つ たら 
世閒 から 噓 である ご 云 はれた な 


-' 現が 兩プ） グを 通じて 牟 俸' 一 
- 万 巧を 巧 -' 」 居る スター 速 中 " i 巧 
; して 少な い。 『化の クラブ 
は巿巧 ニ -- け为 巧で あるが 自を •レ 
-投 貧したら のじ 封して 

. …...： 六 剖 のが益が^:^けれ 
を 質らない』 ご稱 して 居る S 流 
_ どころ のぞ 配 人 おが か-— 规 らし 
- た 打 明 話に 依る ど 『おの クラブ 
' は 現じ； 巧 弗 巧 ま それな K の 年 
: がを 巧り て 巧る 選手が とんら あ 
るが、 こ ^ ん 速 ‘ 」 十五 年 前— 比 
I 校 1 る ど先づ 四で 五 だを おの 選 
手で & る、 而 かしが 今 脚 千 五な 
! 巧の 遇 手は 單に ベンチを？ J め て 
一居る じ 過ぎ；： * い』 化で ある。 ヤ 

:ンキ 1 スの本 wi な 生べ ブ •ルス 

I が おしてで む 巧^が 俸 ト ずけ て 
; 居る かは 一寸 門外漢に 想像す る 
一 こど U 出 ホない が、 とで 五 千が 
j は稚貨 であるら しい。 この 

I 外に ペノック、 ゲ！ 
^ リック、 ホ牛ト等ピいふ逃ホ建 
I じ對 ずるぶ かは 鉴 しを 傻 外の 巨 
I 额で 巧に ホ キトの 如きを 年の シ 
11 ズンじ 二十 ニ 晒 勝てば ニ 千 孤 
一の が； 少 ス ^ 賞へ ると いふので - 
對デト n キトの 最終 戰 にお 藉し 
I 約 東 逆 もじ 二十'- 一岡を 勝つ た ご 

i いふ 話で をる。 ゥォ ー 件 ド •シ 
ージ ー ズで 凹圓 までの 試 4 ロ 收乂の 
- 幾 削 かは 選 ホの 所得 ごなる ので 
j あるから 優勝した チ^ - - ムの 選手 
I 連け この お蔭で め' 一巧 巧 どい ふ 
I 特別 收 入が 出 來も譯 でぁる。 而 
一 かし 野球 幽の持 ま U なれば 巧う I 
した 商 憤な 選手を 養成す るか じ 
每 寿の 練習 期には 

I : 將來 が駕な 巧い 選手 

を どし/、 ど 貫 込んで 丹 給を 輿 
へた 上 じ 練 巧 さす。 あ々 シーズ 
ンピ なつて 內 がかみ 巧の 一部 じ 
小 化が われば 化の チ ー ムゴ 選手 
を巧換 する か 買 化 もしなければ 
: ならない。 この 擦を じ 取引；- れ 
る 選手は、 純が たる】 個の 商品 
I で クラブは をの 選手の 村つ 年を 
I の黃め 書を 窩假で 支拂ふ ぞうな 

- ものである。 タキ •カッ プやス 
- ピ — 力 1 が アスレ テッ クス じ、 

! いン クロフトが ゾ がック y ンじ 

I を々 契約した 際は 年俸な が、 契 
i 巧じ諷 巧した 盤 用 どして、 一二、 
一四 巧 弗を 化 おつて &. るかで ある。 

^^ じ ヤン キ I ズはこ 
j のシ - — スンの 終 -^ に クブ！ ゲラ 

I ン ドの バー ンズを 四千 巧で 贸込 
ん だが、 をの バ ー ンゾ 君な 唯の 
h が も ピンチに 巧た 譯 f なく、 
掛デト 。キトのを あ戰 I 一寸 一 ' 

- 壁へ 顔を 出した だけで ある ここ 
の やうに 選手の 異動 ごい ふこ ど 
じ就ては第^ じをかものを云ふ 
i し、 ン ーゾン で、 野球 削 員 ごし 
て 化 煤し 得る 資格 まは 二十 五 人 
ご 制限され て 居る が、 この 制限 
が 切れる ど 野が 巧は 巧 速を 地 わ 
らちい 選手を 巧 込んで 來 るべき 
シ 1 ズン じ備 へる ので あるが、 
これにら 矢 張 6 


方 金 • かをる。 逊 ホ 西 
五 年を 迪 じて かぅ しじ チー ムが 
『必 を』 に をら わて 寶 つた b 買つ 
た > しじ 選手で 十 巧 巧な 上の ボ 
愼を附 けられた 者は 决 して おく 

いょ い 0 べブ •八ス が ボストン か 
らニ ユーョ ー クに 移つ た賣 値は 
お 巧して 居ない が 十五 巧 弛の 上 
は 動^の 所で ぁる。 をの 外じシ 
カゴ •ソックスの 一二 蟹 手 カム、 
遊擊 のシゼ 八、' ァ ，レ テック' ス 
のグ D — ゲや ァーン ショー 等は 
いづれ もな 派な 十 方 弗 級の 選手 
で、. ィムの 如き 骇十巧 弗の 傷害 
化驗を クラブの 手で 0 けて おる 
相で ぁる。 今 か％ 化が 前、 ビッ 

ブバ ー グが 

一方 巧で 投 ホの マナ 

—， オッ — ^ を買收 した 時、 化 
間は 俱だ どて 信じな かつた 爲め 
クラブ' 5 た拂 つじ 手形を 稱聞記 


ァメリヵに ホれ た 恐るべき B 
系巿 民の 质永 聲が游 ニの ヒック 
マンを 眞 似」 朽 つい 犯罪は 第二 
化 H 本人の 

德育 _ ご いふ 点から 問題 
とされて 屠る か、 がが 父ジ f ミ 
ジン じ 送つ じ， 人質 お强 迫の 手紙 
の j 節を 擺 語 . ずる じ 『こいは 冗 
談 じぁらず な 患を ロて 讀め 。實 
明に 考へ 思攒つ く ；；* = ォ！ '父 
ょ彼等を許 吃を等 は彼を 何を 
爲 し つ 、 あ る み を 每 ら さ る 自 
ヶ I •ヶー • グホ • 神、 キン ダを 
救ひたまはん.9^化巧十八日化赌 
U ( 化 n じ 非 ホ " す Gb ) 午前 九 
時、 谱 ' 運命は^ を 甘ら 依つ て 
我等ぶ この 重要 b 件 じつき 貴を 
じ 萬 面する 特權を あた へられた 
ぐ。 巧 等は 貴を が化づ 第一 じ 驚 
愕 すべきを 推測す。 巧し 

我等 が 貴公が 直 もじ 驚 
愣ょ b さめ 發 偉を じ正氣 じて 聞 
かん 拳を 欲ず。 おら ば これは 果 
して 巧を 意 ホす る め — 貴を の 息 
子は 人質 ごしで 誘拐され た— こ 
れじ 就いては 巧て 驚く を 要せず 
我等な 貴公の 息ず が 端な 健康 じ 
てを を G る 事を 巧 証す。 彼は 貴 


まに 見せた を ひで ぁるが、 二十 
年を の 今日、 ホ 偕 一万 ホ 位の 埋 
手 r ざら じ ゴロ-'^ して 居て 化 
間は 一向 じ 注意 も拂 はむ い 泣、 
一方 ホは 一躍して 十万 ホ じ。 っ 
たので ぁる。 この 巧 クラブが を 
化へ 滋征 ずる 際 じは 選手 や トレ 
—ナみ 外に クラブの わ おどしで 
巧 聞 記を 等を をし 約 六十 人の 旅 
豐滞巧 费を背 貸っ て 居る し、 を 
い 話' か 今 废のゥ ォ—グ ド •シリ 
—ズ にはを 題から 約 セ 巧 人の 巧 
I 聞 記 巧： S * 集って 居る が 

— 方からの わを さん 
は クラブで 歓待す るし、 シリ ー 
ズに掛 する 設備の 檐張や 何 やか 
やで 隨み ごま 出を しな けれぶな 
ら ない 而 かし をれ でいて な 派 
じ踩營 •か 立つ て 巧く のは 巧ん ご 
云つ てら フアンの 力で、 現に 過 
H のア スン テック 載 ヤン キ — ス 

の兩頭 試を じは、 入場者が 八で 
五 千 人、 入 傷 巧 十一 巧 五 千 弗 ど 
いふ 新記録を 殘 して 居る。 野球 
-か單 なる スポ ー， ツから ビジネス 
化された の も 要する 巧は フアン 
の 購買力が をした ごい ふア メリ 
カ繁 をのな 映で あら けれぶな 


I をが 巧 等の 献言を 一々 殘 6 なく 
服を する 限らを 查 なるべし。 但 
しおし 貴を が 我等の 訓 かを 實巧 
せざる じがて は 貴を は 貴る の 息 
子の 死の 外柯 物を も のぞむ を 得 
み。 われ 等は 實 巧を 意 ホす。 啓 
貴 y のお裴 生活 じがて 貴下は 疑 


ヤンみ— ズ 勝つ 

ヤン キ； タ對 タ^ — デナ 火スの 

第一 おず 覇戰は 去る 木曜日を 
3 て擧 巧。 銳ホ おと 万人、 入 
場 料收乂 ニ- H 1 万 四で 巧の 新 
記錄を 媛した か ヤン キ ー ズの 
ホ キト 好投して 許した るを 打 
僅か じ 一二 本なる じ掛し 卞ンキ 
! ズ はと 本を 巧し、 遂に 四 街 
一で ヤン キ ー ズが 快勝し、 シ 
リ！ ズ開 お前よ でが 十對 との 
割を で 優勝を 幾 想され た々 1 
デナ 八ズ のオツ ドは 邀轉 しれ 


ひも u < r 信賴』 が大 なる 事實な 
るを资見せる事：：^る可し。 これ 


間け、 がらげ なをは 岛 をの 息子 
を 見る を 得ん。 われら' 戰 へ、 
然 らばを をけ 巧び 彼を 妊ろ 能は 
ざる 可し 否 彼は ホ 命な きがたる 
巧し。 但しむ いらを してが て 化 
の 悲劇を おせし わる 勿れ。 贵る 

は 良を 別す るを 雷す 左に 記 

す 所は 化の 冒 燃の 結果を ホ 右す 
る訓 みな b 』 とて 一ガ 巧の ホ 渡 
しを ポめ たので あつた。 

を 手 秋 西で 

陸軍 大潑習 

五十 年 ぶら に 巧 幸 
まま 特電 兰日發 n 旧 中 首相 及， 
び 閣員は 四 U 發 、お 手、 巧 旧 
兩縣 下の 陸軍 巧を 特別 大演習 
の觀 戦に 出發 した。 

今秋 は御驰 位の 盛典を I 
擧げ させ 紛 ふじ も拘 はらず、 十 
月 初旬 聖廳 遠くを 化の 巧に 幸し 
給 ひ、 岩 手ぶ び お 旧縣下 じがて 
施 巧 せらる， '陸軍 特別 大演習を 
御が 監 遊ばさる/' こご 5 なつて 
居る。 抑々 この 地力， ごは ホ だ 曾 
つて 一巧び もん お 習を 巧は せら 
れた こどがない のみなら 中、 岩 
手縣 下の おきけ 師脚お 抗滿巧 も 
實 施せられ たこと が。 い。 明を 
天皇が この 化 方に 巧 幸 わらせら 
れ たるは 釣 五十 年 前の こどで.- 
をの 後 聖ト經 下が 皇太子殿下 じ 
あらせられ むる とき、 觀武 原の 
演習を 街 観察 をら せられた る こ 
VJ をる のみで ある、 從 つて 右 化 
ホの 官民 リ槪 ね、 立 十 年ぶ を じ 
天皇 陛す のが 幸を を ふ r 譯 でぁ 

る ご 

參加 兵力は 槪ね ニ、 S 
師闡モ 、が 狭め 大满潛 じ 比べる 
ミを の 規模は 苦卞 小さい 感じは 
する が、 今年は 特に 作戰ど 軍用 
技術 ごの 蘭お演 練に 蘆を 注がれ 
た模樣 で、 歐浏の 禪燒で 見た や 
ぅじ、 大 部隊が 器械 力を 利用し 
大規樣 じ 機 顧を 寶施 ずる 穩 子で 
をる。 嘗 つて 技術 本部 底 どして 
巧が 巧 用 技術の 進 ホ 發逮じ 貢献 
した 鈴 木 孝 雄大 將 (現 軍事 參畿 
官) が、 軍 司み 官 たるのを 職 じ 
巧 命せられ ね るら これが た 《で 
あらぅ ご 慕 せらる。 

愚 出 も 痛ましい 

良 榮丸戀 碑 

化 米 同胞 臟 をで 

『巧の 船 お榮义 J 一昨年 十 

ニ 巧 五 B 郝を 川縣 一二 崎 港を 出て 
驚 風雨 じぁ ひ、 十 ヶ月閱 漂流の 
を アメリヵ 西 お 岸 じ 漂着し 一時 
『巧の 船』 ごして 世人のを 目を 惹 
ぃたか 歌山縣 牟董挪 深が 細 井を 
お 巧 所を マグ 。船 良榮 丸が 發見 
されて からすで じ 一年 じ 巧い。 
をの 思 ひ 出、 をの 慰靈の 碑が 船 
長 一二 あ 登記 藏 をの 鄉 おが 怖を 本 
町の 共同 黨地 入口に な ホ 同胞の 
膽 をで 建てられた。 牌の 下 じ 一 
同の 遺骨を 化め、 表面 じは 巧手 
知事の 碑文、 裏 じは 同船 中じ發 
見せられた 彩 板に 記された 遺書 
大正 十五 年 十二月 五 H 神を 川 
縣 一二 崎 港 巧 發營業 中磯關 クラ 
ンク部 破し 食が 白米 一 お 六み 
じて 今日まで 命を 保 も。 療船 
じ 出合 や。 巧の 勇氣 もな くこ 
こじ 死を ホす。 . 

— 『大正 十六 年痴春 一二 巧 六日」 


ごい ふ悲 输な义 字を 刻んで 居々 i 
良を 化は 太 ホが を攘流 する こ 
VJ 正-— S 倘 巧に 及びを ホ 組 貝 
は 餓死し^の である。 

淫狠劇 ご警镑 

化 巧 ビグ トモ ア劇 搂で丄 おし 
始めた 『フ .レ シュア •マ 心て 
題す るメ— •ゥ M ブト 女 ホ 執筆 
脚色の 芝 盾は 風俗を 壊乱す る 法 
殺劇ピ 見做され、 ゥォ グ^ア お 
長が 八を 敷かを して 一巧 ト おや 
止を 命 せらむ、 ゥュ ストみ 史外 
數十 名の ザ 女 俳優が 拘引され だ 
之 じ 街して 著作を V 一 芝居 壊巧帅 
側か 不服を ホ おで、 ある 都巧官 
からの 蠻 落で 涉禁化 令 ぉ 嘗づて 
また， \ 開瘦 したので 事が ぶ 一 
層 大きくなら 據事咕 よら 上等 或 
が 所々 長 ダゥ 9 ンダ 判事に 申請 
して 該 干渉 禁 たみを 無効 ごする 
命み をを して 賞 ひ、 水曜 任の^ マ 
チ ネーニ 一幕 目で タ數の 男 俳 壁が 
女装して フザヶ て 居る 處へ馨 親 
譬 部、 探偵、 給 事 等十數 をが 飛. 
び这み 舞台の 上で 一同を おがす 
る大立 廻を 演じ 巧び 五十を るを 
撥擧 したが 事件が 如何に 發展 t 
るかは 娘が 連の 紐 育 ホが じ 傅に 
を 目され てゐ る。 

廚賣— 化 巧 〔ニ. Kj ’ l , 

東洋 美術商 巧 

搔艰松 本 ア^ ^ •スグ デスを 

商号 じ て 營業^ ゐ た る 松本があ 
をは 今圃を 田スブ .'デ ォご協 ーぷ東 
が类術 商店 (ォ？ Z ンタ み、 ア 
1 ト • K ッデォ ) を 創設し 電氣 
おがを 招聘して アラ ゲン ヌ* ラ 
ンプ •シ 王！ ド 及び ラ デ ォピ製 

巧販賣 し、 修理 韻を も纔 張て る 
こど！ なつが が特懼 二割 巧 至 S 
割引 じて 運動み、 コダック す、 
時計、* 貴を 屬 類の 資 おしを 巧し 
つ、 知る あ。 營業 巧は 西 己 十 巧 
T 目 百 二十 四 番地 電話は チ 五 ッ 
力 リング 1 00 1 0 番。 

若 お旅舘 化替リ 

従 ホ 江川 巧】 氏 經舊の 下宿 業 
岩 田 旅 おは 今回 舊桑山 お 巧の 店 
員で あつた 武图 文を 氏が 引き 受 
けて 諸事な 善を 姻 へて 大いに 勉 
强 ずる 事 ご なつた。 


讓渡 廣吿- 

謹を お々 御 引 立 じ 頂ら 誠 じ 難 
有 厚く 御 禮中上 候。 陳を ホを 
儀が 巧ょ b 經營 中の お 旧販館 
をネ隨 田 文治 巧 じ讓ら 盤し 
お 間 化 段 御 通知 申 上 候。 矿ほ 
今後 も 相 變らゃ 猫を 記の を 
願と 候。 

昭か 一二を 义巧サ 二日 
元 岩 田 旅 無 ま I 
江川 作 ニ 

讓 受廣吿 

謡 啓 時 ド 巧 露 寂 漏の 榜を化 益 
益 御 淸祥の 段 奉賀 上 慎。 陳ま 
小を 儀 桑 山商會 じを 勤 中は 一 
ホ U らぬ御 引 立に 預ら誠 じ 難 
有 御 厚 禮申上 候。 今回 江川 作 
一巧 經營の 岩 巧 旅館を 譲りを 
け誠實 誠意 おめ て諸彥 の御滿 
足を 相 計を 巧 申 候 巧 巧を 惜舊 
御眷 顧の 程 偏 じ 願 上 候。 敬具 
昭か參 年 化月廿 二日 

武田 文治 


は 眞實じ 非ず や而 して 化の 事 か 
じ 就て われ'^ は 

を が最 たの 信頼を 寄 
せん 事を のぞむ。 化ての 恐怖を 
洗 ひ 去れ。 われらの 言 ふこ どを 


ら《0 

自動車 列車 ミ 衝突， し 

乂厭房 之 巧 巧の 次 舅慘死 

野 村德ぶ 氏の ホ 巧 も 諸共に 

東京 特電 五日 發 n 遞信 大臣 义巧巧 之 巧 おのが 男は 新 栽 選 議員 
で あ る貫業家野が德と氏 の み 男 ご 共じ自動をを操縱し つ { を つ 
た 際阪窓 刹車ピ 正面 お 突し 車 體は轉 覆して 破絳 され 兩人 共に 慘 
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をネ をを ほ 巧 
拂 注を タネを 六 モ巧旧 
慎 立 金 ホ 千 一二 百 五十 巧 画 

齡賊 S ホ 銀な— 支 巧 

ネ 巧な 京 ホ 日本 巧 直 本を 屋巧 五を 化 一巧 
支店 '.小 お 日本 谅を 內丢を 横 巧 
名を 崖 巧都大 阪巧关 皮) 神戶 
廣島下 顆巧司 おが 巧 岡 お 巧 
上 おなお 孟貝巧 水 


お出 入ち 替’軍 信を を’ 化 送を、 旅 巧 信庙巧 
巧 業 信用 化 其 他 一般が 巧 業 

A S ミ 義銀巧 f ま 巧 

瓶 里 送を" 日本が 地 無手 戲 巧； 班 まな 巧 
本 巧 預金 (定期 通 かノニ 柿) 御 煩 巧な 巧 
本 支店 おを (本庙 )、 大阪 、猜 巧、 京都 
巧で 也 S ち 雲、 か 博、 上が、 が 致 


▼鄉 里を 金 及びを 送を (無手 お 巧)* か國 
层臀賣 貫、 荷ち 替 取組 取 立、 信用 巧を' 
朽等一 肢銀巧 業務 濟巧巧 じな 投可化 お 

城 脱 臺灣銀 巧— 出張所 

本店 專灣臺 化 

ぞ店巧 京、 横 巧、 大 お、 神戶 、上 お、 宙 
ロ、 顧 州、 厦門、 她 頭、 香港、 廣 巧、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン.、 バタ ビヤ、 孟貝 
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職と 弗 五十 仙よ ち 十二 弗を 十 仙 
50 でた 害 h St 室 


タンク 


の 五な 偶の 

ッォ ドロ プ 

をび ス チ— マ！ トラック 六雜五 
十 他、 化 弗 五十 他、 す ニ 弗 五十 
他、 少し 許 b 使用し； K 萌類 一巧 
一二 弗 及び 五 弗 一 
是 4. Si 害 裏， 吾. 室 — 


舞踏 敎 

グ 、を 勢 爆 正、 巧む 者には ホ 易 
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具 ま 急を 價 じて 譲 度し 委細 技手 
紙 じて 左記 宛を 渉 あれ 
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披 

今回 多年 經驗の ぁん 脫 利きの 
日本人 驟 人を 雇 ひ 入げ ました 
化れ をの 樣に 御を 阜 ダを たせ 
る犧の 事は 御座いま 一を や 精々 
勉强 致します からか 一 變らず 御 
最負の 程を 願 上げ ま ーす- 

淸理養 床 

西 四十 一二 T 1 巧な 靈 


特別 廣 吿 ||一 

沙港じがける便船の都を上か育ホ發魏を巧女|^ 

十月 十四日 (日曜日) 午後 六 時 ニ^み 

ペンシルバニア 停 革 瘍發. 貧 

じ 變更仕 お 間 化 段 廣吿化 候、 追て ホ だ 御 申！^?? き 
方は 化 際 至急 御 南み 下さる 樣願上 憤 I 

巧觸母 國訪閒 f 圏 

東 五十 九 了 目 ニ 一一 四 
電話りー ゼン ト 一二 四 八 0 


ブ一フ ザの 佳肴を 前に 

舊 交を 溫 めた 時 巧 

米 闕四タ ± の 眞擎な 円 米 關繫論 
稀ち の 成功を 收 めた 盛宴 


じ 里 じがて 緒 結せられ じる 不 
巧條約 調が の 爲め波 赃後英 固を 
訪問して 吾が 勒支 政策を 取 明し 
同國 政府の 誠 解を 巧た と 傅 へら 
れる i を權 特使 內旧康 哉 伯 俄は 
去る】 日 巧び 举府 ょら おがし 同 
巧は n 本 俱樂部 並 じ化脊 R 本人 
會 聯合 ホ おの 晚餐會 じ 臨みて 不 
戰條 めじ 熙し水 入ら やの 威想談 
を 試み、 翌 巧は 齋藤總 領事 ま お 
ホテ^ プラザ じがけ る 大宴食 じ 
别し別 巧 第】 面 巧 載の 如き 重要 
なるお 說 ぁら、 111 H 午後 ニ 時 四 
十五み 中央 停車 棋發 特急 列車 じ 
て 拋ロ謙 か 氏、 をな 么氏外 五を 
i ど 共 じ 市 俄を に 向つ た。 プラッ 
フォ ー ム じは 齋藤總 領事を 始 
め、 內山银 事、 石 井 副領事、 齋 
藤 矢 野 兩ち雜 、齋 藤、 蜜 田、 高 
橋の 一二 當 記な、 松 旧が 軍 監寶長 
新 井領 一郎 氏、 武が H 銀 監督 役 
旧 島、 風 間、 ま 田、 高木、 橋 本 
石 谷’ 巧 山、 奥 村、 を 支店長、 
本社 化 表、 辛ユ リック 樓十等 数 
十を 脱帽して 惜別の 辞を タ換し 
た。 簾橄 事^ 歡迎晚 餐會は 二日 
午後 八 時を なて 關 かれた がま 客 
通計 九 + 八を、 ホ 人 側の 重なる 
出席者は 

々—グ •. エ！ •ビック^ (を 同 
逆 信 社長) ジョ！ ジ •ダ プリ 
ゥ •バァ レィ 大佐 (比 本協會 
貸) クント •ク ァ (聯を 通 
信支爾 人) ドグラス •ダム バ 
ァ (目 本 協 會が書 役： ン ジン 
リ； 陸軍 ホ お (陸軍 司令官) 

シモン， フレ^^シ ナ ア憐±、 

パ ァポ I ド少將 (乂感 無線 電 

社' 良) チヤ！ レス •プ ランケ 

ット少 お (前 武お鎭 ザな 長官) 

ニ n ラス •か！ ズダ 五^ ト (紐 
育 タィ ムス 論說 が 記 あ) リン 
だィ •ラッセ^ (前 U 本協會 

一一 會 蘭) チヤ— レス •五ブ チ •セ 


ビン (然巧 家) ドン •'ン ィ •チ 
ィッ (ァウト _ 八 ック誌 編輯 長) 

モ— ブマア •マ 八 •シッフ (ク 

1 ン曰 1 プ巧會 ま 役) チヤ ー 
レス •，ミス (聯合 通信社 員) 

で グマア •エ 1 •ス ペリ 1 ( ス 

ペリ ー 商會 ま} 一 ヘン 91 •ダ 
ブリユ •タフト (日本 協會々 
頭) ポ ー ご个 •で ム •ト 1 
マス (美術家：! アリ キ サンダ r 

チゾン (前 帝 |< 敎授 日本 協會 
副會 巧】 ジ / — ジ •ダブ リユ • 
ウキッ カシ^. •ム (前 橡事總 長) 

ダ アウ キン！^ ビ— •キング スレ 

ィ (が 育 ホ 命 社長) ウオ^ タア 
ユ ッチ •マ ローリ！ (外を 政策 硏 
究會 員) ジ |1 ! •ビ！ •ミ レッ 
ト (日本 協會 員) ト ー マス •ラ 
モント (ふグ ボン 商會 重役) 
フデ リッ々 I •モ！ ア (前 華府大 
化舘顧 間べ ラキ リアム •シィ • 
レブ ドフ I ト] 八 ド (前 商務 卿) 
が 巧の 重 栗なる 化 表 者、 操 狐 者 
美術家、 置 あ 業 巧、 窠敎 あを を 
み 邦ん 側ょ をら タ數 出席し あ ホ 
稀 有の 盛宾 j 、 ぁった。 一岡は 接 
まじ 於て 先 か. 歓談を 巧へ、 定刻 
食を を 開 違す をの 圓 をを 匿む で 
着席せ る： か、 ブラず の 佳肴は 卓 
上 じ 盛ら 节 'た 憩郝 たる 菊 化 どぶ 
香 ご 色 ど^ 競 ひ、 約】 時間 半を 
經て渐 タザ！ トコ ー スじ乂 つ 
た。 去ん 私 先づ をって 衞 潔じ內 
旧を 極 持 歡迦の 辞を 述べ、 千 
九な十 一ー^|^總領事が外を宫補ど 
して 華 お 义巧館 じ 巧ら し當 時の 
內旧火 避を 间 想し、 內旧 伯の 貫 
祿は 正さ P 不戦 條約署 をの 最適 
任 者た る jl ，.! 背か 中 ごな し、 來賓 
潮ょ も、 . 

大 統一^ タフトを 時化 檢事總 長 
ごして 內田偏 ご舊袭 をる ウキ 
ツカ シャムを を 紹介し ウ 氏は 
往年 お间 顧して 巧び 舊 ぶと 遊 


おせる . V 化び 『華府 軍縮 會議 
あじ ジ玉ネ ゲ曾議 を 通じて 示 
された る 日本の 對外 政策が 常 
じ ホ圃ご 協調 的 態度で あら、 

巧 互の 理解 どな 證 ごじを く 世 
の界平 かを 伸張せ しむる 巧め 
じ盡 巧せ るを タ s す』 ご 結び 
丘 • C • A •會 社々 長^ ァポ ー 
ド お 軍は 

日米 閒 のま 要なる 外巧關 係の 上 
じ 巧 田 伯の 致せる 巧 勤を 頌揚し 
たが 『武人 ごしての 予は 或】 部 
の 人 ± が 思考ず る 程の 期待を ヶ 
。ッグ ブリァ ン條約 じ おけて 居 
ない けれ 巧 日本 £ ホ题 ごの 友證 
的 接觸は 世を の 平 かを 樹立す る 
爲 めじ 長足の 進 ホを 示す もので 
ある』， と 論じ、 モ ー ダン 商會の 
總理 大臣 どして 紹 かされた ト！ 
マス •ラモント 氏は自 をが 

千 九な 二十 年 日本 及び 支那を 
訪 間して 列 强の對 ま 借款 計 書 
じ參與 せる 際 外相と して 巧 成 
立 じ 最も 力を 致せる は 內田伯 
であつ た。 巧 後日 本の 經財巧 
は大 反動を をけ あら じ 千 化 百 
二十 一二 年の 天災を 蒙 b つぇ 驟 
おどして 巧 起せる は 吾人の 膛 
目 じ 値する。 ホ國 々民は 擧つ 
て H 本の 天災に 同情し、 翌年 
復興を 債を ホ 國ホ場 じ 募集せ 
る 藤な を 然として 么じ應 じじ 
吾々 げ 貴下 化 じ貴國 々民 じ對 
する 信賴 のをは 賢 下の 示され 
たるぶ 證ご相 待ちて 賴 て貴國 
政府の 誠意 じ對し 吾々 の 明確 
じして 實質 ある 信頼のを どな 
る 0 ごて 

n 本の 實 力の 尊重す べきを 論じ 
日本 悔會 々頭 タフ* 氏は み 巧が 
白畢 館の ま 人を たらし 時化 ょら 
內 田伯玄 知己の 間柄で あつた と 
冒 頸し 千 化 百 二十 年！！： ホ 關係改 
善の 目的 じて U 本を 訪問せ る當 
時を 巧 お 樂部じ 巧て 朝野の 化を 
をと 會 見し 膝を をへ て 懇話せ る 
寶 相を 髮議 し、 兩 國の關 係が 巧 
感 ご同墙 とじ 化 b て 益々 親密と 
なれる を視 した。 撤宴後 をら じ 
接見 室に 於て まを 歡を盡 —散會 
せる は 巧 ザに 及んだ。 


御大 禮奉觀 

.準備 委員 會 

が おお 他を 部 會開權 
御大 禮 奉祝 會 のを 部 委貝會 は 
S おがは 一二 H 午後 S 時ザ總 領事 
お 巧に 開かれ 和 木 委員を を 座を 
どして 献上 おを お 嬰は を 巧留同 
胞ょ 6 奠をし 一入 一 お 巧 一 どす 
る ミ、 お 祝 曾の 經 おはが 途特志 
家の 海附 なに 化るべき i 、 を 計 
は吉旧 政治 氏を まな じ 香 西 龍 雄 
を 孫ず 久が ニに を 補佐と する i 
曾計檢 あを 員を 据き化 木を 茂、 
柬義 一、 冷 ホ山淸 一二 氏に 化賴す 
るるを ホを し、 大を 曾じ關 する 
な算 をホ認 して 拟耗 した。 を じ 
巧ぎ M 化 脯務ま 員 會をお 巧舘じ 
瞄き黨 集は 可が 速-‘ 奢 手し、 締 
巧を 十 巧 末 r 造 どす る こご ぇし 
を 棚 証に 關 する 化 巧 キ攒を 定め 
が 上記を おを 裳を と共にを 曾 出 
席 倒 誘の ^ が 祝 巧諸辭 おじ おし 
が附 をを を 集す る も 等を 巧ぶ し 
た。 おら じ 四 n 化總が 部を 旨 曾 
を 日 冬 お樂 がに 閒き風 牌を 員 長 
巧 ド 出が 餘 が、 テ ー ゾ^リス 
を 化が 製、 巧 媒楷观 等を 特別を 


員を 設けて を擔 ずる じ 巧した る 
由なる が 牌 日 午後 ニ 時 十五を ょ 
b は總獻 委員 會を 開き 献上 品 じ 
關 する 協議を 進 巧した。 

•羅村 記念 會 

/ 二十 五 年 勤績巧 表彰 
おか 巧 お商會 じて は 創立者た 
る あ 蘇村豐 氏、 日本 おが 化の 創 
立 者た る おおが 巿左衛 巧 翁を 始 
めが 肯 社員 中の 故人 じ勒し 謝恩 
追悼の 惹ホ でを 年 記念 會を 催す 
例 ごな つて 居る が 本年は 去る 四 
日 H ネ俱樂 部 じ H 本ん 社員 一同 
诗 を、 地 ホ延么 助を 巧 曾 者 どし 
て 化 人の 名を が讀 I 、 默禱 ミを 
後記を 晚餐 貪に 移った。 本年は 
勸緒滿 二十 五 年 じ 達せる 意 面部 
ホ 任を 永が 么助 巧を ぉ 彰し盛 巧 
禪 - I 散會。 

世 巧 一 週 船 新造 

乂阪 商船を 社では 目 ド 化が 一 
逊が路 に 化 用す る 優を 船を 述を 
中で あるが 排水を 一 お 000 贿 
速み 十と 泄肌段 四 八 ニ 択幅六 ニ 
趴 一等 船 お 六十 人 一二 等 千と 十ん 
を收 がし 巧る 居 祈で 昨年 十け 竣 


美な 敎會 近事 

去 巧 末 H 開催の 美 W 敎會 役員 
會じ 於て 新 じ 副 幹事を 嚴き藤 お 
豊和 氏を 選 巧す る i 、 H 本語學 
園は 田 中 牧師 じ 依頼して 硏究す 
る i 、 本 巧 中 じ！ 回 野外 禮 巧を 
巧 ふ；、 慈善 バザァ の 準備を 急 
ぐ S 、 脇屋新 幹事、 椿 夫人を 役 
員に 推薦ず るを を 决定し 巧 ほ 巧 
と 日 午後 八 時ょ b 新舊 幹事 博 道 
を 送迎 會 、岡 島 敎治氏 夫妻、 化 
川 前 幹事 送別 會 化に 新入 學ホ諸 
氏の 歡迎會 を 兼ねに 親睦 會を社 
を 室 じて 擧 巧す るみ。 

なん か乂 

♦武 井理 一二郎 氏 夏季 中ボ ー チ 
スタ T じ假 常の H 本 銀 巧化理 
店監管 役、 化 稍ゥで スト •エン 
ド 街 八 六 五番 じ歸寓 、電話は ァ 
タデ ミィ 一 - K 1 0 
•吾本 梅 一二 氏 森が 兄 お 商會社 

員、 が 日出 發西 巧で ム プレス • 
ォブ五 ジャ号 じて 一時 歸朝巧 春 
歸 巧の 豫を 

♦植が 淸太郞 氏 H 本 ドラィ グ 
ブ商會 社員、 本日 出 發西巧 ニ 
十四日 榮港ぁ 帆の 春洋化 じて 歸 
朝 ホき 一一 二月のを 歸 紐の 箸 
♦高 田 お 太郞氏 化义 記事 記者 
九日 同地 出發 中旬 ホ 紐の 當 
, i mIM — 說 敎 

ホが 育 U 本人 敎會 
現 巧の 威 化 淸氷 牧師 
令 基督 敎 修道 會 
宇宙の 理法 ど 神の 審お 

今 ホが 師 

令 日本人 美な 敎會 


前進せ よ 


宮崎 牧師 


成 就航す る じ まるべし と 》 

訪問 團お發 延期 

第 四み 片 桐邸國 訪問 醜は 約 
十五 名の 申込 者を b て ホる 十一 
日が 育お發 の豫定 ならし も沙港 
じがけ る 便船の 都を 上紐 育ボ發 
巧を 11.1 H 繰 b 延べ、 ホる 十四 H 
(日曜：： n ) 午後 六 時 二十 か ペン 停 
車發 じ變更 したる お。 

お督敎 修道を ま 罹 

お金 募集 演藝會 

基督 敎 修道 增じ ては 例年の 如 
く おを 募集の 方法 じ 願し 輔 々協 
潑の結 お ホる 十二 巧】 H を 期し 

ィンタ アナン 3 ナグパ ゥス じが 

て大 •沿 藝會を 催すべく 巧を L 當 
巧は一ニ浦環夫人も洒唱する；ど 
K つた ど。 

日會 理事 例會 

紐 育 日本人 會 本年度 窮四巧 例 
H 理事 會は ホる 化 日 (化 嗎ー 料亭 
が じ 於て 開かるべく 赴會 部を 始 
めが 部を 員を の報吿 、御大 禮奉 
祝會 の報吿 なか ニ 一二 協 誰 事項を 
附講 する 由 


巧 欄 K ペシ ザル 


巧 どろ I ず 
燒 豆腐 
小鳥 照燒 
ほまれ 漬 
大 かを 


化 桐 兄弟 商 貪 


東京 商 會特吿 


山 曲、 跑を 

西洋 料理 大全 お 弗 
新、 お 浮世 繪 各種 
生 田 流 琴 

五十 屯 弗 


が 育 東京 橘會 

1 を さ •墨 hF N . y . C . 
Te 二 rafaig ミ 65 苦 


お 川 保 験 事務所 

S 〜 jf» " 一，， •…… 《 *x«vc Rt»- 〇 Ir タ * 

303 Fifth Ave., 

Tel, CaiedonUi 4101 


巧 巧 蘭 事 株式 食 お 紐 育 支 お 
I レ K;rl 。 T ご a ぷ ne C 〇 M !nc. 

1 1 Park Place 
Tel. Barclay 1576 


島 貿易 株 ま 貪な 
Snima Trading Co., Ltd. 

， ヴ <* 一, 

Teieoko 凸 e Rec わ ； r 1 が 4 


巧 ま 倉 お 赤 尾 庸舍 ’ 
Akawo & Co., L お.， 


で ; む J 


Te!. Cat; か ioni がき テ 3gv ミ さ 


が 倉 製 絲が績 巧 ま會を 

fvataklira な Co リ Lt 幻 -, 
200 M&dUon Avenue 

，ミ ei • 八 ニ h 反 豆汪つ 


に MHdmol ;。 

Mikimoto Pearle 
ち 35 Fifth Avenue 
Tel. Vande か ;! t 化 19 

大 倉趙經 育ま 巧 
Okura 在 Co,, 

30 Church St" 

Te!. Co け ! andt 2292-93-94 

H 典 株 ま會社 
化理店 
g # 巧 含 
觀 "麵 1 N. ?. C- Tel. Redcr け B4 
Fa 加け ： 2 日 8 Raws 加 化し！ . C け y 

ま 巧 物を なまを ぉ 

Asano Bussa 打 Co の pany 

Room 8 任 1-805 
165 Broadw た :.- 
TeL Co け ! aadt 80 が - 3052 

Gosho i^rporation, 

SUk I の port がみ 
化 巧 a がが tb Strew 

Te!. Aihland 4987-91 
ぃ osho Co*, Inc> * 

Cotton Exporters 

が B 说 ver St.. 

Tel Bowling Green 8805 

巧な 洲巧お 巧え を 社 
巧ち 事が 巧 

Sou 出 Manchuria R. R. Co" 

れ oom 202 ら Canadian Pacific Bl か . 
342 Madison Ave. 

Tel* V&nd が b 化 4135 

吉ザ あを 株式 會お 

な 育ま 巧 
Mitsui & Co., 

〇 5 Broadway, 

Tel. Bowling Green 7520 

巧 ホを 化を ホ 巧 巧 
お育ま お 
Iwai & Co., Ltd. 

Woolwoi •比 Bui 说 叫： 
TeL WhUehaU 6040 

S 菱蘭事 株 ま會社 
紐 育ま 庙 
Mi わ ub ミ &hi さ hoji 杉 aisha 

(M な suHUh; Co" ミ -.- ふ） 

120 もが tdw む 

Tc!. Re け or 2S60- •が 64 

乂阪蘭 H ニ ま 巧 朝日 
化 巧 ま 巧 
〇 8£tk 这 Asatsi 
The New York Times Annex 
Te!. Lackawanna 1000 

日本 綿 巧 株 ま 食せ 
紐ち 支 巧 

Japan Cotton Trading Co., Ltd., 

25 M«l ぷ •〇 田 Avonu も 

Tet Lexington 8780 j 

曰ネ 生糸 巧ホ會 を 
巧 育ちぶ 
NIPPON KI-IT0 K1SISHJ, LTD 

1 w 〇 Park Avenue 
Tel. Ashland 5320 

巧を 名會な 
なち そ 化 
Hara & Co., 

443 Feu け h Ave ， 
Tei. Caledonia 7830-35 

日米 生糸 巧 式を 社 
紹育支 巧 
K! 郎 ! -BB KH 巧！ (が USHIKI 1 (が SHA 
(NiCH し B の のげ 0 C な， LTD.) 
1-Park Avemj^ 

Te し A み ! and 6246 イブ *48-49 

乂巧お 日 ニ 巧 巧 H 日 
鈴 木 H が 
0 占 aka Mainichi 
反 oom 306A WoHd 技 uUdiisg 
了 e!, Beekznui 4259 
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⑩ I を Saj 饼誦 を厮 m が 


WEDNESB が， 加 TO 化 R 1 日 1 が 8 


T 寧 3 が 规 こが 巧 G る 化 上げ I : 
时 n の 迅速 ど おちた 巧 正を が趾 || 

巧 刷は 紐脊 新報 社へ I 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 化- 0 I 

わ觀 違^なく 新報へ ^ 

市內西 十と 了 目 十二 巧 十 階 目 . I 


東部」 队- ける 巧 字 言論 燃满の 

.语 成、 吾が 新報を 讀 まぬ 人な t 

一廣 吿は紐 育 斬 報へ 

I 一 ~ I . 


一! 一角 Way of C 3 タ タ 星 ith A . Sawyei - j 

り本《薛もとするにせちる强い ソ シ ア優しい女巧おの動きをー 
語る 典 唯、 高潔の 交 字 おッ ベラな 當 化軟义 を^は を然 同日 一 
の 比で^™ みを ますん。 松 ホ節モ 磯に デ デ グート した 署 者の 『目！ 
本 婦人 音』， を 化當を 姐して か静 ぁれ。 i 

一一 こ； 郵稅み 一部 ニ 典 十 仙 一 

興 If 註 I 紐 育 新報 社： 


猶 うみの みら 


不戰條 約 もがん の そめ 

殖 へて 膨 H ろ 軍備. 

をのが 適例は 「ランスの 新豫算 

.次年度の 豫算 一億 弗を 計上’ 

パリ 電 【ニユ ョ—ク •タ井 ムス お】 八日 發； = フランス 
め ホは みを 巧の がが 維持々 び 瞄娘费 ご-て 廿ホ億 阳モ巧 フラン 
〔も 一億が〕 を 支出す る こと！ なつた お、 維持 费ょ らも 渡银費 
が 大部 かとん めて 居る のは 本年 もみ 年度ら 岡樣 でみ 年度の 述造 
お剧 には 巡げ 艦 一隻、 驅逐 胞六雙 、大型 巡が 潜水 澄と 隻 及びが 
岸 皆 偶 3 潜 化 艦 凹を じして これ 等の 建 遣に 約 甘 憶 フランを 暑す 
ベく 陸軍 級な はち 设 年限の が 縮 其 他の 經を 節約 じな 事し つ！ ぁ 
ある もがは t 低 フラン 写 一千 化む 力 弗〕 を 支出す. ベ （こむ は-^ 
年ち な，！ 對す& 給 銀 おび 巧が 隊の 中* むぶな るべき 准ト官 じ對す 
らま 彿の增 加で わつ てみ 年巧豫 算の內 じで 新财 源た るべき お稅 
a 巧. C 五十 億 フラン.，.-- 對 外を 债み濟 じ S 巧 借 フラン、 陸が 軍費 
に', りお 憶ツ ランを 引 トーして おる から 他 省に 舜 する 諸 支出は 儀 か 
じ 四十 直な フランで ある。 

海が問題-丄對| る フ ラ ン ス の 讓 


◊ ◊ 

別 巧 所 報，； 如 < 貧 さ V 墳つフ 
ラン マの ホ 年度 軍装は を 化め 一二 
かの I K 速して 居る が' 巧 ホ こ 
の 間 題 じ 就て ち扣 じして 験 化を 
涨 ねて ゐる ボァン カレ 氏は をの 
說 明に 際 L 、 明年な なをに わけ 
る 政が の 支 化のぅ も 敵ら をを た 
もの 國償 . i - 支拂 、お 軍 礎 張、 
一年を 役 制み 寶 施、 お部國 おの 
巧 鐵施 投じ 割す る ま 出 e ある ど 
述べ、 特に 来靴國 おのが 徵 施設 
は 宝を だ ご 繰返しれ。 

◊ ◊ 

英紙デ I ? — •エキス プレブ 
ス 紙の バタ— 特派 貸の 報 中る ご 
ころに よる ピ 

フランス はを 巧の ィ ギブス £ 
の诞軍 協定 じない て、 海軍 閒 
題で 譜 ホし k 化 憤 ごして、 ホ 
時 じ おいて、 よ < 訓練され 化 
豫瞄 をを た < は へる i をイゲ 
リス じ同盧 せしめた、 この 閒 
醒は 今迄で、 ゼネゲ ア聯强 軍 


ホけ をの 蔚義 頗るを 乂 ならの だ 
からを の 化 常を フラン > 一 i 降 軍 
じ 巧た' とはが 軍 協を の發 おど 同 
時に 喧 傅，-、 れた 所でを る。 

ク ク 

今秋 ラィザ じがる' フランスを 
の 大演習 じ. で ゲリ- スの占 韻 軍ら 
參加 ずる、 をして この 演習の た 
めに 吳本圈 ら 派 遺される 騎巧 
の 一隊には-^ 一 ゲリ マ 皇太子 も# 
加され る ご也增 がを る、 ある 國 
軍隊の お 習に 他齒の 軍隊が 參加 
イ る、 とは、 をつ を じない 拳 だが 
この 袭 をけ ィ ¥ 9 スの 軍隊は 占 
頸 軍で かつ ブタン ス のをれ ご 地 
域を 接して ゐ f ので 特別の 異阿 
だ ごはいへ. ょいが ドィツ じ おけ 
る 反 威は い i . Lll ぶばす、 ィ ダリ 
ス本國 でも^が の聲が 高い、 現 
化の な甸 わら 省れば ド イブの な 
威を 買つ てまで イ * キリスが この 
擧じ 出づる をん、 でう しても 英 


縮委貞 會に 於て 巧 城 間に やか I 沸羣 璧の繁 ミし か考 へら 


ましい 窥 論の 柿 どなつ てむ た 
が、 終 じィゲ リス 側のを 諾す 
る どころ ご U つむ、 をして こ 
の 問趟は 巧' 怖兩勘 だけの もの 
だから 祕 係が 政 おじ 通陳 され 
なかつ じど 0 

一の 報道の あを はま だ 利らぬ が 


れ ない 

吳微が 軍 協を 
は 桃々 な觀 測が 

をの 大タ數 はイす タスの 化を 巧 
废 して アメリカ お 軍に 對抗 する 
巧めだど觀てゐ*!"-、 これには大 


◊ . 

ッ眞意 じついて 
ぶ 叩 はれて なる が 


いじ 理由の るる こどで 

ィゲ ブスの が 軍 詳論 家 ジヨ— 
デ •ヤング 巧な どは 『ドィツ 
はィ が y ス じどつ ては 强 敵で 
あつたが、 ィ •キリスの 化界じ 
慶 越して ゐる 海上 權を 脅やか 
さぅ どは しな かつた ので、 ア 
メブ 々はでの 脅威では なかつ 
た』 ごいつて ゐ る、 佛 誌ババ 
のツ！ ロ！ 時 信は 7 ランスの 
ホ 場を 說 明して、 フランスは 
兼て ィ •そ リスに おし、 海外に 
おける 殖民 地じ對 する 共间の 
利益 じたつて 英佛 海軍の 協調 
を說 いて ゐ たが、 ィゲ リスは 
終に これに 巧 意した、 海軍 協 
定 は、 この 結を である ど 報じ 
て & る 0 . 

をれ も あらぅる、 ホアン々 レ を 
が フランスの 噪部圃 境の 防禦 施 
設 のを 喪を 增 へた 占が 巧々 の 頭 
じは もつ ご ビンと くる。 

◊ ◊ 

獨 逸では 今ぶ 政權 は社禽 黛の 
手中 じある どを て 差 岡ない が、 
巧 間 時化に 旣じ 巧つ たもの だ i 
とのを ロ實 じ、 装甲 巡巧鑑 A の 
連 造を 巧みして、 鼠會黨 巧の 問 

題ピ なつて ゐ を、 チぶ ツコ • 
日グア ネアは 今秋 獨逸國 境で 建 
國なホ 二度目の 大演習を やる 


レ 


アじ もポ！ ランド じ も 


隣つ てむ るのに、 演習を やる の 
は 巧 時 も 獨遠题 境 だ ど、 獨 逸の 
方では をいて ゐ る。 

ク ク 

最あ アイリ ヵ鹽務 長官 ヶ日ッ 
ダ 氏は いつた 『不 戰條 約が 線 結 
された •こいつても 軍備を 忽 せじ 
しては ならの、 軍備は 國氏鹽 結 
の象徵 である』 ど、 この 言葉を 
おし 縷げ ると 英嫌锡 を も 强ち責 
める i が お ホない やぅ だ。 

◊ ◊ 

アメ？ 力 大統領は いょ/ \ 正 
式に 英狐 協を 反對を 表明した、' 
もし イ •キリスが 風し ないなら、 
アメ 9 々も必 がが 軍擴 張を やる 
- とじなる 、巧に 角 戰爭氣 をはよ 
だ 化 盛 だ、 不戰條 約は I 體 どう 
なる？ 


空の 巨船 ゼ ペリン 化 靡 

乘 客を 積んで 太西泮 を橫斷 

n 水曜日に お 發已て レー ネ ハー ストに 着陸 H 
N 建造の 費用 化 ハで 弗で 電送 寫眞機 準備 M 

ベ' ル リン 八日 發 = 太 西げ 橫斷 のを じ 就 < べき 飛ぶ 船ゼ ペリン 伯 號は本 H 午後 最 巧の 試 運轉を 
終了し あ々 豫定 のか < 水曜日を のて フレ ドリ ツヒシ I - フエ！ ン を巧發 f 太 西げ を 構 巧 b て ニュデ 
ヤシ ー 州の ンーキ パー ストに 着陸すべく このを ある ぉ y ホ號 巧に 乘をミ f 旅する 人々 け 今夕 V 八ブ 
ンを出 おした， 


獨逸フ レ ドリ ツクシ エフ エン 

セ日發 n 愈々 今 遇を なて 濁 逸ょ 
ら太 西洋 節して アメブ 力に 
赴くべき 世 巧 姐 おの 

乘客 及び 貨物 運搬 飛行船 
『ゼ ペリン 伯』 號 の出投 準備は 


愈々 お成しもう！ 巧 巧 轉の上 お 
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装す るが、 飛 巧 船 内り 設備は わ 
ャ ピン、 喫煙室、 觀巧至 扯ー化 至 
れら 藩せ ちに 完備し 航海の まを 
も 保証され を乘を もま 巧お師 で 
ックナ ー 隙 ± の手晚 じを 賴 して 


居る もの I 萬 j の 場を を 慮らで 
いづれ もを 命 保 除 じ 加入す る# 
ぞく、 二人の アメ タカ 人 乘ぞけ 
面で 巧に 加入し 大部 か のん々 け 
一口 十二 巧 五 千 巧の 生命 保險ム 
かけ エツ クナ ー 技師 自身は 申 里 


のじ 一二で がの ロ じ 入ら 化の 乘組 
員 も 

相當 のが 旗に 加入して 居 
るが 飛行船を の もの じ おしては 
巧で 巧と か £ いふが 隙が かけら 
れて 居る、 が 白い のは 幾 タの乘 
を：^^巧 一不時着陸の場合を慮ら 
旅费 どして アメリヵの 貨 あを 準 
備 して 居る こごで、 でん。 風の 
吹觸 しで アリゾナ州の 賄 端じ不 
時 幕 陸し i ンデア ン や々 クボ ー 
キの 世話を 受けなければ ならな 
いか も 知れの ごも 葛へ ちれる し 
飛行 撇 には 完備した 

臺が が ある もの i どん i ；* 
不幸が 突發 してを 糧の 不足を 吿 
げる かも 知れない ど あつて 罐詰 
類を 用意した b 階い を 着を 準備 
する 者ら あつた 乘ぎ 一人の バ 
ッゲ i - チは あ 十 封 度 ご 限られて 
居る のでを の 一切を 蹟 をみ 得な 
いで ゐ らぅが 飛 わ 船側 どして は 
萬 一臺所 じあ 障を 生じた 鶏を は 
冷藏 庫の 食 掛を摧 供すべく 料理 I 
人 もべ^ リン 一流の 者が 乘这み 
居 b 乘化 員の 樂 手が 食事 中には 
音 築を 吹奏す るか ラ デ ォを巧 用 
して 諸國の 

放送を 聽 取す 7 この 外 
を 化から 贈られた ヵナリ ャも數 
巧 優しい 嗚聲 旅墙を 慰むべく 
盡家 である ニん の乘 客は' こめ 長 
途じ 泣る 空の 旅を スケッチ する 
善で ある。 をれ のみなら 中ゼぺ 
9 ン伯號 は 新た じ 電送 寫眞を 器 
を も 新た じ備 かけた 上モ ー ズ暗 


ガ五 千キユ ビック 义突 〔約 一二を 
と 十 方 八 平キユ ビック W 〕 じし 
て 建 おを 用 四 だぶ 馬克 〔化 十六 
巧 巧〕 蟲高 速力は な册キ 。米突 一 
〔八 0 •六 哪〕 ず 巧な キ 。义突 
じして 今 巧の 旅程は ホづ 八十 時 一 
間ど是 がられ 一旦 ニゴ ジヤジ ー 
州の レ 1 キ^! ストに 着陸し 巧 
らじ キユバ にも 赴 < こ どじな つ 
て岂 る。 


イタ： 


•よ* 6 


旨 動 軍て 政戰に 

投ま黨 から 推されて ニ ユョー 
ク州 知事を 立が 補した ーノ ラン 
ク タン。 ロ 1 ヴグ五 グ‘ト 君は' 
入 も 知が 如く 足の 不具 じなる 
のを 費 お 3 上で なお 補を 承認 
した 人で わるが、 をれ だけ じ 
今度め 遊說 方法に 就ても 補々 
どが ぶまれ て 居た が 結 尉を 革 
の 旅 巧は 沙化 止み ごな をを 部 
自動車 旅が でを 地を 遊 說し特 
じ. 州 巧を 暧 なく 砸 つて 選擧战 
ご 偶人 的 じが 衝し大 いじ 乂氣 
を 博 さう ごい ふこ どじ 內定し 
た模樣 である。 


號で發 信され る獨 逸ょ もの 氣象 
地圖を 剔々 ま 信し これに 化ら て 
が おのを 全を 期す る 蔑で あるが 
エック ナ！ 技師の 語る 巧 じ W れ 
ば 今回の 大飛 わじ 要する 費 巧は 
巧 四十 方 おを 〔九 巧 五 千 弗〕 お 
度 じして こむ じ對 する 

收入 の 重大なる ちのは 航 
海中に 飛 巧 船から 發 する ニユー 
スを 受信す る 新聞社の 恃電 契約 
じして 獨 逸の ニ 新聞 ご 六方 お 千 
馬克 〔 r 力 五モ六 旨姬〕 で 契約 
した 巧 アィリ々 巧閒 ごの 契約は 
こかに 四 倍す る 二十 八方 千 馬克 
〔六 巧と 千 四百 巧〕 じ 達し 居る 
外 四 人の 乗をから 五 万 マ） ク、 
〔一で ニ 千 巧〕 の 旅 貸の 化 入が 
あるから 殘るモ 报は戳 便 物 搭載 
料 どして 獨逸 政府から 補給され 
るから これで 旧 十 巧 馬克の 費用 
を 償辨し 得る 譯 であるが この 費 
用 じは 前週 W 巧 

化 海 や英國 方面 じがる 試 
運轉千 八な 嗤じ 要した ものは を 
まれて 居ない、 ゼ ペリン 伯は 十 


峨數制 殿 

吳佛 政府 じ 间容傳 速 
黄を 新聞が 派 胃 追放 
ロー マ A 日發 U ィ タリー 巧が 
は駐巧 大使の 手を 經て英 鋪兩屬 
じ對し 海軍々 備 協定 じ關卞 る图 
答を 傅 連した： I , 囊じ アメリヵ 渡 
府は巧 佛兩國 •か 制限の 標準を 溫 
型 別に 置き 或を 碰の艦 型に 觸路 
を 設けざる - - vt し反對 しを 啦數 
制限 劇 度を ホ 張し 糖殊の もの じ 
對 しては この 嚼數 をを の 方面に 
利用ず べし ご 回答し わるに 等 f 
<ィ タブ ー 政府 も顺數 制限の 醫 
準じ 賛成 I 、 を國 はを の 限ら：^ 
たる 嗯數ぶ 0 て國防 上-! お 要 巧 
る 艦 型を 建造し ぃ 心い 限 6 獲 巧ぶ 
る 海軍 菌じ 勒抗 する こごは がぶ 
ないど 述べて 居る。 

.パリ！ 八日 發 n '- 1 スト 系の 
通信社 ユユ ゲア！ サ^ 社の バん 
! 特派員で ある ロ 作 ド •お ラ- 
ン 氏は 本日 突然 街 勘 じがて 司な 
省 探偵に 逮 補を れ數時 おじ 直 b 
取調を 受けた を ホる 木曜 H ぞ 0 
て フランスから 正式に 退去で 命 
じられ た。 一 
ホラン 氏 追を の理 をは 靈じ氏 
が 英鄉の 海軍 協を じ顯 する 機 
を蓄 類を いづれ かよ も 手た 入 
れ これを 打電し ね 結を で' 矿つ 
て 巧は 司 巧 省よ を嚴 藍なら 審 
聞を 受けた るも頒 ミして をの 
お 所を 明白 じしない 爲め 遂に 
投獄 か 任意 歸 米の いづれ かを 
撰ぶ こ W .もが < 任意： 遊 ま 
とい ふこ ごじな つた 0 
巧が 語る 巧に 化れ ぶ 本 問題に 就 
ては 旣 じを 府 筋よ らも 注意 U ： を 
した 上、 このが 料を 手に入れた 
當時恰 かも 一！ スト 氏 も 滯瓣中 
であつ わので 间 をの 同意を 错し 
直 じ 打電 せんどし たる も 7 ラ 
ンス 'お 竜 局で これを ず附け い 
爲 め一岛 。'ィド ンじ 郵送し 
同地から 巧笔 した もので おる 
が， 氏は をの 旨を 直 もに V ! 
スト 氏 じ 吿げパ ー スト 巧は 國 
務 をを ヶ "ッグ 氏 じを 渉 S 上 
これを アメリヵ 大使館 じ嚴會 
しあら じフ ラ' ン マ 外務省め 認_ 
解を 仰ぎつ、 あつたが - 
司法 省 どして は 外務省の 盧 おじ 
柯等 頓着な く 氏を 逮捕の 上國事 
猫 ごして この 處置 じあんだら の 
でを る ど ロ 


サず モン 卿のを 負！ 巧は 
が 度に 到营 W ホが 巧侧 4 ら逃 
巧され じを M グ山ハ じこの 目的 
を おすべ <隔 思な （協 溝の 上 
巧 協 案を 携 へて 一旦 本 國じ歸 
V - 蹈近蓝 わて これ V 一 協 幾す ベ 
ち 化 命シ帶 びて 巧 遊した が、 

一. 巧に 對 する 印度人の 反感は 
一 捕め て 激烈で ホる ちめ 官憲 も 
一で 一を 嘗戒 中、 

ネク サキ モン 卿！ 巧を 乘 せじ 急 

巧 巧 単が ボンべ キじ 赴くべく マ 


突が 爆な 彈か 破绍 して！ をの お 
軸は 破壊され 側 死が 四 ぁ、 重 極 
傷を 數 十ん をを やを の 構 事が 突 
發 した、 幸 ひじして サキ モン 卿 
の 一巧は 無事で ぁつたか 爆 彼の 
円 的け 最初が 巧侧 のを 員を 化つ 
たもの ど 推ぶ されて 居 じ けれ お 
この 列車には 一人 もが 度 化 表が 
乘达ん で 居；：？ いこ £ は 出 接前旣 
に 明か じされて 居た こ v < であら 
從てヤ 斗 モン 卿 暗殺の 陰謀で を 
る こごが 利が— 嫌疑者 數 人が 吿 


ン、 ツド峭 近を 急速 力で 疾走 中 媛された- 


本社 束 穿轉電 (貧 ぉ鮮轉 載〕 

^ 新 事業 費 一億 圓餘 

，〔九日】 新 お 事業 費は 乂藏 省議で 一原 一で 巧圆を 承認し ねが 
盘易局 も 結-切 承認 さるべく 豫算 閣證は 二十： 3 巧ょ b 開かれる 壁 
爭んる ど 0 

f 目 支 本 交渉の 端緖 

【九日】 お 巧 政府の 財政 部長を 朱义 をは 矢旧總 領事 ど會 をし 
VI 」 願稅隅 憩に がて 協議した が これで 日 支 巧 渉の 端緒が 開かれた 
拳で ゐ る。 衍ほ矢 田總锁 拳は 十 1 U 參 南京に なきて 獄備 を涉開 
がの 蟹で ある。 


戾政黨 に 薪動搖 



〔九日】 民政 黨灼じ 新に 動搖說 起ら 囊 じを 巧を 隠退した る大 
'{^一化 己氏 の 德裁說も あ ゥ て 仙石貫氏等 大 に 策勘す ど か い ふ 。 


巧 度 使節の 

列車 爆破 

ボシべ 井の 椿 奉 I 

印度 ボンべ 共 八日 發 U 英齒賴 
巧 度の 自治 制度を 依然 ごし r - 置 
くご 其 じ 自治 權を あら じ 擴乂丄 
て 印度人の 獨ぶ 思想を 緩和 甘 4 
むる 目的で ほ 命され たジ m ! ンー 


_ 買 方に 營業 停止 

民】 東を 米穀 化 引 所 賣方ま 
では 營業 停止を みせられ たが 
，心' 立を は 十一 日 後 媛ょ b 巧會の 

を。 

- 段 巧 黨の新 看板 

I 八日】 ほ致薰 はが 省の 補助を 
I 髓度 整理な 善と 自ぁ資 易の 復 
^ を 巧 看 あどして ま 張して ゐ 

_。 - - --. 

島 農法 案 ミ 輿黨' 

I 〔八 0) 自が 農を 案じつ きお 黨 
I 幹部 も 山 本 農相に 譲 ホを 命 疑 

て tG 

一. 新設 費削路 さる 

- 八 お】 賓為巧 新設 葵は 大藏省 
議 で削餘 さる。 

^旧鑛 巧に 背が 

神巧銀巧重彼連背巧嫌 

^ 疑ーモ同巧書類押牧さる。 

: ^ 合 不正 曝露ず 

日】 期 米 立を 不正す 段 曝露 
丄 たので まだ 停止 中で をる。 

- 111 - ||ー-= IT 

ず ザ 男爵 逝まず 

^日 】 貴族院議貨男爵巧井九 
ん郞 巧は 逝 まし じ。 

一 内務省 就職 救濟 

cwt】 ぶ學校 卒業生の 就職 五 
割 四 か だけ 內お 省で 救 濟豫算 
を提 おする と。 

; 目淸妨 夜業 廢止 

セ 日】 B 淸 紙績會 社は ホ 先し 
I て j 月ょ な 深 校 業を 廢 化す。 

一聖 上 大演習 地へ. 

【セ 日】 陸軍 特別 大 •稱習 御 統監 
の聖 h 陛下 じは 五 H 午後 ニ 時 
が 岡 じ 御着 叢、 閑院 宮殿 下 其 
他の 御 巧 迎へぁ 6、 直に 自動 
革 じて 大本 當じ 向は せらる。 

派遣軍 ニ 屡 整理 

〔セ 日】 大演習 地で 山 東 派遣軍 
资ニ 一次 整理 勸巧 巧定し 十日 頃 
御 裁可を 仰いで 化 式を みを 發 


I 


.す ど、 右 じ 化 b 歸還 部隊は と 
千 名で 殘留 部隊は 五モ名 じな 

る i ロ 

獨 使節 南京 駐巧 

〔セ 日】 ドィッを 使 館 參事宫 は 
南を 駐 がみを 诬節 どな 5 て 信 
任狀を 捧呈した が n 本 も瑞參 
事官が 南京 じな 在す るら しい 

鑽ロ總 裁の 遊說 

ホ. ぉ一鷄 日長を 窠綴截 はよ R 
發 化が 遊 說め途 じ 上る ご。 

煙草 値 下 不可能- 

(セ 日】 政ぶ 會ど 實裘 间を會 ザ._ 
の 協を は 大化實 現されん も 媛 
草植 下げは す 可能 ごい ふ。 

渡 邊總裁 辭職か 

一： セ 日】 巧が あ 殖總裁 渡邊勝 S 
郞 巧は 多を 解職す ベ （後な じ 
は 蜜 旧四郞 、尾 磅敬義 氏 等の 
呼聲が ある。 

溢 澤子奉 化 事業 

【セ 日】 溫澤榮 一巧は ホ 壽視ひ 
を 機 どし 最後の 社 會奉化 ごし 
て完 をな た 晒 療養所を 開設す 


漫を 


荒 書餘錄 

坡 ± 遜小叟 

日本 書 史じ 就て 

栽 共は ょく、 ホ圃 のぶ 人が 日 
本を 研 巧した： かつて 居る が、 ど 
の 本が ょから うどい ふ樣な 相談 
を受 くる.' 一 どが ある。 H 本 語を 
知らな くど も 日本を 研究す るを 
はないだら うかと たづ ねられる 
人ら をる。 第二 化の 日本 敎 育は 
どうし ねら ミい ふやうな 議論を 
聞く こご も ある。 さう いふん 事 
でなくても、 化 共が 第 I じ 、 H 
本人は 西洋人の 眼 じか 何 じ 映 じ 
て 居る かごい ふ 事を 承知して 居 
i は、 婦人の 纔じ勒 する S 同じ 
必要の 事で ホる。 なは さう い 


ン 一 
チ 


ふ 方々 じ、 是非 この Nach を 巧の 
一部 備 へる こごを す i めたい、 
化惜 はお 赌で ゎる。 巧は 獨逸ド 
レス デンの 學 ちで、 W 地の 博物 
館、 及び 束げ 學禽 にも 提 るく か 
ら腳 係し、 化が で 年々 巧 巧 せら 
れて 居た お學會 年報 じがて、 年 
年 H 本に 細す る圈 書の 紹 かじ 從 
事し、 歐义 を國 じがて 巧 わせら 
れた H 本の 义献 に關 しては を -0 
該搏4;^智識を持つ て居る學者で 
ある。】 ホ歐羅 むじが ける H 本 
の 硏究は 英佛獨 露を 自殊 じ特を 
が あるが、 硏兜 r 従事す る學あ 
の根氣 のよ ぃ旣 では 獨 逸が 一番 
の やう-— 思ム 、ウェンク スタ T 

にの 贵 きも 输敦ジ ，户ン •ソ 

エ チィの 幹事 どはい ふらの； 
濁 逸 補の 人で ある。 資 巧を 周 搖 
する 認 じがでは 英國じ 及ばない 
着跟 、着想の 失 驚な i は 1 西 
人の 後 じだる。 同情の 豐 かな 點 
は 露 西 狸 人が 勝つ て 居る。 しか 
しがしても 根氣 がよ い、 骨 惜し 
みを サの 。さう してやら 出した 
事は 必や 纏める と 云ふ點 では、 
どうしても 獨 逸人で ある • 重量 
氏の この 新 まの かき もを < かう 
した 獨逸 學を氣 質の 賜物で ある 
ご 思 ふ。 

この 書の メ ブット じつを V 、 は 
いろ/ \ 言 つてを たい 事がない 
ではない が、 別の 機 會じ讓 つて 
今は 著書 自序の 一節を か譯 して 
解說を 膝る {-じする。 

本 著の 目的は】 九 0 六 年 よら 
一 义ニホ 年に まる 間歐羅 B が國 
語に めて 發刊 せられ わる H 本願 
孫の、 を 期 巧 巧 物、 著書 記 寧を 
書を 的 じ 精 覽巧搜 して' 一つ じ疆 
めら V , いふを じある。 年 巧に 離 
しては、 一丸 0 ぶ 年に S 山 厥 せら 

れた エフ •フネ ン * ウ で ン クス 

タ ァンの 大 H 本書を を 穎いた も 
ので、 該 書は】 化 0 六 年を の も 
のを 化め て 居る、 この 篤學 者が 
日本の 文献に 附て不 赌不镜 、前 
人 ホ 踏の 原野を 開 巧せられ なが 
ら ，を （物な せられた ことは 惜 
しむ じ餘 b あ' る 0( 中略) 本 寒 じ 
は獨逸 語、 裝 語、 佛蘭西 語 じて 
巧 巧せられ む H 本關 療の义 敵は 
手 撰く 總羅 L た 穂 b で ゎる。 外 
じか 蘭 語、 が 太 巧 語、 西 あず 語 
葡萄ず 語の もの も 相當じ 採綠し 
た、 しかし ス 々ンデ ィネ ピヤ 語 
めら の、 ス ラゲ 語の ものは、 自 
をは 巧 等の 國語 じ不将 手の ちめ 
じ、 手薄で ある。 しかし 露西亞 
のらの 丈け は 幸 じ 3 己 wi 巧 ど、 
さず W 巧 お 編の 日本 書を がゎつ て 
其を 自由 じ 採用 させて 貸へ たの 
で、 この 遣 磯を おたし 得た と 思 
ふ。 伯林 露西亞 大巧 箱の 仲 かで 
キ—ダ 巧は 其 上に 露 西亞語 
日本 書を の該 著に 收め てない、 

一 化 ニ S 年 よら 一九二 六を をの 
もので，. 岡 巧の 手記に 孫る もの 
を 貸して 下さつ たこ こは 威 謝 じ 
堪 へない。 化 等の 露 西 亞書圖 書 
目録を 編入す る ことじ 附 ては、 

露 西 亞語じ 精通せ る ク八ト •ェ 
ンヶ博 ± の 手を がは しじ。 かく 
して、 一九 0 ホ 年よ ち 一九二 ホ 
年を じ 至る 繁西亞 語の a 本關係 
文献は 巧 文の 書を 其 極 殆ど 洩れ 
な < 、本 著 じ收 める こごが 出 巧 
たこ ごは 悅ば しい。 £ 共に 同慶 
のま b である。 



お i なお 3(1 加 パ お fi が 

1264 Lex. む もむ 帖が n がか and 86 パ tr が 技 


授敎語 興人婦 


F. MU 民 民 AY H 化 L CO. !nc. 
巧 T が LISHEQ け お 
Room 814- 目け 29 む osdway 

Te しお wling-8 化が がが が 91 



PHE げ S & P 巧 8Y 

3 MaMen Lane N. Y. 

て 細冶鍛 銭を にがお 邸! を 

類お賓 底意 新最 


T.C.TAKAMlMD.j 

1 巧む mb が land 化 Brooklyn I 
Tel. Cumb げ Und 巧 11 



DILE ぶ .YOSHII, 

3 日？ 化 お H S* 

Tc し ni 巧な ぶ e dtidu 


M. ISUC 打げ a,D.M.D 

105 化 巧 rd SJ, 

Ici. Trdiaigar SDUS 


船 篇蓄を 寶歐ら で 基 弊 
切 眞音禪 石 ホす 赃に巧 

阳瞄 酷ぶ 背を 脚 巧 脚は 
ニ。。 去を 褲用教 ±實 
紀 タレ 筆屬時 命し 產質 
念ィ 。。。計 仰よ 物 誠 
篇プ！ を 銀。 付す ー爲 
其 ラ ドを 製を 下を 巧理 
帖ィ見 製 器 時 さみ 卸 速 
繪 タネ 鉛 具 計い じ賣モ 

端 I 陳筆 ま 巧値義 

書 列 まませ は 段の 


GAM 巧 化 L な RVIGE 

設備 整が 經費 低廉 

Ca 巧 -T 民 AFALGAR 8200 
FRANK. E. CAMPBELL 
"The Funeral Church" Ini. 
(NON SECTARIAN) 
Broadway al 66th Street. N. Y. 


Midori Maisumoto 
お PbsU 化 . む iy 

Tei. Lorraine 0437 


F - も Mamyama Co, 

67 化が 化 化ん Y. 

Tel. Bryanf 巧け 



CLOTHES BUILDING 

"PA 民 EXCELLENCE" 


A 丄 . CEASA も M.D. 

127 East 84ih Street 
bet Park & L な ing わ n む es 

副 戾觸鼻 巧 !! 

間 瞎察該 
午 E を巧ト 前午自 
を 八 ま 時 六 後午自 
日 幡 

自 午前 十 時 ま 午後 一時 



F, I. FREDERICS CO. 

啓 巧 おを 大巧 比が を 
118 E. 53 化な， Tel. Reg 即 i 7 日 94 
Bet. Letington A ParH 化 S. 

迄 恃八巧 日 曠± 水 巧 


に IWAMOTO, M.D. 

り 4 W. 70 比 St. 

Tel. Trafalgar 0352 


JAPAN ART STUDIO 

巧 2 L 目 7 化 化む f. わ lie & Lex. わ es. 
巧し 化 AZA 8 が 7 


T， KASAI 

Merchant 

Tailor 

が 

謂 ES BUILDING 
Room が 4 
化 W 巧が 


Phone 

むが nt 如が 


Y. ITO 

巧 3 bs 重 巧 rd お. 
む r. Lexm が 日 n む e" 


M.Yamaguchi, m.d- 

巧 Seam 如む e.. 

Te し U び aine が 34 


MIKADO TAILOR 

30 にが 油 St. 

Te!. Rhineiand がが 30 


Scienti だ c Massage & 
Medical Gymnas む cs 
PAUL K. KiTiU 面 
507 West 138 化 化， lU. 

Tel. Edgeoomb 1496 


DR. H •ん GARDNER 

DENTIST 

19 E. 61si 化 At Madison む も 
Tei. むが nt ?1 が 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

む パ 0 & 61 な s. Tet 巧 hone R 巧 加け 如 3 


巧專 靴型 小 

てし 張 お 員 巧！) 化に 駕 ホ 御 
帥け お 日哪は 桃！) 化 ir 法寸 

i を 小き* ぶ 小き 廣ぶ ホき 巧 




類 計時 石寶感 をち 

會 商 #^ 

■ 


しご 旨を ご 切 親 ご 直 正 
精を な 巧る あ 用 信ち 確 
别榜る 一物 產± 御し 透 
す 主し を賣 眼で 價廉 

引 割 四 ま 力 割 H 

Aoya だ 1 し 〇 • 

147-157 VM2mi ST. 

T 扎 . Bin 川 T が? 4 . 



m 






idiarifa 


號四 十九 百 四千 


を 


雜输 貪 湖 


H 權水 


日 十 巧 十 年 H 和昭 


をき ホ 固 婦ん 
目 本人への 英 
語 お 巧には タ 
年の 經驗を 有 

す 0 I レブ K 

ンと 十五 化 
每 H 朝 丸 時ょ 
6 巧 化 時を 柯 
時 にても 宜し 
H 曜日は 一時 
よら 四時を 


ぶか 2 鑑船 御用 巧 
お！！’" 船み 食 巧 お 

か 洋を雜 貨販賣 
輸出入 棵 關手續 
諸 荷物 運搬 取扱 

,|端 k 遠 藤 小刀 商會 

巳 



基 W W 


稅瞧 事雜； 

東洋を 地幷 じを 化を 
の瞭 出入 ホを じ關ず 
する 一切の 銜諮 間に 
應じ锁 道滨船 貨物 運 
貸ぶ お 帆お稅 雜 キ績 
書 導 進呈す。 重 嬰 都 
市 じ化理 巧を 巧し 誠 
實投速 御用 命じ 應や 

巧驗 取扱 


診察 

午沒 一二 時ょ >ム (時 
日 巧は が 約 相齒お 

ドク トか 

窩 見豊彥 


JOKJO 至- OGC 巧 ご Mb . 

ニ 1 W を 芝 th st . N ます rk 
Tel . Riv ミ 瓦 こ 573 > Mchllyl ミ 1 云爱 

^ なが 今荫九 時！ 午を I 時 
午を-一 ハ 時— 午み 凡な 
日が 午 的 九 時— 午を 巧 時 
ドクトル 小 栗乘ぎ 


E 


J P 
^ 5 

r 1 
D 


•郎 

J i 
&| 

咕. 

C C 

化れ 

0 


'巧 

4 

ム 

お 

巧 

み 


哗 


巧 


べグ ビーー お院及 
紐 育 乂を醫 科が 勤 

江 見 ニ 一朗 

該察 時間 
每 H 午を 四時から 
ホ 時まで 

タ巧 水、 を、 と 
時から 八が 迄 

牧師を 崎繁一 
幹事 脇 崖 義人 

— 諸：— 集— 貧— 

日 權窟拜 午前 王 時 
日 嗎學校 午前 十 時 

I 麗 S 午後と 時半 
祈禱會 水醒タ と時ぞ 

障'., '冶— 冷— 

位眞を 偷比亞 をが 
み 下町を 十五み 學 
を會 社員 じ 最適 

を 巧 圈書雜 誌 巧 H 

を褐娛 樂具簡 あを 

巧宜 職業 周旋 旅を 
案 巧を 蹄 事 菜諷を 


尋 れ人 

(鳥 取縣) 木が 薰 信. (長 巧 招) 热 
'原ず 人 (同) お 伯鎭雄 (鹿 島 
縣} 中が を ニ (同) 渡 邊泰が 一 東 
京 ホ) 古澤 武之助 (か 歌 ル縣) 
お 藤 甚之靈 (豬 振縣) 松 下 壽ム一 
ま (山 ロ縣) 德 おお S 郞 (為 
を 巧) 村島德 一二 (廣 島縣) は 野 
圃藏 (乂み 愛乂家 一象 

右の まじを 知を 度き 儀ち と 
候 間 本人 おくは 知人ょ b 現 
住所 御 通知 願 上 お 

紐 育帝國 総領事 舘 

一巧す oa をぶ す さ ジ rk 巧 ty 


S 加 もが 

仙 化. 叫 

店 § 


t 




3 ;_ 


松 本； 


，デ オ 


寫眞磯 レ デ ィオ 

ラン フシぶ^ ド 

美術品 販賣 修理 


■ 1 
d 
U 

み 


幕 


W 

ぉ 
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成功の 祕訣 

乂國ま 英語を 語す 事 
は 成 巧の 第一 萬です 
本校には H 本人を 巧 
じ 慣れた 春巧婦 A を 
師を b 懇切 じ 會駐麓 
信 文な を 語を お捜し 
ます。 自曜週 H 共 じ 
午前 あ 持よ 6 午を 十 
時まで 開 捜し 一 レツ 
スンと 十 置 能 づ'〜 

今 H 直 もじ ホ 校 われ 


化 

加 

麵 

も 

SA 

細 

.S 

5 

6 
2 


W 論 3,1£.\每 巧 十 B お 巧 
養 1 部 十 他 
1 寅 7 1 si Ave . す 三 ミ k 置 ！ f 


に 一 


- C - 


第五 街と so . 

へ クシ ヤ！ 

ビグ デン グ內 

小 池 寫眞舘 

電話 サ ー クか， 

四 四 0ム ハ 


五 年の 歷 あある 當 校は タ 年の 
涩蹲ご 新 智識を 有する 敎 師を聘 
し 自巧車 
操 縱法及 


び 運 巧を 
の 修得す 
べき 必要 
な 機銷的 
智識を 短 
期間 じし 
て 最も 能 
率を る徹 
底 的 技 嘴 

をが 曾し 语狀 獲得を 保 疆し藏 業 

ロを も 周. 度し まず。 
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▲通譯 ◊調杳 ◊を 渉 
◊貸 物 ◊其 化 何でも. 
抑 懇切に 御 取扱 致し 
まず。 

A おは ツカ ゴ大學 を 
卒業し 巧 米 巧に ホ 四 
年 聊か 米國の 事情 じ 
通 中る もの ご 信じが 


紐 育 商事 研究所 

i i 賊 S もが 純 雄 


A 乂國 じて 發巧 せる 
お舊の 書籍と 辕 誌は 
抑を たみ 第 敏速 じ 御 
屆け 致します。 

A 右 御 注文 じ對 して 
は定 攫よ ち 割引して 
差 上げます 0 


♦■♦■♦■ 一 

が 育生 命 保 險會社 _ ’ 


S 木を 吉 

雜保險 


ぶ • SIK - 

2 ewr worx Li ち® Co 

巧 一 ohwmberK 的 ご ■ zewY ■弓！ koity . 
巧で呂 タ Wo さ h 22 お 

を姑ノ 方ニ狗 巧* ノ 筋^ 必 V 
抑自 タノ あぶ ピを話 巧 巧 チホ 
晒々* 置 キ f サイ 


h 


歯 巧 保 丈 ハ 合 基 

自 午前 丸 時： = 十二時 
自 午を 一時 H 泣 時 

み 躍 午を 一; が 六 時 

はへ キシヤ ー フア 
ン テ^ション ク リニ 

ツクじ 出勤 


談 獅該療 

巧 巧 願 上 お 

ゴー子 か大學 
ド タト 中 ナプメ デシン 

醫學巧 ± 

ま 居悅彌 


♦畜籍 ♦籍誌 ♦巧 聞 
縱寛 をを 関 
執務 午前 九 時 よら 午後 五 狩 迄 

紐 育 H 本人 會 


輔サ- 


■ク 


祝關 事務 取扱 

W 邑 AM L . iE が C 0. 

R 呂ョ 7 夏 ニ Br 吉 dwa •こな 
lel . す 至悬- を 男コ 送 04- で 8 

化かる た 

はも/,- の 遊び 
ホを 英文で ホ 國人じ 能く わかる 
やぅ 簡單明 朦じ說 明した ものが 
出來 ました。 巧を 目み 進呈 致し 一 
ます、 御覽 下さい。 一 
M 呈 wm 置 岩. mE . 呈 hst . 置 . j 



パ； 靈揉 治療 

R マ ツサ！ ジ 、蒙 

醫巧學 的 運 勘、 腰 
灌 注， ル 治、 ホ 線 
及范 おぁ療 、其 化 
お 育 州公费 

フイ ジオン ラヒ スト 

西が 幸 男 

の H 随か 毎：：！ 午前 九 
U 時ョ ，午を 化 時を 
Y 電話 前約 願 上 お 


稱 科醫义 旧榮吉 

212 W を 一 09 th St . Ne 三 ork 量 
ジ I . Academy 38 空 
で 請ア 々デミ ー S 八 六 化 


窗巧醫 

ザ 上 義人 

西 六十 五 了 目-四 六を 地 
紐 育が 固 旅館 巧 
電な トラフ アグ ダ ー ニ 五六 五 


ii 

I 丽 



を 友 聯合 晚餐會 

ン ビァ 大學 H 本 \ をぶ 格を 
615 辛ニ5さ F New さ rk , N . Y . 
(ジ 三 radhiirs こ 37 D 單 53) 
每片 第二と 巧 四を 曜日た 六 時ょ 
當大を Joh こさ 軍 1〇 をを 間 おな 
を まじて 會談 す。 校の 內外 .5. 問 
はす、 日米 學タの ホ おを 定ム 0 




n 8 
柳 

心 ^ 
W 細 

ん 5 

n T 
a 

が 化 

：ii 

C む 

巧 J 

群 

ん M 


諸を 貪 

巧 拜說を (日) 八 時 
日 踞辛校 (りご 一時 牢 一 
家庭 集會 (水〕 八 時 一 
祈 磅會度 っおー \诗 

響研絕 (さス 柄 

婦人を 
巧お會 


設 備 


寄宿を、 備み をを 
な 業 巧を、 をの 化 
人を の 掏 相談 じ お 
じます 0 


-I 

か 呼が 
h 化ち 
郎齡 I 日 

Ii す 

a 帖ス 
巧卽を 


_§ が 

XT 3 

T も 
2 
3 


を 


を.： ぶ. 令 
H 谣蛮普 巧が 正午 
共 颇會タ と持キ 
唐撕說 を' タ A 持 
木 班が お 會タ八 時 
英語 及び 黄み 

午を ニ 巧 

± 確 まな 會义は 
おお 會 タ八時 

がを 巧 ホ 

寄宿が、 旅行 ま 菜 巧 
が > 人事が 談 が、 围を 
邸、 成業 周旋 巧、 が 巧 
裁链を 巧の お 課を 設 
け會員 度び 非を 員の 
便を 計る 


ブ。] ドウぶ ー 巧と 十 蕾 
領事館 お 側 逮顿お 0 五號室 

巧タ商 

鍵み 商 A 


170 ず邑 tlway , N . ベ . C さ 
ジ 一. S を 兰な 苦 37 苦 岩 


紐 育が を殼 
巧務 省を 許 
巧を ホ大皆 巧大を 
產婆 復習 巧 卒業 
元 池る 

產變 ぉ本綠 


檢眼並 じ腺饒 調節 


荣を巧かノ巧》4^ 尸 y グニぉニ丸ニ皆 

東京 丸 山 洋服 商店 


齒巧醫 木 下义お 


310 辛 ご 1ミ sf . 
ジ！ .穿 nint ま 57 


苗 

0 ぶ-‘ 

3 課 I 。 

邑哉 Le 

盛 I: 


化 


南 


D 


^ ' ■け 1 

h れみ 

IS 巧 

1 1 


嬉科醫 

を 年の 經驗を 巧て 
最新 ま巧學 手術 じ 
お 能 じて 信 相 篤し 
n 施術 巧 低廉；：：：： 
日本人 諸君には 榜 
じ 了 寧 懇巧じ 治療 

該察 時間 (を U ) 
午前 九 時 n 午を 

日 唾 午後 一時を 


樽 

が 


タオ ラボ ラトリ！ 

電話 ァ ヵゲ ミ； まち. 
ド クタ ー 田 屠 時 雄 
m 曜り 午を 化 
7 Manhattan A.vr N - ご 

巧 " 三 0 量 苗 . &si., St. 


診察 時閒 

午を 一時 時 
午後と 時 H 八 時 
あ 知醫學 ± 

パ- 巖本谨 一 

古を 比 亞大學 及び 
作 ザブン 病院 勤路 
日 巧は 的約顆 上ち 


H 本、 支が 寶玉搜 美 
術 品、 婦人 巧 首 飾 其 
化 装飾品 

一 : 島訂 r ァれ 

巧 等 美術品 修镑、 

首 飾 品、 スト， ング 
目 本 服 裁な 


笠 ザ 洋服 巧 
を 洋服 廊會 


裝 五十 H 了 貝 

.ニニ 云 

が 藤 . 
洋服 巧 

f ラ ¥ を こご 一 


洋服 調進 

クブ. 一 ニン ダ* ダィ 

ィング、 修鑄 等】 域 

ミカド 洋服 店 

轮本保 
電强ラ i ン ランダ！ 
六 八 H 0 


診療 

午前 十 時 ょら 十二 
時、 午後 六 時 ょら 
八 時、 H 曜は 前約 
願 上 お 

ドク ト瓜 

山 ロニ 一之助 


巧 學的揉 療治 
醫術 的が 操 

化 島覺丈 

西 五' 白よ 番 
巧 S 十八 T 目 

電話 玉 デコム 

一巧 义六 


齒科醫 

▼該察 時間 ▲ 

巧 日 ( H 嗯を除 （) 
午前 九 時よ b 
午後 五 時半 
水 巧 午前 九 時 1 
午後 一時 


- が 實限じ 必要 どなっ わ： めで あ 

る 0 

で 一、 ニ 幹線 ニ 港ち 養の 速 用】 
ま會勘 道を 敷設し 日本 粮 岸よ b 
する 化滿閉 をを 試みん VI ずる も 
ん で、 をの ホを をら 総督府 ご 巧 
衝 中で あるが、 港臀 わよ び錢道 
は 同一 体の 手 じよっ て築逍 する 
を 巧 利 どす るので 大体 滿锁が 引 
受ける は 中。 

【一二、 ま會線 完成 後のを 策〕 

化' 上の ごどくに して 滿箇 、を會 
のニ大 幹線を もっ て 東 ま 魔道の 
敵 本 ま義じ 一矢を 酬いる 計蠢で 
東支侧 今回の 不當 なる 運賃 變更 
じ おって これを 經營 せんどす る 
ので ある。 

ィ、 ± ロ 會鐵渔 を 長 約 二百 一二 
十 マィみ で 十月 I U から 管 業 
を 開始 せんごす る もの 
日、 終端 港 雄 基を 第一 港 ご 
し淸津 、羅津 を 補助 港 どす る 
はやで、 今を 十 年蹈じ 雄を ご 一 
巧 万 トン、 淸津 、羅津 が 二な 
巧 トンを 输送 ずる ものごして 
立案し、 朝 お 側の 鐵道や ゥス 
リー の數量 協を 變を も 翰 じ 
て應 じない 計議 である。 また 
從ホ どか （不 おの 間に あっむ 
四 沸、 沸 常の ニ 大錫道 じ對し 
ては 滿鐵 が忡 かごして 速 絡 協 
をを 結ばし める ホ 針で •巧ら 
じ 敷設 權を 梅ん どす ろ 長大 線 
ご、 もじ 雨々 相俟って 滿鐵線 
西部の 貸 物を 吸收 せんごす る 
.ものである。 

神 ロ 生糸 お 襟は 

中間 案 採用 

ホち 一円 頃開瘍 

刺 戶取弓 所のを 糸 上場 じ關ず 
るを 渡し 諸が 程に VJ いて じ 取引 
所當 おを ご攒査 巧の 聯を 委員 貪 
で 大体 恵 見の 交換を 了ら 格が 受 
渡しの 化 本を なす 擒杳 じっいて 
は 技術 員 會議じ 付して 連 H 實化 
試驗 中で あるが 實地 

試驗 を 了 b 巧び 技術 員會 
議 じが I わ ふが 案を を員會 じが 
講 する こど なつて 居る しかし 
てを： 员會 め 協讓 でもつ ごも 雷大 


問題と：： > つて ゐ るみは、 採点を 
をい かじす るか じあつ て 橫溝側 
の總 を 採点は 最ザゃ 時代 わ （れ 
ごして 採用し がた く、 ニユ ー ョ 
!ク 式の 最化點 法は 現晴じ 鑑み 
て 過酷 じ 失し、 いづれ も 實巧ま 
と しては 帶じ 短' I 、 たす きじ 長 
しで 共 じ 威、 む お 巧 や、 神戶 側は 
兩 者の 中間 案を 採 巧す る 

方 か の 下に 大体 委員 會の 
一致を 見、 いも-^ 實地 試驗じ 
訴 へて 結を が 如 巧 じ 現 はれる か 
を徵 して 居る 次第で， 目： ト 技術 
員會議 の成裝 はすこぶ る 注目 さ 
れてゐ る。 尙ほ 取引所の 生糸 上 
場は 直通電話の 開通 取引 員 申請 
許可 後が 證員會 の 組織な どじ 相 
當 時日を 要する ので h 場 銷始は 
十一月 一日 ご 期待され て 居る。 

金 解 蔡み議 

東京 銀巧屬 から 

ま 京 特電 九日 潑 N 巧を 銀 巧 

翻は を輸 哪時斷 巧を 决議 する 

じ 至つ たが 吉±藏 巧は 『もの 

じは 化て 順 巧 どい ふらの が あ 

るから 今 直ぐ じは 巧 か «』 W 

語つ て 居る。 . 

ま 京 (聯合】 八日 發 N ず おを 換 
巧の 經濟 調査を 旨會は 去る 千 九 
巧 十と 年を R て實 施され わ金輸 
お 禁止法の 解禁 じ關し 調査の 結 
お 即時 解禁， ゲ '斷 巧すべき もので 
ある どのみ 畿を發 をす る じ 至つ 
たがを 調杳 委員 會は 有力なる 銀 
巧國 ょら 選出され た 人々 であを 
おつ t をの 巧議は 政府を 動かす 
じ 足る もの ど 認めら いて 足る。 

が ほ 巧を 义び 乂阪 商工 暂議所 も 
最近 同 樣の决 簾を 媛 表した。 

火 保 協を 解决ず 

東 ま 特電 八日 發 n 合同 毛織の 
火災 保 險に關 し 十二 大會 社の 料 
金 引： トげ 協定 問題は み牟度 契め 
中 化で 梟が ついた。 

生糸 商 半休 希望 

ま 京 特電 八日 發 横 潰の 外商 
はを 糸淸算 のた め ±曜り 半 化の 
ホ與を 提出した がま 糸 輸出 業者 
も问 様のを 學あ 6 ど。 


海外 移民 組合の 止 地 購入 

四百 家 膜が 明年 一巧 初 移住 


ブ ラジ 八本 図 じ 渡が して 止 化 
購入に 奔を 中で もつ た 梅 谷 お 外 
移 化 組を 聯を會 巧 事は プ ラジ 八 
政府 おじ 地 まどのを 渉 成立し f 

アリ アンサ、 バストス、 チで ブ 

の 一 ニヶ 所に わいて 約 十六 方 九 百 
二十 五 下 ホの 4^ 地 

膳 入手 續爱 .乎した 旨 

同氏から 聯合 本部 じ 入電が あつ 
た。 ょ r て 長 岡社會 巧を はさき 
じ 梅 谷 理事 どみ に ブラジ^ 國じ 
あつて 最近； 一朝した 靑柳屬 並 じ 
旧 か 聯合 會 理事長を 社會 局に 招 
致し 大 が社會 部長な ド關 係官と 
共に 今时購 人した 前記 中 地の 位 
歷 化に 風 ± 等 じつき 詳細に 說明 
を聽 取した C 新 じじ 腦 人した ± 
地は 次の 通 b である。 

I 、 アリ アンサ 
イ 、位 磨プ ラジ か國ノ 。ュス 
錫 道 沿線 グ サンピ ー ラ驛 南部 
ロ、 面 構 一一 一千 四 巧 二十 五 叫 ホ 

ニ、 チ エブ 


ィ 、位语 ァリ ァンサ 移住 地の 

化 ホ チ ユテ川 南 巧 

ロ、 面積 十二 万と モ 五' ゎ 町 ホ 

I ニ、 パス トス 

ィ 、位 廣ブ ラジ 片國ソ 。々バ 
ナ銭道 沿線 クソ タヵ 驛化 々プ 
ィシ ユ川 沿岸 

尙 アリ アンサ、 チ エブ、 バスト 

スは 共-し 大巧 始 林で あつて 旧 付 
赖を 貪理峯 長け 十 巧 十一 日 前後 
じ締 朝す る 梅み 现 事を 加へ て 社 
を局觸 係官 VJ 合同の 協 溝 會を開 
きを 購入 化 じ 送る 移 ほ 並 じ 開が 
方を 

渡航 準備 に關 ずる 詳細 

の 巧を せを ど C る 事 どなつ た。 
尙 渡が 期 H は 大体に がて 昭か四 
年 一巧 頭 巧 かり ザる 率 じ 内定し 
てゐ をが 移 化民總 歎は S 重、 か 
歌 山、 愛媛’ 岡 山、 廣 島、 山 ロ 
おお 島、 福 脚の 八飢 をで 四な 家 
族 約 ニ 千 人の 豫ぶ である。 


『人民の 名に 於て』 で 

樞府の 意見が 分裂 

强 硬派の 裏に 伊 衆 化が 樂動說 

東京 特を八 B 發 n 不戰條 め 中の 問題の 文 言で ある jf 人民の 名 
じがて』 の解释 a を も 巧 ごして ず績 上で 政府は 明ら I じ 手 落 七 
をした どの 点じ 巧て は框密 院部內 じら 硬軟 巧が がを ト 一部の 顧 
巧官： i 批准の 否 巧を ま 張して 居る。 


_ 一過 化 當 地に 寄 紐した 內 山を 權 
一 も随を 迷惑 顔して 辯 明した こと 
I の わる 民 か憩鮮 郁で、 問 超に し 
! 出した 不戰な 約ま义 第】 條 中の 
一い は ゆる， ホ 當を句 問題 じたい 
^ する 

樞密院 侧の患 向ち 稳 

約け 特別の が定； きかぎ ら、 閱 
際條 おであるから 參加國 を 部が 
誠 印を 了ら なけれ ぶ、 樞あ院 じ 
は 御 諮詢 あらせられな いもので 
いまだ、 巧 諮詢は なく、 該條約 
の巧义 が事實 いかなる 內を をを 
する かは を府侧 から も M じ も 巧 
示されて 居ない から、 最近 新聞 
紙 じ 報 遣され た 條み义 U る もん 
を盧 * りじ 立論の 化 波 どず るは 薄 
弱で 輕 々じ 論評 1 べき ものでは 
ない。 妹 じ 傅 へられる やう じ 巧 
して 該條 約. 

第 一條 ゃじて ほのを じ 
おいて』 云々 のぞか あち、 天皇 
の大 樵を 干犯ず るの 恐れ ある 疑 
問を なやる ごすれば、 ホ國 憲法 
上拖 めて 重大なる 閒題 じなら _2 
VJ も 限らない。 從 つて、 を 後の 
鍵を じぎる 枢密院 VJ しては 火い 
じ愼 をの 態度を 持し 陋 諮詢 前の 
評言は この 際 一切 これを 避り、 
いづれ 御 諮詢を じ條狗 文の 巧を 
をが 細に 檢 討し、 あくまで ホ國 
患な お 誰の ため 愼重 審議の 上 殿 
正を がの 態度を みすべき で々 る 
どして ム も。 しか i て、 を間傳 
ふる どころ じよれば 

本 問題 を もつ て、 は政黨 
侧が现 内閣 倒壊^ 其 じ 供し よう 
ごする 計 壽の菓 面：-: は、 樞密院 
のが まじ 化 治 伯ん' 巧動說 すらむ 
はれて 拓 b 、 i 力',、 は 樞密院 が 
野 態の わ 先棒 つがれ’ 政ず 
の 渦中 じ まき 这 4 むる やう トょ非 
難が 起こつ ては 脚る どを の風說 
じ對 し迷磁 がつ てゐ る。 木 問題 
の 成む 如柯 しよ つては 、の 中外 
相なら びに 全權 委員た るみ 旧 顧 
問を などの 寶巧 問題が 惹起され 
るし おる かも 知れない が、 いづ 
れ にしても 問 越は お 來化當 

重大化 しない どもが し 難 
ぃので 帖密お 侧はネ を G 推移を 
I ホ 巧 じ注械 して 居る が 不戰條 約 
! 案の 解釋 じついて はな 府侧 でも 
同 まが 過般 閣議に 上議？ れた瘍 
を、 問趙 のが 巧に ついては 疑 藻 
をを なしを 觸 傑から 質問が 出で 
討 溝され た •か 巧 じ 閣謀じ 刹した 
化 永 條約お 長から 外 巧當局 じ-® 
解釋 h 疑義が わつ た、 めし じ t 
一 ば アィリ カ恢府 ごがが し、 出 巧 
I 得れば 該タ 巧の 訂正を 要求した 
j が アメリカ 政 麻の 凹 答は 

I 巧が 外務な 巧の、 

, r 人は のた めじ』 どい ふ 解 释をど 
I る こごは みし も 差 まへ。 くな 字 
j 句を 訂正ず る こごは を國 に迴附 


して あ も 同 まを 一々!； S 正す るの 
煩雜か あるから、 巧 & の 字句の 
ま i 承認され たいぶい ふこ ごで 
をつ た ミア メブ 力ぶ ゎが 外務 當 
馬どの巧衝經過を/^化明し 『外務 
當局も 差 文へ あち、* ぃど 解釋す 
る』 ど 述べた の疋 、巧 誰でも 差 
まへ あるまい ご j , ふこ VJ になら 
後日 あ 巧 上の 問^で 論議され ぇ 
こどを 巧 あしつ 4^ 案を 承認す 
るじまつたもの\^|ある。 しかし 
て 樞を院 側の 態 I 如柯は 本條約 

成を じ节 るので 該條約 
案 か 樞密院 じ^ 諮詢 じな つた 瘍 
なは 巧中外相 か ら進 ん で ^4問題 
み 經過ど 外務 當ー 厨の 措 超 及び 政 
府の巧 信を ホ^ 京に 說 明し 誌 解 
を ホめ るは 中^、 樞が院 で一應 
の 論議は ゎっ / f も 結 扇 政府の 見 
解 じ间な ずんで あらぅ ど 觀 測し 
てゐる 0 


滿 蒙を 貫 < . 

鐵道計 劃 

を 渉 解 巧の 曙光 
まを 特霉 < 日 壌 n 滿蒙 政策 
の お 幹で も I る 鐵道計 劃は 奉 天 
側 どのを' も進轉 して 解が の 曙 
ホを 巧る じ まら 第一 じ ま袜會 
鶴 線；,： 着す する 善で をる。 

山 本 滿^化 長 就任 化 來約 一年 
にわた つ 心み 発せる 滿據 關發策 
はいよ'---- 考化長 歸任ご i もじ 
實 巧す るこト じな つたが 當 初を 
開 疑 策は ホ!： は 奉 天 線の 整 独、 
巧 播巧巧 お如^ t •どの 閒題 もを ま 
いてんた け jp ども、 ま 那侧の 政 
情を の 化 じすら、 これ 等は 後 H 
に 譲 b - 今！ 一^は 錫 道を 渉の みと I 
て 可ぶ 的 一^ かじ 實 現を 期す るけ 
中で わる/しわ しこの 中 は滿 
鐵線將 ホめ あ展に 資す づき 長を 
大萊 間の ぶ 太 線、 吉 が' お 龍 間 
の 吉お線 *1 でも ぁるが、 最も 實 
規し巧 力 y - る ものは 香 海總】 本 
で 本線の 現を のつ て將 ホを ぁ 
やぶ まれ^ 巧 •わ 掛滿銭 道 策 もや 
ぅ t ? -く が/立ず る わけで ある 0 右 
はぃ：： 啼 る-一幹 線 ニ 港 ホ 義ご稱 
する もめで 太譽 みの ごごき 政策 
を もつ' 臨い ものである といは 
れてゐ ^ e 

〔一、 I 搜 道、 一港 ホ義の 放棄】 
巧 瞬. ん。 シァの も 針を 踏襲して 
乂 述^ 中， む滿徵 一線 をら つて 補 
蒙 開を を 計證 したが 揚宇靈 巧 わ 
よび お!® 槐氏 一派の が M おが 速 
山 雑、/ 巧通鐵 道、 を お鐵道 じよ 
つて？/^ 巧 線を 包 園し 鐵道 系統を 
混乱せ しめじので、 先づ これが 
切 b がけの ためには 一激道 一港 
では ザ 利 どなを こど、 更に 東 支 
鐵逍 でよ る ロシァ 侧の 策動がん 
ましに 敵 本ま義 なるこ どを さ ご 
b 、： 滿篆 の開發 はニ錢 道、 ニ あ 
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水 

曜 

円 


東洋人に 不を 平な 

移民法 撤廢の 叫び 


ちが k 系 アメリカ 巧 おの 大會で 

.. 勞勵省 次官 スタ ルザ— 氏が 


巧 巧 小 件，‘. おを か.， っ 南を かが 
の 確な W 巧、 大いにを ホを 化で 
排り的；：*ぉ揃を擧けて居る當化 
の 支那-: T を アメリカ がに 協禽は 
まる H 鴨 日 ボワ リー街 五十 密化 
の 支 邦人 劇 藥で巧 働 おみ 宫ゥキ 


リアム •スメ^ ダ ー 瓦を ま賓と 


して 耕ち 巧 人 移民法 撒麽じ 就い 
I て 大いに 氣を 化いた。 


醜 




で 

S 

n 


ft 

な 

3 

を 

* 巧 

影 


第 


干 

の 

巧 

九 


g 

P 

號 


1 

ご 1 


勞慟 かを スメ^ ザー 氏は をの 
席上 じがて 巧 巧 巧に 法が 械め 
て 不を华 であ 4 みを お 揃して 
『を S 巧 刪 S 1 例 一一 巧が 人と 
除く 他み 階級の 人 牌は ァメブ 
力への 艾中呼 あが 許 巧され 旦 
つ獎 .腳 されて 居 石に. ら細 はら 
中 巧 b 泉 げんは これを 否を さ 
いて 居る が、 これは 現 巧が は 
法の 人 神的藥 別を 明白に ま 持 
L た b ので あつて、 をはを 衆 
踐證 封が 必-ず や 巧 かる 不を 
ホ。 る 移ほ法を修が？ る じ ま 


一を 確信す る』 ど 云 


下院の 外を 關係委 貴 じして 當お 


出み の ミ 作 トン •フ キッシュ 


氏 も 『をは 支那ん 系 アメリカ 巿 
民の 移 おを に對 する 巧 力には 援 
巧を 惜 まず』 ごな し、 民 半黨出 
身の 下院 雜 員。 1 リング •プン 
フック 氏は 璧じ國 おを 濟を認 案 
案を 遙會 じ提 おした 人で あるが 
『アメ 9 力は 字句 稱神共 じ そ 
那 政府を ま權 わる 政府 ごして 
特堪 すべきで ある』 ご 論じれ^ 

IV i 

この 化 マック* が 事、 國 は 故府 
對米赏 傅が 長を ち、 をを 脚檢事 

タツ トグ 、ア メリ々 じがけ る ま 
那婦ん の 巧 も ご 巧す るジヨ ー デ 
タキ ポンド ホ乂 をの 化 支那 學ホ 
巧 志の お說も あつたが、 溃說は 
いづれ. ^ ま那語 - J 通譯 されて 喝 
采を 博した がで ある' 


大典が 參列 ずる 老臣たち 

東鄕老 元帥は 精進を、 して 養生 


今秋の 辩大 ハは 畏バも 天臺陛 
下 御 I 化の 廊儀 にあら せられ、 
諸 典路じ 際しを 下の お 巧 じ 空席 


をぜ する のは、 まこを にお をれ 
をい 次窠 であると いム めで、 大 
禮使典 儀 部では このが ど 

宮中 お ホ 第一' 盼大動 位 0 
:ト 翻 一等まで のち 資格を 二な 十 
ホ 名のを 巧 じ 截し健 巧を 5 化の' 
欄 係から 愛 列を 拜辭 せねば なら 
ね 向きがない かご 閒 9 合せを 發 
して 居る が、 VJb わが、 大嘗を 
は眞极 中に 擧げ させられ、 こご 
に參 判者は 一儀 まに のみ 參 巧し 
て 化の 儀式は 拜辭中 上け る ごい 
ふこ ごが 巧 ホね ので、 八十 歳を 
前後す るを お だ も ^ ザ實上 
參列 不能の いきら 少なく 
U いらし く、 すで-」 樞を 潮間 {良 
井 h 勝么助 侯、 巧黑忠 慮で、 中 
が 雄か邮 巧の 諸氏け 郎ん で巧辭 
の 旨を 通知した」 また 儿 老巧 圃 
寺 公 绍をも 健康す ぐれず' まる 
，十 ホ H にはみ々 で 御殿 錫の 別邸 
から 歸来 しじが、 なほが 養を 要 
する ので、 を 列は 巧辭 'マる こご 
じなる らしく、 巧が 

唯一 ？ 化-位た 0 舊廣島 
藩 ま 淺巧長 動 おも 八 ト屯滋 の 島 


辭で1:!あり、 健康もすぐれ^:^ぃ 
ので、 まだ 巧を がつ かないら し 

、同家々 ち 職は しばしば 大禮 
使 VJ 往 ホして 巧を をつ ぐけ て 居 
る。.；；：* ほか 本 權兵衛 伯 •淸 浦を 
吞 子の 兩准元 をは 參别ご 巧を し 
陸が 軍の ち 頌東鄕 、奥 用 元帥 も 
八十を 超へ るを 齡 にも か I はら 
ずして 

を姬を おして 參 一列す る こ 
と 1 C '? つて 居る が、 取 b わけ 東 
鄕巧 帥は 今 L 陛下が 東宮に あら 
せられた ころ、 御 學問所 激裁ご 
して 奉 化した 關係 上、 老臣. 一 化 
の ホを ごし 下、 この 巧 儀に 參巧 
したい ご 今から 淚 C ましい ぶか 
b の 精進を つぐけ、 每年夏 じは 
が 畳 方面に 避暑す る 例で あつた 
が、 今年は 方~ 

旅舘の 食事 U どのた め、 

猫康 をを' 一ね ては なら i ：* い £ 、 
み息彪 たなで が、 V 」 れ ほどす i 
めても 聞き入れず 、てつ子 夫人 
(六 八) ご < もじ 滚 庭に 引き こ. も 
ら 、やい を 得ぬ 人の ほか じは 一 
切 面談を 謝絶し； W 出 も あまり 
せ や、 雨 さ，、 ふらねば 朝 タ邸內 
を 散# して 適度の 述 動を けつて 
をり、 旅 おらす で じ お 都 S 條大 
文字 崖 じ 申込みを 了つ たと。 


マ デッン 町、 ロ] ズゲ 至八ト 
町、 ゥ ォータ ー 町、 ニュ ー ボ 

7 リ- — 町、 デュ ！ ン町 、スト 
ラントン 町、 リ—ゲ キン ダト 
ン 町、 クリス チー 町 


巧の 下町から スタテン島 じ K る 
を 所 じ 散 化する 二十 軒の 洒屋を 
跑檢の 上洒類 I 切を 巧收 して 引 
上げ 目下 黨察醫 の 手し ょりこれ 
等の 酒類を をが 中で あるが 被害 
をの 死体を 解剖した 聲を醫 のを 
表する 所に； ^ る ど いづれ も 木精 
酒に 崇 b れ たもめ である ことが 
巧 然し、 ノー ブス 醫師 のかき 
をれ は アメリカ 禁酒法が 我等 
じ 示す 巧 個の 標本で ゎる。 余 
け 共 か、 に ま 兩黨の 大統領 候 
補が 馨を署 に ホて 彼等の 巧骸 
を 狂て 戴きたい。 この 木精 酒 
はが 等が 柯處 から 持て 居る か 
は をら 切 0 ね 話で わを。 
ど貴慨 して 运 るが 餐察侧 ィ」 して 
は 若し 押收 された これ 等の 酒類 
をを 拆の ± 巧し 木精 おがを 入 さ 
れて 居る こど だ お 然しむ U らば 
底 心 じ 酒 K まを 殺人罪と L て吿 


あする 窜で わる。 

こユ 13— クじ 於る この 毒酒 
狩ら じ 巧 肉の 對 照を 示して 居 
をのは 去る 八日から ボストン 
ホで おされて 居る 米國 外巧醫 
大會 じがけ & ォ ー スト ラリ ャ 
の 名醫户 1 バ 1 ト •シュ リン 
ク隱 ± の棋說 である。 曰く 
『余は アメ 9 々じ ホて 顔色の 惡 
い アメリカ人を 見る 每 じを 然 •酒 


く-- で 顆けづ b 迦る ごい ふ ホ 
貴が、 局面の 展開 ごと じ スタン 
ドの 上から 打^ ながめられる 化 
組で ある， をして 一駒の 進退 ご 
£ じ踞 破を 人の 講評. い ラゥド • 
スピ ー 力ー で 化 送され る。 今に 
お 葵の 置大學 ちー グ戰 とい ふ處 
主で 巧き をぅ だ。 


打撃王 コッブが 

日本へ 遠征 

. 職業 致 球 團引卒 

ジヨ— チア W オーガ スタ 八日 


發 == 『ジョ ー チア •ピ^ ~ チ」 球界 
の 人氣を 一人 じ 背負つ たがで、 
過去 數十年 じちる メ！ ジャ 1* 
リ ー ダの 打擊 王と して 聲 をを 轟 
ろかした タキ ラ， •コッブ 君け 
愈々 本年の シ I ズン をを 殘らじ 
豐府 アスレ テックスは 元ょ 6 球 
巧から 永 かじ 退く こどに なつて 
居る が、 野球 黄を 時 R の H 本ょ 
ら切 もに 懇鬻 された ので 遂に 職 
業 野球 鹽-^ 引 卒し ホる 十片 二十 

四 H じ オレゴン 姻の お- - T ト ラン 

ドを 出帆し = 本 にがてを 大學が 
球麗 ご 約 十 巧が 合した 上 十二月 
六 U を W て歸义 する 旨强 をした 
が 渡 H すべき メンバ ー の 顔觸れ 
は 近 < 被 おされる はず。 


元 味を 匙ず 帶の 古代 装 巧 1 德針 
千 四 五がん み 離 製す る こ-」 じな 
つて 冨 b 

奏^^ 0 で 小ち の 装ぶ け 極 
乂 、大 '中、 小、 极 小の H 通ち 
じ 定めら い、 目み 量で 注.- (され 
たが、 総理 大ぉ W 下 高 葛！ の 装 
まは 巧い 加賊じ 調製す るげ じ ゆ 
かや、 一人々々 身 化の 大 '.'さか 
ら頭 、お。 ざの 寸法まで‘ 一 から 
ン ックリ V - 身体 じを ふ换 "'巧ら 
ねばならの 關孫 上、 大瞒ニ 調度 
部では わを くご もと H 未 . S で じ 
をの 寸法を はか h 了る 事！' なつ 
て 居 ド、 ところ、 今日まで.： くれ 


を飮わ わが オ！ ストラブ ア A と 


隱 むて 惡 酒を 飲む アメリカ人の 
お 照 じ 驚く、 元 ホア メリ々 人は 
池氣 のぞい もの やお 水化物を 多 
C 食用して 盛んに 水を 飮 わから 
自然 毒を 養ぶ しこれを おず アグ 
n ホ ー 八 巧を 缺 いて 居る。 なに 
余は 醫學 上の 立瘍よ b しても ア 
メリ 力の 禁酒法は 改修すべき も 
ので ある ど 思 ふ』.； お々。 


早大 グラゥンドで 

生きた 將棋 

人が 醜に 掠して 

『巧 店の 將拱 じけ ふ も 人 だか 
- J で將棋 はまず 髮床か 俾崖さ 
んの立 旗で ずるの が相瘍 だつ わ 
が、 この ニ、 一二 年は ラダ ォに 

街頭の 詰將棋 じ、 H 比を 
音藥 をの 大將 拱對 局へ ど 大衆 的 
な 進出を G して 巧 だが、 今回 早 
大 グラゥンドを 面を 胳拱盤 じし 
て、 人間を 駒に 假裝 させ 日本一 
の 乂將棋 ファンを ぅならす 計 書 
が 成つ た、 何しろ、 盤が ニ诏四 
十一 ニ疊敷 2 廣さ 、さしては 素人 
から 將巧 職盟の 人達 じょつ て 選 
拔 される はやで、 十月 ホ 適當の 

1 T ん ..ご •い > 


頻 々たろ 死者に 驚を 

官憲 感酒 狩り 着手 


一 H の 死を サ 一人 で诉 一二 人 
壤洲 のお醫 者が 禁酒法 修正 カ說 


ニユ ー a 1 ク 誉接叟 ではが 遇 
0 ホ 市内のを 巧で 所謂-: ピ ー ク 
イ ー ジ！ で惡 酒を 啡 つた 巧め じ 
路傍 じ 倒れた‘ ま： 中毒の 上 即死 
j する をが ぞいめ でを 方面 じず が 


の L 捻擧の 手を 娘が して 盾た が 
去る 巧隨リ のかき 巧を 二十 一人 
を 出し、 上曜 n な ホ このため じ 
倒れた る 者 化 S 人 じ 達した ので 
被害者の 最もを い 巧 所、 即ち 


杖 球界 消息 

H 本が 球 協 會のゴ < フ 競技 會 
は豫 をの 如く、 まると 日ナ リス 
ベリ—' じめ て擧 巧され 會 する も 
のの 十五 人、 午前と 時半ょ ら扯が 
技-」 入 b 午前は 順調 じ濟ん だが 
午後は y ンクホ 旗 乂人タ 數をも 
めれ る爲 めつ ひに 九 ホー グ じて 
决勝 する 0 己むな きじ ま b パン 
デを も半贼 して 總計 二十と ホ— 
A で 勝負を 極めた。 午後 六 時 ザ 
同俱樂 部の 食堂で 晚餐會 を 開き 
の 島繁ニ 氏の 挨歡、 齋藤總 領事 
の ゴがフ 都々 逸發 表、 化 平々 ッ 
ブの賞お授おま‘かぁ^、 一同ゴ 
Js . フ都々逸をな鳴し歡を盛して 
歸 がした。 受賞を は 左の かし。 

ネット 

一等 渡邊 (を) I 1 とキ 
二等 戸 旧 二八 
H 等 お (義 雄) ニ义 
四 等 山 巧 一一 化 ザ 
午前 最巧お 子ット 
巧が 丸 ニー 一八 よ 四 
午を 最 巧ち 

早 川 四 五 i 五 ザ S 化 半 
日よ 俱樂 部ゴ グフ敎 巧よ b 贈 
られ じる クラブは 當 H グロス 

の最巧 点者 お ホ 誠 治を が 八と 
H 四 四を 計 ニニ-点で 獲得す 


日を 選んで SU 間 巧 はれる が 
1 U じ 十五 六 面は わ 目 じかけ 
豫を である。 當 円は 

關根あ 人 か 西、 卡居八 段 
が柬ど 大目 附の 格で 立會 ひ、 日 
本 將巧聪 盟の棋 ± の 面々 S 十 余 
名が ズ ラリ ど 兩侧に 居並んで、 
審巧 のか 添 役を をはる。 將 拱の 
駒は 一定の ユ ニフォー ムじ 身を 
堅め、 巧の 將棋 二十 駒が 東じ輕 
列す る f 女の お 裳が 二十 騎西 
じ 列んで 對 巧し、 ち將 。る 

人間が 眞中じ 喘が ど 身が 
まへ る じ 反し、 飛、 巧 役は 汗 だ 


卓上が 話 


ホラが 首相 

一世の 睹葵 

巧閣 諸を の裝ま 調べ 
御大 禮の諸 準備は n を 追ぅて 
進み， を 補の 御調 度 おも、 ほご 
んど 御用 命濟み ごな ち 

一番 後 まは しじされ てゐ 
た內 閣總理 0 下が 國務 大臣 並び 
じ 大磯使 長官を 始め、 閒烏官 連 
の あ 通を 禪の 装束は いょいょ 數 
日中 じを 御用 悔じ 調製 方を 下命 
される 運び どなつ た。 總理 大臣 
な 下の ぶ寇束 滞のを 文が おくれ 
たのは、 輔 々の 事情ら あつなが 
政局の 安定し むかつた こどな ど 
も 一つの 原因に 歎 へられて 居る 


名物 栗 緩 頭、、 が ホ 糞- 貨澤 を 
甘納豆、 巧 化を 禪 
煎餅 卸小賣 。のし 餅け 前日に 彻 
注文を 乞 ふ。 

御 注文は 松風が 窩嬌 
29 W . 是 th S 二 e 三を a 雪 置 4 


ト—キ 1 て 宣傳 

共 か 皮 半兩黨 大統領 搭 战け旣 


じト ー キ ー で 大いに 宣巧 じ努 


めて 弦る が. 今 巧ァ少 •スミ 
ス 知事 S おじ 當る 本年 一つて 
ニ 歲ホ柳 巧の ァ ー サ ー サ、 頗 
る 美聲の 持まで ある こ'', じ 眼 
をつ けた ト ー キ ー の會 r もは 早 
速 ア—サ ー 君に ち 名な すキ 

ドウ オ 1 ク •オブ •ニ ュ！ ヨ 


- — ク』 を拟 はした わ不リ フジ 
! ドウぶ！ で 上 滞す る 避で あ 
る。 


たので あつた。 VJ ころ^ 

最近 か 局 も完を じかを し 
たから、 W いふ 譯 でも あ，； まい 
が、 旧 中 首相 お 下を 大臣し* ょび 
大官 連の 装束の 寸法が で： でし 
大禮使 調度 部 じ‘ 賴吿 され 一. ホた 
ので ある。 をのぅ も j 化 一 化の 
晴れのを で 巧 歲を紫 農 殿を 庭 じ 
奉唱す る 旧 中 懸理の 束帶の 寸法 
は 帽子 (冠) 六 ィンチ 乂 をのと 
たび (くつ) 十一 文、 着物 かを け 
(束 帶ごニ 尺八 寸 。大禮 化 パ この 

寸法 じょら 注文す えので 
あるが、 十】 义の ねび とすれば 
極大の 部に 屬 する 特製の くつを 
作らねば.；：^らゃ、 巧帶の一一巧八 
寸 もこれ また 顿大の 部で あるが 
帽子すな はも 通の ホ インチ 八 分 
のとは まづ 普通で ある VJO ' 


化粧品 卸ち. 

五味 商會 

ニ. ニ Ih 宙', 三. 呈 y 
S S 享 ei ニ 7 さ 


御 菓モ舖 


新 鱗 魚 か 一切 


日本 入 時き のを 魚 潭も駐 ぉ 間 
お 挪廉 憤で 大魁强 をし 心ず 

サヴオ ナ魚馆 

JoselprI り avoa ぉ 

援 4 W . 61 st St ! 

Hel . 0 色 umbus 泛資 


目本理 髮鑛淸 


西國十 I ニ 了 目 巧 蕃地 一二を 六 室 号 

-ダプ ブロア (第み おさ 闽卞 HT 目角) 


日本 散髮屋 則がん| 


お グ年閱 申 村を と共に 銃 業。 

ジ ヤシン ト • フ 3 ツ 3 


ご W . ち th St . N . y . 畳 y 
巧 ミ . G ロ libus Ave . & Gen すと す rk ま芭 
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舞 禮慨人 i 

►社を ダンス A 


，ま お 体操 




了 尊 
親 巧 


朝 十 時。； お 十一 時 

シャリフ 》 タ V を 

ング： i 籍學 校ネ棠 

上衫タ 


謹 渡虜吿 

謹啓 毎々 御 引 立 じ 頭ら 誠 じ 難 
'有 厚く 御 禮中上 煩。 隙を 小を 
儀を ホょ 6 經營 中の お 田 旅館 
を 今闻武 田义お 氏じ讓 b - 渡し 
侯 間 此段御 通知 申 上 候。 が ほ 
今後 も 相 變らず 御を 證の おを 
願 h 娱。 - 
昭和 S 年 化巧サ 二日 
元 山 石 m 旅館 ま 

江川 作 一 


讓受虜 を 

謹啓 時下 花 露 寂 橘の おを 位 益 
益 御 淸祥の 段 奉な 上 候。 陳者 
小を 儀を 山が 貧 じ 化 勤 中は 一 
方；： >ら ぬ 御 引 ホに 預 b 誠に 難 
有 御 厚 禮申上 校。 今 巧 江川 作 
一氏 經營の 岩 旧 旅館を 譲ち を 
け誠實 誠意 務めて 諸 意の 御滿 
足を 柏卽 ちが 申 お 間 巧 卒倍舊 
御眷 顧の お 偏に 願 上 候。 敬具 
昭か參 年 化ち 廿 二日 

武田 文治 
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八 0 毛み！ 八 八と S 
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- Plion もむ rtlan が おの 


T(! パ 删 け om 目 朗化 L 扣. 

化 W Y 郎 K が EN む 
Raam が 4 
1 がむ が お 巧 

Tel. Haim 做？ 444-7445 


け 8 Yokohama 
补 が お 能が I L お 

5ih Floor. Equitable 8ldg. 

巧 0 Broad 巧 a もん ,. 

巧 邮 e Redor 巧が 


MOGI， MOMONOI, 
COMPANY, Inc. 

! 1 化よ • け 化 S しん Y. 

I M Stuyyesan バ目 9 目 - 6-7 




Nippon 

D び Goods Co. 
け 81 Broadway, Ciiy, 
Cor.31sf St. 

Tel. Pennsylvania 5 お 0-51 
む 日 m 4 巧 


Nara Trading Go. I 

151 ぶ t:h Avenue 

(Cor. 21 な な.） 

Tel. 帥 9 加 がが-が 


Im 咖お os., liu;. 

Formerly 

おが uh が hi & Co. 

1? East 1 む hfU ■ お . 
Te!. nig 加 quin おが-が 


H を 郎 TS & 郎， 

1 が - 1 が FifHi るが,， 
佩 r, リ おな.） 

お W Ysrk む ミ y 
h\. Aigcnquen 5835 


WALKER & FL 0 IIIO 

CUSTOM TAILORS 

20 D 巨 Y ST., NEW YORK 
Ne が Church St. 

T 風し CORTLANDT 75S7-75S8 



男女 及 小话の 

衣服 類の 意匠 案 化 
截 方、 型の かり 巧を 
習 ひなさい 



貴 令を 製ナ H . フ銳筆 顧 
金 

屬 ホ金離ぉ^| 1 金胸飾類 

寶令 金銀 製賴草 入を 種 
お 

商 令 美麗な ピン 時計 鎖 



晚香坡 每ニ遇 一 旧 出帆 
▲でム プレス 加を 太 ご 一クエ 00 觸) 

十一月】 H 

▲エで プレス 露巧亞 ニ 一穴、 五呂 お} 

\ 王を す 

A で 心 プレス 西細亞 S を 空 0 巧】 

一 そち 一日 

▲ で ム プレス 加 奈太ご 男 • 空 0 巧 ) 

一. 至 巧せ 一日 
一を、 二等、 一二 等 巧び 下等を 設備 
最み善 ホ、 な 快走の まがが 巧 船 


▲を 巧 まみ 等穀備 巧を 岛璧思 » 巧 もる は 乘巧真 
のを 魚 巧 切 T がさみ じ 當 ホの 誘 S 寸る 處でブ 
A 當 を 太平洋が 掠 I 二等 設備は を 部苹睹 的を 良み 
施しました 、ホに 沙 ホ おのかを は 巧謂ッ 14 
ス トサ — ド 又は スナ王 -f フ V トクラ タスな 上の 
值 植み樹 へで おリ をす 

@ を 巧 出 皇ボ / グザ經 由 【正午 ぉ 化 一 
春げ \ み.. •十 巧 ホ 四日 
西 比 巧盈化 十一 巧と 日 
化 十一 巧 廿 】 n 
丸 十二月 お 日 
で乂 ち 丹 十九 日 


乂 

天 


巧 

を 


U 


W 


# シアトル 趣 帆 〔午 か 十 時 巧 化】 

魏 醬竞 十 巧 二十日 
巧豫 一丸 十一 丹 
靜 .岡 _ .无 王 巧せ と 日 

@6 敦 鼓 日本 巧が み 

豫 巧 十 巧 十 化 日 

摩 島ぶ 十一 巧言 

A 紐 育を 化 芭 鹤由 B 本が 養勒 お.！ 巧 ニ 面 
A 漠遵 切替 寝 產袭ぶ 化 萬 寒 街 留まに 御 あ 評 申 財 
▲ 太 西洋 乂 淀 賠會 たが 船な 巧 巧 値を じあ 計 i 寸 


ヮナメ ー 力 ー の轉を 

日本人の お 買物には 時巧掛 員を 廣き無 
料で 御 塞 巧を 丹 電話 又は お 手 親 次第 御 
訪閔 して 御 便宜を 計 b 初めて 曲 わ 方に 
到して は 特に 注意 致します から 是非 お 
立を ち頗ひ 巧巿巧 配達は か證 B 本 其 
他を 亀 おの お 荷物 發 送は 當 ホで 教 しす 

レ^ ヨン ヮ ナ i 々 1 


- ニ； ミ-;! pplllnw- 等- 主* ち I 量 过 


資本を 壹 億 旧 
拂这濟 資本を 六 モ萬圓 
賴 立を 六 千 一二 百 五十 お圓 

齡賊 S ホ 銀 巧— 支 巧 

本店 ま 京 お 日本 橋提本 革屋巧 五を 化一號 
支店 小 辟 日本 橋を 巧 ( I ) 讓 
名 ホ 崖を 都 大波 西 (大 皮) か 戶 
廣島下 關巧司 若松 巧 岡 長 巧 
上 おなお ま 買视水 


保 巧 乂巧替 .電信 送を' 化 送を. 旅行 信用 狀 
巧 業 信用が 其 化 一のを 巧 業 

次 鱗 減 S 萎 銀な— ま 巧 

辄お 送金" 日本を 地がず 數 巧？ 迅速 化圾 
本店 預金 (定期 通 かノニ 巧〕 御が 利 取 巧 
本 ま 巧 束を 丟坦 、大阪 •神 芦、 京 郁 
所が 地名 古屋 、小が、 上が、 が 致 


▼鄕 里を を 茨び ホ 送を {無ず 巧 巧 r か函 
巧替賣 買、 荷ち 替 取組 取 立、 信用 巧な 
巧 等 一 殺を 巧を 務询巧 巧 じ 取を 可 化 お 

能 賊臺灣 銀 巧— 出張所 

本店 臺海臺 化 

支 巧. 東京、 構 巧、 大 お、 神卢 、上 お、 漢 
ロ、 福 州、 厦門、 細 頭、 香港、 廣 東、 新 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 パ タピ 卞 、を 巧 

カグ 々ッタ 、餘 致、 其 外 窠没十 巧 ダ 巧 


、資本を 蓋億圓 (全額 拂这 巧) 

、犧 立を. 一 僚 二な 五十 萬閱 
內化本 支店 U 橫瘡 {本 巧) を お乂阪 
. 神 ロ 長が す 巧を る 馬 

機鑽ぶ 金銀 巧— 支 巧 

ホ國 をち 巧 H を港涯 麻ホボ 布を 
其 化 化 巧が 疎 重要 郡 市 ニ そ 巧法ュ グン 
ス 巧之该 


本 店 大阪化 お 五 了 目 
が 育 支 巧が 育プ 0 1 ドウ 玉— 巧 四十 九を 

靈 住ぶ 銀 巧 

日本み (茎ち 横 潰、 名 古尾、 京挪 、神戶 
尾ノ 道" 廣 島、 吳 、柳 井、 下ノ關 
がま 巧 (巧 司、 ホ 倉、 巧 お* 巧 ホ， 乂窗乂 等 
本國預 を、 鄉里 送を 等は 裙め 
て 御 巧 利を 速 じ 御 取 あ 可 申 お 


本店 朝鮮を 巧 

ぶな 出張所は U 本內 地の 樞要 都巿 、朝 お 
滿渊 、ま 邪のを 地 及び 浦 盛巧德 

朝 餅 艱巧紐 育 お 張 巧 

み 國爲替 一般が 巧 業務 靖 々御 巧 巧 じ 取扱 可 
中上睽 


藤本 證券 會社 

一般 有 憤 証が ノ湾 買、 引を、 募集 
▲金 触、 化 ニ 之ニ關 ス^ 一切 ノ裴お 

S 藤本 ビル 万口— 力— 銀 巧 

級 育が 張が 


日本 郵船 會社 (並 ニを 鐵道會 社) _ 一 

代理店が 觀 兄弟 綺會 

乗車、 乘 繊巧 符並じ 小荷顿 運送！ ^ 利に 取 後 申します 


がぉ视 



T 3 
G 巧 9 
巧く cAi 

9 が 3 
化 抓 巧 
U Y £1 
B V H 
- 巧 E 

•X el ■ - » 
化 S R 
的 E 6 

EGG 
T る N 

謂 m 邮 

Mra 細 

I N 

A RU 

B M 

7f o— 


(午前 十 時) 
十一 巧 五日 
十一 巧 ホ B 

十 巧せ 八 B 


るん ごん かは 一 立を 萊 
客室 おか 襄を族 室— 


シア"^ 

あら 皆 ま 見 
„ あを ぞ江 化- 巧 
I ^ん ぶん 祐 パ 坡謹總 疎 ) 

! 穿 一等 横漠 一ぶ 盈燕 
j お t ピリす み 
I ▼ ご專 呂ネ巧 をえ 乘を室 おか 襄を 族 - 
- ►颁慕 導に 镑リ 一诺筑 一樓项 巧發巧 致巧淚 

I a K ァ A ゼす 抵视 (午後 一二 時) 
もんて びでお 泉^ 十二 巧 十日 
はゎい 免 \ 一為 ま ハ呂 
ザ 一等 猿濱ニ 一二 0 麗^ わい みを にら 丸一 蜜 弗 
▼诗削 三等 9 本 巧を 十 丸# > H 等 目 本 お直 十を 弗 
▼を 雞羅お 朽繪牽 巧 葬 磨 妻 券 購入 8 旌 化づ淚 
I ►紐 育 線’ パナマ 經ホ a 本 支那 巧 寶物蜡 丹ー闻 


精々 潑强 巧れ 擲 引ぶ 顚上候 

陶 顧器雜 當郵寶 

春 如藏會 

H 本陶戚 器雜霞 一^ 卸寶 

ザ 元 ブタ^ 1 ス 


H 本陶 猫器雜 省：： 

ラ ふ ブ卸寶 

奈良 貿易商 會 


H 本吳服 反物 キ モノ 

テ 1 ブルク ロ ー ス 驚.'' 

諸 雜 貨 卸 商 

i 献 0 本 ドラ ィグ 1 パ V 商會 

特别廉 櫃で乂 勉强新 流 わは 當 みの 特長 

^ 少 

り 本 陶黑雜 貨 
ドライ ダ ー ツ 斟販賣 ，. 

譜残木 桃ホ铅 


八ィみ ラな 紳± は 

が 立腥を 巧し まず . 

夫れ 1; を （身 じを ひ、 見掛けは 宜 < 、を ' 
して ル.： 來 をょ らも 長持ちず を 事を 领 つて 
るか *: です。 弊 巧は タ數 U ホ 紳 ± の' 御用 
を 承 C て 夏ます 0 

： p 化廣吿 じて 廊巧 巧の ホには 

六み 割引を します ‘ h 
御 注た のを 柯じ係 はらず を も 巧 一度 ホて 
見. てて 3 ぃ • 

ウ壬 ルカー エンド フロリ ホ 洋踞巧 



魔め をを し 巧 女ぶ び 小 兒のホ ii 
配 類の 截 ホ、 縫 方 一切 及び 着 
庶の合 身せ 等を 紙型を W つて ^ 
i 入々々 じ實際 的-し 親切に 敎 .i 
巧 致して 居らます 巧 得する に.^ 
一. 極 （を 易で 而 かも 適 巧の 職 心 
ザで 收乂 のをい 事は 申す を も "ぐ 
* らま せん 畫巧両 巧 あらまし i 

一條 か 等 も 都を をぐ あ ホて 居 成 
t. ま-^。 

と ツチぶ ル デザイ ニ、 V クス々 


...'..一 马 


家具 賣度點 誌 細 

具 巧 急を 僧 じて 護 巧し 委細は 手 
紙 じて 左記 巧を 涉 あれ 

お 育 新報 EOX 1 と 0 


讓度鸿 I 請 fff ? 

1 ティング ゲ！ ムぶ急 ま 借で 賛 
度し 瘍 巧は 巧 サ五ふ 目を 細 面談 
皇 罩 一 芝 ご 2 置 St . 量を 量 em Museum 


御 披露 

今回を 年 經驗の ぁる 腺 利きの 
日本人 職人を 雇 ひ 入れました 
化れ 迄の 横に 御を 樣を 待たせ 
る犧の 事は 御座い ょせず 精々 
勉强 をし ますから 相 變らず 御 
摄 負の 程を 願 よげ ます 

淸韻髮 巧 

西 四十 HT 吕巧番 


特 一別 廣吿 

沙遮 にが^ 便船の 郝を 上紐 育 巧發期 シ豕る 

十月 十四が (日曜日) 午後 六 時 二十み 

ペン シル 一 hi ァ 停車場 發 - 

じ變 更仕徑 j 顶化段 廣吿仕 候、 追て まだ 御巧达 なき 
方は 化 際を 急 御中 送 下さる 橫願上 候 ； 

賞 觸母國 訪欄團 

東 お 十 お 了呂 1 1 ニ醒 
i! 電話 リ！ ゼン ト I ニ 四 八 0 


ラム プ 及び シルク グ ぶ— ド 

製 遊 巧 姉 質 手 塚商會 

サ iL Y - TETSUKA CO . 

ニ 置 24さ Si J . Y . 呈 ごぎ 夏 sea ち 31 



‘ . 一 .. r - 


御大 禮審 親會 とを 留 同胞 

殷に 规-れ なく 婦人^ 加入せ よ 

奉麻大 晚餐會 にも 擧 つてが 席 


廣報 御大が 奉祝 會は 巧が 總領 
一事を をを 曾 長に、 草 信 n 本人を 
をを を 長 じ 惟し、 滤務 部は 田 島 
H 本お樂 がを 長 じ 貼な 滯 はか 木 
日會 副を にじ、 巧を 部 盛武間 H 
本烘樂 部を か 委員を じ、 廉務部 
は武 がの 長を 高見 i.w 意み じ 夫々 
ま宰を 化觸し 最早 一二 旬 じ 迫 まら 
つ： ある 巧な 一 氣呵成 的 じ遊說 
運動して なが 官 にの 誠を を披避 
! する じな 城な きを 欺した しとは 
- 頑 b 當 なまの ホ遵 のみ だらず 巧 
一 胞化會 の 輿論で ぁる。 右 じ 就き 
率祝會 のか 巧の がを 擾& 

- 化 木が 格 部長は 語 *<1 『秦藏 
: 貧め 經 巧は 勤愤の 聖旨を ~ を 戴し 
: て 出 巧 得る 限 ゎ 冗 裳を 猫 I 約ず ベ 
一き は 勿論なる も 御大 禮が菩 々の 
I 1 化には 巧 遇すべからざる 絕乂 
一の 國ほ的 盛 煤で あるな 上 適當の 
ー按 おを せねば なら や献 主お费 V 
妥會贊 な 外 じ も 己む をお I ： ざる 裳 
; 用を 要する £ あ 諸を' か. か^ 店 ご 云 
I はや 孰れ 當該 委員から ぶ 願 じ お 
j づる であらぅ が 化 際 一 殺 篤を み 
反 奮：' て 率 麻 曾の 箱め にを 赃ぁ 
ら^^^を希駕ずる』 

„ 巧な 總務 部長は 語る 『總綠 
部に がて 廢も 重きを 嚴 ，一仕事は 
I 記を 献上 おで ぁつて 時が 委員が 
I 指名され 目下 愼 重に 義 g 中 ご あ 
; る (窮 一に 紐 育の H ぶ 入じ關 係； 
; あるち の’ 巧 二な 紐 巧た 雜 巧め 
i るら の、 祭 云は な 米 H 孝 乂じ因 
.め るら の、 第 四は 米 踏に おめ る I 
; もの； 順を じ 化 6 慎 補が を 選ぶ 
I 中で あるが、 第一、 第 こ、 谋 一二 1 
'はが 留 W 胞 よらが 上品た しては 
柄を じ も 適當な ものが.- 矿ぃ賴 が 
あ •。ので 目 T 給 巧に 就う を衔中 


I である』 

! 風閒藥 ちが 長は 語る 『大宴 
をは 日本に がける 大變 第一 日を 
遭み 十一 ロ 十 ホ 日 ごし ホ テグ ァ 
スタ ァは 現が 增誤 中の 火 1 フ乂 
食堂が 本 巧 中旬 完成す るから 場 
所 ごして は 申を； y ■かるべく 當巧 
はを 祝 大晚餐 貪 じ 適 當な裝 飾 '^ 
餘興 ごじ 苦必を 凝らし 夫々 特則 
委員を 指名して 硏 兜を 偶 中で ぁ 
る ° を錢は 五 ホ 服装は タキ シ 1 
ド 又は 巧 成 黒服で 婦人 岡 伴の 出 
席を ホ 誤す る 巧 第で、 赏會の 切 
巧は おお 部 委員 諸君ょ も 御 願す 
る T とと， y. つて 居る が、 巧 謂 千載 
一遇 ごも 巧 申 盛典を 就し をる 爲 
めじは 擧 つて 出席ず る 樣お勸 し 
たいので ある』 

高見 庶お 部長は 語る 『奉祝 
會の 事業は ( こ 貧を 捧呈 ニニ 記 
念 献上 品 捧呈 ニニ) 大宴會 開權の 
S 事業に をれ て 居る が、 賀表 お 
星は 總務 部で 內定 したので 殘る 
事業は 献上 おど 大寒 會ど である 
化 方面な 庶 巧 部 委員な 五十 余 名 
がを 擔 して 居る が廳 をけ 同胞】 
人 一典 巧】 VJ し 婦人 子 おもを 望 
をは加乂されたく、 をも巧巧ら ^ 
ず 所な く 吾々 は 等 かじ 化舊 用を 一 
食媳 すべ < 、適 嘗^ 献上 品 捧呈 
ごみ じ 巧 お 帳を 作ら 献上 者の 巧 
あ をら 天覺じ 供ず る 針 書で ある 
窥 切は 本 巧 一な であるから 庶務 
部 委員ょ なの 密訪を 待たず 巧 意 
じ 御 ぁを ぁ b たく 奉親轉 事務所 
は 使を 上 H 本人を を植 用して 居 
るから 萬 事の 御 聞を は 同 事務所 
おて せられ 度、 外人 中 加入 希望 
者 あれは 敢て あまざる モ針 であ 
る 一 ご 0 


^ 藤が 男 一な 

今朝 藉紐 巧豫定 
一 蜗際聯 盛 n 本 化 おの I 人 ミし 
j てジ 3 ネ ゲヮ； J 恃派 さがた る 貴 
I 族院講 眞ち爵 お村義 離を】 巧は 
I ォ リム ビックち じて 昨 蘭 着が の 
I 笠''.^ ゎった. か 天候の なめ 本 H 着 
I がすべく、 ホ テ^プラず じ投あ 
: 楽 朝 雌 時，^ 赴き 十 S ド」巧 地お發 
'ナィ ャ ボラ ホ 彼 古を 経て ホ 港に 
古；. し 二十り お 帆の ブ レッダ ント 
一 ジでフ 7 ソン 巧 じて 歸辨の 致を 
.でを る。 本 夕は ビ^トち ァ じが 
ける 齋藤總 做 事よ 惟の 歡迎魄 を 
'食が ある 酱で あつたが、 膝が 巧 
; は 晒 喉を 脯め 盾る 爲め附 添醫帥 
; の 進言 じ 化 b をる のな なお 席个 
; 巧 能。 も肯 船中 よら 巧 信が あつ 
たどろムろでかる。 ホも病势巧 
進ヴ ざれば 大体な ぶの 旅程で 卽 
朗 f るなら いど = 


幹事， 化 川 元 幹事， 岡 島 敎治氏 
夫妻 S 答辞 あら 孰 n も 敎會を 巧 
し 隣人を 愛ず る 燃 ゆるが 如き 叙 
馈 を披歷 しがるべき 慈善 パザア 
を 成 巧 だしめ むと み盧氣 かを 致 
せる もの あ‘ り ま 後 諸 柿の 演藝を 
おの 變應あ b て 雜况禪 じ 散會。 


; 美な 敎會々 合 

■ 旣報組 育 H 本ん 巧 S お會 じて 
_ は 去る n 幡 午な 八 時を 期しが 宿 
I をが 人を 巧 歓迎、 が 梅が 道締人 
: 並 じ 幹事 迎 を、 岡な た娶 、化 川 
ニ兀 幹事 送別を をな をげ る 親睦 曾 
を 糊き nu ドクト^ 司 食ので に 
一 旧 中 曾 針、 お 胁化師 、巧 中 巧 話 
: 貪々 を、 岡む 技 五郎、 を 井關を 
一外 蚊に の 誠ぶ を 溝め た迎 をの 巧 
I が あ b ， が 夫人 脇 崖、 楽が 新密 


磐 瀬敎授 來締期 

東京 ホ 大臀學 報 敎授磐 瀬 雄 一 
階 ±. は 助を 授化川 東 ホた 同俾歐 
米 極 遊の 途じ 上るべく 去 巧せ 八 
= 橫後 出帆のを 洋 化に 巧 乗 本 巧 
十二 H 桑 港 着の 豫 ぶなる が、 同 
化ょ 6 を 地モを 視察 シカゴ、 ナ 
ィヤ ボラを 經て 十一 巧 初旬が 育. 
じ 着 ホ タグ ペンに 投宿し、 東部 
諸 大學を 視蔡し 十 毛 H 巧 帆ん マ 
ジ で K ブック 号 じて 波轉 する 巧 
當 地が 巧の 門下生 化 本み ど b 夫 
人へ 宛 入信が あつた。 


郵船 羅府 出張所 

H 本 郵船 會 社り サンジェ 八ス 
出張所は 業務 尴 張の 必要 上 まえ 
一り よら 间が サゥス •ダ ランド • 
ァゲで ユゥ六 0 五蒂 じ移轉 した 


時 旧 洋服 店移轉 

を ホ 當ぉ両 四十 ニ r 目な 四十 
と あ 化に あつた 時 巧 信が 邮巧經 
を 時 m ホ 服 巧 tMr 巧 新 城 两如イ 
ン グル ウッド ホ ゲイン 巧 网十丄 ハ 
巧 じ移轉 した。 


勞働 商務 委員 會 

M 育 H 本人 會勞掛 部を 員會は 
ホる 十五 日 午を と 時ょ ち 都 じが 
て閣 催せら るべ （、廚 あ 委員 會 
は 同 十' 八日 午を 六が 半ょ b 生稻 
じ 於て 開かる t 酱。 

草 信 巧 夫人 入険 

高峰 商會 支配人を 信 竹 治 氏 夫 
人は 去る 一二 日 當巿巧 六十と 了 目 
巧 四十 丸 番ニゥ W n ジ々 グ醫院 
じ 入院 宿 癖 療養中 。 I 

山中 商會新 支店 

當地 第五 街 六 八 0 番 東が 美術 
骨董品のを 舖み中 商 曾では ヮシ 
ン トン、 バア 户！ バア 等 じ 支 巧 
を 開設して 渚 勤し つ i ぁるが 去 
る 一 U ょり 新 じあ 俄を 巿 化ミシ 
ダン •ブ グゲワ ー ド 八 四 六番じ 

支店を 設け 下 間 豐ま巧 支店長 ど 
して 趣 巧した。 

學 友協會 懇親 會 

を偷比 亞大學 日本人 學 ぶ協會 
じて は 秋季 懇親 會を まる 六日 料 
亭 太陽 じ 開き 山 席 者 二十 名な 義 
み 氏 司 會の下 じ 會長旧 ロ 利ち 郞 
巧の 報 吿演說 ぁ 6 次で 會員松 下 
正壽を 夫妻の 紹か 及び 新 舊學友 
送迎の 挨暧ぁ b 1 家劇繁 の帽緖 
を姬 びつ i 抱膽絕 倒の 隱藝 など 
續 出し 長 巧の 更 くる をら 忘れ 巧 
氣 露々 裡 じ散會 せる は 午後 十一 
時 ザ。 

" T 人 か つ 

苗 河 巧を 八 氏 國際巧 船 會社紐 
育 出. 張 所長、 ブ八 1 クタ ンケ— 
トア街 一よ 0 五 じ轉寓 APT 一二 
み 織 出寬巧 夏季 中 新 城 巧 州 じ 
て 雜貨營 業 中の 巧 氏は 化 巧歸が 
蘭 週木罐 U 巧 良觀お 事を の爲め 
面部 じ輕 傷を 負 ひ紹育 病院 じて 
治療 歸寓 甘る が逐り 快方に 赴き 
つ ミ ぁる お 

•館な 龍 ま 氏模潑 正金 糾育支 
店員， 今厨歸 朝を 命せられ 十六 
日當 地出發 二十 四 n 桑 港 出帆® 
を洋九 じて 歸朝 
•ホ 畑薰 良巧總 領事館 屬 巧、 
今 巧 西 九十 S 了 目 百 二十 四 番地 

アバ！ トメ ント九 D じト宮 、電 
話は I ゥブ ー ナィ ド 0 と 一二 
•村 上 柳 一氏 夫人 慶事 巧亭太 
陽 ま 人が 上 柳 一氏 ホ 人 方に 慶事 
ぁ b 化 お 女子 おを 巧 子み じ 健な 
•义山 郡 次郞氏 マヤ ミ 巿寫眞 
家、 前週 東部を 州を 巡業して ホ 
が、 あ 日出 發南 巧の 绪 


片刪 スペシャル 


新 ごろ t ぞ 
燒畳腐 
小鳥 照烧 
ほまれ 溃 
大巧を 


か 桐 兄弟 商會 


味の素 
懸賞 募集 

嫌 切 リ日延 .ベ 

皆 樣の御 希遵じ 化ら まして 
締切り： 一ヶ月 間 延期し ます 

締切计 十一月 一日 
發表 =： 十二月 一日 


味の素 特賣巧 

桑 山商會 

_114 夏 ST 這を 鸟：辛 Y. G. 
Ph 呈 a- Re ち 至 W ニ 3- 黄 5? 


尋人 


臟賄吉 原 巧 太夫！ 

氏 豫て東 巧 四十 H 了 目 セ 
ト •ジョ ー デ 病院 じ 入院 化 ~ 
養 中の 處藥お 巧な く 去る と I 
H 午前 丸 時半 死去 致され 候 一 
間 化 段 藻 吿化候 
追て 葬儀は 十 H 午前 十 時 J 
第一 街 ご S 十 了 目 巧 葬儀 i 
社 じがて 執 巧 可 化 候 
十 巧 化 H 
ぶん 總化 

木 旧 萬太郞 


東京 蘭 會特吿 


山 旧、 游を 

西洋 料理 大全 お 弗 
新、. ホ 浮世 繪 を 種 
生 田 流 琴 

五十 -V 弗 


替 ，東京 蘭會 

1さ W . 雲 Si . J . Y . C . 
TeL T 星 a 营 r 漂 送 


ア タィ •高 橋 

《.Atai "Takahas 星 

Meed you . Please Tele ： phlin 巧 
Mas ‘ spme 巧 iao 巧 

D . B . 


比 sSSSSrnk". 
303 Fifth Ave^ 

Tel. Caledonia 4101 

巧 旧 商事 株を 會趙紐 w ま 店 
Uchida Trading Co., Inc. 

11 Park Place 
Tel . 技 arc! 巧 ■ だ 7 6 

島 貿易^ 式會 を 
shmia iYacim 客 Co" Lt ん 
150 Broadway 
Tc! 巧 hone R がれ r 1 が 4 

がまを 化 赤 尾 巧を 
- Akawo 衣 Co., Lt ん， 
295 Fifth A が I, 

Tei. Caledonia 谷 7 扫 8-59 

が 倉 製 絲綻績 株 まを を 
Katakura 在 Co リ LtcL, 

200 Madiso 打 Avenue 
Tel, Ashland 4 呂 45-4546 

K. Miklxnoiu 

Mikimoto PearU 
535 Filth Avenu« 
Tel. Vand が WU 2 別 9 

ホ 貪短铅 w 、 す 巧 
Okura 在 Co.f 
30 Church St" 

Tel. Co け ! andt 2292-93-94 

H お 株 ま會お 
巧理巧 
商 巧が 會 
120 Broaiiw 化 f(. Y. C. Te!. R 扣 k ■な 84 
Facie け； 化 10 3 な h A 化 1 しし C け y 

淺巧物 まな ま 佩 

Asa ロ 〇 Bussan 凸 y 

Room 801 -805 
165 Broadway 
Tel. Corliandt 80 巧ぶ 052 

Gosho Corporation, 

Silk Importers, 

が Ea が 84 化な re が 

Tel. Ashland 4987-91 
Gosho C 〇 w !nc*» 
Cotton Exporters 

60 Beaver な " 

Tei 石 ow!;ng Grees S805-M 

巧 巧が 巧 ホを お 
な 育 事 蘇 巧 

Sou 比 Manchuria R. R. Co., 

Room 202 ら Canadian P&c 近 c Bldf. 
342 Madison Ave. 

TeL Vand が biU 4135 

H 井 巧を 巧ま會 it 

お育ま 巧 
M お 山 & Co., 

6 〇 Broadway, 

Tel. Bowling Green 7520 

株式 食 かお ホ 商 巧 
が 育ま 巧 
Iwai & Co., Lt ん 

Woolwor 比 BuiWi 叫， 
Tel. Whitehall 6040 

H 菱巧事 採ま會 を 
紐 育ま 庙 
M お ！ ibishi Shoji Ka ミ sha 

(M れ subUhi Co 巧 いん） 
120 Broadway 
Tel Rector 2560 -2564 

大度 蘭 H 二を 巧 朝日 
化 巧る 內 

Ostaka A 化 hi 

The New York Trim が An 打 ex 
Tel •し ackawan 打 a 1000 


円本 綿花 巧を タ肚 
なち 支 巧 

お pan Cotton Trading Co" いん , 
25 Madi»on Avenue, 

T ， l. Lexm が on 8780 


日本 生糸 巧 ま 食せ 

巧を 名會な 

1 日米 生糸 巧 式會社 

な 育ま 巧 

な 巧 支 巧 

1 が 育 支 巧 

NIPPON KMT0 yiSHJi, LTD 

Hara & Co., 

W が!- 祕 KI 巧 0 KAgUSII は i K&ISHA 

が ICHi - 技む KIITO CO., LTD.) 

Two Park Avenue 

443 Fourth Avc, 

1 Park Avenue 

Tel. Ashland 5320 

TeL Caledonia 7830-35 

Tel. Ashland 6246-47-48-49 * 


乂あ语 H ニな 巧 日ロ 
鈴 木 H 郎 
OjaJka M&inichi 
Room 306A World Building 
Te! • 技 cekmaa 4259 
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思 I 


m " W け .5-9 ,* h 則 0 

描 E 識篇 如 


淸朝轉 覆して 強に 十と 年 

を 支 巧に 直り 革命 成就の 祝典 

M お院 制度の 樹立を 機 會じ日 支 本を 涉に 移ろ 


P 關稅自 まから 濟南 問題を 解爽 して 條約 改修 M 

東京 特電 十二 曰發 -- 口中 首相は R 支み 交渉の 着手を 前 じ 日本が これ じ應 
じた 理由 じ關し ドの 加く 言明した 『政府 ごして は 南ぶ 側に 對し舊 條約廢 
棄 の通吿 取消しけ 强ぉ L ない が 臨が 辦 法は 取が し舊條 約は 有効で ぁる， こい 
ふ 誌 解の 下 じを 涉 S をず を 承諾した ので ぁる 0』 

まを お霉 十二 日發 =：：= 矢山總 率け 十二 n 閣證 をの 訓を をを， r たる 上 あを じ 赴き 王 正 姪を 相手 
じが 街す るが 今 四のを がは 關悅 ごま 權 、差等 稅を 問題が ら濟南 事が の 解 ホを 瓷！ ごし これが 圓滿 
じ 締結 さむた が じ n ホ お 約の 修 心を か 移る 黄で ある。 

東京 特電 十-日 發 = お 京 かなな 昨 ロよ も S 曰 じな 6 盛大なる 革命 成就 記念 巧を 擧巧 しつ i あ 
るが！！ 時に 苗 巧 政府は 齡梭 『ち咒 おか 圍民 政府』 ど冲稱 ずる 旨 布 吿を發 しわ。 


改造 さむた 南を お府に 

中央 集權 非難の 聲 

内 脚は 最向 評議 委員 會の 下道 具 

」.が十 - 日發-=ぶぉ制度^5樹なされてこれを司る權カをご 


して おか々 將 がけな 义 氏の 進 早で かるな 科を、 ま 己 省の 張學良 
將 軍、 閣錫山 お 軍 •媽玉 祥おあ & び武淺 、廣 おょら 李濟 仁を 等 
をな かした が最挤 が 諸を 貿^は 支那の 內 をに 就て 結 凿の權 利を 
持 もみ 觸 5 巧 かもを の權 能^ ij ： じ頗 して 居る が 施政を の もの-しお 
して M 等 お巧黃 巧を 帶 びて！ iu ' いこ ごは 餘らじ 中央 集 權の巧 動 
でんる ごて 早くら ホ 難の 聲 W 一高 ま > 幹部 側で けこれ 等の 不平 か 
子を 統； する 必要 上 盛んに おみ 独 硬 かを をキ 張して 居る。 


上 お 十日 發 n 淸朝 倒む てな じ 
十と 年、 お 巧に を 命の お 一聲去 
擧 げたの a 恰 かも 平 九 巧 十 一 を 
十 巧 十日に 相當 ずるので 最巧五 
院制 巧を おなして 

^ がが しじ 巧 巧を おはこの 
n を 機巧 どして 一二 U にお 6 を 支 
那の瞬 ± にぉ々 しいを 命 記念を 
を擧 巧した、 即も酱 首都で ぁる 
化ず を 始め どして とお、 天を、 
廣柬其 他 重 嬰が 都 ホには を离く 
靑天白^なが織へも民衆はゎを 
氣か 1^、ゆつた5どこの9 を祝 つ 
たが、 政府の 革 如を け 南 巧を 中 
むごして むけれ おあ蹈 高げ 號委 
貫畏 .こ U ら純 おた る大總 埋の權 
贼じ 就いた がか 巧 おがを 始め ど 


もじ 浴す る こどで をる 公な しこ 
G 四 巧 素は お闕將 ホの 興亡を か 
r ' る 重大. y るが 件で ある ど說い 
お、 尤も 今回のを 典', i 巧 席した 
が巧官 どして 正式に 國 家を 化 表 
じじのは 獨逸 のみで あるが ァゾ 
9 々大統領を 始め どして フラン 
ス- 、ォランダ 政が 等は 化 ホのを 
が 淀を 通じて 钱 典に 智し T 重な 
る疏 湛を杳 せた。 上 お巿も 

を巿 は滿鑑 飾のに ぎじぎ 
しさで 圃ほ披 がの 外を 部では を 
國駐 巧の 文武な 官を招 持して 盛 
賓 ど 張ら アメリカ 蝴 からは ブ 9 
スー* •瓜 提督 や々 ン ニン ダ！； ム總 

做を 等 も墙裝 して 巧 席、 お义巧 
の 還 影を 削に 巧國革 かの 成功 じ 


ずる 計畫で 居ら、 これが 前提 ご 
して 十月 I . H ょら 差等 我 率を 寶 
施す るを 向から 過般 ホを 國の內 
巧を さぐ. 〇 つ： ある やぅ. じ傳、 
られて & る、 然る じ 其後圃 民政 
府は右 じ 就て 何等の 意思表示ら 
なさ 中從 つて 闽民 政府 W 眞意及 
び 

實施 計畫 中で ある ど傳へ 

らる i 差等 我 率の 內容 じついて 
はを C 不明で、 を國 ども 其眞相 
を捉へ 得ない 狀態 じぁる 模樣で 
ぁるが、 國ぉ 政府の 差等 稅率實 
施 じついて とおの 國 K 政府 機關 
巧な 左の 姑く 截 じて ゐる 『國民 
政府が 明年ょ b 國 をが 牽實 施の 
前提 ごして 實 施計靈 中で ある V 
傅 へられて & る 差等 穂 率は 國民 
かおが 昨を 0 巧稅制 委員 會じ巧 
て 巧究立 ましね をので、 f のを 
案は すでに お ホ 上 b 目下 財政 部 
じあ b 、 財政 部 じ 於て は それを 


れ 。い」 即も随 民政が 機瞄 紙の 
報道に ょり ば 励 ほげ 府は 明年 一 
巧 一日 ょら 喊税自 ま權を 巧複し 
同時 じ 國を巧 率を 實 施せむ どし 
つ； わ b 、 これが を ホを 十 巧 一 
H を 巧して 巧は い ご寸る もので 
あつて、 わが 政府 當局じ おいて 
は 右 磯 脚 紙の 報道は 國民 政府の 
眞 息を 現した もので あらう ごの 
觀 測を 下して 居ら。 


自由 黨け 

單獨 行動 


ロ 井 ド •ジヨ ー チに 聲明 
お國 グレ— ト •々— マウ ズ十 

二日 發 n 自由 黨の總 裁 じして 前 
首相で あつた。 ネド •ジ g ] デ 
巧は 本日 當地 e 開摧 された 自由 
黨大會 にがる 溃說の 一節 じて ホ 
るべき 總選擧 は 歷おホ 曾ち の投 
票を 見る じ まるべく 國 はの 大タ 
數は 現な 廚 のみ 信 巧を 間 ふじ ま 
るで あらぅ ごな しいかなる 大政 
黨 がな 權を捏 る じしても をれ は 
社會 ま義黨 で；：* いことは 明白で 
をる ご斷 じたを 
社會 ま義黨 〔勞 働黨〕 は旣じ 
をの 立場と 政策を 明白 じして 
居る 限を 我黨は 彼等と 柯等提 
携 する の餘地 はない、 巧々 は 
社 會ま義 に 非らざる と共に ト 
!タ] でもな く 巧を 階まで も自 
'由黨 VJ しての 面目を 發輝 すべ 
きで ある、 これ 等の 兩政黨 は 
勿論 階級 思想を を 準 ごした も 
ので ホ處じ 彼等の 時を が あ b 
缺黯も ある、 故に 議會じ 於る 
巧黨の 位置は 純然たる 獨立的 
な政黨 であつ てこれ 等の ニ黨 
じ對 して 巧等迎 をを 協す るを 
必要を 認めない。 

ミカ 說 して 旨を 黨ピ 勞働黨 どの 
提携 說を 頭からを 定 したので 化 
人の 一部で 期待され て 居ね 兩黨 
の 聯盟 內閣 組織 說 はこれ で 立 消 
えに なつた 譯 であるが、 自お黨 
側では ホるべき 總選擧 じがて 勞 


して 蚊が 高ち、 を齒 巧を を 等 も I 邮盈を おげ た 


别 席して 巧 典に 则 しわが 巧 降の 
檢幽 、社を じ 化し'、 問題 ごさり 
て 居る 

滿测 では お 天 白 H が こを 
巧揚し^^ い が 政巧十六人 の 闕民 
政府 あ窝： 評證を 貴の 一人に 化 命 
された 張ず な 牌 おがま ご G レを 
'を 府を中 > むごし 盛ん。 る 巧 典を 
: がけした、 を 典の 順 巧は 協め て 
衞單 じて 參則 あは かお 义 氏の 遺 
を じが 瞒し蔣 かお お 軍の お說が 
I をつ た 後が をはが々 として 孫义 
_氏の逛鑑^參詣しじ：^*、 おかお 
氏は をのが 說 じがて な換巧 雄に 
必巧ぃ A る 四 馈の化 本 化かを 說ぃ 
一た、 即ちを の 第 I は國 民の 保健 
巧 進、 第二は ま 那獨特 の 

一美 德 維持、 第 S はが 巧の 
迷信を 離れて 巧學 也を を 成し 新 
時化に 順應 する こご、 第 四は 國 
一家の 進 ホを 引る 巧め じ 化 巧 S 文 


上が 九日 豬 n 小 帮國民 政府の 
患を 四十 八 章が 發 おされ 五院制 
をを 樹立す るに まつた^ をの 中 
C 立を 院 はか 4- 九の 委員 1 ら成 
を 巧 期ぶ ニヶ 年で が 巧が を 貫を 
id 命す る こどに なつて 居る、 而 
して 政が 最高が 諮！^ 員舒 たたる 
こごを 路瑶 しつ、 も''' た 腺 か 石 
たは あすの 革命 記を H を 前に こ 
れを 承諾した ので 氏は を 實共じ 
お國の 大總理 じな つじ 譯 である 

を涉 される. 


差等 稅率 


內 西化英 外相，、^ 會見 


サンフランシスコ 十日 發 = 


內旧康 哉 化 I 巧は 九 H 午前 九 時 
• ホブ^^じ投じたが 『不戰條約 


半 桑 港 じ 到着 直じフ ゴァ モン- 

は 測み 如柯 なる 議論が をら’ っ' ども 批准 さるべき もの だ』 とカ强 
く 語つ た、 午後 四時 バ— ブンゲ ー ムじお 氣靜養 中の 英國 外相 ナ 
ャ ムバレ ー ン 氏を 訪問し 補々 闡題じ 觸れじ 談話 も あら 豫 期しな 
ぃ會 を； J 雨 氏 共 深き 感激の 握手を をし じど、 伯 一巧は 本日 正午 
發 コレァ 丸で 歸 朝の 途じ 就いた。 
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南を 政府の 意嚮 

本紙 前號 特電 所 報の 如 < 巧が 
矢旧總 領事は あ々 H 支 本 巧 渉の 
前提 ごも 云 ふべき 側稅を 渉に 巷 
ました どの i であるが、 元ホ闽 
巧が がが 明年 一巧 一 = よ 6 顆巧 I 
扫击 礎を 回を し 齒定稅 率を 實施 一正 確 


基礎 どして 税率の 巧を 中で ある 

差等 巧 率の 實 施に 就て は 
を國 はな 下の ニ 黯じ賴 する 誤解' 
をを して 居る" 即ち I はが 政 部 
じがて 審査が を 中の 草案は 關規 
貧 講じが てみ をを 見た と 補 差等 
率 ど 同樣の ものである ど 言 はれ 
てゐ るが、 嘗瞭國 民 政府が 實施 
せむ こして 研究 中の 穂 率は な餘 
極 じ 上る こどで あつて、 他は 差 
穿 稅率實 施の 時機は 十 巧 一 りで 
をる ご 云 はれて ゐ るが、 をれ は 
現な 硏究 中の 差等 稅 率を 画を 既 
率ぶ して 關稅 自ま權 回復 ご 同時 
じ 明年 一 丹 一 n ょりな 施す る こ 
どを 十月 一日 じる 巧す る； を 意 
ホす る ものである、 然しる は 十 
巧 一り じを 布 さる； や 否やは ホ 
だ 


U ら やを 少遲 巧は 是 


慟黨の 勢力が 失墜し 結局 保守 黨 
も 勞働黨 も絕凿 ぞ數を 制す 能は 
ざる 破目に 階ら 議會の バランス 
は 自ホ黨 が これを 握る じ 至る で 
あらう ど 期が し 政 確を ま 配す る 
の 日を 夢んで 居る。 


英佛滿 をめ - 

巧容兰 公表 

7 リ チマン 提督 辯 護 
ロンドン 十-日 發 U 英國 海軍 
省では 近く 發 巧すべき . r ホ ヮキ 
ト •ぺ —バ ー』 じて 最を フラン 
ス W の 間 じ 締結され た 世界 外を 
をの 間 題 ごな つて 居る 海軍 據を 
じ關 したを 渉の お 巧を 始め どし 
て 協定の 內を 一が をを 表の 上世 
人の 疑惑を 解く こご じ。 つて 居 
るが 右 じ 關しゼ 子 グア會 議の海 
軍を 樓 であつ た プリ デマン 提督 


は 『元 巧 この 協を。 何等が あに 
結ばれ じらので^* < ゼネ ゲ下爵 
議 のみな じ 鑑み 化 づ 7 ランス ご 
の 協を を 協點を 水め だ 上 をら じ 
正式 軍縮 货 諸—; ト提 すべ （準滿 
したじ 過ぎ。 いんので もつ て 一 
切の 义當は 旣じ細 係别强 ごを 致 
され イタ リ ー は# 數 制限に 贊あ 
しり 本 も-の お 則に 協赞 しむ！ a , 
獨 b アイリ 力の みは 旧 答を しな 
かつじの P ある』 ご詣 勺た。 


万 ラジ ルへ 〔毎年〕 

」 千 入 移民 

福 原 氏 一巧 說る 

リオ •デ •ジャネ ロ巿 十日 發 止 じので あ 石 


を 半を ぶけで 巧を 擁する H 本の 
プ ブジ^ 移は 曾祉 を經營 する 視 
巧八邮 氏の ■打は 本 H パラ 州 じ 
例宮 した か M 氏の 戟明 する 巧 じ 
みい じ ァマゾン じ 沿 ひて n 本は 
科 年 一千 人の 移 K を 送らて 殖お 
化を 築き ラバ、 n 、 ァ 、煙草、 
摇 化、 む ホの 耕作 じ 化 事ず ベ < 
一般 移出け ニを 後 ブラジルに 歸 
化する こどを 要 巧して 居る が從 
が ブラ ジグ じがる H 本 移民は サ 
ン パ！" 卿に 集な され イ グアペ 
ポ のかき ロ 本人で 旣じ 充溢して 
なるお 様 でんる、 巧は 藤 巧 巧の 
一巧は バラ 州 ベレム じ 到着し 


本を をを。 待み を (紫 お巧轉 載〕 


秩ぶ宮 御 靈參拜 に 


おを 巿の大 浸水 

【十日】 お 京 ボは八 H 化篆 雨の 
じめ-冗 八千戶 浸水した。 

自作農 案 解み か 

【十日】 自作農 法案に 關し大 磯 
農が 兩 省の 間 じ 勘 お 解 化の 見 
込み 立つ た ご。 

芳澤 公使の 歸朝 

【十日】 芳澤 駐支ぶ 使は 御大 典 
參剧 のじめ 十 りを 歸朝 する 

大お總 裁 說巧認 

門 十日】 旣報大 石-止 己 氏の 民政 
黨總 哉說じ 隅し 侧石赏 、降 旗 
元 太郞兩 氏は 之を 否認した。 


漫筆 


新英 洲巡禮 


(十-日】 が 耕 婚の拱 父ち、 同が 巧 殿 ド じは 十と H 巧 御お發 
伊勢神宮、 をを 桃 山 御陵 等 じ 御 參巧遊 だされる が、 殿下 じは 
十^午な一ニ時ホ s 御所_!於て運軸諸劇體の 電なちゎ るち巧び運 
動 あを あの 會に颗 おき おばされ 御' 結婚み 脚 披露を 遊は された。 


勞 働爭議 


百 九 ± ニ 件振少 

〔十-日：！ 內 おぶ 社會 局は を 働 
ず議じ 關し卡 n みの 如.〜 を 表 
L た、 本年】 目 0 降 八 巧 ホ 日 
をみ 勞働 爭議 ' q 五な 一二 十よ が 


五 カょ^^ ~~ V な 一 
だが 前年 岡 劇 4 


十一 二人に 及ん 
比し 杠乂 十一 ニ 


せられて ゐ る。 

東京 巧 觀贈水 地 

〔十二 日) 埼玉縣 下にが ける 東 
京 ホの 新が 水 地 工事は 千 百方 
圆の 豫算で 巧をから 關始 うれ 


か、 四千と が 一一| 十四 人 S 戚少 
を 示した、 でれ 南 ぉは 政府の 
勞働 組を じ i 矿す るら 抑 壓ホお 
が 徹底して ホぶ 一面に おぞ不 
活驳 な々 し ニぶ が じ勞懐 運動 
の 自己 爭國 から 政治 運廣 への 
轉換 過渡期に 面しての 勞働鹽 
體 のを 裂な での 爲 めで わる。 


.揮 發油音 社 設立 

〔十二 日】 島 飯ー藏 庚は スタン ダ 
. ド お 油 會妈を おし 拔 いて シ 
ヵゴ •ユ こ バ！ サグ石 她會社 

ど 提携し 資本を 一千 巧 圓で日 
本 揮 ぁ她會 社を 投立中 だが 之 
じ對し H 本 巧满會 卸は 氣が惡 
がらむ ど。 

不健全む 取が 巧 

【十二 日】 旣報巧 京 宋穀斯 引 所 
買 方 まヵ營 業を 化 間 題け 賣買 
巧 方 問 数な ので 解 於 困難で ぁ 
る ど 『不 健を な 取な 巧々‘ 立の 
必要* い』 ご 巧務话 長い ふ。 

山 本 農相 樂觀ず 

〔十二 日〕 山 本 農相は 十一 日 午 
前 旧 中 首相を 訪問し 自が 農法 
案じ 關 ずる 所謂 『山 本案』 を 
說 巧し 誌 解を ホめ たが 農相は 
像 算觸議 前 じ 同 問題 も 一切 解 
みずべし ご樂觀 して 居る。 

學習院 の 記念 曰 


〔十二 日】 學習院 卵院五 t 周年 
記を 日は ホる 十八 U 擧 けされ 


砂糖 價格 暴落ず 

〔十二 日】 盛水潘 製糖 製 おを 賣 
ちょら砂糖惯繁ます。 

わず 出度- V、 徵か 

〔十二 日】 皇后陛下 じは 四 H 前 
から 御風 氣模 巧广 渡らせられ 
がわ ホ 出度き 前 巧 かご もい ふ 
御大 典 前 ごて 特 L 大事を 取ら 


軍縮 新 情勢 展開 

〔十二 日】 海軍 當 局への 情報に 
化れば 補助 黯觀限 問題に 關し 
新髓勢 展開， し 明年 中 じは 五鹽 
軍縮 會議 をら むか ごい ふ。 

聖上 遷幸 十一 日 

(十二 日】 聖上 踏す には 十 I 旧 
午後 四埼東 化地モ 陸軍 糖が 大 
演習 地ょ ちは 還を 遊ばされた 
〔十日】 盛 岡 地方に 於け る隆軍 
特別 大演習は 九 H 終了した が 
乂觀ち 式は 豪雨の ため 中止 さ 
れ 聖上' じは 正午 盛 岡よ 5 他臺 
.に 巧は せられ 十一 日 まを へ 還 
幸 遊ぶ される。 

民な 黨 支部 大會 


〔十！ 日】 民政 黨宮崎 支部 大會 
は 十 B 開曜 、黨員 五 千 名ホ會 
し 演ロ總 裁は 一場の お 說を試 
みた。 

大 連に 大火 騷ぉ」 

〔十日】 た 連 巿め勸 工場 梟じ發 
みぁ b あ 華胖の 如きの 一こ 時閱 
じ おら 燒け 一二 肯 五十一 ニが が 烏 
巧じ歸 した。 

憲政の 神の 觸像 

〔十日】 憲政の 神 ごして 中國化 
ホの 靑 をから 崇拜 されて 居る 
义毅木 堂を 銅像 座談の 運動 稍 
具体化し タ みま 備 神社 境 巧に 
建てる 尝 である。 

一二 上藏相 頑張る 

〔十日】 營業 稅委讓 延期を なし 
て 之 ょら 生ずる 圃 庫の 餘裕を 
のて 新規事業 費に 充てる 如き 
膏藥 張らは あ ホ 《 ご 互±藏 相 
- K ふ。 

神 田 巧 行金 私 消 

【十日】 警視 遊の 取調べ じ 依る 
ご 神 旧 銀行 背任 事 化は 頭 お 神 
巧雷藏 氏の 六 百 ガ圓な 消 及び 
一二 巧圓を 諸事 業 じ 巧 出した じ 
ある ご 0 


I 堀 越 生 

今夏、 一遇 間の 化 暇を 祷 、二 
ユ ー イングランドの 鶴蹟を 探ら 
ん どして、々 ネ テ々 ツ ト、 口！ 
ドア イラン ド、 マサ ナユ セツ ツ 

の 諸 巧を 巡る。 

連れは、 米 AM 氏 ど 彼れ の自 
動 車。 

ぉ發の 筆を 進める 前に、 槪略 
同地 ホの お あを 緒いて 見よぅ。 

一、 ニユ！ イングき 

ン ドの 歷を的 背 致 

ニユ 1 - づン グランドは、. メア 

リヵな ホ 國の搖 藍 ごも 稱 されて 
ゐ る。 をの 歷を的 事 賞の 豊富な 
る 事に 於て、 或は 山紫水明の 地 
多き 事 じ 巧て、 規模の 大 みこを 
ぁれ、 巧が を 良 泉 都 じ 比すべく 
る C 

化め 化の 最初の 訪れは， をの 
朔風 じ 練られね、 ノ！ スメ ンが 
化歐 から 魚を 逐 ふて 渡て ホれ。 
をれ は 紀元 一 000 年の 頃 だと 
云 はれて るが、 を實じ 証され て 
なる のは、】 六 ニ 0 年、 メ —フ 
ラター の 一巧が 自由の 天 化を 目 
指して、 ヶ ー プ コッド 灣じ辿 ト， 
ク き、 プリマ クス じを 住の 地を 
ホめ たじ 始まる。 

爾ホ 化の 述ぞ じは、 巧 蘭敎會 
じ 飽き 足らぬ を モが續 々ご 渡 巧 
し、 をの 橋-碗な ± 地を觸 がし、 
彼の 兜 おなる イン デ アンと 幾を 
を 渉の 後、 終に 彼を 征服し、 是 
を驅逐 して 白人の 王 地 ど 化して 
しまつ じので ある 0 

巧 く-- 5 て、 化の 化は 殆 でを 部 
純粹 め 英國 健の 住民 じよっ て 占 
めら れ 、彼等ち 其淸敎 徒の 精神 
を 基調 ごし、 宗敎ご 政を ど事棠 
どを 生活 目標 ごして 發展 し來た 

ま敎 方面 じめ ては、 化の 地方 

はを くよ ち、 デ モク ラテブ クな 
ま 派の 發 達を 促し、 バプテ イス 
ト 、コン タンダ* ■"** V 3 ナ八 、ユ 
ニブ リアン 等柯れ も、 自治 ど自 
己 解 釋の下 じ 發展を 進め、 政治 
は义 彼等の 信仰の 濁 立を 保持す 
る じ、 最も 必要 缺< ベから ざる 
もの 这 認め、 早 （より 么じ巧 ホ 
を 持 も、 訓練を 受けて 巧た。々 
ネブ ヵット 殖民 化の 如きは 一六 
i ニ 化年旣 じ、 フアン ダ メンタ が 
ォ—タースなるもの を制をし、 
化 國成义 憲法の 基礎を 作 >、 を 
の 後 獨立戰 爭じ陈 しては、 化 化 
は中必 どなち、 大じ 働いた ので 
ある。 
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米 画式異 語を おす 事 
は 成 ホの 萬 一 おです 
奉 校 ザは 日本 入お授 
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鋪わ ーリ 懇切 じ 會話通 
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WI 東 巧を 地幷 じを 化 ホ 
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の 旗 出入 ホを に 鶴す 
ず も 一頭の 觸謀閣 じ 
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花 かるた 


比； も/、 の 遊び 
方を 莫义 尸-米 國ムじ 能く わかる 
やう 簡單 W 隙に 哉 明し じ ものが 
出 ホました。 み 巧 目み 進呈を し 
ます、 御覚 下さ 1、。 
wimmo . 1 表. 呈 h Si . 呈 y . 


金 輸解蔡 期 r 前に 

霞# 市場 じ 賣人氣 

政府は 解禁 期を 豫吿 しない 方針 
當地 ポ撐の 債券 も 急に 强調 

東京 特電 十-日 發 n を 臨 解蔡が 盛から ず ご 見て 一 お 證券 市場 
の 人が は 旺盛で わるので な 府も圉 憤 巧 格 維 巧の ためじ 買 おつて 
居る 巧は である。 

を わたへ る 結 おごなる から .ごう 


别巧ネ 趾持電 みなお 解禁 說は 
忽も當 化 W がに も 響き 巧が 図の 
を 货辭络 叛は强 調を 帶 びて ちる 
が元乐 この 

解禁 期 ごい ふこ どじ 就て 
は 政府が 架して み 吿を がて する 
や 否やは 颇る 疑は しい こどで を 
る。 盎し 財界の 一部では を 解禁 
の 法を はお 阅の 如くを め 半年 位 
のを 吿が 脚を 設け 期限 到 ホ ど 共 
じ 解禁を 斷 がすべし ピの 意見が 
が ぁる 贊闊會 長 武お山 治 皮 もこ 
の 期限 附 S 金解禁を キ 張して ゐ 
也が、 S も藏 化の 意 おは f 教外 
巧 替が回 化せざる 谋合じ 解禁の 
朔 H を豫め 

豫亭 しし 赃禁 期日 ま ミ 
猶域期 問を わくが かきこ どけ 到 
底赞 化する こごは 出 ホぬ。 然か 
し 街か爲 巧が 巧な したる 麗 合は 
猶豫化 間を わいて 解禁 1 る もま 
た 何等 猶銭 期間を 設けず して 解 
禁 1 る も縛濟 界じ掛 ずる 影 磐は 
河等變 b はなぃ。 從 つて 猶豫期 
閒を 設ける の もまた 設けざる 方 
なじよ るの も いづれ でもよ いが 
自を どして は猶媒 期間を 豫吿せ 
中して 解 紫を 行 ふ ホが よい ご考 
へて 居 ： W ごめ こどで あるから 
s ± 激化が 蹤 銭を がふ 場を は 鶴 
條 か 解禁の 方法に よる；」 だ f 
ぅが、 互±藏 化と しては、 別項 
特 巧の 如く 助 ホの 解禁 要望に ま 
主 だ 一 

鮮明な 應度じ 巧んで 居な 


L て も 解 巧を 巧 ふのに ニ 街外爲 
巧の 回な を ま C なければ ならぬ 
おる じ 掛か 爲替は 前 じ 述べた か 
< を剩資 をのが か 流 ぉ、 ホ國の 
を融 引締ら 等の ため 昂騰を 抑へ 
られ 、また 對支隅 題の ためじ 軟 
顯を呈 せる 有樣 である。 どころ 
が國瞭 貸借の 現狀 はどぅ かどい 
ムで 震災を 漸次な 善せられ、 一 
が 年の 入超 おは、 ニ 億 か 千方圓 
巧 年は 一億 九 千万 圓 どなつ た。 
本 ホは 結が 國嚴貸 偕は トン トン 
芭 K る 見込みで をる。 かくの 如 
き 情勢 じある わら 我國の 對巧爲 
養は 必ず 

復 ずる じず である。 お 
して また 國內 經濟 巧の 情勢に つ 
いて 是る どを 融恐 礎：-; ょゎ 經濟 
をの 整理 も 進 巧し を 事業 會 社は 
结 憤の 整理を 行 ふ 一 面 能率 增進 
を產餐 みお ト 、'ロ i 潭 等の 改善を 
がって、 轉濟 巧の 基礎は 恐慌 前 
ト らも かへ つてな 善され た。 こ 
《をで 巧く ならげ がが も 近くを 
定を おる こど だら ぅ。 從 つて 懸 
案と なつて 居る 掛そ碑 題が 解 快 
を吿げ 對が爲 おが 回徑 すれば 我 
庭 もを の 解禁を 斷巧 1 る こご か 
j 敢 ホる ど お ふ』 云々 ビ 述べて 居 


がるに 本 隅 感じは 

政治的な 對 

が 解繁の 可能性 

に 暗影を 投げて おる。 然しち 慮 
い-. ど U 事 貫で あるが、 最あ 氏し む n れ ば。 ら ぬ'‘ 即 もを 解禁 
がを ぶの が 上で お荣 しじ 本 間 題隅輯 におして はがぶ 會 'け 轉統的 
じ 棚ず るな 見を 聽 （じ 『を觀 恐： に 非 解搔の 態度を 梓續 しお 蚊黨 
慌 後の W おを を 政策の 結 策、 をに 辩 立して 來 た。 巧 じを お 論が 
を U 葉 もし.' 偏 化を ホ.：' た。 こじる 化 友會み 長を 鳥 橋是淸 氏は 
のを 金 偏が^ 媛 かすを ねめ じ 化が 解禁が 正貨の 流 おを 巧し 

歸 不—を ！ - のと 

巧 か 部 資金は 高利 漬悄換 へ、 中： して 龄銭 じは 化 當化强 くだ 對し 


小荫 X ち お 應急資 をを の 化の ち 
法に よ b 出 ホる 化 b 地 ホ じ 還元 
せしめ 巧ら じ勸 あ、 化 海が が、 


て 居る。 化 勺て を 解 銭の 經濟的 
を觀 傑# ず。 は^ 巧化贴 巧の 整 
理 をを、 リ 銀の 姐 貨 統制 力み 回 


度 H 祭"、 蔡 器から じを i お、 國陈 貨豐藝 、割 外馨 

^ i の 回な、 お ま 問題の 安定 等が 具 


發巧 せしめ、 廚 H ; 
業 巧-— 資 をの 貸 化を 巧は しめた 
をの 化 n がからの を 傑 質 出し- 
攻府 のを 憤借焕 へを の 化のを-化 
の 政 おじ I つ r - 資み偏 化の 教 W 
じ 巧め たる 結 取 五月 末り じ おり 
る n がの 曲 間 巧を はお 億 一 ニモ 一 ハ 
がで 圓 ご。 b 巧いで 八月 ホには 
I なを ガ脚 ど减 かする じ まつた 
これで 資 をの 偏 だは 緩 かすち こ 
ご-い あ來 たの C ある。 ホに 料' 外 
:爲辟などぅか ご い へ ぶ、 兹8^お 
; 一巧！ 二十 八 ドル ザ ま e じ 盛 巧し 
^ たもの が 術 巧 N 化して 四十： ムド 
於見當 まで 间 化する；； いい''' む 
，圓の 化 値 •かま だ この お 巧 r 4 で 

i 

I 化 落しして ぞ 。賭に ち 

，が 煤を 斷 がすれば 經濟 をに かが 


關 せられる どしても、 政を 的に 
巧して を 解 祭を 勘 巧し 得らる 至 
かどぅ かけ 甚だ 疑問と されて 居 
るが、 藏牺 はを 解禁 間 題は 
純が じる 經巧間 趣で ぁつて 巧 
して 

政治的 な閒 題では.：：：* い。 

なつて、 かくの 如き 問題は 政治 
的 じみすべき もので な （經濟 的 
じ解决 すべきで ある どの 意 巧を 
がして 居る から， 瞬濟的 ぞ觀條 
かがみ 赌 せられ、 をれ—- 巧 巧 
がかを した 曉 じ：；？ を 解禁は 斷巧 
せ •叫れ る ものと 見られて 居る。 
而 して 觸る じぶ 巧な ホの 豫 期せ 
ざる 掛外 巧が S 敲 をは 對だ閒 踏 
の惡 化、 n 义 おのを 利鹏係 にわ 
ざは ひせら る^ 所がを かつた‘^ 


十五 年の 歷を ある 當 校は タ 年の 
經厳ご 新 智識を ちす る敎 師を聘 
し 自動車 
操 擬を及 
び 運轉を 
の 修得す 
べき 必要 
な 磯賴的 
智肅を 短 
期間 じし 
て 衰も能 
率 ある 徹 
底 的技裙 

を敎留 し是が 獲得を 保 韶し藏 業 
ロを も蜀旋 し 主す 0 



h 如 2 魔 船 御用達 
W U 化 船を 食 巧な 
,1 柏な i か 巧を 雜 兽販資 
輸出入槐離手績 
郎 .訓 » 諸 荷物 運搬 取扱 

I 則 H 遠 藤 小 巧蘭會 

む 


尋れ人 

(鳥 か縣】 木 村薰信 _ (長 巧 縣) 获 
巧ず A (同) 悼 伯 施 雄 一廣 島 
縣) 中が 榮ニ (同) 锥る泰 巧 (東 
京巿) を 巧 武么助 (ぁ 歌 山縣) 
巧が 甚 之を (が お 麻) 松 下壽之 
ま (山 ロ縣) 德 おが ミ郞ー (を 
良縣】 が 島德 S C 横 島 巷が 野 
圃藏 (乂み 墅义 摩. 一象 

るのを じ 通知を 巧き 縷有之 
候 巧 本人 あ < はな 人ょ r 現. 
住所 掛 通知 願 上 煮 

組 育 帝國纔 領事 舘 

一巧 B 夏 罢 思 Hew 夏 C ミ 


をの 化 本 じは 現內踢 がを 解禁 尙 
を 論を U して ゐる こご じを くは 
をれ じい。 すなは も 政 友 曾は 傳 
統的 

非 解禁— 持して ミの 

で 內がホ 場 ども 巧內閣 じを 解禁 
を 待 蟹し 得な かつた ので ある。 
がる r 最 あじま 61 ニ ±藏 巧は ち 
の傳統 政策を 一て きし 別 頂演說 
じ も あるか < 『街 ま 間 題が 解か 
しあ 替が 回複 すれば 我轉 もを 解 
禁が 出が ると あ ふ』 ごい ふ 趣旨 
の 下 じを の教 策を 樹 て！ 居る の 
で、 巧 外巿裝 も現內 閣じ對 しを 
じを 解禁を 持 壁' する やう じな b 
こ i じ 巧び 圓買 思惑が をら、 今 
をの 爲替相 おはこの 思惑の ま 配 
下 じ 罹 かれん ごする お 勢 か 見 ゆ 
る じ まつた。 前 巧の 巧替 急騰は 
を^ これ じ 基^ ものである。 し 
かし目下上お、 ニ ユ' — ョ！ ク雨 
巧 じ 於る 

思惑は はぃ まだ 小 震で 

あるが、 大藏错 の 態度 か 八 ッキ 
リ ずる じつれ、 漸次 大規模 じ 移 

るら しく、 さう なれば ニユ ー ョ 

1 ク 筋が 馬力を かけ 大正 十五 年 
の 如き 現 あを 呈 する であら うが 
特に 今 巧は 佛貨 も旣 じまました 
をの 事で、‘ 圆の 思惑 的價 値は 前 
闽 主ち 增 して ゐ るから 圓じ對 す 
る 集中力 も一恳 タい譯 である。 
がら ば 本年度の 

圈際 貸借は 

でう 變 つて 巧く 

かどい ふ 一,、 本年の 巧が 鹽慶貸 
借の 豫 なじ 瞄し 一二ん 藏 巧は 别巧 
の ご ミく 大が において トン h ン 
ごだる もの ご觀 測して ゐ るが、 
をの 

振 據額ミ 体 巧み 通 もで 

をる。 蝴も 八月 末までの わが 屬 
貴 あは 入超 総額 一億 义千八 巧 余 
巧 M であつ て 前年 同期 じ 比し、 
入超 額は 四千 二百 セ 十万 圃の减 
みを ホして おる。 從 つて 今後の 
ず那 問題が 潮 あを ぶを 吿げ輸 お 
增加 ごなら、 ホ -5^ をの 化の 趣 お 
增 進を 示す ごと、 なれば 結局 本 
年み 內地資 みめ 入超 總 額は 約 一 
億 圓見當 に贼少 する こど i る 
し な I て帮鮮 、摹灣 の 確は 化貿 
あじょ る 人超總 額は 約 八、 化 千 
方圓 の見这 みで ある わら、 わが 
岡の 

賓易 上の 支 桃 勘定は、 を 
.合計の 一億 八、 化 千 巧圓で ゎる 
これ じ凿 しず 取 勘定け 貿拐 がに 
わいて 約 一億 五 千 方圓け 確實で 
わち まじ 資易 表じ现 はれざる 化 
おの 漁業を の 他の 貿易 上のを 化 
勘を を 加算す もど おお 本年の わ 
•か 越々 際貸惜 なを 拂無 しじなる 
ご、， ふに わる。 






寶易 順調^ 

かお 大お を、 九日 
巧 格 i 臣事 巧 所 着電 
貫 あは 棉花’ 木材の 輸入ち 加 
生糸、 絹綿 織物の 輸お賦 かじて 
輪 ホ 一億よ 千で 閒 、お 超 一千 六 
巧み 圓 じして 一巧 W 降り' 累計 昨 
年：： 化 期 じ 比し 檢 出入 共を 干の 减 
少を ホし 入超 ニ 千で 脚を が じ 居 
る も 今後 米越财 ホ 烛化じ 伴ふ尘 
糸檢 出の 漸 お、 ぞ那 、巧 巧 じが 


ける B 貨讲斥 もを 化の 巧を 品薄 
じの b 赏需錢 がしを々 支が 農作 
を 好、 銀貨 高等 じて 前途 榮 化の 
をで あるから 大势 順調 期待 せら 
れて 居る。 對ち 貿易 九月の 輸出 
は 四千 一二が 方、 出超 ニ 千 九な 巧 
圆 、巧 京 期米巿 煤は 十月 ニ H 農 
が 省の 昭和 H 年ぶ 第一 回 豫想收 
獲窝ホ 千な 二十 化 ガ余石 ご 半年 
化な 上增 收の發 まあら しため 四 
日 じ 至 も巿瘍 崩を し 大波 欄の 後 
ホを 停ぉ績 いて 休會 中で あ も。 
株 まは 閑散、 を融 基調 變ら ず、 
爲替は 保 合 ひじ 東京 手形交換所 
經濟調 巧 會巧化 財 巧ち カ圈 体が 
モ おにを 解禁 諭が 進轉 して おる 


巿瘍 一部 關始ず 

東京 特電 十二 日潑 U ちを 期 米 
巧複は 中、 先の み 立を ひ 開始し 
當 限は 十五 H を 停 化。 


日銀 帳 おご 金利 

東京 特電 十二 日發 N を 巧 高は 
十二 億 ニ 一千 おな 方圓 じて 制限 外 
は 五 千 一二な 巧 腫、 貸 出 高は と 億 
九 千 八な 方圆 じして 翌 B 物は 乂 
厘 五 まょ b 1 錢一廬 、結 績キお 
は一錢 ょら 一錢 H 厘で ある。 

お鐵の 受難 時化 

窠京 特電 十-日 薄- = を 立鐵道 
のず 難 時代 ごなら 運賃 引す げ績 
おして & るが やがては 一 弊减配 
どなら わか ミ。 

ニ 憂が 金山 經營 

東京 特電 十-曰 壊 HH 裴は化 
海道 紋別 巧ち 力の 一二 幾 おを 譲 b 
受け 化ぶ や义 おど. おび 金山を 經 

が 百す る。 

巧 襟 立 合 巧 中止 

栗 京 特電 十一 日發 == 期 ホ 巧 媛 
は 立を を辭 姑し わが イリ ホが 乳 
手を おを 午後 巧 開 中 じ义も 中止 
ご。 つた。 


地方 金融 充實 策. 

東 ま 特電 十日 發 N 地方 銀 巧の 
を 到 お 促進—- 資金の 大都ポ 集中 
を 巧 止して を 融の充 實を圖 る W 






か 倉 南洋に 進 お 

まま 特電 十日 發 H お 巧 進出の 
前提 ご I て片倉 製糸は スマトラ 
じ 十四で 町 ホの ± 邮郁惜 を 柳な 
府 じ お 願 I た。 


妨 績經營 合理化 

東京 特電 十日 壌 n が 績絡聲 を 
理 化の 一端 どして が 績エ藥 用品 
の 共同 臟 人は 具体化し じ。 

大阪 巧の ホテル 

栗 ま 特電 十曰發 n 大瞬巿 の 商 
業 ホテル 新設 _則 蕾 さる。 

日英 釀造社 破綻 

東京 特電 十日 骚 n り み 藤逍會 
社は 破綻 V 曝繁 しじ。 

十 巧 上旬 賓易高 

東京 特電 十日 發 H 十 巧 h 句の 
輸出は ホ 千 ニ： As 巧' •千圓 、輸 
入は あモ ニが と 十九 巧圓 じして 
差 引出 趙は九 巧 il 十四ぶ 一 で 圓 
である 0 


巧 巧 青を 理想の 斯ホ 

日本人 靑年會 

W 三 妾 St Tci Clar ご ミニた 





Ci か Ha!i Te る Garden 

170 Nassau St. City 

N 巧 ! ： わ 出 c Trllmnc BMg 
L 包 o LI 巧 Manager 


DANCiNa 

411 W 。 115 妃 St . 

诚 む thedrai 帥 . 3 


IKUINE 

Hotel を 民が？ : au 化 打 t 
3 巧 W. 謂 h 化 N 州む rk 
TeL む [1 がげ ？が 2 
む i)!e Add 巧が 刖! 化 



萬六換 
ご a 了の 十四 
巧 貸 T 进十陌 


Wing Hing Low 

Chinese R が Uu 巧が 
お flOBV 刮 I SJ. Ci わ 


Qua ■ 打 g ぃ an LOW 

Chm が e お sburant 
112 W. 诚 hi 化 C • か . 


SUN HANG FAR 

2130-7 化る 巧， お i.1 巧 比る 巧 7ih な s ， 
Ts! ■ 抽 0 邮 m 別け 884 


: ゥ主希 巧 陆替云 T で 巧 諸 脇 
す マ、 上キ しじへ 目 黨理君 前 本 
。ィ 曰ま繁 ては ばのと をのを 樓 
、曜 す々 居 お 宜チお 差 嗜渾巧 
春は。 御 まるぐ ャの上 巧つ 理 
椿 鍵 ホす 程日プ 巧げ じて 人 
が 頭 ホ。 好 ネス ニ ま 適日歐 
あ ' め 評人ィ 十す す本廉 
らシ程 を 諸と 六の る 人が 


支 
.那 

恭料 

び 趣 



TAIYO 

1 が Wes パ祂 巧 . 

— - お 1 お呂马〇姑卽 3 gg ifi _ 


巧 YOKWAN 

1 • 41 に 1 斯 hSt ， 
Bst J '* 巧 4 か h A け， 
む i . が g 加が お が 88 


壽 

司 

每 

巧 
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す 


m 

お理 

葬 

おし 

陽 
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化〜 

Te しわ 巧 n け お 8 


SHOWA 

S 忌 We な 105 みバ 
Tel . Clarkso 110981 


140 W . 扣化化 
Iw む rk むか 
Te し TraftI が r 巧 59 


S . KUWAYAMACO . 


New Yorft Ci け 

化 0 阳 . Re が お 化 巧 


Gohcge I 打 打 

3100 む aadway 
8 el 1 巧 rd 忌 124 化 お S . 
TeK お artiin が お M 巧 

ぉホ I 日 

至 ® Si マ曜 

午 午^ » ^ィ巧 

壁 藍 春 ± 

岳 十；^ 擔罹 


KIN が 0 & 巧 T S 邮 P 

IMPORTE 民 OF 

GOLDFISH & BIRDS 

u — — 

動 其 力を 
物^ ナ種 

一. 島リ 金- 
切 類' ヤ魚 


IUTAG 做邮 がミ 

224 に が 出 St . 
New York Ci け 

わし おが n! 34 抓 - 3 が 1 


Kawftsoye Hotel 

1 が Wgsil 巧 r パ ireef. 
Tei. dathe か al が 10 


御 

旅 
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河 


添 




號お 十九な 四千 一 第 


側で ぷ罕 tt がを Qlim 郎 


【日曜と】 


n H 十月 十 年 H 巧昭 




まが 巧理 

巧饒 茶園 

司 理乂活 蓮 
岀勤 0 モ じは をを 
の 御 巧 利 じ 施へ 巧 
謂會 席の 御 巧に 應 
个べ <娱 踞閔キ が 
不變わ 引 立 媛 度な 
紙上 割 案 巧 申 上 お 


鱗 踏 f I 

マ 社を ダンス A 
ザ あ 情 ホ 操 A 

親切 

朝 十岭ョ ，夜 十一 時 

シ 卞ジフ •タン シ 

ング 触範學 校卒藥 

U ん衫 タマ 


割 お 並 U 御旅 舘 


集稻 


を ~ 巧 
化 ま 


な 育 ホ 西 八十 八 T 吕 H ニニ 
巧話ス 々イラ J と 八 ニニ 


ずち 燒 
ホ じ 御 料理 



を 樣の御 嗜巧じ 適 ふ 
揉な 美 ホの 巧 巧理を 

S 廣趁樓 

致しまず から 續 々御 
ホ ホを 顔 ひます 

則、 が骑樓 

腐 揃 ひの 巧 理人數 る 
が 日本人 譲 おの 嗜好 
じ 適する 巧 理を差 上 
よす。 蘭 一二 時を 開 巧 
(百が 置 T 目ず ブ 
淳車 損の 下) 


化 巧な 卸 g 

i 五味 商會 

一 3 E . 1呈 St - ■. T . 呈 
呈宴ミ a 至ゴ食 

御菓子 舖 

名 颇ま鶴 頭、、 が 羊 糞- 贊澤 岳 
甘納 立、 其 他を 巧 
煎餅な ホ賛 。のし 餅け 前日に 御 
注文 ど 乞 ふ。 

お 注文は 松風 師窩橋 

jS W . 65 th Si . ブ一 •ブ afa 宫ニ式 4 


籍 鮮魚 か 一切 

B ぶ.！！ 向きの 生魚 澤 か 取 b 端へ 
巧 削 语で 大勉强 をし ます 

サヴォ ナ魚巧 

」 owe 巧 百り 巧 VOSP 

2 泛聋 ■ 6 】 St St . 

I Tei . oolcBbum 芭援 


荀本理 髮館淸 

西® j 卞 一二 了 目な 蕃地 ニな お 室 劈 

タ aj ブ 7 ロア (第み 街 ミ 巧 十一 ニ 了目受 

I 一 . 

I 本 散髮屋 S が 肺 

_ 年間 申が を ご 共 じ 就業。 

ジ ヤシン ト《 プ3 プ n 

II 31 ち 害 h SU . T . 呈 y 
一星. Coiu 量 US Ave ‘ & C ! さ 夏 ； ark West 




償の 蒲糕 わい しい 觸巧 

會席擲 料理 

書 食は 末廣へ 

叮咯備 巧畜巧 大勉强 


高等 御旅 舘 

I 昭 お 

す 席 御 料理 

一 


日本食が 品 類 及び 雜貨頰 卸小寶 
ホ么ま 大寶棚 桑 山蘭會 
新刊書 籍雜誌 小間物 日用品 各種 


おタ九 時を をを 

日本食 巧お メ 1 が アド ンス 〔年 一巧〕 

ii おを が會 

塞 霞 誌 勇 案.^^ 寺 

ト ブンタ 巧ち ます 


シャトル -ft 

NP 旅 縮 

w06-6th A, ミ. WO* woattl タ WM11* 

惇を巧 酌 巧 まへ ニ 了 左側 ホ 階 建 
H 本 巧 船 切特お 巧が 戶場 送迎 


ロスアンゼルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

ニ 7 N S ミぞ dro Si ., Us & 這 一を GaL 


ホ 上 金魚 巧 

芸巧皇 Ave ._ N ミジ rk 幻で、 
さ 0 ミ 吾 己 ニ 夏 


紐 育 唯一の 日本 巧貨店 

片桐 兄弟 商會 

スマ ドレ •ブ 。ダク ツ 一ず 販資元 


0 


捶 


案 話 プラィア ント 

八 0 お 九] み 八 お 一一 一 

争. 45- S 隹 

■巧 S 萄 

経 育 お 西 四十 四 T 目 
ニニ ー 1 I 八番 (二階) 
JA 呈哀三 青呈 P 吉呈 S 
ニ 2 S 套 h 苗.， N . Y . H . 

ぎ 巧ち ant 803- 署 W 


眞 面目なる ホ 磯 间胞じ 巧を 
なる 曝 案を 罔旋す 

宮川 事務所 

紐 育 巧 西 四十 ニ 了 目 岛サ一 'を 

電グ ライ T / ト とと 八と 
話 フライ アン 化を 八 


煎 餅 卸、 小賣 
を 腐油揚 
H 本 食 科 点 一切 

W 民 ロ rise IRice 广 pke CO - 
養韋 こさ- _ 

Tei . P 堅 a 52 ニ 


堂々 健棒ぶ りを 發捣‘ して 

ヤンみ I ズが 快勝 

一二 十四 ぃ '化界 爭観戰 新記錄 ぶる 

見よ、 ルス ご ルー の 傅 力を 


巧 お を 打 失策 
ャが的 と 0 

力 軍 I ご 一 一 
ホ キト じべ ンゴ 1 、 シ M ダが 
ジョンソン じ クキグ ジン 

ャ軍九 八 ニ 
力 軍 ニ 一 四 一 
ピプ グラス じべ ンゴ — 、アレ 
キザン ダ ー 、 ミツ チエ^に ウ 
キか ソン 

ャ 軍と 毛 ニ 
ヵザ ニ 一 化 一二 
ザ カブ — にべ ンゴ I 、 へ 1 ン 
ズ 、ジ 3 ン ソン、 レ 1 ムにク 
キ少 ソン 

ャ 軍と 一 五 ニ 
力 軍 一二 一一 0 
ホ冲ト にべ ンゴ！ ィ J n リンズ 
シエ ザ 於、 アレ キザン ダ— じ 
じ スミス 

• : /••(•••• 1 > • , -' 、 

么 投手 ペノック おで t 、 あ 外 
巧 ホ クン プ 傷き， 内が f ラザリ 
ヶ ー ニ ッヒも 傷 癒えず、 .外野 じ 
あ b ては ぶ 壁 巧 王べ ブ •グ乂 あ 
を 挫いて 振は 中 

戰 はずして 旣 じ十對 との 
割を 敗 化 ど豫朔 されて 居た ァメ 
リ カン • ブ. 一 グの ヤン キ 1 ズは 
窓 ホに も强 敵々 1 デナ グズじ 四 
戰四 勝し 昨年の パキンー ッ ごみ 
じ ニ 年 じなら ず 霸戰じ 速 藤す る 
のを ある 記 錄を淺 しじ。 正にを 
化べー ス • ボ— が おじ 化ける 奇 
蹟 的お來 事では わるが、 巧 等は 
この 四 回戰の 跡を 顧みる 時、 こ 
れを なつて 單 。る 奇蹟で あつた 


どがず る こご U 、 出 ホない。 即 
も ヤン キ ー ズの健 巧 ご 傷いた ヤ 
ン キーズ の 燃 ゆる 圆 志が 遂に 力 
— デナ ク < を 破が L たこ V を 知 
b 得る ので わる。 ヤン キ！ ズの 

連勝は 蓋 L 柯人も 想像し 
将 U かつ わ 所で あるが、 第一 日 
じがて ホ キトの 好投 ど^ ス 及び 
ゲ ー リプヒ の打擊 力は あんど 力 
軍に 審败を 契せ しめん ピ し、 ニ 
U 円 にがてを 雄 アレ ネザン ダ ー 
を 早く も S わ 目で た； きおし わ 
'一 どけ 勝败を 巧す る 發水嶺 であ 
つた、 一二 巧り じ 力 軍が 必勝を 期 
したへ ー ンズ 振は や 四 闽目じ 於 
て セで デ 方は 再び ホ キト ピ柏會 
へたが グスの 本 蟹げ でホ带 .1 記 鍊を破 
最後の 海關ら ザを なく をんで 段 
違 ひの 差で 慘败を 喫した。 

試合を 通じて 最も 肚 A に 
深い感銘を典^たのなべ1ブ> 

がス V - グ ー •ゲ '! リツ ヒ の健廣 
振 b でを ホ 共 じ 水 藤 立て 引 ホ も 
ヤン キーズ ぶ 勝因は 二人の 力に 
攸 つて あ b 立つ ね もので をる ど 
稱 しても 差 支ない 泣で ある。 挪 
も 二人の 成績を々； ダナが ズを 
体の をれ を 比镑イ るに おめかき 
もので ゐ 女。 . 

八* ケ 9 ブヒ 巧 軍 
巧 数 I ハ 一 : ニニ 一 
得点 化. 五 ！ 0 
を 巧 一 0 ち ニと 

ト ！ タ^ •ベ！ セス 

ニニ I 九 I ニと 
即も得 なじめて 二人の 十 巧 点は 


力 おの 十 点を 凌 魔し 

安 巧 も 力 軍を 体の 二十と 
本に 對し 二人は 十六 本で あ割强 
若し 夫れ ト 1 タ^ •ベ ー ゼスじ 
まつて は ニムが 打つ た本疆 打と 
本が 重きを なして 二人の 四十 一 
は 力 軍の 一二 十と じ慶 つて 居る ど 
いふ W 读 である。 今回 ャン 辛 — 
ズの 優勝 じ 化 b ゥォー ルド •シ 
— リズ じ ャン キ ー ズを体 こして 
一二 十 凹の 新記録を 殘 したがを の 
中で ' ベプ •グ ー スの 持つ 記錄は 
十九 のぞき じ 達して 居る をの 重 
なる ものは 爭親戰 じ 出場 1 る こ 
ご 前を 九 回に 達して 巧 人の 追隨 
を 許さない 外、 が お 率 一二 割な 上 
じ 達した こど 五 W 、 一回の シ ー 
ゾン じがけ る 

巧 擊率じ 今年 六 割 ニを 五 
屈を 出した こどは で 化け 十五 年 
のシ 1 ジズ於 じる^ ンク • n 1 
デの 五 割 四 か 五一 姐に 優ら、' 四球 
を 巧 （る こど 二十 八 回、 一二 振 6 
する こど 二十と 回で おに 自 nJ の 
シ I ブ ！ スの 得点 
化は トミ •リー チの 八 おを 破ら 

ーシ i リ 1 义のト — タ八 OY] 
ゼス 二十 ニ.. が ジョ！ • ， ス (と 
回戦 ) の - 記 錄に 優つ て 居る。 ャ 
ンモ ー ズの 新記錄 ごして は、 一 
シ！ 9 ズの本 藍 打 丸本な セネ タ 
1 ス ( と 回戰 ) の 八本 じ 優る み . 
シ！ リズ じ 八 画の 連載 連勝は 最 
もを いお 錬で 

役 手 盤. に ホての 爭霞 

お读 S 勝 星 六は を 投手 チ ー フ《 
'ベンダー ど 共 じ 輝き、 ーシ 1 リ 
. — ズじグ ー リッ ヒの巧 擊わ九 点 
'を 博した こどは 千 化 巧 二十 S 年 
ミユゼ 八の 八本 どい ふ 記録を 破 
つた もので を b 、 第一 回目の 入 
堪 巧が 入 二十 ニ 万 四千な I 二十 巧 
と 選手への み 酷 四十 ニ々 化 千と 
巧 一二 十 巧み 十 個は 共 じ 過去の 記 
潑を一 凝した ものである。 


暴風 突風 r 前に 

飛 巧 船 太 西洋 橫衞 

當 地に 到 著ず ものは K 曜日 頃 か 

對路を 南に 了 ゾラスを 經由 

パリー 十-日 港 n 獨 逸を 出 あしれ 舶 行船ゼ ペリン 伯 親は おお 
« ホ 突風を 受けて 頗る 難が をを 績け 速力の 如き； 時間 五十 哩じ 
緩め 太 西巧烤 はお 風の 化 あなため 針路を 南じ轉 じて 豫定 の航巧 
ょ b も 約 五な 哑 をを 四し 本り 午を 八 時 十五を (當地 時間 午後 S 
的 十五み) じ 一 W スぺー キンの タラゴナ ト .なじを の 姿を 現は しね 
がゼ ペリン 伯 おょら カナ ブラ ニ 力無 紛電悟 所 じ 達した 観 道 じの 
れば 『一 间罐 を、 アゾレ マ 島-しが ザ搏 宿の 當』 ど わを、 巧 ± の 
を 翰 船は 無線を W て 天候を 報じつ^ あるが、 このを で 巧けば R 


曜日 舆 ニユ！ ジャ* — シ！ 州ン ) 

豫て lb わを ゃ勸巧 物を 穂ん 
で 太 巧が 横斷を 傅へ られつ t ぁ 
つた 濁 逸の 巧を 飛 巧 船ゼべ 9 ン 
伯ち' はま も水晴 H の 午前よ 時 里 
十二を (當 地げ 巧は 午前 一時 お 
十二 か) じ 

根據化 ぁるこ ド？ ブ 

ヒシ 五！ へ ゲンを 出發 、これを 
當化 時間 じ 照す £同：1: 午前 一二 時 
四十 五を じは 佛獨菌 境を 通 巡し 
去る 十一 曰の ネ後六 時 四十 化を 
(當 m 時間で 午後】 時 四十 九み) 
じは スぺー キンの パ I セ。 ナを 
通過した ごの 確 巧 じ 接して 居る 
今度がん で ホる ゼ ペリン 伯 巧は 


キ户— ベ トじ對 若す る尝 でむる 

藝に獨 逸で 運 遊され じ 後 アイリ 
力 海軍 じ歲 渡されたち 船 n 1 サ 
ン ゼ^ス 號じ 媛る 飛け 船で ある 
即七 曰— サン ゼグス 號は襄 さ 六 
だ 五十 択 、ザキヤ メ ータ！ が 化 
十二 灰、 高さが 一 0 1 •六 乂趴 
平均 

M 方 力 六十 八哩 、最髙 速 
力と 十心墙 、重量 一二 巧 お 度、 が 
お 力 六 千 哩じ對 し、 ゼ ペリン 伯 
號は 長さと がと 十八 映、. ダ キヤ 
メ ー ター 。 十扔 、商 さ冉 十一 映 
ホ 均 速力と 十一 ニ哩 、最窝 速力 八 
十哩 、を 畳 八 万 八モお 度、 航程 
力 六 千 ニ巧哩 でお甄 傑は 十二 シ 


リンダ！ 五、 五 巧 五十 馬々 のメ 
1— バッ^ タゼぺ ブン發 動機 (重 
貴を 一千 凹 百 五十 お 度) を發動 
機は をむ/ \ ゴンドラを 飽 がし 
たもので 燃料 も お 油から 採取し 
わ 『プ A — •ボス』 を 用 ひて 居 
るが、 化の 燃 巧 ど 異る點 はこれ 
を消發 しても 别じ飛 巧 船の 重量 
.じ 何等 離 係を 及ぼさ ■ y ' い 点で あ' 
る。 雨して この 飛 わ 船の 搭載 力 
は 乘組員 四十 人の 外に 長途の 

旅 じ も慶じ 二十 人から ニ 
十五 人、 短 かい 旅なら ば 四十 人 
一から 五十人の お客さんを 積み 得 
る ごい ふ 素晴らしい 空の 怪物で 
夫る。 船に 備 がられて ある あ斯 
裝は S 十に ぶび、 をの や 十六 袋 
は 一二な 五十 巧キユ ビック 吹の 水 
素、 十四を じは 前記の ブグ— • 
ダスが 用意され、 恰 かも 普通の 
^ 船 おのかく ニ 側の 寢臺 がを 室に 
ぁるか。 一社 あ、 應お莖 等 も 完備 
した 赞澤 W もみで あるが、 乘組 
員の 喫煙は 絕對じ 禁止され て 居 
る。 尙ほ 今回 搭載の 

郵便物に 對し獨 逸 政府ょ 
|ー ら 五 方弗を補巧す る こ S じ i ；*' つ 
^て居るが總數は手紙か吉巧、 端 
聲が四 巧 通の タ數じ 達して 居る 
V わ 信書は 一 弗、 端菁 はお 十 仙の 
一切 手を おつた もので をの 大部を 


は、 來年 S 巧を のて ラキ プチ 
じ 開 継すべき 巧 國巧覽 會に對 し 
當 地實藥 家に 宛てた ま內狀 でぁ 
る ご 0 

出郷 大巧の 十； 產は 

大臟 の剝製 

當地 博物 舘 陳列 

新 巧 駐ホ大 化が 淵滕次 巧は 巧 

H ナン フランシスコ じ 又 港した 

をが 化で 到着し む^ 同大 使は 今 
巧 化 じ も 珍ら しい わ ± 產附 であ 
巧す る こと、 なつて 居る。 をれ 
は 緻の夠 製で、 この 御 ± ま はを 
離山 沖 t 獲れ た大 無を わが 水產 
學 の おみ 巧 川 千 化が 巧 古 指導め 
下 じを 入ち じ 調製され たらので 
を 積 十 順、 畢量ニ 雌 ザ ど 云 ふ 手 
±產 どして は 化が 一の 大きな も 
の だら ぅ- 

こ わは ホ阔 政府. か 大使を 通じ 
て お 育ナシ 3 ナ^ 憐物 豁じ窗 
猶 ずる もので わる。 

スぺ） キンと 米國 

無線電話が 完成 

アメ y 々と 缺洲の 間に 無線 電 
話が 開通して 漸く 一年 じ ら一 


奥 元帥は 恢復ず 

東京 特電 十二 日發 n お 额の如 
く 奥が 單 H 帥は 卒倒な 巧絕望 
ご 見られて ゐ たのに 奇蹟 的 じ 
恢 おした。 

前 巧 長が 饌頭屋 

ま 京 特電 十二 曰發 n 前 宮麟巧 
長大を 元繁 氏は 東京 神 巧 じが 
て 優 頭 M を 開いた。 

趙明河 死刑 執が 

まを 特電 十二 曰發 U を灣 じが 
てみ 逍乂將 を 殿下を 襲 ひ 奉つ 
た趙 明が" i を 化 じがて 十 H 巧 
刑を 執 巧され た。 

四 巧 方 年 前の 瑕 

ま 京特亀 十一 B 潑 n お手縣 
下で 嫂 道 工事中 一フ！ ト大の 
殿の 化石 •か’ 掘 出された が あを 
ホ大 では この 化 おは 四百 万を 
_ む 前の ものである こごを 發 る 
した 0 


般を 衆の 化 用 もが おじ 增 加して 
居る が K . ィリ々 どスべ 1 ネンの 
無線電話 も あ々 本 目を 》 て 開通 
するこどじなつね。 大統領ク？ 
ッデ 氏は これが 祝贺を 兼ねて 
今轴ッ シン トンの 查巧業 會議所 

じを き 親しく スぺ ー キンの ア术 
フ オン プ 皇帝 ご會 話す る こどに 
なつて 居る。 ク！ ブッデ 大統領 
が 長距離電話 でか 闡の 元を 通 
話す るのは 米 墨 電話が 晓 通した 
際 力 キ五ス 大統領 ど會談 した B 
ホ これで 二度目で ある。 

巧 お 王 コップは 

單獨で 渡 日ず ろ 

をの 後の 報道 じ 娘れば アメブ 
力 球界の 巧磬 王で ある タキ •コ 
ダ プの渡 曰は チー ム どして でな 

くタ 人で あ&フ 9 スコ •シ！ 八 

の 持 ま プット ナム 氏 W 同伴の 上 
渡： n しを 大學 野球 閣に湛 つて 競 
技し 且つ 野球に 關し 講演す ると 
いふので 大阪 毎： a 新聞な^ 化の 
運動 協き が 後 おして 居る が 氏は 
ホる 二十日を 0 て 渡 日 I 年 ホに 
は歸乂 する 笠で ある。 


御 下宿 喜樂 

元 黑崎旅 お奈良 直が 
1 芝 量 St . J 30 至 n , N . Y . 
Tel . ブ iang 一 こ 5 ニ 


巧 園閑淸 、を 氣巧鮮 
巧 人 巧 樂な 自お亭 

里ジ nds St . Bsokl ミ. N . Y . 
Tel . さ an 苦？ 475 


▲淸 巧、 親切，、 を樂 HH 巧 ► 

勢側舘 

が お 事を 久跋榮 巧 

仪拐 E . 装 一 : h Str ま t 
Tel . す 巧 nt だち 


器 西 旅 能 武田 文を 

故圃巧 聞タ數 な 揃へ 居ます から 
化 巧 御を 寄の 節は 御 休憩 下さい 
2 呂 Eas ニ 置 St をぎ ぎ yvi ご 岩 1 


力 旅 結な め 

蕾 國旅舘 淸水 

1 を さ ’ 苦 th S ニ ミ 量 
Tej- 賢ぶ ueh ミミ ミ 1 巧 


雜育 旅館—*— 

を 四十 了 目 ニ 四 ニ 香 

TeL 呈互畫 a 望 A 


ン タト タント 

並 じボー デン タ 
荷物ぶ が 險 卵じ預 b ます 

冨 山】 

1810 ヴ 互 言. 呈 .養 す& 呈 たぎ 


ポストン 帝 

富 生 旅 舘大浦 ホを 

畜董 3 器 ter S 二 oston 至 ass. 
ぎ B.B.WS 


費府 御旅 纔 
桑山淸 五郎 

含 8 咨 己 h 8 ih Mt . さ 舌を 章 i 田 Pa . 

Tel Wainu ニ 231 

商を 魔 域中必 、綴 領事館、 e ネ 
郵船 其 化 銀が 大會お 近き 壌 巧 

を 港 -^け ホテ少 

純 日本を (特別 間 もも) 

御 一帯み 祭 自動車 御 お 迦申上 巧 
G ニ 基 ifornia SL San で a 古 ciss •を if . 


脚な 品 

§,3 遺 一 

& •抓 罰 M 

J P 1 ^ 


酱油辭 縫 雜 S 白米 

日* 米 is 食 巧 轟 離。 黯龍 

巧 旧 醬独株 ホ會お 東が 一手 賣彻巧 

3 


アメリカ S 禮儀 3 

婦人に 逢った 時 

裳を、 巧 巧に の 食事 中 じぁな 
たの 阿 伴した 婦人の おぶ 速が、 
同伴 巧に 話を しかけた 盜 を、 相 
ホの 婦人が ホ 知 W 人で ホる ど 否 
どじ 隅らず、 をの 婦人が 立 去る 
までを 立し、 巧して 椅子 じ 坐っ 
てはいけ ません 0 
閒 。ァ メジ 力の 結婚を 豫習唤 
壌を 化 嫁は 自ら これに 參 加す 
べき ぉので — ^ やぅ か。 

答。 花嫁は この 豫 習に I は 普通 
指圖役 どな 6 化 嫁 役け 代人が 
ずる もので ず。 


苦 化 


皆々 株い 御機嫌 j ょく 被 
爲涉柯 ょ b 珍を のま ゎにが 上 奉 
b ます がな 事 此度御 ひるき 筋 
のを 接を 蒙 6 淨瑞璃 ご 康滿硏 を 
のた め 『を 壬會』 を 組織を し 乍 
不巧御 指 巧 申 る こご； 板 成 ま 
しね 就て は 同好の ホ々 樣； しは 巧 
卒御勸 めかせ 御 乂會被 成で を 化 
出 雲を 始め 德川 時化のを I ザ 瑞璃 
網嗜 想で をれ 巧 < 永當々 
0 紙上 わ 願旁彻 披露まで 
尙ほ 月謝 其 化 極めて 鶴^を じ 
敕計 ひます か'-^ 委細は j 注記へ 
御藤 會の 上を も 角 御ホ禮 ず さ 
れ巧 くわ 待 '申 上ます 

戰澤吉 王 

118 W 117 thS 三 さ 置.. 10 
Tel Univ ミ尝這 お 


k 乍禪 


讓渡廣 ぶ 

謡醫 毎々 御 引 立に 預 ら^に 難 
を 厚く 御 禮中上 お。 陳 すみを 
儀 お ホょ 6 經蠻 中の お 册旅鶴 
を 今 齒武田 文治 巧 じ讓づ 渡し 
侯 硬化 段 御 通知 中 上 候。 巧 ほ 
今後ち 相 變らず 劇を 證<? 程を 
願 h 膀。 

昭和 ミ年义 均が 二日； 

元 岩 曲 旅館 ま 一 

江 化^ 一 

讓受 廣^ 

證蓉 時下を 露 寂 漏の 膀^ 位 益 
签御淸 祥の段 奉賀 上 お。 I 陳著 
小生 儀堯 -3 お會じ 在勤ん て 一 
力ならぬ 御 おを-し 預 を：^ じ 難 
あ 御 厚 禮申上 候。 今 脚が 川 巧 
一巧 經營の 岩 巧 旅館を 讓らを 
け誠實 誠意 務めて 諸 透の 御滿 
をを 化 計ち 巧 中懷間 何卒 倍舊 
御眷 顧の お 偏 じ 願 上 おぶ 敬具 
昭化參 年 化巧廿 二目 

武旧义 治 


^ 松が がか 

薑互 anh 芸 an Av こ e ニ 1311 云 Sts. 
ミ i. 62 Tel. M ミ 言 呈三苦 9 


木ん ル ング 

吕 07 3 曼ま . 享置資量冷 6 襄 
ジ I ち hone 安 巧 ミ 苦 27 


御大 禮奉 視韶念 調進 

ホる 十一 巧 十 ムハ日 ホ テが •ア^タ] じがけ る 御大 赌奉 骄晚 
餐會 御着 用タ キンー ド 御用 命に 預も度 電話 じて 御 一報 次第 
早速 店員を 差遣は します。 

丸 山 洋服 商會 

B 7 W . 羣 ぎみ 暑 Tei . で畫 7079 


OJS.K, じ 打 e 
大 阪 商船 會か 

2 目が 8 謂 描 ! 化 18 亂 則が 
17 8 が 巧が 化が E 化 W 巧 挑な n 
PH0 化閒 WL! 郎郎 £EK おが お 


HMITA & 邮， 

1 か -1 が Fif 化 むも， 

げ or. 21st 化） 

New’ む r ! (む わ | 

Tel. Algonq 刪 58 お 


WAUCER & U 0 RI 0 

CUSTOM TAILORS 

20 DEY ST.. NEW YORK 
Near Church St. 

TEL. CORTLANDT 巧 57 • 巧 SS 


AGEN じ Y: JAPAN TOU 及 ] 1ST BUREAU 


San Francisco 0 び ; e が LoaAngel が 0 だ ice: Seattle Office; 

的 1 Marl {お St. 605 South Grand Ave. Colman Bid が扔化 t ’A ve. 

N 巨 W YORK OFFICE: 

8-10 Bridge St. T 巨し BOW U NG GREEN 2262 

Chica だ o O だ わ e; 100 W. 凶 onroe St* 


N. Y. K. LINE 
社 會船郵 本 目 


M 日 Bros., Inc. 

Formerly 

巧 aruhaclii & Co. 

1? EasM7 化 ! U . 化 

Te し / lig(mquin 8 な 8-87 


N がバ巧 ding Co. 

巧 1 ぶ 化 Ave 打 tie 
(Cor 21 がな.） 

Tel,Aig(m[}uin 384 B-^ 


Nippon 

Diy Goods Co. 
1261 Broadway, Ciiy, 
Cor. リ d な . 

Te し Pennsylvania 巧 50-51 
Room 4 巧 


I MOGI, MOMONOI, 
I COMPANY, Inc. 

I 105-E. 16 化 化 I N, Y. 

I Te し Stuyvesant 巧 お - 6-7 

f 



男女 及 小话の 

衣服 類の 意匠 案 泣 ，: 
截 方、 型 のか: り 方を 
習 ひなさい 


File BaiM 閒 wan, Ltd. 

ぉ〇巧 5 巧 

可 加 8 辟 前 i 的む ; ぶ お Hdi 巧 

巧 5 8 巧 adw 巧， ん Y. 

TsI . むが ami け 2 がが 34 


巧 E B が K OF 則 脂 EN 

邮讯 1029 — 巧を む刖 おが， も ？•— 
巧 帥 もむ が an が 8583 


1 お 如 m け omo Baiik, L 扣 . 

_ 化 W Y 郎 K A お？! が 
Boom 4H 
1 がむ 的 扣 巧 
わ 1 . む哪が 7444 - 7 が 5 


Tile Yokoliaiiia 
S| 8 Gl 8 Bank , 1111 

別 h Fi 酣， E がけ able お dg. 

1 巧 8roaiiw 化 N. Y. 

Phene R が i 扣 2 巧 0 


THE FUJIMOTO 
SE 郞 R 巧な 朗 . ， ! 脂 , 

巧 8 む 的 お 化 H. Y- む iy 

Tel. Rector 24 巧-おお 


M 邮圆 8 A 邮 OSilnc .， 

巧 - おぶ W. 掛 d SI, . 
New York CJity 
Te しむ am が cy 3 お 0 


な iyoTradin が o.,lnc. 

Impoilers & Exporters 
101 Fifth ive., N.Y. 

I お 1 . Algon 叫 in 3 の 3-5 

3 リ化 Madison 化 e ホ 
Chic 巧 0 , IHinois 

^ 紙 


I 中 
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號 五十 九 巧 四千 一 第 


銀 新唐纖 


日曜と 


曰 


十月 十 年 H 和昭 


【四】 


を ! 


シ アトが ぉ 帆 ( 午前 十酵 ) 
あら 皆 ま 見 十一 巧 五日 
あち ぞ；^ 化 十一月 サ H 

るん でんか (坡淺 化晚心 十月 甘 八 B 

M 等镇濱 】 を 邦 

但し ば 巧す 丸 るん どん おは 一を お 煎 
▼ご 一等 日本 巧を を 棄 客室 大な 遣を 族室麥 R 
▼御 薄 導に 依リ 一等 割 おを 復 切符 發お致 可 侯 

ロス ア A ゼ ルス 出帆 ( 午後 一二 時 ) 
まじら 化 十一 巧 S 目 
もんて びでお 丸 十二 巧 十 0 

▼一等 攘濱ニ 一二 0 张惜 はわい かま にら 丸一を 雜 
▼转別 一二 等 0 本 巧ぶ 十九 乘 ▼一二 等 9 本 巧 お 十を 萊 
▼沙 灌羅晴 お激牽 切巧廈 達券駿 入御 幹 姪な^ 摸 
►統育 織 パナマ 經も呂 本ち 那赁其 物 城 ぉ 一回 


精々 勉强呵 仕 御 引を 願 上 候 

. 觸 趨器雜 貨卸寶 

春 巧廊會 


ハィカラな 紳± は 

化立报 をな しまず 

夫れ は 宜< 身 じ 合 ひ、 見掛けは を （、を 
して お ホを ょら もを 持ちす る 事を かつて 
& からでず。 弊 巧は タ數 H 义紳 ± の 街 用 
をを つて 居ます。 

M 化廣 きじて 御 ホ 店の ホには 

六を 割引を し 主す n 
御 注文のを 柯じ保 はらず 兎 も 巧 一度 ホて 
見て 下さい 

ウオ ルカ— エンド フロ リオ 洋服 巧 


▲巧 巧る み 等 設備 巧を の 度 富 » 窺ん るは を 粗 貝 
の お 採な 切 下裝ミ 共に 當 姑の 謗 さする をで 寸 
A をな 太平を お路 一二 等設链 はを 部 ザ 時 的な 貢 古 
施し ましむ、 巧に ホ 巧 族の かさは 所謂 ッ Is 
ス トサ ー ド 又は スナユ デ》 トクラ ッスな 上の 
お 谊み備 へて 居リ ぇず 

® 桑 港 お 帆 ホ 7 ググ經 を 〔正午 出 化】 
'を 洋乂 十 巧 ホ 四日 
西 比が 亞乂 十一 巧と 日 
大巧 化 十一 暑 一日 
天が 化 十二ち 五日 
コレア 丸 ち 丹 十九 日 


@ シアトル お 帆！： 午 か 十 時 お 帆】 

伊豫. 丸 十吕晉 

靜岡化 十一 巧 廿と日 
橫濱— 化 ち 巧 十五 H 

® を をを B 本 巧 おお 

盛 島 か 十一 另 一二 目 
自山お 寸一貝 十 ホ 日’ . 
A が替 おおちを 馬經を B ネお 貧綺が ~ 另ニ賴 
▲錫 道踢挣 Wi 勞其化 萬タお 巧を に 御 あが ホ*^ 

A 太 巧 洋大あ 賠を社 乘铅巧 得 巧 法を に 取 計を 寸 


H 本陶撼 黑雜嘗 類卸賣 

ザ 元 ブタダ ー ス 


日本 陶破 器雜賞 

ラ厶 プ卸賣 

奈良寶 易廊會 


日本 お 服 反物 キ モノ 

テ ^ フルク ロ ー ス類 

諸雜貨 卸商 

I 賊 日本 ドライ グ！ プ廊會 

特別 廉 巧で 大勉强 新 流 巧は を 店の 巧 長 


H 本觸 黑雜貨 

ドライ ク ！ ツ 竭販賣 

i i 巧 木 桃 ホ 組 


ネ 校は 创立 W ホぶ 十 年 W 上の ， -T 
歷 をを 有し 巧 女ぶ び 小 おの 衣 柳 A 心 
服 類の 截モ- 継ぶ 一切 度び 着； § 机^ 
物のを 身が 巧を 紙型を W つて お，! 如 
一人々々 じ富路 的に 親切 じを . S 
巧 致して 居うょ す 巧 得する じ 比 f 
は極（をあて而かも適好の職 
業で 收 入のを い 寧は 申す 迄 も 細 IW 
あらません 昔 化 前科 ゐ b まし- 5 51 
て條仲 等-^ がを せく ホ 巧て 巧 施 W 
らまず 0 


ミツ チ M ル テ ザ イニング K クール 
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貧 本を 
拂么濟 を 本を 
巧 立を 


まほ 围 
ホ •モ巧 旧 
六 千ち だ 五十 巧圆 


S ホ 銀 巧— 支 巧 


巧 式 

を 化 

本 巧ち 巧巿 日本 巧に 本 単 崖が 五を 化一號 
支店 ル 傅 日 蓋を 內 ( i 横な 
をを 屋巧都 大阪西 0 K 皮〕 脚戶 
廣島下 顆巧司 若松 短 岡 長 お 
上海な をを 巧® 氷 


お出 入 爲替’ 電信 送を •ホ运 を’ 旅 巧 信用が 
巧 業 信用 狀其 他】 投 をが 業 

ん I 竺囊 銀行— まな 

瓶 里 送を (日本を 地 無す 數 巧？ 迅速 化を 
本店 預金 (定期 通知 ノニ 棟) 御 便利 化 巧 
• ネま巧 東 巧 (本 巧)、 お阪 * 神戶 、京都 
所 化 地名を 屋 、小 お、 上 お、 おを 


マ鄕 里を お及びを 送を {お まな 巧}、 外函 
- 巧を 賣 買、 荷なを お销取 立、 信 巧な 發 
巧 等 一 板 银巧龙 巧 闽巧巧 じ 取 巧 可 化 お 

裳 臺灣銀 巧— お 張 所 . 

本 唐 萬 灣臺化 

ち お 巧 巧、 横 巧、 大度、 神戶 、上 お、 巧 

ロ、 福が、 度 巧、 細 巧、 香港、 巧 巧、 巧 

慕 坡 、ブラ パヤ 、スマラン、 バタ ビヤ、 を H 
々グ カツ タ 、倫 あ、 巧 外 毒-巧 十四 ケホ 


一， 資本を 营憶圆 (を 额拂法 巧) 
i 、 穫 化を 一億 ニ 巧 お 十萬圆 

巧 地 本 まを お {本 巧 一 東を 乂お 
神戶を 時下 お 名を 屋 

戀鑽 正金銀行— 支 巧 

ホ 固を 支 巧 = 轰港羅 巧 ホ お 巧を 
奠 他世界を 画 重要 都 ホ ュぞ巧 及 コ グレ 
さ 有 之 辰 


本， 店 大阪化 お 五 了 月. 

で 店 紐育ブ C I ドウ 王 1 巧 四十 九を 

懿 住ぶ 銀 巧 

日 ぉち r 東京’ 横が、 ぶ 裏、 京都、 巧 ロ 
eyt 尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳が、 下ゾ稱 
霎适門 司ぶ 倉、 お 松、 陳タ 、久巧 ホ 等 
本國 預金、 鄕 也な を菩は 巧め 
jr て 御 おが 迅速 じ 御 化 投可申 巧 I 


本 巧 朝 おな 诫 

ま 店 出張所は H 本. 内地の 樞耍都 ホ， 朝 お 
おが、 を 邪のを 地 及び 浦 お巧徳 

觀鱗 銀行 紐 育 出張所 

み 固 巧替】 殺が 巧 震巧靖 々御 便剌じ 取扱 可 

か 上 お 


藤本 證券 會か 

一般 お惜辄 券ノ巧 買、 引 巧、 裳 お 
▲を强 、並 ニ 之 ニ關ス こ切ノ 業務 

2 試 藤本 ミ 7。！ 力-銀 巧 

紐 育が 張が 


觸诚黑 、雜貨 卸 背 

無村ブ タザ ー ス 


巧貨 陶破お 

ドラィ グ ー ズ卸資 

太洋賓 易！ 會お 

支が ボ 俄を、 ポストン 


0 本 截船會 就 (並 三を 鐵道會 社) 

代理店 巧瞒 兄弟 藏會 

乘单 、乘船 切符 並 じ 小荷物 運送 御 巧 利 じな 扱 中し まず 
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ホる 十一 巧 十 ロ擧巧 ホら せらる ぇ 御 一大 禮の 盛儀 一し ホ b 紐 育を 
中必 どし 東部 じが 留す ，0 同胞を なて 御大 禮舉視 曾を 組織 致賀 
まを捧呈する£同時じ^<要左のぶをに化^奉祝の誠意を表し 
度此 段な 紙上 誰 吿化候 ^ 

SN-Nl/N-C.* (•/?}(1(/(/ 

一 奉肅會 ，記念 献上 品の 件 

一人 じせ 金) 弗 宛 巧 一に 聽 金し 證當 なる 献上な を 選を ずべ 
く' 目下 證衡中 じな 么偵 一 

仍 お本會 の 趣旨 御賛 II の 上な 巧 間 胞無独 酸 金じ應 せられ 度 
時に 御 婦人 達 も 是非 塞って 御 加ん 被 下 候 樣切留 化 候 
尙ほ右 献上 おじ 添え 献上 者 諸君のを をを 明記せ る】 册をも 
併せて 天覺じ 供す る 計 書 じ 御座 候，， 締巧期 H 十 H 册 一日 

ニ、 奉祝 大晚 餐會離 催の 件 

U 本 じがけ る大馨 第一-日を トし 先の 如く 大晚 餐會 開催 致 候 
間擧 って 御 參會被 巧 下 度 候 

時 日 十】 巧 十六 日 (を 權) 午を と 時 
機 所 ホテル * 7 K 々！ 

會婪を 五 弗 
服裝隨 .寇 

巧 子な 可成々 キシー ド 又は 黒服 婦人は 和洋 服 自由 
雜 切 十】 巧 十 n 
事務が が 巧 日本人 脅內 
昭和 一二 年 十ち 十 H 

御大 禮奉 視會 

_ タ譽會 長- 齋 賤 博 
會 長 革 信け 治 


ラム プ ぶび シルク シエー ド 

製を 巧如賣 手 塚商會 

正 • Y- H 田 TSCKA CO- - 

15 W 宙 1 24 さ St., N. 三ぎ ぎ呈を 置 9 登 



Jllpj 兰 II 丢 幸 ' jff ニ 看を 妄 置 こ 惹養至 董看畫 こ > 1 至戶者 




紐 育り 本人 會 

理事が 會 

お ニ 化 閒趙資 巧 化 出 
奉祝 符 々許 立 替を認 

紐 育 H 本人 會巧 事例を は 
まる 九 H 午後と 時 巧を 都 じがて 
開かれ、 出が 理事 十と 名 晚餐後 
指名 点呼、 前 食 お 錄助讀 ぁら、 
をな 子 巧 記を 會 格を 報 吿しニ 一二 
の畏問 あらて 承認、 次で ま旧會 
針よ 6 八九兩 =：： じ 旦る報 吿を試 
み 過去 ザヶ 年間の 收支 一寛 おを 
提出して 柿々 說明 する 所 あ b 愚 
あ內 旧を 權時使 よら ニ 巧 五十 弗 
窗 附ず領 のかを も 併せて 報吿し 
右ホ認 をを 部の 報 吿じ移 6 風 間 
社會部 委員を は サ遊會 の 成績を 
報吿 して 收 支の 槪 算を說 明し 一 
W 巧手を なて 之を 迎へ草 信會長 
の 委員 投じ おする 謝辞を 6 夫よ 
b を お 部を 員 水お涉 S 巧よ b 第 
二世 職業 調杳問 おの 資巧 印刷物 
じ瞄 する 說明 あら 

在米 目 本人 食を 始め 沿を 
を 地り 本人 舒 並に 新聞社に 對し 
參考の あめ 酌附 せを 旨を 語 6 尙 
は 遠隔の 地方し ぁる 靑 年を ミス 
リ ー ドせ ざる 用意の 必要を 說き 
が岡邵 事は 巧閒 及び ホ 堅を 述べ 
次に 共濟部 委員 鴨が 久 氏よ ら納 
曾を 修錢 み經 過、 掏 巧ち の報吿 


山中 簡會 の展覽 

今回 シカゴ お 化 ミシガン •ブ 
グバ アド 八 四六番 にお 支 巧を 脚 
設 せる 山中 商禽 じて は ホる 十五 
n ょ b 二十と U 迄 わ 化 支那 美術 
品の 戚臀ル 巧を 閒 く； どな b 周 時 
代の 銅器を 始め 漢 、巧、 か、 明 
が 時 巧た 直れる 陶磁器' 大禪石 
彫刻物 等 六十 一 おのを 化を 陳列 
して 一般を ホの 觀覺 におす るみ 
で 前週よ ろを 方面 じ勒し 案内 狀 
を發 した 0 


等 あら、 杳西现 事 よら 御大 禮奉 
既 曾々 計な 辉 のかに 化 希 摩を 陳 
ベ 田 お引けを】 千姬迄 臨機 H 
本人を じがて 义替へ 之を 別を を 
討 ごして 收 ちを 明か じすべし ど 
の 動統を 提出し が遙 たく ホ認ど 
ホし ■ま おす 普 記 お 療養 餐 支出 
の 件- ^滿 媛 一致 句 かし ホよ 6 入 
退 曾々： 巧い 巧 殻を.— ら たる •か 鴨 
が现 事よ b 織 田 理事 自動 ホ奇雕 
に關 し訪閒 せる 件、 巧 信 曾 お 夫 
人人 おの 件を 報吿 しを 信 曾 長の 
答 巧 あな 故會 がるは 午後 义 時半 

.昨今の が 球 

’冉 お會糸 水會化 M 巧 
’ ♦靑 お會玻 終の 族 おを U 明 十 
四り ペラム ベィで 巧が すべ，' 十 

八 ホ— ル户ン * テ 附ィダ 八 プレィ 

で 特別 赏 おも 出イる 巧で あるが 
過般 お T した 巧を 大 おお 5 おお 
は-等 上 巧 蚕廣湘 I 二等 飛 出 四 
等 山 本の 四に： ^ 入 興し 巧 窠倉選 
ホ 碟は商 橘愛剛 氏が 九 ニー 化と 
I 几 主 n ネット. 一八 六 じ' て 選 ホ 
權を孽 挺し、 り 野 氏が 九 一二— 一 
00 — 1 0 ニ =： ネット ニ 化 五 じ 
て ラン ナー アップ ごな つたが 右 
じて 姑 終の おな 巧ら 終 r し、 十 
一け llln を U てな：： i 按與を 並む 
盤が をを がく 审 "である。 

♦糸水おが銀が刚のゴ フ躲 
I お會は 3 リン バス グイを :一 昨 


H シ a ^ ニイに 於て 巧 はれた が 
生糸 輸入が 側では 田 島 (一二 ホ〕 が 
藤 ニニが) 西を 巧】 橘 本？ 本 生 
糸} おが ( H 米を 糸) かが (日本 締 
化】 が 巧を では 巧 木 化を、 武井 
日銀、 底 水 H 銀、 ま田裘 が、 冷 
ホ 田が 銀-巧 化ぶ を 六 巧の 外を 
員 ごして 齋滕總 棚 事が 糸 水會側 
じ 加は b 巧 商務 書記官が 銀 巧 削 
側 じ 加は (て 合 針 十四 天狗の 化 
戰が あつた ホ。 

ボイル 女 おの 作が 

展驚會 を 開催 

藤塑家 ごして 亦蠢 家と して 最 
近 斯界 じ 知られつ； ある ダ！ ツ 
方 1 ド • ボ イ 营野夫乂は目下 
柬十了 日 十六 番 ベン エンド ブラ 
ツシ ユ巧樂 部の 一室 じ 於て 野球 
選手な マン ユ ー ソン 其 他の 塑像 
巧び 水 お 萬 等 十数 点を 展覽 中で 
あるが 隅 期は 本 巧 下旬までの 由 
女を は ホる 九 H アメリカン •イ 
ンデ アンの 風化 習慣' 必理 等に 
關し 趣が をる 課 おを 試み、 管 野 
を 巧 もを 詩を 朗誦した が、 ボイ 
八 女 挺 のげ 品 じ おしては 紐育タ 
イ ムス、 タ刊 ポスト 紙 等 じ 依ら 
て 好評を 礎し 居ら 殊に ポスト 紙 
の 批評を < リォン •マツ々 ■ — り 
女をけ パ ツ 义 ス • ゲ ォ ビ ス ホ 
ムを '激賞して 居る。 

高峰 H 瘍 の移轉 

從來 でンク アイ ランド 巧り^ 
ソン 街 じあつ わ 高峰 商會 附應エ 
摸は 搬玻の 必耍上 今回 阿 お 一二 十 
ホ アグ： ウ S お！ I 0 蚕に 移 
轉 した.‘" 麗 話は 舊の 如く スチグ 
ウュ みん— ご 八番 である。 


. 明大 秋季 校友 會 . 

明大が 季 校ぶ 會 は今圓 n P ン 
ビヤ 大學を 卒業 歸 朝す るが みま 
藤が 利雄兩 氏の 送別を 兼ね 十义 
H 午後と 時 H 本お樂 部に 開催 じ 
决 しじが 巧 能 ホ學： 校ぶ は 一二 ホ 物 
违淸 水八郞 氏へ 中 込まれた しど 


美謠會 素謠會 

美謠會 にて は ホる 十九 H 午を 
六 時半ょ も H 本 巧樂部 じがて 總 
領事 歡迎 、和 氣忠雄 巧 送別を 兼 
ね 晚餐後 素 諸會を 催す 由 じて 同 
好の ± の お 席を ホ 尊： して 居る。 
淸 經シテ か 氣こ寡 
ワキ ホ 川 

か 简 シテ齋 藤 ッレ瀬 尾 
窝 + 义皴 シテ 地主 ワキ 多 鹿 
子方 武井 

也 姥 シテ化 m ワキ 松宮 
ツ レ水關 


草 信 氏 夫人 輕快 

まる 111 H ニゥロ n ジヵグ 養を 
圃に 入院せ る 草 信 巧 治 巧 夫人は 
水幡 = 午後め ニ 時 問 ザ じ 甘： る大 
手術 V をけ たるが 經過 良好 じて 
逐 H か 方に 向 ひつ-- ある も ホ 化 
醫 のな なじ 依りが 數 U 閒は 訪問 
をを 巧 退し 居る 由。 

津島 財務官 來紐 

巧乂驻 劉が が 官 をな 壽 一氏は 
去る 十り サゥ ザンブ トン 發ホメ 
ブック 号に て來 米の 筵に 就いた 
が 紐 W 暮は 十と 目なら わご 0 

藤が 巧 一巧 動靜 

去る 十 n 歐洲 よら 為が が-る 巧 
が お 村義邮 氏ぶ び ホ 人 一巧は 昨 
御 八が 十を ペン 停車場 おを 巧 じ 


赴いた が、 同 R が 半 巧び 寄が 一 
兩 n 中 出を 西 巧の 堂。 

支那 學生 視贊會 

去る 十日 巧 古が 比 亞大學 中華 
民國學 生會ま 糖の 下 じ 支那 お 和 
國逮設 十 セ 年 兼 南 化 統一 祝贊會 

が國 瞭雜ア クダト リアム じがて 
擧 巧され ね。 當巧會 法は 赤色に 
白 n を 織 込んだ 新國 旗を なて 装 
飾せられ、 二百の か國 人相 携ぇ 
て 食卓 じ 着き デ ダー トコ ー スじ 
乂 b 支那 侧ょ b 趙巧 及び 李 巧、 
米 人 側ょ， 〇 國際學 を會舘 主事 エ 

ド モンド 氏 ホ ー シ ヨン 記者々 ン 
ネット 皮 等の 演說 をら、 餘興ダ 
ンスも あ 6 て磕 巧を 極めた。 を 
じ 凿し古 倫 比 亞大學 日本人 學ぶ 
協 會は旧 ロ 巧吉郞 、お義 みの ニ 
巧が 會を巧 表して 出 庵し 『祝賀 
貴 國么お 巧 建 國並舆 將來之 中日 
を證』 の 視义を 贈つ て 賀意を 表 
したる 由。 


♦商務 委員 會 時日 變更旣 薇が 
育 H 本人 會瞄務 委員 會は 十八！！： 
を 十と 日 じ變更 したが 瘍 所は 料 
享ホ お、 時間は 午後 六 時 ザ。 

I な 人 i が 人 

•白な 信 ニ 一巧 山中 巧を 紐 育ま 
巧を、 シヵゴ 支店 ホ 催 展覺會 要 
お k 燕び 昨 H お發 同地 じ 赴き 約 
一週間 嫌な の上歸 任の 潔を 
雜大潭 平 示 巧 H 本 陶器 棟ま會 
社々 員、 ナィ V 9 ャ化 じて 本 月 
下旬 桑 港經も 巧が の當 
•前 波 陽 之 肋 氏歸朝 中の お 村 
巧を 商會 社員、 夫人 词 が 大澤氏 
一巧 ごみ じ 巧 巧 初旬 歸 なの 豫を 
をせ 旧 五郎 氏 森が 商事が を會 
社 療洲巧 張®;、 サィべ リァ 化に 
て 桑 港を 經ホ丹 上旬 ホが の も 
« 田 中 育次郎 氏歸朝 中の 山中 
商會 社員， 家族 同伴 コレ ャ化便 
じて 着 桑 經由前 遇歸な 
.♦靑 山 延敏氏 化が 道 帝 大敎授 
九 n 着 紐 十二 日 巧巧歸 朝の 豫を 
さ获 巧 雄祐氏 東大 助 おお、 化 
お ホが 約 一 ヶ年滯 巧の 當 
♦耐が 常 雄 氏 橫濱荫 て 敎授、 
を 同 

♦住ち 雜吾 巧が 用を 帶び出 紐 
中の マヤ、、、 ボ ジャパ-一!-' • ¥ 
フト •シ 3 ッ プ商會 ま、 昨 H 午 
後毁 巧を 經て 同地 じ歸還 
新刊 寄贈 書籍 § . 

英譯 日本 俗 謗 

囊じ 英文 ネ帆彌 ホ悅を 著は し 
て あを 美術 じ おする 陳識を 聞を 
推稱 された 前山 中巧會 取締役 牛 
莲 第み 郞 氏は 老後の 半 世を 京都 
巧 深を の おに 樂 みつ I ホ ホ 愛好 
せる 文學巧 術の 造詣を 深めて 居 
るが 景近 英譯 B 本 俗 診 
Popular wroverbs 0:f JShppon 
ボ ヶット 型み 冊子を 著は して 知 
人 じがつ た。 流石 じ S 十餘 年を 
米國じ 費した 巧の 編篆巧 ぁらて 
一讀輿 ホの 湧然 たるを 覺 えしむ 
る 好 著で ぁる (化 善 株 ま 會社京 
郡 支巧發 巧) 

■ —m, 幡說を 
♦が 育 H 本人 お會 
信仰を 巧 じがけ る 「今」 

■ 淸 水お師 
♦を 督敎 お道會 
恩雜 の眞理 今 ホ 化師 
♦日本人 美化 敎食 
威 化の 源 宮崎 牧師 


巧 桐 スペシャル 


新 どろ} 芋 
燒岳腐 
小鳥 照燒 
ほまれ 漬 
大が卷 


か 桐 兄弟 商會 


の 素 
懸賞 募集 

締切^ 日延べ 

皆樣の 御を 遵じ 依ち まして 
締切ら】 ダ 巧 問 延期し ます 

締が = 十一. 巧 一日 
發表 = 十二 巧 一日 


陳の素 特賣店 • 

桑 山商會 

114 畏 ST 芸 ihsLN . Y ’ c . 
Ph 日 ne - I ! な ent 21 な-夏 57 


東京 商 會特吿 


山 旧、 溢み 

西洋 料理 大全 五 弗 

新、 お 浮世 繪 各種 

生 田 流 琴 . 

五十 屯 弗 


が 育 東を 商會 

1 さ W . 苦 th ぎ N . 一. G . 
ジー. Traf 量 r 8 苗 9 
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巧 hr ぷ な jj な を 泣 itttwi 


WE 日 NES 日が， OGTO 化 R n 1928 


303 Fifth Ave., 
Tc!, Caledonia が刖 

巧 田 商事 巧を 會 なな 育ま 庙 
Uciu も 1 む a ふ ng Co., Inc. 

1 1 Park Place 
Tc!. Barclay 1576 

島 貿易 株式 會お 1 

S 化は na Iradmg し 〇 •，し tcL 
150 Broadway 
Telephone Hector 1484 

採 ま會化 ホ 尾 巧を 
Akawo 在 Co., Lt ふ， 
295 F*;ftK Ave., 

Tel. Caledonia 9758-5P 

ザを 製 絲絲濤 株を 食敎 
ICa お kura & Co リ Lid •占 

200 Madison Aventie 

IC. Mikimo ゎ 

Miki 田が 〇 Pearls 
535 Fi れ h Awnue 
T<a. Vand が bilt 2 別 9 

大倉組 お 育 支な 
Okura & Co,, 

30 Church St" 

Tel. Cortlandt 2292-93-94 

H おお 式會社 
巧理巧 
裔 峰商會 
120 か时 dwa¥,N.lf.C. Tel. お tto 巧 84 
Faefarjf; お - 10 36 化 わも， し i, C け ) r 

巧 雜產艇 健 a ： 
AsanoBussanCocap&ny 

Room 8 刖 -80 目 
165 Broadway 
Tc:. Cortlandt 8047- お 巧 2 

, Gosho Corpora む on, 

Silk Importer** 

40 East S4 也 S れ eet 
TeL Ashland が 的 -91 

Go«ho Co^ Inc^ 
Cotton Exporters 

妨 Beaver S し 
Tel BowUcg Green 8806 ぷ 6 

- 奇お灣 道 巧 ホ會お 
な 巧 事 巧 巧 '' 

Sou 化 Manchuria ん R. Co., 

Room 202 も Canadian Pac お C B1 わ . 

ぶ 兰 S 

H ザ 物を 巧る 會ぉ 
が 育 戈を 

Mitsui & Co., 

6d Broadway, 

Tel. BowU 打 g Green 7520 

巧を 會き t 韓井 巧な 
が 巧 ホ 巧 
Iwai 在 Co.: Li : ん 

Woolworth BuHdmg, 
Tel- WUi 沁 hall 6040 

s 塞が 事 採 ま會化 
紐 育ま 店 

Shoji Kai^ha 
れ gubishi Co ••し td, 
120 Broadway 
了 eK Hector 2560-2 ち’、 4 

大お 朝日 ニ ま 京锅曰 
化 巧 ま 巧 
Osaka A 化 h; 

fhe i、ew VorK _^ か,》 

Te!. Lackawanm*. 1000 

日本 お 巧が 式を 胜 
が 巧 ま 巧 

Japan Cotton i’racu 叩 、ん , Ltd., 
25 Mad;too Ayonue, 

T,L Lexing 化 n 8780 

曰 本 生糸 巧 式會を 
が 育ま ぷ 
NIPPON K!-IT0 けは 化 LTD 

• Tw 〇 Park Avenue 
J Tel. AsWantl 巧 20 

, おを 名會を 

組 育で 店 
! Hara & Co,, 

443 F な ur 出 Ave 。 
Tci Caledonia 7830.35 

H 米 生糸 採 式 培 油 
がち 支な 
N ! 削 1 - 化 1 KI!T0 y 叫 SHm 化 SHA 

(NICH ! ぶむ KilTO C<X^ J 
1 Park Avenuo 
TeL A 化 land 怯 24 も 4T ’ k. 49 

大阪該 曰 ニ 東京 円 肖 
饒木 H fir 
Osaka Mainichi 

Room 306A World Building 
了 ei ， だ eekman 4 之 百 9 


A ズ國王 か 退化 0 巧 一巧は ホ 
化されん どし その後 巧 か 政體を 
維持し つ！ ある パンガけ！ は 巧 
.帝 欄を 樓活 すべく 一般 民衆 投 
票に 化 もて こむ を 巧すべき がべ 
スン ン 伯は 本年 十六 歳の ォット 
親王の 即位に 反對 である ど聲明 
した。 これ じ 依りて ァ^バー ト 
親王の 即位が 明白 じ U つたが 一 
般人も ァグ バート 親王を 支持し I 
て 居る VJ 。 ^ 

海洋の 霞 やで ^ 

潜水艦 遭難： 

巧衛 ' J 尙ほ 不明 
パリ： 十五 日體 H フランスを 
府は 曇に 海洋が 巧 中 じ フランス 
潜水 處ォ！ デン 號は リシ ャの 
療船ご 衝突して 化沒 した もの ど 
諭め 本日 乘組員 四十 一二 人を 海軍 一 
葬に 附 したが 當局 ごして は飽を 
もが 沒の 箇所を 探査すべく 八 ホ 
じ 軍處を 派遣 C つ i あるら 今に 
まる もがが せず、 一方 街 突し わ 
•キリシ ャ 親船は 日 ッブグ ダム じ 
一時 抑留の 姿 ど.：： >ら フランス 海 
軍當 局に 依 b 巌盡に 衝突の 模犧 
をの 他に 關 して 審 間を をけ る こ 
どじな つた。 

ル デン ドロフ 將軍 

I. 渡 支 說を懿 

何の 巧 渉-^ ない 
ベルリン 十五 日發 U 南京 國氏 
- をょ ち 軍制な 造の 爲めホ まを 
懲憑 さ れ た ど 傳 へ ら る i ^^/テ 
ンド 一一 フ將 軍は 右の 風 說を堅 
< 否認し 適 まじが て 何等 斯る 
を涉 をを けた こどもな （『余 
は 獨逸踏 巧 じて 働 （べき 幾を 
の 事業 ゐ . な』 ご 述べた が 事業 
どは 恐ら' く 最巧媒 軍が 間 題を 
惹起した フリ ー メ ー ソン 事件 
であらぅ ご 云 はれて 岩る。 

註。 术 デン ド。 フ將 軍は 最近 ヒ 
ン デン ブ 八グ將 軍に 電報を 發し 
フリ 1 メ！ ソン 鹽が胳 軍のを 命 
を 脅威ず £ 述べた のでを の馈神 
狀 態を 疑 はれて 居た。 

濁 逸の 橫斷 飛け 機 

上海に 着陸. 

近く 日本へ 化發 

上海 十 置 日發 == 曇に 太 西洋を 
東ょ ち 西 じ橫斷 して 勇名を 轟か 
した 獨逸飛 巧あフ ー 五ンフ ぶが 
ド 男爵の 日 獨溝劇 飛れ 磯は 巧 度 
を經 由して 廣東 じを き 巧ら じ當 
化へ 着陸した が不ロ 支那 海を 橫 
斷 して 目的地の 日本に 飛ぶ 亀。 


演巧 帆の 化 巧 化 じ 巧乘— ィタ 
リーじ 赴 （0 

神 奈川驛 は廢中 

〔+ 六日〕 橫濱巿 じ 新設 うれた 
橫 潜 驛 は 本 H を 巧 て 開 を 
擧 巧した ので 舊 神を 川 碑は 廢 
化さい る i になつ た。 

文化 堂て 一闕恙 

〔十六 日】 文部省では 御ゎ 典を 
記を ごして 藝術家 表彰み 爲め 
じ义化 堂を’ 新聞業 者 巧び 宗 
敎 家の 有 巧者に 對 してが 1 早を 
授 巧すべく 巧を して 居 わが 內 


閣賞魏 巧では 昨今 俄か じこれ 
じ 反 おして 居る。 

民 攻黨义 も動搖 

(十六 円 I 】 巧城縣 選出 河 野 正義 
氏は お 政 窯を 脫黨 したが 小 寺 
謙 ま 氏 等く 提携ず るら しくを 
倘縣遥 お 氷 义 が 基が 氏 も 民を 
黨をま b 政ぶ 會じ 入る。 

〔十四： ロ】 民政 黨の 大み暢 S 、 
岸ぶ 康通兩 氏 新 黨クテ プじ參 
加 後に 旧畴信 厳、 おお 米逛兩 
氏は 憲政 一新 會じ 乂黨 した。 

即行は 不穩 



〔化 j 勝敗は 何 處で决 ずる か 


添を (禁無 叫 轉載一 


じ お 油 採掘 權 利を 獲得し 假契 
約を 結んだ。' 

日 比を 神 営移轉 

【十 ホ 日】 U 比 谷 神 営は 飯 田 町 
じ移轉 しれ。 

秋 父 宮が關 西へ 

〔十六 日】 囊じ御 成婚 遊ばされ 
た 秩父営 殿下 並びにが 殿下 じ 
は 明な 九 時 五十を の 列を で關 
西 地方に 赴かれる 善。 

久ホ正 雄 巧渡歐 

〔十六 日】 小說家 A 米 正 雄 氏は 
雖手 夫人を 同伴 愈々 歐米 漫遊 
のを じ 就くべく ホる 十九 日橫 


◊ ゎ 統領の 選擧も 鉛ず ど 
ころ 約 一箇月に なつた， フ！ ダ 
ァ 1 勝つ か、 ス、 '、ス が 中 巧の 鹿 
を 贏 も 得る か、 干 九百廿 がや廿 
四 年度と 異なり、 今回 S 禪擧は 
背景が 背悬 だけに 非常 じ 畢睛が 
複雜 して 居る 結果、 こわ わ 明確 
に料斷 する こどは お ホな：、。 が 
今の 當 地を 巧 聞 紙上に 巧む る 選 
擧の觀 溯を 讀ん でも 解る やぅ じ 
標題 だけは フ！ ゲァ 乃ず スミ 
スが 確實の やぅに なつて 居ろ が 
さて 一巧を の 巧を を熟讀 ずる ご 
結 巧 『解らない』 £ い ふこ どに 
歸着 する。 

◊ 勿論 共か黨 じは の 地 
盤が ぁろ、 民 ま 黨じも お 諸 州 
のかき 巧 謂 ソリッド •ス ぶ！' ッ 
がわる、 巧 かしず 早い 例が この 
ュユ a ! ク州じ 見ても、 化は 元 
ホ 大統領 戰 では 某 か 薰の魄 盤と 
なつて 居る ので あるが。 みを は 
スミスの お 現じ' 化つ て、 をユ 3 
1 ク 卿は 疑問の 知 どなつ て 居る 
『この 疑問の が』 が、 今度 一の 選 
擧 じは デラに 散 化して 居る 10 を 
わ だ け じ こ れ尊諸州 の お^!!^ 兩 
巧の 運命を 拱すべき か 氷龜； じな 
つて 居る のでを る。 一 

◊ 併 かしを じ考へ 4 &れ 
ぶなら ない こどは、 大統が P 選 
擧は 『入 氣』 现も ポビユ ラ厂テ 
; で みしな いこ 公で ある。.^ ち 
いかじ 民衆の 人氣を 蹲して T 數 
を集めても、 大統領を選擧^- 
をは 選擧 人の 投票で あつて 
の選擧 人の 數は 上院議員 じ- 
て 一票、 下院議員 じ對 して 


四 
一二 八 

I 五 
一 0 
ニニ 
ニ 化 
一 五 
ニ 四 
ニニ 

五 
四 

レ】 

I み 六 


苗し 

穿 

されて 居る 者に 一票 宛 ミい j ふこ 


ごじ K つて 居る、 この 選 蟹 入の 
投票 數 はを ホ じ 直ら 五 巧 化 一禀 
どい ふこ どじ。 つて 居る。 歡じ 
大統 頒じ當 選を 確實 ならし めん 
ど 欲ず る じは この 中から 轉くお 
二百 六十 ホ禀 どぃ ふ ものを 得な 
ければ ならね。 

◊ ii ソ n でえづ兩黨を|^^じ 
て選擧 前の 今日から 『最も 權實 
な 脚』 を揭 ザて 見る じ、 こでは 
每 期の こどで あるが、 矢 張 k か 
黨が 優勢で ある。 即も 左に pi ず 
る ものは 千 八 だ 化 十六 年な 巧册 
年の みしき じ 直ら f 千化岛 十二 
年の タフト •。— ズゲユ 少ト巧 
立 時化を 除 （) 常に 共 か 黨じ投 
票し、 共和 黨の 地盤 ごな つて 居 
る她 でを る。 

W 名 選を 人投漂 
メイン 六 


.女 マ* — モント 
ゴンシ V ゥニア 
，、.シカ ン 
マーヤ ンサス 

K キ寸ブ 
ノ *■— *^"* 

イン デ アナ 
す ネ 才 
タリ ブオ方 ニア 
スレゴ ン 
。主 — タ 
ソ シン トン 
ソ宁才 •一 ミン 

を 計. 

> ...... :郞％ このな 八十 六 票は 

先ソ みか 黨ピ して 髓實と 見て 居 
る两 であるが、 この 外 じ 黨の幹 
部 r 。 『化づ みか 黨の もの』 ど强 
く 期待ん て 居る 卿を 見る に 
ニユ ぶ ンプ y ア キアの 四 票、 

ゥ エ主ト •ダ アジ ニアの 八 票 
アキ. ザ ホの 隅 票 0 . 

即ち これが 十六 票で これを 確實 
な 地盤 じを する £ ニな ニ 票と い 
ふこ £ じ I なる、 浓 つで 二百 六十 
み 帝 I ご：；! ふ 確 實な當 選を 期 巧ず 
るには ほ 六十 四 票を 必要 どす 
る譯 モー もを。 

0 1 .. 然らぼ 股を 轉 じて 民 ま 
黨の地 湿は どぅで あるか どい ふ 
じ、； 過 ま 五十 年の 選擧 をを 織く 
じ 唯み 一 固 も 共が 黨じ 走らない 
も巧は-!^部の十がである、 モ化 
百 ホぶ ぶびせ 巧 年度の 選 擧に照 
してん、 j を ま黨が 僅か 贏を 得た 
州は こみ 十 州で をつ た。 故 じ 今 
日め 場书ほ ま黨の 地盤 W 稱し得 
べき も 起 もこの 十则 のみで ある 
i が、 ムエ 午の 選 擧戰を 見る じこの 
中 じぶ _ 々怪しい、 どうも 疑は し 
いと 觀 皆れ る 州が お （ない。 故 
じを では この 疑問 視 されて 居る 
從 ホの i 地盤を 切 離して 勘を する 


【十四日】 『お 敵 解禁 即時 斷が 
は今少 L 诗つ •わ 穩當 である』 

と 商工 省は 坟勒 しつ i あるが 
政府は 國債買 入を 突如 中 化し 
たがを 値を 规ひ 巧び 出動 せん i 
かご 云 はれ 一流 銀 巧は 國債賣 
巧け 利晦賣 りが 黑 b 進退 兩難 
じ 面して， Q る 0 

兩驅逐 艦の 衝突 

【十 I 二日】 驅逐艦 島風 •矢 風は 
巧 巧灣で 衝突、 兩艦共 修理の 
ため 橫須 貧じ歸 つた。 

鐵 屑から 爆發ず 

これは 前揭 典か黨 じがる ィ リノ 
— キ州等 も同樣 である) 岡 時 じ 
民 ま黨じ 最も 接 巧して 居る 地方 
を擧げ ると 

フロリダの 六 票、 ゲ アジ ユア 
の 十二 祟 ■化 力。 ラ ネナの 十 
ニ 票、 メリ ランドの 八 票， ミ 
ゾリ！ の 十八 票、 ニ ユメ キシ 
コ の 一二 票で を 計 五十 九 票。 

£ い ふこ どじなる から、 これ じ 
八十 四 票を 加算して 德計枉 四十 
一二 裏、 スミス 氏は 當 選の 確實を 
期す るには が ほな 廿 S 票の 選擧 
人投 集を 必要 ごする。 

◊ 兩黨の 地盤 並びに 期待 
して 盾る 脚は 右 表の 姑く ご假定 
するならば、 雨黨の 運命を 巧す 
べき 『殘 され じる 州』 は-体 ど 
こで あるか、 切ち 左の 如し。 

が 名 選擧 ん投麗 
ュュ 3 1 ク ，四 五 


(十 I 二日】 神を 川 晓鹤見 後野 ド 
ックャ ー ド 附近 じがて 殺 屑 礎 
發 しとを を 傷した。 

淸 水鳥 羽歸 朝ず 

〔十四日】 デビスを 化を 選手に 
して S ホ 物產 社員 淸水 善を、 
鳥巧貞一ニ兩氏：^十ニ：：：：天ホ丸 
で歸 朝した？ 

首相 水泳 家が 待 

【十一 二日】 束を 朝日が 聞 ま おの 
水泳 大會は 十 SU 開かれる が 
田 中 昔が は 十二り 四十 名の 選 
手を 茶の 會じ 招いた。 


じ、 最 


確實 である ごされ て 居 


> をけ 


名 


南 力 
ミシ i 
ジ 


n ラキ ナ 
i ブピネ 
马 1 チア 
グ 左’ ジァ ナ 
み ンソ] 

マ バ マ 

t サス 

を 計 


選擧人 投棄 
化 
10 
一四 
1 0 
化 
ニー 

ニ 0 
八 四 


◊ 4 •.即ち 化 巧の 十 州は と- 谢 
じ臧 じで 選擧 人の 投 要は 八十の 
票で あるが (尤も この 中 じ アラ 
パ マ 及び ジヨ！ デアを 0 て 疑問 
の 州 ど 見做して 居る 人 も わるが 


マず チユセ ブト 

クネ チカ ット 
ロ ト アキ ラント 
ニ ユジャ デ— 
デが ゥでァ 
ダン タブ ネ^ — , 
タニ シ i 
オクラホマ 
ク キス fl ン シン 
ミホ ジ タ 
.靖を ダコタ 
ホ ブラス々 
モン’ タナ 


ホ 

T 


ゲ 


一八 

と 

五 
一四 

ご一 

ニニ 

ニー 
) 0 
ニニ 

ニ 一 
1 0 
八 
四 

六 

I ニ 

H 

八 六 


r タ 
ゾナ ■ 

合 計 

即ち 十と がで 百 八十 ホ 票が 運命 
の 鍵を 握つ て 居る ので ある C 
◊ •これ 等 疑問 視 される ち 
八十 六 票 じがて、 若し フ ー ゲア 
— じして ホ 十四 票を 得るならば 
當 選は 確實 である。 スミスは こ 
の 中から な廿 一二 票 ごい ふ ものを 
得なければ ならない、- 見ス 
ス じご b て 甚だ 不利で ある やぅ 
では あるが、 而か もこの 投 li がの 
動きは 兩黨の 陣形を を然 更新し 
得 6 可能性を 持つ て 居る。 

◊ スミスが 殘 るな 八十 六 

票から 百廿 一二 裏を 得る どい ふこ 
ごは、 甚だ 不利益の やぅ じ見受 
けられる が、 巧 部 じ 勢力を 構す 
る スミス じして 若し これ 等の 化 
ホを 征服 すれば、 選擧 は一轉 
て スミスの 當 選を 確 實 ならしめ 
得る ので ある。 卽 ち二ユ 31 ク 

マサ ナユ 七ット 、々モ チ カット 
ロ 1 ドア キラン ド、 ニ ユジヤ デ 
]、 デ於ク ゴアぶ びメブ 1 ラン 
ドを 征服 すれば 頁 票 どい ふ もの 
が 化は る、 而 して 若し スミスが 
この 百 票を 得るならば 西部を の 
他 じ 必要なる 廿 S 熏カ至 をれ な 


上を 得 もことは 巧して 偶 巧では 
ない、 なじ 今 巧の 選擧を 巧す る 
もか'はま部であつて、 ウ斗5!,ソ 
ン ぉヒユ ー ズの 選擧か 西部に め 
て 巧した 如く、 今 巧の 關ヶ おは 
東部 諸 州で ある ど 稱 しても がて 
差 支は ない ので ある。 

◊ ........ 今み の選擧 じがて 民衆 

の投裹 即ち 『人 氣』 どい ふ もの 
は、 恐ら/、 前後 未 曾ち のぞ 數に 
達する であらう し、 選 舉乂投 要 
のこれ じ對 ずる 比率 も 或 ひは 人 
氣を追 ふか も 知れの、 時 じこ ユ 

ョ 1 ク、 マサ チユ セット、 ニユ 

ジャデ ー 卿の かき スミス、 フ i 
ゲア — Q いづれ が 勝つ < して 扛 
をの 藤 敗の 數は 保め て 接近した 
もので あらう ミは】 殺 消息通の 
觀測 である。 

◊ ........ 併 かし 巧 お 補の 人氣が 

先 づ街立 的で ある どしても、 運 
擧人 投票が 極めて 一 ホ 的 結を じ 
終る 漢 をを も 期待し なければ じ 
ら ない、 をの 巧 倘の网 謡は 千ん 
百 九十 ホ 年 じ 於る プラチ アン 街 
マッ キン レー の 選擧戰 で、 ブラ 

キア y が 獲 保した 捶黑 の總數 ろ 
日 四十 六 巧と 千か昏 四十 ホ 票 •し 
對 しマヴ キン レ？ はと 巧 一二 巧 お 
千 六 白 册ん票 ごい ふ數の 上では 
極めて 接 あした もので あつた、 
當 時を しグ ラキ アンに 1 てが ほ 
四方 票を 搏 しこれを 適當 なる 抑 
じを 配し 得たならば、 彼は 人氣 
て 化ても、 選擧乂 投票に がても 
優勝した であらう が、 結 おじが 
てブ ラキ アンが 赢も 得た 選擧ん 
投 祟は 僅かに なと 十六 惡 で、 マ 
ッキ ンン！ は ニな と 十一 葉の ホ 
歎を 制した ので ある。 

◊ ブ ラキ アンが 當 時標晚 
したが 綱は、 人 も 知る 如く 自ム 
おでを つて 當 時が おの 必 膽をお 
から L めた ものである、^^ の々 
オ f グ 街に 凿 する 反 威は 一面 - I 
於て 一般の 人氣を 呼んだ 巧な で 
あるが、 悲しい 哉 彼の 選 擧を邮 
的 じ 後援し じのは 銀 鑛山裴 をで 
あつた じ 反し、 共和 黨の 怪物で 
- — ク •户 ンナは クオ！ 八 巧ど备 
脈沪 を じ 豊富なる 財源を W てを 
く ブラ 中 アンの 人氣を 征服し わ 
ので ある 0 

◊ ........ がる じ 今度の 民 ま黨け 

禁酒法 修正 どい ふん 氣を 提げで 
起ち* 『プラ ウン •ダ ー ビ ー 」 の 
スミス じは ぞくの 都會 すが 巧 也 
して 居る。 而 かも 彼の 背後 じけ 
自動車 巧み 怪星 ラス コブが 選出 
總務 部長た るか、 幾多 東部の ホ 
力なる 財を の ± が 援助し、 選な 
费も 極めて 豊富で をる から、 防 
敗め 數は經 々しく 巧言す るを 化 
さない ので ある 0 


> 東 一二 省の 保安 會 解散して 

I . 十一 をら 靑習日 旗を 揭揚 

^ n 韻 玉祥將 軍が 南をから 日本へ 來 遊の 風說 H 
^ ,h 差等 稅率も 日本 こ 誠 解が 成立し 近<發 布 M 

まま 特電 十六 日發 南な 圓怯 軍の 大ホ 物で ゎる 媽玉祥 お 軍は 最近の 南を 政府 改造に 就て 秘か 
i にみ 滿の盧 を 洩らし 居る V - 巧 へられて 居た がそれ か ぁら 打か將 をけ 河南に 歸ら ホを てよ ちの 希留 
でぁるり 本 巧 遊を あな も 巧 巧よ h 渡りすべし どの 報が 栖 6 じ淹 布され て 居る。 而 して 南 巧 政府よ 
'を带かじ巧したホ兰苗み很學なおおは政府の東己お委員たる；を冗式^承諾したので逐じ東一ニ省 
.のがな 磯眺 でも ツ化 株女會 はお 故す る' 一 ごじな b 愈々 ホる 十一月 一 H よら 滿蒙一 帶に靑 天 白り 旗 
> か揭强 さる i こ ゴにぃ よつ； ：0 尙け巧 中を 化け 本り 有 旧 アジア 巧 良ぶ び 森 外 巧な 稱 次を どが じを 邸 
'じがて ま 抓 問題 じ關し 協络を 遂げた。 

化 京 〔聯 を〕 十五 日發^ 中央 かお 詐議 を看禽 け#」 巧を し擔 がを ホめ よ*"" 論じて 居る が 化 
たが か 部に 幽する お 患 法 S - 度 布を ホ敲 したが 右に 化れば 內蹈 はを J らの 情報に のれば 支那な が 

U を-し 對し S 年に 宜るモ ラト 9 

アムを 要求す るら しい 0 

英領 巧废の 

自治 會議 

英京 ロンドンで 召集 
ロンドン 十五 日發リ 英領が 度 
の 自治 制度な 善 じ 醜して は 目下 
吳國 側よ b は サネ モン 卿の 一巧 
が 巧び 印度 じを き 専ら 同地の な 
客 等 ど 會 見して 自治 政 體の完 を 
なる 樹立 じ 就て 協議して 居る が 
一方 巧 度の 大地までを b をつ 英 
國 政府 ど特 巧の 願 係を 梓つ 巧 度 
の 支配 階 絞を じる 王族 等は 本日 
よ b 吳國 政廚の 召集を をけ 自治 
制の 改善に 願し 重大なる 炼議を 
遂げを じ まるべ （英 國を府 はこ 
の會 溝の おを ご サキ モン 卿 一巧 
の 報を を 綜合した とで 今後の ホ 
かを 巧す る 意向で ぁるが 王族 階 
級の 中 じは 自己の 權 利を 擴大ず 
る 患 ホよ らして 自治 政體め 完成 
を希留 する 者 ど 自治 制 じ 浓らを 
ホの 權カ 失墜を 恐れて 反對 しつ 
つを るを もを 6 て盧 見は 必らず 
しも 一致して 居ない ご。 


十大 たの 外に 裝む ぶび お 藏委： 貝， 勞慟 及び 酌が 廢止 委員 等數十 
のを 負 曾を お、 たらいで 閱貴 の 顔 脚は ホ だが をして 居ない •か 王 
正廷 氏い 外交 総 M 、 を 朱 文 氏の 财政總 長、 巧 政が 副 總巧兼 陸軍 
總 をに 媽 玉祥將 巧を、 斑道總 をの お 科 氏を の 他を 業-衛生、 內 
掠、 巧迪 、農を、 敎靑總 をら 巧定 した 模樣 である 

東京 特電 十四日 發 ：=== 支那の 關 おを 等 稅率 問題 じ 願し 日本 政 
府は 判强ど 協調 マる が H 本 この 誌 解 も 成立した ので 支那 側は 近 
くこれ ぉお 化すべく が 政 部を 宗ホ文 氏の 招 遷じ應 じ 稅務總 司で 
ド フード 巧は おなじ 向 パて 化を を 出を したる が 前 上海 德施事 じ 
して 热績曾 社 じ 細 係して 居る 船が 辰 一郎 氏は 今朝. 非を 式 じ 王化 
廷 わと 會兒 して 支が 側め 怠 巧を 確かめ 矢 旧 德頗事 どのを 涉も急 
速に 進轉 すべく みがが のじ 於ても. 『健全な 發 達を 促す 爲め圖 巧 
政府を 援助ず る こごが 得策で ある』 ごの 患 巧が 有力で ある。 

東京 特電 十一 二日 發 = 支那 巧か國 政府は 奉 天の 張學 '良 將巧じ 
勒し 施が 若と してめ 貨任上 直 じ 南を へ ホる やぅに 電命を 發 した 

間 題を みする 意 巧を 示しつ i あ 


强 日を 巧 

南を 政府 閒 合せ 

東 ま 特電 十六 日 薄 N 駐日 新を 
化 どして 南を 政府は ホ 化 華氏 
をな かすべく 巧が 外 格 省の 協 
贊 方を 傅 建して ホた。 

註。 卽 U 公使 じみを した V - 傅へ 
らる {朱 化萃 氏は 鼎帮ど 號し廣 
ま 省化縣 の 出身ち じして 前淸化 
巧 優 級 師縱學 をを 卒業を' 一ユョ 
1 クの n 。 ン ビア 乂學を 卒棠し 
民政 部 良ょ b 化 巧 乂學商 巧を 留 
ご ub 、 幾らな く アメリカ じ留 
學 とかせられ、 第一み 革 かを 歸 
園して 火 総統 府 のが 普に 巧 命、 
民鹽 I ニ 年と り： i は 厦巧玻 浪峨藥 
々を ご，；；* 6、 後駐 巧を 化 館參事 
一等が 書に 任せられ 化理公 化を 
勸 めた こどの わる 人で ある。 

形勢 ー轉し 

日 支 接近 

化 式 ルを 渉 おし 

東京 特電 【ニユ ヨーク •タ井 

ムス 巧】 十四日 發 N 最近 H を兩 
圃 政府の 態 巧は 非常 じ 緩 かお 近 
し 近'、 恣 々正式を 渉に 入る £ が 
確實- しなつ た、 邸ら 

ろを く 山 束 省ょ もと 
千 人の 軍が を 撤退し 駐 をを 五 千 
人 じ 化むべく 巧を しじ こごけ 從 
巧檢惡 であつ た兩國 間の 暗雲を 
一 撥ず るに 典つ て 力 わ b 、 兩画 
お 近の 废 をが 非常 じを 接して ホ 
たのは 一に 南京 政府 最近の 態度 
が 極 め て货巧的 ご ロ本 ど の 




るからで が 政 部を まホ义 巧け 矢 
田總 領事 ど會 見して 南京 政 かの 
化 置を 說 明した がを の 際を 氏の 
說明 しじ 南を 玫府の 位置は：：！ 本 
の 位提を 極めて 

巧 意 的 じ 誠 解した もので 
あら £傳 へられて 居る。 而 して 
旧 中 首相な げりの 政ぶ 會乂 貪-し 
がて H ま間趙 に關聯 した 政府の 
立 歯を 說 明し、 H 本は 支 邪 側の 
ホを 理 的なる 條 約廢棄 -に應 乎る 
、とは 出 ホむ いが 南を 政府が 完を 
じ 樹立した 上條 約の 修正を ホめ 
ると いふの U らば 日本な 欣然 こ 
化に 應 やる もので あつて 南京 欧 
あのな を も = 本と しては 岡 度の 
を b に堪 へない もので わる ご お 
じ 巧 一二 省のを 體は H 本 どして 

掌 固な ぶ那 政府が 樹ホさ 
れ ない 限ら 南化兩 派の 巧れ を も 
問題 じしない ご 述べて 居る-い 旧 
中 首 化は 從來 支那 側 じして 條約 
廢棄通 吿を撤 巧し ない 限 b 新條 
約のを 涉 じは 應 じない ミの 憩 度 
を維持して居た^は正式談が着 
ホの 陈 壁ごぃ * つて 居む がま 那政 
が 側が 塔條約 のが 巧を 依然 認む 
る こどを 條 かど！- 首相の 態度 も 
自然 緩. 和した 趣で ある。 而 して 
南 巧 化が が 張 學な將 軍を 最高 評 
議員 じ 巧 命した をは 

體裁 上の 問題で ぁる ど認 
めて 居る もの （南京 侧の誠 息 あ 
る お 力には 印象され て 居る もの 
のか/、 一が の 新聞紙は 日本は ま 
抓の 關親自 まを 認む るの 前 一億 
五 千で 巧 じ 達する ホ 巧 化の 貸附 j 


ハン ガリ ー が 

帝制 y 復活 

巧く 一般 民を 投票で 
| V ダ ペスト 十五 日發 n ;; ンガ 
i 首相 ベス レン 伯が 言明す る 
巧 じ 浓れぱ 千 化な 十八 年 じ チヤ 


本社 東を 特 


東西 交換所 建議 

!： 十六 日】 废 巧を 愤 所は 大阪を 
換巧ご 連署の 上で を 解禁 卽巧 
建議を 提唱し じ。 

兩相 意見の 一致 

(十み 日】 勘 關稅は 引上げ S や 
ぅ 一二 ±藏 相 V 」 中 橋 巧 相の 意見 
が 一致し じ。 

雁次郞 丈を 招待 

【十六 日】 舊 劇の 大立物 中が 應 
ホ郞 丈に 對 する 獨 逸よ b の 招 
待は 具が 化した。 

S ホの お 油が 掘 

〔十六 日】 一二 井 物產は ボ^ ネオ 


を 當 

今般 化 瑞四國 「ジュネー ゲ」 蹈際 勞衡掌 巧な ニが す^ 山ぉ條 か 等 
ニ巧プ がん 職員 一を が用シ タキ 趣 ヲのブ 右を ぶ 丸 f た 閒ホ两 事 
が 巧を ヨリ. 申 越 シア 9 タ ダ ホ 望を' ィ當舘 ニみ 心ッ ベンが ホ 
が 他 詳細-, 事項-一 瞄シ テ' ィ當潇 ニ おお ス ベ シ 
一、 を 驗資が 

(ィー ザ齡 二十 一族 0 上 ご 子 お歲な 下-- シそ 义學卒 ぶ义パ 
么ト 同等 3 上ノ學 カア水 コト 
(日) 祗會 問題 及經 濟閒醒 ュ脚シ (特ニ H 本ち W シ) 充みノ 
智識 ァごト 、 

二) を用賈 英語 又'- 佛詔 ) ノ 一 ヲ 精確 こ 1^' 笛キ且 詔シ巧 
其 他 ノ外國 語 ニ化キ 多々 ノ 倒識ア ト 
ニ、 應慕ふ 得 ■ . I , 

試驗- 筆記 試 驗ニ化 リ當阁 ニが テ' 滿頓 又-組 育 
S テ 巧 7 . 

一二、 應募魏 日 一九二 九 年 一 巧 十 = を トス I 
四、 試 驗巧日 一九二 九 年 四月 /' 

ザ じか 一二 年 十月 十 一 H 

巧紐脊 帝翊總 領事 舘 
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M. Tsuchiyai, D. M.D 
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すら 义 
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御は る 


巧が 

長咨 

學學陶 
も 事 

純を 
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通年卒 A 
中聊 業を 
るかし は 
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の 國米カ 
ごの 巧ゴ 
信 事に 大 
じ 情サ學 
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ま 御 

ず 懇買迪 
° 切物 譯 

御 其 調 
取他杳 
扱 巧 ◊ 
致で を 
しも 涉 


DR.E： ぶ. YOSHII, 

307 化 姑 rd 化 

M お 巧 TS; お揣自 


Dr. Sabro Emy, 

1035 Park Ave., 
Tel. Sacramento 7980 
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船寫 善を 寶歐ら でぶ 弊 
切 廣を禪 石乂乎 化に 巧 
特器 器吊責 'み 御 賈靜ぶ 
。。。年を 稱巧致 ±實 
が タレ 筆 雇 時 命し 產質 
をイ 3 。 。 計 
寫プ I を 銀。 

巧 ラ ドが 製 置 
帖イ見 製 器 時 


繪タ本 鉛 具 試 
端 1 陳筆 一一 
書 列 まま 


仰 ま 物 誠 
が ネー. 食 
下を ま迅 
さみ 卸 速 
いじ 賣ホ 
ま 巧披義 
せは 段の 


GAM 巧 化 L な RV ! 化 

設備 整が 經 餐化廉 

Call-TRAFALGAR 8200 
FRANK. E. CAMPBELL 

"The Funeral Church" Inc. 
INON SECTARIAN} 
Broadway が 6 な h Street, N. Y. 


F . MU 民 RAY 排 LL CO . Inc . 
巧 TA れ巧 HEB 18 が 
Room が 4- 目 15 29 お 日 adw 巧 
Tei. BtwHng-G 巧 が が 8M391 
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3 Maiden Lane N , Y . 

丄娜 衔觀叛 含た 种 々踩 j 带 

類 お資區 意新最 


卿 お ー8ほ 邮邮 F お!! が 

巧が Lex. る 化 Se 相 ra お 化 and が h 化 細 も 
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至を 御田 まの 方は 午が かが ミ 十 巧の 巧に おお ♦ 


Wadsworth 7094 も わ巧ぴ F さい 



KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

Bet . 卽 & 6 パ U . Tel 巧 hm お畔 i け 加 8 

き 巧 人 本日 

巧 導 靴型 小 

てし 張 お 員 巧ら 巧に 销ホ御 
がけ 屈 日即は 靴!) お ir 法寸 

を 小き 高ぶ ホき 巧ぶ ホき 巧 



で 巧 T 扣巧 


巧 ロ魄± ま 

棘 

、 ！ 小さき 懊き 巧に 適す 



類 計時 石 寶蹈を 貴 

會 蘭薇靑 




し £ 旨を ご 切 親と を 正 
おを おがる あ 用 信 貧 確 
が 持 ホー 概產 ± 御し 運 
すまし 致賣販 で價廉 

引 割 匹 至 乃 割-; 

Aoyasfi し 〇 • 

147- 巧 7 化が nd な. 

巧し 邮 YANT 4 お 4 


1 SIZES 化 STOCK 3 TO 12 FW 化 


んし CEASA も M.D. 

1 む East 8 が h S わ 細 
bet. Park & Lexington Aves 

譯喉觸 鼻 昇 I 

閒時察 診 
午た ま挣ト 前午自 
を 八 ま 時 六 後午自 
日 曜 

自 午前 十 時 ま 午を 一時 



F. I. FREDERICS CO. 

醫巧吸 ホ大亞 比が 古 

1け E, 巧祀 が. Te!i おが nt 70 お 
8d. Lexingfcm 4 む rk わ 巧 . 

遙時八 巧 日 喔± 水 巧 


KANZO OGURI m.d 

2H HigUf. わ ooki が 
わし Triangle がが 


JAPAN ART STUDIO 

1 巧 E, 57 化 化 Bet. わ rk & Lex. わ es, 
巧し PU な 8897 


T， KASAI 

Merchant 

Tailor 

が 

riMES BUlLDiNB 
ft 叫 m 304 
化 W Y 郎 K 


Phone 

むが ni 30 が 


F- K. Maruyama Co, 

67 化が 化 化 N.K. I 

Tel. Bryant 7079 [Li 



CLOTHES BUILDING 

叩 A 反 EXCELLENCE" 


洋 

服 

商 

會 


Y. ITO 

133 Eest お rd 化 

む r , Um が刖む e ., 


MIKADO TAILOR 

30 に 6 な h み * 

Tel . Rhineiander がが 


M . Yamaguchi , ivLD . 

巧な 3 商 an ii 化 I 
な i . Lo び aine が お 


Scientific Massage 足 
MecMcal Gymnastics 
PA 化 ！ umul 扣 A 
507 West 138 th St . N . V , 

む I . Edgebo 扣 b 14 が 


DR . H •ん GARDNER 

D-ENT!ST 

19 E. 61st Sh M Madi 如 nAw. 
Id R 巧 ent 7 け 6 


DR . D . B し OOM 

-NEW YORK OFFICES- 
34th Street Cor, 3rd Avenue 
86th Street Cor. Lexington Avenue 
12 み h Street Cor. Park Avenue 
—BROOKLYN— 

に F.A 化 ee Bldg.iDeKa 化 Ave. at Fulton St. 

診に 目 n 堪をタ 
日 化 午を T 本^ 能 新年 

懼時前 時 — 

午 
後 


I 


賴議 S 

を 療巧 II しじて 


號六 十九 百 四千 一 第 


雜辦 蒼 规 


日曜 水 


日 セ 十月 十 年 H 巧昭 


あ 


磯が X 具 製 巧 
運動具 並 お 具 
貴を 戚あ 時計 


松 本： 


ブデオ 


寫眞機 レ デ イオ 

ラン フシ ス ^- ド . 

美術品 販賣 修理 


第五 街と so 

へ クシ ヤ 1 

ビグ デン ダ 巧 

小 池 寫眞舘 

電話 サーク か， 

四 四 0 六 


成功の 秘談 


8 


乂國式 英語を おず 事 
は 成功の 第 I 萬です 
舍 校には B 本 A 敎巧 
じ 慣れた 専任 婦人を 
師ぁ b 懇切 じを 話 あ 
信 文 社を 語を お授し 
ます。 日 確 遇 H 共に 
午前 化 時ょ b 年後 十 
時 i で麗 庭し 一 レツ 
スンと 十五 她づ ' >> 

今 H 直 もじ 來が ぁれ 

詳論 く .'--^ を 巧 十 'H を 巧 
雜露 LU 马 I 懲 十 ： i 

I し 岩 ごこ Ave . f ジ rk 呈 
♦さ 薄 ♦雜誌 ♦新顆 
縱覺 室を 輯 
執務 午前 乂時 ょち 午後す 時 迄 

織 育 日本人 會 


3J. S 
» = - - h 
U お 
,rt 8 

が 諸 

山 

も 

A 

•ぶ 

な 

5 

S 

2 


ゾ 

電 

乘 


: 一 1 ドクぶ 

ず . クグ 


と 毛 •五 

1 oobo 

一 00 ち 


苗— 主な 基 

自 午前 义時 n 十二時 
自 午を 一時り な 時 

火 確み が T 1 山 六 時 

はへ キシャ —フア 
ン テ— シ ヨン クブニ 

ツクじ お 勤 


9 
化 巧 

.£ 細 

& i 

-S 邮 

r 

C C 

に M 

化 化 

i 誦 


牧師 宮崎繁 一 
幹事 脇 崖 義人 
IT , 集—', 昏— 

~ 賴巧巧 午前 王 時 
日曜 學ほ 午前 十 時 


本 I 

人 

晦 


餐次 
3 巧 

が 習 


H 巧 午後 セ 時半 
斬 藤 會水巧 夕と 時半 
寄宿 舍 

お _ 位展 古が 比亞 迄な 
お 一一 を 下 巧を 十五み 學 
を 會お員 じ最进 
を 巧 留書雜 誌巧团 
を稱娛 樂具衛 易を 
堂 をら 

便を 踩業 羯旋 旅を 
案 巧を 穗 事業 調ず 


I 會 


十五 ザの お あぁる 當 巧は 多年の 
て 新 智識を 有する 敎 師を聘 
し 自縣車 
操 縱法及 
び 運 巧を 
の 修得ず 
べき か 要 
な 機顆的 
智識を 短 
が 間 じし 
て 最も 能 
牵 をる 徹 
底 的 技術 

をを 督し 免が 獲得を 保 謡し 職業 
ロを も 周旋し ます。 



」0巧10 左 1 OOC 否 - MD. 

171 West 94 th si.New 臺 
ぎ River 芸ニ 573 ご chuy ミ 養 ま j 

9 班 午が 九 時— 午 隹巧時 

ド；"' 小 栗乘き 


に 1：一 
A M 脚 

T -ic 

た记 

PI 7— 


ドク ト户 

离見豊 ホ 


齒科醫 米 巧榮吉 

S 2 WesI 是 th St. Ne 三 ork 芸 

ジ 一. Acade ョ二ま 9 
電部ア 々ザ ミ ー S 乂六九 


活科醫 

ザ 上 義人 

.西 六十 五 了 目 一四 六を 化 
が 育を 固 旅館 巧 

電話 トラフ アグ ダ— ニ 五み 五 


X ホ ぉ彭療 . 

前め 願 上ち 

ゴ ー モわ乂 » 

ドク トわオ ブメ尹 シン 

醫學巧 ± 

吉 居焼彌 


お 育 大學醫 巧な 勤 

江 見 H 朗 

診を 時間 
每 H 午後 四時から 
六 時まで 

タ 巧、 水、 を、 と 
時から 八 時 迄 


尋れ人 

(鳥 取縣) 木 村薰信 (長 巧縣) 获 
おず 人 (同) を 伯 銭 雄 <. 魔 島 
縣) 中が を ニ (同) 渡を 泰巧 (東 
京巿) 古澤 武之 巧’ (か 歌 山 お) 
巧滕甚 之を (が お縣) お 下壽之 
ま (山 ロ縣) 德お猪 己が (を 
良縣】 村島德 一二 (あ 島縣) 松 野 
圃藏 (大巧 縣) 久家 一象 

右のを じ 通知を 度き 儀を 之 
お 間 本人 若 < はか 人ょ b 現 
化 辟 碑 通知 願 上 お 

紐 育を 國 総領事 舘 

165 す 置を ちす < ご rk City 


ふ 鑑船 御用 津 
W い 如 船を 食 巧 品 

> ご 1 •■ ，一ら . •， __ i 
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f w 


か 巧を 雜兽 販賛 
輸出入 稅 願手績 
諸 荷物 運搬な 圾 


成" k 遠 藤 小 乃商會 


E 


稅關 事が 
東 巧を 地幷じ 4 世界 
み 輸お乂 方法 L 關す 
する 一切の 御 魂 問 じ 
應じ攒 道療船 货賴運 
貸ぶ 出帆 ま秘瞄 手機 
書 等 進呈ず。 を 巧 都 
おじ 代理が を かし 誠 
實 おを 巧 用命 L 應や 

な險 取が 


▼を 友 聯合 晩餐 會^ 

ゴロン ビアた ホ H 本ん 學タな 食 
巧 1 SW . ニ 害ぎ f さ rk, N.Y. 

ご el. Bradhiirs こ 370 置 . 53】 
每巧 第二 ご筑 巧を 曜 H 正み 時ょ 
ら を大學 J=h こさ 星 I 。 食後 巧 館 巧 
巧 おじて 會談 ず。 校の 內钟を 問 
はや、 ロホ學 ぶの ホ 煤を ど ふ。 
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じます。 
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巧、 ん 事が 談 が、 巧 杏 
巧* 巧 果巧旋 節、 巧 居， 
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高等 美術品 修辖、 

首 飾 お、 ストリング 
日本 服 裁な 


笠 ホ 洋服 巧 


西 四十 六 了 目 六十と 番 
電話 ブライアントと 曰と 九 


を 五十 HT 目 

M ニ ミ 

が 藤 
洋服 巧 

t フ锦な ニ ミ 


，洋觸 調進 

クタ I ニン ダ、 ダイ 

イング、 修犧等 一切 

ミカド 洋服 店 

化 本 保 

電詔 ライン ランダ 1 
六 八 H 0 


診療 ' 

ザ 前 十 時 ょら 十二 
時、 午後 六 時ょ b 
八 時、 B 曜は 前約 
願 上 候 

ドク トグ 

山 ロニ 一之助 


科を 的 揉 療治 
醫術 的み 操 

化 島覺丈 

巧 五 巧と お 
な S 十八 Tim 

電話 H デコム 

! 巧 九み 


齒科醫 

▼ 診を 時阳 A 
每日 ( 日曜を 除 <) 
午が 九 時よ も 
午後 五 時半 
水跑 午が 九 時 1 
午後 一時 


診察が 間 

午後 一時 HH 持 
午を と 時 H 乂持 
巧知 段を ± 

巖本谨 一 

古な 比 亞大學 及び 
4 .デ， ン 病院 巧な 
日 if は 府め巧 上 巧 


R 2 

蓋 

T 化で 

0 こ 

^ 4 T 

K 


稅關 事務 取 巧 

Wi 巨 AM ui &G 0 . 

巧呂ョ 768 ニ Broad ま ご 】さ 
Tei. 穿 互 ing.G 篇 さち 君-で 

なか。 た 

はも/-- 一遊び 
ホを 吳 文で 义圃人 じ 能くい かる 
やう 簡單刚 陈じ說 巧した 0 のが 
出來 ました。 巧が 目み 進 ± 致し 
ます、 御覺 下さい。 

M 呈 WSA ミ C0, 114E.5 害ぎ ty. 


夕 オラ ボラ トリ — 

電話 アカ デミー ぷ をち 

ド クタ！ 田 尾時雜 
U 赠 H 午を 化 


I 日本の 政局 

化 野黨の 無氣カ 

一 巧 中 『俺が』 內閣は 昨今 如何 
一 じして 巧算 の化壤 をを はすべき 
; かどい ふ 問題 じ忙 おされ、 所謂 
巧 極 政策 ご 稱 する 看板と 消秘政 
; 策て ふ 本 ホ どの 十字街に ホ もて 
路趾渔 巡して なる。 輿黨 たる 政 
一-ま 會の艮 お 島 橘是淸 氏は 化年自 
みの ま 張せ る 構 極 主義を 一擲し 
i て 首相 じ 忠言を 試み、 高 橘 反の 
j 後塵を 巧し つ i ある 云±藏 相は 
『無い 袖は おいぬ』 ご强 硬に 鳥谣 
.'氏の意見を 支持して 居る が 山 本 
農かの自作農創設維侍策：：^る年 
一 ホの 撼 案に 街 L ても藏 相け を 易 
; じ豫算 編入を 肯せ や、 兩相 晩み 
を ひの おおを 相の 裁量 じ 一巧す 
る こど^。 つて 小康を 得た。 乍 ^ 
併豫算 編が 難は 恐ら <繼 續し更 
ら じ幾タ のを 餘化 巧を 示す であ 
: らう。 唯を じ 旧 中 巧閣の 延命 剣 
たる 御大 禮の 盛儀が あを S で、 
を 扇は 不 まの 裡 にも 愚圈 々々の 
i 懂 通常 議會 の開會 まで 保持され 
: 得べ ぐな 測せられ ち b 彼の 『人 
I 民の おじが て』 締結 署名され た 
るす 戰條 約の 批准 如 巧の 問題 も 
掛大瞒 じ 底面す る 日本 どして は 
: 內閒倒 废速動 も 差を へね になら 
一 《 次第で あるから おが じがて 拍 
^ 當 異論は 唱 へらる i じ 甘よ 御た 
: 赌 W 前に 諮詢 せら るれば 批准は 
好留 ーじ あらう。 

然 らばを々 通静 證會關 おま擧 
わ、 を 末 休會の 段な ごなる じ ま 
b て 政局は 如何 に 轉换 推移ず ベ 
' きかが 閒題 である。 髮 じな 朝 窝 
ご势力 伯仲の 閒 じがら しを 政黨 
は黨 内の お 巧 弛緩し、 おみ 子の 
陰謀、 反逆 相 巧いで を > 著 敷 幹 
部の 統制 力が 弱められ わので を 
_ るが、 をして どの 巧 度まで 眞錫 
じ 攻擊の 鈎を 揮 ふで あらう か 、- 
甚だ、 む挪 い。 巧 次 氏のを ゆる 新 
黨お樂 部 じせよ 憲政 一新 禽 じせ 
よ 天下を S かする 計 轟が 祖艇し 
: て 化 舞つ ては 渺 たる 明 政 會ど五 
.十 ホ パ ホの 勢力 瞄 内を 出で ざる 
. ベ （、绕 わは AH 々々の 風ぶ 第 
' で 流 轉ホ活 V 如 實じ噪 露す るの 
约け わるまい。 無を 黨に 至つ て 
も此 問じ處 して ごれ 朽の 活動 か 
期を され 得を であらう か 疑は し 
い。 勿論 對 ぇが 策の 失敗、 が 政 
の不 を、 不戰條 約の' 憲法 違 巧 巧 
'至を 紀衆乱 等の 題目を 提げて 出 
中內關 じあ 薄ず る 位の 政 戰はあ 
i らうが、 實業 同志 會を 除いた 聯 
一を がを 組織して、 內閒 不信 巧 ま 
'を 通 週せ しわる 底の 勇氣 はめる 
一まい 0 

I 斯く觀 じ 巧れば 旧 中の 『俺が』 

I 內閣は 一致せ ざるが 巧 黨のホ 調 
i じ 注目し つ t 臨機 應變じ 得 患の 
I 誘惑 手段を 滿 やる 間隙が ある。 

: 是れが 巧るべき 述を證 會に掛 し 
; て 図 民 か 監視を 巧す る 点で ある 
I 腐肉の かき 旣巧 あ黨が 如何なる 
; を 解 作用を をす であらう かは 略 
^ 略豫 節する じ 難 < な いとけ 言へ 
i 巧ん は 年々 歲 々彼等の 反覆す も 
j 常 蒼 ホ 段じ滿 弄せら る t 睡家ご 
j 國に どの 彼る 拽當 .か 吳乂 である 
I こごを 痛 故せ ざるを 巧。 い。 國 
技の 視埋 し、 嬰 ホし つ I ある 正 
當 のぶ 巧に がける 巧 曾 化 治が 四 


十年一日 のかく 何等の 進境を 示 
さや、 化 ホに 巧ら ては 自活の 結 
神を 沒 却して 事大 ま義巧 能の ホ 
似 自治 もに かんじ、 中央-しあら 
ては 無 主義、 無を 見の 庭 政ち 化 
趣いで 簇出し 固 民の 實ホ活 をな 
善する能カ：：^き內閣を驅歌する 
樣 ではな 年 泰西 人を して 「日本 


新設 豐 、敎育 基を の 復活、 輸ぉ 
補償 制度の 質 施 費、 宜作農 維持 
創設 蜜、 肥料 管理 法 制定に 伴 ふ 
經豐 .ホ 僧ま定 方策の 確で じ關 
する 經費 等の 如き、 重要 擧 目' し 
ついては 主計局 ごして は 豫算省 
議 まで これが 巧を を留 がして お 
るが、 これ 等の 重要 譜 まじ 斟す 
る大藏 當巧盧 向は 槪を 左の 通を 
でを る。 

! 、化 海道 拓殖 費 

み務 をょ b 提 おした 案に ょ 
れば 、明年度の 化 海道が 殖事 
業 費け 一二す 五 巧 S 十' 五 巧 八 千 
圓 じして、 をのぅ も 六 巧 六十 
万 圓の歲 入す 足 おはを 債が 源 
支辨 ごな つて ゐ るが、 火藏省 
側では 化が 道 拓殖 事業 費の が 
源に お當 ずる ためにを 債增發 
を；； •. ず こごは 不可。 もどして 
反對 して 居る。 がかし 化が 道 
拓殖 事業 じついて は、 を 府は 
楠當じ -R を 入れて 居 b 、 が ほ 
ニ 一年 度不 成な 豫算 編成の 際に 
もを 債ち 辨 ごする ことじは 反 
到した 化ら じ、 と 巧 余 巧圓だ 
け剩余 金を 補塡 しわ 瞄巧も ぁ 
t から、 明年度ら 結局 內務省 
の 要 ホ 通ら じは 巧かない ごし 
て も 多少 剰余を でモ辨 する こ 
ごじ W つてを 協が 成立す る も 
のど 見ら むて 居る。 

ニ、 巧 法 警察 新設 

司を 省 まの 內巧 はを 地 ホ 裁 
判 所 じ臀が 一二を、 巡 巧と 名、 
をを 訴院に 醬視ニ 名を 廣き稳 
を 機能を 潑揮 せんどす るに わ 
つて、 これ じ 伴 ム經酱 約 お 十 
ガ圓 をを ホして ゐ るが.- これ 
じ對 しては 譬察巧 政の 上から 
內巧 省で も 大体な おして わら 
巧 ほ大藏 巧で もを 巧兩 論が あ 
るた め ま 計 巧 どして は ホ决の 
ま i じな つてち るが、 然し 大 


の講 を 政治は 要するに 猿の 人眞 
似 じ 適ぎ U い」 ご 謗られた 事實 
を 回想せ の譯 - しは 化 < まい。 現 
がの かき 資本を 偏重 ま義 の內閣 
ご議會 どを か 巧じ改 遣して 困 民 
の 理想 ご 要 ホ どを 滿 足せし むべ 
きかは 國 民の 眼 独 じ 横は る 一大 
案件で ある。 


化大 藏省議 しおいて は 削陈ど 
なる 模様で ある。 

111、 敎育 基金 復活 

敎育 基を は旣じ S 年度 不成 
立 豫尊じ も 之れ を 計上し ね關 
係が ゎるので 、文部省 側では 
强 硬に 要求して ゐ るが、 然し 
一二 年度 不成立 豫算 編成 當時 £ 
今 H どは、 財な 狀 態が 非常 じ 
異 つて わら、 剩を金 中 ょら 一 
千 巧 圓ら敎 育 基を どして 之れ 
を 返還す る こどは、 巧 源 難の 
巧ら から、 余 巧を 痛 する 所 
てを るから、 大藏當 局 ごして 
けが 源み 足の 狸め を 0 つて 財 

ボ ー グ君 新婚 

まま 特電 十六 日發 n 目す 當化 
の國際 競泳 〔舆 一二 面 所 報〕 じ 
出て ゐるマ 玉— グンの お界的 
水泳 選ず ボーグ 君は 今回の 渡 
n じは 豫 てょ b 婚約 中で あつ 
ゎ同醫 人の リンド バーダ 獲を 
も M 伴の 上が 朝して 居た が こ 
れは 秩父宮 御成 婚紀 念の 渡 H 
を永义 じが 念すべく H 本で 結 
婚 式を 擧 げやぅ》」 の 希 蟹が あ 
つたからで 本日 ス でー デンを 
巧 館に 結婚式を 擧 巧。 ホノ八 
グを經 由して ァメリカへ 新婚 
旅れ に 上る 堂で ある。 

政に 余裕の 生ずる まで、 敎育 
をを の 復活は 見を す 意向で あ 

る 0 

四、 赖お 補償 制度 

巧エ省 5 耍ホじ 依れば 輸出 
先の 信用 狀態 不確實 じして、 
取引 t 特に 危換ぞ しご 認めら 
れる 地， 例へ じ 南 巧、 ス カン 
デナ ビァ 半島、 P シャ 等に 對 
ずる 輸出手形 じかき、 政府に 
於て 補償す るの 施設を 講 せん 
V 」 ずる じ わつ て、 これが ため 

じ 明年度 豫算 じが 九十 一二々 圓 
を 要 ホして ゐ る。 大藏當 扇 ご 
しても、 が 市 棋を開 巧して 販 


路の曠 張を 圖る上 ょら 趣旨と 
しては 贊 成の やぅで あるが、 
がか 緊縮の 巧 6 から 之を 認め 
る こどは 出 ホ « ごいよ 怠 向で 
るるり 

五、 自作農 維持費 

農が 省 案じょ る ど、 一二 十五 
ヶ 年を 第一 期計蠢 ごして、 每 
年 八 モ万圓 を 限 巧 どして、 農 
地 債券を お 巧して 融通し、 こ 
れ じょつ て 創設 せらるべき 自 
作 農地の 面 蹟は每 年 ホ 十一 ニ 巧 
八 千 巧 ホ、 一二 十 五ヶ 年間に 六 
十三 一万 町步 じする 討譜 で、 初 
年度の 豫算 はな 十 巧 八 千圓ご 
なつて ゐ る。 をの 島 地を 庫 法 
案じ 逊 しては、 大藏當 おごし 
ては 根本ょ b これに 反 逊し目 
下 これが 代案 じついて 調査 研 
究中 である。 

六、 肥料 管理 法制 

'農が 省 まの 巧を は、 先づ肥 
巧 中の 硫安 窒素肥料 だけを 國 
家が 管理し、 を 國の產 業 紐を 
ご農會 ごを 指導して、 これ じ 
當ら しめん VJ する じゐ るが、 
これ じ對 しては： ニ ±藏 相め ご 
ときは、 民 聞の 荫化引 じ凿し 
て 政府が 手を おす こごは、 不 
可で あると して 極力 反 黄して 
ゐ るから、 大藏 省と しては 大 

かじ おいて 削除す る 意 巧で も 
る 0 

4J 、 糸價 安定 維持 

農が 省の 計 蕾して ゐ る、 糸 
愼 補償 融通 法案の 內 をは、 銀 
巧が 政府のを むる 條化 じょら 
糸 偕 委員 會の適 當ご認 むる 製 
糸 業者 义は 問屋 じ おして， ま 
糸 擔が貨 付を 巧 ひ、 これにょ 
6 損失を まけた る瘦 をに、 政 
府が これを 補償 せんどず る じ 
あって、 五ヶを 間の 街 失 補償 
- 額 どして 一二 千万 圓を 要求して 
雇る。 をはげ 年 巧の 懸案に し 
て、 農が 當 おじ おいては ホ 糸 
の ホ 借を をの 上から 必要；： > る 
施設 どして 要 ホして 居る： が、 
大藏當 などして 之を 承認す る 
か 否やけ ホを てを る。 

謹吿 

故島み 久ち巧 昭 S 

年と H 六 H 當抽に 於て お 巧 せら 
れ たるに 付 小を 等 葬儀れ 化の 御 
世話 ホ 上 惕際閒 氏' じ糾 育生 命 巧 
險會 社の 被が 隙 人 じが 之 (額面 
金； 千 巧) 義巧明 致 候 じが. V . 同 
會社化 理人瀬 川 一氏を 經て 受取 
ホ 御 盡カか 願 候處數 年間 掛を遲 
怠 等の おち 之 受取 方 ホ 常に 巧 難 
ご 相 成 房が じす 拘綱川 一 をみ 辩 
旋其 宜しき を将 おため 今 巧 故 鳥 
谷 氏 相 續人廣 島 縣賀茂 郡 巧 巧 町 
だ 化 島谷擧 巧へ り 本を ニ 千 八十 
六圓 四十 錢化沸 渡濟ご 相が 候ち 
去る 八 巧 十と M 附を 0 て 前記 島 
を 嚳 氏ょ b 極吿に 接し お 間 瀬 川 
氏の 熱必 なる 御 巧 力を 深謝す る 
と共に 右 事 賞を 廣く 江湖 r 相傳 
《たく W 紙上 化 段 譲 吿化候 
昭か 一二 年 十月 十より 

故島な 义ま巧 化 居 良 一 
I ぶ 1 人— 繰 化’ 仲森淸 巧’ 
巧留 青年 巧 おの 曲 体 

日本人 靑年會 

‘ 三臺 ここ cl . ごを 奋 n 12 ミ 


"明年度 豫算查 をに 

內閣の 意見が み 裂 

大藏省 強腰 にぉで 首相 板狹み 

東京 特笔 十五 日發 n を堪の 新規 叟ホ 額は め S から 一 じ ぃづれ 
も削戚 され 豫算 閣議 じがて 云±藏 相は を 償ち 發の耍 ホには 絕對 
じ反凿 した。 尙は 農地 債 勞の發 巧 等 じ 就ても 大藏卷 の 態度は 頂 
る强硬 じて 閣 幾ら 紛糾の 恐れが あち お 本 ま 張 じ 就ても ホ だ. 一致 
を 見て 居ない。 

束 ま 特電 十四日 發 n 田 中 首相に-巧 された ル 本 農 巧の 自作農 
法案は 目す 一二 ±藏 相が 調査 中で ぁるが 山 本 農相が 首 枯じ說 明し 
たお ま L 化れば、 每 年頭を 部 ょら 五 千万 圓 宛を S 十五 年 じ 直 b 
ま おして 農を の軟 渡に 宛てる どい ふので あるが、 この 爲 めじ 管 
易が 險抬立 金を 速 用す る ごい ふこ ごじ 就て は遞信 省は 强硬じ 反 
對 しを つてを あじみせ ず、 首相は 該案が 法 禅 じ 觸れの やぅ 與黨 
政 友會じ 割し 意 忌を 徵 して 居る。 

豫算の 重要な 費呂け 

自作農 ミ 糸 價を定 

輸出 補償 制度の 實施 費^ 問題 か 


明年 巧のを 省 新規 要 ホ 中、 第 
一則 化 お 道が 殖雙 、司を 擊察官 
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駿揃 ひの 巧 理人駭 名 
が 日本人 諸君の 嗜巧 
じ 適する 巧理 を畫 上 
ます。 朝 云 時を 開 巧 
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本攘 料理人 歐廉が 
腕齡を おつで 日本人 
轟 君の 嗜好に 適する 
巧 理を差 上げます の 
で窠 とがのな 二十 六 

了 目の チヤ プマ 

.云へ ぱ 直ぐ 日本人 諸 
君 じは 判る 碍 好評を 
谭 して 居ます 0 
阿夸繁 々御 ホ ホの 程 
希 上ます。 
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も 婦人に 會 つむ 場合、 极ず をす 
る 時は 右手の グ 0 1 ブ をのらず 
取 除かなければ いけ ませ か。 

電報を がず 瘍な 

御 夫婦が 逃 名で ぶ 人の お婦に 
電報を 發 する 塔を、 先 巧 ァド 

レス じは ミ スタ — • エ ン r • ミ 

セス ど 明記し ますが、 發お 者が 
署名の 場を は 必らや 夫人 S を 前 
を 先き じず る ものです。 

わ 皿 類は 左 かち 

テ ー ゾ^の わ客樣 にお 皿 類を 
おす 時は 必ら ず左觀 から ごむく 
ては なち ませぬ。 


をが 

皆々 巧い i 御機嫌ょ ぐ 被 
爲が 何ょ 6 珍を のま b じか 上 奉 
もます 热お事 化 度 御 ひ &き筋 
の 後援を 蒙 6 淨瑞璃 S か 飽硏巧 
の：： f め 『ま 王會』 を 組織 致し 乍 
不巧綺 指 あ 中 上る こど： 咕‘成 ま 
した 就て は 同好の ホ々 樣 には 巧 
卒御勸 めを せ 御 乂會被 成 下を 松 
お 雲を 始め 德川 時化の 名を 瑶顯 
御嗜 がすされ 度く み瓷 々な 乍禪 
0 紙上 わ 願 旁 御 披露まで 
尙ほ丹 謝 其 化 極めて 御が 度に 
暇 計 ひます から 委細は 左記へ 
御 照 會の上 あ も 角 御 巧 遊 T さ 
れ 度く お 待 も 申 上ます 
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權從 深ょ b 經督 中の 巧 慣旅簾 
をネ圃武旧文治をじ讓^渡し 
侯 間 化 段 御 通知 中 上 候。 商 ほ 
今後 も 相 變らホ 賴を證 の 程を 
願と 淚。 

昭巧ニ 一年 九資が 二日 
を 岩 旧 旅館 ホ ， 

江川 作 I 1 

讓受廢 を 

謹啓 時下 あ 露 寂滿の 候み を 益 
益 御 淸祥の 段 お. 赞上 お。 陳者 
小生 儀 桑 山腐會 じ巧勸 みは 一 
ホ** らぬ御 引 立に 頭 b 諸に 難 
ち 御 厚 禮申上 候。 今 巧な 川 作 
一氏 經營の 岩 田 旅館を 讓らを 
け誠實 誠意 務めて 諸彥 の御滿 
足を 巧 計ら 可 申展間 何を 倍舊 
御眷 顧の 稽 偏に 願 上 候。 敬具 
’昭 か參年 九巧サ 二日 

武田 文治 
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餐會 御着 用 タキ： ド 御用 命じ 預 b 度電詰 じて 御 一報 巧 第 
早速 店員を 差遣は します。 

丸 山 洋服 蘭會 

空 W . 呈 h S すを 芸 ジー. ず 書 S 78 




を 家族を 引を 具、 して 

文化 ご經濟 親交に 

勞 力し やぅ’、- 斩火化 化 挪巧化 i ろ 

サンフランシスコ 特ま十 I 二日 舞 == 巧が 义乂化 ホ 掘 勝み 氏は 家 
族 同伴 十二り 午前 十脉當 地を 乂駐政 巧を 化 わして 枕谢 技'- ミ少 
ト ン巧、 がを'チ ュ ー ム ス》 n ^ フ氏、 が巧お領お、 0乂脚係を 
員を 化 ホ ガィ 巧 ± 及びな 留諸潮 か 化 表 お 等の お迎へ かを つた。 
大化 なお & r 予 WS 巧 目 3 ホ 米で スト レン デアー ではない が、 
今 间は柯 等の 企 脚ら なくを （白紙で ぁる。 な—.- 最近 日 乂の熙 係 
は あ々 發を どな bp 本の 父 化 やが 巧 的 あ展は アメリヵ じ 負 ふ 巧 
がタ い。 故 じ 今後は 惧茵 民の 聞に 益々 化 方が の 開が じ 巧 力ず る ， 
ずは を 家族を 引きみ して ホた ので ぁる。 後顧のを は柯 もない。 
政 巧の かみに 接する か、 アメブ 力 入 じ 追 ひ おされる までは、 い 
つまで も アメリヵ じ 路み立 まる つら b でむる」 云々 

け ふ 午 煎 九 時 首都に 入る 

ニュ I ョ ー ク總 領事 紀着蓝 R 出 淵 大使は 夫人、 令息、 み 嫂ぶ 
び 石 お 蕾 記 ホ、 從者ニ ぁ间伴 十二 日 午前 十 時を 洋义 にて ナンフ 
ラン シスコに 到を して フェアモント* ホ ブル' じ投 お、 同日 鬧化 

日米 隅 係 委員 食の 歓迎 貪 及び 千； 一巧 人の 巧钟 人を 網羅した ホ 旧 
'嫩锁 争の レ セブシ * ン じが 席して、 力ー 子' ギ ー ホ 巧が 脚 營巧ア 
乐 フレッド •ホ片 マンん の 午餐」 出席、 翌日 十 I ニ ロは 化 憩の 上 
午後 六時键 おわ f 力 ゴ經み (別 地黯 十六 H ザ 前 化 時 二十 五分— 
间地货 午後 一時 十 か) ワシントン じ 直 巧し 十と H 午前 化 時 同化 
一着のを である。 




巧 十一 時間 册乂 みで 
をの 怪物 ミリン 靈來る 

暴風， こ 突風の 六 千 ニ I 百 哩斗經 て 

想が 深い 十月 十五 日の 午後に 


去る 十一 日 〔木嗎 日' 一 午前 ニ 
時、 化據 化で ある 獨 逸の フン ド 
ブ ツヒへ ゲンを 出發 し、 豫を通 
b ならば 當巧 八十 •五六 時間 後に 
は 郵が物 ご 十と 人の 乘をご S 十 
と 人の 乘組 員を 

滿 載」 た 太 西げ の 最初の 
横勒 飛行を 船ゼ ペリン 化 号は 當 
化 じ 到着す る 答で わつ たが 船 
長で をら 技 帥 長で ある ユック ナ 
— 氏は 巧 柄す をなる 天候を もの 
どもせ ず じ出發 しじ： め 暴風、 
突 おに 遭遇し 急 じか 路を 南アフ 
リカ じ轉 じて 約 六な 哩 をを 阿し 
わの みなら や、 n 曜 りは 風の た 
めじが 巧 船の 饒 をが 損し 五ック 
ナ！ ぉ祕 ちの か 息 化 化乘組 員が 
決死の 诞 悟で お巧狀 態の 儘、 島 
空に これを 修緯 する 等 幾多の 困 
難 じが 勝 もつ ？漸< り曠 H 午後 
一二 時 十五を バム ー ダ 鳥に をの 居 
をを 現は した もの！ 

難 說は化 掠と しで 傳は 

ー6巧帖レ1 々 ^ 1 ス トじこの榮 
ある 空の 怪物と 迎ふ ベく 打 も 集 
つた 幾 巧の 群集は、 极 ザを 膽し 
て 引き 楊け たが、 をのが、 擁巧 
船は 巧 賭 U タ前八 時， 太 西 巧 沿 
岸の 沖を である ッタ I ズ 卿を 
打 遇ぎ 午前 十时 じは ナャ ー 八ス 
卿を 經 も、 がに 始めて アメリカ 
の 本 ± を 化トじ 眺めつ： 大統領 
クー リッ •チ 巧、 アメリカ 海軍を 
寧と 逆 信を を お、 審时 二十 一 か 
にはを 郁 リシン トン、 午を 一時 
じは バ^ チモー ア 、午後 ニ 時 四 
十を じは フキ ラ ゲ^フ キアの 找 
衆歡巧 じを へつ、 午を 晒 時、 待 
ち おれむ 當 化の 

上を じを のちを を择 ベ、 
出迎 への 隅 海軍 及び 民賊 飛行 磯 
じ 巧ら れつ i 巧の 上を を ニ 巧げ 


過ぎて 目的地で ある レ；！ キ^ 1 
ストに 午後 五 時 十を 萎を 現は し 
幾 万の 群衆 歡 呼を 溢び つ ^ 午后 
五 時 一二 十八を をな て 格納庫 じを 
のち ホを 橫附 けにした。 をの 航 
おおに 六ず 一二な 哩 、飛 巧 時蹈な 
十-時間 ニ 一十 八を じして、 劃 時 
化 的な お 西が 空中 運； 省の 處女飛 
巧は 了つ たので ある レ乘を 等は 
规定じ 化 b て 稅關手 續を濟 まし 
直 もに 上陸した が、 \ いづれ もを 
ホ 旅 巧の .1^ 

愉化 さを 驅 歌し 途上の 破 

攪じ對 する V 心配ら 玉クナ I 技師 
長の とらな して 祝が を擧 げた 刹 
那 唐れ られた 位 ひで ある ど 云つ 
て 居る。 ゼ ペリン 號め 到着した 
十 巧 十五 白は 飛 巧 船とは 極めて 
因緣の 深い 日で 千 化 巧 十 年み 十 
月 十 お 日、 ニ冉 二十 八 吹の 满巧 
船 アメリヵ 號は 五ん の乘組 員を 
巧て お 西が 攫斷 をを てた が、 ミ 
日な' ィッ テラス 啡 のを 四 巧 五十 
哩 のが 上に 慶 落して 酱船じ 救は 
れ たが、 その後 今回の みべ リン 
號 技師 良て ックナ ー をの 操縱で 
アメリヵ お 軍 じ 引渡 f べき 現を 
ロー チン ゼグス 號は斗 固 ご 岡 じ 

航程 を 經てフ レ デ リッ' ヒ 
へ グンから レ* — キ^— スト じ 到 
を— たの も實 じ千乂 白.！ 十四 年 
十 巧 十五 日の 午前 化 時 五十二を 
であ つれ。 飛 わ 船 じして 太 面 巧 
を横斷 した 第一 巧は 千 化な 十九 
年と 巧、 巧國 のが 巧 飛 巧 船アー 

八 一二 十四 巧が スコット ランドの 
来フオ ー チュンを お發 して ロン 
グアキ ランドの ミネオラ じ 巧 着 
した 一二 千ち 一二 十哩 、巧 八 時間で 
歸還飛 巧 じは 約 S モ啞を 席で た 
プグ パム じと 十五 時間で 歸 がし 
をの ホぎ は 千 化 巧 二十 四 年 十 巧 


十 置 H じ 到着し じ 前述の サ 
ンゼグ ス號で 

今次 ご 等しく レー キー I 
ストまで 五 千 六な 哩じ 八十 一挤 
巧を 要した。 がかし 横 斷飛朽 じ 
鼓 も 敏速 だつ たのは、 リン*— バ 
1 グ 大佐の 航程 S 千 六百哩 一二 
十一 ニ 時間 S 十を で 巧いです ヤン 
パ ー レン 君は 一二 千 九な 五 埋を四 
十六 時蹈 化み で獨 逸の H キー •タ成 
ベンに 暮陸 、ホから 西への 焉斷 
はが 今上 海から U 本に をかん ご 
して 居る 獨 逸が 打を フ^ — ツ ンーフ 
で 4.ト巧やヶ1^^大尉が11モ巧 
二十 五 哩を化 四が 間 化を で疆斷 
しれ こどで あるが 蕉 船の 太！ P 洋 
橫斷じ 最も 速い 記 錄は先 巧 一4 ン 

タニア 號 がニユ ！ 9 1 ク •、一す 
1 パ] グ間吉 千 九十 一嗎 じが 一一 
十二時 間 一二 十を を 要した こ- 
をる。 


玉川プ I ルで 

國際 競泳 ； j 

秩 父宮狗 成婚 紀 を 
ま 京 〔赖 を】 十 I 二日 發 == 東を ホ 
扳朝 H お 閉ま 催 あ 父を 殿下 御 お 
婚奉視 記念の 國際 水泳 競技 大會 
は 本 = をのて 玉川グ ー A じ冀巧 
ゥ エズミ ユラ f を 始めと して、 
ボグ 、ラ ド メッヵ！ 等の 闡際的 
大 選手を 網羅した 競 あだけ じ、 
ホ 常なる 人氣を 呼び 觀ホ正 じ！' 
巧 ニ 千 人 じ 達する の 盛况を 星し 
たが 

この 日秩 父を 殿下には 灰色の 
背廣 をで 妃殿下 じは タンの ス 
ポート •コ ー ト をで 姻驟蕩 ぁ 
ら、 化 憩 時 問 じは を圃 選手を 
なされて 一 々巧 重なる 摄 手を 
赐 はつわが 

八巧メ I ト^ •リン！ では H 本 
の 選が 組に 對 しかん 側は ボ！ ル 

ッキ ァブ ト (ホ)、 ジョニ キ •ゥ 
で ズ '、ユ ラ-！:; ホ)、 ド！ ダ (ス 

ゴ！ デン) をな つて 對抗 したお 
化を S 丄 ~ 秒 五を ノ 一二 こい ふ記錄 
で 美 寧に ァィリ 力 選手が 過般 ォ 
リン ピック 競技 じ 樹立した 九を 
!ニ 十六 巧 おを ノ 一 を 破つ たを の 
他の 成績は 左の 通 6。 

自由型 メ ー ト^ n ゥで ズミユ 
ラ，.— 、ラ，— フア ，.....、高 巧、 時 

間 里 十八 秒 五み の 四。 

巧メ！ トグ 胸泳 n 鶴 出、 ラ ド 
メ ッヵ！、 馬 渡、 時間 一を 
十と 秒 五を ノ ニ。 

千 五 だ メート グ自を 型 n 宮下 
靑 山、 時間 ホ】 巧 十； 秒 四 五 
な メート 作 背泳 n ァー ファ ー 
ヴ キア ブト、 ユ デ！、 時 問 I 
を 十二 秒を みノ 一 。 

四 巧ィー ト^ 胸み N ラ ドメ ッ 
力！、 鶴 曲、 馬 渡、 時間 六を 
二十 ニ 秒 五 か/一。 

國際勞 働 局 

邦人 職員 y 

選が 採用 せん 

化 ジ五ネ ーブ國 際勞働 事を 巧 
では 同 事務局 職員 どして 今回 H 
本人】 名を 採用す る こご じ决し 
其の 旨 國際勞 働 磯 關帝固 事務所 
をを 間 某 雄に よ b 當巿 総領事 お 
宛巧留 邦人 じ 勤し を 示 方を あ賴 
し 巧れ るが をは 左の 條 件を 0 て 
一を を 選な する ものなら ご。 


一、 地な 年俸は 瑞貨 一万 一二 千 
とな 7 ラン 一巧 貨ホ千 おな 圓】 
ょら I 巧 化 千 フラン じ 至る。 
每年 八が フランの ち俾あ b。 
ニ、 取 験 資格 男女を 問は や、 
で 化な 二十 八 年 十二月 一二 十一 
日 じめ て年齡 二十 一歲 whjll 
十五 歲 B 下なる こど。 を 用語 
(英語 及び 佛 語) の 一を 梢 確 じ 
請み 書き 宜つ 話し 第二 固 語の 
相當 なる 智識 ある こご。 

己、 應慕必 持 試驗は 筆記. 試験 
じ 依る。 應莫 者は 願書を 勞慟 
事務局 ワシントン 支局 
(Mr. 广 Mogunsseu, 701 L 呈 百 Bu 量 ng, 
ニだ广 ぎを 丢 dshingtun J. 己 
じ提 おず べし。 

試驗は 東京 义は大 殴、 単盛頓 
义比糾 育、 G 里、 倫敦 あび 壽 
府じ巧 ふ。 

願書 じは 受驗 希窗 地を 選澤記 
入ず べし r 採 巧せられ む 者 じ 
限 もを 驗抑 迄の 旅豐を 補償す 
四、 就職 條が就 巧の ため 『ジ 
エ 子！ プ』 じ 到る 旅墳は 事務 
扇に が ス支徐 ザ。 正式 巧 命を 
b たち 鶏 合には 寒 族移轉 巧ぶ 
び衙 物の 運賃を 補償 t 。 巧 命 
を じ 一二を じ-阿 歸鄉旅 费を支 
j 給し 旅 巧に 要する 適當の 休暇 
^ を 趣' ふ ’ 

ぶ、 應募 期日 千 丸 巧 二十 九を 
巧 十り を ごす。 

試驗 期日 千 九 巧 二十 化 年 

BJ 0 


一 奉 醜 偃し 一 


手 古舞は 禁化 

典の 奉 視の懼 I 物 じ教し 
譬 規^は 大体の ホ 針を 左の 如く 
巧寇 t た。 

古 皆 ぁ御妓 章を 输窓商 巧 等 じ 
一を 揚 する こどは 許されず。 
海 巧 像を 蒙 店 またはす 敬な 
麗所 _ し 揚げぬ こ で。 

あ ホ 巧 も 場げ はお 捉則 じょ 
_ つて 取總 る。 

么由 幸、 踊 b . 屋台は を 通 上 あ 
びが を 上 差し ま ヘリき 限を 
一 許 中。 

者の まを 舞は 許 巧せ ず。 
尙ほ芋 踊 もま 要 道路 または ま 要 
道路に 面しね 場所では 不可。 主 
た藝 者で ホを ごい ふ 表示 どした 
もの 飞 許されない。 

■ A 穂燈巧 巧な 十六 歲ホ滿 の 女 

ずの 單獨參 加を 許さぬ。 

ゥト グタ •ジョンソンが 

眷都 野球 團 支配 

過ん！ 十八 年に 直 6 ァメブ 力 球 
をの タ_ トラ ィキ •アゥト 王と 驅 
歌 さおて 居た 7 シン トン •-飞 子 
タ^— スのゥ ォ火タ •ジョン ブン 
は 今年の シ） スンは ニユ — プ' — 
ク 野球 闇の 支配人 VJ して ア メリ 
カン • ブ —グ から 隱 退して 居れ 
が、 今 お セネ タ！ ズの舊 ぞ靡乂 
リ ス がが績不良で契約を解除 
された ので ジョン ジンは 再び ア 
メリ カン •リ 1 グ じ返换 き、 向 
ふ 一二 年 じ 直らて セネ タ ー ズの支 
配 人 ごして 活動す る こご じな つ 
たが、 投手 盤 じは 最早 や 復廷す 
る やう. t* こ玄け あるまい ごり i 

アタリ 力の 禮 儀り 


婦人に 會 つた 時 

往 巧の 他 いづれ の 埃 所 じがて 
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男み ぶ 小党の 

衣服 類の 意 底 案出 
截 方、 型の がり 方を 
習 ひなさい 
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目曜水 


円よ 十月 十 年 H 和昭 
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貴 ♦金製 ヒップ ケース 

を 

® ♦金緣 をお囊 
寶 ♦金銀 時計 類’ 

商 ♦金製 疊 化み 置 時計 


▼鄕 おを 金ぶ び ホ 送を (無手が 巧)、 外 画 
巧替賣 買、 荷巧替 取が 巧 立、 信用が 發 
行 ま 一 投级巧 莱巧御 巧 巧 じ 取 巧 可 仕 お 

基 臺灣銀 巧— お 張 所 

本庙臺 潰臺化 

を 巧 東を、 横 巧、 大肢、 # 戶 、上が、 宙 
ロ、 魔 州、 厦門、 灿 頭、 香 巧、 巧 巧、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン 、バタ ビヤ、 主 S 

々グ カツ タ 、倚 巧、 巧 外臺巧 十四 ケ巧 


、資本を 壹億圓 (をが 沸 込 巧； 

、積 立を 一億 二な 五十 萬 面 
巧 化 本 支 巧 U 横 潰 {本 巧) な 京大 阪 
神タ長 時下 巧を を 達 

機鑽 正金 銀 巧— ま 巧 

ホ 西を そ 店 = 桑游お 麻み 巧. 巧を 
其 他 化 あを 國垂 巧が 市 ニ ま 巧 度 コ グン 
ス有之 お 


本 巧 大阪化 おお 了 目 
姑 育 支 巧 お育ブ n I ドゥで— な 四十 九を 

靈 住友銀行 

日を (東京 > 横演 、名を お、 京都、 巧戶 
をり^ I 尾ノ 道、 康島 、吳 、柳が、 下ノ關 
がま 庙 (巧 司、 小 倉， 巧 松、 愧 を、 义留乂 等 

本國 預金、 鄉お 送を 等は 搔め 
て 御 巧 巧 巧を じ 御 おな 可 申 お 


本な 朝鮮 巧が 

ま庙 出張所は 日本 內 地の 樞 要都巿 、朝が 
滿洲 、支那のを 化&び 流な 巧徳 

朝鮮 艱巧紐 育 お 張 所ん 

外 固爲替 一般 銳 巧を 巧な々 御懊 おじ 化按可 
申 上 巧 


藤本 證券 會巧 

一般ち 憤髓 巧ノ薑 巧、 引受、 裳 集 

A 金融、 ホ ニ么ニ 隅ス八 一切 ノを巧 

雜 献 藤本 ミ 7!1 銀 巧 

紐 肯お張 所 


淘斌詣 、雜 貨卸賣 

森が ブタ V ! ス 


巧 皆 跑 心な 

ドライ ゲ ー ズ剑資 

太 洋賓易 善 お 

支 巧 巧 化 古、) ストン 


シアトル お 帆 (午前 十 時) 
あら ば まか 十一月 五日 
あ b ど；* 乂 十一 巧 廿日 

るん でん 化 (坡藩 化 帆〕 十月せ 八 目 
♦■一等 樓濱 一丸 置 昨 

但 L ばリ すみ るん ごん かは 一-五 五 弗 
▼一二 等 日本 行 五 五 ホ •ぎ ま乂 なを 菜 巧 室 i 
▼御を 望に 依 リー 等 割引を 憩 切符 寒 巧を 巧復 

ロスアンゼルス 出帆 (午後 I ニ 時) 
まじら 乂 十一 巧言 
もんて びでお 化 十二 巧 十日 

►一等 橫濱ニ 1110 巧 巧は わい 丸 ミに らお 一 お 巧 
►桂が 一二 等 日本 行 五十 九 弗 マ 互 等 日本 巧 五十 五 お 
▼ホ 渚 羅な朽 漁を 切符 寢窒 を 購入 御 链旌化 4 お 
►械育 線 パナマ 經由 日本ち 那巧皆 物 船ち 一. 玛 


精々 勉强巧 化 御 引 立願 上 候 

陶猫 器雜貨 卸賣. 

春 巧廊貪 


日本 陶破 黑雜貨 類卸賣 

ホ元ブ タザ ー ス 


日本 陶潑 器雜貨 一 
ラム プ卸賣 II 

奈良寶易商#^^ 


日本 吳服 反物 キ モノ 

テ^ フルク ロ I ス類 

諸雜貨 卸商 


I 贼 日本' ドライ グ 1 ブ商會 

特別 廉 情で 大勉强 新 流 巧は 當 店の 巧 長 


ワナメ ！ 力 ！ の特を 

H 本 A の わ 買物 じは 持 別 巧 員を 最き無 
料で 細 案 內を升 電話 义 はお 手紙み 黨御 
訪問— て 御 便な を 計ら 初めての わ ホに 
對 しては が じ 注意 致します から 是非； わ 
立を b 願 ひ 升、 市 巧 配逮は 勿論 円本 巧 
他を 曲 宛の わ 荷物 發 送は 當 ホで をし 升 

ジョン ワすメ ！ カ^ — 


晚香坡 每ニ週 一回 出帆 

▲玉ん ブレス 巧を 太 ご 男 •ぶ呂 巧) 

王 巧 一日 

▲エム プレス 露 西 亞で宗 、ぶ 呂竭) 

十一 巧ち 日 

▲で ム プレス お 細が 01 六 1 呂 巧) 

十二月 一日 

▲ ェ ム プレス 如を 太 三で 皇 0 巧) 

至巧サ 二日 
一等、 二等、 一二 等 巧び 下等 客 設備 
最大、 善美、 最 快走のを 巧が 巧 船 


▲ち 巧 式る 窜諮馈 巧 食の 豊富 巧 おもる は 乘化真 
のな 巧 親切 T を ミ 共に 當 化の 誇 さする おです 
▲當化 太ザ洋 おな 一二 等設滿 はを 部 羊 巧 かを 良み 
施 L ました、 みに ホ ホ 保の か 去は 巧謂ツ 
ス トサー ド 又は スナュ デ V > ヴブ ダスな 上の 
谊 麻杏觸 へて 居ります 

® 桑 港 出帆 ホ ノググ 経由 【正午 お 化】 


春洋乂 
西 比 利亞乂 
大が乂 
天洋乂 

コレア 化 


十 巧せ 四日 
十一 巧と 日 
ご 月 甘 一日 
十二 巧 H ： i 日 
ま 巧 十九 日 


# シアトル お 帆 〔午 巧 十 時 巧 帆】 が 

。が 豫乂 十一 巧 ニー 日 J 
靜岡 化- 十一ち 廿と日 CT 
橫濱化 ち 巧 十五 日 醜 

® を 敦疑 日本 巧 班れ M 
鹿 島み 十一月 一二 9 
自山か 十一 巧 玉-目 
A 颖育曲 奶芭を 馬經由 a 本 お 貨物 蜡—眞 一^一 斑 
A 餓 道切轉 i 券 其が 萬 事 巧 煩を じ 御 あがを 舞 
▲太 西洋 大 おおを を乘艦 切な 御 おを じ 取 計ぶ ォ 


H 本 陶器 雜貨 
\ ライ' ク 1 ツ 旬販賣 

i 贼巧木 桃 ホ 組 


急. 吿 I 

をる 十】 巧 十日 擧巧 ぁらせら る； 御 ホ禮の 盛儀に 方 b お 育を 
中必 どし 東部 じ 在留す る 仰 贈を なて 御 一 灭禮奉 視會を 組 鍵致賀 
表を 捧呈 するど 同時に 大耍 左の 方法 じ 貧 b 奉祝の 誠意ぶ 表し 
度 化 段 0 紙上 譲吿仕 横. I ! 一-、！ 

I 奉視會 記念 献上" 雨の 件 

一人 じがを 一 弗 {化 均一し 聽 金し 適 當 ぶる 献上 品を 選を すべ 
く 目下 義衡 中に 有 之 候 一 
巧 而本會 の 趣旨 御替同 S 上巧留 同胞 無洩臟 をに 應 がられ 度 
特に 御 婦人 達も是 ホ 奮って 御 加入 被で 候 棲 切 鶏 仕 傾 
尙ほ右 献上 品 じ 添え 献上を 諸君の 巧ぶ を 明記せ る 一 脚を も 
併せて 天 覽じ烘 ずる 計 書 じ 御座 候 
締切 期日‘！ 十 巧 化 ' 一日 一一 i J 

ニ、 奉視大 晚餐會 開催の か ' 

日本 じ 於け る 大變第 一 H をト しぶの 如.. \大 晚餐會 開催 致娱 
間擧 って 御 參會被 成 下 度 候 

時 H 十-月 十六 日 (金曜 去 •後と 時 
壌 所 ホテル •ァ スタ— 气 
會 費 おお 弗 ：! ザ‘ 

脈 裝隨意 - _ ベ' 

男子は 可成 タキ シード 义は黒 S 成 婦人は 和洋 服 自由 
締 切 十】 ぉ 十 U 
事務所 紐 本人 會內 一 I 
昭和 ニ 一年 十 巧 十日 \ 

御 大 禮 奉 視 會 

ぉ譽 會長齋 .藤 博. 
會 長 草 唇 化 治 




み 校は 創立 W ホ 五十 年な 上の 
歴 をを 有し 巧 女ぶ び 小 思の ホ J ル^ 
服 類の 截 方、 縫才 一切 及び 着 如 Y-I 
物のを 身 ダ 等を 姐 型を 化つ て 
ん 々々じ 實 隙が じ 親切 じ敎 . m レ'^ 
巧 致して 居 b . ます 留 得する じ 如 
,』 極 （を 易で 而か飞 適 好の 職 
おで 收入 のぞい 事は 申す 迄 も 細心 M 
sb ません 晝お 両胖ぁ b ' まし d 5.1 
で 條 が 等 も 都を を〜-: 田 巧て 居 M 
シ まず。 


ミツ チェル デザイ ニン ダス クール 


八 も ラな 紳± は 

化 立 服を なしまず 

夫れ は宜く 身に を ひ、 見掛けは をく、 を 
しでぉホをょ^も長持もずる事を知つ て 
るからで ず。 弊 巧は 多骄 H 米 紳± の 御用 
をが つて 屠ます 0 

n 化廣吿 じて 脚 巧 巧の ホ じは 

六を 割引 致します U 
がか 文のを 巧 じ 巧 はら ホを も 巧 j 度 ホて 
タモ さい 

芽 ルカー エンド フロ リオ 洋服 巧 
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資本を 
拂込濟 資本を 
穂 立を 


壹ほ旧 
六 モお旧 
六 千 一二な 五十 萬 旧 


餘竺弄 銀 巧— 支 巧 

本 巧 巧 巧 ホ 日本 お區 本革屋 巧ぶ を 化】 お 
支店 ホ檢 日本 椿を 內 ぉま〕 横な 

名皇 蠢大蓄 §〕 が ロ 

廣島下 顆巧司 若松 话岡控 が 
上がが 敦ま巧 巧 水 


•巧 出入 巧を’ 電信 送を. 化 送を' 旅行 信用 化 
商業 信用 狀其他 一 殺を 巧 業 

A 提 S 蒸 銀な— ま 巧 

鄕里 送を" 日本が 化 無キ數 巧？ 理速化 巧 
本店 預金 (定期 通知 ノニ 稀〕 巧 便利 化 巧 
本 ま 巧 東を 安度、 乂阪 、神 お、 京邵 
巧な 地名 古属 、小が、 上 お、 か 巧 


日本 郵船 會社 (並-一を 鐵道會 化) 

代理店 巧賦 兄弟 廟會 

乘 車、 粟 船な 符並じ 小荷物 運送 御 便利に 取扱 申しまず 


試驗 地獄に 惱む 吾が 靑年 

選擧卞 渉の 奏効 可能性は 歡 ない 


奈 良、 が木兩 縣の縣 知事 どし 
て 良二千石 めみ 么わ b し 別府總 
太郎 氏は 化戰 ごな つたのを 幸 ひ 
米 巧 及び 软渊 方面 視 をの 旅 じ 上 
ら 太平が 沿岸を 經 由して 巧が し 
わが、 曾 見の 記を じ おして： n 本 
の 近悄を 語る 『巧 中內聞 もを々 
御大 視が 接近せ る どみ じ 昭和 四 
年度の 豫算 編成 じ 忙殺されて 居 
る糕 です か 化が 出る か 蛇が 出る 
か. 通常 讓會の ビック リ 箱を 開 
けて ちなくて は 烏 渡が らます ま 
いけれ み 

H 本の 議會 は會 期が 短 かく 年 
末 じ 開いて、 一月 中が 主では 
休 曾し！ ニ 巧 じは 閉會 する ので 
わなます から 自然 法律案に せ 
よ豫算 おじせ よ 不消化の 極 通 
過す る 弊害は 免れない 樣 でず 
化 見 じ 化れば 吾々 の 最も 意を 用 
ひねば ならない のは 吾々 後繼者 
を 育の 問題で あ b ます。 中央 じ 
せよ、 地方 じせよ 試驗 地獄 ど稱 
する 怖るべき 關 巧が あつて 中學 
から 大學に 入る まで 都て 選拔試 
驗を經 ねば 敎 育を 受 くる が お 
ホず、 愈々 最高の 學 おを 卒業し 
た 所で 官民 間の 需要 じ對 しお 給 
過 剩の臧 が ある 爲 めじ 遊 投を輩 


巧せ しむる 現が はを 必じ 巧え ざ 
る 巧 第で わち まず。 

ぞ府縣 知事の 更を 頻繁で ある 
爲 めじ 化 ホ 巧 致の 不振を 難せ 
らる i のは ま秘 合理的で あ b 
ますが、 近年の 如く 政 黨關係 
で 知事を 始め 內務 部長、 譬を 
部を などまで が 巧 沈 常な き あ 
樣 では 何等 經 論を 施ず 餘 地は 
をら 得 じ いど 信じます 。巧に 
於て 知事を 選 論が 一部 じ嬉頭 
して 居る ので あちまず けれ 巧 
■ H 本の 現が を& てして は 前途 
寒 逆と 云 ふの かは あちます ま 
ぃ C 府縣 を廢 をして 巧 政區域 
をな をず る 議論 も 化當お 力で 
あら 事 實其價 値は 認められて 
盾 るので あ b まず々 
地方々々 の情實 じ 引き摺られて 
巧 等 新味 ある 革新が 膏 現されな 
ぃので ありまず 。地方 巧 政官の 
掛講員 選擧間 題は 昔日の か （當 
局の滕おピ か干涉ごか が奏効す 
る 巧 能牲は 益々 踩 じて 巧く のみ 
なら 中 巧て 强硬 なな 撥 的 傾向を 
誘致す る不刺 益が あ b ますから 
選擧 干渉 蓮 動ど稱 する 政府 側の 
武器は 漸 み廢滅 ザる 一 ホで あら 
，つ VJ ちへ ます』 云々。 


應倒 的が 成績に て 

ホ 水 會快捷 

銀行家 顔色な し 

♦全米の 猶太 人を 相手 じして 
敢て 遜色の。 い ホ 崖さん どが 行 
一屋 ごんが ゴ^フみ 對巧戰 を 試み 
る ど 云 ふので、 生き 棋の 服を 拔 
くな け 尋常 茶飯事の 壌い 連中が 
火 化を 散らしつ！ 9 ンク で銷の 
謡み ッ n をす るのは 撫 かし 驚 神 
駭目じ 化 3 をで あらぅ V 一巧 か漢 
までが 異常の 興 ホを のて まる 十 
二日の 殺 技を 眺めて 居た 

♦水曜 US 午後から 一二々 伍々 
取らの 狸の 巧 算用、 脚のぅ ちで 
ニ 一天 作を 操 返し'^ 一同；： ^ 3 
!>1 ィじ 着いた が、 糸水會 もを 
將 旧島繁 ニさん どを 巧 劇の 中堅 
巧 木を 巧さん どは 都を が あつて 
馳せ參 やや 銀糸 兩 軍の フレンド 
リ ー •エネ ミー が先づ 戦法を 協 
j をし、 巧 方 ごら じ ン デの 蛮 荷 
~ を 背を つて 居る 武± が ぞいので 
一 おがを 体 どしての 勝敗は グ日ッ 
-ス でなく^ ごなら^ ン テ 十 おの 
_齋 滕總頒 事が 糸 水 軍の 大將を 承 
^ り、- ンデ十 云の 東 住ぶ が 銀 巧 
j 軍の 元帥 ごい ふ 格 
' ♦是 れに隨 ふ弱武 若は 糸 水 軍 
I では 伊 お (一二 巧) 山 旧 (一二 井) 西 本 
1( 原) 橋 全 ロ 本 生糸 一み な 日赞 
i 星 野 ( M ホ 生糸) の 巧々 糸の 様 じ 
j 細々 し （名乘 b を舉げ る。 銀 巧 
I 軍の 副 將武井 n 銀、 緒いて 高木 
一二 銀 •吉 田羞 が、 但木台 お、 冷 
ホ 旧が お 殿ら の 巧 商務 書記を な 
で これ 正さに お ホ爲 替の逮 化を 
监6返1のか^^5、 銀巧軍の興 
廢 化. ー戰 にあら ご ゾラ ィバ r を 
打 ふ 6-^ 應戦 する。 

♦この U 天氣 晴朗 じして 風 さ 
へ G く 巧 想に あき ゴ < フ = かじ 一 

似 もやら や 軟球、 痴 巧、 磁 球、 I 
罰 巧を 飛ばして 狂 じキュ 乱' 
岡の 結が がれ： 中 利 あら 中 總計化 一 
十 おの 大差で 慘 敗のを き 目を 見 一 


るに 至つ たので、 動 もずれば 平 
素 銀行 屋じ ァド ゲ ヮン ブ！ ジを 
取られ 勝 もの 糸 崖の 面々 闡を作 
つて 银巧 軍の ず營 を陷れ 痛快 此 
上 しご ぞ呼 はつた b 

♦遂に をれ を 止めし はが 巧 軍 
の 元帥 お 住友 將軍 にて 冷 ホ 旧 鮮 
銀 こ 共 じ ブービ ー じ 入賞し 抽載 
にがらて 漸く 捕虜の 辱を をれ た 
ら となむ。 化 日の) 窜 賞は ネツ 
トと 十六 じて 糸 氷 軍の 奥が さん 
二等賞は ネット 八十 ニ 点じて 同 
じく 虽野 さんご I 等は ネット 八十 
一二 点じて ホ 水 軍の 大お齋 藤總領 
事 ご 巧し 講か談 巧 S 末戰 敗の 條 
がごして 不 H 銀行 軍ょ b 糸 水 軍 
を 招待し 芽出度 晚餐會 を 開く； 
VJ むつた. か、 糸 水 軍け 目下 刮目 
して 銀 巧 軍の ホ 和 條約履 巧 か 巧 
をを つてち る ど n 


徵俱樂 部 競技 

，春は 摆 のボト マックに 巧は が 
葉の 0 ッ ククリ ー クじ ゴ^フの 
競 抜を 樂 しむ ブ シン トンの 楼俱 
樂 部け 一二 年 前に 生れた、 苹府唯 
】 の 官民 削 体で あるが 過る 日曜 
にかけ て 四十 五 ホ ー 八スの 盛ん 
な 秋季 トー ナィン トを 巧つ た。 
今年の 賞 おは 山中 巧 會の盡 力で 
時 別 念 人ら の 優秀品 ばか b ど 云 
ふので あ々 其 日 なる ど 固く U 
b 過ぎて ゴ^フの 視 先は スコッ 
ト ランドの 巧 姓の 眞 のをした b 
斷 らもな （風の かけた る 刪を か 
き 廻は してち る 連中 も あつむ。 
おは 十と あの 斷 ± 1 间相 ホ舘で 
會 を、 論 巧 巧 賞 一等 旧が 雜貨、 
二等 ザな 乂化舘 、一二 等 石 見 山中 
四 等 西 お寫眞 、互 等 ま 田 大化舘 
六 等化澤 大使館で ベ マト 7 コ ー 
ア はち 見 氏で あつじ。 を 早 （ゴ 


术フ ゥキド ー を 電話で 喜ばした 
ら 、すつ か 6 巧氣龜 々の 裡じ今 
年の トーナ メント も 千 巧 樂£ な 
つたが をて はわ 役人 どな 留民ど 
の 間 じは 深い 锥か ぁつた 野暮な 
時化ら 過ぎて、 こぅし わを 民 入 
巧ち で 競技を 樂 しむ 樣じ なつた 
をは 時勢の 推移 どは 云へ 富 ばし 
い-^ である。 (在 華 府エム 生) 

美の 敎會ま 催 じて 

慈善 バザ了 開催 

本 祇旣報 H 本人 美な 敎を 慈善 
バザァ は 巧る 十一 巧 二十 一二 日 及 
び 二十四日 (金 ± 曜日) の ニ 日間 
同敎會 々館內 じて 開催す る 王」 じ 
みを し 淸話會 ホに 靑年會 側 じて 
も 目下 其 お 備じ忙 はしき 由。 


修道 會 定期 總會 

を督敎 修道 會じ ては 巧 十八 日 
午後 八 時 ょら 西 百 四十 H 了 目 四 
五 S 番岡會 館に 於て 第二 回を 期 
總會を 開き 會務 報吿 役員 選擧を 
行 ふ當。 

—なん が 人 

•永 橋 刚一郞 氏. 滞 紐 中の 尾 上 
商事 巧式會 社々 長， 去る 十五 日 
當地出 發西巧 桑 港 經由歸 朝 
•齋藤 隋氏總 領事、 新 ほ 駐米 
大使 訪問を 兼ね 昨日 お 華 
♦城 後 信を 氏 一二 井信 巧 巧ま會 
社 副社長、 まる 十二 日ち ンタこ 
ァ 号に て歸 朝の 途次 ホ 紐 ホ テ 於 
マ デ エス チックに 投宿 

き 河 野 ま 通 志 巧寶樣 野球 轉監 

督 、ゥオ^ — 方 ド セ！ リスの 就 察 

を經 へ、 ホる n 曜日 出發 西行歸 

朝のを じ 就く 當 

•靑 木 節 一巧 國際 聯盟 東を ま 

局員、 化 お ホ 紐 

♦お 永 千 一二郎 氏 陸軍 駐 巧を 事 

務巧 技手、 十五 日 ホ 紐 H 本 お 樂 

部に 滞な 


¢5 日本人 紳十じ 貸し 度 
is し 昇降機 弼 アバ ト、 

一週 八 弗な 上、 を 通 至便-設備 
完全 《 萬 便 社ず 巧武產 
104 W . 苦 th St . 章. をぎ S Juehanna 79 苦 


装飾 優美の 大きな ダ 

ブ八八 1 ム 、二人 じ 


貸 室 

適當 、一人 六 弗 宛、 設備 完 を、 
お 話 化 用 御 自由 
NIrs . Roge こ 02 W . 芸 hSt . 置 mide 岩岂 


六室、 設備完を、 化 
赛宅棉 域の まき 場 巧 

と 十五 お、 午後 S 時 逝ぎ じ御尋 

ね 下さい。 

皇 3 署 nt F 呈 ^ 


K .3 かろ 多年 賣ら 込める チ！ 
S 八— ム 、今回 持ホ歸 

國じ 付き ま急賛 度し 委細は 左 八 

Matsushita , 61 W . 8 th St . 

Hear 雲 Ave こ 夏 y 


移 室 披露， 

化 ホ 西 四十 一一于 目 一 00 雷 lil 
階 じがて 營業 致して 居ょ した 
が 今回 皆 横の 御 便利に おひ ニ 
階 目 (萬 ニ 0 五 号 室) じ 移轉が 
しました から 御 披露 申 ょす 

淸理髮 巧 

西 四十 一二 了 目な 蕾 ニ 0 五號蛋 


ラム フ义び シルク シエー 

製 进元姉 質 


手 塚商會 

H . Y . TETSCKA 00. 

15 West 24す 戶 N . Y - 呈 ゴぎ呈 elsea 9 岩 一 


巧 禍 スペシャル 


新 ごろ I 芋 
燒 豆腐 
小鳥 姬燒 
ほまれ 漬 
大か卷 


巧 桐 兄弟 商會 


嫁の 素 

懸賞 募集 

I 締切り 日延べ 

- I ■ 

發樣巧 御 希 摩 じ 依 b まして 

I 

締瑚 一な 一た 巧 間 延期し まず 

- 

攝切 = 十一月 一 日 
發表 n 十二 巧 一日 


/ 味わ 素 特賣店 

桑 山商會 

114 EAST 芸 th ST : N ., Y . G . 
PhQn です 巧 nt 21 な-苦 57 


東京 廟會 特吿 

山 田、 滥 を 

西洋 料理 大全. お 弗 
新、 古 浮世 繪 を 種 
生 田 流 琴 

五十 A 弗 


が WE 東京 商會 

140 W . 雲 SU N . Y . G . 

Tel . ブ afa 营 r 苦芸 



巧 旧 商事 巧式會 社な 育ま 巧 
Uchida Trading Inc. 

1 1 Park Place 
Tel. Barclay 1576 


島寶易 株を 會栽 
Shima Trading Co„ Ltd. 

150 Broadway 
Telephone Rec れ r 1484 


换を をな ホ 尾 商 含 
Akawo & Co., Ltd., 

2 目ち 巧れ h Ave*> 

Tel. Caledonia 97S8-5P 


大倉 がが 巧 ま 巧 
Okura 在 Co,, 

30 Church St" 

Tel. CortU 凸 dt 2292-93-94 


H 共 巧 ま會お 
巧理巧 
高 お巧會 
12 日 8| • 时 ぉ 3](| N. Y. C, Tei, Rect が 7884 
Facionr: お - 化 お 化む e., しし （ ! け K 


巧 巧顿雜 ま會か 
4sano Bussan ^mpany 

Rootn80l-S0S 
1 6 5 泛 roadwa;^ 

了 el. Cortlandt 8047 ぶ 052 


H 井 巧を 株式 會话： 
なち 支 巧 
Mitsui & Co .； 

65 Broadway* 

Te し Bowling Green 7520 


巧を 倉な 巧 ホ 南 巧 
が 育ちな 
Iwai 在 Co •，い d. 

Woolworih Building, 
Tt:l. Whitehall 6040 


日本 生糸 巧 ホ會な 
お育ま 巧 
NIP 阳 K K リ扣 imsiu, LTD 

Two Park Avenue 
Tel. Ashland 5320 


原を 名替お 
紐 育まな 
Hara 底 Co,, 

443 Fou け b Ave.> 

•* r ， ュレ donia 7830-35 


云を 巧 事 株 ま會化 
紐 育ま 店 
M れ subi み i Shoji Ka;sha 

(Mitsubishi Co., Ltd.) 
120 Broadway 
Tel. Rector 2560-2364 


日米 生糸 巧 ま會社 ， 

が 育ま 巧 ！ 

NICHI-BEI XIIT0 KABUSHIKI XAISHA I 

(N に HI-B む KUTO CO" LTD .) ； 
1 Park Avenue I 

Tcl. A ホ ! and ち 246-47-48-49 


錢 

め 

の 

み 

ら 


V 0 しけ Jo . 1497 


召 化を ぶな! お m を 巧での im で 巧 


SATI ] 邮が日 机 0 化 R 20 1928 


用せ し當 がを 思 ひ、 豁赌ゼ る 現 
时の 道路 ご 巧 通機瞄 ごじ 思 ひを 
つて、 みあ 5 發の甚 しきを 芭せ 
られず じは 居られぬ。 

巧々 は、 巧 巧の 道を ドラィ ヶー 
して 巧く。 

速 綿た る 人工の 类 しい 道 お。 
餘の 牧瑞。 

お 線 ど 巧 巧と で 組み立てられて 
ゐる 、がを の nu ニア 方 • ゥ 

ス 0 

をい をを の 庭。 

茫 々たる 叢 煤。 

白 襟 やおの 雜 木が。 

遠くに 見 ゆる 夏の 海。 

橋。 

をして がを。 

ニユ 一• B ン ドン も 過 CO 

ロ， — ド •アィ ランド 州に 入れ 
ば、 ゥェスタン 1 の 町が ある。 
ベンジャミン •フランクリンが 

郵使 事務 総裁の 職 じある 頃、 也 
府 よち、 ボストンへ 巧く を 中、 
ぃっも化の地じ宿巧した所^顆 


下 寧の 站刷ご 鶴 巧なる 化 上げ 

時 n の 迅速 ご 確 巧た おおを 化 お 

印刷は 紐 育 新報 社へ 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九！ ニ 九- 0 

わ 間違^な く 新報へ 

巿內巧 十と 了 E 十二を 十 階！： 

お 部 U がける 巧 字 言論 憐眺の 

權威、 吾が新報を讀まの人4^し 

廣吿 は紐脊 新報へ 


この頃、 タ H はおに、 西 山し 
落 も か {る 厳が、 段々 冷 （なつ 
て、 日中の 暑さは、 どこかへ 潰 
义 失せて しまつた。 

『鬼 じ 角行け る 所を 巧 かう.！ £ 
あて ごら なく、 我等の ビユ ー イ- 
ブ ク をが ばして 巧く。 

巧け ども、 巧け でら 野 邊の道 
で、 地鹽を 見ても、 あ （じは 大 
きな 町がない'。 

H は、 全 < 落 もた。 

電燈の ホを が 段々 ごは つき k 
をして 寂しく 照る。 

今 目は 旣 じ、 巧 八十 嗎走 つて 
巧た 0 『巧處 でもい i から、 宿屋 
を 見出し 次第 泊る 事 じしょう』 

こう 云 ひつ i 、 漸 --- ^ て、 迪 
ら 着いた のが 『アン ブ イク •ゥ 
エ 1 クブキ ！ '八 ド •イン』 VJ 云 
ふので をつ た。 翌 H をつ たので 
あるが、 これは クエ 1 クフ 守 1 
が ド 町の 入口 じを る。 

.ぺ 八を 巧せば、 中から 六十 泣 
ひのを 媪が おて ホた 家の モ銷の 
ロを 蘭け た 瞬間' 惡 臭が 嗅がれ 
て、 陰 氣な家 だな/」 おつた。 化 
方がない。 M ご 共に 二階に 案內 
さる i ま； じ、 狹い 暗い 棟 子 段 
を 攀クて 巧く。 天井が 馬鹿 じ 低 
い。 室は 相當廣 いが、 床 极が浮 
き 上つ て 凹む 波を うつてむ る。 
頑丈な 木造の 昔風の ベッドが 中 
央じ 置かれ、 隅の 方には、 花模 
犧の 、ついた 洗面器 こ 氷 おごが 
臺め上 じ 載つ てゐ る。 壁 じは、 
獨立 戰ず當 時の 給ら しいが、 ニ 

つ 0 

『随を 古びた を だな』 ご自 をが 
を ふ。 

■老媪 は 化の 家が、 今ょ を ニ 巧 
十二 年 前 じ 建てられ たらので、 

巧 ロ 六十 呪、 奥け ニ 巧 だが、 
まの 數 は、 S 十 幾つ も ある ど說 
明した 0 

巧々 は、 こんな、 古い 家を 見 
おした のは 非常に 興 ホの あるを 
だ ど 云つ て、 疫 じ】 巧を 巧す を 
じした。 下の ホの 室には、 巧 肖 
年 前の 鏡 や 椅子、 寝臺 、共 他 ィー 
ンデ アンの 作つ た織顿 、等 骨董 I 
品が 澤山深 則され て ぁる。 何れ 
- j もこの 地方から 買 ひ 集めた もの 
だを うで、 を 猫は 色々 ど說 明し 
てゐ たが、 をの 眞僞 のをら ね も 
一の も ぞい 棟で あつた。 


Hhe Way of cme , タ星 ith A . wawy さ 一 

u 本の 誇ち ご イ るに 足 b る 强いソ シア 度し い ホせ おの 動きを 
語る 典雅、 島 潔の 文を 巧ッ ペラな 當化 軟义學 どは を然間 H . 
の 比では を b ますん。 松： や 節 子 媛 じ デ デヶ！ ト したを あの 「日 
本 婦人 お』 を 化 書を おしてみ 讀 ぁれ。 

郵稅み 一部 ニ 弗 十 仙 

f 詰^ 紐 育 新報 社 
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滿蒙交 涉は總 つたが 1 .. 

南京 政府の 正式 承認ら^ づく 

N 义出纖 領事が 王止娃 濟お 事件 解决後 _ 


東京 特電 十九 日妈 === 昨り 上がを 出 巧した 矢旧總 領事は 今朝 南を じ 到着し り 本領 事舘 じ： 憩し 
たるな 化ち 广 がか 石將 巧を 訪問して 敬 おを をし をれ ょりで 正な 氏 どを 渉 じ 着 ホした。 

した 別 做の がが であるか 明 
規 をが 巧 へられて ゐ i ：* い。 

◊ ◊ 

. をれ じ 前號所 報の か （革- 
帖 巧は 過般が をを お 軍との を 渉 じ I 一を じ 出 巧 上つ た 五院の 創ぶ 
基き 滿洲 にがる 商 化權」 巧て をが 鲁 手を 提議し 張 學良將 軍ら こ 一 ふの パを る五院 ごは 巧 文の 至權 


滿蒙 歸租權 を涉に 

張學 良の 態度ち 變 

ま 京巧電 十八 日提 = 


いを 承諾し じ^ 子；！ 装 錫を 巧 涉も急 棘が 化する であらぅ と 期 持！ 
されて おた i 、 ちいは 化- 學 化い 態度は 一錢 してを 渉を 溢る 校が 
をり もけ をが い 巧 巧を 网 にけ が 並びに 巧を 會 K 轉嫁 せん £ する 
腹.」 あらぅ ご胁 まむ てが をが、 一力 じがて 矢 里が 總羅は ネ 
日 上 おを をして お 巧 _ し 赴 たろ 上圳 U かを 總長王 正を 巧'.」 會を 
すべ < 巧.— 濟お畢 かじして 顧搞 じ解决 すわ ばり 本 も鐵民 政府を 
正ぶ 承 盛の 胞 らしく、 山柬當 に 巧る 比 击ガの 兵を 十 立 巧に 縮 
少 ずる 化-し 就、 鼓 おが 事留 溢は 近く 協 威す も卷 である。 

佛 支の 南京 事件 输宏 成立 

柬京 特電 十 セ 日發— おな 事が じ 願す & ゾラン マご國 おを 府 
のをが はィ タリ— こ 村 枝の 條化 じがて 解 巧を 吿 げた、 固 皮 政を 
a これ' 1;^ ら 7 ランス 人の 溪 つじ 憤 寒を 賭 俗す る 壁 e ある。 

おさ •艇學 良の 巧 命に 

最初な 對 した 據ぶ 祥將軍 

M 本への 漫遊は 化づ絕 壁ら しい 

おを 〔聯 な】 十 セ 日 塔-, = 巧 巧 かがのを 高評 講 委員 貪よ らし 
てを 持の 一人-し 化かさい K を S ちの 張 學な將 軍に 對 しお 玉祥お 
おはを か激规 じな 釣し つ、 わつ たがを" をが 軍，， "南京に 东 b が 
ホが よら か 牛 統一の お 坚上坡 を 巧かず，) の 適ぶ でもる こごを 說 
き 節 かさ n 滥 々こむ を 承認した ご。 

まを 特電 十 セ日發 = 政-向に お 1 るす 滿 からな ぶ 潑遊說 を 傅 
へ' りぃ， 獨ぶ辟 お： かの 渡 H 説は 四 圆の事 およらし 了 到巧絕 裸で 
ホら.？ こ 觀测* ごいて 居る。 

日本を 相手.！ ぶがず る 

新 政府の 權カ 系統 

その 根本 組織は 依が ご パして 茫漠 

愈々 円本 ごもぶ 巧が ごい ム段 普通た 恵 化に がる 一 P 黨で ない 
取 b じ。 つた 威-山 政 麻の 碟ヵ關 i ◊ ヴ 
係は 晚 めて 铅雜 かつ ばく 然 たる I 從 つて 踐技媒 U 爵權の 上-しお 
もので 今 H のど ころを の 明確な； 越-て お 巧み 權カタ おしを か 力 
槪 をを 巧る のに 巧し む. かを い ，2 I 式に J つて 國 をを^ 完 化する こご 
國は政 かの 糾 城み あがを れ自體 をホ義 ごする、. 國化 政府け この 


:^5確をしてむ。いから.ト ある、 
しかも 巧に 外— 雖閒 題が 山が し 
てむ るのに 化 腎の轉 を S 鼓高总 
志を ホます るが 脚い 中 ふが 巧 か 
が 流 激して & とので M も かも 巧 
詰 ib じ。 つて & る 巧が で 図 K 
黛 S 惯み はこ i にわら。 

0 ◊ 

今 權カ挪 係^ 檢 がして なる に 
网技 政府は 岡 お 撰の 息を じ 従つ 
て 政務を 讲い する 一槐關 である 
^ピ齒お黛は 『ぃ黨お瞬』‘を賴 
榜 する 民 ホ 的を 帷 制の 举か務 で 
單 U る化镇 でけ ない ごい ふ ニつ 
の单 巧を 知らねば ら 《 •これ 
は网 民政が の 本赞を 突き どめ る 
I べきら つ ごもが 嬰。 ボィ ントで 
I あるに 拘らず 一 肢じ睡 めて 誤つ 
I だ 解 ■されて ゐる頤 民 磯は 
ー黨獨 な 政策を もつ ては ま々 萬に 
よ b 圆 t 治めん ビす るを か爲で 


闽民黨 "なぶに ょ 立 r をの ホ義 
极 策に 化つ て國 ゎを 巧 掌す も隸 
旌ん I 機挪 でを る、 しかして 國 
民 農の 貼离權 力を 握ンて & る も 
のは 『圃に 黨を晚 化か 乂 曾』 ゎ 
る ( 

0 ◊ 

この 歧离 巧關 {を 慶化表 大食) 
の 下 _し 中央 お 部 どい ふ もの か あ 
气て黨 格一ぃ W を玄 配ず を々 この 
中 か黨部 ごがわして 政務を 司攀 
する のがい は ゆる 國技 政府で ゎ 
を、 更に まる <見 の 中央な 巧を 
員 第五 巧を 體智雜 で 國民黨 の 外 
を 政の 根本 ホが を 巧を ずべき 中 
、む 馈魄 として 『中 典 政治 窝雜』 
なる もの か 出 巧、 凹 十み をのを 
員が なかされ じが^の 懼カ關 係 
は 極めて 不刚隙 r あつて 瞬 民 お 
巧の 上に 立つ 命 か機踞 であるか 
をむ どもを の權 々を統 から 遊離 


憲法 じょる 治 機の 機觸- な I で 
選擧 、創觀 、罷官、 複 快の 進つ 
の 直 おお 權) たる 行が 院 
院 、司法 院 、考 試な- 國ぷ 
を 司る) 監を院 U 民を 菊 旨の 帶 


劾 機魄) の おつを いふ。 

◊ ◊ 

巧 かおの ドには. の 政、 か 交、 
お 事、 を 通、 朋 な、 農鑛 、エ商 
大學院 の 八 部を れい 旌 させる、 
をして わ 蚊 おちが 図に 政府 首が 
ごむる 化定 じな つて ゐ る’ この 
五院制 巧を もつ て H 本の {旨 制 ど 
比較して みる ど廚は 政府 首诚兼 
わ 政 院長は 差當 b 總现 大臣で ゎ 
る、 を^ 下じ廬 する 八 部の 機關 
で 一つの 黃巧 政治を 巧 ふゎけ だ 
をして 化の 四 院は巧 法、 ホ 法 ニ 
權 のが 化 ど 本質を 閒 じぅす る ご 
見て 差 支 U い (考 試を 巧が から 
か 離し、 監察で 立法から を 離し 
たのは 支那 戲ほ 巧の 弱 點ご旧 襲 
を 爆 正す るね めじ やつた もので 
ぁる。) 

◊ ◊ 

0 上述べ たを 機 蘭の 構成 じは 
を れ 人 が ダ ブ つ て S る わ ら 
をの 權カ關 係り 益々 植雜 で、 ま 
るで 一貫した さい 然 たる 系統が 
ないどい つてよ い、 旧 中 內閣が 
を 渉を 禱 機した もじち 斯うした 
】 商の 巧 山が わつ たので あらう 


長老 や 野 节反對 で 

積極 政 ilu 立 消へ 

地 あの 一一を 减 はお 厘减に 變更 

東京 特電 十九 日發ぃ n る给 is 增發 じは 藏相 のみならずを 
ぶ會 ぉちら 絕對 じ反對 i る 上 Ip 租委讓 案じは 巧 次 氏の 新 黨俱樂 
部 もな 對 して 衆議院の 通 適が^ 難 どなつ た 爲め巧 中 首相は 巧び 
長を 速 ご 熟議した 結 あこの 燈 '化 級な 策め 實 裂は 當か見 をした 上 
を算か 取らは せね こご I し 化 班の 一を 嫉も 五を 臧 どした のみな 
らや 農地 僖 がの 强 打ら 化 5 止」- 空なら 山 本 農相の 面目は 潰れた 

ま 京 特電 十八 日發 = 昨日 お賴議 じがて 白 川 陸相は 最 化ず 那 
の 事情を 报吿 しぉ 中 首相は 量 邪の 外を 態 巧は 徐 々日本に 有利 
ビな b つ； をを』 ど 說邮し よ 歳 相は 『豫 算杳定 はおんで 完了 
し レ』 ど 述べね' 換算 闊議は 一 ニ H から 開かれる 當 である。 

投孜黨 尙ほ動 搖>』 

U 與 |黑 にを 利 

東京 特電 十八 日藉 =: 御大 藥 後の 政治 季節 じ 移るならば 技を 
黨巧 じは おは 動搖め 化歷辕 たも ものを < 政が ぶび 與黨は 政情が 
をが じを 利で ある こごを 深 （期を して 居る が 民政 黨 幹部 側 どし 


1 J I 1 - 1 / 

政情 


て も 目 ド 頻りに 脫黨者 や 他黨か 


での 顿 崩しを でう し マが C ベ 


かじ 就て 密諮 お重ねて 居る が 民 お 黨の關 東大 會は本 H 宇都 宮ボ 
じがて 巧 i 約 巧 千の 黨負參 集して 濱ロ縷 類の 激 擲演說 がを つた 


7 タリ 力 ご 

對露賓 易 

長期 貸附 は默懿 する 
ワシントン 十八 日發 n 今回 國 
緩 ゼネラ 八 電氣會 社が。 シア 人 
系の 貧 お 脅 社 アム ト！ グ化引 商 
會の すを 經て勞 農 ロシア じ對し 
懼格約 ニモな 义萊 ょら ニ 千 六が 
巧 おの 電氣 携械資 込みを 契約し 
これが ま挪に 就て をのと 街 五を 
をろ 年じ延 をした をに 閥し 
アメ 9 々政府 ご。 シア 政府が 
ホだ國 をを 後を して 居ぃ* い 今 
H ごして 裝 して 斯 るを 期貨附 
は 政策に 違反し U ：, かごい ふ 
疑問が まじ これを 國務省 じ 隅 
を 中で ぁつたが 

図が を侧 ごして U 昨年 十 一 H 册 

B チぶ ー ス •ナシ ヨナ 八 銀 巧が 
n シアに おする 綿 化 輸出 用の 短 
期貸附 をの 他铜妈 機械の 輸 おじ 
おず る六牟 のを 期 貸附じ 協賛を 
輿へ た事實 もを b てが てな 對 ず 
るのを ^く 

ア .メリ々 の 物な を瑜乂 する こ 


とを 條俾と L これが 支 挪じ對 
する 技 期の 貸 附じ對 しては を 
巧 £ して 保証は おへない が 反 
對 もし U いで 默認 する 
いふ おじな クて 居る が、 物品 
^ 輸入を 條 かごし ない 現を の 貸 
で對 しては。 シァが ァ ゾリ々 
對 する 舊償お 憤す 履 巧 ごい ふ 
Ip 由 も ぁるので 國務 省は 斷 じて 
^替 しない ことは 化が たる もの 
vj - わる、 尙ほ アメリカの 對ロシ 
輸出は 兩 國め國 をが 斷絕關 係 
あるじ も 駒ら 中年々 歲 々巧 加 
の 跡を 示して 居る。 


宠探險 家の 

占據品 漂流 

揮發袖 タン クシを 見 
オスロ 十八 曰發 n 髮じ化 極 お 
險中じ 飛 巧 船 墜落の 椿事 じ 遭遇 
した-.;^ タブ ー の ノビ ン少將 一巧 
を 救助ず ベ （フランス 飛 巧 機 ラ 
i - ムじ乘 じて 出 澄した 際々 尙ほ 
打衛不 W である ノ ー 八ウ で！ の 
胜界的 探 隙が 0— ランド •ア 


ン セン 菊 のれが に 就て アィ。 力 
のか 阳篆 でぁろ ボキ ド姆は 健筑じ 
も必 を。 る 資をシ ま 3| — を ホ： 曲 
ょ 6 探が せしめて お t が 
今 M 端。 < も 一 漁 li は 化 J ; じ 
をき お 巧に 滞 流しつ！ かもが 
ソリン •タンクを あ h げた こ 
どに^^ら翁の飛が機：^^ノ V ン 
少 おみ 巧 衛を搜 索 中に 度 落し 
た £ が 明む ご U つむ 
タンクけ が 水の おめ r ホ 常に 巧 
れて居 6 が 『ラサム』 广 いん 字 
が讀 まれ 約 化 y トンの 巧 お 如を 
殘し タンクの 一隅に 鉛筆の ま 6 
書が あるけれ どもが 明で；；*^ い VJ 
傅へ ちれて 居る。 

ノ！ ウ で— の官寇 はこの タ 


ンク をず 化つ た 普错 さいた 字 
から 一行の 唯を 媳 所を 硏究 ず. 
る こごに G つて 居る が 本り 當 
地の が どなつ じ ボキド 雄は 皇 
ホに 謁見を 仰附 けら H アマン 
ゼン 翁搜 索に 斟 する 巧 勞-し 向 
つて 巧 劇され わ 

專巧 がが この 報道を 基礎 じして 
語る 所 じ； S れば 翁の 一巧が 巧し 
水上に 唆を すれば 到底 タンクは 
おがを 殘ク ざるべ （タンクが 漂 
流して おた i ょ > して 海が じ墜 
をした もの ご お 傑し ダ ソブン の 
趙 つて 居ら 農から 見 らぶ長 
途 飛行の 後に 遭難した もので あ 
らう VJ 云 はれて 居る。 


本社 東京 巧. 電 (紫 お听轉 載〕 

執念深 <挪 し 強 < 

渝测駐 を 軍 お 赤化 

〔十九 日】 共 產黨の ホ 仏な 傅の 魔 ホは 滿洲に 《お？ る 巧が 軍 
除に もぶ いて 盛ん Li バンフ：- ットを 撒きつ ー あも最 がの 宣傳じ 
は マン マピ乂 化した が 陌ほ钓 こく 活動し つ i ある 爲め軍 緣當局 
じがても 大いに 馨 がを 加へ 飞 居る ご。 

嘘 等のを が W 瘦 話が 出 ホる や 

ぅこ i つた。 


婦人 同驢が 起つ 

【十九 B 】 腐敗した る 東京 ホ會 
を 解散せ よど S 運動は 締 A に 
もぶ び 婦人 巧 政 驟盟は ホを 廿 
1 H を 期し 街 助 じがて 通に の 
巿 はか-ゎ ボ爵 解散 請願書に 著 
名を 求める こど じ。 つじ。 一 

數田前 常務を 倒^ 

〔十 化 已】 旌 水 港 製糖 會社前 常 
務數田 輝も郞 氏は 同社 不す蕾 
件に 關し必 痛の 餘を腦 溢 魔で 
を 倒しを 態 危篤でぁる。-- 

ホ島巿 議長 化監 す. 

t 十九 日】 旣 報み 通 6 東を ホ鲁 
議長 小島と 郞 氏は 愈々 起靈さ 

X ご 0 一 

秩 父宮樣 伊勢へ：^ 

巧. 十九 日〕 秩父ぉ 殿ず あび じが 
殿下には 觸西 御旅 巧の 第 ！_ 日 
はが 勢の' 山 旧に. お邁 ご し§ 
さむが 勢 神宮を 御 參拜じ 相 I 成 

つ 2 0 I 

擧奮院 五十年祭 

〔十九 日】 學蟹院 創ぶ 五十 罔 年 
'をネ H 擧 わさい 関 お宮 殿 F を 
始め 御通學 中の 澄 宮殿 下等 も 
御 臨場 遊ばさる。 

觀兵式 準備 成る 

〔十九 日】 御大 典を 期して 巧は 
るょ 大觀 兵を の 準備は 旣じ故 
つたが 綴 司か官 じ閑院 宮殿 ト 
參 謀. もじは 南中 將が巧 命され 
た。 

舊 勞農黨 員檢擧 

〔十九 日】 舊勞農 黨に所 麓した 
十六 人の 黨 員は 今朝 おな 紐挪 
を 本部 じて 協議 中 じ 檢擧さ n 
た。 

瓣舶じ 無線電話 

〔十八 日】 大阪 商船 大进 航路 ァ 

メリ 力 化、 ホンコン 化、 バ少 

ピン 化ぶ び 沖娜化 路臺巧 丸‘ 
臺中化 等は 船中 無線 軍 話 局を 
開を したので 乘 客は 無 幸 巧を 
通じてち 線 電話 VJ 聯絡され 乂 
阪、神戶、尼ケ崎、西の宮‘ 
御蔭、 明ち 舞ち 門司 、 r 
の 綱、 ホ 倉、 福 岡、 若松、 八 


肥料 盛理 案豫算 

〔十八 日) 農 株 省の 肥 巧 監理 案 
は 商工 省の 同 怠に ょ h 銭算約 
ホ t r ヵ圆則 上された。 

小 乂保巧 貴院へ 

〔十八 日】 政ぶ 會常 叢貿 小み 巧 
喜と をは 貴族院 議員を なつた 

獨 逸機 不時着陸. 

〔十八 日】 . H 濁 聯絡の 獨運號 巧 

'機 〔フ ー で ン '> で 八 ド 男 搭乘^ 

は 雨を 筒して 满 巧し 泉を 府で 
矢 U 村 じす 時鲁 陸、 磯 籍は大 
破した が搭礙 者は 無事で あつ 
た 0 - 

恩教 おお セモ名 

〔十八 日】 司法 省の 調查じ 依れ 
ば 御た 典 じ 際し 凰 敵 じ 浴す る 
囚人 六 巧と でを じ 及ぶ ご。 

新 ホ お禪師 葬儀 

〔十 セ 日】' 本を 物な した 故 新 ホ 
巧 禪師の 本葬 儀は 十み 日 午前 
十 時 鶴强總 持夺じ 於て 擧巧さ 
れ たが】 巧 入の 透 則を が あつ 

こ 0 

切手 値上げな 對 

〔十 セ 日】 遞信 省は 切手 値上げ 
をな し 其增化 ホな 巧圓で 現業 
貴の 待遇改善を 計つ たが 大藏 
省で 反對 した。 

山 岡 巧を 刺 選に 

〔十 セ 日】 政府は 山 岡 滿么巧 巧 
を賴選 議員に 奏薦 する タ J 。 

小島 市議 長 起訴 

〔十 セ 日】 東京 ボ會 議長 小島と 
郎 氏の 罪 狀は朗 白と なら 起訴 
された が 目下 炳巧 じある ので 
拘引を をれ てなる。 

辯 護 ±戳 傷判爽 

〔十 セ 日】 今春 か 歌 山に がける 
辯 譲 ± 殺傷 事件は 被 吿を部 有 
罪 どなら 無期 か 十五 年を 宣吿 
された。 - 

蛛糖 取引所 認巧 

〔十 セ 日】 ま 京# 糖 か 引 巧 設立 


認 巧され 十二月 一口 朗始 のま 

宮输敬 か 巧 逝去 

〔十 セ 日】 货莱 家な 抬 おか 巧は 
逝ました。 


没 巧 


斬英洲 巡禮 . 

堀 越 生 

「ニ〕 紐 育 ょら。— ドア イラン 
ド 挪ウェ ー ク フネ ー 片 ドを 
紐 育を 出 おした のは、 八月 十 
二日 午前 十一 時で あつた。 道を 

お ストン、 ボス トロ — ド じ 揀ら 
ング アイ ランド •サク ン ドに 

沿 ふて 自動車を 走らす。 

巿の路 接地は、 河が ち阀 じく 
を'、、 木造の 家馆ご 新しい 燥を 造 

のア户 トメ ン ト^ ウス ごが 

恰も 過渡 時化の 思想 文化の 相錯 
綜せ るを 示す がか < 、渾雄 どし 
て 巧 一、 ら れてゐ る。 

チ.— カス 銷の興 巧の 厳。 

掘ら かへ されて ゐる 赤い ± 

巧棄 てられれ ホ 自動車、 塵埃の 
: 山。 追 はれ、 追 はれて、 逃げ 麗 
所を、 探して 唉 いて ゐるゴ ！ 少ド 

ン气ブ ド やず ンフ テブ！ 0 

轉た襄 まの 悲哀を 或せられ 中 じ 
は 居られね。 をの 悲 をは 剔々 ご 
鄙が へと、 侵略し 巧く 都會 文明 
め、 をれ であらぅ 0 

ニユ— ロシエ 八、 ラキ* ボチ 

ェ .スタ！ 等の 呀 々を 過ぎて 巧く 
艇處 なを 持の 化 まが ぞい おか、 
韵ど變 つて、 道路 や 並 樹が殊 じ 
美しい。 

々子 テ カット 巧 じ 入れば、 グ 
9 ユ ッチの 古い 巧が ある。 工場 
墙で 有を な プリ ブチポ ト 、ニ 

ユ- ヘブン、 ニユ— ロンドン 等 

順み 送らて は迎 ふ。 紐 育スブ 
ト のが々 £ は’ 旨ら 異 つた 氣を 
と戚 をし める。 變 々たる 衔路樹 
货を 木は、 町 じ お 重を 巧へ、 古 
色 蒼然た る敎 會の數 多き 建物は 
之 じ 嚴肅を 加へ、 又を々 のスク 

ェア や コン モンスに 建てられて 

ゐ る巧勞 ちの 像は、 愛 國の暖 い 
氣 をを 漂は して ゐ る。 

.おる 程、 を敎じ 生き、 大 共和 
國 建設に 巧 力して 巧た ± 化で ホ 
る 0 

プリ ッデ ポート は、 裁縫 機械 
渗明 者' イウの 生れた 所で、 をの 
像が、 海 濱を園 じある。 

ニユー ヘブンは、 一名 ェグム 
ンブ！ ご稱 されて ゐ る。 をれ 程 
じ、 ユグム の 美しい ホ樹が 多い 
之 も 古びた 田で ある。 A 1 瓜大 
學め 立派な 建物が 町の 申 じ 散在 
してむ る。 幾千の 有爲の ± が、 
化の 校 巧を 出で た 事 だら ぅ。 

硬化 ゴム タイヤの 發明 者グプ 
•ト •イ ー ヤは 化の 地に をれ た 
綿 繰 機械を 巧を ホイット ネ ー の 
墓碑 も、 化處 じある。 

ボストン •ポスト •ロ！ ドは、 
ニユ ー ヘブン ょら、 ニつ じ岐れ 
一は カネ ブ カット 川に ホ 行して 
北上し、 スプリング フキ！ グド 
を經 て、 ボストン じ 入ら、 他は 
更に お 岸 じ 沿 ふて、 ウ H スタ レ 
1 じ 出で、 プロ ゲイ デ インスを 
經 て、 同地 じ 達する もので、 十 
とお 紀の 末、 ボストンが 育 巧 じ 
初めて、 每月教 便 事務を 開始せ 
し 時の 通路で あつた。 馬 脊を使 
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木國 をを 話を 話す 事 
U 成功の 第一義です 
令 校 じは H 本人 お帮 
に 慣れた 專巧 婦ん較 
師ゎ b 器 切 じ鲁お 盛 
を 交 社を 巧を 敎 巧— 
ょす。 H 驟週 H おじ 
午前 乂 時よ b 午を 十 
時まで 麗校 L 1 レツ 
ぇンと t 五 恤イ； . 

今 H 岛も をを わ わ 


巧 論 rrr 每巧十 H を 巧 
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♦賓隱 ♦窺 誌 ♦新聞 
総覺 室を 蘭 
，おな 午前 九 時ょ も 午後 お 瞬を 
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十五 年の お 巧 ぁる 奮 校は タ 年の 
經驗ご 新 智識を おず る敎 師を聘 
し 自郵車 
操 縱法及 
び 運轉を 
の 修得す 
べき 必要 
な 機鹏的 
智識を お 
期閒 にし 
て 最も 能 
率 ある 徹 
底 的 技術 

をを 智し免 お獲 得を 保証し 職業 
ロを も 周を します。 



A 通緯 0 調 巧 ◊を拂 
◊貫 物 ◊其 他 巧で. 
ー辭 懇切 御 取扱 致し 

A おは シカゴ 大學 を、 
ホを しが ホ 巧に 廿四 
I 年 聊か ホ 越の 奉 情 じ 
姐ト るら の ご 信じ 件 

が t 商事 研究所 

所長^! ぉ 純 雄 

A 米國 じて を 巧せ る 
が舊の 書籍 ご雜 誌は 
御 注文み 窺 敏速 じ 御 
屆パ 致しまず。 

A 右觸 注文に 對 して 
はを 憤よ を窜弓 じて 
差 上げます。 
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お 5 也 

函 I 欄 
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房， S り 
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詩い 人 

(鳥 おお) んが薰 信 (長 巧 縣ー獸 
巧 ホん (向) 化 化鎭雄 ~ 魔 島 
縣) 中が を ニ (閒) 渡邊泰 か-東 
巧巿) を 澤武么 化 (か 歌 か縣) 
巧 お 其 之を (が お縣) 松 下書 之 
き (山 ロ縣) 德お猪 一二郎 (を 
良縣】 衬島德 三 一 ( 廣島縣 ) げ巧 
闆藏 (乂 々縣) 乂を 一象 (宮 
城縣) 大橋武 雄 
るの まじ 通知を 度き 儀な ク 
候 間 本人 おくは 知人ょ b 現 
住所 陶殖知 願 上 お 

紐 育帝國 総領事 能 

一宗 す邑を ぶす* ご rk 百 t 
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税關 事務 

をが を 地が じを 化 ホ 
の 驗お乂 ホ 法に 邸ず 
する 一 硕の御 諮閣じ 
應じ链 を お 船 貨晚運 
貧ぶ ぉ 帆ぉ稅 親丰纔 
聲蓉 進呈す。 重が 都 
巧に 化理巧 をな ー 誠 
實段速 御用 命に 赎や 

煤輸 化が 


稅關 事務 斬 巧 

WILLIAM L. BANE |& GC. 

芽0 三 基 ニす 这 毒 y - 百な 
Jel. B ミ ling-Gae ち尝 14-5-6 



をる た 


花 

はも/‘、 の 遊び 
方を を义 f 米 固 人 じ 能 くわわる 
ゃぅ簡單明赌じ說明しなもの 
出 ホよ した。 みを 円 ホ 進き をし 
ます、 御覽 下さい。 

M 呈去54童 岩， ニ 4E. 艺黃 t. 百を 




枯 ぶ：， み 

政戳酣 なり 

暗示 じだむ 勝敗 

! アメリカの 大化領 戰も摄 ザ や 
】 開 片足らず で 終は る こごに： ょ 

中 西が から お 無を 遊說 しつ 
一 t あつた スミス 氏ら、 あく 巧び 

巧 部 諸 州を 遊 詔 1 ベ < 、ホ か 黨 

-侧 ごして は 7^ — ゲア ー 氏が ニ 
ユ 1 ィングランド 贿を 中必ご f 
て、 盛んに 遊說 して おも。 今リ 
までの 兩懷補 遊 載ぶ b を 見る に 
ス •、ス 巧は 常に 民衆 ごのお 觸を 
標 巧して 居る だけ じ、 をの 言論 
じ も 巧 おがゎ h 、 人間 ホ^ない 
やう じみを りら C る。 をれ だけ 
K 統計を お 礎 どして 謀溃的 じれ 
かおの 偉力を が 言 ネるフ ゥゲア 
! をに 比較ず る ど、 機械 - A 間 
上な ど 下 お V 、 いつ' たやうた 故 
をさざる を おむ い r - 

今度の 政 おは ■な；-;: 赂 々說い 
て 居る 女く、 アメリカめ 大統が 
戦史 r どつ ては ホ 曾ち の 徵戰で 
ぁる。 化て、 ホるべき を 戰 S 豫 
測 も、 これを 過 まの 歷 をから 割 
ら出ずこどは出ホ；：^い。 第 1 じ 
禁酒を 修正の 是非 ごい ふ ♦一 どが 
大統領 喊の 論み じな つたのは、 
これが 初めての こごで ある。 第 
ニ じな を關稅 をに 就いても お ま 
黨は從 ホの 立 填を 拾て、 原則 上 
ではが か黨 みま 張に' 一致して 居 
4。 第一 二に 環境に 支 おされて あ 
新る むむ 民ま黨 じは、 をの 背 貴 
じがを の 勢力を 加へ たとい ふこ 
这も見 逃せ 0 現を であらう。 

第 四には めを じ對 する 宗敎の 
動きで をる。 スミスた 力 カソリ 
ック をで あるが おじ、 新 お 徒の 
頑迷， る 反 お 運動が を 地に 於て 
間 越を おなして 居る。 これ 等 巧 
お 徒 ミ おじ 締 A 儀風會 ゃ、 孤が 
をり の 運命の 白ぶ 脚 等が 再び 活 
動し つ、 ある こごは、 r 面 悲し 
むべき お郵の 現象では あるが、 
而 かもを S ザ 面に •正義を が 護 
する 新敎 化が 斯 かる 偏 狹な京 派 
也の政ず化じ巧巧しつ ？ をらこ 
ど U、 アメリカの お ホ じがい' 贈 
示を おへて がる も G S 云は なけ 
ればなら^^い。 

第 置は 禁酒 間 題 或 ひは を敎問 
題 等に 刺戟され て、 蹄 人の 選擧 
民が 覺邮 しだ こどで ある。 現じ 
三ユ ー ョ！ クを始 としてを 都が 
か Vf 達して おる 情報を 綜合す る 
じ、 今み 迸を-」 がける 婦人の 巧 
票 率は 非常に 增加 する こどが 明 
ら かじ 則が されて 居る、 これ 等 
婦人^を （は 禁酒法み 修正に な 
おし、 且 S, 戰巧中 じがけ るフー 
グア ー を 想な して フー ゲア 1 の 
ねめ じ 越つ て 居る 者が ホい 这傅 
へらむ て. もる。 而 してを の ザ 面 
に、 カソ ？ ック を徙 S 締 人が、 
自己の お 派を 擁 雄す るた めじ 化 
つて おる こども 記憶！-, けれ ピ 

をら 《0 

- 政 巧のを 般 からが 算 するなら 
^だ、 ニ ユ ー 3 —クの巧に巧も、 
を國移 K が 彼つ て逛 上げた、 ス 
I ミ， 氏ょ k 明か じ 進 ホした 柿 持の 
- な 化を 化 おした もので あら、 フ 
::1 ゲアー 巧の 側 人的 性格は 兎に 
一巧 どして、 氏のは ザ 的な 息を ご 

. I— 


瞄 巧は おじ ホげ - i アメブ 力ん、 I 力. か 加'', た ごい ふ： ごり 
化巧なのた巧^代を^ るものど I ぃるなな化からして ァ メ 
見て 弟 £ は いで あらう。 而 L 
て’ この 逃が^ 巧ら しい 蹄 人の 


いろ 
力 じ 


どつ ては 坡ら蜡 みに ぶんだ 政戰 
である W 思 ふ。 


別 巧み 社 特電け 化 ホ ( 一 ) 國 
際 貸 惟の な 善が わ はれて ゐ ない 
こご ここ 特雜 め 圓牧が ほ とん 
で 巧 はれて ゐ ない こど ニニ) か 
かる 隙に 解禁を して 

ぶ貨 が 流出す いばつ ひじ 
收 がする こどの お 巧。 いやぅな 
狀態 にわ*^ いらはせ のか ごい'^ 
懸念が あるた め、 到底 こい も- 斷 
巧す る ことは 巧 ホない ごい ふ 意 
見を 抱いて 居ね をぶ 會內閣 の 卵 
を 元を でんる 高 橋是淸 翁が 昨今 
漸やィ 解禁に 條 いて 巧た ご 巧 じ 
て おも ど 共に 吉±藏 相は 爲替回 
な 期の 到 ホを まつた 上 ごい ふ 態 
度を 抱いて おる やぅで あるが、 
S 击藏 相が 最を西 國寺老 をを 訪 
間して 述べ ト 

財界 に關 ずる 恵 見の 一端 
なる も S を窥 ふじの 下の 如き も 
ので ある 『；f5 がの 巧が は 國瞭貸 
借 S な蒂 、を 巧のを を、 を 利 化 
落 •銀が わよ び 事業 會社 巧を み 
化 善な どの ホ 精 じある ので、 目 
ドす で じこの 化を 巧を 利用して 
巧事藥をゎこしっ ！ゎるぉらぁ 


ン •ナッシュ 其 化 數人 をを 員に 
巧 命し 所貨增 蚊に 新て 調 杳じ眷 
手す もこ ごじ リ つたので わる •か 

收引 所の がが は 今後 ごてら 一 

屠嚴 藍に しなけ いばなら。 い 

と いふので、 バ ブ ） や ロンド 

ン のかき 組合 旨 制度の 新設は 

斷 じて 採用し ないど。 

福 原 巧 租借 交渉 

ブラジ^ 國 バラ 十と 日發 n 露 
じ當 地へ H 本 楠 K 地 創設の 目的 
て ホ 着した 福 巧八郎 氏は 本；！： を 
溢を 訪胁 し髮 じフォ ー ド 巧が ゴ 
- 栽培の 目的で 粗惜を 要求 L た 
C 巧條 件の 詐じ 十' 师賴 借を 要 ホ 
した 0 

ストロング 氏 逝 < 

アメリヵに 喘 邦 窄備銀 巧衝巧 
_i 設けられた U ホ ニュ！ ョーク 
P 缀 S 總 裁で あつた スト。 ング 
^ は 持 あ 革 6 切開を 遂に まる 十 
ハ H ニ ユーョ ー ク 病院で 逝 まし 
^ がを の 後 巧者 ごー ては 巧じ當 
^聯銀電役會誰をであるダ— ッ 
i マク ヵラに のが 聲が嚴 も 高ぃ が 
マれ の 巧 じ聯巧 準備が 巧 厨を で 
ある 曰— キ •ヤング 氏 じ も 可能 
巧が タ いご 云 はれて おる。 

綿糸 賓 易け 巧况 

日本 銀 巧 監脅役 着 

〔十み 円〕 前 目 末 放出し じる 經 
I 濟巧資 をけ 引 緩き 巧蘭攻 びを 物 
いても 常 じ 巧-か 經濟 をを 頭 膝 器 I 資 をに 轉 用せられ たるら め. 个贼 
道に-刻 もを C 戾 すべく 法 意し I 自然 巧 收ニブ 9 むる じ 貿易 W 然 
てゐ る。 しかして 財を の 現狀お i 輸出超過を 辿 b て、 度を 資金の 


金輸の 解蔡は 1 ... 

來 年の 上 半季 頃 か 

解禁 反 對の高 橋を を も 漸く 緩和 

滿鐵ィ 一 東が 9 外 償 巧 渉に 着手 

ま 京 特電 十九 日な n 大化ホ おがが 巧 U を 赖胳禁 邸 巧じ贊 おの 
け 誠， す發ん した：^ ム阪 ホが 榮筒潍 所で も ホ 年上 ザ季の 解禁 斷巧 
於-ホ 請！ てが 府の 茜處 -5^ ホ 語した。 

東を 特電 十八 日な ns - f 藤 相は 『爲替 の 旧 おを 待たないで 金 
線が 撰は ホ 巧。 い」 ご 巧して 居る がを の】 ホ じ わいて を輸 解禁 
反 おの 旗 助で ぁつ レを 橋是淸 ちは 昨今 漸く 解禁 じ 傾き 巧 年 一二 巧 
が S 解 お說が > 部 しがて 傳 へられて 居る。 尙ほ 本日 ニ ユョ！ ク 
入港の ホ > リック 紫で" ン ドンから 渡米した 踩乂 駐创律 島助務 
官山化 命 U を輸 解禁の 塔を じ關炼 深い 滿 錫と 東が どの 外 お 募集 
じ 柳し む もの ご 巧 へらむ て活 る。 

四十 五 弗 臺で解 蔡は尙 早 

' 一一 王藏 f 覽舌 雲の 持論 

b 逛船 をの 他の まを 工業 もを ろ 
を々 脚 俊ん 期 じ 巧 ひつ I わる か 


ら資を S 需要 もが 當じ稽 頸ず ベ 
(、ごじ か （目 ド 懸案のを 那問 
題の 解み どか 俟 つて、 助 お S 前 
途衝 かに 巧轉 する も -3 ご 恩 はれ 
るが、 をの 

解禁 について" 政府 わ 


ょび お 來が豫 測は 前述の 通 b で 
ぁるから、 爲替 の问復 さへ ぁれ 
ば 金解禁を 斷 巧しても 别じ國 巧 
が界じ 急激な 影響は ない と 信じ I 
てゐ る。 しかして、 解禁を する 
から じは、 巧ん ごいつても 闽際一 
貸借の’ 

を 一口に ょ b 爲韓 の實 質的 I 
回もが必耍でぁって、 今巧の>^ 
ごく 爲替が 四十 五 ド 八 見當の ff 
には 解禁け 尙早 ごいは ねば じ 
ぬ ど 思 ふ』 ピ いふに あ も， W し 
尙 け 昨年の 爲替相 壊は 四十 五一 了 
八 丸十 仙 台で わる。 


金が、 H なる ウホ ー ル 街 

棘を 取引所 員增加 

五十 年 0 來の舊 慣習を 改めて I 

擴 張の 埋 由から 凹 十 席を 競 苗 I し 


ゥォ ー グ 巧め 巧ぶ 取引所、 を こ 
を お ふ お愧氣 をは 今やを ァィ y 
力を 風靡し 施 も 朽子も 化 じ 手を 
化して お 話を お 手 か】 躍が 巧 長 
ちに U つた 巧 ごい ふ 夢の やぅな 
話 もんら、 一 _ 体 。らば 大統領選 
お 季馈じ U 化滯 する 酱の お槐氣 
をは I 

却て 仲 化' 8|< じ おする 銀杆 な 附 
膨 脈と：^ ふ お勒の 現象を ホみ 
を剌 引トげ S ゎ藥も 投機が 流 
ょ b はがつ て 壁 實な商 資んじ 
おする を 融難 じ；：* つて 居る が 
株ぶ 化 引 巧 规お會 でけ、 この 好 
致 おを 兒が しじ もの か 五十 年 巧 
の悄 巧を し この 隙 取引所 
員の 增加 シ' 引 も.； .こ-に。 つじ。 
元 ホ ニ ュ—ョ ' ^ 株式取引所 員 
は 千 八..：：： ん十 化か 十一 巧 十二 H 
W 巧-千 r 門人」 限を されて 居 
たが- をの後化 i ^所ビ グデ ン グ 


て i 巧 四千 巧 宛を 博し 、 S 
じ 理事 會 はちら じ 二十 五 席 
S 方 五 千 弗 がら 十四 方 お 千 
S 狸 貫ず る 旨か證 しむが、' 總 
巧 巧され じ ものである。 一一 
當時 一 H の 巧 巧 化 引教ち 白 巧 
巧 どぃ へば 極めて 稀な 4 の ご 
化 人を 驚かした こどもみ るが 
今 目 じ 於て 四が 巧 株の 取引は 
普通で ある ど 見ら わて 思る。 
化 引 所員た る 資格 料 もこれ じ 準 
じて 年 ご 共に 上騰し 昨今の 賣買 
化 段は 四十 八方 巧 ごい ふ 滅法な 
もの r じ つて 居る ので もい 化 引 
所員は、 これを ポヶ か. ト じさつ 
さど、 隱睹 をす るを 樣で あるが 
をれ でもが 段は h 騰 I ゴ、 巧の 
ぉ引一^ぉ增ず る斗らごんるので 
遂— 、取引所 理事長 サネ 一 モン ズ 
巧は 去る 十と 日を S て、 ワ！ レ 


需用 加は b、 規資 底盧小 堅/、 椎 
移、 國 債類欧 麻の 買 人 償還 あ b 
しもを 輸お 解禁 論の 影響 等に て 
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をは。 御 まるぐ ャの上 好つ 理 
擬屬 ホす 巧日プ 百げ じてん 
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円 十二月 十 年 H お昭 


ま 耶巧理 

ホ 薩ぶ園 

司 巧 人 蘆 蓮 
巧 勤の ホには 査な 
の鹤 便利 じ髓 へが 
間を おの 擲用じ 慮 
や V ; 候 巧 巧 卒括 
个變 おお 立 顔を 《 
お 上 銜案內 中 L 误 


舞踏 f — 

巧 社を •タン ス A 

►ぶ 情み 操 A 



朝 十' 2 ョ， 巧 十一 時 

シ ヤブフ •ダン シ 

ング輔 韶學校 ホを 

1^ 々マ 


を 巧の 御 嗜巧じ 逆 ふ 
がな 类 ホの 巧 巧理を 

温 廣趁樓 

致します から 績 々解 
巧 ホを 願 ひます 

IS00 

瞬 揃 ひの 巧 理人較 を 
が 日本人 諸君の 嗜好 
じ 適する 巧理を 差よ 
よす。 觀云 時を 開 巧 
(再 ホ 五 T 目 サブ 
淳 を おの 下) 


fTT 
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八 0 と 化 1 八ん 毛 ご一 

タト 直 灌 
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であら ませう。 ホ じ 酢 S 物、 新 
ごばう を 鳥の おでまい た、 八幡 
を；： > では じれの 嗜巧 じら 適し ま 
す。 

◊水 菊に しても、 蒙 かの 供 失 
が少 。くて 化の い； のは 义 かじ 
かぎらます® をれ-— 比べる と、 
切つ て水敦 きじした のは ホ：，' お 
いて 比較 じなりません ゴ 
◊水煮き の冀 方で、 をむ を 淡 
沾じ美 ホし ぐ 煮 あげで うピ いふ 
しは、 巧 面の 淡白 質 4.- 凝堪 うせ 
るた めに 鼓 初は 高い 溫 を V - 是時 
間 煮て、 あごは 化 温で 約 ニげ 間 
位 ひ 煮る のです。 をの 閒ド時 
間 位 ひ 煮てから わぎ r 本が、 セ 
ゥボ 一切 位 いれる ご 烏 待 j ぶ G .1 
がの じほ：. が 消され ま 叶 も、 從 
つて ホ も & つ さ ■ゥ ー ょ 
◊结は ホを 止める 聞 腐!： いれ 
たのが 一番 ホが 淡白な やうです 
もつ ども、 これ 巧み-」 Jb ま 
すが、 かう して 煮る ごしる W 淸 
ん できれい じ 出 巧まゴ 。これは 
おろし 大根 か、 から J 臀油 をつ 
けながら 食べる のが 態む でを，、 
の 人の ロ _ しを ひます。 

◊八幡を は 養を か 巳 i いつて お 
獎 される ものです 0 々於 シユ 1 
ムを 可な もを むで 居-^ ごぼう ど 
鳥の 淡白 質 ど 相 まつ マ、 理想 粥 
なを 物ピ なる わけで 电 。をして 
ごぼうをを|る芭きにけ、 余ま6 
接： か、 つて じる i ト は、 短 時 
間に 煮を 方 巧が どち わ いらので 
寸 。ごい ふのは、 長/' じて は 化 
必な 力が シユ 1 ム が-はれる 一 
なつて ゆで こぼす 事！：! 力 かシユ 
—ムの 損失と して 絶 蟹に 避け ロ 
ホが い、 のでず 。 f 


舌 化 


皆々 轉 い. よ 麵 嫌よ く 彼 
爲涉 阿よ b 珍重の 至 h じを 上 本 
'ります 极 私事 此度 麵ひゐ き： 册 
の 後援を 蒙ら 淨瑞璃 一一-巧 線硏嘴 
の だめ 『苦 王 會』 を 額 織 致し 乍 
不巧御 指南 中 L る こ 相 成 ま 
しわ 就て は 同好め も々 様 じは 巧 
を御觀 めを せ 御 入 會盛成 下を 化 
出 雲を 始め 德川時 巧 q - を 淨瑶お 
御 嗜好す され 度く み黃 々々乍 禪 
な 紙上 わ 願 旁 御 披露 4 で 
銜ほ巧 謝 其 化 極めで 御 便を」 
化 許 ひまず わら 委锅は 左記へ 
御 照會の 上を も 巧 御 ホ 遊 ド さ 
れ 度く お待^ 中 上ます 

野 澤を王 


二の 夏 ニ th St •豆 一 Upt . 10 
TeL 量 m 菩是 96 


化粧品 卸 巧 

五が 商會 


W E - ごす 資 - NJ . 呈 一 
Tel Siuyvesanf W 之 化 


御菓子 舖 


名物 栗 鶴 頭、、 が 羊羹- 賛巧吾 
甘納 忌、 巧 他を 巧 
煎餅 卸小賛 。のし 餅け お 日に 御 
注文を たム。 

闽 注文は 踐 風が 高 橋 
28 W . 置 ih si . プ U をとの ミ 置 5 A 
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H 本人 おきの 牛 魚を 出 取 h 愉 
待别廉 语で大 1 强を L i す 

サゲ ネト 魚 巧 
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日本 散髮屋 則が I 
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ジ ヤシン h • フ 3 ブ H 


31 定 .萬 ih su . y ‘呈 > 

す t . s ミ nbus Avb . が Ce 至を す rk お esf 
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マ グロ— 將 がの 盡 方て 

職業 骄球 選手 招聘 

寶域 野球 悼 員 ごして n 1 チず る 

- じじつて がる 


を 稻川大 をが 巧 脚の お 一间渡 
米 おげ 投ホ どして 親し （ア メリ 
力の 网お をが 究 して U 本 じ歸つ 
じ 後、 フアンの 化を 巧 かした 當 
一時 

早慶戰 じ 敵を して 必膽を 

をからし めじは 手 ごいへ ばが 球 
家 も 恐らく 河 野を 通ぶ の おを 記 
憶す るで ホら ぅ。 當わ 燃へ る や 
ぅな ホい ス でー タ ー じ化づ 日本 
の フアンを 驚かし、 おらに ボデ 
— •スウ キングを H 本に 輸入し 
む 第一 人 おで ぁる。 早大 卒業後 
の 氏は 早大 即巧 猫の 監督 どして 
ホ陆 じ爐征 した こども わら、 日 
本の 野 球界 じどつ ては がしら が 
され もしむ い ザを で、 玻近 UH 
本を かの ザ 職 巧が 巧剧 でぁる 寶 
お 料 球關の 醉部ピ ー て巧胁 （て 
居た が、 を 巧み ウォ ，ル. ド •シ 
■リ！ ズ しは 

見 寧を 兼 わて 大が囑 巧み 
i 職 V 一 おわし、 邮挺 g 礎 = 巧び H 
; 本へ 細る こど！ なつて がるが、 
最あ H 本から 速した 通信 じょる 
V 」 氏 S 化かけ 職業が 巧 脚を 巧を 
: する 外り 本 じ 於け る職萊 巧が 脚 
の發 をを 化がず どい ふな 化から 
I アメリカ 野球が の 現役 X タ ー .こ 
ーまで巧^5。く兵中流で -ろい選 
，ず 七ん をけ 本 r 姐いて； パつ た 上 


で硏 兜さず こ - 

の MJ である^、 聞 {ごころ じ 化 
る ごこの 計 劉の 實 現は 闽 難で あ 
る^差しをら 1 ん位を速れてリ 
本に をき 

約 ニ 年に 豆 ミた じ n 

! チを I て 裳は うとい ふこと じ 
な b ， これを 日本 野 球界し わ馴 
染 でもる ニユ ー 3. 1 ク •デ ャキ 
ァン ッのマ グ。！ お 軍 じみ 談し 
わ ご ころ、 n 本、 療洲南 ホは 
云は や もが じ、 曾つ て 歐洲じ ま 
で 野球熱の 普及を 計つな マグ 0 
— 君ら 必 から 赞 なして、 非常 じ 
乘氣 じなら 『さう 云 ふ 人は 無を 
育な 選手 t はいけ。. い、 矢 狼 も 
义 學ト卒 巧した お 巧 のん 間で、 
.若い者が い；』 ご 擲吿し 巧が 自 
ら 人物を を衡の 上、 す M をの 人 
を 

日本へ 送る どい ふこ どじ 
。つたが、 マ ダ。！ お 軍は、 巧 
巧 學生銳 おに 化 b て 今 H まで 進 
步發 連を ホた した H 本の 巧 哉を 
じ 職 浆巧巧 聞を 發展 さす VJ いふ 
i に 就て は 非常に 乘氣 じな つて 
ムる 化で ある。 暴を 巧聲 て. タ啤 
3 ップの 渡り： 一を H の 寶塚野 巧 
刚み轨 rp 剖 ご扣俟 つて り 本のが 
球が b ますます 進ホ發 達を 遂げ 
る こご でんら う。 


奉祝 會巧動 

献 とおが 衡の 進妓ー 
大晚餐 曾を おの 準備 
御大 職が 祝會の 献上な 酸を 運 
動は 當 々ご 進 抄し居 6 旣じ 扫發 
的 じ 側ん々々 ょら 向を 冀務啼 じ 
宛て I をを し ホれ るら あら、 を 
巧 巧、 銀 巧、 會 お、 现 化、 施舘 
等に ては 庶お 部の 依囑 をを けて 
ホ々 巧みの 巧に 當ら居 b 本り 干 
おを 方面への ビラ も 配附濟 ど。 
るべ （締切 期 a は 本 月々 末 じ 
き 出 ホ 得る 限ら 一日 も 早 < 事を 
所へ 中 出で あ- たし ど當事 者け 
導む で おる。 ーホ總 巧部擔 巧み 
献上 お 託衡も 大体 內 をに あづさ 
を 巧の お 補 おじ 蜀し愼 重 考量を 
挪 ひつ^ あち。 十一 巧 十六 日 勘 
催の ホブ來 •ア スタ ア じがけ る 

大晚餐 會はあ 間 響 宴 長の 意を 受 
けを 輿 委員 早 川、 石 本、 が 藤み 
化の 諸氏が あまを 擦 おし 居ら、 
ニ战 ませる もの あれ V,' 天機 洩 
ら すべから ず當巧 どなつ て アツ 
驚かす 趣向み もで あるが、 其 
他 G 準備 もを 擔窩 委眞の 手に て 
整理 中で ホる から 宴留 出席 希留 
まは 可ぶ 婦切 前に 通吿ん をた し 
どの こごで もる。 


同 女子. = か、 木 午後 一一 一時ょ- 
五 時。 


廿六 吹の％ 翼に .！... 

命ん t 的の 太 洋橫斷 

健 氣な英 人 飛が 家が 壯途じ 就' 
ぶ 巧哩 沖で 機影を 認めた が ：，： ！ 


ジブ- ンー まの 踩 動が 八十 五揭 
- 力、 が 現の 幅 確ろ じ' ート ホ 趴 ご 
い ふ 小 迅 0‘ 單ぉ 飛 ，ぃ が に ； 化 
建 命ろ 化 f 離 化 瓶 t 詰めぃ 辄滯 

- ご ニ— 倘ジサ .ドゥ キ ツチ， ぞな I 

一.^ 一. — ^ て ニユ 一 •ファ'' ト ラン 
I ドの 戶 ！ い' •グレ ！ ィ 潑 


ー擧 r キルク-ドを けを 
して、 ふ ホげ 横 徽辦； パの 化を じ 
耕いた 乂贈种 ょる 巧かん る 
おどは マク ド，‘ ナ八ド ごげ び 

本が くつて 二十 八を。 を 威の 
おなが 巧 少佐で が. が航巧 おで 
も 第一線 _ ，.々つたが 巧 十で ぁ 
つじ。 今时 の化舉 _し がて けを 
b 化 A へを おもせ や、 過 ホ 一二 
週视同巧じぁらて大おわを準 
瞄 I てむ じぐけ 1_、 
i 巧マク — ナ片ド 出 おの 帮か 
巧は I - や、 化 人け そみ 大膽个 敵 
な 行動に 燃き ちし、 嗤 でした も 
ので ぁつた。 

か路 U 勿論 グレ ー ト •サ 
—ク^^じ沿ふらの尸、、 天がら颇 
る *512^ /\ 

お 則ぶ々。 ン ドンず 琼 / てな 
るか-- 明 n U が 女に 逢 ふこ こ 
^ お ホる。 徵 つた サンド ゥキ 
ツチ も U ン ドンで 晦 ベる 和り 
で わる 

ご 頗る 無雜 作';、 を 5 小が 飛い 


と U の 午後 I 時 二十を 〔當 地が 
聞で 午前 零 时五ナ 一 を〕 のこ と 
であつ た r この 報 如 一巧 手した。 

- ドン や ァキ グランドでは 海 巧 

をバ； 沿な. 5 

警舰 齡 」ぐ して、 マク 
ド — ナ か ドの 飛 ホ 中 - 今か今か V, 
徹 巧して 巧 誰り、 マク ド-- ナグ 
ド 夫人は 五 旗の 子 化 ご W 中；； をで 
彼のが ホを 待つ てん，-: か 十八 
n 八 午前 蕃的 二十 か 〔を 邱 で：： 
十と 日 午後と が 一 二十 か〕 邮もぉ 
發後 L 時 卸 一二 十 化か ‘ 約 化',:: 哪 
のげ 上で オフ . 一 ダみ 游 船；！ デ 

ン^ ルク號 一け. マクト^ — ナ^ド V . 

覺 しい 機が を 認めた ゴ報吿 ゎ 
つたき b で、 出を が ニ 小 四巧閒 
に 至 るら 来 だ 巧 息を VJ して 啊明 
せ 中、：}- くも 个 が，', る 遭難が を 
はられて 么 る. か、 與 1： をのな 機 
じ おする 化が は 願る お々 で 飛 巧 

が H 方け 十八 巧阳 ，こい ふら 
のがれ 6、 二十 巧 時間 乃 巧 一二 十 
六 時間 まがす ろら いもを つて 
巧が しないが，- 一の モズ •デ • 
-ゲ斗 ランド ま 小が 飛 巧 機‘ レ 巧 
闕 のがい をバ - — ト •ヒンクぅ ー 
氏 か。 ン ドン •ァフリヵ 横斷が 
巧に 化 巧した る ご 同じ 飛む 機で 

もを々、 マク^^^ ナ八ド 氏-^ こ 

の 跋じ乘 じ 過去 r 飛行した 時閒 


! がに 身を 化して 出 獲し じのは 十一は 八十 時閒 に過ぎない VJ 。 


賭場 爭 ひで 

义 もや 堂戰 

物驗 なまがん 街 
過般 ニ ワ I クに 巧設 され 
た . H のま 报 脱 博媒が 锻お譬 
察から 檢麗 閉鎖 さむ、 巧ら L : 巧 
理 巧のを 義で 開業 L たの. 0 巧び 
柯國 人の 密吿で 閉鎖され たこ' ご 
から、 當辅 のを 那 人間 じけ 巧び 
堂 戦が 突 度した もの I 如く 
旣に 今週 巧々 からま 那 街で 趣 
手々 のね めじ 擊殺 さ；；； わ 者 か 
四 人に 速した ので 警察 側で け 
俄か じを 那町 一帶 へを 服 巡 巧 
を增 おして 万一を 警戒 中で ぁ 
るが 

をょ も ニ 年 前のを 戰 には 譬 察が 
移民 おご 協力して S なを 人の ま 
那 人を 崔發 し' 个正入 固を ニな 余 
あを 本國へ 送還した 先例 も あを 
ので 今度の 堂戰 は永績 はずまい 
ご 瞄 測され てゐ る。 


ゥ エズミ ユラ | 

記錄 r 破る 

玉 川の 國際 競泳 

ま 京 〔赖 を】 十七 日韓り 當 地で 
川プー 八で 舉巧 中で をる 秩 父を 
殿す 御 成婚が を闕原 水泳 競技に 

がて シヵゴの フ 3 ニキ •ゥ王 •ス 

ミラー はが 化十ヤ ！ ド自 か型强 
で 一を 二十 六 秒 五を ノーニを W て 
優勝し 新 レコー ドを 媛した が、 
獨渔の 胸泳 選 T 五 リク •ラ デマ 
キヤ！ も I こ巧メ ー トが 胸み を 四 
み 四十 ニ 秒 五かノ ニで 勝 も 新ら 
しいを お 記 錄を淺 した。 

匙。 ゥ 五 グミ ラ ー は 千 九が ニ 
十一 おプ ラキ トン • ビ ^ — チの 

巧 お 十ャ ー ド 競泳に 一み 二十 
お 秒 五かノ ニで 優勝し が ホ 世 
界 記録 ごして 認められて 居た 
が 今 巧の レコ！ ドは これ シ破 
つた もので ホる 0 


川 巧 四 段が 師 節で 

柔道 俱樂部 

i 一 一円 道 塔 開き . 

雜あ館 巧 段 川 巧 酒造 之 助 巧は 
磯ての ホ駕 r, ー宵视 ■巧が 下目 十 
八を ‘. ？ ベ —- メ ト ー を 迫務を 
檐 を瞄設 しぶる 十二 n 盛乂ぃ ：♦ る 
道 お開きを 巧 ひ今迎 がょ b ■般 
の 穂を を峭 おし，： ^ 目 ト稽ホ U 
火 ' 木の 巧り 午後 八 wib 十一 
かの 閒 1 巧 ひがぶ び 碑 論 V 硏究 
{ ろ： " のと、 乱 化ら の猛練 巧を 
を 塔す る もの V '- の ニ 巧に かも 硏 
兜を 総 パ 居い るが、 H 曜 =5 を 
學巧 もを 數じ 上れる た々 巧 n 中 
n 嶋賴 古を も 開始す る 笛に て、 
巧 道 媛け 美 ' 3 敎を靑 年 曾' す 中 
必ど ずる あ 叙 W がん 十の 巧授あ 
ら 、が 育 柔道 お樂 部と かちした 
く。 间じ巧 A への' お 巧け 川 石 凹 
段 n 。 ンビ r 乂 をへ 通學中 につ 
き 左の 時間ん じて 巧 ふこ ごじな 
■T て 居る。 

外人 共モ h 巧-水、 を 午後ぶ 

时 i ら^ 時 


43^ 敎 員悲觀 自殺 

ま 京 特電 十九 日發 n 鎌 倉 第 
I 小學 校の そ敎 員で ぁる 太 お 
辭子 〔十九 歳〕 はを 持 ホ 巧の 
成績 頗ら惡 いのを お敢 なみを 
じ 巧科敎 室で 自殺を 遂げた。 

管長の 切腹 自殺 

東京 特電 十八 日發 = 廣島縣 
豊阳 破な 坂が 賴濟宗 滿述寺 管 
を 化か 筆 庭 (六 五) 帥は 时寺陆 
な 出 中 r がて 初 腺 自殺を 遂 
げた： a , も 巧は 宗敎 上の' 烦悶か 
らだ ご。 

藤 間さん W 渡佛 

I 累 京特霉 十八 日發 N 舞蹄師 
お 媒閲靜 なは 十み りが 巧を 發 

フ ノン ス へむ つた 0 

去％ し嚷 かかる 

窠ま 特電 十 セ日發 n をず 縣 
か 势郡お 崎 お 島 橋 巧 五郎ち へ 
大麥襲 ひ お 巧 じぁる をが を 晒 
み：^ 他 ニ 入 ぉ 傷が た C 

齡攝 から 燒 死体 

東を 特電 十 セ曰發 n 熊 本 巧 
新 町 活動 寫眞舘 よ b 出 化し 十 
五戶 磯を したが 燒 跡' よら 燒死 
ホ 五聰懸 見され た。 


母 謂 訪問 鹽 消息 

去 日 躍 午 お 多数の 見送らを を 
けつ 一 ヘン 停車 爆を 化發 したず 
國 訪閱勵 一巧 二十 八を は 車中 販 

やか じ 巧 輿 じつ 5 ピク ッバ I ダ 
シカゴを 經て 十八 日 午 巧 五 時半 
無事 シ卞ト 八に 碁した 旨 化 川 氏 
よな 又 帯 あら 『貴紙を 通じて' 一 
巧よ 巧 じを 敷』 ご々 つた。 


粟が 單 試合 優勝 

リネお 樂部運 刺 部の 庭球 戰は 
去る n 曜 H 午後 あ々 單 なを 慶勝 
戰 1 入 . cq ニ裝 商事の 粟が は 六 — 
凹、 六 ‘— 四、 ホ — 0 の スコアに 
て 江 廚の盤 江を 破った。 機 試を 
は 水：：： 午後 引き 綴き 舉 巧の 笠で 
わる ' トミ 井のを 崎 n 羽ぶ が 化は 
己 じ 媛 勝 戦に 入ら S をの 奥が " 
粟が 紐将を おの 森 n 高よ 組の 準 
優勝 削の 勝利 組を 待つ て 居る。 


を 節の わ抖理 


鷄 料理の 時季 

◊烏 料迎ら これからの もので 
すが 巾で も 善 ばれら のは、 水煮 





N. Y. K. LINE 

社 會船郵 本 日 

San Francisco 0 巧 わ e: L 的 Ange ! が O だ ice: SeaUle 0 ぴミ ee: 

巧 1_ な;.. - -- - -锐 〇 召 知 tir 扫 3L 也 id Ave, Colman Bid に F かが Ave. 

NEW YORK OFFICE: 
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Nippo 巧 

Dry Goods Co. 

1261 む oadway, C けん 
C 刖 .31st な . 

Te しお nnsyivania 目 お 0-51 
む om 4 巧 


Nara Trading Co . 

巧 1- な h Avenue 
(Coif. 21Ut St.) 

Tel. Aigojuium 3646 - が 


im 日化艮 niSi , ins . 

Formerly 

Maruhachi & Co. 

17 East 17 化 化が . Y. 
TbI. Algonquiii おが-が 


HARUTA & C も 

141-1 が Fifth む も I 
( む r‘ 21 お 化） 
NewYork む わ 
Tel. が pnijitin 58 お 


Ja •け oTfadin が 日., 1 邮.| 

I I 讯 porters る twollers 

101F 刷む e.JJ. 

' Tel. W が nquin 巧 化 S 

I 327 化 Madison リ reet, 

Ghica が , 川 inois 





WALKER &m j 

CUSTOM TABORS i 

20 DEY ST., NEW YORK I 

Near Church St. j 

TEUCORTLANDTW57-7^8 


: MOGI, MOMONOI, 
j COMPANY, Inc, 

： 105-E. け 巧な . ， ん Y. 

I Te しな uyvesani おお - 6-7 



勇 女 及 小 鬼の 

衣服 類の 意 お 案が 
截 方、 型の 作り方を 
習 ひなさい 


M 邮圓 RA 關 S . 1 邮., 

巧 - 55-57 W. 23rd S し 
New む rk City 
お しむ amerc パ 8 郎 


THE FUJIM 0 T 0 
な 則 R 讯 ES 抓， INC . 

12 扫 Broadw が , N.Y.Cify 
おし お ctor おが ぷお 


T 化 BANK OF 削 日 S 巧 

8 〇 細 巧 巧 1 巧む 的 お 化ん Y- 
Phcme . むけ ian が 巧の 


T 帖如 m け oiiio Bank , L 祀 

巧 W Y0 削が 巧が 
!kom が 4 
1 巧 わ oadw 巧 
Tel. Hmo 巧 r 744444 巧 


Tt )8 Yokofiama 
がが お 貼 此 U 

5化 邮听 [叫 iUble お お. 

1 巧 3剛 お 化 ん Y. 

巧9 が 8 が far 巧站 


な 8 Ba がが な iwan [化 

Roo 巧 5 巧 

8 如 帖 打 巧 n 1 刖的 邮呂 Building 

け 5 む oadwajf , ん y. 

M むけ 邮 がの 巧-巧 


號セ 十九な 脚 干 一 第 



新 



縱 


円曜 ± 】 


日 十二月 十 年 H 和昭 


四】 


▲最新 巧 各 等殺備 がを の馨窩 ががん ろは 乘お貴 
の おな 親切 下を i 共に 當 おの 謗さず る處 でず 
▲當な 太平洋 航路 一二 等 設備な を 部 萃巧的 致 夏. 5* 
施しを しわ、 なじず 市沒 のかを は 所謂 ッ ！ 4 
ス トサー ド 又は スチユ デ y トク ヴ タスな 上の 
お 恼冷備 へて おリ ミず 

參 を 港 出晚ボ / ^ ^ 經由 〔正午 出帆】 
西 比 利亞化 十一ち セ 日 
大ホ化 十一月 廿 一日 
天洋乂 十二 巧 五日 
コレァ 凡 ちち 十九 日 
.を 巧 化 一月 二日 


U 


® シアトル お 帆！： 午 お 十 時 お 祈】 ^ 
伊 像ん 十！ さ 一一 日 J 
瓣岡化 十一 巧せ お 曰 州 
猿濱丸 卞貝 十五 日^ 

@ を黃 な 日本 巧 あ 恥 ^ 
鹿蠢か 十一 巧 一一一 日 
を 山 お 十一月 十-ぶ 日 
▲が 育お既 巧を 馬 矮度目 本 お 接 惊蜡！ 巧 ニ 動 
▲お遼 切 脊寢臺 を 其 馈萬さ 御 巧を じ 御 おな ホ 片- 
A 太 苗 弹乂游 がを 胜乘 がが 巧が 使を じ 取 計 ミオ 


シアトル お魄 (午前 十 時) 

- あら 皆 ま 見 十】 巧 五目 
あら ぞ；^ 見 十一 巧廿 ： n 
ばリ ずみ (坡港 お 抓) 十二月 十 a 
y 】 等演濱 一丸 五苑 

化し ばリ ずみ ろん でんかは 一を 亞弗 
▼三尝 B 本 巧 五を 邦を 室大を 造を 族 室 多な 
▼御 希望に 巧リ 一等 割 則を 覆 切符 發巧 致巧淚 

ロスアンゼルス 出か (午後 一二 時) 
まじら 化 壬 昼 二日 
もんて びでお 乂 十二 巧 十日 

▼一 菩塚漬 ニ HO 巧 化は わい あまじら か 一空 巧 
▼梓 別 一二 等 日本 巧 五十 化 巧 ► I 二等 日本が 五十 五 巧 
マホ 谣羅骑 巧激車 切な 屬窒 を 購入 御 幹旋か りお 
►紐 育 線 パナマ 摇由 B 本 支那 行當物 船ち 一回 


精々 勉强巧 仕 御 引 立願 上 候 

陶 减器雜 售卸賣 

春 巧廊會 


日本 陶嚴 麗雜貨 類卸賣 

. ホ元ブ タザ— ス 


日本 陶媪 器雜賞 

ラ厶 プ卸寶 

奈良 貿易商 會 


H 本 お 服 反物 キ モノ 

デ i ブルク ロ ー ス類 

諸雜貨 卸商 

I 贼 0 本 ドライ グ ー ゾ商會 

特別 廉 憤で 大勉强 新 流行は 當 巧の 時 長 
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資本を を は 旧 
拂茲濟 資本を 六 千巧圓 
楠 立を 六 千 一二 岳 五十 巧 脚 

能賦 S ホ 銀 巧な 貞支巧 

本 巧 ま巧ボ 日本 巧 臨 本 单法町 五を 化 一 お 
支店 ルが 日本 巧を 內 (あき 雲 

名 古 崖を 郁 大阪吊 (大 皮】 神戶 
馬な 下 辭巧司 若 おお 岡 お « 
上 おみを ぶ 巧 巧 水 


なお 乂巧替 ’お信 送を’ ホ 送を •旅 巧 信用が 
巧ち 信用 狀其他 一般 お 巧 巣 

人無賊 S 寨銀巧 § ま 巧 

鄕里 送金 ハ 日本み 化 無キお 巧？ 迅速な お 
本店 預金 (を 巧 通知 ノニ 稀) 御 便利な 巧 
本 ま 巧 巧を 军按 、大阪 > 幷戶 、京都 
所が 地名 古 唐、 小 お、 上が、 をを. 


ハィカラな 紳± は 

化 立 服を なしまず 

夫れ は 宜く身 じを ひ、 見掛けは 宜 く、 を 
して 化 ホを i もも 長 持 七ず る 事を 知つ て 
るからで ず。 弊祐 は多數 H 米 紳± の 御用 
を 承つ て 居ます。 

M 此廣吿 じて 御 巧 巧の 方に け 

六み 割引 致しまず n 
御 注文のを 巧 じ 係 はらず 鬼 も 角 一度 巧て 
見て 下さい 

ウオ ルカ！ で ンド フロ リオ 洋販巧 


g 本 郵船 會诚 (並 ニを 鐵道倉 社) 

一. 化理 店が 桐 宛 弟蘭會 

乗車、 乘藏 切符 ホに 小荷物 運送 御 便利 じ 取扱 中し ます 


り 本 陶器 雜貨 

ドライ グ ー ツ 簡販賣 

S 巧 木 桃 ホ 組 



本は は 創な W ホ 五十 年 W 上の 1， 
歴史を おし 巧 女 政び 小 巧の ぶ 
; 服 がの 截ち縫 方 一切 巧び 着 
物 《を 身 ザ 等を 紙型を w つて 邸 I ^ 
一 A 々々じ 實 際のに 親切に 敎 . m レ f 
: がを して 居らます 巧 得、'.' .る じ.^ 比 f 
j は 極く を 易で 而 かもず-の 職,^ 5:5。 
一 お C 收 入の 多い 事は 中 t 迄 も卽心 M 
め V ません 黨巧両 巧 あ b まし- 5 5.1 
I 陆件等 も 都を をく 出 ホて 居 W W 
りよず 0 

、、ツチ エル デ ザ イニング スクー ル 


▼鄕 里を を 及び ホ 送を (お 手 巧 巧)* 外廣 
巧择賣 買、 荷巧替 おが 取せ、 信用 巧费 
巧 等 一巧を 巧 楽が おお 利 じ取圾 可か投 

S 賊臺灣 銀 巧— 出張所 

本 巧 專潰辜 化 

そ 巧ち 京、 横 巧、 大阪 、舟 ロ、 とお、 巧 
ロ、 福 州、 厦 巧、 祉巧 、香港、 廣 巧、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、.' •タ ビヤ、 を！*: 
—々 カツ タ 、倫を、 其 外 擧潰十 巧ヶ巧 

i 、 資 ぶを 营億圃 (を 满拂込 巧) 
i 、 巧な を 一に 二な 五十 萬圆 

內化 本ぞ巧 U 橫濱 (ぶ 巧) 巧を 大 R 
神 巧を が下稱 あ古属 

橫鑽ぶ 金銀 巧— ち 巧 

ホ 围をま 巧：：^ を 港 羅《 みボ 巧を 
其 他世界を 圃 をを 都市 ニ そ 店 度 コ 朱 レ 
ス 巧之较 


本 店 大阪化 おで 了 目 

撫育 支 巧が 育ブ P 1 ドゥ 王 1 な 巧 十九 あ 

變 住な 銀 巧 

ぉ (東を > 横 お、 あを M 、 巧挪 、钟戸 
6 り^ I 尾ノ 道、 廣 島、 お、 柳 ホ、 下ノ賊 
巧 ま 巧 (巧 司、 小 倉、 巧 化、 愧タ 、久 巧ぶ 等 

本國 巧を、 锁化 送を 等は 極め 
て 御 使 利 迅速 じ 御が あ 可 申 お 


本 巧 朝鮮 巧が 

まほ お 張 所は H 本內 地の 樞 を 都ポ ，钥鲜 
滿洲 、支那のを 化 及び 滿 禮巧德 

朝鮮 艱巧紐 脊あ張 所 

み 固爲巧 一般 銀 巧を 巧 精々 御が 剌じ 化圾可 
申 上 お 


藤本 證券 會か 

一般ち 傾 お 券ノ賣 買、 引ず、 慕 お 
▲金融、 を 一之 >1 瞄ス こ切ノ 巧が 

鎌^ 藤本 ビル 7?? 銀な 

紐 脊お張 巧 


陶城 器、 雜 貨卸赞 

森巧ブ タザ ー ス 


n 確說を 
♦が 育 円 本人 敎會 
信仰生活の 宜省 淸水 牧師 
♦基督 敎 修道 食 
信仰の 偉力 今 ホ か師 
▼日本人 美化 敎會 
彼は 無力な b や 

前 尼 崎 西を 兩を會 
牧師 椿ち 六 氏 


舞踏 敎授 ム タン シ > 

グ 、姿勢 媛 正、 初必 をには 平 あ 
じ而 かもげ 1 サ じ敎授 致— ます。 
呈 ssLinnel 乙 35 W - 呈 h St.TeL 吉是 ar 2 置 


大室、 ッ ィ ンべ ッ’— 

ランニング タォ — ク 

—、 淸潔 ホー ムラ ィクを 通 ま 巧 
空 urch ョ呈置 W . ニ呈 St 吾. 24 
ジニ 232 —hit 

六室、 設備をち 化 
をお域のを含場所、 

と 十五 弗、 午後 ニ 一時 谢 ぎに 御尋 
ね 下さい。 

14 岩 置 置 ぎ呈 

W がえ 多年 賣 b 这 みる ナ！ 
がー ム 、今 国 持ホ歸 
國 じかき ま急資 度し 蠢 I は 左へ 
互 atsus 呈 a , ご W . 宙 h St . ー 
Nsr 害 Ave ., 百 ty 


巧機會 ン プ適化資 

度し。 が あら、 糜地 あら、 をは 
十五 室フ T こ プシュ しを b 、 飮 
巧 水、 電燈 、湯殿 完備、 お拔千 
六 百 灰、 巧 利、 左へ 巧 渉 われ 
ぎ ner , J . 室—, Coc す 己 ion C 置 r 三. Y . 


トー 


ブンク 


1 ト マ ン 

ブイラ！ 及 


イン ノ 1 ベ 1 シ 3 ン トランク 古 

物と 弗 五十 仙ょ ち 十二 乘 五十 仙 

岩で st 5害 Street 


タンク 


約 お 打 欄の 

ゥォ •トロ プ 
及び ス チ— マ— トランク ホ ホ 五 

十 仙、 九 弗 五十 他、 十二 弗 五十 
仙、 少し 許 b 使用し わ範 類】 巧 
S 巧せ び 五 弗. 

苦 4- Si 己 h Ave ., Co こ坦 hF 产 Y . 


移 室 披露 

從ホ西 四十 ご 于目 一 00 番 ご一 
階-しがて 戳業 をして 居 i しじ 
が 今回 诗樣の 御 便利に 添 ひ ニ 
階 目 (第二 0 五 号 室) •し 移轉致 
しました から 觀 披露 申ます 

淸理髮 巧 

西 四十 一二 了 目 冉番ニ 0 お號室 


急 


4 心 An 

宮 


ホる 十一 巧 十日 擧巧 るら せらる ぇ 御大 禮の 盛儀に 方 b な 育を 
中必 f し 東部 じ巧留 する 同鹏 をな て 御大 龐お 祝會を 組織 致賀 
表を 捧呈 するど 同時で 大要 化の 方法 じ 化 b 奉祝の 誠意を 表し 
度 化 段な 紙上 謠吿仕 賴！！ 

一、 奉祖會 記念 献上 晶の件 

一人 じが 金 i 弗 おを 一に 聽 をし 適 當 なる 献上 おを 選ぶ すべ 
'く 目下を 衡中じ 巧 ミ 候 

仍 而本會 の 趣旨 翻資 同の 上な 留岡胞 無巧廳 をに 應 せられ 度 
特に 御婦 A 達 も 是非 舊つ飞 御 加入 被 下 候 樣巧與 化 候 
尙ほ右 献上 品に 添え 献上ち 諸君の 巧 名を 明記せ る 一 册をも 
併せて 天覧に おする 計 蕾に 御座 候 - 
締切 期日 巧 化 j H 

一 r 秦祗大 晚餐會 開催の 件 

= 本 じ 於け る 大靈粥 一日を トし 左の 如く 大嘴 餐會 開催 致 候 
間擧 つて 御 參會繫 § 下度恢 . 
時 日 十】 巧卞 六日 (金曜} 午後よ 時 
壌 所 ホテル- ァ スタ| 

會 費 金 お 弗 

服装 隨 ，盧 . ■ 

巧 子は 可熙タ キン ー ド 又は 黒服 婦人は か 洋服 自由 
締 切 十一 早り. 

事務所 挪育 H 本人 會巧 
昭か一 こ 年 十月 牛 日 

んる i 會長齋 藤 博 

會 長 草 信れ 治 


ラムプぶびシ化ク-^エ—ド 

製造 一也 帥 苗 手. 塚商會 

产 Y . HETSCIO 0〇. 
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山巧居±の ニ ッ クネー ムをがするミ巧ホ巧じそ那問题じを詣 
どな 故 どか 深い 上 じ ヮン ン トン、 ベ > リン 及び ジェネ ゲのお 
舞臺を 踏み締め わな 乂乂 他出 淵 勝み 巧け 一述巧 生ま 義 =1 名 
永年な 化ホ義 == の 下 じ まる 十と H 愈々 帘化 にお 巧した。 吾人 
はお 淵 大使 及び T おの 無事 着 礎を 祝イる ごみ じが 巧 同胞が 如 
何なる あ 堪か柯 なる 註文を あする かを 不 化が なに 紹介して 見 
やう 0 


經濟的 提携 

H 銀 監瞥役 

武ホ理 一二 郞巧 

出 淵 新 大使が U 本 ぉを じ 際し 
發 せられた ステ！ トメ ントを 見 
て 巧々 は rn 乂經濟 上の 提携」 な 
る-語を 是通 がさ U かつた。 を 
して 其大化 U 旣じ 著义 された が 
をの 上陸に 際しても 亦 「 n 米經 
濟 上の 提携」 をカ强 （繰 5 退し 
て ゐられ る。 义化 ごい ふ 大巧が 
お 治 上 •外を 上の 問題の みの 處 
理に 限られて 居る のでは なく、 
是等ど间おじ巧しくな夹れロ上 
じ經濟 上の 問題は を 要な 部を を 
占めて 居る ので ある。 政治 外を 
ホ 面に をき 効 柴を收 めら れるミ 
は 勿 諭 n 本國 K どして、 又 化留 
民 どして 销んで 止まない 所で あ 
るが、 な ホの かく 經濟 上の 巧 街 
の 如何は、 忽 もじして 政治 上、 
外を 上の 巧を V ： 關 するどい ふ 時 
じ 際し 右の 抱を を 0 て 巧 任され 
た新大 化を 迦 へた こごは、 此上 
もむ い、 む 硬い I でぶ る。 現な H 
本のを 融 みけ 世界中 柯れ の圍ょ 
らも ホ 闕どお 梭な關 係に あかれ 
て 居ち めで わるから 、誠に 新乂 
使の 抱な a 盡大な も 患義が ある 
し、 將ホ M 米 兩喊の 隅 係が 益々 
順調に 向 ふ あめ じら 化 新 大使を 
得た， とを 祝福したい。 


廳 r 据ぇて 

ニ 一進 おが 支庙長 

を 田 政治 巧 

ぁ 淵 新 巧 大使 か 蒼 ホが々 云は 
わた 言葉は 「= 米經濟 提携に お 
力す る」 ごい ふ； でぁつ た。 な 
等は、 之を 知つ て でれ 位 •む强 く 
思つ たかおれ か。 最あア メリ々 
人は、 餘朽 H 本を 翊 解して ホて 
居る し、 みに が 界 ホが でも 小 流 
3 上け ホ おじり 本のが 態が おつ 


て ホむ ので ある。 誰は r 順 潮に 
乘 つて ホ じので ある。 この 機 じ 
際して リ 水が 濟指携 にみ を 致さ 
ぅどい ふ巧乂 化の 駐劉 V 見た の 
である。 誠 じこれ な 上 S 結構な 
iu ないど 思 ふ。 が留 民の 一人 
どしても、 巧々 お 業者と しても 
必 强い氣 がする。 新 大使が 家族 
を がげ て 巧が され、 をく 腰を 据 
えて n 米 間の 駒 係 親善の 爲 めじ 
不斷の 努力を 惜しまれぬ こどは 
質に 有難い-'^ である。 お 巧 巧々 
日 巧を が タ忙 であられ やうが、 
時々 出が されて 巧々 な 留民じ も 
わ 逢 ひ 下さつ て 指導を して 頂く 
こごを 望む で 止まぬ。 


赤裸の 立論 

國際巧 船 出張所 良 

河 臀常八 巧 

おや 大使 S 後な VJ して 東西 兩 
巧の 國風投 情に 精通せ る お郷大 
使が 今 遇を ロて 着 巧せられ たる 
は 慶賀 じ 堪えない。 チ どして ホ 
直にが 辑の 一端を 陳 ぶる、 とを 許 
さるれば 『吾が 帝國 S 國滚的 立 
場を 巧 （自覺 ゼられ て 眞じ化 米 
合衆踐 VJ の 巧韶を 厚く せむ 爲め 
ホ 累お按 間接 赤裸々 じ f 論を 巧 
てホ國 ほじ 訴へ 同校 お當局 をの 
巧 帝國じ おする がを 方針 並 じ 其 
ホ 段を 誤 まらし めざる 様 じ 努め 
ら わ、 事 起 b て 後 じ ま b てを 然 
自失し 巧 r 嫌 ホ やを 威張らの 言 
巧を 弄する.- ごは 巧の 拙劣な ち 
もの じして 絕對 的に 之を 避け ざ 
るべ からざる はがて 予の 絮說を 
待たざる も 常じ戰 々兢 々 VJI て 
敢然 ご 採るべき 手段 も 么を爲 さ 
中して 其の 時期を 失し か 何；：* る 
場合 じ も 事 巧い 主義 じ 終らて B 
て 其 巧務を 「大過。 く-. 5て全ふ 
せら」 ご誤信せられざらゎ？』 
で わる。 化 点は 新 大使の 人格 W 
手腕 ごじ 信賴 f べきで あらう。 


日會 商務 委員 會 

旣 報が 育 = 本ん を 商み を貫會 
はよ る 十と H 閒曾地 ホを 員 良 姑 
め 東、 を两 、盛 巧、 村 岡を 委員 
草 信 曾を 巧なず ぶ おお 等 出 お 
補々 協 溝ず る 所 ぁ 6 梅が 引に 關 
する 舒 員の 諮 隅-」 應 じがが なを 
謀る 趣を を徽 底せ しいる ミ。 ホ 
じ 就て は兩 が 間 H 報带を 通じて 
會封の 注 思を 喚 おする る。 獨立 
自鲜事 ぶに 關 すら 調 巧を じす ミ 
等 じな： b 柿々 なおを を おした。 


: ホ 十字 ご H 會 

ー乂駐 ホ 十が 社 例年 會ぉ裳 おの 
: 連颐じ 脚して は 本紙 化 報の 如く 
0本人侧：^リ巧-1於て幹旋しお 
I な 現に-五 だに 化き 人爵 中 込を 巧 
j たる •か 昨 ザの 記 錄を破 b 是非共 
千 人 お 上の 曾眞中 込を 得い ごの 
I ぷあ込 じて H 下 事が 所 •ぶてら 
一 極力 入 留勸誘 中で ぁ 


一 ど - 


日本 婦人 會例會 

組 育：：： 本 婦人 會じ ては 昨り 午 
後 ニ 牌ょ 6 H 木巧樂 部に 巧て 例 
會を 開き H 本文 化 學會よ お 巧 田 
柳 作 巧の 『膜 お 上よ b 見なる 日 
米 婦人』 ど 題す る 雄 話 あ b 午後 
五 時廊巧 卿に 哉會 した。 


公人 が 人 


♦内 山 梅 氏 紐 巧な 化閒 事、 ホ 
人 同伴 ビツ ツバー グ其 化へ 巡遊 
のた め 十と 円出發 
•鄕敏 巧 お 滿鐵道 紐 宵 事務所 
を、 去 巧々 ぶ 社用を 帶 びて 帶巧 

し、 去る ト八 H ん 港の ホメ リツ 
ク號 -」 て 細が 

♦ホ 旧 あ 勝 巧 おがた 叱 絕附陸 
が 砲 も々 化、 ホ 迎巧帷 出が ホ テ 
が マが セ ー ュに約 一 ケ巧滯 だの 

上 渡 歐の像 左 

♦.紙 n 雄 定氏お ロ 雄 幸 氏 か 息 


H 本 銀 巧 員、 當拙 監督 役 巧 巧 所 
詰 どして をが 义じ 便乗を 禮經も 
巧 週 着 巧 

参 子爵 末 かお 彥氏 日本銀行 倫 
敦 事務所 員ビ して 赴任のを 次當 
地 經由近 H 渡 巧の 萬 
•巧 川 房 お 女を 婦選 巧が 會を 
化を （ 沉 太平が 婦人 乂會じ 出席 
した 间 女史：： アメリカ のをち 敎 
育 及び 總選舉 視察の 爲め 首都を 
經て ホが、 明 後 H お發西 巧歸朝 
の途じ 就く ホ 


巧 


吿 

昭巧四 年度 徵集 延期 者は 左記 
事項 御注意の 上 規を巧 H をじ當 
館 じ 到達す る穩 成るべく 窜目じ 
手續 せられた し . 

一、 昭か四 年度 徴兵 事務 取 
巧 扱 間 

當館 昭和 四 年度 徴兵 事務な 扱 
は 本年 十一 巧 一 H よ 6 開始し 
明年 一巧 一二 十】 H じ 閑 比す 
ニ、 徴兵 適齢 届を 要する 者 
及 其手續 

明治 四十 一年 十二 巧 二日よ b 
明治 四十 ニ 年 十二 巧 一 H をの 
.間 じ 出生し ねる 者は 昭か四 年 
度の 徴兵 適齡 者なる じが 其 家 
の戶主 (米閱 じを ると 本が に 
あるを 問は ず) 昭巧四 年 一月 
中 じ 到達ず る樣 本籍地 役瘍淀 
遲禪 なく 徵お 適齡 屑を 挺 おす 
へし 若し 之を 怠る ピ きは 徵兵 
み 違な 者 どして 罰 せらるべし 
ご r 徴集 延期を 嬰す るを 及 
其キ緻 

明 お 二十 五 年 十二 巧 二日よ ち 
明を 四十 ニ 年 十二月 一日 迄の 
間 じ 出生し むる まじして 
(ィ) かめて 徴集 延期を 願出づ 
る 者は 昭か四 年 一巧 ーこ 千 一日 
を じ所屬 職隊區 徵兵官 宛の 巧 
ホ 圆み徵 集 延期 願を 當舘 じ提 
巧すべし 

( 。 j 引潑き 徴集 延期 中のを は 
昭か四 年 一月 一二 十一 日 迄 じが 
'留 み吿 書を 當館 提出すべし 
を 書類は 受 现後當 館よ 6 直接 本 
籍化 府縣廳 •送付す るか 時' 書類 
中 注意を 要ず る こごは ( ィ ピ該 
當 する 者は 日本 出發め H が 及岀 
發潘 名の 記入を 要し 又 ( n ) じ該 
當 ずる 者は 巧屬 聯隊 臨 徵を官 i 
b 初めて 徵 集を 延期せられ たる 
年月日の 記入を 巧す る こご じ > 
てを はおを 期 H 迄に 提出せ ざれ 
ば 爾後 提出ず る も 無 巧 ごなる ベ 


四、 巧 他 徵集延 巧者の 必得 
(ィ) 用紙は 近日 當舘じ 於て 巧 
刷の 上滿 付く る も 管 內を地 ち 
本人 會じも 送 かし 潰’、 じ付肆 
ホせられ たし、 おし ニ 枚に 貧 
五 化を 申 受く又 返信料を 要^ 
る ごきは 添付の こご -i 
(n ) 在留 中 吿書及 徴集 延期 願 
は 夫々 正副二通 提出の こど； 

(こ 手数料は 一俾 じか. 一 弗^ 

.^9 

ごこ 當館 じな お 登録を なし 眉 
ら ざるを の 徵を經 期翩义 はだ 
留中吿 書は 受翊 甘ざる こごめ 
るべき に 付 ホ登錄 をは 某 本一賴 
现化 所、 職業、 渡米 年 巧 円， 
旅み 番號 等を 明記の 上 ま综當 
舘じ巧 出られた し - 
昭か S 年 十 巧 十と H 
化が 育 i 
日本 巧网總 領事館 


巧 禍 スペシャル 


新 ごろ i 芋 
燒豆お 
小鳥 照燒 
ほまれ 漬 
大 かを 


化 桐 兄弟 商會 


嚷の素 
懸賞 募集 


綠 切り 日延べ 


皆 韻の 御 希 留じ化 らまして 
雜哨6 1 ケ巧間延期します 


输切 = 十一 巧 一 日 
餐表 N 十二 巧 j 日 


ホの 素' 特賣庙 

ii 


桑. 山 商 貪 


ニ 4 EAST 岩 ih ST : N . Y . G . 
Ph ミ e . な呈 i 2 ニ 3- 畏骂 
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敏 t 


東京 商 會特吿 


山 田、 盤を 

西洋 料理 大全， お. 弗 
新、 ホ 浮化繪 各種 
生 田 流 琴 

五十よ 弗 


紐 育 東京 商會 

1 さ W. 品 th ぎ N. Y. C. 
Te ニ rafa 营二雲 


I 障 . i 
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でぶ 廷の 態度 俄然 题 化して . 

が 巧の H 支 本 交渉に 暗雲 漂 ふ 

: 南を な府 が列强 じが 外法 權の 撒廢 方を 巧 



東京 特電 二十 一二 曰發 =- 南ぶ じがる 昨り の 巧 渉は 遂に 瓣ら ず。 今朝 更 じ 
お 見 卞る當 である 0 一 
、東京 特電 二十 二日 發- .’ I 。 南 巧を 涉に 於て 外を 總お 王正廷 氏は 俄然 從 
を 協 的 態 おが 一變し n 木の お ホを 斷然巧 絶した る i 今朝 引 續き第 四^ 會 
見 M でち る 0 - 

而 して 段 お 政府が ホ 公式に 發 ました 巧に 松む ば 『を國 ご 條み弼 題の 誌 解 じして 成立す るな t ば條 
約な 正 曾 誰を 化 式！： 只 集 L て 治み 法 樵の 做 廢を耍 ホ オる尝 である』 と。 


產業 財政の 復興 r 計る ベ， く 

フホ ー ド 巧 等^ 名譽 顧問 役に 


上が 特電 ご一ユ ヨーク •タ井 ムス 紙】 二十 ニな = 南京 致府が 今夕を W てを 表した 所 じが 一 P ば 
ま 恥の 拼濟的 巧が じ谢聯 しめ おは 自動車で ヘン ヴー •フ才 1 ド 氏を 始め 知己の アィリ* ん巧 すを 
を擧賴 間と すべ 目下を 涉中 じして フォー ド 氏の W はォ； ゥユン •ヤング 氏、 ゼン ミア- •ゼ 
-ブお巧、セけグマン愧±及びお行家'^—バー氏等广して同がじュユョ！クの建築をへンリ；- 
|フネ|氏必^は師アーネ乂 ト》 グッドリ ッチ一^^^ーポ扳な化なび港灣がおエ事じを事せしむ-^旨 
\ 袋ち しじ。 が ほを 泡の 刘債お 集に 就て け 何等を をけ されて 席ない が 巧 < アメブ ヵホ 鳩に 商談 今 ~ る 
こご a ホ實 '. r し，' 西 雄 率 楽に 從率 しつ： もるな なをけ 蟲巧 アィ 9 々を訪 巧！ 支那の 巧 建に 酱丰る 
アメリカ お强 のを 麵じ 餅て 誌 解 ト搏た ご 信じられて 居を。 . 


をの おが' し 脚聯し 目ド當 地に 
帶いょ 中で あら フォ ー ド 氏は 『支 
がが 府 のをが'-’ 就て 村 等を まに 
關知 はし G いがが しむ 當な b の 
であれぶ 目 か. は 夏！ 一んで 應 ずる 既 
がで わ A こと 語つ て'^ をが ぞ I 
フォ ー ド 氏し して これを 承諾ず 
れぶ をれ こを 自勸卓 王が 國 鉛を 
融 -し喊 おする 第！ ホ でんら、 が 

巧 家。 パ •户 1 パ— 巧は 7 

シン トンの すシ 3 ナ ，銀 わ跑化 

如み ぶず、 人 省 化'- 脚 係 ある 實 
菜豕.'^^下乂.リ.此 ザ、支がの飢 
饿救 がを： S おい ^ 人で ある、 
ィー .ソ *- こャ グ 巧は： 3 本 K 
細 お ちい ピネク "も-^ 會 化の 窺 
化締 おで わち.- お！ おお K る ド 


— ズ 案 巧をぞ ど し て 闕 巧的 じ 
著を；；^ 人物で、 セ 9 ダマン 慶± 
はコ 。ン ピァた 學の 化を 經濟學 
な 巧くー て學 界に垂 きをむ す 人 
物で 『假 b じを 渉；、 れても 他 じ 
让樂が ぞい がら 割庇應 やる こ ご 
。お 巧。 い』，- 超つ て 居る、 ゼ 
ン クス 氏し を b ては 巧 一し ち雜の 
を班舉 業に 瞄係媒 き A 城です 化 
'• C - H ニ 年 じじ ま 那貨お 割 巧の な 
革に 裕聘を 受け じんじ t て 目下 
ュュ 9— クた學 じな 治 巧を 谣乎 

る 外 アンキ ザ ンタ！ • V ;、 グト 
作 •インス 子 テコ— トの學 頸で 

わ も. かも も ホ 『化 じ 化 事が ぞい 


r 應じ 巧まい』 ご 語つ て趋る 


巧ゾ 日貨排 巧决議 


東京 特電 甘 一 曰發ぃ U 阔 民な 府中 か黨 部は 巧び H 貨 が 巧^ 化 
ぶを い ；6 したなら- れが實 施は 驻じ 遊が 中で あるり ま談 申の が 巧 
VJ なた 上 si 、 こ； U つて 馆 るので 化當時 U を 整ず るで あらぅ ご 

惇曠 U 表面 だけ か. 

一二 億 圓の舊 倍 ハ 愤み濟 も 一問 題 

ま 京巧電 C 1 ユ ヨーク •タ 其が が 
ムス 紙】 二十 二日を n 目 ド おお 一-^ 的な 志で 何を：：‘ 本に 
じが t 巧は れつ i ある M 义 巧が 化談も K く 戒お條 約.^- 媳 楽した 
は 後 H の徹巧 的，''' i が爲 'レ 威 際 的 非禮で わるが あ 京 
炎 涉に備 ふべき 重大なる I 政が 部内の 溫健か 子の 巧 力に 依 
巧 巧を 销び K よで 菌 T 支 j b 漸み U 本 じ 甲て 誠を を 示し 
巧閒 お報 S がを 巧が 篇狀 態？ わる-- ごは をの 大いに 戚謝 
じある f 報じつ i るら 抜 府ず& 所で わる」 ととて f か 

當枯 ごして 一: 談 S 前を を？ j 器 送 化は 望 遇援滯 化の 是 

樂昭 して 居る 巧 巧，-' わる、 今夕 I 込みで この 關 じめ てで をを 氏 ご 
化 巧から 神戶 -- 到？ た S ぶ 矢 旧 S 裹を みか S に 
.化 芳澤聖 長が 語 & 所に 矜 ぶーし 公 化々 質 後诞商 化が を談巧 
^肖下巧巧で巧がじ旌する中>む閱 


の 時に 於て 南京を 渉が 麗滿】 中 進 
巧す る ；」 は 最も 望ましい こど 
でを る ご 見られて 霞る、 硫 ，して 
H す 南 なじめる 通 渉 i 偉頓 した 
ど 傅 へられて 房る こどは 濟窗事 
おの 解 巧に 蝴し 日本は 謡 利 散を 
濟 1 度 ホ 眼す ふじ 對し 
南な 倒は 南を かし 海說を 固持し 
つ-. ある 爲 めで 乏 なぐ ニ禪の か 
を 的 懸引じ 過ぎす、 日ぶ 當厨ご 

がの 點 じがて 支 孤 侧が讓 
ホす ゎ ばが て 南京のを 涨を巧 結 
し U いで あらぅ、 而 して ま那の 
U 本じ對 する 不岡 化舊償 兰億圓 
もを 晚解 巧す バき太 間 題で をる 
が 今り までの 提案 ごして は 支那 
測が 舊 債を 承認す る S 巧に 元利 
のま 满猶豫 を H 本 じ 求める どい 
ふに あるら しい， 

を涉 最中に 


正 廷氏ご 矢 旧總領 奉のを 渉 内容； 
に 就て け柯 等を 表さ わて 巧ない 
が 今 n ょ V はま 喊圓 がに おれし 
つ、 ある もの i 如く 尤 'っ おを 政 
び濟お 事件の 解が をを 一 ごすべ 
く がらに 關稅 自主 ぷび條 約 改正 
等 じ 觸れる 堂で あるが これ 等の 
タ がは 單じ敲 解-し 止めて 一先 づ 
談 巧を 打 切る ベ， 濟南 事件の 解 
かご 化に 円本 はなもじ 山 東 おょ 
b の 撤兵を 斷巧 t べし ご 信じら 
れて 居る が 最も 

重大 間谐 である 東 一二 省の 
巧 涉はホ だ 着手 さむて 盾ない、 

お ほ 今夕の 會謠 中-しがて 突 巧を 
議 室の 電燈が 停電して 眞闇 どな 
り 纖燭を 巧 用す るの 感 ぎじ 隐し 
戸外 じ 銃 聲が閒 ，ロ，. 大騷ぎ どな 
ら 軍が は 直 もじ 建物を 包 園して 
警戒した がを 砲 者に 至つ ては お 
然せ卡 政府 側では 方】 を 慮ら 兩 
巧を 一巧は 勿論 食 諮 巧の 譬 巧を 
嚴 じして ちる。 

治 外撤廢 

南を な府 通を 

h お 特電 【ニ ユヨ！ ク •タ井 
ムス お】 二十日 發リ 巧を 政府が 
諸 W 嚴政 晦じ對 '，支那に 於る 治 
外法 權の 撒廢じ 就て 

熱望し？ あった こどは 
世間 罔 知の 事實 であるが 同 政府 
は 最を旣 じ 本 間 題に 關聯 し列强 
攻府じ 蟹して あまじ 通牒を 潑送 
濟で わる 事 賞が 本 H 王お廷 氏と 
の 貪 是談じ 於て 始めて を 表され 
た、 邸ち 王 氏は 『南京を 府は列 


る』 ど 言明して 居る、 併--^ ら 
支那の 词 法制 巧が ネ りの' 加く 混 
滩 たる 時化に がて おして 鐵が 
治 外化權 S 即時 撒 胳に撼 ザ； る 
や 否やな 頗る 疑閒 どす ベち もの 
が あ （、 剧强 ごしても 恐 じく こ 
れ が論謠 じを 時 H を 要すを を 


るを 認めて 居る が赔 巧を ま锁じ 
がて はちを 貨 曾に アメリカ人の 
化かを 期が して 居る。 


問題 じさむ た 

海軍 協を 

英佛當 局 がをお 


ロンドン 二十 二日 發 H 藉當 
巧は 本日を： 5 て 先般 巧閣 i § s 閒 
題と して 取极 はむ て 居た i 兩 
國 の海审 協を 內' .链 をを をず なじ 
至つ たが 協を の 重*:* る旣は ■ホ 
るべき 軍縮 討議 條件 どして 
〔一】 一巧 顿 0 上 じして 八 財 


が 制派頤 目が 

题民 黨總裁 

獨逸 化が の 新 現 あ' 
ベルリン 二十-日 發 n 獨逸新 
聞界で 『獨 逸の ノ ー ， ク リツ フ 
卿』 と 呼ばれ 帝制 一波の 頭 円 どし 
て 巧 動して 居る アが フレッド • 
1 ダン ベルグ 氏は 獨逸じ 於ら 
裳 ニの 大政 黨 である 齒民黨 の 緩 
裁 どなつ た、 氏の 総城拂 巧は 大 


ホ 政府は 沈默 

ワシントン 廿 I ニ曰發 H ァ メリ 
々政府は 英備が 軍 協を の 公を 
じ 就て は 沈默を ザら 寧ろが 麗 
からを < 巧 提議すべき- づ」 を 
期 持して 居る。 


; て 


戦前 ょらの がザ黨 領袖 どして 活 
動した ゥ エスタ ー フ伯か 風を 共 
か黨ど 通じて 力 キゼ^ 前皇 ホの 
お 位 じ反對 した 爲 * フ ー ダンべ 
八グ 氏は ホ 制 窓の 紐 織を 巧 威す 
る じ 至らし 爲め 遂に 氏を 總 なじ 
戴きて 黨 のをな を 妨ぐ策 じ 出た 
ものであるが 却て 將巧 ホ 制 派の 
勢力 仰 長は 黨 のか 製を をめ るで 
あらぅ と 云 はれて 居る、 氏の 一 
派は ド] ズ ま、 賠償ぶ 沸 等に 對 
し絕骑 じ反對 して 居る から ド！ 
ズ 案の 改訂 等ら をから 必 配され 
て 音る ご 0 


制の 確立で 騷 ぐ。 西 ど 東で これ 
巧の 氣赃か 地 屑 かの 違 ひがで き 
ては、 いづれ 大地 巧 か大酸 風が 
あるので は。 からう か 0 

イ タリ ー が、 でれ 巧の 變 革を 
する のか、 阿を にも 詳しい 事が 


本が ム禾を 特電 (絮 お巧轉 載〕 


新豫算 U 十 セ億圓 

豫算 閣議け 二十 陋 日から 着手 

ご. I 十一 ニ 巨】 巧豫 算の潑 がは 十よ 億 S 千 ニが 巧圓 じして を 省 
じみ ホされ じので を堪は ホ々 省 譲 後 復活 要 ボ沪ず 渉す るで ゐら 
ぅが 大藏省 どして はを 道が 旣定經 費を 節約す るか、 承認 骄要ホ 
を 繰な 變 へのみ はないで 稱 しち b お 源の 錢圍內 で圓巧 K る 解が 
を吿 ぐべ く嫌算 閣議 も 明 H から 着手す るが 恐ら （無事 じ 終了す 
るで あら 弓 VJ 。 


停電 銃聲 


一 題は 細 巧 自ま權 にして 云は ぐ 一 
郁の 豫魄を 渉で わるが 頗る 滿足 
^すべ き狀尴'^をるごなし旧中首 
i 巧 も今朗 新聞記者 脚 ビの會 見に 
- がて が 巧み 息な を 述べ f , おおが 


おを 【聯合】 二十-日 楚 n 治 
巧巧權 の撒廢 要ホ說 にお t 南を 
か府 r - しては これを 虛報 である 
ご あらに 巧が， したが，' 一 

最近 歐お巧あ：^^ V J ;¥! 

スぺ ！ キン、 デン マ ■ — ク 巧び ホ 
作トガ 作に 發 しじ 條約 改正 か 綱 
目 中-’ しは 明かに おみ 法權 《撤廢 
を 恵 ホす る 事 巧が ある、 即ろ 『兩 
締盛强のな巧’^^をのお住加にが 
ては 事 乃至 刑事々 化を 生じた る 
琪 をは 居住 國の 法が にを つで 審 
線ず る もの どす』 なる 一項は 明 
かに 治 外法 權撒廢 には 觸れ い 


化挪新 大使が 

國務 省訪闕 

信巧妝 捧呈は 今週 
ワシントン 二十 二日 發 H 新駐 
'ぶ H 本を 權 大使 お 澗勝次 巧は 
今 蘭 國務省 じ 國 格を 官ヶ 0 ッ 
グ 巧を 公式に 訪 間の 上 あいさ 
つを 述べた が 多 か 今週 ホ じは 
大絲賴 を 訪問して 信任 默 をを 
呈 ずら 酱。 


疵 0 h を備附 ける まカ驢 
【ニ】 一巧 觸級 W 上に 建- 
飛 巧 班 贈 

ご ニ】 藤 砲 六时ょ b 人 巧’ 

一巧 頓な F の鶴艇 
〔四】 ちな 嗯巧 h の 潜水 厳 
等を 擧げプ シン トン 會議は 胡 項 
の 二 一條 巧に 觸れ r 屠る が おを 
のち 縮會 歳は 一二ぶ び 圏 項を お議 
しぞぅ ゴ いふので この 錄 禅に 偉 
つた 巧を 諸 文書を もを 表し 我國 
はプ ランスの 徵を敬 度を もみ 認 
しで 居る 

ま 京ニ卡 二日 發 HH 本當 巧は 
英觸 3 海軍 猫を じ 關聯し 去. な 丸 
巧を 巧で 爾闡 を 府に 致した みを 
文書の 巧を をを をした が 日 ホは 
原が じ 於て このを 縮 精神に 威聲 
する が 一方 嗯紋の 巡が 盤 ぷけ大 
型 潜水 鑑の 潑定に 就て はを 麗と 
の 擦 調 難を を 越して 兩國の お 葛 
を あめて 居る。 • - 


オ もに をる 機會 を殘卞 やうが 望 I が 率な 上 これを な ホず るら のじ 
して 居る が 御大 典を 期して 京都 一 て 化 おとして は 更らに アイ 厂カ 


じは = 本の 

政治に をき をな すを-^ な 
ち 政治家 も 集を して 自 おち 那問 
蹈じ贼 した 盧見 もを がすべく こ 


= 本、 巧國 、ィ タリ！ 及びで ラ 
ンス 'ごの I 

00 條約 改訂 じ 際し これ 
を 要 ホす る 黄で わる、 而 しで 壬 


强 政府に 對し 支那 巧 地の 治 外法 
權を速 かじ 撒廢 ずべ く 要' 堪 する 
旨の 通牒を 發 したのは 事實 であ 
る、 余は まだ 通 礫の 內をじ 就て 
はを おを 蜡 るが 支 邪な あ ピ して 
はを 本 ± じ 直る ホ 權の整 動が 一 
日 もを か。 らんこ どを 切 導ず る 
ものである 0 J 

元來 本 間 題 じ 就て はを 來 
どても 槐 々ミ 論議され た 所で あ 
って 治み 巧權 の撤廢 はか A 居留 
地の 還 おを 始め ミし 上海 じがる 
フランス 租 をの 廢 化 等 重大な 
ぶ あを あぼす だけ. じ吳ホ 政府が 
過 まじめて 原則 上 撤廢じ 賛成し 
居る もの、 > これが 賞 巧の 方法 じ 
就て な 幾多の 異論を 生じ 恐ら 
撒廢 ら延滯 する じ まるは 必然 じ 
して 從て本 問題は 支那 側の みが 
頻 b に 裝らつ i わつ たもので を 
る、 而 して 記者 削 ごして は撤廢 
の ホ 法に 關 しても 

即行 斷 巧の いづれ を 選ぶ 
べき やじ 就て 疑問を 抱いて 居た 
がを じ 願し 王 巧は 『勿論 巧 等は 
即時 撒 廢を要 ホす る もので ぶつ 
てを 外法 おのち 無に 關せ 中、 外 
人のを 法的 權利 ご 生命 及び 財産 
はま 郎 政府に 於て 絕點じ 巧 護す 


賠償金 禽議； 

歐渊 判强が 着す 

パリ！ 二十 二日 發 H ダユ 'ザす 
4 ユ條 約に 關係 深き 歓满 の 誰剧 
强は歐 洲經濟 をのを をを 訂も爲 
め ドー ズ 案を 修正して 獨 逸ぶ 赔 
，償を 支挪 額を 定 むべ く 愈々 2；| 表 
委員 會を 設けて 審議す る こ': じ 
U ち これに 依らて 獨 逸の 鐵 をを 
潰 額を アメリカ ボ 場で 賣 おし 0 
て 賠償金の 支 挑を 可能なら しむ 
ベ （計 劃 中に て 近く 重大なる 
巧な 轉 回を 見る じ まるべ < アメ 
力 政が のこれ じ對 する 態 巧が 
注目され て 居る。 

ロンドン 二十 二日 發 H 巧國政 
府は 閱議の 結果 ホるべき 麗僚金 
會議の 討議は 聯を國 相互め 戰時 
負債に 觸れ中 柯處ま e も 賠償を 
の 討議 じ 化む る こどを 條俾 一-し 
兹 加すべく プリ アン 外相 ミ* ヤ 
ンバ レン 外相は 十二月 中 巧 じ 
聲 見ず る蠻 である。 

ワシントン 二十 二日 發 n アメ 
リ 々政府は ホるべき 赔 償金 會議 
を 非常にを 巧視 して 居る がが 府 
どして は 賠償を のか 濟協 をを 第 
一 £ し 戰時貸 附决濟 の 如きぶ 
れを 後日の 問題 ごする の 得策な 


當限甫 擦が 化 壤 

(甘！ 二日】 をを 米穀が 引 巧當殴 
巧漢は 二十と H 迄 績化ど 巧し 
た。 

外務 舊 弱りを だ 

(甘 一二 巨】 ペルシァを 化 館 あび 
一二 領拳 館の 额設は 財源 S 關係 
上 承認され ずか務 省では 狡 溝 
巧 涉ご訂 あずる ことじな つね 

米 佛藏瓣 か 協同 

〔廿 ilis 】 ブブン マ 郵船ぶ ず洋 
に黃 送み ァメ 9 々の會 社ミ提 

.携 して 日 ネ转强 の 新 競 爭ぎお 
ブ 0 

始めての 明治 節 

【サ 一二 日】 前 議會じ 貴を 兩 おを 
通過し 御 裁 巧を 仰いで おじ 設 
をされ た 明治 節は 十一 巧 一二 日 
を 0 てを 國 一般 じ擧巧 される 

芳澤を 使 神戶着 

户廿 I 二日】 大典 遂 巧の ため 歸朗 
の途 じぁる 巧澤 駐支を 巧は サ 
ニ H 午前 神戶じ 着した。 

大螺 侯の が界入 

(甘 二日】 大殴信 常 侯の 政界 乘 
ち おしは 必中 賓 現し やぅが 保 
しま だ 時期 尙早 ど新黨 クラブ 
云 ふ。 

.巧 旧 化 使命 成る 

〔甘 二日】 ま 京 朝日 新聞は ホの. 
如く 述べた 『內田 康哉お 訪問 j 
の 結果 米國 どの 對支ホ 針 協調 
的氣 速は 增 加した』 ど。 

秩父宮 の 御 消息 

〔甘 二日】 秩父宮 、岡が 商 殿下 
じは 十 化 H をを 御着、 献 巧、 
糧お 神宮へ 御を 拜 遊げ された 

宮 麟縣議 貴留黨 .. 

t 甘-日】 宮が縣 選 おの 民を 裳 
彷議 ± は化黨 じを か ホ 留黨じ 
巧した。 

製 鐵所拂 下方 針 

〔か-日】 中 橋 巧 相は 民間 製餓 
事業を 蓮 後 A 幡製滅 所を 拂下 
げる 方が である ど。 

遞相 飛行家 歡迎 

存 一日】 み原遞 相の 日獨 聯絡 
飛 巧糸フ ー エン フュ^ ド巧歡 


がらない 。憲法を 變巧 する 
れ ば、 大 鶴は 當 つ （が 


ごを 

、惠 


迎 午餐 會は 十九 H 帝闕 ホテ少 
に開腥 され 巧に 入 b 東を 朝 n 
新聞の 歓迎 曾が 港され た 0 

海運を 不お對 策 - 

〔甘-己】 ，海運を ず 巧の 對银 f 
して有カ會おプ ー を組鐵し 
運貨 引上げの 目論見 あら £。 

演劇 傅職舘 竣工 

〔甘-日，】 坪 巧 逍遙 朦ホ 謝恩の 
記念 演劇 薄顿 おは 愈々 竣成し 
たので ホる 二十と 日 開館 式を 
擧巧 する^ 

化渡ヶ 島の 大火 

〔甘 一日】 十八 H 巧 十 時 新潔縣 
を 渡 郡兩津 巧ょ なおみ、 翌午 
前み 時 迄 嫌わ 績け 八な おを 燒 
失し ぞ數の 巧 傷者を おした。 

京成 電 常務 召喚 

〔甘-曰】 京成 電単 事件に 關し 
常務 巧 ホ 丈 平氏は 新に 召喚 取 
調 V を 受けて ゐ るが 專務 後藤 
國彥 巧は 巧釋を 許された。 

中が 顧問 官逝ま 

〔甘-日】 巧 宮巧樞 を 顧 開官中 
枯 雄が 郞 巧は 逝ました。 


獲 筆 


ノ\ 


な 動風唤 

聞々 齋 

スペィンで、 反な 府 運動が 應 
倒されて、 プブモ •デ •リペラ 
お 軍の 執を々 治が、 國 民から、 
ピン ニ！ も搖 るげ と 離 呼され た 
報道を まだ 讀みも 終ら のじ、 

タリ ー で黑 シャッ 組が、 圃の最 
高機觸 じなる。 ち 魁 ムッソ 
三 首相が、 皇帝 0 上の 皇帝に な 
る どれ 報道が ホた。 ァグ バニ ァ 
で、 大統領 ァ ー メッド •ゾ ー グ 
が 王位 じ 登せられ て、 政 體が變 
る どの 知らせが をつ て、 ょだ 巧 
の. いこ ど だから、 一寸 ド** 

ザ させられる。 あの 邊じ巧 かか 
ぅした 流巧敏 おを るみ だら 
支那では、 0 シア 並 じ、 ロシア 
のを 員 制 臭い 制度を 始めて 國民 
黨 政府の 基礎を 据 をる ど 搔 いで 
ゐ るに、 あ 七ら では、 王政 や專 


法 上の 事 巧 じつき 諮詢を 受ける 
どい ふだけ では、 が 獻じ差 まろ 
皇位 繼承 問題 じしても、 同國憲 
を 第二 條の 明文を 變書イ る どい 
ふの か。 一八 化 0 年の 皇室 ぉ範 
を增 巧ず る ごい ふの か。 また、 
ファシスト 梟 高評 講會が 政府の 
最高 磯踞 ごなる どいつても、 憲 
法 じは 皇帝が、 國の 無上の 首長 
で、 一巧の 行 欧權は 皇帝 じ 巧る 
VJ ある。 この 明义を どうす るの 
か。 をの か 肝腎の 巧で' クッキ 9 
しないを が澤山 ある。 巧國 など 
■ぞ 、鳥の 羽音に 驚く 程の こごで 
は U いやう だが、 しかし、 一應 
は、 目角を 立て ミ 見て 置いて 巧 
い 顔がない でらない。 

一たい、 な黨ホ 治は、】 を專 
觸ご タ黨を 化の 論を 別 じして、 
事實 をち ちの 權じ をれば、 あ黨 
が 國の爲 な 者 じなる の だ。 ィ ，み 

ス では 政 黨が國 のな を 紐 織の 
內面じ 入つ て爲 政の お 動 ごなる 
し、 アメリカでは、 外部から こ 
れを 包んで 運轉 させる ミい ふが 
どもらら 事實 上の 爲 政を たるに 
媛ら はない。 を まじは 國 の機關 
でない が、 事實 上では 顏 のをを 
原動 だ。 ィ タリ— でも 黒 シャッ 
組が 諮 閲機關 じ 止まれば さまで 
の 不思議は ない 譯 だが、 をの 領 
域ぇ ぉ越えて を 式 じ國家 磯關と 
なう 澄し じがが をる ので、 筋が 
ダラ •タど 遠つ て ホる。 こ i が、.' 

黨專频 の 變態ご 並んで 重大な 
變 態め 一. つ だ。 

今年 S 巧で きた 選擧 法で ファ 
シスト 最高 評議 會が 異常、 專權 
を 巧 へられた ので、 黨派 機關ど 
國務機 關がお 線し じ。 バヵな 出 
巧 事と 思つ てゐる ご、 争 度は、 
同 評議 會の 鲁責 は、 會の 同意を 
得なくて は 逮捕 も 裁 巧 もで きな 

' JVJ じする VJ ある。 いよ/、 
なて 黨派機 無 ご 國お機 願 S の晴 
れ ての お 同で、 を ホ 一 殺の 政黨 
を 治の 體 系から 見れば 無茶き を 
のらの だ。 . 

この j 點 だけ 見ても、 人に！； 
ラーラさせる 危隙 巧が 充み じあ 
る。 を 治を 力なを 忘 信じ 切つ て 
なる 信徒な どは、 かう しね やち 
ホが、 どんな 御れ 方を する もの 
か、 般鑑 ごして 今から 眺めて ゐ 
て も、 早 過ぎは しまい。 
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T 寧の が 刷 ご 精巧。 る 仕上げ 

時 n の 迅をど 確 巧た 巧 正を 化 証 

印刷は 紐脊 新報 社へ 
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ボ內西 十よ 了 H 十一 一を 十 階 目 


東部に がける 邦を 言論 槐熙の 

權 威、 吾が 新報を 讀 まね 人。. 
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♦日本の 自由 黨領釉 、な 製 
キド •ジョ I デで ある 鶴 見祐輔 
君が を 地で 雄 辯を 式 雄 辯を ふる 

つて 居る、 ヒップ-'^ フレキ。 

♦『勸 か；：* い 奴は いけの』- 
ゎつ て、 何んでも かで も 働いて 
ゐ なきや 氣の納 らの出 淵さん が 
大使 じな って ホた、 大使館 連中 
もさぅ**,^^^^ コ^フ 討 りを して 居 
る ど 首 じなら ますよ。 

♦この 大使さん、 ま 化 出身 だ 
け じシガ 1 が スキ 力 ご 聞 b て お 
客 様が まごついた、 アメ ブ 々人 
もま ごつ くだらう 0 
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【 H 曜 水】 日 凹 廿巧十 年 H 巧昭 


診察 

午 獲 一二 時よ* ホ 時 
日％ 相 お 約# 巧 侯 

ドク ト it 

窩 見當彥 


▼を 友 聯合 晚餐會 ▲ 

コ 口 ン ビ ァ 乂學り本\學友協を 

25 去. ニ 田 hwt ., H ミ さを N . Y . 

二直. Bradh ミ S 二 370 呈 .岩) 
每巧窠 二と お 四を 隨 H あち 時よ 
b 當 大學皇 こさ H 兰 。を 後 岡な を 
をを じて を 誤す。 校の 內外 ，5. 問 
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苗 拜說か ( 日】 八 時 
日が 单校 (H ご 一持牢 
家庭 集 曾 ( 水). 八 時 
祈禱會 度^ お 一 \诗 

婦 A を 
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を 宿を、 筋 あを を 
巧 業 巧を、 をの 化 
人事の 巧 相 誤 じ お 
じまず り 


諸 お 40 

日 巧： 蛮 蓄巧お あ 午 
お 勘を 夕と 持 半 
お 拜說お 夕 八 持 
木 おが 偿曾タ 八 時 
英捂 及びを 篇 

午後 ニ 巧 

± 巧 第お會 又は 
莱誌會 タ八時 

がえ； 事 巧 

寄宿が、 旅 巧ち ま 巧 
な •人事 巧 おお、 巧を 
が、 巧 巣 周旋が、 巧 巧 
我 縫 教授の お 課を を 
け 食 員 及び ホ 食 員の 
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I 難 揉治攘 

マツす！ ジ、 お 

醫 科を 的 速 動、 賜 
灌 な， 水 治、 ホ 線 
及電を 治療、 其 化 
が 育 W を 裁 
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西が 幸 お 

H 瞄外每 H 午前 化 
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牧師 备脖繁 一 
お 事 脇 お 義人 

! 能',’ を 却 

a 隨清巧 午前て 時 

日曜 學校 午前 十 時 

顧观— 午後と 時半 

祈 禱會水 醒タと 時半 
を 宿を 

位 眞を输 比 巧を 巧 
を 下 巧を 十五み 學 
生 會な員 じ 最適 

を 箱 圖書雜 誌 新 巧 
を稱娛 樂具簡 ちを 
堂 あち 

巧を 職業 周旋 旅が 
ま 內を巧 事 菜諷ホ 


弊店は 實質 誠意 迅速 ホ義の 
をに 御 ± を 物 一' ま 卸 賣化段 
で販賣 をし ますを 少じ拘 は 
らす 御用 命 仰 か 下さい ませ 
◎ 歐 ホを 補 時 討。 愚 時計 一式 
◎ 寶石 貴を 慶 。銀製 器具 一 ま 
◎ を 佛萬年 筆。 を 銀製 紛筆 
◎ 蓄音器。 レ 3 — ド 見本 陳列 
◎寫眞 器。 タイプライタ！ 
◎ 船な 蒋 。紀を 篱巧帖 給 端 書 
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術 お、 婦人 用ち 齡其 
化 装飾品 
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米 园ま冀 語を 語* 事 
は 成功の 簾 一義 じす 
本校には H 本人な 授 
じ 慣れたを‘ 巧 婦八お 
が あら 懲顷じ 會が通 
信 文 社を 語を 數 採し 
ょす。 H 曜遇 H み じ 
午前 化 時よ b 午 か 十 
時まで 觸按し 一 h ツ 
スンと 十五 仰づ i 
今 y 息 もじ ホ 校 めれ 


評議 rrr 每巧十 H 赞巧 
雑誌 E4-S 1 部 十 仙 

1057 .Isi か ve- zew Y ミ 一一 百 y I 

旁窒猪 ♦雜誌 令 新聞 
徽覽 まを 開 
執を 午前 九 時 ょら 午後 五 時を 

經育 日本人 曾 
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稅關事 お 

束 巧を 化幷 じを 化 巧 
の 義お入 方法に 綱す 
する I 巧の 御 諮閒じ 
應じ凿 道を 船 貨物 運 
貸ぶ お 帆お稅 賴子績 
書 等 進呈す。 i 都 
ホに 化理 巧を を 誠 
實をを 巧 用 かに 雌 中 

煤敞 取が 


齒巧醫 木 下义市 

ご 0 W. ご 1th s~. 

ぎ M 呈 1 1 冨 7 


タオ ラボ ラトリ — 

.过 電話 ア カゲ ミ！ 录 ち 
展ド クタ ー 田 尾 時 雄 

ホ H 廳 H 午を 化 
ホ 7 互 an 雲 an uve., N . ご 
Be こ 言 th Si. &S ミ St., Sf. 


十五 年の お 巧 ぁる 當 校は タ 年の 
經驗ご 新 智認を 有する 敎 師を聘 
し 自勘苹 

び 運 巧を 
の 修得す 
べき 必要 
な 機顆的 
智識を 短 
期間に し 
て 最も 能 
牵 ある 徹 
底 的 技術 

をを 習し をが 獲得を 保証し 職業 
ロを も茵旋 しま オ® 



尋れ人 

( 鳥 お縣 ) 木 村薰信 ( 長 野縣) が 
巧ず 人 ( 同 ) 佐 伯鎭雄 (魔 島 
縣 } 中 村を ニ ( 同 ) 渡 邊泰巧 (東 
京 ホ ) 古澤 武之助 ( か 歇山縣 ) 
後糜 甚之丞 ( 群 ぉ縣) 松 下壽之 
吉 ( 山 ロ縣 ) 德お猪 己が (を 
良縣 ) が 島德 一二 ( 廣 島縣) 化 野 
園藏 ( 宮城 縣 ) 大橋武 雄 (か 
歌 山縣) 植松順 や 
右の 者 じあ 知 致 度き 儀を 之 
候 間 本人 おくは 知人ょ b 巧 
化 巧 御 通知 願 上 あ 

紐 育 一帝國 総領 孝舘 
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W 置臺 L BANE ご 戸 

言ョ 7 岩 ニ 8i を さ ミ 
lei • す 去 li ぶ - Ga ま n 芸 云ん -B 

巧 かるた 

はもく 遷び 
方を 焚 义で米 閱人じ 能 かる 
やぅ 簡舉明 隐じ說 巧した* のが 
お ホました 。内を 目み 進 日 致し 
ます、 御覺 下さい。 

M 呈至 m ミ 香 ミ ご 室 S 1. を 
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I 東西 銀行家が 呼應し 

^金輸 解禁 即巧 决議 

S 十 _藏 相 曰く 即行ら 豫 を^ 不可 
爲替は 奔騰して 四十と 弗臺 じ 

ま 京 特電 二十 I 二日 發 藏 相は 案な、 乂阪 が 巧 削の 金檢解 
禁即巧 巧 講じ 勒 して X テ— トメ ン- を發 おし 巧證の 趣旨は 結稱 
であるが、 哪巧や 解禁 期のを 吿け おおじ' 个 可能で わる ど 述べた 
がは 薪 みちお 化 煤の 建 化は 益々 强氣一 ホ ど。 らお 义带信 媒替は 
四十と 巧に、 境み は 一志 十一 片阳 みの 一じ马 つた。 

解禁 U 來年 S 巧 頃 

ま 京特を 二十 I 二日 發 N 經濟調 巧を 員會 は目ト 特別 會谣を 削き 
を附 おの お辩 ホに 必はィ が 啓」 ンさ諸 外 四の 例 ど W 光し シつ凝 
播して居るか委貨巧の盧見は 『是はホ常^^を乂。デリヶートな 
巧 越で 是 0 上 5 誠査を 遂げて み 化 案を ホず る必 をが ある。 をし 
て 最も 適當 U が 則は ホ 年 一二 H から お y め 牌で わる』 どい ふこ ピ 
である J 

ま 京 特電 二十 二日 發 = を输 解禁の 巧 期に 就いて 經濟 審議 曾ぶ 
び 巧を、 火 阪银巧 脚は 即时斷 巧を 决證 しれが 墓 糸 業者 側では 明 
春の 斷 巧を ホ 锋 して 担る 尙は 本日の 正を 銀け 爲替達 化は 對英一 
あ 十 化 十六み の 十 • 九、 對 ホは 四十 六 弗 八を の 一二で ある。 

金輸 解禁を 斷 巧しても 

準備金 わ 必要なし 

財界の 輿論は 反對の 傾向が 薄い 


經 濟諷査 をぶ びを 京ず 形を 换 
所の 經濟 調査 食は いづれ もを 輸 
解禁 まじ 巧て をが 中で わつ たが 
をが 禁は 

無 條件邸 時節 巧が よぃ、' 
クレデ ット設 を、 時期 豫吿 U で 
ど 準 滿巧爲 は 一巧 不要で、 解禁 
の ぁかつき .1 •軍に 貿易 入超の 關 
係で な （、金利の 內 外の 相違な 
でからを わ 流出 もを 磯な く、 を 
觸 緊縮、 逆货 縮小、 物懼 低落を 
もたらすべく、 貿易では、 爲替 
のか 巧急时 な-し 1 つて、 一時 輸 
入 お 加、 輪巧贼 退と なら 不景氣 
はさら に 加は るであ^ぅ が、 こ 
れ 等の 影變 はを 5 輸出を 禁止し 
て 居る ことじよ つて 受ける 經濟 
上の 拟失じ 比して は、 わしろ 輕 
るい。 解禁に よる 經濟 巧の 

化衰 は； 巧ろ どぅせ ま 

のがれ U いも S である。 ロ 銀 だ 

ホ 中の 剩を資 をを 巧收 し、 ち替 
か 培の 阿 化を 見てから ごい ふ 論 
がわる が、 すでに、 n 銀の 威價 
賛 出し じよる 通貨の 調節、 過剰 
資 をの 吸 收はゆ きづ まつて ゐる 
また、 转觀 の巧收 じよる 通貨み 
調節 も、、 ふべ i てな 易 じ 巧 
はれない。 裝 たして しから ば 過 
剩資 をのが がを 巧 力ぶ 因と して 
化を しじ 爲替化 場が 國巧巧 巧の 
總化算 冗 じ わいて、 なほ ま彿超 
過と なる を殖 かむな い 今り 如何 
じして、 をの 阅 化を 則 待し 巧る 
か、 ゆえ じ 

解禁 じ麗额 わたかず 

ごい ふので あるが、 '一が におし 
梅めて少數ではわる：^,、 即時斷 
わじけ 今日の が 態は 適當 では i ；* 
い递萊 みは 巧い 化を 時化を たで 
も 巧 柿 じ わへいで むる。 もつ W 
- も、 をの 閒を W 5 巧す 經 巧の 合 
:观化 U どじ よら、 ホを 楚を化 ド 
; し萊 態を あら じめ ては むる もの 
^の、 現がに掛しては' 。ほ少し 
'く 化 巻を あたへ る聖 がわる。 も 
i しこの 際を 解が を 跡 巧し、 爲替 


を蕊騰 させを 融を 引きし め I 時 
不致氣 を化屋 する やぅな ことじ 
なれは、 胳ホ のびられる 事業 も 
潰滅を まぬがれ や、 經濟界 に ふ 
た i び 恐憔狀 態を 招 巧す るの わ 
をれ々 ある。 ゆ 《じか ぇる 

急激な 影譽を あたへ る ホ 
法は これを さけて、 爲替相 擦の 
飛離时 で。 い 巧 化を 促進す るた 
め 過剰 資金 調節の々 法を 實 巧し 
をのず 憤に 按 おする を まつて 解 
禁 すべきで ある どい ふ 息 見 も お 
でた。 しかして、 タ數惹 見は 今 
H の 辭禁を ぉ時斷 巧ず る こど じ 
ついて 如 M い よる 方法 じよる じせ 
よ、 余剰 資金を この 上な ほ 調節 
せねば ツらの ごい ム必 嬰は ない 
まけ 解禁の 結柴丘 額の あ 貨が流 
ホす る こごに よら、 受ける 終濟 
おの 巧擊が 深刻で、 ふた： び 恐 
惦狀 態を くら かへ しは せね か と 
なる $ は 化 憂では ないか、 今日 
の 巧が 國際 貸借の 狀况を もつ て 
すむ ば、 をが さほ V 」 

長 額に じ 流出ず る ごぃ ふ 
こどは ない。 かつ 解禁 じよつ て 
過剰 質を が あ 4 程 巧まで 海外に 
巧 出 するど 云 ふことは 當が のこ 
ごで、 か < てはじめて 巧が 國が 
國 機を 融の 常道 じた も かへ ゥ、 
を 業 あ 展の巧 底が かためられる 
もので あら、 こむ じ 王つ て恐擺 
が 態を （ら かへ す やぅな こ ごは 
ない。 しかし 爲辟相 鶴： か 今：：： 四 
十 お ド^を を 化 迷して おる 際、 
解禁を 突かと して 斷巧 ずる こど 
は、 貿易 棠者 および 一が 巧 業に 
おし 化 常 巧 おを 加へ る こど じな 
るから ちへ もの だが、 爲巧 さへ 
今少しく よく U つたら をの 時は 
哪巧 解禁を 跡 巧す るの 時 だら う 
どい ふじ 一巧した。 


東が 外債 

お 邦は 償還 延期 

ま 京 特電 二十 二日 豬 n が ホが 
恤會 社の 外 償 ニで 巧 弗 d アメ 


リヵのを 利が 接 かして 巧く 成 

なず べし ど棵 せらる 0 

A — A — < — 

束 巧が 植 ぶび 滿錫新 社な 募集 
のな め 津島财 巧官が ホが しで こ 
ご 前號所 報の 如くで あるが 東 
がみ 潰游 をの ' 

經路 じ關 しが 息 逆の 語る 
所 じょい ば、 を 巧が 殖會 社の 巧 
憤 四千々 圓の裳 集 じついて は、 
去る 六 y み 巧 圳議會 にわた てな 
府 W 化 証を 得て ゐ るので 同 I 化で 
は。 るべ く 速 かじ 裳 集し ぶい 意 
向で、 內 々交渉 ^ 進めて ぶたが 
その後 米 國を馳 界の狀 勢が 著る 
し <變 つて 來て I 時は 舊か 債は 
な 四 ド 作に も 昂騰した ものが’ 

巧 今は 九十 丸 ドグと 十五 セント 
見當 ごな つて 1) るので、 こ. の 際^ 
强 いて 募集し やぅ ど すれば、 余 
巧 不利な 條 件を しのばね がなら 
ぬから、 いょく 英 、义 のを 誕 
あの 狀勢か 緩 潜 じむかつ て ホる 
まで 

.似 債 を 見を せる-- ど/' な 一 
つて 居た ので あろ。 しかし-、 を 
府が 化か 正貨 補充み 必 あから、 
巧な b をの 外債 裳 集を 强 要した 
こどは 事實 で-殊に 特別 議畜じ 
わいて 取らい をぎ 保 謡を 案の 通 
過を ホめ て わきながら、 本統會 
まで 篡 集せ 中 持 も 超す こどは 不 
都を である ごの 理由を はてした 
らしい が、 東拓 側と しては もど 
も ご 會 社の 起債條 件を ち 巧、 わ 
つ 長期なら しめる こ と を 目的 ど 
して 巧 へらむ たお 疆で 心る j から 
をの 後か國 を 價市况 の急變 じょ 
b 慕 集 じ 不利 じな つた ゆに 一' 保 
証 ぁるが ためじ、 條 件^ 無魄し 
てまで 裳 集し。 けれ 公 ら W 性 
質の ものでは ない ごな - jj てず 日 
じ まった もので、 すでた- 

年末 じ も禪近 かく、^- みを 
中は 到底 お 難 U ので 早く も艰巷 
になつ てを 渉を 開始す る. 一 ごじ 
ならぅ タ J 云 はれて 居た の-である 
而 して 十一月 十五 H 償還の 內漬 
一千 五 百方 圓は 十月 中句 煩まで 
のを 融巧處 の模糕 にょっ で、 年 
みじ惜 替へ發 巧を する か、 或 ひ 
は 借人 おじょ るかを か定寸 るは 
中で ある ど。 尙ほ 東邦 蕾 ふは 明 
年よ 月 期限の 短期 ホを お 脚 米貨 
債 一千 巧 ド 八 償還の ため W 十 丹 
一一 十日 賣出 しじて、 內僮 おを 五 
歷利ニ 千巧圓 をを 巧ず る こど じ 
むら、 引受 一二 ホ 銀 巧と € 間 じ 

正式 契約を i はク たが、 
爲替關 係 やら、 ニユ ！*— クが 
場の が 巧 やら じて 年內 なみ 債の 
償還を 見を せ、 右み 債 レて 得た 
る ニ 千 巧圓は 工事 資を能 當資を 
なで じ充當 し、 外廣の 償？ 淀は 明 
年 巧々 ニユ ー ョ ー. ク帝 おめ 情勢 
を 見て 長期の ホ 貨懷を あ 巧して 
借替 へを ずる ホ 針 でんる ど。 

商務省 調査 

巧 業 飛行 

T メリ 力の 巧逮 ぶら 

アメリヵ 商務省で はまる サニ 
H 附 をの-て 現化國 W のが 業 飛 巧 
の發 速に 脚し 

ある 額を をあ裝 した 
即も飛 巧 機 か發巧 e れて 二十 お 


年後の 今日、 ァ メリクの 巧界が 
延長, J じがを 路 け】 巧 八 千 四百 
五十 乂哩 にして、 これを 鐵道會 
社 創設 二十 おが 目 〔千 八 巧 五十 
年〕 當 時の 徽道 延長 九 千 二十 一 
'哩じ 比較 すれば 約 二倍の 發 達に 
して 商業 飛れ ± は 六け 人、 飛 巧 
じを 事す る腳体 乃至 伽 人は 千 四 
巧 •し 達し、 鑑札を 受けた 飛れ ± 
が 一二 千 巧 六 人、 請願 中のを ニモ 
ニ 巧 二十 一人、 飛い 學生這 ハ 千 
四 巧よ 十五 人 じて 飛 巧技 挪は四 
千 四な 化 十六 人 じ 達し、 郵便 飛 
わは 二十との 會祉じ 1 ち 二十と 
線 じ 直 6 て 引を けられ 巧稱 は】 
巧 お 千と 巧一哩 、每 日の 郵便 飛 
巧 哩較は ニ 万 六す ニな 四十 哑か 
國郵 巧を をむ 昨を 度の 郵语 配達 

封^ はが六十五巧闽千な 
六十 あ 封 巧で 內願 配達の みは 巧 
四十 四 万化 モ S 百 六十 四 封 巧に 
及び 戳硬 W かの 商業 飛 巧は を 線 ' 
で S 千な 九哩 、每 曰の 飛 巧 喘は 
置 千 义な哩 、ホ 營の飛 巧 瘦け互 
な 八十 六、 が 業ぶ び 個人 飛 巧 場 
S な 四十、 商務省 直 風の もの ニ 
な 五十ち、 陸軍が ホ 十二、 海軍 
は 十と、 非常 着陸 化 巧 二十 六 
の 外 じ 目下 選定 中 のらの 八な 九 
十八 じ 達して むる が、 千 化 旨 十 
八 年 W ホ 截使局 じがる おわ 鄭硬 
に 養した 金額は 千 八 酉 化 十二 万 I 
四千 お 十六 兜で ゎるが、 賴吿を 
の 化 諸 殺の お 費 等 じ も 及んで 居 

ると ロ 

反動て な 償慘落 

東京 特電 二十 I 二日 發 U 買 遇ぎ 
の 反動 じて を 債 化 竊は慘 落した 
のです 動 產が引 巧は ホ 上 準と 助 
巧を を蠻役 じ依賴 する 茜で ある 

十 巧 中旬 貿易 鳥 

栗 京 特電 二十 I 二日 發 ',= 十ち 中 
甸の輸 おは 五で 化 だ 二十 ニ 巧 八 
千勵 、輸入は 五で 巧 一二 十四ぶ-五 
千圓 じて 差 引出 超は 一二な 八十ち 
巧 一一 1 千圓 である。 

鑛 禮廣吿 
莖 口原 助 太夫 殿^ 

送の 際は 御 遠路 態々 御 會葬被 成 
下 御 厚情の 段 難 有 奉ぜが 乍 器 儀 
化 紙上 御 禮申上 お 
追て ぶ 人 諸 ± ょも 故人 じ おし 
御 香奠 並び じ 葬送を ホは 左記 
の 通 b じち 么候條 な 報 吿候化 
十 巧 ’ n 

友人 總化木 出 萬太郞 
を 位 
香奠 

二十 巧 木 旧 十 巧 宛が 
志が 稠原吉 を 西口 齋 
膝 布 川 斤 山 ま 山 五 弗 
宛內出 大巧 相な 無を 
氏 旧 川眞鍋 自助 會 S 
お 宛 福 井 依旧宮 t ニ 
巧 宛 須贺富 岡を 下大 
ぶ 化 旧 一-孤 宛 阿部 藤が 
小引を 一 六十ち 巧 
外に 故人 所ち を 六十と 巧 
を 計 を ニが 一二 十 S 弗 
ま 出 を 二な 二十 六 孤 
差引殘 をと ホ 

を 留青牟 理想の 曲 ホ 

日本人 菁 ザ 會 

9 辛苦 t 三 1. TCIbar て ミ 1244 





街み 巧 
d 目 T 巧 十四 
抽目了 五十 四 


SUN HANG FAR 

21 如ぶ U 化む ' し 12 がけ 12 邮ぉ s. 

Tel. Bonum 閒 i 郎 M 

ま ゥ ± ホ 巧 博 君 云 T で 巧證腕 
す マ 、上を しじへ 目 第 理君前 本せ !; 

。ィ 日よ 繁て はばのと をめ を 棲 ^ 
、曜 す々 居 割 直 チ お 差 嗜揮巧 
をは。 御 まるぐ ャの上 巧つ 理 .か 
掩護 ホす 程円プ 巧げ じて 人寸ト 
が 頭 巧。 巧 本 スニま 適日歐 
あ、 の 評人ィ 十す す本廉 
> ン 程 を 諸 《みのる 人が 



35 East 29 化 St け !! I 
Tel. Lcxinglon 5727 


DARUMA 

巧 1- が h * 化 
Te しわ ] fimt 巧 巧 


SHOWA 

53 We が 105 St., 
Tel. Clarkson 0981 


Wmg Hing Low 

Chin が e H が hmranf 
3280 V 巧， NJ, e 則 


Quang Gan Low 

{lliine なお shiurant 
1 巧 W. お 巧 •化む か 


City Hall Tea Garden 

170 Nas«au St •むか 
Next わ 比 e Tribune BUIg 
Loo Lin お anwer 


Kawasoye Hotel 

1 巧 W なり 23nj 化が t. 
Id CaHiedral 9910 


御 

旅 

舘 


河 


添 


し oile ぎ e In 打 
3 巧！} む sadway 
お 1 1 巧 rd を 124fh な S. 
Te しおが ningsi お 7 が 9 


至 旨 
午 午 
if M 

i± 

半時 

開 

店 


11 

集 

雅 

園 


1 H 

マ 曜 

ィ 反 

妾 ± 

掩鴨 

をに 

おは 

ヘシ 

がユ 


KiN 目 Y0 & 巧 T S 邮 P 

IMPORTER OF 

GOLDFISH 及 BIRDS 
り 

動 其 力 各 
物 十 種 

一 鳥リお 
切‘ 類ャ魚 


Japan 

Provision Co. 

巧 0 化 巧 th 化 

Td hdicoH おお 


IKUINE 

Hotel & R がわ ura が 

313 み '.88 巧 な . Hew む ri£ 
Tel. Sch がな 巧の ' 

C 她 e A ( ld 化 SS i ) (山 化 



TAIYO 

1 が Wesi 細 ! ！ お . 

Tel • む sqtiehana 28 が 


T0Y0 KWAN 

41 E. 19 化 St. 

お t . B ’ s 巧 i お h A 巧. 
お I •がが 巧 uiR が强 



340 W. 5 か h St. 

Telephone; 
Cohitnbu, 8-882 


(巧 目 ♦ 水) 巧を お 



Tile Tok がな . 

140 W . 巧れ 化 
New む rk ility 
むし Trafalgar 6559 


ふ KUWAYAMAGOi 


1 14 E ： •が 比 St- 
New York Ci か 

2 巧 3 
0 巧 7 


Phon も Regent 


KATAG 脚邮 (TS 

224 E ； • が 比み . 
New York G け 

Tei. R 巧 eni 34 邮 -3481 


號 八十 九を 四千 一 第 


がわを 通な ! 巧 m た ar ®htt を 君 【曰 腿 水】 


M 四 廿月十 年 H 和昭 



ザを 燒 

ホ じ 御 料理 



援の潇 お おいしい 郷炼 

會廉御 料理 

書 •食は ホ廣へ 

巧哗賴 化ぶ 巧大 おお 


を 樣の御 嗜好に 通 ふ 
なな 美 ホの 御 巧 巧を 

S 廣趁樓 

致します から 績 々御 
ホ ホを 顧 ひます 


琴 水興视 

お 揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本ん 諸君の 嗜巧 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 朝 一二 時を 開を 
(なせ 五 了 目す ブ 
停車 壌の 下) 


まが 料理 

が 廳朵園 

司 理人巧 蓮 
お 數の方 じは 晝巧 
のが 煩 利に 備へ巧 
間食 席の 御 巧に 巧 
中 V く 巧踞が ホ裙 
す 變わ引 立願 巧な 
紙上 街 ま 巧 申上耗 

支 新啼理 


會庸御 料理- 

巧 ロ 巧 

昭 禾 

時 別 純 U 本閱を 新設し f キンの 
水袭を 姑め ましれ。 チキンの 氷 
煮は 一二 時 瞄碍前 御 お 話 願 ひよ す 


シャトル ホ 

NP 旅舘 

W 妄 おを As . So . W さ t ニタ € 2 ド 
停を 巧 前を 巧 ご 一 了 ホ 侧犬階 違 
H 本 巧が 切符 取が 泥戶場 送迎 


ロス アン* セ ルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

ニ ジロ す dro St こ 一. ミ Annies, Gal. 


ホ 上 金魚 巧 

918 巧 童 か vr New ^fork C さ . 
さ 1 Girx 高 97 窝 


木 白 及 龜甲萬 印 庫 元 3 た 

舊 が其歷 の 璧直輸 人。 g 梗 1* LU 讀 

日本 米觀 食料 轟 i 觀獅 。へ g 麗 

巧 旧 智姐巧 ホ會社 東が 一手 賣測巧 

日本 食料品商 會 


御大 典 y めざして , 

入洛ず ろ 者 五 巧 萬 

旅舘 から 寺院まで 一寸 S 隙な し 
工事 進涉 しむ 御大 典の 式携 

ま 京 特電 二十 I 二日 雞 n 御 乂典も 後 S 週間に 迫 b 京都 じ わける 
化ての お備け 巧んで お化しな が、 此 盛儀を 目當 -し乂 なする もの 
は 約 お',:: 巧 人 ご見抗 もられ、 が 旅 おは 勿論、 を 寺院をまで 一寸 
の 隙 も。 き i で じ 約を 濟み wi ：* つて 居る。 故 お 常 局は 化 機に 乘 
じて なる 化 兆、 流む 病、 化 事 等を 巧ぐ やぅ 特にを 國 おじ 向つ て 
な 怠を 喚を して 居る。 

ホを、 殿宋 S 奉樂 をはを 八 巧を 
もる。 約 ニ 千を が參 列す る 帳を 
はを 染 およ 間 ザ、 が 巧 二十み 間 
ニ 桃を せて 一二な 化 十 巧 わる。 を 
の 外、 掌 典 詰 所、 皇族 御 化 所、 
神 懐 殿な どの 附廬逮 物が あ b 、 
正面には あ 巧を 中央 じして、 東 
西へ 廻廊が 延び、 巧 西は 長押與 
を もつ て鹽 はれる。 建 ま 門 ど 春 
興 殿の 廻廊とは 十； ニ 間 半の 天綠 
廊下で 結ばれ、 巧 じ ま 興 殿姻廊 
ど、 紫 庭 殿の 姻廊 どは 六 間 半の 
天幕 廊 ドで 

連絡 さいる。 脚が 宵 内部 
は 第 S 朝 集 巧に なら。 W 爾使お 
の 体 憩 所 じあ てられる は 中 だ。 
中央は 淫職 巧で、 をの 上がを 巧 
巧 だ •十一 巧 おり 御 羽 車 巧び 鳳 
を 着樹の 際' 速 禮巧內 までは 猫 
同列で あるが、 承 明 巧が. で、 御 
おおは 東 巧して、 を 輿 殿へ、 雨 
陛ド けこ 》 で 御 巧が を樹 見送 
遊げ した 上、 西が 遊ばされて 御 
ホ 寄へ 凰 蜜を 進め 給ム VJ 承 まな 
る。 小 御所から 御 常 御殿の が 
は、' 革 親御 駐叢中 御を の 御用 じ 
巧 させ 給 ふ 

御殿 じなる U ホで、 を 
からま 方へ、 御 おを 巧ち おいて 
延びた ニ 本の 線は、 兩 陛下^ ホ 
變宴 場へ 巧 幸醫の 際の 御 廊下で 
ある。 この 御 廊下は 御所 かち 窠 
一朝 集 所まで ホと 尺五寸 、長 ニ 
四十 問 あら、 第一 朝 集 巧から 大 
變宴 場へは、 おらに 御廊 ドで 姑 
ばいて がる 0 


ホる ト 1 n 十 H をな て 巧は る 
る 御大 典ぶ おの 御ち 巧を 窥ムじ 
を 場の 中央は 紫廣 殿、 巧つ て あ 
ホは を お 殿、 左方は 御 車を でぁ 
る、 紫爲 殿は かすまで もむ く 十 
一月 十 H 午後 お 凹 位み 大典を 舆 
げ させら る/ < '巧で 

間口 だ 1+ 間 ぁる。 中央 
西 じ 天を 階 ドの 商 御座、 をに 皇 
盾陛 ドの 御 帳 台 •い ぁら、 御即な 
當 H 殿： ト .しは. 韋 族々 をが め举 b 
ゎる 鉛樹の 高ち、 巧 徒、々 官- 
外國 化む。 ピ」‘^ 束 滞、 十二 單大 
爾服^:^でで參闲する。 陛下から 
け 刺 語を 贼 はら、 を 相け 巧を じ 
上つ て 謗. 础を 葵す る。 おはつ ' -L 
十八 段の ぉ 階と rb 、 万 お 施の 
中央で 午後 一二が 

"解 歲 を奏唱 し、 をむ と 岡 
時 じぶ 鈴は、 加を 川 鞍馬：： 一に ま 
つ 野砲 ニ ト-聯 おへ 通じ、 轟 お 
大袍 け 中 さじ ごで々；。 をの 瞬 
閒 、を 國乂千 方 園は が 一 齋じ巧 
歲 をを 哨 する こどに U つて 居る 
南 庭の ひろさ 九な 八十 ニ 巧、 こ 
こじ 威儀 本位、 威儀 物 捧持を， 

司 猫、 词 皴ぃょ どの 宫が的 ホび 
また 海 族 旅、 H 、 巧藤應 、乂、 

中、 小の 錦 絡、 がな ご^なて 並 
ベら れ る。 を 巧 殿 ごは 巧 都賞宮 
じが' ける 

I 賢所で ある。' 陛ト は御即 
; 位ぶ しさき だつ て、 十一 巧 十日 
i 午前 贊所大 前の 値を 巧は せられ 
i る。 神殿の 階段は 九 段、 殿 前の 
I 神樂 かは 四十 八げ、 殿 西 S 御 羽： 

; 御大 禮 奉祝 

i 廳金 情勢 

御大 臟 奉祝 汽事格 所に ては 去 
る M 幡 n を 脚し 旅館、 劇 体 等の 
方面 じ 於け & 献ト な醋を 及び 奉 
祝 晚餐曾 ぉ 席 ホ镇ガ S 卿 誘じ從 
事せ るが、 化績は 頗るを 好に て 
I 旧 中 5- 叟次郞 を 八' 如きは 一人-」 
^て取极数一ニ十お化じトーらお61こ 
j が 物 ま留社 n ては をが が 上 お 聴 
I をし 應じ時 別を 抑け 個ん ごして 
i はな 班聲を 氏の お 十 弗を 筆が じ 
十！ 人 じ 上つ て お 4 が 右は 僅か 
じ 巧の ロで ム もから 當 事を けを 
ホ 面ょ b 療 つてが W あらむ こご 
をが おしつ、.；； 6、 會 社、 銀 巧 
巧 巧の 代を を 諸君の 如き 侧人ゴ 
して 寄附す るの が當 がで あらぅ 
ごは 十. 着 側の 興 論で ある。 昨日 
締切ら まで じ 巧 明せ る： 部み を 
巧ぐ れピ卵 もぶ のかし。 

住ぶ お 巧 扱 十三 名 
巧 索 一、 ナ 、同 おはず、 
同で 惠卡 、前 ホ义 、同を よ、 

を 野 作次邮 、同が 嬉 化、 外 五 

巧 


帝國總 領事館 十九を 
務 藤が、 齋滕 がー、 同靜 子、 
み山淸 、同小 义 、齋藤 音み、 
同美智 r 、 小細薰 な、 间 ヤス 
子、 水 願を 雄、 同 トモ子、 莲 
田作み、 同 ミキ子、' 嵩 橋 茂、 
同 お 世子、 W 四 名 
事な 所 扱 巧 一二 十八 名 

あ 即を么 助、 W ビ ー トレス、 
的 クリフ オ— ド、 巧 ネリ ！、 
外な 一二 十四が。 

出 中 ザ 裴巧郎 ち 扱 一二 十 冗を 
靑山文 ニ、 巧 フミ、 巧 橋 重 巧 
岡 ヨシ、 山山 巧ふ郞 、同 ィト 
滕 ホア ヤメ、 大巧 エツ、 小が 
ツ タノ、 赤 司 ヨシ子、 か 二十 
ぶ 名 

S ホ物產 取扱 六十 六を 
竹 中 雷 雄 君 お 一二 十五 名 
か 中 夫人 外 一二 十四 あ 
0 奉祝 會へ特 がを 附 五十 弗 高 
見 盤を、 十 巧 香 西 龍 雄、 ニ 娘 
宛 巧膝定 治、 化 ホを 之 肋、 一 
巧 化 十 仙ち 野巿歲 、一巧 お 西 
重 ま、 巧 ホ 庄云挪 、ま 腾貞雄 
能势益 雄、 乂お顆 、靑木 計 ニ 


白晝 公然 

强盜 殺人 

ず ニ 一 街の d ホ 事 
む 藍を が、 しかも 數な 人の が 
集み 削 じを 巧へ 頭を にわく お ま 
を 短銃で 擊 殺しを 子を 奪つ て 立 
まユれ 事件が ある C 
おる H 曜 H 午後 S 時の お 巧 事 
で お 所は 第 S 巧 ごな 五十 HT 
げに 近い 游雜 した 化 柄で ある 
被蛋 者は シド ニ] • n ! M ン 
ご 巧ぶ* i ■■■ :^歲の靑年でブ グ ー 
少巧六 巧 四十と 番地の ゥキ八 
ソ \ 巧會お 店に クラ！ ク どし 
て銜 いて 居る が 

每 H 午後 一二 時 巧 じは 常 じ 銀 巧へ 
預を ずる こど ごし、 闹 H ら巧側 
のぶ ヶットに 九な 弗の 現を 及び 
小が 手を おじて 懲額五 千 四 巧 弗 
を 狀俱に 入れて 持參し 前記の 瘍 
所 じさし か； つじ 際、】 をの 七 
タンが 疾 まして ホて をの 中から 
ニ S A ム靑 年が おお L 
『をの 令を 直 C 出せ』 ご 强 迫み 
たる も 一， コ 1 でンが これに 應じ 
W か C たので 强盜 組け ni で 
ンの咳 部に ビスト^を 裳 七 彼 
がが* り樹 むる やを やを 子巧乂 
つたが 盛を 奪つ てを のま i 巧 
處 にかぶ 去つ む。 

柯 しろな 事の お來 事で をち 數巧 
の 通行人 もた だ あきれる 計らで 
巡査 も 呼べす、 急賴じ 接した 譬 
察では お t し 非常線を 張つ ねが 
化 人は 求 だ i 部 捕され て 居。 い。 
瞄ほコ ー r ンは忡 々の 軍瘍で 
直 もじ リぶ コ 於ン病 おじ 歧を 
された わ 输け取 止め 得る で 
をら 


証人 どして 出づ ベく 化を にあつ 
た 際 突 巧 巧 後ょ 4 化裝 され 雷 傷 
を絮 つたので 化な 官 はが もに 廷内 
じあつ た 四十を 人を 一々 取調べ 
たけれ 共共 化 人け 思 か 短銃 一猶 
を 見され なかつ じ '、 JO 


'ご 一 


;.\1 


船晕 の良齊 

邦 A 船 醫が發 見 

單じ 船の み V 一言け 中、 一殺乘 
物に ゆられる V *、 船晕 、単 量 等 
を 起して、 折角の 旅行を す輸快 
じす ごさ ねげ な 一 b の 人々 が相當 
じあいが 、をの 一 

良藥 もぃ i を V のが ぉ 

ホて 居なかった が、 今回 郵船 奢 
洋 化め 船 醫小日 ま 国 丘 氏が、 完 
をな な 藥を發 見し、 郵船では 横 
濱 の船醫 監督 巧で 大規模 じ 製 潮 
のぅへ、 を 船へ 配布す る こご じ 
なつ わと いふが、 小 日 方を は 同 
劑を發 見す る じ 過去 四 年の 研究 
を かきぶ たょし で、 爾來每 航海 
じ 栗を 物， ニ 巧を じ 施藥を 試みた 
どころ、^ ホの 船 晕藥の 群を の 
ゐて 一一 

ホが 穿 一 あるん を 確め たので 

王'-^ を劑 製造 機を すえつけ 
多 最製藥 みは こびとな った もの 
だ ご あるが 一 小 日 方 ド タト 瓜は 
郵船の 船醫 しては 元老に 屬し 
船磬 どして 海を つづける こご 
二十 年に あい たが、 お 航じ船 
蕾 じ 苦しむ 人 一々 を目擊 しっ i あ 
るので、 營 がをは なれて 頃ホ硏 
究 にっ ごめ、 6^ ぅや （なを じを 
いものを 創製す る じ まつわ もの 
である 1 しり 

シヵゴの 法廷で 

禁酒 勵巧 官化擊 

シヵゴ サニ n をの 電 巧に 化れ 
ば间地 じある 合衆留 禁酒 腳巧官 
ラキ ァン (五十 五) はおの 事が じ 


ヤン キ！ 嗓 場を 

更 らじ鑛 張ず る 

當 地の ヤン キ ー •スタ ザ アム 
は 木 年度 一二 頸 侧のプ タン ドを、 
左翼まで 增築 L むので 約 屯 巧の 
觀 衆を 收を寸 る r 足 6 對アス レ 
ブック X 戰 じ。 記録 破らの 觀衆 
を收をしむ 本年巧も ぺ ナ ン ト 
に 優勝して べブ f ゲーリ プヒじ 
一層 人 氣か墙 した ト：磯 球 競技の 
關係も あるので 今 凹は スタンド 
を更 らに舊 ホの プリ ツチヤ^ — じ 
まで 延長して 全部を スタンド ど 
し 約 十万 人の 觀衆 収容す る じ 
足る設瞄じす る ご 0 

旧 巧 巧 巧 巧 まが 

.厭世の 上て 自殺 

シカゴ 巧で みしくげ 食 業を 舊 
んで 居た m 化 梅 太が ご 云 ふ 人は 
お 巧 健康 勝む ホ 憂蠻の 日を 送つ 
て 居 わが、 去る 十と 瓦に 突然 ビ 
ス h W 自 おを 遂パ たと。 

球界 消息 

◊日本 お樂詔 庭球を 試を 戰は 
まる 日曜り 午後 S 塞 商事の お 野 
P 粟が が 型 一二 井の 洞を が U お 崎 
組 ごの 間に 優勝 戰擧 巧の 姑 おと 
I 五、 六 10 じて 前者の 勝 おじ 
歸 した。 

0 日 A 庭球 棋樂部 秋季 選手 權 
載は まるり 曜 H 午なん 組は 逸見 
對 S 內 旧の 間 じ 優勝 戰擧巧 六— 
S 、 六— 0、 ホ—' ニ じて 前者の 
勝利に 歸 し、 B 組は 薄 巧 及び S 
加 藤 どの 間 じ 優勝 换を 催した が 
幾 五 セ ブトの 五凿五 ダー ム じて 
引きみ けと な b 延期され わ。 

商賣 巧. 巧 〔化 一〕 


する 計 畫を實 けし 居る が 乂將の 
采配 其を 敷を 巧， が 巧 も- I 味し 
て 調理，‘ 居 b 之に 御 巧 髓< で 添 
■ロて 莖を晚 餐じ特 俄を 提 i する 
ごは 被 天 荒 どて 大 評？：。 

アメリカみ 禮儀 3 

間。 ホブ がへ 夫婦で 泊 《'た 瘍 
4 ロ、 た ごへ 皆 『と. テョ''; ト 

3 トミ •ぶ ンド ■ブイ フロ ご 

萬き、 揖化 地の 街 や 燕 f 記 
入す ベ VR * で 'やう か。 

答。 をの 蠕な は 『ミ スタ！ • 

ゴンド •ミセス •ヒデ ョン • 

ト ョト、、』 ごして 居住 M は擧 
じニユ 111 一‘— ク だけで > ろし 

1 0 
IV 

問 0 ホ テが や レスト ラントで 

食事を した 壌を チップは ごの 
泣拂 ふべき ものです か チップ 
は必ら ホ支拂 ふべき もの' でし 
やう か 0 

答。 チップは 先 づぞ拂 ふの が 
舊然 でし やう。' 立派な ホブ八 
ど 普通の レスト ラントの 墙を 
は 肖から 異 つた ものが あむ ま 
す。 アメ ？ 力 人は 致 化の ブブ 

プ はを 怯み 十み の 
まず。 


化が 品 卸 《 

一 五味 商會 

W EJ7ih 資こ N-Y • 置 y 
ジ 一 S 享男当 こ 745 


_ 御菓子 舖 

名物 柴饋 頭、、 練 羊羹- 賛澤 置 
甘迎 な、 其 他を 巧 
が® 小賣 。のし 餅け 前日に 御 
注を をた ふ。 

一 御 注文は 松風 巧 高 橋 
29 车 . 里 th St. ジニ をを ar 置 4 


歡鱗魚 か 一切 

目车人 おきのを 魚 澤山取 b 撤へ 
巧 ホ语で 大勉强 致しまず 
サヴホ 个簾馆 

t}osoplb W 巧 <03a 

2 泛為 . 2 Bt St ' 

■ I ' d . Col 扫 labs 91 沒 


白本埋 髮舘淸 

立 讀千 一二 了 目-目 蕃地 ニ 島 お 室 号 

i タ ダブ 7 ロア (巧 ホ 街 ミ 巧 十 HT 目ち.) 


香 巧 


;し 基 10 本 散 髮屋削 VI 

五グ 年間 中 お 巧 ご 共 じ 薪 業。 

ジ卞 シン ト* ブ ヨブ ブ 


.東洋 舘の 常食 剌 

料亭 兼 旅館 東が 館では 去る ± 
曜日よ ち 勤め人の 硬 利を 謀る た 
め 特別室を 設けて 常を を ブーブ 


皆々 様：^ よ 御機嫌よ‘、 被 
爲渉 巧よ b 珍重の 至 b じ お 上 奉 
b ます かを 事 化 度 铜ひゐ き 筋 
の 後援を 蒙 6 淨瑞璃 S ホ 線妍巧 
の •乂め 『を 壬會』 .を 組織を し 乍 
不宵御指南申上るこ と ？化化ま 
した 就て は间 巧の ホ々 模 じけ 巧 
卒御勸 め 合せ 御 入 會薇成 下， 地 化 
お 雲を 始め 德川 時化 か名淳 I ' 
御嗜巧 ドされ 度く み 當々々 
な 観 上 わ 願 旁 御 披露まで 
尙ほ 月謝 其 池 極めて 御 巧を じ 
取 計 ひます わら 委細は 左訟へ 
御 照 會の上 あ も 巧 御 ホ 遊て さ 
れ 度く お 待 も 申 上ます 

臀 澤 吉 

118 wihst . 暑 Api . る 
Tel . Univ ミ S さ是 98 


為 為 

:卞亂： 


御大 禮 奉祝 

献上 品 糞 用 y 釀金 

壹弗 均一 締切 十 巧 S 十一 日 

御 婦人 達 も 御子 供さん 達ら 無洩 奮つ て 抑 加入 願 ひ 上が 
献上 者 諸君み 芳名録は 献上 晶ご共 じ宵內 省に 進 達 巧 致 候 

奉視 晩餐 會 —偃 

會費化 弗 締切 十一月 十日 

餘興 ダンス 其 他 大計 畫中 

時 H 十一ち 六 H (を 曜) 午後と 時 
場 所 ホテル* ァ スタ ー 
服 装 随意 

男子は 巧 成 タキ シ！ ド 又は 黒服 婦人は か 洋自も 
事務 巧 紐 育 H 本人 會內 

鄉ホ禮 奉視會 


W 1 W . 馬す 資 • N - T . 登 y 
す t . C & ic 3 bus Ave .夏 ミす al Park W 寅 f 


G 


mr h 

Q 城 刪 

/% 1 4 

N w 邮 

A 刖 i 

D 4^ 


;權 術 人 i 


ザ狀愛 ダンス . 

▼表 靖悚 操- 


了 寧 
親が 


聲卡种 f 褒寸 一， 縣 

シャリフ •ダ， V シ 

ング 師範 學校卒 葉 

h お タマ 


曰 

米 


笔話 プライ 

八 0 お 九， 


k ント 

- 八 八と 一二 


ttl ' i ま 

が* tir 青 ゴ 蹲 

が 育ボ西 四十 四 T 目 
ニニ！】 一八 番ニ 一階) 
JA 皇 ESEA ミち 吉呈 CY 
ニ； 2 去 置を ih 資.， N . Y . 口 

ぎ宣 ant 看严養 3 


眞 面目なる ホ戰 同胞 じが 貧 
なる 職業を 周旋す 

宮 が 事務所 

紐 育 巧 西 四十 ニ 了 目 百 ホ一潭 
電グ ライ r / ト とと 八と 

語 フライ アン 九完八 


御大 禮 奉祝 記念 調進 


课る十 I 月 十 ホ 日 ホ テ 八 •ア スタ， 
餐會 御着 用タ キンー ド 御 巧 命じ 預 1 
早速 巧 員を 差遣は します。 


.じ 於け る 御大 禮奉 顷晚 
'度 電話 じて 御 一報み 缀 


丸 山 洋服 廟會 

亞舌 . 4 害 St 呈 t , 田 ty Te 二 iis 


煎 餅 卸、 小寶 
豆腐 油 場 
日本 食料品 一切 

Sil 曰 左 案 Rice cako ぐ？ 
養 さ ird A ま 
Tei . p 空 a 苗 ニ 


松林 巧 か 

だ0費呈盖ミ言_巧草ご3-114資. 
暑. 这 Tel . 互 ミ ument をを 


木 旧 ル— ミン グ 

皇 7 3 三 ご 8. Bei . 置 & 雲 h Streets 
ジ ~ ち h ミ e R ぶ ent ち 27 


削 慕 並に 御腺舘 

@ 佐 苗 

^ 兄弟 

はち ホ 西 八十 八 T 目 一二 ニニ 
巧 お*々 イブ— と 八 ニニ 


日本食 料 お 類 及び 雜貨類 卸小賣 
ホ么素 大賣棚 桑 山商會 
が刊 書籍 雜誌 小間物 日用品を 種 


日本食 巧 品 
日本が 貨巧 
寄籍 巧が お 


每夕化 時を 倭 ま 

メ 1 グァド レヌ 〔年 一巧〕 

東京が 會 

ト ブンク 巧ち ます 


御 下宿 喜樂 

元 黒 崎 旅館を をお藏 
妄 宝を St ., Broo 吾， N . Y . 
Tel . ブ iangle 35 ニ 

巧 園閑淸 ，を 氣巧鮮 

巧 人 巧樂が 自ホ亭 

芸ジ吉 S St . す 呂ご ち ■ N - 

Tel . Tri — て 之 75 


A 淸巧 、親切、 お樂 

勢 州 館 

が努 事を 久瞄を 作 

.2 技 E . 塞を Str ま t 

TeL Heg 呈こ兹 8 


器 巧旅雜 武田 文を 

故國 新聞を 數巧揃 <. 居ます から 
近所 御 立 寄の 節は 御 化 憩 下さい 
2 畳で sti 田 h Si 蛋 产 ぎぎ； fve 芭己 3 ぎ 

一力 旅舘 なめ 

帝 國旅舘 淸氷 

1 を鱼 JSih St . f ご rk 
ジ L S 民ち 要 当 ミ 》 so 


紐 育 旅館 學—巧 

- を 旧 十 了 目 ニ 四 二番 
Tel . 星 ed き ia 苦 74 


レスト タント 

盤 じ' ホ— デン ダ 
荷物ぶ 撰險 贈じ預 もます 
〔島！ 3 】 

181 三 hirdAve.Be こ 夏 th & lolststs . 


が ストン ホ 

富 ± 旅舘大 補末駭 

145 去 oii 巧 St • ぎ st ミ ま as 产 
ぎ B.B.4 ち 5 


費府 御旅 纔 
桑 山 淸五廊 

408 ぎ 量 害 St . 呈 ~訖 至 量す. 
Tel _ 定 ain 瓦 7231 

痛 冀屬域 中が、 辕 領事館、 H 本 
截船其 德繁行 大會社 近き 蔡巧 

I 小川 ホ テ 火 

純 日本を (特別 間 あち〕 

御 一報み 窠旨數 車 御 巧 迎申上 侯 
巧 ニ C 害 0 ミ ia St ; San Francii , C 己 if . 


紐 育 唯一の 日本 百貨店 

片稠 兄弟 商會 

スマ ドン •ブ P ダク ッ 一手 版 貢 元 


BROADWAY 
OPPOSITE 
ST. PAUL’S CHAPEL 
I AT VESEY ST 反 EET 


GEO 郎 E W， W 化 sirs SONS 


0 ぶ K. Line 

大贩 商船 會が 

2 約 ?- 8 WimEH 化 L BliiUli 郎 
が SAT 巧が 化が E 化 W 巧 削む 巧 
PH 細 E 即 WLWGGBEEIi お 92 - お 


舰圓醒 郎日 S.I 邮 

巧 - 55-57 V/. 巧 rd St .， 

New む rk City 
Tei. む amercy 巧 如 


THE FUJIMOTO 
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男女 及 小 宛の 

衣服 類の 意匠 案 お 
截 方、 型の 作り方を 
習 ひなさい 
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♦ 間 日 十を 本日 ♦ 
♦ 間 U 四十 迄邮ま ♦ 

路航短 梟の 泮平太 




號 八- ト乂巧 四 干 一を 


讓を 新 焉 け曜 水】 


ロ 四廿巧 十が H 和昭 


【四 




貴 ♦ 紳 ± 向帶 革、 な 金 
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寶 

巧 

巧 ♦金銀 製み 具辭 各種 


シアトル ホ 帆 (午前 十 時) 
あら ば ま 化 トー 月 五日 
あ b ぞな化 十一 巧サ H 
ばリ すか (坡巧 巧赃ー 十二月 十日 
►一等 横を 一九 五 巧 

化し ば 4 寸 かろん ごん おは 1 五 五 巧 
►一二 等 日本 行 五 直 巧 客室 大な 造を 族 室タ较 
▼御を 望に 化リ 一等 割引 巧な 切符を It 致 巧 候 

ロスアンゼルス 出帆 (午後 S 時) 
まじら 乂 十一 巧 S 日 
もんて びでお 乂 十二月 十日 

►一 寒 廣潰ニ 一一 10 巧 巧は わい かま じらみ 一里 巧 
▼诗 が H を 日本 巧 五十 化 巧 ▼一 二等 日本 巧 五十 五 巧 
▼ホ 落羅 称巧娩 を 切 巧 蔭 窒券赌 入 巧 幹旌化 4 侯 
▼紐 育 線 パナマ おお 日本 戈 邪— 物 姑 月 一回 


▲ e 巧 ま 各 等 巧が 巧を の 度度# 巧 もる は 乘化自 
のみな 巧 切 T * s 共に お 化の 誇 i する 巧で 寸 
▲當れ 太平洋 おお 一二 等を 巧は を おず 巧 的な 巧 杏 
施し i しわ、 巧に 汝巧 食の 化を は 巧班ッ — * 

ス トサ！ ド 又は スナユ デ y トグブ ッス巧 上の 
巧 値み 髓 へて 居 リ支ザ 

# 桑 港 お 化 ホノ八 it 經れ 【正午 お 帆】 


西 比 利亞乂 
大げ化 
天洋乂 

コレア 义 

奢洋化 


十一 巧と 日 
ご月サ 一日 
十二 巧 五日 
ち 月 十九 日 
一巧 二日 


® シアトル 出帆 〔午 か 十 時 巧 化】 
伊豫 义 十一 巧 一二 日 
静岡化 十一ち せと 日 
横演— 化— ち 巧 十ぶ 日 

敦曼 日本 巧 お W 

度 葛 か 十一 巧 一二 日 
白山れ 十一 巧 十 屯 日 
A 輔育 巧が 芭ま お摇由 B 本 行 良 物 船— 巧ニ圃 
▲お 道 切が 寢ま券 其 化萬タ 巧が をに 御 あか 申# 
▲お 巧 洋大猴 がを 化 乘艦切 巧 拘お宜 に 取 計 ミオ 




資本を 
拂么濟 資本を 
横 立-を 


壹活旧 
六 千巧圓 
ホ 千 一二 百 五十な 圆 


をせ ニ 一 ザ 銀 巧 替支巧 

ネ 巧を 巧ボ H 本 橋 庭 本 革屋巧 五を 巧 一巧 
ま 巧 ルが 日本 橋を 內 I ) 横な 
名を 尾 京都 大阪西 芙堅神 ロ 
廣島下 隅 巧 司 お 松 お 岡を 巧 
上海 かを ま 買の 水 
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ん お C 
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W .1 お M 

化邮 化-! 

邮 I ’- i お 

化 

M 画 
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お 巧 乂爲替 ’を信 送金’ ホ 送を' 旅行 信用 巧 
葫莱 信用 狀其化 一般が 巧 震 

人 菱 銀行が ちま 巧 

おを 送を ハ 日本が 地 無ず お 巧？ 迅ま化 役 
本店 預金 (を 巧 通知 ノニ輔 ) 御 便利 取拔 
ネ支巧 まを (す 巧〕、 大お > 神戶 、京都 
巧が 化 名を 居/小 お、 上が、 なを 


►鄕 里を を 度び ホ 送を (無手 巧 巧) > 外* 
巧を 賣 買、 荷ち 轉お おお 立、 信 巧 巧 》 
巧 專一投 銀 巧 楽 お 拘巧巧 じ おお 巧 比 候 

織 脱 臺灣銀 巧— 出張所 

本店 臺潜臺 化 

ぞ巧 東を、 横 巧、 太阪 、神 ロ、 上 お、 巧 
ロ、 福 州、 厦門、 池 頭、 香港、 巧 度、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン 、バタ ピヤ、 を K 
ヵグ 々ッタ 、席を、 巧か臺 巧 十 巧グ巧 

一、 資本を 壹億圃 (を 額拂达 巧】 

1 、 按 なを 一を ニな 五十 萬齒 

內化本 支 巧 =；：： 橫濱 {本店) を 京大 阪 
神 ロ 長 時下 巧を を 馬 

犧濱冗 金銀 巧— 支店 

ホ 画を ま 巧 U を 港 羅ホ沙 ホ巧哇 
其 他世界を 國電を 都市 二ち 店を コ ン 
ス有之 候 


ネ 巧 大阪ホ おお T0 
な 育 支店 紐育ブ C 1 ドウ 玉 1 な 四十 化番 

難 住ぶ 艱巧 

ぉ f まち 橫巧名 古 崖、 を 都、 巧戶 
6 尾 ノ琴廣 島、 吳 、柳 巧下ノ M 
がま 巧 ( 巧 司、 小 倉、 若 化、 階 ホ、 久窗乂 等 - 

本 厨 預金、 鄕 ま 送を 等は お め- 
て 御 便利 巧を じ 御 化 扱 可 中 侯 


本 ほ 朝鮮を お 

支店 出張 巧は H 本內 化の 樞 耍都巿 、朝稱 
滿洲 、支那のを 地 及び 浦 绝巧徳 

朝鮮 艱巧紐 育 曲 張が 

外 固爲替 一般が 巧 莱務摇 々御 巧 利に 取摂可 

申と 保 


藤本 證券 會巧 

一般 有惯辄 券ノ質 買、 引を、 募集 
▲を翩 、擎 _ 之 こ 關スグ 一切 ノ 業が 

I 蚊 藤本 ミ 7。 — 力— 銀行 
紐 育が 張 所 


觸强黑 、雜貨 卸 巧 

蘇が ブぅザ I ス 


雜貨 陶雜器 

ドライ グー ズ卸資 

太洋 貿易！ 會巧 

支 巧が 俄を、 ポストン 



ラム プ 及び シルク シエ！ ド 

製造元 卸賣 手 緣蘭會 

H . Y.TETSUKACP 

S West 24 th St ., N . Y . 登 ご T 里 • Ghciss 器 S 


諸雜貨 仲買、 卸販賣 

保 巧商會 


精々 勉强巧 仕 御 引 立願 上 候 

陶 破器雜 貨卸賣 

春 巧廊會 


H 本 陶破器 雑貨 類卸賣 

井元 ブ タザ ー ス 


ロ 本陶破 器雜貨 
ラ厶 プ卸賣 

奈良 貿易商 會 


日本 吳服 反物 キ モノ 

テ 1 ブルク ロ ー ス類 

諸雜貨 卸商 

諸贼 0 本 ドライ グ ー ブ商會 

特別 廉懼で 大粒 巧 新 流 わは 常 店の 特 を 


= 本陶 黑雜貨 
ドライ グ ー ツ お販賣 

II 巧 木 桃 ホ 組 


ヮナメ ' 1 力！ の特を 

目ぶ 人 S お 貫 物 じは 特別 巧 貴を 置き 無 
料で 御を 內致升 電話 义 はお まぶみ 第 御 
訪 間して 御 便を を 計ち 初めての わ ホに 
蜀 しては 特に 注意 致します から 是非 お 
立 寄ら 脚 ひ 升、 ホ內 配達は か 論 H 本 巧 
他を 化 宛の お 荷物 發 送は 當 ホで 致し 升 

シ ヨン. ワナメ ー カ^ 


ハィ ホラな 瓣± は 

化 立 服を なし i ず 

ホれ け 宜< 身 じを ひ、 唐 掛けは を （、 を 
して か 來をト A らも 長 持 もす る 事を みつて 
るか こで ず。 一-弊 巧は タ數 H ホ 紳± の 御用 
を 承 (て 居ます。 

n 此壞 をた て 御 巧 店の ホ じは 
- 六を 劇 引致し ます n 
御 注 かの が 柯ぐ係 はら や をら 巧 一巧 巧て 
見て 下さい 

ウ + ルカー ゴンド フロ リオ 巧 服 巧 


太 校は 創立-な ホ 五十 年 R 上の 


祿史 をち し 男女 及び 小 兒のお 
聰 類の 截 ホ， 縫 方 一切 妓び着 




"S Y 01 

S W B 

肋のを 身が 等を 紙型を n つて 巧み 




一ん々々 じ實際 的に 親 巧に 敎 .s 
お致して 居ります 巧 得する じ 如 
パ 極 < 容易で 而 かも 適 巧の 職 tS 
をで 收入 のみい 事は 申す をも础 I M 
もらません j 當が両 巧 あらまし -^s'l 
-I 柳を せく 出來て 居 W 




W 


で 條件等 

ん ます 0 

I 

ツ チェ 心； デ ザ イニング スク ー ル 




晚香坡 毎 ニ 遇一网 出帆 
* 五ムプ V タ 加を 太 (一一 《主 00 嗤) 

十一 巧 一 H 

* エム プレス 蒙 西 亞ご宗 、受 0 順 一 

十一 巧蓄 

‘ェム プレスな 細 西 0 另 •空 0 巧】 

卞頁 一日 

A でム プレス 如 糸 太 三々 も 00 觸) 

ち 巧 サニ H 
一等、 二等 1 二等 及び 下等を 設備 
最大、 善 お、 最 快走の おがが 巧 船 


日本 郵船 會化 (化 ニを 鐵道會 を) 

化 理店片 桐 兄弟 商會 

乘 車、 乘船 切符 並 じ 小荷物 運送 御 便 刺 じ 取扱 申します 


巧 桐 スペシャル 

ま廣 新米 

到着 致しました 


か 桐 兄弟 簡會 


東京 商 會特吿 

山 田、 盤み 

西洋 料理 大全 お 弗 
新、 ホ 浮世 繪 を 種 
生 田 流 琴 

五十よ 弗 

紐 育 東を 爾會 

1 さ 至. 苦 ih F N . y . C . 
Te ニ rafa 营 r 贾 59 


出 淵 大使 y 迎 へて 


在留 M 胞の 感想 やら 希璧 やら (中) 


新しい 先例 

姑 育 ロ 本人を々 を 

草 信 竹 治 氏 

新 巧 じ 化つ て 見る ご、 新大化 
出 淵 氏は 着米 早々 「この 米國じ 
腰を おえて 兩國 のちめ じ 巧 力す 
る」 ど 云つ て 居られる。 殊じァ 
メリ々 をょ く 知つ てゐら れる大 
化が 長く 止まられる i は兩越 の 
國 をの 上じ义 一つ じは が 巧 民の 
爲 めじ、 どの位 あ 難い； かおら 
ね。 政府の 命 かじ 巧 r るか ァメ 
リカから 追 ひ 出される をは、 こ 
の 固を 励 かの どい ふ 巧 必の下 じ 
ホ ほさいた こどは、 恐らく 乂化 
の駐剖 期閒じ 新しい 先例を 殘さ 
れる こど だら うど 思 ふ。 由 ホ 日 
米 間の 諸問題は、 矢繼早 じ巧涉 
を 緒け て、 ょい 結果の 得られる 
もので なく、 をい 間の 巧 日を 經 
て、 所謂 精神的 誠 解を 得る やう 
じなら じければ 巧 梁の 叙い もの 
である。 この ホから 觀て 大使が 
永く-^ アメ タカ じ駐 劉され る 

どは、 蘇 懸案の ぞい 雨 國の上 
じ 大きな 解 化の 力 どなる こどは 
言を 俊た ね。 願 （ば、 ち國 大使 
等の ホく、 一圃 じ 長く 止る やう 
じ冀ふ ものである。 ロ 本人 會長 
どして、 タ數ぜ 巧を S 動 靜を知 
る じつが、 最近 永 化の 巧 也 のぞ 
も 殖ぇて ホ じ 隙’ お 淵 拐 大使を 
得た こごけ、 どの 泣 力 强く顿 中 
るか がらの。 

人 裕的誘 解 . 

がち H 本人 敎窝 牧師 

淸水宗 次郞巧 

歐洲火 陸 及び 米頤 r タ 年な 勤 
し 東 巧' おび 欧米のを 情に 通じた 
お 測 勝 ホ 巧を 巧 聞强乂 大使 ごし 
て迎 へな i は乂 なる 窝と滿 足で 
あ も又抽 時に 助 持 も ぞいので あ 


b まず。 第一は 國 除き 盧を まど 
せる かを 的 活動で 軍 問 流儀の 舊 
まか 巧を 避けり 本を して 廣い國 
際 問で W を 上 巧 詰る をの ト よい 樣 
じ 充か御 巧 力 せられん i で わら 
ます。 內に起 b し 「緊急み 剌問 
題」 「優 詔閒销 J 及びみ じ 現は む 
し 掛ま政 巧の な 械的わ 動 巧 U 巧 
喊 問に 現内閒 がず 閥 政を、 官僚 
の 治の 傾向 ホる ご 云ム疑 俱の必 
をなて迎 へられておる^は巧ぶ 
する， との 出 巧の 事 賞で あると 思 
はれる 際化界 外を の中必 たる ホ 
図に 於て が 疑な を 一掃され る i 
は 暂に新 大使の 努力 じ 祷っ處 が 
ぞいので あ 6 ます。 溝 ニは 兩國 
孩の 人が 的 了解ぶ び 協力で 通商 
貿易 上 H ホ兩國 はを 巧。 關 係を 
巧して 居る 事は 旣じ 巧知の 事 賞 
であるが、 然し 通商 貿易は 單じ 
物質 上の 問題 S のみ 見る はお 隙 
傅 ひ 易く 兩國 氏の 人格 的 了解 ご 
協み を 要する ものであるから、 
ホ陶 ほの 人が を 構成す る 重要 素 
VJ 成って 居る 棉神 生活 及び 巧 影 
響を もみを 上 考慮すべき もので 
はなから ぅか ご 信じます。 從ホ 
巧留 朝野は 化 おじ 於て 私共の 遺 
撼 どす る處が あち よす。 謂留な 
ホ 巧 越は ホ國 じ經濟 上、 通商 貿 
為 上 負 ふ處が あつた ど 同が じ 精 
が 的 方面に も 負 ふ處が あつた 事 
を 忘れて ならぬ S 思り ます。 明 
治の 初年よ b 幾を のま 敎を 、敎 
育 家が 身を投じて H ぶ國 はの 爲 
めじ 盡 されて 居 6 ます。 化事實 
ど 巧蹟じ 巧し 或 機 曾に 或 息が じ 
がて 义 凰の 京敎蝴 体に 對 しバブ 

リブ ク •レ n グニシ 3 ンを 現は 

すは n ホ 兩國は のん 格 的：— 解を 
ホ' め 稀 神 的 協力を 强 める 事 ど 信 
じよす。 親善 增 進の 巧 命を 有す 
る 大使 閣-ト が 化 お 御を 慮 されん 
こごを 鶏 わみ 第で あ もよ す® 


化してから 私は 學 をの 大 葉ち 
一人 丈け を浊 いて 沿岸のを 地 
を讓演 しまし K 。 巧め て 親し 
<視 おし 直つ 新ら しいぶ 人を 
得て 誠 じ 化を せでした、 大じ 
學ぶ處 が あ h ましたから 今後 
の 化の 働に 大に參 ちじなら ま 
す。 第二 化のを 育、 職業 問題 
は 最も 注意を 要し まオ •指導 
をし きを 得は 實じ 前途は 巧々 
たる ものが あらます 。職に 筆 
視 じぁる 大兄 何卒を しく お 願 
ひ 中ます 狗 化じ參 らし 時の 同 
胞 諸君に あして 貴紙を 通じて 
深甚なる 戲 謝のを を 御 發表下 
さい ませ 米國本 ± を 去る じ 臨 
んで 一筆 差 上げる ホ 第です。 

日會各 委員 會 

紐 育 H 本人 會み濟 部 委員 會は 
ホる 二十 六日 午後と 時よ ら同會 
事務所 じて 開會 する 旨 堀 越 委員 
長よ b 通牒を をした A 勞 働部委 
員 會は卡 一巧 一日 午後と 時よ b 
郡に 於て 開かる え 答 A 公務 部委 
員會 はみ 過 申 一回 關催 5 豫をじ 
て 第二 世 職業 調査 既題學 ホ 作品 
展覧 會計畫 其 他を 一條 議 する を定 


•服 部 あ 一二 氏 南 滿錢道 技術 お 
問、 お裙巧 同道 着 紐 
参 野中 秀巧氏 同 技帥畏 、同上 
水 谷 長 太郎氏 渡英 中の S 井 
物產紐 育ま 店長 秘書、 前 遇々 末 

ァク キタ 一一 T 号 じて 歸巧 
•村 瀬 秀ニ氏 大阪每 H 新聞社 
にて 過般 募集した 論文 『新 日本 
の 宣言』 じ 一等で 當 選し 南米 化 
そじ 漫遊 中で ぁつた 间 巧は 二十 
二日 着 紐 目下 生稻じ 投宿 中 

•山 旧 馬輔氏 夫人 評 音 水 彩 書 
家 山 田 馬輔巧 夫人 雜 子は 九ち ニ 
十五 日 蒲 旧 じ 於て 病 あせる 由當 
化舊 知人へ 入信が あつた。 


第二 世 問題 

研究を 續 巧ず る 

U 本人 系米搜 がは 邸 も 第二 世 
の將ホ 如何の 間醒 はか 論 放 化 も 
お ホ ホが b どて ホ 第二 世 自身の 
爲 めに 陆 度の 干渉、' 制 肘を 加 ふ 
るは 害 あらて 益 K からいも 適當 
の 指導 推 旗を 試みて おが ホを し 
て ホ 巧 わらし わるは 必要 a る 事 
械 であるが 、お 育 H 本ん 會 じが 
ては 旣じ發 おゼる 就職 問題 報吿 
に ホぎ おらに 進む e が 具体案 K 
つき 硏 巧を 線 巧す る 山で ある。 
旣じ常 地 W 業 U 米 時報 社に 销し 
羅 麻の 巧 永 辯 雜± 、竹 巧へ レン 
媛 等より 第-一 化の 職業 問題 じつ 
き 照を あら、 本社へ'® シャト 作 
を泌 等よ b 照會 にお C が 6、 化 
乂 H 本人 會觀本 萬 おた よ b はが 
'育 H 曾に 宛てを 港..： て乂學 卒業 
; 生の 就 城 問 越に 關し 苦必し 居る 
ー赏が じぶ き贿 今が が じがけ る 餅 
贼の 巧戶瞄 故を ホ遵 しおる」 つ 
; き 来西嘟 絡して 化 善の そ 巧を 雜 
! ずるの 必を もも ご縷 々なお をら 
.中が せて 巧 b 骑藤總 抓 事ら 化 問 
- 題の 热 ，む y る硏兜 家で あるが 巧 
一角 特別を 良の ぶみ で 乂ん侧 のな 
嚮も刺 明！’ 一て 米た 際で あるから 


右に 離し 别項所 報の かく 巧巧匆 
巧 公務 委員 會を閒 きて 熟議す る 
所 あらむ ご 云 ふ。 


'ル 巧 記念 婦人 會 

ク] メンス •^ l ズゲ 五グト • 
メモ リア 八 •アツ ソシ ぶ*— シヨ 

ンが中 也 どなつ て 飯 大統領 片氏 
の 生家で ある 柬 二十 了 目 二十 八 
番館 をが がし、 敎 荷、 藝術 等に 
趣が あるを をを 催し、 故人の 遺 
文書 記な 物 等を 陳 判して な童敎 
育の 爲 めじ 窗輿 しつ i ある 運動 
に對し 前年 齋藤總 術事央 人を 始 
め 十 数名の 间跑 婦人に 化り て H 
本 都を 組織した が、 本年 も间會 
舘 がが 資 をを 冀 集中で あるから 
篤志 ボは 進む で诲邮 された しど 
が 政を 貴 U 巧つ て 居る。 


强墻脱 糸 羊 

一つ ごや 廣いザ イッチが 氣じ 
掛6 、 ト ッ プ る ど は 情.‘？* い 

ニつ 交 や-深い I パン 力！ 出た 球 
が 又も 向 ふの I バン 力 入ら 

ニーつ ごや 右ぶ それた る ブライ 
バァ の、 巧 ま I 史林か バン々 ァ 

四つ どや ょ 也 や ミ 思 ふた アブ 
ロ！ チ、 ビ シじ當 つて ホ I か 

つ 打た か數 思れ 
で 勘定す る 

六つ f や 妨 I 理 どから つ！ ツラ 
ッブ で、 一 r フ—ン 使へ ば、 か 
らを おる 社 

とつ ごやを い パ ッタが ころ こ 
ろ ど、 ホ 十 ルす る ごは 有難い 

八つ どや' t - けで 駿づじ マン！ 
が' グリ r ンじ乘 ，るく け 神助 

九つと こぇ か 勝負の がれ 目 
ご、 巧な-た アイアン 空 ぉ 飛ぶ 

十 どやとぅ-,.^ マツ チ も 無事 
じ濟 ろ" ホブプ 捧げて 萬々 歲 
f 親 育 ゴ^フ 情調の】〕 



中が 嘉壽 巧ょり 

今' 夏を ホ お 外見 學蝴を 率ゐて 
を 义を旅 巧 後 太平げ 沿 巧 化 方を 
谋が 中で ぁつた 前 化 盛 十' 中が 嘉 
毒 氏ょ b 左. 山 如きを 信じ 巧した 
から 乍 姓 おが かして おく。 

御 地を ホつ てから 到る おでを 
らしき 總驗 .こ' 約 識を将 てを ホ 
速は 非な 5 がび でした。 一巧 
I が 九：：： と；：： グ キク トブア を あ 


橫か平 太郞巧 

囊じ路 が 義郞 巧と 共に 國際聯 
盟會議 じ 赴いた 上海 駐化 お務書 
記ち 横ぶ ホ太郞 氏は ホメ ブック 
号 じて かが ホ テ V フラザ じ 投宿 
中で わるが、 支那 會發 起の 下に 
ホる f ; 十五り (木曜) 午 堡ハ時 
ょ b R 本 お樂部 じがて な 迦會を 
閒き滿 上 支那の あ 情じ觸 I 同氏 
の談 一| 脚ぁる 由。 

靑年會 の 逆悼會 

西 化 十八 T 目 九を 日本人 靑年 
なじて は ホる 二十 八 h ( h 隨) 午 
後 八脉ょ b な 野 ロ 博 十， 及び 故 ま 
困 あ 之 氏の 追悼 曾を 樵ずに 付會 
員 W 如 知人の ホ會を ホ 壁す ど。 

J ム 人が H 

♦化 橋 敵み 巧 南 滿激道 部み を 
ホ 4 十八 H 大述 ょり 着 紐、 甘 井 
羊ち が 校 橋 速 設じ關 して 腿買監 
をの 巧め 當み 滞が の 笠 

> 


味の素 

懸賞 募集 

締切り 日延べ 

皆 樣の御 希遵じ 依らまして 
締 巧り】 ヶ 月間 延期し ます 

締 な；；；：： 十一月 一日 
發 表ん 十二 巧 一日 ■ 


ホの 素 特賣店 

桑 山商會 

二み 篇 ST 岩 ih S 1: N . Y . C . 
Phone . Regent 2 二 3-0 寬 7 


追悼 會 

ホる 二十 八日 (日曜) 午後 八 時 
ょらが 本館 故 野 ロ 陣± あ 故き 
田 正么氏 追掉會 を擧巧 致し 慎 
'間 知ぶ の 御 出 おを 希 駕仕候 

日本人 靑年會 

西 丸十 八 T 目九番 


移 室 披露. 

お ホ 西 四十 一一一 了 目 一 00 番 一二 
階に めて 酱業 をして 居ょ した 
が 今 网皆糕 の 御 便利 じ おひ ニ 
階 目 (第二 0 五 号 室) じ 移轉致 
しました から 御 披露 申ます 

淸理髮 床 

巧 四十 一二 了 目な 蒂ニ 0 お 號室 


淸潔 じして 風 通りな 
く電燈 、湯殿の 設備 
完を U る 室 H 本 紳± じ 貸し 度し 
一過 間 六 弗 

Ishihara , 72 至. 呈 h Si 呈 y 




it, I ■> n 


-"-.sMStnk". 

303 Fifth Ave., 

Tel. Caledonia 4101 

巧 田が 事 株ぶ 會胜 化育 ま 巧 

Uchida TVatimg し〇 .,1 打た 
1 1 Park Place 
TeK Barclay 1576 

島 貿易 煤 ま會抵 
Shima Trading Co,, Ltd, 

150 Broadway 
Te! 巧 ho 凸 • Rectior 1484 

巧る を お ホ 尾巧舍 
Akawo 症 Co., L お.， 
295 巧 fth Ave«» 

TeL Caledonia 9758-59 

サ倉製 おが 績株 ま會な 
Ka お kura & Co" Lt ん， 

TeL A み Un4 454 も 4546 

に MildmoU) 
Mikimo れ PcarU 
5 お Fifth Avenue 
TcK Vanderb な t 2 な 9 

大倉 なお 巧 ま 巧 
Okura & Co., 

30 Church St リ 
Tcl. Cortlandt 2292-93-94 

S お 巧 ま會お 
化理店 
高峰が 會 
1 如 Broa かが iK.Y.C, W.Rechr 7884 
Fa 加け； 35-10 38fh わ も 1 し L Ci わ 

を 巧 顿產铁 ホ會せ 

ろぶ ano Buss を 打 Company 

Room 801-805 
165 Broadway 
Tel, Cortlandt 8047-8052 

1 Gosho Corporation, 

Silk Importers, 

40 East 34 比 Sheet 

Tel. A 此 land が S7 ぶ I 
Go 此 o Co づ Inc,, 
Cotton Exporter# 

、 说 Besv が &t" 

Tcl BowHnK Green ょ 

巧 巧が 巧 道が まを お 
なち 事 タ巧 

South Manchuria R. R. Co., 

Room 202 も Cana ぶ an P&c な ; c BM 扛 . 
342 Madison Ave. 

TeL Vand が bilk 4135 

ミ 井 お産 賊爲 な 

なち まな 
Mitsui & Co., 

6 〇 Broadway, 

下 el. Bowling Gi • か n 7520 

巧ま會 巧ち ザ 巧が 
お 育ぞ巧 
!wai 在 Co" い ん 

Woolwor 化 BuiUmg, 
'I'eL Whitahali 6040 

H 菱 商事 巧 ホ會お 
が 育ま 巧 
Mitsubishi Shoji K お sha 

TM れ •uMsh; Co., Lt ん） 
120 Broadway 
了 e ! •民 ector 2560-2564 

乂お 朝日 ニ 東京 朗曰 
化 巧 ま 巧 
Osaka Asahi 

1 he N 只 V,’ \ ark rxincs Annex 
Tel. Lackawanna 1000 

H 本 お 巧な ホを 肚 
紐 巧 支 巧 

お pan Co れ on Tra ぶ n 。 C 。 •• い d" 
25 Maditon Ayenue, 

T,I. Lexing わ n 8780 

曰 本 生糸が ま會な 
短 巧まぷ 
NIP 阳 N K り阳 WISHI, LT 日 

Two Park Avenue 
Tel. Ashland 5320 

巧を ちを お 
紐 育を 巧 
Hara & Co., 

443 Fourth Avo., 
TeL Caledonia 7830-35 

u ホ 生糸 株式を 社 
お 育 支な 

N 1 帥 - 化け ! IT 0 WBltSHIKI KA 削 A 
(WCHI ぶ Ei KUTO C 〇 w LTD.) 
1 P«urk Avenue 
Te し A か land 62 が * 47 - 48 ィ 9 

大汲お U ニな 巧 BR 
鈴 木 H が 
Osaka Mainichi 

Room 3 胞 A World Building 
Tel, Beekman 4259 
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わるが 獨逸侧 。、は アィリ 力 ご 
ホ 調を 一 じして 巧る お ホに じ 
應 じない 必嬰上 フラン， 歧お 
ごの 誠 解も必 をして- れミの 
巧衝 に相當 のか n を 愛する で' 
もらう ご 云 はれ.':- 居る。 


了 メリ カ大 化が で 

新しぃ 試み 

.內外 情報 局 新設 

パリー 二十 五日 發 n 化 パ 91 
のァメ 9 ヵ乂化 館で U 今 巧威務 
省の 精 報 謀から 特派され なヮ！ 
デン •ゥキ が ソン 氏を ホ 巧 ごす 
るみ 外 情報 局を 巧設し 今後 7 ラ 
ンスの 新聞 記ち 奴び r メリ 力 通 
厦員等 ご 巧 街す る こご じな つじ 
が 右は ヶ 。ッグ 國を 長官が 情報 
課長 ご 協議の 上 富 巧した 巧ら し 
い 試みで ぁって これを 通じてを 
を*? る 外 巧 事 かの 報道を 計らぅ 
ごい ふじ ゐ るか 若 一 'パリ ー 大巧 
館での 成績が ながで ぁった 瘍を 
は 直 もじな 外を 乂化館 じ も间樣 
の 設備を：：* して 巧 請 社‘ 意志の 
疎通を 引 £ る らしい。 

化 淵が 火 使が 

信 巧 狀捧呈 . . 

大統領 ピ圍 （握手 
ワシントン 二十四日 發 ：：：： 新 巧 
駐米 大使 ぉ渊 勝が 氏は を辩 盛装 
のと 大使 箱 員を 始め どし 陸海 軍 
武官を 村 伴、 新 大使 どして 信 巧 
狀を 捧呈み 爲 めじ ホ 7 キト • 
クスに 大統領 ぉ 訪問-ブ^! の 
聞に 於て 會兒 したが 大使は 
今 固 アメリカ じ 使ず る こどは 
これで 四 巧 肖 t をる こ ミは 余 
の最ち 化を とすら 所で ある、 
it じ おを 陛下 御 邸 位 後 海み 派 
遣の 大使 として 第一に 轉派さ 


れた こごは 身 じ 餘らホ 巧 ご t 
る Hss でム b 

V - 述べ 嘴ト ょら 觀 ™ 一く ク ー ブツ 
デ 大統領： し 致さいた る 御 傅 言を 
巧 蓮し 今後の n お 親善を カ說し 
たるに 對し乂 統橄ク ー リツ •チを 
も殊の W 萬び 

T メリ々 政府 & びア メリむ 固 

民の みならず、 を禍人 ごして 
も H 本皇苹 の彌が 上に もを へ 
ん こごを 叙瞧 すろ もので をる 


この 誠 屈は 貴宮ょ b して 陛下 
じ 微傅连 を 願いたい' あムじ 
貨官 のか V ァィリ々 じ 通 瞬 さ 
れ たる 巧を 官 のを 任は I 请兩 
闊 のぶ 詔を 巧 進す る-しを るべ 
きこ ごは をの 確信す る 巧 e わ 
つて、 この點じ關—を一^阿時 
た b 化を 官に 奉仕ず る こどを 
お傳 へし じ',、 

こ 雄べ て 芽 出 巧 （巧 ある こ S 式 
ど 巧 じむ。 


クァ ー を 抜 肋して 居を 細 係 上 
W 謂進步 系に も 動搖は をれ 得 
まいご 云は いて 居る。 

シカゴ 二十 四己發 n 前 國お長 
けにして 髮に 歐洲よ b 輪 米した 
が 際 司な ぶが 所が 孽 ナヤ— 批ズ 
で ゲ アン •ヒュ ー ズ 氏は 先般 ホ 
プ ーダア ー 氏の 爲 めを 地を 遊說 


ヒユ 


ズ巧 


本社 東を 特電 (紫 お巧轉 載；^ 

大殿侯 政界 乘 化し 

〔甘 六日】 豫 てよ らお 欧黨 巧" 不平を 子 か 'V かつがれて 巧む 
報知 耕 聞 社 長大 隣 信 巧 侯は が界】 みり おしの 首途 成ら 民政 黨疯の 


招待」 先を 越して 稻巧系 飲を を 

梨の 時が 翁 逝く 

〔甘 六日】 巧 爵憩羽 時 起 氏け 逝 
去した’ 

又も 巿議 連收監 

【甘 ホ 日】 巧を 巧議 細な 鎌四郞 
检 ザ 纔橘兩 氏け 收監 された。 

，秩父 宮御臘 邪に 

【甘 六日】 秩 父を 殿下には 願 西 
方面 1 . ゥ御歸 をを 鸭缴 い？ る 御 
.風邪 氣 ホに あらせら わる。 

化 海道 開發 要求 

〔せみ 曰】 が旧內 巧、 溶 旧 司法 
廣岡滅 道を を おみ 宫は をち 政 
おみ 官を 巧を し 化が 道 開發閱 
題： し 關し田 中 首相を 訪ひ 政ぶ 
會 の 豫 てのを 狗を督 現すべく 
潍算增 額を 要求した 0 で 首相 
は 大口 义藏 み官を 招き おも じ 
財源 捻を ホ 法の 調查を 命じむ 

太平洋 橫斷 々念 

でて ホ B ) 齋巧 中の 濁 逸 飛行家 
は 時 磯 遲れて 太ず 巧演 斷を斷 


持の 上 懇談 貧を 懼 しわ。 

をし じ 旨を 宣言 L た。 

一一 化 海道 稚巧 大火 

I 【せみ 日】 廿 を H 早曉化 稱道稚 
巧 町に お 火 ぁを 词 町の 一二 かの 
~ を 燒き盡 しま 要 商柴區 域を 
始めと 白戶は 烏ち じ歸 した。 

關門墜 道 新 玉 事 

I ： サ 五日】 鐵道 省は^ 巧 トン ネ 
か 工事を 昭か お年^ 一から 朗始 
し 經費ニ 千 方圓六 年體緩 事業 
ごして 鲁 手すべく 目で 調査 中 
である 0 

j 演劇 博物 舘闢携 

甘 五日】 巧 内 障 ±紀 を 满题隱 
物韶 は旣辕 S 细くニ + と日瞒 
お 式を 朽 ふ. ぃ阔 館は 鐵筋吉 階 
建で 樣式 ri シエ ク 3 ピ ー ァ Q 
ブオ f チユ — ン •セ ドタ ご 

じで もる。 

局長 大河 巧 巧み 

I せ 五 曰】 をを ポ電氣 局 理事 乂 
树內 巧は 同 お 長に 巧を みれん 



•■%! リス、 スミスを ホ 持し 

大統領 戰 いろみ く 

ヒユ ー ズは 共和 黨の 財政々 策を 
驅 歌 L ス ミズは ポスト A に遊說 


ポストン 二十四日 潑 n 民ま黨 
大统頤 巧 補* ミス 氏け 本日 ポス 
トン 巧に 到着し ホピ しては ホ 曾 
なの 歡迎を 受け 民 ま黨の 示威 運 
動は 大いに 感 功した、 當巧 スミ 
ス 氏は 一で 四千 人の 聽 衆を 前に 
して 過般 フー ゲァ t 氏が ニュョ 
1 クポの お 說じ较 て 巧のを 策を 
目す る じ 『國家 社會ま 養』 で ゎ 
るご斷 じて をの 急進的な 態度を 
非難した る じ對し 

スミス 氏は 共 か黨の 逝ける ち 
人口 ー ズゲ H ^ トを め ごし 
て 前 風 お 長 宫ヒユ ー ズ をの 他 
著を 政を 家の 述べた 淸說を 引 
俩 して 『余が 社 會ま義 あで ぁ 
る。 らば 恐ら （これ 等 名 ± も 
社 會ま義 をで ぁらぅ』 ご喝嚴 
して 揚 おを 取 b、 フ！ ゲァー 
巧の お 力 政策は 要ず る じ 一般 
を 共の 利益を 無視し 姻 人的 巧 
将を巧 長せ しむる 反動 政策に 
外なら ね 

く斷 じて おらに ジ S フ r ソンの 
政治 頗 則を なて 社 會ま義 と あ 同 
ずる フ ー •ウア ー 氏の 態度を 難詰 
し滔 々數ガ 言を 整して フ ー ゲア 
1 氏の 淸說 非難した。 


ポ ー トラ ンド 〔オレゴン 州】 

二十四日 發 n おか 黨の進 ホ系讓 
員 じして 議會じ 重きを なし 大統 
領慎補 ごして おカ視 されて 居た 
ネ グラス々 巧 出身の h 院議 員ジ 
a ! デ •ノ ー。ノ， 巧が 農が 叛濟 



政策を の 他 政策 上に 於て フ ー ゲ 
ァ '! 氏を 反動的 ど 見做し スミス 
をを 持す るに 至る であらぅ どは 
夙に 期待され て おた 所で あるが 
氏は あ 然過胺 ニユョ ー クじ巧 
て 試みた るフ— ゲァ！ 氏の 演 
說は 明かに 反動的 政治を 攘榜 
する ものである ごい ふを 填 か 
ら大統 頭 淚補ピ して スミス 氏 
のま 持を 言明す る じ まつた。 ' 
即も 氏は 曰く 「巧々 進 步ま義 を 
信奉ず る 者 じご b てこの 際步む 
べき 道は スミス 氏の 政策を かを 


中で あるが、 今夕 當 地の 共か黨 
演說會 にぉ 席し 7 1 ゲァ 1 氏の 
な误 捕に 就て 大いに 辯 じた。 
ヒユ！ ズ 氏は 遇 ま 八 年 じ 直る 
共 かなの 堅實 G る 政策が ァメ 
".力を H の 繁榮を 巧し ロ 所 0 
である-- どを 力 說しフ ー ダア 
I をのん を ど 巧 策は 現 化 じ お 
る 轟 も進步 した 政を 家の 典型 
でを ると 顯 歌したら 後 
スミス 巧が 徒らに 聲を大 じして 
ク— リッ デ 皮の 財を々 巧を ホ 難 
しつ； ある こごは 巧 等 事 實じ根 
據を 置かない を静 であつ て 『斯 
る ホ 難な 共か黨 ょら も 寧ろ スミ 
ス 自身の 立場を 要 ロす る』 ご 斷じ 
て 一二 度 じぶん だ 遇 まの 嫁 巧 や 圏 
債 償 巧の 事蹟を 擧げ おか 黨 のを 
策は 『繁を ご 節約 あび 保護 閥 我 
である』 £述べ た。 


でしむ るの 说： はない、 みは フ ー 
j クァ； が 個人的 利得を 肺け る 意 
j 眯 じがる 側 人に 化る 電力の 獨占 
荆閉拓 に反對 し、 スミ， 氏の 農 
が 救 濟策ど 電力の 國營 ；？ 劃に 賛 
町す & 

而 かしを はおらず しら スミス 
のが 策 纏て じ對し 賛を巧 
へて 居る-® のでは U い、 郞も 
禁酒法 じ對 する 立場の 如き 余 
ごを 燃 異にする をいで あるが 
をし スミス じして 大統領に 當 
選 すれぶ この 問 顧 も 滿をじ 解 
決する であらぅ V 信す る、 

下 度の 大統領 戰を かすべき 偉大 
る 戰壤は 中西部 邮も 農業 州で 
.矿 つて、 荀< も 皆 業に 從 事し 宜 
農 莱の繁 榮を规 待す る まは ス 
スの 政策を 支 巧すべき である 
y 信 やる、 余は 化 ホ 上院に める 
渡 ホを 藻 員の 爲 めじを 地を 遊說 
しつ i あつたの t をる が、 な 上 
3 理も ょもして ス ，ース の 政策を 
え 持す を 余は 今を， ミスの 爲め 
: レ も遊說 ずる 積ら である』 
尙ほメ ； リス 巧ぶ 巧る ±曜：13 
これ 等の 問涅 じ瞄聯 して ラダ 
ォを 通じを 米じ娜 々吼 する こ 
ごじな クて 居る が、 ほ ま黨本 
部では をの スミス 支持は 進 ホ 
巧 共化黨 員を 勤 かし 子 ブラス 
々州ら 艰 らく 找ま黨 じを るで 
あらうて 觀 測して ちる が、 ボ 
.ラ—、 で ヨンソン 氏 等は フ 1 


漫筆 


斬 輿 測巡禮 

堀 越 生 

ご 己 こ 1 ボ！ ト奮經 て、 

聖地 プロ ゲ -T ン スタ クンへ 
あ 皆し の アン テ イタ •イン じ 
一夜を 魄 して、® 戟 は、 ナラ ダ 
ンセブ K •じ 辟 ふ 途中、 歹 ぶ！ ク 
フキ ー か ドの 町へ 出ね。 を鑛び 
ね 巧 だ。 をの 道 こを あ 巧 まじは 
作られて ゐ るが、 巧ち 並ぶ 家屋 
は、 古風の ものが をい。 毎日 次 
から 次へ ど 新し （建て 替 へられ 

て 巧く 紐 育の スカイ ブタレ！ パ 

I めみ を 見て ゐる 我々 じは、 こ 
ん なをび た 町が 一入 じ 奥が しく 
て、 ら なかつ た。 巧に 藥屋の 
をい 家 か ぁる。 看板に、 昔を の 
i! の播 鉢と 播木 と が揭 げられ 
古を 蒼 おごして ゐ るのを 見て、 
違 入る どは なし じ 車を 止めて、 
がの ソ^ — タ 水を 註义 する 氣じ 
なつた。 然し まは、 化の 地 ホに 
も あ 巧 色々 の 人 稀が 移住し ホて 
昔め 氣 風は、 すつ から ス ボイ グ 
され、 をの 面影は ダン ダン 薄ら 
いで 巧く ど、 頻 6 じこげ してむ 
れ 0 

ナラ ダン セ ブトは、 化處 から 
ニ嗤の 海岸に ある。 ニユ ーポ— 
トご 海を 隔て i 相對 してなる。 
海岸は、 砂 こを 貧弱 だが、 穩か 
な 美しい 海 だ。 了 度 干潮 時で、 
お 草 ど 海水の 香 ひが 强< 鼻を 突 
く。 紫 陽 化が、 今を 盛 も ご 巧き 
誇つ てる。 をの 昔は、 イン デア 
ンが 化の 明頒の 地じ跋 層し、 自 
由の 夢を 貪つ て & たので をる が 
彼等の 權族 や， 今 如何 じ 6、 化 
の 花、 化の 水 じ 問 ふて 見たい。 


近き、 サ クンダ 1 スタ クンょ 
ちフ エブ—- し乘 つて、 ニユ] ボ 

I トじ瓣 る。 ニユお ー ト は、 島 
の 上 じある。 フ ェブ ー から 是る 
ご、 多くの 樹木’ い戀蒼 ごして、 
こゎを 蔽 ふて むる。 をの 中 じ、 
幾タ のを 貧の 巧 かお ぉして、 特 
一.; 目を をく。 船 岸 じ 着く や、 
多駭の ガイドが まみは 要らね か 
V-、 巧し おせて ホた。 一と 一二 凡 
年 じ 建てられ、 爾ホ歷 を h 佛々 
の 波滿を 起し、 义嘗 つては、 ヮ 

シン トン、 ジエフ ア ソン、 アダ 
ムス* ジヤクソン、 ラフ ア エツ 

ト 等の 諸 名 ± を 招を した ご 云 ふ 

オ—八 ド ■ステ*— ト • ^ クス や 

嘉 永ち 年 巧國の 巧戶を 叩き じ 本 
た ペグ 9! 提督の ホれ た 家、 並 
に 紀元 一、 000 年頃 ノ ー スメ 
ンが 作つ たど 一 おふオ グド •ス 
ト ー ン •''、瓜き 數 々の ホ 踐がぁ 
巧 端に あい ホは 當 豪の 住ま 
地で、 庭園 家屋の 賛美は 外から 
見た 丈： も 驚くべき もので ゎ 
る。 高い お 巧 一、 嚴 めしい 撼の扉 
が、 をれ を圍ん でむる。 金 樵 萬 
能は 無風 流 じ も、 化の 由緖ぁ 
地を ホ 第々々 じ 侵して ホる ど觀 
せられた。 - 

この 風 ホ ごを 實じ 富める こユ 

ポ ー トの地 じ 別れを 吿げて か 
ら は、 7 オ^ — ^ •リ パ！ じ 出で 
ベッド •フ 才！ ドを 經て 、フェ 
I- ャ •ヘプ ンじ まる。 化處 は、 
巧國最 巧の 渡米 者中濱 萬み 郎の 
敎 育され た ± 地で、 彼の 恩人 ゥ 

キリ アム • ゥキ ツチ フ、 4 — ^ ド 

の 墓婢が ぁを。 おが 議會で 間 額 
こなる ど 云 ふ、 ダ； プ •コッド 
運 巧を 渡を、 鉤 形の、 コブ ド ザ 
島を 海岸線 じを ひつ.-'^'、 突端の 
プりグ インス. タゥン 指して 急い 
だ。 今 H も 巧、 を 中で、 □が 梟 
j' れて しまつた。 自動車め ェンデ 
ンの攀 きのみが お 野の 戲を 貫い 
て 巧く。 澄臺 のを > が、 遠くに 
見えて、 プロ ゲイン スタ タンへ 
着いた のは、 午を 九 時 遇ぎ でを 
った。 

避暑を で 一 化わ狹 隣な、 ィ— 
ンス トリ！ トを 縫つ て 巧 （。宿 
崖 ごを ふ 宿屋は 滿 員で、 义字巧 
ら 途方 じ 墓れ てし まつね。 町ん 
の 助けを 借を て 漸< を 出した の 
が、 一軒の 細か。 家 だ。 ま婦け 
五十 位 ひの 肥った 婦人で、 巧 ル 
學 校の 化生を して ゐた をう でぁ 
るが、 夏瘍 はこうして、 室を 管 
して、 生計の 巧け じして ゐ るの 
だ ご 云 ふ。 至 巧呑氣 をうな、 义 
話 好きの 婆さんで、 疲れた 巧々 
を 引 留めて、 色々 どなを する。 

也の 化は、 メ—フ ラッ！ がか 
めて 着いた 巧で ぁるが、 ネは盟 
なる 漁師町 どなつ て、 夏は、 こ 
の 渔も脈 やか だ •か、 やがてを か 
ホる と 、をれ は をれ は、 どても 
寒ぃ 風が 吹いて、 町を みは、 を 
(閉 された 狀態 じな々 S か、 又 
前が 潜水 艇 ェブ 四號 おがんだ 隐 
は、 町中 大騷 ぎで、 幾 H も、 幾 
日ら、 をれ を 放ら 雜 して ゐ たを 
憲の手緩さを憤慨しゎ6、 化の 
化で 見物す る ものは、 ピグ グリ 
ム 記な 塔、 巧 物 館 ごが をれ か'^ 
をれ へ ご 化め どもな く、 詔し 擬 
ける。 を じメ" 一 フラワ ーの昔 V 
顧みて、 化の 化の 歷 をを 迪 つで 
見たい。 


:-寧の巧刷ご巧巧^:^る化上げ 

か H 0 迅速 ど 確 巧な 巧 正を 保証 

印刷は 紐脊 新報 社へ 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九- 0 

わ 間違^む く 新報へ 

ボ巧西 十と tr トニを 十 階 目 

東部 じがけ るが 字 言論 機 隅の 

權臘 、吾が 新報を 讀 まの 人。（ 

廣吿 は紐脊 新報へ 


潑 うみの みら 


Hhe Way of cme, タ 星 ith A. lawyer 

H 本の 誇を ごする に をら る 强いソ シア 媛し い 女性 ホの 動きを 
語る 典雅、 I 島 潔の 文字 薄ッ ペラな 當化 軟义學 とはを 然帖 H 
の 比では わ b ますん。 松が 節す 媛 じ ゲデケ ー ト したまちの 『日 
本 婦人 觀』 を 化聲を 通して ホ讀 あれ。 

郵稅お 一部 ニ 巧 十 仙 

f 誌^ 紐 育 斬 報 社 


が 角の 南京 交渉 


I 


濟南 事件が ホ解决 で散會 

M 矢巧總 領事は 上海に 歸り 政府の 訓令を 仰ぐ H 

代埋一 公使 格で 更らに 交涉 ずる か 

ま 京 特電 二十 五日 瑶 = 矢 出 總術事 ピ击 正廷 氏のを をを 涉は條 お閒趙 、を 穿ぶ び漢 U 事件 じ 就 
.て 協 訂化菜 既に 放 立し 濟南李 件-; がて 今朝 冉び會 見、 談 巧を 續 わしつ 1 


，をつ たが これ 等の 諸問題 

'じが C は兩 をい なをは 愈々 一を しじ もで 目す 本國 みが ずる 最後 的な 訓 をを 诗 つの 姿 じな つて 
一居る、 而 してを 涉 成立 すれば 矢 旧 総領事は 代理 公 化の 資^で 跑 巧に 駐 化する 發で をる。 尙は參 謀 
本部の i 富少 おはを が-」 隅した' 重大な あ 書を 携 へが 五 H. 节島經 もの 上 南京 じ 蛙いた。 

上が 〔辭 合】 二十 五日 聽 = 南 おにが て 進 わ 小で あつ!^ 矢 W 縷領 事'.- 王 お 姪 氏の 談 がは 大局よ 
7 觀て小 部 かみ 事 忡を解 化し じちに ム b 遂に 解散した、 おの 隙 害は 濟南 事が じある もの t 如く 


巧 A おこ 自じ W 主 化を 凹 耕して 事 かお 生のを 化を 殻め や、 a 本 測け ミ耶 側の 條 約な 訂あ涉 に 就て 
强 ホした とら 正 巧談刊 期に 就て は 例 等の ホを とおて 居た： I. かおを ぶび 漢ロ 事俾じ 就て はを 渉 成立 
しを〜 圓滿。 る 解 巧を 見る 模巧 にて 矢旧總 領事は おもに'-^ 海」 歸な本 國が膚 ょ-^ 請訓の 上談 巧を 
巧閒ォ るか も 知れ ぃ A い、 がは おか 巧 氏は 本 U 五 院制お y じ 公が み上旣 をり ィ顔 觸れ じめ 6 內聞 
及び お院 々長の ち寶 式を 舉 巧した。 I 
; 上： を 為電 【へっ ルド •トリ ビ ユンが】 甘 五日 發 = 過去^ 一週 聞に 直る 矢旧德 領事と 王正廷 氏の 
淡 巧‘ U 些 しじ ム化裝 ら^く 一時 腺敞 しじ か、 矢 旧總紙 事が" 中 渉ら 單じ 南京 政 描の 意向を 訊ずに 止 
つて ぉじみで わ 4 <^ら 今お談 がを 繼綺 する ピ いふ こどは 带 みお 望で じい、 矢 旧 總頒峯 は 上海 じ歸 


て 牟齒が 腊^對 する 報告を 尴を しをり-王 をら-一 むを _ 五饒 心； 顯茜 中で をる が棄涉 u 漢ロ节 無 京 事 
件 シー：？ 紐に 止な 濟お爭 件の 解决に 就て はがぶ は瞒 きすく. 一； て繼ら ホ、 日 支兩鹽 み觀係 じごを て 
畏ら 重大。 る 西 戚借歇 の 後 始米や 菜-ニ 省間强 じは 全然 觸む旷 かつた 模读 でを る、 而 して 條 約な 正 
問遵に 就て は U 本 側は 離 ホした 形跡は 明かで ある お 或 談典欺 お 至ち ては お等决 定を昆 ず、 有み な 
る ま 服ん の盧 をは H 本を 府 •か 矢 田德化 事を してを 涉じ化 事せ しめたのは 單 に 巧 政の 危機を を 止め 
: る 一 巧で：：：本じけ树等諫蟲なく將來のぶをら疑はしぃ^稱して请る^ 


お 隣 制 組織 

巧め て 立案 協聲 

ク きじげ 制 巧で 起 巧ぃ した 改肺 ^ 
触 織 法案け 黨 溝-しを はの 轉所ぞ ； 
きため こ れを检 て t なめてな 草^ 
する こご つじ ：；,、 胡漢 は、 
戰天 化、 ぶ 寵惠を 起を^ 上、 蔣- 
か 石を W ド'— 一 おの 落を 委員の 
手れ に间附 さぃて ト巧十 あ H 發： 
巧 さぃた 也採糾 城を おを 部の 內 
を 左-通 br- ゎる。 

第-章 國 に 玫が 
一' 越 K 巧が は闡 家ま權 ぉ镑攪 
す 

ニ •化院 をいて こいを 糾 織す 
H 、 委員は 十一 名 乃至 十 お あ ピ 
す 

四、 まを が 巧 ゎろ 巧け 网技 政府 
を 旨 留を閒 く 

お、 國氏 かぉ 首 お及び おな々 良 
は 図に 政府を 真 これに 巧 や 
六、 図 民 政府 巧 席 a 陡 ず、 お 軍 
司み を 報 作す 

図坟段 おを 麗 はを 席 巧び お 
院 みた 副を 旨を なて： れを組 
鞠す 

八、 化げ 命み はが 慷 及び 五院々 
を 署名し こいを 公が す 
化、 掛巧义 香け ま 席 署名に ょつ 
てこれ をを 巧ず 

第二 章 巧め 院 
一 一 、 巧极院々を - 5^、 副院をニ 
たを 鼓く 

ニ、 巧 政院の 下に 內 政、 n を、 
軍政、 摆 お、 エ 商、 を 宵、 巧 
通が 部を 設け 別に 速設 を旨會 
讓藏を 貸 食、 敎格 委員 會 "'が 
ェを 旨會 等を 適を をなず 
ご 1、 をが じがを 一を、 政務 次長 
常 巧み 長を 一名を 設けを 員を 


はが 曾 席 一名を 設く .一 
第三 羣 な法院 
、ホ 法院 は乂學 案、 樣 算峯、 
條約 案が 种 法律 おみび その他 
垂 要國瞭 事務を 巧す る 藏權を 
す \ 

一、 院長 一を、 副 院長 一々 がを 置 

一一 


一二、 委員 四十 化 名 乃 ま 化 + 一 化を 
を 置く 

巧、 委員の 巧 期は ニ 年 ごイ， 

お、 n を、 助か、 常事、 法 \槪 を 
の 他^^记 」 應 じて を要な巧員 
をを 設 辟す 一 
ホ、 委 爵舒委 封け 立な 委員 ゾら 
,v か擔す / 

心、 委旨會 は 征委： 同' 艮ーぁ ゎ^ 爵 
き 院長-一れ を 指を ず、 巧！ 

を 員汽宵 席を 巧を 院を がを な 
報 化 t るを 得 中 
第 四 章 司を 巧 \ 

一、 なを 一み、 副 巧を 一を 女を 


ニ、 巧 校 所、. 雜お 巧を が { 

I ニ、 をが 懲戒ぶ びが 政 巧 巧廷を 
政， I 、 

おた 黃 ちがな 
) 、 なお 官を i 等しく をに ib 
をが 巧の ち 選を 敍 じよら 巧に 
つくを 得 

ニ、 に 段 一 あ、 副 院長 一を を嚴 


四、 監豁ま 員は 中央 政廊 及び 地 
々政府を を M の 職務を 兼任す 

るを 入^ 

第 お 章 階 則 
ネ法 はを 布の りょを これを 施 
巧ず • 


賠償 會議 



一二’ 典 試 所、 遇遽 巧、 を敍 所を 
設く 

董ハ章 監を院 
一、 を 察 院の職 權け彈 劾 及び 審 
計と す 

ニ、 院長 一名、 副 院長 一名を 廣 


一二、 監 おを. 旨 十 化を 乃 ま 二十 九 
名を 睛く 


獨 逸の 首腦 集る 

ベルリン 二十 五日 發 =： 獨 逸の 
賠償を 支挪額 巧を じ關し フラン 
スを 始め ごして 英國 、ベ 八 9 ン 
を おの 寬 向を 採るべく お 張 中で 
あつた ド ー ズ案實 巧 委員長で を 

る パ！々！ •辛 八バ ^ 巧は 今 

朝べ 4. 9 ン じ歸ら 

直ちに ム卫 ラー 首相を 始めと 
して 藏 化、 巧 化、 濁 逸 銀巧總 
班 等 ご會姑 し 約 ニ 時間に 白ち 
て 一 應報吿 し 散 會後も ぞグバ 
1 k 氏， y 除く 獨逸 政府の 首腦 
あは 鸠首 密議の 上を もに 链議 
をな 集し 

この 席上で •キ 八バ！ ト 巧の 银吿 
をぶ 礎 ごして 今後の 掛 策を 譲ず 
獨 逸が 府ょ b 违 わて を巧强 
.通牒い hw を文蓄 じて 下相談 
上賠 憤を 問題に 就て ぶま 會議 
ぶな 集す を じきるべき か 現勢を 
そ t れピド ー ゾ案 もこ！ 四 年 
怪じバ 巧 詰ら ど；： •■るは 必定。. ■あ 
らが逸 どして をの 期の 到る を 待 
つがけ 得策で ある V 認められて 
居 こもの 、國際 的 位置 ょら 見て 
がを 政策は 却て を 害で をる から 
赔償 會證お 集の お 裝は巧 か 認め 
て 居る が 

フー フン* 政府は 豫 てよ b お ホ 
技 おの 解 巧を 倏 伸-し 本 食議へ 
戰 巧貸附 案を 持ち出ず 形勢で 


\ 
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K〇]ike み udio 
730 Fifth Ave. 
Cor. 5 な h み. 

了 el. Circle 4406 


Oriental Art Audios 

T. Y. Matsumoto 
124 が. お 化 化! U.G. 
Tei.Chickering 10010 


Dr* Sabro Emy, 

1035 尸が k Ave.,- • 
Tel. S が ramentio 7980 


F- K. Maruyama Co. 

6 / 化が 扣化 N. r 
Tel. わが ni 巧 ? 3 



CLOTHES 技 UILDING 

"PAR EXCELLENCE；" 


ん し CEASA も M.D. 

m Eas パが h 化 枕 》 
bet. Park & lexingion S»es 

賓喉觸 鼻 巧！ 

閒瞎察 診 
午 お 重巧ト 前午自 
巧ん ま 時 ホ 後午自 
自 幡 

き 午前 十 時 ま 午を 一時 



巧 巧 化を 大巧 比倫 在 
り 8 L 5S 化な， Tel. お g 加 f 7094 
8ei. L な ing お n i わ rl (わ es. 

を 瞬 八が 日曜 + 水 巧 


1 K. IWAMOTO, M.D. 

I U 4 W. 70 比 St. 

Tei. Trafalg が 0352 


KANZOOGUR! M D 

214 Hi が 化む oQki が 
Te し' Triangle がが 


JAPAN ART STUDIO : 

1 巧 El 57 化 化 BM. Park & L が. わが. 
巧し 化 AZA 8837 


T. KASAI 

Merchant 

Tailor 

riMES BUllOtNe 
Room 304 
巧 W YORK 

Phone 

む] fani がが 


Y 。 げ O 

巧 3 Ee おお rd な 

む r. L な 巧 ghjn む e" 


M.Yam 狂 guc 打 1 , M.D 
70 な aman む e., 

Te し Lorraine がが 


MIKADO TAILOR 

30 にお 化な . 

1ぉ， Rhindander が 3S 


Scie 打 Ufic Ma が age & 
Me ぷ cal Gymnastics 
PA 化！ (. KiTOM る 
507 We が 138 化 化，！ U: 

Te し Edgecomb 14 が 


I jr •ん GA 民 DNER 

DENTIST 

19 E. 61s パ t. M Madison Ave. 
Te しおが ni 71 が 


CAMPBELL SERVICE 

設飽 整が 經 費化廉 

Cal!-TRAFALGA 民 8200 
FRANK. E. CAM を BELL 

"The Funeral Church’ ， Inc. 

(NON SECTARIAN! 

Broadway at 66 か Street, N. Y. 


KERR & MAYOR 

j 1023 Third Ave. 

; Bet. 60 & SI な s' let 巧 hone おが n け 309 

を 向 人 本 B 

巧專 靴型 小 

てし 張 お 員な！) 化に 誤を 御 
がけ 屈 日即は 靴！) 化 すで 巧寸 

を 小き «ぶ 小き 巧ぶ ホき 巧 


SIZES IN STOCK 3^ TO 12 F WIDE 


頻言ト 時石寶 鹿を 貴 

會 商柳靑 



しご 旨を ご 切 親 ご 直 正 
精を お 巧る あ 用 信る 確 
别恃式 一物 產± 御し 選 
すましを 貸販 で價廉 

引 割 四 ま 乃 割 H 

Aoyagi し 〇 • 

1 が-巧 7 化が nd ST. 

TE し BRYANT が 74 



DR. D.BLOOM 

— N 巨 W YORK OF nCES- 
34 th Street Cor. 3 rd Avenue 
86 th Street し Of* Lexington Avenue 
1215 化み reet Cor. P が k Avenue 
—BROOKLYN— 

も F.Albee B 1 か " DeKa 比 Ave . が Fu じ on St. 


n 堪 最多 
li お 新年 Tt 


診に H 
F 察 T 本 

讀聲藝 巧 s 科 

寶胃 ill? •醫 

F 直 治は 巧 溝 術な 



號乂十 乂昏阻 千--を 



新 


貪 


溯 


【 け曜 ± 


日と サパ十 年 H 和昭 



機械工 具 製作 
浊勤具 化 お 具 
巧を 城 及 時計 

な .. ァー - 

' ろ スッ デ * 
機 レ デ イオ 

ランプ シエ— ド 

奠術 品贩賣 修理 


第五 的と so 

へ クシ ヤ 1 
ビグ デン グ巧 

か 池 寫眞舘 

電話 サ—ク か， 

四 巧 0 六 


縣) 中 村を ニ (岡) 渡を 泰 助-東 
京巿) 古澤 武之助 (か 歌 山縣) 
巧 藤を 之を (群 萌縣) が 下壽之 
ま (山 ロ縣) 德な猪 一二が (杂 
良縣) が 島德 一二 (か 歌 山縣) 他 
松 順ず (山 ロ縣) 巧甚吉 (を 
媛 縣ー横 田 お ま a な 山縣) お 本 
直 信 (措 手縣) を々 来 淸四郎 (鳥 
取 お) 廳勝衞 (熊 本縣) 西村芳 
暮 

右のを じ 通知 致 度き 酱有之 
お 間 本 入が くは 知人ょ b 現 
化巧彻 通知 願 上 お. 

紐 育帝國 総領事 舘 

1 第す 吉を さす* ご rk 巧 ニ 


ベ グビユ I 病院ぶ 
紐 育 大舉醫 科巧勸 

江 見 ご 一朗 

診察 時間 
每 H 午を 四時から 
六 時まで 

タ巧 水、 を、 と 

時から 八が を 


西の 十六 T 目 六十よ 番 
電話 ブラィアントと 0よ 九 


■ f — 

-3 J S 

At h 

w 
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成 巧の 秘談 

乂國 をち 語を 謗す 事 
け 成功の 祭 I 義 です 
本校 じは H 本ん を授 
に 慣れたを 巧 婦人を 
師ぁ b 懇助じ 貧話逮 
替文 社を 語を 敎授し 
ょす。 日曜 週 H 共 じ 
午前 化 時ょ b 午を 十 
時まで 開校し 一 レツ 
スンと 十五 他イ i 
.今 H 倉 もじ ホ 校 あれ 
毎 巧 十 H 發巧 

雜誌 LLL 4- S 1 部 十 個 
養 7 Is 三 さ. New ぎ 三 舌 


加 

知 

加 


化 

i 

が 

お 


十五 年の 歷 を ある 當 校は タ 年の 
I 經驗 Vi 新 智識を 巧す る 教師を 聘 
し 自動 単 
操 縱法及 
び 運搏ぞ 
の 修得す 
べきが 要 
な 機賊的 
智識を 短 

期間！ 4 し 

て 最も 能 
牵あ る 嘴 
を 的 お 術 

をを 留し をが 獲得を 保 霜し 職業 
ロを も 周旋し まず。 



.7 - 

電 

巧 


ザ^ ダが， 


'一 セと 五 

00 と 0 
00 と~ 



が 化 

做 一 

& L 

S ^ 

DU d 

E •が 
州 M 


含 

剛 け較 

おむ 

摔郭 

じ 意 

鮮匠 

選 

冶る 

細頓 

H 


W 

^ I " 柳 

心が り 側 
1 D 2 a 

H が 师 
Y 巧ら か 

歲 I 

抓^^ 


稅關 事務 

をが を账幷 じを あ界 
の媳 出入 方法に 關す 
する I 切の 御 諮問に 
應じ錫 道激船 貨物 涅 
實ぶお 帆お稅 蘭手績 
書 專進署 す。 重を 都 
巧 じ化理 巧を がし 誠 
實软 速狗巧 かじ 應ホ 

が驗 取が 


衙關 事務 取扱 

國 i LiE が C 戸 

ぎ i 7 夏 ニ Bid 宝 ay - 置 
Tel. Bowling-Gaeen ち 04 - 5.6 


かろむ 


I はも/.- の 遊び 
ホを み 文 f 米 闕人じ 能 （わかる 
やぅ 衛單明 腺に 說明 しじ ものが 
お 巧 ま L た。 内を 目み 進呈を し 
ます、 御覺 下さい。 

M 呈去 AYAVAS, 114 E. 呈 hS 乙を . 




捆 

育 51 

M 巧 

VI 3 


▲通譯 ◊關せ ◊を 渉 
◊買物 ◊其 化 巧で も 
抑 懇切に 御を 扱 致し 
まず。 


A なは ン 々一大 學を 
ミ 、 ad ' 卒業し だ 米が じか 四 
案 パ； 3 - 年 聊か 米 國の擊 情 じ 
一通^ るら の 至 信じが 


♦幫藉 ♦雜誌 ♦新聞 
縱覽 室を 調 
執務 午前 化 時 よらを 後 五 時を 

紐 育： II 本人 會 一 


內 

I 


東 r 
西 I 刷 

打 W 

房 如：：： 

^ 4 


j お 育 商事 稱究所 

I i 驚で が 純 雄 


A 米國 じて 發朽 せる 
新舊 の書藉 ご 漂 誌は 
御 注文み 瓷 敏速に 御 
屑け 致しまず。 

A 右 御 注文に 掛 して 
は 定價ょ b 割引して 
差 上げます 0 


f ^ 婦 

hn 8 

Ju 

R w 

6 郎 


卽帖 

巧む 

.ほ ん 
M U 

が 


人 

興 

語 

敎 

授 


巧き 水 園 婦人 
日本 A への 英 
語 おおじは ぞ 
年の 經驗 をち 

す ■一 レ ザス 

ンム 十五 他 
を H 耕 九 時ょ 
らが . A 時を 巧 
時に す もを し 
n 曜日は 一 時 
ょも 四が を 


む-一 
-UW tth 4 

ゴ S H 
0 ^ b 

を 脚^ 

お W h 

お 


瞧瓶辟 用 巧 
船み を 巧な 
かがを 雜 資販賣 
輸出入 我 關手續 
諸 荷物 運搬 取扱 

遠 藤 小 乃 商を 


♦苗 ♦ S W 


が 育生 命が 險會赴 

S 木定吉 

錦保險 


玄 ew work Lifrewnwc 『 ano 压 CO 

51 Cha 吕 berbst : z 《 WYOrJCC さ. 
巧す ロタ W ミを 巧 お 

を 壯ノ方 ニ 御 掛か ノ館 《.必 V 
御 自をノ を 巧ピ丢 話が g チ 申 
巧 古た 落 辛 F サイ 


旁 ♦巧 


M 


蹲 科醫ホ 旧榮苦 

212 去を 皇 さ St . f さ rk 呈ー 
Tel . Acade ョ y 兹芸 
電話 アカ グミ！！ 二八 六 化 


齒科瞥 


ザ 上 義人 

西 六十 五 了 目 一四 六を 化 
が 肯ホ國 旅館 巧 
電話 トラフ アグ ザ ー ニ 五 ホ 五 


化 

も "5 
.げ巧 
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笛|± な 基 

自 午前 九 時 H 十二 持 
自午お 一時 H 氏 時 

火觸 みが！ 一が =： 六 時 

はへ キシヤ ー フア 
ン テ^-シヨ ンクブ ニ 

ブクじ お 勤 


afs 

H i 如 
度 ミが 


0 

Y 

反 

私 

化 

D 


做 お 

9 •リ 

壯 W 
7 W 
如扎 


認膽 

前 お 願 上 お 

ゴ ー 子 か乂を 
ドク トがホ グメデ y ソ 

醫學巧 ± 

吉 桓悅彌 


化 i 
hi 
& 邮 

ふ祉 

r 

C パ 
に， H 

巧 化 

^ 0 


を 節を 特繁一 
幹事 脇 崖— 義人 

，を'! 集— 皆— 

日 晒话拜 午前 玉 時 

日 踞學校 午前 十 時 

鱗 難 H ® キ をと 時半 

祈禱 會水醒 夕と 時半 
を宿舍 

位展る お比亞 をな 
を 下町 迄 十五み 學 
を 會化員 じ 最適 

を お 圖書雜 誌 巧 巧 
を 種 娛樂具 お 巧を 
を あ b 

语を 職業 巧 お旅荣 
案 內を禪 事 ま 調 巧 


C •• CCC 




ニ 1 W 互 芝 th sl.f Iforli 
ぎ 互 ミ sId こ 573 > ジ hu 吉 r 1 云 ま 

公 \ •なむ キ醋九 尚— 午を 一時 

養 裳を 钱 si 堇化 《 

U 巧 午 ぉ 九 時！ 午後 巧 時 

ド* ト * 小 栗 おち 


£ h. 

W *1 り 

がゎの 

«L d 

Ass 

KIM 

A 邮 請 

T 加 c 
c む w 

r •け 


診察 


午 度 一二 時よ - H ハ 時 
H 1 I は府 め# 西 g 

ドク ト水 

鳥を 尝彥 


▼學友 聯合 晚餐會 ▲ 

コ 口 ン ピ ァ 大學リ本\をぶ協巧 
615 W . 13 坦 h St ., New ジ占， N . Y . 
(ぎ Bradh ミ st 云 70 呈 . S 3) 
毎月 第二 £带 四を 赌 H 正 六 時よ 
b 當大を Joh こさ 呈 I 。 を 後間 おを 
を 室に てを 康 す。 校の 內巧 問 
はや、 ロ乂學 ぶの ホ おを ピム。 
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諸 集を 

ホ 巧說が (日) 八 時 
日 お學校 ( B ご 一時 半 
家庭 集 曾 (水) 八 時 

が 禱階及 (未) 八き 
蛮. 善 研究^ オー /お 
婦人 會 
廉 巧を 


鼓—— 傭’ 

おおを、 筋 あを を 
み 菜 巧を、 をの 化 
人事の 樹巧談 にお 
じます。 



P 部 

h 咕を i 

^ 白！ 

如^ 本- 

乱 I.A 


が M 
お*! 
叫な 

泣 5 

J L 

^ 如 

r 2 
3 


基 一 

を 

か I 


H ホ畢書 巧な お 午 
共勵會 夕と 巧牢 
强巧說 な 夕ん 時 
木 駆が 爲會タ A 時 
英語 及び 我み 

午後 ニ 《 

主昭 まな 會义は 
菜詰會 タ八時 

おを， み ホ 
察 お 部、 旅け 巧 ま 巧 
巧* 入 率 相談が、 調を 
が、 巧棠 巧を お、 巧 居 
热縫 おおの 兼 課を 設 
け會員 及び ホ 曾 員の 
巧を 計る 


フロ •一 ドクぶ ! 巧と 十を 
領事 箱 お侧雄 物と 0 お號ま 


弊 巧は 實質 誠を 班 速 ホ義の 
まじ 御 ± 産物】 ま卸資 値段 
で贩賛 致します タ かじ 拘は づ > t 苗」；、 

ら乎 御用 か 仰 か 下さいょ せ かも— タ 
◎歐 ホを 補 時計。 最 時計 一ま^ん；；* 

◎寶お 貴を 屠。 銀製 器具 一 ま を J 
◎が 棉萬夺 筆。 を 銀製 鉛筆^ < 伴 
◎蓄 一を 器。 レ，！ ド專 お荣 / 


) ド 見本 陳列 

◎寫眞 器。 タイプライター 

◎瓶 切 巧。 紀な寫 を 邮繪端 書 



ニ 0 す oa を さ N . Y . C さ 
Tel. 量で 皇 贾ゴ吉 50 


丸山洋 臟商會 横 眼 ホに お 鏡 調節 


診察が 閒 

午 酷 九 時 1 十が 
午を ホが！ 八 時 

バ^ 小栗韓ご一 

紐 育を フ ラブ！ 巧晓 
巧 五 おお 院巧稱 
武巧 コンパ ランド 
お院 勘み 


診察 時 脚 
午を 一時 n ご 忘 
午 おと 時 n 八 時 
瘦知 按ず ホ 

巖本捷 . 

を お 比亞大 を々 び 
か デブ ン 病院 巧み 
H 横は 的 約 巧 上 お 


H 本、 支が 資ち お奠 
術 お、 婦人 用 皆 飾が 
化を 飾な 

商 等 裝術品 修撐、 
营締 品、 スト？ ング 
H 本 服热炼 


帶并 洋服 店 


乘 五十一 11 T 吕 

■ニニ ニ 

が 藤 
譜 驅巧 

S ' ラて ニ ミ 


洋服 調進 

クリミ ニン ダ’ ダィ 

ィング、. 隆鑄 等) 切 

ミカド 洋服 巧 

化 本 が 

竜 話 ライン ランダ！ 
六 八 一二 0 


診療 

午前 十 時 ょら 十二 
時、 午後 六 時- <ら 
八 時、 B 曜は 前約 
願 上 候 

•トク ト \ 

山 ロニ 一之 か 


巧を 的 揉 療治 
醫術的 か 操 

ホ 島覺丈 

西 五 だよ 番 
が ニ 一十 八 T 目 

電話 ェ デコム 

一四 义六 


齒科醫 

▼該察 時間 A 
每日 ( H 嗯を除 <) 
午前 化 時よ b 
午後 五 時半 
水應午 か 九 時 1 
午後 一時 
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に 
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M 抓 |ぉ 
W 抓？"' 


巧の 
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0 苗 
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U 
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I 鱗 揉治攘 

マ ツサ！ ジ 、整 お 

醫巧 ホが 運 勘、 厥 
港な、 水 治、 光線 
及 带氣治 お、 其 化 
が 育 州 公な 

7 ィジ オン ラヒ スト 

巧が 幸磬 

H 應外巧 H 午前 化 
時ョ ，午を 化 時を 
電話 前の 願 h お 


0 

1 ; 
& け 3 

U 化 22 

,3 ^ 加 
M 邮肌 

ri ^ U 
わ 3 b 
i 
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おち 州を 設 
內採 省を 許 
ま 巧 帝 大授科 大巧 
産婆 復習 巧キ蒙 
元池邊 

產婆 松本綠 


齒科醫 木 下义ボ 

ゴ 0 巧 . ごご h Si 
ジ L 互 onui 瓦 8 苗 7 ’ 


タオ ラ 糸 ラトリ！ 

レ过 叢話 ァヵザミ—ぶ空^* 
担 ド クタ ー 田 尾 時 雄 
ホ n 躍 n 午を 化 
ホ ？ ManhaWan F N. y. 

巧 e ニ 夏 さ si . 酱10 ぎ St . 


.各省の 新 要求 

承認 U 二割 九み 位 

豫算 閣議に 一波 欄を 生む らしい 

併 かし 實業家 仲間て はが 評 

束 京 特電 二十 六日 發 H 田 中 首相は 瞄麗 じがて 自作農 巧 案じ 熙 
しみの 如 < 言明した 『該案は 一般 豫算 から 切 離し 追加 豫算 ごし 
て 提出す る」 ご。 が ほ 政ぶ 會攒務 秦麗助 巧ぶ び 島阳俊 雄を は 出 
中 首相 V 對 し摇祿 致策遂 巧の ぃ 、め 一千 五 内ガ圓 R 上の 復巧要 ホ 
をな しじ。 

ま 京 特電 二十 五日 發 n 大藏省 一 化に ないど 稱兩を 巧 成 b 强硬 
査 をの 本年度を 算總 額は 十と 憶 
八 千 ニ巧乂 十巧圃 じて 前年度ょ 
りら 約 ニ 千 一二が 八十 巧圓の 

增加 にして を 巧の 轿要あ 
總額 一二 おも 千が 方闯は 億-千 
万圃 じが 少さ .いたが をの 內譯で 
が 明し じらの U お 軍 省の 嬰 ホ 六 
千 だ巧圓 。モニ 1.む 乂圓 ごじら- 
陸が ちの 四す と パガ 脚は 一で 力 
圆ピ 。つても る。 而し てこれ 等 
ん财源 どして 政が は ~ 億 化 千 八 
だ巧圆 のを 債を 發巧 するどの こ 
ミで ぁる。 今 固の 大旗省 豫算杳 
定は實 棠家忡 間で け 好評を 博し 
て 居る もの を 省 新規 要 おは ニ 
お 义 をの 承認し 過ぎず、 を 省で 
は盧 外の 削 おじ 驚き 二十 一二 日 軸 
ホを 省 ホ々 省 證を關 いて 復活を 
ホに 翩 する 

協 |一 を 遂げつ； みるが 大 
藏 雀では 緩急 じ 應じ蓉 目の 轉換 
を 巧 ふ 0 か 新 おお 額の 余地は お 


であるから 激算 閒滤は 一が 觸ゎ 
らわ ビ话ら る。 段 政黨を あ幹辅 
の 一を' しじな 兒は 『政府の 銭 省 
案け 街ち 化械 政策 ピ闷 横が 校^ 
盡 U がても 化 ホ 図 おじ 聲 明した 
る 巧謂棉 極め 策を 化 本から 放棄 
したら ので 現 內閣は 旣じ存 だの 
怠義を 失つ たもので ある ご斷言 
'し 持る。 を 算ま中 最も 重大 親す 
べき おじを 債を 巧 額を 一億 乂千 
數 な巧圓 ごし 增發 せの か < 見せ 
ながら 實だ 非常な 

增發 である ことで 么 る。 
なぶ 會が 徒らに 化 租委讓 みを 約 
し 或 ひは 懂じ S 名の 實 業が 志 貪 
を 引き 人 れん^た めじ 營業稅 の 
委譲を 聲 明した 結果 斯 かるを 債 
の增 お 針 蕾を した 去いで、 化 儘 
推せげ を 債は 永义じ 償還され ね 
のみ か 漸次ち 加す るの みで 麗家 
財 かの 危機 じ おたい b を 解禁 も 
ホ 不可能の 結 おどなる」 £ 云つ 
て 居る。 


すを が、 な 中乂化 十二 年 例の 六 
みす 利 困 辟 外 借が 立 W ホ 川挪ひ 
が巧加しつ ；ゎること^2な目す 
べき 現象 でんる。-^ なみに 右 現 
化 额を戰 巧 好？^ 時化 る 大正 八 
ザに 比 鞍ず る ごを の增加 額は 五 
原 千 S だ巧圆 下、 をの 內譯は 左 
みかく でんる'' (巧 位 巧 方圓】 

的 現な 比鞍增 

國債呈 ニ 一る 吾一 一骂 
地方 倩 吾 呈ホ 二 0 
社債 一室 畳 ニ ニを 
を 則 一 •さ呈 ニ •一 脚 ニ ぶ完 


大藏 省と 円 銀 

金輸 解禁 共同 調查 

お 巧 外債 千 九な 丸十 巧 弗^ 成を 

を 商人 筋は 早 < も 解禁 準 臟 _ 


まを 特電 二十 五日 疑 N 人藏省 
ど U 本が 巧け を 輸啦绽 に 就て が 
同 調査に 化 事し つ 心 ぁるが を •滅 
船を 魁 じを くら 解禁を しど 見込 
をつ けて 運 貸に 爲巧 先物 豫 約を 
始めた が U 本 巧 抓の 细 きも 一二 ホ 
云 遙の敲 解を 得て、^ タンダー ド 
ぶび ラキ ジング •サン 巧 视會社 
ど 供給を 野 協を を涉 の巧銷 じな 
事す る こィー じ.；： + つて 居る が、 ニ 
ユ ！ ョ！クボ媛じあ<がホつ ベ 
き 巧が 5 外债千 九巧乂 十で 巧、 
剌を 五み 五旌 、期限 一二 十ヶ 年、 
额面 九十 苑ぶト 他は おな 巧 これ 
をが 外 巧 货 補充 巧 ごして 政府 じ 
がで 買 ひ 上ぐべく X 業 クラブは 
節が 舒を愼 してが 會 国から 徴し 
たな 見に 基き を 解 銭の 討 諮を。 
しこれが 一 般巧莱 •し 度 ばす が灣 
じがて 調査した が 南京 削 H 新聞 
のかき 『を 解 傑の 與論 じ 故 巧 も 
漸 （動き 經濟 的を 概條件 •か漸 ホ 
具備し 解禁の 時期， V 持て 战 る』 
ご 報 逆した。 

年が だけで 一億を 圆 

外債 總額 

化 一億 W 千方閒 

一 を解搔 じがが して 巧阀 隙な 偕 
上、 政府 および 山間の W 償紀額 
: およびを い' 儿利挪 ひの m 巧 如 H 
; はが も 注目され てゐ るが、 乂戚 
i 巧 調を 九月 二十 化り 巧が の 巧が 


官民 外傳總 願は、 實に 二十-億 
四千 二-, り 方 圓の宜 額に. 達ん、 空 
がの レコ！ トを — *- めして^ る。. 
しかして をのみ 譯は 政お^ 償 十 
四 億 五 千 八が 巧圓 、地 ゎ 偉 (外 
償)； 一億 五 千よ だ巧圃 ，お 閒會 
化々 廣 (外債：} 四 億 S で ニ _ c : な 閒 
である。！- かし-てを か' 倘中巧 長 
あるは 政が か 憤の みで 地が 債 わ 
よび 社 償は お 加の 一を をた ど b 
就中 社債の 激增 しつ、-^ るは な 


勞農 □シア，、」 

新 信用取引 

巧が 務 書記 宫發 

〔十八 H 〕 インタ！ ナン ヨナ 术 
ジ で ネラ片 •エレクト リツ ク • 

コム バニ] は 莖慶じ 辑しニ 千 百 
万 乃至 ニ 千 六な 巧 巧の 電氣 磯が 
販資の 契約を 當地じ 於て 露國貿 
易 化 表 商社 ァム ト ー グ • トレ I 
テン ク • コ — ホン i シ 3 ン £ 締 

結し むる . か、 其の 條 伸の 大要は 
最初の ニ 年間に 五 旨 巧 巧な 上 一 
千万 弗までの 電氣 機が 裝思 及び 
が 稱を賣 渡し、 巧 化を は猜 ぉ前 
に 二割 おを S ち拂 をを パ殘 をは 
露國 々ホ 録巧保 誌 3 下 じ 巧 荷 後 
五 千の 内を 期限と する トレ ^ — ド 
ァクセプタンスを 0 てを 拂 ひじ 
あて、 が ほ 右の 成績 じょら ニが 
後 あら じ 四 年間に な トィ 年々 四な 
方萊 & 上の 取 副を。 す' こどを 約 
し 居ら 义其 巧には ジ五ネ ラが.。 

五 レクト リックが が ホ 露 閣じ點 
しちす をが 產沒收 損害 辨償要 ホ 
額れ と 十五 巧 弗の み濟方 じ關す 
る條 件を もを み 居る 由で ある。 
右は ホ國 商社の 對繁貿 おじ 於け 
る最 がの 島 期 信用取引なる だ國 
おちも旣じ 之を了知！ 居 る趣じ 
して 今後の 進 砂は： 般對務 貿易 
上 注目に 蹈 して 居る . 

ゼネ ラル* モ ー タ ー ズの 

ち大を 利得 

過 まの 記錄 破り 

フォ ー ド 旨 動 車 王屬じ 對抗し 
てみ が 自動 奉 薪へ 活羅 し^ 5 あ 

る ゼ子ラ 八 •モ I タ - — - ス かァメ 
ブカ じがけ る 十億 顯級產 業の 横 
綱路 である こごけ 間 知の ことで 


解禁の 聲が崇 り 

を債慘 落し 新を 値 

郎巧 論じは 嵩 橋 翁 等 i 極力が 對 

ま 京 特電 二十 六日 發 n 日本 荫エ會 謙 巧ら か 解禁 節 巧 巧 諸を な 
したが 卸む 論じは 窝 橘是淸 をを おめ をぶ 曾 長老 速は 反對み 意嚮 
である ど。 而 かして 一二 九藏 化は 『解禁 後 別段 物惜じ 影響 わる ま 
い』 ご趙 つて 居る が、 が 巧では この 解禁 論が 祟つ てを 債續 をし 
今年 中の がを 化を 祭 出した。 


目 じ 的す る。 む ほ 料率は 劇 債 鼓 
鳥 六 か 五' 姐、 最 化^み、 他方 憤 
最高 ホを、 玻巧お ii ?、 社 償鼓窩 
よか、 最低 四を お旌 であ もが、 
ホ 巧 利率は 國價 四み 八 姐 ミ 毛 一二 
糸、 地方 愤おサ S が 六 毛 ホ 糸、 
祉 おれみ ホが 一二 毛 六 糸で 右國償 
地方 化、 社 化を 述 じての 中 巧 利 
ホは 五 か' 贿 とち f あ-;。 しか 
してを 外愤を 部の 利挪總 がは 年 
T 協 千 ニ' わ 八 + 八 巧 S 千 脚 じ 達 


あるが 本年 九 巧を なて 終る 過 ま 
九 側 周 邸ち 云 期 じ 百る 純收 入は 
ニ 億の 千 五十一 二で 四千 六 打 十 S 
弗 ごい ふち 额じ逮 L 昨年 间 期の 
i 憶 化 千 I ニ 巧と 十五 巧 八 千 一二な 
ニ 孤よ b も增 加す るこビ 四千 六 
巧 セ 十と 巧 六 千兰が 十一 巧 
柳 も 二割 巧み 姐 ごい ふ增加 
じて 優先 格 じ' おする とが お 巧 
S 干 ニな 六十 兜を 差 引く ニ 億 
三 宇 S な 凹 十八 巧 千 H 巧 五十 


三 巧が 一般 巧 ホに 掛 する お得 

VJ なる 譯 である。 

而 して 今年 第 S 期の 利な だけで 
もとで 九な 二十ち 巧 ホ 千 ホな |ニ 
十九 弗に 達し 昨 お 岡 巧ょ b は 千 
四な と 十五 万 八 千 五な 四十 四 弗 
の增加 じして 本年 一巧 W 降 九月 
じ 至る 前記の 利得は 昨年 中の 化 
益で ゎる 一 株 十 弗と 十五 仙み お 
當を 超過す るる どい ふ 盛が じし 
て歐 洲大戰 時を 除き 半 かが じあ 
b て斯 かるち 額の 利益は 產業巧 
での 新記録で ある ご乏 はいて 居 
る 0 

四十と 弗 四十 五 仙 じ 

圓爲 臀强氣 

昨今の 圓爲 をは 益々 强 調を 帶 
びつ i ある：^ まる 二十 お U の 相 
壌は 五十 ポ キン ッ即も 五 厘み 上 
騰 して 電信 爲替は 四十と 弗 四十 
五 仙 ど U つたが 一般 消息通は こ 
れを 0 てま 恥 商人の 投磯 である. 
と 專 傲し 圓爲替 h 臆で 困る のは 
支那 人で あらぅ ど 見て 居を。 

砂糖 安値 買 非難 

東京 特電 二十 五日 發 H 砂糖 相 
瘍は戰 前のを 値 じまぃ' を もじが 

部會 社のを 做 買 ひに 就て は 非 
難の 聲 .い ある。 

生糸 S 歐 洲直輸 

東 ま 特電 二十 五日 發 = 獨 逸ょ， 

注文 ホ b 日本を 糸の 歐綱 直輸 
出 お まる。 

立 合 開始は 正 巧 

まま 特電 二十 五日 發 a 横 潰を 
糸 取引所は ホ 糸 五月 限を ホ 巧 限 
じ 延長し 巧 春 一 H 十 お H 新甫 六 
巧の ホを を 開始す る = 

支那 半； 糸 日本へ. 

豪を 特電 二十 五巨發 = 京都府 
や 福 井縣ん 磯を みが 巧 用す るた 
め ま 邪 生糸が リ ぶに 輸入され た 


生糸の 輸お增 加 

東 ま 特電 二十 五日 發 H 歐测へ 
の 4 糸輸 おち 巧 W ホ 九 巧 ホまで 
繁 化.^ 一 梅め 昨年 向 期 じ 比— と 千 
四が 二十 一二 倭の 增 加を 示した。 

絹物 市况 は沈滯 

おが 務蕾 記官お 
〔二十 二日〕 銷物 巿况は 氣お不 
順に 暧 かきため 一般にを 物買氣 
遲れ勝 もじて 沈滞。 本が 离じ不 
拘當 地相 場は 余 b 不變 。化 月 中 
のが 育輸乂 絹織物は 羽二重と 十 
四 万千 九な ャ！ ド、 日本 絹 細 百 
五十 四 巧で ある。 

九 巧の 輸お 激增 

巧 袖務書 說官發 
'〔十と 日〕 化 巧中資 易は 輸お四 
億 ニ 干 六な 巧 巧、 入超 一億 五 巧 
巧 巧、 輸 おは 昨年 ト 一月 W ホの 
最高 じして 前 巧を じ 比— 約 一割 
一を な、 輸入は 前を よ b 約 b み 
五成が を 示して 居る。 


な 留靑年 巧な の顚体 

日本人 11内 年當 

篇を S 1. ぎ fks ミーち 4 


尋れ 人 

(ちが 縣) 大橋巧 雄 (長 巧縣) 获 
原 平 人 (巧) お 伯鎭雄 _瞎 島 
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巧那 

集 

雅 
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で谣 

ィ 及 
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猪曜 
をに 
をは 

へが 
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SUN HANG FA 反 

2U0-7ihA 拍 . B 比 12 お IJ&12 巧 h お S. 
Te し扣帥 um 帥 t が 的 


ま ゥ ± 希巧轄 君を T で 巧 諸 腕 
す マ、 上 卒し じへ 目 第 理君前 本 
。ィ 目ま繁 ては ばの おを のを 楼 
、播 す々 居 巧 盧チお 差 嗜揮巧 
をは。 御 まるぐ ャの 上がつ 理 
谣饋 をす 程日プ 百げ じてん 
が 頭 ホ e 巧ぶ スニま 適日歐 
を ' の 評人ィ 十す す本廉 
をン程 を 諸! £ みのる 人が 


支 
那 

寶碧 

花 


K 1 NGY 0 & PET SHOP 

IMPO 民 T 巨 民 OF 

GOLDFISH 在 BIRDS 

動 其 力を 
物^ ナ種 
一, 島— リ .金 
切 類ヤ魚 


KATAG 脚 BR が S 

224 に 59 比 St. 
New York Ci か 

Tel. Re が nt 3480-34 が 


IKUINE 

H が ei & Re が aurant 
313 W.gWh 化 New Kork 
Tel. Sohujfler 7822 
Cable Address IKUINE 
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じ 
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宿し 


陽 


TAIYO 

1 が West おれ お . 

Tel. Susqushans 28 IB | 


I ぉ藝 


TOYO KWAN 

41 も 19 化 St^ 

Bsh BV 巧 4 が h む も 
Td. Alg 帥 qum 巧 巧 


庵 

御 御 

料 東 旅 



か ^^ 

340 W. 5 か h み . 

1 eleohone: 
Columbus 8882 


( 巧 曰 • ホ） 司 装 お 


DARUMA 

巧 1 〜 か h わ e. 
TeL わがが 巧 郎 


SHOWA 

吕 3 We が 105 St., 
Tel, Clarkson 0981 


T お To か 0 Go. 

1 が 扎 85 比 化 
K 巧む rk C ’ か 
1 ん Trablgar 65 巧 


も KUW 證 M & 郎 I 


114 E. 59th St. 
New York City 

2 巧 3 
日 巧 7 


巧 one. Re が nt 


DANCING 

411 W。 115 化 St 。 

T 巨 L む おお 4 が 8 るが 3 


Kawasoye Hotel 

1 お Wes り 23rd 化扣 I 
Tei. む ihe か al が 10 


御 

旅 

舘 


河 


添 


ト 


可^ 


號九 十九な 四千 


巧 h を 没！ tp ななを 巧を 巧 お nc 巧 [ 日曜た】 


n と 廿巧十 ザ H 和昭 


塔の 蒲 お おいしい 勸巧 

會席 御矜理 

蕾 食は 宋廣へ 

叮 峰が 化ぶ か 大勉お 


を 棟の 御嗜 巧に 適 ふ 
樣な 美が の 巧 巧 巧を 

i 趁縷 

致します から 場々 お 
ホ ホを 顔 ひます 

II 知 興— 樓 

廚揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本人 諸君の 嗜好 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 顯 一二 時を 蘭 巧 
(百サ 五 T 目 サブ 
淳車瘍 の 下) 


ま 那巧理 

帘廳 茶園 

司 狸 入を 蓮 
お 製の 方 じは 基な 
の 海 便利 じ備 へが 
闡會 庵の 御用に 應 
や.、 4 强辑卒 お 
す键 おお 立 頭 まな 
巧 上 御 案 巧 串 上ち 



Jii 


禁酒法 違反者 M 年 一の 一 

延 刑期と 千と 巧が 

吿 發殺ぃ r もぶ. 山 干よ 巧’； 个乂件 


ヮシントンの 巧 ホ 巧が 去る ニ 
十 SH 附 をら つてを 衣した 本 
年 六 巧 一二 十 n を 化て 終る 巡 ま 
一年に' 巧る 续烟法 違な 吿贤は 
五 巧 お 千と 巧 二十 儿 化、" 刖年 
巧 じ 比較 するど 一方' 五で 二十 
がの 巧 加で 

柯 李 巧に 栽 巧が 終つ わ i の 五 巧 


巧 刑が はおく 勿れ i 】 でと 年 
で 前 ザ ほょ 6 も货！ '巧剧 八み 
のち 加で'. お 俩化施 化 W ホの 
最大 記録で ある。 

こむ 等の 巧辆を 違反で 惦灌 巧が 
じ附 しむ も數 はの 千 八な 五十と 
件で 前年 巧 i らも； モバ かを 增 
し、 服罪 お 中な て じる ボは 凹が 


八 千 四 西 二十 九 仲、 目下 審强中 I 五 千 ニ枯乂 十ぶ 人、！ 了ち 千 四 
じ 巧す るら の-で 八 千 ニな ぶ 十 ~ 内 十四 人ち 加 ふい ふこ S じ G ち 


化 件に 達して 居る が、 化に なが 
が お 了した もみ t 內譯 はち 罪の 
宣吿 をを けたる もの 四 巧 八 千 八 
巧 二十 か、 無罪の 宜吿 をを けた 
るら の 一千 凹' 白 S 十一 化、 審理 
の 繼績を 中止した もの 六ず 巧 十 
四 か、 をが 密巧 じ附 さなかつ じ 
ものが ニ 千 六十 凹が ごな つてち 
るが 

無罪の 音吿 をを けたを の 比率 
はお 罪 一二 十 脚 件」 巧し 一とい 
ふ 背を で 别 をを 諫 せらむ じ 
絶 額と だ 11.+ 巧 三千 おけ 六十 
一二 ホ、 化 刑 じ おせられた をの 


が、 これけ 刑事 y 城し わ 禁姬法 
違权 者で あるが， 一民 事が： 惑の々 
は 八 千 六な 十と：^ で 前が 度ょ 5 
も 千 八な 二伸を が^しで 居る も 
の { ァメ ？ 々政府^ この 訴訟 か 
ら得 ねを': M 二十 八，^ ニ 千 八が 五 
十 S 巧で、 前牟ょ 一^は H ガ とが 
.五十六 巧 お 加して る 
がら ば 船舶 知が る \ お 顔 密輸 人 
检舉の 成績は どうで わる かご 
いふじ 吿度さ 一一れ た アメリカ 漁 

術は 一二な とト 1 W 、 W 頤 船は ニ 
十二 隻 ごい ふ-こ 一で ある。 


ニ ユヨー ク巿の 人口は 

六 巧 一巧と 千 人に 

第一 一 化は シカゴの 一二 を 十 K 萬 余 ' 

一 0 •一二 00 
W 义六 •八 阻 一 
一 00 
ユぶニ •八 化と 
て HO * 四 0 し 
^ 互 三て 八 ニ 六 
^ 亦 九* ニ 00 
化 王！： ニ 0 


I 商務省の 國勢調 か 局では を ホ 
I を 都 ホの A 年よ 月 • H 親が 人口 
i を 想を 謝を 中で わつ たが をれ じ 
j ょる ご 巧 等の なむ ニユ 3— クホ 
一の A U は ホが 一巧と 千 人で これ 
i を 千 化. む 二十 お 年 ニ ユョ！ ク州 
一 調査の 人口 五ぽ 八十よ 万 ご 一千 兰 
I 巧五十六人 じ比較す る ご十四巧 
一巧で 巧 四十 四 人の お 加で わる。 
一而 かし マン' ィッ タン 區 のん は 過 
ま お 年 じ 江 ' b 十九 方 H 千 人を が 
ー少 て 括**^ 凹^ これを 千 化が 
一二 十 おを ど 本が ム M 一 リの豫 巧 
. に 比懐ず る ど た の か き も の に 
つて おる。 (を， U 二十 五 年ぶ は 
本年〕 

プ日ン クス 八と ニ •一六 八 

化 五一 ■化 00 

I プ八ッ クリン ニ ■ニ C -11 T ニニ r 五 

; 一 主 ニ 0 八 金00 
マン' ィッ タン V 化 四 あ •0 ニ 九 
一 •セ 冗 ニ •000 
クネ ンズ と 一 凹 王 ハ 巧よ 

八電 •四 00 

，チモ •'ド 一三 八 •ニと と 

io •き 0 

このみで 目星し いを 米の 人口を 
動は 第 八な の バ^ナ モァが 一躍 
ボストンを 追 ひ 起し 巧 も 泣 
つたこ どで ホる。 細 も 八 乂挪ボ 
の 人口を 本年 ごで' 化， り 二十 年度 
の 人口 調が に 比較す る ご 左の 如 
きもので わる。 (をけ 本年ぶ は 
千 九が 廿年 巧) 

が 育 ム ハ •0 一 と •'立 OC 
お •八と 111 •一二 五六 

シヵゴ ご T 一 五と •四 00 

ニ •と 0 一 •と oil! 
费 府 1TO 六 四 •ニ 00 
一 •八 ニ 11T とと 九 
..Kto キ 一 •一二と 八 •义 00 
一 •ニ 四 ニ ■0 四 四 


クリ ブラン •ト I 


舉 み キ 


か チ モア 


ボストン 


典\當 巧 

: 映 謹 一' 一 掃 


專 巧みが 觀た 

發聲 

無聲映 謹' _ 一 掃か 

を 聲映蕾 かお ホ じつず ては 意 
巧 まも'---- であ が 過な ァヵデ 

ミ* — • オソ •モ^ — シ 9^* ピク 
チ ユァー •ァ' — ト* ァ ン^^ド • サ 
ィ五 ンスの 

會議で 討 疏さぃ たて ぁ 
の驻巧 家の 怠を は ホ 常 じ 戮ホお 
ある。 すなは ち ダリ ィフ ホスに 
の窗 見では 『發帮 映 嘉の现 がは 
か 儲けの かぶ 何物で もな く發術 
なんてむ ながは 微塵 i ない- 少 
なく も 映截： なのた めで じぐ、 
奖ど眞 を對を どして 製 巧され t 
までけ 映 講界は 一つの 

產業 であら、 ビジ 子スで 
ある』 ごこれ じ掛し 監督 ど （て 
資 b 出しの ゥネ リアム •デミ 八 
氏は 查 がな 載で 『今後 I ニが した 
ら發 聲映譜 S 天で ミ；^ b 、 劇棋 
は 過 まの 無 赞映窥 に 支挪つ C 1 
拙を 

犧牲 にす を こごを 惜 ぇね 
であらぅ。 今 n を 蟹 映箭中 問題 
山 フキ A ム の發帮 じ 巧 處 まで 藝 
術 化と 化へ 巧る わごい ふこ どす 
あらが、 機械の なが じよつ てを 
れは不^能のこ^^では：：^ぃ」 ど 
而 して、 お 席 おのは どんでは 後 
者の な 見 ご あい 一な してむ た f 


ぶから 巧へ 

飛な 新記錄 

ヤン キ •ゾ ー ドル 磯 

撞じホ 巧 极斷飛 巧の 窠 一人を 
ゴ！ ペグ 大佐を 操縦 ± ど し恃ま 
タツ 力 ー 氏を 间乘 せしめて 。 I 
チン ゼ^スから 當 地' へ 十八 時間 
五十八を ごい ム 驚くべき 速力 ト 
飛んだ ャン 辛！ •ブ ー ド^磯は 
おらに 西から 東への 鶴 謝 飛 巧 じ 
新記録を 殘 すべく 
今度は 持 ま タツ々，- 氏 时乘、 
a . — . 八ャ — 一 ■をを 飛 わ i とし 
て 水幡り 0 1 ズゲ で^ トお巧 
場を おが、 途上 例に 依っ て 巧 
風を をけ たる も 

飛 巧 ±s 熟雜 なち 贼 おこ n 學の 
難 顆を巧 破し 一時間 じな 五十 哩 
の 高速 力を 出して 二十 五日 午を 
ニ 時 八 か S 十 砂 (當地 時間 午後 
五 時 八 か 一二 十 秒) じ 到着した。 
满巧 時間は 二十 四時 間 五十一を 
で 千义が 二十； ニ 年 ケリ— 陸軍 中 
尉の 一巧が 殘 した 記録を 巧ら じ 
ニが 間 巧 縮し じ譯 である。 

支那へ 巧く 

財政の 醫者 

ケン マ— ラ ー 巧 - H 
南京 厨 ほ 於 府はネ N を 慰の お 
玫 々策を 確立ず るた めじ プリン 
ストン 大學で 财經學 を 講じて 居 
るエ ドウ キン •クン マ！ ラ ー 博 
± を 招聘ず る こどに なつた のは 
お 報し じ 巧で あるが 

ケン マー ラ 1 巧 ± は 『が 政の 
わ醫 お』 ご 呼 はれて 居ぇ 辟に 
外國 政を の 勘 政 制 巧な 草 事業 
に携 はつた 人で 廿五年 前、 フ 
キ 9 ツ ビン 群島 委員 VJ して 巧 
ひしむ のをず 柳め じ 
エデ ブトの 財政 锁 巧を 革 じ 従事 

しおら に メキシコ、 グアテマラ 
3 0 ン ビア、 南アフリカ 聯邦、 
チジ 、ホ- — ランド* フ ラジみ* 
エクァ ドア、 ボリビアのを 阅政 
府助政 顧問 ごして 歷巧 

ド！ ズ 案じ も 随員の】 人たら 
し 人 だけにを 巧 支那に 巧つ て 
乱贩狀 態の 財政 制度を 一寸 診 

察， 投藥 すち とい ふので ある 

選擧と 電信 

民 ま 黨の會 計 喜ぶ 
おホ黨 今年の 大統領選 擧費窗 
附け旣 じご r , り冗乘 ，を 超過して 會 
則 課け ほ く-^ もので わるが、 

ウ で スタン •ユニオンの 選擧結 

裝 速報 サアゲ キスは 會神團 体の 
み。 らや刪 人から も 申込み 殺 倒 
し タ忙を 極めて おる VJ 。 


ア 


カホ 業 巧の 


先輩 表彰 

十億 弗 宴 曾の 記 

.♦が 巧の 新聞から ビリォン ダ 
ラ-^ •デナ^ — ご稱 された 米蘭產 
業 お G 化覺 者を ま賓 ごがる 火 宴 
替 まる 二十 四 巧 ホテル • 
V . スタ I で朗 かれた。 ま谣 者は 
コロン ビヤ 大學 米國お 類協會 ご 
るふ 風 變らの 取合せ に 械育州 商 
萊會溢 巧 VJ が 育實 業協會 .こが 加 
はつて 盾る。 發 明を ごして は 化 
お 的 偉人の 一 に教 へられる ト— 
マス •ュデ ソン 翁 自動 ホを 業で 


はへ ンブ ー •フォ ー ド 巧 製 拠 業 

で チヤ！ レス •シュワッブ 氏メ 

I ' クオ ー タ T でけ シーヤ * "1 
ク巧 貪の 0— ゼン ゥォ八 ド 
飛け をの 化ぶ おで オー ゲキ 
ライト 巧、 ゴム あ棠 .ト フワ 
アストン 巧、 寫眞 巧で イ ー 
マン 氏のと 居 朗が當 化の ま 


3 

入 

め A 


令ァ スタ ァの大 を 貪 場は バ瓜 
イ まで 巧つ て 約 ニ 千 人の 大 
、立錐の 地 もない 巧 壽司誌 
拖 况を呈 しじ-か、 スビ イカ 
•テ ー プ^ じは 電氣學 おの 


一日 本の 世が 

まま 特電 二十 五日 發 

明が 節 舞踊 大會 

東を 巿 民は 十一 巧 互 H 初の 
明治 節 儀式を ト 巧を 圈 竹の 台 
に 斤 ひ 日 ホみ を 園では 舞踊 大 
會を 催！ をが まを エ巧其 他が 
33 がする。 

.慶大 生 連の 泥醉 

膨應 大學ホ 速は 早慶 第二 凹 
戰じ 勝つ じ 祝 ひじ 銀座の ヵフ 
五 1 でが 酔 I 數十 をは 蠻察じ 
保 謹 さ.；： た。 

水泳 選手 等歸國 

東京 閣 n 新聞の 摇聘 じ應じ 
渡 日中の が國 水み 選手 速は ニ 
十と n 橫檀發 太が かで 歸國す 

る ど 0 

觀 ちま、 こ 巧 進 曲 

御大 興 のん 觀を式 巧 進 曲は 
化 {陸： を 省から 發おク いる 尝 

大 みの 睹審 裁判 

二十 幽日 大ホ縣 じがて 謀殺 
ホ遂 化の 最 がの 陪審 裁が が 巧 
はれた が瞎 を 宮 達は 檢 事局が 
吿發 したが 人の 謀を 意惠 をな 
消した。 


軍 鑛ピユ ビンを、- ペン 鐵道薛 長 
アツ タブ ブー ボ俄 をの 銀 巧 家 レ 

イノ 八 ド 氏、 シ テイ •ナシ ヨナ 

户の ミッチぶ 瓜 氏、 吳慶 化學错 
會頭 メ シ 王 ィ 鄉、 騎を通信の 
ノイス 氏、 ツ ブ ビユ 1 ン のリ！ 
ド 巧 等ち ゆる 方面の 軸 火 連が ズ 
ラリと 皇の 如くに 耀 き、 其 前面 
じ击 賓の别 席が ぁつて 一層の ホ 
彩を 添へ て 居る。 

♦司會 巻 メィ ヤァ 氏の 紹 かで 
を 事前 有名な オ テス •スネ ナア 
巧が キップリングの 英詩 『でネ 
ス お！. ラア』 の I 節を 朗誦し ダ 
サ—ト •コ 1 スじ 入つ てから ン 


スバー グ 夫人の 獨增が ぁら、 ホ 
裝贫能 巧 待 頭プ！ ，氏の 紹 かで 
陪 賓格の メか シェィ 卿が 戰 後：. 
がける 喊洲途 業 巧の 現 化を 述べ 
巧みに 义劇庸 棠の進 ホを 頌場 f 
て 致 巧'. 5 わ 定まらの 『英語 闕恃 
の 誘 解ご 蹈携 論』 を离調 I て 古 
喝采-ホ じ 共 か黨の 一二 乂雄辯 ま 
どして、 やか 運動の 大 選を と— 
て. 敎育 ホルを を ごして 將化ゥ 
で ットの 飛 將軍ピ I て 盛 あ嚇々 
たる バ トラ！ 階 七が 暢達 邮晰の 
快 辯を が ひ滿堂 V 魅了す るが 如 
き 洗練され た 修辭で 巧 化を 業の 
使命を 論じ、 奉 化 どが 益と 八 化 
かを 說 ：> て 窃かに 拜 を 萬 能の 紙 
質ホ義 をを して 化が たらしめ わ 
後と 甚 頭の 紹 かを 試みた。 


♦先づ 


マンを のを かが 


から 始まつ て、 最後に 五 デ ジン 
翁を お彰 したが、 を ま賓は 一々 
起な してを 業 生が 校長さん から 
卒業を 狀 V 賞 ふ 梭な無 邪 装な 態 

をで 大恐悅 の エキス ブ レツ シヨ 
ン よろ t (わ b 、 ベ スン ヘム 製 
鐵資就 お 驗役會 良の シュヮッブ 
氏が、 一巧 じけ b て謝辭 を陳イ 
『菩 々はを モー 服 吸つ ては 盾ら 
れ ない、 おらに ヨリ 高く ヨ 9 ホ 
な るら のを ホめ て 自然を 征服す 
ベく 努力す る。 ジ n じ 進 ホが あ 
ら向ト が^る』 ご說 いて 特にで 
デツン 翁に 辑 I 深甚なる 敬愛の 
情を をし 溝を 歡ゆ裡 じ國民 的を 
彰の 宴を 閉ぢ た。 H 本ん 側の お 
鹿 おは 新 井， 橋 本、 巧 島、 賴 木！ 
巧、 橫 巧， 松 旧、 离 橋、 一一 一巧 
山 崎、 武 ホ、 ま 西、 草 信 外數を 


を 


化 


皆々 樣 いょ'''-— 御機嫌ょ く 被 一 
爲涉 巧ん b 珍電 のま. なじが 上羞 
6 ます 热な事 化 度 御 ひ ゐき逸 
の 後 おを 蒙 b 淨瑞璃 一二が 線 巧 兜 
のた め 『吉 王會』 を組錶 致し 乍 
不巧御 指南 申 上る こご、- 相 成 ま 
した 就て は 同 巧の ホ々 模 じは 柯_ 
卒御勸 めを せ 御乂會 被な 下 あお 
お 雲を 始め 德 W が 代の 名 淨瑶璃 
御 嗜好 下され 度く か當 々々乍 徑 
B 紙上 お 願 旁 御 披露まで 
尙ほ丹 畿奠値 極めて 御 硬宣じ 
取 計 ひます わら 委細 比 左記へ 
巧 照 貧の 上 兎も角 御 巧 遊 下さ 
れ 度く お 待 も 申 上ます 

驟澤吉 王 

118 豆 一呈 St . 呈音 .10 
Tel . Univ ち 宴 夏累 




御大 禮 奉祝 

献上 品 費用 U 釀金 

壹弗 均一 締切 个 巧 一二 十一 ロ 

御 婦人 連 も 御子 供さん 達ら 無 独 奪つ て 御 加入 願 ひ 上 候 
献上 あ 諸君み 巧 名鍊は 献上 品 ご おじ 宮內 省に 進 達 可 致 候 

奉祝 晩餐 會 y 開催 

會贊化 弗 締切 十一月 十 H . を 

餘興 ダンス 其 他 大計 畫中 

時 H 十一 巧 十六 H (を 曜) 午後と 時 
燒 巧 ホテル* ァ スタ ー 
服-装 隨 意 

男子は 巧 成 タキ シ I ド 又は 黒服 婦人は か洋 自由 
樂お所 紐 育 H 本人 曾 内 

‘ 御大 疆 奉祝 會 


ず^」 燒 
を じ 御 料理 



m ♦ 


シャトルが 

NP 旅舘 

^ W ま-ま h A ミ. So . S ま ttle , W ミ h . 

.惇を 巧 酌 通 東 ご 一 了 左側 《階 建 
U 本 巧 船 切 巧が 极巧戶 お 送迎 


ロス アン* セ ルス 

ホ リン ピック 

ホテル 

ミ N San す dro St -, Los 4 這 e 寅 Hal . 


ザ 上 金魚 巧 

918 S 置 三 ve ._ 穿こ ミ k 宴. 
さ祖 Gi を ニ 7 ち 


紐 育 唯一の 日本 百貨店 

巧 欄 兄弟 商會 

スマ ドレ •ブロ ダク ツーず 眼資 ー兀 




化 货品卸 負 

五が 商會 

W E. 17ihst -N.Y. 呈 J 
Tsl Stuyvesant 37 ち 


御菓子 舖 

名物が 鹽 頭、、 練 羊 養- 賛澤を 
甘納 巧、 巧 化を 巧 
煎餅 轴小賣 。のし 餅け 前日に 御 
注文 わた ふ。 

が 注文は 松風 巧窩橋 
》 W - B 置 si . ブ 一 ’Trafaigar 55 呈 


觀 鮮魚 か 一切 

B 本.^ 爵 きの 违魚深 出 取 も 揃へ 
特到 A 潰で 次勉强 致しまず 

サゲ寺 十 魚 巧 

」 os 巧 巧 h W 9 VO 百 a 

_ 2 泛タ ‘■ £st St . 

Hel . coluBbum 9123 


化ネ哩 髮舘淸 


西 四. 


さ 了ず なを 地 ニ 肖 五 室 号 


ダ-. フロ 丢 第ち 街 ミ 巧 十 H 了 旨 角} 


日す 燕髮屋 5 が鑛 

お グ竿聞 中： iha ご 典に 就業。 


ジヤ 'ご 


フ 9 ツ h 


ご W . 萬 th 绍- 巧. T . 夏 一 

す 夏 ミ 量！} ミ 芒 e . & Central Pafk West 


割烹 並 レ 御旅 舘 

@ 停 巧 

耸 兄を 

が 育ボ西 八十 八 了 目 一二 ニニ 
お話ス 々イラ I と 八 ニニ 


會朦 御料 狸 

昭 和 

踪别純 目 本 間を 新設し チキンの 
氷冀を 始めました 。チキンの 水 
煮は 一二 時 晒 お前 御 電話 願 ひます 


日本食 巧 品 類る び 雜貨類 卸小賣 
味 之 ま 大資測 桑 山商會 
新刊書 籍雜誌 小間物 日用品 各種 


每タ化 時を を 菜 

日本を 巧な メ 1 グ アドレス 〔年 一^ 巧 

日本 ぉ貨巧 東京が 會 

トタン ク巧 A ます 


嘗籍 おが 誌 


御 下宿 喜樂 

元 お 崎 旅 おを 良 商を 
184 宝を 芭.， Br 呂さ n, N J 
ぎゴ置 こご 7 


罔 園閑淸 、を 氣巧鮮 

邦人 巧樂が 自ホ亭 


芸ジ nds St - Brook 吾 N . Y . 
Tei.Iriangle 7475 


A 清 深、 親切、 氣樂 NH 巧 ▼ 

勢側舘 

が 巧 拳を 义蹈榮 巧 
•225 E . 冀をぎ ま t 
TeL す 巧 nt ち 港 

爱旧旅 鶴 武旧义 を 

故閣 新聞を 数 取 揃 < 居ます から 
お 所觸立 寄の 節は 御 か 憩 下さい 」 
S0 で si1 置 ミ をぎ ぎ yvesan こ篇 1 


一力 旅舘 なめ 

蕾 國旅舘 淸氷 

1 轰皂 .苦 ih S ニ ew ^rk 
TeL S JUBhai 苦 1 C 

紐 育 旅 簾 困寞— 

を 四十 了 目 ニ 四 ニを 
ぎ墅星 cnia 星 4 


ン タト タント 

並じボ ー デン グ 
靖 物な 保 除 附じ預 らます 

i 冨出一 

1810 さ 置 re . ぞ t . 1 言 さ 件 sist ぎ. 


ポス f ン巧 ， 

J 島 ± 旅 舘大浦 ホ 松 

145 巧 oii ち St . 夏 呈 Mass . 
ぎ B J . 舍苗 


費府 御旅館 

桑 山 淸お廊 

さ 8 ぎ ロ さ 9 th 冥 呈監 elph _ 占す. 

ぎ snu ニ 技 一 


靡 蒙 •髓 域中必 、緩 領事 綻、 H 本 
郵船 其 他 銀 巧 大會社 近き 蕉新 

桑 溝 • 月 ホ.- アク 

, 純 日本を ( 特が蹈 あち) 

御) 報み 第 自動車 御 出 迦申上 お 

巧 ニ C 善 iia F S 登 Fiis 夏， Ga 吉. 



馨油辭 SI 麗 I 巧霄ょ 白米 

日本 米 鱗 食料 贏 戳黯 S 

巧 田 皆 油 巧ま會 社を が】 手 賣側店 

曰 本 食料品商 會 




舞踏 擲人 敎授 

マ 就を ダンス A 
マを 淸ホ 操么 

が 

戟十 S •ョ 。 お 十一 時 

シ卞 ジブ •タンる 

ン ダ她籍學錢季^一^ 
ム 杉 タマ 


0? 

東 


あ話グ ラィアン ト 

八 0 と 化） 八 八と 一二 

竹 中 重 雄 

お 育ぉ亟 四十 巧 T 目 
ニニ！ 一一 八を ニー 階) 
』 ち A 吉 SUM- ち 夏 里 GY 
112 Wes5th F N. Y. G. 
Te ニ 呈呈ニ 079. 賽 W 


巧 面目なる 求嚴 同胞 じ 巧な 
。る驟 案を 罔を す 

宮川 事務 斯 

組 育ボ西 四十 ニ 了 目 百せ 一を 

思/ホィ r ント とと 八と 

拓 フラィ アン 化堯 八. 

煎餅 卸、 小賣 
を 腐油揚 
日本 食料品 一切 

^ り cslrss 巧 巧 ice nake CO . 

》 苦ゴ ird A まこ 

j Tei.i 巧 18 

^ 松林がか 

320 Manha 二 ミ Ave_ Bet. 113-114 Sts. 
享 .巧ぎ 互 onie 至を 59 

木 田 ル！ ミン グ 

I 1 夏 7 3 rd & ま. ぞ t .59& 基 thStr ま h 
ジ 一ち h 呈 e Re 培 里 ミ 与 


fiMMURA 邮 OS. Inc. 

53-55-57 W.-23rd Si, 

New York City 
Te しも am が 巧 巧 如 


THE FUJIMOTO 
な 則 RITIES 郎 . ， iNC. 

120 Broadw 化 ! i. Y. Ci か 
TeL お ctor 24 巧-おお 


THE が NK OF 削 OSEN T 貼 Suml 化 ma Bank, L! 自 . 


む 〇巧 巧 巧 18 自 Broad 明， も Y, 
巧 on も Csr お andt お 姑 


が W 巧 邮化 EHCY 
Room 414 
1 が お oadw 巧 
なし H 加刖 が？ 444*7 が 5 


1118 Yokoliama 

Sp 郎お 邮 か , L 化 

5 化 Floor, Equi お We Bldg. 
120 Broadwajf ，も Y. 
Phone Hector 2550 


巧 目 Ba がが Taiwan, Lid, 

Room 5 巧 

B 卽 nenson in 化 siing む Hding 
1 巧 Bnwdwajf, N. Y. 

なしむ け ian が 巧 32-33 - が 


な lyo | 拘邮 1 が 0 ., Inc. 

Importers & Exfmiiers 
101 Fifth Ave., N. Y. 

たし Al が nquin 38 化 5 

327 W. Madison Street, 
Chica が, 川 inois 

痴 





MOGI, MOMONOI, 
COMPANY, Im：. 
1Q5-E ， 16 化 S しん Y 
Te しが uy 化 巧 nt 8595-S-7 




Nippon 

Dry Goods Co. 
1261 Broadway, Ciiy, 
む r.31sf 如 . 

了 el.Pennsyl 巧 nia 5 化 0-51 
Room 4 巧 


N が a Trad 魄 Go. 

151 ぶ di Aveime 

(Cor 21 か； St.) 

Te!. j\l が 叫 uin 364 目-が 


袖が 0 Bms., InG. 

Formerly 

沾が uhacbi £ Co ， 

1? East 1 ? 化 Si ， fi.Y. 
Tel- Aig 日 ！ ujiiin おが 47 


HARUTA も 孤， 

141-1 が FifM 化 I. 
げ〇し 215 け 1.) 
New む rk 巧 わ 
Tel. Algonquin が お 


な SUS る & 0 目， 

M げ chandi がむ ok が 
洲 0 は S&LES 日 N け 
246-5 油 Avenue 
TeL む hland が 日 0 
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號丸 十九を 晒 千 一巧 


雜 m M M 


【円 喔± 】 円と 廿巧十 ザ H 和昭 


四 


重 


觸强黑 、雜 貨卸寶 

嫌が ブ タザ— ス 


雑 段 陶 おお 

ドラィ グ ー ズ卸資 

太 洋資易 S 會な 

支 化 ホ 俄を、 ポストン 
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資本を 壹 巧 旧 
拂込濟 を 本を 六 モお圓 
械 立を 六 千 S 再 五十 巧 勘 

能賦 ニーザ 銀 巧 紐 育まち 

ネ ts ま京巿 日本 橋區ネ 革屋巧 五を 化 I 號 

支 巧 ル 巧 日 蠢を內 某ち 馨 

名 古 お ま 郁 大阪西 (大 皮) 神 戸 
爾島下 顆門司 若松 巧 岡を 玲 
上が か 致を 貫 晒 水 




按巧乂 巧替’ 電信 送を、 ホを を' 旅行 信用 狀 
巧 ま 信用が 其 他 一般を 巧 お 

A 餅 腸 S 蒙 銀 巧— ま 店 

お 里 送金 (日本を 化 無キを 巧？ 迅 まがお 
本店 預金 (定期 通知/ニ 锦) お 便利 化を 
本 支 巧を 京 (キ 巧)、 大阪 巧、 京都 
所 化 地名 古屋 、小 お、 上 お、 なを 


►鄕 里を を 及び 並 送を (無手な 巧)* 外面 
巧を 賣 買、 巧 島を 取 巧 取 立、 信用な » 

巧 ま】 較银巧 おが 掏 便利 じ 取 巧 巧 比 « 

S 臺灣銀 巧— お 張 所 

本 巧 專巧臺 化 

ぞ 店を 巧、 横な、 大波、 神 ロ、 上 お、 演 .！ 

ロ、 履 州、' 厦門、 油 巧、 香湛 、巧 東、 巧 

嘉坡 、タラ バヤ、 スマラン、 •<; タ ピヤ、 を K 

—々^ 々ツタ 、倫を、 其 外蚕货 十巧ヶ 巧— 

一、 資本を 養 億 画 (を お 巧 & 巧)、 \ 
1 、 橫 立を 一億 ニ 阿五 十萬圓 

內化 本ち 巧 = 橫演 < 本店) 寒 ま 大度 
神 巧 長 椅下巧 名古屋 

機濱 正金銀行— 支店 

米国を ま 巧：： = を 港を ホ沙 ボボを 
巧 化せ 巧を 固を 要 郁 か ュ玄店 及 コ > レ 
ス をを 侯 


本 巧 大阪化 お 五 下目 
な 育 支店が 育プ 0 — ドゥエ ー が 四十 九を 

磬 巧ぶ 銀 巧 

日本 內 (東京 > おお、 名を 屋 、京都、 神 お 
あだ 尾ノ 道、 廣 島、 お、 柳 ホ、 下ノ顆 
抽 巧 (巧 司、 小 倉、 をな， 博 多* 义留ホ 等 
本國 巧を、 鄕里 送金 等は おめ 
て 御 便 巧 巧 速 じ 御 取扱 可 申 お 


本 巧 朝 お 京 お 

支店 出張所は H 本內 地の 樞要 都巿 、朝が 
お洲 、支那のを 地 及び 浦 捕斯德 

朝鮮 銀行 紐 育 巧 張 所。 

外国 爲替一 股 銀け 袭お靖 々巧 便利 じ 取 巧 可 
申 上 巧 


藤本 證券 會巧 

k - 般 有憤莊 券ノ黃 買、 引ず、 莫集 
を融 、並 ニ 么ニ關 ス^ 一巧 ノ萊巧 

S S 藤本 ビミ。 I 力-銀 巧 
紐脊ぉ 張が 


- 


出 淵 大使 y 迎 へて 


在留 同胞の 感想 やら 希望 やら 《下) 


五黃 のとら 


エス. ェム • 


時 巧の 大勢に 暗い 一部の 人 ± 
は r 巧閒巧 命」 など t 冷嘲 的批 
巧を 加へ て 居 じじ 拘 はら や 貴 ft 
東京 巧 おの 如く、 お 平さん は英 
； 西へ、 出测 さんけ アメリカへ 乂 
化と してな かされた ではない か 
吾々 はがて 天眼通を なて 巧 やる 
一ので はないけれ 共、 ず はれない 
; 『ヲー メン』 を 看 逃がす 様 。」 d メ 
I シ のな ひ 上げで ある。 外を {良 ど 
I してら 何處 かじ 厌め （瑞兆なら 
- の 化。 もを 看取す る 眼が； いど 
一 重大なる 結裝 をを ずるのは 當然 
I であらぅ。 巧 化が ホ 大使 ごして 
一 梟を 葛征 された 出 淵さん は 己 世 
一栖から おて 五黃の 寅年、 或は 石 
が 火 使の 女房役 VJ なら、 义 或は 
化 京、 伯が じを つて 酶 いも 甘い 
も 嘗め 盡 した 爸勞 A では あるが 
チヨィ ど慶 さしい 揉に 乃至 巧し 
あい 樣じ 見えて 實は颜 骨 凌々、 
を 地 も 張 b も ある あの 愧 格を 備 
へて 居る ご 云 ふ。 しかし 左樣わ 
安くは 盤 中の 錐を 銳脫 させない 
周到の 用忠が ある。 こ i が お 淵 
さんの お 淵さん たる 巧では ある 
まい か。 ど i 1 知 半解の 月旦を 
試む る i は 鶴ろ 禁物で ある。 須 
ら< 先 づ巧大 化の 椅で S 落が く 
! のを 持つ 一、 きで ゐ らう。 をず さ 
んは無 箱に して 化ず る 筆法で S 


年間 ホ 人の おぃが 情を 良 化すべ 
< 巧 力し むが、 現下の お ホ 外を 
I は 化 平 大使に 化々 て觸駿 され 掛 
つた H 本 r 對 する 好 故 悄をョ 
良くす る こご か 第一の 條 がで ホ 
る。 化が 威 情を が續せ 中して は 
り 本に 取つ てを 大 なま 抓 問題に 
觸 いて H 朱 相 巧の 協調ら 何も ホ 
6 がな' し 得な じ。 

か論追隨的心巧の時化：：一まつ 
て 自キ的 外を の 時 巧 じ 入つ た 日 
本 ごして‘’ 销を自 ホ 的に 進みつ 
っ 協調 提携 S 溢を 辿れば ょいけ 
れ共少 くご も 對ホ國 じ 「鬼面 お 
ん」 ごちへ させる 傾 おの ある 田 
中大將 流の 哪喝的 外を は 化 
の 遺物で 危險千 萬 措の 上^らで 
あるから 化處じ 綿密な 遠 篡と巧 
當 U お斷 どを 要する。 出^^さん 
の U 米經濟 提携 論ょ し ホ の 文 
化 •し 貢がすべき H よ 文化 P 紹介 
まじ 大 にょし。 みに 文化^ 紹介 
.こ 言 ふが かき 施設 計 畫ゴ矿 ホの 
國交 上を 大の價 値を 有ん て 居る 
が、 所謂が ホの 邦人 識 jl ? 中化價 
植を 認識す る 者が おし；/^ 幾人 あ 
るか、 出 淵さん から^ 話して 賞 
ぴ 。ンゲ ヮ—ト して 或 ふを をを 
威ず る {'がなる もの^ある。 謹 
んで出 測さん の 着が 祝福し、 
一蓮 巧 生ま 義 ごや こ/を 貫く 樣じ 
御 願し 繼 ては 『山！^ 居 +』 をな 
めて 『駐米使節^*^随頓盾±』 を 
3. て 終始せられ 若 _ i を 叙 巧して 
化まない 次第で も. 一で。 


懸賞論文を 募集‘ して 

.若き 米 人の 誌 解 r 進； 


か 


ナップ ホ 人の 誠意 去る 一摧案 


举盛顿 ィッ 

近み H 本人 子女から マ、 さんと 
云‘ レれ て 居る グレ— ス •ダブ リ 
ユ •ナップ 夫人け 常 じ n ぶ 人 じ 
接ず いば 巧す る お 親が を增 すと 
おつて おた が、 ホ 人の H 本 あび 
日本人に 勒 する 眞の敲 がを 進め 
る i け 米 人 自身の 貴が どして を 
へねば ならの ふで ある どの ホ 張 
をが し 居り、 旣じ 老成せ る乂人 
S 0 本巧す る無識を云爲せ むょ 
6 は 寧ろ おき 子 ホを して 適正；；：* 
る 對日成 情を 涵養せ しわる-か 急 
おで わる ごの 恵 見に 依. 〇 化 巧き 
义 人の 韶 がを 進める 一方を ごし 
て ホ 人の 提案。 る ものが 巧刊裝 
文雜誌 

新 日本 が 載され る もで 

ある。 ナッ ゾ 夫人の 提 をに 從へ 
; ば 化 づ彼综 おき 米 人 子女 じ對リ 
一辑 識を與 ふるに 逍 穂：^ き 『現 化 
. 0 水』 の 一 禁を刊 巧し、 日本の 
: 著名。 る 敎巧家 政治家、 な 業 
_ 家、 が 政 あ、 操 狐 家 等を 綱 確せ 
'る 人 ± の 筆に 成る ものに 加 ふる 
に义 人の 视華 がるり 本 観を 3 て 

し 化 一遍 回を を 乂の戶 ィス ク ー 
分 じが 附し化 北 白を ぷ調ど L て'^ 
ィス ク ー < の 巧 女を をょ b 懸蜗 
論文‘ ゲ茲 集し、 一巧 \ 選 おじり 
本披 遊を.‘ せな ご 云ん のか ホ 人 
の 討 蠢の槪 をで わる。 勿論 右の 
計 巧を 決 巧す る找 めには 化を の 


モ面 h 町附 j 金が を 必要 ごすべく、 寶 現の 巧 
- 能 巧が 那邊 まで J のる かは 充巧硏 
究 の 上 ；；♦ ら で 言 お ホ ま い け 
れ み、 誠. 息 あ •な 夫人の 提案 U 1 
考に 値する であ i '。 ぅご 云； れて 
居る。 


•る 


線々 お 到して 

献上 轟釀金 

旣報 御大 禮奉視 '設念 献上 おの 
醋 をけ 績々 笨胤會 本部で あるが 
育日會 事務所 じがを しつ i ある 
が發ニ 凹報吿 としで 同會ょ b 發 
裝せ るか」 は單 男子の： みなら 
やぶ族 參加山^^^祝會 に て は 巧 
ホ 得る 限 b 婦 A 斗 供の 邊 加を 遵 
んで 居る = し 居 y リ献 kk . じ關し 
ては 阳な滋 巧 部/たぶ び卖 員に が 
て 特に 深甚の 迎 恵を 拂ジ 候脯品 
の證 衡を嚴 をに 巧 ひつ， r わ b ご 
のをで わら。 左に A 號か听 助まで 
ノ報吿 を 示 〇 む。' 的は^ 一 締切は 
本 巧 三十 一 n 限 b であ’ 一から 化 
際締が 期日 じ 間に合 ふ； おを ホ 面 
の 巧みを ホ 留 する 旨 罵 可 巧は 語 
つて 居る。 

アト ランチ ツクボ I 一 

尾 崎 化と 助が 谷み 郞巧 
澤慶藏 な 旧 偵よ 林鐵み 
が マス 吉 おお 藏吉 見毅一 
加 藤が ホ郞問 シふ內 お 勘 
一二郎 同 シメ 橋.^ お 作 同 
キミ 腺 問ぶ 巧 阿 八で 化 
同な S 松 本き 一 常 


胳本誠 一巧 扱 

本 間 思み 郎同 ァメ 9 ア 间 

ロ パ ツート 間ウキ ブヤム 
別 所 烏 臣同五 マ 岡ホタ 
I 同ヶニ マ 外 ニ 名 
を 玉 鎭巧扱 
ト部 善吉が 二十と タ 
ご裹お 事を 社 

風間武 一二郎 同 カツ子 同 新 
化 お 巧 勁 今 井 兼 吉同ブ 
ル 渡邊壽 郞岡德 子を が 
順 藏同幸 子 同 友. 一 山 本 
晴ホ 岡豐子 小島 榮 II! 岡 
俊 子續實 同タ美 子を か 
正 敏同喜 乂子外 五名 
陸軍 事務所 

高橋貞 夫が 瀬 恆尤緒 ホ 辰 
義長 尾武雄 小島 太が お 
永 平 一二 郞 
巧 合 名會社 

黛 治 良 西 本 勇み 郎间 スミ 
子 同が モ外 五名 
奉祝 曾へ 恃別 寄附 
四 弗 阿部 鋪ホ郎 


晩秋の 敎界 

德會バ ザァぉ 藝會等 
が 育 H 本人 敎會 定期 總會 はま 
る 二十 五日 午後 八 時 同 敎會內 じ 
て 開催、 出席者 數 十を ッラ ステ 
草 信 巧 お 氏司會 のす じ 議事を 


- 液 寧. 觸ぶ 

天 涯 

一 辟き 葉 如 愚 峽四繞 淸流似 
鴨 川 揚げれ 球 驚 野 鹿必隐 
洗盡 賞が 天 

間. お變 
雪 巧 風化 タな變 白雲 紅葉 舊 
山川 十 里 逐球夕 照 斜ず雄 
决媵氣 衝天 

问 を 孫樹生 
白 球 U 秋 空 高く 飛ぎ 巧き て 
吾 立つ 後 じ 河鹿な くなら 

黃 になに めぐる 山々 巧た けて 
島の 芝 まは た r じ靑 から 

间 糸 羊 
朝霞 秋 葉 じ 燃 ゆる 峰淳べ 

デ ラウエ ヤ 流る 渡 寧の 原 

森の 脚 柿色の 葉じ埋 もらて 
般 寧の 秋は 靜じ 更けて 巧く 

〔紐 育 ゴ八フ 情調の ニ〕 


ホ 催の 下に 本タ 八が を 期し 敎會 
社を 室に て大 親睦 會を 開き ホ 月 
下旬 開かるべき パず ァ .を 前 じ 協 
力】 を英 氣を皴 吹す る 由 じる だ 
引 織き 明 巧を 期 役員 會 じがても 
パ ザァ じ關する協議を：；*すぉ。 


日本 膝會の 

大使 歡迎會 


十二月 I 二日 ご 决定す 
紐 育： n 本協會 じて は ホる 十一 I - 

月 S 日を 期し アニ ユア クデ ナア 

を 兼ね 新 巧 駐ホ大 化 出 淵 勝み 氏 

歡迎會 を ホ ブ作ア スタ ア じ 開く 
; ごな つてち b み 過巧曜 H 頃會 
員 じ 通 碟を發 する 由で あるが、 
當地巧 留问胞 の 重なる 人々 も大 
使の 出 紐を 機會じ 午餐 若く は晚 
餐會を 開いて 大使を 敷迎 せむ ど 
の ホ 學を 抱きつ i あら 目下 大使 
の 都を 如何を 照を 中で ある やじ 
傅 へらる。 


な 人が 人 


進 巧し 淸水敕 師の敎 務報吿 、大 
賀幹事 の 事務 報 吿等ぁ 5、 ッラ 
ス ブィ 一名 滿 期が 選の 結果が 井 
保 固 氏 巧 選 重な VJ 决 し、 左の 化 
巧が 理事 じ當 選し だ。 因 じ同敎 
會± 化 建物 じ對 する モー ゲ！ ジ 
は 本年に てを 部 支 拂濟み i なつ 
た 由。 辄事 東鄕 をを 旧ず 儀 
S 郞 と海彌 を 吉 松巧慶 I ニ 
大賀順 治 前 巧 正 俊 浦田國 
太 郞禱耀 をが 伊藤 由 松 
基督を 修道 會じ ては 去る 十八 
H 巧 定期 總會を 開き お 席を 四十 
ニ 一名 お 原 幹事の 會 務報吿 、大堀 
牧師の 敎 巧報吿 、お 岡 管理者の 
一人 C るフ で ィ 巧の 會計 報吿ぁ 
b を 期の 理事 ごして 中 西 平藏、 
をず 貞 俊、 川 材巧藏 、と タ寶 S 
反び 营垂義 の 五巧當 選した 。尙 
ほ^ 敎會ホ 値の お 藝會は ホる 十 
二月 一 M 圃隙學 ホ會館 じがて 閒 
かるべく 目 ド 準備中。 

H 本人 美 U 敎 曾に ては 淸話會 


•街がず 太郎氏 上海 駐化 商を 
書記官、 明 n お 搂西巧 十一月と 
日 桑 港 出帆の 郵船 じて 歸朝 
♦離 藤 治 S 郎氏太 巧 貿易 株 ま 
爵 社々 を、 まる 二十 四 n 橫濱出 
帆の アリゾナ 丸 じて 沙港 經咕十 
一月 十 H 前後 ホ 紐の 笛 
♦山 旧 慈 四郞氏 南米 ゲ S ノス 
アィリ マ 賞 業 家、 まる 二十 S ロ 
ホが ホテル ベンに 巧 宿 中なら し 
が 今 明？： 中 あ 發西巧 一時 歸朝 
® 小 野 正 一氏 歸朝 中の 春 旧 商 
會 重役、 二十 四： 3 沙港 着の 旨 入 
電 あら、 み 遇 着が の豫を 
•ザ 脚 廣太郎 氏を 良商會 重役 
來る 二十 八 H 當地發 西 巧 沙港お 
帆め 便船 じて 一時 歸 朝の 篱. 
•山が 儀 重 巧 民 化 黨常巧 幹事 
十九 n 轉洲ょ b 着が ホテ^ マが 
セ！ ユじ 投宿 十-巧 二十 n 沙灌 
お 化の 便觸 じて 歸朝 
♦稻富 久雄巧 海軍 造ち 大尉 
まる 十- VH 着 紐 當み滯 紐の 由 
•ホ 旧 軍 勝 巧 約 ザヶ年 華が じ 
滯巧 せる 砲を々 佐、 二十 二り 華 

府ょ b おが 目下 ホ ブ八マ 瓜 セ 
ユじ 投宿 中なる が 十一 巧 二十 八 
n ホ 帆の モレ タニア 号 じて 渡裝 

•烏 賀陽お 良 氏を 大法 學部敵 
授 、兼 神戶高 商敎授 、二十 一二 日 
南米 ょら ホ 紐 目下 H 本 お 樂部じ 
投宿 十一 巧 1 H コ C ン ビヤ 号に 
て渡獨 

e 巿川房 枝 女を 滯 が 中の 氏は 
二十 五 H 巧出發 シヤト * を經由 
の 上 加州 じ 赴いた 


聰說を 


♦な 育 H 本人 敎會 
天下を 顧 覆す るを 淸水 牧師 
♦基督 敎 修道 脅 
恩寵の 体驗 ょら 向上 ホ活へ 

今 か 牧師 

♦日本人 美化 敎會 
巧は 巧な b 宮崎 牧師 


ク 


東京 商 會特吿 


山 旧、 猫み 

西洋 料理 大全 お 弗 
，新、 み 浮世 繪 各種 
生 田 流 琴 

お 十よ 弗 


味の素 
懸賞 募集 


愈々 

婦切 




化 


スペシャル 


ti - 


一 ホ 廣新ホ 

到着 致しました 


か 桐 兄弟 商會 


締切 = 十一月 一日 
發表 n 十二月】 日 


紐 育 東. を商會 
基 W . 雲 F 芦 y . c . 
Tel ‘呈置 r 寬罢 


陳の素 特賣店 

桑 山蘭會 

. 114EAST 芸を MT : 产 y . C . 
phi でを 瓷 瓦 ごだ ム萬 7 


ぷ披 .露 

么 ■时タ 年 經驗の ある 腺が きの 
乌： 本ん 職人を 雇 ひ 入れました 
皇れ 迄み 樣に御 客樣を 待たせ 
も樣の 事は 御座いませず 精々 
触强 致します から 相 變らず 御 
'ー盘 負の 巧を 願 上げます 

"驚 淸理髮 巧 


西 四十 一二 了 目な 番 二階‘ 


- 進 

ホる 二十 八日？ 曜} 午後 八 時 
ょりが 本箱 お 野 ロ 睡± 及 故き 
阳お么 氏 追悼 會を擧 巧 致し お 
聞知ぶ の 御 お 席を 希 巧 化 お 

日； 本人 靑年會 

画 丸十 八 了 目九番 


タンク 


約 五を 倘の 

ウオド ロブ 


ぶび ス チ） マ— トランク 六踞甫 

十 仙、 化 巧 お 十 仙、 十二 巧 五十 
仙、々，— 許 b 使用し わ跑類 I お 
一二 巧 & び お 弗 
養- 實 h Ave ., G ミ. さ th S 三. プ 


淸潔 じして 風 通 b を 
輩导 4 燈' 湯殿み設備 
完を 3 る 室：： 本紳丰 し 貸し 度し 
一週！ 刚六お 

さ ihara . ぶ W . 9 蓄 田-置 y 


舞 磯穀授 

妻 勢 爆 巫、 初必 ちじは ホ 易 


ホ n — - ル 
ム ダン シン 


グ 


じ而 4 も吁 寧に 敎授 致します。 
MissLinsll , 畜辛芝 th S 三 ミミ a 宫望 9 


ト 


タシ クー！ ト マン‘ 

_ ノ ソノ テイ ラ 1 及 
イン， 一 ミべ— シ ヨン トランク 古 

物と 郑 五十 傭ょ^ 十二 弗-五十 仙 
基で st 雲 h Street 


卽 柳 

OIL L Y 則 5 

F u ; 

& T w 順 柳 

' M T " 加以 


ssa 
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洗 


mmhJ 
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化 


ハィカラな 紳± ぶ 

立 服 4 巧し まず 

夫れ は 宜.〜 身 じ も ひ、 兒 掛けは をく、 を 
して お ホを ょら II 長 持 もずる 事を 知つ て 
るからで V -。 弊ぶ はタ數 U ホ紳 七の 御用 
を 承つ て おます oi 

n 化窗 吿じゴ 御來 巧の ネ にけ 

丄ハず 割引を します n 

が 注文の ぶ 巧に 係 一はら ホを も 巧 一度 ホて 
見て 下さ h j 

ウ オルん— ェ 5 k フロ リオ 巧 暇 巧 


の おを 
を 案 方 
馬醉リ 


さ 


意が X 

のの パ 

女臟制 £ 


み 



本お^ 創立の ホぶ 十 年 W 上の 1， 

歷 を t 有し 男ス 々び ホ 括の あ 
服 類 《截 ホ、 旋义 一切 及び 着^も 加 
物の 0 身 ザ 等え 紙型を W つて 巧 1 *^ 
一人 ^ 々 じ實お 的に 親切に を . m 
巧 致して 居ら す 巧 得する じ.^ 

は 極 ふ 合 あで 而 かも 適げ の 職 £ ^ぉ知 
業で 化 入のを、 事は 申す を も 如 I M 
あ b ょせん 晝花 両巧ゐ b まし "5 5.1 
て條 ホ 等 も 都た をく 巧 ホて お W 1 W 


ミ？^ チで ル U ザ イニング スク ー ル 
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▲巧 巧 巧み 等設 お供を のる 窩巧巧 もる は 乘巧良 
の おな 巧 切 T 努ミ 典に 巧 巧の 萬さず る 度です 
▲巧 肚太や 洋崭路 一二 巧 殺 おはを 部苹時 的な 冥み 
施しました、 巧に 沙市 おのかを は 巧謂ツ 5 
ス トサ！ ド 又は スナュ デント クラ ツスな 上の 
巧 値み 備 へて 姑り えず 

參桑 渡が 帆 ホノ^ か經お 【お 午 出奶】 
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西 比 利亞化 
大洋 义 
天が 义 

コレア 化 

をが 見 


十一月と 日 
ご月 廿 一 H 
十二月 五日 
ち 月 十 化 日 
一巧 二日 


@ シアトル お 帆 〔午 巧 十 時 出帆】 
伊豫 _ 义 十一ち ニ円 
が岡义 エ月廿 セ 日 
橫漠- 化 す 一月 十五 日 

敦 g 日本ぶ 出 W 

鹿 嵩み 十】 月 三日 
白 姐 か 十一月 十 屯 日 
▲が 育 巧晚匹 _ を 馬 お 由 日本 お 货询が [巧 ニ 巧 
▲淺道 切辖窝 ま勞巧 化ち 事 巧 巧を じ 御 あが 申 林 
▲太 巧 洋大游 おを 灶乘 がが 巧 巧裙を にお 計まず 




nk 本 郵船 會社 (並 二ぶ 鐵道會 社) 

代理 巧 が禍 兄弟 蘭會 

ー乘 車、 乘船 切な ホ じ 小荷物 運を 御 便利 じな を 申します 
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.シ X トル 出帆 (午前 十 時) 
をら 皆ょ。 化 ト 一巧 五 9 
をら ぞな化 十一 巧 サリ 
ば リザ お (お 潘あ贿 ) 十二 另十 n 
M 等 橫漬) 九 お 邦 

化し ばリ ずみ るん でんかは 一 亞丑雜 
▼一二 等 日 ネ巧亞 近 邦ぎ 室大 改造 家族 室 i 
▼御を 導に おリ 一等 割引せ 嶺 切符 錢 巧を 巧淚 

ロス ブ A ゼ ルス 巧 化 (午後 S 時) 
まじら 乂 十一 巧 I 二日 
らんて びでお か • 十二月 十日 
►一律 横漬 ニー 二 C 弗但 はわい みを じら あ 一空 巧 
►お 別 一二 菩 日本 巧 五十 九 巧 二等 日本 巧 五十 友 巧 
►ゆ 潘羅巧 巧 嶺車切 巧慶臺 を 顆 入® 淀 化り あ 
▼が 育 線 パ I ナマ經 由 日本 ま 那一餐 物が 巧 一回 


ラム プ 及び シルク シエ iF 

製造元 卸賣 手 琢商會 

至 . Y. TETSGKA CO. 

15 W 里 一 呈で F 三. 畳 y. ぎ 空 ef 養 一 


諸 雜貨俾 買、 卸販賣 

保 旧廊會 


倘破器 雑貨 卸賣 

春 巧禱會 


H 本陶媪 黑雜貨 頰卸賣 

ホ 元ブ タザ I ス 


日本 陶湿器 雑貨 

ラ厶 プ卸賣 

奈良賓 易商會 


H 本吳服 反物 キ モノ 

テ^ — ブルク ロ ー ス類 

諸雜貨 卸商 

諸賊 0 本 ドライ グ 1 ツ商會 

恃圳廉 低で 大勉强 巧 流 朽は當 巧の 特長 


H 木陶 黑雜貨 
ドラィ グ ー ブ 卸販賣 

殘木桃 ザ 組 


お 川 お 除 事を 所 

H, S が awa> Insurance BroRer. 
303 F お h Ave.， 

TcL Cal が ionia 4101 

巧 困 蘭 事 株ぷ會 なが 育 支 巧 
Ucilida TVa ぷ打 g Co., Inc. 

1 1 Park Place 
Te!. BardUy 1576 

島資易 株式 會化 

Sfiima Iradmg レ 〇 ••し hi. 

は 0 Bro 一 w 巧 
Telephone Rector 1484 

株る 食 化 赤ち 巧を 
Akawo & Co., Ltd., 
295 Fifth Av〇n 
Tel. Caledonia 9758-SP 

が 倉 製 絲ぉ橫 巧 ま 食な 

iCaiiakuira 在 Co., Ltd., 

200 Madison Avenue 
Tel. A ホ U 打 d 4545>4546 

に Mildmoto 

Mikim が 〇 PearU 

试 5 F お h Avenue 
Tcl. Vanderbilt 2 な 9 

1 

大會 かなち ま 巧 
Oku 化 & Co * , 

30 Church St ^ 

Tel . Cortlandt 2292 - 93-94 

H 共 巧 式會化 
巧 巧 店 
高峰が 會 
1 扣 Broadway , fi . Y , G . Tel . R 扣 br 7884 
Facto け； お - 10 3 加わ e ., し 1 . Cib 

巧 野赖亲 がを 會お 
A 化 no Bussan Company 

Room 801 -805 
165 百 roadway 
Tel. Cortlandt S047-8052 

Gosho Corporation, 
Silk Importer も 

が 技が t S4 址 Street 
TeL Ashland 4987-31 
Gosho Co.» Inc^ 
CoHon Expo け •け 

か B が ver SL, 

Te! Bo がわ sr Green 8805 •0 ち 

i * 

1 巧 巧が 巧 道 妹 まを 化 

な 育* 巧 巧 

South Manchuria R. R. Co., 

■ Room 202 ら Canadian PaiciHc B1 か. 
i 342 Madifton Ave. 

I Tel. Vanderbilt 4135 

H 井 物を なま 會社 
巧ち ま 巧 
Mitsui & Co ., 

6 9 Broadway , 

Tcl . BowUng Green 7520 

株式 會をぉ 井 巧 巧 
な 育ま 巧 
iwai & Co’， Lt ん 

Woolwo け h Building , 
TeL Whitehall 6040 

H をが 審 株式 會社 
が 育 そな 
M な subish ; Shoj ; Kai ふ a 

巧 subighi Co " Lt ん、 
120 Broadway 
Tel . Rector 2560-2564 

大巧 朝 H ニ 東を 朝日 
北 巧 ま 巧 
Osaka Asahi 

The New York Tim が Annex 
Tel . Lackawanna 1000 

日本 結 花 株式 會 It 
な 巧 支を 

japan Cotton fraaiiur Co •，し tL, 
25 Madison Arenuet 
TeL Lexington の 80 

日本 生糸が 式會を 
巧 育ま 巧 
NIPPON KI - け 0 KHS 化け 0 

Two Park Avenue 
Tel . Ashland 巧 20 

巧を 名曾肚 
招 育ち 巧 
Hara & Co ., 

443 Foil け fat Ave ， 

Te し Cftledonia 7830-35 

日米を 糸 お ホ會お 
紐 育ま 巧 
WCHI-BEi K !! T0 KAB 剛瞄 MiSHA 
が! CH レ B む のげ O CO .> LTD .) 
1 Park Avenue 
7 ci Ashland 6246 - 47 - 48-49 

大酸お 日 ニ 巧を a B 
给木 H が 
Osaka Mainichi 

Room 306 A World Building 
TeL Beekma.n 4259 


、も' 


(_ 


I 




M . 化 No. 巧 00 


烦 I を ぶ擊な 掷を恐 ミ断巧 




WED 化 训む 0 な邮 ER 31 1928 


國の 信用を 增 した 

東 巧 外 償に 關し津 島 財務官 語る 


本 巧な 巧は 東洋な 殖 株を 會社 
の 資金 構成を 改善し をの 整理を 
助が する の 趣旨を 0 て、 同を の 
海外に めて 發巧 する 社債-」 付 新 
じ 四千 方 圓を限 h 政府に 於て 其 
の 元利の 支 挽を が 証す るの まを 
ネ年 五ち S 臨時 譲 會じ提 おし 通 
過 致しました 處 、同社は 右な 巧 
保 誌の 下 じ 朱 國お瘍 じがて 起廣 
する こど/^ な も 政府の 間 意を 得 
雨て 么じ關 する を涉 等】 切を、 
を府 並に 會 社から なじ 妻な しま 
したを こで ながを 画 渡米し まし 


した 前 巧の 間 化々 漬の 引を 會社 

ナシ 3 ナ术 • シ チ 1 •コム 八 

!£ を 渉を 開始し、 相當 のを 餘 
曲 巧を 經 ました 結 巧 十 同 二十と 
H お 償 ま 要條件 及び 細目を 部 協 
を 成立し、 同 二十 化 U を 債じ瞄 
する 一切の 手 撥を 了し ました、 
〔第二 面を 照】 本社 倩は 十月 一二 
十日 (ホ醒 日) から】 般じ賣 出 
される 尝でゐ k まずが 參考迄 じ 
本 起債の 發巧 ま耍條 件に 前回 社 
債 及び 震災を 巧 ホ巧琪 でを 巧せ 
られな 巧を 憤 及び 保証 憤 € 比 致 
して 見ます ると がの 如くで あ b 


たのを 機と し、 一乂ニ S 年を 巧ます。 


が 率 
六 み 
六を 半 
六を 
五み 半 
六を 
五み 半 
五を 半 


期限 
一二 十 年 
同 

化 五 年 

鬧 

同 

當年半 
S 十 年 


を 巧價格 
化 ニ 
化 ニ お 
八と 乂 
八 = 忌 
九 H 
八 化； 

化 0 


利砸 

ホ 王 ハ ニ 

と •！ 0 
六 ■九ち 
六 ■と ご 一 
六 •五一 
六 •ニ 五 
六 ♦ニ 四 


棟 類 

一九二 一二 年 東 拓ホ貨 
一九二 四 年 米貨を 債 
一九二 四 年 英貨を 債 
一九二み 年 東京 ぉ 英貨 
岡 橫濱巧 米貨 
一 か ニと 年 東を ボホ貨 
今 旧の 東 お 

即も 震災 後發 巧せられ たを がを 
債 又は 巧 証 憤 じ 順を 追つ て 其の 
條 巧が 改善 せれて 參 らました 處 
今回 も 化の 傾向 じ順應 して、 を 
を 即心 昨春 當化後 巧を 京 ボ值じ 
比して をに タ少 どもな 善の 


跡を をす をが 出 巧ました のは、 
御 承知の 通 b を 離 著し （硬化し 
債を のを 巧に 基し くす 利で ある 
ホ 固が おの 谭 巧に 鑑み、 巧國の 
對か信 巧 上 喜ぶべき こど i なか 
じ考 ふるみ 第で あらまず。 


承認 額 夏ら にお 加 

與黨 議員の 脫黨 にも 政 お 強腰 

。化 日】 を S を 閣議の 結 架轨规 事業 雙ホ認 額は 巧ら じ 增加さ 
れ 〔簾 ニ面遂 照】 結局 一億 ニ 千 四な 巧 圓ミぃ * ら 豫算總 額は これ 
で 十と 瞳ぶ モガ 圓じ 上つ たが 化 海道が 蒲 費 閒灌じ 閥し 同道 選 お 
輿黨蕩 負の 脫黨 を 威に 對し 政府筋では 非常に 强腰 ごな b 滕 黛し 


ても豫算は增せのと斷言しておる 

を 國大を 使 謁見 

【化 日】 獨 、露、 智、 T 、 瑞、 

巧、 遣を 國の 大巧ぶ びを 巧は 
廿 九日 謁見を 仰が かを 皇 ホぶ 
び 大統領からの 御大 典視 貸の 
献上 品 や 親書を 提 ぉした。 

御大 典 いろいろ 

〔化 日】 遞信 省は 御大 典が 念郵 
梗 切手を 十】 月 十 H じ 验賣ど 
巧した、 尙は營 視廳は 大典の 
期 おじ 民ら 橫濱 、神 戸間の 豫 
船 じ 移動 警察 制度を 布 （こご 

じな つた ク 

麥實敕 ニ 中 巧 お 

〔化 曰】 本年のを 實收は ニ 千な 
十二 巧 おじ 上 も 前年 ょら 十八 
巧巧增 なでを るが 北海道は 藏 
收 であつ じ。 

不動 產會 社計畫 

〔邢 日】 大嚴ど 京都です 數產會 
社 創な 計 畫進谈 中 だが 東京で 
は 目鼻つ かず ご。 


主要 地 防を 設備 

〔廿 九日】 を國 まち 地の 防空 設 
鹿は やつ ごの こごで 巧 巧圆の 
豫算を 得て 參謀ネ 部が 具 ホ 方 
法硏 巧の 當。 

橫斷 飛行け 來年 

【甘 九日】 飛 ホ 中の 獨逸彌 巧 家 

シ ぶ！ ン フエ 八 ド 男は 搭乘磯 
を 日本に 獲して 一日 I 歸國し 巧 
年み 目 霉びホ 朝して 太平 萍横 
離を ぃ ょず ごい ふ。 

責任者 辭表提 ぉ 

〔甘 八日】 太平洋 橫斷流 產の責 
巧を 貪 ひ 帝國飛 巧協會 殷み會 
長、 草 間副會 長、 山 田、 谷 巧 
雨 理事 等は 辭 をを 出した。 

孫 文 巧 錦 像 建設 

〔廿 八日】 を 孫 逸她銀 潔は 頭 か 
滿翁其 他の ま 唱じ彼 も 日ち 親 
善の あ徵 ごして お 下 調 布胖じ 
董 てられる。 


國あ的 じが 誰すべき こ f は あ i 
必按 がする V - なじす 幸。 る戰 
巧を 將ホ妨 化 ずらの 目的！ が 
ては ょり 深 剔：： 5 巧みを 致さ 
んご獄 ずるも^ である ゥ 、ア 
メリ 力が 南米 化 力の 弱小 園の 
巧 巧に 卞涉 ずる こごは 斷 じて 
反 おせ ざを を 得 や、 が も歐洲 
じ對 して 政治 上の ホ 養 原則を 
說ぐ アメリカが 獨 b 南 アイリ 


力に 對 して 異なつ たを-が 上の 
ま 萬 ど 招が をが て贷 現せん ご 
する； じほ おする 
ご 喝破した るを ク！ "ッ デみ 閱 
の 過去-''; 直る 無能 外 巧を 難 じ、 

7 — ゲァ ー 氏が かを 上 じがて ク 
1 リツ デの 政策と 巧疆 するどい 
ふこ ごは 卽も をら じ 巧 年！ 4 宜る 
みを 上 S 無爲を 示す に钟 ならな 
いご 說 いじ。 


本社 取を 特電 ( 紫 お鮮轉 載〕 


了 寧の 巧 刷 ご棉巧 G る 化 上げ 

が H の 迅速 ど 確な なな 正を 化 証 

印刷は 纔脊 新報 社へ 

軍 話 ワトキンス ニ 九 0 九 i ニ 九 10 

わ 間違 CS むく 新報へ 

ボ內西 十よ 了 目 十 こを 十 階 目 

東部 じがけ る 巧を 言論 燃關の 

巧 威、 吾が 新報を 讀 まぬ 人な L 

廣吿 は紐脊 新報へ 


潑 うみの みら 


The Way of cme, タ星 ithi A. sawyer- 

H 本の 誇 > ごする じ 足らる 强いソ シア 優しい 女性美め 動きを 
語る 典雅、 鳥 潔の 文字 ........ 巧ッ .ヘラな 當化 軟义學 どは を お间日 

の 比では あ b ますん。 松 ホ 節 子 媛 じ デ r ケ ー ト した 著者の 『0 
ぶ 婦人 お」 を 化蓄を 通して ホ讀 あれ。 

郵稅 ホー 部 ニ 弗 十 仙 

紐 育 新報 社 


である、 孫 义巧巧 梭み部 じがい 
てを 傾の， マ扫墓 K 彷樓 I て」 た 
彼は 顿 端。 を 共を ホ義を おトる 
新が 勢力に タ加腿 倒された ので 
ホる。 

▽ち 年を か 志 ± の 化 おどして 
.つ わを ならべ 巧 ホの 問を ホん 
して 活動し じの‘ ぃ旣 じを義 ほご 
ら 、彼は こむ t ' いけ ゆ嘉お 


時節 ピお じひを かじ 經給 、抱負 
を 麻-しひを めて 機 曾を 待つ て & 
た、 今间 ぅどんげの 花 おき 訓政 
か 化に 入つ た國は 政府 立 ホ 院長 
ごして 諸 桃の 建設 事 裴に掛 し 一 
化の 钩黎を 傾 パる こご I なつた 
彼ら また 衷必の 協 がをお 乎る こ 
とが ホ ホ t •■いで わらう、 本年 五 
十一 歲 、展 をど號 して 居る。 


.'稻 門 系は な對 ずるが .！；. - 

殿 侯 U が 馬を み 意 

新黨 組織は お 政 驚に 影響す る 

ま 京 特電 I 二十 曰發 リザ 诏闲 系说の おみ 黨 議員は 大隅信 常 侯の 
政界 お 馬に 销 して 婉曲 じだ 對の 申合せを した i 傳 へらる。 



ま 京 特電 二十 九日 發 n 囊 H 
日 新聞紙 ィ所 報じ 旅れば 
た 殴 信 常 侯が 巧を に乘 あした 
裏面には 巧 藤 新ず 子が 契に 
策動 援助した が 差當ら 民が 黨 
から 同志を 糾合して 都を 巧く 
ば 御大 典 前には 交渉 陶體が お 
立せ しむべ （目論む もみ も あ 
ら "大暧 侯 ごして はがみを の 
む 事に お 鳴し 政 お 刷新を 標的 
じして 居る。 

ど 0 こピ である-^ 當の信 常 侯は 
政巧乘 出しの 巧聲 である 稻 巧を 
講 員の 招待 會席 h じがて 目 己の 
位置け 不偏 不黨 であると 一げ' 
吾輩 ごして な 乃父の 遺を だ繼 
C のみ' 产 わる。 

ミ 謎の かき 言葉を 化いた が、 侯 
の 一派は 講會满 會底前 じは 數く 
共 旗 上げの 盧嚮- しして 民政 黨は 
を 面ず 靜を裝 ひつ ミ ある も 濁を 
篤の 組織 < な.：^ ば 一大 巧 擊を蒙 
るべ： i ホ 扱る 會の 幹部は 表面 
お 巧を 傍 觀の姿 じある もを お 首 
臓 部は 暗に 誘導の 樣 子が‘ あを 新 
黨 クラ* フ 'では 早く も新齋 ご. の提 
携を日 論んで 居ろ。 

瑜盟が 再び . 

.軍縮 討^ 

準備 委員長 動 （が 
吳國も 態度を をな 
ゼ ネヴ ヮ 二十 九日 發 H 题際職 
盟當 事を は巧禪 海軍 協定の 結を 
遂に 暗礁に お上げた 海軍々 縮め 
新 撼をじ 願し 不 H アメリカを も 
をむ 專巧 家を 召集し 今度は なめ 
て 新ら しい ホ 脚 化ょ らして 解 巧 
の 軍縮 化 本 方針 じ 就て 協議す る 
の 意志；： I. る もの-- かく 軍備 縦少 
準備 委員長に 對 してを の 貴 懇談 
し圆際 聯盟の 體 面を 維持す る爲 
め この 際關係 剧國ご 協議の 上ア 
メ 9 力を 鐵誘 する ことじな b 委 
員 長は 目 f これが 方法に 就て 考 
究中 である。 

ロンドン 二十 九日 疆 = 冀 面の 
目 由 ま 義機關 紙で ある マン チぶ 
スタ ） •ガ ー チ アン 紙は 囊に外 
巧み 官 々ッシ ゴンダ ン 卿が 歐洲 
大戰 を機會 どして 結ばれ だ吳彿 
の 堅い 契 b は 巧して 婚滅 しない 
ど 論じ じる じ 反 I 首相 ボ ー 於 ド 
ゥ キン 氏が 海を 問題 じ 就て 言及 
し英 國を府 は。 力 八ノ條 約の 精 
神を 忘れ や、 海軍 問題 じ 就て 他 
ご 密約を 結ぶ の 意志な しご 斷じ 
た 巧者の 相反的な 言論を 倾カ非 
難して 居る が 

軍 赌縮少 の 失敗に 就て は國內 
の 興 論 も 漸次 政が の 態度を 非 
難しつ t わるの み U ら ず、' 裘 


會も政 暗の 巧 動に 反 威を 抱 
居る 上み 期 纖選擧 の 關擦も あ 
るので、. この 礙巡 洋濫 制限に 
就ても 或 ひは ァメ 9 々侧 のま 
張を をいて 協調 的 方針に 及ぶ 
で わらぅ' ,0 觀 測され て 居る。 

農村 & 救濟じ 

臨時 議會說 

共和 黨が苦 两の策 
ワシントン 二十 九自發 子ブ 
ラス々 が 知事は 囊 にお 和 黨大統 
領咳補 フ ー ゲァ 一 氏を 訪閔 ~ ^ ホ 
か黨進 ホ破議 肖の 纔將 e ある ノ 
1 リスを が 農 おを 濟や 電力 聞 題 
で K! ゲ T1 巧に 反對し 遂に ス 
ミス 巧を ち 持す る じ まつた 影馨 
じ觸 して 禪 々懇談 
をの 席上に 投て知 奉け 農民の 
反共 か黨 熱を 緩 化ず る 意 お’ ょ 
ちして 厳が 議會 のな 集を 滋憑 
L たとの 說じ對 しフ！ ゲア 
氏は これを 堅く 否定した が 
をのぶ h 院議 眞 ボラ！ 巧 ど 食 見 
した 結あフ ゲァ！ 巧は 磯 かじ 
をの 態度を なみて- 
-若し 巧るべき を 鶏 議會が 農が 
の軟濟 案を 講じ 得ないならば 
自を じして 太 統領 じ當 選す る 
ならば！ 二目 巧 日 0 後 じ 屬時議 
會を巧 集して 本 間 題じ截 する 
法律を 制を する 

VJ 言 巧す る-しまつた， 民 ホ黨側 
ではを の 稼 道に 對し 『これは/ 
! リブ 氏の スミス 援助 じ 依 b 中 
西部の 農民 卿が 民 ま黨じ 走る こ 
W が 明白と なつた 島め 共が 黨は 
窮 した 揚句 農民 じが 波を 送る 策 
である』 ミ 評して 居る。 

スミス 知事 

外を y 說 く’ 

反 酒店 同盟 も 非難 
バルチモア 二十 九日 發 n 選擧 
期の 接 あを 前に 東部を 州を 威 靡 
すべく 违日連 巧奮圃 しつ i ある 
ス ，、 K 知事は 本夕當 地む 溃說會 
じがて 

共 か黨の 背後 じは 反 酒店 同盟 
を 始め どして 奇怪 る 白衣 圏 
の 勢 方が 一々 共 か黨の 政策を 
指圖 しつ！ ある こどは 今回 余 
の 政策 じ 協賛の 意を を 巧した 
共か黨議員ノ！リス巧じ對し 
反 禁酒 巧 巧が を 後 絕對じ 巧を 
支持し：^いと言明した 一 事じ 
徵す るら 明白で ある 
どて おか 黨ゴ 反動 劇體 ごの 關係 
を說き 更らに 禁酒法 修正の 必要 
をカ說 したる 上 珍ら しく ひ 外 巧 
問題 じ觸れ 

をは アメリカん の 生命が 產を 


御大 典 J 「 八 ( 

1 濟南 事件 か 解み ず ふ 腹 

• 1 お 旧 耻細醒 局長 や 靑島濟 南 ^ 領事 上海へ N 

首 梢 宫郞で 外務 系大 評議の 辕果 

まま 特笔 一二 十日 避^ = 蚁 がな 急 U な挪强 おを 有 旧八郎 氏を 上 商に 派 堪し矢 出 總頒事 じ 重要なる 
訓 ホを おふる.* こに 旣じ出 巧した か 刺 大典 前には 歸 朝して 巧 都に 券 化 中で をる 旧 中 首 化々 び 


芳淺撞 こ 報を す T ， 脚伞 .裏 望 誌 刻輔朗 肺を におし が お 御化^て 靑 島を 出を、 西 旧濟南 

化— 锁是— SIt 上海—— ts 背？ ち t 」3、 矢 田—事 等 ど B 

支を がに 縣 しな 滋 すべ （外 掠皂 W 空氣は 賴る緊 おして 居る。 一 I' 

ま 京 特あ廿 九 已 を 【ニユ mi ク •タ井 ムス 紙】 旧 中 首相は 官邸 じ 巧ず 駐支を 使を め 化を 力なる 
かを をを 巧き てぶ 諮を— じ 結 欺が 阳巧 細亞巧 長を 上海に 急派 ど 泉し 氏す 巧 巧お發 したを がを の 巧 
命 i 南京 政が どを 巧 交渉ず るみ た U . 。 く 裳 にお 京で が はれた 矢 化 薇頗* こ 王 正廷巧 どのを 渉-- 顆 
- し wi :11本 して支那侧 5 ま化じ 對す る 疑點あが まがず ベ "^ー-旣を明白どす ベ きお嬰を 
嘴め 化 づちリ 磁谢率 じ，' れ ま-」 轨 一，- 政府の あを。 る 孰み をが.。 ベ/'-. 嗔をー L 狼ゥ ては 蔣 かお 氏と 會 
る 萬で わるが、 も 旧 氏に して 滿史。 らおち を 得る 島达 みお 龄 けば^ち じ濟 南ぶ び靑島 總爾事 
を 南京： 派遣して 隅 越の 濟ち爭 件 解 ホを 計るべく 內を しおとら 如 \ 、おし 一れ 等の 諸 間 題 わ 解 
おす ょ广 - 巧ぃ \! 曲を W て歸 巧す るを 巧 謙を 氏 か n ま條も 改訂の ず巧談 利に 從事 マる 當 じし 
; て， i い 心， -^ をょ 1 ~ り 八 B には 歸锁の 上を 都に をき 時. 切い がが じ 就 一-報 皆す る尝 でんる が 、 H 
一本 政 ホ '‘ ， — て，」 お'‘ お 御ち 典讲じ n 支兩 劇の 陋じ 幡る赔 糞を 一掃ず る で ホる らしい。 

治^法 罐の撤 嘶で 斷乎 たて 豪し ミ も ぉ向 巧 

米 ミ 協定が 成化說 

意味 あり 氣な 王化 廷 氏の 曾見談 
曰くり まを 涉じ H 本の 腹 ひごつ 
上 お 特電 二十 セ 日發ご 一ュヨ 


々に 峰 


てこの 率件發 生を 

遺 量 ごし 入を しぶ ぼした 
る 損 華^ 巧を 的じ辨 償ず る どの 
を 協 策 一で 提唱した が 矢 旧 總斌事 
は自 論ず 固持して 動かず、 をに 


— ク •タ井 ムス 紙】 支 W 闽氏政 

お 外を 總 を-王 •ル廷 氏が 製 明す t 
巧に 化れ げ岡 政府は 

治 外 法權 S 撒廢に 就ても 
列强巧 講じ 衝 して パを 國ょ らま 
那じ 有が；^ る 回答 じ おしつ {あ 
ら その内 おにが て’ レ ホだ驳 衣の 
か彻じ ホら さ；；/ ミを らく ァ ノブ 
ヵ校府 ，ぃ .化 巧 ごして 指鸿的 位を 
に 立つ ム "あら - J .、- 5 るを 洩ら-， 
『治 件. 化權の 撒谣じ 隅'‘ るを 涉 
はじぐ に 該化貧 施が が お 了した 
闺 ぶの A じら 中、 をに-の 極が 
をむ 化しつ； ムる缺 糸 ごも 進む 
中」 して-一 いじ 册 したる S : タ义 
書は ホだ坡 おん 化 b では いょ いが 
を こして ょ‘ あく こい 等の 1 がを 
辆羅 I た 

條 約弦憲 

希 祟！. て おを』 ごじ— し 現じ 准が 
中で あら 關稅自 ま 樵 問 越を 列 じ 
して r メリ 力 ご 治が 化 硝撒廢 じ 
巧ての 條約締 お 却 能け ゎ b やど 
の 巧 脚し 就て は 『あ く ピロ 剛 
したを 『をが この 棋を 旨剛 しお 
る ものは 單 U 判强ご 巧く 新條約 
の締 おを ホ壤 する ごい ふ 口外に 




.か H 支 息 見の 相違-」 おする と 邦 
のか 場は 矢の 總領樂 V 盛 じ 明白 
じ ホし 居 b 殘 ぅれむ 問疆 は舊條 
約の な訂じ 外なら 打 ご斷じ 『巧 
ずの ホ瘦 はこれ で峭 白で わる、 
こ の 々ぎ じ ホる ベ きものは ^本 
の 巧 動で をら U けれぶなら 打』 
£ 言明し、 巧は 更らに 

南ム が お 伸に 化ら て繫 つた 
か _ むだ 化の 損番 を 憤に おし アメ 
4 5 んが胳 償 要求を 自ま 的に 徹 
间 しじ 事實を 賞揚す ると 巧じュ 
ュ，！ クボ据 で 成な しじを なの 
种漬 じ个滿 のな をを W し、 巧し 
こ 乃％ 償が 滿洲開 巧に 化 巧 1、 れ 
たお か‘ に アィリ々 のち 邱に對 す 
! る 巧 ロ關於 主義 _し 違反す る巧爲 
ホる こごが 一 ごして 提遙 すべき こどを 諷刺し 

ク」 0 

h が 特電 二十 セ日發 【ニュ m 
— ク •ヘラルド •トリ ビ ユン 紙】 

みを 泌長王 本 巧 巧は 本 H 巧 固 か 
聞 記あ刚 ごめ 食 妊に がて 

曰ぶ をが の總逊 就て 誠 
明し 今回の 談利 よ」 お 局 お 京、 漢 


は种 々G 理 おょらし 一」 巧 街の 巧 
なをを をし 稱； ；？ ■い』 ど 記 6 おら 
じ 今 潜が 政總 おを 氏が ァメ * 力 
を 化 マ クム レー 氏 どの 間 じ 突か 

關お自 ま お 承 勘の 條約 をを おし 
たる ピ W じく アメリカ ど 新條お 
を 締結す るの 

可能 い* を' I どを も 誠剌し 
わ、 尤も'- の點じ 就て はが 週當 
化の 紙上を 通じが る率實 はない 
ど 化 京 S 外ぶ ちは 否ぶ して 居る 
おら じ：：： 本 どのを 涉じ關 し间氏 


ロ、 濟ぉ 反び H 支 條約別 改訂に 
贼し 個、 的 じ 巧 方 じがて 說 解の 
の h 矢 旧傑頗 おを して.- れを本 
國 かがに 報吿ザ しめたに 過ぎ や 
ごて ホく を活ら な」々 まが 亂の 
n ま後條 約け 旣に 滿蝴終 r しじ 
もので あら どのな 場け 朔 じて 撤 
阅す るの 赏 き-どを 明白 こし 
た、 而 して 南京 度び 漢 □事 かの 
解かは 恐らく アイ V 力の ホ 例 じ 
做 ふ t をら うが、 濟萌拳 件 じ 就 
てま 那侧 はを のな 巧 U きこ どを 


に 達し；^ 睛 報じ 依る ごま 样省及 
‘バ黑 龍 i 省の 市民 協 會は奉 天 政 
府： _對1 靑天も 日 旗の 掲揚 ホを 
請願に 及んだ ごの こビ であるが 
を」 願して 氏 a 『 H 支 懸案の 一 
部で ある 滴洲閒 題は どぅしても 
こいを 中 巧み 府 じ照會 しなて を 
の 解 巧' を おらなければ じら «' 
蓋し H 本け 滿洲地 ホ 官憲に 對し 
て 常に 

K •法 なる 壓 迫を 加へ て 居 
るからで あつて、 靑 天な 日 旗を 
褐げる ここは 即も滿 # がの 孕 かじ 
治まを 導 くらので ある、' 今や 重 
立つ 巧 遇は 旣 じあを 政府を 承認 
し H 本ら 條 約な 訂に銷 し 謀が じ 
化 事 せんごし つ i ゐる陈 獨ぅ滿 
渊 みみが 舊お色 旗を 掲揚 する- 
とけ 正に 東 一 ニ 省 民じ對 する 國民 
權 の雜鹏 である』 V- 斷 じた、 尙 
はおが 法權の 撤麼じ 就て ア メリ 
力 政府 ごの 誌 解は 旣に 成立し 居 
るら 5，、 如く 近' 柯 等の 陳吿な 
< あを される 形勢 でんる。 

歸朝 のみ 田 伯 

承認 ダ勸吿 

東京 特電 二十 六日 發 n 不戰條 
約 調印 後歐米 諸め 府 要路を 訪問 
して ま 抓 問題に 關 ずを 訟 解を ホ 
めた 內田康 哉 伯は 今朝の コレア 
义 じて 歸 朝し 直 もじ 帝 邵の人 ご 
ょつ じ. 八 伯け 

巧 •か對 支 政が じ 就て お ホ兩國 
政府ら 充みじ 諮 解して 屠を 
日本の 掛支 政策 U るら のは ヮ 
シン トン 協定を 基本 ごしたら 
のでめ るが、 時に 支那 ごの 間 
じ紛 ずを 見る こごは 兩 をのが 






害踞 ながが 巧で ホる 限 b 止 わ 
を 持 i ：* い、 併 かしこれ 等の 紛 
ずち 赤裸々 に 開放 的 じ 論 溝す 
る こど じ 化 6 誤が を 一 綺し得 
る こご 1 信 乎る、- をは ホ齒か 
が も 速 かに 闲京欧 がを 承認す 
をに まるこ ごを 热皆 する ちの 
でぁつ て お閉め 麻 もなら < を 
く 新 政府を 承認ず る じ まるで 
ホら う 云々。 

ど 語つ たが、 伯の 言說は 時節柄 
重要視 されて 居る。 

支那を 司る 

お 人 男 S ‘ 

本紙 前 號巧報 S 如 <國 民 政府 
の 最高 幹部は いよ/-- おか 石 
をを 元を を L 故 麻肯席 ごする 
五院 々長を をを して 赏誓 式を 
•擧 げた、 御义蔣 かるを 中む に 
この 五院 々長 新ら しいち 那 
を 切 盛して 巧く ので さ しづめ 
ま 胀を词 る 五 人 男 ごい ふ 露、 

蔣 氏の こごは 旣じ 幾度 ごな く 
紹 かした からこれ な 略して 得 
意の 五 人 男を 書いて をよう。 
▽巧 政 院長 ごな つた 譯延豈 巧 
は 目 本式 じいへ ば さ しづめ 內閣 
總理 大臣 どい ふご ころ、 圏民黨 
の元老、 圃將ごして其賓望、 閱 
歷頗を 高い、 譚 巧は 前淸の 湖廣 
總督 霸鐘麟 氏の 子で 身躯 雄々、 
牲靖穩 健 t ち學 にを じを の 書 も 
まじ か々 の 評 巧で ある、 幼年 時 
化を 支那ぎ 命 搖餐の 化た &廣東 
じ 過ごした 彼け 風に 革命 じを し I 
辛亥 革命の 桂 こる や長沙 革命を 
の 軍な 部長 じ 巧せられ ついでを 
を か 推されて 胡 お 都督 どなつ 
こ 0 

-■ ▽第二み 革命 じは お モ加擔 の 
- 嫌疑を をけ、 靑 島、 上海 じ 流 萬 
し 間年跃 を 政 問題の 起こを や 湯 
化 龍 巧 等の 同 盡ご共 かお 護の わ 
めじ あを しじ 民 國と年 張 敬堯巧 
を 速うて 湖南 操 司令 ごな つた、 
▽しかもを の 年 十一 巧 趙恒锡 
氏に 追 はれて 廣を 軍を 府に 入ち 
建設 部を じ 巧 じた、 自巧 湖南 闯 
復の ためを を 進め 趙氏 ご戰 つね 
が 勝な やを の 間廣東 政府の 要職 
を 占めた、 十一 年み 巧 奉 直 戦後 
の 顔 藍 慶巧翻 じ 巧務潑 を じ 巧せ 
られ たる も 就かず な ホ廣ま 政府 
I にぉいて 中央 執 巧 委員 軍事 敏長 
化 伐 軍 第二 軍長を の 化の 重職 じ 
っぃて 今日に 及ぶ、 字は 組 庵、 
湖南を 陵 人 五十 五歲 

▽立法 院長 どなつ たが 漢お氏 
は 巧に 革が 黨 のを ± どして 前淸 
のま 期 じ 巧罐し 汪化銘 巧と 共に 
をのを をうた はれ 孫 文 氏 幕下の 
化 おでみ つた、 目 本留學 時化 か 
らぎ命 黨の敏 血を ピ して 異彩を 
放つ ね 彼は 終始 お 文 氏 ど 行動を 
おじせ るあ實 な腹必 であつ じ、 
麗お黨 元を 派の ま鎭 でぁつな が 
孫 交 氏 化を じ 客死 後一 度つ まづ 
きおく 失 寬巧魄 の 人で をつ た。 

▽ホ 色廣 東が 腐 か 巧 氏 一派の 
穫頌じ 元を 派たち 規漢民 氏 一派 
はを 權を奪 はれた、 彼 d 國 に 黨 
其產 派の 中必 人物たら！' 廖仲慢 
を 暗殺の 黒幕 ど 晩 よれて 黃靖じ 
監禁され た、 ついで。 シア じ 敬 
遠され たが 彼は をの おを 力を 農 
民 問題 硏究 じを した、 現在 園 民 
黨 において 農民 問題の 研 免じ 關 
しては 育に 繁 一人者た る ゆるん 
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巧の 政府 買 上げ 化 切 b 相 巧は 四十と ホで ゎる い、 一モ南 滿錢道 
會化の外ぉ募ぉは俄がデ ン ン マ じ陷6なかぉではを ^ 成庄をゎ 
せらつ； ホる 踞保も わ b て條 件';? 非常に 惡 化し 會か侧 じ イー b て 
は 頗る 不利で ある ご 巧 へらる。’ 

引を けたで 九，：： 儿 十九 方 弗-六 


東洋 拓植會 化では 當地ホ おじ 
て 外が を 裳 集す ベ''‘。 ン ドンよ 
なか 島 財務官ら ホ 紐の 上ナ シヨ 

ナか •ン ティ •コ 'ム^ V ニ • 一 の 手 

を紹て 

ず巧 中じ屬して居じ：^^あ 
愈 過 ロ 本社 東京 特お 報じた る 
ど 巧 操の 條件 じがて 化 立 しげ U 
をな つて 一 齊に當 地 ホ 據へ賃 ホ 
した。 刚^ 去る ニ^ 八 H 午後と 

時 - K シヨ ナ八 •.シク ィ •コム バ 

う！ か勞 おした スブ^^ "" トメ ント 
L よいげ 「東扼 の 新が 倩は 千 九 
が 义卡巧 弗、 期限 一二 十 年、 五み 
五 厘 利 ごして 外債 募集の 目的は 
千な 五十二 方-千 ニが H 十 巧の 
社 潰 憤 患を 目的 ごしね もので 元 
利ま挪 ひは 日本 政府 じがて 無條 
拌 に保證 しむ もので 千 九な 十 
八 年 十一 巧-日よ b 千 九 巧 五十 
乂年十 i 巧】 日を 

期限 どィる もので 現巧替 

巧 壌を まが ごして ニ ユーヨ I ク 
。ン ドンぶ び 東京に てま 拂 はる 
ベ （お 憤甚 をは 每年ニ おじ 苗 も 
巧 ふ 五 年 邸は 四十 巧が 宛、 殘る 
二十 五 年け S 十二ぶ 巧 おどして 
み濟 ずる 答で ある。 帝 國か府 の 
巧菱り rv 發 わされた 岡 會祉の 
か價は 千を ニ 主を 言 ナシ 

a ナ片 •シ テ—. なん パ ニ 1 ド 


か 利附じ L てで 化， り 十 S 年 バリ 
じ 巧て を 巧 L た 五み ニ お ニモ 利 
附の五 干 方を か 憤 r ! 千九肯 二十 
四 年に ホ濟さ n て 居る。」 

長ぶ トわ けこ 
身 おタた ！ 

支那 ほ對 

上が 特電 二十 セ日發 〔ニ ユー 
31 ク •トリ ビユー ン 紙〕 東洋 

拓殖 か 今 閒ナシ ョナ 瓜 •シブ ー 
コム'; ニー ょら 外債を 借 受けた 
どの 東京ょ b の 報道に 動し 固 お 
か府 外を 德長 王左廷 氏は ァ メリ 
力 市廣が 滿拥わ 開發を 目的 ごす 
る 日本の ザ 官ザお 企業み じ對す 
る 貸附け ァメリヵを 府の 傅統的 
を 策に 反する ものである ご國民 
を 府の名 じ 於て 述べて 居る が、 
こ S 外債 ど最を 日本の 滿讲 じが 
ける 巧 動な 支那 圃 民の 反 或を 一 
爲 伸長せ しむる であらぅ C 蓋し 
柬热 を^ 化 目下 ァメリヵ ホ虜 
じて か 債を 商談 中で ある 企業 
會肚 は事實 上、 滿鐵の 補助を 
まけつ/' んる モか會 化で あつ 
て、 昨を 滿 殺が アメリカ でみ 
債を 提議 L たる も アイリ々 國 
お 省は. れに 巧酱の 意を 表明 
した a らで わる。 


八 千と 巧巧圓 復活 

間 題の 豫算 醒議 やぅ や < 終了 

まを 特電 二十 セ日發 n 問題の 豫算 閣遙は 一三 + 藤 相が 依然 財源 
難を 巧お^ を 省みな 巧を 求を 拒絕 しつ； ホら！. ため I が危 磯を 
をんだ， かお 局火藏 みでは 遣 繰 算段して 四ち 二十 巧圓を 捻出して 
要 ホの 財源 じ 宛て わ-^ 新が 事業 餐お活 化 源 ごして 八 千よ わよ 十 
巧圆を 支出 どか ー をの 中 じは 競 場 法 助成 納晰 をの お 加 もを まれ 
て枯 るが を 倩の ちを U 乂藏 省の ま 張 通 b じを 决さ いわ。 

北海道が 殖 費の 削路て 

政 友 代議 ±脫 驚か. 

まを 特 1 1 十九 日證 n 化 海道が 殖費 豫算は 遂に 削除み 運命 
をつ ぃ」 ので 化が 道 逃 出の 政ぶ を 代 廉± 速は 憤怒し 脫黨 せんどす 
るの 形勢を がしつ、 あ b 。 聲巧內 化は が源稔 出に 巧奔中 である 

るが、 をの 中 一二、 四兩 年を の 追 
加豫算 が 源 ニ 千万 圓 、證 會閉會 
をの 賀巧 支出が 源收 一千で 圃、 


玉 


苦’ 一 レ 懷リの 

が 源 ご 

別項 特電 所 報の か < 大藏を も 
遂にを ちの 新 巧ホ费 どして 八 
千と な 万 巧を を 出 ごみした が 
先づが 源の E 体を 見る じ 
〔第一】 自 巧增收 財界 不况 のた 
* じ、 を 神の 國库收 入は 大した 
巧收の 見込み i ;* (お 局 化 税収 入 
々び 巧紙收 A 等の 普通 歲 入の 自 
な 巧 收は約 阳な巧 脚のを 这 みで 
ホる 0 

【第二】 刹を を 現が 刹を を中殘 
つて 居る 巧け 八 千ん がガ圃 であ 


をの 化抽祉 、營業 收益稱 の輕滅 
補塡 おお 等を 差 引けば、 明年度 
の 新規 要 ホの が 源に 充當 し衍べ 
き 額： S 捣 々 S 千万 圓 でぁ も。 

【第 S 】 公憤を 明年度の 巧规公 
憤は 一 投曾計 九 千な 万 腫。 特別 
巧 計 I 億よ ぉ方圓 。を 計-億 化 
千 八け 巧 圓の豫 を..' ぁる。 

【筋 挫】 財 改計葡 の ホな じょる 
が 源 約 ニ 千 巧圆。 
t 第 置】 旣定經 を 節約 四 年 巧よ 
V 六が 巧よ でぶ 旣定經 を 節約 額 
は S モ 八な 万圓 じして をの 內明 


年 巧の 節約 巧は 約 一千が 画の が 
をで ある。 但し 右の 巧を 經費節 
約は 營業 収益 税委讓 化 源で ある 
から、 結局 巧規 要求の が 源 ごし 
ては 約 六 千巧圓 の見这 であつ た 
のが この 增 加を 見る に 至つ たの 
で わる。 

.人絹と 生糸 

糸價變 動の 影響 

最巧化 巧 的. 急速の 進 ホ發達 
を是た 人造が 糸は、 綿糸 や 生 ホ 
ホ まを の 化の、 纖維 おの 販路を 
蠢食 L つ i あるが、 これ と 同時 
じ 生糸 柏藉 におす る 一 踊のを 威 
が 料 ごな つて 來 たこ ごは、 属逃 
がす こごの 出來 ない 事實 でを る 
これが 實例 じっいて、 最近 數ヶ 
年間-しわける 米國の 人造絹糸 ご 
生糸との 

消!！^ 狀巧 あびに 高低 相 お 
じ 閥す る 趨勢を 見る と、 從來人 
造 絹糸ん 生康 額が、 をれ ほどを 
くけ なかつ た 時代は、 人逛 絹糸 
ど ホ 糸 どの 相場の 銷 きは 巧な 6 
あつたが、 最近で はん 遣 絹糸の 
消餐 量が はるか じを 糸の 消费量 
をを 薦 する じいた つてからは、 
をの 相蕩を 左右ず る ホは ま 糸 i 
も 入造賴 糸の ホが ち 力 ご U つて 
ちる。 この 点は H 本に ホ 糸 相場 
が 過 ま 數年巧 逐次 相 擦の 化 落せ 
る こ 空は。 た L かじ A 造 絹糸 相 
琪のあ 落に ま 制せら わね もので 
これまで 生糸の 化 壌 やお 費に つ 
いては 巧 お 人造絹糸 工業 •わ發 建 
しても、 生糸け 生糸 どしての 特 
長 ど 題を •か をら、 巧 等 これ じ 

.邊威 さる.、 こごは。 から 
ぅごか 說 が、 巧 力で あつた もの 
が、 衛巧 裏切られつ {ある わけ 
で、 ik 巧 この 人絹 H 業の 發 をが 
生糸！ 前 ホ おを どの お 巧ょ で醫食 
し、 みつお 憤の ±じ 如何なる 影 
蠻を すじら すわの 問題は、 我が 
國 I 画が 業將 ホの 大間題 どして I 
磨の 巧 慮を 拂ふ 必要が ある どい 
はか 居る。 今米國 における 人 
を 准 t 示 相 族 ご 消雙の 趨勢を 見を 
ミぷ の 通 もで ある。 (單 位相 壌 
はで 点 ド 八〕 つ 点 消藝數 量千ポ 
ン ザ〕 右は 人造絹糸、 左は ホ 糸】 
米國の 標準 ホ 均 相 傷 

'自巧 治 四十 ニ 

年き 大正 ニ ザ 一 •八 五 
五 年 平均 一二 •五と 
大正 九 年 よ •よ 五 
一ち ホ 五 
I 干 ニ 年 1 T 八 0 
; 八 •八 晒 
I 十 S 年 ニ • 0 五 
- 六 •五 ニ 
一十 四 年 1 T 00 
六 •と 六 
卞五年 一 •六 五 
ホ •巧 0 
昭巧 一年 こ 四 五 
五 •五 五 

一/一年 上期 一 •六 0 
I 五 •ニー ニ 
米 園の 消隻离 
大正 ニ 年 三 一、 八と 一 
ニと、 化と 九 
同 九 年 八、 八 四と 
一二 0、 ホ 五八 
巧 十二 年 ニ一义 、二八と 
四 化、 お 0 六 
岡ち 一年 ご无 、两 S ニ 
五一、 二八 


同 十四 年 五 化、 00 ; 

丄 Sr と 六 四 
昭か 元年 と S 、 01 ニと 
六 六、 四 ニ-一 
同 ニ 年 九 一、 ニ 一一 
と 四、 00 五 

右を の述 6 米國 が消费 島は 生糸 
人造絹糸 ごもに 年々 

增加 して 苗る けれどら 
をの 巧 加 割を は 大正 ニ 年 ど昭か 
ニ 年 ごを 對 比すれば-ホ ホの ニ 
十六 割に 巧 加せ るに 對 し、 ん化化 
絹み け實じ 二十 四 倍と いふ 素晴 
らしい 激巧 ぶら であつ て、 如何 
じ 人造絹糸 工業が 近が 繊維 工業 
巧 じ わけち 化あ艺 なつて 盾る か 
を 巧を 察知し 得る ので ある。 

踰出个 あを 補 ふ 

寶易外 受取 

一億 五 千 巧圓位 

大正 十二 年ょ 6 大正 十五 年 ま 
での 巧 •か 國の資 易 か收を 勘を は 
先に 大藏當 i ら發 あせる ごころ 
で 明らかで ゐ るが、 今回 東京 商 
エ會議 巧では、 大藏省 ホ 調査の 
をに 對し 柿々 のが 料を 收 ，集して 
調査した 結 お、 昭和 ニ 年度の 貿 
易が 受取 勘定を： 億 お 千 方圓ご 
推算した 。又ぶ 年 もす 少の增 お 
は あるに しても、 大体 前年 间樣 

億 五 千 巧圓お 巧の もので あら 


豫 想， せられて 居る 0 次ぎ 
じ •本年の 貿易は 上半期 入超 ニ 
億 一二で 四が 巧圓で T ザ 期を 初 じ 
おぃては 今期は 一億 圓 乃至-億 
ニ、 I ニ 千巧圓 の お超^ ゎらぅ く 
豫想 さゎて & じい 八、 下 ザ 期の ザ 
をを 過ぎた 化 月 ホまでの 實績じ 
徵 する ご 下半期に 入つ ての お 超 
な 四千 六な 巧圓 どなつ てゐ るが 
輸ぉ 最盛期た る 下半 巧の. ヒ 半に 
あつて この 积 度の お 超では 

當ー 初の 樂觀豫 想け 著る し 
がれた ごいは ねばならぬ。 假 
ぉに 十 巧の 降 ご 一ヶ月の 出超 額を 
が 年間 樣ニ 千と 巧万圓 とすれば 
下半期は 僅か じと 千 I ニが 圓の出 
超 じ 過ぎざる こご じな h -、 これ 
を 上半期の 入超 額から 差 引けば 
一億 六 千な 万圓 粘度に 終る こご 
になる。 かく 貿易は 當初樂 おせ 
られた 程の 

成績 はわ さめ 得ない どず 
る も 本年の 貿 思が 受取 勘を を 前 
記の 如く' 一億 あ 千巧圓 ごすれば 
威 瞭收ち 勘を (植技 俯を 除く) 
は 支拂勘 巧が 千で 圓程 巧に 止ま 
る もので ぁつて、 踢際 貸借け 著 
るし く 改善の 跡が 示さい る譯で 
ある。 


絹物の 賣行 良巧. 

おが 巧 書記官 巧吿 
〔十と H を〕 組 物 相 瘍不變 なる 
が 天候 回復 秋冷 f なら 义 本が 爲 
替髙も 刺戟 かお W 。 h 寶巧 稍々 
好轉 の模樣 である。 


巧 留靑お 理想の W ホ 


H 本人 靑年會 

» 三 害 耳ジ 1 . CI ち ks ミニ 44 


尋れ人 


(一島 城縣) ザ 橋武雄 (長 巧縣) な 
一原ず 人 (同) を 伯鎭雄 -覺島 






街 ホを 
£目了 四十 四 
曲目 T 五十 旧 


SUN HANG FAR 

2130-7}h Ave. B 托 12Sth & 12 加 お s. 

Te し Mo 帥 m 扣 り 864 

まク 主を 巧 媛 君を T で 巧 お 腐 
す マ、 上 卒し じへ 目 第 理君前 本な G 
。ィ 日ま繁 ては ばのと をのを 樓^ 
、曝す々 居 巧 直 チ お 差 嗜揮巧 ^ 
— 春は。 御 まるぐ ャ のと 好つ 理^ 
涛饋 ホす 程日プ 巧げ じて 人 if- 
が 頭 ホ。 好 ネス ニよ 適 日歐イ 
あ、 の 評人イ 十す す本廉 n — 
> ン 程を 諸 ご 六の る 人が 


SHOWA 

53 West 105 St ., 
Tel , Clarksoi 10981 


DARUMA 

781- か h わん 
Tei. Bryant 3859 


Wing 陆 ng Low 

郎 inese llesiaurani 
32Q0B*way, H. If. City 


(2ua 打 g Ga 打 Low 
Chinese Restaurant 
112 W. 閒 h • 化 City 


C お y HaU Tea Gairde 打 

170 Nassau St. City 
Ne が to 祐 e Tribuna BMg 
Loo L ! 打 Manager 


IKUINE 

Hotel 在 Re が aurant 
3 巧 W. 88th な . わ ff York 
Tel. む hu が时 7822 
CaWe るが ress !l (の 化 


College inn 

31 郎お B お way 
B 扎 1 巧 rd 左 124 比な s. 
TeL Mornki が ‘ ule 7 が 3 


巧 ま 


ま自 s 嘉マ ® 
午 午 理那ィ ぶ 

前 煎 春 主 
语罹 


お 

半時 

開 

巧 


雅 


をに 

巧は 

へが 

がユ 


Japan 

れ 0 化 i 邮 C 日 . 

巧 0 化蝴 h な . 
Tel, End ‘ぶ 如 おお 


攻わ ぞ迅 apan 側奶 m た a 


日聪欠 


H 


が 巧 十 年 H 和昭 



お Esst 29th 化 
let Lexingfon 5727 


Kawasoye Hotel 

1 巧 巧 ni 化が t. 
Tel. む 化 e か al 巧 10 


御 

旅 

館 


河 


添 


The Tokyo Co. 

1 仙 W. 拙 h 化 
Kew む rk Ci か 
Tel. Trafalgar 6559 


S.KUWAYAMA 郎 . 


114 に 59 比 St ， 
New York City 

2 巧 3 
0 巧 7 


化 one. fleg 即！ 


Kl 脂 YO & 巧 T 洲邮 

IMPORTE 民 OF 

GOLDFIS 枉 & BIRDS 

O 

動 其 力を 
物! 策 十 種 
一 鳥リを 
切 k ャ魚 


KATAG 附 BRITS 

224 E： •巧 比 St j 
New York Ci か 

Tel. お gen{ 34 抓 -3 が 1 


DANCING 

411 W* 115th St. 
Tel. Cathedral 4408 A が . 3 


庵 桂 米 日 




TAIYO 

1 が West 扣 化な . 
Tcl. 扣巧 ueiuM 28 け 


を 

1 

起 

曰 

i> 


ず 


御 

巧 

太理 

ホ 仕 

安出 

おし 

陽 


T0Y0 RWAN 

41 E. 19 妃 St 

わ t • 呂 巧 左 4 化む e. 
む I. が pmjuin が 88 


會 
應 

御^ 御 
料 東 旅 
瑣^ 舘 


館 



340 W. 5 か h St. 

1 eiephone: 
Columbus 8882 


(晒 日 •水) 司 巧 わ 


ホ じ 御が 巧 



會滕御 料理 

昭 和 

特別 辅 日本 巧を 新設し チキンの 
水 案を 始めました 。チキンの 水 
煮は 一二 時 閒程前 御を 話 願 ひます 


を 樣の巧 塔 好に 適 ふ 
様な 美 ホの 御 巧理を 

習珍樓 

致します から 窝 々御 
巧 ホを 巧 ひます 

0 ホ 輿 棲 

瞬 揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本ん 諸君の 嗜好 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 朝 S 時を 蘭 巧 
(百廿 五 T 目 サブ 
停を 巧の 下) 


ま 那巧理 

が廳 茶園 

司 巧 人 まま 
出 教のホ じは をな 
の 巧 巧 巧 じ 礎へ 巧 
間食 席の 街 用に 廉 
やべ く 巧 間 巧 ホな 
ホ變 おお 立 顔 巧な 
紙上 巧 ま 內申上 候 

支那 料理 


I こ __ i 1 .1 ' . . - - I 

日 「大統領 戳機 熟ず 

ム八™ 選 擧權巧 使 あ 千 H 百で 


てこ 


ご 

わ 


權巧使 あ 脚 千兰百 巧ん 
その 小 C 婦人は 約 一二 割 狂 か 

棄權 率は 先 づ一削 五 かか 


アメリカの 太 統領 戰も鼓 早 や 
場す ごころ 僅か じ 六 H 、 フ I ゲ 
ア ーが朦 つか、 スミ， が奇 巧を 
制ず るか' 泣 くら 笑 ふ もこの ホ 
日で みする。 今年の 

選 擧は人 も かる かく 

禁酒 問題 や 宗を巧 越 等が 加味 さ 
j れた敏 戰ピけ じ投黑 者の 鼻息ら 
一' 非常 じ すさまじ いもの ぞく、 ア 
'メリ 力の 話題は スミス 街フ 、ヴ 
ーア ー の 度 劣 じ もめられて 廣ら ィ- 
ー 巧しても 差 支へは；；* い。， ィい 
I 々おを 通信社が えこが 

師 ぃ 一則 

權 cr 額- 

k ■: ' - いを 千 九 巧 一； S 年 巧 
j じ 比較ず るな' ば 育 じで 四な 为 
- 一人の ち 加で ある ごい ふから 激戰 
一の 巧 か 今から 瞄 ばれる 譯 である 

如 も 

I … 1. ぉ票數 U 前 ホに 比し 

>- 約四剧 八み こいふち 加で ある 
一が、 その 中 じは この 淸： 、一票を 
一 わざ とおを にして、 をの： 
，日を 滚 庭で 過ごす 所謂 棄權 を も 
あるで わらぅ々、 これを さつ ピ 
: 巧 横つ てを 体の 一割 おを ごして 
一 も 前 次 大統領 戰 ょら 實際 の增 
I 加は 六 百が 十 方 人、 即も千 九 百 
一二 十四 年の 實際 投票 ニモ 化百义 
; 巧 モ四巧 十と 人 じ 點し本 ザけ 一二 
^千五なお十巧人が鳥5雌雄をホ 
I せし むる 大きい 力 どなる の だ、 

I 今 巧の 選 擧を錄 で おら 驚異 どす 
ベ、.： ものけ 嫌 人が 增 加し-こと 
で ん 么 0 - - 

1. 女の 力 •か朵 して フ！ 

:ダア —じ定 る々、 スミスを ザ々 

一す じ ま t かは 眞じ巧 ホない 問 態 


であつ て、 兩慎 補の バラン* ■'を 
握 & 者は 或 ひは 婦人 連の & 一で 
ホる からしれ ない ミい ふから、 
この どころ 女ん 崇拜の ァメホ 力 
じ 於て 婦人の 鼻は 一屠离 くむる 
VJ いふ もの i 、 婦人© な 票は 概 
して 抗巧 にち 化し 化 ホの が與が 
ホ だ 明な でない から 强じ 明白む 
が陡を 加へ る ことは 不巧 能で あ 
るが、 較< ホ' をが 割 五を 
を 占める でんら ぅと 豫測 されて 
居る。 適 まの 大統領 骑 じがけ を 
巧 男の 跡を 專巧的 じ 

… ミ.. 調べ す 下院の 書記 ク 

キリ r ム •ベー ■チ 君は、 これに 
顯 して W 下の 如 1 述べて 居る。 
「千 九な 二十 四 年度の 選 擧權巧 
をち は ニ 千 化な 乂巧千 凹凸 十と 
人で ぁるが 千 化な 1-; 十 年度の 國 
勢 調る じょ n ばお潘 ち適齡 者は 
五 千 四 白 四十 ニ为す 八な， 二十 I 
人 じ' 達して 居る。 為 盛 本年の 適 
齡者 はこれ ょちを ホ 常」 增 抓し 
て 盾る でぁらぅ が、；^々 U 理由 
ょりして 資格を 失っ ji ； をを の 他 
を， 計算して 有權 者の I が势 力は 或 
ひけ 四千 五' 白 万ん 程ぶ じ 化る か 
も 知れ。 ぃか、 今日 ょ 一での 選擧 
登錄 をの 化を 綜合し 玉 

… 眞實じ 動く： では H 千 

五が 巧 人から しれぬ」 古稱 して 
居る が、 ヮシントン にを 部を 當 
C 選 擧權巧 使 期成 會 み，、 ッシ で 
レー をが 觀測 する 巧 じを れげ、 
選 擧權の 巧 使者‘ レ 約 S モーよ 巧 巧 
人、 婦人の 增 加は 四 年 薛で比 鞍 
して 四が 万 A ご 哉して 量る。 有 
權 者が、 即 もを S 權 がを 皆 ホ 的 
に 動かす ち 權 者が 今次 大 齋領戰 
にがく も激 巧を ホした こ' を じ 就 
ては 補々 な 理由が ある。： i 記し 
た 如 （今次が 戰の大 問題 タ ある 


割烹 並. レ 御旅 舘 

ご J か 白 を 巧 

3 巧 巧 弟 

なち 巿西 八十 八 T 目 一二-三 一 
を話ス 々イブ 1 と 入 ニニ 


レヤ トル jtr 

NP 旅館 

W 06 . 穿 h Ave . So . W き 再一一 タ W 5 b . 

婷を巧 前る まご 一 了 ホ 側 ホ 階 建 
H 本 巧 船 切 巧 取扱 波 ロ 場 送迎 


ロス アン* セ ルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

1 ニ ！ I wan P 左 5 St ., I . ミ An 巧 les - Cal . 


醬油 SSSISSI 齋 f 白米 
日本 米 難 食料品 i 驟繫豁 

巧 田智油 株ま會 化を が】 手 賣规店 

曰 本 42}^: 晶商會 


償の 蒲 お おいしい 勘な 

會廢 御巧理 

晝 食は 末廣へ 

巧喀お 巧盡化 大お强 


日本 食料品 類义び 雑貨 類 卸ぺ賣 

ホ么ま 大賣棚 桑 山商會 

巧刊 書籍 雜誌 小間物 日用品 各種 


每タ九 時を を 菜 

日本を 巧な メ ー グァ ドン ス 〔が I 巧 

日本が 貨巧 東京 巧會 

トブ ンタ巧 b まず 


畜提巧 巧を 


御 下宿 喜樂 

元 黒 崎 旅館を 良 直が 
き 舌を St . Jrgkiyn J . Y . 

ぎブ昏化こ517 

周 菌閑淸 、をを おお 
巧 人 巧樂が 自由 寧 

58 ご nds 芭. Brooklyn , NJ . 
ぎブ ia 喜 74 な 

▲淸 巧、 親切、 お樂 ==1ニ德^ 

勢州舘 

伊 お 事を 久間榮 巧 

な 5 肉. 赛を Str ま t 

Tel . R 葛 nt 3 這 8 


岩 西旅雜 武田 文を 

故 圃新頭 タ數取 揃へ 居ます から 
化 所 御 立脊の 節は 御 ホ 憩 下さい 
2 置で sti ミ ま 一, ぎぎ yvesan ニぎ 

一力 旅館な め 

帝 國旅舘 淸水 

1 ま W - 萬 th St . New す rk 
Te 三 usqueh ミミ 贾 18 


紐 育 旅館—*— 

索 四十 了 旨ニ妈 ニを 
Tel Caied 呈 ia 夏 7 A 


レ タト タン， X . 

並 じボ— デン ダ 
猜赖 话保險 蹤じ預 をます 
〔島- 3 】 ‘ 

含 1 三 hirdA ミ. 養‘ 1 普 ih & IOIsiSts . 


ポストン 最 

富 ± お 舘大浦 末 松 

裏 woists Si . &Qst ミ ま ass . 
£. O . さ 75 


御旅 鑛 

桑 山 淸あ廊 

4 是ぎ U さ 望 h 苗. P 呈 ade 古 hia Pa . 

t 8~. Walnut 7231 

商業 超 城中必 、総領事館 、日本 
郵船 其 徳お巧 乂會社 近き 填 巧 


を 巧 


巧 ホ テク 


純 B 本 食 (特別 間 あち) 

御 一報み 缀 自動車 御 お 迎申上 侯 
S 2 妄 ifarnia F San Franci ちタ {|己芦 


ホ 上 金魚 巧 

91 巧 巧 X さ Ave .- N ミ ' fork C さ. 
さ！} ミ妄己 ニ 7 ち 


紐 育 唯一の H 本 百貨店 

片桐 兄弟 蘭會 

スマ ドレ •ブ ，.ダク ツ 一ず 眼資元 


舞踏 綱 人— 

マ 社を ダンス ▲ 

▼表情 か 操 A 

訂^ 

戟十特 ョぅ後 十) 時 

シ卞 タフ* タン シ 

ング 姉範學 校を 叢 

と！^ タ マ 


寬話ゲ ラィアン ト 

八 0 と 九） 八 八と 一二 

竹 中 重 雄 

紐 育ボ西 四十 四 T 目 一 
ニニ！ 一一 八番ご 一階) 
た iES こ 青 E こ吉看 
ご W ち 空 三を h 巧.， N . Y . G . 
Tel . Bra 畫苦 7 芸 8 だ 


第 

- 

干 

巧 

虎 


H 


ゼ ペリンの 歸還飛 巧に 


健氣む 少年が 密航 


挪 逸から お錄破 b の大飛 巧を 
おじて アメリヵ じ來 たを 用 飛 巧 
船ゼ ペリン 伯號 。をのち 大ト '雄 
姿を ン I キ •户^ — ブトの 格納庫 
に 横た へて 

白々 數 万の 是物 A r 塔 賞 
さゎて 居た が、. 子ト n キト 方面 
への 大陸 娘 巧ち 大候隙 おのた め 
をの 後み 汰 化み ご。 つて、 前週 
ザ だ おか-^ 輪遥が がをお 赌 中で 
ぁつたが、 去る 日權 日の 早蜡を 
0 て 婦人 一人 (媛け 家の ホ 人) 
をを む 巧を 二十 八 人を 初め ごし 
て較千 通の が 便 物、 ブレ メンホ 
て 躲お巧 じ W すべき 米綿べー 八ズ 
をの 化 タ少の 貨物を も 搭載して 
巧ん なを 見を を まけつ i 巧较し 
太 西洋の グン） ト •サ ー ク片じ 
沿 ひて 孤 固への 旅-し 上らつ i あ 
るが 


嚴 重な 警戒線を 巧みに 突破し す 

太 西洋の 空の 上での つ そり 巧づ 

- 

途上 出會 した 藥敢 雨带や 
濃 謗 巧：： おを 飛 巧で 巧みに てれ 
，ぶ ホ 破— 今 おはを らく 記 錢_ ぶ。 
速力.‘ 濁 逸-: 歸還 する であ 合ぅ 
ご 巧 待され て 居る が、 この 太 飛 
いじ-一れ は 亦 奇想天外 的 U 競' 巧 
船の 密が 者が 現れた。 密航者は 


クラレンス •タ— フン VJ 呼ぶ 本 

年 十九 歲 S 少年、 聖 グキ巿 でを 
れ じがを つて 太平 巧 沿岸が 海め 
お 船で をが して々 リ 7 ォル-一 ブ 
州 じ 赴き ヵリフ ォごァ 州が で 
聖八キ 巿へ大 膽じも 徙ホ旅 巧を 
試みた がを 上が 浪 罪で 捕' へられ 
たこ £ が ある ごい ふ 頗る 

奇行 じ 富んだ み 年で あで 
たが， 今年よ 月 十二 H 、 理髪 単；^ 
をを む 父親が 柯 かの 巧 因ト巧 親' 
'ト 殺舊 した 上 自殺した のに 氣を 
鹿ら かした もの か、 その後は 當 


I *. — ■ — — — . — nMi - T — 

化な お 卸 《 

五味 商會 

】 で ニ ih で' • 产 扫 tj 

Tel S 享 esani 3 三 5 


御菓子 舖 

名物 栗麗 頭、 が 羊羹- 賛澤吾 
甘納豆、 其 化を 巧 
煎餅 卸小賣 。のし 餅け 前日に 御 
注文を た ふ。 

御 注文は 松風 軒 高 橋 

29 W . 呈 h St . Te ニ 至 al ち r 贾 54 


新鮮 魚介 一切 

日本人 巧き のを あ 澤山取 h 揃へ 
恃圳 廉语で 大勉强 致しまず 

サゲォ ナ魚店 

」0 累 を WPVC 旨 

技 4 w ‘. 至 至 本 t . 

H た‘ oohl ロを US 。 一廣 


H 本理 髮舘淸 

西 巧 十 I ニ 了 目 旨 番地 二百 お 室 号 

2 nd フロア (窠 六瘡ミ 巧 十 HT 旨を} 


日本 散髮屋 則が I 

五ケ 年間 中が 巧 ご 巧 じ 就業。 

ジ ヤシン ト ■フ 3 ツゴ 

ご W . 苦さ 写 N . 产 置 y 
Bei . Coi 宣 b 頁/一 ve . & ぞ ritr が ； ark 革 男 t 


眞面呂 なるお 磯 同胞 じな 巧 
なる 赎 業を 圈旋す 

宮川 事務所 

お 育ボ西 四十 ニ 了 目 百 ホー を 
電ブぅ ィァ / トとセ 八と 

語 フイ アン 九み 化 八 


煎餅 卸、 小賣 
豆腐 油揚 
日本食 料 お 一切 

SUS 乙 《。 巧 ice opke CO . 
苦 ご h 互 A さ.， 

ぎ！* 昏呈 8 

松林 巧 か 

320 MafttanAV こ ei 113 - 114 Sis . 
章 房 Tei . 穿 nuit 4 ま 9 


木 田 ル 1 .ミン タ 

1007 3 rtU ま- 羣 .59 & 羣 h sheets 
ジ 万 毎 one す 巧 ni ミ 27 


禁酒法の そ 持 ど 蔡酒法 修正 じ お 

^ マる ず ひも をれ であ 6、 窝 をの 

; 义 ミス じ對 する 

新敎徒 の 憤激 もを の 

- つで わる。 禁酒法に 憤概 する 
舊共 か黨を 子が どれ 释 スミス じ 
ホら か' スミスの ゥエット じ 反 

随を袍 （民 ま黨 系の 人々 がフー 
i ゲア！ をでの 程をまで ち 持す る 
I か、 婦\ の多數 はフ； ゲァー を 
一好んで ちる ご 評 巧され て 居る も 
の/'. 一 禪の舊 を 迫き じ 憤激し 
た々 ト 9 ックを 徒の 婦人が 大い 
i じを 治 的に 覺醋 して 居る こども 
巧者の 勝敗を を 想ず る 人達の 息 
-れ ては なら « 現象で あるが、 を 
れょ b も 恐ろしい 力 じ ラ デォじ 
綺 さ。 ければ なら «。 

I … ラデホ の發 達は を 政 
をの 所謂 化 モ遊說 ごい ふ 難關を 
雜 作た* < せ附 けて 吳れ て、 彼等 
はこの 電波を 傅へ てを 庭の 人々 
じ投を 趣味を 敛 吹して 居 も、 貧 
乏 y 民 ま窝 すら おじ ラ デ ォ费じ 
ホ 十 巧 巧 ご：， ふ大 をを 養して 居 
る 世 の 中で をる、 ラ テオり アメ 
リヵ 國 技の 選擧 思想を 覺醒さ I 
たこ ごは 拒み 能は ざる 巧 事實で 
あらぅ。 殊に 民 ホ 黨の师 盤：^ あ 
る 南部 諸 州は 州 じょつ てん 頭 我 
を 謀 ^ ら (ア ー 々ン ソ！ や テ 
キサ ス 等) 登 錄を巧 度 要すろ 谢 
(南々。 ラ 4 ナ) がゐ b 頗る 

複 雜な狀 態」 をる が 
今年の お 權ち增 加 率は 八 割か も 
二十 九割朽 度に 達— て 居る ごい 
ふ 墙カも ある。 尤も 南部み タ< 
は 一度 登錄 したら をの 後は 必要 
かな；、 單じ 人頭 稅を 支擲 へば 
い、 ごい ふ. 一とし' なつて 居る 地 
ホが ぞい 相で あるが、 この 人頭 
摄 だけが 選 擧のバ 。メ ータ！ じ 
はな b むい。 みか 黨の選 擧鶴長 
ゥォ ー ク氏 はこのを 權者激 をを 
巧て を お 婦人の カど斷 じて ちる 
が、 さて この 新ら しい お權 着が 
果して ホる 十 I 月 六日に V」 んな 
道を ホむ か、 玉手箱を 銷 かない 
限を 神橫 ごて i これを 知る こと 
はお ホない。 


化に 巧 近い ラキに 魅き 關 地の ゴ 
术フ • V ンクじ キヤ デ— を 勤め 
て 居た。 を かも 獨 逸から ゼ ペリ 
ン化號 ががん で 巧て レ— キ •'ィ 
— V ' トじ掛 着した 際、 これを 見 
物した クラレンス 君は 性 巧の 冒 _ 
檢をか むら ご 燃えた ものら 
しく、 まるを 曜日の 來ゴ 八フ瘍 
から 葵を かくして レ— を •户！ 
.スト 附近 L 潜伏 —L 

機會 5 って 飛行船で 密 
航 すべぐ 準 脚して 居たら の； 如 
< 、飛 巧 船側で も 万一を 慮 かっ 
て •水 も 洩らさぬ ほ V 」 に 斯る密 
航 者を 營戒 してみ たじ も 閥 はら 
やお 發前 S で V - くさ 骚 ぎじ 乘じ 
て 天 ド ホを おの 飛 h 船 密航を お 
たした ものら しく、 飛行船が 愈 
愈 太 西が じ乘も 出した 頃 ボンド 
ラの 附近からの つを b をを 現は 
した。 流石 じ 豪放な さの 猛者 速 
もこの 大膽ホ 敵 少年の 巧 動じ 
は 驚 嘴した もの {今更ら 空の 上 
から F 姬を 命ずる 譯じも 巧 か 中 
少年は 恐らく 

乘客 の 一ん どして 贊澤 U 
一 キヤ ビンから 太 西 巧を 眼下に 痛 


かを 叫んで 居る であらぅ が、 こ 
れを 聞いた 獨 をでは いかにも ャ 
ンキ ー 魂を 發 揮した 巧 動じ ごが 
巧 じなら 棋窠 速は 絞々 こ S 健氣 
なか 年の ためじ 家庭で 提供して 
ゐる 相で める。 若い クラレンス 
は キヤ デー をして & る 間に 約 五 
十 弗 程を がを し 『近い 中には 遠 
い 旅 じ おる の だ』 こ 云つ てゐた 
ので 『聖 少キ』 ご ニック 子，. ム 
をつ けられて むた ぐけ じ ゴがフ 
填の 人々 も 彼は 聖かキ じ y 省し 
たもの ど 想像 I 、 今 をら 幸福。 
少年の 身の上 蒙んで ゐ ると か 

統領 戦 賭け 

ウオ— ル 街娠ふ 

大統領 戟じフ I ゲア！ ど スミ 
ス いづれ が 勝 もを 占める かに 就 
て 昨今の ゥオ！ 八 街は 賭けが 日 


幸德 秋水 傳ぉ版 

東京 特電 一二 十日 潑 n 小 泉 作 
太郞 巧は 巖を 『人間 幸德』 を 
著述 街 版し な-: i 氏は キ義 まご 
しての 幸德 。化に 知られて ゐ 
るが な 人 ごしての 幸 德け余 b 
化 じ かられて ゐな いので これ 
を 著は した ご 語つ てなる。 

陛下に 名畫 献上 

東京 特電 二十 九日 疆 n 吳國 
呈帝陛 ド じは 御大 典 奉祝の た 
め 聖トじ 名 謹を 献上 遊ばされ 

ツピぶ ー ブト •ロシア も 有を 

な 露威壽 家の 描ける 名壽 『ボ 
ルガの 乙女』 を 献上、 同 蕾は 
ヵジ マ 化で 二十 六 H 孰 賀じ着 
— ^ た々、 ツビ 五— ツトの I 官 

おが 東京：.！ 持參 するど。 

入浴 料が 三十 錢 

東京 特電 二十 九日 發 n 巧 巧 
1 U わら 東京 驛附 なじ 浴 媛が 
開設され るが 乂潑 料は S 十錢 
でを るり 


ちじ 販 つてむ るが、 有力な 賭け 
の忡買 人が を 表した ォッ ドけ ホ 
の 如き ものである。 

▽フ！ ヴア； が スミス をが し て 
當選 する H 四 ザに 對し 一。 

▽ニ ユジ ヤシ—. がで フ*— クア* — 

が 勝っ 1 暑 一。 

▽ _! ユ 3! ク 州の 勝敗は 掛 等。 
▽ィリ ノキ掛 で スミスが 勝を 占 
める n 1 翼 四。 

▽スミ マは 巧 部 十 如の 中で 八规 
は 勝つ = 八掛 十。 

▽マサ ナュ セット 掛 では スミス 
が 勝つ == よ 乃至 六對 五。 


JB 

マ メリ 1 ランド 州で フ 1 ゲア！ 
が 勝つ n ぉ 等。 

▽ペン 州で フー ゲア— 勝つ n 五 
乃至 四 お 一。 

▽ ''、ゾリー 州は ス ，、 K = ホ掛五 
而 かし 逃 擧間隐 じこの 差 も 縮む 
であらぅ が 州 知事は n 1 ズダエ 
ル ト：^^五お兰で有カである。 

批評家 メィ ャ！ をの 

世界 庭 球界を 附 

世 巧 庭球 巧の 批評が どして 權 
威を 嚴 めら れて むる お 固の メィ 
ャ！ 氏が 最近 發 表した 化 巧 庭球 
選モの ランキングは 巧す では 佛 

國の n ッ シエ] か ラコステに 巧 

つて 第 i 位£ なら、 女子では 米 
圃のゥ キリ K 媛： a , 相 變らホ 第一 
番ごリ つて 廣 る。 チグ デンは 巧 
年の 二番ょ b み 年 一 二番 じ、 ポ り 
トラは 四番 ょら 五番 じを ち、 ブ 
八 ニ 》 — ンは 遂に々 年 ランク さ 
れてゐ ない。 即七 左の かき 順位 
である 0 

一、 コッシ でー (佛 )、 二、 ラ 
コス ブ (娜 )、|ニ. チ V デン (え) 

四、- ンタ ー( ザ}、 五、 占 日 
トラ (沸)、 六、 《 ット (ホ r 
と、 ォ！ ス チン (ちし， A 、 へ 
ン ネッシ！ (ホ)、 九、 お •巧 
ゥバ アゴ (が)、 十、 ホ—^ クス 

(濛) 

お ほ 女子は 义ぺ！ キンの ダ 弁 パ 
レズが ゥキが K の 次に、 療洲の 
ア！ 夕^ i スト、 莫國 の* 心子ブ 
ト 及び ワトソン がご 1、 四 五番 ご 
なら、 ライヤンは 六番 に、 ボ！ 
マンは 八を、 而 して ジ卞 ュブは 
九番じ ランク されて ゐ る？ 


舌 化 

■皆々 様い ょ/^ 御 機 鎌よ < 被 
爲涉 巧よ b 珍重の ま b じを 上 奉 
b ます 热な事 化を 御 ひ & きお 
の 後援を 蒙 b 淨瑶璃 S が 線硏お 
のじめ 『吾 王會』 を組截 致し 乍 
不巧御 指南 申 上る こど： 招 成 ま 
しわ 就て は 同好の ホ々 樣 じは 何 
卒御觀 めを せ 抑 入 會被成 下 あ 松 
お 雲を 始め 德川 時化の 名 淨瑶璃 
御 嗜好 下され 度く 永當 々々乍 渾 
な 紙上 お 願 旁 御 披露まで 
尙ほ 月謝 其 他' 極めて 御 便宜に 
胶試 ひます から 委細は 左記へ 
お 照 會の上 鬼 もを 御 巧 遊 下さ 
.、わ 待 も 申 上ます 

野 澤ま王 

ニ 8 至皇資.皇ーミ三 0 
Tel . 量 vers ぞ夏累 


御大 禮 奉祝 

献上 品 費用 U 聽金 

壹弗 均) 締切 十月 S 十 一 日 

御 婦人き も 御子 おさん 達 も無戚 奮つ て 御 加入 願 ひ 上 候 
献上 者 諸君み 芳名録は 献上 おと 共 じ 宮內省 じ 進 達 巧 致 候 

奉祝 晩餐 會 = 闢懼 

會費五 弗 締切 十一 巧 十日 
餘興 ダンス 其 他 大計 畫中 

’ 時 H 十一 巧 十六 H {を 曜} 午後よ 時 
傷 所 ホテル* ア スタ I 
.服 装 随意 

男子は 可成 タキ シ！ ド 又は 黒服 婦人は 和洋 自由 
率 お 所 が 育 H 本人 會内 

御大 禮 奉祝 會 
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げ or. 21 si 化） 
New む rk 巧 ty 
Tel. Ai が 叫 uifi が お 
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CUSTOM TAILORS 

20 DEY ST., NEW YORK 
Near Church St. 
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♦ 間 日 十を 本日 ♦ 
♦ 間 H 四 トをザ ほ ♦ 

路が短 最の法 や 太 



男女 及 小 鬼の 

衣服 類の 意匠 案出 
截 方、 型の 作り方を 
習 ひなさい 


號 百 五 干 


第 


畫を 辦 窝 徽 【日曜 水 :! 


円 


肿巧十 年 H 和昭 


【四】 



貴 余を らしき 卷煙 

を. 

虔 

寶 

巧 

商 ♦草 パイプを 種 


昭か四 年度 
開運 曆 
御家寶 
御壽寶 
十一 巧 講談 俱樂部 一 
文 藝俱樂 部 
キ ン グ 
昔 ± 

其 他を 補 到着 


▼擲 里を を 及び ホ 送を (無手が 巧 r ホ 面 
ち替賣 買、 荷ち 巧な 組 取 立、 信用が 》 
巧 等 一 股を 巧 業務 棋巧 おじな 巧 ザ 吐 « 

餘賊 臺灣銀 巧— お 張 所 

本店 臺潰臺 化 

定店 東を、 横 巧、 大巧、； t 戶 、上 お、 巧 
ロ、 馬 州、 厦門、 袖 巧、 香港、 巧な、 巧 

嘉坡 、スラ パヤ 、タマ ラン、 ぺタ ピヤ、 を R 
I 々グ 々ツタ 、倚 致、 其 か 臺巧十 旧ケ巧 

1 、 資本を 壹億圓 (を 領巧这 巧】 

一、 橫 立を 一億 ニな 五十 萬 旧 

內化本 支店 =4¢ 濱 {本 巧) 東を 大阪 
神 戶を惊 下 巧 名 古尾 

橫濱 正金 銀 巧— 支 巧 

ホ 因を ぞ巧 U を 渚 羅巧沙 巧 巧を 
其 他 化 おを 圃重巧 都 お 二ち 店 及 3 W レ 
K ち 之ち 


本 巧大阪 化濱五 T 目 
が 育 支 巧 紐育ブ 0 1 ドウ 玉 1 な 四十 化を 

襲 住ぶ 銀行 

東を* 橫溃 、名 古 崖、 京都、 神戶 
尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 ホ、 下ノ爾 
巧 司、 小 倉、 若松、 搏タ 、乂留 ホ 等 
本國預 を、 鄕里 送を 等は 唐々 
て 御 便利 迅をじ 御な 巧 巧 申 お 


日本 巧 一 
化 支店 一 


本な 朝鮮 京が 

支店 お 張 所は 日本 巧 地の お 要都巿 、巧衡 
滿洲 、支那のを 地 及び 滞 お巧德 

朝鮮 銀行 紐 育 お 張 所 

み 固 爲替一 あ银巧 業お靖 々御 便利 じ 取を 巧 

申上误 

藤本 證券 會な 

一般 有 巧 謡を ノ賣 買、 引 巧、 募を 
▲金融、 ホ ニ 之ニ關 ス^ 一 •切ノ 業が 

説賦 藤本 ミ 7 ロ—？ 銀 巧 

級 育が 張が 


淘破黑 、雜 貨卸賣 

無が ブ タザ ー ス 


巧 持 脚雜器 
ドラィ グ I ズ卸賣 

太 洋賓易 巧 ま會巧 

ま巧ボ が 古、 ボストン 


シアトル お 帆 (午前 十 時) 
あち ぞな化 十一 巧 ホり 
あ ふ も か 化 十一月せ 八日 
ば リずも (坡溝 巧軌〕 十二月 十目 
►一等 嶺濱】 九 お 弗 

但し ば W 卞み ろん でん おは 一 五 五 巧 
►一二 等 日本 巧 五 五 巧ぎ 室大な 遣を 族 室 多 R 
▼樹を 望に 依 y 1 等 割引せ 復切 巧を 巧 致 巧 侯 

ロスアンゼルス お 化 (午後 ニ 一時) 
もんて びでお 乂 十二月 十日 
はわい 乂 一月 里 ハ 日 

マ 一等 横漬ニ HC 巧祖 はわい みを にらみ 一空 巧 
▼巧が 三等 日本 行 五十 九 巧 ▼一二 等 日本 朽忘十 直 巧 
►ホ 港 羅が巧 海を が巧慶 まを 齋 入御 轉旋な 4 お 
▼械 育. 線 パナマ 經由 日本ち が 物 化ち 一回 


東京 商 會特吿 


巧內® 達 致しまず 


慈善 バザ 了の 準備に 

雄々 しい 美な 敎會の 活動 

淸話會 、こ靑 年 會の總 動員 開始 


本 巧が 巧に 報道して 潰いた 日 
本人 美の 敎會 々館 モ—ゲ ージな 
却資を 調達の 目的を 0 て 開かる 
る 慈善 バデア の 準滿は 今夏 1 ら 
着手し ちら 淸話 會關巧 婦人 達の 
丹靑を 凝らせる 作品は 勿論を タ 
面ょ b を 贈せられ じ賣 品け クブ 
スマス 贈答品 じ 最も 適當 しつ i 
わ b ごのを がを ち、 右け 賣お部 
i のま 管に ぶして 居る が、 演藝部 
は 諸禪の 新機軸を おすべく 苦， む 
し' 巧 翊部も 又 去 人を 驚かす エ 
夫を 圍 らしつ i をる 由。 左は j 
般じ アッ ピ せむ どす る問會 
- の满极 でぁる。 

I 恒例 じ随 つて、 來る 十一 巧 ニ 
十一 二日 (を) おなじ {二十 巧 日 
(±) の 兩 = 當お會 がて 慈善 
: バザア を閒煤 致す もじなら ま 
I した。 特に 今回は を 方面ょ b 
I をの 道の 達人を 聘 して®; 巧 部 
i はか 論’ 銜藝 部、 料理 部 ども i 
一 最新 趣向を こらして 充 巧皆樣 
一 の 御 期待-」 添 ひたい 希望から 
I 淸話 貪は 勿静 、ち 円年會 、寄宿 


をはを 員を 擧げ てを の 準備 じ 
力を 盡 して 居 b ます。 ホ ホ こ 
の懼 二重の 巧 命を おつて 生 
れ出 たもので あ b ます。 をの 
一つは 遠 < が 巧を 離れて 異擲 
に 銳意餐 闘す を 巧が 同胞の 爲 
めに 相をー 相 か 樂卞る 機を を 
つく 6' なて H 巧の 勞苦 ぉ些 
かで も 慰める じめ、 今一つは 
當お會 かよつ て 立つ を お 的 並 
じ 社 會的化 命を、 よらよ く實 
現せん ど 目的を なて 其內を 
を更ら 聴頓 L 完赌 ずる じ資 
せんた めでれ b . ます。 當教會 
が 過ま义 しきじ 直クて 鴻窗を 
胸 じがめ てこの 大都巿 じ ホを 
巧す る 同胞の 本疊 でぁ 6、 旅 
愁を覺 えつ i こ i を 化 巧す る 
者の 憩 ひの 燒 である こどは、 
皆 樣め旣 に 熟知 せらる 主 どこ 
ろで あ b ます。 な 達の あを 嘉 
して この 擧を御 賛同 下され 例 
年 じ まさる 御 同情と 御 援助と 
を 賜る こ V 一を 必よ らお 藤 ひ ホ 
上げます。 '敬具 


奉祝 献上 品 釀金豫 想な 上 一 

献上 品の 證衡は 本 H 終了^ 嘗 
總 領事 か レセプション 决 を" 一 


な 留时胞 を 巧つ て 一 化 どせ る 
御大 禮 奉祝 會 本部 じて は 締切 じ 
切迫して 性を しつ i ある 記念 献 
上 お 藤を の 整理 じだは しき 模樣 
G るが、 昨 H までは 酿を 額約モ 
闻巧じ 達し 居たら もボ K トン、 
ノーフ ォーク 化 そ ょらの 聽 をは 
目下 寡を 中 じて ホ 着；；* る 上、 旅 
館、 閒 ホ等シ 通じての 運動は 豫 
想な 上の 好成績を 收 めつ i ある 
も 是むホ 展豁の 報吿を 新ら して 
居 G いから、 愈々 總撕 を 表 ごな 
れば 恐ら，、 千 五 だ 霜 マー クを超 
過す.‘ 、しごの 見 & である。 

總務 部に がける 献 h 品の 證衡 
は 本 H 午後 S 時總 領事館 じがて 
開かる I 箸で、 時 別を 員、 旧 島 
「かが、 白 江 巧 化 諸氏の 硏を せる 

冷 S がむ S ぃ耗 

領理 入 — f 

のを 本で— 著銜 が曹を 純を 
择彫 り*」 せる 純銀の クー ス：收 
一め むる 島雅 優美の 逸品で るる。 

; 巧 ほ即化 禮の當 H 即も十 B キ後 
'は：：！ 本 お 樂部 じがて 總 領事 ホ 雜 
I のを 視遙巧 式を を 巧して 陛 ドの 
一巧を を ニ 一喝し 閲巧十 時 ょら 日米 
一人 五ぜ 名を プラザに 招 博して 盛 

I 大 る レ セゾシ ヨン 及び 無踏會 

I を 開く 由。 賊を 報吿左 J 如し。 

M ニが 銀け 


H ホ 生糸 株 ま會社 I 
星 巧 勇 同 貞子洋 す I 巧 巧 
松 本 動 小が を鄕 を野吉 一二 
お 軍監腎 事務 ザ .11 
松 m 大を日 高大 佐- 1 石 井中 
佐 お 越 中を なんを お 米 
巧 少佐 山 日 ル 佐ず グ 崎々 
佐齋 藤々 佐ち 野/ 尉稻 
富 乂駭菱 旧 おず/曲 淵 普 記 
西 技す 中 西 技手 _ な 井 書記 
ホ 木 曾 富 十 太 郞が化 技す 
お 旧 一夫 梗巿郞 I 去 田義ん 
が おお 君 取扱 I - 
橋 本 徳化 巧 ミッタ 柯ァ ャモ 
が マ " 子 渡邊ぶ|^^ 化永嘉 
一 間政化 柏^^吉 神綺喜 
四 郞大み 時衛. 同 ニ 一外 
十一を y | 

增 。 ！ ポ レ ！ ン 3 ン| 

藤が 壽同延 子 I 一耕 ニ 節 子 
敏子 道す Ms 壽ホ同 ほ 
稻坦輿 一二郎 か 巧 寬滿尙 海 
奉祝 會へ特 别帝附 
紐 育 新報 社扳お 巧-手な 貞隨 


鹽際 漁船の 

ぉ 張 所 昇 絡 

轿を贷 お 船 一一; 搂 注文 
昨年 春季 故國 一般が 界 のゎ餐 
じ 伴 ひが 速 巧 じがても 異常の 制； 
おを 受けた るが、 闕際巧 船 株を 
-會社 ごてけ 一大 整 巧の 途 •就き 
窩木隆 き 同 登 化ず 旧鶴モ I 黑川 新巧郞 氏の 社長 就な ご 同時 
同 當十子 W モ巧 モ樓井 武に內 部の 結束を 孽 （し 部 著 のぞ 
ホ 外 五名 j 新を も斷 巧し、 を 自か督 潮して 
絡が ブラ ザー ス I 業務 開祐の 策を 謠 じつ t ホ b し 
地 ホ延么 助问ぶ 野中 山ぶ 一 が、 をの 結 おどして を ホ お嚴巧 
夫 巧 五 化 永井郷 S 郞村 どして 禽 おせる が 育を を々 ぞ店 
ホが 固 夫人 旧 中 陸 奥 子大に 昇格して 太 西が を 中、 むぶ する 
內 巧义郎 夫人 出中豐 でが 手が 並の 搂 おみ .謀る ベ.、、 新たに 
臘發ホ 人 塚本銘 一夫 人 麻數名 S 社員ら ホ 巧す る 由で わる 
島 I ニ 吾 ホ 入加朦 千鹤卡 ■か I 树 は神タ 本社よりの 巧 信に 化い. 
氣 をすな 旧 水す 外 十六 名 I じがて 計畫 中で あつた 新式 モー 


▲» 新式 各净 巧が 巧を のをち# なんろは 巧 組 具 
のな 搜巧切 下 共 じを 化の 巧* 一ず るまで ず 
▲をれ 乂や洋 おな 一二を 巧 巧は をな ホが 的攻 夏み 
始 しました 、巧に ホ巿篇 のか 去は 巧謂ッ J 
ス トサ J ド 义はス ナユデ y トク ブツ K な fc 巧 
巧 おみ 猜 へて 巧リ ミす 
#凑 巧 お 帆 ホ/ * 經も 
西 比 利 西 化 


大 

天 


巧 

巧 


を 洋 


化 

义 

乂 

义 


【正午 出帆】 
十一月と 日 
十一ち サ 一 H 
十二 巧 五日 
ち 丹 十九 日 
一巧 二日 


# シアトル 巧 帆 【午 S 十 時 出 化】 

節 岡 化 十一月 廿と日 
橫演乂 ち 月 十击日 
加 貧— 化’- - 巧 八日 

@6 敦を B 本 巧 お W 

白山 か 十一月 十 A 日 
諫訪み す 昇 B 
A が 育 化か 民を お摇由 B 本 お货物 船！ 巧ニ規 
▲ぉ遣巧巧^^^勞其化萬事御巧をに巧取がホ# 
▲太 巧 洋大荣 短を か 乘が巧 巧 巧 便を にお 計 ミイ. 


ラム プ妓び シルク シエ —F 

製造元 郎賣 手 塚商會 

H. Y. TETSCKA CO. 

ニ f t 24 さ 苗. J . y ，田す ジー. Ghei 沒 a 置 31 


諸雜貨 仲買、 卸販賣 

保 巧廊會 


觸破器 雑を 卸資 

春 巧酶會 


B 本陶破 黑雜貨 類卸賣 

井元 ブ タザ I ス 


自本陶 破 器雜貨 

ラ厶 プ却寶 

奈良賛 易商會 


H 本 お 服 反物 キ モノ 

テ 1 フルク ロ ー ス類 

諸雜貨 卸商 

能肯本 ドラ I ク 1 ブ商會 

特が廉 偕で 乂勉强 斬 おわは 當 店の 持 長 


n 本陶 黑雜貨 
ドライ グ ー ブ が販賣 

S 茂 木 桃 ザ 組 


御 披露 

今 闷タ年 經驗の ぁる 腺 利きの 
日本人 職人を 雇 ひ 入れ まし わ 
是れ をの 樣じ 御を 樣を 待たせ 
る樣の 事は 御 趣い ませず 精々 
勉强 致します から 化 變らず 御 
攝 負の 程を 願 上げます 

淸理髮 ホ 

西 四十 S 了 目' 百を 

I 買賠 を賣 度し、 理由 面談 

の 上 【東京 レスト ラント】 

- ミ^トン 巧 ニニ 四 番ま人 小 池 

ブ I ち す ミ 互な it ! ニ芸 


ヮナメ ー 力 ー の特を 

自 本人の わ 買物 じは 特別 お 員を 置き 無 
巧で 御 案 內致升 電話 文は わ 手紙 か 第 御 
訪問して 御 便宜を 計ら 初めての お 方に 
對 しては 特に 注意 致します から 是非 わ 
立 寄ち 願 ひ 升、 巿內 配達は 勿論 H 本 其 
他を 地 宛の わ 荷物 發 送は 當卞で 致し サ 

レ 3 ン ワナメ I 力！ 


ハィカラな 紳 ± は ‘ 

仕 立 服を 召しまず 

夫れ は 宜く身 じを ひ、 是 掛けは をく、 を 
して 出 ホを ょら も 長 持 もす る 事を 知つ て 
るからで す。 弊店は タ數 H 米 紳± の 御用 
を 承つ て 居ます。 

化廣吿 じて 御 巧 巧の ホには 

六を 割引を します U 
御注义 のを 巧 じ 係 はら ホを も 巧 一巧 巧て 
見て 下さい 

ウ才 ルカー エンド フロリ ホ 洋呢巧 


本校は 創立 U ホ 五十 年 S 上の I 
歷 をを 有し 男女ぶ び 小 斑の あ J 細心 
聴績 の截モ 、縫 ホ 一切ぶ び 着 如 
物のを 身せ 等を 紙型を W つて！ >1 が 

一人々々 じ實際 的に 親切 じ敎 .m 
授 致して 居 b ます 巧 得する じ. が 比 £ 
は 極 < を あで 而 かも 適 巧の 職 5。 
架で 收乂 のをい 事は 申す を も： 

Ab ません 毫巧 両科ゐ b まし d 5 か 
て 條が等 も 都を をく ホ 巧て 居^ W 
ちま 石。 

ミツ チェル デ ザ イニング スク .—ル 


晚香 坡每ニ 週！ 巧 出帆 
A で ム ブレス 露西亞 ごち， ぶ 呂喷) 

十一 巧ち 日 

A で ム プレス 亞細西 (一兵 玉 00 竭) 

すち 一日 

▲でム プレス 加を 太 (妄 ふ呂晦 i 

ち 巧サニ H 

▲エム プレス 露两西 (妄 •受 0 额) 

• 一巧 廿六 H 
一等、 二等、 一二 等 及び 下等 客 設備 
最大、 善 お、 最 快を のをが 航巧船 


闘 i 

M H r 

E T 


Hu 

化 J - 化-! 
•S 1--! 扣 

お？ IM 


資本を を 值 曲 
挪込濟 資本を ホモ 巧 旧 
棺 立を 六 千 ニ r 白 五十 巧圓 

某 ニ ザ 銀 朽—支 巧 

ネ店ま 京 巧 日本 橋區 本を 屋町 五番 巧 一巧 
支店 小橫 日本 お 化の 內 (おち 1 
名古屋 京都 大あ 巧关 ち神戶 
廣島下 お 巧 司 若松 賄 岡を 巧 
上がな を ま 買 巧 水 


徐 出入 巧替’ を 信 送金 •ホ 送を' 旅 巧 信用 巧 
巧 震 信用が 其 他 一般を 巧 業 

ん S ニ囊 銀な f ま 巧 

鄕里 送を', 日本を 地 お 孕 致 巧- 7 迅速 取 巧 
ネ巧 預金 (定期 通知 ノニ 補) 御 巧 利 取 巧 
本 支店 東を (本庙 ：-、 大阪 >拌 ロ、 京都 
巧 化 地名を 屋 、小 搏 、上 お、 なな 


日本 郵船 會社 {並 ュを 鐵道會 な) 

.代理店 片禍 兄弟 商會 

乘 車、 乘船 切符 並 じ 小荷物 運送 御 使 利 じ 取扱 申しまず 


が 育 東を 商會 
140 W . 雲ぎ H . y . G . 

ぎブ a 夏ち 票 9 


is # J かを 多年 賣ら这 める チ！ 
ゴ 長廣 T ム 、今回 持书歸 

國に付 も ごま 急實 度し 委娜は 左へ 
这 atsus 置 a , 61 W . 8 thst . 

Near 害 Ave ., 田な 


タ ァ機閱 貨物船 ご 一隻 建造の 具体 
案 も 決まし 其內 一隻は 旣 じを 造 
船會 化に 注文を あした さぅ であ 
るから、 一時 雌伏を 餘儀 U くさ 
れて 居た 同社の 闽際ラ < ンも刮 
目に 値する 裙動期 じ、 つれ もの 
ミぶ 人 おょ b は觀 測され て 居る 

故 巧 ロ 吉巧兩 氏と 

靑年會 ま 催 追悼 

H 本ん 靑年會 にて は旣 報の 如 

る ニ 十八 H 午後八時同會館 

じがて な 禽員野 ロ お 世 陳± 及び 
同會 創立な ホのを 員た b しま 田 
正之兩 氏の 爲 めじ 追悼 會を 開い 
にが タ數の ホ 會港あ b 中 川 幹事 
司會の 下に 織 田、 鍋 島、 島 田、 
大谷 諸氏の 故人 じ對 する 感想 追 


ゴルフ 月旦 

天狗 連を 作 

一つ ごや 一 ど 晚 ニ魄寐 ないで 
も、 パットは 外れぬ 齋 藤さん 
評 徹宵、 ち 巧め 爲ず 所？ 

ニつ VJ や 古い ゴ作 ファ ー 丈 ゎ 
つて、 で こか 確かな 巧 木さん 

を 一流の 銀 巧 家が 確かで な 

くて は 困る さ 

一二つ とや 見事な ドラィブ 飛ば 
をう ど、' シャフトで 類 巧つ 東！ 
を^ 

好漢 捲 ± 重 巧を 謀れ 
四つ どや 良い 時き や ホ 常にょ 
いけれ で、 惡 けら やメツ チャ 
の 旧 島さん . 

デグキ S — シ ョンの 反映 化 
五つ どや いくつ 巧 つても 眞島 
じ チ 3 n 飛ばせる が 藤 
さん 

卿の 必 生糸の 如 < 直しを 
ホつ ごや むし やう じ氣 ばつて 
振 b 上げて、 當 b や 飛びょ す， 
奧 がさん 

腕力 ご ゴルフの 關係如 巧 
とつと や 何やらし ばら （考へ 
.て、 ホ か.- っ巧も 出す を 田さん 

下手の 考盖し 休む じ 似た b 
八つ ごや やけに ドラィブ 飛ば 
せても、 バン々 1 で 苦しむ 但 
木さん 

バン 力 ァの自 繩自鷄 

九つ どや こ. 「云 ふヶ！ スは巧 
うです か、 聞いて 見 ませう 武 
井さん 

宛然 數醫 者の 風貌 
十 ごや 遠い あいじ かまいな く 
.マッ シ ー おがす 高木 さん 

爲替の 先物 ごは 看 ホが 違 ふ 

〔紐 育 ゴ术フ 情調の S 〕 

I I - 1 

憶 談ぁも 閉會後 茶菓の 卓子を 園 
むで 故人の 巧 話 ぁ b 盛況 巧に 散 
會 した。 

若 旧旅舘 披露宴 

最近 江川 作 一氏の 經營 から 武 
田 文治 氏の 經營じ 移つ た 東 十五 
了 目 二百 番岩田 旅館 じて は右披 
愛の 爲め 去る 二十 八日 午後と 時 
キ よら 知友 S 十 余 名を 招待して 
晚餐會 を 開いた。 


な 人 か 人 

♦內ル 淸氏旅 巧 中の 領事、 昨 
朝歸な 

♦香 西 龍 雄 氏 夫人 目下 マヤ ミ 
地方 訪問 中の 同 夫人は 來週 月曜 
M 午前 歸 がの 豫 を. 


参 菱田操 氏 お 軍 監督 事務所 詰 
技手、 十一月 中が 出發歸 朝の 由 
♦磐 瀬 雄 一氏 東京 帝 大醫學 部 
敎授 、ま洋 化 便に て 桑 港 經由昨 
朝 着が ホテ^ ペンに 投宿 
参 化 川 垂夫氏 まを ホ 大臀學 部 
助敎授 、磐 瀬 敎授ど 同道 着が 
♦岡を 義 一氏 歸朝 中の 同氏は 
最巧 サィべ？ ヤ かじて 桑 港經由 
歸米 せる 由 

雜か氣 忠雄巧 森が 兄弟 商會意 
应部就 員、 夫人 同が 去る 二十 九 
日當地 ぉ發面 巧】 時歸朝 
♦高 田 無 邊氏元 化 ホ 時事 記者 
西部、 山中 部を 地ょ b セント ボ 
1 成、 シカゴ、 ナィ ヤ ダラ 等を 

巡遊 二十 九 H 着が 當を 滞留の 尝 
♦滿ロ 顯之氏 ベイ 3 ン巿髓 ロ 
巧會 ま、 不目出 發西巧 一時 歸朝 


片禍 スペシャル 


加州 

ホ廣 新米 

到着 致しました 


か 桐 兄弟 商會 


味の素 
懸賞 募集 

愈々 

締切り 

歸 切：；：：： 十一 巧 一日 
壌 表 = 十二 巧 一日 


ホの 素 特賣店 

桑 山 商.‘ 會 

ご 4 夏 ST 置 ih MT : N . Y . C . 
phone - す 巧 王 W ニザ贾 57 




H.S 戴 SS 常。 k". 

303 F が 比 A 化， 

Tel. Caledonia 4101 

巧 旧 商事 巧を 會か紐 育ま 巧 
Ucmda T 化 ぷ ng Co リ U 1 C. 
11 Park Place 
Tel. Barclay 1576 

島貿ち 株式 曾を 
dhima Irading Co ., Ltd . 
150 Broadway 
Telephone Rec れ r 14 が 

1 巧 ま 會お赤 尾爾を 

Akawo 基 Co リ Lt ふ， 
295 Fifth Avc., 

Tel. Ca!ec!onia 9758- 居？ 

斤 倉 製 絲な績 採 ま 食な 
Ksitakiira 在 Co ., Ltd ., 

200 Madison Avenue 
Tel, Ashland 4543-4546 

に Wldmoto 

Mikimoto Pearl, 
535 Fifth Avenue 
Tel. Vanderbilt 2519 

大 倉趙紹 巧す 巧 
Okuira & Co リ 

30 Church St., 

Tel. Co け landt 2292-93-94 

ニ 共 棟 式會化 
巧理巧 
あ 峰巧會 
120 8 r 扣 dway , N . 1 U . Tei .お 加 r け 84 
Facto け： お - 10 3 な h 4 ve ,, しし Cib 

ま 野賴產 巧を 會 を 
Asano Bussa 打 Comp 注 ny 

Room 801-805 
1 ち 5 Broadway 
Te!* Cort!aa お 80 がぶ 052 

j v»osho v ^ rporation , 

S 巧 k ! 田 porter み 

40 East 34 化 S な eet 
X 站 Ashland がが 

Gosho Co*, Inc,, 
Cotton Exporters 

が！} 说 ver な.， 

Te! fiowiiSK Greeo 巧 腺-が 

巧 巧が 巧 道 株式 會お 
かき 事な 巧 

Sou 化 Manchuria R . 化 Co ., 

Room 202 ら Canadian Pacific Bl か . 
342 Madison Avo. 

TcK Vand が biU 4 ロ 5 

H 弁 物を 巧を 會社 
なを まを 
Mitsui & Co ., 

6 〇 Broadway, 

To!, Bowling Green 7520 

巧ホ會 を お 井 巧 巧 
お育まが 
Iwai & Co .， Lt ん 

WoolwortK Building, 
Tel. Whitehall 6040 

H 凄が 事 栋ま會 曲 
が 育ま 巧 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

(Mitsubishi Co.i い ん） 

1 20 Broadway 
Tel. Rector 2560*2564 

大お 朝日 ニ 巧 巧 朝日 
化 巧 ま 巧 
Osaka Asaki 
The New y 〇 i*k で 11168 Ann が 
TeL し acka wanna 1000 

日本 楠 巧 巧 ま會化 
紐ち ま 巧 

Japan Co れ on Trading C 〜 Lt ん， 
25 Madison Avonu み 
Tel, Lexington 8780 

日本 生糸な ホ會化 
お 巧 ま 巧 
• NIPPON KI - IT 0 KtlSHl , LTD 

fwo Park Avenue 
TeU ■Ashland な 20 

原# タ會せ 
な 育 そ 化 
Hara & Co ., 

443 Fourth Ave^ ； 

TeL Caledonia 7830-35 

H 米 生糸 獄巧會 社 
親 育 支店 
NICHI-BEI KIIT 0 KABUSHIXI KilSHi 

(NiCH し BEI K"TO CO., l / rD .) 
1 Park A venue • 

Tel. Ashland 6246-47-48-49 

大阪每 H 二な 巧 日日 
鈴 木 H 郎 
Osaka Mainichi 
反 oom 3 ㈱ A World Builc 虹 ) g 
TeL Beekman 4259 


小英 

說文 

う 

み 

の 

み 

ら 
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巧 おぶ 雌な tt がを 孤 tttP 巧 


SAT 郎日が I N 日 化 M 化 R 3 巧 28 


. J 寧の 巧 刷ご稱 巧なる 化 上げ 

巧 日の 迅速 ごお實 む. 巧 あを が 証 

巧爾 は紐脊 新報 社へ 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九- 0 

わ 間違^た く 新報へ 

が內西 十よ 了 目 十二を 十 階 目 


東部 じがけ る 邦字 言 說機關 の 

權 威、 吾が 新報を 讀 まの 人；；* し 

廣吿は 紐 育 新報へ 


The Way of cm タタ 星 ith A . wawy さ 

目 本の 誇ら どす るに 巧 b る 强いツ シア 優しい 女性 奠の 動きを 

語る 典雅、 高潔の 文字 薄ッ ベラな 當化軟 文を ごは を 然岡日 

の 比では わ b ますん。 松 伞節子 媛 じ デ デケ！ トし たま 者の 「日 

ネ 婦人 お」 を 化 書を 通して ホ讀 ゐれ。 

都稅共 一部 ニ 巧 十 仙 

咱 紐 育 新報 社 


選 擧驟の 向背 U 

東部 ご 農業 州で 决 ずろ 

h ぃ 未曾有の 有權 著を 前にして 緊繫 ずる この 一二 日； 

巧曜 H 夜兩 候補が 最後の 渡 送鎭說 


大統領の 選 擧戰ら 愈々 殘るご 
ころ 一二 H どなつ た、 選 擧の結 あ 
を故鄉 カリフ ォ ，こア 州の パ 日 
アルト じがて をけ る 一！ パ ー ト 
フ ーゲア ー 氏が なじ 首都を 出 獲 
して 

途上 .蛮 4. キ をの 他 のが 地 
で滴說 しつ、" 特別 列 単で 西 下ず 
ベ，、、 I ホち 主 萬 S お 補で ある 


フーヴ 了 



K ，、 ス 氏は 本 H ニユ ョーク 巧で 
一大 示威 巧剧 V - 摧 しじ 上 おぶ マ 

グ ソン • ス n M ア • ガ — •チン じ 
州 知事 お 補 n ズゲ で^ ト に、 
t 院麗： け お 捕 n I プラン ド 巧を 
の 化 ど 共に 自己の 地盤で ぁる 當 
地に 於る 最後の 淸說會 にお 席—' 
て 遊說の 慕を 閉じ、 H 曜 H 巧は 
フ^ — 々ァ ！ 、スミス 及 ひ 社臂黨 
め 大統頒 极辅ト ー マス 巧 等は ラ 
ダォ會 社の 好 患じ浓 b を ホじ宜 
b 屯 波を 通じて 自己の 政を を披 
體し 

缀日 六" の 役 票 HV 诗っ 
一に ぃ i つて 時：'. •、をを ハ乂坤 
領 戦け 木が 第-: 曲—- も难 載し h . 
如 が權 者が ホ 常.- なち して 转 


共 か 憩け。— ズグ ユ八ト 前大統 
領が進 ホ黨を 組織して 黨 S みな 
を ホした 結 あに かなら い、 か 
いで 千 九が 十六 年の ゥキ グソ .ン 
對ヒユ ー ズの對 立は 非を る 巧 
魄を 演じ 一時を 新聞紙は 競 ふて 
ヒ ユ ーズ巧のを選確育を報じた 
もので あるか 

果然 力 化' フオ片 こ 了 州 じ 
於る パ キラム •ジ 3 ン ソン 氏の 
反ユヒ ー ズ 叙が 祟り ゥ 年が ソン 
氏は 辛くも 奇勝を 巧した もので 
わる、 アメリヵが 歐洲大 戰じ參 
加 L たのは をの 翌年、 をの 沒は 
人ら 知る 如 < 國隐 聯盟を 一般 民 
をに 問 ふで 民 ホ 黨け過 ま 八 年 じ 
巧 巧 築いた 地盤を 滅茶滅 慕に 壊 
し、 大統領 一！ デンク 巧の 物な 
を繼 承した ク ー リッ デ 巧 巧 第二 
期な 磅補 じけ ゥォ ，八 街-し. 所謂 
ク I リツ チ •フ —ムが 恐を しい 



ス 


ス 


.為 著 I 

...で 一. r'.v た、 み.'/ 
>. L ,^ } •/、 か 



勢て 投票 おの* むを 奪つ たのみ i リ 
ら や、 民ち 黨 侧けプ ラキ アンる 

ヴ マ。 — ゾー對 ，ミスの 

■勢 方 巧 一て デー ゲ キス 氏 
みなが 補らん じめ， 惨敗，， 殺つ 
たこ ご‘ U 化 人の' 記 慌に 新たな 去 
巧で わる、 渋‘ ニ.： 本年 S 民ま黨 
は スミ， か 事が 巧し も 巧され も 


S 魔 時 講會な 集說を 生む じ 至つ 
た 一事 じ 於ても 徵 する こどが 出 
ホる、 靴 も 

農 巧 のす まは 共 か 黨じ對 
ずる 反 威 どなら、 共和 黨の進 ホ 
あ 總帥ノ 19 ス 巧の 反フ！ ゲァ 
!官一 言に なつた 外、. 農 ほの 間に 
大勢 力を 持つ ィリ ノーキ 州の" 

. 'デ. 氏 か、 フ ！ クァ ー 氏のを 
が 補に 向つ て 一言半句 も發 言し 
いこ ごは、 これ 亦 おか 黨 じご 
つて 一乂 威を で をらなければ な 
ら ない、 この 農業 州の 向背 じる 
ものは 從ホ共 か黨の 地盤と され 
て 居を だけに、 こ；： 等 中西部 地 
みの 齡搖は 選擧の 向背を みすべ 
き 大き。 力 どなる であらぅ が，- 
これ V - 同じ 不 をは 民 ま黨の 地盤 
である の 

南蔚 十 脚に も 及ぼ I て 居 
る' 蓋し 南部 地方は 由 ホ 禁酒 贿 
である 上. に 反動思想 じ ま 配され 
て 屠る 地 ホ だけに スミ， 氏み 進 
ホ ま義ご 7 .'、 スの 信奉す る々 ジ 
ブブ ク教 r 對 する 反感が 深い か 
らで をる。 期く 兩黨共 じを れぞ 
れ不を ど 目すべき 地方が 多いだ 
け じニユ 3 i ク 抑を 中必ど する 
i をが 諸 卵の 選擧 向背は、 兩 者の 
雌雄を 巧す ベ < 最も® 要な 地 じ 
なつて おる’ 郎も 東部を 州は い 
づ れも從 巧の 大統領選 擧 には 共 
か黨じ 動いた ものであるが、 を 
巧の 政戰 には スミスの 背後 じ 珍 
ら .しく も 育 力な 

資本 家が 後援して 居る 上' 

じス 、''，をの 人が 生が のこ ュョ 
] ク兒 である からこれ 等の 地方 
を 征服 するとい ふ J は、 兩黨の 




.ドけ \ 


る 上に， 投票を 巧 ふな 綱を の b 
のがを 雑して 居る ので 所謂 政治 
の 玄人筋 でらな^, きら ごした 像 
測 少大膽 じ 後教— 巧る*、 はが U 
い、 尤-4^みか黨は過まー 期じ直 
る 巧 閣をも 《特に クー リッ デ • 
プロス ぺブブ ー の 戰が巧 票を 動 
かず';: しがて 化 利 U 位置 じあ 
る 上、 過 まの 大統領 戰じ徵 して 
もみ か黨は 堅い 化 盤を 持つ 瞄係 
ょ 6 して お ホ黨侧 ，か 僅かに 

I 南窗 諸 州を &賴 b ごする 
じ 比 鞍して 巧か蹟 •し 勝 目 多し ど 
^觀 察されて 居らのは 蓋し 當 が'"" 

: わらう、 顧る じ K ホ 黛. か 巧か黨 
の結來 を一狱 して 大勝を 博し じ 
のは 千 化な 十二 年の ウッド ロ！ 
ウキ^ ソン 時化で あるが、 を 時 


[ぃ * い 指導 禹 ごしての が 円を 發 

揮し、 拇 意い 雄 辯を りて 化か 黨！ 巧 活をぷ す V き 重大なる 鍵 ごな 
V - ま く.^^ > 起て. おろので おお 樂 I る譯 であつ て、 選 擧策戰 の 上 か 
觀を裝 ふ おか 黨 幹部 も內位 X '、、 I ら今时 ほ 疑 間 VJ ぅれて 居る 地 そ 
ス 氏の 恐ろしい 勢々 じ 一柿の 个 I にお 部* J 中西部の ぞいを は、 即 
をを 戚 じて 居る こ.'- は、 展巧眞 I もこれ 等 化 ホ；； 向背に 依 b て 選 
村救濟 問題に 就て 7— ゲア ー 氏 ~ 擧 い 趨勢を 巧す る 所な である。 

巧 迷む 宗派の 爭^ 

投票 民の む理 をぶ 配ず ろ t 力 


今度の 選擧 L 婦んの 選 舉な錄 
ちか 四が 巧 人も增 しじ こどは 旣 
旣の 通ら、 婦人の 

參な ヵ斯 く激增 したのは 

巧 おか、 ごい ふこ ごじが て r 補 
巧ご觀 測され て 居る が、 動かす 
こどの 出 巧ない 理由 王-でぅ して 
も頑迷^:^まおの巧ひ-し歸クなけ 
れ ば；：* ら ね、 即ち スミス 氏が 歷 
化 大統領 候補 まじ 曾てを ない 力 
トリックを 徒で わる ごい' 主 こと 
である、 旣 じ新敎 徒の 瞄饋 じし 


て眞ぉ 面から マ ミスが 舊敎 侵ち 
る なに 彼を 當 選せ しむれ 勿 
がご 決遙 した ものが 數 くない、 
甚だしき じ まつて は舊敎 徒の 大 
統領を 戴 （こごは 新教徒 じめ b 
て 結 巧し じ アン グ P サクソン 民 
族の 征服を 意 ホ するど 論と た 新 
敎巧 S 磯 關紙も ぁ.^、 スミスが 
常 選 すれに 彼は 

新敎 徒を 悉くな をせ しむ 
るか 虐殺す る 等' •'宣 巧して 居る 
向き も わる、 彼が 涛敎 徒で をる 


こど i 彼が 禁酒法の な 正を 標榜 
しを つ 化が タマ ニー 黨の 政を で 
ホる こごを 理由 ごして か A 然婦 
A のな 城を おめ つ-" あるの も 事 
實 、この 舊を 非難に 憤が どして 
鬟敎 徒の 婦人 か對抗 して 居る の 
も 事實で わる、 おか もこの 頑迷 


U お 派ず ひに 義憤して 親敎 巧で 
わ 6 おら スミス ま 持を 轉明 すろ 
者-^ 輩が して 居る、 選擧 U ル 接 
迫に 伴 ひ選擧 おを 支配す るが も 
嗤い 力は 想ら （このを 派 的賴を 
である 主い か d 云 はれて 居を。 


支那の 誠意に 待つ 

有 旧 亞細亞 局長 南京 政府 訪問 

東京 特電 二日 發 = 濟南事 伸の 解かに 就て はま だ 巧が 政廚の 
態度は 决定 して 居 U いが 軍務 常 局 測では 支那が が じして 誠意を 
示さ 3 限ら 別に 急ぐ じは 後 ば 公との 意を であるが、 上海 じ 急派 
された 亞細亞 局長な 巧八郞 をは タを 南京に も 趣きた る 上 政を 要 
路ど曾 見し 今後の あ 渉 >し 就て 下巧談 をす るぶ になつ ね。 

る お 人柄で わる、 氏の 圈民 藉內 


支那を 司る 

お 人 男 W 

▽ホ 圃エー 八 乂學の 出身で ま 
那じ める 法律の 大學 ごして をを 
な 圭寵惠 氏が 司法 院長 じ-巧 命 さ 
れ ためは けだ！ 最もを の 人. を 得 
じごい ふべき 产 .あらう、 ま那じ 
わける を 律の 大家 ごして 數巧化 
京の 中央 蚁 巧に 司法 總長 どなつ 
たを 力を で 本年！： 十八 歲 である 
廣 お生ぃの 彼け 化モ なおの 要路 
じあ つても 南方に もょ かつた か 
ら 時勢に 伴うて 官海 じ巧沒 t る 
變通自 巧 巧を をを じ 有 I て 在る 
彼の 經歷 やおら 得意 どす る 一節 
は ダ H 八 サィ ユホ か轉議 の陵甫 
化 支那の ん氣を f 身 じを うて お 
をの 外を 舞臺 じな つね-ごだ' 
▽氏は 英棘顧 語に 通じが 國法 
律 巧 究者ピ -、 てち をで あるが 
其 初め 革命 黨じ觸 係し 中途 化. 
政府 じ瞒 孫— 目下 國ほ黨 ご關係 


'方 


皇后陛下 御を 快 

東を 特電-日 發 n 御風 邪氣 ホ 
じ るら せられた 皇を隆 下には 
御を 快 遊ばされた、 お ほ秩タ 
を、 同妃兩 殿で じは 化 一 B ぞ 
摩 御陵に 御參拜 遊ばされた。 


じじけ るが 治 的立镇 は張靜 化、 
李 お 曾 巧 巧に 近 （をに 屬し蔣 か 
お 巧との 關 係も槪 してを 好で ぁ 
るのは-じ をの 八 格の しからし 
わる ごころ であらぅ 0 

VL かる どころ 今 固 第 おか 中 
央を 體舒議 にゎいて 蔣 かるを 一 
派が 左傾 的廣東 委員 ご 提携-し 廣 
西 派を 抑制 せん ご しで 政局す を 
をのが 態となる や 氏は 左傾 派 じ 
反對 でぁる 關 炼上辭 職して 巧 遊 
しょぅ ごして ゐ たが 近 円 胡漢民 
皮の 歸國を 機 どして 藤を 一派 拐 
廣西 派た よび 張 靜江氏 一派の 謡 
か 成 ち、 ！ 切の 政治的 難問題 解 
巧す る じちつ たので が 谁をあ ひ 
止つ ね もので をる。 


.前 國務 長官 


を 結んだ やぅ _! ま那の 政が ごし 
ては いづれ じしても な/、 ては な 
ら ぬまぶ の 人物で あるら しい。 

▽ U 本ん ホ 面 じは をの 號天化 
じよつ て識ら れま那 人間には 季 
陶の 字で よく かられて ゐる戴 傅 
貴 巧は 當巧 巧駭の 日本 あで あ b 
學識 家で ある 氏は 靑年 時化 日本 
じ留學 L 歸國を 一九 0 八 年 天 輝 
巧 および 民 立 報の 記 巻 ごなら 革 
命 思想の 鼓吹 じ 巧め た、 民國元 
年 孫 文 巧の 秘書 ごな つて H 本に 
をき 間 年 八月 黃興氏 南京 じ 敗走 
する や 何 海 鳴 氏 ミ 其に 獨 立を 實 
し 化 軍 V ； 戰 ひて 利 あらず 海外 じ 
己 命した、 民國 十一 年 四川に 向 
ふ途中長江じ投身し自殺せんご 
計つ たが 民 船 じ 救助され、 を n 
よら 必 磯一 轉し じどい ふ。 

▽氏は 國民黨 中 最も 親日派と 
目され をの n 本 語は 極めて 巧 じ 
してを の 著 『 H 本論』 は 仲々 ち 
名で ある、 义 111円 年の 路』 は 支 
那靑 年を 戒む るの 好 伴 促 どして 
識者の 巧 じ 評 おされて ゐ る、 本 
年 四十 六歲の 男盛りで ある。 

▽靑年 時化よ ら敎育 事業に 携 
はち 農々 歐渊を 視察し 支が じ 新 
制度の 敎育ホ 法を 施 巧した 蔡元 
培 氏は、 本年 六十 ニ歲 、五 院々 
長中盧 年をまで をる、 浙 江省紹 
巧の 學 者の 家 じ まれた だけ じ頗 


ラを 避く. 

首都 ワシントンで 
ワシントン 二日 發 n 去る 化 日 
r 逝ました 前國 務長宫 。バ I ト 
ランシング 氏の 葬儀は 今 巧 執 巧 
され 內閣 々員を 始め ごし 巧を 闇 
員も參 巧し 保め て 簡素に 巧 はれ 
た、 前 駐米 太 使で あつたが ホ恒 
雄を 夫妻ら ランシング ホ 己 人 じ 
了 重な 弔電を 寄せ わ。， 

ワシントン 化日發 U ゥ キル ジ 
ン內閣 の團務 長官と L 働いた ロ 
'バ ー ト •ランシング 氏は 過 ま 化 
年に 宜る 糖尿病に 必臟 病を 併 お 
し 本 H 午後 四時が か 逝ました。 
享年 六十 四歲 である、 

註。 な ラ 氏は ブラ キ T ン氏辞 
職 後越務 長官と なち バヴ！ 平 
か 會議じ 使した 人で かを 省閒 
題に 就て は 特に H 本人に 記 億 
深き 人物で ある、 ゥキ八 ソン 
大統領が 任期中 罹病 引 籠る や 
氏の 發議で 副大統領 マ ー シャ 
八 氏 じ 大統領を 繼ホ せしめん 
ごを 議 した i で ウオが ソン 氏 
ミ 反目し 遂に 職を 辭 しじ。/' 


赔 償を 减 額は . 

望み薄ら ぐ 

半 ルバー ト氏 調査. 


パリ- 


日發 




ド 


.ズ案 履 巧 


委員長 パ—々— • V グバ ート巧 
は賠 憤を の 决定じ 岡す る 要務を 
帶び 巧び パリ） じ滯 在中で ある 
が ド！ ズ 案の 修正に 就て 獨逸側 
では 最後の みを とま 沸牟 期輯贼 
を ホめ 居 b 若し この 貿 巧が 不可 
能な 場合は 寧ろ ド] ズ 案を 支持 
する 腹で あら j ホ 聯を國 じして 
ら アイリ 力 じ 街す ちを 債の 巧濟 
を 始めと し 相互 戦時 貸附 、フラ 


ンス賊 舆の巧 建 巧 じ 就て は獨逸 
ょ b の 贈 巧を 円 的 ごしちれば 
勘 じて こ n に 譲 ホ 出を 十、 化て 
假 もに 赔 償を 支挪高 をが 少 ずる 
ごしても 问國 •かこの 犧牲 V 甘ん 
中る か 問題 ご ぃんら 結：？ をの 與み 


は 薄. いご 見ら いて おる。 

ベルリン-己 發 M 駐米 獨逸乂 
使よりの 報吿に 化れば アメリカ 
政府は 赔償 をを 畿じ對 し ホを ま 
に 化を を 派 進ずる の 下必が ある 
らし 、 OJC 


本社 東京 特電 (I 巧轉 載〕 

帝 國議會 の 召集 期 

議 會切拔 けに 政府 早 < も 策動 

ご 一日】 政府 側 t じ 早く も議 會切拔 けの 一策 ごして 政 權を巧 
はせ がみ 竹み 郎 氏を 釣らて 萬 一の 失敗 じ 備へ一 ホ 恵 政 一新 會も 
援助 t る ごを はれて 居る がが 黨側 ではを© 手 じ 乘らぬ ご 要必を 
して 居る。 

(一日】 帝 踐議曽 ，5 な 集 時日は 十二月 二十 四 H 、 關院 式は 同 
二十 六日 ごみを した。 . 


'御 尊影 搬影許 巧 

ご 一日】 御大 典 じ 際し 聖上、 皇 
坛兩 陛下の 巧 勸寫眞 撮影を 御 
許可 遊ばされた。 

岡が け 懲役 四 年 

.ご 一 日】 去る 五 巧 八日 上野 驛じ 
がて 旧 中を 他を 暗殺 せんどし 
た 岡が 巧 吾は が H 四 おの 猿 役 
を宣吿 さいた。 

•英 皇子 來春來 朝 

ご 一日】 ィ ギリ A の 第二 皇すへ 
ン 9 — 親王は. 嬰 上に ザ！ タ！ 
動 章 捧呈の ためを 春 街 巧 蘭の 
普。 

一二 浦 理事長 辭表 

ご 一日】 當限 立を 停と 問題の 責 
任を を ひ あを ホ穀 取引所 S 浦 
理事長 ，2 辭表 をを， た。 

松 旧 代議 十鞍替 

【二日】 を‘ 欧黨 代議 ± を 扭ミ德 
- 巧は 政 友會じ 入らむ S 。 . 

御大 典 ご 受動 者 

( ~ 日】 御大禮を機と して動 一 
等 及びな 巧 上の 巧 動 者は 纏' 計 
乂 十六 名 だと。 

政府が 乂 買占め 

〔 - 日】 ホ 買占めに 政府の 魔手 
が 延びた ので お 政 黨特則 委員 
は 綱紀 案 却を 指摘した。 

化 議± 密輸 投資 

〔一日 一 神 ロの 銃砲 店は 大部を 
を驗 犯人で このを 輸團じ 資金 
を 投じた 一二を 利 平 化 議± は 起 
訴 された。 • 

獨 飛行家の 歸國 

〔 - 日】 濁 連 飛む 家 フユ！ モフ 
エ八ド 男は 來る 發 シべブ 
ァを經 もして 歸國 ずる 酱 であ 
る 0 

巿な 廓淸の 運動 

〔 - 日】 阪 を芳郎 男、 後藤 新 平 
子等は 東京 巿政廓 淸會を 率 ひ 
て 運動を 開始した。 

記念 運動 競技 會 

〔一日】 御大 禮 おを 運 戲大會 は 
明を 神宮外苑 じ 於て 昨！ 二十】 

H から 四日 間擧 巧され る 0 

新智 利を 使參內 

( - 日】 新 チ 9 1 を 使は 化 一日 
謁見を 仰 付けられ 信任 狀を捧 
呈 したが タみ 岡國を 代まして 
脚大 禮じ參 列す る ご。 

岡 山の ホ產 裁判 

【 - 日】 典を 黨事 伸の 第一 回を 


おはか 一 H 岡 山地 モ 裁が 巧 じ 
がて 開廷され 十 化 名ち 罪の 宣 
吿を まけた。 

橫斷飛 巧を 宣言 

〔 - 日 一目 ド滯を 中め ァメリカ 
飛 巧が パ！ ト •ホ ー が 氏は 來 
年 六巧ン ァト^ 霞ヶ浦 間の 無 
着 太平洋 橫斷飛 巧を なず 旨 S 
十一 日 育 言した。 

'避 継は 獎勵 だず 

一: 巧 I 日】 人口 食糧 間 題 調査 會 
のまなる 意見は 『避 姐は 必要 
だが 獎勵出 ホぬ』 ごい ふじ あ 
る 0 

ホ あ巿議 の收鹽 

(が-日】 東を ホ 疑獄 じ關 しあ 
かぢ 銀行 前頭 取、 ホ 議小お 梅 
杳 氏は 巧を 漠領费 消の ため 收 
® さる.。 

金預 制度に 改正 

(巧 一日】 き 巧 省のを 庫 測度は 
I ちょを 廢 止し 預を 制度 じす 

るこゥ 

化 海 議員 泣寢乂 

【册- 日】 化 海道が 殖费削 威の 
ため 脫黨 の氣 勢まで 示した 同 
道 選出 畿員递 もな 寢 入ら ごな 
つたり 

左傾 東大 生處み 

〔ホ-日】 共產黨 事件 じ 願 係し 
たぶ 傾の 東大 學を中 一二 名は な 
校、 ニ 名は 退校、 十と 名は 停 
學處 かごな つた。 


斬英 洲巡禮 

'堀 越 生 

【四】 メ！ フラ 71 號 ご 

ピ グ 9 ム •ファ！ ダ！ ス 
十六を. がマグ チン •八— ブ瓜 
じょつ て點 せられた 京を 革命の 
絳 かは 忽も化 歐ー帶 を 風靡し、 
英國に 於て は、 英蘭敎 會の獨 立 
を 誘導し わが、 これには ホ だ じ 
舊敎的 形式 多く、 所謂 ブラ クン 

ニズム 、ィン デ ペン デント 又は 
セ バレ テスト ど稱 する 自由 言邮 
を 欲する の 巧は、 み 第じ數 をち： 
して 巧. つた。 和 蘭は 當 時宗 敎の 
自 おを 認めて ゐ たな、 化 等の 徒 
の 中、 其處へ 逃れ 巧く も のぞか 
つた •か、 言語の 不適 や 生活の 壓 
あは 彼等に 満足の 生活を 許さな 
かつた。 時 恰も 新 大陸を 見の 後 
をう け、 を 國巧民 熱 盛に て、 を 
離 派め 徒 も、 化處 へで も 渡ら ば 
をの 自由の 生活が ホ めら る {も 


の 考 へ、 竟じ新 大陸へ ご セ 
じので ある。 

一六 ニ 0 年 か 蘭に 逛れた 彼 巧 
の 一 酷は をの おがを 賣 b 疵 ひ、 
其 同 巧 賛 でスピ ー ドゥエ 瓜く 一 ザ 
ふ 六十 嚼 程の 帆船を 貫 ひ ホめ か 
蘭を 去つ て 新た 陸へ と 巧 b 出... 
た。 をの 殘留者 どの 訣別のを 様 
は 誠に 哀れな もの e 镑 観して ゐ 
たか 荫人 すら 涙 G しじは 居ら i 
なかつ たど 云 ふ。 常時の シーン 
が盡かれて、 プ ^ マ ゥ ス搏构短 
內じ揭 げられ て あるが、 忌 もも 
悲壯い A もので もる。 

かて 彼等は サザン プ トンに 若 
いた。 此處 にもを 離 おの】 巧 W 
メーフ ラブ— ご 呼ぶ 船を 滕 装一 
て 巧 大陸へ £ お 帆す る 途中 じん 
つた。 一巧は 之 じ一曆 元気を 巧 
し、 相 協力して、 ヌピ ー ドク エ 
火 じは 二十 人、 メ] フラヮ ーじ 
はなん を 粟して、 其ん 年の 八 目 
五日 化處を 出帆した ので ゐ る。 
がる じ 約 一二な 唯 もがが せし じ、 
，ピー ドゥ エグは 巧 お 6 じ、 得 
水し 居らし を、 一同 ダー ナマゥ 
スじ 引返へ し"' をの 破損の 箇厮 
を 取を ベた が、 之 £ も 云 ふべ ミ 
巧 も 見 當ら中 依つ て、 をの ま t 
お 帆した。 释經て K ピ ー ドゥエ 
八は 傑々 浸水し おめしな、 プ V 
マゥスに 引退へ し、 之を が 棄 一 
て、 メ ー フラ ヮ！ 號 のみで お 肺 
する 事 ごした。 化の 時 一巧 中 牛 
八 人は 殘留し 都を 巧 二人》」 なつ 
て 九月 六け 愈々 大海へ ご乘 なお 
したので ある。 

この お 化遲延 じょち、 海は 荒 
れ 時季に 差し か、 た。 船は 敎浪 
のた め 木の葉の 触く-— 玩 ばれて 
巧く。 或は 化に、 或は 南に、 义 
或は 後へ じさへ がを 巧け ねばな 
ら なかつ た。 波 又 波、 雲 又 雲。 
な 巧 聞く ものは 荒れな ふ濤聲 ど 
中空を 疾走ず る バリ' ヶンの 叫ぶ 
音 ごのみ。 或る 巧、 風ないで 彼 
等け 雲間に 秋 巧を 見た。 彼 ホ 巧 
し 方の 空を 顧みれ げ 暗雲 ホ だ じ 
低く 垂れ こめて、 を鄕の 近親、 
同胞 今 如何 じど 氣づ かひ， 更に 
進み 巧 （巧 世界の 空を 眺めて は 
を こじ 希绍 の星猛 < 自由の 別 天 
地を 想 ひ、 化み 巧く ±氣 を 鼓舞 
したので ある 0 

斯< して、 ニヶ 巧 ど 五日を 襄 
して 十 j 巧 十 j H 竟に新 大陸の 
一端 ヶ！ プ コ ッビ じ 着い じろ 然 
しこの ヶ I フ コッドの 化は 彼等 
が 最初 目的 ごした 社ょ b は巧哩 
も化モ じあつ た。 彼等は 化の 化 
じ 移住す る 巧 許は 認められて 居 
ら なわ つれ 故、 一同 船中に 協議 
の 上、 自らが I 團 どなつ て 自治 
の 政治を 巧つ て 巧く 事を 契つ わ 
有名な ィン モ— タグ •コン パク 

オブ •ボ ゲア メント どして ち 
るされ たものは 之れ で、 實じボ 
國大共 か國の 根本を なす もので 
支る 0 


社 吿 


巧る 十一 巧 ホ： n は ァメプ 力の 
大統領選 擧 H じ附き 本紙は と 
日 じ 印刷 じ瞄 します から 化て 
本紙は 木曜日 じ 配達され るら 
のと 御 承知 下さい。 

王旦ニ H 

紐 育が 報 社 



The Japanese Chri が ictn Association 

が 3 W. 143rd 化 New む rk C 巧!， Tel . Bradhurst 8 お 8 

會道修 が 督基人 本 H 


DR.E ぶ. YOS 排 I ， 

307 化 巧 rd 化 

たし Ri 巧 おおが 如 


M. Tsuch び a, D. M.D 
105 W. 巧 rd な 
Tel. Trafalgar な 09 


Di\ Sabro 巨 my, 

1035 Park Ave., 
Teh Sacrame 凸 to 7980 


Midori Matsumo わ 

巧 Post il 化. City 
Tel. Lorraine 0437 


F - に Mamyama Co, 

87 W. が 化 化 fU, 

Tei. 8 巧 anno 巧 



CLOTHES 艮 U!LDING 

"PA 民 EXCELLENCE：，， 



臀巧驳 ホ 大亞比 おを 
118 E. 53 化な. Te しおが nt 7094 
Bet. Lexington 4 わ rk Aves. 

を 時 乂巧日 鴨 ± 水ち 


K. IWAMOTO, M.D. 

U4 W.70th St. 

TeK Trafalgar 0352 


KANZO OGU 氏！ M 

214 H 如 化む 阳 Id が 
Te し' Triangle 36 が 


JAPAN ART STUDIO 

巧 2 E. 57 化 化 8ef. Park & Lex. iWes. 
なし 化 AZA 8 お 7 


T. KASAI 

Merchant 

Tailor 

riM 巧 BUIUIW 
む om 304 
化 W YORK 

Phone 

むが ni 30 が 


Y. [TO 

巧 3 £est 巧 rd お， 
む r. Uxmgton む も， 


M-Yama 資 ixchi, M.D. 

巧 お am がむ も. 

なし Lorraine が 34 


MIKADO TAILOR 

30 にが 化 St. 

Te し Rhinela 巧 d がが が 


Saen むれ c Massage & 
Medical Gymnastics 
P 祖 K. KiTOMA 
如 7 West 13 お h な，， N. Y. 

Tel. Edgecomb 14 が 


DR •比ん GARDNER 

DENTIST 

巧 E. 61s バ t. At Madison むも 
Te し lUgent 71 が 


fCo ム e み u ぷ 0 
730 Fifth Ave. 
Cor. 百 7 化 St. 
Tei. Circle 4406 


Oriental Art S かが os 
T. Y. Mafsufflo わ 
124W.34thSU.lf.C. 
Tel.ChickeringlQ 刚 


MISS Bianche Fislier 

12S4 UxJ 化 お hveen な 指 and 8811 が res お, 

授敎語 吳人婦 


F. MU 民 RAY HILL CO. hic. 
ESTA 化 ISH 巧 18 が 
お om 614-8 巧 巧 お oad 押 ay 
Te しむ wiing-Gr 刷が がが 91 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

|i 60 & 61 なん Tekphone おが nt 2郎9 


きお 人 本日 

巧專 靴型 小 

てし 張 お 員 店！) 化に 與を御 
がけ 屆日 邸は 靴 b なを 法寸 

を 小き* ぶ 小き 巧ぶ ホき 巧 


巧 ISTTM0 



頻お時 お 寶屬を 貴 

會 商柳靑 



しと 旨を ど 切 親 ど 直 正 
椅を品 巧る あ 用 信 « 確 
别恃式 一物 產± 御し 選 
すまし 致賣販 で便廉 

引 割 四 ま 力 割 H 

Aoya だ 1 し 〇• 

1 が-巧 7 W. が nd な. 

化し B が/ INT が 74 


SI 巧 S 1N STOCK 3}^ 巧 12 F WIDE 


んし CEASAR, M.D. 
127 Ea お 84 化 化 e お 
bef. Park & Uxington A 巧 S 

養 喉 卿 鼻 巧 I 

間 持を 診 
午 £ をを ト 前午自 
海 A を 時 六を 午 旨 
曰 躍 

自 午前 十 時 ま 午を 一時 


巧 着 四 あ ♦巧 業 育 紐 
llie Eas! and 化 S け ook む， The New York Touris け enice 

41 ! 化 sill 5 化 お.， fi. Y. C. Tel. む 化 ed 口 I 4408 


差は ▲屈 御 新 A 
上を 右け 注舊ホ 
げ潰御 致 义の國 
まよ 注し 巧 書 じ 
すら 文 ま 窠籍て 
。割にす 敏£ を 
引對 ° を 捲 巧 
しし じ 誌せ 
てて 御は る 


I M 
ホ 申 文意 
學學陶 

■t± 事 

屋 2 

純を 

雄 所 


通 年 ホ A 
ホ 聊業お 
るかし は 
も 米 巧 •ン 
の國 米々 
ごの 巧ゴ 
信 事に 大 
じ 情甘學 
がに 四を 


ま 御 〇A 
す 窓 買 通 
° 切物譯 

じ ◊◊ 

御 其 調 
取他杳 
扱 巧 ◊ 
をで を 
しも 渉 


G 編 P 化 II 淵 VICE 

設備 整な 經費 低廉 

Call-TRAFALGAR 8200 
FRANK. E. CAMPBELL 

••The Funera! Church'， Inc. 
{NON SECTARIAN) 

B の adw が at 66 化か reet. N. Y. 



PHE げ S も巧郎 y 

3 Maiilen Lane N， Y. 
エ 細冶鑛 銀を じ 幷お剛 余 

頰ぉ餐 医 意新最 


Dr. Emil Elichei 

Su 巧郎 rMJen む お 
748 Lex. い も a け 目 化 化 
Te し Regent 9759 


トト* 
ノン ク 


シ 


せひ 治と 午 
んで療 時 前 
。差 巧。 九 
支は 日が 
へ 普曜ょ 
あ 通は b 
b 週休 午 
ま 沸み 後 


I 


號ー百 五 干 


を 


隸 寡 巧 蒼 獄 


曰曜 と】 


白 


月 十 年 兰巧昭 


，諸を を 


巧 拜說を (日】 八 時 
日 醒學校 (日 ご 一時 半 
家庭 集會 (水) 八 時 
祈詹會 巧^^ 一ん を 

聖嘉巧 (さ パ 网_ 

婦ん會 
讓巧會 


設備 


寄宿 舍 、街 易を を 
な 業 巧を、 をの 化 
人事の お 相談に 巧 
じます ° 


」0 巧ち 里- OOC 巧 一, M . O . 

ニ 一 I 臺 SINS £ 
Tel . 宝 ミ ~互 こ艺 3 & ジ量 er 10 童 

^ をが 斗が 九 時 1 午後-巧 
沒六 時— 午 度 化 巧 
U 银午 的乂時 1 午を 巧 時 

ド： ル 小 お乘ぎ 


D 如 

M - A 1 


A 


れ 


K 1： 一 

A M 邮 

T -1 C 

C む；^ 

• AD 

T け 


診察 


す&|ニ時ょ*々時 
日 晒な がめ 相 西 お 

ドク トか 

島を 尝を 


▼學友 聯合 晚餐會 ▲ 

一 6 ン ビア 大學 H 本-; ■ホぶな 食 
25 壬. ニ 置 St : Nelork , N . Y . 

ニ el . す adli ミ s こ 370 で t . 苦) 

毎 巧 第二 ご 第 四を 曜 目 正 六 時よ 
'當 大學查 こさ Hallo 食を 間 おを 
をを じて 會 誤す。 巧の 內外 > 問 
はや、 日米 學 ぶの ホ 填を ちム- 


苗 S 主な 基 

自 午前 九 時 n 十二 巧 
自 午後 一時 n あ 時 

み随 $ T 阶 N 六 時 

はへ ネシヤ t フア 
ン テ^ン ヨン クブニ 

ブクじ 出勤 


誠 I 膽 

前約 願上误 

コーチ か乂を 
ド タト かホプ メグ シソ 

醫學巧 ± 

吉 お悅彌 


ベ グビュ ー 病 隣 及 
が 育 大學醫 巧が 勤 

江 見 ご 一朗 

診察 時間 
每 H 午後 四時から 
ホ 時まで 

夕 月、 水、 を、 と 

時から 八 時を 


故な 

h 柳 

& I 


化 
C W 

に恤 

M‘=l 

6 i 
が s 

eh 

巧が 

料け 

aw 

J 3 
2 
3 


お郎宮 嗦繁】 
鮮事臟 崖 義人 

didId ' 

日曜 巧 巧 午前 玉 時 
日 疆學校 午前 十 時 

臟柳 H 醒 午後と 時半 
祝 薦會水 確 夕と 時半 
寄宿を 


位展 古が 比 西を お 
み 下 巧を 十五 かを 
を 會を員 じ 最適 
を 巧 圈書雜 誌新历 
を 種 娛樂其 街ち を 
堂 あち 

便宜 联業 用旋 旅を 
ま 內を穗 事 菜 劇ず 


弊 巧は 實質 誠意 巧を ま 養の 
をに 彻±產 物 一を 卸賣 値段 
で販賛 致し i すタホ じ拘は 
らや 御用 命 仰 か 下さい^ せ 
◎歐 ホを 褲 時計。 潰 時 討 一 ま 
◎寶石 貴を 屬 。銀製 器具 j ま 
◎を 碑 お 年 拳。 を 銀製 鉛筆 
◎蓄音器。 レコ！ ド 見本 陳列 
◎寫眞 器。 タイプライタ— 
◎船 切将 。紀を 寫巧帖 繪端書 


お 育 州を 設 
內務省 鬼 許 
まを ホ大皆 巧大ず 
を 婆 復習 巧卒装 
元 化る 

產婆 松本綠 


儉眼 おじ 眼鏡 調節 


|l f 

I ！ 育 

M 巧！ 日 

.1 i; 本 
alj 人 

.搜 

冲 i 蛋 

J L I を 
- S 柳- 售 
T 化 


活 ...策.： ホ 

日晒聖 專巧货 正午！ 
お勵會 夕と 持キ 
巧 巧 說おタ 八 時 
木 巧が 鳥る タ八時 
英語 及び 巧な . 

午後 ニ 巧 
± お 讓巧會 叉は 
莱お會 夕 八 時 

化る 9 業 

寄宿が、 旅 巧を ま 巧 
な、 人事 かおが、 調查 
巧、 巧 業 巧を 巧* 巧 巧 

裁 辖お授 のを 課を 設 i 
けき 員 及び ホ 食 員の 一 
巧を 計る I 


ブロ 1 ドウで ー なと 十を 
領事館 お 側 建物と 0 五號室 


巧 等 

線ぶ 商 A 


ニ 0 ぞ oa を さ N C さ 
ブ 一. C ミ tlandt 泛 37 虽岩 


T - 

把 




巧 W 


N 

0 

S 3 

U 

Y 


謂 


誦鐵 揉治攘 

マ ツサー ジ 、整形 

醫巧 學的违 敷、 腸 
進 注， 水を、 ホ 線 
及ち おを 療 、其 他 
な 育 州を 鼓 

フィ ジオン ラヒ スト 

西が 幸 巧 

H 瞄外每 H 午前 化 
時ョ ，午を 化 時を 
電話 前 お 願 上 候 


抱 科醫米 旧榮吉 

ご 2 壬を ニ 黃 St . New York 妄 
Tel . A 这 d 呈二漢 9 
電話 ア カー アミ ー s 八 六 化 


巧科酱 


井上 義人 

西 六十 五 了 目 一四 六 番地 
が 育 帝 固 旅 お 巧 
電話 トラフ アグ ダ ー ニ 五六 五 


t 打 

兽販資 


ち 商會 



診察 時間’ 

午 的 儿 時— 十 時 
午を 六 時 1 A 時 

パ r 小 栗 幹 ご 一 

巧ち ホ 7 ラワ！ おお 
巧 五 街 病院 巧 巧 

武巧 コン バラン ド 

お院 化な 


診察 時間 

午を 一時 HH 巧 
午を と 時 H 八 持 
巧知 醫學十 

巖本捷 一 

古 冷 比亞大 を度ぴ 
，ザ ブン 病院 勤な 
日 巧は が 巧 巧 上ち 


H 本、 モが資 玉 巧 美 
みお、 婦人 用 ま 飾ぶ 
化 装 鈴 お 

闕島5:;^;;:け 

ち 等 美術品 侵辖、 

を 歸 品、 スト 9 ング 
日本 股 戴 度 


葬 洋服 巧 

化 山 洋服 賴會 


疲拽 十六 了 目 六十 お蕃 
電話 プライア ントと 0 と 九 


を 五 个一 ニ 了 貝 

J 三 一一 

が 藤 
洋職店 

ラて ニ ミ 


洋離 調進 

タタ— ニン ダ、 ダ V - 

ィング、 修禱 等】 顿 

ミカド 洋服 巧 

松 本 保 
電話 ラィン ランダ 1 
六 A ニ一 0 


該療 

す 前 十 時 ょら 十二 
時、 午後 六 時 ょら 
八 時、 日曜は 前約 
願 上 候 

ドク ト火 

山 ロニ 一之助 


科 學的揉 療治 
醫術的 体操 

化 島覺丈 

西 五 百と 番 
な 一二 十八 T 目 

電話 ュ デコム 

一四 九 六 


齒科醫 

▼彭察 時間 A 
巧 日 (曰 確を 除 （) 
午前 化 時よ ち 
午を 五 時半 
水曜 午的义 時！ 
午を 一時 


機が 工具 製 巧 
運 勘 具 化 お 具 
をを 感度 時計 

松 本 r—u 

寫眞機 レ デ ィオ 

ラン フ シエ— ド 

美術品 販賣 修理 


第五 巧よ 一二 0- 

へ クシ 卞 1 

ビグ デン グ內 

小 池 寫眞舘 

電話 ナ I ク八. 

四 四 0 六 


若き ホ國 婦人 
日本 入への を 
語敎淺 にはを 
年の 經 験を 有 

す。 一 レプス 

ンと 十五 化 
毎 H 锡化 時ょ 
b 巧 化 時を！！： 
時 にても をし 
H 曜日は 一時 
よち 四時を 


お 




成功の 秘訣 

米国 ま 巧 語を 話す 事 
はお 巧の 第一義です 
4 校 じは H 本人を 巧 
じ 惟れ たを 巧 婦人 敕 
師ぁ 6 懇切 じ會 話を 
信义社 巧を を 敎授し 
ょず。 日曜 遇 H 共 じ 
午前 化 時ょ b 午を 十 
時まで 賴换し 一 レ. ッ 
スンと 十五 御づ i 
今 a 肩ち じ ホ 校 をれ 


L 

5 

Ln 

が 

8 

が 

化 

6 
L 

5 

6 
2 


評論 日本人 Tsui 


雑誌 


1057 Is こ ye . H 是ぎ k 呈 


令 会 藉令雜 誌 ♦新聞 
縱養 室を 開 
執務 午前 化 時 ょら かを 五 時を 

紐 育： II 本人 會 

ヌロ！ ドクぶ イ I ぶ . ぶ お 


ま 

窥 


ず I タグ 


00 と 0 

00 と！ 


稅關 事務. 

東 巧を 化幷 じを 化 巧 
の 輸巧乂 方法に 關す 
する 一切の 御 諮閔じ 
應じ澄 道 お 船 貨物 運 
貸ぶ 出帆 ま稅 閱ホ續 
書 等 進呈す。 重 お 都 
巧に 代理店を 巧し 誠 
實 おを 御用 命じ 應や 

保输 取扱 


齒祠醫 木 下义ボ 


310 W .1 ごを 泛 
Tel . ぎ nui ニ 萬 7 


ぶ 


Ise 
の P 心 ご 

3 番 e 

Sr 


t ’ u 化 
が 成齡 
: 0 ぶ 


D 


か S み 
3 化 U 


齒科醫 

を 年の 經驗を 化て 
最新 ま巧學 手術に 
堪能 じて 信用 篤し 
:::: 旋術巧 低廉：：：： 
日本ん 諸君には 巧 
じ - T 寧 懇切 じを を 

診察 時間 (毎 B ) 

午 蘭 九 時 n 午を 
心が 

日曜 午後 一時 迄 


夕 オラ ボラ トリ ー 

電話 ァヵ デミ— ぶ 八を 
ド クタ— 田 尾 時 雄 
H 曜 H 午を 化 
W 吉 anhaitan Ave : N . Y . 

巧 et . ih S 三 言ぎ Si . 


齒 

が 


十五を の歷を ある 當 校は タ 年の 
經驗と 新 智識を 有する を 師を聘 
し 自動車 
操 縱法及 
び 運 巧を 
の 修得す 
べき 必要 
な 磯顆的 
智識を 短 
期 巧 じし 
で 最も 能 
率 ある 嫌 
を 的 技術 

を お 習し 免が 獲傳を 保莊し 職業 
ロを も 周旋し まず。 



底ず 人 (同) お 伯燦雄 (鹿 島 
縣) 中が を ニ (同) 渡る 秦助 i ま 
巧 ホ) 古澤 ま么助 (か 歌 山縣) 
巧 藤を 之を (群 お縣) 松 下壽之 
ま (山 ロ縣) 德お猪 己が (能 
本縣) 西が 巧 喜 (鳥 お縣) 鹿 勝 
衞 (山 ロ縣 )巧 甚を (巧 媛縣) 
横 田常吉 (お 手縣) を々 木淸巧 
郎 

右の ぎじを かを をき 儀を 么 
候 間 本人 巧 < は 知人ょ b を 
化 巧 御 通知 願 上 巧 

紐 育帝國 総領事 舘 

妄 B 夏 dway N ミ ご rk G 安 


衙關事 巧 取扱 

W 臣 i L . 空 NE & C 产 

す 1 7 ま ご Broadw ミ， 一! さ 
lei . す 去 ling-Gaeen 9 萬 4-5-8 

^ かろた 

はも/-— の 遊び 
方を 奥 文で 米 國人じ 能く わかる 
やう 簡單 明瞭に 說 明した ものが 
出來 よしじ。 內容 目み 進呈を し 
ます、 御覺 下さい。 

M 呈さ AYA ミ C 0, ご4で 呈 hSt . 百す 



爲替 相琪で 巧けば 一 お 弱の 收入 
臧と U る わけで、 海蓮關 係の 巧 
がを 取 勘定 も をれ だけ 减 々を 見 
る わけで ある。 然 かも 解禁の あ 
かつき、 もし 輸入 增 、輸出 贼の 
現象 おあら はれる ご ずれは 從來 
巧 輸入 貨物 中外 圃船 じよる 

積 取 量の 割 ミ 落 じ 輸出 
貨物 中 じ 占む る 割を よち も おで 
をる から、 輸入 量が 殖 われば を 
れ だけ か國 船の 積 取 割合は 增加 
し 巧が 商船の 運賃 收 入は をれ だ 
け 影響を 受ける 譯で をる。 從つ 
て船會 社中には 巧が 混を の ほを 
をが £ し、 解禁 じ反對 する もの 
もタ かつた が、 近時 ぞくのを が 
航路と 有する 大會が 側 じは を 解 
禁じ 贊成 ずる 者が ぞくな つた。 
即も をの 論 おは. 

一、 近視眼 的に をれ 戌 勿論 爲 
# ほ 落^ 際 ド^ 貨の 運賃は を 
'れ だげ 利益で あるが、 爲替相 
瘍の變 動は 輸出入 貿易を 妨害 
し 貨物の 巧 入を 不規則なら' し 
. レ るので、 定期 航路の かき 規 
則 的な もの じは 甚だ 不便で あ 
ら 、.かつ 合理的な 運用を 不可 
能 じする こご。 

ニ、 をれ よら も 解禁に よら 巧 
が 經濟を か 堅固 じ 發展し 貿易 
の圓滿 による 貨物の 運輸 廣培 
加を 尊む こ v >° 

云、 金解禁が 一般 輿論 ご なれ 
る 際爲替 相場の 低落を 爲 ごし 
一時の 利を わさ ぼる 如きは 海 
運 おのみ 余ら じが 己 的な 觀あ 
る こご。 

等で ある。 これに 對し个 ぞ期航 
路ゃ 

外國避 間 航路を まとして 
營む船 食が じは、 目下の 狀 態を. 
喜んで ゐる者 も あるが、 大勢は 
を 解禁 じよる、 貿易の 進展 輸あ 
入物 貨の增 加を 願つ て ゐる樣 で 
をる り 


お 超 高が 稍 減少 

H 本 銀け 監督 役 着電 
を輸 解禁 論 益々 高調せられ 爲ゎ 
替烏諮 券 類 木 ホの 情 势持續 した 
bL が 月末に 入 b 稍々 引返し 期 
米は 引績き 化を し 十目 か 貿易 お 
超 槪算高 九な 方圓 前年 同期 じ 比 
し诚 みせる はま どして 棉花の 補 
充貢あ 加 じ 西る。 

亩离 

を 換券發 巧 高 一王 ニ义六 
.制限 外 ニ 一四 
一般 貸附 .よよ 一 
か國爲 替貸附 ニ 九 
政府 頭を 一一 一二 0 
民間 巧を 一八 四 
十 巧 末 正 ホ ニ 九圓ニ 0 
— 十一 巧 一 nl 


尋れ人 

(宮城 縣) 大橋武 雄 (長 巧縣) 获 


豫算は 十と 億 お 千 二ち 巧圓 

不足 差額 八百万 圓 

關稅 の增收 ご補塡 ずる- ぃ 金輪 解 
祭 即行 難から を 利 引下げ 論 再燃 

東京 特 を-日 巧 N 新 豫算を をても を 解禁 問題 じ關 しても 現み 
おは 何等の 誠ぶ を 示して 居。 いどて 財 巧の 一部には 失 留の聲 も 
巧 わて 居る がを 输解综 懸念の ためじを 債 類は 反騰し 解禁 即行 難 
の！ ^ 化から が 巧 家中 じは を 利 引 ドけ 論 •か 巧 燃しつ I あるが、 巧 
る 十一 二日、 大巧の 經巧 あ大會 'しがけ る 兰±廉 相の お說 はを 輸解 
禁じ 巧て は 抽象的な 聲明じ 化め る 模様で ある。 

ま 京特寿 一二 十-日を ns 十日 深算 閣議は あ I しお 入 十み 億と 
千 0 九十 八々 ニ千圓 、を 出 十と 億 五 千 一一な お 十 巧 四千 圃不 を 差 
お八 千な 五十二 ガ ニ千圓 ごみ 定 したが 右に つき ご一中 藏 相は 述べ 
て 曰く r 槪が算 じは 綱 我 巧收を 加算して なむい が、 み 年 巧 じは 
顆稅 から 巧當の 剰余を が ある ご豫 巧して ゐ るから 之を なて 不足 
額を 補 ふが りで ある。 防は 化が 道が 殖 費に 願して は豫算 閣證最 
をの 巧定通 6 是 0 上 ま ホは 不可能 だ： が m 中 首相 も 望月 內 相も予 
も將 ホを をの 黃 慮を 拂ふ考 へで ある』 云々 

選 擧戰ご 生糸 相瘍 

選擧當 時け 高 < 前後は 反動 安 

.大正 化 年 ' J — デン グ當選 
一九二 六月) 
一】 一( よき 

同年は ホを 巧の 經濟 巧の 恐 
憔 をら 

大正 十三 一年 ク ー リッ デ當 選. 

ニニ U (十一 巧) 
一四 义 (六月) 

これを 槪括的 じ 見れば 糸 懼は大 
統領 選擧當 時は 最も 高く をの 前 
後 じ おいては おず 反動を を吿げ 
て 居る。 おじ 本年の 如き も丄ハ H 
頃の ホ 借を 一番を おじを の 後顯 
次错騰 し、 殊に 前 過の 如き 爲替 
高 じ ザ 映して 相 輿ら な ホ じソい 
廣 値を 星して 居た が、. 今週 じん 
つてから 圓爲替 も 漸をホ 調を 姐 
る ご 共 じ 生糸の 時 憤 もす 落しつ 
つ あるが、 ホ 遇 八 莲擧日 前後 じ 
どんな 變 化を あぼず じ まる かけ 
ホ 巧に 注目 さ. れて 居る。 


ァメリカ 乂桃領 選 おがい よい 
よ 近 かづいて ホた 巧が 菌 のを ホ 
相 おに 街し 重大な 離 係を 持つ ァ 
メリ々 のがを が この 大統領選を 
じよつ て； 時 的 じせよ、 或る 程 
: 度まで 支 おされるな* H 化 糸枯壌 
- もまた をの 影響を 受ける こどに 
- ならぅ。 然らげ 巡ま數 回に 甘 一る 
i 大統領選 擧が 生糸 巧 巧 r どんな 
彭舉を 及ぼし じか 試み じを の當 
時の 巧 巧を 列擧 して 見やぅ。 右 
は 最高 値、 左は 最安お (單 泣圓) 

明治 三 一十と 年グ！ ズゲ五 朱 ド 

當選 一四 五 (十二月) 
八ち {六月) 

明治 阳十 ■一年 ゥキ^ ソン 営 選 
九 五十 月) 

八 S (と 巧) 

大お五 年 ゥキが ソン 再選 

一四 二十 一ろ 
1 0 五 (六月) 


大統領選 擧を 前に、 して 


株式 取引に 新記錄 


十 巧は 舊來の レコ！ ドを 一 織し 
たが 昨今の 時價 はさす がに 動搖 

由 ホ 大統領 政戰 時に 際して ァ 
パリ々 の 經濟界 は 一般 じず 况を 
巧す のを 常 どして 居る が、 み 年 
の巧景 氣じ醉 ふゥォ ー ^ 巧の 

株式 巧 だけ じ 流ち 不景 
氣 知ら やの 巧况で 去る 十 巧の 株 
まな 引 敷は 化 巧の 化 千 九 巧 六 千 
とだ 十八 巧、 が 年 同期の 五 千 四 
十五 巧 八 千 九が 五十 おじ おして 
九 千 九な と 巧と 千 四な 五十 お 株 
ごい ふ ゥォー 八 街 おつて な ホの 
記錄的 取引を 示 I て おも。 ホら 
この お ま ブーム は 九 巧な ホ繼績 
した もので 巧 値 も 十月の 二十 六 
n 頃まで け 上 巧 的で あつたが、 

大統領 戰の接 巧を 前 じして 俄然 
ニ •五 义ポ キント 平均に ドを し 
月 かめは ま愤 乱調よ を呈 L て & 

る。 今 これを 

傍 年の 大統領 戲巧 じ比较 

する じ、 左の かきもの である。 

〔ちは 十月.- 左は その 年の 逊去 j 較 する じ 左の かし 
十 個 巧に まる 化 引數〕 I を 省 （〕 


I 九 二八 n 化 九 0 とと 四 五 五 
と 一二 ニよ 八 八 四よ 
一九二 四 n 1 と 八 ニ 六 一一 九 
一九よ と 八よ 0 五 酒 
一八 110 N ニ 云 ご 一二 ま ハ ニ 
一とと 乂四五 G と 化 
I 九 一六 H ニよ 化 八 0 五 五 四 
一々 八 八 五六 一と 一 
巧 引取 引に 關 しを 債 類の 力 面は 
でぅ であるか ごい ふじ 取引 總額 
は ニ 億 一二 千 四 巧 五十 四 巧 八 千 五 
巧 弗、 をの 中 社債 一億 六 千 二百 
廿ニ巧 化 千 五 百 巧、 T メ 9 力め 
おの 

公債は モ白ク 五 巧 < 千 

巧、 か菌极 がを 償み 千 四々 ニ 千 
弗 等は をの 電 なる もので、 九 H 
r 比較して となと 十四 巧 ニ 千 一二 
だ 弗' 昨年 M 期よ 6 も ニモ 十一 
巧 四で とな 巧の 咸少で 稍す おで 
ある。 今 これを 前揭じ 等しく 比 
〔千 弗 《 下 


一九二 八 = 一一 一二 四* 五四乂 
ニニ 圣 一二 •四 
一九二 SIN 


H 


化 ニ on 


ニ 一 


一九 一六 = 


ニ 化 7 四 八 ニ 
-0 旧 五 •0 ニニ 
一二三 ニ •よ ニニ 

-0 を ニ •又 ニ 
一一 四 •八と 五 
义 111111 •化 S と 
棟 式 取引所 じあし 力ー ブ •マ— 
ケットは でぅ であるかと いふに 
こい ホ從 ホの 記錄 を一徽 する の 
好 巧で 本年 五 H 、 今まで じない 

取 弓--'^」 レコー ドを 造つ た 
ニ 千 四な 八十 四 巧 五 千 八 百 八十 
ホ：- 街し ニ 千と 巧 四十 巧 万 五 千 
八 さ 株で 十月 十九 H の おき 百 丄ハ 
十五 巧 五 千 八な 株 ごい ふ 一日の 
取引 レコー ドぶ 滅 じた。 これ 前 
揭 統計に 準ずる じ 左の 如き もの 
である® 

一九二 八 N ニと 四 四 お八 00 
'一六 一二 一六 乂四八 ニ 

一を 一四 U 1 とを 一六 ニ 化 
j 化と と 八と 0 お 四 

一九二 on ここ 六 一一 ニ ま ハ ニ 
. 一とと 义四五 0 と 九 

一 义三ハ N ニよ 九 八 0 五 お 四 
一六 八 八 五六 一と 一 
更らじ マ.— ヶ ブト じがる を 債 類 
の 取引は 巧 ホな 引 巧 じ 等しく 

不振を 呈 V ゐ る. ぃ、 例 

じ 化っ て 比 鞍 ずれば 〔千 弗り 下 
を 省く〕 ’ 

一を XH 五 7 H ハ 一 
一六 二 V H ハ 八 
】 义ニ四 H 1 と • を一 丄ハ 
一九と •八よ と 
一 化 ニ on 1. ご一 ■.ホ ニニ 
一毛と •九 四 五- 
一 九 I 六 HHV 六 = 亢 
I ___ J ホ 八 •八 五六 

金輸 解禁 ご ， 

我が 海運 界 

一時的 巧 擊默認 

巧が 國か 貿易が 閣麼 勘を 中 海 
速關 なの 收ち 勘を は 受取 勘を じ 
おいてを 額の 一二 割 五を 内み を拂 
ひ 勘定 じ おいて、 一割 八を 乃至 
二割を 占む る じすぎ i ：* いが これ 
を 受取 超過額の 側から 見れ じ 左 
の 如/.' 我が 圃の經 常 的 受か 超過 
額 中 ホ 割の 上を 占め、 近時は 增 
加して 八 割强を 占わる 有樣 でん 
る。 右は 經常 的を 取 超過額、 左 
はお 蓮關係 受取 超過。 

大正 十二 年 一六 九. と 化 ホ 
1 0 四 王 ハ 0 四 

同 十一 ニ ザ ニハ四110四 
一一と ■と 九と 

同 十 阻 年 ~ 五 四 •化 一八 

ニ 一八 •八 美 

昭和 元年 一 五 0 •と 四と 
ニ HVO 1 六 
をの かく 海運 關係 牧人は 貿易 外 
受取 勘を を 支配す る ものと もい 
ひ 得べき 程で あるから 

金解禁 問題に とつても、 
もつ とも 重大なる 關 係を ちし、 
船會 社の これ じ- 4 る 影響は 顿め 
て大で ゎる。 邸ち 船 曾 化の 運賃 
は 近海が 路は ども かく、 外國航 
路け總 ベて ドグ 勘ぶ じな つて 担 
るので' を 親船 會社 かを の 収支 
勘を じ おいて 內科貨 おの 懼 値の 
開き じょを 巧 益は 可。 b 乂 きな 
ものである。 を 解禁に ょつ て パ 
1 W なれば、 船 貪 社には 目下の 
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^ す あ 日 揃資蟲 

淳宜 。すネ ひ 
車 什 朝る 人の；: 
泻五 S 巧 諸 巧 スく 
の T 時理君 巧^ 
下目を をの 人^ 
ヘシ ーサ開 差噫數 
がュ ブ巧上 好 名® 
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♦ 1 HV . 
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會席 御巧理 

晝 食は 末廣へ 

巧 喀お废 基が 大勉巧 


高等 御旅 綻 

東洋 縮 

會廉 御巧瑣 


御 料理 銳 な 

太 陽 

壽司 毎日 あちます 


ず 文、 燒 

ホ じ 御 料理 


を樣の 御喧巧 じを ふ 
樣な美 ホの 巧 巧理を 

£前 廣珍樓 

をし ますから 績 々御 
ホ ホを 顔 ひます 


まがち 理 

が 魔 茶園 

司 理人蘆 蓮 
■出 黨のホ じは を 巧 
の 御 便が じ 備へ巧 
'間を 庵の お 巧じ應 
ず V く ち閱释 ホせ 
ず 變わ引 立願 巧な 
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會廢御 料理 

昭 和 

特別 純 日本間を 新設し チキンの 
水煮を 始 かました。 チキンの ホ 
煮は 一二 時 閒程前 御 電話 願 ひます 
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【下】 


'日つ 大統領 戰機 熟ず 

iS めっきり、、 ー增 .】 た 都會の 投票 


VJ 

わ 


外人 系 巧 おの お權あ セな 巧、 

兩黨^ 地盤に 亀 製が 生じ や、 


ならに 巧々 の 化む で 居を ニユ 
1 ョーク州皮びニ ュ13 —ク市 
よどう であるか ごい ふじ、 何 じ 


選擧人 投票 數が 四十 

ち 度， 化 ホの ホ ぉ 巧 化 おから 巧 
れば當 がみ かなの 巧が で U ある 
が、 今度は 御大 スミスが*- ユー 
ョーク 州 かど あつて 最も 白が 巧 
をち 中る.- ごじな つ' て 居を。 こ 
れを千 化な 二十 四 年 巧の 有 巧 ぉ 

? 関 む i 

票 化 でん も U 、 ' 一割 化を を おし 
て ニ 巧 八十 五 巧 ニ 干み 十と A i 
一。 っ r 请」 のじ 巧し、 當然民 ホ 
j 琪 しちる ご 期待され て 居る、 ホ 
- おのを 權 を U 四 年 前い', り あ 十 力 
一ら 十 ご 一人が 一躍 S 倒 おみ. ず增 L 
て ニが 二方 一二 千 六 h お 十四 人 じ 
なつて 程る どい ふから、 タマ ニ 
黨 じごつ ては 正に 方歲を 一二 唔す 
V きど ころで あらぅ。 をの 

巧譯ん ち S かきら 山 

である。 右け 巧 左は 女。 


緒 

計 
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男 i * ニニ 1 1* 八 八 0 
女 八 0 六* と ニ 一 
1 To ニ 九 王 ハ 0 1 
おして 今年の 統計 內譯ど ホ 年の 
をれ ごの 

比 は 巧が 九十 おで 
六 千 巧と 十 お 人。 みが 五十 四方 
I ニ 千乂ゎ 一二 十六 人で を 計ち 五十 
巧な 十一 二人に なつて 居る。 フ 

ゥア 1 のお鄉 である カリフ オ瓜 

ニグが じ 就 r - 見る に、 四 年 前の 
りこ 十八 万人は 二百， 二十 一方 一二 
千 A な T - 六 人じ增 加して 居る が 
0-^譯ををるじ 

一 •五一 r 五 •お 五一 

ぶ 九 ニ. 一丄 ハ- 


マ ンパ ブタン 

を訂 

ブロンクス 

を 計 

ブ朱ツ クブン 

を 計 

クキ^ — ン K 

を 計 

リツ チ モント 

を 計 


一二 ニと •八扎 六 
ニニ 0 •五 五 ニ 
五 四 八* 四阿 八 
ニニ 一二 6 と H 
ニニ 五 • 一二 四 
一二 お八 •ニ 0 と 
旧 一二 五 •0 ! 化 
ニよ 五 •と 五六 
一二 五六 •一八 一二 
ニ 0 四* 一二 四 八 
一 五一 •八' 一二 五 
I ニ ま V ! 八 S 

ご ニ T が' 四 四 
- ニニ ■凹 四 四 
五 お •九 八 八 


共かぞ 
ぉ丰 .黨 
禁酒 黨 
社食黨 
無所磁 
をの 化 


; と •と 四ち 
ごヴ 八と ニ 
五一 ニ ' • クー 去 ^ 

T 号 も 


ごい ふこ どし むつて 居る。 をら 
じ スミスを が從 巧の 

慣例を 破って 過 殺 遊 

說 した 共 か黨の 地盤で ち あち、 
スミスの 選擧媳 長で ある ラヌコ 
プ 氏の 出身地で ある ペン シ八ゲ 
ア ニア 脚 じついて 見る じ、； これ 

亦 非常 じ有權 をが 增 加して 四 年 
前の ニ 巧 十四 巧 四千 八な 五十二 
人は S 百乂 十四 巧 S 千 人 ご--:* ら 
同 州 切つ ての ゥ で ッブ スト •シ 
チー ご 呼ばれる フキ ラ デ 八 r < キ 
ア巿 3 かき 四 年 前 じ 比-：* てち の 
一二 十三 一巧 八 千 五な 七十 化 人け 四 
十二 巧 四千 四十 四 人に、 ホの 十 
四 万千と 百 四十 ニ 一人は 一二 十 力 六 
千 四 巧 五十一 二人 どい ふ激 ちぶら 
を 見せて 居る。 •をら じ 左記す る 
を 地の 

男女 别： J ごても 巧 

巧 U 巧るべき、 選 擧の成 巧 じを 


へさせ >b れ る も のが 多い ' 0 〔をは 
巧、 左は 女 じ 

蛮グ 4 ニ 0 四 •と 八 九 
一 五と * 0 と 六 
盛ポ！ '卢 八 一 •0 1 一二 
六 八* 化 九 ニ 
バ瓜 チモ ー ァ 二八 •一六 八 

ニニな ニ 化 
ボ ー ト ランド とと •と 四 一二 
六と •ニ 一と 

ダー ラス ニム ハ 王 ニ 九 六 
ニニ 一 ■ニ 四 四 
元來 ならば 純 おた る おか 黨 巧で 
あるが、 酒飲み 黨が 多い ので 今 
年は 疑問 親され て 居る ィリ ノキ 
州の シ 々ゴ巿 も 四 年 前の 百 六 巧 
四千 乂円化 十五ん が 巧 S 十八 方 
六で 六 苗 三 一十一 人 ごい ふ 巧 加ぶ 
b である - か、 をれ よち も 巧々 じ 
どつ て舆 ホを おくのは 

巧 民の お 票の 

設き でぁる。 印も當 化の か國語 
精 載 扇が 調査した 十六 ヶ國 語よ 
b 成る 八な 五十 - i の 刊巧物 じ 就 
いて 調査す るに、 四 年 前め も權 
者 六な. 一十 巧ん ぉ - V な 玉 寸方人 
こちして 居る かでんる々、 彼等 
I のを 票が いかじ 動く かけ 裙黨幹 
「部 も 大いに 化 罔して 運動に 息 b 
^ く、 を 民法の か瘍 よりー. て 南 
歐 巧の ぞくは、 スミス じ賛 がし 
て 居る が、 濁 遮 A 等は フー ゲア 
じ 巧 ザず る 者が タ いもの I 、 巧 
しろ 藤 造 業じ關 係の 深い 阔國乂 
だけ じ-スミ X 黨も 仰々 有力で 巧 
方み だ 盛んに 明 躍 暗躍 S 最中 ご 
わる。 尤も 斯 くち 權 者が 增 加し 
た ごい ふらの.' 最 あ、 當地 ぶび 
ニユ！ ジャ —シー 州で 間 題じリ 
つて 程る 如く . 

不正な 登 錄が發 化さ 

れて 資格を 剝奪 さおて 居る を も 
多い ので わるから、 この 点も考 
量し なければ なるまい。 いづれ 
じして _ も 本年の 大統領 耽は 非常 
なを 戰が期 保され て 居る 上に 斯 
く有權 者が 激 巧した ので ぁるか 
ら 、運擧 の 結果 も 例年 程 じ 早く 
はが 然せ や、 涩 らく 較 日を 藝す 
であらろ S ご 期待され て 居る。 


六十 八 時間 五十六々 て 

飛行船 祖國に 還る 


去る 巧罐日 午前 一時 五十 四を 
_ レ！ キ^ 1 マトの 格納庫を あで 
午前 一二 時 十： 五を、 ニュ 131 ク 
お 上を 化 空 おわの 上 P A グァキ 
ラシドから 乂西 巧の 空-— 浮び 出 
でた 獨逸 飛行船 ゼ ベリン 伯 おは 

巧 お の 良き 天候，； N 利用し 
火幡リの午前よ時じけ レ1 ス 師 
をが る 五な 哩 のが 上を おび、 途 
上お會 した 蔡 風雨 巧を 巧み じか 
れて 一瞬間 百 哩じ龜 々ごず る 快 
速力を 出しつ： 太 西洋の グレー 
ト •サー ク^を 横切 6、 水賴 H 
の 午前 あ 時 冗 十を には フラン， 
の ボ八ド I を 両じ五 巧 哩のお 上 
じを のち 姿ゎ趙 めら れ たが、 地 
中 おじ 暴風 お帶 ぁら どの 嘗巧じ 
接した ので 俄が じか 路を轉 じて 
水曜日の 午後 五 時には パリー の 
巧 お 六 ト哩の 地点を 過ぎ 阅巧八 
時 五十 五を、 ス キスの ぺ ー ズ八 


郵便物 や 貨物 乘を 等を 滿 載して 
幸福な 密航 兒 がを 方面で 大持て 

を 通過 

當 m の 午後 ト時あ 十み、 
〔歐洲 時間 午前 四時 五十 か〕 には 
早 < ち關還 飛 巧の 目的地で あち 
フン ドリ ッヒへ ゲン. の 上空に 現 

むて、 地下 じ 集つ た 巧 民歡呼 
の聲を 浴びつ ゆら , ^ 、.どして 
ホの 上さを 遊 飛した る h 木幡日 
午が と 時 六を 〔化 時間 午前 一 時 
六み〕 に 着陸、 巧び 格納庫 じを 
のち 体を 横へ た。 獨 逸ょ らァメ 
リヵへの を 姻橫斷 じ 費，-- た 巧 お 
六 千 哩じ蜀 し 今 N の歸 還が 巧の 
巧 巧は 約 凹 千 ミ剛じ L て 飛 巧 時 
閒 正に 六十 八畔閒 五十六 かご 
いふ 新ら しい 記錄シ .巧び 殘 した 
今 巧の 飛 わで ァメヴ 力から 搭載 
した 

郵便 物は 手紙が 巧 巧 九 千 
とな 四十 五 通、 端 書は お 万一 千 


化' 円 一二 十八 通で、 重量 一順を、 
これから 得た 郵便 收 入は セ 巧 お 
千と 目 十 S 弗 ど 註され て 居る。 
をに 面白い のは 旅 賃ミ千 巧 ごい 
ふ貪價 を支拂 つた 乗客 二十 八 人 
の 中た まぎれ & んで 美事 じを 想 
天涯 的。 を 中飛 巧の 密航を 敢て 
した 十九 歳の 靑年 クラレンス • 
タ ー 7 ンで 獨逸國 民は この 大膽 
な ャン キ！ 靑 年を 白熱 的に 歡迎 
し、 圏 着 後け 獨谁 官憲の お 計 ひ 
で 無 旅券と 陸を 許され 熟 巧した 

男 ホ は 彼を 炯 上げに した 
6、 若い 女から 按昏 れた 外、 
美しい 獨 遮の 女から まけた 結婚 
中这 みか 十四 五ん に 達し、 ァメ 
9 ヵや獨 逸の 活動 篇眞 'を 席 か 
ら 高い 給 銀で 雇 込み じ來て 居る 
外 彼のた めじ I ホ學資 をを 出す 
とい ふ特志 家ら あつて この ごこ 
ろを 銃靑 年は 大持てのを ごを る 

ホ 露 十一 週 年 巧で 

勞働黨 示威 

選擧 運動を 兼ね 

0 シャの 勞働者 や 農民が 勞農 
濁 裁 政治を 押 立て i から 早く も 


十一 周年 にじるので、 四 H 々曜 
日の 午後 ニ 時 乂國勞 働 者 黨は化 
がな のた めじ 大衆 會 をを 當おマ 

デ ジン •ス n で ア— •'ボ — '- r ン 

じ懼 すべ （、當 旧は 义國 た翼勞 
働 連動の 首領 フォ ヌター 氏が 大 
統領 候補 ご して、 芋ト 0 — 氏が 
副 校 補 ごして 巧 ホのを 揣を上 C 
ベ <當 市 H ぶ 人 勞働協 會も參 加 
の當 じ. て ± 曜日 佔暑 長ヮ！ レン 
氏が 十 數を艰 初めての 勞働 まの 
巧闲 をを 許す る こ ミ 、 なつた の 
を 機 ミし フォ ，ター 氏、 ゲト 0 
! 巧を 午を S 時半 グランド •セ 

ント ラグ よら ユニオン •スコ ぶ 

ァ—の 本部まで 療 動員 命 かを 傅 
へ大 示威 巧 巧を する 常。 

戀じ なつた 女！：？〕 . 


炎のを か 


疑問の 自殺 騷ぎ 

イジノ キ 州の レー キ •ブラフ 
とい ふ 小 部を じ 化む 本年 一 二十歳 
じなる 獨 身の お ユリ ブリダ •ナ 
1 クご 呼ぶ 美人が、 子 おが 一二ん 
も ある 本年 五十を かの 巡査 じ惚 
れ 込み 

;：• さの 仲を 悲観して 自 からべ 


人口 增加 率不變 

東京 特電 二日 發 n み閣 統計 
商の 發么- し ょれば 本年 上半期 
.の 人口 增 加は 五十二 巧が と 十 
ご' 一人で 前年 間 鶴ょ b ぶ 巧 十を 
人を 減じた が、 本年 中の 人口 
を 加は 前年 明樣 八十 四 巧 A 泣 
ど 見 稽られ て 居る。 

.を 巧 民方歲 唱和 

東 ま 特電， 一日 發 。- 十一 巧 十 
日 御大 禮紫廣 殿の 儀の 終る 前 
(あ T 午を S 時半の 御 豫定) の 
午後 一二 時を 東京 お ほ。 號 砲を 
を 圖じ万 歲を唱 かする。 


1 スメントのフア1ホスじ良 

火し 炎々 V 一 燃を る 火の 申 じ 端 

然ご坐つて自殺を；；^^^、 人事 

す 省じ陷 つて 居た めを 發 見し. 

たどい ふ 飛んでも ない 事件が 

持ら 上つ て 居る。 

五 9 フ リダ 壊は 當時お 類は 燒か 

れ頭髮 は 一本 も 殘らぬ 程 じ燒か 

れた上 双脚、 手を の 化 じ 大み傷 

を 蒙ら 目下 巧 地の 病院 じ 入院 中 

であるが、 彼女は 自殺の 原 周と 

して 同地の 夜馨 チャ— ルズ •ヒ 

ナ コックを 精神的に 戀 して ゐる 

-> 

妾は 妾の 誠意を ヒチ コックに 
示す わめに 自ら 化の 中 じ 役 じ 
たのです。 妾の 戀は 神聖で あ 
つて 巧して 汚れたら のでな < 
且つ まの 肉體は 巧して 滅び ま 
せん。 妾は 今晚ヒ チコ ブタじ 
.逢 ふ 笠でした。 

ミ 語つ て 立會の 警官を 驚かして 


居る が、 當のヒ チ コック 君は ニ 
一二 遇 間 0 來病氣 で 引 籠つ て 居る 
上に 『彼女は 也理 學を敎 巧は し 
て居るか戀^:^んてが相な」 ど語 
つて 居る。 

選擧爭 ひで 

離婚の 訴 へ. 

夫人 S 權利 認めら る 
日 1 チン ゼ术ス 二目 發電じ 依 
いば 间 地の リンチ 夫人は 突然 法 
廷— 離婚 訴認を 提起し 


大統領 戰の 賭け 

大 統销戰 のォッ ドは 昨今 ス 
ミスの 人氣が おしを 巧の 西 街 
一は 一二 對 一の 割を じな つて ゐ 
るが 選舉 間際には 恐ら/、 ニ 街 
一 じ；：* •ちで あらぅ ご0 一 


まの ホ。 民 ホ 黨でブ ミスぶ ホ 
方 — まは 共が 黨でフ ー ゲァ！ 
を ま 持し フ！ ダァ！ の ホが 豪 
いど 申しましたら ホは 妾を. 散 
散に 駿 つて 民ホ黨 じ鞍替 へを 
强請 Li した。 

と 申 かて 巧 事は 夫婦の 仲は いざ 
知らず ホ 人の 巧 票は 自由 意 遠に 
一な すべきで ある ご 述べて をを 
離婚を 許 巧した ご。 

お 賣—化 巧！ L 什 ニ】 

太陽の 手輕 定食 

巧 六十 お 下目が 四 十八番 お亭 
太陽は 會お V 」 共 じ手驛 のを 妃で 
客を 呼んで 居る が、 季節ら ぶ i 
寄せ 銷 、かき 錫は 勿論す き燒は 
恃が じが ホして 大勉强 を おみて 
居る。 定食は 通例と 十 お 伽で 巧 
速に 運ぶ ので 巧 4 良は 芝居 巧 宝な 
での 連中 じは 废利化 上な しぶめ 
評が。 ：： 


舌 


た 一. 

个 

皆々 樣ぃ .よ-',、 御 機 鎌よ く 被 
爲涉柯 よら 珍重の 至 b じな ふ 奉 
b ます' かお 事 化 度 御ひゐ 筋 
の 後援を 蒙 6 浄瑶璃 H ホ 線掀究 
のじめ 『を 王會』 を 組織を しタ 
不宵御 指南 申 上る こど 5 相 成 ま 
した 就て は 同好の ホ々 樣 じは 何 
卒御勸 めを せ 御 乂會被 成 下ぶ 松 
ぉ 雲を おめ 德川 時化め 名 淨播璃 
御嗜 が： ト され 度く 永當 々々ザ 鶴 
な 紙上 ぉ 願旁樹 披露まで 
尙ほ巧 謝 其 化 極めて 御 巧を に 
取 討 ひます から 委細は 左記へ 
御 照 曾の 上 兎ら 巧 御を 遊す さ 
れ度 < お 待 も 申 上ます 

野澤吉 ち 

118 sis 三 さ 音 . 10 

Tel. 量ち 星 y 夏 96 


在留 黃年 理想の 煤 ホ 

日本人 靑年會 

» 串芸 を si - T た. CUrk さ こ 2 云 


御大 禮 奉祝 晩餐 會 

時 n 十一 巧 十六 日 (金曜} 午後 セ 時 

農 所 ホテル* ァ スター 

服装 隨 意 

男子は 可成 タネ シ ー ド 又は 黒服 婦人は か 巧 自由 

餘興 ダンス 其 他 大計 畫中 

事務所 紐 育 日本人 會內 

御大 禮 奉祝 會 
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Nippon 

Dry Goods Co. 
1261 Broadway, City, 
む r. 31st な . 

Te!. Pennsylvania 5950-51 

Ro 帥 1 4 巧 


齡 a Tr が ing Go. 

151-5th Avenue 

(Cor. 21 が な.） 

Tel. Sigonquin 3648 - が 


ImM 日 6 阳 s.， In 臣 . 

Formerly 

IVtaruhachi & Co. 
j? Easi 17 化 お . lU. 
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HARUTA & GO, 

141-1 が Fi 刖わ e .， 
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Navy む rk 巧 ty 
Tg|. 5 巧自 


Y がり Oil & GO. 
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20 DEY ST., NEW YORK 
Near 亿 hurch St, 

TE し CORTLANDT 7557-7558 


號 一巧 お 千 


第 


m m 貪 M 


日 礦 ± 


曰 


巧 


年 H 巧昭 


四 


總 領事 發聲 
天皇陛下 お歲 
萬な 
同 


俱樂部 便り 

H 本 お 樂部現 化の 建築は 千 九 
も 十二 年 十一 巧 下が 媛エ .一 ) だ も 
ので 爾ホ 隣接 家屋 ± 化を 買 收し 
て 今日 じ まつた 0 で わるが、 近 
年修 鐘に 比 軟的タ 額の 豐 用を 要 
する じ 至 6 し爲 め移轉 新築の 議 
も 起つ てがたので 幹部 じ 於て は 
目下 考巧 中で ある ごの 說が ある 
A 逮動 委員會 にて は 本 巧 一日ょ 
らゴ フ敎授 於 パィン 氏を 招聘 
しお 夕 六 時ょ 6 會員じ 室 巧ゴ八 
フ 指導 敎 巧を なす i ご つたが 
を 巧 巧は 一回 S 十み ごして 一 ホ 
二十 お 仙 A ゲーム 委員 會は 今週 
月曜日 開懼鄕 委員長を 始めを 委 
員 出席し お 棋園磬 大會を 十一 巧 
二十 一、 ニの 巧 日を 巧て み 巧す 
る ；ブ リ ッ ジ 大會を十ニ巧五日 
じ開懼ずる^^、 秋季摇球大會を 
十二月 十三、 四、 五； 木、 金、 ±〕 
の 一二 U 闡開 濯する £ 其他魄 々意 
見のを 棲を 試みた。 


ゴルフ 都々 逸 

ホ 羊 

ひだら 一：. 巧き ではない をぢゃ もの 

右 じ をれ るは 無理 もない 

' ■ ■ 

まは 巳ィ ャン わし や 木の クラブ 
ホ！， 批 ィン ヮンして 見たい 

君 じを しよ ごて 願つ たバ ッタァ 
惜心や 今度 も かすれ 球 
;〔 お 育 ゴ^ 7 情調の 四〕 

徵 兵猶豫 願は 

巧 •ノ \ 4 *aN ベ. 

一月 ホ H 0 後は 無 勃 
豫て 當地總 領事館から 吿 示を 
發 ました 迪 6 旧 か凹牟 度な 窗申 
吿 書の 提出期限 (ネ年 十 一 月 一 
日より 明年 一巧 一二 十一 日を) じ 
がき 注意を 要する は從來 徵集延 
期 願け 其 年の 四月 十五 日 迄に 內 
地の ホ 町が 長 じ 屑く 樣 領事館で 
証明を 巧け て提を すれば よかつ 
たが、 改出 巧では 其 年の 一巧 S 
十 一 H 邸もネ 回は 明年の】 巧 H 
十一 日を に 領事 舘 じな 留申吿 書 
を 提出せ なければ 其後提 巧す る 
こど ある も 飽事舘 でを 付けられ 
の規を どむ つて 居る から、 延期 
奢は がる 可く 早目に 手績 して 期 
限 じ遲れ ない 樣 じする こどが 讯 
要で ある。 尚 ほ 領事館では 右 繰 
上み 結 ま 受付 期 H を從 ホよ b I 
ク巧 早め まる 一日よ h 受付を 開 
始 して 居る。 尙 ほ新舊 兵役 法規 
ぶに 疑義 ある 同胞は 島を 總 領事 
館 じ 照合 あるべし。 

日銀が 務官 招宴 

H 本 敍巧化 巧 店 監督 役 武ホ理 
一二郎 氏は ホる 五日 津 島が 務官を 
おめ 銀 巧 官廳關 係 者 二十を をを 
おげ 館 •し 招待して 魄餐會 を 開く 


▼鄕里 送金 反び 並 送を (無手な 巧)* 外围 
巧替賣 買、 荷ち お 取が 取 立、 信用が » 
巧 等 一 投を巧 業務 阐 巧が じな 巧 可 化 侯 

. 献 賊臺灣 銀行— お 張 所 

本店 臺灣臺 化 

ちを 東京、 横な、 大 お、 神戶 、上が、 巧 
ロ、 福 州、 厦 巧、 油 頭、 を 港、 巧 巧、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 ス ♦■ラン：" タ ピヤ、 を H 
々グ カツ タ 、儉 を、 巧 外 臺巧十 巧ケ巧 


、資本を 壹億圓 (をが 巧 泣 巧) 

、稽 立を 一 慮 ニ 打 五十 萬 旧 
內地 本を 店：：^ 演 {本店). 巧を 乂 お 
、 神 タ長惊 下 巧 名を 尾 

橫 獲ぶ 金銀 巧— ち 巧 

米圃を 支店 U を 港 巧 « 沙 巧巧挂 
其 化 世 ホを 團重巧 部 お- 1 ち庙及 ュ水ン 
ス 有を 侯 


本 店大阪 化濱五 T 目 
が 育 支 巧が 育ブ 0 1 ドウ 玉 I さ 四十 九番 

駿 なぶ 銀行 

日 おみ (巧 京、 橫演 、名を 崖、 京都、 神戶 
な。 尾ノ 廣 島、 吳 、柳が、 下ノ お. 
がまな 一門 司、 ホ 倉、 を お、 蹲タ 、义留 米 等 
本國 預金、 郷里 送金 等は 搔め 
て 御 巧 利 迅速 じ お 取を 可 申 お 


本店 朝鮮を 巧 

支店 お 張 所は 日本 内地の 樞要 都市， 巧が 
滿洲 、支那のを 地 及び 浦 进巧德 

朝鮮 銀行 紐 育 曲 張 巧 

外 段 爲替一 股 お 巧 菜巧靖 々御 依利 じ 取扱 可 
申上极 


藤本 證券 會社 

一般を 價莊 券ノ賣 買、 引を、 募集 
▲金融、 化 ニ么ニ 關スグ 一切 ノ まが 

I 賊 藤本 ビル ブロ— 力— 銀 一な 
紐 育 お 張 巧 


陶破 器、 雜 貨卸贊 

寐村ブ ぅず ー ス 


お貨 陶雜器 

ドラィ グ— ズ卸寶 

太洋賓 易が ま會巧 

ま おが 俄 古、 ポストン 


ト 




▲おがまみ 等 お備供 食のを 舊お巧 もろは 巧 組 ぉ 
のか 練 親切 T 巧 ミ 共に 巧 巧の 謗さず ろを でず 
▲窗化 太平洋 お 路云等 巧 巧は をが ホが 巧な 島み 
姑し ミした、 なじが 巧 おの 如を は 巧謂ッ i 
ス トサ！ ド 又は スナ H デ ✓トクラ ッスな 上の 
巧 あ备備 へて 煩り ま ザ 

® 桑 巧 ホ か ホノ^， 經由 【正午 出帆】 


西 比 利亞丸 
大が乂 
天が 化 

コレア 化 

を 巧乂 


十一 巧と 日 
十一ち 廿 一日 
十二月 立 日 
十二 巧 ホ 日 
一巧 二日 


A 

拉 

民 

U 

B 

T 

S 

則 

U 

0 

T 

1 . N 

® シアトル ぉ奶 【午 ホ 十 時 出帆】 げ 
靜岡化 エ巧廿 と 日 
横演化 ち 巧 十五 日の 
加賀化 : 月 八日 醜 

@§敦 穿 日本 行化讯 如 
白山み 十一ち 十 セ 日 
歌訪み 十一 頁 一 g 
A 巧 育 巧 化 己を 展 経由 B 本 お 货物 お— 巧 ニ 旧 
' A 澳道切 巧寢奎 ホぶ 化ち 事街領 をに 御 おか 申 W 
A 太 巧洋乂 あおを せを 賠切 待御馆 をに 取 計 ミオ 


資本を 
沸这濟 資本を 
梅 ホを 


畳な 旧 
み モ巧旧 
六 千 一二な 五十 巧 旧 




な 

-E 

H 

T— 


S 37 N W 

眶 W パ 

Y M a n 

w ei J 
d > 


竺弄銀 朽替支 巧 




が 


巧 

Am 

本庙あ 京 巧 日本 儀區 本を 屋町 五を 化】 龄 
支店 小 お 日本 橋を 內 (お 京〕 震 
名 古 崖 京都 大巧 西 (大 お〕 神戶 
廣島下 關門司 おを 巧 岡 長 巧 
上 おかを を 買洒水 


8 VW の 

W 加 おが 

曲 5|i 

化？ 的；^ 

M 誦 W 

8 R 1 

な. 


お出 入 爲替’ 電信 送金' ホ 送を. 旅 巧 信用が 
巧 業 信 巧 狀を化 一般を 巧 業 

A 提ニ轰 銀 巧 f 支店 

微 をを を" 日本が 化 無手 あ 巧？ 巧 ま 取扱 
本店 預金 (定期 通知 ノニ 補) 御 便が 取を. 
本支庙 東を (本な)、 大阪 * 神タ 、京都 
所な 地名 古尾、 小 お、 上海、 な 巧 


シアトル 出帆 (午前 十 時) 
あ b ぞな化 十一月 ホ H 
あ ふ A か乂 て 月 ホ 八日 
ばりず か (あを 出帆) 十二ち 十日 
►一等 橫濱 一九 五 巧 

化し ばりす かるん でんか U 1 五 五 巧 
▼一二 等 日本 巧 五 五 巧ぎ 室た 巧 造を 族 室 多 技 
▼御を 望に 化リ 一筆 割 則を 復切巧 寮 巧を 可滨 

ロスアンゼルス お 帆 (午後 一二 時) 
もんて びでお 化 十二月 十日 

はわい 化 一 吾 香 

▼一 菩橫濱 ニ 一一 1 C 巧. 惟は わ： >み まじらを 空 弗 
▼お 別 一二 穿 日本 符五 十九 巧 てニ 等 日本 巧 五十 五 巧 
▼が 巧羅 がけ 涼 車 切符 寝窒 ホ 購入 御铃旋 化リ候 
▼が 育 線 パナマ 經由 a 本ち 那巧當 物舶巧 一回 


諸雜貨 仲買、 卸販賣 

.保 巧商會 


觸滅 器雜貨 卸寶. 

春 田腐會 


H 本 陶破黑 雑貨 類卸賣 

ザ元ブ タザ I ス 


日本 陶慰 器雜貨 

ラム プ卸賣 

奈良寶 易商會 


H 本吳服 反物 キモ •ノ 

テ^ — フルク ロ ー ス類 

諸雜貨 卸商 

説 日本 ドライ グ ー プ商會 

特別 廉 偕で 大勉强 新 流 朽は當 店の 持 長 


H 木 胸 黑罐貨 

ドラィ グ ー ツ お販賣 

龍献 巧 木 桃 ホ 組 


八 ィカ ラな 紳± は 

化ぶ 服 を しまず 

夫れ は 宜く身 じを ひ、 を 掛けは をく、 を 
して 化 巧を ょら も 長 持 もす る 事を 知つ て 
るからで す。 弊 巧は タ數 H ホ紳十 •の 脚 用 
をを つて 居ます。 

n 此廣吿 じて 翻 巧 店の そに け 

六を 制 引を しま fn 

が 注文のを 巧 じな はら ホを も 巧 一度 巧て 
見て 下さい 

ウオ ルカ— エンド フロ リオ 巧呢巧 


の F じ 陛下のを 歲を 奉唱し あら 
て 茶 震の 攀應 ある 由。 尙 ほ拜賓 
式 じ U な 留宫は (婦 ん を 童を も 
をむ) け擧 つて 參 列を 希 疑して 
居る がを 歲 奉唱の 方法は 左の か 


献上 おの 證衡も 確を し 

奉祝 會諸 準備 成ろ 

縣金じ 豫を額 千 お 巧 弗を 突破 

.破天荒の 晚餐 會餘興 大計 畫 


を 中必ど して 米 固を 
部 地 ホ じが おする 巧 人の 御大 随 
奉が おなが 上 お 藤を は ポストン 
ノ — 7 ォ ー ク、 '華 盛頓、 雙府、 

ボ！ ッマ ゥスを 始め 旣 じを 地方 
ょらの 送金 も 到達し 昨 U 本號綠 
巧までに け 優に 千 五な 弗を お 彼 
する のが 巧を 呈 したが、 献 h 品 
證 衡じ關 しては 時に 深甚の 注意 
を 拂ひ豫 て 特別を 員の 手 じて 調 
査 せる 結 欺 じ 某き ぶる 兰十 一 H 
午後 S 崎齋 が 總谢 事、 田 島總務 
部 委員長を 始めを 信會 .を、 松 旧 
海軍 監皆 長、 鳥 お 砲兵 大佐、 內 
山 領事、 お ホ 副敞 事、 巧 谷、 高 
木， 掘 越、 白な、 鈴 木大每 、化 
野大朗 、が 脚 n 米、 水を お 巧 等 
參 集、 田 島 委員長を 座長 じ 時 別 
委員の 報 吿を聽 取し 第一 

M 補 品た る 米國歷 化大統 
領親罢 集に 就き 硏 兜の 上 純を じ 
てが 花 御 紋章を 中央に 巧が 甘る 
純銀 ケ 1 ス じが 育巿の モノ グラ 
ムを 表象せ る ヒンジを 附し之 じ 
親 黒 集を 收め 、献上を 名簿は 別 
_册 こして 添晚 する i どなら、 献 
j 納 願書 挺 ホの 件は 內山 領事 自ら 
I 其 巧に 當 るべ く决 をし、 挪位式 
I 當 a 苯を ずる 衝信貧 表は 松 巧 海 
一巧 監督 長 起 単すべく、 尙ほ 献上 
一品の た 統領るな 义幫內 をの 檢討 
一 鑑定 等は 齋藤 名擧會 長、 松 巧 海 
I 軍 監替を 及び 巧 田 柳 作 氏 特別委 
I 員 ごして おら じ愼® V も査 ぶを 
巧 ふ J ご。 つて 程る。 

部 委員 食は I 昨 木曜 
日 巧び B 本お樂 部に 巧て 開愼さ 
れ じが 風 間 委員を ょ b 餘巧 部、 
會踞 整理部 ■装飾 及び プ 。グラ 
ム部 委員 巧の 進 巧 お b シ詳 細に 
報吿 する おん b 特に 餘興 部-’， が 
て U 曠 もの 大禮を 奉祝ず をを か 
にがて おし お'」 就ても 忡 々凝つ 
たものを 選 わべ. を 員け 數度會 
をを 觸 きたる 結果 骨 紐み も 大体 
巧 ホ 上 6 當 がの 宴會出 おを をア 
ット おはせ る 意 氣逐で 目下 大車 
翰トお 手配 V - 進めて 居る が、 出 
し 吸の 巧 おは 天機 洩らさ 中 ど あ 
つて 玉 ホ 箱の ホを あけて 見ねば 
をら ぃ みいが 何でも 

會壤 の 一を 舞を を設 ッ 

て 電氣設 おもす る £ 云 ふ 事 ピヵ 
ら略ば 其 巧を を窥ム じある ベ 
タンす の时も 頗る アッ ラク VI ‘ 
ブ に、 をして 又 これを た- U く 力 
t . を乂れ るが であるっ' 當がを 會じ 
j 當 てられ' ロる 階上が 築の 會 鶴は 
一 了 じ 直る 長い 大ホ I ル 中じ銷 
台を 一方 じ I 二方 K 菊 化 御 紋章ん 
b 紫色 岐 幕を 繞 もし 天井は 蛛抑 
巢 おじ < マィ ラック， を 巧て 飾 
b をれ じがの 化 菜を 色で 6 蝶 化 
の 色 ご おい 掛哮； を 見せぶ 外、 翁 

媒 入口 も スマ 

ィ ラック、 パ瓜ム 

巧 上 じを 化の 菊を 點 綴した 

奉祝 門を をる ご 云 ふ計窗 
で是 等は ア ，ター の瑞旧 氏が 大 
じ 溢 力して 居る の。 ホ 事 だもの 
が 出 巧る 吿隨て 同胞，- 巧 席 おも 

タ數に 上るべく お 常 S 施な を 巧 

V- 1 r...i — -—一で - 


待 ごむて 居る。 左に 窠四 回の 聴 
を 報 吿を揭 載せむ。 

山中 商 巧 扱 

白 江 信 一二 ホを 正 太 郞同巧 
子廣 瀬と 郞同照 W 畜久 
代 山 本豐吉 同で、 

旧 中 ま 次 郎-巧 シグで ホ 司 
龍- 同化 男 同を r ホ*^ 
外と 名 

中 山 巧 一二郎 巧 扱 

巧 藤祿间 コゥ 巧 郁 同 富 
美 同 巧ず 旧 巖同政 同 
敏夫同 美化 同 銳ニ浦 志 
亮 S 1 ニ 澤底助 同 セィす 
園 山 おを 同 メリ！ 同み 撥 
中山理 S 郞同若 化 山 田 操 
近 藤 昇 嵩 山 喜 一二郎 同 アヤ 
ノ .巧 巧 子 巧 田 國之助 同 
順モ .梅が 榮吉加 藤 錠 一 
岸榮吉 

川 島 仙 藏氏扱 

お 森 淸波織 田み 一二郎を 玉 
德ホ山 崎ち S が片 岡を ず 
橫山六 左衛巧 高木 顏之巧 
雜賛 万吉村 島缓城 淺枝貞 
巿 後藤 猛山田 仁 ま 本 田 
信 一 杉 野が みま 巧 一郎 
里 健 重 3：： 十一 名 
山 出 質 郞氏扱 

山 旧 質郞同 おモ同 智加モ 
同 命 子 
高峰 事務所 

草 信 巧を 同 メリ—' 间巧禮 
同源 一二ら！？ 四 郞同ホ 高峰 
譲を 即ヒ * ダ 高峰を 同 
ォ テツ' ト 增井修 吉詞初 枝 
が h 勇 加 藤 政 五郎 巧 旧 多 
一 ホ 礙ぁ雄 

江 商 コ^ — ボレ I シ ヨン 

山 出 巧 逍同禮 子 巧勉巧 
浩同霞 雜旧あ 雄 岡 妙す 
松 本 蘆 ニ 山 本 梧 一久 田を 
治 猫 江 榮お酶 島を 间楼 
奥 野 茂が 杉 本恭一 中が 次 
巧 

が 育 新報 社 扱’ 

木が 一二 雄 中 村靖难 中野恭 

ご 一. 福 田 巧 
內旧實 ずを. 文 雄 
水 谷 ホ ご 

嘗 巧す 

華鞍哦 d 本人を 扱 化 お 伊四郎 
A 二十 人 

/I フオ） クタ 巧 彌を扱 |こ 十 
人 

ツ マゥ， ホ 木 貞次郞 氏 扱 
を 許 十六 人 

费を化 島お踞 太を 扱 二十 一人 
巧 尾 お 藏を扱 八 人. 象 山淸五 
郎氏扱 十九 人 

ボブ トン H 本人 會披 五十二 人 
山中が 會扱八 人 


ら 新田 五作 
島 田 文 夫 
巧 タ津廣 卞武男 




在留 官民の 

拜贊 式擧巧 

日本 俱樂部 じて 

旣報 即位 ぷ當 りじ 於け る總飯 j 
事キ 催が 巧官 K の拜贊 まは ホる 
十巧十 H 午をニ時ょ5擧巧^ る 
i にみ ぶせ るが' 右 順序は 午後 
ニ 時よ b 一一 一巧まで 御 眞影拜 おを 
なし 午 巧 S 時. でな て總 領事を 帮 


日本 郵船 會社 (並-一を 鐵道會 赴) 

代理店 片欄 兄弟 商會 

乘 車、 乘船 切な ホ じ 小荷物 運送 御 使 利 じ 取扱 申します 


ラム プ 度び シルク シエ ー F 

製造元 卸賣 手 塚. 商會 

H. Y. TETWCKA CP 
15 W 男ご呈 ぎ NJ . 田す Tel . 呈 els 泛蓋 1 


: ♦基督 敎 修道 會 

お 生かへの ホみ 今 ホ 岐師 
♦日本人 美化 敎會 
を督の 記憶 を 崎 牧師 


おお 漬 
イカ 盛 ホ 

な 魚 強 辛 
のし 錫 

保 滿禮漬 


桑. 山商會 

ニ A EAST 置 th ST: N. y. G. 

さ 旨 e . す 巧 nf 21 だ- 吉置 


東京 商 會特吿 

昭和 四 年度 

開運 曆 •一二 C 
御家寶 ■•一 弓 
御壽寶 110 
十】 巧 講談 俱樂部 一， 00 
义藝 俱樂部 •五 0 
キン ダ • .五 0 
冨 . ± ■ •五 0 
其 化を 麵 到着 

市內 配達 致しまず 

紐 育 東京 商會 

皇 W . 晝ぎ N . ご. 

Tel . ブを宫 ま 59 


ア ィボ 9 ィカ ツチ ン 

^ S ダ、 美術 修變 スッデ 
オ廉價 じて 貸 度し、 ベンチを モ 
—タァ か、 な前柴 原、 ご 玉 巧經營 
邑 R き 芝タ 2 だ h St . 

賣度 wss 」、， 理由 1 

の 上 〔東京 レスト ラント】 

パ ミルトン 街 ニニ 四 番ま人 小 池 
Jeleph 呈 ™ 置 的 ま om こ 7 送 


.特別 御案內 

一、 每 H 喔 H 諸集會 
® 聖書 硏ぉ 正午。 共腳會 午後 
よ 時半。 禮 巧說敎 午後 八 時 
一、 木曜 H 集會 

I ® 婦人 裁縫 午後 ニ 時ょ ゥ 四時 
I まで 

ま伟 鴨ホ久 夫人 
^ 0 英語 硏究 同時 刻 

ま 巧 力 ー チス 夫人 
® 斬禱會 午後み 時 
1、 英語 硏兜 男す 部 H 巧、 水’ 
木、 午後 八 時ょり 十一 時まで 
本 會の爲 め 永年 犧牲的 じ 御 働き 
じ 成つ て おらる i 鴨 井 夫人は 設 
備の整 ふた マツ デオを ごごす is 
Avenue . じ 御開き じ 成つ て 居られ 
ますから 直接 御 話に がわ ば御自 
をで 個人的に 御敎 示を 願 はれま 
す。 英語 も 力 ー チマ 夫 じん 御を 
渉の 上 同じ 便が 得られます。 

同胞 諸 ±の 奮って 諸 集 會へ御 
出席 せらる； 様 御案內 申ます。 

紐 育 日本人 敎會. 

W 30 巧 a をの 7を 皆 reet 


岩寻レ か 之 多年 賣ら达 める チ！ 

|長 虔丫 < 、今回 持 塞 

國じ 付き 至急 資 度し 委細は 左へ 
吉着皇 a , 81 W . 黃 St . 

ミ ar Bth Ave ., 宴 

ト タンク- い "パい い 

イン ノ —べ i シ 、哥 ン トランクを 

物と 弗 立 十 仙 ょら 十二 報を 十 他 

夏で sith S 夏 et 

ト タンク . f 讀 f ? 

及び スナ^ — マ ！ トランクち 弗 五 

十 袖、 化 弗 五十 化、 十二 弗 五十 
仙、 みー 許 b 使用した 範類 一巧 
一二 弗 怒び お 弗 
巧 芝- Si 呈 re . , cor . 4 善ぎ NJ . 


鄕 披露， 

今 网タ年 經驗の ぁる 腺 利きの 
日本ん 職人を 雇 ひ 入れました 
是れ 迄の 樣じ 御を 樣を恃 たせ 
る樣の 事は 御座いませ や 精々 
勉强 致します から 柏 變らず 御 
最 負の 稗 V 願 上げます 

淸巧髮 床 

巧 四十 S 了 目だ番 


吿 示 

來ル 十一月 十日 

天皇陛下 御 即位 ノ禮ブ 巧 ハセ ラル ル ニ付當 
円 午後 ニ 時 ヨリ 紐 育 巧 西 九十 一二 下目 百 六十 
一番 H 本 俱樂部 ニが テ左ノ 順を ニ ヨリ 拜賀 
ま ブ巧フ 

. 1 、 御眞 影拜賀 午後 二 時 ヨリ S 時 迄 
一、 萬 歲奉喔 同 S 時 

昭和 H 年 十一月 一二 H 

巧 紐 育 帝國總 領事 舘 


ベく、 更ら じと H 巧は を 島 財務 
官ま 催の 下に 同じく 東洋 おじが 
て 巧 宴 ぁる 由。 

み國 通信員 偽會で 

化朝樞 巧を 招待 

外國 通信員 協會ま 催の 下に ホ 
る 八 H (木曜) ホが 中の 國は黨 前 
外ぁ總 長な 朝樞巧 及び 新な 駐墨 
を 使 李 氏を 第五 街 ホブ^に 招待 
して 晚餐會 を 開く 望。 

神 戶高商 同窓 會 

巧が 神 戶高巧 出身者の 同窓 會 
は n 凌霜會 N 同校 敎授烏 賀陽然 
良 氏の ホ おを 機 どし 去 41 二十】 
H 巧 H 本俱樂 部に がて 親睦 會を 
開き 江 巧の 山 田、 郵船の 武 井、 
岩 井の 旧 中、 商船の ホ 上 氏 か 十 
を 名 出 巧、 鳥賀陽 敎授は 最近な 
圃學 生の 思想 問題に 對 する 意見 
を陳 ベ、 現 化の 巧 弊を 新は 少壯 
新進の ± の 出現 さ選擧 おの 自覺 
に 待つ の. 外な し V - 說 き巧氣 露々 
狸に 散會 した。 前 ほ词敎 巧は 水 
曜 H お 半 出帆の 便船 じて 渡歐の 
途じ 就いた ホ。 

日米 生糸 移 室 

當おパ ー ク街 一番 舘じ がける 
H 米 ま ホが ま 會社級 育ま 店は ま 
る】 日 ょら 岡 建築 內萬五 階 五 ニ 
一号 室 じ移轉 しれ。 

? か 人 

•柏木 秀茂氏 正金銀行 支店を 
感冒の 爲 めか 曜日ょ b 引 籠 療養 
中で ぁつたが を 快ぉ勸 
® 小山み 藏氏 和歌 山縣 第二 區 
選 ぉ 民政 黨化議 ± 、而部 地方を 
經て 前週 巧な センチ ユ 9 ホブ 
がに 投宿 中 

•服 部 勘 一を 內閣 印刷 扇 員、 
去る 二十 九日 着 紐 举府じ 約四ヶ 
月間 滯 巧の 上 渡 歐の當 
•が 內德亥 氏 關東廳 事 あ官. 
最近 ホが リゲヮ サイド •ドライ 
プ五九 六 番じ滯 なの 由 
♦藤が 惠氏內 お 省 社會扇 事務 
官 、ジ 3 ネゲ じがけ る 國際勞 働 
會 講じ 列席 後歐洲 視察の 上 今週 
來紐 

# 齋藤诫 司 氏 輸出入 巧， サィ 
ベリァ 化 じて 桑 潘經ホ 去 巧 末 ： n 
着 紐 ホテル ペン じ 投宿、 本 夕 加 
を お 方面へ 旅 巧し あ 週ち びを 紐 
する 篱 

H 雁說敎 

♦紐 育 H 本人 敎會 
園の 人 淸 水あ師 


巧 晒 スペシャル 


化 卵 

ホ廣 新米 

到着 致しました 


化 桐 兄弟 商會 


凱 . 18 Jo . け 02 


边 於 ぶ 巧ぉ〇 化 巧を 巧 itttp 巧 


WEO 化 so が， N 0 化 M 化 R 7 1928 


比 sSSS 常。 k". 

303 Fifth Ave., 

Tel. Caledonia 4101 

內 田が 事 株 巧 會忠械 育ま 巧 
Uchida Tracting し 〇 • ， Inc. 

1 1 Park Place 
Te!. Barclay ■巧 76 

島寶易 株式 會栽 
Shmia ira ぶが 八 , ， Ltd. 
150 Broadway 
Telephone Rector 1484 

株式 會化 ホ 尾商會 
Akawo & Co., Ltd., 
295 Fifth Ave., 

Tel. CaWonia 9758.59 

ホを 製 絲な績 巧 ま 食な 
Kataloira & リ LuL, 

200 Madison Avenue 
TeL Asfaifiind 4545-4546 

K. Mildmoto 

Mild 田が 〇 Pc&rU 
巧 5 F が 比 Avenue 
TeU Vand が biU 2 な 9 

大食な な 育ま 巧 
Okura 在 Co., 

30 Church St" 

Tel. Co け Undt 2292-93*94 

H お 巧 ま會お 
化理巧 
を 峰が 會 
120 Sroadway, N. Y. C. Tei. Rector 7884 
Fa 加け； 化 10 3 な h 4re., しし City 

ま 巧 物を 巧 ま: 會駐 

A 化 打 〇 良 ussan Co 历 party 

Room SOI >805 
165 Broadway 
Tel. Cor け aadt 8047 ぷ 好 52 

Gosho wrporation, 

Silk importer ち 
i が EMt 84th Street 

TeK A かお nd 巧 87’91 

Gosho Co, !nc 、 
Cotton Exporter, 

80 扫か ver St«. 

T 百 1 呂 owHntr Greeo 880&>0F> 

巧 巧が 巧 道み 式を お 
巧 育 事 巧 巧 

Sou 化 Manchuria R. R. Co リ 
Room 2026| Canadian PaciHc Blctfir. 
342 Madison Ave. 

TeL Vanderbat 4135 

H 井 かを なま 會な 
な 育まな 
Mitsui & Co., 

巧 : > Broadway, 

Te し BowU 叫 Green 7520 

なま 會赴岩 井 巧が . 1 
姑 育を 巧 
Iwai & Co" Li : ん 

Woolworth Building, 

TeL Whitehall 6040 

H 莲巧事 巧 ま 會租； 

紐 育ま 巧 
M れ subbhi Shoji {C&isha 

(M な Co •，し t ん） 

120 Broadway 
Tel. Rector 2560-2S64 

大阪 朝日 ニ ま 京 朝日 
化 巧る 巧 
Osaka Asahi 

The New York Times Annex 
Tel. Lackawanna 1000 

白 本 炼巧巧 式 街 It 
な 巧 ま 店 

Japan Cotton 1 ranting Co., Ltd., 
25 Ma ぶ ion Avenu み 
TeL Lexington の 80 

曰 本 生糸 巧 ま會お 
お育ま 巧 
NIPPON KMT0 KilSHi, LTD 

Two Park Avenue 
Te!. Ashinnd 5320 

巧を を會巧 
巧 育 支 巧 
Hara & Co., 

443 Fourth Ave., 
TeL Caledonia 7830-35 

曰 米 生糸 株 ま 曾 社 
紐 育 支店 
K!CHI-BEi K リ巧 KABUSK1KI m 巧 Hi 

(N:CH!- 技む ！ aiTO CO" LTD.) 
1 Park Avenue 
Tel. Ashland 6246-47^-49 

乂 おお 日 ニ まな 日日 
を 木 S 郎 
Osaka Mainichi 

Room 306 A World BuU ぶ 叫 
Tel. Beeknian 4259 
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排日で 經濟絕 交の 非 か 悟ろ 

H 濟 南には 將來を 保証の 爲め 或ろ 程度の 駐兵 M 

東京 特電 五日を = 上がょ 6. の 時電じ 化れば を 田 亞細亞 局長、 西田濟 苗、. 矢 田 上海、 藤 田靑島 
'を總 が 事、 岡 本 巧 京駐化 領事 等は 鸠首凝 讚の おあ濟 南ょ b の 郎時撒 兵は 到を 不可が でぁる こ とじ 
を 見合 致 L お 巧の 巧 証 どして 或る 巧 巧の 巧ち を ま 張す る じみし たらが H ま 懸案の 解かは 支那 側 じ 
どち て 寧ろ 必架 にして 經濟斷 巧、： 2 貨 排斥 等は 到底 不可能で ゎ b 特に 徽稅 自由 權 のかき 支那の 經 
こ 重大。 鹏 係を 持つ 時局の 解决 はり 本 ど 協力す るの 外な しどの 講 論は 漸ホ 支那 人の 間に t ) キ張 
'さ れ靑ををおも漸く费おするの化ゎをと巧 へらを。 

東京 特電 四 E 發 おにを いた 亞細亞 巧 長ち 田八郞 氏は 矢 
; 田媳 領事 こ 王化 廷巧 S をが 停頓-」 瞄 聯し駱 かを お 軍の 眞 意を 部 
しなお 柴 南京を 涉 の 根本 S 本案- 1 タ少 5 相違 點 •々ぁつた こ'^ を 
度 化し- れじ 就て 神々 ご 説明を したお お 敲解點 に 到達した ど。 

關稅 交渉 

取敢 へず 應諾 か. 

國 区 政府 ル n ち 通曲條 約廢棄 
の通吿 .1- 端を 發 しと H W ホ 非常 


硬化 ‘し c ' f •をる H 支觸係 

け 國比 政府い おお 制度の 採用に 
よるを 礎 S 確な じよつ て 漸く 兩 
轉の ホみ を b ぶ 見。 最近 著しく 
日支賊 係が 轉の曙 ホ だ 認めら る 
るに お b ' U 本蚊府 ごして 一：； 支 
抓 側よ 6 條わ 問題、 關稅 問題 ぁ 
る ひけ 妍苗事 化ん をの 阿^ かの 
解 ホ じついて 时 かみ 怠 おを ホが i 
ぁつた 跑 をに 於て’ 當が をの 問 
圈 をき つかけ どして 日ち 巧渉满 
始<2 緖に 就き 惜 る-^ の ごの 確信 
を：® し i 」 巧れ 热じ 今回の H だ 
を 化 A ち邪侧 S あ學じ 基く 國技 
がかが 於 部を ボ子 义氏ピ 矢の 上 
海 繳郎ホ S 械お '八な 化を 中’ むと 
し H ' ん會 なに 

必然的 _ ..脚 稅閱摧 によつ 
てを涉開始の縣.如が，^れならの 


こ 觀られ て & る。 がるに 裝 して 
ザ 子 父 氏の 提案 じ 應じ熙 我な か 
案 V 議越 こして H 支を 渉-— 入る 
り 否かに C I ては わか 政府 部み 
じがて 

1、 條巧调 題の 解 巧 前 •し鬻 我な 
ぶのを がに 乂 るの a を 試で あ 
る、 

1、 を 日^ か'' 停頓を ホ-’ てム 
る H ま關 係に おいては 解 巧し 
得べき ものょ な 解 ホ」 碁す ィ 
る が 得策' をる、 なじな b 
.わへ ホ關お 問題の 解 决を圖 b 
然るを に 一艘 W 諸懸遷 W 解み 
じ 及ぶ' へきで々 る。 

〜 J 5 賛宙兩 論わ b 縣 巧の もぶ を 
絡 どし この U まを 涉の 開始には 
相當 

な對の 怠を 表して むる も 

のが タ い、 殊に わが 校府 はす .H 
まで 通商 條の 問題の 解み 前 U 15 
一切の：！！ 支を 渉を 排 する 態度を 
みして 巧た 幽係も あ b - かつ ゴ 
た. 一ん 條的閒 題に 因を U し 東 I 卢 
省 ■闡 に敌府 i のを 協を 阻止 ザ 


る從 ホの 巧き がか b 上から 條約 
問題の 解み 前に 輔稅 改正の 提議 
r 應 ，て H 支を 涉を 銷始 ずるを 
はネ 盾で 而ら早 討で わる ごの 反 
勒 露見が 一部 相 當ヵ强 ぃものが 
わる 棱 機で みる。 かた を H 
む •か 政府が ホ子义 氏の 提 藩」 應 
じ 關我間 越を n て 円 まを ホを 開 
始 ずる じけ 巧 成. の 難色が ある 
然し 一 ホ 硬化し つ i わる n ま關 
'係を このまぇ にを 任！ て 置 {時 
は將ホ 益々 をの 
程度を 深刻。 らしむ る じ 
過ぎない 。なじ 適 當の機 會じ適 
.當の ホ 法に ょつ て 曰 支を 涉の緖 
じ 就い じみが 得策で あるから、 
今 巧の 綱 巧な 正の 提議は 曰 支を 
涉辨 始の緖 ごして 巧 個の 題目と 
らい ふべ く， かつ H まを 涉 開始 
じ 適赏の 時機 トー も あるから 先づ 
關稅 改正のを 巧に 應 じ.、 然る 後 
に 漸巧條 約 問題を の 他の 解み じ 
ぶぶべし ごの 意向ら 相當 濃厚な 
もの ある。 故に わが か 府當巧 
としては を 巧の 巧き 憑か bh 當 
が條約 問題、 濟 南事俾 をの 他の 
諸 懸案の 解 ホを 圖るじ 必要な 巧 
をの 用意 ごを 涉の餘 化を をして 
關税な 正のを 渉 じ 取 敢や應 ずる 
じ 至る で わらう ど 観られて ゐる 


ポアンカレ 内閣 

遂に 難 職 

急進派の 反目で 

パリ— 六日 發 n が アンカ レ 氏 
の聯ホ 2： おはを 巧 閣員！： 人の 所 
處 する 急進 社 會黨が 黨箭の 結果 
曾 かじ 街して 國防 費の 極 减を始 
め ごして 

重要 U るを 算 編成の お 改を要 
求し 若しを れられ やん ば 急進 
派の 閣員は 辭職 t べし ィ 一巧 議 
したる じ對し ボアン々 レ 氏は 
斷乎ど L て 右の 耍 ホを 巧絕し 
急進が じ屬 する 敎育 大臣よ リ 
ォ ー 氏の あつ せんに 娘ら-巧 
危機を 脫 化し じど 見られて 居 
たが 

をの 後 急進 黨 にな 右のを 協 じ 向 
つて 巧び 反 對の盧 をを 巧ず る じ 
'至つ た 爲めユ "ォ’ 氏を 始め ご 
て 殖お地 大臣べ リア、 內務大 
臣サ！ ラ！'、 _ 農業 大臣 ク エリを 
等は 辭 表を 提 おする じ 至ら、 ポ 
ア y カン 巧は 急遽 閣議を 開催し 
こ n が 善後策 じ 就て 密議 一二 時間 
じ 及んだ が、 

.ポアンカレ 巧は 聯立 巧閣 組織 
當時 ょも 一蓮托生 主義を 標榜 
しお. り 現に 今 3 の 內閣あ 機に 
際しても 聯立み 閣 をな 造して 
時局を 格収ィ るの 息 志な L ど 
言明して 居た 縣 係ち あら あく 
まで もこ^を^!. 觀 したので 
をじポ r ン カン 巧閣は 大統領 じ 
對 して 總辭職 ずる 旨を 通吿 した 
一般 輿論は 今回のを 變じ 就て は 
最初よ b ホ ドン* レ C 立 壌に 同 
情し つ i . わらて、 殺ら じ 急進' 祖 
會黨 との 協調が 破れても 議會を 
挪拔 ける こどは 大丈夫で ある ご 
の 見地から この 際 ボアン カレ 巧 
じ 依る 新 聯立 內閣の 組織を 希望 
して 揖 る。. 


巧 一 發の禮 砲 轟^」 

御 西 下の 聖上 陛下 名を 屋へ 

H と 日 午後 ニ 時には 御大 典站 京都へ 御着 筆： 

視祭氣 みに 醉ふ ー踩 都の 臣民 


.東京 特電 六日 壊！ 御： 化の 脚 盛儀の 爲 め御两 下の 舉よ营 S お陛 すじは 今朝^ 時 過ぎ 持 
別齒簿 じて を 城 御 出 巧-天皇 じに 金色 輝 （鳳凰を つけた 六 頭 ホの 御な 儀装 馬 おじな され 巧 衛騎を 
捧持の 天皇旗-^' 御先 城に ホを おの 譬戒禪 じ まを 驛へ 御徐 進、 四が な 街が 儀装 馬を へ 召された 皇后 
階下を 御み ぎに、 秩父宮 .同 妃殿下、 伏時宮 、同が 殿下、 大禮化 総 親 閑が 宵 殿下 等 具 奉 申 k ' げ、 
御大 禮時別 别車じ 御座 乘 、午を 八 時、 御機嫌い ミ 麗し （巧 巧 驛を御 度 車、 午後 一二 時化を 名 古尾 驛 
おを じ 抑 着黎遊 じさ n た。 この 日 巧 都は 御大 典 氣みじ 漲りを 町は 提灯、 弼 巧、 慢 幕で 滿飾 ぅれた 
が、 持 じ お 座' 日本 橋 等の ま 要 街け 目も醒 むる 引 b に 飾 立てら む、 ニ 巧の 軍が は 長 谷川 中 お 指揮 
の ドに 宮 がご 柬を驛 間の 沿道 じ 整 巧。 一般 拜觀 ちは をの 巧る じ睹 列して 御 齒簿の 通過を 奉送し、 
中じは±下座してが難涙じ俩ぶものを是をけた^^、 五円のタ々ょ6早， も辩常持參で沿道じ一巧 
を 送つ たちが ホ 救 見を けられた、 巧くて 午前 八 時、 陸が 軍が 發 がすち な 一 をの 祝砲 秋 空 じ 轟き、 
帝都 巿 民が 糊せ やして を歲を 叫んだ 時、 御 お 列 ホ' い徐 々ごして 滞る がかく まを 驛を 離れた。 

東京 特電 六日 おご I ユ ml ク •夕 井 ムス 紙】 聖上 踏 ド じ* J 今辩脚 大典 地で わる 京都 じ 御 務肇遊 
ばされ た。 このり を 式 お 街が 白妙に 淸 めら れたニ ま 橋 じさし か： る や、 がふた かきを じは H 化が 
.燦 ごして 邸き，' 護衛 軍隊の 劍彭ご 相 かして 又 どない 莊嚴 な氣じ 打たれた、 巧！ し薄靑 をの あを 着た 
麓 お 下 一二 十二 人が 巧 侍した 賢所 御 羽 ホが さし か i もや、 拜觀 .3 が 集 3 中に U ± T 座 （てこれ を 見 
送る まを；、 か 色 巧く 御 お儀裝 馬が じな さ n じ陛 T -— は 御機嫌い ども 魔'‘： 左を の拜觀 まじ 對し 
ていこ 御 了を なろ 御 會释を 賜つ たを やじ 拜 された。 兽盾 陛下の 御 召 儀装 馬を じ-みいで 秩 父を 殿下 
及び 妃殿 ドを 姑め をら を 皇族 殿下、 宮內 乂臣を 始めく して 高官 层 化しい 
一に 觀し御 休息の 上、 正 八 時 じ 特別 列車な な 一 あの 祝喃を 後-し 西 下 遊ばされた 


ニ々 ラ ガ選擧 じ 

白も黨 勝つ 

議會は 巧 守黨に 

ニカラグア 國 マナ ダア巿 五日 

發 n 囊じ 自由 黨と 保守 黨の 反目 
ょを して 遂じア メリ々 おを 鹽の 
出動 ご U つた ニカラグア 共和 麗 
の 大統顔 戰はア メリ々 お 兵闡約 
一方 S 千 人が 嚴 まじ 警戒のと 
昨日を 巧て 執 巧され たが 今日 ま 
でに を國 か', ゥ 達した 橘 報じ 化れ 
ば 現 保ず 黨 じを 命を 起 L て 遂に 
アメリカの 出を を敢 てせ しめた 
自由 黨の 慑補ヨ ー セ •マ 9 ア* 
モンカ ダ 膊軍か 約 I ニ 巧 祟の 差を 
なて 當 選は 確 實 ごな つたが、 議 
會は 保守 黨じ 化を てぶ 敷を 制せ 
らる i もの i かく 選 擧じ當 りて 
は些 したる 誤 動 もな くま 廠ホ穏 
じ 巧 はれ アメリカ 海ち 圈 司令官 
マコ キ少將 反び ニカラグア 國化 
をを なて 成る 選擧 監視 もを 平； 
巧は；： た。 1 

英 佩の 協定 

破棄 r 主張 

グレー 子 意見を 化く 

ロンドン 五 日韓 n 歐洲 大戰當 
時大英 巧國の 外務大臣 ごして 固 
除 的 じ 著名 U グレー 子爵は 本日 
自お黨 の 午餐 會じ 出席して 英锁 
海軍 協を ご 英米の 反目 じ關 して 
徐 やか じ 進行、 東京 驛 I 論ぶ し 『ボ 1^ ドウ キン 內醒ど 
してぶ この 際 巧る 協定を 破棄し 


了 寧の が 刷 ご 精巧む る 仕上げ 

が H ' の 巧 速 ご 確巧い + 巧 正を が 証 

印刷は 紐 背 新報 社へ 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九 10 

わ 間違^む く 新報へ 

市內西 十と 了目卡 ニを 十 階 肖 

東部 じ 於け る 邦字 言論 機顆の 

權 成、 吾が 新報を 讀 まの 人 G し 

廣吿は 紐 育 新報へ 


Hhe Way of cme , タ Edith A . Sawy さ 

H ネの誇 もとず るに せらる 强いソ シブ 度し い 女 巧 美の 動きを 
語る 典雅、 高潔の 义宇 ...... ：巧ッ ペラな 當化 軟文单 どは をが 同日 

の 比では をら ません。 ま 者の 『日本 締 人な」 を 此替を 逝して ホ 
讀 あれ。 


郵稅お 一部 ニ 巧 十 仙 

紐 育 新報 社 > 


巧 人 請を 
一手な み 


'新英 洲巡禮 

堀 越 化 

【四) メ — フラツ 1 號' ど 

ピ瓜 グブム •ファ— サ I ス 

W て 彼等の 到着せ （十！ 巧 十一 
肖は ±曜9 じして、 翌 U は H 曜 
H じ當 つた 故、 一同は 之を 禮巧 
ど 化 息 どじ 費し、 をの 翌 hot 曜 
円は、 义乘紐 婦人 連の 要绍 をを 
れ 、衣類の 洗濯を ずる 爲め 船中 
じ 化 まって 之を 巧け た。 月曜日 
が 洗濯 H ごして、 今日を 打 はれ 
ホつ たのは、 をに 基因す る f 稱 
されて ゐる 0 

斯 くして、 彼等は 愈々 上陸し 
て、 ± 地の 踏 杳じ從 事した が附 
近は 顿漢タ き 不毛の地で、 穀類 
野菜 等ガを じが 長ず ベぐ も 見 b 
かっじ。 依って 十二 巧 六 H 巧 
び 船に 乘ら 、彼方 プリマ クスの 
ホ 指して 雜 ぉ上げた 。巧が ヶー 
ブ コッドの 姉を の 空を/、 募 b ゆ 
< 疲勞ご 寒 氣ご戰 ひつ、、 同月 

二十-日 ブ マゥス 港に 着いた 
見れば 美しい 港で あを。 ± 化 も 
豐穗 どを b 多くの 樹木が なち 並 
ん でむる。 これこれ 巧 等の 永住 
の 化’' み. 9 と 叫んで 上陸へ ど 急い 
だ。 をして、 化の 地を 彼等が 最 
後に お 帆した 地. じ’ みんで プリマ 
クス どを づけた。 をの 嚴初じ 足 
を 掛けて 上陸し わの が 有を なプ 
タマ タマ •ロプ ♦じして、 所謂 
惑 琵みゴ —ナ— スト— ンピ して 
記を さむて ゐ る。 見れば 一塊の 
岩石 じ 過ぎ Q が、 き 巧は 過ぎし 
普め 颖を 憾んで お巧乂 しふした 
ので ある。 

ビ^グ リム) 巧は、 巧く して 
上陸は した もの i ' 時を も嚴を 
に 入 b 、 を 煮が 愈々 をし く、 加 
ふる じ、 お 處はホ だ 孤 狸の 往む 
を 巧の 原で ある。 暖を ごるべき 
をを なる 家屋 も 作られ や、 翌年 
H 月 じは、 惡瘦流 巧して、 巧む 
する もの 半數じ るんだ。 一方 化 
の 化 ホには 當時 多數の イン デァ 
ンが跋 層して、 彼等を 脅かして 
ゐ たが、 サモセ ブト ご稱 する 補 
族は 曾て 化 方 海岸 じて、 英 A 漁 
姉 ごを 易し 英語を 解して 乙た を 
一巧 じ 親み て、 7 ン パー ァグ 族 
爵長 マッ サソ イトを 紹 かして 
親睦の 契 もを をはせ しめた。 
行は 彼等から、 コ ー ンを植 .ロ 
事 其他禪 々敎 はる 巧が タ かっれ 
この マッ サッ イトの 立派な 像が 
巧 後 プリマ クス •ロック じ 巧き 
丘の 上 じ 建てられて ゐ る'。 

やがて、 夏 も 過ぎ 秋が 訪れた 
彼等の 植ゎた 豆 や大麥 はお 長た 
もは し < は なかつ たが、 イン デ 
アン • n — ンはタ 量の 收權 がを 
つて、 をのを を 越す じ必 配な く 
なつた。 彼等は、 之は 神 じ 感謝 


1 H 、 と 面 鳥 や 鴨を 狼して、 威 
謝 巧を 唯した ので ホる。 イン デ 
ァンを を マ ブサソ イト も 獲物を 
持參 して、 之 じ 加は り、 っ ひじ 
數日 じな つて、 變應を 緒け た。 
お ホ 化の 随 謝を はお 年 行けれ 固 
民を H ごなる に まつた。 巧く の 
かく、 をく の 晒 當ど戰 ひ ホっ わ 
彼等の 中 じ' も、 义數タ い戀の 
I マンスが 無いで は U い。 彼の 
ング フユ U 1 の 詩 じ 泳まい て 
ゐるジ 3 ン •アグ デン W 、 ムー 

ンス攘 どの 結婚 物語らは 、最も 
有名 もの e ある。 

斯くて、 ビ^グ ザム フア 1 デ 

マが 化の 未 酷の 新化界 r 播い 
たが 子は 自由、 信仰、 法理、 敎 
養 等の 補 子で ゎっ じ。 爾ホ 星霜 
幾 一白 年 化 ゆる あ 雪 じ 倭され つ 《 
も、 をれ は 遂にを 衆 国大な か 固 
の 巧 幹 ごな つて、 を 化 ホに をの 
枝葉を 延 ぶして ゐ る。 

巧々 は、 化の プリマ ゥスの 化 
じ、 つきね 名殘 ちを 惜しみつ 
イ< — スト •ノ IK フキ か ド 指し 
て、 去って 巧く。 

【五】 山 紫 水 巧の 地、 イ 》 ス 

ト《 ノ —ス フネ 八 ド 0 
ボストン 主- >='々 — ス •フネ！ 

グド をは 約 百哩程 ぁる。 化を は 
美しい、 高 おの 町で、 島から ホ 
化から や、 又 遠からず、 あから 
やの み々 が S ホ 之を 取 h 圍 み、 
西は 開けて、 ヵ子 テ ヵット 河が 
同名のを を帶 のかく じ 流れて 巧 
(0 を々 W して おらざる の景ち 
でる 石 C 美しい エグム ご メ—ブ 
がス との 並樹の 道路が、 こみ 町 
を 貫いて ゐ る。 をの 町外れ じ、 
ゴグフ n ! ス のを 生じ 圍 まれむ 
テが •/! ヌフ キミ か ドが ある 
巧々 はを じを を 卸して、 山 おの 
靜 けさを む 巧ぐ まで 亨樂 しね。 
で ちらか ど 云へ じ、 これは ま お 
臭い ホ テ ホで、 普通 《ホ ブグじ 
附 きもの i 、 ダンスは 無く、 日 
曜 は、 又、 一切の 遊戯を 禁 化— 
てゐ る。 敎脊 家、 宗敎家 ごして 
化の 町が 生んだ、 ド ッイ ッ •ム 
! デ ー をのず おじょ b 經舊 され 
て ゐるご 云 ふ。 

揉 じ ニユ 1 インタ ランドの 應 
珍 的 人物で ある、 ド ヮイッ •ム 
! デ！ 巧の 事を 簡單じ 述べて を 
たい。 氏は 一八 一二よ 年 化の 麗は 

しい、 イ！ スト •ノ 1 ス •フキ 

!少*ト の 地に 生れた。 祖先は、 

ビグ グリム •ファ i ザ— マの 妮 

ホ 後間 も。/、、. 化の 園へ 渡っ て 
ホて、々 ネブ 々ツト •ゲ ァレ— 
じ 化んで ゐ たが、 其 後 化の 地に 
移住し ホて、 左官 業を 營ん でゐ 
じ。 ム！ デ ー 氏は 幼 かじして、 
ボストン のが 父の 經營 する 商店 
へ 預けられ じ。 然し、 これは 彼 
の 大志を おすべ （餘 ちじ 舞臺 •か 


せねば なら 《 ご 云つ て、 晚 秋の I 小さ 過ぎた ので ある 


御大 典 奉祝 記念 號 

總八ぺ ー チ N ホる 十日に 發 巧. 
本社 じ 於き ましては、 來る 十日、 巧が 國 曠古の 
御大 典に 對， ') て、 奉祝の 微意を 表ず る爲 めじ、 
奉祝 記な 特別 號 (四 頁〕 を發 巧ず る こ，、」 く 致し 
ました、 即ら 本紙： 9 日 邁辦ご 合せて 總八ぺ —'チ 
ごなる 譯 でを りまず。 . 

ナ 紐 育 新報 社 


たる 上 アメリカの 猜疑 必を j 掃 
し兩國 S 親善と をを し 拐かざる 
巧ら す』 ご： が提 して、 
英圓從ホの內销け锁じ1ア ィ 
9 力を 假 おの 敵 ごして 巧 巧 計 
割を がて たこ ごは。 い、 英米 
の觸 係を 親善たら しむる を 素 
は 結が カナダ ど アィリ 力の 親 
善に 現れた 巧 論ご膏 際を 文 持 
すいぶ い I ので わる 
と說き § 政 巧* レ 斯る願 係 じあ 
-アメ "力を 目標 ご して 固化を 
充實 すら^' 个必を G る こごを 切 
言. したが、 ダ；：'— モの盧 見 度を 
は 歡く共 今が 議會 じがて 本 問題 
じ掛し 自由 黨が 保ず 黨じ 挑戰し 
たもの ご 見られて 居る。 

虎瘦發 生で . 

を那人 暴動- 

ボンべ 井に も あを 
L 海 五 B 發 n 英國 窺 船 ク > グ 


ォー 巧內じ 3 レラ 病 •か發 ホし わ 
爲め吳 般檢疫 が」 抑留され た 瞬 
支那 人乘 をが 突然 蒸 勘を が.- し 
船‘ 担 •キブ 氏'—'. 化舆 されて ま 傷を 
蒙 b 船. 醫 反び 二人の 高が 船員ら 
を 傷した •か 化の 乘 をは 恐怖 八餘 
b が 中に 投じて 溺死し じ 者を ホ 
じたので 吳國 巡洋艦 プント 號な 
不お敢 海を 團を乘 せた ランチを 
おす ご おじ 巡 巧 艦 n I ン ゥエグ 
號 ごみに 目下 间 船を 警戒 中で あ 
るが、 グン グォ ー號 a 今日 漢ロ 
より 入港した 際 ュ レラ 病患 者を 
發 をし 五 H 聞の 檢 をを 命せられ 
たので ある。 

が 度 ボンべ 井 五日 發 n 南 巧 度 

こ をす るト ラゲ アン 3 アじ コレ' 
ラ病發 ホし 今 での 巧 白を は 
正に ニモ 人、 罹 お 者の 六 割 ニ 巧 
じ巧當 して 居る が、 をち の 多い 
のは お 岸に 面した 部を 地方で あ 
^ ると 0 


- - 

眉 個が ー 

フ！ バ！ 巧 大勝ず 

民ち 驚の 地盤を 崩壞 

十一！ IT 六 H を W て擧 巧され たアメ "力の 大統領選 擧に 於て お 


和 黨煩補 一— パ^ — フ 


ゲァ！ 巧は 選擧の 結窠が まだが 然し 
ない 化 ホを 除いてら 孰に 選擧 < •役 襄閣な 十二 祟を 巧した る じ 反 
し スミス 巧の 得襄は 僅かに 六十 乂 こい ふ 大差を なて 壓倒 的な 歷 
を 未曾有の 大勝を 瞎 した、 スミス 氏は 自己の 出身 尴 でを るニユ 
3 1 ク 卿に めて 十 巧の 差を なて ホづ 破れた のみ 3 ら ず、 適 去 五 
十 年 じ 由な て柯等 動搖を 見なが つじ 南が 諸规 じても ァラ パ マ、 
T; 々ンッ 1 、ジ 3 1 デ ア、^ キジ ァナ，、；、 シシッ ヒネあ 化 南 
力 。 ラキナを權實じ攘しじるに過ぎや、 上下兩おを始めとして 
をが 知事 戟も共 巧黨の 勢力が 遙 かじ 倾 長した、 ス ，、ス 氏が 顯< 
ュユ 3! ク州 じがて 大統頭 巧 補 ご L て 滲 敗した る じ 巧！' 巧知 事 
をの 値上 院議 岂選擧 じがて は 民ま黨 候補 フランク ブ ン •ロ！ ズ 
ゲ エグト をが 共か黨 のネッ チンデ ャ！ 巧 i も々 數の 差を なて 春 
摩し n ! プラン •、- 氏は h 院議 員に 巧 選した、 スミスを がを 部に 
玲て 制し 得た 新 州は。— ドア ネラン ドで マサ 乎ュ ー セット 化 も 
少數の 差を のて 民 ホ黨の モじ歸 すべく スミス 氏は 直 もじ 7] ダ 
1 巧に 當選 祝電を 整した。 


本社 東を 轉電 (禁ぉ 巧 轉氧〕 

政治の 中 ふ 京都へ 

【六日】 を 措め 中、 む 京都へ 移 b 政 お與黨 と 憲政) 巧 會はホ じ 
化を 磨いて なる' この 瞄じ 巧つ て新黨 クラブの 態度は 興 ホを 引 
いて ゐ るが 獨 b 民政 黨の みか 議會を 目標 どして 堂々 W 巧 躍 せん 
として ゐる 0 


阪ハ合 男 巧 選 さる' 

【六日】 太が 洋橫鄭 飛 わ 中止の 
貴を 負 ひ 辭表搪 お 中の 阪 を 會 
を巧齡 役員は 再選され た。 

正副 會 長が 决定 

ご ハ团】 H 本電氣 証券 會社 取締 
役會 をには 森實香 氏， 社長に 
は 轮永ま 左エ巧 氏、 副社長に 
は チャッブ マンを 就任した。 

又も ニ 市議 收鹽 

ご 八日】 東京 巧 疑獄 事件に 驅し 
巿證髓 澤と郞 、藤 浦 富 太郞巧 
氏は 收監 された。 

日露 賓 易の 發展 

〔巧 日】 ッビで ー ト露西 亞迪鹿 
部 化を ァ ニキ 玉 7 巧は ニ H 東 
をじ歸 ほした が 語つ て 曰く、 

『昨年 十 丹ょ 6 本年 九 巧を の 
日露 貧 易 額は 一二 千万 圓じ 達し 
前年 同期ょ もみ 割な 加を 示し 
た 尙は兩 國頤じ 最近 馈定濟 の 
化樓太 油田 採油は 今年から 開 一 擲化 氏は 逝ました 


おし 明年ょ ゥ自 本に 供給され 
るから 兩國の 通商 關 係は 年 ご 
共 じ發展 しやぅ』 云々。 

空輸 會社 登錄濟 

〔四日】 U 本が 空輸 送會 社登錄 
濟 ご. なち 四 巧 ょら 東を、 大阪 
福 閥、 京 城、 大を 間に 輸送 開 
始 じかし 飛 わ 磯 六隻づ i をァ 
リカ ご オラ ンダ じ註义 すべ 
< 下 巧 渉は 西 巧 社長 外遊 中に 
な 極める ご。 

陸軍省の 新 事業 

【四日】 陸軍省は 新 事業と して 
を 役 救護を 具 ホ 化する 曹 であ 

を ご ロ 

郵船 配當 据置き 

【四日】 日本 鄰船 配當は 八み 据 
歷 きじ 巧を。 

水 島 鐵化巧 逝 ま 

t 四日】 神 戶髙巧 名 擧敎巧 化 島 





The Japanese Chri が ian Association 

が 3 W. 143rd 化 New York Cifjf, Tel. Bradhurst 89 が 

會道修 お 督ま人 本日 


The Jap え nese Christian Inst, Inc. 

I お 8-330 E. 57th 化 Hew む rk City • 化 on も 巧 a 巧 8 巧 2 
! 鲁お替 お X お 自胥攝 


; 巧け 栽が ぶ 覆 主 

s 課^ 與ち 
員を ち 調 ま 
の 鼓ち を內 


未 B 
巧 班 适み班 

|ipi 

を 1 午 養を％ 愛 

乘タ义 をみ タタと％ 
八は ニ 乂八時 正 
時 巧 時 跨牢午 


巧 

集 


D 化に 巨. YOSH 化 

307 W. 93rd な . 

Tel. Riverside 3650 


み 1 . 1 such げ も I>. 化 D 
105 W. 73rd SI 
Tel. T け falgar B 刪 


1X. TAKAMIm.d 

1 けむ mbt か nil れ Bml (如 
T* しむ mbtrUnd 23 り 


Dir. Sabro Emy, 

103 目 Park Av も， 
Tel. Sacramento 7980 


YUKK) N 巧 HIMURA， に P, T. 

j PHYSIOTHERAPIST 

200 We が 95 化 ST. 

Tel. Riv が gWe 0 が 3 


F - に Maruyama Co . 

8? W. が 化 化 li.r 
lei. Bryant 7079 



CLOTHES BUILDING 

"PAR EXC の丄 ENCE" 


Midori Matsumoto 
38 Posi む e. City 
Tel. Lmraine 04 お 


弓 cient が ic IVlassa 咨 e & 
Medical Gymnastics 
PAUL K. K!Ty 邮 
郎 7 WesH3 纖 な . ； も Y. 

Tei. Edg が mnb 14 が 


DR •比 A.GA 民 DNE 民 

DENTIST 

巧 E. 目 1st 化 At Madison む 6. 

- Te しおが nt 71 が 


Dr. Emil Elichel 

Surgeon-Dentist 
748 Lex, A 化が 的 化が . 
Tei. Regent 9 巧 9 


んし CEASA も M.D. 
' 12? Ea お 8 が U わ 細 
始 .お rk & Lexingi 日 n Aves 

講喉觸 鼻 巧 I 

間 時 察 診 - 
午史 をが ト が午自 
’夺八 ま 時 六を 午自 
日 曜 

自 午前 十 時 至 午を 一時 



F. I. FREDERICS CO. 

疑 巧 お學 大巧 比倫を 
118 E. 的 化な . te しわ geirf 扣 94 
Bet. U 加 か n & ParHves, 

を 時 八 夜 日 お ± 水 月 


K. IWAMOTO, M.D. 

114 W.70th St. 

Tel. Trafalgar 0352 


KANZO OGURI で 

214 Hig;h 化む oaki が 
Te しむ ; angle がが 


T . KASAI 

Mercha 打 t 
Tailor 

TIMES BUliSING 
む om 304 
化 W 巧 8K 

巧 的 e 

む ) fan パ 046 


Y . IT 贷 

巧 3 Eesi 巧 ril な . 
む r. L な ing!on を 化， 


MIKADO TA!LO 民 

30 にが かみ . 

Id. 3hinelami がが 3 日 


M.、 amaguc む !, M.D. 

?0 な aman む e.. 

おし Lmraine が 34 


Koike Studio 

730 Fifth Ave. 
Coi*. 巧 化み . 
Tci. Circle 4406 


Oriental Art Stu ぶ胞 
T. Y. Matsumoto 
124 化 34 化 化ん Y.C. 

TeLChick が ing 巧 010 


Miss Blaoolie Fislier 

巧 呂 4 Lex Jv もむ hveen お tfi and 88h St 巧 ds. 


F. MU 民 民 AY H!LL CO. Inc. 
ESTA 化 ISHEO 巧が 
8 日 om 614-815 2 目む ロ adway 
Tei.Baw!ing ぶ 巧 en がが が d 


心 JAPAN ART STUD の 

巧 2E. 抓 h 化 Bet. お rk&U) (. む es. 
i TE し 化 A な 8897 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

60 & 61 な s. Tel 巧 hone R 巧 加 1 2909 

妻 向 人 本日 

巧專 靴型 小 


てし 張 出 員 巧 b 化に 留 を 御 
神け 届 日 邸は 軸!) 化と を寸 

を 小き*. 足 ホき 巧. 足 ホき 巧 



類 計時 石寶 農を 貴 

會 商柳靑 



しご 旨を ご 切 親 ご 直 正 
精を 品 巧る あ 用 信ち 確 
が恃る 一物 産 ± 御し 選 
す 主し を資販 で價廉 

引 割 凹ま 力 割 S 

Aoyagi し 〇• 

1 が - 巧 7 W.4 む d ST. 

巧し BR な NT が 74 


DR. D •艮し OOM 

— NEW VO 巧 K omcES— 

3 か h Stre が Cor. 3rd Avenue 
86阳 S わ eet Cor. Lexington Avenue 
125th Street Cor. Park Avenue 
—BROOKLYN— 

E.F.Albee BWg.iDeKa 化 Av も at Fulton St 


じ まの 


診 じ 日 II 堪 最多 
日 化 午 察 T 本^ お 新年 
曜時前 時 學 ■ 

午 九 間 

5 If 香 

時 午 S 

を疫 


み Xf 

! 藝 お!！ 科 

じじ S 用ず を 
治は H 篤 術 0 
療巧 I じて 


房 書 西 東 參內案 育 紐 

The East and 博 が む ak Co. The お w York Touris け e け ice 

41 1 讲础 りお h 化， ! U. 目 . Tei. Ca 化 edral 4408 


差は A 屆御新 A 
上を をけ 注舊米 
げ價御 致 文の 國 
まよ 注しみ 書に 
すら 义ま 窺籍て 
。劇 じす 敏ご發 
引 對 ° 速が 巧 
しし じ 誌せ 
てて 御は る 


雪 紐 

を會 

，棘 文 品 
學學顿 

軍± 事 
吏 研 

修 お^ 

純を 

雄 所 


通年卒 A 
ゃ聊 業を 
るかし は 
も ホ巧ン 
の 國米ヵ 
ごの 旣ゴ 
信 事に 大 
じ 精廿學 
がに 四を 


ま お 〇A 

す 懇買通 
。巧 物譯 

じ ◊◊ 

御 其 調 
な他杳 
扱 巧 ◊ 
致で を 
しも 渉 


区 ndo & Kg 过 ach!, Inc. 
が 目 reenwich 化 ed, 日け y 
Tel, 战 li お h 引 M 目 41-2 

七 じ-諸 輸 和船 鑑 
荷 出 洋具船 
物 入を 食树 
運 稅雜巧 用 
搬關貨 品薄 
取手 販 
扱續賣 


藤 

小 

刃 

商 


GAM 巧 化 L な RVIQE 

設願 整お經 藝化廉 

Ca も TRAFALGAR 8200 
FRANK. E. CAMPBELL 

"The Funeral Church" Inc. 
(NON SECTARIAN) 
Broadway か 66th Street N. Y. 



削 化 PS & 巧邮 Y 

3 Maiden Lane N, Y. 

ェ 細を 锻敏 祭に 祥 お顚綠 

類お賓 底意 新最 


貪 M 


円曜 水】 日ん 巧 一十 年 H 巧昭 


ふ 


& 






mm 


諸 集る I 

— 一 

唐 巧說致 (日】 八 時 j 
日 喔单校 (日) ニ持キ i 
を 庭集會 (水) 八 時 i 

祈禱會 度,. お 一ん を 
聖書 新ち さタ持 

婦人 會 

諸巧會 


寄宿 舍 、簡為 食を 
巧 業 周旋、 をの 化 
人事の 巧 相談 じ 巧 
じます 0 


ブロ^ — ドウ 五 1 巧と 十 蚕 ； 

領事館 向 側を あと 0 五號 室， 

W が 塞 ホ- 

ぶ 商 違 

1 ち B 夏 dway , N . Y . C ミ 
leL {一 ミ tland ; だ 7 巧涅 



SS 主な 基 

自 午前 九 時 n 十二時 
自 午後 一時 n 狂 時 

乂摧 みが， 一が’ = 六 時 

はへ キシヤ ー フア 
ン テ^ン ヨン クジニ 

ブクに 出勤 


511 膽 

前約 願上娱 

ゴー子 か大を 
ド グトか オプメ デ y ン 

醫學煤 ± 

苦 居お彌 


診察 

午を ニ 時ょ* ホ 時 
日 度は が 巧 柏 巧 g 

ドクトル 

烏是 豊彥 


▼學友 聯合 晚餐會 ▲ 

n 日ン ピア 大を ；1:本\ ホ 友協會 

25 W. ニ晋 St., NS さを N. y. 

(Tel. Bradhui-st 4370 呈 .53) 
毎月 第二と 第 四 金曜日 正 六 時ょ 
ち 當大學 Joh こ ayHall。 を 後 同 お 社 
を 室 じて 會談 ず。 巧の 內外 4* 間 I 
はや、 ロ米學 ぶの ホ おを 乞ん。 I 


I 難 揉 治療 

マ ツサ！ ジ 、整 あ 

醫巧牟 的 運 敷、 腸 
港 注， 水を、 ホ お 
及窜氣 治療、 其 他 
化育 州 公 鼓 

フィ ジ幸 ンラヒ スト 

西が 幸 巧 

H お外每 U 午が 化 
時ョ ，午を 九 時を 
を 活前巧 願 k 慎 


簡科醫 米 旧榮吉 

212 ミ S ニ 0 害 Si Ne 三 ork 晏 
ぎ A 夏 de ョ二芸 9 
電話 アカ デミ ー ご 一八 六 化 


歯科 瞥 


ホ 上 義人 

西 六十 五 T 目 一四 六 番地 
が 育 帝 固 旅 お 巧 
電話 トラフ アグ ボ ー ニ 五六 击 


ベ グビユ 病院 及 
お 育 大學醫 科な 勤 

江 見 H 朗 

該を 時間 
每 H 午を 四時から 
ホ 時まで 

タ 巧ぶ、 ちと 

時から 八 時を 


化 欄 

^ m 

& 軸 

此 帖 

r 

U ん 

h 啦 
C C 

に^ 

6 11. 
S S 
eh 
n 巧 

趴 巧- 


较師を 曠繁一 

醉 事脇虔 義人 

— 諸 お-執 

日曜 扇拜 午前 玉 時 
日 確學校 午前 十 時 

齡獅 日® キ 後と 時牢 
祈 禱會水 お 夕と 時半 
寄宿 舍 


位 展古倫 ホ 通を 巧 
を 下町を 十五を を 
を 會お員 じ 最適 
設巧圈 書 g 誌 巧 巧 
を 種 娛樂具 館 易を 
を あ b 

瘦を截 業 周旋 旅を 
ま 巧を 禪 事業 調ず 


弊 巧は 實質 誠意 巧を ま義の 
をに 御 ±產 物！ を卸賣 値段 
で販賃 なします タ かじ 巧は 
らや 御用 命 仰 付 下さい ませ 
◎欧米を 種 時計。 置 時計 一 ま 
◎寶お 貴を 屬 。銀製 器具 一を 
◎を 禪萬年 筆。 を 銀製 鉛筆 
◎蓄音器。 レ 31 ド 見本 陳則 
◎寫眞 器。 タイプライタ I 
◎船 切特 。紀を 寫あ帖 給 端 書 


Jolan 左》 OOC 巧 一, M.P 

ニ こを 臺田 .f 一 ork 
一 el . 舌 ミ 置 こ 岂 > S をる ミ 10 ま 6 

診察 巧轉薛？ 

H 足す 扣乂時 1 午 &回時 
ド* トル 小 栗乘ぎ 


が 育 州を 認 
內務 省拓許 
巧 巧 ホ 大醫巧 大巧 
を 婆 復習 巧ホ藥 
元 化る 

產婆 お本綠 


檢眼化 じ 眼鏡 調節 


緣井 洋服 店 
丸 山 洋服 蘭會 


西 四十 六 了 目 六十と 蕾 
電話 プライア ントと 0 セ 九 


科 學的揉 療治 
醫 術の ホ 操 

化 島覺丈 

巧 おな と番 
な S 十八 T 目 

電話で デコム 

一四 九み 


齒科醫 

午前 九 時ょ b 午後 
と 時。 日曜は 休み 
治療 化は 普 逆週拂 
ひで 差 支へ をら ま 
せんり 

ト^イぶ シ 五作 


齒种醫 

▼診察 時 巧 A 
を 日 (日曜を 踪 <) 
午前 九 時よ b 
午後 五 時半 
水 巧 午が 九 時） 
午後 一時 


ぶ 


成功の 穗熟 


8 お 
■一 i h 

u 別 

占 ■1 8 

BT1 W 

S 巧 
n <3 

贈 I 

■が；！ 


米國ま 英語を 話す 事 
はお 巧の 第一義です 
本校には 白 本人 教授 
じ 慣れた 專巧 婦人 お 
師 あら 懇切 じ 會話通 
信 文 社を 語を 教稷し 
ます。 H 躍 週日 共 じ 
午前 化 時よ b 午を 十 
時まで 開校 L 1 レツ 
スンと 十 お独づ '、 

ネ H 底 もじ ホ 校 みれ 


評静— .芝.，， 毎月 十 H を 行 

雜誌 巳 一軍 她 

養 7 Is こ ve. 畫ぎ k 呈ー. 


み 寒 籍令雜 誌み 薪 聞 
縱費 室を 開 
お 稼 午前 九 時ょ を 午後 五弥 あ 

紐 育 ロ 本人 會 

H イ！ とと お 

00 お Q 


プ _ 

電 

透 


チ 1 タグ 


00 と 


診察 時 開 

午府丸 時— 十賠 
午を 六 時） 八 時 

。小 栗 幹 一二 

おち ホフ ラブー おお 
巧 五 巧 病院 巧换 
武ボ コン バラン ド 

病院 勘み 


診察 時 働 

午後 一時 化ニ抬 
午後と 時 n 八 時 
愛 か 肾學卡 

パ： 巖本捷 一 

ホ お 比 亞大を 没び 
> ザ クン 巧 院數株 
か 巧 面 上 巧 


十五 年の あを ぁる 當 校は タ 年の 
經驗 ど 新 智識を 有する 敎 師を聘 
し 自動 幸 
操 縱法及 
び 運 巧者 
の 修得す 
べき 必要 
な 機關的 
を 懿を短 
期間 じし 
て 最も 能 
牵 ある 徹 
唐 的ぶ 絕 

をを 習し 是狀 獲镑を 保莊し 職業 
ロを も 周旋し よす。 



あ 五十 HT 目 

- ミミ 

伊藤 

洋嚴巧 

J ラ 轉八ホ ニーー 


洋服 調進 

タリ； ニン ダ、 ダィ 

イング、 修禱等 一 域 

ミカド 洋服 巧 

松を が 


該療 

午前 十 時 ょら 十二 
時、 午後 六 時 ょら 
八 時， H 喔は前 お 
願 上 候 

ドク トグ 

山 ロニ 一之助 


機械工 具 製 巧 
運動具 ホ お 具 
貴を 屬及 時計 

松 本パヴ •ナホ 

寫眞機 レ デ イオ 

ラン フシ ゴ^ド 

美術品 贩賣 修理 


第五 街 お 一二 0’ 

へ クシ ヤ— 

ビグ デン グ內 

小 池 寫眞舘 

を 話サ！ クタ 

四 四 0 六 


嫌 

人 


I 


をき ホ鹽 婦人 
日本人， への- 英 
語敎授 にはを 
年の 經驗を 有 

す 0 一 レヴ 一 

ンと 十五 化 
毎 H 钢九 時ょ 
ら巧化 時を 阿 
時 じ てもちし 
H 曜日は 一時 
よ > 四時を 


稅關 事務 

まがを 地幷 じを 准み 
の 腐お乂 方を じ關ず 
ずる 一切の 御 諮 聞に 
應じ銭 道歲船 貨顿運 
貸 及 化 帆お稅 關于續 
ま 等 進呈す。 重要 都 
ホに 化 埋店於 かし 誠 
實按速 御用 命じ 磯 や 

煤險 取扱 


H 本、 そが 寶韦製 美 
術 品、 蹄 人 用 替齡其 
化を 飾 品 

闕島訂 n 

高等 美術品 按镑、 

首 飾 品、 スト 9 ング 
日本 服 裁 お 


齒科醫 木 下义巿 

ゴ 0 W . ご 1 Hi 芭 

ぎ M — 三琪 7 


夕 オラ ボラ トリ 

資 電話 ァ 々デミー ぶを ホ 
を ド クタ— 田 尾 時 雄 
ネ リ曜り 午を 休 
ホ 7 Manha ま n /一 さ：. 

す こ ロ呈 St . 总 101 st ., Sf . 


稅 關を務 取扱 

ま星 臺 LB 妄 E & Co . 

京 1 7 基 ニ 8 raads , 巧な 
lei . 8〇 宝 li 這 . Gaeen 雲 41516 


タ、 3 


でん', 



化かる た 


はも/、 の 遊び 
ホを 吳文 f ホ 國人じ 能 （ わかる 
やう 簡單 明瞭に 說 巧した ものが 
出 ホました。 內容 目み 進呈 致し 
4 す、 御覺 下さい。 

M 呈 WA ニ 芒 呂， 114 E . 芸 thSt . 呈， 


タ I 

里 


紐 育生 命 保 驗會お 

S 木 定ま 

機保險 

S . SIKI 

2 化 ' W Yor - lfljifnw ロ sc 『 g ロ 06 00 

ご chamberbst : zewYorkcity . 
phone " W ミを 沒涅 

を姑ノ 方-一 御 掛か ノ 笛い 必 V 
御 自をノ あ 及 ピを話 あ 度 チ 申 
巧 方 わ證今 T サイ 


， ■ ♦ n ♦ 


!づ 


尋れ人 

(宮城 縣) 大橋ま 雄 (長 巧 お) 欺 
おず A (間) お 化錢雄 ~ 度 島 
縣) 中 村榮ニ (岡) 渡る 泰巧 (東 
京 巧) を 澤武么 巧 (化が 山縣) 
を 藤を 么丞 (がち 縣) を 下壽之 
ま (山 ロ縣) 德お猪 一二が (熊 
本縣) 西が 芳喜 (鳥 取 お) 廳膀 
衞 (化 ロ 縣房甚 ま (を 媛縣ー 
橫 旧常吉 (岩 手縣) を々 木 淸四郞 
右の まじ 巧知を 巧き 儀を 么 
あ 巧 本人 若く は 知人ょ b 現 
化 巧 巧 通知 願 上 巧 

紐 育を 國 総領事 雜 

ニ 5 Brsdwa ニ ミ ご rk C ミ 


滿鐵中 必ホ義 を 放棄して、 一 面 
露 困の 派 潮 非 中が 策 じ 載 抗卞る 
ど 同時に、 唯一の 活路た る化滿 
乃 まあ あ洲 への 經濟的 進出の 新 
:路を 打開す る 必要 あらと されて 
ゐ る。 目下 お 鐵が圃 策の 名 じ わ 
いて 必 巧の お 力を 傾けて 奉天當 
局 ご 巧 街を 重ねてむ るのは この 
目的に 副 ふべき 巧鹽 道^ 敷設 計 
蕾で わ b、 滿蒙搜 道を 涉上 のい 
は ゆる 新滿蒙 五鐵道 どい はる i 
はかの 諸鐵 中の 五 機 道で わらぅ 
A ま會線 (を 化— 圖們江 間 
一四 0 マイ^】 A 長大 線 (長 
をー 大資問 一三 一一 マイ グ) 

A 沸 索 線 (彿 巧— 索 借 間 一 
0 マイ^) A 延吉— 海が一 一二 
姓 線 一 六ニ マ イ グ. (延吉^ 
海が 閒) A 吉 おー 五常 線 一 
0 五 マイ ^ A 新 邱—巧 台 線 

f 1 0 マイ^ 

即ち これら なぅ も 合計 五線' でと 
八巧ザイ八^:^るべく、 これが敷 

設蔡 ぉょび 車を、 磯 關車購 人 費 
設備 豐 等と 加へ 一 マイ V 荒づか 
み 十五 方圓 ごすれば 、これに 要 
する 資 をは 總針 一億 圓 乃至 一一 一 憶 
ニ S 千 方圓じ 上る であらう。 


圓價稍 下る 

株 ま 相 瘍は强 調 

大統領選 擧を 前にした 去る 月 
曜日の 當地睐 ま 枯燒は 案 かじら 
頗る 强 調を 呈 して h 騰し 早く も 
共和 黨 大統領 候補 フ ー ゲァ 巧の 
勝' 利が おを で 期 持され て 居る か 
の 如き 觀乐呈 しじが、 日本の お 
界は流 巧に 選 擧のお あを 懸 をし 
て ホ 糸 化瘍も 時機を ものまで ぁ 
る もの； 如く 圓爲替 相場 も 約 十 
乂ボ キント ホ じ 下落して 電信は 
四十 六 巧が 十 他，. 子 マンドは 
四十 六 巧 四十 六 仙 古. いふ 相場で 
あつた。 


ニモ 二百 弗に 上る 

.獻 上品 酿金 

御大 禮奉 視會 本部 lb の報吿 
に 化れば 献上 品 藤を はすで に ニ 
千 二百 巧 じ 達せむ VJ する 盛 巧を 
呈 I たる ホ じて、 庶務 部長 高見 
豐意氏 も ホ 常に 満足の 意を 表し 
て居ト .、ま 巧を 巧 龍 雄 氏は 連日 
連夜 事務員を 督勵 して 整理を 急 
ぎつ {わるが、 乘 祝晚餐 會に關 
して 語る 『最近までの お 席 申込 
並に 會豐は 九 お 六十 五お即 もな 
九十 一二 人で をる が、 締 がが 十 U 
であるから 前例に 徵し締 が 間 隣 
じ數 なんじ 七るなら わ ど 豫想さ 
れ る。 けれ 共 可成 一 H ん 早く 出 
席 申込のを 知 •！ 接す i 方' い 事務 
の 整理 上 便宜 かタ いか L 締切を 
またず して 中 込 わく レ こごを 切 
望す る次裝 である』 岩々 

な留靑 ザ 巧 あの W 体 

日本人 靑年會 

W 度量 St . Tcl.clarki ニ 44 _ 



金輸 解禁 决議 i で 

手形交換所の 經 濟調奄 なじて 


巧 巧手 お 巧み 所の 經巧 調査 
をが 乂 しい 間の 播 まであった 
: 巧 西のを 叛 解禁 决講の 第一 巧 
- をを げた こごは を 巧が 方面 じ 
I お 巧し っ 1 あるが、 右に 熙し 
を 京 時 信は 巧へ て 曰く 
I を 京 手 おを 憤 巧の お濟 調査 會は 
十ち 八日 午後 一時から お 巧集會 
，.所で 開かれ、 本年 一二 月の ホ八ヶ 
; 巧じ旦 って 訝 査を賴 けて ホた を 
!货 出 解禁 問題に 勤し、 いよ— 
i を 見を 取 b まごめ るた め、 をを 
一の 審證じ 入っ た。 化づ池 曲を 員 
: をから、 を輸 解禁 巧 題 も 長らく 
論 證を っぐが' て ホた が講 論は 最 
旱や 

盡 'ろ、 む おがわ も、 委員 中 
じは、 まだ 爲替 相場が や 酒に 對 
'して 锅 さ-か 大きい こご、 閥 際 貸 
借の な 善が 不充分で もる こど、 
贴 巧の 整埋か まだを 解禁の 巧擊 
じたへ を だけ 進んで りない こど 
等を 理由 ごして 時期 尙 早を 唔へ 
る 巧 も あるが、 大勢 ごして は 解 
禁即巧 乃ち はを 巧に 傾き， また 
財界を 般が 解禁を 要鹽 する じ ま 
一って 居る から、 經濟 調査 會 でも 
了解 禁贊 成の 立 壌から、 調 杳の結 
をを む b ま £ めを いごの 提案を 
Ir。： むじ 勒し 前回に 尙早論 
を唱 へた ま 度、、 じ 調杳會 
の 大勢が お 摸 じ 傾き 解禁 巧 諮を 
しよぅ ごする にいた つた 口上な 
ほこれ じ 反 おする 意思け ない 旨 
を 述べた。 こ、 

ぶ 思 見を まこめ ると すれば 
解禁を 適當 どす るが 巧なら びじ 
をん 條 かを 如何 じする かを 化定 
する 必要が あち どされ、 ある 娶 
員は、 

解禁 時 則は 明年 中 ごな すべし 
とモ 張し、 化の 委 貸は 

明 中の 貿易 轉换期 どなすべし 
ご 述べ、 また 解禁の 條 が どして 
政府の が 政 緊縮、 みに を 債 巧を 
停* を 拱ぐべし 等 補々 の說 出 
た。 しか L 最 ，， が 力な ホ 張け 
解 紫が 巧を 明年 一が にご か、 
或 ひは 貿易 轉梅期 ご L、 をの 
條 かごして め 巧の 财歧 緊縮を 
の 化の 単 髓巧巧 爲を耍 ホず る 
. こどは 尚早 論に 近 （、徹底を 
欠く ぅらみ-かわ るから、 嘗ろ 
何等を の 時期 あるひは 條 かを 
- 必要 S せ や、 即時 斷巧ご 云 ふ 
一 こど、。 ずべ し。 

，ゴ言 ふじ あら、 遂じ 即時 

一 斷れ論 じ まとまつ た 0 尤 
V も郞 時を 解 儀 ぉ颇 巧— I たる 後 政 
府も お 關も柯 等の 藤扔韵 策を 必 
嬰と しない ご 言 ふので は^くし 
; て、 •> れは觸 紫 前 じ擊髓 巧爲ど 
一して 巧 ふよを は、 解禁 後の 善後 
:處昭 どして、 政が は 財政を 緊縮 
: し、 民陆は ー曆整 巧を 進め、 勤 
ー换 節約を 博 巧し、 通貨 r 醜して 
- はゐる 程をまで これが 收 縮を 圓 
I ら 、なて 物 巧の 化を、 貿る のな 
; きじ 勉 力す る必 堅が わる ごい ふ 
i ので ある。 すなは も 解禁を のこ 
.ご は 現 化 何等の 準 楠 K しじ 即時 
I 跡 巧し てら、 をのが 響は をれ は 
一で 劇烈な こどは な/、、 した-かつ 


て をれ じ 巧す る留 がをは 解禁を 
じ實 巧し’ 差ち へ；；^ い。 勿論 政 
がぶ び 戌 聞の が 禁じ おする 準 牌 
がを く 巧 巧 上っ た 上で、 速 かじ 
解禁ず る の 

理化 I では あるが、 育瞭間 
題 こ I て か脚藏 柏が 化の 例に 
徵 する も 失敗で あつて、 これに 
巧 待す る-ご U 出 ホ。 いご：， ふ 
理 かから、 が 禁哪む 論に まど ま 
つたわけ である。 をして これを 
决濟 をし まごめ' るた め、 委負中 
から 明ち (第一)、 岡 橋 (化ぶ】.- 
星 巧 (川な 一の 一二 氏 •か 起草 委員 じ 
擧 げられ’ 敢お後 池 田 (一二 井)' 
明 石 第 }、 岡 橋 (化ぶ)’ 星 巧 
(川な) S 四 氏居殘 ち、 决 薄ま 作 
巧 じ關し 補々 打を せじが、 案の 


めじは •蕃暨 あの 收 魔が 前 _ しを 
の恢 俊が 熙を 要ず る 結論 ごじ I 
製糸、 養 謹 巧ち のが 譲の h から 
解禁 巧は 春當 掃な 前を 

適當 V 鼓め て 居る。 しか 
して、 農が をで け 本 問題 おちし 
經濟審 を會じ 諮問 さりる おを は 
は、 右じ關 する 參考息 見を 提出 
する 霞 おで もら ご。 


內容け 

(こ 豫め準 煤を 要求せ やし j 觸 マラリア 

て 即時 斷巧 とせる 理由。 印度 おび。 ン ドン 
(ニ】 解禁 後み お あ 緊縮、 巧 
じを 倩巧發 停止の 必要み 
び S をの 整 巧 皆 約の お ま 


郑講輸 ホ 制限 

撤廢の 影響 

お 商務 書記官 巧吿 
【十月 一 H 發】 十 I 月 一日ょ 
b 愈み ぉ國 ゴム 輸ぉ 制限 徹廢實 
施に 入 b たる-か 當巧 ゴム 巧 場は 
六 ヶ月 前 英菌政 巧聲明 W ホ 巧 影 
響を' 3 て 巧に 價格 低落 底 入 も 過 
ぎね るが か （、今 おら 左した る 
動 攒を感 せ や、 今年 もホ國 ゴム 
巧 費は 四十 ニ 巧 トン ど稱 せられ 
巧 年度 じ 比しぶ々 五 千 トンの お 
加豫 想して 十月 二十日まで じ英 
セキ ロン、 蘭領東 

ゾ パプ 1 少 

等よ ら入銜 イン ゲオ イスを 計は 
I 二十 一万 トンに 達し 居ち、 一見 
强氣 材料を 呈す ご いへ ども、 お 


ー晝夜 一三 億 立方 與じ 

世界 ホ 曾 有の 噴； 

東京 特電 六日 發 MH ぶる 池 曾 社が 所を する を 灣新巧 錦 水の 第 
八 号 池并は 去る の 巧から ホ 曾ち のた 噴出を なして 一 晝巧じ 
驚、 勿れ 一二 億 立 そ 映 じ & びて 手の つけ やうな く會 社で け 目下な 
類ら に應 急の 處 置を 急いで 居る。 




等を 揭げ 弼绘理 もは 極めて 簡單 
でを る。 

を輸 解禁、 こ 

蠢糸 業者 

巧 年の 五月 おを ホ 望 

をの 輸出 解禁 問題は 最近、 噴 
まし'. 論證 され、 一般 輿論は、 
漸み哪 時斷巧 論じ かたむきつ i 
あるが‘ 本 問題な 靈糸業 じと つ 
て、 すこぶる 重大。 徽 係を をず 
るので、 農林ち 鹽糸 烏では 先 化 
巧を の 蘆 ホ 業に 义 ぼず 影響’ を 
の 時期 等 じついて 蹄々 

を まねて 居る が、 こ 
れじ觸 する 窓 向 U 大巧 左の かき 
ものである。 即^ 先づ これを 製 
ホ 家の 立燒 から 見る じ、 現 化は 
製糸 並び じを の 輸出の 最盛期で 
あるから、 今 & もじ 解禁され る 
ごきは、 を 乂爲替 の 騰貴 牵 だけ 
糸價の 下を を ホして 甚だし （惡 
影 嚮と度 ぼす を 0 て、 即巧 論に 
は 無論な 對 で、 化 つてを の 時期 
は、 を 蘭 化 入 巧の 直前 即ち 大ホ 
五 巧 頃を 適當 どす る も、 一モ、 
これを 養 謡 家の 利害 顆 係から 見 
れ ば-仕 入 期な 前 じ おいて 解禁 
され 糸惜が 低落ず；； ぼ必 がに 

醜價 の 化を を巧來 し養靈 

家 じと つて 頗 ぶちす 利益 ご；；* る 
而 してみ 解禁に ょる 對义 爲替の 
騰貴は 一時 巧が 國の糸 巧を 化を 
せし レる も、 ニユ！ ョーク の 糸 
俄は、 これが ために 彭 響され な 
いから 解 銭 後 時 H 巧 紹過ど ホに 
巧が 固の 糸 憤 •か 米 米の 糸慨 r 顺 
應 して 漸次 恢 化すべ （、化つ て 
養 避み にら 影響な からしむ るた 


給 側 ± 人經營 供給 畳を 除き、 ユ 
ステ ー トじ 堆積 ぜられ 居る 高と 
巧 五 千 ドン 巧 ま 十 巧 トン ピ觀ら 
れ 、この 處を費 懸念 も あ b て需 
給關 係は をら 强氣じ 巧 U ら ざる 
模揉 である。 化し 今後の ホ國ブ 
— 作の 活動 程 巧は 問題に して、 
現-— 最化 一巧. トン 位 化 入を なし 
居る やじ 傳 五ら れ 、又 タイヤ！ 
價格も h 物 ニを 五 厘 乃至 五 か、 
お 物 一割よ か 半 乃至 二割 かお 引 
きと 四り W 巧 第二 回目の お下げ 
發 ああ b、 幾 か 巧 費を 增 ずべき 
も、 一 ホ 本年 一り 巧 向を 示し、 
組 製 ゴムの 消費に 對 ずる 簡 を' 2 
I 巧 S 五 割 ニを じ對 し、 九月 四 
割に 减少 したる 等、 强弱 諸が お 
複雜し 實際化 巧 観測は 画 難で あ 


滿蒙 政策の 根幹 

新鐵道 巧設， 

交渉が 漸く 進展 

滿 蒙の 鐵 道閒圈 は齋滕 滿锁理 
事 ご 奉 天當巧 ミので を 渉が 果し 
て、 どの 巧废 i で 進展し むかは 
いまだ 必や b も 判然 しないが、 
確聞 すら 巧 じよれば 、交渉は す 
な b 順調に 進 巧し* 少 くど も 術 
蒸鐵道 問題の 中軸を ずを 會線 
'に關 する 吸な じ わいて は、 前途 
なほ タ 々の 波な を をれ いじし 
て も、 i ず まや 解 巧の 初 化を 認 
めた もの、 やぅて ある。 鐵道闕 
題は H 本の 滿 紫を 涉 をれ 自身で 
ある どい はれる 巧 重を；；* 間 題で 
ある. il、 よ 那觀の 焼ず 港 および 
I 化を 綠計講 をの 止ず & こごが を 
易で なぐな つた 今日、 まず 第一 
じ 化かの 大蓮 一巧 ま義 もし （は 






巧 六 巧 
ご 目 了 巧 十四 
曲目 T 五十 四 


Wing Hing Low 

如ぶ e なお st が 巧が 

32 卽 が 巧 化ん Y . 巧な 


(ju る 打 g G な n Low 

Chinese Hastaursnl 
112W. 開 th , 化 Cib 


City Hal! TTea Garden 

170 Nassau St. City 
N な t わ the Tr&ime Bldg 
Loo Lin Manager 


IKUINE 

Ho わ I 足 R が taurant 

313 W.88 化が . わ w む rk 

Tel. む iiuyi が 巧 巧 
む We Add けな iKUINE 


TOYO mm 

4! E.1 お h み， 

Bsf. B' 巧 ay 左が h む e. 
Te!. iltg 帥 がお が お 



TAIYO 

1 が W が！ 巧 化な . 

Te し Su 巧 U 油 a 打 3 2816 


DARUMA 

巧 1 〜 郎 t わ e. 
Tei . むがが 巧 巧 


SHOWA 

53 W が 1 105 St., 
Tel. Cl 扣 rkgon 09 が 


College Inn 
3100 お sadw 巧 
お ti 1 巧 rd & 12 が fj が s. 
Tel. お orningside 74 巧 


擊韋 


il 


10 

マ曜 

イ 及 


P 集 I 農 
If 雅襄！ 重 
^ 園 品ご 


SUN HANG FAR 

2130 • 巧 hiUe. お ill 巧 化 i 127 化 お s ， 

む I. 巧 onum 郎 t 目が 4 


ま ゥ± 希-巧 隱君云 T で 巧 諸 腐 
す マ、 上キ しじへ 目 第 理君前 本 
。ィ 日ま繁 ては ばのと をのを 聰 
、辑 す々 居 巧 底 チ 街 差 嗜揮巧 
春は。 御 まるぐ ャの上 好つ 理 
懲饋 おす 程日ブ なげにで 人 
が 頭 ホ。 好 ネス ニ ま 適日歐 
を' の 評人ィ 十す す本廉 
b ン程 を 諸 £ 六 のる 人が 


新妻 

お 料 

巧理 


Japan 

れ日 化 ; on Go. 

巧 0 化 輔 hSl 
Te し EndicQ けが お 



巧 East 29 化 おけ ei 
Tisi. Lexington 5727 



340 W ， が 比 St. 

Telephone: 
Columbus 8882 


(巧 目 •水) 司を お 


Ttie Tokyo Go, 

140 W . 巧 化 化 
lew む rk 0 听 
Te し Trafal が r 8559 


も KUWAYAMACOi 

114 に 59 也み • 
New York Gty 

Phone. R 巧即 t ' 觀 


KIN 6 Y 0 & PET SHOP 

IMPORTER OF 

GOLDFISH 念 K[RDS 
〇 

動 其 力を 
物^ ナ種 

一 鳥リ金 
切 k ャ魚 


KATA 6 刪眺 0 义 

の 4 に 的 比 : St. 
New York City 
Tel. R 巧 細 3480-3481 


DANCING 

411 W 、115 も St 

TeL Cathedral 44B8 Apt.i 


Kawasoye Hotel 

け 9WmH 巧 nl 化が i. 
Tel. Cathedral 991 日 


御 

旅 

無 


河 


添 


號 二百 •.千 


を 


嫂 わで ぷ罕 np 好を 搜 tuu 、 ぉ 


円腦水 


円 —十年云和昭 


すさ燒 

ホ じ 御 料理 



を 揉の 御 嗜好に 適 ふ 
樣な美 ホの 抑 巧 巧を 

S 廣趁樓 

をし ますから 績 々御 
ホ ホを 願 ひます 

蝴 為輿樓 

腐 揃 ひの 料理人 數名 
が 日本人 諸君の 嗜好 
じ 適する 巧 巧を 差 上 
ます。 朝 S 時を 開 巧 
(な サ五了 目 サブ 
傳車琪 の 下) 


ぞ 邪巧理 

が廳 茶園. 

司 理入蘆 蓮 
出數の ホには 塞な 
の 街 便 巧に 備へ巧 
蹈貪 庵の 御用 じ 鹿 
や V 淚强 巧卒巧 
す 變お引 立願を な 
紙上 巧 ま 巧 申 上 巧 


割え 並 U 御旅 舘' 

ご 一 旨 佐 苗 

なち ホ 苗 八十 八 T 目 S ニニ 
を 話 スカィ ブ 1 お八 ニニ 


高等 御旅 鑛 

衆潍鑛 

會龐御 料理 


御 料理 錄知卽 

太 陽 

壽司毎 白 あちまず 


會廢御 料理 

昭 巧 

特別 純 日本 閣を 新設し チキンの 
水冀を 始めました 。チキンの 水 
煮は！ ニ 時間 程 前 街 お 話 願 ひます 


シャトル 巿 

NP 旅館 

W 06 I 6 を Ave . W ? W き さ一 タ W 5 h . 

停 お 巧 前 おを ご 一 了 左側 ホ 階を 
日本 巧 船 切 巧 取扱 波 ロ 場 送迎 


ロス アン •セ ルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

ミ N S ミす dro St -- Los 置 をを cal - 


蠻池辭 lISJI 駕 s 白米 

日 案 ii 食料 轟 iii 雜 。へ gs 

巧 田替洒 巧ま會 社を 部 一手 資搁巧 

0 本 食料品商 會' 


提の おお わい しい 衡烧 

會廢御 料理 

晝 食は 末廣へ 

叮塔巧 巧 まが 大勉巧 


日本 食料品 類 及び 雜貨類 卸小賣 
ホ 之 ま 大賣挪 桑 山商會 
新刊書 籍雜誌 小間物 日用品を 種 


巧 夕 九 時を を 菜 

目 本を 巧 お 
日本が ち 巧 

ま蠢 おを 

ト タンタ 巧ち ます 


メ 1 グア ドレス 〔年-を 

東京 巧會 


御 下宿 喜樂 

元 黒 崎 旅館を 良 直が 
1 芝 喜 SU Br 呈丢 n, N. Y. 
ぎ 夏 雲ぎ 7 


罔 圍閱淸 、空氣 新鮮 
巧人惧 築な 自由 寧 

芸 Sari を芭 . B 吕量 n’ H. Y. 
ぎブ il て？ 4 な 


▲淸浓 、親 巧、 お樂 ns 巧 ▼ 

勢 州 能 

伊み 事を 久 おを 巧 

•225 巧. 5 望 h Stireet 

ジ L すち nt w 這 9 


，器 旧旅餘 武田 文を 

故國 新聞み 數お 揃へ 居ます から 
を 所 御 立窗の 節は 御 休憩 下さい 
200 Eas ニ 置 苗 星ぎ ぎ y 養 anl 3351 


力 旅館 改め 

一帝國 旅館— 

之 S 至 J 置 Si II ミ York 
ジ 1- WUS ちを an ミミ 10 


織 育 旅纔？ S — 

- を 酉 十 T 目 ニ 四 ニを 
Tel . 星 も 弓 ia 星 4 

レスト クン. ト 

並じボ ー デン ダ 
荷物 貧 保 厳 陌じ預 らます 
【島山】 

ニ IIHh 至 As . 星. 皇さ &101 st ぎ 


が ストン 巧 

富 ± 旅館 大 浦末极 

養 W ミ 養 曼芭 ‘ Boston ま as 产 
TeL B . B . さ 75 


費府 御旅 纔 
桑 山 淸お郡 

4 是 So 己 h 9th 苗 . さ iladelphia す . 
Tel. Wainui7 这 1 

旗襄歷 域中必 、綴 領事館、 B 本 
郵船 奠他绽 巧 大會祖 近き 壌 巧. 

を 港-^ パ ホテル 

純 日本を (特別 間 あ ち〕 

巧 一報み 窠旨動 单御出 迎申上 侯 

巧ニ呈 ifiia 这こ San でさ cis さ， 呈 if. 


ザ 上 金魚 巧 

918 巧妄 AvrN ミ さ rk 呈ー . 
phi 芭 を ニ 7 ち 


紐 育 唯一々 白 本 百貨店 

巧 桐 兄弟 商會 

スマ ドン •ブ .ロ ダク ツ 一ず 眼資元 


舞鹽 f i 

マな を ダンス ▲ 

マ 表 靖ホ操 A 



執 十時ョ ，お 十一 時 

シヤ 9 フ •ダン シ 

ング 輔範學 校卒叢 
上が ター 


化 巧 品 卸 巧 

ホ 味商會 

W E . ニす St - N . y . 夏 y 
Tel 害さ i こ 7 ミ 


御菓子 舖 

名物 栗 緩 頭、、 棟 羊羹- 賛澤豆 
甘納 岳、 巧 化を 禪 
煎餅 卸小賣 。のし 餅け 前日に 御 
注文を た ふ。 

御 注文は 松風 巧 高 橋 
這 W . 6 置 St . ブ ニを algar 5 置 4 


新 鱗 魚介 一切 

日本人 おきの 生を 澤由取 h 揃へ 
お 巧 廉廣で 大勉强 をし ょす 

サゲ才 ナ魚店 
J.osaJph wavoBBl 

运 4 w . 61至 St - 

Hei . 0 己一 一 巨 bum 91 援 


H 本 躍 髮舘淸 

西妈十 H 了呂酉 蕃地 ニ邑 お 室 号 

2 nd 7 なァ (を 六簿ミ 四十 H 了 目 $ 


日本 散髮屋 則が 龍 

五ヶ 年間 中が 巧 ど 共 じ 就業。 

.ジ ヤシン ト ® フ 3 ブゴ 

ご W. 送 ih S 三 . Y. 置 y 
Bel { loie 夏 夏 Ave . 夏呈す al Park W ま t 


曰 

米 


繼 


奪 請 ブラィ 7 ント 

八 0 お 九 ミ 八 八と 一二 

竹 中 重 雄 

お 育 巧 西 四十 四 T 目 
ニニ！ 一一 八を ニー 階) 
JAiESEA 青ち 君呈 S 
ご wwes こ # 1 窜， N. Y.C. 
すニ呈 ant 8Q79. 署 W 


あお 目なる ホ感 同胞 じ 巧ち 
なる 職業を 巧旋す 

，宮川 事務所 

紐 育 ホ 西 四十 ニ 了 目 百廿一 を 


'電 

證 


ブライアント 


i 


.煎餅 卸、 小賣 
を 腐 油揚 
日本 食料品 切 

wlmm。 Rica Cake C ? 
票羣 Euye ., 

Tel . P 堅 こ 218 

駭林巧 か 

320 Man 畫 an A ま， Bet . 11 31114 Sts . 
Apt . 62 ぎ Mon — 三靈 

木 旧 ル 1 ミン グ 
S ち ザ dA ま. • Bd 59& 基 thSireets 

ジ香 ho ミぎ 巧 nt 苦 ゴ 




婦人 乘 客の 笑談に 

私の、 心 U 轉 倒した 

貴顯紳 ± を滿 載した 春が 丸^て 

勢 津子姬 ご 同船 密航した 巧 玉】 


ホ/ル 八から 横 おへ 日本 郵 
賦 のを 巧义- 船を を裝 ふて、 
今は あ 父を が 殿 ド じ 化は す當 
時の 化ず 勢がず 姬の御 一巧 ど 
同船し、 マン マ VJ 密が じぶ 巧 
した ァメ》 力 人の 密 がちが あ 
る。 彼は で-ドボ 1 •スノ 1 ど 
巧び、 三ユ ー ジャー シー掛 出 
身の ぶ 達で わる ダン •ホ. フキ 
ンスが 一等 船を ごして H 本 じ 
をき つ i をる のを 機會 じ、 こ 
の大膽 。を 敵を がて した 者で 
ある。 &ド おご 記ず るのは ス 
ノ^ ~ 自 身の こごで ある 

A — A — A— 

お u ダン に 半愤 をげ 奶 パて 割 
頭す 增誦 一つで M 本へ 密觀 する 
こごに；：^ つむ。 私 こ ダンは 一等 
の サロンに 坐 て だん ご 影 
を 失， て 巧、 ォァ フ爲^ を V 姚 
めて おた。 

水先 ま內 ...： 最ぅニ 時間 前 

じ。 ホつ て晚餐 M なは をべ なか 
つたが n 後の こごで ある。 化は- 
今が ほ 斯ぅして 自 みに 船內 'ゲホ 
|< お 旨を^ ながに 驚 ひだ こごで 
あを 『兎に 巧 瓶 かい 間で もい！ 
惊か にず る こご だ』 ど あつて な' 
ご タン^ この サザ — ン に々 た。 
ひつを b ごした サ^ 1 ンじ間 も 
。（瞧 装の 円本 A が ド ャドャ ご 
這 入つ て东 た、 をの 中の- \ お 
化 達に 向つ て 話しかけて ホた の 
でな はてつ き k 事炼 長」 相違む 
いご 一時は びく'-^ -- 3 たらので 
あつじが 、この 純 十け 單じ 船內 
の滋戯 委員長 ピ して お 達に 巧 板 
遊 戲を勸 める ので あつた。 

私達 4 巧-これを 斷つ 
わ^ので わるが どうもを 3紳± 
のち 顔. か何處 ^ で 見に やう.' •お 
も すらので、 ダンに 『化。 一體 


何 巧 だら う』 ど尋 W る ご 『あの 
人 じ ゎ 前、. 駐米 日本 大使かず 恒 
雄た。 や i :* いか』 ごい ふので、 
化 も 初めて 成 おご あつた。 船が 
域 橋を 離れる がの 彼、 ホ ノグが 
が 聞 紙 e ヵット じされた 彼、 を 
して 扶 父を 化 殿下 U るべ （歸朝 
される を 津モ姬 の 父 どしての 彼 
をな はお ひ 出す こど •か 出來 た。 
而か もこの 貴顯紳 ± を お 載した 
船の 密 化を ごして n を晚斯 くを 
らうでは あらう が M 捕 へられた 
時 

私は 一体 どう L たらい i 
の だ。 おどして は 恐らく 自 をの 
所 罰 ぉ 二倍 されても、 サん じて 
をけなければ：：*るまい。 お達は 
この 周簡 のを 氣じ堪 へがれ じく 
なつて、 そつご 躺 室じ餘 つた。 
春 巧 化 今み の 化 海は をれ-一を 滿 
員のを じ わつ たもの i 、 ダンの 
まは ソファ ー まの 寢 をを 加へ て 
一二 人ん 船客を 收容 する にを るの 
である： か、 幸 巧に も ダンは 唯一 
人で をん 室を も領し 下-居た ので 
それでい かじして 寢る かご V ふ 
問題は あつう b ご ザが いた 譯で 
あら。 化み がな を隱 すに 足る ソ 
ブァ ー を お 用 ^ て 

朝は 早く じ 起きて ごまか 
す こごに しじので ゐ る。 勿論 密 
が 者 VJ しての 化が 自ら 事務長 じ 
をのを を 通 やる 必要らない 譯で 
ゎるが、 事務長は 現じ ダンの 室 
へは 二度 もやつ てが てな のをを 
.患め わ， りの i 、 別 じ 化を 怪しむ 
様子 も i ：* かつじ。 巧 ホ このが 海 
じ 一等 船を ごして 乘 b をんで 居 
る アイリ々 人は 儘 かじと 人で あ 
つた。 をつ て 食堂へ 准の； 回 も 
顏 'で 出さない 私の がな は、 容為 


じがる はやで わつ たので ある。 
さて 食物の 問題で あるが、 これ 
じは 流 巧の なら 弱つ た 蓋し ダ 
ン るが ミ々 じ J 

注文 し 得る ものは 朝飯 だ 
けで あつたから、 なは この 一航 f 
おじ 滿足 なをを 取つ たのは 常に 
朝飯 だけで あつた。 なけ 航海の 
一日を 或 ひは 讀害室 じ、 サ 
じ、 手紙を 書いたら、 書物を 讀 
んだ も、 化の 乘を £ の會 話に 替 
した。 賞 豚を がちの おどして 特 
に問圃 人の 兼 客に 姿を 避ける ど 
いふ こごは 巧つ て 暗の 中必 じじ 
る をれ か あるので、 私は 努めて 
彼等 ごを 近 L ねので ある。 どこ 
ろで をでして ば随 をな 意 深 < 彼 
等 じを がまで おる こどを 悟ら i 
ない 樣じ裝 つわもので あるが、 
今考へ てら 

をつ ごず る やう じ 填を が 
あつた。 をれ は乘客 中の 一人で 
あつ， 學校敎 員で ある 聰明な 婦 
ん で、 仲々 座談に 巧みな 人 だけ 
じ おも 化の 乘客 ょら W 上に 無 遠 
慮に を 際した。 彼女け 時々 飛ん 
でも。 い 質 間を 發 する 癖が あつ 
て、 をる 日の 午後 フリッチを や 
つて 居る ご、 この 婦人が 突然 お 
じ 向' つて 『をむ はを うど ス ，ノ 1 
さんは 一体 何等の わ あ？ 4. な S 
貴ぶ は 一等の 甲板に いらつ しや 
るが 食堂では 一向 わみ かけ， し；：* 
いしを < 不思議ね。 をれ VJ も 貴 
方は 二等の 船客で ち柯か 

特典 を 持つ ていら つし や 
る ホな の』 ご 銜座 つた。 なの 密 
が もこれ で'- とうやら 化けの ぶが 
塊は む 化で あつたが、 おは 彼女 
どい ふょ b は 寧ろ 词 席の 人々 じ 
向っ て 『左様ね、 或 ひは ホれ お 
らん か e すね j ど 笑 ひ。 がら 答 
へた。？ つぱを どした 彼女は を 
れ ならに なご 一緒に 笑 ひ 轉げて 
な 達の 會 話は 巧み じブ リッ デの 
ホ じ 外れた。 をの 晚 のこと であ 

る なか 飛んで ない 目 じ 逢 

つたのに ：…… 0 


ので わる。' すなは も懲官 ごして 
は 陛下 じで 一の こごが あつて は 
をの 責任な 自 をのんで。 く、 一 
家の 不名擧 である ごの 黃巧戚 が 


深く 特-し 曠古の 御大 典を 前 じし 
て 御 蠻謹中 t げる馨 I 官 ごして は 
尙ほ をら じ 深い 資 巧を 感じて 居 
るからで をる C 


豫算千 巧圓 程度で 

水 i 漏 令り 警戒 網 

京都で 爆 彈携帶 の 朝鮮人を 捕縛 

注意人物 一千 人の 大撥擧 


東 ま 特電 四日 發 M 御大 典 前の 
大醬 がごして 營視廳 は 視察を を 
する 化なん 物 一千ん の お 捨舉を 
一巧 nib 昨 瞬 じが b て 巧 ひを 
都で a 爆 彈携帶 の 辨鮮ん ニん が 
逮捕された。 

御大 典 の 盛儀せ まる ご お 
に 東 巧、 を 部を 始めを 府縣當 巧 
は 御 蠻衛の 具体的が 合せ や 編成 
でを むこを 化 眼 S 狀態 である. い 
摇 元締の 内 あ 省 蠻化咕 では S 百 
万圆の 臨時 響衛费 をら つて 營衛 
計 霜を たて^、 旣 に 着々 編成を 
完了し つ 5 ゎるが、 お 接 御營衛 
じあた も 彎-官 蚊け 約 一巧 人に 上 
るは やで、 裡視廳 が ドの 曾官の 
み 千 置-む 名は 聖上 お 巧 脚 货繁く 
巧 時 じ ま 郡に 向けて 應援し 繰 b 
出す こご ド；；* b 、 を 巧縣の 

選 も 組み ご 併せて 京都の 


總巧 をは 六 千 お 再 余 おごなる 見 
这 みで わる'' をのた めじ 巧 都 唐 
で tJ が 内け 余の 寺院 ご 特約して 
餐官 宿泊所の 準備を ど-- のへて ~ 
ゐ るが 巧 巧 あでは 馨！！ 官が '3 W じ 
御大 典に 關 速して 長 崎、 靑森お 
じ 一巧 巧圓 投 して、 を殖 電話 
を 架設した 外 隣接を 挪ホじ 悉く 
を 通 特設 電話を 設け 方 一の 填を 
じを なへ た； め、 合-回の 總譬衛 
整は 千 方圓を 超過す る もの ご 見 
られ る。 

まま 特電 I 二日 疆 〔ニ ユ —3 — 
クタ 井 ムス 紙】 聖 r 觸トが 御大 
典 地で ある 

レ| が 朝へ 巧 幸 遊ばされ るの 
で嘗规 藤では 昨リ御 醬衛じ 就て 
な 巧 練 留を舉 巧した。 御 道筋は 
約 ザ哩の 距離 じある^、 譬宫じ 
巧十ヤ ー ド每じ 一人 化配廣 する 


外 重要なる 地点 じは モ ー タ！ • 
サィ ク少 ぶび 自動車 警宫陳 を 置 
くごい ふ 水 も瓣ら さぬ もの もの 
しい 警戒ぶ b で 陛下の 御 お 則 車 
が 通過す る 水路 じは 水上 移動 馨 
をで 誉戒 する 外、 醫 橋の 下側に 
も 響 衛隊を おす どい ふち 樣 じて 
御 殖路は 軍隊 ぉ販 巧し、 民衆 拜 
觀を ごの 間け 警官隊を 配置し、 
械 め，- 實隐 的な 豫巧 演習 e あつ 
た。 この 外蠻 li 宫 除は 

戶每に 探索^:上巧持の短 
銃 その他 武器 じ 就て 調杳 し、 一 
切 武器 類の 貸 典を 禁じて 居る が 
最お酱 官隊は 陛卞の 御 響 衛じ就 
いて 美事な 行儀を 示した。 をれ 
は 約 四 五十 ャ ー ドに 間隔を 置い 
て、 馨官は 巧 幸を 背 じして 拜觀 
を 側に を 面しで 一の 藥 合を 警戒 
する ごい ふので あつて、 巧々 外 
國 A が留垃 ごして、 をの 警廣の 
余らに 業々 しいの じ 一驚を 喫し 
て 居る が、 これは 政て 陛ドじ お 
してみ 穩な 陰謀が あつた b 、 共 
を黨貴 の 不祥な 巧 動を 恐れる ご 
いふ よらは 職-ろ 


む理的 


な說 明を 巧す るの 


寡婦 而五 歲〕 を 絞殺した 

痴情の 犯人 U 邦人 

一二 日夜、 西 百 トニ 下目の 出來事 

宿泊の 薑島源 太 郞け釋 放さる 


當地 西な 十二 T 目 ニな お 十 ホ 
番に 住む 本年 一二 十 至歲の 寡婦 モ 

1 ド •ウッド スフぶ 呼び ダン シ 
ンダ •ィンス トラクタ！ たちし 
こどみ をる 婦人；^ るが、 まる 兰 
日の 极 

何者 かじ 絞殺され 常巧ゥ 

ッ ドラフのを」 催された パ— テ 
i じ 巧した ごい ふ H 人の 日本ん 
が 有力な 嫌疑者 ごして 目下 警察 
から 嚴 採され て 居る 事實が ある 
同家には U 前から 宿 泡して 居る 
H 本人 じして 日 党 レスト ラント 
じ 就 働 中で ある 营島源 太 郎ど呼 
ぶ 邦人が ゎ b 警察 側では 同ん を 
有力；；* ぶ 嫌疑者 どして、 引致し 
たか 證據 不充を じて 遂に 釋 放さ 
れ た、 前記の か <當 夜 パ！ ブ！ 
じ 招かれね I 二人の 日本人の 正体 
を 突き 留 いべ'.、 警察は 頻 ちに 活 
動 中で ある。 最 がの 嫌疑 ぞ宣島 
の 中立て るピ こる じ 保れば まる 
を曜 H のが、 ホ 婦は云 人の 日本 
人を 

わ 客に 招待す るから 同夜 
は 他 宿し. て 欲しい ど あつたので 
貞ニ 十五 T 目の ニユ ー ョ！ ク《 
セント ラが 停を 縷じ 一巧を 送つ 
たご稱 して 居る が、 同ん の 首筋 

3^跡か を る の で嚴重な尋闕を 
を けれ けれ 共、 これは 就 働 中 誤 
つて 階段から 墜落した ことが 巧 
然し 同人 じ對 する 嫌疑は 晴れた 
ホ 第で をる が、 隣人の 話に 化る 
ご 主 曜日を 朝 ウッド クフの アバ 

トメ ント じた" ならぬ 悲嗚を 
耳 じした けれ 巧、 同家 じ 飼つ て 
屠る 驟 鶴と 思 推して 别じ氣 にも 
留め U かつた が 翌朝 じ ま b 同家 
階 ドの マリ ー •バ ー タ 夫人の 天 
井に 水が 洩ら 出した ので ジャこ 
タ； を 通じ 

巧 ニー 電話を 3 て ウッド ラ 
フじ をの 旨を 通じ やぅ ごしても 
一向 じ 退 事が がな く、 をら に ド 
—ア 6 ぺ がを 鳴らしても 家 巧は 
C ッ ジリと して 居る ので 思案 じ 
をつ て 居る 隙、 を かを 宣島 がま 
婦じ 電話を 二度 も かけたら の I 
更らじ 返事が なないた め 宣島も 
を しんで 歸 宅の 上ジヤ ニタ 1 W 
相談し、 念のため 巡査を 巧んで 
養 島の 鍵を 0 て 扉を 駒いた W こ 


ろ、 無慘 しら ウッドラフ 夫人は 
キ モ ノ姿で寢室の巧じ橫は6 1 
面に 水 か 流され t 居る こどが 巧 
然した。 警官の 急報に 化 6 巧 ニ 
十一 ニ T 目の 譬察署 から 

探偵 こ 人が ぉ 張 辕屍か 結 
お ウッドラフ 夫ん わ 曾 翁に 盧々 
たる 化の 跡が ぁ b 、 失 人は 絞殺 
され じらの i 化 人は 夫人が 巧ん 
だの じ 驚き 水を ぶつかけ て 息を 
かき 返させん ごした るも裝 さや 
遂に 逃 己' した もの ど 推定され 營 
察 側 じ 於ても S 人の 日本人め ぅ 
ち 何者かが 夫人に 嫉妬を 抱き 一 
人居殘 つての 所業 じなん だもの 
であらぅ V 脾んで 居る。 

身許 不詳の 

邦人 鑑死 

''ィンタ— 附近 じて 

ニユ — 3— ク 州！； ンタ 1 四日 

發《當 地 ょら 約 ニ哩を 隔た お 中 
の 樹じ年 5 頃 約 S 十歲 身許 不詳 
の H 本人が 鑑 死を 遂 けて 居る の 
を狩獵 じあいた デョ！ デ •ボ ー 
グ ドウ キン じ發見 うれた。 當化 
1. レ 化む パ 9 J •ゴ ！ ドンの 語る 
所に 化れば 同人け、 去る 水曜日 
タ ン サ ！. ゲ ネ 火 ト6 、り ン タ ミト の 

間で 巧 柄 通 巧 中の 日本人 じ 蓮 遇 
し 同人の どひ & じて 自動車に 
乘 せわ 上、 一 ンタ！ じ ホち し V の 
を 如 < 、をの = 本人は 附を钱 が 
巧に 魅き 溢 巧に 使用した 繩を買 
求めた こと も 巧 巧して 居る J 

巧擊王 一巧 來 期， 

東 ま 特電 四日 發 n 野琢 をの 巧 
擊現 タキ •々ダブを 始め VJ し舊 
ヤン キ 1 スの 投手 シヤ ！ キ ！ 、 
ボマ トンの 捕手 ホフマン、 審巧 
官の 一巧は ホ 朝し 大阪每 e じが 
球麗じ おらて 早、 慶 、明治 乂學 
£ 試を すべく フアンの 人 氣を呼 
んで 居る。 


淨瑶璃 b 日 

一二 味 線を？ づ. 

御 化しい 餘暇じ 巧 £ も 言へ ぬ 
淨瑶璃 の 趣 ホを 御 賞玩 被 遊 度 
皆 樣の御 ホ 遊を 歡迎 致します 

野 澤ま壬 

ごご 18 受 17 th St •呈 y 
Tel . Univer 基 這 98 


御大 禮 奉祝 晩餐 會 

時日 十 j 巧 十六 日 (金曜) 午後 セ 時 

瘍所 ホテル •ア スタ！ 

服裝隨 意 

男子は 可成 タキ シ—ド 又は 黒服 婦人は か 巧 自由 

餘興 ダンス 其 他 大計 畫中 

事務所 紐 育 日本人 會內 

御大 禮 奉祝 會 
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ぱリず お (が 渚抵 帆) 十二月 十目 
M 等橫濱 ー畫粥 

化し ば リずお るん どんかは】 を お 弗 
▼一二 等 日本 行 お五苑 客室 大な造 菜 族 室 i 
►御磊 望に 綻リ 一等 割引を 復 切符 勞 巧を 巧 候 

ロス ア 、\ ゼ ルス ぉ奶 (午後 一二 時) 
もんて びでお 义 十二月 十日 
はわい 兄 一 量 -KB 

►一等 橫濱ニ I 一一 C 巧 化は わい かを じら か 一芸 弗 
▼巧 別 一二 等 日本 行 五十 化 巧 ▼ I 二等 日本 巧 五十 直 巧 
▼ホ 灌羅 が 斤 猴串切 巧 庭 塞を 蔑 入御 幹旌 化り 侯 
▼紐 育 線 バ ナ マ お 由 日本ち 邪 巧 貨物船 巧 一 巧 


陶磁器 雑貨 卸資 

春， 阳廊會 


H 本陶破 黑雜售 頰卸賣 

.井元 ブタ ダ— ス 


R 本陶破 器雜貨 

ラ ふ プ卸賣 

奈良賓 易廟會 


H 本吳服 反物 キ モノ 

テ 1 ブルク ロ ー スが 

諸雜貨 卸商 

驗 日本 ドラ IT ブ商會 

巧圳廉 巧で 大魅强 新 ホ わは 當 店の 時を 


n 木陶 黑雜貨 

ドライ グ ー ツ 街販賣 

S 赋巧木 桃 ホ 組 


ヮナメ . ！ 力 ！ の特を 

目 本人の お 買物 じは 特別 あ 員を 最き無 
巧で 御 案 內致升 電話 义 はお 手紙み 溝 御 
訪問して 御 便宜を 計ら 初めての わ ホに 
勒 しては 特に 注意 致します から 是非 わ 
立 寄， 9 願 ひ ホ、 市內 配達は 勿論 B 本 巧 
化を 地 宛の お 荷物を 送は 當 方で 致し 升 

ジ ヨン ワナメ ー 力； 


ハイカラな 紳± は. 

化 立 服を ちしまず 

夫れ はを （身 じを ひ、 忌 掛けけ をく、 を 
して 出 ホを ょら も 長 持 もす る 事を かつて 
るからで す。 弊 巧は タ數 H 米 紳± の樹用 
を 承つ て 居ます。 

N 化廣吿 じて 脚來 店の ホには 

ホを 割引 致します H 
御 注文のを 何に 係 はら やを も 巧 一巧 巧て 
をて 下さい 

ウオ ルカー 王ンド フロ リオ 洋服 巧 


晚香坡 お ニ 週 一回 出帆 ， 

A で ム プレス 露西亞 ニ 一六、 五 00 嗯一 

十 言ち 日 

A エム プレス 亞細亞 S クき 0 巧) 

十二月 一日 

A で ム プレス 加を 太 (ミ 主 00 竭ー 

ち巧サ 二目 

▲ェム プレス 露两亞 0 男 •登 0 增) 

一巧 ホ 六 H 
一等、 二等、 一二 等 及び 下等を 設備 
最大、 善 お、 最 快走の まげが 灯 船 j 


▼鄕 里を を 及び 並を を (無手な 巧 r か 面 
巧替賣 買、 巧 爲替取 巧 取 立、 信用 巧 » 
巧 等 一巧 お 巧 業務 卸 巧 巧 じ おがす 化 お 

g 賦 臺灣銀 巧— 出張所 

本店 摹灣臺 化 

そ 店 まを、 横な、 大 あ、 神戶 、上が、 巧 
ロ、 福 州、 厦門、 池 巧、 を 港、 庚 束、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン 、バタ ビヤ、 を K 

々 y カブ タ、 偷 を、 其 巧 潰 十四 ケ巧 


、資本を 壹億圓 (を 額拂 & 巧) 

、稽 立を 一 倦 二な 五十 萬 園 
內 化本ぞ 巧：：^ 濱 (本店) 東京 大阪 
神 戶長惊 下 巧 名を 屋 

機濱 正金 銀な— 支 巧 

米 困を ま 巧 = 桑 港 おなか ボボを 
巧 化 世を を國重 巧が 巧 二を 巧 及 3 レ 
ス 有之坛 


本 店 大阪化 濱五了 目 
お 育 支店 紐育ブ 0 1 ドゥエ ー 邑四 十九を 

驚な 友 銀 巧 

日 おち (を 京 > 横演 、名 古 崖、 を 都、 神戶 
なり目^ 尾ノ道、廣島、吳、柳ホ、下ノ顆 
がま 庙 (門 司ぶ 倉、 巧 松、 搏タ 、义留 义 等 
本國領 金、 鄕里 をを 等は 極め 
'て 御 便利 迈速じ 御 取 玻可申 お 


本な 朝 お 京が 

ま 巧 出張所は H 本內 地の 樞要 都巿， 朝样 
滿洲 、支那のを 地 及び 浦 盛巧德 

朝鮮 銀行 紐 育 出張所 

外国 爲替 一般 銀け 菜お橫 々巧 便利 じ 取扱 可 
申 上 候 


日本 郵船 會社 (並 ニを 鐵道會 お) 

代理店 片欄苑 弟蘭會 

乘 車、 乘船 切符 並 じ 小荷物 運送 御 便利 じ 取扱 申しまず 


ラ么プぶび シ ルクシ で ー F 

製造元 卸賣 手 塚商會 

H . Y . HETWGKA no . 

ニ i 薑ぎ N . y . 賽ぎ— 置 苦ゴ 


東京 商 會特吿 

輕便 食堂 
開業 御 披露 

今般を 樣 の御勸 めじ ょら 弊 巧 
內じ輕 便を をを 新設 致し 專 らお 
手輕 、滋養、 美味を 旨 VJ 致し 斯 
界に其 人 ぁ b V - 知られた る德永 
常み 郞 巧を まほ ごして 當 ると H 
ょ 6 開業を 候 間 巧 キ御ホ ホ 御が 
食の 巧 奉 願 上 候 
一、 チヤ プ マィを 拂 S 十 他 0 上 
一、 すき 燒を禪 六十 五 仙 口上 
j 、 うどん、 を ばを 裙ニ 十五 他 

右 

東京 商 貪食 堂 


御 披露 

今 网タが 經驗の ぁる 腕利きの 
日本 A 職人を 雇 ひ 入れ ま L た 
是れ 迄の 樣じ 御を 樣を がね 甘 
る樣の 事は 御座いませず 精々 
勉强 致します から 柏 變らや 御 
最 負の 巧を 願 上げまず 

淸理髮 巧 

西 四十 互 了 目な 番 


貸 度 グ 、美術 修縷 スッデ 

オ廉懼 じて 貸 度し、 ベンチ 及モ 
—タア 付、 W 前 栗 巧、 S 上 氏經營 
呂互 ST , 芝 W . 呈 h St . 


特別 御 案 巧 

一、 每 H 瞩 H 諸集會 
® 聖書 硏兜 正午。 共勵會 午後 
と 時半。 禮 拜說敎 午後 八 時 
一、 木曜 H 集會 ， 

® 婦人 裁縫 午後 ニ 時ょ b 四時 
まで 

ま 任 鴨ホ久 夫人 
® 英語 硏究间 時刻 

まな 力 ー チ スホ人 
成 祈禱會 午後 八 時 
一、 英語 硏巧 男ず 部 n 巧、 水、 
木、 午後 八 かょら 十一 時まで 
本 會の爲 め 永年 犧牲的 じ 御 働き 
に 成つ て おご， る i 鴨 井 夫人は 設 
備の整 ふた ヌッデ ォをニ ごす ian 
Avenue . じ 御開き じ 成つ て 居られ 
ますから 直接 御 話に 成む ば御自 
をで 個人的 じ御敎 示を 願 はれま 
す。 英語 も々] チスホ じん 御を 
渉の 上 同じ 便 •か 得られます。 

'同胞 諸 壬の 奮って 諸 集 會へ御 
出席 せらる t 擦 御案內 ホます。 

紐 育 日本人 敎會 

WW0 巧费 t 巧 7th Sftr 惡 t 


榮轉の 磯 熟し 飛電 一巧 

歸朝 命令に 接した 總 領事 

急ぎ 事務を 內山 領事に 引繼 いで 
後任の 下馬評 ミ 新ら しい 椅子 


I 昨春 赃暇歸 朝な ホ榮 巧の 
增喧 かしく 巧び 歸 巧の 機 ある ま 
I じき かごが へられて 居た 總 領事 
巧 巧 巧 氏は タ數 の豫 想を 裏切つ 
て 今を 八月 初旬 獨 6 飄然 どして 
^紐育じ歸ってホた^、 みまり遠 
i からぬ が ホに 繳 領事の 椅子を 離 

一れ て デブ 0 マ ナブク •ブ 八ダヮ 

il ドを 淵 ホず る じ まるで あらう 
- ご U 誰 人 も 窃かに 期待した ちた 
j 巧で わる。 果が 去る を幡 日の 朝 
『總规 拳は 被 かに 餘朝 する』 て ふ 
- お 波が あ もら こちらに 機が つた 
同 巧 偶が H 本俱樂 部で 邏 おした 
記を じ總術 事が 『斯う 云 ふ もの 
が 出 ホた ょ』 ごぶ 測 5 裏の 鮮筆 
一の 走 b 普き した ものを 示す 題 
して 『おを 一のを 歸锅 命令』 ど ぁ 
- る ° H < 

を 基 五 秋仍が 情、 路傍 橋. 

畔 己鄕聲 、君命 一 阴驚閑 

を、 大義 離愁 併擁巧 

i 座 じあつ た 人々 から 先づ 
一 『お 目な 度う』 ご 握手を 求められ 
^た總 領事は 事務を 內山 領事に 引 
:繼 ぎみ 第 旅装を 整へ て 十二月 五 
j 日 桑 港 ぉ 化の 天が 义 乃至 其 前後 
; の 巧 脱で 急遽 歸 朝の 上 新なる 使 
- みを 帶 ぶる もで ある。 齋 藤總領 
事が 故 熊崎恭 氏の 後を 襲 ふて が 
'脊 じ眷 ほし じのは 千 化な 二十 四 
年 一巧よ 日 爾ホ四 年お絲 、巧は 
をが 祠 胞の爲 めじ 事の 大小 轉重 
を 論せ やして 籌書盡 がしみ は ホ 
人 ご 巧觸應 '醜して 日 乂巧感 の 助 
をに 貢献し が ゆる そ 面から 『名 
總怖 事』 の 讚 巧を 冠せられ て 居 
たが、 緒 棚 事は 明治 十九 年 十二 
_ 巧を 良 川の 杳 なご 提 びで ホを；；— 击 
岐阜が じ 生まれ、 學巧 おじが 學 
巧荣 巧帝大 むを 學巧じ 入 b 明治 
四十 一二を 七月 卒棠 


十 巧 K 外巧官 及び 領 
事官 試験に を 格して 華お頓 じな 
勤官 補を かせら い、 始 かて 內田 
乂 化の 下に 『外を 官の手 習』 を覺 
え' 大化四 年 大化お 云 等 書記官 
r 陣ら 、大正と 年偷敦 大使館 じ 
轉 巧し' 翌年 じ 里に がける ホ 巧 
會議 にはを 權の隨 員 こして 化 脚 
、 木が、 吉山等の諸先冀どみ！ 
巧 動 L 、 みで シャト 駐 A の領 
事に 轉じ 大正 十二 年じ歸 朝、 關 
巧 大震災 當 時け 本省に 巧 b てを 
蹄み 外人 關係 問題 じ戳 掌した 官 
歷を あして 屠る。 齋藤德 棚 事の 
を 轉は素 よら さる がらな 育 
乂ピ しては 遺 城 千 萬で あるとは 
をら < 萬 ロ 一致す る 巧で あらう 
巧 內山總 領事 代理 も 『支那が 戀 
し-い』 ご 仰せら る I 昨今 孰れを 
く 後 巧を も决定 する であらう が 
r 馬 評の 中 じは 前年 

宫補 ごして が 巧した 富 井 
巧 氏 (富 井 政 章 巧み 願) が ォッタ 
ヮ から 轉 任して ホる どの 說があ 
る。 是れは 中が 巍 、矢 旧 長 之 助 
ニ 氏の 前例 も わ b 相當 可能を は 
ゐ b さう だが、 外に 澤出廉 S を 
一澤 田 大使館 參事官 みお) であら 
うとの 觀測も あり 化 處智崎 まを 
特電を 锭 つの 外は い * いらし い齋 
藤猶 領事 自身の 新 巧 務ら巧 明し 
て 居。 いご あるが、 が 育 人の 輿 
論な 英國 大使 舘參事 官說を 信 ホ 
る 傾向が あ ら、 ホ 春 四 巧 頃-しは 
倫敦の A ごな つてが 半 大使の 片 
腕 こなを に 違 ひない . i の ベット 

も 巧は れ节 居る。 担し 御大 禮度 
後出 中 曾 かは 兼 おを 罷め 久お遞 
相を 外相に 轉 せしめ わと する の 
説 わる 隣 本 巧の 異動に 依 h 齋藤 
德 領事が 或は 電 要なる 椅子 じ暮 
くや も 知れ や V 」 の 想像 說も ある 


のちめ じ 打 g を 蒙つ てち る 貸 
業 家の 强 硬なる 態度を 背景 ど 
し、 一部 策 ± の 献言に 信頼し 
て 自身 新黨を 樹立 すれげ 民政 
政ぶ 兩黨ょ b 約-白 名 じ垂ん ど 
する 巧 議± を 拉致し 得る かの 

かき 打算を なせる あすで ある 

; 

丰實 'しを 巧 じがし すみ 第で ある 
亦が ホ 巧り 主 おせる お輸 解禁、 
思想 善導の 旗印の おき 网等 民政 
黨を脫 すべき 政治的 巧 もを 構成 
して 居，* い。 新 黨俱樂 都 ご 云 ひ 
憲 を 一巧 會ど云 ひ 明 政 會ご云 ひ 
小黨 のを 立は 憲政の 發 達の 爲め 
- し 果して 如何なる 影 蠻を巧 ふべ 
きか 想 半 じ 過ぐ る ものが あらぅ 
現じ 巧 次 氏の 率ゐ たる 政ぶ 本黨 
が 憲政 會 ごを 同せ る 政治的 狸 も 
は ニ 大め黨 の 對立じ 依 b て 憲政 
の 意義を 充實 せむ どす る じあつ 
たじ 拘 はらず 『' 窠 S 黨 出で 中ん 
ぱ 政局の まを を 得 や』 ご稱 する 
は 子の 解— 能け ざる 所で ある。 
孰れ じせょ 化るべき 讓會 じが 
て 吾が 民政 黨が 旧中內 閣の對 
支 外を 停頓、 財 巧の 不 まを、 
積極 政策 S 不徹底を 攻めて 不 
信任む み 議案を 搪出 するどな 
れば 憲政 一 新會 のかき 素 i ら 
民政 黨 と 協同の 立 傷 じあら ね 
ばなら ぬ尝 であるが 洞 ボ晦は 
恐らく 巧み 氏 一派の 化り がで 
ら ，っ ' 

要するに 政を じ 勢で あるか.' レ' 勢 
の おく 所劍 々變 化を 示す のけ 當 
然 であるけれ 共 其 勢を 化る 原動 
力け 些 々たる 感 精の 衝突、 册拉 
の 嫉視、 ず 奪 等 じあぎ して 居て 
はを 理 のの ム！ ゲ メント でけ な 
い。 故に 吾人は 常 じ 化 点じ 挪ふ 
のを 意を 拂ふ べきで ある。 

小山 代講 ± 'レ 更らじ 敎白制 巧 
のな 善 問題 •漠ロ 總戲の 政治 
家 的 態度、 黨箸 問題 若概前 
首 か S 巧岛 等じ宜 b 趣 ホ ある 
談站を 試みた。 


シン シナ テ 大學の 

野 ロ 記念 會 

澤田 參事官 列席 

オ戶 イヨ 州 シン シナ テ 醫學會 

同 ボ大學 醫學雜 並 じを 衆 衛生 職 
を 會のホ 催の 下 じ 本 月 十八 U 午 
後一 ニ 時を 巧し 國際醫 學界の 偉人 
故 野 ロ 英世博 ± 追悼 會を 開く i 
ごな b 華盛頓 大使 舘 ょらは 大使 
じ 化 b 澤 旧を 事 官が刻 席して 一 
場の 演說を 試むべく、 當 日は シ 

ンン ナブ ホ 一一 ま ム^-レイ •シ^ソ 

ング ウド 氏 司 會者ど むら クライ 
スト 敎會 牧師 フランク •エッチ 
ネ术 ソン 氏の 祈 禱後市 俄を 大學 
磬學部 名 嚳敎授 フランク •ビリ 
ングス 巧の 『世界に 掛 ずる 野 ロ 
睹± の 事業み 憤 値』 ど 題す る講 
話が ぁち、 小 池 壽子踐 の 獨唱も 
ある 旨 间大舉 ラトリフ 陆トよ b 
まる 一二 H 附を 0 てを そ 面 じ 通牒 
を發 したが、 本社々 員に も 列席. 
を勸 誘して ホれ。 


御大 禮ミ 大學生 

當 ホ-目 二十 五 了 目 ド ソン 河 
畔 の 闕際 學を會 箱ホ權 どな b 去 
る 巧 H の サン デイ •サツ バアを 
媛會 ごして 今週 ±赌： 1 : 擧巧 せら 
るべき 御大 禮記 なの 意 ホに て 如 
人 も 倫 比 亞お學 ホ 六十を るを 招 


待し、 歐 米、 東 巧を 固ん 學ホ六 
巧 余を 出席して 盛大む 會 をを 開 
いた。 同 巧は 上出雅 を 氏の 巧增 
松 岡 女を の 生 巧 等 ぁ h を 藤總領 
事は 聖上 陛 でが 前年 皇太子 ご 
して 歐洲御 漫鶴當 時の 逸話を を 
礎 じ 聖德の 一 揣を陳 ベ 盛 巧 狸 じ 
散會 した。 


ま 田 商 巧の 移轉 

な 育她バ フワ ロー 巧 及び ペン 
州 3 リ t 地方に 於て タ年 雜貨商 
を經營 しつ i あるを 田 光太 郞商 
店は 今巧バ フワ。— 市の 本店を 
ウェスト •フェリ ー 街 S 百 十五 
を r 移轉し 開業せ る 由。 


な 人 か 人 

•桃 井 達 雄 氏滯紐 中の 茂 木 桃 
井 組 化 長、 まる I ニ H お潘巧 巧と 
= 桑 港 出帆の サィべ リャ化 じて 
歸朝 

♦が ホが 固 氏歸朝 中の 森 村 組 
相談役' 本 月 二十 ニ H 橫濱お 帆 
の コレ ヤ化 じて 桑 港經ホ 十二 巧 
中旬 歸 がの 豫を 

•道 面 豐信氏 味の素 鈴 木 商店 
が 育ま 店長、 夫人 间伴 ホる 十 H 
おを 二十 一. H 桑 港 お 帆の 大巧 化 
じて 一時 歸朝 

♦中 野を 長 巧 夫人 慶事 おを 名 
會祉 々員 中 野を 長 巧 夫人 ホじ慶 
事 あらまる 五日 午な 巧 子 巧 ホ 母 
子み じ 健な 


片術 スペシャル 


加が 

ま 廣轉ホ 

到着 致しました 


片桐 兄弟 商會 


娃が漬 
イカが I 辛 
な 魚 盛 辛 
のし 錫 
が 滿禮漬 ■ 


桑 山商會 

114 夏 ニ 害 ST : C . 
phone .すな nt ゴ だ- 黃 57 


M プラィ ゲ エト、 一一 一階 
建 及びべー スメント 

間口 二十 吹、 寄 木 細工の フ 。ア 
—、 最上の 化 態反條 件、 左へ 
ち 0 去を 14 呈田 呈呈 


小黨み 立と 吾 憲政の 前途 

衆議院議員 小山 谷藏 氏の 政局 觀 


千 九が と 年 當時も 倫 比 西大學 
f に 化り て W 十二 年頃 歸 朝の 上 後 
一 藤が 平氏の 推槪 で辜轉 棒腦專 I 貫 
I 局 事務官に 巧 せら む、 獨 逸に 赴 
いて 台 潜 棒 腦の乂 敵た る 人を 榜 
腦ど 商戰を をへ、 爾後 鄕 おかが 
山縣 から 化 遙± に當 選して 文部 
一 副 參政官 になせられ、 をみ 巧び 
I 巧縣 第二 區 ょり 技 故 黨化盛 十 ど 
一して 當選 せる 小山み 藏 化は 西部 
地方を 総て 巧が し 目下 組 靑の政 
'悄其 化を 視 おしつ i ゎるが、 會 
見の 記ち じ對 しな 國 の政况 、敎 
脊 の現狀 等じ觸 する 蹈談を 試み 
一た。 氏 曰 （ 

一部を の 側では 御大 禮底後 政 
界 におた U る動搖 ホる がかく 
j 觀測 する もの あれで 予のあ 巧 
出を 前後の 情勢 及び 爾巧 展開 
せる 政界の 潮流は 一先 づ 落せ 
く 点じを 付いだ もの ど 解釋ず 
る 4 «ぶ當；；* 6 ご信やる。 云ふ 
; まで も U く旦猛 變み秘 まら；：；* 

I き 政界の 實 化じ徵 すれば 合理 
的 觀を必 やしら 事 賞 i して 落' 
I 呈 せざる や も 巧 b 難き も 隅' お i 


式擧 がまでは 現が を 維持す ベ 
きか 

日本の 選擧 おは 近 巧 著 敷 覺醒し 
ホ 6 到底 舊替 じ拘 化する 政治的 
權謀 術数を おて しては 輿望 シ荷 
ふ ミ 困難で ゎ' る。 普 逆 選 擧の實 
際は 理想 鄕に 達すべく 相 當のお 
離は あいで 正々 を々 の 論陣を 張 
ら國 氏を 活の核 也 じ觸る i 議論 
をなす に ゎ ざ れ ば勝算を期し 

董 、 0 
爵レ 

床み 氏の 新 黨お樂 部 組織に 關 
しては 鞠々 高見の 相違 あるべ 
きら 對支 かを じ 就いて 旧中內 
閣の 政策を 支持し 民政 黨の政 
巧 じ嫌焉 C ら ざら しど 傳 へら 
る i も黨の 最高 顧 間で あ b 、 
潜ロ總 裁に みいで 截 首と；： ♦る 
べき 可能性を ちす る 巧 ごして 
は先づ 最高 幹部 VJ 熟講 L 、 若 
し 窓 見を は ざれば 去る どを-* 
のが 政治家の ま 就 進退を を 明 
G らしむ る 唯一の 途 t あつじ 
どを へる が、 化 点は 予？； 大に 
遇 城 ごず るが である。 が 次に 
け 大阪 のが 績會化 等 巧 支贸持 
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。一二 邱の 神器 ぅけつぎて 
天津 H 願の 御 位 じ 
わが 大君の 即 きじ まふ 
かしこき 今日の 御大 典 
祝へ 祝へ いざ 祝へ 
I 。 悠が 主を の 田の 巧稻を 
巧饌ど さ、 げて皇 神 じ 


天皇 酸 下 

.け ふの 佳き 日、 舊 都を 都 じ 御 
盛儀み 擧げ させ 給 ふ 天皇陛下、 
御名は 稱 仁。 ヒ n ヒト〕 ど 申し 
皇祖 神 ま 天皇 よら、 第 巧 二十 四 
It ! じ 當らせ 給 ひ、 大正 天皇 窠一 
皇ず じよし ます。 明治 二 一十 四 年 
四 巧 ニ + 九 H 御 誕生、 同 あ片五 
H 御 命名、 迪宮 〔ミ チノ ミヤ〕 
ご稱し 奉る。 明お颗 十一 年 四月 
十一 日、 學街院 初 寒 我へ 御乂學 
太 正 元年 化 肖 九 目、 隆軍 ホを 小ノ 
鼠、 海軍み 尉に 御巧宫 ゎ.^ せら 
れ 、大動 位 じ、 叙せられ 給 ふ。' 
阿 ニ 一年 四 巧、 學留院 初等 巧御卒 
菜、 爾巧 東ち 御學 間ぶ じで 御修 
學相成 b 、 . 同年 十 十 一 H ' 
煙 お 軍 中 鼠に 御搜 巧、 神 五 年 十 
HH ト j H 、 陸 お あ 大尉に 御陛 
巧、 同 十一 巧 lilH じ 立太子式 御 
擧行 あを、 閲八年 おちと 日、 御 
成年 ま御擧 巧、 間 化 年 十月 一二 十 
1 B じけ 瘦が 軍々 を-,: 御陈 巧、 
岡 十を ニ 巧 こ，' 叶す 1 八日、 東 宵 御寧 
問 巧 御 修業ん'- 嚷 1. 昇 S げじ は睦 
反の 永遠に 記憶し 奉るべき 海外 
御 巡遊の 途 じが かせ 給 ひ、 先づ 
乂 英ホ國 よら 7 ランス、' ィタ 9 
— をの 他 歐浏諸 蘭を 御穫 遊の 上 
间乂巧 S 日御歸 朝* 岡 十 年 十 ~ 
月 二十 五 H じけ 攝 かじ 御 就 巧 遊 
はされ、 同 十二が 十 巧を 十一 日 
徑 海軍 中を じ 御匯げ 、同 十一 ニ牵 
- 巧サホ H 、 化疆 雇が 彥モ殿 課 
粥 一王 女 良 子 殿下 御 入 輿、 皇 太' 
ナ奶音 下 めら せらる。 同 十四 年 
十月 I 二十 一 H 、 陸海 軍 大佐 じ 脚 
傑 ほ、 同 十五 年 十二 巧廿五 H 御 
錢 がわら せらる。 

皇后陛下 

皇后 陛 ドには 化逍宮 巧き 王の 
お 一女 じぶ はし、 猫を 良モ 「ナ 
ガコ '一明を 化 ホが S 月丄 'ハ H に赖 
降誕 遊ばされ、 四十 ニが 四片十 
1 H 學留 院女學 部に 御乂學 、大 
化と 年 一巧 十と 日 東 お化册 なの 
脚み 化 あ b 、 岡 阳年四 巧に 御學 .. 
問 巧を 御 開始、 間 十一 年 六月が 
H 御 結婚 賴許 相谣 ら、 呵年 化ぶ 

八 H じ 御 納采、 同日 勸 一 等 じ 
が 甘ら れが 十一 ニ 年 一巧 二十 六 H 
じ 御 入 輿、 同 B 皇太子妃 直 ド， 
阿 十四を 十二 巧 六 H 窠一 皇女 照 
営が f 〔シゲコ〕 內親モ 抑 誕生' 
昭か 元年 十二月が 五 H 皇后を 實 
T あらせら る、 昭かニ 年 化 月 十 
H 午前 四時 四十 ニを に 御を 娩あ 
も、 第一 一 皇女が 誕生 めら せらる 
內 親王は お あを 久宮神 乎 〔ナチ 
コ〕 ど 申しを b しが、 昭か 一二 年 


化すが かく 化へ ょす 
御代の 巧め の 大御典 
就へ 祝へ いざ 祝へ 
ニ 一。 神の 御 化ょ b 傅けれ る 
古き 御 越ん. 轨ら L < 
日日に 進みて をへ わく 
わが 巧が 化の 大御典 
祝へ 祝/ いざ 祝へ 

〔け ふ國 民が うわ ふ 御大 典 お 祝 歌 剖〕 

Jq 二月 八日 午前 S 時化 八 か、 敗 血 
おの 爲 めじ 驚ち 遊ばさる。 


皇太后 陛下 

故を 爵丸條 道 孝の 第 四 ホ-しが 
はし 御ち 節 子' 〔サダコ.〕 明治 十 
と 年 ホ巧廿 五日に 御を 誕 、同せ 
ニ 年 化け 十一り 華族 ホ學 校に 额 
入學 、間册 こ 年と 月 化 一 H 诲族 
ホ學 校を 御卒裝 遊ばされ、. 呵化 
一二 年 血 お 十 H 御 入 巧、 闲が掌 太 
子妃宣 ド、 大正 无 年と ザ 化を 墓 
を 音 下 あらせられ、 昭か 元年 十 
ニ 円 甘 五日 皇 太を ど 灣稱し 奉る 


ヲ受ヶ 萬 機 マ 操 7 を-一を 制 こ 
遵ヒ元 號ヲ雄 テ 大正 十 立が 十 
二月 二十 五日 0 後ブな メテ昭 
か 元年 ト巧ス 

大正 十五 年 十二 巧サお H 
御名 御蟹备 大巧 副署 

朝見の 御 儀 

新 ホ 陛：ト 登愤お 初の 大度 K る 
朝を の 御 儀， レ、 昭か 元年 十 ii 巧 
二十 八日 午前 十が ザ 

宮中ぶ 嚴 にがて 擧げさ 
せられた。 天皇 陛ト じは、 が 
お 式部 おを、； 水 お 相のを 巧 じ 
て、 火を 帥の 御 お 装に 喪章を ま 
ごけせ 給 ひ、 御 後ょり 恃 化颜竭 
を 奉じ 德川 がを 長、 おを 待從武 
官お厦 化し、 窩 化を、 閑な ホ 帥 
宮 かを 宮殿 ドみ 供奉に （を 殿 じ 
お 御、 化 面 玉座に 着 御、 ホ 侍 
なは 御劍を 奉じて 玉 速めを じ、 
牧野 侍從は 御堪を 奉じて ぶ‘ 座の 
左」 侍ぶ し、 ホで 皇后陛下には 
珍机皇 后宮 太夫の 前 巧に で、 島 
津な官 長， 巧 旧、 化 白 川、. 钢香 
東み 邁 をけ 親玉を 始めを 宮妃殿 
'下の 

供奉 じて あ 御' ホ 方の 

御座に 着 濁 あらせられ、 を 皇族 
な ド 文武な 官 左を じ 侍 化し、. 别 


秩父 宮雍仁 親王、 島 松を 育と I 侍 諸 員 最敬禮 の 縄に、 お皇 陛^ 


ス巧磯 パ 1 H モ之ヲ 廢スへ 
ラスを ヲ銜ミ . M ヲ懐キ なテ大 
がヲ麻 r " 盼ノ寡 薄 ナル 唯兢 
業 トシ テ 負荷 ノ ま キニ 巧へ サ 
ラン コト ヲ之 ン懼が 
娩あ化 態漸ク W テ 推移 シ 思想 

パ 動 モス レ； 趣 舍相異 ナ术ア 

リ經濟^ 時ニ 利寒同シ ヵラナ 
八 アブ 化 レを ク眼 ヲ國 あノ大 
W こ 着 ヶ擧國 一 ホ 共が 共榮ヲ 
么レ 圖ブ図 本ヲ不 が-一 培ヒ民 
族ヲ無 蹲-一を クシ - W テ 維新 ノ 
を 誤 ヲ顯揚 セン’ コト ヲおム へ 
シ争ヤ 化 局 尸 正 ニ 會涅/ 運 ニ 

.際 ン '人文- 恰モ 巧張ノ がみ 僻 
片則 ナ我齒 ノ國是 '戶 日と；： 

ニ 巧 y H ニ 新 ニろ ご I 
シ テ博ク 中み ノも一 徵シ審 

ノ^ニ%… 進ムヤ A ノ 4^ 
ニ循ヒ 耕ニ义 ホヤ 化；/ 中ヲ热 
术是ン 深ブ也 ヲ用フ へ' キ所ナ 
リ夫レ 淳學グ 斥ヶ質 實ヲが 
模擬 ヲ戒ィ 創造 マ 威 < 日 進 W 
ブ替通 ゾ 運 ニ乘シ 日 新 巧テ更 
張 ノ朔ヲ 巧 キ\必 惟 い 同シ 
民風 惟 ン か シ化ク - 視词た 
化 ヲ宣へ 永 ク四お 同胞 ノ證 
敦ク セン' コト 足 レ 朕 力 驗を最 
モ切 ナ^ 所 ニシテ $顯 ナグ皇 
祖をノ 遺訓 ヲ巧 徵ニシ をホナ 
.ル 皇考 ノ 遺志 ヲ繼述 - 八 巧 お 
ノ モノ 實ニ此 ニ 存スを 司其ン 


ご 一 嘘ぶ 
がジ而 


親王、 澄 宮崇仁 親王け 皇 弟に 
當ら せ、 せ 西を 昌す巧 親王、 
化 白 川を 房子內 親王、 朝を 宮 
を 乎 巧 親王、 東み： あお 聰卡內 
親 モは皇 が 设じ當 らせ給 ふ。 

\ 腾 肺 

十五 年 十二 巧廿お H 午前 
一時が 五み、 葉 山 御用邸 r 大正 
天皇 御登遐 あらせら る： や、 皇 
室典銘 のをむ る 巧 じ 依ら 皂 麻に 
まします 裕仁 親王 殿下 じは、 直 
じ踐郝 あらせられ、 人皇 窠なニ 
十四 化の 大統 を御繼 ホ 遊ばされ 
祖先の 神器を 承け 給'* た。 この 
御 儀は、 大正 十五 年 十二 巧 二十 
五日 午前 ニ 一時-父 階 F の 崩 卿 遊 
ばされ し 葉 山 御用邸に 巧て、 水が 
嚴 なる 錫靈 渡御の まを 擧げ させ 
給 ふれ。 をの 御 儀式 巧は せられ 
じ W 時刻に、 天皇陛下 じは、. 掌 
典 長を して、 宮中 賢所 じを 典を 
巧は しめ 給 ひて 御 踐雕の 實お賢 
所、 皇靈 殿、 神殿に 奉吿 せしめ 
給 ふた。 

仁 


改 


新あ陛 ド、 踐 がの ホ 来 打は せ 
給 ひて 後、 左の 如き 改尤の 詔書 
を 發し給 ひ、 大御 化を 『昭和』 ご 
命じ 給 ふじ。 

朕 皇祖 皇まノ 威 靈ュ賴 リ大統 


-で にはな 御 遊ばさ. れ 、.で 看 劇ら 
かじ、 左の 赫 語を 御が 讀 遊ばさ 
れ 、終って お 裸 首相が 鶴 諮に 侯 
して 奉を 文を 奏上した。 か < て 
廚 陛下には を 員を なへ さイ らい 
諸島 最敬 禮の裡 じ入賴 •登械 第 
I の 盛儀は 目 ホ 度 < 終ち がられ 
ね。 なほ、 朝見 ま 終了後、'^ 天皇 
陛下には 御座所 じがて、 開院 宮 
載 仁 親王を 召させられ、 ま t で 
大動 位西駐 寺を 望を を、 續 いて 
み 閣總理 大臣 お概 禮巧郞 氏を 召 
させられ ホ々 勸 語を 賜ら ホ じ 御 
學聞所 じ 陸、 海軍大臣を なさせ 
られ 、陸、 海軍々 A に 優渥なる 
お 語を 賜つ わ。 

朕 皇祖 皇宗 ノ威靈 ニ 頼？ 萬 化 
一系 ノ 皇位 ヲ繼承 シあ闕 統治 
ノ大權 ヲ總攪 シなブ 踐戚ノ ま 
ヲ 巧へ リ舊 章と 率ホシ 化德ヲ 
幸修シ 祖宗 ノ遺緒 ヲ墜タ 無力 

ラン コト ヲ 庶幾 フ . 

惟フこ 皇宗 考敏聖 文武 ノ資ヲ 
の テ 天業 ヲ恢弘 シ內文 敎ヲ敷 
キか武 巧ヲ耀 々シ 千載 本 磨ノ 
憲章 ヲ遍チ 萬 邦 無比 ノ 風体 ヲ 
まク セリ 皇考が ニ 必ヲ養 ル こ 
を ネ酒チ 志ヲ繼 明-一 尙 クス 不 
幸 中道 ニ シブ 聖体 ノ 不豫ナ 
朕 儲款ヲ 0 ブ 大政 ヲ擬 ス遽ュ 
を 遐ニ遭 ヒテ 衷痛 械リ 一: シ但 
皇垃 'ィ 一日 モ之 ヲ曠ス へガラ 


.を ク朕カ 唐ぅ ホ シ皇疆 をぶ ヒ 
皇き ニ效セ シ所ヲ a テ 股々 躬 
ヲ匡猜 シ朕ヵ 事 ヲ獎順 シ憶化 
臣ちト '供 ユ 天壞 無窮 ノ寶 が ヲ 
扶冀セ 3 

御大 典 

諸 御 儀 ま 

◊賢 巧 大前儀 H 皇宮 警 

部譽 固の 化 置 じ 着く 十一 巧 十 
H 午前 六 時 十 丑を、 庭と 參役 
參 集と 時化を、 庭 上參役 着を 
■同 八 時、 十五 か、 開扉 九 時化. 
を、 天皇を 興 殿 ぉ 御阅十 時、 
御幣 物 神饌 撤巧岡 十 辟 四十 五 
か、 大劇位 3 下 退： ト同 十一 時 

◊紫寢 殿の 儀い 庭 上參 

役 着 替をお b 十一 巧 十日 午後 
一時 什を、 使節な 下 參集向 ニ 
時サ を總理 大臣 南 庭 じ 立つ 同 
ニ 時 四十 化か、 賴語同 ニ 時 あ 
十二み、 緩 巧 大臣 萬歲 を 聲同 
ニ 時 五十 化か 五十 砂、 お 歳 同 
一二む、 を 别諸員 退 ド 同一 ニ 時 ニ 
十を 

◊大嘗 宮の儀 U i 紀 

殿 お 鶴の 儀) 皇宮 蠻 部外 巧警 
風の 位置 じ 着く 十二 巧 十四日 
午を 五 時、 神 座を 奉ます 同 五 
時 什 か、 化炬手 庭療の 位廣じ 


窝く间 五 時化 サ 、を 族を 族を 

.集 同、 稻眷歌 r る 间六巧 化 ニ j 
み^: ホぶ 殿 化 鶴の 懲) 庭上參 
役參集 本位 じ 着 < 岡 十五 日 午 
前 零時 十を 

◊大を 第！ 日の 儀 H 送 列 旨參化 
十一月 十六 H 午前 十一 時册み 
天皇 出御 午後を 時 十を、 觀お 
問 十五を、 天皇 白酒 黒酒を 烘 
す问廿 ニみ、 乂米 舞を 葵し 終 
る问 四十 五み、 五節 舞 開始 同 
一時 サ 一二み、 天皇 入御 一時 化 
ホみ ■ 

◊間 第二 H の 撥 n 十！ 巧 十と 日 
おを 午後み 時半よ b 午後 八 時 
* 巧*. 巧 宴 午後 八 時半よ b 午後 



◊神 皆 親 謂の 儀 n 十一か^ 廿 
一白 豊を 大神宮 午前 化 時 よら' 
正午、 皇 大神宮 午が 化 時 よら 
正午 


◊神武 天皇 山陵 親 謁の巧 = 十一 
月サ 一二 H 午前 九 時 ( V ろ 御 お 巧 
午 巧 ニ 一巧 ザ ごろ 遼 を 
◊仁を 天皇 山陵、 を 明 天を 山陵 
親 謁の儀 n 十 一 H サ旧 H 午前 
九 時 御 お 門、 午前 十一が ザ 還 
幸 

◊明治天皇 山陵 親 謁の儀 n 十一 
H 廿五 H 午前 化 時 御 ホ 巧、 午 
か 零時 還 幸 

◊東京 還 幸の 儀 n 十一 巧 ir 六、 
ホと 日、 巧 部 御を 巧 午前 六 時 
半 御霞间 化が ザ、 京 郁 驛御發 
車 同 十一 時、 名を 屋驛 御着 午 
を ニ 時、、 同 離を 御着 同 ニ 一時 
岡 御 お 午前と 時、 同驛 御を 同 
八 時を を驛 御着 午を 一二 時' 宮 
.が 御着 午後 四時、 御を 典 午を 
..六 時 

◊大正 天皇 山陵 親 謁の儀 n 十一 
二十 九日 午前 化 時 御 出 巧、 午 
を ニ 時半 遷幸 


01 お づる國 じ 生れ 給 ひし 

若 天子の 御じ德 

聞く だ じ畏き 政務の 御 精 顧ぶ. 


一巧の 御遍 儀を 擧げ給 ム今ト ： 
陛 F の 街 仁德じ 就て け、 これ ま 
で じ 幾度 ごな く 謹 報した ごころ 
でぁ b 、 巧； J 本紙は 曾て 陛下が 
皇太子殿下 にがは しました 頃、 
巧 皇室 歷 快の 

•御傳 銃に とらて ゴ刖を ホ 
曾 ぉど も 申ず べき 執渊 御旅 巧の 
途じ上 b 給 ひし 頃を 衝 回想. しじ 
纔 領事 齊藤搏 氏の 謹話を 褐 げた 
ことは、 讀を證 君の 記憶に 新た 
なる 所であろう、 聖上は 當怡御 
若年 じあら せられた にも 顆ら中 
をのを々 たる 御應截 ぶら は 随員 
の 等し X 感激し 奉つ むご ころで 
あつて、 特に ロンドン ホ 魔のを 
ま歡迎 席上 じがて、 音 化 朗々， 
H 本 語を 0 て 力 强き御 演說を 遊 
ばされ たこ ミは、 ロンドン 人の 
永久に 忘れ 得ぬ 記憶で ぁる £傳 
へられて 居る、 承る 巧 じ 化れば 
今は むき 

大隣老 おが 皇太子 御波 歐 
の 報を を じする や、 侯は 殿下 じ 
向つ て 『西歐 人の 前 じ 御出で 遊 
ぶし 若しも 御 演說を ばな さる i 
場を は、 御 遠慮には あび ま. せの 
お腹の 底から うん ごき ばつて 大 
聲を御 出し 遊ばす やう』 ど 殴 侯 

流の 言上を 御 忘れな かつた も 
のと 拜 察する が、 ロィド •デョ 
1 デ 氏を 御引是 じな つた 節 も 
『卿は 過去 じがて、 化 巧ず かの 
爲 めじ 盡 された が、 尙ほ將 ホ こ 
の 大事 業じ携 はるん どして 健康 
じ 注意 さる！ 樣 じ』 ど 御 抑せ じ 
, yl 6、 がョ！ デ 氏 も 

老眼に 涙を 浮べて この お 
言葉に 感激した と 傅 へられて 居 
る、 斯く 御德明 じあら せらる： 


陛 ドの 御 H 常は， 我等 臣民が 親 
像を ゆるさない 程の お化し さで 
巧 朝 六 時には 御 起 巧、 神 戲じ詣 
でられ、 御朝餐 前後には 畏くも 
を圃の 重立つ た 新聞紙 じ わ 目を 
ながれる だけ じ 社會の 下情 じ も 
御通曉 ホら せらる t こど、 側臣 
は 元ょ b 謁を 賜は つたた 武な 一呂 
が、 時に 聖上の 御 質問 じ窮 して 
赤面す る こども ある VJ 承つ て 居 
る、 聖：^^じは 1- あのを務を親し 
くみ 己な は 三 る t が、 を國 たを 
使の 謁見、 を 事、 文事、 化會 
殺に 顯 .した 

御 進講を ミ 間 じがて 

こし 巧され 政事 タ 端なる 節の 如 
き、 畏れ ぞい こご 乍ら 巧 も臣ド 
の蓉 内に 御 下 間 ぁ 5、 巧 年の 震 
災 手形 や 過般 治ま 維持 法に 願し 
た樞 を院會 議の敎 時間 じ 互る 敎 
論を、 髓 がごして おき； じなる 
等、 まこ ごに 度き 極みで あるが 
御 運動/」 しては このが しい 御 あ 
格の 間にが て、 乗 お、 ゴ かフ、 
水み 等 じ 巧ち 輿 じられ、 皇を陛 
y や 照宮樣 ご 御苑 巧を 御 散步遊 
ばす こ' こも もを どを る、 巧じ陛 
f が 御苑 內 にお 自ら 稽 巧を 遊ば 
して 居る 外 

生## じ 御 造詣 深き 陛下 
が 御硏究 まじ 珍奇な 魚類、 择蟲 
類、 植物 類に 就て 御が 巧 遊ばし 
て 居る こごな で、 をの 额偉德 を 
擧 ぐる •し 暇な き 位で ある。 

巧 天涯 謹視 大典 

摄藤隱 
明鏡 上を 無 ホ 雲 
異鄕 巧を 滿淸薰 
遠 京 今 B 大典 盛 
聖德趙 擅 天地 欣 


奉視 


今上陛下 御 即位 ノ 盛典 ブ擧ヶ ラル ルノ 日ラ迎 
フル ニ 當リを 米 同胞 諸君 ト共ニ 謹 テ 遙カニ 奉 
祝ノ意 ブ致シ 

聖壽ノ 長久 並 ニ 國運ノ 隆盛 ブ祈リ 奉 ル 

疎が ぉ餘雖 f | お 淵 勝 次 


謹んで 

御大 禮お 

祝し 奉ろ 

S 井物產 株式 會祖 

紐 育 支店 


日に 輝く ；！.. 

日本を 國 皇室 

祝へ、 麻へ' いざ 祝へ 




い 








奉 視之辭 


吾が 日出 づる國 じち 臨し 給 
ふな 二十の 化. 今上 天阜陛 r 
御 自ら 即位の 大賴を 京都 じ 行 
は せらる！ 今 円； は痴 じこよ な 
き 巧き 日で ある 0 

恭しく 惟み る じ 明治 大帝は 
不化 おのち 雄 じ をら せられ、 
巧 二 r 円 年に 宜れる 封建 S 舊制 
を改廢 して 立憲の 新制 度を 域 
立 じ 給 ひ、 國 力を 充實 し、 歐. 
權を 伸長し 併せて 國 威を お 揚 
せられた ので あつて、 巧治大 
巧の 示された る劍始 <^鴻 装に 
みぎ、 大あ 帝け 御げ を 短から 
しじ も拘 はらず、 ホ 化の 元首 
ごして 國を國 おの 爲 めじ 移を 
あらせられ たみ 第で わる。 

昭 かの 御 お： 2 創始 •ザ 成の 
ニ 化を 經て おら じ 一段の 活耀 
'進 ホを なすべき 使命 於帶 びて 
居る VJ 確信す ろ 吾人は 今上 
陛下が みに 君 王の 學を 修め 給 
ひ ホ 父 允武 两 はけ 官を率 むて 
親し < 國は吟 賓牛活 おみを W 
はさ；：、 外な 强 際の 事情 じ 通 
曉し給 ひて 判國 ごの 友を を敦 
ふせられ、 克 '昭 化の' 推 積を 
看 吹し 給 ひて 吾が H 本‘ 山 族の 
化 命を 完ふ せられむ こど じ畏 
くも 御* むを 配 させ 給 ふ 蛮德じ 
威 奮し 奉らざる を 得ない。 

.謹んで おする じ、 を かに 水 
巧が 國體 の精學 はを 民み 願 傑 
恰も 父子々 か （上： ト 和親、 庶 
お相倚^て昌ホを驅歌しっ J 
列國み 間に 馳 踏し、 なて 天壌 
無 滨の皇 運を 扶窠し 奉. ら むこ 
VJ を 期す るし 作す るの でんる 
が、 現5^^け本け政治、 經濟 
を 育' 父化广 せよ ちゆる ホ 面 
にがてが 織の 刷轨 、'制度 3 更 
な、 ホ 針の 變革 じが b て 化 比 
族 化 威を ごの 間 じか 化して 節 
お 願ち を 露け すの 乂覺お •いな 
; ては。. JT ぬ。 本 巧 本" 脚 位 
の 大诚を 巧け せ ' b も L — ホ b 
吾人は 明治 大帝の 遺 圖を顯 楊 
して 护韶 維が S 趋を をぐ 
べきち 大を 重の 巧扮 ，ど 自覺し 
聖壽の 無窮を 敍禱 する と共に 
闽 民の 理想 S 逢 おじ 邁進せ む 
こごを 期せねば ならぬ。 . 
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號 s 巧ち 千 一 第 


建を 辦 窝 湖 


【日曜 ± 】 


ロ 十 巧 一十が H 和昭 


2 




國際氣 船 ホを 會社 

紐 脊お張 巧 


川 崎嶺船 株式 會社 
川 崎 造船所 船舶 部 

紐 育 化 表を 藤 野 長 一 


帝國總 領事 簾 


日本 郵船 株式 會社 

紐 育ま 巧 


大阪 朝日 新聞- 
東を 朝 H 新聞 

紐 育が 派 員 化 野吉內 


大販 商船 S 會魅 

紐 育 お 張が 


大倉組 

:紐脊 支店 



南 滿洲鐵 道が S 會社 

紐脊 事務所 



日本 綿花 株式 會触 

紐脊 出張所 


ゴ 1 シヨ！ n 1 ポレ— シ nv / 

ゴ—シ 3— コム パ ニ I 


旭 コ—ボ レ— シヨ ン 


日米 生糸 株式 會社 

•紐 脊ち巧 


巧 庭の 巧ち 御 場所は、 所謂 玉 
敷の 庭で 白 （ホ 輝の わる 砂礫が 

一面に 敷かれ、 摩き 情め 
られ て一點 の 塵を も 留めね、 巧 
前 東 ホの 權の 巧に、 H 像® 滕ニ 
チゾゥ トゥ；^ ン) どい ふ 御旌が 
樹 つ。' 藏は 絹糸 じを 箱を わかれ 
た圓 いを の 如き 物、 之を 竿頭 じ 
つけ、 をの 下に 赤地 縮の 雲形の 
模樣 ある 旌^ 上部 じ、 を 色の 日 
像を 痛した のを 掛けて、 黒 塗 四 
本の 枠じ谢 てられる。 其 おじは 
頭八熙 鳥形大 錦が ( ャタボ ラス 
ヶ ー タィ キン バン) どい ふ御旌 
が 立つ。 是 はずの 踰 一: 戦を がけ I 
たの じ 懸けられ るので、 五彩の 
.瑞雲の 模樣の ある 錦に、 黒色で 
厳 八 腿 烏を 一 冀雜ひ 物 じしむ 御 
; 難で あるが、 

一 この 烏 のい はれは、 神武 
天皇 ホ 和國じ おって 兜賊を 征伐 
L 給 けん ご せし 時 山中 除 阻 じ f 
て 殆んぞ わき ぃ + やみ 給 ひしが、 ■ 
忽 も. 一羽の 八 腿 烏 飛び ホって 皇 
軍の 先に 立つ て 翔つ たから、 烏 
の 巧く ホに 隨 つて 進軍し 給 ひ、 
谨じ冤 田 下縣じ 到達—- がふ わご 
いよ 目出度い お 事を 职 b 給 ふた 
I のでみ る。 をれ から 义其巧 じ、 

菊 巧 章 中 嫌 礎' こ 申して、 雲形 模 I 
樣の 錦に を 糸を a てが 巧の 御紋 
章シ 練った 五色 5 御藤が 立っ。 

萬 I じけ 靑 地の 雜 、第 4い 黃化 
第 け 赤地-第 四け 白地、 楚五 
は 紫 地の 錦、 せ ハ 南に も 

菊花 章 小 嫌 礎.， 中— て 

中 雜旋ご 同 襟の 御 礎で R 少し < 
小形の ものが 立っ。 お 色の 順 も 
前 ど同樣 である， 西側の ホに も 
橘の ちじ、 T 巧 東側 曰 像 露 礎 £ 
相對 C て、 巧像廳 礎と いふの が 
立てられる。 是れは 白地の お 彩 
の 雲 お模樣 の 雜じ、 銀絲 でち 像 
を雜 はられた もの、 巧、 化 外は 化 
て 日 像 蠢撼と 同. たす ある。 

を S 南 じ 頭八熙 烏大歷 ご柏對 
して、 靈康形 大錦應 .が 立っ。 置 
色の 雲 あの 錦に、 を 色を W て 蔑 
の 象を 鑛 つた もので、 裁の 竿 じ 
懸 る。 是も亦 神武 天皇の 化舍衙 
がの 御 軍から、 巨賊 控髓き - V 討 
も 給 ふて、 不利 陷 b 給 ふた 時 
一天 俄に 曇 b て 

雨 頻りに 降らしが、 不思 
議 やを 色の 靈蔑 一羽 潑び 來らて 
天皇の 持ら 給 ひし 御ち の 巧 じど 
まつた。 其 ホ輝電 ホの か く一 > て 
.賊軍の 目を 射 じる じょ b 、 彼等 
皆目 眩み 軍 敗れて、 天皇 大提を 
得 給 ひたる §- し 據られ たので 
ぁる。 其 南 じ 菊 带牵中 錦 旌五蔬 
小 錦 五歷鹿 立ちっ ザス 事は 東側 
ど 同樣巧 ある。 小讓の 前には 
東西 ごも じ柏對 してが 十本 づ、 
立てられる 0 之は 黒 塗 S 柄で 小 
さな 赤地 錦の 愿が 付く。 東西の 
鉢の 前面 じ 太鼓 六而 Sr 面づ ： ) 
か禍臺 じかけ て 飾られる。 をれ 
からち 西の 大颂 礎の 
前面に 當 6 て、 萬歲縮 ご 
申ず のが か 街して ニ滕 なつ。 是 
は 赤地 錦の 上部 じ 【ニ 舌へ 緒く】 


涅 鳥を 据えられる だけで、 八々 
の 棟は 嚴手じ 作られる。 玉應等 
の 莊飾其 かは 大を高 御座 ご商樣 
である 0 

庭の 御調 度 


I ' ■ • • ' . I . • I ■ 1 • ■ I 

謹んで 御大 禮を祝 D 奉る 


う 八 時から 午後に ..1 

國 を 擧げ て壽-^奉 ろ 佳-^」 日 

H 御 卽化禮 の本體 こむ 得 奉る ベを 御 儀式 H 

撥 ホの 御大 典 r 概び 奉りて て】 


苗 民 か齊し <舉 つて 巧 も ゎび 
た 御た 體儀 はけ ふで ある。 一二 千 
ザ ホの 遺範 を、 一千 年ポ の 舊郡 
じ 於て 祭が せられる もまで ある 
古代の あ 冠 調 巧を 用 ひ、 H 本 固 
ちのを 典を 巧 ひ 給 ふので、 固 民 
かを つて、 み 巧 巧のを 韻を 窺 ひ 
たいのは、 純を の 必の迸 b でぁ 
も。 を 風く 云 つても. 舊制 をの 
^ 儘で；：' < 、深 （時速を おを あら 
一せられ て、 登が を附 まどして 規 
! を じ 相 成つ たもの じ據ら 、が— 
一巧 遊 皆され じので わる 

'ー兩 陛下 御 同道 ご 

I 春 興 殿へ 

i 天皇 尝后兩 陛下 京 郡へ 朽幸啓 
; の 節、 お 京を 巧 內豊恥 殿 じ 安置 
I し 奉る 所の 

i . 神® を 御 お 車 ご 申す 神輿 
に 巧せ 率ち、 兩 陛下 ご 御が 巧で 
を 都へ お 動 座：^ し 奉 ら、 先年 新 
化に 京都 御所 內じ紫 庭 殿 S 相 お 
んて 御造營 じな つた 春 巧 殿に、 
一時 錢座 まします ので ある々 御 
即位 强當日 (十 H 午前 八 時) こ 
のを 興 殿 じがて、 天皇 踏 下には 
構の 御袍 ご' 友つ て、 神事に なさ 
せる も 風 純白の 御を 服、 岡 じき 
，唐ち 裳の 御 服装を 遊け された 
: 皇后陛下 ご 御一緖 じ、 内陣 じ 入 
I おゎつ て、 恃じ 天皇に d 御吿义 
一を 讀 ませら る嚴 か。 御を 典が わ 
る。 么 いお 即七 『酣 位艘當 H 實 
_ 巧大 削の 儀』 ご稱 f るので、 天 
一 皇敲簡 の 期/つてを、 をに 御 親 
一から 

登極み； 旨を 赏所哪 七 神 
，始 がかが--- もが おひ、 皇を 5 徵 
ー焉； t：! る 神器め 相傳 と、 明らかに 
巧 給 ふ制嚴 儀で める。 云 ふまで 
みく、 賢所 大 前の 儀 ご、 當 B 
午後 じ わは せらむ る 『紫廣 殿め 
儀』 ごは、 御 即泣體 S 本体 ど & 
一巧 举 4 べき もので をる。 左 じ 御 
: 式の 御作 法 S 大略を 述べ やぅ。 

~ 古 化 その ま： 

一' 儀 服で 警衛 

賢所 大 前の 儀 

_ j 贊所大 前の 儀の、 御 儀式の 始 
! まる 時刻に 近づく ど、 儀 化を が 
一京 都 御 巧外坦 おが 中央の 建禮巧 
ぶ ひ 建を 巧 W じ 

變タし 大疆寒 宫の數 

ん が、 (ォィ々 ヶ) のつ いた (ヶ 
ン で ィ) の 通じ、' 闕敝ぺ クッテ 
キーの 袍を眷 、をのと じ 錦の 補 
-權 (リ ャゥ> ゥ) を あて、 马箭を 
; 巧 待して 較巧衛 の 巧に あたる。 

I 春 巧 殿の 南 庭 じ參别 する 大禮使 
- 髙等官 な、 正面 階段の すじ 左ち 
を 十 入、 箭 をを ひ 巧を 持つ て ニ 
一巧に 整 則す る。 是も 御殿を 馨衛 
I する 息で あるから、 艰裝 はんて 
I 昔 S 武 をの 渡 服で ある。 化づ迸 
は 後に をるべき 礫を をき 义 ォィ 
々グ ごい ふ ものを 冠の 左る' しつ 
ける。 来 巧の 上衣の 上に、 巧 甲 

一..' * 4 


ド 


(カケ ヨ。 ィ) ごい ふを 蔽い 着る 
是れは 小さき 

短册お の 薄を に 渡を した 
ものを、 細い を 緒で 綴 6、 化 
S 銭を、 裝飾的 じ 製し じ もので 
膝の 邊を < を摺を 垂れて 居らが 
袖は ない、 左を 前列の 十ん は挂 
甲の ドに 黒袍 V. 着、 岡 後列の 十 
入け 緋 をの 袍 着る 又 前列の 
\ 々はヒ ラ ヤナ グヒ ごい ふ 旅を 
負 ひ、 後别の 人々 はッボ ヤナ グ 
ヒど いんのを 負 ふ。 ヒラ ヤナ グ 
ヒけ 十五 筋の 矢を あ： へて 挿ず 髓 
で、 あだか も 扇を 開いた おじ 見 
える。 ッボヤ -K グヒ け. 简 おめ 旅 
じ、 と 筋の 矢を ホべ たがす。 こ 
の 列の 南に 並んで、. 义 左右を ニ 
十 人の 

离等官 苗 立す ミ是は 

を 义官の 冠で、-'. 縷を 後に 垂れ、. 

ま 帶佩额 して、 其 A ゲは 黑袍を 
着し、 ホ 地雜の 袋に 入らね る 働 
を さ.^ け 持 も、 次の 十 ホん は緋 
袍を 着て' 八 人は ホ 地の 撰の 裝 
にち を 入れ い "のを さ、 げ 、八ん 
け 紫 緒のを」 ヤナ グヒを 入れて 
さ、 ば、 ホの 十 ホ 人は パ ナダ ノ 
； ゥ を 着けて 八 人は 鋒 (ホ. n ) 

帽 C タテ) を捧バ 、を 別れて ま 巧 
じ 立 0。 技 父 南には 排袍を 着た 
六 人 あの お巧官 をを ゐて 立つ。 

: の 十二ん は、 巧 西に 据‘ロ 置か 
れた征 鼓のを を 前 じして な。。 

紐 鼓を 巧つべき 役で。' ゎる 右の 
鋪 鼓を 

ゴーつ {如'’^ らずを 相圖 _し 
’ 兼ねて 御 巧 かの 朝を 所 じを へて 
むじ 文武 高官’ ち爵 を， W 闡を 
膝 官等は、 大禮 使の ま 舘官の 前 
導 •し從 つて、 門 闲に參 進. して 幡 
をの 席に 鲁 （。此 時 御神樂 吹奏 
のぅ もに' 御殿の 上 ごは 御み 陣 
じ 開扉の まんら、 神 撰 辭物ザ 供 
し 掌 典 長 祝 剖を 奏して 後、 兩陛 
下 お 御 いど も神嚴 なる 御 親を 
を修し 給い 畢 'つて お 奉の 皇族 方 
の 巧 拜があ 6、 兩 陛下 人捆 、諸 
責拜禮 し 奉 6、 御 神樂を 奏し 神 
饌を撤 し 御 扉を 閉ぢ て、 御 式が 
濟 むので ゐ る。 

紫凑 殿の 儀 

建體 巧の 巧 じ、 承 明 巧 ごい ふ 
御門が あら、 化 御門ょり 化へ 十 
五 間め 巧 じある のが 

紫寢殿 である。 古 化 風の 
建築で、 總体 おの 白木を b、 御 
屋 化け 檢皮 営、 御床は 板 張で、 
御疊は 敷かむ てない。 廣 さは 束 
西 九十 巧 (あ 面の なごな ごの 間 
一 ホ)、 南 化 六十 尺、 中央を 身を 
(モヤ) ご稱 し、 前を 南 お、 後を 
化 おど 稱 f る。 ち 麻、 巧厢 はお 
化に 比 ぶれげ， 甚だ 狭い。 周 園 
には 賞 子 (スノ n ) ごて 緣 側が あ 
り、 勾 欄 (コゥ ラン) ごて 欄干を 
姻 らし、 正 一面に 横 H ホ 十八 段の 
階、 巧 西に も 化 段の 階が ある。 
殿の 兩方 よら 左右 削へ ご、 が廊 
(コン ラウ) を姻 らし、 化な 巧披 


の 中央'」 0 ホ 巧 {を) 月苹巧 (西) 
左右 横 巧 

南側 じじ 長德 舌)、 永 安 
(西} の ニ 巧、 承 明 巧を 真中 じし 
て 建てられて わる。 巧 中を 南 庭 
ど 申して、 を 西の 廣さ 二十 一間 
南 化 十五 間、. 昔から 御 儀式を 巧 
はせられ るた めじ、 築山 あ 水は 
勿 諭の こご、. 一巧の 草木を も植 
えられて むない。 唯 御殿の 階の 
東西に 楼ご 橘が) み づ： ぁる。 
之れ を 化に 『左 巧み 搜』 『ぶ あ 
の 橘』 ピ稱 ずる もので.、 昔は 御 
儀 まの が、 ぶ 近海の 武 'をが 樓の 
前に、 を お銜^ 武官が 橘の 前に/ 
趣 列した からの 省で ぁる。 ■ 

高 御藤の 葬：’ 

■當日 御殿め 裝豁 は、 を!'‘ 南を 
ご 撰ん て 正面の 蒼の 了'.; 一長 巧^ 
上の 巧 じ、 幡 額。 モ ダク) とい 
ふ 幕が 懸 も。 ，も 

この 幕. な 白地の 錦で 申央 
じ 金色の り 輪 ど、 左を じ 比 I 面 
じ 五を の 瑞雲 ごが 現されて ゐ る' 
をい から 身を の 中央には 南 向 r 
黒 塗の 擅が 置かれ. ス J。 之け 高さ 
一二 尺 位で 橫 一菜は ぶ、 左右 ど 後 
ごの 一二 方 じ睽投 がを る、 お 上 じ 
は 又 高さ 一尺' ばか b の' 遺が 据る 
らも、 み 上に 高 御座が ホつ ので 
をる。 高 御座が 東西の 少し 長い 
八 角 おみ 尾根が わって、 眞 中の 
頂上 じ 犬を 鳳一冀 、八 巧の 棟の 
端に 八つの 小を 鳳を 取らつ け、 
义八 ホの 御 尾根の 軒端に 數 間の 
鏡 ど-白玉を 滾 入して 唐を 形を 
彫縷 しじを 鍋の 飾を がけ 八 巧の 
棟の 下 じは 玉應 ( ゲョク 、ィン} ど 
云つ て 玉を 統貫 しじ 小 巧の やぅ 
ならの が懸る C 

御 屋根 からを 体は 黒 塗で 
八面の 濃紫の 綾の 帳帷を 懸け、 
其 か 部の 上の々 じは、 义 唐を 形 
のが 劾の ぁるを 廬の帽 额が懸 っ 
てゐ る。 內部任 一面に 靑化 錦の 
敷物の b じ、 赤化の 雲綱雜 (ゥン 
ゲン キン) の緣を 取つ た 御暨を 
敷き、 其 上 じ大か 錦の 緣の御 あ 
物 ニ 枚、 向 其 トじも 東京 鋪 (トゥ 
キヤウ キン) の. 御^ (オン シト. 
ネ) > 化 上 じ 御 椅モを 立てられる 
巧 左右に 御颊 ご御靈 ごを 奉を す 
る 爲の御 ま (- 御机) を 据える、 
靑貝 入らの 御 品で ぁら、 をれ か 
ら其 かの 壇上 ご义其 壇と に 
は、 赤地 唐草 模樣の 錦を おがれ 
壇の 下巧圍 じは、 兩而鋪 ごを っ 
て、 赤化 じと 寶 花葵の がを 

兩 面に 織 b おした 鋪シ敷 
かれる、 眞 中の 高 巧 座ょ 6 巧の 
ホ r - 寄せて、 皇 を 陛下の 御座所 
が 設けられを。 之を 御 帳* 量 どい 
ふ。 黑 塗の 壇で、 左を 後と 一二 ホ 
じ 階段の わる こご、 义巧 擅の 上 
じ 八角形の 御 帳 臺を据 をら れ、 
薄 紫の 御 帳帷を 垂れられる こご 
iyvj、 はぐ 島 御座 ご 同じ やぅで 
ぁるが 唯 寸法が 總 ホに 少し 小さ 
く、 脚 崖 根の 頂上に 唯一っ をの 
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ご 一面ょ 6お<】 魚ご嚴 を (ィプ 
ベ ) どを 細 ひ、 下 じを 字で、 离 
，歲 W かくれた のを、 I ニ 义の跋 の 
竿に 掛 パら，：； る。 化嚴 をぶ 太古 
の活 盤で 神を 巧る 器で あち^、 
是も 神武 天皇 乂か 巧の 贼 V ' 征伐 


し 給 ひし 時、 神 S 訓じ随 ひ 天 香 
具 山の 地と W て 致を を 巧 b 、 天 
化の # を 巧 b 給ム やう、 邑今化 
嚴 をを 吉 巧の 丹を 川に 化 わべ し 
川 小の 魚悉 、醉 ふて 浮き 流む る 
ぃ <, らば 必 す此齒 治める ここが 


化來 や . っと 仰せられて、 沈め 給 
ふた 巧が、 仰せ 言の 通 b じ 成つ 
て、 八十 梟邮 (タケル 一等の 兜 
族を 悉く C ぼして、 天位 r 桓原 
を じ 邸き 給 ふたごい ふめ 事に 據 
られ たので ある • 


首相 發聲 で踐 下の 万歳 S 嚼 

H 國 家の 安寧 ご國 民の 幸福を 天下に 御宣示 n 

臟 ホの 御大 典》. 一 俄び 奉りて "下】 


御 式ん 始まろ 時刻 前 じ、 儀 化 
兵が 建 推 建春兩 門外に 整列し、 
又 中ち の 御 巧、 承 明 巧を 始め 其 
並びの 御 巧 A び 月 華 巧 等に、 大 
| 稚使高尊官の街巧のが員 ：^/ 

^- 1 -- S 相を て 列 立す る 
; 服ち：： 纔色 閲败： ナイ。 ヶッ 
ブキ ) の袍上 じ、 腹背 南面 じ當 
一て る 錦の 楠楷 ( プャ ウ トウ) どい 
一 ふ ものを 着る。 通。 卷 礫に ォイ 
I カグを かけ、 ヒラ ヤナ ダ ヒを負 
i うて ち を 持っ。 庭 h じな 左 巧の 
樓ど 右近の 橘の 的に、 威儀の 高 
苗官 がを 十人づ i 、 を 撰の 通、 

I 巧 ザ (ヶイ ヵウ ) を 着て 箭を負 ひ 
: 弓 V 持っ て 化び、 其 おじ 畢縷の 
; 冠 义官の 束 巧’. 左右を こ 十 人 わ 
I 太 月 や、 ち、 ャナ グヒ のを-— 乂 
. つたらん、 また ネ 盾を も 持つ て 
立 も、 接义 巧に 左を を S 面づ； 

I の征 鼓を 前 じして、 司她 、司 鼓 i 
の 判 巧宫 ご、 こ；；. ゲ 率なる 

高等官：^ 蹇 一入 ミこ 

イ」、 服装から 捧持す る 威儀 物 ま 
で、 すべて 『賢所 大 前の 儀 』-! 
闷じト ぁる。 そこで 右の 辄 鼓を 
一二っ お 打ら 鳴ら イを 相圖 に、 豫 
むて 御 巧 外の 朝 集 巧 じを へて 居 
た 文武 高等官、 有 爵者等 及びを 
の 夫人、 か鹽巧 際を 並 じ 夫人 等 
( 男す は、 大鹿 服、 白の チョ ッ 
キ ズがン 、正装、 女子は 巧磅を 
大禮に 化 用す る 事を 得る) は大 
禮 使の 式部官の 前 導で、 御殿の 
巧厢 や、 軒廊 W にを ’，' おおぶ。 

こ 5 が廊な 後が じゼ ジャウ ごい 
ってを 績緋 ミを の 綻の慢 を 引き 
姻 . 41、 前に ピ靑 簾を 掛けて、 

ザ W 上を よき 上げて お ； > れ6。 
殿上の 方は 化み 時し も 2： 閱總巧 
大巧 乂魄使 長官 J ホを 巧 部を 官 
閲 次官 數 人の 

式部官を 率 & て-南 賄 知 

西の ホ じを ぉ h 席に おへて ホっ 
親王 諸 王 S ' を 皇族 殿 ドを 始めを 
ら 、を 人臣 ' wf の离官 は、 いづ 
れも 罪縷の 冠に 巧帶 、高き は 黒 
梅、 次ぎけ 緋 裙を眷 らいる。 こ 
のが 島 御座のを じぁって 『ヶイ 
J ヒ 一 ' 巧禪) ピ离ら かじ 哨 へる 
は、 式が 官の聲 で、. ャ巧 御の 
事を 注 息す るので ぁる。 殿上 殿 
の總旨 おな 敬禮 のう もに、 踏 下 
は 殿の 巧 房よ 5 出御、 擅の 化 階 
よも 昇 御 わ b て、 御高 座のう 七 
の 

御 椅子 じ 着 御 わる ど、 錫 

助を 捧持す る 巧 化は 御 連の 左 あ 
のま じ 颊辆を 奉を （て 引退き、 

內 大臣は 壇上 高 御座 S 東 化の 隅 
じ おし、 侍從を Esr 义武 の侍從 
は 擅 下の 後々 じ 巧 立す る。 天皇 i 
陛ド S 御 服裝は 御な 嫂 ( ゴ V ッ 
でイ ) ごて、 も 下の 冠の 如 （縷 
を 巫れ 給は ず、 を 操 {ソラ ザ マ ) 


に 立て 靡かした る、 黄禮み (ク 
ヮゥ 0 ゼン ) の御袍 、白き 御轄 
御 巧 巧 ( ォン サゥ ボィ) を 御 うれ 
る。 倦て、 黃爐染 ご 申ず はま 尊 
に 限る 

御 服を で 薄 ホ r 黄ばみの 
勝つ わを である。 天皇陛下の ぉ 
御 じ引續 きて、 皇を陛 r も ぉ 御 
じ。 b 、 御 帳を 壇の 化 階を 昇ら 
なま ひ、 御 帳の 化の ロょ h 入御 
御椅 f じ 寄らた まう と、 御 後 一し 
續 ぃわ 親王が、 王が - 女王 S を 
殿下は、 御 帳を の棄颁 じつぃて 
南に 遇は b 、 檀 前にを 流れた ま 
ひ'、 皇后を 太夫 や 化の な官 達は 
御 帳の 巧 お 擅 下に 侍立ず る。 皇 
后 階下を おめ 奉 ら、 親圭妃 、王 
化、 女王 殿で々、 女官 達には 色 
樽 擦を 御 おこを か はれ、 古 化 女 
儀の f 裝 なち—- お 唐 おお 窘お衣 
御 裳 等を 具せられ 

御髮じ は叙姬 ( サィン-) ご 

稱 — て、 小さき 媛の やうの 物に 
水晶を 數顆 ちらばめ て、 をの 
ッ 楽を 立てた 御 飾を 頂かせた ま 
ふ。 陛下が 着 御になる ど、 侍從 
二人 高 御座 下 壇 S 東西 階を 昇 b 
女官 二人は 衝帳壇 トの東 巧 階を 
昇 b 、 齊 しく 兩陛 ドの 御座の' 御 
帳を 左右 八 字 おじ 擧げ 奉る。 天 
皇陛 ドには 御烫を あし、 皇后 陛 
下 じは 御 梅 扇を 铁らサ 給 ひて、 
をし く 立 御 遊ばさる ご、 殿上 殿 
下の 總旨 

最敬禮 をな し、 I つて 內 
閣 總巧大 居は、 勘 殿の 西 階を 下 
b 南 庭じ姻 b て 南 階の 下に 立つ 
時、 天皇 陛 F じは 玉音 高らかに 
賴 語を 下し 賜る-爆 埋 大臣は 巧 
階を 昇 ゎ、 御座 S 御前の 菁子じ 
參 6 てを 答の 壽詞を 奏し、 南 階 
を. 下らて 左を の 萬廣 旗の ある 巧 
まで 退き、 を 歳の 一音 巧を h げ諸 
買 巧 か I て 萬 歳タ唱 ふる-一 ご 一二 
聲す るので ある。 をれ から 總巧 
大臣： 一又 巧 階を hb 、 元の 席 じ 
なつ 時、 悴 なご 女宫 どじ 御 帳を 
垂れを b 、 兩 陛下 入御 まし まし 
司述对 鼓山 巧 姐 及び 鼓を 巧つ こ 
ご ミつ、 總：扫 退出 どい ふ 次第で 

このず はを るので ある。 
右の 紫 度 殿の 儀の 御 趣旨 V - 約言 
すれば、 适< 皇祖 天照大神 ょら 
化 國の若 またる.'.- きお 徵 たら 神 
器を 受けて、 寶 郁を 繼 ぎれ るに 
就、 て、 輔弼の 岸-翼賛 じ賴ら 
段 家のを 寧、 固 民の 幸福を ち 進 
せんこ ごを 天下 じ宣 示し 給 ふ 式 
で、 首相が 奉答す る贊副 じがて 
も、 巧等國 民の 祖先が、 兽祖皇 
を ^ 遺訓の ま I じ 御藤 化 じ 奉 
化した 眞必を W て •唐 御 巧 じら 
が々 益々 忠誠を 竭し 奉らう • 己、 
全国民 じ 化つ て 誓 ひを るので あ 


.•大 瞥白 祭の 儀 

大嘗 祭の 儀典は、 上を 0 ホ 純 
粹の國 風、 所謂 神 世ながら の 御 
作法の 傳 はつた もので ゎる VJ 云 
つてょ い。 其 起源は 皇祖 天照大 
御 神が、 皇 おの 尊 じ 神器を 御 親 
授 ぁつて’ 天壌無窮と 視し給 ふ 
ゎご 树時 じ、 天を 屋根 命 £ 太 玉 
命 > 」 じ赫 して 「宮が 廣お族 じ 食 
す 所の 齋を ( ュニ パ) の 穂を お 
て 叉 宮がモ じを させ 奉るべし』 
とて 授け 下されし 稻穗 を、 この 


化、 東、 西 S 神 巧 VJ 巧，.、 此の 
外 構 じか 巧と いふの が ある。 其 
の W の 正門 じ 儀 化を が 整列— 巧 
化 神 門* しは 左右 W おじ 神 極を 
あ、 神钱を ニず を 樹 て、 南化兩 
巧 かじに を 一二 人、 東 而兩巧 外に 
はを 二人の 衛 巧の 高第官 が、 引 
箭を帶 持して まがし、 叉 南化兩 
巧內 じは、 威儀 S 高祭官 がを 六 
人、 同じ/、 著 床ず るが 

服裝は 是れ も衛門 も、 紫 

農 殿の 儀に 同じで、 唯插 甲、 補 
墙 はなく、 小 忌 あけ 著て、 冠に 
は U 蔭 蔓を附 ける。 小 忌 ホは を 
服の 一 補。 H 蔭 養は ち 化の 髮飾 
である。 悠紀殿 ご ホ 基 殿 ミは、 
東西を々 が • 建てられ 、其の 中 
を 柴垣 ぞ 隔て I 神 門が たつ。 又 
化の 巧 殿 ども 東两 ( 正面) 化を 
ニホ餘 、南 化 化 四ホ餘 - せも揀 
の 上の クッラ 木 も ' 破風に 巧义 
じた 干 木 も、 皆皮附 のがの 木 御 
緣側 はが 賞 子の 上 じ、 葉 薦を間 
がれる。 四方は 壁。 < 、暨 表を 
張自 、ぶかの 松 S 割つ たので 巧 


御大 典 記念 『君の | 菁』 泉 豊年 

天に 恩寵 - 地 じ榮巧 天津 H 厕 のい や榮ゎ 昭 かの ホ 
殿ら。 き 君が 働 化 . 一を めでた けれ こ S じ 御 盛 化 ハを ' 
壽ぐ曠 の H じ 巧 萬 歲を視 ひつ 5 千 化に 萬 巧 かさな 
るは 鶴み い れゐる 龜が岡 常 磐のを じ 十 返 6 の 見 
る もめで たき 化の 色 枝 重げ なる 雲'- をは げじ 豊年 
みしる しなれ。 

風 じじ ゆ まや 年のは に 綠も ふかく 生 ひ繁る 竹 園 
化 じいら 雀ち を 祝うて す 代 千 化 ご 淡雪に くれな ゐ 
•じは ふ 梅の 化 老木 若木 も 春 <れ ば 巧の めぐみに さ 
きをめ て 色香を きを ふ 枝每に きて はさへ づる舊 の 
.ほう ほけ き やうの 長閑け さよ 

ま 巧の 峰の が 慰 か - 調べの 糸 じ； をはれ て 天津 少女 
の， 立 も 舞 ふや 見る らま ば ゆき 羽 あめ 五つ 度 欄す 袖 
たも ご 

を おの 人 も 輿 添へ て 

つい 立 もて 見 たれば 鄉 階の 巧の 明 さよ ‘ 

神の ます 內 野の 森の 高さよ 
隨 身の 持 もたる を 明の しろ さよ 

つい 立ちて 見 たれば 千 巧を ことほぐ 舞姫の 类 しさ 
ト * 

化 じたぐ ひなき 御 盛典 こごは ぎ 視ふ必 じは 尊 .^ 1,を 
きもな から けらを もちきち なから けら と ごす どの 
へだてな く ク どひ''—- て國 巧みな け ふの よき 日を 
繁ひ 遊ぶ 千秋 萬歲 かぎ 6 なき 君が 千 化 こを めでた 
けれ . 


國じ播 補し、 をめ 新穀を なて， 
皇祖 天照大神を 始め 奉ら、 御緣 
故 深き 其 他の 天神地祇を 祀 な、 
神 恩 じ 報い 奉る じあ （所の 御を 
典で これは 每ザ 巧は せられる 新 
嘗をど 御 趣旨は 變ら や、 國 をの 
爲じ 豊年の 狗報赛 を 成しす さる 
譯 でぁる。 唯 御 化かめ ての 嘗を 
は、 新 帝 この 國± を 統治し 給 ふ 
始じ當 るな、 特に 御 準 楠 V 鄭重 
じし 御 儀式を 嚴格 にし 給 ふので 

をる で 

大嘗宮 の 話‘ 

大巧 典を 修 する 所の 大嘗宮 ご 
は、 悠 がま 基両 殿の 總稱 で、 京 
都の 

舊仙洞 御所 內じ御 巧營遊 

ばされ い - もので、 四 ホの 圍 ひは 
高さ 六 巧 ばか b の 柴垣で、 巧々 
じ 『椎の 和惠』 ( シヒノ 7 ユ ) ど 云 . 
ひ、 椎の葉 付の 枝に、 木綿 垂懸 
けだのを 稀し、 四方の 垣には 眞 
中 じ 撮の 鳥居を 立て、 いづれ も 
柴を 縮んだ 扉が 附 く。 之を 南、 


緣を する。 南面の 西へ ょつ て、 
ザを を 開き タミし、 西側の おを 
の 所 じ も 入口が あを 典 じ 御簾を 
卷き 上げ、 其の 內じ 布の 轉 をが 
ける。 正面は 陛下の 御ん ロで あ 
ら、 

殿內は か陣 ご 巧陣玄 にが 
たれる。 兩殿 ども 御 巧の 準備を 
致して、 朝のぅ ちから 御 神 座の 
御 厳設が あらます。 これは 掌 典 
の 奉仕す る 事で、 先 づ御內 降に 
と 重の 狗疊が 置かれる。 下の 一二 
枚は 長さ ニ 間、 L の 四 枚は 丸 尺 
の御疊 で、 T 度 御 寢臺の やぅな 
島 さで、 其の上に 八重 疊が j 枚 
をれ じ 御が 枕、 御を、 御 單を奉 
をし、 又 御 徹や御 樽 扇の 入つ た 
當ぉ陳 ベ、 御 糖 S ホに 御杳 、登 
其の 左右に 給 服、 滝 服を 細目 籠 
じ 入 n て、 ま 上に 据を おかれ、 
お嚴の おに、 黒木、 白木の 燈樓 
。でも 設けられて 夕刻から 特則 
の鐵 かで 點燈 され、 神殿 外 じは 
巧々 に 燃 火が たかれる 0 
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秋 光 天皇旗に 映 わて 

今上陛下 京都へ 

御仁 德 Y 慕 ひ 奉る 民草の 渴仰歡 喜 

齒簿肅 々ご 御 巧'」 入ろ 

東京 特電 八ぶ 發 幽 上、 皂 后兩陛 でしは か 雨し どし 降る 禪 を、. VB 午前 化 時 五十を、 
名 ホ お 離宮を 抑發を 停が 增じ 向けせ-^;:.、 ザみ 十一 盼タホ お 瞬 シ御资 が、 おお ニ 巧 京補驛 じ御賛 
遊 じされ じ、 この 化、-::; 资の呈 禍袍は t A /\ ごし： 天神.： '，搖 S せ、 殿 肅の氣 けを が r 漲 C た 
この H お' 上に ゴ >: 兀帥 S 牌が 裝 して 一水 お' 2； 大む .大禮 化 德巧関 院巧殿 r - 秩 父、 伏 見を 宮 あび 
が 殿 ド 川 中ぶ か、 をお樞 を院講 を、 牧 巧內大 怯、 近衛 大藏故 長官 等と 随 わさ 《 給ひ靜 々ご プラッ 
トフ ォ ー ムに降 b 立」 だ. っれ、 驛 《の 巧 殿—- 入ら ゼら わた、 斯< てむ 嚴靖麗 t * る 特别を 式 廚簿は 
を 城 ご おを 驛閒 に. 5 —< 縮が クわ骑 おの 驚 部、 蔡視 、を 挪 府警を 部長-巧 銜騎 を、 式部を， ま 部 
お官 、宮 At - ‘い S を おがを 化 班 贊巧御 巧 か、 騎巧 巧衛醉 校、 具 床、 掌 典を、 掌 典、 天皂 巧、 
騎馬 近衛 おお、 巧が ぉ蹈 おの 天皂御 おか、 騎お 巧衛お 校、 女官 良 陪乘の 皇后 御 あを、 侍 化 おを 長 
侍從 武官、 _ ホ 巧 助、 巧 十ろ 邮陶長 等 いづれ も騎巧 r て、 大磯化 繳裁巧 親王、 親韦 お、 主、 王化、 內 
大 も-渡 挫大 わ、 おを お廉 技、 乂禪化 長官 tr あ ホに て. いづ ゎ も 大購髓 を々 f (，掌 典 長、 掌 典は 
お jy 舉 ぷ劍」 て 

壯嚴美 か 極む る わ 行列け 五町 

のをきに H b ■ 阵おが 々 隊 の欧奏； る君 4^化、略判兵 い おげ统の 中を、順路白砂で淸められわ烏化 
大逆を おて わん--^ 縫 ふ •か 相’、、 ホ H る 一幅い 繪 V 描き ( I 巧 郡 御所 r 向は ザら れた 、恰 かもよ 
し 曇 も— 巧け 酌 晴れて 巧 ホ 鳳 蕾じ峽 わて おを の氣 L よ {巧，'、 お 抑 おの 中 じは 階下の 御を を拜 
してを 孽 すもも \ 故悔ま h . で嚼附 する もの も あ h て、 H ホ づる顏 r ホれ 給 ひ' し 若き 舉 天子の 卸 
た 絶が 慕 ひ 本る ホず の お仰獄 萬が I に 凝 おした ■同 H 時化 か'、 御齒 溝は 京都 御所 じつ r がな ぐ 
御着を、 ホ W 光 県ピ恰 かも 手 K おる. いか/' .ラダ ォじ地 b てを の 壌よ ち^ 民 じが 送 さ ぃ、 電送 寫貴 
はな vT に 巧 京：-: をら い 巧な のをが は號 叫を 發 して 逸を < これを お ほじ あじた。 

を 都 (聯合】 八日 瑶^ 京都 御所 r 御着 繁 おば さかた 或ト 陛下には 御機嫌い ミ 麗し （畏 ぐも皇 
后 陛トご 共に 晴 n の 御大 化豫巧 練を も 遊 じさむ ホト： 御 寝に 就か‘- 給ム户 、前 H ホの 降雨ち 今やを 
く 晴れて 来る 十 り S 巧 盛儀 ~ 概げれ 、を 都ホ內 はザ武 けちの ス 巧で 一巧の じぎ やか さを 呈 ，1 て 祝 
典氣 かじ おらて がる 

加 茂 川の 水も淸 めら れて 毒/--. 

光りの 都に 聖 葵を 仰 お ホ 子 

M 雨に も ひるまず 下座 >し て 前夜 かを 鳳肇を 待つ n 

まを 特電 セ 日 お 聖上、 皇后 锅 陛下に け 旣 報の 如く 御豫を 
通り 昨， ハ H 午‘ 刖 八が 巧 京 驛を御 被 おあらせられ たが、 この ロ宮 
が、 東を 驛^ 沿路 じは 十 方の ホ 民が 奉送の ぶ わじ 睹别し 首を 0 
はして 貼 毀 お 魔。 御 由簿を 牌ぎ 深き 威銘を 剔んだ、 この：：： な留 


する か踢 も- ii は、 特に かお 省 前に 參 集して 拜觀 したが いづれ も 
日本を をの か {る 光輝 わる 御齒 溝は 未だ 曾て 巧した ことがない 
どて 故 嘆 時を 义し ぅした、 御な 巧 革 U を 刻に 出を、 午後 一二 時册 
をには 名を お驛 にが 到着 遊ばされた •か、 こ i じ も タ數の ホ 民は 
停 単 場から 離宮までの あ 道兩侧 じ睹巧 I 、 赤誠を こめて 奉迎し 
た’ 兩 陛下 じな； 巧を 不巧 城の 名を 尾 離宮に お過ごし 遊ばされ 
今朝 化 時 五十 かに 微發霸 、午を ニが 巧 都に お着 驚み 御 像を じて 
を巿は 隅々 よで 淨 《られ 、美々 し <裝 飾され て-化の 御 盛儀を 
お 待 も 申 上げて 居る か、 採 じな 化 通らは を 都驛よ b 御所への 御 
通路に 當 るので 路 幅は 横 げられ て 白が を 撒き、 加 茂 川 も 淸< 後 
はれて 昔を のま is 淸い 水が 流れて 居る、- 


京都 〔聯合】 セ日豬 M 化で 人 
じ 重々 どず る 巧 民は 本 n 午を 瘍 
都に 御 巷を 遊ばされ わ 聖上 陛下 
を 奉迎した。 この 日、 前 H ょ b 
の 雨 じて 空は 蟹 > て 雲 化く 垂れ 
ていたに も骗ら や、- 沿道は 正に 

一寸 の 隙ら；；^ い 巧 じ 陛下 
の 赤子を 化て 埋 つた、 御 召 列を 
は 午を ニ 时名古 崖ょ 6 滞る が 如 
(巧 都驛じ 入ち、 这じ 特別を 式 
齒簿は 編 化されて 御 巧 别は總 ふ 
がかく ニ 哑牢の 沿道を 徐 わし、. 
陛下が 御所 じ 御着 繁 遊ばされた 


のは 正 じ 一二 時 二十を でぁつ た、 
空は 曇ら 勝 もで ぁつたに も幽ら 
や壯嚴 じして 梅 美を 盡 した 御 巧 
刹は 正じ活 きた 給に 等し/、、 御 
泪車か 賢所に 入つ わ 頃 じは しど 
しと i 秋雨が 降つ た、 この H 沿 
道 じ 舆產を 布いて をち 設けむ 民 
ホは 巧祸の 雨に も 怯まず 

息刖夜 ょら 御 巧 巧の 巧る を 
待 七、 朝の 雨 じは いづれ も 新聞 
紙を 傘 化 b じして 宛が が 赏の巧 
を ホんだ 巧を b しも、 一巧 蛮 上 
の 御を を 巧した ホ 子は 頭を 垂れ 


てわ迎 .へ 申し じ、 この 日 沿道を 
營 護した 陸海 軍々 隊は正 じと 千 
人、 譬宵 像は 六 千 人の 出動を 見 
る じ まつわが、 民衆は 極めて 規 
俾 正し/、 蹄 肅じ榮 ある この 日を 
迎 わたので をつ じ、 む 召 巧 車が 
京都 驛じ乂 るず な 一を の 皇禮砲 
はいん-— ごしで を巿の 空に 轟 
き、 ステ； シ a シ 前の 大廣 場に 
わ 待ち 中 丄げわ 陸海 軍々 樂隊が 
壯 里なる 君が 化の 吹奏 裡じ鳳 筆 
は 沿路に 撒かれた. 

白妙 の 上を 輸の跡 もい ど 
淸ら かじ 音 もな （進み、 奉迎の 
軍 膝が 奏する 君ヶ 化の 嘟奶が 森 
閑 どした 壯 をなる 空氣を つんざ 
くが かく 響き わ わち、 稍 前方 じ 
屈まれた 聖上には 絕 ‘2 や 玉顔を 
左を じ 向け 給 ふて 畏 （も擧 手の 
禮を 賜つ て 居る お 姿を 拜 した、 
この U を ホは 赤 ごを 色の ま A 幕 
紅 提灯、 H 章 旗 じて 裝飾 されて 
を 祝の 息を まし、 巧に 入 b て滿 
都は ィ^ ミネー シ 3 ン じて 宛然 
ホら の 滞 ご 化し 淸 めら れて加 茂 
川 じきら ど 反映して 美し 
さ 云 はん ホな < 、市民は 恰 かも 
こめ 


^ 飛 氣 かじ 醉 へる •々如く 
隅 TS 柴壽 牺窮を 祈る の ご みつ 
た、 け ふの 御 巧 判を がめ ごして 
諸 御 巧 まは いづれ も ラ •テオで を 
國 じぶ 送？ れた •か •この もを 卻 
で をら 巧 都は を や 御大 典の 中 也 
化で あるの みな' 'f や 政治：；； 中、 わ 


じが b て 巧 黨巧黨 け赃を I ザ 


化ら しこの 木 階 H じ t ! を闕 太る 
化ら 入なず る ここ じ つてなる 
巧 ほ 過去 ト 年に 恐るべきを 淹を 
遂げた 曰 本を 國の 新聞社け り 五 
が 人の 敏 瞬な 採 訪^ おして 巧 道 
じを b なく、 巧 動寫眞 '隊 もみ 数 
人 込んで 楠ん じ 競 巧して 居る。 


芽出度き 御大 禮 

恩典に 洛 した 人々 

新聞 關係 者に も 叙 動の 御沙汰^ 

御大 典に 隙して ホ素國 家に 對し 中-功典 あ 
瞄爵 、陛 劇、 叙 劇の 御沙汰が あごた 


ま 京 特電 九日 發 
b し 左^ 人々 に對 して 授爵、 


子爵 淸滞奎 き 
子 爵 後藤 おず 

授化爵 

.海軍 大將 
農學が ± 

が 巧窮一 
聯隊 長 

エ學愼 ± 

授 男爵 

'を 爵 

叙 菊 化 章 頸 飾 

化 爵 
'海軍 大將 

2 軍大 i . 

叙 大勵巧 菊 化 大お章 
侯 露. 淺野接 動 
子 爵 金子 堅太郞 
お 爵 が 權助 
子 爵 溫澤を 一 

M 則醜ぉ 1 

叙 桐 化た 辕章 
退役が 軍 中 將佐滕 鐵太郞 
前 衆 講踪讓 長 巧を 義 一二 
叙動 一 i ^^瑞寶菁 


山 ド 源よ 郞 
佐 藤昌か 

德 川巧敏 

幽 琢磨 

西 園 寺を 鶏 

山 本 權を街 
奥 巧覃 


對 しても 左み 如く 授 動、 陛屬め 
旨み をした ご傳 へらる。 

大阪每 U 新聞 おー を-- 
東を 日日が 聞 本 d を 

大阪 朝日 親聞ト J IP 
を 京 朝 H 新聞 t 出 一青が 

國お 新聞社 長 德富猪 一郎 

叙勸 二等 授瑞寶 章 

H 本 電報 通信社 長 : 一 

尤永 星^ 

新 愛知 巧彌 社長 

大島宇 ま 

叙 動 凹ま 授瑞寶 章 

.まを 每タ新 蘭 社長 ^ 

木材 政お躯 

贿 化， 轨報 社長 I 力 健治跑 

あ 動 五 等 巧 瑞寶章 

外國 使節 等 


京都 入、 


東京 特電 九日 發 n が國 使節ぶ 
び 夫人、 家族のを 數 、潜 ロ 民政 
黨總 裁，. お襯 が 黨顧 間、 德川家 
達を、 を 部 社 會民棄 黨な首 等が 
御大 典參 がの ため 八 H 患 京ぶ 發 


尙は 新聞、 お 聞 通信 化觸 係ち じし 京都に おつた。 

をの 化麗 、雄大 さ 

目 i 眩 じが Vi 計り 

建國の 昔を 物語る 森 嚴ご素 かご 

新裝 >し たを 都 御所を 訪れて 


京の がは 綠が 美しく をの 優美 
な 御 巧內苑 のがが 3 彼 ホに ホン 
ノリ ご 大文字 出の 峰を 乗せて 糖 
皮葺 のを 巧 門が ある 御門のう ち 
じは 大禮 使用の 立派な 白木の 郵 
便 摘が 出 ホ 上つ てゐ る、 さら じ 
をの 東、 兩 陛下の 出入 御 遊ばさ 
れら御 華 寄 前 r 立つ ど 白木の 御 
扉 じ 金色のを 具 もまぶ しい 破風 
の 御 屋根 じつ V いて 列國 大使、 
使節の 化 所 ごなる 萬 三 朝 集 巧の 
蝶 クらこ 

'淸 i が 殿の 構 皮の 線、 ホを 
御所 建築の みやびた 御 屋根は 相 
重つ て 碧空に 波が^ てゐ る、 を 
のを 化 建築の 夢見る やうな 擾美 
典雅なず がた にう も續 いてを の 
巧 ホ じを 日 進ら の 目 も 醒める や 
うな 朱の 圆な S ' 刹 ピ 雪の やう。 
白壁 どが 鍵の 手 じ 甫じ展 びて ゐ 
る、 これ こを 紫 庭 殿 南 庭を 圃む 
軒廊で ホる 薄墨を の充の 軒踰じ 
化 （をんだ 御 紋章、 をの 下 ホの 

垂木 端 を 黄色く 塗つ たタ 
がを 色の 點の やう じ 並んで 居る 
月举 門が をの 中 ほど じある、 軒 
廊に沿 ふて 左へ、 を こは 紫晨殿 
の 正門た る 承 明 巧で ある、 承 明 
門 內を乂 ると 正面 じ御酬 位禮當 


日の 御 盛儀を 避ぶ 紫袁 殿の 太屋 
おが 聲 えて ゐる南 階 十八 段巧改 
造は を （岀巧 上つ て 階 じ 向つ て 
を、 左 近の 樓 はち 樹 ながらよ だ 
六 かの 靑 葉を つけ、 右近の 協は 
な も 見えない ほで じ 濃 線の 葉が 
繁 つて 

十 曇 敷 ほごに 化； 榮 ゎて 
ゐる 巧は 跑 々ご ホ b 、 をの 中央 
じ 陛下の 昇 御 遊ばさる I 高 御座 
をの まじ 御 帳臺が 奉を されて ゐ 
る、 商 御座 崖 上の 大 鳳は ほの 悔 
い 天 化に をく ひらめく 大 翼を-眼 
ら 白玉、 御 鏡、 靑 雲の 睐 刻、' き 
らび やかに む繼 擅の 極彩色 深 紫 
の 御 帳が 華麗 燦爛 ごい ふよ 6 も 
むしろ 裔雅— 靜肅— 崇高な 氣 品 
じ 滿も自 から 頭が 下る、 高 御座 
化 方の 

御唐戶 を サッ ト 開，〜 ど 淸 

巧 殿を 西 じ白极 におの 御苑が あ 
る、 兩 陛下 じは 當 n こ S よら 渡 
ら せられら ので ある 廓 下 傅 ひじ 
一 ホ 大變宴 場 じ 入る どもぅ こ^ 
も 殆ど 完成して 思は 中 驚嘆ず る 
ほど 化麗 雄大な 結構が 暂 しは 拜 
觀の われらを 立ちす/、 ませて し 
まつた、 四十 間 四面 ご 申す 大を 
宴 場が 天 弁の 黒漆、 を 裝の巧 上 


格 天 ホ をのろ + りじ 端いた 
圖ま 化模糕 、目 もまに ゆい ばか 
b に 中央 舞樂馨 ご拜觀 席の 化の 
欄干の 二重の 巧、 凹々 拜觀 おの 
背後 じ 化んだ 徑ニ ド、 に 餘るホ 塗 
b のた m な、 二十 八本の 華麗に 
もま， で 化大な 巧、 舞樂裏 上、 應 
き ボラ' スを 通して 降 b を、 ぐ ほ 
の 白ぃ ホを おびた 拜觀 席の 上、 
闽 みから お だ靑牆 色ん 兎の 軒、 
をの 軒から 下つ たを H 燈 籠— 了 
度 舞 樂臺は 中庭に 設けられた 趣 
でを の 階段の 罔閱 ra 々じは’ 

白砂 力 敷き つめられ をの 
後方 じはだ 太 玻を搔 く 巧の 臺 •わ 
中： 巧 上つ てゐ る、 更に 仙 洞 御所 
じ參 人ず を悠 が. マ： を 兩殿姻 か 殿 
養 葛め わ 岸 化は あがの 中に 棟々 
を つらね 一ホ參 A する i 登の 薰 
b 淸 々しく 漂 ひこ ？ じ 巧豐葦 巧 
の 豊かな 薰！ 當穗 なる 田圃の 薰 
じむ 甘 退る やう だ、 お 廣报の 登 
もま だ靑 映が 殘 つて ゐ る、 神 巧 
一二 殿の 御な の 巧 かきの 機に をの 
むした ま'- なの も 

神 さがて 拜 をる、. 获ご 

つ {じご 黑 もじの 柴垣 も 大半は 
もう 結ばれて、- まつす ぐ じ 削ら 
れ たま 慕 殿の 千木が かじ 横に 削 
られ た悠が 殿ので 木の ホ おの ほ 
のか rA 巧 S 色 殿を め r る 養子 
め 竹の 靑さ 壁の 巧 化を もま だ靑 
(巧つ てゐる お管蠢 じて 渡御 ぁ 
ら せられる 题ホ 殿ょ もの 御 廊下 
はまだ黒きなを堀^ 立てたばか 
らでお 巧 できて ゐ ない！ 黑乂 
化 b の 蔓聲— 草の 香薰 b おの 日 
け 柴垣に 靜 かじ 照る i 柯 ど森嚴 
巧*」 素朴— 建题 のをの 昔を 巧 顧 
あらせら る i 大 御， むー 拜 する 吾 
らは あは や 胸が をつ た n 巧 巧 本 
社 轉派員 謹 記 n 

閣員 更迭 . 

.輿 味は 國務 長官 

ワシントン 八日 發 U フ I ゲァ 
! 新 大統領の 就 巧 ど 共 じ 閣員 じ 
大 異動が 巧 われる ものと 期待 さ 
れて 居る お 興陳の 中必な 何ん ご 
去' つても 囊じ 一二 6 四 H 瞩ら で辭 
職の 意を 表明し ゎ题務 長官 ヶロ 
ッグ 巧のを 巧 潤 題で 
現 巧の ごころ 前 駐英 大使 じし 
て 院議 上 員 候補 じ 落選した ホ 
! トン 氏、' フ ーヴァ I 後援の 
窠 一人者で ある 上院議員 モ— 
ゼ乂巧 V 」 現 メキシコを 使モ日 

! 没び 現と 院外を 委旨接 じし 
てフ ー ゲァ ー 氏の 當選じ 努力 
.した ボラ！ のの 氏で 
差 當な籍 一 候補は ボラー 巧で あ 
るが 氏は 恐らく これを 辭退 する 
であらう し、 モ ー ゼス 氏は 巧 等 
外を 關 係に 經驗が i ：* いから ホ] 
トン 氏 及び モ 曰^ — 氏が 最も 有 方 
な 候補者 たるべく ホー トン 氏は 
駐獨 、駐巧 大使 ごしで 賠償、 軍 
縮を の 他の 諸 外を 懸案 じ 通曉し 
て 居る ので 最もち カ視 され、' モ 
ロ！ を もモ八 カン^^ 會 時化 ょら 
外を 上の こご じがて は 溢 曉しフ 
1 ゲァ！ 氏の 信頼 も 厚い ご傳へ 
られて 居る から、 ボラ ー 氏が 辭 
退の 曉は 恐らく この 二人の いづ 
れ かぐ 國務 長宫の 要職に 就 < で 
をら うご。 


大統領 暗殺 犯 死刑 

助けた 巧 憎は 二十 年.. 9 禁 鋼に 

メキ シ n 巧 八日 猪：^ 裝 に巧大 統敞ォ グレ ゴンお 軍を 短統で 
暗殺した 化 靑ザ證 家ョセ •デ •レォン •トラ かは 暗 お；^ 計 劃 
を 巧け た 嫌疑者で ホる 化 僧' テ •ラ •ラタ ホ 人 ど おし 階 银會議 じ 
がて 嚴を るお舰 の： トに 審理 中で あつむが 遂に トラ け 死刑 じ 
尼僧は サ 年の 重 禁 麵じ處 する 旨 巧みし なめて お 事から 刑の 昔吿 
を まける 一 ごじ U つじが 傍艘 をは 最後の 樹 說じ骚 ぎな てた。 


本社 東を 特電 (紫 ぉ 巧轉載 j 

満蒙 新 交渉 巧幡み 

【九日】 田 中 首相は 昨日 巧 郁 じがて 森科務 ホを を おき 有 困 狸 
細亞 局長が 上が ょら 致した 報吿 じ をき 日 支を 涉 •し 就て 協議を 遂 
げたが 一方 奉 天に 進 巧 中で かる 滿ぶ徵 泣を 渉に 就て は 日 ま 化を 
の 恵 見け 义ホ 一致を 見る に まちし も 奉 天 派の 巧韶 不統一で 調印 
は 今が はが 惱んで 居る。 

志 ± の 銅像 陈幕 

〔九日】 京都 ホ S 條大 橋を じ 建 
立され た 高山を 九郞觸 像の 餘 
幕 式は 八 H 擧 巧され 巧巧內 相 
久原 文相 ま 出席した。 

製糖 H 瘍差 押へ 

〔九日】 亀 戶极務 奢は 稅金 滯納 
二百 五十 万圓じ 及べ も 太 あ 製 
糖 小 松 川 エ瘍を 差 巧へ なが 債 
權者 側から も破產 申請を 類 ぉ 
し 或は 背圧 漠領の 訴認も おら 
むピ乏 はる。 


パリー で 日本 展 

〔九日】 を 達駐魄 大巧を 通して 
フランスから 审 込まれた H 本 

起 術展變 會は 日本 之を 應諾し 
バリ ー じがて 來年五 巧】 a か 
ら顚 態され る。 ♦ 

橫 斷計畫 は繼續 

け 九日】 帝國 飛行 協會の 太平洋 
横 斷飛巧 計畫は 之を 繼續 する 
こ Vi なつた が從 ホの ホ 法は 
一段落 どし なめて 研を ずる こ 
ごじ ホを した。 


◊ 大統領 戰を 顧みて 了】 ◊ 

ん レ — • ス—ス 的む 

タア 


フ- 

◊巧 わ 知ら 變 。こごが みる か 
も かれの、 スミスの 人氣 がおか 
黨を壓 倒ず るか、 をれ 其、 南部 
の 反 スミス 熱が この 地盤を 崩屢 
さす か、 ミ もら じしても、 锅 か 
知ら 變 な' こ £ がわる からかれ U 
い、 と 一- 禪の强 いを 奇必 で觀待 
され じ アメリヵの 大 統頒戰 は、 
をの 期待に なかす、 民ま黨 の 南 
部 諸が じがる 結 巧は 五十を この 
ホ じ 始めて 崩 壌し、 71 ゲアー 
は 前を ホ 曾 有の 選 擧人投 祟どポ 
ピ ュラ] •ダ オ^ — トを 獲得して 
壓倒 的な 大勝を 摩した。 

◊ニ 巧 ニ 千な 四十の 選 擧驗と 
十一 巧 五 モ五昏 ニ 票と いふ 不明 
な ものを かじしても、 フ ーゲア 
I が 贏 も 得た 選擧ん 投票は 四な 
四十 四、 モ とな 五十二 万化 千と 
亩 十四 票に 對し 、スミスが 得た 
選擧入 投票は 僅かに 八十と、 し 
る も ホ ビュラ^— •ゲ オ！ ト では 
千 ニな 九十 八 巧 化 千 九十 一二 票 ご 
いふ タ數に 達して 居る、 筆を お 
曾て 『政戰 ゎれ や これ や』 で述 
ベた かく、 スミスは 正 じ ブラ ネ 
アン 對 マッ キン レ！ の 敬を 踏ん 
で、 しかも 選擧ん 投票では お ま 
黨ホ 曾を の慘 敗を 巧いた ので あ 
る、 同時に 一般投票 數 じがて は 
過去の 兩 な 黨大 統頒お 補の 河 人 
ょ b も、 を數の 投票を 巧した の 
で わる、 なにも 『巧 か 知ら 變 
こご』 を资 見す る。 

◊進 ホ ま 義ピ巧 ホま義 、都 曾 
S 旧を、 禁酒と ホ 禁酒、 舊敎 < 
新 敎の對 立、 等 ご 相な したお 玫 
驚の ホみ じ 照して、 これは ホ柯 
ん ごい ふ呆氣 のない 選擧戰 でを 
つたこ ごか！ 飛行機、 ラ デオと 


! は 人形で なかつ たか 

總 ゆる 文明の 利器を 利用した こ 
の 選擧戰 、スミスが 廿 一時 聞 化 
をの ラゲ ォ 放送 演說に 十二 方 五 
千 巧を 養した ごか、 兩黨 が大び 
らじ 費消した 選 擧餐】 千万 邦 ご 
註せられ るを の戰 ひの 提 ちごし 
て、 我等は いかじ も 『變な こど』 
ど 首を 傾けざる を 得ないで はな 
ぃか。 

◊スミ マは 何を 斯 くも 慘 敗し 
たので あるか、 勿論 觀 ホに 依 > 
ては 禪 々ど 議論 も あるで わらぅ 
が、 この 選擧が スミス 一ん の 選 
擧で をつ たとい ふこと が、 第-一 
じ スミスの 败 因を がして 居る の 
では あるまい か VJ 思 ふ、 哪も j 
般選擧 民の 必理 が、 スミス ごフ 
! ゲァ ー の 政治的 手腕 やな 見、 
政綱 じ銳 てず つた ごい ふょ b は 
寧し ろ 『をは スミスを 犬 統領 ご- 
し てま 持す る や 否や』 ごい ふこ 
ミが先乂まじ；：：*つて、 フ1ゲァ 
1 は單じ スミスを ま 持 しないな 
票 民の 壊 的 じな っじので はを る 
まい か、 換喜 すれば フ ー グァ！ 
は單に 巧和黨 ごい ふ 乂が黨 を 巧 
炭す る 人 あ と して 床の間に 飾ら 
れ 、選擧 民は スミスの みを 眞面 
目に 爭 つたので は あるまい か。 
.◊苟 くも 前を ホ 曾ち の 大タ數 
を 劇して 當 選し じフ— ゲァ ー 巧 
じ蜀 して、 この 理屈は 少 々藥が 
利き 過ぎて 居ろ やぅで あるが 巧 
等は、 民 ま黨の 地盤で ぁる 南部 
諸 州のを 縷 じがて 軟く おこの 
觀 ぶが がらず しも 間違つ て 居な 
、< ことを を やる ので もら、 日本 
文壇め 流 巧 語を も ぢるど 『スミ 
ス 的な、 餘 b じ スミス 的な」 の 
である 0 
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JAPAN ART STUDIO 
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おな 說敕タ 八 時 
木 班が 烏 食 タ八時 

巧 語 及びを！！！ 

午を ニ 巧 
生 曝 ま お 會义は 
ホ話會 タ入時 
がを ホ， 業 
おお 部、 旅け ちまみ 
が、 人事 相談が、 讀巧 
巧、 话業 周旋が、 巧捂 
裁縫を 巧のを 課を 設 
け 食 員 及び ホ會 員の 
保を 計る 


ブ 日 ^ — ドウで . — 巧と 十を 
領事 舘向側 建物と 0 五號ま 


線ぶ 爲 A 


170 Bi 董さ N - Y.ciiy 
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T 

た 

に 


が 


UK 

W 皿 

H 側か 社 

巧丽 Wei 


城 ： I 


N 

0 

の 

U 

Y 


明进 


揉治辕 

マツずー ジ 、整 あ 

醫 科を 的 運動、 腸 
灌 注、 水 お、 光線 
及ち を 治療、 其 化 
お 育 州公费 

フィ ジ才 シラ ヒス ト 

巧が 幸 劈 

U 曜外每 U 午 お 化 
時す 午後 九 時を 
電話 前約 願 上 お 


齒お醫 米 旧榮吉 

212 W を皇 th 芭. ず 三 ork 呈 
Tel . > ca を my 岩 空' 
電話 アカ デ，、 1 1 二八 六 化 


齒科醫 


ホ 上 義人 

西 六十 五 了 目 I 四 六を 地 
が 育 ホ 圃旅お 巧 
電話 トラフ アグ ダ ー ニ 五六 五 


化 i 

h 测 

& 誠 

ふ R 
r 

C 巧 

化 化 
趴"’ 

乃 


牧師を 畴繁】 
幹事 脇 お 義人 

蘇， j お 貧 ’ 

目 曝话拜 午前 十 I 時 

日曜 學校ネ 前 十 時 

§ u ® キ をと 時 ザ 

斬禱會 水曜 夕と 時半 
寄宿 を 

泣 廣を淪 比 亞を較 
み 下町を 十五み 學 
ホ會 社員 じ 最適 

を 備圖書 雜誌巧 面 
を辖娛 樂具簡 ちを 
堂 あ b 

便宜 職業 周旋 旅を 
.ま 巧を 補 事 菜諷杏 


弊 巧は 實質 誠意を 速 ホ 義の 
まじ 御 ±產 物 一式 卸賣 値段 
で販賣 致します タ少じ 巧は 
らや 御用 命 仰 付 下 5 いませ 
◎歐 米を 辖 時計。 置 時計 一式 
◎寶お 貴を 蔑。 錫 製 器具 一 ま 
◎を 巧 萬 年 筆。 をを 製 鉛筆 
◎蓄音器。 レ 3 1 ド 見本 陳别 

◎寫巧 器。 タイプライタ ー 

◎船 切符。 紀念寫 其 帖繪端 書 


な 育 州を 認 
巧が 省を 許 
巧を ホ 大醫 巧た 蒂 
を 灌な習 科卒裝 
元化邊 

產婆 お本綠 


檢眼並 じ 眼鏡 調節 


機械工 具 製 巧 
運動具 化 玩具 
貴を お 及け 討 

松本ジ ； 

鑄異機 レ. デ イオ 

ラン フシ エ^ド 

美術品 販賣 修理 


第五 街よ 一二 0 

へ クシ ヤ！ 

ビグ V ング內 

小 池 寫眞舘 

電話 サ！ ク か’ 

四 四 0 六 


をき 米 國婦ん 
日本人への 吳 
，語敎 巧には 妻 
ザの 經驗を 有 

す 0 一 レ ブス 

ンと 十ぶ 牠 
每 H 朝祀 時ょ 
^ お 化 時 迄 何 
瞬'.， て も. をし 
H 曜日は 一 時 
ょら 四時 藍 


■尋れ 人 

(客が 縣) 大橋武 雄 (長 巧縣) 获 
おず 人 (間) 佐 伯鎮雄 - 魔 島 
縣) 中が を ニ (間) 渡る 泰助 (東 
京巿) 古澤 武之巧 (か 歌 山縣) 
後藤 甚 之を (群 馬縣) 松 下壽之 
吉 (山 ロ縣) 德巧猪 S が (熊 
本縣) 班が 巧 喜 (鳥 取縣) 廳勝 
衞 (山 ロ縣) お甚吉 轰媛縣 ) 
橫旧常 ま (岩 手縣} を々 木 淸四郎 
右の 者 じあ 知を 度き 儀を 之 
候 間 本人 おくは 知人ょ b 現 
住所 胸 通知 願 上 巧 

紐 育を 國 総領事 舘 

1 苦 Broad まぶす W ご rk 呈 y 


職 關事終 

お 巧を 地な じを 化界 
の檢お入方をじ關{ 
ずる 一切の 洒諮聞 じ 
應じ錫 遵な船 貨物 淫 
貨及 出帆 お 祝 骗ホ鑛 
書 等 進呈す。 重 蟹 都 
おじ 化埋 巧を もし 誠， 
資を を賴用 かじ 應ホ 

な 輸 ，取扱 


H 本、 も 琳寶下 製转、 
術 品、 締 A 助 •を 靴み 
牠 装飾 お 

闕爲 バ；；； け 

烏 等ち 術 お 隐镑、 

首 飾 品、 スト" ンゲ 
H 本 服錶短 


齒巧醫 木 下义あ 

310 巧. ご lihSi 
ぎ M 呈 ient 8 署 


診察 時間 

午を 一時 ns お 
午後と 時 n 八 持 
巧知 咨學十 

パ r 巖本藤 一 

古 お 比亞大 を々 び 
ザ タン 病院 勤 巧 
H 雌け 的 約 西 h 巧 


常 井 洋服 巧 
丸山洋 脈商會 


西 四十 六 了 目 六十よ 番 
電話 プライ アン トセ 0 と 义 


を 五十 STS 

一 ミ I ニ 

が 藤 
洋服 巧 

S 里 i 


一: 脈 調進. 

タブ！ ユング、 タィ 
ィング、 較鑄 等！ な 

ミカド 洋服 店 

化. 本が 

電話 ライン ラ. ン/ ダ！ 
六 八 一中 0 


診療 . 

午前 十 時ょ b 十二 
時、 午後 六 時ょ な 
八 時、 B 曜は 前約 
願 上 候 

ドク トが 

山 ロニ 一之助 


科 舉的揉 療治 
醫術的 ホ 操 

化 島覺丈 

西 五な とを 
巧 ニ 一十 八 下目 

電話 ェ デコム 

! 四 九 ホ 


齒科醫 

午前 九 時 ょら 午後 
と 時。 日曜は かみ 
治療代は 普通 週拂 
ひで 羞 支へ あ 6 ま 
せんり 

い^ イ 3 シ で 6. 


齒お醫 

►診察 時間 A 
を 日 (日曜を 除く 一 
午前 九 時よ b . 
午後 五 時 ザ 
水曜 午 か 九 時 1 
午後 一時 


十五 年の 歷巧 ホる 當梭 はを 年の 
經驗ご 新 智識を をず る敎 師を聘 
し 自助 車 
操 縱法あ 
び 運轉者 
の 修得す 
べき 必要 
な 機關的 
智識を 短 
期間 じし 
て 最も 能 
率 ある 徹 
底 的 技術 

を敎潛 しを 狀 獲得を 保証し 磯渠 
ロを も 周旋し ます。 
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姻！ 
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午 

王 
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紐 育生 命 保 險會社 

S 木 定ま 

賴保險 


2度ろ worij Uf 巧 WS 田 S お ロ 0® Co 

5】 0- na 3 を さジ ： zewY 弓 icQty . 
さ one , Worl:h 援 88 

會姑ノ 方 ニ颇掛 * ノ 節ハ必 V 
栖 白を/あ 及 ピ慕話 あが チ 申 
巧 古た 廣幸 F ホィ 


’ ♦田 


稅關 事務 取扱 

WIEAM L . B 基 E & 野. 

す om ? 苦 ニ Bid ミ ご 基 

ジ L Bo 去覃 Gaeen 9 夏 4-5-8 

巧 かろた 

はも/、 の おび 
ホを 奥 文。- 米 國人じ 能く わかろ 
やう 簡單 明瞭に 說 明した ものが 
お ホよ した。 內容 目み 進呈を し 
ます、 御覽 下さい。 

M swm 呈岂 J 14 E . 呈 hSt . 呈 J 





て 諸が は 一 齊じ上 藤し 木曜- 
の かき 取引 株は 實に 五な 力 ど 
いふ 未曾有の 化 おを 呈し 午後 
じ 至らて は 呼 値、 引 化は 共 じ 
約 一時間 ザ も 遲れて チ ッカ ー 
じ 現れる，」 いふ 騒ぎで 
時 じ 財 巧の 大立 物で ある ゼ子ラ 
八 •.モ ータ" ~ スろ この H を 期し 
て 普通株 じ 對しニ 巧 五十 他の 特 
別配當 ごち 巧を 壌 おする じ 及ん 
で 景氣は 益々 ちし ホら 所謂 フー 
ゲア •マー ケットが お 現 ィるじ 
至つ た0- 

尙ほ 現大藏 長官 メ 曰— ン 氏が 
フ ー ダァ！ 巧閣に 依が 留任ず 
也で あらぅ ごの 觀 琪も敦 らし 
いブ ー ムを 出現せ しめた 一大 
要素，''. ある ど 認められ 今後 も 
好 景氣ぉ 化み 繼 緩が 深く 期待 
されて 居る。 

側^^^^ 

東京 特電 八日 發 

み算 期を 前 K した 

ニニ 一流 銀 巧 

I 財界 當 面め 問題 
决算 則は 切 おして ニ 一二 流 銀 巧 
は 仰れ も國債 下を じ 悲鳴を 上げ.' 
政府の 救濟 をを 望す ごい ふ。 當 
おの 問題は を 潰の 根本的 整理で 
あるが 大藏 省で も 未だ 斯案 なし 
VJ 。 をに 關し盧 橋是淸 巧の 私案 
じ 化る どホ產 小生 產の 二が じ 化 
をけ 市價 維持 じち 力 者の 聯盟を 
計蠢 ずる じあ b ご。 

十一月 上旬 賓易 

十^月 上 甸の輸 ホけ 四千 五 巧 
五十 四 巧 S 千圓 輸入は 四千な 九 
十 H 巧圓 じて 差 引出 超は 云 円 六 
十一. 巧 一二 千 K である。 

を タント 界巧况 

ホ A ント 界巧景 氣じ乂 b 無配 
當化も 今度は 配 常す Y く 淺野総 
が 氏は 共同 販賣 シ： 提譲 せんご 
して 语 る。 

お义 航路の 擴張 

內務崔 の ホ 年度め 南 ホ 移民 豫 
算は 一万と 千で 木 年の 倍 ごなら 
郵船、 商船 兩 的の 一年 十 航海で 
はす 足の ため 新造船 建を を 待 も 
十一 航が どす ベ {がし 南米 航路 
じ 貨物 鞍く おが お 損失で を命會 
社は お 策 講究 中で ある。 

簡船新 航路 開 お 

大阪晚 船は 南げ 賓あ增 進の ね 
め 日本 スマトラ 間に 每 巧； 航お 
開始の 善。 

理事長 留任 決議 

辭 表を おした 東京 米穀 取引所 
二 一浦 狸 事 長の 留任 希 驾シ巧 煤 一 
致 ト巧議 した。 


在留 靑年 理想の 劇 ホ 

.呂 本人 驚 ザ爲 

S 》 ちで st . lrclarb ミを 4 


夕 オラ ボラ トリ | 

& 電話' ァ 々デミー ま セ セ 

担 ド クタ I 田 尾 時 雄 

ホ：：！ 曜り午 お 休 
禾 7 Manhattan Ave ._ N . Y . 

Bet . ih St . 爲 10 ぎ St . 
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齡 餐お閒 

午 的 A か！ 十 お 
午後 六 時） 八 時 

パ： 小 栗 幹 H 

紐ち ホ 7 ラ. ワ ーお陪 
巧 五 お 病院 教務 

武巧 コン バラン 一 

病 挽 巧な 
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昭 

巧 

ニ 一 

年 


巧 


曰 


と 

曜 

円 


湖 

を 

辦 

を 
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全力 r 集注した 

御大 典の 警衛ぶ リ 

直接 間接 警護に 任ずる 警察官が 
延べ人員て S 十二 方 人に 達ず 


御大 巧に 萬遺算 きを 巧す る 
i 巧が 當巧 前古 ホ 曾を の謹裕 じが 
，ては 前ち 本紙 所 報み 如く ニュー 
一 3 1 ク •タキ ムス 記者 も 驚嘆の 
巧を 放つ て 居る が、 聞 < ごころ 
i じ 依れば 

j 警衛に ぁわる 普 察 官の德 
おは 京都府を おめ、 攀視疆 、一二 
- ま、 を 良 わょ び 沿道 五縣 にわけ 
: る 直接 瞄 接のを 員 総數は 警視 譬 
部な す ニ 万 八 千と 十 名で これが 
延人員は S 十二 巧 ニ 千 ニな と 十 
名 じ 上ろ。 大正 天皇 御大 禮の媛 
ょ b 約 十 一 剧五 かのち 加で ぁ も 
义右游 要員 中 御 ぉ 判 車 途上 譽衛 
等の お 接 譽衛に 化 事す るん 貴は 
薄視 《 ドニ 巧と な 九十 ホ 名 じし 
て、 このが 要視を 人、 要な 窓 人 
等の 祕察お 巧 移 勘 當察留 計 経理 
衛 ホお締 をの 化 危害 像 巧 等の 事 
おじが 事す る 

人 貫 衛生 技術 官ゎ よび 
消防を おを もを めて と 千 ニが と 


十四 名に 達する を定 であるた め 
じ 警視 驢 なみの 京都、 一二 ま、 を 
良'' を 知' 神奈 川、 靜陶 、岐阜 
滋谓 のを 府縣 では 警察官の 不 を 
を吿げ るから、 これらは をれ ぞ 
れ 他お縣 から 應授を ホめ るは ず 
で、 をの 要 應援ん 員 U 譬視 ’ w 下 
巧 都府四 •一 化 六、 S 熏縣一 • 
八 S 化を 良縣と 一二 ニ、 靜岡縣 
ニ I ニーで ある (京都 化の ネ足人 
員の 中二 もと 十四 名は 國 費を も 
つて お 員) 尙 ほ應援 を 官は、 

光繁 をを 閱警 祭官を じを 
わしむ る ホ 針で、 をが 縣 におけ 
る 優良 營察ち を逃拔 する はやで 
直を 警衛 ミして は、 巧が 判 巧の 
警衛 皆を 御巧则 おにぶ むる 所ょ 
らおが 张を驛 間は 警視 激監 (又 
は馨察 部を} 义は 警察 部長 警視 
ニ 一名 警部 十二 お、 又 名 古 屋驛離 
宮 間、 紳 を’ 山陵 御 親 韻の 場を 
じ おいては 寶視 一を、 警部 六を 
いづれ も 述常巧 幸の 傷を におけ 


る 配置 人員 じ 比し 

一二 倍 乃至 五倍 前を の 巧 加 
である。 こ 化か 馨親廳 およびを 
都が じ おいては、 相 常 員を の騎 
馬 警察官 史を配 愚し、 御 道筋 一 
帶じ わたち、 私服を 察 官千五 百 
名 巧 外を 配置す る 外、 閒 接響衛 
は 巧 幸が じ おける 一般 巧 ま S た 
め 譬察官 および 技術 官 をを し、 
約モ 名を もつ て、 火災、 盜難豫 
巧’ 火藥 類を の 化危險 物の 警戒 
化 締に當 らしめ る。 巧ら じ 事前 
警巧 どして は、 を 槐危險 物の 换 
杳 取締を 實 巧せ しいる ィ」 みに、 
を 巧 視察 人、 要注意 內鮮人 •精 
神 病 巧 並に 刑事 要 視察 人 等の 視 
察 警戒に 關 L 

私服 警察官 德針 ニモ 六 巧 
と 十) 名を もつ て 事前 六十 H 乃 
至 S 十 H 間に わた b 移動 譬察停 
車 藥張达 み、 一ゼ い臨檢 わよ び 
尾 巧 等が 巧 はれる。 をの 總延人 
貴は 乂萬ニ 千 五 百 名 じ 上ち 豫を 
である。 尙な共 產ま義 者の 潜な 
的 運動 U 深刻 ごな つて 居る 狀態 
。ので、/' 特高 關 係の 要 視察 人 や 
要 注 息ん じ凿 しては、 をの 寫眞 
を 複製して を府縣 じ配窗 する か 
指 絞/^ も 取つ て 萬選算 なきを 期 
し 衣 屠る。 


御 即位の 御劍 に 

菊 御作の 御太刀み < . 

由緖 深き 御劍じ 震災 當 時に 燒失 
黃 金が りの 裝 ひもい ご 美事に 


を 

- 

千 

お 

円 

號 


をホ御哪泣大禮じ坐-^限ドが 
佩か 甘が ふ昭 いの 御ム パは 、 n 
の 御 随ん御 劍を用 ひさせ 給 ひ、 
特に 御 即位の 御 劍と化 ま；， わら 
み'‘ て かつた だ 

德 川げ 化 じ'^: * b 巧 非 の 
必 篤き 水口 寅 巧 ホ 凶 卿'';. 御哪泣 
の御颊 V •が h 中'— てから‘ し瑞儀 
じ a こんん パを 巧； れ給 ひ、 先 
ホ陛ト じ-^ 御即 泣の 御 儀 n け畏 
くも この 御滅を 佩かせられた。 
しかるに 乂化 十二 年の 震災に こ 
の歷を ぁる 御 叙ぶ 高输 御殿 ど i 
もじ 烧け たので、 け ふの 御大 禪 
じは 巧''?」 （巧 物^ 中ょ b 選ば 
れた菊 御作 ごして あ も 島き、 を 
鳥 巧天尝 が承久 S 樹巧じ 御を 鍛 
ち こ 

向 礎 をげ じせ 御 自ら 鍛 

へ锁 ふた 御 太 W に、 黄 か 作らの 
装ひシ 凝らし、 永が に 御 I R 1 
巧 S 御 位の 盛儀に S み 佩かせら 
れ る抑哪 位の 御糾 どす ベ’、、 を 
の 調製々 を柬巧 美術 學 校に 脚下 
命に む 0" 0 をの ホを に欣 をし 
た 类術學 校では、 刀劍 S 故實じ 
詳しき、 を 巧な 御用 掛化 平賴平 
子爵を ホ 巧 どして、 漆ー丄 ど路繪 
- しは、 词 巧を 巧 六 巧 紫 水 氏 V - 助 
お 巧 化 m 權六ィ が お 化。 彫を に 
は、：！？ 校を 巧 淸水龜 織 氏が 助を 
が 福 出 一二郎 氏と お数 師の乂 尾 海 
太 孤 氏-こ 共 じ 率 化して、 約 一年 

一 化 一 化 S 赃を 揮つ て 
を 色の 菊め 御 紋章 十五が、 美 （ 
しき 路繪 じがへ 巧 率。 裝を ぶぶ 
し、 道 明 賴を街 氏が 奉 化する 紫 


糸の 菊み が 絞 も ボ水ト つた。 こ 
のめで むき 黄金が b の 御太刀は 
長， 三 一尺と 寸 、いど も 優美； •：0、 
を b を 持 七、 鞭な みお 繪の 上；^ 
黃 をの 沃懸地 じ 十五の 菊ん 御が 
章を がかせ、 閒 じ''、 黃 をの 巧を 
形の 製 鞠 U 錫 敏の輔 こて、 を 一二 
を 銀と を」 て 雪ら 厳 皮の 如く 
ホつ たこ しらへ で、 この 

瓶 太刀を つる 帶 取は ニ 

な 枚の！：^ 鹿^ぶ ょら 十 枚 V 選び 
南部の 紫排染 をが 四十 巧 繰 b 退 
して、 漸く お 巧た お く-- > い 、紫 
きの 鹿ぶ じ 小さな 菊 御 絞を 金糸 
モ刺總 しね もので、 九月 下旬 ま 
で じすべ ての 装 ひを' 了つ て、 松 
ホモを はじめ、 一同 宮中に 參巧 
して、 御 寶藏の 菊 御作の 太で じ 
化 b 巧け る こご、 なつて ゐ る。 
この 御 朔^ 製作 じ從つ t 人々 の 
巧 也 じついて 、正木ち 術學 校長 
の 語る 所に 化む ば 『この 1 もじ 
い ホを めち 御用 かを 拜 して かふ 
化' 一年'」 いふ もの、 製作 じ 奉仕 
した 人々 は をれ'--^ お エ^ 縷骨 
の 苦、 む. グ亟 ねました が、 この や 
ぅ-し 見学に 巧 ホ ましね の も 

皆 神 巧に ょる もの だ ど 
いふ 威：^ 殊に 深く 致します。 な 
ゎ も li 巧 鳥 あ 天皇の 菊 御作の 立 
派 さに な たれ、 これ じ相應 しき 
こしら へを どて、 苦 •むに 苦、 むを 
重ねました。 た ごへ ば 漆 じして 
らホ緖 ぶ—- きものを ど て 採し ま 
して、 はから や 赤が 山の 鏡の 敷 
島が ごい ふご ころの 巧 家に ホ だ 
一巧 も 漆を かいた こどが い乂 
1 き。 樹があ A 一」 傅へ 巧いて 漆師 
庇ぶ の 御帶化 b に 刺 細 さいを を j が 出かけて、 をの ま 人に 御ムバ 


の 諮を して 漆を もらつ て參 b 、 
漆帶 のち 人が 生れて からこん 

■ょい 

漆を 見た こち。 いど 

感じた ほでの 漆を 手に入れを こ 
ご. かで さた やうな ホ繁 です。 ま 
た 鹿 虞の 紫糾染 じ. しょ して t 、 
尋常ぶ らピ」 ぅしても ニ 年を 要ず 
るち です が、 巧 酌の 注文を じ 
命じて 早く 染め トげを やうに し 
ました。 どころ が、 途中で 十 枚 
の應 巧を S 回 染め上げた のじ ま 
だ 色^ おず、 ごても 出 ホ じい ご 
悲 がの 電報が ホて、 道 巧 氏が 驚 
いて 南部に 驅 けつけ て獅 まし、 
でう — ： てら ご！；. ふこ ごに つた 
のです：^、 ぁま b 树巧も 染め 上 
げる ため、 i , う染 をが じくむ る 
ごいぶ わけ-をれ では ど 十 巧の 
巧を 巧 枚 じ 減らして をれ を 巧 四 
十间 染め上げて、 やつ ご 思 ふ 色 
がで 遣た 3 でした。 また 黃 金の 
菊 御 紋章 じしても 稱が細 まるに 
しれ かつて 小さく し、 ^ — > かもを 
むが 小さく 見へ や、 卵 じらの 稱 
の 上の 菊 化が で こから 巧 1 も- 
ん まる じ 巧へ る やうに VJ れ苦必 
じどは、 誠 じ 名匠の がェ をを 傾 
けた もので、 實じ 見事に 出 巧 上 
b まして、 おも ほつ V 」 胸を むで 
下した み豁 です』 云々 ご 


選擧 結果で 

株式 暴騰 

新たなる ブ！ ムじ 
i 般 株式 巧 おは 化 然として 民 
丰黨 時化の ぁ 現は 不景氣 を 致す 
る 泛觀測 I て属ゎ 關係ト 共化黨 
が 巧び 政 確を 握る ベ （期待して 
ちわ だけに 選 お前 りじ は 早く も 
フ ーゲァ ー 氏の 皆 選を 豫 巧して 
諸 株一齋 上騰 氣 みを 示しつ 
ぁつたか 

ル曜目 選を の 結果 フー ゲァ ー 
氏が 'が 倒 的 勝利を 占いる にち 
る や 巧ぶ 界は果 が 巧 氣を呈 し 
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H 十 巧 一 i - ザ ニ： 和昭 


を 樣の御 嗜好に 適 ふ 
樣な美 ホの 巧 巧 巧を 

S 廣珍樓 

致します から 續 々巧 
ホ ホを 蹟 ひまず 

|講 永興樓 

廊揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本人 諸 若の 嗜好 
じ 適する 巧 理を差 ± 
まず。 蘭 S 時を 開な 
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支那 料理 

新 巧な 

本 樓巧理 人 歐廉が 
腕前を 渾 つて 日本人 
諸君の 嗜巧じ 適する 
巧 理を差 とげます の 
で 第と 街の 亩ニ 十六 

了 目の チヤ プ スィ ご 

をへ ば 直ぐ 日本人 諸 
君 じは 巧る 程好 評を 
度して 居ます 0 . 
柯卒繁 々御 ホ ホの 程 
希 上ます。 

± 、日 罹は 饋頭 、シ 
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司 理人遼 巧 
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の樹 便利に 席へ 巧 
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」ち妄 其 三 青ち ミ呈 CV 
ニ： 2 W ま t 44 す 資こ产 Y . C . 
ぎ Bra 書 夏 79- 苦？ 3 • 


◊御.： 大 ：： 典： •短； •出..： 話 ◊ 

威 激の絕 巧' 万歳』 


大禍 ので 必 であ b 國比 威激の 
最烏 潮に 達 f る 時：： い、 十一月 十 
n の 午 巧 おお 殿の 南 庭 じめ ける 
なを S 巧の 刹 邪で あらう。 を か 
ら十巧 年のを、 時の 曾 相 乂限重 


け ふ 午 巧-一： 時 紫 度 殿 じがろ 御 儀 
方駭 奉唱け 中古い 支那から 

巧 綾く、 か 唔の臀 
璧禮 砲の ご，、 ろき 國 巧の 

浄 々祂 々はい ム じ々 ば やおょ を 
M 本國 にん もる ミころ、 を-一 じ 
を 蔬の聲 の 頭かぬ ピ ころ い A く、 


信 伯は 了巧间 じ^の n の 午を ミ游巧 鳴ら 鼓 鐘 ひ r き 眞に國 民 威 
時；； r 巧 化の たを 侯 じたす けら t . をり 臣 S ,?— じ，.，， .一 こり f b つ 

帶 り' 姿で 紫廣 殿上に を 


進' し、 単壽 無窮の 壽 副を 奏し 終 
る や 巧び 化が 十八 段の 巧 階を < 
たつて 威儀 S 人た もの 居並ぶ 前 
i を 正南へ 一二 十四 巧、 梭威 かぐや 
をを 賺の樹 つ ごころ まで 進ん 
一 こ、、 で； 旦亢 山ょ b 化 面して 紫 
寮 殿 b の 高 御座に ホた せらい る 
大正 大皇を 仰き ょ/ > b 威な ご歡 
畜 にあ， る、 巧で 『天皇 赃下お 
お」 を本哨 しじ。 南 嗟-- 參 刈の 
- 千と が，-'; か： れ- しと かし 首相 
を哨は r あお-おぶ、 おな J 三 ニ 


おの 絕 巧を 現出 1 -- > たので ぁつ 
た。 紫廣殿 S 儀は 巧 帝 か 御據が 
のを、 H を おいて 高 御座 じ 昇ら 
甘ら れ天雄 R 觀を かろし めした 
こどを 圓 にに 吿げ 知ら しめられ 
る盧 ホ のらので ある。- この 御 儀 
•しわいて 天皇に 高御廬 _1 ホ'' せ 
こ， わて 烧反 S 幸福を おし、 圃を 
の隆 速を 啓かむ どの 剌 語を 賜 ひ 
これに 對 （て 總巧乂 岸は 

11111 詞を葵 赤誠 奉 没を も 

かひ ■柴壽 の 無窮 ぉ-/」 ほいだ 
後 萬歲ト S 唱 ずら S で わる か、 
形 まの 上-し 踐 b そわ n、 この 


儀式ん 次第が をく 神武 巧 皇の御 
哪な式 じ 源を 發 して 相る こごは 
自ら 明かで ある。 糧 巧を にわけ 
る當 がの が械 は天當 がか 齋郎を 
率ゐ ザつ がの お 錫を が 待して 正 
殿しホタし前庭じ^^天津神嚇 
(牌} をな て、 これ r 鏡、 鄉 、玉 
等を 化 b かけ 天 碑 子 命 か 壽詞を 
奏上 すれば ぞ麗 志が 治 かは 巧 物 
部を 率 ゐホ扼 ぉ立て 式 威儀を 增 
し 

道臣命 は ホ 0 部を 帥ゐて 
を 門を ず b 四 ホの 國人じ 天位の 
た ふ ど さを 見せ、 率 ± の 民に 朝 
廷ん 重きを 示され じど ある。 
御即巧 まじを おを 增へ るぶ 中を 
な ホの 古い 風で ある。 武官が 一 
齋じ 旗を 振つ てを 歲を唱 へむ ご 
いふ やぅな 事が ち 書 じ も 見. ロる 
''ぐ 唱へ ホけ 時化-」 ょつ ていろ I 
いろ K 違 0 て おた 『ばんせい』 _ 
『主* ん ざい』 r まん クい N ませい 』 I 
などい ろ.， ろじ 巧 ば；；，. て 居 じや^ 
ぅで ある W 現 •けの 『にん ざい』 ご 

い， 漢营吳 を 

取合 ぜ ての 哨 ミは か 

つた。' 『ぶ A ざい」 はを' く 明 お 0 
巧の こどで、 廿ニ 年の 憲法を 布 


當 化、 が 兵 式へ 成ら ゼられ る 鳳 
能を 巧大の 職員 學 ホ， ぃ ニ 雷 橋 外 
にお 送 b す 時 w 山 化 一博 七が 
音頭を 化つ て 初めて 『じんざぃ』 
ど哨 へた。 これみ H の あで ホる 
を 歳率增 d 前記の やぅに 中古 支 
恥の 風が 輸入せ； ，れて S ホの こ 
ごで、 K 古 これ じ错當 する もの 
は拍モ であつ た。 參 判の 群臣が 
巧手して 天皇を 拜 した ごい ひ、 
あるひは 壽糾 のん ごで ー齋じ 

^ 重な 拍手を 拍 つた ごい 
ふやぅな 事が 傅 へられて ちる。 
明 お 天皇 御邮 なまの 際は を （上 
をの純倭風じおらねば^:^らのご 
ぃふ 硬 論が 國學 者ん‘ 間 じ 盛んだ 
つたので 萬 歳の 奉唱は なかつ じ 
これ じ 巧る もの ご， て樂ん の) 
嫁が 前庭 じ磬 進し、 『ゎたつみ 
の 濱の實 がを かぞ へつ、 君が 七 
ょせの あ b かや じせい』 どい ふ 
古今 集のを 歌を 樂 の 譜 じを せて 
歌つ た。 孝 明 天皇までの 唐 風を 
をが 一新され たもので あ 6、 ま 
たを のを 明治 四十 ニを に 御 脚を 
じ。 つれ 現が のを 秘 みごも 餘程 
趣きの 變 つたら ので ゐ つた。 


h 下 兩院戦 も........ 

壓倒 的に 共和 黨へ 

ニユョ ー ク州か 事戰は 民ち 黨に 

大統領選 擧ご 日本の 輿論. 

ま 京 特電 九曰發 ' H ァメリヵみ 大統領 おを はが 治 的には 日本 じ 
些 したろ 影響け ない ごの 络諭 •かち 力で ぁるが、 が 巧は 一般 じフ 
1 ゲァ ー 巧を 歡迎 しつ I ぁる もめ； 大隙朝 H 新簡は 『保護 的 策 
を 娘 大して 速 おの 關 おなおを がて する こどは 影響 甚 火で わら、 
お軍述 をん 威嚇的 方を を繼賴 ずる こごは かか 論を の 富げ ざると 
ころ ご』 論じ、 联京朝 H 新 潤は 『フ ー ゲ r 1 氏の. 當 選は 云は V 
自 が' 5 經 化を たどつ たもので 、ァィリ 力 今日の 繁 をを 驅 歌ず る 
ホ おが この 繁 をを も K らした 菊 欧府の 技策滋 襲を 聲 明した フ氏 
じな 黑ん た-- ごは 當然の 結 架で わる ど 共に 巧々 はァメ y 力の 繁 
をが 永久： し、 繼 絞ず べき-どを 切搜 する』 ど 述べ 報知 新聞は、 
『逃擧のぉ敝に就ては稱々ご證論もホろでぁらぅが フ1ゲァ ー 
氏の 繁を 第一 ま 窺が をの 勝利を 招 巧した こと ごは 疑 ふこ ごは 出 
ホの』 ご 論じ、 いづが ちフ！ ゲア！ をの 當 選を 蓄んで 居る'。 


過去 四 お 刪 巧に 甘' - b ァメリヵ 
人 元 Ib を 世 おから 巧く 脚が 
されて 居な アメブ 々の乂 統領 戰 
は 前 號本楓 巧 報の 如 < 

その 結果 は 正し''、： 般 

人の 豫想じ おらに 輪を かけた や 
ぅな 义差 をのて 共か麗 'い 暇 倒が 
な 勝 巧を がした。 郞 もを 圃じ宜 
る 選 擧の結 おじは 尙 はが おし U 
い 化 ホ も ゎるが に ま 窺の 神糕ご 
も 云 ふ V きゼ フア^ ~~ ソンの 出生 
地で ゎら 堅い 地盤で ぁつた ゲア 
—ジ ニア 烘を 始め こして、 フロ 
リダ、 テキサス、 化ク 0 ラィナ 
の 地盤を 崩壊され 東部 じて 僅か 
じ轟も得た 。 ！ド ア ィ ラ ン ド ご 
マサ チユ セット 州 ご 南部ろ 合し 
て 儘 かに 八州' 選 擧お投 祟 八十 
お 票と いふ 慘 敗を 呈 したる じ 反 
し、 フ ！ グア） 氏记 

四十 州を がして 選を 民 
投恶四 巧 四十 巧 V いふ 破天荒の 
大 記録を 殘 して 當 逃しね。 去る 
八 H までにが 明した 兩あ 補の ポ 
ビ ユラ I •ゲオ ー トはフ I ゲア 
がで 化な S 十と 方 六 千 旧 百 四十 
九 票、 スミスが 千 一二な と 十】 巧 


よ 千 ホな 四 票で これ ホ 共 じ おを 
ホ 曾が の投 要で ぁる。 営 選した 
フ ！ ゲ ア^ — 巧は を鄕ボ n •アグ 
トクら ステ^ — トメ ント を發 して 
アメリヵ 國 技の そ 巧 じ 威 謝 I を 
一週間は 休養の 上、 クリスマス 
頃には 首都 プ シン トンに 入る 蕾 
でぁるが、 一 ホ 敗軍の 將ズ ミス 
たは 

流 あじ 男らし i 練が 

ましい こどは 一つ も 云は ず、 寧 
ろが ぐ多教 のポビ ユラ！ •ゲォ 
1 トを 受けた こど じ 就て 戚 謝し 
新聞 記を を 化ずに 例 じ 依らて 縱 
橫談議 する ごころ、 どぅ 見ても 
敗軍のおごはあ へ ^:^、位ひでぁ 
る：^,、 流石過まニ十五年じ直る 
政を ホ活 はこれ を 機 會じぷ つき 
b ご斷 をし、 今後は 實業 おの 人 
どなる らしく 微擧總 長で ある ラ 
ス n プ 氏と 共 じ 近く クォ— グ巧 
じ 生れる 一億 巧 銀 巧の 頭 おじな 
る ごい ふ 增もぁ 4。 大統領 戰が 
斯く腿 倒 的で ぁつじ だけに 

上下 兩院 戰も共 か黨大 

勝の 跡目 醒 ましく 新醫議 會の陣 
をを 見を じ先づ 上院は 


舊 新 

典和黨 四と 五よ 
ぉま黨 四 六 S 八 
農懲黨 一' 一 
必要 ぃ •タ較 四 八 四 九 
下院 側 にがては 尙ほ 不明なる も 
のと 入を をんで 大体 左の 如き 化 
績 である。 

额 舊 

おを 薄 ニ 一二 よ ニ 五と 
民ホ黨 一九 五 一六 化 
廣券馨 ニ こ 
社會黨 一 0 
か耍 なぞ 數」 二八 ニ 一 凡 

婦人 議 眞 もこの 中には 

頗るを （〔下 挽〕 は 共が 黨の 舊ボ 

ッマで め つれ マ 1ク* 户ンナ の 
々鹽 である マ n T ''、 ック 未む 人 
〔シカゴ〕 や當 化の ホ 參事官 であ 
つた 八， •プラット ホ 人、 フ日 
9 ダ 州では な ブぅキ ァン 巧の み 
媛少ス •ブ ラキ アン •ォ I ゥ 五 

ン 夫人、 等 約 六 入 じ 達して 居る 
を 州の 知事 戰じ 於ても みか 黨は 
約 六 割 五 巧を 占めて 居る が、 マ 
サチ ユセ ブト 脚の 如き 民 ホ黨睽 
補 n 巧 W 少數の 差を のて 破 
れた爲 めに 選裝 訴訟を 提起 せん 
だして 居る が ユユョ ーク如 じが 
て も 

州の 上部 の 投票 じを か 

の 不正 事 實がゐ るら しく スミス 
知事は 現じを 譽部じ 訓電して 投 
票函の 譬戒を 命を して 居る が 民 
ま黨の フランクリン- ■。— スダ 
でグト 氏は スト レ' — ト •ブ ヶッ 

で ニ 巧 S 平 ホな 十六 票のを 數を 
制して 勝利は 疑 ひなく 、 h 院議 
員 も 民 ま 黨のコ ー プラン ドを が 
前な お 大使 ホ ー トンを 倒して 巧 
選し、 巧 巧ん 投票 數も スミス 知 
事ょ b 多數を 占わる の奇 觀を呈 
した 0 

スミスの 敗戰じ 

失望 自殺 

ニ ユワ！ ク ホで 

男の 中の 巧 ご 立てられて 居む 


ア A フレッド •ィ 1 •スミス 音が 

大統锁 じ當選 t るかせ なかは 共 
•か黨 ど 云は ず 民 キ黨ど 云は ず 
を ホ ^ な 一れ る 大きむ ク で 

ッシ ヨン •マ ー ク であつ たが、 

六日め 夜 愈々 化 戰の結 あな 對黨 
のフ！ ダァ 君が みの 四 年間 大統 
顔の 椅子に 座る 主ぶな つたので 
歡迎 する おが ニ 千万 人 0 上失留 
せる 者が 千 六な 方 人な 上 ぉ 巧て 
兎 じ 巧 も大驗 ぎのを 波は まだ 收 
まら。 い。 そこで ほ ま黨の 政綱 
に 賛成して 大の スミス 蠢 氣ご间 
輩から 目され て 居た ニク ヮ！ ク 
ホ 南 十一 T 目 五な 五十 化 番地 じ' 
住い オット 1 •■ブ で テリ ッブな 
る 四十 八歲の 男は 

女房 こ S 人のを. 供 も あら 

间じ ホの フェリス •コ ！ セット 
製造 會 社の 技師の 一 人で あるが 
水曜日の 朝、 會 赴の 事務所で 仲 
間の 社員 じ 訊ねた ゥ 、新聞の 報 
道を 見て スミスが 逐 に敗戰 した 
こどが 確か じなる i 其 儘、 會社 
を 飛び出し、 タキ シに藥 つて 外 
をした が、 間もなく 歸 社し ホれ 
きら 姿を 見せない ので 社長 始め 
必 配して 當 人を 探索した 結果 離 
れ屋 じある お 荷 瘍の事 稼 巧の な 

か f ピスト 八 

自殺を 遂げた のを 發 見し 
た ご 云ム衷 話が ある。 平 ホ 正直 
一徹の 一男で あつじ 爲じ スミスを 
祟 拝す る 余な じ 思 ひ 詰めた ので 
あろう ど增 されて 居る が、 敗軍 
の將 スミス 君が 聞いたら 恐ら < 
咸慨 無量で あらう。 


寡婦 薇、 し 

犯人 嚴查： 

下宿屋 等に 直り 

前週 も 陥 H 早曉 T 本人 じを さ 
れ たと 覺 しい 西な 十二 T 目 ニな 
五十六を の アバ！ チ メント じ 化 
わ 寡婦 モド ド •ゥッドラフ 夫人 
の 犯人 じ 巧て は问 をに 宿泊して 
居た：^^塊巧の當おは巧ホ中であ 
つじ 普 島 源ぶ 郞の證 言に の b 一二 
んの 日本人が 短 かれて 居た 事ち 
が 判明した ので , 

譬お侧^:2化人はをの中.バ 一 
人が 嫉が 5 結莱 化の 二人が 歸 
つた 後で 絞殺した もの ど 晩み 
な 十-下国 附 をは 元 ょら 巧が 

三 一 了 目邊ょ b ブロンクス 附巧 

の 巧ん か-す 宿屋を 始め ごもて 
H 水 A かで 措して 居る アメブ 
力 人の 家庭 じ も 揉 偵を 派して 
驟探ム つ ミ ある もみ、、 如く 
被害者は 曾て 賣 春の 嫌疑 e 鈴擧 
された-'; J の ある 女で ある どの 
こご f ある* か、 閲 人の 妹は 葺島 
が 下宿ず るな 前まで 同 あじあり 
をの 後お婚 した 儘 巧衛が をら な 
いので 馨 察では 巧の 巧衛を - T を 
の 一ち じがて 突留 むべ （これ ホ 
探 杳の步 を 進めて 居る と。 

無 賴漢ご お 婿した 


- にを 疑 ひ 


被害者の 巧を 譬 をで 探诞 して 
居る こご。 別項 所 報の 如くで あ 
るが 岡 宿 人で あつた 豐島源 4^ 郎 
のを 子が 數遇陆 前 じ 紛失し な 事 
かが ホって 

當時 ゥッドラフ 夫人 も轉 々ど' 
探つ て 見た か W 方から 賊が乂 
つた お 跡が G {思當 つれのは 
ィ タリー 人の 無賴 薄と 結谣し 
た 巧の こごで、 この 事が じ 閥 
聯 して 辄 巧の 間 じ 激論が を さ 
れ それな ホが は 岡 家 じ 巧づか 
- ない 事 實が巧 然した ものぶ 细 
く 聲：察 側では H 本人が 嫉 がの 
余- に 殺した ごい ふ假定 ぶは 
別 じ 巧の 一家に も 疑惑の 眼を 
をいで 居る どの こどで ある。' 
尙ほ 事件み 發 をに 就て 何人が 逸 
早/、 馨 察に 急報 しれ かごい ふこ 
wr ' 就て'^ 漸み 疑惑が 加は 6 事 
件は、 H が 經るご ホに 謎 宮じ乂 
つた。 


淨瑞璃 ジ^. 


ご 一 ホ 線 

御 化しい 餘 暇じ柯 ども 言への 
淨瑞璃 の 趣 ホを 御 賞玩 被 遊 度 
皆 像" 御來 遊を 歓迎 致します 


野 澤ま王 

ごご 吉至 mhwt . 呈 y 
Tel . University 君ち 


御大 禮 奉祝 晩餐 會 

時日 十 I 月 十六 日 (金曜} 午後 セ 時 

瘍所 ホテル •ァス みー 

服装 隨 意 

男子は 可成 タキ シ ー ド 又は 黒服 婦人は 化が 自由 

餘興 ダンス 其 他 大計 畫中 
事務所 紐 育 日本人 會內 

御大 離 奉禍會 


化 巧 晶卸巧 

五が 商會 

W E . ニを ご- N . t . c さ 
T た St ち vesan こ 7 さ 


御菓子 舖 

名物 栗 緩 頭、、 練 羊羹- 賛澤笠 
甘納 畳、 其 化を 巧 
煎餅 卸小賣 '.。のし 餅 U 前日に 脚 
注文を を ふ。 

御 注文は 松風が 烏 橋 

28 车 .ま th St . Tel . Tra 互骂置 至 


新鮮 魚 か 一切 

H 本人 向きの ホ 魚 巧 山 取 h 愉へ 
特别廉 憤で 大勉强 をし ます 

サヴホ 卡賴巧 

」 os 巧 巧 h 日び 

接 4 W . 2 を St ’ 

、 rel . Col ミコ bus 91转 


罔本理 髮舘淸 

あ码十 H 了 目な 蕃地 ニち お 室 号 

2 nd フロア r 第み 街 ミ 巧 十三 一 了 目 巧.) 


日本 散髮屋 则が脑 

五ヶ 年間 中が 巧 ご 共 じ 就業 0 

ジ ヤシン ト《 フ9 ツゴ 

ご W ‘ 第す St . N . ごさ 

ぞ EIS 言' & lra 云 rk 言 St 


眞お 目なる ホ徽 同胞 じ巧實 

なる 曝 業を 罔旋す 

宮 W 事務所 

紐 育ボ西 四十 ニ T 目 旨 サ一あ 

電 V ? . / ト とと 八よ 

話 フライ アン 九完八 


煎餅 が、 小寶 
を 腐油揚 
日本 食料品 一切 

wunlri ま Rice oak ® 00 • 

のま T 軍 d す田.， 

ぎ f 岩 ニ 

松林が か 

320 MaltanAve _ Bet .113-114 sis . 
吞一芭 Tel . 31 ョ ent を 58 


^ K ル >1 ミン グ 
1007 3 rd Ave ‘ す 一 适 & 呈 h ぎ eet $ 

ブ 一 ち ha ますち ユ i W 巧べ 


THEMiTSlHBAAiUTO . 

が W YORK AGEWY 
Ro 日 m II 日 . 712 
61 Broad 明， N. Y. C. 

Te しむ wiing G 巧 en 3440 


The Ba が 0 け aiwan , Ltd . 

Room 515 

む finen 如 n i 刖が ting Building 
1 巧 Broadw 化ん Y. 

Tel. Co が antit 巧 32-33 - が 


T お Mi じ ubishi お 化けん 

Room 941, Eq 山 iad!e む ilding 
120 Broadway, New York City 
Tei. Rector 9483 - 化 


M 邮 IMIM 眺 QS . Iilc .， 

お - 巧ぶ W. 巧 rd 礼 
New York City 
Tel. Gramercy 3850 


THE FUJIMOTO 
な即 RITIES 郎 .1 WG . 

巧 fl Broad 明 , も Y. C か 
lei. Re 加 ! ■ 2418 ぶ 39 


THE BANK OF 削 OSEN 

お 日 m 10 巧 . 1 的 Broad 押が， N. If . 
Phone. む rfian が 8 が 3 


T 帖如 mi 化阳 Q 卽化 りん 

NEW Y8BK AG 巧 CY 
Room 414 
1 がむ oadw が 
Tel. Hanover 7444-7445 


TIi 8 Molia 阳 a 
Sp おお Baiiic , LM . 

お h F お or, Eqiii お ble Bldg. 
巧 0 む oadw 巧 . も Y. 
Phone Rector 2550 


T お yoTfadin が o ., lnc . 

i 讯 po けが s & Expoiie 巧 

101 Fiiih Ave., N. Y. 

Tel. Atp 叫 urn 巧 化 5 

327 W. Madison Sired, 
Chicago, Illinois 


N. Y. K. LINE 

社 會船郵 本 日 

gan Franc お CO 0 ぴ ice: Loa Angeles Of' む ce: Sea れ le Of む ce: 

5 巨 1 Ma 忱 がな . 605 South Grand Av も Colman Bldg ： . の rst Av も 

NEW YORK OFFICE: 

8-10 Bridge St.- T 巨し . BOWU NG GR 巨 巨 N 2262 
Chicago Of む ee: 100 W. Monroe St. 


O.S.K. Line 

ホ 販廊 船會か 

巧 37-8 Wfi け EH 化 L BUiLD ! が 
UBATTERY 化が E 化 WlfORK む n 
P お ONE 關 WL 画郎巧 1183 が お 


WALER & FLORIO 

CUSTOM TAILORS 

20 DEY ST.， NEW YORK 
Near Church St. 

TK し COUT し ANDT 7557-7558 


MOGI, MOMONOI, 
COMPANY, Inc. 
105-L 1 が h 化 J. Y 
M Sk パが ant お 巧 - 6-7 




Nippon 

Dry Goods Co. 
け 61 む oadway, C け Yi 
む r. 31st Si 

Te しお nnsyWama 59 即 -51 
Room 4 巧 


Nara Trading Go . 

ISl-^hAvenue 

(Cor 21 がみ.） 

Tei. Wgonqiim 巧が - 47 


Imoto Bros ,, inc . 

Fcrmerly 

N! が uhachi & Co. 
n East 17 比 化 S.Y. 
Te し Wgomium が 88-87 


mmn & go, 

141-1 が Fif 化む e., 
げ or. 21st 化） 

相 パが! （ City 
le しが p 叫 urn 56 お 


miM & 郎 . 

Merehan がが む ak が 
WHO は SALES ON け 
246-5th Avenue 
Tei, ilsiilarid お 0 日 


號 H 巧 お干 


新 畜 


日曜 ±】 


日 十月 一十 ザ H 巧昭 


【8】 


資本を ま 巧 旧 
满这濟 資本を 六 千 巧 旧 
橫 立を 六 千 一二 百 五十 巧围 

錄竺弄 銀な# をが 

本店 おを 巿 日本 お區本 革屋巧 五番 お 一巧 

ま庙 小 お 日本 巧を 巧—) 雲 

名ち 崖 巧 都 大阪巧 (大店) 神戶 
廣島下 顆巧司 おが 巧 岡 長が 
上がな をを 買 四 水 


お出 入 巧を’ ち 信 送を’ ホを を' 旅 巧 信用が 
巧 業 信用が 其 他 一般を 巧莱 

乂雜蚊 S 薬 銀 巧 f ま 巧 

猫 里 送金" 日ネみ 化 無キを 巧？ 迅速 取 お 
本店 巧を (を 期 通知/ニ 稱〕 巧 便利 取 巧 
本 ま 店ち 巧 (本 巧)、 大阪 、胖戶 、京都 
所な 地名を 屋 、小 樽、 上海、 衔致 


►鄕ま 送を 反び ホ 送を (おず 巧 巧}、、 か 面 
巧替賣 買、 荷ち 替 取組 取 立、 信 巧が « 
巧 等 一役 銀 斤 業務 脚 巧 巧 じな あ 可 化 《 

g 蚊 臺灣銀 巧— お 張 所 

本店 專潰裏 化 

そ 巧 まを、 巧な、 大 お、 神戶 、上 お、 巧 
ロ、 題 脚、 厦門、 池 お、 を お、 庚 東、 巧 

嘉坡 、スラバヤ 、スマラン、 バタ ビヤ、 を K 

々グ 々ッタ 、おを、 其 外臺潰 十四 ケ巧 


1、 資本を き億圓 (を 額拂达 巧) 

一、 靖 立を 一億 ニ 巧 五十 萬圃 

內化 本ち 店：：：：：^ 濱 {本 巧) 巧 京大 お 
神タ 長が 下屏を 古尾 

橫濱 正金銀行— 支店 

ホ 巧を ま 巧 h を 港 羅度沙 ボ巧读 
巧 他 世 巧を 函 重要 都ボ ニち 巧 及 コかン 
ス を 之 お 


本 巧 大阪化 淸五了 目 
お 育 支店 紐育プ C 1 ドウ 王 1 な 四十 九 巧 ' 

，鱗 住友銀行 

ぉ (東京 •橫 お、 名み 盛、 京都、 が 戶 
fi 尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 ホ、 下ノ顆 
地 支店 (巧 司、 ホ 倉、 巧 松、 巧タ 、义留 ホ 等 

本國 預金、 鄉里 送を 等は 棟め 
て 御 便利 迅速 じ 御 取 巧 可 申 お 


本店 朝鮮 巧が 

ま 巧 出張所は H 本內 地の 樞要都 巧， 朝掉 
滿洲 、支那のを 化 及び 浦 捕巧徳 

朝鮮 銀 巧 紐 育 巧 張 所 

外 固爲替 一般を 巧 榮巧靖 々巧が 利 じ 化孩可 
申 上 お 


藤本 證券 會か 

一が 有 惟® をノ質 買、 引を、 裳 集 
▲金融、 f 么こ關 スニ切 ノ業お 

録蚊 藤本 ミ ブ。— 力— 銀 巧 
紐 育が 張 巧 


鞠强黑 、雜 貸卸寶 

森が ブ タザ！ ス 


巧貨 阳碟器 

ドラィ グー ズ卸賣 

太洋 貿易！ 會巧 

支が が 俄 古、 ボストン 


▲巧が まを 等 巧が が 食のを をが 巧ん るは 乘 化を 
のか-練 巧 切 T 寒 i 共に 當 巧の 萬 3 ずるな です 
▲をな 太 やを おお 一二 巧敌 がは 全部 ホが 的な 夏^ 
がしました、 巧じ沙ボおめかさは巧縄ッ 》 

ス トサ！ ド 又は スナユ デ ✓トク ブッス な との 
お值 もがへ て 居 リまザ 
# を 港 お 帆ホノ 八, あ 由 
大洋 化 
天が 义. 

コレア 化 

春洋か 
西 比 利亞乂 ‘ 


t 正午 出 化】 
十一月 廿 一日 
十二 巧 五日 
十二月 ホ 日 
一巧 二日 
一巧 + 六日 


@ シアトル お 化 【午 巧 十 時 ホ か】 

が 岡 化 王 巧 甘と H 
橫濱乂 十二月 十五 日 
加 貧’ 見 巧 八日 

巧 度 日本 朽化 W 

白山た 十 S - I - ま 
諫訪か 十二月 一 8 
▲が 育 出 化 田を あ 経由 日本 わ貨 .物 おー 月ニ损 
A 錫 道 切 巧— 券 其が 萬 事 抱 便を じ 御 巧 かお# 
▲太 巧 洋大纸 紀會せ 乘お巧 巧 巧 巧を じ取訴 i ィ 


U 


S 

則 

U 

0 

T 

N 

A 


Y 




日本 郵船 會社 (並 ニを 鐵道會 社) 

代理 巧 巧 桐 兄弟 商會 

乘 車、 乘船 切符 並 じ 小荷物 運を 御 便 巧 じ お 扱 申します 


シアトル ぉ 帆 (午前 十 時) 
ぁ 6 ど G 乂 十一 巧 4=リ 
ぁ ふ 5 かか 王 日 ホ 八日 
ばリ すか (坡巧 出 机) 十二月 十日 
►一等 橫演一 化 五 巧 

化 L ば •3' 寸 みるん でんか U 1 五 五 巧 
►三等 日本 巧 五 五 巧を 室 大な造 家族 室多极 
▼御を 望に あ リー 等 割引せ 復 切が 發行致 巧 お 

ロスアンゼルス 出帆 (午後 一二 時) 
もんて びでお 化 十二 巧十自 

はわい 化 一 暑 香 

▼一等 廣濱 ニー 一一 C 巧但 はわい あを じらを 虽巧 
▼悼 別 三等 日本 巧 五十 化乘 ▼兰等 日本 巧 五十 五 巧 
▼み 灌羅な 行 窺 車 切が 寢蜜 券， 贈 入御 幹旋 化リ疾 
►紐 育 線 バナマ 探 由 日本ち 邪 巧 貨物 お 月 一 巧 - 


八 ィカ ラな 紳± は 

化 立 服を なしまず 

夫れ は 宜く身 じを ひ、 是 掛けは を （、を 
してが ホを ょら もを 持ちす る 事を 知つ て 
るからで す。 弊 巧は タ數 H 米 紳± の 肺 用 
をを つて 居ます。 

n 化廣吿 じて 翻 ホ 店の ホ じけ 
六み 剖 引を しま 

脚注ての を 何 じ 巧 はら ホ をら 巧 一巧 本て 
見て 下さい 

ウオ ルカー エンド フロ リオげ 呢巧 


ラム プ 及び シル々 シエ ！ F 

磬沿元 卸賣手 塚商會 

H. Y. HETSCKA CO. 

15 Wes こ 害ぎ N. y. 呈 y, ぎ呈 els 呈苦ゴ 


諸雜貨 仲買、 卸販賣 

保 巧商會 


陶 媪器雜 貨卸責 

春 m 商. 會 


= 本陶破 黑雜售 類卸賣 

ホ元ブ タザ ー ス 


り 本陶湿 器雜貨 

ラ厶 プ卸賣 

奈良賛 易蘭會 


n 本吳服 反物 キ モノ 

テ ^ — フルクロ^ — ス類 

諸雜貨 卸商 

I 誠 日本 ド？ グ！ ブ商會 

恃が廉 僧で 火 魁 强巧ホ わは 常 巧の 特長 


n 木 陶器 雜貨 

ドラィ グ ー ツ お販賣 

II を 木 桃 ホ 組 


巧 桐 スペシャル 


加谢 


ホ廣 新米 

■ 到着 致しました 


化 桐 巧 弟商會 


娃祐漬 
ィタ 盛 辛 
が 魚 盛 辛 
のし 鶴 
保 滿驗漬 


桑 山商會 

114 夏 ST 芸 IhsL.N. If. C. 
Ph ミ e. R 品 en! 2133- 贾写 


貸 室 


ダプ^、 シング 瓜、 
ッィン ベット、 專用 
洗面 巧、 淸 潔、 ホ ー ムラ ィク、 
地下線、 バスの 巧、 辨± じ 貸 度 
呈 = rch ヨ呈 ，巧 20 W . 137 th St ., 吾 ' M 
ぎ Bra 單 it ? だ 2 




タンク 


約 五な 個の 

ウオド ロブ 


及び ス チ！ マー トランク ホ 弗 あ 

十 仙、 九 弗 お 十 化、 十二 弗 五十 
他、 少； 許 b 使 巧し わ 範類一 弗 
一二 巧 & び お 弗 

8 芝- Si 置 HS ., 円 ミ. さ th 笠.， N . Y . 


東京 商 會 特吿 

輕便 食堂 
開業 御 披露 

今般 客 襟の 御勸 めじ ょら 巧 巧 
內じ輕 便 食堂を 新設 致し 專らわ 
手輕 、滋養、 美 ホを 旨 どを し斯 
界じ其 人 ホ なられた る徳永 
常み 郞 氏を ま 巧 ごして 去る - VH 
ょ b 開業 致 お 間 何卒 御 ホ ホ 御 試 
をの 巧 奉 願 上 慎 
一、 チヤ プ 3 ィを邱 S 十 他の 上 
一、 すき 燒を械 六十 五 化 W 上 
一、 うどん、 を ばを 補 二十 五 仙 

を 

東京 菌會 食堂 


御 披露. 

今闷タ 年經驗 のめる 腕利きの 
日本ん 職人を 雇 ひ 入れました 
是れ を^ 樣に御 客樣を 待た 甘 
る樣 5 事け 御座いませ ホ 精々 
勉强 致しよ すから 相 變らず 御 
疆 負の おを 願 上げます 

淸理髮 巧 

西 巧 十 S 了 目な 番 


日本人 希 祟、 家庭的 

で 室 借ち ご 言 ふよら 

は 寧ろ 家の人 つて 頂、 ご 言 
つた 方が あたつ て 居を ます、 療 
巧 中で ブブッ デ 等して 夜を を 過 
すの わ 常です。 パ ー クに 面して 
居 もます。 小 家 巧、 一遇 お 弗。 

互 ain Fi 呂 r, 474 Central Park ミ st 

ジ 一. 篇盖 emy 1 萬 1, 尸タ巧 r 吉等 i 


賣 家が おだ^^た？ 

間口 二十 賊 、寄 木 細工の フ 。ァ 
1、 酸 丄^狀 離及條 件， 左へ 
i West 一 さ h S すを 置 y 


タンク 


トマ ン 

，ィラ I 及 

ィ ン ノ 1 ベ ！ シ ヨ ン ト ラ ン タ 古 

物と 弗 あ 十 仙ょ ち 十二 霜. 五十 牠 
送で si 送 th Street 


貸 度 


アイ ボブ ィカ ツチ ン 

ダ、 美術 修鑄 A ッデ 
オ廉慣 じて 貸 度し、 ベンチ 及モ 
—タア 化、 な 前 栗 原、 ご 一 上 巧經營 
岂養 T , 芝ち. 2 害 St . 


吿 す. 

來ル 十一月 十 円 

天皇 醒下御 即位 ノ禮ブ 巧 ハセ ラル ル ニ付當 
日 午後 ニ 時 ヨリ 紐 育ぶ 西 九十 S 了 目 巧 六十 
一番 リ 本件 ハ 樂部ニ あ テホノ 順序 ニ ヨリ 拜賀 
ま ブ巧フ 

一、 御眞 影拜賀 午後 ニ 時 ヨリ S 時 迄 
一、： 萬 歲奉喔 同 S 時 

昭か H 年 十一月 一三げ 

巧 紐 育 帝國總 領事 舘 


昨日 發電 した 賀表 

み 項 所 おのか （巧留 官民ょ b な 京 郁宮內 大度 官房 庶務課へ 宛 
わる 贺 表は 昨日 午後 總 領事 舘の 手を 經て 發電 された が 其を 义 
は 左の かし 

謹 ミ テ 御 即化ブ 賀シ举 ル 

を 柳執奏 ブピフ 

亞米巧 加を 衆 國お育 及 其 附近な 留ホ図 ぉ 民 
御大 禮苯祝 委員 會 々巧 

草 信 竹 治 

在を 都 
宮巧 大臣 官房 
騰務課 御中 


昭和の 御世 r 仰ぐ. 

御大 禮奉禍 VJ 同胞 

協同 一致の 步 調を ごリて 進む 


I 本日 を おて 京都に 擧巧あ 
ら せらる； 今上天皇 陛下 郞位 
一の 御大 藤は 海内 じを る ご お 外 じ 
; ある ごを 問は 中が も わが 固 おた 
一る をのき 誠を 披 憑し 奉るべき 盛 
儀で わるが ホ國 東部 唯一のを 其 
:磯關 たるが 宵 H 本人を じ 於て は 
がに 奉祝の 內雜 ホら 齋藤總 靴 事 
觸暇 歸朗中 幹部ょ ら內山 領事に 
i も 打を する 所；， ホ 6、 總 滿事歸 
- 巧 後を々 具体化し、 九 巧 十よ U 
.第-旧 餘谋 會を關 きわる 結果 官 
^ お 一致 『御大 腿 奉祝を』 を 組織 
する； ご。 b 、 會長 にを 信 竹 お 
: 氏 ( U 本人 會良 } 纔務 部長 じ 旧 島 
: 繁ニ氏 ( H 本 お 樂部會 長) がを 部 
I 長に 柏木を 巧 氏 (お樂 部前會 を} 

- 響 宴 部長 じ 風閒武 S 郞化 (お樂 
; 部 余 化 委員長 一 庶務 部を じ 高見 
一 盤を を 曰を 前 别食お 章 舉げ齋 
滕總領 掌を 

一名 磬 E を 良に 推媽 し、 奉祝 
を^ 事業ん ( 一 ) を 祝 巧 信 捧呈、 
ニニ 舉规 おなお 献上 J ニ 率祝晚 
'餐會 開催の ニ 一が にか もを ホ件委 
貨 にがて 擔當 進む e るが、 本 巧 
~ 旣報 みか 諸般の 協 請巧涉 じは 
一 何等の ヒ ッチな ぐ協间 一致の ホ 
I 調を 執ら 極めて 動 滞に 進遥 し、 

; 奉祝 お 憤け 松 町 海軍 監督 長、 內 
; 山 領事の ニ氏擔 巧し、 昨夕を 0 
I て宮內 省に 發 送を 了した。 献上 
I 品 も愼ホ 證衡の 上應化 大統領 眞 
I 影 及び 親 惡集ど 巧ぶ し 目 ド 右 親 
ー署 集を 入るべき 銀器の か 製を 急 
_ ぎつ I あら’ 献上 お 酸を の 如き 
M 家擧 つて 之：- 應 せる も あ b 化 
I は ホスト ン巿 ょら 询はノ ー フオ 
一作 ク がに 直り 紐 育を 小 ふ VJ せる 
I 米國裘 部一帶 のな 留間鹏 ニ 千 ニ 
一な 余ぶ ょな を 一 弗の 出 念が あ b 

I 成績 楠め て. は 好で あった 
本 リザ 後 ニ 時ょりは 口 本 化樂部 
I じがて 總怖 事ょ 催の 巧 巧 或を 擧 
I 巧す る じつき 萬 悼 V- がして タ數 
! 间胞 S 參别を ホ 巧し 巧 b、 化は 
~ 總領爭 ま 懼みレ セグシ 3 ンをホ 
.テ^ •プラザに 開き 終 b て 舞踏 
; をを 催ず 乾で あるが 乂晚 を會は 
i ホる 十六 H 午 おとが ボテ火 
■ア スタ ア にがて 閒 かるべく 目下 
一が 楠 中で ある' を晚餐 巧々 おの 
I 装飾は 捕 田 氏が ホ 化で 化 報の か 
I きぶ 胚 V. 凝 'b しがは がを の 入 U 


に 菊 化 じて 『奉祝』 の ニ 大文字 
を現はせる額を巧ける；ごなつ 
て 居る。 餘 興の 選 擇は早 川雪洲 
お 本文 學± 等 ま 巧 ごならて 奇想 
天み ょ b をつ る ほの 新案を 採用 
する 由で あら 其 化メヌ ー の 選定 
じ まるまで 都て 風 間 委員長 指揮 
の 下に 着々 準備を 進めて 居る。 
昨 H までの 巧 席中达 をは 旣じ 一二 
け-し 達した るが 當事 者の 豫 想は 
少； もがと 巧 人の 出 お あるべ' き 
かごの MJ;’ ある。 の 上は 奉視會 
が 立 村 ホ 最近に まるまで 、をち 
面に がて 協 問 一致^ 精神 V 發 が 
し、 眞 面目に 奉 就.；； 本旨 シ 貫徹 
す'、 く 巧 力し つ t ある 一 班的經 
過を 叙した じ 外なら の。 左は 献 
上 お 赎を窮 お！： の報吿 でめる。 

V — 3 ンお滕 宵 廢巧扱 
澤村平 八 海 藤な 藏同 乂モ 
當テ ー. 木 W 治郞河 ヨシで 
脚本 德 が-ザ 旧 廣 .一二郎 巧 旧 
X 巧樓渾 兰郎ゲ ー 高 巧 
削 人-夫人 で ム栖巧 テー 河 
本 

同、 巧 お 勝 次 郎巧お 

出 中 石 一二 旧お蓄 一郎の 巧 
が 室 中が 夫 永 旧 榮么助 
化 川 輿 ニ 白木 熊 太 郞旧宮 
勝ホ郎 

间、 滿ロ顯 么氏披 
福 崎 慕 藏豐島 信 おず 植潑 
福 曲が 太郞 政が 謙を ホ 田 
が 次郎 を鶴實 .松 山を 太 部 
武 が 大か鈴 木 文 次 郎山本 
楠 ホ 高 巧を 藏天 野嗔輔 
舰ロ顯 之 間 0 タリ ー 
コネー 面が 朝 太が 氏 扱 
西が 朝 太郎！ f 擧 ずず 砂 米 
话义山 書ぶ 郎が 藤吉皆 
滕化ホ 

问 、小川 卯 之 巧氏披 
伊势田 一二が 岡を 窩橋謙 伍 
小川 卯 之 助问綠 
W、 中島 陽' 一 お 
中島 政ず 中な 陽 一二 內 山を 
化が が' お 一 な 棋大お 今 
川 化ん 郎 おお 善 四 郞同ゥ 
ト が 地 略 仁 I ニ郎 
け、 が 梅を 凹 郎巧巧 

A 旧が ボ族巧 巧顯が おを 
の 郎巧中 お 化 吉川巧 か 
巧 雄 巧 村 ミキ 
W、 阿部 紙み 郎氏扱 
阿が がみが 


休戰 H よら 關 始め 

平和運動 

國際 友を 關係化 
界 聯盟の 主 惟で 

國際 友交 關係 おみ 聯盟 大會は 
明 H 曜化戰 日 よら SR 間 ゥォ八 
ド八フ •ァ スト。 プァ 其 他 S 瘍所 
一に 於て 開かるべく 昨が はを 新聞 
記者、 なが 外國 通信員 等を 招待 

し タイ ムス 社 丰筆フ キン レイ 巧 

+ 司 會の下 じぶ を關係 世界 聯盟 
の 運動を 說 明して 半 和を 离 調し 

桑 港 S チェス タァ •ェッチ •0! 
ゥ 王 八 氏は 『世-が 促進 S 1 層大 
なる 機會』 なる 題 下 じ 一 谋の平 
かお 說を 試み 本 H は. 豫備 會議を 
開き、 明 日曜 旧 一二 時よ らメ- トロ 
ポリ タン 劇虜 じて ァレン 隆 罵々 
將司會 の 下に マンニ ング 監督の 
祝禱じ 始まら 國務 卿ヶ曰 ッグ 氏 
の 『a; 一を ホ 和 協約』 る お 說外ニ 
一二 あら、 間 巧 國際學 生會館 じて 
ロ ー ゥ 五^ 氏の お 說があ も 月曜： 
日よ ち ゥオグ ド术ク じて リン ホ 
薄 ホ、 ゴ！ ドン 氏、 ホ 瓜 ムス 氏 

春の ゴルフ 

ひろし 

- 

春の 風 坎く須 奠禮が ひらく 
摘 草し やぅ か ゴ片フ しやぅ か 
ずみ れつむ」 よら や トライ ゥア 

揮 

一二 百獨も 飛ばせむ い 
ニ 

飛んだ ドライ ゲ 右手に 曲が b- 
コロ-/〜 轉んで ラフの なか 
ラフを 搜 がせば やさし や 玉は 
すみれの 葉 かげ じひ ざ 枕 ■ 
ミ 

淚ぐ ま'，:- い 思 ひは すれで 
打 じじ や ない ゴ八フ 道 
化ら ボー 八：'. 背 もろ ごも じ 
オン •ゼ •ク '* ■ — ' ン 旗のを は 

思 ひこら して バヴト を 打てば 
あはれ や 左に それて 巧く 
玉ピホ ー ニ づ違ひ 
'あ；；？ た ごわた しは 十 違 ひ 
五 ■ 

曲がる ドミ^ ダ か U は 《 思 ひ 
ま： じなら ぬが 人の 常 
ま i じなる なら ゴ ホフ も戀も 
あぢ きない もの やぼな もの 
〔紐 育 ゴ八フ 精 調の 五〕 


ス ティゼ it 醒氏の赖盟ホか運動 
の 報 吿を發 表し 巧 じ 委員の な 命 
聯盟 會長 メリ^ 巧の 『豫 言』 勞 
働 聯盟 會 々長 グリ— ン 氏の 『勞 
働者戰 ず』 ジョ ） ンス博 ± の 
『泰 曲の 戰爭 じ對 する 東洋人の 
巧 象』^ るお說 わり、 マ. クア少 
ビン ホ テ 八の 牧師 午餐 會 には ニ 
ゥ トン 愧+み 『平 おじ 掛 する 敎 
會の黃 な』 巧び 倫敦シ ティ テム 
フ かの ノ I ゥッド 階 ホが 『巧國 
にの 希 摩 及び 恐怖 < しての 武装 
解除』 U る 意見 發表 あら、 一卞 
育 業 あ 午餐 會を 銀行 俱樂部 じ 開 
きバブ ソン 巧の 『戰爭 の 經濟に 
义 ぼす 影響』 わる 尝。 

あ 崎 巧 送別 杖 球 

日本げ 巧協會 及び 靑お會 常務 
要旨 ごして 同胞 ゴ八フ がに 貢献 
せる 一二 浦 巧 店 社員 巧 崎憲み 氏は 
を 族 お 伴- 个 H 歸钟の 途じ巧 < i 


どなつ たが 今夕は 靑葉 食、 明が 
は 十 年會發 をの 送別 會を 孰れ も 
まが 舘に 開き 巧 ほち 志を おの 下 
じ 巧 十一 日サ ブス ベリ' I にがて 
送別げ 球 競技 會を熙 < 由 但し 會 
叟は實 裳 負擔 に' て 雨天の 際は 中 
止す る ど C 

日會 理事 會 延期 

が 育 H 本人 會理 事例を は 御大 
禮 奉祝 會の 事務 幅 凑し居 b を委 
員會 の報吿 整理の 都を ち あ も ホ 
る 十一 二日 開會を 見を せぶ 巧 二十 
日{第一ニホ曜)を0て郁に開く^ 
じ ホを しじ。 

秋季 圍磬 大會 

日ネ俱 樂部グ ー ム 委員 會ホ催 
秋季 園が 大會は ホる サ 一 H 及び 
廿 二日の 兩 H 午後と 時より 開 お 
みら るべ く、 會 費は 必要な く 優 
賞 者 じけ M ニニ 等に を-.^ 賞品を 
贈る 由 じて 申 这締巧 期日は ホる 
十五 日 じっきを 加を 绍の會 員は 
大体の 標準を > 、初段 じ 何 目 又は 
誰 じ 何 白) を 示した る 申込書を 
郵をせられたしごの^ である。 

日本 婦人 會例會 

統育 H 本 婦人 會じ ては 御大 禮 
の爲 め、 例巧會 をを をる 十四 H 
(水曜) じ變 がし 午を ニ 時よ 6 日 
本 惧樂部 じがて 開權し H 本义化 
學會ホ 事 巧 旧 柳 作 巧の 『藤 あよ 
ら觀 たる H 本 婦人 對ホ國 婦ん』 
ど 題ず る 第二 闻 講話 ある ホ じて 
會 員み の间胞 婦人を も槪 逆す る 
じつき お 席遂化 あなたし ど。 

慈善 バザア 消息 

ホる 二十 吉、 ニ + 四 (を、 ±) 
の兩 H 午後 ニ 時よ b 十 時まで 開 
かるべき n 本ん 类 0 お 會慈舊 パ 
ザ ァ準髓 J 着々 進が し 居 b 淸話 
會 々員は 賣品 製が' 靑年 曾々 員 
はを 犧裝 飾、 案内 發送等 じ 化が 
しくな 村 組 始めを 陶器 雜貨輸 \ 
商店よ b の 寄贈 ぉも^め 到達し 
て 居る ごを ふ。 

.巧闕 訪問 闡着濱 

お 京 特電 六日 發 ：；：= 第 四 次が 楠 
巧树 訪問 劇 ぉび 化 川 巧 ホ 催 御大 
礎 觀ホ轉 一り け 加賀化 じて 本 H 
お 事鲁を 一 ^ た。 


な 人 お人 

♦津 島壽 一を 海外 駐劉 ぉ務官 
夫人 巧 伴 ホる 十と 日出 帆の マ デ 
で ヌ ブック 號 じて 渡英め 尝 
•迫 水义 常氏當 化が 務官 事務 
所員、 津島氏 r 隨巧渡 巧 倫敦事 
あ所轉 巧の 善 

♦お 井茂 樹氏 同上、 同 十と U 
出帆 欧洲 經由齡 朝の 由 . 

•巧亭 太陽 電話 變更當 ホ两六 
十五 下目な 四 十八番 料亭 ホ陽電 
話け 今回 ブラフ ヮ^ ゲァ 00 四 
二番に 變ぉ 

♦お 本節 正 氏 電話機 更常巿 西 
一二 十四 T 目な 二十 四 番地 じがて 
東 巧 美術 巧を 經營 しつ 三 ぁる 松 
ぶ 節 あ 氏 電話は 最巧ゥ キス. コン 
シン 六 五一 八 番じ變 をした 
U 職說ぉ I 
♦撫育 H 本人 敎會 
題 ホぶ 淸 水が 帥 
♦基督 敎 修道 會 
眞 正；：： ♦るず か 今 ホ 化 姉 
♦日本人 ぉ 材 おを 
お 濟の靈 能 を帕 牧師 


巧 おがな 道 巧 まを お 
な 育 事 巧 巧 

South Manchuria R. R. Co., 

Room 202 も Canadian Pac お c Bid ダ . 
342 Madison Ava. 

Tel» Vandl が bilt 4135 

S 井 顿を巧 式會ぉ 
姑を ま 巧 
Mitsui & Co., 

6 9 Broad way ； 

T。!. 曰 ov/Ung Gr«*a 7520 

株式 貪な お 井な 巧 
紐 育 そ 店 
hvai 在 Co., Lt<L 

Wool worth Building, 
Tel. Whitehall 6040 

H 凄 商事 操 ま會ぉ 
おち モ巧 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

(Mitsubishi Co" し t<l.) 
120 Biroadway 
TeL Rector 2560-2564 

大巧 朝日 ニを 巧 朝日 
化 巧る 巧 
Osaka Asahi 

The New York Times An 打 ex 
Tel. Lackawanna 1000 

n 本 锦巧巧 ホ 倚れ 
紐ち ミ 巧 

Japan Cotton rrauding Co.» Lta., 
25 Mad ミ ton Avenue, 

Tel. Lexii 巧 to 凸 8780 

日本を 糸 巧 ホ會を 
なち ま 巧 
Nippon KI - IT 0 mm , LTD 

Two Park Awnue 
Tel. Ashland 5320 

巧を をを 巧 
お 巧を 巧 
Hara & Co リ 
443 Fourth Ave., 
Tci. Caledonia 7S30-35 

日米を 糸が を會社 
紐 育 支店 
f(l 即 ! - お 1 糾 巧な BUSfllKi む ISHlf 
(NICH し B な KHTO CO づ LTD.) 
1 Park Avenue 
TeL Ashland 6246-47-4S-49 

大阪お 日 二な 巧 日日 
が 木 H 巧 
Osaka Mainichi 

Room 306A Wo.rUl Buildiiw 
Tel. Beekmua 4259 




お 川が 隙 事務所 

H, Secawa, I 打 surance な roker. 
303 が 比 Av 〜 

Tel. Caledonia 4101 


K. Mildmoto 

MUkimof; 。 P がげ レ 

535 Fif 化 Avenue 
T«!. Vanderbilt 2519 


巧 田 商事 巧ぶ 會 かお 育ま 巧 

Uchida 1 ra ぶ ng し 〇 •, I 打 C. 

1 1 Park 巧 ace 
TeL Barcl が 1576 


島賓易 株式 會お 

Shima Trading Co., Ltd. 

150 Broadway 
Telephone Rector 14S4 


大食 組な ちまな 
Okura 在 Co., 

30 Church St., 

Tel. Cortla 石 dt 2292-93.94 


S 某 株 ま 貪 社 
化理店 

I 窝 踪商會 

120 わ oadw が， N . Y . C ，なし お cfer 巧が 
Fado 巧： お- 10 3 お h ゎも， し 1. C ‘ か 


巧 式 會化赤 尾 商 含 

Akawo & Co リ LtdL, 

2 毎呂 F 化 h Ava, 

下 e!, Caledonia 9758-59 


皆 倉 製 絲綠績 株を 會髓 

ivatakura が Co リ Lta リ 

200 Madison Avenue 
Te!. A み land がが •がが 


巧 巧 銜ま探 ま會ぉ 
Asano Bussan v^mpany 

Room SOI -805 
165 Broadway 
TeL Cortlandt 8047-8052 


い osko Corporation, 
S;Ik Importer 、 

40 括 ast 84 址な reel 
む I. Alb! 泌 d が 巧-が 

Gosho lac.r 
Cotton Exporter* 

明 B が ver S し 
Tel Bo 本 Hnsr Gwen 8 如 6-M 
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潑 ぅみの みら 

The Way of cme, タ Edith A. wawy さ - 

u 本の 巧ち ごする' しせら る强い ソシテ L がしい 女 巧ぶ か. 動きを 一 _ 
語る 典雅、 请 潔の 义ザ 薄ッ ベラ。 當化 换义學 ごは をが 閲 日- 
の 比では を 6 ません-ま 巧の 『日本が 人 お」 を 化な を迪 して ホ I 
讀 を。 i 

郵稅共 一部 ニ 弗 十 仙 I 

f 詰^ 紐脊 新報 お 一： 

- 

T 寧の 印刷 ご 精巧なる 仕上げ 一一' 
時日の 迅速と 確實な 校正を が 証 . 

.印刷は 紐 育 新報 社へ I 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九 - 0 

わ 間違^む く 新報へ i 

巿內西 十よ 了 目 十二 あ 十 階 目 

を 部 じ 於け る 邦字 言論 機關の 

權跋 、吾が 新報を 請まぬ 人 K し 

廣吿 は紐脊 新報へ 


秋の 日 i 麗ら； > に 

聖上 即位の 禮を擧 け 給 ふ 

十日 午後 S 時を 國に 轟く 萬 歲の聲 

東京 特電 十二 曰發！ 本り は朝來 より 空 じ 一 點の雲 もむ き H 本 晴れに て大 
誓 祭の 御 儀ぶ 芽 ホ 度く-^ 始まる。 

東京 巧電 十日 發- 御大 典 御 儀式 じがて 度 も 重 かなる 紫 接 殿の 御 儀は 本日 午後】 時廿 かを P て 
執ゴク L、 神た..、 ながら 化嚴 なる 御 まが 舉 げられ た、 これ' よ b 義き儀 化を は 建 離 建を 兩 .巧み じ 整 
列、 规集所 _1 わ恃 もし じ义 巧高谭 を、 お爵 ザ、 W 闽大を 巧 だ ホ A 巧 伴の 上 ホな をの 御 案み で 設け 
の 長 巧'-,- がき 御'.* 刻' 天皇 皇 ち巧陛 I ト にバ高 御座の うんの ち 座 •就う が 給 ひ ニ 時 お 十二み 剌語 
を おひ 出 小を 化 - f にお 答して ニ 時 お 十 化み 五十 秒に' 陛下の 窮歲 をを 哨 すれば 諸 員 これ じかして 
化"^' ごっ 化 扶ッみ _ -し賴 きが-’ た、 この H ち 京 お _ しては 午後 一二が、 ロ 比み を 園に 小 野 お 長 巧 巧の 發 
墙 たで 化ら がりよ' こ 計 b じ 街 おを を唱 、おを 港腾 内のを 諸. 術 及びを がの エ 媛は 一齊 にお 笛を 鳴ら 
い •ゎち おか.： S 十二 巧 停 化，. て 奉祝の 慮を をし.、 を閔 のザ隊 もこ 如が、. 癖に 萬歲を 一二 唱し東 
ぞか戶 お 巧‘ な 泊 中？ のる お八 十裝ン ソホ國 軍 阻は 滿瞧 飾の 上 午を ニが には 二十 一 装の 祝 施を 放 
も、 をよ i ルミ. 牛— シ 3 ン 、サ ー チう ォトを 照して がか も 海上に 不促 城を お現した かの 如き 觀を 
虽 しじし 

ニ 千 ぃ諸眞 

即位式 參列 

聖 h 劇. 訴を賜 ふ 

ぶが 诗笔 十日 餐 L ニユ 3— ク 
タ お ムス 化】 も H 紫 底 殿’ 御大 
典 中ん 愚-*‘ 電嬰 U る 御 儀式で あ 
る 紫な 殿；： 儀 ' i おされ 參 判の 义 
武 ，ぃ 官け 化に ニ 千 名を 算し內 外 
执閒紀 者 削 も 特に 拜觀を 許さむ 
た、 架' 上'」 じこの H 御な 徵のお 
婆 b を々、 皇后陛下の 御 唐ぶ お I 
を もぃ： 关 1< 諸 貝 鼓 敬 觸裡じ 
.も 座'-..' 御焉座 嬰' 上しは 國 がの 
女 寧'’- 固た i 福趾增 進を 天 ド じ 
な 下し 給ム颊 錯ト赐 ひ、 田中肯 
相 こ； i じ 拳 答して 諸 員は 威が の 
絶 货じ逮 L つ I 柴 じ 陛 '下の お歲 
を 一二 唱し 奉つ じ。 恰 かも 前々 B 
ホの 雨よ 晴れて 巧 H うら i かじ 
聖上 S 御幸 福を がるが 如くを え 
た、 尙ほ本 H わけれ た 御 おま^ 

ホ 第け 左ん かきら い' であつ た。 

潔 ニ 朝 集 所々 員を 進 巧 底振餘 
同 一 時の 十五 か， W 參 進、 同 
一时 五十 か、 問 本位 じつき 終 
る、 间ニ時 かか、 お 一朝 集 巧 
諸 員 用 怠 お 鈴' 同 ニ 時 五 か、 

同を 進、 W ニ 時 十 か、 岡 本位 
じつき 終る' 问 ニ時片 五み 特 
:派大 化々 節な 下 浸 進、 间ニ時 
M 随員 參 進、 间 ニ時廿 か、 大 
化々 節 本位 じつき 終る 间ニ時 
化か' 總理火 も W 下 A 位 じつ 
. き 終る、 同 ニ時册 ぶか、 基 族 
I 紫爲殿 化が 東 入 □に 御着、 ニ 
: 時化 か、 出御 發 跳、 ニ 時 四十 
; 一を、 天皇 窩 御座、 皇后 御 帳 
-臺飛 御、 ニ 時 四十 四 か、 御 帳 
; を擧げ 鼓が 禮 、ニ 時 四十と を 
_ 總理 大臣 西 階 ド b 始め ニ 時 四 
一 十と か、 間 お 庭 じ 立つ、 ニ 時 
四十 化を、 颗盛 終る ニ 時 五十 
云み、 お 巧よ お 台 刹、 ニ 時 五 
十四を、 同 おる、 ニ か 五十 义 
- み、 總理大 お 萬 慮を 聲 S 時。 

.繪め やうな 

; 御 狮樂の 儀 

一 十 一 日 即も紫 お 殿の 式が あつ 


な® り贊 所の 大 前で 『邸 位 願 後 
一日 寶所御 神樂の 儀』 ィ」 いふの 
がが '0 巧 d れ 石、 兩 踏て ども 出 
御 じじ b ホ 常に 游嚴ぃ A 御 磯 式で 
つまむ た 儀 ご で こ i い：+ く す ま 
せられ たらを 呈祖- しお 吿げ な 
な、 かつ >u 

神靈 を 慰め おられら な ホ 
の 御 儀式で ゎる •.この 御 神樂じ 
奏さい を 曲目の 數 ある 中 じ 『祕 
曲』 ご いんのが あ も、 化の 曲 U 
‘’每 年の 年 未.- を* 賢所で 巧な 
れる 御神樂 み 隙し 奏 "らい 
この 『祕 曲』 だけけ 御が 泣 確の 
時に 限" て 奏せられる もので 神 
曲 中の 最 がごされ て 居る も W で 
ゎ b 、 今 巧の 御大 禮 じは 

伯爵 大巧 童剛氏 
向 ま 即を康 氏 
の兩 伯が これ V 奏する 

兩化 ^ J らじ公卿華族で大 
巧 伯に 現-し 宮中 御 歌所參 候たち 
畫财 伯は 學增院 ぉ 身の 靑年举 族 
でかる、 が ほ 御 巧 ひじな つた、 
白洒 、黑 酒の 神酒は 約 一 お ホ 斗 
で， 乂嘗 な當夜 かしこ （も 陛下 
御 親しく 皇祖 及が 天神 地 祗に供 
せられる ご 同時に 御み づか らも 
聞 こしめ す 神酒は 悠がホ 基兩地 
ホを 侧 一み づ ，、(白酒 黒酒を 五 
升) で 大響激 一 U にもで じ 賜 山 
るの け、 これ も 兩化モ と 升 宛) 
(白酒、 黒酒を S みお 斗) であ 

各地 奉祝 

ワシントン 十日 發 = お 米榜命 
を 權乂使 出 淵 勝み 氏を 姑め どし 
て 日本 乂化館 貴、 首都 駐 化の 日 
本人は 本日 午後 S 時 大使 舘じ集 
合、 遙拜 式を 與 巧し 火 巧の お聲 
で 方 歳を H 唱 したが 巧に 入らて 
は 大使 ま 惟の レ セブン"* ンがホ 
テグ •乂 — フラワ } ちし 擧 がされ 
を 巧の 巧 力を を 姑め こして 别强 
外を 剧貴 奪が 參 巧した。 

ア ゾリ々 政府を 化を してを 别 
した适；：^る乂は大審院をタ フ 
ト氏 夫妻、 檢事繳 をすー ゼン 


ト氏夾 ま、 圓 お ホ官 。バ ー ト 

クラ！ ク 、ホ グ ジン* タ 3 ン 
ソン、 クキ リアム、 力！ 氏 等 
であつ た。 

ホノルル 十日 發 n ホゾ术 瓜が 
留紀約 r 力 人け 本 n 德 領事 雜塵 
じ 集合して 御乂典 奉祝 まを 舉朽 
ホが 總顯 事は 祝電を 發 するど 巧 
じを 辭 者に 稱 してを わる 木が を 
授巧 L たが お 内 到ら 巧 H 本 巧 じ 
装飾され 連動 會ゃ 提灯 巧 测等か 
婚 さいて 祝典 氣 かじ 満ちて 居る 
M . r ! が纔 領事 t 權の レセプションは 
- ホる 十四 H を：；； 一' 推される 箸で 
をる。 


クー リツ チ 氏’ か 

對 歐警吿 

巡洋艦 建造 閱執 

巧を 特電 十一 二日 發 H アメ "力 
大 統顔ク 19 ッデ 巧の 海軍 お 
說 はお 局 軍縮 爵議新 召集の 準 
猫で をら ぅご 解释 されて 居る 
が、 が 軍み 官大角 中 術は 『巧 
等は 大統領の お說を 彼是れ 批 
評する のを 要らない で 间 時に 
この 演說じ 化ら 我等の 旣を海 
軍 計 劃を 更改す るのを 要 も U 
い、 アメブ 力が 國防上 巡が 爐 
を建造ずるの t ^ ア メ 9'カ の權 
利で あら 今回の 溃說も 要する 
じ ゼモゲ ア會議 じ 於る アメ 
々の 立 おを 說 明した もので が 
て 驚く を耍 しない J . ご 述べた 
ワシントン 十-日 發 =： 大統領 
ク — y ッデ 巧は 本 H の歐 洲大戰 
化 戰條約 締結 記を を 典 S 席上 じ 
がて 

取引 なおの 推移を 始め ど 
して アメリヵの 對 歐經濟 援助 及 
び 軍備 縮々、 國 巧の ホ 針 等じ關 
して 極めて 重要なる 演說を 試み 
た、 邸ち 大統頌 は r メリ々 が參 
戳の結 あちがを 構した S の迷說 
をが 破して アメブ 力の 財力が い 
かじ 欧洲の 經濟 なおに 輿つ て 力 
を b しかを カ說 L 特じ戰 後歐洲 
じ 街ず る 貸 脚は 戰時 じがる 敵た 
b しど ホモた 6 しごを 間は 中 普 


遍 仏され 冊から 化 援助^ 現な 歐 
渊の时 別 阿 お V 化 進す る ご 共に 
獨 逸の 赔償 ま视を 可能たら しめ 
た 事 實を擧 げこい 巧の 貨谢 じは 
一 股 化 引のを 礎 V 離..’ 跋情 的な 
もの、 めつ たこ. こを 擧げ てみ 後 
の 貸附な 

醉湘 をを 趨 ご！ 軍お擴 張' 
豐 等に 化 用す る貸關 5 制限 V 諷 
刺し これ 等の 顧 ょら 比較して ホ 
歐の觸 孫は 化 お 的で ゐら决 して 
ァメ ブ 力 のみ 孤立して 赏附 をし 
て居^^い£釋刚しヶ 口 ッグ巧の 
不殺條 がに 言 反して 『園 家對國 
家 S 信賴は 個人 お 個ん じ 等しい 
が、 これ じ單じ 誠 怠に 俟 つめ 巧 
なし』 ど；：* — て 端 化の 越 降關係 
が 尙は顕 巧の 巧實を 計る の必整 
ある こ ミを 力説 L この 轉 巧を ま 
ふす 4 息 ホに がて r 9 なは 巡 
ホ 艦の 擴窮 を必を どす る ご 結ん 
だ、 乂 統領のを の お 說は內 許 的 
じ ホ 常 じ 

注目 を 惊きバ トラ ー IL 
の おき ヶ B ッグ條 約 調印の ィン 
キ おはを かざ ム 時： わたら ホ唱 
頭で ある ァメ 9 力. か 巡 巧 鑑の讚 
張を 針る のは 本道 德 千万で ある 
ご ホ 難攻 曝し 7 ランスの 輿論 も 
大統領の そ 盾を 指摘す るが 巧國 
み 巧静は 巧て これに 依 b 軍縮 會 
簾ん 氣 運を 促進す る もの ご觀察 
しつ、 わるもの*- •如く、 をの】 
ホに めて ァメ 9 力 海軍ぎ は 軍を 
蘇の 海軍 計 割 内容を 験を して 巡 
が 鑑の增 化を カ說 しつ、、 ある こ 
£ は 即もフ ー ゲァ ー 新 大統領は 
就 巧を が藩爵 ：.； 對し 巡洋艦と 十 
ニ隻 案の 提 巧を 暗示し こみ 間敦 
满の 輿論 推移を 觀 察して 軍縮の 
成否を 巧？ る模樣 である。'. 

フ ー ヴア ー 氏が. 

.南 ホ Y 巡遊 

大統領の 資格で. 

ワシントン 十二 日發 H 大統領 

戰じ媵 つ だ^ — バ ■ ~ ト * フ ー ヴ 
アー巧 t ! 々 y フォ於 ニア-如 パ。 


靜養 中で あつたが 乂統 


が 就な 削に 衔ア 


力、 中米よ 


b メキシコ、* ユーバ 巧のを ぶ 

がを 巡歷 して 辟 化アメ 力の 協 
々親善 V . 貿易 巧 進 引を 稱 ト视ら 
しむので 

大統領 ク^ — y ツチ 氏も大 L じ 
替 同し 倒 務备ど 協商した 上を 
の 旨を 固に 通報し アメリヵ 大 
統領の 資格を W てが 圃を 巡歷 
すべ，〜 

最み 戰圆艦 マリ！ ランド 號じ乘 

じて プエ / ス アキレス じト 陸し 
更らに 太 両が絕 除の I 部 及び 陛 
路 便を も 巧 用す ベ （メぉ シコ' ょ 
b 陸路 カリフ オ^ ニア 州 じ歸る 
豫定 にして 今回の 旅 巧け 隨員も 
晚，‘ 、少數 ど L 1 子を 速れ て 夫人 

は當 地じ殘 すべく クブ スマス！； -0 
前には 歸ホ r / 豫を であるが； 
歷化 大統領 じして 巧 アイリ-力 
は 元 立ら メ * シコ じ ホ お 巧ず 
る 者は 7 I ヴアー 巧を W て 第 
一人 まどす 一 も。 

を舊 昇格 

支徐ご アタリ 力 

ヮ シン トす 二日 發 n ァメ .リ 
力な 巧は 震^ 圃民 政府が 日本、 
巧圃、 フラー||^ス、 獨逸をの他わ 
巧 强た對 て 現を のを 巧 舘を大 
使 館 じ 昇ぶ す-へし ど 提議した こ 
W じ 就て 0^ す 構 重 じ 協議 中で わ 
る ア メロ-力 政を ご！ ては 
南京政^がまれた巧ホ深甚な 
同情を 山て 對 しつ、、 あつたを 
府 i しては 勿論 か t る 提議 じ 
應や るの お 志は 充を あるが、 
アメ 9 力の 法律 ごして 斯るこ 
どは 一 應講會 の 鶴 貧を 博す る 
必 巧が あるので 封 答し 兼ねる 
旨 通牒て-る 尝 で' 

大使館 昇 あじ 葫ても 單獨的 巧 動 
じ おる こ ミは 词强 ごの 關係も あ 
るので をの 前 k 係 巧强の 意を を 
闡 をず. ベ，、 國務 長官は 駐 化の 大 
使に 對 して をれ-^ 訓電を 發し 
たと。 




本な 東京 轉電 (紫 無が. 轉 載〕 


太后の 御を 化 ごして 今 H 巧 郡 

一 滿氏辭 表撤阿 

【十一 二日】 東京 ぉ 殺 W 引 所 一二 滞 
理事長は 辭 表を 撤阳 した。 

祭禮 廻の 外交 團 

門 十 I 二日 j 御大 典參 判の ため 京 
都 じある 外蝴 使節 U 十二 日 午 
前 時化を 6 を 見物し ザ 後 巧 お 
山に 登 b 巧は 本願 寺^ 納樂式 
にお 席し K が 树れも U 本を 式 
の聲 術を 賞 爆した。 

乂灌稅 引上げ 案 

〔十二 日】 政府は 财源 難の ため 
入港 稅引 上け 案を ホ議 會じ提 
出せん ど。 

藤 永 旧 海軍 監理 

〔+ 二日】 酷 永 曲湛船 巧は R 崎 
造船所の 二の舞を なし 未完が 
艦 海軍で 魔 狸し ホお媒 養の 
貴 巧 支 おを；：* すビ。 

記念 端 書 賞 ホ > し 

戸 十二 日】 御大 典 記念は がき あ 
び スタンプは 十 H 午前み 時を 
國 一 をに 賣 おクれ た。 


I 潰 筆-' 

.新英 溯巡禮 

堀 越 生 

【五一 出 紫 水明の 邮 t ィ ー ス 

/， ユ フキ か ド 0 

覺 中の 錐は、 いつしか をの 截 
鋒を 巧は さ ホ じ U 居られぬ。 時 
恰も、 シヵゴ ホが 大じ矮 展し初 
め、 化 ホから 巧れ も 我れ も V - 化 
處へ 巧し かけて 巧つ た' 勃々 た 


11111 H !< 托 I 

る事萊 窓に が ゆを、 おき ムーゲ 
! は、 此處で 一旗 擧 げんご か V む 
したので-;, を。' が tT 巧め 靴會 
社-.， Ab 、 靴の 巧 商を （て、 化 
力を 姻 つて ゐ たが、 H 聰 じは、 
必ず、 シヵゴ ホへ 戻 b 、 日曜 學 
校を 隅いて、 做 化の 子 ホに 話を 
聞かして ゐ た。 をの a 曜學 校に 
がける彼の巧カは非常^::^ちので 
を 徒の 内、 缺席 者で も ぁれば、 
i 々を 庭を 見舞つ てゐ た。 學校 
は 日を 追て、 雜大ど だ ら、 巧 じ 
資本を 一巧を、 四 万 巧の 立派 U 
H 曜學 校を 設立ず る じ まつた， 
他方 彼の お務も 益々 巧 成績 じ 
て、 二十 四歲 じして、 旣 じと 千 


貼 中 先生の 表彰 

東京 特電 十 H 日發 H 故 夏目漱 
おの 小說 『巧ち でん』 のま 人 
をの モ デ 同志社中學化を師 
な 中义！ を 一 五十六) はお 育の 
功を おを された。 


巧の おが も お 巧、 年俸 五 千 弗を 
緒 さる i じ まつむ。 然し 彼は、 
经 に、 人生 煩 岡の 岐路 じを ふた 
商事 じ ' i 生を 委 3 るか。 將义、 
日曜 學 校-しを 身を 捧ボ るか。 彼 
は 斷然後 著を 採つ たので ぁる。 
巧 柄 當時南 化戰爭 、巧 米 驟爭が 
相績 いて 起 6、 彼れ 自ら も戰地 
じ 巧き、 傷病 軍人の 慰問 じ從事 
し 後、 を國じ 渡る 事 二回 じして 
基# お 傅 道に 大； .に靈 す 巧が ぁ 
つ だ。 

.一八と 化 年、 窠ニ 巧呂の 渡英 
歸 つて、 をみ を 理を唐 舞 ふ 
爲め 、ノ^ ~ K •フキ^ — 片 ドの 激 

里へ ホた。 或る 扫 、彼け、 貧し 


1 : i — T - 

い 貴家に、 年老いた 寡締ど 二人 
の 年 おき 娘 •かげ/」 塵 おじ 塗れて 
働いて ゐ るの V 見た"- 問' 悄 みを 
は ひしひしと 彼の 胸を 雌 L 、 世 
じは、 こん。 巧 遇に 巧 かれて’ 
库學問 も 出 巧ず じ 終る もい が 救 
を：あるべきを思ひ、 斯る輔女^ 
子の 巧め、 化の 化に、 ノ] ス- 
フ キ ー 瓜 ド •モ メナ リを 設立し 
績 いて 翌 々年、 巧 子の ちめ、 力 
本 テ ヵブト 河を 隔てた 對岸 じ、 

マウ スト • モン •スク 1 少 

を 建設し、 學問德 绍ご勞 働の 蔚 
重ず ベ ミ-事 . V 養成す るを ホ 旨 ど 
した。 をして 學 生には 自ら、 勞 
働して、 學資を 得らる！ の 巧を 
輿へ てゐ る。 

其を 化の 事業は 愈々 盛大 どな 
6、 目下 男子 部の 校舍 のみ じ も 
をの 數 よ 十を 越ぇ、 本年と 巧を 
の入學 者は、 一方 ニモ 人 綠に展 
びが 年 一年間の 人學 をのみ で- 
ち 百 S 十 人に して、 ァメ 9 力ん 
をみ め 二十と ヶ國の 人 巧を 集め 
てゐる C り 本人は 祠年 じは 二人 
乂學 して ゐ る。 女モが も、 ホ- 
れ ど 匹敵す る 盛 巧で ある。 をの 
大自然を 背景 ごし、 廣大 なる 庭 
園 じ 配ず る じ、 美しい 校を をな 
つてして るる 巧 想の 學園 である 
斯く — } てドプ ィト •ム！ テ. 

氏け、 彼の 大志を 完成 L て、 

八 化 丸が 故鄕 t ：* る、 化の 麗しき 

ィ— スト •/: 义 フネ— がぐ’ め 

地に 靜 かじ 眠って 巧つ た。 否 被 
が 生前 人に 語' って ゐゎ通 > 、を 
の あ體の 亡びた 瞬 聞、 彼の 精神 
的 生命は 永久に 生れて ホて ゐる 

(董 1 




議會 r 前にして 

猛魏む 議員 爭奪戰 

政 友會が 過半 數にト I んを 不足 
大限黨 も あ < 旗擧 ずろ か 

一十 I 二日】 大殴信 常 侯の 巧黨 組織は 賴門系 議員が 一般に 反對 
しつ {あるじら 熙らや 若し 十二 S 人 泣 t も 纏' るなら ば 十二 H 五 
H 頃 じは 旗擧げ をず る 形勢で ぁるが をの 一方 じ 於て 前 陸相 宇垣 
乂將 S ' 橋 彼して が黨 クラブの なお 氏は おお 黨ど舊 をを 溫 めて 接 
近說が 流布され て 居る。 

〔十二 日】 無 所 屬溝貴 福が 基 一二 巧は なぶ 會じ 入っ たが 尙ほ今 
後 ホと 名： レを 派から 入黨 ずる もの 空豫 期され 政 友， 會ニ なを、 民 
政 黨眞な 八十 名、 巧黨 タラ プニ 十八 名、 無巧屬 十一-ニ 名、 無產黨 
八を、 蓋み 一新 會と あ、 實業 同志 會 一二を、 明 政會己 名と いふ 色 
別け ごなる ベく 政ぶ 會は 過半 駭を 占む る じが ほ 十一 名のす 足で 
ぁるが 無所處 から 四 名、 憲欧 一新 禽 から 一-名' 實業 閒志會 から 
一二 名は 欧府 政び 政ぶ 會トま 持して ゐ るから 眞の 不足は 一二 四 名で 
次期 裘會開 曾を じは 適 ザ數じ 逢す る じ左稅 困難で ないど。 

對日 債務を 承認 說 

( 十一 二日】 民間の 對支憤 權八千 巧圆は 南京 政府 承認し さうな 
ので 取 立て ホを 協議 中で ある。 

皇太 皇后 U 御名 化 

【十 I 二日) 侍を ホ 長 入江 爲守 氏は 聖上 御 卽位式 御 祝の ため 皇 


ク ........ 大統領 戰を 顧みて？) ◊ . 

差朔的 ふ理の 表現 

新ら しい 不文律が 歷史の 一 頁 じ 


◊スミスが 地盤の 帝 部の 一二 袖 
を 共和 黨じ 手渡した とい ふこ £ 
夫れ 旨 身は、 この 余自じ スミス 
的な 選擧 であつ たこ どを 最も 明- 
かに 表明したら のでを る、 これ 
等 巧ず 的な 南部の 人 ± は 、ゥゴ 
ット であを、 舊敎 信を であら、 
タマ ニ ー •ホ ー 少 の寵兒 である 
スミスが 大統領た る こ £ を がま 
ない ので ある、 おじ 南 薇の 人 建 
は 明か じを つて 居る、 フ！ ダア 
! が 南部の 諸 如を 動かした こ ご 
はフ ーゲ7! の 力で ない、 スミ 
スを巧 まじい 婦人め 投靈が 動い 
た爲 めで ある、 と 0 

◊今度の 選擧 が、 民衆 じ 化 b 
民衆 じがて、 大きな 政治問題 じ 
對 ずる 支 おを フ！ ゲア ー じ 管 巧 
せしめた とはみ して 云へ ない、 
禁酒 問 趙でフ ーゲア '.の 立 襟が 
支持され たとは 恐らく 誰も 云へ 
ない こご e あらぅ、 蕃し タ數の 
反禁 領をモ である おか 黨 員が 化 
然 ミして フー グア； を 援助した 
事實 はょ くこれ を 物語つ て 居る 
ので ある、 若し 禁酒 問題が この 
選擧の 生命で をつ た ごするなら 
ば、 東部のを 袭她 であるろ ユ 3 

—ク 、.ニ ユ ごヤジ V 、 ペン シグ 
ゲ ユアを じがる フ ー ダア 1 の 勢 
力を 傷け たじ 化 違ない。 

◊農が 救濟が 選擧を 巧した 跡 
のない こごは、 中西部 じ 於る タ 
數のマ クナリ •フン ゲン 案 論者 


ホび じ 指導者が フ I ダ ァーを 支 
持し ねこと でも 明かで ある、 水 
力 問題に まつて は ニ ユョ！ .ク が 
知事 憤 補で あつた フランク タシ 
日！ ズゲ 王八ト 巧は これを 政綱 
と1て戰つだが、 フ！ダァー醬 
スミスの 本蹈 題じ對 する 論爭は 
極めて 少數を 子の 注 患を 喚起し 
たじ 過 ざない、 ラフ オン ットや 
ノ ！ リスを の 進 ホを 指寫 者に 占 

めら れて 居る ウ キス コン シン や 
モ プラス々 州は-この 水力 案圃 
營 をカ强 ，.、叫んだら ので あるが 
兩 州は 他の 理由ょ らして スミス 
じ 反 おした のでを る。 

◊所謂 國 家の 繁をゃ 保 議關稅 
政策に 就ても っ兩 者の ま 張に 巧 
等 新を な 開き どい ふらの がな- 
-原則 にがては 一致して 居た し- 
外を 政策に 就ても 民ホ黨 は巧黨 
どして 極めて 自由な 立場に あつ 
たじ も 願らず， これで 選擧 民の 
注意を 惹く こごは 巧を なかつ た 
珍ら しく も 豊富な 運動 费で ゥォ 

1 ! ^ 街 から ラス コフ やク] テン 
等 ごい ム 資本家を 可 ホら ホし、 
民 ま 黨劍ホ 3 巧、 ゥォ！ ^ 街 じ 
初めて 段 ホ黨の パンナ ー が 吊る 
された 今年の 選擧 は、 結局 民主 
黨 がかが 黨 化しむ 爲 めじ、 ょ b 
よく 組織され た 共 か 黨の爲 めじ 
破られた の ると 見て 差 支は 

る ま.， り 

◊スミスが、 を 化 到る 所の 遊 


說 じがて、 禁酒 間 題から 農村の 
敎濟 、氷 カ國營 、が 安 ホが、 網 
紀の肅 あ 等と'、、 ん 極めて ま大な 
政 お 巧 題 じ 就て、 最も フランク 
な 態度を 3. てを のな 見を 堂々 ご 
述べて 居た じ顆ら や、 フ ーゲア 
■ — 巧の 遊說 をの もの ~ '多くは、 
择 めて 抽象的な、 一般的な あら 
觸れた 意 兒の發 表に 比つ て 居た 
どい ふこ どは、 政綱な き 化戰で 
あつた こどを 克くホ 証して 居る 
◊若し 夫れ 强 いて 今网の 漂擧 
じ. 最も 徹底 化された ものを ホむ 
る らば、 をれ は 千 化 巧 十六 年 
の 大統頗 戦が アメリヵ じ 第一 ニ大 
統領のホ候補 〔。！ズグ M 
巧の 運動〕 を詳 さない 不文律を 
を 化 じ 示した 如く、 アメリヵの 
大統領に 舊教 信者は 到 化な お 補 
する こどを 許さない i いふ 巧ら 
しい 不义 律を 後世に 示した ごい 
ふこ £ が 出 ホ やぅ、 スミスが- 
この 政 戰を最 をィ」 してを 治界か 
'ら をを 洗 ふ どい ふむ 事は、 明か 
じこの 事實を 物語る ものである 
◊淸敎 徒 じの b て 開拓され た 
アングロサクソン 民族は、 政治 
じ舊 をの 干 輿を 許さない ことじ 
じつた ので ある、 彼等の 差別 的 
、か理 は、 曾てち 部に 於る 舊敎信 
をの 虐殺 と なち、 アキ か ランド 
人 や ィタ 91 巧 民の 排斥 镑動 W 
なち、 西部 アメ "々じがて は、 
支那 人 や 日本人 ル排巧 £ なった 
のでを る、 アメ 9 力の 新人 メン 
ケンが 常 じ 指摘して おる アメ リ 
力 人の 差別 必理 は、 この 一代の 
人氣巧 スミスの ホヮ ネト •户ゥ 
スじ 於け るな 巧を 立派 じ 巧 を一 
た ので ある 0 
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十五 年の 歷を ある 當 校は タ 年の 
經驗ご 新 智識を をす る敎 師を聘 
し 自動車 
操 縱法及 
び運轉 を 
の 修得す 
べき 必要 
な 機賴巧 
智認を 短 
期 巧に し 
て 最も 能 
牵 ある 徹 
底 的 技術 

をを 習し 最狀 獲得を 保証し 職業 
n を も巧旋 します 0 
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米國ま 英語を 話す 事 
は 成 巧の 第一義です 
本校には H 本人 敎授 
じ 慣れたを 巧 婦人 お 
師 あら 懸切じ 貪 話 盛 
信义 化を 語を を 巧 L 
ます。 目曜週 H 共 じ 
午前 化 時よ ち 午後 十 
もまで 關 校し 一 レツ 
スンと 十ぶ 他 づ > 、- 
今 H 息 もじ ホ 校 あれ 
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牧師 宮腾繁 一 
幹事 脇 崖 義人 

!諾 ！； かー 旬 

日 題菌拜 午前 主 時 
日 雁學校 午前 十 時 

鱗 冊 U 曜 午後と 時半 
祈禱會 水曜 タ と時キ 
寄宿 舍 ， 

を 廣を倫 比 强をお 
を 下町を 十五を 學 
を會 社員 じ 最適 
設備 圈書お 誌 巧 巧 
を 種 娛樂真 館县を 
堂 あ b 

便宜 職業 周旋 旅を 
案 內を释 事 菜 調 巧 




弊 巧は 實質 誠意る 速 ま 養の 
基に 御 ±產 物 一式 卸 賣お段 
で販賣 致します タ少じ 巧は 
ら中 御用 命 仰 か 下さい ませ 
◎歐 ホを 補 時計。 攝 時計 一 ま 
◎寶石 貴を 屬 。銀製 器具】 ま 
◎を 補 萬 年 等。 を 銀製を 筆 
◎蓄音器。 レ 31 ド 見本 陳列 
◎寫眞 器。 タイプ ラィ々！ 
◎船 切符。 がを 寫黄帖 檐瑞書 
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縣} 中が 榮ニ (同) 渡 邊泰助 (東 
京 巧) 古澤 武之助 (か 歌 山縣) 
後藤を 之を (おお 縣) 松 下壽之 
ま (山 ロ お) 德原猪 ニ 一郎 (熊 
本縣) 西が 巧 喜 (鳥 取縣) 廳勝 
衞 (山 ロ縣) お甚ち (愛媛 縣 ； I 
橫田常 ま (岩 手 腐) を々 未 淸四郎 
右の 者 じ おおを をき 磯有么 
候 間 本人 若く は 知人ょ 6 現 
化 所 御 通知 願 上 候- 
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東洋を 哦辞 じを 化界 
みお お 入 方法 じ赌す 
ずる 一切の 御 諮 関 じ 
應じ邀 をな 船 貨额運 
貸 及 ぉ 帆を 稅銷 キ績 
曇 等 進呈す。 重要 都 
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診療 
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もが 化 時を 何 
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よら 四時を 


射界 のを ± 等 叙 動 


束 京特巧 十-日 發 H 御大 典に 
を ぁる 叙 動の 御 ホ汰に 巧て 本日 
左の か （を ホに 巧 表された が 巧 
じ* 業界、 財界の 名 ± 等 にお 動 
の 御 ホ 化 わら 大食 喜と 郎 巧を 始 
めどして とんじ 及びを 界 及び 巧 
胡 巧に もちが い 御沙汰が ぁつた 
侯 巧 淺巧長 動 
み 旭日 摘化大 おき 

巧學巧 ± 長 岡 キ太郎 
お學博 ± 1 島 入 度. 么助 
叙 旭日 ま ホ 章 
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人事の 巧 相 誤 じ 巧 
じまず 0 

第.‘ ぶ： 

日 粗を 書巧究 正午 
共 喊をタ と持キ 
强拜 說をタ 八が 
末 おが 稳をタ 八 時 
巧 語 及び 裁な 

午後 ニ 巧 
± 曜 ホな 會义は 
莱話會 タ八時 

かを 事業 

寄宿 部、 旅巧タ まみ 
巧* 人睾巧 おお、 讀黄 
が、 巧 業巧旋 が、 巧 巧 
お 待が 巧の 諸 課を 致 
け會員 及び ホ會員 'の 
便を 計 & 


フ n 1 ドウ 王 1 巧と 十番 
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ぶかる た 


は.-!>/、のおび 
方を 提 文^ 米圃 人 じ 能く わかる 
やぅ 箭單明 隙に 說 明した もの： & 
お ホよ しじ。 み容 目み 進き をし 
ます、 鞭覺 下さい。 

M KUWS 呈呂 ， 114 E .5 害 Si . 芸. 




H 本、 ち 熙寶ぉ 製す 
術 貼、 婦人 巧爵 翰ぶ 
地 装飾品 

旬 f -ぷ^ -! トス 

チ ユデホ 

烏 等 案 術 品を 燒、 
替飾 品、 ブトり’' グ 
U 本 服搂傑 


金輸 解禁 期は 

來 年のと 巧 頃ら し 

『急ぐ こごに 禁物』' こ藏相 語る 

對外 爲替の 健實な 回復を 待ち . 

束 京 特電 十二 日發 n を 解禁 巧は 晒 年のと 月頃 どの 說が 高く 
『解禁の 諸條件 ごして 支が 閒題 ^ 解み、 遊資 處 かの 實現 ど國潰 
贷 借な 善 じが ふ おか 爲替の 健 賞。 回復を 嬰す』 ごち 京 H リ 新聞 
ど 云 ひ は 急ぐ は 禁物 だ」 ご 一二 止藏 相け 云 ふが 木 村 淸四郞 巧 
は 『解 撰即 巧は 危隙千 方』 ど S 十' 厳か じ說 いた。 . 

‘來年 U 景氣 が轉 か， 

束 ま 特電 十 I 二日 發 ns 上藏 相け 十二 B 京都ょ b 大概 じ 趣き 關 
西 おけを 大會で 『を 解禁の 峰 害 除 ま： しはんい じ 努力が 要る から 
巧定的 意見は 述べられの』 ど 言明し ねが 『お濟 がの 廣氣 ，「明が 
は好轉 する であらう し對 外爲替 もを，〜 ぶを する で ホ こ’ う』 ご 新 
聞 記を 闡 ごのを 見に 於て 述べた。 

東西ん 手形を 換 巧は 本紙 特屯 


のかく を輸 解禁を み議 する に ま 
ツ たがを 換所 のみ 證ま史 あび 巧 
もは 左の かき も S である。 

ま 义 


QK 

理- 


2^ 灌音 ずる どころ 大。 るた 
め、 藏 巧-.' -しての 盧見發 表 巧 
火ぶ ん控 、目に。 つて 居る が、 
间 かの 眞の巧 窓は を 解禁 間 題の 
政 お： ぶ： 輸出の 呈辟斯 おを 斷 I ご どき 重大問題は 是非 ィ-も 現 巧 
が r ’ し r -閣 手で これを 巧 巧し' 巧み 閣 

I の 巧 藻を ホ 遠に 牢 記せし むべ き 
『を S 協 出を 禁 化し 一越き み 意を 有して 居る。 す Vi 
居る じめ 爲 なか 棋の 騰落 甚だ I も お 解禁 問題に 蜀 しては、 大正 
これよ b ずくる 損害 U おろ 年祭 輪 化巧歷 化の み閣 これが 


な-みら ざるの. ' C 。 ら ず、 旗 業 ホ 
は萎微 ふるは 乎、 か，. る狀 態を 
なて 推移ず と ご すれげ、 經濟ボ 
の阳 なけ 遂に 則す ベから 中。 織 
つてが 界四 阅んお 勢を 見る じ、 
をの 整 巧に 

漸次 し進涉 しつ^ ある ど 
どら じ、 段 際收支 もな 善の あご 
願 著なる ものがん る。 たぐ 爲替 
相 おのみ 依然 どして 化 位 じある 
こ乂 一事 W みを. 0 てを の间お 5 
時機を まつ ど すれに 數 年後。 る 
や も かいの。： ん 間いだ 澄が ど 
をの 的携 V 待つ ご どきは 到ぶ し 
のび 能は ざる どこ々 で、 解 舞の 
彭蠻は あわ ごする も、 解禁 ィる 
の 利益に 比すべく も。 く、 こ！ 
ドを 解禁 


解禁に 對 して 

を 力 ，マ 傾な したが、 しか 
も、 諸邱の 事情は、 ごぅていみ < 
の實 現を 許さ 中、 なかんづく 前 
憲政 會 内閣の ご どきは、 濱ロ厳 
巧 ょら 片岡藏 相に まるまで、 諸 
經 濟財该 策を， を 解禁の 實 現じ 
を 中ず るの 方 巧を とる j ホ、 お 
貨 の掛乂 現送を 化 巧し、 を 解 媛 
は單に時機の問題ど；；？.つて居た 
ごころ、 砖春 おかを 關 恐慌が お 
こつた ので、 ついじ 解禁は ぅや 
いやに U つたが、 しかも 自 巧を 
解禁 じ對 する ， 

阻 闇の 事 楠は ホ 岡 前藏相 
辟 巧よ らも、 が 巧が が 日銀の 特 
I 顯 じよつ て、 い 七 じる しく 繫理 


お 一 了 j 化 善 せらた さら： し、 事業が も 
贈 わを 巧 巧ず る ゆりんで j を 利 化 落のを 波を-つけて 巧を 


'ある。 しかしな からこれ を斷巧 
- する じついて はが 巧の 一大 A 必 
をを し 政が にを いては 财 政を 裝 
縮し、 を 憤の 增 をを 防ぐ ベ {、 
.一般 國 にけ 勸儉が 菩を倒 巧す ち 
など、 通货 膨脹の 諸 巧 因け ゎ < 
ま P 、 こむ を姆 除す る ことじつ 
VJ めな りれば G ., つぬ』 云々 どい 
ふので ある' 々解爲 問題に 對 
する 一ニ±戚 か S 化な か M け、 を 
: の 


のな 善を 促進し、 一方 輿論 どし 
て 東 両手 形を 巧 所を はじめ、 を 
國がヵ 經濟喊 化は を 解禁の 即か 
斷 りを 巧證 （て、 政 巧に 實 現を 
迫ら 找態 なので、 を 解禁に 缉ず 
る拽現 可能性は いご 渡 厚 ごな b 

藝相 もょ す i す 解焦嘗 現に 
對 ずる 

爽意 を 固め 得た み 第で あ 
しかして 乂阪じ わけ 關面 


る 


巧が 井上 降 軍々 を ホ畫を おめ 
どして 新朗 記ち のゥ 4 リァム 
ス •デ ゲキプ 氏 や 有を。 自勘 
車 競走 家 等も乘 b 込んで 居る 
が、 船長は 力！ レ ー ど 呼ぶ 巧 
國 人で、 体 暇を 持て 前週 吳阅 
J ら 歸ら當 地を 出發 、ブ エノ 
ス •ァキレスに 到着 後 ば 他の 
船 じを 乘 すべく 內を して 居た 
んで 

ベス ッ リマ 號 千 化 百 十二 年ァ 
キラン ドの ブ レフ r ストで 建を 
された 船で、 過ちに 於て 災厄 レ 
しい こごに 遭遇し じのは 數年前 
當 地で 火災を 起した 位の こどで 
ぁる。 船 ホは 長さ 四百 化 十五 扔 
五 巧で、 ニな 五十 巧 弗の 海し 保 
隙に 入 b 今回め 積 荷は 約 六十 顺 
じ乘 々とする 自動車、 箱、 木棉 
を 類、 巧 油、 果物の か 千 九十ぶ 
袋の 郵噪 物を 搭載し、 時 憤 約な 
巧 巧 ご 見 積ら れて 居る。 - 
遭難の 原因に まらて は更ら じ 
ぉがして居；：*ぃ。 


ホ 價を定 の 調査^ 

民政 黨 でば 巧 議會じ 政 麻 ょら 
提 おせられん ごして をる 糸價を 
を離資 補償 法案 じつき 左. のかき 
委員 會を 設け お急ぎ 調査す る こ 
とじな つね。 一、 醜糸懼 を定融 
資 補償 法案に 關 する 委員 會 。一 
藏惟 問題 および 養 霞 保 隐闕營 間 
題を の 他じ關 する 委員 會。 


米が 豫想嵩 

東京 特電 十二 日發 n 十 H ホ 日 
現 巧の 農が 省 第二 回 お作豫 想は 
五 千 九む： t 5 十で 一千 石で 第！ 回 
嫁 想 ih ニを 六巧减 、前年の 富 
化窩 ょら 一二を 化厘滅 、ホを 作 1 
ら ニみ 五が 增 P ある。 

絹織物 受難 時化 

東京 特電 十一 二日 發 N 大ぉ化 年 
ホ 絹織物は 大ず難 でん 絕の曠 迫 
や嬌 轉動搖 からま 要地 礫 業 家は 
•鶴々 觀体 ぉ始め 节。 

昭和 曹達 新設 費 

まを 特電 十 I 二日 發 H 福 澤桃か 
氏の おお 曹達を 社は 普通 配當ー 
割 ニ ホ、 持 則 配 常： 五 割と し'’ 昭 
か 曹達 會社 新設 隻 .1 流用 さす ど 

起 償 市場の 调落 

東京 特電 十二 日發 H 『调 をの 
起債 ホ 族 回復は 來 年巧马 頃』 と 
下 引ず 業 本を 氣をじ 襲け ぃて 
ゐ るが 恐らくが 巧 じけ 除去され 
まいどり 


遠近 海運 お 巧况 

■東京 特電 十二 日發 N 遠が 運賃 
は猛 々が 勢を 示— あがのを がれ 
.-£^阻4され んか f 0 

なお 靑を巧 おの 畑が 

日本人 靑年會 

B * 罢 th S ニ sba — tM 呈 


を巧大 るで、 躲 禁じ 關 する お 兼 
を 勤 外ち をが、 堅 度。 る圓 化を 
示す じ わいて は、 お 七に 解禁の 
を 備 じご ゥ か、- るべ （巧 意し て 
居る。 すなは ち s ± 藤 相は 解禁 
をの 影 醬 を 考慮して ぃ ょるべ f 
速やかに 適切 じる 解禁を 瞄じ着 
手 せんどす るら の ご》」 く、 

現じ 當化じ 滞が 中で あつ 
た渾島 駐英 財務官を して、 右 解 
禁じ 對 する 下準備 おょびを 般の 
調 巧を す i めさせて をる どい は 
れて居る。 间時じがをの事情；；^ 
どじかん がみて、 政府は を 解禁 
擲 巧む 時機が 早晚到 巧すべし と 
。し、 をの 解禁を の 打 整を 可 没 
的少た •からしい るた め， 豫算の 
緊縮を 巧 ひ、 かつを 債の ち發を 
斷な ずる じ まつじが 

今後 の 財政 經濟 政策に つ 
いても、 原が ごして、 を 解禁を 
をの 基諷 ごな し、 をの 斷巧 じ當 
らま 障 ごじるべき も 策は、 なる 
ベ {差し 控 へる ホ 釘の 如くで あ 
る。 

金輸と 財界. 

巧が 育 商 あ 書記官 
十 I 巧 化 H 入電 

最近 進展を 見ね る 金解禁 論は 
十 巧 二十 ニ H を 两兩手 あを 换所 
の 即時 解禁 巧 譲 どな 6 其 化 財界 
を A お、 ホ 巧を 願 巧 ホ じ 奉 業 あ 
の 整理 進涉 I 、 國蹈收 S 情 態ら 
改善せ っれ 居る-.’ 彼り 解禁 じょ 
る巧擊 は輕徽 なら ごし 賛成 論を 
.'、.、なめ； 爲替巧 埃は を r 奔騰 
し 十五 H まで 巧 十五 兜 台に あ 5 
しお米ホ傷^^ ニ十ち日四十と弗 
四を の 一二 ご なれる が、 其 後 右 影 
響 一般な 落 株式を 社債 义 解禁 
實 施を 起，’'. の 增加じ 暴落、 十月 
中貿 あは 輸お 一億よ 千 九な 方、 
出超 千と 十万、 入超 お 累計 一億 
八 千 方 前年 词 期に 化し 八な 方增 
右ん 超 おのを 加は 一巧 3 降 ホ 糸 
化谣 をのた め 前年 同期 じ 比し ニ 
千 巧が、 綿糸 巧 おお ホ 熟 か W る 
一方、 輸入 綿 化は 八 千 六な 巧の 
戚 少なる も、 鐵 木せ 羊毛を 著る 
しくち 加せ る じょる。 お ま 貴 易 
十 巧 輸出 四千と な 巧、 お 超 ニす 
旧 巧 巧。 

ゥォ— ル 街で 

巧 式 奔騰 

■取引 五 巧と 十八 万 株 

フ ！- 々ァ！ 巧當選 W ホ 所誰フ 


1 ウア. 


マ— ケットの' ブ- 


を 生みつ i あつた クオ— が 街の 
株式 取引は 去る 十二 H はを の絕 
頂 じ 達— 同日め 取引 出 巧 高は 五 
がと 十八 巧と て舊 巧の 最高記録 
を 一 就す るの 活 第を 呈 し、 ラ' テ 
オ S 二十 五 ポィント 巧みの； を 
筆頭に 自 恥を、 巧 池、 銅 等も强 
氣を帶 び 相場を 報 やる チ ツカー 
スが 取引ょ らも 义十扣 み 遲れる 
どい ふず 觀を呈 した。 

ベス ツ リス 源 

積 荷 巧 巧 弗 

船 齡は十 屯 年を 
ゲ アジ， I ア師の 沖で 遭難 檢遂 
じ沈沒 したう ンホ ！ ト •ホ 八ト 
線の ベス ッ リス 號 には 别項巧 報 
の 如く 
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甘納 を、 其 他を 称 
煎餅 卸小資 。のし 餅け 前日に 御 
注文を た ふ。 . 

御 注义は 松風 狩 高 橋 
芭 W . 雲 si . Tei . T 互 algar 沒 54 
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日本 散髮屋 S 的 誘 
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◊卿.： 大 .： 典... 思... お.： 話 ◊ 


最高の 禮服 十二 單 


珍ら しから U ろ締人 連い 參列 


H 本から 语 地新閒 紙じ连 I I も 職 故實を •い 苯； しい 二十 八 名 
つ ー ある 御大 典 じ 脚. _ た 化 報 I のが S ： 民を み，. て-もた。 十二を 
は 婦人 參判 ちが ホ 常 じあ 加し-どいつて'""、 今日で U 、 卡ニ化 


けに 報道し つ 


むこ ごを 珍ら 
つ ある だ 

n 本搞人 展上坡 度の 體服 じる 
十一 或ろ 今 巧め 御大 捣にト 質 
所 人前、 紫 お 殿、 乂嘗お SH 乂 
儀じ參 列の 婦人 じ Ib 着用され 
たが、 この 着が にな か-''--- 難 
か L い 巧 法が める。 を こぶ 京都 
では こ S 

臺ニ月 ごぃ ふ-一ろ から、 
酱質陽 お 御殿に 臨時 おが 敎巧所 
を閒 ぃて 日 巧 巧を 巧す が 巧を じ 
院倉永 則、 淸脚長 言を r ' ん巧 
言 お かを 監 、み 化 墙窜そ 一 か 顧 
問 ど G も、 を 巧に un 野 ホす ホ 
人の 下 五を、 助教授と をく いふ 


を むら やう..；* こごが ぃ- < く 、梧を 
はいた h に、 一 ばん ドが 單 、み 
か 打 お ’ r ニを 吕が おぶ、 をれ か 


'表 衣を 着て、 上 じは 唐を 

裳 私 着て 上 じは 贿 衣裳を つける 
一ぶ ん烟 難な のは 小 腰の 結び モ 
ど、 が 髪に かざな 叙 子の つけ ホ 

で- 


この 二つが が 傅 ごな つて 居 
る 。争で も藝 通.】 八 一 どを ろい 
• i , をで階は か 、、 る ほ'ぞだ が ら、 
實際 十二 單をス ツカ 9 着 化 昔時 
- しは、 かなち のを 目と ト ■•つたら 
ので、 眷 るに 着られぬ 殿と 人が 
'リ つなを うでわる。 さわれ 二十 


證矩ふ 怒濤の 裡 K 

哀 H 客船 沈沒 ず. 

國際薇 船の オハ 井 ホ 丸瑪瘍 急派 

ホ 上 少佐 夫妻 も 遭難 容の 中に./ 


當化ど 南米い を 巧 化 路じ從 事し つ、、々 る ランポー 4 * ホ戶ト 
線のを 船べ スッ リマ 號 〔縷顺 歎' 巧 五な 顺〕 は 一華 船を お 十八 
あ、 二等 船を 十と 名、 一二 等 船客 四十*^ 、をの 化 高級 船員 十 ご 人 
及び 提國ん 並びに 亞細亞 人ん 乗組員 總計 二な 化 名、 貨馈 おみ 千 
喷を滿 載して 南米 じな-を 上、 まる 十二 n 午前 十 時 二十 化み、 
巧辆 5 装 おがを 化して ゲ アジ ニア 师を がる ニな 五十 哩の太 取 巧 
上を がわ 中 r 遭難し じんで、 を もに 至急 救助を ホい る 旨 無鷄锻 
信を 弦した ので、 地点に 稍々 巧 近した お 上を 化け 中'-^ あつ， 题 
際氣船會化のォ ^ キォ义^直もに現燒に向けて急化したが十時 
四十 かォパ キォ化 ょら 無線を 0 てを がの 育を 巧 じ わるん' ォ^ ネ 
ォ义 かを 速力を W てず る も 午後-血 時 頃。 ら では 現 填」 到着し 得 
ない 悲憤に お 面 レて ベ、 ッ リス 號 には 浸水 甚だしく 、遂に 午を 
一時 二十 ニみ、 乘ぎ あび 乘智 貝-同け 荒巧ム 怒濤の お h じ 救命 
ボ—ト を 卸して 船 化は 化沒 しれが、 乘を 中には ア^ ゼン チン 駐 
劉 大使 链附 陸軍 武を 陸軍 少佐 井上 義雄氏 夫 まもが 乘 して 居る の 
で 一層に； 岡の 安 巧が 氣遣 はれて 居る. 十 ご 1H 午前？ シシ トン 
大使 おから 當地 陸軍 事務所に 達した 笔 報じ 化れば 乘 をの 大部を 
较 巧？ れ てニュ I ヨ ー ク-し 向つ た ご あるか、 をの 眞 相は 巧が ど 
して 居。 い。 

闲難 ごむら 救 巧」 おいた 船 艦が 


■船體 一二 十 巧に 傾斜して 遂 
じを 險救 肋信號 をを したべ スッ 
リス 號遇 難の 報 一度 傅は るぞ東 
部 沿な 一帶 の-， デォ 放送は 一巧 
が ボート じ巧乘 ずをまで 中止 さ 
れ 『オ キォ乂 全速力で ホれ』 
ご吿げ '一''、、 れつた 船の 無紋も 
『最 1 + や 人力に てを H ども。 し 
難；、】 同は 危險を 化して ボ ー 
トじ移 おす、 船を ぶび 無線 ほ 姉 
は 最後に 離 船す る、 左検 じら』 
との 悲 化なる メッセー ジを殘 し 
て、 をの ま t お 息は 絕 えた。 急 
賴じ 巧して 現 巧に 赴いた 漁船は 

オハ キオ乂 の外ノ ー フ オ^ — クょ 

b は 巧閒艦 ッキ ォミ ング 、沿岸 
を 備驅逐 艦 デー ゲキ ，號 をの 化 
約 

と隻 のを 舶 じて、 ォ キ 

オ化じ 先立ちて サン •ジュアン 
酷が 現 煤 じ 到着し アメリカ 軍瞪 
が 到 葛した のは 巧の 十一 時 頃で 
わつ たが、 オ ネオ 化が 到替し 
た 頃は 巧に おの 幕は 下 b て、 あ 
溝のを のみが 陆< て 到底 搜 索は 


八を のを 巧 员はザ おを、 每巧實 I 眞を蜗 •けて おる 外、 沿 巧 巡邏 船 
巧六闽 、硏兜 ニ 一巧のは げしい け I よ 6 5 報吿 くして 乂幡 H 午前 十 
いこを つんだ。 れ 等の 入た も I 1 時まで •しお 肋. さ^いた 乘 を々 び 
け 皇族 御 十四 A の 御を 化を お 化 I 乗組員は 三 r 円 ニー 十义 人の 中二.， り 


し レ ほか、 女官 や 
舞 姬の葛 化を も 手 傅った 

この 曠古の 御 盛儀 じあた 6 、 

き 下のを に、 きらびやか。 る 十 
: 葦を 着て、 ょム でを をの 都の 
八重 樓 S か > •単 まやかな 風を で 
殿上 殿 ドに 居並ぶ 婦人 參 判者は 
宮巧 あま 部 磯の 山縣 儀式 課を の 
手で 調查し i 御な 狀を發 した。 
销僚 夫人 やのを おか 川 滅相 夫人 
一二た 藏化 夫人を 始め 中 橋、 巧、 
勝の、 山 A を祐 夫人は 家門の ほ 
まむ、 一身の 

榮譽 こご わつ て いづれ 
も 十二 單を H 越、 高 旧 茂を の 化 
じ 注 交し、 賴巧 官總代 ごして 特 
じ 參别を 許された 東を 音 樂學校 
を 藤 幸す 女. お、- お茶の 永 女す 盾 
等師 節の 堀 ロき み f 女を 等 も、 
『 4 - は 終 ホ ま 5 の 思 ひ おごして』 
て 恵 {瑕 茲 んで參 が-した。 


て遲れ サンタ •バ I バラ 號が 
最巧じ 報じられ わ 個所 r 到着 
したが 船影 も M も 認め 将 ない 
ご報吿 して 居た。 おして 十四 
H のを 隙までに 遭難 地 じ 達し 
た 諸 船納は 十四 隻じ 建して 居 
る こごが お 巧した 0 

ホ A 夫人は 

軍艦 救助 か 

生 供は 故郷に 


らは 何等の 報道 じ も 接しな かつ 
たが、 午前 一二 賊一 二十 か 頃に 運が 
/、 も、 ク ろしを 賴 ゎじ ホ ー ト巧 
妻を 認めた アイ ブク管 船 アメブ 

カン •スキ ツバ！ ご フランスみ 

地 船 ミリ. アム 號 は、 あ 隻のボ ，— 
トご鹤 から、 約 巧 五十み 人の 乘 
客を 

救驶 した もの、 如 （、を 

のみ 戰圖艦 フキ ォ ；、 ング號 にも 
S 四 S 乘 客が 救助され た 模樣だ 
て 盛 後まで 踏 止まつ た 船長が 敦 
助され て 居る こごは 何が して 居 
る けれども 、弗 上 少佐 ホ 姿の 巧 
衛じ 就て はま だ 巧 等の 確 裙も達 
L て 居ない。 尙ほ救 巧 じあいた 
オ^ キ才 化は 地中海へ 向けて 小 
をを 滿 載し、 去る 十日 ノー フオ 
1 ク にて 石-がを 穂んだ 上を がし 
たもので、 船長は 池巧甚 一二郎 巧 
總巧蚊 四千 八 百 五十 顿 である。 
船の 遭難に 就ての 無線電信を 
綜合す る じ 第一 じ 到着すべき 
蟹で あつた オ、 ィキオ 化は 却つ 


十 111H 午後 I 時、 當化じ 達 
した 軍 黯ヮす ォミ ング號 一し あ 
助され た 船客の みに ミ A ス • 
/ ノグ ごい 主の が ホる。- j 、 
二等 船客を 逆 じて 頭 子に アイ 
が あるのは 井上 少佐 夫妻の み 
でゐ るから 恐らく 救助され て 
揖 るめ はか 上 夫人で あらう C 


不幸 じ も 化を したべ スッ リク 
號の乘 を どして ブ王ノ * •ア斗 
レスのを 使 館に お 巧の 途 ホ、 こ 
の 災難に遭 遇した 井上 義雄氏 夫 
妻は 過般の サキべ リア 見で 渡ぶ 
の上當 地に 滞な しを 地を 觀 光の 
上 最新 まの 自動. 辛 ナッシュを 購 
入して この 船に 乘 & みな 巧のを 
じ 就い ぃ- 人で ある。 巧 k 少佐 夫 
人け 現じ 第五 師鹽 長で あち 曾て 
ヮシントン 大使館 附駐化 武官で 
ゎつ たお 口中 おのみ 壊で か 上少 
佐ピの 間にず 供ら あるが 今 巧は 
夫妻の みが 赴 巧のを じ 就きつ、、 
あつた もので 當地 領事館 や 陸軍 
事務所で も 夫妻の 消息 じ 就て 頭 
を 痛めて 语 る。 

氣遺 はる ^ 


少佐の 巧衔 


をの 後ッ シン トン 大使 舘 及び 
I . 當地總 領事館が 百 ホ 手を 盡 して 
が 地へ 照會 した 巧 じ 化れば 
井-^ み 住 夫人が 戰圖 艦ッ ィォ 
ミン ダ.：.； 救 巧され 生が して 居 
る こどは 確實 であるが 井上 少 
佐の 巧衛じ 就て は尙ほ 判然し 
て 居ない 

ごの ことで ある。 がほタ 刊ブン 
グラム 紙は 午を I 時 十五み の 刷 
で ホ h 々佐 夫人ぶ び 自働車 競を 
ず デ •ゲ オアの 巧 まを 報じて 寫 


五 人 じて、 怨の 上に 巧 体と。 つ 
た-人は ワキ オミ ング號 じ收容 
婦人 一人と 子 巧 ニ 一人を 乘ゼ たお 
の；^ 街が 不明 こ 報じて 居る。 

今度は 支那 入 飛 巧み 

太平洋 横斷 

昨 会 盛んに 練習 

B 本の 太 ホ 洋橫斷 が 巧は 到頭 
聲 のみに 終つ わが 猛じ はま 邪ん 
飛け 家が これ V 决巧ィ ベく 目下 
當 地の々！ チ' 飛い 場で 昨今 盛 
ん にが 落 中で わら。 飛 巧 ± は廣 
東 出 身 わ 旧 立黃て - 呼 ぶ で 

機は スピ ，ッ . 1 卡 •オブ S キヤ 
ン トンと 呼び^ ス テム ソン • 

ドト 。キア ま 複葉 飛 巧 磯で 靑 
天ら 日 旗を 0 て裝 節して 居る 
W 、 現 化は バ丰 n ュ少を や 支 
那ん數 人を 乘 ザて 練習して 居 


U 本 交 化 學會を 

タ井么 义紙紹 か 

巧 巧 柳 作 氏 •沪； 2 本を 化 學會を 
創立し I 县歸朝 短 巧び 當 地の 人 
。ら 目下り 本よ. ら送 つて ホた 
數巧册 の 書籍を 整理 中で ある こ 
とけ 旣 報した 巧で わるが 去る 十 


一日 發 巧の 三ュー 
ムス^は 長文に 


! ヨ 1 タ * タキ 

巧 b この 新 事業 


ご 巧 消 巧の 談 語を 巧 載して 居る 


讀 ちの-. コラム 


ぁる。 川 石 四 段け 昨年 加州で、 
權ザ 年關を あへ て、 数人の お 段 
をを かつた ごる ふ 科、. を 巧に 關 
して じを 練；.* 腕 ど— 尤も 年は お 
いが— をのん^ じ辩 ずる 眞劍さ 
を 持つ て 居る。 從 つて 道 おじ 巧 
る 者 U 、 ホ 道を 單じ習 ふの みな 
ら や、 精神的 威 化を をり る こど 
'が 鞍.； なか'」' う。 尙 ほこれ よら 
化に 西ぶ 十と T 目 (？) に 旧 0 五 
段の 道藥 がわる さう だが、 逍減 
な：^^らをの 詳細を知ら。 い 。 


東京 


\ i 

V7 


よ 


柔道を 讚美 寸る 

. 五 づ • エッチ ホ . 

: 柔道 どなす 驛な 煩羅な 人生と 
ど 腿. 敝 しな 日常の 事務を わすれ 
て、 屈 誌こ懊 撥の ない 時間を 過 
ごされ る。 だから 神經 衰弱 や不 
眼 おを 持つ あぶは、 之れ は適藥 
である、 柔道 a 一 結構た が 化が 痛 
< なつて 困る VJ . 云 ふ苦馈 はょ く 
耳 じする が、 がが 痛む のは 耍す 
るに をの 人の 遙 肉が 十を じ發達 
せ や、 收 縮して むて、 必臟 、肺 
消化器が 不健全な 不自 あな 狀態 
にあ & からだ。. 紋 じすぐ 風邪 じ 
罹 b 、 肺病を 患 ひ、 胃を 病ん 往 
をす る。 をして 誰も 体が 痛くな 
るまで 柔道を 習へ ごを ふ 者は な 
い、 小人は 閑居して 不善を なす 
さぅ だ。 巧 ダッシン ダ •ホ ー グ 
じ 巧き、 淪 落の 女のを 虛ぃ 体を 
抱いて 舞踏ず る 程の 暇 ど 勢力を 
有する H 本人は、 永久 的じ必 W 
体 じ 幸福を 齋ず 柔道に、 をの 暇 
ご 余を な 勢力を 賓 しては？。 道 
場は 西 巧 T 目 十八番の 地下室で 
乂曜 H ど 木曜日の 夜、 化 時 かも 
十 r 時まで、 師飽は 川 お 四 段で 


0 本 鄕湊を お橫濱 のを 糸寶お 
巧 巧 ま 會社渡 邊蘭會 ^今闽 f 育 
へま 店を 設龄 する ので 其 用務を 
帶 びて 本鄕 ちは 巧 巧 初旬 おお ォ 
る。 因 じ 巧 君は 末 だ 渡 邊商會 じ 
入脏 しては 居ない が 渡 邊氏か 
非常 じ 信頼 さ i て 居る から 顆巧 
準髓出 ホみ 第 一 先づ歸 朝の 上を 
めて 正式に 入社の 堂。 

0 矢 野 收藏翁 苗獅の 中風 戚化 
程窟 進し 最 をは ホ 巧 すら 不自由 
に 見受けら る、、 程度で ある 所で 
變 b . 物の 矢 野 氣化釋 知己 友-^ へ 
ブ テイ •メイ (娜 語で 更生の 常) 
V . 改 をした との 通知が を發 J た 
但し書き じ 曰く 巧を 袋 健脚が 呂 
慢 の おじら 趙 後は ホました。 之 
れ から 先は 則の 矢 野に 巧 6 タ年 
のを 誌を 謝 （併せて ブ テイ •メ 

イ をを 敷. くた のむ どもった 

0 小が お 太郎氏 逝く-川 瞄 ぶの 


H 本 貿易 株式 會 社ち 配 人の 网を 
はまる 十 H 午を 四時 帝 大病 陈で 
逝去し じ。 無 妻よ 義で 一貫し わ 
同氏は 親戚から 相續 人を 迎へ後 
繼者 どして 居い 位 ひで あ 庭 的に 
は 頗る 淋し かつた。 ；' 


吿 


勺 


兵役 法 施行規則 第吉巧 二十 八 
條 及び 第一 ニ ぉ I 二十 條じ依 も 巧 
外を お 畏の爲 ずが 帝 翅か徵 集 
延期 願 及びが 留申吿 書ん 奥 書 
證 巧じ對 しては 爾後 ま數 料を 
徵化 甘ざる こ d i な もたる じ 
が おじを 納付 濟の 者は 當範じ 
お 頭を 領 せらる • へし。 

昭和 ニー 牟 十一 丹 十二 H 
巧 紐 育 

帝闘總 領事 舘 


淨瑶 璃お稽 ホ 


H が 線 

御 化しい 路暇じ 内 ども 言へ ぬ 
淨瑞璃 の 趣 ホを 御 賞玩 被遊龄 
皆樣 の 御 ホ 遊を 歓迎 致します 

賢 澤吉王 

ごの ニ 8 ち ニ th ご. 豆ぶ 

TeL Uni ま皇ニ 雲- 


御大 禮奉禍 晩餐 會 


時：：：： 十 1 巧 十六 日 (金曜) 午後 セ 時 

瘍所 ホテル •ア スタ ー 

服裝隨 意 

巧 子は 可成 タキ シ ー ド 又は 黒服 婦人は か 巧 自由 

餘興 ダンス 其 他 大計 畫中 
事務所 紐 育 目 本 \ 會內 

御大 禮 奉祝 會 
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八 0 と 九！ 八' 八と S 

竹 中 重 雄 

紐 育 お 西 四十 四 T 目 
三 Ti 番ニ 庭) 
」 nis ご 青 EiNCV 
ニ « 生を をす St ., N . Y . G . 
ジ！. 巧 syant 篇 79.8 苦 W 


眞商 目なる ホ 磯 同胞 じ 巧ち. 
なる 職業 お 間旋す 

宮 W 事務所 

紐 育 巧 西 四十 ニ 了 目百廿 j 番 


電 

話 


ブク ィアン 
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煎 餅 卸、 小賣 
豆腐 油揚 
日本食が 品 一切 

W き rls 。 否。 0 rake CO. 
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松林 巧 か 
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ニ 07 3 立言.ミ.置民呈苗壹~ 
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藤本 證券 會巧 

一般 有價莊 巧ノ賣 買、 引 ま、 募を 
A を融 、化 ュ之ニ 瞄ス八 一切 ノ をな 

基 藤本 ビル ブロ— 力-銀 巧 

紐 育 お 張 所 


諸雜貨 仲買、 卸販賣 

保 田 •商會 


日章旗 秋風に 觀 りて 

鳳 舞^ 菊 香ろ 佳日 

嚴肅を 極めた 拜賀 巧-、」 

のんびりした レ セブシ ヨン 

天祖 天照大神の 巧 賜 巧な 降鑽 、痴 及び 爾の S 碑の 神器を 承け 
て 萬 化 一 あの 皇 化を 紹 がせられ 大日 本 帝國を 統治— 給 ム園家 
主 巧の 本位 じ即 かせら る i 盛儀を 皇祖 皇宗に 親 吿し給 ひ 一般 
臣民を 始め おの 內 かじ 宣示 みら せ 給 ふ 至高 ま 重の 御 即位 大禮 
はまる 王曜 H 京都 じ 於て いご 莊嚴じ 巧な せられた。 

此佳 曰に 方ら 紐 育な お官 
一 おは ±赌 日 午後 ニ 時よ b 西 九十 


八 化 路の爲 めじ 新造す る 計 劃で！ 樂部 あびが 育り 本人 會樹を 主催 


111 T 目 互 ハ 十 一番 H 本 梢 樂部じ 
集ま b て巧贊 まじ 參 加した。 當 
H 巧 築 部の 正面には U 米 兩轉巧 
がみ 風に 藏 6 曇天では あつたが 
靜か un かで あつたの でを 刻ょ 
ら續 々ど ホ會 した。 天 農 皇后 兩 
陛下の 御眞 おはり 章 旗 V 背景 ど 
して 迎贊室 じを 廣 せられが 葉に 
映る 黃が 白菊 S を も憩郝 どして 
淸<蕉 せられて 盾る。 向つ てを 
側 じは 刺 巧の 大禮 服も耀 やかし 
.い 齋據總 領事、 左側 じは 正装せ 
る 高 橘 砲を 大佐々 び 松 旧 お ザ 造 
機 大佐 か 孰れら 小 動のを 勢で 巧 
立し 居 b 

參拜者 。兩經 下の 御賣影 
を 巧した 後を 一 班して をる/〜 
拜賀 の 赌をお 別 おの 名簿に 自 
署し 夫れ ょな を 堂の 内に々 憩す 
る。 午後 I ニが 一同 起な 禪じ 齋滕 
總 領事 >.1 『吾が 允义 允武に おは 
する 天皇陛下 刚 位の 大禮 を， けは 
せらる； に 巧し が 留の岸 泛は時 
をん 瞄係 上み H の 同時 刻を 選 わ 
で 隅 下の 萬 歳を 一二 唱し 奉る み 
第，' あを』. こ 陳べ纔 領事の 發聲 
じて 天 轟 陛下 萬 おを 一二 唱 し、 式 
後な じ槪 談時餘 午後 お 時 白を 閑 

ら じ。 當 H み レフ レ シュメン ト 

けみ 山 領事、 おがが'; 背記官 巧び 
小畑囑 巧を お 人が 薛旋の 勞を執 


つたが、 參列 人員 約 百 五十人 じ 
達して 居た。 

同夜は 總滞 事の 招待で 午 

を 十 時ょ b ホテ片 •フ ラサの レ 
セプシ 3 ン し R 米 人 白を 名 お 
语 し、 グラン ドボ 室の 卓に 
眷< や 燕尾服 姿の 齋藤 總锁 事は 
正 おの 舞 臺じ上 b 天皇陛下 萬歲 
を唱 かせむ； を 求め 滿をお 立 一 
齊じ萬 歳を を增 I たが、 みで 輕 
き 晚餐を 喫しつ i ある 裡 U 舞踏 
を 開始し 一巧 歓を盡 して 歸途じ 
就ける は 翌曉ニ 時を 過ぎた。 因 
じ拜 賀式擧 巧の 際 サラ ナック レ 
1 ク お 臥 中の 建築家 妻 お廢彥 
氏ょ b が おが おいた 由。 

御大 禮 奉祝 

華府 じがけ る 问胞の 御大 禮奉 
祝は ±曜！1: (十日 午が 任 ぉ 淵 
な义 大使の 官邸に がて 巧は れ澤 
旧を 事 官’陸 お 軍 武官 S ： 大使館 I 
員 一 W 、 が留 は殆ん V 」 を 部嚴肅 
なる 遙巧 ホに 列し 午餐' 9 響應を 
受け じが 裳酣 にして 滿傷總 趣な 
し、 お 測 大使 山 發聲で 天皇陛下 
の萬歲 をミ唱 乾盃した。 翌 十一 
リ 巧は が留お 数十 名 相 牛 舘じ參 
集 奉祝 會お 傾し 化 お H 本人 食々 
を 一瘍の お說を 試み 一統 聖罢 I の 
無窮を 祈らを 歳を 奉唱— て 午後 
十 時閉會 した。 


の 下に 來る 二十 一 H (水曜) 午後 
と 時よ b H 本惧樂 部に 巧て 送別 
曾を 開くべく 會 費は 會费 割當、 
出席 希望者は 十と 日 (±曜) まで 
じ俱樂 部へ 申达 あちた しと。 


あるから 千乂百 三十】 年 春には 
十よ ノット おの 巧 船み 艘を 揃へ 
て 化 太平洋 十 一 H 航海のを 巧航 
路を 維持す る； どなつ. て 居る ど 

お 巧 大使の 巧像壽 

日本に 嫁ぐ 

芽 化 度 大使 邸へ 

千 九な 二十 四 年の 春 彼のち 名.—. CI . 

な排 H 移 養が 議會 を麗 せる 願を— じ 差 出す 際は-を 掌 
當 時、 平生 植原駐 ホ 大使 じ 傾倒^, 5 け^^けら n 居た るが ム 
し 大使の 人格、 手腕 及が 謡 見を 


を 役 徴集 延期 願は 

無手 數料 ミなる 

從ホ總 領事 舘を經 て 徴兵 延期 


♦田 中 經太郞 氏靜岡 高等 學化 
敎按 、去る 十二 日歐洲 ょら 着 紐 
約 一週間 滯 がの トー 十二月 五日 桑 
港 巧 帆の 天洋乂 じて 歸 朝の 由 
♦勝 川を 道 氏 山形 高等 學校お 
授 、岡 上着な 約 一遇 間 滞 巧 


推稱 しつ！ ぁつた ホ 人 美術家 ポ 
1 が •ヶ— •ト —— マス 巧は 記を の 
爲 めじ 大使の 巧 像 蕾を 揮毫す ベ 
< 其 許諾を 得て 華府じ おき 舊大 
化 館の 大使 自室 じがて 揮毫を 試 
み 苦 必を電 ねて 之を 完成し、 ト 
1 ママ 氏の 巧 惑俱樂 部で ある 日 
I タス お 樂部其 他に がて 展覽じ I 
供 L た MJ も あるが、 爾來 日本 お. 
樂部じ 預けた る拖 どなつ て 居ら 


御大 典を 齋ひ奉 5 て 

奥 村 正 太 郞謠詠 
日の みかで みくらい つか 
す 今日はし も 空 茜 さし 
を ほご b め 飛ぶ 

日 のら かで み （らい つか 
ずを みり じ はらつ、-' みぅ 
み 去 か. r みかわす 

お i みかど をつ きます 今 
リの自 じ 君が 化 祝 ふ ぁ 
. しはらのは 


七な 人 Y 算 ずる 大 晚餐會 

献上 pi を 接見 室で 展赞 すろ 計蠢 


卸 丈がず が 唯 餐會は 愈々 ホる 
十六 ： n を幡 'I ザ 後 正よ 時 ょら 
'ホブ < •ァ スタ — K 巧て 訝 か 2 
: ベく 巧 H 本が 締巧 迄に 出席 通知 
; のか 既 し 六な V 超過し 居る 盛 巧 
I を 示し 窩見 旌務 部長、 風 間 響 宴 
I 部長 等 牌 巧に 立 もて 萬 事 指が を 
I なしつ i あ b 結 廚巧席 者け' とな 
名內 巧に 上るべき 豫 想。 るが 左 
I じ 一: 四の なお 事 巧を 惕げ む。 

I 1、 ホテ少 r スタ ァの 正が ブ 
I ロ， 一 ドク エ— •ロ ビ， 一 -*-4 ち 入 

I b 中央の 昇降 器を 使用す る.^ 

; ニ、^ — フ ザー ドン 急 巧 お （ 
-( は 0 . 々八 じて 幷降 器を 去 

一 b 左ず.' しコ ー ト^— ムわ ら。 

I ニ、 夾れょ 5 お 見 室 じて 少激 
席ぶ ぶシ をが 6 巧 見 室内の ン 
ョ 1 ク I スに收 めて ある 献上 
品 お 化 大統領 親 遷化 ぶび 銀器 
の 梭巡阔 (銀器' .5 が 製 中 じつ 
き) を I 党す る；- I 
四、 をを ト閒 时 刻'.? 午後 お 
時 じつき お 雜を 防ぎ 巧 間の 冗 
賓をぷ く ほ め W 化 十ぶ か 前な 

巧は 今夕 雙运 がを： a 巧を 開き 
て、 が說、 闕歌哨 か-が 孤の 顺 
巧 等に つき 站お のかを を。 す i 


ごな つて 唐る が、 庶務 部 委員 會 
は テ ー プ 八の 順序を 巧を ずる 爲 
が‘ 今湛 々初より 事務所 じがて 整 
巧 中で ある。 


改善 さわろ 

太平洋 航滕 

郵船沙港支店：^^發を 
ロ本留 ぉお 社の 太 ホげ 航路 優 
を 配船 計® け 0 がから 傳 へられ 
て 居る が最巧 シャト^ 支 おから 
ん をを じょる ど 巧 年 八 巧 長 崎で 
進水す る淺 問は 十月 五 n 長 略 か 
ら橫澄 f 姻が され 十一 日 太ず 洋 
の 虔女化 海に 上つ て 同； 一十 置 日 
を 巧に 入る 豫 をで、 巧 時に シア 
ト A 線 じ も 配船の 乂踐 おか 行は 
む 明年 加鞋 丸の 化 船 どして 一二を 
乂か姻 がさ ゎ 岡 年 十 I 巧 一二 十日 
じ‘ レ 巧を 港 線の サィべ リア 化が 
內 部の 設備を なをして 橫 演を發 
し 十】 n 間で 化 太 ホが を 乘らき 
つて 十二 y 十' 1 0 じは シャト A 
じ 入る*- ど；： •.つて おる 0 ，i れじ 
引紋 きがぶ のか'、 n レア 化もシ 
アト" 航路に 姻 され、 で 化な 一二 
十が' ニニり のから 间ザ ホまでに 
U からに 越を i ：* る 一二 船を シア ト 


大巧の 池 給は お 島峰會 長の 巧 像 
蕾、 盤 澤ィ爵 化 寫寶等 ど 共 じ々 
1 ド 分！ ム にぁつ た。 然る じ 昨 
春 齋滕總 領事 賜暇 歸 蘭/ 墙招前 
大 化を 訪問せ る際談 偶々 ト—マ 
ス 氏の 篤志が 毫じ ぶび 懇談の 末 
墙巧前 大使 邸に 貨い受 くる i じ 
みし、 今度 齋藤總 領事 歸巧後 其 
意を ト！ マ， 氏じ傳 へたる：^ ト 
— ママ 氏 も 非常に 滿 话の盧 をを 
し 齋嚴總 節 事の 巧 惹じ依 b 本 巧 
下ぉ總 願事の 携帶晶 ご！' て 芽 巧 
度 H 本に 嫁ぐ， と ごな つた。 ト —j 
マス 氏は 費府 美術 晓 出身で なを 
なる 故 ケース 氏 じ 師事した 実 術 
家で ある。 


手數料をを廢する；ミ^:::*りぜ留 
中 吿書奥 書 も手數 料を 廷 ホら る 
る i ご；；* つじ。 就て じ 本年度の 
延期 願 及び 巧 留申吿 書 奥 書 じ 街 
し手數 料を ま拂 つた 者 じは 之を 
桃 戻す 由で ぁるから 便を 纔 領事 
絕に 出が 拂戾 をず けらるべし ご 
な i^i が ^ 

•巧 木 秀茂氏 橫落正 お まな 長 
威 冒 じて 引 籠 中の 處靜 養の 爲め 
前週々 ホ ァト ラン チック ホに 赴 
きじる が 昨 十一 11 H ょち 出勸 執務 
参 布施 い 貝 ま 氏歸朝 中の 同氏は 
商船 ァリ ブナ 九に て 沙港經 ホ 去 
る 十二 日歸 がせる が、 斑 玉嘉四 
が 氏 どみ 同じて 雜貨卸 業を 經營 
する 由で ある 

•溝 ロ泰 をに 國際巧 解 巧ま會 
社 巧 張 所員、 十五 H 午を ニ 時 ぉ 
を 西 巧 二十 一ぶ を 巧 ぉ 帆の 大巧 
かじて 歸戟 ホを ニ 巧頃歸 紐の 笠 
•淸水 愛 之 祕巧改 を帝輕 旅館 
ま、 淸 水を 之 新 氏は 义敷 病氣の 
爲め 入院 轉 地の 丄靜 養し つ i あ 
つたが 近 ホげ 獲に 向つ わので 今 
凹愛么 祝を 愛 巧 どな 名せ る 


齋藤總 領事 訓宴 

最近 歸 潮を みせられた 齋藤總 
領事 ホる 二十 八 n 頃 出 發西巧 
十二 巧 五 e 桑 港 出 觀の天 巧乂じ 
便乘 する 豫定 であるが、 日本 県 


巧 禍ス ペシ か ル 


加州 

末 廣新ホ 

到着を しました 


か桐妃 弟商會 


かご 百 (を 隨) 
か 四 n (止 曜) 


ん-を ニ 時ょり 
十 ょ 6 で 


©時日 十一 巧 

@ 主催 り 木ん 美な 敎會 、淸話 含、 靑 ザを 

西が 0 八 了 目 一二な ニ卞一 二番 

◎目的 會舘貪 債 償還、 會舘修 綠の爲 め 


筵善バ ザ！ 


人 塔 料 
か 五 仙 


淸話會 婦人 製作 品 子供 ドレス X, ウ ユタ ー 造化 
クリスマス 贈答品を 柿、 陶器、 漆器、 裝物類 


◎.賣 店 

©食 < ぶ すし、 うどん、 しるこ、 おが-儲 お 子 類 其 化 
◎餘興 S 、 1、 其 他 色々 


な 柏 

ィカ 域 

化 魚 嘘 

の し 


潰 

丰 

キ 

錫 


保 滿禮漬 


桑 山商會 

114 EAST 59 th ST : N . y . G . 

さ 0 云. すな nt s 岩-君 5? 


ァ 


。\ 


- 


メント 貸し 
むし ニ 室、 

S 室， 四 室、 お 室 滚賃は 格 ま 
都て 最新 ま 設拖あ b 。 直接 御 申 
出 あるか 义は電 なじて 呈 li コ巧岩 2 
に 御 尋ね あれ 

蓄呈运 ash 量 呈 Ave - 


東京 商 會特吿 

輕便 食堂 
開業 御 披露 

今般 客樣 の御勸 めじょり 弊 巧 
內じ輕 便を 堂を 新設を し專 らお 
手轉 、滋養'、 美味を 旨 ご 致し 斯 
界じ 其乂ぁ b < 知られた る德永 
常み 郞 巧を ま 巧 ごして 去る と 日 
ょ 6 開業を 候 間 何卒 御 ホ ホ 御 試 
食の 巧 奉 願 上 候 
一、 チヤ プ X ィを蹄 一二 十 他の-上 
一、 すき 境を 桃 六十 五 化 《 上 
一、 うでん、 を ばを 郁二 十五 仙 

右 

お 京商會 食堂 


貸 室. 


ダブ 八、 ンング 作を 
一室、 ステ イム ヒ！ 

ト 、お 鬻らぁ b 台所 使用の 便を 
供す 章 S . F J Janaka - 

養运 .是す st . Tel . Trafa 霉巧 79 


御 披露 

今 巧を 年 經驗の ぁる 腕利きの 
日本ん 職人を 雇 か 入れ ま r しれ 
是れ 迄の 樣に 御を 樣を 待たせ 
々樣 S 事け 御座いませず 精々 
勉强 致しょ すから 相 變らず 御 
蟲 負の 程を 願 上げます 

淸理髮 床 

巧 四十 S 了 目が 番 
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♦金製 ヒ ツフケ 1 ヌ 


屬 ♦金緣 を財囊 


令 金銀 時計 類 


寶 
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商 令を 製 疊这み 置 時計 


L 了 
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Y 店 
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の 特色 
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! J 脚： 3 

齡！ 贵 1.1 
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柳 io 
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巧 t. ，e 
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目 本人の お 買物には 特別 巧 員を 匿き 無 
料で 御 ま 巧 致 井 電話 义 はわ 手 巧み 第 御 
訪問して 御 便 {直を 計ら 巧め ての わ ホに 
凿 しては 特に 注意 致します から 是非 お 
な 寄ら 願 ひ 井、 ホ內 配達は 勿論 U 本 巧 
他を 地 宛の わ 荷物 發 送は 當 ホで 致し 升 

レ ヨン ワナメ ー 力 ー 


ハィカラな 紳± は 

細 議^ i | 化 立 服を なし i ず 

, 一 夫れ は 宜く身 じを ひ、 兒 掛けけ をく、 を 
して 化 ホ 合ょ らも 長恃 もす る 事を 知つ て 
るからで す。 弊 巧は タ數 n ホ 紳± の额用 
を 承つ て 居ます。 

n 化廣 .吿 じて 御 ホ 店の ホに け 
’ 六み 割引を します n 
が 注文 顿を巧 じ 係 はら やを も 巧 一巧 ホて 
見て 下さい 

ウオ ルカー エンド フロリ ホ 巧 駆 巧 
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I b ふ 心 
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巧 ま 各 摩 巧 おかを のまち W 巧ん るは ホ扭員 
のな 株 親切 TW ミ 共 じを なのを ミず るな で ザ 
▲當巧 太平洋 お路 一二ぎ 巧が はを 部ず 時 的な Kyi - 
化し ましむ、 巧に ホ 巧 « のかを は 巧巧ッ —， 

ス トサ— ド 又は スチユ デ V トク ブツス なヒの 
巧お备 巧へ て居リ よず 

# を 巧 出帆 ホノ作 八經由 【正午 出 机) 
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コレア 乂 

春洋化 
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十二 巧 五日 
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® シアトル 出帆 【午 巧 十 時 巧 帆】 
静岡乂 十一 巧 廿と日 
橫濱乂 互 月 十五 日 
加 賀 .义 - 巧 八日 

を绿 日本 だ 化 ： g 

誠訪か 十二 巧 一-日 
が-見 社 十二 另 十を 日 
▲お 育 化 机臣を 焉控を H 本 おお 物 お！ 巧 三 厨 
A が 道 切が 寢窒勞 其が 萬# 巧 巧を じ 御 あが 申# 
▲太 巧 洋大游 船を 肚乘が 切 巧 巧が をに お 計ミ寸 


Y 


日本 郵船 會社 (並 ニを 鐵道會 社) 

代理な 片桐化 弟廚會 

乘 車、 乘船 切符 並 じ 小荷物 運送 御 便利に 取扱 申しまず 


e 

n 

む 

a 


お 

一 一 as , 

會 

船 

蘭 

嚴 

大 


目 抓 S 

画 画隊 

^ 脚 側 
M E 卽 
E C 6 
T A Kn 

側 m 削 

§5 W 剛 


シアトル 出晚 (午前 十 時) 
あ6ぞ；；*化 十 I . 巧 ホ：；： 
•あ ふ b か 凡 て 月け 八日 
ば リ寸み (巧 港 化 孤) 十二 巧 十日 
T 1 菩 橫演】 丸 五 巧 

化 L ばリ すか るん ごん かは 一 五 五 巧 
►一二 等 目 本が 五 置 巧 客室た 吸 遣を 族 室多投 
►御を 望に 化 リー 莲割ぉ 往復 切が 發 巧を 巧 お 

ロス ア A ゼ ルス 出 化 (午後 一二 時) 
もんて びでお 化 十二月 十日 

はわい え 一月 莫日 

▼一 第 構漠ニ 1110 巧但 はわい 丸 まじら 化 一を を 
▼巧 別 一二 等 日本 巧 置 十九 巧 ►=! ま 日本 巧 五十 五 ホ 
▼ホ 潘羅が 斤 お 車 切 巧瘍窒 を 露 入御 錄 淀な りお 
►稱育 線 パナマ 提由 日本 支が 巧 貨物 瓶 巧 一回 
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Hhe Way of lime, タ Edith A. wawy さ 

H 本の' 誇 も ごする： J をら る强い ソシテ 俊し い 女せ での 動きを 

語る 典雅、 鳥 潔の 文字 薄ッ ペラな 當化軟 文を どけを 然岡 H 

の 比では ゎりません。 ま 者の 『日本 締ん お」 を 化 兽を述 してが 

讀 あれ。 

郵稅共 一部 ニ 弗 十 仙 

T 詰^ 紐 育 新報 社 




T 寧 5 巧 刷 ご 精巧なる 仕上げ 

時 H の 进逮ご 確替な 校正を 保証 

印刷は 紐 育 新報 社へ' 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 化 10 

わ 間違^む く 新報へ 

ホ 巧 西 十と 了 目 十二 お 十 階 日 

東部 じがけ るが 字 言論 磯 願の 

權威、 吾が新報を讀ょね乂な！ 

廣吿は 紐 育 新報へ 


森 嚴の夜 Y こめて 燃 ゆる 

齋 火の 光嚴 かな 大嘗 祭の 儀， 

US だ こ' し、 皇太后 陛下 も靑山 御所に て 御遙拜 n 
東京 特電 十五 日發； 大嘗祭 御 儀は 滯 W なく 終了し、 明 H よ タ大攀 第一 日 
め 御 儀に 入らせら ろ。 

東京 特電 十五 日發 = 秋兩旌 b 緒いた が 京都は 比較的 暖か （巧を 徹しての 大嘗を も 恙^く あら 
せられ 架上 •皇后 兩 陛下 じは 午前 一二 時 過 御所 じ御歸 還-- 御 弼餐和 巧され て 同 お 時まで 御 化 息 遊ば 
された が 皇太后 陛 T じ も靑山 御所 じがて 午前 S が 迄脚寢 ぁらせられず 遙巧 遊ばされた。 

巧 都 特電 十五 巨發 (ニユ ョしク •ゥォ ー ルド 紙】 蛮 上 陛下 御卽 位の 禮を だはせ 給 ひて 後、 瑞穂 
國の新 殺を なて 烏祖 化び に 天神地祇を 響せられ、 御 親 か.， り t 聞 こ！ 召さるべき 大嘗 巧は、 タ陽あ 
西 r 沒 して 一天 かき 兹 b 今 円 も 巧び 降らん かど 計 b じ氣 遣は ぃわが 巧 かこ 曉 かけて 巧 はれた、 こ 
れは柴 商 限 b 。 を 巧に 皂祖 親臨の 太古を 想は しむる 御 儀式 じして、 これを 現 化 A の 腿よ b 唐れば 
i-K こに を 代の じ 樂上御 一 ホに わぐ】 巧 巧は るべき 御 儀式で わる、 陛下 じは 午を 八 時 御ぶ 殿 よら 
式 瑞に臨 抑 遊 じ..' わたが、 巧 じぶ 儀始 つて S 巧 礎 舍の電 かは 一時 r ホを 絕ん 、を 黒の 巧は 肅 ごし 
て ある、 御苑 A じに と パムの 武裝 しじ 陸 お 軍機 化を 遠く 御 式 婚を固 A で 御 警護 中 h げ 、時 じ 新聞 
記 お 脚 も 殿た が じ 0 入る こごを 許された、 靜 かじ 御 倦まの 進い ど 共 じ 地の ぁらゆる 音響は 深き 
あ 滴 ど おじ r 曲の がげ じ 化め は、 神化 さながらの 神樂が 殿を の 外 じ 流れ、 争 宵 この 神域. に點 るか 
の 限 ba ずべ て みん 源を 諸々 の 巧れ を 超越 ゼる わなた じ ホめ て 居る、 これ ぞ 『いやろ』 ど 申し 神 
鶴ぶな'? 火 もこれ 主り 移す ので 一本の マツ チ も-一本の 職獨 ごいへ f もみ f! てタホ f してが 用し 
巧。 いこ'-- じな つて おる、 巧くて この 嚴 かじ も 曾い 御 儀 事は 終 h を 吿げて 聖上は 御寢 r 就かれた 
がは 坚 h じ d ホ 過み 曜 りよ b 御陵に 御參巧 化成る ベ，、 ト 一巧 二十と 日 東京 じ 御 還 幸の 御豫 をで あ 
る こ ホる。 


十- 片 十四 H 大嘗お 御 儀 か タ 
神が S 促の 幕 U 靜 か-!. で 6 て、 
みお キ ，焚 庭 嫁の 
.火影 •かごろ/ 、ど ゆらぎ 
，しじめ &、 がに 午後 六 的 どなれ 
ば 天皇 陛ト じじ 姻立 殿に 渡御 ゎ 
.. JJ せられ 小 息 御 湯を わなし、 袍 
を 貼-」 お 巧. 吐-」 へ わら かられる 
をの 間 じ 參巧諸 自は朝 集 所ょ 
酷を じ參 進し 威儀の 諸人 本位に 
着いて、 陛 での 化 御を 御诗 ホし 
わ ザる、 をの 間み 十を、 星 疎ら 
なる 

天 じ 聲 な'’、 地 音な （ 
僅に 庭 療の樹 火が れを もる 
音が 幽か じ 物憂く 聞' re てんる 
をの 莊嚴 。る 寂寞 境 じちが 做の 
て 蹄 やか じ單調 a か 琴の 音が け 
るかなる 悠が 殿は を 垣 S ほご A 
膳をから 聞'- ぇて.、 ち、 や-いて 
神 寂び たる 朗吟の 聲 

御 化 祝 ふ ふこめ つ 等 S 上ん 
瑞 穗^稻 V 春き はじむら し 

歌聲 の 旋律が 長く のどけ 
く績； 間 じ、 静かな ザの 音が ニ 
一二 度 聞こえて、 をして 歌ら 終れ 
ば 大嘗宮 は 巧び 永 逆の 静けさに 
歸 る、 これ 邮 ち、 稻 春の 御 おで 
ぁつて 乂嘗宮 じ 供へ 奉る 神饌 ご 
して 盤 葦原 S 御 稻を春 < と いふ 
意 ホ US でぁる、 御 儀じ舉 化す 
る 女官は 白を 帛畫お 唐紅 切 梅を 
着け、 日薩ホ 神々 しき 装 ひで 御 
かを ごつ て 白の 抑に ホぶ、 肖 じ 
は 掌 典 補が かし'」 みて 

御乂 を いれる、 位を まつ 
て樂ん がか 琴を 遇 じ、 前奏 じ績 
いて 挺 春 歌を 明吟 する、 歌は 御 
歌 巧を 入江な ザす 敲進 する £ こ 
ろで わる、 この 稻春 歌の 曲は 滋 
貸縣 が 州挪 一二 上がが 悠が 地ホ齋 
田の 化 ど 巧ち した 當阳武 井樂部 
を 等か间 地方 じ 蛙いて 技 謠や古 
謠を 極々 が 巧した 未に、 昔から 


をの 地方に 傳 はる 『めでため で 
たの お ま， さまよ ぅん 打ん』 の 
麥ぅ もの 歌の 

お 調 を 骨ず じして 新しく 
館んだ もので、 歌誦 ごして は 被 
めての どか U 陽氣 。、ぁる 部を 
ぃ * では 巧 化 巧樂の 調子を 思は せ 
る やぅ^ ごころ さへ ある、 をし 

てこの 填 合の 樂 はか 琴の みで 笛 
も 空 も 用むな い、' 斯 くして 稻春 
G. 御犧 殺れば 掌 典 御饌を 調し、 
掌 典長悠 がの 本殿に 參雄 L、 か 
しこみて 祝詞' 奏し 終れ じ 0 無 
絞の ホ 絹 もて 作 b たる 淸らか i：. 
る 御を 服を 召された る聖と 

陛下 には 天 巧 おを 腺ぎ た 


まひ、 鬻 II の聲も 無くして 御燈 
影彭 ほの 暗き 長赚じ 巧で させら 
れ 、侍從 のをげ まつる 脂 燭の御 
明らに 導かれた まひ、 玉 ホ靜か 
じう つらて 廻 立 殿を 出御 种陣の 


老齡 なぇら 參列 

を 京 特電 十五 日發 = ま鄕 、上 
原、 兩 元帥 及びを 上、 淺野兩 
侯け 老齡じ も 關らや 御大 典に 
參 則した か ホ 上 元 抑け 萬 一を 
禪 b 御 遠慮した 01 


御座 じなら せられる ので ある、 
: の 姑 大嘗宮 の 巧は 漸 （更けて 
星斗 降る がか （費葺 の 神化な が 
ちの 御 屋根 じ 露は しご 5^ お. 〇 て 
ゆぐ 0 


憲政 一 觀會が ........ 

政 友會ご 提携 協定 

野黨職 盤の 倒閣 運動 も 氷 泡 か 

ま 京 特電 十六 日豬 == 憲政 一新 會化表 ごみ お遞相 ご 會 をの お 
ち 同 會は欧 ぶ會ど 提携に 巧定 したので 『ホ 議會 なを づ 無事 J W 
政府 巧黨は 喜びつ t あるが、 これで 窮境に 立つ は 床み 氏 一派と 
民政 黨 のが 稱 運動で 其 努力 も 水泡-し 歸 する であら 一つ ど お 測され 
て 居る。 

ま 京 特電 十五 日發 n 御大 典氣 


をで を围 民が むを 騒ぎに 熱中 L 


つ i ある 際、 政を の 中必が 一時 I の 巧 止 策を 講じつ ミを るが、 


へ 居る が、 をの I ちじが て 政府 
側は 方 一の 巧黨 聯盟を 恐れて を 


巧 都へ 移つ ただけ じみ 期 議會を 
前にして 政が、. 野 黛の 暗躍 朋躍 
も 世人 注目の 的 どなつ て 居る、 
卵ち 政 あ 策 十 連の 渚 獲 U 昨日 じ 
ま b て 白 叙 化し 曲. 中を 相の 懷乃 
でを る 前 巧 相 鈴 木 喜 S 郞 巧は 十 
三 一日 午前を 良 >し 於て 新黨 クラブ 
のがみ 竹ホ郞 た ごが 密裡 じ會見 
し 政 お 上に 極めて 重 巧な 協議を 
遂げた もの、 如く 大阪で 吉±藏 
相は このを 見に 就て 『鈴 木 巧は 
を 良で 巧 次 巧に 倉 見した が 床み 
氏は ホるべき 議會で 民を 黨 ごは 
提携し ない 旨を 言明した』 S 巧 


を 

の 結果 新 篤 クラブを 巧 崩さん ご 
して 却て 反政府 熱を を i つて 居 
る どの 蹲 高 （、 大暖侯 一 派は 十 
ニ 一二 名の 同志を 糾 をして 十二ち 
始め じは 新 黨を禪 織ず ベく お 巧 
じ 運動を しつ {あるじ 對し旧 中 
萬 逸 氏 等 早稻旧 系の 化 證± 五 人 
濱ロ總 裁が 天下を 取る まで 斷じ 
て 民政 黨 ょら 脫黨 せず ご 聲明書 
を 接 居ら、 小 泉 策 太 郎氏ど 降 
旗 (ほ 政 j 化 議± 等は 野黨 聯盟 
じ 加は る こごな く お黨を 組織す 
る ご 云 はれ 旧 中 首相は 小を' 原 伯 
を摇 待して 貴族院め 該 解を ホむ 
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る 等 政 巧は 喊 めて 混浊 ごして 坑 
る 0 

セシルす が 

英米 軍縮 

協を を h 院でま 張 
フランスは 反米 的 
ロンドン 十五 日黯 u 大統領 ク 
1 リツ 尹 氏が 逸 般の休 戰條約 記 
を 日 じ 試みた る アイ？ 力の 海 取 
癖 張 まご 歐洲 -! 凿 する 馨 をけ 吳 
國じ ては 一般 じアメ V 力ん 立據 
をを 持 しつ-*^ を るら フランスの 
輿論は ー齊 にアメ y ホ ホ 張の 相 
反 的な 立場を 擧げ半 かを 口にし 
て 軍縮を 擴 張ゼん ミず る 野必を 
ホ 難しつ； ホ もが、 

本日©上院-;がて セ シ ^^子爵 
はこの 際英國 W アメリカ はを 
づ 普遍的な 軍縮の ぶ 礎に 就で 
協を すべきで わる ご 提唱し 
下院 じがて 勞働黨 ば 第 化 间聯猫 
巧 事 總巧じ 於て 英画 化を が 軍縮 
案の 通過に 不誠實 巧爲を 
非難した 不信 伟案 現れた る も 右 
の 動議は 化 毀 十 票で を 巧され た 
ワシントン 十四日 發 n 上 お 外 
を 委員長 ボラ ー 氏の 聲明 する 巧 
に 依れば ホるべき 議會 にがて ヶ 
ロブ グ 巧の 不戰條 約は 勿論 無事 
じ 批准 さるべく 同時に 政府が 揚 
おすべき 巡洋艦の 權張案 も 可 巧 
される であらう ミ 0 


ポア A カレ！ 

內閣信 巧 

大タ數 を 0 てを 過 
パ y— 十五 日發 n 囊じ 極ぶ 黨 
の 反旗を 磯した る こどに 依 b て 
ユ ？ォ| 化 下の 閣員が 辭 職した 
為め 聯立 巧麗 を纔辭 職せ しめた 
ポアンヵレ ー 巧は 極左 驚を 除か 
頭した 新 聯立 巧閣を 紐鐵し 外相 
じは. 化 無 ごして ブブ アンを を 置 
/、 ど 共に 藏 相の 兼 巧を 自ら 解き 
て 活動の 素地を 造 b、 本 H の議 
會 じめ てポ 氏は をの 施政 ホが じ 
就て 長 時閲じ 目る 說 明を 試み 
新 内閣の 目的は 現 T の 戰時負 
債と 赔償閲 越を 一刻 も 早 （解 

决 して フランスを 戰禍ょ b 遠 
さかし むる じあち 
ご 述べた が、' 極左 黨は 多く 故意 
じ議 媛ょ も缺 席した る も 他の 急 
進 派を 始めと [て 中央、 極を 及 
び 共 化 黨め喝 巧を 薄し 一二 だ 化 漂 
對 な廿义 票で 新 內閣の 信任 まは 
通過した.。 


關稅 自主 y 

いそぐ 南京 政府 

上 お 十五 日發 H 外を 總長 王亞 


廷氏ど n 本侧化 おの H ま； トを涉 
は 目下 御大 かの 爲 《停滞して 话 
るが を 一-一二り 中 じけ 巧 開の 上濟 
巧 事件、 H ま 通が 傑 約ぶ び雕稅 
自由 樵の 承認 等じ關 して 下 協を 
を 成立せ しめた 上 巧 巧を 使‘； の 
間 じ 正式を がに 移る 煉 までをる 
がぶ 那國 技特」 巧 人 階が は 明年 
1 g 1 H を a て實 施ず ベく 醜稅 
自 まの 巧容 及び 實 施の 巧 度 r. 就 
て 政府 側が 费 外を 渉の 闕係 h 沈 
默 しつ i わら 爲め これ' 促進 ホ 
を耍 請ず る も のぞ 旁々 國お政 
府 も巧强 ごのを 渉を 一段と 早め 
て不 H をの 內を をを 表する らし 


イ夕ー 


の 


新 議案 巧决 

僅か 巧 掛じ十 化 人 
ロ 1 マ 十五 日發 n 曇 じ ファス 
シモ 內閱が 案出した ィク ブ—評 
議 委員 會は本 H 諮 曾に 提出され 
ムッソ 9 二曹 相 3 下 ニ 一二 要路の 
說巧 あらし 後 お 票に 附 した 結を 
员 八十 一票 對十乂 票の タ數 をな 
て 可 かされた， 

この 評議 委員 會はィ タリ！ の 
憲法 修 化、 內閣 組織、 葡か關 
巧 及び 條約 締結、 王位 退鑑じ 
關 する 一切を の 化を 講 みすべ 
き 一柿^ 超 炊 府機關 じして 評 
議 委員には 譬察權 をの 他ら 評 
議委負 曾の 許 巧な き 限 >不 巧 
能 ごする 絕货 的の もので 
右は ムブ ジリ ニ 逝 まの 擦 じ備へ 
た對策 ご 兒られ 一般 じ 皇帝の 權 
方 失墜を 意咏 ずる もめ W 觀 察さ 
れて 居る が ムッソ リニ. 氏は 右の 
の 誤解を】 織して 『我等め 皇室 
じ凿 ずる 忠誠は 斷 じて 不變 的の 
ものである』 と 述べた。 

ベが 賞' 

ベルグ v> 氏へ 

ストックホルム 十四日 發 n ノ 

1 べ^ 賞 審醬を 員 會は千 九 ^0143 
八 年度の 文學 賞は ノ！ 八クユ ー 
の 女流が 家 シグ リブ ド •ゥン ド 
セト 夫人 じ、 千 九な 廿と 年の 文 
學 賞は フランスの 哲學 家で をる 
ヘン リ •ベ 八グ ソン 氏 じ、 本年 
の化學 賞は ゲァ キタ ミン 硏究の 
獨違學 を ァド 《 フ •'フキ ンダズ 
氏に 授ける 旨發 表した、 本年度 
の 賞金は 回 方 ニ 千 六十 巧で ある 
註。 ゥン ド セト ホ 人は メ —が 
クエ ^ — の 作家. こして 文學 賞を 
受けた 第二 一人 円の 作家に して 
『斧 J の 近著 あら、 ベ 於 ダプン 
氏は 創造の 哲學を どして H 本 
を 始め 廣く化 巧 的に 著名 U る 
哲學 者で をる。. 


'小社^!^^ 穿轉 をを (ず 焦断轉 載〕 

ぶ 式 交渉 U 大典 後 

〔十六 日】 旧 中 首相は 京都 ホブ八 じがて 巧澤を 使、 有 田 盛 細 
亞 局長 等ど會 見し 巧 事 か 熟 讚した が 右は 目下な 目され てゐる H 
支 巧 渉 問 駐じ關 する もの だ ど 云 はれて ゐ る。 

【十四日】 旧 中 首相は 十 京都 •しがけ る 聞 溝の 席上 『南を 
巧府 どの 豫備を 渉は 順 潮-し 進んで ゐ るが 正式を 渉は 御大 典後芳 
澤訟 使が 始める 當 である』 ご報吿 した。 

園な VJ 小 選 擧區制 

【十五 日】 選擧 法改正 調査 d 御大 典 終了後な す窒 だが 西 園 寺 
をは 共產黨 撲滅の ため 小 選 擧協制 じ 賛成して 居る。 
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信 巧 成績 下り 巧 

【十六 日】 信 巧 曾 社が 線は 前期 
ょ 0惡< 化ぶ 信 巧 配 當けニ 姐 
减の 五み 八 姐-しみ をした。 

証券 界け 見直ず. 

〔十六 日】 を 解禁 懸念ぅ すらい 
で 証を がは 稍々 見直して ホ じ 

砂糖 自給 實 現ず 

〔十六 日】 裹變 砂糖 大增収 を 見 
アメリカみ 傅 道 帥 じ 

.授 動の 光榮 

七十 歳のを 婦人 

ボストン 十四日 發 N ァメブ 力 
か 國傳道 協 會の發 をず る 巧 r が 
れに遇 ま 四十 五 年 じ 直ち 神戶じ 
がて 學 校を 經營 I 傳道 じを 事し 
ク 、.> ある 乂 ！ ダン •シ — ^ 博- iH 
は 今 巧の 御大 典 じぁた b 敎育事 
業の 巧勞者 どして 授劇 W ホを じ 
浴した、 シ ー,1 巧- 木 年と 十 
歲 のを 婦人で わるが 恰か もこの 
大典 H 授 動され わので 巧 下の 
H 本人 學 生は 婦人の 爲 めに 表彰 
を 兼ねた お視 ひを ずる こど {な 
つて 居る。 


敬 糖の 自給自足け 巧 年ょ ら實 
現すべく ジャバ 糖 輸入の 必要 
は £? < なる ご 0 

巧康品 漸次 减少 

〔十六 日】 S 菱の 論査じ 化る ど 
十 H ホを 威が 庫 品は 四 億 六 千 
丸な 二十と 巧 麗で化 月末よ な 
八な 八十 八方 觀賊少 でもる。 


1 —i 

紛失の 動 章發見 

【十六 日】 御 腐 裙お巧 御を じ 際 
し 道 失された 物な' -H 廿 點は漸 
(をを された が 中には 潮 I 等 
瑞赞 章、 八 側のを 巧窜 、八 伽 
の鳥峭 すなで が ぁつた。 

遞相參 列 者 招宴 

〔十六 日'】 义巧遞 相は お 大典 參 
列 者を 部を 化 吉の別 おじ 招待 
し大圃 遊诗を 開いた。 

米國 大使 轉巧か 

〔十六 日】 アィリ 力 大使 マクべ 
] 氏は 十二 巧 四 H の 玉 么ブン 
ス •ォブ •カナタ 號 じて 歸國す 
るが或は歐綱轉任か交云はる 

菱銀 倍額の， 增資 

【十六 日】 H 遙 銀行は 資本を 四 
巧 後に 五 千 巧圓を 一億 圓じ增 
資實 巧し 新 巧の 半額は を 募の 
當だ ご。 

人絹 廳 迫し 來る 

〔十五 日】 南洋 賓 易は 一 帶じ增 
加を ホし をの 中 じ 織物の みは 
减少 す、 人 遣 絹糸み 第に 天然 
絹糸を 應追 i る も我當 巧者 必 
ずし も 悲觀の 要な しごの 觀測 
も ある C 

日本に 嚴み來 る 

〔十四日〕 十一 二日 お 東京 じは 初 
雪が 降つ たが 今を は嚴 寒で ぁ 
う と缘 あされて ゐ る。 

.藏 相に 非難の 聲 

〔十四日】 一 ニ ±藏 相のを 解禁 論 


^ TW •, 

けがが を 惑け ►.，ど 銀 巧 お侧じ 
ホ 雜の戰 が ある。 

京都 博物 舘 御成 

(十四日】 秩 父を、 巧お兩 殿下 
及び 高 化 宮殿 卞じ 二十 四 H 京 
郁 巧 物舘を 御觀醫 遊ば？ いた 

府縣 委讓六 年度 

【十四日】 營業收 益 巧の 巧縣を 
讓 はち 年度ょ 6 實 施す ど。 

入港 稅引 上反對 

【卡 四日】 人 港嚼税 引上げ-一 ハ 十 
万 腸 撥 お まは 巧議 會じ提 おの 
萬で あるが が 巧 業を は擧 つて 
反 おして 居る。 

使節 覺营 湖舟 遊 

〔十四日： 一京 都 じ滯巧 中の 獨、 
英 、ホ 使節 運け 宮內 省の 案內 
で 十二 一日 乂津じ ま b 挺 营湖巧 
遊に 一日を 樂ん だ。 

滿鐵償 成立 ピん 

【十四日】 滿鐵社 潰 ホ 千万 田 年 
內 じ扫ン ドンで 成立 ザん ど 云 
はる 0 

巧 外 染料 引上げ 

〔十四日】 濁 ホ 等外 画 染料 日本 
での 賣糟 引上げ じつれ ロ本染 
巧 會祖も 之に 追随ず る 模樣で 
をる。. 

岩 倉 巧巧衛 不明 

〔十四日】 おを 府ド 小金 井 精神 
病院に 入院 中だった 岩 倉 具 張 
巧 ト巧ホ 化 H から 朽衛 不明 ご 
なつて ゐ る。 


◊ ........ 大統領 戰を 顧みて 7】 ！ ◊ 

敗色 陵た ろ 民ち 黨 


旨 殺ず 

冷黨 どしての 政治 靈め 魁 織 
の 優劣 どい ふこ ビ は、 確か じ 選 
擧の 運命を 巧した 物質的な 有力 
な 動機で あつた、 過去 數 代の 政 
權を揖 る 共か黨 めを 國 的な 組織 
は。 到底 民ま黨 ごして 正面に 太 
刀巧もは出巧^:^ぃ， 新英州ぉ身 
の 紳± の 輿型バ トラ ー を 選擧總 
長 ど. してを 國を一 磯した ク！ リ 
ッ デに 對 して、 フ！ グァ 一氏は 
これは ホ選擧 のが 試を じ 無經驗 
ぃ •お醫 者さん でを る 前 巧 務長宫 
クオ！ ク 氏を ぶてた 力、 フ^ ゥ 
ァ 氏 はこのを 化 ホに 直る 選擧 
運動 じは 例に 化つ て 能率 窮一主 
養を ど 6、 技師ら しく 地 ホ じこ 
つ こつと 遺つ ての けた、 彼は 正 
じ 整然たる 連鑛 店に 化つ て彼自 
身を 販賣 したので ある。 

◊スミスは これ じ 反して あ < 
まで も スミスら しく、 ゼ子ラ 於 
モ！ タ！ ズ から 縷 元締で ある、 
ち 名な 百方. 長者で を ら、 子 持 長 
をで ある ラス コフ 君を 引 張を 出 
した、 をして ラス n プ 氏は ブラ 
ゥン- •タ— ビ—の スミスを をァ 
メリ 力に 販賣 でべ く 鳴 物 入らで 
幾タの セ！ 八ズ マンを 激勵 した 
飛行機から ラ デォで スミ ブを宣 
傅し、 俳優 や 本 堅 打 王かス まで 
飛 出した 外、 ブ 0 — ドゥ 五— じ 
はト 1 キ 1 で スミス の販 賛じ努 
力し、 中西部の 農業 州 じ もち 額 
の 選擧豐 をな じた。 

◊ブラウン •タ — ビ—の スミ 
ス の人氣 はこの セ 1 グ スメ ン* 
シブ プ K で 美事 じぶ 功した、 ス 
ミスの ラ， ヘンは を ホ 到る ごころ 


るか それ ホ 蘇生ず るか 

じ 張ら かた、 1 かし 大量 生產の 
連鎖 巧に 學れ 切つ た 地方 人は、 
彼等 保ず ま義の 地方 人から 觀れ 
ば 『罪惡 の 郝ニユ 9— クじ 育^ 
ユユ 3 ! クを廊 がせし めた タマ 
こ ^ — の 寵兒』 でを る この 製造 お 
を 見 巧つ わので ある、 都 會人じ 
對 する 化 ホ 人の 旨 目的な 誤解 や 
不信が、 ス ，、ス の 費價を 傷け た 
こ どは 云 ふまで から う 0 

◊さて 然 らば、 この 一巧み 人 
氣男 スミスを 失脚せ しめた 民 ま 
黨のお ホ tM 體 ，さうな るので あ 
らう、 化 人には 早 < も 民 ま 驚が 
南部の 化 盤を 切 崩された こごに 
あらて、 民 ホ黨の 自滅を 叫んで 
居る 人ら 歡く ない、 タマ ニ！ の 
崩 壌を ま 張す る 者 も ぞい、 をに 
想 ホされ るのは 往年の ス '、、 ス對 
マ ヵズー の 勢力ず ひでをる。 

◊マ々 ズ ー 氏は、 選擧の 直前 
じ澀 々ステ i トメ ントを 出して 
『自 をは スミスの 禁酒を の 立場 
じは 絕對 じ反對 すらが 黨人 どし 
ての 余は 化の 立候補を 支持す る 
ものである』 ど 述べ' て 居る が、 
をの 必 事は 鬼に 满 、今回の 大敗 
じ 化ち て 一旦 失意 じあつ た マ々 
ズ ー が 民 ホ黨の 勢力 地帶じ 復活 
する ごい ふこ どは 敢て 想像す る 
じ 難くない。 

◊卽ち マ ヵズ！ 一派の ホ 張す 
る點 は、 往年の ゥキグ ソンは 柯 

等ニユ 3 ! ク やこユ ジヤジ 1 を 

の 他 東部の 勢力 じ 侵入せ やして 
政權を 贏ら 得た こごを 栖ビ し、 
民 ま黨は 南部を お據 ごして 今を 
西部 諸 卵と 提携し こ i を 選擧の 


化 盤 じせょ とい ふので ある.、 
カズ] がわ ざ* --- 力 9 7 ォ术 
ア 巧-」 居を 構へ て X ミスの 立場 
じかん 然 6 して 反對 して 居た の 
もこの ま 張からで ある。 

◊然も じを 画の 選擧 じが て- 
を 部 一 帶の其 巧 讓州じ 侵入を 企 
て 巧 スミスは 、 U ! ドア 牛 ラン 
ド艺 マサ ナユ セット 如を 得た る 
じ 及し、 自 氏の 出身地で あら 恃 

じ タマ ニ！ の 本 居 e をる ニユ 

i ク ホに める 役 祟を 缺 いて 勝を 
譲っ たのみなら や、 南部の 化 溢 
を 切 離された こどは、 事 實じ巧 
て マ カズ— 一派の ち 張を 强 めた 
ものである ごを はれて 居る。 

◊尤も この 點じ 就て を 部 派の 
政 客は、 南部の 動 播を是 て單な 
る 一時 巧 巧を ごを 做し、 民ま黨 
の 巧 建 じ 東部 や產裝 州を 地盤と 
する の あ 要を カ說 し、 n— ドー 
キラン ド や マサ チユ をット がの 

勝利を 根 據£ して この 論を を 進 
めて 居る 樣子 である、 この 一派 
は スミスを の ホ 腺で あら、 岛っ 
巧 政を S しても 國巧 的-—- 聲名あ 
る 巧 ユユ 3 ! クが 知事 フランク 
リン •ロ— ズゲ ぶ グト 巧を 旱， 
もみが た 統領 じ樹 つべ {運動し 
て 居る し、 タマ ニ ー 黨 ごして‘ 
勿論 この 一派を 支持す るでは あ 
らぅが、 マ カズ 1 1 派 や あ 部 諸 
州が ニユョ ー クお 身の なをを 巧 
び 白黨の 指導を VJ して 戴 （や 巧 
やは 甚だ 疑問で あると をはな け 
れ ばなら 《0 

◊而 かも この 兩 派の 反目 じし 
てみ績する限り、 反ホ黨じな權 
を 握る の機會 がない とするなら 
ば、 民 ま 黨は柯 等 かの 形に 於て 
を 離崩攘 する か， 根本的 じな 造 
しなければ ならない。 
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午前 化 時よ b 
午後 五 時半 
水 巧 午が 九 時 1 
午後 一時 


磯が 工具 お 巧 
運動具 ホ お 具 
貴を 廣及 時計 

松本バ h 

寫眞機 レ デ イオ 

ラン フシ 工^-ド 

美術品 贩賣 修理 


第五 街と so 

へ クシ 卞 1 

ビ少 デン グ巧 

小 池 寫眞舘 

電話 サ ー ク か， 

巧 巧 0 六 


T — 
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I 


をき 米 賴婦ん 
0 本 A への 黄 
語敎摄 にはを 
年の 經驗を 有 

す 0 ! レブ- 

ンと 十五 他 
每 H 朝 九 時ょ 
らが化 時 迄 何 
時 にても 宵， 
H 曜日は 一時 
ょも 妈 時を 


秘關 事務 

東 巧を 化幷 じを 化 あ 
の 犧お乂 方法に 踞ず 
する 一切の 御 諮問 じ 
應じ雄 湛激船 貨物 運 
貸ぶ お 帆 お 我が 手續 
臺等 進呈す。 重を 都 
巧 じ 代理 巧を かし 誠 
寶投速 御用み に應や 

な輸 取扱. 


H 本、 をが 寶 で 製 美 
術 お、 蹄 人 用を 餘其 
化 装飾 お 

闕 島：！； wr ァか 

高等 美術品 修辖、 

首 飾 品、 スト リング 
H 本 服 裁 偽 
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大統領 戰に 現れ セ 

ア / リカ 繁榮の 跡 

.生 產激增 じ 御賣物 價指數 は减少 

十 巧 
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j 今み アメリヵの 大統領 戰共か 
黨大統 巧 巧 巧フー ゲアー 巧が、 

I 眼 倒 的な 勝利を ザした ことじ 就 

! ては アメブ 々今日の 

I 繁榮を 讚せ しむる じ 適 

: をなる 巧 か 手腕 巧で をる どい ふ 
固 民の 信续 がお晶 した もので ぁ 
> こどは 拒 わ 能は ざる 事 貴で ぁ 
一る が、 まる 十四 H 附を W てアメ 
リヵの 商務を じて 劇を を 表され 
た 一般 ホを、 顿價の 指 お 統計の 
跡を 見ても、 な ホの 乂が 頒選擧 
年には 何等かの 巧 じがて 影嚮を 
及ぼして 居る にも 關 はらず、 今 
年は 非常。 る巧景 氣の禪 じ選擧 
を迎へ じこ £ が 窺 はれ 友。 こむ 
^は 一 面じがて選擧後の今日ょ6 
巧るならば 共 か黨の 

大勝 を 確信して 居た 結を 

である ごい ふこで も お ホる であ 
らぅが、 寧ろ 獨 6 共か黨 のみで 
はなく 假 b じ 段 ま 黨が選 擧戰じ 
勝利を 巧 C た ご 假定」 て も 財界 
は 矢 巧 b 安んじて これを 迎 ふる 
の‘ 樂觀氣 をに 滿 もて 居た 證 あど 
云 ふこ ごが お來 るで ぶら ぅ。 即 
ち 左 じ 巧を 單位 どす io 千 化 巧 ニ 
十 年、 二十 四 年ぶ び 本年^ 選擧 
時期を 巧が にした 指數を 擧げる 
こご じする。 〔を よら 二十 年、 
二十 阳 年、 ニ 十八 年の. 禪 が〕 
〔ィ】 を裝 を 產 
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M :: 右 J ら年順 N 
五 五 五 • I 五ぶ 
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五 一 0 •五み 五 
五 ニ 五 •四 八 九 
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四 五よ •化 六と 


がむ い骸 ごな りて ホ 上 少佐 歸る • 

悲しみの 未 じ 人 大使 官 がへ 

=> 心身 ホに 疲 H て 三 旨を 發 ずる 勇氣 もな <H 

ヮシシ トン 特電 十五 日發 ，ァ^ ゼン チンへ 赴 巧の 途巧小 幸に も 遭難 溺 おしね 井 h 義雄 
少格ホ 巴ん は 救 巧-ごれ た ァメリヵの 戰 闘濫ッ 4 オミ ンダ おで 手厚い か 抱を 受 W っ、' 本 U 午後-ニ 時 
ノーフ オーク ホ uk 陸、 を曜 H 朝には 當地じ 到着の 上 出 淵 大使の 官邸 じ 入る 善で ぁるが、 遭難を 
ょり 救命 袋に 貌 って 狼 上 じ 漂流して おたため 必身 おじ 疲れて 一言を 發 する の專氣 もな く 絕凿靜 養 
を必を ごして 居る. か、 逝ける 夫ち の おお 權 じは 大使 箱附 武官 渡久 雄大 佐が 同伴の 上 三ユ！ ョ ー ク 
'じ おぐ 豫を である。 

救助され ミニ 時間 前 

愛妻に 抱^れて 逝けろ 少佐 

ノ —フオ 1 ク特 I ち 十ち 日發 == 概闘艦 ヮキ オミ ング 号に 救助され ゎ ザ 上々 佐 夫人 てる子 
を 始め 五 人の 締 人と 二人の 乘化昌 は 本 H 當化じ 到着。 ホ- M 夫人は 未だ ホな も おみ；；； •■いので 擔荷じ 
乘 せた h 化 S 输人 と共にが 軍お院 に收容 され 楠木大 既が附 添って 居る が フキ オミ ング 号が 小を じ 
化の 婦人 ニを ど おじ 冷たい 死骸' こ。 った 井上 少佐の 遺骸を 抱いて 居る のを 發見 したのは 十一 ニ H 午- 
前 九が 頃の. - ごで 死 殺は 鹏逐 艦に 巧 かす こごに な b 先ィ 遭難者の みを 救助 せんご しれが、' 井上 夫 
人は 巧處 まで も 巧せ る ホに 添 はん どして 救助され た 小 觀艇ょ h 巧び おで じ投を 6 ん ごした るも乘 
}泌± 宮の ためじ 阻止 さ n 人ホ不 省の ま i 鑑じ化 おされた が、 をの 貞節 ぶら じ乘組 質ら 唯一 人と し 
I て威激 せざる， レリく、 艦內 じて ず睁 いか 抱を 巧け たが、 夫人の 語る 所 じあれば かと 夫妻は 最巧救 
I 命艇第 八を じ乘 b て 避難した る！、 晚に 大巧が 巧いて 轉覆 ずる こどと 八 回に ぶび 梟を に 破 ホな を發 
化して おがし K a ," ザ 上 乂乂こ W じ、 軟 M され K バ ッブン 夫人の 夫 ど ザ 上 少佐は 遜 ま一晝 
巧になる 餐閒 でを 巧氣 力を かひ 遂に 7 キ オミ ング巧 じ 救助 さいる ニ 時間 前、 荒が ふ 太 西が 上で を 
妾の 腕 じ 抱かれっ、 > 共に 絕 命し ゎ ものでぁる。 

畑 大尉 等が 出 娘 蜜 H 引取らな 三 
十八 あを 五十と T 目の 葬 懲おナ 

シヨ ナ术 •キヤ ヌケ ブト じを 逼 

中 じて、 裕ほ 遣な C ある 現を ご 一 
•，け 余 邦 や も 人の ち 飾 6、 旅 巧を 
要 善 類は 一口-を 患に 引渡した が 


j 那 骑- 逝ける ホ ト 々佐の 遺 
一 被は 十' 五 H 午前 十一 時、 驅逐艦 
ショー 巧に て 化の 十二 側の 姑 殺 
ご 化 ハ じ スタ テン •アキ ランド じ 

到を し 巧 山辄聲 、高懦 大佐、 小 


吿那 式は 

ホん のを 態 期 係み 第で あるが み 
n の と ころ 丙 唯 H 午後 同 葬儀 神 
じ 執わず ベて ホ 亡 人 も 首郝よ b 
ホがず る吿 である。 


檢眼ホ じ 眼鏡 調 協 


診察 時熙 

午 的 化 時！ 十喊 
午を ホ時1八按 

バ パ 小 栗 幹 ご 一 

紐ち ホフ ブヮ！ 病榜 

巧 五を 病院 巧辖 

武巧コ y バラン ド 

お院 かな 


診察 時閒 

午を 一が 巧 
午後と 時 H 八 時 

喪 か留學 ± 

バ^ 巖本瑶 

古 お 比 亞大學 及び 
，ダ サン 病 巧勸巧 
日 w は 的約蹈 1 巧 


十五 年の 歷巧 ある 當 校は タ 年の 
經驗ど 新 智識を ちす る敎 がを 聘 
し 自颤車 
操 縱法あ 
び 運 巧 ま 
の 修得ず 
ぺき 必要 
な 機 蘭 的 
智識を 短 
期閒 じし 
てを も 能 
牵 ある 徹 
底 的 技術 

を お 習し 免狀獲 巧を 保証し 磯 楽 
ロを も 周旋し ます。 
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諸 荷物 運搬 取 あ 

遠 藤 小 乃商會 


尋れ人 

{皆 城縣) 大橋武 雄 (長 巧縣) お 
原ず 人 (同】 お 伯錢雑 (魔 島 
縣 心中が お ニ (巧) 波 ホ秦巧 (東 
京 ホ.) 古澤 武之巧 (か 歌 山縣) 
後藤 甚之丞 (おお 縣) 松 下壽之 
ま (山 ロ縣) 德巧猪 S が (熊 
本縣) 西がず 喜 (鳥な 縣) 廳勝 
衞 (山 ロ縣) 原甚ま (愛媛 縣 一 
橫旧常 ま (磨 手縣) を々 木 淸巧郞 
右の まじ おかを 度き 儀有么 
候 聞 本人 おくは 知人ょ > 現 
住所 卸 通知 願 上 候 
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ニ 5 Bidway New Ifork 夏 一 


威 巧の 秘談 


B け S 

が础 

■¢—1 8 

- S な 

8 A 

邮 

8 ^ 
■ W . 加 


ホ 國式吳 語を 薄す 事 
はが 巧の 簽一 寒です 
奉 校には 日本人 敎授 
じ 慣れたを 任 婦んあ 
師ぁ 5 懇切に 會 話を 
信を 化を 語を 敎 おし 
よず。 日踞週 H み じ 
午前 化 時よ 6 午後 十 
時まで 開校し 一 レツ 
スンと 十五 她 づ 
今：！！怠->^;'じホ楼ぁれ 
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ます、 脚覺 下さ 
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N 原 凶は 船長の 不注怠 ご 船員の 不規律から.； 

井上 少佐の 遺辕 は驅逐 艦へ 收容 


ゲ ァジ ニァ 師 沖に 遭難 化を しじべ スブ タスち 〔總嚷 お 一巧 五な 顺〕 の 遭難者を 乗せた 窝 船け 績 
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上 じ 於け， J 乂 悲劇で わる ご 共に、 が述界 じせつて 兒 ない 船 資のホ 巧が 蝶黨 された。 乘を中 唯 一 S 
H 本人で かつた r ^ ゼン チン 大使 お附 武官 サ上 をな 少佐？ 溺化も 不幸 じして 確實 ごなら、 ホ 上 夫 
人は この 巍 5 诞にホ おご 生別れ て 革 艦 じ 救助され た。 しから 化 はれた る 幾タの 婦んや 子供は この 
晚 秋に 荒れ 化 ふお濤 ど、 溫帶 が-し 横 わする 鱗め 犧牲 になつ むこ ごが 巧 然した 1; 0 


A 紙 前 號所陆 、ゲ アジ ニア 卿 
を距 るが 二十 五 哪の太 西洋 ムじ 
不幸 遭難した ぉ ホ 定期が 路 客船 

. T ヘス ツ リス 號は 遂に 去る 十二 日 

车梭 一時 二十 ニを に 沈を し 
i 發 早朝 現 ぉじ 剧鳥 しゎ ァ 

I メ V 力 驅逐船 タッ々） •シヨ 1 
i 號を おめ 戰闘瞄 ワキ ォミ ング號 
j アメリカ 管 船 叫ん アメ 4 々ン • 
シッ バア 號獨袍 & 船べ グリン 
一 フランス 嵌 船；' リアム 號 、をの 

一 牠約ト 四 隻の潰 船が、 八み すと 
つ ，、！ て 巧 柄 八 获風ど 怒濤を も 
i のどら せず 救 S I 化 事し，- 結を 
I ホを だ 二十 九る、 乘が 水夫な 九 
; 十义人 合計 一二む 二十 八 人のぅ も 
: 木 幸-しも 溺 化し じと 雖 めら れた 
I 乘ぞ ^ 酱じ 六十 八ん、 乘お員 凹 
十一 二人 合計が 十一 人に 達ず るの 
! 悲劇を ホんだ が、 十四 口までに 
一巧が、 化 おさ C た 屍 かけ 

，一： F ニ- じ'' て、 をみ 內護 
j は 驅逐瞧 タッタ ー じ 四 人、 顆を 
i 艦ア クシ ユ子 ブト じ 巧 人、 驅逐 
^艦シ ml A に 十一 二人、 藏 船べ 八 
j リンに 一人 じして、 今尙 は巧衛 
j 不明の ものは 九十 二人 じて、 こ 
I れ 等の 巧 己 乃至 巧衛ホ 明ち のぅ 
一 も 二十 とん ぶ 婦人 こ 十一 11A のか 
I 弱い 子供で ある。 而 L てこの 巧 
一 ホ 稀-し 見る 洋上の 悲劇に 遭遇し 
I 幸運に もを かを 拾つ た 人々 はア 
I メリ カン •シツ バア 號じ教 肋 さ 
; れ たる 乘を 四十 一人、 乘 が 員、 

I 八十 四 人で 合計な 二十 五 人、 お 
晰 ベル' リン 號 じは 乘を六 人、 を 
が 員 十八 人を 計 二十 四 人、 フラ 
ンス 滨舶； 、ブ アム 號じ乘 客 八 人 

乘組貿 四十 九 人 合 討を 十よ 

戰闘艦 ワキ オミ ンダ號 に 
I ぶ 乘を五 人、 乘紐員 一二 人 等しし 
; て、 この 內戰圓 渡 フキ オミ ング 
;號 じ 救助 さわい おの 外は を 部 十 
j 凹目を 瑚を おて 當地じ 送られて 


ホた 0 

果然 乘 客が 


窠ロ 同音 


痛憤しつ^ 語る 

.語つ た 遭難 常時の 狀 巧に 化れ 
ばべ スッ リス 哉の 沈沒は 全が 船 
長々— ンー 氏の 靑巧 であ も、 而 
かも 遭難 前を ょ b 乗を 一同を 軟 
命 巧 じ 穂んで 船ょ b 卸す 前' おじ 
直る 乘化 島の 驚くべき す おが ど 
非 人道的。 巧數 はいた < 輿論を 
刺戟して 盾る 模 はで ゐ る。 これ 
等の 遭難 客は 一齊 じこれ を 

殺人 巧爲 である ど ホ 難 

し、々— レー 船長は 『單に 幾 ホ 
かを 惜ん で危險 信號を 巧し なか 



つた』 ど 憤慨して 居る が、 これ 
等 無 救 遭難を の 談話を 綜合ず る 
に 船 か上碟 H ニユ I ョ） クを化 
帆して 翌 H い.. ょ-.〜 太 泮上じ お 
でた 頃 0 ら 天候 ホ窮 V 晚惡 ごな 
b て 船の 動搖が だし..、、 特に 船 
が 傾がして がる 积 巧が あま b に 
異横 である どて 乗客 等は ロ々 _! 
般員八 化ぶ： f 喚起した •か 船資側 
では 一向， 啡キ じせ や、 を 5 ま、 
夜 じ 入 ゎむ る：^、 風浪に 的の 過 
ぐるに 從 つて 激しくなら 船：：- が 

操 まち；' りかく じ 漂流し、 船 
室 巧. 5 道 置： I 巧が 破壊 さる i ご 
いふ 騷 ぎじ 乘を 等は 生きた 氣持 
も。 く不 を。 一巧を 送ら 

月 囉 日に 入ち て {を 稍 

晴れ 海 も 風い いだに も關ら 乎、 
船体た 依然-して 非常 じ 傾 おし 

: あつた 爲め 前が ホ乘 をを 化 
をして 船長に おし 『この 際危險 
救助 信を をを I て猎を 巧を 邱帶 
に 入ら しむべし』 どま 張し つ-- 
ぁつむ 船を 化を U ちび々] レー 
船長を 訪 - て 請 巧辩に 船の 救助 
を あむる やぅ 种 問答した 揚句、 
禱踐 に禱祕 ^ 重 わた 船を もな に 
漸や （電線 電信 キォ！ ラゥリン 
じ危 險信號 をを 信せ しめたる も 
時旣 じ手遲 いどな もて 船は 益々 
傾斜して 危 隙' 一の 上ぃ * く 遂に 救 
命 おの 引 卸しを 命じて、 先づ婦 
人 反び 半 供の 避難に ご h か i つ 
た •い 恐怖の 觀 念じ 

周章 狼獨 した 靈水モ 

の 規律は 案な して 遭難 作業は を 


あじ 巧 はれ 中 巧え きじ 救命艇 目 
がげ て どや 乘 をん にため 
締人や 子 化を 滿載 ，して 卸され C 
端 お':! 轟然なる 響を 發 して 姬觸 
•しあ 柄 衝突して 破壊され、 第二 
艇も 水トじ 巧んだ ニ 一二 十を 後-’. 
は 浸水の';—'- めじ 轉 覆し、 j 艇ん 
如きは ボ トの腺 じろ 巧 大の大 
巧が をつ たじ 關 ず、 船長。 單 
じ ブリキ 鶴で こ n を簿 つた 程度 
で 卸 船し 或る 端艇は 斧が U い： 
め繩^5切斷ホ々ホ、 をのま/<狼 
じ もまれて が 側に 衝突 轉覆 r る 
等、 をの 避難 作業かず 始まは 言 
語じ絕 ずる もの 多く、 船体は 午 
後 ニ 時 一二 十二 か、 巧 巧 あ 醋じ唯 
ひご b 

救命 袋を ち 身 じ. つけ 中 
外 整‘ ダ 嘗て、 な.- ずんで 语た 0 
I レ ー 船長 ど 共に 海底の 藻屑 ご 
化し、 海上 じ 流れ ホる 木が じつ 
かまつ てかけを 呼ぶ 婦 A や 小党 
の 泣聲が 耳を つんざき、 妻ピ夫 
は 東 ご 画に、 巧 ご 子供は 荒れな 
ふ 波！ しさら はれて、 もら-^ ば 
ら じを 別れ 死 則れの 悲劇を 
演じた が、 巧が# 上々 性 ホ 人は 
祟 ーじ轉 覆した 救命 挺に、 井 主 
ホを け 第 I ニを 目 じ化沒 したお 命 
艇に乘 ら这ん で 居たら し < 偶々 
端艇に ぁつた 婦\ 等は 障子で 浸 
水を すく ひ おし、 化 暴、 不 人道 
拖 まる 乘組 水夫と 共 じ、 救助船 
の ホる のを 待 も 誌び たので あつ 

ブ J 0 


嚴 父が 慰みの 言葉 

神樣の 加護を 無駄に ずるな ミ 


ワシントン 特電 十 ホ日發 《 井 

上々 佐夫裴 遭難に 就て は ホ淵大 
化を 始め ア メタ カ闽巧 省、 陸海 
ザ 省 化ぶ け お 化 武官に 對し 深甚 
なる 同情の なを 披歷 した だ、 祖 
國 じこの 遭難を ちじした ホ 人の 


嚴父巧 ロ 第五 師圏 長から てつ子 
ホ 己 八じ對 して 左の 如き 慰問の 
海電が 到着した。 

『神の 抑 加護に 化- 不あ議 
じ 助からた る 生命、 大切 じ 
せよ』 


會社 の無責 巧に .！ . 

轟が たろ 非難の 聲 

沈沒の 原因は あ炭繪 扉の 不備 


漁船 ゲ五 スト リマ 親の 沈を に 
がて は 別項 巧 報の 如 < 船長の 無 
責 巧を 始め ごして 乘お 員の 不規 
律 さが 避難 まの 實 話に 依 b て 曝 
露され 

逝 ハ 論は 轟々 ミして 會 社の 
無黃 巧を 非難し つ i ある。 これ 
じ おし 會社 側は 專閔的 じ 調査を 


要する ことを 理由 じ 一切 沈默し 

船員 化合、 船長 おを 等は 船長の 


立 鶏を 支持し じ ステ！ トメ ント 


を發 表する 等 輿論は 非常に 興奮 
し、 旣じ 司法 省では をを 威 捻 事 
碌に 於て 救助され た 船員 や、 乘 
客を 證人 ごして 審問に 着手す る 
か、' 上下 両院を 始め ごしが 員 協 
會 、海事 裁判所 等を 方面に 宜ち 


事が の眞化 調査に 着 ホす る こど 
どなつ て おる ので 遥からず 

沈 沒のお 巧 も S ずるで 
あらぅ が 常時 船な じ 働きつ： あ 
つた 化 夫の 談話 じめ b ホ 素。 ら 
ば 水上 約四扔 のな を じある おお 
お繪 扉の 密閉を 怠 b 居 じる ため 
浪 荒き 义 半が 上に 入 b てを 然浸 
水し、 巧 占ち 四 これを 上官に 報 
吿 しれる も單に ポンプで 拱 水せ 
ょごい ふ 一点 張 b であつ たが、 
をの 中 浸水は 到 をん 力 じて が 止 
し 得ない 程度 じな つた h 、 稻这' 
んだ 荷物の 自動車を の 化が 一 ホ 
じ 傾 刹す る じぶん t このを 霞ぞ 
浸水の ためじ 期 かる 

悲慘 ^^おあを招致しじも 
のらし く、 沈 沒當時 か ホを は 胸 
まで 水 じ 侵 ゎつ； か 業して 居た 
の P をの 儘谦 おして 避難した だ 
け r 、 彼 まも 態 巧が 非人 道を 極 
め 夫の 救助を ホむ る 妻の 要 ホを 
無視 t て 舟を 彼ち じ 走らし、 或 
びは ホ 上 夫人 等の 一巧 ごみに 救 
助 さわた 一締 人の 如く 走もボ ー 

じ纔 らんと したる も乘組 員は 

!< をな て 無す じら 追雜 つた 


オ 


やうな ホ 始末を 满 じたら L いが 
をの 横暴 さは 言語に 絕 し、 が I 
巧に わ > て も h . 官の 命を は毫 


徹底 せ 中、 あたら か弱い 
婦人 や 子 おの 生命を 奪 はれた ご 
の 說^廣 い。 尤も 乘組員 中 じは 
勇が じ 救命 作業に 從 事した まも 
殺くな/、 一人の 黒人 水夫の 如き 
唯 I 人で 十九 人のを 命を 助けた 
し 婦人， テ ユワ！ ドが ニ 十二時 
閱も洋 ± に 漂流 （て 助けられた 
ごい ふ 奇談 も ぁる。 


救 かの 船を 

L 


訪 


て 


み ゲ エス ッ リス 懿の 化沒 事件 
は 十を 年が の タネ タ ニック 號化 

を 事件 W ホ 稀 有の 慘劇 である。 
特に 井上 陸軍 藏を 少佐 夫妻が 便 
乘 して 居た ので 總 領事 絕 、降 軍 
事務所、 K ラィン、 ニ 一井 物產、 
大每 、大朝 特派員 事務所、 髓合 
合同 兩 通信社 等まで も 極力み 消 
息を 搜査 したが、 火曜 H 午後 ホ 
國戰圃 艦 ヮキ ォミ ング號 じ 救助 
るれ た 五名の 婦人 中に 井上々 を 
ホ 人の ある こ V だけは 確め もれ 
たのみで、 氣の毒 じ も 井上 少佐 
自身は 巧衛 不明の 部じ數 へられ 
で 居た。 

♦救助され た 船客 人名 まの 中 
洩れて 居る H 恐らく ゐる ま：， 
n こと も考へ 得^れる ので、 
今回の 遭難 まの 一人で ある ラ • 
ナシ 3 ン のデゲ キス 氏が ア メリ 
カン •シ ツバ ー 號じ救 はれて 歸 
つて ホた のを 迦 へながら 第 セ號 
楼橋 へと 急いだ のは 水曜の 午前 
よ 時、 橫橋 右側の 挪 長い 廊下に 
は 救 巧され た巧サ 余を み 船客 及 
び 船員を グリー ト すべぐ 妻子、 
親戚、 友人、 新聞記者 なで 總勢 
五昏余 名に 上つ てを ちずけ て 居 
男 ホの レポ ー タァス は銳峯 
を 右ず、 メモを 左手 じして 盛ん 
じ變 b 稀を 漁 b ホる く。 

♦巴 ± 遜の 河 霧を 彼って 午前 
九 時半、 でー •で ム •で 火の 船 旗 


»> 

力 


ご 太い 煙 简が見 わ、 小 蒸 療船じ 
曳 か；： て 疲れた 榜な アメリカン 
シ ッバー 號が踐 橋に 横付けに ぃょ 
る や 否や、 一同 期せず して 歡黄 
を 揚げた。 化 づー孽 船を の 遺 難 
まか'-^顺じダングゥ ホ1 V -% 

る ど 待 も 焦れた 人々 が 『- り 
ウ ネ リ ！ 』『 0 ジ 3 ン 
ン」 『ヘィ. ジ 9 1 』 ご ホ々 違つ 
わ 聲で絕 叫 I 、 酱銜の 聲官を 押 
し 例 さわ 許 h の 勢 ひて お 物晚噓 
する もの、 握手す る もの、 しが 
みつくも^、 泣き 笑 ひずるら の 
が ある 0 

♦デゲ キス 巧 夫妻を 擁 t て 握 
手した 自 をは 威 極まって 聲が出 
ない。 『良く 味て す さい ましれ 
御蔭で 蘇 ホし ましたょ」 ど 飼を 
じ元氣 のい； デゲ キス 氏に 漸や 
< 視辭を 述べて 『井上々 佐 夫妻 
のをを を 御が かです か』 ど 尋ね 
る ど- 『ホ 人は 軍 渡に 助けられ わ 
容 ずです が、 少 をの 消息は まだ 
飼自 ょせんが』 ど 氣 の毒顏 、デ 
ゲ キス' 氏を 追 ひ 掛ける レポ-- タ 
アス と共に 一二を 閣犧單 じ 遭難 
の模 憶を 聽 いた。 

令 事務長 じ傳 言を 頼いで、 シ 
ッ クリストを 一瞥し わが、 井上 
少佐の おも 見わず、 最後に 上陸 
した 繼 員の 中には 勿論 居る 溝 も 
ない..' せめて 巧 か 外 じ々 をの 消 
息は U いかご 訊いた が、 誰も か 
つて 砖る ご玄ふ もの もない、 混 
雜の裡 じ レポ^ — タアヌ が 彿の經 
緯 で、 翻 みを ひを 始める。 電話 
が嗚 る唁騷 さ。 カミン ダス 船長 
の ラデォ 中に 『ホ だ 曾つ てを た 
こごの ない 最 勇敢なる 男女』 

ご あつた 一人は クララ •ボ r 瓜 
夫人 ごを ふ 頑健 さぅな 婦人で 不 
幸な ダ H タッ ブス 号の 司 厨 女で 
二十 余 時間 浪の 中に 巧僖 したの 
であると を ふ。 ニ 一二 眷族の 迎を 
をけ、 あまもの 嬉し さじ ヒス テ 
リックな 聲を 張な 上げて 泣きな 
がら 急いで 往 く。 縁 なき 人々 も 
威 極まつ て 賞 ひ 泣きを する。 

♦二等 船客の ボラ— ドと 云よ 
黒ん が 待をまで 語る 所 じ 化れば 
遭難の 巧 因は おお 媳の 扉が 破損 
したの か、 間隙が をつ たの か、 

こ i から 怒濤の 浸入を 受けて 簾 
船は 傾 挽の 巧を 早めた ので ある 
ご 云 ふが、 危换信 號を發 しね 時 
間が 遲れ すぎた こど、 船員の 運 
鈍 じこ ど， 救命艇の 下し 方が 還 
れ たことは タ數の 巧者を 出した 
理由 だ どま 張して 居る。 『船を 
の 中には 憤慨して 是れな 殺ん 同. 
穩 だ』 と 怒鳴っ て 居た のが ゎる 
ゴ 語る。 南米 人の 水夫ら しい 荒 
くれ 男が 二人の 婦人に 抱きが か 
れて 嬉し さのを b 泣き出す ど 云 
ふ 悲喜 相伴 ふ 縷面じ 堪え 切れず 
校 橋を 去る ご 巧 ホには ノン 氣さ 
ぅな見物：^^黒山の樣 になって居 

た。； 記 芝 


議 i ぉ稽ホ 


御 把し い 餘暇じ 巧 ごも 言への 
淨墙璃 の 趣 ホを 御 賞玩 被 遊 度 
皆 棟の 御 巧 遊を 歓迎 致します 

野 澤吉ち 
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五 干 一 第 


雜辦資 M 


日曜； L 】 


日 セ 十月 一十 年 H 巧昭 


【四】 


騰本 證券 會お 

一般 有僧韶 券ノ賣 貝、 引受、 募集 
i 金 離、 化 ニ 之 ニ 觸スグ 一切 ノ 業が 

I 賦 藤本 ビル；—？ 銀 巧 

紐 育 お 張が 


鞠 城 叢、 嫌 貨卸寶 

嫌が ブ タザ ー ス 


巧貨 陶碟器 

ドライ グー ズ卸資 

太洋寶 易が W 會社 

支 化 ホが 古、 ポストン 


資本を 畳 ほ 旧 
拂込巧 資本を 六 モ巧旧 
捣 なを ホ 千 一二 亩 五十 巧圃 

城賦 * 一^^ 

本店を 京巿 日本 巧區本 革屋町 五を 地 一巧 
ま 店 小 博 日本 宿を 巧 (1 
名古屋 京都 大巧 巧关 ち神戶 
廣島 下顆門 司を おお 岡長麟 
おかを を 買の 水 


货 出入 巧を’ 電信 送金' ホ 送を、 旅行 信用が 
商業 信用 狀其他 一 股を 巧 業 

乂餅 竺裹銀 巧— ま 巧 

■ 槪 を 送金 ハ 日本み 地 無手 おが？ 迅速が 圾 
本店 巧を (定期 通知 ノニ 補) 巧 便利 取扱 
ネ 支店 東を (本 巧〕、 大阪 、巧戶 、巧 都 
巧が 地名を 屋 、小 お、 上が、 な 致 


▲« 巧 ま 各 等 巧 巧 か 食の さ 奇» 巧ん るは ホ 組を 
のか 巧な 切 T 穿 ミ 共に 當 化の 巧 さするな で ザ 
▲を 化 太平 浑お巧 I ニ净 巧が はを 部ず ホ的攻 ちみ 
化し i しわ、 巧に ホポ « のかみ は 巧謂ツ i 
ス トサー ド 又は スナ王 デ ✓トク， ツスな との 
ち 値 も おへて 居 寸 

® を 潘 出帆 ホノホ 経由^ 正午 出执】 


I 天洋丸 

一 コレア 化 

I を巧乂 
_ 西 比 利亞化 
大洋 兄 


十二 巧 五日 .U 
十二月 廿日 ^ 

'一巧 二日 I 
一巧 十六 日 U 
ニ 巧 十一 二日 K 


® シアトル 出帆 【午 十 時 お 化】 ^ 
靜岡乂 王 巧 甘と 白 J 
橫濱丸 主 巧 十五 日が 
加賀丸 ’一巧 八日 P 

® 6 を贸目 本 斤 巧 W ^ 
或. 訪か 十一异 一日 
化 見 吃 十二 巧 十五 B 
▲が 育 巧 帆 巴 まあ 經由 a ネお芭 物 船—' 巧ニ历 
▲沒道 切な i 券 其 化 萬 事 街 便を じ 御 お 軒申片 
▲た 西洋 大あ紀 をせ 乘化切 巧 御 使を じ 取 計ま寸 


シア' トル お 化 (午前 十 時) 
あ ふ b か 化 十一月 ホ 八日 
あらび や乂 ち 月 十九 H 

ば リずあ (な 港 巧视) 十二 巧 十 a 
►一 第橫濱 一九 五 巧 

化し ば 4 す 化 るん でんかは 一 五 五 ホ 
▼一二 等 日本 行 五 五 巧を ま大を 遺を 族 室 多 お 
►御を 望に 化り 一等 割引せ 涅 切巧發 巧を 巧误 

ロ. ス アン ゼ ルス 出帆 (午後 一二 時) 
もんて びでお 化 十二 巧 十日 

はゎい 化 一 暑 香 

▼一等 横濱 ニー 一一 0 巧 化は わ' いみ ミ じらみ 一を 巧 
▼巧が 一二 等 日本 行 五十 九 弗 ▼一二 等 日本 巧 五十 置 巧 
►沙 藩羅 巧斤衡 を 切符 瘍 妻を 魔 入御 幹 鹿 か 4 侯 
▼が 育 線 パナマ 紹由 日本ち 那巧 貨物船ち 一回 


ハィカラな 紳± は 

化 立 服を 召しまず 

ホれ は 宜< 身に を ひ、 商 掛けは をく、 を 
して 巧 ホを ょら も 長 持 も 中る 事を 知って 
るからで す。 弊 巧は ぞ較 U 米 紳± の廚用 
を 承つ て 居ます。 

n 化廣吿 じて 抑 巧 店の ホには 

六を 割引を します N 

御 注文のを 巧に 係 はら や をら 巧， 一巧を て 
見て 下さい 

ウ オル々！' ェ シド フロリ 十 巧 服 巧 


▼鄉 里を を 及び おを を (おすな 巧 r 外* 
爲替賣 買、 荷爲を 取組 取を、 信用れ 發 
巧 等 一 較お巧 業務 御 巧 巧 じ お 圾巧比 « 

£ 賦 臺灣銀 巧 馨お張 所 

本 巧 臺灣臺 化 

を 店 まを、 橫 巧、 大 あ、 神 ロ、 上 お、 巧 
ロ、 福 州、 厦門、 她 頭、 香港、 廣 束、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン 、バタ ビヤ、 孟再 
々グ カツ タ ，が 致、 其外臺 潰 十四 ケ巧 

1 、 資 ぶを 壹億圓 (を 巧拂这 巧) 

一、 稽 立を 一億 ニが 五十 萬圓 

內化本 支店 U 橫漬 (本店) 巧 ま大阪 
神 戶を睹 下 巧 名を 尾 

橫濱 正金銀行— 支 巧 

ホ 国を ま 巧 = 轰巧羅 # 沙ボ 巧を 
其 他世界を 國重巧 都 お ニ ぞ店及 ュかン 
スを之 お 


本 店 大阪化 演五了 目 
が 育 支 巧が 育ブ。 1 ドゥ 玉 1 百 四十 化を 

證 住ぶ 銀 巧 

日 お 一 東京、 橫漬 、名 古屋 、京都、 が 戸、 岡 山 
i り^ 一尾 ノ 道、 澳 島、 吳 、柳 ホ、 下ノ巧 
巧 ま 巧 {巧 巧バ 倉、 巧 松、 陈タ 、义留 米、 熊 本 等 

本國 預金、 鄕里 送を 等は 極め 
て 御 巧 巧 迅速 じ 御 取扱 巧 申ち 


本 巧 朝鮮 まが 

ま 巧 出張 巧は 日本 內 地の 樞 お郁巿 ，巧 お 
痛 測、 支那のを 化 及び 浦 捕巧德 

瑚鱗 銀行 紐 脊お張 所 

外 固爲替 一般 お 巧裳務 精々 御 便利 じが 扱 ザ 

董极 


日本 截船會 社 (並 ニを 鐵道會 社) 

代理店 片禍 兄弟 商會 

乗車、 乘船 切符 並 じ 小猜物 運送 御 便利 じ 取扱 申しまず 


諸雜貨 仲買、 卸販賣 

保. 巧商會 


陶磁器 雜 貨卸資 

春 阻賴會 


H 本陶破 黑锥當 類卸賣 

.ザ 元ブ タザ ー ス 


日本 陶破 器雜賞 

ラム プ卸賣 

奈良寶 易商會 


H 本吳服 反物 キ モノ 

テ^ — ブルク ロ i ス類 

諸雜貨 卸商 

I 献日本 ドラ ィグ 1 ッ商會 

特别廉 惜で乂 勉强新 巧 巧け 常 店の 巧 長 


n 木觸黑 雑貨 
ドライ グ ー ツ お販賣 

餘賊を 木 桃 ホ 組 


を 巧 曰 4- 1 弓 がご な (を 曜) 午後 ニ 時ょり 
を お 日 .1- - 戶 .廿四 n (± 曜) 十 時まで 

◎ ち 催 n 本人 美な 敎會 、淸 話會、 靑ザ會 

巧 百 0 八 T 目 一二な 二十 一 二番 

◎目的 會舘貴 債 償還 > 會舘修 籍の爲 め 

遽善バ ザ I S 

岩寻 g 淸詔會 婦人 製作 品 子供 ド. レス スゥ ユタ ー 造化 
を f 長店ク ，リス マス 贈答品を 砕、 陶器、 漆器、 袋物 類 

◎食堂す し、 ぅでん、 しるこ、 わが、 儲 染子類 其 他 
◎餘 興が 樂、 I 、 其 化 色々 .. 




ラム プ 及び シルク シエー ド 

製造元 卸賣 手 塚商會 

H. Y’ TETSCKA CP 
ニ We を呈 h ぎ：. 晏ぎ Chel 塞 8 骂 


♦基督を 修道 魯 
靈 能の 展開 今が 化師 
♦日本人 美な 敎會 

を ご 知 ど 信 宮崎幸 ご 一氏 


巧 胸 スペシャル 


加 卿 

末廣 新米 

到着 致しました 


か 桐 兄弟 商會 



一 ブ撰リ 
新 數の子 


桑ん 蘭會 

ニ 4 E 哀 T 是 ih MT : N . If . G . 
呈 one . す 巧ミ w ニザ是 57 


語學 敎授識 M 繞 

じ 親が じ 婦人が 敎授 致します、 
をが f 好 結を を 得られます。 

す 香 ho ミ 互 versiiie 芸黄 


東京 商 會特吿 
開業 御 披露 

今般 客樣 の御勸 めじ よら 弊店 
.內じ 軽便 食堂を 新設 致し 專 らお 
手輕 、滋養、 美 ホを 旨 どを し斯 
界じ其 人 あら ど 知られた る德永 
常み 郞 氏を まな どして 去る と H 
よ b 開業を 愼間 何卒 御 ホ ホ 御 試 
をの 巧 奉 願 上 候 
I 、 チャ プ スィを 禪 S 十 他な 上 
一、 すき 燒を 碑み 十五 化 W 上 
I 、 ぅどん、 を ばを 掷ニ 十五 仙 
を 

おを 商會 食堂 

r 。\ —ト メント 貸し 

一//. ' * ■たし 一室、 

1 ニ 室、 四 室、 五 室’ 家賃け 格 ま 
都て 最巧式 設備 あ 6。 を 接 御 申 

おあるか 又は 電話 じて 呈 iin 巧 岩 ロ 1 
じ 御 尋ね あれ. 

巧 6 羣 Wash 是 ton AVB . 

御 披露 

今回 タ 年經驗 のがる 腺 利きの 
日本人 職人を 雇 ひ 入れ ましね 
是れ をの 梭に 御を 樣を 待たせ 
る 棲の 事け 御座いませず 穂々 
勉强 致しよ すから 巧 變らず 御 
攝 負の 程を 願 上げます 

. 淸巧髮 巧. 

西 四十 一二 了 目が 番 

トランク 約 丑な 蝴の 
I ごノ ゥ ォド 口 ブ 

及び スチ 1 マ！ トランク 六 巧 五 

十 他、 化 ホ 直 十 仙、 十二 巧 立 十 
他、 ホし 許 も 使用した 跑類一 弗 

S 弗 没び： 立 弗 

芸 4- S 里 h re ., G ミ. 左 th 芭 ， N J . 

トク ンクい U じ 

イン ノ I ベ！ シ ヨン トランクを 

物と 弗 五十 仙 i ち 十二 霜 五十 仙 

岩で St 置を S 穿 瓦 




河上淸 巧の 執筆に なろ 

英文 高峰 博击傳 上梓 さる 

簡潔に 叙述され た 光彩 ある 生涯 


本年は なをげ 蔑吉博 ± の セ 周 
年 じ相當 する ので 商 峰 家'」 巧て 
は 昨年 ホ 記念 事業の 財 畫を樹 て 
稱 々巧 置の 結 巧 博 十； の 小 傅を 巧 
文 じて 出版す るを じ 决し資 巧を 
河 上 淸巧じ 提供して 同氏の 執筆 
を藏 ひ、 同氏 今ま歸 朝な 前 大体 
脫稿 せる じ 依 b 更らじ 前 紐育シ 
ブィ •々レ ツジ 絶 長 じして 紐 育 
タィム ス胜 副ホ笨 である ジ 3 ン 
ュ ツチ •フ キン レイ 博 十； の校閱 

を經 、他面 お 版じ齡 する 設計を 
當ホ 第五 巧 四百よ 十五 番ウ キリ 

アム ■ェ ドウ キン •ラ ツジ 巧會ご 


巧 渉し、 同 商會副 おを ゥォ 少タ 

T •でん •パ タァ ソン 氏 自ら 設計 

の 巧に 當 b 高峰 家 側 委員 ごみ じ 
大小 体裁の 選を、 巧て 印刷の 校 
正、 用 使 紙質、 活字の 證衡等 じ 
タ大の 日子を 鸯 したる が 愈々 御 
即位 ま孽 巧の 前後に 至 b て 完成 
する じ 至つ た。 

右 英文 鳥 峰 博 ± 傅 記は ホ 彩 ぁ 
る 故 博 ± の 生涯を 簡潔 じ 叙述し 
たもので、 觸 して 『島 峰 譲 ま、 
彼の アメリカに がける 成業の 記 
錄』 ど 云 ひを 篇を 二十 ニ 章 じを 
も先づ 高峰 博 ± 家を あし、 誕生 


靑年 時代、 巧 厨留學 、歸朝 3 ホ 

の 活動、 三 ウネ 少ン アンス 大搏 

覺會 時化、 結婚、 人造 肥 巧應用 
の 運動、 ホ 圃釀を 家の 招聘、 ぺ 
オリ アタ 苦必 時化ち 名なる タカ 


が 巧を 0 て 支那の 發 達を 妨げた 
どま 張す るのは 誤謬で ある』 ご 
て 支那の 說 辯を 戒めた。 


デア スタ 1 ゼ 、アド リナ タン 其 


化の 發巧 時化、 發 明の 成功、 時 
の 人 どしての 時化、 巧 學界巧 外 
の 巧 動、 ブ グワ サイド •ドライ 
ブ邸ど 松 化 殿 じ 及び 最後に C — 
ウ で 八の 蔚 『死は 美しい』 の 一 
句を なて 結む で 居る。 故 博 ± の 
親ぶ の 一人で あつた フ キン レイ 
博 ± の 序文 も 幾 废わ椎 敵を 試み 
たる ものであるが 讀む 人を 一 ^ て 
故 巧 ± の爲 めじ 知己の 威を 深 か 
らしめ る。 裝愼は 色彩の 配を、 
高峰 家を 絞 矢を の T ム プリント 
ど 云 ひ 頗る 慶雅を 極めて 居る。 


日本の 政界は 崩壞 時化 

小黨み 立は 改造への 道程 

旣成 政黨內 の新舊 思想の 衝突 

衆議院議員. 鶴見贿 輔巧談 


明政會 1 鶴 見 輔雙 

は r 英雄 待 撰 論」 一 册を置 ±產 
じして 最巧米 國の講 お 旅 巧 じ ホ 
た 『今迄の 二十 數 回の' 弟 おはを 
田舍娜 b でした' やつと 都 入ら 
した 所です』 と 前が 着いた ばか 
b の 巧は ホテ片 •プラザの 一室 
で蜡 集して ゐる ホを の 前で 叙を 
間の 談 姑を 閒 {。『今度の 讓お 
は 昨年.； 約束の 殘 b をち して ゐ 
るので 今後 尙は I 二十 凹 ばか b お 
ら なければ。 ら の。 を < 席の溫 
まる 暇 も。 い、 ホ 巧 I ニ U シヤト 
八を 發 して 歸朔 する 豫定 だが 議 
會 までに まあ 十 H 間の 餘裕は あ 
る』 ど、 學な 的の 若き 名 ± も搂 
に 化 ひを 軸 ゼる化 講± である。 
『日本の 政を U 今や 崩壊 時化で 
ある。 おの 持論で ゐ った 政 蘇な 
善 前の' 小媒み 立が 巧た ので ある 
旣成政 黛 内り' 

新げ 心が、 心 ご 舊思巧 ごが か 七 
かも ご觸け 合つ てがける ので ゐ 
る。 がみさん のが 黨 クラ プがキ 
ヤス 乎ング •ボ— トを提 つたと 
おはれた の もぶ の 間、 ぃや 憲政 
一巧 會が 握つ たと 思 はれた の も 

掌を 返す 間 今度 こを は 政 

府 はお 黨政义 曾を ±臺 じ、 柯う 
見ても 過半数を 制して が 溝會は 


安泰 ご 見られて ゐ る。 が 

さう 容易 （間 尾が 卸して 吳れる 
か、 憲政 一新 會は 政府を 支持す 
る こごは 確から しい。 其 化 群小 
のを 黨 、われ も是も 御用を 巧め 
やう、 等々 ご 並べて ホる ど 誠に 
與 黨萬歲 だが、 恐し いのは 內輪 
のか 裂で ある。. 恐らく 御大 典 後 
じは、 この か 裂が なぶ 會內じ 起 
つて 內閣 は. 

議會前 じ 潰を うご さへ 

云 はれた。 一つは 鈴 木 前 内相を 
他の 一つは 發月內 相 系、 今】 つ 
はみ 巧遞相 系で ある。 この 一二 あ 
を 主流 どして；^ 黨 巧-しは 集を 離 
散の 騷動 •か ホる こごけ 瞭か であ 
る。' 講會前 -1 はを らく 發 芽を 見 
やうごあ^$。る。 ょし、 み議'會 
は あ 樓に滿 ^ たょ； で 案 W 靜か 
に濟ん でら、 恐らく 是は 現內闡 
の 最後の 壇瘍 であらねば。 ぬ 
かくして 旣 がか 黨 ，‘！ 崩 壌す も。 
建設の 前の 小黨か ホ， か 現出ず る 
新舊 思想の 色 別け が 明かに なつ 
て ホる』 ご 鶴を 氏は 明確に 鐵 ぶ 
する ので ある。 最 なじ 鶴 見 氏は 

『柯時 ホて i 何度 來 てら、 ホ國 
で感 ホる ことは ア メタ々 の繁榮 
其 ものである』 と 結んで 巧化乂 
國义 明の カ强 さを 腿んだ。 


瑞氣 一堂に 満 々ごしで 

八 巧 二十 餘 人の 大 晩餐 會 


空前の 盛 化 ご美觀 ごに 陶醉 する 


一個片 餘こ宜 つて 準 楠を 
整へ たる 御大 禮 奉祝 會韦 催の 大 
晚餐 曾け 去る 十四日が 駒 惟の 響 
尝部委 貸を にがて 摄 巧の 打合せ 
を 了し、 施 お 部擔當 5 席み 表み 
化ら 巧 じく 化を 徹して 整 砸を吿 
げたが、 昨 化は を 刻 削ょり 陸績 

どして 會お ホブ作 •ア スタ ァに 

向 ふ 村 胞巧女 A び々 数の ホ 人 も 
加 けら てが 絳 おけ 閒锁 U く 上下 
しつ t みつた。 會 煤の 天井を 裝 
飾せ る奠 草- < マィ ラックス ご 紅 
莱 ごを 參 差せる 色 おは 紫の 岐幕 
が 上の 巧が なが、 旌な兩 侧の菊 
畑、 禪 樹ど权 映； て 頗るち 觀を 
巧した。 ぶ刻骗 きい じち 幾轉じ 
みぎ 奏樂视 じ 一 J 巧 見 おょ b を 


あ』 にて 美諮會 々員 地 ま、 瀬 尾 
齋 藤、 交 傅の 四 氏 化を 謠ひ芽 出 
度 舞 ひ 納めた る 後 益 旧太郎 冠を 
作 喜劇 『叔父の 贈物』 一幕を 演じ 
南部 氏の 叔父、 を 田 壌の 娘、 南 
部 夫人の 下婢 じて 太 喝采 裡じ演 
了し 夫よ 6 舞踏を 開始！ 散會せ 
るは 翌曉ニ 時、 盖し 空前の 磕巧 
ご 美 觀を呈 した。 


南部 夫人の 

オ クフ 出纔 


豫て 契約 中で あつじ 南部 鳥嶺 


を じん b 風 間藝裳 部を の 

合 障に をて アメリヵの 
風 歌を 吹奏し* 次に 君 ダ 化を 一' 
唱 して 着席 後、 記念の 撮 彩が あ 
らデ ザ！ トコー スじ 入る じ 先ら 
吿信泛 長の かに 從ひ 一间 を立最 
敬 樵 禪じ离 橋 砲兵 大佐 3 發穀じ 
て 先 づ米劇 大統領 S 萬 盛を S 哨 
し、 みに 化 川 お， み 造機 大佐の お 
朝..； て 天皇 陛ト ななを H 唱し 
が 信を を 簡單じ 開會の 巧を 述べ 
齋藤 總锁事 3 祝辞、 田 島 總務部 
挺の 報吿わ b 、 而部 夫人の 豪 祝 
歌哨 かにて 第一 式を 終へ、 響を 
がな よ 5 餘 興に 巧る 巧を 吿げて 
巧 十 おか々 激 ，其 問會 おのを'^ 


を 化 b 去 h 松 山 大佐の 化 舞 『の 


夫 入は フキ ラ デかフ キヤ •ダラ 

ンド •オペラ •《 ムバ ニィの ま懼 

で 一昨が 八 時 同 ホの アホデ ミィ 
オブ •''、ウジ ツクに 出演して ロ 
ラコ 。のま 役を 勤めて 好評を 博 
した。 お 清の 歌劇 俳優 中 じは メ 
ト 。ボリ タン 劇場の デブ^を 始 

め ステ チェンコ、 力が ラシ ユ、 
アゴ ステ ニ， アンジ M グ； > '等 も 
加 はら、 曼府オ ー ケス トラ 蝴の 
四十と A が。 ジン スキ ー 博± の 
指禪の 下に 演奏した が、 可 巧の 
ちず 新聞紙は 筆を 揃えて 夫ん の 
天才 ぉ驅 歌し 『昨年 常 地 じ 於て 
バ タフぅ ィ ，じ 成功した 南部 ホん 
が新埼 化を 開いた のは 特筆 じ 値 
すべきで ある JI ご 報じて 居る。 
因じ间 夫人は 昨 巧^ 奉祝 大晚餐 
曾に 出席して 奉祝 歌を 一唱 し、 
別 じ 喜劇 『叔父の 贈物』 一 幕に 加 
は b 南部が を 氏、 を 旧な 合 子 壊 
と共に 出. 摘した。 


ラ モシ ト 氏み 


對 新ち 那觀 

前 遇を 曜巧ホ テグ プラザに 於 
て 隅 かいた 米で 協會 例年 晚餐會 
じは ホ國 無線電信 會 社々 長 バァ 
ボート 氏司會 ：5 下じト ー マス* 
ラモント 巧 ど施肇 ぶを 使 どが 重 
なる スピ I カアス であつ たが 施 
を 化は 例め 如く 『支那の 大衆 敎 
育は 長 化の 進 ホを。 しつ i あら 
て敎 育の 効果は 速 かじ 示さる ベ 
し』 ど 樂觀說 を 述べ 『満洲は 憾 
が たるま 那 の領尘 である。 ま那 
は剧固 じを 正なる 待遇を 要 ホす 
ろの みで ある』 ご 附言し 新 じ 生 
まれ たるま 狐を 刮 円して 見ょ ど 
做 語した が、 ラモント 氏は 支那 
の退滩 たる 形勢 どな 黨の凌 機 ご 
を 指摘し 『予は 政て 支那は 陰 獲 
なる 削を に お しつ 》 あらと 云 ふ 
ふじ あらざる も、 治 外法 權 のを 
時 撒廢の 如きは 到を 替 同し 得*' 
い。 ホ 支那が 所謂 不 ホ等條 約の 


基督 修道 會の 

獨唱 會闢催 

一二 浦 環 夫人が 出演 
旣 報の 如くぶ 瞥敎 修道 曾 じて 
は ホる 十二 巧 1 u {+^ 曜) を 巧し 
會 館ぶ 金 募集の 目的を なて 獨唱 
會を 開く 常で わるが、 當 巧け 午 
後 八 時 十五 かょ b 云 浦 環 夫人の 
出演 あるべく 第一 部は。 アレィ 
(英語) じ 始まら モザア 、マ セツ 
ネ 、シュゥ バア ト其 化が 獨邸大 
家の 名 がをお 唱 しお 五部に て 琴 
噴 『サクラ』 が 診 『瀬の だん 畑 J 
環 夫人 自作の 『御正 巧』 等が あら 
最後 じ 環央人 得意の バタフライ 
の 一節を M ふ 由入檐 巧は 一巧 五 
十 納級ど ニ 巧 五十 仙 級 どじを か 
れて 居る。 場所は 國際學 ホ會館 


デ •ツロ ィト 巿闲胞 

御大 禮 奉祝 盛况 

故輕 じがけ る 即位式 大典 擧わ 
の翌 目を 巧し 當 市な 留 同胞ち 十 
餘 名、 半白の 元老 組を 始め タ數 
の 少化者 出席、 夫人 連の 中 じは 
異國育 もの 大和撫子 も ぁ b 眼は 

しく も 打 集 ひ J はシ ティ ホ— 八 
じ积 近き Y "-w •じ •A •禽 館の 講 
堂でぁった。 ま巌 かじ 兩 陛下の- 
御 尊影を 拜 して 最 敬禮裡 じ御即 
化餐壽 ぎ 奉 b 、 みで 敎育賴 語 並 
じ 今上陛下 御踐が S 巧の 赫 詔を 
を 讀し 君ボ化 一二 唱の 巧ち 祖國を 
思 ふま 誠に 出で たる 感話 ，或は 
刮 胞の發 奪を 猶憑 する 獎勵の お 
說わ ら、 終ら じ 萬 歳を 一二 唱 して 
まを T へ 一同 食を ！_ 移 b て晚餐 
の 卓に 向つ わ。 化 日會瘍 柯れの 
間に も大脚 菊を 滿裝 す。 芬巧遙 
拜の集 ひむ. 目 お 度から しめたる 
もの 幾許 ぞ (ダト。 イト ポ^‘》 

W •生學 


巴 里 協約 支援 會 

本年 八月 じ 里 じがて 署 あさわ 
わる 平 か 協約 支援 運動は を 地 + 
じ 勃興し 一面 反 お 意 兒の發 表* 
あいど、 な 育 州 戰ザ巧 化 委員み 
主 罹の 下にみ 週 ±隨 (廿巧 日 一な 
後 ニ 時半ょ b 巧 一二 十 化 了目サ + 
番 機械 擧會 々館 じがて カット ± 

人、 ブリゲ でン氏 及び アレイが 
の 『協約に 影馨 する 輿論 お 題て 
じ聲援 演說が ある 堂で 傍聽無 II 


公人が 人 


•觸藤 治 S 郞氏 太が 貿易 株式 
會 社々 長、 西部、 市 俄を ホ 巧を 
經 てまる 十四日 着が し當地 じて 
越年 P 上 ホ 春 お 朝の 豫定 
•馬 塔 义成氏 H 本 基督 神戶敎 
會 牧師、 今夏 羅府 じがて 開かれ 
たる 萬國 H 曜學校 大會じ 巧 席 後 
東部を 經て渡 歐の上 去月 下旬 神 
戶じ歸 着せる 旨 入信が あつた 


鴨說敎 


♦紐 育 H 本人 敎會 
待 も 遵む必 


淸 氷な 帥 


臂 度 新 且ハ附 の 明るき を氣 


の 流通 宜 きご 一室 アバ 
— トメ ント貸 度し、 御 希望の 方 
は H 曜 H なれば 終 H 、 夫れ な 外 

は 午後 六が 過ぎ じ 左へ 御 軍 話 あ 

I 

呈 lings 芭 36. 结 N Wadsworth Ave . 








303 F が 化 Ave., 
Tel. Caledonia 4101 

巧 田 商事 巧 巧會な お育ま 店 
Uchida TVa ぶ ng Co., Inc. 

1 1 Park Place 
Tet BarcUy 1 巧 6 

島 賓易揀 式會栽 
Shixna Trading Co., Ltd. 
150 Broadway 
Telephone Rector 1434 

株式 會化赤 尾 巧を 
Akawo 基 Co リ Ltd リ 
2 お Fifth Av も， 

TeU Caledonia 9738 ぷ 9 

巧 倉 製 おな 績株 ま會な 

Katakur 泛在 &>•, L お パ 
200 Madison Avenue 
了 el. Ashland がが - 4546 

に Mitdni が 0 

i Mikimoto Pearls 

535 Fifth Avenue 
1 TcL V, ぶ derbiU 2 な 9 

大倉組 殺 巧 支 巧 
Okura 在 Co., 

30 Church St., 

Tel. Cortlandt 2292-93-94 

H 共 巧る 會社 
巧理店 
高峰 商會 
120 BwjdwaK, H, Y. C, Tel. お 舱 r 巧 84 
Facto 。 ; ぉ - 10 3 封 h む も ， L 1 . 峭 

ま 巧 访を巧 ま會ぁ 
Asano Bussan Company 

Room 801 -80 弓 
l6 な Broadway 
Te!. CortUndt 8047-8052 

, Gosho uorporaiion, 

j Silk Importers, 

が 技 a か B4 化 Street 
1 Tel. Ashland 4987-91 

Gosh 。 Co" Inc" 
Cotton Exporters 
60 Beaver 化， 

Te! Bowli 媒 Green 目 60&4}6 

巧な 讲巧道 賊を社 
な 巧* 巧 巧 

South Manchuria R. R. Co., 

Room 2026, Canadian PaciHc Bid?. 
342 Meidison Ave. 

TeL Vanderbilt 4135 

云井姻 巧 ま會を 
おを ま 巧 
M れ sui 在 Co., 

6 な Broadway, 

Te し Bowling Green 7520 

みま 會 社を 井 巧 巧 
な 育ま 巧 
!wai 在 Co., Li ん 

Woolwo け h Bui! ぷ 巧， 
Tel. Whitehall 6040 

S 達 商事 株 ま會粧 
組 育ま 巧 
Mitsubishi Shoji Kaisha 
(M れ •ubUbi Co " い か 
120 Broadway 
Te し Rector 2560-25 だ 4 

大お 朝日 ニ 東を 朝日 
化 巧 ま 巧 
Osaka Asahi 

rhe New "i ork 1 lines Annex 
TeL Lackawanna 1000 

曰 本镜ぁ みまを 化 
が靑 支店 

Japan Cotton Trading Cq.^ Ltd., 
25 Madison Ayemie* 

TeL Lexington 8780 

日本 生糸 巧 ま 食 班 
が 育ま 巧 
NIPPON XMT0 KtlSHt, LTD 

Two Park Avenue 
Tel. Ashland 5320 

1 原な をを せ 

が 育を 巧 
Hara & Co., 

443 Fourth Ave., 
TeL Caledonia 7830-35 

日米 生糸 巧 まを 赴 
お 育で 巧 

HI 削 1 •化 1 KI! 扣 KS 邮 SH! がな tSM 
(NlCHi-BEI KUTO CO., LTD.) 
1 Park AvoriM© 

て ei. Ashland ち 2 が ■47»48»49 

大巧 每日 ニ襄巧 B 日 
お 木 s 郞 
Osaka Mainich] 
Room 306A World Building 
TeL B«ekmait 4259 
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菊花 薫ろ 響 宴 殿に . 

大禮本 儀 芽出度く 終了. 

龍顏 いと 麗しく 內外 使臣 威 激の淚 


‘京都特電十セ日發〔職合」昨：11ょ>おょら本8を3て 

終 - J し な 人缕 大嘗宮 い 御お な に が て 聖 -^陛下 が 皇祖 か ら新穀 
を わを けに U ら旦つ これを 阜祖 ホに 天地 化 祇じ御 親 供 じ K つた 
上 御 がらら 聞 召 ~ ^ たるら のをを 巧は 廣く闕 民 一般 るら 外 齒扩む 
じまで も踢は 6 御が 位み 歡 びを 拉 ドに おわか もじ。 る ごい ふ、 


日本の 國體 y 如實に 示ず 


：= n りが だき 御瞎 y みに 大縷お 一 U は恤 めて 意義深く を國は 元ょ 
6 諸 外 固に；：；： 留 する 巧ん も變 をを 開 ひて お 祝 ひ ホす i いふ 日で 
わる、 この n おけし じ預 b し 入々 U 約 九-り 人、 アメリカ人 ごし 
ては な H を 播乂化 マクグ ぶ— 氏 夫妻、 バー 子ット 大佐 ホ 妻 等の 
か 列 おの 人を 化 おび 時 派 化 卸 ま 約 巧 人を をみ、 が H 午前 十】 阳 
かか、 なされた 內 外ん は火纔 服、 n — フ ••え 3 グ テぶ ひは 桂 格 
の ザ 女 參列諸 負は 執 集 巧 じを 集.. て 正午、 街乂 典の 爲 めじ ぉ 巧 
の 精巧を ぶした ホ々 しい お 築の 變接 おじ 入る、 この H 聖上には 
乂 て 帥？ 御 止 お、 尝后經 Y ' し U 。 — プ •デコ 八 テを なされて 諸 
皇族 御隨 件、 玉座し 就かせら る； や、 畏くも 

天皇陛下は 颗語 y 賜は り 

田 十 總巧大 たこれ に 奉答し、 みいで かを 團を化 表して 獨逸大 化 
ゾ^フ 阳七 謎んで 奉答す、 これ-. ，終れに 兩陛ト じは 白酒、 黒酒 
を おし 上ぅて 諸 負 J も贼ゥ が 滕 式部を が悠が まを 兩化 方から 
が 防'" 色目を 葵し 一 i で 一岡 じが 膽か 酒の 巧す 賜ゎ 6、 み ホ 舞 
悠 が-ちぶ 巧 地方の 風俗 舞、 お 節 舞 かゎつ てから 倚を ど 女ち と 
が 兩陛ト じ 州 お 形の 御 巧 お 台 じ化ピ 菊を 飾つ たが 製频筛 華を 厭 
じ 奉 I 參别諸 員には 竹 ご おの 柿を 鹏 b 外輕の 使節 等 も 威 殺 じ 
ひじ もつ {退出した、 昨 H の 大響窠 一日は 午餐で あるが 第二 日 
は 御晚餐 でが 宴は 御 憶 曾 じあた 6、 第一:: ^ の 御 儀式ん を然 日本 


麗ゎ 一 語に 盛き る、 今 尾 读年靈 
伯の 丹精-しなる 千年 化 錦 S 軟障 
を背读 じ、 玉 堂、 春 擧兩盡 伯の 

畢 世の 舅に ミ悠 ち. 

ま甚兩 地方 化 俗歌 御 屏風が 左右 
にたてられ をの 中央に 丹 塗を 裝 
の おばし ま举 かなる 舞樂 摹が設 
けられて ゐ る、 この 舞樂台 にお 
いて 久 ぉおじ 緩いて 悠が 、ホを 
の 風俗 舞 か 舞は い、 最後 じ大變 
宴 S 化 ご 歌 じれる 五節 舞が- 演せ 
ら わるので をる、 この 五が 舞の 
起原は 遠く 天武 ホの 抑 化 じさ か 
のぼる、 帝 巧 野の 行宮に 
行幸 をら せられ、 ゎる 權 
化靜 かじ 散る 夕、 琴を 彈じ たま 
ふ、 忽然 V 一して 彼方の もめ 觸か 
' k 五彩の 奎 ゎきの ぼな、 をの 雲 
の 中-' し 五 人の 天女が 羽を の 補を 
ひるが へして 簿 うた、 この 御 夢 
を傳 へられた めが 五節 舞で わつ 
て、 天女が 巧ぶ を お 度 ひる-かへ 
したごころ いら、 五節 どい ふご 


まじ あつれ のじな して ニ U ちは 

純然たる 泰西 流で 巧 はれ 

兩 陛下の 御 服装 tl 第； 日 ピ御間 様で むなしの 人 數は約 ニな 五十 
人 こと まり 外を 削 員 もを 部 送 列、 本日 午を ホ 時化を じ 諸 員參集 
し 化を 一時 脚半を W てあつた かこみ 閒陸 おを ょ b 選 おされた 軍 

おげ ょぷ 、ずべ ^ ベー ン 、チヤキ コウ スキ、 グリ！ ヒ 'デビ 

ユ ご！ 等のを 曲を 奏して 興を 添へ 勸 語、 奉答 等の 御 儀を ももく 
を 则諸眞 じけ が 製 S む菓半 器を 下踞 された が、 巧 宴み お 巧し 人 
おは 約 ニモと む乂 こい ふ 大勢で 火禮本 儀が 終る どい ふ 最も おや 
か だ 御 安で ある、 邸ち 大藝の 銜儀か ィんで 八 時 ころ 邊タ諸 貴 力 
を 集して 化 時を 過ぐ る 頃、 御正 装み 兩 陛下 出御を 待つ て 萬歲樂 
ご 太平 築の ニ 曲が 奏せられる、 この 樂は共 じ 四 人の 舞 人が 

或は 强く 或は 優しく 舞 ひ 

をの 古 巧 的 装束の 典雅 G る、 をの 樂 音の 優美。 るに 陪觀 ニモと 
百の 人々 はたぐ''-- ■恍惚た るぅ もに、 陛ド じは 龍顏 いご 一 麗し < 
-旦人 御、 輕時御 休憩を 十 時半を 過ぐ る 頃 巧び あ 御 あらせられ 
て 御賜饌 をら、 これ も ホ 洋式を なて 巧 はれ 參則諸 員 じ 御菓子 器 
を 賜は b 、 午前 寒 時に あいお 兩 陛下 じは 入御、 御 常 御殿 じ 還 御 
相ぶ つた、 斯くて 大赌本 儀は 菊花 薰 る大蠻 宴の 儀を 0 て 終了を 
吿 げたので ある。 


ある、 舞 樂臺は 古 じあつ ては 御 
苑に 設けられて、' あ 西南 化じ顯 
腸承歡 * 觀德 、明 義ピ名 づけた 

御殿が 四つ 拜觀の 誓の 


ためじ 設けられ たもので あつむ 
をの 故事 じより、 こたび も舞樂 
台の 四周 じは 白が 敷 きづみ、 

靑 兎の ひさ i を のぞかせて、 ま^ 
るで 御苑 じ ゎる かの 威 じを だす 
じつ どめ てゐ る。 五節 舞姬け 地' 
下道を 通って 舞樂台 ゎきの 階段 
をの ぼつて くる、 この 階段を の 
ぼる のが 舞な 上の 苦 V むで、 濃 色 
の 梅を はき、 ちす をの 長い 舞姬 
はよ はで 注意し ない f 潘 つたら 
つま づ いたらす る 

舞姬の 衣裝は 大正 天皇が 
事の 場を ど 違っ て 今度は 御 年若 
くいます 聖ト‘ 陛下の 千代 八モ化 
を 明るく はなやか じ壽ぐ 意が か 
らお 着た る ニ 枚 襲の がは 化 あを 
靑 地に、 枝 懼白拔 どした 裏 薄な 
が絕 の 眞じ 目覺 むる ばか b の 華 
やかな 色目 どした、 R 蔭 縣は長 
く 豐頻に 垂れた 舞姫が 火 離の 錦 
おを の統 、ま ば ゆき 皆 か 弓の お 
太鼓を 背に、 靜 かに 居並べ 皆 

樂人 の 奏する か 琴、 筆 栗 
は、 のどけ （前奏を かなでる、 
前奏の 餘韻 ははる''-^ ど 菊 巧 香 
る 御苑 じ 通 ひ、 つ！ いて 大歌の 
朗吟 

々女 乎が を どめ さびす もから 

じ まを、 たも ごじまき てろ を 

さび ザ も 

歌に つれて、 藥の 音に つれて、. 
舞姬の 天た のかき 立 も 姿は、 な 
ょ やか じ 巧は づ かしき 五を の 補 
かひる がへ し U がら 

檐扇 の おを の 紐の ぁや じ 
みだいて、 奢れる 孔雀み 如く 舞 
ひ はじめる、 歌は ホの 律 綴よ b 
なる、 のびやか じ豐 かじ、 を 重 
に、 雲の 如 シ鬟码 如く，' 邊の 
かき 辭臣 はたぐ 感嘆の 息を 呑む 
一よ かちで 务る 


を就禪 ずべ く 地 机委譜 じは な 對 
の 意向 じして 岡 旨の おお 义を化 
議击 のかき 政ム會 どの 摧 携に軟 一 
が 反 おする ご言剛 して 居る が 、 I 
久原 氏の 巧 躍-::; 巧會 のみ」 止 
ら ず、 巧び 新黨 クラブの 巧み 氏 
を 訪問して 今度け がみ 氏 民が 黨 
脫黨の お看 极 でぁる 對支 なが 問 
題 じ 就て 諮 解を ホめ たる も かが 
の逆轉 にが 巧 氏け 冷が たる 賊度 
じ 出で た ご 傅 へられて 语 をが 遞 
相が この 際い かじら か務も おを 
氣取 つて 出 堀ぎ V 態 巧に 出た こ' 


ごは 鈴 木 曇 ニ 一郎 巧 系の がまょり 
憤慨を おい じので 遮 化は 鈴 木 系 
じ對し 誠が を ホむ るの 當劇も あ 
つた •わ、 政 お 像 想 外の 好轉 じぶ 
政 巧與黨 ^ 1 おを 喫しつ、 あれ 
で】 方 じ 於て はが 期の 收穫を 見 
る こご U く 小 問題 5 解 巧は 大部 
を 東京に 持 越す 冲 あらぅ ど 蹲へ 
られて 巧る お' 、 この お滩 たる 政 
局 じ 乗じて 薩 派の 一部は 演ロ民 
政 黨總我 ごぶ 次新黨 クラ ゾ盟ま 
の 提携を 策し 齋滕 賞大 おの 擁立 
運動 說が傳 つて 居る。 


雨 陛下 伊勢へ 巧 幸 


東京 特電 二十日 發 = 天皇、 皇后 蘭 陛下には 伊敦 神宮 御藝巧 
.■の 爲 めを 都を 御發肇 、午後 ニ 時 御着 蟹 遊ばされ たが、 秩 父宮麗 
下 じは 御風 邪の 御 氣ホあ 6 御 随伴 遊ばされな かつた C 


去る H 陥 0 を 巧の' ニユ a — ク 

タネ ムス、 ヮ — 4, ド、 トリ ビ 

ユンお 等な 十 ホ H ょ 6 を 都に 
おされた 御大 典大變 宴の ち樣 
を 詳細に 報道し、 かじ 陸が 軍 
骑を軍 樂隊が 奏する を 西の 名 
曲に 斯 比し 御縷裳 造で をはれ 
た U 本を 化の 五節 おは 『驚嘆 
じ 値する B 本 固を の 最も 古い 
披 術』 と 報じて 居る、 さてを 
の 五節 おとは 巧 か.！. 

卽位 趟大嘗 巧の 大儀ら がれば 登 
博を じよち て 十一 巧 十ち 日、 巧 


乂原遞 相 班 纏ぎ て 

政な 會 にわ 家騷動 

憲政 一新 會 提携の 効 も 棒引き か 
野黨 •聯 盤に 齋藤 子が お爲說 


東京 特電 二十日 發 = 最 を 义原遞 相が 野黨 どの 提携を 計る' 爲 
めじ 憲校 一巧 會 及び 新 黨 クラ プ化 おご 獨斷 的じ會 見して 種々 巧 


卿 雲 客を 御 お 營の大 變宴場 じな 
させられて、 悠紀 、ままの 

を 臣でじ もを も 給 ふ 
の 大御必 じて 大藝め 御宴を もょ 
ほされる、 卽 も大黎 第一 日の 御 
儀で ぁる、 即か 禮大嘗 をの お嚴 
神が じして 神 近き じゐ ますの 威 
あるじ ひき かへ て、 こみ 御 儀た 
る や 君を か 築して 歓喜 永遠 じ盡 
き や、 眞じ 常春の 聖 化を 祝ひ壽 
ぐの e ある、 大変 宴藥は 四十 閱 
四 おの 大玻風 棺皮葺 のを々 たる 
轴 結構で、 をの 內 巧は まさじ 壯 


街した こごは あ然政 友會巧 及び 閣僚の 間 じ も 物議を かもして お 
家騷 動を 生わ 兆候 ぁら、 反乂お 系の 人々 は遞 相の 巧 動を なての 
けがけ の殊飄 者た らん ごすを 巧 動に て斯の 如きは をぶ 會 をの も 
のを 世人に 疑惑せ しむる もので をる ごな し 簡相中 橋 德五郞 氏は 
昨朝 田 中 首相を 訪問して 適 當*> る 考慮を ホめ あ 友 會の鳥 田 幹事 
長も义巧遞相を訪れて 『黨としては貴下が獨斷的じ巧つたらの 
'じ 對し將 ホい か る 間 題を 惹起しても 責任を 負 ふこ どは 出來な 
い』 と擧 I を 的に 政 タ會の 態度を 陳べ たるを 班ら じを のをで 首相 
を訪閒 した 上 化 治 時季を 前 じ 久原遞 相の 輕卒 なる 行動は なぶ 會 
じ W もては ま大 なる 影響を及ぼす 旨 患 見を 開陳した が、 首相 も 
足をから 化を 發し たこの 問題 じは 大いに 罔 章 狼 おし 小川 鐵相及 
び 問題の 乂原遞 相を 招いて 密議の 上凿 策を 講じて 居る。 


ま 京 特電 十九 日發 = 憲政 一新 
會の 寝返 b は 愈々 確實 どなろ 去 
る 十 あ U 义お遞 相 邸に がる 大園 
遊 會後寇 な 一新 會 員は 化 まの さ 
かひ 棲へ 貪 合、 政 友を 員 も同樓 
のみ 室 じ 集 ひ 义お遞 相は 一新 會 
會 をの 席上に 蛙いて 意見を あお 
した 巧 A 遂にを 國の 新聞紙は 一 


病院 禁止 今は . 

條 約に 違 ほ ミ 判み 


カリフ ホル ニアが 十' 地 法は 不適 用 

大審院が 舟 ホ條觀 を解釋 して. 

ワシントン 特電 十 化 日 造 hy 。 1 サン ゼ ルス 巧に 巧留 する 日 
ネムが！？ 地に 資本金 十 ガ窠を W て 日本人 病院を 設立し 醫師展 び 


齊に 『を 友、 一 新 兩黨の 認解成 
立』 を 報ずる じ まつた もので 田 
中 善 立 代議 ± はこれ を 堅く を認 
しつ i ぁる も 一新 會 代議 ± 選擧 
區 域が 動搖し 始めう、 ある こご 
はこれ を 雄 辯に 物語る ベ < 、一 
新 會の寢 退ち じ 床み 巧の 新黨ク 
ラブ も 緊張し 第 S 黨 £ して 政府 



ので ある ど 指摘し 殊じヶ 。ツグ 
氏の ホ戰條 約を 自 が 鳴して 巧 
國じ 調印せ しめ わ アメリカ がが 
J の條 約に 不信 的。 態度 じせび 
巡が 鑑の糖 おを 欲しつ； ある お 
を 非難； て おらが、 政が が 内で 
も 本 問題 じ勵し 歐洲の 反米 的 態 
巧が 則强化 批准を 遲延 せし りる 
じ 至る や も 知れ 乎、 或 ひは. ヒ院 
內じ 於ても 大統領の 

態® じ不 おを 抱く 一派が 
これを 巧 題 化する 模様で あるが 
歐洲の 批准 遲延は 兎ら ちごして 
アィプ々 上院の 批准 難 も 頗る 巧 
能が 深く 殊に。 シアめ 條お參 加 
じ關 し。 シア 承認の 巧 巧 論 巧は 
これを 標的 じして 論爭 すべき も 
承認 論を は國務 省が 囊に 支那 南 
巧國お 政府の 關お自 ま權を 承認 
したのは 政府を の ものを 承認し 
たじ 等しい 結を じなる との 聲明 
を 引例して。 シアの 參加 容認は 
即ち 曰 シアな あを 承認す るら の 
である ごま 張し つ I を つれが こ 
れじ對 し 最も 普し ぃ立壤 じある 
のは 

かを 委貴 長で ある ボラ ー 
をで 旣じ 氏は 不戦 條 約の 批准 ど 
な 軍擴張 まの 可 巧を 豫 言して 居 
るが 氏は 年 ホ U シア 政府の 承認 
を ま 張し 現じ 氏の ホ認巧 議で委 
員 會の手 じ 保留 をれ て 居る もの 
の 画 あ 省 どして は ロシアの 參加 
は フランスを 通じて 巧 はれた も 
ので あるから。 シア 政府を 承認 
した もので じい ご 固執して 居る 
ので あるから 巧 ごして は 圃務省 
の 立 壌を 支持せ ざるを 得ない 破 


目に 昭 b 祖莊 問題と 共 じ 氏 も ホ I 
ホ 雄 S 模的 どじる ベぐ 従て ホ 巧. 
議 食の 承訟 けち 難で あらぅ が、 

を じ 巧ら じ 

が5^ どされ て 居る のは ク 

'ブッ デ 氏の意見が 巧して 新大 
統領た るべき フ ー ゲア！ にの 盧 
見 をら 化 おした ものである かど 
いふ 疑問に して、 フ ー ゲ T 1 巧 
自身 ご しては 堅く 化默を ザつ て 
居る ので これ も 政を の 諮 ど 見做 
されて 居る。 


墟稅閒 題で 

を 使 團警吿 


お 一二 省一帶 暴動 說 

上が 二十 曰發 HU ち彿 を使闽 
は 本 H おを 政 巧 じ 街し 曇 じ おを 
德長ま 氏が 支那 巧 輿 事業の 巧 儀 
擔 がごして 自邑 の專颤 じて 盛稱 
な 入を 擔 保に 砸附 した こ/」 は 列 
强ィ J の 負債 巧濟 じご b ては 一大 
閒 題で わる 直つ が 强じ對 する 支 
が 政府の 協を を 無視し じ 巧 動で 
ある ど.：：* し嚴 重なる 巧 證を發 し 
て譽吿 しね 0 

南京 十九 日發 U 東 H 省 一稱じ 
置 b て 暴動 突 壌し を 憲は靑 天 白 
日 旗め 引 卸 方を を じ恃レ パグピ 
ン にがては ホ餘 をの 巧 傷まを 生 
じ、 ら不 までをる £ の 情報を る 
も 奉 天 致 府の潑 閱が嚴 重 じて 詳 
細を 知る じ 由 もない がー^ ピン 
の 暴動は H 本の まが 鐵道計 劃に 
對 する 民衆の 示威運動 よちを の 
端を 變 して 巧 傷 著を 生やる じ ま 
つた もめで ゐ A ミ H 本 あ 運 信を 
は 巧 道して 居る。 


本社 東を 


時雨を (禁 無町轉 載〕 


神戶 生糸 取 則 所、、 一 . 

巧 H 省の タ磯 成ろ 

橫濱 取引所 も 終局 追從 する らし 

けせ 目) 近 < 講瘍 ずべき 神 ロ 生 ホ 化が 所の 手較 巧を じ 就て は 
商工 省ど肆 々巧衝 中で ぁつたが 遂に 妥協 成立し、 手數 巧は 限 巧 
のい かんじ 關 もず 約を 化を 巧 田ホ満 〔中 圆ホ滿 の 誤ら か〕 じ對 
して ニ圓 五十 錢 、二十 圓 〔ニな 圓の 誤ち か〕 を おす 每じ S 十 銭 
增 S 巧を したが この 巧を は漠漬 よら も遙 かじ 化廉 である 爲 め】 
閱 題を 惹起す る模樣 であるが 結 馬漠濱 もこれ じ追從 する のかは 
あるまい ご 觀られ て 居る 


看護婦 等の 宿を を も 巧せ で 建築す るの 意志を 巧て ± 地を 租借し 
たる じ凿 し々 タフ オル ニア。 贿 檢事德 'をウ S ブブ 巧は これを 0 て 
カリフォ^ニア 州が か ± 地を じ 違反ず る ごの 理由の 下 じ 租借 權 
を 認めざる 事が は 病院 測で な 旧 巧、 關山兩 醫廊の 名義 じて カブ 
フオ八 ニア 她 々務 '長長 フランク e ジ 9 片 ダン 及び 次官 ロバ ー ト 
ジョグ ダン 兩 氏を 相手に 乂醬 おじが て抗爭 中で めったが 本日 ス 
トーン 巧 事は をの 事件に 留 してを 义 じな； b て 利か 文を 下し 日本 
を 巧條 約を 解释 して 病院ん. 释營け 通商 條 約に 示さい じる 『通 鹿 
及びが が』 じを まる i もので あら 化て 病院 3 經營 者が 外國 入で 
あるのを 柯じ觸 せず ± 化を 化 憤し 得る 權 巧が ある ど 制 決し 遂に 
如 常 局の 败訴 に歸 した。 - 


滿鐵 外債 U 不成立 


〔サ 日】 英米の ホ 媛 じて を談 中で をつ わ 滿鐵外 償は 靖 々の 事 
情ょ ちして 思は しからず 四千 五を 巧圓 程度で 內債 募集 じ 着手す 
るで をら う W 云 はれて 居る。 - 


歐洲 反動して 

不戰條 約 運命 危し 


アタリ 力 上院で も 一 閒題惹 超 か 
苦しい ボラー 巧の 立瘍 


ク 


ワシントン 二十日 發 H 大統巧 
— タブ デ 氏が まる 化 戰條汾 記 
念 H じ 述べれ 巡洋鑑 の擴張 あび 
戰 時食懷 をの 他に おする 街 欺 響 


をは 

歐孤 の 輿論を 頗る 刺戟し 
て巧國 、フランスの 新聞紙は ク 
巧の 態度を なて そ 盾を 極めた も 


® ホ 大佐が 歸朝 

〔廿日】 歐 ホを 漫遊 ホで あつた 
座 軍部 巧の 文人で ある 樓井忠 
溫 大佐は 本日の 加を 义で歸 朝 
した。 

小川 鐵相 化理ず 

【廿日 一田 中 昔 相は 日曜 H 0 ホ 
狹む おの 爲 めに 引 籠 中で あつ 
わが 梟早查 快した。 

〔十九 日】 旧 中 首相は 微恙 のれ 
た 伊勢 行幸 啓には 小川 鹽 相を 
化理 どして 層從 せしめた。 

秩父宮 御成 中止 

【十九 日：！ 秩父 宮殿 下には 輕微 
な 風邪に 罹らせ 給 ひが 勢 御成 
もを 中 化 遊ばされた。 

八が 間 制は 尙早 


.1 マス 巧に 對し說 


巧の 笠。 


岸 本 巧 逝去ず 

〔十九 日〕 英を者 岸 本能 武太氏 
は 逝去した。 

獨逢 大使 歸國ず 

〔十八 日】 獨逸大 懊ゾ八 フ搏古 
は 近く 歸國 する ので 巧を 外を 
圏 首席は 英國大 化 ブイン ー を 
たらん W ° 


〔十九 日】 遞信當 局は 『 H 本は 


八 時 陆制ホ だ 不可能』 ご アグ 


東鄕 元帥の 講演 

〔十八 日】 ま鄕 元帥は を 都 同を 
な大 をで 謀演 、聽を 講堂に お 
到した。 

東 株 增資は 有力 

(十八 日】 東を 巧 まか 引 巧の せ 
資即 晝 はち 力 化しを 拂 込み 叙 
集說 起る。 




' ■ド， 一./' ト ..、''曲 







f 散う みの みら 


Hhe Way of cme , タ星 ith A . wawy さ _ 

u 本の 誇み どす るに 足 b る 强いソ シブ 矮 しい 女性 策の 動きを 
語る 典雅、 高潔の 文字 1:. 薄ヴ ペラ；： > 當化軟 文を £ はを お 同日 一 
の 比では ゎ b ません。 ま 者の 「日本 输人 お」 を 化 畜を述 して ホ. 

讚を。 j 

郵稅共 一部 ニ 巧 十 仙 

f ^ 紐 脊 新 報： 社 

一 • ■ . I 1 1 i — ■一 I 

了 寧の 印刷/」 精巧なる 化 上げ li 
時日の 迅速 ご 確ち な 校正を 保 記 

印刷は 紐 育 新報 社へ 

ま 話 ヮトキンス ニ 九 0 九 1 ニ 化 10 一 

ゎ 間違^む く 新報へ I 

巿巧巧 十と T 目 十二を 十 階 目 I 

ま 部 じ 於け る 巧 字 言論 機關の 

權 威、 吾が 新報を 讀 まね 人な し 

廣吿 は紐脊 新報へ ^ 


The Japanese Christian Association 
化 3 W. 143rd 化 Hew York C か， Te しわ adhurst 的 38 

會道 惨を 督を人 本日 


じ 人 巧を 
ま 事袭宿 
すの 巧舍 
。巧 旋、 
相’ 簡 
誤を を 
.じのを 
が 化を 


講婦聖 祈 家日话 
が， 害 腐 庭お拜 k 
;設| wA 研會 を學說 I 諸 
I 會會 巧及會 巧を！ が 

備‘！ をを 是 B i き 

八 八 時 八 
時時 ザ 持 


K. IWAMOTO, M.D. 

り 4 W. 70 比 St. 

Tel. Trafalgar 0352 


M. 1 such び a, D. M.D 
105 化 巧 rd 化 
Te しむ a わ I 柳な 09 . 


KAN 之 O OGURl M D 

214 H 邮 化む ook 如 
Ts しむ iangle がが 


Dr. Sabro Emy, 

103 5 Pax"k Ave., 

了 eL Sa ぴ ame が o 7980 


Dr. Emii Eichel 

Sur が on-Den む st 
748 Lex. Aw. お艮が h お . 
Te し Regent 9 巧 3 


T.C.TAKAMlM.D.j 

け 6 Cumberland St. わ ooki が 
Tel. む mb が Und 巧 11 


まを 御用 事の _ 方は 進 格け 巧の 咖 .こ 純 ミ 
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■ 

Wadswo パ h 7694 み わ巧ぴ 下さい 


D 巧 • D.BLOOM 

-NEW YORK OFHCES- 
34th Street Cor. 3rd Ai?enue 
86th S れ eet Col*. Le お ngto 打 Avenue 
125th Street Cor. Park Avenue 
—BROOKLYN — 

E.F". A 化 ee Bldg ： "DeKa 化 Ave •が Fulton み . 

診に 日 II 堪最タ 


日 化 午 察 T 本^ 能 新年 檐 
曜時前 時 寧 入 呼 ド* の阁 

午 化 
後 


i 


I 意 !- 幫？ M 科 
霄 P 营 | |« 醫 

午 里 をは n 篤 術 0 


を 療時 



F, 艦 鑑 ucfca 

聲群破 李 大靖比 お 去 
り 8 E •巧 化が. Te しおが n {巧 94 

8北 L が ingf 帥 &わ rk わが. 

を 時 八 お 日曜 ± 水 巧 


DR •比ん GARDNER 

DENTIST 

巧 E . 81 st Si ■が 抽 adis 邮 iWCi 
Tei •おが nt ? 巧 目 


DR.E ： .E.YOSH 化 

307 化 お rd な . 

む I. River おお 365 日 


M. 1 amaguchi, M.D. 

7 日な aman む も . 

Tel. Uiraine が 34 


JAPAN ART STUDK) 

122 E. 57 化 化 お f. お rk & L な Jves. 
巧し 化 A なが 97 


T. KASAI 

Merchant 
1 aiior 
兴 

TIMES BUtlOiNG 
Room 304 
化 W YORK 


化刪 

わが nt 如が 


F- K. Maruyama Co, 

67 W. が 比 化 fU. 

Tsl. Bryani 巧け 



CLOTHES BUILDING 

"PA 民 巨 XCELLENC 巨 " 


Y . ITO 

巧 3 EesI 巧 rd Si. 

13 が . L む ing!afi ミ 巧.， 


MIKADO TAILOR 

30 E. が沁 St 

Id Rhineian お r が 30 


Scientific Ma が a 咨 e & 
Medical Gymnastics 
P が L K . i ( iTiUi 的 A 
目 87 West 巧 8 th Si . ， N . Y . 

Tel , Edge 即 mb 14 が 


Koike Studio 

730 F がか Av た 
Con 的 出 St. 
Tel. Circle 4406 


Oriental Art Studios 
T . Y . Hatsum 加 
124 化 34 化 化! U . C . 

なし Wi が consin 85 巧 


細な Blanc 帖 Fi がが 

1264 L な. む もむ tween お fh and 88 h お} * ee 量 S , 

授敎語 吳人婦 


F. MU 民 RAY H 比 L CO. Inc. 
巧 TA 化 ISHE 日 18 が 
む 0 阳 614- 目 巧 29 む gadw 巧 
Tei . む wIing - G 巧が がが- 4991 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

Set . 即 & がな s . Tei 巧 ho が おが n パ 909 


章 お 人 本日 

巧專 靴型 小 

てし 張 出 員 巧ら 依に 撰 希 御 
がけ 屈 日 邸は 靴！) な と 法寸 

を 小 きん 足 小き 廣ぶ ホき 巧 


類 計時 石寶 鹿を 貴 

會 商柳靑 




しご 旨を ミ 切 親 ど 直 正 
精を 品 商る あ 用 信資確 
則 持る 一物 產± 巧し 選 
すよ し 致賣販 で憤廉 

引 割 四 ま 力 割 H 

/voyagi し 〇 • 

147- 巧 7 化が nd な. 

TE し Bm がが M 


な ZESIN な OCR 33^ T 012 FWIDE 


A 丄 • CEASA も M.D. 
127 East 84 th Street 
bd P が k 在 Lexington い8$ 

喉 晒 鼻す 腸 

間 時を 診 
午 もま 巧 ト前午 肖 
奇八ま 時 六を 午自 
日 曜 

ち 午前 十 時 至 午を- -時 


房 書 西 東 ♦巧 案 育 紐 

The East and West Book Go . The お v * む li Touris け 8 け i な 

41 1 Wesi り邮化 J . L C . Tel . Cathedral 4408 


差は ▲屆飼 お A 
上を 右け 注舊米 
げ憤脚 致 义の國 


よ 注 
すら 文 
。割に 
お掛 
しし 
てて 


しか 書に 
よ 窠籍て 
す 敏こ發 
° 速雜巧 
じ 誌せ 
御は る 



通 年卒ん 
中聊 業な 
るかし は 
も ホ 巧 •ン 
の 國ホカ 
と-の 旣ゴ 
信 事に 大 
じ 情廿學 
がに 四を 


ま 润〇^ 
ず 懸買涵 
。切 场譯 

じ ◊◊ 

御 其 調 
取化杳 
扱 巧 ◊ 
をで を 
しも 渉 


ロを 經十 

シ ^ AME 技 ICAN AUTO SCHOOL 驗 五 

も密 736 Lex ， Ave. Bet. 5 马比ぷ 9 比 St ん ご 年 


周し 
旋是 
しが 
よ 獲 
す 得 
。を 
保 


Phon も 民 巧 ent 2177 




新の 
智歷 
識を 
をを 
ちる 
す當 
る 校 


湿 底 率て 期智 なべの び 操し 穀は 
し 的 あ 最聞識 機き 修運縱 自師タ 
職 おる もじを 踞 お得 巧を 動を 年 
業術徹 能し お 的 要す 者 及 車聘の 


WMP8ELL 淵 VICE 

設備 猿が 經費 低廉 

CaH-T 民 AFALGA 氏 8200 
FRANK. E. CAMPBELL 

•‘The Funeral Church” Inc. 
(NON SECTARIAN) 

Broadway •が 66 化 Street, N. Y. 



P 化げ S & P 巧が 


3 Maiden Lane N„Y. 

IC " 燕惡襄 銀を に 祥お剛 .金 

類 お賽匠 意新最 


號六 白た 千 


を 


雜 新 



湖 


円曜 水】 日 ー廿巧 一十 年 H 巧昭 


診察 時間 

午を 一時 i ニ 持 
午を と 時 = 八 時 
愛知 皆を ± 

": 巖本谨 - 

をな 化 亞大學 ぶび 
^^ザブ ン病院勤を 
H 巧は 前約 頭上 お 


診察 時間 . 

午前 九 時— 十 時 
午を 六 時— 八 時 

パ： 小 栗 幹 ニ 一 

がち ホフ ラ 7 1 病踪 
巧 五 巧 病院 巧沒 

を お コンパ ランド 

■お晚 勘が 


▼學ぶ 聯合 晩餐 會^ 

コ 日ン ビア 大學 H 本. <^學 ぶ 協 食 
芸 W . ニ 害ぎ f さを N . Y . 
(ジ|. 巧 ra 呈ミ S こ 370 で t . 这) 

每巧 第二と 第 四を 曜日 あ 六 時よ 
b 當大を Mm 妾 Hall 。 を 後 同 おせ 
をを じて 會談 ず。 校の 巧 外， V 問 
はや、 日米 學 友の ホ おを 乞 ふ。 


べグ ビュ！ 病院 及 
紐 育た 學醫巧 化 勤 

江 見 ニ 一朗 

診察 時間 
每日 午を 四時から 
六璋 まで 

夕 •巧、 水、 を、 と 
時から 八 時を 


n 6 
し 巧 
.如 相 

打 b 

a p 
•1 

t 1 
ん哪 

h け 
ミ 
反 w 
8 k 

的 化 

& 5 
J L 

化 § 
3 


お I 
胥 
i 日 

I 本 

I 人 

果 


I 巧 

晉 I 


ブ 


苗 . ，： ぶ.. 古 

日面聖 蕃巧究 正午 
共 脚 會タと 持 年 
适巧說 巧 タ八時 
木 曲が 瞎會タ 八 時 
巧 唐 及び 裁篇 

午を ニ 巧 I 
± 巧 落 お 會义は 
ホ誌會 タ八時 I 

，化を 争タ 
寄宿が、 旅行を ま 巧 
巧， 入 事相 萊 部、 蘭を 
が、 巧 業 周旋が、 巧 お 
裁 键お授 の 巧 課を 設 
け 食 員 度び ホ 食 員の 
巧を 計る . 

，ドウ H I 巧と 十を 


巧 事 おぉ 侧 建物と 0 五號室 

W かを ホク 

そ' 今.^/ 商 

絶ぶ 商 A 


170 Broadway , N . y.C さ 
ジ I . C ミ tlandt 迈 37 器 50 - 


化 刪 

h 测 

& W 

I 邮 

化 化 

此邮 
S . 化 


牧師 宮時繁 一 
幹事 脇 崖 義人 

..NNN 

日曜 盧巧 午前 玉 時 
日 濯學校 午前 十 時 

臟观 日® キ後 ょ時キ 
歌禱會 水曜 夕と 時キ 
寄宿を 

位 眞を儉 比 西を 巧 
を 下町を 十五み を 
を會 社員 じ 最適 
を 篇圖書 お 誌 巧 巧 

を種娛 樂具簡 巧を 
堂 あら 

巧宜 職業 周を 旅を 
ま 巧を 種 事業 訓巧 


弊 巧は 實質 誠意 进速 ま義の 
まじ 御± 産物 一 ま 卸 賣擅段 
で販賣 をし ますを かじ おは 
らや 御用 命 仰 付 下さい ませ 
◎欧米を 種 時計。 置 時計 一 を 
◎寶石 貴を 雇。 銀製 器具 一 ま 
◎を 稱萬ザ 筆。 を 銀製を 筆 
◎蕾 昔 器。 レ 31 ド 見本 陳巧 
◎寫眞 器。 タィブラィタ] 
◎船 切符。 紀念爲 異帖繪 端 書 


をち @ j を 妾 I 

自 午前 九 時 n 十二 诗 
自 午を 一時 ns 時 I 

火 確ち 歡 I 職 ^ 六 時 ^ 

はへ キン ヤ 1 フア 
ン テ^*- シヨ ンクブ ニ 

ツクじ 出勤 


ニ 1 West 芝 さ st.f ジ rk 
ブ L 宝 まを を 3573 & ジミ 五 er 104 巧 

診察 競雜 ：： 蘇.^ 糾 

H 巧 午的义 時； 午 巧 四時 

ドクトル 小 紫乘ぎ 


窗科醫 

午前 九 時 ょら 午後 
と 時。 日曜は 化ろ 
治療 巧は 普通 週拂 
ひで 差 支へ あらま 
せん ° 

ゾ ィエ シで术 


診察 

午後 己 持ょ* ホ 時 
日 度は 前め# 巧 お 

ドク トか 

窩 見舊彥 


t 

m - ^ 

TM 

わ 化 化 

111 

riwu 

わ 3 k 


が 育 州 公認 
內な 省活許 
巧 巧 ホ大授 巧大を 
產藥 復習 巧卒墓 
元 化る 

_產 婆 格本綠 


紐 育 逢 命 保 險會粧 

S 木定吉 

輔保檢 

S . SIK - 

zew Kofjk uf ®13 »crano 历 00 

ご chwmbe さ St : z ミジ fkcity . 
- Pho ミ. Wort:h 資 器. 

を杜./方ニ狗掛みノ筋1;がィ 
衙自 み/あぶ ビ 電話 奈巧チ 申 
閒 をキ F サイ 


が 巧靑牟 理想の 曲 保 


日本人 靑年會 

i S i 单 ブ uurki ニた 


P * 

に 

點覆 

ち S 

I 型八献 

の 

U 

Y 


額鷄 揉治攘 

マッサー ジ 、整形 

醫科學 的 運動、 腸 
灌 注， 水を、 化 線 
及ち 氣 治療、 其 他 
お 育 州 公 鼓 

フイ ジオン ラ ピスト 

西が 幸果 

H 懼外每 H 午が 化 
時ョ ，午を 九 時 迄 
電話 前約 願上娱 


檢眼 おじ 眼鏡 調節 


齒科醫 

▼診察 時間 ▲ 

お 日 (曰 罹を 除 < ) 

午前九時ょ^ 
午を 五 時半. 

水 お 午 酌 化 時 1 
午を 一時 


該療 

午前 十 時ょ b 十二 
時、 午後 六 時 ょら 
八 時、 目曜は 前約 
願 上 候 

ドク ト八 

山 ロニ 一之助 


談 誠該療 

前め 願 上 培 

ゴ— モル 大を 
ドク トかオ ブメデ y ソ 

醫學巧 ± 

吉 居悅彌 


H 本* 支那 寶玉驳 美 
術 品、 婦人 用 首 節 其 
化 装飾 お 

阀島訂 

离等 美術品 修辖 ' 
首締 品、 マト 9 ング 
日本 服裁链 


笠 蓬 服 巧 

丸み 洋服 商會 


西 四十 六 T 目 六十 セ 蚕 
電話 プライア ントと 0 と 九 


東 五十 HT 目 

一二 ニニ 

が 藤 
泮服巧 


電話 

プラザ 


八み ニニ 


洋臟 調進 

タタ 1 ニン ダ* タイ 

イング、 修鑄等 一 域 

ミカド 洋服 店 

松 本 保 
電話 ライン ランダ！ 
六 八 一二 0 


巧 學的揉 療治 
醫術的 ホ 操 

化 島覺丈 

西 五 首と を 
向 一二 十八 下目 

電話 五 デコム 

一四 化 六 


機械工 具 製作 
運動具 化 玩具 
貴を 感及 時計 

松 本 バク^ チ：： 

寫眞機 レ デ ィオ 

ラン フン エ^^ド 

美術品 販賣 修理 


第五 巧と 一二 0 

へ クシ ャ！ 

ビグ デン グ內 

小 池 寫眞舘 

電話 サ—ク か’. 

四 四 0 六 


をき ホ國 婦人 
日本人へ のち 
語あ授 じは ぞ 
をの 經驗を 有 

ず 0 一 レブ ス- 

ン お 十五 姻 
每 H 誤 九 時-* 
らが丸 時迄柯 
時 にても 宜し 
H 曜日は 一 時 
ょち 四時 迄 


税關 事務 取攝 

WILLi L.BANE & 夏. 

Ri ? 基 ニ Broad さ ay _ 晏 
Tel - Bowl 亭 Gae ち 9 夏- 5-6 

かるた 

はも/^ のを ぴ 
ホを 英文 f 乂國人 じ 能く わかる 
やう 簡單 明瞭に 說 巧した ものが 
出 ホました。 巧を 目み 進呈を し 
ます、 御 寛 下さい。 

M K 呈 £5 写 ミ E . 苦 th S 产 ロニ； 



成功の 秘談 


3 J S 

占—— h 
y ^ 
t 8 


お 

S 

.S 


化 

■I 

6 

5 

6 
2 


米國式 英語を 詰す 事 
は 成功の 窠 一義です 
本校 じは 日本人を 授 
じ 慣れた 專任婦 入な 
師ぁ b 想 切 じ 會藉巧 
信 文 社を 語を 敎授し 
ょす。. 日嚴週 H 共 じ 
午前 化 時よ b 午を 十 
時まで 謂 校し 一 レツ 
スンと 十五 颁づ r 
を H 底 七に ホ 狡 われ 


辞 論 3 '义 |\每 巧 十 H 發巧 
雜踪 LU 4- S 1 部 十 池；'. 

養 ご S こ ve . N ミぎ k 晏 


♦客 籍み雜 誌 ♦お 謂 
縱覺 をを 辭 
執務 午前 九 時 ょら 午後 お 時を 

紐 育 日本人 會 

ブロ！ ドウ スィ 一毛 おを 

.電' ナーク 1 00 と 0 
話ブク A 1 00 と！ 


稅關 事務. 

東洋を 地幷 じを 化を 
の 餘お乂 方を じ 綱す 
する 一切の 觸諮闽 じ 
應じ機 道激船 貨物 運 
貸 及を 帆 表 親 臟ぞ續 
.書 等 進呈す。 重 お 都 
おに 化埋 店を かし 誠 
實按速 御 巧 命じ 應や 

保驗 取が 


樹科醫 米 田榮ち 

S 2 f t 1 岩 th St . す 至 さ rk 呈 一 
. Tel . Asli 呈二 8 至 
電話 ア 々デミ ー 1 二八 六 化 


齒科醫 木 下义市 

ゴ 0 ち. ご IthMt . 

Tel . Moint 黄 57 


私 

ふ： 5-; 

が 的 1 

dsn 

& T. 


艦船が 用 薄 
船 其 食 巧 お 
か 洋を雜 資販賣 
輸出ん 穂 關手續 
諸 荷物 運搬 取扱 


心 ih 遠 藤 小で 商#. 


E 


尋れ人 

(宮城 縣) 大橋ま 雄 (長 巧 藤) 获 
原ず 人 (間) お 伯鎭雄 f 廣島 
縣) 中が を ニ (同) 渡る 泰巧 (を 
京 ホ) 古澤 武之巧 (和歌 か縣) 
巧 藤 甚么を (群 ぉ縣) 松 下壽之 
ま (山 ロ 騒】 德お猪 S が (熊 
本縣】 西が 巧 喜 (鳥 取縣) 廳膀 
衞 (山 ロ縣) 原甚ま (愛媛 縣) 
橫 田常吉 (岩 手縣) を々 未 淸四郎 
右の まじ おかを 度き 儀を 之 
候 間 本 八 若く は 知ん ょ b 現 
化 巧 御 遥か 願 上 候 

紐 育を 國 総領事 錯 

一を Bsaliw ミす S krk 空！！ 




巧 外' 通商 局 ご協力して 

輸出の 品質^ 改善 


まる 十八 日附 をな て 商務省 內 
かを 巧 巧を クン キン 氏が を 表し 
わ 年期 巧吿 じあれば、 本年 六月 
一二 十日を 0 て 了る あま 一年の ア 
メリ々 勒外貿 為 中 じがて 

製造品 お出 媒 額は 二十 億 
六 千 一巧 巧 弗 じして 巧 年よ らも 
四み、. モ 化な 二十 ニ 年度よ らも 
とかのち 化を 示し この 中農 作物 
§ 出 はを 農作の 八を の 一、 就 
慟の度 ホ 約 巧 二十 五 万人、； 白 巧 
人に 垂 々どす るを 業勞 勘を じ 化 
b て 生を？ れ たを 製造品の 八を 
乃至 九を を 輸出した こごに なつ 
て 居る が、 これ 等 輸出品の 製造 
じ携 はる 純 就 働 人 〔クラー ク其 
他を を；〕 の內譯 は、 機が 生產 
じと 万 お 千 人、 白慟 車が 四 巧と 
千 人、. 木が 其 化工 撰が 巧 品 じ 一二 
巧と 千 人、 棉 布に S 万一 千 人、 
石が 髓じ ニス 六モ 人銅激 製を 
おに ニ 力 四千 人、 原油 精製に 一 
方 ニ 千 人 

化學 品に 一巧 人、 罐詰業 

八 千 人、 ゴム 製造 おじと 千 人、 

銅 じと 千 人、 稼 皮 エに六 千 人、 
縫物 商 族 じ 五 千 五な 人、 巧物エ 
五 千 五 だ 人 等は をの 重なる もの 
であつ て、 この 外 じ も-輸出 貿易' 
に ホ 力を なぐ 産業は 漸み增 加し 
つ i .; るが、 クレ キン 氏は をに 
幽聯 して 內外述 が 局の 輸岀 助長 
じ對 する おんを 擧げ て民蹈 製造 
家の 信 賴を愧 しつ i あろ こどを 
述べ、 柯 一响の 調を じ 化る が 八 割 
よでの 輸出 業者が 局の 機 關み通 
じて 得 じ 輸街ご 冗費の 節約が 一 
千 五な 巧 弗に 達し.，—」 こ £ を擧げ 
て 巧が これ 等の 

斯業 者 の 問を せ、 照を 等 

じ對し L 何等かの 形式 じ 化ら、 

化 宜を與 へたが 数は 正に S な 巧 
化、 I 日 ホ 均 I 巧 巧 じ 達した ご 
述べ、 吏ら に國內 のが 態に 關し 
『で 丸な 二十 一二 年 W ホ 特に アメ 
リカ ホ 埃は 販賣 よら も 寧ろ 購貿 
側に 傾いた 爲 めな どしても これ 
:^*掛米調査じなら；：*(、 特じ諸 
外齒に 設けられた 產裳 トラスト 
が アメリカの 對み 經濟關 巧に 及 
ぼす を 響に 就て 留意して おる』 
ご粮吿 して 居る。 更らじ 右の 報 
吿 巧け 窗あ 上の 親爭に 細す る 幾 
ホの 難關を も判擧 し、 特に お標 
场取や 誤解され 易い 

模造品の 繪 33、 粧 巧なる 

製を なを 驅を だん どず も 廉機品 
の 横む 等を 巧げ 今後 アメリカの 
ボ撫 をが 誰す るた めじけ 一層 官 
民紹リ L て 惜賴を 道 集ず るの 必 
耍を カ說し 『か ホア ゾリ 力の 製 
を おけ 賞 質 本位を おて 外围 貿易 
のぶ 礎 ごして 巧る が、 今 巧アメ 
リカの 輸出を 益々 猫ん；；^ らしめ 
んと 欲する じは-の 實質 本位を 
一お撤 巧せ しめて 顧客の ホ 盛を 
巧 さなけ け じ。 ら «』 となし、 

一 股 巧を 組を •かこの 際輸巧 品の 
嚴 をなる あか、 檢巧 制度の 施行 
をホ留 ずる 上、 諸 産ち 機 脚の 

，談備 •1 巧ても’ 乂 いじち 


クレ 井ン巧 ± が 年期 報 吿を發 表 

おし、 を 地方の 輸出 ま 者が 內外 
通が 局 ど 協力して 輸出品な 善の 
實を孽 ぐるに まるべき こどを ホ 
望して 居る が、 通商 局に 截し貿 
あが 態に 就て 最も 質疑の ぞく ホ 
るのは 西歐 で、 ラテン •アメ 9 
々は 一二 割 一二を 五 厘、 アフリカ ど 
カナダが 一二 割 六を 八 厘、 豫洲あ 
びニユ ー ジー ランドを を わ 極ま 
が 一割 四み 一二 歷 、內國 貿易が 六 
を、 近 あは 四を 六 巧、 を 歐洲は 
四を 六 厘 お 度で ある VI 。 

新 景氣化 現し ' 


が 界谣氣 

お廚務 書記官 報吿 
〔十と U 〕 米が 証祭ボ 旗は 大統 
領選 擧み定 後を らじ活 踏を 示し 
米國の おおが 觀 大統領の 下に 現 
化 B 上の 活 巧を 呈 すべし どの 一 
般^;豫想を裏書せるの觀あら、 
產 業界 も 織 維 工業 炭擴 業な 外は 
一層 樂觀 的觀 察を 許す 程度の‘ '港 
况を報 せらる {のみならず、 個 
個の 商 おに 巧き 之れ を 言 へげ、 
铜 石油 等 己に 顯 着なる 巧 格の 昇 
騰を示 るら の々 なからず、 ぶ 
つ 商品 巧 荷の 增加 はなき もを を 
設梅 S 增設 を認む 可き を のぞ々 
あ b て、 証を 巧瘍の 巧况じ 巧を 
をし 生を 巧が 明春 じ々 び 更らじ 
活 おを きし、 お 工業界に 一段の 
活躍を 見る 巧し どの 推測を 豫め 
しむる もの あら。 米國好 景氣の 
持 穂'」 本が 一般の が 巧に 好影響 
を 及ぼす べきは 勿論 じして、 新 


安孫子 社長 叙 動 . 

サン フランシス n 特電 二十 

日發 U 當 地に 於て H 刊 『日米 
新聞を 發刊 する を 孫 卡义太 邸 
氏は 今 圓の巧 大典 じ 路し動 五 
等 瑞寶章 じ 叙せられ たので 東 
京の リホ クラブで 祝賀 會を催 
すミの乂電！^!ぁっじ。 


大統領の 扱 策 も 鳥氣の 維持 じ最 
大の 注意を 挪ふ巧 t ごは 一 殺の 
認 むる 處 U るが、 農業 救 渡 法案 
は ホる を 期 議會じ 解 巧を 巧ざる 
場を は更ら じ、 明春 特別 敲會の 
開設に 化ら て解决 せらる 巧く、 
同時 じ 一般的 離稅 改正 も 併せて 
附讓 せらる 可し ピ云ふ 論 あら- 
コロ ラ！ ド河發 電事黨 、內國 水 
路の 開設、 ミシシッピ— 河水 利 
用事 業は 久しから ず 賞 巧を 見る 
tH ' く、 進んで 錢 道を！ 一: をの 完ホ 
政が 所な 船舶の お 閒拂ド 等、 を 
業 致 氣じ離 係す る 問題の 解かを 
期诗 せらる。 が ほ 外國お 巧獨占 
勒抗义 は 輸出 獎腳 じ對 しては 间 
等 ホ だ 具体的の モ策じ 醜す る 論 
議な きも、 年 ホの ま 張 じ 裳き 相 
當の 施設を 見ろ 可し どの 說高 < 
十月 中の 貿易は 輸出 おお お. 千 五 
な 方 弗、 一千 九 江 二十 一年 一巧 
0 ホの 最离 じして、 げ年间 巧み 
じ 比し 六 千と け 万巧增 、輸入 一二 
億 五 千と 巧 巧 弗は 今年 S 巧 3 ホ 
の鼓窩 。るが、 おお 一億 九で 八 
がで 巧け 昨年 问巧 巧に 比し 六 干 
立が 巧が お、 本年 十 ケ巧舆 お 六 
億 八で 六な 巧 巧、 昨年 W 期よ b 


一億 九 千 八百万 巧 增の湛 况を示 
した、 絹織物は 選 摩 後一 お 人を 
巧 轉じ伴 ひ 稍々 景氣 付き 商談 タ 
けれど 巧 おは 不變 、但し 組 細は 
時期 かれ じて 閑散で わる。 




藤 相の 態度 じ 

强 硬ほ對 

金解禁 ごを 觀界 

まま 特電 二十日 發 H 金解禁 
がー 化づ立 消への 姿 ごじ b し 
ためじ 金融 あは 氣迷 ひの 姿に 
して、 結局 預金の 利 f げ說も 
巧 はれて 居る が 閥 西方 面の 銀 
巧 家は 兰±藏 巧が 銀 巧 家の 巧 
議を 無視した ことじが いに 憤 
慨 し、 『銀行家の 面目を でぅ 
して （いる It どい きまいて 居 
る 0 i 

. げ今を解禁論が有カご：-ょト、 

が 巧を 方が では 巧 年上 ザ 期 中に 
寶現 する もの どして、 1¢ ^ もを „ 

の I 

準備 じ 着手し つ、 ホる が 
か I る 事情の T にわいて、. を翩 
をが 解禁 實 現まで 如何なる 情勢 
を ごる かじつい ては、 頗る 輿 ホ 
わる 問題 どされ て 居 6、 これ じ 
つきを 融業 をは 過渡的 現象 どし 
て ホの 如 （觀 測して 居る。 すな 
はもが 界 はを 解禁を 控 へて をの 
影響 护 警戒され て 居る 巧 柄で あ 
るから、 新巧牽 業の 計 書は 頓挫 
を ホし、 お耿 引は ます/、' 萎縮 
す & 結果、 資金 需 耍の臧 退す V 
きは 想像 -し 難くない。 ご 

同時 じ 銀 巧は 鬼 も 巧、 信 
託、 お儉會 社な どでは 手持ちの 
外貨が 債を 處 をして、 爲 を 回復 
じ 化る 差損を まぬがれん V 一. する 
意向つ ょ （、解禁を 巧び 投資 さ 
れる ごしても、 一時的 じは 特賣 
資 をを 內 化に 取 b 寄せる ものが 
續 おし、： れが ため 巧 地の 金融 
巿 傷に 遊資が ち 加す る 傾向が あ 
る。 しかし 證券 界は 解禁の 聲じ 
おびやかされて 居る 際で あるか 
ら 遊資は な ホの 如 < 直 もじ 証を 
な資 ご；：* つて 現 はれず、 まわ 証 
券を 融 じついても、 磨が 偕 あの 
化を じ備 へる ため、 豫め掛 率を 
化 下す る ご ー もじ 解禁を の 

金 引き締りを 豫 想して 
長期の 貸 おしを 回避す る 結 あ、 
{じ 遊資は ダブつ くが.、 金融 


賛易 と金 利 

東京 特電 二十日 發 N 十一 巧 
中旬の 輸出は 四千が 四十と 巧 
ニ千圓 、輸 人は 四で 八十 六で 
圓 にて 差 引出 超は 六十 一巧 ニ 
千圓で わる。 尙は 日本 銀 巧の 
を 巧 高は 十二 億 一二な 巧圓 、制 
限外 ニ 千 方圓、 貨お离 はと 億 
八 千 S け々 圓じ てを 利は 翌日 
物 五 姐 おちから 一錢 r 席で あ 


き 大ホじ わいて 電力の 需要が 助 
界の不 巧じ關 係な < 

平均 じ增 加して ゐ る現狀 
から 推して 實 地を 適當ど 認め、 
化に 今後の 工業 擴張 じあた 6、 
歐 ホの 電動機、 電氣 器具、 電線 
(輸入 年 約 ニ 千万 圓) を 利用す る 
をの、 及びを 額の 旣發外 憤を ち 
す るら のな、 いづれ も 即行を 巧 
待して 居る。 右のぅ も 外債 閥な 
から 電氣 事業者の 蒙る 巧 益を 示 
せ ば 次の ど ほらで ある。 

外債 總 額-ま 電 、大同、 ま 巧、 
宇治 電 、日 電 、信越を 合計し 
て-億 五 千 四な 八十 五 ド < と 
四な 八十 巧 ボンド 
每 年利 子 支 拂額六 社を 計 九な 
八十 八 巧 五 千 二百 五十 ドグど 
二十 八 巧 六 千 五 百 ポンド 
减債 某を 年 挪額發 巧 直後の 條 
件 ごして 基を 制度の ある I ニ 社 
を 計 二百と ガド^、 英貨と 方 
'ニ 千 ポンド 

がモ あが 債 年 挪を計 額 一千 百 
化 十五 方 ニ 千 ニち 五十 ド 於、 
一二 十五 巧 八 千 五 旨 ポンド、 ホ 
便 換算 ニ 千と 巧 四十 九 巧 五 千 
五が 圓 

右 解禁 じょ b 六 パ！ セント 見當 
の爲 を 昂騰 ご 見て 年 巧 六十 四方 
九で とな 一二 十圓の 

差益 を ホず る。 しかも、 
ちは 一ヶ 年間の 差益 じて、 これ 
等外 儀は 巧れ も 償還 期限 二十を 
乃至 一二 十 年の 長期で あるから、 
爲替 回な じょる 利益な 奧大 。る 
額 じなる' ベく、 巧邦窮 二回の 短 
期 一千 巧 ド^も 巧 年が 償還 期に 
て、 を巧當 時の 爲 を 四十よ ド 分 
半で るつ じから、 これ また 差益 
をを でる 譯 で、 なほ 今を の 起債 
じついて は 利率の 低下を 見る こ 
ど i なれば 爲替 差損を 十み 補 ひ 
爲る こと ならぅ。 


はわし ろ 緊張し、 証を 巧は をの 
恩惠 ぉまけ 得ない ごい ふ 變態的 
巧 象を お起し、 银巧 並に 信託は 
ますます 經舊 難に おも ゐ るで ゐ 
らぅ' こ觀 測して ゐ る。 而 して I 
ホ おお 事業が らまた、 これが 影 
響 じつ ひて 調を を鮮始 したが、 
解禁 後の ホ お 不振 じよる 屯カ需 
をが を懸 なする 一部の ものを 除 


財界 稍 落ら つ < 

日本 銀 巧 監督 役 着 
〔東京 十 セ 日發〕 肖ホ資 をの 回 
收じ 加へ 東洋 拓殖 會 社が 債 手 取 
を ニ 千万 圓 をの 流入 並び じ殖を 
債券 一千で 圓の 政府 引受 等 じょ 

ら 、コ^ — ^ マ子 1 目 化 意外の 軟 
勢を 辿ち たるが、 あだか も 御大 
典に がける 大藏 大臣の 演說 は、 
を 輸出 解禁 間 題じ對 して 具体的 
意見の 發 をのた め、 証券 類 一時 
じ 比し 持直し、 生糸は 米國 助を 
好が 歳暮を かを 入れ、 巧 央實物 
の 大手を を 見た。 

巧 換券發 巧 高 圓 
一 •ニ 0 六 •000•000 
發巧 余力 

1 lllTOOO*ooo 

I 般 貸付 

畫よ •000•000 

外 國爲踪 貸が 

ニ 化ろ 00 •000 

政 お 預金 

云よ と •〇〇0•〇〇〇 

区間 頻金 

一二 011 TOOOOOO 

東を 物 借お數 

ニニ 化 •と 一 ( 一 八 1 T-VO 
十月 中 輸入 一六と な巧圓 
輸出 一とん 
十 巧 中手 形を 換高 

東京 ニ •六 六 0 


大阪 


- 八 ニ 四 




街 六 巧 
ご 目 了 四十 四 
曲目 T 五十 四 


SHOWA 

巧 We が 105 St . ， 
Tel. Clarkson 0981 


DARUMA 

7 が一 6 化 わ e. 
Tei. 8r 巧 n け 側 


SUN HANG FA 民 

213 も ? 巧 4 化 . BeU2 巧 h を 12 拙 Sts. 

Tei. Monum 帥 i 閒 的 

まク尘 希が 博 君 云 T で 巧 諸膝 
す マ 、上 卒し じへ 目 第 理若前 本 かに 
。ィ 日ま繁 ては ばのと をのを 棲 ^ 
、曜 す々 居 巧 直 チ 巧 差嗜揮 巧 ^ 
春は。 御 まるぐ ャの 上がつ 理 ^ 
谣饋 ホす 程日プ なげ じてん 寸ト 
が 頭 ホ。 好 本 スニま 適 日 歐イを ( 
あ ' の 評人ィ 十す す本廉 
b ン程 を 諸と 六の る 人が 


TAIYO 

1 が W がけ 加が . 
M む afaigar 00 が 


T0Y0 mm 

41 E.1 か hSt. 

Bsf. 8'w 巧 左 お h i 化 

Tel. Aigo 叫 tiin が 98 


The Tokyo Go.. 

1 が W . 脚 パし 
New む rl( Ci れ 
Te し T"fal が r 8559 


ん KUWAYAMUO. 

114 E. 59th St. 
New York じか 

Phone. Regent 摇重 


Whig 地 ng Low 

Ctiif! が e R が laurant 

3200 8'way, N. Y. City 


〇 u 瓦 打 g Gstn し ow 

挑 in が g R 巧 Uurani 

112W. 妨 fh.St.Ci お 


City Hall Tea Geir お n 

170 Nassau St, City 
Next to 比 e Tribuxse 良 ! dg 
Loo Lin Manager 



College Inn 
3100 おぉ dway 
お I 巧 3rd & 巧 4 比 能 . 
Tei. Ko け irigsi お 74 巧 


至自 § 蓋 

午を 理那 

前が 

ニ ふ 

時て 


! B 

マ曜 

ィ 度 

隹奢 ± 
采裙曜 


TIi 


Japan 

け刖 尚邮 Go. 

巧 0 W. 65 化 化 
T 扎 Endic がが お 



巧 Ead 28 化 なけ d 

Tel. Leiiilgton 5727 


IKUINE 

Hotel & Re が auirant 
313 WJ8 かお . K 州む rk 

Te しむ huyl が 7 の 2 
む 舶 yd 巧な 化 UINE 



KIHGYO & PET SHOP 

IMPORTER OF 

GOLDFISH & BIRDS 
O 

動 其 力を 
物^ ナ種 

一 鳥リ金 

切 接ャ魚 


KATA 6 刪邮 (TS 

224 に 59 比 St. 
New York CUy 

Te し Re が n! 3480-3481 


DANCING 

411 W. 115th St. 

切 • CaiWra; 4 巧 8 i か 3 


庵 桂 米 目 


Kawasoye Hotel 
139 West 123rd Street. 
M むか edrai 巧 10 


御 

旅 

縮 


河 


添 



340 W, 58th St. 

Telephone: 
Columbus 8882 


( 巧 B • 水) 司を わ 










號六百 お 千 一 第 


@ ゎ ぞぷ 巧 ) ！ ななが 1 で 巧 【日曜 水 


化 もけ ! > 


H — サ月 一十 年 H 和昭 


漏ぶ '- ， : ， .; 4iP^S3 

哪 


ずき 燒 

巧に 御 料理 



會滕 御あ理 

昭 和 

特別 純 日本間を 新設し チキンの 
水冀を 始めました。 チキンの 氷 
煮は 一二 時間 程 前 御 番話願 ひます 


高等 御旅館 

東洋 縮 

會應御 料理 


御料 埋轉を 

太 陽 

壽司 毎日 あ もまず 


日本 食料品 類 及び 雜貨類 卸小賣 
ホ 之 ま 大ま挪 桑 山商會 
新刊書 籍雜誌 小間物 目 用品を 種 


日本を 巧 品 
日本な 貨煩 
香 籍巧雜 誌 


巧 夕 九 時を を柔 

メ 1 グア ドレス 〔年】 巧 

東京が 會 

> ブンク ます 


皆樣 の御嗜 巧に 適 ふ 
樣な 美味の 御 巧理を 

S 廣珍樓 

致します から 績 々街 
ホ ホを 願 ひます 

0 永興穫 

晚揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本人 諸君の 墻巧 
'じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 朝 S 時を 開 巧 
(なサ ち T 目 サブ 
淳車琪 の 下) 


が 廳あ園 

司理 人 蘆 蓮 
お 數のホ じは 室 ほ 
の 御 便利 じ 備へ巧 
閒會 庵の 御用 じを 
や， へく 侯 聞 巧 ホ 相 
不變 わを な顆度 0 
巧 上 御 ま 巧 中 上 候 

支那 料理 


レャ トル ホ 

NP 旅嫉 

WO で ま 一一 Ave ’ w ? weatti タ ち さ h . 
停を お前 おを ご 一 了 左 慨ガ階 建 
H 本 巧 船 切な 取 巧 波戶場 送迎 


ロス アン •セ ルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

ニ S S ミす dro st ._ Los A 另 ele ツ妄. 


馨油懿 llsl 驚 f 白米 

日本 米 難 食料 晶 iiS 麵 4 齡 S 

巧 田懲地 棟ホ會 社を が 一手 賣挪巧 

日本 食料品商 會 


3' ト L .-5 


媛の 蒲 お おいしい 奶巧 

會席 御料 巧 

晝 食は ホ廣へ 

巧 喀簡化 草が 大 おお 


割烹 並に 御旅 舘 

fe § 培 巧 

句 お 兄弟 

なち ホ 西 八十 乂了目 一二 ニニ 
あ 話 マ々 イブ！ とを 一二 


御 下宿 喜樂 

元 黒 崎 旅館を 良 直が 
妄 舌を St ., Broo さ n , N J 
ぎブ ia 置 こ 5 ニ 


罔 圍閑淸 、空 あお お 
巧 人 お 築が 自お寧 

芸ジ nds St - Brook 章 N . Y . 
を . Triangle 之 75 


▲淸 巧、 親切 > 氣樂 =1 二な ► 

勢 州 館 

が勞 事を み 賴榮が 

225 E . 58 を stset 

ジ 一-舌 的 ミ 一治 爱 


岩 巧 旅 熊 武田 文治 

を國 新聞 多數取 揃へ 居ます から 
を 所 御 立 寄の 節は 御 ホ 憩 下さい 
岂 0 で st 1置 S すま t , ブ I . ぎ yv 否き i 岩 51 


一力 旅館な め 

一 帝國旅 鑛鋪醉 

1 食卓. 苗 th Si . す こ ミ k 
Tel . Susquehanna 8610 


鑛育 旅館？ ち i 

を 四十 了 吕ニ四 ニを 
TeL Gaiedenia 器？ 4 


レス， X - タント 

並じボ ー デ A ダ 
薇赖 な保驗 照じ預 もまず 

〔島山】 

120 さ艺 Ave . 夏 th &101 stS 1 s . 


ポストン 南 

富 ± 旅 舘大浦 末を 
養 W 夏 ester si . Man Mass . 
す 一. B . B . 舍 75 


費府 御旅館 
- 桑 出 淸お郎 

含 8 ジ皇苗 h S 一芸 Had 置 hia pa . 
Tei . Wainut 7 沒 一 

靡 蒙區域 中が > 緩 領事館、 9 本 
鄰船 其他艱 おお 會社 近き 壌 所 

を 港— 巧 ホー K 戶 
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舞禮 PA — 
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了攀 

親が 

朝十龄 夜 十) 時 

シャリフ •タン シ 

ング 師範 學校卒 装 

七杉タ マ 



軍 謂 ブラィアント 

.^0 と 九； 八 八と 一二 

が 重譯 

お 育 ホ 西 四十 四 了 目 
ニニ！ 二八を ご 磨) 
」 ち A 舌 smcMm EPA 吉 NS 
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化粧品 卸 貸 

五味 商會 

W E . ニ fhwi . li . 产 C ミ 

ジ I S 星 養 anl 3745 


御菓子 舖 

名物 栗饋 頭、、 練 羊羹 _ 賛澤豆 
甘納豆、 巧 他を 巧 
煎餅 卸小賣 。のし 餅け 前日に 御 
注文を 乞 ふ。 

御 注文は 松風 辟 高 橋 
岩 WJ 置 St . ぎぎと ち 55 艺 

新 鱗 魚 か 一切 

日本 入 おきのを 魚 澤山取 b 揃へ 
おが 廉 清で 大勉强 をし ±す' 

サヴ立 ナ魚巧 
」owopll wa<osw 

段 4 W. 艺 St St 
Tel’ 0 已 UBbu8 也 一廣 


H 本瑪 髮縮淸 

西 四十 11 IT 目な 番地 ニな 五 ま 号 

2 nd フロア ( 第 ホ 每ミ留 十一 ニ了呂 巧 } 


日本 散髮屋 則が 難 

五ケ 年蹈 中が 巧 ど 共 じ 就業。 

ジ ヤシン ト •フ 身ツ 3 

31 运 .置 ih 度. N . Y . 吾 y 
Bet. coiibus A ち ■が C 呈す al Park 寺 $t 


眞 面目なる ホ 職 同胞 じ 巧 食 
なる 職業を 厲旋す 

宮暴務 所 

紐 育 市 西 四十 ニ T 目 百 ホ. 一 を 

とと 八と 
化み 九 八' 


電 

話 


プライ アン 


煎餅 が、 ル賣 
を 腐. 油瘍 
目 本 食料品 一切 

。一 mri Ric 任 oake CO . 

芸二 hird A さ こ 

Tel . P 空 a 巧 ニ 

松林が か 

320 Manhattan Ave , Bet . "113-114 sk ’ 

言. 是 ぎ 穿 ミ 夏 瓦 まち 


木 旧^ •ミン グ 

1 夏 ニ rdAve . 8瓦.59贾量資堯万 
ブ I ちす ミす 巧 瓦 苦 27 


I 雷雨 互商浪 に-^’ iu 

一 夫の 遺骸.^ 抱：. て 一を 漂流 

: 六十 人を 滿 載した 救命 ボート は 二度 も轉覆 H 
I H 双脚は 傷 さ 手の 自 をを 失つ た 超人的な 努力 M 

- 聞け、 ホ 上 中佐 ホ t 人の 遭雛談 y 

東京 特電 + 九日 發 b 太 西洋 上に て 不幸 确 職した る 陸軍 騎を 少佐 ホ 上義雄 
氏は 特旨を て 陸軍 騎兵 中佐に 睡 進、 正 六 化 動 山 等に 獻 せらる。 

が 巧 上康雄 中佐 ホ 巴人は 旣裙の 如く 遭難 後带艦 ワキ オミ ング 號に收 を、 ノ ー フオー ク游軍 病院 
じ靜養 中で ぁつい が、 逝ける 夫君の 葬儀に 列すべく 醫師 及び あ 親 者の 引き 留む るを 聞わず、 日曜 
n 午前と 時 首都 ワシントン じ 到着し、 ぉ 淵 大使 邸に 化 養の 上 同日 午後 一昭 五十を の 列車 じて 大使 
缩附 巧官濟 大佐、 廣旧 大尉、 海軍 病院 特派 看護婦 等 こみ じ 午後 ホ 時 おを、 ペン シグ ゲ卫 ニア 惇 を 
庭-; 到 碁、 直 も」 ホ テグ •コモ ド 1 T じ お宿した。 これ ib 髮き 停車 煤には 齋陈總 棚 事、 离橋大 
i 佐‘ み 山 術 事 及け 夫人、 旧 島 ニ 巧 物産 ま 店長、 新 井領 一郎 夫人を の 他 約 H 十 余人の 宫 民け 悲しき 
i 二人を 出迎 へたが、 巧 脚 未だ 自由。 ら ず、 ホモに 纖靖 した 喪服を の ホ 人が、 いた'-^ ^ くも 押 
おの \ ど。 b ブ判 率から 自勘掌 •しな さるる のを 見た 帖 、お 迎 へた 婦人ので から 啜 b 泣く 聲 さへ 聞 
完 るので あつた。 


この 日 ホ 亡 人け を朝ノ ー フォ 
;ク を あして 首 郡 じ 立 嘴ら な も 
じ當地 じお發 したので わるが、 
いごしき ホ どみ L 荒 巧 ふ 太 か 巧 
のを 漬こ巧 ひ 

が 胸は 傷 さ、 が キ^ をん 

•ご自 もを 失ム巧 巧で ゐる h じ ホ 
君を 失つ た 悲しみ も あ も、 が 身 
みに 疲れ 絕 對じ靜 養を 欲ず るの 
で、 渡 大佐を 始め ごして 夫人 一 
家 じ 親しい 人々 も 出 ホ 得る 限ら 
遭難 當 時の 狀 なじ 就て は 答 ふる 
ふごを 粮 つて 居る が、 ホ 前の 中 
を ■を ご 側 A 的 じ も 親を 深く、 
過般 陸軍省ょ ゎ留學 のために お 
遣され た 陸 常大財 廣旧豊 氏は、 
『何を にも 夫人が 御 覽^通 b が 
常に お疲れと お悲しみ じ 化んで 
居られる 瞭で すか'. っ、 な 達 も 遭 
難當 時の 詳しい 狀 がに 就いては 
ぉ 巧 得る 限 b 

一言 及す る： ごを 避けて 居 
る譯 であ b ます か、 な 並びに 夫 
人を ノ ー フオ ー ク じ出迎 へた 楠 
木 大尉に 話され じこと 等を 綜を 
する ご、 大 化な 下の やうな もの 


でし やう』 ご 冒 巧して 曰 （『遭 
難 當時ホ 妻は 船 i まじ ちられ まし 
たが、 船の 横 子が どうも 變だピ 
いふ こどは 出帆り ホ 頭 じ ホつ た 
こど トもホ b 、 救命 袋を 着用し 
ろご 云 はれた む もを か 遭難^ 際 
巧 練習で あらう ご最 巧け 考 へて 
居た が、 實 はこれ が本當 の 遭難 
ごな 明した ので、 二人け 巧 お 巧 
端を 準满 し、 乘 せられた ボ！ ト 
は 窠八號 であつ ねが、； のボ！ 
トじ乘 せら わた 避難者は 

亂暴 C も 約 ホ 十た 重々 

ごして、 身動きら お ホ i 古 L 巧で 
ホる 上じ乘 客のを くけ 婦人 やモ 
おでち ずは まつて 少ない ち標で 

あった。 而か もこの ボ ■■が 頗 

ぶる 不を をなら ので、 離 船す る 
ど 間 も；：；* く 浸东し 始めた ので、 
ホ 上 少佐を 始め ニ 己の 男子は 懸 
命じな つてが 水に 努力した が 巧 
をに 乘 をが ぞい 上' し 人手す 足 
のじめ じ忽 もな をした ので 〔別 
報じ 化れば この 時 タ數の 婦人 や 
子供が 溺死した らしい 一中 佐は 
夫人の 身を を じつ i 1 モ じがて 
必死の 巧 力を 績け 


ボ ー トを漸 < 元に 庚し わが 

少數の 男 VJ いふ 男 

は數 時間 じ 頁る 努力で む 身 ホー 


綿の 如く 疲れて 過勞 のた め眼氣 
を 催ず 巧 度に わ 七い つたが、 而 
かも ボ ー トの 浸水は 時の 過ぐ る 
じ 伴 ひて ちし、 ボ） トは 

巧び 轉 覆す &じ まらし 

ため 『最早 これまでと 覺 悟』 し 
て 井上 夫妻は 救命 袋を 唯一の 必 
賴み どし 水泳に 練達した 中を は 
は 夫人 ど 共 じあ 濤 さかまぐ 洋上 
じ 漂が しつ > 、ぁる 禪じ H は ミつ 
ぷち W 暮れて 眞の 間と t * つたが 
この間 じがて 氣强 （夫人の 手を 
しつ か b おつて 居た 中佐の 手が 
漸 々ゆるみ おし、 中佐の 疲勞は 
おす ばから じ U つたので、 夫人 
もこれ ではなら の ご 中佐 じ掛し 
て 『元氣 を おして 下さい』 と 激 
颇 しつ i おを 漂 ふこ VJ 數 時間 一 

天 かき 蟹つ た 空 じは をの 頃 ょら 

隊た 13 
pa づ ~ 0^ 

雷鳴 轟々 VJ して 大お沛 

が どして 降つ て ホた ためじ 少佐 


の疲勞 はます'^ 加は つた もの 
の 如く、 夫人は 一生懸命 じ 中佐 
を激蝴 したら、' 言葉を かけたら 
むでして、 稍々 も すれば 深い 眠 
らじ おちいらん ごする 中佐の 必 
を勵 ましつ i あつたの であるが 
をの 中が 上は るか サ！ チ •ラィ 
トの 化を 認め わので 
救助船が 巧ました、 最ぅ大 丈 
夫です、 わ 互に 巧 巧 助かを ま 
せぅ 

ご 夫人は 中佐に 聲を 掛けた が、 
雷雨は ますます 加は る 上 じ 中佐 

深い 眠り に 暗い つた も 
のか 夫人の 耳には 中を の 返事 も 
聞 b な （なつて 來 たが 
夫人は. この 永い 間 右手 
じ 確つ か 9 中佐を 掘む 
外 •同じ 避難 客で ある 
二人の スぺ ー 井ン 婦人 


がぶ 側から 夫人の 肩 ご 
手を 握つ て 離さず 

をのた. _ めじ 双脚 じ まつけ る飽下 
を脫 いで 中佐ん 化を 自發 におび 
がける こご も 出 ホない 破目に 稻 
らされ、 夫人^ホ過ぉの疲勞の 
ためじを （意識を 失つ て 昏罷状 


態に おもいつ たらの {如く、 

< れぱ翌 早 隣、 お h の 彼 ホ' 一- 

軍 艦の 姿を 賞し あ 助 

ボ ー トを 卸した こども 倒 然した 
が、 この 時 夫人は 無意識 じ も 
晚に 曲ら て 中佐を しつ か b ど 右 
手 じ 抱ぃて 居た か、 自 かも 疲れ 
て 居る ためじ 中佐の 生死は しつ 
か b どが 然しな かつた が、 若し 
不幸に 巧んで 居た どしても、 巧 
めて 

死 體を拾 はれる までは 
生きて おなくて はなら 
なぃ 

と 非常 じ强 いみ •むを 固め、 救助 
ボート じ 接近し やぅ ご 巧 力され 
たか、 巧 かじ も 一 ホに 余る 大浪 
に ゆられて 救 ひの ボ I トも 見え 
たら 隱れた b して 

ニ 吾一 憂を々 迫 も 夫人 

の必勞 二方で なく、 遂に ボ ー 
じひろ い h げられ る 際、 ホ 人 
はずを 擧げて 『中佐を 一緒 じ 引 
稷げて 下さい』 .ご 叫び、 ボ！ ト 
の 人々 から 『オ 1— 火 •ラ キト』 
とい ふ聲を 聞いた のを 名殘 b じ 
夫人は 意識を 失つ てを 睡狀態 じ 
陷 つたので ある 一 


最後の 言葉は ……； 

煙草 V 」 水が 欲、 しい 

帝國 軍人の 面目を 發輝 こた 故人 

崇 嵩な 婦德を 示， した ホ じ 人 




巧 < して 人事不省 のま I 、 軍 
驢 ワキ ォ .、 ング號 じ化容 された 
夫人け 同が じ 救助され たよ 人の 
男女の いづれ ょら も 雷 態で ぁつ 
た爲 々な {，じ 

軍^ ょ6應急手當をずけ 
たが 意 認旧復 巧 巴き 中佐の 遺骸 
が 化を され' -，' 居ない こビを 知つ 
た 夫 入は 巧氣 のかく 殘 ながな、 
r 生きた ザ 業がない』 ご 頗る 强硬 
じ談 がした もめ i 如 <〔 當時軍 


瓣 長が 泥醉說 

がを した ゲ ゴス トリ ス號の 
火夫 長で ある 黒人 パ！ フネ ブ 
トが 執麗記 ぞ刚じ 言明した ご 
ころに 化る ど 遭難 當時 船ち 力 
! レ！ は 泥醉し 居ら 甲板 上に 
船長を 訪 ふて 彼が 『水夫の 避 
難は Vj . つす るか』 ど 尋ねに 
巧つ たら- 『水夫なん か 勝手 じ 
しろ』 とを 言した どか 尤も 船 
長の 泥醉說 は從來 £ て も镇つ 

て 居た。！ 


艦 側ょ b 發 した 所 報の 通 b 〕 間 
もな く 無線電信 じ 依 も々 をの 遺 
骸發 をを 知ち 夫人は がめ I ふを 
まんじた ミの こ £ であるが、 ホ 
亡 人が 最後まで 亡き 夫の 遺發を 
抱いて 閒 くだに 恐ろしい 海上 じ 
漂流し ねことは 流 おじ 日本 武± 
の 妻ょ、 崇 嵩，*: > 婦徳を 發 揮した 
婦人の 典型 ごして 艦 肉の 將卒は 
一人 ごして 感激せ ざる ものな く 
ノ 1 フオ ーク 上陸 後ら 

ホ 知 のアメ プ 々人は 體ら 
高き 化 まを ホ 白人の 病床 じ 贈ら 
て 也を 慰め ツグ ン トン •ホスト 
お及び 夕刊 スター おは 長文の 社 
說を 揭げて ホ 上 ホむ 人の 優しく 


ら勇 がなる 行動を 禮讀 して 居る 
が、 ホ 己 入の 記憶 じがす る 中佐 
最 后の 言葉は 『煙草が 喫したい 
化 わの みたい』 ごい ふ ニ 旨で あ 
つむので、 ホ 巳ん ほな 人の 靈を 
慰 さむる ため 中佐の 格 巧に ラッ 
キ ー •ストラィキ 一 裝 と、' 水を 
を廣 したの も 涙ぐましい 話で あ 
る 『中佐が 過度の 疲勞で 遂じ爾 
職され たこ ごは 巧々 の 衷必ょ 6 
遺械 ごする 所で あらます が 

一面 C 於て 中を 旨畫 

人 どしての 面目を あ 揮し、 この 
危機に 面し 生命を 的 じして 奮圆 
された もので わら、 奥犧 として 
ら最 后まで 夫君の わ體を 守つ て. 
離 3 なかつ たこ ごは、 武± の 妻 
£ しての 任務を 立派に 完 ぅされ 
たもので あらます』 ご廣田 大尉 
は 暗然と して 結んだ。 

翩國へ . 

涙の 旅に 

齋藤總 領事 同伴 

- 井上 中佐 ホ 亡 人は 葬儀の 一巧 

を ホブ八 •コモ ド！ ア一モ 五番 
の 客室に さみし < 明かし、 翌く 


る 二十日 午前 十一 時 十五み、. 渡 
大佐、 廣旧乂 お及び 看護 協閒伴 
の 上、 不自 わな 体を 生前よ も 
をの 親ぶ C . して 親を 厚き 辯 護 ± 
でぁる 退職 陸軍 大佐 バ ー レ ー 巧 
の 自動車 じほ かして ペン 停車場 
をお發 

ホる 二十 化 H 巧 ま S 十日まで 
は 首都 ヮシントンの 出郷 大使 
官邸 じて 靜 養の 上 巧び 渡 大佐 
岡 伴の 上 皆 地じ來 ら、' 歸朝命 
をに 接した' 總 領事 齋藤博 化が 
间 伴の 上 一二 十日 午後 ニ 時化 十 
五を グランド •セント ラグ 停 
車 襟を ぉお 西 巧し、 十二 片置 
H ブン フランシス . n ' 發の 大洋 
义で歸 朝のを じ 就 < ベく 
を だか も 愛と しい 妹 君 逝 ま 巧 報 
を 二十日 午前ち じし わ齋 藤潑領 
事が 同じ 悲しみの 旅に 上る こご 
も奇 しき 運 かの 惡戯 では ぁ. か。 

審間進 巧 

多數の 証人 召喚 

をが 國 司法 當 馬の ゲ ユマ トリ 
ス 号沈沒 事件 じ關 する 審間 ぉを 
の 後 H 々進 巧し ちを 一等 運 轉± 
ジョンソンは 出 化 前 巧 炭々 給 庫 
の 密閉を 檢 みせず、 をよ b 浸水 
した 事實 をが 認 し、 巧いで 無線 
電信 じ 就いて P 査の 結果 . 
眞先じ 教肋じ おぃゎ 鹽 際‘ 飯 船 
のォ '一 ml 化は 積 荷を 量 じし 
て 船足 遲 く、 現場 附近 じ 漸く 
をぃた る も旣じ 救助 事業 も 了 
ら じあ づ いて おねので 針雕を 
轉 じて 立 も 去つ た 事 寅 もお然 
したが 

船長 力 ー レー 巧が おした 危憔救 
巧め 無線 じ 就ても 船 ど會班 乃至 
僚船の 聞に 豫め危 藤をから わむ 
るが 如き 處置 じは 及ばな かつた 
もの { 麵く沈沒五時間前じ僚船 
じ 向つ て 

何等 報 ホべき こどな しご 發信 
して 居る 点よ をして 船長が 僚 
船の 巧る のを 待つべく 危驗信 
号を 發 する こ W を恳 つたぶ い， 
ふ 非難 或 ひは 船長 じ 街す を 辯 
譲 も 覆された 譯 でぁるが：， 
司法 當局 側では 無線のを 摸に 就 
ては 動かす 巧から ざる 証 據を握 
つて 盾る もの i 如く いづれ 審問： 
の 進 巧に 伴 ひ 事 伸の 眞相も 曝露 
する で わ ら ，っ 0 


淨瑶璃 ゴ搂ロ 

ご 尿 線. を舊づ 

御 化しい 餘暇じ 柯ミも 言への 
淨瑞璃 の 趣味を 御 賞玩 被 遊 度 
皆 織の 御 巧 遊を 歡迎 致します 

戰澤吉 お 

ごか ニ 8 W ニゴ hwt . 田な 
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基督 敎 修道 會 々お 基を 慕 集 
十二 巧 一 H (午後 八 時 十五を) 

インタ アナ シヨ ナル •へ ウス 
(リゲ SN ' — サイド •ドライブ 五 0 0〕 
一 弗 五十 他 ニ 巧 五十 仙 

主催 基督 敎 修道 會 
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THE MITSUI BANK, LTD. 
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Tel, む wiing Green 3440 


T お M 化 伽 sti け 3 化 , LM. 

Room 941, Eq 川 adle む ildin 呂 
巧 日 Broadw 化 New む rk 巧 ty 
M Re 加 r 9483 - お 


M 邮圆 RA 邮 化 .1 脱， 

巧 - 的 -57 化の rd St .， 

New York City 
Tel • む am が 巧が 如 


T 化 FUJIMO 巧 
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Tel. Rector 2416-3339 
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101 Fifth Ave., H.Y. 

Tel. Ai が nquin 巧が 5 

327 化 Madi 如 n Streei, 

加 ica が , 川 ; nois 
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N. Y. K. LINE 

社告 船 封 本 日 

San Francisco 0 だた e: Los Angeks 0 なお e: Sea れ ie 0 だ ice: 

目 51 Mark ミ t St. 60S Sout:h Grand Ave. Colraan が dg. のけた Ave. 

N 巨 W YORK OFFICE: 

8-10 百 Hdge St. TE し . BOWLING GRE 巨 N 2262 

Chicago 0 だ わ e: 100 W. Monroe St. 
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Room 414 

1 がむ 的 dw 巧 
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The Yokoiiama 
Specie Bank, Ltd. 

別 h Fio 化 [Quitaiiig B!d を 
巧 0 む oadway, !i, Y. 
Phone Recior 2550 


T 帖目 3 化が む iwaiUtd 

Room 515 

B 加邮ぉ on inve が 巧む iWing 
185 むが dw 化！ i. Y. 

Tel. Co ぶ antit 巧 32-33-34 


THE が NK OF 削 OSEN 

R 抓 m 10 巧 1 的 Sroadwa もん Y, 
阱帥 e . むがが が おの 


O.S.K. Line 

大酵 船が 

巧おぷ WHI 巧 HMi 眺化 D 邮 
け 8ATTE が 化が モ化 WY0 がむ n 
PH 削 E 邮 WLI8S 郎巧 8 おお-お 


MOGI, MOMONOI, 
COMPANY, Inc. 

1 化 -L け扣 S し lU 
Tel. Stuyvesani おお - 6-7 




Nippon 

Dry Goods Co. 
1261 Broadway ，む わ， 
Cor.SlsI St. 

Tei. Pennsylvania 5950-51 
む rnn 4 巧 


N が a Ming Co. 

151-5th Avenue 
(Cor. 21st み.） 

TeL が が 叫 uin がが - 47. 


!m が 0 目 ros., Ins. 

Fofffl が! jf 

Mamhaciii をむ . 

1J East 1 ?扣 化 U. 
TeL Algon 叫 in おが - 8? 


H を BUT る & 郎， 

141-1 が Fif 扣 Ave.i 
(む r.21s け U 
お w York (% 

Tg! • が go 叫 uin が お 


Yii 挑 日 A & GO. 

Me 巧 handi 巧む ok が 

WHOLI なけ S ON け 
246 ぶ th Avenue 
Tel. iishlami が OS 


WALKER & 化 OR!0 

CUS 了 OM TAILORS 

20 DEY ST .， NEW YORK 
Near Church St. 

T 泣し CORTLANDT 7557-巧58 


MnW 繼 瞄触 , 献 猎 mk 

Cor. 9 化 St. and Broadway 

Guide’s Of fice 
and Shopping Service 
Mrs. -Ed 化れ Humphrey 

Special Japanese Guide 
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i N 巨 W YORK OF 門 CE 

i ミ 4=*4 M な di 托曾 n み— で だ nu 户, 

I elepHone. Wu げ av Hill 400 り 

♦ 間 H トを 本日 ♦ 

♦ 間 1! 四 I- 迄 恥 ま ♦ 

; 路 が 短最ノ > け ヤ乂 
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昏五干 一 第 


妻を 新 資 綱 


日曜 水】 


日 ー廿巧 一十 年 H 和昭 


【四 



貴' ♦紳 ± 向帶ボ 、白金 
お 
處 

替 

で. 

商 ♦を 銀製 余 具 附み穗 


資本を を ほ 旧 
拂込巧 寅 本を 六 モ萬圓 
橫 立を 六 千 兰百お 十な 圓 

餅 城 S 井 銀 巧— を 巧 

本店な 巧巿 日本 橋區 本を 居 町 五を 化 一巧 
支店 小 樽 日本 辕を巧 丢ち 横な 
名 古 屋巧都 大お西 (大 ち神戶 
廣島下 顆門司 若が 活岡長 《 
上がな をを 買の 水 


怯 出入 爲替’ お 信 送金' 並 送を' 旅行 信用が 
巧 業 信用 狀其他 一般を 巧 業 

乂 雜竺囊 銀行— ま 巧 

徹里 送を (日本が 化 無 ホ お 巧？ 进 を 取を 
本店 おを (を 期 通知 ノニ 補) 御 便利 取 巧 
本 支店 東を (本な〕、 大巧、 拌戶 、京都 
巧 化 地名を 尾、 小が、 上が、 なを 


藤本 證券 會巧 

一般 有僧莊 を ノ賣 買、 引受、 募集 
▲金顯 、並-一之 ニ關ス こ切ノ 業が 

S 藤本 ミ；-？ 銀 巧 

紐 育 お 張が 


掏が 黑 、雜 貨卸賣 

森が ブ タザ ー ス 


巧貨 陶お器 

ドライ グ！ ズ卸費 

太 洋資營 ま會社 

支店 市 お古、 ポストン 


▲ち 巧 まを ま 巧が 巧を のま S # 巧ん るは 巧な 良 
のを 巧な 切 T 交 S 共に 當 なの 萬 i ずるな です 
▲あれ 太平 浄お路 一二 等 巧 巧は をな ホ 巧 巧な 再み 
旌 しを しむ、 巧に ホ ホ# のかを は 巧巧ッ 
ス トサー ド 又は スナ立 ry トク， ダスな 上の 

巧 植も備 へて 居リ ミず 

# を 巧 お 帆 ホノ^^ 経由 【正午 出 机】 


天洋义 

コレア 丸 

まが 乂 
西 比が 亞凡 
大洋 化 


十二 巧 五日 
十二月 ホ 日 
一巧 二日 
一巧 十六 日 

二月 十 ご！ 日 


® シアトル 出帆 〔午 ホ 十 時 出か】 ^ 

腳關姚 ：お け郎 i 

加 資 兄 一巧 A 日剛 

巧を B 本 巧 お W ^ 
讓訪か 十二月 一 日 
化を 枝' 十二 巧 十亞日 
■<が育化化 芭を馬短由日^^ぉ货巧ぉー月ニ西 
▲族 道 切符 度 まを 其 化を# 巧 巧を じが あが 申# 

▲- K 因洋 大巧 おを 化を お 切符 巧な をに お 計を ず 


►鄕 を 送金 及び ホ 送を (お 手な 巧) > ホ* 
ま替賣 買、 淸巧替 取 お 取 立、 信 巧巧發 
斤 等 一 胺銀巧 業務 巧 巧 巧 じな 巧 巧 化 候 

'農 臺灣銀 巧餐 出張所 

本な 摹お臺 化 

ち 巧 巧を、 横 巧、 大巧、 神戶 、上 お、 巧 

ロ、 福 州、 度 門、 油 頭、 香港、 ま 束、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 パタ ビヤ、 丢 K 

々グ 々ッタ 、おを、 其か臺 巧 十 巧ヶ巧 , 

一、 資本を 奇億圓 (を 額 拂込濟 ) 

一、 稽立金 一倍 ニな 五十 萬圓 

內が本 まを U 橫演 (本店) 東を 大皮 
神 只を 時下 巧 名を 尾 

橫濱ぶ 金銀 巧— 支 巧 

ホ 画を 支店 = を港羅 なみ 巧 巧を 
其 他世界を 函ま巧 都 巿ュぞ 巧 及 コザ レ 
ス 有を 接 


本 巧 大阪化 濱五了 目 
な 育 支店 紐育ブ C 1 ドウ 王— 百 四十 化を 

驚 巧ぶ 銀 巧 

お f 東京、 橫濱 、名 古屋 、を 郁、 神戶 、岡 山 
な。^ 尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 巧 下ノ顆 
がま 巧 {巧 司、 小 倉、 若が、 博タ * 乂留 ホ、 熊 本 等 

本國 預金、 撤里 送金 等は おめ 
て 御 便利 迅速 じ 御 取扱 可 申ち 


本店 朗鮮 をが 

支 巧 おお 巧は 日本 內 地の 樞 要都巿 ，朝 解 
滿洲 、支那のを 地 及び 浦 强巧德 

朝 鱗 銀 巧 紐 育 曲 張 所 

外 固爲替 一般 お 巧 業 あ 精々 御 便利 じ 取を 可 
申 上 候 


日本 郵船 會社 (並ユ を 鐵道會 社) 

•化 理店巧 桐 兄弟 蘭會 

乘 単、 乘船 巧な 並 じ 小荷物 運送 御 愧利じ 取扱 申します 


シア 卡ん ぉ觀 (午前 十 時) 
あ ふ b わ 化 王巧廿 八日 
あらび や 化 ちち 十九 H 

ば リ寸化 (坡灌 出 抓) 十二 巧 十日 
► - 等橫潰 一を 弗 

化し ば ■=' ず 丸 るん どんみ は 一 お 五 巧 
▼一二 等 日本 巧 五 五 巧を 室大な 逸を 族 室 多 度 
►御を 望に 依り 一等 割 5S せ 笛 切 巧 瑕 巧を 巧 侯 

ロスアンゼルス 出帆 (午後 S 時) 
もんて びでお 化 十二月 十日 

はゎい 化 一 量 香 

► I 窜橫畜 二三 C 巧祖 はわい みを じらみ 一 塞 弗 
▼巧 別ゴ 一等 日本 巧 置 十 か 巧 ▼一 二等 日本 巧 五十 五 弗 
▼ホ 港羅府 巧を 車 切符 慶窒 ホ 購入 胸戟歲 仕り 侯 
▼紐 育 線 パナマ 掏 由 日本ち 弧 行 貨物船ち 一回 


諸 雑貨 仲買、 卸販賣 

保 巧商會 


陶磁器 雜 貨卸資 

春 巧廊會 


円本 陶媪叢 雜貨類 卸賣. 

井元 ブ タザ！ ス 


目 本陶潑 器雜貨 

ラム プ卸賣 

奈良 貿易商 會 


日本 吳服 反物 キ モノ 

テ^ ~ フルク ロ 1 ス媒 

諸雜貨 卸商 

I 腻 0 本 ドライ グ ー ブ廊會 

特別 廉蹈で 乂勉强 巧 おけは 嘗 巧の 持を 


H 木 陶器 雜貨 

ドラ イク ！ ツ お販賣 

i 賊巧木 桃 ホ 組 


ヮナメ ！ 々 ！ の特 を 

日本人の わ 買物 じけ 特別 掛 員を 语き無 
巧で 御 案み 致 升 電話 又は わ 手紙 次第 御 
訪問して 御 便を を 計 b 初めての わ ホに 
斟 しては 特にを 意 致します から 是非 お 
立を b 願 ひ 巧、 お 巧 配達は 勿論 H 本 巧 
化を 地 宛の わ 荷物 發 送は 當 ホで 致し 升 

レ 3 ン ワナメ ー 力 ー 


ハィ ホラ じ 紳± は 

化 立 服を なしまず 

夫れ な 宜く身 じを ひ、 是 掛けは をく、 を 
して ホ 巧を ょら も 長 持 もす る 事を 知つ て 
るからで す。 弊店け タ數 U ホ 紳± の 抑 用 
を 承つ て 居ます。 

n 此壞吿 じて 御 巧 巧の ホには 

ホを 劑 引致し ますり 
が 注 交の お 巧 じ 係 はら やを も 巧 一巧 巧て 
見て 下さい 

ウオ ルカー エンド フロ リオが 驅巧 


晚を坡 毎 ニ 週一闽 が 帆 
am ム プレス 亞棚亞 (黃 •塞 0 嗯) 

十二 巧 一因 

A エム プレス 化を 乂三ク 空 0 哦 j 

ち月廿 二日 

▲で ムプン 、露 化 亞ご再 ふ 00 姻) 

一巧 か 六 H 

A スムグ k ， 亞細亞 六. 著 0 顿 

二ち 义日 
等、 二等、 一二 等 及び 下等ぎ 設備 
姑大 、善た、 な 快走 S をげ 航わ船 


ラム プ 及び シル クシす！ ド 

製造元 卸賣 手 塚商會 

H . Y . TE 结 UKA CO . 

15 W 泛こ 4 さぎ N . U ぞ， ゴ一呈 を迈苦 31 


か y 家具 惭の 明るき 空氣 

集撞® 流通 宜き臺 こ 

— トメ ント貸 度し、 御 ホ 堅の 方 
は H 曜 H なれば あ H 、 夫れ な 外 
は 午後 六 時 過ぎ じ 左へ 御 電話 あ 
れ 

B 吉忌 S 《をタ 夏 壬！ ids き 呈 iue . 


語 攀敎授 isKI 

じ 親切 じ 婦人が 敎授 致します、 
速成 e 好結果を 得られます。 
ジーち ho ミ 笠 ま rs 立 e 9 ま》 


IT - 3 J サ SHt 金曜) 午を ニ 時ょり 
1 - cr サ四 H (丈 曜) 十 時まで 

n 本ん 美な 敎會 、淸話 曾、 靑年會 

面が 0 八 T 目 H 巧 二十 ご 一番 

會舘貴 債 償還、 會舘修 儀の 爲め 

筵善バ ザ—: S 

3 一 置 5 ち 淸話會 婦人 製が 品 子供 ドレス スウ ユタ！ 造化 
€ 這 兵な クリスマス 贈答品を 縄、 陶器、 漆器、 袋物 類 

©食堂ず し、 うどん、 しるこ、 わ获 、馈 菓子 類 其 化 
お餘 興囊， 1 、 其 他 色々 


◎時 目 
◎主催 

◎目的 


亡夫 陸軍 騎を 中佐に 六 位 
劇 五 等 井上 義雄吿 別 ま 執 
わじ 就て は御タ 忙中 じ も 
不拘御 送 列を おふし 威 謝 
のま b じ 不堪 乍 略儀 木 取 
敢 0 紙上 御 禮申上 候 
昭和 一二 年 十一月 十九 H 
妻 テ 少子 
親戚 總化巧 ロ 初 太が 
ぶ人總化 渡 雄 


一恭し < 皇室の 御 昌運ご 

I 吾を 國の 繁榮 r 熱禱 ずる 

I 御大 i 祝を i 草 信れ 治 氏 


I 左は 去る 十六 日 巧 ホブ^ ァス 
タァじ 開きた る 奉が 晚餐會 じ 
がける 草信會 長の 演說 である 
.化 巧 じ 比類のない 萬 化 一系の 
皇室を ホ 戴す る 日 ネ齒民 じど b 
まして 敏聖 义武じ 渉らせ 給 ふ 
今上陛下 かネ月 十日を なて 邸 位 
の大 班を 擧げ させられた こごは 
|申上るをも^;*<巧皇室の御梅典 
一で あ b 、 且つ 图家 じごち まして 
i 至 ま 至大の 典廬で 御座らます。 

; をみ 臣民は 化 大禮じ 臨み 過去 
I じ 於て ニ 千 六な 年 じ垂ん どす る 
一-間 連綿 ごして 盡 きざる 皇統を 戴 
_ きが 巧 益々 恢 なする 大業を 抑ぎ 
; つ i 巧 H 本が 化 巧 列 强の一 じ 加 
はつて 居る 一事を 自覺 する 時に 


I 御大 禮 奉祝 會 名を 會長 齋藤總 
-領 ホは 去る 十六 日が ホ テ^ァ _ 
;， タ T じ 開かむ じを 視晚 餐會； 

じがて 大要 左の 息 ホの 演說を I 

試みた。 

旣じ會 長から 御 話が ぁ b 主し I 
たなに 今上 陛ド御 即位の 盛儀： 
; じ ホら、 山紫水明の 京都 じがき； 
ましては 本 H を 大藥第 - H とを 
めさせられ 允文允武に 御座は さ 
.せる 陛 T 御 親 . b 祝宴を 開かせ 
らる i 巧舆で わります ので、 吾- 
'々が 巧ぶ び 其 地 ホ じが 留 ずる 臣 
民相擧 つて 化を 祝 晚餐會 を 惟す 
- ことじむ b ました 處 八な な餘の 
同胞 並に 义國 のぶ 人達が 集まつ 
一て 斯く 盛大なる 會 をを 持つ； を 
得た のけ 誠に 御 同慶 r 巧え ませ 
ぬ-中略) 陛下は 大正 天皇 第】 
の皇モ じぁら せられ 御名は 摧仁 
明治 S 十四 年 一: 巧 二十 九日の 御 
誕ホ迪 宮ご稱 し 奉る 明を 四十 一 
年阴 ぉ學泻 おみ 薄 巧 じ 御 降學大 
，正 元 牟よ片 S 十 一 H 儲 お 御 治ぶ 
，间 S 年 か 等が 御 卒業後 御 學問巧 
; じがて 御修學 大正 五 年 十一 巧 一 こ 
りぶ 太子 式 擧巧ぁ b 大正 十 ぉ 一二 
_ 月 御 外遊の 途じ 上らせられ 歐刹 
ー諸國 を御歷 試の 際剧國 おを して 
i 崇敬 仰 慕の 巧 精を 抱く を 禁中る 
I 能は ざら しめ 給 ひ、 特に 倫敦じ 
I がて ジョ ージ 第五 化 陛下 ご御對 
-强 遊ば？ れた 時み ホ 派。 御 態を 


何 こも 言 ひ 知らね をら W 咸激ご 
じ滿 さる i み 第で 御座 b ます。 

紐 育を 中 厄 ごして 米 固ち 部 地 
ホ じ化留 致します る 巧々 日本 國 
民は 化 盛儀 じ隙會 して 滿 おのま 
誠を 披潑し 奉祝の 微 志を 捧げ や 
ぅごが じまして 囊じ 御大 禮 奉祝 
會を 組織を だる 處 皆様の 熱烈な 
る 御協力を 得まして 御 即位 ま當 
日は 貧を をち 內 省へ 宛て 飛電し 
ホ 祝 記を 献上 品 捧呈の こ ご も 芽 
出度 進が いたしました。 ホ 京都 
じ 於き ましては 本日を 0 て大變 
を 1 H ごを めさせられ 陛下 御 
自らな 僚を 巧して 大變 宴を 張ら 
させ 給ん 佳き H であ b まして 在 
留 官民は を じ化擧 つて 寶 がの 無 


じは 嘆 服せ ざるは なかつ た VJ 波 
れ承 はる。 ホが 八 ド ホ ー 八， じが 
で 玉音 朗 々ど 御演說 遊ばされ 當 
時の 首相。 ィド •ジ 3 ^ — ジ 巧の 
如き 難が 御 思な に對 して 稽首 之 
を久 ふした 释 であつ を ど 承は る 
大正 天皇 御不树 中' は琼政 宮殿 下 
として 政務を みを なは せられ、 
間ら ト* ,、 華 盛頓會 議が關 かれ ま 
したが、 電大た ♦る國 隙が 意義を 
化しょ ずる 右か會 議が攝 あを ご 
して 始めて 脚親閱 あらせられた 
を 要な 國務 た ぁつれ が、 大あ十 
己年 米阔 移民法 制定の 當時 のか 
きは ホ 常广爲 襟を 惱 まさせられ 
當時 のが 井 かか、 幣 原、 珍 巧 其 
化の 重 おを 召して 巧々 御で 岡が 
あつむ 由に 规ゎ 承は る (中略) 
先年 朝 香ち 兩 殿下 組 育 御 通過の 
際が 巧 同胞のを おを 嘉賞 あらせ 
ら れ御歸 耕の 後 陛下 じ 必ず 化實 
情を 上奏す る 旨 仰せられ まし だ 
が 同時に 『諸ず け 現が じ滿 足し 
ては ならの、 を々 發展 向上して 
' H 本歐お S 眞懼 を發 がせょ』 ど 
の 怠 ホを 訓示 あらせ 給 ひました 
が、. 化 祝すべき 佳節に 際し まし 
てな 其は 朝を 宮殿 下の 御み 旨を 
回想し、 同胞 相 おじ 發奮巧 力す 
ろの 要を 痛切 じ 感じます るど闆 
時に 化機會 にがて 諸 巧 ど 巧に 純 
忠報國 の 至誠を 契 ふか 第で 御座 
- >9 


窮を がしを るべ < 化 大巧を 會を 
催す々 第で 御座らます。 

御大 應奉 視會じ 就きましては 
官民 一致 培 おの 御盡 巧に 依り 萬 
事 萬 端が 郁を に 相 運びまして 御 
同慶の 至 b で 御座 b まする が假 
み 身は 遠く 異鄕じ 巧 b まして 祖 
國の 風物に 接し 兼ぬ る じを しま 
しても 御聖 德御辕 威の 高き 陛 
下の 赤子 ご レて ホ 榮じ輝 （皇室 
を 崇敬し 隆然 じる 祖圃を 想 ふの ； 
情 じがて は 御 直に 人後 じを ちな 
いこ ごを f 明して 居 b ます。' 

今夕が 育が 留 日本人 社會じ 新' 
なる 記錄を 作らました 化歡 ぶべ 
く 祝すべき 意義の 深ぃ 貧を じ 際 
しまして を 巧は あしく 皇室の 御 
昌運ど 巧帝围 の繁榮 どを を 也よ 
ち熱禱 する ホ 第で 抑 座 b ます。 
謹んで 開會の 辞を 陳べ これ よら 
齋朦纔 領事に 御 願 ひいた しまし 
て祝詞を述べて頂きたいと存じ 
ます。 

挿話 を 語 6 て 其 剛毅 ご 仁 

愛 どを 髮 龍し、 ホで バア レィ 陸 
軍 大佐は 玉 レィ 陸軍 司み 官の懇 
篤なる 弔意を 傅へ 直つ 巧 ロ お 軍 
及び 井上 中佐 夫妻 どめ おを を陳 
ベ 遭難 當時 ホむ 人の お 恐なる 意 
氣ご 勇敢なる 巧 動を 推稱 して 聲 
涙 共に 下る。 夫 よら 渡怪軍 大佐 
並 じ 齋藤總 領事は 承 辞を 朗讀し 
ま 後先 づ まむ 人は 肅め やかに 靈 
前にの かづきて 其 福を 祈ら、 巧 
下 順 巧 か 中佐の 靈を拜 して 式を 
.了つ た。 靈柩 はを じ 旨 動 車 じ 移 
され ホむ 人 及び 陸軍 お 校 之に 從 
ひ 新 姥西州 バア グン 火葬場 じて 
あ 巧に 附 した。 悲し さ 化 日の 朝 
は 暗雲 ま ホして いまにも 嘴雨蕭 
蕭の空 ごならう として 居 わ。 


總 領事 令が- 

卒然，、」 して 逝； I 

紐 肯駐せ 總滿事 齋藤博 氏み 妹 
るつ子 媛は 先年 學巧院 を 卒業し 
東京 おみ 千駄ヶ をの 邸 じて 挣堂 
ど 共に 家政の 實 おじ 當 つて 居た 
が數 目か總 領事の 元へ 臓 膜 あじ 
て 化 養 中 じ るら 重態で みる どの 
巧電ぁ b 不日 榮轉歸 朝の 途じ上 
ら むごす る總 領事 も 非常に 憂慮 
しつ、、 あつ わが、 藥石效 なく 去 
る 十九 H 二十 一二 歲を 一. 期 ごして 
卒然 逝 ませる 旨の 評 音に 接した 
誠に 桂むべし。 右 じつき 今夕 日 
本俱樂 部に がける 總 領事 送別 晚 
餐會は 中止 ご；- ょつ た。 

コ！ ネル 大學 生の 

御大 禮彰 祝晚餐 

が 育 州 ィサヵ ホ じがけ る n ! 
ネ瓜大 學巧學 中の 同胞 御大 禮奉 
祝 脅は 去る 十 セ H 學ホ俱 樂部じ 
がて 開 惟 ぉ 席 化 校 生 十一 ニ 名 星が 
會 長辭會 のがを 述べ、 來賓 H 本 
人學年 聯錯巧 事熊澤 氏ぶ び 北 島 
エ學 ± の 祝辞 ぁら、 お饌巧 下賜 
'の あ榮を 得た る 禁月氏 及び 末 好 
西 川、 島み 諸氏の 奔をじ 依ら 圖 
らや 日本を の 變應め 6 餘 輿數番 
を おじ 憾 快；； < ■る 一夕を 巡 ごしむ 


河上淸 氏の 奇禍 

齡颖 中の 乂 お及び 東 H 華お特 
程 員が h 淸 氏は 松 半 大使 I 巧 ご 
共に 歸 朝を 滿洲 、裘を 、支那の 
視 をを あ b 台 機に おき 台 化 よら 


內 地を 視察 中鐵道 事故 じ 遣 遇し 
脚部ぶ び 背部 じ 負傷 直 じ 台化總 
督が 巧院じ 入院 加療せ るが 經過 
良好 じて 巧る 十二 巧 六日 橫演お 
化の 春洋化 じて 歸ホ のをを であ 


な 人が 人 

♦磐 瀬 雄 一巧 滯お 中の 帝大敎 
授 、醫學 博 ± 、去る 十と 日 巧 帆 
の 便船 じて 渡歐 

•化 川 重 夫 氏 磐 瀬 博 ± ご 同伴 
同上 

♦齋藤 誠 司 氏滯紐 中の 東を 實 
業 家、 明 木曜 出發 西巧歸 朝のを 
じ 就 （尝 

雜前旧 嘉四郞 氏潘紐 中の ダッ 
ドウで グ商會 社員、- H 曜日 お發 
西 巧 十二 巧と H 桑 港 巧 帆の プン 
ン デント •タフト 号 じて 歸朝 


片桐 スペシャル 


ミろ； 芋 

(純 目 本つ くね 芋) 

生わ さび 


巧 桐 兄弟 商會 


新着 

一 ブ撰リ 
新 數の子 


桑. 山商會 

二 4 mAST 至 ih 曾： N . ベ. C . 
phone - 1! ぶ ent W ニ 3-0 苗？ 


東京 蘭 會轉吿 . 

英文 柔道 ニ *09 
英文 ニ テ 其 ホ 法ヲ解 說シ十 
數ノ 繪蕾ヲ 稀入シ タグ 夷 本 

を かき 附齒 ブラシ •一二 五 

日本人 形 (小型) .セ 五 
.立 0 

スマ ドラ トニ づク .六 お 

f 東京 蘭會 

1 さ W . 苦 thSl , N . Y . C . 

TeL ブ afalg ミ活送 


涙に 曇る 觀 じき 人に 吿削 


レ^^^'^ しく""^ 甲斐"^--^ し レ ホ t 人 

逆 憶に 耽る 親友 =. 懇篤の 弔辭. 


强爾 が 3 おぁ國 なをを 化 
I 舘附 武官 ごして 赴 化のを 巧 不慮 
I の 化を 遂げた 故 井上 義雄 中佐の 
j 吿別 をは 去る 十九 日 午前 十 時を 
- 五十と 了 目が 一二 十八 おナシ ヨナ 

一八 •キャス ヶット 會化 葬儀 おじ 

一 於て 舉 巧され じが、 を 傷の 身を 
I 挺して 削が 華施顿 ょら ホが せる 
i ホ C 人は 黒の 喪 装ら いた^ ^ し 
; く 义人看 誰 瑜肋添 ひゥキ ー瓜ナ 
; で ャ r じて 搬 ばれた： J ,、 吿別ま j 
; 煤に 入 4 や ナエ ャァ を萊 て、〜 め 一 

i 畜の I 


柩 i が じ 端座 默騰 した。 を 
剔に 先ち 陸 お 巧 化を 十餘 名、 新 
が 紙 一郎 氏夫麥 、田 島 S 井 支 巧 
長夫麥 .相 木を 巧 巧、 內山 領事 
ホ杂 'バア； i ィ 大佐 夫妻-を 信 
口を々 良シ おめ だ餘 を巧會 し、 
がを H 本ん 敎會枚 師淸水 まか 郞 
氏 巧 V 司 b 、 を 崎 牧師 及び 今 ホ 
牧師 も參 州し を々 祝禱、 聖幫朗 
饋 、說敎 の 巧 故 井上 中佐 じ 兄事 
せ も 陸軍 大尉 旗 m 豐 化け 生前 水 
巧 S 巧の あつた 中佐 山爲 人を 頌 
楊し 巧 京 牛 込に 化ける 一 


純 忠報國 の 至誠 y 契は か 

紐 育 駐巧總 領事 齋藤博 巧 



3 的 巧れ h Av&, 
TeK Caledonia が 01 

內田 商事 株を 會 社が 育ま 店 
Uchida Trading Co., Inc. 

i 1 Park Place 
Tel, Barclay 1576 

島賓あ 株式 會を 
Shxma iVaaing Co., Ltd. 
150 Broadway 
Te! 巧 hone Rec わ r 1 が 4 

祿 式を 化 赤 尾顧會 
Akawo & Co パ LtcL ， 
295 Fifth Ave.. 

TeK ご a!edonia さ 758-59 

か 倉 製 絲が績 巧を 食を 
!Ca 化 kum & Co., Lt ん， 
200 Madison Avenue 
Tel. Ashiand がが-がが 

iC. Mildmoto 

Mikimo わ PearU 
535 F 的 h Avcnu 。 
Tcl. Vand が b 化 巧 19 

大倉 おお 育ま 巧 
Okura & Co., 

30 Church St" 

Tel. Cortlandt 2292-93-94 

H 其 株 ま會化 
巧 巧 巧 
髙 踏商會 
120Br 时 お 化 N.Y.C. Tel.R 扣 ter 巧 84 
Facto け； 35-10 36 化 A 化， しし ！) け y 

淺巧 物を 巧 《會を 
4sano Bmsan v^mpany 

Rooca 801-805 
165 Brccidway 
To!. Cortlaadt 8047-8052 

ぃ osho Corporation, 
; Si!k Importers* 

が 技が t 34 化み reet 
； Tei. Ashland 4987-91 

1 Gosho Cof iac.i 

C がれ n Exporter* 

60 Beaver み .. 

Tel Bowl 比 Grees 6805 ■ 〇 € 

巧 お洲巧 道な ま 倉 化 
巧 育 寒 あ 巧 

South Manchu 片 a 民 . R. Co., 

Room 202 も Canadian Pac ぶ c Bid ダ . 
342 Madison Aye. 

1 Tc!. Vand が bill 4135 

H 井 物 まみを 會ぉ 
な 育ま 巧 
Mitsui 在 Co., 

6 な Broadway, 

T。;. BowUng Gr がり 7520 

株式を を 揖ホ巧 お 
な 育まな 
Iw ^&C 〇 .,LtdL 

Woolworth BuilcUng, 
Tei. Whitehall 6040 

云 麦 商事 棟る を肚 
紐 育まな 
Mitsub お h ト Shoji Ka ミみ a 
(Mitsubishi Co 、し お,） 
120 Broadway 
I’ei •民 ector 2 さ 巧 0-2564 

大阪 朝日 ニ ま 巧 朝日 
化 巧 ま 巧 

0 化 ka A 化 hi 

rile New Yoi*k Times Annex 
Tel. Lackawanna 1000 

円本 お 巧 賊會れ 
粧 ちま 巧 

Japan Cotton Trading Co ； Ltd., 
25 Madison Avenue« 

TcL Lexln が on 8780 

日本 生糸 巧を 會な 
巧ち ま 巧 
N げ酬 KI-ITO K/ [ 削ん LT 日 
Two Park Avenue 
Tel. Ashland 的 20 

巧を 名會な 
, 巧 育まな 
Hara & Co., 

443 Fou け h 

Tel. Caledonia 7830-35 

日米 生糸 株を 會社 
紐 育 支 巧 

N1 削 1 • 化 i KIIT0 m 邮 SHIKI K& ぶ HA 
(NlCHi.B む KJUTO CO" LTD.) | 
1 Park Avenue j 

Tei. Ashland 6246-47-48-49 

乂胶を 目 ニ 巧 巧 日日 
を 木 H 郎 
Osaka Mainichi 
Room 306A World Buiidieg 
Tel. Beckman 4259 
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SATURDAY, 謝 EMBER 24 1928 



年末 ご 日本 巧 郵便 


お忘れの ないやぅ に 

昭か四 年の が 年を 迎 ふる H も漸 々どを. ついて 參 b ました。 

芽出度い 御大 典を 迎 へた 秋 達は、 吏ら： J 新たな 
る 希望に 輝く 新年を 迎 へん ごして おる ので あり 
i ず。 

皆さん一^お鄕の知己諸巧じ わ出しにじる新年賛狀の御舉備お 
出來て 居まず か、 了 度 H 本の 新年 じ 間 K を ふやぅ おおし じな 
る 便船は ぶの 细きス ヶザユ ） 八 ご。^ て 居 b まず。 

〔ィ！ } サンフランシスコ 化 帆 日 

コレア 义 〔十二 巧廿 U 〕 プ レシ デント* ゼフア ソン 「が； 肖 一 

〔ロ〕 シアトル みび 晩 港 か 帆 H 
ぱ らいか 〔十二月 十 H 〕 凿潰义 〔十五 U 〕 あらびあ 义 〔十九 

U 」 ゴム プレス •ォブ •ヵナダ 〔廿ニ H 〕 窗山丸 〔甘 六 H 〕 

本社 じ 於て は 例を のか （狀 袋附の 印刷 吁喀な 特お巧 年々— ド 
ニ ユヨ— クが景 を 網羅し わ お 術 寫眞給 ハ ガキじ お 巧み 通 b の 
印刷を いたし まずから 御註义 下さい 0 

「一枚の 力ー ドに 百年 知己の 感 をリ- 

新年 贊狀の 印刷 U ! 

電話 ワ h キン ス / 

ミ 0 九— ミ 10 竊焉 賴葡 和へ 


國.^擧けて祝奉、^し0 

を 都 じ 暴動 說 

倒 間 示威運動 > ー勞働 示威 行列の 民衆が 衝突して 

遂に 軍隊 出動し 郞 死者 r 出たず 

口 シドンニ十 I 日^^電 吝間〕 マ ン チ エ ス タ— ’ ガ！デ少 ン 紙上海特電 
じ 東を にぁる 南京 國找 政府 機關 通信社の 報道 ごして まる 十) 巧 十一 日、 十 
ニ U の兩 H に 置る 御大 典の n にぁたり 靡 都に 於て 勞働 示威 速 動 突 發し遂 じ 
軍隊 义び 警ぜ 嫁が お 動め 結果 勞働者 側の 即死 廿九 名、 貴 傷 六十 餘名檢 束 さ 
れ たる あ 二け お 軍隊ん 即死を ニ おじ 達した •この 奇怪なる 風聞を 報道した 

卽も阁 民 议麻機 關述信 社の 輯 ホる 巧 じ 化れ じ 巧務當 巧は 時節柄 事 伸のを ホを 堅 < 秘密に 附 ，して 一 
股內画 新聞 巧の 報道は ミよ h ’ w 励 通信 おちの 蒂臂 報を を も 巌禁！ て 巧る が、 十一 巧 十一 円の 示威 
述卽」 d 即死 八 名、 む 傷 ホ t を、 檢 巧され じら 者 ニ 巧 人に 達し 翌 くる 十二 日の 衝突で 軍隊 侧 よち 
ニ名勞 脚ち 侧よ b サ) 名の 卽巧蓄 を ホ じた もの じて 巧務を 局は 暴動の 動機を お巧黨 冒の 陰謀 じの 
るご稱 しおれ. ミを の 實み戚 速 動は 獨立 勞勸黨 度び な 政府 黨の 民衆 r - 化ら て 巧 はれ 端な くも 雨 示威 
速 動の み 競を ひが 装 動 化した もので 軍 除 f 寧^ち 隊の間 じ も 衝突を おじた 事實 わち、 而 かも 等 働 者 
のみ 威を 動は 《 b ホ 都の みなら や 御大 典 地で ぁ も 京都で び 大阪モ 面で も 巧 はれた と。 

南京 政府の 態度 俄然 题 化して' 

义巧總 領事 U 上海に 引 揚げ... 

n 濟南 事件の 辭爽 前に 即刻 撤兵を 要求 M 

東京 特電 二十 一 二日 發 = 濟南 事件のを 渉は タ那側 じて 楠 ゎ 山 巧 省 1 ち 即刻 撤兵を 要 あ！ わ爲め 
事 賞 上が おしだ‘" を W 他の 懸案を 渉は 矢 出總餓 拳の ま 張じ漸 、繼 殺して おる お樣 でぁる。 ■ 

上 お 〔聯 を】 二十 二日 壊 = 南を 會議 の巧裝 はま 那巧 おが 炼ら じ弱艘 でぁる £ の 非難 高き ど自 
本侧 ^ 田 中 巧 化の 對ま横 独 化 策が 漸次ち 力 化した 爲 めで 矢 旧 総領事は 巧 ほ 一 H 滞が した 上 恐ら C 
b おに 引 殺 ザて 細 稅を巧 じな 事ず V .'、 そ排侧 は對ホ 懸窒を r 漉め じしで 解み.^ なする じ對し H 本 
なか 離 解み をを ボし遂 じこの 披 吕に陷 つた もので みる。- 
ま 京 持お廿 二日 骚 り ：： h 巧 内な 隅 係よ b して 南を 側み' 態度が 俄か じ 硬化した 爲め 矢巧總 領事 ど 王 
止廷 おわ： n まを がな 無期 お 期 ご。 つたが 觸稅自 ま閒題 だけは 矢 出鐵頒 拳が とお じ歸 つた 上 財な 纏 
長 糸ト义 にと を 涉を繼 綴、 < ベく、 一方 御大 典 地 京都；.； ホつ じ吉旧 外務み 宫 、植 おみ 務參 巧宮 、を 
旧 亞細亞 局を、 堀 旧歐ホ 局長、 松 永條約 局長、 武富满 商 局 良、 小が 精巧 局長 華は 急遽 歸 京して 對' 
支那が 策じ刚 職して 蹄を 評議 會を銷 おする こど じな つた。 

南 巧 特電 【嘟 を) 二十-日 發 .= 日本 政が は 目 マ-萬 京に てを 渉に 着手し つ^ぁる 矢 田 纏 賴事じ 
巧し 南 巧を 涉は 南を 及び 藻 ロ 事件の 解かに 止め 濟南寧 仲ぶ び 山 東 省に 關聯 した 諸問題の 帘 渉を 藤 
田！； 円島援 領事に 命じた るに 對し 南京 政府 側では この 說 日本 lb 先 づ山東 省 出を じ對し 謝罪の 意を 
を 明すべく を ホ ずるに ホした、 王正廷 氏は 本 H 他 巧 じて 矢 旧纔頒 事ご會 見し なかつ じがみを 部で 
は U 本 側の 山を 省撤 を期聲 明の 發 をを 巧つ て 居る。 

ている らしい、. 尤も この間 題 じ 
就て は 目 本 政府の 同意を 镇 する 
こごを 條俾 ごして 兩 者の 聞に 假 
定的じ 說解わ 成な して 居る、 こ 
の 誌 解 じ 娘れば 兩國 政府け 舊來 
問題 どうれ て 居た 

法律上 の條 約じ對 する 解 
釋 を！ 巧 無視す る、 即も 南京 側 
の 舊條約 破 薬 通牒に 關 する 兩國 
の紛 ずは をの 儘 じして 新條 約の 
締結 巧 渉を 進め やぅ vr いふので 
ぁつて 右の 諮 解は 舊ホ 日本 政府 
が 主張し 丑つ を 渉の 障害で ぁつ 
た 所の 舊條 約は が ほ 十を じ 直 6 
を 効で ぁる どい ふ紛 ずを 葬る 譯 
でを る、 綱て ま 一二 省 問題に 就て 
の 南 巧 側み 態度を 見る じ 南京を 
府 ごして は 勿論 解 ホを ホめ つ！ 
ぁる もの： この間 題 d 頗る 複雜 
した 情勢に 置かれて 居る ので ぁ 
るから 

この 際 は 寧ろ 化の 懸案を 
解 巧し 特に 山 東 省のを 渉が 圓滿 
じ 解かす るが をれ 共み 裂す るか 
をが ちて 着手ず る巧必 らしい、 
尤も 政府と して 日 支 兩國の 諸 問 


一が は 有望 臘 された .….… 

談判が 决 裂ず ろ遙 


上 ぉ 特電 二十日 疆 【へぅ ルド 
トリ ユビ ユン 巧】 南を にがてを 
遇 ょら 着手され た 壬 正 廷氏ど 矢 
田滋拳のを渉經過はをらくり支 
兩 図じ橫 はる 

暗礁が を じ S されず 

して 國巧的 お 機を お ホず るに 至 
るか， 巧ら ホん ば 巧 巧を 化との 
正式を 涉段 化ら ごなら 日 ま兩國 
が ホ かの 階 ホ じ 接し 得る かめを 
水嶺 たるべ （、昨 H み 巧 人 新聞 
記を 幽ビ會 見した 王正廷 巧の 態 
度 占 b をず る じ 氏は 今财 のを 渉 
じ 杀大の 望みを 囑 しつ i ある も 
巧 L て 前途を 樂 観し 居ら や、 矢 
田、'. 王正廷 氏の 化み 交が にがて 
兩タ はち S 省 問題を 除いて 化當 
息 見の 合致を 見た もの t 巧が の 
おおを 矢出總 領事が 本國 政府に 
對 して 

都 半口の 巧め 一時を 渉を 打 
切つ たみ 第に て、 巧者は 南を 及 


び漢ロ 事件に 就て は 英米 兩國ど 
の 協を ごい ふ 先例 も あら 何等 些 
した 意見の 相違 もなかつ たが、 
濟南事 かぶび 山 東 省に 觸聯 しだ 
間 題に 就て 兩 者め 意見は 根本的 
じ 相違を ホして 民-る 模樣 である 
郎も 王正廷 氏は 事件 解 巧の 前 じ 
日本軍は 山 巧 省ょ々 をが 撤退す 
べし ご 要求す るに 對し矢 旧總賴 
事 どして は H 本は 一 てれ 等の 事 か 
が圓 確— •'解決され をつ 濟南 その 
他山 東 省內化 一帶じ 直る 日本人 
の 生命 S 產 のがを お 

完全 じ 巧 証され ざる 限 b 
撤兵は 出 ホない どま 張し をの 結 
裝 矢巧總 領事は 一應王 氏の 意篇 
を 外務 皂へ 通達す る 己 共 じ 山を 
省め 駐 をを 漸進的 じ 撤退す ベ < 
懲遼 ずる こご じ 同 恵した ので あ 
る、 然るに 王お廷 巧が 麻々 のを 
が 暗礁 じ筑て 最も 危險視 しつ > 
あるのは 輯 約な 正の】 黏じ懸 つ 


粒は いづれ も问 一の 巧 則に 巧 b 
て 解 ホす る こどは 勿論で ある-か 
恃 巧の 問題に 就て これを か 離 的 
じを 涉解决 じな 事す る こどは 巧 
てが さない 模樣 である。 

b お 特電 二十日 發 【ニ ユョ| 
ク •タ 井么ス 紙】 矢旧總 旗事ピ 
王あ廷 氏は 本 H 午後を なて 南を 
の 王 正廷氏 邸を じ 於て 兩國 にご 
もては 極めて 

重要な 巧 渉 じ 移 ミが 談 

巧の 前を は碳 めて 樂觀め 氣運じ 
傾き 矢旧總 領事の 談判 じ 着手す 
職權 も擴大 されて 樂觀 されて 居 
る もの、 支那 侧 としては 濟南事 
件の 解 巧 じは 飽 迄ら 山 東 省の 日 
本 軍 撤退を 要 ホし これを 履行し 
ない 限む 談 おが 巧な しても 止む 
を 得ない ご 言明し つ i あるが 恐 
ら （巧 ホは ホみ 寄らて 解 巧の 緖 
じ 就く ベ，、 東 一二 當 問題は 諸 懸案 
の 解： ザ 後に 着-ホ される 萬で ある 
ど' 

おは U 貨 排斥運動は 非常に 下 
火 ご。 らを 地の H 支 通 おは 平 
時じ復 さんご I て 居る。 

讓步 さ' いた 

巧 涉方卸 

有 旧 局長の 使命 

本紙 特電 睹 報の かくち 巧亞細 
亞巧 長が 曇に 上 おじを：. たの 
は 令 次 日 支を 巧に 對し 重大な 
る訓 々を 矢 旧 總領丰 じ 輿へ た 
ちので. あるが、 元 ホ 

過般 の 矢 旧、 王 もを おを 
會 巧に おいて 濟南事 仲に 關 する 
ま那侧 のま 張は 終始 一 貫强 硬で 
あつたが 支那 蝴の 態度み 中に 日 
本 側み お ホ 如 M にょつ ては 解み 
の 可能が がを なは しじい かごい 
ふ J 脈の 光明が 見ら いないでも 
なかつ じので、 本 あごして は 陸 
海軍 兩當 局の 諮 解の すじ 從 ホの 
態 おを 緩 ぉし 矢 旧 氏を して 最後 
の 巧 力を 試 ましめ ね， しかる じ 
右の 本ち の 訓令は 十を 矢 旧を に 
徹 おしな かつた ため 期待ず る 結 
果を あげる こごが できな かつむ 


ので、 本省 どして は 

更に 矢 旧 氏を して 引きつ 
づきを 涉甘 しめる ため わ •わ 最後 
の 譲 ホ ホ かを 巧定 してち 由 氏を 
して 親し < る 方針を 傳 達せし め 
る こごに。 つた ものである、 し 
じが<^ て巧旧巧のもたらした使 
命は 巧 渉 常時ょ b が r 譲 ホ 的の 
も 5 であつ て、 ょづ 撤兵 問題 じ 
ついては 從ホ のま 張を なめを の 

時機 はを 涉解巧 ど 同時に 
する ご： もじ これに 觸聯 する 將 
ホの 保 降に ついても をの 具體が 
條 かを 緩和し 責任 間 題 じついて 
はあくまで 支那 側の 凍 謝を 要 ホ 
す こが、 日本 觀 ごしても や^を 
得ホ發 砲して 多数の ま祁 人を 殺 
傷し じこ ご はん 道 h 甚だ 遣 磯で 
あつじ こごを 述べ、 黃 巧者 處罰 
じついて はを の範 園を 最小限度 
じ 化め、！- かしてを の 根本 方針 


畏 こし、 皇 后宮 

東京 特電 甘 ニ & 發 N 皇后陛下 
じは 巧 勢 大神宮 御 參拜の 隙は 
靴を 巧 5 れ ずを 袋既 足で 御參 
拝 遊され た 0 


誘 解の 下 じが 方 特別な 委員を 
巧 命 して 細目を 巧定 がし 

むる ごい ふじ ある、 しかし 撤を 
間 題、 貴 ほ 問題 じついて はま 義 
上 日 支踢に 根本的 相違が あるか 
ら最 巧から これに 觸れる ご きは 
巧 渉の 進 わは 到を 期待で きない 
ので 矢 旧、 王 正廷兩 氏の 今後の 
倉 見め 結果に ょつ ては H 本 側は 
巧 h のま 義 上の 原則を を 部 巧を 
せず 撤兵 闕 題の 方針の みを 决し 
たの も 他は 

白紙 の ii 日 支 委員め 巧 

渉 じ 委ねる こご じなる もの £ 見 
られ をの 上の 触く H 本 側の 新ち 
針は 事件 直後に 比すれば 部を 的 
じ 幾多の 讓 ホは あるが 支那 觸の 
本 事件 じ對 する 態ち の强 硬ぶ る 
お 並 じ 兩國政 麻の 體廚 問題 も あ 
るので 今後のを 渉 もを やし も樂 
觀 できない ご當 局で d 見て 居る 



に 見ろ 大觀兵 式 

十二 巧 ニ 曰 化々 木 練兵場 じて 

まみ 特電 二十 H 扫發 .= 御大 典を 奉賀す る 陸軍 大觀お まは 十 
二月 二日 化々 木 株を 燒 じがて 擧 巧され るが 今 凹の 觀兵 まは 陸軍 
銷 鼓な ホ 曾て 見ざる 大規模の もので 參 化の ホを じ 浴ず る おを は 
己々 3 千ん、 飛が 機な 五十 機は 空中を 刻 式を 天覽に 供すべく 馬 
匹 四千 五が 頤の タ數 じあび 觀兵式 指揮官 じは 巧 晓大將 を 殿下を 
抑ぎ 奉 b て秩父 宮殿 下 じら 麻布 繁 S 聯隊の 小隊 長 ごして 御參加 
遊ばされる。 


共同 政策の 下に 

日英 同 驢說が 巧 現， 

外務 當 局は 頻りに 否を ずるが 

まを 特電 二十 一二 日經 = 內田康 哉 伯が 渡英した おお 昨今ぶ 吳 
再 同盟の 成立が 頻 ちじ 流布され 特に 過般 支那 じ對 する 關係 上經 
濟 提携を 目的 じ關西 じは H 英協會 の 設立を 巧る じ 至ら 關西 實藥 
家は これを 希望し つ i ぁる も對ァ メリ々 の顯 係を の 化の 國際事 
债 ょらして 實 現は 不可能で ぁる ご 観測す る 者 をく、 外務 當局も 
『お 支那 か 策に がて H 英兩國 は 協調 態度を どる も敢て 排他的 精 
神は な （同 盛を 結ぶ 程の 意志は ない』 f 語つ た。 

ま 京 特電 二十 二日 疆ご 一ユ 3! ク •タ井 ムス 紙】 都 r をが 聞 
は H 本が 對 支を 策 じ 就て 英國ど 協同動作に 及ぶ ベ （運動して 居 
るピ報 やる じ おし 外務 當 局は 必ら やして 虚報では ない ご稱 して 
居るがか務當局ピしては日英向盟はッ シ ン ト ン會議じがで跑滅 
したじは 巧まない が 間盟の 精神が 衍ほ 現存して 居る ことは 兩國 


めを をの 一を する 巧で ある ごな 
しちち、 濁ち 故が 筋の みでは な 
/S 

民間 有力者 じがても この 
精神を 實際 的に 活かす こごを 希 
望して 居る、 ぶら この 連動は 兩 
者の 諮 解を 日英 兩國 のみ じ 留め 
ん ごする がかき 排他的な もので 
はなく アメリカを 始め ごして 支 




JflH 


輿； 巧 御 不例 

ロンドン 二十 二日 發 u 英國々 
王 ジョー デ 陛下 だは 遇般 御風 
邪を 巧 さわ】 昨 _; H ょりを 姪に 
お 引 籠 中 じて 宮 建の 巧 事は 皇 
后 陛下が 御 化 役を 勤められて 
居る がを の 後 か 服 じ も 御 故障 
わ b 御激も 極めで 高い のでを 
地 旅行 中の 侍 醫_ け 目 f パ ツキ 
ン パムを 殿に 詰锁 つて 居る が 
目下 T フリ 々御旅 行中の ウ で 
八ズ 皇太子 驟 下じ對 しては ホ 
だを 式に 御 不例の 旨は 報じら 
れて琶 い* いど？： 


那じ關 係ゎる 巧 強が 提携し 0 て 
舊 ホの 姑ぐ ま 那じ對 する 政策 じ 
向つ て 共间戰 線を 張らん とする 
もの じして 巧 强の賓 ま 協調 政策 
が 破れ じる 爲め ま那 側は をに 一 
-國 ど化國 をが 用して 徒ら じ 政策 
を 弄しつ； をる 爲か 則强 じみ 通 
的な 閒 題に おつて 巧 實際解 ホが 
至難に ^:*>ら つ 、、をを弊風を爆あ 
しやぅ ご 云 ふので あつて を软聞 
紙は 

政府 はこの 貴 的を おて 過 
殿 巧 巧康哉 伯が 英輕を 誌 聞した 
ど 稱し 居る も 外務 乾 局と しては 
これに 就て 闽 等の 意見を も發ぉ 
し 場ら や、 一方 願 巧 地 ザの 賢 業 
家は 日 まを 渉め 停 離 一^ 锅 b て經 
濟上み巧聲を深刻じー蒙ら つ 1ぁ 
ら關係 上 昨今 この 際 I ち國 •こ爐 調 
しなて 對 支を 策を 確立すべし ど 
の 議静じ 懐いて 居る 一、 巧 ほ 王 あ 
廷氏 W お出 緩 領事のを 渉は 义も 
や 一頓 座を ホした 撰樣 でぁるが 
矢田總 領事は 上 おじ j 於て 俊お宗 
をを 巧 まじ 驅稅自 ホ 閔題じ 就て 
を 渉を 繼續 すべ < な 痛當局 ごし 
ては この 閒 題の 

解爽 じ 谈ら跑 な 諸 懸案 も 
早 晚圓滿 なる 解 巧を 皆ぐ る じ ま 


莫大な が 產靖績 

逝ける 當 地の 富豪べ； ン •ボ 
キッド 子— 巧の 遺を は 整理の 
結を P 憶と 千 八 百み 十九 巧 一二 
モ 六な 五十 五 巧と ト ふち 猫に 
達した こごが 巧 明 レた が、 を 
の 中 一億 五 モ餘巧 弗は スタン 
ダー ド 巧抽其 他のを をで 州 や 
を 府じ 納める 死 己 裁が ニ 千万 
巧 ごい ふち 額で 個大 のが 虚相 
續評價 S いふ 點で 巧の 記錄を 
生んだ が この 中から 約 六 千で 
巧は ニュョ —ク病 廃、 圖書館 
3— ネグ 、ェ 1 グ大學 等じ窜 
附 する こど じな つて 居る。 


るで あらぅ ごを 望し つ -'あるが 
今朝の アド ゲア タキずー 紙は、 
『日 支を 渉が 斯く 停滯 しつ i ぁ 
るのは 曰 本 化 表と 南を 政 巧の 义 
人 派の 間に 意見の 化 達を ホして 
居る 結果では な/、 寧ろ おかお 將 
軍 ご碼 玉祥將 軍の 势カ爭 ひじ 起 
因し 若し 日本が 山 巧 省を 明 渡し 
た 曉お玉 祥が山 あ 省 錫 道の 勢力 


を 支配ず る こごは 彼の 努力を 餘 
らに 伸長し 過ぎる どい ふ 不安が 
あち こい . i をの 巧 W じ U つて 居 
る』 ど 報じた。 

海軍 縮少に 

ち 頭會議 

リー 子爵が 提議 

ロンドン 二十 二日 發 n ヮ シン 

トン 會議 に英國 & ま 席を 權 バグ 
フ オア 子*; 共 じが 軍を 權 どして 
列席した リ— 子爵は、 今 タ歸巧 
した 駐契ア メブヵ 大使 ホ^- トン 
巧の 歡迎 晚餐會 にがて 海軍 縮 ホ 
問題に 論及し 

由 ホ 英米 お 國の銷 磯は 巧る 問 
題 じ 就て は 武人ょ なら 文官の 
勢力が 偉大で をる 賊係 上、 兩 
國の國 をが 單 じが 軍專巧 家の 
ま 張 相違 じ めら て 傷き つ i を 
る こ £ は頗る遺撼なおホ事で 
ぁつて ゼ子ダ ァ會讓 の 决製も 
この 爲め である 

ご 斷 じた 後、 この 隣 兩醒の 親善 
を增 進し 且つ 軍縮の 館を あ 巧 じ 
垂 る； 必要 上、 フ ラ' ン K をの 他 
の巧强 ごは 疆獨し 
'而 かも 海軍 專巧 家の 如き 委員 
を 任命せ や 新 大統領 フ ーゲァ 
— 氏と ボ！ グ ドク キン 首相の 
協議が 不可能な らば 須 .叫く パ 
グフ オアす ご 韵题を 長官 ヒュ 
—ズ 氏の 二人を を權 ごし この 
ニん のを 權じ あらて 隔意な き 


偽 請を 遂げ 0 て お 軍 問題 じな 
て 協調 解决 ずべき である 
ご提 溝した が、 9— 子の この 議 
論け 時節 桐 注目を 惹 t て 居る。 

ワシントン 廿 二日 發 n 外巧委 
員を ボラー. 氏は 電 ねて 來 ろべき 
讓會に 不戰條 巧の 批准 案 どァメ 
リヵの 巡 洋腊擴 張 案を 提出す る 
じを るべき こごを 言明す る ご 共 
じ兩 まを 同時に 提出す る こごけ 
柯寒ネ 盾した わ爲で U いど 辯 明 
して 居る が、 政が 當 局と しては 
相反的な 兩 まの 播 おじ 就て 化の 
誤解を 招かざる やう 頗るを 意を 
撕 つて 居る。 


臨時 議會で 

關稅案 討議 

農が 救濟策 も提ぉ 
ワシントン 甘 二日 發 M ' 下院の 
あか 黨院內 殺 埋チ八 ソンを は 今 
朝 大統領 ク！ 9 ッデ巧 どき 見し 
わる 後 _ 

を おお 黨は 共に ホるべき 短期 
讓曾 及び フー ゲァー 氏が 巧 集 
すべき 臨時 議會 じがて 先づ農 
巧 あ濟案 及び 關我改 あまを 可 
决 する 萬で ホる。 

と 言明して 居る が、. 一 ホ じがて 
'臨時 議會を 巧 集す るのを 要な し 
ミ認 むる 一派 も 頻らじ 太 統領を 
訪問の 上を の 不必要なる 點を擧 
げつ i ある もフ . 1 ゲァ！ 巧は を 
I ら<屬 時 議會の 召集に 協賛す る 
であらぅ ミ 見られて 居る。 


本社- 禾京轉 ホを (絮 無叫轉 载；} 

政 友會の 地盤 動く 

. 乂原 房が 郞 巧の 外相 説が 巧纖 

〔サ 一 二日】 政ぶ 爵 系の 山 ロ縣會 議長と 副議長は 突然を ぶ會か 
ら脫 黨を聲 明した がそめ 理由 ごする 巧は みお 遞 相の お 洒 張らに 
憤慨し ね 結 あじ I て議爵 W 開院を 前 じ 首 巧 及び 久原 巧の 岀身地 
でめる お 膝下から こめ 脫驚騷 ぎは ±氣 じ 駆ず る ごて 流石の 首相 
も 猿 おして 居を が、 小 登 長 幹 伯は 『田 中 養 一は 織 田 信 長で 鈴 木 
喜 一二 郞ご义 お 房 之 助は 秀 まどを 康 h である- 玄 評して 居る、 尙ほ 
御大 典 後久 お 氏を 巧務 大臣に 巧 かする ごの 風說 がちび 淹 巧され 
て 居る が 外務省 側は 『誰 e もょ いから 方針 確立した 專巧 外相の 
任命は 必要で ある』 く 云つ て 居る。 

.疑獄 巿 役所へ 飛火 

(た！ 二日】 東を ボの 疑獄は 今度は 巿 役所へ 飛乂 しお 笔 理事 豊 
浦 巧と、 腐丄 課な W 紙が 淸雄扶 等は 巧講 牛が 酸 巧 等 ご 共 じな 喚 
'され 化 蘇 ± ホ證 ホ候狄 一、 巿議 かが 奥 一二 郞 、小島 虎觸氏 等は 収 
監 された が、 あら じ ボ誰越 枝 擦が 郞 、藤 巧 久人兩 氏 おを 調べ 中 


ニホ學 校の 驢休 

t 甘 二日】 東京 女子 師鉛 おび 祭 
ニ 高 女生は 校長 排 巧の 盟 化を 
始めた。 

齋藤紀 一 氏 逝去 

【廿 二日】 靑山腦 病院 長で もる 
歌ん 齋藤 蔑ま 博 ± の 嚴父齋 藤 
が 一氏は 六十 八歲で 逝く。 

原 代議 ± 鞍替へ 

〔甘 二日】 废巧島 縣選ホ 巧黨ク 
'ラブ 化 議± 原 耕 氏は 政る 會じ 
入クた 

首相の 官邸 落成 

【廿 二日】 猶町院 永 旧 町 首相 官 
邸 U を 巧し ホる 廿 Hu 移轉す 
ベく 首相は 今 巧 未 京都よ b 歸 
京す る。 

空輸 機 椿 事績 出 

【甘-日】 徹部 (喜 男 巧 か) 飛 巧 


± 操縦の 電通飛 巧 機は 明巧ヶ 
巧ょ b 京都へ おかが 势贿を 御 
參拜 の兩踏 下の 御眞 影を 輸送 
中 十九 H 巧 構 不明 どなり 一 ホ 
岩の (正 夫 氏 か) 飛行 ± 操縦の 
一機は 课 草が ち 壌から 巧巧ヶ 
原 じ 飛 ホの 途中が 勢 灣じ慶 を 
し 岩 旧 巧は 即死した 0 

海軍 志願兵 减少 

〔廿 一日】 が 軍 志願者の 素質 化 
下した のでを 國に 四十 巧の ポ 
スター を 配 ホして 寡 集 じ 努め 

久米正 雄 巧お發 

【せ-日】 小 說を乂 ホ 正 雄 巧は 
郵船 化 巧 化で 飽卡 夫人 同伴 廿 
ニ H 神戶 をお發 する。 

澄ち 殿下を 都へ 

I ； 甘-日】 澄を 殿下 じは 什 日 午 
前と 時半 東京 あを 都 じ 向は せ 
られた 0 
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▼學友 聯合 晩餐 會^ 

コロンビア 大ホ H 本ん 學ぶ 協を 
巧 15 去. ニ 害 Si, Ne* さ rk, N.Y. 
(ぎ 8radhu 至 さ 7D ぎ 置) 
每巧 第二 ご 第 四を 隨 H 正み 時よ 
ら 當大學 Joh こ ay Hall。 を 巧 巧 館を 
巧 まじて 會談 ず。 巧の 巧 か， 問 
はや、 ロ米學 ぶの ホ琪を 乞ん。 
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防 肌 

洗 I 

b パ- 

§1 

U > 

ん邮 

龙 A 

C む 

化.！ 

講化 

I 加 
a 5 

J L 

e 姐 

It 3 

T 化 

3 


I を 


を 宿を、 巧みを を 
« 業 周旋、 をの 化 
人事の 巧相凑 じが 
じます D 

ホ. 摩.；* 

日 獲を 蕾 巧 究ぁ午 
共 脚を 夕と 時キ 
桂 拜說致 タ八時 
木 おが 稳食タ 入 時 
英語を びを 巧 

午を ニ 》 
± 確 第 演會义 は 
莱藉會 夕 八 時 

が， がみ， お 

を おが、 旅け まま 內 
な* 人事 相 巧が、 觸ま 
が* 巧 業 周旋が、 巧な 
裁键を 巧のを 課を 設 
けを 員 及び ホを 員の 
巧を 計る 


ブな ー ドゥで ー 巧と 十を 
領事館 向 側 建 積 お 0 お號室 

巧タ 商. 

綠ぶ爾 A 

二三 sa をち，：. 妄 
Tel . Cortlandt 63 だち 普 


徐眼並 じ腿鑽 調節 


齒科醫 

▼診察 時間 ▲ 

を 日 (曰醒 を 藤.】 
午前 化 時 よら 
午を 五 時半 
水曜 午が 化 時 1 
午後 一時 


H 本、 まが 寶玉巧 美 
街 お、 婦人 用を 飾 其 
化ち 飾祐 

闕鳥パ 

离を 美術品を お、 
ぞ飾 品、 ストリング 
H 本 服裁链 


笠 ザ 洋服な 


洋服 調進 

タリ— ニン ダ、 タイ 

イング、 修繞等 一巧 

ミカド 洋服 巧 

，化 本 保 
を 話 ライン ランダ！ 
六 八 一二 0 


巧 學的揉 療治 
醫術的 体操 

化 島覺丈 

西 五 旨と 番 
な 一二 十八 T 目 

電話 玉 デコム 

一四 九 六 


ぷ r 舱 

化ぶ^ 
S 出で 

e げ的 K 

k げ C a 

向 巧 c 

K 7 T 


第五 街と 一二 0 

へ クシ 卞— 
ビ瓜ー K ング巧 

小 池 寫眞舘 

電話 サ ー ク か. 

幽巧 0 ホ 


十五 年の 歷史 ぁる 當 校は タ 年の 
經驗ど 新 智識を ちずる 致 師を聘 
し 自勘車 
操 縱法及 
び 運 巧を 
の 修得す 
V き 必要 
な 機關的 
智識を お 
期閒 じし 
て 最も 能 
牽 ある 徽 

をを 習し を狀獲 場を 保 詰し 職業 
ロを も哥 梅し ます。’ 



をき 米 齒婦ん 
目 本ん への 吳 
語を 授 じは 索 
年の 経驗 をを 

す 0 j レプス 

ンと 十五 化 
每 H 朝 化 時ょ 
ら传化 時 迄 巧 
時 にても をし 
H 曜日は 一 時 
よ b 四時を 


尋 勺、 

(を 城縣) 大橘武 雄 (長 野縣) 蘇 
原ず 人 (同) 巧 伯潑雄 < 魔 島 
縣) 中が を ニ (同) 渡 邊泰助 (東 
京 ホ) 古澤 武之助 (か 歌 山縣) 
巧 藤を 之を (おお お) 松 下壽么 
を (山 ロ縣) 德原猪 S 郞 ■(熊 
本縣) 西が 巧 喜 (鳥 取縣) 廳勝 
衞 (山 ロ縣) 原甚吉 赛媛縣 一 
橫田常 ま (岩 手縣) を々 よ 淸四郎 
(和歌 山縣) お 本平吉 (鹿 お 島 
縣) 圖上 時を 

をのを に 通な 致 度き 儀 有 之 
较巧 本ん をく はか 人ょ b 現 
住所 御 通知 願 上 校 

紐 育を 國 総領事 舘 

1 をす 夏 d 夏 y Nevr Ifork 呈 y 


梧 

0 

•S5 

8 


成功の 秘談 

乂國 まち 語を 話す 事 
はお 巧の 第一義です 
本校には 日み 人を 授 
じ 憤れた 專巧 婦人 极 
師を b 懇切 じ 倉 話 通 
培を 社を 語を 敕授し 
ょす。 H 躍 遇 B 共 じ 
午前 化 時よ b 午を 十 
時まで 闊较し 一 レツ 
スンと 十五 かづ I 
今： n 宿 も _」 ホ按 われ 


巧證 每巧十 H 發巧 
雜麗 


1 苦 ご S こ ve . 


部 f 她 

す < さ rk 百ぶ 


旁を 踐 ♦雜誌 令 薪 聞 
が 寛 まを 賴 
が 巧す 前 化 時 ib 午後 五 時 迄 

紐脊 H 本人 會 

ゾヴ 1 ドクで ィ！ とと 置 

電 f ダ X 1 00 お 0 
巧サ ー ク八 一 〇0 と 一 


I 化かろ た 


はも/ \ の 遊び 
力を 吳义ト '米 國人じ 能く わかる 
やう 簡單 W 腺に 說 明した ものが 
出 ホました。 巧を 目々 進呈を し 
ます、 脚覺 -下ク い。 

W 呈 きご さ C 0. 114 E . 置 thSi . 呈 y . 


化 留靑年 巧 あの 由 ホ 

日本人 靑年會 




面訟 


醒丽|| 

放心 

VI 

K 
U 
Y 


ちす 苗. ジ t.CUrks ミ 1244 


i 鱗 揉治攘 

マ ツサー ジ 、整形 

醫科學 的 連動、 賜 
灌 な， 水 治、 光線 
あちを を療 、其 化 
I な 育 贿公费 

/ ィジ オシ ラヒ スト 

西が 幸 巧 

H 曜外 お H 午前 化 
がョ ，午を 九 時を 
電話 前約 願 上 候 


品： 


齒科醫 .米 田榮を 

212 W を 一 呈 h st.zes さ rk 呈 
Tel - ibadiy 结芸 
電話 アカ デミー ニ 一八 六 化 


齒巧醫 木 下义ボ 

ゴ 巧 巧. ご 1 th 苗. 

ぎ至醒 i ニ 置 7 


診療 

サ前十 時 ょら 十二 
時、 午後 六 時ょり 
八 時、 H 喔は 前約 
願 上 お 

ドク ト八 

山 ロニ 一之助 


前約 願 上 お 

P — チ か 大巧 
ドク トかホ プメ产 y ソ 

醫學巧 ± 

吉 居悅彌 


ものである。 今日の どころ では 
まだ 日本 生糸の ホ國じ わける 地 
位け 化を が 巧して 居る が、 ィ< 

-—の 督績を 見れ げ 、わな どら 
難き もみが あるから、 巧が 製糸 
業を はを を 費の 化 r を 則る ご- 
ら じ、 品質な 良 じ エホを こらす 
が 急務で わる ど 言 はれて 居る。 

讓 の 動'^ 

束 京 特電 二十 二日 發 

船舶 金融 銀 巧 設立 

有力 じる 船 ホ 筋は 十义 日を 期 
例 含を 工業 お 樂が じ銷き 船舶を 
融 のた^にを 巧を 設 ホ-すべく 調 
杳を 開始 しれ。 

國營 お驗の 必要 論 

ホ 命が 驗あ最 を 傾向は 大口に 
傾き 居る ためこの 路 無を 者の た 
めじ 喊營が 隙 S 必を 論が おつて 
おる。 

觸稅は 引上げない 

染 輯關稅 け 當を 引-^ げね 意志 
である 0 

信 巧會ぉ 幾み 不お 

.下半期の 信託 會 姑は 柯 れら蔽 
收で信 托配當 五 か 八 頗見當 であ 
るが 巧 ま配當 は現狀 維持で あら 


ニ 社の 販路を 鶴定 
現有勢力 維持 標準 じ 目淸、 H 本 
製が S 販路 協定が 成立し 口。 

電力 株 漸落 歩調に 

株式 ぉ殘 電力 株は 漸落を 迪 t 

つ 》 もる 0 

賠償 會議に 化 表 

ァ メリ々 政が はを く歐 洲を剧 
强 並び-し H 本のを 權 ょらが る赔 
償を 會 藻. か 召集 さい ァ メリぶ 政 
府じ掛 しても 正式 じを 權の參 加 
招待 じ 接すべき こごを 期待して 
居る ので 目 ドを の 掛策じ 觸し協 
議中 であるが 政府と しては 正を 
じ會議 .へを 權を 派遣し じいが が 
を 式の 意 ホ じがて オブサ ー バ’ 
を 派遣す る こご じ 就て は 旣じ巧 
强じ 內諾を 輿へ たもの！ 如く 目 
下 巧 あを 人選 中で あると。 


，御. 披露 

- 目本ス タィ か 

顏獅ち 二十 五 仙 

マユ ゲ のよ わり i 則 W まず 

散 ^ 六十 牠 

測 モでモ 也ょ く拂 びいます 

散 髮 

シャン プ I 一 弗 

へ-— ヤ • h ニック 

散 髪 

.顏 ジリ 丸十 五牠 

へ！ ヤ •トニ..' ク 
マシタ— デ 五十 仙 

N 營業 時間 n 
年 前 八 時ず ょら 
午後 八 時まで 
巧 晦マ遇 速を 诗ご L 精々 勉 
興 致します 

日本 理髮 鑛淸 

西 巧 十一 ニ 了目貞 番地 ニ も お 塞 号 

2 nd 7 a ァ (第み 街 ミ 西 十 Hr 目 巧 


松林 巧 か 

320 Manhaitanlue _ BetJ 13-114 sts . 
言. 苦 Tel M ミ uit ち 里 


巧景氣 r 見越して 
活氣 に滿つ 株式 巿場 

選 擧な來 の 出 來蔚ホ 干巧臺 突破 

世界的な 金利 高を 誘 凝ず るか 


. 共か黨 V 滕倒 的な 大勝 利を ぉ 
: めた な ホ、 ゥォ ーグ街 じは 早く 

; も I フ* — - ゲア 1 •マ— ケット」 

が ぉ 哉して 投機を みが 充溢し を 
のな 引 株 も 五 巧 巧 巧から 一躍 六 
巧 巧 株 どい ふ 

ホ 曾 有の 居 額に 達し チ 
■ッカ I K は實際 取引 1 もも 約 ニ 
時間 遲延し 巧 仲買人は 半 H ょ b 
±聰 日は 元ょ bn 曜 U も 不眼不 
化で 帳簿の 整理に 從事 するとい 
ふ 正にな 乱 的 U お 鹿 景氣を をん 
で、 ラデォ をの 他の 諸げ も一齊 
じ 二十 五ポ キント わら 六十 余ボ 
4 ントに h 腾 したが、 去る 水曜 
日 じ まちて 戦が 高値の 切 崩しが 
あつた も I の、 取引 巧に 化 おご 
して 六 百 巧を を 維持し、 而 かも 
時愼の 上騰 ご 下を の 開きを をる 
じ 水 鴨 日の 下を け單 なる 息繼ぎ 
で 今を V 一ても ゥォ！ 作 街の ブー 
ムけ 繼績す るら のと 瓶ら れて居 
る。 即ら 十一. 巧と S ょち 

十二 一日 問に 互る 化 引が 數 
ご、 化表的4:*五十巧の時惜お滅 
ホ 巧を 示ずに 左の かし..： 單位千 
巧〕 

日附 お 引 巧 變 化ず 巧 
と自 四 八 化 四 + i •四 六 
An お OS よ丄 -'0 •四 八 
九日 四 九九 义 +; '-so 
十日 一二 ニ 六 0 十一 •八 四 
4- ニ n . 五と 四 五— 0• 1 ニニ 
十 五 四 0 四 —0 •五！ 
十四 n 五 1ニよ と 十，' • M 
十五 日 四よ 八 六 +0 •四 化 
一十 六日 六 ホ 四 一 - HV よ 五 
一十と 円ち' 1 C ぶ + • 00 
ト九 H お 0 四 〇■—0•〇 j 
甘 H 六 お OS + 四 • C 一' 
廿 I 白 六 0 1 四 — ニ* 六 六 
合計 空穴 10 +1 M 四 
即も 大統領選 擧 W ホ 十五 H じ导 
' b 十幡 H を 除/'' 取引 採が 

ぶな 巧 台 W 下にな つたの 
は 倦 かじ ニ H で、 總計六 千 六が 
八十！ 巧と 巧 二十 ホ 株、 一日 出 
巧 鳥华均 五な 十 S 巧 乂千ニ 巧 八 
十六 巧-- して、 而 かも 時 賴の增 
减ホ内 率け 一剧 一を r お 四 毛 ご 
いふ 巧 景氣- しして、 これを 十一 
'巧 六日の ひけ ど 二十 一 りの 夫れ 
じ 比 校す るに ラ •テォ • コ ー ポン 
. — シ ョンの な 二十 五ポ キントを 
始め ごして、 セ モラ 瓜 •モ 1 タ 
! ス 、テ ユ— ホン ト 、•七 ホラ 术 
エレクトリック その他 諸 巧は 一 
をに 上 おし' て 居る、 クォー 火 巧 
じか/' る プーム を ホむ じ まつ 化 
理由に 就いてはは 拂 々ど異 U つ 
た 巧を が 下されて 居る が、 をす 
る じ 

化 ハ 和黨の 勝利を 期待した 
巧 式 おがを のか 引 期を 前にして 
諸會則のがを、 コ！作がおのを 
融緩 潜に 乘 じて 時化の：： 山上げ に 
裔 手した こごは 事 巧で お 引 みぞ 
< が 所謂 ホ 人 筋の マー デン 買ぴ 
じ 限らむ、 一. ぶ’ X のをが 必らす 
.しも 勘いて 活尖 いどい ふこ ごは 


注目 じ 値ず ベく、 お 巧 家は この 
現象を 目し 聯 をの 株 仲買人に 趙 
する 貸谢 抑制 位では 到底な 機 的 
なブ ー ム を馈滕 する こごは ま 難 
で 結局 斯 かるす 合理な 採 憤の 吊 
すげ に 巧 ま ホ 煤 自身が 東 荷を 跋 
じて ホない 限な、 平 調 じな する 
のは ま 難で ある こなし 殊に 現在 
の n — 少市谣 には 

外國筋 の 遊資が 充溢して 
需要供給に 應 じて 居る から 投機 
を 流 も 自然す 資 をが 豐當モ ある 
ご觀 測し、 結‘ 柏ゥォ 巧の 馬 
鹿景 おで 外國の お資が 余らに 動 
くこ VI は、 炎 蘭 銀 巧を 始め ゴし 
て 諸 化が 巿 場のを 剌 引上げ ご；：？ 
もこの ホ 面 じ 巧び 資 方が 戾 され 
た 際 始めて ブーム も 下 化になる 
であらぅ ご 見られて 居る が、 旣 
じ英蘭 銀行 も あくを 利 引上げの 
氣配も あら、 水曜日の 株 まな 動 
も 恐らくを じ 起因す るら のミ觀 
測され て 居る。 

巧國產 業に^ 

投資 激增 

巧 年に おち 億 弗 

當 地で ビジ 子ス •ぶ コノ、、 ツ 
タ •ダキ デス ストを 經營 して 居 
る ダ！ チ •ラ ネト をは、 過般の 
体戰 條約紀 念け じ 際し 大統領 ク 
i リツ デ 氏.^ 驟洲に S する 寬大 
なアメ V 力の 祭 離 V 一說き 『我等 


歐测に 向け 

生糸 輸出 

最近 增 加の 傾向 

最巧 H 本 ホ 糸の 歐洲厳 出が 激 
ちせ る こどは、 當 業者の 甚だ 注 
目す る ごころ ごな VJ たが、 をら 
じ々 ナダ、 才^ — スト ラ y ア、 ブ 
ラジ 八 等 じら 總數 から 見れば 大 
した ものでは；； > い： バ I セン 
テ I •チから ずれ 仪吕覺 ましい‘. 

進 お 振 b をし め ー て 居る 
今 昨年の 六 巧から 九 巧までの 輸 
出と 本年 同期 どを 比較 すれげ か 
のかし。 〔單な 倭〕 

本年 〔六 昨年 

巧— 化ち 同期 

歐渊向 

一一: •と 三 ハと ，| ニニ 一二 

ヵナダ、 康洲 、グラデ^ (合 

計) 

一 •四 ニ 九 化さ' 
これが ため、 本年 巧 期の 對米戚 
出が 十八 巧阳巧 五十 倭 どか 年間 
期に 比し 己 千 ニが 五十 S 读 が じ 


はこの 際 巧が 國 民の 必要 ごする 
所 じ 向つ て 細 必の注 恵を 拂 はな 
ければ ならの』 ど說 いじ 一節を 
引例し、 巧 ふ 四 年 じ； をら ァ メリ 
ヵ爵內 のを 業 振 巧を の 化に 必要 
£ す るを 雜は 恐ら （五な 億 ホに 
達する であらぅ ご 述べて 居る。 
巧 もたの 昆 解に 化れば、 これ 
等の 諸 投資に がて 最もが らし 
い 資本を 吸 集す る ものは、 パ 
ブ ブック •ユ ー チブテ ー ス及 
び 電力で 恐っ くを ホの 一二を の 
一 じ相當 すべく、 殘る 一二を の 
ニは 戴 道 及び 諸產渠 である ご 
なし 

『千 化 百 二十 一二 年ょ b 五 個 年に 
置ら 巧が 金融が 巧に 現 はれた 新 
証券は j 二な 五十 憶 巧に 達して お 
るが、 をの 巧譯は 証券が 二百 九 
十億 弗、 優 ホ 株が 一二 十億 弗、 普 
通 株 一二 十億 弗の 朔 をで 、千 かな 
二十 四 年の 新 証券 發巧 高は 四十 
化 億 巧、 二十 五 年が 六十 億 六 千 
四百 巧 鬼、 二十 ホ 年が ち 十八 億 
一千一 白 巧 弗、 二十と 年は と 十 
ニ 億-千 一二な 万 弗から と 十 化 億 
万 巧に 達し、 をの 增 進の 割を は 
一年 じ 十億 巧と いふ 驚くべき ち 
額に 達して 居る。 

然るに 最 あじまる まで、 巧が 
ホ 場 じ發巧 さむる が 潰は 巧懷 
lb も遙 かじ 利率が、 投資 者 
の 注目を 惹 きつ、、 あつ わ •か、 
おか も 動力を の 他の 社債 も あ 
年 じ ま b ては 数 道を の 他の 產 
業' 3 類を 風靡す るの 風を しめ 
して 居る。 尤も 一部の 人 + け 
こ の化お が 永續する ら の で ir * 
てこ ピを說 {もの も あるが、 
假 b じ减 退した ごし てら、 を 
れは 恐らく 千义ち 一二 十二 年 ま 
では 械 めて 徵 々たるら 3 であ 
らう ど 觀られ て 富る 一を々 


て 居る じか 、> はら や、 總總 出は 
十 乂方六 千 六ち 二十 ニ 倭 (本牟 
ホ 月から 九月まで) で 

げ年と 比 I 、 五 千 九百义 
十 化辕あ 加して 居る ので ある。 
これは 巧が 生糸の 販路 渡 張の 上 
じ蓄 ばし き 現象で あるが、 注目 
すべき 現象は 歐洲 生糸 (まじ ィ 
タリ ー) のホ國 向け 輸 おの 激ち 
である。 即 も本牟 六月から 九 巧 
.までの 較量は 千 八-首 八 懐 ご 前年 
同期の 四百 八十 倭 じ 比し 千 S 巧 
二十 八を 激增 して 拓る 。これは 
ィタ VI が、 励 巧 VJ して 篇 業を 
獎腳 して 居る お果 、同國 の牛產 
•か 渐增 しつ >* ある こど じ もよ る 
が、 お 質が 優良なる じ もょ る。 
岡國 品が H 本 生糸 ご 叫 等なら、 
フランクのを をを 稱じ絹 業が 

復活 した フランス じ、 を 
の 太 部み を 吸収 さるべき である 
しかる じ フラン， を 素 通 b して 
乂圃じ 流れ こむ 較量の ぞいの な 
イ タリ ー 年 糸の な 質-か、 日本 お 
よ 6 も慶 を；；^ るを 物語つ て 居る 


東西 生糸 業者が 結束し 

積立金 制度 ぉ實施 

神 戸 生糸 取引所 ホ 巧 ホげ じ開瘍 

まま 特電 二十 二日 發 n 新設され る神戶 の 生糸 取引所は 十二 巧 
十六 H を 5； て關場 まを 擧巧 する じ ホした るが 橫澄ど 神 ロの 斯業 
ぎは この 降 結束の 上 巧る 一 9 よら 方 一の 不况 時に 備 ふべき 積 立 
を 制 巧の 實 施を 巧議 しわ。 


J 


作 W け 邮 

腎パ J 


i 

に 


稅關 事務 

一 東洋を 地幷 じを 世界 
の 檢出乂 ホを じ關す 
ずる 一切の 御 諮問に 
おじ 樹道淚 船 貨物 運 
貸 及 出帆 表稅 錫手續 
書 等 進呈す。 ま 要 都 
おじ 代理 巧を おし 誠 
嘗投速 巧 用 かじ 應や 

煤输 取が 


,1 邮 


稅 願事を 取扱 

WILLIAM 广 BANE & Go. 

す i ニ Bid 互 さ • C ! さ 

Tel. Btmiin で Gaeen ち 芝- 5 •巧 


t ■♦■♦■分 

お 


刚 

の 

跨 


紐 育生 命 保 驗會社 

吉木定 ち 

解瞬險 


艺 ew York rif ® 13 田 亡 ！ -Bnon CO 

• ご 0》》3 を？ 巧： nc 3 Y 弓 k : oity . 
phc ロタ W ミを 22 里 

を 姑/方 ニ 綺掛ヶ / 筋い 必 V 
御 良み/ち 及 ピを話 あ 巧 チ 申 
诏々+^夏幸_ト サィ 




巧 ホ 巧 
£目了 四十 四 
曲目 T 五十 四 



巧 EasI 29 化な rMt 
lel. Lexington 5727 


SHOWA 

お We が 105 Sl, 
Tel. Clarkson 0981 


DA 民 UMA 

7 が — 8 化 A 化 
む L む ド nt 巧 巧 


ICawasoye Hotiel 
1 巧 West123r パ trwl 
お L む the か aM91 日 


御 

旅 

縮 


河 


添 


T 0 Y 0 KWAN 

41 区 . 19 比み . 

お f. 8’* 巧を 4 もむ も 
Tei. Wgo 琴 in が 巧 



TAIYO 

1 が Wes け 5 化 お . 
Tei. T 巧 お 狎 ■郎巧 


Wing Hing Low 

郎 ine な Resiau 巧が 
お 0(] BV 巧， K. Y. City 


IKUINE 

Hotel 在 Re が auratit 

3 巧 W. 88 化な . New む rk 
Tel. む huyler 7 の 2 
Ca お e Ad か m 刖巧 E 


City Hall Tea Garden 

170 Nassau St. CUy 
N が t わ 比 《 Tr 化 une B!dg 
Loo Un Manager 



1 340 W. 58th St. 

Telephone: 
Columbui 8882 


(B| 日 • 水) 巧を お 


Co!le 客 e Inn 

3100 む时 おが 
お 1. 1 巧 ！ ■tf & 124 扣な s. 
Te し枯 orningside M 巧 

巧 そ , 日 
至自 Si マ曜 
午 午 理がィ 及 

前前 春： fc 
十 掩 罐 


SUN HANG FAR 

213B- 拙む も 8 妃 12 目扣 & 巧 7 也な 8. 

Te!. Monument 6864 

ま ゥ王希 巧 博 君 云 T で 巧蒂騎 
す マ、 上 卒し じへ 目 第 理君前 本 
。ィ 日ま繁 ては ばのと をのを 樓 
、理 す々 居が 直 チ お 差 嗜揮巧 M 
春は。 御 まるぐ ャの 上がつ 理 ^ I ミ 
裕缓 ホす 择日プ 百げ じでん ザ 丈ち 
が 頭 巧。 巧 本 スニま 適日歐 
あ、 の 評乂ィ 十す す本廉 
b ン程 を 諸 ご 六の る 人が 


.轰 


KIN 目 Y0 & PET SHOP 

IMPORTER OF 

GOLDFIS 扫麽技 IRDS 

、_j 

動 其 力を 
物 ^ ナ 種 

一 鳥リ金 

切 •類ャ 魚 


DANCING 

411 W. 115 祐 St. 

Tei. Cathedral 4408 るが . 3 


Til パ 0 か 0 Go. 

140 w. e 加 化 
lew York Citr 
U した afal が r 6559 


も KUWAYAMAGO. 

114 に 59 化み . 
New York City 

Phone. Regent 觀 


Japan 

巧 ovmoi] Go. 

1 胡 W. 脚 h 化 
Te し Endi 扣 H 扣の 


KATAG 刪郎 0 で I 

224 E •が 化 St 
New York G か 

Te しおが が 3480-3 が 1 


庵 桂 米 日 


號 ぶ 百 五 千 一 第 


攻わぞ JapatiASF 


じ曜 ± 


円 调廿月 一十 年 H 和昭 


含ー燒 

ホ じ 御 料理 



援 の潇燒 わい しい 勸お 

曾庸御 巧® 

藝 食は 末廣へ 

巧 咚悄迪 まが/. 翅强 


會廣御 料理 

昭 和 

特別 雜曰 ネ閱を 新設し チ サンの 
氷 案を 始めました。 チキンの 水 
煮は 一二 時 巧 程 前 御 電話 願 ひます 


高等 御旅 纔 

東洋 縮 

會顧 御お壤 


御 持 理穀旣 

お 陽 

壽司每 日 あちます 


誠誦 ホ興樓 

廊揃 ひの 巧 巧 人數名 
が 日本人 諸替の 嗜好 
じ 適する 料理を 差 上 
まず。 朝 I ニ 時を 開を 
(巧 ホ 五 T 目 サブ 
淳車墳 の 下) 


割烹 並 U 御旅 舘 

ご 1 貪 を 巧 

.与 兄 お 

な 育 市 巧 八十 八 T 目吉 ニニ 
を 話 マ々 イラ 1 と 八 ニニ 


ンヤ 


ルボ 


NP 旅館 

W06 - ま h A . ve . wo . weattl タ w £ h . 

停車 お前 通 東へ 一 IT 左側 tc 階 速 

U 本 巧 船 切 巧な 圾波戸 場 送迎 


ロス アン •セ ルス 

ホ リン ピック 

ホテル 

ニ 7N San す d 吕 St ., Los A ち ele ツ妄. 


.3 或 

n W 化 

前 

逆 

Q 


を 樣の御 嗜好に J 
揉な 美 ホの 御 巧！ 

S 廣趁 ^ 

致しまず から 續_ 
ホ ホを 顧 ひ i す 


支那 巧理 

ホ 廳あ圍 

司 巧 人 蘆 蓮 
お 教のホ じは 皇巧 
の 御 便 巧 じ 楠へ 巧 
瞄會蒂 の 舞 用じ應 
や •へく 侯 閒巧卒 柏 
ホ 變お引 立 顔 まな 
が 上 衝案內 申 上 候 


ザ 上 金魚 巧 

W 1 B 巧妄ミ e. Jew Ifork 巧 ty . 
さ 養妄 cl ニ 7 ち 


舞踏 ㈱ ん— 
マ 社を ダンス A 
▼表情 体操 么 

を 群 

朝 十 時？ が 十一 時 

シ ヤジフ •タン シ 

ング 輔館學 校を 業 

L 衫タ マ 


日本食 巧 品 類 及び 雜貨類 卸小賣 
ホ么ま 大資挪 桑 山商會 
巧刊 書籍 雜誌 小間物 日用 おを 種 


日本を 巧 品 
日本が 貨巧 
書籍 おがを 


每タ化 時を を 業 

メ 1 グア ドン プ 〔年-巧〕 

.東京が 會 

ト .ブン ク巧 b ます 

を 堂の 設 あち 


御 下宿 喜樂 

元 黒腑旅 おを 良 商な 
184 量 St ., Br 岂丢 n , N . Y . 
ぎ呈享 ぎ 7 


周 園閑淸 、を氣 新鮮 

巧 人 惧樂が 自由 亭 

芸ジ互 S St . Brooklyn . N . Y . 
SJri ミ 苦 之 75 


A 淸 潔、 親 城、 氣樂 且ニ 巧 ▼ 

勢挪縮 

が お 事 を 乂熙榮 が 
22 5 E . 冀をジ it 
Tel . Re 巧 己な 苦 


岩 旧 旅鑛— 

故國巧 聞を 較取 揃へ 居ます から 
近所 御 立を の 節は 御 ホ 憩 下さい 
岩 0 でた 1 晋芭壹 ，ぎぎ yv 男 an 二 35 一 


力 旅館な め 

帝國 旅館 IS 

1 をち. 黄 th St . Ne 二 ミ k 

TeL Susquehanna 8 6111 


紐脊 旅館 帛 Ml 

を 四十 了 目 ニ お 二番 
TeL Caled ミ ia 夏 74 

レスト ラント 

並に ボ ー デン グ 
猜觸 这巧驗 照じ預 もます 

〔島ぶ】 

18 ちす irdre . Bd1 君 さ & 101ststs - 


お ストン 市 

富 ± 旅 籍大浦 ホが 

1 萬 Wo 養 穿 Si . Bust 呈 ま as 产 

を. B . 8 . 含 75 


費府 御旅館 
桑山淸 五郎 

ち 巧を U を 9 是芭 •巧呈 ad た享 ia 巧 a - 

Tei . 舌 量 夏 1 


商業 區城 中必 、総領事館" B 本 
郵船 其 他 銀行 大會社 巧き 壊 巧 

桑 港 が ホテ^ 

純 日本を (特巧 間 あち) 

御 一報み 第 自動車 御 巧 迎申上 巧 
泛 2 tlalifornia F San F 呈 ciscQ , Ca 吉. 


酱油 ssgisi 駕 S 白米 
日本 米 織 食料品 離 4 義 

巧 巧哲沾 株ま會 おちが 一手 賣挪店 

日本 食料品商 會 


紐 育 唯一の 日本 百貨店 

巧 桐 兄弟 廊會 

スマ ドン •ブリダ クジ 一ず 販資元 


巧瑶璃 おを 日， 

康 線を 释ち 

勸で 一い 餘暇じ 巧 ども 言へ ぬ 
淨滞稱 の 趣味を 御 賞 巧 被 遊 度 
皆樣 S 御 ホ 遊を 歎迎 致します 

野 澤吉お 

ニ 巧 ニ WW ごゴ hwt . 夏 y 

Tel . liniver 芸是ま 


化が お 卽資 

五が 商會 

W E . ニす で'. In. 百な 
苗 Stuyvesani 37 お 


御菓子 舖 

名物 栗 緩 頭、、 が 羊 霉~ 賛澤一 狂 
甘納豆、 i を禪 
煎餅 卸小賣 。のし 餅け 前日に 御 
注文を たち 

御 注 かは 松風 奸高橋 
這 W . 思 h S ニ 己 Jraiall 設置 

歡鱗 魚介 一蝴 

H 本人 わきの ホ 魚澤 かお ^ 揃へ 
特别 ips で 大勉强 致しまず 

サダえ ナ魚巧 

』 os ぶ々 h 1S 巧 づ 0 ヴか 

、 誇 4 W . 61 st St . 

' Hel . ooj ミロ bs 巧 i 資 


日本 散 髮屋则 が 浦 

五ケ 年間 中が 巧と おに 就業。 

ジ ヤシン ト* プ 3 ブ立 

ゴ W - 雲 St . N . Y . 置 
巧 里 •を 一 量 bus Ave .かを ntral Park 是定 


電話 ダラ ィアン ト 

を臺 。毫 四ぶ 窒 

yurpn 萄 

お 育 あ 西 四十 四 T 目 
一二 下 一一 八番 (二階) 
JA 皇畜 5 ご MP 吉 里 S 

11写8'ちを4きぎ，三. 

ぎ 置 皇署巧 


巧 面目なる 求職 同胞 じ 巧ち 
なる 職 菜を 周旋す 

宮川 事務所- 

紐 育ポ西 四十 ニ T 目 旨 ホ 一 巧 
電プ ラー r / ト とと 八と 


話 


ント 


九み 化 八 


煎餅 卸ぶ 賣 
を 腐油揚 
日本食 料蟲 一切 

り unm。 Rice Cake C ? 

養' Third ご 6 こ 
ぎ 立 貧呈 8 

木 巧 ル— ミ ング 

1 夏 7 3rd & ま-量. 适 & 羣 h Streets 
ジ一 ちす ミ 京 巧 nt 累 27 


審問 じが ひて 爆懿 ずろ 

奇怪む 事實 の數々 

ホ 上 中が が避鄉 した ボ ^ じは 
大穴’.’ 衍禅 おの 配置 t 一巧 はれず 
完 をなる 端艇け 船員が 失敬した 


遭難 船べ スト V ス號り 査問を 
は 合 衆 図 司 もを がめ どして が務 
を、 诞お 省を い 化を 方面 じ宜 b 
てを々 進 巧し っ t あるが、 矢 張 
b ん 菊の 中 & はを 衆國 

檢 事局が な 接 巧 ミ i 

る 査問 會 で、 ベストリス 號 船長 
ごして 船ご述 命を 巧 じした 力— 
レ！ 腊 長の お應 であ b 且っ 船を 
の 化 巧 役で あん ホが 者 一等 渾約 
± ジョン ッン ぶび 機關 '良 アダム 
スじ 巧る 審問で わる。. ジ 3 ンソ 
ン 一等 巧 轉± はこれ で 前 巧 ： W 
にお h 化 調を 受バて ぉ', •も 杳 
問會 がり：： 集され V をに をを 
現は さや、 をに 檢 SI : 
ト紙 姬留 化-' 丢談 巧を したので 
i 盈 '，.、.； 7 故- HM 件ぃ 姿を 巧は した 
たけに、 をの 答 辯に も忡 々人を 
をった 点が タ '、現 r 船が こユ 
3 I ク 出帆が に 

犀を 密閉し むかつた 
ために、 浸水し 船が 斜 傑した こ 
ごは 充を認 なした 上、 ニ顺 一二 觸 
ごい ふが 水が お 間 浸入して 
も 排ル卞 る ボングが 勸 力の 欠 ま 
で 風 か ぃ* くト * った 事 實をも 承知 
して 居る に關 はらず 『.孩 W 力 I 
レー 船を か 最後まで 危險 お 號を 
發し かつた こごは、 あの 場合 
當巧 である' •信ず も』 ど 述べ、 
r 阿 故 か』 くの 追窮じ 『排水を す 
る ポンプの 條键 をが って 居た か 
ら』 ど 述べる 等、 逝ける 船長を 
被遙 ずるが 要 ど： T 1 をへ、 余 6 に 
無な 巧 過ぎる ごの 感を 惹起せ し 
ホ：.- 居る が. 

遭難に 際 ' て も、 自 かか 
一等 運 轉± どして 船長に 化ら 查 


船員を 皆 腳霞督 ずる 貴 巧が をる 
じも關 はら 中 『自 かは 报 巧から 
右 化に ぁつて 忙 がしく をが のが 
沉を 知らな かつた』 と 逃げ 廻 b 
かと 義雄 中佐を 始め 幾 妻 婦女 卞 
の 生命を 奪つ た 救命 ボ ー ト第八 
號し 大巧の 明いて 居た-;」 も 遭 
お 船員々 び 遭難を の 証宮じ 化ら 
てを々 確証され た。 ジョンソン 
- 等雜轄 十. が この 審問に がて 檢 
事 側の おおを を認 L たもの I 中 
じは を 巧；； ；〇 窜實が ぞい。 即 もべ 

ス t リス 簾は 十 H に ニ ユーヨ 1 

クをお 帆した 

お _ 曰の 午後よ 時 一こ 十を 頃 
じだ 早くら 巧 贈 庫から 浸水し 始 
めた のみ；；：* ら 中、 積 込んだ 貨物 
がすべ b 出して 船体は 傾斜し、 
沈 沒-い 十九 時間 前、 危除 信號を 
發 する 十四 時間 前には 旣に危 隙 
；：? る狀 態に ぁらたる もので、 而 
かも この間 船援 や速轉 ，エは 數嚼 
の 淺水狀 態を 自ら 橡 かした i 去 
關 ，，： ら ず、 両人 ゴあ 助を 求む る 
こご K 就：. ては 一言 も袍談 しな 
いのみ か-' 姉が 紙で みる ゲォグ 
ブネ^ 號‘ 遭難 當 ri の 午前 お 時 
無線電信で 逆 話し だ 際に も、 ベ 
スト リマ 號は 『何等 報 やべき こ 
ご-^:^し』 ピ無頓着にも軟肋をお 
め；：* > かつた. こごで 残に 斯る 

を 險を豫 期！ ながら 船は 
こユ ー m 1 クを 出帆した 巧 巧 救 
命 ボート の 引 卸し、 をの 他 巧 j 
め 遭難 じ 際し T - のを 巧 お 習を 巧 
た* かつた のでい ざ 銭 倉 どい ふ 
g を じ 際して 额らわ •し 雇达 まれ 
た 船員は Vi のボ ー ト はいかなる 
作業を 巧 ふべき かに 就て 一向 無 
智 であつ た爲 めじ 


乘客ゃ 船員の 遭難 配置 も 

一等 運轉击 自身が 知ら 纷 

ごい ふ客敏 じある まじき 離 態を 


踞繁 L たもので、 モータ ー お 動 
機を 持つ ボ ー ト 第一 號 はを をな 
ものである にも 關 はら や、 乘込 


はらず これを 引 卸して 轉 覆せし 
めた 等は 正 じ 言語 间斷の 巧 窓に 
て、 斯 くして あ 命ボ！ ト 十四 隻 


んだ をの 中に 機關 巧手が なかつ 一の 中で 漸 やく 引 卸され リ ものは 


たため じす 用 どなら 巧 ひは 

_ 

一隻の ボ ー トじお 六十 人 
を滿 載し じる じ 反し 一 隻のボ ー 
トは 僅か じ 四 五 人の 乘糾 水夫が 
避難した るが 如く •をの 極端な 
る 一例 じて 互 等 船ぎ じ掛 しては 
端 お移乘 のかな も ホら や、 をら 
甚だしい 失 おは 船 かが 称 揣じ傾 
斜 して 左 姬ザ极 は 上側 ごな b 頗 
る危 隙で あるじ も 係らず、 簾 一 
じ 下船を かじた 帰ん や 子供を こ 
の 危險じ 場所から 乗せた のみな 
ら す、 ボート 引 卸 じ 鎖が 雜 むて 
ボ I ト はがに 迷ひ 遂にを 中継 驗 
じ 街 突して 破壊 轉潭 I 、 幾多の 
子供 や 婦人 •か 溺死した の もこの 

時で 井上 中佐 一巧が 乘 つた ボ） 

トニ 主 

大穴 が 明いて いた じも關 


長の 巧 持を 兎 や 巧 批評す ら譯で 
はない が 危檢信 巧を をした 時間 
は キ遲れ であつ たし、 自み ごし 
ては 船の 傾斜が S 十 巧 じ もな つ 
たら 鞍く 共 遭難 當時 ょら 十二時 
お前 じは 船を の 避難を 命じ 救命 
ボ ー トも 比較的に をを U 右が の 
みを 使用す る』 ど 証言し 撥 事 商 
側では 遭難 當時 ニグ n の 船員が 
ホ 人道的な 巧爲じ 及んだ とい ふ 
一般の ホ 難を 攫す じ 足る ち 力な 
証據を 近く 出して 見せる ごいき 
ま、‘ て 屠る 0 
太ず 巧 上に 

邦 船 遭難 

サンフランシスコ 廿 二日 發 n 

マキ ー •ラゲ ォじ 達しれ 無線 電 
信じ 化れば、 ダラ— 療 船の プン 

ジ デント •マ デ ソン 号。 シ アト 

か' ょ b 橫潑に 向 ふを 片 、令 朝 S 
凹じ宜 b 船 お 不詳の り 本を 船 か 
ら 『危 險歡助 V - ホむ』 の 信号を 
をな つた ご 

井上 ホ じんは 

大使官 鄭へ 

ワシントン 特電 甘-日 發 n 故 
ホ h 義雄 中を の 葬儀に 列した 未 


八隻じ 過ぎ や。 故に 乗を を 右 あ 
から 下船せ しめたならば 比 政 的 
磯 おを 少な く.- > 得た こどは 事實 
であるが、 更 らじ奇 をなる は 救 
命ボ！ トじお 度すべき 乘 をの 整 
巧じ從 はない のみ か、 救命 ボー 
トをお 揮繰縱 すべき 裔級 船員が 
誰れ 一人 ごして 指を された 職務 
じな 事し なかつ た 寒と いふ 奇怪 
モ 巧な 事實も 明るみ じ 出された 
が、 これ 等の 尋間 じがて 『何故 
巧く し U かつた か』 どい ふ質閒 
じ 掛しジ m ' ン ソンは 多 < の 場を 
『知らな かつた、 お ホな かつた 
巧ん ども 云へ ロ』 ご無資 任じ 逃 
げ姻 つて 居た。 

尙ほ 逝ける カ| レ ー船を 
が 先み が おじか 暇を 得た 際、 化 
巧 船長で あつた バンプ ラ 船長は 
木 鴨 U の 審問 じ 於て r 敢て前 船 


聖上 京都へ 

H 東京 特電 二十， 一二 日發 n 
兩踏ト じは 今朝 伊 劈 大神宮 參 
拜を r ら せられ 京都 じ 御 還 幸 
皆の 上 明日 ょら 一一 1 H 陋 神武、 
仁を、 孝 明、 明治を 帝め 御陵 
に親謁 をら せらる 黄。 

鳥 羽 巧 結婚 發表 

一二 ホ 物 ま 神， 員 庭球を 鳥巧貞 一二 
皮 ご一 ニ菱お 役な ロを 储巧第 四 
女 八重 r 魔との 結婚は 本日を 
式に 發 をされ ね。 

軍艦 加賀の ホ 频 

軍艦 加賀 巧の ホ疯 患者は ニな 
を じ 連した。 

過 薇 派 事件 裁判 

コム ミユニ スト 事件の 裁 料は 
昨日 乂阪地 ホ 戴が 巧 じ 於て 開 
かれた が 丸十 九 あ 巧 被 吿は判 
事の 命 か-レ 服せ ず 革命歌を 高 
唱 して 法廷は 混乱 じ陷 つた。 


一方 スト レンチの ぶ 人ご稱 ずる 
ニん の 女性は 岡巿 の結赌 鑑札 發 
給 所 じ おし 

パリ モ—ァ ど スト レン デが ホ 

だ 離婚 じ 就て 正 まじ 法律よ 0 
手 綴を 濟 まして 居ない か' 鑑 
化を 出ず こごは 出 ホない 
ご 抗議を 持も这 み、 . W ぅやら 巧 
婚も難 かしい 氣配 である。 尙ほ 
先夫 人 ストン ン デは 目下 アラン 

スじ滯 巧の 由。 广 

往年の 排日 巿長 II 

零黎の 果て 

元の 古巢で 逝く 

ず ブフォ 八 ニァ 卿に 於け る排 

日運動の 端瓣 である 往年の 目 本 
學童 隔離 問題が ち發 した 際、 排 
日 派の 親玉 ¢ して 瘡圖 した 常時 
の 巧 長、 ュ— チン •^ュ ミッ ッ 
ご 呼ぶ 獨逸系 ュダャ人の 政を 犀 
は 時の 大統領 0 1 ズゲ ユ^ト 氏 
を 訪問して 東が 人學重 巧を 離を 
カ說 した： £ 等で 世人に 記 億 さ 
れて转 る 巧で あるが、 

■ をの後腐敗した^^政から懐中 
じした をで 踩渊 ぶ 漫遊ず る 等 
一怕は 頗る 得意 化 時代を 經れ 
もの； \ 

遂に 疑獄 事件で y を さ n 臭い 飯 
を 食つ た 上 お-獄^は 杳 どして 消 
息を 絕 つて’ ゐ た^ 、往年 フ ブス 
コボの 巧 政を 左す しした をの 拂： 
目 親玉 ^ 晚が零 して 小 料理な 
のォ！ ヶス トラ I の 指揮 役を 勸め 
てむる搜じ、 5!^に必臟麻捧で頓 
巧した VJ 二十 1 H 附のサ 'ン ブラ 
ン シス。 電報 心 青 じて ゐ る。 
同人が 曾って、 一 南の 參事官 で 
ホスた 際のを は K ホ 澡の排 
H 家で ある フを ミンで あるが 
疑獄事件で 問-<^の罪狀を摘發 


した 時の 换事總 を ごして 後年 
玫 をに 巧を とげた の もこれ ホ 
同じく 排 H でち 名な^ キラム 
ジ 3 ンソン であつ たこ どは 一 
奇 ごする こごが お ホ やぅ。 

八 人の 同胞 密航を 

移民 官 逮捕 

周旋屋 じ 欺され 

十一 巧と 日 ヮシントン 州 ブス 
トリ ャへ 入港した 辰 馬を 社 船 白 
废凡 じて 八 名のを 化 者が 發 見さ 
れ た。 右は 商船が 九州 S 池 港 出 
化お會 前が それを 知 6 同化へ 巧 
電！ てゐ じので、 を民官 早速 
お 張して 檢擧 した 譯で 同船の 乂 
夫 西 田 某は 船 巧の 手引 者 ご r て 
挽擧 された。 遠 捕され な 八 名は 
日本 內地 じがけ る惡 周旋屋 5 ロ 
率 r - 乘 つて 密航を あ ひ 立っ 巧ら 
しく、 契約は がめ 巧 圓の手 おを 
を 渡 L ぶ 巧の 曉 じけ モ圃 の禮金 
を拂 ふ' > V - に。 つて おた レし < 
惡罔旋雇：^^ヵめてが國の事情じ 
疎い をのを おびき 岀 した 形跡が 
をる。 

巧 ほこ S をの 密航者は いづれ 
も 地方 出の 索 かな 靑年 のみで 
をる VJ を ふ 0 


C 人 井上て るで ホ 人は 今日 午後 
の 列 革で-一 ユ ー ョ 、— ク ょを 巧び 
當 地に ホ 6 直ちに 巧郷 大使 官邸 
じ 赴き 靜養 する ことじな つた。 
未む 人が 携帶 しわを 中佐 遺が 
も官锁 じを 置され 近く 追悼 會を 
體す舊 である。 


甘 ニの 狼 ご 

名優が 巧 婚 

邪魔が はいるら L 
U — サン ゼグス 巧からの 發電 
じよる ど アメブ 力の 巿川 劇十郞 
あで ある ド リユ I 1 家の 名優 ジ 
31 ン •バ ，モ I ア 着は 二度目 
じ 結婚した 女流作家 である ミカ 
ユグ •スト レン デ ど 柯時の 間に 

か 離婚した ピ稱 し、 今度は 名活 
馨 『海 魔』 な ホ 優の 相手役と し 
てブ アンの 人氣を 博して 居る 本 
年 二十 ニ 歳の コス テ n 讓と 婚約 
がが 立し 近く I 二度目の 結婚 生活 
じ 入る こご/' なつた £ を まし 化 
間は元よ6姉の エ レ パ リモ 
1 ア壊も 驚いて おる 应 であるが 




文豪 逝く 

- ズー デルマ A 氏 

お 井須 磨 子が B 本の モボ ゃモ 
ボ みを やん や £ 云に した' マグダ 
の 作者と してを 底い 獨 をの-劇化 

家戶 i マン 9 ズ 1. デグ マンが は 

ホ遇閒 前から 持病の リユ！ マチ 
ズムで 檔んで 居た が 肺病を 鮮發 
した 上 じを 齡 でを つね 爲め ホる 
二十 一 B 遂じぺ .火？ ンの お蒋で 
長逝した。 享年と 十一 歲 。'一 


が ひの 船 ベストリスは ！ 

英國の 女優から 命名した 

........ 破鏡の 嘆から 舞臺じ 生きた ホ 


巧 二十ち をの 尊ぃ ホ 震を 奪 ひ 
去つ じ 化 ひの 船べ スト V ス號の 
由來じ 就て 奇 しい 話が ある。 を 
もを も' 一の ベストリスと- •ふを 
至 

千と な 丸十と 年 一巧、 C ンド 
ンじ をれ たお 國の 女優 タシァ 

ぶ リザベス •バ！ トロ チ •ベ 
スト タスから ごつ たる 巧で. 
彼女 お 有名な 即刷師 であつ た 

フランシス n • バ ， i トロ チの 
猜 女に をたち、 ゲ] タノ •ス 
ブ ファノ •パ ー トロ デの 娘で 
を.¢^、 フ ラ ン ス の舞踊作曲家 
でを ち 柱つ 舞 蛹師ピ してを 嵩 

い ダ— タノ •アダ お リノ •バ 
A ダ ザ ン 《 ベストリスの 義理 

の 娘に あたる 

彼女は 千 八な 十 S 年、 ァ ー ダス 

タ《 マンド •ベスト ブス ど 

結婚した ので あるが、 四 年を じ 
して 見 薬 てられた ので ある、 彼 
ホな すつ きら ごした か、 美 .く . } 
い 顔の 持まで ある 上 じ聲は 透き 
ど ほる やぅな コントラ 瓜. ト とい 
ふので、 現 立 劇場 じピ ー タ 
ゥ キ ン タ ， の 歌劇 「 ィ 瓜 • ラ ト • 
ダ •フ ロサ ー ピナ』 じ 初めて 舞 
臺の 人と なつた のは、 千 八な 十 
五 年の こどで あつた。 をの 後 彼 
女は タグ マ •ホ IV ゾの 『ホ— 


レズ』 じ 女 ホ 人を 力 ミ！ タじ勒 
して ロンドン ど バリ！ の 劇 旗に 
花ご换 いたが 

を かも フキ々 ロの シエが. ピノ 

の 如く 彼女が 最も 得意と しね 
巧は 今でも 好樂 家は 愛誦し つ 
つを る 『撰は 熟す』 『巧 夜に 一 
乂で 逢つ て 下さい』 等と いふ 
巧を 流が さした 女 獲で あつた 
斯ぅした 舞 臺ホ活 でち 巧の 富 
を お' へた 彼女は' 、遂にす 9 y 
ビック 劇 傷 C 契約した 上、 今 
目 十四 街 あたらで 若い 人 わ も 
を 喜ばして 居る バンスコ、 而 
かも 極 S て 彼 親な 奴を 上演し 
て ォリン ビック 劇 媛の るを 窩 
めた ものである 0 
彼女は 千 八 巧 一二 十八 年に チャ ー 

y ズ •ゼ I ムス •マシ ユ i ズと 

結婚して、 この アメリカ じ 渡ち 
マシ ユ！ スの興 巧を 援助し わ も 
ので あるが、 彼 ホ 最後の 舞臺生 
活は 『雲ょ b 射ず ホら』 で、 千 
八な 五十六 年 八 g 八日、 をに 日 
ン ドンで 逝いた。 彼女の 畑は グ 
ランド •オペラで もな ぐ、 をら 
どて 窩礎的 U 富 劇で もな く、 で 
もら かご 云へ ば嗚物 入らの 笑劇 
『±官 の 結婚 J 等 ごいつた、 輕い 
もので あつた。 
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【日曜 : t 】 


H 四サ巧 一十 年 H 和昭 


【四】 



►鄕 里を お及びを をを (お 手な 巧 r 外 画 
ち替賣 買、 荷ち 替 取組 取 立、 信 巧な » 
巧 等 一 股 銀 巧 菜 務巧巧 巧 じ 取な 可 化 侯 

城 賊臺灣 銀行— お 張 所 

本店 臺潰臺 化 

ぞ宙 東を、 横な、 大政、 神戶 、上 お、 巧 
ロ、 履掛 、廈門、 仙 頭、 をち 巧ち 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 を 貝 

々グ 々ッタ 、偷 巧、 其 外 臺潰十 巧ケ巧 


1、 資本を 壹穩圓 (を 巧拂 a 巧) 

I 、 橫 立を 一億 ニ 旨 五十 萬 旧 

內化 本ち 巧：： 濱 (ず 巧) なを 大度 
神卢長 時下 巧を 古庭 

橫濱 正金 銀な— 支店 

ホ 固を ま 店 = を 港. 羅麻沙 巧 巧を 
巧 化 世を を 固 重要 都 ホ ニち 巧 反 コ术ン 
ス有之 巧 


本店 
が 育 支店 


大殴 化演五 T 目 
な 育ブ 《 ドゥエ _ 


- な 四十 九番 


藉 佳ぶ 銀 巧 

お f 東京* 機鑽 、名を 屋 、を 都、 が ロ、 岡 山 
? い;^^ 尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 巧 下ノ顆 
地 ま 巧 {巧 司、 ホ 倉、 おお、 博を、 久留 ホ、 お 本 等 
本國 預金、 鄕里 送を 等は 巧め 
て 御 便 刺 斑を に 御 取 あ 巧 申ち 


本 巧 朗鮮巧 城 

支 巧 出張所は U 本 巧 化の 樞要都 ホ， 巧 お 
滿讲 、ま おのを 地 及び 流 进巧德 

朝 鱗 銀行 紐 育 曲 張 所 

外 固爲替 一般 お 巧を 務 精々 御 便利に 取扱 可 
申 上 お 


藤. 本 證券 會巧 

k 一般 有 箱 証を ノ賣 買、 引を、 募を 
i を顯 、並 ニ 之ニ關 ス^ 一切 ノ 業な 

麟故 藤本 ミミ-力— 銀 巧 
紐 脊お張 巧 


陶强黑 、雜 貨卸賣 

無が ブ タザ！ ス 


8 貪 陶谣器 I 
ドラィ グ ー ズ卸賣 I 

お詳寶 易！ 會 か- 

ま 巧 ホ 俄を、 ポストン 



▲巧 新式を 等 致 巧 かを のを 富鮮 かもる は 巧 組 旨 
のかが 巧が T 巧 ミ おじな 巧の 寒 ミず る 巧で 寸 
▲當な 太平 浑お路 一二 等教 巧は 全部す 瞎 的な 巧^ 
おしました 、巧に ホ 市 巧の かみは 巧謂ッ 
ス トサ— ド 又は ス乎ユ デント クゥ ッスな 上の 
巧 植み備 へて 煩 リえ寸 

# 桑 港 巧 机ホノ , 經由 【正午 出帆】 


天洋乂 

コレア 义 

ま洋乂 
西 比 巧亞乂 
大洋 化 


十二 巧 五日 
十二月 ホ 日 
一巧 二日 
一巧 十六 日 
二月 十一 二日 


® シアトル お 帆 【午前 十 時 出 化】 
橫濱化 主 巧 十五 日 
加貧乂 巧 八日 
がを 乂_ .一巧 十五 日 

® 6 を 致 日本 行 お 化 

a 訪 か 十二月 一日 
化 を 十二 巧 十五 日 
A 巧 肯化化 田宗あ 経由 日本 お货扬 お— 巧ニ圃 
A 媛 道 切 巧 度 窒ホあ 化 萬 事御语 をに 街な か 申# 

A 乂 西洋 大ホお をせ 乘が切 巧 御 便を じな 計 i ず 


諸 雑貨 仲買、 卸販賣 . 

- 保 巧蘭會 


陶 鄉器雜 貨卸資 

春 巧腐會 


円本 陶破 黑雜貨 類卸賣 

ザ元ブ タザ ー ス 


R 本陶慰 器雜貨 
ラ厶 プ卸賣 

.奈良 貿易商 會 


H 本 お 服 反物 キ モノ 
テ ！ フルク ロ ー ス類 

諸雜貨 卸商 
I 赋日本 ドライ ゲ 1 ブ商會 

特則廉 巧で 大魅强 新 おけは 常 巧の 特長 


H 本 陶器 雜貨 

ドライ グ ー ツ 轴販賣 

II 巧 木 桃ホ销 


日本 郵船 會化 (並 ニを 錄道會 お) 

代理店 片桐 兄弟 蘭會 

乘 車、 乘船 切符 並 じ 小荷物 運送 御 便利 じ 取扱 申しまず 


シアトル 出帆 (午前 十 時) 
あらび やか ち 巧 十九 B 
あら ば ま 化 - 月 二日 
ばリ すか (极巧 巧 抓〕 十二月 十 H 
' t 1 莲溝演 一九 五 巧 

化し ばりす 丸 るん ごん かは I 五 五 巧 
►三 一等 日本 巧 五 五 巧ぎ 室た 巧 遺を 族 室 多 R 
►御を 望 じせ リ 一等 割引せ 復切巧 發行致 巧 候 

ロスアンゼルス お 帆 (午後 一二 時) 
もんて びでお 化， 十二 巧 十日 

はわい 化 一 辱 を 

►一等 横 濱ニ兰 C 巧但 はわい 丸を にらみ 一を 巧 
▼ 恃 がご 一等 日本 巧 五十 化 巧 ►一二 等 日本 巧 五十 立 巧 
►み 巧 霜が 巧淺車 切巧寢 奎券踐 入御 韓旋 仕りち 
▼紐 育徽 パナマ 経由 お 本ち 那お凤 物賴巧 一巧 


ハィカラな 純± は 

化 立 服 を パロ しまず 

夫れ はを く 身 じを b 、 是 掛けは をく 、 f 
して 巧 ホを ょな もが 持ちす る 事を 知つ て 
るからで す。 弊な 1 タ數 り米紳 七の 御 巧 
を 承つ て 居ます。 

n 化廣吿 じて 仰 巧 巧の そには 

六リ 割引を しま tn 

が 注文の 奈巧じ 巧 f ら やを も巧 一度 ホて 
見て 下さい 

ゥオ ルカー エ Ar フロ リオげ 服 巧 


rt 

H 


d 

L 巧 か 

んが C 

W W 娜 
^ 論 =1^ 

邮叫 I 

制 s ’ l ^ 

W 麵 5 T 

—rp MUM 4— 


資本を 
巧 a 濟 資本を 
を 立を 


晉巧曲 
ホ 千な 画 
ホ 千 一二 亩 五十 巧 旧 


基. ニ 弄 銀 巧— ち 店 

本店 ま 京 ホ 日本 橋區本 革屋町 五を か 一巧 

ま 巧 小搏 日本 掩を內 I 〕 雲 

をを 崖を 都 大度 西 (大 皮〕 神 ロ 
廣島下 關巧司 若が お岡畏 W 
上海な をを 買 巧 水 


お出 入ち 替’ 電信 送金' 並を を' 旅 巧 借用 狀 
巧 業 信用 狀其他 一 殺 银巧業 

ん S ニ裹銀 巧— ま 巧 

猫を 送を" 日本み 化 無ず 叙 巧？ 迅 を取极 
本庙 預金 (定期 通知 ノニ 稀) 御 便利 取 巧 
本 ミ 巧 東を (本な〕、 大較 > 神 ロ、 京都 


ラ厶ブ 及び シルク シエー ド 

製造元 卸賣 手 塚商會 

H . Y . HETSG 巧 A CO . 

15 f 1 2き F N - Y .田 デぎ 呈 eli 夏 一 


ト 病院 じがて 死去した をが 享年 
四十 ニ歲 アメリカン リジ 3 ンの 
まじて 葬儀を 巧ム當 。因に 巧は 
故を 相 加 藤ぶ 一二 郞 男の 戲じ當 る 
ご 云 ふ C 

公人 がー T " 
♦大川 盡四郞 巧 元 ま督を 修道 
會救師 、夫人 岡 伴 明 二十 五日 出 
發西巧 十二 巧 五 H 桑 港 巧 帆の 天 
巧乂 じて 歸朝 

H 曜說敎 
♦な 育自 本人 敎會 
感謝すべき 賜物 淸水 牧師 
♦基督 敎 修道 會 
神の愛の 絕大牲 今 井 牧師 
♦日本人 美な 敎會 
感謝の 表現 を 崎 牧師 


片懒 スペシャル 


ごろく 芋 

(純 日本つ くね 芋) 

生わ さが. 


か 桐が 弟蘭會 


模 攒 

J ニ ir 、 


を 共滯紐 中は を おィ」 ら捐 々御 
兄姉の 御高 配を 賜 b 厚く 巧廠 
申 止ます 

今回 歸圃じ 際し ム 々御 暇を じ 
拜趨 致す 巧き 箸の 處 をに S た 
め 乍 略儀 巧 上 ぉおて 御 おお 串 

•JLij か-^*‘ 

十一 巧 二十 四 比 
を督敎 修渔會 

大川 盡四瓣 
同 房 


ホ ま、 ス チ！ ムヒ！ 
ト 、 バ ホ 育 ド • ゥ ォ 

1 戶 、該備 完全、 H 本人 家薩し 
貸し 度し、 遠賃 普通 

普 E ’ 薑篇 .ぎ Lo 毫 ere 0226 

四 室 r パ 1 トメ ント 
集 一讀 义 ッ デ ホ、 ステ 1 
電燈 、殻備 完全、 四十 弗ぶ び お 
十 或 

を 1 S 量/ ive . 香 th St .) 


貸 度^ だ、 娠ゃ 

か 攜 所、 何 商資じ も適當 、永 

、ーリ 1 ス あら 

芸 1 Si 童 Ave . {置 ih S 三 


新着 

ブ撰リ 

新 數の子 


桑 山商會 

114 5 ST 芸 ~h づ： N . Y . C . 

さ 0 ミ. Re 巧 nt W ニ 3 占 活7 


東京 商 會特吿 


英文 柔道 1 TOO 
巧 文 ニ テ 其方 法ヲ解 說シ十 
數ノ 娩書ヲ 挿入 シタが 美本 


亩 かき 附齒 ブラシ 
円本 人 あ (小型) 


. H 五 

•と 五 
•五 0 


スマ ドラ トニック .六 冗. 

MilE 東を 商會 

140 宙 .量 h ぎ N . ご. 
ジ ニ 3 を g ミ 8 洁 9 


貸 室 ruv ミ 4 用 

洗厮 巧、 淸 潔、 ホー ムラ イク、 
地下線、 バスの 極、 紳 十一 じ 貸 度 
呈 II 皇量コ 8貨 さ. 13 ゴ で資. 音 24 
ヴ|. Blurs 532 - 


^!^|3かで むー壺 ウ ス ネ 1 ビ ン 
居 吏 15 Q グアバ！ トメ ント及 
シ ■ダ处 、ダブ 瓜、 八 1 ム貸度 

し？ 父 嫌 便利の 鶴 所、 室 化 普通 

7 S . 芝を fet 


綺麗な が 持 もの おい 

部摇 でず、 靜な 家庭 

を 御希遵 & 方」 適ず (一遇 六 輿) 

11? slian ご e - A 耳 5 


タ 


ク 約 五な 偶の 

>ノ クオ ドロ プ 


及び ス チ—-— トランク 六巧ボ 
十 仙、 九 弗ぶ 十が、 十二 弗 五 + 
他、 少し 許'々 使用 I た 範類ー が 
一二 巧 汝びお ホ 
ま 4. で xl こ ve ., oor . 4ぎ 苗.， KJ . 


トー 


フンク 


イラ • 


-.巧 


イン ノ I ベ 1 シ ヨン トラ シクを 

物と 弗 十 仙 ょら 十二 霜 お 十 他 
KI 皇羣 h 資蔓 


故 ザ 上 中佐 r 哭 ずるの 辞 

巧 報 過 H 井上 義雄 中佐 吿別 まじ 際し 華盛頓 大使 お附 武官 渡 陸 
軍 大佐 ホに 齋 が 絶 領事の 朗讀 せる 弔辞に な ホ 上 中を の爲 人を 
明か じし 且つ 貞烈なる 未 C 人の 面目を 窺知す るに 足る もので 
ある。 仍て左じ褐出する；どしゎ0 


な亞 巧が T ホ 固を 化館附 陸軍 
武官 陸軍 骑兵 中佐 ぁ 六 位 勵五等 
井上 義雄 若み 慮の 災禍 じ 遭遇し 
を おじ 廓して 太 西洋 上 じ 逝 ませ 
らる噫 悼 哉 

中佐のを て 大使 舘附 武官 補佐官 
ごして 蒂盛頓 にが 勤せられ たる 
當時予 は 君 i 初めて 化 知る じ 至 
一 j b しが 今 阅新巧 地を ほの 途上 义 
'皆 地に てを 賴の機 曾を 得 ホ國大 
統領 選擧當 日の かきは 若 並び じ 
夫人 ど 共 じ 雜關の 群衆 じ 伍して 
街頭 じげ 興じた る 記憶 ホ だ現然 
巧た；；^ な じ 巧會を約しタ幸を祝 
b て 君 夫妻と 送ら だる も 徒爾に 
i 廢し句 日なら ずして 幽明 境を 異 
V しず 悲 まざら レ どず る も 得べ け 
む や - 

天 息は 蘆る ベから や 「ゲ S スト 
リス」 号 遭難の 慘 鼻ら 亦 天が 吾 
人に 玄妙なる 試な を}^ -- 5 たるに 
i か U ら ざるを 信ず 化 間 じ 處し帝 
I 國人 及び 巧 寒 どして 化 着 剛奧犧 
I 牲の 精神を 發 耀し國 威を 八紀じ 
i 彰 はされ たるは 友人 ごして 之を 
焉な W 鹏 ごして 威毕の 念じ 疆へ 
- ざる 所。 ら 

; 君が 絕命成 實じ轉 覆せる 小饒ー 
i を驟 へし 间 難の タ 衆を 救は む ど 
i して お 身 あ 濤ど閣 へる が 爲め疲 
j 勞助頓 S 極 じ 巧で たら ご 聞' く ホ 
; おおな ろな 夫人が 中佐の 必 身な 
; じ耗衰 にを かむ ごする を 見る や 
一己が 苦檔を 遺れ 救 _ 助の 近き を 語 
らて 之を 觸 まし 么を靜 はも 爲め I 
一 じ 遂に 自ら 毀 ひを 睡狀 態に 蹈ら ； 
I てが ほ 良人の 遺 猿を 手 離な さ r 
j らし 貞烈 じ まらて は詢じ H 本婦 
I 人の 鑑 ごすべし 終-し 波間 腹 目せ 
: る ホ おも 白ぶ 樓中么 n を 多 どせ i 
.ら るべき や 言を 俟 たず 奇蹟-」 化^ 
义化 ょり 蘇て 一を をを ふせら' 
;れ だる ホ A が 天の 攝埋を をん じ 
I 瞄康 幸福の 禪じ餘 まを 送らる I 
I に 卵 も 犬むな 隨 の阐緣 じら やむ 
一ぶ あ 'b や 英邁の 資を 懐き ダ销の 
な ホ， をして 忽然 井上 中佐の 蘭 
姑せられ たるに 實じ 邦家の 爲め 
惜 みて 尙 けがめ も ネ其靈 前 じ 立 


ホ國巧 勸ホ國 大巧 舘附 武官 
陸 単 ホ 兵 大佐を 五を 動 一二 等 
渡乂雄 


對支對 南洋 寶易 J 不振 

I 關騰ム の. 涵養 ど 奉 化 精神 


i ぶ 巧 貿易 株式 會お 々長 

前 過；！ 销 だる 太を 貧 拐 巧式會 
社々 庭 澗お治 S 郞氏 はおが の 化 
ま 支 お 人、 巧 木の 桃 ホ 化 良 等 ご 
み じり ホ雜巧 貿易 界の あおで ぁ 
るが 會 なの 記を じ對 しを 近 ロ 本 
I の 動きつ I わる 四方 八 ホの 傾向 
一を 語つ k . か 其： 節に 曰く 『 H 本 
I の 對支資 易 じ 依然 ごして ホ おの 
- 巧を 脱し トょ いが、 南ち 一 滞の 围 
，お 政府を カ窥 樹は强 がに H 貨排 
; 巧を 勵 巧して 居ろ 巧。 もの i 
一 化ま地方じがては物質^;化給 
I 常に 不 をの 憾がぁ b 製を 工業 
j も發还 して 居い： ♦いがら ロ 本 品 
じ倚賴 する のか；：* き 質 情で ぁ 
つて 蕾と •ホ ィコ ットは 夫れ 
/ 巧 威力が たい。 しかし 南げ 地 
_ ホ 及びを 闽が峽 化找袖 •ホ-しお 


昭か 一二 年 十一 巧 十九 H 

な 化育 總 領事 齋藤搏 

議 てを 亞解然 了 國巧勸 巧 固を 
使舘附 武官 陸軍 騎兵 中佐 正 六 位 
劇 あ 等 ザ 上義雄 君の 靈じ をぐ 
中佐 巧 地 じを くの 途華 府じ來 b 
て予を 訪ね おじが 家の 經 論を 談 
じ將 ホの 奉を を 誓 ふ 僅に 十數 H 
前 ub おじぶ 厄 じ 遺 ひて 今や 亡 
し 悲しい 哉 

然 6 ど 雄 吾人な 務じ 磐る i 素ょ 
b 本懐。 b 中佐の 意 亦化處 にを 
>ら ん 

然ろ而 して 中佐 今回 不測の 變じ 
際會 しお 爲の才 を 太 お洋の 怒濤 
じを する じ ホ b 厳 後 迄 持した る 
其 武± 的 態度は 君が 愛する夫 人 
わ 尊敬す ベ き真節 る 巧動 ご 其 
じ 能； 曰 本 撥 神の 眞慣 を發 がせ 
る もの ど 謂 ふべ し 
中佐が じ 非 化の 才幹を 0 つて 帝 
國 陸軍 じ 入ち 措 据精飄 まら ざ A 
なし 少化簡 がせられ て 陸軍 大學 
校に 入 b 成績 お 群 卒業す る や 直 
ちじ 選ばれて 職を 參謀 本部 じ 奉 
じ ホ國作 戰の樞 機に 參壽す 巧い 
でホ闕 在勤 ホ鹽 大使館 附 お宮 巧 
を官 どならが 乂約ニ 年 能く 軍 要 
なる 使命を をぅ せ b 
其歸 朝す る や 陸軍省 じん b て蕴 
一善を 帝國带 事の 進 ホ •しを し 後 お 
で I 騎兵 第 十四 聯隊 附 第一 姉鹽 
參謀 等ん 實務 にな 事す 最を 巧を 
現驟じ 亨け大 にお 巧の 活躍を 期 
待せ しじ 今や 忽爲 ごして 逝し 帝 
固 陸軍の 爲 誠に 痛惜に おへ ホ 今 
日を じ 葬送の 儀を 營 りじ ホ b 一一 
十 蘇 時間 茜 雨 怒濤の 中 じ 中を'^ 
授けて 舊闕し 其 巧 ふべき を證し 
て 中 n じ H 本 婦人の 龜鑑ご 仰が 
れつ i ある 中佐 夫人け 病 樞を押 
して 君が 靈前 にあら 
內外故 舊 ？ ± ホ.； 深甚 じる ぶ 悼が 
意を 表して 來た 6 會 せらる 
英靈 ホく ぶ 膜せ よ 
■昭か 一二 年 十一月 十九 日 


灑藤治 一二 郞巧談 

ずる 賓 易は 

獨逸 おあび 轉渊 なのな 巧 殺到 じ 
化 6 n 本 品は ホ 場ょ b 驅逐 せら 
れ むごす るが も 巧、 南洋で 葦 固 
なる 地盤を 肾 する ま 邪ち 商 等は 
勿論 國民 政府の 態度を ま 持す る 
もの タ< を じ 益々 歐測 品の 需要 
を 喚起す る 機會を 熟せし め 露を 
に 日本 品を 排斥ず るに まつじみ 
第で ホる。 隨て 日本 おけ 殊じ雜 
貨 類は 現' ト 非常の 萬 境に 陷 つて 
昔る 0 

日本 雜貨の 輸出 化 きら 支 抓 南 
洋じ 巧き 詰 ょら 聊か 巧 戶の開 
放さいて 居る のは 南米 ご 化 米 
'こで あるが、 是れ さへ 油斷を 
すれげ 乂國 の內地 おや 歐細お 
に晚 迫され る •む 配が ぞい。 此 


際 吾々 同業を 間の 無用の 競爭 
を 避けて 商 敵じ當 るの が 萬を 
の 策で ある 樣じ威 かする。 
吾々 の關係 ある ラィンの 商品の 
需要を 吟陳 する じ柯ご 云つ てら 
陶磁器 就中、 ダンナ ァゥ 五 ャ T 

である ごか々 ツ フス •エンド •ソ 
I チア ス である ごかは フフ ンシ 
ィ チャィナ 巧 上に 重要な 地位を 
占めて 居る。 あ ホは 伊 萬 里 地方 
の當 業者 も覺醋 して 新ら しい 輸 
出 陶器の 製造 じ 苦， むしつ！ あ b 
一時 米 國の巿 旗を 風靡した 京都 
の 粟田 燒は调 をして 生 產カも お 
限され 巧 製品ら 地 ホな もの じ 移 
って ホた 樣 であを。 眞输を ± 台 
どした ブ 。ンブ 類 も ぼつ {需 
要は あるが 活潑 ごは 云へ ない。 
しかし 吾々 輸入業者の 考へ ねぶ 
ならぬ おは' 

预際必 の 涵養、 奉仕 精神の 皴 
吹で ある。 商人 ど さへ 云へ ば 
偏狹の 島國的 思想の 所有者で 
あり 亦 利己 一天 張の ま 義を守 
る 者の 樣じ觀 られる 傾 おの あ 
るのは 甚だ 遺 域で あり ホ事實 
偏狹 利己'」 墮 して 居て は國瞭 


夫人 ご 同 件で 

化 淵 大使 

十二月 ホ 紐の 绪 
華府巧 刹を 權 大使 お 淵 勝 次 氏 
は H 本 協 會の概 迎會じ 出席の 爲 
め ホ 人 同伴 ホる 十二 巧 二目 (H 
曜〕 又は 111 H 午 削 巧 紐 ホ テ 瓜 • 
プラザ じ 投宿す ベ （、巧 巧は ホ 
テ^ア スタ ア じが、 ける 歡 迎晚餐 
會じ 臨み、 翌四 H おは H 本 お 樂 
部 並に H 本 人爵 聯をま 催の 歓迎 
晚餐會 じ おお、 五日 正午は バン 
ヵァ ス路樂 部の 目曜會 n 都な に 
化 b 1 二日と なるや も 知れ ホ n に 
同 巧は 一橋 高 商 出身者の 如水會 
书懼の 晚餐會 に 臨席す る 堂。 尙 
ほ H 本 婦人 會 じて はお 淵 大巧 ホ 
人を ま賓 VJ して 四 H 午餐 食を 輯 
く^くなって属る。 


貿易 界 に 巧逐 する i はお 巧 得 
ない。 予の C 1 タブて ン じな 
つた 動機は 實 にを じある。 
本年 十 巧 ホ 國ホ テグで。— タリ 
— 憤 樂部會 員の 東が 大會を 開き 
数が 名の 出席を 見た が、。 1 タ 
リ ー 運動の 創設を である ホ 俄を 
の 法 醬家ポ ！ グ •'ィ ブス も蠢化 
して 非常の 盛 巧を 示した が、 パ 
リスの 崇 島なる 理想 遠大なる 抱 
負は 今やを 世が 的 運動の 寶 現を 
觀 る-し 至つ たので、 吾々 も驟尾 
じ附 して 願 際必の 涵養、 奉仕 精 
神の 普及に 契 力して 往< 必要が 
あると 信す るので ある。 

赤十字 締切 あ づき 

離 金 y 急ぐ 

入會 中を も 八 百 

米 國ホ十 宇 運動は 例年の 如く 
本ち 下句 ニー 十九 日) をな て 締切 
るち であるが H 本人 側は 旣 報の 
かく 日本人 會 じがて 擔當し 草 信 
會 長を 委員を どし 香 西 基 記 主が 
ど。 つて 幹旋 中で わる。 昨 Hi 
での 入 會中这 をは 約 八 巧 じ 達し 
居る らま だ 前年の 記録を 破る じ 
到ら 中此際 是非 千 人な 上の 入會 
をを 得 巧を 駕 なる 由 じつき ホ應 
黨 者は 瘡 つて 人 會 あらむ しごの 


i である。 右會 員の 蹄 類は 貧 助 
會員 01 十五 弗) 巧す 四械 じみれ 
ある も 正 貪 員は 每年 赤十字 運動 
の 際 一 弗 宛を 納\ して 徽章を 受 
領 すれば ょいので 極めて 衛 易で 
'ある。 り 本部 勸誘 委員長 草 信が 
治 氏は 語る 『ホ國 赤十字の 運動 
を轉 助す る i の 僧化タ きをは 今 
更 ら絮說 する まで もない ので あ 
つて 戰時ど 平時 ごを 問は ホ 赤 十 
宇の 活動は 實じ お栽義 であるが 
前年 關 東大 震ぶ の 際の かき ホ 固 
赤 十を は卒 化して 救 握 蓮 動を 開 
始 したので ある。 其 他事 變 ある 
每じ タ大の 貢献を なしつ i ある 
化 運動に 參 加ず るのは が 留 邦人 
の 義務で あるから 本年 も 新記錄 
を 作 b 得る 樣な巧 成績を 示す ベ 
< 努力 中で ある。 同胞 諸を はか 
点を 御認承 あつて 敬て 負 擔に苦 
むタ 額の 臟 金では ない ので ある 
から 進む で-ホ 會 員に なつて 頂 
きわい』 云々。 


日會 理事が 會 

紐 育 日本人 會 例月 理事 會 2 ま 
る 二十 H 极都 じがて 開か わ ホ 席 
理事 十六 名、 草 信會長 議長 席 じ 
着き 安おモ 書記長 前會の 記錄を 
朗讀 し、 貪 おの 報吿 ホち、 出 淵 
大使 着が 祝電 發送か 十を 仲に 直 
れ るが、 異議な/、 承認 せられみ 
じ會 計報吿 ゎ b 、 共濟 部、 社會 
部の 報吿 後、 齋藤總 領事 歸朝じ 
際し 送が 會 開催の 準備中 か 妹の 
計 音に をせられ じ^ じつき 會を 
を 見を せ 不取敢 書 長を 官邸に 
特派して ち 辞を 述 t しむる ミ ど 
なら 午 巧 十時撤 會^;^ た。 

奉 視會ょ 謝狀 

去る 义巧紐 織 みれ た 御大 禮奉 
視會の 事業 も大禪 終了し 殘務ど 
しては 記を 献上 の捧 送、 献上 
者 お 衝か整 巧 及^ 收ま會 計の 報 
吿 をな すじ 北 ま!' て 居る. か、 ま 
る 二十 R 齋藤 名^ 會長 ぶび 草 信 
會 長の 連署に て 委員 じ掛 t て 
鄭 東な 謝狀を 發ム たる お。 


ホ亞 婦人^ 樂部 

柬巧 婦人 並に 米^ 婦人ょ b 巧 
る 米巧婦 ん巧樂 部に ずは ホ 4 ニ 
十六 BV 巧隨 一' 午を 一\ 房 半よ b リ 
ダ 7 サイド •ドラ.^ •フ巧 九十を 
前 會長フ ラアホ A 邸''. にて 社を 會 
を 開 <ぉ。 


總 領事 ぉ發期 

本省へ 轉 ほを 命せられ た齋藤 
總 領事は 巧る 一二 十 H 午を 一時 四 
十五 か 中央 停車 矯巧發 ぶ 巧 十二 
巧 五 H を 港 出帆の 天 巧 化 じて 歸 
朝の 帯。 

■明治 學院 同窓 會 

明治 學嗚 同窓 禽けホ 川 盡四郞 
氏 夫妻 送別を 兼ね 本 H 午後 六 時 
平自 本お樂 部に 開 滞、 出 鹿 ホ 望 
をは ホ 尾 荫會石 本音 彥氏 r - 中 出 
づ べしと： 


山下彌 一巧 死去 

往年 加州 モデスト 地力 じ 一二 十 
あお 加 前後の 農園を 經營し 項ら 
化界 大戦 じ 際し 米軍の 航巧隊 化 
長 どして 出 化せる 厲島縣 人 か 下 
頒一あ (お籍 はお 巧 じがる お) は 
西 五十 一 T 目の ホ 人々 じが 慟中 
罹 巧し 去る 十九 日 八 ■ — スゥ エ火 
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朝 鱗 人 李廢關 と歲 M 

1 御 還 巧 啓の 途上 直訴^ 企つ 

N 山陵 親 謁の儀 も 終了し 聖上 帝都に 還らが 給 ふ n 

'東京 特電 甘 セ日發 = 兩隅下 本 H 午後 東 巧へ 御 還 幸 巧 遊ばされ わ、 尙ほ旧 中 首相の 病氣 はを 快 

し 城を じ 雇 化して 歸 京した。 ， 

ま 京 特電 廿 セ日發 = 聖 -M じは 巧 都 巧 じ掛し 十五 巧 P、 巧 郁 巧 じ掛し 一二 巧 田 御 下賜 じな つた 
.東京 特電 廿セ 日を 五 H 聖上 陛 T 桃 ル 飼 隧巧參 巧御餘 還のを 中 巧 都 東 本願 寺 前 じ 於て ー鮮 
:ん靑 年お訴 をを て わが 同人は 李慶關 (一と) ご稱 し姬路 ホあヶ 賠鐵エ 所の 職工で 懐中 じは 『余 L ホ 
_ :陛ト の 臣民で ある、 選孽權 ごを 役の 義務 ど、 巧 地 人 同樣の 待遇 を 輿へ ょ』 ミぃ ふ 意 ホのを 訴狀 
ぞ 潜ませて ゐ た。 

< 東京 特窜廿 六日 發 = 聖上、 窜 を規陛 でには せ 二日 午前 化 時 四十を 京都を 御を、 が武 天皇 山陵 
'二親 謁 めら そられ 午後 一時 還 まを 遊ぶ され、 引績き 仁を 天皇" を 巧 天皇、 明治天皇 山陵 じ 親 謂の 儀 
も 芽 i 巧く 御 終 r’ を 胡 トー 始 、快晴のを 都'^ 御 磯 嫌い ど 麗しく 御 お 叢 遊ばされて 名 古尾 離宮 じ 
却着樂 、.明 ホ 主日 午後 一二 的 S 小か柴 京に 着 御 あらせら るべ < 、遷幸を 齒 潍は兩 陛下 御み々 ミな し 
この H 皇后 旗は 始めて 離，- 燦 どして 秋 ホ じ 反映した。 

濟南 交涉决 裂し .1. 

今度 U 手.^ 替 へて 關稅 交渉 

n この 方面は 案外 圓滿に 進 巧ず るら' しい H 

松 平魅英 大使の 趙巧 y 急がず 

東京 特電 廿セ 日發 矢田總 領事 ごま 子义 ごのが H の會を •しあ b 關稅 をが は 進 巧し、 巧 渾を使 
の ホ 馬は 巧 則され だ、 的 ほお 华 駐巧大 化の 疆 巧を 急がす。 

東京 特電 二十 ホ日發 ’，- 政府は 支那 側が 頻りにち 張し つ ぁる 山 東 省 撤兵 
期： n の 明示 耍 ホを 默 殺して 南を 巧 渉を 巧が つた h 矢旧總 領事は 上海 じ引揚 
げ 形勢を 觀望卞 る こ •こに なつた が圆稅 問題は この 限りで な' 適宜に 巧 渉ず 
る 旨 訓電を 跋 した。 

東京特あ廿互日黯 【ニ ユョー々《 タ井ムスが】 外篇常居 は昨今頻6じ時傅されつ ？ぁる勒支政 
巧-し 關 しわ H を兩 風の 說 解を 涉說を U て必 ホし らお 據 のない 報道で ないど 頗る あいまいな スチ 
— トメ ント を發 をして 居る が、 り 巧 詔 解 ご 円吳間 顆巧復 淀は を 然が間 題で 日本 ごして は H ち间鹽 
は 肋-し 過去の 遺物 ゾ- して 今 巧* しが 式 的な が 巧 シ敛！ ない が 支那に 街す る 誌 解の あおじ 迫られて 居 
るのは 事な である どしても 過 まに がて ま那 の巧貨 排斥が 巧 はれた 擦 日本は これを 傍觀 したの みな 
ら中 南ま賀 おを-の 磯に 乘 じて 巧 進した 關巧も あ b 今や 吳國の ニの 猜を 演じて 居る H 本 じ 肉つ て 
あして 英國が 言下 じみ 巧戰 線を 嚴る こご じ祠廣 する や 巧 やけ 深い 疑 聞で あるから 結 時日 本で 巧る 
こごが 頻ら U 論じられて 居る こどは アィ？々 め 輿論を 喚起して これが 巧 響を 究めん どす る 策で あ 
らう かご 觀巧 されて 居る。 

じ が て 實施す る S を認容 せ む ど 
する じ 在ら、 まね 國民 政府が 將 
ホ 國ぞ稅 率， V 實 施せむ £ する 麓 
をには 嫁め 今 固のを 涉 じがて . 

ぶ 惠條約 締結の 餘 地を 

作つ て 置かう ごい ふので ある、 
右の 如く 巧 放が の 息 おは 差等 稅 
率 案實施 じがての 條 件を 重視し 
同時 じ 差等 稅 率の 寶 施は 關我目 
主 權を前 措 ごせざる もので あ b 
かつ 將巧國 守 號率實 施の 瘍をじ 
がる 互惠 稅率實 施の 餘 化を 今日 
作つ て 置かう VJ いふじ 巧 b、 今 
回のと 稱 差等 稅 率な 施のを 渉に 
めて は飽迄 これらの 諸 顧を ま 張 
する 態度で 終始す る が 明かで 
ある。 先般を モ文氏 ご 矢 旧總領 
事との 會見後 直じ實 現す る もの 
ご 觀られ て 居た、' 關稅 問題を 中 
必 ごしての 日 支を 渉が 一時 停頓 
の 形 じぁつ たのは 矢 旧 総領事が 
宗よ义 巧 どの 貧 見 じがて 日本 政 
府 の關税 問題 じ おず るを のかき 
意見を 通じ 自ま權 を 前提と せわ 
どず る 支那 側の 顆稅化 正 まを 排 
し、 國 民が 府の 考慮を 求めた i 
かこの 點に 願し 

國 民が 府が 部內の 意見 


關稱自 ち權の 確が 


勘 民 政府が ネ凹 關稅曾 潍當時 i 
の 協定案が ると 稱 差等 稅 率を 實 
施し、 おじ これを 圈を稅 をに 引-- 
直さい ごする 動 磯は、 國 民政 お i 
は 現 化© 财 政の おを を 救 ふじは 
關稅 のち 徵 じよって 闽 庫の 增收 
を圖 るより 外じ途 U く かつ ホ 常 I 
なる 财 かの 窮乏に 陷 つてむ るた； 
め巧國 みに 

日英 米の 一二 國じ 嚴ら容 I 
易し ホ 訟をボ め 得べき 協定案を 
持 七 出したら ので あら、 かつ 明 
'年 一巧-日よぅ 關稅自 ま權抖 な 
巧 H まで じ闕を 税率の 作ぶ が剧 
I を 巧に をはない ために 協定 まを 
I をの ま i 國定稅 率 じ 引き直さむ 
一 どの 患 向で む々 ので ある、 をに 
I 割す る 巧 政府の 態 巧は、 國 民政 
一 府が實 施せ わごず ると 帥 差等 稅 
I を 案を の ものは ずで に關 税貧議 
I 當時 じがて 奕 ホ お 威 ごの 間 じ 偽 
^ をが 出 ホた もので あら、 巧题街 
； 支 臨 出品の 大部 かは 化 製 おどし 
j て ニを 五' 旌の 最低 稅 率の 適用を 
一を ける もので あ 6、 實 質的に ニ 
一み 五 迪の附 加 巧を をが つて & る 


今日 ピ其稅 率 じがて 巧 まの 變動 
を 見る もので な < '巧國 じどつ i 
ては 寧ろ 非常 じ 有利な もので あ I 
る どい ふ點 からと 補 差等 稅 率を 
の實 施には 柯 等の 異 謀は 持っ て 
ゐ ない 然し 關秘爲 議當時 列國間 
じ 巧 成りの 問題が をつ た 

實施條 件. 就中 顆 穂の 增 

徵 じょる 使途 問題に ついては 今 
日と 雖も實 時の 意見を 固執して 
お b 、 と 種 差等 稅 率の 實 施に 當 
つては す 藩を 債が 整理の 問題を . 
最も 强硬 r ホ 張す る 意向で 居 b 
又 今回のと 械 差等 我 率 まを 其 ま 
ま國定 稅牵じ 引き 盧す こごに つ 
いては H 支 間 じ 互 惠條約 締結の 
磯會を 失は すらので わる £ i も 
じ、 關巧 自ま權 をが 提ご する 稅 
率 ミしての 差等 稅率 案じ 就ての 
を 渉は をれ 自体 通商 條約 改訂を 
が $ 域に 入る ものである ごい ふ 
を 解から して、 差等 稅 率を をの 
ま {越を 稅率じ おき 眞 すを じは 
なお 愚見を 示し、 と 補 差等 稅 を 
をを お稅 自ま權 回な までの 輕わ 
巧 率 こし、 これを 附加稅 の 形式 


年末 >3 日本 巧 郵便 

P - お忘れの ないやぅ に 

昭 かの 年の 新年を 迎 ふる H も漸 々ご 近づいて を b ました。 

芽出度い 抑 大典を 迎 へ' た 私達は、 おらに 新むな 
る 希 堂 じ 輝く 新が を迎 へん、、 r レて がるので あ々 

皆 をん はな 鄕の 知己 諸氏に お出しに むる 新年 暂 狀の釉 準備が 
出 ホて 居ます か、 T 度り 本の 新年に 阳じ合 ふやぅ-」 お出し ドな 
る 巧 船は 左の かき X ヶ デュ—^ ごな つて 居 b ます。 

(ィ〕 サンフランシスコ 化 帆 日 

n レァ 丸 〔十二 巧廿 u 〕 プ レシ デント •ゼ ファ ソン 〔什； 日〕 

(ロ〕 シァトル 巧び 晩 港 出帆 円 
ぱ らいか 〔十二月 十目〕 横演兄 〔十五り^ あらびあ 凡 〔十九 
日〕 ぶム ブレス •ォプ •カナダ 〔甘 ニ 円〕 嵩 山 化 〔廿ち 日〕 一 
本社 じ 於て は 例年の か < 狀を附 のが 刷 叮喀な 時 製 新年々— ド j 
ニユ 3— クな景 を斌羅 しわ 类術寫 眞綠へ ガキじ お 學み巧 b の 一 
巧 刷を いたし ますから 御を たで さい。 I 

「一枚の 力ー ドに 巧 年 知己の 感 をり」 _ 

新年 贊狀 のが 刷け ！. 

讀 0 がい お S 紐脊 新報 社へ. ^ 


る どい ふま 必を輕 く 巧へ、 を じ 
巧の 據遇舉 を がつべく 徐 々じ々 
を 養は ぅどい ふま 張が 黨內に 現 
れ るに まつた、 勞働發 の 健を な 
發逢 のじめ じは 識ち もこの 方 か 
を歡迎 すらで あらぅ。 

II •) •!1.1. 

j a ホ 一 

無名の 圓 主 

管 野ぶ 川 

『憐れ U 老を明 家 じ、 日本 か 
ら十圓 』£ 云 ふ 書き おしで 、 H . 
米 時報が 報じて 居を、 十一月 サ 
巧 H の 記事を 見て、 揣 無/、 思 巧 

す，‘ こかわる り 

ホ國を第 一 番じ發是したん^^ 

諾 威の リーフ •エレクソン であ 

つて、 是も羅 馬 法王 ど 皇帝との 
プ日バ ボンダの 大きな 魚 じ 呑れ 
て、 コロンバスの 名のみ 殘 つて 

ホ 常な 苦必 をした 眞 S 發見 をで 
あつた エレクソン 巧の 名は 人 じ 
知られ 無い、 是じ 就て は 長い 訟 
文を 書 （だけの 確かな 記録を 持 
つて 居る。 

『ク 9 スチ アン •サエ ィンスの 

開祖です 这』 、自らを 乘 つた、 彼 
の有名な玉 デ！夫人は同宗派の 
本尊で も 無れば 開祖で も 無い、 
彼の ホは おめ、 或る 醫師 のヌタ 
ナグ ラ、 一！ であつ た、 常時では 
書記で ぁつたの だが、 此の 醫師 

稱神 治療に 深い 趣 ホを 持つ の 
みか 是を 實驗 した 記録を 一々 記 
して 置た のが おん' さ 一 册の本 じ 
成る 指 集つ わのを、 書記で あつ 
た エダ！ 夫人に 渡し お 版の お備 
をして 居る 懸突お 化の 醫師は 巧 
でが 舞 ふわのを 自 かの 著が ご銘 
を 打つ て、 ユデ ー 夫人のを を賣 
ちがし 化の だが、 苦 也した 醫師 
の 名前は 誰 人 も 知る 者は 無 かつ 
た、 化の 大 秘密を 探 6 おした 人 
は米圃 最大の ユモ 9 ストで ある 
マ ー クト キン 氏で あつた、 氏は 
二十 S 四 お前の おで あつたと 思 
T が當巧 『アレナ』 と 云 ム萬一 
おの 雜 誌に 云 巧 程 じを つて、 エ 
ダ ー 夫-^ の假 面を 引 測た 事が あ 
る、 是も 死人 じ ロ 無しで、 活き 
た 鬼 じ 巧んだ 魚は 喉れ て 仕舞 ふ 
た、 マ ー クト キンは 人 も 知る か 
く化界 第一流の 作 あで 溫 障な 性 
格の 所有者で あるから、 能々 の 
事で 無れば 化 樣な攻 おはなたん 
譯 だ。 

仙を 藩 ±で吉 巧監物 f をム志 
壬が 戍 辰の 膝に、 巧 都 かこ 馈愿 
を懷 じして 他 臺じ馳 せ 下つ むが 
長 州のを 謀 化を 罔を を 切つ て、 
仙臺 藩は 賊軍 ご 成つ わ 翌日 じ 着 
て 事 早 や 一足 後れて か柯 ども 爲 
る 事は 巧 巧ず、 母親の 前で 切腹 
した 志 ± が属 るが、 化 人 じして 
薩長に 生れて 居つ たなら ぶ 優 じ 
國± ごして 尊 まる 巧き 巧で あつ 
たが 是も 薩長の 天下 ど 云 ふ 大き 
な 魚 じ 呑まれて 今ではを を さへ 
知る 人 も 無い。 

外 國で惡 戰苦圖 して 居る 巧 人 
の 中に 澤山 名前の おて 善い 人々 
も 居を が 是も矢 張 b 縣関 ピ乏ふ 
大きな 餘 じを わて 浮び 出 無い の 
であらう、 を お子さん や 古屋君 
のみ 計 > では 無 （、加州の フグ 
!ッ プリー の花属 位の 人は 山 稍 
居る のじ。 


したな b 巧る 無理 U 巧 巧 ミを 
敢て 提出す るの かを な < 、巧 
し斯る必要.かあ6どするなら 
ば をれ は 恐ら <參 加の 意志が 
ないじ も 瞄らや 學じ闕 隐的じ 
體 面を 巧たん ごする 巧爲 じ： S ： 
G ら ない 

定云 ふに ある もの； おぐ が國を 
始め どして を 别强は 先般 秘密に 
本が 留條 項に 就て 協議し わ おを 
アメリヵの 參加息 志 表明は 欣快 
ごする も窠 五條の 保留 じ 索 b て 
は 承認 お 巧ない 申を 甘た こど 
も あるので、. アメリヵ 今回の 提 
議は或 ひは をの 保留 條 巧を を然 
徹廢 する かタ少 字句の 修 吊を 見 
るめ でを をまい かご も觀 測され 
て 夏る。 


ジ ユット ランド お 削の 

名 提督 逝く 

旅 途に發 病して 
ベ ルリ. ご I 十六 日發 H 歐渊大 
戰 中の が戰 でが 名 かご ュット 
ランド 沖の 海戦に 獨逸 鑑隊の 
司を 長官で あつた 力ー が •ラ 
キン ーグド •シ 提督は バ 
ダ ァリァの 南を 旅け 中 突然 必 
臟麻 齊の爲 めじを 巧した、 遺 
-骸 はな 郷タで ネマ^に 送を 金 
罐 H 葬儀 じ附 すべく 大統領 ヒ 
ン デンプ 八グ 巧は 了 重な 弔電 
をを せた、 提督は 平 八 巧ち 十 
五 年に 生れたん でを る。 

歐 洲大轉 をを 巧む る もの じご 
らて今 尙ほ誕 ごされ、 巧强 海軍 
專問 家の 間に 勝敗の 別 じ 就て 議 
論が 圖は されつ； わる ジ ュット 
ランド 沖の 海戰は 

依然 どして 海戰 史上の 謡 
どして 化 扱 はれて 居る、 この 海 


本お宋 を待電 (禁ぉ 巧 轉載一 

御大 禮奉 化を 叙獻 

〔廿 六日】 御大 典 じ 奉仕した 旧 中 首 化 始めが 五十 あの 政府 當 
路者 じ對し 本年 中じ敏 劇の 御沙汰 ぁるべ （一二々 六 千を のを 列 者 
じ對 してけ 十二月と U よ b 四 H 間に： ab 宮中 搜明 殿の 變宴じ 招 
かせられる、 御大 典 奉祝 大巧 會は巧 十二 n 新築の 首相官邸 じ 開 
かれる、 がは 十二 H ニ H の 陸軍 乂觀兵 式に 參加 するな 五十 ご 三 ロ 
の 飛 巧 機 か 列 まは 延長 八哩じ 及ぶ i 。 


戰じ火 化を 散らした 英國篮 除は 
四十 ホ隻、 獨逸廳 がは 二十ぶ 隹义 
のま 力 盤を 0 て對戰 したので あ 
るが シ ー ^ 提督は これに 就て 獨 
逸 側の 勝利を カ說 し英國 厕め戰 
巧 巧び 巧衛不 巧者 おで +! んじ 
對 し獨潘 側が ニ 千 四な 人*! 化つ 
じ 點を擧 r るじ對 （他の 專 巧を 
は 英國の 戰巧六 千 六な - V 人、 獨 
逸を 一 ニモ 化 化 人と 算 上し 窠國側 
の 損害は 戰闘 巡が 燈 ir 隻 、装甲 
巡洋黯 一二 隻 、驅逐 驗八隻 じ 菊し 
獨 を 側は 戰 '圆鑑 一隻、 轉 裝巡洋 
艦四隻 、驅逐 艦 お隻ご 註せられ 

I 央國 側の 敗 戰を說 きつ { 
あれで！ ホ じは 濁 逸 糖隊が ホれ 
な 後 巧び をが におで、 戰 ふの 勇 
を缺 いだ 事 賞を 擧げ 結局 靖逛侧 
の 致命傷が 戰術上 じは 甚大で あ 
つた ごも 云 はれて 居ら、 提督は 
は賓 時ブ！ ムス 河口 じ鑑 隊シ卒 
ひて お 國お隊 を 誘 おし) 戰を巧 
ゆる 計 劃で ホつ たが 遂 r を 命を 
惹起して 降 化する の 化むな きじ 
まつね と 述懐して 居る、 提督は 
を 命 後け 引退して 顏民黨 じ 入ら 
て 政治的に も 活動し つ、 あつね 
が 千 化 旨がを、 提督の ホん は 狂 
ん の爲 めじ 擊 殺され、 か 媛は を 
傷を 蒙 つれこ どが あつた -0 


.山 岡 順 太郞巧 

〔廿 六日} 曰 本 電力 會 社々 山阔 
順太郞 をは 遮ました。 

巿 疑獄 溢々 擴大 

〔た 五日】 ま 京 お 證ホ坂 梅 ま 氏 
實 兄で ホる 磐 城炭鑛 専務 取締 
役 倉 旧亀吉 巧は 贈 贿常助 罪で 
収監 さる。 

白鳥 夫妻 渡米ず 

t 廿 五日】 小說を 正宗な 鳥 巧 夫 
妻は ホ I 二日 コレア 义で 橫濱發 
ホ國じ 向つ た。 

新米 買 上げが 機 

【甘 五日】 ホ懼 維持の ため 新米 
買 上げ 時機、 數量 等は 政が の 
採 量 じある が 巧 米輸又 制限を 
はタを 八月を 延長の 違。 

.硫强 の 自給自足 

W 廿 五日】 硫酸 r ムモ こアは 

本で' も 近く 自給自足の 域 じ 達 
する が间 おはを 界 的に 生產增 
加を 巧して & るので 外 國品ど 
の 競ず じ堪 ゆる か 疑問で ある 

御所 近 < の 失火 

【甘 五且 一二 十一 二日 午前 ニ 時 同 
志 社ん 學 豫備敎 室は 燒 失した 
が 岡 校は 巧 都 御所 じを いので 
大汲雜 を 極めた。 


保守 黨 か、 勞働黨 か：！.. 

英國 の總選 擧形ぃ 

間 じ 扱 まれた 自由 黨 はでうな るか 



ロンドン 甘 四日 雞 H 。 ン ドン 
の 巧 選擧じ 勝った 發攝黨 はを 
るべき 總選擧 じ 勝利を 夢み て 
が 軍制 限、 奥 蘭 銀朽の 民を 化 
等を 旗が じな 府黨 じ突擊 しつ 
ク ぁるか 保守 黨も 外相 チャン 
バ！ レン 巧の 歸讓 ,」 共 じ活氣 
附き 年末の 巧國 はを 治氣 をが 
極めて 濃厚で をる。 

英國 のが 守、 自由’ 勞働 一二 政 
黨は 順々 じ をれ ぐの 年が 大會 
を 開いて ゐ る、 ホ 年は 總選擧 の 
年 だから 今年のを 黨大會 は 

總選擧 の 準備 ご ぁる、 す 
ぐ じ 遊說も はじまら、 候補者 も 
大を 出揃つ てゐ るが、 景氣の ド 
いのは やは b 保守 驚で お 補 者 も 
タ けれ ぱ 軍資金 も 豊富で をる 
をれ じ 引き かへ 自由 黨は資 をは 
十を だが 暢補 者の 揃は ない 憾が 
ゎる、 勞働黨 は 人は 少 くないが 
去年 保守 黨 政府が 勞働黨 いだめ 
のた めつ くっれ 例の 勞働紐 合法 
じ禍 されて、 さ U きに じ ミし い 
金が いょ-'—- 足らない 

保護 か自 ぉかぉ 守黨た 
保守 黨 内閣は を 頃 內化ジ 3 イン 
ソン ヒックス 一一 化の ず舊 派が 靖 
相 チヤ ー チグ 一派の 自由 論を を 
壓 して 來 た、 首相 ボ ー グド クイ 


ン 氏は、 はじめ チヤ！ チ グ巧側 
だつ たが、 この頃は ず舊派 じひ 
きずら れてゐ る、 をして 昔の 自 
お黨 をに 進んで ゐた 

保守 黨もミ {昔 _ し 返 

つて 保護貿易 のをが こ/、 なって 
ホね、 巧を の 總選擧 じ谣む 題目 
はこれ がまで、 產裝 を 不振の 救 
濟策 として 製鐵 ぶび 製 銅 業 じ 勘 
して 十 かの 巧 誰を する こどを 大 
會で 可み して ゐ る、 これ じ對し 
て 勞働黨 が 上 地を を、 保護 關稅 
廢 止、 追加 稅 なでのを 貧 主義 的 
のな 綱を か； ザて 挑戦す る i は 
勿論で ぁる、 

白 由 I 黑 は、 こんどは 本 ホ 

の 自由 黨じ歸 ると いつて ゐ る、 
これ も 農業 救濟 策と 保 讓關視 の 
ニ 間 題 e 保守 黨を攻 摩する こご 
じ る だら ぅ、 まだ ザ 年な 上 先 
のを だから 選 擧の結 あを 银 想す 
るの も早逊 ぎる、 殊に こんどは 
婦人 參政 權が擴 張され て、 巧モ 
を權 者ょ b も 婦人ち 權 者の 方が 
ぞくな b を 昨が 柯黨 じな びく か 
わから 灯、 たぐ 最近の 補 缺選擧 
で 巧ず 黨 がを く 勞働黨 じ 負て ゐ 
るので、 がず 黨 の人氣 がわち つ 
つ ある VJ あ 像され るのは 當然だ 


i 

な府黨 の 地 泣を 保クこ 
が お 巧ても、 他黨 i の讓 おの 差 
は少 くな を、 をの 地位は 今程を 
をで ない ごい ふ V の、 或は 一九 
ニ 一二 年の 總選擧 の やぅに 自 おが 
辛 ヤス チン ク* ゥオ * — ^ ト を 撮 る 
結果に る だら ぅごい ふ ものが 
ぁる、 さて この 後者の 樂 をが 實 
現 するど 勞働黨 が 天-下を とる 
じなる が、 をの 時 じ 间黨は 一つ 
の 難 離 じ 逢着ず る、 をれ は自を 
黨 どの 提携が 出 巧を かを かの 間 
題で ぁる j 方 

勞働黨 大會は 適 日 共產派 

排巧 まを 可 巧して ゐる 、これは 
あ 時 毎年の る だが 共 產派排 斤の 
决議 じょつ て勞働 黨の統 j が 巧 
たれる ものでは ない、 目下 勞働 
黨は 左翼 ど 右翼の 耻礫 じな やま 
されて ゐ る、 をのを 翼は マク 
ナ八ド 氏、 スノ r — デン 巧 等の い 
は ゆる 幹部 派で ぁる、 左翼は 
れに對 して 反 幹部 派 ごもい ふべ 
く、 獨立勞 働黨の 幹事を' マク 
トン 巧 ご 炭坑 夫 組を 幹事を クッ 
ク 氏ら で 現 巧の 

幹が 5 の穩健 政策 じ不 おを 
懐きた， ロず 反對 して 居る、 わ 
る兩 をの 耻 礫の 結果は、 た と 
自由 黨の方 じ 提携 ごか 聯立と か 
の 意 あがを つて これが 實現 する 
どせば 勞働黨 は 左翼のを 製を 覺 
段し な けれげ ならの、 こ-' じ わ 


しかし お 選 擧の結 あ、 保守 黨が j いて か ホ 年の 爆 選擧で 天下を と 


を疆 め、】 方 日 支 間 じ 內を涉 を 
進めつ i あつたの じを 因す る も 
W であつ て、 す 幸 じして 濟 南を 
涉は 別項の か < ホ 裂した が 今回 
の訓 みの 日 支兩菌 の關稅 問題に 
街す る 態度は ま 義上大 ホ ホみ を 
b をを る じを つた お果 である ご 
化ら れてゐ るが、 更に 細目の 顯 
哪も 今回 支那 側 提案の 差等 お 率 
案は 日 支 兩國の 計算に がて 約 四 
千万 圓の 開きの ぶる J 、 及び 關 
稅增徵 使途 割當 のか、 今 巧 S 税 
率 育 施 じ 伴 ふ 物 憎 編ぶ の 基準 品 
目の 别け方 等に ついては 

兩飄 間に なほ 相當 意見 

の 巧 格が わるもの ど 觀られ で 居 
b 、 更に ま 那侧の 熙穂改 お案じ 
承認を 輿へ たと 稱 せらる i 英ホ 
兩國 のこれに 勘す る 態度 もを 目 
に 費す る もの か ある グーで、 吕支 
兩國 ：願稅 問題に 對 する 具体的 
を 渉の 開始まで じは なほ 可成 b 
の 曲 巧が ある 模樣 であ b 、 従つ 
て 關稅閔 題よ ら一步 進み 條約問 
蹈 な 化の 懸案の 解 巧 じ も 相當の 
巧 日-^ わるもの ど 觀られ て 居る 


英帝御 容態 ' 

漸次 險惡 

御嵩 熱じ惱 ょる. 

ロンドン 廿 六日 發 N お國 々王 
ジョー •チ 陛下の 御 容態は 一進 一 
退し 肺炎を 饼發 遊ばされ たもの 
の 如 （倚醬 S を 報 ts 趣め て簡單 
であるな め 御 容態の 眞 相は 巧 等 
判然せ ず、 おし 肺炎 說が眞 に 巧 
い，。 らば こ！ ニ SB の 御を 態が 
愚 も御危 磯で あを と 推測され 昨 
巧 ホの おき 俄か-—' 外 ぉ 中の 悴醫 
を 宮中に 巧され てた r ご どなら 
ず £ 見られて 居る が、 昨が 御激 
はな 一度み かにて お愼 みの' 御模 
樣 である， 尙ほ陛 '下の 御を 態は 
目下 ァフ 9 力 御旅 巧 中の 皇太子 
クエ八 t . 親王 じ も 急 電で辕 じら 
れ或 ひは あく 俄か じ 御 歸滨ば さ 
れ るで をら ぅど® 


問題の 保留 案 

承認 要求 か 

英國の 輿論は 驚く 
ロンドンせ 六日 發 N 7 シン ト 
ン ょりの 報道に 狼れば 大統領 ク 
! リツ デ 氏は アィリ 力の 國際司 
法 裁 巧 所 慈 加を 今期 議會 じ錢潘 
し 同時に 關係列 强じ對 し 五箇 條 
じ 直る アメリカめ 巧留案 承認を 
要 ホすべし とのこ どじ 街し 巧國 
の 輿論は 頗る 驚いて 居る、 盎し 
保留 案 中 第一 ょら 第 四までは 巧 
强も 承認す るが 

裳 五條、 即ち アメリカの 利權 
じ關聯 したる 事項の 裁判所 審 
議は豫 め アメリカ 上院の 協賛 
を 要する ものと す 
じ 就て は 旣じ觸 係 列 强も不 施の 
意を 表明して 居る 所で あつて ア 
メリ 力を 府 どして は 巧 じ ホ 知し 
て 居る 答で あるじ も 醜らず 大統 
領が 今回 改めてを まじ 别强の 意 
を 確かめん ごず るのは 說解 する 
じ 苦しい どを はれて 居る、 即ち 
巧る 保留 まを 承認ず る こどは 
第二に 國際 法廷の 權 威を 全が 
アメリカの 上院 じ 左右 さる i 
_ ■じ 等しい もので あつて ア メリ 
々が これ じを 加す る 意志を 决 




T.CTAKAMImd 

1 けむ fflbtiiMii お . わ扣 Id が 
Tel. Cumb が bnd 巧 11 
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CO 

en 


日 


I The Japanese Christian Inst* !nc. 

領プ ： お 8 - 3 如 E. 57 化 化 H が York C お . 化〇化 ？ i が パ 巧 2 

小 4 囊； I 言を 香 業大 え す すみ 

向 ド I 巧け 栽 部 部を 生木 日 
侧ゥ I を會辖 占ん、 宿 .ホ醒 巧 巧を 巧甩 

醜 謀! 戲 I ; 

バ 1 ち 十 會課巧 巧を ホ; 夕 义巧篇 タタと 究會 

/N. 號を i 員を 巧围ま 八は ニ 八 入 持 あ 

/S ま ‘ の酱 R 巧 巧 持 R 時時 ぞ午 


I'he Japanese し hnstian Association 

453 W. 143 rd リ . New York Cit!, Tel. Bradhurst 8936 

會道修 お 督を人 本日 


じ 人 巧を 
ま 事業 宿 
すの 诏舍 
。御を、 
相' 簡 
巧を る 
じの タ 
巧 化を 


階 i 


藻婦聖 祈を 日 巧 
» 曹禱を お 巧 
® A 研會 お學說 
會會 究及會 校な 

j 備 1 を 变 E 5 

八 八 房 八 
時時 ぞ時 


Dr. Sabro じ m ダ， 

1035 Park Ave., 
Tel. Sacramento 7980 


KANZO OGURI m.d 

ミ 14 Hi が 化む 邮 ki パ 
TeL む iangle がが 


K. IWAMOTO, MD. 

114 W. 70 化 St. 

Tcl. Trafalgar 0352 


Japanese M. j£. Chu 化 h & In 化 

お 3 W , 10 削な. お w Ifork City, Tel. Academy お 74 


をな 美ん 本日 


巧を 位 
まを をを 巧 生み 廣 
巧 ぁ禪 會下 
を谅ら 娛圓を 町を 
婦業 樂書員 迄 お 
事 巧 具 雜じ十 比 
I ま旋 簡誌最 五 西 
謝 旅み 新 適み を 
ま タタ 访をお 


舍 


がな 聖日 B 
禱習 歌曜曜 

學巧 

校 巧 

午 午 

を 南 

十ェ 


會扫 
，ぶ醒 
替喔 


午 
夕 後 
もと 
-時時 
牢半 時時 


諸! 擊酱 


集 


II 


會卷 


M. Tauch げも D. M.D 
105 W. 73 rd 化 
Te し Trafalgar け 0 S 


ブンは 乂自自 曲 
ク デ〜 谣午午 巧 
じ！ 生 も 巧が 巧 
出 ン " を！ 一九 !. 

勤ン 3 言 一 時時 

，啼 M な 


ァ 時時 房 ^ 


Dr. Emil Eichel 

Surgeon-Demist 
748 Lex. A 扣 ■ af 目 お h St. 
Tel. Reged 3 巧 3 


F. MU 民 RAY H!LL CO. Inc. 
巧 T が US 化 0 18 が 
8 go 研が 4~615 巧 ! imadway 
W . む wHng-Gre がが 874 お i 


JAPAN ART STUDIO 

122 E. 57 化 化 Bet. わ rk 4 Lex. Am. 
化し 化 AZi 8897 


T， KASAI 

Merchant 

Tailor 

が 

IW 巧 BUIUJ 腦 
Room 304 

化 W YORK 


Phone 

わ 巧 ni がが 


ご cien む 巧 c Ma が age 足 
Medical Gymnastics 
‘ MUL K. KrrtJlM る 
507 W が 1 138 化 化， fU, 

む !. Edgecomb 1 が 目 


ICo 化 e St:u ぷ o 

730 巧れ h Av ら 
Cor. 57 化 St. 

了 eL 打 rcle 4406 


One 打 tal Art Studios 
T. Y. Matsumoto 
mW. 34 A^N. 1 f.C. 

Te し Wi な consin 巧 巧 


触な 日 ! ail が 8 FisIm 

1284 Lex. む もむ tween お ih and 8 郎な巧 efs ， 

授敎語 吳人婦 


GAM 巧 化 パ ERVIGE 

設備 繫が經 費 低廉 

Call-TRAFALGAR 8200 
FRANK. E. CAMPBELL 

*'The Funeral Church** Inc. 
(NON SECTARIAN) 
Broadway at 66th Street. N. Y. 



PH 化 巧 も P 巧が 


3 Maiden し ane N — Y . 

r 細 冶纖銳 をに 祥巧觀 )# 

類 お舊匠 意新最 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

Bel . 卽 & 61 な s. Telephone i { 巧 加 パ 909 

着向乂 本日 

巧專 靴型 小 

てし 張 お 員 店！) 依に 绍 ホ 御 
ザけ 屆日 邸は 靴 b あを 法寸！ 
— . 一… 



SIZES 怕 S 阳排 3 M T(M 2 F W 邮 


煩 計時 石 寶慶を 貴 

會 商柳靑 



しと 旨を S 切 親 ご 直 正 
靖を品 巧る あ 用 信ち 確 
別恃式 一物を 王 巧し 選 
すまし 致賣阪 で價廉 

引 割 四 ま 力 割 H 

Aoyagi Co. 

1 が - 巧 7 化が nd ST. 

巧し BR け NT が 74 


DR. D • 呂し OOM 

—NEW YORK OFFICES- 
34th み reet Cor. 3rd Avenue 
S6th Street Co じ Lexington Avenue 
125th Street Cor. Park Avenue 
-BROOKLYN— 

に F.A 化 ee 巧 お ., DeKa 化 Av もが Fulton St. 

彰じ目 II 堪最タ 
日 化 午 察 了 本 能 新年 楠 
喔時前 時 寧 人 幾に まの 四 
午 九 間懇諸 巡て 巧 經禾斗 

S 111111 11^ 



錢巧限 學大墙 比檢去 
•118 E. 巧扣 お . M おが nf 巧 S 4 
另 d. L が in 泛 ton る わ rk わ es, 

を 時 A 巧 日 躍 ± 水ち 


DR . 比ん GARDNER 

DEN 下 1ST 

け E.SIst 化が Madison む 6 . 

I お . お geni パが 


D 化 EliELYOSH 化 

307 W, お rd 化 
Tel. Rive が おが 如 


M.^ amaguchi, m.d* 
70 Seaman む も. 

Te し L 肌 aine が 34 


F. K. Maruyama Co, 

67 W, が 化 化 fi.l 
‘ー Tel. B け ant 巧 巧 



CLOTHES BUILDING 

"PAR 巨 XCELLENCE" 


Y. ITO 

は 3 Eest お nj St 

む r. Uinn 封 帥 & 化， 


M!KADO TAILOR 

30 に 65 比 S を . 

むし Rhineland がが が 


房 書 西 お ♦內案 育 紐 

The East and W 的け ook. Go, — The fiew む rk Tsuris け 肌 i 扣 

41 1 Wasll け 化 礼 lU. G. Tei. Ca 比 edrai 441)8 


差は ▲ 屆御 巧 A 
上を をけ 注舊米 
げ價御 致 文の 固 
まよ 注し 次 書に 
すら 文 ま 窠籍て 
。割にす 敏£ を 
引 掛 ° 速雜巧 
しし じ 誌せ 
てて 御は る 


堅 系 ft 

長宮 
神 文 品 
學學閒 
七 ± 事 

走硏 

がが 

純を 
雄 所 


通 年 ホ A 
中聊 業な 
るかし は 
も ホな ン 
の 國ホカ 
ご 0 旣ゴ 
信 事に 大 
じ 精廿學 
ザに 四を 


ま 勘 〇 A 
ず懇買 お 
。切物 譯 

に ◊◊ 

御 其-調 
取化杳 
扱 巧 ◊ 
をで を 
しも 渉 


ん し CEASAR, M.D. 

127 East 84 化化扣 i 
bet ■ わ rk & Uxington iWes 

喬喉晒 鼻 巧！ 

間 時を 診 
午を 至巧ト 前午自 
巧 八 ま 時 六を 午自 
日 曜 

自 午前 十 時 ま 午を 一時 


號八 百ぶ 千 一を 


妻を 論 



溯 


日曜 水】 日 八廿巧 一十 年 H 巧 招 


診察 

午 & 云 時ょ* ホ 時 
a — は ホめ# 酉 K 

ドク トか 

鳥 見豊彥 


諸を 會 


診察 時間 

午を 一時 H ご 一時 
午後と 時 H 八 時 
をみ B 學十 

パ： 巖本谋 ' 

をを 比 亞大を 及び 
< ダブ ン 病院 勤な 
U 1 I は 的 約 西 上 巧 


診察 時間 

午巧乂 時] 十 時 
午後 六 時！ 八 時 

小栗静ニー 

化育 ホ 7 づワー 病院 
お 五 巧お院 勤務 

武お 3 ン バラン ド 
お院 巧が 


ベ グビュ ー 病院 及 

紐 育 乂學醫 巧な 勤 

江 見 三が 

彰察 時間 
每 H 午を 四時から 
ホ 時まで 

夕 巧 水、 を、 と 
時から 八 時を」 


弊店は 實質 誠意 迈速 ま義の 
まじ 御 ± を 物 一式 お資化 段 
で販賣 致します タ みに 拘は 
らや狗 庙命仰 か 下さい ませ 
◎歐 米を 稱 時計。 置 時 お 一 ま 
◎賣石 貴を 遠。 銀製 器具】 ま 
◎を 補 萬 年 筆。 金銀 お紛筆 
◎蓄音器。 ン n — ド 見本 陳列 
◎寫眞 器。 タィブラィタ— 
◎腊 切な。 が 念 葛 巧 帖給端 書 


.10 巧 10 至 I OOC さ Mb . 

ニ 1 West 呈 h si.KS M 
Tel . Ri ミを こ 艺3 こ chujfle こ 04 ま 

診察 霸な r 糾 

H 巧 午 巧 九 時 1 午後 巧 持 

ドクトル 小 巧乘ち 


▼學友 職 合 晩餐を ▲ 

n 日ン ビア 大单 H 本-! T 巧 友お會 
55 W .13 置 St ., Ne — ぎ kJ . Y . 
ael . Bradh ミた 云 70 で产 53) 
每巧窠 ニ ど 巧 四を 確 he 六 時よ 
ら 當大學 Joh こさ 呈 I 。 を 後 巧 お 化 
巧 まじて 會談 す。 校の 內外 . V 問 
はや、 日 ホ 學タの ホ 塔を 它ム。 


齒 科® 

午前 九 時ょ b 午後 
と 時。 日曜は 化み 
治療 化は 普 述週挪 
ひで 差 支へ あらま 
せんり 

トゾィ エン M 死 


親關 事務 

ちがを 地幷 じを 化界 
の 線 出入ち 法に 顯ず 
する I 切の 御 諮 巧に 
應じ錯 道 お 船 貨顿運 
賃义 出帆 表稅 ㈱ ホ續 
聲等 進呈す。 重を 都 
がに 化埋 化を がし 誠 
寶較速 御用 かじ 應や 

煤髓 取扱 


H 本、 支が ま 玉 巧 美 
術 品、 婦人 用を 歸其 
化 装飾品 

闕島訂 n 

ち 等 美術品 修樓、 

を 飾 品、 スト 9 ング 
H 本 服裁链 


笠 ザ 洋服 巧 


徐眼ホ じ 化 鏡 調節 


巧 學が揉 療治 
醫術 的み 操 

ホ 島覺丈 

西 五 百と を 
巧 S 十八 T 目 

電話 エ デコム 

! 四义六 


t 

益 

如 1 肌 

•1 P L 

r 8 し 

0 3 0> 
d 


な 育 州を 認 
內 巧ち 免許 
東を 帝大醫 巧大を 
を 婆な お 科 ホ 裳 
元 化み. 

產婆 お本綠 


機械工 具 お 作 
運 勘 具 化な 具 
貴を 煙 度 時計 

松 本 パ.： 一い 

寫眞機 レ デ ィオ 
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額錢揉 治療 

マツすー ジ 、整形 

醫巧學 的 運動、 腸 
灌 注， 水を、 ホ お 
及電氣 治療、 其 化 
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午を 一時 


診療 

午前 十 時 ょら 十二 
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米 踐を異 語を 話す 事 
はお 巧の 萬 一義です 
み 校には 日本人を 授 
じ 償れ た 宵 巧 婦人 巧 
師を 5 愚 切 じ 會巧通 
信 文 社を 語を 敎授し 
ょす。 日醒週 H おじ 
午前 化 時よ b 午を 十 
時まで 關 校し 一 レブ 
スンと 十五 独 づ、、 

今 H 直 七に 巧 校 われ 
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f -- の 遊び 

方を 獎文ト 求 國人じ 能く わかる 
やう 簡單明 隙に 說 巧した ものが 
出 ホよ した。 巧を 目み 進き 致し 
ます、 御覽 下さい。 

M 呈至 mVA 呈 _ 114 E . 芸 thSU さ. 
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電話 •ア 力， テミ ー ご X 六 九 
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發 表されむ 我國 富け 

千 二十 一一一 億圓 

その 中國 民の 所得は 巧 冊 S 億圓 


巧 民 巧 得は をの 巧 後の 固當ど 
相 まつて、 一圃 經濟が 織の 巧 柏 
を 示し、 巧濟 力を 明らかに ずる 
ものであるが、 をの 算定 はすこ 
ぶる 巧 巧で、 歐 乂諸國 でも 未だ 
完を じこれ を飄査 した ものが な 
い。 元 ホ 国民所得の 算定の ホ 法 
は 物的 方法 ど、 人的 方法 どじ ニ 
大別す るを 得る が、 左の 推 討 表 
は 後者 じよ つわもので、 即七所 
巧 我 統計を 利用す る ご 共に、 免 
稅 点な 下の ものは、 固 勢 調査の 
結を じよる、 威 業 別ち 業を じつ 
きを 業ず 均 巧 巧 巧を 推ました も 
ので ある。 推を 年次を 大正 十四 
年に 選定した のは、 なる ベ <最 
近の 巧 態を 知悉し やぅ どした、 
めで、 十五 年 0 後には、 所得税 
法の 改正 じよ 6、 課 巧が 計の 範 
圍が縮 ホされ、 所得の 推定よ す 
便 お あつたと/' もじ、 十四 年に 
は 威勢 調査 等が 旋巧 さむて をの 
結果 利 巧 上 利 巧が あつたからで 
ある。 

〔ィ】 官 をを 別 所得 
廣民 所得 德額 (單位 モ圓 】 ■ 

ニニろ 一八 ニ •一二 ニー 一一 
官孩巧 得 四 ニ 五 王 二八 五 
を 荣及官 ちが 產 収入 

一二 五 五 ■0 i 四 
を 共 劇 ホ收乂 と 0 •一二と 一 
な 人 所得 ごて 九 五六* 九 S 八 
課 稅所梅 五 *10 四 •ニニ； 
某 一禪を 人の 留保 所得 

二 一二 9 书五四 

第二 巧を 債が 債 等の 利子 

五 五 お •= 一九二 
第一 ニ 稱課稅 所得- 

一二 •四 五 五 • 一 G 八 
をの 他 とと 六と 
ホ 課 お 所得 •’ 

よ •八を v - vi と 
だ 巧 おな， 下の おみ 巧 得 

ムハ •九 六 0 •一九 四 


をの 化の 所得 

八 九 ニ •五 ニー ニ 
右を 中 課 巧 所持の 內 のをの 化の 
所得 中 じは 控除 所得、 失格者の 
所得 おょび 脫巧巧 〔第' 一稱 法人 
の お 保巧将 、第二 極を 債 お漬等 
の 利子、 簾 一二 佛課稅 所得控除 巧 
媽ゎ ょび 失格を の 所得 四十み 億 
西 千 二十 巧 一千 圓 の-割〕 をん 
< む 0 

【ロ】 化雖 おょび 人口 一人 當 
b 超 民 所得 { 單位圓 ) 

. 1 化帶 人口 I 
當り ん當ら 

國民 所得 總額 

T 1 ニ 四 ニニ 四 

を 人 所得 一 •0 八 九-ニよ 

裝 一二 袖誤税 所得 

ニ ■一一. 化 四 ニ 四 
右 ま 中 第 S 巧 課 巧 所得は 謀稅の 
一世 帶當 > わょ びを の 人口 一人 
當ら である。 

〔ハ】 を 國の國 ほ 所得' を留 
の國民 所得は をの 推定 ホ 法が I 
樣 でない から、 直 もじ これを 比 
較勒 照す る こど d 出 ホ。 いが、 
兹考 どして これを 揭げ ると みの 
ごご/、 である。 (年 巧は いづれ 
も 千 九む 二十 四 年。 右は 國 巧 巧 
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英 國 
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'巧單 な 百万 圓 、左は 一 A 當 6 單 
位圓。 

化 ホを ホ 画 一四 ニ •五一 八 
T ニを 一 

英 固 四 11 T 八 一二】 
.义 とと 

濁 国 ニ 四 ■化 八と 
一二 九 八 

佛 困 一二 •九 〇 と 
五四乂 

日 本 一二* 乂八三 
ニ 一八 

伊 固 一 0 •一二 五 ニ 
ニ 六 0 

濛 洲 四を ニ 六 
よよ 一 

;:*は巧國民所得額推定は大正十 
四 年 じつき 巧 はれた が、 比較 じ 
便す るた め、 これを 第 S 禪課裙 
所得 巧の 巧 進 割合 じょら 大ぶ十 
一二 年 じ 底した ものを 揭 げた。 

ご ニ 画 富と 阔民 所得 國富 
ど國段 所得 領は 巧對 比しぅる や 
ぅじ 推定され て 居ない が、 試み 
に、 すでに 椎 をされ たを 國の國 
富 おょび 國民巧 得 額 じ' つき、 こ 
れを對 比し：」 揭げる ど 次の ごご 
くで ある。 巧 I 國富 おょび 國ほ 
所得の 推を を お I び 年 巧を 異に 
する もの かタ L ため、 ト イツの 
ごごき け 閣富じ おし 所得が 甚だ 
ぞくな つて 居る から、 こど じ 注 
意を 要する。 (金額 單 位な 巧 腫) 


國民 所得 巧 


國嵩 一 00 に 
つき 顧 民所礙 


一四 ニ •五一 八 •一八 •六义 
四 一二 •八 一二 一 一八 金 五 
ニー •化 0 お 一二 •一六 
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支那 商人の 曰貨 敝賣團 

手 持お^ 登記 拒絕 をを 合ず 


反日 會の 活跑は 引つ ぐき 巧は 
れ、 捡査隊 のた めを 記を 要 ホ さ 
れ た曰貨 は、 巧 紙、 毛糸、 揮發 
化 等を まごして 居る が、 H 本 向 
き賴 出な の ふすま、 をの 化め 雜 
穀類の R 木祖巧 搬入まで 化 化さ 
れ 、日 支 巧 民間み 荷動きは、 漸 
ホ 杜絶 わ狀態 ごなら、 H 本 商人 
も々 なから 中 恐 彼を ホして 居る 
ま 那側巧 人の 打撃 も 甚だし <、 
引いて 

庙 員の 生活まで をび やか 
される ので、 巧 員總會 化を d 反 
H 會 、'おな 部ら を 廻 6 反 H 貨の 
緩 かを 請願した。 柯 しろな 日大 
會の n 貨 排斥を 行 まは、 をら に 
荀 がに 逊ぎ 巧は 側は 到底 之れ に 
應 じがた しごな し、 巧に 雜貨商 
紐を は 遂に 手 持 おの 登記 拒絕を 
申し 合廿、 换巧會 もみ 面 反日 人 
曾に が-思の 念を 絕 （じ まら、 張 
をを けが おど 巧し 辭 職し、 まず 
まず 反り 大會の ボジ] シ 3 ン不 
利 ご；； i ら 、所定のを 記郎始 円- 
iH を迎 へたる も 巧 皆無、 却つ て 


巧貨 取扱 巧 約 巧 人は 日 貨贩賣 請 
願 國を組 磯し 

隊伍を 組ん、 嵩を 述を歷 
訪 して、 排円大 會の不 當を訴 へ 
る 等い ょい i H 貨 排斥 じ 勒 する 
を 巧氣か 濃厚 化した るを 0 て、 
大食は 救闕 基を ごして、 手 持な 
巧し なべて 一劑納 わる 擦讓 ホせ 
る も、 巧技 側の 態度 强硬 •しして 
1 nn 巧 総ての H 貨^ 賣 貫を 停 
化して 反 H 本會 にお 抗 しつ i あ 
6。 大 會は更 らじ讓 ホの みな か 
るべ しど。 尙ほ 上海な H 會の對 
B 經濟提 巧 計議の 

原則は 日本を 經濟 的に お 

己させる を 目的ぶ してな たが、 
最近 阿 圍の狀 况が變 化して ホた 
ので、 一り 左の か （をの 巧 則を 
蠻更 した。 

一、 巧 則 日本は 支 恥 第一の 
敵で わるから 經濟 絶を ホを を 
採用す、 日本の 帝威 ま 義れ倒 
の 目め を 達し、 熙稅自 ま 又は 
ホ寒條 約を 實 施せし いるまで 


は 左の 手段 じ訴 へ、 絕對じ 藤 
を 制度を 採用し 日 貨の通 巧 か 
阻止す。 

1' r 手段 隱 むて 連 ふ 日貨は 
軍 罰を 課する か、 沒 化する か 
報吿濟 みの 日 貨のお 巧 一二 日 前 
じ 購入し わ ものは 救國 基を 率 
じょ6ニ割を徵收し、 救國基 
をを おさめた H 貨は實 買詐巧 
証を 贴 かす。 拘留 H 貨 の處廣 
は 十 巧 一二 十一 日 前の ものは 新 
聞 じ 廣吿し 二週間を 限 b 規則 
r 照らし 處 巧し 取 b 去らし む 
が'-? ざるら のはを 賣 する。 沒 
.收 H 貨の 十月 一二 十一 曰 0 をに 
沒收 したる ものは 十} 月 十日 
からを 類し、 期を を もを 賣す 
る これ 寒 貨物には 賣買 許可証 
を貼附 す。 十一 目 一日 W 後沒 
收の 曰貨は 十日 ごごに 公賣す 
を賣 して 得た るを は總 て救國 
基金 こす。 

株式 活氣は 

化 然繼續 す。 

クオ—^ 巧の お 測 
選擧 W 巧 滅法 景氣を 生みつ 
つ ある* オ I ^ 巧の がま 巿 場は 


まるを 賴 日に 至 b 果然と 百万 株 
の 取引を 見る じ 至つ た 爲め化 レ 
なく ±罹：13 は淸算 めか 要ト '臨時 
取引 休業を 斷 行ず る じ まら 月瞩 
n の來 取引 致は 稍々 下火 i なつ 
たが 巧氣は 娘が ごして 繼續し コ 
1 少巧麓 も 稍々 硬化の 化 ゎる も 
今回の ブーム ぶ 一時的で はなく 
相當巧 間に 互 ブ て繼續 する であ 
らぅ VJ の 觀洒が 有力で ホる か 一 
ホ 英蘭銀 巧の 如き 昨今 黯ホ 準備 
をの 輸出が 激增 したので この 隣 
利上げを ずるで あらぅ ごの 說も 
有力で ある もの-- 一 ホ じがて は 
單じ ァメリヵの 株式 投機を 抑制 
する 目的の みで 金利 上げは 不可 
である ごの 反 勒論も 漸次ち 力 VJ 
なら、 金利 上げは 怪しまれて 居 
る。 

■鐵 輸禁 案の 撤廢 

巧 商務 書記官 報吿 

〔二十四日 發〕 獨逸 產銳鐵 輸入 
じ おして 一九二 六 年 六 巧 大满長 
官は 阿品は 不當 廉賣 S 疑 あを £ 
なし、 觸稅法 第一 ニ 酉 01 ニ 條义は 
.一九二 一年を 布の 不當 廉賣 防止 
法 適用 ホを 命じ、 其 後獨逸 側ょ 
らが議 も あ 6 たるが 結 扇 昨年 一 
巧ょ も不當 廉賣じ おする 輸入 制 
限を 施 巧し ホれ る 處同品 輸入け 
i 丸 ニ 六 年中 十六 为觸な 6 しが 
が 年は 僅か じ 九 千 嚼に赎 退し 僧 
が も 獨逸巧 か 相場ず 巧し 投賣の 
凝な きに まれる 爲 めか 大藏卿 も 
また 二十 二日 附を 0 て 右 輸入 制 
限 撤回 ホを を 布した。 

準備 期は 半年 化. 

東京 特電 廿セ 日發 n 曰 銭 副 総 
裁 深 井英五 氏は 大阪 經濟 貪で お 
說し 『解禁の 苦痛を 恐れたら 其 
時機は 遂に あるまい、 準備期間 
を 置くならば 半年 位が 限 巧なら 
い』 どい ふ 0 

所有 ホ 買 換へ期 

まま 特電 廿 セ日發 n 政が 所有 
巧 化 ホ 買换へ 第一 回は 十二月 中 
かで ホ 階 調節 肖 的の 新米 買 上げ 
萬-回を 十 方 石の 買 上け 終了後 
で わ うご。 


"卿 披露 

呂本ス タィ か 

顔 制ら 二十 五 仙 

マユ ダめ まわり も 制り ミず 
吕本ス タィ か' 

散 髮 1 ハ 十 仙 

測 毛で ち およ <拂 ひまず 

散' 髮 

シ ャ ン プ f 一 弗 
へ 1 ヤ •トニック 


散 髮 

顏 ジリ 
へ- — ヤ •トニ。 ク 


九十 五 仙 


マッ ザー. デ 五十 伽 
I N 營業 時間 n 

午前 八 時半ょ ち 
午後 八 時まで 
叮蜡マ 迅速を 旨 ごし 精々 勉 
禪 致します 

日本 埋髮 舘淸 

西 四十 H 了 目 良 蓄地ニ も お 華 号 

2nd フロア (常み 街 ミ 巧 十 HT 目 巧) 


松林が か 

320 Manhattan Ave ‘ Bet .113-114 Sts . 

Api . 芭 ジ 一. 互呈 cment を 苦 



1 曰 
マ曜 

ィ及 

き i 

谤醒 
をに 
瘡は 
へ V 
鄉ユ 


City Hall Tea Garden 

1 ク 0 N な sau St . C . な y 
' Next to the Tribune Bldg 
し oo Lin Manager 


Coiie 客 e Ifm 
3100 Broadway 
Bd. 1 巧 rd 在 巧 4 相が s. 
Tel • お 日 巧 ingsi お 7 が 9 


Wing Hing Low 
Chinese Restaurant 
お 90 B'wa も fU . むか 


Quang ぃ a 打 Low 

加 in な e ftes お u 刷 t 
1 巧 W. 巧 化 . 化 C か 


SUN HANG FA 民 

2 巧 日 - 7 thAve. S 妃 126 化 & 127 化な s. 

Tal, Monument 郎 64 

ま ゥ ± 希柯隱 君を T で 巧麗踐 ホ 

ず マ、 上 卒し じへ 目 第 理君前 本な G ミ 
。ィ 曰ま繁 ては ばのと をのを 樓を y 那 
、醒 す々 居 巧 怠 チ お 基を 揮 巧 某が 
春は。 御 まるぐ ャ のとが つ 理^ 結 
掩蟹 あす 程 日 プ亩げ (; て 人 ホ ド 蝶 
が 頭 ホ。 巧 本 スニま 適日歐 
を ' の 評人ィ 十す す本廉 W 
>シ 程 を 諸と ホの る 人が 



TAIYO 

1 が Wed 脯 h な . 
Ts!. おさ faigar 扫 042 


T0Y0 KWAN 

41 E. 19 th St. 
6 si. が w 巧 & 4 もむ も 
む I. がが mquin 3 巧 8 



巧み 巧 
ご 目 T 四十 四 
巧 目 T 五十 四 



巧 East 29 化 S わ 如 
^el. Lexington 5727 


DARUMA SHOWA 

巧 1 - 8 化 4 け . 53 Wesstl 05 St., 

Tel. Bryant 3859 Tel. Clarkson 0981 


KIN 目 YO & P 打洲邮 

IMPORTE 反 OF 

GOLD 巧 S 打 & 朗 RDS 
〇 

動 其 力 各 
输他ナ 種 

一 烏リ金 
切‘ 類ャ魚 


Japan 

れ 0 化 i 邮 Go. 

巧 0 化 阳化化 
む し EndicQit 97 の 


KATAG 刪邮 (TS 

224 に 59 比 St 
New York G か 
Te し Re が nt 34 邮 -3481 


DANCING 

411 W.l 巧 比 St. 

Te !. GaihgdraM 408 叫!. 另 


庵 桂 米 日 


^awasoye Hotel 
1 巧 Wed 123 rd Sir 如 . 

Te し Ca 量 hdral 巧け 


御 

旅 


河 


添 


IKUINE 

110 tel 怎 Rest:ain*ant 
313 W. 88 th 化 New む rk 

むしむ h 巧 i び 巧 巧 
む ble Afidr が S 化 山 NE 



分 aXd ， 

340 W. 5 か h St. 

Telephone: 
Columbus 8882 


(«B • 水) 司 ま お 


The To か 0 Go. 

140 W. 脚 h 化 
わ w む rk City 
Te しむ afakar 6559 


UUWAYAMAGO . 


114 に 59 th St 
New York City 

2 巧 3 
化 57 


化 on も おが nt 


护 日を 煎 
ミ 本 
食 腐 餅 
ぎ 票寶料 

置 i P 品 油 卸 
岂 一 . J ： 

P セリ 瘍賣 


號八昏 お干 一 第 


化 巧ぞぷ な pa 打を 巧を 化 ittip 妇 


【円曜 水 


り 八廿月 


r ザ 


利 略 


支那 義ま园 

料理 舅 罰 匿 

自 午前 十一が— お 
至 午前 ニ 時 キ醉届 

支が 巧理 

が廳 茶園 

. 司 理人演 を 
お 勤の そじは ちを 
の 御 便利 じ 備へ巧 
蹈宫 席の 御用に お 
个 V く お 巧 巧卒巧 
す 變わ引 立願 巧な 
紙上 御 ま 巧 申 上 お 


を 樣の御 嗜好に 適 ふ 
様な 美が の 御 巧 巧を 

温 廣珍樓 

致します から 績々 韵 
ホ ホを 願 ひます 


0 永興續 

瞬 揃 ひの 巧 巧 人數名 
が 日本人 諸君の 嗜巧 
じ 適する 巧 選を 差 上 
ます。 蘭 一二 時を 開 巧 
(な 廿五了 目す ブ 
停車 漠の 下) 


高等 御旅 豁 / , 

東泮鑛 

會廢御 料理 


御巧理 穀知ぁ . 

太 陽 

壽司每 日 あちます 


すを 燒 

ホに 御 料理 



レャ トル 巿 

NP 旅館 

W 06 I ま h AV ? S ? Meat ユタ wsh . 

停車 巧が 通 東へ ニ 了 左側 ホ 階を 
H 本 巧 船 切 巧 取扱 波戶場 送迎 


ロスアンゼルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

ニ S S ミぞ dro St - Los 覃 を 男- 妄. 


提 の蒲燒 おいしい 椒巧 

會席 御料 霉 

晝 食は 末廣 'へ 

巧 咚 摘が 基が 大勉お 


會滕 御巧理 

昭. 和 

特別 純 日本間を 新設し チキンの 
水 案を 始めました。 チキンの ホ 
煮は 云 時閒程 前が 電話 願 ひます 


御 下宿 喜樂 

元 お 時 旅館 奈良直 巧 
二 4 舌を St ., Br 邑享 - N . Y ' 
ジニ Hi 一を こ 5 ニ 


巧 圍巧淸 、空氣 新鮮 
巧 人 巧樂な 自由 亭 

58 ジ nds 芭. Br 旨 香. N . Y . 
ミ. 置羣 74 な 


▲淸 巧、 親 巧、 お樂 n 兰巧 ► 

勢 州 縮 

が 巧 事を み 賴を作 

•22 巧 西. 冀を stset 

ジ 一. lie 巧 ミ W 迄の 


岩 田 旅 鉛 武田 文治 

故國 新聞 タ數取 揃へ 居ます から 
あ 所 御 立を の 節は 御 休憩 下さい 
2 号で st 15 th S すを ぎぎ y 受普 こぎ 


一力 旅館を め 

帝國 旅舘觀 

1 まち-萬 th St. New -夏 
ご 一. 資 這是 harma 呈 10 


紐脊 旅鑛？ 

東 四十 了 目 ニ 四 ニ 蕾 
ぎ CaieMa 63 之 


ン スト タント 

並 じ ボ—デ A ダ 
荷物 这保隙 附じ預 らます 

'〔島山】 

181 三 互 rd Ave . ぞ三呈 th & 呈瓦 ぎ 


ボタ トンボ 

富 ± 旅館 大浦未 お 

M 5 W 夏 ester St . ぎ 己ミ Mass . 
呈 . 8.: 票 


費府 御旅 舘 

桑山淸 五郎 

さ》 ジ uth 芸 Si . 呈 lade 韋 ia pa . 
Tei . Wa 量 7231 


廚業區 域中必 、続 領事館、 B 本 
截船其 權銀巧 大會社 近き 溪巧 

を 港 パ ホテ^ 

純日本を (時别間ぁち) 

お 一報み 篤 自動車 御 ぉ迎申 上ち 
巧 ニ 量 iia 度 ； San F 皇 cisc タ空 if . 


ザ 上 金魚 巧 

918 S 雲 Ave ._ す こ ork C さ. 
さ 雜呈 cl ニ 7 篇 


酱油 縫 SSI 藉 5 白米 

日本 米 難 食料品 iiS 細 4 が 錦 

巧 田 普 独 株ホ會 社を 巧 一手 資御巧 

0 本 食料品商 會 


紐 育 唯一の 日本 百貨店 

巧 桐 兄弟 蘭會 

スマ ドン •プ "ダク ジ 一ず 化資元 


鱗贈觸 人— 

ザ 社を ダン， ▲ 
►表 構 ホ 操 A 

を U 

朝 十が？ 巧 十一 時 

シ卞 タフ •タン シ 

ング 師範 學校卒 葉 

h 诊 タマ 


を 話 ブラィアント 

ミ。 10 を 造。 を ま 

ゲ巧 S 勾 

が 育ボお 四十 四 T 目 
11 IT 1 I 八を ニ 庭) 
.一ち ANES ご青呈 P A 苦 NS 
1 ち ニ fti ざ N . Y . C . 
TeL Brayant 887 巧 


割烹 並 U 御旅 舘 

fe 旨 佐 巧 

兄 ホ 

巧 育 ホ 巧 八十 八 T 目 一二 ニニ 
话話ス 々イラ！ と乂 ニニ 


目 本 食 巧 品 類る び 雜貨類 卸小賣 一 
ホ么ま 大寅规 桑 山商會 j 
巧刊 書籍 雜誌 小間物 日用品 各種 


日本を 巧 品 
日本 雑貨 巧 
書籍 巧 お 誌 


每夕化 時 迄を 業 

メ 1 グァ ドン ス 〔年-巧 

東京 巧會 

トブ ンタ巧 b ます 
を 堂の 設 あち 


淨瑶 璃ぷ崔 日. i.n 
三康 線を？ づ 

抑 化しい 餘暇じ 何 ども 言への 
淨瑶璃 の 趣味を 御 賞な 被 遊 度 
皆 樣の御 ホ 遊を 歡迎 致します 

贤澤ま 王 

ごの ご 8 宝 ニ さ ミ. 百ぶ 

Tel . Universi な呈 98 


化が 晶卸窝 

五味 蘭會 

W E . ニ ih 資こ N . 产 呈 y 

Ter 芭ち 養 an こ 745 


御菓子 舖 

名物 栗 蟹 頭、、 練 羊羹- 賛澤一 狂 
甘納 置、 其 他を 禪 
煎餅 卸小賣 。のし 餅け 前日に 御 
注文を 乞 ふ。 

御 注文は 松風 軒 高 橋 
29 W. ま th Si Tel J3fal 罩 置 置 


新 鱗 魚 か 一切 

:1:ネ人おきのを魚澤山取^揃 へ 
巧列廉 度で 大勉强 致します 

サゲオ ナ魚店 

」oselp 一一む PVO 90 

《泛 W - 61 を St ’ 

H 色. 001 mnbus 。 一援 


日本 散髮屋 S が I 

五ケ 年間 中が 巧と おじ 就業。 

ジ ヤシ \ト* フ3 ツッ 

31 W J 狂 h Si N ‘ ごさ 
BeLcoiu ョ bus jive’ & Centr 己 Park 去 ミ i 


み 面目なる ホ 職 同胞 じな 巧 
なる 辕 業を 閣旋す 

宮川 事務所 

紐 育 ホ 西 四十 ニ T 目 百廿ー を 
電 ブラィ r / ト とと 八と 

話 フライ アン 九み 化 八 


术旧ル I ミン グ 

1 看 3「dAve. 呈 .置 & 呈 h ぎ ま ts 

ジ吾 h 呈 "巧 eg 呈 t 88S 


油斷 もずき もない 

議會當 面の 政友會 

晚 まいむ 群小 野 慕い 少數派 

ま 京 特電 二十 六日 發 n 廉怯 開を の 則 n も お々 化 づきつ： あ 
る じ 巧 おはみ 場に がける 絕 巧タ數 みを 必 。く、 巧な 化 ホ ど 見 
做しつ i わ& 中な 派 もな 掛卞る こ VJ ホるべき 覺 悟の ド じ 政府 
は裝ニ 段の 對盛會 策を 取る じ 巧した L 


無事に 切ら 0 ける 
確信は ぁるまい から、 政 
巧は キット 議を切 打け 策に 期す 
る 巧ら かの 策動を 開始 すんで あ 
らう ご お 測し、 新黨 はを の 見地 


から 政府 並び じ 巧黨ホ 面の 動 お 
じ 深を なる 注意を 拂ふど 间時じ 
新黨 どして 乘 やべき 機 會¥ 逸せ 
や對應 して 補々 の 方策を めぐ* 
して 君る をぅ であるぐ 


◊寧. 禱… 季節… を.. る ◊ 


なぶ 曾 ホ 誰會じ わける、 現內 
閣 のを 要 法案 じる 地祖 移譲 問 趣 
じ おする 岛 族な の ホ氣が 思は し 
(G いのみ ^^ら ず、 自黨 ，】 絕勒 
多 救を もゼ乎 現下の 政局は いは 
ゆる 少數派 鼎立で、 をの お途は 

か （て ！ I 

樂觀を 許さ «狀 態 じある 
I ので、 がぶ 會ど しては、 巧議會 
I 切が 策を を 唯一の 旨 操 i してな 
I 扇の 不 をを 一掃し 先 づ旧中 首相 
~ は 小 笠 族 伯を おを し硏巧 會の說 
I 解 じ 巧め、 一方 垂巧 政策の 遂巧 
をは かるため 切 崩 t じ i る絕對 
多數を 獲得 t ろ ど ー も-し、々 歎 
: を 破 どの 提携に ょつ て おょを i: 
i の 見す えを つけ、 これ. っの おじ j 
一つき 乂ホ W 瀬踏みを 巧 はんごし 
一一て ちる。 缺旨四 おを 除いて 巧が 
I のホ潍 おの 講ぉ駭 な 四 •白 六十 ニ 
I をのぅ も 政 友 曾は ニな 二十を C 
あるから 絕お タ教を 得る には 
巧ら じ 十二を の 

頭數 をを 要 ごする が、 こ 
の 十二 名を 氏 政黨、 = 巧會 、無 
所屬 なでから 裝 して 獲得し ぅる 
I か 巧が、 實業閒 志 曾 H 名と 無 所 
; 腐の ず M 榮 夫' 檀巧禮 助， 埋巧 
;ム (の S 氏 i 事胥 上の 勢た 範圍じ 
I 入れて を へれぶ 殘 b 六 名を 獲得 i 


区め 黛は 相つ ぐ 脫驚疆 ぎじ、 
黨內の 空氣は 大いに 銷 がして 居 
I るが、 妹に 御大 典に 際し、 巧 都 
j 滞な 中 おらに 深 刹 じる 如 崩しが 
I 巧は むる ごの 風評 じ掛 しては、 
i 幹部 も 肺經を ごから d、 爾來出 
; ホる だけの 防此 策を 講じて おる 
I 特に 同 溝け 恵は 一親 會 、新 黨お 
I 樂 が、 大隣 系な どの 
i 切 崩し が あら VJL て も* I 

一が 段 おを る： じ 足らない が、 柯 
ん どいつ てらめ 巧の 魔手は 巧當 
深刻に 伸びる 模様 •か あるので、 
これ じは 殊 ちの 警戒を 拂 つて 居 
もが、 これ じついて 演ロ總 親の 
盧 巧は、 流る i ものは いくら 框 
き 止め てらを もる、 しかも 巧屬 
化 遙 ± 二ち 十よ 名ょ b 巧 八十 名 
j じ滅 少した 今 0、 さら じ數 をの 
ー脫 巧者を 出しても 黨 の大势 じは 
_柯 等の 影懲 はない。 ょつ て规ち 
I な 策動に 掛 して 岡 じ （醜 劣な 載 
I 抗 策を 購 ずる こどは' この 巧を 
I 避けたい ごい ふので、 幹部は 總 
~ な^恵 おを 体して 罐詰 をの 他、 
一ず 段を 選ばの 椅巧 的を 防 策は 取 
ら U いこ ご S なつた。 なほ さら 
こ 

幹部の 恵を 用 ひて 居る の 
は、 こ. の琪 合を 府が巧 强曾巧 じ 
逊し巧 ま、 一新を 並びにを 族院 


する ことじよ つて 事實 上の 過 ザ 
數を かもうる 譯 である。 こみ 巧 
h 崩し 策 ピ相俟 つて、 少數 おど 
の 提携の 間 題は 與黨ホ 巧で を視 
して ゐ るが’ これらの 頭 數を楠 
へろ こどが おして 計算 通りに 巧 
く かどう かは 蓋を あけて 見ねば 
刊ら の'; 一 だから、 この 際は ど 
うし てら々 數 がごの 挺 手 じ 力を 
注-かねぶなら«こどど^:^る0 よ 
つて 典黨 どして は 巧タ氏 等の 巧 
黨俱樂 部の 態度 U いまだ おの も 
の ごら 山の もの i もつ か 口から 
政 巧 谣定の 

瀬 踏 ごして ホみ 氏'.- のを 
あがを を 巧を のぶ 法 じよつ てれ 
はれ、 一新 會 •し 勒 ずる お近も 具 
体 化し じ VJ をら れ たも 束の 聞で 
直 もじ 寢返 6 の 憂目を 見た。 

一 ホ 輿 黨じ酱 してけ 結ホ滾 I 
を つて 進み、 み じ 新 黨惧樂 
部 ホが の 切 b 崩しに 掛 してな 
十を 巧必を もって 譬 おじ 努め 
る こ i じなら うが、 こめ 黨內 
■の 結束 じついて な 巧ら たに 新 
黨を 組織 せんごの 風說 あらし 
小 泉 巧太郞 氏の ま 就 じつき 注 
意を 彿ふど i もじ、 進んで 岡 
氏 ご 八を 思の 疎通を おから、 
外部の 曾 或を 一掃す る じ 巧め 


ホ 面 じ 相 常の が衝 をして 居る の 
で、 この 点じつ いては 殊 西注规 
して 黨の對 畿會策 じついても 策 
動せ ねばならね どし、 擔當 者を 
をめ て 善後 部を 讓 じつ！ ホる。 

相手 鱗は ず 

同志 糾合 

新 黨巧樂 部お黨 
ま 前 必死の 活動 

新 瘍お樂 部では 4- ニ 巧 中旬 ま 
で じは 結黨 式を 擧げ る豫を どな 
つて 屠る ので、 をれ まで じ 一人 
でも ぞくの 岡 志を 糾を すべ < 巧 
ホ 巧を 始め 所 鹿 議員 總炼 b で努 
力して ホた が、 現 巧の 二十 八ぶ 
なと じ 巧がず る こどは 余砖の 

難事.、 一 見られて 匿る。 し； 
か— 今 H まで 巧み 氏な で 幹部の 
方 かは 民政 お內の 舊本黨 系の 切 
ら崩 しじ 全力を つ <■- 、ホいで 
舊 憲政 會 おびじ 明政會 、無 所屬 
方面 じ も 手を 延ばし、 政ぶ 會方 
面に 向つ ては 直接を 加の 勸說を 
がみな かった が、 今後は 政ぶ 會 
ご 民政 黨 たる どを 問は ずを 方面 
じ 向つ て间 志を がを すべ < を 力 
を 傾倒す る こ S じ 巧 をして 居る 
政府 どし では 政界の 巧が から 見 
て 巧 お 政ぶ 會 だけで みの 諮を を 


アメリカ じがけ るを のタポ 1 
ッ どして 特に 大學& 運動で が 
かも H 本み 野球に がける がかき 
人氣の 焦な である プ ー ト •ボー 
作の シ ー ズン 'ら明 日の 

感謝祭を を殘 ちじ 大 S 

終 T し 東部で 殘 された 大 がをは 

ホる も曠 日の ヤン ネ 1 ス •スタ 

デ ァムに がける 陸軍 ±官 學校對 
スタン フオー ド のみでを の 後は 
降誕をから わ 正 巧 じかけ 溫 かい 
カリ フネ 味 こ ア州モ 巧 はれる ノ 
1 チ^ ダム 义學徽 球 醜の 遠征が 
フアンの 血を 湧かして 活 る？ 今 
日まで じ ホ だよ 附か やか 學校チ 
— ムはあ 部では 僅かに ボブ トン 
カン！ デの 乂戰八 勝 あるの みで 


議會 のみ 野 

ま 京 特電 二十 セ日發 n 十一月 
二十 立 H 現が 貴 ホ 兩院の 黨派別 


左の かし。 

貴 族 巧 
.硏究 .會 .一四 九 
を 化 曾 六と 
同成會 ニ 九 
同か會 一二 乂 
をる 俱樂部 阻 一 
か曜貧 ニ 六 

無 所 雇 ニニ ニ 

敏員 'ニ 
衆議院 

政友替 ニニ 0 
民政 會 一八 0 
新 黨化樂 部 '二八 
一巧 會 と 
巧政會 四 
實業 同志 曾- 1.11 
革新 俱樂部 ■ 一 
無を 黨 八 
無所屬 一一 
缺 員'- 四 


他は ブニシ ー 、 デトロィト、 フ 
ロブ ダ、 ジヨ ー デ ア •テク ノロ 

ジ ー 等 

十大學 のみで あるが、 T 

メリ 力の 西部 對 東部 大每 のボキ 

ンッ •スコア 1 は 今後 スタン フ 

ォ I ドの ま 部 遠征、 ノ！ ト八ダ 
ムの 西部 遠征で でぅ 變 化ず るか 
も 知れない が、 今日までの あ續 
はち 部が 優勢で ある。 而 して 勝 
敗 數を地 ホ 別 じしても 東部の ニ 
十 勝 十 敗 無 勝負 五が 第一位で 中 
西部の 十九 勝 十み 敗 無 勝負 五が 
これ じみぎ、 南部は 八 勝 十 あ 敗 
山中 部は】 勝 五 敗、 極 面部は ニ 
勝 一敗、 巧 西部は 一勝 四 敗と い 
ふ 順序で、 ゥェスタン •コン フ 
アレンスでは ィリ ノキ大 學がゥ 
4 ス コンツ ン よら 僅かな 差で、 

第一 化 南部では 五 戰五勝 

のジ 3 — チア •テク、 テニシ 1 

フり 9 ダ大 學が结 立し、 西部 沿 
岸では を じ 四 戰四勝 無 勝負 一の 
南々 リブ ォグ ニ' ア大學 が 一二 戰 S 
勝 無 勝負 ニの クリフ オが ニア 大 
をを 第二 位 じ おれ、 ま 部では パ 


1 ゲア] ト潰 エー 严の歷 を 的 試 
をは 六 年ぶ 6 じ パー ゲァ ード大 
學か 勝を 占め 同時 じ 化來を 部で 
王附 かずで あつじ 力 I 子 •ネ！ • 
テクは 巧 進 氣銳の ニユ！ ョ！ ク 
大 學に慘 敗して 黒星 I つを 戴ぃ 
た。 而 してを ホ チ） ムを 通じて 
最も ぞぃ 得点け ニユ ー ョ ー ク大 
學の 一二 巧 一二 點 であるが、 これは 

を 選手， い。- 一 グ君ぉ 力 

圃 したお あで、 彼け タッチ •ダ 
ゥンを ずる こ」 二十 一回、 總得 
おな 五十 五 点、 ±附 かずで ぁっ 

U ^ — ネ •ブ クのシ — ズン 

中に 於け る髓 得点ょ らも タ いど 
云 ふ 驚くべき が 績を示 L てん 氣 
を 博して 居る が、 この ニユ ー ョ 
t ク大學 は 明 B ヤン キ—ス •ス 
タデ r ムで ォレゴン 大學 VJ 試合 
ずる 一-- ごじな つて 居る。 

引退 後の 大統領 じ 

增 とり^^ 

銅鐵會 社長 其 他 

ク！ リッ デ乂 統領が ホを SB 
四日の 滿期 後でぅ する だら ぅご 
いふ こどは、 を ホ 面から いろい 
ろ增 をされ て 培る が、 本人の ク 
! リッ デを 巧 外 柯ん人 も 同氏の 
胸中を 知つ た 者は】 人 もなぃ が 
を 方 巧から されて 居る 最も 可能 
性の ある 十-憶測 じょる VJ 

ニ) ユ— •エス •スナ ■ — グの社 

島 

ニニ 大が 險會 社の 社長. 

ニニ) 紐 育へ あ^ 誰れ かどな ハ 同 
で 法律事務所を 開く 

(巧) 切 校 アム 戶！ スト •々レ 

一 ~ チの 校長 

(五大き な 大學の 政治 學の敎 
授 

で 〇 華府 じ 永 任し 著述した ち 
新聞 雜誌 じな 治 問題を 書く 

(お) ノ 1 ス •バンフ トン じか 

'へり 靜養 かたがたを 律 事務を 
ご る- 

.(八) マサ チゥ セット か パ！ モ 

ント じを を わぃ 共和 黨 め 政治 
ぶ 部を つくる 

(九 ニを 位 ひの 豫定で 海外 じ 
巧く 

(十) 徵道會 社の 電役 
(十二 パー モントの' お 鄕じ歸 
b 柯 もんじい 

といつ たこ どで あるが、 この 何 
れじ もクー リツ デ 大統領は 否を 
を 巧へ て 居る ので、 どうなる こ 


ごかを く 憶測： 許る？ れて 居な 


遭難 あ 遺族が 

賠償金 要求 

激化 會 社を 巧手 じ 
囊じ 沈を した ゲ玉 スト リス 號 
の 審問は 尙ほ 進行 中に てを 衆 固 
檢事 側では 飽を眞 化を 乱强 した 
上 今後 斯 かる 媛 合に 備ム 么爲め 
じ 新法 律の 制定を 議會じ 仰 C 當 
である & 

月曜日の 審問では 巧 艦 ワキ ォ 
ミン グ號の 艦長 も 証人 じち 喚 
を 受けた が 無線電信 會 社を 取 
調べむ 結果 遭難の ニ 時間 前 じ 
約む 八十 哩を 隔てた 療船 ゼド 
サック 号が 敎 肋を 照會 したる 
じ掛し 力— レー 船長は 何 巧 救 
巧の 必要を 認めず 
ご 巧 答した こどが 判明 I た。 尙 
6 遭難者ん I 人け 旣じ會 社を 巧 
手 じ 五 方 巧の 訴認を 提起 I たが 
更らじ 一人の 遭難 溺死者の 遣 族 
は 英米の 海事 法を 循 じを 命の 賠 
償 五十 万 巧 没び 荷物の 賠償 一巧 
巧の 訴 語を 提起— て 世人のを 目 
を惹 いて ゐ る。 


物々 しき 譬戒裡 じ 

謎の 殺人犯 

.陪審 裁判に 附す 

一二 十を 万 霜の ポ 々！ •ゲ； ム 
じ 損失した、 不正 力 ー ドを 弄ん 
だ 疑から をの 借を を 返さ ホ 遂に 
ず 巧 八 H パ 1 ク •セント ラ. 朱の 
一室で 柯を かじ 化擊 殺害され ね 
博徒み 親方 デ！ ノがド •ロ ー ズ 
テ— ンの事 かじ 就て は 市長が お 
巧に' なつて 警察を 鞭 達した お あ 
この 朽じ 至ち 漸 （五 人の ち. 力な 
る 嫌疑者に 目星を つけて 陸審裁 
巧に 附 すを こど.' なつた が赌 お 
仲間の 內爭 曝露から 事件は を 方 
面 じ 飛 かする らしい ので 馨を側 
の 証人 もび く もので ホ b 形 
勢が 頗る 險惡 でぁる じめ 裁 おも 
近來 じな ぐ 緊張し 裁 お 所み じは 
巡査 隊 がぎ つし b と 詰つ て顿々 
しい 譬 巧ぶ b を 見せて ゐ るが、 
こんな こ £ は當地 どして は 珍ら 
しい こごで ある 0 


十四 了 目 劇場で 

伊藤 道郞巧 舞踊 

邦人の ダン サ ー ごして 斯界 じ 
認められて 居る がが 道郞 巧は お 
年の シ ー ズンじ 舞踊 レ サィ タグ 
を 催して 好評を 博して 居る が ホ 
る 十二月 二日 午後 化 時から 十四 
了 目の シゲ キック •レ^ト ブ！ 
劇 攘で舞 蛹の 夕べを 開嫣 中る。 

ィサ、 エ ラナ、 コ八ナ 、ラ ネト 
力。^、 プ ダナ— 諸 镶のぉ 弟子 
さん 達が 助演ず る。 


S 浦 環 夫人 

獨督會 

目的 お 督敎 修道 會 々おを を 募集 
期 日 十二月 一円 (午後 八 時 十ぶ を) 

琪所 インタ アナ シヨ ナル •へ ウス 

(リゲ ワ' — サイド •ドラ イプ 五 00 ) 

入場料 一巧 五十 他 ニ 巧 五十 仙 

主催 基督 敎 修道 會 


るは すでみ るり 

醜 劣な 策動に 對 L て も 

罐 詰對抗 策は 取らぬ 方針 

野黨 第二 黑お 政黨の 鷹揚 振り 
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資本を 善 な 旧 
拂込濟 資本を 六 千 あ 旧 
憤 立を 六 千 I 二百 五十 萬圆 

本店を お ホ 日本 橋 院本 ぞ屋巧 五を 化一號 
で 巧 小が 日本 裙を內 (おち 雲 

名 古 崖を 郁 大阪西 (大 皮) 神戶 
廣島下 弼巧司 若お语 岡長輯 
上海 か 敦を貝 巧 水 


棋 出入 爲替 '軍 信を を お 送を' 旅 巧 信用が 
巧 業 信用 狀其他 一般が 巧 業 

乂餘城 S 菱銀朽 f ま 巧. 

槪 串； をを ハ 日本を 化 無手 數 巧？ 迅速 取扱 
本店 預を (を 期 通知 ノニ 補) 街 便が 取 巧 
■ 本 支 巧を 京 (本な)、 大阪 * 神 ロ、 京都 
所な 地名を 屋 、小 梅、 上が、 なを 


▼擲 を 送金 度び お 送を (無手 數巧 r か 画 
巧替賣 買、 荷 巧を 取が 巧 立、 信 巧が » 
巧 等 一 較银巧 業 巧 御 巧 巧 じ 取 巧 巧 化ち 

£ 脱 臺灣銀 巧— 出張所 

本 巧 臺灣臺 化 

ちを まを、 潰な、 大阪 、神戶 、上 巧、 巧 
ロ、 お 州、 厦 巧、 油 巧、 香港、 廣 巧、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 を R 

々グ カッタ 、槪 を、 巧 外 臺巧十 巧ケ巧 


▲» 新式 ホを お備 巧を のを 宮 » 巧 もる は 巧な 貝 
のな なお 切 下 gs 共に を 巧の 涛ミ する 担で 寸 
A を 化た やが おお 一二 等 巧が はを 部 革が めな 良备 
曲し i しむ、' 巧に ゆ ホ 巧の か丢は 巧詞ツ 1 
ス トサー ド 义はス ナュデ トク， ツスな 上の 
巧 おみ 賴 へて おリ i す 

® 桑 港 お 化 ホ/八^ 經由 【正午 出帆】 


天が 化 

コレ T 化 

を 洋义 
西 比 利西乂 
大が乂 


十二 巧 あ 日 
十二 g サ日 
一巧 二日 
一 丹 牛 ホ 日 
ニ 巧 十 ご 一日 


U 


N 


# シアトル 出阱 【午前 十 時 出帆】 ^ 
横演义 ち 月 十五 目^ 
加賀乂 ^ 巧 八 H g 
がを 化 】 巧 十五 日 抑 

I G 

受 を敦赛 日本 巧 お W A 
がを か 十二 周 十五 日 
箱峭か 十二 归廿九 目 
A が 脊お扔 む ま お 短を 日本 お 按轴が ー 巧ニ圃 
▲銭 道 切符 寝塞勞 其が 萬 事 おがを じ 御 驻計ホ W 
▲お 巧 浄大あ 船を せ 乘が切 待が おを じ 取 計 ミオ 


シアトル お 帆 (午前 十 時) 
あらび やか ち 巧 十 化 H 
あら ば ま 化 一目 二日 
ば リ寸か (坡港 化蜗) トニ 巧 十日 

►一等 镇濱 一九 五を - 
化し ば W ずみ るん ごん かは 一 五 五 巧 
こ ニ 善 日本が 五 五 巧を 室た を 遣を 族 室 多な 
►卸を 望に 巧 リー 等 割 おせ 港 切符を 巧を 巧 巧 

ロスアンゼルス お 帆 (午後 一二 時) 
もんて びでお 乂 - 十一 頁 十日 

はわい 化 一音を 

，一律 播资ニ 一二 C 巧但 はわい みよじら をを 弗 
>辖 別 一二 莲目本 巧 五十 化 巧 ▼ご專 a 本 巧 五十 直 巧 
►を 港羅商 行衡車 切符 寝 妻を 藤 入御 幹 巧な づち 


ヮナメ ！ 々 i の特を 

H 本人の お買顿 じは 特別 掛 員を 置き 無 
料で 舞 案 巧 致 ホ 電話 又は お 手紙 ホ 第 御 
訪問して 御 便を を 計ら 初めての わ ホに 
對 しては 特に 注意 致します から 是非 わ 
立 寄を 願 ひ 升、 ホ內 配達は 勿論 日本 巧 
他を 地 おの わ 荷物 發 送は 當 方で 致し 升 

シ 3 ン ワナメ ー 力 ！ 


八 ィカ ラな 紳± は 

化 立 服を 召しまず 

夫れ はを く 身 じを ひ、 鼠 掛けは をく、 を 
して 出 ホを ょら も 長 持 もす る 事を 知つ て 
るからで す。 弊店は タ數 H 米 紳± の 御用 
を 承つ て 居ます。 

N 化廣吿 じて 频巧 店の そに け 

六を 割引を します n 

が 注文の 东巧じ 係 はらず をら 巧 一度 巧て 
見て 下さい 

ウオ ルカー エンド フロ リオ 洋服 巧 


、資本を 壹億圓 (を 巧拂込 巧】 

、積 立を 一億 ニ 再 五十 萬 画 
.內地 本 支 巧：：：：： Sg 濱 (本 巧) 巧 京乂阪 
神 戶長麟 下顆名 古尾 

橫濱 正金銀行— 支店 

ホ 国を ま 巧 H を 港 羅度沙 巧 巧を 
巧 化 世 ホを 國 重要 都 巧 二を 店 及 コ^ン 
ス を 之 お 


本 店大阪 化演五 T 目 

が育支店 紐育ブ 《 1 ド ゥ 玉 ！百四十九を 

難 巧な 艱巧 

日 お 巧^ 東京、 橫濱 、名 古屋 ，京都、 巧 ロ、 岡 山 
尾 ノ 道、廣島、吳、柳ホ、下 ノ 顆 . 

かま 店 (巧 司ぶ 倉、 若松、 博を、 乂留ち 能 本を 
本國 預金、 鄕里 送を 等は 叛め 
て 御 便利 迅速 じ 御 取扱 可 中^^ 


本店 朝鮮 京が ‘ —；t 
支庙 ぉお 巧は 弓 本 巧 地の 樞要 都市-朝鮮 

滿洲 、ま おのを 化 及び 浦 盘巧徳 

朝鮮 繫巧紐 育 お 張 所 

か. お爲替 一般 銀け 萊務靖 々御 便利 じ 取扱 可 
申 上 候 


藤本 證券 會敵 

一般ち 憤 証を ノ賣 買、 引ず、 募を i 
▲を 離、 ホ ニ さ 一 關スこ 切 ノ業巧 

S 藤本 ビ； 7? 銀な 

紐 育 お， 張 所 


日本 郵船 會社 (並 ニを 鐵道會 社) 

代理店 巧 桐 兄弟 蘭會 

乘 車， 乘船 切符 ホ じ 小荷物 運送 御 便利 じな 扱 申しまず 


ラム プ ぶび シが クシで！ F 

製造元 鋪賣 手 塚商會 

正. Y . HETSCKA 0〇. 

S W ま 1 2 きぎな. V - 呈 产 Tel 呈を亞 雷 1 


諸雜貨 仲買、 卸販賣 

保 旧商會 


觸 撼器雜 貨卸寶 

春 巧廊會 


H 本 陶磯駕 雜嘗類 卸賣. 

井元 ブ タザ ー ス 


日本 淘潑 器雜貨 

ラム プ卸賣 

奈良寶 易廊會 


H 本 お 服 反物 キ モノ. 

テ^-フル クロ — ス類 

諸 雜貨卸 商- 

談 日本 ド- 7 IT ブ廟會 

特別 廉谐で 大勉强 新 流 巧は 営 巧の 巧 長 


M 本陶黑 雜貨. 

ドラィ グ ！ ツ お販賣 

S を 木 桃 ザ 組 


魄香 坡每ニ 週！ 回 お 帆 

A で ム プレス 加を 太 ( 妄ふ呂 巧) 

主月廿 二日 

▲で ム プレス 露面亞 (黃 •著 0 順) 

一月 サ六 H 

▲ゴム グレ* 亞細亞 三 六、 き 0 顺) 

ニ 巧乂目 

A で ム プレス 加を 太 三 ク室 0 嘴 > 

ご 育二 日 
一等、 二等、 一二 等 及び 下等を 設備 
最大、 善美、 最快 をの 巧が 航巧船 


を闲 

♦出 本 梧一を 當地ゴ ー シヨ ー 
n 1 ポレ ィシ 3 ン .社員、 ホち 初 
も 西 巧 二十 H 巧 帆の コレア 化 じ 
て歸额 のみ 

参 生 田 重 勝 氏 砲を々 佐、. 十二 
巧 一円 出帆の ち メリック 号 じて 
渡 獻の尝 

♦加 茂 正 雄 巧 東大 敎 巧、 ェ學 

搏 ±、 本 H フランコ 三ア ちじて 

歐洲よ b 着 紐の 豫を 


一; 03 綺麗な 必待 ものを い 
部屋です、 靜なを庭 

を 御 ホ 留のモ に 適す ニ 週み 弗) 

ミ Sheri A さ. 音. 5 


六 室、 スチ 1 ムヒ， 
ト 、パネ V ト •ミ 

— 八、 設備 完 を、 U 本人を 庭； 
貸し 度し、 屋賃 普通 

普 E . 睾 h St . ぎ b 畜 ere 養 B 


御 禮廣吿 


拜醫 40 ^ 下 益々 御 淸榮み 段 奉賀 候陳者 今圓御 地紐脊 生命 保 
驗會 社ょ b 御 送が の 六 巧 かお 險 ベネフ キット 正に 落掌を 
候 - 

爾ホ 小生が 紐 中は 搞身容 じて 巧險 加入 じ 就て は單じ 死後ょ 
らも 病 氣の路 じ 自助の 必要を 認め 如 入 致 置 候が 今回 病氣じ 
際して 豫 期せざる 大金を 掌 手 致し 始めて をの 必要を 痛 威 致 
候實じ 貴す が 過去 數グ 巧に 互る 複雜 なる ま 續ど萬 事 御盡カ 
相 成らし 結果 ごが じ 難 お 深謝の 化 無么候 今後は 努めて 自省. 
なて 保驗 のか 要なる こごを 念頭に 置き 巧 申 候 間を 樣 御了承 
被で 度を 不化敢 巧 書面 御 厚禮を か斯じ 御座 候 拜具 


十一 巧 二十ん 日 


カリフ オ^ニヤ HoHy ま ood じて 


山 崎 ザ太郞 


ニ 一木を 吉樣 


I よ 世紀 來の謎 r 

故 野 ロ 博 ± が 解く 

オロヤ 熱病の 本體 遂に 突 止めら ぶ 

科學雜 誌て 共同 論文を 公表 


爱に黃 熟 巧 兜の 巧め 奠領 西ァ 
フ ブ 々じを き 自ら この 泌 茜の 爲 
めじ 尊き 一 化を 犧巧 ごした 巧が 
固の 世界的 學を である 巧 ロ英化 
巧 ± の 偉業 じ 對し运 じ シン シナ 
タ大學は盛大^:^る 

追掉 曾を 催して 表彰した 
こごは 本紙の 巧 報した 所で ある 
が 槐± を 西ァフリカ じ 派遣した 
を 化の。 ッ クフで ラ ー 醫 學硏究 
所では この 黃熟徴 顔で ある 學名 
ォ 。ャ 叙の 徴选は 博 十： ぶび 博 七 
の 助手 ピ してが 兜を 共、 にした レ 

キ モンド •シヤ ノン、 五ゲ エブ 
ン • テ テ ン 、 ジ 3 セ フ • テ 1 

ラー 博 ± 等に 依 b な 巧 ± の 客死 
底 就 じを ちされ たこ どを を 表す 
る どみ に 今 巧の 磯鹏誌 『巧 學 J の 
誌上に 於て 故 幡± を 始め 前記を 
肋 手が 速 名の 上 詳細なる 硏巧論 
文を 發 ぶして 化 巧の 學 巧を 驚倒 
せしめて 居る。 即ち 右の 論文に 
巧れば 『十 セ 世紀の' 頃 

南米 を 征服した ピザ ロは 
ペグー の ィンカ 入 鞠の 中 じ 頗る 
高熱を 發 しお 體じ化 をを じる 奇 
病を 發 見した がその 後 千 八 巧と 
十 年 時化、 トランス • T ン デー 
ン機道 工事 じ 着手した 際ブマ VJ 
ォ n ャ巧じ 就 働した 幾千の 勞働 
を もこのを 摘 じ 罹らて 死 じした 
が、 この 奇病の 最も 特異た るみ 
は 罹 おを のぶ 腐 如を が 秘めて お 
期じ變 化を ホす こどで あつて、 
この 地 ホに がける 黒奴の 罹病 者 
が 一見 白色 人 柿の かき 皮 膺の色 
を呈 する のみ；：* ら ず、 或る 地方 
に 限らて 特に 罹病す る 者が ぞく 
當時视 々ごず 可が 議な 事象を 生 
ん にもめ である。 一例を 擧 ぐる 
なら ピ 或る 巧 巧 じ 限 5 

な 間 '宿泊し。 い 者は 罹病 

しないが 巧く も一晚 でも この 僚 
所-— 就 おした 者に 忽も 罹病して 
死亡 するど 云 ふ 現象で あつた 爲 
めじ 勞働 をは いづ わら n な 前 じ 
この 巧 所から 引 揚げた な ホ 罹病 
する 巧の 跡を 絕 つた £ 云 ふこ ご 
: である』 この ォ 。ャ 地方 じを を 
する 叙が ど 化の 叙 おを 識別した 
: のは 千 八な 八十 五 年 ダグ キド • 
^卞 10 ン 氏で、 氏は この 徽 歯の 
犧牲 どなつ てを じ 病 狡した ので 
- をつ た。 巧ら じ 越えて 千 九 巧 五 
: 年 じ ぺ^ 1 人の 類柳バ — ン氏 
: は ホ 色徴 かずを をみ 小 お 狀を呈 
- しじ ォ 。ャ 熱の 徵節 らしい もの 
一を 發 見した が 遂に 

i 成 巧 を收 むる 能は や、 次 
; いで 千 丸な 二十 五 年 じ まら 巧 ロ 
~ 巧 ホ ど 間 じ、。 ック フェラー 踐 
學硏究 所 買で ある ぺが ー - < のバ 
- テス ブユ巧 十. Jb 送られた 徽南 
をが 料 じこ む V - 猿に 注がして 袖 
搏硏 兜の お裝 遂に 十と 化が なが 
の 疑.^ ある ォ 。ャ 赫徽萌 の正體 
; を 突 化め たので わる 『而 かし 巧 
; 等 のぶ も 苗， むした おはこの 徴谢 
; が 如何。 るが 式に がて 傅染 する 
- かご 云ふ閒 題で 頗ろ複 雜し人 糖 
から 人體 へ傳染 する やうな 化 も 


なく 猿を 試験が 巧 £ した 硏究じ 
はぶ 功した けい 共 未だ 完を でな 
い 爲め遂 じ 我等の 一人 (ン ヤノ 
ン) は 約 五箇 月に 直 b て 巧 ロ 博 
± のを 案じ 化 ひて 

八方 徵 歯を 览 集の 上 これ 
をア 7 タヵ じ出發 前の 傅 ± の 許 
に 送 恥した」 巧 ロ 博 古 等は これ 
をが 巧 どし 先覺 タゥン セント 氏 
の發 見した 徵菌 等と てらしを せ 
て 硏宪の 結を 遂に 新ら しい ニ 稀 
の剌 略を 發 見し 一は これを 巧 ロ 
刺胳ご 命名した が更ら じを の 雌 
雄性 ご徵 簡を殖 力を 比较 したお 
果傅染 性は 野 ロ 刺胳の 雌せ にあ 


御大 禮活 蠢來ろ 

京都 じ 催された を 今 ホを をの 
御大 典 活動 寫眞 は當 地のを 活 
動 寫眞會 社で も敏 腺な 撮彭技 
師を 日本に 巧 派した だけ じが 
會 社で も乂 いじ 殻ず し 昨今 一 
齊 じを 劇 傷の ニユ ー ス •リー 
がに 現れて 居る が、 撮影 會お 
はバ セを 始め ごして ィンタ ア 
ナシ9ナ^^/ キ！スト1ン， 

フ オック* 等 でれ るが 特に 7 
オブ クス のらのは 沿道の ホ ま 
等を 面な （撮影して 居る。 尤 
も 今 H までを 開され て 居る の 
は 宮城から をを 驛 間のを ま 离 
簿が電 なら i で ホ だ 京都 じめ 
るお垂 。る 御 まの 次第け 現れ 
て おない か.-' (恐らく 次便 船で 
到着の 上映 窝 する であら うど 


る こごを を 見 L たので ある。 丽 
して 搏十等 じ 猿. y . 硏兔 せ 巧に お 
して 四 柿の 刺胳を 注がし 一-は 十 
九 H 後、 一は 二十 H 巧を の 他 十 
日 おび 四十 ニ H を じ 

血液 試驗^:上これ等の徵 
候を 絲 をが 免 かお 裝第 十よ 世紀 
時化から 化界學 巧の 誕 どされ て 
居た ォ n ラ 熱の 徽菌 •し關 ずる】 
切が 巧る み じ おされた 護で 巧 ロ 
博 ± が 一身を 犧巧 ごした あを 學 
をに 對 する 最後のを 仕は 實 じこ 
み 驚異ず べき 學 巧の 發 見で ぁつ 

7 W 0 


海軍 將校 團歸期 

まる 一二 巧ト五 H 神戶ぉ 帆歐洲 
を闽 視察 中 じらし 片桐 奥ま 大佐 
同 中佐 旧 畑啓義 、巧 ま 計 中佐 半 
井 傅、 お 軍 中佐 中が ま 一、 间磯 
願 中佐 礙部富 十 雄、 海軍 中佐ち 
塚 道 太郞、 间軍醫 中佐 餘卞說 お 
が 軍々 佐 志 靡淸巧 氏は 去る 十二 

H 着が し ホテル •マ少 七！ ユじ 

投宿、 巧 ホ 華 府其他 諸 地を 巡視 
小で あつたが あ々 ホる 二十 九 H 
出發 ボストン、 デトロイト、 シ 
々ゴ 等を 經 てを 港に 出で ホ 巧 十 
化 U 出帆の コレ ヤ义 じて 歸 朝す 


感謝祭 ごを 敎會 

◊紐 育 日本人 敎會 にて け 例年の 
かく 明 威 謝を 當円 午後 ニ 時お餐 
巧を 開き 尙け间 巧 八 時ょ b 禍勝 
曾を 關 ^ J どなつ て 居る から 敎 
を 員外 如 同胞 S ホ 會をも 傲迎す 


る* 。 

◊ U 本人 美な を會 じて な 午を 八 
時ょ b 感謝 祈 藤會を 催し 翌 U 宿 
宿舍 員を 中 > むじと 面 鳥 征服 晚餐 
會を 開く 當尙ほ 同敎會 電話は ァ 
力 デ ミィ かとと 四番 じ變更 した 
◊あ督 を 修道 會威謝 巧は 明 n 午 
後 五 時 ょら 開 罹。 

巧 义巧勞 者 叙 動 

サンフランシスコで 發刊 する 

日米 新聞 祉長安 孫ず 久太郞 氏が 
を 固の 御 太 典で 劇 五 等 瑞寶章 じ 
叙 動の 化を じ 浴した こ VJ は 本社 
特電の 旣報 しわ 所で あるが シャ 
ト 八の 實業 家で あるを 屋 商店 ま 
及び 巧 畦で 過去 教十 年に 互な 魄 
敎を傳 道し つ ^ ある 東 本願 寺 別 
院 監督 今が 惠猛巧 も 岡 じく 動 五 
等 瑞寶章 じ 叙せられ じ V 」。 


ホ 上 ホ t 人歸朝 

去る 十二 目 ラム ホ^ト •ボ瓜 
ド 南米 線ゲ五 マト リス 號 遭難の 
陵ず 幸 じして 不慮の 尼に 罹 b た 
る 故が 上 中佐の 吿別ま 等 じ關し 
ては 當時 本紙 巧 報の 如くで ぁる 
が 去る 二十日 一岛華 盛頓に 赴い 
たてる 子 未 t 人 も 逐日 快 ホに 向 
ひ 旅 巧じ堪 ゆるに まつた のモ豫 
をの 如； 歸朝 する ミ ごむら 明 ニ 
十 丸 H ホ 紐し 一 こ 十日 午後 ニ 時 四 
十五を 中央 停車場 お發齋 藤總領 
拳 ど 共 じ 西 巧す る ミ 空な つた。 


我流 府ニ 一, 首 

糸 羊 

森の 完じ 海の ほの 是ゆ フ 
五 アウでー 靑をじ 入る 巧 
玉け ょし 

巧 玉の 眞 度に 伸びて さじ 入 
る フ五 アウ ュー の祿 す •か 
すがし きかな や 


こん 身の カ搬 びて 我 玉の 
をを 飛ぶ 大 をを 飛ぶ 

〔組 育 ゴ火フ 情調の 六〕 


大 


中島 裁 元を が 

南米，、」 支那 講演 

支那 じ 巧て 十九 年に 宜 h 學俊 
を 經營し 最近 南米を 一巡し ね 東 
を 海外 協會 理事 中島 戴 元 巧を 招 
鸡 — P 當地 南米 協 會ホ催 じて 巧る 
S 十 ロ 午後と 時 ザょ b 糾育 日本 
乂敎會 にて 支那 問題 並に 活動 寫 
眞を 入れた 南 ホ 視察 談 あるべく 
會费は 無料 一般人の ホ 聽を希 摩 
して 皆る。 ■ 


たより 


が 集 到 

日よ 惧樂 部に ては 過日 開催の 
理事 脅 じがて 新任 駐ホ 大巧 お 淵 
勝が 氏を 名 擧會員 じ椎薦 した A 
忘年 お 藝會は 十二月 二十 化 H を 
なて 隅 催す ベ < 家政 委員 會 じて 
决を A ゲ！ ム 委員 貪 ホ 催 秋季 園 
が 乂會は 前 過 水木 兩曜 U じ 直ち 
て 開かれた が、 B 組は デフ ォ來 
トの爲 め A 及び C 組 じみれ 决勝 
の 結果 A 組 一等 (垂滕 ) は 遠 藤氏 
二等 南 氏、 一一 一等 廣瀬 氏、 C 組 一 
等 (圣 勝) 大义保 氏、 二等 生 旧 氏 
S 等 宮永巧 夫々 優勝 賞品を 受領 
A 將拱大 會は巧 巧 十九 日 度び ニ 
十 U の兩巧 開を の尝 A 從 ホチエ 
ツキ 及ぴ 現み 兩 制度 じて 賣测き 
居。 る頰草 d 巧 今を が チで 
にな 化せら る A 橋 球 大會も 巧 巧 


しつ 1 あるが 今 巧 球を を修 獲し 
球 も 新たに 購入し 四つ 球 使用の 
梗をも わる 由么 ブリッジ 大會は 
十二 巧 ホ 日 午後と 時よ b 開備す 
ベく 會豐一 弗 夫人 同伴を 歓迎す 


ボイル 女史 展覽 

管 巧 あ 川 氏 夫人 ボィ 八 ホ おは 
目下 當巿繁 五 街と 一二 0 を ァメブ 
ヵン •エンド •ブ 9 テン 旅 巧俱樂 
部 第 十一 階 室 じがて 得意の 彫塑 
水 彩 蕾 等の お 覺會を 開き 好評を 
窜 しつ i あら ご。 

な 人-^—:^ 

参が 山 お 一郎 氏 朝鮮 總督府 事 
お官 、目下 滯紐 中の 同氏は 十二 
月乂 H 渡 郷の售 
上 山鷄氏 一二 越 お 服 巧 社員、 


巧 桐 K ペシ か ル 


ごろ； 芋 

(純 日本つ くね 芋) 


生わ さ . C 


か 桐 兄弟 商會 


ブ撰リ 

新 數の子 


桑ん 商會 

ニ A 星 ST 芸 th 資： N . y . G . 
Phone . す gent S 3 ザ是 57 


東京 商 會特吿 


英文 ホ 道 一一 •00 
英文 ニ テ 巧 方法 ヲ解 說シ十 
數 ノ繪蠢 ヲ巧乂 シタ^ 美本 

を かき 附齒 ブラシ •一二 五 


H 本人 形 (小型} 


スマ ドラ トニック 


•と 五 

立 0 

■六 五 


紐 育 東京 商會 
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忠。 kM. 

303 巧れ h Ave., 

Tel. Caledonia 4101 

巧 巧 商事 株を 會栽紐 育ま 巧 
Uchida Trading Co., Inc. 

1 1 Park Place 
Tel. Barclay 1576 

島 貿易;^ ま會を 
Shinn ほ Tfadm ぞ Co" L お， 
150 Broadway 
Telephone Rector 1484 

株式る 化 赤 尾甫會 
AkaWo 在 Co., Lt ん， 

235 Fifth Ave., 

下 ei. Caledonia 975S-5P 

ホ 倉 製な 綻績巧 ま會を 
Katakura 备 Co., LM., 

200 MadUon Ave 凸 ue 
TeL A ふ la 打 d がが - 4546 

K. Mildmoto 

Mikiznoto PezurU 
535 F か h Avenue 
Te!. V&nd が Wit 2 目 19 

大倉組 拖巧支 巧 
Okura 在 Co., 

30 Church St" 

Tel. Co け landt 2292-93-94 

H 共 巧 ま會社 
巧理店 
高 睁商會 
1 如む oadvray, Y. C, Tei. Hector 巧 84 
Fac お 巧 ; お - 巧 38 化む e.i し i. Ci か 

淺巧銜 を 棟 ま會栽 
Asa.no Bussan Company 

Room 801-805 
\ 65 Broadway 
Te!. Co け Un み 80 がぶ 0 豆 2 

Gosho Corporation, 

S 巧 k Importer み 

40 East 34 比 Strew 
TeL Ashland 4387-91 

GoftliQ C 。 " lnc*t 

Cotton Exporters 

60 お eaver S し 
む！ BowKnar G け en 巧 化 *06 

巧が 讲巧道 巧ホ會 ft 
巧ち 事み 所 

South Manchuria R. R. Co., 

Room 2026, Canadian PaciBc Bldg^. 
342 MadUon Ave. 

Tel. Vand げ b 化が お 

云 井 物を 巧 ホ 食な 

お育ま 巧 
Mitsui & Co., 

6a Broadway, 

Tel. Bowling Green 7520 

巧を 會胜培 井 巧が 
な 育ま 巧 
Iwai & Co., Lt ん 

Wool worth Building, 
Tel. Whitehall 6040 

s 莖 巧を 巧 式會あ 
紐 育ま 店 
M な 抑 bi ふ i Shoji Kai&ha 
(Mitsubishi Co., Ltd.) 
120 Broadway 
TcU Rector 2560- 之 S64 

大お 朝日 ニ ま 京 朝日 
化 巧吉巧 
Osaka Asahi 

f tie New \ork Times Anna* 
Tel. Lackawanna 10 が 

0 本 痴巧賊 をせ 
おが 巧 

JsLpan Co け on Tra ぶ 叩 C9., Lt ん， 
25 Ma ボ toa A,emie, 

T,L Lexin {け on 8780 

曰 本 生糸 巧 ま會化 
が 育まぶ 
NIPPON KI-IT0 KMSi け， L 阳 

1 WO Park Avenue 
Te!. Ashland 5320 

巧を 名會せ 
がち 支な 
H&rii 在 Co., 

443 Fou け h Ave" 
TeL Caledonia 7830-35 

旧 ホ 生糸 株 まを 社 
がち 支店 
N1 州 1- 化 1 KliTO UBU 州 m K 山 SHA 
(N1CH レ 肥 KHTO CO, LTD.) 
1 Park Avenue 
TeL A み land 62 が ~47«48*49 

大阪を H ニを タ日自 
を 木 H 巧 
Otak% Mainichi 

R 〇 (tn306A World Building 

Tel. Bwkman 4259 | 
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巧 b をぶな jmti がを 巧 im が 


SATU 邮が . OE 化 N1 化 R1 1928 


係の 巧 轉を巧 調す る じ まら、 を 
の 間 H 本な が t が H ま關 係の 巧轉 
ど、 諸 懸案の 解 巧を 焦慮す る 態 
度が 明白に ぅかが はれ、 日本を 
がの 勒支 態度に 注意を 怠らな か 
つた 固 民め 府 じ、 この H 本 政府 
の ぉま關 係の 巧 键を巧 慮し つ； 
ある 態度が、 おを じを せられた 
ので ある、 ま那侧 はこの 日本 あ 
府の 

日 支關係 め 好 轉を热 慮 

しつ i あるを 充 かにを して、 今 
回の 矢田總 領事 ご 王 正廷巧 どの 
曰 まを がに 當ら 、意外 じ も濟甫 
事件の 解か じ 强硕な 態 巧を 示す 
じ まつた ので ある、 邸ち 日本 政 
府 どして は濟南 事件を ホ 解かの 
ま 5 じ して嚴，' こ ご ^事實上不 
利益で ぁ 6、 か (同事が ホ 解 巧 
の 間は、 條約間 題 巧び 觸稅 問題 
の 解 巧 じ も 入ら 得 U い 狀態じ ゎ 
るが、 濟南 事件のを 解み 广 ょつ 
て 他の 諸 懸案の 解 巧 じ ま 障を ホ 
し、 延 ぃて 日を 關 係の 硬化を 语 
び 繰 返す こごは、 B 本 政府の 希 
望を 梟 切る もみで ある こごを 察 
し、 國民 政府が 右の 如く 濟南事 
件の 解 巧に 當ら 、'始終して 强硬 
な 態度を 示す じ まつた もので、 
すで じ • 

，日本 政府 の對ま 態度が 

國民 がが にょつ て充 かじを の內 
兜を 見す かさて & る W 上は 圃民 
故府 じして をの 態 巧を 援 かする 
ごは 期し 難く 一 ホ 日本な 府 £ し 
て も 濟南事 仲に 關 する 限らは、 
譲 ホを なし 場ない が 態 じ わるの 
で 濟巧事 かの 解決は 今後. 一層 困 
難なる もの £ なるべくを つて 諸 
懸案の 具 化 的解决 ご H ま 觸炼の 
前途 じ 就て は 日本 改府の 期を £ 
宣 博を 裏切つ て 寧ろ 悲觀 的で ぁ 
る ごめ 觀 測が 下されて ゐ る。 

巧び 燃へ る 

み 嗯 

.鲁 a き' 

兩院 代表が 協議 

ロンドン 化日發 =.T メリ 力 下 
院の解 軍 委員長 ブ 9 テン 氏は 
乾に ボ 1 グドゥ キン 首相 じ 海を 
こ發 して 

この 際 英米 兩國め 下院を 化 表 
する 海軍 委員 協議 會 をな 集し 
て 兩圃の 海軍 制限を 隔息 なく 
討議したい 

J 提 溝した こ y じ 對しホ だ 前例 
ソな いこ VJ でも みら これが 處置 
: 競て は尙 ほ沈默 をず つて 居る 
W 勞働黨 巧び 自由 驚は これを 機 
B どして あ府じ おし 軍縮 方針 じ 
W て 確乎たる 答 辯を ホむ ベ C 輿 
W の 一部ら 漸次 この 提議 じ 賛同 
レつ i あるが セ シグ モは 

英米 兩國が 軍縮の 基礎を 協定 
ずる こどは 現ぜの 國 情に てら 
し 最も 必要な こどで あつて 巧 
等は 顺數 及び 緩 嗯數じ 熟ても 
英米 画 等を 基礎 £ してを わじ 
解 巧すべき こどを 希 壁す る 
」 演說し 自由 黨も 多大の 共鳴を 
脚 じて 居る が、 保守 黨ご しては 
『日の 游を輕 々し < 化 巧强を 巧 
レア メ 9 々のみ ご 協を しても を 
ロ 第一 ニ 固から 問題を 惹起す るが 
W き 集を を 慮 ゥて容 あじ 態度を 
のしない もの 1 協定の 必要なる 
•ご i 死こ恣 ろで 君る 巧で わら 




殊に 本 問題 じ 就て 兩圃の 開を^ 
稍 も すれぶ 誤昭を 導き あい 靖あ 
じ爲 かれて ある 今 H どして 愼ま 
じ考 藍し つ t ある もの 1如： 
リーモ か." 瓜 フォア 子 ど JJ ユ 

!ズ 氏が お 軍 等 巧 泉を 州 巧せ 
やを 治 家 どしての ホ壤ょ t リ本 
問題を 解 巧し ねい 
ご 述べた' 一とけ これ ホ 巧 力なる 
輿論を 動かしを の 機運は 熟 七つ 
つ あ b ど 觀られ て 居る 
ワシントン 化目發 n 國お 長官 
ケロッグ 巧は 下院 海軍 委县 i をプ 
リ ト ン 氏 ぉぉ巧國首相 に電報 
を發 して 海 縮 討議を ホめ わ こと 


じ勒 して 頗る 迷惑を 感じつ i あ 
る もの： 如く 

ブプ トン' 氏の 提議に 對 する 可 
巧は アメリカの 憲法 ご 閥 法を 
調 ぶれ だ 巧る はず 
ど 皮肉 b ブリ トン 氏の 巧 動を K 
て ロ ー ボン 法 S 違反で あるかの 
如き 口調を 洩らして 居る が ほ ま 
黨の 外を を 員で わる スヮンソン- 
氏 もブブ トン 氏の 違憲 的 巧爲を 
非と する V; 同時 じ 上院を 無視し 
て 斯る協 譲 貪を 巧 集 せんどす る 
案は 正 じ 失敗を 期待す るに 等し 
い 乱暴 極まち 提案で ある ご ホ 難 
を 加へ て 居る。. 



本社 東 ま轉電 (紫 ぉ 巧 轉载〕 

聖上 多 摩 親謁の 

〔化 日】 天皇 陛ド じは 今朝 多 摩 御陵 じ 御親謁 遊は された。 

(せ 九日】 聖上、 皇后 扇 陛下には ホよ 日 午前 八 時 名 古 お 御を 
同 午 お： ニ 時化 かお 巧に 還が 啓 遊ばされ たが 惇車 壌から 宮城まで 
の 御 商 薄は 裙陛 'r 別々」 遊げ さむ 奉迎 者の 中に 輕具 さへ 携へ夜 
通しで 沿道 じ お 待 七 申した 者 も多數 ぁつた。 電車は 巧び 締られ 
て巿 中を 馳驅 しおは 大提 がわ 列が 體 された、 お ほ聖ト 陛下 じは 
名を 屋巿じ 一巧 圓 、愛知 縣じ 五平 田 御 下賜 遊ばされた。 

床 次 巧と 復歸 勸吿 

〔か 日】 駐支を 使 巧 澤懿ま 氏は 歸 巧に ホ 立 も 旧 中 首相の 內命 
を 受けて 新黨 クラブの 巧みが みが 氏を 訪 間の 上 支那の 時局 及び 
改 策に 就て 補々 ご說 明し わが、 なぶ 貧の 元を 格で ある 岡 綺巧輔 
老 はこ. 3 際が 次 巧を 巧び 致ぶ 會 じ復歸 せしめて がぶ 脅の 泣 置を 
固い ベく 田 中 首相に おつで 勸吿 したが 义お遞 相は 巧み 巧の 歸黨 
じは 反掛 U てち るら しいと。 


レ[ル膳貫あ絕 

(巧 日.】 懲道 省は 滿鐵 から 賣这 
みを 强 ひられて ゐるン ー，声の 
購 貸を 拒絶し じ。 

東 巧 南洋に 進 お 

(册 日】 巧留が 人の 熱望 じ 化ち 
東洋が 殖會祉 南ずに 進 おすべ 
(準備中で ある。 

.齒薄 上を を 飛巧- 

(化 日】 山 ロ 海軍 航空 少 をはを I 
と 日嚴禁 されて ゐ るのを がら^ 
や 御 齒薄通 適の 上空を 遍 巧し 
間 題を 惹起した。 

電送 映畫成 巧ず 

〔化 日】 濱松 高等 工業 學校 敎授 
高 柳 氏は 神 田 電磯學 校 じがて 
テン ビジ a ンの硏 をを をを し 
野球 やを おが 遠嚴 地で 立派に 
見られる ど 述べた。 

松 平 大使 赴任 期' 

【ホ 日】 松 半 駐英 大使は をを 十 
二月 二十日 香が 丸で 神戶發 を 
任の 尝。 

ぶ 節 舞姬じ 慶事 

【甘 九日】 五節 舞姬 Q 】 人 難 波 
繞子姬 は S ホ お 巧 重役 菊 本 直 
次郞 巧の が 巧 俊 次 氏 ど 結婚し 
だ 0 

三 飛行 ± を 社葬. 

【甘 九日〕 曰 本 電報 通信社の 一二 
飛 巧 家の 慘 事は 新聞 巧 道巧每 
き犧粧 どして 葬儀は 巧 通信社 
の 就 葬で 巧 はれた。 

久 々振に 御晚餐 

〔廿 九日】 頭 踏 下 じは 久 々旨 じ 
て廿と H 億 照 宮殿 ド 某々 晚餐 
を 召させられた。 

列席 名 ± 四千 入^ 

【廿 九日】 郎報巧 月 十二 日を 相 


新築 官邸 じ繼 される 御大 典 奉 
碗 晚餐曾 じは 四千を の 名 ± お 
席 せんど。 

倒閣 運動に 着手 

〔甘 九 呂 】 を 巧 麗倒壤 の 第 一遵 
は ホ 月 ニ 一目 泉 京 じがて ほ政黨 
じ 化つ て擧 ザら れ續 いてを 國 
的の 活動に 移る ので ホ 八日 實 
巧 委員が 選 まれた。 

.ゾルフ 大使 送 宴 

一廿 九日】 獨 逸協會 ぶび 日獨文 
化 協 會ま摧 の ゾ^フ 大使 送別 
.會 はか 八 H 夜關 催、 後藤 新ず 
.伯は 送別 辭を 述べ 水 野 錬太郎 
巧は 萬 歲を唱 へた 

橫濱 正金の 異動 

〔廿 八日】 漠濱 正を 銀行 じ 左の 
如 < 更迭が あつれ。 

大 連ま 店長 

爲替 課長 面化勉 
上海 支店長 

大渾 支店長 渡邊禮 
爲替 課長 

上が 支店長 橋 爪 源 吾 

直輸 資金の 協議 

L 甘 八日】 信 州 岡を 製糸業を の 
生 系 直輸出 機 蓮 熟し 其 化を 小 
ロ牧雄 氏は 紐 育 絹 業協會 々頭 
ご 資を離 通 方 協議の ため サと 
日發 渡米し 化。 

日本 郵船が 發展 

〔廿 八日】 日本 禪 船は 八 千方圓 
を 0 て お伞洋 運輸を 大 改善す 

る じ ホし、 ニユ 3' ~ ク 、'サン 
フランシスコ < シア トグ 、の 

一二 ま 店の 連絡を がち シヵゴ 化 
理 店を 支店 じ 擴大し 訪日 ァメ 
リヵ 旅 巧を へ大宣 傅を す と 

原 代議 ± 拒絕ず 

【サ 八日】 先 じ 新 黨俱樂 報を 脫 
し 政ぶ 會じ 乂黨 したお 耕 化 譲 


■ '• ... u. . 

± は 今 巧入黨 を拒絕 した。 

を 相 取引 廢化說 

t 甘 八日】 東京 米穀 化 引 所の 豆 
お 部を （不报 で 廢止說 起る。 

後任 社長 池 尾 氏 

〔廿 八日】 H 本 龍み 副 化 技 池ち 
巧藏 氏は め 山岡祉 良の 後を 繫 

豊橋巿 廳舍燒 失， 

L 甘 八日】 堅 橋ボ々 廳は廿 六日 
深巧燒 失した が蓄 類は 一切 難 
を遁れ た。 

巧 方 不明 機發見 

〔44 八日】 電帮あ 信の 巧 ホす 巧 
機は (旣 報) を 良 縣宇化 郡を 
ホが の 森林 中で 發是 された が 
操 縱±樹 部 喜 男、 機 願 ± 水 城 
- 藤松兩 巧は 巧んで ゐ た。 

ニ 名 ± 共に 逝 < 

【甘 八日} 東大を 擧敎授 な 田 長 
'摩 ± ご 西鄉 隆盛 鑛の 長子^ 別 

家) 匯鄕 錫次郞 巧は おじ 逝い 
2 0 


淺筆 


老 作家 遞く 

ズ 1 テル マン 0 こご 

不人子 

去る 十一 巧廿 j 日、 ベが 9 ン 
の 病院で 遂に 長逝した 文豪、 J — 

マン •ダ 1 •テグ マン 氏は、 タく 
の 作家が 晚年じ 油の 乘 つた 巧を 
をせ る £ は反勒 じ、 最も 華々 し 

力作を 兒 せて くれたのは、 寧 
ろ 彼の 靑 年から 中牟 時化の 作品 
でを つた、 彼の 魄 をのが おは" 
最早な 達の 血を 湧かす やうな も 
のを 缺 いで 居た る、 をの 初期め 
諸 力作は、 ホ 世紀が ホんだ 不巧 
の 文豪、 劇作家 ミして 記憶す ベ 
き 人 e あつた、 優れたい ろ.^ 
な 作品の 中で も、 小說家 ミして 
彼の 聲價を 高みた ものは、 彼め 
自叙 搏 でぁる 『なの 靑年 時化』 
をれ から 劇の ホ 面では、 ヘレン 

モ 'ゼス 力、 ナラ •パ グナ. ■ — ド や 
エリ ノラ •デュ！ ゼ 等のを 優 じ 
演じられ、 日本で も 松 ホ 須摩モ 
で 名高い 『マグダ』 であらう、 

ズー ザグ マンは、 徹頌澈 尾、 
窩 實ま義 でし やじむ じじ、 一貫 
した 人で あつた、 が、 歐 測の 大 
戰 わら ホれ た 間 題を 作品の 上で 
化 扱 ふこ ミは、 どうしても あ 知 
しな かつな、 彼の 自叙 傅 じ 彼れ 
ば、 靑年 時化の 彼は 『ブ ンブド 
ご チ ー ス』 の 苦闘！^ 化で あつた 
が、 をれ でも 义學の 道を 辿て 自 
をの 物質 慾を おを さす、 ごい ふ 
燃 ゆる 巧必は 捨てな かつた どの 
こごで ある、 貧しい をのを であ 
つた 彼は、 もも ろん ド キジんで 
あるとは いふ もの；、 彼の 先祖 
は オランダ 人で ある、 彼 じは オ 
ランダ 人の 血が 流れて 居た、 彼 
は モ八百 五十と 年の 九月に をれ 
じ 入で ある 0 

彼の 父は、 極 （，.み 弱な 藤 酒 業 
をで をつ たが、 生計 不か 意の 爲 
めじ 少年 時化 じは 學校敎 員を 夢 
んだ 彼は 學 校を 退き、 化學 商人 
のをへ でつ ち 奉を を勸 めた、 彼 
は 彼のを 盛時 巧、 當 地の ニュョ 
—ク •トリ ビュン 紙 じか 年 時化 
を 回顧して 0 下の か < 述べて 居 
る、 『なは を 逆 貧乏な 家 じ 生れた 


子供 ご 柯じ请 遇 じあっ た、 而か 
し 巧 親の 思 遣 b 深い 巧 食 ご、 或 
る 幸福 U 拨會 から 大學 じまで 通 
ふこ と が 出 ホた、々 年の 頃から 
おは 詩 や 文章を 盛ん じがっ たも 
ので あるが、 成長 後の 希 巧け 學 
校の 敎 員であった、 尤も 义學を 
じぃ* 5 たいどい ふ ホ 普は 少年 時 
化からで あつたが —— をの 中 じ 
混け 敎 員は 思 切っ て 义學濟 たら- 
ん こだを 堅/、 か、 むし、 先 づが閒 
記を じな っじ 0」 

『大學 を 卒業した なは、 ペグ 9 
ン のをる 小さな、 遇 巧め 政治 新 
聞に 乂社 しね、 阿し ろ 資本に 乏 
しい 新聞 だけ じ、 なは ホ 筆 龍 探 
訪 どして を 面を 執筆した もので 
ある、 をの お、' なは 屢 々規篇 小 
說を この 新 巧で 發 表した、 ごこ 
ろが おの 政見が、 あょ b 急進的 
である ごい ふこ ごから 營業支 酷 
人ど喧 巧して、 私は 到頭、 この 
新聞 化から 辭 職した、 失 磯した 
なは 何を する こどもな く、 矢 張 
おの 畑で わる 文學 者を 志した の 
であるが、 をの 頃の おは バンの 
閱 題で 随 をと 苦圖 しわ もの、、 
どうじ かかう じか 生きる こごが 
ぉ 巧た』' 

ズ！ デが ♦•ン は、. この 苦圖時 
巧に々 年 時化から 靑年 巧に 直っ 
た、 一二 部の 自叙 簿 めいた ものを 
著したが、 文學者ごしての彼じ 
概質 上の 幸福を も わらした のは 
千 八 百 八十 化 年、 彼が ものした 
.最 巧の 劇作 『名 擧』 がべ グ 9 ン 
の 劇場で h 演 された 時で あっね 
彼は 遂に 劇作家 ごして 文 擅に ま 
きを なすこ 空 じな つた、 をれ か 
ら 四を じ 互 6、 彼は 三部の 力 か 
を 寮ました、 をの 一っは 『故鄕 J 
哪 ち々' グダ'、' 『蝶々』 iV れ から 『を 
の 幸福』 等でぁった。 

をの 中で も、 マグダは 最も 世 
田 か 的に 驚倒せ しめね 力 巧 ごして 
千 八 百 化 十五 年， フランスの 名 
獲 サラ •ベ 八ナ！ ド ミィ タ 9 の 
名優 デュー ゼ が、 相 前後して パ 
リ ー の 舞台に 上演した 時、 をれ 
ょ 6 な 前 ロ！ でン ダリンの 上演 
じ 讚嘆の 聲を 放つ じ バブゲ ァン 
は、 ズ ー デ^マン 9 舞臺 技巧、 
技 神 じ 入る ごいつた やうな テク 
こ クじ對 して、 巧び 糖 讚した も 
ので あつた、 ズ ー デグ マンは- 
自を でも 述べて 居る やう じ、 ダ 
ュ—マ ご ィブセンの 感化を 深く 
をけ た 作家で ある。 

をの 後 彼は 隨みミ 一幕物を 發 
表して、 舞臺の 上で も あ 巧を 博 
しれ、 歐洲 大戰じ 入つ てからは 
S 部 作の 臧 曲を 發表 上演され た 
ものであるが、 最後の 力作と も 
いふべき ものは、 千 化百廿 とが 
じ お 版され た 『化 b る あ 巧』 で 
をっ た、 晚 がの 彼の 作品 じは、 
勿論 彼の 銳 さや、 太い線を 描い 
じ 作風を 失っ て 居ない もの！、 
靑年 時化の 作品に 比 験す る ご 、 
流石に だれ 氣 ホな もの じな って 
居た、 を こで 彼 自身 ごして は' 
巧め て 孩奇な 題が で、 化 邸を 驚 
かさう どす る やうな 風がないで 
もなかっ た、 一部の 批評を が 彼 
を 目す る じ、 單 じ七ン 七— シ a 
ナ リズムを 追 ホし、 をの 爲 めじ 
作す る 作家と ホ 難して 居た の も 
余らに をせ b 過ぎた 結果で あつ 
じか も 知れない。 


年末 >3 日本 巧 郵便 

わ 怠れの ないやぅ に 

昭和四年&新年を迎ふる曰も漸々 ご近づ いて參ちました。 - 

芽出度い 御大 典を 迎へ たお 達は、 更ら にがた タ 
る 希望 じ 輝く 新が を迎 へん、、 一して 辟る ので あ々： 
主ず 0 

皆さん^ 故鄉の 知己 諸氏に お出しに。 る 新年 贺 がの 御 準髓が 
お 球て 居まず か、 了 度り 本の 新年に 弼 じな ふやぅ にお 出しに な 
る 便船は 左の かき スグ ザユ！ グご なつて 居 ゎまず。 

(ィ〕 サンフランシスコ 化蜗日 - 

コレァ 义 〔十二月 甘 H〕 プ レシ デント •ゼ ファ ジン 〔か 一 日〕 一 

〔ロ〕 シァトル 及び 晩 港 化 帆 円 
ぱ らいか 〔十二 巧 十 口〕 潰濱丸 〔十五り〕 あらびあ 义 〔十九 I 

甘〕 ぶム プレス •ォプ •々ナダ 〔甘；； 日〕 富山义 「サ六 a-l : 

本を じがて は 例年の 如 （がをおの 印刷 叮喀 G 特製 新年 力ー ド， 
ニユ 31 ク 百景を 網羅した 案 術な 眞給 ハガキ じお留 'み 通 > の； 
印刷を いたし まずから 御 註を 下さい。 I 

「一枚の 力 1 ドに 巧 年 知己 S 感 をり」 一 

新年 贊狀 のが 刷け ........ 

二- 九— ニ か 一 W 紐 育 新報 社へ I 


験 調で 罔 明 皿では ない と 1 . 

英國 下院で 外相 質問に 答 ふ 

. M 國お 政府は 不 回收舊 償の 責務を 承認す る n 

目 ミき i--l ト 日き-- 支脈 問題 じ 關聯し U 目を 同盟の 風說じ 街し 民政 黨は 『政府が 人氣 を轉換 
を!! が で W とと 症し 東京 朝 Hi は 『他力本願は 度き f ょ』 ど 述べた、 不確實 
^^^瞎が^^さ日ミ巧曲のを見は 一 致し中央なを#蔑はこれを承認し底じ宗卡义巧は報きした 
^ い^を i 九日 騷 上な 巧 渉で ミが 側は 日本のを する 不確 實債谣 確保を 明言し 日本側は 之を 
を^け^ 觸稅 自主 璋化授 巧ち 收の 一部に 攸 つて 償還 要 ホを なした がを 渉は 長引 < らしい。 . 

ド/ 特 68^ 九日 發 〔ニ ユヨ ー ク •タ井 ムス 紙】 昨 U 下院 じ义 しぶ b で 姿を 琪 した 外 格 大臣 
^ 、 ン'^^^ンバ！ンン巧は勞勘黨嫌員からをしられわま邪間題^關する日英岡盟說の巧起じ 
^ て 業を y 答 おを 試みた、 卵ち 外 柏は 支那 問題に 就て n 襄兩國 の 外務 常 局が 意見を を換 しつ 
る事寶 をな 認 f る ごな-し をのを 渉 一切は。 ン ドンよ b 商おア イブ 力 政府 じ通吿 はして 居ない 
11と、とぶじ巧なず ち巧國を化からァ メリヵを使：」これを通吿しておるから。 シ ント ン政府は當 
^ をの】 W じ 就て、 む 得て 居る 當 である ご。 し更 らし 『まがに 巧す る 日英 巧 围の關 係は 千 化 百が S 
年に 稀 おされ，’'' 對よ化 箇网條 約 躲と條 の 實務じ 化る もる であら 特 'し H 本 ご英圃 はま 那じ 於て 他の 
辅 盛判强 よも もよ b 深 其 U る 巧權を 持つ て 居る ので ホる』/」 述へ 勞慟黨 のクで クゥ ット 大佐 よら 
『ロ 英南轉 のをが はおして ァイ ブヵ产 - 岡 様の あ 巧 巧ち 協力 e わ 6、 何等 日本 じ對 して 優先的な 承 
認を與 へ T 居る こごは ぃ* いか』 イー 質問した るに おし 外相は 『勿論の ことで わる、 巧 蠻は獨 ホ じが 
て も 支那に がら 普遍的な 我 巧の 利 樵を な議 する 爲め r 一日 本 及び アメリカ ごの 協調に 巧 力した もの 
である』 ど斷じ をら じ 『をの 容 辯は 果して アメリカ 政府 じど わて はニュ ー スで はない か』 どの 追 
窮じ 向つ て 『をは こ S 答 絳がア A リカ 怯府 じ/- ら例等 新甫な ニュ！ ス でない こどを 巧 証す る』 ご 
明 化に 容 なしむ。 


治 外撤廢 承認 


ク 


上海 甘 九日 壊 南を 政府 ミべ^ デ ー 政府け 今 画 締結され 去 
るか ニ H を & て 調 か、 本 H をの 内を 公を を 見 もじ まつた が條巧 
第二 條は 『餘 盟齒 -U をめ 陛 止 じを る 者に おしては をの 圃の 法律 
じ 化ら 词政 さる： もの どず』 たる I 項み もてを は 治 外法 權の撒 
廢ゎ事 賞た 承認した もみで ぁるが 义も撤 廢は千 九な か 年 一巧 一 
りまでは 實 施さむ々、 この間 がて 兩輕玫 時に 彼を 徳ぞ する こ 
ご；；^ つて 居る：^、 巧 京 政府は この 解 巧 先例を W てを 别强 じ勒 
し 漸み治 外ホ權 の 撤廢を ホむ をに まちべ < 關稅自 ホ權も ホ支條 
約 ご 閒 横の 程 巧 f ホ 諮」 な。 

廣乘ゃ 天津に 

反日 會の 横暴 巧爲 

濟南巧 涉の决 梨は 外交 不備から 

局面の 打破は 計らない 腹 

まま 特電 I 二十日 發 i 天を H 本 商人は な 百 會の横 裝巧爲 じ 憤 
慨 して 當局 官憲に 化 締を耍 あしれ が-方 十二 g i U から 廣 おじ 
がて 排 H 音墙が 巧は るべ （目下 準備中で ある、 がは ぞ田 亞細亞 
局長は 濟南 事件を 渉の ホ 裂に 對し吸 巧 ミして 掃 面の 打破を 計る 
やう C：* 意志は ない ご 言明した。 

るら のでを b、 旦つ 日本軍 W 蔡 


南京 じがる 矢 田 總が事 ど 王 正 
廷 氏の 濟南事 傅ず 渉は 前電の 如 
く遂 じか 裂して 矢 田 氏は 上海に 
歸 6 今度は 雑 我を 渉に 一轉 しつ 
つ あるが- 濟南事 伸が 

解 あ 困難 な 理由は H 本 

側 ょり 提出して ある 

U〕 責 巧者の 處罰ご 一〕 謝 
罪马 0 損害 赔償 〔挡お ホ 
の保陈 

の 巧 ヶ條の 解み 條 かじ 里し、 支 
が 測は 勒抗條 かを 持ち出して 條 
かの 相 おを 試み、 あじ 將 ホの 保 
障の 點 にわいて 巧 困の 恵を がを 
く 相反して 居る のじょ る もので 
あ b、 かつこれ. か 解巧條 件の 如 
柯は H まど もじ 直 じ 内政 上 じ 重 
大^> るが 春を 及ぼす こごに 基 お 
してち るからで ある、 哪も 支が 
側では 巧 巧 事が のを 生は 國お政 
巧の 患に 反した 日本 政が の 

山 東 出兵 じ 巧 因を 有す 


巧が 委員を おを、 多數の 人民の 
殺害は 當然 日ず 側 じ 於て 其責な 
を 負 ふべき もみで ある ごま 張し 
a 本 政府に 街して 謝罪 損害賠償 
等の 解み 條 化を 持 も ぉして 對抗 
し、 更に 將ホ のが 障の 點に關 し 
支那 側は 化 式を 渉 開始 巧 ド 日本 
軍の 山東撤 をを 巧 求して 讓らざ 
る强 硬な 態ぶ を 示して ゐる 、强 
民 政府が か （のか （濟南 事 かの 
解め じ 非常 じ お 硬な 態度を 示し 
て 居る のは、 一つは 画を を府部 
內じ濟 南 事件の 解决じ 就て 强硕 
訟め るを W て、 萬 一 日本側の 提 
ぉ條か レょ つて 事 碑の 解 ホを 圖 
る 時 じは、 ま大な 

巧が 上の 隅 題を 蓝 起す 

べきち 狀 じあら これによ つて 濟 
南 事 かじ 閥す る 限 b は 解 决を遷 
延 せん VJ 試み、 かつ 强 硬な 態度 
で 終始して おる もので を 6 巧に 


ぉ國 '-顯 係が 巧が ち 硬化し つ、 
ホる 間 じ、 突 姑 ホ ま 聞の 關琼じ 
顯 する 協定が 成立し 更じ英 ま 間 
じがて 商 巧 事が の 解 巧が 成 h - 
よた 吳 支關稅 協を も 成立の 氣運 
が 漸次 濃 摩 どなを、 圃民 政府が 
企圈 て 居た 日本を 牽制ず るた 
めの 英米 兩國 どの 接近が 討 劃 通 
らじ成 巧して H 本が 巧 鹽の對 支 
闡隙觸 孫 よら 孤立を 余儀な <- 
る i 狀態 じ陷 6、 日本な おの 對 
ま歧策 力が'.' 巧き 詰よ る や 日本 
政府は じ わか じ. 

對支 態度 を變 じ、 五院 

制度の 採用 じよを 國 巧を 府の確 
立を えつて、 條め間 題の 解 巧を 
圖る ごを の 態度を 緩 かし 旧 中み 
相 巧び 周屬の 人々 は 頻じ五 お 削 


支那を 使厦迭 

苗京廿 九巨發 N 目下 滯米 申で 
ホる 南京 政府の 特化を 朝樞氏 
は 今回 アメリカ 駐 巧を 使 ミな 
ち 現を 使 施肇基 氏は n ン ドン 
じ轉 巧す る こどに なつた。 


度 採用 後國ほ 政府 どの 間に、 化 
約 問題を なじめ 諸 懸案 解かを I 
開始の 氣 速を 藤 おする につ W : 
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やう 簡單 明瞭に 說 明した ものが 
出 ホました。 內容 目み 進呈 致し 
ます、 御覺 下さい。 

M 呈 wm ミ 呂， 114 E . 書 St . 呈 y . 




尊き 御 威容 楓爽 として 

白 京都 御所へ 


n 京洛の 天地は 淨雨も 晴れて 
n 手を 合して わがむ 人の 群^ 


永久 じ 記念し 參ら すべき 巧の 
I をへの 巧 幸に、 第一歩を 避 ませ 


! 


たま ふ 京都 驛 はいょ-./- 

一 御着 肇の 日を ゎかへ て、 

i 新装 をら じすが すがし く、 細雨 
I じあら はれて 驛巧 廣馆の 玉砂利 
もが やが じ、 大 奉迎門の 潇 巧た 
る裝飾 ご、 ち 資格 者 奉迎 おのな 
白 じ まかれた 棚、 ブントに めぐ 
ら ろれ たな 白の 暧幕 。ど おやか 
じ 見え 渡つ た。 正午を すぐる こ 
ろから、 禮 装した 華迎 まが 續々 
ご 自勘 車、 人力車で 驅け かけ、 

を 宮殿 下 や' 1 重 民の 往ホ漸 や 
くしげ （、あわただしい 空氣を 
漂は せ、 驛 前が 少路 から 五條 上 
るまでの 烏义通 b じは 兩侧 じ隆 
が 軍の 

巧 列 兵が ミリと 蕾し 

てうつ < しく、' 一 卞驛前 正面に 
は、 陸が 儀仗 隊が銃 錫を つらね 
てを 儀を 正し、 この 化 一切 ホ 白 
の 鶴毛帽 、をモ ー 火、 颊ホ燦 ど 
して 端正に 備 はつた 光景は ま 
こ ミし け i 5 盛儀を 迎 ふるに ふ 
さはし い 索 晴らし さで ある。 や 
がで 午後】 時キ ッバ？ どを 部の 
を 通は 化 まつて' 見渡 i かぎら 
一路 整然、 廣 々ぶした 御 道 おを 
御の 車を 化 頭 じして 葫 まの 御 ど 
ばらを おろした 鳳簽 御馬 率、 
烘奉审 が 腕 醜 ごして うつくしい 

巧 列を f のへ、 御迦へ 

一し 上ッ たのは-前 巧から 跪 坐し 
て わ 待 も 申して 洁る 人々 を喜ぱ 
し、 御 車寄せ 前 じ， これ^の 蹈 
ホは ダラ" ど 居並び、 巧 一4 斷雲 
の瞄 から もれ じじめ たが 選 < 映 
ぇる 叔者わ 飾らに 駄 をのの y の 
うつくし （動く のが 遙 かじ：： k へ 
る。 一巧 S 十み、 四十 か、 五十 

み ご おが 驛の東 ホのを じ當 

_ '。て 轟が 一發 

術聲 か， どで vC ぃた。 昏巧 
.骑 せ'; 5 今 お 化 トン 子 4^ を 出で X 
i しい. り f ム る。 この 瞬間は おを 
.はず 身の 弓 4, しまる のを 覺 へ、 
附驾^ はずべ r の嗚ら を ひを 

が斷斌 し、 正 ニ 時 御め し 巧が は 
今 しら フラット ゾオ ームじ 到着 

した 刹那、 儀が 兵は が 统の應 を 
むひ、 君が 化の ラッパな ぶす。 
響きを 傅へ た。 こ' の 熙間附 巧' 一 
帶 ルを 巧つ たやう じ シ—ン ごが 
- ま 0 かへ つて、 I I 脈 緊張した 
氣 かがみな ぎり わたる。 五 か、 
十 かや かて 驛 お' 耐乂 ロに 热毛赋 
- 軍 幅 きらびやかな、 乂官 ぶが、 
美しい 巧 巧の 夫人 速を をへ て 

.姿を 現 はし、 整别 して 御 
ー舉送 中し ト； ける をを 見 ' e た 。 fj 
二十を 御 車 巧せ 正面から、 ホ 地 
^颁 御職荣 はしい 御 羽 巧が 黄を 
~ の ホ 衣 單を務 けた 八 滿童卡 じを 
j がされて 靜 々< 出御 じな つた。 


巧び 起 るれ うれうた る 君が 化か 
ラ ッバ S 莊 重な 齒 歌を 奏する 巧 
樂 採の 調べが 嚴 かに 巧を 波る と 
や：^,て、 おがをつたつて正裝し 
た 二人の 徒 ホ お 校が 肅 々ごして 
ホ武を 運んで くるの が 見 わた。 
先 驅の蠻 部、 發視 、っづぃて ホ 
色の 帽 f じ 白まの 前立て、 赤の 
助 骨を 張つ た 

美 •しい 軍装の 近衛 騎兵の 
一 豚が な 白の 槍 旗を さ； げて進 
ん できた。 儀 裝馬単 S 臺 、近衛 
儀 化 兵が 進む £ 數閒 はなれて、 
こんど だ 鶴 色の 袍 、緋 色の 袍、 
千草を の布衫 、色 ごら どらに、 
うつ く.- i い 一 除が 進んで、 をの 
が じを をの 葱 華を 頂 じ、 ぁらめ 
かせ 美しい 御 巧 車が 黃 色の 巧 あ 
をき た 八 瀬 童ず じ举 をされ て 進 
御した まう 神々 しさ、 あたらを 
拂 ひ、 自 から 頭の 下る のを 覺わ 
る。 この 前後を 護ら 掌 典た もの 
を 巧 装ぶ、 馬 じかけ た 紫 障 房の 
おしかけ、 をの 鞍： を 鹿 繪のぁ 
ぶみ 

た； 巧 巧の やう じ 巧き すぎ 
てし まつた。 をの 巧じ燦 がた る 
天皇旗を ょもって 、近衛の- 隊 
をを じ ~ 'て、 六 頭の 龍縣 ぁ々 き 
を 揃へ る ぁたら、 鞍トの 騎駭者 
、ロ 付馬 了、 金モ 1^ きらめき 
て' 眼 も くらむ ばか b 、 今や 燦 
どして かがやく を 鳳を 戴 L て、 
赖の音 も お 嚴 にお 砂の 上を ず、 
みね まう、 御料 塗 菊 葉を 葬模樣 
の 御 飾 b 目 ざめ る ばからの 美く 
しい 鳳 藍 S 中を ほのか じ 仰き 奉 
れ ば、 ち皇 陛下には 端然 ど— 正 
坐 まし まし、 畏くも 沿道 S 軍隊 

こ 

擧手 S 禮を たま. A 。 いま 
だ 御 お （がま 寸陛 ドの 御 おを 楓 
爽 ごして しせき 0 目の あたらに 


ゎじ b わ まふち 雞 さ、 思 はず 嘶 
の 高鳴つ て ふるへ るのを 覺 へた 
鳳 蜜 奉迎門を 進 御した まふ ぁご 
じを 衛 騎兵つ ぐく も 目に 入らの 
間 じ 四 頭 立の 御瑪 車に めして 皇 
后 陛下は は 濃 背の 御 洋装に 純白 
の 御襟卷 をめ し、 しとやか じ 坐 
まして 進ませ わ まふので ある。 
け ムの御 盛儀 じ 巧した まふ 御 胸 
のうち 御喜 びれ ほ. VJ 拜 察する だ 
じ畏 し。 あどには 巧衛 騎兵の 儀 
仗 陵を はさみ、 緋の駭 者を かざ 


.燃 わる ゃうな 儀裝 おおが 
碗々 どして 巧 もつ ぐき、 をの 數 
十四を、 閑院 宮殿 下、 获父を 同 
が兩 殿下、 化 見 宮博恭 王、 同が 
兩 殿下、 御先 頭 じす i みれ まひ 
沿道の 奉迎 者 じ 御 目を を i がせ 
たまう。 'その後 じかたく 一文 子 
じ ロを づ ぐんだ 旧 中 首相、 倉 富 
搞相 なでの 雪白の 携毛帽 う 七 ゆ 
らぐ 馬車が つ f き、 大海 巧 京都 
府か 事の 馬車を 殿 bw して あ衛 
儀 化を ど 蠻部御 あとを 護ら 約 十 
を じして 

はすぎ させた まふた 
をの 較を 邸.、 まるで はんの 一瞬 
間の 如く 夢を見る やうな 美く し 
さ ご 賢所’ 雨 陛下、 更らに 宮殿 
下の 一路 目の あだら を わたらせ 
たま ふ 神聖 さじし ばし は 感激 ま 
I ら ず、 巧を わすれ 化かの やう じ 
適ぎ させた まふ だ 後、 遙 かじ 仰 
ぎて 送 b 奉る の e あつれ。 巧 柄 
秋 掌の 化 被す る 空から 薄 陽 をれ 
て あくまでも 美，^ — ^ い 巧 列の ホ 
彩を 添へ るので ある •やが で 奉 
迎 のを 宮殿す をは じめ 奉 6、 を 
の 化の 大官 連は 自動 おを 驅 つて 
家路を 急ぎ、 驛內 は禮鞋 V 髓へ 
わ 人々 た 七て うめられ、 しばし 
は 身動きら できぬ 有 横で あつた 


サツと 開かれた ........ 

— ミ.！. 建禮 門の >. 一. びら 


ども 御殿の 御調 度 じ ほどよく 調 
かする やう じ設ら へられ、 ねだ 
ただ 近侍の 人た も ご ホに、 刻々 
じせ まる 1 ろ こびの 時を 待も參 
ら すでから である。 十】 時 ごろ 
ど、， ふに、 も b もどで めない 御 
殿の 巧 外は、 ほ V 」 んで みがきを 
かけた 如くに 淸 めら れ て、 万端 
の 準 施が 終了せられ、 殿 內か人 
たもは 大禮 装を つけて 今か今か 
ご 時の ず I むを 待つ。 巧ら しも 
雲は 破れて 

陽光は X ット 地を かが 

やく。 殿上人は 芝 ホの 上を ホる 
。御 警衛の A 々 b 巧れ を わすれ 
てを を 見る、 御殿の 避雷針の 先 
頭は キラ キラ ごきら めく かくて 

正 け ふ ぞ大禮 御幸を わ迎 

へす る 皇宮 正 巧建禮 門の 御 扉は 
サッ ト 八文字 じ 開かれた 

この 艮 九十 歲 をの 高酿 
者の じめ じは、 特に 下 ホ賣御 巧 
が 開かれ U が、 松葉が を 右手に 
左 &' 手を 引かれた お爺さん、 お 
婆さんが、 正午まで じ ニ 千人續 
いた。 中に 負んぶ されて、 拜觀 
じ 巧た 高 齡をも ぁつた。 正午 も 
過ぎて 空 もぃ よいよ 晴れ、 紫 寮 
殿の ぉ屋 おの 上に 數 刹の 白 鳩が 
け ふの 佳き y を、 壽く かの やう 
じ 舞ひ迴 つて 居る。 か （て 午後 
ニ 時 あく、 皇禮 砲は 御 召 列車の 
京都 驛じお 化が づきを 報ずる 

拜觀 者は 思は ずから ず 襟 
を 正ず。. やがて、 躁听 御門 じ 先 
驅 誘導 將 校の 妾が チラ ご 現 はれ 
る や 『氣 をつ けい』 の號 みが、 
まや 螺町御 巧 隙の 巧鄕 軍ん 團か 
ら 始められ、 を學 校、 圏 ホを 巧 
ぎつ ぎじ 建禮御 巧まで 續 いね。 
奉拜 者は 一時 じ 氷を 巧つ たやう 
やがて 前 驅の馨 t 騎庸 々どす； み 
默 々としてを ぎ 奉る 御渭 車、 金 
色 御 紋章 まは ゆき 天皇旗、 金 化 
燦爛たる 鳳 蜜、 かしこき 聖上の 
齒簿を 間を かじ 拜 して、 を拜者 
は感 極は ま b てを の 眼に 涙を 浮 
かべ、 手を 組を せた ま t 御齒簿 
が 建 禮巧じ 進 御 あらせられて 後 
も 中々 にこの 手を 解かう とはし 
なかつ た。 


.け ふ 巧 幸を 迎へ舉 る京卻 御所 
はを くょ を おいを 巧 じじ ー、 巧 
ホの 雨は 苑巧 のな 做を きょめて 
朝の 级糸 したたる 中に クッキ ブ 
巧び 出した、 新 製の 禮裝 甲斐々 
々しい 禁衛の 攀 手は 銀 線へ へグ 
メット の 晒の 下-— 緊 '張の 面 持 心 
を 見せて、 御 譬衛の 巧じ當 b 、 
お 本 皇宮 鉛 だ視 はを 糸フ ナフサし 
た肩章をの寶部をした^> へ て、 
を邵 御所 苑 巧のを 巧々々 を 巡視 
する ころから 朝のを 氣の中 にれ 
L 、_^ ぅどして 

行進の ラ ッバの 音が わき 
巧した。 をれ じ 今 しら 實秋巧 か 
ら巧街 ホを 第一 聯隊が ザ 化 聯隊 
長に ホ なられて、 牌 所內に 進ん 
で 巧 < の である。 こまかい 銀の 
爾 は、 時 逝ぐ るじ從 ひいよ { 
細く、 はては モウ モウた る 霧 ど 
變 じて、 化 輝の 娇隊 旗を つ^み 


苑 かじた ぎる が 如き 雜杳を かじ 
して、 なんご この 浮 域の がの か 
く靜 か。 る こごょ。 音 も U くシ 
トシ ト ごね る I 老 がの 色い やが 
i じ もは る、 十數 巧の 鳩が 御所 
內の 部から 皇居の t を 雜れ飛 
んで ちる。 御所 巧には 先着の 脚 
水 皇后 お 事務官、 が 調度 部を、 
廿露 等侍從 、加 藤 ま 部 官等 屬官 

巧舍人 を督 して、 殿內 の 
をを の 掃除を 巧 ひ、 幾を ぅす 暗 
い 御殿 じかへ つて 莊 重の 度が 加 
へられた かの かく 巧せられ た。 
御 単 寄せから、 御 常 御殿 じつぐ 
(緋毛 盛^ 長い 廊下の 兩 側には 
香 b の 鳥い 菊 化が 列べ られ 、御 
崎 子 もみが き 硝子の 障す VJ 换へ 
られ 、昔し 巧 かしい 御殿には 巧 
化 的 装飾の じほい も 高く、 御廊 
下 や 御 居間 じ 設けられた ボン ボ 
ブ 式の 電 燃で、 带氣 スト！ ゲな 


御 披露 


日本 スタ ィか 

顔朔 b 二十 五 仙 

マュ ダの まわり も 刹 りよず 


目 本 スタ^ か. 

散 髮 六十 化 

刷モで モ备よ < 巧 ひまず 


散 髮 

シヤン フ— 


弗. 


へ 1 ヤ ♦トニ ソク 


散 髮 

顏 ジリ 九十 五 仙 

へ ■ — ヤ •トニ‘' ク 


サ！ デ 


五十 仙 


n 營業 時間 n 
午前 八 時半 主ら 
午後 八 時まで 
叮喀 迅速を 育 どし 精々 姻 
强 致します 

日本 嗤髮 鑛淸 

西 四十 一二 T 目な 番地 ニ 白 五 ま 号 

一二 增 「第 ホ 街ゴ巧 十一 ニ 了 目 巧 レ 


松林 疑 か 


320 Man 星 昏 Av 巧 Be 三 13,114 Sts . 
章泛 Tei . 3 呈 ient ま 置 




- tL, い nr 、 い ■ 良」 




Wing 陆打 g Low 

Chin む e Restaurant 
3200 が 刖も K.Y. £} け y 


C2u 这 ng G る 巧 Low 

Chin が e flgsiaiirant 
mw. 巧 th.Sf 焉 


SUN HANG FA 民 

2 巧 日-巧 fi む e. 8お.128化&12巧!1なん 
Tei. 抽麵 men パが 4 

ま ゥ± 希 何搏君 云 T で 巧 諸 腕 
す マ、 上 卒し じへ 目 第 理君前 本 力 
。ィ 曰ま繁 ては ばのと ぶのを 樓弟 
、隨 す々 居 巧 直 チ 街 差 嗜渾巧 与 
春は。 御 まるぐ ャの 上がつ 巧 i 
谣饋 ホす 程日プ 百げ じて 人-! 
が 頭を = 巧 本-ニ ま 適 日 歐 >1 
あ" の 評人イ 十す す本廉 f 
b シ 程を 諸と 六の る 人が 


T 0 Y 0 KWAN 

41 E . 19 曲 St . 

8si ， BV 巧 & が h む も 
Td Algonquin が 巧 


巧 六を 
史目 T 四十 四 
曲目 了 五十 四 


City Hall Tea Garden 

170 Nawau S そ. 打 か 
Next to 化 e Trib 加 e BMg 
し 〇〇 し m Manager 



%0 W. 5 か h St. 

Telephone: 
Columbus 8882 


(巧 e •水) 司 寒 お 


DA 民 UMA 

巧 1- が h わ も 
Te し Br が n け 柳 


SHOWA 

53 We が 105 St., 
Tel. Clarkson 0981 


& 化 T が邮 

IMPORTER OF 

GOLDFISH & BIRDS 
O 

動 其 力を 
输^ナ 種 

一 鳥リ金 
切‘ 類ャ魚 


KATAG 附邮 0 ツ 

の 4 に 的 出: St. 
New York City 

Te しむが nt 3480-3 が 1 



お East 2 が h Street 
W. Lexin が on 5727 


IKUINE 

H が el 在 民 巧 わ ura が 

3 巧 化 88 化が. 帖 ¥ Ifork 
む 1 . な hu か r 巧 巧 
Cable All か 的 S 化扣化 


Kawasoye Hotel 
139West123r^treet 

む i . む 化 edral 巧 10 



TAIYO 

t が W 的 {巧 比な. 
Tel, Trafalgar 0042 


TlieTo か oGo. 

140 W. 65 化 化 
わ w む rk 巧 if 
Tei. む8!:帖 6 巧 9 


ん miWAYAMAGOi 


114 にぶ 9 比 St 
New York City 

2 巧 3 
0 巧 7 


Phone. Regent 


DANCING 

411 W. 115 浊 St. 

TeL Cathedral 4408 るが, 3 


庵が 米 日 


號九百 お干 一 第 


© わ を 巧な P ななが ぞ ® れ ttp 妇 【日曜： t 】 


a 


巧 


i- 年 H 和昭 



皆樣の 御谭巧 じあ ふ 
樣な 美味の 簡巧 種を 

懸 廣珍樓 

致しまず から 續 々御 
ホ ホを 願 ひます 

琴龜鶴 

晚揃 ひの 巧 理人數 を 
が 日本人 諸君の 嗜好 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 蘭 一二 時を 開 巧 
(百 ホ 五 了 白チブ 
停車 填の 下) 


贏 等 御旅 鑑 

農弹舘 

會廉 御料 蕾 


文」 燒 

を じ 御お理 



ンヤ トル 市 

NP 旅 縮 

W 06 ■•ま h Ave . WP weattl タ W2h . 
をを お前を まへ ニ T 左側 《階を 
H 本 行 船 切 狩 お 扱が 戶場送 抑 


ロス アン •セ ルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

ニ ？ N San ぞ dro で .， Us A 另 eles - Cal . 


支那 巧理 

お廳 茶園 

司 理人蘆 蓮 
お 鐵のホ じは 窒飯 
の 御 便利 じ 婦へ巧 
蹈食 席の 釣 用じ康 
やべ 乂あ閒 巧卒巧 
不變ゎ 引 立顯巧 0 
巧 上 淘ま內 串上廣 

支那 料理 


n S が 
n が邮 7 

I なお 

e ぶ t お 

鱗. 

U 卽も M 


3 


巧 I 




曰曜及 ±曜 じは グユ 
1 マイ 春 儀を 痛へ 外 

£ 娜集雅 園 

自 午前 十一 時 為ち 
ま 午前 ニ 時半 駕巧 


ザ 上 金魚 巧 

818 巧 xfh Ave._ す W Ifork 灼 さ. 
phi Cii* 己 ニ 7 ち 


紐 育 唯一め 日本 百貨店 

片桐 兄弟 蘭會 

スマ ドン •プロダクツ 一ず 販賣元 


援の蒲 お わい しい 锻巧 

會席御 料理 

書 食は 末廣へ 

叮哮 簡便 墓が 大勉强 


御旅 舘 河 添 


騎袁並 U 御旅 舘 

生稻 

な 育 ホ 西 八十 八 T 目！ ニニ ニ 
を話タ ブ 1 お 入 ニニ 


御 料理 織 じ 

お 陽 

壽司每 日 あちます 


會席 御巧理 

昭相 

特別 规 日本間を 新設し チキンの 
水煮を 始めました。 チキンの 水 
煮は 一二 時間 お前 御 電話 願 ひます. 


日本食 料 お 類 及び 雜貨類 卸ル賣 
ホ 之 ま 大賣搁 桑 山商會 
巧 巧 害 籍雜誌 小間物 日用品を 種 


日本を 巧 ロ g 
日本 雜貨巧 
書籍 巧 おを 


お 夕 化 時を を 業 

メ 1 グァ ドレス 〔年-巧 

東京 巧會 

ト タンタ 巧ち ます 

を 堂の 設あも 


御 下宿 春樂 

元黒嘛 旅館を 良直藏 
妄量 S 1., Bik ぎ N . Y 
ぎブ iangle 35 ニ 


罔 圍閑淸 、を 氣巧お 

邦人 惧樂部 自由 寧 

巧 》 Sands SI Brsklyn - N . Y - 
ブ三 ri 壹ニ 475 


▲淸巧 •親 掠、 氣樂 Ns 巧 ▼ 

勢州舘 

が 勢 事を 久陆榮 作 
• . お 5 E . 5 安 h ぎ ま t 
TeL Reg：ent な 89 


器 旧 旅舘— 

故國巧 聞を 數取揃 < 居まず から 
あ 巧 御 立 寄の 節は 御 休憩 下さい • 
200 で sti 田！！. stit , ブ|, S 臺 esanl 3351 


力 旅 お改め 

帝國 旅鑛識 

1 お辛霉 h St . す さ ！ fork 

一 eluu ぶ uehanna 8 笠 一} 


紐脊 旅館 田 中 奥— 

巧 旧 十 了 目 ニ 四 二番 
ジ I . IlaledGnia 這？ 4 


レスト タント 

並 じ ボ—デ シグ 
荷锁 だ保驗 附じ預 もます-. 

〔島山】 

ちち さ ird Ave . 穿 i 1 畳を & IQIstSts . 


ボストン 市 

富 壬 旅 舘大浦 末 格 

1 ま Wo 養 sier 資. Basi 言ち ass . 
ぎ タ三骂 5 

費府 鑛旅鑛 

桑山淸 五郎 

ち 8 を 己 h 9 ih で. さ iiaiielp 己 》 Pa . 
ぎ 重 nu ニ だ 一 

商叢區 域中必 、緣 領事 給、 H 本 
郵船 其 他 お 巧 大會社 あき 場 巧 

を 港 ホ テ 八 

純 日本食 (特別 間 あち〕 

御 一報み 篤 自動を 御 お 迎申上 お 
8 ニ羣 ifiia F San Fra ミ isp を尹 


ぶ G 化 w 
み w 邮 0 

6 邮 


—% W IM 

4 柳 


馨油齡 縫認| 雜 f 白米 
日 ネ米鐵 食料品 i 觀驟觀 

巧 田 普 曲な ま會化 をが 一手 賣搁巧 

日本 食料品商 會 


舞踏？— 

マ 社を ダンス A 
▼表情 ホ 操 公 

訂^ 

朝 十略ョ g が 十一 時 

シヤ タフ •ダン シ 

ンダ 師範 學校 卒業 

h 衫タ マ 


常 話 ブライ グン ト 

八 害 一ぶ 畜廷ま 

竹 中 重 雄 

紐 育 ホ 西 旧 十四 T 目 
ニニ 丄1& 受 二階) 
J ち呈 ごご 青呈 P ち呈 S 
1 ち 18 West 4室 ぎ 巧， Y . G . 
ヴ I . すち 呈一 ま 75 




淨瑶璃 * のを 

i 線を 鸦 づ 

御 忙しい 餘暇じ 柯这も 言へ の 
淨瑞璃 の 趣味を 御 賞な 被 遊 唐 
皆 樣の御 ホ 遊を 歡迎 致します 

野 澤吉王 

ご 8 ご 《 ち 1 ゴ h 写 己な 

Tel . Uni 呈 sity 吉 88 


化粧な 卸 貴 

五味 商會 

W E . ごす 冥， N . y . 互な 
Tel stuyvei こ 三 5 


御菓子 舖 

名 職 栗 獲 頭、、 練 羊羹- 賛澤を 
廿納 置、 其 他を 種 
煎餅 卸小賣 。のし 餅け 前日 じ 御 
注文を 么 ふ。 

抑 注文は 松風が 高 儒 
岩 WJ 置 S ニ el . Trafa 宫苦艺 


斬 鱗 魚 か 一. 切 

H 本人 向きの 生 あ 澤出取 b 前へ 
特巧 廉價で 大勉强 致します 

サ ヴすナ 魚を 
Josepil uavop 曲 

技 4 ' W . 61 st St . 

Tel . Columbus 芒 23 


日本 散髮屋 則が i 

五ケ 年閒 中が 氏 V - 共 じ 就業。 

ジ卞 シン ト ■フ 3 ブ 3 

31 W . 書 SU . ごさ 
巧を Columbus As . & C 呈享 Park West 


眞 面目なる ホ 職 同胞 じ確實 
なる 職業を 罔旋す 

宮川 事務所 

紐 育 ホ 西 四十 ニ T 目 百廿一 を 
難 ブラ ィァ T 蘇絳 

煎餅 が、 小賣 
豆腐 油揚 
日本 食料品 一切 

utm ご S 巧 Ric 度 G か ko 广 0• 

夏 さ ird Ayr 
s . p 誓话舌 

木 田 ル 1 ミン. グ 

1 呂 7 3 rd 一一 ま. 赛 .巧 かまを ぎ ま ts 
ジ I ち h 呈 e R 品 ま t 苦 S 


ノ \ 


十億 弗に 手が 屆、 

ア / リカ 人の 旅費 

ml ロツ パに 落される をが 多い 

闢際 貸借- 1 も 重大な 關 係が をろ 


アメリカの 巧 あち 巧に 設けら む 
た 街外投 を諷査 局’.'、 は 目に 見る 
。い 貿易の 中 でら ホ 巧 じを 力な 
アメリカ人ん 旅客が 

外國に 一体 でれ 梢のを を 
をして 居る かじ 轨て每 年 調杳し 
て 居る が、 昨年を 方が じを した 
質問が ニ 千 五が 姐 じ おし 间 答を 
あせた 者が I 千 人、 今年は 五 千 
一二： 白 五十を をを したが、 この 質 
問の 中 じふる つた 凹 答を 寄せた 
ものがおく^^ぃ。 一例を擧ぐれ 
ば 一大 學 生の 旅 藍で！ 千 セ 百 弗 
ごをる：？，、 この學生は乂いじ太 
腹。 ど ろを 見せ、 化 おは 一等 
船を ごして 歐 測に 上陸した が、 
またぇ くの 間に.- の お金が 
G つて 歸路は 一二 等 船客 ごして か 
からがら ト戾 つて ホた 等 ど 

ぶ 直に 述べて 居る をが あ 
るか ご おべ じ 『ぶな な 馬鹿 U 質 
問を あせる こごは 個人の 自由を 
侵害す るら の だ』 ど カンクンに 
;:^つ てあつ てホたものらある。 
斯うした 速 中は 恐ら.，、、 所将祝 
ゃ稅 を^ 問題を を 頭に 置いた 巧 
だ. -T うご 埼のお 員は じ やら/、 
ご 笑つ て おる。 さて 今年の 旅 巧 
シ ー ズン じ、 アメリカ 入 •かで い 
巧のを を 落し ホ かじ 就いて U 旣 
にを じ 入つ て 旅 わ 季節ち 過ぎて 
今日 どして 大体の 見當 はついて 
居る が、 本年の 旅を 費は 從 ホの 
ン n — ドを 破る こごは 

請 合 ひ で、 いか K をく を 
賴 てら 昨を ょら 一億 弗な！' を 
巧-、 て 居る-ごは 事 實で總 計は 
恐らく 九 億 弗から 十億 弗に 達す 
; しめらう VJ 云 はれて 居る。 ム r 
年み】 巧から 九 巧に 直ら 聞 お 省 
が髮 給した 旅券は 十六 巧 二 一千 S 
な十义 通で、 か年树 巧の 十二 巧 
八 千 一二が 八十 四 迪じ對 して 二割 
をのが とい ふ增 化で 岡 じく 本 
年 じ 入つ てから 八 倘月じ 豆ら 海 
外 じ 赴いた アメリカの ホ 民は S 
十二 刀 乂千四 ゎ ホ 九 人'、 昨年の 
一十 八方 四千 九が 九十 丸 人に 比 
鞍 すれ だた じ 一 割 I , をと 厘の 

增 .がて をの 豐 用を ざつ ど 
見 精つ てと 億と 千 方 巧 ごい ふ 話 
昨年の 同 巧は 五 億 六 千よ 百万 弗 

で、 これには r メリ 力で 働いて 
な鄕に 錦を 飾つ た 移 ほのを から 
永み じ お 外 じ 巧 巧して 居る アメ 
リカ 人の 餐用 もを まれて 居る。 
この 外 メキシコ や カナ だ じ 消へ 
ね 旅を の豐 用が ざつ ど ニ 億 S 百 
巧 ホと 計上され て 居る。 この 外 
じを 頃は 學生觀 ホ 船で を 値 じ 旅 
巧が 出來る 便宜 も あ b これを 利 
用して を 氣な 旅に 出る をが 增し 
たので あるから、 本年 ど 昨年を 
比較した - 

旅費の 巧 加は 先 づ季と 

巧 巧 弗 どい ふ 巧 度ら しく 結 扇 こ 
れ をの 旅容が をした 目 じ 見へ な 
い 消 巧 高は 八 億よ 千 巧 万 巧 程度 
かど 云 はれて 居る が、 巧ら じ歸 


米の 踪じ持 达むわ + •產數 の稅顆 
評惟は昨年：；，九億お、 今ザは恐 
ら< 十億 ホを かご 云 はれて 居る 

昔の 殺ん 犯 じ 

遺 產み酷 

今に 六十 六 歳のを 婦 

フロ） レンズ •メ 1 ブリック 

夫人 ご 云つ ただけ では】 おに 記 
憶 もない が、 化 年 n ン ドンの 殺 
人事 件 ごいへ ば 今でも々 ちな 殺 
人、 奇怪な 謎み 殺人 WI て 人々 
め 記憶に 殘 つて 居る。 

犯人と 晩 まれて 吿 がされた の 
はこの ホ人フ U — レンズで ア 
メブ 力 人、 殺 をれ た ホは、 リ 
グァ ープ— 八を お 高い 棉花 巧 
人 でんつ た 夫人は 夫の 變死 
ゴ共じ 千 八 巧 八十 乂年 ■裁 巧 
にか せられた 結集 遂に 死刑の 
宣吿 をを けたので ぁる^ 

歷然 たる 証據が ぁつての 裁が で 
。いどい' ィ こ’/」 から 輿論け 大い 
じ ホ 人の 死 ホ 執 巧 じ 反對— し、 フ 
ロー レンズのは でもる ロ キユ男 
爵 夫人-^ ，あんで をが 産を 投げ出 
して ホん の辯譜 K 巧め た 給 巧、 
夫人は 一-等を おじられて 無期 徒 
刑 v - r * ら 一 

晤い 監獄 生活を 異鄕 じを る こ 
ご 正 じ 十六 年、 待 敬の 恩典に 
浴して 出獄を はこつ を b W ア 
メブヵ じ歸ら 叔父の 手 じ 引取 
られて 居た 子供 二人 じ も 逢は 
ない 中 じ f 供 達は 化を，'- 夫人 

は ィリ ノキ がの！； 斗 ランド か 

ら 、目下‘」 フ n 9 ダ 州で 六十 
六歲 ご' いふち^ 身を 靜か r - 養 
つて 居る が 

まる 威 謝を の當 Hr 至 b 突然 フ 
ランプ じ 化んで 居た 英國 人の ゥ 

オ 八. タ •— •ト 1 マス •.ハン レ^ 

ごい ふ、 の遣產 整理に 隙し 約 十 
五 方い ゥン ドを フ n — レンス 夫 
乂 にみ 配ず るどゐ つてな 年 殺 ル j 
事件の 謎の ホ 人を が 又もや 社會 
から 注目を おかれて ちる。 

夫人は この 遺 產を剌 用して で 
うしても 往年の 巧 名を 雪 r 巧 
むだ 相で ある。 


おから、 數タき 貴を 子 達の やじ 
は 及び難い 高 根の 化 じ 人 しれず 
思 ひを 焦す まも 勘く U かつじ。 
ごころ で 最近 •ネオ ゲ アンナ 姬じ 
はィ タリー の 華胃界 にがて、 男 
おら じ も、 學藝じ も ホぶ 着ない 
ご啤 され 殊に 空の 勇者 どして 

世界 じを の 名を ぅた はれ 

わ 侯爵 デ •ビネ ー ド 大佐 ビのロ 
— マンスが 傳 はつた。 官邊 では 
早速 これが 打 も 消し じ 努めた が 
をタ にも 拘 ならず 嗔は更 らじ峰 _ 
を 生ろ、 今や 二人の 熱い 戀 から 
婚約が 成立す t までのい きさつ 
け、 をが の 秘密 どして 貴賤の 別 
なく ロ がら ロへ どィ タリ 一 のす 
み 中み じまで 傳 へられて むる。 
但し この ロー マンス じは 一つの 
障碍が ある。 をれ は ィタ？ — の 
皇室では、 姬が お 族 じ 降嫁 さる 

J ごを 喜ば や、 どぅぞして 皇 
族へ 緣 がけたい どを 學； I てゐる 
からで ある。 巧に 先年 長々 にわ 
ねらせら と、 ィオ ランダ 姬か騎 
兵火 尉 デ •ベ ルゴ 日伯の 楓爽ね 
る おを じ 打ち 达 み、 父 陛下の 意 
志に 反して 結播 された 例 も わる 
處 からせめ て* 辛オゲ ァンナ 姬 
だけで も 然るべき 

皇族 の 間に 適當な 配偶を 
選んで 娶ら せね い、 ご 云 ふの が 
親 君の 願 ひで ある ごの こご。 し 
かし 恐ら （空の 征服 着た る デ • 
ビネ— ド大 をが、 戀み化 巧で も 
遠からず 凱歌を 揚 ぐる もの S 1 
般じ 期待され てゐ る。 


をの 勇 ± が 

戀の 勝利者 

皇女 ごの 婚儀 話 

日 — マニ 十九 日發 n 囊に 英駐 
の 皇太子殿下 ゥユ ー グズ 親王 
交 御 婚約が 傅つ て 居た でマヌ 
で 八 陛下の 皇女 ザ オダ アンナ 
姬どロ 本を の 化に 大が 巧を し 
た デ •ピネド 大佐の 婚儀は タ 
巧 クリスマス 頃じ擧 巧され る 
ご 有力な 方面で 增 されて 居る 


ィ タリ— 皇帝で マ ヌユ方 陛下 
の 息女 •キ ォダ アンナ 姫は 

.繪 に 描いた マドンナ やゲ 
キ ナスよ らも、 はるかに 美く し 
いど 詳 おさる i 端 巧 かつ 氣 高い 
をを の 持まで ある。 巧に 音樂や 
スポ I ツの技 じら 度れ て わは す 


遺タこ ホに 

ホと 人お發 

齋藤總 領事 同 件 

旣 報の 如 < 邁般ゲ で スト リス 
號 遭難 沈 沒の藤 不幸 じ もを 人を 
失った 井上 中佐 まご 人は 故人の 
葬式 後は お 淵 大使 官邸に 靜養中 
であつ ねが 

去る 一二 十日 午後の 列車で 今回 
歸朝 をを せられた 齋藤總 領事 
ご 共 じ 悲しき 遣 灰を 護ら 祀國 
へ 涙の 旅の 途じ 就いた 
井上 中佐 夫人の 遭難 當時じ 於け 
る 勇敢。 巧 動 ご、 をの 崇高 U 婦 
德は廣 /、 アメリカの 新聞紙で 報 
じられ ただけ じ、 當 地の 鐵道會 
廚 でも 非常 じ间 僻し、 ド。 1 ィ 
ング •グ i ムの 如き も會社 側か 
ら自發 的に 廣望 車の 直ぐ 後ろ じ 
砸 はしを 連絡 驛じも 特じ訓 をを 
をして 了 重に 取扱 ふやぅ 命み を 
するどい ふ间 情ぶ， 0 であつ ね。 
停 革 媛 じは 陸軍 關係 者を 始めを 
ホ 面の 人々 を 網羅し いづれ も ホ 
人の 痛ましい 妻 じ 同情の 涙を 注 
ぃだが 

夫人のを 態は をの 後 良好 じ 向 
ひこのを なれば 長途の 旅 巧 じ 
も 差 支へは ゐ るまい ごの こご 
である。 

遭難 事件は 

議會 を調查 

お 海軍 法を 制ます 
ダ アジ ニア 沖に 遭難した ゲエ 
スト リス 号沈沒 事件に 關 したを 
衆 國换事 タット グ 氏のを 問會は 
時節が ら英國 では 余ら じか 手を 
ちの 調査で みる どの 非難 も あつ 
たが、 搶事 側では 『今後の こ ミ 


も わら 事 仲を 生 ご 共 じ 直 もじ 証 
巧の 鬼 集じ盡 しじ 巧 庭で ある」 
ど稱し 嚴垂じ 査問し 殊に ア メリ 
力 側の 格を 官制を じ 就ても かな 
b 突 込んで 質 間 I 何れ この ホ 面 
じ 向 つても 將巧 新を 律の 制を を 
をる じ まるで あらぅ が 

一方 アメリカ 講會 でも > この 海 
上の 悲劇に 關聯し 徹底的 じ 調 
查し新 海事 法を 制定す る もの 
の 如く 

一 力演 船の 持主 側で も 單獨的 じ 
沈を の 原因を 調査 中 じして がが 
中 じ 生じた 不可が 的な 椿事 ごい 
ふ 理由を 付ける らしい が 英國の 
海事 法は この 点じ 就て は 伸々 じ 
嚴 重なな 雜 みを 出しで ゐ るので 
寧ろ 巧國本 ± じ 於る 本事俾 調査 
の 結果が 最も 巧 如。 ものになる 
であらぅ ど 一般 海連界 でも ホ 常 
じ 注目して ゐる .0 

タキ •カップの 一巧 

。日本ょ-^ 布哇へ 

まま 特電 I 二十 巨發 N 先般 ホ大 
阪每け 野球 劇に 混じて 早慶 明大 
その 化 ど 競技 中 ご あつた 打擊王 
タ 4 •'カップを 始め どし 捕手 ホ 
フ マン、 投手 ショ— そー の 一巧 
はを 地 じがて 轉戰 のと 更らじ n 
チ （ て 一般 フアンの \氣 を 呼 
ん でな たが、 巧哇 ょら) 巧 招聘 
の電賴じ巧したので ア ト が上 
陸 W をを を 俄か じ 變更し 今朝の 
夜船 ト- 布哇 におけ 出發 した。 

八重 S - さんが 

.離婚訴訟を 提起： 

义 しく 當 地に あらて 聲 樂を專 
攻 中で あつた 小島 八重 子さん は 
をの 後良緣 あつて 巧 年 四 巧 ロ！ 
サン ゼグ K がで 一二 旧村 貞 一 を £. 
結婚し 新 一 Vi 呼ぶ 一子までを 得 
ねが 夫 岩は 昨今 酒乱 同 巧 じなら 
ホ 人 ，グ 虐 がする ので 遂に 夫ん 備 
から 離婚 訴 謡を 提起し ーケ 巧な 
弗の 扶助料を 請 ホした ご。 


荒れる 太 ホ 巧 上で 

日本 船 遭難 績ぉ 

■囊じ マニラ 附 巧を 航行-中 沙研 
化が 大 旋風の ため 坐礁を 報じて 
ゐ たが、 を 船員は 無事 だとの 入 
電 かぁつた 巧 b 柄、 更ら r ニ 個 
所に 日み 船の 難破 坐礁を 報じて 
ゐ定 。をの 一つは ポ ー ト ランド 
を發 L 橫漠へ おつて 在を 棘 ロ 辰 
おお 船 會社巧 有の 白 鹿 化 一一 八 千 
な 五十 I トン) がォ i ゴ乂あ 海 
で まる 二十 五日 巧 濃霧の わめ 坐 
礁 した。 がし 差し 當 b 沈を の危 
險 はない ご。 一モあ 海郵触 巧ち 
_ の 神隆义 (I ニ 千 巧と 十 ホ トン) は 
化 海道 お峽 附近で 坐礁し、 救助 
を も ごめ て 巧た ので、 マ！ ダラ 
ム 丸が 現場へ 急行し じ。 幾 かし 
何等の 危險 はない ご 報じて 的る 

昔^ モ タン •力， 八 •一一 

瓜 生 男 夫人 逝/、、 

巧爵 海軍 大將瓜 生 外 吾を 夫人 
しげ 子刃自 は、 さる お 月な ホ騰 
癌の ため 築地が 病院 じ 入院して 
が博卡 .の 診療を ずけ てゐ たがを 
の 甲斐な く、 十一月 S 自 午な 六 
時に おましね。 葬儀は 五 ロ： 午前 
十 時 靑山齋 場で キリスト 敎 をで 
執 b 巧 はれた。 享年 六十ち 歲で 
ぁる。. ■ 

巧自は S 井を 名の 相談 徑益田 
を 巧の み 妹で、 文义 一二 年生れ 
明治 四 年 僅か 十歲 でを 旧 ダ 子 
英學 塾の 津巧 梅モホ お、 大山 
元邮 夫人 等 f 共 じ お倉 右大臣 
の 一行 じ 化は つて 渡米した 日 
本婦ん ごして 最初の 洋行を し 
た 婦人で、 彼の地で 留擧 中の 
瓜を 大將と 結婚し、 二十 年の 
巧學 の後歸 朝して お茶の が 女 
高 姉の 敎授 どな b 從お 位に 斬 
せられね 當 時の モダン •ダ！ 
グ で アメリカ じ緣 故の 深い 婦 
人で ある。 


桃 山 御陵に 禮拜 久し < 

老將 軍の 眼に 光つ た 涙 ~ 

深い 思 ひ おに ふけつた 東 鄕元觀 

ぶかい 


獅お 典參刘 のために 滯 洛中の 
東鄉 元帥は、 十 I 巧 十二 e 午後 
ニ時銳 木副嘗 、池國 京都府警 察 
部長、 をれ に 元帥の 身 邊を化 謡 
する ため わざわざ 

鹿兒島 力ら 馳 せつけ た 化 化 
田 德を衞 門 氏 Vi ハ じ、 桃 山 御陵 
へ參 巧した が、 參道 奥深く、 飼 
陵の 御前 巧く 進み 靜 かじ 膜 目し 
て禮拜 し、 さら じ數ホ 退いて 再 
拜 久しく、 やぅ やく 頭を ぁげた， 
を 元帥の 両眼からは、 まへ かね 
た 感激の 涙が はふら をち た。 こ 
れを ながめた 随行の 副官、 化 旧 
警察 部長、 松 旧 氏な ど. は、 一 や 
ぅじ 必を巧 たれて いづれ も 

目頭を ぬぐ 义互じ 言葉 
もな く、 秋色 深い 聖 陵の 奥深く 
を 元帥を かこんで、 しばし 化默 
が つづい じ。 元帥ぶ やがて 步を 
巧 御陵には こび、 同 樣禮拜 の 後 
乃 木 神化 じ參拜 、なお 軍が 日露 
の戰 役に 瞭 し、 旅 順攻圍 軍を 寧 
ゐだ當 時 住んだ 支那 家屋の 前 じ 
たつ £ 『オオ この 家ぢ やつた、 
日 靈戰爭 の ごき 乃 木 ど わたしが 
口論を した ことがある =£ 或を 


面持ち であうた が、 攘舊 

の憾 おさへ がたい ものが あつた 
が、 さら じ 化 淸の變 じ聯を 軍の 
先頭を 承は つた、 巧が 海軍 塵戰 
隊の勇 ± で、 化 見出 身の 服 部 中 
佐か悲 化の 戰巧 をを けた こごな 
V . 珍ら しく も 副官を の 他に 話 か 
けた。 かくて 午後 S 時 あらため 
て、 T をな 敬禮の 後.、 京都への 
歸 を、 だ しのけ じ 同 鄕の高 宿 中 
將 邸に ホち 常ら、 玄關へ おでろ 
いて 出で 迎 へた 中將 夫妻 じ 『元 
氣で 結構、 こ！ で失禮 しまず』 
とす こぶる < だ げた 調子で 娱楼 
の 後、 歸途 についた が、 途中み 
ずから 

題字を 書ぃ 鸟展 大攝東 

詰の 高山 彦九郎 銅像 煎じたち て 
『ゥン これは X く 出 ホた』 どす こ 
ぶる の 上 磯 嫌で 午後 四時を の 宿 
じ歸 つね。 なほ 元帥は 十四 H の 
大 嘗を當 日は 午を 五時參 入し、 
徹宵 諸 御 儀じ參 巧、 をら じ 十六 
日の 大響裝 一 B 、 十と H 巧 宴の 
儀の 梟をまで、 おつ ごめ 申 上げ 

ご 0 
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日 一巧 二十 年 H 巧昭 


四】 


本 店大 蚊化濱 おす 目 
姑 育ま 店 紐育ブ C 1 ドゥ S 1 さ 四十 九を 

裂 ホ 

，ホ 巧、 閒化 

M 則 達 sir 
い 里 送金 等は 極め 

迅 S — 中娱 


譜 住 

(東京‘ 橫濱 、ぶ も が 
ご 色/琴 賣幫 妾、 嘴 Tr — > 


4 庙 朝鮮を が 

ま 店 お 張 巧は n 本內 地の 樞要 都ボ 。朝鮮 
滿洲 、ま那 のを 地 及び 浦 お斯徳 

朝鮮 銀 巧 紐 育 出張所 

外 固爲替 一般 银巧 榮巧靖 々御 便利 じ 取圾可 
申 上 候 


藤本 證券 會お 

一般 有僧觀 をノ賣 買、 引 ま、 募を 
▲金融、 雲 之 ニ關ス こ切ノ 業が 

失 一、’‘， > I } I 


▲お 巧 式を を設施 供を のさ 畜» 巧 もる は 巧 組 員 
のあなおな Tg S 共 じを化 の 黄《 寸 る巧で寸 
▲巧な 太平洋 おな 一二 鲁殺 巧は をな ホ 巧 巧な ちん 
化し i しわ、 巧に ホ 市な のかを は 巧謂ッ 
ス トサー ド 义はス ナユデ > トク ブッス なヒの 
ほ 渡み 縮へ て 居 リえ寸 

® 桑 港 出か ホノグ ，經由 【正ぞ お 机】 


コレア 乂 

を 洋兑 
西 比 利亞丸 
大洋 义' 
天洋义 


十二 一巧 サ日 
: 巧 二日 
一月 十六 日 
ニ 巧 十 ご 一日 
ニ 巧せ と 日 


みシ アト' ル 出帆 t 午前 十 時 出帆】 ^ 
橫濱か ち 月 十五 日 
加賀义 一巧 八日 


伊豫 化 


巧 十五 £ 




® なをを e 本朽巧 W 

巧を か 十二 巧 十五 日 
箱啼か 十二 丹 甘 亦 B 
▲巧 营お班 邑をお 姪を B ネお 接枯铅 1 巧 ご 西 
▲錫 道 切 巧 寶ま务 其が 黄 ♦捆 煩を じ 御 おがを ザ 
A 太 巧が 火 猴艇を 祐乘船 巧巧绍 巧を にお 計 ミす 


寶 本を 資 お 擅 
挪么濟 資本を ホ 千お圓 
族 立を ホ 千 三な 五十 お圓 

芯 S ホ 銀 巧— 支 お 

本店 巧を ボ 日本 お 區本ぞ 崖 明 おを 化 一巧 
支店 ■ル搪 日本 谋を內 (あち 1 
名を 屋巧都 大阪西 尖ち 神戶 
廣島下 開門 司 若松 お 岡 長が 
上 おかを ま 買洒水 


徐 出入 巧替’ 電信 送を' 並 送を’ 旅 巧 信用が 
商業 信用が 其 化 一般が 巧 お 

ん献赋 S 薬 銀行が ちま 巧 

鄕里 送を ハ 日本が 化 無 ホ お 巧？ 迅速 取圾 
本店 預金 (定期 通知 ノ 二種) 御 保 利が 巧 
本 支店 東を (本 巧〕、 大巧，# 巧、 京都 
巧 化 地名 古屋 、小裤 、上 お、 な敦 


日本 郵船 會社 (並 ニを 鐵道會 お) 

代理店 片桐 兄弟 廟會 

'乘 車、 乘船 切符 並 じ 小荷物 蓮 送 御 犀 刑 じ取摄 申し 去ず 


シアトル ぉ 化 (午皇 半時) 
わらび や 化 す 一巧 寸化 H 
あら ば ま 化 】 月； ニ' 日 
ば リ卞か (坡巧 お晚) 十二 巧 十 B 
こ 害橫淆 一查巧 j 

粗し ばリず かるん でん お此一 五五萊 
▼ご 一等 目 本 おを 五萊 客室 大な造 家 掠 室を 按 
►御 希舊 じを ち 一等 割 到を 復切 舞を 巧 教巧淚 

ロス アン ゼがス 出帆. (午後 ニ 一時) 
もんて びでお 丸 十二 ロ 〔十目 

はわい 化 一 量 六 S 

►一等 橫濱ニ 一二 0 强但 はわい おまじらち ー畫常 
▼辖別 一二 等 B 本 おを 十 お 弗 ►ご 一等 a 本 巧ぶ 十を 苑 
► を潘羅棘巧恣窜碍巧寢窒勞購入^歲仕ぉお 


諸雜貨 仲買、 卸販賣 V 

お 由商會 


陶磁器 雜 貨卸賣 

眷 お 藤會 


日本 陶破黑 雑貨 類卸賣 

ホ元ブ タザ！ ス 


日本 陶般 器雜貨 

ラ厶. プ卸賣 

奈良 貿易商 會 


H 本吳服 反物 キ モノ 

テ 1 ブルク ロ ー ス類 

諸雜貨 卸商 
驚 日本 ドラ I ク 1 ブ蘭會 

をが 廉 煩で 大勉强 新 流 巧は 當 巧の 特長 


巧 巧 五 年の 總 領事が 
紐 育 人へ お別れの ことば 

協調の 精神 ご 不獻の 努力を 切望 


ぞ基五 巧仍ち 情、 お榜 橋が 己 
鄉 巧と m つて 後から ねを 巧を 
お 育 人 ごおん だ齋 藤總橄 事は 
電 かじ 化 b て 旣じ歸 巧の 旅 じ 
上つ ゎが、 出を 二日 前に 惜別 
の 辞を 陳 ぶべ くバ アクア グエ 
こゥの 官邸を 訪れた 記者 じ 面 
巧して をろ じ 語る 『チの 華 盛 
顿化 巧は 六 年で あつたが、 が 
育は をれ じ ホいで ほ 巧が をく 
なつた。 天涯の 遊子 じは 倫 お 
の 戴 もょ くシ ャトグ のち ホ 僧 
から や、 華 拖頓の 化 大じ佳 a 
ら で、 到る 巧 

化めば 都の 威を 深く ずる。 さは 
言へ このが 育は 物質 文 巧の 化 表 
が都會 であつ て、 風の 朝 雨の 夕 
にも おえ 間な く 錢ど製 ごの 耽る 
を、 ゆきか ふ 人車は まこ ごや 戰 
巧齊 策に 『臨 避 之 運、 車穀 巧、 
人 肩 巧』 とゎる 文を 巧 儘で めょ 
ぐるし い 稍では あるが、 溫 かい 
お 育 人の ぶ 情に 浸つ た 身には 事 
じ觸れ 時じ應 じて 自ら 興 湧き 必 
躍る み 第で ある』 化處 才人 齋藤 
博さん のぞ 成タ 恨の ザ 面が 浮き 
上つ て 見ぇる。 總領 事は 語を 繼 
いで 語る 『いざ 旅 裝を諷 へやう 
どなる. こ 一し はが 育が 懷 かしい 
I 様 じな つじ。 化 化 巧 五 年の 間を 
一 i おおじな 留 同胞 諸を の 協調 献策 


を 巧つ て 猛じ歸 朝す る i ごな つ 
たが、 何卒 諸君は 永く 協調の 精 
神を 發 がし' 个斷の 努力を 吝 まず 
渾身の 勇 氣を敦 して 邁進 ぁらむ 
i を切谭 して 己まない。 歸朝命 
を じ 接して 幾何 もな く 
遽 かじ ま 人を 喪 ひ ホ 小 巧の 郭 
を聽 （じ まつた 巧め じな 留同 
胞諸君の好意じ副ふ1も巧ホ 
ず、 蒼皇 V 一して な 育 人'* J わ 別 
れせ ねぶなら 妇 衷情は 幸 じ 諸 
君の 認恕を 請 ふの 外は ない』 
ご框然 を愁を 新た じせる もの 
のかく でぁっ た。 記者は 會談 
時炼 辞ました が 

總 領事は が 一二 十 H 午後 ニ畴 四十 
五を 『二十世紀 到 率』 じ 巧乘化 
着芭； もじ 巧 巧した ので 中央 停 
車 煤には 名 殘ず惜 む 多 敷 見送の 
人々 が 集ま つれ。 一巧 中 じは 巧 
山總 領事 化 巧ホ麥 、新 井領 一郎 
巧 夫妻、 化旧游 軍醫督 長、 渡 陸 
軍 大佐、 原 ロ大薦 事務官、 お 商 
を 書記官、 石 ホ、 井上、 齋 藤、 
矢 野 其 他の 總 領事館 員を 始め 巧 
島、 巧 出、 石 谷、 高木、 風 間、 
ま 巧、 瀬 尾、 巧ち 女が、 橋 本 
を 西、 松 本、 高木 {截 船)、 家 永 
博 ± 、草 信、 東， 冷 ホ 田、 村 瀬 
田 中、 鄕 、淸 水お師 、鈴 木 大巧 
特派員 其 化の 諸を を是 受けた。 


虎 y 前に 巧 けげ 後門に 狼 

加州 お事媒 おが 新 立を を 鷄愚乎 


本紙 旣報 前年。 サン ジゴ I 
ホス 地方に がて 閒題 どなつ た H 
本人 おおじ 驟 する 育 社を 鼓訴は 
村 巿の辫 譲 ± ラィト 氏 及び 藤 井 
盤 氏が 陣頭に 立つ て奮圖 したお 
巧、 加州 大審院に 於け るが 巧に 
從ひ巡 H 苹府 大審院 じがて 横 事 
総長 ゥでッ プ巧侧 の 敗訴に 歸し 
加が 巧 住ん 日本人け 假を ± か 法 
の 明义じ 巧る 農業 お 化は お ホの 
: じせょ、 お 業 借地は H 米 逆巧條 
一 お 第 一條の 假お ずる 限 b 何等 現 
i ± 地を の 拘柬を 受けない S どな 
I つたので 該 事件は をに' 一段を を 
I 吿げ 。サンジェ 八ス では H 本人 
;會 主唱の 下 じ 祝 お 曾を 開く 討畫 
あら ご 傅 へらいて 居た が最 巧の 

情 都 に 巧む ば お 力 U るが 
- 日な ホの 唯 海る であ b 常 じキ巧 
I なる 手段を 執る ごの 評 ある ゥで 
7 ゾ 檢事總 をは 今ぶ のが 决 にあ 
^ みる 巧な < 新たに 加掛 じがけ る 
: を 社を を お正して 『歸化 不能 外 
* 人の 會社 組織』 を嚴 巧せ ざる 法 
'律の 制ぶ を懲 想ず べき かごの 說 
が ある。 是れ はおを 前 巧 r のい 
だ 問 胞が後 巧に 狼 じを ふの 化 ど 
も詣 ふべ く、 勿論 巧る 立法が 今 
巧の 加 用々 會を述 逝ず る 見込 ぁ 
b やを やさへ M 問で あるが、 排 
日を 信條 どす る柯 地方の 一派は 
如何に 祕 端の ホを を 執る ゃも豫 
測は U し 巧 G いから、 決してを 
神は 出ホ拍 。化し マ クラッチ ー 
氏 S 如き も旣に 

大局 よ b 觀 たる 排 H は 其 
目的を 達した る 昨今では 巧 じ 日 
本 移に のん 进 する をは U いから 


現じ 加州 じな 化する 巧 A じ對し 
て U を おなが 遇を 與 ふべ しごの 
意見を 洩らして 居り、 商業 磯 係 
の 競 爭銘鹽 は 先 わて 廣化 でぁる 
から 化ち 面では 反て 排日， V 厄 か 
視 ずる 做 おも ぁ b 夫れ お 也 配す 
るを は あるまい ご 云よ 觀方も あ 
る。 また 如 巧 じを をな 新を 傅を 

— 1 It 1 I 1 

郵船 總會 

配 嘗は八 分の 割 
去月 二十 化り おを じ 於て 開催 
せる a 本 郵船 會社 f 半季を 期が 
ホ 總會に 關し當 地 ま 店 じ 逢した 
る 電報 じ 化れ ぶ 配當は 八を ど决 
定 したが、 白た 議長 d 經濟 をの 
依然 不振を 繼猿 しつ i ぁるじ 拘 
はら ホ 今季の 純益は 一二 巧 二十 S 
巧 m し 達し 前 ニ 半季ょ b ‘ h 增加 
を 示し 八 かの 配當 をな一^ 約な ニ 
十五 万 W の後季 繰越 金を 得 わる 
を悅ぶ ど吿げ 、丸隻 の 新まモ ー 
タァ 船は 現じ 建造 中 じぁ b 、 其 
內 一隻を 港 線 使用のを は 旣じ進 
水 式を をげ 媛 A 隻は千 丸な 三十 
年 秋季まで じ 順次 験エ 就航し 巧 
謂 優を 船 除を 完成す る じ まもで 
あらう ご 述べ、 不景氣 の 際限な 
きを 哦 きて 一请の 奪擲 努力を 必 
要 VJ ずる ご 結んで 居る。 


れ じせよ 油断の 出 ホない のは 排 
日 運 巧の 幽靈 である。 巧 じ州會 
に 典を ふ おを 無を の內 じは 唯 盲 
從 雷同して 選孽 院の淺 薄なん 氣 
を 巧 さむ ごず る 降を も澤山 ある 
から 阿が 導か 線 どなつ てが. 円を 
律が 出現す る や も 測られな いと 
云 ふ 危换が ある。 

ウッド 夫人 展覽 

ホ 人へ ンブー •エ ー •ワイズ* 
ゥプド 夫人は をら しい 寫眞の 鬼 
集 家で あるが、 來る 一二 目よ b 十 
五 H を 東 五十六 T 目み 十 五番め 
ア ー ト センタ アで千 八な 八十 六 
年 0 を S 十餘 年間 夫 ルが 旅行せ 
る 歐山米 水の 美術的 寫眞は 勿論 
近 巧 極 巧 じ 直った 風俗、 を 築、 

ん 物の 寓眞 を展覺 する 由で 中 じ 
じは 日 ホの 絕景を 撮影した もの 
も教葉 わら 斯道に 趣 ホを ちす る 
邦人の 參觀を 歓迎す る， と。 

出 綱 大使 着 紐 期 

駐米 大使を 測 勝 巧 氏は 夫人 同 
伴、 森 島 書記 宫ご 共に 明 正午 華 
おお 發 午後 六 時 五 か ペン 停車場 
じ 着直 じ プラザに 投宿す るを を 

美 巧敎會 慰勞會 

H 本人 美 W 敎會 では 成 巧せ る 
慈善 バナア 慰勞會 を靖巧 開催し 
淸話會 員の 準備 じある 響 應があ 
6 靑年會 員の 隱藝 0外 巧 巧 ま 王 
巧を 招聘して 『一二 十 S 間 堂 J を聽 
き 盛况裡 じ散會 した。 尙 ほ右バ 
バアの 報を を 兼ね ク 9 スマスを 
協議の 爲め明 H 午後 ニ 時半 よら 
臨時 役員 會を 開く 箸。 

俱樂部 ナイ h 

旣報日 ネ巧樂 部 ま權側 年の 除 
巧會 (クラブ ナイト) は 愈々 二十 
化 円 (± 曜〕 どみ 定 したが' 右プ 
。グラム 編が じ關 しては 風 間 家 
政を 貴 長ぶ ぴ 委員 諸 巧 山 ホ じて 
新が 軸を 案出す ベ < 硏究 中の お 
である。 風 間を 員 長は H 本人 會 
かお 會 、御 乂禮を 祝 魄餐會 等を 
ホ宰 して 巧 靈廊を 認められて お 
るか' ら 恐らく 趣 ホ ある 陈巧會 を 
お 現す るで あらう ご 期待され て 
居る。 


上 お 巧俗謠 放送 

上出雅 を 氏は 明が 午後と 時ょ 
らお 埼 半まで W - •お •Y •よを 
約九禪 類の H 本俗讓 を獨唱 放送 
する 由 0 


な 人 か 人 

参 家 永 豐吉氏 シ^ ゲ ワン湖の 
岡 氏は 齋藤纔 領事 是 送を 兼ね 今 
遇々 初 ホが 

•奥 巧 正 一氏 東を 巿 が 杉 並 町 
お出 裁縫 女學校 ま、 校を 奥 旧夫 
人 VJ 同伴 前週 ホ 紐 當み澀 なの 當 
書 淸氷慶 么巧巧 一二 并 銀行 歓ホ 
出張員、 を 米の 視察を 了へ 本 月 

あ 日出 帆の アク キタ ニ マ 号 じて 

渡歐 

•秋 山 誠 氏 同上、 まる 十 ホ 日 
歐洲を 經て着 紐 約 四ケ巧 晒潘巧 


制を しても 前 判み 例に 皮り 日米 
通巧條 約の 明文 じあ 觸 する もの 
でぁれば 媛 先權を 持つ 條 約の 効 
力に 化 b て 新を 律は 無効 どなる 
連 かを 持つ であらぅ ごは 考 へら 
る I けれ おからに 躲ニ 第一 ニの が 
訴を 提出ず るに あら ざれば 解 巧 
_ し 得；^ い不巧 不利 どが ある。 孰 


太 西 巧 巿恃信 

歲 ホと 同胞 本年 も歲ホ 

じ 迫 まった が、 當 地が 胞商 巧は 
夏季の 活動 期を 經 過し 比 敎的閑 
散の 時 巧 じ 面して 居る。 ボ ーけ 
.ォ！ ク上町 ょら すれば 原澤、 

が、 き 見、 加 藤、 內 藤、 谣爪諸 
巧の 巧 店 孰れ もゲ！ ム 亦は ホ賣 
を 經營し 居ら 堅實じ 發展を 期し 

つ I あ も 0 

鄭昌巧 ホ 人 當巿 巧留の 

支那 人で 二十な 餘 年岡胞 と 深甚 
の 願 係わる 巧 化 あ 房經營 者鄭昌 
氏 夫人は 巧を の 爲め出 組ん 院中 
なる もじて 鄭昌を も 目下 滯が看 
幾の 勞を 執クて 居る。 

林 巧 誕生 宴 林商會 まが 

齒み 氏は 去る 二十 ホ 日 例年の 如 
く 誕生 宴を ゲ エン トナ ァの自 を 
じ 開き 紐 育 ょらは 巧 木 桃 井の 副 
岛 巧、 水 みが 育 新報 社 お 夫妻、 
巧 澤き王 巧 等 巧 遊、 知人、 を 族 
店員 等 二十 余 お出 席 非常の 盛 巧 
を呈 した。 同が はを 興 ごして を 
モ丈得 患の 淨瑞璃 みら 一向 歡を 


巧 胸ス ペシ や ル 


ミろ ミ 芋 

(雛 日本つ くね 芋) 


生わ さび 


曜說を 


淸 ルが 師 


♦紐 育 H 本人 お會 
言の 宗敎 
♦基督 お 修道 曾 
內的 生活の 充實 今 井 牧師 

♦日本人 美な 敎會 
精神 文化 ど 其 背 致を 帖 牧師 


か 桐 兄弟 蘭會 


吿 


豫て 日米が 報 及び お 育が 報 適 
社 後 拔の下 じがの 素洋を 調理 
法 懸賞 黃集致 居候 處右 ホの 妻 
本 舖巧理 硏究巧 紐 育 ぉ 張 員 じ 
がて 審査の 結 あおの 諸氏 當選 
被 致 候 じがず 取 敢巧紙 h 廣集 【 
化 候. 

一等 增旧実 佐 子 殿 

12 這實 St こ 10|至 タ草穿 

二等 お 村 善 次® 殿 

1 芝吉 ghSi , Bro 量 ち， 尹 Y ‘ 

闢村 隆學殿 

ま 6 wesiFerryF 

穿臺タ N . Y . 

一二 等 松 木 吏恭殿 

sstr 夏 tor coiibia uiel *- 

宴す ささ rk 

川邊淸 太郞殿 

養 E . 票す St ., f Ifcrk 

深 佐 巧を 衛 殿， 

ws 511 thst,Niork 

. . 吉里豐 記 殿 
G 0 M ニ鲁产 
な 0 West 置 Ave 辛 Y . 

■鄭 巧孩殿 

16 雪 量 置 貧， 

Poughke ち sie . N - Y 

四 等 殘を部 


桑 山 商 貪 

ご 4 SST 置 Ih MT : 三. C . 
Ph ま e . す 巧 瓦 ごだ， 苦 哥 


東京 廊會 特吿 


英义 柔道 1 TOO 

英文 ニ テ 其 ホ 法ヲ解 說シ十 
數ノ 繪憲ヲ 巧入シ タグ 类本 

を かき 附齒ブ タシ' •一二 五 

日本人 形 (小型) •と 五 
•五 0 

スマ ドラ トニック .六 立 

紐 育 東京 商會 

1 会を. 萬 S . J . U , 

ジ 一. Tra 空 g 马萬這 


ゥォ ，—^ 街 迄 五み、 

ボロ ミホ ー 八を ホい 


貸 室 

て S を、 電車の 便利 至極を き瘍 

明、 プライ ゲェ] トパ クス 

互 rs - B 夏 ula , 沒 7 Pe 与 一 F Bro 量 n 


む 


獨房一ニ室及び乂き 
A 驾 室、 熱湯、 ス チー ム 
1 トあ 6 臺所巧 用の 梗 利を 有ず 
srs . F.K Tanaka 

養 W . 霉 h St , ぎ Tra 空 g ミ 8579 




タンク 


.ト マン 

- ラ] を 


イン ノ！ •へ ！ シ 3 ン トランクを 

物 お 弗 五十 牠 よち 十二 躁 五十 仙 
岩で st 寧 h street 


ト 


ー7 \ ク 約 おな 個の 
ーク 、ン クゥ ォド ロブ 

及び ス チ* マ！ トランクち 弗 五 

十 仙、 九 興を 十侦 、'十二 弗 五十 
触、 みし 許 b 使 巧した 麵類一 弗 
S 弗な び 五 弗 

i 尝三量 Ave こを r . 是 thst . J . y . 


太 巧が 栗觸 
隆巧君 送別 會 

ニ ユ—ジ ヤジィ 州べ！' 3 ン巿 
夏瘍 じがて 永年 活動せ ふれし 力 
± 太 旧 川 君 事 楽栖隆 巧を 夫妻 十 
二月 二十 二日 晚港ぉ 帆 巧 船 H ム 

プレス •才ブ •加を 太 号 じて 歸 
朝の 途じ 就か S る じ 待 吾等 ま 人 
相 計 b 巧る 十二 巧 九 n 午後 六 時 
を 期し 末 廣亭じ 於て 聊 .か 送掷の 
宴を 開き 度御寶 成の 諸君は 配膳 
の 都を 有 之 おじ 恃 十二 g とげ ま 
で 發巧人 若く は 未 廣亭ま A へ 御 
申这 ドされ 度 右 御 通知を 候 也 
會豐金 A 弗 

發 •起 人 

.勝 野 薪 城 
巧 中お藏 
南端 重 平 



が 事 j 

お發じ 際し ましては 
種々 御世 話 巧き 其 上 
御 多忙 中 御 見送を 恭 I 
\ 致しまして 誠 じ 有 
j 難く 御禮中 上まず 

昭巧 一二 年ト 一巧 册 H 

井上 輝 子 



敌川野 巧 作 巧 

j 山 ロ 縣大島 挪の產 じして 過 
.去 米圃じ 在る こど 久しく 今 
ょり 十六 年 前歸賴 して お來 
神戶 ぉじ 於て 獨立寧 業じ活 I 
動せられ を ホ 健康を 害し お 
養の 處藥お 効な く 遂に 去を 
十ち 二十 六 H 午後 呈時 四十 
々永 眼 致クれ 候賴兹 じ留紙 
I 上 辱知 諸君に 御知らせ 申 上 

ん 

昭か 一二 年 十二月 IP 
親 ま 

生 方 伊 王 


I ： 肺 御用 蔬大賣 おし；， 

御 贈ぶ ロロ W 品質 轄 撰の 美術 雜貨 、お 具、 着物、 ランプ 類 
等 誠に 理想的な 品物が 澤山 陳列して ゎ b ますから 抑 ホ 寄の 上 
お 買 上げを 願 ひます 

御 料理 用 おは 農 良 お 一巧 洩れ ぃ A く 取 揃へ ました； 。特に 
わ 正月 用の ^ の 子、 田 か、 もち ホ、 山の ず、 をが 鑛 語類、 
御菜 子 類. 御駄獲 用品 其 化い ろ-^ 到着 致しました から 賣切 
れの 中に わを く 御用 命 願 ひます 

生 辟 菜 類 弊 巧。 ンググ アィ ランド 農 擦產の 最も 親鮮な 
大根、 白菜、 葱、 午を、 其 他 里ず、， 蓮根、 くゎい、 どろ‘； 芋 
等 も 化 揃へ て 居らます'. 

近巧雜 II 蓄籍 類、 每便續 々到着 じて ゐ ます 

ちん 餅 例年の 渡-^ 御 注 义じ應 じます 
紐 育巿東 置 十九 T 目 ニニ 四 番地 

化 桐 兄弟 商會 

電話り— ゼン ト S 四 八 01 ニ 四 八 一 0 ニ S お 
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ハィカラ じ 紳± は 

化 立 服を なしまず 

夫れ けなく 身 じを ひ、 是 掛けは 宜 く、 を 
して お ホを ょら もを 持ちす る 事を 知つ て 
るからで す。 弊 巧は タ數 H 米 紳± の 飼 巧 
を あつて 香ます。 

n 化离吿 じて 辆巧 店の モ じは 

六み 割引 致します U . 

御 注文のを 巧 じ 係 はら やを も 巧 一度 ホて 
をて 下さい 

ウ オル々— エンド フロ リオ ザ 服 巧 


▼鄕 里を を 及びを をを (無手 巧 巧)、 外圃 
巧替賣 買、 荷なを な 紐 取 立、 信用が « 
巧 等】 投お巧 業務 御植巧 じがを 巧 化 « 

S 賦臺灣 銀 巧— お 張 所 

本店 摹潰臺 化 

ちを 巧を、 潰 巧、 大阪 、神卢 、上 お、 巧 
ロ、 巧 州、 置 巧、 油 巧、 香 巧、 巧 束、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 タザ ラン、 バタ ピヤ、 を K 

々グ 々ブタ 、餘較 、巧 か 臺潰十 巧ヶ巧 i 

】*. 資本を を億圓 (を 巧拂这 巧) 

- 、 稽 立を. 一億 ニ 巧 五十 萬 旧 

內化本 支 巧 h 橫演 (本 巧) 巧を 大阪 
神戶を 時下 顆名 古屋 

機濱ぶ 金銀な— 支店 

ホ 固を ま 巧 = を 渚 濯# 沙巧 巧を 
其 他世界を 國 重要 都 巧 ニを 巧 及 ュ > ン 
ス有之 巧 


ラム プ 及び シル クシ 五 ！ F 

製造元 卸賣 手 攘商會 

正. Y . HETSUKA CO . 

15 W を薑 ぎ！ U - 章ぎ 量蓄塞 一 


H 本陶 黑雜貨 
ドラ'' グ ー ッ 排販賣 

S 巧 木 桃 ホ 組 
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303 Fif 化 Av れ， 
Tel. Caledonia 4101 

巧 田 巧 事 巧を 會姐紐 育 支 巧 

Uchid 瓦 jfra 如 ng レ 0 リ！ nc* 

1 1 Park Place 
Tel* Barcl 巧 巧 76 

島寶易 株式 會赶 
Shi 前 a Tra ぷ ng Co,, Ltd ， 

150 Broadway 
Telephone Re が or 1484 

巧 《食れ 赤 尾 席を 
Akawo & Co., Ltd., 

之が Fif 陆 Av も， 

Tcl, Caledonia 97 S 8 - 5 P 

巧 倉 製 絲が績 巧 ま會粗 
K ぉ akura 底 Co., Lt ん， 
200 Madison Avenue 
TeL Ashland 4545-4546 

に Miidmo れ 

Mikixnoto PearU 
財 5 F け 比 Avenue 
TcL Vanderbilt 2 な 9 

大倉 組が 育まな 
Okura & Co., 

30 Church St" 

Te!. Co け ! andt 2292 - 93.94 

H 共 巧を 會化 
化理巧 
高峰 巧會 
1 扣む时 dw 化 N. Y. C. Tel. Redor け 84 
Facia け； 化 10 3 村 h Ave ., しし 巧 わ 

巧 巧 横を 巧 まきを 
\sano Bussan v^napany 

Roons 801-805 
1 € 5 Broad がが 
Te!. C が Han か 8047 ぶ 052 

, vaosho i^rporation, 

1 Silk Importers, 

j お Ea が 34 th Street 

j TeL A^b!and 巧 的 - 91 

1 Gosho Co., Incn 

j Cotton Exporter* 

60 fee かげ St" 

Tei BowHdk Gre の硝 06-06 

巧 巧が 巧 道が まを 社 
お 育* 巧 巧 

South Manchuria R. R. Co., 

Koom 202 ら Canadian Pacific Bid?. 
342 Madison Ave. 

Tel. Vanderbilt 4135 

H 井 おを 贼會 巧 
紹 育ま 巧 
Mitsui & 0 >., 

¢>5 Broadway, 

Tel. BowHng Green 7520 

巧ま會 おち ホ 巧 巧 
紐 育ま 巧 
Iwai & Co., Ltd. 

Woolworth Building, 
Tel. WWtehaU な 040 

H 赛葫事 巧 ま會社 
が 育ち 巧 
Mi わ ubisil; Shoji Kaisha 

(M な ，" bishi Co 、 Ltd.) 

120 Broadw 巧 

Tcl. Rector 2560-2564 

太較 朝日^ 東京 朝日 
化 野 ま 巧 
Osaka Asahi 

The New York Times Annex 
Tel. Lackawanna 1000 

a 本 辅化賊 #it 
が 巧 支な 

Japan C がれ n Trading Co., いん , 
25 MaditoD Ayenue« 

Tel. Lexington 8780 

日本を 糸 持 ホ會な 
な 育ま 巧 
NIPPON KI-IT 0 Ki ほ 化 LTD 

I’ WO Park Avenue 
Tel. Ashland 5320 

— — ~ — — - - - — — — — — - ' — — 

巧を タ會お 
紐 育ま 巧 
Hara & Co., 

443 Fourth Ave 。 j 

TeL Ca!edon ; ュ 7830-35 
— * ■ -， — • 一-— 

日米を 糸 株 まを 社 
親 育す 店 

N ! 郎レ化 1 お ! 巧！ (ABUSHiKi ) (が SHA 
が ! CHi ぶむ KHTO CO 。 LTD.) 
1 P が k Avenue 
Tel. AsWandl 62 がィ 7 » 4 も 49 

火 驳窗日 ニ 巧を 円 日 
が 木 S が 
Osaka Mainichi 

Room 306 A World Building 
Tel. Beekman 42 ち 9 


空に 百ぶ 十機亂 舞し 

.地に U 1 二で お 千の 太 觀寡ま 

n 雲 化 <垂 いた 化々 木 綠兵瘍 て ニ 旨 朝に 擧 巧- 

墙濱沖 じ 宛然 こ H 不夜城- 

ワシントン 特電 二日 發 = 天皇陛下に はまを 一 n 田 中 首相を 宮中に がさ 打 左の かき あ 難き 御言 
をを 喊 つた 旨 外蹇主 64< 化 をに あて： を電る ましち \ 

今 岛ノ大 ニ 巧 キ國民 擧ブテ 至誠 ブ塔 メ现 質/意 ブ 
巧 シク 索い 深 ク滿足 ニ 思 マト ノ旨宜 シク 傳 i へヨ 

■' ' • ' ' i ’ ご .'.- … 

東京 特電 四日な A 樹大魄 盛儀の お 尾を 输 るべき 御大 禮 特別 ホ觀艦 式は す\氣 晴朗の 今朝、 横 潰 
ホを^ と 挫を あ ド. 配ち 約 一里から をの 東々 ニ 里 半、 あ 化の 幅 お 一里 •— 忌 b 一」 を々 あを 壓 しつ-- 巧 
'よれ'^'^ 舉 .ト距 了に けが お 艦 擦を じ 御搭乘 、軍 黯ホ剛 、比敎 、盤ず を 供奉 鑑\ し 抢揮宮 財 撕乂將 
^リ^化を御ぁをか上御親閱おばされたが蓉加の廊艦はお隻、 巡巧戰艦一ニ隻--^」巧濫廿よ5|ろ 航 
ち！？ いこ- 隻 、潜水 巧 お ニ 佑ろ 驅逐 艦と 十九 隻 、潜ん 燈 化化隻 、掃 お 挺十隻 、持が 艦を の 化と 隻じ 
てを 計な と 十五 隻’ この 外ブ V ， トル 提蜂 搭乘の r メリ 力 亞細巧 編隊 巧 艦ビッ -， バ ー グ號 、.突 劇 
海 おは タ—ゥ キット 捉替を 词み肯 ごず る亞 細な 艦 度 中の 最轿巧 j 巧觸が 巡洋艦 ゎン ト號^ 外ニ隻 
スト 於 ブ提嘗 <1 坐 ホす る フラン マみ 亞細醒 総 隊旗鸦 ミシゴ レー 號 をの 化 ィタ 中'!、 ォランダ 巡洋 
頼を とを、 特務 艦 t 一隻、 がか 船舶 十五 隻 、緩を 計實じ 二な. へ 雙が滿 艦 飾を 施し、 を廳 わらが も 
ホず U : をの 皇禮袍 ご おじ お 觀ごお 嚴の满 みを 盡 し、 をには 海軍 飛 巧 機が ^攪 、飛 巧 船 ニ 隻が空 
中み 列ぶ をけ ひ 化じ乂 h てけ これ 等 艦艇は 一 齊じィ み ミネ ー シ ヨンを 施し わので 養 漬から 鶴を、 
义 媒 のが 上' レ 小 巧 城 i 化し じ。 

東京 特ち ± 日を 〔ニ ユヨ I ク •タ井 ムス お】 义 皇强ト じは 御 卽を禮 の巧鲜 にみ bn 本 陸軍のを 
師刚'よも選化-」ぃ 立巧お千んの靖銳を網羅したホ曾ちの大觀ち式じ巧幸遊ば车ーれた、 この31ち々 
木 練を お > J 參 加した 軍が ばを 國と 十二 ホを 聯隊 中の 六十 ニ 聯隊、 サ五靖 巧聰隊 一よ b 册 四騎隊 じし 
て參 がし 能':: ざら’' ものけ 滿洲 あび 山 東 省に 駐屯 中み 軍隊 のみでを つた、 觀兵ス よ ニ 時間の 义し 
きに々 び ホ 皇族 兩 殿下 V 始め 奉 b み 間々 員を S 化 文ず な宫を 網羅して 美し さぶ ほん ホな （、式 後 
畏 '、も 陛 _ h にはす 踩じ勒 して 優渥 U る賴 語を 賜 ひ 円 川 陸相 これに 奉答し ねが、 先帝 陛下 御 刚を當 
時に 比較して 時化 じ適應 した R 本 帝 隊の變 化は 驚く-'、 きらの ぞく、 赏 みのお 兵を じは ル 装甲 自動 
車 除を 始めな 動 貨卓隊 - 機 瞄銃隧 、飛 巧 機砲擊 除、 巧ぶ の エを隊 もを 加し、 最も 驚ぐべき 變 化は 
藍！' ' h 直 十 S 機よ b 成ら 陸軍 化を 隊 G を别式 じて 松から ル 烏の 如 < 線を 壌の 上を を 乱舞して 偉觀 
莊化 をはん おな く-御馬 前が‘'' じ美爭 巧す されむ 曰の 先の 國旗 じ對し 階下 じは 適 目を h 空 じ、 擧 
ホ 5. 媪を 賜つ じ、 參 加の 飛 巧 機は 單に 一機 •か 歸途機 おのな 障で 不時 寫 陸した のる e 浮 出 巧く もこ 
のを も.。 觀を ミは 終 .—した。 I 古 
東京ニ日發(聯な) 0本水をなの大觀をぷは本0擧巧されたが、 この日空は曇らて雲低く垂れ 
礎々 たる 一大 巧 巧を 一目に 見渡 ィこ どは 不可能で ぁつた、 この 日天兽 陛下 じは 建 軍 大元帥の 御帮 
裝 にて 黒 おじ： 5； され 一 が 間 化を に 畳ち て 御檢稱 遊ばされた、 H 本 軍隊の 巧 進足雕 みの 變 化が 特に 
眼を 惹 か’" た。 

私設 公使 格で 巧みを 支那へ^ 

. 新 黨俱樂 部 ど輿黨 の妥锡 成立 說 

上 お 〔職を】 I 二日 發 = 南を 蚊府 外を 總長 モ正延 氏は 今夕 日 
ま 鞭 約を 渉 問題に 關し 『若し H 本 じして 誠む 誠 息な てを 涉じ乂 
るみ 覺悟 めら ぶ 支那は 薑んで これに 應中 るが、 若し 白 本 じして 
形勢を 觀望 しお 巧に 化すの 息なら はま 那も敢 て 急がず 現狀 維持 
じ 止む るの み』 ど U しおら に 對奥條 約を 渉 じ 就て は 『支那は 巧 
强が支 孤み ホむ 6 正宮 なる. 希望を 無視ず る もの ど 信 やる 能は ず 
從て英 凶み 府ら 何等 日本の 巧 動を 俟つ 巧。 {.千 化 百 サホ年 十二 
月を び 千义な ホと 年 一月の 聲明 じが b し巧爲 じ出づ べき 占を 確 
倍す る』 ど 述べた。 

ま 京 特電 二日 豬 = 矢田總 領事 どまず 文を との 差等 巧 率じ關 
ずるを 渉は 兩 をの 意見 も 接近し 巧 渉は 順調に 進んで 居る ど。 

ま 京時電 I 二日 發 = をの 畿會を I 對 して 西 申 首が も 立が じ賛 ML 


前 じして 議會切 おけ じ 苦* むしつ 
つを る 政府筋では 必 巧に なつて 
巧 裁お樂 部の 巧が 竹 次郞氏 ど 接 
近して 同氏の なぶ 會お 黛の 運動 
を 試み 且つ 小 泉 策太邮 氏の な黨 
をが 持し つ {わるが、 昨が 田 中 
首相は 遂に 巧み 氏 ど 食 届の 括 あ 
床み 巧が はお 黨脫黨 の 一二 大 理由 
の 中に 擧ザ たお 支那 外を 問題に 
就て 巧ら 論 諮し をの 除 床み 巧は 
現な わ 詰つ て おる 對ま 巧が 打 能 
の 巧め じ 支那 巧を 持 出した るに 


おちの 敲 解は 疫 じぶ 立し 巧み 巧 
復 黨の條 件に 專巧 外相の 椅子を 
巧へ る 致 契が 成立したら しいが 
問題の 主人を 巧 次 氏は 
別 じを 巧の 會談で 僕は 具体的 
意見を 述べた 譯 でな，、 單じー 
浪人 ごして 支那を 漫遊す る自 
みが 旧 中 首相から 豫備 智識を 
まけた L ;. 過ぎ 0 • 

ご 空嘯 ひて 居る もの i 民政 黨を 
脫黨 0 ホ 政治の じは 巧 詰つ だ 立 
填 じ わる 氏 £ して、 今回の 立駐 


しは 豫め膳 立ぶ をつ たもので あ 
る ご 云 はれ 氏は 巧ら じ 岡 綺邦輔 
氏と 會 見の 上謡談 する 尝 である 
が、 巧み 氏は 昔 相 VJ の會 見を I 
段落 ど L て 直ちに ホ お 川 中 脂の 
外 化 蓮 ±髓 ぶ 謹、 大內暢 己、 赤 
塚 正 助 氏 等を 词 伴め 上 今 タ出發 
の當 ならし も禪 々打を せの 必要 
も あるので ホる 八日 朝の 神 ロを 
出 化する 長 崎 見で 上海 じ おく こ 
ど i なつた、 康ホ氏 渡 まの 報 ど 
政 友 復黨は 政を じ セン セー シ 3 
ンを 生んで 居る が、 段 政 黨綴裁 
濱ロ雄 幸 氏け 

床み 君が この 際 ま那じ 巧つ た 
とて 何も 出 承る もので ない 
£冷評し、 が務省侧じも 
巧みを のま 那 巧は 巧 角ネ H ま 
で 築 上げて 巧た 本筋のを 渉 じ 
は 却て 邪魔 だ 

ご 憂慮し つ i あるが、 かを 上 こ 
はが 角 誘 解が 成立し ね どしても 
內政 上の 諸 懸案 協をまで じは 尙 
ほ 幾 ホの 曲が 波爛 をを むべ < 新 


年末》 一日 本 巧 郵便 ^ 

hH わ 忘れの ない やぅが 

昭和 四 年の 巧 年を 迎 ふる H 辄 々ど 近づいて 參 6 ょ—. 一た。 

芽 か 度い 御大 典を 迎 へた 私達け、 をら にがた な 
る 希 盤に 輝く 新年を 迎 へん ご L て，； ある 0 であ 9 

皆？ ん d な鄕の 知己 諸氏に お出し じなる 巧年寶 巧の ご 牽髓が 
出 ホて 居まず か、 T 度 H 本の 新年に 間に合 ふやぅ-しお 岀 しじな' 
る 巧 船は 左の かき スヶ グユ 1< どじつ て 居 b ます。 

(ィ^ サンフランシスコ 化狮日 

コレア 义 〔十二 巧 廿日〕 グン シ デント •ゼフ r ソン 「ホ i Q 〕 

(ロ〕 シアトル をび 晚湛か 帆 n 

ばちい 化 〔十二ち 十 H 〕 漠潰义 〔十五 H 〕 あらび わ 九 〔十九 I 
H 〕 ゴム プレス •ォプ •々ナダ 〔サ 二日〕 當山化 〔甘ち 日〕 
本社 じ 於て は 例が のか （が 袋 附の印 測 叮喀な 特製 新年々— ド 
ニ ユヨ— クな景 を 網羅した 美術 寫裳繪 ハガキ じお攀 みお b の 
巧 刷を いたし ますから 御を 义 下さい。 

「一枚の 力ー ドに 百年 知己 S 感 をり」 

新年 賀狀の 印刷 U ……： 

誘尝 S 紐 育 新報 社へ ； 


學校差 押へ 騷>」 

〔四日】 神田鋪 が中學 、同が 學 
校は タ 額の 負債の ため 經營困 
難 ご U &、 千 葉を 同 銀行は 兩 
校を 差 巧 へん ごした ので 東京 
府に六 千圓の 補助金を 出願し 


たが 府はタ 巧 同校の が 政不規 
律を 理由 どして 之を 拒絕 せん 
ご 0 

小幡 市議 員收監 

〔四日】 東京 巧 疑獄に 爛し 喚問 
中の 巿 諮が 藤 仁太郞 氏は 締ま 


を 許され、 巧議 小幡敏 雄を は 
收監 さむた。 

巧 保手數 料半减 

【四日) 船體お 隙の 再な 檢ホ數 
がけみ 國侧 ょち 平 减ホ留 あら 
本 巧を 社は 大巧 裝 をず けんご 

電化 化 用 機關幸 

【四日】 截道 省は 電化の 代- じ 
ディ ゼ^ 機 關ザ採 讯じ决 をし 
差當 6 神 ロ お 岸 線に 使用の 當 

外米 輸入制限 令 

L 四日】 外 ホ 輸入 劇 限み 延長 频 
かは 十二 H 頃發 巧し 契約 濟み 
も 輸入制限を なすき である ご 

建築 技師が 慘死 

〔四日】 東京 お 建設 課の 技師 文 
學谋 十一 ニ 宅 雄ニ郞 巧々 息勉氏 
こ ニ 四) は 日本 橋瞄 役所 建築 エ 
事 監督 中 縛 棒 前額部 じを 下下 
しま 傷のを 死 占した。 

お 平 大使 お發期 

ご 二日】 を 平 駐英 大使は 一月 M ニ 
日 神 戶發激 田 化で を 巧のを じ 
上るべく 夫人 あ 族 等は 當を東 


まじ 滞が の 答。 

佐 藤が 議± 收監. 

ご I 日】 能 登 ホ裝を 巧が 稀 役 化 
證± 佐 藤實巧 d 巧巧廣 領で收 
監 さを 0 

省線 電ぉ拂 下 か 

ご 一日】 東 巧 附ぷの 當絡带 車を 
撕下 げか 特別 會が 新設 か 具 ホ 
的 調杳を 小川 鐵 がは 命 かした 

本年 入超け 1 一億 

ご 一日】 本年の 貿 ぶは 豫 想を 裏 
切 6 入超 高 ニ 億 圓巧上 か、 巧 
外お貨 補充 目前 じを り 明を 巧 
旱 正貨 現送 開始 かごい ふ。 

東大 總長選 まろ 

で 一日】 を學巧 ± 小 野 お 喜 ホみ 
巧は 乂を數 をな てま 京 ホ 大纔 
長に 選 まれた。 

池 尾 巧 社長 就任 

で I 日】 池 尾巧藏 をは 曰 本 電力 
社長に 就任した。 

新に ニ巿議 取調 

ご I 日】 東京 巧 疑獄 じ關 しホ議 
巧 議± 立 川太郞 、巿議 あ 藤 達 


ホ 

话の兩 巧け 化 誠べ らいな 喚 中 
の 巿議巧 溢 + 村松恒 一郎 巧は 
歸 をを 許された。 

勞働 會議の 代表 

〔二日】 巧 持 お 社を 巧湯淺 S 千 
巧 氏は み 勘 拐 際 聯盟 巧 働诗誰 
政府 化 表なら いど 云は る。 

义 大使の 送別 會 

ご I 日】 义镇大 化 マクベィ 氏は 

ホる 六日ので ム プレス •ォブ 

ヵナダ 號ゴ複 おを 出發 する の 
で 昨が 外な 關 係の 送が 晚餐會 
が懼 され わが 田 中 首相は 捆勞 
で不遂 した。 

賠償金 おを 委員 

【二日】 前 お 務官森 賢 吾 氏 及び 
日銀を 古 蘇 支 巧 支配人 靑木隆 
巧は 獨逸蓝 憤を 最終 ホを 委員 
じ 任命され る だら ぅご。 

即行 II 尙早ニ 論 

ご I 日〕 金が 祭 問題 じ 閥し 東京 
工業 棋輿 部員 中の 實 業を 側は 
即 巧を 要 ホ！-、 H 業 家 測は 時 
磯 お 早を-ま 張して ゐる ご。 

MMMnj : ^..r . 1 ■ ... 

るが、 H 本は ランシング •お ホ 
協 おじが てこの 解 驛承誕 を ホめ 
たる も アィ？々 政府は これを 拒 
絕 しじ。 雨して 日本の 所謂 支那 
じ 割す る 特殊の 政治的 額 煤なる 
もの il 切は、 7 シン トン 會議 
じ 於て 放棄され たので ある。 

. ◊ 現在の 曰 ま 葛藤 じがる 

中必點 は、 山 東 省 ピ滿蒙 間 題で 
あるが、 目的の 星座は お漠 であ 
る、 邸ち を ま 省に 巧る 日本の 巧 
動は (南 ま 軍の 化 進 巧 害は 失敗 
じ歸 しね 一 要する じ、 滿蒙 じが 
いて 巧 物 かを 得ん V 」 欲する 外を 
懸 引の 一手 段な 巧で をる、 而し 
て扫支 紛爭が 最近 突發 したな 巧 
おホ康 爾は滿 蒙を 巧て 支那の 本 
± ど見傲すこごを實言し居ら、 
由 東 省の 泣 置に 就ても 化の 支 邪 
本 ± ご 間 じ < 何 奪 疑 巧 ミすべき 
こ ミは ない ので ホる。 

◊ …… ： ヮシントン 爵議じ 巧て 
支 版を 含い 曰 獎ホ挪 伊を の 化の 
化個國 は、 支那に 於る 巧 强の政 
策 あび 潭刖じ 就て 特殊の 協約に 
調 巧した が' なは 化箇谈 の條約 
中 左の ニ 镜條を 遂に 摘記して 置 
きたぃ 0 

〔一〕 ま 邪の ま 權獨立 ホに 領± 
るび 巧を 巧がず をき 重す。 
ごこち 那じ對 し 有力 丘つ 堅固 
なる 政府の 樹立 度び 維持の 爲め 
最もを を 且つ 陣蕾 なき 機を を賦 
輿す る。 

弓 0 支那のを 領± じ 直ち を國 
民の 商業 上の 機 食 均等 主義を を 
勃に 確立し 且つ 維持す る爲 めじ 
巧 力す。 

〔四〕 友好 圓の岳 民 若 （はお 民 
の權 巧を 威 殺すべき 特殊 利權若 
くは 巧 典を 獲得す るが 爲め 支那 
じ 於るな 情を 利用せ や、 又 友が 
國 のま 寧を 害する 巧 持を 支持せ 
ざるべし。 〔 wk 第 一條〕 

〔 一 〕 條約國 は 前項に 宣明 せら 
れ たる 巧 則 じ 違反し を {は 之ぶ 
害すべ めか 巧なる 條 約、 溶を 取 
極を は 了解を 相互 間に、 又はを 
別 巧く は 協同に、 化の ー國若 （ 
は 協同に、 他の 一 固を くは 數固 
< 締結せ ざるべき こごを 約定す 
る。 0 よ 溝 ニ條〕 


篇俱樂 が 化 溝 ± 側では この 際 先 
づ結黨 式を 擧 げたる 上な 友會と 
協定すべし ごま 張して おも、 尙 
ほ 宮城 縣選巧 矢 本 ホ 之 か 及び 東 
を 府選巧 鶴 田 和文の ニ 巧 旌トは 
民を 黨を 脫黨し レが タを大 殴 お 
の 新政 黨じ 入る らしい ピ。 

ま 京 特電 S 日發 IL ニ ユョー ク 
タ井 ムス 紙】 旧 中 首相 ど會 見し 
た 床 巧 氏は 巧 園 巧る を 訪問し 日 
まを 渉が 詰 b 打辨 のた めを 京 じ 
赴/、 こご じな つたのは 巧黨 W 巧 
の 新黨を 協が 成立した 結ち ど 見 
られ 氏の 專巧 か務 大臣 巧か說 .か 
傳 つて 居る がを 巧 渡 支は 恐ら < 
南京 首領 ご會 見の 上田 中 內閣の 
巧 解を 待つ こごは 到底 不可 館で 
わる こごを 立証す る もの どして 
を要視 されて 居る、 而 して 床 巧 
巧 ど 政府の 提携 じ 就て はおに 成 
立 說を蹲 ふる 向， きがを いけれ お 
政界の 消息 逆 a 內政 上槐 々の 問 
題が をく 未だ 確實 でない どの 意 
を、 が お々 でを る、 巧 次 巧のを ゆ 
る 新黨の 議員 敷は 二十 化 人 •しま 
して 居る。 

債 權善猿 策- 

民間で 共同 行動 

ま那软 おを 相手 どず る 經濟借 
歎 反び 官廳納 人品の 化を ホ濟じ 
ょる 債權 などは 巧 民 問の み じて 
も 約 八 平方 山に 達して ゐ るが こ 
の 內を巧 興業のを は 遏般内 旧 支 
配 人が 渡 まし 國 民政な 巧 政 部 ご 
を涉 の 結を 

前 お府の 價務を 確認す る 王， 

お 濟 方法を 講 やる T と 
な f じつき 支那 側に 誠意の ぁる 
所を 認め 得た 上 

財な 蔚ご しては 東亞 興業 
に 示した 罔を を 0 てを 部の 漬權 
者 じ 適 巧したい 意向を 示して ゐ 
るので 借歎翩 原の 巧 盛 興業、 中 
H 實 業、 債權關 係の 一二 ホ 物產、 
H 菱 合資、 化ぶ 合資、 乂倉 組、 
古河 電氣 なでの 右 巧 お 者は エお 
クラブに 參 集' 債權 善を 策 じつ 
いて 竊達會 を 開く を じな つた、 

協議の 目的は 右 车万圓 

の 借 欽漬權 じつき 東亞 興業の 例 
じ 做つ てこれ を 確認せ しめ 適當 
の巧濟 方法を 誰せ しむる ホ 法を 
見 おず こど じなる が 支那 側の ホ 
卦も 償還 財源 £ して 整理を 債 じ 
よる か 願 巧の 增徵 じよる かは ま 


英帝御 不例て 

皇 儲歸英 

.攝 政委貴 樹立 か 

曰ン ドン 四日 發 H 風邪ょ b 肺 
を 化されて 御甫態 じがは ず英國 
國壬 ジョ！ デ 陛下の 御を 態は_ 
進 一 退、 なみじ 樂觀 する を 許さ 
ホ、 巧 注がの 結ち 稍 御を 眠 
遊ばされ お 熱 も 下 6 て 肺の 危險 
は 御脫出 遊ばされ たる も 今度は 
必臟 が！ ごな b 數 名の 侍醫は 
徹 巧して 御 看護 甲 上げ 
皇后陛下を 始め 第二 王子 ョ ー 
ク太 をは 宮殿 じ 詰 切らのを で 
あち、 侍醫 や內閣 高官の 化 ホ 
頻繁なる ため 昨 H 午前の かき 
一時 葉 まの 風 說も傳 はら 株式 
巧 壌 も T 齊じ 下を したが- 
一 ホア フ 9 々を 御旅 巧 中で あつ 
たク で 八ズ 親王 並 じ 第 I 二王す は 
を々 旅程を 變更 して 急遽 歸 の 
途じ 就かい 皇太モ 殿下 ぃ t か 速力 
の 巡洋艦 じて アレキサンドリア 
を經 曲の 上 十二 巧と 日 ょら 十 H 
頃まで じは 御歸 巧の 酱で あるが 
國 王の 御を 態 じ 駒し 假らじ 御 重 
態の 危機を 脫 出されても 查 かじ 
は餘 巧の 時日を 要する ので 往が 
屬王御 雷 態の 時に 等しく 侍が 武 
官 長、 キャン タブ 9 大僧正、 3 
1 ク 太を、 首相 乃至 樞密 院議 長 
等を 網羅した 攝政 委員 制度を 復 
活卞 るか、 

ゥ で 火ズ 親王を 攝な官 じ卻ぎ 
奉を べし ごの 風說頻 ちじして 
残に 薬 去の 瘍をゥ で ズ 親王 
は當然 王を を繼 承すべき もゥ 
エ八ズ 親王な 恐ら < これを 御 
弟 君で をる ョ ー ク龙 をに 御 襲 
位 あるべし との 取沙化 も转は 
もた 一方、 巧國の 憲法は がる 
; を 許さ やとの 議論 も 有力に 

して 

偃を にゥ でグズ 親王が 御繼 化に 
なつた i すれば 獨 身の 麗 王が 迎 
ふるは 歷 を 始めての こ S であ-な 
從て巧 人が 皇后陛下 たるべき か 
じ 就て 早く も 物色す る 者ぶ く、 
歐洲を 劇 ごの 皇族 結婚 もゥ .ユ瓜 
ズ 殿下 ^ 旣じ 御辭退 じな つた 實 
例が ホ. るので 恐らく 英國の 賞 族 
から 選ばれる であらう vt 權 々蹲 
され、' 英國の 上下は 今や 國 王の 
御不阴 ミ後繼 者た る ク ュ グズ親 




をを ける 必要が ある 一方を 渉を 

- ょ-^ 關始 するどし てを 債權 
を單獨 じする わ 

化 ハち じする かの 問題 か あ 
るので 當 白は 意 忌の 巧換じ 止' め 
る ごも 見られて なる が、 尚 ほ 協 
議を 重ねる はずで かくして 回収 
絕望 ごい はれて ゐた凿 ま 民間 僮 
權も少 しづ； 目鼻が つき かける 
見这 みで を も £。 


英 首が 回答 

英米 軍縮 會議じ 

ロンドン 吉日 發 n 首相 ボ！ 弁 
ドウ キン 氏は アメリカ ド 院お軍 
委員長 プリ ブン をょ b 吳 米巧院 
化 表の 軍縮 討議 〔前號 所 殺」 提' 
議じ對 し 趣旨 じは 贊 成す るら 巧 
の 如き 會議は 政府を 通 やる の 外 
なしと 巧 答した。 . 


本社 東を 特 雨を (紫 お町轉 載〕 


ミラ！ ドが 觀た曰 支紛爭 て】 

目 本の 政治的 躍進 


山 東 省 お 兵の 眞 目的は 滿 蒙利權 

巧 下 連載す る 一文は みしく h 
海に 『幡東 評論』 をを 巧し つ 
つ あ b し アメリカの 巧 聞 記 著 


じて H 本 側から 見 ゎ ば 化附き 
の 排日 屋 ミを はれて 居る ニュ 
ョ！ タ 》 ヘラ 於 ド •トリ ビユ 
ン 紙上 お轉 廣員ト I マス •ミ 
ラー 韦 氏が 最 巧の 遇 巧 雜誌モ 
—シ 3 ンじ 寄せた 論文の 槪譯 
である。 

.◊..!! おはこの 一文の 讀濟が 
H 支 聞 題を をを する じを たち、 
幾め な T の 事實を 巧に かけて 戴 
きたいら のでが る、 邸ち 
〔こ 日本が 一 チ 九 旨 二十 八 年 
山 東 省、 度 鎌 省 及び 滴 渊じ兵 
'を 動かした こぶは、 日本のを 
治 釣 計 劃 遂行の 手搜 S しての 
おを でを つ だを である。 

ごご 而 してを & 一 の 動 磯は、 
支那 國 民政 巧のを 支那 統一 者 
たるべき をを 妨害す る じ ゎつ 
た ミで ある 0 

马 一〕 おを 醒民 軍の 化 進を 巧 害 
し 同時に H 本を して 山を 舊を 
占領せ しむる 口實を 得ん が爲 
めじ、 日本軍を を官は 遂じ濟 
'おじ 於る 日 支 軍の 衝突を 挑發 
せしめ じので ある。 

〔四〕 奉 天 駐屯み B 本 軍 司か官 
は 張 作 霜の 暗殺を 陰謀し 瓦っ 
これを 遂 がした をで をる。 
〔五〕 をれ ょ b 日本' 故府 は更ら 
らじ奉 天 政府を 威 脅しを I ニ 省 
南を 政府 統治を 妨 止した ので 
ある 0 

〔六〕 日本な がは 奉 天 政府に 强 
要して 満洲を 支那 本 主ょ b を 
離せし めな てこの 化せを 日本 
のが 護 頗± たらしむべく 、過 
去 じがても 炼 をに 調印 甘し め 
んご 計ら 且つ 争 日 じがても 計 
b つ、 あるので ある。 

◊ ........ さて 讀者 諸君は、 前述 

した かくな 上列擧 した ものが、 
極めてを 理 的な、 且つ あち 得べ 
きもので ある こごを を 頭に 入れ 


ない 限 b 、 これ 3 上 じ 本文を 讀 
む 必要は じいので ある。 盎し巧 
上巧擧 しね ものは いづれ も事實 
じ 觸れた 巧 題で あつて、 おは 送 
じ國際 政治 じ 向つ てみ ァマ チユ 
リシ ユ子ブ を 諸君の 前に 提 拱し 
やう 等 VJ は、 毛頭 も 念じ 最 いて 
居ない からで ある。 

◊ 淫じ 留意を 要する こ VI 

は、 な 上閑擧 した もの i 或る も 
のは 實 現の 巧 能 もな く、 或 ひは 
永久に お現しない かも 知れない 
こ' どで あつて、 一體じ 政府が 先 
きのこ i を 動機と J ) た、 罪惡を 
積極的に 就彈 する 巧は 甚だ 至難 
でを る、 故 じ 斯うした 可能性な 
る ものは， 極めて 長い 時 曰を 經 
た 後 じ 現れて 巧る 壌を が ぞい、 
一千 化昂 二十 八 年に 巧け る H 本 
と 支那の 葛藤の 確 實な証 渡、 ご 
いふょう は 寧ろ かられて 居る 事 
實 なる ものは、 極めで 情 巧 的な 
ものであるから、 これ 等の 事實 
を 叙述して をれ にを 菩 された も 
のから、 証 おを 引 おすの 外は な 
いので ゐる 0 

◊ 1’... 一體じ 泰西 諸 邦では 日 
本は 支が ごの 條約 じがて 特殊の 
位置 じある かの 如く じ 思惟され 
て 居る やうで あるが、 事實 はか 
して さう でない、 日本が 支那 じ 
對 する 條約 上の 權 利なる ものは 
原則 上 じ も實隙 上に も、 ァ メリ 
力が 持つ をの じ 毫も 異 つて 居な 
いので ある. 。なじ アメリヵ 政 巧 
としては、 日本な 巧 じ 等し （ま 
邪じ對 して おちし 得る 權利 (？) 
を 持つ もので あら、 ァメ ッヵを 
府 は、 日本が 滿 網の 支那 人に 掛 
し 南京を がの 承認 じ對 して 勸を 
を 典へ 得る ご 同等の 權 利を 持つ 
て 居 6 ので わる。 

◊ 日本は 適 去 じ 於ても 列 

强じ 向つ て 「日本の 支が に勒す 
る 時み 位置』 の 承認 じ 巧 力し、 
且つ 諸别强 VJ のを 約 じがて これ 
W 露し い 承認を 凄した もので あ 
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經濟 政策 上 これ ご 云 ふ 差 
異を發 をし 得ない。 たぐ 人氣的 
じ兩 をの 傳統的 性異が 信せられ 
て 居る から、 共和 襄 ながの 持續 
は更ら じ同國 の-巧 嵩氣が 昂進す 
る こごは、 否定す る ことの 出 巧 
ない こどで、 政治. ぶじは 野， 外强 
硬 ほ 策から、 巧が 慶 じごつ て 形 
勢 必ずしも 好轉 するとは 言へ な 
いが •經濟 的 じは なほ 好 景氣の 
恩 惠を蒙 6 得る ど 言は なけれ は 
ならない。 

j 

不 化切拔 けた 

同 驢体機 

絹織物の が算難 

別項 思 商 稼 裏 記 官報 吿の 如く 
當 地め 絹物 取引は 敵ぶ る 不振を 
呈 して 居る がちに 閥し 日本ょ ち 
の 通信 じみぃ ば、；^ 本が 絹織物 界 
はを ホ 絹織物 じ 墨 迫され.、 機業 
家 I 般 はたへ ず擇算 難の 苦境 じ 
おかれ 輸お烟 二重の かき、 をの 
ホを 願は 漸巧 衰退 傾向を たどち 
つ t をら が、 效じ最 を じ わける 
衝外 為替 化 場の 動搖は 輸出 絹 織 
物を じ 甚乂な 影響を 輿へ.、 相穫 
の不 引を じを 疎 唐を 通じて 取 巧 
は ほとんど 化 おのを じあつ て、 
しかも 漸落の 一途を たどを、 爲 
替動摇 前な ちまる 丸ち t 旬 ごの 
ホ 渡け 實じ 大正 丸 年が を不； ^0 
來のを値を現はすじまつた。 し^ 
か— て 一. 方 純 內化向 力 面は 御大 
典 翻 係の 需要 V 段を に、 をく 化 
の 巧へ たち 樣巳 なろ、 機業 地' は， 
輸强 、ゎ 地む 去*^ 問は や、 をく 
四苦八苦の 態 争 輸ホ濟 二重の ま 
產峭 たる 福 梟 可 川 侯、 福 毋縣歸 
江 地方は， つ」" じ 十一 H 十り か 
ら j 遇閒 、ま： 化石 川縣 地方は 十 
H から 十八 H まで ー齊 同盟 休 機 
を鐵朽 し、 ホを の 調節を はわる 

こご、 なつ 心 

謝 會再關 - 

媒 約の 批准 其 他 

T メ V みある 巧 通常 議會 はま 
ら 一二 H をな で 成立した が 大統領 
選擧 後でら-あら フー ゲァー 氏の 
電巧稱 する 摄議 まは 巧 年の 臨が 
議 脅で； 一;;* さもべ ぐを 國 から 注 
目 をれ て 屠る 關稅改 本案 も ホ _ 年 

一巧 ヒりよ b を 聽會に 脚した 上 
糖 時绝巧 V おず 模犧で 度 村救濟 
をら 恐らく 时樣 であらぅ が 今期 
幾 曾での まを 問題 ごして はヶ C 
ッグ 氏の 不戰條 約 あび 巡が 艦 建 
を ま 並びに 水源地 問題が をき を 
占いべ く涅 おされて 居る 幾 まも 
例年 ど 異な b て 僅か じ おが 案じ 
過ぎず。 クー リッ デ 大統領は 國 
隣 司法 裁が 所 案の 批准を 邀 憑し 
て居る：^,、 これは圍除政局ょら 
して アメリカ のが 留 案が 颇 る' デ 
リケ！ トな關 巧に 原^れ て 在る 
ので、 をの 向背け 倒 然して ゐな 


十一 巧の 賓易离 

ま 京 特電 I 二十日 豬 n 十-巧 申 
じ めげ る 貿易 寓は輸 お 一億 五 千 
一二な 二十と 巧ち 千圓 、輸入は 一 
憶 ホ 千兰さ 二十 九 巧 ニ千圆 じで 
差 引 入超は 平 一巧 六 千 腫で ゎる 

絹 細の 取引 不振 

原巧務 書記官 お吿 
〔一 日發〕絹物 一 般じ閑散；：^が 
ら 羽二重 化複 は不變 じて 巧々 巧 
內 ぁれ ども、 絹 細は 本が 益々 を 
値に おもいら 常 地 買手は 先け 不 
まじ 見送 b 手控の 態なる が、 累 
みの 報吿 じょ A 旣じ 本が 側 じが 
て 相 當對策 も 行は れつ X ぁる も 
のと すれば、 今 化の かき デリを 
相麾の 出現 ぁら。 最 巧爲替 まの 
結 あ；：： * b どす るら、 當地ホ 物 相 
爆 二 一十 仙の 愚 底値を 化す！； まれ 
るは 7 辭じ 苦しむ 處 じして、 其 
の 原因を 攻 をの 上 度ら じ 產地じ 
がける 市懼 をを 策を 施ずに ホ ざ 
れ ば、 絹 細の が ホは. 一曆 危機 じ 
おもいるべし どて、 憂慮し 居る 
向が ぞい。 

金融界は 變ら ず‘ 

日本 銀け 監督 役 着電 
〔一日 發； 3 月央 後ら 金融界は 格 
別の 變 化を 認めず、 加 之 頂を 部 
じがて 引を けたる 巿債 社債 寿の 
巧 b をボ 場に 散布せられ たるが 
爲 め 、 n I 八 マチ] は大化 じが 
て軟 勢を をし、 月 ホ お 融や穩 旁 
を 債が 識 、生糸 處を 急ぎ も ぁ b 
相場 惱んつ i も賣巧 良好に して 
其 他が おが 場は 槪ね 閑散、 下. か 
貿易 入超 槪算 一千 巧を 圓 じ. ト .ら 
巧 ま 目先 氣配 お、 W 國爲替 漸落 
對米 四み を 示して 居る C ‘ 

1 

を検を お 巧裔 一 王 二八 九 
制限み ニ 0 六 
一般 貸附 よ 五 九 
外國爲 替貸附 . ニ 九 
政府 預を I ニニよ 
民間 預を 一六と 
十 未お义 二八 •四 


御 渡 露 

日本 スタ ィか 

顔 制 b 二十 五 他 

マユ ゲ のを わり も 刺 りまず 
日本 スタ" T か 

確ち で 夏 ?. 拂ひ 叫 { 

散 髮 

シヤン プ I I . 弗 
へ I ヤ •トニ- ク 

散 髮 

顏ソリ 九十 五 仙 

へ，.— ヤ ® トニック 

マッブ ー デ .お 十 仙 
. N 餐業時 隙 N 
午前 八時牢 ょち 
午 媛 八 時まで 
叮 i サ遇 速を 旨 ごし 精々 觸 
强 致しまず 

目本哩 髮舘淸 

西 四十 H 了 目 巧 蕃地 ニ. 呂五室 号 
一二 階 (第 六 街*」 巧 十 吉下呂 角- 


お 林が か 

養 Manhaiian 护 ニ el 113.114 Sis. 

亭 苦 Tel. 呈旨 lent 度 望 

尋れ人 

( を 城縣 ) 大橋武 雄 (長 巧縣) お 


歳 ホ y 前にして ......... .. 

金利 U 高 i ろ 

馬鹿 景氣み 株式 巧瘍 


影響 



ュユ 131 ク 巧ま巿 おは 今や 
- 天 ホ 知らず のフ ー ゲァー •マ ー 
ーヶ ブトを 出現して お 鹿 景氣 をを 
I んで 居る が、 巧 遇 未 じ まも 突が 
コ ー ^ 巿場も 

I 金利 が 巧 化して 一割 ごい 
I ふ最あ rt * い窝 値を 呼ぶ じ まつ 
! た。 一般の が 巧 法は 最近のを 利 
廣 傾向 じ 就て は 築 お論じ 傾いて 
i 居た ぐけ じこのを 融 硬化 じは 稍 
- 驚きの 色を 浮べ、 この 調子で 巧 
- く U れば 十二 巧 中は 勿論の こど 
; ザ始も 化が どして を利裔 繼線說 
.が 有力 ど。 ら 、株 ま 巧 塔の 一 上 
一 下が この 方面に 至大な 彭 響を 
: 及ぼす もの ど おて 居る。 コ ー グ 
を 利 島を 誘起す るに 至っ た 直接 
の 巧 因は 今 巧じ乂 b てのを 曾 社 
お 當ゃ利 モ支拂 ひじ 滿ふ ベく 約 
- 五 億 巧の 引出し じ 姑 ま り、 この 
かに 威 謝を 等 ごい ふ 季節 補 保が 
をら 

'銀行 側ピ ，してら 聯银 等は 
帳 冗 合せの 願 係 等 もを b て、 先 
遇の 始め じ 六 かで ゎつ たもの が 
一二 日 目に け 八み どな 6 遂にを 曜 
日に 乂 6 1 割 どなつ たもので、 
n — ^ ; 削 ごい ふを 利は 本年 じ 
於て は 十 巧！ 日 ごと 巧 二日の み 
じて 實じ千 九む 二十 年 十一 巧 0 
ホの 新 高がで ある。 尤も 今 利の 
金利鳥じ ：：一前記の如き季節關巧 
を をんで 居る-どは 勿論で あろ 
がが 巧に 横た はるを 離の 變 化を 
看過す こどは 出 ホぬ。 邸 も 十一 
巧中甸 にがて お貨 バゥンド 相 撰 
鹏 かじ 菊を みとな つた 爲 めじ 
越 A らの 

お出が ニ 千 五な 巧 お 
一した る じ おし アメ 1 力 ょら 
の 輸^ U まって 數少 でんつ た爲 
めじ 盛 地の 窄備 をら 巧っ て豐當 
どならを 諫 も； が 膨眼 L 、 これ 
が 巧ぶ ホ瑞 をして 益々 巧奔 せし 
/ がに 巧る お 力。 背 息，、」 なつて 

ンート .2^ ‘ な... a 俊 レ だので これな. 

上 じ蠢ヵ J ぞを ホす 學； み 
はな. > ど 觀られ でち るよ じ 最近 
ヵナダの 爲替も 急が- 
び ホった 結 裝三ユ ー I 
モン トリ ー ルへ ニ 千 ニが タ 弗の 
金塊 輸送を した ビ いふ 事資 がら 
b 而 かも 

將來 の輸 ぉがで い 巧を 孤 
する かもが 然し a い巧樣 であ 6 
をの 上 フランス 银巧 でも ニユー 
ョ ーク聯 おじ ニ 千 おが 万 弗を ィ 
ャ マ！ ク しじので、 これ 等を 合 
貸して 皆 化ょ' めを 輸ホ 廣泌願 
は 四千み が 巧 巧 じ 達し、 これを 
日ン ンょ b の 輸入ぶ び ァ术ゼ 
ン チンょ b の觀乂 'ニな 五十 巧 巧 
% タを奠 する も 十一 巧 中のを 備お 
.超過は 平 化な ガ巧じ 達して ちる 
譯 である。 このを 輸化傾 おの 中 
^ でも 最も 化 y の 焦点 ミむ つて お 
一る のは フランス 銀行め お 常で、 
昨年 间銀 巧が 頗る 異大 なをを 頁 
がけた 辭係も あるので これを 

j 職勉 

して 柿々 ごがら ホ汰 

— • I . 


を 招いて 居る。 尤も 巡 ま 二週間 
じ おつて ィャマ I ク された もの 
はま だ おがから 引出されで 居な 
いけれ でも 必要なる 煤 合 自然 的 
じ 信用の 資源 どなる こごは 勿論 
であるの みならず、 •フラ シス 銀 
巧が 當地じ 有する バランスけ 旣 
に 六 億 弗に 達して 居る 顆 係ょ b 
して フランス 銀 巧は これを 何時 
でも 金ど兩 をし 得る 立窠 じある 
が、 これ 等の 引出し お當 地の 金 
利 高に お 比して 昨年 半期の かき 
ち热じ 達する やを やは 疑 閲の余 
地が わら ご おられて 居る。 これ 
等の 率悄 ぉ 綜合ず る じ 

够 M の 信 巧 供給 力は、 過 
まじが ける 莫大な 金輸お 化び じ 
銀 巧 貸 附の膨 眼ょ b して 梟を の 
金輸お 超過は 金 顯巿場 じ 深甚な 
る 影響を ぶ ぼす じ まるで あらぅ 
が、 これは 株式 巧 瘍脚實 隱じ照 
すじを 巧 高なる ものけ 一時 じ 投機 
まの 神經を 脅かす 塔を も數 （な 
いが、 元 巧 お 機 流 者,‘" 原理と し 
て 金利の 島 下ぶ をの 供給 力が 豊 
富で ある 限 b 些 したる 間 題では 
なく、 過去 二週間 じ宜 る聯 銀の 
伸 買 人 貸 おは 增 加の 跡を しめし 
て おる の！ 今回の 巧 式ブ！ ム 
じ 動きつ i ある 

^ 金め 义 部み は 外 齒銀巧 
の 準瞄を や大會 おめ 剩餘金 等を 
動かし 却/ >. て 投巧萌 制の ホ かじ 
出で つ i をる 聯 銀た は I 向わ 稱 
ひなし ごい ふ 現 狀でゐ る。 邸ち 
昨今のを 利 高は 吏ら じ 年末 やク 
リス マスを 前 じした 財界 どして 
恐らく 繼緒 的の もので あらう が 
この 傾向に 乘 じじ 株 ま 巧 旗が い 
か U る變 化を を ぼす かも 注目 じ 
植 する 巧で ある。 


ー强 劇を 帶 


フ巧當 選 ゴー 

我が 颠界 

いろいろな 觀測 
〔東京 恃 信。 米圍の 大統領選 越 
は 政 爭ぉ上 ホを をの 熱が 禪じ淚 
にな 化黨 淚補フ ー ゲァ ー 氏の 隙 
利じ餘 したが、- 一の 

■結果 が 閲齒經 濟ぉ延 いで 
は 巧が 國經濟 がに でん。 影響 シ 
もたらず かど 云 ふじ、 實隙問 筋 
としては、 巧れ 一が 勝つ たじせ ト 
间樹 財界に 斟す る 影響は 乂 しわ 
か 違は ない と 見られて 居る。 ふ 
の 理由は 裳 一 V 現 巧の 同國 がな 
のが 致氣 U る ものは、 共 か黨か 
府の特 巧の 蚊を し 化が する もの 
ではなくて' •をく 闕 力の 伸長 シ 
基 磯 ごする 自黛 的め 好 景氣ご 目 
ら むる。 をれ お証據 じけ 戰葡け 
不款氣 を 招 巧す るを 常 ごした ホ 
統領 逃擧 が、 本年は 所謂 巧が 烏 
絮に對 して 些の 

膝 害を も 輿へ や、 ゎが 励 

じ 隅して 言へ だ、 引きつぐ きな 
糸の 對ホ輸 お a 胚拖 を喊 めて 民 
る 程で、 この お 態ぶ 政 黛 S 如 化 
では 左を され； うに い。 第二 
由 ホ 共 か 蘇は 慎 極が 巧を 看板 VJ 




十五 年の 歴巧 あるを 摄はタ 年の 
經驗ご 新 智識を をす を敎 師を聘 
し 自颤苹 
操 縱法及 
び 運 巧者 
の悠 得ず 
べき 必要 
な 機賊的 
智識を 鑑 
巧 間にし 
て 最も 能 
率を る徹 
嗜询玫 術 

を敎 習し をが 獲 祷を保 强し藏 業 
ロを も 罔 度し ます。 
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H お 月 二十 年 H 和昭 




ず 謹 

ホ じ 御科理 





會席御 料理 

昭 和 

特別 純 日本間を 新設し チキンの 
水冀を 始めました。 チキンの 水 
煮は 一二 時間 程 前 御 電話 願 ひます 



お のが おおいし い叛巧 

會席御 巧が 

晝 食は ホ廣へ 

.吓 喀瞄化 盛が 大勉巧 


勸衰並 U 御旅 舘 
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を 樣の御 嗜好に 適 ふ 
樣な美 ホの 街 巧理を 

£ 議 廣趁樓 

をし まずから 續 々御 
ホ ホを 頤 ひます 

手 氷義 

腐 揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本人 諸君の 嗜を 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 朝 I ニ 時を 開 巧 
(百廿 五 T 目 ナブ 
淳車裝 の 下) 


まが 巧理 

が瞻 茶園 

司 理人急 蓮 
あ 勤の ホ じは 塞な 
の 御 便 おじ 礎へ 巧 
間を 席の 猶巧じ 慮 
や.？ お 間柄 幸 柄 
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新 杏 巧 

本 樓巧理 A 歐廉が 
腺 前を 揮つ て 日本人 
諸君の 舊 巧に 適する 
巧 理を差 上げます の 
で 第と おの 百 二十 ホ 

T 目の チヤ プ スィ ご 

云へ ば 直ぐ 日本人 諸 
君 じは 巧る 程 巧 評を 
陣 して 居ます。 
巧卒繁 々御 ホ ホの 程 
希 上ます 0 
±、 a 曝は 錢頭 、シ 
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日曜 及 ±眶 じは》 
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巧理 舅謂圈 
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ま 午前 ニ 時半 もな 


酱油懿 譜 f 白米 

日本 ホ 離 食料 轟 觀 4 懿 

巧 面 留姐巧 ホ 食な 東が 一手 賣规巧 

曰 本 食 管麗會 


一 


御 下宿 喜樂 

元黒綺 旅館を 良眞藏 
妄是 h SU B 皇享 N J 
Tel. Tria 品 le 沒ニ 

ステ 么ヒ！ ト 

ツ ト フ タ ラ ン ニ ン グ 

巧 人 クラブ 貸由亭 

58 ジ nds Si. Bi 書 . fi. 一 . 
ぎ呈宣 ei 7s 
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レスト タント 

並じボ ー デン ダ 

截 物ぶ 保險辭 じ預 らます 

〔島 曲 

181 三 hirdAve . す こ 君 さ & lolststs- 


ボストン 甫 

富 ± 旅館 大浦末 あ 
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桑 山 淸五廊 
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商業 暦 域中必 、綴 領事 お、 H 本 
截船其 化 銀 巧 大會社 近き お 巧 

桑 港 パ ホ テ A 

純 日本を (時别 間々 ち) 

御 一報み 窠旨動 車 御 お 迎申上 侯 

巧ニ呈 ifiia F San Fiisc タ呈 if. 


紐 育 唯一の 日本 百貨店 . 

巧 桐 化 弟商會 
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マ 表情 昧操 A 

朝 十帖？ 巧 十一 時 

シャリフ •ダン シ 

V ダ； 娜難學 谈を榮 
上趁タ マ 


卷話 プラィア ント 

畫 5 奮ぶ 窒 

y- 時 •ゴ卓 葛 
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1 ち 二な ま 男 t 44 thpN . Y . C . 

T か 一. す ayant 苦 75 
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淨瑶璃 b を 日.； In 

ミホ 線を 稽 

御 化しい 餘暇じ 巧 ども 言へ 拍 
淨瑞璃 の 趣味を 御 賞玩 被 遊 巧 
皆 樣の御 ホ 遊を 歡迎 致します 

載 澤ま王 

ごの ニ》 童 ニ す 資. 呈 y 

ぎ 量 S 善 這ち 


化 巧 品 卸 負 

五味 商會 

W E. ご th 写， N. y. 百す 
lel siula 互 374 巧 


御菓子； 


名物 粟錢 頭、、 練 羊羹- 賛澤一 狂 
甘納 一盘、 巧 化を 巧 
煎餅 卸小賣 。のし 餅け 前日に 御 
注义 をた ふ。 

御 注文は 松風 辟 高 橋 
28 宝. 吉 th St. Tel.Tra をち 55>之 


新 鱗 魚 か 一切 

自ネ人 向きの 生魚 澤山あ b 揃へ 
榜别 廉廣で 大魁强 をし まず' 

サダ ォナ 魚を 

Losopil wave 百 a 

を 4 ミ. 芭 里で' 

Hel. Col 旨 ibus 91 授 


目 本 散髮屋 S が I 

五ヶ 年間 中が 巧 ご 共 じ 就業。 

ジ ヤシン ト •フヨ ツ立 

ご W. 雲 S 三. ご ミ 
Bel. Goiumbus Ave. & G 呈 tra 一で rk West 


眞 面目なる 求 磯 同胞 じ 獲 度 
なる 喊 業を 罔 旋す 

宮川 事務所 


紐 育 ホ 西 四十 ニ 了 目 百廿一 を 
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諸 


グ ライアン ト 


と セ 八と 


九み 化 八 


煎 餅 が、 小賣 
を 腐油揚 
日本 食料品 一切 

WCB ご SC H1CO pwlke 广 0• 
裏 さ ird &さ-_ 
Tel.ia 巧 ニ 


木 田 ^ I ミン グ 

1 夏 7 3rd live '. 星. 里 & 夏 thStr ま ts 
ジ 志ミ呈 & Re 巧 nt 芸 27 


ぃ ら 




御 

大 

艦 I 


神悅 'はれ 人がず 

瑞祥み む 各ろ をの 下 

畏くも 大 統御 繼 承の 颗語 


问十ぃ •、午を、 ネ H の晴 
れの御 式場で ある 紫 お 殿を 巧ず 


額醒 苦を を 八 巧け たじ 巧し、 を 
の內面じ1;!深紫色がかしき小葵 


れ ぶ、 扎 間に 四 間のを 殴。 掃 I 文梭 じ蘇羣 紹の惠 けたを、 
き 目 おしき 白 ゆり 度 上に 述 VT、 ~ 御 帳を 懸けた る じか りか、 を 厳 


ま 木 作 b の淸 々しいき がう もじ 
を过ょ b の諸员 のが 化 じょつ て 
ずべ ての 装飾 鋪設 はおつ て、 殿 
の 南を を 巧の h じは、 間口： ぱ 
いじ、 日 象に 瑞雲を 現し 

紫の 緣を 周ら しち 長さ 

十五 巧、 幅 五 巧 じあ 主る つ ぐれ 
雜の帽 額を 懸 "、ホ 索裝 はれた 
巧 あの 後 おの 賢 蛮ん 隣 よは、 を 
«はすべて化ら除^>れて、 罔固 
じ构 木が の 壁 巧を かけ、 をの 巧 
戚み化 方に d 斑慢の やう。 軟驗 
を懸 '里し、 殿 か-を 中央 じは 上搁 
一人 ご 仰ぎ 舉る 至尊の 制 座で あ 
る髙 御座を 南面-し 巧ん じ、 をの 
巧 側' や，、 後ろ 蘇 > じ韋 后.^ 御 
座 させた まふ 御 帳 台を を じて ゐ 
る。 な 御座 じ お 漆 S 曆の繼 ぎだ 
A の' トじ をん やる 八角形の 玉座 
で、 繼 ぎだん 据 すの 腰 姻らの 眼 
をに け、 風 啟厳麟 を 描き 左を 後 
ご 一方には 木 階を しつら へ、 八 巧 
蓋. じに じを をの 大鳳 風、 翼％ を 
展 して、 雲 中に 飛翅ゼ る‘ ふ 如く 
を 八 隅 - S 隅 棟 5 藤 手 U け、 闷じ 
く 小は う 風'' 瑞雲 シ彩繪 せる を 
フ！ のト- じは 大小の 

巡 光を を おせる 錢ピ 八を 


手-しは を 谢の玉 はんを 垂れ、 內 
部 御 巧には、 ゥン ヶン 緣の 御暨 
龍 浸の ± 敷、 を 京 錦、 軟 錦の タ 
ン ダ ィ4;<>グ」幾重じら敷き重む、 
をの 上に 奎目嫩 色ね b 燥 細を も 
ろばめ た 聖上 看 御の、 御 椅子を 
まんじ、 をめ 兩 側には 劍爾舉 ず 
のまを 薛 かる。 善つ くし、 美つ 
くし、 壯麗例 ふる にらの なし。 
御 帳 台は 高 御座 じほぐ 等しき 御 
儀 お、 御裝 飾では ぁる. い、 や i 
小形 じ 作らせられ、 化 形、 幢お 
等の 装飾は や I 簡素では ぁるが 
鉴頂 驚が しごを かじ 翼を 展 r る 
;y ご、 わけてち 雅麗 である。 こ 
の 高 倒 座 こを、 义正 天皇 
御 即値 じ 際し、 新た rile 

みを らしめ たま ふご ころで ある 
が、 今や 裝赖 新ら た _t なつて- 
目 さむる じか bu 麗 はし，'、、 殊 
に 御 ニ 化に 一宜つ て、 御 さ ぉたま 
ふを 拜 するな で、 文.；；* く 目 お 巧 
さを 威せ しむる。 御 帳を も 其に 
當げ の狗作 £ は 申せ、 今度 巧め 
て 御 させ 給 ふ ミころ で、 あだか 
も 御新造に 等し、、. 爾陛 ドが 巧 
もを る わせ じ まふて、 國 民の 喜 
びを 承け させた まふは、 いまだ 
かつてた めしな き 喜ばし さ-.- ー拜 
さねば リら ；3 。 


が 唐 巧 おを 飾 b.、 を额熙 鐵の帽 

駿庭肅 々'ニして 聲な < . 

玉音 瑜穗 たる y 拜し 奉る 

ニ 時の 十五 か. 黒 旧、 野 ロ 巧 一巧 たれ 感激 K 'V 尊 さじ 恭 やし，、 


; 侍な 御 商 座の 左る よ S かれ 進み 
; ま 西の 両 階よ b 跑 上に 昇ら、 初 
! めじ 御正 お •ホに 東西 左を 兩お 
j の 御 帳を か、 げを& 。この 時 良 
I < も柴 上には 御椅 すを 離 いじま 
I ふて、 御 游を端 させた まひて 立 
! 御 遊ばされる。 略を 同ぅ して か 
I 岡、 巧 お 小路 兩 女官 御 帳 臺の左 
I 右兩 側よ b 進みが で、、 あ 西の 
j 兩階 よら 壇に 上ら、 先づ 正面よ 
j ら 巧いで 左も兩 面^ 御 帳を、 か 
一 \ け 奉る こ ィ-裔 御座の をれ の ご 
I ごく すれば、 皇后 陛ド 御檢 扇を 
執ら 甘た まぅて、 立 御した まも 
ので かる。 を 列の 諸 員、 寮 儀、 
を 帳の 間よ b 拜 せられ、 御袍め 
を' 一段 ど 神々 し < 、威 あらせら 
れ て* しかも 仁慈 じあ ふれさせ 
たま ふ 龍 顔の い ピも御 晴れ やか 
なる じ、 ひ，', しく 神 或の 曾嚴じ 


敬 魔の 誠を 致す のみで ぁる。 殿 
庭 感激に ぅたる、 間、 旧 中內閣 
總理 大度 欣々 然 ごして、 御前を 
まわら 退き、 殿の 西 階を 下り、 
ぶ づれの 音 も ゆたかに 右近の 橘 
の 下を ホして、 南 榮じ化 面して 
南 階の 下 じ 立つ。 ニ 時 四十 五を 
を 過ぐ る こご 一を、 ニを。 高 御 
座 じな 御た まへ る 天皇陛下 じは 
進み 參ら せた る 侍 おに 御 簿を授 
けた まひ、 な巧內 大屋が 恐懼し 
て 捧げ 奉 つれる 颠語 書を 御手 じ 
どらせ たま ひて、 玉音い やが 上 
にも 神々 し，〜 即 泣の 御 事を 中外 
じ 巧 詰した まふ 颗 語を 宣は せた 
i ふ。 諸 員 恐懼 戚 数た > '謹し み 
畏 こみて 最敬禮 を さ/ < ぐる のみ 
殿 庭前々 ごして 聲な < 、たぶ 玉 
音を 瑞 たるを 巧す る ばか b であ 


天地 r 搖 がず 

天皇陛下 萬 歳の 聲 


南 階 の r にお 語を 巧せ る 
旧 中總理 大臣 鞠 おかごして 甫階 
をの ほち、 巧榮 の下帽 巧、 鋪締 
の 秋 ホに 映 ゆる あたらに 立ち、 
虔 みかし こみて 壽卽を 奏し、 八 
千 巧 赤子 じ 化つ て聖 養の 千万を 


を腑 b 奉る。 をの 聲 巧々、 大じ 
して 强き攀 きがある。 奏し 了つ 
て怡 々ごして 南 階を 下る。 午後 
S 時に おたざる こ W 僅じ兩 S を 
庭 上を 南 じ 返へ しわる 田 中 首相 
は、 左右 兩万歲 はんが 辕 威に 輝 


く 間 じ 至つ て 直立、 天津 日 願の 
高 御座 じかし こくら 立 御した ま 
へる 聖上 陛下を 拜し 奉ら、 滿腔 
の 

赤誠' を こめて 嚴肅 、しか 
も莊 重じ眞 'むから なる 大音聲 で 
天皇陛下 力 歲を唱 ふれば、 殿上 
庭と、 綺羅 刈を なせる ニ 千 余を 
、中み 遠近を 間は 中等し',、 聲を 
合は して 天皇陛下 万歲を 唱和し 
つ y いて 万歳！ タタ 歲！ 唱和す 
る こごち 度 じ およぶ。 正 じ 十- 
ち 十 H 午後 一二 時。 この 聲 天地 じ 
震撼す。 皇宮 円か 儀仗兵が 吹奏 
する を-か 化の ラ ッバの 音 n いら 
ぅごして 起ら、 な 一發の 皇禮砲 
娛々 £ して，/」 でろ '，、ぶ.} ぇ、 建 一 
禮 門外し せきの 京洛の 都 段、 普^ 
天の下を た. 沿、 おょを 我 


民胞 たらい もの、 一人 も 
かかさ 中、 盤壽 ので 歲を歡 呼 奉 
祝し、 衷必 威激を 現は し、 寺院 
の梵鍾 、お 卓 お 船の お 笛、 工場の 
鳴 巧 さへ、 わょ を聲 わら、 音 わ 
る もの、 いづれ を 時を 岡 ふし、 
節 じ 合せて 應嗔 し、 をの 聲 はま 
さじ 九天‘ 透徹す るで あらう。 
お をれ 多く も 陛下 ホ 御の ま、 じ 
て 巧歲の 嵩呼を ずけ させ わ まひ 
御 倚子に 着 御した まふ。 總埋大 
臣 躍如 ごして 南 庭ょ b 還ら、 西 
階を 登つ て 本位に 復 するど、 侍 
從 二ん 巧び 窩 御座 じ 進み、 擅に 
のぼつ て 御 帳を 垂れ、 女官 二人 
同じく 御 帳 臺じ邊 進し、 檀 にの 
f ら 

御 帳 を 巫いて おじ 座に 復 
する。 警躁の 聲のわ ひだに、 兩 
陛下には 出御 御间 ほの 御供 奉じ 
て 諸 賛敬禮 のうちに 入御した ま 
ふ。 鋪鼓 うつ こどを S で 盛儀 
の f ~ ^ りを 吿 ぐるの C あるひ 參列 
の 諸 負、 今日の 榮 化を 歡 喜して 
を 順に 從ひ退 下した のは 午を H 
時を 過ぐ る 二十を じ も 及ばな か 
つた。 


今後. はを 力を 盡 して 

經 濟上& 提携へ 1 . 

北氣 がく 語る 出 淵 新任 駐米 大使 


田 中 兼攝が 相の 下に 奉實 
上み が 格 大臣を 務めて ホれ 出挪 
ホ官 はを 想 通 b 駐米 お 使の ま 任 
を帶 びて ヮン ン トンの 人 ごな つ 
ねが、 信 巧狀の 捧呈 やら、 舊か 
の 訪問 やら、 を務 の 順が やら 一 
應の 仕事を 濟 ませて、 よる 二日 
が 育のを ごな つた。 午後 六 時 五 

か ヮシントン •エキス プレブの 

着く 前から 內山縷 領事 化理 夫妻 
廣橋魔 軍 大佐、 触 茂 エ學搏 ± 

旧 島 一二 井物產 、.風 間 S 菱 商事、 
石み 郵船が タ 店長 夫妻、 巧 商 お 
書記官 夫人、 武 か 日銀 監督 役、 
ま 湖 正を 副 支配人、 水關囑 巧、 
巧 田 文化 學會ホ 事 其 化 敷ち はプ 

ラブ トフ オ 1 ムじ 

江 巧 大使け 濃 鼠色の 外套 
じ 中 巧の 輕裝で 霜 降の 外套を あ 
織つ ね 夫人 ど 共に 微笑を ただぇ 
て ド ロ^ク キンク •少！ ム から 

を-^ 立ち、 お迎の 人々 じ 一挥し 
彼れ 一語、 巧れ 一語 歓 詔を をへ 
つ、 を 動 車 じて をち じ ホ テグ • 
ブラ サじ 入つ た 0 プラザ 支配人 
のあ窠 で， 大使 一巧は 十ち 階の 
五十八 T 目に 通じた 閑 楚な室 じ 
陣取つ た。 參事官 ごして ヮ シン' 
トン 在 化 時化 ょらは 幾を か雙髮 
の 薄くな つた 0 かは 短 艦ながら 
渾身 機鋒に 滿ち たやぅ。 大使は 
始終 じこ---- ど 客に 接しつ i 义 
灑を 叙せ る 記者 じ 語る 『ッ シン 
トン d いつ ホても 矢 張ら 

氣持 かい/'、 時機ら 了 度 
晚 秋で 暮 しょく、 政治 季節 じ乂 
ちを 化の 會 合ら 始まる 時で あ' る 
ためじ 舊 ぶとの 往ホも 都を がょ 
い。 幸じ自 をは 頑健、 あ 族 もみ 
な 達ち で、 これから アメリカ 氣 
をを ホ ふこ ごじなる であらう。 
巧 事で も 巧 急 じ 解み する ごか 决 
定 するど か 云ふ譯 にはな かない 




i 同じ 棟に、 y ホ 間の 認解 どを 
っても. 兩國 の必埋 的變化 換言 
すれば 時化 思潮 9 推移 じ 準じて 
巧 促進を 考 へ、 が實 現を 謀る ど 
お ふじ 歸着 しやぅ。 チ'」 秦港 i 
陸當 時も聲 明した 樣じ自 ホの 經 
濟 提携 ど 云 ふ 重大。 方面の 協調 
のた めじ 一 臂の 力を 竭す ど间時 
じな ホ 動もすれば 閑却され 勝で 
あった 

文化 のを 换 、紹介 ご 云ぶ 
モ 面に 關し硏 兜 もし、 盡 巧して 
見やぅ ど 葛へ て 居る。 要ず る じ 
巧 わ 蕾 隣の 國 民を 一 * て 曰み をを 
當じ 理解せ しめ、 る 巧を しげく 
せし いるは 即も 恒久の 平 かを 雜 
持ず る 所な であるから、 物餐打 
算のホ 面 ご 义化敎 養の 方面と 兩 
々相俟って 相互 じを 切なる 關巧 
を 樹立せ ねばなる まいご るふの 
が 予の宿 論で ぁる』 云々 

秋 父 宮樣が 

有難い 令旨 

ホ 日 協會晚 餐會で 
東京 (聯合 ゴ 二日 發： = 束を の 米 
日 協會は 今夕が 父 宮殿 下、 同が 
殿 F を 御キ賓 じマク ベ！ 大使、 
プリ K ト於 提督を 陪賓 ごして 晚 
餐 會を關 獲、 秩 父宮樣 じは 至っ 
て 砕けた お 態度で、 しかも お 流 
暢 なる 英語を 0 て 往年 アメリカ 
御 通過 じ 際 f を 化 官民から をけ 
た御歡 持を 深謝 遊ばされ、 さら 
じが 殿 f じ けらて 

ク ー ゥ リッ デ 大統領 夫妻が 彼 
■女 じ 示された 厚情は 予 の衷必 
ょ b 威 謝する 所で あらを じ お 
する 同情の 披歷 も必銘 する 所 
である 

ご 述べ、 さら じが 殿下が 巧學遊 

ばされ た フレンド •スク の 

當 事を 及び 同窓 ホの 御慶び じ も 
謝 おを わ 述べ じな つじ。 


久しぶ， し 

.環 夫人の 演唱會 

を 督敎 修道 會 々お 基を 募集 の 
S 滞 環 夫ん 獨唱會 は 新報の かぐ 

一日 午後 八 時 十五み インタ ー ナ 
シヨ ナ八 • ゥス じ開摧 0 フラ 
ンヶ ブナ 氏の 確かな 伴奏で ある 
振 巧 ど ホ 熊 ど フユ 八 トの厚 草履 
じ 扇を 毅 した 環さん の 舞 羣姿も 
古い もの だが、 矢 張 6 異 画人 じ 
はを ける。 『さくら、 さくら』 の 
琴ぅた から 『猫ぢ や、 猫ぢ や』 
喝采で あつた。 第 四番の ホ お 四 
補 も 普通の お ホ榮る だつ ねが、 
最後の 『わ 蝶 夫人』 のァ 9 ァ はも 
ぅ 何も 期待ず る 所が t* い、 箱 員 
の お 况でま 摧を侧 も 演者 も聽衆 
も、 じこ '^^-,^ してょ い 『手た の 
巧』 を 過ごした - 

ミチォ •イト！ の 

舞踊の 夕べ 盛況 

旣 報の 如く 巧 A 唯一の ぶンチ 
! 伊藤 道 雄 氏の レサ イタが は ニ 
目 午後 九 時から 西 十四 T 目の シ 
ゲ 冲ック •レ パトリ！ じ疆 され 

たか 柯時 もながら め . お 員。 番組 
二十 番 何れも 巧 巧を 睹し 其度每 

じ アンコ ー がを ホめ る どい ふ觀 
衆 も滋の 深さで ある。 京の 四季 
じがて ライト 撥が 振 補 姿で 踊つ 
ねのは 夫君 伊晓じ 及ばざる こ £ 
數等 だつ ねが 其 他の ぉ演じは 見 
事な おホ榮 •ロを 示し、 n - ナ攘 
の數番 らお かで わつ た。 みじブ 
クナ ！ 躍の スク ，ア ビンめ ニ 曲 
は 美-しいを 彩の 音樂を 現は して 
居た。 この 閱じゐ つて'、 チ *• 

! はお お每 じ師应 格のを み 
を是 せて 南た。 

ネ スタ— 讓舞 蛹. 

圏 ロシァ 帝室 舞踊 團 じかは つ 
て 居た か - 一 . ア • ネ ブタ！ 壌は ホ . 
る 九 目：：：： 曜日が 八 時 ょら マン. パ 
ッ タン •ォペラ ゥス じがて 
ホ 题 じ 於け る 舞踊 處女ン チ イタ 
八を 催す 事 どなつ た。 ネ スタ — 
壊は 千 化な 二十 年長 崎に 上陸、 
東京、 橫濱 ' 京都、 大阪 、神戶 
鎌 倉 等のを 化 じがて 数回の レサ 

タグを 催 ふして 大 好評を 博し 
た、 0 前は 己 じ 西 比 巧 盛では 六 
十四 回の コン ナ！ トを懼 し、 九 
歳の 時は 早く も 叢國皇 ホを 族 御 
前 じ 舞踊を 躍 ふして 面目を 施し 
た。 チ义百 二十 一 ぉ 渡米な 來ネ 
H じ まるを の 間には 費府の シビ 

ツク 、メトロ ポプ タン •オペラ 

及び サン々 I ロ •オペラ 等の 舞 
踊 じ 出演し、 歐洲 にも 數 おじ 渡 
つて 好評を 博して 居る。 


舊露國 を 室 舞踊 鹽 

ル ニア •ネ スタ-- 镶 

なび 大 一座 

曾つ て 日本 じ 於て 東を、 橫潰 
京都、 大阪 、神戶 、長 崎、 鎌 
食 等を 地 じて 一二 十 幾 回の レ チ 
ィタ^ じて 大 好評を 博した。 
日本人 諸 彥の御 ホ 觀を乞 ふ。 
十二月 义日 {日曜) 午を 八 時 
H 十を 

壌 所 マン〜！； ツ タン •オペラ • 

パ ウス 滨八街 ご 化 四 T 目 
入場 将 一巧 ょら 一二 巧を 

H 本人 部 御 聞を せは 
II 呈互 Asio C 至. 14tilst. 
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貴 ♦を 製 ナィフ 鉛筆が 

^ ♦金剛 お 白を 胸 飾 類 

寶 みを 銀製 烟草 入を 種 
石 

商參 美麗な ピン 時計 鎭 


本店 朝鮮 京が 

I' が 巧 出張所は 日本 內 地の 樞 要都巿 。巧 お 
I； 滿 卵、 支那のを 地 及び 浦 巧巧德 

.蘭鮮 銀行 紐 育 お 張 所 

一 か 固爲替 一般 銀 巧 業務 精々 御 煩 利 じ お 扱 巧 
i み 上 候 


藤本 證券 會巧 

一般 有懼疆 をノ賣 買、 引を、 募集 
ィ 金融、 並 一一 之 ニ 關スグ 一切 ノ 業を 

S 藤本 ミ 言—？ 銀 巧 

が 育 お 張 巧 


淘强黑 、雜貨 卸賣. 

森巧ブ タザ ー ス 


お按 陶碟器 

ドラィ グ ー ズ卸資 . 

太洋 貿易 巧式智 t 

一’ お スト. ン 

支が 节巧 えづ 


▼鄕里 送を 及び ホ 送を (無手が 巧 r 外 西 
巧替賣 買、 荷ち 替 取な 取 立、 信用が# 
巧 等 一 おを 巧 業 あ 御 巧 巧 じ 取 巧 可 化 侯 

本な 摹灣臺 化 

ぞ巧東 ま、 横を、 大 あ、 神戶 、上海、 巧 

ロ、 福 州、 厦門、 仙 頭、 香港、 廣 度、 お 

嘉坡 、スラバヤ、 スマえ ン 、パ タ ビヤ、 を K 

ぶゴ 々グ 々ッタ 、が 鼓、 其 か 臺お十 巧ケ巧 . 


▲お 巧 まを 窜驳巧 か 度のを ち W 巧 もろは 宋 化を 
のな 練 あ 切 T# ミ 共に 推 化のを S マる 巧です 
▲當胜 太平洋 姑路 一二 等 巧 巧は をが 革が めな 良み 
扁 しまし む、 みに ホ巿 なの 如丢は 巧諧ッ i 
ス トサ— ド 又は スナユ デ 》>ク ブッス な 上の 
巧 値 也 おへて 居 リぇ寸 

，一® 桑 巧 お 帆 ホ ノ八グ 経由 【正午 お 帆】 
j n レァ か. そ 育 廿日 
I 春洋か 一巧 二日 
西 比 利 西 見 一巧 + 六日 
大が乂 二月 十一 二日 
天巧乂 二ち 甘と 日 

I ® シアトル お 化 【午 府十時 巧 化】 

横濱化 互 月 十五 日 


加賀兄 

が豫化 


i 巧 八日 
一月 十五 日 

~ 敦鼓 B 本 巧 ほ w 

化 見 か 十二 巧 十五 日 
箱 崎み 十二 巧廿化 a 
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▲走 巧津 大お賠 をな 巧悅 切巧拘 おを じあ 許え ィ 


シアトル 出帆 (午前 十 時 ご 
あらび や 見 ち 巧 十 化 日- 
あらぶ ま乂 一目 二日 
ば 4 イか (ホ 港 お 抑) 十二ち 十日 

► 一等 樓漠 一九 五庸 

化し ばり 寸化 るん でんみ は 1 五 五 巧 
►一二 等 目 本 巧 五 五 巧を ま 太攻逆 家族 室 多 段. 
マ 御を 望に 巧リ 一巧 割引せ 復 切符を 巧 致 巧 候 

ロスアンゼルス 出帆 (午後 S 時) 
もんて びでお か 十二月 十日 

けわい 丸 一 吾 香 

►一等 横濱ニ HC 巧恒 はわい みを にら 化 一な 巧 
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ヮナメ ー 力！ の特を 

H 本人の お 買物 じは 特別 掛 員を 置き 無 
巧で 御 案 內致升 電話 义 はお 手紙 次第 御 
訪 間して 御 巧宜を 計ら 初めての わ 方に 
對 しては 特に 注意 致します から 是非 お 
立 寄ら 願 ひ 升、 巿內 配達は か 論 H 本 其 
化を 地 宛の お 荷物 壌 送は 當 ホで をし 升 

'.レ 3 ン ワナメ ！ カ^ — 


資本を 意 巧 旧 
拂这濟 資本を ■一 ハ 千 お 巧 
お 立を ホ 千 一二な 五十 お圓 

本店 ま 京 市日 本橋區 本を お 巧 五を 化 一巧 
ま 巧 小褚 日本 橋 化の 內 安ち) 巧な 
あ古展 京都 大お西 (大 皮) 胖戶 
廣島下 瞄巧司 巧 松 梧 岡 長 《 
上 おなお 宝 巧洒水 


货 出入ち 替’を 信 送を' 化を を、 旅 巧 借用が 
巧 菜 信用 狀其化 一般 银巧業 

乂麟賊 S 薬 銀 巧— ま 巧 

槪里 送を ハ 日本が 化 無ず お稱？ 迅速 取 巧 
本庙 預金 (定期 通知 ノニ 巧) 御 便が 取 巧 
本 ま 店 東を (本店〕、 大阪 > 巧戶 、を郝 
巧 巧 地名 古屋 、小 あ、 上が、 なを- 
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'本 店 大阪化 演五了 目 
が 育 支店が 育ブ C ! ドゥ 玉 1. 百 四十 化を 

t II 住ぶ 艱巧 

一：； おわ 巧 《東京、 橫濱 、あを 崖、 京都、 がち 岡 山 
''を 尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 井、 下ノ骗 

ち 庙 I 門 司、 小 倉、 若松、 巧タ 、久留 米、 能 本 等 
\ 本國 預金、 鄉里 送を 等は 巧め 
て て 御 便利 迅 まじ 御 取 圾可申 お 


日本 郵船 會社 (並 ニを 鐵道會 社) 

代理店 巧禍 兄弟 商會 

ホ 車、 乘船 切符 ホ じ 小荷物 運送 御 便利 じ 取扱 申します 


ラム プ 致び シルク シエ —F 

製造元 卸賣 手 塚商會 

H. Y. HETSCKA CP 
15 运男 ihsM.y. 晏ぎ壹 蓋 塞 一 


諸雜貨 仲買、 卸販賣 

保 巧 廊會 


陶媪器 維 貨卸賣 ’ 

春 巧廊會 


H 本陶撼 黑雜貨 類卸賣 

ザ 元ブタ ダ— ス 


日本 陶撼 器雜當 
ラ厶 プ卸賣 

奈良 貿易商 會 


H 本吳服 反物 キ モノ 
テ^ — フルク ロ ー ス類 

諸雜貨 卸商 
II 日本 ドラ- グ 1 ブ廟會 

特別 廉惜で 大勉强 新 流 巧は 當 店の 時 長 


り 木陶黑 雑貨 

ドライ グ ！ ツ 祠販賣 

S 巧 木 桃 ホ 組 


を 


吿 


化 外 化留者 ノ徵兵 延期 ュ關 ス^ 手 績ヲ謬 ブ 父、 J 么ヲ爲 
サザ リシ ニ 因 リ徵集 延期 ノ 特典 ヲ 失ヒタ 八を ュシテ 右 
手績ヲ 謬リ义 爲 サダ リシ お 因 ダ 避クべ ヵラ ザ^ 事故 

ニ 基 キタ 4. モノ 又 八 善意 ノ モノ ト認メ ラグ、 モノ^ 昭 

かの 年 巧な 降 毎年 成 お ノ手績 ヲ爲ス 三 於 テバ之 ュ對シ 
徵集 延期 ヲ爲ス ベ キ替 今般 陸軍省 ヨブ 外務省 二通 牒ア 
リタ グこ付 右ュ依 y 徵集 延期 ヲ願お デント スグ を' ィ當 
舘こ 出頭 ノ上埋 由 具陳 スべシ 
昭和 S 年 十二月 一 H 


巧 紐 育 帝國總 領事 舘 


抑 絲 御用 品大寶 化、 し 

御 贈 装 ロロ 抓 品質 精 撰の 美術 雜貨 、玩具、 着物、 ランプ 類 
等 誠に 理想的な 品 馈が澤 山 陳列して ぁ b ますから 御 ホ 寄の 上 
お 買 上げを 願 ひます 

御 料理 用 おは 最良 お 一切 视れ なく 取 揃へ ました。 特に 
お 正月 用の 新數の 子、 田作、 もち 米、 山の 芋、 を 稱罐詰 類、 
御菓子 類、 御 祝儀 巧 お 其 他い ろ-^ 到着 致しました から 賣切 
れの 中に お 早く 御用 命 願 ひます ' 

生 野菜 類 弊 巧。 ンググ アィ ランド 農 瘍產の 最も 新鮮な 
大狠 、白菜、 葱、 午を、 其 他 里芋、 蓮根、 くゎい、 艺ろ S 芋 
等 も 取 揃へ て 居を ます 

お 刊雜誌 書籍ち 每便續 々到着して ゐ ます 

らん 餅 例年の 通ら 御 注文 じ應 じます 
が 育巿東 五十 九 T 目 ニニ 四 番地 

巧 桐 兄弟 簡會 

電話り！ ゼン ト 一二 四 八 01 ニ 四 八 一 0 ニ 一二 五 



魄香坡 毎 ニ 週 一 回 出帆 
A で ム プレス おな 太 (吉 V 吾 0 觸) 

互巧廿 二日 

A で ム ブレス 露西强 (吴 盖呂 順) 

一巧 廿 六日 

A エムプ レ-^ 亞細亞 ご另主 00 順) 

ニ 巧 丸 日 

A でム プレス 加を 太 0 男 互 00 觸) 

一二 巧 二日 
一等、 二等、 一二 等 あび 下等 客 設備 
最大、 善藥 、最 快走の 東が 航巧船 


八 ィカ ラな 紳± は 

化 立 服 を しまず 

ホれ は 宜く身 じを ひ、 唐攝 けは をく、 を 
して 出 巧を ょら も 長持ちす る 事を 知つ て 
るからで す。 弊店は タ較 H 米 紳± の樹用 
を ホ- r' て 居ます。 

M 化廣吿 じて 抑 巧 店の ホには 

六み 割引 致します = 

御 注文のを 巧 じ 保 はら やを も 巧 一度 來て 
をて 下さい 

ウオ ルカ— エンド フロリ ホ 巧 服 巧 

I — ■ 1 1 ! ! • 1 — I •1•1, r I 


經濟 文化の 巧 方面ょり 

日米 提携 ぉ高唱 し.. 

重大なる 日ま熙 係を 剛 明した 

化 淵 魅 米 大使の 潑說 

滞な 中の K 米 大使 出 淵 勝み 巧は 夫人 间伴 まる ご 1H 巧 ホ テ 八* 
ァ スタ ァじ甜 かれ わ 曰ネ協 食の 微迎會 じ 臨む ピが當 巧の 出席を 
は： n ホの な ホ 紳± 千な 五十を 名 じ 達し 流 おの 大食 堂 も 立錐の 地 
なき 盛 巧を 示した。 會萌タ 7 ト 氏のを 巧な 司會 振らの 下に 大使 
の お說ぁ b 次 じゥォ ー 八 街の 重鎭モ ー テマ ァ •シッフた は 日を 
戰ず當 時の 巧 詔を 語-^、 お ン ッフ 翁の 手が を朗讀 して H 米 まの 
隅 係を 静じ 日本の 化な なきを 辯 誰し、 最後 じ 0 ツ クフで ラー 助 
曲長グ キン セント 階 ± の 趣 ホ ある ホ 和 實現論 あら 撤 をを ダンス 
じ 輿を 加へ 散會 せる は翌曉 であつ た 左は 大使 演說 を紹 かせむ。 


大使は 關 口先 づ 日本 協會 々賢 
度び 巧賓の 巧盧を 謝し、 自己 
が 曾遊の 化 紐 育の 偉大を 聯想 
して 巧 年の 快適を 间 顧し、 を 
渚 上陸 當時旣 に 鄕幽じ 入 6 し 
威 あら ご 語 b 『今や デモ クラ 
シィの 時化 じがて 外を の 運用 
はを 早 ニ！ ニ 高を の 獨占的 境地 
じ 倚らず 如何 ト ょる 政府 も 外を 
家 も 輿論の お 助 あるじ ホ ざれ 
ば 平 化の 使命を が 就す る ミは 
化 ホね』 どて U 本 炼會の 協調 
を 語み、 旦つ 『單 酷頓 じがけ 
る自 々はを 巧 力を 良好なる 現 
がの H 米關 保を 維を する のみ 
じら や兩阅 のぶ 證を更 らじ葦 
固 G らし わる 上 じ 傾倒せ む』 
どて 世ぞ大 戰化戰 日を 追憶し 
ヶ曰 ッグ 巧の 不戰條 約 じ 言を 
i して 米國の 崇高 i ：* る珊 想を が 
I 揚し 『 H 本は 夙に 該條 約が お 
: 來 人類 i 寧 福の 上 じ ま 大の効 
一 お あるべき を豫 想し 異常^ 勸 
必を R てを 加の 息 志を ぶ 示し 
一 該化 約か帶 ぶる 島 遠の 巧 想を 
i 實現 本の 天職を お挪 
■ せむ どの 巧 盛を 孽 めて 居る』 

~ ピ鄭じ 

I 轉 じて 日米 國 巧を が 相互の 信賴 
; ご純眞 なる A 精に あ礎づ けられ 
i たる 事 貧を ■瞥 '.」、 ボス トゥ ヮ 
I ァに 巧け る U 本の 對外 貿易 發艇 
I じが ひ 十 年 前 巧 對外貿 おの 一二 か 
一の 一を 占む るに 遇ぎ ざ b し米國 
一 か 約 ニ かの) をム むる じボ らし 
I 離 進を 悅び 『需耍 供給の 原則に 
'準據 する 國除貿 あの 發 族は 列國 
及び 國に閲 の 協調 じ竣 つの 外な 
j きもり ホの 經濟 協調は 化に 比し 
て 稀 じ 見る 巧で ある』 となし 生 
ホ ご棉化 ごの 輸出入を 街 照して 
H 米 協調を 反嶺 し、 化 巧の 反動 
I 巧に 化て H 本が 赌 々經濟 的 危機 
h し遵 遇して 的 難なる おがを 經じ 
一る 点を 略述して 『を 近東を お 殿 
; 地方の 銀 わ 家が を輸 解禁み 誰を 
I なせる は經濟 的ぶ び附巧 的整迎 
一の が 巧 期に 入れる をな 證 する』 

I ご說い C 。 ‘ 

I 大使は み じ挪柬 大震災に 罹れ 
I るを 京横衡 のが 巧 事業 じ 言及 
j し •暮 々進が しつ i わる 巧狀 
I を 劈 縮して 經濟 的附欧 的雅理 
- の 赏現ど 巧が じ 一般的 繁 をに 
i 伴 ひ： n ホ 迪晚贸 あの 前途 タ聲 
- 。もべき を 附言し 『逆 お 上の 
; 利益が 親 あなる 兩 図々 をの 脊 
- 髓 たるは 勿論で ある。 乍 併 唯 
_ 物图 的が 益關 係の みが 固際關 
炼 をが でな なく、 敎赛の 認識 
; 及ぴ义 化の 理解を 加 化する 無 
一 がの 巧 益 並に 趣 ホのを 換 涵養 
! こを 最も 根抵 ホら 又聚閒 なる 


願 係を 樹立す る ものでぁる』 
どて 新 日本の 建設 指導者 ど ホ 
函敎 育を ごの 接 觸を說 き 『ホ 
人 フ五ノ 0 ず 博 ±5 日本 美術 
の 眞惜發 楊の 巧 勞じ對 し H 米 
兩圖 民は 深甚の 威 謝 ご 稱讚ど 
を捧 ぐるの 懐が みら』 ご 述べ 
て 文化 貢がの 必要を 高調し、 
更らに 進む で 大震災 當 時米國 
患 大學圖 書 おの 書籍 あ 贈の 美 
擧を 謝し 『。ッ クフ 卫ラ T 氏 
が 四な 巧扣の 居資を 投じて 巧 
建せ る 帝劇 大學圖 書 館は 確か 
じ 日米のを 化 的 協調の 表象 ど 
して 燦然た る ホ 彩を 放つ もの 
である』 とて 

敎 養の 認識 ご 文化の 理解 ごに 依 
らて廣を^;親善、 ホ巧の化進を 
期待す ベ I ミの 息を 明かに した 
巧ほ乂 使は おゆる 方面 じ 於け る 
相を の 接 觸を慾 憩し な 野 ロ 博 ± 
のが 學！ ‘I 願せ る 一例を 引用し. て 
學界 のお觸 協調を 巧 蹲し、 最後 
じ 支 服 間 題に 勒 して 說 いて 曰 < 
『日本が 支 邸 特に 滿浏 じがて 最 
も 重大なる 利害 醜 係を ちす るは 
絮說 する まで もない。 (中略) 幸 
じ もま 那 の お ホ 事け 其を を どが 
1 i におつ て 動き つ i わるもの 
の 如くなる •か、 ぞ 那が旣 にを 韓 
の 境地に 達した 


I めな 四十 一二 弗 是じ巧 車中のを を 
を 加算 すれば 百と 十 弗に 上る ベ 

きもが 育よ を ロス アンジェ 片ス 
を 前記 パナマ バ シフ キック 線の 
完 をなる 設備を 巧す るッー リス 
ッ •キヤ ピンを 巧 用 すれば を 額. 
巧 一二 十五 巧、 而ち紐 育を 巧で ネ 
ユバ爲 5, '> ナ を 一臀し 更らじ G 
を おの 化觀を 賞し 二週間の か 適 
なる 化が 後。 ス アンジで, スじ 
着し 直 じ 巧 船の 快速船 じ 依 6 て 
歸朝 すれば 大陸 橫斷 旅行に 比し 
て 化 H ゎ镇 する じ 過ぎ や 健康 靜 
養を 兼ねて 歸 朝せ わごず るが 人 
船客の 爲 めじは 蓋し 好個の 福音 
ならむ 0 

公んー か. 人 

参 池 旧 嘉昔氏 御木本 東京 本店 
支配 A、 歐米 視察の 途 みまる S 
十 H 着 紐 本 巧 下旬 マジで ブ テッ 
ク号 じて 渡款 、四 巧 一宜 歸 なの 
上 両巧歸 朝の 第 

•緖そ お義氏 陸軍 航を 兵大蔚 
まる S 目 お 俄を へ 向け お 張 八日 
頃歸 がの 箸 

♦蓬阳 作み 巧 當地總 領事館 書 
記 生、 家族 同伴 十二月 二十 五日 
當地出 發を港 お帆歸 朝の 由 


は聊尙 をの 嫌な きを 得ない。 
支那の 現狀 。おら じ 幾を の 酌 
難 じ 逢 ふのを をい まい'‘ しか 
し 支 邪が を埋的 じ岛っ 謙譲 的 
態 巧 じ 依らて ま 配 せらる！ な 
らば 雜 てを 禪の 困難を 凌いで 
永久ので か VJ まを ごを 學み得 
るで あらぅ。 斯 かる 狀 態に 面 
せる 巧 國は耐 忍 ど寬を ごを な 
て 支那の 國民的 志 摩を 實 現せ 
しむべく 巧 動せ ねばならぬ。 

目 米の 對ぞ 政策は 支那の ホ 確 
を 尊重し 巧戶 開放 ど機會 均等 
ごの 巧 則 じ 立脚して 完をじ 巧 
をし つ i あら ど 謂 ふべき であ 
らぅ』 云々。 

じ奈お 太平洋 線 ど 

商船と 連絡 

大阪 商船 會陆 にて は髮じ 己を 
お 太 华が線 ごを 渉を 進めた る 結 
裝太 西が 沿岸ょ 6 歸钥 する 船客 
中窮が i:* る 大陸 街斷を 好ま やを 
々の 時日を 费 しても 所謂 『を 水 
お 旅が』 を黑レ 人々 の爲 めじ バ 
ナマ 線の 大型 新造 巧 船 力 9 フォ 
成 ニアを 及び ゲ アジ ニアち ニ隻 

(を 三 萬 一三 千 颂だ依 > が 路バナ 

マ 運河を 經 て日ス アンジ で^に 
旧で が 船の 南义化 路モ] タア船 
ど ~述 絡ず る 契約が 最近 成立した 
大陸 橫跡掷 道 雄 貸は 寢台 巧を 込 


ランチ ルー 么 

相當 ょく 賣这 むだ 新 城 巧 則の 
ランチ 八 1A、 間口 二十 四叹奥 
巧 六十 五 吹 (十二 人の カウンタ 
ァ 及び 卓子 九臺) 屋賃 一ヶ月 僅 
かじ 二十 五 弗 リース .ぁ b 誰 人に 
て もを に 商 賣の出 ホる 巧？ 持 ま 
病 氣の爲 め 居ぬ きの 儘 手放し 度 
し條 が 巧 第 じて は パ— トナ ア組 
織 r て^ょし'' 委細は 通信、 面 
談 のよ 〔新報 郵函五 四 S 二号； 一 

農場 賣り 

义は貸 度し. 

アト ランチ ツクシ チ^- よら"! 

餘哩 、約 一二 十英 加、 但し 耕地 ニ 
ご 勘 言ず るの I 十吳加 地が 肥沃 (內 H 英加 灌水 


設 腕) トラック ニ 台、 諸 農具ぶ 
俯、 溫室 わち、 化を 六 室 並に 湯 
殿、 電氣 、電話、 水道 ( 自働電 
氣 ポンプ) の 使 あ 6、 即時 引渡 
じ應 や。 憤 格、 貨巧格 ま、 但し 
を 額】 時挪の ホには 醫牲的 値段 
じて 賣 巧す。. 

至 • Matsusoto 

ご 一一 .S. S. 0 ミ olina Ave こ 
iitia 古 tic 呈 y, N. J. 


太 巧 川栗栖 
隆巧若 送別 會 

こ ユ—ジ ヤジィ 州べ 1 a ンホ 
夏據じ 於て 永年 巧 動せられ し 力 
± 太 旧 W 君 事 栗 栖隆明 巧 夫妻 十 
二月 二十 ニ a 晚港化 化 汽船で ム 
ブレス •ォブ •加を 太 号 じて 歸 
朝め を じ 就か； る じか 吾等ぶ 人 
相 計 b ホる 十二 巧 九 n 午後 六 時 
を 期し 末廣 をに 於て 聊か 送別の 
宴を 開き 度 御 賛成の 諸君は 配膳 
の 都を 有 之 候 じか 十二ち と HA6 
で 發お人 若く は 未 廣亭ま 人へ 御 
申を' 下され 巧 右 御 迪知申 候 化 
會を金 お 巧 

發を人 

勝 軟新城 
旧 中お藏 
南端 重ず 


巧 職 スペシャル 


ミろ- > 芋 

(純 日本つ くね 芋) 

生わ さび 


か 桐 兄弟 商會 


吿 


豫て 日米 時報 あび お 育 新報 兩 
社 後援の 下 じ 味の素 洋食 調理 
法 懸賞 冀集致 居候 處 右が の 素 
本舖 料理 硏を所 紐 育 出張員 じ 
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SA 川 R0 が I 日 EGEM 化 R 8 1928 


年末 > 一日 本 巧 郵便 I 

n ぃわ 忘れの ないやぅ K 

昭か幽 年の 新年を 迎 ふる H も漸 々ど 近づいて 參 なました。 

芬化 度い 御 火 典を 迎 へむ 私達は、； おら K がた な， 
る 希 霞に 輝く 新が を迎 'へん，、】 して 柏 ふので あり 

皆さん tS な鄕の 知己 諸氏に わ 巧！ に。 る 巧 年 貸 狀の御 难瞄か 
出 巧て 居まず か、 下 度 H 本のが 巧に 昭 K な ふやろ _ しお 出しに。 
る 化 船は 左の かき スヶ ゲユ！ ク どじつ て 居 b ます。 

〔 ィ;} サンフランシスコ 化眺日 ； 

コレア 丸 〔十二月 か H 〕 プ レシ ザント •ゼ ッア ソン 〔か-:: 

(ロ〕 シアトル 巧び 晩 港 化 帆 円 
ぱ らい 化 〔十二ち 十 U 〕 横潰义 〔十五：： 0 あらびあ 丸 〔十 化： 
H 〕 ぶム プレス •ォプ •々ナダ 〔か 一一 H 〕 な 山 丸 「廿六 H 〕 一 
本社 にがては 卿牟 のかく 狀 を 附 のが 刷 叮谭い * 特製が を 力ー ド 
ニユ 3— クが悬 を糊羅 した 粪 術な 眞繪 八ガキ にお 留 'み 通 b の 
巧 刷を いたし ますから 御 註文 下さい。 

「一枚の 力— ドに 百年 知己の 感をリ j I 

新年 贊狀の 巧 刷 U I 

誘いち - S 紐 育 斬 報 社へ ！ 


日ぶ 交涉 成立し / 

新 關稅法 U 來年 ニで に實施 

巧 次 か次郞 巧は 個人の 資格を のて 歡巧 ずる H 

佛 白との 通商 條絲 视雜 r 拒絕 

ま 京特笔 セ— り— 議 S 的 5 つて 居た—— SI 1 本 fi — も四滿 
こ 解み しじので 來串 ： 1 H 一日から 實施 する 旨 ホ か强じ 向け 化 式 じ 通 鹏を發 したおぶ フランス 及 
び': TV る 姐尚條 約は 胡 浅は どな 巧 兩をが 激烈に 皮對し 遂に 化 おは 無 勘 延期' ごな つた。 

東を 特電ち 诞 ：= 寡 笑 g - 曼 一巧 某 ミ麗 ""支那に 赴 ふ 西 園 寺愛訪 闽は窗 合-し 

中^ さ し じ .か お黨 ク ラ ブ 侧 で は酱ろ 閨公ど 會見-*な い ホが 得策 で わ る ご 稱し て居 る 、 尙 ほ民 
奴黨 側は 巧み 氏の 渡 ま，/ て おお 無 盛 ごを 託して 居 4。 

東京 特電 ムハ 日發， . H 支關 親交 莎は 漸く 圓滿 なる 解 巧を 常け 矢田總 領事 
ごまが を 踊 f 皮 j 本 M をな て 正 或に 協定 文書を 交換した。 

東京 特带 六日を ぃ'' 喊 W 政府，’； 巧： 巧 おすべき 山中 首相の な 設時巧 巧 次が ホ郎巧 一巧は 一蝴人 
の 貧が こして 特迪歡 かし おむべく 巧が 役 どして 李が 釣 氏を 巧 命した、 尙ほ 南京 ょらの 報道に 依れ 
f 漢 a あ， 田：； 讲リ述 動じ U ごな じ惡 化し かを の排 H も漸 ホ繁赏 _」 なつて 巧た ピ。— 

兩 稅委讓 問題ち；/'- 

'貴族 隙の 空 氣險惡 

衆議院の 解散 論を？ 部て 主嚴 

巧を 特電 K 曰發 = 南 稅委讓 に反對 する 貴族 おの 空氣 a がみ 
隙 お ピリ b な 政ぶ 巧の 诚 員は こいを 引 提げて 國把 む盧 志を 聞か 
ん ごて お 逆 化 脾散 論ち も 出て ちる が、 一方では 薩 .摩 系み 政を を 
中む こして 中 閒内幽 を徘械 ，し 齋赔實 十を 綾裡じ 戴かん ごむ 說が 
殺 峰で あるが、 か黨 々おに！：^ こ.‘ 運動を 冷笑して おら、 お ほお 
政 黛の 中闽 ，四幽 人 白は 四 H 塔' なじが て辭摧 さわ 溝 ロを 載 其 化 
の 幹 節岀滿 ，巧 W 隙 S 政策を 乱禪 L をを 磯 わ i ま ホ すらの 巧读 を. 

迪逊 L たが 渡り 結 化に な說 し： り.： 『を 中段 b 政治的 基礎 ご 精 


-,5.; が だ 乎 徒らに 践 骸を橫 ふるのみ』 と。 


上院 ほ 政府 系 策動 

床 次 氏 復歸の 裏面に 近衛を 等 


別項 特遐所 報の 如、 南 お牌鹽 
で 化 W 族院の 一部.. おがな 政 麻 的 
ま 張を P じする じ まつた が、 こ 
れは 寧ろ 

朔待 された 径路を たでる 
もの ど 観測し 巧る 點が徵 くない 
即も化 來磯會 ホる ごご じ 顿端じ 
貴族な の お 威を 激 成し ホつ た 政 
おでは 麗 曾を 前にむ 族路 の操縱 
じ留 をし 今後は 阳 中を 相 自ら 立 
つてを の衝じ わたる £ じ なつな 
':模 操で ぁつて 硏兜 會じ揖 しては i 
小を が長辭 化' 水が K 子、 を 正 
會じ おしてけ 滕 が義朗 、福 巧 俊' 
乂兩 男、 间か會 は 倉 知搜吉 '火 
.曜 曾は 巧 衛义磨 おの 諸氏を 通じ 
i て認 がを 水 わる i ごならす でに 
首 化は 小を 巧、 水 巧、 お 村、 福 
原、 近銜 諸を ご ひを かじ 數み 

I 會見 懇談を まねて をる、 
i しかして この間が か 氏の 政 お 的 
'窮境を 近き 將ホ じが 轉せ しわる 
i ため 助力 せんどす る 靑木信 ホ 子 
一 近衛 父 磨 公 等： ぁって 次の 政權 
- たら ひ姻 しを 條件 £ し てこの 議 
- 會じ田 中、 巧 巧、 提携を 實おサ 
一し わる じめ をの 橋渡し 巧を；：* さ 
_ ん ど して こ の磯食を つ く る ； じ 
i 巧カ奔 ましてを る、 しか L て 一 
方 この間の 事 おを を 知し ただお 
が 系で も 同 成 台は 江木奧 、が 巧 
タ當 巧、 を 原 通 敬、 同 和食の 巧 
おタ藏 、研 巧 曾の 塚よ 淸 治、 佐 


巧 一二 吾、 を 正會の 松村義 一の 諸 
氏は をれ <\ の 

緣が ■をた どらを 方面 じ對 
し 地租を 讓を中 也に 扱 策 問題を 
もって 貴族院に おいて 一 擧じ現 
み閱じ 致命 場を 巧 へん V - してを 
るから こ.！ 一遇 間に わたつ て 貴 
族院 大小な 治家乂 就れ ての 襄面 
の 巧擢は 巧るべき 講會 において' 
直 じ 政局の 巧 機運を もたらず や 
う G 結 巧を うみ 出ず から 知れな 
いから この わ 動は 相當 注目 じ 値 
ずべ きらの が あらう、 而し ： I 
方 にがては 政府 側の 議員 切 崩し 
の 唯 I の對象 e ある ほ 政 黨は旧 
方から をけ る链 圍攻擊 をを のま 
ま 京都まで 持ち 起しし かも 

雜然 たる 狀 態の 中 じあっ 
て 監視 じ 努めねば ならず、 この 
空を のう もじ 如何 じして 講會じ 
踏む か ピ いふ こごは 相當 ま* むを 
要する どころ であつ た、 これ じ 
っいて 首腦 部の 意向は 頼む ベ か 
ら ざるを 賴ょ や、 あくまで 自力 
本願に ょ b 堂々 輿論に 訴 へて 國 
民 どご もじ 闽閣じ 邁進す べきで 
ある ごし 御大 典 終 r 後 別 巧 特電 
のかく 先 づ腳巧 じがて お 雄 動を 
開 姑した が、 巧 b 投 ずる もの あ 
らば 他派 ごいへ ども また 巧まず 
ごい' < にある が 阿み 政 巧の 情势 
ホ だ潭滩 どして 定まらず 殊にが 
ホ 巧 0 態 巧け 政ぶ たらん か 或 ひ 


はな 政府た たらん わじ 邊 巡して 
ゐる 模樣が あるので すべての こ 
ごは 

成 行 をを 視 してし かる 後 

明か じず. べき だ ご. いつて むる、 
しわし ほ政黨 ごして は 倒閣 邁進 
の旗峨 はすで に勒支 問題、 が 界 
間 題，。 でで 化 間に 表示した 姑く 
である：^、. 御大 典 中は 結束を 固 
めて る’ へて 渡 株 化が 動じ 出イる 
'\ピ を 避けて 居た の ザ ある。 


期待され る 

軍縮 交渉 

國務 長官が 暗示 

ワシントン 六日 發 n 國務 長官 
ヶゎ ッグ 氏は 英歐 政府の 蟹义海 
軍々 備制 殿を 涉を嚷 說に 顧し 本 
a 新聞. 記者 麟ご S 會 見に 於て 長 
談講を 試みた が 氏の 

立場は 囊じ 下院議員 じし 
て 海軍 委員長で ある ブリットン 
氏が 巧國首 巧ボ； グ ドク キン 民 
じ 致して 提唱した るが 如き 英米 
謠會 が带を 員に 化を 軍縮を 獲の 
おき 政府の 外を 機關を 無視し む 
巧 動には 反對 する が 若し 英國政 
府 •にして を 式に アメリカ 政府 じ 
おつて 巧が を ホめ た 際は 書んで 
これ じ應 ホる の 意を 示し アメ 9 
を おとして は 巧る モ 化な 化 j 年 
の 7 シン トン 海軍 協少 を期會 II 
をを わず 共を 平なる 基礎 じがて 

協定に 應 ずるの 意を 示し 
たる も 現 化の 空氣を 0 て すれば 
千 九な I 二十 一年の 本會議 じがて 
巡 巧濫は 元ょ 5 をの 他の 補助 艦 
一般に 民る 協を の 成立 可能性 濃 
厚 じて 風ら （列强 は をれ 迄現狀 
維持が 製く 巧 計 割の みの 發 表に 
止めて 時機の 到る をが つのが 熊 
じある もの/* 如く ク^ — タツ 戸大 
統領が 今期 講會の お 蕾 じて 十 お 
隻の 巡が 艦 建造を あめたる も 煤 
准 期を 巧 示しな かつつ のは この 
間の お 息を 語る もの V , 觀られ て 
居る が， 兩國化 府の間 じ 於て は 
柯 等の 

誤解 も ないど 稱 して 居ら 


もの i 現じ 巧 國のゥ キタ アム • 
ロバ— ト ソン 一 冗 帥が まるみ H の 
圈際聯 粧協會 じがる 溃說 じて ア 
メリ 力の が軍贱 張は 帝 國ま義 的 
傾 巧を みず もんで わ 5 恰 かも 戰 
前の 獨逸じ 類似して 居る ど 述べ 
たるに 對 （ 闕 巧. を官 はを の 誤解 
なるこ ごを 擧ザ 現が アメ 9 力の 
巡が 鑑計 割な るら のは 副 劃査を 
濟の ものは 一巧 嘶が 八隻 じて 建 
造 則 劃の み じて ホ だ 着 ホし ない 
も S は 十五 隻じ 達して 居る-か 現 
巧み 

勢力は 舊 艦の 廢棄 じ對す 
る 化替が 重きを 占め 總顺數 も 約 
一二 十 巧贿じ 遇ぎ U いご 稱 して 居 
る、 的 ほ 上下 南院の 海軍 論者は 
大統頒 の 十五 搂 案に 關聯 し單じ 
建造を 提廉 のみ じ 止む る ことに 
勒 しては 斷乎 として 反掛し 居る 
もの i かく 政麻侧 じして 强 いて 
建を 期 H の 明示 じほ おすを 複合 
は頑强 にお 軍擴張 案を 固執す る 
でを もう ど。 


新 海軍 お據地 


A h r - 

じ も 恐らく 化 曜日 おじは 御 歸國！ ぶんで 街 突を を じ 形勢 頗る 不犠 
の豫 きして 皇后陛下 も乂 しぶ ち j U る 巧め 閣畿の 姑 お 戒厳を を 布 


に自 勘を で 郊外 御 散 巧 じ 中： でら 

れ國狂 も 稍を‘ むして ちる。 


いて 締が 正規を の お 動を 見る じ 


T . ； 

をるべく 一般 アメリカん の ホ 命 
財產も 盾險？ むる ご 見'」 むて 居 


規 摸縮少 


日本との 親善 培して 
ロンピン 六日 發 = を陳 政府が 
莫大なる 赏 用を 投 して 計 劃し 國 
際 的に 神々 ご講 諭を おおして 居 
る シン ガボ！ 於の 大 軍港 布設案 
はおく 巧 案を 撤 巧して をの 規模 
も 縮みを る； であらぅ V 一は 海軍 j 
部內 のな 力 者が 筑じ 期待し つ il 
みつた 所で もらが 右じ關 La 巧 
ブレダ ラフ 紙け 曰く 
若し お 國披府 にして この 縮 か 
をみ 息した ど すれば をの 近の 
としては 鼓あ馨 しく 增 進した 
H 奥 兩國の 親を じ 負 ム所タ < 
プ シン トン 會遙 0 ホ 太 ホが 上 
じがる み闕 主力 絕の 勢々 は激 
减 し： D 本の おき 化 お隻 のま 力 
鑑 勢力は 現じ 僅かに 十隻 のま 
カ鑑を 有すら に 週ぎ や、 殊じ- 
燃 油穂达 みを の 他の 關係上 太 
平 巧 上に 大海 軍を 動かす め不 
可能性 も 認められれ 結果 じあ 
るし、 この 海軍 根據地 布設は 
H 本 じがても 非常 y す 評を 招 
き诞軍 大臣は を 開の 席上 じて 
これを なて 戰乂を 誘導ず るス 
ト！ グ タラ テ五タ ー じ 等 一 ^ —y 
ご說 いて 位で ある 云々。 

英を御 容態 

肺の 御 危驗脫 ホ 

ロンドン 六日 發 == 英國 々王陛 
下 御 不例の 爲めマ 91 女王、 ゥ 
ぶ グ ズ親王、 3 — タ太を、 首相^ 
をの 化 ょら 成る 攝 政を 員 會が勒 
みで 紐 織され 政務を 司つ て 居る 
が、 內務大 居は 御を 態 じ 閥して 
な 麻は 巧 等 事 實を隱 マ やぅな、 と 
じあんで 居ない が 
陛下の 御を 態には 尙ほ 偉大な 
學 みあち 

'玄 昨日 マブー トメ ント を發 をし 
今朝 侍 醫が拜 彰の上 獲 あした ニ 

回 じ 互る スブ メント じ 依る 

も 陛下の 御 容態は 稍 お直し 腑の 
御危 厳は 脫 出された 趣で をる が 
必臟じ 至 > ては 今 尙ほ不 まじて 
昨今の 濃霧が 隨み どお禍 ひしつ 
つを る もめ t かく 政 麻は を 方面 
の名醫 を綱羅 して 銳痛御 看護 じ 
をら なきが、 ウ S グズ 親モ 殿下 


ほホ黨 結合 策 じ 

蘭 部は 不満 

巧 委員 良を 嫌麗 

ワシントン セ曰發 =: お ホ黨の 
選學 委員長 どして 働いた？'、 ス 
知事の 親ぶ でぁる ラブ ゴゲ 巧は 
民 ホ 黨逃擧 費の 缺損 補が じ關す 
る 協谣を 兼ねて この 隱ホ 調の 亂 
バ たを 國の民 ま黨の 結を を統 一 
し ホる V ' き 千 九な 化 ニ 年を の總 
選 擧じ備 か べくを國ま部長協議 
會め招 巧 狀家辑 しじが 南 独 一一 帶 
の热 をは ラマ コブ 氏 じ おする 反 
感 頗る 强 く 先づ 巧が 委員長た る 
こ ゴを辭 職した 後 民 ま 黨を統 - 1 
すべきで ぁる ごの 強硬論が 强く 
從て 協議の が 架 じ 疑問 ごみれ て 
居る が-， ス 3 ブ 巧ら 戍ぴ. よこれ 
等の あ 勢 i 9 して 近く 辭意 をを 
おする かも かれ ド， い、 尙任 -'一般 
的 じ ホ 期 大絲領 候補 どし でニユ 
a ] ク 畑の 新 知事 フラン々 タン 
。 ！ ズゲ 2 がブ 巧の 呼聲が 高い 
けれ 共 南が 地 ホは 化然 ごして 技 
凿 して 居る。 

ラス コブ 氏が 辭 職した ごすれ 
ぶ 後 巧 委員長は 恐ら < 旗 部 か 
ら 出る 躁镶 であると。 


減稅 望な し. 

大統領 豫算發 お 

■ワシントン 五日 發 r -： 大 靡银ク 
! リッ デ 氏は 本 H 議會 におして 
ホ 年 巧み 豫算 案を 提 巧し ねがを 
に 依む げ經常 支出は 截 便！！ 務を 
除き 化と 盧八モ よ 十一 巧 式ず ホ 
百 四十と 弗、 歲入化 八 億 風卞目 
サ丸方 五 千 八な 廿化 藤に L てを 
甚ん經 常 費は 節約を 第一 ど-しつ 
つ あれで 椅ほ增 加し 居る 填め 來 
年度の 减稅は 到底 望み 鞍ぶ い と 
述べね が 巧 年度の 國防費 比 この 
中で も 六 億 四千 八宜巧 お！^ お迦 
t て賣 る。 I 


中 社 束を 轉雨を (絮 み巧轉 を〕 
今度は 自動車を 喉 ひ 

ホ 疑獄が 愈々 擴大 

(セ 日】 ザが 事件に 火を 接しを 成 笔車乘 人 寧 化-し 飛 ホした あ 
を ボの巧 暂潘技 疑獄は 調を の ホを 進む る ご 巧に 益々 深刻化し ホ 
をて 今度は 肖 動 車を にも 波及し 元ホ講 にして Z ムバ キア 自 蕾 
會 化々 長た ぁ-^ 柳 出を ま 氏 d 邸を 及び 事務所の 巧々 じ 直 b 今夕 
檢事 尚の 嚴蛋 る あ宅搜 索を をけ 闽及 並びに 會 化の 佐藤會 計は 
警視 廳 f な諷 ベら れ 東を 巧 自動車 課々 長は 巧廳で 執務中 じ 突然 
拘引され た。 

照嘗巧 親王 わ 祝 

【セ 日】 照宮 巧親モ 殿下には 本 
U を W て 兰歲の 御 誕生日を 迎! 

へられた が 頗る 御 健康に めら' 

せられ 御體 量な 今朝 ミ 貫 四百 
ホみ、. 御身 長 ニ 巧化寸 とみ 这 
承る が 聖ト踏 下、 宴を 陛下 じ 
はお 既 ひご‘ して 类麗 なが 具 や 
驗 本-おわ 贈ら 遊ばされ 誕生の 
御 巧 宴を お摧 しじな つむ。 

を媳廢 止を 建議 

。セ 日】 埼 玉縣會 ではを 娼廢化 
建議 溝 場 一致で 巧 巧し 邸時實 
巧を 希瘦 す。 

中柄 久藏氏 差 押 

〔た 日】 大 を 越 糖 間 題け 惡 化し 
まなる 廣權 者た る ミ 麦が 事は 
な-を 中 出乂藏 氏の 邸を を 差 巧 


へ じ。 

海 載 巧脫黨 取消 

(セ 日】 囊じ 民政 黨 から 晚黨を 
聲 明した 海 巧數馬 氏は 更らじ 
こいを か 消して 娘然 ごして 居 
殘る .とじな つた。 

化 大生 赤化 事件 

(セ 日〕 化 海道 帝大 では 左傾 學 
生處を 事件に 關し 校ぶ 側の 調 
停を 斷 b 復校 勸吿 でが 崩し ホ 
針を 取つ てゐ る。 

(五日】 化 お 道帝大 左領學 生じ 
關 する 紛糾 事件は 放校で 停學 
四を を おした ので 學生 ニ千餘 
名は 岡盟化 校を 决議し 事 か 垂 I 

大 化した るが、 この 騷 ぎの 鎭 I 〔五日】 陸軍省は 徵をお 險を討 


磯部 保 次 巧 逝 < 

で ハ 日】 茹化ホ ± 磯部 保み 氏は 
逝去し じ。 

麻 生 巧等辭 任ず 

〔六日】 日本 勞度黨 結 神 •か 軟化 
t たので 左 级の麻 ホ 义 氏が 他 
五 おの 幹部 ’般 巧した。 

ホ 島 領事 厦門. へ 

三 ハ 日】 西貿 領事 寺 島廣文 氏は 
一度 門 領事 じお迭 さいた。 

ボな改 ぶ案提 が 

【々日】 現わが 政な 正 まは ホ 期 
證曾じ 內務當 から 提 お？ れる 

坪內博 ± 等光榮 

〔六日】 横 山大觀 、下が 観 山、 
坪み 雄藏 た 等は と 日から 四日 
間に 置ら 宮中 豊明 殿に 巧は せ 
らる I 文武の® 巧者 一一 一千 六 巧 
名の 響 宴 r なされた。 

マグ ベイ 巧 謁見 

〔五日】 ホ國 大使 マクベィ をは 
ホ H 橫 澄を 出發歸 米ず るので 
本日 謁見 抑が けられた。 

機 太 油 巧のを 化 

〔五日】 權た廳 はお 軍 省 保留の 
ホ お H 十礦 酷の 讓 渡しを 希望 
し 目 h 同省 じを 渉 中で あるが 
衍ほ フサ 炭田は 己 井 V ニニ 盞 と 
じを 化した。 

陸軍省 保 險計畫 


應 じ おつた ± 尾 ま 事は 學をじ 
包圍 されて 負傷した。 


畫 中で をる. かこれ じ凿 して 民 
間 岡 業者は 反對 して ゐ る。 


コロンビアで 

罷エ者 暴動 

遂に 戒嚴令 布を 

ボゴタみ 日 幾 = 新聞紙の 薇 道 

じあれば コロンビア 政府は パナ 
ナ耕 化の 罷エ じ對 して 愈々 戒嚴 
かを 布吿 して 軍隊の 出動を 見る 
じ 至り 罷エ幽 ご 衝突して 羅エ者 
八 名は 即死し 負傷 数人を 生じた 
ものの かく 罷エ 地で をる サンタ 
マ タの 沖を じ アイ a 力の 軍艦 
が 巧 動し ホとの 粮 道じ對 I アメ 
リヵを 使 館では 國務 省ょ ち 巧 等 
巧る 巧 報じを して 居ない と を定 
して 居る が、 化騷動 e 軍 除 側に 
も タ少の 巧 傷者を 生じ 居る もの 
の 如く お 勢は 極めてす 穩 でぁる 
ご 傳 へらる。 

コロンビア 國 ボゴタ 五曰發 n 
マグダレナ 地 ホ 一 帶のバ と、 耕 
化 じ 就 働 中の 勞働者 約 一方 ニ 千 
人は 勞 働が 險の要 ホに 就它會 な 
側 〔アメリヵ人〕 が 拒 絡した 爲 
め ィネ シコ 人の 急進派 や 社會黨 
の 後援を 得て 遂に 間 盟罷ェ じ 及 
びし のみなら や、 罷ェ破 壌 者の 
就 働を 妨害して 泉 動を 惹を I 耕 
作した バナ 、の 放 楽を をつ るに 


ミラ^ド々 觀た日 支紛爭 (中】 

特殊 利權 U 何ぞゃ 

一' H 本の 財 建は 列强ご 毫も 變らず 


0 ミ 千 丸な 扎ニ 年の ブ シン 

トン 會議 じがて、 り 本 ど 支那は 
列强 の 協贊 をが してみ 柬省 撤兵 
じ 就て 協を し、- をん 後山 東を 條 
約を 締結した、 邸ち この 條 約は 
前述の 對支化 箇國條 おじ 則つな 
もので をつ て、 山 東 省に 巧る 目 
本 ごま 邪の 位廣を 明確 £ し たも 
ので ある、 この ワシントン 會議 
にがを 委員 貧の 席上で、 アィ 9 
々を權 の 一人で あつた ォスヵ • 
アン ダー ウッド 氏 ご H 本 化を の 
聞に 交換され た ごい ふ、 一つの 
話が 殘 つて 居る。 ■ 

◊- それは アン ダー ウッド 

氏の 質問で 

貴 ドは 浓然 .どして 支那に 對す 
る 日本の 關 係に 就て 利權 n ィ 
ン トンス， ッ == どい ふを 句を 使 
用され て 居ち が、 一體 これは 
でんな 意 ホです か 
£ いふじを つた、 この 突 差の 質 
問 じ 稍 罔 章した 日本化を はぞ那 
じ對 する H 本の 巨 おな 投資を 說 
明した、- 一れ を驢 化した アン ダ 
1 ウッド 巧は 更らじ 云つ た 

いへ ば 貴下の 巧 謂が 權は結 

局が 產 ：：：； プ 0 パ チ In ごい ふ 
こご じなる 譯 ですな、. では 今 
後 巧々 は 巧を を 息 ホす る U ら 
ぶ をれ で、 今後は か 產ご 明記 
しやぅ K やを b ません か、 ホ 
權 ごい ふ 言葉は 何しろ 範 園が 
廣く 漠然 ご して 屠まず から 

◊ ブ シン トン 會議 をの も 

のは、 支那 じ對 する 爾藤的 輿 ホ 


を 最も 惹起した V 一 ころの 証左で 
をる が、 ま那 U 對 する 利權 どい 
ふ ものは みして H 本が 濁 占す ベ 
きもので もな く、 支那に 巧る 日 
本のが產^:^>るものはァ ィ V 々 じ 
於る 英國の 財 產に凿 しては 四を 
の 一に も 達して 居らない のみな 
ら ず， B 本じ對 する アメ V 々の 
投資よ ち^ 妙な'、、 巧ん や ァィ 
9 々の 對歐 投資に 比 鞍す ベ （も 
ない、 化み 圃 のぞ 那じ對 する 投 
資 どが 產は H 本よ らも 遙 かじ タ 
いのでみ る 0 

ク をら'--^ ま她じ 巧る 0 

本のが をなる ものは、 過 まじ 豆 
る 幾 ぞの戰 ず じぶ 礎を 置き、 を 
の戰 ずから 得た 赐顿 である.、 し 
かも をれ は 日本が ち 那ご戰 ずを 
しわ 結 架では なく、 實は ミ那を 
踏臺 にして 化の 巧 强ご戰 つて 獲 
得した がを である、 更らじ 円本 
の 支那 じめ る 民間の 利灌 も、 を 
の 多くは いかぐ はしい モ 踩に浓 
ち 獲 域され たもので あつて、 を _ 
の 化の 投資 じ 至 b ては ァメリヵ 
人 乃至 諸外國 八の をれ V . 何等 異 
るべき ものでは ない 0 
◊ .1: 支那に める 日本の お產 
中で 最もた きい ものは 鐵道 であ 
る、 現在の 南満 測 錫 道なる もの 
は義 じ支郎 人と ロン アん ミの 巧 
け經營 よ-^ がるを 支 域 道の 一部 
で わつ て， 日 溶 戰爭の あ 麽當時 
日本 お隊 がち 領 しつ i わつ たを 
懲 である、 日本-^ 當時曰 シアよ 
ち これが 割 惑を 要求し 搏 る泣麗 


じあつ た 巧め、 遂に ロシアょ b 
をの 權 利を 繼 承し、 その後 支那 
を强 要して。 ンァの 權利繼 承を 
承認せ しめたの みな- ず、 あら 
じ 幾 そめ 脖權を 獲得し じので ホ 
る、 この 戦ずに 於て 日本軍は 谋 
測 じがる タ くめぶ 那んお 有' 財 盛 
を もを がした が、 これを 還附す 
る こどは しな かつた。 

◊ 舊露支 條巧じ 依れば、 
そ那は 旣じ滿 T したを る 期間み 
じ 於て この 錢道 線を 買 收し得 も 
こご じな つて 居た、 H 本は 支 池 
を强 要して この 期閒约 九十 化が 
に 延長せ しめたので をる、 ヮシ 
ン トン 會議で ま 弧 化 表は このな 
をは 武方的 威 曾の 下に 巧 はれた 
こごを 抗讓 し、' その後 常時の 化 
を 政が 外を 総長で ぁっね 顧維输 
氏は 旅 順 ロ 及び 大 座の 租惜權 化 
がを 宣言し、 更らじ 支 邪 ば滿观 
じがる 總 ての 鐵道 所有 權は治 化 
を權じ 適用され ね もの ど認 いも 
旨 言明した、 勿論 これは 單なも 
實 言に 止ら 支那は この 宣言の 屈 
巧を も 敬て せず、 山 東 省 乃至な 
測の 外國の 磯道 投資を 沒收 すろ 
巧 動じ も おでな かつた、 ま 邪. け 
單 じこれ が 買收を 希望し むの で 
わるが、 日本は 賣 巧じ應 じな か 
ク たので わる 0 

◊ 支那 じ 於る H 本の 鐵お 

お產 なる ものは、 H ネ 政府に 化 
れば 非常 じ 高く 評 憤され て 居 も 
アメブ 々やを の 化の か國 で發お 
された ス] ブト メント は 數モな 
巧 じ 及んで 居る が、 この 財產广 
费 した 實 際の 雙 用は 恐ら < 五す 
方 巧 弱で ぁらぅ、 而 かも 布設が 
時の 頂 焼 豐じ對 して、 日本 乃 去 
日本の 民間 巧資 をは、 一 文 も ± 
おして 朽な いので ある 0 
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物 入を を 御 
運 稅絕巧 用 
搬關 資な津 
取手 お 


CAMPBELL な RV 1 化 

設備 整な 經费 化廉 

Call-TRAFALGAR 8200 
FRANK. E. CAMPBELL 

"The Funei*al Church" Inc. 

(NON SECTARIAN) 
Brosdway-tff* 污 6th Street. N. Y. 
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含 向 人 本日 

巧專 靴型 小 

てし 張 お 員 店！) 化に 摩を 御 
辟け 屆日即 は 靴!) 取 k 法寸 

を 小き*. ち ホき 庙 .足 ホき 巧 


お 計時 石寶 磯を 貴 

會 商柳靑 





しご 旨を ど 切 親 ど 直 正 
精を 品 巧る あ 用 信 » 巧 
別恃 ホー 欣を ± 御し 選 
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引 割 四 ま 力 割 H 
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け 7- 巧 7 W. が nd ST. 
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喉 晒 鼻 巧 ! 

間 時 察 診 
午 £ 至を ト 前午自 
巧 八 至 時 ホを 午宜 
日 曜 

自 午前 十 時 ま 午後- -時 


房 書 西 東 參巧案 育 紐 

The East and W 的 t Book む . な 6 New York T 叫 ris けが vice 
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まよを し 次 書に 
す b 义ま 第籍て 
。割にす 敏ご發 
引對 。速雜 巧 
しし じ 誌せ 
•てて 御は る 
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長 昔 
神 文;*; 
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雄 所 


通年卒 A 
す •聊 業な 
るかし は 
も ホな ン 
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信 事に 大 
じ 情廿學 
がに 四を 


ま 街々 ▲ 
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° 切物 譯 

に ◊◊ 

御 其 調 
な化杳 
扱 巧 ◊ 
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雜觀 窝 规 
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日 八月 二十 年 H 巧昭 


齒科 S 

午前 九 時 よら 午後 

體画 

ひで 差 支へ ありま 
せんり 



が 育 州を 認 
内務省 鬼 許 
巧 巧 ホ大接 巧大を 
產攀お 留巧キ 業 
元化邊 
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稅關 事務 

をが を化幷 じを お あ 
の 輸出入 ホ 法に 關ず 
ずる 一切の 御 諮 間 じ 
應じ攒 遊演船 貨物 運 
賃 を 曲 帆あ稅 銷丰續 
書 等 進呈す。 重竖都 
ホに 化理 巧を なし 誠 
寶 あを 御 巧 命じ 應や 

が 敞取親 


稅關 事務 取 お 

wiui U 妄 E Uo. 

ぎ 1 S 8 ニ Broad ま ay . Gty 
T 巳 . B 呈 一息 ， GaBen 違 云 .516 


國 


化かを 


はち/ \ の 遊び 
ホを お义 求 固 人に 能く わかる 
やう 簡單 明瞭に 說巧 しわ ものが 
お 巧ました。 內を 目み 進导 をし 
ます、 御覺 下さい。 

M i 一一 ミ C 0. 1 ミ. 呈 h をを 


挽 眼 おじ 眼鏡 調節 


西 四十 六 T 目 六十と 番 
電話 プライア ントと 0 と 九 


巧 學的揉 療治 
醫術的 ホ 操 

化 島覺丈 

西 五ち よ番 
同 S 十八 了 目 

電 語で デコム 
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機械工 其 製 巧 
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一貴を 處度時 討- 
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ラン フシ エ^" ド 
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7 當大を M こち 呈 I 。 を 巧 间お曲 
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日曜 學校 午前 十 時 

§ 日® キ— 時牢 

祈禱會 水曜 夕と 院キ 


位 提を淪 比 巧を 巧 
巧 下町を 十五を 畢 
を會 社員 じ 最適 
設備 圈書雜 誌巧访 
を 種 娛樂具 館 易， を 
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便を 威 業 巧を 旅を 
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諸 集を 

巧 拜說が (日) 八 時 
日 確學校 (日 ご 一時 半 
をを 集 食 (水) 八 時 

雜難 (を 八 時 
婦ん會 
譲が 會 

两 一所 

寄宿を、 簡為 をを 
试業 巧を、 をの 化 
人事の 巧 相談 じな 
じます ウ 
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巧 お古‘ 

日租 聖書 巧 究巧午 
巧 風食 夕と 持 ザ 
巧 巧 說致タ 八 時 
木 館が 腐を タ八時 
英語 度び 巧 お 

午を ニ 巧 

± 晒 謀巧會 又は 
ホ 話 會タ八 時 

寄宿が、 旅 巧を ま 巧 
巧 > 人事が 巧が、 蘭を 
が、 晚業 周を が、 巧 巧 
裁縫 お 授の琵 課を お 
.け 會昌 及び ホを 員の 
巧を 計る 


弊 巧は 實質 誠意 进速 ま義の 
まに 御± 産物 一を 卸賣 値段 
で販賣 致し ま •すタ みに 巧は 
ら中 御用を 抑 付 下さい ませ 
◎歐 米を 禪 時計。 廣時お I ま 
◎寶石 貴を 屬 。銀製 器具 I ま 
◎を 禪萬年 筆。 おお 巧 鉛筆 
◎蓄音器。 レ 31 ド 見本 巧 巧 
◎寫眞 器。 タイプ タ イタ！ 
◎船な 符 。紀念 寫巧帖 始端書 
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目 本 服 裁な 


葬 洋服 巧 

化 山 洋服 商會 
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- 六 八 H 0 


おき 米 憩 婦人 
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す 0 一 レヴ 文 

ンと 十荀倘 
毎 H 朝 化 時ょ 
りが 化 麻を 柯 
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巧ず 人 (同) お 伯鎭雄 ~ 魔 島 
縣) 中が 榮ニ (神) 渡を 泰 助； 東 
京 ホ) 古澤 武之巧 (か 歌み 縣) 
後藤 甚 之を (證 棋縣) 松 下壽么 
を (山 ロ縣) 德お猪 一 ニが (熊 
本縣) 西が 芳喜 (鳥な 縣) 廳勝 
衞 (山 ロ 騒) 巧甚吉 (愛媛 縣) 
橫 田常吉 (岩 手 腐) を々 未 淸四郎 
{和歌 山 縣} 化 本 平 ま (おを 島 
縣) 圃上 時を (愛知 縣) 氷 ホ 松 
(長 崎縣) 池 旧 巧藏吉 (大阪府) 
尾 崎 枕 之 巧 

をのち じ 通 か 致 度き 儀有么 
慎 間 本人を くは 知人ょ. 9 を 
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米國を 英藉を 話す 事 
は 成功の 萬 一義です 
本校 じは H 本ん を授 
に 慣れたを 任 婦人 敎 
が あ も 懇切 じ 會話通 
信义 社を 潭を 敎授し 
ょず。 日 躍 週 H 巧に 
午前 化 時よ b 午を 十 
がまで 蘭 按し一 レツ 
スンと 十 お 她づ、 

を H 宿-^ こを を わ C 


評義|.1、 ，‘^每ち十り發巧 
鐘 誌 LU 寺" S 1 部 十 化 
養 7 Is こ ve.f Ifork 呈 
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'紐脊 阿本 人會 

/ で— ドウ 里' イーと と 五- 

電 ト ^ ’ 1 00と0 
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十五 年の おを ぁる 當 校は タ 年の 
經驗ど 新 智識を 有する お 師を聘 
し 自動車 
操 縱法及 
び 運 巧を 
の 修得す 
べき 必要 
U 機關的 
智識を お 
期關 じし 
て 最も 能 
率 ある 徹 
を 的 凌 術 

を お 習し をが 獲得を 保疆し 職業 
ロ をら 周 度し 主す。 



兩稅 委譲に 新稅ぉ 

與黨ご 大藏省 側のを 惚が 成立 

ま 京特巧 六日 發 n 祝 お 問題 じ 削 粉し 巧 黨ピ乂 藏あ侧 のを 協遂 
じが 立し 政ぶ 會は新 既設 おでこれ を 納得した。 尙は自 巧を 解 巧 
まじ 巧て は 田 中を 相、 寧： ぉ 巧 相、 勝 田义裙 、义 巧遞相 等が 總が 
かちで 近 （立ます るを で ホる。 

なる から、 を般 にち b 稅 率を 改 
正しな （ては G ら の。 がる ごき 
なを 知閒 

無理 


別 頂 所 報、 地租 わょ びを 業收 
益 我を 蔑 じ 伴 ふ國巧 整理に 關聯 
して 巧設 さるべき 補完 稅 を- 

一般 所得 稅 中に 巧ん すべ 
きか、 あるひは 刷 個 じ巧积 ごし 
て存置ずるかじっいては大お省^ 
側 ど 巧な ごの 巧の な 見が まだ- 
致せの ので 盤理 案を 確立す る こ 
どが できな かつた、 をれ がた め 
掘が 政務 調杳會 をは、 前 田 法制 
馬 長官 ど懇 巧を 重ね、 みし-前 田 
長官は、 をぶ 會じ島 田 幹事 接、 
秦總 務を訪 隅し、 をら じ 互±藏 
相は 凹 中ち 相を 訪 間し 懇談す る 
る どころ がわつ わが、 先づ をの 

根本 方針を 巧を し、 御大 
典 後、 稅制 調査 會を銷 いて 確を 
ずる こご じい ょつ た。 しかして 巧 
お 側の 所将稅 I 本 說じ對 しては 
大藏省側^$ホ法技巧上タ少無理 
が ある。 しかし こ；： らの 無理は 
多々 しのぶ こご かが ホる けれで 
も 附加稅 の 件を おを じ瞩 がする 
こどが でき S ' (補完 稅を巧 
得稅中 じが 人 すれ じ、 附加稅 が 
補を 巧の 部を じ も か； る こ/*、 


がで きて 負擔 のを 正 
を かく 嫌 ひが ある ごの 理由から 
所得 稅 一ネ稅 じは 同意して ゐな 
い。 しかしを の 反 勒も絕 載 的の 
もので なく、 技術的の もので あ 
つて、 調査の 結驳 補を 稅 新設と 
同 擦の 旨 的が 逢し 得られる こご 
が 明らか どなれ じ、 所得 稅 一本 
說じ贊 成ず る 方針で あ ' b 且つ 與 
黨 側らを の 一本 說の 無理な こ VJ 
が 十か說 解し じら、 をの 巧說を 
觀 へす 模樣 だから、 いづれ 圓滿 
じ 解かす る も 八 ど 見られて 居ね 
ので ゎる。 なは 營業化 益 稅の委 
譲' 

主体 を 市町 おごす るか、 
或 ひは が縣 とずる かはい まだ ホ 
をす る じ まら' a 大藏常 馬は 
化が 徵規 技術 ご 地 ホが 政の 点か 
ら これを 府縣 に委讓 ずるを 巧 ご 
し、 をの ホ 針 のら ごじ 巧務省 S 
を 渉を 開始す る 意向で あるが、 
これ もまた 內務當 側 どを 協 巧々 
する も S i 見られて 居る。 


短期 金融 硬化して 

株式相場 反撥 暴落 

I 比 r 化 あじ. 六 弗. Ir 仙 方 下を 

乂 年な 來の 金利 高を 來 して 

響を 受けて. 銀が が回收 した 题 
通を 約 五 おおじ ぶんだ のみ U ら 

や -- 

■一^^" 巧を 願を" 印 じして を 
の おぉ 嵩 •わ 相當の 居が に 連 I て 
居る ことが 人， むじが 響を ぶば L 
っ、 ぁ b ど おがに 最巧级 巧の 仲 
買 貸 阿が 义 もや 增 加を ホた し 前 
遇の 巧 加 i | 千 化な 巧 ホは 今週に 
‘人 > て お'^ ごし ニ 千 ニ 巧で 巧に U 
ら絡計 盧千ニ 白 十八 巧 ニモ 巧 
を ホす じ 至 h しため 聯銀 擊備馬 
では 努めて こ':. 貨附 制限の 方 釘 
におで； 居る 關係 h 銀 巧 脚 VJ し 
て も 帳 冗 整理の ためじ 问收を 急 
ぎじる ピ 聯銀當 局が 更らじ 巧 割 
引を 利 引 とげの 氣 勢を 示ず じ ま 
つた レめ であるろ しい。 ' 

關稅 協議 

一月 和 旬 下院で 

其を 黨大 が領 校郁フ ー グァ ー 
たは 選 舉當脖 ょらが 謹關祗 典な 
E を ホ 張し つ、 あらし 關係 h が 
か黨 側で ，し巧< もこれ だ 準備 ii . 
萬 モし旣 報の ホく これを ホ 年の 
臨時 漲を じし 巧すべき が、 7 
挪稅委 n 會 では 偽 溢の おお あ 


ごん ごん 拍子. し 天 化から やん 
七 策， V 綾け つ I をつ た ゥォ！ ^ 

巧の 株式 化 場 もを ホ：；： か融 繁忙 
鄉し 入り 幾 巧 

で 乂 むる ご 巧 傑され て 
ゐ たか 巧ぶ まると a じ まら n 1 
Art 旗ゴ - U 1_. 1 かごい ふ 千 九な 
二十 年と お 一' 日な 巧の 鳥 利を 呼 
んだ 巧め 過去 お遇即 におる が 致 
氣 でを 頂 天に なつ 一..， むた を 巧は 
】 齊 し 瓦 ボ冲ン トニ トピ づ リィ 
じ兒 つて 下落 L 、 ボ おはがなら 
ぬ大 混乱を 生じた。 ニ ユーョ ！ 

ク •タキ ムス 紙の 調杳； 4 ょれば 
化 ホ 的 G 五十 巧の ドを 华巧 U み 
巧 二十 仙、 化ぶ 的。 二十 五を 業 
巧が 八 弗 九十 六 仙、 微道 二十 六 
巧が S 巧 四十で 化、 この H の 取 
引 嫂は 五が 四十 巧よ で 五な 九十 
巧 ど 註せられ て 巧る か、 この 慘 
を じょ b て裴 つた 損失は 恐ら （ 

數 なで 巧に 達する であらぅ ごる 
はれて 居る。 即もコ ー ルを 利の 

® 化 はが 週を 幡 日な ホ 明 
白で あっじ. か 〔前號 の 本紙が 照〕 

投機を おはみ がご L て 樂院的 態 
を じ 及んで 居たら 5、、 伸 買 人 
等の 鱗 吿もあ b て從 ホの 持 株を 
この 降 ホ 離 f をが 数 あし、 遂に- 

形势は コ ー 。 を 利か 上 おを 哉 貪 ホ 年！ 巧と 円 Ib を 聴 曾を おす 


具 製造品、 木製な， 破 糖類、 
煙草、 農 か 物、 棉 ホ、 麻、 皮 
紙、 自由 貴 為 品 

等は をの まなな もの じして 觸稅 
な 化は ぞくの 場を‘ 特にみ か黨 
じ 於て は 利率 引上げを 目め どし 
居る 關係も あちみ じ 民 ま 黨も巧 
則 ごして が 護腦稅 じを 贊 L て 居 
るので、 今 ホの 關稅 改正は 巧が 
國ょ A 輸入ず る 陶器、 絹 織銜を 
の 他 じ も 重大なる 影響を及ぼず 
もの々 なからず、 戰 後な 興. の 期 
じ 向 ひつ^ ある 歐 細のを 業界 じ 
も 一大 反響を 生 むらの ご 觀られ 
て 置る。 


院 

ーク 


どして 一齊 じせ ホみ をな した も 
ので あるが， をが 破 化の 巧 因は 
占巧戚 謝を 0 々巧 末の 金融を 始 
; めどして 會 社の 配 當 をの 化の 影 


か 蝴税を 民に ちして 必要なる 文 
巧のを 附 をぶ 賴—て 居る。 を 聴 
貧に 附 ずべき 電 じる ものは ■ 
化を ェ裝 お、 滿モ製 遊 お、 を j 


本が 入超： J は 

一億 超過 

がな 乂 大度 發五 H 商 
務蕾記 官串務 巧 着電 

昭和 四 年度を 算は 目下 編 
惭 中。 るが 蟲を 巧を せる 巧算は 
經常部 十二 億 千万 圓 、臨時 部 
五 億. ニ 千 巧 腫、 をの 中 新 规を如 
額 一億 一二 千巧圓 じしで 新規の ま 
費は ホ i して 産業 お 興 施設に 巧 
當 せらるべく、 旣を經 巷の 節約 
我 制 整理 じょ b 之を な 出す る こ 
玄 U つた。 十一 巧 中の 資 易は 
は輸ぉ 一億 五 千 一二な 巧圓 、んお 
义 巧万圓 、入超 巧累卽 .億 九 千 
一二け 巧圓 じて， 本年 檢 出超 遇 巧 
の 貸 易 あら 豫巧じ 反せし" 棉花 
の 輸出 急 增をま 因 ごし 

結 周 本年 入超 賴は ニ億圆 
を 超過す ベ..、、 お纔 が 增键討 書 
進 巧し 生を 亦 あ 加、 本年 十， 一巧 
ホを 昨年 閒期じ 比して、 綿糸 輸 
出 千 一二 巧巧圓 '綿織物 ニ 千ん が 
で齒の 威少を 示せる も 原 滿買附 
けの 阐保 並に 操短 効果に 依る 製 
品巧贺 め好轉 （て 業態 良好 どな 
を、 絹織物 界は 人絹を 陈き 不振 
深刻 ま 産地 同盟 化磯續 出しつ、〜 
もら。 株式 閑散に て 証券 類は 昂 
騰 し、 金融が の 遊資 激增 、短資 
ち弛みホ瑞るをを加 へ つ S をる 

ため 歲末 金融ず 穩維 待ご豫 想せ 
らる D 

證券— 

低利で 賣化發 表 

ァメ 9 ヵ大藏 省で な 昨今のを 
融巿 撰に 於げ る 投機 氣 かの 成 巧 
を 注視し 十二月の 鬟 ホし 大藏記 
巧 じ 就ても 差を へて 居た が 去る 
六 B 附を 巧て 二回に 直 b 短期 證 
券 五 億 弗を 凹み ニ 厘 お 毛 利敞で 
賣 おす 腎 をを をした 今回の 利子 
は 十月の 一二 億驅 證券 じ對 I 約 五 
み 方 3 低利-でぁるが、 これは 巧 
今の 投機的 ホ 錫に 適當 しなもの 
も 認められ 且つ 大會 社が 納税 じ 
短期 證券を 利用す るに 至るべき 
こどを 巧 待した 結果で あるが、 
乂藏省 側 どして は 今後 も 恐らく 
化 利 方針を 繼 ，結 L て 現 化の 巿場 
傾向 じ 迎合す る もの、 かく 將來 
がな 目され て 居る。 

大な 重役が 觀た 

米圆 海運 界 

• 驚くべき 活躍 振 

屢 じを 化 おのが 迷 おを 視察す 

ベく 當地じ も 巧り て徹迎 をを 

けた H 本 郵船の 重な 大 なを も 

は歸 朝を 左め かく 語つ て 居る 


教船贊 巧 化で 歸 朝した 大 ハな 登 
氏は 大戦を の歐 米が 運が を 視察 
して ホた ので わるが、 氏 ピ 語る 
アイリ 力の が 運界は 不況で 船舶 
建 匙の お 巧 じ わる じ拘 はらず、 
をの ま i どなつ てゐ るが 態で あ 
つたが 

新造 補助 法が 出 ホた 
結果、 愚 化ょ み. かへ つた やぅし 
がかに 活 氣を呈 して 來た 。政府 
では 大き U 航路を 殘 して 小さ。 
航路から 次第に 民間に 拂 ドげ、 
民間 海運 界の 振興を 計る 意向が 
見 わ 化 おお 蓮界； J 進 おせん ごし 
て ゐたイ ゲリ マは 不景氣 で 造船 
所な では 四 割 五を 位 ひし か 化 事 
がな く 振は ず、 これ じ凿 しドイ 
ッの 巧氣の ある こごは 驚く ばか 
b で、 な 興の 意氣 かみな ぎら、 
大西洋に 活醒の 手を 伸ばして 居 
る。 造船 方面 も 盛んで なが 滞な 
中 じ 四 巧五モ トンの 大 がを 船が 
ニ隻も 進水した。 イ ゲ ブスの ホ 
ワイト •スタ ー では これ じ 

が 戟 されて、 六 巧 トンの 
ち 船の 建造 計 馨を發 表しれ が、 
ぞ國 ごもに 客船は 大型、 貨物船 
は 快速 力 どい ふ 趨勢 じぁ 6、 柯 
れ もこの 不巧 時化 じ 新生面を 開 
いて ゆかぅ ど 努力して 居る。 ま 
たイ タリ！ は 非常 じ 進 ホし ゼノ 
アごト y ユ ストに 立 波な 造船所 
を ニ つづ 5 四つ も 持ち、 擾 をな 
船を つくら、 最巧 じと、 八隻ら 
建造した が、 駒內の 需要を 巧—、 
たので、 このごろでは 南 ホ、 ヌ 
ペインの 注文を ずけ てゐ る。 

を 償頓に 暴騰ず- 

東を 特電 六日 發 U 割 まを 買は 
れを債 暴 藤し たがや じら フラン 
貨 債は 約一圆 高と，/ つた。 

减 配，、」 据ぇ置を 

東京 特電 六臣發 N お 京 巧 式 取 
引 所は 八 睛减の 九を ニ 厘 お當、 
柬を電 燈會社 八を 据わき じ决を 
した 0 


御 披露 

H 本 K タィ か 

顔 制ら 二十 五 化 

マユゲ のま わりむ 黏リ まず 
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マッサー デ お 十 化 
N 營業 時間 H 
午前 八 時半 ょら . 
午後 八 時まで 
げ喀 迅速を 腎 ごし 精々 勉 
邸を します 
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を 話 K 々イブ ー と 八 ニニ 
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ホ じ 御 料理 



會席 御巧理 
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が /i 


特別 純 日本間を 新設し チキンの 
水 案を 始めました。 チキンの 水 
煮は 一二 時間 巧 前 御 電話 願 ひます 


を 様の 御 嗜好 じぶ', 
樣な美 ホの 御料を ど 

珍樓 

致しまず から 績 々御 
巧 ホを 綴 ひます 

叫 永 興— 機 

腐 揃 ひの 巧 理人投 名 
が 日本人 諸君の 嗜が 
じ 適する 巧 a を 差 上 
ます。 朝 一二 時を 開を 
(百サ 五 T 目 チプ 
停車場の 下) 


まが 巧理 

ボ廳 茶園 

司理 人 蘆 蓮 
お 勤の ホには 臺が 
の 輝 巧が じ 髓へ巧 
間食 庵の 御 巧じ應 
や， 7、 巧 租お卒 お 
す 變み割 立願 度な 
紙上 御案內 审上误 


日本食 料 お 類み び 雜貨類 卸 ■^賣 
ホ 之 ま 乂 賣搁 桑 山蘭會 
新刊書 籍雜誌 小間颗 日用品を 種 


日本を 巧 お 
日本 雜貨巧 
審籍お 巧 誌 


毎夕 化 持を を ま 

メ ，グ アドレス 〔年 一* SR 3 
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御 化しい 餘暇じ 巧 £ も 言へ ぬ 
淨瑞靖 の 趣 化を 御 質な 被 遊 度 
皆 棟の 御 巧 遊を 歡迎 をし ま卞 

骄澤吉 王 

ご 8 ごの 至ニゴ hwt. 置 y 
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I 化が 規卸窝 

五味 簡會 

‘ 3 E . mh st ._ : .置 y 
1己 S 是 vesant 374 巧 

'窜襄 戸 帘 

猜舅 3 翻 

名 顿栗蟹 頭、 練羊襄 -賛澤 一里， 
甘納豆、 其 他を 禪 
煎 観 卸 小*:。 のし 错け 前日に 御 
を 文を を ふ。 

抑 注文は 松風 巧窩儒 
29 W . 畫 S ニ el . Triga 二署 


新鮮 魚 か 一切 

a 本人 向きのを 魚澤 山な b 撤へ 
龄削 廉慣で 大勉强 をし ます. 

サゲネ ナ魚宙 
C 芦 U 青 IA 呈三吉 I 里 量 夏 T 
2 呈 W 男 1 Bisi St . 里 otui Amsterdam II さ. 
Tei . Goiu ョ bus 必ー沒 


日本 散髮屋 s がん I 

五ヶ 年間 中が 巧 ご 共 じ 就業。 

ジ ヤシン フ3 ツ 3 

ご W - 寅す St . fU . 基 
巧 里. 呈 umbus Ave . & I ； さすと す rk ま 企 


巧 面目なる ホ 磯 同胞 じ 巧ち 
K る 磯 業を 周旋す 

宮川 事務所 一 

が 育ボ西 四十 ニ T 目旨サ 一番 

とと 八と 
九 六化乂 


ブラィアン 


煎.， 餅 卸、 小賣 
を 腐油揚 
日本 食料品 一切 

SC 5 rise IRice rake ro * 
票 さ ird Ave こ 
M.p 堅 ニ 218 

. 木 旧 ル i ミン グ 

ち 号 wrdiwe . を t •涅 かか Oth で ree で 
ジ 一 さす ミぎ 巧 nt ちゴ 



に 稀い なな 象が 死ん て 

氣 遣ら； 英國 々壬 

荷粹； 神秘。；。 白 i し 絲む迷 お 
前獨 がを 脅寸 白衣の 巧 八 あ 


で C でん 進を 4 を 巧を、 何 お 

も 数. 芋 i 文て ご 梢 管で 

斤 じ づけて、 機械化 ごれ て 巧'〜 
化會ホ巧 のザ而 '」 ぁつて 人の 
& の 神が は {，よい も‘'* レ 
ん なを 信、 信仰 ごしつ たも グ 
で わら はれる こ 
い圭 一^^は み 風の 闡モ 
-ジョ I シ 化を 應じ 就いて、 等し 
&V- Ab、 ホら ゆる 臀術お 
4 を もつ てしても.、 はかばかし 
からね を 様-し、、 むを （もら 甘て 
ゐる 人達の 間 じ、 誰れ 言 ふごな 
く かの 棟で 話が 傳 はつて むる。 
そいは 昨年 八 巧、 巧 度 カル カツ 
タ わら n ン ドン 動物園に ぅつさ 
いじ 白い を かこ S 爲 一,' お 無 巧ん 
だ。 この 肚じ まれ G なをが 

死 ん た ^£ 1 * じ 、 を々 の 
ホ 説が 傅けら、 む あの 死の； っら 
み ！ 蛇お誰 い か .し 禍 を^:^ず ご傳 
へられた が、 この 巧 白 をん 暇を 
を 某は 遂に ふとした 事から 罪' 
問は け 巧 刑に 處 せられる 事 ごな 
つた、 円を の、 た^らが 畳''. ら 
皇 ホの 御巧氣 じも陪 つてむ るの 


ではたい かなでい ふ 恐ろしく 睐 
突な 迷信 ひを かじ □から-巧 ご 
ホぎ 户 、に ホ かさむ てゐ る。 父 
これ ご 时 が* し ド ー ンの 化び 住 ひ 
じ 流 請の H を 

淋> しぐ 暮す前 獨逸皇 ホ 

ゥキが ヘルムを なら 卷 く、 危し 
くも 暗い 辑 である。 それは、 で 
八 巧 六 年 ホ ー ヘン ッォ少 レンを 
のみ 盛時 化を 殿み 皇 ホの 部屋 _1 
裳を 引く 巧の 白 おの 婦んが 現れ 
た 串が わつ てからを 轉洲戰 終結 
おじら，？— 巧 あがい 宮殿に 巧け わ 
た。 をれ ど 共に 化 度 皇室に 掛拳 
がを ったので わつ たが、 をれ が 
まじ さき 巧、 今に 伯が 博物館 ご 
。つてなる 

舊ち 殿の _室じを を 現 
し、 巧蠻 人を 驚ろ n したので あ 
る。 廣い 石^ 廊下を スグス 八 ご 
オ ベる がか： 白衣の まぼろしの 
女、 今度は 何を 舊獨逸 皇室 じ齋 
ら S こっ ざする のか、 ド^ — ンじ余 
生 送る カィ ゼ 八の 身 •し W 事が 
。ければ ょいが、 獨 逸民は ひを 
かじ 恐 H さ、 やいて ゐる 0 


無期 徒刑の 犯人 ！. 

判事^ 擊 たん > 一ず 

大赡に i 刑の 宣吿を 受ける 前に 

法延の 警部 即座に 化 人擊殺 


無期な 刑の 宜吿 ずけ ね 軍 罪 
化 人が 大胳 にもな 廷内で 刑の 宣 
吿を云 ひ 渡す 判 牛み 擊 殺せ 4 ご 
しがつて をを 附 きの 發 部から そ 
の 煤じ擊 殺された どい ふ 

神擎な 法延」 ホ 曾が の 事 
件が なきた。 填 所は 當化 下町の 
ホ 事 我 巧 巧 內ジョ ー ジ •ド 子 ラ 
ンが率 法廷の 控室、 時 H はまる 
五日 午前、 化ん は シク マンド • 
ゥ 五キプ とず"， .前 巧 四 化の 强盜 
おん 化に て爱じ w - 五 A の 岡 類 ど 
共に 赞巧 商の 輔盜 事件で 餘擧せ 
られ 、をの 巧 共 化 おの I 人で あ 

る 7 ァ！ シング tf この 丄ハ巧 ド 子 

ランが 事から この 事件で 二十 年 
の おお 鍋を 申 渡された 隙 『巧 事 
さん、 な 難ぅ、 而 かし 君の 命は 
長くない』 ゴ物漢 い 拾 臺詞で 法 
をを なまつ たお ホ 宫憲侧 でも ク 
ユネズ の 身邊は 特に 嚴重 t 嘗戒 
しつ i おつた が、 この 日は 愈々 
無期 徒刑の 宮吿 > 受ける じめ ゥ 
で キズは 

嚴 重な 身化檢 をを 受けて 
ホ娃じ 集まち 控董で 巧 おしを 待 
つて 居た が、 をの 陵を 怪 にも ゥ 

エキスの パンッから j 挺の ビス 

ト 八が すべらを ちた ので、 大騷 
ぎ どなな 二人の 看 ザは これを 奪 
はん どし だる も 死物 化 ひじな つ 
たゥ玉 キズけ 猛烈に おがしつ i 
この 規 銃に 手を かけ ニ 猿を を 砲 
し 一を はかれた が ニを 目は 一人 
の 巧 ザを 傷く る U まつ 化が、 こ 
の 銃 游を巧 じした 


法廷 敞 蠻 部ドキ は 法廷 
から 巧 出 1 T 控室に をき 今や 看 
守 ど 取組 坡中 である ゥ S キズじ 
おつて ニ 發を發 射し 遂に 犯人を 
をの 撰に 擊 おし 傷い じ 看守 二人 
は 鳥 もじ 病院に 送られた が、 裁 
が 所ぶ び 警祭侧 では こか ホ 曾が 
な 法廷の 化擊 事が じ 就て 直 もじ 
調査 じ 着手し 柯んが 化 乂じ烦 銃 
をず 渡した かど 云 ふ 貴 任を 調查 
しつ！ あるが 監獄 側では 嚴 重な 
身髓攒 をを した 上 事件の 後生し 
た 場所が 裁 お 所で ある 巧ょ らし 
て 或 ひは 護送の 最中 じ 傍 聽んが 
秘かに 手渡した ものであるまい 
かと 5 - 說を 吐いて 居る が、 巧に 
しても ま 径なあ 巧 事で ある。 


天才 ビア 


♦> 


親 y 見離ず 

甲斐 美 和 子さん 

ま 京 特電 六日 發 n ザン フラン 
ン マコに 生れた 天才 的み 女 ピァ 
ュ スト ごして 化 年 同地 總 領事館 
じ 勤務して 居た 州 晦重雄 氏の 夫 
人に 發 をされ 爾ホ 夫妻の 手で 育 
てられつ！ 音樂 をを 養 中で ぁつ 
た 甲斐 美和モ 壌は 
川瞄 氏が 外務省 情報 局 じ轉巧 
'歸朝 ご 共に 目 本 じ 魅き 東都 樂 
をの 淸奏 をで を 天才 ピァ こス 
ト ごして 龜 歌され、 最 をは レ 
サキ タグの 漓奏旅 巧に 出で や 
うどまで して 培た が、 生みの 
巧 親で ある 甲 楽 ホ まは 歸國後 
おのな 戾を川 崎 巧 じ 要 ホし 


特に 演奏 旅 巧 じ 娘 一人を 出 1 こ. 
とは 出 巧の ど 頑張つ たちめ、 天 
才 肌の 美 利ず さんは あ 必じ恩 ひ 
をつ て 家出を した こご も あつた 
が飽 をら 音樂 じを きる ご 决必を 
.した 美かモ さんは 溫 かい 父 巧の 
膝下 じ 歸らず 

川が 夫人 ど 共に 近く フランス 
へ ピアノの 腐 をん がくべ < 渡 
-佛 する こどを 發 を， て 化 間を 
驚かして 居る。 未た 十 幾歲か 
の 小 女で ぁる 美 か 子さん は、 
『父の 許じ歸 るのを 拒んだ の 
■はま 自身の 意志で ある』 ご 云 
て 居る。 

んの 也を 讀む 

滅法な 機械 

お 明 化しな 人の 夢 
石 川 縣んで 四十 歲 前後の 歌 巧 
英 ホが i ) ど 云 ふ 词胞は 『人閒 
の、 むを 讀い 機械』 をを 明した £ 
稱 しては が じあ 庭勞 働を し’’.、 ま 
人 じを を 貸せな VJ 、 迫 ま h 、 ア 
チコ チ彷樓 して 『々弗ら あい 
ば 機械が 出 ホる. か 鳥渡 小 遺 r 五 
十强 貸して 吳れ』 ご 化め 同胞を 
檔 すので 警察 暑で 一應 お調べの 
fc ゲ S ルビ ゥお院 じ 送って 轉神 
狀 態を 取調. へて 居る が ドー モ精 
神 病 巧に あいらし いどけ 氣の毒 
のみ 第. ト 'ある。 . 


新妻を 殺した 

支那 人 死刑執行 

髮じ當 地」 がて 富豪の 支那 人 
娘'.」 結婚し な 學ま張 巧 革なる 若 
い學 をは 本年 六 巧 巧 固へ お谣旅 
巧 じ おき グ—ズ ゥキプ クのお 中 
で この 新 まを 殺害した 廉で みし 
く 審理の 結 お 遂に 一 奪 謀殺 化と 
して 死刑の 宣吿を 受けし も 本ん 
は上吿 中で あク たが 遂に 敗訴し 
ロ もの 5 巧 事は 『最も 巧妙なる 
殺害の 疆據 歷然』 ごして これを 
却下し まる 六 H を 化て 死刑を 執 
巧 三れ た， 張は コ U ン ビア 大學 
で 法が を 尊を した 靑年 である。 

を さまざまな 

懸賞 お 答の 内容 

當 地を 山 商を では 旣 報の 如く 
ホの 寨 使用を を 懸賞で 寡 集し、 
當 選を の發 表を 見た が、 一等の 
益 田お径 子を は 西げ 巧理 のを n 
1 スじ 直り 明細な 料理法を 述べ 
二等の 杉が、 脚村兩 巧は 共 じ 一 
般 料理に おり • S 等 五 人の 中 じ.； 
は 松 木义恭 氏を 如く 當 地の 水と 
ん闕 踪を硏 兜し 日が 茶を お 巧す 
る々 法を おし、 鄭 巧技を は キヤ 
ン •スー プ類じ 利用し こり じ 牛 I 
乳を 婚 せらと) ぶふ 寶隙 解なら の^ 
を 記述して 屠る ど。 


九十 ニ 歳のを— ル 茨 タン 

六十 年ん 旅程が ニ 巧ぶ 十巧哩 


ア メ リ 力 の ジ ョ I ク じ は つ き 
ものに みつて 居る トラ ダ 五 リン 
グ •セ— ^ スメ ン は、 今 巧 一二 百 
方 巧め 賓 木を で 同業を リ 養を 院 
を 設置すべく、 紐を 1 はが 今必 
死 じな つて 酸を 中で あるが、 こ 
の 寄附 運動に 招が を 受けた 晚餐 
會じ 巧した 丰賓 は、' 本年 九十 ニ 
を ごい ふ 老範の 七 — A スメ ンで 
仲間から 『アンクが •チヤ！ リ 
! 君』 ご 巧 ばれて 居る々 ンサス 
の チヤ！ 少ス •テリ^ — ご 译ぶ老 
八で みつた。 

チヤ* — みス 君は ホ テ 八® アス 
タ ー じ 溝され たこの 碟餐會 の 
席上で 過去み 十八を じ 直る セ 
_ — 八 スメ ン どしての 興 か ある 
經驗談 をが みて 聽 衆を ホ ロリ 
ごさし ねが、 彼が 七—^ スメ 
ン £ してを 地を ホい わ 頃は 窺 
車 や 飛 巧 機は 勿論、 お 単も聲 
澤£ あつて 馬に ょ たが b 、 水 
やお 類、 わ 辯 當も手 持 もで 巧 
買 じを 爭 しじら ので あつた。 
この セ 1 作 スメ ン のまで ある 巧 

が チヤ！ 9 ! は 千 八 百 ご I 十六 年 
八月と 日 吳國の マー チン じ 生れ 
千 八な 四十 年頃 じア ゾリ 力へ 渡 
つた 巧 民の 子で、 最初は ミ少ウ 
オーキ ー じ 移 化し 巧め て 職業 じ 
從 つた ± 地は シ 々ゴ で、 最初の 


迴 給は 驚 ■おれ 一巧よ 十五 他、 
をれ だ 一二 弗に 昇給 さ：；； て必 から 
喜んだ もので あつた —— 

モ 八な 五十 九 年 十一 巧 I H 、 ‘ 
チヤー リーは 初めて 田を 廻ら 
の 職業に 熟いて 毛皮の 買 晒け 
じを つて 居ね が、 そのが キリ 
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なって 居 じが 南 化戰爭 の突發 
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ら 依然 どして を 地 じ セ ー A ス 
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I ラス •クタ ■ — ブ！ 巧 と混雜 
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ニ 千弗 ど ぃふレ コードのホ！グ 
ダ） であつ た。 


榮 をる 御大 典に 列して 
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動を うけた ので ある 0 ソゲ エ！ 
ト犬 使は 衡 素の 中に 表現 るれ た 
崇嚴 さと、 これを 總 おし ゴ 『國 
民 性の 中 じひを む 偉大な ホ 現』 

だ ごいつた。 また ト八 コ 化理乂 
使 ファ I ド •.ベィ 巧は 搁鶴式 じ 
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紐 育の 歡迎ご 大使 

『ぶ 巧の 旅』 を 終つ て 華 府へ歸 巧 


♦が 育 わめみ えの 初 芝居を が 
つた 出 淵 大使 夫妻は 極めて 『成 
功の 旅』 を r へて 一巧 H 午後 四 
時 五 トサず を 黨記官 ご 共 じほ 化 
の 華 输頓じ 引き上げ わ。 S 日內 
山總 領事 化理ご 巧が お 善 記官ホ 
罹の 法 瞥お樂 部 午餐 會じ 始まつ 
て H 本 協會の 晚餐會 、四日の 銀 
巧お樂 部に がける 育 業を 主 偃の 
午餐 會 、夫人は が 育 婦人 俱樂部 
i の 午を じ 臨ん、 化は： n 本人 食 並 
じ U 本 お 樂部聯 をの 晚餐 曾に 出 
席し •五 円 正午は 巧 雌會ホ 解の 
午餐 會が あら、 间 巧は ァ スタ ァ 
I で 一橋 おみ 者の 如 水を 歡迎 宴が 
あら、 六 H は內山 總锁事 化理の 
I ま 催' ートじ 萬國エ 學乂會 委員 VJ 
j 大使 及び 加 茂 エ學博 ト紹か S 午 
を會が あら、 其 間にが 問 客の 應 
接、 シ 3 ッ ピン グ U で；：* か-^ 
だしい 旅で あつた。 

♦大 化の ホ テ 八 •ァ スタ アじ 
がける •尚 說は剧 合 じを かつた が 
要領を 得た 巧演說 ごの. 評が が 鳥 
く當 巧は 國 化な 府關 係のを 巧 夫 
^ 妻’ 郭鸭 ± 、葉 巧 等 数名の 支が 
人 も 大使が ドンナ お說を おみる 
かご 出席者の 中に あらて 知己の' 
田を ごん 夫 お、 鄕 さん 夫妻 i：' ど 
ど歓を巧へてぉロ。 當がク！ン 


日本 お樂部 

撞球 大會 . 

十 in ょり 開懼 

本紙 旣 報の 如く n 本 化 樂部ダ 
—ムを おホ備 のが 季 が 巧 大會は 
球 台 全部'^ お 錢も赂 々を 化し 新 
一， 職 入せ る 球ら 揃つ たみで 來る 
十ー一り午後六時ザょら；； ンデキ 
ヤップ 族 お 曾を 開懼 し、 翌十 S 
-H 及び 十四 H まも. 速續 すべく、 
'ニニ 二等ぶ び'^ ィラン' 赏 、コン 
.ソ レー シ 3 ン I 等 孰む も】 人 j 
，賞、 會费は 一 ホ ど 化ぶ せる ホ- 
^ 而 して 前記 親技爵 にを 細せ る 競 
'お 巧 小 持み 凹 十 あ 点 口上の もの 


にて オ ！ ソン ト— ナメ 


.を 十 


I ニ H ぶび 十网リ におわ 擧 巧し、 

: i 二等 赏 及び イラン 賞を 贈る 
'ミ ごな つて 居る。 




猶が 特典 輿 おちは 

蓉貞 Ml 含 / 
籍を荀 舞へ 

岀頭手 鶴を せょ 

化が なお をで 徴兵 延期 手 磯の 
パ'' を > から 徴を 延期の 特 あを 失 
つて^^ そ〜 のじ 就て は 昨年 發化 
の 新 r 兵 やじら 何等 化活の おを 
?永を待||ご見闡さ 
ぃて ゐ むが、々 お聲？ はを 
手 線の ぉ 逸が 香が 囊 じが 

る もの、 蒂 ぶ' い 過 かご 盛 めら る 
る 者に 限。 今年度 おか w 年隻 
な 降 成が S ホ 線を ホ さぶ 徴集 延 
期の 特典 r な 巧せ しむる こどに 
みを-- 化げ かが ぷに姐 桃して だ 
た ルで 同 巧 d 梅ち-— をが 外を 潘 
へ 向けが 趣 巧トお 報を W て述吿 
したが 化 際と 記の 如きが 態の. ト 
にある が 典喪乂 巧は 一 H もを く 
總酣事 館-」 出现し 事が を 陳述し 
て キ输を お ミす か 巧！？；.. ある。 巧 
ほ 化な じ 疑義 わる： T 胞け 擬踩す 
る所ぃ * く總郎 事が (ブ。 —ドゥ 


ロ 1 プ商會 のモ* ~~ テマ ア •シッ 

フ 氏の お 說は內 をはな か-^ シ 
ッ カリした もので 用語 も 注意を 
拂つ たも S であつ た。 シッフ 氏 
は H お 戰ず當 時 巧 父の ジャコ ッ 
フ •シッフ 巧々 倫敦 である 婪會 

の 席上 偶々 財務官で あつた 髙橋 
是淸巧 ど 遊 おし、 日本 ご 露西亞 
との 戰 ずに 巽大な 軍資金が 入用 
である i 、 日本は 柯 な强大 なを 
西 西ど戰 はねば ならぬ かとの 理 
もを 聽 取して 大じ巧 精を 寄せた 
事實 から ぉ發 して、 翌朝 倫敦か 
ら紐 育の 本が じ 打電して 軍事を 
潰 募集の 命み を 下しむ 常時の 逸 
話を 語ら、 H 本み 信頼すべき 点 
をカ說 した。 

♦シッフ 巧は ホ ま 那の將 ホ じ 
駕を繫 けつ ，> 故 シブ フ 翁の 書翰 
を朗讀 して 『支那の 事柄け 日本 
が 一番ょ，、 みつて 居る がら 日本 
に 巧 事して ホ國 ごも 協調すべき 
である』 ごの 意見を 述べ 實際家 
の 觀たブ ラナ クカ火 •アィデア 
リズムを 發揮 しじ。 最後の ゲキ 
ン セント 巧 ± は 流巧シ ヤト； ク 
ワの電 鎖で あつむ 丈け じみ 辯滔 
滔ど 流る i かく 滿 をを 哄笑せ し 
め、 嘴 服せ しめたので あつた。 
當 おの スピー 々アテ ブが じは 


大化 夫妻の 外會を タフト 氏 夫妻 
陸軍 司々 官で ライ々 お 夫妻、 阪 
巧 海軍 大佐 夫妻、 內山總 領事 巧 
裡 夫妻、 渡 陸軍 ホ 兵 大佐、 ブラ 
ウン 大佐と 前記の シッフ、 ダキ 
ン セント 博 ± の ニを であつ た。 

♦尙 ほ當巧 出席者の 吨 じは’ キ 
ュ リック 博- H、 ス ペリー 巧 夫妻 
ぶびみ 息 夫妻、 高峰 襄同 孝氏兩 

夫妻、 ジェネ ラ 八 ェレクト リッ 
ク のスォ I フ巧 、ウ^ "" テンを、 

ス ペリ！ 商會の ドー ラン 氏、 著 
述 家の フレザ y ック •モア！ 巧 
ヘン リ * — •グ ！ ♦ノ トン 氏、 ベ 
I クラ イトの ベ 1 クラン ド蹲+ 

夫妻、 シ — ムス •力 V レ 1 が 社 
の 力！ レイ 氏 夫妻、 ダ ッボン 博 

± 、ウュ ステン ダ！^ ウス 氏 夫妻 

プランヶット 少將 夫妻、 萬國銀 
巧の グリ 1 ン巧 、パ ミ 八 トン ホ 
八ト 氏.、 ドン サイ ッ氏 、ジュン 
クス 博 十 等 も 加つ て 居た。 

♦ぉ 淵 大巧の □本 お樂 部に 於 
ける 巧寬 いだ 演說は 最も デ モク 
ラ チックな 調子 じ 富み、 縱橫自 
が じ說き 去ら 說き ホつ て 多大の 
快 威を 聽 衆に 與へ わ。 あの 調子 
あの 態度で 往 けば アメ 9 々人を 
して 渴 仰させる をは 蓋し 尋常ぶ 
飯事と 謂 ふべき であらぅ。 其內 
をけ 巧に 報道の 自由を 有せざる 
も 『锻原 ま 外を』 の 說巧 じの ては 
居まい かどの 嗔 H 是 いは ホンの 
傅： = が 立つ たおで あつた。 


五！ 一六 五番 十み 階) 室に お 頭 
しま 巧を に 就き 疑義を 明か じし 
法律 じお觸 せざる 樣キ 順を 運ぶ 
力よ-^ C . 


本 月の 理事 例會 

なお H 本人 會 理事 曾は ホる 十 
i n 瞄 構の 帯で るつ たが 歲 末を 
方 おの タ化 U る ど 諸 柿の 集會幅 
撥し つ I ゎる 爲 めぶ 巧の 貪を を 
崔き 一巧 巧々 新年 裳會を 兼ね 理 
事曾を瞒くをご^::^つじ。 

齋藤博 氏 英國へ 

寅 京 特電 六日 鶴：：：：： 東京 朝 H 斬 
聞は 次の 如 報じた。 日 < 『英 
轉大 化舘參 歌官佐 かが 貞 お氏歸 
郎後 •一を み 耕 設み加 おんを 使た 
るべ （而 して 前 紐育鑽 領事 齋藤 
階 氏は 其な 巧に 巧を した』 ど。 


日本 ドライ グーゾ 

I 巧タ 々じ 移轉 

當 地ブ。 I ドウ 玉 i ニニ 六 
番 にがて 營業 中の 目 本 ドラ 牛グ 
— プ商會 ド 業務 鶴 張の 必要 上豫 
て適當 の 携 所を 調査し つえ あつ 
たが 愈々 一巧 匆 々を 期し マデソ 
ン巧 一四 八 nl お 0 番じ 移轉す 
る i じ 巧を しむ。 


「梅の 道」 の 著 君 

英 义小說 r 梅の 道』 の 著者で デ 
K •ソ ー ャア 女を は 去る 置 H 巧 
紐 ホ テグ コモ ドア じ 投宿 當み滯 
組靜 養す るを。 

! こ こ-- ■ i -•1 till 11 III 

.爲專 吉巧來 紐 

多年 テキサス 州棉 化地帶 にあ 
ちて 斯界の 一確 威た る 東が 棉巧 
がま 貧 社 取締な 島辟吉 氏は 爾後 
歸锅 中なら しも 此描ホ 紐 ホ テ 瓜 
ペンに 役 宿 中 じる がぶ 過 お發南 
巧が i グ年 ダラスを 中必 ごして 
化 巧す るか。 - 

お 町 夫人 渡 伊 

西部 沿岸を 地に がける 十數 が 
の 獨唱爵 一-或 U ラ デ ォな送 じ 好 
がを 隙した ソプラノ お 晒み ょし 
; 夫人 お ホを の だ 化 化。 ス アン ゼ 
ルスょ b 六 n 眷 紐し 一二 浦 環 夫人 
が 化 シャト^ 时 代の 舊知 巧の 辯 
旋 じて 二日 問滯 が、 今 n の 巧 船 
じて 兼ての 志聲通 b が 太 利遊學 
のをに と _ るべ しご。 . 


柔道 俱樂部 近情 

當巧 西な 了 目 十八番の が育柔 
道 お樂部 じて はお ホ 化、 卞兩日 
巧 間敎授 及び 練 おを わつ てゐる 
が 曾 島 溢れて ザ 便 多を 爲め巧 化 
日よ をり 曜お授 を も 開始す る ご 
時間は 午後 一時 よら 一二 時まで。 

.靑 山學院 同窓 會 

靑 山學院 出身者は 去る 一 H 料 
亭昭巧 じがて 岡 窓會を 催した る 
に 宮曠卖 お 敎會敕 姉を 始め 二十 
を 名巧庸 非常に 盛會 でぁつ た。 

'住友銀行 新 電話 

住友 銀 巧 紐 育ま 巧 電話は 本 H 

よら' バア クレィ 四 一一 八； =： 四 I 
一九を じ變 おした。 

♦須藤 保 么亮を 井元 兄弟 廚會 
紐 育ま お 長、 家族 同伴 月曜 H 出 
發两巧 一時 歸朝 

♦塚 本 鏡 一氏 森が 兄 お 商會社 
員、 か 週 化 發西巧 コレ ャ化 煩に 
て輪锁 ホ春歸 巧の 堂 
お 大澤ホ 示 氏滯紐 中の H 本陶 
器 株式 曾 社員、 ホ週匆 々出發 を 
港經山 コンャ 化 じて 歸朗の 由 
♦岡 崎 良 藏巧大 阪廚巧 大學高 
等 商業が 救 巧、 去る 一二 曰 着 M 巧 
巧 十； 了 目 五 ニ 九 番じ滯 巧 
♦鼓 常な 巧媒八 高校 敎 巧、 ホ 
る 四り 欧洲 Ib 肴が 十 R 間國米 
义じ 滞な の 常 


♦大义 巧 巧よ 郞巧 第五 高校 敎 
巧、 同上 

♦伊東 勇 太郞氏 長崎髙 巧を 授 
岡 上 


. り 幡說 ^ 

♦な 育 日本人 敎會。 

精神的 死罪’ 淸水 牧師 
♦基督 敎 修道 魯 
生命の 樹 今が 化師 
♦日本人 美化 敎會 
を 督 の敎會 を 崎 牧師 


スペシャル 


珍 ホ 

貝 ミ 野菜 
巧 付 油 類 


が 桐 兄弟 商會 


バ ザ— 决 算報吿 

收义の 部 

繰 計 一九 五 四 •お八 
內 譯 

切符 賣上 丸 四 一二 •お 0 
裔 粥 一 五 九 •五 0 
食堂 賣上 S 三 四* ん四 
商品 賣上 i HV 化 四 

支 おの 部 

德 計 .五 九 化 王 ハ 五 
內譯 

巧 紙. 印刷 鶴吿 二八 ニ •一四 
餘 輿’ 装締 丄ハニ •0 五 
をを 巧 巧 並じ豐 用. 

ニニ 四 •六 0 
商 おお 偕拂 五 五 •一八 
雜 ..蔡 六 五 王 ハ 八 
差 引 純益 こ 一一 五 五 •こ 一一 
皆 樣の御 同情 ご 御 媛 巧で 一に 化 
らまして、 をの かき 好 結 联を收 
める こどが 出 ホ ましな こごは、 
一同 感謝 じ 堪えぬ み 第で あ もま 
す。 不取敢 こ i じ報吿 巧々 御禮 
冲 上ます。 

十二月 六 H 

紐 育 日本人 
美 巧 敎會、 


友人 諸 若へ 廣吿 
.大巧 浩太郞 

拙者の 儀 過 ま 十二 年間 蕊が組 
じ 就職 致 居候 處今巧 巧 ホを 議 
の 上で 退社 致す 事-し 相 あお 間 
化 段 乍 略儀 紙上 じて 申 上 候。 
永年の 間 御を 顧を 蒙ら 候 段 諸 
兄 じ對し 障く 御禮ホ 上が 

K. OU を i 

1B 貴 piew 夏 d Ave . 

をち で， 芦」. 


ト タンク f 巧け？？ 

及び スチ 1 マ— トランク 六 お 五 

十 他、 九 お 狂 十 仙、 十二 巧 五十 
仙、々 し 許 b 化 巧した 挪領 一巧 

一二 巧 度び 五 ホ 

萬み- swuve : cor . さ th で.， N . Y . 
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1 342 Madison Ave. 

1 TeL Van*! が biU かが 

H 井み ま 賊會を 
な 育ま 巧 
Mitsui & Co., 

65 Broadway, 

Te!. Bowling Grwn 7 ち 20 

巧る 會を揖 ホ 巧を 
なち おお 巧 
Iwai & Co., Ltd. 

Woolworth Buiidingt 
Tel. WhitehaH 6040 

H 莲巧事 株 ま會を 
統 育ま 巧 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

(Mitstib ミ 8 お Co., い ん） 
120 Broadway 
Tcl. Rector 2560-2564 

乂お 朝日 ニ ま 京锅日 
化 好ま 巧 
Osaka Asaiu 
The New York Tim が Annex 
Tel. し ackawan 打 。 1000 

日本 綿巧賊 る 化 
お育ま 巧 

お pan Co け on Tra ぷ ng Co • ，いん， 
25 MadUon Avenuet 
TeL Lexington 8780 

日本 生糸 巧 ま會化 
短 育ま 巧 
NIPPON K1.IT0 けは 1 ん LTD 

i'wo Park Avenue 
Tel. Ashland 5 お 0 

お 食 名會を 
が 巧 支な 
Hara & Co., 

443 Fourth Av«., 

TeL Caledonia 7830-35 I 

日米を 糸が ま會社 
紐 育ま 巧 
WCHI-BEi KIIT0 m 邮 SHW KAiSHA 

(NICH! ぶ El KHTO CO., LTD.) 
1 Park Avenue 
Tel. Ashland 6246-47»48 ィ 9 

大巧 巧 g ニ 東京 B H 
を 木 H 郎 
' Oaaka M，.inichi 
Room 306A World Buildixugr 
Tel. B««lrn>«n 4259 
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狮 を ぷ雌贫 tt 触 泣 imp 巧 


WE 日 NESDAYi 化 化 M 化 R じ I の 8 


上院の 『保留』 猜に 
1 崇られ 与っな 不 驟條钓 

M を 許から 鳥 式に 騷 V 」 立てる 上院 委員 會 審議 = 

モン ロ— ま 義の範 圍擴大 か 

ワシントン 特電 十-日 發 = をのを 不驛條 約に 對 する 上院の 有力なる 意見は 講 倉の 保留 决議が 
該を 約の 首唱 拽 として 甚だす 似を でゐ b 政府が 飽迄 も反酱 する もの f しても、 モン ロ！ ま義 のが 
向つ て 今トノ しく 徹底した 誘 解を 别强じ ホむべし どの 意見が ち 力 どな もこの 際 外を 文書の お ま 
1-^て節ぶリ^に對してァメリヵを府は去ン 。 ！ホ義を円衔する1じ於て巧等本條約じ拘束され 
ぶ、 こ VJ を 明白 じす-/ 一 どみ に モン" 1 ま 巧の 範圃も 單じ曲 ザ 球じ對 する 歐挪 巧强の 殖民 乃 ま 征服 
^ 一い さ；、。' ムぁ 到を 更ら じ賴大 し、 を 年 甘 本 ミ メキシコの 聞に をのが 絲掉 され 日本が々 グダ 
レ^蹲で-^軍^據地-^布設するピ化間を騷が寸た當時の萬か黨頒補。 ブデ巧が提をしたをぃホ叢 
ぉをょ^し^ モ ン 。 ' ホ義じは太ホ洋及ぷァを了 の阅ををもをちす る^ 釋巧したものをあらじ生 
， ，り-^ 强に說 がを ホめ やぅと 蟲 9 、 £银 略を 遇ら I て t 朽ちが、 闊巧 あどして は 巧る 新認 解を ホ 
ク 一"" '主 條れ批 ホの な棋を 益々 なが 紛乱' せし わる ごい ふ立瘍 から 反對 ずる 堂で ゐ る。 


グ巧 0 ホ截 


む も- 

ワシントン 十日 瑶 n 上に がを I がぐ 締疆 
委真 食!^、 は 親 贼證會 にがる 大問 香ぶ 形 

S の j でを る 

11 レ 脚し—— ヶ瞧 
グ にを 巧唤 してを 方面よ b 疑義 

を 質して 

とがに 備 ふる 所め S，. たが 
I'i 占' じして おら や、 f 
--k 略 りヶ 0 ッグ 氏の 出席を ホ 
め 再審 谣 にを る i ご。 つたが、 

本 問題に 就て じ 大統領 ク！ リッ 
尹 氏を 始め 國務 控官 自身 ごして 
アメ > 力の 利權は 絕對じ 擁護 さ 
れて おろし、 殊に 本條お 締結の 
ま唱齒 たる 立 機 どして 無な 卿の 
批准を 議會 に磋恕 しつ、 める も 
外を を 員が 接し じを 神に おる 質 
問ぶ もよ > して 上院 上 相の 曉じ 
は 幾多の 批准が お條 項が 提出 さ 
れる 模様で わる、 邸 もを 方面 じ 
宜る 質問よ ちして 將ホ 現れ 相な 

おおの 

條 件は 元よ h を 曉 じな 
ら ねだ 巧 然しない が、 これを 大 
別ず るに、 

f I 'I アメリカ 暖椒な モン u 
1 ま義 をが 護す る爲 めじは を 
の 手段 ごして 戰爭 をも龄 さな 
いとい ふが 留 案、 

〔ニ〕 本條 約の 調邱ビ P シア 
の 條お參 加は 州 等ア メリぅ が 
勞 農！！ シア 换府 をを 嚴し たも 
ので；；； b いごい ふ 保留 案、 

〔一二〕 本條 約は 歐渊の 現狀維 
持に 就て M 等 アメリカ じ對し 
て 貴 化を 加へ やくの 保留、 

等は をの 重 a るら ので あつて、 

この 外 じは 歐防 上の 幽係 I ちし 
て アメリカは 

自己の 路要ど 認めた おを 
いかなる 國巧機 離を 施設しても 
をれ は 不戰條 約の 巧 想 ご 字句 じ 
何等 相反 拘 がする もので ない ご 
いふやぅな兹お^:^保留をも飛出 
し 相な が 勢 じて、 國務 長官は 委 
員を の輕 あじ㈱ し 大統領に 對し 
て樂觀 的な お 吿を敢 てした もの 
のかく、 國務 長宫は 『を 員會の 
最も 位 配し つ i ある 點は假 ちじ 
一巧；" この 條 約に 違な した 巧爲 
じ 出で たおを をの 條 項の いづれ 


で わる アメリカ じ 巧 
で黃 なを 課すので は 
あるょ い。_ 'がごい ふ點 じを つじが 

自 を。 ホムそ 

がらけ/.. ご闽 答』 した 旨を 
辕 唐して おを 而 L て大 ホち V51 
r じ對 t ぶ 巧 巧 こして 風閲 する 
所し 化に れピ假 b に 一圃 •か 本 
條 約を 故 邊じ揉 類した 麓を ァメ 
V 々がい. I なる 巧 動じ 及 i ぶバき 
わに 就て 注を 然畿 曾ん 議 巧じ俟 
つの か。'‘、. 締盛國 .か アメリカ 
^ 領± を 資|; した 盛を 乃 ま. 條約原 
國 乃至 參 國が故 息に 化 國を襲 
ふて 侵略 C わ 場を にの み 本條約 
は 藤 綱した 一ら のど 認 むる I ご稱し 
て 程ろ 隨ー 乎で ゎる、 而 してす 戲 
條 みに 對す i 輿論の 反響は 驚 < 

きもの。 てが ネ大統 麵や顯 擦 
省 じ おて-‘ f 舞 込む 激觸の 辭や或 
ひは 提議ぶ 敷 巧 通に 達—. 輕務省 
では この 為め 臨時 雇を 0 て 巧 答 
せし わみ イ いふを 樣で わるが 

上旋 'にがる 批准の 論議 じ 
關聯 し委覚 長 ボラ； 皮は 頗る 幾 
觀 的。 意 おを 述べて 居る もの； 
が留條 巧で 可を じ關 する 討論に 
は 隨み時 H を 要すべ < 約 をを 員 
會の巧 吿ホ議 は 降誕 祭の 前に 議 
會へ fc 程 さる i であらぅ が 批准 I 
は 恐ら （巧 年まで 持 越しされ る 
でを らぅ ご 期 持され て 居る、 ム？ 
回の 審諸會 はを 然 秘密 會 どされ 
ミゾ" ！ 州 選出の" ！ ド 氏な お， 
画 政府の 覺 書々 び モン。！ 主義 
じ 就て 質 間し モーゼ マ 氏 等 も 質. 
間を を發 した 模樣 であ 石が。 シ 
ア 政府の 承認 關 係*:- 就て はか 期 
の會 をで 應答 ずる 模樣で わる、 
而 して アメブ み 政 巧の 

巡#^ 渡 張 案に 不戰條 約 
の批ぉじ就ては條約派とぉ軍派 


が 晩を ひのを で お 患擴張 派は 巡 
巧濫 案を 條約 批准 前に 上程して 
一氣じ 巧み せんどし つ、 ある も 
第 T し 謹會へ 上程され るのは 前 
が議 貧な ホ 持 越して 居る ボ ー 八 
V づ汲化 案で あち この 問題の 
論議 じも變 をを ホず であらぅ ど 
觀 測され て 居る、 外を 委員を ボ 
ラ ー 氏の 言明す る 所 じ 依れば を 
員會 の 秘密 會は國 お 長官の 誘 解 
を 得た 上 不日を 巧す ベ/. 譲會 S 
討論 もみ 論を 駒 どす るが 氏の 語 
る 巧 じ めれば 委員 禽の 審議は 

の 正文を び 别强の 
覺薰等 じ 就て 一々 質疑 广應 答し 
長官は モン P! 主義 じ 競て 柯等 
の 影響を 輿へ 乎 V- 述べ 吳國 政府 
の 覺書も 何等 保留の 意 ホを な L 
て お；：* い と 斷 じ 化て 委員 會 じが 
て も 能ん る 限ら 速 かじ 本案を 上 
巧：'- て述 過に 巧 力 するど 稱 して 
居る が 保留 案の 可否 じ 就て は 相 
常 議論を 惹起す る模穩 じして 特 
に 英閣の 外相 チャンバー レン 巧 
が廣漠 なる 英國巧 領± じ 於る 或 
る 地方が 英固 じご b て 時 殊の巧 
灌を 持つ ものである 従つ てこれ 
等 地 ホの 

保護は 英國 交して 自衛 的 
である 限 も 本條 約の 廢 巧に 就て 
もこの ホ 面に 對 ずる 巧 國の自 あ 
巧 動を 明かに 語 解を 欲する ご述 
ベた 覺 書の 如き 最も 議論を 惹起 
する であらぅ が、 民 キ黨の 長老' 
議員 格-ごわる 外を を 員 スヮン ソ 
ン 巧の 如きは この 不戰條 約を 巧- 
て 頭ょ' ら實巧 力なき もので 批准 
した どて 化 一一した る 影響らない ご 
いふ 立 填から 放 巧 的な 態度 じ 出 
で^居る人達の恵見もかならち 
力で ある 0 


溫和 をち 旨、、 一， して 

新 關稅の 實施發 表 


日本は 條約ホ 締結を 摘に しが 對 

ち 京 特電 十-日 發 n 支那 政府の 新税 率は 大体に 直 6 日本の 輸 
出ご對 して 大彭灣 はない 棟 子で あるが 極を が 率には 制限が 必要 
でを ると ちられて 居る、 が ほ 化を 特電」 めれば 支那は 關稅自 ま 
權實 益 のを 援お件 ド 日本め 巧ち する す 確宫借 歎を おの 憤 巧を ま 


小 ごな 廣を でも 

信用 お 巧 的 

新年 號ゎ 廣吿は 

絹 育 お 巧 

化しい お 正月に 

暇わない 人へ 

名剌 交換 廣吿は 

紐 育 新報 


日本 巧 年賀郵便の 締切 期 も UW 共に おて 巧ました 


新年 贊狀 のが 刷 


I 


誘いを S 紐 育 新報 社へ 


認し たけれ 共 正 まの 手 績はホ だ 
踏んで 居 じい i° 

ト：海 十日を n 國 民政 おは 本 H 
を W て ホが 二月 一 H よ b 赞 施す 
べき 轨關 我を 目を 發 表— わが、 
國內 のを 業 化 護を ま 眼 どす る も 
賛浑品 即ち 睹 草、 酒類に 重 親を 
諫 したの みで 大体 じ挂ら ては 非 
常に 溫 健を 旨 ごして 居る が 
お 率は 針のと か 五 およ b 煙を 
類の 化 割 九を に 隔たれ。 普述 
商品の 大部を は 二割 ニを 五 厘 
から 二割と か五旌 程度で わろ 
が これを 從 ホの 五を 度び 最近 
の 追加 我 ニを 五 厘 じ 比較 すれ 
ば 支那 ごして は 甚だ 革命的 ト * 
親 率で ある 

本で を 起草した お±义 氏 等は 關 
殺の 基礎を 單に 図み の歲 入のを 
礎に 止めね ど稱 して 居る U. 本 政 
府が 化新稅 率で 政府よ b 接 ホす 
る や 否 甲 おも じこのを ま 那測じ 
返 齡 '」 たるに おし 矢田總 領事は 
H 支 お 國はホ だ H ま 通商 條約 
.を 締結し 居 b 中、 從て 政府 ど 
して 斯る 新稅ん 適用 じ應 ずる 
をは お 巧の 

と 述べて 居る、 列强の 中で 斯る 
態 巧に 出で たのは n 本のみ で 他 
列强は 化が ごして 外を 手段に 放 


b 巧 等 わの 巧 勘 じ 及ぶ でぁらぅ 
けれ 共 アィプ 力を 始め 判 强の觸 
稅條 おはな 恵を 旨 ごして 居る だ 

こ 

1^*. I 

ちし H 本 じして 飽 をら 現 化の 
態度を 固執して 自 支新條 約が 
締結され るまで 新稅 率の 適 相 
じ應 じない 態を じ 出で るなら 
ば アメリヵを 始め ど 1 てを 别 
强 5 巧乂も 化が 舊 率を W で 取 
引じ從 事す る こど： な 6 支那 
政府が 角の 新 醜 稅法も 實わヵ 
を缺 ，、こど •し，' なる ので ま那侧 
でも 非常にを のが 巧を 注視し 
つ 5 ぁる 力 

日本どしては^}^この隙易々 W 
支那 侧の巧 ホを 容れる にがては 
ホるべき 通巧談 巧には 又もや 支 
那 侧じ乘 じられ る ごい ふので 大 
事を ど b 、 支 邪侧 として 日本が 
巧る 巧 動じ 及ぶ こどを 期' 待 れ 
上 これを 發を する じ 至つ たもの 
らしく こ の 巧國の 反目が 一般 じ 
度 ぼず お 響に まつて は ポだ巧 等 
巧 然して 居ない。 而 [て 争齒の 
新稅 表に ロ g 物别 どなつ て 怒ら 實 
施の 上 じ も 非常に 複雜 。ま續 を 
要する ど 兒られ て 居る が絕 タニ 
割 ニを 五 趣 錫の 一割 等が 崔 だし 
一 （目を 惹 かれて ちる。 


試練の 議會期 迫ら 

衆議院は 安を だが 上院が 驗惡 

東京 特電 十日 壊 = み 巧議會 じがて はみ を、 外を を 通じて あ 
じ 現巧閱 はが 立 W 巧 始めての 深刻な を試錬 をを くべき 閒題タ く 
野 驚 側の 貴 道具は 兩 親を 讓ど對 支が 政策に 集注され る模樣 であ 
る 前文 化 水が 鍊お郎 氏 辭職當 時の 優 韶案請 問題 も 巧び 化の 手を 
擧げて 重大化す る形敏 濃厚に してな 族院 じても 岡が 會 では 改め 
て調鱼 すべきを ま 張し 妍兜會 じら タ 敷の 共鳴者が ぁる 摸 薇で あ 
る、 廊 してを 滋晚の 現 势人數 から をれば を 府輿黨 じ 有利 れで 
貴族 魔は 攸然 こして 難 醜で わら 今 a のく ころ 披府じ 不利で ある 
尙は濱 ロ 民な 黨諮餓 はを 償大 整理を 高增 して 前 議鲁の 經濟爾 難 
巧 蕾を 尊重し 現 政府の 方 かこ 絕對- し 背理して 於る i を 理由 ごし 
て 非難して 居る。 . 

本 お 東を 轉電 (紫お^ 轉 載〕 


南を 政府が 黑 幕で 

目 支 合 辨銀巧 奪取 

. 安福 派 や H 本の. 株ま脫 退を 摩 謀 

【十-日】 中華 お 業 銀 巧は 十日よ b 一箇ち じ 豆ら て 化 業した 
が、 この 隧 支那 側では を 福 派の 巧を ど 預金 どを 根 こを ぎじ 捲き 
上げる 腐め 邪魔になる H 本 巧 まを 脫 退させる ごい ふが、 をは 南 
を か府の 了解を 得た 上の 乗-取 b 策で ホる らしい ご。 


南滿 郷巧談 n 中華を 業 銀行は 
マ內 み閣當 時化 ホた 日 まを 辨の 
弧 巧で 化 支那 じ 株 まがぶ い、 化 
又の がま ィ」 いふのは 即 もま 福 派 
。、を 福 派は 寺 內巧閣 な 來極カ 
円本が 接 助して ホた もめで ある 
W 銀 巧が 南を 政府 了解の 下じ乘 
化ら れる どい ふこ どは、 岡な が 
J 右傾 おが 負けて 左傾 派が 勝つ 
K ごい ふこ ご で、 巧れ じ もせ 主 
マ 後け 南を 派が 獨自で やつて 巧 
がぅ ごい ふので をる。 同 巧は 一 
下 巧圓の 資本を で、 H ま 間の 貿 
妨め圓 滑を 計る ための 爲替銀 巧 
ご 日 ま 均等 お資で 五な 巧 圓の中 
レは 火 倉 組を 始め 日本 貿易業ち 
i 株まで あ b 巧 社 も 幾み 巧 持し 
し ゐる當 であ-る 、大正 十一 ニ 年度 
しは な 二十 餘巧圓 の 純益を 擧げ 
一割 ニ かの 配當 をして 石な がを 
W のが 纔 はがら 0。 兎 じ 巧を 理 
巧し 成立した ものを 乘 取らう ど 


L て も 無理で ぁるが、 ま那 のこ 
どで あるから 柯ん 無 あを おさ 
ぬ ども 限らの 云々。 

海軍 異動 

1:十 - 日】 昨日海軍定期乂異動 
左の 如く 發 表さる。 

.第一 絕隊 司み 畏官 兼聯を 艦隊 
司み 長 宮大將 化 藤寬ぉ 
補 軍事 參講官 
'吳鎭 ず 府闷み 長官 

大將 を ロ尙眞 
補 第一 艦隊 司が 長官 兼 聯を艦 
隊 司令長官 
. 第二 艦隊 司 か 長官 

中將大 み幸 四が 
補 お 鎖ず 府 司を 長官 
航空が 中胳山 本英輔 
補 橫巧賀 鎭守府 司令長官 
お 軍 次官み 將大 角岑生 
補 簾 ニ 艦隊 司を 長官 
舞 鶴 要港が 司令長官 


中 將叛田 延お郎 
補传 化が 鑛ず 府词か 長官 
お 政 本部 長 山 梨 お么進 

巧 海軍 次官 

ちを なみ 長 巧が ま ニ 一郎 
おか 部 出仕 

練 巧 艦隊 巧み 官 小が 濟を 

任 軍令部 ホ 長 

が 軍 大尉 伏を 宮 巧を 王 
巧 海軍々 佐 

がを 大尉 乂 おを 朝融王 
軍令部 出仕 

海軍 中佐 小 松 輝义侯 
巧 五十鈴 艦 副 長 

お 軍 か 尉 お 頂 博 信 侯 
巧 海軍 中尉 

海軍 大尉 鹿 島を 磨 侯 
巧橫 巧賀鎭 守お附 
尙ほ來 年度の 練習 濫隊 はお 雲 
八 雲 兩鑑で 編成 5 れる 答。 

敎育獎 勵の勸 語 

【十 - 日】 聖上 じは 十 H 勝 巧 文 
化，：？ .. 召さ せられ敎肯獎騷か卸 . 
言葉を 赐 つたが をは 本 H 官報 
を 0 てを ホされ る。 

.貴族院の 奉肅會 

〔十 I 旦 赏族院 ホ 濃の 御大 典 
奉祝 會は十 H 巧 東を 會館 じ锅 
催、 閑 お宮， 秩父宮 其 他を を 


殿下には 一畿員 ご してを 费十 
圆をお タ拂ひ 御 出席、 徳川家 
達を は 率 祝 义を讀 みおって 御 
大典 活動 為 かの 映寫が ぁつた 

同志 社纖 長證衡 

〔十 - 日】 御大 典 中 校を のかみ 
で 遂に 引賣辭 職した 京都 同志 
社 大學總 長 お 老名巧 お 巧の 後 
巧 ミして 巧 志 社大學 々卡會 は 
現 布 哇乂學 講師で 前 総長で を 
る 巧 曲 助 氏 推薦み 諸を を逊し 

こ 0 

解禁 斷 行を 答申 

【十-日】 經濟 審議 會け 時期は 
明示せ ずを 解禁のを かなる 斷 
巧 方を 答 中 せんご 云は る。 

宮馬巧 お 巧總裁 

(十-日】 まがが 殖德 裁は 宮尾 
舜治氏 ご內定 しな。 

柳 旧 課長は 收監 

〔十一 日】 泉を お 疑獄 じ 關し電 
氣埼 自動ず 課長 柳 旧 良 一二 氏は 
収監され た、 巧 ほ あ 藤 達を、 
小 幡敏雄 兩巧證 。起訴され た 

除隊 式に 大 暴れ 

(十-日】 太刀 川 飛 巧 聯隊の 除 
隊 式は ホ 曰お擧 巧され たが 一 
间メー ト^を 上 ザて 平素の 腹 
癒せ じ 曹長の 室を 襲 ひ 不巧中 


の 室內諸 具な 他を 破 凌した の 
で 五名の よ 謀を は處 罰さむ 除 
がを 化 めら わた。 

灣電外 僮 募集 か 

【十-日】 冀潰 電力 食 化 H 月潭 
水 おを 電 所の 擴 張紹费 四千 八 
が 方 町は 擦 瞥府で 外債 意向で 
ぁるが 大游 省で ち替息 ぁら- 

中が 嘉壽巧 渡 支 

〔十-日】 巧 巧が 巧郞氏 そ那巧 

一巧の 漉 正 雄 巧 議± は 俄か じ 
中止 ミなら 化つ： 前 民政 黨化 

.議 ± でぁつ た 中が 嘉 壽氏隨 が 

一 こ 0 

伍堂 中 將滿鐵 へ 

(十-日】 吳 工廠 長 伍堂 中 おは 
滿 斑じ乂 b 鞍 山製銷 所を ホ宰 
せんご 云は る。 

豊明 殿の 大響宴 

〔十-日】 宮中 藍 明 殿の 御大 歷 
大響 宴は と 日ょ ら開摧 、外國 
使臣 等を 加へ て 一二 千 六 |tn 名 招 

かれた。 

トー マスぶ 着米 

〔十-日】 固 聯勞截 局長 ァ , - 

■ r ■ト- — マス 巧は ち 日 巧 巧 

京驛に 着した が 其 媛 歡迎闡 ■ど 
排斥 團£ の 間に 格 驟が演 せら 
れ 十八を 拘引され た。' 


ミラー ドが 觀た目 支紛爭 (下】 

統一 お 望！ 5 日本 

支那の 共和政 體を 恐怖ず る H ネ 


0 れ 等の 疑 道が、 假ら 

じ 布設當 時ょりも 懼 値が 增 して 
居る ものと して、 一體偕 値を 增 
進した めは 柯物 であらう か、 即 
もを の設赌 一切 S 改善 じ 伴 ふ 効 
梁ら をの 一 萄で わらう々 も 
重を なる 部 かは 鐵道 線の 運轉、 
邸 も乘を 及び 貨物の 輸送 ど ホつ 
て、 をの 乘客 たる や 大部を はま 
那人 であ b、 をの 貨物 も 支那 入 
の 農園 や 工場で 生産され たもの 
である、 故 じ鐵道 線の 俄 値增進 
たる ものは 支那 人の 巧 力に 巧る 
もので をつ て、 若し 彼等のを 產 
が 停頓 するならば 巧 巧な 善され 
た設備もをの用をなさ^:*いし過 
ま 二十 年に 互ち 約 一千 万人の 支 
那 人. か滿洲 じ移往 しな かつた な 
らば、 満鐵の 價値も 斯く增 進は 
しなつ たので をる。 

1:. ◊をら じ H 本の 支 郝內を 
じ對 する 干 巧を 知らん ど 欲する 
ならば、 かしく をの 過 まを 顧み 
なければ ならね、 苟 （も 極東 政 
扇の 背 貴を 知る ちは、 H 本が ま 
那 のぞ 命に 向つ ていかに 恐怖し 
て 居な かを 知る であらう、 即ち 
淸 朝の 轉 覆は 結局 H 本の 帝制 轉 
覆を ホず 前 化で ある ごは、 淸朝 
轉覆 0 ホ H 本の 政治評論家が 常 
じ 筆 じした 所で あつて、 日本の 
を 治を も屢 々これを 見、 を 邪 じ 
み 和 制を 布く ことを 日本が 防 害 
する のは 當が であ 5 ご 言 巧した 
こご もを つた、 過去 じ 於て 軍 隅 
の 脚下 じ 跪き、 今尙ほ 彼等の ま 
配を をけ つ； ある H 本の 政府は 
ま那ょ b 日本への あ 和あ體 思想 
の 傅染を 恐怖し、 日本 政府 もこ 
れを認 として 支那の 帝制 凹 俊を 
援巧 しむ こども あつた。 

◊ 故に 支那の 共 か 政體な 


ら 、國 巧の 軍 おがな じ 富を 獲ん 
ごして 爭 ひ、 この 圃 巧の 軍閱反 
目が 慶十 'をを 割して 國 力は 疲勞 
し、 顏お巧 動が 廣 東の 一巧よ b 
巧 方 じ ぉで ホ、 日本 W 滿洲じ 於 
る 特殊 勢力が 巌ぜ して 化 京の 確 
固た る 政府が がを し 日本 じ 限ら 
日本 政府のを 置は 極めてを をで 
ゐ つた。 然 をに 國民 運動が 漸次 
化 進—- て 揚子江 I 帶を扼 し、 化 
まを も 脅かさん どす る じ まる や 
日本 政府は 深い 不 をのを じ 襲は 
れ たので ある。 

0 ……： 支那の 內 かなる ものは 
他の 國じ 等し < 極めて 欄ん 的な 
ものである、 故 じ 或るん 物は 常 
じを る 傾 お V 一 立 壌を 持つ て 居る 
おじ 吳佩 をの 勢力が 化 H 昇天の 
勢で あつじ 時、 日本が 彼 じ勒し 
て敵對 的で あつた 理由は 極めて 
明白で ある、 盏し吳 は 日本の 對 
ま 侵略 政策 じ反對 して 居た から 
でを つて、 張化霖 VJ 吳佩 をの 戰 
爭じ 日本が 張 じ 好意を 表した の 
もこの 爲 めでを る 0 

◊ かいで 吳佩 をを 化を よ 
6 追 おした 碼玉祥 を、 あらに 張 
作 霜が 化を よら 追 おす や、 B 本 
政府は 始めて 意を をん じた もの 
である、 媽は吳 じ 等しく 日本の 
侵略 どま 那の權 巧 じ 向つ て 極め 
てた 膽に 叫んで 居る 人物で あつ 
た、 化 まに 張 作 霜の 勢力が 伸長 
した 時、 彼の 忠實 なるお 僕 どし 
て 現れ じのは 張宗昌 である、 彼 
は千乂 だ： 五 年には 上が じまで 
協力を 張つ たが 迫 おされて 今年 
まで 山を 省」 踏 止つ て 居た ので 
ある、 而 かも 彼 かな 巧 巧から 追 
出された ごい ふこ どは 甚だ 輿 ホ 
をる 事實 であらぅ。 

◊これ 等の 出 ホ 事を 骚し 


る ものが 極を て 曖昧な もので あ i て、 支が の 囲 民 運動なる ものは 


殆 んゲ」 影を 潜めて 居た もので あ 
るが、 モ化 百サと 年、 題 民莲截 
が 楊子 化へ 現る i じ 及んで、； 
本は ボ をを 感じ 巧した、 蓋し 日 
本 お 晒は 山 東 省 巧び 滿渊を 巧て 
勢力 地 帶ど認 むる がな じ、 國民 
黨の化 伐 巧 害に 着手した ので ゎ 
る、 千 九 巧廿と 年じ危 （南京を 
话び奪 化せん ごした 孫 懐ち じ 街 
し、 日本. か 武器 疆藥を 供給した 
ことは 疑 ム の餘 地な （、孫 軍 一 
度 破れて 山を 省の 南端に 敗を し 
た慶 、部れ た 軍を を疆め ゎの も 
U 本の 力で あつた、 旣 じ！ ニ 省を 
扼 するな 傅 芳が頭 民黨じ 巧く か 
張 作 霜を がくる かの 破目 じ陷つ 
た 際、 彼を 張に 走ら しめたの も 
日本の 勢力で あつた。 

◊ 巧く して 千 化な 化 八 年 
は ホた、 張 作 霖は當 時化を のか 
じ 島 漆堪の 一 部を がし 勿論 東 S 
省を 勢々 地 ごして 居た、 跟宗昌 
は 山 東 省の 大部み を 自己の 掌中 
じ收 め、 な 傅 芳じ屬 する 一部は 
國民 軍の 化 進を 防止す ベ < 天を 
浦 ロ 鐵道じ 防禦の 筹 一線を 張つ 
て 居た、 この 時 南を じ 首都を 爵 
(國 民黨は •盛んに 冒 巧して 民 
必を 煽る 外、 意を 媽玉祥 及び 園 
錫山將 をに 骚 じて 提携し、 モ化 
百 二十み 年、】 肢地じ 塗れた 獨 
玉祥 はが 南の 西 •し 軍勢を 盛 返し 
た、 吳佩 をは この間 遂に 失脚し 
て 了つ た。 

◊ 一の S 將簡 結は 協議 义 

しき-」 及んだ 未、 遂に 腺 かお 將 
軍を 總 帥に 推して 膝 かおを 第一 
軍 じ、 媽ち祥 を 第二 軍に、 閣錫 
山を 第一 二軍 じ、 漢 ロの 巧 將を窠 
四 軍 ごい ふ 風 じを 割した もので 
をる、 當時 國民黨 の反對 派は こ 
れ 等諸武 おの 提携は 到底 永續し 
ない ミ育傳 した ものであるが、 
化の 國民黨 巧 績の如 （、をる 一 
派 のん々 じは 不可 辭な 提携が 繼 
續 されて 遂に 國民黨 はを の 目的 
•し 到達した ので ある。 
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日 雨を 寓硏凳 巧 午 
共 勵食タ お持ぞ 
.鹿 拜說か タ八時 
木！！ が 禱るタ 八 時 
英語 及び 裁篇 

午を 二な 

±曜 薄な 會义は 
茶話 會 夕 八 時 

がが 寒 業 

窗 おな、 旅行 まま 內 j | 
部-人事 お 誤が M け 
巧* 巧 業两旋 お' 
裁键が 役の 諸 課を 設 
け會員 及び ホち 員の 
巧を 計る 


ブロ！ ドゥエ ー なと 十を 

領事 箱 向 側 建物と 0 五號室 

巧タ裔 

鍵づ拘 A 

ニ 0 ぎ 芭 ま产 NJ - 呈 y 
ジ一 .ジを andt 泛ゴ 63 涅 


ベ グビュ ー 病 焼 及 
紐 育 大學醫 科 在勤 

江 見 ニ 一朗 

.彰察 時間 
每日 午を 四時から 
ホ 時まで. 

夕 巧ぶ、 を、 と 
時から 八 時を 


齒科醫 

午前 九 時 ょら 午後 
よ 時。 日曜は 化み 
治療 巧は 普通 週 沸 
ひで 差 支へ あ b ま 
せんり 
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n ン ビア 大學 H 本ん 巧ぶ 協を 
«15 W . ニ置 ぎ Ne こ ミ k , 三- 
(ぎ で害§ 三 370 呈 -53) 
每巧窠 ニ W 第 四を 曜日 正ち 時よ 
當大學 M こ ay Hallo をを 同 館な 
巧 まじて 會談 す。 校の 內 巧 >. 問 
はや、 日ホ學 ぶの ホ おを 乞ん。 
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午を 一時 HI ニ 麻 
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診察 時間 

午 お 九 時— 十 時 
午後 六が ー 八 時 

パ： 小 栗 鈴 H 
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H 本、 ち 那寶玉 お菜 
術 お、 婦人 用を お 其 
化 装飾 お 

阀島訂 ；：； れ 

商 等 美術 ng 修辖、 

首 飾 品、 ストリング 
H 本 服 戴な 
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お 育 州を 認 
内務省 殖許 
成を 帝 大授巧 大巧 
を 婆 復習 巧 ホ 業 
..元 化 あ 

產婆ぉ 本線 


V ト 


一 A 


若き 米釀 婦人 
因 本ん への 黃 
語敎 撰には を 
年の 經驗を 有 

ず 0 I ^ ブス 

ンと 十五 他 
每 H 朝 九 時ょ 
^ お 化 略を 柯 
時 ドても 宜し 
H 曜日は 一 時 
よら 四時を 


なお 靑年 巧 想の 脚 ホ 

目 本人 齊年含 

《 W 呈 h S ニ cLGIarks ミ 1244 

麵揉 治療 

マ ツサ— ジ 、整形 

醫巧學 的 迷 動、 腸 
灌 注、 ル お、 ホ 線 
及甫氣 治療、 其 化 
I な 育 州 公認 
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當 地の 金利 高に 

外國の 遊資が 活躍 

n I ル 巧 場に な來 する 十五 億 弗 
將來の 投資は 東から 西 こ 南へ 


_ 前が 巧 報の か < ゥォ —< 街で 
ぶ 、 n —ル巿堵のを利.^. 1 割ニ 
み どい ふ 過去 九 年 0 ホの 高利と 
な >、 ごん ごん 巧 子の 巧 赏氣を 
繼績 して 居た 諸 巧 一巧 じ 

慘落 t て 世界の 注目を 惹 
きつ i あるが、 更ら じか 界的興 
ホを 惹 きつ！ ある 理由 ごして は 
この ゥォ！ 八 街 巧 恩 氣じ乘 じて 
盛んに 外 固の 遊資が 流入し、 こ 
れ^^將ホアメ リタご世巧のを融 
關 係に でんな 影蠻を 及ぼす じ ま 
るか どい ふこ ごがが 巧で 泣議の 
的 じな つて おる。 現巧當 地のを 
融ボ場 じな ホして 居る 外 圈の遊 
資 はの 十五 憶 巧 ごい ふ 前を ホ 曾 
おのち 額-速して 居る が、 この 
中 約 三 一億 巧は 旣じ 農作 お融 巧が 
過ぎ 爲替强 調を 呈 して 居る ヵナ 
ダの もので 

乂億 巧は 幕 地を 融ホ おじ 
巨额 。資金を ィヤ マ^ — ク して 居 
る、 フランス 銀 巧 及び 巧 蘭 銀 巧 
の 遊資で あら、 殘る四 憶 弗は 他 
の？： 顷銀 巧々 び 技 間の 遊資で あ 
るかを お n ! ^ のを 利 硬化を ホ 
しに 遠因を 因は、 極めて タ禪 ぶ 
儀で ある。 邸 も 威 謝を の 前後ょ 
ろして がわは、 が 千 五 巧 巧 巧を 
回收 し、 十二ち の 剌子ま 拂や配 
當は旣 じ 五 億 巧 どい ふ ものが ホ 
埃から 凹 化されて 居る か •降誕 
をを 前 じして 約 ー_ 億 ホが 引 おさ 
れて 居る 外、 十一 巧のを 輸出 超 
直^ r 九む 巧 巧 じ 達して 居-なが 
•」 のを 巧ん Q 窩が 

おな ホ 場に 及ぼす' を 響け _ 
お 十が 巧 巧 一';:; ' ぶ.，' ぐ. 巧；, 一. 

ホのを 輸慧 si 五 億 巧し 
達して 居る よ 大藏ぷ のを 懷慣 
還ぷ億 A 千 五が 巧 巧、 利子ぶ 桃 一 
高よ 千万 弗に 巧つ て 置 億 弛の 証 
券を をな し、 巧 越 ょらの 債務 支 
拂九千 五ゎガ 弗を が 引きし しれ 
形で あるが 而 かも 仲' 買 乂じ對 し 
銀 巧 貸附立 千億 巧め ぶ 割は 大貪 
化の 遊資で 融迪 した ものである 
が’ これら トニ 月の 配當 をのち 
，拂關 係で ニ 千 五が々 弗を 固收し 
たもので 今年のを 會社配 當け約 
か 億 巧 ごいん 

記 鮮破 6 が 期待？ いて お 
もので、 會祉侧 けお瘍 から！： も 
ホ 針で あるし、 を巧侧 でも 年 ホ 
の 帳 沉綱係 か''' り、 でし 巿培 
から 凹收 しつ i もる 狀 魂で、 こ 
こじ 明いて ホる 巧を 外國銀 わじ 
遊資が 補つ て 居る 譯 である。 一 
專問 家の 見 巧に 攸る V 」、 このを 
利 离に诱 はれて こ <數》 中に 外 
國 から 流人し い 、遊資け ぶ 千万 巧 
じ 速し n — ル 巧 填に 活躍ず るか 
アメブ 力の 証券が 煤に も 巧擢し 
てこの 方面に 影嚮 をぶ ぼして 
居る 様子で あるが、 がらぶ 持 お 
これ 等の 外踩 遊資が での 稍 度ょ 
で アメリカに 流人して く么 かご 
いふ こグじ 就いては 

財界 のが 巧みら 人に 化ら 
てを のが 斷を 異に t て 居る が、 


製く み 現な のを 利が ホみ 3 上を 
緒 持す る 限 b 、 恐を らく 衍ほ五 
億 巧に 度ぶ だら ぅくい ふ豫 想を 
樹て I 居る。 尤も 歲ホ にがてを 
触 界が繁 化になる こごは 獨 ゎ’ 

ユ ー ョ ー ク のんで なく 化 巧 的 じ 
み 通し じ ものであるから、 いか 
じを 利が 高 <‘ てら ュユ ー ョ！ ク 
じの ム偏 がす •へき 规ホ はない 玄 
いふ 說も かなら ち 力で、 お 蘭 銀 
巧け 到底 これ 0 上 じ 遊資を-一 ユ 
! ョーク へ おす こどは 出 ホまい 
が 、フランス 銀 巧は 當 地に 邊富 
G る ィァメ ー キンクを 所を す 
だけに 最も 活躍して 居る 聯銀巧 
剧 引の 

貫 敞 じが 事 ム て 居ら あく 
これを なて、 巧ち 千 巧 弗の おを 
買 求めて 窝替 資金に 流用す る模 
樣 でぁら、 I 當 地の 金利 庭 ごをの 
移動は 今ぶ 化を W 界中必 の 的と 
なつて 居る I から 當化 ょちのを 流 
出は 當み徒 滞し 巧 蘭 銀 巧の 如き 
は 獨をじ 常 I する をみ 流 ぉ關係 
6 して 當节 一にを 巧ト 輸送して 爲 
をの 維 待！！ 势 むべ，、 をって 今後 
ら外國 遊を j の 流入な 化む を搏。 
いど すれ 心旨然 昨今の 高い コ！ 
八を 利 も！^ 赞 W だ 勘 的 じ お 落す 
'るで をら. うで 見られて ゐ る。 然 
らば、 ァ手て 力 ご 3 1 ロ ッバを 

ア メタ え'. _ J をの 化巧國 d の 


金融 P 

とい ふ si 


I 關 係は 將 ホで ぅなる 
かとい ふ d 題に 就て は 元 ょらを 
利が これ， 判斷 する 唯一の お 動 
カビ なる です らうが、 資源の 巧 
巧 も悉ん とー爾 わ.- ゐるョ ー 。 ッ 
パに 載-し、 ろ お 逆 まこが げら パ 

如 < アメ」 I 力の 資金が、 颗 く. や j 行 巧に J ろを 低資 A 巧 万 圓增資 


ば、 この 祁の 頭を 引 おしは、 事 
態が 事態で ぁった だけに、 巧を 
銀 巧が 最も 痛 恐に 煩を 
引出し を 巧つ た 形跡 も ぁ 
ち、 某が 業が 巧の 休 菜 直接の 原 
.因は、 この 稱の預 を 引 おしの た 
め ご 蹲され る ほどで あるの ご、 
恐慌 巧の 變態的 念 融緩漫 情勢の 
ため、 鼓な 大 銀行は をく、 預を 
吸収の 必要を 見 じく U つたので 
を大 銀行 ごも、 同業 銀 巧の 頂を 
じ 蟹し、 最巧 媛ら 高の 引上げ 乃 
まは 契約がず の 引： トげ 等を 巧 ひ 
この 蹄預 をみ 制限を 巧 ふじいた 
つた。 しかるに 、地方銀行は 
- 、 化が 不景氣 のために 新規 
貸出しが を いのみ ならず 
一、 小 銀 わがを 同、' 合併 じょ 
つて 集中され わ i め、 勢 ひ 化 
ホ 単 業 あじ 對 する 一人 當 b 貸 
か 高を 縮小せ ざを を 得な くな 
ら 、をの 結果は 貸が 總額 もま 
た减 少し じこと 
1 、 新 銀 巧 法の 精神から 大藏 
H お 兩當埼 が 地方 銀 巧の 不動 
ま擔が 貸が を 喜 じない ため、 

化 ホの 地方 銀 巧の 赛 もな々 な 
貸が 方面を 失 ふ-しま つたこ £ 

一、 頂 お 部の 地ホ資 を 還元 策 
から、 從ホ 地モ銀 わの 所を し 
て 居た、 高利 化 方漬の 低利 借 
換が巧 けれ、 をの 憤 還 金が 化 
モ銀 巧の 遊資 ごリ って 房った 
こど 

等のを 種の 

事情 る鶴湊 して， 地 ホ 銀 
巧は 中央 都 お 銀 巧 i らも、 一. 層 
の 遊資 處か嫌 じ 逢' 着す る じいた 
つた。 しかる じ、 大藏 及び U 銀 
兩當局 ごも、 をの ホ 針 ご 一 一で ふ 
銀 巧で も 預金の 運用は を 旨獨巧 
ホ義を 執つ て 居る た ゎ、 地方 级 
巧の この 窮 がを をても. み 銀 巧 
の 化け 頂を 刺 限の 態 巧じ趙 して 
をぐ 傍觀的 態度を 持して 居ら、 

れ •かため、 地方 小 お 巧は 巧 銀 


ボリビア 國は別 じ 本 問題を 國際 
聯盟 じ も 提出した ど。 

— 9. it 

十二 巧 上旬 賓易 

東京 特電 十日 發 n 十二月 上旬 
の 貿易は 輸出は 五 千が と 十九で 
S 千圆 、輸入は お 千 丸が 直 十二 
巧 ニ 千 圓で差 引 入超は とが 十二 
巧 化千圓 である。 


尋れ 人. 

(宮城 縣) 大橋武 雄 (長 野縣) 获 

原 平ん (同) が 伯鎭雄 ~ 魔 島 
縣) 中 材をニ (同) 渡 邊秦巧 (東 
京 巧) 古澤 武么助 (か 歌 山縣) 
巧藤甚 之を (おぉ 縣) 松 下 呈ぶ之 
吉 (山 ロ縣) 徳巧猪 云が (艇 
本縣」 西が 芳喜 C 鳥 お縣) 廳勝 
衞 (山 ロ縣) 原甚吉 (愛媛 奪 
橫旧常 ま (お 手縣) を々 ぉ 淸四郞 
{か 歌 山 腐) 松 本ホ吉 (おお 島 
縣) 國上 時を ■(愛知 縣) 氷 末が 
(長 崎縣) 池 山 內藏吉 (大阪 あ) 
尾 崎 巧 之 肋 

右の まじ 通知 致瘦き 儀有么 
候 間 本人 お： は 知人ょ b 現 
化が 御 遥か 願と 娱 

紐 育帝國 総領事 銘 

畜 Broad ちタ羣 Ycrk 巧ぶ 
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ぅな こぶ 語な/、、 歐辦 じして を 
離を み要ピ する' 躁 察は 織 紳の禽 
離 ホ 谣で熙 み 程度の 長期 貨 贈を 
巧'. り 得る みで あるから、 アメけ 
力の 資本け 「宮然 東 ょら 雨 ど 南に 
動き南米、： カ4^タホ面じ注がる 
ベく 一 銀行は 現 十 年 3 みに アメ 
リカの 商^ 投資け S 倍して が 十 
億 弗 ど^,！^ タ ナダけ 約. 

ニ 佑 I して 一二 十億 弗、 が闕 
貸附總 額^ 的な 五十 億 弗 じ 達す 
るで あら. ホと 豫 測して ゐる 。盎 


し、 歐洲心 i 今 お ァメブ 力に 到し 
ては 利 ホ 一 支拂ご 債務 償還 じ 向 
ふ W おじ 鳥 一-に 法 S - 關係 ょらして 
南 ァメブ 力一^ ば 火 資本を 化 米ょり 
ホめ 勞 力を 龄测 から 輸入して 富 
源の 開が にを おず るで あらぅ ど 
觀 測して な ふ。 

地 八 銀 巧 ご 

遊資 處み難 

I お 巧 頭を 制限で 
〔巧を 特信 j 巧 おの 恐瞄前 にお 
いては、 預あ爭 奪の ため 地力 銀 
が、 ホ 銀 巧- •ぁるひは をを 組合 
等の 遊を おかの ため 山 巧を は、 
額が まご まつて 歷る だけに、 大 
銀 巧の 最も 歡迦 ずる ごころ を あ 
つた^、 恐 備當时 の純驗 によれ 


を 前にして、 を V 、 巧き 詰らの 態 
ごな も、 をの 打開 策 如何は 頗る 
を 目に 値す るら の ミい は を こ 
至つ た'。 


採式慘 落を 前にして 

商工 界 基調 健實 

巧 商務 書記官 報吿 
〔八 H 發〕 株 まは 凸じ 過度の 買 
過ぎの 處最 巧のを 利 引 締らを 磯 
し 崩を をぶ せる も 巧エ界 基調は 
健實 じして 絹織物は クリスマス 
前 じて 小 貴 繁圉 なる が、 卸賣は 
一般に 閑散、 羽二重 相燒 不變、 
絹 細 本邦 讼然デ 9 ぶじて 當巧镇 
買氣 起らず、 現物 唱値 H 十一 • 
ニ 他、 化物 相場は 一二 十 仙を 割る 
らしり 


化 アメリカ 會議 

首都に 於て 召集 
昨年 ゲ アナ じがる 會議を 引 
繼 いだ 形に なつて 居る 化ア メリ 
力 會證は ァメリヵ 政 晒な 集の 下 
じ 去る 十 H をな て 首都 じ 開會ま 
を 擧げ乂 統領 クー ブッゲ 氏の 親 
善演 說がゐ b をれ i ち 直 もじ 日 
おに 移つ たが 目 ドボ リビア 國の 
紛巧じ 就て 會謠 はヒュ I ズ 氏を 
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殿 鶴 等は ニュ！ ョーク 巿へゎ 伴 
するこごじ^ら、鹿等を今嬰に 
野じあ^ .:::^ら皆凍巧ずるか ちし 


ト億弗 銀 巧の 重役になる ごの 說 

I ■れ ない ごい ふので 昨今は 

血眼 に。 つて 贈 b さきを 
物色して 居る が、 威 謝を に 贈ら 
れたブ キサ ス州 産の 二十 幾 封を 
かの 大と面 鳥 も 殺す じしの び や 
ごわつ て、 これ また 割愛した 
さて 宿を へで あるが 聞く 巧に よ 
る ご ァグ 若は 一軒家を 欲し、 ホ 
人は アバ！ トメ ント がい {ど あ 
つて、 未だ 確を し。 ぃが、 I 軒 

家 i:* らば フン ン トン •ス n ユア 
—附 巧に、 アバー トメ ント なら 
ばと 十 了 目邊じ ホめ るら しく、 
近く 巧を ずるで あらう わ 同時 じ 
ア作君 今後の 身の 振ら 方 じ 就て 
も 化 まめ お 表を 見る じ まるで あ 
らう。 何が さて アメリカが ホん 
ご 

一 化の 人氣巧 だけ じ 彼の 
就職-‘ 就て はを ホ 巧から 蹄々 ご 
巧涉が あつて 增を 生んで 居る が 
でう やら 親友で ある 常 豪の ゥキ 

リアム •クン ニ，！ 中 ラス コフ等 

じ めら て 如 織され る資 木金 十億 
ホの 新 一 大銀 わじ 重役' 長 どして 
が 巧す る ごい ふの. い眞寶 らし' く 
I 部 じけ 彼 じ 政を 的 生かを つな 
C 爲 めじ 名擧 職で ある ニュ ー ョ 
I ク港揚 委員 じ 巧みー て 澄 （と 
いふ 說 ももる が、- をの 眞僞 d 保 
證の限 b で；：* ぃ。 斯くて 一 か 3 
新聞 質 子から 大 がが 候補にまで 
身を 起 L た 巧が ァ八君 も、々 巧 
ゴ實 業界へ をの 人氣を 真る こご 
じ。 つな 譯で ある。' 


今け 優しい 「父 J ては をる が 

小說の 『巧 もやん』 表彰 

『うらなり 先生』 は 語つ て 曰， 


漱 石の 『巧 もやん」 のまん を 
かめで たい、 御大 典 じ 敎育界 
じ わける タ 年み 巧勞を 認めら 
れ巧彰 のを-」 がした —— 巧 も 
をん、 をのを は 化 中 父 一 (五 
十六) 先 ホ、 お 志 社中 學のあ 
物で、 巧 年の 某を 助 タツ プリ 
の 巧靑年 も、 今は 巧 都 相國寺 
東 巧 前の 寓居 じ 一二 巧吉 女を 抱 
へた 媛し い 『わ 父さん』 だ 
『を 彰の御 話は あ もこ もから 聞 
きます が、- まだ 御沙 化は あ b ま 
せ A かネ— — 

U 巧 もやん の 名の 
ならは 私が 松 山 n 
中 學じお 巧した 翌 H 臘 もれた ァ 
ダ あが 巧ん もだった からだ。 こ 
の 問 出た 漱巧 全集を 讚み 返して 
當 時を 脾 想したら、 淚が にじみ 
おて ホれ。 あの 時 (日露 戰ず商 
後) ゎた < しが 二十 ニ、 夏 目 さ 
んが 二十 八、 でもら もを 校 出た 
ての ホヤ {で、 一し ょじ 赴 巧 
したが、 する こど なすこと を < 

I- 『巧 七 やん J をの ま ~ 'でした 
M お直の 巧 じの け 
出して 道 後溫泉 n 
じ 出かけた ろ、 ぅ •ごんの カケを 
一二 ばいら たべた のは おで、 ホ 手 
拭を プラ 下げた のはを 目さん だ 
下宿の お證 いが、 银の逍 具の い 
かものを つかまされて 憤慨し、 


下宿を おび おした の も、 輒綻學 
校との 喧雖じ 飛び をんで、 島げ 化 
を ホした の も 『恩給が なんだ』 
ご タン 力を 切つ てで 學を 飛び出 
したの も 大人 氣 のない 話 だ' が、 
みんな 當 年の 就 蒸な 僕を 夏 目 さ 
んが克 巧に ノ！ トじ裝 き 留めて 
居て 潤色し じの だ。 が ジ ヤッの 
野 だに 釣 おじ 誘 はれて、 話が 面 
白くない ど 

n むかつ 腹を 立て 
おじ 飛込んで お n 
を， ナヤ ブ /»fxn かき 廻した のは 夏 


永 野 梅 身中 將は 

海軍 兵學 校長に 

往年 巧 國練巧 艦隊の 司 か官ご 
して 當化じ ホた 永野條 身中 將 
は 歸朝後 おみ 部 出仕を 命 せら 
れ一學 ホ どして ホ大じ 通學し 
て 大いに 新人ぶ らを發 揮して 
居た が、 今度の 海軍 異動で お 
ち兵學 校長に 新 巧 さむた。 


目さん、 をれ から 最後に お 並木 
の 煤で がだい こど、 赤 ジャブの 
横つ 一曲 じ 卵を ぶつ！ ける くだら 
は倦峨 のを 御室の 『腐れ 卵』 か 
ら ヒントを 得た こ VJ で、 架を な 
ものです』 さう して 化 年の 溫順 
の 君子う らい* ら 先生は 今 同じぐ 
京都 じあつ て 聖讓院 東南 巧で 雜 


誌 崖を をむ 

n 中娜巧 一さん で 
今 も 昔に 變らぬ N 
誰 藤 温厚の 道學 を、 雜託屋 をし 

て 居て ち、 マ方キ シズ ムじ關 す 
る 本は 絶 体に 賣ら の。 をの うら 
な b 化生が こん f の 巧 もやん め 
ホを を 聞いて、 わが こ VJ の 甲う 
じ をんで 居る さう だ。 


氣 遣は ろく 

英蒂御 容態 

ニ！ 二日が 御危驗 
をの 後巧题 々王 ジョ— デ 陛下 
の 巧を 態は 稍々 わ 持直しの をで 
あつたが 十一 日 じ 入らて ょら 御 
叙は 稍々 下つ たもの t 肺 じ 故障 
が 巧び 突 澄し 加 ふる じ 必臟の 力 
が 御 衰弱 ぁを ばされ、 過去 あ 週 
間 じなる 御 重態では あら、 こ t 
ニ S 目は 最も 御 危險な 脚 化 態と 
拜 せられて ゐ るが、 j 方アフ > 
々御歷 巧 中なら I 皇太子 ウュ ー 
八ス 親王 殿： トじ はか 速力の 巡が 
廳で十 H イ タリー じ' 御 到着、 直 
もじ 鐵路 。ン ドン じ 向 はれた。 


慈善の 五 割は 

，宗敎 事業へ 

昨年 巧の アメ タカ 
化が 第一の 成を 剧 でぁる ごな 
じ 化會慈 畜事裝 t も、 e かい 巧 
であ あ 一を 誇る アメ 4 力は 流 巧 
じ 大きく 昨年 慈善 事 楽に 富恰し 
たを 額は 驚く 勿れ 二十 ニ 億 千 九 
なと 巧 方 ホ ごい ふち 額 じ 達して 
居る がを の 中で 十億と 千 九な 巧 
弗、 側ち 四 割 八を 

醫 術が おを 始め ごして 保健 敎 
育、 病院 等は を 体に 對し下 僅 
かじかみ、 美術 方面へ' の常阳 
は 一々 で 慈善 閣 体に 對 する 喜 
捨が 一割 I を、 が 國じ對 する 
祖會 事業 や 慈善事業のを 附が 
一割 VJ いふ 成績 

を 米を 都巿の 寄附 别 じすれば 流 
おじ， こユ ー ョ！ ク 巧は 第一位で 
一二 億 四千 H 昏巧雜 、シカゴが 一 
億 あで 五な 一二 十！ 二方 八 千 弗、 フ 
キラ デグフ キアの 义モ 九な 万 弗 
かこれ じみぎ、 ホス トン、 ピツ 
ツバ 1 ク 、デト n キト、 チン フ 
ラレ シスコ* クリ^— フラン ド* 

聖^^^ ネ、 ミ ホクホ—ネ J -等の順 
序でを 人口の H をの 一 を 占めて 
居る が 

これを 百 八十 一二 都市 じ 宜る一 
化 帶のホ 均 じ割當 てる ど ニユ 
1 ョ！ ク ホは 篤 四 位で なの 十 
と 弗、 フロリダ 州の マャ ミが 
第一位で 封 五十 S 弗、 シン シ 
ナタか 巧 五十 I 弗、。 — サン 
ゼグ スが讶 四十 九 弗、 シカゴ 
のな 四十 五 おが 第五 位で 
これを を アメリカの 世 帶割當 じ 

するど、 八十 五 巧 八十 五 仙で あ 
る 0 


歳末を 前 じ 

珍客が 殺 倒 

を輔の 集會巧 四十と 
今年 クォ！ ル 街の みで 撒かれ 
るボー ナスは 一億 巧 どい ぶ好景 
氣 でげ 今の ニュヨ ー ク巧 もら 歲 
ホ氣 みが チラ ホラ ど 降る 雪 W お 
じ 濃厚 ど U つたが 

巧が さて 集つ て どんち やん 騷 


ぎの 好きな アメリカ人 だけ じ 
今から を 来に 宜 6 當 化で 摧さ 
れ るあ學 をの 大會や あ 富 共 進 
會 、をの 化ち 業 家の コン V ン 
シ ヨン 等は 驚く かれな 四十と 
ごい ふ タ數に 達し 
これ じ參加 旁々 化 あ 第一の メト 
C ポリス 見物 じ ホる 者 だけで も 
と 萬 五 千 人に 達する こい ふので 
ホテ术 や劇薦 、小 I 買 巧 等は ホク 
ホク 顔で ある ど。 


オニ ー ル 巧が 

上海で 危篤 

日本へ 赴く 途ヒじ 
ま 京 特電 十日 發 n アメ 9 々が 
生んだ 化が がな 流が 劇作家 ユ 
ジン •ォ ニ！ が 氏は 上がで 宿 
癖の ためじ 危篤 どなら 米 人 病 
院じ 入院 中で わる。' 

个个个 ' 
異鄕じ 危篤を 傅へ らいて 居る 
アメリカの 劇 か 家ユ— ジン •ォ 
こ^ — 八が ど 君へ ば 『ジョ ー ンズ 

皇帝 JrA 猿』 「地 半 線の ぁなた』 
を 始め ごして 最 巧では 目卞ブ 日 
ドゥ H! で 好評を 爆して 居る 

■ザ 少ト 劇踞の 『スト レン デ •ィ 
ンタ 1 ランス』 の 作者で 

ァメ 9 力が 生んだ あ 化の 文豪 
どして は 盏しホ キット マン じ 
匹敵し、 皮の 作品は 歐测 でら 
盛ん じ 上 鶏され、 日本で も 小 
山 內薰氏 築地 小 劇 燒で随 を ど 
上 おして 居る。 人 補間 題 や。 
を懲 問題. ザ 取扱 つれ 題 おが タ 
.く、 アメ V 力の 生活を お留め 
ね やぅな 深刻な、 をして 藝術 
ホの 溫 かい 作品を 發 表して 居 
るが 

今度は 歐 溯から 靜養 兼ねて 東 
洋に 廻ら 日本へは 小 出 巧 巧 等の 
招待を 受けて いたので める。 


約し 今 巧 末ょ 6 ホ 年に 直 b 重畳 
挙闘 ホの 目盛し い 速 中で 取組ん 
だ h をし ± が附 かなければ タを 
ホを お 巧 頃 じは 前拳腳 王で ぁる 

ジャツク •.テム フシ^ — を 巧 起せ 

しめて 所謂な 方 弗 拳闘 試合に 及 
ぶべ （、 シヤ ー キ！ の 相手には 
現在 4 づ 二流 ど-ろ ビ 見ら^て 
居る 人物 わを く 結局 テム フシ ー 
の 巧 起は 確實 であるら しい。 


卓上— 巧— 話. 

新年 費 狀の話 

◊德頒 事 館から 『至急」 の 印 
附で 去る 十 H の 朝 時 配 便が 巧た 
道 明 橫演化 郵便局 長の 談話で 今 
月 十五 B じシ ァト 八を 出帆す る 
橫濱 化で 新年 寶狀を 送れば 十二 
月 ゴ一 十一 日 じ B 本へ 屆き 、新年 
じ 配達され る ごい ふ 非常にち 益 
な ニ' ユ IX では あるが 

◊不幸 じして 十二 0 VJ いふ 今 
円 シアト^ におて I 郵送しても 
橫漠 丸の ホ 帆 じは 聞 じを は ロ。 
特 志の 御 方は 飛行 郵便で も 利用 
する の 巧は あるまい 0 


勞働 協會が 

勞働 俱樂部 設立 

當地 日本人 勞働 協會ホ 部では 
今圆 H 本人 勞働 者俱樂 鄙を 創設 
した。 同俱樂 部は ホる 十五 日 ± 
曜巧 十番東 十五 T 目 二階 第一 號 
どニ號 室の 惧樂部 じがて 開場 祝 
を愼す 由。 あらゆる 勞働者 諸君 
の巧會 されん 事を 熱望す る ご。 


デムブシー巧起 . 

重量 拳 圖王タ I ニ！ の隱 退で 
拳 圖巧も 一を おしい か髮じ デム 
プシ '! じ 破れた ボブ トンの シャ 
—キ！ は 興行師 リツ々！ ド ど 契 


商賣— 化— 巧 〔かご ご 

サヴホ ナ魚巧 

化 ホ 西 六十.- 了 目 ニニ 四誉で 
評判の サダ ォナ魚 店は、 今闽ァ 
ム スタ ァダム 巧 VJ 六十 一 T 目の 
巧 ニ 巧 番じ轉 じたが、 昔の ァビ 
七 U わ 心 町 移つ た々 の 如く H 本 
人の 顧を は擧 つて サゲォ ナじ繁 
まる 樣じぃ i つた。 せ 料が 新鮮で 
値段ら 大勉强 をす る 七、 雲丹、 
章魚、 烏賊、 施、 健の 子 其 値 日 
本人の 嗜巧 ずる 魚 か 類が あるの 
で 地理み 改善 ご 共に 一層 攀お 日す 
る こごで おらぅ り 


御菓子 儘 ' 

名 顿栗錢 頭、 驟 羊羹- 賛澤 置、 
甘納豆、 其 化を 稱 
煎餅 卸ホ賣 。のし 辯け 前日た 御 
注文を たん。 

街 注文は な 風 巧 高 橋 

岩 去. 置 h 芭. ジ LTr 己 all 岩 54 


觀瓣簿 介一瑚 

日本人 おきの 生あ潭 かおら 輸へ 
特别 廉嚴で 大勉强 をし ます. 

サがホ ナ魚湛 

夏 篇 互 FI 基皇 H 0 YST 呈宜言 房 T 
技 0 West 6 一 st St 夏 置 i A ョ sterda ョ Ave . 


轉 I 御用 晶大賣 出、 し 

御 贈答品 ロ g 質 精 撰の 美術 雜貨 、玩具、 着物、 ランプ 
類 等 誠に 理想的な 品物が 澤山 陳列して あ b ますから 御を 寄 
の 上 わ 買 上げを 願 ひます 

御 料理 用 おは 最良 a^l 切 巧れ なく 取 揃へ ました。 特 
じおあ月がの新數の子、 ^作、 ^^ちホ、 山め芋、 を賴罐詰 
類、 御菓子 類、 御視儀 用品 其 他い ろ-^ 到 碁 致し ましね か 
ら賣 切れぬ 中 じ お 早く 御用 命 願 ひます 
生教 '菜 類 弊店。 ンググ アィ ランド 農 燒產の 最も 新辑 
な 大根、 白菜、 葱、 午を、 其 他 里芋、 蓮 お、 くゎい、 £々 
ぇ 芋 等 も お 揃へ て 居 b ます 
近刊 雜 f 一 I 書籍 類、 お 便續 々到着して ゐ ます 

らん 餅 例年の 通ら 御 注文 じ應 じます 
紐 育 市 東 五十 九 T 目 ニニ 四 番地 

' 片桐 兄弟 簡會 

電話り— ゼン ト S 四 八 OS 四 八】 0 ニ S 出 


御披 ..露 

H 本ス タィ か 

齋刹 b 二十 五 仙 

マユ ダのを わり も刹リ まず 
目本ス タィ か 

散 髮 六十 化 

刷毛' でち みよ <拂 ひ 主ず 


散 髮 

シヤン プ— 

へ 1 ャ /* トニック 


散 

顏 

へ， 


髮 


ソ 


ニック 


デ 


弗 


九十 五 仙 


五十 仙 


N 營業 時間 n 
午前 八 時半 ょら 
午後 八 時まで 
叮喀理 速を 旨 ごし 精々 她 
興 致します 

日本 理髮 纔淸 

西 四十 一二 了 目な 番地 ニ 邑五ま 号 

一二 階 (镇六 街 さ 四十 111T 目を) 


淨瑶 璃ゴを 日.！ n 

一康 線を？^ ち 

御 忙しい 餘 暇に 柯 ども 言への 
淨避璃 の 趣 ホを 御 賞玩 玻遊度 
皆 樣の御 巧 遊を 歡迎 致します 

野 澤ま主 

ごご 18W ごゴ hwt. 百ぶ 
TeL 量 さを な是芸 


张粧捕 卸 驚 

五が 商 倉 

W E. ごさで こ N.T. 田な 

lei S 星 3 当 二 7 を 


曰 

米 

桂 

一を 一 


あ 諮 ブライアント 

を呈 ぶな 巧を ま 

ニ 3 一 ^^ 

y 巧 看 一 蹲 

が 育 ホ 西 四十 四 T 目 
一三 111 八恶ニ 庭) 
一ち 基 Esm & 苗 m mMP 岳 呈 S 
ごこ 18 ち esi 其， N. Y.C. 

ぎ 宣置苦 75 


眞 面目なる 求職 巧胞 じ»實 
なる 職 叢を 周旋す 

宮 W 事務所 

紐 育 巧 西 四十 ニ 了 目な サ I を 

2 ブラ 


r i 


煎餅 卸、 小賣 
を 腐 坤瘍 
日本 食料品 一切 

ac 百！ TIS 巧 Rico Gako 0 〇• 

養韋 d す r 

ジ l.p 空 a 巧 18 

.木 旧 ル — くング 

養 7 3rd ご e. 置. 里 & 6黃 Streets 

ジ吾 h 言 e す 巧 nt まゴ 



GEOSGE W ， W 乱 sirs SMS j 



が I 邮臟 も郎 蛇 .! 邮 . 


が 巧 - 則. 汾 
N 州む 化 C 哨 
TeL Gra 所な ey が 如 


M FD 眉 机 0 
な即扣 TIES 邮 J 服 

1 如む oadw 化 も Y . む わ 

Tel. Re 加 r 241 も 33 お 


THE 8 綿！ （ OF 郎脂巧 

Room 10 巧 巧 日む oadwa も N. Y. 
化 0 邮 I Cor お an が 8 巧 3 


Til 目な m け 誦 關化 L 祕 

化 W YtlBK が ENCY 
む 日讯 414 
1 が おが dway 
Tel. む rc 邸が 巧ぶ 巧 


The Yokoliama 

Sp なお S 帥 ！ (, L 扣 . 

艮化 Floor, Egu 貼 bie 6!dg. 

I 巧 Broadway, fi. Y. 
Phene Rector 2550 


Nippon 

Dry Goods Co. 
1281 8 け adway, C 則， 
む r,31d Si 

Te しわ 画 yivania 巧 如ぶ 
Roam 4 巧 


Hara Trading Co. 

151 - 呂 th Avenue 

(Cof- 21 が St.) 

Tei. iigomju’m おが-が 


ミ mo 化 Bros., Ins. 

form が iy 

沾が uhachi る C 日 . 

17 East1?thSl も Y. 
le! • る 如 巧 uiii のが - 87 


B ま 削 T を & 郎， 

141-1 が Rffh む e., 
げ 〇し 21 おが .）. 
New Yark む わ 
lei. が g 扫叫 山 ロが お 


良 ROADWAY 
OPPOSITE 
ST.PAUUSCHAPEL 
A 了 VESEY ST 民 E 区 了 


Ta け oTfa 邮 1 が Q. ， i 舶 . 

Importers & E 冲 0 け 6 巧 
10 けけ かわも， N.Y . . 
Tel. A! が 叫 uin がの - 5 / 

L— 327 化 村 adison Sii ■が 
I Chicago, Illinois 



MOGI, MOMONOl, 
; COMPANY, Inc. 

? , ! 105 ム 16 かお . ， ん Y 

Tei. Shiyve 閒がお 9 目 - 6-7 

'心 


WALKER & FLORIO 

CUSTOM TAILORS 

20 DEY ST.， NEW YORK 

■ Near Church St. 

T 臣 L. CORTLANDT 7657- 巧 58 


お ! i!iW 即麵郎 が , N 目 wYork 

Cor. 9th St. and Broadway 

Guidle's O 紙 ce 
and Sh 幻 pping Service 

Mrs. 技 dith 扫 umphrey 
Special Japanese Guide 


T1i 8 Bs がが Taiwa も Ltd ， 

floo 巧 5 巧 

Bennenson In 巧が ng む iUimg 
1 巧 Broadwa も fi. Y. 

Te しむけ お n おな 32-33-34 


CANADIAN PAGlFiy- 

NEW YO 民 K OFFICE 

344. Madison A venu も 
'relephon も Muinray HiU 4000 

♦ 間 百 十を 本日 ♦ 
♦ 間 H 四十 迄撕ま ♦ 

路脱短 最の洋 や 太 






號ニ -i ' 巧 お干 


第 



案が 窝 縱 


日曜 水】 


n 


巧 二十 年 H 和昭 



t 勢 金製 ヒツ ブケ ー ス 

を 

霞み 金緣 合お囊 
^渗お 銀時計 類 
商 命 金製 疊 をみ 置 時計 


彌 诞語雜 貨卸賣 ‘ 

/ 森が グク デ〜 ス 


陶 爐器雜 貨卸賣 



H 本陶撼 器雜售 類卸賣 

ザ元ブ タザ I ス 


日本 陶潑 器雜貨 
ラム プ卸寶 

奈良 貿易 廟會 


H 本 お 服 反物 キ モノ 

テ ^ — ブルク ロ^ — ス類 

諸雜貨 卸商 

I 献 日本 ドラ f ブ蘭會 

恃圳廉 憤で 大魅强 新 流 巧は 當 巧の*!"^ 



▲ fi 巧 巧を 等敦雜 供を のをち » 巧ん るは 巧 おを 
の おが 親切 T 巧 ミ 典に 稱 おの 誇さず る おで 寸 
▲當を 太平洋 お路 一二 等 殺が はを 部ず が 巧 坟甚も 
おしぇした、 巧に み 巧辕の 如み は 巧 部 ツ》* 

ス トサ I ド义はス ナ11 デントグヴジス 巧上の 
巧 値み 權 へて 短 リぇマ 
® を 谣お帆 ホ/ ググ搔 由 

コレ T 义 

を 巧み 
西 比 利 西 丸 


大 

天 


が 

巧 


化 

化 


〔あ 午 出帆】 姐 
十二月 廿日 U 

一巧 主 ハ 日 I 
二月 十一 二日 U 
二月 廿よ日 TO 
N 

® シアトル お 帆 〔ザ 巧 十 時 お 化】 ^ 
橫演乂 ち 巧 十五 日^ 
化賀化 ； 巧 八日が 

が豫乂 一月 十 お日碰 

- — — ; 

® を教を 呂 本 巧 巧 机 A 
が 見み 十二 巧 十五 日 
籍嘟か 十二 巧廿か a 
A 鋪育お 饥田ま 馬 経を 日ネ朽 授该が ー 巧ニ扳 
▲舆遺 切な 寝 寒 ホ 其 借 萬を お 煩を じ 御 お 群毕辟 
▲太 お捧 大法が を 祗乘觀 巧 辖賴巧 宜に取 計え イ 


日本 郵船 會祖 (並 ニを 鐵道會 魅) 

化 理店巧 桐 化 弟蘭會 

乘 車， 衆 船 切符 並 じみ 荷物 運を 御植利 じ取摂 申しまず 


度 

•瞄 

L 

に 

a 


社 

會 

船 

禱 

贩 

太 


G 


vt 

T 3 
G 


U 郎ぉ 
排 V 6 
B V N 

匡 li 

巧 E W 

mmw 

瑞 S 

巧 T sas 
姊糾卽 

7 — P1 


シアトル 出 化' (午前 十 時) 
あらび や 化 主 月 十 化 H 
あら ば も 化 一月 一二 日 
えんでん か. 覆 灌お 孤) S ま 百 
► i 横演 I 九 置 巧 ； ；， 
化*-* ば ■5：' 寸 みるん でんかは 一 五 五 巧 
マ 一二 等 日本 巧 五 五 躯ぞ室 大な逛 を 巧 室 多な 
▼御を 望に 织リ 一等 割引 往復 切 巧を 巧を 巧 候 

ロスアンゼルス お 帆 (午後 一二 時) 
はわい か 一巧 廿 六日 
らぷら じか 二月せ 五日 
▼一等 橫濱ニ HC 弗祖 はわい 化 主 じら 丸一 蓋を 
マ お 巧 一二 等 日本 巧 五十 化 巧 ▼一二 等 日本 巧 五十 直 弗 
►を 渚 羅か朽 恣晕切 巧 寝 裏券歷 入御 辩旌仕 4 傍 
►が 育慷 パナマ 經由 日本 ぞ那な 資物船 y 1 巧 


ラム プ 及び シル クシ 王 iF 

製造元 卸賣 手 稼商會 


正. Y . H 内 TSCKA CO . 

ニ ちを 皇 ぎ U . 畳 产ぎ呈 elsea 養 一 


な. 削 M 

を 掘 

ま 邮化 b 
祖帥巧 化； 一 
^础 化ぶ る 

ク I • 


諸雜貨 仲買、 卸販賣 

保 お商會 


H 本陶 黑雜當 
ドライ グ ー ブが 吸菁 

S 殘木视 ホ 組 



ヮナメ ~~ 力 ー の特を 

日本人の お 買物 じは 恃别掛 員を 展き無 
料で 御案內 致. 巧 電話 又は わ 手紙み 窠御 
訪問して 御 便宜を 針ち 初めての お ホに 
おしては 特に 注意 致します から 是非 わ 
立 寄ら 願 ひ 巧、 ホ內 配達は か 論 日本 巧 
他を 地 おの わ 荷物 發 送は 當 方で 致し 巧 

ジ ヨン ワ ナノ — 力 ー 


ハィカラな 紳± は 

化 立 服を なしまず 

夫れ け 一 兑< 身 じを ひ、 居 掛けな をく、 を 
してが ホを ょゎ も 長 持 七ず る 事を おつて 
るからで す。 が 巧は タ數 H ホ 紳± の 御 巧 
を 承つ て 居ます。 

n 化廣吿 じて 御 巧 店の 方には 

六を 割引 致します H 
御 注文のを 柯じ 'な はらず 鬼 も 巧 一度 ホて 
見て 下さい 

ウオ ルカー 五 A ド フロリ 才巧服 巧 


▼鄉里 送を 及び 化 送を (無手 巧 巧)、 外 《 
爲替賣 買、 荷ち 替取お 取な、 信用が 巧 
巧 等 一 殺を 巧 業 おお 巧が じあ 巧 可 比ち 

鎌 脱 臺灣銀 巧— 出張所 

本店 臺灣臺 化 

ぞ巧 をを、 橫 巧、 大 あ、 神戶 、上 お、 巧 
ロ、 福 州、 厦門、 灿围 、を 巧、 廣 東、 巧 

嘉坡 、スラバヤ 、スマラン、 バタ ピヤ、 ま 再 
々グ カツ タ 、偷敦 、其 外摹巧 十四 ケ巧 


1、 資本を 壹憶圓 (を 額拂 & 巧) 

一、 稽 立を 一億 ニな 五十 萬圃 

內化本 ま 店 リ橫濱 (本店) 東京 太 盛 
神 タを椅 下 巧を ホが 

橫鑽ぶ 金銀な— ち 巧 

ホ 慶をモ 巧 U 桑 港 羅巧沙 巧 巧を 
其 他世界を 國 重要 都 ボュぞ 店 及 ュ术ン 
ス巧之 候 


本店 大阪 化演五 T 目 
が 育 支店 紐 育 ブ ドウス！ だ 四 ト义潭 

難 住ぶ 銀 巧 

目 お 1 東ち 漠濱 、名を 崖、 京都、 神ち 岡 か 
尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 井、 下ノ閉 . 
巧ま庙 一巧 司ぶ 倉、 若松、 膊タ 、久巧 ホ、 熊ぶ 等 
本國預 を、 鄕里 送金 等は 極め 
で 御 便利 进速じ 御 取扱 巧 申 お 


本店 朝鮮を お 

支店 出張所は 日本 內 地の 樞要都 巧" 朝鮮 
滿渊 、支那のを 化 あび 浦 盛 巧 お 

觀鮮 銀行 紐 育 出張所 

外 國爲替 - 股を 巧 叢務靖 .々御 便利 じ お圾可 
申 上 巧 


藤本 證券 會巧 

A 1 が 有惜疆 を ノ賣 買、 引ず、 募集 
A 金融、 並 ニ 么ニ關 ス^】 巧ノ 業務 

S 賊 藤本 ビル？ ~カ| 艱巧 

級 育 お 張 所 


晚香坡 每ニ週 一回 ぉ 帆 

A 五ム プレス 加を 乂 ( II ホ 玉 00 觸) . 

主巧廿 二日 

A で ム プレブ 露 お 西 0 男 互 备顯〕 

^ 弓 ホし、 0 

▲ S ム グレス 亞独盛 三々 •き G 嚼) 

ニ 弓 化 B 

A 王ム プレス 加が ぶ (二み 至 客觸) 

ご 頁 二日 
一等、 二等、 ご 奪 あび 下等 客 設備 
最大、 善美、 最快 をの 東洋 航行 船 



化 

巧 か 

んが C 

一一 端 

U JU R 
お 

M ? 

由** R 1 


資本を 聲 お 旧 
拂込巧 資本を 六 モお围 
お 立を 六 千 H 百 置 十巧圓 

儒竺 弄 銀 巧— 支店 

本店を 京巿 日本 橋區 本を 崖 巧 五 おお 一號 
支店 .小 博 日本 磅义 S 禹妄裏 
を 古 屋を都 大胶巧 (大 あ：； 脚 戸 
廣島下 お 巧 司 お 松 お 岡 長が 
上が お數 を 買の 水 


徐 出入 爲替’ 電信 送を' 並 送を' 旅 巧 倩用狀 
商業 信用 狀其化 一般が 巧 業 

も^ 織 脱 S 菱銀 巧— ま 巧 

撒 里 送金', 日本が 地 無手 數 巧？ 迅速な 扱 
本店 巧を (を 巧 通 か/ニ 稱) 御 使 利 取扱 
ネ 支店 東 ま (本な)、 大お •が戶 、を 都 
巧 巧 地名を 屋 、小 樽、 上が、 な 致 


求職 

眞 面目な H 本人 靑 年、 日本人 

の雜貨店じ働き巧し( ォ ー生} 

Td 言 I Clark — 1244 

農場 賣り 
义は貸 度し 

アト ランチ ツクシ チ] よち 

餘哩’ 約 H 十英 加、 但し 耕地 ニ 
十英加 化か 肥沃 (內 一二 英加 灌水 
設備) トラック ニ 台、 諸 農具 ま 
備 、溫室 あら、 化を 六 室 ホに 湯 
殿、 電氣 、電話、 水道 ( 自働電 
氣 ポンプ) の 便 あら、 郎時 引渡 
じ應 ホ。 憤 格、 貸 巧 格を、 化し 
を 額 一時 拂のホ じは 犧牲巧 値段 
じて 費 却す。 

H . Maitsu 30 す 
皇 S . S . Carolina Ave ., 

星 antic 呈 y , N . J . 

ランチ ル！ 厶 

相當 i く i 買这 むだ 新 城 西 則の 
ランチ ム 、間口 二十 四扔奥 
巧 六十 五扔 (十二 人の カゥンタ 
ァ がび 卓す 九臺) 屋賃 一ヶ月 僅 
かじ 二十 五 弗 ブーマ あ b 誰乂じ 
て も 直 じ 商資め お ホる 店、 持 ま 
病氣 み 爲め 盾ぬ きの 儘 まかし 度 
I 條 が. み 第 じて は パ ー トナ ア組 
織 じても よし。 委細は 通信、 面 
談の上 〔新報 郵函五 四 一二 二号〕 


謹 吿' 

’お義 過去と 年間 H 本 紳± 諸君 
を 顧客 ご L て 第一流 理髮 師の定 
評を 陳し类 術 的 巧 髮の粹 を發揮 
をました が叮喀 をつ 正則を 旨 ご 
し尙ほ 値段 も今间 左の かくな 正 
大勉强 を 致 まてから 一層 深厚の 
御 愛顧を 蒙 6 度 願 上ます 
散髮 六十 他顔箭 二十 五が 
顔 マ ツサー ジ 四十 五 仙 
散髮顏 制へ ヤト ニック 一巧 

散髮シ ヤムプ ー 、 へ ヤー 一/， ロ 
ブレッ シンク 及び 最上^ ふい 
純特 のへ ヤト ニック ) .1 

西 六十 五 T 目 一二 十一 番地 

フイ 3n 巧 

二人の 腕の 巧ぃた 理髮師 が 揃 
つて おを せ ホ 致 御を 遇 申 上 ま 


友人 諸君へ 廣を 
大巧 浩太郞 

拙を の 儀 遇 ま 十二 年閒 森が 組 
じ 就職 致 居候 處今画 双方を 議 
の 上で 退社 致す 事 じ 相 お 候 間 
化投乍 略儀 紙上 じて 申 t _ 候。 
永年の 間 御 愛顧を 蒙ら 候 段 諸 
巧に 對し 厚く 御 禮申上 お 
K , ocow 

1 巧 穿 吾 W 畳 d すご 

四 這 ta , ご. 


吾人の 後繼 者た ろべき 

第二 世敎養 問題の 一考 察 

國語敎 巧の 具体案 如何を 問 ふ 


太 西洋 巿ホ 巧會 ま 林徽ホ 

氏は 夫人 同伴 ビツ ツバ！ ダ、 ク 
リーダ ランドょ b 巿俄 をに 出で 
同業 協を の 大會じ 出席 お、 ナィ 
ャガ ラを 經て H 曜ホ 化し 昨夕ぶ 
西洋 ボじ歸 還した が、 偶々 會見 
の おを じ對し 吾人のを 繼 者た' る 
べき 所謂 第二 化を を 問題 じ 脚す 
一ち 察を がみて 曰く 『あ ホ 西部 
地方 じ 巧て は 巧 じ n 本人 系米留 
j 市民 即も お ニ 化の 巧 題が 眞 面目 
じを 議 されつ i あるは 聊 U 裳れ 
て途爐 しの 城。 きじ あらざる も 
第一 化の覺酪しホ^たる 一 証と 
して 考 へれば 慶賀 じ 値する。 が 
一 育 日本人 曾を 務 部に めても 整に 
i 第二 化 職業 問題 じ觸 する 調禁報 
I 吿を なせる もで あるが、 職業 問 
題 じ 先ち て 巧すべき は敎 養の 根 
本 問題で ある。 束 部 地 ホ じがけ 
j る 同胞 就 曾の 

I 第二 世 中 職業 問題 じ 逢着 

一した る もの a ホ だ 比較的々 數な 
^らレか、 幼稚園迪學カま國語學 
; 校 又は 中 學校括 巧の モ 女を 童に 
I 掛し H 本の 國謁 をを 授し 日本に 
對 する 完を U る 理解を あせし わ 
•るは 目下の 急がで ある ど 信 中る 
一 •か、 が 育 にがては 化 巧 題に 對し 
.て 如 巧なる 施設を U さいごす る 
か、 前年 紐 育 日本人 會じ 於て 父 
兄會を 開き 該問題を 拘議 せる 2 


ある も 何等 具が 化せ やして 其 儘 
ごな つた 事實 がわる けれ 共、 わ 
れ^のか（腰掛ま義をがして 
永住 ホを を离 調す るを じご もて 
は ホ國じ 於て 子女を 敎育 する ホ 
かが 米 ま = 從刚ち 米國敎 育を ま 
V 一して 日本 お 宵を 化 どす るは 當 
然 であら.？ ど 信 やる。 乍 併な 敎 
育じ勒 してが 等 注 息を 拂 はや 打 
おて i 截 くのは 非常の 間違で あ 
る。 現に 西部 地 ホに' がける 第二 
化が 

就職‘— i 際して 起る 一問 題 
は H 本の 讀書 力なく、 日本語の 
會話じ 熟せざる 爲 めじ 其 敎 養を 
る おじ 比して 一 養を 輸す るの 傾 
向 ある】 事は 决 して 等閑 視 すべ 
きでは ない。 紐 育に がても ブグ 

ツ クリン、 マン パツ タンを ニ 一二 

阮じ區 をして 子女 じ對 する 邦ぞ 
が 語の 敎 育を 授 くる ホ 法を 速 か 
じを 見せられ たく、 太 西洋 巿の 
かき 少数 家族の 化 化 化 ごしても 
紐 育と 聯絡して 窮 ニが 敎 養に 關 
する 方 かを をめ たいの が予 のを 
遵 である，' 是れは 焦 盾の 急務で 
ゐ らぅ。 家庭々々 じ 於け る敎育 
のみでは 遺 減の おが ぞいから、 
相當の 費用を 負 擔 しても モ 女が 
相 競 ひ相孽 つて 勉學 する々 法を 
後見し じい ものである。 われ わ 
れす 女を 巧す る ものは 特に 化必 
要を 痛戚 する 次第で ある』 る々 


魚の 叔父さん 


デイン 傅 壬 

ミシガン 咖じ 逝く 
一を てメト 。ポリ タン お 術 館の 
武具が 良た >、 現じ 岡 館の ツラ 
ス ティの 一んで ぁ b 义愧物 館の 
; を擧 監督で ぁつたが を。 動物 學 
I を シユフ オード •デイン 博± は 
宿 病 節 養の 谋め ミン ボン 如バト 
K クプ — ク におして 居た か、 去 
る 六り 化卒 かおち せる 旨の 報道 
.が 余 腿 H じ當地 I - 速し じ。 愧± 
は 千 八 巧-一 ハ 十と 年 十月 二十 八 H 
が 脊巿じ 生れ シティ々 ン I ジを 
卒業後 コ n ム ビヤ 大學を おで 千 
一八 巧 乂十年 博 生の 學 位を 巧 けら 
れ たが、 化年絕 滅に频 せる グダ 
オこ アン 魚戚 S 復 巧に 成 巧して 
魚族 學 をの- 權 威と U も、 ガツ 
ジヤア 隧十ご 共 じ 原始 時化 よら 
の あ 族の 满 が。 る 類 集を 編述し 
一 「魚め 叔父さん」 の稱あ b 千义が 
二十 一二 年 了リ オット 嘗 牌を 受領 
した。 ディン 愧 卡のリ 本人 r 繰 
故を 巧ず るは を 族 學巧外 巧 ± の 
ち 古學 的を 地 じ 基，、 を 化 武器の 
硏 兜で ぁつて H 本の 刀緻 、武具 
等に 對 しな 傑。 る 巧誕を おして 
居 C 。 先年が 旧 义學博 ± 滞が 中 
ホに ノト。 ボ y タン 类術 舘の武 
器 整理 じ 巧 じた i もみる 學 巧で 
ゐ つた。 


I N ぶび ラィタ ア 一 組) S 等 山 
ぉ (を 一を 器} 四を 巧 瀬 (銀 スプ！ 
ンザ 巧〕 五掌鄕 ダ！ ム 委員を (置 
時計) にて ブービ ー は 森が 巧窠 
商會 S を ホ 氏に 入賞 盛 巧 裡じ散 
會 A 將棋 大會は ホる 十 化 日 及び 
二十 U を 午後と 時ょ b 開權 する 
由 じて 鼠 按ホ聲 者は 十五 目まで 
じ 申を まるべく ホ 手を 一を 勝を 
食 碧 不要、 賞 おは A B を 紐 じを 
も 一 二等賞が ある 堂 A クラ ブナ 
ィト (除が 曾) S 準備。 關 しては 
を 政を 員會 にがて 踊々 協 講の結 
巧禽 を 一 ホ 五十 仙に て當 巧々 食 
のな なを 謀る ピ 共に 裤藝 番組の 
かき も 日本 趣 巧を 豐當 じ' じ、 淨 
瑞璃 、ぉで 6、 長嗔 、落語、 尺 
八 其 化を 選を し 更らじ 西が もの 
の獨唱 、ホ おを も 加へ む どの 計 
畫な るが、 ツ I リスト ビユ 10 
! が 育駐化 員 宮內昌 雄 氏の 巧 意 
じ 依る H 本 風景 映 畫數卷 を餘輿 
前に 映 萬し 最後 じ 舞踏 曾を 開く 
順 巧 大要み ませら ど 云よ。 


の ホ 紐を 機 どし 來る 十四 H (を 
幡 H ) 重立 もたる 人々 を H 本俱 
樂部じ 巧が L て 紹介 晚餐會 を 開 
く 由 0 


河 上 淸巧歸 米 期 

旣 報の 如 < 今夏を 僞旅巧 中 貧 
傷の 爲め 入院 おおな お 京せ る大 
每華府 恃駐員 河上淸 巧は 本 巧 初 
旬 横 渡 出帆の 春洋 化に て歸 米み 
善な ちし も醫 姉の 勸吿じ 化ら 更 
ら じ出發 時日を 延期し 本 巧 下旬 
の 便船に て Ig 中旬までに 歸ホ 
の豫 をなる 由。 


マグ ナス 壤 講演 

が 脊 H 本 婦人 會じ ては ホる 十 
四 H (金曜) 午を 日本 惧樂 部の 例 
會を 開き 席上 マグ ザス 壌は 巧燈 
議を 用ゐて リゲワ サイド* ドラ 
イブの 歷 をを 讓演 する 由。 


荒木 少化 W 進級 

.本 巧 十 H お 軍を 期 進級の 發を 
あ b 當 地が 軍 監督官 事務所を 勸 
遣 兵 少佐 荒木 威 幹 氏が 中佐に 進 
敏 せる 旨の 入電が あつた。 


中島 總領 事寄 紐 

伯 剩西厨 サン バゥ 。駐在 新な 
總 領事 中島 淸 I 郞 巧は あなのを 
巧 夫人 同 件 U 曜寄 紐せ るが 明が 
ち 志の 歡迎會 が 日本 俱樂 部に 開 
かる i 善。 


.了/ y カ徑議 

めいじろぅ 
コンク リ if の 坂道で 
フォ ー ドが 7 ォー ドを 跋くミ 
ぃな 

黒 チヤン 騎載 

ザ ッネ ヤン、 スッチ ヤン 
ガッチ ヤン、 スッチ ヤン 


俱樂部 便り 

' H 本が 樂部 ゾリ ツジ 乂會け 去 
^ る六り巧ぉ巧を加ぉ一ニ十人じ達 
. I 諧龍 お出の 內に 勝敗を 爭 つじ 
一が 一等は 米 化が 軍 ま 計 お (痛 時 
i 剖.) 二等 小島 氏 (シガレット ゲ 


ホ國陸 お大學 校の 

大使 接見 會 

単瑞頓 特電 八日 發 = 米國 陸軍 
大學校 ま 催の _下 じ 本 H お澗 大使 
夫妻の 隧見會 を 催 L たるが、 副 
乂が祗 ドー ズ氏 夫人 も 校を ゥキ 
9 アム •テ ー •コン ナ アに央 妻を 
扶 けて 出席し 瑞 巧を 化 ビ ー タ 
巧 夫人、 噢 錫を 化プ。 クこッ 
氏 夫人、 參謀總 接 サム マレ 来 お 
軍夫 人 も 出席 静旋 5 役に 當 b 盛 
會を械 めた。 


上 ぉ 巧 獨唱巧 脚. 

當地じ 於て みしく 聲樂 を硏究 
中で あつれ 上出雅 をを は 獨唱巧 
脚を 盟ひ 立ち ホる 二十日 紐 育 ホ 
發 二十 乂 H ミ ゾ—リ が.' ブッチ ホ， 
ンド巿 じがて 米 人ち 力 お 後援の 
下 じ 日本 俗謠獨 唱會を 開き 夫ょ 
を 港を 經て ホノ^、 じ おき 一 
月下 か閒地 じて 獨唱會 を 婿し 一 
時歸 朝の 上 巧 年 六と 月頃 歸 がの 
豫 をなる 由。 


カル ホ iA 學 校で 

日本式 バザ了 

當巿西 九十 ニ 了 目 一二 0 化を々 
タホ ー ン學校 じて は 巧る 十八、 
十九 兩 H を おて 日本式 バザア を 
開 罹ず ベく， 上出雅 を 氏の 考案 
じ 基き n 。 ン ビヤの 烧義み 氏が 
裝 飾の 大部 巧を 擔巧 （居る ご。 


な 人が— 人 


♦髓藤 お S 郞氏 太が 貿易 株 ま 
會 社々 長' 前週々 末 シカゴ お 張 
所に をき 十五 H 頃歸 がの 告 
♦副 島 龍， 一氏 橫濱桃 井 商店 社 
員、 十四 H 出 お 西 巧 二十 目 出帆 

の コレ ヤ化 じて 歸朝 

♦遠山 農 輔氏橫 潰 正を 銀 巧 紐 
育 支店 員、 去る 十 H お 發歸朝 


御木本ち 催峭餐 

當化 御木本 あが 巧 ま 巧 じて は 
今 凹 おを 本 巧 支配人 池 旧 嘉吉氏 


姜 を 四十 ニ T 目の フ で タ 
! を 渡り ニ ウジ ヤジ 


ィの巧 車 じて 十五を 間 じて 達す 
ぶ 閑靜の 場所 停 お瘍よ 6 僅か じ 
ご 一み、 が 人紳卡 又は 御 夫婦の モ 
じ 格を じ 貸 度し 委細は 紐 育 新報 
化へ 御お會 あれ 


—个 


dr： 禍 スペシャル 


珍 ホ 

貝 ご骄菜 
味 付姐锡 


: 桐 兄弟 簡會. 


米人闻 き- 

クリスマス 贈答品 


御正 巧 用品 
取 揃 ひました 


例年の 通り 
ちん 餅 化 候 


夜間 開業 


桑 山商會 


二三 AST 是 s MT : N . Y . C . 
さ 0 ミ. Rege ニ t 21 岩‘ 黄 6?’ 


東京 商 會特吿 


クリスマス 御 贈答品 

を 種 取 揃へ 大勉强 仕 
候 


が 育 東京 商會 

1 含 W J 置ぎ N . Y . C . 
ジニ rafalg ミ 黄 5 S 


おを 事は 

東京 商會 食堂へ 

おいしくて 輕巧 




303 Fifth Ato.> 
Tel. Caledonia 4101 

巧 旧 商事 巧巧會 社が 育 支 巧 
Uchida Trading v^o., Inc. 
11 Park Place 
Te!. Barclay 1 巧 6 

島 資易巧 ま會ぉ 
Skima Trading Co., Ltd. 

150 Broadway 
Telephone Re け or 1484 

巧 まを を ホ 尾 巧を 
Aic&wo 在 Co リ Lt ふ， 
235 Fifth Avc., 

Tel. Caleaonia 9758-59 

ホ 倉 製 絲結蹟 株 ま 食を 

K&taku 化 在 Co リ Lrtd., 
200 MadUon Avem.，e 
TeL A み iand 4545-4546 

1C. Mikimo ゎ 

Mikixno れ Pearl, 
535 巧れ h Avenue 
Tel. Vanderb 巧 t 2519 

大倉 なが 育ず 巧 
Okura 在 Co., 

30 Church St" 

Tel. Cortlandt 2292-93-94 

s 共な ま會化 
巧 巧 巧 
裔 峰が 會 

1 如か 的 お 化 N. Y. C. Tt しお d 扣け 84 
F 扣 to け： お - 10 3 抓 1 Are" し 1. 刖 y 

巧 巧 坂ち 巧 ホ 佩 

Asa 打 〇 &issaa Company 

Room SOI -805 

1 65 Broadway 

ToL Cortlandt &047-8052 

ぃ osho Corporation, 
Silk Importer*) 

40 ち a が 84 化 Street 
Tel. Ashland 4987>91 
Go» 丘 o C 〇 w ic。, 
Cotton ExpcMTters 

巧 Beaver S し 
Xe! Bow! 出 4 F Green 8806-0P 

巧が 洲巧 道般说 社 j 

紹 ちみ 巧 巧 1 

South Manchuria R. R. Co., 

Room 202 も Canadian Pacific Bldg. 
342 Madivon Ave, 

Te!. Vaml が bih が 35 

H 井 お産 おを 會 it 
な 育モ巧 
Mitsui & Co., 

6 〇 Broadway, 

• .Tc!* Bowling Green 7520 

なま 會 をを ホ 巧を 
なち 出張所 
Iwai & Co .，いん 
Woolworth Building, 
Tcl. Whitehall 6040 

3 凄 巧 事 採 ま會お 
な 育ま 巧 
Mi ゎ ubishi Shoj; Kaigha 

(M 化 subUhi C 〇 M Lt ん） 
120 Broadwat^ 

下 eL Rec れ r 2560-2 目 64 

大阪 朝日 ニを 巧 朝日 
化 巧る 巧 
Osaka Asahi 

Th も New York Times Annex 
TeL Lackawaima 】 000 

0 本な 巧 株 ホを It 
がち モ巧 

Japan Cotton Trading C 。 • ，いん， 
25 M • 出が n Avenue, 

T«L Lexington 8780 

曰 本を 糸 巧 ま會化 
おち ま 巧 
(IIP 剛 KI-IT0 が IS 化 LTD 

t'wo Park Avenue 
Tel. Ashland 5320 

巧を 名 食を 
な 育ま 化 
Hara & Co., 

443 Fourth Ave„ 
Tel. Caledonia 7830-35 

曰 ホ 生糸 棟 式を 班 
化育 支店 
NICHI-BEI KIIT0 KJiBUSHiKi KilSHA 

(N に 出ぶ 巧 ICHTO CO, LTD.) 
1 Far レ Av ， nu« 

TeL Ashi 畑 d 6246-47-48-49 

大阪お 日 二な 巧 曰 円 
お 木 H が 
Osaka Maiaichi 
Room 306 A World Buildixiig 
TeL Bookman 4259 
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巧 h でぶ 雌鄉 巧を 巧 imw ! 


SATURS が ， DECEMBER け 1928 






» 




品- 


; A 


ご 一 
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兩稅 委讓に ....... 

1 脅^ 令 H ろ 政 巧 

お 政黨は 倒觸述 動に 直進を か 意 
- 政ぶ 會の 結束 も亂れ さぅ 

ま 京 特お十 兰日發 = 巧 巧のを 譲に 關 して 賢 族 院の反 對は日 
北 ハに な烈 ど^もて 幸 供 樂部知 如き 例會の 席上で 意見を たぐ • 
たが 賛成者は 一人 もい* いごえ ふお樣 でを つた、 而 して 度 政黨の 
韵閣 懇親 禽は 上が 精 養 軒に 開體 され 濱ロ總 裁は C 現內 聞の 如、 
聲黒 政治ので で齒 おお 想. か惡 化すを のけ 寧ろ 自然で をを、 吾人 
ぇ あ （まで も 化々 堂々 •こ I 路慟閱 に 時 進ずを のみ J 1 ど满說 しを 
概^ 閒は r 梨內閒 始を 贱產 .叫 樣の 姿で わる、 生を 斗き 戲旨 
!2^をの巧じ當つ ておるの け闕利に福增進の所お^ あらホ^ .こ述 
ベた。 

换 なじらび にお 黨 の 御大 典 中 j 無所屬 から をれ'.〜 S 名の 

, ■確實 .。支援を 得て ホ 謀 曾 

じがて は事寶 上の 過半 數を 制す 
る 目算が 立ち 待む ごな して ゐ を 


公 


衣扣 化 <’ i ニ 

，志％ 為*^ hr。 

I 巧 111^ 

fk I < 

一^化 


じ 於る 政. 治 的 動きは# ら ホ誘會 
の 安を なる 

切が け ぉ-し. 间 つて 集中せ 
られ た、 現下の 小を な 政情 V . 安 
一定。 らしめ、 な、 か 姑を 化が 侧 
^ じが 利に 展既 せし むる しを 种 ロ' 
下準備が 行 はれた ので ある、 ぉ 
ちみ 一は 與黨 幹が がさ 力を 注い 
だ お化黨 八切 崩しで た艇五 ■ホ 
名の 獲 持'^ 蜡 貴に 見込み かつ L 
一 こいら あ會 よ...- じに 過半 較 じを 
.、巧よ 4 がへ、 こい 广按阿 及 じ 


ぶの 收權は 小 政 派に 對 する 贼係 
である、 まづ I 新會 どの 關陆を 
るるじ、 义町遞化5抱懐^る對 
ち 总兒ど 旧 中外 巧 どの 間に 相當 
巧 格 ゎ 6: め 矛盾が 今後 如 阿な 
る 方法に 巧 CS て 調 かサら る，、 か 
が殘 された 閱趙 ご。 つてなる が 
兎も角も I 軌貧 のた で るべき あ 
道が や、 明か じなら、 いよ/ \ 


巧 講會じ 入れば 多々 のが お 曲が 
が あつても 結 厨は 准與黨 どして 
のり 動を どる i が 明かに なつた 
一 そ 新 黨供樂 がごの 顆係 はみ 原' 
にの ごつ た 巧 動が 

尙早 じ 過ぎた 點 について 
黨內の 非難を 買つ たが、 政 巧と 
新 黨ぉ樂 報の 關 係が 議爵 季節 じ 
なれば 蚊 策 協を の 名の 下 こ 提携 
が充か 具体化し 得ぶ 道が 開かれ 
:- w をて むる、 久原閒 題を きつ 
かけ V 一して 政ぶ 會 をして をの 巧 
がに 潜在す る 不統一を 暴 慈せ し 
め わ乘實 はこれ また 政 友 會が晚 
かれを かれ 自らの手でが > 入れ 
ねば ら .ぬ、 即もあ 面 結束 カ强 
i 硬 じ 見 わる 政ぶ 會の塞 面を 巨細 
I じ檢 f る 時に、 を こ に 群雄 割據 
i の 諸 勢力の 對 立が あち 殊じ舊 巧 
の 鈴 木 系に 對 すを 勒 典の 久 巧を 
ごの 對 立は 相當 

露 首 >1 ，なって ホた 御大 典 
中にはし なくても 表 巧 じあら は 
れ たこの 兩 勢力の 對 立は 政を 會 
の おを じ 重大な 危機の 潜い てこを 
暗示した 注目ず バ きお 渡 事で あ 
つた。 


巧 次 お 暗殺 陰謀 說に 

憲兵 數巧 人が 宿を を 警戒 

まま 特電 十四日 豬 = 南を ょ b をし ゎ 持電じ 巧れ だ 南京 滞な 中の 床み 竹次郞 氏を 襲擊 暗殺の 陰 
謀說が 傅つ ためで 巧 京 政府は 憲を敦 巧 人を お 動せ しめて 巧の 宿を 附 あを ものものし < 警戒 中で わ 
るが、 これょ な 囊き數 千の お 集は 外 巧が 前に 押 寄せて ベ 八 宇 1 巧び ィタ 91 ごの 新條 約な 消を 要 
ホし 五 千の 巡 譬ご格 翻して 遂に m 隊の 出動を 見る じ まつた、 銜ほ床 次 氏は 上海 滞を 中に 重要 書類 
を 入れた トランク をを まれ わ fc 

日英み 政策 提携を 暗に 警吿 

— M 上海 英乂歸 業會議 所で 王正廷 巧が 演說 = 

N 秘かに 使者を 矢旧總 領事に 派 L て 懇談 N 

支那の 一二 巨頭が 南京で 政策 儒議 

上 お 十 I 二日 疆 =： 巧を 政府の かを 總 長子； 正廷 氏は 今夕 英人 商業を 議 巧の 招待 會ド 魔み 無上 最ぁ 
支那 のげ を的發 速を 述べむ る 後英國 政が が 愚 近 萬ミ國 〔目ぶ を 指ず〕 ど 提携して 對ま 政策に 共同 
線を 張る どの あ說に 對し斯 めかき は 支那の 國 家的發 達を 阻止ず る もので ぁら、 英国のを 明なる 政 
策に 違反す る ご馈說 した。 

東京 特電 十 I 二日 發 == 新 歲俱樂 がの 領袖 じて 掛 支を 渉 巧 詰む 巧 破の 使 かを 帶 びて 渡ました 巧み 
巧み 郎 氏の 一 がは 十一 日 南京に 到着し、 を もじ おか 石將 軍を 訪 巧、 或る 雷 要 じ 口約束を かめね VJ 
おはれて 居る •か 昨 H も 巧び 會 見し をら；'/ で正廷 氏を の 化 巧 路を訪 間/て 會党 すべ （、 モお廷 氏 も 
遂に 巧 張 b •か 通せず、 使者を かして 矢旧驗 領事 ご 恵 見を を換 したが H まを 渉 巧 關の氣 運は こ 打で 
勘き おした と觀ら むて 居る。 

尤も 氏の 來 遊が 王 正 廷巧ご 矢 旧 
總 領事の 間に 巧は れんごす るを 
渉に も餘 程の 影響を及ぼし 、 H 
ま 通商 條 おを 渉の 暗礁を 除去す 
る じ まる やを やは 深，‘- 疑 隅 ごさ 
れて 居る が 

氏の ホ 遊 じは 重要視すべき 點 
が 勘な から ホ 暗示され 殊に 氏 
が 旧 中 首相の 急進的 政策の な 
革を ホめ て 居る こご も 注目 さ 
れて 思る。 

問題に なつた 

日英 提携 

首唱を は 內阳伯 
最近： Q 本に 於て 對支 政策 じ關 


上 お 特電 十二 日發 n 【ニ ユョ 
,1 ク •タ井 ムス 巧】 义 しく 化を 
I 方面に 立籠 ゥて 南京 じ ホる を 拒 
'みつ； あつた 閱 錫山將 軍は、 家 
一族、 證攒を 等を 间 伴して 漸 /、南 
をに ホり 今後 政治 評議員 及び 巧 
^ な總長 ごして 巧 動ずる； どなち 
i これで 

一 おか 石、 掀ぶ祥 度び 閒缴 山の 
一二ち がが 苗を を 极據じ 今後 堅 
-< 政治的-一 も 提携し 從ホ稍 も 
一' すれげ を 裂を 巧へ られつ i ぁ 
^ つむ 教惡な 空 おら-掃 さむ、 
i 南 巧のを 氣は 頗る 樂觀 的に 傾 

_ きつ ミ ある！ 

I 更らじ ま 漢の李 致が、 廣柬 のを 


濟 深、 天が ホ 面 じぁる 白 祟 福 お 
軍 等 も 年 巧 じは 巧 ドして 諸將一 
をに 會 して 園 政を 議 すべ （ 

奉 天に 化 おごして ホ 籠る 張學 
民 お 軍じ對 しても この 際 評議 
委 旨め！ 人く して 南下を 勸め 
巧 S ぁ骆 巧の ホ かや 靑天 白日 
旗の 掲揚 等に 巧て 條 譲すべく 
頻 b に 運動 中で ぁる-、 
而 して 日本に 於る 魏會の 勢力を 
握る 巧 S 黨の盟 まが 次 竹 次郎巧 
が 旧 中を 相 ど 外を 改策じ 就て 巧 
通 的な 怠 見を 抱き 目下 南を じ來 
て 居る こどは 異常の 興 ホを おき 
つ i あるが、 氏は 王 正挂氏 巧び 
おか 巧 將軍等 ごを 見して 居る 


小さな 廣吿 でも 

信用は 絶 巧 巧 

新年 號の 廣吿は 

がち 蔚巧 へ 

化しい' お 正ち じ 

暇の ない 人へ 

を剌 交換 廣吿は 

が 育 巧 報 へ 


目 本 巧 年賀 郵 巧の 婦が巧 も U と ホに をて ホました 

新年 贊狀の 印刷 U ! 

ニ 九 0 化— ニ 九 一 W 紐 育 新報 社へ 


當局も 恐懼して むる。 

廣 澤化爵 逝去 寸 

【十四日】 廣澤 をみ 邮 伯は 逝 ま 
した '0 

伊藤 巧辭表 提出 

(十四 B 】 巧 藻 千が 藤 仁 お郞巧 
は 泉 京 巧會講 貴の 辭 表を おし 

た，- 

鍊 漁業 者大 合同 

L 十四日】 化 海道 鍊漁 業者 合同 
計畫じ 願す る 調 查は進 巧し を 
會 ぶは' 一巧 二十 二日 東京 じが 
て關かれる當で資本を^{五千 
方 腫で ある ど。 

社 民 黨傍觀 態度 

〔十四日】 社， 會反 衆黨の 中央 お 
巧 委員 會は 十二 日 開催され 無 
をを 波 合併 連動に あして は換 
觀的 態度を 化る じかした •か 右 
は當 おを 併 じ本參 化を 意 ホす 
る もの だ ど。 


' — — 1 - — . • — ^ — 1 : 

首相官邸 奉祝 宴 

【十一 二日】 新築の 擦 理大芭 官邸 
にがけ る 御大 典を 祝宴は 十二 
日が 擧巧 一二 千を お 席 L た。 

一 帝都 巿民 熱狂ず 

(十 I 二日】 まを ホのを 祝日は 朝 
ホ 曇天、 上野を 圓に兩 陛下の 
行幸 咨を 仰いで を 巧 民 激化す 
之 ょら 先ボじ 十巧圃 、府じ ニ 
巧圓の 御す 賜せ が ぁつれ。 

國藏 社債の 整理 

〔十三 日〕 國際 激船會 社は 社廣 
始 ホの ため 所ち 激船 一部を 賣 
巧に ホした が 自然 遠洋航海は 
廢化 ずろ であらぅ ど 0 

■トー マの 巧 視察 

(十二 日】 巧 朝 十の 爾聯勞 働 商 

長 ア^べ ー が •トー マ 巧は 十 

- H 午前 ボ巧 細民 窟 度び 深 川 
神 田 橋 等の ホ 職業 紹か 巧を 視 
察した。 


陸軍ょ ぞ校 行幸 

【十二 日】 十二 H 陸軍 ± 宫學校 
キ裴式 じつき 巧 幸 仰 おごる。 

福 岡 ボが防 演習 

【十二 日】 を 中 防鐵溃 習は ホを 
福 岡ボを 中む に 巧は H る。 

日本 V 一直 接 取引 

【十二 日】 支那の 排 U の 生んだ 
あ 現を £ してが 度やシ アムで 
もタ那 巧ん の經 由を 止め 日本 
ど お 巧 お 引を 開始し ホし む。 

六 百 家族の 移民 

【十二 日】 ホ 巧 四 巧 ょら ブラ f 
火へ 愚かのを 業 移民 六 巧を 巧 
を先づ 送る ベ < 、千 八 百 あ 族 
は 五六 年度 じ 送る 尝で ぁる。 

杉 浦 家 遺族 感泣 

【日 十二】 聖上 じは み 通 宮殿 下 
を 御を 化と してを 杉 浦 重剛翁 
の襄 じ參詣 せしめられ たので 
遺族は 感泣した。 


張が 蘇は 日本が 殺した かて】 

をの 計 劃 U 科學的 

日本 軍隊の 嚴 重な 監視を 化して 

トリ ビ ユン 紙上 お 特派員 ト ー マス •ミラ！ ド 記 


◊ ........ 張 作霖ご 日本の 願 孫な 

る ものけ、 彼が 巧ず る 數年前 か 
ら 頗る 繫張 [て 居た のな 萬 人間 
おか 事實 でぁを、 をを、 軍事の 
方面 じ 直ら 張 作 霖^< ‘漸ホ 日本の 
勸吿を 斥ける やぅ じな 6、 . 隨を 
ごま 乂な間 題に 就ても 屢 々 H 本 
の 要求を 拒絕 した ものである、 
彼が 特 じ 化^^ じ 居据 つ て 0ホ巧 
くした のは、 奉 天 じがけ るょ ち 
も 化を の ホに、 目 本め 勢力が 薄 
い爲 めで ゎつ ゎ， 彼が 北京に 頑 
ごして 踏 止つ た 所 凶 も、 葵す る 
じ 奉 天に 歸 つて H 本の 壓 あを 受 
くるを 欲しな かつた 爲 めでを つ 
たこ どは •彼のを 譲 者ち 克 くな 
つて 居た ので ある、 日本は 旨み 
をむ きらみ じせん 己して 居る W 
は、 彼が 震々 巧 親 者 じ 没ら した 
言葉で あつた。 

曰 本あ晴 は、 化 京駐巧 
る 使の ちを 經て 彼に 對 し、. 城 巧 
で 南 巧 圏 民 軍 S 戰ふ 勿れ ご 勸吿 
した、 H 本を 涵 はこの 觀吿 をが 
通す 爲 めじ 若し 嚴軍 じして 敗戰 
すれば、 日本は 彼等の お 洲じ對 
する 歸 還を 阻止. する VI ま 張した 
斯 く-. > て H 本は ニ 巧 五 千 人のを 
を 動かし、 尙ほ郵 かすべく 準備 
したので ある、 張作霖 ごして は 
一戰 をを へやして 引 揚げる こご 
を 欲しな かつた、 而 かし 彼の 軍 
俊の ±氣 は 阻喪し、 を 力なる 彼 
の 部下に 南京 政が じ 通 やる 者が 
ぉ ホて、 遂に 彼は 化を 引 揚げを 
巧 意した ので ある 0 

◊1 一巧 S 目め 早曉 、彼は 
彼の 信賴 する 部で ご 巧に 銷鐵車 
輛 •し乘 じて 化 京を 出 澄した が、 
彼が この 引 揚げ じがて いかじ 不 
をを 威 じた かは、 彼が 自 をの 乘 
る 車 巧を 幾度 ごな く替 へた こ £ 
でも 知る こどが 出 巧る、 四 巧 四 
日の 早朝、 この 恃别巧 車が 奉 天 
じさし か i つた 膝、 奉 天を 距る 
數嗤の 停 革 瘍じ奉 天 政府の 高官 
等は 彼を 迎 へた、 をの 中には 彼 


の 吳俊陛 將軍等 も ぁつね、. 彼等 
は 巧 車が 爆破を U た 時には、 實 
じ 張 作 霖が乘 つて おる 箸で あつ 
ね 鋼 錫 車輔じ 連結し じ 木製 車輛 
じ 乗つ て 居た ので ある。 

ク 列車が 爆破した のは 當 

U の 午前み 時半 頃で あつ ゎが、 
をの すさまじい 爆音 じ 驚いた 奉 
天の 巧 おは、 寢 巧を 飛 お—- て 現 
鶏 じ 押 寄 甘た ものであるが、 日 
本の 鐵道 守備隊は 直 もじ 嚴 重な 
警戒線を 張ら、 彼等を 現 填 じ 立 
入ら しめなわ つた、 砲兵 工廠 じ 
就 働して 居る 外人 爆 彈專巧 家 ， J 
直ちに 巧瘍じ をいて 破 かを の 化 
じ 就て 調を した、 H 本 あび 支那 
官憲は 直 七に 委員 會を缀 磯して 
巧 車 爆破の 眞相 調査に 着手した 
奉 天に あるを 圃 領事館 も總 ゆる 
ホ 面ょ らして これが 眞 相を 究わ 
る こごを 息ら なかつ た。 

ク ii ながを 天じ强 いたのは 
爆破 事件の S 遇 間を のこ ごで を 
つたが、 化を 事 ホに 關 蹄した 纔 
ての 証 據は旣 じ錄麗 じ片附 けら 
れて 居た、 が 補々 VJ 知 6 得た 事 
寶を 擧げる ご、 剧 車が 爆破した 
のは 京 奉 線が お鹽 々摄の 下を 潜 
る巧點 で、 日本 軍隊に 化ち て 常 
じ譬備 されで 居る 瘍巧 である、 
日本は 化 地 誠の 慶を權 を 得て 居 
るので 守備 强域じ 支那の 響を の 
おんを 許さない ので あるが、 支 
那 官憲は 化 H 張 作 霖を迎 ふも爲 
め恃 じな 奉 線 附近に 支那 軍隊の 
警備 方を 日本を 憲 じを 渉した、 
支那 測は このを 渉を 頻 b じ 焦つ 
だ もめで あるが、 日本 官憲は 張 
の别 車が 通過 V る 数を 前まで、 
この 踪域じ 軍隊の 配置を 許さな 
かつた。 

◊ 事件 S 巧 場から 溝 集し 
わ 巧 巧を 調査した 專巧 家の 推郷 
じ 浓れぱ 、巧 題の 爆彈 はを 奉 線 
が 通 適すべき 線に 接を し、 拽橋 
の 南侧を 交へ る 化 岡 石の ド じ埋 
めら れ たらし （、これ だけの 爆 


の 親 及で ある どころ の 黒 龍 江 省 j 强を 装置して 手隙 克く 媛を さす 


じは、 巧を 掘る だけ じ も ホ 時間 
から 八 時間を み 要 ごする。 

◊ II これに 熙 職した 奇怪な 
お 巧 事の 一は、 現壌附 あじあ- 
一外 人が 一 巧 S 日、 日. 本 A 勞働 
者が 7 キァ） をの 他を 持參 して 
鐵搔 じ柯事 かを なしつ： あつた 
こごで、 をの 人が 一巧 四日の 午 
前 五 時 頃に 外 おしむ 際、 巧び 淺 
橋 附巧じ 働く 日本人を 目擊 した 
ので あるが、 をの 當 時は 別 じ 意 
じ も かしな かつた ので あるが- 
彼は をの 當時 平素に 不似 をな 日 
本守髓 兵が 澤山駐 巧して 居た こ 
£ を 想 出した く 云つ て 屠る。 

ク をの 朝 現場 附がじ 二人 
の 支那 人が 現れ、 日本 哨兵が 誰 
巧 後 現場で 統 劍の爲 めじ 刺殺 さ 
れ た、 これを 目裝 しだ 一 支那 人 
ぶ現讀 から 逃 おし 唯をから 化を 
された けれ 共、 命から'-^ で逛 
げ 延びね もので ホる、. R 本 側の 
言劳 じある ど、 この 二人の 擧動 
が 頗る 不審で ある 爲ゎ 唯を は 誰 
巧した にも 顧らず、 これに 答へ 
なかつ たので t むな （剌 殺した 
もので、 彼等は 小さな 爆裂 彈を 
懐中 じして 居た どい ふこ ごで あ 
る、 はれ 巧 まが 側の 言を にがれ 
だ、 彼等は 南滿轉 橋の 西 じほむ 
勞働 者で、 慟 きじ 巧 < 瞭錢裙 の 
ドを 常 じ 通過して 居た をで ある 
なじ 彼等は この 蘭、 鹽橋 附近で 
何 か 化 言され ては 困る やぅな 事 
實 を目擊 したので は あるまい か 
ご 云 はれて 一: ^ ，る。’ 

◊ あら じ 鐵橋附 巧 じ 住む 

人達の 語る 巧 じ 娘る ご、 をの 巧 
鐵橋 じは 强ぃ 照明 燈 でち 數 のん 
か 働き、 ものを 掘る やぅな を 響 
含 耳に L たが、 恐らく 鐵 橋の 修 
鐘 位じ老 ，ロて 居た 相で ゐを 、さ 
てこの 爆 彈の裝 置で あるが、 列 
車を 轉覆擊 破す る 程度の 强 力な 
ものであるから、 これ じは 凡を 
八 時 おから 十 時間の 勞 力を 必要 
とする、 而か もこの 地' 點は 日本 
の 守備隊の みに 依 b 嚴重 じを 視 
されて ある 化 おで、 ぞ 那臀備 が 
が 現 塔に 巧た のは 列車 到着の 數 
み 前、 而 かも 鐵 椿から 大み 懸隔 
てた 地 點じ鹽 列を 命じられ たの 
ザ ある、 而 かも この間に 巧て 爆 
彈は充 をじ裝 置され、 を も巧學 
的に 爆發 されね ので ある。 


f _____ I 

聯し 日英 问猫 論が 繰 返され 遂に 
英 風議會 でも 當時旣 報し むか （ 
外務大臣 チャンバ ー レン 巧の 释 
明 どなつ たが、 をの 

け 京都 河原 町の 外務 
省 出張所で 巧 はれた 外務省の ま 
腦會講 でみ つた、 邮も當 日は 內 
田康哉 伯、 が 平 大使、 巧 澤を巧 
森、 ま 旧 兩巧官 、植 巧參 巧官、 
ち 田、 堀 田、 武富 S 局長、 內巧 
を 確の 隨昌 掘み 書記ち 姿が 外 首 
腦 者を 部參 集し、 劈頭 內 田を 權 
ぶび 掘內 書記官ょ b 不戰條 巧 調 
印の 狀巧 及び 歐 米を 國の 一般的 
政情に 就て 歸朝當 時の 報吿 •，捕 
足的說 明を 加へ たを 特に 巧國辟 
相 チャンバ ー レン 氏 はじめを 要 
路者 < お 支 間 題に 就て 懇談した 
顚 末につ いて 詳細なる 巧 吿をリ 
し 

將來 對 支な おを 遂行す る 
上 じ 於て H 英兩國 .か完 をなる 提 
携を すべきを じ關 i 或る 補の 
を 嬰なる 提言を な I これを 議題 
して 隔蟲 U き 意見を を換し 追つ 
て：？ 問題 じ掛 すち 具体案.^ 諮る 
べき' とを 約し、 協議 S 時間に 卓 
五 時 遇散會 した、 確聞ず る 
巧に 化れば み‘ 巧を 權巧掘 巧 書記 
官ょ b 開 凍せられ わ 日英 據調復 
活 論の 骨子 ごする ごころ は、 當 
面の 勒ま 問題 解 巧 じ當ら 

關係 列國 、特に 日ち ホー ニ 
鹽 が華府 協を の 精神を 曾 重 I 、 
關截特 别替議 3 あ 破 壌せられ わ 
别國 協調 方針を 速 じ 復活 履 巧す 
る こごは 極めて 學 ましき， とで あ 
るが、 英米 兩國 訪問の 結果なら 
びに 兩麗最 巧の お支關 係ょ 6 を 
る も H 本 ごして は 支那 じ 於て 最 
も 共通の 利き 闘 係 深い 寞國 政府 
ご 提携し 將巧扫 英兩國 體 どな 
つて 關穂間 題、 治 か 法權間 題、 
租界 間 題 等す ベての 懸案の 共同 
解 巧を" がる 要 ぁ 6、 を 國宫邊 で 
も 姑 東 問題 じ關 する 限 b 日本 測 
ピの 

爆 調 を 還元すべく 目下 眞 

が 目 じ 考慮を 挪 ひつ i ある と い 
ふに あるが r ホ 現巧閣 としては 
一昨年の 關稅特 别會議 で 巧國の 
掛ま像 調 ま 義が完 をに 破屢 せら 
れ たま 耍愿 凹を お 原が 相の 載 支 
軟弱 外を 特に ニを 五 厘 及び おを 
附加稅 先 巧 問題 じ 棚し H 吳兩國 . 
が 正面衝突を なせる ためなら ご 
し 昨春 ホす で じ。 ン ドン、 上海 
及び 東京の I 部 じがて 暗々 裏に 
巧 燃 違 動を 試みられて ゐた日 巧 
協調 論を 

是認 し、 反對黨 VJ 異る旗 
職の 下に 對ま凿 お W をを 進める 
上から も機會 ホる 每じ 日吳 協調 


主義の な活を 提唱し つ i ゎつ た 
位で、 巧 旧を 權の訪 巧は 辖 々こ 
れを實 巧 化する 準 瞄れ爲 である 
ど さへ をら れて居 5、 兎に角 ま 
那 問題 じ關し 最近 日 典兩闕 政府 
當 馬-— 協調 幽 巧の 憐運濃 胺じ動 
きつ^ ある こ/」 は颠る 注目に 値 
する。 


學生 赤化に 

法相 報吿 

化 大の盟 化は 解み 
まま 特電 十 I 二日 發 n 化 海道 ホ 
國大學 々ホの 同盟休校は をの 後 
硬軟み ニ 派 じみれ たが 或る 一部 
の學 生は をを 獎厕 の颗語 じ威銘 
して 登校し おしを じ ぅやむや じ 
解 巧し じ、 今 巧の 盟 化は 赤化 學 
生じ 對 ずる 學校當 局の 退 挽處を 
が 原因 じな つて 居る が、 原 法 化 
は 閣議に がて 

: 治ぶ 錐 持 法實施 U ホ 共 其ま義 
を實傳 をく は實 巧せ A W しじ 
大部み は大學 生が 大學革 業に 
多く 費 じ 困つ わ 現象で みる' 
ご報吿 世人よ 6 異常 山な 目を 
惹 いて 居る。 

沉 ホを 議で ；， 

線爭 ぞ調訂 

ボ y ビア も 承諾 
ワシントン 十 S 日發 N がムビ 
アど パラ グアキ 兩國が 今や 宣戰 
ホ吿の 化が ごなら 巧 ホ 共 じ戰爭 
を 準備し つ i ぁる こ VJ は 化アタ 
リヵの ホ かじを々 しぃ 出 ホ 事 ど 
して 

目下 當 地で 關體 中の 化アメ ？ 
々會議 はこれ を 調 訂じ敞 せん 
ごし ボリビア 化 まは これを 不 
服 V 、 して 一旦 會 譲を 脫遐 した 
るら ヒ， ユ—ズ 氏を 始め ヶ 0 ッ 
グ國礙 長官の 切なる 觀 吿を容 
れて脫 退を 思 化 b 調訂を 承諾 
する じ まつた ので 
會議は 明 U よら 特別委 昌會を 組 
織して 圓滿 なる 解 巧を 計る じ 至 
るべ/、 目下を 委員は 鳩を 協議 中 
でめる が r 一々 この 報じ 接した 
國際 聯盟 じがても 調 訂の看 望を 
持ち 兩闡政 おじを々 ホ 鶏を 明か 
にした 報吿を 衆め、 これを 基礎 
ミして 街 策を 儀議 する こど じな 
つて 居る けれ 典 
何を アィリ 力が 指導し つ i ぁ 
る 西半球の お來 事で をら 聯盟 
が 積極的に 卞輿 ずる こ V 一は ア 
タリ々 を府 でも ホ かどす るで 
もらぅ どの 觀 念よ. 〇 して 聯盟 
測 も 遠慮の 態度に 出て 巧る、 
お ほ ボリビア はこの 危機 じ 面し 
臨時に 聯立 内 題を 組織し 化 了を 
徵 集して 万一の 瘍 合に 備 へて 居 
るら しい 0 


本 お 東 ま 特電 U ホ 無巧轉 載}-. 

普選 法改正 U 絕望 

〔十四日】 昨年 賞 施された 普通 選擧 法の な 化 じ 就て は 世上ぃ 
ろい ろの 議論 も 巧 はれて 居る が 政 巧は をの 必要を 認めて 普選 法 
改正 巧を 審諮會 を 設けて 大小 選擧區 制、 比例 化 表 制を の 化に 就 
て 審議 中なら しも 最近 じ 至 b て 會務を おらに 進ま や、 をが もま 
外に 冷淡な 風を 示して 居る から 恐らく 今期 議會じ 確 だる 改正案 
は 巧まい W 觀られ て 居る。 

义復廚 薄 上 飛行 ~ 今朝 御齒薄 通過 上空を 漉 巧し 

〔十四日】 お 軍 飛行機は 又ら や I たが 重ね--^ め大 失態 じ 海軍 


F. MURRAY HILL CO. Inc. 

巧 TASUSH 卽巧郎 
3扫〇のが4-615 巧む oadw 巧 
Tsl ， Bawlmg - S 巧 en がが が S 寺 


I ◎◎◎◎◎◎ ; 

賠寫蓄 を 寶歐ら であ 弊！ 
切 眞音稱 石 米中 販じ巧 
狩 器 器 萬 貴を 御賣 御は； 
。。。年を 棟 巧を ± 實； 
紀 タレを 屬時 命し 產 質！ 
念ィ ，。。計 仰 ま 物 誠 i 
窝プ！ を 銀。 かす 一意； 
巧 ラ ド 銀製 愚 下を ま适： 
お ィ見巧 器 時 さか 卸 速 
洽タ本 鉛 具 計い じ賣ま I 
端 1 陳筆 一一よ 拘値義 i 
ま 巧 ホ ませは 段の； 



PHELPS & Pum 


3 Maiden Lane N. Y. 

ェ爾 疮靈鑛 金に 祥巧踩 j 金 

類 石賓匠 意新最 


CAMPBELL なが IGE 

設備 整が 經費 お廉 

CaU-TRAFA し GA 反 8200 
FRANK. E. CAMPBELL 

The Funeral Church" Inc. 
(NON SECTARIAN) 
Broadway at 66th Street, N. Y. 


Dr , Sabro E 抱 y , 

1035 Park Ave 。 
Tel. Sacramento 7980 

KANZO OGURIm D 

214 Hi が おむ 8 她げ 
W. IViangie がが 

K . IWAMOTO , M . D . 1 

U4W.70 か St. 1 

TcL T 化 falgar 0352 ; 

— — ( 

タ每趴 避べ 
g 診 育 

時 月 ホ 午 察’^ 學ュ 
かぶ 時 お 時見醫 I 
ら、 i 四 巧 ニ ご 巧 病 
八を で 時®;;^ が院 
時 ' が 朗勤反 
を とら W 

が 

武 育 <!：; 午 午 
ボ巧ホ 後 お診 

。五 7 パ、 唉 

かバぁ 7 巧 時時 爲 
お ラ お 1 卖 M 閒 
巧 ン 巧 病 巧： 八十 
巧 ドを お ニ こ 時が 

H , 古ト r S 午 午 診 
巧 ザを をを 装！ 
は， 比… 置と一 ご：' 
的 ン亞巌 季時軒 時 i 
約 病 大娶卞 n n 餅！ 

上 巧ぶ 時说 1 

培 巧び j 


Dr. Emil Eichel 

Surgeon-Dentisi 
748 Ux . む も ai 59 化 お. 
Te しおが ni が 59 


Oriental Art Studios 

丄 Y . Ma わ um 日 to 
124 W .34&^ JU . C . 

Tel . Wisconsin ^518 


Koike み u ぷ 0 

730 F あ h Av も 
Cor. 5 巧 ! ！ み . 
Tel. Cii^cle 4406 


Miss 目 I 謝! ig Fisil が 

1264 !_ 的. む e , B 由が n お 化 and 86 h な 巧亂， 


授敎語 興人婦 


I Endo & Kodachi, Inc. 
! が Greenwich 化 eei , City 
Te し Whi お hall 1541-2 


遠 

小 

召 

蘭 


諸輸 和船 艦 
荷 出 巧を 船 
够? 入を 食狗 
運 穂 雜粋用 
搬關 貨品壤 
驳手販 
扱績寶 


JAPAN ART STUDIO 

1 巧 L 57 化な. Bet •わ rk 在 lex . ii 巧 s . 
巧し 化 AZA 8897 


T， KASA! 

Merchant 

TaUor 

分 

FIMES BDiiOING 
お om 304 
巧 W 巧が ‘ 

Phone 

わが at 30 が 



Y • げ O 

巧 3 Eest 巧 rd 化 
む r. Lexmgbn む 8., 


MIKADO TAILOR 

30 に 6 な h St. 

Tel . Rhineiand がが が 


Scientific Massage & 
Medical Gymnastics 
PiUL K . KITIUIMA 
目 07 West 138 化 S しん Y . 
lei . Edgecomb 1 が 6 


iiifttttlMliiiH 




riiattIliiiitoiM 





Da D. BLOOM 

一 NEW YO RKOFFICES- 
34th Street Cor. 3rd Avenue 
86th Street Cor. Lexington Avenue 
1 25th S わ eet Cor‘ pMk Avenue 
-BROOKLYN— 

E . に A 化 ee Bldg.iDeKa 比 Av も skt Fulton Si. 


駭レ H II 堪 最多 
L 午 察 了 本 U 能 新年 媳 
を 詢時寧 人 還に 式の 倒 
化 巧懸諸 8 て 巧經科 

巧 S 切を！ 信 學驗貧 
と 胃。 こ 1 巧手を 醫 
午 ■治は す 镇锡巧 



F. L FR 巨 DE 反に S CO. 

宵 巧化单 大巧 化 治を 
118 L が ホな . Te! ， BegeniW94 
8 此 Uxi 巧 わ n & わ rk むが ‘ 

を 時 八 巧 日 罐+水 巧 


DR.H •ん GARDNER 

DENTIST 

巧 1 81 sf Sti M Madissm む も 
Tel . Regent ? 巧 8 


DELE ：. E.YOSH 化 

307 W . 的 rd 化 
Tel . Ri 化な ide が 5(] 


M.Yamaguchi ， M D- 

70 む aman むも， 

Td Lorraine が 34 


電 

話 

ご 西 
r± 

r 宁 
ト目 
と 六 
〇 十 

とふ 

九番 


に K. Maniyama Co. 

67 货 .が 化 化 ん y . 

Te し 8 巧 ant 7 fl 巧 



ぶ 

洋 

服 


CLOTHES BU 比 DING 

"PAR EXC 巨 IXENCE" 


KER 民 &MAVO 民 
1023 Third Ave. 

Bet . が & 61 が s . Tel 巧 hone わ が n け 郎9 

争 向 人 本日 

巧專 靴型 ふ 

てし 張 お 員 店ら 化に 駕 を 御 
ザけ 屆日 邸は 郁 !) 取 ir 法寸 


I 扣巧1ぃ巧排 巧1り<附 


類 計時 石 寶屬を 貴 

會 商柳靑 



しご 旨を i 切 親 ご 直 正 
精を 品 巧る を 用 信ち 確 
則榜ま 一物 産 ± 御し 選 
すまし 致賣販 で價廉 

引 割 四 ま 力 割 H 

Aoyagi し 〇• 

1 が 157 W . が nd ST . 

巧し 邮 YANT が 74 



んし CEASA も M.D. 

127 Easi 84 化 化 eet 
be け ark & Lexin か m む 巧 

養 喉 咽 鼻な! 

間 時察該 
午 尼を 時ト 前午自 
巧 八を 時 六 後午自 
日 權 

自 午前 十 時 ま 午を- -時 


號？ 十 百 瓦 千 


第 


隸 新/倉 鄉 


日曜±】 日 五十 巧 二十 年 H 巧昭 


稅關 事務 

あ洋 を化幷 じを 世界 
の 輸出入 方を じ随ず 
する！ 切の 御 諮閒じ 
遞じ滋 道激船 貨物 運 
k ぶ お 化を 稅お 手續 
書 等 進呈す。 重要 都 
おじ 化理 をを 得し 誠 
.實あ 速 巧 用命 じ應や 

煤 髓取驟 


暮巧丈 谷 基 

も 則 6 ー自 午前 义時 U 十二時 
.け n 如 I 自 午を 一' 時り あ 時 
C t 一 kIP を 1 inir」、 を 


9 

0 

5 


J 5 

I 0 


S 


火 踞午お 一時 U 六 時 

はへ キシヤ —フア 


化が 
JS 卿 

背 

If 

M .- が 

p N 

が 化 

eh 

|簡 

お w 

微 


本 I 

人 

美 

0 

が 

を 


牧師 宮 時繁】 
が 事 脇 崖 義人 
諸 ぉ觀’ 

日 谣盧拜 午前 十一 時 

日曜 學校 午前 十 時 

顧 織目® キ をと 時半 

祈禱會 水曜 夕よ 時半 
を 宿を 

位展 をが 比 巧を 技 
を 下町を 十 おみを 
を會 社員 じ 最適 

設お圖 書# 誌 巧 £ 
を 輔娛樂 具 おちを 
堂 あ も 

使宜磯 業巧旋 旅を 
ま 巧を 辖事 案諷ず 


.!0 巧 1C 正 W OOC 巧 ご M.D ‘ 

U; を 芝 th 坦. を さ rk 
ジ I. 舌 ミ 互 t 3573 > ジ|1 ち le ニ云呈 

巧 九 時 1 午 « 一時 

H 里 午 巧 九 時 1 午を 四 持 I 

ドク ト W 小 お乘ぎ 



.學友 聯合 晚餐會 - 

ン ピアた 學 H 本-^ 學友協 貪 I 
55 W . ニ 田 h FN ミ さみ！！. 一. 

(ジ I . Bratihiirst た 70 呈 .迈) 
每巧 第二 ご 第 四を 曜目正 ホ 時ょ 
, 當大舉 M こさを I 。 を 後 巧 おれ 
をを じて を談 ず。 校の 內が ト閱 
は 中、 日米 學 ぶの ホ 媛を 乞ん- 


打 6 

.1 柳 

0 加 
心* S 

1- 
.地 地 

ミ 

化 I 

g 化 

就 


諸 おを 


a 

-S3 
了が 


3^ 


2 
» 5 

W が 

I 做’ 

I M 

n 愉 

.促 P 

t 

ふ峭 

h か 
ミ 

巧.！ 

eg 

のな 

聊™ 

& 5 

J wJ 
k 巧 
化 W 
お 


が I 
を 
01 
本！ 

A 
を 
を 

お 一 
會 


活巧說 を (日) 八 持 _ 
日 睡单校 (日 ご 一時 半 
家庭 集會 (水) 八 麻 
祈瞎會 あ (本) 八を 

聖莫研 巧 八 ホー /が 

婦人 會 
譲巧會 


設 備 


を 宿を、 巧 易を を 
職業 巧旋 ，をの 化 
人 おの 巧 巧 巧 じな 

じまず 0 


. 巧 .— お ；； f 

日 巧 蛮 香巧觉 正午 
お 勵をタ と時キ 
摄巧說 を タ八時 
木 巧が 爲をタ 八 時 
英 お及びを な 

午 任 二な 

±廣 涕お會 又は 
ホお會 タ乂持 

おを みお 

を お 部、- 旅 巧を ま 巧 

巧* 入 事相 巧が、 謂を 
が、 巧 業 周旋 巧、 巧 巧 

裁键お 巧の 諸 課を を 
け會員 及び ホを 員の 
巧を 計る 


ブ C 1 ドゥエ ー 巧と 十を 
領事 お 向 測を おと 0 五が 室 


‘タ请 

線が ィ裤 A 

170 B 夏を a ニ .y.Gity 
ぎ CQftlan を涅 37 た 普 | 



御菓子 儒 

名物 栗錯 頭、 がホ肇 -賛澤 岳、 
甘納豆、 巧 他を 槐 
煎餅 卸小資 。のし 餅は 前日 -4 御 
注文を た ふ。 

妈 注文は 松風が 窩橋 

基 W. 贾す S 二 e ニ r 己 量 こ署 


斬 鮮魚 介 一切 

3本人陌きの生魚澤岀お^ 揃 へ 

将别 廉蹟で 大勉强 致しまず 

サゲえ 魚 席 

SLUMBiA FISH 妄0 0なゴ1^ 吉呈ち1 
2 含 West 61st Street coir A 賣 量 dam Ave. 
Tel Columbus 9123 


お 


s. 


0 


威 巧の 秘訣 

乂困ま 英語を 起ず 事 
は 成功の 镇 一 義 です 
本校には a 本人を お 
じ 慣れた 專巧 婦人を 
師ぁ b 懇切 じ 會嚴ホ 
信 文 就を 語を 敎授し 
ょす。 日喔週 H おじ 
午前 丸 時よ b 午後 十 

時まで 開 巧— し 一 レー 
スンと 十五 化づ i 
今 H 息 もじ 巧 校 をれ 


化 

h 

お 

8 

が 

化 

円 

如 

.削 

5 

6 
2 


々离糖 ♦籍誌 令 新聞 
縱覽 室を 開 
執務 午前 化 時 ょら 午を 击時迄 

紐 育 日本人 會 

1 とよ 五 

00 と 0 
00 と~ 


プ 

電 

話 


ナ—ク ホ 


爵議！ .； ：，^ 每巧十 8 發巧 
雜穂 e 4** s , 一部 十 化 
1057 一己 A さ . N 呈ぎ k 畳 


戳關 事務 取扱 
W 再 i 广受萬 & 吉. 

す 0 三 68 ニ Bsadw ささ 
Tel. ぞ wiitig-G ま ミ 9 岩 4-5-8 


セント 乃至 物 做 線 じ相當 ずる 同 
h 五ドグ 四十 セン. ト (濱を 千 四 
な S 十圓) の 範齒を 巧 ホす る も 
のでない かごい はれる。 


. 勸銀の小ロ金一一*? 

ま 京 特電 十四日 雖 n 勸業 銀け 
は 小口の 金融 じ 活躍し 下半期の _ 
貸 ホし 数 おした V" 化 ホ 產業あ も 
之を 歡迎の 模樣で ゎる。 

コ I ルの 金利 

俄かに 下落 

忡 育貸阳 おも 减少 

昨今 當地ホ 場の コー 八を 利が 
一割 ニを とい ふ 高 刑に 達しな 式 
界じ 深甚な 影響を及ぼした こご 
は 本紙の 旣 報した 所で あるが、 
その後 お 仲買人の 貸附も 前週 じ 
比較して ニ 億 千 八 巧 八十 一二 巧 化 
千を の戚 々を 巧す ど 共じ聯 銀の 
巧 割引が 非常に お 加し コー 火の 
を 利は 十五 H 朝の 八み が 六を じ 
下落して 巿壤の 人達を 驚かして 
居る が、 採 式 ホ' 填は-時の 反落 
も 再び 見 あして 一般的 じは 上向 
き VJ なら、 歲 ホを 前 じして 巧び 
前々 過の かきたを 氣を呈 する じ 
まるで わらう ど 期待され て 居る 
尙 は大藏 省み 新 証券 五 億 弗は 應 
慕 超過で 締切つ た。 


尋 れ人 

(宮城 縣) 大橋武 雄 (長 巧 縣}获 
原 平ん (同) お 伯鎭雄 _麗 島 
縣) 中 おを ニ (岡) 渡 邊泰助 {'東 
を 巧) を 澤武之 助 (か 歌 山縣) 
巧藤甚 之を (群 馬縣) 松 下壽之 
を (山 ロ縣) 德巧猪 一二郎 (熊 
本 縣} 邪がず 喜 (鳥 取縣) 廳勝 
豁 (山 ロ縣) 原甚吉 (を 媛縣； 
横 旧 常を (岩 手縣 )：iii 々失 淸强郎 
(和歌 山縣) 化 本 平を (鹿 お 島 
縣) 鼠 上が 愛 (巧知 縣) 水 未 松 
(長 崎 縣}述 山 巧藏ま 

をの まじ 通知 致 度き 儀を ぶ 
お 間 本人 若 （は 知人よ b 現 
住所 御 通知 願主が. 

紐 吾 帝國 総領事 舘 

1 里 Hi を 思す こ ロ rk 己 ニ 


.松林が か 

320 互 an 雲 an 芦 で 巧 et. ご 3.114 Sts. 
Api. 房 Tei. Mcmi 三 某 9 


齒科醫 

午前 化 時 ょら 午後 

動 i 

ひで 差 支へ あらま 
せん。 

バ^イで シ 五作 


磯が 工具 製作 
運動具 並 お 具 
貴 金盧あ 時計 

松本：^引ァい 

寫眞機 レ デ ィォ 

ラン フシ ェ ド 

美術品 贩賣 修理 


第五 街よ 一二 0 

へ クシ ヤ！ 
ビ八ザ ング內 

小 池 寫眞舘 

電話 サーク か， 

四 四 0 み 


をき 米國 婦人 
日本ん へのを 
語を 按じは を 
年の 姪 驗を有 

ず 0 ! ンプ义 

ンと 十巧牠 
每 H 朝 九 時ょ 
らが化 時 迄 何 
踪 r : て も替し 
H 曜日は 一 時 
ょ^ 四時 迄 


^ 固 ♦■♦■♦田 ♦ 


紐 育生 命 松 險曾お 


養 

を 


S 木を ま 

保險 


ぶ’ ぞ 5- 

zew Yoi-k ごを！ ロ srance Co 

ロ 1 oh» 吕 be さ St: ち ewY ミ！ coity. 

ミ OS- Worth 段 萬 
會姑.ノ 方 M 额掛 み ノ 節 必ズ. 
御自 を/. あ 巧ピ若 話を » チ 申 
巧々* 虽辛 F サイ 


W 


iJl ♦ 麵 ♦■♦■♦■♦■♦■♦る 




H 本* ミ 那資玉 巧 美 
術 品、 婦人 用を 飾な 
化 裝鉤お 

一: 島 nr ァ S 

商 等 美術品 修辖、 

曾 飾 品、 スト 9 ング 
H 本 服を な 


赁ザ 洋服な 檢股ホ じ 眼鏡 調節 


加 弓 

Tk 

地. 1-1 
か 3 k 


お 育 州を 誤 
內務 省を 許 
巧を 巧大醫 巧大單 
を 婆 復習 巧 ホ 業 
元 化み 

產婆 お本綠 




> A 


十五 年の 歷を ぁる 當 校は 多年の 
經驗ご 新 智識を 有する 敎 師を聘 
し 自敷車 
操 縱を及 
び 運 巧を 
の 修得す 
べき お 要 
な 機 離 的 
智識を 短 
巧 間 じし 
て 最も^ § 
を ある 徹 
底 的 技術 

をを 習し 免が 獲得を 保疆し 職業 
ロ をら 巧 旋し 毒*。 



A お譯 ◊調杳 ◊交渉 
.1 ◊買物 ◊其 他柯 で- 
t .18 > 御 盤 巧に 御 取扱 致し 
紐 d 相！ ます。 

昏， I W I A なは シカゴ 大學を 
一く 加 W 卒業し 在米 旣じ廿 四 
案 パむ 年 聊か ホ國の 事情 じ 
巧 お M - 通 やる もの VI 信じが 


舍 


が 育 商き 研究所 


東扣け 一 所 &韓と 核— 
~c>- k s 

西咖側 

書. 


房 


W d 

d 前 

2 

お：：： 
.ぷ 4 


巧 


A ホ國 じて 發巧 せる 
お舊の 書籍 ご 雜 誌は 
御 注文み 篤 敏速 じ 御 
屆け 致します。 
▲右洒 注文 じ對 して 
はを 價 よら 割引して 
差 上げます 0 


珍ら しい こごを 殊に 喜ぶ 

ホ國 人への 送 物に 是非！ 

がご 英文 指南 書 

親な 宜 明瞭 じ說 明して わ-^ まィ。 

巧 CW>Y>2> & 00 

ご 4 East 塞を St . Ci な 




が 巧を 年 理想の 曲み 

目 本人 靑年會 


W 辛 S 塞 罕 す I-CI ち ks こ 2 ミ 


T- 

P* 

も 

排 |!1 

§ 透 

の 

U 
Y . 


i 揉治攘 

マ ツサ— ジ、 整形 

醫 巧が 的 速 敷、 膀 
灌 注、 水 治、 ホ お 
及を お 治療、 其 化 
I 紐 育 州 公認 

/ イジ オシ ラと スト 

面が 幸努 

U 踞外每 H 午前 九 
時ョ ，午後 化 時を 
電話 前の 願 上が 


を 五十 HT 目 

- ニニ 二 

が 藤 
洋臟巧 

t フ f 八み ニニ 


洋服 調進 

タブ—’ ニン ダ、 タイ 

イング、 修濤 等】 切 

ミカド 泮服巧 

化 本 保 
卷話 ライン ランダ 1 
六ん ご 一. 0 


巧學的 揉療お 
醫術的 体操 

化 島覺丈 

西 五 首と 番 
巧 一二 十八 了 目 

電話 ェ デコム 

一四 化-一 ハ 


齒科醫 

▼彰察 時 隅 A 
巧 日 (日曜を 除く) 
午前 九 時 よら 
.午後 五 時半 
水曜 午が 化 時 1 
午を 一時 


診療 

午前 十 時 ょら 十一 
時' 午後 六 時ょ h 
八 時、 目曜は 前約 
願 上 候 

ドク ト火 

山 ロ 云 之 助 


圳織 診療 

的 お 願上误 

P — モ か大學 
ドク トかナ グメ尹 シン 

醫學巧 ± 

吉 居悅彌 


齒科醫 ホ 田榮を 

：! ニ 去 es ニ是 ず St. す こ ork 呈 
を . A 豆 d 呈 y 岩 空 
電話 ァヵ デミ ー S 乂六化 


齒科醫 木 下义ボ 

W10W. ご ニ hst. 

Tel. Mint 费巧 


表面は 妥協した が 1 . 

瓦解 同樣む 研究 會 

常務のを 選閒 題を 中‘ むごして 伯 
子 贿爵閣 が 正面衝突 をした 結果 

ま 京 特ち十 I 二日を n 常務の 改選 問題で おを 搔 勘を 惹起して 居 
むを 族院の 硏究會 はを 面を 痛を 見る に まらし も實賓 じめ ては を 
巧に 等しい 狀態 ごな b 政局への 影響が 補々 ご論證 されて 居る。 


ち 巧 院硏究 をは 目下 常が を 員 
のな 迭巧 題を 中必 じ、 化な 側 ど 
子爵 側との 正面衝突を ホた し、 
を 後 もしな ホ 譲 ホせ ず 互 ひじ 自 
說を 固執ず る ならげ、 結 厨 伯爵 
脚は 研究 食を 脫會 すを 破目-— お 
いる ごも 見られ、 さす かの 研究 
會 も、 今 巧の 常務 員 改蓮閒 題の 
解み か 巧 じょ；' ては まさじ 

み 裂 の 化を 呈 せんどして 
居る。 拙ち 子 留削醉 部では、 ホ 
を會じ わける 貴族院は を お 問題 
重 里し、. これが 解 巧 か柯は 政商 
じ 重大な 械 係を がする ものごし 
て 巧を 會 はこの 隙愼 重に 掛議會 
策を 尴 せぃ ♦<,」 はなら；：* い。 こ 
れ じは、 靑木信 光、 渡邊 千を 兩 
子を な活 せしめ、 他に 大河 內正 
敏 子、 八條隆 正子、 大久保 ホ 子 
じでの 硏究會 最高 幹部を 0 て、 
新陣を を ご； のへ、 あく t,". 子 
爵中必 ま義の もの じ會の 操が を 
じす こごが、 必要で ある ど 巧を 
した。 しかる じ、 小を 原 伯を 中 
必 とずる. 伯爵 側では、 をの 决定 
じ 單し不 おを いだき、 硏究會 が 
もし 化然 どして、 舊 勢力を 擁 L 
て 

辟 落を 整へ' る こ 良 時代 

錯 もの 接た しいを ので もる。 む 
，一'々、 曾 巧 就が •東 園 基を 両子 


らし < はを 雨 子 じ相當 ずる 人々 
をな つてを お 員 どし、 研を 會じ 
おず る會 巧の ホ 難に 瓶へ、 他面 
會 巧の 新 勢力 進出の 方法を 講ず 
ものが、 研 巧會將 ホの ためで あ 
る ごて、 子 巧 側の ホを を 根本的 
に複 へす こごを 十八 ロ 祇園 玉 川 
属 會を しわいて ホ議 し、 右の 
趣旨を おや 賴壽 伯を 通じて 子爵 
測の 化野忠 篤す じ涅 ずる どころ 
あら、 子爵 側では を爵自 をが 研 
究會の 巧統的 根本 精神で あるじ 
巧 はらず、 伯爵 側が か I る 

非望 をを へて するならば 
子爵 侧は颤 悠反窗 I、 あくまで 
も 伯®,^ の 野望を が碎ゼ ねばな 
らぬど 幹部 曾 じ おいて 大体 意見 
の-致を 見、 具体的 方法 じクい 
て' 更ら じ提高 幹部 會を觸 いて 
協議す る ことじな つたが、 か i 
る 事情の もど じ、 硏究會 は 今や 
お、 ず 兩爵備 の 正 巧 衝突を ホた 
し、 伯爵 側では 子爵 侧じ對 する 
ホ 策に っき 目下 感議 中の やぅで 
あるから-- 本閔 題の 解が 细柯は 
硏巧會 ■ - 

今後ん お衰 並びに、 貴族 
おの 势 力を 野じク い' て 重大 U る 
關巧 をる ものと して、 をの 成ら 
巧き は、 頗 ぶち 電大視 されて 居 


漱 くごん ごんで 巧け さうな 

本年度の 國際歡 ま 


貿易 か 超が 轉の 期待 空しくな 9 

ま 京 特電 十 I 二日 發 ：：：： 今牟 度の ん坦 i 踏 際收支 及， び 貿易 外の 收 
ん を 差 引きして 齒隙化 支 願 巧は 漸く ごん どんの 見込みで ある。 

づ （か稱 々の 族 因が ぁる も、 當 
業者の な t 所 じよれば、 英領 ィ 
ン ド， 蘭 放 ィンド 巧び 南が 方面 
の 輸出す 振 じよる こどが タいィ J 
いはれ て 居る。 即心 H 貧が 斥 じ 
もよ るが、 ホ じ ゴム 暴落の た々 
同地 方の 滕買 ヵ减 退に t よる もも 
で ホる と C かくして 本年 ド 半期 
の お 超 巧は 不 あを もって r らま 
さじ 乂超 じ‘、 らん ごすを 

境朔 じある が、 もし 十 
二月 S 入超を、 昨年 同 樣ニ千 ニ 
だ巧圓 ごすれば、 本年 入超は ニ 
億 脚を 超 ゆる こど じなる。 當業 
老は年 ホまでに 大口 輸入は ない 
から、 十二月の 入超は-千 ガ圓 
稻巧 じ.-' る もので がない かご 見 
てなる が、 をれ じして- が ほ 一 
億 化 千万 圓朽废 じなら、 昨年に 
比して 不成績 ごいは む ば。 らの 
。巧 ほ 本年 貿易 額 じっいて 見る 
に、 十一 巧 中旬まで 輸お 總頻は 
十と 倍 一二 千 一な 巧 圓とご 一千 五け 
巧圓 を、 徐入お 巧は 十 化な 一千 
万 圆どニ 千-な 乃圓 を、 昨年 同 
巧に 比しを々 巧 じて 居る。 これ 
は 朱 年に あつて は ご； 巧 ホ、 五月 
中が、 八月 中旬、 十 巧 ドが の 四 
巧に わたる 巧 替が藉 の 乱高下の 


本年 貧 易は、 h 半期 じぁって 
け 順調に 推 あし、 前途は 甚だし 
しく あ望視 せらむ てゐ たが、 後 
ザが じ 入っ てを 期に なし 不振が 
態 どなつ た。 をれ でもな は 入超 
额は 昨年 (一億 八 千で が 巧圓) 
稱 巧に .J る も S でもら ぅど 豫巧 
せらむ て おた が、 その後 お 超は 
株め て少。 -'、、 十 I 巧 中句まで 
の- - 

實績 Li もち 昨年 树期 

の 入超 一 憶 六 千 五な 巧圓じ 比す 
れ ば、 千 一二な 五十 巧 圓の增 加を 
をる に まつた。 試み— 本年 ごが 
年の ド 半期-- 於け るが 超 ぶら を 
見る に、 本年は 十一月 中 かまで 
- じ、 わづ かじ* 千 五な々 圓 なる 
じ 反し、 昨年 同が 間では】 億 ニ 
千 九 ぉ 巧 画と 本年の おがな 上で 
わる。 これが ため ネザ 上半 則の 
入超 額は ニ 結 一二 千 四な々 圆 ご、 
昨年 间期じ 比し 六 千で 劇の 减小 
して 居た じ拘 はら 中、 十一 巧 中 
旬までの 實績 では 前記の ごとく 
'げ年 ょら 

人 超 がかへ つて モ 一二が お 
; 十万 脚 も 巧 加した ので ある。 お 
一 からばこの 貿易 不 おは 何ん じぶ 


ため 餘出人 商談 じ ま 隙を ホた し 
- たこ どじぶ くもので あると。 

割を を即く 

生絲 輸出 

お 憤は 乂紹じ 支配 さる 

漫あ數 年間 じ わける、 生糸の 
お 費げ 態は 械 めて 良好の 成績を 
示し、 殊に H 本 生糸の 巧 豐は支 
那 、撕 、巧 等の をれ よ b も* 常 
じ 優勢を 保つ た。 本 ザの 豫 想は 
か 6 じ 米國の 消赏が 昨年 ど树樣 
である ど' 巧 賴じ觀 測す るら 

對歐輸 おは 一巧 後 泣 ひ 

の增 加を 豫 おされて 居る から、 
結局 n 本 生糸の 消豐 昨年な 上 ど 
巧を される。 しかして 遊 去數年 
お、 邸ち 一千 化 百 二十 一二を (大 
正 十二 年) 巧後最 あよでの ホ 糸 
巧 憤の 推移を 見る じ、 最も 明か 
なる 一事は 生糸の 化 段 ご、 をの 
お費幽 係の 拖め てを 接な-ごで 
ぁる。 値段が 下れば 消 裳は 增加 
し、 値段が 上れげ 消 愛.) 减 退し 
生糸 消費のと 十五 パ！ セントは 
値 ごろ じよつ て 支配され る ど 見 
られて 居る。 さら じ 過 ま 數年瞄 
娥維お 料 おの ホ價 を比较 ずれば 
ホ國 における ホ 糸の 消 裳^ 增加 
した 巧 あごして は、 生糸の 如き 
本質的 じ 優良な おおが、 羊毛 巧 
び 棉花の 下位 じを つたこ ど 

殊に 人絹に 比 L て、 比 

鞍 的 下位 じを つたこ ごがわ げら 
れ る。 こ； じ 注 息すべき 規 象は 
昨年まで 生糸 ホ價 は、 常 じ 卸 if 買 
物 値を 標 を', J して-^ ド U て おた 
たが、 このを まな 昨年な 後、 人 
絹 線を 吕標 どして 上下ず るに ま 


研究 會巧紛 續< 

研究 會內 紛ボだ 納まらず 『幹 
部の 推薦 策動を 選 皆 巧ぐ』 と 
云 はれて な感を 招き 多額 議員 
随 なで、 今後は 盲従せ す 圏 体 
巧 動 せんごい ふ。 


つたこ ごで るる。 を；. だけん 絕 
が 生糸の 値段を 壓迫 t る 力を 增 
大した こごは も。 や 無視ず るを 
得リ い。 試み じ A 絹が、 网大繊 
維 巧 料の 一 どして 誌 めら れね大 
正 十一 年な 後、 生糸 どの 關 係を 
調 香す る じ、 十 I 年 じは 人絹の 
平均値 r ホン ドニ ド^と 十 お セ 
ン トじ對 し、 ホ 糸の 五 格 

平均値-しよ ド^ 五十八 

セントで ゎつ たが、 十二 年には 
生糸の み ホ 巧 八 ド 於 一二 十九 セン 
トじ上 b、 ためじ 人絹 混 繊の數 
量を 增 加した。 十一 ニ 年には 十】 
年に 比して 生糸が 一割と を ニ 厘 
人絹は 二割 五を の 値 下を 示し.、 
人絹 使用量は 當瞬最 离記錄 を 出 
した。 みに 昨年に がける 生糸の 
値段は、 十一 年に 比して ニ 劉と 
をニ媽 S 裴 をで ぁるが、 人絹は 
さら じを の 上を 超して 二割と 巧 
八 遇の 値 下ら ぉ見せて、 をの 消 
雙は 化が 屈 盛で ぁつた。 生糸 巿 
價 & 今後は、 物 偕ず 準 線な 上 じ 

人絹 線 ~ - •左 A される 事 

實 はかくの 如く 濃厚 V 一な つて ゐ 
る。 さてぶ 年の 巿價如 河 どい ふ 
じ 一 じを 蔵 額 じか 《 るが、. ん絹 
線に 該當 する ニユ ー ョ ー ク巿化 
最優格 一 ぉンド四ド^五、六十 
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t 貧 塔 野 

句 宿 兄を 
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をを スカイ ブ 1 と 八 ニニ 


提 の蒲燒 おいしい 巧 お 

會席 御巧理 

晝 食は 末廣へ 
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: 海に、 陸に、 をはた V しく 

; 英 皇太子 恙 むく 英京へ 

- M 英領 了フ リカの 變 地から 記錄 破りの わ 旅行 M 

國 王の 御 容態 U ながに 

" ン ドンょ b 達した 情報を 綜合す るに、 固王ジ 9 — ジ陛 ：トの 御を 態は 第一 皇 モゥ ユ ー 八ス 親王 
： の 御 細 巧 W 巧 非常に わ是 直し、 まる 十一 11 H じ 一大 英斷 でを か 巧 醫執乃 じて 巧 なれに 右 肺 切關手 
I 販じ化 b 、 御を おはが 巧を 好に 向は せられて 居る。 


父ち， ジ 3 1 ジ國 主の 病 ひ 篤 
しごの 悲報を、 天涯の 孤 巧西ァ 
フブ 々の蠻 地で 巧 じされ じち 固 
皇 太で ゥェ ー ^ ‘ 親王 殿' 下は、 
おじ、 棒 じ、 巧を 日 じ 繼ぐホ 千 
四な 二十 立哩 のをを ら御恙 •か G 
く、 まる 十一 日の 夕刻 0 ン ドン 
I じ 御歸着 

直ちに 病ませ 給 ふ 父君 陛 
下の 御 枕 おじ 巧ら せられ U 。 簡 
單な 公報け 乂 々猫勒 面の わが 撥 
を 知る にを -'- むが、 過ぶ S 遇 間 
の大 掏-しわ やつれ 遊け した 父 帝 
のわ變 らし。 つたわを には、 流 
おじが 慨御無 藍-: ならせられた 
が、 階下 も、 ゥ でー ルス 親王の 
をを はつき h 御訟識 に。 + り、 ホ 
常。 る お ' 畜 び々 C あつた ごを は 
る。 ま -- ご-し 戯曲 的な 御 對而で 
は ぁつた。 皇お子 殿下が 御狩獵 
の 旅を あ ひた b て 父 ホ S 御 お 巧 
にわ 歸 b を 自ら ‘ 

御 か 意 じな つたのは 十一 
巧 二十と 日の こどで、 ホ銷 地の 
を 深い ド パ マを ザ 朝の 褒单 じて 
おあ發 、ァフリヵの 舊 を'。 木が 
を 燃料 ごず. と ボタ ボタ 潰 車 じ お 
乘 りの 上 ニー 巧 哩のわ お ' 十六 時 
間 ^ 费 やされ たお、 この間 じが 
て、 英 図な 府 はお 带 省に 割し ィ 
リ * がを の 誇 6 でも あを、 最 
快速 方を 持つ あ 化 式 巡が 艦 ユン 
タプラ キス 巧に 裁し 急遽な 海の 
ァ ダンから 二十 哩を 隔てた ダ ー 
ェズ •サラ ァマを ホ 動し 殿下を 
わ迎へ 奉る やぅみ みか 一 下し わ 
ゴンダ プラ 斗え 號 のを 速力は S 
十 S ノットで わるが 、' 沿を じ 御 
到 幕 遊ば 5 れた殿 f け 艦の ホる 
を 今や 

遲 > し 一」 御 诗も訖 びじなら 
遂じ 十二 巧 ニ H 午が 一時 S 十を 
エン タブ ラキ， 號 じ御搭 を、 ス 
ェズ運 仰を 貫いて ブリン デシへ 
四千と 巧啡 ごい ふを 途の海 じ 旅 
じ 就かれた。 ホ 均 二十 五ノ ブト 
のか 速力を 出した エン タブ ラキ 
ス號 が， ス 五 ズ に御鲁 じな つた 
のな 六 n 目の 午後 化 時 十 おみ、 
この 阳英脚 政府は 巧 一の 籍合じ 
備 ふるため 他の 快速 巡が 鑑フ 0 
ビブ シヤ 1 号を アン. キ デン ドリ 

アじ 派し 巧 巧 巧の 出動を 準備 申 
上げた が、 ス王ズ で 御 降 お遊ば 

，ぐれた 殿 ドは 锁路 々イロ じあ か 


れ 、をで 殿下は 久 々ぶら じ ± を 
踏んで ゴ^フを 遊ばされた ら、 
バザ L し 

御廳 席* 牛。 ょら ポ I 

セキ ド じ 赴かれて、 スユズ 連 河 
を 通過した 五ン タブ ラキ， 号 じ 
午を 九 時 五十 立み 巧び 御 搭を柏 
が b 、 地中が 九.， り ニ ト八哩 の 旅 
じ 上られた。 聞く 巧 じがれ じ 殿 
下は フ U ビ ッジ ャ ー 号 じ 御乘替 
が 出 ホた ので あるが、 3 ンタ / 
ラ キス 號乘紐 員は このため' クリ 
スマスを 異鄕 アデンで なし ロン 
ドンで 迎へ 得る こごを わ ザに 相 
ぶ b - わざ^ _ エン タプラ キス 
號を巧 ひわ 逃び じな つた V 承 だ 

る。 斯 て エン タブ ラキ， 號 

は 荒な ふ おじ ホ 巧 二十 五 ノット 
のかを 力を 出し S 十 古 時間 一二 十 
みに して ィ タリの 

一角て ある フリン テシ じ 
御と 陸、 おわ 隊も 準備され て あ 
つたが、 これをわ斷5じ；：<>ら、 

ィ タリー 皇 太， r ゥンべ がト 親王 
み 御が 意 じょら 特別 列 ホへ 御上 
陸と をし して 御 便乗、 を もじ ア 
ドリア テックが の】 巧なる 卞四 
な啤 •の 大陸を 橫斷 されて、 窠雜 
お峽の 入口で ある ボ — n ンに記 
録 破らの 速い 旅 じ 就かれた 。お 
をは 一時間 四十 哩ど いふず 巧で 

ィ タリ I、 ス キス、 フ ミンスの 

常 局が お トキ 配ち した もので 
あるが、 殿下には ブリン デシょ 
ら 目下 國 際縣盟 理事 會が 開^れ 
て 居る 八 カノを 經 由され.、 をれ 
ょも. フランスの ベ^フ オトを 經 

てボ 1 ンじ御 割 着 巧ぶ つため 
は、 午後の ホ 時 四十 五を、 をむ 
よ， 9 

郵便船 ビア リッ ダ 號に御 

便乘 ，'フ ォ八ク ストー ンじ 御上 
陸の 上 巧び 臨時列車 でと 十よ 哩 
を 隔てむ。 ン ドン じがぶ がかく 
御 歸還あ をげ された もので、 殿 
下は 御 おを 後、 この 長途の 御旅 
じ 镇单の 御旅が あ 回、 海め 旅が 
三 一回、 自動 单 S 旅が 六 回な 上と 
いふ 記録 破 もで、 英國 か 府は殿 
下の ねめ-し 巡が 鑑ニ隻 、飛行機 
ニ 機を 御 準備 申 上げ 殿 F は 飛行 
機を 御が 用 遊ばされん どし じが 
ボ I グ ドウ キシ肯 相の 切なる 御 
勸吿で お 思と b じな つた もので 
ホる ピロ 


ウ五 ルス 親王は 

王位 繼 承を 難 退か 

父君を の わ 病 ひに 嘻の かずかず 


父 ホの 御 病床の 枕頭 じ 侍る ベ 
< 急遽 御 歸 おじな つた ウで ー グ 
ズ 親王 巧 ド U ホ だ 巧 身 じがは す 
ごころ から、 巧-父 帝 じ 御 不幸 


が ホつ；^ 壌 合 じがけ を 親王の 

御 進退け 昨今 吳國上 

下で 注視の 的 じな つて 居る。 殿 
下の 御踐 がに 就て は從ホ どても 


『殿下は 多を 王位を 弟 君で をる 
へ ン 9 ! 太1 :$ 5じ讓られるであら 
ぅ』 ごか 『殿下には 患 中の 人が 
あつたが 失戀 されて 濁 身を 巧を 
巧 恵され て 居る』 ごか 種々 ご 化 
間で 辱され て 居る だけに、 今 じ 
して 尚は 大き U 謎 ごな つて 賠る 
を f が最化 アフリヵの 御旅から 
おを 3 1 ク 太を S 里 女で 本年 ニ 
歲 じなる ユ ，ザ ベス 巧 親王 じ 街 
し 『未來 S 英國 女王』 i 書 送ら 

れた王 ピソー . ドが 世人を しで 尙 
ほ 深ぐ 殿 ドの 御眞 怠を 疑 はれて 
居る が、 殿下 ごして 御お媳 遊ぶ 
さない 限ら、 で リザ’ ヘス 巧親モ 
第二 化が 

この 世 じ 現 けれる 磯會 
は ホ 常に ぞいので あを。 巧搜の 
皇室 かこの 可愛い I 內 親王は 民 
ホ このを 渉を 深から I めて 居る 
の も 事 賞で、 假 b じゥ王 1 八ス 
親玉が 一半 濁 身で 押し 趣され、 

3 — ク太 をが じ 親王が わ 生れに 
なら。 い 限を 女王の. お 現は 頗ぶ 
る 可 館 巧が をい。 而 かー 假 6 に 
ゥ で！^ ス 親王が 綺 結婚に なつ 
た VJ すれに、 3 — ク太 をが 今 巧 
は 巧が 閣の秩 父の 宮殿 下の かき 
御 位 農に 立たせら い、 皇太手 乃 
至 嵐 王 ごなられ る：！！ がない どを 
限らない が、 て 位を 繼ぐ をはを 
のを 若を 問は ず、 男親 王を まご 
し內 親王を 從 ごず るが、 ョ ー ク 
太を の お 弟に 當ら せらる、 グ。 

— セ スタ ー 太を や、 ジョ ージ親 

王は、 ユ 9 ザべ ス內 親王のを じ 
なる 譯 である。 殊に 最化ョ ー ク 
おを が屢々 

公開の席 へ 御 臨御 じな 

6、 或 ひは ォ ー スト ラ リア じ 御 
旅 巧 遊ばされ、 國務の 一 端を 御 
硏究じ 化成つ た > 、 性 ホ おを b 
じて 巧は す 太を が 最近 これが 御 
濡 正に ホ 常の 巧 力され て 居る こ 
ご等は或ひは31ク太を山王位 
繼承 可能性を 示す もの ごされ、 

ゥ エ 1 グス 親王 も、 常じョ 1 ク 
太を を お ホる だけ お 先き にお 立 
てじなる こどを 0 つて 寧る 御檢 
か VJ なされて 居る 點 等ら あら 、- 
のみならず、 殿' トが御 面倒な 因 
務 から 身輕 じなら たいど 秘か じ 
わ 巧ら しじ つたこと、 或 ひは 
御宴 會の御 席上 等で 

御戯談 をち 1^3, ク太 

を 妃殿下を 『未 巧の 皇后陛下』 
£ わ 呼び じなる ことが しばしば 
ある VJ のこ ごで、 世人は ます ま 
す御讓 位を お增申 上げて 居る 譯 
であるが、 ゥエ ー术ス 殿下は 父 
巧ょ らも 財 產は御 農 富に だはし 
今度の アフ ブ 力 御旅 巧 も 總て御 
自身の 御を 用で 御 ま 巧 じな つて 
居る。 これは 往年 自治領 御 視察 
旁々 化 あ 一週のを じ 就かれ わ 巧 


勞が黨が を の莫大；：^御旅費を非 
難した ので、 殿下は 斯うした 非 
難を 豫め 巧ぐ 意 化から、 今 巧の 
招 旅 巧の 藍 用の お 巧 も 明かに さ 
された ので あるが、 斯うした 御 
行 勘の 一端に も 親玉の 御 気質が 
うがが はれ、 御 退化 說ら 强も增 
のみでないピ推察されるみ第で 
ある。 

第 四 皇子 も 

急遽 歸英 

昨を ザの 便船で 

先が 崩が の 御 お、 英國の 東が 
絕隊乘 紐 員 ご （て 日本 じ 赴かれ 
親しく 英國 皇室を 化 表して 巧が 
皇室に 御 お 息を 表せられた ジヨ 
—デ頤 王の 祟 四 皇子 ジヨ ージ親 
王は、 目下 ゥ キン ツア 中尉の 御 
格で 

太 西洋 廳陈 一' 巡が 艦 ダ I パン 
號じ御 乘組あ り、 バムー ダ 島 
ホ 面 じあら せられ だが、 父 帝 
の 病び 篤 Lf の 報し 接 しられ 
ためで、 昨 校キ當 地を お化し 
た V レン •々リア 號で 急遽 御驗 
吳 巧し、 ダー バン 號は巧 H 
正午 當地暮 、眞 ちじ' 一 ド ソン 
河 ご 十 巧 了 目のを 頭 じ 横付け 
ど U6、 アメプ カ國務 省、 陸 
おず お 巧 お、 奥國 大使館 代表 
當化 英輕總 領事 ア！ ムマ トロ 
ング氏 等の 御 出迦を 受けられ 
をみ 巧の ベレン ダ y ア號 にわ 附 
武官ぶび從僕ど共じ乗-:>込まれ 
た 0 

十 人 野球 制 

規則 改正で 論戰 

ナシ 3 户八 •リ ー グん會 長で 
あるへー ドラー 巧 U 目で シカゴ 
で願灌 中で をる 康メ ーデャ ，—• 
リ！ グ會議 じ 凿しナ シヨ ナ瓜 • 

リ ー. グの 後援を 得て 
元 ホ 投手は 總 じて 巧 擊が弱 （ 
をつ ていかに 立派な ツビ チン 
グを遣 っても 機會が ホれば ピ 
ンチ •< ヒツタ ー じ. 譲て 競技 か 
ら 退' くこ ごじな つて 居る が、 
これは ダ ー ム 本位から しても 
面白くない、 故 じ 今後は 從ホ 
化 人で 編 削した チ ー ムを十 人 
制度 じして、 投手の 巧 打者を 
一人 置く ことじしたい。 

£ 提議して な ホの 野球 じどつ て 
は 革命的な 規則 改正案を おして 
居る が、 フアンみ 中 じは 相當こ 
れじ 共鳴す る 者 も あるが、 アメ 


V ヵン • 9— グ 連中は 
若し をん な こどに なれば ベ ー 
プ • ス のかき 恐ら （五十を 
じな つても はすの 化 巧者 どし 
て 本 壁 打を ヵッ 巧は すじ 相違 
あるまい 

と、 てんで 頭から 問題に して 居 
ない 巧 子で ある。 

文豪 オニ ー ル 氏 

巧衛 y 隱ず 

强 度の 神經 衰弱 

ァメ V 々が ホんだ 一 化の た 豪' 
ユ！ ジン •，ォ .ニ ！ グ 巧が 上海で I 
ま 態で わる ことは 本が 特電の 陡 
報した 所で あるが、 をの 後网化 
から 達した 電報 じ 依れば ネ ニ； 

グ 氏は 過勞 から 極度の 神 經を弱 
じか i つて 居た みで あ もが、 今 
回 病氣の 報が 傅る ど あじを 方面 
から 極々 ど 問合せが あら、 或 ひ 
は酵 される- I ごじ 憤慨して 醫者 
じ 一 臺を殘 して 突然 上 おからを 
をを 隱 （たが、 氏は：； プィ邊 で 
静養した いどい ふ 希留を 殺ら し 
てゐ ねので あるから、 この ホ 面 
かちくは H 本へ あい ゎ V 一い ふ說 
ど、 今锅 ほと 海の 人を 離 n わ 地 
點 じかくれ て 居る 等 ご 又もや 蹲 
の 種を まいて ゐる 


卓 上— 夜 1 話 

大縣澤 山な 鹽 

◊ U 本には 一日 j 人の 割で 皆 
學博 ± が 製造され て 居る 相で あ 
るが、 最 を メキシコの 陸 お 省の 
發 表する どころ に 化れば、- 同國 
の 陸軍には 乂將が 驚く みれ 一二な 
八十 九 名 居 をの 中の 一二 百 名 
ばが をが 現役で あるを ぅな。 

◊をれ から 中將 化での 將谈が 
八 千 六 唐 十六 名 £ 言 ふので、 一 
体 兵 除さん は どの位 ひゐ るかと 
思 ふ ど 僅か‘ じ 六 巧 四千 二十 化 名 
であると 言 ふから 兵卒 じ <ら ベ 
て 無茶 じ大將 .がを いわけで ある 
が、. 化の 邊がメ 辛 シコ まか もし 
れ ぬ。 化の 大勢を 0 つてむ る 同 
國の 軍馬は 一二で 四千 四冉 四十 ニ 
頭 じ 達する ど 言 ふから、 まさじ 
騎兵さん のを 盛の 天下で ある。 

◊勞鹽 俱樂部 發會ま 延期' 

旣 報の 通ら 巧 紐 育 日本人 勞働 
者ぉ樂 部の 開場 視 ひは、 今 十五 
:1:(±曜；11) 巧 懼す當 なをし も、 
稱 々の 差を へを をせ し爲 め、 巧 
る 十九 H (水曜日} 巧 化 時 じ 延期 
されし VJ 。 


幹 I 御用 品大賣 化、 し. 
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御 料理 用な は 最を品 一切 洩れな くな 揃へ ょした。 特 
じ お 正月 用の 新 数の子、 田作、 もも ホ、 山の 芋、 を 锦罐詰 
類、 御菓子 類、 御 祝儀 用品 其 他い ろ/ \ 到着 致しました か 
ら賣 切れぬ 中 じ お 早く 御用 命 願 ひます 
生 邸 菜 類 弊店。 ング グアィラ V ド 農 瘍產の 最も 新鮮 
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i 芋 等 も 取 揃 へて 琶 b ます 
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ジ 一’ P 昏呈 8 


木 田 ル もンク 
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會糜 御料 現 


御 料理 織， fk 

太 陽 

壽司海 日 あちます 


會無御 料理 

昭 巧 

特別 純 日本間を 新設し チキンの 
水煮を 始めました。 チキンの 水 
煮は 一二 時 閒程前 御 電話 願 ひます 


を 樣の御 嗜巧じ 適 ふ 
樣な美 ホの 御 巧 巧を 

SI 廣滲樓 

致し 主す から 績々 衙 
ホ ホを 顔 ひます 

S ホ興樓 

腐 揃 ひの 料理人 數名 
が 日ぶ 人 諸君の 嗜巧 
じ 適する 巧 巧を 差 上 
ます。 賴 S 時を 開 巧 
(な 什 五 下目 サブ 
停 革琪の 下) 


ま 那巧理 

か 廳お園 

司 理人蘆 蓮 
お 致の ホ じは 童 巧 
の巧梗 利じ備 へが 
間會 席の 御用 じ應 
や V く睽閣 巧卒相 
不廣お 引 立願 巧 0 
紙上 御 案內中 上ち 


ホ 上 金魚 巧 
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御 下宿 喜樂 

元黒綺 旅館 奈鼓 直な 
184 至を St. Brooklyn, N.Y 
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雜雜育 總 L 


日曜 十一】 


ロ 五十 巧 二十 年 H 巧昭 


【四】 


ネ 庙大阪 化濱五 T 目 
短 育支庙 紐育ブ C — ドゥ 王 1 島 四十 化を 

難 住ぶ 銀 巧 

お (東を* 橫濱 、名 古屋 、京都、 神 戸、 岡 山 
a り^ I 尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 井、 下ノ顆 
巧ち 店 (巧 司、 小 倉、 を あ、 蹲 多、 久留 ホ、 おネ等 

本圃 預金、 鄕里 送を 等は 極め 
て 御 便利 迅速 じ 御 取扱 可 申 お 


本店 朝鮮 京 城’ I 
支店 ぉ張所は日本內地の樞要都ホ^ 巧巧 
滿洲 、支那のを 地 及び 巧 f 伍 

朝鮮 艱巧紐 脅 出張 熙 

み 國爲替 一 殺 敏巧馨 精々 御 便利 じ襄巧 
巧 上 お 


藤本 證券 會お 

- 般ち增 m をノ賓 買、 引ず、 募集 
▲ 球、 虫 ニ 之 ニ 關スこ 切 ノ業巧 

g 賊 藤本 ミミ— 力— 銀 巧 

が 育が 張 所 


▲を 巧 ホを 等敢惦 巧を の涅宮 » 巧ん る U 栗が 目 
の 巧な 親切 T 穿 ミ 共に 當 ホの 萬ミ寸 るを で寸 
▲當れ 太 や 洋航巧 一二 等 あ 巧は を 部 革が 的な ちん 
旌 L ました、 巧に ホ 巧 線の かを は 巧巧ツ i 
ス トサー ド 义はス ナエ デ >一 トク， ツス 0 上の 
巧な 也衛 へて 居 リま寸 

® を 港 出が ホ ノグ^ 經由 【正午 出 酌】 


I を 洋丸 
西 比 利亞乂 
，大巧 化 
- 天巧乂 

コレア 化 


一巧 二日 U 
一月 十六 日^ 
こ 月 十 ご 一日 齡 
二月 甘と 日 U 
一二 巧 十 S 日 TO 


#シ アト ル 出帆 【午 析十時 出帆】 ^ 
加賓乂 一巧 八日：^ 
伊豫 化 一巧 十五 日 CT 
靜闽か 二月 丸 日脚 

G 

受を巧 ま a 本 巧 おが A 
霜 崎 か 十二月せ 九日 
白山 か 一 丹 十二 日 
▲綺育 没 稅臣を あ 巧 由 a 本 お餐綺 お！ 巧ニ骑 
▲錫遵 切を 寢董勞 其 化を ♦较 巧を じ 御 あお 申# 

A 夫 廣洋大 おが をれ 乘お切 巧 简镇宣 にお 計ぇず 


貸本を 壹 な 围 
, 拂込濟 資本を 六 千ち 圓 
格 立を 六 千 一二 百 五十 萬 回 

基 ニ 弄 銀行— 支 巧 

本店 東京 巿 日本 橘區本 ぞ屋巧 五を 化 一巧 
ま 巧 小 巧 日本 巧 化の 內 (まを〕 横 潰 
名古屋 京都 大お西 (大 W ) 神 ロ 
廣島下 關門司 巧 松 馬 岡 長が 
上海な 致を 買 巧 水 


お出 入 庭を’ 電信 送を' ホ 送を’ 旅 巧 信用 狀 
巧 業 信用 狀其化 一般 銀朽業 - 

乂錄航 S 菱艱 巧— ま 巧 

擲 を 送金 ハ 日本を 地 おキ數 料； 迅速な 扱 
本店 預金 (を 巧 通知 ノニ插 ) 巧 便利 取扱 
ネま店 まを (本 巧)、 大 お、 巧 戸、 まな 
所が 地名 古 雇、 小檐 、上海、 なを 


▼锁 里を を 及び ホ 送を (無手 巧 巧】* 外 巧 
巧替賣 買、 荷 巧 替な組 取 ホ、 信用が#: 
巧 等 一 股级巧 業な 苗 巧 巧 じ 取 巧 可 化 g 

g 賊臺灣 銀行が 帛ぉ張 所 

本店 臺灣臺 化 

ち 店を 巧、 横な、 太 お、 神戶 、上海、 宙 
.ロ、 お 州、 厦門、 仙 頭、 を 巧、 巧な、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 タマ ラン、 バタ ビヤ、 ま S 
— 々グ カツ タ 、输を 、巧み 臺潰十 巧ケ巧 

一、 資本を を 億圓 (を お拂込 巧) 

一、 積 立を 一億 二な 五十 萬圓 

內化本 支店 U 構濱 C 本を) 巧 京大 お 
神 戶を時 T 巧 名を 屋 

橫濱 正金 銀な— 支 巧 

米 面を ま 巧 N 桑 港 犀# 沙巧 巧を 
巧 他 世 巧を 固を 巧 都 巿ュぞ 店及ュ 4. レ 
スを之 お 




東京 廚會 特吿 

クリスマス 御 贈答品 

各種 取 揃へ 大勉强 仕 
候 

紐 育 東を 商會 
1 さ W . 雲ぎ N - Y . で 
ぎ IVafa 宫 r 養 9 

お 食事は 

東京 商會 食堂へ 

おいしくて 輕使 


.謹 祭' 

お義 過去と 年間 H 本 紳± 諸君 
を 顧客 ビ ，」 て 第一流 理髮 邸のを 
評を 博し 美術的 巧 髮の粹 を蓉揮 
致ました がげ 嗜 且つ 正則を 旨 ご 
し尙ほ 値段 もを 圆 左の おくな あ 
大勉强 を 致ます から 一層 深厚の 
御 愛顧を 蒙 6 度 願 上ます. 

散 髮ち十 侧顔朔 二十 五 仙 
顏マ ツサ— ジ 五十 他 
散髮 、顔 測 八十 五 他 
散髪 顔 制へ ャ トニ ッ夕一 弗 
散髮 シャム フ！ 、へャ I 
ブ レッシング 巧び 最上 I ， I 巧 
純 巧のへ ャ トニック j 

西 ホ 十五 下目 S 十 •一番 趣. 

フイ 呈 r 一康 

二人の 腕の 巧いた 理髪師が 揃 
つて お 待せ ず 致 御 待遇 申 玉 ま 
す。 午前 八 時 H 八 時まで. 


四十 ニ T 目の ブ エブ 
1 を 渡 b ニ ウジ 卞ジ 

ィの巧 車 じて 十五を 間 じて 達す 
る 閑静の 場所 停車 縷 よを 僅か じ 
S を、 巧 乂紳七 又は 御 夫婦の 方 
に 格を じ 貸 度し 委細は 紐 育 新報 
社へ 御照會 あれ 


を 向きの 優美の 部屋 
® 達 ラ ごング 々オタ— 

米 人家 庭 一人 义は 二人の 日本 紳 
± じ 貸した し 

穿呈 243 W . 臺 St . 


家具 讓度 

四 室 アバー トメ ント 家を、 歸 
朝 じ 付 格を じ 譲 あし 
H . y . TeL L 6 ミ in 夏 5 


綺麗に 裝 飾した 大き 
集 W 1 な 明るい 部 尾 一二つ ぁ 
ちます、 日當 b 宵し 
John 8. Garberry 

巧结 Wesf 量 d Ave ., We 韋 夏 J J . 


ImA / lB 巧景氣 をき 營巧 ある 夏 
谣 スタン* 中 囊の家 

貧で 貸し じし 信用 ある 人 じ 限る 

P . Daly 5 B 呈 忌 e st - 

B さ i で 尹 J . 


農場 賣り 
叉は 貸 度し 

アト ランチ ブ クシ チ] よを* "1"* 

餘哩 、約 一二 十英 加、 巧し 耕地 ニ 
十英 加地悚 肥沃 (內 一二 巧 加 灌水 
設備) トラック ニ 台、 諸 農具 完 
備 、溫室 ぁら、 住を 六 室 並 じ 湯 
殿、 電氣 、電話、 水道 (旨 働電 
氣 ポンプ) の 便 ぁ 6、 邸 時 引渡 
ピ應 ず。 懼 格、 貸 料 あま、 但し 
を 額 一時 挪のモ じは 犧牲的 値段 
じて 賣 巧す。 

里. IVIaltsBot ® 

ニ 0 S- s' carQ~ina Ave ., 

量 n ミ呈， fi . J . 


做の 
w お 


I- K 

so 

SR 

u B 

UR >H 

N E ，，叫 

G c が邮 

E A ^ u 

Li ; 一而 

化 9 

N 2 


化 炎、 生命、 家 ま 
貴な、 傷害、 白 動 
革、 をが 隙な び I 
切の 保 險じ特 残の 
巧宜 あら、 ア メタ 

々ン •で キス ブレ 

ス 會社發 巧を 世界 
通用 爲を 、ブラフ 
ト '旅 巧 用 小切手 
等 取扱 


タンク 


約 五な 個の 

ウオ ドロフ 

及び スチ！ マ^ トランクち 弗 お 

十 仙、 九 弗 五十 他、 十二 弗 五十 
仙、々 し詳ち 使用した 範類 一巧 

一二 弗 改び五 弗 

苦 4- S 是 h uve ., oor.sth 苗.， NJ . 


kr 


タンク 


- ト マ ン 

ブイラ^ — な j 


イン ノ 1 ベ！ シヨ ント ランク 4 n _ 

颗と邦 五十 仙ょ b 十二 張 お 十 他 I 

登で s£th Street 


わぶ 巧 晶大賣 化し 

のし 餅 お鑛け お好み 通ち 作らます 

年 ホ 年始 用 食料品 一切 • 

新穀の 子 田が 黒豆 择布類 經節椎 堂 錫. 
補 鋒せ 輪が ぶ卷 銀杏 午 寒 蓮根 こん 
じ 皆く ふき ご •わい がが のら ぅに 燒 松茸 
小 綱が 淋燒 小鳥 照燒馬 巧卷化 ぁられ 風月 堂 
ョ ー ヵン 生 野 さいを 禪 

結 育巿西 六十で T 呂百 五十を 

.日本 食料品商 會. 

■ 電話 エンデコット 九 セ 九 ニ 


八 ィカ ラな 紳± は 

^^*^服をなし まず 

夫れ は 宜く身 じを ひ、 見掛けは 宜 く、 を 
して お ホを ょ- 'も 長持ちす る 事を 知つ て 
るからで す。 弊 巧な タ數 H 米 巧 ± の 脚 用 
を 承つ て 居ます。 

n 化廣を じて 御 ホ 巧の ホに け 

ホを 割引を します n 

が 注文のを 柯じ係 はら やを も 巧 一度 ホて 
見て 下さい 

ウホ ルカ ー エンド フロ リオ 巧 服 巧 


日本 郵船 會社 (並 ニを 鐵道會 お) 

代理店 片桐 兄弟 蘭會 

乘 車、 澡船 切符 並 じ 小荷物 運送 御 便利 じ 取扱 申しまず 


シアトル お 帆 (午前 十 時) 
あら ば ま 化 ) 巧 一二 日 
あ b ぞな化 一巧 サ四 H 

るん でんか (坡灌 お 化) 1 巧 十一 二日 

►一等 橫濱一 化 五 巧 

巧し ばりす みるん でんかは 一 五 五 巧 
►一二 等 日本 巧 五 五 巧 客室 大巧 造 家族 室— 
►御を 望に おリ 一等 割が 巧懲切 巧を 衍 をす 候 

ロス ア A ゼ ルス お 酌 (午後 一二 時) 

はゎい 乂 一香 香 

らぷら たか ニ巧サ 五日 
►一等 横濱ニ HC 弗 巧は わい みま じらを 盞萊 
▼特别 一二 等 B 本 巧を 十九 萊 ►一二 等 g 本 行 お 十を 顯 
▼み 淺羅贈 巧 媒軍翊 辖寢窒 券 藤 入 § 淀 がリ裝 


諸 雜貨神 買、 卸販賣 



陶 驢器雜 貨卸賣 

春 お 蘭會 


日本 陶嚴 黑雜貨 類卸賣 

ホ 元 ズ\^> ザ，— ス 


日本 陶織 器雜貨 ’ 

ラム ブ卸賣 

奈良 貿易商 會 


日本 吳服 反物 キ モノ 

テ ^ — フルク ロ ^ — ス類 

諸雜貨 卸商 

驚 日本 ドラ^- ク 蘭會 

特別 廉懼で 大勉强 新 流 汽は當 店の 持 長 


H 本陶 黑雜貨 
ドラィ グ ー ツ 挪販賣 

I 賊巧木 桃 ホ 組 


ラ么プ ぶび シみ クシ 五 i ド 

製造元® 賣 手 塚商會 

H . Y . TETSCKA CP 
15 W 男 5さ 芦 IU . 呈 y . ぎ臺 i 夏 1 


第二 世に 對 ずる 敎 育は 

會 話の 家庭 敎育 r 基調に 

第) 世 自身を 鞭擋 せわ ばなら ぬ 


前號本 巧じ揭 出せる 『第二 世 
お 養 問 おの- 考を J て ふ 林 錫 
み 氏の 談話に 蟹し 紐 育 じがけ 
■る おを じ 活動し つ I ある】 締 
人で 理想的 家庭の 巧で ある 某 
夫人ょ' り 大要 次の かき 意見を 
本 化じ疆 をして ホ わ お 二世の 
問 越が タ 々 G ら ども 讀 をの 反 
巧を 喚を したのは 臺ば しい i 
である。 (記 ま】 

をの 考を 忌禪 じく 巧 上る ろを 
許る して 下さる。 らげ 、第二 化 
が 育の 問題は が 護を 又は 親の お 
する 『かしこき 化 見』 が やがて 
子 お 達の お ホに 斟し 3 リ化 上の 
幸福を 髓らす i ごなる ので あ b 
ますから 愼 重に 旦つ眞 面目 じ考 
へねば な h ますまい。 現 巧 第二 
世が 直面して 居る 狀態ど 今後 十 
年若 （は 十五 年後の 第二 化の 活 
躍すべき お 台の 背 赏をも 考査し 
豫め 準備を 整へ て 置いて 遣る の 
わ 化み 3 義務で ある ビ 信じます 
なのを ます 所では 今後 列國 巧に 
日本 どホ國 どの 固を は 益々 磬密 
どな b 巧觸 がぞくなる であらぅ 
ど ぜ じます。 

A A A 
左 すれ じ 十 年後の：！ 一よ 人社會 
巧び 第二 おも ホれ につれ て大じ 
變化する^ど想はれます。 され 
どか 巧に 環境は 變 化しましても 
第二 世が 親 か. X 讓 b 受けた H 本 
人の 顔の 色' 頭の まの 漆黒 ホけ 
は錢ら « ごする，；^* らぶ I 般乂人 
巧 おな 人からは ホ 民權の 有無に 
關せや 「り 本ん」 どして 看做さ 
れる であらう ご おます。 其 際に 
日系が はみ 築 二世が 最も プライ 
ドを 感じ、' 彼等の 意 . V 强ふ する 
ものは 『自か 透は 米 國人ご お 等 


の 索寨を 巧し、 對 等の 敎育 をを 
け 且つ 型 等の 機會 をち す』 て ふ 
意識の 働きで あつて、 义其上 ど 
じ 『日本語を 解す る とで あらぅ 
信じます。 H 本 語の 必要は をめ 
て 中まで もない を どを まず。 

A A A ■ 
人間の H 々のを 渉は 概ね 單な 
る會 話を 通じて 巧は いるので す 
から 左 稗 六 圆侧敷 事 梢を 無理 じ 
注入 的 じを ゆる 必要は わち ます 
まい。 寧ろ H 常の 會 話に 差 支な 
い 巧 度で ょろしく、 地理 や歷お 
は澤 山英义 に觀譯 され 自 かから 
绍ゎ ホけ の 智識は 得られる どが 
じます。 ソシテ 化 差 支ない 巧 度 
の 日本語を おへる ご 云ん 事が】 
大 問題で ある 樣じ 思は むます。 

A . A A 
多くの 人々 の 中には 自己の 家 
度を 『第一 あお』 £ する 2 を 掌 閑 
じ附 して 化 じ 一任して 化 舞 ふご 
する 傾向が をな ます。 を じ 親 達 
自身 墮買が 化しい からど か 家事 
じ 追 はれる から 家庭で 敎 育して 
遣れぬ ご 云 ふ 惡い巧 慣じ落 もぬ 
様に 先 づお其 簾 一 化 自身の 鞭疆 
を 謀ら 第二 化の お ホの 幸福を を 
どし’ 國 巧ん 親善を 考へ 保護者 
どしての 黃 巧を 莖 したい どぜミ 
す。 な 共 親た るら のは 非常の 决 
必ピ 忍耐 £ を 持つ て H 常 生活め 
中に 日本語の 稽 をを 織ら 込ん' 
をら ざ も 巧を 他の 方法 じ 依ら 滿 
充 ずべき でを らぅ W 存 まず。 讀 
み 書きは 五十 じな つてら 必あ巧 
第で 出 巧ます が 日常の 會話 丈け 
な 到底 速成け 望まれな いのでず 
から 先づ第 I じ 手 あい H 本語會 
話の 家庭 敎 育から 始めて ゆきた 
いど 岸まず。 


故 縣ロ博 主の 追悼 會關 催.，. 

ロック フェラ ア硏究 巧 主宰で 


紐 育 醫聲會 理事 ゥ キタ アム ス 
巧 ± ん發 ぶず る 巧に 化れば。 ツ 
クフで ラ ア硏兜 巧ま宰 の-下に ホ 
る 二十日 (木曜) 午後ぶ 時 i ら當 
ホ 第 立 巧な 目 同 學會ホ サツ 
ク ホー 火 じ 於て 本年 五月 下巧ア 
フヴカ じ 長逝せ る 化 お 的 科學を 
野 ロ 英化愧 十； 追悼 會を甜 < ミと 
なら 本社 じ も 化 表 者の 出席を 求 
めて ホむ。 當 日は ジ 3 — ジ •ィ 
I •ゲ キン セントが ± 司 旨 おご 
して 閲. 巧のを を陳 ベ、 ジ a ン* 
ホプキンス 乂學敎 巧 じて 臀學あ 
の 講座を 瘡務 する ウキ リアム • 

エッチ •ウ で, チ 隙 ± ，プリン 


ストン 大學授 を、 動物 病 现學の 
泰斗 セ ォボ 八 ド •スミ ブ搏 ± 及 
び サィモン •フレキ ツナ ァ博 ± 
の演說 あるべく、 お 淵 大化も お 
待され たので をる がる 務の爲 め 
巧 化を 離る^ るか 出 ホない ので 
參事肯 澤旧節 藏氏化 b て攝ぉ L 
同じ < 1 填の 追悼 演說 を訪 わる 
當 である。 右會 館は 約 六ち 人を 
入る i じ 足る 建築で あるが お 待 
を 受けた る 人々 化 外の 出席を 歡 
迎す るが でを るから 同胞 中の 希 
望をな巧意出席するをが巧ホる 
旨 故 憐± の 秘書 チが ディ 女を は 
語つ て 居る。 


世界 周航の 

震災 答禮船 

ヤング ヨコ ハマ 號 

關東 大震災 當時 世界を 國 
民ょ b 橫潜 ボじ奇 せられた 好を 
じ 答へ 併せてな 興の 现 がを 吿げ 
橫 渚が 品の 紹 かじ 努めて 贩質馈 
巧を 圖る 目的を 建す る爲 め答禮 
船を 約 四十 港に 送 b 化が 周が を 
なす 計 巧は 橫叛貿 巧 お 典 曾-, し 化 
'て稻 々進が し 居る が、 同會は 


議 、貿 為協會 役員、 商工業 會議 
巧 藻 員， 工業 組を 役員、 同業 組 
を 員 其 他 あを じ 於け る 銀 巧會社 
の静 部を W て 組織し 日本 酷 船と 

巧衝 の おみ 大体 靜岡 凡ち 
千峨を 借を けて 是れ をユス •エ 
K •ャング 橫 溶を と稱し 一箇を 
間 お受け 是れ ボ 長化理 乗船、 
帘潘巿 の お 長に 震ぶ 慰問に おす 
る 威 謝が 並に 記を 品を 送り 更ら 
じ 巧 港 ボの戚 ずる 風の ホ 首じ掛 
しが 劉 H 本大る 化を 經て威 謝の 


橫 がみ 內 工業 振 おを お 体 ごし ボ I をを 表する。 而 して 答 禮齡の ホ 

\.! ; — 1 r - hm _ IT 


唐は 巧 他の 諸 新聞 じよる 周知を 
を 謀 じ 一モ横 •游 製品の 宣傅紹 か 
のちめ じ 答 祿船グ ッキに 見本 巿 
開催、 船舱 U ； は ストック 品を 充 
實お港 每に其 港 じがけ る 中流 0 
上の 問屋を 招待して 見本市の 下 
見 會を辭 くど 共に ストック 品の 
商取引を 涉 なび. 

詰 文 の豫 みを 求める。 斯 
くて 周航の 目的から 船內 では 震 
ぶ當 時の フィ 八ム 及び 大橫演 建 
設等巧 颤寫邊 を觀覽 におし 少女 
歌劇 團をも 伴つ て餘 興じ 人氣を 
寃 める ミ どし 帘港 地は 布を、 化 
ホ、 墨西哥 、パナマ、 南 ホ n 日 
シビア、 西 印度、 を瑪、 英國、 
白耳義 、か 蘭、 濁 逸' 佛蘭 西、 ブ 
八 ガリア、 西 班 ホ、- が 太 利、 ± 
耳 其、 露西亞 、巧 あ、 印度、 ビ 
八 マ、 お 巧 半島、 瓜哇 、ボ 八本 
ヲ 'センべ マ、 無類 巧 度、 葬 律 
•賓 、英領 ま那 、支那を 國じ 於け 
る 四十 港を 擧げ てち るので ある 
が 出發期 H は ホを である ご。 

紐 育 日會へ 

離澤 翁より 

祝 叢じ瑣 する 謝が 
震じ當 地日會 よらの ホ 壽視電 
じ對 L 髓澤榮 一翁より 十一 目 十 
丸 日付 じて 左の 如き 謝が が U 會 
じ 屑いた。 

拜啓益 御淸適 奉賀 お然ば まる 
十 巧 一 H を 生の ホ 壽祝賓 會開値 
せらる！ じ 付 貴 巧 有志を 諸君を 
化 表せられ 御 懇篤なる 視電を 賜 
は b 深謝の まら じ 御座 候 就て は 
早速 龄禮可 中 上 尝の處 な 紛れた. 
禮仕候 段 不惡御 誌を 被す 度 お 誠 
じ 恐 入 候 得 其適當 の磯會 じがて 
御树志 諸君へ 巧 然御傳 達 玻下度 
候 右 得 賣意度 如 化 御座 お 敬具 

一二 井高を 巧 一巧 

目下 滯英 中の ニ 一井 總本あ H ホ 
八 郎を衛 巧 男を 耐离を 氏は 家族 
な 者 岡 伴 明春 一月 S 十 円 入港の 
アク キタ ニマ號 じて 巧 紐の 豫定 

が ホ 保 固 氏歸朝 

'輔朝 中 5 森 村 紐 相談役が 井 保 
固 氏は 去 もと H コレ ャ义 じて 着 
桑、 十二 日 午前 輸 な 直 じ お 社せ 
るが 元 氣胚盛 

F，D •商 會移轉 

當巿 第五 巧 ニ 巧番に 開業せ る 

ブ H テレ^ ~~ テ ブト •チス ツリビ 

ユー タアス ( F ，D •巧 會) はな 玉 
嘉四郞 、 n ! ブゥ 、布施 貞吉 S 
氏め 共同 經營 なる が 本日よ b 西 
二十 HT 目 S 十 五番 じ 移 轉擴張 
し弘く 日本 歐 ホを 國巧 品の 販 I 買 
を 取扱 ふ 由。 電話は グ タマ シィ 
S 六 0 六番 及び 一二 六 C よ番。 

日本 綿花 移碟 

が ホ' マ デ ソン 街 二十 五番 じが 
て營 業し つ i あつた H 本 綿 化 巧 
ま會社 お育ち 店を 糸 部は ホる ニ 
十日 バ ー ク アグ ユ ニ ゥ ニを 館に 
を轉ザ ベく 新 電話は レキ シング 
トン 八と 八と 番 である。 

が，— 叫 

♦佐 股 忠正氏 島島 屋飯旧 お 店 
お 育 出張所 ま 巧、 昨が 半 出帆の 
ベレン ダ" ヤ号 じて 渡英、 歐洲 
經ホ歸 朝 

♦佐 辟 德太郞 氏 夫ん 慶事 料亭 


ホ 稻佐巧 德太郞 氏 夫人 ホに 慶事 
ぁ 6 去る 十 HH 拂曉 女子 出生 母 
子 共 じ 健な 

♦木 おか 太郞氏 當地總 領事館 
書記 ホ 蓬 田作 巧 巧 後任 WL て マ 
ユラよ を 一旦 歸 朝し コレ ャ化じ 
てを 港經由 ホる 十二 日 着 紐 
J ~ i ~ 說ぁ 
♦な 育 H 本人 敎會 
題 ホを 淸 水化師 
♦基督 敎 修道 會 
基督 敎 倫理の 優越を 

今 井 牧師 

♦日本人 美な 敎會 

指導を 何處 じあ 6 や宮崎 牧師 


巧欄 ス ペシ や ル 

最近 吹 込み 
H 本. 

蓄音機 レ n — ド 


が 桐 兄弟 商會 


米 人 向 さ 

タリ 又 マス 贈答品 

御正 巧 用品 

取 揃 ひました 


例年の 通リ 
ちん 餅 仕 候 

夜間 開業 


桑 山商會 

114 EAST 5 雲 ST : N . Y . C . 
ち ミ タす巧 ni 51 だ， 是 57 


貸家？？ 乃いパ 

二人 又な ご 一人に 適當 、シング 八 
も あちまず 。化て じ 便利 

養 W - B 4 th st.ME 
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す臟條 約の 批准に 1 

^ ..... モン ロ— 主義の 『誌 解』 を 

.;=:上院じ現れたモ|ゼス氏のが留的な决議^ 
■ H 大海 単 諭を は 巡洋艦 建造 案 S 先决を 要求： 


ヮシントン 特電 十 セ日發 n ァ 
メリ々 上院の ホ戲條 約じ對 する 
を かが 例 じ 化 b てが 留 案の 條件 
附 批准に 傾きつ^ をる*-^ は旣報 
した 巧で をる が、 裝が 

與黨 のを 馈でゎ b 、 ト_ お 

外々 を 良の 一ん ザを もモ ーゼス 
氏け 垃ま 黨のリ - ド 氏 ご 提携 S 
上、 

〔 ~ 】 ホ條 約-レァ メリ：？^ を 衆 
國に對 し 侵略的 U 醒滚を 膺懲 
する みお あを 郎 さや。 

〔ニ】 本 化み ^ァ < リヵ 合が 
國^ 傅が 的な 策 乃 ま モン。— 
ま義 rM 等 制限を 加へ ず。 

で ニ】 本條 約： b ァメ ，力 合 衆 
国み 領± 、領お 化、 貿為 乃を 
利 權を雜 誰すべき 樵 利を 躁觸 

せ 中ロ 

【四】 本條約 主. ブメ 9 力を ホ 
國 W 何等 干 巧せ ざる 條約條 項 
の赏 務じ滿 ななし。 

ごの 四條 件を 孽げ豫 め 巧， 强 じこ 

れが 

說解 を 巧ず 6 こごを なて 
健 約 批准の 憔件ご f ち'*^ いふに 
ある お、 乂 統領 グ！ ブツ •チ 巧を 
始め ごして 固務 長宫ヴ 。ツグ 氏 
並び じ 上院 外を 委貴長 ボラ ー を 
等は なじ これ 等の 諸條 かは を 列 


强も 承認し 居り 巧 等 不戰條 約と 
かほして 居 いみみ なら 中、 を 
列 强じ黯 して 無 條件炼 皆を を义 
書 e 媛 愈した アメリカ 政 おの 立 
瑞 ごして、 厮ち 保留 條件 めいに 
諮 脈を 今 をら ホ わるは 不可 ト 'あ 
る この 立場から 反對 しつ i ある 
ので、 大統領ぶ び國務 長官は ま 
る 十四 U には 上院 かを を 員み I 
人に して この 『誌 解』 ミに 

賛ぶ 思—- をを 明して 居る カブ 

フォ ，三 T 選出の ジョンソンを 
及び カ子 チ カット 選出の マクリ 
1 ン 巧の 來訪を ホめ て 誌 解 案の 
撤 尚に 就て 懇談した るら 兩 者は 
化 おごして ホ 張を なめず、 遂じ 
的 巧の 懇談ら 失 化に 終つ た ■わ、 
巧の かき 邊 案が 現れて ず 戰條巧 
の 違 かが 漸危 （なつて ホた 昨 
今、 おら じ 上 ド 南 院の太 海軍 論 
者は 一万 顿絞 巡洋鑑 十五 隻 おび 
が 巧か體 一隻の 建を まを 提げて 
この 海軍 曠張 をを 不锁條 約の 先 
巧 問題 どして 議會に 上程し W て 
f 戰條 約の 批准を 遲延 せしめ や 
ぅご 運動し つ i ありて、 これ ホ 
を 府側 じど b て I 大難 關視 され 
て 居る、 邸 も 不戦 條 約に 對 する 
誘 解 おが 巌 もま 張し つ； ある も 
のは モン ロ] ま義の 


確保 を间等 かの がま じが 
て 條約上 じ 明白 じしな （ては な 
ら的 ごい ふじ あるが、 をら じ議 
填の お說で 現いた 新ら しい 巧 象 
は 前 下院議長で あつた 典 か黨の 
を ヵ家ゲ レット 巧 及び お ホ黨上 
院議 員 ブリユ ー ズ氏 である、 兩 
者は 共じ條 約を のらのに け贊意 
を 表 巧して 店を ので あるが、 ブ' 
y ユ ー ズ氏 はこの 新條 約を なて 
『何等の 意を もな （反古 紙 同然 
の もので あち、 斯る條 約は 載ず 
を 撲滅すべき 柯 等の 力 もぃ* いの 
でを る、 結局 あつても よし、 な 
くても よろしい 條約 であるか 
ら』 ごいん 立 錫から 批准 じ餐成 
しつ {ある もので をる が、’ キン 
ット巧 じを b ては 従 ホ 巡洋艦 建 
造 まじ 載して は 

反對 の 巧 動を ど b つ； あ 

つたんで あるが 『昨今 ィが 'リス 
の 反米 的 非難 じ對抗 ずを 上に 於 
て アメリヵは 先 づ國防 h 巡洋艦 
の 建造を 第一で 巧はなくて はな 
ら^> い』 ごな し 頻らじ 逛艦戲 を 
煽らつ i わるが、 この 海軍 猿 張 
派の 勢力は 仲々 じ 梅る ベから ざ 
る もの タ< 政府 ごしても 不戰條 
約批准《上じホ常；；*難關でぁる 
ご 見做して 居る。 


保守派 ミ 學生結 巧、 し 

王：^ 交總 長の 官邸を 襲擊 

M 蔣巧 がいて S 年な 巧に 不平等 條觀撤 廢公絲 ：：^^ . 

H 王 正 廷巧も 一旦 おした 辭 表を 撤网 ，して 就が n 

晒 原 借 歎 ゃ 床 次 氏 等が 問題 

東京 特電 十八 日發 = 上がょ b 達した 特電に あれば 民 國共か 政府 現 幹部な 篤 一二み 李國化 表大會 
を控 へて おが 派の 不穩 なる 討 割を 探知し 巧 傾 派を 巧び 彈廢 すべ <旣 じ 巧ち 十 人を 補 縛した。 

南 巧 特電 十四日 發 C . 喘を】 = が 日 貨協曾 ま 催の 示威 建 動は 遂 n 昨日 午を 暴動 化する じ まらが 
巧總接 王も廷 氏の ち 邸を 巽擊 して 家具 類を 破攘 ずる 暴 巧を 働 （に 至 b し 爲め遂 じを 隊 あび 憲を隊 
の 出動 ごなら、 W を摇 長、 財務 總長 のち 邸 あび H ぶ頒お 館を 巌 をに 警戒 中 じて、 蔣か石 巧は 帝ち 
じ 協 曾の 幹部を 招致して 乱 媳を戒 しめたが、 今回の 排日 示威運動は 關稅自 ま 權の實 言、 目 ま巧涉 
の徵 過を を 及び 面 描 借 教の不 を認を 目的 ごした ものでぁる。 

上が 特電 十六 日錯 【ニユ ョーク •タ井 ムス お】 = 一昨 円排 H 協會 島の 暴 巧を ずけ わかを 總長 
王化を 氏は 憤が どして 辭 あを 提 化する じ 至つ たので 南を の閣 じ， 一時 危機 到らん ご 見られて ちた が 
を じ おかる 氏 S 叙， むた* る 請を あれて 巧 巧を 承諾した ので 內闊の 危機は まった、 王 氏の 辭 表は 自己 
の宫 邸が 散々 し 破 媛され たのみ むら や、 彼等の】 画は H 本 領事館 にも 巧 寄せて 目下 當 地に 日本の 
な設 特使 格で 滯巧 中で ぁる 巧みが ホ郎 氏を 襲 紫 甘ん ごした おを でぁるが、 おか 石 お 軍は この 暴行 
勘 じ對し 『を 三年 0 巧 じすず 等條 約が 撤廢 されず、 支那 內 柿から 外 國 軍隊が 撤退して 居ない 埃を 
諸ち け須 らくを の おを 斬れ』 どを お氣 わっぷ b でを 約した、 今回の お 巧 事は 別に 政治 上に 重大な 
を‘ ホ も；： > いが 一 股 人の 威悄を 刺戟して 居る こどは 事實 で、 暴行 趙が巧 原 借な の 取消しを 要 窺す る 
じ おしが 巧總 長を 子 文 氏は 『を ど 矢 旧 総領事のを 渉は この 問題 じ 就て ミ 那の立 虜をま 張す る燒を 
じ ホだ觸 け て 居ない』 ご 回答した が、 この 装 巧に 現れ わ 特殊の 現象は を 人の 保守派が 若い 急進的 
な學生 ど逛携 して 南を 政府を 排 摩しつ i ぁる； じて、 これ 等 保守派は べグ 字— 及び ィタ 91 どの 
條約じ 外人の t 化 巧が 權を 認めて 居 もこ どじ 憤慨し これに 學ホ閒 體が替 同して 示威 渾 動の 第一 ホ 
を 踏む じ またみ でを るが 蔣か巧 氏は 巧みが が郎 氏の 化 命じ 幽し 氏が ステー. トメ ント をを—' て 『余 
の 滞 支は 日 支 巧 渉に 重大 U る彭瑶 ぁを』 ごかを の 他の スブ— トメ ント じ掛し 右は をが 事實 でない 
'ごな 駭 した。 

; 南 巧 十六 日發 【を 岡】 國 おかおは 關稅自 ホ 權の息 萬を 一般 じ橄 をせ しわる ど 共に ホ 年 ニ 巧から 


小さな 奧吿で 


僖 用は 絕割的 

新年 瓣 .の 廣吿は 


組 育 新 巧へ 


化しい お 正 巧に 


暇の 巧い 人 


を剌 交換 廣吿は 


雜育 新報へ 


H 本 巧 年貧勸 便の 締顿 期を W ご 共 じ 追て ホました 

新年 贊狀の 巧 刷け .！. 

ft 妒 がいち W 紐 育 新報 社へ 


實 施すべき 新離稅 法が 支那 r が おする W 人の 使 吊 品に 對—特 じ 
垂稅を 課して 居る 點 をの 化を を傳 すべ < 近く 『闡親 週間』 を 質 
施ず るこゴ じ。 つた 0 

を 一二 省 タ協成 化 

東京 時 m 十 セ日發 ：== 柬 I ニ 省 政府 ど 街 京か府 どのを 協條 が £' 
して 外 巧 問題は 今後 一切 南京 政 巧 じがて 取极 ふこ と 、なるべく 
年內 じは 正 ましを 渉が が 立す るで ゎらぅ ご。 一、' 

議會 成立を 前に >し て X 

各派の 策 ± 等飛曜 

. 去就に がふ 新 黨俱樂 部め 陣笠 連 

議會 各派の 現勢 力 

東京 特電 十八 日 i 議會の 成立を 前」 して 政 おは 今や 野 
黨 の倒賴 運動、 政府い 貴族院 抱を み 運 刺で ごつ たおしの 有樣じ 
て、 政ぶ 會ど執 黨俱樂 部の 提携 じ 鹏聯し 民政 黨は .『 あ 式 的 聲—明 
を 化め てが がけげ 府 i 妥協す る魂膽 らしい』 の 極を に馨 ぶし、 
新 黨お樂 部 真け 飽を是 々ホ々 主義で 進む ど お！ 居る もの^を の 
賞は ホ 就に 迷 ひ、 政府 ど 共岡戰 線に 立つ のはでの 程度で ぁら か 
萬 宰は黨 首が が 氏の 歸 朝を 持つ のかな きな 巧で ぁつたが" 同氏 
ゎ歸 朝は 幾を 遲れ る模 樣で議 會關院 式には 間 じを ふまい ィ觀ら 
れて 居る が、 而 かしこの 間-,, 'がて 大殴信 常 侯の 一派は 暗 じ 政が 
と 協力して お 巧 系の 議員を 結を せ しむべく 先ゴ 民校黨 のが 崩し 
に 着 キし策 ± 連け 飛躍して 居る' •而 して 今月 十ち R 現 化み 貴、 
衆 兩院黨 派が は 左の かし。 

¢ 11 ； お igu 硏究 角—, 一四 化。 を 正 會—ホ も。 巧ぶ 俱樂部 
四 一一。 同 か會— 一二 化'。 同 成 會—ニ 丸。 み 曜曾丄 H ハ。. 無 巧 
屬 IH 一二。 - 
衆議院 h 政友會 i ニ 一二 一二。 お 政黨 i 1 よ 六。 巧 黨俱樂 
部‘— 一二 0 。 憲政 一新 禽 i と。 明 政會！ 四" 實業 鬧ま會 1 ご一。 
革が 俱樂部 i 1 。 無 產黨； 八。 無 所屬— 一二。 

右の 兩院 現勢に 對し鹽 ほ 新聞は 報じて 白く 『政府 なぞを 數の上 
では 變 勢で わらう が、 む衆兩 おの お 勢は 數 のみで お 斷 す，。 程に 
堅 純。 もので ない』 ご。 


アフガン 王國じ 

を 命突發 

國 王を 塞に 避難 

ィンド 國ニユ •レルヒ 十 セ 日 
發 n 國境 ょち 達しね 報道 じ 化れ 

でアフ ダニス タンの 國王 アマ ヌ 

ラ 陛下ぶ び 姐 殿下は 首都 ヵブ 八 
〔人口 約 十万ん〕 じある む 己の 
陸軍が を 命を 起して 市 巧の 要塞 
をの 他 軍事上 必要なる 地 點を占 
領 する じ ま b し爲め 止むな ぐ 首 
都を 落延び 目下 某 地の 要塞 じ 潜 
伏 中なる ものぇ 如く 

舉 命を 起した お 汹は國 壬が 海 
外 漫遊 ょら 歸國後 萬 事* ぞ秦西 
化ず るに 頗る 急激。 る 手設じ 


答禮じ 五十 餘艦 

〔十五 呂】 軍艦 五十 罐」 御大 禮 
觀經 式に 軍懸 差遣 さ 化を 國で 

ある アメリカ、 イ ギブス， オ 
ランダ、 イ タリ ー じ對 しを 禮 
のじめ 巧 春 訪問の 途じ 上る と 


訪問され 日本に 於て ％ 1 颠め人 
± は徑 下の 巧 遊を 運動し むこと 
も ぁつたが 

陛 r はこの 歐渊 漫遊の 結果 祖 
鹽の舊 風が 破を み 巧され、 切 
めて トグ n 桿度巧 巧 巧 班會を 
建設す ベ （歸國 を 先 づ社會 の 
慣潜 矯正を ボ吿 し、 ぁら じ 政 
府 のを 員に 洋服の 實 用を 命ず 
る 等 思が つじ 新人ぶ 6 を發揮 
したので 英國政 煩 5 如き をれ 
ごな/- 餘 りじ 急進的な 舊習打 
破は 危驗 である 空 警吿 して 居 
た 位で あつた。 


'及んだ る ご 王妃 も亦舊 ホの 風 
習を 無視され た^じ 憤慨した 
保ず 階級のを かで 
を 郡 じぁる か國 人の 生命 財產が 
氣遣 はれて 居る。 

ロンドン 十 セ日發 n ィンドな 
おから 達した 電報 じ 依れば 首都 
ホブ八 じぁる 英國 人の 生命が 產 
をが 護ず ベく 政府は 目下 八 ホず 
をみ けて 外人の 引 揚げ 策を 講じ 
つ！ ぁるが をは 往年 同化 じて 英 
國 人の 虐殺 事件を 生んだ お あで 
ぁる 0 

ア フダュ スタン 顷王 及び 皇后 陛 
下は 昨年よ ろ 歐讲を 固を 擅 遊し 
英國は 元よ b 獨 逸、" シアを も 


英帝御 容態 

义杉ゃ 御 厳惡に 

ロンドン 十 セ旧發 リジョ ！ デ 
陛下の 御を 態は をみ 後な 願 手術 
の 結 あ； 時を がに 匙 かれ あ 親 者 
も 一を 刺の 姿で あつ わが 
本日 午後 じ 至 b て 突然 御 容態 
じ變 化を 褒 して 御經過 險惡泛 
な-^、 半を 巧じ發 表された 巧 
じ 化れば 陛平 じは 半ぶ 意識を 
失 はれた もの； 趣 <拜 せられ 
.本 H 午後の 如き 裤病巧 じ 侍ら 
し 人を 識別す る-一 ども 御 不可 
能で ある やぅ 巧せられ 過 ま 化 
六 時間 じ 直る 御 健 力を をはれ 
たもの J 如く 

ク 卫がス 皇太子殿下を おわ ョ！ 
ク 太を 等は 本日 午後 ょら 巧の 十 
一時 頃 じ 至る まで 御 病室 じ 詰 切 
られて 御 歸城じ 相が つたので 宮 
城外に 陛下の 御容 熊を を じる 民 
衆 も 稍ま必 しれが、 このみで 巧 
けば こ i ニ 一二 B の 御を 態は 最も 
御 ふ 配 じ 値する もの V - 拜 せられ 
莫國の 上下 一般は 非常 じ 御必配 
申 上げて 居る。 


♦ >. 


本 化宋ま 特電 (葉. お 鮮轉載 J 


暴民 議事堂^ 襲擊 


〔十 セ 日】 宮崎 ボ^ 女子 師舘學 巧移轉 問題で 反 對のニ 千 お 名 
の雅 集は 十数 讓の 自動 卓 ポンプを 引出 L 進軍 ラッパを 吹き 鳴ら 
し縣廳 、諸事を’ 知 串官を 等を 冀 紫し 警官隊 ど 衝突して 検 巧者 
タ數を おし 差 為ら 四十 五名 横擧 された が ホの 幹が も 么じ關 保 あ 
ら結お 檢擧は ニな を' 3 上 じ 及ばん かご 云は る。 

L 十八 日】 宮捣ボ 女子 師範 移轉 問題 事 伸で な S 十 名旣じ 拘引 
された が 之が-年 延期 じ 山 岡 知事 ど宮 時縣會 巧を 傾 パず 危機を 
孕い ごを はる。 


鉛 木 巧の 優遇 案 

【十八 日】 鉛 本 黄 ニニ 郞氏慶 遇 ま 
ミして 巧 中 首相は 巧を を 無な 
所大 おじしたい あ镇 あるが 巧 
黨 側では 之を 臺 ばない ご。 

化 日本の 大 吹雪 

〔十八 日】 化 海道 巧 出、 山 お、 
新 潟 地方は 十と り大 吹雪 ど；： > 
つたが 他臺地 ホは 快晴、 名 も 
屬 、岐阜、 福 井、 福 なみじは 
巧 雪を をな。 


.來栖 巧秘露 公使 

〔十八 日】 漢 堡總頒 事ホ栖 S 郎 
巧 tr へ 八 1 を 巧 じ 巧せられ た 

國漁 整理 案 成 巧 

〔十八 日】 閣際お 船會社 整理 じ 
つき 會社侧 では 船價に めらぬ 
减資を 巧 ひ、 遠洋航路は 波 お 
活躍せ んピ稱 す。 

〔十 セ 日】 國際魚 船の 整 巧 案は 
か 朔議爵 で 一問 題たら ゎど觀 
^ さるり 


トーマ 巧を 招宴 

【十五 日】 旧 中 首相は ホ辆 中の 
國聯勞 働 局長 アグ V — か •ト 
— マ 氏を 十四 U かかを 邸の 午 
餐に 招待' し フランス 大巧 及び 
間 館員、 新 渡が、 添 旧を 巧ト、 
鈴 木义治 巧、 藤が 巧を 陪寶 ど 
して 列席、 ま 人 側 じは 旧 中 首 
相、 小川 鐵 相、 山 本 農 か、 吉旧 
外務み 宫 、小が 情報が 長、 含 田 
盛細亞 、堀 旧歐 米、 武富 通が 
を 局長 岀 庵した、 ト t マ 氏は 
一方 濱ロ民 故黨總 裁を 小石 川 
のな 邸 じ 訪問し ニ 時間 &上も 
患兒 をを 換 したが 其 席 じは 江 
水、 媛、 松 田、 永拌 、牧 山の 
间黨 幹部 連が 列つ わ。 

巧 旧 巧 依然 留巧 

〔十五 日】 元旧肇 氏は 衆 溝 院議 
長に 北る を じ 巧め てゐ る。 

東京 外を 團 首席 

【十五 日】 ベ^ ゲー 大使は 獨遷 
大使 ゾ八 7 镇± 餘閔 後、 東京 
外を 麗の 首睡 じなる ど。 


張が 霖は 日本が 殺した か 〔下】 

省 I 排日 的！ 


林權助 巧の 露骨な 奉 天 政府 勸吿 

ト巧ビュン紙上海特派員ト！マス* ミラード記 


ぐ … さて 張 作霖を 巧な 暗殺 
した か、 ごい ふ 動機の 論議 じき 
つては、 恐ら'、 擦 限が G いわ も 
知れない、 H 本人* レ乏 ふ， 我々 
じして 若し これを 陰謀した ミす 
れ ば、 柯んぞ 巧んで 巧 入の 疑惑 
を 招く じある 自己め 巧 權離帶 で 
巧 ふ もの か、 ご。 ま 那人溺 は 云 
ふ、； 若し この 暗殺が 國お黨 員、 

共 產黨員 乃き 反 張作霖 派が 巧ク 
た ごすれば、 柯んぞ 巧んで S 本 
軍 嫁が 晝俊嚴 重に 馨備 し、 養覺 
する をが 解 6 切つ て 雇る 瘍 巧を 
選ぶ もの か-ご。 . 

◊ 斯 くして 日 ま お 官憲 じ 

依る お 同調 查 は、 遂に 幾を 巧特 
殊の點 に 巧て 意見の 一致を 見る 
じ 至ら かつた、 日本側で はま 
がの 警備 藤が 午前 四時 頃が らち 
やん と駐 巧して 居た かの やぅ じ 
ま 張す る、 これ じ おして 支那 側 
は 午前 ホ 時までは 現瘍 じを くこ 
ごが お ホな かつた ごま 張し で 居 
る、 而 かし 第一 二者 側が ら提 おさ 
れた 証據は 支那 側め ま 張を ぞ持 
して 居る ので ぁる、 張 作 露が 唁 
殺されて 梟 早 一二 箇月を 經邊 して 
居る が、 ホ だ 化 人が 檢擧 クれた 
でも*^く、 誰がしわものだごも 
云 はれて ちない、 奉 天 じ 屠け る 一 
外题人 ごして は、 この 暗殺が U 
本人に 化ら て 陰謀せられ、 互つ 
一打 まれた もので をる ごの 意見が 
殆んど 一致して 居る、 支那 人の 
大ぶ駭 もこれ を 信じ. て 居る が、 
をれ はを じ 角、 張 作霖の 暗殺 じ 
あて 日本の 支那 あび お 測に 對す 
る 政策な るら のは、 をてから 期 
待され たものを 實 現して 居る。 

◊ 張が 霖 は、 こみ 列車 爆 
破の 暦 後 じ 奉 天が 內で巧 じした 
ので ぁるが、 彼の 巧は 三 遇 間を 
じ まる 主で をを されな かつた、' 
即ち 列車が 爆發 した 六月 四日 か 
ら 六月 ホ 一日、 外 酉 領事 削 じ 彼 
の 逝 まがを 式 じ 通 礫され るまで 


彼の 巧 じ 就て は嚴 重なる 方法 じ 


於 t 秘寄 じ辭 せられ、 彼の 死は 
巧を されて 居 だもので をる。 

◊ i 而 かも U 本が この 機會 
を 巧 用して、 奉 天の あ 勢を 支配 
せんごした じしても、 支那 人侧 
の 極めて 冷靜 且っ ホ 敵萄 的な 態 
度は、 巧て 日本側を 當或 仰せし み 
たので ある (余が 株總 領事 ど會 
談 した 際 も-氏は 支那 官憲の こ 
の 非常 的な 時局 じ對 する 態度を 
賞揚して 居れ j i 說じ 波れ げ、 
張 作 霜の 長男 張學 良は 異變の 報 
じ搂 する や、 秘かに 奉 天に 歸ち 
て ご 父の 遺驟 を跪拜 し、 直 もじ 
山海 關に 引返した 相で ある、 こ 
れは 恐ら （奉 天 じ 於る 彼 自身の 
ま 泰を氣 遣つ たを でを らぅ、 彼 
は をれ ょら 一週間 後じ歸 奉して 
爾ホ 止つ て 居る が、 を 一二 省の 名 
參謀總 長で ゎを 揚宇 鐘將 軍は、 
四 個 師國の 精銳を 率ぃて を尙ほ 
城 巧に 踏 止つ て 居る、 をれ は a 
本じ凿 する 巧 一に 瞄 b て 居る の 
である。 

◊ I! か i る狀 態の 下 じあち 
て、 この 際 巧 人 かじ 東 H 省の 政 
權を 握らす ごい ふこ £ は 、をれ 
じは U 本が どぅす る、 ごい ふ 恐 
怖が ぁるので、 を じ 巧 S 省の 長 
老は 協蘿の 結を、 巧を を 期す る 
意が じ 於て 一時 政 獲を 張の 長男 
でを る張學 良に 巧す を どなつ た 
ので ある。 

◊ ........ 南京 國民 政府 じがても 

この 機じ乘 じて 使者を 奉 天に お 
してかず を 諸 じたが、 同時 じ 天 
律の 日本 租界 じむか 中で ぁる 前 
淸 蘭の 廢帝 でぁる 宣統 ホの 密使 
も 奉 天に 走 東 一二 省 じ 帝 測を 
巧いて 宣統 帝の 復 辟を 計つ た、 
この 復辟 はを ホ とても 日本の 宣 
傅 磯 關が屢 々讚 じつ i をっ たも 
ので、 東 一二 省 じ 日本 政 巧が 保護 
する 王朝を 樹立し、 恰 かも 锁鮮 
じがる がかく、 •宣 をで 位 じ 就か 
しめ 日本の 皇妃 ど 婚儀せ しむる 

とい ふので ある けれ！！^ ハ この 王 


朝 俊 古は て 制のを の ものである 
かを 知る 滿洲み 人民に、 何等の 
人氣 もない。 . 

◊ をに めて か 東 S あご L 

ては、 飽をも 支那の 一角と して 
题 民を 府 どを 體す るか、 がらず 
んば獨 立 政府の 組織、 換言 すれ 
ば 徹底的 じ 乃至 永久 的に 日本の 
支 おを 受< るかのを 水 嶺じ度 面 
して 居る ので ゐ るが、 この 問題 
じ戰 しては、 現在 上下 相擧 つて 
急激に 排日 的に なつて 居る 滿測 
の 支那 人 ごして、 意見は 查然一 
致して 居る 穩モ である。 一' 

◊ をめ 中 じ 南京 政 增ど張 


學良 のか 平ず 渉は 進 巧し 


こ 


をる 


條 件の 下にを！ ニ 省は と 巧 も 二日^ 
を 0 て靑天 白日 族を 揭揚 VI - る こ 
どじな つたが、 このを 渉 早 < 
も 日本 政が のす じ 入ら、 ホ巧サ 
日袜 総領事は 張學 良を 訪與 して 
かや じ反爵 するど 共 じ 若し- 强い 
てま 一二 省が この 擧じ 及ぶならば 
日本は 化む を 得ず 東 H 省 语巧維 _ 
持の 手段 じ 及ぶ であらぅ 主 をげ： 
た、' 间時じ H 本の 奉 天駐巧 軍は 
機 道 沿線、 日本人 町、 飛を 填 あ 
び 砲ち H 廠 のを 線 じ 配置 H れれ 
が、 奉 天 政府の 態度 も忡 今し 强 
硬を 極め、 かずの 意 貫徹を 期し 
たが、 最後 じを 力 配置の 隣 係 も 
あらて 靑天 白日 巧の 揭 楊を) 時 
中化す る至 ご な つ わ 0 

◊ をの 中に 日本 致藏 は、 

飽をも 東洋 的な 皮肉を 失は ず、 
張作霖 葬儀 參 刻を 名目 ごして 老 
巧を をが 權巧 男を 派 遺した が、 
男の 提議は が德 領事の 勸 吿を更 
らじ 徹底した もので れつね、 即 
も 林 巧 a 奉 天 政府に 掛 し、 を S 
省 じがる H 本の 特殊 位置を 承認 
ずるの みならず 、これ. い權 利を 
延長して 打 本へ 宗ま權 じ も 均し 
いものを 巧へ ょご 要 ホした ので 
あるり 

◊ なじが： も 奉 天 抜 巧は 
巧 待 じ 反して 强 硬なる 態度 じ 出 
で、 日本 ごのが 協定を 拒絕 する 
のみなら や、 南を をが ごのかず 
破棄 も 巧け じが、 が權巧 男は 靑 
天 白 H 旗の 揭摄を あら じ S 简巧 
延長す る ごい ふ お 束を 得て 日本 
じ引搭 げたので ある。 
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KANZO OGU 民 I M.D 

214 Hi が 化 わ 日加が 
Te しむ ! angie 3 お 6 


K. IWAMOTO, m d. 

114 W.70th St. 

Tel. T け も ごご 3 豆 乙 


Dn Sabro Emy , 

1035 Park Ave., 
Fe!. Sacramento 7980 


The Japanese ChnsUan Assoc 化む 0 打 

453 W. 143rd 化 fiew む rk City, Tel. Bradhursi がが 


M. Tsuchiya , 化 m.d 

タお w 巧 rd お . 

Te しむ afaigar お Q9 


ッンは 火自資 旌 
クデ A 曜午午 巧 
探 

勸 J ニー; 持を - "i 


巧な 前 


ク 


一； 縣时 

I ' r 料な 

ブ為時 房 基 


T.CTAKAMImd. 

け 6 む mberiMii 化 Brook ! が 
Tc!. Cumberlind 巧 11 


F. MURRAY HILL CO. inc. ' 

EST が LiSH 巧 18 お 
Room 81 もが 5 2S も oad' が aji 
诚 , B 帥 ling-Gr 的 n 4 挑 749 吕 1 


KER 民 &MAVOR 

1023 Third Ave . 

邮巧ミ おお s. !e!sp お 扣 Re が nt 巧が 


与 


各 お 人 本日 

巧 專靴聖 小 

てし 張 化 員 巧！) 化に 與ホ御 
炸け履 日即は 靴ち 取 k 法寸 

を 小き* ぶ 小き 廣ぷ 小き 巧 



ち 計時ち 寶處を 貴 

會 商柳靑 

しご 旨を と 切 親 ごを 正 
椅を なお I あ 巧 信ち 確 
別恃式 一物 產± 御し 選 
すよ しを 資販 で價廉 

引 割 脚 ま カ割兰 

Aoyagi Co , 

1 が - 巧 7 W. が nd ST. 

化し BRUHT が M 



PHEIfS & 巧 RRY 

3 Maiclen Lane N. Y. 

王'^、 鑑銀 金に 幷巧測 金 

類 お賓區 意新最 


三部 巧 
ミナ 十 
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她 H 
發 
巧 


謡憲ブ 
サ T 
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00 


ト’ 
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紐 

育 

巧 
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ぶ 人 


‘〇 五 
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執 み 

を 瘡 
午縦籍 
前 

九覽み 
時雜 
■= で 室 誌 
ら 

午を 告 
缓 薪 
五 開. 聞 
時 
を 


臣 R . D . 呂 LOOM 

—NEW YORK OFFICES- 
34 油 S ゎ eet Cor •お d Avenue 
86th otreet 已 ,〇! ••し exingto 凸 Avenue 
1 23th Street Cor. Park Avenue 
-BROOKLYN— 

E.F*.A 化 ee B!dg.,De!Ca 化 Ave. がわ か on ISt. 

彰じ日 n 堪最タ 
日 乂午察 了 本 能 新年 楠 
醒時前 時 寧 人 f じ 式の 囚 
午 化 闡懸謠 S て巧經 刹* 

J 輯 if 麵 1醫 

遠、 後 寮特 "い ニス 



F. I FREDERICS CO. 

每科踩 學大瑶 な餘忘 

り 8 t がかが . M おがが 巧 S4 
BM. Uxingttm 左 Par お ii 巧 S. 

造 狩/て 货 S 壌 ± 氷ち 


JAPAN ART STUDIO ； 

1 巧 E. 5? 比 Sf. お f. Park & Le) (. わ es . ： 
巧し 化 A な郎が i 


F- K. Maruyama Co, 

87 W • が th SI も Y. 

TeL Bryan ! 巧 巧 



CLOTHES BUILDING 

"PAR EXCELLENCE" 


Ko も e み u ぷ 0 

730 Fifth Ave. 

C 曰 r •巧 ホ St. 

Tel. Circle 4406 


Oriental Art Studios 
J. Y. Maisumoto 
124 W.3 が h 化 N. Y. C. 

Tei. Wisconsin 巧 18 


至を お 用を の 方は 午 巧 か 時 ミ 十 巧の 巧に 電誇 ♦ 


Wadswoi •化 7094 も ■わ 巧び 下さい ♦宙 ♦ 


GAM 巧 化 L な 8 ¥ ぶ 巨 

設備 整な 經費 低廉 

Call-TRAFALGAR 8200 

FR み NK. 臣 . CAMP 巨 巨し L 
*'The Funeral Church** Inc. 

I NON SECTARIAN ! 
Broadway at 6 む h Street, N. Y. 


DR . H . A . GARDNER 

DENTIST 

巧 t 目 1 おお . が Madis 邮む e. 

let ， 8epn 量 7188 


DR •に 巳 YOSH 化 

307 W. 93rd が. 

TeL Riv が おおが 目 0 


M.Yamaguchi’M。. 
70 Seaman む も. 

おし L 肌 aine 巧 34 


T, KASAI 

Merch 巧 打 t 
Tailor 

分 

體巧幽 Ul ! が 
8o 扫 m 304 
な W 巧 BK 


む ) lant 30 が 


Y . げ 〇 

1 お Eest お rd 封 . 
Gor. LfiXingioa Ive., 


MIKADO TAILOR 

30 E. 径 5th SL 

Tei, Rh お eland が 883Q 


Scien が ic M が sa が & 
Medica! Gymnastics 
即 UU. K! な J 隠 
50? W 巧 1 138th お.， も K, 

Tel. Edgecomb 1486 


Dr . Emil Eichel 

SurgCQ ト Oeniist 
7 が Lex. む e. a け お h 化 
Teh Regent 97 良 9 


觸 なお 繼 lig RsIm 

12S4 Lex, む e. Betwg 即お ih and 88h お 巧 ets, 

授教語 吳人婦 


んし CEASAR ， MX ). 

ロ 7 fet. 8 伽な 巧 et 
bet. Park & Lexington i»es 

舅 喉 晒 鼻す! 

間 糖 お診 
午た ま埼ト 前午自 
巧ん ま 時 六を 午自 
日 醒 

自 午前 十 時 まを を- 一時 



房 書 西 お 參巧案 育 紐 

The East 3nd West む!) k む， ■ The New York T 抑 ris け mice 

4 り W なり 1 日 ttiSi" U,e. Tei, Caihedral 4408 


差は A 屆御新 
上を 右け 注舊ホ 
げ攫樹 致を の國 
まよ 注し ホ 書に 
すら 义ま 窠籍て 
〇 割にす 鼓ぶ を 
引對 D 速雜巧 
しし じ' 誌せ 
てて 御は る 


g 紐 
長 育 
‘ 碑文 品 
學學簡 
七 ± 事 

L -TThr* 

方聊 

移 

純を 
雄 所 


通年卒 A 
ホ聊 業を 
るかし は 
も 米を シ 
の 國ホヵ 

ぶ パ、 flsr_ — • 
W が お ルー 

信 事に 大 
じ 情せ 學 
がに 四を 


ま 顧 〇 A 
ず 懇買通 
。切物 譯 

に ◊〇 

御 其 調 

が 池 苗 

搔巧ク 
致で を 
しも 涉 


號 四十 百 お干 


を 



辦 を 规 


【円曜 水】 日 九十 巧 二十 年 H が昭 


診察 時間 

午を 一時 化 ニ 時 
午後と 時：； = 八 時 
あか 段を ± 

い： 巖本谨 一 

をが 比亞 大巧ぶ び 
か デブ ン病 席教な 
H 巧は 的み 煩 上 時 


診察 時間 

午 か 化 時— 十 時 
をを 六 時— 八 時 

パり. 小 栗 幹 ニー 

がち ホフ ブ 7 i が辖 
巧 五 巧が 院數辖 
武が 3 y バラン ド 
病 晚あ務 


ベ グビユ ー 病院 反 
が 育 大學醫 巧在勸 

な 見 ご 一期 

彰察 時間 
每 H 午を 四時から 
お 時まで 

夕 巧ろ 金、 と 

時から 八 時を 


諸 集 食 


本 

人 

基 

督 
敎 
修 
道 j 
會 I 


唐 巧說巧 (日) 八 時 

日 遇单校 (日) ニ 時 ザ 

家を 集會 (水) 八 時 

祝禱 會度つ JZ 一ん き 
藝祐 もさ ス尚 

婦人 會 
諸巧會 

設 備 

寄宿 舍 、簡ち をを 
巧 業 周旋、 をの 化 
人事の お 巧 談じ盛 
じます 0 


M 

化が 

h m. 

& 1 

み邮 

t 

.§ ぉ 

统 =1 

& L 

が S 

eh 

れ巧 

W 


料 

人 

美 

な！ 

ぶ 

音 j 




3 

2 
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お師 宮綺繁 j 
お 事 脇 崖 義人 

諸 d 

H 曜唐巧 午前 ご 時 
日曜 學 校を 前 十 時 

.11 日曜 午後と 時半 
渐禱會 水曜 夕よ 時半 
/ 常！ 桓句 
な 廣古输 比な をが 
巧 下町を 十五を 學 
生 會お員 じ 最適 
.磬 煤圖 書！！ 誌 巧 f 
を 健 娛樂具 巧を を I 
堂 あ も 

保 ま 或 業 巧を 旅を 
ま 巧を 辖事菜 調ず 


货 巧は 實賛 誠意 班 速 主義 0 
墓に 御 ±產 物 一式 卸賣 値段 
で販資 をし ます そを じ 巧け 
らや御 一巧 命 仰 化 r さい ませ 

呀歐 ホを 帯 時計。 置 時 お-ぶ 
P 寶巧 貴を 屢 。お 製 器具 _ ま 
◎を 褲萬年 筆。 おお 製 鉛筆 
◎蓄 を 器。 レ，！ ドを 本 陳列 




診察 

午後 S 持ょ (時 
日 巧け 巧の 柏 巧 g 

ドク ト ii. 

寫見 農を 


▼學友 聯合 晩餐 會^ 

コロン ピア 大學 《本\ ホぶ 協を 
巧 15 タニ 罢 写， f さ fk - H . Y . 
(ジ 1. Bra を urs こ 37 ロで t . 苦) 
每巧 第二と 第 四を 確 U 正み 時よ 
b 當大學 M こ ay 呈 一。 をを 巧 おを 
を莖 じて 會談 す。 校の 內 み， V 問 
はや、 日米 學 ぶの ホ 場を どん。 


JOK : ち 正 1 OOC さ Mb . 

ニ 1 Wt 里 芝 兰 芭.7|> さ； 

Tel . 吉さ 星 こ 573 > ジミ す皇ま 

前 九 時 1 午後 一時 

.囊蹇 f を ハ 持 1 午 法 化々 

H 巧 午 的 九 巧！ 午を 四時 

ドクトル 小 黎乘ち 


■扣 
加が 

1 6 

n to 

.2 p 

か邮 

な I 

け 


紐 i 

育 I 

H ; 

人 


諸： ぶ； 古 

日 巧を 書 硏究正 ター 
み 勵をタ よが 半 I 
麽拜說 み ジん骑 一 

木 JJ ニ。 

#3 時 
. 化を 巧藥 
^ も 里密ぉ 部、 旅け ちま 巧 
Fm i を 一巧， 人事 相 淡 ホ、 調 黄 
おい が、 巧 菜 周旋 讀巧 I 
W 地- 裁链を 巧のを 課を を 
孔 W け 旨 旨 及び ホ 食 目の 
3 使を 計る ー ’ 

. . ' . 

ブり ー ドゥで ー 巧と 十 器 
- 領事館 向 側 建物と 0 お號室 

巧タ脅 

屏ぶ爾 ぶ 

170 Br 豆を さ N . Y . 曰 ニ 
Tel . CortI ミ 己 苦 37 苦 50 


稅關 事務 

東 巧を 適幷 じを あを 
5 繪坦 入力 法 じ關す 
ずる 一切の 御 諮問に 
應じ黨 逍舆船 貨物 運 
貧 及 度 帆 あ 親 臟手續 
書 等 進呈す。 重を 都 
ホに 化理 をを がし 誠 
實教速 御用 かじ 應や 

度 髓か缀 


が留 巧牟 理想の 曲 ホ 

.目 本人 靑年會 

;呈|| S ニ cl . clarkso 二 2 乏 


T- 

に 


R 品 的 

U 置 

側 苦 

gill 

¥ 

n 

K 

u 
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獅鱗 揉治攘 

マ ツサ！ ジ、 を 

臀科學 的 連動、 賜 
灌 注， 水 治、 ホ 線 
及ち お 治療、 其 池 
が 育 州 公設 

フィ ジ才ン ラ ピスト 

西が 幸 巧 

U 曜外お 日 午前 九 
時ョ ，午後 九 時を 
電話 前の 颗上険 


換 眼を じ 腿 鏡調廚 


御菓子 舖 

名物 栗錢 頭、 線 羊羹-裂 巧 豆、 
甘納 夏、 其 他を 祥 
煎锁 卸小賛 。のし 餅け 前日に 御 
注 义を么 ふ。 

御 注文は を 風が 搞谎 
28 W . 苦 ih srTel.Tr を享置 4 


斬 鱗 魚介. 一切 

H ネん おきの ホを 澤かあ b 输へ 
巧則廉 憤で 大勉强 致します 

サダ ォナ魚 巧’ 
呈 UIMBS FISH A 吉 0 一 ご ER SA 芸ご 
控 0 皂贾二 1 st street&ir Amsterda ヨ Ave . 
Tei . Col 喜 bus 9 養 


"55 

s 

r — 


成功ぶ 穗談 

米國ま 英語を 露す 事 
は 成功の 第！ 義 です 
本校には U 本人 敎授 
じ 慣れた 等な 婦人 お 
歸ぁ韦 懲切じ t 話 逆 
信 文疆を 語を 敎 巧し 
ぇす。 自麗遇 U み じ 
午 蘭丸薛 ょち 午後 十 
時まで 麗梭し 一 レツ 
スンと 十ち 化づ i 
今 H 直 七 じを 按 をれ 一 


0 U 則 
"" S 郎 
ネ i が 

S 巧 

t , - — 


8 

む 

n 


H 本、 をが 資巧お 美 
術 品、 输人用 首筛な 
化 巧餘お 

耗烏 ュデホ 

庭 等奖維 お懷辖 ' 
首飽 お、 スト"- ング 
H 本 服裁镑 


画蹈 十六 T 目 六十と 番 
電話 プライア ントと 0 と 九 


磯が 工具 毁巧 
運動具 並な 具 
貨を顔 及 時計 

お本ツ 引ァい 
寫眞機 レ デ ィオ 

ラン フシ エ^ド 

美術品 販賣 修理 


第五 街よ HO 

へ クシ ヤ I 

ピグ V ング內 

小 池 寫眞舘 

軍 話サ！ ク か， 

四 四 0 六 


が 育生 命 保 險會胜 

S 木定吉 

賴保險 


Z 压 W Konk lilf e 13 田 or-wpoo Co 

51 0 を 目す rast: zewworkeity. 

巧 bone. Worth 228M 

倉 姑/方 ニ 御 掛女ノ な^ 必イ 
御自 を/あ 巧 ピを誌 あ 巧 チ 申 
閒 活幸 f サィ 


稅關 事務が 扱 

還 1 E 臺 L 費 萬が 設_ 

ぎ i 7 芸 ごち oadsay , 呈 
呈 .を 至 忌- Ga 涅 n 薑 4-5-6 


化れ じ 前ち は 明治 十一 年 創立 

資本を 五が 五十 巧圓 、を 者は 

大 化と 年劍 ホ、 贊 本を な乃圓 

頭取は 兩わ 共吉野 网太郞 氏で 

をる。 

審議 會 のみ 議 尊重 

大藏 省は 經濟審 遙會の 金解禁 
巧 證を链 重し 適當の 時期に 斷わ 
の 意向で ある ど。 

手數 料半减 を應諾 

曇に 英國 ょら あ學 された 船体 
お 隙の 解除 巧 保 險手數 巧 半 おは 
日本側 遂に 之れ じ應諾 した。 

取引所の 合併 統一 

を國 商品 取引所を 併 統一は 差 
當ち 京阪神ょ ち實巧 せん W 島德 
藏 氏の 大抱 貧で をる。 

乂原鑛 業が 大 改革 

义巧 鑛業會 おは 大な 革を むひ 
を 事業を を雜獨 立せ しめ、 二割 
五を の社賣 淘汰を なし、 日本 產 
業會 おどな 稱 、巧 社長 じ 結川義 
巧 巧 就 巧す。 

鐘が の配當 据置き 

鍾郷 結績會 社配當 一二 割 五か据 
愚に 巧す。 

古米 過剰の 大 影響 

古え 過剰で 新米 惨落 心 ホ 春の 
を 期相壤 は大惡 化せん かご。 


.尋れ 人 

U 居城 縣) 大嶺武 雄 (長 野縣) 获 
原ず 人 (同) 佐 伯鑽雄 _ 魔 島 
縣) 中 村榮ニ (尚) 渡邊泰 巧； 東 
を甫) 古澤 武之 巧. (か 歎 出縣) 
後藤 甚 之を， (お 馬 縣} お 下壽之 
を (山 ロ縣) 德お猪 一二郎 (熊 
本縣) 酌がず 喜 (鳥 取縣) 廳勝 
衞 (山 ロ縣) お甚吉 (を 媛縣 一 
橫旧常 ま (岩ず 縣) を々 木 淸四郞 
(和歌み 縣) を 本 ホ 苦 (鹿を 島 
縣) 圓上時 愛 (を か縣) 水 未 松 
(長 驗縣) 池 旧み 藏ま (を 古屋) 
水 谷 ホが 

ちのを じ 通知 致 度き 儀を 么 
候酣 本人 おくは お 人ょ b 現 
住所 御 通知 願 上 巧 

紐 育帝國 総領事 舘 

1 岩 83 ad 革逞賢 W ^ fark 巧 ニ 


松が がか 

320 夏 n 量 tan Av こ 里. 113.1 之 sis . 
&見- 芭 ぎ菁 ni 呈 t 食芸 


鹽露 

▼彰察 時間 A 
每日 (日 耀を驗 く】 
午前 九 時よ V 
午を 五 時 ザ 
水罐午 的么時 1 
午を 一時 


診療 

午前 十 時ょ も 十二 
時、 午後 六 時ょ 6 
八 時、 a 醒は葫 お 
願 上 候 

ドク ト '八 

山 ロ n 一之助 


B 00 

新約 屈 上ち 

P I チ か大を 
ドク トか オブメ デが ソ 

醫學巧 ± 

吉 賠お彌 


驚 井 洋服な 
丸山洋 廳廓會 


を 五十 STS 


mill 


伊藤 

洋疆巧 

t フ T 六 ニニ 


洋臟 調進 

タリ！ ニン ダ、 ダイ 

イング、 修謹 等. 一が 

ミ劳 F 洋服 店 

松 本 保 
叢 轟 ライン ランダ] 
六 八 S.O 


科 學的揉 療治 
醫術 的み 操 

化 島覺丈 

巧 五 百と 番 
な 一二 十八 T 目 

電話で デコム 

一巧 九 六 


齒科醫 

午前 化 時 ょら 午後 
と 時。 日曜は 化み 
お療 代は 普通 週 沸 
ひで 差 支へ あらま 
せん 0 

バけィ M シ で 死 


0 

動^が 

T-W 

诚^| 

• I P L 
r 8 ： 
0 3 6 


化育 州を 認 
.内務省を 許 
東を 巧大醫 巧大を 
を 婆 復習 巧 卒業 
元 化み 

產婆 お本綠 


41— 


J ザ. 


十 立 年の 歷を ぁる 當 巧は 多年の 
經驗ご 新 智識を 有する 敎 師を聘 
し 自動車 
操 縱法及 
な. 運 巧 若 
の 修得す 
ス きお 要 
な 機顯的 
智識を お 
顯醒 じし 
て 最も 能 
幸 ある 徹 
を^ ホ® 

を あ 習し を狀 獲得を 煤 謡し 驟業 
ロを も词淹 します。 



を、 •米國 婦人 
日ゎサ 人への 葵 
語敎授 にはを 
年の 經驗を 有 

f でーン ブス 

ンと 十五 化 
每 H 朝 九 時ょ 
b ' 巧 化 時を 巧 
時 にても をし 
U 曜日は 一時 
よら 四時を 


蹲 巧醫米 旧榮ち 

212 S 1 呈 th Si. f さ rk 違 
Tel. katle 呈 38 呈 
蕾話ア 々デミ ー 一一 一八 ホ 化 


齒科醫 木 下义巿 

31 巧ち. ごご h si. 

TeL ま tjin ニ 黄 7 


C 

n 

リ贿 u 

IT -ih 4 

d s H 

0 -5 わ 
K .1 咖 

& 議斗 
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艦船 御用 逮 
船 真 食 巧 お 
和洋を 雜貪 販賣 
輸出入 我 關手績 
諸 荷物 運搬が 扱 


遠 藤 小 乃商會 


珍ら しい こ， こを 殊に 喜ぶ 
米國ん への 送 物に 是非！ 

花札 ミ 英文 指南 書 

親切店明腺じ說明してゎ6ま{ 。 

巧 CWAY > M > & 00 

1 14^ 巧 ミ t 巧 9を S 产 Ci な 


生產 が激增 して 

砂糖 界に大 受難 期 

H 本は 漸く 自給 獨 立の 期に 到達 
ジャワ 糖の 輸入 も 不必要になる 


I 本社 特電が 旣 報した かく、 臺 
巧 緒 督府は 第二 旧廉闽 調が じ ま 
き、 巧 年の 臺灣を 糖お豫 想を 一 
モ一肯 五十八 巧の 千 ビク八 ミ あ 
ました。 即も 本年度の 實收高 化 
百 五十二 巧 八 千ピク か」 比較ず 
れば 

實じニ 皇ガ六 乂ビク 八 
の 大增收 で、 この 台 灣を糖 額に 
同じく 巧收 をを お？ れる 化が 道 
沖縄、 大 をを、 おが 等のを 殺 顧 
ニな 十乂巧 ピク^を を ずれば、 
實じ千 一二 巧と 十と 万 四千 ビク ( 
じ 上らべ < 、ホ 年度の 消を 推を 
お 一千一 二な お 十で ビク^を 度 じ 
充 {- て 余 b ある 狀態 ごなら、 こ 
こじ 巧が 國當案 ま むらび じめ 端 
のを 年の 

希望 であつ ぃ 砂糖 5 自給 
自足が いょいょ 確立す る譯 けで 
ある。 臺微患 糖のを 社 別 內譯、 
並び じ 臺鐵な 外の 產糊豫 想 左の 
かし。 (單な 千 ピク术 ) 

A 臺潑 、 C 八 OA 明治 ニ、 五 
00 ah 糖 二-ニ 一二 OA 盛 水 
港 I 、 お 五 0么 ホ輕 r 1 六 
0 A 新 高 五三 五 A 昭かニ 四 0 
新興 ニニ 一 A が 巧よ 五 A ホ魄 
四 八 A 壤巧巧 五 A 沖繩- をを 
糖ゴ cxy 黑糖及 白 F 徳と 一二 
CA 乂を島 ( 々密焼 一二 0、 
黑 糖々 白ド概 M ハ 0) A 化 お 
道 一 珊が概 一二 八 0) A サィバ 
ン島 巧を ニ so A を灣 ホ 糖 I 
八 G A その？： 一四 固、 九州 S 
一部；- 黑總及 白 r 總丑 0 
しねが つて、 ゎ-如 鹽製渋 萊の癒 
桃で ある ジャヮ 糖み 輸入は 今後 
をの 必 をが。 くなる ゎけで' 唯 
輸 おおの 

原料 のじん ジャソ 糖が 化 
用され る こど、' > 。 つたので わる 
仏つ て內 化の 挪機ボ おのかき、 
ジャブ 糖み 相 煤 じょ r てを 制を 
れを辖 巧が々 くなる 箸で 巿場じ 
おける 需給 關 係が ボ惜變 動の ホ 
因を U ず こど じなる 譯 でもる。 
また これ ピ M 時に、. か I るタ額 
な、 を 糖が がわら はれる こごに 
なつて は、 お 年 兎角が 問 駒のを 


る 


巧價 維持の ための 做糖编 
i 給 調節 協定は 必須れ 閒題 •こ。 る 
ベく 現に 巧 年 巧 糖の 協定の 如き 
この ホ產豫 がが の發 おによ つて 
i いよいよ 日本 にがては 重要な 問 
題 ど U つた 譯 である。 麵 つて 當 
: 地の ゥィレット •グレィ 巧 おは 

i 卞 九な 二十 八、 化 年の 世 おを 糖 
疫 おがを 罕 六む 丑 十一 ニ 巧 六 千 
トン ごを 表した が、 こ むは 

前期よ b だ S 十一 巧 八 千 
トンの 激 巧じ當 る。 ま 嬰を 徳阅 
: めを 磯 銭 想は ホの か < である。 
■(單 位下 トン 心 

; A キ バ の、 九 00 A ポー 
一 ト •リ M ハ ニ 0 A パヮ ー ィ八 
; SOA グ キジ アナ 一直 OA フ 
j サブ ッ ピン 六と 出 A ア^ ゼン 


チン S 六 五 A サント ドンゴ 及 

- ィチ ニ H ハ 一 ▽ィンド ニ、 九 

00 A ジャヮニ、 一二 九 OA 日 

本ょ OC 

右のぅ もネユ ー パが 本年までは 
生を 制 腿 じょつ て 四な 万 トンを 
算 してな たもの が、 一躍 巧 良 九 
十万 トン じ徵增 したのは 

注目 ずべき みで みつて、 

ネ ユーバ はこの 內 、二十 巧 トン 
を 島内 消費に、 S な 二十 万 トン 
は アメリカへ 向け 輸出す るで あ 
らぅから、 殘 るな 五十 方 トンの 
處 をが 注吕 される 譯 である。 し 
かる 'し、 このな 五十す トンは 當 
が歐洲 じを のさ ばけ ロを ホめ ね 
ば；^らねものであ6、 一方じジ 
ヤフ はを の 

產 ^を欽 抑に 巧け 盛ん じ 
投資して 弦る 除で ゐ るから、 ネ 
ユ ー パの 例年 ょらら 一一 一倍ち をい 
この 振向數 量が か 巧じ處 をされ 
て ゆく かは 興 ホ ある 問題で、. を 
の 結果は まれ 旨ら 推察し 得られ 
る ごころ である。 したがつ てを 
年 こそは H 本^ 巧 巧 自給自足 じ 
達した としても、 を 世 巧 どら 產 
据 額の 敎增ど 競ず ごじょ つて 糖 
を， ピ乂を 鑛期じ 遺 遇せねば なら 
の諾 である.' 

株式 景氣 

取引所 膨脹の 跡 

三ユ} 3 ! ク巧式 取引所が 新 
ら L く發刊 したす 丸む 二十 A 年 
巧の 年鑑に ょるで 最近 天井 知ら 
やの 株ぶ 致氣を 生んだ 

成果 が もら あらく 强： i れ 
て 居る 巧游 、証を 類の 評 偕は 約 
一千 億 弗で、 本年 一月な 降の 增 
加 高け 百 五十 億 巧 じぶんで 居る 
が 右は 觀 しく 上燒 された ものが 
增 加した 結果で 本年 十 巧 一 H 現 
化の 一二が 四十と 都 巧、 四十 ニ掛 
おび 四 W 閣じ 廣く會 員の ま 店 お 
け-千な 义 十二 巧 1 巧 ザ 一巧、 
± が义 十二 都 おじぶ る 化，：： ホ 十 
ニ 軒 じ 比 校すべく、 昨年 五 巧 一 
りから ホ 年 十 巧 一り じ まる ナッ 
^ I の 運用 もみ 千 巧な S 十六 軒 
から 八 千な 四十と が じちし 

Tr - への チ ッカ！ もを 
六十 S 都 おから ニな 一二 十九 都 ホ 
どじ b 、 本年 化 巧 云 十 りまでに 
まる 曾 員 席の 賣買數 はが 八 かで 
時慨も 二十 化 万 弗から 四十-五 巧 
弗を 往 ホし、 これを 昨年度の 賣 
買 八十 S 件 じ 比較して、 いかじ 
株式 おがが 巧を 招いた かを かる 
じ 足るべく、 株式を 換 所の 化 事 
も 一日よ 巧 八十 六 巧 四千 巧 巧み 
出 巧を 淸算 し、 契約の 爲离 島は 
九月 二十四日の ホ 摄八千 八 巧 ニ 
十一 方 六 千が 巧 じして 取引 巧の 
巧 用人ら 昨年の 千 S 巧 五十八ん 
が 千と 巧 八十 一二 入 ごな b 谤內備 
へ 付の 

お設 おお 數が千 六 灯 十五 
昨年よ らも S 巧 二十との 增 加で 


一日の 巧 出 平 巧な 巧が 巧 五十 巧 
におす 等 驚くべき 發展 ぶら を 示 
して 竜る 0 



十-巧 度の 

輸出 

アィリ 力の 貿易 

本年 十一. 月ん ア メリ" の對外 
貿易は 十ち 度を 除く が景氣 じて 
歲ホ じあき 年 ごして 千 化が 二十 
を W ホの ち 額に 達' し、 输 ぉけ 五 
な 四千 六な 萬 巧、 輸入は 一二 億 ニ 
でと 巧 冗 巧」 で 差 引出 超 ニ 億 千 
化 巧 巧 巧、 商な 當 局の 說明 する 
巧に 化れば、 十 巧 及び 十一 巧の 
輸ぉ巧 巧' は 例年に なき 農作 度び 
自動車の 輸ぉ增 化を 巧した 結裝 
じて 本年 一巧な 降 十一月 じ まる 
輸出 緩 額は 巧 十六 億五モ 五な 巧 
ホ、 巧 年ょ をの 增 がー； 億 弗 じし 
て 輸入は 昨年 じ 比較して 减少の 
傾向なる も 輸ぉホ 面は 今 十二 巧 
を 含み 記錄的 ち 額に 連ず る 撰 
樣 じして 同時に 十！ 月に がける 
金塊 輸人も 本年 一巧 W 降の 巨額 
じ 達して ニ 千 化が 五十 化 方 一千 
弗に 截し 輸出は ニ 千 ニが 九十 一 
巧 五 千 弗、 差 引 入 お 六 巧 六十 セ 
万 六 千 巧で あるが、 本牟 一月な 
降の 輸ぉ 入を 見る に 依然 どして 
出超 局 四 億 一千 五な 十と 巧 六 千 
巧に 達して 居る。 尙ほ 十一月 中 
がる 銀の 輸巧 はとな 六十 六 巧 
四千 弗 じ異し 輸入は おな 四 巧と 
千 巧で あつた。 

撤爭の 調訂ご 

.聯 離の 立場 

了/リカは 養ばず 
•ボリ ビブ i プ八 グアキの 綺爭 
は 顏際聯 盛 や 目下 7 y ン トンに 
召集 中で ある 化 アメブ 力 議會か 
ら調訂 •かあつた じも關 はら や、 
遂にを 戦 狀態じ 移- ^ i 時 形勢 个 
環なら しもを め 後 ボリビア も 巧 
び識詳 をを 諾 ザる じ至ト ，目す 巧 
方は 斯陣の 葵で 時時の 推移を 藍 
視 する 形 じな つて 居る が 

國際 聯盟 側 どして. は アメリカ 
に 反感を 抱く アホ ゼン チン 化 
表 等が 盛ん じ 調訂を 希望し ア 
メリ 力に 掛 して 職盟は 何等 遠 
慮ず る必耍 はない 
ど 叫びつ、 ある 事 賞 じがて、 ブ 
メリ 力な 府 ごして は モン B 1 ホ 
義のキ 前 この 除 聯盟 側み 調訂が 
が 巧す る こ' こは 旨 己み 面目を 傷 
けられる もの どして 暗中飛躍し 
つつ あるが、 左ら ごて 調訂 失敗 
の瘍を アメ？ 力の 單獨 調訂 'レ 巧 
らじ 自國の 面目を 傷け る ものと 
して 要 V いしつ ある もの、 如く 
結 馬 化 アメリカ 議會の あじが て 
調 訂じ從 事を 計 b つ！ あるが 
これ ごても アメリカが をら じ 
穂 梅 的 じ 巧で る こごは 却て 會 
溝の 步 調を 却す 恐れが ある ご 
いよので 頗る 肉 難な ホ 場に 陷 
いらこ S 弱か鹽 同志の 紛爭じ 
手を 烧 いて 居る。 

が 爆の ji き 

ま 京 特電 十六 日發 

福 島の ニ 銀 巧 化 業 

福 爲ボを 巧と、 巧 島 貯蓄の 兩 
敏 巧は 一 ヶ巧間 化 業す る こご ご 
。った。 

綿考 n 昭かニ 年を 株 ま 年鑑 じ 

.V 
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SUN HANG FAR 
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Te し Klonumeni 剛 4 

ま ク ± 希 巧 博 君 云 T で 巧 諸 腐 
す マ 、上 卒し じへ 目 第 理君前 本ぶ に 
。ィ 日ま繁 ては ばのと をのを 樓 ^ 
、巧す々 居 巧 直 チ 街 差 嗜揮料 
春は。 御 まるぐ ャの 上がつ 理 借 
擔饋 ホす 程 H プ巧げ じてん 寸 P 
が 頭 ホ。 巧 本 スニま 適 日歐イ •b 
あ、 の 評人ィ 十す す本廉 
> ン 程 を 諸と 六の る 人力； 
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The Tokyo Go. 
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DANCING 

411 W. 115 化 St 。 

Te しむな 君 か a! が 38 を pi. 3 


號 四十 旨 お干 一 第 


娜が 3 ap 沒 II 化が 斬 腑巧 


日幡水 


円 九十 月 二十 年 H 和昭 



生 



培 巧 
兄を 


が 宵 ホ 西 八十 八 T 目 S ニニ 
な話 ス 々 イブ！ とんニニ 


高等 御旅 鑛 

東雜館 

會賺御 料理 . 


御 料理 疎 じ 下 55 

太 陽 

壽司每 日 あちまず 


ザぎ 燒 
ホ じ 御 料理 



薑舅 一が 區 

自 午前 十一 時 《 ち 
至 午前 ニ 時半 P 庙 

まが 料理 

お 魔ぶ 園 

司 理人蘆 蓮 
お 锻のホ じは る 巧 
の 巧 便利 じ備 へが 
聞 食 席の 御用 じ應 
やべ （候 晒 巧ホ枯 
ぞ變わ 引 立願 まな 
紙上 御 ま 巧 申 上 候 

支那 料理 


河擎添 


會席御 料理 

昭 和 

特別 规 日本間を 新設し チキンの 
水 案を 始めました。 チキンの 水 
煮は 一二 時 巧 お前 御を 話 願 ひます 


皆樣 の御嗜 巧に 通 ふ 
樣な美 ホの 御 巧 透を 

S 廣義 

致しまず から 績 々卸 
ホ ホを 願 ひます 

S 永興樓 

瞬 揃 ひの 料理人 數名 
が 日本人 諸君の 嗜巧 
じ 適する 巧 理を差 ± 
ます。' 蘭 云 時を 開 巧 
(な サ五 T 目す ブ 
惇車瘍 の 下) 



レャト ルボ 

NP 旅舘 

W 0 タま ti Ave ’ WP weattle , wsh . 

停单 お前 通 まご I 了 左側 《階 建 
H 本 巧 船 切 巧 取扱 波戶場 送迎 


ロスアンゼルス 

ホ リン ピック 

ホテル 

ニ 7 N S ミす dro St ., Los An を es . Cal . 



媛の 蒲 お おいしい 郷巧 

會朦御 料理 

畫 食は 未廣へ 

巧哮節 巧莖巧 大お摆 


日本 食料品 類み び 雜貨類 卸小賣 
ホ么ま 大賣挪 桑 山商會 
が刊 書籍 雑誌 小間物 日用品を 種 


日本を 巧 品 
日本が 貨巧 
畜 籍巧雜 を 


每夕化 時 迄を 菜 

メ 1 グア ドレス 〔年 一惠 

東京 巧會 

> ブンタ 巧 もます 

を 堂の 設 あら 


御 下宿 喜樂 

元 黒 膝 旅 舘奈な 直が 
184 吉嘗 St., す 夏 lyn_ N. Y 
Te 二 riangle 35 ニ 


ステ ムヒ] ト 

ツ ト フ タ ラ ン ニ ン グ 

邦人 クラブ 自曲亭 

芸 Sands St. す 呂章. N. Y. 
TeLTriiie 7475 


.▲淸 が、 親切、 お樂 nl ニ 巧 ► 

勢側舘 

が 勢 事を 久陆榮 作 
2寶 E . 夏を Str ま t 
Tet . すち 里沒 99 


器 旧旅雜 武田义 治 

な 國巧聞 多 數取揃 < 居ます から 
を 所 御 立 寄の 節は 御 休憩 下さい 
W 畳で si 1S す street, Tel. S 星 vei こぎ 


一力 旅館な め 

一帝國 旅鑛識 

1 を 卓. 6晋 玲 ！一 呈 York 
Tei . susquehia 86 ち 


紐 育 旅館？ を — 

東 醒十了 目 ニ 巧ニ 霉 
Tel. Caled 呈 ia 夏？ 4 

レスト タント 

並 じボー デン グ 

荷物は 保驗 附じ預 b ます 

冨 山】 

181 三 己 rd 言田. を三宜 さ & 101么 ぎ 


ポストン 帝.. 

富 ± 旅館 大浦末 松 

妄巧 ミミ ster 舆 •す st ミ Mass ‘ 

ぎ B . B . さ 75 


費府 御旅 鑛 
桑山淸 五郎 

4 是を uth ミ h 沒. P 呈 ad を phia す. 

Tel . Walnut 7231 

お裘區 域中必 、総領事 お、 目 本 
截船其 他 象 巧 大會社 近き を 巧 

を 港 J パ ホ テ 火 

純 日本食 (特別 間 ぁち) 

御】 巧お窠 自動車 御 お 迎申上 巧 
巧ニ呈 ifornia F San Francisc タ星 if . 


證顧 

。が 

巧 品 0 

& W 腳 Y 其 他 小鳥 類 
動物 一码 


各種 金魚 

力 ナリヤ 


0 がの 




ザ 上 金魚 巧 

918 巧 童 & V 8 こす 去 ' f ミ k 苗な. 
さ i Giixk ち 萬 


蠻油懿 gISSI 韓誓ょ 白米 

日本 米 離 食料品 ^ 1 § 胸。齡 § 

巧 田 醬油巧 ま會社 東が】 手 賣挪庙 

曰 本 食料品商 會 


紐 育 唯一の 日本 百貨店 

片桐 兄弟 商會 

スマ ドレ •プロダクツ 一ず 販賣元 


■ト ：..'f U ■•ホ T . T 一 I " 


舞 磯 働 入敎授 

マ祉を ダンス A 
ザ 表情 体操 A 

— 了 寧 

親切 

朝 十が ョ ，巧 十一 時 

シャリフ •ダン も 

ング 師範 學校キ 業 
上杉タ T 


T 


夺 


わ 正 巧を 前にして • 

惡い風 孤が U やろ 


-:^:が い らたんだんぁの^ へ襲來 
併 かし 死と 率は 至つ て 少ない 


j ヮシントン か，" 壌を さわた 報 
I 吿 じょる ど、 本年 十一月 カリフ 
i ォ "ニア 地 じを 生し レ 流が は漸 
I ホな 烈を械 めて 円 ど 共に 
_ をへ 巧みし、 を アメリヵ 
i に 昔る を あは ニ 内 巧 人位 K をオ 
j る でんら ぅ VJ 云は りて 居る'- こ 
一の ニユ I ヨー ク巿 でも 昨今 これ 
じ繫 はれて 居を 人が ぼつぼつ ぉ 
て冻 たので、 衛生 局で も 化な 萬 
を 後し， •おる。 今年の 流感は- 
九 一八 年 や 一 化 ニ 0 年頃を 化 巧 
を摧 つじ おじ 媽概を 佑 わる 風 も 
ない t 、 病 おの 性質ら あま b 湿 
恐で。 いから W 炎を の 化を 併が 
しい* い 化 b 巧 人は 利を じ々 數で 
ある：^.、 このお随じ化りて學校 
'が 巧 鎖 さいた 地方は、 かなら タ 
.く、 ィン デ アナ、 I 、 ゾリ一 州、 
首邵 S ヮシントン 附巧 、カナダ 
:ではク エ ベ ッ ク挪5諸乂學で^2 
を 病を がを b じ 多い ので 遂に 化 
'巧し、 をの 化ゲ アジ ニア、 カン 
サ ス諸挪 でも 學 校を 

I & 鑛 す，。 のを、、々 ン 
サス 巧の みで も轨 患者 五 千 人を 
を ホし、 ヮナ リタ ホでは ニ 千 四 
なんの 小學 生徒' iw 十二 人の 敎 
員が このため r を 部 化 おす も ご 
i いふ 騒ぎ ホ、 殊-し 今度の 流 威を 
i ホ 地 C ある カブ フ才 かこ ア 州の 
I 活動 寫あ 町で ある、 J リ ウッドで 
: はジヨ 1 ン •ダ A ハ ー トや をの 
一 他の 名優が 病床に 靑息化 息で 苦 
! る しんで 蓄る ( 


流感'、 一して は 

極めて 輕微 

媛 本 ドク ト 談 
『流感が 两 部から 漸巧巧 じ 巧 
た ごい ふことは 聞'、 て 居ら ま ザ 
おが接した豁箇內では 三 ユ 
I ョ ！ ク 巿が稱 かじ 

がが 他に 繫 はれて 居る どを 
j つた おな 現象は 認めて 居 b ませ 
ん 。をれ じ 今度み 流 威は 往年の 


やぅ じ 激しい もので。 （顿 めて 
輕微 ；：：' もので、 風邪-しか I つた 
ご 思へ じ 要、 むして お 巧る だけ 家 
じ 引き こもら、 汗で も 出して 靜 
かじ 寢て 居る-- どで ず。 蜜ら 密 
巧-^ るこピ は ょ^あぅ ません ろ 
ら 、出 ホる だい 風迪 しを 巧-ず 
ぇぶ 要 け をら まず か、 ドラフト 
に當 る-ごは 敲邪 5 慕です から 
これけ 嬰が をず る ことで ず。 を 
れじ 

患 着 を 見舞に わ つても を 
く 話を する'- ごは 傳染 ずるから 
ホして ょろしく わ b ません P 日 
本 等で に マスクを かけで 要 也し 
ますが、 患者が これお じ 用、 むす 
れば結 鶴な こどです。 余 巧 高熱 
を縷 したら、 熱が 繼績 的で ゎれ 
ばお醫 者を 呼ぶ ことです^、 普 
骚 風邪 £ いふ 程度 なれば. 巧 間 
みお 等を 止めて 靜 か^ 汗を おし 
便 弛を よ < すれ ピ巧然 じ 快くな 
つて 巧ます』 云々 


賭博親かの死が崇^ 


警務 長 官途に 更迭 


ワ i レン 氏の 猿 じ ホェ— レシ 氏 


東部 切つ ての 瓣搏の 親み であ 


るア 1 ノ八ド •ロ！ ステ— ンみ 


.ラグ •ホ テ 


_ 當地バ ー ク •ぉ ン 
.八の】 宰で赌 構み 

貸借 じ關 した 口論から 遂 
j じビ * ト 八で 化が され 病院で を 
; 巧した が、 彼は 流 おじ 賭 陈の親 
かの 雅麽 ぉ示して 遂に 死ず る じ 
まるまで す ホ 人の おを 洩らさず 
一方 续を侧 では 前後の 拳 精を 総 
，をして 化 人の 目虽 はついた もの 
- のが かか あ 犯人は を あじ 逮捕 さ 
^ る i じちら す' 遂に ボ長 ゥォグ 
一々— 巧 も 與論の 非難 じ 鑑みて 警 
ー務長 官ツー レン 氏に 掛 し) をの 
i 期日 W 內じ 犯人を 見出ず ベ < 命 
一々 し、 をの 一方に がて 平素 よら 
一 タマ ュ ー 政治を が恶 ずる 一派は 


兜漢ス 逮捕 お延は 

結局 タマ ニ） の 腐敗 政治 
を立證 ずる もので、 ニユョ I ク 
の譜 おや タマ ニ！ は。^ ~ ズブ 1 

ン 一派の 不正 賭が、 銭 劑化引 等 


から 得た 腐れを を 頂戴 L て おる 
結を である ど斷 やる じ まつた 揚 
句、 一二 四の 連絡を らしい 巧 力な 
犯人を 捕絲 したら の/' 彼 巧の 一 
かから 艇 はれた ど覺 しい 眞化人 


は旣 じキュ ー パ々 面 じ 高がして 


ゐる ことが 明白 じな つたので、 
遂に ゥォグ 力ー 巧は お 面は 病氣 
をみ 實は 強制的に 自己の 親ぶ で 
あら 且つ 法俾 組を の忡 間の 一ん 
で ゐるフ ー) ン 氏を 

辭聰 せしめ、 をの 後任 ど 
して 巧貨巧 V ナメ！ 力 I の療ま 
祀人 であ b ニユョ ー ク 市の 賓客 
數迎委員長として常じか巧の珍 
客に 巧 街して ゐたグ P — ダ ァ》 
ホユー レン 氏を 巧 命した。 氏は 
プがッ クリン じ 生れた 人で、 陸 
軍學 校じ學 び、 をの 後廚 巧を 出 
身した 人で 法が を專を 中に 商界 
へ乂つたが ^ キラ ン氏が巿長お 
柿 じを つた 際 大いに 驚圖 して 遂 
じ 氏が 市長 じ當 選を 巧 長 秘書官 
ごな つたが、 これを 辭 した 後は 
ヮナメ ー 力 ー じ 入 b 年俸 十一 巧 
巧で 采配を ふつて ゐ たので ある 
が 

<T 回 就任す る缕務 長宮の 
年俸は 僅か 一万 弗で あるから、 
十万 雍ご いふ ものを 犧牲 じした 


景氣が ぃ 


歲ホ氣 み 


譯 であるが、 ワナメ ー 々 ！ 厕 J 


氏 自身 どしても 『を 共の ためな 
ら』 S 遂に 出 巧を 决必 した もの 
で、 就な 後は 現任の 替察 部內じ 
も 一大 更 をが 巧 待され てゐ る。 


贈物 賣 斤に 記錄 

商務 長官 ホ ィジ テ ィング 巧は 
クリスマスの 資巧 じついて 

今年の ク ブス マスには タ 
み 五 憶 巧ぃ 賣巧 きがあら、 あ 年 
まれな が 記 錫を 造る であらぅ。 
其の 翊 おは クリス マ-預金の 配 
當が總 SS 約ぶ お 五 千 巧 巧 か 配 さ 
れ てんる から、 昨年 じ 比 ずれば 
十 パー セントの 增加 である。 配 
當 を.、」 利子 どで 五 億 六 千万 弗で 
十五 パー セントの 增加 である。 
このを 額の 割合は また 調を しを 
される 答で あるが、 この 內 五十 
パ— センスは クリスマス のな 引 
じ 養す ご 見て 差 文へ あるまい。 
今年の 

も^ 记 また 巧 記錄を 造つ 
て 居る。 十 巧、 十一 巧の エ壤の 
雇 ひ 人の おを 見る ごま 年ょ b 多 
ぃ、 鋼鐵 のを 產 、自動 幸、 鋪等 
のを 額' は增 加を 示して 居る ごの 
ご であるが、 一方 お 巧 協會の 

マネ ー ジヤ- — 化理 で スおィ •ア 

少ビ ツグ 氏に 歡 つてを 表された 
ミころ にょれば、 本年 摩 未と g 
二十 n に、 银巧預 を 額け ニけ 八 
十四 億 一 干 ニけ 化 十六で 一千 巧 
で 前年度よ な 二十 一二 慮 ニモと な 
五 方 九 千 弗の 增 加を 示し、 この 
額は 千 九 巧 二十 年 巧の 巧 記錄で 
ある ご 述べて 君る。' 


イ夕リ 人が 

世界 早 ！！. 


.飛行機 ご豫 船で 

囊じ 巧が 圃 では 時事 新報の ま 
罹で ま阳 ょり 化ぶ 一岡 早 廻ら 競 
爭を 巧て 人氣を 博した。 この 競 
爭は嶺 車 も お 船 も總て 定期を 利 
用、 し 時 別に 雇 ふ ぞぅ^ ことは し 
ない こどが 條 件で あつた。 

£ ころが これ ご 岡 橫の條 件で 
プ ロン クマで 遜 ま 十四 年 じ 直 
b 氷の 卸賣 をして 居る ィタ リ 

1 人 ラフ ア エレ •マキ ウラ y 

とい ム 人が、 今 巧は 一一 一十 H ロ 
下で 繫用も ニ 平 ホ 巧 あで これ 
を 巧 巧す ると 發 表しね。 

計 蕾は 本年 巧ふ當 であつ たが、 
ブィべ リアを 橫斷 する 獨逸 ごり 
シアの 飛れ 會 神が 劍立 延期 じな 
つれので 自然 會 社の 實澡を 待つ 
こど じなら、 今日の ごころ では 
S 写 一十べ 日から 四月 ホ 日の 間 
じ當 地を 出酱 、療 船で ィ タリ！ 
じ 渡 b 、 飛 巧 機で ベ^ブ ンじ赴 
き 更らじ モス n — に 飛んだ 上： 
化 京 経由の 飛行機で チキべ プア 
を 横斷の ± 橫濱じ 赴き、 同地 か 
らゲ キク トリ ア 巧み 船を 化 6、 
上陸 後は ソ！ ト •レ] キを經 由 
して ュユ！ 3 1 クじ歸 還 飛 巧す 
る 箸で ある。 

今 巧の 計 盡は同 君が 大の ファ 
スシ チ黨ど ホて 居る ので、 首 
相 ムツ リニ 巧 じ 敬意を 表する 
意 ホで 巧 ふの だかな。 


東を 市會は 

愈々 解散 か 

巧會 成立 不出來 


御大 典の 總沒ひ 檢擧の 幕は 捻 


事 あ。 みお 檢 事の 紹 をく、 もじ 
切つ てを され、 ぞ巧筒 ニ 正 
を會 一名の ホ 證が收 がクれ た。 
小 巧 氏は 現 餐視廳 から 絶ぇ や 晩 
まれて、 巧 b 每じ譬 視廳の 遣ら 
ロを 非難し 身の 潔白を 巧 明して 
ゐ たが、 結局 靑物 をの 他、 板 か 
じは わ タみじ もれて ちない こど 

が を 

明らるな つた。 同樣 にず 
乾 ロを のぐ つて、 正義を 装つ T 
ゐ る市邊 連， •，'醜 細 係を もつ て 居 
るら のは 可成ら ある 模様 .で、 纔 
凌 ひどして これらは 綾々 V 」 檢擧 
され るら — ^ 、常 局の 銳發 かこ 
じ 向けられ、 ご、 なほ 數 名の 
巿議 は檢擧 される もの ピ 見られ 
て 短ら。 また 例の 暑中見舞 余と 
して 過般の ホ 曾な 遇 じ、 魚が 場 
紐をから 五な 圓づ 、賞つ わ ロ も 
固 F 収 がの も，。 どを せて 

十數を じ 達して ゐる めで 
これら も あ 巧 本筋の 捻擧 がいよ 
いよ 大詰 どなる じつれ、 is 巧 的 
じ 一とず くひに 凌ひ擧 げられ る 
見込で ぁる。 かくして、 ホ： n : 中 
旬 ごろまで にはな ほ 十四、 あ 名 
の 巧 議^ 収容され て 結 巧、 東を 
巧會ピ 、を 員 八十 八 名 (內 ，ニを 
死 己の た ホ 欠員) の 半数 四十 S 
名が をろ はなくな を、 『巧 制』 

的 規定-しよ つて ぉ會 成々 不可能 
じ おもいら 自然 解散の 化むな き 
じ 立 も 到る は 

免れぬ 模樣 である。 なは 
して、 わ化附 きの 顔ぶれに 


巧つ て、 新ら しい ホ議で 新ら し 
い ホ 會が憐 成される 様になれば 
初めて ホ會宿 年の 問題と なつて 
ゐ るか 曾廊淸 の 目的 も 達せられ 


る もの ど 見る 巧 きら ある 0 


朦 戚義汪 氏が 

ミラ J で 獨唱會 . 

目下滯伊中であるブノー藤巧 
義江 氏は その後 激しい 离膽病 じ 
襲 はれ モナ n じがて 靜養 中で あ 
つたが まる 十 よ 日の 巧 ミラノの 
コン サゲで トリオで 演昭埼 を 催 

し 非常な が 巧を 巧した る 貸 同氏 
から 乂電が あつね。 


巧歲の 老人 再 巧 

當 化生え Q きの タマ ニー で 本 
年巧歲 .、選 擧 監督官で ある ダォ 

ヒスを 人は タマ ニ ー 派 議員 i 

をら じ ニ 年 監瞥官 じ 任命す ベ 
巧 參事會 じみ 議を 出し わが ネ 
人は まて 元氣胚 盛で ある。 


もん 餅 

例 ザの 通り 
ちん 餅 仕 候 

尙ほ H 六 H ょり 一 巧烟日 
迄は ちん 餅 タ 化 じつを 棠 
子 おは 臨時 化 業 仕 候。' 
•御菓 f 舖 . 


松 


軒 


卷壽司 御 注 义じ應 じます。 


木村屋 


當をホ 柄 商 會氣斯 
電話，- ミ.； 0 ニ 一二 五 


II 御用 品大賣 化、 し 


御 贈答品 ぉ 質 精 撰の 美術 雜貨 、玩具、 着物、 ランプ 
類 等 誠 じ 理想的な 搞 物が 攫 山 陳列して あ 6 ますから 御 ホ 寄 
の 上 お 買 上げを 願 ひます 

御 料理 巧 おは 最良 晶 一切 洩れな くな 揃へ ました。 特 
じ お 正月 用の 新 數のモ 、田作、 もも ホ、 山の 芋、 を 種罐詰 
類、 御菓子 類、 御 祝儀 用品 其 化い ろ {到着 致し ましね か 
ら賣 切れの 中に お 早く 御用 命 願び ます 
生 野菜 類 弊 巧 タング グアィラ ンド農 瘍產の 最も 新鮮 
な大狠 、白菜、' 葱、 午 旁、 其 他 里芋、 蓮根、 くわい、 玄ろ 
i 芋 等 も 取 揃へ. て 居らます 
近刊 雜誌 書籍 類、 每便續 々到着して 忍ます 

らん 餅 例年の 通り 御 注 タじ應 じます 
お 育巿東 五十 九 T 目 ニニ 四 番地 

か 桐 兄弟 商會. 


電話 リー ゼン ト 一二 曲 八 OS 四 八 一 0 ニ 一二 五 


大を賣 


巧 ふ 十九、 ニ 争 二十-日の 

ニす 間、 暮物 n — ト四 割引 


御 婦人への プン セント じは 着 称は ざ隹 いものは 無い ご 思 ひます 

巿 tE . は 御を 居 



.! 棚遞 

.'—こ 一 か 御 働 先の アドレス 
を 電話に て 一 一芸 U 呈 
.8 薑が 旧まで 御 知ら 
せ 下さいましたら 美 
魔なる 新柄 模機 二十 
着な 上を 化ら 揃へ 侍 
參の上 御 目に 掛け ま 
す。 ン 3 ッ ピン グの 
廚 倒な.： > て價 格は 
四劑 安で 御 あじなれ 

ます。 地.^ の 御 ホは ホ ボ憤格 だけを 御知らせ 下さい、 キ 


ット御 お 足の 出 ホる 礫惦 別の 注 篇を挪 ひ 見 計 ひの 上 C . O . D . で 
盧 もじ 御 送ち します。 

一着を 四 弗ょり 絹 もの 絹 ぅら 付 金 八 弗まで 

MC 巧 > H > & 00. 


24 巧 FIFTH 运 里 吉 N . IT C . TP ち 声 夏 D 冀畳 






お 






liFEFiiti 


御 披露， 

日本 スタ ィか 

?ュグ 一 ま •いも 制り it 千 丑 伽 

曰 本ス タィ か 

散 髮 六十 仙 

刷毛で を 杏ょ く拂ひ 丈ず 

.散 髮 

シヤン フ I I 弗 

へ ー ヤ •トニック 

散 髮 

顏 ジリ 九十 五 他 

へ - — ヤ •トニック 

マッタ ー デ 五十 仙 
n 營業 時間 n 
午前 八 時 平 ょら 
午後 八 時まで 
叮峰 迅速を 替 ごし 精々 勉 
强 致します 

罔本嚷 髮館淸 

西 四十 三 了 目 •良 霉地ニ 巧 お 室 号 
一二 階 (第 ホ 街*」 巧 十 H 了 目 巧：} 


部 II ゎ 稽古 

御 化しい 餘暇じ 阿 £ も 言への 
淨瑶璃 の 趣 ホを 御 賞玩 被 遊 度 
皆 樣の御 ホ 遊を 歓迎を します 

臀澤ま 王 

ごご ニ受ニ th 苗 by 
Tel. Univ ミ芸 夏ち 


化锐 爲卸資 

五味 商會 

W E- ニす 芭こ 尹 y- C さ 

1史 stuyvint 3 之 5 


曰 

米 

桂 

庵 


谭話 プラィア ント 

を 室。 を 男窒 

fr II * ユ 重；^ 

y 巧 吾ゴ 巧 

紐 育 巧 西 四十 四 T 目 
一三 丄 一八 番ニ 磨) 
」 ち呈 ES 三黃呈 P A 苗 夏 V 
ニ ご 18 W を 4含 ぎ N . 三. 

ぎ 置 a 己 岩 75 


あ 面目なる ホ 職 同胞 じ 巧 g 
なる 磯 まを 罔 弦す 

宮川 事務所 

お 育 巧 西 四十 ニ T 目百サ 一番 
電 プライ r / V とと 八と 

話 フライ アン 化堯八 


煎餅 卸ぶ 賣 
一亞 腐油揚 
日本 食料品 一切 

。一 mm。 Rice Cake CO . 

養 さ ird Ave ., 

を. ミ U 呈 8 

木 旧 ル I 、 -ング 

1 言 7 3 nU ま .》 el 涅 & 養 streets 

ブ 一ち を ミす 巧 nt »6ゴ 



MORIMUBA BROS , inc ., 

53-5 目 - 57 心の —J か -- 
New York City 
Tel. Gramercy 3850 


THE FUJiMOTB 

5 ご おお — り ！: A liU,, INC . 

120 Sroadw 化 fi. Y. G 巧 y 
Te しお cfor 2418- おお 


IHF fUWIf nr 日！！ 2 ごこ K 

Roo 讯化巧 1 お Broadwa も N, Y. 
Phone. Co け Ian が 巧 S3 


T ; ic 加 II 麵晌削 OK , LM . 

化 W If 邮 K MN が 
g 卽 m が 4 

149 Broadway 
Te し 目 arcl 巧 411M1 巧 


Til 目 y 日 kolia 讯 a 
郭郎お 的 nk, L 化 

5fh Floor, Equitable Bldg. 

120 も oad 刖 jf, も If. 

Ph 帥 e Rector 2 巧 日 


巧 目 能が がな iwan , L 化 

Room 515 

Smmenson inv が Hng Building 
巧 5 Broadw 化 も Y. 

Te し Corfian がの 32-33-34 


!Ta け oTradingG 日., I 邮. 

i import が s & Expose け 

101 Fifth む e.. N- Y 
i 日 ;. おお 叫 uin 如 23-5 

I 327 W. Madison 化 eet, 

I Ghica が, 川 in 日 is 

! み 


GEORGE W . WELSHES SONS 


孩民 OADWAY 
OPPOSITE 
ST, PAUL'S CHAPEL 
A T V 臣 S 技 Y ST 民 EET 


I T 化 Ml 巧 山 8 厘, け 0 . 

I NEW YORK AGENCY 
I Room No. 712 

B1 Broadway, N. Y. C. 

M Bowling Green 344 日 


Tlie MilsuQislii Bank , Ltd . 

Room お 1, £ 叫け adie む ilding 
120 む 日 adway, New む rk City 
Tel. Rector 9483 - 化 


O ぶ .K. Line 

大 贩 蘭! &會社 

2 巧 7-8 謂 TEfi 化 L 郎 iLQi が 
け 8 だなが 化 ACE 化辑 YORKCmf 
PHOrOQWUSSliE 巧 目 お 2 - お 




MOGI, MOMONOI, 
COMPANY, Inc. 
105-L 1 が h 化 I ん Y 
Te パ hiyvesant 化 95-8-7 


i 




N お po 打 

Dry Goods Co. 
1281 む oadw が I Ci!y, 
む r.31st Sf. 

Tel. Pennsylvania 5959-51 
む om 4 巧 


化な T 巧 ding Go . 

151-5th Avenue 

(Cor- 2!1 が Sfc-) 

Te し Alp 叫 urn がが - 47 


Im が 0 おぉ., 視も 

Formerly 

おが uhachi & Cq. 

17 EasM7 化 化 NJ. 
Tei. おが nquin の搬が 


mmu k GO, 

141-1 が Rf 化む e., 
側し 2 わけ U 
Hew Y 即 k む 世？ 

Te しる 細 叫 liin が お 


Y お UBA & 即 . 

舶 巧 handisg 8r8 ! 刺 

■ WH0L 巧 化な 郎け 
24 も 5 化 Avenue 
Tei. Ashland 8 郎 0 


WAUER 篡 化！ 1 則 0 

CUSTOM TAILORS 

20 DEY ST., NEW YORK 
Near- Church St. 

TE し CO 民 TI'ANDT 7557-7558 


■I 咖 Wanamal {目け ewTork 

Cor. 9th St. and Broadway 

Guide's O だ ice 

a 打 d Shoppi 打 g Service 

Mrs. EcU 化 只 umphi’ey 

Special Japanese Guide 


CANADIAN PAGIFIO 


r- ■ 


NEW YORK OFFICE 

344 MadisonAvenue. 

Telephon も Mu げ ay HiU 4000 

♦ 間 日 十を 本日 ♦ 
♦ 間 i4 四十 迄那ま ♦ 

路航短 最の洋 や 太 


號阳 十肯 お干 一を 


雜辦 蒼 縱 


日曜 水】 


日 九十 巧 二十 年 H 和昭 


四】 


本庙 朝鮮 ま 城 

支店 出張所は 日本 内地の 鴨 巧 都 巧， 朝ち 
滿洲 、支那のを 地 あび 浦 盛 巧ち 

朝鮮 鑛朽紐 背 出張所 

外 國爲替 一般 銀 巧を を墙 々郁 巧が じ 取 巧 可 
申 上 お 


藤本 證券 會お 

■ 一般ち 偕 証を ノ賣 ち、 引を、 募集 
▲を强 、化 ニ 之-品 ス ニ切ノ 業な 

鎌賊 藤本 ビル 7 ?々1 銀 巧 
組 替お張 巧 


觸溢黑 、雜 貨卸賣 . 

竊がブ タザ ー ス 


お貨 陶碰器 

ドライ グ ー ズ卸資 

太 洋寶易 ホ W 會巧 

ま 巧 ホ お古、 ボストン 


.貴 令 紳± 向帶革 、白金 

を 

屬 

寶 

石 

商み 金銀 製を 具附 各種 


謹 告 

な 義 過去と 年間 H 本 紳± 諸君 
を 顧客 ど L て 第一流 理髮 姉のを 
評を 憐し 美術が 理髮 のがを 發 が 
致ました が巧喀 且つ 正則を 旨 ご 
し尙ほ 値段 も今间 左の かくな 正 
大勉强 を 致ます から 一層 深厚の 
御 愛顧を 蒙ら 度 願 上ます 
散髮 六十 仙 顔 制 二十 五 仙 
顔 マ ツサー ジ 五十 仙 
散髮 、顔劍 八十を 仙 
散髮顔 劍へャ トニック 一巧 

散髪 シャム プ ー、 へ ャー 
ブ レッシング 及び 最上^】 弗 
純粹 のへ ャト .ニック.} 

西 六十 五 T 目 S 十 一 番地 

フイ 3 n ホ 

二人の 脑の 利いた 巧 髮師が 揃 
つて おを せ 不致御 待遇 申 上 ま 
す。 午前 八 時リ八 時まで 


£ J 
K N 
S 曰 屯 

S R 品 

U B 削 3 
N E J .1— 

G C 化 f 

的 相 
m 2 ’ 

I •犯 d W 

し 3 
S H 
N 巧. 


貸 室 


み災 、生命、 家 ま 
貴 巧、 傷害、 自動 
幸、 をお險 あび- 
が の 保 隙に 特殊の 
便宜を ち、 ア メタ 

ずン •で キス プン 

ス 會社發 行を 胜界ー 
通用 爲替 、ダラ- 
ト 、旅 巧 巧 ホ 巧手 I 
等 取扱 


家具 附ニ 室ァ パー ト 

メント 或は シング 八 

ダ プ八窜 貸 度し、 淸潔 にて 閑静 
S 夏 言 夏， 苦 W . sstst . 

ジ leph 百 ミ ジす一 ミ 4970 


• ilB 巧景氣 をき 營巧 ある 夏 
搭 スタンド 廉櫃の 家 

賃で贊 したし 言 用 ある 人に 限る 
P . 暑萬薑 age St . 

をち tine . N . j . 


I 旧 尾 時 雄 君 

不慮の 災化 じて 入院 加療 中 
及び 死去 後 葬 或、 遺 產處み 
遺骨 鄉 里送附 をの 化 萬 端の 
事故 諸兄の 一方 じらぬ 御眞 
情 じ 依 b 滯 なく 相 濟みホ 候 
依て 一々 拜謁 諸君 じ 御 通知 
パ 申 箸の 處乍略 義本お 上を 
なて ぶ 人 諸ち の 御 厚情 じ對 
して 衷 也ょ b 御 禮申述 お 
併而 同氏 生前 辱知 諸君に j 
御 通 吿ホ上 候 
昭お 一一 一年 十二 巧 十六 日 
ぶ 人總化 

化 旧 武信 
巧黑 仲を 
井上 義人 
淸承巧 お 
水關 を 雄 
小な 繁 
前 野廣ま 


資本を 
拂込濟 資本金 
憤 立を 


壹僚旧 
六 千萬圓 
六 千 一二 育 五十 お 旧 


能賦 ニー ホ 銀 巧— 支 お 

本 庙を京 巧 日本 橋區本 革屋巧 五を 化 一巧 
ま 店 みが 星谣 を內 ( 荣ち馨 
名 古 屋巧郁 大お巧 (大阪 ) 神 ロ 
廣 を 下 縣門司 若が 巧岡畏 巧 
上 おか 数を 買洒水 


お出 乂巧替 .電信 送を' 並 送を’ 旅 巧 信用が 
巧棠 信用 狀其他 一般を 巧 業 

人 辦竺囊 銀行— 支谣 

鄉里 送を" 日本が 化 無 ホを 料？ 巧 ま 取扱 
本店 預金 {を 期 通知 ノニ 巧) 御 便利 取 巧 
本 ま 巧を を (ホ 巧)、 大阪 * 神タ 、を 都 
所な 地名を 屋 、小 檐 、上が、 なを 


►鄕里 送金 及び お 送を (無手 巧 巧 r か H 
巧お薑 巧、 荷ち 替取 なが 立、 信用が & 
巧 等 一 投を巧 業務 胸 巧 巧 じ 取 巧 巧 化 « 

農 臺灣銀 巧— お 張 所 

本庙臺 巧臺化 

支を 巧を、 横な、 大 あ、 神戶 、上が、 巧 

ロ、 福が、 厦門、 池 頭、 香港、 巧 東、 巧 

嘉 を、 スラ パヤ、 K マラン、 ータ ビヤ、 を K 

々グ 々ッタ 、倫を、 巧 か 臺巧十 巧ヶ巧 I 

一、 資本を 畳億圃 (を 额拂这 巧) 

1、 積 立を 一億 ニな 五十 萬 旧 

內化本 支店：：：：： 1¢ 濱 (本店) 巧 京大 肢 
神タを 時下 巧 名を 唐 

機濱ぶ 金銀 巧— 支店 

ホ 因を ま 巧 h を港灌 W 沙巧 巧を 
巧 化 世 ホを 團 を 要 都市 ュぞ 店あコ グレ 
ス を 之 お 


本 店 大阪化 濱五了 目 
姑 育 支な お育ブ 《 — ドウ 3 1 な 四十 九番 

驚 住友銀行 

日本 巧 (東を^ 橫濱 、名 古屋 、を 郁、 神戶 、尚 山 
せ ち j 尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 ホ、 下ノ顆 
巧 ミな (巧 司、 小 倉、 若松* 博 多* 久留 米、 熊 本 等 
• 本國預 を、 鄕お 送を 等は 橘め 
て 御 便利 理速じ 御 取扱 可 中 侯 


シアトル お 帆 军前十 時) 
あら ばま乂 一巧 一一 一日 
を b ぞな化 j 巧 ホ四扫 

るん でんみ (坡灌 お讽) 一月 十五 B 
> 1 等横濱 一九 五 巧 

►一二を 日本 巧 五 巧ぎ ま 大を遼 も 族を ホな 
▼御を 望に 依り 一等 割引を 语 切符を 巧を 巧 巧 

ロスアンゼルス お 化 (午後 一二 時) 

なゎい み 一 量 六日 
らぷら たみ 二月 廿五日 

►一 窜衛濱 ニ 一一 10 巧 化は わい 丸 まじらみ 一 蓋 巧 
►をが H 等 目 本 行 五十 化 巧 ►一二 ま 日本 巧 五十 友 巧 
▼ホ 港羅 かが 絶 車 切 巧 寢 まを 感 入！ 庭 化 りを 
▼紐 育 線 パナマ 経由 0 本ち 瓣巧赏 物 船 巧 一巧 


諸雜貨 仲買、 卸販賣 

保 旧商會 


陶破器 雑貨 卸賣 

春. 巧屬會 


H ネ陶破 麗雜售 類卸賣 

ホ元ブ タザ 1 ス 


日本 陶破 器雜賞 

ラ厶 プ卸賣 

奈良資 易商會 


H 本吳服 反物 キ モノ 

テ^ フルク ロ ー ス類 

諸 雑貨 卸商 
錢 日本-ドライ ゲ！ ブ廊會 

特别廉 憎で 大勉塘 新 ホ 巧は 常 巧の 特長 


り本陶 黑雜貨 
ドラィ グ ー ブ卸 販賣 

S 巧 木 桃 ホ 組 


ヴナメ ー 力 ー の 特色 

B 本人の わ 買物 じは 特別 掛 員を 置き 無 
粋で 御 案 內致升 電話 又は わ 手紙み 第 御 
訪閔 して 御 巧を を 計ら 初めての わ ホ じ 
對 しては 特に 注意 致します から 是非 わ 
立 寄を 願 ひ 井、 お 巧 配達は 勿論 n 本 其 
他を 地 宛の わ 荷物 發 送は 當モで 致し ホ 

.レ ヨン リナ メ 1 力. — 


八 ィカ ラな 紳± は 

化 立 服 を^^し まず 

夫れ は 宜く身 じを ひ、 君 掛けけ をく、 そ 
- ^ てザ來 をょ らも 長が もす る 事を 知っ て 
るからで す。 弊 巧は タ數 H ホ紳 七の 御用 
をを つて 居ます。 

n 化 廣吿- して 御 ホ 店の 方 じけ 

六み 割引を します U 
御 注文の 奈何 じ 係 はら 中を も 角 一度 ホて 
見て 下さい 

ウオ ルカー エンド フロ リオ 洋服 店 


晚香坡 每ニ過 一回 出帆 
A ゴム プレス 加を 太 (吴 •夏 0 喷) 

主巧サ 二日 

A でム プレス 露 西亞ご 男盖呂 嘴〕 

I !^ 」、 H 

▲でム プレス 亞細 亞ニ吴 •五 呂觸) 

ニ 巧 九日 

A で ム プレス 加お太 (吴 •き 0 嚼) 

一二 巧 二日 
一等、 二等、 I 二等 及び 下等を 設備 
梟大 、善 お、 梟 快走の 巧が 航巧船 



▲» 巧 巧み 等設施 巧を のを 富 » 巧ん るは 巧な を 
のか 揀規切 T タ S 共に 巧な のま S するな で寸 
▲な 化 太平 巧 おな I 二等 巧 箱 ロを が 革が の攻 再み 
巧 L ました、 巧に ホ ホ « めかを は 巧謂ツ I . 

ス トサ— ド 又は ス子ュ デ y トク ブツス な 上の 

巧 渡み 備 へて 屏 リま寸 

桑 港 出帆 ホ ノググ が 由 【お 午 化か】 


を 洋か 
西 比 利 西 化 
大 がか 
天洋乂 

'コレア 化 


一巧 二日 
一巧 十六 日 
二月 十 ご 一日 
ニ 巧 ホと 日 

一二 g 十 ご 一日 


0 

が 


地 j ® シアトル お 帆. 〔午が 十 時 お 所】 ^ 

り 加賀乂 - 巧 八日 

伊豫 乂 一巧 十 お 日が 
靜 岡み ニ 巧 九 目 I 
@6 致 巧 日本 巧ぶ 3¢ 

箱 崎 も 十二月 廿九目 
白山み 一巧 十二 日 
▲巧 育 化み E 妾 あ磁由 日本 お 技 物 掘— 巧 ニ 固 
A 錫 道 切符 庭 まを 其 他 萬 春 街 话宜じ 御 取 か 申 《 

A 太 西洋 大ホ較 さお 乘胳切 巧®® 宜じ おがまず 


日本 题船會 社 {並 ニを 鐵道會 社) 

代理店 片桐 兄弟 蘭會 

乘 車、 乘 船が 符並じ 小荷物 運送 御 便利 じ お あ 申しまず 


ラム プ 戊び シル クシ 王！ ド 

裂 造 元卸賣 手 塚商會 

’ H . Y ’ HETSUKA CO . 

15 V 室 だ th 田.， N . U さぎ 覃 elsea 夏 1 


益々 進展ず る 

國際觀 船 

涅 がが 路け麽 止せの 

去る 十一 一一 H 發の巧 京が 電は國 
膝 巧船會 社が 化债 整理の 必要 上 
巧を 巧 船の 一部 ト賓 却す る じ 巧 
しわる 巧め 自 がぶ 洋が おは 廢止 
するなら む ど 報じ ホら たるが 右 
の 報 墳じ逊 し 當地固 陵 巧 船出 張 
所長 河 巧 常 八 氏は 語る 『本 化の 
社值整 拙-ご 汽船 質 却 どは 一にし 
て ニ、 ニに して-の 問題 ど需做 
され 居る 傾向 あれ ど 本社の 方針 
としては 化 隙 巧 ホ 得れば 老巧 じ 
近 かむ ごする 所有 巧 船を 手な し 
一層 能率 ある 汽船を 建を して 益 
益 遊が が 餘じ飛 趨し動 もす む ば 
沈哀の 愁訴を 事 どす る 吾が 海運 
巧 じ 一脈の 新 街 動を 起し 巧て 日 
本 海運の 聲 借を 鉄 米 お 運が じ 鳥 
め レ ごする の 壯圖に 外なら ず-。 
現じ 當地 のかき 支店 じ 昇格ん 社 
員を ち 負して 太 西が 方面を 中必 
ごして 活動せ む どす る 機 會も赫 
く 熟し モー タア 船三養 新造の 討 
盡も 進が L たる 今 H 遠が 航海を 
麽 止す るが 如き ミは 絕割 じな （ 
右は 一部の 臆測 じ 過ぎず と 確信 
す。 なじ 荷よ 諸君 も斯る 点じ 疑 
惧する巧^^<本社の計盡意圈じ 
信 顧して 可なる べし J 云々。 

御木本 招宴 

I 趣 ホ ある 巧 轟を 映 萬 

御木本 眞珠糾 育ま 店 じて a ネ 
巧ち お 人 池 巧嘉吉 巧の ホが せる 
を摄 貧に 當化 5 重。 る 人々 を 巧 
诗 しまる 十 巧り 日本 俱樂 部に 於 
て晚餐 曾を 開いた。 常 巧け 御木 
本 幸を 翁 ご 親を ゎる 森が 紐 相談 
役が 井が 固 巧、 新 ホ 頌一郞 氏、 

鳥 橋 陸が 大佐、 化 出 海軍 監督 長 
_ 化 木 正を がな-長、 地 ホ 森が ま お 
人、 石 ホ 副領事を 始め 丰 を！ 二十 
餘あ 出席-瀬 尾 舶木水 ま 巧 長の 
おおじみ ぎ 池 出 ま 配ん 起 もて 謝 
愚を 述べ 養殖 眞圓 眞巧發 達の お 
革 じ 紐 肯が塔 じ 於け る 地 ホを 說 
きて ぶが 聞設 の 經 過を 語 ら、 柏 
木 化を 支店長 ホ おを 化 表して 謝 
巧を 述べ 且つ 前 か あ 巧 王 巧が の 
際 テ フワ ニィ 商會 副社長 じして 
斯界の 拋 威た & ク！ ジズ 氏との 
を 見が 話を 述べて 堅實 U る後展 
; をが 6、 お b て 養殖 眞珠 養成、 

: 採を ib 巧 場に 提供す るまでの 
一巧 動 お 眞ニ卷 を 映 おして 輿を お 
，へ 午な 十が 施が 裡 •1 散 巧した。 

I 修道 會主惟 5 

.神攀 生大會 

! ニ ト乂日 ょら 五 H 間 
一 萊部 H 本人 神 學ホ大 誘は 昨年 
基瞥あ 修道 會ま懼 の 下に 始めて 
開々 れ 頗る 好 成 組を 示 一 ^ たので 
I 本年 も 第二 回を ホる 廿 八日 (を 
; 幡) ょ b i 巧 j U {か 幡) まで 五 
: 日間に 直 b て 開 （ミ ごな つたが 
^ を 司會者 S 人選’ 自も 時間の 利 
用 等に 關 してけ 巧を 會 の 劈頭 じ 
一 ホを する 答で ある。 而 してを 開 
•巧 中の 室 化を 楚 等は 修逍を じが 
て 好な 的 じを 族し、 旦つ 五十 哑 
,' w 上の 地方ょ b 出席す る 神學ホ 
; におして はお 姉 制引赁 がの ホ 道 
I を捉 巧す る； ご；； <> つて 居る。 を 
一大 會の 假プ 0 グラムは 乂耍 左の 
i かし。 


廿 八日 午後 五 時 準備 會開惟 
甘 化 H 午が 乂 時が 禱會 、十 
時よ b 正午ょ で學生 所咸會 
正午よ b 午後-時までを 倫 
比亞乂 學を授 ライマン 楷± 
の 「基瞥 敎の將 ホ』 ご 題す る 
諸 淸な自 山が •間。 

一二 十日 午前 市 內敎會 へ 出席 
午を 自由時間、 八 時 修道 會 
じ 於て 禮拜。 

化 一日 午前 九 時半 祈 禱會、 
十 時よ な 正午を 所感 曾、 正 
午よ b 午後 I 時まで 第五 街 
長を を會 牧師 户ヴ ー ド 博 i 
の 『かおに 就て J ど 題す る講 
お 後 自由時間、 巧は 高見 ド 
クト^の 招が 會じ出 お。 

元 直 午前 午後 旨 由、 午後 八 

時 感謝 祈 禱會。 

今週々 初まで 巧淹 申込を は户 

ア ！ トフ オ— ドよ b f 二人、 ユニ 

ォンょ b 五 人、 聖書 學 およ b 1' 
人、 ク。 1 ザァ よら I 人、 プリ 
ン ストンよ bs 人、 エ—來 よら 
兰人 、バ ！ クレイ よら 二人を 計 
十八 人で あるが 開會 までには ニ 
十を 名 じ 達すべき かとを ふ。 

草 信曰會 長へ 巧て 

大使ょり 禮狀 

本ち 初 お 巧 紐を ホ 面の 歡迎を 
受け じる 出 淵 駐米 大巧よ を 紐 育 
本人 食々 長 草 信 巧 治 氏へ 宛て 
左の 如き 禮狀が 屑いた 由。 

巧 當陳ま 今般 お 紐の 瞭は禪 
棟 御 歓待を 泰 ふし 御が 意 感謝 
のちり じ堪 へや 厚 < 御 磯 申 上 
候’ 會員 諸君には 貴下 よらを 
あ 御傅聲 相願娱 、を不 取が 御 
禮 旁々 得貴蟲 候 敬具 
尙ほ巧 淵大化 U が機會 さへ み 
らば タ數 なおが 人と 接觸 して 其 
現おを聽かわご希镇す るをじて 
ホる 一巧 關 かるべき 紐 育 H 本人 
會 理擧會 に 大巧の 臨席を 懇請せ 
むごの 满 あらを （華 府の內 意を 
訊く i ごな ろべき か 声-傅 へらる 

コ—を ル 學生會 

n i ネ^ 大學 H 本ん 學ホ クラ 
ブけ まる 十五 H イサ々 を 去れる 
挪 戶离窜 H 業 敎巧黨 弓 隆ニ郞 氏 
の 送別. 5^ 兼む クリマ マス 祝賀 會 
を イサヵ 巿】 流の 巧 巧 店 セネヵ 
亭 じがて 耀 した。 會 を 星 野 巧の 
おお、 時 政 氏の 祝辞 あび 强巧氏 
の 答 巧、 サン タク。 1 ズのホ 現 
其 化の 餘興 わり 盛會 でぁつ た。 
因に 銭 巧 敎授は n I ネ^ じがて 
蓄 带池妍 兜-し 巧 事し 好成績を 得 
今 巧歐洲 巡遊 歸钥 後妍 巧の 結 お 
を發 表する を。 

一月 初旬 着 紐す る 

正宗な 鳥 巧 夫妻 

去る と H n A ャ义巧 じて を 遇 
じ 上陸せ る 故國义 擅の 一老 將正 
まな 鳥 氏 夫 葵は か 服の 權 十二 一 H 
同市よ b 飛行機 おじて 羅府 じあ 
きじを が 南 加 化 方の 風物を 視察 
せる 上 グランド キャン ォン、 オ 
マ 、 巿俄をナ < ャ ダ ラ を絕て 
- 月 初 句が 育 じ 着す る豫 ぶ。 

ボ橋巧 ± の 新著 

お 拖顿會 溢 じを 權加藤 海相の 
が 書 役 兼述譯 として 活動し じ K 
タン フオー ド 大學お 巧 巿橋懷 博 
± は今时 r 举盛頓 會雜ど 其 後 J な 
る 一 蕾を 著は し一兩 H 中 巧大學 
出版部 よら 駐際關 係 尊 紐の 第一 


卷 どして を 表される i どな クね 
が、 內容は 軍縮 會證 じがて 加 藤 

ヒユ] ズ 'バグ フォア 一二を 權の 

間 じ 巧ら て經驗 せる 事寶 及び 會 
議 後の 成 巧を をした もので 巧 固 
に 於て は 牛を 大學お 版 部 も お 版 
權を 得た る 由。 正 價四巧 須大の 
出版部 じ 申込めば 直じ教 送し 吳 
る！ 皆。 


本祗 留置郵便 

上 松 諭】 郎巧宛 
愛知 縣上化 正お郞 氏よ も 一二 殖 
マン、 J ツ タン 倉庫 王り ニ あ 
中 か 佐 ニ 郞巧お 
大阪 より 葉書 二通 
正 ホ 鎌 吉氏お 
を 郁よ b 年 貸 か 
稻生四 郞巧お 

京都 稲を 米 子よ ら書狀 一通 
エッチ 佐 藤氏 宛 

ロングアィランド 主ら 一通 
お ロ ひで子 殿 宛 
佐賀縣 高等 女學校 月報 一部 
W 上 本社 留置 郵梗 御必當 b の 
々はま 急 御 申出 相 お 度 ホる ニ 
十九 日まで 受取人 巧 明せ ざれ 
.ば 事務 整理 上 無 據當地 郵便局 
へ' 差 戾巧申 候 

紐 育 新報 社 

事務 部 


ホる 二十四日 入港の 便船 じて ホ 
紐 二十と 日 面巧歸 朝の 壁 
鲁小林 俊 お郞氏 九大 ェ學 部を 
授 、昨 H 入港の オ リム ビック 号 
じて ホ 紐 


西 野 巧 等 來紐期 

帝 國劇壤 社長 西 巧 惠么助 氏は 
み壤 及び 大橋 新太郞 氏を 息 同が 
一巧 ニ n 入潘 のべ レン ガジャ 号 
じて 舊雜 ホ-^^ ペンに 投宿の 黨 

HHMMH 

参 大木 化を 巧を 刚商會 雜育ぉ 
張 所員、 化お歸 朝せ る 廣を武 氏 
後 巧 ごして まる 十六 n 着が 
♦が 藤 輿 ニ 一郞氏 H 井 物を 漢堡 
出張所 長-、 轉 巧の 途次 夫ん 間 伴 


片欄ス ペシ や ル 

最近 吹 込み 
日 本 

萬 音隱レ n ! ド 


片桐 兄弟 商會 


米 人 向を 

クリスマス 贈答 蟲 

御ぶ 巧 用品 

取 揃 ひました 

例年の 通リ 
ちん 餅 化 候 

夜間 開業 


桑 山轟會 

114 EASI 芸 ih MT : N . y . C . 
Ph 呈タ Re 巧 ni 2133-0 萬 7 


ザ 末 

大賣 出し 

白人 ぉ 

クリスマス 贈答品. 

お 正 巧 用品 

の， し-, ¢5 ち お 雜煮用 おな 烛 
一切 の H 本 食 巧な 取 揃へ 時 別 
大勉强 を 0 て大賣 出し 仕 候 間 
御 光 ホ 御用 命 願 上 候 
お タ十 時を 及び 
二十 三日、 S 十 H の 日曜日 典 
例日の 通 b 營業仕 お 

市內 配達 化 候 

紐 育 東 竞商會 

言 W . 量 hst ., N . ご' 

ぎ ブ3 寡ち 蓋 9 


わぶ 巧 品大賽 おし 

0 わ 鏡は お好み 通ら 作らます 

年 ホ 年始 巧 食料品 一切 

新 歎の 子 田作 黑岳择 布 類 經節椎 を 錫 
蒲が 竹輪 松を を 銀杏 午劳 蓮根 こん 
じやく ふきく ゎい ホが のら ぅじ 燒化葺 
小 綱 ホ淋燒 小鳥 照烧择 布卷化 ぁられ 風月 堂 

31 々ン 生 野 さいを 掷 

紐 育巿西 六十 五 T 目 百 五十を 

日本 食料品商 會 

電話 エンデコット 九 セ 九 ニ 

1 が、 


游川巧 除 事務所 

H, Secaw も Insurance Broker. 
303 Fifth Ave., 

Tel. Caledonia 4101 

巧 旧 巧 事 株 - 式 t 社 お育ま 巧 

Uchida iVa 过 mg し 〇•， inc. 

1 1 Park Place 
TeL Barclay 巧 7 6 

j 島 賓易タ 式會お 

Shim 度 TVading Co ，， Ltd- 
1 ISO Broadway 

Telephone R がれ r 1484 

巧式會 it 赤 尾席會 
Akawo 在 Co リ Lt ん， 

2 が Fifth Av も 
TeL Caledonia 9758-59 

が 倉製絲 族樣辣 ま食趙 
{C&f;akura & Co., L お.， 
200 Madison Avenue 
- Tel. Ashland 4545-4546 

iC. Mildmo れ 

Mxkxmoto Pearls 
535 Fifth Avenue 
Tel, Vanii が Wit 巧 19 

大食 組 お育ま 巧 
Oku 化 & Co .， 

30 Church St" 

Tel. Cortlandt 2292.93 -94 

s 其 巧を 會社 
巧理店 
廣 炼巧會 
1 扣わ 扣沁 化 N. Y. C. Tt しお 加 r 7884 
Fado け； 3 目 - 10 38 化む e,, し！， 0 お 

ま野赌 を' 铁ま會 お 
Asano Bussan ^mpany 

Room S 的 -805 
165 Broadway 
Te!. Co け Undt 8047 ぶ 052 

い oftho wrporation, 

Silk Importers, 

が 担 a が 84 化 Street 

Te!. Ashhmd が S7-91 
Go •ト o Co け Incn 
Cotton Exporter* 

巧 化が がみり 

Te! BowKnfr Green 8806-GR 

巧 巧が 巧 道が えを あ 
なち 事み 巧 

Sou 也 Manerhuria R. R. Co パ 
Room 202 ら Canzuiitin P&C ぶ C Bl か • 
342 Madison Ave. 

Tel. Van も rbilt が 35 

ミ 井 物を 贼會赴 
な 巧 ま 巧 
Mitsui & Co., 

6 〇 Broadway, 

Tel. Bowling Green 7520 

株式 會 せお 井 巧 巧 
お 育 お 張 巧 
Iwai & Co., Ltd. 

Wool worth Building, 
Tel, Whitehall 6040 

H 凄が 事 株 ま會化 
な 育ま 店 
Mitsubishi Shoji Kaisha 
(M む subishi Co" Ltd.) 

1 么 0 Broadway 
Tel. Rector 2560.2564 

大肢 朝日 ニ ま 巧 朝日 
化 巧 ま 巧 
Osaka Asahi 

The New York limes Annex 
Tel. Lackawanna 1000 

日本 絲 巧な 式會化 
が 巧 支店 

Japan Co け 加 Trad ミ ng Co*, いん， 
25 Madison Avenue* 

Tel. Lexin が on が 80 

日本 生糸 持 ま會な 
短 育 支 巧 
NIPPON Xi-ITQ mm, LTD 

Two Park Avenue 
Tel. Ashland 5320 

巧を を 曾せ 
がを ちな 
Hara & 0>., 

443 Fou け h Av «。 j 

Tel. Caledonia 783 〇 >35 1 

目 ホ 生糸 株を 會社 
错育 支店 
NlCHi-BE! KilTO KiBUSHIKl KAISHA 

(N に H レ BEI KHTO CO 巧 LTD.) 
1 Park Avenue 
Tel. Ashland 6246^7^8-49 

大胶每 日 ニ 東京 日日 
を 木 H 郎 
Osaka Mainichi 
/"Room 306A World Building 
Tel. Beekman 4259 
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1/0 しけ， 化けけ 


泣 h でぷ辦 mttta を ffiim が 


SATURDAY, 化 GEM 化 R 22 け 28 


小さ u 旗吿 でも 


信用 d おお 的 

新年 號わ廣 をは 

が 靑新被 


化しい お 正 巧に 


暇の 欲い 人へ 

名刺を 換廣吿 は 

組 育 新報へ 


り 本 巧 年賀郵便の 歸切巧 も U ご 典 じあて 來 ました 


新年 贊狀の 印刷 


玉 


P がい お S 紐 育 新報 社へ 



英支 關稅條 、 げ^ず^を 

列 强に率 化、 して 新 政府 承認 

—英鹽 公悚の 公式訪問に 甘 一 發リ禮 砲を 放つ ー 

ここ ミ.. ート- を" 々助 巧が はま 那其 か圓民 政府を 巧を じ 承認し 今範化 時化み、 ランプソン 
まず 特電 甘-日^ , A ク號嚴 技 鄂を間 伴、 支那 儀 化を を檢 隅した る 後 王 正 姪 氏の 東 導に 

公 化 特化ろ、 軍^. ‘ ぶ」， 1 を 雲」 了羹 is 善 蓋じ囊 し、 1 軍樂 除の 英國 

て蔣か 巧が 軍を を ホ-し.- を P ろ k す こ， 巧 C ト 一を り磬 を*!'、 を こ 餐留タ を 1 巧搔 にた 


闕歌 iv 立 じ ッ 7 ^ ち どな ト、 禀 はお S を 滿もモ 正 1 はこれ を？ 賢 か府の 
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ちて 网援府 承認い;^ して 居る。 

.外を が 勝 ホで わ-^ い^' を 1 舆ミ 銷稅條 約は 今朝 おち 英國 をが ランプ ジン 卿 < かを 總長王 あ廷巧 

巧ぶ 〔蹄を】 ニ パ r しじ •支那 測では この 條約副 印 じが 5 を國 政府は ま那 共和 威 民 段 おを 正を 
の阳」 お式諷 巧を か'. 

邸 か だ 


過去 ニが じな ' b て 巧 引し つ： あつむ ランプソン 卿 も 巧く 蔣 かお 將軍 
I ; 一' た 巧 化を モ をすべく、 餘 約の 批准は。 ン ドンで 巧 はれ* 萬で あちが、 ち 厨政廢 
を 正' ゴ^ 討^い ぶ 巧 V - と 那 おょび 支那 ご パ ー ミ； ズ の 特則翩 巧を 廢棄 してな 惠巧ィ 一 ォろ當 でもる 
が巧化3^^^^の内ををおする骑ボ ^ ト ゲーか あびォ ラ ン ダ條約ち昨巧誦巧さわ、 フ ン ， 巧び ス 
よ— ダ >' s 一 G 族 おじ 近く 調啡 ュ-れ るを で、 英國が おけ 適 まじが て 制限し わ 支 恥の 關稅權 をを 部を 
楽す る ご 共に 巧闕 々民 r - 支が 轉 おと 祠 をの 瑜入稅 を支拂 ひ，。 化颇民 5 差別 稅 率を 附せ やどなし 同 
時に ま 抓 S 嘟巧 制限ら 一 抑賴麼 した。 - 
h お 〔聯 を) 十九 日發— 本人 筋に 建した 報道 じ 化れば 蔣か 石、 おで お、 閲錫 山將甫 のま 那 
政 おじ 化る 一二を 泌 U いよ，-- 裁お閔 超の 具 化 的々 法を 協 諮 申 じて 差當 b 現な の 八十 個 師團を 六十 
側師 脚」 縮々 しおら じこれ 組織を 改新して 化 刪！ i 闡 ぶ" し 教官 £ し 下獨逸 槐帘將 校を 招聘す る 
-0に巧したも巧 ！如<、 このなを案はぁ'〜南京じ巧集さふ1裁を會蒸の譲國とする萬でぁる が". 


南京には 模範的，'' 41 ニ禍師 働を 超く 萬で ある _ 


巧 詰りな 關の 目的で. 

日本 遂に 山 東 省 撤兵 斷 巧が 


東京 特巧 二十-日 發 = 政府は 日 ミを 涉 9 巧 詰 b を 打開の 目的 じて 濟南 奉评 交渉 じがを 難顯で 
わつ た 出 東 省の 撤兵を 斷巧 する じ まるべ ぐ、 これを 條件 どして 棟秘裡 じち 京 か 府 f 豫備 をが じ 着 
ホす る あを である。 


，撤兵 ザよ I 「をれ な 不可」. 

日 支 交渉が 停頓 •したいき さつ 


を那 をして U 支を 渉 ぉ 硬化せ 
しめを 渉 停頓の' 凹を a した 眞化 
じ 就き 聞知す る 巧 じょれば 
一、 諸 外 國の支 姑に 凿 ずる 態 
巧がながと；^つじを 
ニ’ 濟 南# がかを々 渉を 中み 
ごする 比 ホ 速 動じ 测戟 され 中 
か 慈が ツ壯 幹が が 黨諾を 掘に 
王化 廷 氏のを 晦の政 おを 眞巧 
- から 攻擊し ki ■ 
ご 一、 度 近 B 本は 支那 側の お 方 
か柯 では 譲 ホず るとの 必 証を 
- おへた ごの 說 あるを 
一等み ためじ 狀 が 甚だしく 急變し 
I たが、 か i る 

i 急變を 1 せ ゃ 上がから 
ー歸 巧し じ 王正廷 氏は すぐさま 巧 
_ 渉を 紀巧 せんごし たが 黨あ びか 
府 がみの 空 氣頓じ 硬化 サるじ 狼 
; おし， 早を かを 部首 腦お畿 を 開 
i き盧 見を 徵 した 所、 殆どを 涉巧 
祐 b じ 傾いて むた 持め をに 岡 龍 
I ホ、 崔± 傑兩 氏を 矢 旧 氏に 破し 
一て を 見の 延期を ホめ、 更に 巧 政 
ー委負 貧畿で 政府 當 局の 意向を 醋 
j き 事態を あなら ね ど是て ロ實を 
; なて 矢 曲 氏との 曾を を 避 パた の 
でぁつ た 之ょ ち 先 外を 巧を 班悅 
お 巧 ゃ 巧 化鹏係 者の お吿 でが 巧 
きを 知つ た 媽玉祥 氏は 一ち 唐を 
を 通じて 间龍 化、 崔 十傑兩 巧を 
矢 田 氏に 破し 

涉 の餘地 あるを 吿 げし 
め、 化 ホ おか 巧 氏 じ急觉 してを 



の 息 おを 確め、 巧 踩院幹 雜ど協 
議の結 お.、 若しを 渉を 化狀 態で 
がが むぶ 階 ホ 日 ま 懸お解 巧の 機 
會を惡 出--- 難 L - どのな 迦 から 黨 
ゃほ讓 から 非難が 起つ た 除け 巧 
おを 員で これ か對 策を 誰 やる ど 
の ホ 意を 本し、 兎も角 王 巧を し 
て 宵議を 停頓せ，.」 めず 蔣か石 氏 
の學巧 ずるまで 繫 ぎを つける や 
うを じたの で、 主を も 矢 旧 氏 ご 
會ム 一一 巧必 をな し 最後の 會見 こな 


つたので をる、 席上て 皮は をの 

苦衷 を 吿げる ご 冀じ濟 南 
寧 件け 撤兵め 時期を 聲明 せの 限 

タ 渉を 繼饋し 得。 いこ ど お ま 
だけで も 諸 懸案の 一括 的 解 巧を 
據榜 したいを を 述べ' 然るべき 
對應處 廣を講 せんこ ごを ホめ ね 
ので 矢 旧 巧 も一應 をが じ 請訓し 
たの だが、 罔 園の 空氣が こんな 
具を f はぅ まぐ 巧かぬ ので 遂に 
をが 巧 切ら ごな つたので わる、 
今後で うする かめ 間 題で あるが 
を 打 は 巧々 が步み 寄らの 限らを 
渉の 巧 開は 困雞 であらう。 


^ 龙大な 豫算に 

を 野 驚の 痛魏む 質問 

ご 式 


總額實 に 十よ 億 お 千 一二 巧 巧圓. 

東京 特電 二十-日 發 今朝の 豫算 內示舒 じがて 民政 黨はニ 


時間 餘じ昆 わて 痛烈；：' 質閒の 矢を 放つ たがを 輸辭禁 を 前 じして 
こ S 巧 豫算は 餘らじ 無謀で ある ご 社界の j 部で も ホ 難して 居る 
ま 京 〔聯合】 二十-日 發 === 政 巧は ホる 巧 曜日を 0 て 巧 集 さ 
れる帝 國講會 に 勤し 藤を に ホ 曾ち の大 が 算を 提出す V く 繞豫算 


は 十と お 五 千 S 財巧跑 、前年度ょ b も 四千.. ニ 巧よ 十巧圓 のを 加 
じて この 中 國防费 はお 軍 か ニ 億 六 千 八が ガ圓で 五な 六十 万圓を 
おし 陸軍は ニ 億. ニ 千 ニな ガ山 じて 前年ょ 6 の增 加と だと 十方圓 
じ 達して 居る、 新 議會は 普 迪選擧 施 巧 後 第二 巧 肖の 議會 じて を 
を 黨の陣 を も 頗る 複雜 なる 關 係に わら 地租 委譲ぶ 對支 服な 策が 
をず の 中必ど 化ず ベく、 田 中巧閣 のを 命 もこ わ まの 大 問題に 對 
する 應 戦」 igb て 巧すべき が、 政府け 少數の 差を なて タ 験を 制 
し 坦る もの、 絕對的 どは 云 ひ 難く、 議 曾は 巧る 巧曜 H じ 成立 
し 天皇 臨御の 下 じ水幡 H を W て閉巧 まシ礙 巧す る 祭で ホる。 


無產 派の 合同 成立 


東京 特電 二十 一日 雞 U 


U 五十六 講會を 前 じして 無產 をめ 黨の 
政治的 画 結 速 敢は社 食が ホ 面の な 目を おきつ i あつたが 遂に 協 






蒲の おお 曲 6 乍ら も 七 無を 政黨 のを W が ホし 『り 本 大衆 黨』 ご 
かるし これが 耕れ 委員を として 大 胳做究 所に あつた 化 會な學 巧 
の 權威窩 野 岩 S 郞巧 ± が滿 煤-をを « て當 逃した。 


段 政黨の 陣容 成ろ 


ま 京 特電 二十-日 發 兩稅 委譲を 始め ごして お 支 政策、 不 
戦條巧 £ 劇體 問題、 水 野 前文 かめ 優 詔 奏請 問 越 等を n て 巧る 諮 
會じ峡 か ^ お窮 でん ごしつ 、> わる 民が 黨 のみ 賴禪劾 陣容は 旣じ 
成 b 左の 人々 がよ おじ 立つ こご i なつた。 

巧を 問題 n 永 井 柳太郎 、中が 啓ホ郞 、申 野 本 脚、 一宮 房み 郎 
優 詔 間 狸 N 小 橋 I 太、 松 旧 源 治、 齋 藤隆モ 、鉛 木 赏±彌 . 
が 政閒趙 n 町 出 あ 治、 小川 鄉ぶ郞 、旧昌 、勝 正憲’ 川崎克 
綱が 肅正 n 橫ル 勝太郞 、高木 益太郎 、お 夫み 郎 


海軍 擴娘 派の 活躍で 

不戰條 約 批准 延引 


相反的な 兩 案を 同時に h 程 討議 

ワシントン 二十日 = 上院に 於る 不戰條 約み 批准は かを 委員 
.會で 可 巧 上程 ごがに 海軍 擴張 派は 條約 討議に 先立ちて 一 氣に巡 
巧 艦连を 案を 可 かせん ど 欲する じ 對し輿 黨幹韶 はす 戰條 約め 批 
准を 即刻 討議： J 附 ずべ {耍 ホし 揉 じが ホ 入 乱れて 巧 目 L 條約批 
谁 じは モ ー ゼス 氏の が留的 U 列强 諮が 案 ご：、 ふ 難物. 沪本 も、 海 
軍 派に も 現 案 拙 も 大統領の 希望す る 十五 隻み 巡が 艦 建 遊 計 劃 承 
語を ま 持ず る 者 ど、 單じ試 劃の 承認に 止らず 建造 期日を 明確に 
指足する案を义恃* る者が生じてこれホみ裂をホしを々'‘ 殊に 
ホ 化 黨の進 ホを である ノ ー リス、 ラフ オン ツ "巧 i 派は 海軍 擴 
張 まし 反對 する 5 もなら ず、 が 密會の 要求を 斥けて を 開 討 患を 
ホむ る 等 お 然雜然 だるら のでを つた お、 をに 條お 批准 派 ご 被 軍 
擴張 派み を餘 成立し 兩 案は 一巧 S 曰の 議會巧 開 ご おじ 討議に 附 
_す る T こごな 0 た、 この 爲め 政府の 希望ず る 年 巧 じがる 不戰條 約 
の批 おはを 然絕遵 じ：；* つた。 


フ 


IB ^ 11 


氏 


.腺 程 y 變更. 

閣員 巧 命を の徳で 
ワシントン 二十日 發 1 ：；： 戟圖經 
ユタ じ 搭乗した 新 大統領 フ—ゲ 
て ！ 巧の 南米 親善 訪問は ブ ラジ 
グ訪閒 を W て 一を づ打 巧り ネユ 
—バ るび メキシコ 訪 間は 一時 中 
化して 直 もに フ .ロリ ダ 卿に 引返 
し间 地で 靜 養の 酱 じて 大統領 就 
比を 前に 事 精が 許す 限ら ぉユ； 
一；、 メモ シコ 巧び ヵナダを 訪間 
ぅる 意志で わるが、 巧が 旅程を 
違に 變 をした のは 閣員の 巧 命 や 
階 時 議會の 召集 等に 關聯 ずる も 
5 で 就 巧式擧 巧までは フ "リダ 
K じ 滞 巧す る 皆で ある。 

尙ほ 閣員の. 要を じ關 I - ては 總 
て 秘密に 附 せられて 居る が 今 
期 議會の 間 題を 惹起した 內務 


長官の ちを は確實 である もの 
の 如く 上院では 院内 總理 がが 
じフ ー ゲア！ 氏を 個人的 じ 巧 


次郞 をは ホ 巧 ホを-」 對 し化監 
さむた 六 お 強ん 補 缺逃舉 をが 
ふべき を 强耍し ンがホ 按は即 
をを 巧み 胜つり み 自身 辭 怠。 


きを 明か じした' 


取 r . な 所續 々觸 散" 

〔廿日】 靜岡米 殺が 引が 搭はホ 
複不 致氣の だめ 多 か 解散 {ベ 
(随 つて お 化、 岡帖 、橫濱 を 
化 引 所 米穀 部外 化が 座ら ホ 解 
散が 閉鎖すべし ど。 

前人 ホ 踏 地傑險 

(廿日】 蜂須賀 おみ 息 ぉ 氏 (ニ 
六) は 中 か 農林 技 帥 じ M 伴し 
ザ ti ラに 缸け 十九 日お發 '前 
人 ポ路み アポ山に 登^ 一 ニケ 巧 
間の 豫 をで 小鳥、 禽類 じどの 
巧 発を なす ど。 


島 津化議 ± 逝-^ 


f F I - 5 - 1 
— 氏を 個人的 じ 化 
瓣 すべく ォバョ ー 卿の セォド 
ア •バ^ ^ン 氏が この 後を 承 


- らしい 交。 


御 容態 良が 


御 不例の 英國王 

ロンドン 二十-日 雜 n 御 病勢 
一進 一一 退し つ、 ある ジ 3 ! デ陛 
下を の 後の 御を 態は 一 時 危險じ 
頻 したる もが々 は 御 體カも 加は 
b 御 衰弱の 必臟も わ 力 加け h て 
御 呼吸 も良轉 しつ-. あ b このを 
なれば 衙ほ 御要必 すべ 含 こごは 
勿論で あるけ ゎみ 左程 じ 御必配 
申 上げる 程度の もので ない Vi 侍 
醫 はを 表した、 尙ほ 皇太子殿下 
ウ ユ^ス 親王は 事實 上御攝 政の 
.姿で 政務に 携 つて 居られる ，0 


本社 東を 特 雨を ( 禁 無巧轉 載〕 


鈴 木 巧が 殖 大臣 


な 


けせ 日】 旣巧 のかく 鈴 木 喜 S 郞 氏の 無な 所 大臣 任命 じは： 輿黨 


も 枢密院ら な對 であるが 恐ら' 
大臣たら いどを はれて 居る。 


- 岡 氏は ホ 年 六月 開設の 拓殖 省に 


知事 更迭 


【廿日】 お手縣 知事 化 巧 藤 ホ 巧 
が摹灣 総督府 巧 通 局 總長巧 命 
じつれ て 巧く 左の かき 地方 長 
官 のま 載が 豫想 されて おる。 

鹿 兒島縣 か 事後 藤 タ喜藏 
巧 山お手 縣知宰 

靑お縣 知事を 村哲三 
巧 鹿な 島縣 知事 

沖繩縣 知事 叛尾滕 巧 弧 
巧 靑な縣 知事 

化 お 道み 務 部-を 細 川 長 平 
巧 沖繩縣 知事 (を 通) 

京大 總 長の 聲呼 

【せ-日】 京都 帝 齒乂學 總長お 


木 寅 一二郎 陣± の 後 巧には 法學 
部長 佐々 木惚！ 瞎± の 呼聲が 
一番 高い ご。 

實行 委員 會 解散 

一せ-日】 が 國 飛行 協會 理事 會 
は 太平が 橫斷お 巧實巧 委貴會 
を 解散す る こご じ 巧 1 - ^ 一た が 十 
巧 八千圓 費消され た W 航空 局 
じ帮吿 しわの みで 明細表は 發 
をし なかつ む。 


巧 次 派結黨 延期 

【甘 日】 新 黨お樂 部は タを 地租 
を讓間 題に 觸れ ない ので 議會 
後まで 結黨 巧を 延期す W '。 

補 缺選擧 を 要求 

〔廿日】 東京 巿會 副議長 乂山お 


【廿日】 おお 縣 選出 政ぶ 貪化議 
± 高を 仲 次郞氏 逝ました。 

大內化 議±歸 る 

。甘 目】 巧み 巧 一 わの 大巧 巧議 
±ゴ 十八：！： 神 戸 じ歸ら 語っ て 
曰く 『渡 支 巧 おはを ったが 柯 
も 話を 纏めた ではなかった』 
云々 d 0 

兩相園 公を 訪問 

〔廿日】 中 橋商枯 、义招 遞袍は 
十と 日 西 園 寺を を 壊 树臺の 本 
邸 じ訪閒 したがを はか 四 B 興 
津の別 おじ 避寒ず ると。 

民政 黨傲文 配布 

【廿日】 民 敌黨は 『円 支 隅 係 ド 
就て 最早 や 山中 内閣 じ 薇る こ 
£ は 中 3 巧 £2』 とい ふ バンフ レ 
ットを 垂國： J 配 ホした。 

來 年の 賓易淸 勢 

〔廿日】 東京 饋 B 新聞は 報じて 
曰く 『ホを 上半期 貿易 精 勢は 
ホ 系 輸出は 争を ご 同 程 巧で 靖 
化 輸入は 激增 の模穩 である』 


漫筆 


政界 時評 


丈 


革盛頓 森秀臣 

華 盛頓も 愈々 政 お 季節に 入つ 
て 巧た。 前議會 ょち 持 越しの ボ 
; が ダ ー 水源化問題を初 め ご し 
て 不戰條 約の おを ご 云 ふ 大きな 
間 題が あるので 上院は 俄か じ 渚 
氣を稱 びて 來た穩 である。 

採て、 今誤會 •じがけ る まなる 
間 題を もつ て ホて こ i じ お 見を 
述べ わい VJ 思ん-巧と 云 つても 
重大な 閒題ど 云へ ば 
j 、 ボーが ダ 水源地 案 
ニ、 ヶ 。ッグ 不戰條 約 
一二、 海軍 擴張案 

の 一二で ある。 第 一 のボ ー 八 ダ 水 
源 地 まは 前議禽 徹宵の 討議で 反 
劃 派の 上院議員 連が やつと 通過 
を 巧いだ が 化 度 ど 云ム化 度は 通 
過を まぬがれな いご 思 はれる。 
水源 防止の 爲 めの 水源地 なれば 
巧の 反 おもない 善で あるが 水源 
化を こ L ら へる Vi 同時 じ 水力 會 
祖の 政が 經營 じ凿 しての 反 街が 
ぶいので 、通過を しても を々 の 
を 協 案が 入 b 込 わ 様子で わる。 
何れにせよ、 イラ ム* ジ ョ ン 
ソンは これを 通過 させて 雷 荷を 
下す 盧氣 込で をる。 


ケロッグ 不戰條 約は 現を 世人 


の注呂 を】 つじ 集めて む* 興 ホ 
める 間 题て をる。 ク— リツ デ大 
統領の 去る十一月 十一り にがけ 
るか 贼 記念日の お說 U 一 化 一 化 
の 名お說 ごて 國務ぷ 、おが 捣張 
論者の 間に 歡迎 された が、 睐洲 
を國 、特に お、 破の 反 威を 資つ 
たこ ごは 事赏 であを。 この 反 威 
は 引いて す戰條 約の 批准 じ惡影 
響を 及ぼす ど あつたかで ぅかは 
知らないが、 今議 會じ對 する 火 
統頗 のを 書は 餘辑 、溫 健な 調子 
じな つて 不轉條 約の 批准を 速 か 
じする 樣 じが 留 して ゐ るが 子で 
ある。 一 ホ ニュ^ ^ ムシ ャ 選出 
上な 議員の モ ー ゼ 巧け 政府は 少 
(ごも 『アメ SS 々は 自衛 上 この 
條巧じ 巧 巧され てゐ ない』 ご 云 
ふ s を 明白 じする 决を 的の 保留 
まを 吸け。 < て はならぬ ごま 張 


し* 


ェ！ 八大學 のボー チヤ I 薄 


± 起稿になる 四ヶ 條め條 約巧議 
まを 委員 貪 じ 提出し 旦つ 、プリ 
ン マトン 大學の ブラ クン 博 ± ょ 
&の 手紙を を 表して 廢 十' が不戰 
條 約は ホ國を お、 佛ど 同じ 立 農 
じを くこ ど、 及び 條 約は 忠寶お 
つた 善意 的す 戰の聲 明に 過ぎな 
いを 等を 一般 じ 知らして ゐ る。 
上院 委員 會 では モ ー ゼ、 ジム • . 
リ！ ドを 筆賊 どして シブ プ ステ 

ブ ド， マタ y ン * ジ a ン ソン、 
ベイ 卞 1 ド、 ピ ブト マンの 連中 
を も 入れて 巧對 派を ー簡 じする 
つもなら しい。 I 々白 亟 館よ b 


は 本 H 午が クー リッ f 大統領の 
忘を' こして 「ず 戰條約 じ お する 
保 おお、 な 化 まは 不巧條 おを の 
ものに 巧 すら 非ぶ お 的 態度で を 
る』 ごの 戰明 をして ゐを 。ヶ日 
ッグ 瞬 巧を 官义び 外を を.. 村を の 
ボ ー ラ 氏は 條 めの 無條件 批准を 
切留 して ゐ るし、 輿論 も 條約通 
過を ホ留 して ゐる 今り、 條 約の 
通過は 先 や 間違 ひない ものと 觀 
られ る。 がしちー ゼト '院畿 員が 
端留 おを 徹 回して 單 じ决講 まど 
すれげ 委員 會^ 過半 數の 投票を 
得れば ょいを じたる ので 或は 通 
過！ てら 巧 議案が 附 加され ねか 
ごも おはれ も。 なの 意見 どして 
不戰條 巧は 勿論 歓迎す るかを の 
効 あが どれ 程 偉大で あるかは 疑 
巧 ど 思 ふ。 ア メリクの 怒れる の 
は、 もし 條約國 の 巧で 違 巧した 
時アメ "'力の 黃務を どぅす るか 
どを ふ黯 にある が、 をれ はい' 
らも 逃げ道が あら。 ジム •タ， 

ド じ 言は せる ご 『條 約を 結ぶ は 一 
いご 易い をで あるが 一旦 締結す 
ればを輪際逃ザおせ打』 ご言ひ 
張て ゐ る。 と院 一般の 意見は 一 
體、 條約はちつても無くても同^ 
じ樣な もので、 わざ-^ を 勤し 
て國 段の 反感を ホむ る じ も あぶ 
まいど 云 ふ 穩子 である、 さもを 
らば あれ、 不戰條 巧が 批准. され 
て 天ト泰 や、 この 化の 中 じ戰ず 
は 永み じ 止む と 信ずる じは あま 
ちじ お 芽 お 度き 極みで ある。 


昭和 四 年の 新年 號 


十二月 廿化 日を 巧て 郵送 ザる 

昭和 蹈 年度の 本紙 新年 號 はが 裝の德 十六 頁を 拭て ホる 十二 巧 
サ 九日を なて 皆樣の 御手 許に 郵送す る こ W 5 致しました、 接 じ 
新年 號內容 の- 獨を 豫吿し 得る こごを 喜び どを しまず。 


釣魚 家の 座談 會 

昨今 巧留間 腿の 中に 漸 々ご 釣を を樂 しむを を 聲が殖 わて 參ち 
ました、 化て 當地 釣魚 家の 元老 格で をる 橋 津巧影 巧、 木 下 政治 
兩 氏を 中む じ、 岡 好 家で ぁる 巧を 名の 黛 治 良、 H 菱 商事の み 巧 
勁、 一二 菱銀 わの 須賛義 - 、 義齒 が 小 お 忠之輔 諸氏を 聘 して 一夕 
座談 會を 躍し ました、 釣魚が じごち ては 巧 箇の讀 ものです。 

ス ポ—ツ 漫談 會 

野球、 ゴグフ 、庭球、 フット ボ — 曰く 曰く ど、 當化 巧留同 
媳も褲 々な マ ポ！ ッ じ巧衝 ずる 磯會が 極めて ぞい、 本社は 一夕 
當地 野球 フアンの 草 かけで ぁる 河 添が 治 巧を 中 >む として、 大每 
特派員 鈴 木 一二が、 一二 塞 曲' 事のを が 順 湯、 ミ か 物産の 宮崎淸 、縷 
領事館. 3 氷 瞄孝雄 巧 等 どを 禪スポ ー ッじ腦 した 漫談 曾を 摧 しま 
した、 眞じ趣 ホ 深い 讀 もの。 

了 タリ カ景氣 の將來 はどぅ 動 < か 

貴下け どんな 夕 并ブの あを がむ か 
■ 近頃 讀 まれた 書物 ゃ諭义 等の 感想 

本社は この 興 ホを る 一二 質問を 當地 じ巧留 する を ホ 面の 人卡數 
十 人に 發し てこの 凹 答を 揭 載し ました、 を 人を 稱の銳 察 ど 威 想 
は、 讀を 諸氏に 何もみ かを 敎 わる こご i 信じまず。 


LP 


■み ヨー巧 象 記 

佐々 木 指 月 

义± か禪 おか、 わたい のかれ i ：* い 佐々 木 指 おが 日本から 歸つ 
てがた、 奇化：：^化の觀察眼じ今の巧ぉなでぅ映じじか。 

ウ ホー ル 街 繁昌の 跡 


フ ー ダアー 大統領の 當 選を 磯 會じウ オーグ 街には、 天井 知ら 


> の- 


ず のブ ー ムが 生れた、 裏から 觀 a 景氣 ど繁 をを 綴 らし 

西半球は どぅな ろか 

不戰條 のじ モン 0 ! ホ義 のな 留條 巧が 現れん ごし、 新 大統領 
フ ー ゲア！ 氏は 常 選を 麻ち じ ラブン •アメ ，力の 親善 訪問に 出 
かけた、 アイリ 力は 過 まじ 巧て 西半球を いかじ 征服した か、 將 
ホは ごうなる か、 巧 ホみ る 統計で これを 如實じ 語つ たもの。 


十二月 サ 二日 


紐 育 新報 社 


- j : 安 章 片|^ 一良， を'' 賢 珍-を -^ 1 , 11 1 , 111 ^ を ' 一..' っ臺 . 
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F. MU 民 民 AY HI し L CO. Inc. 
巧な 化 KH 巧 18 お 
お om が 4-6 巧 巧む eadway 
Tei • お wiing-G 巧 en がが が 91 



圳 ELPS & 巧 RRY 

3 Mztiden Lane K. Y. 

エ總 冶鍛錄 金に 拜巧挪 金’ 

類ぉ賓 お 意新最 


T . C . TAKAM 1 M . D . j 

f 76 む mb が lind れわ帅 kl が I ド 

Tel. CumberUrui 巧 11 | ク 


M . Tauchiya , D . M.D 

105 W. 73rd 化 
Te!. Trafilg が 6509 


船寫 蓄を寶 歎ら で 基 弊 
巧眞 音褐; お 米ず 販じ巧 
解 器 器 萬 貴を 御寶 御は 
0 0 0 年を 鞠 用を 主實 
紀 タン 筆属時 命し 產質 
念ィ 3 。 。 香ト仰 ま赖誠 
寫プ ？ を銀 。かす一 意 
巧 ラ ド 銀製 渥 下 多を 班 
帖ィを 製 器 時 さみ 卸 速 
繪タ本 鉛具訴 いじ 賣ま 
端！ 陳筆 一一 ま 拘値義 
嘗别 まませ は 段の 


JAPAN ART STUDIO ： 

1 巧 E. 57 化 化 Bet, Park 在 U) (. むな .' 
TE し 化 AZA 8897 


T KASAI 

Merchant 
1 ailor 

が 

FIMES BBlLQtNG 
floom が 4 
化 W YORK 

Phone 

む ] fant 如 お 


Dr ， Emil ! EicJiel 

Su 巧 eon ぶ e が ; si 
748 Let む も af 5 が h が , 
TeL お gent 97 巧 


Midori Mcitsumoto 

お Post iUe. City 
Tei. Lo び aine 0 巧 7 


GA 約 巧 化 L な關 化 

設備 整 お經費 低廉 

Cali-TRAFALGAR 8200 
FRANK. E. CAMPBELL 

り The Funerai Church" !nc. 
(NON SECTARIAN) 
Broadway at 66th Street, N. Y. 


0 じ 3abro Emy, 

1035 Park Ave., 
Tei. Sacramento 7980 

KANZOOGUWm.d. 

》 14 もが 化む ooklyn 
なし Triangle がが 

K. IWAMOTO, Mj>. i 

114 W. 70 化 St. 

Tel. Trafalgar 0352 

々 お 紐べ 

夕 育 診 育 グ * 

時ち 六 午 察’ が學ュ 
皆 . 、々/ 蘭 勤 及 

をぶ ら 

巧 

巧 ち 午 午 — 

ホ 巧 ホ を 巧 診 

1 ぶ も 3 装 1 

な ラ お ' が 1 1 を 1 
巧 ン巧病 巧 八十 
み ドみ なご: 辟賠 

U 八を ト rS 午 午 診 

W ザ お 裂 後を 庭 
は , 比 一 1 と 一を 
ホン 亞巖季 時時 醇 
巧 お大棠 卞 INI 間 
頤院ぞ 本 八 - 吉旧 1 
上 勤及捶 時庶 

ちな び ■ 
一 1 


DR. D.BLOOM 

—NEW YORK OFFICES- 
34th Street Cor. 3rd A 々 enue 
8 む h み reet C が • Lexin が 〇 打 Avenue 
1 2 な h !5 わ eet Cor. Park Avenue 
-BROOKLYN— 

E.F*.A が e ち BIdg"DeKa 化 Ave. at Fulton み. 

診に 日 u 堪をタ 
日 化 午 察 下 本 u 能が 年齒 
醒時前 時 寧 入靈じ まの 圈' 
午 九 間懇諸 S て 巧經^ 

後臟タ 君 § 信 を驗总 
ニ 化 百し し！！ 用 手を 醫 
時 午 ii 治は 巧 篤 街 0 
迄を 療巧 II ! じて 



師鏡 

F . I . FREDERICS CO . 

學巧瞄 ホ 大巧 比が を 
M8 E. 巧 化な， Tel. おが nt 7094 
S 化 L な in が on i わ rk む 的 . 

を 時 八が 目 曠主水 巧 


DR •比ん GARDNER 

DENTIST 

19E.81sfSl.iliMadisoriiUe. 
Tsi. お ged 71 が 


F ■ん • Maruyama Co, 

67 W. が 化なん Y. 

Tel. 8 け ani 巧 巧 



CLOTHES 技 UILDING 

"PAR EXCELL 巨 MCE" 


D 民ぶ •El.YOSH 化 

如 7 化 93ni 化 
Tei. Riverside が卽 


M.Yamaguchi, M。. 
70 Seaman iive., 

Te し Lo び aine が 34 


MIKADO TAILOR 

30 に 65 比 St* 

Te!. Rhine お nd がが 30 


Scie 打 tific M 及 ssage & 
Medical Gymnastics 
PAUL K . miu 醒 
目 07 W 細 138 比な . ， も Y. 

Te し Edgecsomb 14 巧 


ホ 


A 


Koike Studio 

730 Fifth Ave. 
Cor. 巧 地み . 
Tel. C ミ rcle 4406 


Orient;al Art Stu(ii 胞 
j . Y . Ma わ umo わ 
124 化 34 化 化 N. Y. C. 

Tel. Wisconsin 巧 18 


約 ほ s Blanclig list ] が 

12 目 4 Lex. む も お iween 化 化 and B 郎な Rets. 


授敎語 興人婦 


KERR & MAYOR 

I 10123 Third Ave, 

I Bet •が & 61 おん Tel 巧} lone おが nt 巧 09 


含 向 人 本日 

巧專 靴型 小 

てし 張 出 員 店！) 依に 撰 ホ 御 
ザけ 屑 日 邸は 靴!) 化を 法寸 

i を 小き 裏ぶ 小き 巧ぶ 小き 巧 


煩 計時 石 寶厲を 貴 

會 廊柳靑 




しど 旨を ご 切 親と 唐 化 
精を おがる あ 用 信 S 確 
别 持る 一物を 主 御し 選 
す 主し 致賣 おで 價廉 

弓 i 割 视まカ 割 H 

Aoyagi し 〇• 

147- 巧 7 化が nd な . 

巧し BRUNT が 74 


SI 化 S W S 巧 CK TO 12 F WIDE 


ん し CEASAR , M . D . 

m East 84 化 化 eet 
bet. お rk & Lexington む es 

胃猴晒 鼻巧繁 

巧 時お該 
午 E ま時ト 節午自 
傳八ま 時 六 後午自 
日 罹 

自 午前 十 時 至 午を-- 畴 


Y . げ 〇 

1 お E 巧 i 脯 d ぶ . 
な !*. L なぶが on む e., 


プ電 

ラ 

ザ 話 
乂 


が 
釀藤 
巧 


東 

五 

十 

一 T 

H m 


じ ndo & Kod 及 chi, Inc. 

がむ 巧 nw 加 お 巧 ホむ 
l8l ， While 相 ! MS41-2 


遠 

藤 

小 

巧 

商 

會 


諸輸か 船腹 
荷 出 ホ具躺 
顿 入を 食 巧 
運 我 雜巧用 
搬關 貨お澤 
取キ販 
扱績賣 


/し 


號お十 百 お 千 


を 


まを 新 貪 湖 【 H 耀 ±】 


日 ニ廿巧 二十 年 H 巧昭 


く 


稅關 事務 

をが を化幷 じを 化 巧 
の 輸出入 ホ 巧 じ關す 
する I 切の 御 諮閱じ 
應じ鐵 道歲繼 貨物 運 
貸ぶ 出帆を 稅 閱手續 
書 等 進呈す。 重要 都 
ボ じ化理 巧を がし 誠 
實を速 御用 命じ 應や 

保驗 取扱 


4 
J 5 m 

& I 


- S 嘶 

^ パ 

化 化 
化け 


本 I 

人 

参 

な 

お- 

み 


第專娘 倉 寿 A 

を‘ 集 或 

日 疆巧拜 午前 十一 時 
日照 學お 午前 十 時 

綱 Is 午後と 時半 
祈禱會 水炬タ と時牢 
を 宿を 

位 お古な 比 亞をか 
み 下町を 十五み！！ 
ホ會 社員 じを 適 
設 巧 圖書 雑誌 巧历 
を 穂 娛樂具 簡易を 
堂 あ b 

便宜が 業 周旋 旅な 
ま 巧を 鞠 事 菜 調 巧 


かお 乘ぎ 




珍 察 


午後 S 時よ > ホ 時 
曰！ Id がめ# 西 g 


爲是 舊彥 


曲 巧 战± な 毒 

自午前 九 時：： = 十二時 
自 午後 一時 n 克時 

み强 もが T 晚 六 時 

はへ キシヤ ー フア 
ン テ^ン ヨン クブニ 

ツクじ 出勤 


御菓子 舖 

名物 栗 蟹 頭、 巧 羊羹- 賛澤一 豆、 
か納 を、 巧 化を 巧 
煎餅 卸小賣 。のし 餅け 前日に 励 
注文を 乞 ふ。 

御 注文は 松風 巧窩橋 

29 W . 置 thSt . ジ I . Tra をち 置 54 


新鮮 魚 か 一切 

日本ん 向きのを 魚 澤山取 b 滿へ 
语别 ホ馆で 大勉强 をし まず 

サゲす ナ療を 
oi 夏 IA FI 里呈 0 0 YST 呈穿夏 T 
2 呂 West ご st Sire 里 Corner A 舅 量 a ヨ Ave . 
Tei . Columbus 91 だ 


成功の 秘談 

乂菌ま 英語を 話す 事 
はお 巧の 第一義です 
本 按じは H 本人を 授 
じ 慣れた 再任 婦人 較 
師を 5 懇 なじ 貪 話を 
信 文 社を 語を あ授し 
ょす。 日應週 H ホ じ 
午前 化 時ょ b 午を 十 
時まで 開校し 一 レツ 
スンと 十 立她づ i 
今 H 爵七じ ホ 校 あれ 


3J . S 

が 加 

4H 8 

« AXH « ^ 

S 巧 

巧 的 

■>l3i 

AO A 

巧 w 
が ¥ 
V 

* MHIBI ぶ 

お u 
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♦运籍 々雜誌 ♦新聞 
縱賣 室を 開 
執務 午前 九 時 ょら 午を 五 時を 

綴 育 H 本人 會 

ブ で！ ドウ 3 ィーと と 五 

電サ ー ク - i 00 と 0 
話 サク ホー 00 と 一 


」0 巧 10 至 1 OOC 否 _ Mb . 

ニ 1 « ■た 芝 th st.N3 す rk 
Tel. 苗 ミ告こ 573 & ジ huyler 1 云黑 

午が 丸 持— 午 & - 時 

裏寞がをハ？午&各 

H 晒 午 か 化 時 1 午後 四が 


▼學友 聯合 晚餐會 ▲ 

。ン ビア 乂學 H 本 \學 ぶ協會 
25W. ニ 害 F N ミ さみ NJ. 
(ジー. 巧 radhurst ニ 70 呈 .岂) 

お 巧 第二と 第 四を 願 日 正み 時よ 
當大學 Joh こ ay Hall。 を 後 同淹お 
巧垂 じて 會 課ず。 校の 內 外. V 問 
はや、 日米 學 友の 本場を 乞 ふ。 
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諸 集を 

巧 拜說を ( B ) 八 時 
日 巧學校 (日 ご 一時 半 
ま 庭集會 (水) 八 時 


祈 禱會及 r た 一 
聖畜 研な^ ネー 

婦人 會 

漢巧會 


八 時 


設 備 


寄宿を、 巧 易 食を 
み 業 用 挺、 をの 化 
人 窜の巧 相 おじが 
じます 0 


まぶ'. 省. 

H 宙垂害 硏が巧 ザ 
共 風を 夕と 時キ 
巧 拜說を タ八時 
木巧既 烏を タ八時 
英捂 及び 巧な 

午を ニ 》 

主曜 謀な 會 又は 
ホお會 夕 八 時 

妃含寒 ホ 

あ 宿が、 旅行を ま 巧 
巧* 人事 巧 巧が、 巧を 

巧、 » 震 周旋が、 巧 巧 
裁辖が 巧のを 課を 設 
け會員 及び 非會 員の 
巧を 計る 

1( — . ■ • >•1 -■ 

ドゥ S ! 巧と 十を 
領事館 向 側 建物と 0 五號ま 

タ商 . I 

錢ぶ 商を 

170 Broa を さ 三. 呈 y 
Tel . C 量 aniit 苦 37 苦 望 


化 曲 
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化 巧を 年 巧 おの 曲 ホ 
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制攤揉 治療 

マ ツサ！ ジ 、整形 

醫科學 的 迷 動、 腸 
灌 注、 水を、 光線 
及電氣 治療、 其 化 
紐 育 州を お 

フ ィジ ホン ラ ヒス ト 

西が 幸 巧 

H 曜 外ち H 午前 化 
時ョ ，午を 九 時を 
巧 話 前 お 願 上 お 


撥 眼を じ 眼鏡 調節 


H 本* 支那 賓玉製 美 
術 お、 綺人 用を 飾が 
化 装飾品 

闕島 Srsit ; な 

盾 等 美術品 瞥替、 

ち 飾 品、 マト 9 ング 
H 本 般裁婷 


笠 ザ 洋服 巧 
丸山洋 臟商會 


齒碑醫 

午前 九 時 ょら 午後 
と 時。 日曜は 化み 
治療代は 普 逝週拂 
ひで 差 支へ あらま 
せん 0 

ト^イ H シ五ホ 


紐 育 州を 設 
内務省を 許 
まを 巧 大哲巧 大巧 
を 婆 復習 巧 ホ 業 
元 化み 

產婆 お本綠 


稅關 事務 取扱 

闺 i UA 5 Co . 

RDi 7 夏 ニ Br 运 dway - 呈 y 
" Fei - Bilin で G 苦 ミ。 資 4-5-6 


年 未を 近 じ拘ら ずを 银巧お 手許 
準備 整び、 長期を が 權不保 合、 
短資 ま、 本 H 福島縣 r 1 ニ 銀 巧 
の ホ 業を あわらし も 大勢 じ彭響 
な < 、一 投じを 離樂 おせられ、 
を僮氣 丈、 ただ 株ま巿 傷け 環境 
不 ホを 入れ 人を おは や。 

百奋 

を換券 發巧髙 
制限み 


•ニ 九 0 
1 0 と 
よ H 九 
ニ 化 
ニと 六 

ご ニニ 


一般 貸惭 
か國爲 替貸批 
政を 煩を 
民蹈 巧を 
を京銜 懼指數 

ニニ 义 (又-一 •ニ) 

冒 円 

十一月 中 輸入 一 さ ニ 
輸出 一 五 H 
化 巧 中手 おを 換高 

S 

東京 ニる ニと 
大殿 一. と 四 八 
规を銀 巧 勘定 (十 巧 六日 現 巧) 
東京 大 腰ち 离 
預金 一 T 1 1 と 一王 二八と 
貸 ぉ ニろ一 二八 一る 八 一 
n I A 一九 五 四 九 

を敏. 一二 四 0 を 


尋れ人 

(1 宮城 縣) 大 橋が 雄 (長 巧縣) 获 
原ず A (同) お 伯鎭雄 f 麗島 
縣} 中が 榮ニ (同) 渡 邊泰助 (東 
巧 ホ) を 澤武之 助 (か 歌 山縣) 
を藤甚 之を. (お 聪縣} 松 下壽之 
ま (山 ロ縣) 德お猪 ニ 帝 (熊 
本縣) 西が 芳墓 (鳥 取縣) 廳勝 
衞 (山 ロ縣) 巧甚ま (愛媛 縣 一 
橫 田常吉 (岩 手縣) を々 来 淸四郎 
斋歌 化縣) 化 本平吉 (鹿を 島 
縣) 國上 時を (愛知 縣) 水 ホが 
(長綺 騒) 池 旧み 藏ま (名を 崖) 
水な を 松 

るの 者 じ 通 かを 度き 儀 有么- 
淚陆 本人を： は 知人ょ b 現 
化 巧 卸 遥か 願 上 お 

紐 育帝國 総領事 舘 

‘ 畜 8 roa をぶ す こ ork 暑 


晦 林が か 

ち 0 苗 ミす ttaniwe _ Be こ 1 ザ ご 4資产 
吾 产 苦 Tel . 百 { jnumen 二 雲 


鹽科醫 

▼該察 時間 A 
を 日 (日 巧を 除：) 
午前 义 時よ b 
午を お 時半 
水 醒午肪 化 時 1 
午を 一時 


度 四十 六 T 目 六十よ を 
電話 プライ アン. トセ 0 と义 




を 

巧 
の 
巧- 


颗 

午 

王 

が 

の- 
ホ- 
巧 
御 
ホ 


紐 育を 命 保 險會社 

S 木定吉 

機保險 


2《4 YO『k ti ^ ei 5» cr 》 no 《 

51 Chan を er》 Mr 2 eww 弓 it csy . 
Pho ロタ Wor を 技巧 

をせ/方 n 衝 掛ケノ が*; がイ 
御 良を/ぶ 巧 ピま話 巧は チ 申 
讶 力た 證幸 f サイ 


W 

♦ 

，巧 


■ 


h 


从 た 


ン 、小型 棒 五で トン、 中型 捧 一一 
カトン、 薄截极 S 巧 トン、 シ 
トバ 1 ぶび ビ レット S 万 トンで 
あつたの じ 巧 比すれば 著る しい 
模棟替 へで ある。 をして 右計畫 
事業 食を 算は 

'鐵山 の增掘 設備 や 銳颁作 
業 糞のを 部を をめ、 総額 約 四千 
巧圓 正式 認可の 指み—- 接しみ 第 
建設工事 じ 着手す るは 中で ある 

.顯 

まを 特電 二十日 發 
發 斤の 限度を 磯 張 

乂藏ち 證券 獲 巧 限度は 一億 圓 
じ 憑 張と ホ定し 議會じ 提案の 當 

勸 銀へ 合併 申を み 

長 崎 農工 銀 巧は 勸業お 巧へ を 
併を 申込む。 

期間の 延長を みを. 

外 ホ 輸入制限 期間は ホ 年末 ま 
で 延長され る。 

ゆ 糖の 商標 撤廢 

商標を 撤廢 して 製糖の 共合販 
賣を なさん VJ を 社の 意見が 急 じ 
i をし む。 

目 銀審查 のれ 撰 振 

福 島巧繁 巧と お 巧 破綻 (旣 報) 
ょら 日銀の 特別 融疆 審杳 杜撰の 
內 構が 曝露して 問題に。 つて 居 
る 0 

理事長 推 擧にホ 難 

產業 組合 中み 金庫 理事長 じん 
條隆 正子を 擧 げたのは 『政略 的』 
の ホ 難を 招いて 居る。 

自國 品.、 一 運賃 割引 

契閱衡 船は 自國 綿糸 布ん 運賃 
を 割引して なるこく 巧 明した の 
て 巧 磯 髓合會 け 日本 衡船じ も 割 
引を 要求— たが、 之には 德義問 
題ら 絡み 居 > 解决か 何は ホ視ク 
れて 居る。 

を 錢信巧 十一 億圓 

信巧會 化の 金 機 信 巧な 十一 巧 
末 十一 億圆 V 突破した。 

ザ ホ金飄 はず 穩か 

銀 巧ず ホ 潤澤で 年末 金融は ホ 
穩の 見を み、 コ— ^ 日步も I 鏡 
五、 ホ 厘 化ら ならむ かど。 

十二月 中 巧の 貿易 

十二！： 中甸の 貿易は 輸お五 千 
九が 九十 巧 一二 千圓 、輸人 六 千と 
な 五十 四 巧 ニ千圓 、差 引 入超は 
と 巧 ホ 十一 ニ 巧 九千圓 である。 

新 糖の 協定 停頓ず 

強 水 港 製糖 會社侧 の ホ 張强硬 
を 蹄む 4 じ 至らし 爲 《新 糖 協定 
は义 停頓した。 


齒科醫 米 旧榮ち 

212 卓 寅ニ是 th St . New さ rk 吾一 
ジ L Head 呈 y 3 B 蚕 
電話 ア々 デミー 一二 八 六 化 


齒お醫 木 下义巿 

ゴ 《 W.1 ニを St. 

ジ L Mimen 二活 7 


診療 

午前 十 時 ょら 十二 
時、 午後 六 時ょり 
八 時， 日限は 前の 
願 上 候 

ドク トが 

山 ロニ 一之助 


認該療 

的 約 願 上ち 

コーチ か大お 
ドク トか オブメ デジ ソ 

•お學 巧 ± 

吉 居悅彌 


洋服 調進 

タリ！ ニン グ、 ダイ 

イング、 修犧 等】 域 

ミカド 洋服 店 

化 •'本 が 

電話 ライン ランダ 1 
六 八 一二 0 


科 學的揉 療治 
醫術 的み 操 

化 島覺丈 

西ち 百と 番 
阿 一二 十八 了 目 

電話で デコム 

一四 九 六 


磯が 工具 製 巧 
蓮 動 具 並 玩具 
貴を •旗 及 時計 

松 ま 引ァ； 

觀眞機 レ ザ イオ 

ラン フシ 五^-ド 

美術品 販真 修理 


第五 衔よ so 

へ クシ 卞！ 

ビ八 デン グ內 

ホ 池 寫眞舘 

電話 サ—ク 八 

四 四 0 ホ 


をき ホ國 婦人 
日本ん への 英 
語敎 按じは ホ 
年の 經驗 をち 

f 0 I レ ブス 

ンと十 お 他 
每 H 钥化 時ょ 
らが丸 賠迄柯 
時 一‘； て も宮し 
U 曜 目は 一 時 
ょも 四時 迄 


福澤 巧新會 社計畫 

實 を 家 福 澤桃か 巧は) 千巧圓 
の寶 本で テン ビジョン 餐 社を 設 
なすべく 討講 でを る。 

日銀の 張 おごを 利 

H 銀 發巧裔 は 十一 ニ 億と モ ニな 
巧圓 制限 か 一億 一千 九 巧 方圓貨 
出と およす 二百 巧圓 を 利 翌日 物 
は 八 煙ち 毛から 一錢 I 厘で ゐる 

歲 ホの 金融 樂觀 

H 本 銀 巧 監督 役 着電 

〔十と H 發〕 月巧國 瞬刺挪 ぁび 
社債 類 償還を 巧 お 散布ら ぁ b 、 


珍ら しい こごを 殊に 喜ぶ 
米國 人への 送 物 じ 是非！ 


花札 ご 英文 指南 書 


親 巧を 明 瞧じ說 明して わ b ま f 。 

WC ^ V > Y > M > & 0〇 
1 M 巧 asli 59 を wt . CHy 


十五 年の 歷を ある 當 校は 多年の 
經驗ご 新 智識を 有する 敎 師を聘 
し 自動車 
操 縱法及 
び 運 巧者 
の 修得す 
べき 必要 
な 機熙的 
智識を 短 
期間 じし 
て 暴 も 能 
率 ある 徹 
底 的 技術 

を歡潛 しを 就 獲得を 保 霜し 職業 

ロを も罔旋 します。 


化 徵兵猶 豫手續 

^8 . は ホ 年 I 巧 化 一日 限 
紐； が 柳 lb で無效 どならます 
育， 化 ホ だ留义 t ? 事務 タ 
い y -§1 - 化の 爲めホ 手 續の適 
案 パむ™ 齡者 諸君の 梗 意を 圏 
內 むら 今回 小生に めて 取 
、扣 じ 巧を 閒始 すち 事 ごな 
令 Y ‘ らました。 ホ 導の モ 
ち. 此 はを 年月 H 、 原籍、 
^ 加^ 規往 巧、 最 巧の 猶豫 
西 則 W 巧 日 明記み 上申 お 下 
書 齡咖 言ぃ。 手 歎が 一 弗。 

房 如 5 i 紐 育 商事 硏究巧 

^ 所長 け 上 杉 純 雄 





臺灣 電力が 

外債 募集 

政府の 巧 証附で 
まま 特《 二十日 巧 n 巧 報の 如 
< 目巧潭 水力を 電所俄 張紹裝 
ごしての 臺潰 電力 外 憤 四千と 
百で 旧は 政府 保疆 にみ をした 
がを 憤 化は をみ ニユ ー a 1 ク 
ホ换 であらぅ ど。 

'个 个 个 
巧が 居の 外 固 社 憤 中を のまな 
る ものは 逛氣會 晒の 化 憤で 總巧 
約 四 億 旧を 超えて 居る。 今を の 
內譯を 見る ご 次の やぅな 

數字 をし めして 居る (單 
位 英憤千 ド 八、 佛镇下 フラン 
をは 巧年發 巧谜數 、左は 本年 末 
ホな 額) 

巧 電英憤 四、 五 00 
四、 五 00 
同ホ懷 と 0、 000 
と 0、 80 
東邦を 償 SOO 
■ 云 8 
岡 ホ 價ニご 五、 000 
一巧！ ニ 五 
同 ニニ 一 0、 80 
1 0、 80 
大时米 債 二 ご 五、 000 
ニ 一、 九 ゴ10 
同 ■二三 ニニ、 五 8 
ニ 一、 六 8 
H 電乂債 化、 000 
八、 八 ミ」 
一四、 000 
一二、 九 0 五 
と、 六 五 0 
と、 五 00 

ち 一とぶ 

云、 化 八 九 
' 1 00、 八 八 0 
八 ニ、 ニニ ニ 
(舆愼 八、 b 八 化 
を 針 I お 債 一四 八、 化 ニ 五 
(贿巧 八 ニ、： ニ 云 

を-しおし 利率は 鼓 化 ザぶ みか 
ら姑窩 とかで、 をの 种じ柬 を 及 
びロ電 なを々 减漬 をを のま 嫌 ひ 
を 喪' ごこ ごじな つて 居る。 即 
より •所^ら になつ て 居る。 (單 


巧 巧英憤 


同 お请 ( 


一 五 
一お义 
r 、 ニ H 化 
ニ、 六 九 四 


宇を 電わ潰 
信越 米 債 

械 gi . 


巧佛憤 


が 率 


一六 


ま 巧ち 憤 
巧ち 償 
東邦 英偵 
巧 ぉ 償 ニ) 

问 ニ一) 

乂问ホ 憤 ニ) 

同 三) 

H 電米憤 
ぞ治電 米 傾 
信越 乂償 
が 京 ホ 電英憤 
同魄憤 

これに 化つ て 明が 巧 山を 枉外街 
利拂あ 巧憤甚 をを 

計算 し、 さらに これを 巧 
を 化 場 四十 六 ド ごして 巧货に 
換算 ずれば ホの やぅむ おち ごな 
る堪 位は 巧貨 千ぉン ド、 た货 
モド か、 佛貨モ フラン、 が货千 
圆 。をは 外赞 、左は が 貨换算 ) 
来電み 巧 一二 四 ニ 

I ニ、 さを 

同 米 償 ち 一 ニニ 0 


が箇率 

た 六 0 •一六 
グ六 0 

..•ぶ 

'いふ 

幻* よ 
0 •と 

9 を 
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六 00 
一二 0 四 
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ニ、 四 一二 ニ 
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一、 ホ ご 一と 
1、 一 六 五 
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ち 一二と 
一、 一二 八 五 
'一九 九 
ニ、 ニを 
四、 一 0 六 

一、 丰 r 八 


tr • . 

ニを 

一二 一二、 よ 一四 

即七 明年 巧の 電をか 憤利挪 額は 
爲替相場が大体四十六ド 見當 
ごして 約 一二 千 一二が 方圓の 支拂ど 
なる 槪算 である 0 

鐵麵を 叢を 

自給自足へ 

南お鐵 道の 計 劃 
ま 京 特電 十 か 日潑 U 南 滿鐵道 
ビ では 今回 鐵 鋼の 自給自足を 
計 劃し 鞍 山製徵 巧々 長 じ內定 
して 居る 伍堂 海軍 やおを 歐米 
じ 派遣して 鹽娜 業の 視察を な 
さしむ るる こ VJ じな つた。 

个 个 个 
滿鐵の 鞍 山 製 邀巧じ おける 就 
一貫作業 計盡 は、 錫 鋼製 おじ 關 
し內 地の 製 轉鄉業 ぉを 威せ ね範 
圃內 で殺銷 製造 設備を G ず •へく 
內 化の 鐵锁協 溢 會に掛 し、 をの 
ホ 學を徵 しを の 巧 答 じ 基いて 調 
おがを 中で ぁつたが、 今 国い ょ 
ょ掷鋼 協議 會 側の 

希望 を 大いにち 慮し 最初 
の 製 鐵綱案 針盡じ 巧んで お 本 的 
變 なを 加へ み 地に おける 妨 任ん 
製数鄉 まじ おし 出 ホ 樽る 限 b 影 
響を おへない 趣旨の 下-' し 計畫案 
を 確を し、 あく 關巧廳 じ 對し正 
ま認巧申請するこごじ^:*ら、 こ 
れ じさき だ も 監督官 廳の 拓殖 局 
を 始め、 大藏、 鐵道兩 省し 誘 解 
をら どめ て 居る。 この 計畫 案の 
內 をは、 なほ 絕對 秘密 じされて 
ゐ るが、 大体-」 わいて、 銳鐵製 
造 鼓 赌を擴 張して、 年額 四十 巧 
ンホ銳 計 轟には 巧 等な ホピ變 
が いが、 鄉锁 製造 じついて 
d ‘化ホ 精製品 製を 計 黨を變 をし 
て、 左の 通 b 特に 或の お 度の 不 
がを し 0 ん で， 內 地で をら 

生產 され。 いもの、 . t ,* ら 
びに 年疏 おの 製遥じ 止める こど 
に U つた 

一、 銳鐵 四十 巧 トンのぅ も、 
十六 巧 トンは 錬毀 のま/' 巿場 
i 供が し、 殘 b 二十 四 巧 トン 
は 筑鐵か 料 じ 使 巧す る。. 

一、 搜颁 おおけ、 シ ー トバ 1 
ぶ ひビ レット 頻の 半製品 約 十 

ぶ トン、 型 銅 的と 万 トン、 薄 
销ザ树 ぶ タトン、 銳ヵ极 約 お 
巧 トン、 合計 二十と 方 トン 即 
も 化 ホ滿锁 側の 經銅 計靈で 
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瞬 揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本ん 諸君の 嗜巧 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 朝 一二 時を 閉巧 
(巧 ホ お 了 目 サブ 
婷牵留 の 下) 


ま 那巧理 

が饒 茶園 

司 理人蘆 蓮 
出勤の 方 じは るな 
の 御 巧 巧 じ 楠へ 巧 
聞を 廉の 御用 じ お 
や， へく お 間 巧卒巧 
ぞ變お 引 立願 まな 
紙上 慰ま 內 申と 误 


會龐御 料理 

昭 和 

特別 純 日本間を 新設し チキンの 
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を 港®-:;^：:^ _ .ホ' ラが.' 

焼 日本を (特則 聞 ぁち) 
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則を で 毛 杏ょ く拂 ひまず 

散' 髮 

、み ヤン フ ー 一 
7 ヤ * トニック 


弗 


敕 髮 

顏ソリ 丸十 お 袖 

^ 1 ャ ♦トニック. 

、マ ッブ！ デ 五十 侦 
n 營業 時間 n 
午前 八 時半ょ ち 
午 媛 八 時まで 
叮嗦强 速を 寶 ごし 穂々 勉 
强 致します 

B 本 理髪 舘淸 

あ 四十！ ニ 了目昏 番地 ニ 呂五室 号 
三匯 (窠 々お S 四十 一一于 旨 巧') 


麗ゎ稽 ホ 

御 化しい 餘暇じ 巧 £ も 言へ ぬ 
淨瑶璃 み 趣 かを 御 賞玩 被 遊 度 
皆 樣の御 巧 遊を 歡迎 致します 

臀澤吉 王 

ご B ご WW ごゴ hwt . 芭ぶ 

TeL 量 vers さ 這 98 


0 電話 プぅ ィアン ト 
を室。 ミ 四。 を 蓋 

米 が 中 重 雄 

紐育ボ あの 十四 了 目 
1111—一 一八 曼 二階) 
」ち备£8 ご菁呈 P A 苦 NS 
11211 8 West 4 含 FN . 三. 
ぎ 夏 書 養 巧 


眞 面目なる ホ 職 同胞 じな 寬 
なる 踩 業を 罔旋す 

宮川 事務所 

紐 育巿西 四十 ニ 了 目 百 ホ 一を 
軍グ ライ r / ト とと 八と 

語 フライ アン 化堯八 


煎 餅 卸、 小賣 
を 腐油瘍 
日本 食料品 一切 

wcsris 巧 Rice Cake CO * 

裏 ' Third ii まこ 
呈 . p 空 こ 218 


木 旧 ル I ミン グ 

1 夏 7 3 rd A ま-量. 置 & 芸さ ぎます 
ジ I ち ho ミす 巧 nt 苦 27 


御大 巧を 果たさいて 

御寬 る^の 兩踏下 

照宮 内親王 御 同伴 葉 山 御用邸へ 
仰ぐ も 畏し闕 巧 陸 下の 御刮德 

東を 特 if 十九 日蜡 n 坐 上皇 后兩陛 'ト には 御大 典 中に 部を 也を 
掠 《させられた 玉 髓をわ まじ 中した 近 巧の ちの 言上を きこし 巧 
され、 照 お 内 帮お殿 ドを 伴は せられ ホ 年の 初めには 葉 山 御用邸 
'し 御 避 筵 おじさる': 巧 承す。 

I 大內 山の— ぃを じ、 麻が 树等 御—? 御？ ぁら 
ニ 一重 やぐら じ 夕陽 类 くしく 照 b 
i 映 わる 十一月 二十より 午な 凹が 
I 十 H サ 、御 お 薄は 宮城 お 車寄せ 

I に ビタリ ど棋 づけ どなつ た。 鋪 
|滿キ ラ ビ ャ 力 .；^大猜服のホ巧を 
' I 技手が、 ，っ やぅ やしく 銜 1!^ を排 
し 奉る ご、 兩牌 下には 別々 の 御 
馬車から 相 前後して 降ち 立たせ 
られ 、御な つかしの 一 ホを、 大 
內 山の ± じがし 給 ふ。 これょ ゎ 
先き 兩 陛下の 御歸 りを お 待 も 申 
し 上け た 照ち 様には、 か 服を じ 
て 山 岡 女を-し 抱かれ、 ケゥ ヮキ 
じしつら へむ 天縣內 にお 出で ま 
一し になり、 小さい* が 父ち じ 常ら 
I せらる く 澄を 樣ど共 じ、 御齒薄 
をを 抑 さい-御 やさしく も街辭 
常を 遊ばされ、 狗蓄 びのを を 現 
一 W した まへ ぶ、 両陛 ドには、 こ 
どの W 御機嫌ぅる はしく、 御馬 
車の 中ょ h 御 威 深げ じ 幼き 術ち 
の 銜迎へ じが 應へ 遊ばされた。 

兩 陛下に 巧に、 女官の 御 化導 
■して 

學問所 に 入らせられ、 商 
雜じ昭 おせる み 父 巧、 巧 妃を殿 
下に 御 お 面、 御 慰勞の 御言を を 
賜は つたが、 巧に 皇后陛下に。 

親モ総 化が ご L て、 始終ぶ U 、 ミ 

.ip 

々謁 


せられた の Vi 一に 御 一-^ の额稼 
或 じよる こごは ホ 上ぐ もまでを 
ない こ £ であるが 义章后 陛下-分' 
ただ。 をの 御内 助の 巧に 1 る こ 
< が 非常」 ぞい ど お ので あ b , 
ょす。 皇后陛下が、 聖上 隣 ドの 
御 健康に 卸 注息ゐ をはされ、 常 
住 坐 臥 尋常 人の ちへ 及ばぬ 巧の 
御 化へ 様」 化 等 側 あ > 舉 化， 
る 者の ひどし く战 激して ゐ るみ 
祭で わ ゎまず。 をの 化秩 父宮树 
妃兩 殿下を がめ 奉 b 乂禮 紙參判 
のを 皇嫉殿 y じ對 せられる 御 也 
ソ J なまた 格別で わらまして 


f 二十 ニ H の 午 お 秩ダ宮 同化 兩風 
下を 御に 巧 させられ 

御內宴 を摧 された 4 御 事 
など も、 一 じ 皇后 宮様の 御配應 
じ 主 るら ので ある ど拜 しま マ-が 
きじ 齒巧 陛下 ごしての 御必づ < 
しの 程 御 ゆかしく ぅかぐ はれを 
難い 極みで あちます。 皇后 答の 
御必づ くし ば 上御一人の わ 日を 
からを 皇族 方方 じ勒 せられ、 ま 
む 下 巧は にお々 性 ど I て 涙ぐま 
しき わ必 情の ほど 恐懼の W は あ 
らま せん 0 1 例を 上げる どまる 
十八 H が 岡 女を {元 あ衛 添の 婢) 
の 銅像 建立 じ 際して 皇 后宮に お 
か ゼられ ましては お 自身で を 一 
^ 對をわ 内儀で 下し わかれ まし レ 
がへ ば 照 宮穩の わぶ 食'、 如 こご じ 
V . ドても 常 じ 

.御 質素 じ 渡らせられち 婦 
SLIP ' S 度き模雜を示さ れまし 
た。 靴 ドの' かき も ホ 何度も ぉ 洗 
濯を なさし め 趣が 切れる まで わ' 
使が 遊に さる 等が、 を 3. 一例で 
をら ます』 を々 ご 


地を 和 か‘ 人 じ惠み 深を 

降誕 祭み ログ S フム U 

U わ晝 V 」 夜く 甘 六 B に 豆. 


i 汪： 


を ひたい も 巧-‘-'-' を も、 一 ザ 中な 虹 ホ 違、 山 ロ 澄 子、 南 7 ラン 
數をス 居じク リリ-マスは シス キヤ ラ A 、 影 山道 子さん 


を 


h を 一！ も 奉の 諸 員、 

見を 赐 ひ、 をい な 鎌き が 誰 
かぁった が、 お 奉 諸 員 度び 配役 
ーじ點 しては、 柬溜閒 じがて 茶棠 
一を 賜は つた。 兩 陛下 一; は をれ ょ 
I ゎ 御 逝 常 服に 御な しおへ にな 
I ら 、御 くつろぎに なつた どころ 
へ、 類宮 なには 御 おがの ため、 

^ 御が になつ た。 お 巧 愛 ゆき 御を 
I ょ。 兩 陛下 じ^ぶな がわる 姬お 
を 御 抱き上げ *し ち、 教 々の 御 
^ 育 藥を赐 はれに、 姬宵じ も 廻は 
ら の 抑 恩に 戚邪氣 じ お 話になる 
.ゴ で、 御 親子の こ i やかな 情 じ 
側近 （奉 化の 人々 は 威 数す るの 
みで ぁつた。 

大奥 レ の 巧は ふけで、 電 

燈が师 々とかぐ や をめ た。 御 
入 おの 後 御を 堂 _し 入御され し陛. 
'下 じは、 照を 檢じも 巧 おじ 就か： 
せられ、 大 膳の 駒 進せ る フラン 
ス 料理を 聞し めされ、 御 親よ 御 
一二み じて 樂 しき 御 晚餐を 執らせ 
られ た。' 御を 後、 巧ら じ 大奥の 
御 常 御踞に 入らせられ、 巧 都 じ 
て 卸 買 ひとげ の 京ん 形な ど、 姫 
君に 贈は 6、 巧 < つ ろぎ おまで 
ゐ の 幾 時は 過ぎて、 還 御の 第一 
巧を おすごし じな つた。 かくて 
御腹 相が らしは 十 時 過ぎと をは 
る 的は 劇 巧 陛下の 御 坤德じ 願し 
河が 皇后 大 夫の 

n 話に 化れば 今回の 御大 


貧 巧 .4 

搜 すご. 一 ， C 僅かに 一二 日、 か賴 HI ぶの 謗誦 、小 森な 鶴 化？ んのピ 
こな 一つて ホた ■例年-'‘ こ' ぶ 當化 ~ ァノ 滿奏 、堅の 紐、 愛の 紐、 大 
巧ん， 敎をミ .一 &美け しい 巧し 
^恃 固を 强 をし、', 类 巧を 鲁はニ 
す みみ i ミ" 修道 會 
お 日の 午 おと 时 H 十を か 
ら ，.紐 育 敎會は 二十 六日の 午後 
ぶ もから 左の やぅな ブロ グラム 
で 巧 ふこ- ゴじ なつね。 

岡旣 姉妹の 提琴 

一一 音 か I ニを か 巧 八 
r 目の 美な 敎會で 
お 0 敎 脅の プ n グラムは I ニ十 
I 二番 じちら 出 中， 椿 夫人の 麻 腐 


巿食 解散 

東京 特電 二十-日 發 = 東京 巧 
會 はホ會 議員 か續 々檢擧 され 
或は 辭職 する お 輩 おする じ ま 
らした め旣 をみ ホ會 溝： な數じ 
達せず、 遂に お ホ 巧. 投は內 を 
省と 巧涉 しが- 會を 解散した ひ 


や、 聖 黨朗讀 、宮 帖が師 の挨楼 
がんつ てから、 ち慟 いもょ、 お 
が やす子、 糜村幸 治、 田 中 ゆき 
巧 中き ょ、 ム田 えみ、 小 巧 旧 ゆ 
ら 子さん 蓮の 韶誦、 H 曠學 校の 
生徒さん や、 武藤 巧が、 藤 ホ、 
巧 中な 等の 唱歌、 わ 詔は 藤が ご 
し、 中鲜 ふみ、 あ慟 みさほの が 
宮校化 姉で、 岡ない き ほ、 岡 島 
えい子 姉妹の ゲ ァキ ォリン 等が 
あ b 、 宮 崎が 邮 G 視禱後 ブレ七 
ン ト：^,あってあ窠の堡應がある 
ホ 五日 午後 S 時からで ある。 

獨唱や ピア J 等 

苗 四 だ 五十 S をち 白 
四十 一二 了 白 修道 會で 
修迸會 は 二十 五 U の 夕と 時 一二 
十をから 盛大な 降誕 巧を おぐ ベ 
く、 今 井 お 帥 司 ホの 下に 中即か 
美 子め お 役、 發の 組、 旧 巧靜子 


澤尤 惠’谢 ち 等の 歌、 澤ぉ哲 を 
巧 等ぶ 獨曜 をが ホら、 大掘 牧師 
の 視隹後 ゲレ セント じ 移る。 

.ホ 1 壌の 獨唱等 

を 一二な サ八番 五十 
毛 ぷが 育敎會 
紐 育 日本人 基 皆を をょ こ 十ム、 
日の 午後よ 時から シ ！ リリ， 聲 
十の ォみ ボン 『 ^ レ 术ャ』 ド始 

まら 大賀 幹事の 挨搂 •がが が 固 
巧の. 谢說 、淸水 牧師の 說 敎で篡 
一 まを 閉ぢ 、第二 部は アン •力 
i 。 歌劇 闡 5 小 池 ひさみ さんみ 
蝶々 夫人を の 他の 獨增 。第 H 部 
子 おさん 達のを 興じは 患 後の、 
『ベ チ！ の 贈物』' どい ふを 居が 呼 
び赖 で、 淸水 f ょ、 をみ、 を か 
どみ、 が 桐、 淸水 マリ！、 をみ 
ぁや子さん 達が 大車輪での 大を 
居。 お 四 部は 『最後のを 麗 J どい 
ふ敎會 員め 芝居で をれ ぞれ 舞臺 
監督、 舞摹 装飾の 名を 擧げ てク 
リス ママ 氣 分に 充溢して 居る。 


歲 ホを 前に 

火事 騷 V 

春 田 商會は 無事 

まる 水曜日の 午前 ホ 時！ 二十を 
窠お街 円 化か 番のホ 階 ビ^ デン 
グじ發 化しつ i をる を巡姻 中の 
蠻 官が發 見し おも じ 消化 擦が 出 
動した が 火は おじを ビグ デン グ 
じ 及びて を 易に 鎭乂せ や、 漸く 
午後 一二 時 巧に 至らて 消し 化め 幸 
ひじ も類燒 はしな かつた が、 歲 
ホの 人 おを 前にして この 乂事騒 
ぎで 一時は 人の 黒山を 築き 巧譬 
お 長官 ウュ I レン も琪 場に をい 
て 消防し、 お 巧 夫 九 人の 負傷を 
を 生じた が、 凉 因は 洩笔 らしく 
損害 高は 育万 巧 お 度 ご 見られて 


おる。 

お ほ 隣ら のビ八 デン グ じある 

邦人の 貿あ 巧を 旧战 貪け 類燒 
•をを がれた もの^ 消防の 化で 

敏 なからざる 攪番を 蒙 b 失乂 

の當 H はか 業した。 

名 旅 鎭賣却 

ぶト階 ビル 逢嘗 

當地 第五 巧ん 化 一二 T 目から 化 
四 下目に またが も ホテ^ •ゥォ 
方 ドロフ •ア スト タアと 云へ ぶ 

千 八 巧 丸十 一二 年な 來 ニユョ ー ク 
の 社交界 中が 地〜」 して、 同時に 
歷化 大統領 やを 圃ホぞ 等の 御を 
宿 ごして 世界め じ 名 烏い ホブ术 
で わるが 時勢の 力 r 爭ふ こご 出 
ホず 今 固 約 ニ 千 巧 弗で 賣却さ 
れあ くこのを ホ テグ もな 装して 
ホ 年の 夏 じは 五十 階の 事務所 ビ 
片 デン ダと して 上へ 上へ 異動ず 
る巿ん 取引 中、 む 地に 對應 ずる こ 
ごじな；' た。 

自動車 衝突し 

ニ 一邦 人 貧 傷 

スタン フオー ドで 

前 過 ±曜り、 當 地に てに 前) 
力を 經營 して 居た 武巧 太郞 をに 
友人の 門 脇、 淺倉 ちを を 岡 乗せ 
しめ フォ ー ドの 自動を で カモチ 
カット 州の スタン フォ 1 ドを 通 
行中に 自動 貨車 ご 衝突 轉 覆し、 
一二 人は 重傷を 蒙 b て 入院した ミ 
の 報じ 接した めで ニユ 1 ョ； ク 
ホ 命 保險の 一二 木を ま 氏は 濱害保 
餘 の關炼 からを もじ 睛 化へ 出張 
した： ii 二人共に 傷は 案み に輕く 
約 一個 巧で を 治で. ん这 みで 目下 
スタン フオ！ ドる グリン クキブ 
チの 雨 1 •し 入院 中なる 由。 


御正 巧 用品 

きそば、 特製が 鮮 かま ぼ 
こ 『ホ 白』 わ 正 巧の わ袭 
しめ 等 

御用 命 山粹顧 上ます。 

御 料理 

「葬 

西 お 十八 了 旨 S 四 0 

コヴン バス 八 八 八 ニ 

を 化 


ずき 燒離業 

時下 歳魄 益々 御淸福 奉賀 丄 
陳者 ホる ぶち 巧々 ょら 左の-あ 巧 
じて 牛、 鳥、 魚み すき 穫觀 
を 開業 巧 仕 特に 魚は 顯 西ろ クィ 

こて 靈可 致肇 たも 意 勉^ 
を 霞 靠 1 を疆 じ. 奉 

願 上 候 寶瞒榮 側披慶 まで 
牛 鳥 魚 t . き、 钱御 料理 

.も、 きわ 
44 fi さ ご. 呈 
(電話 架設 中) 


〜 もん 餅 

列 年み 通り 
ちん 餅 仕 候 

お ほを 六 H 主り 一 巧 四日 
迄は ちん 餅タ にに' つき 菓 
す 類は 臨時 休菓 化暧。 

御 菓卡舖 

乾風 軒 

卷壽司 御 注 义に應 じます。 

ネが屋 

當を巧榻巧會氣^^ 

叢 話？ ジうト 0 ニ 一二 五 


轉 I 



用 晶大賣 出し 


御 贈答品 晶質精 撰の 美術 雜貨 、玩具、 着物、 ランデ 
類 等 誠に 理想的な 品物が 澤山陳 巧して あらます から 御 立 寄 
の 上 お 買 上げを 願 ひます 

御 料理 用品は 最良 お 一切 洩れな くな 揃へ ました。 特 
じ お 正月 用の 新數 のず、 旧作、 もち ホ、 山の 芋、 を 塊罐詰 
類、 お菓子 鎮 、御 祝儀 用品 其 化い ろ---- 到着 致し まし だか 
ら賣 切れの 中に お 早く 御用 命 願び ます 
生 辟 菜 類 弊店。 ンググ アィ ランド 農場を の 最も 新鮮 
な 大根、 白菜、 葱、 午 旁、 其 他 里芋、' 蓮根、 くわい、？ ろ 
ぇ 芋 等も驭 揃へ て 盾を ます 
近 巧雜； II 書籍 類、 每傾續 々割 着して ゐ ます 

.ちん 餅 柳 年の 通ら 御 注文 じ應 じます 
が 育 巧 東 五十 化 T 目 ニニ 四 番地 

が禍 兄弟 商會 

電話 リー ゼン ト 一二 四 八 OH 西 八 一 0 ニ S 五 


日本 劇 『サクラ』 

た SAICC 巧 A" 

ウ オル カア 'ホ ワ井 トサ ィド 主演 

驚：！： 臺 

開瘍 十二 巧 甘 五日 

クリスマス 夜ょり 


號お 十な 五 千 一 第 


THE FUJIMOTO 
な即 RITiES 閒 . ， INC. 

120 Broadw 化 N. Y. (% 

むし Rector 241 8-3 お 8 


巧 E が NK OF 郎 的 EN 

1100 阳 10 巧 1 お B 巧 adwajf , も Y. 
巧 one. む r お an が 8583 


The 如 m け omo Bank, L 阳 . 

flEW y 日 RK A 诞邮 Y 
II 加 m が 4 
1 が お oadw 巧 
Te しむ お 巧が 18-41 巧 


刪 1 〇 1 化觀如 ., 邮 .|" 刪 1)8& タ 8 化 .1 邮 ., 

impo おけむ 叩 由 S 1, 53-55-57 VI. 23rd St., 

101 Fifth Uve.N.L « v , ド i 

TeUlgonquinSi23.5 1 ぉ パ C か 

A 。， — ： T* i て el. か am が 巧 3 的 Q 

327 W. 抽 a も 如 n もが t, 

Chicago, Illinois 





淘 

嚇 

森 I 
村 I 

ブ卸 

タ寶 


ス 


N. Y. K. LINE 

社 會船郵 本 日 、 

San brands 说 Office: Lob Angelea Of む说： Seattle 0 なお e: 

6 己 1 Mark がか . 605 South Grand Ave Colman B1 わ . Fir が Ave. 

N 巨 W YORK OFFICE: 

8-10 Bridge St. TE し BOWUNG GREEN 2262 

Chicasro Office; 100 W. Monroe St. 


Tile Yokohama 
S |) 卽お Banlc, L 化 

5 化 Fifler, EqiiiMe Bi お 
巧 fl む 脚 iw 巧， ん Tf. 

Phone Rector 25b0 


The Ba がが な iwan, Ltd 

Room 5 巧 

お nn 卽如 n In 巧が 巧む iidi 巧 

1 おわ oadwy, も Y. 

Te しむけ お nd け 232- が 34 


MOGI, MOMONOI, 
COMPANY, hic. 
105-E. 1 が h S し N. V 
Tel な uy 化 巧 nt 8 巧 5- も 7 




Nippon 

Dry Goods Co. 
巧 81 わ oadwaiTi Ci か， 
Cor. 31 si な . 

Tel. Pennsylvania 5950-51 
Room 4 巧 


舶阳 Traiijng Go. 

151-5th Avenue 

(Cor- 21 が ; St.) 

Te しがが nquin がが-が 


加 日 i 日 Bids., !nc. 

Formerly 

M が uhachi & む . 

1? Easi け 化 Si. !U. 
TeL か g 日 npin 82 が-が 


HS 郎 TA & 郎 | 

141-1 が FifihiWe., 
げ 日し 21s け t.) 
Sew York C お 
M AigQ 叫 u おが お 


YilSlIiM & 即 . 

抽が clmndi がむ ok が 

WHOLESALES 郎け 
246-5th Avenue 
む I. を shiand お郎ー 


本 店大 阪化濱 お了呂 
短 育 支店 紐 育ブ。 1 ドウ 王 1 な 四 ト 丸を 

餅 試 住ぶ 銀 巧 

日本 內 (東を > 橫濱 、名を 屋 、京都、 巧 ロ、 岡 山 
直 i 尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 井、 下ノ顆 
巧ち 巧 (巧 司、 小 倉、 おお、 博タ * 乂巧 米、 熊 本 等 

本國 預金、 鄕里 送を 等は 極め 
て 御 便利 巧 速 じ 御 取 投可申 巧 


ネ巧 朝鮮 巧が 富 
ぞ巧 出張所は 日本 內 化の おを 郁 it’ 

滿渊 、支那のを 地 及 了 ュ 

朝 鱗 澤な絲 祠曲張 巧 

外 固— 暇を ネ—靖 々御 便利 じ お— 
申と お 


藤本 證券 會社 

一皎 准僧莊 券ノ賣 買、 引を、 募集 
也を 離、 ホ-一之 i ス グー 切ノ 業が 

減 ' 紙 藤本 ビち ロ—々— 銀 巧 

' 紐 育 お 張 巧 


▲巧 新式を 薄敢備 が A のを 窩 巧 巧 もろけ タ化お 
のな 巧 おが 下が ミ 共に なかめ 萬 さする おで 寸 
▲巧せ 太や详 おな 一二 络驳 巧は を 部 ザが 的な ちみ 
化しました 、なじが 巿 おのか 苦は 巧謂ツ 5 
乂 トサ— ド义 はスナ jj デ y トク ブ ダスが 上の 
巧植み 淀へ て 居り ま ザ W 
# 桑 港 出帆 ホノ 八, が お 【正午 出帆】 邮 
を 洋丸 一巧 二日 U 
西 比 利亞乂 一巧 十六 日^ 
大巧 見 二月 十 ごす ^ 

天が 乂 ニ 暑と 日 U 

コレア J 凡 一二 目 十 S 日 TO 


® シアトル お 酌 〔午が 十 時 出帆】 

加 貧. を 台 八！！ 
か豫乂 一巧 呈 H 

靜 .晒 見 一一 丹 九 円 
をな 日本 朽お M 

痛峭お 十二 房 甘 九 a 
白山み 一巧 十二 B 
▲が 育 巧 执芭袭 馬 お ホ S ネお按 物が！ 巧 ニ 巧 
▲鐵道 切符 寢ま勞 巧が 第み 巧 巧を に 街 取 か 申 神 
▲太 巧 浮 大お赔 を ホを 铅巧巧 御 巧を じあ 計え 寸 


た 

C 

N 

E 

G 

A 


資本を 意 は 面 
が 込濟寅 本を 六 モ巧旧 
が 立 金 六 千 一二な 五十 お 旧 

送 ニ 弄 銀 巧— 支 お 

本庙 をな ボ 日本 おお 本 革 M 巧 五を 地 一巧 
ま 巧 ル 巧 日本 お 化の 內禹 ち谋巧 
を 古 屢巧都 大お西 (大 ぉ) が 巧 
廣島下 踞巧司 若松 巧 闲長巧 
上 おな 教ま買 巧 水 


>rfu 

IL 巧. 2 ：. 

も 

加； 而 
B 渔が 側 

如ん 如 
E 3 d 

化油 お 
9 W " S 3 
m 目 T 

J 削 


S 

U 

S 


おぉ 入爲搔 ，電信 送を 並 送を、 旅 巧 信用 狀 
お 業 信 巧 狀其他 一般 お 巧 粟 

A 怒 ニ囊銀 巧— ま 巧 

瓶 里 送を" 日本が 化 おキ孩 巧？ 边速取 巧 
本店 預金 (定期 あ 知ノニ 棟) 御 便利 取 巧 
本 支店 東京 (本 巧)、 大お > 胖戶 、京都 
所 巧 巧 名古屋 、小 樽、 上 お、 か 致 


日本 题撫會 社 ( 並 ニを 鐵道會 お ) 

代理店 巧觸 兄弟 廊會 

乘 車、 乘船 切符 並 じ 小荷物 運送 御 便利 じ 取扱 申しまず 
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狮 m 削 
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誤 化 
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シ アトん 出 化 (午带 十 時) 
あら ば ま 化 一月 一二 目 
あら ぞな乂 一巧 サ 四日 
るん でんか (坡淺 お规) 一巧 十五 日 
►一等 横濱 一九 五 巧 

但し ば" V ず かるん でんか U 1 五 五 巧 
▼一二 等 日本 行 五 置 巧ぎ 室た な 逆を 族 室 多 R 
▼御を 望に 依り 一窜 割引せ 復切 巧を 行を 巧滨 

ロスアンゼルス 出帆 (午後 一二 時) 

はわい 兄 一香を 

らぷ らた乂 ニ巧廿 五日 
▼一等 横濱ニ 1110 巧-化は わい あ ミ じらみ 一宝 巧 
▼巧が 一二 等 日本 巧 五十 化乘 ►一二 等 日本 巧 五十 直 巧 
►ホ 潘羅 がれ 衡車切 巧磨窒 ホ 購入 御 幹 旌化リ 侯 
▼紐 育巌バ ナマ經 .出 B ネ 支那 雲 物が 巧 一回 


ラムん， 及び シルク シエ. 


■ F 


製造元 卸賣 手 缘商會 

H. Y. HETSGKA CO. 

15ち男 こきぎ NJ . 百な- ヴ三呈 蓋 蓋 1 


▼鄕里 送を 及び お 送金 (無手 巧な r 外国 
巧を 賣 買、 荷ち 替取粗 取 立、 信用が » 
巧 等 一 殺 お 巧 業 お 狗便巧 じ 取が 可 化ち 

館 赋臺灣 銀 お！ 出張所 

本 巧 專潰臺 化 

を 巧 まを、 おな、 大巧、 神戶 、上 お、！# 
ロ、 福 如、 厦門、 油 巧、 香 巧、 廣 巧、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 .5 タ ピヤ、 を R 

々グ 々ッタ 、倫を、 其 外 臺潰十 巧グ巧 


、資本を 壹億圃 (を 額拂 a 巧) 

、橫 立を 一億 ニな 五十 萬圓 
巧 化 本 支 巧 h 橫濱 (本 巧】 まま 乂废 
神 タを麟 下 巧 名古屋 

撥濱ぶ 金銀 巧— 支 巧 

ホ 圃をま 巧 U 桑 港 羅な沙 巧 巧を 
其 化 世 巧を 国 ま 要都ポ 二ち 庙及 ュがン 
ス有 之ち 一 


諸雜神 貝 仲買、 鄭販賣 

保 阻； 商會 


陶磁器 雜 貨卸賣 . 

春 既廊會 


日本 陶破 叢雜當 類卸賣 

ホ 元 ブうザ ー ス 


日本 陶破 器雜貨 

ラム ブ卸賣 

奈良賛 易商會 


H 木 お 服 反物 キ モノ 

テ— ブルク ロ ー ス類 

諸雜貨 卸商 

グ ^ — ブ 

特別 廉 懼で大 勉強 新 ホ 行は 當 巧の 時を 


體 日本 


ラ ■ 


リ本陶 黑雜貨 . 

ドライ グ ー ツ 到販賣 

I 脱 巧 木 桃 ホ 組 
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歲方 さに 逝かむ ごず る 夕 

偉人 追悼の つで* 6 
語る 者 も 聽く者 も 

一 齊に巧 學野ロ 博 ± を 摩 美す る 


去る 十五 H 本紙 所 報の かく。 
ッ クフで ラ ァ硏究 所 主 おのな 巧 
ロ 巧 世 博 ± 追悼 會は 一昨日 午後 
五時當 が 第五 街 百 111 T 目 じがけ 
る 紐育臀 をを々 おじめて 開かれ 
たが、 出 測 大巧に 化 b 特に 華 盛 
頓ょら來がせ る參事官澤旧節藏 
巧は 一 煤の 追悼： 做說を 試みた。 
澤田送 事 官は據 めて 謙遜の 態度 
敬虔み 措辞 じて 先 づ去巧 十八 H 
シン シナ タ じがて 關 かれた る 追 
掉會を 一顧して 乂國 の學界 が、 
ずがの 大巧 ± の 巧め 斯< じも懇 
篤に 追悼を 慕の なを おせらる J 
じ おして 深く 感謝す るか 第で あ 
る^ 冒頭し 

『故 巧 ロ 博 ± じ勒 して 最高の 尊 
敬を 挪ふ H 本 政が 及び 國 民が 
本日の 會を あるを 聽 かば 么じ 
街して 無上の 歡 喜と 敬意 ごを 
捧 ぐる こご 疑は 中』 ご 述べ、 

I 『あ 化巧學 S 進步 就中 醫學の 進 
一 ホは 實じ駭 目に 値する。 而し 
j て 其 人類の 上に 齋ら せる 惠福 
一は 擧げ て數 ふる じ 這がない。 

I 醬夸 れ て 現 化 じ 至る ょ 
I で 長を み 遭 ホを 示せる じ 目を 

一^々 い 吾な 化 

i をを 通じて 巧を ネ パ；； 島 M 
-■ に大 r ょも 犧 韓を拂 ひた^が 實 
一 を 記憶せ む ばなら 好。 是 等り 
j 平和の 現が G る 戰± は 幾を 人 
一 を ゆを 威を 踞逐 せむ どして 貴 
I 重 じる 牛 命を 失つ たが 吾人の 
; ぶが ロ も 彼等み 一人でを る』 
'どて 故 博 十が 概 がの 截便脚 夫の 
~ 兒じホ まわ 具 さじ 貧苦を 嘗め 盡 
し、 二十 五 歲の當 時 ァメブ 々化 
: の 一二 等 船客 ごして 渡 ホし、 フキ 
ラ デ 作 ヒ卞に 鳥せ る 際は 壌 中 僅 
かじ 二十を 弗を 剰せ るに 過ぎず 
職を ホぶ て 得 ざら しちめ 十 余：：： 
を^ ンど水 ごじ 巧ら て渐く 支へ 
たどを ふ大 科學诸 のを 話を 語ら 
博 ± が フレキ シナ ァ隋 ± の 知遇 

推觀を 得て ー必不 乱じ硏 をに 沒 
頭し 鷄鳴 じを きて 一日 二十 一時 
間傾觸 せる 事 貧を 吿げ 、ベン 大 
學 のを 授 ご； れ る， もな 報酬 比 絞 
的々 巧な > しを 厭は や不 厢个燒 
の 勇 氣ど耐 を こじ 終始せ る 点を 
カ說 した。 

巧のを 事 官は當 げか 愧± が 日 
本 じがけ るぶ 人 じを せる ホ衛 
中 『ホ 死は 予 S なて 關 する 所 
にあら や、 曠雨ホ 何 かもら.； D 
今 ： 2 - H 予は 眼前の 巧務 をを 
巧すべく 度 善. 5 ^ 解さん のみ。 
元 ホ 子は 硏 兜み 力 じ 化 b て轉 
擧を 階す ベ； 渡 ホした ので ホ 
るが 今は 予 のを ホ 巧を 巧學の 
爲 めに 捧げて お 巧 得る 限らの 
笨化 をト* さいご 巧 おした。 常 
ご 名蠻は 顧みる じ 巧ら 中、 人 
■凝 5 爲 めに 賞 献 する 3 . 上じ予 
じ.、 Jb ての 愉快は。 い』 ど わ 
る！ 節を 引用して 化 巧 ± の眞 
骨 曲シ閑 明した。 

巧 m を 事 官は亦 語を ホいで 『化 
巧 神は 彼のを 生涯を 一巧し、 お 
けが 難" 阻艱 を一微 [て 人が のを 
題の 爲 めじ 自 がの 神 おを 探を し 


化 精神 じ 依 b て 闇黒 U 大陸 じが 
て 巧 學の爲 め-し 鄉 死した。 彼は 
確か じ 人類の 英雄で あつた』 ご 
斷 じ、 夏ら じ 『巧 ロ 博 ± の 偉業 
は其自 がの 結朵 どして H ホの る 
巧を 增進 する じ大 なる 貫が を 示 
した』 V、 て 乂圃學 おど 日本 どの 
接觸じ 言及し、 殊に P ッ クフで 
ラ！ 硏 巧 所を どして 野 ロ 博モが 
師事せ る サィ モン ■フレキ ジナ 
ァが ± ごの關 係を 述べ. 『日本の 
實子 じして ホ 巧の 養子で ある。 
彼に 掛 する 誇 b は H ホ 孰い もち 
等に 通 あする 巧で ある』 ごて。 
ッ クフ 卫 ラ-研究所の 巧を 激稱 
[且つ 精神的を 觸 、巧 學的硏 巧 
の國際 化が 人類の 幸福を 維持 增 
進す る 点を 說 いて 故 博 ± を禮讚 
した。 

景仰され ろ 

.偉人の 面影 

ホ 曾る 巧な 餘名 
故 野 ロ 博 十 追悼 會 々場は 

が 育 醫學會 ホ チック ホ！ ホを 使 
用し じが、 正面の スブ ー ジ左ホ 
じは 美し （おいた 有 旨を と綠葉 
どじ 圍 まれた 巧 ± のち 像を タ曆 
し 右端に 白菊 W 紅葉 ごを 配置し 
て 靖楚の テ^ ストを 示して 居る 
/ S — ジ •イ ー e グ キン セント 

雪 パお關 

ご^ 親を f 飾 S 間に 等しから 
(/ レ キンナ アを懷 ± を絕 々し 
フ隙 dw 巧 ロが ± の 略歷を 述べ 
幼 か貧阳 の 班に ぁ 6 T 顯才 を發 
巧し、 鄉黨 の 先輩 じ 巧せられ て 
醫を 志ずに ま 6 たる 徑路を 語 b 
『彼の 左手： 嬰 巧 K 中に 不具 ど 
なり 之を 治 甘む》 J して おさぐ b 
し 一事は 化の お ホの デス ユイを 
支配せ、 ゥ』 ごて、 フ博 ± が 偶然 
靑 年が ロ ご避遥 せる 當 時を 

固 顧-し 靑年野 ロよ も 渡 ホ 
勉擧 ^志ゐ るを 聞き 激腳の 辞を 
巧へ、 フ降十 VJ 書信のを 換 をな 
せる の ホを H おお 靑年野 ロが ぺ 
ン大 學の敎 巧 酱 宿を じ 現 はれて 
自サ を訪閔 甘る に 吃驚し、 其牢 
手 ごして 拔くぺ からざる 决 むを 
聽き 彼の 爲 めじ 幹 旋の勞 を 執る 
に 至 b 爾後 毒蛇の 硏 兜よ b 化の 
硏究じ 進みて て 相 携ぇて 學 おじ 
終始せ る關 係を 語ら、 故 博 ± の 
黃 熱病 硏 究じ對 ずる 異常の 覺悟 
は 『ァフ ブヵじ 米國よ b 肋 ホを 
同伴ず る； は 病毒 じ 感染す る危 
險あ^どて之を斥け擲然 j 人身 
を 挺して 蠻地じ 入つ た 一事 •しお 
らても 明な b』 ご 述べ、 縷 々£ 
して 博 ± の 

偉 巧を 吿げ 寧ろ 降 擅を 難 

し VJ する の槪が あつた。 フを睹 
十 じみぎ グブン ストン ホ 學敎巧 
動物 病理 學の恭 斗 セ ォボ^ ド • 
スミス 階 ± け 專巧的 立 海より 巧 
ロ 博 ± の學 がに 對 するな 献を論 
じ誠微 おに 化る 細 賴試驗 の 組織 
的 徹底的な りしを 賞 讚した。 鼓 
後に ジ S ンス •ポプキン ス乂を 


を授 じして 臀學 あの 權威 ゥキ 

アム •エッチ •々で 少チ梅 中は な 

巧 ± の 特徴た b し、 率直 じして 
飾らず 超が ごして 旧 はれ 中、 ま 
誠、 敏必 のち 子；；^ ちしおを 舉げ 
又黃 熱病 菌發 見が を界 •'，最も 垂 
要なら し 巧な を 述べ' 吾々 は 巳 
き 人の 遺徳を 概び徳 て 後進を 導 
きて 人類 救 幾の 火を をな さねば 
なら 归ご 結む だ。 歳 方 さじ 逝か 
むくす 化 夕 お 席せ る タ數の ホ 
人中には 醫學 おのち 頭を 始め 宗 
敎 家、 音 樂家等 も 伽は り 居らが 
人 側 じて は 內山總 領事 代理、 田 
島 ニ 一井 支 巧 長 夫妻、 冷 牟田鮮 銀 
新 ザ. 勘一郞 氏、 祿 本日 本を 糸、 
お 商務 書記官、 巧 井副頓 事、 が 
瀬 陸軍 大尉' 鄕南滿 、角 旧 柳 作 
巧、 矢吹戳 船、 一二 浦 環 夫人、 堀 
巿郞 巧、 が 浦 博 ± 、巧 尾 あ藏氏 
夫妻 其 他 十數名 出席し わ。 

歳晩 0 俱樂部 

ゲーム 競技 も 終へ て 
クラブ ナイ h 準備中 
歲晚の 日本 俱樂 部な 曇に ゲ ー 
ム 委員 會ま 惟の 園を、 ブリッジ 


杖 球 都々 逸 

マ. デ ソン 

まの 必ごボ ー グ の巧衛 • 
浮氣必 かそれ たがる 
評 ド 手な ゴかフ じ 浮 身を 悄す 
まの 必が わからない 
カン W 音ず を や hi 中空を 
白い ボ ー 八が ちみ 樣じ 

評 白い ボ L. か. 道具を 仕を 
月給を が 空 じ U る 
J 巧で 叩く おやない テ イシ 3 


才 


シグリ 1 ン がして 見 


> い 


ず チ 3 < ト 叩いて 一一 百 ヤ— 'ド 
ホ！ グィン ヮンして 見 じい 

飛んで 吳れ ょど 念力 こめて 
振れげ 音な （秋のを. 

評 振" ざ 叩けで 進まね ボ I 瓜 
巧必か 秋の 空 

〔な 育 ゴ少フ 精 調のと〕 


稽 球、 將お めを 大會を 終つ て 昨 
今 クラブ ナイトの 準備中で ある 
右の 內横球 大會の 成績に 依 も 優 
勝者 茂 木 桃 井の 高 橋 愛明 氏が 選 
手 ごなら ラン ナア アツ ブは 一二 井 
の 羽 旧 野 政み 氏、'' > イランは 森 
持の 漠 瀬が 之 氏 どみ した。 ン 
デ 殺 おでは 曰 綿の 横手 截 氏が I 
等、 一二 ホのを 本 堅 治 氏が 二等、 
云 かの 鈴 木留吉 氏が ニー 等 どなり 

コン ソ レ！ シ 3 ン賞は 一等が 旧 

昌お 氏、 二等 尾 崎 覺化巧 どみ し 
ね A 胳棋 大會は 十九 日 巧 巧せ る 
が 棄權者 あ b し爲め 一巧 じて 勝 
食を ホし 五— 組 一等 南 勝 治 巧、 
二等 面が 實造 氏、 ビ！ 紐 一等 香 
旧 信 治を 二等 海 保秀を 氏が 優勝 
した A クラブ ナイト 出演を 巧を 
會 はぶ 夕 识樂部 じて 晚餐を 兼ね 
開懼 する 由 るが、 番組は 孰れ 
も洗缴 され わ 出し物なる 上 模擬 
店の 裝 飾、 ホ會 者の 接待 新案を 
も 工夫し 居る ご 云 ふ。 

澤田參 事 官ホ紐 

別項の かく 出淵大 化に 化 b 故 
野 ロ 隙 ± 追悼 會じ 臨席の 爲め去 
る 二十日 ホ 紐せ る 参事官 澤旧節 
藏 皮は 间 がは 鄉氏ホ 惟の 晚餐貧 


じあ 席し 昨 巧は 內山總 領事 巧理 
邸の 晚餐會 じ 臨ん 本日が ザ 若く 
は 日曜 歸 なの 豫 をなる 由。 

カル ホー ン校ま 催 

日本 バ ザー 盛况 

巧 報 力 八 ホ ー ン女學 校 (紐 育 
巧 巧 化 十二 了 目 一二 巧 化番) じが 
ける H 本 巧 慈善 バ ダー はまる 十 
八、 十九の 兩 H 晝巧 開催され ね 
巧を 這 入る ど眞 赤に 塗つ た 鳥居 
燈 籠が 立 も 御宮に 兹詣 しわ 思 ひ 
がする。， 地下室は 食堂、 一階は 
客間、 二階は 演藝 場、 お 階 体操 
壤は賣 店に 夫々 割 宛てられ、 巧 
處もお 處も峨 、猫、 菊、 藤 等を 
徒の 作品を 巧て 装飾せられ 日本 

のア トモ' ス フィ ー ヤ—じ 浴す ベ 
く 十を の 設備が お ホて 居た。 ニ 
亩 五十人の 全々 ホ 徒は を々 粧を 
凝らし 日本 着、 支那 服を 纏ひ雍 
练 巧を 欺く 許り、 演藝瘍 ではみ 
學生 じょら 支那 劇ぇ 演 せられて 
娠 かであった。 

•を 正么 氏華府 大使館 一等 書 
記を、 本日を 紐 直に 巧 巧* テト ロ 
ィト 其 他を 地方 視察の 上歸朝 
♦補 木延 一氏 華府 大使 舘附武 _ 
官輔 佐官、 が 空 兵 大尉、 一月 下 I 
旬 お 發歐洲 經由歸 朝の 由 
♦矢 部を 願 氏 東京 女子 鳥等師 
觸敎 巧、 巧學淸 ± 去る 十一 日 着 

ぉ 一巧 初旬 桑 港 お 帆の 便船に て 
歸熱グ 箸 * 

® 堀 おが 反-? 霸計蕾 中の 
.窝眞 あ、' ニナ 尤日 前後 當地 出帆 
の 使 船 じて 渡ぎ、 歐洲經 由歸朝 


n 鴨說お 

♦ お 育 〔 U 本人 お會 
クリスマスの 敎訓 淸 水な 姉 
♦基督 敎 修道を 

义遠 のぶぶ 督を 仰げ 今 井收師 
♦日本 入 美の 敎會 
題 未を を 崎 牧師 


¢8 新ら しく 裝输 した 閱 

重驾 靜— 一人 又は 二人 
魄 人を 庭 

香 irdin, 香 •お 

萬 7 W - ニ 3 th st._ 呈产 ぎを thedrai 芝 30 


片觸 スペシャル 




新年 號 

講談な 樂部 
キ ン グ 
富 十' 

講談 濡誌 

並 じ 

當巧百 記 を雜 


• 六 0 

•五 0 

金 0 

- 四 0 


ザ 桐 兄弟 商會 


米 入 向き 

クリスマス 贈答品 

御正 巧 用品 

取 揃 ひました 

例年の 通り 
ちん 餅 化 候 

夜間 開業 


桑 山商會 

114 EAST 置 Ih ご '. N 、 y. C. 
さ one. R ぶ en こ ) だ - 奇 57 


ザ 末 

大賣 化し 

白人 向 

クリスマス 贈答品 

.わ 正月 舟 お 

のし もを お雜煮 用品 お® 

一切の 扫本 食が 品 取 揃へ 特別 
大勉强 を 巧て 大賣 おし 仕 候 間 
御 ホ ホ 御馬み 願 上 候 
每夕十 時 迄 及び 
二十 S 日、； 一二 十日の 日曜日 共 
例日の 通 h 營業仕 候 

巧內 配達 化 候 

紐 育 東を 商會 

1 さち.星 11 ぞ：. 0 . 

覃 ブ afal 苦 r 票 9 


謹 吿 

お義 過去と 年間 日本 紳± 諸君 
を顧をご[ て第 一 流理髮師の定 
評を 博し 美術的 巧 髮の粹 をを 揮 
を まし わが 叮嘻 をつ 正則を 旨 ど 
し尙ほ 値段 も 今 巧 左の 如くな 正 
大勉强 を 致まず から】 曆 深厚の 
御 愛顧を 蒙 b 度 願 上ます 
散 髮ホト 仙顔朔 .二十 五 化 
顔 マ ツサー ジ 五十 仙 
散髮 、顏刺 八十 五 仙 
散髮顔 制へ ャト ニック 一 弗 

散髮シ 卞ムプ ー、 へ ヤー 

ブ レッシング 及び 最上 ^ j 弗 
純粹 のへ ヤト _ ニブク 一 

西 六十 五 了 目 S 十一 蚕 地 

フイ mn 床 

二人の 腕の 利いた 理髮 節が 揃 
つで わ 待せ す 致 御 持 遇 申 上 ま 
す。 午前 八 時り 八 時まで 


，求人 

目 本難貨 輸入 及び 販賣 コム ミ 
ツシ ヨン ベイが スで 擔當 ずる 

A を ホ .： 3 一' 

經夥 ある 人 じ 酸る 

が 育 墓郵函 一二 01 二番 


が is の 

U 呂帥お 

1 

野 苗 

L り d 

W _1 s „ — 

芯 

N M 


かお、 生命、 家 ま 
責 巧、 傷蓄 、自動 
萃 、をが 險 及び I. 
切の 保 險に特 残の 
便宜 あ b、 ァ メリ 

カン •エキス プン 

ス 會社發 わを あを 
通用 爲替 ，ブラ 
ト 、旅 巧 用 小 巧手 
等な 扱 


i 一呂 巧景氣 をき 營巧 ある 夏 

夏 鬟 渠 スタンド 囊の家 

賃で 貸し じし 信用 ある 人に 限る 
P. 暑 56 呈富 St. 

巧 ayie. N. J- 


ト 


タンク i 


ン 


テイラ^— 巧 
イン ノ ー: ベ — シ 3 ン h ランクを 

職と 弗 あ 十 他ょ ち 十二 霜 五十 他 

で 0 East " 造 th Street 


トタ If ンク线 巧 

及び スナ 1 マ ー トランク ホ 弗 五 

十 仙、 乂乘立 十 仙、 十二 弗 五十 
他、 少し 詳 b 巧 用した 極 類 一巧 

一二 弗 故び 电弗 

萬 4- S 至 こ ve : oor . 4置 Si ., N . Y - 


わぶ 月 品大賣 おし 

の' しか^ 一が 九十 仙 お 鏡は お好み 通ら 作 b ます 

年 ホ 年始 用 貪が お 一切 

新數 のす 田作 祟 豆を 布 類 經簡椎 を 錫 
蒲 鉢 竹輪 松赏巧 銀杏 午 券 蓮根 こん 
じやく ふき ごわい ホ 付の. 〇 ぅに 燒松普 

小 綱 ホ淋燒 小鳥 驚 暴卷巧 あられ’ 風 曇 

3 — カンを 野 さい タ禪 

紐 育巿西 六十ぶ 了 目 百 五十 番 

電詰 エンデコット 九 セ 九 ニ 


あ 化齡 

nu 0 0 
— - 1 L Y 

郎| 化 

曲 Yg 

^3 W 




ハィカラな 紳 ホは 

化 立 服 を しまず 

夫れ は 宜く身 じを ひ、 見掛けは を <、 
非 皆い も 長？ する 事を 知 ( 
f けらて イ繫 巧は タ數 H 米紳 + の 曲 
を 承つ て 居 ま V 。 I - レ P 

N 化廣吿 じで 御 ホ 巧の 方 じは 
1 六を 割引を します n 
が 注文のを 何 じ 係 はら や あ も 巧 I 巧 ホ 

ゥオ ルカー 之 、\ ド フロ リオ 洋服 ホ 


吐 

303 Fifth Ave., 
Tel, C&! が ionia が 01 

內巧 商事 株を 營髓紐 育ま 巧 
Uchida 中な ぷ ng Co リ I 订 C. 

11 Park Place 
Tel. Bare! 巧 1376 

島 貿易 巧を 會お 
ahima fraaing Co., Ltd. 

150 Broadway 
Telephone Rector 1484 

株 まを 巧 赤 尾黯會 
Akawo 在 Co リ Lt ん， 

235 Fifth Ave., 

て el* C&Sedo な i を呂 7 〇 S- 59 

ホ 倉 製 蘇が 績樣式 食な 

K が akura 在 Co • ，いん， 
200 Madison Avenue 
Te!. Ashland 4545-4 目 46 

に MUcimoto 

MUkim が 〇 Pearl, 

5 お Fifth Awnue 
Tol. Vand が WU 2 別 9 

大倉組 お育ま 巧 
Okura 在 Co,, 

30 Church St., 

TeL Co け ! &ndt 2292-93-94 

H 共 株ぶ 食 社 
巧理店 
离 蜂巧會 
120 Broadv * 化 N. Y. C, Tel. お 加 r 7884 
Facto げが 10 36 化 4 化 . ， しし C け) （ 

巧 野衡を 炼ま會 愚； 
4sano Bussan company 

Room 801 -SOS 
1 ち 5 Br 公 巧 
TcL Co け Undi 30 かぶ 0 良 2 

Vxosho Corporation, 

S な k Importers^ 

が 氏 a が S4th Street 
Teh Ashland 49B7-91 
Go»ho Co «9 Incg 
Cotton Exporters 

か Be が er SL, 

Ts! EowHnir Gre 地 880&-06 

巧 巧が 留逆巧 ホを お 
巧 育 事み 巧 

Soil 沁 Manchuria R • 民 • Co リ 
Room 202 ら Cana ぷ an Pac ぶ C Bldp. 
342 Madison Ave. 

T ぺ . Vandt が biU 4 ロ 5 

S 鎌を 賊會お 
な 巧 ま 巧 
M お ui & Co リ 

6 〇 Broadway, 

Tel. Bowling Green 7520 

巧ま會 な ち 井 巧 巧 
が 曾 お 張 所 
Iwai & Co., Ltd. 

Woolwortfa Building, 
Te!. Wh け eha!l 6040 

H 菱庸事 株を 含を 
，な 育まな 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

(M な subisM Co 巧 - 
120 B かが iw 巧 

Tel. Rector 2560-2564 

乂段 朝日 ニ 東京 朝日 
化 巧吉巧 
〇 9aka Asahi 

The Ne み York が Annex 

Te!， Lackawanna 1000 

H ネ お花贼 をせ 
紐ち ま 巧 

•lapan Co け 0 凸 TrwHng Co*, Ltd., 
25 Madison Avenue. 

Tel. Lexington 8780 

曰ネ 生糸 株ま會 せ . 

お育まぶ 
N げ阳 H KI-IT 日 KAISiU, L 川 

I'wo Pa 化 Ave 凸 ue 
Tel. Ashland 5320 

巧を を 曾な 
巧 育ぶ 巧 

Ha 化 左 Co リ 
443 Fourth Ave^ j 

Tel. CaUdon;a 7830-35 ! 

曰 ホ 生糸 お まを 化 
組 育ま 店 i 

NICHI 祁 1 KI け 0 が 神 SH!KI !UiSHA 1 

が iCHI ぶ の Kin o CO. ， LTfX) f 
1 Park Avenve / 

下 eL A 一 ‘! an ィがが 4T>48*49 

乂お每 a ニ 線 京曰吕 
を 木 H 邵 
Osaka Mainich ミ 

Room 306A World BuiidliRg 

T,l. Beekmiuk '。が j 



TH 巨 . lAPAN 巨 S 巨 パ MES 
12 W. 17th S し New York CUty 
Telephone. Watkins 2909 -10 
Published Semi- Weekly by 

JAPANESE TIMES CO.' 

S Wdzutani, Proprietor 
Publ>«b<*r 

Subscription Rat け： 5c. a 
copy. $5.0U per year, posta; '♦ 
inchided. 

Entered a& second cla»s mai- 
ter March 2 ん 1917. Po が OU 
行 ce at New Voi’k, N. Y., under 
the Act M が ch 3, 1879. 





既 . 18, No , けけ 


© お お jmti がを ® im で 巧 




WEOK 巧 1) が | 化 CEM が R 2 目 1928 



小さな 黄を でも 


信用は 絕 巧 的 

新年 號の 廣吿は 

が 育が 巧へ 

化しい お 正ち じ 

暇の ない 人へ 

名 剌を换 廣吿は 

が 育 新報へ 

目 本 巧 年 貧 郵便の 婦切期 も U ご おじ 迫て ホました 

新年 贊狀の 巧 刷け ：：：： 

P がい 巧 S 紐脊 新報 社へ 


響 


いよいよ 山 東 省 撤兵を 交渉 

西 原 借 歎 も 條件附 で 承認ず るか 

東京 特電 二十 六日 發 = 日本は 山を ち 敞兵じ 意を みし いよいよて 正 廷氏ど 矢 旧 お 頒 事は ホを 式 
の ドを がに 移 ミが 、 ぇ；-1關し累莫郞定1じ蓄《意向を持|質向っ了杭議した 
どの 說あ ，〇 が & 府 側で 寡認 出 ホ 3 が 結 S ど 差 協は 出 ホ 巧 t て 居る、 而しマ 王 正 震は 
奉 天の' 張學 .は肇 C 巧し 了 巧年吕 から 臺省 にも 關稅曼 .新 囊シ實 施* 瞬ん 商人に もも 
を布吿 ずら や’ つ S 」 たが' 巧が 率 S 施 i .： 願」 某 01 を ホい &爲 《 I 側は 麗の 西が 借 


款憤 おを 承認した どの 說 .い 高ぃ 


張 作 霖の橫 死 眞铜^ 調查^ 

‘ . ' ‘ r : L 、 、. ： 1* ■ す iSSi 一 


錢識賴 罰腳 

あ 6 て H 裝 同盟の 巧 蹄 お：^ 放 


東京 特巧 二十 六日 發 H 
る 巧を をし レ ど W へらる 

歷果の 政局に 光 鷄 ■ 

英支條 約 > ーウ ホ— ルド 紙が 說 

◊ ‘…… 巧 闕か府 が今阳 支那 共め > 一して をのを をに 賴し 精密に 
扣置 政府 蓋 式に 承？？ 雲し S 果、— 維持の 政策 
ごちを^ 途じ慧 す 影響は じ 化 ふる じ鹤故 策ん 放棄を 薑 
秘めて 甚大で わる、 が も 息 巧 的 一し、 一度 こ片 をホ必 する"、 

■を 園 一流の 實わ まを r - 出て 採 
聞す も 巧 じ— は， ランプ ご 
を 使— 睛 《訓令に 彼ら、 ァメ 
。か U 徹 ひて 新 條 約に 調印 


じな- 大ホ國 ご、 肚を じがて 最 
も 人口のを 集... た鹽 家の 鹽 交を 
お斩 ずる こごで あち、 間接が*-: 
は. 蛛 東の 現 化 おに】 乂蠻 化を 與 
へたら；； である、 過 ま 數镜お T 
ま邱を 背景 ごし じ外タ 弓を" 


i •互 


が 视ミ繰 返 ミて 3^ け 的で あ 
の爭 1,. が 巧 5. 巧した 
，パパ‘ を' が も 巧 V わ お。 

條 巧を 求い る聲 である。 


◊ ……. 第二は ドキッ 、べ片 •キ 
! 、アメリヵ 等を をい か 圍の勢 
力 e 、 彼等 かま 那 じがて 霞を 的 
じ 令 一 ♦る 利權は 化め て々 なく‘ 
化て 過 ま にがてら 巧條 約の 締結 
じあた も、 支 恥の ま權尊 進の お 
ホ じ おしては 赖め てを 易 G る 態 
巧に 及んで 居た 一 おでを る、 第 
'ニは 條 おじ 化 b て 滿洲の 特殊 巧 
權 をが 証され、 且つ これが あ改 
を 欲し，； ♦い 現 政が じち 配され る 
H 本のが 狂で わる。 

◊ .1.. さてが らば 大奥 帝國の 
势 力は このが 勢に どんな ものを 
も だらず かとい ふこ ごは、 逝 ま 
じ 於ても 神々 ご 論議され た 所で 
ある、 これを 過 ま S 事 綾に 就て 
规る じ、 英國 は現條 約のを なじ 
協賛し つ、 ある 諸み 図の 勢力ょ 
b も、 寧ろ H 本 も 協 おの 戟 線を 
張つたお跡が數く4;*い、 蓋し支 
那しがる烫函の巧權4:*るものは 
仲々 じ擴大 •'」 もめで をる、 吳國 
も 亦 y 本 じ 等しく 勢力 地 帶を持 
つと 自稱 する だけに、 現が の ザ 
お 的な 條 約の 破棄ょ b 蒙る 影響 
は 巧して 殺少で い、 のみなら 
ず 巧 國欧府 は アジア 政策に U 擠 
i が 的 じ 日本 ど 協調し 居 b 、 フシ 
，ン トン 條 約に 浓 b て 破 楽され 始 
: めて ア メリ々 の必を をん じ ^ ) め 
I た： n お 同盟が、 鼓 なじめて 巧び 
I 論議され て 居る お 様で ある。 

ク がる じ英國 政が は、 一 
ホに がて 固 民 政府の がな 性を 始 


一した のみならず、 を 式 じ 信 巧 化 
をす をし、 同轉 じ英题 巡洋艦 サ 
ブフォ 火ク號 は、 支那 新 热府じ 
掛 して サ」 をの 禮 砲を 發 がした 
ので ある， 閒も轿 お 勢：， お it . 

る. どを 义 機 IIL わを 國政 

府は •今や 南を 政府を を 式 じ 承 
認 した 刹 强の第 I A 者た る樂擧 
シ擔 つたので をろ。 

◊ '….… 英闡か 巧が とつた 今回 
の 巧 動は、 をの 前を. じ 及ぼす 影 
灣は强 めて 遠大で あるが、 これ 


棄 さむた こごけ 確實 であ b、 更 
ら じあが する を條 約^ 修正 じ當 
らて も、 千 九 もが S 牟ト グコろ 
戰ず のず 段じ訴 へた じ 反し， 支 
那 M 等斯る 手段に 及ぶ あ 要な 
を，， 、平 かな かを 的モ 段じ訴 
へて をの 希學 を實 現し 得る の 磯 
會み賦 おした ものである、 而し 
て 最後に 殘 された 巧强 ごして ま 
那諸條 約の 叟新 じ反對 する もの 
は 日本の みを いふ こごに なつむ 
ので ある 0 

◊ .1’.. 併 かし 英國の 巧 動は 遂 
じ H 本を 孤立に 陷 らしめ むと 斷 
やる のは 早對 である、 をし 日本 
0 を 力なる 輿論は 諸 錐 約のを 正 
なる 修正 £ 若き 支那 ごの 協力を 
ま 張し 居ら、 この 政策を 標榜す 
る 一黨は モ九冉 甘と 年の 政權を 
握て 居た ので わる、 英國が 今度 
ご つたわ 載が、 新ら しい 國 威を 
誘 出すべき こごな 疑 ふこ どは 出 
來な いので ある。 


第 互 十六 一 帝 國議會 


新黨 、心 委讓 じ巧對 

な府は 極力 一新 會に認 解 運動 

東 ま 特電 二十 六日 發 = 化ん 兎角の 批評 备あ 5 準 御用 黨 たる 


じせんせ ず巧黨 クラブは 兩稅 委譲 じな おし、 教支 問題は 巧み 氏 
じ 一巧 せんご 稱 して 居る、 尙は 内な 間 題 じ 就て 憲蚁 P 勒會 はな 
背み 明で ある 爲 めに 政府は 極力 款 解を ホめ て 居る。 

東京 特電 二十 六日 薄 = 第五 十六を 國議會 は 今朝 閉院 まを 擧 
巧した。 


新勞農 驚が 政府 r お訴ず 

東京 特電 二十 六日 發 ==義 じ 準備 曾の 協議 中、 結社 ど 認めら 


れて 解散を かじられた 新 勞農黨 は 不法 解散に 憤激して 政府た 起 
訴し 法廷に 是 ホ 曲 お V 爭 ふこ どじ 巧した。. 


お 驚 總裁氣 お 吐く 


東京 特電せ 五日 發 = がぶ、 ほ あ 兩黨共 二十 H 日 巧 議± 大會 
を關 おし 政ぶ 曾は おの 總 がに 営を 啓 S 郞 、田 邊と 六、 熊 谷 直 太 
匹銳 ま、 高 橋 ホ 威、 十' 井灌大 、お 時 一高， 松 巧 鶴 半 諸氏を 擧げ 
出中總 がは 左の 如く お說 した 『を 破の 綱 係は 頗る 微妙で 鼎の 經 
重ど朗 はれ W やぅ】 糸 化 tf 結ぶ て 来 も 切らむ』 ご、 一ち 
民政 黨院 巧總 おは 澄 U 總搜 ょも 指 曲され 潑事陈 じ 松 田 源 治、 八 
木 逸郎、 巧村嘉 六、 高木を た郎 諸を、 をが 係 じ 煤 山 勝 太郎、 か 
山 耕 磯、 ロ EE 民十郎 、满院 係に 小面 和、 山 本 厚 S 、 お 田義一 の 
諸た を 學げ濱 P おな は 左の 如 < 述べた 『き黨 u 飽を 政策に 隨っ 
て戰 はねば なら ロが 巧 江の 玫 情から 見て 煙 念な こ £ は玫策 口外 
の 間 題の 戰 である、 總選舉 を 時け 吾黨 及び 故友會 はか 伯仲して 







♦たがめ ぶ 曾 ご 政 麻は 陋劣な 手 
段で 圖 氏の 谋 志を 播を しじ、 普 
んは廉ぉで思ふがみ戰はねば^^ 


ら 0』 ど 一 


新 勞農黨 


又もや 解散 

ま京特電サ国曰發=巧妙^ 0 る 
策 殺で 新 勞農黨 創立 大會は 今日 
の S 日 目まで 持 も 越した がを じ 
右 準備 會は內 お 省ょ 6 結社 ミ認 
めら れ 解散を 命せられ じ。 

民政 黨 全滅 

岐旱縣 下にて 

東京 特電 四日 舞 N 化 海道 選 
お 民を 黨化譲 ± 前 田 政 八 巧は 政 
友會じ Ab 岐阜 縣缕出 渡 邊德助 
氏は 脫黨 した かぞ か憲敌 一巧 會 
じ 入らい どを はるが 之が じめ 岐 
阜縣ト の 民政 黨の 勢力け 略を 滅 

內示會 緊張. 

東を 特電 甘 I 二日 發 n 旣報 のか 
く 豫算み 示 會广が 欧黨は ニ 
時間 W 上め 質 隅を 試み 政廊 側の 
應答ホ 緊張し 永 ホ 柳太郞 巧は お 
ま 外を 問題を 提 ザて 一氣 じを 擊 
したが m 中外 相は 巧 じ 中 必を外 
れ一ホ 小川 鄕 太が 巧 口 己±藏 相 
を 槍玉に 擧げて 『兩稅 委譲の 化 
をに W 源を 没 債 增發じ ホむ る覺 
悟が』 ご 突 込んだ が藏 相は 明答 
を 避けた。 

松 旧巧院 巧總務 

東 ま 特電 廿 四日 發： = 窠 五十み 
議會け お 集され 民 致 黨院內 筆頭 
總務！ ，」. が 旧 源 治 巧が 擧 げられ た 


アメリカら 參 化して 


賠償 會議 


あ 式の 參加 承認 

9 シン トン 廿 五日 發 n 駐ホ英 
國 大使は 聯合 麗 政府を 化まして 
巧 日國が 長ち ヶ 。ツグ 巧を 訪閱 
し、 職を 國ど獨 逸が ド-- ズ 案の 
おな を 意 ホす る 重要なる 胳 償を 
會 議じ凿 しこの 際 アメリカ 政府 
©代表 參 加を ホむ る 旨を 巧を じ 
通 礫した が、 

アメリカが 巧 巧 表の 參 加は ア 
ゾリ々 の 自ま的 じ 依らず、 聯 
を 側ょ を 招 巧を 巧け じと いふ 
形 まごし、 玫府化 表 も アメブ 
力 政府が 度 接 巧 命せ や 職を 麗 
側がん 選を する ごい ふ 形 まじ 
する 當じ てこれ じ 化‘ 9 アメザ 
々政府は ド ー ズ案當 時の 如く 
責 巧を 闽 避す る譯で 
ア .メ 9 . 々を 非を 式に 化を する 人 
物が 巧 人で みる かは が 然して 居 
ない けれ 共 恐らく 現 副大統領 ド 
—ズ 氏、 ド！ ズま趣 草當時 これ 
を 補佐した ォー ウでン •ザ ング 
巧、 現 メキシコを 使モ n ! 巧 及 
び前國 お 長官 ヒユ ー ズ氏 等の 呼 
聲高 （この 四 人ょ ち 二人の 化 表 
を 選びた ると 爵 議長 じ選擧 しを 
ホなる 見 化よ らして 濁 逸の 支挪 
ふべき 賠償を 額を 制定し やう ど 
いふので をる。 


ペルシャ じ 

武力 革命 


ホ 戶じ投 毒ず る 

イラク •バスラ 廿四 曰を N ぺ 


グシャ ょ b 達しむ 情報 がいげ 

ペルシャの バ片 チザン であ' を ド 
スト •モ 戶メン ドけ 武力 革 かを 
起し。 ので 正規を は 飛 巧 機 ニ 機 
を お 用 して カ^マンと メ シゴト 

の 中間 做 漠し華 命 軍を 征討 中で 
ト るが 力ー マンの 南が 二十 哩の 
ホ 戸け 革命軍 じ： S り てを （お 毒 
された。 

註。 本年 ペ^シャ じ 革命が 突 
發 したのは これで S 度 目で 最 
初は 一 巧の 南西 地方 じがる 農 
おのぎ 命で 直 もじ 征討され、 
四月 じは を 共 大臣が 西部 化 ホ 
を 巡視 中に 殺害され 十月 じは 
あら じ 化 東 地々 じを 命が 起き 
たが， これは 囊 じアフ ダニ タ 
ン王 画に 於る を 命の かき 現國 
王の 颖 人ぶ b じ货 して 中 お 階 
級が 反 おした ので ある。 


新 大統領は 

首都に 直行 


を じ 旅程を 變 かしで 
ワシントン 廿 五日 發 n ラブン 
ァメ タヵへの 親善 旅 巧を がゎ.' し 
新 大統領 ッ ー ゲァー 氏は 肖下戰 
圖艦 ユタ號 じ搭乘 して 歸米 かを 
じ 就きつ； わるが、 をは 醒持議 
會の對 策を の 他の 願な ょもして 
メキシコ 及び キユ ー バ 訪問，：？ 一 
時 延期 L フ 。リダ 州に 静養して 
これ 等の 舉储に 着手すべく 旅程 
の 變を をを 表した が、 そのを 閣 
員の 任命 等に 就て 急 じ 巧の プシ 
ン トン 直 巧を 促す 事 橘が 發 をし 
たので 再び 旅程を 變 更しフ ジ 
ダ 如 巧は 一時 中止し 巧ち ご 一目 頃 


,> ィフォ ークに h 陸、 底 もじ 首 
都じ乂 6 勘< お^ 遇閒挪 巧して 
補々 黨 のち 力 家 ド-協 強す ベ （を 
れ i もブ U ブダ がに 赴き がら じ 
わ ユ^ パを び メキシコを 諫 問し 
じる bH 巧 四 H の 大統領 就 件 式 


に 臨い 请 でもる。 


調訂案 承認 

洗米 會議で 再考 

9 シン トンサ 五日 發 n 化米會 
議のボ 9 ビ r ご バラ グアキ 平 か 
調訂ま 員會は 養に 調訂じ 願した 
重要なる 原 ま. ゲ巧圃 玫府じ 提出 
して 贊 巧を 巧め しら ボブ ビアを 
府 一省、々 じ應ザ や、 - 時は 前を 
を觀 されつ i あつたが、 ボ サビ 
ア '政 あは 閣議 山' おお 今朝を 化舘 
を 通じて 回答し 大ホじ 於て 特別 
委員 會の 懸案を を雖 した 形 じな 
つたので 委昌會 では 更らじ 原 ま 
を 協議の 上 近く 寅 H 者よ 6 をず 
なる 審巧 委員を 巧みし この お 案 
じ 則る 巧 目の ま 張を 聽 化の 上 調 
I 訂 ずる 幾で わる。 


英國 々王 御 容態 

ロンドンせ 五臣發 n 巧國 々王 
ジ 3 * チ 陛下を の 後 5 御 お 態 
御經過 極めてょ ろし （王族 御】 
同ら バッ * ン パム 宮殿に 今夕け 
樂 しく クリスマスの 御 魄餐を 共 
じ 巧され たが、 皇太子 殿 ゲクで 
八ス 親王は 御 晚餐前 ラ プォを 通 
じて 目下 失業に 惱ゎ鑛 山 勞觀者 
を 族の 困窮 じ 街し 窠國 々民が 蠢 
つて 義金を 應募 する やぅ 麵演說 
避 ば さお お。 - 


卡社ム ホを 特電 (葉 お 鮮轉載 心 


小み 巧薰巧 


(廿ホ 曰】 劇が 家、 劇評 家 去し 
て 目 本文 壇 じ 重きを •ゴ f 、 文 
學± 小山 內薰 氏は 逝 ま I た。 

ホ價 維持 策 進む.. 

〔廿 五日】 米懼 維持 策 じつき 窠 
ニ 段の 考究 開始され たが 結 馬 
古米 買 おわ 策に 出で る 望で あ 


る ■ 


大ハ合 光瑞 巧 病む_- 

(廿 五日】 大 を 光瑞 姉は ± 巧 古 
ス 々ンブ I 八の 病院に 引 籠つ 
て 胃病に 苦んで ゐ るが 左 招 重 
態で ない 旨 西本願寺 じ 通報が 
ぁつた。 

巧議 戰民改 活躍 

【サ 四日】 民政 黨 な 協 袖】 致し 
て S 箇巧 0 巧じ擧 巧すべき 東 
京 か 會綴運 擧に乗 出した。 

警察 機密費 避る 

C . サ 四日) 警視 廳 機密費 觸踐案 
は 東京 梅會 で割涂 さる。 


交換 镶豫 算歡迎 

I ' 廿 H 日 ご 巧 十ぶ びを 攒 ずは 新 
豫算を 大歓迎で 兵 ± はけ 給 三 
錢の增 額 > こな b 遞信 省の 婦人 
使用人 ごを 換壌 はお 產 時の 或 
期間 お 給の 儘 化 暇を 輿へ る-と 

ごなる ど ロ 

一二 木 巧 等 出獄ず 


高 島 素 之 巧 逝去 

〔廿 四日】 國家化 會ホ義 者で、 
『やま ご j 新聞 ホ 幹 高 白 巧 素么巧 
は 育 潰瘍で 逝ました。 

滿鐵の 基が 移入 

〔廿 I 二日】 家畜 小鷄 のな 良の わ 
めじ 滿鐵は 豆 箱の 巧 地 輸入を 
目論 わで 居る。 


長期 貸 おの 先驅 1. 

t サ I 二日】 侵巧會 社の 不動を を 
巧 貸 化しは S 井信 托が 先鞭を 
つけたり 


〔サ N 百】 東を 巧 疑獄 でん 獄中 
本日 S 木武 を、 中島 守 利 巧 氏 
はか 一り 化 驛ぉ獄 したが S 木 
巧は 曰く 『何ん な 政治家で も 
一度は 經驗 のた め 藍獄に 入る 
とい i』 C 

日露 賓易 目立つ 

t 廿 H 日】 日露 貿 おは 最近 著し 
く 發展し 《 シアからの 對 H 輸 
出ぶ 目立つ て ホた。 

保險 業界の 惡風 

【廿 I 二日】 不良 資 をの 見積もを 
益々 タ く-. > 盛ん じ 高い 配當を 
なす 巧 除を の惡風 じ對し 漸く 
劇 限 論が 高よ つて ホた。 


漫筆 


政界 時評 饥 


■ 華滿頓 森秀臣 
お 軍擴張 案は 前議會 0 ホ 巧々 
討議され て ホた 問題で ある、 一 
體ク ー リツ f 大統領は 昨 夏ジユ 
子バ じがけ る 海軍 制 帳 會議が 失 
敗した こどを 夢にも 忘れ や 最近 
の 装 棘 海軍 秘を條 約で 大か 神経 
を 糖まして、 休戰 記念日に 巧け 
る あの 演說 じあんだ と 言 はれて 


& るが ，讓 ぁで を S を 及 

び 飛 巧を 鑑 一隻のを をけ 巧き が 
から上跋カ後援？ をど言はれて 
居る から おお 涵 過す るで わらう 
不剛條 の、 が 軍機 張、 柯ご面 
白い 巧 照では ないか。 化の 中、 
ネ昏が 通ら 相 瘦£ おつて む るん j 
人 •しは あきらめ もつ/、 が、 謡 者 ~ 
•しは、 ま i じ t * らね 世の中 V - 嘆. 
聲を みなた しめる。 

フ 1 バ！ は アグ ゼン チンで 邱 
轉樣 々 U 歡迦 にぁっ て 大いに 親 
善氣 をを 發 揮して ゐ るが、 も S 
もど 巧 ホは 瓶 親 問題で アィリ々 
を 深く うらんで ゐる こごは 明ら 
かなこ VI で 、フ ！ パー の 親善 旅 
巧が これと 張 消 じ 巧けば 大が巧 
ごで も 言 ふべき である。 農民 あ 
濟 案の 爲 じこの レィム •ダ ック 

議會が 長期 議會 •1- 延長す る こご 
は 殆ど 確實 VJ 言 つても ょい。 然 
しどう やら 議會は 農民 救濟 案を 
を 《ものけ じ 新關截 案を 持 も 出 
して 現を の 顯稅を モット 巧學的 
じ 引き とげ 5 V ニぶ ふ 根底-, つし い 
農 お数 濟 案に 對 しては あ 濟 馬と 
でも 云ふ樣 ものが お ホ あがを 


さう であるが 

イ ダン まの 通 おは 今の ごころ 巧 
束ない。 何れ じせよ、 中 巧 巧の 


展民 こを い、 而の ホで ある。 

終 b じ 民 ホ 黨が化 度の 大敗 戰 
の 跡始末を でぅ つける かは 仲々 
闲難リ 問題で、 一代の \ を 男、 
スミ マの 進退 ご 共 じ 化 人の 巧 目 
を集めてゐる。 マミスご云へぱ 

可愛？ うじ 加持 力 致、 反 禁酒の 
旗印の 巧に 手 もを も おや 一敗 化 
まみれた が 巧 じを つても 相當の 
勢力を 維持して 巧 C こ VJ は事實 


である。 殊に 新ニユ ー ョーク 知 
事 フランクリン •が ー ズ べグト 

が 四 年を にお ホ黨 大統領 換 補と 
してげ つて おる こ-一は 世人の 豫 
期して ゐる ごころ でス 、■、マ 玄グ 
1 ズベ 八トは 親友の 間柄で をら 
ら 、ス ，、ス の 勢力は 少！ ズべ少 
トを 通じ-現 けれる と 觀て差 ま 
ない VI 信 中る。 

この 他 チ* C — ポツ ^ 浊旧閲 題 
選擧區 なお 問題 等、 ネ講會 じは 
相當お 人の 注目を ひ （問題が わ 
るが これな 化 日 あらため： 筆を 


一ろ こど じする- 


昭和 四 年の 新年 號 


十二月 廿化 日を なて 郵送ず る 

昭和 四 年度の 本紙 新年 號 はが 装の 德 十六 頁を なて 巧る 十二 巧 
化 九日を なて 皆穩の 御手 許 じ 郵送す る こご； 致しました、 茲じ 
新年 號內 をの 一端を 豫吿し 得る こごを 喜び ど 致しまず。 


支那の 巧 建と 財政 


.この 一 文は 廚抱京 駐化ァ メリ々 商お官 でを つた チャ ー グズ • 
バダ チュ^ ダ！ 巧 か、 囊じ街 京を 廚が 7 ォ！ ド 巧を の 他の ァメ 
リカ 人を お 政 名擧顧 間に 巧が」 ま 部の 財政 巧 興を 試つ て 屠る こ 
V - じ對 し， 巧が 永年 支那 じを つた 經驗を 基 どして、 ま 那じ斟 す 
る ド ー ズ 案のを 要を カ說 した、 時節柄 巧々 じごつ て 最も 巧が 深 
い議 文で あらます。 


釣魚 家の 座談 會. 

が 今を 留岡胞 の 中に 漸 々ご 釣魚を 築し むよ を 望が 殖 わて 參ち 
ました、' 披て當 地 釣な あの 元老 格で ぁる 橋 津击影 巧、 木 下 政治 
蘭 氏を 中む じ、 巧 好 家で ある おを 名の 黛 治 良、 一二 菱 商事の 奥 野 
勁、 一二 菱銀 わの 須賛義 I 、 義齒 が 小が を之輔 諸氏を 聘 して 一夕 
座談會を償しました、 釣なホじご^ては巧箇の讀ものです。 

K ホ— ツ 漫談 會. 


野球、 ゴグフ .、庭球、 フット ボ！ 八 曰く 曰くと、 當地 在留 同 
胞も 巧々 な スポ！ ッ じ巧衝 t る 機會が 極めてを い、 本社は 一夕 
當 地野琢 フアンの. 草 かけで ある 河 添が 治 巧を 中 也 ごして、 大毎 
.持 派 員 鈴 木 S 郞 、一二 菱 商事のを が順藏 、云 か 物產の 宮崎淸 、德 
領事館の 氷㈱ 孝 雄 巧 等と を 健スポ ー ッじ酿 しわ 漫談 會を 催し ま 
した、 眞じ 趣が 深い 讀 もの。 

了 ゾリ カ景氣 の. 將來は V 」 ぅ 動 C か 
貴下 ロ どんな 夕 井ブの 女を 巧む か 
近頃 讀 まれた 書物 や 論文 等の 感想 

本社は この 興 ホを る S 質問を 當化 じだ 留す るを ホ 面の A+ 孩 
十 人に 發し てこの 旧 答を 揭載 しました、 ぞ 人を 補の 觀察 ご 威 想 
は、 讀者 諸氏 じ 巧 もの かを 敎 .ロを こど i 信じます。 


ト 


■ホ ョ—巧 象 記 

佐々 木 指 巧 

文 i か禪僧 か、 b たいの 知れ a い 佐々 木 指 巧が：！： 本から 歸つ 
て ホた、 を 化。 化の 觀お肢 じ 今のを 巧は でぅ 映 じた か。 

ゥ ホー ル 街 繁昌の 跡 
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ずの ブ！ ムが 生れた、 裏から 觀た 景氣ど 繁榮を 綴らし もの。 

西半球は どぅな ろか 

不巧條 約 じ モン 0 — ホ義の 保留 條 件が 現れん ミし、 新 大統領 
フ ー ゲアー 氏は 當選後 底 もじ ラブン •アメリカの 親善 訪 間に 出 
かけた、 アイリ 力は 過 まじめて 西半球を いかじ 征服した か、 將 
ホは どうなる か、 輿が むる 統計で これを か實じ 語つ たもの。 
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エ瘍數 じ ニ 千 四十 五 同が 
業員數 四十 四 巧と モ 九な ホ 十四 
ん 、職工 五 旨 人 ホ 滿のエ 壤數は 
を 体の 六十 八バ ー セント、 间從 
業員歡 'けを 体の ホ 十二 パ ー モン 
r をし めして 居る。 

家內 H 業 生產額 

內化 向 八 八と、 一二 - VO 
輸 おお ニ 四と、 一一と 
討 一、 一 一一 一四、 四 八と 
でを S まを 品目は 左の かくで 
走る 0 

門內地 お】 絹綿を 織物、 絹 製 ホ 
帶 地、 足袋、 傘、 紙器、 家具 
及 装飾品、 陶磯 器、 巧、 摘モ 
製 お、 かが、 漆器を 類 坦同製 
お、 木製 お、 竹製 品、 刷子 お 
刷毛 製品、 銅器、 囊製 お。 
〔輸出品〕 陶诞 器、 硝子 製 お、 
巧 巧 わ 器、 耕 手 ホ’ ン！ ス糸 
锻迪 、ランプ •シン、 を 裝、 
帽子、 眞巧 掛げ計 及廣時 剖、 
直轉か 部み 品、 木製品、 洋傘 
な あ、 お 鈍金戚 お。 

I ふ'- どで ゐ る。 故じア メタ 力 
の對外 長#。 る ものは、 債務者 
じ 便を であつ f りみ なら や、 債 
權 者を いか K 信頼し っ，， あるか 
は 現 化 世界 かなす る 負債が を 一 
千 四 巧 玉 十億 ホ-して 0 シァの 

不を 收的貨 W Q を 体 じ 

おする ニ か〕 ニ かを おきが 子 ま 
拂 を延滯 しつ i ある もい がを 体 
の 千を の 六に 達しない 一事 じ徵 
す るら 明な であ' らぅ。 のみ ぃ ふら 
ず 現 化の す 回 收貸附 二十 八 巧を 
煩貸阳 五十 化 億 弗に 比較 すれに 
をの 四 割と 巧 どい ふ ものは 旣じ 
み濟 されて 居る ので ある レを を 


會內の 大勢は 巧に 政策 本位を も 
つて 終始す る こごを 髙增し 

的 態度に お る こごは 
大化 明瞭で ゎる。 しかして 唯. 一 
のを 府舆黨 たる 交る 婚樂 部は 共 
同調 査提證 じっき、 を 見を を お 
する こご/' なつて ゐ るが、 巧 俗 
樂 部は 政府の 重要 か 策を 化と る 
は 二院制度の 阳滿 なを 用を 破壞 
する ものと して、 反 お 論の もみ 
おし じ 巧 力ず もで あらぅ。 こ； 
じ 注目され るのは、 火曜 會の態 
度で お束漸 やく 乱いて 巧む 研究 
會の態 健 巧を じ 重 ホな 影響を あ 
ぼず も か . VI 見ら. 私て おる が、 目 
- 厨會巧 じち 力に 唱 へられて ゐ 


る 


地祖 委譲に 

上院 ほ對 

形勢 政府に 不利 

貴族院み ほお 巧勒 きは 地租 委 
譲 問題を 中 ふしい ょ*^^^ 水瓣じ 
入らぅ ごして ゐ るが 今を おの 大 
势を 社る じ 

- 同 成會が 例會で 二院制が 
の 本 巧に 鑑み 衆歲 院^ 逆 過して 
もを 族 院は眞 の 是 々ホ々 で 進 屯 
べきを 截 明，—. 强 硬な 態度を 示し 
たのを はじめ；！？ •和會 もまた 昭か 
お樂 部を もつ てして は、 大勢を 
制し 切 中 ごし'' を 巧 派の お W 調 
がし 岡を を あなへ、 を正脊 け 恃 
- J 巧の い 態ぶ 一つ じする ため 躍 
獨じ 調を をす る 方 かで、 巧く 政 
調總 をを おを する 致を であるが 


ぶ 思 向は 政府が たどへ、 衆 
議院に タ數を 敬し 得る としても 
をのを 數は 果して 選擧 民め 意思 
に 合致ず るも矿 なち や 否や 頗る 
考慮を 要し、 巧ら にあ 策 的を 化 
から ずれば 國 民の 休戚 じを 大の 
關 巧を おする 本 問題み かきは、 

化 鴨 禽の傳 が的觀 神た る 時の お 
府を 援助して 巧く £ いふ 常 則を 
もつ て 律 L 難い どし 近く 纔會を 
開いて、 政府 か'% 說 巧を 聽 取す 
る ホ かで ある。 しかして 昭あ擠 
樂 巧から 提案し やぅ ど ずる お间 
調 杳じ關 しては、 同俱樂 部に 离 
まつむ 

反政府の 氣 勢から お ホが 
きさし ならね 立 媛 じ おも k るを 
潑れ '會ピ しては 提案に 同意せ 
中ち 志 どして 參加 すろ こご じ內 
あして なる が 本 間. 題の 迷 命の 鍵 
をに ぎる 硏が會 の 統制は 最早 や 
昔 面影な、、- 最高 辟 部ご稱 
する ニ、 一二の ものが 政 麻 援助の 
傳統的 方 釘を ごつ たどしても、 
會を かが ホ 調を'- じする こどは 
を 稍 困難で あるから 形勢は 政府 
こごつ てます す 利し 砖 つて 
ゐる 模樣で わる。 

！： ， • 

來 年度は 再び 

正貨 現送 か 

化 外 正貨の 補 あじ 

政府 所 おの 化が 正貨ぶ 逐年 减 
少し 昨々 のが 高は、 東が 外債 S 
一部 買乂を 加へ 辛ぅじて 一億 圓 
おき もみを 保を する じ 遇ぎ じい 
ぶ態'こ.；：；^つた。 しかして本年度 
內 じ： i 尙的 債の 利拂 ひだけ でも 
トニ'、 一、 ニ、 己 月 じかけ 約 S 
千 ニ 一巧を 圓の 巧が 正貨 柳を 必要 
ごする 事 橘 じあら、 をの 結果 お 
約 屯す ニ巧为 圓じ贼 じ’ 昭和 四 
年度の 外 憤が 挪を なすた めじ。 
勢 ひ 化 約 Hr 貨个 足を ホ 中る めで 
を府ど 一 'ては これ 力 補 ホを 討る 
は當然 どされ てゐ るが、 右じ蜀 
し U 銀 わよ び K 間ち 力 銀 巧棠巧 
のを 解 じよれば ずで KW 債に 
よつ てこれ を 補充す るのを はぃ 
るた ィ」 い' つても 1 い實 情で ある 
から、 結 お 巧を ども なれば あが 
はが 巧 お 巧の 現送を 再關 ずる 外 
勒 策は あるまい どい ふ。 しかし 
て 現が 政府が 巧 地に 所 おず る あ 
貨じ約 ニ 千万 山で あるから、 現 
送 軸が の 傷を は 差當ら これを を 
ち、 これを 終い ば H 本 銀 巧 所が 
のが かが 巧 およびを 換 準備 S 正 
貨を贤 人れ、 またはを がして こ 
れを现 送し、 もつ てが か- 乂挪ひ 
じ當 てる 一 ホ、' 化か 正貨 維持に 


つ ミむ る こご じなる であらう 一 
はいて ゐ る。 

棉花 輸入は 

增 加の 傾向 

反動的に 買 進む 
棉花 输乂 額の 激增 のた め 街 外 I 
貿易は 入超に 轉 じ、 今後を を 目^ 
れてゐ るが、. I 般じ 十二月、 
巧は 巧に 增 加す るで ゐら うど 
見られて 居る、 しかして 本年】 
ちな 降 十 g ま t の 輸入 离は印 摘 
はな S 十六で 八な H 十八 倭で、 
昨年 阔 期に 比し 一二 十 巧 八 千と な 
化 媛、 また 义棉 はよ 十 方 五 千 六 
巧 化 十八 辕で 六十 八 巧 ホ 千 四 巧 
S 十二 儀を を贼 少し、 をの 化の 
棉花は 四十ろ 万 六 千 六 百と 隹で 
これ また 前年 じ 比しと 方と 千 八 
を S 十 己倭贼 じて 摄計賞 じ 巧 巧 
隹 W 上の 輸入 威を つげ、 これ ま 
でが 績會 社が か 何に 買を への 態 
巧 じぁつ たかが 明か じう か •かは 
れ る。 尤も 妨績は 昨年 五月から 
一割 五を、 十一 巧 十五 日から ニ 
割 ニ 一み の 操短を 實 巧して むる か 
ら 、巧 年 巧 期 じ 比し 輸入額の 诚 
少は ぁやしむ じ 足 ない が、 一 
- 面 昨年 五 巧 ホ じ 比すれ じ 五十 方 
键 方培鍾 されて 居る こども 考慮 
の 要ん b 。 どじ 巧、. 買手 控へ傾 
巧の 著る しかつた こどが 認めら 
わる。 然るに 先般 S 出超 期を ね 
ら つて 反動的 じ 可 お b 猛烈 じ 買 
ひ 進んだ^ め、 じは かじ 輸入 激 
培 VJ なつた ので 十、 十一 同' 橫約 
を 數 量から 見て この 数 おの 趨 
.勢は 目を も 到を なまる まげ d い 
ふので あるり 


水 谷 米松 (熊 本縣本 ホ 深 (小 
檐巿) 大巧 化 造 ニ 禍闹縣 ご 一又 
か 度み 

ちのを じを かを 度き 儀を 之 
お 潤 本人 若く は 知人ょ b 現 
住所 御 通 お 願-^ お 

紐 育を 國 総領事 舘 

一巧 Broati 去ち す W Ifcrk 草 y 


御菓子 舖 

名 顺栗儀 頭、 練 羊 糞- 賛澤 夏、 
甘納 置、 巧 他を 巧 
煎餅 卸小賣 。のし 餅け 前日に 御 
注文を 乞 ふ。 

御 注文は 松風 巧 鳥 橋 
29 至. 苦 th S ニ el J ま宫苦 S 4 


新鮮 魚介 一切 

U ネ A おきの 生魚 澤山お h 输へ 
時别廉 偶で 大勉强 をし まず 

サヴオ ナ魚巧 

岩 LU 置 IA FiSH 呈 D 〇 yST 里 量ち ET 
200 Wes ニ 1 st Str 里 t 穿 夏 こ m をを m ive _ 
Tel . 呈 己 mbus 8123 



花 かろた 


はち / 、の 遊び 
ホを お 文で 米 國人じ 能 （わかる 
やう 簡單 明瞭に 說 明した ものが 
お ホよ した。 内を 目み 進呈 致し 
ます、 御覺 下さい。 

ニ皇 S 置 CM 14 E . 呈 h St . 置- 


ハヴ アナ 航路に 

英米が 競爭 

.乘 船賃 値 下斷巧 

當化ご ネユ！ バの A グ ァナ 閒 
r - 直る 乘を 及び 貨物船は お ホア 
メリ 力 漁船が 獨 占の 姿で あつた 
がム ，回 巧 國の激 船 會かキ ユナー 
ドが 度を 船々 n ラ 坤ナ號 を この 
航路に 廻して アメリヵのを 船に 
化刚 したので、 ァメリヵ 船舶 お 
でも、 これに 驳抗 するな 陳で從 
ホぶ 巧げ 航路 じあつ たプ レジ デ 

ント •ロミ ズダ エ片ト 号を 火ゥ 

ァナが 路じ 廻して、 いょ {激 
烈じ I 肌ず する こど じな つたが、 
ヮード 豫船會 一が では おら じ. この 
外な ホの 乘 船賃を 二割 五を に 彼 
下げす る 旨 媛をー て 海運 巧の 注 
目を 惹 いて 居る。. 尤も キ ユナ！ 
ド 側では 做 下げは 斷 巧せ や、 飽 
をら 會質本 泣で アメ b 力 側 じ 挑 
戰 ずる 箸で ある 力 船舶- 5 ごして 
は 今後 外闽航 おけ 繁骨 なが 謹 政 
策に おでら 横様で ある。 

尋れ \ 

(宵 械縣) 大 橋が 雄 (長 巧 掠) 热 
巧 ずん (阅) 佐 伯 鶴 雄 一 魔 島 
縣) 中が 榮ニ (開) 渡 邊お肋 ' i 東 
京 巧) を 澤武么 助 (か 歌 か縣) 
後藤 甚 之を (おお 腐) お 下壽么 
を (山 ロ縣) 德が 猪互郎 (熊 
本縣) 西が ち爵 (鳥が 縣) 廳勝 
衞 (山 ロ縣) 原 甚吉桑 媛縣ー 
橫巧常 ま (岩ず 縣) 佐々 K 谎 四が 
j {か 歌 山縣) 化 本华杳 (鹿 兜 島 
縣) 闽上 時を (変 か縣) 水 未 化 
(長 瞄縣) 池 出み 藏を (おを お) 
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成 巧の 穗談 

乂園式 英語を 話す 事 
はが 巧の 镇 一義です 
本校には H 本人 敎授 
じ 慣れた 專任 婦人 お 
師あ b 懸切じ 會話通 
信 文 社を 語を を授し 
ます。 目® 過日 巧に 
午前 化 時ょ b 午湊十 
時 i で關 校し 一 レ 
スンと 十五 独づ t 
今 H 直 もじ 巧 校 あれ 


化 

ホ 

8 

が 

む 

も 

-5 


巧 帥 

がが 

.が ； I 

おい 

nu ^ 



を洋 を化幷 じを 化界 
の 輸お乂 ホ 法に 關す 
する I 切の 御 諮問に 
應じ鐵 おお 船 貨物 運 
貸ぶ 出帆 お践 銷ホ頰 
馨等 進呈す。 重を 都 
ボ じ化埋 巧を なし 誠 
實觀を 御用み じ應や 

— な 厳かが 
如關 事務 取扱 

さ星養 U 妄 E & Co. 

巧夏ヨ 768 ニ Broad 舅 巧ぶ 
ジ L Bo 舌 ling . Gae ミ 9804-5.8 
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City Hall Tea Garden 

. 170 Nassau St . CUy 
Ne が to 比 e Tr あ uue Bldg 
Loo Li 凸汹 anas ： が 


庵 挂米曰 




TAIYO 

t が West 巧 かお . 

Te しむ a わ お ar 09 巧 


T 0 Y 0 KWAN 

4J E. 1 お hS 已 

B が •が 》巧& か h わ も 
了 e !. が gonquin 87 巧 


Wing Hing Low 

加 ! nese Resi が rsn! 

お 00 B' 刖 も！ I. Y. C 則 


Quang Gan Low 

Chin 巧 e お stauran 量 
mw. お 化 I 化 City 


SUN HANG FA 民 

2130 ぶ h A 化 . B が . 巧 8 化 & 巧 7 化 Sts. 
む L 拭 日 nirni 即 f が S4 


ま ゥ王希 巧 摩 君 云 T で 巧 蔑 腐 
す マ’ 上を しじへ 目 第 理君前 本 
。ィ 日ま繁 ては ばの おを のを 樓 
、確す々 居 お直 チ 巧差嗜 巧が 
春は。 御 まるぐ ャの上 巧つ 理 
裕饋 ホす 程日プ 百げ じてん 
が 頭 ホ。 好 本 マニ ま 適日歐 
あ* の 評人ィ 十す すみ 廉 
b シ程 を 諸 £ 六 のる 人が 



! IKUiNE 

i & R<>&tauranl 

1 313 W.88th Si Kew York 

1 むし Sclmyler 巧む 
Cable Address ぶ 山 HE 



340 が • 58 比 St 
Telephone: 
Columbus 8882 


(巧 目 •水) 司蓄お 


College Inn 
3100 Broadway 
お ti 123 rd る 巧 4 化 Sts . 
Tel . M 削 ingside 74 巧 


ま 旨 
午を 
箭前 

ニ ふ 

時て 

半時 

開 

巧 


巧 ま 
理が 

集 

雅 

園 


! 曰 
ブ曜 

4 及 
春 ：!: 
捲曜 
をに 
擦は 

へが 

钟ユ 



お East 29 化が け et 
W . Lexinglfjn 5727 


も KUWAYAMA 郎 * 

114 に 59 比 St. 
New York City 

Phone. Regeni 器 書 


新 

刊 

書 

籍 

雜 

誌 

小 

間 

物 


曰 

ホを 

I を 

を 品 

I 巧 

糊ぶ 
び 
雜 

尾史裹 
I 2 S 

種會賣 


DARUMA 

巧 1— む h わ e. 
Tel, わが nt お 巧 


をず 

じ 文 

御蠢 

料 

瑰 


SHOWA 

53 W が 1 105 St., 
Tel. Clarkson 0981 



定目 T 巧 十四 
曲目 了 五十 四 


煮 水 時 
は袁别 
H を 純 
時始日 
間め 本 
程. ま 南 
前し を 
御 じ 新け 
垂 n 設 
語 チし 
願 キチ 
ひンキ 
まの ン 
す 水の 


巧 


な8 Tokyo 0〇 . 

1 が W. 做 h 化 
New York City 
Tel. T 巧な ! g が 巧が 


K! 脱 YO & PET 洲日 P 

IMPORTER OF 

GOLDFISH ゐ お 化 DS 
0 

動 其 力 各 
物 哗ナ種 

一 鳥リを 
切 k ャ魚 


Japan 

れ 0 化 ion Do. 

1 邱 w . 巧 化れ 
Tel. EndicoH 97 の 


KATAG 旧 I 邮 0 で 

巧 4 に 59 化 化 
Now York City 

Tel. Regent 3480-3481 


Kawasoye Hotel 
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が廳 茶園 

司 理人蘆 蓮 
出 盤の 方 じは をな 
の 街 便利 じ備 へが 
間會 席の 叙 用 じあ 
や V く お 班 巧 卒せ 
ず 變ぉ引 立 頸 まな 
紙上 御 ま 巧 申 上を 
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を连 。を 這ぶな 五 
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東泮縮 

會靡 御料 環 


御料 理餘記 

.お 陽 

壽司 毎日 あ b ます 


を 樣の巧 嗜好に 適 ふ' 
樣な美 ホの 樹巧理 を 

0 廣骇機 

致します から 續 々街 
ホ ホを 願 ひます 

琴 か"！！ 

晚揃 ひの 巧 巧 人數名 
が 日本人 諸君の 嗜巧 
じ 適する 巧 巧を 差 上 
ます。 朝 一二 時を 開な 
(巧廿 五 T 目 ナブ 
淳車琪 の 下) 


煎餅 卸、 小寶 
を 腐油瘍 
日本 食料品 一切 

svmm 。 R ち e cako C ? 
ま 二 h 置 Ayr 
ジ 一. P 空 a 苗ち 


割ぶ が レ 御旅 舘 ■ 

た 貧 培 巧 

句！^^. 兄を 

か 育 ホ 西 八十 八 T 目 H ニ一一 
を 話 スサ ィ，！ とん ニニ 


ftpilht 

シャトル 巿 

NP 旅 縮 

W 0 严 6 を Ave . wo . weat 二タ wsh * 
停車 お前 通 東 ご 一 了ち 測 六 階 建 
B 本 巧 船 切な 取扱 波戶場 送迎 


ロス アン* セ ルス 

ホ リン ピック 
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ニ 7 N S きで dro St ., LSA 品 己 男， Gal . 


ち 面目なる ホ 職 同胞 じ 度 « 

る 威 業を 罔旋す 

宮川 事務所 

紐 育 ホ 西 四十 ニ T 目 さサ一 を 
職 ブラ ィこ . f 蘇絲 



提 の蒲烧 おいしい 巧 お 

會朦御 料理 

畫 食け 末廣へ 

叮喀銜 化 墓 巧 大盤お 


日本を 巧 お 
日本 おち 巧 
き爲巧 巧を 


每夕化 時を を 案 

メ 1 グァド レブ 〔年 I 巧 

東京 巧會 

トク ンタ巧 b まず 

を 堂の 設 をち 


方 ,k 

，御 下宿 喜樂 
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ステ ムヒ 

八ツ トフ タラン ニン グ 

邦人 クラブ 自曲亭 
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勢側舘 

伊み 事を 乂蹈 をが 

225 E . 5 空 h Str ま t 

Tel . ぞ巧 ni な 99 


器 田 旅 熊 武田 文治 

故 國巧聞 タ數お 揃へ 居ます から 
近所 御 立 寄の 節は 御 化 憩 下さい 
SQ で st 呈 h S す 星 Tel . ぎ ミ咨己 3 ぎ 


一力 旅館 化め 

帝國 旅鎭識 

1 ま WJ 置 St . fi 呈ジ rk 
ジ i - wusq ミ han ミち 1 巧 


紐 育 旅館？*— 

を 四十 T 目 ニ 四 ニを 
Tel . Caledcnia 置 74 

レスト タント 

並じボ ー デ A グ 
荷物 这保驗 照じ預 らます 

【島 山】 

ち 10ゴ 置 A ち-置 .1 夏 さ &10 utsis . 


ポプ トン 帝 

富 ± 旅 絡大浦 末 あ 

妄 waiter S 二另 ton Mass . 
ぎ B . B . 4 苦 5 


費 府觸旅 解 

桑山淸 五郎 

4 夏を 量 芸 St . さ Hade 章 ia す- 
す 一. 卓 ainu ニ § 

商業 區 巧 中必 、撮 領事 お、 H ネ 
郵船 其 化银巧 大會社 近き を 巧 

を 港 小川 ホテ少 

が 日本を (時别 巧 あち) 

御 一報み 第 自動 牽御ぉ 迎申上 侯 
巧 ニ 一一 臺 ornia F San Ficiss , naHi 


ホ 上 金魚 巧 

9 ニ 巧 xth Ave .，す W ジ rk 亞 t 产 
呈 0 ミ 百 rcle 97 お 


蠻 油體攤 SSI 蘇 5 白米 

日本 米 離 食料 晶 is 職 4 K 

巧 田替巧 妹ま會 社を 巧 一手 賣が巧 

日本 食料品商 會 


紐 育 唯一の 日本ち 貨店 


•巧 瞬 兄弟 商會 


スマ ドン •ブ C ダク ッ 一手 破資巧 
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リス 公使 S 愛人 

唐人 わ吉の 物語 y 歌劇に 

完成 後 ニ ユ—ヨ —クで I 演ずる 


お 十 年 前 アメリカを 化 タウン 
センド • 、，ブ •スが 下田に ホた ど 
きをの 愛人 ごして、 黎明 パぶ の 
外 巧の 裳 面 じ 活躍した _ ド おの 教 
妓 ’ 

I 唐人 わ吉の 事蹟が、 今 
I 巧 山 旧 餅 作 巧の 手で ォペラに 作 
I 曲され る ことじな つた。 山 田 氏 
は プチ ニの お 巧 『お 蝶 夫人』 が 
をろ' わ きられて 巧れ ネ H 、 
これ じ 化る 大 もの^ オペラを 作 
_ 曲したい ご タザち へて ゐ たが*' 
アメリカの 詩人 パ— シ ー •ノ 1 
ゴ少 氏の 苦必研 おじ U る 『唐人 
わ ま』 の テキストが 大体で き 上 
つたみ で、 いょいょ 作曲 じ 取 b 
か/一る こご じい* つた もので、 ノ 

X - グ氏 はィグ ユング •ポスト 

紙^ 記ち どして しられ ■一二 年 前 
じ H 本， ホて、 わ吉の 事蹟を 研 
宛した が、 ニ、 一 ニヶ 月 前 巧び フ 
ラン 乂を經 て 巧 朝、 今は お まの 
獅お下 出 じ 住んで、 當 時の 歷 を 
やは 謠 ごを 巧究 L てを る。 山 
田 化が ノ —， 玉 か 氏から か 曲の 依 
頼を 受けてから、 r で じ 云 年 じ 
なる が、 できるだけを 貪に をい： 
て 作曲した いど .1 

今 HI まで 研究した 結果 
度 巧 やう や’' 巧 曲 _ しど b か I る 


こご じ.：；^ つた。 お 箱 もので 演出 
じ 五 時間ぐ らいは か/' る大 もの 
であるから、 完巧 じは かな < ど 
も ザ 年は か； るを をで ある C 尙 
ほ 山 曲 巧な すで じ 巧 曲の 一一 部を 
究 成し、 これを たず さへ て 下田 
に 巧き、 ノー ユ片氏 や、 わ吉硏 
究 家が 松を か 氏な で、、 ごも じ 法 
福 寺の わ まの 黨を 訪れ、 山 曲 巧 
自ら ォル ダンで、 それを 漓 奏し 
て わ ± ロん 靈を慰 A たが、 山 旧 巧 
はみ の やう じ 語つ た G 『化は 多年 
目 本 的 i ： ♦ォペラを W 國で 作曲し 
わいど 思つ て 居た が、 ょい テキ 
ストが なか クた 0 幸び ノ ，'‘ 五 瓜 
巧の テキ， V は 頗る 

東洋 的で で 見事。 もの 

であるから、 わた'' -- > どして は 
永い 間の 願 ひが かなつ たやうな 
もので、 大いに やを つも b 一 •居 
も。 T 旧の 民謠 など も 取 入れて 
ホ ホる だけ n 本の 氣 かを おしね 
いご、 をの 方面 も硏 兜して 居る 
が、 ほん VJ うの 筋の きまる のは 
ホ 年の 春 じなる であらう。 完成 
の曉 はを をニユ ー ョ ー クの ノト 
口 ボ V タ ン • ォ ぺ ラ • ゥ ス で 

上演ず る こごに なる であらう ど 
思 ふ』 


义 i や 直訴を 企つ 


東京 特電 二十 六日 潑 H ホ 國議會 開院 式 じ 巧 幸の 途上、 埼毛縣 
人 茂 木 政 まなる 者は 縣 ドの 水が 問題で 直訴 せんごした、 灣巧線 
突披 前じ發 見され てを 遂 了 6 直 もに 抑留され た。 


素人 義太夫、 舞踊 等 

御馳走た つぶりの 除夜 會 

廿化 円の 夜、 円本 俱樂部 じ 於て 


g 本お樂 部を 中 巧 事の 一 
して 持 も 設けられつ ~ 'ある ク 
ブナ ィト (除 巧會) は 巧る 二十 
九 U 午後 六 時ょ b 開かる I 當じ 
て 階 ドの 普通を をには 模擬 巧が 
をホバ て嘘裝 し、 ぅでん、 を ば 
わ でんな どみ 接待を。 オ ベく、 
充 かが 化 甘る 辨當 どみ じ 喫煙室 
を も 臨げ をを の 一部 じ當 て、 コ 
—ト 類な 化 T ぎの 描 球 お、 ビン 
~ ボン •八’.， ムを巧 用し 得る 設備 
一ぶ 整へ 居り、 當 巧の ブ！ スタ ァ 
ス のな はお 樂部 靑年會 員の が々 
たる 速 中が 承 はら 家が 委員 ビ共 
i に梭が 聯絡の 巧 じ當る 由なる が 
I 供樂 部では 『目 ど、 巧 ご、 ロミ 
I の 御正 巧を 一度 じ やつて 忙し か 
I つた 化 f 年の 必の 洗濯を する』 
j ので ある W 云 ふ 

I 化思氣 込みで ある。 當 巧の 

^を巧プ 。 グう ム轮衡に關しては 
: 風 間を 員 接を 始め、 を ま 員 じが 
I て當 > むを 重ね、 出 巧 巧る 丈け 新 
I ホを 加へ む ど W 蓋した 結 巧、 わ 
一 伽 嘶の 蟲後 じは 巧 白い す！ ブラ 
I ィズの 一案が あるべく、 ホ祖山 
I 君 得 息の 巧 八 『奇が 波』 マダム 
I デュ ポゲワ の 獨唱數 を、 を 巧、 
小か兩 夫人の 夕 裳 ごち 川、 早 川 

雲 州 君の！； 1 モニカが あら、 大 


切らの 淨瑞璃 は 义し振 b ごを ひ 
ま 王師 底の 撥 S さえ 淸昇 ホの の 
でが 聽 かれる ど 云 ふので 前人 氣 
頗るよ し。 决を せる ブロ グラム 
は 左の 如し。 

十二 巧サ 九日 午後 八 時 
開 會の辭 會長田 島繁ニ 


を 語脫線 散 憂 亭お輔 

一！ モニカ 早 川 雲挪 
手口 W マ I ビ处 •モリス 

わ 伽 嘶 うんは うん 

巧 本音 彥 

A 中 入 休憩 


お 

濁 

R 


搂 

唱 

八 


ホ祖山 


風 間を を 委員長 

マダム デュ ボゲヮ 

靑が波 

追を 

手 蹄 玉 川 踊 佐 巧 夫人 
夕 基 S ホ 小が 夫人 
御所 搜堀 河が 討 
巧慶 上使の 段 

巧 本淸昇 
一二 か 巧 深ま 王 
午後 十一 時よ b 


淨瑞璃 


ダンス 


を 晴れ 直る 

降誕 祭 

日本で も 基督 敎 


まる 二十 五日の クリスマスは 


千 化な 十五 年な ホの 綱 かい 天候 
でを は 晴れぶ b て あだか もを の 
や. 「なおみで 

雪に つきもので ホる 降誕を の 
氣持 もを 聊か 傷 けられた 泣で 
溫 巧の 平均の 十一 度と いふ 溫 
かさ、 をれ だけ じ啡 ホからの 
人出ら お^く 

巧人视 では 午後から 巧に 县 b て 
美な を會ゃ 基督 敎 修道 會の 降誕 
を、 二十 六日の 巧は を 督お會 の 
わを b ど あつて お 席を も 例年 
な < タ數じ 達し、 可を い、 搔も 
やん 達の あぶけ いプ n グラ 
じか かい 必持 もじな 6、 例年 お 
酒に 漂ら れて 居る 當地も 今年は 
まか じ 被害者 少なく、 巿內 じは 
些 したる 犯罪者ら 出で ないで ま 
極 やかな 一日で あつた。 

尙ほ柬 •一ぶ からの 電報 じょる ど 
H 本 も巖巧 降誕を を 祝 ふ潛個 
が漸 々歐米 式 ごなら、 この H 
帝劇では 深化-座が 佐 お 狂綠 
巧 作の 『基督』 劇を 特別 興 わと 
して 丄裝 した ご。 


アメ V 力へ 本る 

とん 您 しび 

窩知縣 直接 取引 

今 巧下甸 から 高知縣 沖を で 無 
歎じ 獲れ る ミん ぼしび の 米固輸 
出 じつき、 縣水產 會ピ米 國の東 

洋、 エか ■エ 、 n — スト、 カァ 
チ スの四 大會社 £ 

打 合 せを なし わ 際、 一- ト 

ン I ニが ド 死の： を 求を 出しね が、' 
ホ國 側は 本年 さばの 漁獲が タか 
つた^ 《しび 相場が 今から を 想 
うれ 難いの ど， 前年 裔 知から 輸 
がした しびが 先 ホで ぞ數 腐敗し 
た實 例の ため、 一 トン 二な 五十 
ド 八を 固持して 遂にが b 合は ず 
ホ國 側は 神戶で ダラ 激 船の 偕 入 
を 契約して 歸國 しなが、 下關の 
林 兼、 長 おの お 玉、 大寶ゃ 東を 
共同 水產 、東洋 水產の 五大 生魚 
輸出 おは、 しび 輸出 組を を 編成 
して、 高か縣 のしび 漁 莱じ乂 き 
矿 

期待 を もつ て をら、 一二 井 
物産 もこれ じ 投資み 巧 窓が あち 
縣 水產會 では、 地元 どして 値段 
を 高く お 引ずべき か、 格を じし 
て タ蘆化 引 じすべき か 目 ド硏究 
中で あるが、 十二 巧 中 巧までに 
は、 五乂 生魚 输 お商ピ 提携す る 

- また S 井 物産と 共 岡す るか 
のがを をず るは すで、 もし これ 
等 二方 面との 連絡が 不調に 了れ 
ば 鳥 知 縣侧は 單獨じ 米 题側ど 取 
引す ベぐ 用意して 居る。 


生計のを を雜 やる ごい ふ 山で あ 
るが 恐らく ゲォ^ ドビ^' じ 出る 
ものら しい ど。 

おは 過去に がて ニ 岡に 赶りォ 
リン ピック じ 化 巧して 巧記錄 
をが も 爾ホ自 も 型 にがては 破 
れた こごの G いどい ふ觀 壬で 
壞も 輝く 記錄は 六十 吹の タン 
'ク じがるな ヤ） ドに 四十 九み 
五み ノ四 ごい ふ 驚くべき レコ 

I ドで ある。 彼け 本年せ-五 歲 
の靑 年で ある。 


久 b ぶ ト-じ 出た 

日本 劇 「サクラ」 

お 報の か （往年 黄禍 劇 タキ フ 
ンのホ 人を じ紛 してが f 博 
し 爾ホ樓 々 H 本 劇を 上 壊した ゥ 

オ八 カ^ — •ホ 7 キト サキ ド 氏 tS 
まる 降誕を からべ 八 モント 座に 
新ら しい H 本 劇 サクラを h 場し 
た ■か、 谣 所は H 本の アメリカ 大 
化 館を ど h 、 日本の プリンス • 
カネ ごい ふ 主人を には ホ ワキ 
サキ ドドが ホ 填し、 大使の み 
壊 や、。 シア 人 ' H 本ん 等が 大 
勢 出て 頗るに ぎ しい 芝 巧で 
八る (. 


ホ 


しつ、 あ b ど 校疫々 
つて おた。 




ン 氏は 語 


ぶ 巧の 御 煮し め 
新鮮な ろ 蒲げ こ 


お 美 ホし いのを おらへ 
て 居ます り 

お年會 、新年 宴 會の御 
用命は わ 馴染の 


51^ 亭 太陽- 


日 本 舞踊 巧の 大立物 

花柳 壽 一二郎 氏來る 

藤 間、 西 川 ど相對 崎して 日本 
舞踊 祭 じ 鼎立す る 巧 柳の 家元 壽 
輔 氏の 鳥を 花柳 壽 = 一郎 巧は 桑 巧 
羅府 地力で お稽を 旁々 アメリヵ 
の 舞踊を 硏究 中で ぁつたが、 前 
過々 ホ來 がした。 壽 S 郞 氏は 語 
『豫 てから 藝 術の 力 面 でら 中 
必 と 言 はれて 居る 街當 地に 憧憬 
て 早， 伺 ふと 思 ひつ i 道草を 
をつ て 民て 遲 （な-*' ましたが、 
約 ザ 年 巧アメ リタの わ どらを 硏 
巧を々 日本の おど b を 御が を じ 
なをたい 方々 じ 乍す 宵狗 指南 申 
上げ 歐洲 を-巡して 歸银 する 積 
で 居らよ すから 宜敷御 聲援を 
額 ひます』 ど。 


巧 ホ 十五 T 目 一四 八 
サスケ ンナ 二八 一六 


御正 巧 用品 


きを ば、 特製 新鮮 かま ぼ 
こ 『赤 白』 お 正月の わ赛 
しめ 等 

御用 命 S 巧 顧 上ます。 

. 御料 巧 

..「狐 J 

西 お 十八 了 目 S 四 0 

コりン バス 八 八 八 ニ 
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最古の 自動車 學校 

創立 0 ホ 二十 四 年を 經 遊した 
當市 レキシントン 巧と 一二 六を の 
アメリカン 自動車 學 校は 卒業を 
の 成績 優良なる 点じ ある どて 風 
じ 定許あ b 、 且つが 學 中に - C 就 
職のを を お 証し ライセンスを 獲 
得させ、 卒業 證書 ，を 附與 する 便 
が あ 6、 化 補の 學校中 最もを く 
最善の 敎授が 織を ちす る じつき 
巧胞 の就學 をは 日を 逐 ふて 增加 


時下 歲晚 益々 御淸福 奉賀 丄候 
陳 を ホる 正 巧 巧々 ょら 左の 袭巧 
じて 牛、 鳥、 魚の すき 燒御 巧理 
を 開業 巧 仕 時に 魚は 關 西' ス タィ 
八 じて 調理 可を 萬 事に 注意 勉强 
仕ら 候熙 是非 御 光 巧の お 偏に 奉 
願 上 候 先は 開業 御 披露まで 
牛 鳥 魚ず き燒 御料 巧 ：. 
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素人 水み 界 引退 

國際 水泳 巧の 自由型 大 選ず ご 
して 第一 人を である ンヵ ゴのィ 
ノキ 運動 俱樂部 選手 ゥ S ズム 
ラ ー 氏は 

過般 日本で おされた 秩 父を 殿 
下 御が 婚の 祝賀 國際 水泳 大會 
を名殘 ちじ 素人 水み ホから 引 
あずる ご 傅 へられて 居た が、 
をして 同氏は 巧 年 一月 吉日の 
水泳を ち殘じ 引退す る こ £ を 
を 表した。 

引退の 理由は 物質的に 報 ひられ 
ない 運動界を 出て 今を は 自己の 
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礎猫黑 、雜 貨卸賣 

森巧ブ タザ^ ^ ス 


巧貨 陶稱お 

•トク X グ ー ズ卸資 

太 洋賛易 S 會巧 

支店 おがを、 ポストン 


巧 ナメ！ 方" ■"の 特 ¢3 

日本ん の お 買物 じは 辟別掛 員を 置き 無 
料で 麵案內 致 升 電話 又は お 手紙み 簾 御 
訪問して 御 促を を 計ち 初めての わ ホに 
對 しては 特に 注意 致します から 是非 お 
立を を 願 ひ 升、 巿內 配達は 勿静 日本 其 
他を 地 宛の お 荷物 發 送は 當 ホで 致し 巧 

ジ ヨン ブナ メ！ 力— 


▼微里 送金 及び おを を (おず お 巧/外 画 
巧を 貴 買、 荷爲替 取組 取 立、 信用な g 
巧 等 一 投银巧 業 巧 巧 巧 巧 じな 巧 可 比 « 

S 職 臺灣銀 巧— お 張 所 

本 巧 臺潰臺 化 

ま 巧 巧を、 横な、 大 あ、 神戶 、上 巧、 漢 
ロ、 福 州、 厦 巧、 池 頭、 香 渚、 巧 束、 巧 

嘉暖 、スラバヤ 、スマラン、 パタ ビヤ 、 WR 

々グ 々ッタ ，あを、 其 外 臺潰十 巧グ巧 


r 資本を 壹億圆 (を 額 巧 & 巧) 

一" 積 立を 一億 二な 五十 萬 旧 

化 化 本 支店 U 橫演 ( 本店) 巧 京大 皮 
神 巧 長 巧 下 曲名ち 屋 

横濱 正金 銀 巧— 支店 

ホ困をま ^^5= 轰港 羅# 沙巧 巧巧 
巧 他世界を 画 ま おが 市ュぞ 店及コ が ン 
ス有之 お 


本店 大阪 化演五 T 目 
が 育 支 巧が 育プ C 1 ドゥ 王 1 な 四十 化を 

龍赋 住な 艱巧 

日 お' if まを* 橫濱 、を 古 崖、 京都、 巧戶 、岡 山 
お。 旨 j 尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 巧 下ノ熙 
がま 巧 一巧 司、 小 倉、 若松、 博 多* 乂留 ホ、 熊 本 ま 
本國 預金、 鄕里 送金 等は 極め 
て 御 便利 迅速 じ 御 取扱 巧 申ち 


本 巧 朝 おを 城 

支 巧 お 張 巧は 円本 巧 地の 柩巧哪 ^ "を 
満が 、支那のを 化を 了 6. もみが 

朝鮮 銀な 綠脊お 張 所 

外囲 爲を 一股 热わ聚 I * 御 便利に 取圾可 
申 上 巧 
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抑賀乂 一 g 八. 日 
伊を 化 一巧 十ぶ 日 
雜岡 A 二月 丸 日 
溃 潰— 化 一二 月廿 一二 日 

@淪 巧を n 本 巧巧邮 

も 山. も 一巧す 一:: n 
化 野 も 一目 ホ 丑 目 
樣を九 二月 化 日 
▲鋪育 あ 帆芭を 馬賴由 日本 巧 實嘘蜡 [巧 ニ圓 
▲聯絡 取跋 0 帶 社は 熟 測 巧、 南 おお 盛に 芭袭馬 
輕を おを 泽岸 巧を 嶺船營 社 ミ辖約 有り 乘辄 が 
巧 等 お 事 御侦宜 にお 計 ひ 申 上 支ず 
▲米 到 鐵道切 巧、 寢 をを 等 も 御愧宜 にお-計 ひ 申 
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資本を を 巧 圃 
拂茲濟 資本金 六 千 巧 画 
鴨 立を 六 千 一二 育 五十 萬圓 

餅兰弄 銀な f 支店 

本 巧ち 京ボ 日本 巧 區本革 崖 巧 五を 化一號 
支店 ■ ル 梢 日本 橋を 內 (ちち 巧ち 
名 古 崖を 都 大阪巧 ( 大 ぁ) 拌ロ 
廣島下 顆巧司 若松 巧 岡 お 《 
上がな をを 買の 水 
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おお 入ち 替’を 信 送を 並を を， 旅 巧 信用 巧 
巧 業 信用 狀其化 一 股が 巧 業 

ん II ミ 葵 銀 巧— ま 巧 

鄕里 送金 ハ 日本が 化 無キ數 料？ 迅速 取を 
ネ巧 預金 (を 期 通 かノニ 補) 御 便利な 巧 
本 支店 東を (本店)、 大阪 、拌戶 、を 都 
所 化 地名 古屋 、小 培、 上海、 なを 


米軍、 R 妻の 

送還 問題 

ボ テイ 夫人 事件ち お 
葬律賓 人で 米歐 陸軍 工兵 

巧 普た/一け パ アト •エ八 •ボ テイ 

氏の 妻を お 名 お 旧 化す) の 送還 
事 かじ 隅して は 千 九 巧 二十 四 年 
當時 紐を H 本人 會の 骑旋あ b 、 
を かは 一時 其 値 ピリら ボ テイ 氏 
; お は 南 後 無が じフォ ー トブ於 
デンみ じ 基して 居る が、 最近 じ 
まら 巧び 巧 働ち ょ 6 當地 エリス 
な 移は 局 じ 宛て 间女檢 束の 命々 
あらたる 爲め 事件は 巧 燃し 目下 
日本人 食 じ 於ても 調 巧を 關始し 
じ。 元 ホな 拳 仲は ホ 固ん たる ボ 
テイ 軍嘗が 陸軍 長官の 命じ 化ら 
マ こ ラ ょら 家族と 共 じ米國 陸軍 
軍用 船 じ 巧 乘し千 九 巧 二十 四 年 
ろ 巧 八 H マニラを 出帆し、 パナ 
マを 經て问 年と 巧 四日が 育に 上 
陸せ るじ發 しわが、 

よ 陸の 隙は ホ國を 人の 家 
族なる 為め 何等の 取調を も 受け 
ざ b しも 巧 化ブォ ー ト • ^ ミグ 
トン 要 莖地內 に 住 お 中、 陸軍々 
人 若く は 其 家族 中 じ 『ボ ブイの 
妻は H 本人で あるから 外國 人で 
ある。 み 國 人を 要塞 地 帶巧じ 置 
くは す 法；；^ b 』 ごの 議論 おで、 
移民 局の 申吿せ るら の あらし 結 
お 遂に 送還 閒 題を 惹起した ので 
みる。 を-」 巧た じ 一問 題 ど ^ る 
べきは 岡 年 六 W 八日 マニラを お 
化した 巧 用船は 米 國の純 領± で 
をる。 故に 妻女は と 巧 一 H 化 前 
旣 じ人國 せる もの n を お 官の化 
調は をけ G かつた が n ご認 むべ 
しごの 解释 である。 巧し 化解择 
がが ホ ずれぶ ボ テイ 氏棠女 はな 
めて 密移お 法に 準じ 移民 局の 取 
調 丈け V をけ な 格 すれば 入國を 
許 巧せ ねばならぬ 結論を ホむ で 
あらう と 云 ふ 惹見巧 有力で ある 
が勞 慟當侧 がか 何なる 態度に お 
一る かな 目 さかて 居る。 


徴ち 忌避 特赦 令と 

猶豫 願手續 

化 巧 巧 胞中徵 を お 期の 手續を 
誤 b たる 爲め猶 をの 巧 典を 失 ひ 
岡 時 じ 忌避 者ど認 をされ 歸 朝の 
上な を 刑 せらるべき 巧 じ 對し御 
大 滴の 特赦 かどして 巧 年 一巧 1 H 
十一 一日を じ從來 手繪を 誤ら じる 
原因、 义は巧 由を 書き添え 正式 
じ 徴集 延期 願を 總 領事 舘に 提出 
したる 者じ勒 しては 總 領事館 じ 
がて 右 理由 事 實を審 幾の 上特敵 
の 恩典に 浴す る こご^ t * つて 居 
る旨髮 にぶ 紙上に 公吿 もされ ホ 
注盧の 為め 報道して をいた が、 

J がの 间胞中 じは 『巧 巧 お 願し 
て も 延期 願の 認可され ない をな 
ど あつて は』 どの 化褒を 抱く 者 
もめる らしい が斯 かる 誤が じ 化 
b 當然 すくべき 恩典 じがせ ざれ 
ば 巧び 忌避を ど U るの 外 a き 化 
速 かじが キ 線を 化るべく 观由書 
じ a 1 をの 方式は なく 唯 本人が 
化 ホ ホ 殺を し 得 ざ b し理 も、 
假 かぶ 延期々 閒內じ 病氣で 入院 
j 中で ゎつ たく か、 通信 不一 H ' 能の 
ー脾 地に 徵 めて おた》」 か、 若く は 
i 强 が 化が 册乘組 良 ご.- してが 海中 
i であつ た ごか、 相 當の巧 由を 嘗 
總領擧 _ィ5 で 認定証 巧して 货へ 


ばよ いので ある。 遠隔の 化 じあ 
るを は 勿 諭 手紙で よいが 總領を 
がに 巧が 出 ホる をは 自身 出頭し 
h がの 島 橘 善 お ホ じ恕請 すれば I 
總術事 箱 どして け寬 をの 見地を 一 
持し 精々 本人の あめ じ 善意の 解 
巧を 取る 方針。 る 由な 化 際腾鶴 
する 巧 U く 期限 內じ手 績を履 0 
がよ い。 

— ！■!! •… -II ■ . 

小 化 實太郎 氏 

表彰され る 

日本 產棄 協會じ 化り 
を 港が 留 同胞 社禽の 巧を ご稱 
せらる i 人々 の 內を本 嚳么進 氏 
ご 小 池 實太郞 巧と じ對し H 本 産 
業協會 かを 其 巧勞を 表彰せ る 由 
は凤じ 同地 ホの 邦字新聞 じ 依り 
て 博 へられて 居 じが、 去る 十八 
H 表彰が は總 願事 館を 經て 夫々 
傳達っ 一れ たおで、 をの 內小化 氏 
は ブラィダー プ賓 あぞの 先達で 
桑 港 H 本 ブラィダ ー ブ商會 の 社 
をで あるが 目下 ま 巧 監督の 爲め 
滯が 中で ある。 因 じ 同商會 支店 
移轉 期は 恐ら （一巧 下旬 ミなる 
きかと。 闲ほ伏 見 宮殿 下を 纔 
裁 どず る 前記を 業 協會の 表彰 文 
はがの 如し。 

巧 じ 桑 渚 じ 渡が し 貿易業に 化 
事し 刻苦 願綺 巧て 巧國 運の 進 
展じ 資しを つ 多年 同胞の 指導 
誘 鞭に 盡 をす る所數 からず 篡 
に 他の 龜鑑 ごする じ 足る 
搂じ 功績を を彰す 
十 弓 二十 二日 
H 本 產業樵 會德裁 
大動位 巧 四 級 隱恭王 

華 お 大巧 館を 經て 

献上 品發送 

御大 體 奉祝 貪の すを 經て ホ國 
東部 化 留巧人 ニ 千 二な をを よら 
献上す ベぎ 記を お歷化 大統領 親 
暑 集は 銀を 器の 吐 上 も、 献上を 
人名簿の 淨書も 終 r せる じがき 
德頒事 館を 經て 打合せ 廣き ねる 
通ら 安孫子 H 本人 會蓄 記を を 華 
おじ 轉 派し 同地 大化舘 じ 傅 送し 
おら じ 大化館 よら 外を 信書 ど 共 
じ 本省 r 傳 建し、 前總 領事 齋藤 
愧 巧が 御大 賴 奉祝 會 を擧會 長の 
資格 じて 宮內 省へ 献上 ホ^ 玲旋 
する i ごな つた。 る 孫子 氏は 今 
夕 お举明 H 直に 歸 がの 尝。 


紐 育 州 じがて 開業して 居た ので 
ぁる。 夫人 竹 子 長 巧 健 巧の 外 巧 
巧、 長女 ぁら 家庭 頗る 圓滿 、ホ 
だを 秋に 窝み 居た 6 しじ 遠が 易 
寶 せる は惜む べし。 

外を 政策が 究會 

ジエ 1 ムス •ジ- — •マク ドナ 八 

ド 巧を を 長 VJ する 外 巧な 策硏究 
會じ ては 巧る 一 巧 五日 (± 礎) 十 
ニ 時 四十 五を よ b 午餐 會を關 き 
『モン C — ま 養』 の 題 下 じ ホ國前 
駐亞 がが 了を 巧シ S リ八將 を 及 
び 牛 津大學 巧班オ 部を グマ グリ 
ァガ 氏の 討論を る答會 員外の 出 
お 者は 會費ニ 弗 五十 仙。 

纔 領事 一巧 着 獲 

當化總 領事館 着電 じ 娘れば 本 
巧 五 H 藥港 出帆の コ ャ化じ 便 
乘 せる 齋藤 總頒事 一巧は 二十】 
日 無事 着漠 せる 由 じて な 井上 中 
を 夫人よ も ば 『をが の皆穩 じよ 
ろしく』 く あつじ ご。 

日本 協會 の總會 

日本 協 曾を 期 總會は ホち 九 n 
(金曜 一巧 四十 四 了 目 一二 十 ホを 同 
會事あ 巧に がて 關 わる i 笠で ぁ 
るが、 役員の 改選 其 他 重要 會議 
を 審議すべく、 次期 會頭 ミして 

ヘン ブ！ •ダブ 9 ュ * タフトを •し 


巧るべく ト ー マス 

の呼聲 轟き 由。 


ラモ 


‘氏 


な乂 み 人 
•な 正 么を歸 朝の 途次 窗 紐せ 
え 大使館 •等 書記官、 も 躍 H ォ 
ッ タワに 赴きが 餓を 、ダト。 ィ 
トを經 てみ 潘じ まを 二十 九 H お 
.帆の グラント 号 じて 歸 朝め 由 
« 愛波を 作 お 夫人 慶事 ミヤ 商 
會 其が 經營者 愛波 忠作氏 ホ 人 ホ 
じ 慶事 ゎを まる 二十 ニ n 午後 女 I 
モおホ 3 9 / ア ごみ 名せ る わ 巧 
子 共じゥ でッブ 養を 園に て 健を 


き 


ホな 謙 次 氏 

マ、 。ネック 巿バ 一ク街 S 十 
一を 巧 住の カィ 0 ブラ テック ± 
ホ 谷 謙 次 氏は 巧 一*' 巧 前ょり 腎 
臟 あじ 罹 b たる 爲め 自宅に がて 
加養 中の あ 去る を 曜日 午前 必臟 
麻 巧を 惹起— 卒然 逝去し な。 葬 
儀は まる 月曜日 午後 一時ち 崎牧 
帥 巧 式の 下 じ 自宅して 執 巧され 
タ數 知ぶ の 會葬ゐ b 、 遺潑 はり 
ング アィ ランド じがて 茶 度に 附 
した。 古み 巧は 明治 十一 ニ 年 一巧 
茨城 縣筑波 郡 小曲が に 生れ 十五 
歲 じして をを 東 巧に を ひ 十と 歲 
布哇 にがけ る 伯父 某找の 下に 赴 
十八 歲 じして 渡米し 苦 學ゎ巧 
て 一' 家を。 し、 化 巧乂戰 前は 
雜貨 貿易に 從 事し 居た るが 乂戰 
中關化 巧會じ 入社して 特柿 品の 
輸入 貿易 方面 じ 活動し' 巧な 後 
拽ゃ る所ホらカ < 。 プ ラ ク テ 
の 硏學じ 身を投じ 駭年 前よ b 
獨 立自營 々ネク テ カット 州ぶ び 


吿 示 

來ル 一巧 j 日 正午 ヨリ 
一時 迄 西 九十 S 下目 巧 
ホ 十一を 日本 俱樂部 ニ 
於テ拜 賀まブ 擧巧ス 

昭和 一二 年 十二月 廿 四日 
在 紐 育- 

帝國總 領事 舘 


謹 吿 

あ義過 まと 年間 H 本 紳± 諸君 
を 顧客 ピ して 第一流 理髮 師の定 
評を 博し 美術的 巧髮の 巧を 發揮 
致ました が叮寧 丘つ 正則を 旨 ご 
し尙ほ 値段 も 今 巧 左の おくな 正 
大勉强 を 致ょ ずから 一層 深厚の 
御を 顧を 蒙 b 度 願 上ます 
散 髮み十 仙顏刺 二十 五 伽 
顏マ ツサー ジ 五十 他 
散髮 、顔 制 八十 五 化 
散髮顏 剧へャ トニック 一 弗 

散髮 シャム プ ー、 へ ャ J 

ブ レッシング 及び 最上^ 一 弗 
純が のへ ャト 一一 ック 】 

西 六十 五 了 目 一二 十一 番地 

フイ an 床 

二人の 腕の 剌 いわ 理髮師 が 揃 
つて お 侍せみ 致 御 待遇 申 上 ま 
す。 午前 八 時 n 八 時まで 


巧 禍 スペシャル 


新年 號 
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火 裳、 ま 命、 家 ま 
資 巧、 傷害、 自動 
車、 をが 除 及び 一 
切の 保 隙に 特殊の 

便宜 あ 6、 ア メタ 
カン ■で キス プン 

ス 會化發 がを 化界 
通用 爲替 ’ゾ ラフ 
ト 、旅行 用 小がず 
等 取扱 


米 人 向き 

クリスマス 贈答 晶 

御ぶ 巧用晶 
取 揃 ひました 

例年の 通！^ 

ちん 餅 仕 候 

夜 闆關業 


わぶ 月 晶大賣 化し 

のし 餅 ー敕 丸十 仙 お； 銳は お好み 適ち 作を ます 

年 ホ 年始 巧 食料品 一切 

新 數の子 田作 黑基 昆布 類經節 •お 單觸 
蒲餘せ 輪を 赏を銀 巧午勞 蓮根 こん 
じやく ふきく ゎい ホが のら- ぅじ 繞が茸 
ホ 綱 かお 燒ふ 鳥無燒 弦が 卷花 ぁられ 風 巧 堂 

ョ！ 'ヵン.‘ 生 野 さいを 稀 

紐 育 ホ 西 六十 五 下目 百 五十 番 
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一巧の 日本を 料な 取 揃へ 時 別 
大勉强 を 0 て大賣 出し 化が 間 
御ホ來 御用 命 願 上 候 
巧 夕 十 時 迄 及び 

二十 一 こ 日、 一二 十 H の 日曜日 化 ハ 
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ハイ ホラな 紳± は 

化 立 服を なしまず 

夫れ は 宜く身 じを ひ、 見掛けは をく、 を 
して お ホを ょら も 長 持 もす る 事を かつて 
るからで す。 弊 巧は タ數 U ホ 紳± の 御用 
を 承つ て 居ます。 

リ此廣 を じて 御來 店の 方 じは 

六を 割引 致します = 

御 注 义の奈 巧 じ 係 はら やを も 巧 一巧 巧て 
見て 下さい • 
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晚香坡 每ニ週 一回 お 帆 

▲ N ム ブレス 露 西 亞ご另 互 00 嗯) 

一巧 サ 六日 
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黃大 、善 ホ、 鼓 快走の まがが 巧 船 


が ママ 0 ネック 

|さを割 の 繼ホ 

不相叶 十二 肖 二十 一日 午前 
• : 時半 逝去 仕 おじ 付 化 段 
i 辱知 諸 おじ 謡 吿仕お 

尙ほ 二十 四 H 葬送の 際は 
御タ 忙中に も 拘らや 遠路 
わざ/、 御を 葬 下されを 
つ 生 化 御 贈り 被 ド 難ち 厚 
く 御 禮中上 候 
昭和 一二 年 十二月 廿 六日 


妻 

長男 

ま 
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日本 麵船會 社 ( 並 ニを 鐵道 會赶 ) 

.代理 巧片桐 兄弟 蘭會 

乗車、 乘船巧 符並じ 小荷物 運送 御 便利 じ 取扱 申しまず 


シアトル 化 机 ( 午前 十 時 ) 
あら ば まか 一巧 一二 日 
あ 6 ぞな化 一巧 ホ 四日 

るん でんわ ( 坡溝坦 化〕 一巧 十五 日 

►一等 樓濱 一九 五 巧 

おし ば リ寸 かるん でんかは 一 立 五 巧 
こ ニ 普 目 本が 直 置 巧 客室 大 な 造を 巧 室 多な 
►御を 望に 依り 一等 割が 巧復 切符 發巧 巧巧镑 

ロス ア A ゼ ルス 出帆 ( 午を 一二 時 ) 

はゎい 化 一香 香 

- らぷら た 化 二月 廿 五日 
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H 本 お 服 反赖キ モノ 
テ— ブルク ロ I ス類 

諸雜貨 卸商 

難 日本 ドラ I ゥ 1 ブ商會 

を 別 廉惜で 大姐强 新 流 巧は 當 巧の 持を 


n 本 胸 黑雜貨 

ドラィ グ ！ ツ S 販賣 

㈱ 賊茂 木 桃 ホ 組 


ラム プ ぶび シみ クシで ！ F 

製造元 歸賣 手 嫁商會 

H. Y. HETS 己 KA CP 
15 S 2 妾 F 三 - 暑， ぎ呈置 运蓄ー 


没 






稍 :: 


難^^^^^^ぶ ゴ 

をタ .V. -: 

をが 斬 華グ 

勝 '-- ■ 



— 酵 

議 ^^^^ 蹇； 






策 興# 政が の那支 

官 務商國 衆を 巧 駐京化 前 

Ch が les C. Bac 比 eld •げ 


VO しけ， No . け n 


(Ims 巧 sue com が de m 16 わが s) 


巧 bf ぶな jmtt がを 巧 imi ? 巧 


SAT 邮 0 が， 化 化 M 化 R 29 19 巧 
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斯< して これ 等 幾が かの 軍隊 
は、 荒 巧た る 部落 じ 宿泊す るの 
みなら や、 京ら じ 商 京 政 巧の 名 
に 於て 金品を 徵發 ず 4、 勿論 徵 
發 された 金品は、 彼等の 懐中に 
消へ て T ふので ある、 首都 化を 
じは、 を ふじ 食な き 旧人が 約 ニ 
千 人 もな 監 して 居る、 監守 宮身 
も 給 巧は 賞へ ず、 食を 滕 ぃべき 
金 もない、 いろ-^ ご 化 間に 廣 
吿 されて 居る 學校 も門戶 を閉鑛 
して 居る、 蓋し 彼等の 學 校には 
耐寒の 資金 もな く、 を 員 じち 拂 
ふべき 給料 もない ので わる、 宫 
ますら 幾 月 かじ 直らち 給の 支拂 
を 停止され る こごが、 ぶいので 
ホる。 

t セ】 

淸朝 亡びて 十と 年、 化 じ 所謂 
『巧 か 固 J が 建設され たな ホ、 
支那の 政 ホ 的 組織は ま 離 恕滅ご 


賄し なければ なら。 いので ある 

人口のを 集した を那 ほお、 斯 
(虐げられて 居る、 然ら 纪經濟 
的 馬面に 瑪れ たま 那ど いふ 『霸』 
はでん な もので あるか 0 
〔八〕 

經濟 的に おた 支那の 形勢は、 
歐 洲ホ戰 終結 常時に める、 甫歐 
洲の いづれ の國 ょ， りら 甚だしい 
窮境 じ陷て 居る、 南 化 ぞ那じ 散 
巧す， る軍闕 は、 過ま數 年に 直 b 
て鐵 道を 軍用 專旌 ごしね のみな 
らず S 貨物の 輸送を 一切 斷絕し 
た 上 じ、 鐵道牧 入 も 軍費に 融逆 
をした ので、 鐵道就 働 著は 給料 
が 賞へ や、 徵お 沿線の 修 鑄も不 
可能と なら、 線路 U 使盡 されて 
用を なさず、 を 叉點の 連絡は ど 
れ 中、 お 橋は 破 壌され、 磯關幸 
や 車輛は 修簿を しないので 耿目 
じな つて 居る、 なじまが の 数 道 


太 總統ょ b 下は 小を じ 至る まで； 

は收 賄を 平然 ごして 巧つ て 居 
-='、 外 國人も 支が 人 旨 身 も、 を 
W いふ 點に 就て は 彼等を 信用し 
ないから である 0 
〔化】 

さて 斯 く-- ^て內 乱に 內 乳を 重 
ねて 居る 支那は、 を 府が國 民の 
福 触を 顧みない VJ いふ 点じ 化て 
あ 京な 府も軍 颗も共 じ 巧 個の ロ 
實 でぁつ た、 併 かし 南を 政府は 
最近 化 巧 じ 大勝を 博し じ 政府 ど 
して、 今後は この 悲慘 なを 支那 
の 民草 日本の 勢力 じ 化ら て 
內 乱め 波及し ない 満洲 力 至闡錫 
山將 軍の 山 西 省は 除く を あ 
濟 ずべき 機 會じ到 ホした ので あ 
る 0 

南京 政府は、 若き 理想家の 集 
勘で ある、 彼等の ぞくは 海外に 
がて 敎 育を をけ、 彼等の 學んだ 


おへ もな <、 甚だしい 時は が 木 
の ほや 葉を を 膳に おして 居る の 
である、 故に 貯菩等 ごい ふ もの 
は絕 おにな く、 一寸 どし： ^ ず 幸 
な 出 ホ 事は、 彼等 じごつ ては 死 
の宣吿 である。 

巧跑 は、 これ 等摧 耕を の 忍耐 
必を爆 あさした' 給 巧を をけ や 


。つた、 町 や 部を じ 化 レ 不幸な 
る納稅 おから、 を ふべき もの ホ 
一 他た b お 奪つ て 了つ た、 をの 
ホ 法が を 法的で ある ご 巧 i は、 
問題で け：：* いので ある。 

を おの 督 軍は、 歡 年に 宜ら祖 
稅を おを で 徴集す る、 次期の 督 
軍ら 前督 軍の 納稅を 化 書を 無魄 


を ふじ 曲つ たを 隊 は、 彼等の 穀 I して、 同じく 數 年に 宜る慶 を 前 


物を. ごん でん お 奪し、 巧 巧の 農 
作 も 軍 巧の 辩 をと；； 農家 ， J 
掠を をず けて 苟 くもを 目の ある 
ものは、 あく 奪 はれる、 をの 中 
じは みに 用 ゆべき な 類 や 毛 巧 も 
ある、 甚だしい じ 至つ てけ、 燃 


金で 徴集す る、 これで 飽 おらな 


を まを に 巧 巧 せんごな 1 るなら 
ば、' お （其 五 千 方 弗’ 或 ひは こ 
れじ 二倍した 經餐を 必要 ごする 
であらぅ 0 

巧 京 政府の 粗 稅收乂 U る もの 
は、 暇^にお巧されロ>、 を举 
軍 隅じ融 あし。 くても、 帘除お 
び 政府の 支彿 じは 不足を 吿げて 
居る、 お關稅 や盛稅 け、 涩 去の 
政府に 化ら 內外 借な のま 拂じ扉 


い督 軍は、 をら じ窝 豪の 化產ど j てられて 居る の C わる、 然 らば 


支拂 能力を 勝手 じ 託 巧して、 あ 
稅を 命じ これを 履 わする 去では 
投獄ず る. ごころ がま 那め 監獄 
生活*^ るら のは、 魯じ肉 糟上じ 


巧 ごして を 根まで も 奪つ て 巧く I をけ る當痛 のみでな （、時 じ 巧 


のでを る、 男は 軍隊の 宿. 泊 所 じ 
帯 使され、 女 や 小 供 達は、 總ゆ 
る晦辱 VJ 瑚 弄を 受ける。 


の 問 歯で ある、 蓋しず くみ 瘍合 
の A の 常き け 家族から 差 A れる 
ので あるが、 これと て 盛が じ 贈 


南京 政が の 『信用』 はどぅで あ 
るか i 云 ふじ、 過去 じがて 不画 
收か漬 や、 瞬は 政が のが 外的 教 
策 等が 黑ゥ 、殆化 •ご 絶無で あを 
ご稱 しても 差 支は G い、 千 八 巧 
九十の 年 0 巧、 納稅歲 入 や 貸 お 
しは 外闽 人に 化て 巧 はれて 居ぶ 
これは 支那 じ 於る を 階級.... 上ぶ 


でんかの あ 


新年 剌題 『巧 家^^』 銳木 らかん 巧 作 


! I ■ ミ -- 

販れる ァジァの 邑 人は、 今や 目 醒め 
つ I あるので あるか。 支那 人は 過 ま お 
十 年のを かじ、 斑哪 され じ 段 力を 回な 
せし い.，" 巧め じ、 み 酉 人の 援助 指導の 
必要を 自覺 したので わらぅ か。 

をを 支が じめ る 時材の 推移は、 斯し 
た 疑問に 向つ て、 時 巧の 巧 ホを 巧す、 
即も 南を 巧 民 政府は この 國 力ち 雄 期に 
面して、 名譽趙 問を 員を 巧 命した、 自 
勘を 王へ ンリ， •フォ ー ド 氏、 ドー ズま 
のみ 同を まを であ b 、 •セネ ラ 八 •エン 
-ク トリック 巧會 の擦理 である ォ！ ゥユ 
ン •ヤング 氏を 始め ごし、 ラダ ォ •コ 
1 ポ レ— シ 3 ン •オブ •ア メプ 々の 社 
長 パ ー ボード 將軍等 も、 このを 員の 一 
部で ある。 

【ニ】 

閒 時に 固 民を 府は 、プリンストン 大 
をの お授ヶ メラ ー 巧 ± じら、 支那の が 
な、 を 巧 及び 通貨 制度の 樹 なじ 瞄 して 
顧問た る ことを 依頼し だ、 ヶ博 ± はこ 
の 道に かけて は 造詣の 深い 入で、 ポ ー 

ランド' メキシコ' 南ア 79 力、 チリ 
ェクア ドア、 コロンビア 、ボリビア、 
グアテマラ、 フキ リプ ピンを 府 のがを 
制度 なぞは" いづれ も 氏に 砍 V てが さ 
れ じかで ある。 


これ 等を 名なる 
アメリカ人は、 支 
がの 歡濟 じを 事し 
得る 立派な 資格を 
持つ 人々 であるが 
この 眠れる ち 入を 
して 地に 足を 印せ 
しむる じは、 でぅ 
しても ち 額の 信用 
貸附を 必要 ミす る 
而 からこの 貸附な 
る や、 ぶ 邪 じして 
最も 信賴 する じ 足 
る 担保を 提供し な 
い 限ら、 世界を 國 
じこれ を 仰ぐ こ，、 
は巧來 3、 おじ 支 
那 政府が、 これ 等 
の名擧 顧問を 巧 命 
した どい ふこ VJ は 
恐らく この 貨附要 
謡； J 立脚した もの 
ら らう 0 


ご ニ〕 

さて これ 等名馨 顧問の 巧を ごい ふ も 
のは、 結 おま那 じど 6 て 刻下 最も 必要 
な 『支 郝に對 する ドー ズ ま』 の 機運を 
促進す る もので ぁらぅ か。 現な 國お政 
府 にがてら、 この 國家 再建への 種々 な 
ブロ グラムが 計 劃され て 居 もやぅ でを 
る、 この 計 劃 じは 數億若 < は數 十億の 
莫大な 資金を 必要 VJ して 居る、 媽玉 お 
お 軍は、 支那の 農業》」 產 業を 振興す る 
爲 めじ、 六 千 巧 ホを 動かして 遺棄され 
た 原 巧 品を エ瘍じ 送る こどを ボ めて 屠 
る、 廣 まの 港 潰な を、 運河の 巧設、 洪 
水の 防止、 鐵道 沿線の 刷 巧、 新 鐵道線 
の 巧 設も是 ホ 巧は なければ ならぬ、 を 
支那を 縱 貫すべき 自動車 道路の が設る 
計 劃され て 居る 〔この 巧に 就て、 自動車 
王フォ ー ド 氏を 名舉 顧問 じ 加へ じこと 
は 非常に 息義が 深い、 旣じ フォ— ドの 
構 度ち お 人は 南 巧 政府が 上海 ピ苗 京に 
自動を 道路 布 設を條 件 どし、 向 ふ 五 年 
じ宜る 輸入 自動車の 税金 前拂を 提增し 
て 居る〕 この か 首都 巧 巧の 改築 費に ニ 
千 五 万 巧が が 上されて わるし、 お 育の 
普 父 や、 阿 か 喫煙の 廢化等 じ も 補々 ご 
遠大 G る 計 勘が、 論 譲され て 居る ので 
ホる り 
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【四】 

がらぶ これ 等の 乂 を 菜 じを す 
る資 破は 何處 じある か。 支那は 
勿論 貧乏 固で ある、 が府の 信用 
I なる ものは 殆んど 地じ慶 もて 居 
I る こ ミは、 恰 から 大销 直後の ド 
キッご 同等で ある、 お 扇 支那と 
しては 歐米 じこれ を ホむ るの 外 
はない ので あるが、 をして 歐米 
の 銀 巧 あは 巧ち なる 扭保 H 支那 
じ おする ド ー ズ まの 履 巧 n を 外 
じして、 彼等め ポケ ブッを 開放 
する でを らう か。 

南を 政府の 計 劃し つ、 ある も 
のじ、 美しい 夢の やうな もの-^ 
ぞい こごは か 論じ ある、 彼等は 
世界を して 支那は 一等 固で あ b 
义明剧 で ホら、 この間 も强 くま 
張した 如く、 當 然函療 聯盟の 永 
久 理事 國 たるべき 價值が ある、 
W 信せ しめ やう ごして 居る、 け 
れ 共、 をの 半面に、 凄い、 恐ろ 
しい、 破壞的 幅の 蕾の ある 
- こどを 恐れて はならない、 彼等 
の 群 育を して 敢て 忍耐せ しめな 
ければ なら；： > い、 過去 十と 年 じ 
互る 內亂じ 化ら て糜 網され ね 荒 
巧た る 虫 化は、 一刻 も 早 < 取片 
附 けねば ならの、 故じ洋 々たる 
支那の 前途に 橫 はる 無制限 的な 
巧 建 事業 _ じ携 はらん ご する まは 
美しい 夢を 寶現 ずるの 前、 先づ 
この 憂變 U 暗い 半面の 書に 直 
面しなければ なら 扫 0 

【五】 

薪 作 地數千 平方 哩じ 直る 春の 
農作は、 晚じ消 寮され たが、 秋 
の 收穫は 蜜 峰 や遞蜂 おの 襲 ホ、 
旱魅 等の 爲 めじす 作に なつた、 
故 じこのを は 支が が 過去 數 を 聞 
じ 直る 最も 悲 をな 飢獲 年で、 お 
じを 化 ょら 南京 あ 府じ對 して 救 
濟が 哀訴され 、歎 さでの 地方 民 
は救濟 事業 じして 完 ふされない 
限 6、 餓死に 類して 居る、 ある 
地方の 愛國 的な 判事は、 この お 
况を 知らし わる 爲 めに 自殺を 遂 
げたとの こごで ある 0 

のみなら や、 歎な 巧の 軍隊は 
給 巧を 受けず、 この 嚴を じを ふ 
じ 食な < 、着る じ 衣類な く、 赃 
る じ 家な きが 態 じ 置かれて 居る 
が、 これ 等の 軍閥に 所屬 する 所 
の 『不必要な 軍 除』 は、 背 五十 
巧 人を 超過し、 而 かも 彼等には 
何等の 訓練な く、 規律 もない、 
彼等が 結 扇 落 もつ くと ころは 馬 
賊 である、 卽 もこれ はお 巧の 良 
民が 僅かに 殘し 得た お 產を 奪は 
る！ じ まるこ どを 意 ホす る、 商 
人 や 富める 農夫は 絕閒 なく 彼等 
の 人質 どして 拉致され て 居る、 
馬贼 はを 支那を 橫 巧して 居る の 
でを る、 これを 征討すべき 軍隊 
も 時 じ 彼等 ご 氣 脈を 通じて 居る 
し、 巡察 陈も 彼等 馬賊の 前には 
柯 等の 役 じ も 立た U いので ある 

〔ホ〕 

最も 哀れな のは、 いづれ の國 
じがても、 最も 善良 U 巿 K の 一 
を 子で ある、 農民で ある、 彼等 
は 非常に 勤勉 f あ 6、 智的 であ 
ら 、節約 必じ厚 （、 •- こんな 悲核 
な 境遇 じあ つても、 快活 じ 暗々 
ごした 顔を して、 誰し もが 彼等 
を 知る ちの* むから 巧 敬され て 居 
る、 彼等は まこ どに 赤貧 洗 ふが 
かき ま活を 送つ て 盾る 故に、 舊 
年から 新年 じ 持 越す おな 食糧の 




左 

い； 


A 

理 をの 寅を 化を 紫んで 运る 人々 
で ホ*^ が、 而 かも、 かぅ した 巧 
らちい 规 謀は 往 々じして ミ おゆ 
現れ じ 適を せず、 支那の 國 おを 
や 鸣統じ 相反す らおを がを い、 
か 等は 今や 化 巧 せんごし っ； あ 
ち 固 民の 救濟は 第二 どして、 ホ 
だ 曾つ て 富 巧され。 い •、いろい 
ろな もの I 上 じ 新ら しい 憲法を 
が へん S して 居る 故に、 これ ま 
で どても 随 かご 黃吿 された どこ 
ろの、 紙上に 於^ 危换。 、不規 
俸な 軍隊？. 處 みを 始め ごして、 
農業 やを 袭 のな 善、 を 育 や义官 
制度の 發布 、通貨 制度の なを、 
お稅 、贈賄， 收 賄の 巧 習 打破、 
道路の ホ設 、運河め を 良、 鹽道 
綴の あ 加 一 W かし も實 現され 中、 
軍 嫁や官 おの 月給 不拂 ひも 决濟 
されず、 假 b じみ 給を ずけ 得た 
者は、 時 殊な所 耸視を M 集され 
て 居る ち樣で わる々 

【 一〇 心 

今やを 支那を 通じて、 甫京政 
がが 社會 巧び 經濟狀 態 じな 善を 
怠つ てち る こを じ 向つ て、 失遵 
不滿 をのを が 涩：ん で 居る。 こ 
J は單 じを 敵 のみでな く、 な府 
部 かじ もこれ が 叫ばれ、 日々、 
こ^間 題は 危胎じ 顔して 居る じ 
も驟ら ホ、 政府の 要路 紙上の 
計 論讓 じを 頭して 居る ち樣で 
をる、 歡等 はこを す 幸な 出 巧 事 
を 目ず も 一に 『か 醫帝國 ま 義の化 
業』 で. 心る どなし、 自己の 責任 
を闽 避して 居る。_- 
現 巧 ま那 じと ち， て、 鼓 も 必要 
W る-」 ごは、 支那 I 政府の 信用を 
凹な し 巧って 指導を の 確信を 增 
3 こだてを る、 而 かも 國 をを 府 
» ホ だ この ホ 面 じ 巧つ て 何等 注 
曰す ベ、 了 方法を 講 をず、 寧ろ 唯 
一 か 救 ホに 向て 相反的な 政策 じ 
ぶ A で！^ るので ぁを。 

心ち^ 內の 諸を 某 事業、 洪水 
W 寸玉耍 ずる 費用は、 まく 見 穂 
9ト已 億强 、裁を； 一ん 當り 五十 
巧 ご--^ 一億 弗、 その他 保 まじ 
巧 すん 司法 豐を始 わ £ し 、鐵道 
ぶ緣 み修簿 じは 約 ニ 千で 弗 巧を 
- ぶく、 こめ 外 莉子不 拂の國 
'.一億 弗、 巧國じ 於る 强制 的な 
扭 孤を を算 して 約 十億 弗に 達す 
おら じ官 をの 不拂巧 給の 
をを すれば、 ろの 額は 蓋し 
像 外の も S であらぅ。 
ちがを 府は 破を i して 居る ので 
る、 過 まじが るぞ がの 借飲不 
拂*;1、 外國じ掛する支那の信 
を 一掃して 了つ たので ある。 
國 入は 元 ょら’ 支那 人 も 支那 
府じ對 してを を 貸さない、 支 
のジョ 1 デ •ブ シン トンで あ 

孫遞化 氏の 息す 孫 巧 巧は、 最 
アメリヵを 訪 聞した 時、 ま那 
ち 輿 じあ 要な 資金の 融通を ァ 
。ノヵ 銀 巧 あじ 南 淡した。 

『ア メブ 々銀行家は ホ 常 じ 巧 
がを なて をの 意見を 聽 取した 
が、 非常に 馨戒 もした』 

彼は 言つ て 居る が、 が 巧 家の 
件は、 を那數 痛は この 際舊漬 
I 一切 廣還 しなければ ならね 0 
- ち 新を 憤を が 立ず るの 前、 ア 
リ 々人を 始め 諸 外國じ 街す る 
慑 を巧濟 し、 舊內ほ も 支拂は 
けれげ ならね， 更らじ ミ那政 
; のを 階級を あやる、 收贿 癖を 

» I こ ■ 11• M r » こ .— »k _ si 


I— , >,■ * 

函ょ > のか 政 的 巧 助は か 論、 巧 
巧に 必要な がな 専門家、 技師、 
お 育 顧 巧 等を 雇 ふこ VJ も 不可能 
で わる かも 知れない。 

【ニ：！ 

巧 巧み 方を を 講中る の 前、 注 
盧 深い を 必要 ごず る こどは 
j 勿論で あるが、 或る 裸の 結論は 
j 豫め云 ふこと が 出 ホる ご 思 ふ、 
第一 じか 人 銀巧阐 な、 恐ら < 巧 
發借欽 度び 巧借欽 利子 支拂 のを 
入は、 經驗 ある 外人を 巧 家 じ W 
らて 管理す る ことを ま 張す る じ 
相違 ui 、 これ 等の 歲 入は、 支 
那じ 信頼す る じ 足る が 巧が 巧 巧 
ない 限 4、 外 國が巧 じ 保管を ホ 
める で.^ らうが、 巧顆我 率の ち 
加 じょ h 、 この ホ 面に 對 する 歲 
入は 現 じ 恐らく ご幢 する であ 
らうし、 現な の巧收 制度を 過 ま 
じがても 屢 々論議され てゐ るが 
如く、 盛稅歲 A じら 應巧 するな 
らぱ 、消費者に 巧 等 迷惑を あぼ 
す 所な く _ ；> て、 この 歳入は 一二 倍 
する であらう、 更ら にこれ を 酒 
精 及び 經萃稅 じあ ぼず ならは、 
現 巧 財め 部に 入る 前に 巧處 じか 
消散して ゐる 一億 巧 VJ いふ 访歳 
入々 ある。 

'濁 逸 じがて は、. 鐵 道に 關 する 
I 切の 行政は、 を 府 からを 離し 
て獨 立した 會社じ 一巧され て あ 
る、 若し 支那 じ もこ 公 巧 政が 應 
巧 さいるならば 、支那の 歲 又な 
る ものは 著る し （增 加し、 蓮轉 
經 費の 節約、 能率の 發揮 も充を 
じ 可能で をる、 これは 化 ホ どて 
も屢 々提唱され たので あるが、 
常に 支那 側が 拒 箱して ゐ たので 
ある。 

〔三〕 

ちら じ 委員 會 は、 財政 部の 巧 
をを 姑め' こして アィ®' 力の 聯邦 
準備銀行 制度 及び 歐洲の 中央 錶 
巧 制度を 加 ホした どころ のを 貨 
没び. 銀 巧 制度に 完全な な 案を 硏 
発しなければ ならの これ じは ぺ 
术シヤ や フキ リツ ピン じ 應用さ 
れた會 計纔査 制度、 が 孜部 でを 
接を の 衝じ當 る 人 換の正 度 性を 
保證 する こご も 必要で ある、 を 
らじ獨 逸に がける 鶏を の 如く、 
アメ ブ 々を まごす を 國隙的 じち 
額の 貸 附じ對 する を 入を お證す 
るた めじ、 おかゆ 國際 管理 も 極 
めて 必要で あらう。 

なじ 若し ま那 政が じして、 こ 
の 『を 那じ對 する ド！ ズ案 委員 
會』 の勸吿 した プ 。グラムを 採 
用す るなら ば、 新舊 借款の 巧モ 
をを む 一切の 經豐じ 巧す を歲入 
は 勿論 これが 剩餘 をを を 共 事業 
じ 繰越し を 保証し 得べ < 、現な 
じがても、 若し 國 .おの 納めつ i 
ある 諸稅 が、 實を 政府の 金庫に 
納付され 居るならば、 政府の 經 
裳は 立派 じ 償つ て 巧く のでを る 
若し ホれ 生命 お 產の保 まを 維持 
し、 正直な 政 麻 要路に 依 6 て 巧 
政 されら ならぶ、 ホ 業、 農業、 
態 山 等の あ達ピ 開が じ 化る を 入 
は 蓋し 稀 おのち おじ 達する であ 

rpo 

【 i 】 

斯る 徹底的な 組織の な 造は、 
を 經濟級 緑の 一乂 刷新を ホす こ 
ごは 勿論で あつて、 これが 第一 
ホ どして、 諸 產菜や 度 業 じ 使用 


すべき 無 救の 搜 がを 購入し、 度 
を 業の 改善を 促進すべき であら 
う. しを のお裝 ごして お出 も 亦 巧 
進す るに 至るべく、 同時 じこれ 
等 諸 産業の 巧 連は、 巧大 なる 巧 
力を み 要 ごする がめ に、 を 勧 巧 
おも 自が上 巧'」 て 生活 標準を 髙 
める こごに。 るで みら う、 勞カ 
ど 需要の 過多は 即も舰 链を除 ま 
すべく、 繁榮は 觸災を 一掃す る 
支那の 富 源は 即 もず 巧の 搜 おを 
である、 故に 斯く する ことは 巧 
もま 那 をして 恰 かも 獨 逸の 姑く 
巧 俊せ しむる 巧 似で あら、 支那 
人し 機智を おふる こごは、 この 
奇蹟を をく 膏 現し 得る ので ある 

誰 レ も、 支那を 知る 著は、 を 
の隱れ たる 受 J 力 3 存蔓 
知る、 をの 無^な 農業、 鑽山 
及び 諸產 業の 营源こ 伟こ牢 ふ 
闕 民の 一般的な 智識 ク 勤勉、 
忍耐力 ご 節が 的な 國扶 化け、 內 
乳 じよ^て 躁纖 さ：； いた 带皆こ 
れじ伴 ふ 訊 健の 悲惨。 る 境遇 .J 
極めて 短 かい 期間に 回復し 得る* 
こごを 信じて ゐ る。 

【 - 四】 

を じ 若し 淀に 適當 なる 手段 ど 
ホを の 下 じ 誰 機關を 運用す るに 
至るならば、 まが 國 民を してい 
かなる 天變 地異の 不幸なる 境遇 
を も 巧 破し 得る こごは 盖 しあ 化 
の 驚異に b 得べ く、 これを 過去 
の歷 をに 就て 巧る も、 前世紀の 
敷を じを 命を 失 ひたる 者、 實じ 
ニ 千万 人よ b 五 千 方 人 ご 見 積ら 
れてゐ るので あるが、 而 かも 五 
十 年を じがて この 破攘ご 掠舊は 
ホ 殺され、 年々 歲 々ち 化する 人 
ロは、 遊 まじ 於て 失 ひし 幾タの 
生命を 償 ふじ 余 b あつむ どを は 
れてゐ る、' 現じ 巧 化の、 巧激相 
みぐ 期間に がても、 農業 や 製造 
業は、 幾多の 障害 あらし じも關 
ら ず、 曲 6 なち じ も繼賴 されて 
ゐ たので ある。 

現 巧の 支那 じは、 水路の 修簿 
がまを じ 巧 はれず、 化て 洪水の 
襲 ふ 巧 ごなら、 巧 等 利得を 見な 
い爲 めじ、 開壑 がを のま i じな 
棄 されて ゐる ± 地が 多い、 曾て 
ァメ 9 力の ± 木 技師は、 或る 地 
々の飢 罐救濟 事業に 機つ わ 際 ニ 
十万 弗の 義 をを 頗る 巧學的 じ、 
智的じ 使用して お ホの 洪水を 巧 
止した 爲 めじ、 この 化 ホから 本 
年は 五百ガ 弗の 收 獲が 期待され 
てゐ る、 更らに 鐵道會 なの 經營 
じ ま 6 ては、 運 轉の經 費が 至喊 
化廉 である 爲 めじ、 運賃 率の か 
き 甚だ 化い もので あるじ も關ら 
ず ■、創業 當 時よ b 莫大なる 利得 
を 巧して ゐ るので ある。 

〔一 五】 

支那 皆を して、 先哲の おへと 
媒 言に 巧 反した、 少數な 自惚の 
强い 若き 理想家 ご、 排外 思想の 
宣 巧を じ截 し、 人頻四 かの 一に 
垂 々ごする、 四 億 四千 六 百 巧の 
民草を して 飢傑ど 苦痛の 鎖に 巧 
を 打たして 置く ので あらう か。 

哉運嚇 々たる 總帥蔣 かお 大總 
統の 第-じ 着手すべき ものは 先 
づォ— ゥェン •ヤング 氏 じ巧徵 
して 巧の 同僚 £ 共に 支那 ホ 遊を 
勸 め、 なて 『ま 邪 じ 巧す る ド！ 
，ズ を』 を 計 割して 偉大なる 励 
家の 巧 興じ 努力すべき こごで あ 
るまい か。 


天眼通 語 

故山 逸 客 

□新は 進に 迪じ巧 d 巧に 巧卡 
進まね じ朽 つるのは 自 がの 城朋- 
である。 一休の か （唯な k 似た I 
人巧のおか い薄命のみを巧照ど^ 
して！ ■目 化废も あら、 目出度 も 
G し』 ご 斤が け や、 進む がな に I 
目出度々々 ど化づ おめでた （な 
つて 居 n ばい、。 

ロ是れ が即も 天下 ホず、 网家 
を 全の 瑞徴で 化 巧の 平から なじ； 
おめでた/、 なつた b られた b - 
する 間 ホけ 維持. わ出來 る。 これ I 
がな （じつた が篇 期、 早速、 脚 一 
体的お-<の修麗場を現出する。 ^ 
巧 巧自を 達き 身で 努力 瓷圃 して I 
建設した 父 巧 も 何も あ つわもの 一 
ではない。 I 

ロ 乍巧ソ n が 人間の 淺ま しさ j 
で、 ず かが々 しく 繼總 され^ば 一 
倦いで ネる關 ずの 潜が 意識が ム I 
い，‘— 嫌烈 じな つて ホる。 柯乎 

つ へを ば 昨 U まで 絶 

IV '、— 旨 M 戰—馨 i . 

お 性 じ おれられて、 、 健 
化かしく なく、 やれ 『ヲグ 
— •ゼ •トッ 7』 だ 『擧圃 一を J 一 
だ ご搔ぎ 巧ず。 

□人間の 逆 あを で ゎる 化ネ盾 
は假 みば お 天道 横が 冷めた くな I 
つても を 人類が 冷めた くな‘-? «i 
まではを 度持續 する じ 違いない. 
ブ ト化ホ巧性を巧おをである， 
われ-^ ん 間の 中で も 一を 大き I 
なかがあぶないおど枯琪はおま^ 
つて 居る。 偃み ば アメブ 力の か i 
きが 力 じがても マンバ ヮア にが I 
て も 化を じ就絕 する ご 云 ふ 自信 一 
の强 いおが ぶ 一例で. ある。 

ロ 大きな か必 やしら 强 いなで 一 
は あるまい が、 を 巧 大きい 奴は 
强 いとを へる 時 檐を獨 ちした が 
る もので、 乂- きく てら 弱い ど考 
へる 獨活の 大木は 劇 巧を 識に乏 
しく、 現 化の r 大 j をが たいどす 一 
る じ 化々 どして 新ら しき 破壊 じ 
あらて 更らじ 建設を 萝想 しない- 
•か アメ クタ 人 か 中で も 例み は暫： 
ら< 巧き ホ氣 の潑测 たるを はプ； 
ナコ ヮシ じがら て 建てな をす る 
蠻 勇が ある'^ ら 、これが； 番な 
盧 すべきみ である。 

ロ戰ず 3 馬鹿々々 しさ、 怖 ろ- 
し さは 誰でも 知つ て 居る 檢じ誰 
でも 考 へる 風が あるけれ 共、 奚 
ぞ 知らむ 戰爭ど 巧ず る 脚 体 的 お： 
人の 現わ 化で ない もの じは 锁ず 
の眞 のがは 會得出 ホない から ロ 
じ 筆に ホ かを 高唱 しつ 5 ィデ ど 
;:>れ ばを じ 潜 化する ず 關琼識 を 
喚び 起して 巧爭 のをみ じなる、 
俗に 所謂 『ブ ー ク •チャンス』 
を尋 を 茶飯事 ご 考 へる ス ぺキユ 
レ ー ブ ィ ブ ；；^國は=人間^が 1 I 
番畏 ろしい。 

ロア ゾリ々 •か 現 巧の 大を なし 
アメリヵ人が 現 巧の 當を 作つ わ- 
のは 果してず かの 恩恵 か、 戰爭 
の餘澤 かを 見極める のは 異常に. 
巧 ホが を り、 义贿 ホの 巧め じ 碑； 
益す る 所が ぞい。 H 本人の 學 生- 
じ せよ、 先を じせよ、 脚 体 じせ^ 
よ 化 『アメリヵ 學」 を 摩攻し 其- 
お 巧を 搂滚 して 文化 じ 貢献せ わ： 
どす る 人の 是當ら ない のは 也 細'- 
いみ 第 だ。 I 
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◊ ◊ 


轉 名 

キユ— バ-ん ロ 

三が 四十 ガ〕 


パナマ L 人口 
四 巧 四十 ガ。 

ドミニ カン 共 
か 扱 (人口 八 
十九 巧〕 

ニ々 ラグ ア 〔人 

ロ 六十 S 忍 


へ并チ 〔人口 
ニな 四十 万〕' 


エル •サルヴァ 

ドァ 〔ん 口な 

六十 査 

メキ シ n 〔人口 
モ 巧な か 巧〕 

グアテマラ 〔ん 
ロニち 十万〕 
ホン デュラス 

〔人口ず 蓋 

n スタ •リカ 〔人 

呈 十ち 

n ロム ビア 〔人 

ロ ホな ホ 十万〕 
ヴ エネ ゾラ 〔人 

ロニ 一 舅〕 


アメリカが 征服した 跡 


◊ ◊ 


八 九 八ょり 一 

アメリカ どの 脱 係 
- 九 0 i 年な 來 
が 誰 谢± じ 等し 

一九 0| ニ 年 0 ホ 
保誰領 生じ 等し 

一九 0 五 年 化 ホ 
が 謹 領± じ 等し 

一九 0 ニ 年な ホ 
巧 護 領主 じ 等し 


- 九-五 年な ホ 
保護領 上 じ 等し 


九 二八 年に 首ろ 近 邦への 活躍ぶ り 


アメリカの 出を 期 
_ 八 化 八— 一九 0 ニ 
一九 0 六—- 化 0 九 
一九二 一、 】 を 一と 
一九 0 八、 i 化 一二 
一九；、 一九 一八 
- 九 ニ 一、 

- 九 01ニ、 一九 0 四 
一九二 ニ、 一ん 一四 

一九 H ハ、 一を 画 

一八 九 化、 一九 0 四 
一九 一 0、 一九 三 
よ 6 1 化 一 五、 一九 
ニ 六、 一を 一とよ み 
- を I 八 
一义 一ち 


濁 立 

獨立 

濁な 

獨な 

濁 立 
獨立 
獨ホ 


一九 一 巧 一九 M ハ 


ナ シ 

- 

一义 0 と、 
一九二、 
~ 化 ニ蹈、 
一九；、 


化 I 0 
九-化 
丸 ニ 五 


お資髙 
- 八 化 化 ニょ 
ち-丸 ニと 年 

7 ミ ハ 0 

一を 一 五 年 
ホを を ニニ 

一 化 ニ 五 年 
巧を 化-五 

一九二 五 年 
ホを を 三 ハ 


一乂ニ 五を 
巧を を ニ 一二 


一九二 五を 
ホを 栽-セ 


一八 化乂年 
な ホを な 

三 二八 

一九二 五 年 
五 0 
- 九 ニ 0 年 
ホ 五八 


回收の 形を 


アメ 9 カ大 

統領 總稅を 
司を 任命 
國 お 省參加 
民間 債權 一二 
代表 委員ぶ 
び 総 稅務司 

米國 陸軍 委 
員 總稅務 司 
及び 助 政 顧 
間を 任命 
米國 民間 會 
化 選 お爾お 
省 承認の 總 
稅務司 任が 


一九二 お 年 

’ ホ 五 0 ‘ 

一九 0| 二、 一九二 一年 
ホを を 八 セ 

ナシ I 丸ニ牵 
ホを な セ 五 

を 上の 統計は 日バ ー ト •ダンの 『アメリカの 勒か投 
賓 i 1 化 ニ 六 年—』 よら 採る、 單 位は 巧 巧 巧で ある。 


カリビアン 政策の 决算期 


: 新 大統領は 何な ラテン •了 タリ 力に 使ぜ るか； 



アメリカの 新大統 韻^ I バ ー 
ト •フ！ ゲアー 巧は、 當選 する 
- やを や 載關蔽 マブー ランド 號じ 
'搭乗して、 波路 はるばる 巧 ホに 
，向けて 親善 旅行の 途じ がいた、 
お經濟 外ず を 標榜す る 彼 どして 
人 r 阳 のかを は敢て 珍 どす る じは 
足 いが、 歴代 大統領の 慣留 
を 巧が し、 化が かんな どして こ 
一の 長途の 旅に 就いた こどは、 能 
率を 一 まを 5 彼には 眞 じふぅ ゎ 
_ しい 巧 勘で ゎる、 化 人の 一部に 
は 彼の 親善 旅 わを 肖ず る じ、 將 

ホ.- ノブ ン 6 ア ぶ ジ 力-.-; がる アイ 
i リカの ダ V'— ど、 英巧バ 六ンド 


巧 

大 

統 

領 


く 

叫 

ト 

フ 

- 

ヴ 

7 

- 

民 


の 勢力を 爭 ふべき 前唯戰 である 
と 観て 弦る 人 も ある、 一部 じは 
ァメ 9 力が 過去 じがて 施した 帝 
國ま義 的 施政に おする、 罪 滅ぼ 
しの 旅で ある ど 見 傲して 居る 人 
も ある、 昨今 支那の 『ホ 權』 が 
國際 政局の トピック どなつ て 居 
る 時、 フ ー ゲァー 氏の 南 ホ 旅 巧 
は 新む a る 話題を 提供した もの 
ご. 一では なければ ならね。 

【ニ】 

讀 をは 化づ 別項に 本した 表 じ 
化ら‘ カリビアンが じ 南し 化 諸 
巧に おず る アメリカの 離 進に 向 
つて、 頸ぶ の 興 ホ 深き 事赏 をを 
見ず るで あらう、 が 七 アバ リカ 


は 過 まご 一十 年 どい ふ 短 かい 期間 
じ 於て、 キユ ー パぶ び パナマの 
ニ 共和 國を 建設し、 ラブン •ァ 
.メリ 力の S 共か國 U ドミニ カン 
共和 國、 ニカラグァ 及び' 一 キチ 
N を 殆んで 保護 賴± どし、 理論 
の 上では 濁 立した ま權國 でめる 
九箇 國の內 政に 掛 し、 をを 動が 
して 干涉じ 及ぶ こど 前後 数く 共 
S 十回、 ニ S 億 弗 足ら やの 投資 
は 一躍して S ト億 弗を 突破した 
のみなら 中、 これが 回收 を確實 
ならし わる 必要 上 四箇國 じ對し 
て ァメリカ人の 總稅務 司を 巧 命 
して 居る。 而 かもを の 巧に 於て 
アメリカけ ボ ートタ ユ ご ダ アジ 
こァが 島を 併呑し、. 運河を 旣じ 
布設 したの みならず、 他に 運河 
布設の 優先 權を 獲得し、 を 地 じ 
海軍 根據 化を 新設して 居る ので 
わる 0 

U ニ】 

巧々 は ァメブ 々ご、 これ 等の 
小 共か國 ごの 駒 係 接 あじ 就ての 
徑路を 容易に 阴 顧し 得る、 人 も 
知る 如 （ァメリカが 、虐政に 苦 
しむ キュ ーバ じん 道ト 一の 見地 か 
らを锁 を布吿 しねのは 千 八な 化 
十八 年のを であつ た、 宣戰の 動 
機は 元 lb 崇 .烏な も 人道との 見 


地からで あつたが、 一 ホア メ 
々人 ± の 聞 じは 當時 よち 運河 建 
設の 必要が 痛切 じ 威 じられ、 パ 
ナ マを 貫く か、 ニ々 ラク ア共あ 
國 を縱斷 する かごい ふことは、 
千 化な S 年 じ まるまで 稱 々ど 論 
義 されて 居た、 然る じ 幸 ひ (？) 
じ も n 0 ン片ア 地方に 革命が 生 
じた こごは パナマ運河の 建設を 
を かなら しわる VJ おじ、' をれ よ 
りお 年後 じ アメリヵの 養子 とな 
った 一共 巧國 にも、 將巧 必要 ぁ 
らば 一大 運河を 巧設し 得る ごこ 
ろの 優先 權を 獲得した ので ある 
(四】 

然る じこの アメ タカの 水路 進 
出 期 じ 移っ た 際、 偶々 ドミニ々 
ン共化 劇に 財政 恐慌を 誘起し、 
獻洲諸 巧 强が舊 債務の 回 收じ就 
て 動く の 形勢を 示す じ 至る や、 
モン。！ ま義ピ いふ 奥の手を 出 
した アメリヵは、 これが 可能せ 
を 防止す る とい ふ 意 ホよ b して 
同 國の化 政を 管理ず るに 至つ た 
のは モ 丸な 五 年の こどで あるが 
ドミニ カンよ ちして アメブ 々の 
手は、 千 化ち 十二 年を なて こ々 
ラグ アじ ぶんだ ものである、 を 
の 勘 機の 一は ニヵラグアを 通 貫 
する 外國 資本家に 依る 運 袖巧設 
ょ b 生やる 危險の 巧 化を び 政 お 
巧不 をを 生ずる 生命 財産の 確保 
でぁって、 後 巻ぶ 紛 等が、 が 年 
アメリヵを 監督の 下 じ 大統領の 
選擧 ごな ったのは、 あ 間 周知の 
おが 事で ある。 

〔五】 

モ化百 十 置 年、 旣じ 西半球 東 
端 じを する 一 小島 國 みお 敌を管 
理 しね 化 ホの ちんは、 あらに 西 
端の 黒奴 题 である キチ じを の 
手を 度 ぼした* 即も楠 あ C 國內 
を 治の 不安は 政を の頻 々たる 暗 
殺 ごなら、 政治犯の 虐殺 どなつ 
たのみ ら や、 み 國を使 館區域 
にも 飛火す るに まつじので、 遂 
にも 巧び モン 曰） 主義の 尊重 確 
立を 期す るア メジ 力は、 遂に 軍 
隊を 上陸せ しめて 化留 外人め ホ 
命 助產を 保護ず，？ 一 どじな つじ 
.が、 お 兵の 動機が キユ！ バの瘍 
合 じがる >こ 等しく、 極めて 人道 
的で あつた こごは 勿論で ある、 
然 かしを の 動 疑の いわんに 關ら 
ず、 これ 等の 活躍が アメ 9 々の 
經濟ご 政治力を 仲 長せ しめた こ 
ごは 歷然 たる 事賃 であつ て、 苗 
の 隣 巧の 國カ 失墜 じ對 比して ア 
メタ々 の 位置は 冀 固と なった、 
卽も 彼等は 自 王の 富 源 開拓を 知 
ら ざるに 反して. アメブ 々人は 克 
くこれ を 知ら、 彼等 無智なる 段 
が 國± の 下じ橫 はる 富 源を 放棄 
する じ對 して、 アメリカ人 はを 
の 豊富なる 資本家の 力 ご、 政府 
の 援助を 背景と して これを 輔壑 
したので ゐる 0 
(六】 

而 かし アメブ 々が、 これ 等の 
詣圃を 保護領 即も 養ず 國£ した 
じ 就て は、 ニ 棟の あを を 追っ て 
居る やぅで ホる、 卽ち 一は パナ 

マ、 キユ ー バ ぶび ニカラグアで 

化は ドミニ ヵン 共和 國 及び パ キ 
チで ある、 これ 等は 勿論 アメブ 
力の 經濟な 引 及び 闕 民の 物質的 
福 趾を增 進す る 上に 於て は 同じ 
こどで ホる し、 所謂 ホ 命 财產の 
賠慣 度び 將來 この やうな こどを 


繰 返さし めない ごいつた やうな 
膺慾 的な 窓 ホで 巧 はれて いない 
こ i も事實 である、 最つ ミ谣端 
じ 云 ふなら ば、 アメリカ人を 始 
め ごして 諸 外 画人の 生命 ごが 産 
が 化され、 モン P ! ま義 が假ら 
じ 脅 I 煩され た VJ しても、 をの 結 
おは 间 一で るる、 蓋し アメヴ 力 
の 出を なる ものは、 種々 じ 類を 
じがて これ 等の 國民 自身が 要望 
する ご 否 VJ じ關ら 中、 同時 じを 
の 理由の 正 不正は を然が 問題 ご 
して ■アィリ々 人は 元 よら 3 — 
ロ ッバ 人 或 ひは をの 國の 一黨一 
派-し 依らて 要請され たこ どを 屢 
屢を まける ので ある、 故に キユ 

. — バ 、パナマ 乃至 ニカラグア じ 

がて が、 アメ 9 々は 地 ホ 的 政 巧 
'を權 々な寬 ホよ ちして 授 巧した 
上 治まを 維持す る じ 反し、 ド ミ 
ユ カン 或 ひは^ キチの かき 黒 か 
國じ 於て は、 アメリカを 巧 表す 
る 『最高 施政 委 買』 の 名 じがて 
絕對 的な 軍政を ボい たもので ぁ 
つた。 

(セ】 

さて これ 等、 アメリカ じ 依ち 
て 形式 じがて こを 調和 的 じ、 或 
ひは 絕磐 的に 征服され て 居る 力 
リ ビアン 諸 邦の が 態を 見て、 を 
こじ 巧々 は 歡く共 一 貫した とこ 
ろの 四 種のを 策を 發見 する であ 
らう、 勿論 これ 等の 政策は 禪々 
言葉 を 0 て 表 現 し 将 る であ ら 
- か、 差當 をな 締 政策、 がを 致 
策、 局外中立 政策 及び 禁戒 政策 
とこれ を 呼んで 匿 かう、 即もダ I 
アジ ニア 趙島 をの 徳の嵩 露 じし- 
て 憐 をされ 化 ものけ 勘くない し I 
中央アメリカみ ホンダ ユ ラスは 
絕對 的な 巧み 中立 鹽ど なつて 居 
るし、 アメブ 力の 政治 乃至 經濟 
的 利權の 許す 銘園 巧た がて、 幾 
をの これ 薄み か麗 は， 巧 敌或ひ 
は 外を におつ. て 相を 的 じ 卞涉を 
禁戒 されて 屠る、 がを の 申 じが 
て 最も 一般的に 巧 はれて 居る も 
のはな 締 政策， 即も をの 規模の 
大小い かんじ 願ら ホ、 兎 も 巧 も 
一應 アメリカの 鼻息に お 伺を 立 
て。/、 ては ならない ごい ふ 政策 
で わる。 

〔八) 

この 一般的な な締 政策 も、 み 
の四樣 まじみ 類す る こ ミが お ホ 
る やうで ある 0 

〔-】 特殊の 政府に 對 する ア 
メリ 力 政が のホ認 0 
で こがを 關 係の 擲絕 、即も 
巧 今 稍 も すれば 世人を 髓 着ず 
るに をる 承認の 化 消 等？ 

'.'ご ニ】 武器 彈藥 類の 輸 中： 禁止 
をぷ びを の 解禁。 

〔四】 武力干渉。 

これ 等の 一般的 取締 改策 なを も 
のは' 千 化な 廿六年 よらす 义巧 
廿八 年に 互つな お ニ々 ラダ ア圃 
問題、 キ ユ—バ 乃を 對 メキシコ 
關係じ 於て 明白 じ觀 取す る こご 
がお艰 る、 これを ニぇ ラグ ア國 
じ 於て 觀る じ、 アメリカが 承認 
しな かつた ニカラグア 駐 の大統 
領 は、 遂に 大統領た るの 椅子を 
失 ふこ タ」 じ 化つ て ニ 年 じ 一旦る を 
命が ホ じた、 をの 半面 じけ 勿論 
將巧 アメヴ 力が 建 裳ず べき ニ 力 
ラグ ア 運河 £ いふ、 政治的 じ經 
濟 的に 重大な 背 藤が あつた、 若 
し ホれ この 問 越 じがて ア -- リサ 


か メキシコの 巧、 むを ホ 難し た- 
どは、 をの 蟹當 なる 國十 V 」 現 巧 
園 際 的 勢力 じ 照して、 眞に 化を 
的 喜劇で あった、 即ち アメ .リカ 
の 態度は、 アメリカ じして. - t 力 
ラグ アピ 於る 甲の 大統領を 承認 j 
した 瘍 を、 ィキ シコは 乙の 大統. 
領を巧 命す る こどは 出 ホ；；* いご； 
いふ 絕對的 關係 じな って T ふ 
ので ある、 更らじ 眼を 觀 して 1 
小 共が 頭で ある ハナ マを 見る じ j 
アメリカ 政府の 强 要に 依らて パ： 
ナ マは アメリカ VJ - 補の 軍事 閒 I 
盟を婦 結して 居る が、 をの パナ 
マは'、 一 ホに 巧て 國藤縣 盟國た 
ので ある、 更らじ ニカラグア 問 
題 じがて、 メキシコ ど綺爭 しわ 
アメリカが 武器 輸お禁 立み を 解 
除して 反政府 派の 武力 革 かじ 機 
會を おふるが 如き 脅威を 敢て - j )- 
たおき、 いづれ も 一般的 吸输 瓜の 
策の 露骨。 る 表現で ある。. 

〔九】 

アメ ジタは 曾て ヒユ！ ズ 巧み 
云へ るが 如く 『我等の 藤 巧領去 
を 一時た を 共 奪な しない』 か 斗 
知れない、 けれ 共を て ジョ） 一 
ボ八ス クォジ ー 巧が 自 をの 祖至 S 
を 評し わ细く 『常 じ 化へ 動かん 
どす る 國家的 本能』 が アメ乎 
々を ま 配す る 政治家、 そのを 帯 
を 動かしっ S ある 資本家の 頭を 
支配して 居る こ ミは、 否定し 範 
はざる 嚴然 たる 事實 である、 故 
じアメ 9 力の カブ ピア ン t 岐 策が 
をめ 發 端から 結局まで、 同じ 
を ホむ もので をる ごするなら j は 
恐ら<善隣の查±は、 巨人アマ'^ 

力の 脚下に 跪 （こご じなる で 
あらう、 邸ち 政治的 じは みを 言 
辞の 上に 巧て 『ま灌 あ b 獨立 I し 
た轉 家』 として これ 等の 國 家は 
ホ おする であらう が、 經濟 ぶじ 
は、 アメリカな 府を 背景 交ず る 
アメ 9 々資本家の 好獵化 ご 化る 
であらう、 茲 じがて か 歯 際範監 
規約 K 於て 示された 『地々 が 誘 
解』 ならを 巧 じ 現れた モン 
ホ義 は、 この 南 化 ア^リカ 
を 完をじ お界の 政局から 孤立せ 
しめて、 西半球の 帝闡を 安ぶ じ 
提 かしむ るので ゐ る。 

(十】 ' 

71 ゲ ア^ ~ 氏 わ、 化闕じ 
る 武力 干が 主義 じ反對 論を 一 W ホ 
る こどは、 選 寒 戰當時 5 言 ょ 

して 推察す る こどが お ホ 
巧が々 や アメブ 力 お 軍の 化界 
誇り ごする 一太 戟圃應 じ搭康 
て、 これ 等の 善 邦を 訪間 t ぶ 賢 
'る どい ふこ ごは、 一面 にがてつ 
遇 去 じがる' 露骨な 武力 主義に 液 
るず かの 維持に 向っ ての 罪滅ぜ 
しで あるか もしれ ない、 巧 時 じ 
武力 じ 化る じ 弗の 力で、 ず 和が 
侵害 じ備 ふるを 備巧 動で あるが 
らしれ ない、 いづれ にしても ザ 
—ゲア ー 巧 閣のお ホ じ 依って、 
アノ 9 々の カリビアンめ 巧が 淸 
算期じ 直面して 居る こどは 
いこ と の 出 巧ない 現象 どを はな 
けれは；^ ら ぬ、 而 して 淸算の 後 
じ ホる ものは あして 柯わ 、どい 
ふこは、 争ょ b 四 年 じを るフ！ 
ゲア ー が 大統領を 背离 ごした ア 
メリ 力の 資本家 じ從 6 て、 新装 
した モン 0 — 丰義の 出現 S なる 
じ 至. る こごは、 巧々 の 最も 注目 
を 要する 巧 f あらう。 
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7 * 


る 

石油.、 ー將 おの 戟爭 

商務 黨 記を 

巧 明治 郎 
- アメリヵの 廣氣の お ホに 
就て は、 かぅ いふ こ ミ：^ 出 ホる 
をれ は 過去 十 年間に ホんで ホた 
ホ 調で、' 若しくは ホ U 上の 步調 
で 今 境 もょ くなる。 をして、 十 
年を じは、 アメ V 力は、 十 年 前 
ど 現を ごの 距 bw 上 じ、 繁 をし 
てゐ るで わらぅ 0 

ニ' 餘 6 美んを見；：^いせいか 
随 つて 「好む 类 人み タィプ」 もを 
の 頭腦の 中へ 描かれ。 い。 

三 一 最 を讀ん だ萬籍 では ブぅ 
ツク •ゴ作 J ンダじ 興 ホを おか 
れ た。 この 本け 新刊 ものでは な 
いが r 网瞭問 遊 どしての 巧 池」 を 
取 b 扱つ た マ 八 コ ッジ シの 著書 
である。 ォィ^の 問題が 最近 蒸 
し 返へ されて ホ じのに つれて 讀 
ん だので わるが、 將 ホを し賊爭 
が 起る ごすれば 必ら中 オイ グご 
深い 踞 係が あると、 沁 々考 へさ 
せられた ので ある。 


貴下け どんな タイプの ホが 巧き か 
致近讀 まれた 興味を る 書籍 類な ど 
i 本社よりの 質問に 對 ずるを 氏 
さまざまの 感想 一束 〔順序不同； li 


加特 力の 迷信 巧 破 

が 育を 命が 險化理 人 
お 川 - 

一 大局 論 ごして は來 年の 廣 
氣 はょ いど 信じて 居 ま マが、 フ 
1 グァ！ が 勝つ て豫 をの 如く ク 
1 ブッ デの 政策を 踏摧 するとせ 
ば必狸 的に 先 づ巧廣 氣を豫 想 さ 
せまず が、 ゥォ ー ル 街の 調子は 
約 ホ ヶ月 前に 先き ホつ て 居る の 
が 常態です から 景氣 はょ いご 信 
じまず。 巧し 大 資本 化の 趨勢が 
中小 資本家を 膝 倒ず るな 動的 現 
象は をれ ますまい。 

ニ ブ^ 子ット 型を 好みます 
一二 加 時カ敎 中の、 迷信 的な 
点を 打破した ゥ S ィ八 ダァ 巧の 
「ブ 9 ツジ •オゾ •サン ドゥ 牛」 は 
化のを 讀馨 であらます。 氏は 一 
化 ニ 四年ュ 1 ^ お 身で 知 包の 一 
人で あちます が、 著述 界 じがけ 
る々 おお 爲の 人が です。 


一 ばい 機嫌の 時に 
H を ま 巧 監督 役 
武井理 一二が 
- ァメ？ 々の 景氣 じついて 
は 非常な ブ I ムが來 る だら ぅご 
說く 人が ぁる。 巧し、 之は 海ろ 
貪 お 性が 少；：> いど 思 ふ。 ホ 業 も 
巧 ぷも徐 々好調を 示して ゐ るし 
鼠 氣の惡 いごい はれた 颁 、ォィ 
八 もな；.： T * つたし' をの 中 でら 
惡 かつた 筆が のが 緒ぞら 順調 じ 
巧 ひつ'- ぁらから、 をが 好費氣 
に 向.* もの' こおは n る。 この 調 
子では ホ 年 じどを が 送：；！ 思 ひら 
1 ら のこ ごで ある 0 

ニ が， け をん の タィプは 誰で 
も' 常じ變 つて 居る。 凡てに 事足 
つて 滿化狀 態 S 時は、 細 もどし 
た - W がよ い、 一が お 嫌の がは 幾 
か 肥 b が だ 魅惑 的，' み、 み 化 的な 
のがよ い。 これから 掉赌 しやう 


ごい ふ 一二 十 前後の 靑年 S ぶ 違 ひ 
中年 巧の 巧々 じは、 秩序 整が ご 
輪廓の 整つ じ 所謂 美形よ b 1 が 
礫 嫌の ホが 好 もしい。 

一二 不勉强 で 一向 請嘗せ ぬが 
致 あ織讀 した ものでは 、日銀 副 
總截深 井お昏 巧の 「通貨 調節 論」 
じ 深い 巧 味. か 起つ た。 をれ は內 
容じ 就て でな （書き その 態度で 
ぁる。 巧く のか < 用意周到な も 
のは 顔がない ごさへ 思 はれた。 
アス キス 卿の 回顧 錄ら最 巧讀ん 
だもので ぁるが、 數年前 じ 見た 
ユドヮ ー ド •ク レ] 卿の 巧顧錄 
の 方が、 もつ ど义章 もよ く、 內 
をら よく、 且つ 面白 • ^ 品 かよい 
ご 思つ た。 お備銀 巧の アシマ タ 
ント •ェ— ジュン シ* — のバ！ ジ 
エス 博 ± をの フエ デ ラグ •レダ 


-ブ< 


ンク < 


ン 


ネ' 


マ I ヶットの 一書は. •銀 巧、 を 
離 方面に 缺 くべ からざる 良 著で 
實じ完 をに 書かれて ある。 B 本 
でも 非常に 歡迎 され、 なの 手で 
送 本した だけで もと 巧 部な 上 じ 
達した。 銀 巧集會 巧は 井. じ 辰 化 
郎搏 ± 1 し囑 して、 目下 之が 離 謗 
中で ある。 先般 「シブ フ 巧の 傅 
記」 は ド ー ラン 書 巧 かも 發巧さ 
れ 去る 十二ち 一二 日 送られた が ニ 
を 物の 大部な もので 瞥見す る じ 
日本 じ關 する 点が 非常 じを いか 
ら、 白 本 及び 目 本人 じ 取つ ては 
頗る 興 ホ 深 か I らう。 


産業 巧景氣 時化に 

一二 ホ 銀 巧 支店長 
高木 隆吉 

一 過 ま 一年 餘の ァメリヵの 
景氣 を觀窒 してみ る ご、 昨年の 
如きは、 ホ戰 3 $ 巧 膨脹し 切った 
工業が 極度に 縮んだ 時化だった 
がろ じ 金の ホでは。 借を 國が貸 
を國 じな って、 化 巧のを 塊の ザ 
みを 擾 つて 居る ので ある。. この 
を b 余る をが 社債、 外債 じ おひ 
巧 じかが っぃ 子、 四な 万 株、 五 
百 力 巧の 動きが あつじ ごぃ ふ轿 
記録を 見せた。 所が 實瞭 の經濟 
界は 縮んで ゐ たので 準備金な で 
も 不要の 狀 が じ 入り、 急 じ配當 
をす る やら、 プ！ 八を 組織す る 
やら、 巧を 買 ひこ わ VJ いふ やう 
な 結を を 持ち ホした。 ク] リッ 
デ當 選の 時は 精々- 巧から 一 弗 
ザ 位の 上昇で あっじ 株 ま ホが、 
フ！ バ ーの當 選の 時な どは、 J11 
十 弗から 五十 巧 じ も 跳ね 上つ た 
らした 0 かう して、 いろんな 鳴 
b 物，-. 囉し 立てられ たが、 恐ら 
< 巧の 方面け、 この 極度で 化る 
ん- どで あらう。 雛つ て 事業を は 
搜、 賴道、 ス チ—^^其他もお々 
巧 離 じ 向 ひ、 殊に スナー ルの 如 
きは 六十 五 パ！ セント 泣だった 
ものが、 九十 バー セントまでは 
能力を 巧 禅して ホ じので あるか 
心 今後は 凡てのを 萊 はお々 に 良 
(なつて 巧读 装に 向 ふ ど あつて 
的る 0 ■ ■ 


ニ バリの 女は 血を が惡 く、 
顔の 線が だるんで 居る が、 氣こ 
なしは ま晴 しい。。 ン ドンの 女 
は 血色 もよ （、顏 の 線 も 引き締 
つて 生々 ごして 居る が、 風裝が 
よくない。 だから、 パリから C 
ン ドンに 巧/、 ご、 化ての 女が 下 
女に 見. ロ、 ロンドンから パリ じ 
巧く ど 化ての 女が 藝妓じ 見える 
けれで も、 英國の 女は、 はぎれ 
もよ く 血色 もよ いので、 大變よ 
く 見える。 アメリカの 女は、 雜 
補が 殖える 程よ くなら、 血色 も 
よく 富の 程度が 高い ので、 なら 
ふらが きれいで 鑑賞に 値する。 
ニ H 十 年 前は 背が 高 過ぎ じが、 
之れ も雜權 5 お蔭で 化くな つた 
娶 する じ、 血色よ < 、体を よく 
線が はつき 6 して、 贊 こさぅな 
のは、 最も 好ましい もので、 其 
典型的な 婦 、を、 巧々 巧留 を じ 
求めるなら、 巧 木、 田 島、 東を 
を ホ 人な どで ぁる。 

ご一最 を 小 松 線 巧の 「外を 秘 
話」 ど、 ホ 山梅吉 巧の 「銀行々 
餘錄」 ごを 讀ん だ。 小 松 氏は が 
を 畑の 人で ぁら、 义拳も 巧い か 
ら 、實 じぅ おつた こごを 述べて 
居る。 ホ 山 巧は 銀 巧を の 立 物で 
あ ら、 吳 語、 漢學じ 堪能な 巧が 
タ をの 經驗を 書かれた もので、 
適任 適 著の 威が ある。， 


悲觀 する こごな し 
ぶ 水 桃 痒 組 支配人 

を 宮爾助 
一 巧 年の 事を 言 ふと 鬼が 笑 
うさう です がな 某 陶器 雜貨慌 入 
商の 側から 観察し ます ご ホ國の 
巧 景氣が 續く間 悲観す る 所は な 
い 犧に考 へます 巧 年 巧々 を褲稅 
率の 調査 委員 會が 開かれる さう 
で是は 恐らく 稅 率の 高くなる 前 
提ご豫 想され ます けれ 共な 其に 
は 左した る 影響は ないど 思つ て 
居ます。 

一】 ブロンド でも フ八ネ ブト 

でもよ く 選を がみは あ もません 
ご 一 巧 ホは r 禪 のを 活」 を讀 
むで 居ます が巧處 とな < 得る點 
が もる 擦に 感 せられます。 


肉體 美ご智 的な 女 

• 海軍 造機 大佐 ' 

松 旧 巧太郞 
一 第一の 質 閒じ凿 しては 門 
外漢の i であるから 適切 じ 答案 
を 提出し 兼ねる。 是れ はを 然斯 
巧の 玄人 諸君に 譲らたい。' 

ニ 第二の 質 閒じ结 しては 巧 
今の かく 孤 獨寂冀 禪僧じ 似た る 
枯淡の 生活を 送つ て 居る 予 ごし 
ては 美人に ィン トレ ストは ない 
やぅな ある 樣 なみ 第で あるが、 
肉體 美の 完を じ發 達して 而も 挑 
發 的の 服装な どを せぬ クキ） ン 
リーな 美人は 一 かの ま 人の 眼 じ 
も 快 威を 巧へ る、 勿論 イン ブ 9 
ジゴ ントで わる i は 必嬰條 件の 
第一で わる。 

二 一 第二 一の 質問に おしては 專 


巧な 外に 讀專の 暇がない のを 還 
城 ごする-か 子は 現： トパァ ソナ八 

アト ミニ スプ レ*— シ Hi ンご 一ぶ ふ 

おを 研 おして 居る'.. 物質 离 能の 
如く 誤解され 易い 乂國が 如柯じ 
工業 ホ おじ 於て ヒユー マン • 

ン ジン アリン グじ 重きを 廣 いて 
居る かは 諸 補の 書籍、 雜 誌に 化 
b て 看な し 得られる が、 頃 者 磯 
械エ舉 會の會 を じ 際し シ ユヮ！ 
ブ 氏は お說 して 精神的 方面の 涵 
養 ご 向上 ごを 高調した。 吾が 日 
本け 寧ろ ブ クニ 力 八の 方面 じを 
頭して 精 侧的ホ 面を 輕視 する 傾 
向を 脱して 居ない 減；；* きを 得な 
いから 此點は 大じ學 ばねば U ら 
3 ご 信 やる。 


將來 は不景 氣招來 

自 本 ドライ グー ヴ商會 
社長 小 池 實太郎 氏' 
一. 米 國のホ 擦は 大体に がて 
ォゲヮ ！ フロ ダ クシ ヨンの 傾 巧 
を帶 びて 居らに せの か、 假 みば 
自動車に せよ、 ラデォ じせよ、 
亦 農を 物にせよ 化 供給 過剩 S 結 
果は顿 偕の 化 落を 招き 不衰氣 を 
豫想 さいる。 ホ 强のプ 。スぺ V 
テイの 中 にら 不梟氣 の 風が 吹き 
波 も 撰る のは 己む を 得ないで あ 
らぅ。 しかし 巧 年は 如何 ど 問は 
れて もを 易に 斷 言は 出がない ど 
云 ふの が 當がど 思 ふ、 尤も われ 
われ 自身の 商賣 道は 努力み 第で 
相當 のを 處を 望み 得る ど 確信し 
て 居る。 

ニ 老ホ 意氣巧 盛の 拙者は 肉 
體 美の 發 達した 婦人を 理想的 美 
人ど筹 へて 居る 勿論 精神 美が 之 
がはなくて はならぬ 0 
S 東奔西走 讀 書の 餘暇 なき 
を喊み どす る。 

容色よりも 精神を 

新鐵鄕 敏 
一 ホ 國の繁 榮は玄 關ロじ 達 
したばから これから どのを 繼繪 
する か 解ら ません 隨を 長年 月 じ 
置る こご ミ 思 ひます 0 

ニ 儒の 瑪 想の 葉 人は 察 色よ 
も 精神を 第一 どす、 快活で 樂 
天 的で ある 事が 第一 要素 之に 肉 
體美 = 現 化 的の n が 伴 ふて ちれ 
ば 結構 一言 じして 云へ ば 明お腊 
齒的締 人。 

一二 僕が 梟 あ 興味を 持つ て讀 
ん だが 巧 物の 中興 ホ 本意では、 
里 za 妄 h ミ ニ 夏 X ぞ LyHon Str 旨 hy こ 
れは 玉 リザベス 女王の お 的ホ活 
を 書いた もの 過去の 歷 史的 人物 
を 紙上で 活かして ホる 文 學的手 
腺 じ 於て は 現 化では あ ストラッ 
チイ 氏な かの 著 若には 接した こ 
とお あ b ません、 英國め エブ ダ 
ベス 王朝 時化の 內面 生活が 紙上 
じ 巧 躍して 名流の 役ち の 劇を 見 
る 樣な氣 がします、 お 養 的 方面 

では ニコラス •ロー ズべ 八ト巧 

著 Resile なぎ 呈 C を推與 しまず、 
化を の 問題が 太両が よら 太が 洋 
じ 移 創し じ 今 H じがて は 太平 巧 
問題 硏 宛は 現下の 焦眉、 然して 
は該 書は 新しき 兒 がよ 6 之を 論 
じね る もの じして 日本人 ごして 
正 じ一讀 ずべき もの ご 思 ひます 


前途は 交 銷的步 調 

一二 菱ぉ巧 支を 長 
を 巧 政治 
一 嵩氣 ごは 巧を 指す かの 問 


題から 解 化せねば ならね r "、 六 
圖 わしい 論講 ははき し t で、 現 
がを 直が して 感 やる こごけ 一般 
を 業を の 物な 何等 好な をし めさ 
ず、 ホ ごして クオ^^ •パト V 
1 トを中必どず る巧式を^^今春 
な ホ、 特に フーゲ ァー當 懼なホ 
殆んど ホ 曾な の 巧氣巧 巧を 呈し 
て 居る ので ある。 だから 氷 画の 
摄 氣の將 ホを 論ずる じは 化の 產 
業が ど 巧ぶ 界 とを 區 別して 瓶を 
する 必要 あ b ピ思 ひます。 小生 
の 觀る處 では 現下の 株式 巧の 辟 
なは 過去 十 年 じ 近い 間 じ 穂菩せ 
られ たる ホ 國の富 ど 事業 ごが 今 
や 其の 詳償 改訂と 云 ふ 事 ミ 其 
れ じ擴大 せられた る範 園への 普 
及 化 ご 云 ふ 事ら 化の ニ大逊 程を 
ゥオ I 八 巧な を マ ！ グジ トを通 
じて 實 現しつ、 ある もの ご 思は 
れ まず。 化の 商工業 ご殆 んど獨 
離の 形に 於て 义化界 の巧處 ども 
を 絡な'、、 た 2 - 單 じゥォ f グ衔 
のみが 空前の 擢 進を つづけて 招 
る 理由 もを じあら ど 信せられ ま 
す 0 

仍て 今後の 米國 の廣氣 は先づ 
株式を の 方面に 巧て 如何^* るか 
ど考 ふる じ尙ほ 幾を の强 調を 賴 
ける かもしれ ねが、 著る しい 反 
動的 不嵩氣 ^襲來 は突發 事件み 
なき 限 b ちら 稱 V しご 思 はれず 
をが がを b 島く なれば 停止し、 
利が 下れば 义巧氣 を 星しながら 
尙ほ相 當則蹈 金 軸ホ况 ごを 錯的 
ホ 調を 0 て 進み 充 みに 進み 巧つ 
た 上 巧 少し 進み 過ぎた る 時 じ 初 
めて後退作用が激げしくは^^い 
が徐 々じ 持績 して ぉ 現す る もの 
かど 察せられる のです。 

而 して 化の 一面 即 もを 柴 をは 
か 巧 ご 云 ふじ、 化の 巧 巧が めが 
がとは 直接の 關係 はない： &、 明 
年頃は 漸ホ好 费を呈 して ホる も 
の ご 思 はれ、 特に 歐渊諸 國の助 
界 がを をを 如 へれに、 夫れ が最 
も乂 なる 動機と なつて 巧 調 じ 向 
ふかと あはれ る。 但し I 殿 人の 
常識的 じ豫 想し 得ざる 事件が を 
をせば 勿論 吾々 の 化の 觀 測を 裏 
切る は當然 であらます ° 

ニ 必ど あど じがて 苟も 美人 
である なれば 型 なぞは 如何 棟で 
も 問 ふ 所では わち ません。 梅は 
梅、 樓は樓 の 趣が あるので すか 

、强 いて 孰れが 巧き ィ」 をめ 兼 
ねます 『梅が 香を 柳の なじ 巧は 
せて 樓 のをを おかせて しが U 』 
など 云 ふ 無理な 注文は 致し ませ 
ん。 

一二 讀書 はなじ VJ つては 一二 度 
の 食事 じみいでの 不可欠 肝要 事 
でを らます 德富 蘇峯は 『自らの 
生涯を 顧みる にを b 書を 讀み過 
ぎな』 ご 梅ゐて 居る が、 なな . f 
は 左 檢の人 ± とは 比べ もの じな 
b ません が、 夫れ でも 或る 释度 
の讀書中毒じか^つて活るので 
ないか ど 疑 ふ ほどです。 人間 ご 
の接觸 から 得る 智識よ らも 書物 
から 得る 智識 じよ. 〇 多くね よる 
横な 傾向が 巧し あれば 夫れ は 確 
かじ ー轉 の讀資 中毒 患者 か < な 
は 信じて 居ます、 巧樣 なわけ で 
すから なが：！！々 じ讀い 書物から 
得る 感想 や 印を £ 申しても 東海 
道を 每週 一回 か、 を 月 一回 づ i 
旅 わする おが 富 ± や 琵琶湖を を 
て 其み 時々 の 細い 變 化に よらて 


狩る 印象 ゃ觀 おじ 類 化した もの 
しか 無い 除 じ 思， U れ 特じ感 おご 
して 記し 立てる おの ものは あ も 
ません 0 

强て 化の 夏 おホ讀 みました 書 
物の 巧から 即 象の 深 かつた もの 
で、 他の A にも 勸 めら れるご 信 
ずる 萬 物を 擧げ ます ど 左 如 巧 五 
であるか ど 思 ひます。 

: 深 井 英吾著 「通 貸 調節 論」 

信 ホ 淳ゃ著 「ニ 大 外を の眞 相」 
巧 ザ 九 お S 著 r 巧 頤民國 語の 
曙」 

-- M ミ 這吉ミ ion " ぞ Irv 忌 F 星 er 
"呈吉呂 一す havior = ざ Kent 
こ Anthspo 忌 y and Modern Life = 

ぞ i ミす ち 

之 等のを 書 じ 就て 感想を 細く 記 
します ど 余 も 長くな ちまず から 
か呂游 します。 


昨年の 如き 好景氣 

日本 郵船 禽社 

矢 晚義夫 
一 明 H を 測る 能は ざる 人 ホ 
じがて 豫斷は 誠 じ 大膽な り。 然 
し 小生 觀 察の 一福を 申 上く る こ 
ごを許さ る ； ならば本年度じ巧 
巧る ホ 國の景 氣は亦 昨年の 如く 
巧るべき か。 理由 ごして は 昨年 
ム-億 巧のを を樂 々ごか 圃の 地に 
於て 遊 輿 じ 使用し 得た る ホ國人 
巧 後を ば 音乂 想像の ホな b 而し 
て 本年度 も 亦 然るべ からん こど 
ぶ 太 巧洋み 汽船 會 社の 「プ ブキ 
ンダ •リスト」 が 雄 辯 じ 之を 語 
を 居れば な b 。 

ニ 鼻の 烏き を 取る。 

一二 「フ！ バ ー」 傳を讀 みホ國 
が眞 個の 大統領を 獲た るを 視賀 
する £ 共に 其 辩 巧の# 達が 益々 
堅實 化する もの ぁるべき を あ ひ 
暑ん亦緊揮 一 番の礙^:^くむばぁ 
ら ず。 

オニ！ ルの もの 等.. 

.赤 尾商會 支配人 

巧 本音 彥 
】 大雜 おじ 云 ふ £ 、アメ 9 
九の 巧拂 ひの 商賣 がつ まづ かな 
い 限らは 繁 榮は續 いて 巧 かぅ C 
ニ よ八タ •アラン •ホ？ の 
销い詩 じ 『アンナ •べ^ 6 ブ！』 
だいふの かをる。 さぅ いふ タィ 
プ をを は 最も 巧 ^。 ■ 

兰 ォニ ，グ慧 の 『スッ ご 
デ f ィンタ ー 八 i ド』 を 讀んで 
ホ 常に 面白ぐ 感じね。 ブ n 1 ド 
ゥエ！ で、 この 芝居が ぁ、 も 長 
く 興 巧が 續 けられる のを 見ても 
ア メリ々 めを 活の 一面 じは、 普 
通-一般 じちへ で ゐ るよ らも、 も 
うみし 深刻。 モ 面が あるの だら 
うピ考 へさせられる。 


が 上 ゎ歲玉 

0 風 間兰裘 支店長へ 

白 燈街大 學宴會 博十號 
0 南 おの 鄕敏 氏へ 

現 巧講淡 叢書 『猿 お橫助 
ロンドン 雲隱れ の卷』 
◊內 山總 領事 化瑪 領事へ 
'ニユ 3 1 クホ廳 豁巧巧 民 
叢書. 『ァパ ー トメ ント • 
リー スの必 得』 ホび じ 『宿 
■替の 秘訣』 

◊高木 一二 井 銀行ち 店長 へ- 

こ コチ ン搏 ± ま 『禁煙の 
め』 反び 『現代 ヮキ 

ご 塞 一 册 
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昭和 四 年 一巧 一日 
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掘 越痛會 


謹賀新年 

昭和 阿 年 一月 一日 

巧 倉 製絲統 績蓄社 
紐 育 お 張 所 




s 井物產 株式 會お 支店 
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一二 井 銀 巧 紐 育 支店 




* 3 / 


14 — 
f 


臺灣 銀行 紐 育 お 張 所 


化 木 二王 


森 新 お 


有慟 一男 


窩木 謙る 


山 田 .齊 


ホ 元 ブラず！ ス 


お 田 金み 郞 


長を 川 簇太郞 


化 藤 音 一 


須藤 巧么亮 


佐々 木 道 館 


一 ンリ - — 中路 


留守 駿ご一 


大巧 巌 


藤本 ビグ ブロカ！ 银巧 

藤本 認勞 株を 食 社 


眞繼俊 


香 田 信み 


巧が 記を 株 ま會社 


鳥 垣 五 


靑木 一二 治 


費 ま 




日 乂ホ糸 株式 會 化ま庙 


星 巧 勇 
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逸見 誠 
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楼 ザ 万太郞 


佐 波高が 
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化 日本化 富 俊 吾 


巧 日本 柳 瀬 眞之巧 


時澤巧 巧な 育 支 巧 


横 內淸を 




山中 巧會な 育ち 巧 


御木本ち 珠店 


岩 井 商店 紐 育 お 張 巧 


白 江 信 ご 一 


宮 又 


巧 中 まみ 郎 


ホ 司 龍 


巧 巧 ま 


廣觸 とが 


飯 旧 福め 


伊良子 龍 


ffl ホ 3 二 藻 

参 a 

巧-. 

山 本 豊严ま 


近 藤 正タ郎 


在 華が 巧 見 宇 一二郎 


在巿 俄せ 下 間豊を 


巧ポ 紙古內 をが 明 


井を 正ム郎 


紐 育 H 本人 美な を 食 


牧師 皆が を 


幹事 脇韋 義人 


婦人 傅道師 

椿 貞子 


お會 員： I 同 


を おを 員一间 


瀬尾專 一二 


九 鬼 勝 


片桐巧 弟巧會 


片 桐を 雄 


巧 時 良 夫 


松を 化 


巧 田を 巧 


松 巧源ボ 


白木 お 太 部 


化 田 高 保 


遠 族 小刀 巧を 


遠 お 淸四郎 


ホ 刀を 之 巧 


川 《 1 ニ 六 




紐 育 ___ ^ 

淸水 まみが 

乂贸が お 

を督 がをお 食— 
大掘 牧師 
ネ井 牧師 


ボストン 

大捕 末が 


楠 瀬 お 美 


J1 
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添 木が 
村 S 順 
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本社 側 


宮骑淸 
水 關孝雄 

水を 渉 S 
不 破を 雄 


kr 


Lf 


ホがない 樣 です。 

今の 野球 昔の 野球 


巧う した 名人の 研究、 むは ま 晴ら 
しい ものです な 0 


不破河 添さん は 日本人 野球 
フアンの 草 かけの やぅ だが、 巧 
時からの ファンで すか。 

河 添 千 化が 六 年頃です かね 

アスレ ブック じ チ— フ •ベンダ 
1 、 ジヤ キア ンッの マシ ユ ソン 

なんかのを 盛時 化でした、 當時 
ジャィアント ご々 1 プが 季節の 
あ > じ 勝敗が 巧數 じなら、 昔の 

ポでグ ラ クン ドで プ^ キ •オフ 

を 遺た こごが あらます、 ち 名な 
フレッド •マ ー クグが 壁を 踏む 
のを をれ た 事件のを 生した 時の 
こごで したが、 フアンは 前の 晚 
から 運動 摸の 入口 じ 巧 寄せて】 
直を の 列 じ 入つ たななん か、 進 
むこと も歸る こども お ホ やじ 围 
つたこ W が あらます 0 ンス • 
ヮグナ ー なんか どい ふ 名 選手 も 
居らました。 

不破 をの 頃日 本人の ファン 
は 幾人 位でした か 知ら。 

河 添 さァニ 一二 十 人です かな 
をが 今 曰と 雲泥の差 だね、 
をの 頃の 野球 どネ どは 大汾 違つ 
たもの がを b ます か。 

河 添 別 じを らま せん、 アス 

レブ ツクプ こ ジヤキ アン ツの爭 I 
覇戰じ ホ— ム •ラン •ベ— 力 1 が 
本 壁 巧を 飛ばして、 到頭 マシ ュ 
ツンを 敗 かしまし わがね、 勿 誰 


水 お 日本 も 矢 張 b 先輩の 立 
派な トレー ナ ー が いづれ の 競技 
じ も 必要ら しい やう だね • 

鈴 木 勿論 さう です が、 日本 
人は 野 巧の コ I チを まける ので 
も nl ナ がを 人で、 少しで も 技 
.巧が 下手 だと 馬鹿 じする ごい ふ 
惡い 癖が ぁつて ね。 

スポ —ッの 職業 化 

水を スボ ーッの 職業 化 ご い 

ふこ ごは どうで しやう。 

宮 な 面白い こどです ね。 

をが 而 かし どうも 日本人 じ 
は 向かん な、 野球 U ん かまず す 
能牲も ぁるが。 

鈴 木で う も 一般 じ截業 選手 
じなる こどは 品格が を もる ごい 
ふやう じ考 へて ゐ るし、 I 般社 
會も をん な 風じ觀 てる 樣で ずね 

水 齡な會 が 磯 業 野球 團をホ 
めても これ じ 資本で も おろす ど 
いふ 人わない の おやない か 知ら_ 

テニスの 將來は 

水を 今年の デゲ キスを は 日 
本は でう ずるで しやう。 

銘木 福 旧 雅之助 君は お 巧 ホ 
( 大阪每 H ) の 運動と エ ュ ノ ミス 
トを 兼任、 原 田 君 も庭耀 記事の 
方を 囑 巧され て 居ます。 二人共 
別 じ 生活難を 考 へなくて はなら 
扫ど いふ 人ぢ やない から。 


卓 y 圍 んで 語る 

スポ I ツ 漫談 會 


ふこ ごを 本を じしな （て も、 兎 
じ 巧、 槐 々な スポ ーブが 普ぶ さ 
れる ごい ふのは い J こご だ。 

勝 貧じ對 ずる 也 持 

谷が 僕が S 高 時化の こご だ 
が， 一 窝ど對 校 巧 球 おを の 時な 
ん か、 選 キじ教 しては 巧 じ 巧 わ 
巧 蓬は 勝て、 俺達は ゥン S 彌み 
て 相ず をを' がら — 3 て 遣る からど 
敎蝴 しわ もみだ、 巧し ネ になつ 
てみ 4 ごこれ は， ボーッ の 意義 
じな すると あ ふね、 兎に 巧 勝つ 
こと 計 b で 一 ホ 懸か じなら、 直 
つ さして 居る の だから、 結局 選 
ず等は巧て萎縮して、 固く；；^ら 
遏 ぎて 敗け る こど じなる。 

水を 僕が 小さい お 隅 旧の ボ 
1 トレ ー スで 一ッ橋 ミ 向 陵 ごが 
張 合つ てを 巧を 瞄 する 意が ょで 
ぁつて 『南無 阿滿陀 楠』 と 京 か 
たびら の 背中 じな ま^.. > い 墨 
痕を のこした 奴を 引つ 掛けて お 
たど 云 ふ 所謂 巧 巧 的 一: 勝負を 爭 
ふごす るのは H 本人 Q 特有 性ピ I 
ご 思 ふ 0 

をが さう だ、 をん； CV 一 どが 



謹贊 新年 

昭和 四 年】 月 一日 

川 崎藏船 株式 會社 
川 崎 造船所 船舶 部 

紐 育 化 表 者 藤 野 長 一 


謹贊 新年 

昭か四 年 一巧 一日 

日本 郵船 株式 會胜 
紐 育 支店 


謹贊 新年 

昭和 四 年】 月 一日 

大飯蘭 船 株式 會社 
紐 育 お 張 所 


謹贊 新年. 

• 昭和 四 年 一月 一日 

國際薇 船 株式 會社 
.. 紐 育 お 張 所 

KOKCW>! 广 12円 


謹賀新年 

昭和 四 年 一巧 一日 

南 滿洲鐵 道！ 會社 
紐 育 事務所 


ホる から 日本人は 巧 巧 勝負 敗け 
一を ずるの だ。 

不破餘 b シ ー タアス じな b 
I 過ぎる の だね、 アメ 9 力の 學生 
みはを こじ 巧 < VJ い 5 ね 0 

をが 學 をの スポ！ ッ でも、 
職業 野球 跑で もさう だ、 彼等は 
戦 瘍で敗 けても 一 旦 競技が 濟む 
ど嬉 々快々、 非常に 無邪氣 でを 
んな i を なれる から、 巧ぎ の 試 
合に も綺 力が おる の だ。 

鉛 木 この間 日本へ 巧つ たタ 
キ •コブ ブも日 水 野球 留 のず 髓 
は アメリカから 學 ぶこ どは ない 
が、 巧擊 、を 盛 ホ おじ ァグ レッ 
シゲ 性を 缺 くご 云つ て、 梟つ ご 
規則が 許す 範勤內 で蹟極 的に 遣 
れど勸 めて 盾る が， 至言 だ。 

巧 添な の 息ず も 夏は よく 巧 
球に 雇 はれて 巧き ますが、 敗け 
じ 時は 默 つて 居ても 申 b ますよ 
ごうも ぁ b や 日本人の 巧 質 かも 
知れません な。 

水臟 おも 日本からの 野球 鹽 
ご I 緒に 田を へ 巧き まし だが、 
失策を しむ 選 ホが 歸途 じし よん 
ぼ b 默 つて 居る のを 見る ご 可を 
想 じな ち 主した* 

鈴 木で ずから どうも 日本 A 
は總 ての 腐 技に 對 してを 巧 デフ 
エン シゲ じな るんで すね、 巧 球 
じしろ、 庭球 じしろ 。 

水 谷 最つご アクレ ツシ ■ — グ 
じな つてし かも 勝敗に 囚 はれな 
い檢 じなら ない W K ボ—ツ みち 


今 H ではべ ブの樣 な 本靈巧 王ち 
ちます が、 をの 頃は ぅならした 
ものです、 をれ じ 投手なん かも 
調子が い 5¢ ダブ 八 •へブ ダ！ 
じを ィン ニン グを 遣る し、 ニ 曰 
目 位に 出壤 ずる こご もず 氣 でし 

M 0 

鉛 木 をれ は 今の 投手 じ 較べ 
る ご 雲泥の差で すね。 

巧 添 今頃は 賛澤 です ょ-を 
の 時を だつ てが じ マネ デャ i の 
命み で 出る んぢ やなし、 調子が 
い^ご 投手が 自 かで 希绍し たも 
のです、 今ジャ キア ンッじ 居る 
ベントン でも タブ 八 •へ ツタ 1 
じ 出て 二度 おじ 勝つ たこ ども あ 
らました。 

谷が 而 かしを の 頃に 較べる 
どス ピット •ボ ーグ だめ、 をの I 
外 投手の 武器 じ 禁物と された も 
のがを いし、 一二 割の 上の バッタ 
1 も 巧して 居る からな。 

河 添 マシ ユ ソンは をの 頃 お 
手の が訣は 魔球 のみでな < 、が 
を S 癖を 研究ず る こど だ ど 云つ 
てました がね、 ヮグナ ー を S 振 
さした のは 何んでも 7 グナー が 
一寸 足を 路替 へた 時 じ 投げて 己 
度ぶ b じさした の だ 巧です 0 

ハ 合 村 ブグナ ー な 後の 名 打 着 
は 矢 張ち タキ • ッブ だら ぅね 
ホン スビ la んか化 巧ち ごなる 
と カップの 足 許に 及ばない ね。 

鈴 木 コツプ もこれ じは 非常 
じ 萬 也して 居た 相です、 兎 じ 巧 


みが 宮崎若 も 日本へ 歸 って 
ゴ火フ を やろ 餘 へょ。 

宮 '醇 悼々 でぅ して、 こっち 
はを もな し、 暇の ない ぺいぺ い 
です もの。 

乂 鳥 あ 君ょ なは 恩 田 君が 强 
い 相 だが、 去年 鳥 羽を 巧し ね 位 
じら 今年は-つ 恩 旧、 粟が なで 
を出樓 さしたら 面白い ぞ 0 

B 矢 張 b お 進 指導の 間 題 だ 
ね、 僕 じしても 假ら じ淸水 おか 
ら 庭球を 習 ふじしても だ、 例の 
劍 術の 調子 だの、 意氣 だの ぢや 
仕 ホがない からね、 もつ ご巧學 
的で な< もや。 

ホ— ル* イシ 

ワシ ごは …… ； 

水 谷 ゴグフ の ホ— グ •イン 
ワン ごは-体 ァクシデント VI 稱 
すべき もの かね。 

谷 村 ホれ や 違 ふ、 誰 だつ て 
ゴグフ を 遺る かは ホ ー グを 姐つ 
て 居る の だから、 をれ じポ 1ン 
ご 這乂 つたから ミて T クシ デン 
ト S は 云へ ま いぢ やない か。 

宮巧 なは まだ ホ 1^ •イン 
組 じは 入らない が、 日本人では 
松ず 大使、 旧 島 ま 巧 長、 お 本 君 
ご 一 銀み 山 ロ 君な どが ぁ >、 山 ロ 
君の 如きは 旣に 二度 i をつ たさ 
ぅでず 0 

水を 日本での ゴ八フ の 選手 
はい ま 誰です かね。 

みが 争 度 S 塞の シャ ト处支 



巧 長に なつね 前の 一二 井の 巧が 壊 
吉君だ ご 思 ふ。 日本 もこれ から 
はい^の か 出て ホる 機 連 じ 向つ 
た £ 思 はれる ね 0 

を惊 左樣ピ i 、 しかし おを 
じを 巧 紐に 這 入らない 用必 をす 
るが 肝甚 さ。 

谷が 誰で あつたか ゴ八フ 巧 
要 諭は スゥ 冲ン グスグ —に あつ 
て 庭 巧は ヒットす るの だ ど說い 
ておたが、 庭球でも矢張-^^フよ 
ロー •ス^! は 必要 だぶな. ふ P 

氷を 左樣 なる ご 人生の 一 請 
を 化 表する スポ ー ッ其 ものは 矢 
張ち 『7 ォ ロ！ •ス 瓜一 J - W ! 及 
ふの が、 ブブン シブ 八だピ 痛感 
します ね。 唯 お直 じ 言い 為 < し 
て 巧 ひ 難いの が 即ち フォ S ]* 
スグー だからを こじ 人生の 申-了 
ッブが ある 譯 です。 

宮晦 をな 同感です ブ S ンシ 
プ 瓜み もの-は 明らか じ 意識され 
て 居ながら、 夫れ をフォ ロ； K 
术— する のが 兎 巧實巧 難に 陷る 
結 あを 産む のです。 

水み 私自身 ゴグ フブレ 1 で 
ァ でない 故 かしらな いが ぜ 球を 
の ものは 貴族的 1 種の 臭 かを 
帶 びて 居る 犧な 想が あ.^ ますが 

谷が ィャ 夫れ は 大いに 僕 ご 
見解を 異にして 居る、 ゴ八フ か i 
デモ クラ チックな スポ 1 ッ はな 
いと 葛へ て 居る、 其 理由は 第一 
プレャ ァ宫身 じ 地 泣の 上下で を 
る ごか 上手 下ず である ごかの 隔 
てを 考 ない のみならず 夫々 の 個； 
をを 遺 減な くを 揮し つ i わ 瓦 じ 
樂 むこと が 巧 ホる からい I 。 

き 崎 現じ ゴ八フ の 元祖で ホ 
る 蘇 格 蘭を 始め 英 陸では あら ゆ 
る 階級の 人々 が、 道具ち を （、 
パブ ブック •タンタを も 利 巧し. 
得る 範圍 が廣 いから 口外の スポ 
!ヴ としては 理想的で をる ミ 稱 
せられて 幫る さう です。 

水 谷し かし； 33 本の 樣な ± 地 
の狹 い、 人口のを い、 化智 辛い 
所で ゴグフ を獎勵 する のは あし. 
て 如何 だら うか。 

をが 敢て憂 ふる じ 足るまい 
寧ろ 積極的に 獎勵 して 僕は よい 
ご 信 やる。 

宮崎 異議な し。 

水 谷 ゴ フ 球では 日本は 鐵 
石油の 如く 未だ 自給自足の 域 じ 
達して 居ません が、 I 体 米國で 
も 矢 張 6 シ於 ゲヮ] •キングを 
£ ごい ふ英國 製の ものと 大切が 一 _ 
つて 居る のです か。 一 

富峭最 をは スポ！ グ デン グ 
の 巧が 評 巧よ （必ずしも 英國の 
輸入 製に 信頼し ないでも い i ご 
を ふこ どです 0 

フツ トボ！ ん 

不破 野球、 ゴグフ 、庭球、 
水泳を の 化は 日本 じ も 普及され 
てち るが、 こ/' の フット ボ I グ 
はでう か 知ら。 

各が どても 駄目 だ、 體 がが 
問題 じな らんよ。 何しろ ニ 巧 封 
度 位の 奴が 頑張つ て、 而 かもぶ 
が 速い の だから 太刀が もは 巧 ホ 
んよ 0 

鈴 木 僕 もこの シ！ ズンは S 
1 グお ' J ! グァ ー ド、 陸を 對ス 
タン ブォ— ド 等と 補々 ミ 見た が 
ごてら お 快です ね、 H 本人け 體 
が 小い から 余程 將巧 でない ご眞 
似は 出 ホますまい。 


宮時僕 も 巧 球よ b は フット 
ボ ー ルが 巧き だね 0 

神 添な は ホ だ 一巧 も 巧き ま 
せんか、 何ん でら ブット ポ 1 グ 
は 妊る よ 9 もやつ て宮る 人が ご 
て も 面白い 巧です。 

谷が この 競技で も だ、 選手 
自身の 動作、 犀 おの 整 ひ 方 をれ 
は 立 波な 藻 術 だ、 をれ じあの ク 
リ ー ンな化 快な 應援 ぶら 等は、 
實じ获 序 整が VJ して 居て 粮 快な 

ス ボ—ッ だね。 

不破 選手が 誤て 敵の ゴ ー Si . 
じ タツ チ •ダゥンを した v > 1, ふ 
話を 聞いた が … 

谷が をれ や 活動 窝眞 だら う 

フアンの 種々 相 

水な 河 添さん は 矢 張 ジャキ 
ァンプ 巧です か。 

巧廉 さう でも わ b ま d ん、 
を 達は ャン キ ー ズ がま だな 六十 
八 T 目の グラゥンドで リ 1 グの 
びら じちれ 頃 も 好きでした 、二 
ユ 3 — クじ はかなら 古い ヤン キ 
' ス •ファン か 多-:* でず。 

をが 僕は ジァ キァ ンブ だ、 
どうも この チ 1 厶が 敗け た B な 
んか 新聞は 讀 まない ね、 併 かし 
勝つ た 日 じは 夕刊の 五六が も 買 
つて 讀 わがね。 一 

水關 僕は シン シナ タの フア 
ン です (同 君は 持參 L たを シン 

シナ タ •チ 1 ムの 面々 が チ卞ー 
した ポ ー ^1^を示す)プキン—* 
ド/ ヒユ ー 、ク リッ ダが がき だ 
からです ね、 矢 張ら 敗け る 新 
聞も讀 みません が、*! ムじ居 
'る 時で も シン シナ タか 新聞を； 買 
つて 讀んで 居ます。 j: 

ハ か 村し かし 巧 巧摄負 じムた 
選ず が 居ても どんどん 他所の チ 
i かに 賣られ るのは フアンと し 
て療 じ觸ら ざるを 縛ない ね。 

水 谷 宛然 女郞 の身賣 だな。 

不破ぁ b や 人間を 買 ふの ぢ 
やな. i て 結局 ク ラグは 本ん の 
契約書を 賣 買して 居る のです。 

宮畴 僕は べプ •グス はどう 
も 嫌な が だが、 併 かし 兎に 巧エ 
ラィ 人間 だ £>0 

谷が 實際 だ、 宛然け だもの 
だね、 日本から ホね 人を 案 巧す 
る じ も 今 H はジヤ キア ンッ がを 
るから 巧 かう ごを ふご、 べプ* 

^ スが居 るんで すか £ 尋ね 口上 
じ、 をれ ぢや 止します、， ヘプの 
本疊 巧を 見なき や ±產 じな らん 
ど 云 ふの だ。 

す 破 ベ ブのぉ 現で 野球を か. 
ら ない 人、 恃じ 女が 一巧は 本 壁 
巧を 見る 氣 持で 巧つ た 者が、 ホ 
常 じ 面白くな つて フアン じなる 
なです、 を じ 巧 野球 ビジネスの 
至寶 ですな。 

水を 日本の 相撲 e 藝 者が 攝 
負が 撲 じを 切聲を 上げて 居る が 
あまち 見つ ごもよ く ない ね。 

鈴 木 ァメ 9 力 だつ て 隨みヒ 
ドィ です よ、 殊じ フットボ^^ — グ 
なん^ 男 よら 女の ホが 熱が して 
色氣も 何も ゐ b やしない。 

河 添 ベ） スボ I グ でら 隨を 
あらまず よ、 男の 觀客ご 喧雖す 
る 女 さへ あらます からな。 

ハみ がを じ 巧 一 股 的な 立場 か 
ら 見て 巧 球は】 番 普及され て 居 
るな。 

水を を 難 ふ 御座いま 丄 わ、 
これで 散會 いたします。 


7 





I 水を 今 巧は スボ！ ブじ巧 ホ 
一を 持て 居られる 一部の 方々 を わ 
i 招きして、 ス ポーッ 漫談ち を摧 
一す こご じじ b ました、 を おゴグ 
™ フ述のホさんが病をでホられ^~4 
いのは 錢 をです、 琪 所を この 河 
添 じした のはこ^ のま 人が、 先 
'づ ニユ 3— ク ではを わがき の 巧 
巧 7 アン だからです。 

スポ ーツの 意義 

一 を 村 これは 非常 じ 巧し い 問 
垣 だ ど お ふんだ、 結果、 邸ち 勝 
I をのみ を 本位 じして 居る 人 も あ 
一る し' エン ジ 3— キ しながらを 
一の 連 勘のを 則に 化て 勝敗は がて 
i 眼中 じ摄 かない 人 も わる、 ゴぐ 
ーフ なんか じは 前者が ぞいな、 巧 
'しろ 賭けて 居る から グリ I ンの 
を かで ブッ /、 口論して 居る 人 
をを をけ るが、 をれ なんか スポ 
-1 ッ泛は 云へ まい 'C 

宮崎 ゴ^フ じは どうも 賭け 
'が ホいです ね、 併 わし われが な 
< 七 や 張を がな いんで ね、 要は 
程 巧の 問題 だな。 

鉛 木 巧 敗は をが 別 じして ス 
ポーッ をの ものを 樂 しわと いふ 
I こごは い i な、 最 巧から 虛必坦 
おで やつて ちれば、 賭けて 敗け 
- て も ロが く U い譯 さ。 

をが 廣お でも 見 給へ、 競を 
する のは 馬 だが、 見物人は をの 
i おの 勝敗 じ 賭け るんだ からな、 

_ こ b やスポ ーッぢ やない 0 

不破 ゴルフの おけて- 體ど 
の 位：：* おを です か。 

宮 崎ょ ア 僕達のは サ五仙 位 
一の ものです な、 而 かしこれ も释 
i 度は あち 主 せんょ。 

を 村 アメ y 力 人ぢや 何んで 
も ある 訴敲 事を ゴグフ •リンク 
でが 巧した ごい ふ 話が をる。 
i 水 谷 要は クリ ー ン カットの 
; スポ— ブを樂 しわ i じある ご 思 
ふ、 而 かし 競技に 瞧 事が 伴 ふご 
鬼 角 巧なくなる 0 

答が で う もこの タボ ー ッご 
.は 巧んで あるか どい ふ 定義を 下 
す こどは 非常な 難問題 だね。 

國際 的への 進出 ■ 

: み 破 H 本で 固 際 的に 進 おす 
るこどが化ホるスポ]ブは、 將 
來 でんな もの か 知ら。 

鉛 木閔瞭 ォリン ビックの が 
'馈 から 巧けば 水泳、 トラ クク等 
- でし やうな 0 

i 谷が 庭 珠は旣 じ 巧て 居 るん 
I だが、 ゴグブ もい i だら， _っ0 
一を 崎を の殖 ゎ、 ロ 本には お 
一 金が あら、 暇が あつて 充か アマ 
チ ユアと して 將巧立 破に 遣つ て 
I 巧け る 人が をい から、 有望で し 
一 やう。 

i をが をれ じ ゴグフ じは 比敎 
j 的 じ年齡 ごい ふ V ンデキ ヤップ 
が 少ない からね、 この か アま规 
球 も隨か 盛んにな つたから これ 
も巧堪 だら う。 

鈴 木 早大は 岛 じを 洲へ 遠征 
; しました が、 將ホ 英齒へ 涅征す 
I る やう 4:* 憐會も 多いだら う。 
j み 村し かし 何も 固 巧 的 どい 
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歴史 じ肯 てなない、 

恐ろ し い 巧巧プ ー ム が ゥ ォ ー 八 
巧に 叟 ホした、 この 株 ま ブーム 
がごれ 巧 投憐の 影響を 受けて お 
たか、 をれ がが 巧の 基礎 じ 度 ぼ 
したお蠻は.5ん^^ものであつた 
か、 をれ はを 代め おを 家の お 化 
•し 何ん とで も 映 中る で わらぅ •か 
齡くあ 昭和 己年、 特に かかの 大 
統領 選が 贼お來 、ゥォ ー 火衔じ 
現れむ 株を ブーム は、 ある 寬ホ 
じめ ける T メ y 々の 財を ぞ 命を 
ゆぶ 第 一 蟹で あつたか も 知れな 
い、 これを おが 大巧ち 時の 所謂 
f 戰爭 巧嫁ブ ー ム』 nl 化-六 
n 1 九 一と 年 N 『ィンフレ 1 シ 
。-ン •ブ 1 ム』 ZZ 一九 一九；：： ： 1 
凡 ニ 0 年 n じ 比較 すれば、 がが 
のプ I ムは 正に 

… 雲泥 の 差が ある 0 で 

も 素晴らしい 『フ t ゲァ ー •ブ 
1 ム』 では あつた* この ブーム 
に 化つ て ゥォ！ ^ 巧 じ 於る 逊去 _ 
の 幾を の 記録は 一激 された、 邸 
ち 昨年 中の 巧を 取引所の 椅子 賣 
買 最低 巧は 甘 九 巧 弗で あつたが 
プーム あ 中には 五十 お 万 お 千 弗 
じな つて 一千ち 人の 會 員を 持つ 
巧 まか 引 所の 評 傾は 六 僚 S 千 ニ 
巧 置 十で 巧 じな つた、 更らじ 昨 
年 十一 巧の 株 ま お ホ 高は 一億が 
を 突破し 一 H のな 引 平均は 五 百 
巧巧强 V .、 いふ 歷 をを 曾 有の ち數 
.じ 達する か、！ 日 じ 八ち 十八 辖 
の異 つな 巧が 取を はれ、 银 わの 
仲買人 貸附も 自然' 五十 億 巧 どい 
ふこむ 亦 膝を ホ 曾ち の 巨額 じ 達 
- し、 が 補に 畢 ，々こする 優秀な 

^ 化 表 巧が 二倍、 一二 倍 

四 倍 ごい ふ 天 ホから ずの 奔騰を 
'來 して 確々 U 方面ょ b して 記憶 
，すべき 幾を の 記 錄を殘 した、 勿 
I 論 この 化 親 的な 株を ホ 摸の こど 
であら、 お Af 化 人の 想像の 上 
.じ 儲け わ 人な 決して 勘くない、 
特に ラ* テォ、 發聲活 勘寫眞 の. ヮ 
1 ナ！ 兄弟、 どネ ラグ •モ I タ 
I ス 、クラ キス ラ！、^ ツカ！ 

_ ド、 お 子 ラ 八 m 氣會社 等の 株 だ 
; けで なで 弗位储 けた 者け ざら じ 
一一' るる ごい ム から 驚く、 勿訟 いづ 
'.化の 株 じ も 昨々 はブ ー グが あつ 
一て ホる 巧の 背後に 銀 巧 やか 買 人 
I ちくは をの 聯 をした 一路が 採を 
- 操つ て 居る のは 事實 であるが、 
.ゥォ ー グ巧全 巧を 動かす ものは 
;恃 巧な 巧を 背後から 操る 大プ I 
< 劇の 力で ある、 化 年 株式を の 
颠 王ど稱 せられた デ 

In シ •ホヮ キトは！； 株は 上る 
i ものに 非ら ホ、 お上げられ るら 
- ので ある』 ど 云つ て 居る のは 眞 
.じ 至 富で、 今 曰 クォー, 衔じ活 
躍して 居る お 進の 大株 成を け シ 

: カコの ァ' — サー •カブ テン ご ホ 

，ぶ、 一寸見れば 小學 校の お 員 ご 
ーいつたやぅむ巧、 政がの手：^,延 
びる までは 大 がの 巿 撰を 操つ て 
居た 巧 だ、 資 をは 豊富、 巧 巧 胸 
は 人一倍、 投磯じ 深い 經驗 がを 
る £ いふ S 拍子 揃つな おおの 人 
物で 一躍 巿瑞 のを 物 V 」。 つた モ 
ントゴ メリ • ブー ドを 始め どし 
: て ユーで マ •鍋鐵 、ゥェス ブン 
グ八 ウス、 ボ 1 ^ ドウ キン •ロ 

コモ ー チゲ 等の 俊 華な 巧を 常 じ 
吊上げて ちる だ、 唯の 器で ない 
一 化は 常にが 巧 員 やが 計 ホを 替腳 


して 化が 手を 染めん ごず る 巧を 
化づ巧 兜して 居る か、 が じ會社 
のを 役迎ピ 紐んで、 

かを 甫 とげ これを 綺 

鹿 さつ ぱ b ごみ 配 するどい つた 
風 じ、 をの 遣 ホが ぃかじ も智的 
な だけ じ 彼の 一を 一 動は 常 じ 市 
撫の神 經をま おする こど、 恰か 

も ニュ 3*1 ク じがる ゥキ リアム 
デュラント、 デト n キトの フキ 
ッ シャ！ ズ 兄弟 ど 巧に 正 じゥォ 
1 八 街を ま おず る S 飛將 軍で、 
ァメリヵの 產業戰 術 上 最も 重要 
な ± 地じ巢 を晦ム 彼等は、 常に 
この 根據 地から 號 かを 下して、 
ゥォ！ 八 街じ鬧 つて 居る のでを 
る、 ゥ ォーグ 街の ブ！ ムも 結局 
これ 等の 一二 お 軍 乃至を の 幕下 じ 
參 やる ゥォー が 巧の 所謂 ビブ グ 
テンが 先づ 煙幕を 張る 誘で、 化 
黃 をと 神 銘の戦 ひの 摸に 少な か 
ら 0 貯をを フキ じして 青息 化 息 
を 吐き、 巧 弗の 小金を 一巧 弗 じ 
して 喜んだら 悲しんだ ちして 居 
る譯 だが、 一 互 煙が 消‘ ロた 跡 じ 
巧ら 快必の 笑みを 漂は して 居る 
のは ぞくの 瘍合 これ 等の ど ッグ 
ブンで わる' さて 

……： 昨年 の 巧 ま ブ—ム を 
見る じ大體 じがて S 巧-し をれ て 
雇る、 郞ち窓 一巧は 春の ブ ー ム 
で 一二 片十 H から 五 巧 十二 H じ 直 
ら ホち 二十 ポ キン ッ强 め 上騰を 


nn 星 しい 株を 買 上げ 

秋の 取引を じ 入 b 先 づプ！ ムの 
一矢を あつた こごが 選擧 じで か 
b ご摄 的を がを した 形と なつて 
居る が、 をの 爲 めじ 株を 市 摸が 
今や 一 蹲して 化 引の バロ ィ ー タ 
- じな つたわの 觀を呈 して 居る 
卽も 株式の ブーム じな 巧して 取 
引を のバ 。メ —タ！ である 铜鐵 
贫社も 漸次 巧氣を 巧び、 自巧車 
のをを は從 巧の 記錄を 一就す る 
し、 外國 からは 挪の 註文が 殺 倒 
して ホて 値段は 上騰を 來す 、鐵 
道の 貨物 運 轉は增 す、 题お 註文 
や 連鎖店が 化 日 昇天の 勢で 膨脹 
する VJ いつた 風 じ、 いづれ の 取 
引 巧 も活氣 横溢し こ i じブ！ ム 
の 空が をく 晴れ 直っ たのは 實じ 
モ 九な サ八 年の 記憶すべき ブ ー 

ム であつ て、 この 

… …： 兩者 は恰 かも 車の 兩 
輪の 如 （動いて 居 5 譯で をる、 
化て 十二 巧 中旬から 歲末 金融で 
コ^ — かボ瘍 かを ホが 上騰して ホ 
I '- まは 一齊じ F 落した もの；、 こ 
れは ホンの 一時的 反動で、 銀行 
家は 五十 億萊を 突破し わ 忡貿貸 
辭じ警 巧し、 幾多の 産業 家は 巧 
式か不 旨 然な 値の 吊上げ じ對し 
て随 かご 譬吿 して 居る が、 假を 
に々 後 ごても-時の 反動を まけ 
たら、 巧 値 じ 幾タみ 載搖が ある 
ゴ しても、 常に 高い 水 や 線を 目 


ボ なじが パる 活躍で、 十二月 中 
旬の コ ー 八 巧 場を 利窝 のかき 正 
じこの 一例で 爲替 相場 にがては 
ゎが おを 銀 巧の ごごき 隨 みと 活 
動した 様子で ぁる、 第 六は 數タ 
い ゥォ； 八衙の 株の 中で もゼネ 
ラ术 •モ タ 1 ス 、ラ テオ、 ク 
ラキ スラ ー をの 他の ものが 著し 
い 時惜の 進展を 示す じ 至つ たこ 
どが 特に 世人の 注目を 患いた 丈 
け じこれ に氣を 釣られて、 一般 
人の 株に 掛 する 巧 ホを ちした こ 
どで あら、 齋 とは 

巧 弓に 對 する 媒まプ 

— かの 發 達で ぁつて をの 種類 も 
今やな 餘を算 する じ まも、 これ 
等の ブ ー かは 舊ホ化 人が 熟知し 
て 居た がの みならず、 前記した 
カッテン 氏の 如く 常に 最新の 智 
識を應 用して 新ら しい 巧 じ對す 
る 研究を 怠らず、 直つ これ じ對 
する プ ー グを 組織して 居る ので 
一般 被 人 もまん じて 株を 取 あ ふ 
こご じ つじ どい ふこ ご、 卽 
株 まみ 民 ホ 化で ぁって、 第 八 じ 
I 般化 人を 必理 を徽 妙に ま 配し， 
たものは、 この 株式 ブ！ ムじ巧 
って 所謂 株が 金が 輩 おず るに 至 
つたこ ど、 郞も ゥォ！ か 街 仲買 
人の 電話を 換 手が 一躍して 巧 巧 
長者に なつた ミ か、 メッセン デ 
ャ ！® ボ ー キが幾 巧 かのを を 酒 
ん だと かいふ 話で • 



革命 か 進化の 一階 程 か 

■ • • : • : - ' V- 

ウ 言！ 瓜衔 の景氣 


一一 一期に 直る ブ！ 厶 回‘ 


示し じが これが 六 g じ 入つ て ど 
んど 下落して 十と ポ キン ッも降 
ち、 をれ から 夏は 倦息氣 ホで 過 
ごした が 愈々 秋に 入る ど 取引 季 
節を 前 じ 諸 巧 だ漸み 上騰 氣ホご 
なら 八 巧 十八 H じは 正にを め絕 
頂 じ 巧つ た、 を 巧が 選擧 年で ぁ 
る じら 駆らす 别 にお 煤には 些し 
た影響も^^(をじ選をご^ら、 

フ ー. ダァ！ 巧の 當選ど 共に 一日 
の 株式 取引 五な 方から ホな 万 巧 
が普述 ごなら、 天井から やじ 五 
十ポ キン ッも 上强を するどい ふ 
お 鹿 揉氣を をんだ ものでぁる、 
をの 

....... 經 過を 見る じ 左の 如 

きもので わる 〔を 一則は S 巧 十 
日よ b おち 十二 0、 第二 期は 五 
巧 十 化 H よわと 片廿 一二 日、 第 S 
巧は 八 巧 十八 日よ b 十一 


差して 居る どい ふこ どは 巧 わ こ 
ごのお ホない 現象で わらぅ、 を 
れ じしても 一時的で-わつ などし 
て も 巧 （未 曾ち なみま ブ！ ムを 
呼んだ 力は 柯 もので あるか、 ご 
いふ 疑問 じ 就て は デ メ 9 力の 

繁榮 をめ ものが 然ら 

しめたを は 勿論で あるが、 諸ち 
巧 乂± の 意見を 綜合す るに、 黨 
一は 何ん と 云 つても 國內を 業 巧 
び 商業の 健を なる 發 達に 依る プ 
0 スぺ リナ！ で これが 景氣の 波. 
を 煽つ て 居る が、 フ ー グァー 巧 
の 大統領 當選 はか 界の信 賴を博 
した ク ー リッ デを の 政策を 繼承 
する ものである と共に、 をら じ 
を ホ 素め 力量 じ 照らして 國 巧、 
國巧共 じ、 よを 充實 した 進 ホを 
ホす ごい ふ國 ほの 確信が 第二、 
月廿四 I 窠 S は 証券の 民 ホ 普及が 歐洲大 




日、 增贼ず 均は 五十 巧を 標準 ど 

しじる もの^ 

第一 巧 一九々 ■こ 立 九 •0 化よ 
株 憤 平均 〔增〕 ニ 0 •六 化 
第二 期 100 * 化よ 九 •化 八 六 
株 谐毕巧 C 厭〕 I と •六 一二 
第 云 期 一二 so •八 四 八 •八 0 五 
株 谱ホ巧 〔お〕 一二 五 •0 九 
株式 巧が 巧 （活 氣を呈 する じ ま 
つたこ ごは、 一 お 巧 券 や 証' 錄類 
の 民衆化を ホ證 する ものである 
が、 今回の プ—ム は 旣じ早 （夏 
はれの 頃から ビッグ •テン •かな 
目して 眷 々ど 


戰後 益々 著しく K つたこ ご i 、 
株に 對 する 國 はの 智識 普 反で 今 
では 誰も 彼 も 株の 一つは 持たぅ 
ごい ふ 化の 中 じな つたこ V 」、 第 
四は ニユ ョーク 株ま巿 摸の 近 化 
的 設備 特に 諸 極の 報道に 關 する 

電化が 忽も 眼が じ 現 

はれて を アメリヵ じ 向つ ての が 
ま 相場ん 下が 刻一刻、 眞じ速 か 
じ裙 道され 柯時じ 通 稱ム！ ゲキ 
1 チ ツカ] じ 化 6 仲買人； 悅か 
も 巧 煤 じある ど 等しい 巧 宣を巧 
てゐ るを、 第五は イ ■ザ リス、 フラ 
ンス 、ド キッ等 どい ふ 外 國游の 


現じ ホブ^ •ビグ ト 

モアの ヘッド •ゥ で タ ！ が 顧を 
の觀 めで 巧を 買 ひ 遂にな 巧 長を 
じな つて ョ ー 。 ッ パじ歸 省した 
どい ふ 話 も わるし、 ゥオ！ が 街 
の 仲買人 事務所 じは 最化 『婦人 
を ま』 が ぉ ホて、 婦人の 顧客 じ 
備 へて 居る とい ふの も、 をる 意 
ホに 於て は 一般人、 むの 投機的 傾 
がを 語る 社 會的繫 風を 惹起ず る 
化 因で あるか も 知れ U いが、 半 
商 じがて はプ 。ス ペリ テ！ のア 
> リヵを 最も 露骨に 物語つ たも 
の VJ 云は なければ ならぬ、 これ 
を 過 まの 歷史じ 照して 一日の 取 
引 採 二百 万 巧 じ 驚嘆 しれ 時化を 
回顧す るなら ば、 昨春に まらて 
これが 四百 万 株 £ なら、 更に 五 
百 巧 巧、 六な 方 株が 放て 珍 ごす 
るに 思らない 時化に 乂 つた 今 H 
どして、 巧るべき 千 九 百 甘 化 年 
度 じがて 一日 一千で 採の 取引が 
當然 である どい ふやぅな 日が お 
ら 中生れ て ホる じ 相違ない、 而 
かも これが 巧して 

:…… 夢て i ;* いこ ミは 昨年 
のゥォ ！ 八 巧 かこれ を 証明し X 
ゐ る、 がら ばアメ 9 々の 財界を 
支配す るゥォ — k 巧は 果してが 
的 革命の 第一 ホ じ 踏 出した もの 
であるか、 をれ お-これは 單リ 
る 進化の 一遇 程で あらう か、 巧 
るべき 千 化な 廿化 年は これを 巧 
すべき 串では あるまい か。 
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謹賀新年 
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ヵ景氣 の將來 U? 

貴下は どんな タ イブの 女が がさ か 
最近 讀 まれた 興味を る 書籍 類な ど 

り.'- 本社よりの 質問に 對 ずる 各 氏 
さま ざ i の 感想 一 ホ 〔順序不同 > 


繁榮の 世界的 普及 

大 倉が 支 巧 長 

石 巧 お ま 

一 槪巧的 じ ホ 年に がける 米 
囲の 景氣が 1 いど 斷 ホる のはを 
易な をで ある 指で 實 はがら や。 
歐洲 、まが 乃至 巧 米の 經巧界 お 
何に 反映ず るの が當 がで ある ご 
考 へる。 

ニ 中肉中背 じて 愛嬌 ある 婦 
人を 巧む。 がて がが の 菜 人 ど 言 
はない。 

S 巧ホ讀 書に 化 b ど b ホて 
ていふ 印象を 受けた こごがない 

興味深い 外を 眞相 

朝が 銀 巧 支店長 
冷 ホ 田淸 

一 歐洲に 事變勃 後せ ざ 也 限 
b 巧 致氣繼 おず ご 思 ふ。 

一二が I ニ大 かを の眞接 

法博 信 夫 搜ホ氏 著 
巧な 及び 時 色 HH 吳词盟 H 露 
雜か條 み 稀 結の 經緯 、並に 結 未 
じ まる 所謂 r 眞 お」 を 評を したる 
もの" 著を がが 務省關 係の人 だ 
け じが 巧の 寃集じ 於て 從 巧の 斯 
の 補の 書物 ど大に 選を 異にす。 

小 松 線た 著 「かを 秘話」 等 も 非常 
じが 託 ある も 多く 巧 ホ 本位なる 
じたし 丰嘗 は當時 秘密 ごして を 
銷 せられ ざ もし 文書を が 巧 ど t 
る ホけ じ 輿 化 も あら 且つ 學閱的 
巧 お あ 6。 义章 字句 亦 洗練され 
居れり。 巧 威 N 小が 侯 ど 云 ふ 一 
化の 偉人 あら ねれば こを 明を か 
をは あれ 丈け の 成 裝を收 め 得た 
b ど お ふ。 教 まみを が 喧しき 際 
特に 小 お 侯の 如き 偉大なる 人を 
の お 現を ホ ひ ホ （ども 外を を內 
なじ 利用す るが 如き 事な きを 學 
むのを 禁中る 能は ず。 


|_ づ大体を通じ巧巧を繼縷するミ 
巧を^^*ぃごおびます、 一体ホ圃 
は 之れ から ドン {を 達して 巧 
(固です から 柯事じ 關らホ 常に 
樂觀的 計 蕾の 下 じ 進む 方が 悲觀 
おがま 表ょ らも 勝を 制する もの 
f 考 へます。 

ニ 東洋 実 人ょ b も 西洋 美人 
の ホが 巧き でず、 之 « 上申して 
らお 育が 報 社で 世話を して 下さ 
る講 でも あを ますまい から 止め 
ますが をは プ P ン ドの ホが 巧き 
です ロ 

一二 化 頃は か あ 會ゃ大 磯 祝賀 
會に關 係して 忙し かつ だから 餘 
5 讀書 t る 暇 も あちません でし 
たがし 選 擧前じ ケント ごる ふん 
のぞ 呈 をを |1を ミ VI 云 ふ 本 丈は 面 
白 （讀 みました。 


渡しても 一 おにが 遵 である。 

二輪 廓み ご！ みつて 正し 
所謂 玉子に 目鼻の 瓜實 がは 頓ご 
>む を惹 かれ 《。 巧の、 むじ アツ ピ 
1 グ する 愛く るし さがない から 
である。 なの 也 じ アツ ピ！ 八す 
る _ ものは、 おは 愛し 得る。 巧し 
得る ものは、 をのす きな 美人の 
タィプで ある。 

I ニ フランツ •ボア 氏の 近著 
『アン ソロ お タ ジ— •アンド •モ 

ダン •ラィフ』 を讀ん だ。 人禪 
問題 や 移民 閱 題を お b 扱つ てゐ 
るが、 アメリカの やぅな、 タ 
の 人 補の 雜 住して 居る 國を 知る 

じは、 まれに るるな 書 だ ご 思つ 
ミ 0 


株景氣 がい； 限り 

江 か コム パ ニー ま 配 人 

廣 島を 
一 巧の 巧 况が續 < 限 6 は、 
致氣は 惡く變 るまい。 けれどら 
この 株 ごい ふ ものは A 氣で動 < 
もので わるから、 豫想 外な こご 

じ ；：>ら0 ども 限らの。 かう 

ちへ る ど ホ 巧の こどな で 巧ち つ 
J ない。 をめ 巧ら' 拍こ VJ は 恐ら 
<黃 い 嘴 もが 千 山 千 も 同じで あ 

，っ 0 

ニ 美人み 息 化から してが 然 
し U いが、 眞じ 好き。 タィプ 
て をげ る こども ホ ホ «。 -ホ 
W 國醫 しを しで & る ものは 婦人 
じ おして 二足 S 文。 こごを いふ 
ので ある。 

一二 一の 問題が、 はつき 6が 
る やう U ら 今時き 讀蕾 する 暇 も 
。い 位、 損を せぬ やう じど 藻搔 
て 居ら 田。 

ブロンドが 巧で ず 

一二 裘巧事 ま 店長 
風巧武 I ニ郞 
一 ホ 年， 米國の 致氣け 季節 
じ 化 b 一般的が 長は あつても 先 


『忠孝』 で 一貫ず る 

巧を 名 會社ミ 巧 長 

黛を 良 

一 米國 では 「スホ^ — ト」 が 時 
時 「ビジネス」 である 棲 じ 「ビジ 
ネス j か 「ス ホ* — ト」 であら ま 

す。 を 儲げ が 最終の 目的 ミ 申す 
ょら、 事業 其 ものが 企棠 家のを 
生命で ある 巧 じ繁榮 のを 礎が 橫 
つて 居る 樣に 認められます。 シ 
で 見る ご 次の 「ゼネ レ 1 シヨ ン」 

が 文化の 巧を 保守の 城壁に 揭げ 
る 時が 嵩 氣の落 目になる のでは 
ないで せぅ か。 

一 孫が 澤山 ある あが 美人の 
「タィプ」 を 論す る 資格は あらま 
せん. か、- 然し 很 お前の 男の子が 
1 A も 居 9 ますから、 若し 彼等 
の 理想が 化の 父 ど同樣 ごすれば 
大体ぶ の 如きを 撰擇 するな らん 
VI あ ひます。 

一、 中肉 中 ホ じして 强健 かも 
の (を 貌十乂 ホ) 

一、 家庭 敎 育に 重きを 巧 かれ 
て敎 養され たもので 敎 育の 
余ら 窝 きは 質み ません 
一、 常識 じ當 みたる を 專一ど 
ず 

一二 梟を 讀 みたる 本で 格が 威 
じたる ものは あらま せんが、 私 
は 常に 「忠孝」 の 二道を モットー 
して 居らます から、 是 じ顆聯 
した 讀 物は 大いに あ迎 します。 

中 じ も 通俗 ご 申す かもしれ ませ 
んが ホ 穂な ± の 傅 記の 如きは 大 
巧き です、 なは を じがき まして 
S 大 節は 申 可まで もな （、巧 家 
み慶爭 及び 其 化の 場を じを 忠 ホ 
の 軸物を がの 間 じあけ ま レて 必 
身の 精練 じ 巧め て 居らまず。 

まだ 門口 位の 程度 
巧が 証券 支店長 
高 垣 五一 
一 ァィリ 力は 好 铁氣の 巧 ロ 
に 入つ たばからで、 これから 益 
益ょ く らぅ。 最近 (十二月 上 
巧) 株式は 買 はれ 過ぎて、 まく 
はなつ たが、 之れ はす 景氣の 前 I 
徵 でも 巧んでも ない。 一つの 
ア イシ ヨンで ある。 を 業 巧を 見 I 


體を 体の 整った 女 

副領事 

る井康 
! 巧處を をても、 柯 ホを 向い 
て も 弱 ホが U い、 當お榮 ぇて 巧 
< ものと 思 ふゥ. 

ニ 瞳に ながの ある もの、 體 
を 体の 整っ たもの。 

一二 ジ I ダフ リ！ ドの 『アメ 
リカ •力 ムス •オプ •で— デ』 

を 半を ばか 6 讀ん だ。 アメ ブ 力 
のを 体を 窺 ふじは、 ごても よい 
もの だ ご、 開を 半に して、 早く 
もさう 银せ させられた。 


.我輩より 小さい 女 
が育總 領事 化理 領事 
內山淸 
一 益々 繁 をし よせう。 

ニ 第一に 我輩よ b 背め 高く 
ない こご。 をの 他は 吾輩の タィ 
プ V 一反 教 である こごが 條件 だ。 
『顔は 顔、 潜せ て 居ない こご』 
I これは 我輩 ホ じが At , なの だ 

一二 《 — ド •ブラィスの 『ィ 
ンタ —すシ 3 ナ火 •リンー. シヨ 

ン』 £ いふ 本を 讀ん だ。 この 本 
は、 齋藤總 領事に、 讀んで 見よ 
ご 云 ぶれてから 久し いらの-だが 
やつ ごな し 崩しに 讀み 上げた。 
外を 官の 經驗を 書いだ もので、 
まあ 巧々 外を 官じ 取つ ては 必得 
書で あゎ、 敎巧 書見た やうな も 
の だ。 要する じ 外交官は、 うを 
を 云つ てはい か 3、 眞寶 でな け 
れ ばなら ぬど戒 しめて ゐる 0 1 
番難 かしい こごは 新聞の 操縦で 
ある ど 述べて なる。 を 益 だつ た 


が、 株の ホ も 相當の 高い おを 保 
もつ、、 ホ 業 おも 好 致氣じ 向つ 
て 巧 かう。 

ニ 繪じ描 いねやうな 別 壌 さ 
ん でな （て、 を搔の あるの がょ 
い。 例へ ば、 何 あかと 品で 演ど 
して 曽 しがたい 中 じ も 微笑が 浮 
いて ゐる £ い ふやうな …… 

一二 ィン ゲぶ スト メン トじ關 
した もの 0 T メジ 力の プロス 
タチー に關 した ものを 讀 んでゐ 
るが、 自 をの 智識ぶ ふやす ため 
の もので をつ て、 I 围 後の 感想‘ 
ない 0 


保護 關稅 じ一不 を' 

御木本 眞巧紐 育 支 巧 長 
おな 壽 S 
- 一般的に 見た ホ國 の貴氣 
け惡 いこ ごは ない VJ 想像し 得ら 
れ やぅ、 唯掛 日本 貿易の 上では 
i ゲァー 巧の キ 張は 强硬 な- 
お 護 駒 お 政策の 實現 じあ b はせ 
のが、 隨 つて 日本 商品の 輸入 閥 
稅が 一層 高められて 巿 場から 驅 
逐さ H る 憂は ないか ど 云 ふ 点が 
氣じ 掛かる が、 われ 養殖 
眞珠 は是れ から 漸 やく 地盤を 開 
おして 往 かぅ どしつ i ある 際で 
本年め な 引 高を 某 礎 ごして 明年 
を觀測 するど 商况 はぶず 良好な 
らむ £ 感知 せらる ので ある' 

ニ 美人 じ も 色々 異 つわタ 
プが ある おわれ/、 の國 粹ホ義 
者 ごして は 一言 じして 盡せや 近 
化 的の 理解を 持つ てゐる 豊國の 
描いた 美人が よい ど 云 ふよを 外 
は あるまい。 

ニ一 盡く 書を 信せば 書な きじ 
如かず ど 古人は 道破して ゐ るが 
近巧讀 書の 機會じ 乏しい ので 巧 
じ算 へる が 巧を 有して ゐ ない。 


が 巧の 好 化に 併行 

化 友 銀 巧 支店長 
東義 一 
一 嵩 氣は續 くもの £考 へら 

れる0 ブ ロ|ヵ1ス* ロ^ンが 

恋々 殖ぇて ホた ピ思 つた 矢先、 
水曜 (十二月み 日) から ± 曜日 迄 
は 惡< なつて 化た。 之れ は即も 
『自然の アデ 卞 スト』 である。 こ 
いふ ことを 繰 b 退し 繰ら 返し 
て、 本當 のを もつ き 場所を 得る 
もの ど 思 ふ。 景氣 のょ い S いふ 
こど ご、 を规 がぅ ま / 〜 /け ど k 
ふことは、 必中し も 一を はせ ぬ 


注目 じ 値する 今年 
巧 二十を を 

一 いかじ r メ 9 力の 繁榮が 
でる らい もの じしても、 大 資本 
のみが 集注を 同し、 巧貨庙 、連 
鑽巧 をの 他の 大屋 販賣 が發 達し 
て購賣 階級が これに 喜んで ゐる 
どしても、 中を 階級 程度の 人達 
特に 小賣店 等が これ じ壓 されて 
巧 < なれば、 この 階級 者を 全然 
攝 して T はない 限ら アメリカ 
の繁 榮は徹 おしない かも 知れ ま 
せん。 不自然ご考へてもい？位 
に 膨脹して ゐ るゥォ ー ^ 街の 景 
氣 じ勒抗 して、 アメリカの 財界 
が 革命の 急進的な 狀 態に 直面す 
るか、 新ら しい 進化の 一 ホ 程 じ 
入る か、 をれ 共大 資本を 盛の 時 
巧に 移る か、 千 化 百 二十 九 年は 
確か じみ もめで しやぅ。 

ニ 別 じな し。 

一二 黄色 新聞 王' J ) スト 傅を 

W めます。 

聖わ歲 玉 

□新 井頒 一郎 巧へ 
□が 井 巧 固 氏へ 

巧 云 位 運 云 等 (を 通) 

□草 信 竹 治を へ 

紐 育日會 養老 年を】 お 
□奥が 正太郞 氏へ 

邀 砲玉ブ グーフ •ゲ ー タ 
1 1 足 (但し ゴグフ 9 ン 
ク 用) 

□自ネ 銀行 監督 役 武井埋 H が 
氏へ 

自動車 操縦 自在 術一册 


謹 賞 新年 


昭か四 年 一月 一 n 
タ 田が 店 

多 巧 恒巧 

紐 育 ホ 西 八 下目 I 二十を 


謹 賞 新年 

昭か四 年 一月 一日 

靑 柳 


靑 

が 


蘭. 

柳 嘉 
豆 巧 


が 

征 


謹贊 新年 

當巧事 今度 左記 ノ巧 ニ移轉 一般 H 本 雜貨陶 被 器 
類ノお 輸入 業 開始 仕 候 間 何を ノ御あ 顔 奉 願 上 お 

F.. D •商會 

兒玉 嘉四郞 
布施 貴吉 

ハ アリ— •ビ— •ロ— ゴ— 

Fed ミ aied Distiribu ミ rs unp 

35 W . 23 i*d St こ Neg York 
Tel . Gramercy 冀磊 -07 


謹 賞 新年 

昭か四 年， 一巧】 日 

•本 間 器次廊 


謹賀新年. 

昭 巧 四を 一月 一日 

鎌賊 野. 崎 商店 


謹賀新年 


昭和 巧 年 一 巧™ H 


奈良 貿易商 會 

■紐 育巿 第五 街ち 五十一を 


謹賀新年 


昭和 旧年 一巧 一日 


株式 會社 

巧 木 桃 ザ 組 


謹 賞 新年 

昭和 四 年 一巧 一 H 

福 


福 鸣 巧を 


謹贊 新年 


昭お四 年 一巧 一日 

ラム プ 及び シルク シエー ド 

製造元 卸賣 手 塚廊會 


謹 賞 新年 

.昭和 曲 年 一巧 ) H 

W ロ 


商 會 


謹賀新年 

.昭和 四 年 一巧 一 


株式 會社 

.瑚 を 


商會 


謹贊 新年 

鎌 巧商會 


鎌 田-藤よ 


謹賀新年. 

昭巧四 年 一巧 一日 


謹賀新年 




マイ n」 商社 

まが 石 見 重 一二 郞 


懸 I 機鑽 商店 

紐育巿 東げ 二十 五 T 目 二十 四番 


議贊 新年 

昭か 四. 年 一月 ニ 


謹贊 新年 

眼鏡 檢を師 

F . 1 . FVe < i ミ icw 0 〇. 


118 互 ST 呈 h ST 贾 T , , 吉去養 三 云 


香 巧 龍 雄 


謹賀新年 


昭巧四 年 一月 


日本 パけ？： 痛會 


謹贊 新年 


昭和 四 年 一月 一日 


太洋 貿易 株式 會社 


謹賀新年 


昭か四 年 一巧 一日 


春 巧廟會 

巧 巧 i 五 お 百 四， 十- 番 


謹贊 新年 

稅關 事務 取扱 

麵量广 B 謹 & 毎 言皇 y , 夏. 


ニ呈夏 DWAY _ NEW さ黃 


謹 賞 新年 

昭和 四 年 一月 一日 

鈴 江匡輔 

ブロ— ドウ ェ—ニ I ニ 0 ニ 


謹 賞 新年 

昭和 四 年 一巧 一日 

福 ロ 啓商會 


謹贊 新年 

稅關 事務 取扱 

F. Murray 至 ill CP 、 Inp 


29 呈 0 吉 WAV , 舌 至 SRK 


謹 賞 新年 

昭和 四 年-巧】 日 

五味 商會 


謹 賞 新年 


昭和 四 年】 月 


株式 會社 

おを 屋製鶴 所 I 支な 


謹賀新年 


昭和 四. 年 一月 


ホ元ブ I フ ザー ス 

巧 貴 お 東 十 セ T 目 十 セを 


Luncheon- Afternoon Tea-Dinner 


The 技 ！ _ue Plate 
Tea Room 

77 W が t が化 S なが t 

Toku Ishii, Proprietor 


お 

ホ 

德 

長 


講 

贊 

新 

年 


uamty thmgs to eat: at: な actively 
servea in an artistic dining room. 



謹賀新年 
村 上武平 


謹賀新年 
鈴 木 孝五廊 


謹賀新年 
鴨# 久 

全 かめ 

謹賀新年. 

實業之 世を ま 社 
海み 之 日本 ま 社 

謹贊 新年 
藤 島 鹽治廊 


謹 賞 新年 ‘ 

ベイ 3 A 

海 藤. 富藏 




謹賀新年 

昭和 四 年 一巧 一 H 

ミヤ 廊會 


謹贊 新年 

昭和 四 年 一巧 一 H 

元 尾 商事 株式 會社 

謹賀新年 

昭巧四 年 一巧 一日 

紐脊 柔道 俱樂部 
川る 酒 遣 之が 


謹賀新年 

バィ ロット 萬 年 筆本舖 

譜並 木製が 所 

觀脊班 張 所 


昭謹 

岂贊 

粒 這 

下 H 

き 藍 
趣 

賞 

同 管 新 

年 

ガ野 

1 

さお 

昭谴 

和禮 
四 貝 

角！ 年 
巧 日 

« ^詞謹 

S y ん 
年 申で 

S ^ 上 新 
; 'け 年 
トぉ まの 

ず 御 
視 

昭謹 

晉置贊 

主 年 新 
中 三年 
が H 

昭謹 

富賀 

川 苗 

村 H 

昭逸 

置贊 
ド 壬 新 

園 巧が 
部； 平 

が 

山 

蘭 

會 

m 

昭趣 

巧 み a 

四 貝 

監三新 
序 3年 

円 

璧 

1 

ヴ 

ル あ 

柳 

乙 

吾 

榮 

齋 

1 

ド 川 

が 

環 

苗 

藏 

Hht 

ロ 


V な 


謹賀新年- I 

昭和 四 年 一 H 1 H ; 

神 榮生ホ 株式 會赴 
紐 育 お 張 所 I 


昭謹 

置贊 

ホ; 溫 

星 曰 

美 

齡 

昭謹 

S 贊 

年毎に 

桑 — こ； 
山 H 

仙 

昭謹 
ホ 四 賞 

瀬 違 

曰 

川 

昭謹 

四 

S ぉ; 新 

木; 年 

を 

昭謹 

巧 職 

四 写 

な 

輔ニ新 
岡！ が 

巧 H 

猪 

太 

郞 

昭謹 

' 0 賀 

； 新 
池； 年 

:寫 

管 

m 

ホ 

3fc ： 

淳興 

儀纔 

— - . — ..一. — — ' — .一.-. - — - ~ 




謹賀新年 

昭か四 年 一巧 一日 

靑木願 


謹賀新年 

昭和 巧 年 一巧 一日 . 

謹贊 新年 

小阪忠 '之輔 

謹 賞 新年 

岸爲 次— 廊 

た 






a 



年 


A tmi 

5 ニぃ 

度 



焚 


巧が プラザー ス 


村 井 巧 固 
化 ホ 延之助 
中 山 ま 夫 


涵島 一二 五 


宮 かち 之 巧 
歸朝中 巧 氣忠雄 
巧 間 之 巧 
富 田 浦 一二郎 
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ト if 

佐々 木 指 巧 


もう 今では 柬巧 も、 漢字で 書 
いじ 『をを』 ご 云 ふ 字で け、 を 
の.‘ む 持 もの あら はれない 都會に 
;;^つてしょつてゐる0『ト ーキ 3 
—』 ど、 ホ假 をで 蓄 いて 一を、 
まさに、 はは ァ なる 程。 ご、 を 
^ おの ゆ （都 會 つた。々 じき 
つ ご 『'rowjb』 ご、 羅梅ぞ 
でつ ぐら U けれ^、 をのを かの 
現れ。 い 都 曾に ド。 る だら う。 を 
れ もがを ミは につまい。 其 時の 
東京の 女の子け 『S, ロ W USE』 
:と 云 ふ 名を つけられて. 世界的 
の もの じな つてなる だら うど 思 
- け 八る I-VJ ほ .£ さ V うじ、 巧 •か 日 
本の 東を はァ パブ ヵナ イスして 
あたので める 0 いや、 シ ヤング 
: バイ ナイ バ して ホた ので あを。 

一 これな i さじ 巧の 前 化た わらう 
か。 國を憂 ふるら のはょ （、むじ 
:留 むべ し。 これは そ も --- ^ 日本 
一の 首 巧；；^ 4 ものが、 ァ メリ 为 S 
- 支那 どの 間にけ さまれ て、 をろ 
^をろあ獨なの理由を失ひかけて 
- ホた . MJ を 語る ちので なくて 巧ん 
'であらう？ しかし、 ポクは、 敬 
て. 憂 國^志 ± を もつ て 自らな じ 
_ ，てなる わけでは ない or 東を』 が 
「.-‘1’*.ョー』 じな つて、 をれ 
;かょた『1'01^ JL 0』じ，；：；^らうと 
も、 ポク じと つて ホして 何等の 
: 關陈も U い 0 『娘』 が 『ム スメ』 じ 
:^つて、をれが『ちロのロ替因』 
'じな ちう ごも、 ボクは 憤慨して 
『巧 AK^AJC 1： 巧 一—』 を演 やる 
; やうな こどは しないで あらう。 
知 橘 をれ は n 本のを が 東京のを 
I. らを < 先き セ あ も、 われ 等の モ 
な、' われ 等の 子女の 到達す る 運 
一一 命で あるの だから、 さう して モさ 
Z っなつ た ホが、 扫 本の 爲 め！ 4 も 
い/! し、 日本人 禪も化 お 的 じな 

:れ るし 日本人 じ 非 中 日本人 

權も化 巧 的 じ なれる のな 6 i 
'われらの 子孫 も 幸福に なれる の 
だから、 —— 長い 歷 をのの ちじ 

ボク ごして は 巧 も 文句の 云 

: ひどころ は；；* い。 また 文 巧を 云 
つて 見た どころ で はじまらない 
.义 句を 云つ てゐ るう もは、 まだ 
化を じ 於け る H 本の 現狀 じ目覺 
; めない 人で ある = ボクは 化を じ 
一が る ロ 本の 現が なぞと 云 ふ廣大 
^無邊な智識は持つてゐないが， 

一 然し、 アメブ 々ご、 円本 どの 閱 
^ を柯 巧 も巧ク たら 來 ならしてぶ 
'るう もじ、 でう やら 目を 覺 まさ 
; なければ ならない 檢 うな エ をに 
なつて 巧た の だから 致し方が な 
い。 ボクを 非國民 どか、 ァメ採 
か 思つ て吳れ ては 西る。 赏際 
; 世界 じがけ る 日本の 現狀じ 目を 
^ をしたならば、 日本 ご 云 ふ 囲の 
將 ホの 素晴 しい こど、 並びに 日 
去 人 ど 云ふ國 民の 將 ホの 悲惨な 
|と、 日み 人 禪ど云 ふ 人 碑の お ホ 


の 恐 & べき i じ おつて、 身の 毛 
をよ だて t をへ ざるを 得。 いで 
ゎらう、 日本の お 巧の 運命 程、 
樂觀 ずべ < 、悲 おすべ （、恐 柿 
すべ きらのは^:*い0ご、かう書い 
たみでは、 ボクが 巧を 云は うご 
してる <• の だか、 巧んで 誰 じら 
かるまい。 わからな いので 了 度 
い I の だ。 わかられて はじまら 
ない。 

さて、 愚 にらつ かない 理窟は 
この 位 じして 最 いて、 をの、 『ト 
1 キョ ー』 の即 象なる ものを、 
'書く ごし やう) しかし こどは つ 
て 置き じい こどは、 この ニユ] 
3 ! クじ 化んで ゐる 日本人は、 
ァメブ 々中で も 一番た ものよ く 
ない 日本人で ホる。 なせ だゴ云 
ム どこの 都會じ 居る 日本人は、 

I 皆な y 本から 巧 給を 賞つ て、 さ 
うして みくて 四 年、 短 （て 111H 
も！ Q る i 、 目 本の 本 巧からの か 
みで 歸朝 をみ せられる。 をれ な 
太を 巧 沿岸 地方に 化んで ゐる H 
本ん の やう じ、 團 結の 精神が な 
い。 曰 本 AVJ 云 ふ 奴は、 元ホ飽 
結必じ 乏しい 厄 かな 人稱 である 
が、 ニ ユーョ ー えの H 本人 じ ま 
つては、 團結 位で ころの 話では 
ない。 天 ぷらを 揚げる 油の なか 
へ 水が はいつ た 儀な もので、 お 
互 ひじ、. ロら いでう も、 騷 ぎを 
やつて ゐ るので ある。 のみなら 
や'、 日本へは 往 つねを ホ じら 常 
じして ゐ る。 貿易 巧ん が 多くつ 
て、 懐は 相 應じ溫 かくご も、 巧 
の溫 かい やつは I 人らない。— 
指 巧が 巧 か 書き おす € 必 ゃ. 
で こか じ、 巧 ど 云 ふ 字が 少なく 

どら 一字 位は あ る さ， フ である 

—— さう いふ 團結必 の 薄い、 慾 
も 日本のを は 昨 H の i 迄 知 b 巧 
いて ゐる速 中に 向つ て、 を 京、 
いや、 ト！ キョ ー の 印象を 語る 
ミは、 パ ゥス 7 ィフじ 八 巧 黒の 
J を說 き、 ィンダラ 女 じブ。 1 
ドゥ エィの 暗黑 がを 說< やうな 
ものでは あるが、 なし だ、 ポク 
が 書く 巧 象 記なる ものは 或ぶ ま 
た、 い （ら わ、 他の 人の ごけ 違 
つた 巧がない ども 限らぬ じよつ 
て、 久方 ぶら で この 紐 育 新報の 
巧 年號じ 筆を £ る MJ ごな つた。 
大 變前爲 きが 長くな つた。 編韓 
局の 不破蠻 左 衛門じ 巧 枚 ぐらな 
書いたら い i かど 尋ねる と、 廿 
枚ぐ らゐ馨 けど 云 ふ 命 か だが、 
前置きが 化が じ なれば、 正 ホは 
巧 五 枚で、 あどは つけたしの 輿 
太 そ 書けば い i ゎけ だ どかう を 
積ら をつ けて 蕾いて 居る の だ。 
お 稿 書いて 飯を を ふこ こ なぞを 
やつたら するど、 ろくな こ W は 
-覺わ 0 ものである 。誠に 困つ た 
もの だ。 

さて 『ト ー キヨ ー』 の 邱をだ 
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が、 この ニ 年 巧、 ト ー キョー じ 
居て、 受けた' 印象のう もで、 一番 
あむ まじの こつて むる のは 巧 
ん どを つても 女の 袖口で ある。 

女の 袖口 ご 云へ ば大 てい 赤い 
じき まつて ゐる 0 をれ が ボクの 
目 じは どうしてら 袖口と 云ふ感 
じが 起らない 0 ポスト ボックス 
の ブリットの やうな 威 じし かお 
らな いり 

電車の なかで 居睡 ろを して 目 
を さます と — じぶ し、 日本へ 
歸れ ば、 電車の なかでは、 居睡 
らをしない ご U 本人らしく：：^い 
ト ー キョー の電專 じ乘 つて 見た 
まへ、 殆ん f み..' ルな 居睡 b をし 
て 居る。 居睡 b を しないのは 運 
轉 手ぐ らゐな ものである。 もつ 
.とも 蓮 轉モじ 居睡ら をされ ては 
^ 乗客の 巧き つ < 先 きは 西 ホ漲陀 
淨 とどき まつて しまう。 さてを 
のを 隙 的、 社を 的居睡 から 肖を 
さまして 見る ど、 目の前 じ 妙な 
エ タィの かれ U いものが， ホい 
薄-い、 唇を 細め じ ひろげて 居る i 
はて、 これは 阿んだら う。 赤い 
スリット だ。 妙； ポスト •ボッ ： 
クスが あつたを の だと 威必 する 一 
しかもを の ボー スト •ホッ クスの_ 
スリットは 活 きて ゐ るんだ。 ホ 
い ロを ぱつ < を どひろ げた も、 
すぼめた らし. てゐ るんだ。 をの 
なかを のぞいて ゐるご •をく 不 
思議 U 世 あが 必じ 映つ て （る。 

しかもを の ホい ス 9 ブトの な 
か 5ら 一 本の 白い 大根が ニユ— 
ブ ど おて 居る。 嘗際 日本語に も 
なかなか エキ 4 プレブ シーゲ な 
言葉が をる も^だ。 この 壌を、 
この 『ニユ 11』 £ 云 ふ 言葉は 
す 思議；； •魅 方ぶ もつ て、 をの 白 
い 大根の 度て 居' るが 媛を 說 明す 
る。 『三ユ ーッ』 ご 云 ふ 言葉は 
みして 新ら しい 目 本 語では なか 
らうが、 しかし、 か— る 瘍をじ 
は、 ぴ つたら W 當 嵌まる。 ヘン 
な 言葉で もる ，0 

ごこる が 待つ て くれ 給へ、 を 
の 白い 乂 化は、 事 賞 じがて は ホ 
して 白い のでは， ゴ いの だ。 をれ 
はむしろ たくあんの 如 <黃 色い 
の だが、 この 擬 どう 云 ふらの だ 
か、 ゎれ/、 はを れじ對 して 白 
いご 云 ふ 感じを をす。 

考 へて をる ご、 をれ-い 即ち、 
ポク 自身が 目 本人た る証據 であ 
る。 あれが 若しも ボク 自身が 日 
本人で なかつ たなら ぶ、 きつ ご 
をれ はい やじ 黃 をい、 たくあん 
である W 思 ふじ 違 ひない。 少し 
く 水氣の ある、 それは 太い 淺漬 
たくあんの 1 禪である。 やは-^^- 
力く、 し 力 も ホ • リ ン ドされ 
てゐる だく あん。 垢ぬ けがして 
ゐ るた-く あん。 かつぶ しの 磨き 
を わけた のは 見た こどが あるが 
たくあんの 磨きを かけた のはい 
まだ かつて 見た こごがない 0 1 
たいこれ は柯ん だ。 驚 < なかれ 
これは ム スメ のぞで ある 0 類 癒 
丄 た感觸 の 幻影なる もめ だ。 

電 をの 搖れ るた びじ、 をの 手 
のがが、 ボクの 額へ 當 & さう だ 
がから 上へ 曲つ k 手は ニ ユブご 
ばか b じを の ホい スブ ブトから 
ぬけ おして、 手首の ごころ で、 
セ术 ロイドの 白い 輪 じか 5 つて 
ゐる 0 ト ー キヨー の電 を じは 七 
瓜 a イドの 白い 輪が ぶらさがつ 


て 吾て、 ホん 巧 ゲ」 もは、 をれ じ 
ぶらさが るので ある 。モ ちじは 
ブス トヮ ッナが 化つ てな て、 赤 
い スリットは* ゴンジ 3 ィメン 

ト の^ -K の 都を、 をの 奧 じの だ 
かせる。 目は 白熱の 地下道を 化 
く。 ス 9 ットの ホい 唇は 微動す 
る 0 

先づ これは、 日本へ 歸 つた 人 
が 誰れ でも 經驗 する ご. •一ろ であ 
らうから 、（でく で 書く 必要は 
からう VJ あ ふじょ つて、 この 
邊で 切り上げて 置いて、 ホの 巧 
を じうつ る どし やう。 

H 本の ム スメの 足 か、 ホい 腰 
をの 下から ニュット おて ゐ るの 
は、 昔から きまつて ゐて 、これ 
はみ してが しい 巧を どは 云へ ぬ 
なし 必埋的 じこれ どす つかち 同 
じ 感じ S ずる ものが、 日本 ムス 
メの ロの。 かじ あるじ 至つ ては 
不思潔 じ 思は 0 ゎけ じば 行か 田 
『わい {あれは なんだ？ J 
ど ボクは 並んで わるいて ゐる友 
人に 尋ねた。 

『あれは ロ じ や いか OJ さ 友 
人は 答へ じ。 

『ロは わかつ てゐる さ。' しか 
しでう を ふ 慮 ホを 狩つ てなる ロ 
なんだら う？』 

『あれは 若い 女の ロで、 物を 
を ふた々 じつ ゐてゐ るんだ 0』 
『をん なをつ 齒 でも 物が 食へ 
るかな ア？ びで いを つ齒 だね エ 
寢 ても覺 めても あの 齒ば からは 
ロの なかへ 這 人つ だ こ f はない 
だら うなを 0』 

『ひで くを の 齒が必 配 じなる 
ど 見へ るな 0』 

『いや 别じ '必 おはしな 一疋が ね 
おや ブ！ こ-*^ やい けな- >•0 一 あの 
ロが 笑つ K が 君！ ぁお ぁ 心 見た 
- まへ、 唇が 上の 方へ まくれと つ 
^ だ 0 わき おしにな つた 赤い はぐ 
きは 物凄い ね！ をの 下に 化んで 
ゐる 白い 齒！ ゐれを 君、 巧ん £ 
見る？ 0』 

『則 じなん ども 兒 やうは ない 
ね。 をす る じひ ぞいを つ箇だ 0』 
『ボク じは ねで 君！ 赤い 力 ー 
ブンの f から、 ダン ンンク •ボ 
のをい 脚が 並んで おて ゐる 
やう じ 見える を 0』 

『なる 程な！ もう々 しタ ー テ 
ンが とれば い、 だら う 0』 

『冗談 云つ もや ア いけない さ 
うすれば 脚が、 みんなの けて 落 
もてし ま うだらろ 0 j 

下手な 落し 誘の やうな ことじ 
なつて しまつた が、 かう しれ 反 
ッ齒は アメリカでは 見られない 
これは 日本 特有の もの だ。 

え： ご、 まだろ くな 巧 象 も 書 
I かないう もじ、 もう 約束の ベ 1 
ジがホ さう じな つた。 

ト 1 ネョ] へ 巧ても う 一つ 氣 
じな つたことは、 藝 者の 足 装の 
爪先の 割れ目で ある。 

『じ やア 、あの、 やつこさん 
でも 彈 いて 頂戴な 姐さん！』 
え{、 やつこさんどもらへ エ 
ア 、コリ ャ ご、 女 じは 少 
し 無理な 足で 6 で、 足袋の 裏を 
反して 見せる。 流 おじ、 新橋は 
本虔 だね。 足袋の 裏が 白い から 
難ち い。 アメブ 力で 雜の 裏の 泥 
ばか も 見て ゐた 男の 目 じは、 を 
れ がま こ-ごじ 不あ譲 じ 見える。 
のみなら 中、 をの 爪先の、 スリ 


^ f : . 

プト 。をれ は、 自 働を 請の 銀貨 
をを す ス ブ ブトの やうに、 小さ 
く、 きもんと 明いて ゐ る。 

『あなた 柯を 見て ゐ るの？』 

『をの 隙間を 見て むる の だ』 

『なせ さ？』 

『自働 電話の 小 媛を 入れる 巧 
の やう だから 0』 

『ぁ、 さう？ でも、 五錢 玉な 
ら 一二を 間！ 0』 藝者 はげな 目つ き 
をした 0 

『だが いつも お 話中だろう？』 

會 話は 頗る デブ ヶ^ であるり' 

ボクは 織 掌 がら これな 上 デリ ヶ 
! ト など ころを 體驗 ずる わけ じ 
は 巧かぬ で、 銭 念ながら、 これ 
な 上の こごを 書く こ £ はお ホね 
をれ でな くご も 指 月は 破戒の 沙 
巧 だ なぞ ど 云 ふ 許 判が ホつ てこ 
まつて ゐ るの だ。 

ボクの 書いた ものを 讀ん で、 
ユン ジ 3! ィ した あ VJ で、 惡ロ 
を 云 ふは 少し ひでから う。 

もう 巧 束の ぺ— デが 巧た。 今 
回は これで】 ご先づ 、おしま ひ 
だ。 ト！ モヨ ー の 巧 象は まだ ま 
だゐ るが 0 

ご、 一つ わ まけに ト— キヨ 1 
の スピ！ ドなる ものを 書かう か 
それは 紐 育の 第五 街を バスで 通 
る やうな をん な遲 ，いもので はな 
い。 ごても ファスト だ 0 

昔は 抖理屋 から 藥 者を ぁげて 
賞う ご，. ホ 中さん の 上らを b す 
る 穂 子 段の 下の 電話の ベ グが鳴 
つてから 一巧 間 もた^ね £ あさ 
んが やつて ホな かつね もので を 
るが を 頃は をん な こどは ない。 

萬 事は マ ピ ー ドのを の 中 だ。 
モシ モシの 挟殺が すむ ミ 藥 者は 
御座 あ 着を 抱へ て、 を 所の 美を 
院へ 飛び込む。 つま b ビュ！ チ 
—，' ジ ヨップ だ。 昔の 髮ゅ ひさん. 
現 化では をの 名稱が 頗る 八 ィカ 
一 ラ' じな つて ゐ る。 

を こじは 助手 —— 昔の すきて： 
が 一二 四 人もゐ て、 髮じ 手入れを 
する かたはら お 化粧 萬踞 、息 も' 
つかず じ やつて しまう。 五を 間 
ごは か i ら ない。 お 化粧が すむ 
£ 、そこで、 すぐ わ 座敷 着を き 
る。 前には 宫働 車が 待つ てゐて 
美容院 からすぐ 科理屋 へ、 藝を 
を乘 せて をれ がまる。 箱屋さん 
は自働 卓の なかで 一二 味 線の 調す 
を 合は せる。 料理屋の コンク 5 
1 トの 入口へ 着 V や 否や、 へい 
今晚は アジ^ ~ ブ？ •どても スピ* — 

ド だち ’ 

然し これは 驚く じ 足らぬ。 を 
め 美を 院 で、 他の 藍 者が ト 9! 
トメ ントを 受けて むる うち じ、 
をの 二階に 诗を 室が あつて、 を 
こで、 美容院の 院長、 これは 無 
論、 女 だ。 をれ が 頗る 氣 わきい 
てゐて 『御 退屈 さま』 ごば かち 
じ 珊拂を 入れて 出ず 马 一寸、 た 
て & ん でを. 〇 まずから、 十五を 
じから 待つ てで さいね。 こ^じ 
電 語が あちます ょ 0J ど、 妙な 目 
つきでが 入を あけて 見せる 0 『た 
ゆつ くち！』 院長は 下へ 卸ち る 
をの あとで 藝 者の モシ モジが 頗 
る 內證の やう じき こへ る。 裏の 
階 子 段を 誰かが 上る を 音が する 
十五を。 プン ファスト 0 紐 育は 
かなは ない 0 

と 云 つた 樣子 ださう だ。 ポクは 
實 地は 知らないが。 ！ 完 I 
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ア / リカ 景氣 の將來 U?. 

貴下 U どんな タイプの 女が 巧 含 一 か 
最近 讀 まれた 興味を る 書籍 類な ど 
i 本社よりの 質問に 對す るを 氏 
さまざまの 感想 一束 〔順序不同〕" 


巧 景氣を 維持ず る 

高 晦商會 支配人 
草 信 竹を 
一 千 九 肖 二十 九 年の 上半期 
はホづ 巧景氣 でぁる ミ 球 あされ 
ます。 化 お « ホゥ ォ|< 巧の ブ 
— ムじも 補々 遠因 近因が ぁ もま 
せぅ けれ 共、 ホ 固々 內の 好厦氣 
が 其 一因で 其 反映を 示せる もの 
ご お る こごが 出來る と 信じます 
ホ 新 大統颁 たるべき フーダ ァ| 
氏の 繁を 政策 じ 照しても、 ヮシ 
ン トン 政府は を 力を 注いで 好景 
氣緒持 じ 努める でぁ bi せぅ-。 

ニ なじは 理想的 婦人は ぁ b 
，ません？ 

ニニ 巖巧 讀んだ 書籍 中では デ 

ーユ ヲント の ヒストリ！ •オフ 
ブ キロ ソ フキ！ が搔も 輿が が あ 
h ま L た。 これは 人生に 教 する 
去 妙を 想は しめたから であち ま 
す 0 


じして 居る。 


研 
紙 


第 

- 

千 

立 

百 

ト 

じ 
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なは 讚む 暇がない 

篇井商 會ま巧 長 

巧 中 好 ご！ 

一 をれ が がれば、 今頃 千 萬 
長を じな つて 故 困に 雜を饰 つて 
陆っ V - 居ます。 

ニ 化婚 ちの なじ、 巧 や 巧い 
ふま 格な し、 > むの 美く しい-八は 
私は 巧みまず、 おで も 女で も。 

|ニ 書籍を 讀む 暇は ない、 も 
しあ々 たら 寢てゐ ます。 


一 景氣 は沈靜 する か 
i 名を 尾 製陶 巧 

脇 本 誠~ 

: 一 自かの商買ばからで；：；*< 
- 色々 な ホ 面 じ 巧ぃての、 見聞 や 
:經 驗じ徴 しでら、 化ての 巧 買は 
勢^3>く、 化靜して、 がず的；|^傾 
j 向に；： •■つて 居る •殊に 大統領が 
變 つても、 同じが 和 爲が疆 ぐの 
だから， さう 目 新ら しい あ 策の 
變 巧の ある 當 もな < 、隨 つてを 
じ 致氣を 巧る でうな こご もなか 
.らう。 恐ら < 商略は 保守的 じ 進 
:ん で、 最氣じ 化靜が 態で あらう 
ニ 巧は 烏から ホ 化から 中'、 
中肉中背、 屑 目 秀麗、 輪廓は 美 
. ^ く、 輕 かで、 巧 化 的で クラ 
ラ •ボラの かきは 巧 輩の 巖 もが 
む 美人の タキ ブ です 0 


海運は 樂觀 ぉ來ぬ 

日本 郵躺支 巧 長 
お 谷 貞ホ郎 
一 海運 巧の ホ 面から 見る ご 
日本は まだ 樂觀を 許さ 拍 が、 こ 
の' ァメ タヵは 益々 巧 况じ向 ふで 
ホら う ° 

ニ美 人で ホれば 皆 巧き でを 
つて、 特じ巧 < ど いふ タネ ブも 
なぃ。 

Ml 色々 の 會合や 送迎 まの 多 
いのに 煩は されて、 書籍を 貢 & 
んで も讀い 暇がない。 まね、 ち 
ょい--- は讀 いの だが、 讀後じ 
威 想を 述べる やうな、 落 もつ い 
た讀み 方は お 巧 Q 。 おは、 この 
ニユ！ 9 — クの ラィフが、 今少 
し <讀 書 マる 暇 ど 落ちつきの あ 
る やう じな つて 欲しい。 もう 少 
しこの 柜は しさから 解ぶ された 

>0 

t . 


私は 日 木 まの 女を 

日本 生糸 專務 

橋 本 十五 郞 
一 昨年の やぅな 景氣 か、 こ 
のま i 續 いて 巧 かぅ。 

ニ をは、 日本 まの 女を 巧い 
をれ も、 最あ 街頭 じ 現 はれて 巧 
ね輕 薄な モダン •ガ 14, ではな 
く、 舊も 女を 巧/.、 のでを る。 

一二 T メタ 力 •力 ムス •オブ 

エ1 チタ」 フー •クィ 火 •ビー • 

マスタ— •ユ f ロ — プ ■ォア • 

アメブ 力 ど、 ツラチ デ^- ♦才フ 

ウで ストの S 書を 通して、 政治 

上、 經濟 上、 道 德± の 色々 の 問 

題 じ 就て 敎 へられる 所が タ かつ 
こ 0 


白 己 中毒を 起ず か 

江 巧コ— .ホ レ— シヨ ン 

山 田 助 造 
1 、 一 當 かこの 巧景 なは 總 くご 
^ 心 ふ。 けを も、 このが 囊の 
f めじ さ袭 中毒を をして、 精神 
的に も 物 留め じ も阴る 時化 もを 
ら<を< ミから ぅ。 

ニ 巧の 类人 どい ふ もの か、 
もし わるなら ば、 でん？？ 

云 何を がんでも 随必 する 1 
である。 f 供の 時、 ある 當 物で 
i 『熟 時 熱 殺』 どい ふ 富 おを 讀んで 
■ nt ' が じ 巧ぶ しで 居る。 ホ ごこ、 
一の 一句を 化の 經 族の モットー 


丸ぽち やが 巧で 卞 
春 旧巧會 

小 巧 正_ 

I 益々 好いだら う。 が じ惡 
いが 料 もない から、 恐らく 去年 
ょ b も 好から うど 思 ふ。 巧じ大 
統領 か變 つても、 共和 黨が續 く 
の だから、 ん氣 もょ いやう じ 思 
はれる 0 

ニ 化 ぼち やが 好きです 0 
S がひ讀 みのお 度で、 何等 
感想を 述べる やうな、 總 つた 讀 
み ホを して 居らぬ。 


購買力 增 進が 標準 

森が 組ま 配 人 

地主 延之助 
一 ゥォ ーグ街 か、 か 柯じ景 
氣が 好くても、 ょじす 景氣 でぁ 
つても、 それけ 一時的の こ £ で 
ある こご も あるし、 ん氛 じま祀 
される こども 頗 ぶる ぞい。 けれ 
V 」 も 困 民の 購買力から 見た 景氣 
ホ潰氣 は、 常 じ 確かで をる。 ァ 
メリクの 固 民は、 今 化 界の何 あ 
の 段ょ b ち、 しつ か. C - した 購買 
力を 持つ て 居る。 また-巧 じ賛 
巧 じ 化れ 過ぎた 2 いふ 释 でない 
し、 息惰 じな つた ども 思へ, 2。 
アメリカは 是 から 大いに 榮 えて 


がかぅ。 

ニ 顔を が 整つ て 美く しい ご 
いふょ ち、- チヤ！ ミン グな のこ 
を醫 ましい、 チヤ^ ミンクで あ 
れ ば、 少 々の 難は 匿され て 化 舞 
ふ ものである 0 氣 立の やさし 
根せ の 美しく、 ょ < 巧 屈く、 温 
かい 必の诗 まから、 チヤ— ミン 
グは ホれ る。 

-ニ ア -クブ カン •レ^ — ゲ オア 
ダィナ ミす クス ミい ふ 書を 見つ 
つを る。 之れ は、 資本家 ど勞働 
者 どの 立場 じついて、 二十 年 位 
ひ 前からの 變遷を 述べた もので 
ぁるが、 をは、 兩 者の 願 係が 益 
益 密接 ごな-り、 境 ホが な < なら 
つ、 ある 複 向を 觀 取した。 をく 
今の アイ タカの 產 業界は、 賃銀 
を 高く しで、 商晶 をを ぐ賣る VJ 
いふ 時化ず 入つ て 居る ご、 つぐ 
づ< 葛へ うせられね。 


金利の 消長が 繼續 

あシ J 

• 一 藤が 壽 
一 巧 工業な 始めょ ろし <了 
b もょ ろし、 なま 高、 を 潰を の 
持續 、金が の 消長の 繼續 I 今 
年 一が の 梟氣の 運勢で ある。 

ニ を 鞠を 屬， 品々 じ 依って 
柯れ もがきで-之 ど 云つ て 取 6 
立てる タィプな し 0 

云 祿 。ものを 讀んで 居らぬ 

德 操ご氣 立が 第一 

アト 一 ランチ ック巿 

.林 鐵 み 
一 國おホ 活の中 おで ある 經 
濟 を、 を 業 おじ 活 藻が 巧 溢して 
ホ瘍の 需要 力が 强 く、 供給 力と 
調節が ごれ 1 げ 其が 態が 表現 さ 
れ巧 景氣ど I 五 ふ 言葉 じな b 、 然 
らざ いば 不聋氣 ご 形容され る じ 
かならない が：、 チは 千 九な 二十 
化 年は 必中し も絕 巧の景 氣を示 
す こご i は考 へられ いま づ可 
もな く 不可ち。 しどい ふ 普通の 
景氣を 維持す るで わらう ど觀測 
ずる。 

才媛、 美姬は 顧みる じ 足 
ら ず、 氣立 のい I 德 操の かたき 
を 採る。 

ご一 なし 

火星の 溫度 計器 

日本 綿 巧 支店長. 

奧が 正太郎 

一' ストック •プラィスの ィ 
ンフレ ー シ 3 ンが媛 結し ね 時に 
一 小 部の フ ラフラ じ 逢 ふでせ う 
か、 カ强い 富の 上に 立つ ァ メリ 
カン •プロスべ プ テー の 本 ホは 
をれ がた め 搖<< やうな こごは な 
一磨 堅實 t ♦根 强いプ 。ス ぺタ 
ブ ーが實 現さる/' ご 思 ふ。 

ニ 整へ る 鼻'、 柔ホ ある 巧 お 
健康を 表を せる 顔色、 正坐せ る 

膝頭、 色の 配を よき 裝 

一二 か 星の 大氣溫 度は 正午で 
華氏 四十 度 乃至み 十 度 ださう で 
す。 其溫 巧を 計る テグ モクー プ 


少ど いふ 器械の 解 說を讀 んだ時 
を 明に を こがれる おの 必は 高鳴 
リ したので ある。 

家鄕の 妻し 備ばゅ 

金剛 商會 

上 巧暮平 

一 题を 出てから 長い、 だか 
ら H 本の こどは おら 0。 と 云つ 
てア メリ々 じ 居る 年 巧は、 この 
問題を 語る には 短が 過ぎる 。を 
んなデ ヵィ 問題は、 一寸な の テ 
n じ掛ら の。 かる •か 故 じ、 今度 
の 日曜 じは、 ゴ八フ を 巧う して 
アブ やう かど 考 へて 一週を 暮す 
ので ある。 

ニを 鄕の 妻ょ 6 かの 女を 思 
は 中。 をの 妻の 『美人 ごしての 
タキ プ』 は 語られ 中。 

一二 もの； 本讀 まず。 八 時 九 
時じ歸 をし' て寢る ばか 6、 明日 

のッ トメを 夢見ながら 。こ 

の 機械的の 生活では •でう じら 
ならの。 

コ— ランの 敎書等 

S 井 物 產支巧 

山 崎 雄 ニ 

- 闡 題は 財界 度び おを の 先 
覺者 諸を の 光彩み る 一群 じ 一巧 
します。 

ニ 個性 釣に も 將た其 外 じ も 
•潜が 的な マグネ チズ ムをタ 量 じ 
，持つ て 居る こごを 表現ず る 婦人 
は 男子の ホに 反跌 方を 加へ て往 
く 禱じ存 せられまず。 

一二 ブラトの メタ フネ ジック 
ス や、. オ！ ダ キットの ア—ブ • 

ア マト V アや 、鍊興 あび ラ 
ンの敎 書を 愛讀 して 居 ま Y 。 近 
化の 著書では ぶ ドブ ー ド \ 、ダボ 

ン ，サア ©ゥオ 作 タアヌ /コット 
マッコ— レィ 卿、 アレ も ザンダ 
ア ^ ミ 於 トン、 ゥホ A グ T バ 
ッタア 、オリ ゲア] ゥ ぶ ンザ 
八 ホ 八 ムス、 及び ア术バ アト 
ジユ - — ビ ■ — ゥ プリ ブジの もの 

なでが ょろしく 御座 6 ます。 

ル骄 小町の 樣な女 

日 ホ 文化 學會ホ 事 
角 田 柳 作 

i 老措大 S 身には 暴 氣の如 
阿な で 判る 善が ありま せんが、 
がいごい ふこ ごは 惡い VJ 云 ふ 主 
b もがい じ 違 ひ あらまず まい。 

ニ 小 野 小町の 樣な 女が すき 
です。 夫れ じは 色々 理由 も あら 
ますが 對婦 A の 鑑賞 嗜好 問題 じ 
理窟は 野暮 & 骨頂で せう。 しか 
し 小 巧 小听の 傳說位 ロー マン チ 
ブクな 趣が じ 富 レ だ 面白い もの 
は あ b ません 無理に 現 巧 化の ぉ 
ホ U ぃのは 小町です。 

S 最を 手に入つ ゎ大 み大學 
巧 巧 『ィ 1 スタ アン •プゲ ズム」 
ご 云ふ雜 誌の 中じ獨 逸の 學ぎブ 
瓜ノ I •ブット 八 ド 氏の ま那天 
臺敎義 ど 題す る 長篇ヵ あらまし 
むが、 大乘 佛敎の あの 六圖 かし 
い-ものを 彼れ 释 まで じ化嚼 し、 
解說 したのを 認めて 非常に 敬服 
したので す。 由 ホ智を 大師の 祖 
述 した 天臺學 は獨 逸の お 學の如 
< じ 精緻を 極めた 驚 （ベを 組織 
的の もで あらます がわれ -日 
本人 間 じは 西洋人は 東洋の こご 
などは を 遠で をる と片 がける 癖 
が あらます が强 も左樣 ではない 
と 云 ふ 点じ 一 爆 巧い 印象を 巧へ 
られ ましね。 
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謹賀新年 
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御 料 埋 
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んー 


謹んで 年頭の. 

御 祝詞 申 上げ if 

本年 も ホ 相 變らず 

昭が四 年】 巧 一 H 

綻巧 $ 五十 お 下目 ニニ 匹 

巧 桐 兄弟 商會 

ロングアイランド 

コマ クク 農場 


謹贊 新年 
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昭和 四 年 一巧 一日 


御 料理 御旅 舘 

東泮雜 

を 井 松太郎 
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謹贊 新年 
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議贊 新年 上：^ 踏學校 

上 杉 タマ 


謹賀新年 巧 中 甲斐 次 煎 


謹贊 新年 淸理髮 巧 


謹贊 新年 浅 巧 御 下宿 
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大きい かを ッリ トーげ て 



卓 y 励 

釣 魚. 


んで 語る 

.座 ........ 0 … 


會 


出 

席 

を 


橘 

黛 

巧 


ニコ---- 顔の 橋ず ぉを 氏 

『を か - T 夏へ、 夏から 巧、 巧から々 タど いふ 風 じ、 を 夏の パドソ 
ンや シナー •ァキ ランドに 於る うなぎ 釣ら、 かれい 釣 b から、 
ぶの 勇 壯む錫 釣ら VJ いつじ やう じ-この ニユ a — クを めぐる 妍 
やが、 さてけ 湖に 釣を 樂 しむ 邦人 0 太を 望が、 最近 じむつ て か 
ら随 かご 殖え 1 ホ だ、 古い ニユ 3-- クッ をでは 巧んだ 宮澤 老人 
の やう。 釣魚 化 ごい はれる 位み 人 もを つじし、 最 あでは 釣魚 ホ 
の 元老 棍 が トーゴ I さんの 宜 傅を 受けて、 ラグ ブト や クラブの 
代らに、 釣の 糸を 一一れ る 入 おか t * ちを い、 巧を 名の 黛さん 等 も 
この 『な』 じ 巧い 一人で ホる。 本社は 一夕 東洋 箱 じこれ 等 同 趣 
ホの 人々 をな 待し、 晚餐 をみ じしつ t 釣魚 じ關 したいろ'-^ な 
息 見を を 挽した が、 この 會 るは 要する じ 『君達し らう ごが』 ご 
巧から きめつける 橋津 さん-己 木. ト南 先輩の 敎 へを 抑ぐ、 ごいつ 
た ホが 適 かな 曾を e ぁつた、 < らう どで ゐる兩 先輩の 談話には 
随を ごき 門 的に 傾 聽に痕 てこ ものが をく ぁつたが 、釣魚の 趣 化 
を廣 めたい ごい ふの が こみを 合の 目的で も ぁ b 、 を じは 巧必者 
じ 向いた 點 だけを 採録す る こごに しな 』 

_ 一居 わが、 加 藤は チ！ フの 名人 お 
I やった。 

不破 大きい 獲物は. V 」 うです 


津正彭 木 下 政治 
治 良 か 巧 勁 
賀萬 一 小が 忠之輔 
本社 侧不破 ま 雄 


釣魚 効能の 辨- 

不 破化づ 釣魚の 効能 ごい ふ 
やうな 所から 願ます かな、 

橋を それや 替 、第-は 健康 


禄潍随 を あるよ、 と 尺五寸 


ぢ や、 一日 海や呵 で 糸を 薬れ て-位の あかえ を 獲つ たが、 こいつ 
新 巧な 空氣に 巧す る こご だけで 一 は 幾時閒 かの た 仕事 おを よ、 僕 


も、 立 巧な 健康法 だ やよ、 釣れ 
る ピか轉 C んど かけが 問强 じし 
て、 一也 不亂じ 糸を 巫れ て她增 
じ 入る のみでた く、 巧鮮 空氣 
じ觸れ ておいし く廚 飯を 食べる 
のぢ やからね、 日本から 來た人 
はよ く ホ ー ム •ン ックじ 罹る か 
こんな 面白い 健康を が 夏で もを 
e も お ホる のぢや もの、 ホ i ム 
シック U ん かおれる よ。 

黛 倭は これで H 本で もこ t 
らへ ホても 隨か 喘息で 困つ たら 
の だが、 こいつを やら 出して か 
ら パろ ちごを かした ね， をれ じ 
一過 巧 ビジネス じあ < せく ど 働 
く 人間は、 こむ で 新课化 孰が 巧 
へる の だわ^ 愉快 だ。 

橋津實 際ら や、 僕 •ゴん かと 
おの 頃から 釣な を 始めて、 ホ國 
でも 玻ぅホ 年-し；：* るが ね、 小さ 
い 奴 ごが 大きい 奴を 釣る じして 
も、 釣る、 釣 b たいごい ふ必待 
は T 度 子供の 也に 返ら ィ からな 
立派な 巧 返法ぢ やよ。 

木. ト 僕ら 矢 張子 供の 時から 
釣 化を して 居る か、 淡水 一 ホで 
した、 がの 釣 化は こ i へ ホて か 
ら 習つ たやぅな もの だ。 

小が おも^ ド ジン 河の 釣 か 
ら 始めた 4 だが、 一 ド ソンは 修 
業 化 どして い；。 すね 0 

橘が まァ 釣が ぉ始める じな 
I 'ィ ド ソン 河で ぅなぎ、 ラフ アエ 
; ット、 トミ ヵッで- 修 巣し、 こ 
-れ が' 曲 白く。 つたら ンナキ •ァ 
キラン ドの 7 ラ ウン ダ ー 釣ら、 
を か から シ^ — フスへ ット •ぺ^ ~ 
i 邊 6 の乘な 船で 遠征す るの だね 

木 下 湖水 釣 b もが 白い もの 
一で ずよ をい じ パ ド ソンの トー 流 
; で 春 さきから スト ラ キキ •バス 
; つ b もが 白い む。 

I サーフ の 名人 

橋を 矢 張 釣 b で 一を 面白い 
のは サーフ だね、 加朦 化 お。 ん 
か 六 年 も 前に ピー チから 遺つ て 


なんかは 最 うい、 加 颊-し 大きい 
がは、 持つ て歸る S じ 困る から 
をて るね、 なやから この S 四 年 
はね、 ごても でか-% 奴ぢ や。 い 
ミ 持つ て歸 らんこ ごじして 居ろ 
のでね、 釣れ a いこ ごが 多い 0 

乂 下僕は フ。 ブ .ダ 曲で だ 五 
十 斤れ あか. ロを 釣つ たこ ごか ゐ 
つた •隨を 重い もの だよ。 

黛奧巧 君は この間 僕 V こ緖 
じ 鐘 釣ら じ 巧つ てね、 ホ 五教度 
位の 奴を ひク かけて ニー 二十 巧の 
赏 金を 賞つ た 心 だ。 

奥發 食べる のじ 困つ たよ。 

. わ 肴の 料理は 

橋 律 お 肴の 料理 ぢや 、なん 
ご 云 つても 木 下 だ や。 

木 下 トミ カッは 巧ん ど 云つ 
てもブ ラキです な、 骨か軟 かく 
て 非常 じいい、 バゴ ー グ つて 奴 
は 釣な の瓣魔 じなる もの だが、 
あの 小さい 奴の 頭 ど 鶴は 除け、 
うろこは をの 儘に して ごろ かで 
燒き •レモン 醬油 じた/' き 込ん 
でを ベる と 非常 じうまい。 

小が 禮もご b たての 奴は 刺 
身 じい I ね。 

奥 野芳の 家の ま 人の 話ぢや 
をを 割つ て结 じつけ、 一日は か 
げ干 しじして 置いて 二日 目 じて 
b 燒 じする ご 非常 じい i ' ご 云つ 
て 居ました が、 巧し ろ 廿五斤 位 
の もので もを ベる だけ ホら ます 
ね、 み內も お蔭で 巧 理法を 學び 
ましたよ、 巧に きもは せいね C 

木 下 媛の ブ グァー はが 增汁 
•し 入れる ど 非常にい i 、 了 度 豆 
腐の やう だ C 

谣維 媛の 頭の 身け 素敵 だよ 
傑‘ な 渡を 釣る どき もど 頭 だけ も 
じつて 身は 遣つ て 了 ふの だ。 

嫣 シ ー パスの すいら の も 非 
常にい i です ね、 僕なん か 釣つ 
て も巧理 人が いむい から、 何時 
も 友人のを じ持& いの だ。 


初めての 人には 

不が 初めて 釣らで も 始める 
乂 はでう すれば い i かな、 

木 下 一番い i のは 矢 張ら 先 
輩に 學ぶ こごです な。 

須賀僕 んか U 本理髮 のま 
人じ敎 つてね、 早速 かけつけた 
もの だが、 矢 張 親切 じ 道具の こ 
ごから 總て をを へて 吳 n るから 
ち 難い もんだ。 

橋津 初めての 人が 釣道具を 
揃へ わ b なんかず る ご、 兎 巧妙 
ならのを 概 まされる からね、 柯 
んだ 、これから 釣魚で も 始めた 
い 人は ■僕の どころ へ ホる やう 
じし 給へ、 こんむ 魚を 釣る ごか 
巧 處で釣 b たいさ 石へ ば、 もや 
んど敎 へて 上げる よ。 

小が 橋 律 君のを は 釣 具で い 
つ ぱい だからね。 

不破廳 さんは ずから 針まで 
手製で、 每日畫 めしの タ キムに 
ホ テグの 私室で これを 眺めち や 
感樓 してる 相です ね、 

麗僕 U ん かかけ おし さ、 何 
しろ 橋津 化生なん かど 巧ち や、 
堪 らんね。 

橋 律 フレッシュ •ゥ オタ ー 
なら キヤ ステン グ •ロブ ドの 四 

吹 半から ホ扔 をが I 番 い： ね、 
其 外 じ八扔 から 十二 択 をのべ| 

グ •ロッド やフ ラキ ■ロッド 等 

も あるが ね、 ま ァ五巧 粒の もの 
さ、 海の ホなら 五 吹から 八扔の 
バンク •{一 ッドか 化 吹から 十 映 
の チ！ フピ 、をみ 十乘 位は する 
だら う、 針は I 番 から 十 二番 ま 
で、 それ じ- — 0 から 始 つて 一 
ニ-— 0 まで ある、 ま ァ初ホ 者 じ 
は 力] リシ ュの 八を 化が 一を 適 
當 だよ、 併 かしこん な i は自み 
で 遣る よらは 矢 張な 先 暴 じ敎へ 
て赏 ふこ ミ だ、 一番 間 塞がない 

鸣 つぐり ずる 事 

木 下 竿を 始 あまつ 直ぐ じし 
て 居る こどは 必を だね、 うつか 
b するど 大きな 奴は 竿 も 一緒 じ 
失敬す るから ね。 

橋津 餅^:?'んかでもさうだ、 
大 がなん かじ おて つる 蕩を 、よ 
く 小さい 奴が こつ-.^.^ つ i くど 
しらう どは 直ぐ これを 上げた が 
る もの だが、 實 際は 食は して 置 
く ホが い/' の だ、 をれ でが を 取 
られ たら 取られた で、 をれ まで 
のこ £ だ、 太 體 小さい 奴が こつ 
こつ やつて 居る ご 大きな かが か 
£るものなんだ、 つち魚じあわ 
てるのは 禁物 だね。 

奥が 僕 S 懸賞金の あ も隨み 
引 張つ たら、 弛んだら たので、 
逃がした など あつて 居る ご、 か 
かつて 居 ましね。 

橋を 德 はさう；： >ん だ。 

か 巧 湖水の なの 巧つ らも 仲 
'仲渝 か。 もの だ。 

木 下 b ! カラし を 割いて 湖 
水の なをつ 6 上げる かなん か實 


除 痛快です ね。 

橋津 ががつけ巧^^んて、 さ 
う 巧し いもの ぢ やな. い、 馴れ、 > 
ぶ n ッも自 な 解つ て 巧る、 鬼に 
巧 針を をが 隱す こい ふこ どが 第 
一 だね。 

時期 ご 瘍所ミ 

木 下を け 寒くて 一寸 困る が 

シ— フスへ ツト をら 3 レラ •八 
ンク あたらの 媛つ ち、 バド ソン 
ならば トミ カッで ず かね。 

橋津 一片は 濃、 パゴ ！ ； 
大きい ので カナ I 、 ベラ、 ブラ 
.ック •フ キッシュ 萬 も 大きく 
つて 居る ね、 四 弓 頃から ぼつ ぼ 
つシ！ズンだ；：*、 をの頃じは磨 
の 外 じ フラウ ンダ 1 、 スト ラキ 
ク •パス、 うなぎ 等が いるね、 
ホ g は をれ こを を 盛で、 シ—バ 
ス 、ポギ ー をの 外柯ん でも つれ 
るよ、 磨は 十一 巧 填から 出 V 巧 
るんだ が。 

廳歸 つらけ 實藤輸 か だ、 巧 
しろ 猜をト よして 球る の だからね， 
をれ こを 應 接に 暇な しだよ。 

不破 ぁれで 矢 張を 大海へ 出 
て 巧く 時 じは 特別 だ 船が い Is 
か 巧ん ごか 理屈が わらます かね 

木 下 一番い i のは ピ」 うして 
も 知つ て 居る 人と 一緖 じなる を 
です；；^。 

橋津 さう パブ キ ュラー な 船 
ごか 柯んピ か 硬を わ ある ものち 
やない、 たぐ 餘 b 流 巧して 居る 
船に 乗る VJ A か 大勢 ホて 居て 西 
るこくが あるね、 繼の 方に 多く 
陣 なつて 居る のは、 矢 張ち 場所 
じ 餘裕が あるから だね。 

須賓 しかし あの 連中は 隨を 
遠く 投げ-よすが、 不思畿 じ 大き 
い 奴を つ b 上げるな。 

橋津督 ふよを は 慣れろ だ、 

小が 僕 も ぁれ じは 礎を 勉强 
を しなもの だ。 

鷹奧野 君は 矢 お テニスの や 
うじね、 こつこつ 勉强 して 居る 
から 今に 大したを 魚が じなる。 

橋 渾まア 君達し らう どは、 
大いに ク るんだ、 大きくても 小 
さ^^て もい i からつ るん た、 を 
の 中 じ 段々 解つ て 巧る、 つる 瘍 
所は 矢 張ら、 > ド ジンから 始めて 
シ テキ • グ キラン ドの フ ラク ツ 
ダ！ つ b 、 をれ から 大海 つら、 
をれ から ビ！ チの 投 つら だね。 

- 木 下.', ド ソンの 上流へ、 バ 
スつ b じ 出かけまず がね、 一日 
じ 一尾 もつれたら 結構です よ， 

橋を シ ブネ •アキ ランドで 
も 僕は 始お妻 や 小 供を 連れて 巧 
(ん で、 大観 つれ 巧な 巧を おつ 
てるが ね、 今 おやこの 巧を すつ 
から 敎 つたので、 每年 新ら しい 
巧 探しを して 居 るんだ。 

船に 醉ム 苦し さ 

須賀大 おつ b で船醉 ひは 實 
際つ らいです' ね。 

奥 野し かし 藤さん なんか 宛 
然 ふじみ だ、 この 寒い のじげ を 
巧して ホ氣 だからな。 

橋 律 併 かし 君、 船で 醉て吐 
出す のは 體 内の 新陳化 謝で、 巧 
てい i もの だよ、 毛唐 U んか吐 
いも や 食べて るから な， 兎 じ 巧 
船が 搖れ 出して ゎ < びが おた 時 
は、 響 巧すべし だね、 をれ から 
をの 犬 おつ ゎじは 着れ る だけ 暮 
物を 着、 ォ ー グ •ゥ のモ袋 
じ 足は フエ グト •ブ ーツで 湿め 


る こ 玄 が 必要 だ、 傑なん か 五月 
頃 じはつっ もや おに 飛込んで 泳 
いで 居る。 

小 あお 津 をは 始お妻 おや 小 
供を 伴れ てるから 面白い ね。 

橋 律 ィャ これは 憾快 U もの 
だ J 、 勿論 海の 荒れる 巧なん か 
は 旧る が， 今 K や 妻 も 小 供 も 立 
派 U 漁師 じな V '. た、 僕のは 巧ん 
乘の ポ—ト で乘迴 1 んだ が、 船 
じ醉 ひかけ 相な 時は 島に 上げて 
置いて 僕 一人でつ るの だ、 滅ホ 
じ をん な こごらな いがね、 この 
頃ぢや 寒い からが は耿白 だし、 
お辨當 でもつ くつて グ キク マン 
の少 ^ 上流へ 巧つ て、 トミを つ 
つて 居る。 

す 破 酒の 方は どうです。 

橋' 律 僕は お 正月 じ へべれけ 
じなる 0 外は 飲まない。 

木 下僕 も 平常は 飮 むが、 っ 
らじ巧 巧 時 飮んだ こごは リ い。 

不破 鷹さんはっ x ^ながらチ 
ビリ チビ タ やつて 居ます な。 

驚 うん、 併し 君 もやる ね。 

湖水の 鈎 魚 

橋津 湖水の っ b は 木 下 君の 
細 だが、 僕が 化って 話さう か、 
壤所 はこ i から 少し 化み ケン キ 
ン コ や クロ！ トン 湖邊じ 巧けば 
大小 幾つと な < 湖が もる、 つれ 
るのは バス、 ピカ！ 火、 ポキダ 
サン フキ ッンユ 、トラウト 等で 
をれ こを いつ ばいだ、 時期は ト 
ラク トは四 巧 十五 H から、 バス 
は 六月- ぷ からどい ふ 風 じがで 
下げる 鑑 化に 書いて ある、 化づ 
湖で つら 初めるなら チン フキ ブ 
シユ をから やつて 居る 中 じがつ 
で 巧る が、 湖 氷の 魚つ-"^ じは 一 
寸 しらう どじ 向かん な、. 矢 張 b 
先輩に 就て 習 ふの が I 寒 だ 傑 
かしを 意を 要する のは 湖水つ 5 
じは 州の ラキ センスが が 要 だ、 
これ さへ 取て 置けば 則の 巧處へ 
巧ても 威張て つる こごが お來る 
これは 是非 おつて 置か なきや、 
罰を を 取られる からな。 

日本から 來ろ針 

麗 この間 つら 道具の 庙でネ 
々ダラと いふ 商 襟の あるつ b か 
が あつたので、 段々 調べて 賞つ 
ねら まぐろを つる H 本のつ ちが 
だ 相で、 大變い i ごい ふので 歡 
迎 されて 居る 柏 だ。 

椿津 日本 磐め っら 針は 隨を 
W ホて 居ます ょ、 をれ じ カリフ 

ォグ ニァ 州の H 本人 漁夫が 化 用 
して 居る ものなん か、 ァメ 9 力 
人 仲間で も 馬鹿 じ 評判が い^の 
ですな。 

木 下 針 も 矢 張 6 自 みが 造る 
やう じなら なければ 面白くない 
ね、 いろ'^ 自 をで 工夫して や 
つて 見る ご輸 かなもの だ。 

橋津 i ァ 、鬼 じ 巧、 大いに 
つれる、 つる 術 どい ふ ものは 極 
めて 儲單 である こどを 大いに 力 
說 して 賞つ て 伸 間を 殖やす やう 
じして 戴きたい、 解らない こど 
は 我々 かって 居る 者が 何時でも 

富んで 敎ぇ るから 

す 破ち 難う 御座いま しわ、 
これで 散會 いたします。 

尙ほ 本稿は 座談 會 から 云 週間 
後記 憶を わで b て 書 綴つ たも 
ので あら、 談話の ホ 旨 や 用語 
じ 間違が あるか も 知れません 
'が、 これは 筆者の 責巧 である 
i をわ斷 b して 振き 主す。 
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謹 賞 新年 
ザ 上 金魚 巧 


謹贊 新年 


H 本 支那 賓玉商 


岡 島 ァ—ト 


スチ ユデオ 


謹賀新年 
中 川 巧 夫 


謹贊 新年 


里 マソ A 靴 巧 

舌 ミ & S 客黃. 

養 3 ぞ d A 是養 ， 》 e 三 田 rk 


謹賀新年 
栗 原 善 造 


謹贊 新年 


美術 雜貨商 

小 野 旧 宇一 郞 


謹贊 新年 

東が を商會 

山崎隆 H 


謹贊 新年 
川 島仙藏 


謹賀新年 
上野 大ニ廊 
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謹賀新年 海員 下宿 

媳 川 
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◊ホの 秦を利 巧‘ した ◊ 

いろいろむ 料理法 

を 山 巧を 懸ち當 選 〔一等〕 益 田 美 佐 子 

ホの 素が 巧が 日本の 媛 良固產 おごして 腾く 使用され て 調が 料 
の 巧 名 副 ごいふ b 、 日本 巧 化は 素 ib 朝が、 臺 潰から 支が、 南が 
は 元ょ b この アメリカ じも贩 路を馈 めら れ 年産-千 巧圓を 下ら 
ない 販路を 示して 盾ます が、 當 地の 桑 山商會 では これを ア メリ 
力 人に も琪 <賣> 磯め やぅ VJ いふ 意味から、 ホの 素を 利用した 
巧 理法を 懸賞で 裳 集し ました、 これは 勿論 小さい 意 ホでは 一 桑 
山巧會 の 巧 略では あらょ すが、 いろ'- 面白い 巧 理法が 記述 
さむて 居る ので、 先づ 第-等 當 選者の 巧 理法を 御紹 かする こど 
ど 致しました、 今を 機を 見て 更ら じ、 化の 應慕 者が 記述され た 
ものを ち御紹 かいたし ませう • 

- 力 製。 ップじ 入れ 約 十五み 間 蒸 


〔イ〕 御 献立 

- ( - J オイ スタ 1 •カク テイ グ 
ソ！ ス 九月 スタ イ八 (ムハ 人前) 
マ 3 ネ ース<> ドン ッ シング n 
テ 1 ブグ スフ— ンニ 匙 
トマト 1 ♦ネ ャツ チャ ブフ u 
ブ 1 ブグ スフ 1 ン六匙 
_ レモンけ ニ 個) 

_ ニン ニ クシ 4, 

I 萌汁 (ヮン •ク n — ゲ) 

i クオ 1 セ スタ— シャイア •ソ 
~ 1 ス n チ 1 义プ 1 ン I が 

户フリ 々(チ 1 スフ 1 ン 四を 

の 一 璧 

邊 (チ— スフ— ン半尝 
： 刻み ぺッパ ー ( 靑 ぶび 赤) 
味の素 (チ I スプ ー ン一 匙} 
.をの 諸が 料を 善く 混が たる 後 
- 氷の よじ 載せて 充を 冷した る 上 
これを カク テイ^ •ソ— スのグ 
.ラスに 入れ、 オイ スタ 1 をず！ 
グ ずる 皿の 中央 じ 載せて 巧す。 
で ニ 鳥の 巢 (ホ 人前】 

'鷄が 六 個 

，ホ テトー 六 個 (ト さい も 妙) 

マ 3 子！ ス •ドレッシング (ゴ 

ップじ 四 半み) 

盐 (チー マ プーン 四 ザ か) 

ペッ^ 1 ( チ— スブ ムス じ 八 

かの ニ’ 

ホの 索 (チ ー ス .ブ！ ンじキ を) 
鷄 卵は 化み 間 煮沸した るを、 
之と わき、 則の 尖端を が 6 取，^ 
中央ょ h 横に ニ 節して 黃 ホを 取 

ら 出し'、 之を マ ヨネ ー ゼ •ドレ 
ッ シング、 溢 •ぺ ッバ！ 及び ホ 
の 素 ど 善'、 おが、 細い 锭 力の 管 
の附 いた ベイ スト リイ 袋を 通し 
て、 もど 通ら 白 ホの 中に 入れる 
この巧理を裝飾イるじは^^じ 
切 b 刻んだ ンー スレイ (か 蘭 ニ 
ン デン)' を 用 ふるが ょし、 調理 
したる 上は 轉時放 履して 下さい 
ポ ブト ー はおに 切つ て バス ヶ 
ブトで とを フライし、 之を 霉の 
巢の型 じして 皿の 上に 載せ、 然 
る 後を の 中央 じ 前記の スタッフ 
- せる 鷄 卵を 入れる。 

(日^ ス—プ 

〔 I 】 コン ザ！ メ •ヴ 1 ャ八 (ムハ 

一 人前) 

_ コン ソム (コップに 六が) 
刻み パ— スレイ (チ— スプー 
ン じ！ 匙) 

媒の索 (チ ー K プ ー ン に】 匙) 

カスタ^ ド 

媒卵 ご丽】 

ミク ク 、义は チキン •スト ッ 
ク {コップに 半が) 

樂ホ 

ホの 索 (チ ー スッ 1 ンじ 云み 
のこ 

.カスター ドの 諸 成 かを を 部 善 
;< おせ、 これを グリー ス せる 錫 

1 


して 冷やす、 (調理 用 ヶト八 じて 
簡便に 蒸せる )0 蒸し 上ら 化る 時 
之を コッブよ b 取 b あし 小 I 一 一角 
おじ 切 b 、 マ ー プ皿 一個 じつき 
約 八 個を 入れる、 然るを ソース 

パン じて コン ソムを 巧び 火じ掛 

けて 熱 く-- V 藥が 及び 味の素を 
加へ たる 上、 之を ナ！ ゲ する 煎 
じス I ブ 皿に 入れる、 剔み バ ー 
スレイ じて 裝飾 するどよ ろしい 

ごこ 野菜 スープ (六 人前) 

ビーフ •ストック (コップ じ 

六が) 

ホの 素 (チー スブ —ンじ 一が) 

藥 ホ 

ス—フ の ストックを、 ソ—ス 

バン じ 入れて 暖め、 前 おて 小 刻 
みせる 巧 菜を 加へ 然る 後藥ホ ご 
ホの 素を 加 ふ。 

【一二】 クラム •チヤ ゥダ ー (六 

人前)， 

クラム (サ五 偶) コップ じ 一 
がの 冷水を 入れ 十か閲 3 ック 
ずるを 
お ブトー 六 個 
ァニォ こ 個 

蟲ボ ー ク (よく 剔め る もの} 八 
みの 一封 度 

(盛チ！ スプ1 ンじニ棘) 

ぺッ ハ！ (チ i スフ I ンに八 

分の こ 

ミ八ク こ夕ォ 1 ト」 

味の素 (チ！ スフ^ ンに .一 匙 

ザ) 

クラムは 堅い 部分を 剔み、 ポ 
ブト！ ごアニ オンは 薄く 切ち ま 
す、 ボ ー クは ダト グに 入れて 暫 
睹 煮 たる上、 ボテトー、 ァニォ 
ン ，藥踩 及び クラムみ 汁を 之に 
加へ たる 後、 ホ テト^ — の軟 くな 
迄 之を 襄 、みに クラムを 入む て 
十五が 間襄 き， サ I ダず る 前に 
著い 牛乳と 咏の 素を 加へ る。 

〔ハ} 魚の 御 料理 

〔 - 】 白 巧のを-、 蒸せる もの) ビ 
ック瓜 •ソ —ス附 (々人前) 
ホヮイト •フイ ブシユ 六 切れ 
胡 化の ピック 八 (細 切 のらの) 
ブイ グル スプ ，— ンじニ 匙 
サラダ油 (テ イブ 木 •ス プ！ 
K ニ 匙) 

パー スレイ (切 b 刻んだ もの) 
チ— スフ— ン I 匙 
酷 (コップに 半を) 

藥 ホ 

化の 萎 チ^ ~ スフ ー ンじ一 匙) 
お 肉を 善 < 洗 ひ、 埋 どべ ッパ 
.1 を ふ 6 掛けた る 後 化み 間 之を 
蒸し、 サラダ油、 酢， ピック グ 
_ 細 がら' 一、 バ— スレイ、 アニオ 
ン (刻んだ もの)、 お、 ぺ ツバ！ 
ぶび 睐の 某を 泌せ むる ソ！ スを 

去 


載せて チ） ダす る。 

ごこ 野菜の 御 料理 

'【_ j アスパラガス •ブ ブプス 
( V チヤ メグ •ソ！ ス附) 丄ハ 

人前 

ァ スバ ラ' ボス •ブ ブプス (襄 
たる もの) コップに 一二が 
ベ チヤ メグ •ソ —ス (コップ 

じを 半) 

ア 三 オン ホ (數 一®) 

パッ ブ-イ •シヤ 八 ス六個 

次の 製法に てべ ナヤ メ八 •ソ ー 
スを 作ち。 之 じァニ オン 汁、 ァ 
K パラ ボス ■テッ ブス 及び ホの 
素を 加へ たる 後、 パッ ブイ •シ 
ヤ八ス の 中 じ 入れる。 

，へ チマ ' — "\グ •ッ 1 スの 製法 
バタ！ (テ イプ グスプ ■ — ンじ 

- 匙 半) 

フラヮ 1 ( テイ ブ少 スフ！ ン 

じ 一 匙 半) - 
クター ム (薄い もの) コップ じ 

半が • 

自色ス 1 フ •スト ブク (チネ 
ン义は ゲイ ー 八) コブ プに半 

を 

お (チ！ スプ— ンじ半 匙) 

ぺッ ハ— (チ 1 スブ^ — ンじ八 

みのこ 

バタ） をツ！ スバ ンじ 溶かし 
フラヮ ー を 加へ て 善く おせ、 
更らじ ミ八ク (冷たい もの) 及 
びス ー プ •ストックを 漸ホ的 じ 
加へ クブ ーム じなる 迄よ （搔き 
迴 しなる 上、 更らじ 盛ぶ びぺツ 
パ！ を 加へ て 己み 間 案ます。 


(ホ〕 ポー ルト リイ 

〔_) フリ サシ 1 ド •チキン (六 

人前) 

チキン (莉ん だら の) コップ 

じ 一が 卒 

グ ，1 ン •ピ —ス (襄 たもの) 
コップ じ 半が 

松を (煮た もの) コップに 

半が 

バタ— (テ イブ グスプ —ンじ 

I 匙) 、 

黃色ソ ー ス ( n プフじ 一 匙 半) 
アニ オン ホ (チ 1 スプ 1 ンじ 

一 匙) 

強 (チ— スプ 1 ンじ半 匙) 

べツ户 — ( チ- — スフ— ンじ八 

かのこ 

.ホの 素 (チ ー スプ ー ンじ半 匙) 
次の 製法 じを つて 黃色ソ r ス 
を 作ら 之 じ 味の素を 加へ る、 チ 
キン. (刻んだ もの) ぶび 松 苦は 
バタ 1 じて 襄 、之に グリ！ ン》 
ビ！ スを 入れ、 ょ < おせた る 後 
藥 ホを 入れる、 然して 之を フリ 

々シ— 皿に 入れ、. ハ 1 スレイ じ 

て 装飾して をす。 

黃色ソ ー ス 

ベ チヤ メ片 •ソ 1 ス (コップ 

じ 一が) 

鷄 卵の 黄 ホ 
藥ホ 

此等 をょ （混せ る こど。 

〔ご 肉の 御 料理 

〔 j 】 0 — スト •ビ —フ をび ピ 
—フ •ステ ！ キ 用 
ブラ クン •ソ i ス义は グレイ 


ゲィ (六 人前) 

バタ ー 义はフ アット (肉を 3 
ック せる もの) テ イブ グスプ 

ン一匙 

フラワ 1 ( ブイ プ於 スプ 1 ン 

一 匙 半) 

ピ ー フ •ストック 义は 熱湯 (コ 
ップじ 一が) 

结 (チ ■ ~ スフ- — ンじ 半を) 
ぺブバ 1 ( チ- — スフ1ンじ八 

をの ニ - . 

ホの 素 (チー スブ！ ン じ】 匙) 
バタ 1 义は溺 脂を ソ 1 K バン 
じて 溶かし、 フラワ ー を 入れて 
之を 褐を じし、 リク イッ ドを 加 
へて、 濃 < な るを 搔き 廻した 上 
適を に藥 ホを 加へ、 之 じ ホの 素 
を 入れて 五を 間 煮 40 

(ト〕 サラダ •ド レシ シグ 

六 人前 

マヨ ホ • 一 ズ •ドレッシング (3 

ップじ 四み の S ) 

ホの 素 (チー スプ！ ンじ一 匙 
半) 

善 （混 せるべし。 この ド レッ 
シングは 特に 野菜 度び デで リ！ 
ナラ ダ じ 善し。- 

【 - 】 胡ぶ ピブク 八 (甘い もの) 

胡瓜 (ホ さいら の ご I クオ r 

鹽 (コッブ じ牢巧 
熱湯 ニ クオ I ト) 

酢 ( 一 クオ ー ト) 

からし (チ I スフ ー ンじ半 匙) 
棟 糖 ニ ッブじ 一巧 
ク り [ゲ マ 數個 
シナモン (桂皮) チ^ — ^ スフ • 一 - ン 

に 四を の I 粧 

がの 素 (チ！ スプ ー ンじ 半を) 




る 


i 


ア /y 另景氣 の將來 は？ • . 

貴下は どんな タイプの 女が がを か 
最近 讀 まれた 興がを る 書籍 類な ど 
1 本社よ 9 の 質問 じ對 ずるを 氏 
さま ざよ の 感想 一束 〔慣序 不同 〕— 


保護 關稅 策，、」 景氣 

太洋 貿易 赴 長 
- 髓藤治 一二 郞 
一 千 化な 二十 九 年に がける 
米國 大体の 景氣は クゥ リ 'ッジ • 

フロ スぺプ ティ かフ i ゲ 7! に 

變 るまでの £ であるから 先 巧て 
共 か 黨の巧 謂 好 景氣を 示す でゐ 
らう。 しかし われ.，^ め顆 係し 
て 居る H 本 陶器 類の 輸入は 是れ 
な上需 をの 激增 もる る-まいし、 
さら どて 减 退らない と 云 ふ 程度 
であらう ど豫 想して 居る。 例の 
保護 關巧ま 義をお bM して 關稅 
率の 增 加を くは ァメリカン •ゲ 
ヮブユ 五 I ショ ンじ 基く 謀稅運 
動ら 起る らしい けれ 共、 一ホ需 
要 即ち 國巧 一般の 利益を 考量せ 
ねば でらぬ 政府 じして は 極端な 
巧 動は 執り 得まい ご 思 はれを。 
なじ われ'^ じな つては 可 もな 
く 不可 も；；* しで あらう。 

ニ 盲目的 じ 現 化を ダリた が 
る婦ん よら も 優 さしい 中 じシッ 
々9 した 點の ある 婦人は 國の寶 
である。 敢て 美醜を 論じ U い。 

H P タリ ー お 幾 部の 創設者 
で國際 ホ 巧に 貢献し、 共 ぜ共榮 
のた めじ 盡巧 せむ どす る 理想の 
寶現 者た る シカゴ 巧 巧 留のボ ー 
グ •ピー •パ ブス 氏の 自叙 傅を 


讀 わで 感奮 措 （能は ざる ものが 
ある 0 

マルクス 物を 讀 む- 
國隐療 船 支配人 

河 巧 常 八 

一 大統領の 選擧 もを をの 通 
6 共和 黛の 大勝 ど歸 し、 繁榮第 
一の 同黨 政策は、 フー ゲァ！ 新 
大統領の 最堅實 なる ホ 法 じょ b 
巧は るぺ く、 おつて 當國 5 巧景 
氣は尙 ほ 今後 繼續 する ものと 思 
ふ。 勿論 採を 界 ぶを 時旌の 事業 
等とは、 其の 聞タ かの 化 欄は を 
れ難 からん。 

ニ體な 健、 を貌は 十人並、 
而 かも 速が じ まられ る 足で、 し 
ごや かに 步を 運び 大じ辨 じ 得ら 
る； をで 徐 かじ ロを 利き、 万事 
香み 这んで 居て、 をれ で 滅多に 
はを れシ 吐か や、 いざ 鎌 倉 £ い 
ふ 時は 長刀 も自 なじ 振られる 腐 
で 常 じ 針を 運ばせて 居る どい ふ 
のが 僕の 理想 ご t る 女 だ。 

一二 近 本の 讀物 中最 印を 深き 
は 左の ニ 項な b 。 

(A ) 僕がず 素 タ數の 船員 じ 巧 
衝 する 關 係で、 勞働 問題 じ關ず 
る 書を 好み、 マグ タス 物を も 手 
じせし が準瞄 乏しき 僕では 彼の 
高遠 る 理想を T 解す るに 苦し 
，び。 從 つて マ^キ ズム者 じ 非ら 
ざるは 勿を なる も、 一八 六 六 年 


ゼ子バ じ 開催せ る 國際勞 働 運動 
の 創立 總會 じがて 決議 せられた 
るマ术 クスの 起草 じ 得る 宣言書 

を讀 みて、 其 ま 昔の 善惡替 巧は 
之を 別 ごして、 彼が 實際 運動の 
目標を なるこ どを 得し ど 共 じ、 
今ょ b 六十ち 余 年 前に 斯 かる 遠 
大の 理想を のて 敢然と 之れ が實 
巧 じ 突進せ る勇氣 じは、 敬服せ 
ざるを 得ない。 仍て右 實言聲 の 
冒頭 じぁる 『思 ふじ 爲働者 階級 
の 解な』 云々 ょら 未驢じ 於け る 
『義務な き 所には 權利 なく、 權 
利な き 所 じは 義務 亦な し』 の 長 
文は あ ホに なき 興 ホを 化て せ 6 
( B ) 去 巧 巧 船 ベストリス 號が 
當 方面 沿岸 じ おいて 化沒 し多數 
の乂 かを 海を の 藻屑 ど 化せし こ 
ごは き乂间 胸の 敬愛す V き 一人 
を も磯牲 じせし とい ふ 意 ホ じ 於 
ての みなら ホ ホ 海運業 またる 者 
の巧斟 なる 注意を わ こたる ベ か 
ら ざるら のとして 侯 じは 甚大の 
衝動を 輿 へられたら 。をに 巧て 
敷 島の 道 定！ 風流 氣 なき 僕ら 
恐れ多き こどながら 
明治天皇み 

波風の 靜 かなる 日 も 船人は 
お-し 必を 許さ ざるら む 

いん 御製は 化 ホ 幾度 も 拜讀せ 
しじ 拘 じらす 其 際 深 < 腦裡じ 刹 
みかけられたち。 


謹贊 新年 

ベィ ヨン 

千 葉四廊 

同 よね 


謹 賞 新年 

ベイ ヨン 

が 原 光治 


謹贊 新年 • 

ベイ 3 ン 

旧宮 騰治廊 


謹 賞 新年 

ベイ ヨン 

巧 中 おご 

■天 野廣輔 


謹贊 新年 

ベイ ヨン 

臟ロ顯 之 


謹 賞 新年. 

ベイ ヨン 

平 巧 藤次廊 


謹賀新年 

コネ！ アイ ランド 

照屋盖 n 四廊 


謹贊 新年 

コネー アイ ランド 

获原 參四郎 


謹 賞 新年 

コ| ネ了 イラン ド 

野 旧 一郡 


謹賀新年 

靈—删 

吾等 ノ 事業、 州を 園を 道 
並 こ 造園 造林 樹木 ノ 養成 

洛長 日本 ホ 國人關 お 永 S 郞 

前 ロングアィランド 農事 試験 複長 

ま 傷 長 《ル •ビー •フルラー トン 

。ング アイ ランドを 曠ニ 關ス八 農事 園 藝ノ質 間 

現を！！ ソ r アイ ランド 農事 課長 

H チス •ロ— リン •フルラー トン 


謹 賞 新年 

昭ホ四 年 一月 一日 
新 城 巧 州 

が 


謹 賞 新年 

昭和 四 年 一巧 ) H 

淵 上裁， 巧 

oedel- Lan 巧 Ozone park, Li . 产 N. Y. 


謹贊 新年 

昭和 四 年) 巧' 1 H 

嫁 尾 商 巧 

叟府 ジアー マンタ ウン 街 二八 ニ 四 


謹賛 新年 

尾 崎 美術 店 


謹贊 新年 

力 レツす ポイント 

願 ロ 巧么斯 


謹贊 新年 

コネ— アイ ランド 

阿部 鋪次颠 


羣贊 新年 

吉巧 光太 鄙 


挡 5 W . Ferry St ., Buffalo 、 N . Y . 


謹贊 新年 

ビッ ツバ— グ巿 

佐 野廣ま 


謹賀新年 

吉 里米藏 

ピッツ バ—グ オリヴ アー巧 ニ-八 


謹 賞 新年 

太洋 貿易 株 ま 會社新 英蘭州 化 巧 店 

ボストン 替 巧商會 

替田信 雄 


謹賀新年 

昭巧巧 年 一巧-日 

太 巧洋巧 

林鐵 次商會 

リ A なー ド 

林 農場 
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謹 賞 新年 
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H.SeESStk". 

303 巧れ h Av も 
Tel. Caledonia 4101 

巧 旧荫事 株ぷ會 斌撫脊 支店 
UcWd 瓦 Tra ぷ ng Co., !nc. 

11 Park Place 
Tel. Barcl 巧 だ 76 

島賓 易^ 式會お 1 

Shima Trading Co., Ltd, 

ISO Broadway 
Telepho 凸 e R が tor 1484 

巧 ホ 食な 赤 尾が 會 ] 

Ak&wo & Co リ Lt ん， 1 

295 Fifth Ave., 

Tel. Caledonia 9758-5? 

お倉 製 絲巧饋 橡ま食 化 
Ka お k な ra 症 Co リ Lt ん 

了 2 ぶみ 盛 ’ 。 で 45& 品 n 品 

1C. M 淹 hnoto 

Mikhno 化 PearU 

535 Fifth Avenue 
TcL Van ん rb 化 巧 19 

大倉 がが 育ま 巧 
Oku 化 在 Co,, 

30 Church St*, 

Tel. Co け la 田 dt 2292-93-94 

H お 巧 ま會化 
巧 巧 店 
髙 峰巧會 
1 扣わ 83 お化 ん Y, C, Ttl. Re 加 r け 84 
Fach け： お 10 38 化む e" し 1 G け) （ 

法 巧 銜を巧 ま 曾を 
4sano iSussan Company 

Room SOI -$05 
165 Broadway 
Tel. Cortlandt 8047-8052 

, Gosho corporation. 

Silk importers, 

が 技 a が 34 化 Street 
Tel. Aihlajid 87.91 
む 0 此〇 Co., Inc.t 
Cctton Exporter! 

放 Be&7er S も， 

X6i Bowlins Green &80&-O6 

巧な 洲巧道 採 ホを か 
な 育 事を 巧 

South Manchuria R. R. Co., 

Room 2026, Canadian Pacific Bl か . 
342 Madison Av«. 

Tcl. Vand が b 化か 35 

吉井物 ま 賊會赴 
な 育ま 巧 
Mits 山 & Co リ 

6 な Broadway, 

TeL Bo 件 虹 ig Green 7520 

巧ホ會 おお 井 巧 巧 
紐 育 お 張 巧 
Iwai 在 Co •，いん 

Woolworth Building, 
I'el. WhitehaU 6040 

H 蓮 商事 巧 ま會を 
お育ま 巧 
MUsubishi Shoji Kaisha 

(M お ub;ah; Co 。 Lt ん、 
120 Broadway 
Tel. Rector 2560.2364 

大阪蘭 日 ニを を 朝日 
化 巧ま內 
Osaka Asahi 

、打 e iNew Icork Ti 田 e* Annex 
了 el. Lackawanna 1000 

日本 綻巧巧 ま會社 
が 巧 支店 

JFapan Cotton Trading Co" いん， 
25 Madison Avenue* 

T«L Lexington 8780 

曰ネ 生糸 拽ま會 社 
おち 支 巧 
NIPPON KI-IT0 U\m, LTD 

fwo Park Avenue 
Tel. Ashland 5320 

巧を 名會な 
化育 まな 
Hara & Co., 

443 Four 比 Ave 。 
TeL Cai«d 〇 iua 7830-35 

曰 ホ 生糸 お 巧會社 
な 育ま 巧 
— KICHI - 化 1 KI け 日 ySUSHIK! KW 州 A 
(WCH し B む jcmro CO" LTD.) 
1 Park Avenue 
Te し Ashland 624 もが - が 《49 

大お每 B ニぶ 巧曰扫 
を 木 H が 
Osaka Mainichi 
Ream 306A World Building 
Tcl. 反 cakmaui 425 谷 
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Happy New Year 


The Cherry Grove Inn 

126 East 60 比 St; が et 
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謹贊 新年 

昭か 四が 一片 1 n 

野 澤昔王 


謹賀新年 

昭和 四 年】 巧 一日 
を 壽司反 御辨當 

木が 屋 


謹贊 新年 

昭か四 年 一巧 】 U 

東 益 


謹賀新年 

昭巧四 年 一巧】 日 

ジヨ！ ジシ— 
が ブス 


謹 賞 新年 

昭か四 年 一巧】 日 

サラナ ツク湖 

妻 滔巖彥 


謹 贊斬年 

昭巧四 年 一巧 一 H 
巧 加州 

中 山 銀么巧 _ 


講贊 新年. 

昭和 四 年 一巧 一日 

飯 鳥 和 一 

第五 お ニニ 五 


謹 贊斬年 

昭か四 年 一巧】 日 

山 崎 長 ご 一 

だ 3 W 男 t End Ave . 


第五 十六を 顧議會 
政 戦 r 前にして 

露骨む 議貴爭 奪戰. 

お 政 黨じ尙 ほ 一二 四を は 脫黨か 

ま 京お電 二十 八日を P にか 溝ん 動搖は 尙ほ繼 紙し 兹數 日中 
じは 民 か 凝 ibs 化 おみ 脫黨 とを るに 至么 べきが、 民政 黨 側で 
は 政が みあが。 施 良巧密 しおし を 雌の々 いかん ごもな し 難しご 
悲 的を 上 ザて 居る。 

新 驚め 態度 i 强硬 

を 京 特電 二十 セ日發 P ぃ曾衆 お院は 共に ホ 年 一巧 ホ 日ょ でか 
會 する こご、。 つた、 がして 新黨 お樂； は换戰 巧を 前 じして 未 
だ 本音を 吐か や、 頻ゥ じか、 民兩 歲をト '‘っ し： 賠 るが、 常巧委 
員 跨の 選摧 'しが X 新黨お 樂潍こ 一新 曾は 歧府 のを お 的な 策に 應 
せ 中、 政府の 油 曾 助な けに 難 w がが 待ユ！ れ 、選を の おおが 黨俱 
樂 がの お 度 順化た a * 富 選し 貸 族 化は 近 鶴 一- 义磨 公が 當 選した、 尙 
ほな 族 おじが る 口中 かな 痛 おには 前 《楼大 担 おが 舊 を 郞 巧が 先 
登を 承る こご^。 つ。。 

海老 澤氏 民政 黨騰黨 狂言 

ま 京 特電 廿セ b 發 === 巧が 縣 選出の 民 黨巧誰 ± 海老 澤爲次 
郎 氏は 遂に 氏 政 鶏を 脫黨 したがを のを 右に 遇擧齡 民のから くら 
どが がし k ， 而 がしぶ 知 縣遽出 化 麗± 久！1|7 尊資 氏の 離黨 は事實 
であるら しい。 一 I 

閣議で 新 驚 タ輸策 V ど條議 

まま 特電 二十 六日 發 = 旧 中 首相は 山ぶ 農相、 义原遞 相、 勝 
田 文化 小川 鐵化 等を 化 邸に おき 新黨俱 単一 部操縱 策を 協 落した 
が 遂に 一间の 恩を は 射 腰' 5 姿 協を 避け 自力 本意に 直進す る こ V 」 
じ 巧」 新 黨お樂 能 員 中 じも兩 巧を 譲 じ 或 あは 賛成し 或 者は 巧對 
とい ふが 鶴 C わる^ら 床が 氏 も黨的 か裝を 螺れて 支那 間 題じ猜 
しても 强硬的 策を 保持し 得な. いかだ ごい ふ-とに 一致した ど。 

政府の 腰 頗ろ强 、し 


ま 京 特笔廿 六日 發 【ニ ユョ i 
ク •タ井 ムス 巧】 n 普選を 第二 

巧の ホ 輕濟替 け 今朝 聖上 御 臨御 
の 上 開院 式を 舉 げたが、 政府の 
位 鼠は 議替前 よら-*^ 

違る じ强 固に てこのを な 
'らば 今 巧講會 * しがる 旧 中 內閣の 
生かは をを であると 觀られ て 居 
一ら-蛮 上の 御 詔 おけ 例年の かく 
ー內 外のを を じ おず る 巧 力を 希聲 
され、 特に 對 かずか 關 係を 御 力 
說遊 だされた •か、 兩院は 明日よ 
b 明を j 巧す 旬‘ よで 化 食す る 笠 
'である、 説會 じがる を黨 のみ 野 
をを るに 政ぶ 食は 諸會 前の ニ 巧 
十九 人が ニ 巧 化 一人 じあ 加した 
る じ 猫ぎ U いが、 唯一の 野黨で 
ある 民政 黨 ，レ 僅が じがと 十四 人 
じて 到 あいかなる 政綱を 提げて 
も， 

孜府を 禪劾 する こどは 不 
巧 化で をる ご おられ、 化 奶證會 
じめ ホ 票の キャス チン グ •ゲオ 
! ツを据 つた 鶴を 疏輔氏 一波の 
巧 政 食ら 今脚講 曾で U 何等 大勢 
を 動か オ 能け や、 がみ 竹 ホ郎氏 


の 新 黨俱樂 部は 恐らくな 府じ ホ 
方す るで をみ ぅど 期恃 されて 居 
るか、 假 な：，； 新 黨惧樂 部 どの 姿 
協 か 不可能 ミしても 政 ま 會は多 
數を 劇'. 得ち 一巧 混じを る、 從ホ 
議會の 

大 問題で ある お 支那な 策 
を 除く 今期 議會 の大 問題は 政府 
の兩 稅委讓 まにして 餐 をの 譲 論 
相半ばしつ-- もれで お 掃を 協は 
可能で あるか 政府案は 恐らく 十 
中の 八 化までは 潘 過が 確實 じて 
對 まが 策 じ 就て 野 黨は乂 いじ 痛 
擊ず もで あらぅ が) 般 輿論は が 
府が この 瞭突猪 的な 蹟 棟を 策 じ 
おで や、 お國ご 政策 上に 協調す 
る 限- 0 溫健 的で をる' 一とを 期待 
して 寧ろ 滿 をを ま 明し 居る が、 
南京 政府では 最 '站 

左翼 派が 巧び 勢を 狼ら 

，てを 冀派 £ 反目し つ {ある こ £ 
は 明白 n てこの 兩 派の 消長は H 
本 致 おの 時 r 懸を ずろ 巧で ある 
がず 年の 總會 までには 柯等 かの 
を 炼を 見る じ 至るべき こどを 期 
蜡 して 居る。. 


; 對 支 外交 同鹽 組織 

I ま 京 巧を 廿 八日を == お 支 外を は擧菌 一を か 必要 だ ごて 朝野 
^ を 派の お 志 化 畿± はお ま 外を 同 盤を 組織し 『權益 お 諮の 保証 得 
j るまで 做を す 巧』 ど聲 明した。 

列强 相次いで 新 政府 承認 

ロンドン 二十 セ日豬 = 本 H おを 议府 は莫觀 、オランダ、 ス 




イ 








-ょ_ 


—沁 


至 — グン、 テン マ トク、 ぶか 

ザ 火 等の 縣稅自 ま權傷 もあ义 


を 公 お—、 K ベ！ キ > どの 化み 


も 明 H を W て 調印を 見る じ 巧る 
ベく を 判强は W 时 -i 南京 政が*^ 
止 式-: ホ認 して 枯 る、 を 越 中 デ 

ン マ— ク と. ホ 少トボ か' け いづい 

も 千 九な 化 年を W てを 外法 鳩の 
撒攒 r 承認して 注目を おいて お 
を、 而 かしこれ 等 諸條約 3 中で 
る おま條 約は 將 ホが 甚。 ら彭蠻 
を 巧 ふる.', まち もの ぞく、 がな 
共-; 媛 化 率を 持 も 適 まに がて 支 
がに 課せられ たる 自ま權 制限の 
一切を な 薬した もので 今回の 條 
約を をと 共-」 輸出入 業者は ー齊 
じ新條 約を 歡迎 しこの 上は 南を 
がが の 司法 力が 鹽 内の あ 序を い 
かじして 維 待す るか. か 凌 さいた 
問題 ごな つて 居る^、 が 地ホ督 
軍 VJ 中央政府の 提携が 最も 祀憂 


され. て 居る。 


赤化 運動 



取締が おび 嚴重 

上海 二十 セ日發 N 最巧苗 京げ 
府 施政 下に 一が 鳴 5^ 酱 めた 赤 
化 派は 全 委員 會の 召集を 前 じ [ 
て 巧び 示威 連動 じぶ ぶ 兆 おわ b 
上海を 始めを 地宫 憲は嚴 更に 譬 
戒中 にて 本 U 入港した な； 船 じて 
り シアょ ト ，戾 b し 支那ん お產黨 
員 及び 0 シアん 一名け 宣傳書 額 
や 短銃 等を 巧收ュ 、れ 目下 お 調を 
まけて 居る。 

泉 京 特電 二十 五日 發 U 最近 蔣 
か 石 蒋軍ご 媽玉祥 お 軍の 一反 目は 
a ご 共 じ激恐 どなり 兩 派に 屬す 
る 部下は 飛火を 恐れて 續タ辭 職 
して 居る。 


對支 政策 ご 

調 離 政策 


步 調は 一致せ ず 

國民 政府 成立， 3 ホ 則 國の對 支 
方針は 關稅 會議 0 後の 不 協調を 
おじ 乱調子‘ ごして 單獨會 議のホ 
針を どつ てゐ るが、 これが 

を.：：* しじ ものは a ん 
ご いつても と巧廿 五日み 米、 支 
關巧條 約の 締結で ゎる、 即ち 日 
本の 山 東 お 兵は 化 ホ譬備 問題 じ 
ついて まづ アメリカの 單獨を 渉 
を 促し、 夾で义 ミ 願稅條 約の 拔 
け驅 けを 導き、 一を 國ん對 ま關係 
を 著る しく 支が 側に 有 巧 ごす* 
結 おにな つた、 したがつ て 日本 
のみが 反對 して ゐる條 約 改訂を 
渉」 ついても ィぞ ジスを の 能の 
諸 國も相 巧で 支那 ど 

交渉 を 開始し、 支 报の關 
稅自 まを 承 露し 條約 改訂の 準備 
を 進める やぅな 結果 ごなら 頤民 
政府 どして は 容易 じ不ホ 等條約 
改廢の ホ 望を 實 現し 得る こ玄じ 
なつた、 これが ためち 跟测 はこ 
の則國 どの 不調に 乘 じ盛稅 問題 
じまで 手を つけを 國を 手古摺ら 
せ 一み 进巧擔 がの 借 おじっ いて 
は ひを かじ H 本を 出し 拔 いて ホ 
挪 どを 渉を 進める ごい ふ始 未で 
經 日の： n 、 お、 佛ニ 一圃の 共间聲 
明ら 日本の 

强硬 なる ま 張 じよら 英锁 

が 己な く參 加した ごい ふだけ で 
外を 上は 巧 等 支那 じ對 して 巧し 
が 利かぬ もの WG つてし まつた 


むけで ある、 も 巧 化の ィダ y ス 
巧 間を 動鲜 に對タ 問題で：：： 英協 
調？ べし ごの 誰 論が 巧は 4 るに 
いた X, たのら 0 ト •のを 蝴の單 濁 
タ 渉が 徒らに 支那 侧を がする の 
みで み闕 -S お 支 外を を 非常に 晒 
難 ごして ゐん * - ;J 力ら 述じ たも 
のでを る、 巧 巧が とィ ゲリ マ 政 
府 ごの 間に この 鑛 について での 

の鋪； 各が 巧 はれた 
かは 不明で わる お、 當 扇の 說巧 
ずる どころ で じ、 H 本は 支那に 
揖 しを 國 ぉ出し 拔 いて 勝す r ； 巧 
動を ごる もので けなく、 寧ろ 辨 
题 協調を 希望. てむ るみ 繁 でも 
し 出 ホる じら ば：：： 典 兩國が 巧み 
誘 解し、 然る 後 米、 鄰 7 での 他の 
列鹽を 導くべき で^る どい ふじ 
對 して ィ •考 リス 側 もま こご L 結 
構い^ こごで ある V - 寶 成した じ 過 
ぎ '心 い ご ふ J で を つ て 

實際間 題 どして 見る じ 利 
害 離 係 の 一 致し。 い 兩國が 俄 じ 
繫 をな 協調を 行 ふこ ごは 事實上 
不可 館で ぁる、 從て H 英 協調 ご 
して これを を 望 するどい ふ W 外 
r 外を 上には 柯等 これを 具 ホ 化 
する 方法は なく 對ま閱 題 じつい 
ては 當み巧 陸は 單獨解 ホの 方 か 
f 利害 K 岡 一の 問題 じついての 


み 協調 （得る に r ぎ U いご 當覇 
は 廷てゐ る 0 


臨時 議會じ 

政界 迷 ふ 


フ氏歸 米の 目的 

ワシントン 二十 六日 發リホ ザ 
ニ 一巧を むて 大統頒 に 就任ず べき 


パ— b ® フ* —グア ー 氏 か' キ 


ユ—パ おび A ホ シコの 

を 急 じ 中 化した のみ 
なら やフ 《 9 ダが で靜 養の 豫を 
を も變叟 して 岛 ちじ 首都 フシ ン 
トン •し 强< ベく 發 おしだ 費 相 じ 
就て は 大体 じがて 新閣 買の 巧 か 
じ 就て 黨の 幹部 や 大統領 ご 協議 
する 爲め である ごい ふの が 巧 由 
£ なつて 屠る おが 界 の-方 じは 
閣員の 巧 命 問題と いふ こどは 敢 


て フ I ゲ ァ I を か ブ シ ン 


ホな く 共な し 得る こ £ で 現じ こ 
れ じ關聯 しじ 要務を 帶 びた 人々 
はフ 。リダ 州訪 間の 豫を であ-つ 
た 事實お 擧げプ n グラムを 獲 あ 


德川家 達を 光榮 

東ち 特電 廿 六曰發 = 聖上 じは 
せを 年間 貴族院 邊を どしての 功 
勞を嘉 せられ 御 絞 章 入 6 銀製 花 
瓶を 徳川家 達を じ 御下踞 遊ばさ 
れ た。 


加し. 

現 に ド院歲 を" ン グフォ 
—ズ氏 おき^ 臨 恃遙會 を 巧 集 
する の 必娶^ しご 離め 居を が、 
ク ー リッ デ 巧は 其】 方' しがて 今 
期 通常！ 日中 •し 不戰條 約、 海軍 
問題 あび 農が 歡濟を I 時に 辭が 
する こどな 難しい VJ の 憩 見を 波 
らし 短ら-この 願-‘」 がて ブ 1* ゥ 
ア ー を ど觀然 怠を の 相違を ホし 

る こご！：^’ 识ん ラテン® アメ 7 力 
親善 訪 聞の ブ曰 グラムを 急に 變 
更 せしめな 重大。 理由で ある も 


の、 如く、- 段 b じフ！ ダ アミを 


の 


ぶ 息 が 貫徹して 離 時議貧 
の 召集が が 化 化み £ なつた 鶏を 
ボラ ー を か 面目は 化 潰れ どなる 
譯 である、- 而 かも 選 擧期じ 常し 
ボラ！ 巧が 7 巧の 爲 めじ 努力し 
わ瓣ぶ ヒユ！ ズ 氏を 餘 けば 最も 
宵 力なる，! ¢5 ので あち 蘇に をが 外 
を委賣 長の 耍職 じある 關係 巧 
ご お 治 的な 鶏を 異にする ピ昏亦 
フ あの 親 嫌 致に 重大なる 影藝を 
輿 ふるら 巧 ♦どして 敌界 注目の 焦 
黯ご なつで 居る。 


フラン K 政府と 


海軍 牆張 案. 

卡四年 計 劃發表 

パリ— 二十 七日 發 H フランス 

政府な 千み な 四十 S 年 即ち 十 旧 
年に 一直る 猿 軍 擴張計 劃を 議會じ 
發 をした. i 、 をの 肉を はま 力 盤 
をび 裝甲 還が 濫 十と 巧 五 千頓、 
轉裝巡 ホ濡、 驅逐禮 をび ホ雷艇 
那化 方嗯、 I 潜 氷 濫化巧 六 千顯、 
飛 巧 母絕丄 f 巧賴 じして 


主力艦" ' P 艦 離は か 年、. 輕装巡 
巧 艦は トよ牟 、驅 逐鑑 十五 年 
水雷艇 一心 十二 年 どして 居る が 
今回の 苛 劃は 單じ 理論的な ち 
ので 主力艦の 建 遣 養 四 盧フラ 
ン (千み だ 巧 弗) ご 計上され 
て 居る が、 

右の 中ち 力 惑の 十と 冗 五 千嚼は 


巧 一巧 强 だして 海軍 鑑少 會議の 


した 重大な 

理由 は 顧 時證會 S 召集で 
ぁるご見做して居る、 郎-^^選擧 
日の 底 前に 巧て プ！ ゲァー 巧が 
巧黨 のな 力なる 議員 ボラ！ 巧を 
通じて 農が 救 濟じ關 し 臨時 議會 
を 召集す るの 息 あら ご聲 明す る 
じ 至つ たがを の 後の 政情 推移ょ 
b 見る じ 通常 議會 じて 農 材敕濟 
は 到底 絕绍 でぁる ごの 結論 じ 達 
した まもぶ いが 而 かも フ ー ゲ T 
1 氏 どして は 前た 統領 時化よ t 
のま 解 巧 問題を 無條 かで 引ずけ 
る こどは フ！ ゲア ー 氏のを 治 巧 
位置 じ 不利で をる ご 說 くぎ も 巧 




ンご别 として お' 


英一 帝の 御 容態 

.再び 險惡に 


御を 慾 著しく 减退 
ロンドン 二十 セ日發 M 過去 數 
日 じを b 頗 ら御經 適な 好で ホつ 
た巧國 々王 ジョ— •チ 陛下は か自 
じ まちて 御を お 散漫を ホ じ食懲 
著し （减 退して 侍醫 はが かじ 日 
巧 詰 巧 b で 御 看護 中 上げて 居る 
がは 威巧陛 ドけ ク "マ マスには 


流石は ムソ リニ 


ロー マサ セ日發 n ィ タク！ 首 
柏 么ソブ n 氏は 緩 狸 大臣の が 
じ 十二 一大 控 中と 大臣を 兼攝す 
る どい ふ 執を ぶを であるが、 
今度は 閣員 や宫 をに サー クラ 
一 ~ スを 配附し 新年 わ ホた から 
W て 上官 じ 對し新 年賀 狀を送 
b 或 ひは 賀詞を 述べる 爲 めじ 
戶别 訪問す る こどは 巧を タ端 
の 今日 時閣 のお费 でを るから 
『今を をの 儀に 友 ば や』 と 述べ 
て 居る が、 何しろ ム V リニ 氏 
の 註え だけにた ぐのを 文で な 
> これは 命を だ ど. あつて、 早 
速實 巧す る ご C 


帝じ對 して 純銀 製 0 を銳 模型を 
贈られ 御發 病な ホ 御病康 にぁ ろ 
看護 締じ對 しても を々 谱 物を 遊 
ばされ じ， 而 して 降誕 祭の お皇 
太 モジ 3— デ 親王は 失讓 炭が 勞 
鹽 をの 救濟養 募集に 就で ラ. デオ 
を 通じて 御演說 遊ばされ たお あ 
今日よ で じは 薛 じち 額め 寄 お金 
が 集て 居る。 


結果 ま カ艦廢 化を 决議 すれば 鼓 
棄 する こ ミを 蘭提 ごした もので 
飛行 巧 媛 お 現 巧め 成績み 第で 變 
更 すべく、： 輕 巡が 艦 じを b ては 
嵩 も 重 耍視し 太 西洋、 地中海 及 
び 殖民 地た これ 等の 册ホ 万顯を 
配置ず ベ.， て 磬水艇 九 巧 六 モ嗯は 
約 四十 隻 ミい ふ最 化の 漂 準じし 
てこの 半 數は岡 時 じ 建造し 地中 
お、 太 西 巧 あび お峽 じ十隻 おを 
配置す べト 

この 新 討 劃 建造 費は 一年 じ 化 
億 八 千 旨 巧 フラン 若し まカ髓 
建 遣な 襄の攘 をはと 億 九 千 四 
百方 フラン i なしみ 年度の 海 
軍 維持費は 廿化億 六 千で フラ 


赔 償を 提議 ^ 

化 表 ホた し 

モロ ー 氏は 出で や 
ワシントン 二十 セ 日 驚 n ホる 
べき 賠償 か 會 葬し 對し？ ゾリ 力 
を府ら 非を 式 じ 代表 蓉 嘴を 承認 
したが、 これが 人選 じ關 して 國 
務省挪 の 意 括 じ 化れば 堪メ キン 
n を使モ n ! 巧の 就任は 
巧は ゾキ シコを 使と J レて 今後 
依然 ごして 駐任 すべ Z 、 從て歐 
卵に 渡る やぅな こ' ごは i :* い 
ご 言明し、 巧の 國務 長宫 就巧說 
もこ わで 巧 消しくな つた 譯 であ 
るが* オ^ *— ゥユン •ヤンクを 巧 
就 ほは 聯を國 側 ごしても 元ょ 6 
を 堪 しつ！ ある 所で わる けれ 共 
ヤング 巧は 未だ 何等 國務 當じ對 
してを まの 退 答 もんて 雇ない ち 
穩で をて ヤング 巧は 元ょ b ヒユ 
!ズ 氏の 就 巧 も 一巧 中旬 頃なら 
では 巧が せざる ベ {、恐らく ヤ 
ング 氏の が 巧は 最も 確實 性を 帮 
びた ものである ご 一 殺は 觀 測し 
て 居る。 


本を もを 特電 (紫 無 巧 轉敦〕 


不動 產ご貸 附利モ 


〔せ 八 0】 大藏 省は 下の 姑 （發 ました 『次年度 上半 巧 不動 產 
貸附 巧す は 勸裴銀 巧、 農工 銀け、 が殖銀 巧は 何れも 昨年 同期と 同 
率、 朝鮮 殖を おが、 東洋 拓殖 銀 巧は 何れも ニ 一二 旌ホ 引で げん』 ご 


宮曠縣 下に 大火 


〔廿 八日】 き 時 縣小林 町 じ大化 
あ b と 十 H ロ燒 失した。 

若手 巧 カナダへ' 


【廿 八日】 一等 書記官 岩 手嘉雄 
氏は々 ナダを 使 おな 勤を 命 や 


藤 田 男 等の 叙 動 

t サ 八日】 藤 旧 ホ 太郎 男は 激ニ 


等. 丑-^ 皆-;: 誇 巧 { 靑】 巧) は 
動' 二等 おを 章に 叙 だ - b わた。 

小山 巧 巧の 死因 

【甘 セ 日】 旣 殺、 か 六 U 午前 0 
時 ご 一十み 逝去した 劇作、 劇が 
家 小山 阳薰 氏け 動脈硬化 おじ 
てを 倒 後 間もなく 絕 命した ど 

記念品 遂に 燒却 

【廿セ 曰〕 を 補 御大 典 記念品 製 
が過剩 V こ A つたが 當 局は 之が 
帘算じ 混雜し 遂じ燒 却す る ご 

故 ホ 上 中佐 葬儀 

〔甘 セ 日】 か 井 h 義雄 中佐 葬儀 
は 甘ち り 午後 靑山齋 裝じ擧 巧 
を 國大を 使館附 陸軍 武官は 柯 
れも則 席し 國際 的に 玫：義 深い 
儀までを つた、 ホ ご 人の 縄 白 
喪服を はな々 しく 一同の 哀愁 


を さを ぅた 《 


兩 飛行 ± も辭職 

〔甘 セ 日】 帝 閣飛巧 據會の 太ず 
が演斷 飛行 準備 會は 解體 され 
藤本、 誠 訪兩號 巧 ± は 涙を を 
むで 職を 辭 した。 


本日の 本紙 


を 十み ぺ！ ザ 

本號じ 限ち 一齋賣 なは を價 
二十 五 仙 ミいた します。 

紐 育 新報 社 


謹 賞 新年 


昭和 巧 お I 巧 一 H 

お 育 新報 社 

水を 渉 三 一 
巧田實 
ず. 破 ま 雄 
中が 靜雄 
中 野 恭ご一 
木材 H 雄 
营 お 亨 
福 巧 唯一 
島 田 文 夫 
白 新田 五作 
呈 llii E . J 呈 es 


謹賀新年 

昭巧四 年 一巧 一日 


名 阪佐巿 


謹賀新年 

昭巧四 年 一月 一日 

在華府 

村 山 噴 


謹贊 新年 

昭が四 年 一巧 一日 

鈴 木 寫奠舘 


,1 居！.'.-: f か irf ト 5 '占 匯ミ重 章'--' ご Y-'-' 



T.CTAKAMImd. 

1 けむ mbeiiand St. Brack 如 
Te しむ mb が Und 巧 11 


M.Tsuchiya,D.M.D 
105 W, 73«l 化 
M む afalgar 8509 j 


Dr. Sabro 巨 my, 

1035 Park Ave., 
Tel. Sacramento 7980 


KANZOOGUR! M D 

214 出が 化 わ 帥 k 如 
Te しむ iangle がが 


K. IWAMOTO, m.d. 

U4 W.70th St. 

TcL Trafa! か ) r 0352 


F. MU 民 民 AY 排 LL CO. Inc. 
ESU 化に 化 日 巧が 
Roam 81 ん y 5 巧 8roa おが 
お ! • Btm り ng-G 巧が がが， がが 


I MIKADO TAILOR 

; 30 に 65 比 St. 

I Te し Rhineland が 巧 30 


Koike Studio 

730 Fif 比 Ave. 
Cor. 57th St. 
Tel. Ciix ミ e 4406 


Oriental Art St;u(iios 

‘ J. Y. Matsumoto 
124 化 34 化 化 lU. C. 

Tel. Wis 飄 sin が 18 



削扎巧 & P 巧が 


3 Maiden Lane N. Y. • 

ェ 細を 鍛銳 をに 幷呑窗 [斋 

類 お寶匠 意新最 



F. L FREDERICS CO. 
幾 巧魅爭 大巧 比 か 右 


り 8 E. 5 削！ な . Tel. Regeni 7094 
B お . Lexiilgi 帥 4 わ rk わ es. 

を 時 八 巧 曰 權+水 召 


DR.H •ん GARDNER 

DENTIS 了 

巧 E. 81st 化が お adi 如 n A 化 
Tei. お が nil 巧 6 


MA amaguchi, m.d. 
7 日む aman む も， 

Te し Lorraine がが 


j DR • に E ： .YOSHn, 

=i 进 7 化 お rd な . 

Tei. 8W が si おおが 



JAPAN ART STUDIO 

12 化 57 化 化 Bef. む rk 基 Lex. &ves. 

T 化 . 化るな 8897' 


T. KASAI 

Merchant 

Tailor 

が 

fi 卵 S BUiUllfi6 
む om 如 4 
化 W YO 削 


巧 one 

わ ド Rt 3Q が 


F . に M がな yania Co. 

67 W. が 化 化ん Y. 

た LB 巧 ant 70 巧 



CLOTHES BUILDING 

(‘PAR EXCEIXENCE" 


Y • げ O 

1 巧 Eest 巧 rd 化 
Cor. Lexm が on iv も， 


Miss Biancfie Fisher 

1284 Lex • む も お tween お 化 and が h Sh^eetSi 

授敎語 英人婦 


KE 反 R&MAVOR 

1023 Third Ave. 

む t が & がが s. Tcl 巧 hone おが M29Q9 

を お 人 本日 

門專 靴型 小 

て 丄張お 員 巧 H おじ 發ホ御 
ザけ 屆日即 は 靴ら な 5r 法寸 


ま 小き* ぶ 小き 廣ぶ 小き 巧 



]■ リ化 SIK STOCK 3 乂 TO 12 F WIDE 


類 計時 石 寶腾を 貴 

會 商柳靑 



しど 旨を ご 切 親と 直 正 
椅を品 商る あ 用 信ぞ確 
别恃式 一物を ± 御し 選 
すまし 致賣較 で價廉 

引 割 画 至 力 割 H 

Aoyagi し 〇 • 

1 が - 巧 7 化が ml な . 

巧し 郎 UNT 4374 


ん し CEASA が M.D. 

12? East 84 化お臘 t 

beh わ rk & しが おが on A 巧 $ 

壽喉徊 鼻 耳！ 

間 持 察 診 
午 おを 時 V 前午自 
時 八 ま 時 六を 午自 
日 曜 

自 午前 十 時 至 午後 一時 


GAMP 化 LL な RVIGE 

設購 整が 經費 低廉 

Call-TRAFALGAR 8200 
FRANK. E. CAMPBELL 

*'The Funeral Church*' Inc. 
NON SECTA 说 AN) 
f Broadway at 6 み h Street, N. Y, 

ろ > 


號 と 十 円 お 千 


雜 输 


蒼 


細 


【 H 曜 十-】 日 九せ 巧 二十 年 H 巧昭 


四十 


診察 

午 獲 一二 時よ*々 時 

H 晒は かの 相 巧 g 


爲見 尊を 


JOICIO 左- OGU さ Mb . 

171 W を芸 h 田. す ニ ミ 
ぎ 宝 ミ S 穿 3 夏 & $さ ち I ミ 1 云 ま 

な 巧；^ か 九 時 1 午後 一 » 

妻 を 答， 午後 化 《 

H * 午前 九 時 i 午を 旧時 

ドク トレ， 小 柴乘ぎ 


▼學友 聯合 晚餐會 ▲ 

コロンビア 大學 H 本ん を 友 協を 
巧 1S W . ニ 害ぎ Ni ミ k , N . Y . 

(ぎ Bradf i70 呈 .岩) 

を 巧 第二と 巧 巧を 醒 H お ホ 時よ 
ち 當大學 」を こ ay 呈|。 を 後 巧 お 赴. 
巧を じて 會談 ず。 校の 內 みを 間 
はや、 日米 學 友の ホ 巧を 乞ム~ 


.i 削 

加- 2 

A 北 

打 I 

a 

がん 

•S 郎 

说 M 
化，！ 

がれ 

泣 d 

P お 
ん S 

斯 

T 4 


諸お會 


宙巧說 巧 (日) 八 時 
日 银學校 {日 ご 一時 半 _ 
家庭 集會 (水) 八 時 


祈 烏を 及 
垂蓄 研を 
婦乂會 
讓 おを 


(木) 八 時 


設— 所‘ 

を 宿舍 、簡易 食を 
» 業 巧を、 をの 化 
人事の 巧 巧を じな 
じます C 


タ ホ. ；； ホ 

B 班を 杳巧 巧击午 
巧劇會 夕と 持 ザ 
巧 拜說か タ八持 
木 巧 斬 稳をタ 八が 
英を 及び 巧な 

やを ニ冉 
主谣 ホな 會义は 
莱 話を 夕八冉 

がを 《窠 

寄宿が、 旅け ちま 巧 
5 : ミ i が* 人事な 巧が* 調ぶ 
i を 巧 巧 業 周旋ち お » 

柳" 栽爲を 巧の お 課を を 
けを 員 及び ホを 良の _ 
巧を 計る 


2 
• 5 

い 脚 

1 M 

打 

a P 

3 加 

i- 

叩 刪 

I 


3 

も 

2 

3 


プヴ； ドウス ー 巧と 十番 
領事館 お 側 建 巧ぶ 0 お號室 

-§ 3 タク 

イ '瓜を 

錄ぶ商 A 

一ぶ Broa を さ N . Y •夏 W 
岩. Cortlandt 泛ゴ巧晋 


篡巧卡 一な 基 

自 午前 九畴け 十二時 
自 午後 一時 H 五 時 

I 火 唯^ Tin ホ 時 

は へネシ；^ フア 
ーン テ^ シ 3 ン クブニ 

ック じ出數 


診察 時間 . 
午を 一時 丛忘 
午後と 時 H 八 時 
愛知を 學十 

"r 巖本殘 一 

古 お 巧 亞大单 及び 
ホダ サン 病院 教務 
U 巧は 的 約 巧 上ち 


診察 時間 

午 お 九 時 1 十 時 
午を 六 時— 八 時 

パ r 小栗韓 H 

巧ち 巧 フブプ ーお院 
第五 おお 院 巧を 

武ボ コンパ ランド 

おおあな 


ベ グビュ ー 病院 度 
組 育 大學醫 巧 在勤 

な 見 H 期 

診察 時 巧 
每 H 午後 四時から 
ホ 時まで 

夕 巧、 水、 を、 と 

時から 八 時 迄 


M 

北が 

山 

&J 

晋 

I 化 

化 化 

5" W’ 

J 巧 


お師宮 時繁一 
が 事 脇 屡を 人 

. 諸‘ お， 皆— 

a 賴巧巧 午前 王 時 

日 喔學校 午前 十 時 

齡誦日 W キ をと 時キ 

邮禱 會水歴 夕と 時半 
寄 宿 を 

位窝 をが 比 亞迄巧 
.み 下町を 十 おみ お 
生 會な員 じ 最適 

を備 圖書雜 誌 巧 巧 
を 種 娛樂具 お あを 
堂 あら 

巧宜磯 業用旋 旅を 
ま 巧を 種 事業 調を 


弊 巧は 實質 誠意 远速 ま義の 
まじ 御 ± 産物 一 ま 卸 寅 値段 
で販賛 致します をみ じ拘は 
らず 御用を 仰 か 下さいょ せ 
◎歐 ホを 補 時計。 置 時 お 一 ま 
◎寶お 貴を 屠。 錶製 器具】 ホ 
©を 揮 萬 年 巧。 金銀 製 鉛筆 
◎萎 昔 器。 レ 》! ドを 本 陳列 
◎寫眞器。 タ ィ プ ラ ィ タ ！ 
◎船 巧な。 紀を 寫巧帖 繪谣專 


稅臟 事務 

東洋を 地幷 じを 曲界 
の 腐 巧 入 方法 じ顯す 
ずる 一切の 御 諮閣じ 
應じ鐵 道蕉船 貨轉運 
寅ぶ お 帆を 稅鶏 手續 
聲等 進呈ず。 重要 都 
おじ 化埋 巧を 巧し 誠 
實 がを 御用 命じ 想 や 

が 隙取极 


洋服 調進 

ク ブ 1 ニン ダ、 ダィ 

ィング、 修鶴等 一巧 

ミカド 洋服 店 

拉 本が 
を 話 ライン ランダ] 
六 八 =1 0 


磯が 工具 製 巧 
運動具 並な 具 
貴を 嚴及 時計 

松 本 パ； 

寫眞機 レ デ ィオ 
ラン フン ェ— .ド 

美術品 贩賣 修理 


第五 街よ 一二 0 

へ クシ ヤ！ 

ビグ デン ダ 巧 

小 池 寫眞舘 

電話サ—ク か，' 

四 四 0 六 


I h - 5 

む 

A -S—M 

お 船い 

狂柳刖 


鑑船 狗用津 
船具 食 巧 お 
か 洋ぞ雜 貨販賣 
輸 お乂稅 關手續 
諸 荷物 運搬な 炭 


が W 遠 藤 小 巧商會 


に 


I ■♦ミミ ミ！ ■♦■♦■♦■一 W 

ま- 

ニ- 
ー 巧 
を 
時 
十 

さ 

が 

か 

す 

ぶ 

の 一 

夺 

研 
i 忿 
至 


紐 育を 命 保 險會社 

S 木 定ま 

錦. 保險 


zevp Y 弓 k Ij ニ elsuranceco 
ご ch»Bb 巧》 巧： zewYorkcuy. 
巧す oe. タミ til 22 巧 

を 姑 / 方 こ御掛 タノが ク必 V 
が 白を ノタ及 ピを强 巧！！ ナ申 
厮女 セ巧キ F サイ 


W 

♦ 

♦ おを を ♦■♦ミ， { 




松 おが か 

320 Manhattan A さ _ Bet. 113-114 Sts. 
享 .话 Tel ミ nit を 置 


巧留 靑年理 おの 曲が 

日丰人 靑年會 

《 W 8 姜 玲 ジ一 .clarki ニ乏 

— i 襲治攘 

マッサ） ジ 、整形 
醫巧學 的 運動、 腸 
灌 を、 氷 治、 光線 
及電氣 治療、 其 化 
お 育 脚を 鼓 

フィ ジネ ンラヒ スト 

西が 幸 巧 

日曜 外每 H 午が 化 
時ョ ，午を 九 時を 
を 話 前 巧 願 上 お 


T- 
氏 
氏 

心蓄 

夏 


N 

0 

の 

U 

Y 


檢眼並 じ 眼鏡 調節 


齒科醫 

▼該察 時 巧 A 
每日 (曰 罹を 除ぐ】 
午前 九 時よ b 
午を 五膊半 
水 確 午 的 化 時； 
午を 一時 


，診療 

午前 十 時ょ も 十二 
時、 午後 六 時ょり 
八 時、 H 曜は 前約 
願 上 巧 

ドク ト瓜 

山 ロニ 一之助 


認 診療 

韵約願 上ち 

ゴ I チ か 大を 
ドク トか ホプメ デかン I 

留學巧 ± 

吉 お稱遞 



日本* 支那 寶玉製 美 
術 お、 婦人 用 曾 飾 其 
他 装飾品 

闕島 れ 

爲等 美術品 修錢、 
嘗餘 品、 ストリング 
日本 服截键 


豐ホ泮 服 巧 
丸み 洋臟 腐會 


西码 十六 了 目 六十 お 蕾 
電話 プライア ントお 0 と 丸 


乘お十 STS 

M ミニ 

が 藤 
洋服 巧 

t フ f なこゴー 


わ 

W y ? 

打 巧 3 

脚 C M 
U 化 W 

^ ^ .ra 

_ n - o Q 

•1 D 1 

r 8 _ ： 
0 3 6 
d T 

m 


が 育 州を 認 
內務 省を 許 
巧 巧 ホ大皆 巧乂華 
を恶 復習 巧 卒業 

產婆 お本綠 




ぞ' 


十五 年の おちぁる 當校 はを 年の 
經驗ご 新 智識を 有する 敎 師を聘 
し 自動を 
操 縱法及 
び 運 巧者 
の 修得す 
べき 必要 
な 機顆的 
智識を 短 
期閒 じし 
て 泉 も 能 
牵 ある 澈 

をを 省し 免が 獲得を 保 疆し厳 業 
ロを も 周旋し ます。 



紐 端 
育 端 
案 |i 
巧 


西 I 操 

書 栽 加 

房 加り 

^4 

—R^ 


徵兵猶 豫手續 

は 巧 年 一巧 化 一日 限 
I ら で無效 VJ ならます 
S 地力 巧 留义け 事務 タ 
忙の爲 め ま 手 續の適 
齡者 諸君の 便 宣を圖 
り 今回 小生 じがて な 
巧を 銷始 する 事 ごな 
らました 。希薄の 方 
は 生 ザ 月 H、. 原籍、 
現 化が、 最初の 猶豫 
巧 日 明記み 上申 お 下 
さい。 手 數巧一 弗。 

紐肯 商事 研究所 

が 長峽轉 け-^ 杉 純 雄 


をき 米廣 婦人 
日本人へ のち 
語敎巧 じは ぞ 
年の 經 厳を 有 

ず 0 ! レ ブス 

ンと 十五 伽 
毎 H 朗丸 時ょ 
6 巧 化 時を 巧 
稱 にても をし 
U 躍 日は. 一時 
よち 四時を 


後藤 甚 之を (おお 縣) お 下壽之 
を (山 ロ縣) 德お猪 S 郎 (熊 
本縣】 西が 巧 喜 (鳥 お縣) 廳勝 
衞 (山 ロ縣) お甚吉 (愛媛 縣} 
横 田 お ま (岩 手縣) を々 木 淸四郞 
(か 歌 山縣) 化 本 ホを 岳を 島 
縣) 國上時 愛 (愛知 縣) 水 未 松 
(長 崎縣) 池 巧 內藏ま (名を 屋) 
水 谷 ホな (熊 本縣ホ 井深 (小 
樽 巧) 大町化 造 ニ 砸岡縣 ) ニ叉 
伊 度 ホ 

るの まじ 通知を 度き 儀ち 么 
お閱 本人 若く は 知人ょ b 現 
住所 御 通 お 願 上 板 

紐 育帯國 総領事館 

165 ず 是を ぶ 京 こ ミ k City 


.御菓子 舖 

名物 栗 霞 頭、 練 羊羹- 賛澤 豆、 
サ納 岳、 其 化を 博 
煎餅 卸小賣 。のし 锐け 前日 じ 御 
注文を とふ。 

御 注文は 松風 好高矯 

28 モ .京 さ 芭. ぎ' 查 a 吾 ニ 苦 4 


0m 


を かるた 


す 

は 七/、 の 遊び 
そを 英义で ホ 頤人じ 能く わかる 
やぅ 簡單 明瞭に 說 巧した ものが 
お 巧ました。 內容 目み 進呈を し 
まず、 御變 下さい。 

W 空 夏； iACG, 114E.59 さ St. 呈 y. 


域 巧の 秘訣 

! ホ國 をを 語を 證 A 


お _バ 

11 - 

細 

指 柳 

一 1 

指 5 

U W 


米圍を 英語を 證ず事 
はお 巧の 第 一 義で t 
本校には B 本人を 授 
じ 慣れた 辱な 婦人 敎 
師ぁ b 懸 頭に 會話あ 
信 文 社を 語を を授し 
ょす。 日曜 週 U 装 じ 
午前 化 時よ b 午を 十 
時まで 蘭 校し 一 レツ 
スンと 十 お御づ -- 
今 H 廈 もじ ホ 校 あれ 


化 55 

1 Z 

器 n 
潑 I 

a 端 遮 

蓄 

D I お I 

.* 1 ?. 


齒科醫 

タ 年の 経験を 0 て 
最新 ま 巧學ま 術に 
巧 態 じて 信巧薦 t 
n 旌術巧 低廉：：：：； 
日本人 諸君には 待 
じ T 寧 懇切 じ 治を 

該を 時間 (毎日) 

午 韵义時 n 午後 

日 罹 午後 一時 迄 


齒巧醫 木 下义巿 

ゴ 0 去. 1 ご ihst . 

ぎ Moin 二署 


斬 鱗 魚介 一切 

H 本人 おきの まる 巧 山 取 らおへ 
巧が ホ 巧で 大勉强 致します 

サヴオ ナ魚巧 

呂尸一一 書 IA 是 H A ま 吾芸 R 置 RKET 
薑 «est 81st 穿を ぎ i A 量 erdam Ave, 
fei. Columbus ご 23 

♦舍巧 ♦雜誌 ♦新甜 
お凳 ぎを 巧 
執務 午前 九 時 ょら 午を 五 時を 

紐 育 日本人 會 

フロ ー ドウ ゴイ I とと 五 * 


^nr 

話 


サ 1 クグ 


1 00 と 0 
1 00 と 一 


巧 論 fTT 每月十 U を朽 

雜な LLL4"S i 十 化 

養7 ミ言， ^一星 ぎ|{ 暑 


稅關 事務 取扱 

W.IANE & 夏- 

R ミヨ 7 累 ニす S を ay - CHy 

1 た‘ぎ互忌，ミ量送| 14 - 5,6 


日本 ミ 支那 ご滿洲 、、一て】 

出兵に 誰の 仕業 ぃッ 


左 じ速戚 する- 义 は、# じ 
當 化の ネーシ ヨン 誌上で 日 ま 
賊 係を 餘 じれ 上海の ニユ 31 
ク * ヘラ 八 ド •ト ブビユ —ン 

お特派貴であら、 巧0記をの 

ビカー ご 云 はれる ト 1 マス • 

ミラー ドを の 論文 〔本紙で 譯 
栽した〕 じ おし 當地總 械事館 
- 及び 大阪 ち义お H 巧 聞 囑托で 
I ある 小规 濃な 氏が、 ネー シヨ 
I 誌を 通じで'、 ラー ド 巧 じを へ 
た 一文の か譯 である、 文中 じ 
-〔♦〕 陆の あるは、 小 畑 もの. 原 
; 文 じは あるか、 ネーシ ヨンな 
I じは 褐載 されな かつじ 部 かで 

I をる 0 

〔ニ 

最近の 『ネ ーシ ヨン 誌』 は、 
j 特に 巧 洲をま 眼 どした 日本 ピ支 
i 那の顆 係に 就て、 トー マス •ミ 
ラ I ド 氏の 執筆 じを る、 S 固 じ 
置る 論文を 揭 載して 居る、， こフ 
ド 氏 比 最近 日本の まがに 勒ず 
I る 巧 動が、 或る 巧の 政治が 動機 
に 基'、 こどを 敏渾 し、 化 じが こ 
, a 本は 張 作を を お殺し、 南 じが 
ては お 京を 府じ おて 絶え 中敵對 
巧爲 じぶんで 居る ど斷 じて 居る 
同時 じ 巧 じ 化れ じ、 滿測ど 山 お 
省は H 本に 化 b て 武力 的 じ 占領 
され、 六 千万の 支那 越 民は 今や 
H 本に 統治 ク れんごして 居る 相 
であ 、而 して 巧は 近く H 本-— 
化ら て 太平げ を簡繞 する 總 ての 
國 家に 大戰の 突を マる じ まるべ 
きこ ごを 化 巧 じ誉吿 して 畳る。 

〔♦この 驚くべき 駿 露は、 遠 
< 上满の 一巧 か' 傅て ホ じから 
でも あるまい が、 をの 豫言 力を 
輕嫉 されて おもやぅ である ♦一 
ごこ ' 
をは、 巧 あが 化し：；^ 罪 惡ご動 
機を 判別す る こど U ま 株跑難 t 
么る どい ふ ミラー ドを のを 見 じ 
開 忘 マる ■お b じ 日本が、 巧 巧 
故 府に泌 b て 化 京が お 瓶され G 
いな 前の お 細 期に 隙して、 滿渊 
中 山 巧 省 じ 出を する じ 至た こど 
が、 ミラ ー ド 氏の 玄ふ がかき 不 
她 。勘 機に 基いた ものである VJ 
ずるならば、 なけ 斯る拳 賞は 知 
ら 。いし、 岡 時に これは 事 賞で 
ない ご 立証ず る こども 出 ホ！ 2 、 
け：：： お H 本が 斯る巧 動を がて し 
た 事情を の ものに まてぶ、 拖々 
て 明白で ある、 蓋しを の 目が じ 
就て 言明 しなものは 尤も；：* 論 姓 
し 基 くらので あら、. を 法的 だか 
らで わる、 おが この 点じ 就 t 聊 
か言& したい 销 山は、 ミラー ド 
氏が これ 等の 出兵を 目す i に、 

U 本の ま 服 じ おする 政治的 陰謀 
にがる ど斷 じて おる からで もる 
ご 三 

千 九む 护 六 年の 度を W て廣東 
じ潑 ホした 巧 京 事 袋め 勝が じけ 
先づ をみ 前 じ漢ロ 等で 媛々 見を 
ドた か （、當 時 南 巧 政 麻 部內じ 
がて ホ 巧' ゾ み カホ ' h しみを 巧 良 
の 指が ご 巧 がが 的 示威 述勤 
ん ，巧 姆巧 巧の がを を 前提 どして 
りる、-.： の 時： U 踪 L て 殺す 江 お 
格」 がな す ム外巧 入の 化な はが 
めて を 度 V . タつ だ、. 彼 尊は か 図 


ミラ！ ドに 答 ふり. 小 畑薰良 

人 ご 云へ ば 例が でも 片端から 暴 
巧に & ぶんごす るが 富を 前 じし 
て、 政府の が 謹が 不充 かで あ 6 
をつ てこの 小を を 前 じして、 万 
をの 策ゎ雜 せざる を 得な かつた 
而 かも 漢ロ 階を 直後 じは、 遂 U 
國民爲 のか 裂を 生じて 兩 おの 武 
カ的掛 がごな つたこ どは、 益々 
形 势を婚 化たら しめて、 結局 千 
化な 廿と年 S 月 甘と H の 南京 事 
かを まわ じ 至た 5 である。 

〔四】 

由 ホ 日本 政 巧は、 圃お 黨に勒 
しては 常にぶ 證 的な 態 巧を 維持 
して 居た 故 n 過 ホ じがても 漢ロ 
や 上海の 日本人に 農々 加へ たお 
巧に おしても、 忍航强 くま 極溫 
健な 態度 じ 底ん ぃ 居た ので ホる 
■かの 南京 爭 借し 巧て すら、 英义 
軍艦が 砲 巧を 加へ たる じ 反して 
日本軍な、 砲 摩を 差を へた じら 
觸ら や、 領事 夫妻を 含む H 本 居 
留 民は， 英米人 じ 等しく 言語に 
絕 した 暴 巧、 擦 奪 •梅 辱を 蒙た 
ので あム 、こめ 報道は 忽ら じし 
て H 本 巧 化に も 衝動を 生じ、 政 
府が 支那の 時 馬 じ掛す 4 手段に 
あ 巧の 非難 攻擊 ごな つ わ、 巧 中 
照 軍 じ 化ら て B 本に 巧を 府の紐 
織を 見る に またのは、' 昨年 春の 
こ VJ である、 田 中 內销は 當時支 
那じ對 する 橫極 政策の 履 巧を 賞 
明した ので あるが、 こか 蹟極 4 
義ど はを ずるに 支が じ 於り る H 
本人の 生命 財を 確保を 意 巧す る 
もの じ 外む •ら ぬ、 斯い '如く」 し 
で 晚春踢 子 江上 淹じ驟 雲 漲 6 、 
國民黨 の おを 討伐が 巧始 さる、 
じ まる や、 日本 新が 府は 南京 事 
がの ニの 氣を豫 め 巧 止す るを を 
上、 濟 巧、 天津 及び 奉 天に、 を 
を 動かした ので ある、 この 豫瓶 
化 防衛を 段は 化が 强も 等し〜 採 
巧したどころ、 ア*\ブカの如| 
も械東 艦隊を 支那 おじ 集注せ し 
めた 上、 天津の かき お 化 じ駐巧 
する H 本ず 隊 ょも 更らじ 擾势な 
る おを 閣を 上陸せ しめたの であ 
る、 日本が 山 ま當じ 膨大なる 軍 
隊を朝 かした ニ どは、 靑 島ぶ び 
濟 南に タ數 ^化留 な 本人が 集注 
されて 居る のみならず、 こみ 兩 
おの 沿線 も 日本人が 散 化して 居 
るからで あつて、 若し H 本に し 
てこれ 等の 地方に 巧て 不純なる 
動機の 下 じちを 動かし、 タ數無 
垢の 日本人ち 女虛 殺に ま b し濟 
南 じ、 國 K 軍を 迎擊 すべ < 陰謀 
した £ィ るなら ば、 形勢の 緩 か 
じ 化て 除々 ゴ撤 をせ しむる 化ら 
じ、 永义 じこの 化を み領 する か 
若ぐ はがを をが てず べきでは；；^ 
からぅ か •おじ 诞化濟 南 ホ かの 
解 巧を 待つべく み 六 千 人の ず 除 
を駐 巧せ しいる におし、 四千 万 
人のんロを台す &この演漠；：^山 
おちが、 日本 ザの あめ じ 武力 的 
じも甜 さいて おる ご稱 する ミラ 
— ド 氏の 言葉は 余らに 円本 軍隊 
の 能ず を 誇大 視し たもの どを は 
じ けれげ ならね。 

星 

もぶ 贈敍 とる ものは、 义那じ 


張 作 森の 暗殺 どい ふこ ごは、 極 
めて ホ 化な 出 ホ 事で ある、 けれ 
共 この 暗殺が H 本 じ 依らて なさ 
れ たらしい ど 云 ふ 疑惑は、 留陈 
的 ゴシップ ごして は 好 伽の 話題 
である 〔令而 して この ゴ シッフ 
を擔 廻る こごは 閑人の 暇つ ぶし 
ごして はを だ お 白い こ ピ であろ 
ぅし ある 镇合 じめ てが 盛の ある 
仕事で あるか も 知れ 《♦〕 

『 H 本は 巧して 張 作霖を 殺し 
ためで あるか』 ご ミラー ド 巧は 
聲 高く 閒 ふて 居る、 おは 正直で 
ゐ る、 ご 波は 固執して 居る、 而 
かも 彼は 树時じ 最も 要必 がく 綴 
ち 上げた 幾タ 3 『個 條』 を擧げ 
て讀 者を して 巧の 望んで 居る ど 
ころの 答へ、 『然 り』 こ 云は ざる 
を 得。 いやぅ じ 仕組んで 居る.。 

ご 八】 

あは 張ホ霖 暗殺 後當 時に がけ 
る 日本 上下の 驚倒を 克< 記憶し 
てゐ る、 巧 等 山 新聞紙は あだが 
もミラ！ドをの 『個條』 じ示さ 
れ たるが かき 流言 斐 語を をの 磯 
報道し ね、 を ごしても これ 等の 
流言 靈 語を ァ •ラ •ミラー ド ま 
じ 都を 好く 膳な てした 上、 氏に 
向つ て カ强く 『否』 ど 答へ る こ 
どが 出 巧る、 而 かしな 自身-- 忠 
實 であるが なじ、 知らね こごな 
知らた と容 ふるの かは G い.、 が 
ななこれ だけの こどを 云 ふこと 
が 巧 ホる、 をれ は、 幾多な 力な 


莊據 をを おした ど覺 しい 日 支ち 
惠お同 ま旨會 のを 式 報吿な るら 
のは、 支那 官憲の 乞に 應 して 好 
意 的に を 表を 差 控えた ごい ふこ 
ごで ぁつて 巧な じ 支那 側が を 
表を 望まない かは、 彼等 自身が 
克 （承知して ゐる篱 でんる。 

〔と 

化が は 過 ま 久しき じ 首ら、 滿 
洲王 張作霖 をな て、 H 本の 愧觸 
姉で ある ど 信して 居た、 最 おじ 
がて は 昨 奉の 如き 張 作 霖が化 京 
じ 出 おした のは、 H 本： 他の 支 
那じ對 する 挑戰 、特- し 國巧黨 へ 
み 一勝 貧を 加勢す る爲 めでを る 
ご 信じて 居た もの も あつた、 而 
から、 今や 彼は 他を して C し、 

と 見る や、 我が ミラ！ ド 君は 日 
本 ど 張 作 籍はネ かで あつた ど斷 
じ、 この 哀れなる 張 作霖は 日本 
の' 魔手を をれ るた めじ 化 あへ 逃 
れ たの だ 相で ある、 張作霖 ども 
あらぅ 者が、 自己の 地盤で ある 
東 ニー 省を 宫 百の 不信す る 日本に 
- 任して 化を へ ホた V ! は、 巧ん 
ど 云 ふ 奇怪な こご だ！ 丽 かも ミ 
ラー ド 君は これを 確信して 居る 
ので ある、 而 して 彼の 叙述す る 
こご じ從 ふなら ば、 滿洲 王は 彼 
の あ 親 寒 〔♦恐らく 彼の 愛妾 共 
であらう ♦〕 じ 向て H 本は 彼を 
化て ちる ぞ吿 げたん を. 冗 聞した 
どい ふので ある。 


がて は：：： 常 あ飯琪 である 從 つて 

• I 

I I i - Rf ;lv>l - • • - fc—i . 


本年の 入超 ニ億圓 

輸ぉ總 額は 十九 億 s 千 九 巧 萬 

東京 特電 二十 八日 發 n 昭か S 年 一巧 一日 i ら 十二月 ホ 五日 ま 
での 質 易 島 tJ 左の 如し。 

輸出 N 十九 屬吉平 九： も か 五 巧 八千圓 
輸入 H サ 一億 國千 六が 甘 一巧よ 千圓 
まが 入超 n ニ 儀 六が 九十 五 巧 九千圓 


歳末の 金 離 U 强調. 

東京 特電 二十 八日 發 n 年末の 金融が は 息 钟に强 調に て H 銀の 
發わ离 は 十六 憶 五で な方圓 、制限 外 發巧高 四 億と 千 化 巧 万圓、 
貸 お 高 八な お 千 四な 巧闽 じて コ ー ル. 白 ホ も _ 錢 五' 庙じ 値上 b を 
兒 じが、 大阪 A 面では おおは 却て 贼 少し 貸 おは 變化 をを ない。 


株式 沈滯 

仲買 貸附 i 减少 

最 あの ゥォ ー ザ 街 株式 お 引は 
十二 巧 巧 旬の 反撥 的' ト をは 間 も 
なく 回復し 重なる 化 表 株 も 過般 
の 高値 お 度に 閒 俊した： J も關は 
らや级 巧の 仲買人 貸附は 爾次臧 
少 めを じ U つて 前週の 城 少廣は 
千 化な 吉十乂 巧 お 千 弗、 過 ま 云 
週間に. 一日： る 平均 五十 億 化 于巧四 
十二 力と 千 弗は 株 巧 巧な 當時じ 
比 鞍し 約 S 億！ ニ千ガ 巧の おみ じ 
てが 偕！： 復 み 今 U どして 甚だ 奇 
現象で ある ご 一で じれて 居る が、 
右は 取引が 数の 减少じ 併 巧した 
もので 昨今の 出來 高は 一 H ホ 巧 
一二 巧 近 十 方 株、 ブーム 常時に 比 
較 して 約 ニ 巧 五 千 平均の 滅少で 
ぁる、 即も株 まがり 歲末 だけ じ 
一服の 葵 どを るべき であら' ぅ。 

. 顏卿灌 s ’ 

ま 京 特電 二十 八日 發 
か 商業の 取引な が 

商工が 調杳 じよれば ぶ’ 外挪人 


昭かニ 年度 出 商業 取引 額は よ 億 
四千 方圓 、其 利 溢 千 巧 巧 圓で成 
績良 しご。 

ホ價 調節を 急がす 

第二 回米假 調節の 古ホ貿 換え 
新米 買 上げ 斷 巧は 早急を 要せず 
一巧 中旬 おえ 僧 調節を 員 會巧集 

されん と 0 

砂糖の 衞定 成らむ 

捶水港 製糖 な勒 (旣 報) を ホ 
み 寄 b で 解かし 砂艇 協ぶ 年內じ 
成立 か,」 云は る。 

不當 流用： 一 ぃ方圓 

富 ± まみ 譲渡し じ關し ニな 巧 
圓の不 常 流用を 見し 重役な 選 か 
み 出ん か。 

歳末の お 飄引締 る 

歳末を 融 a 大緩 漫ど豫 想され 
ぶが 誉戒氣 み 濃厚な ので 案外 窮 
屈 かど 見られて 居る。 


尋 ..れ 人 

.1( を 城縣) 大橘武 雄 (長 巧縣) 款 
おず 人 (间 ). 掉伯鎭 雄 .鹿 島 
縣〕 中が あ ニ (聞) 波濟惠 肋'. 泉 
古澤 武之脚 (か 歌山縣 )1 
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。イ 曰ま繁 ては ばのと をのを 渡 
、播 す々 居 お倉 チ お 差 嗜潘巧 
春は。 御 まるぐ ャの上 巧つ 理 
懲饋 ホず 程日プ 巧げ じて 人 
が 頭 巧。 巧 ネス ニ ま 適曰歐 
を、 の 評乂イ 十す す本廉 
>シ 程， を 諸と みのる 人が 
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B 乂サ巧 二十 年： II 和が 


き燒 

ホ じ 御お理 



會庸御 料理 

昭 和 

特別 规 日本間を 新設し チキンの 
水冀を 始めました。 チキンの 水 
煮は 一二 時 巧 程前裤 電話 願 ひます 


を 樣の御 嗜巧じ 適 ふ 
樣な美 ホの 裤巧 巧を 

S 廣趁樓 

致します から 續 々御 
巧 ホを 屬 ひます 

S ’： 義機 

路揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本人 諸君の 嗜好 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 朝 一二 時 迄 開 巧 
(な 廿五 T 目チブ 
淳車 おの 下 一 


ま 那巧理 

.が廳 茶園 

• 司理 人を 蓮 ■ 
段 菊の ホ じは 蜜 液 
の御躁 巧じ滿 .へが 
聞 會窟の お 駕じ應 
やぺ （娱滤 巧 ホ 相 
ホ變 おお 立願を 巧 
巧 主 御 案 巧 申 上 侯 


勸ぶ化 U 御旅 舘 

お睛 2 

句 巧. 巧 あ 
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TelJ を另 le 74 な 


▲溝 巧、 親切、 氣樂 HH 巧 ▼ 

勢州纔 

がを 事を 义蹈 をが 
沒 5 E . 冀 を Str ま t 
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電話 ブラィアント 

を ま廷曼 畫 

竹 中 重 雄 

紐 脊ボお 四十 四 T 目 
呈丄 一八 露 ニ 磨) 
一ち 呈 君 三青呈 P 岩 里 S 
ご 2 二の W 男 t を th ぎ N . lf . c . 
ぎで 皂瓦 養の 


あ 面目なる ホ碟 同胞 じが 宵 
なる 磯 業を 周旋す 

宮缪務 所 

紐 育ボ西 四十 ニ T 目 百 か 一 蚕 


電 

話 


ダラ ィアン ト 


蘇絲 


煎餅 卸ぶ 賣 
を 腐油揚 
日本 食料品 一’ 切 

り unrise 巧 ice nwke 
里 ニ hird Ayr 

Tel . 笠 aia 巧 ニ 

木 巧 ル i ミン グ 

1 言 7 3 『三 ま.》 et . を & 養 h S すま h 
ジ一 ちす ミ R なま t » 苦べ 


I インドの 女流 詩人 

ナイ ズ 夫人 近くり 本へ 

„ 擧雄 ガンず— ' S 後繼者 i して 


; が R インドの 年んだら つどら 

： 巧れ じ ホ ホ 巧ん ごい ふょ b 

: も、 がろ インド 獨 ホの お 雄 ガン 
•チ！ のを 繼 ぶで、 せて インド 勘 
は講會 のみ おじ 速 ばれ、 今 ホ お 
らじ 人口 け 力を 超える ボン V イ 
の 

市長に 推された サ 。デニ 
ナイ ズ 夫人：； 5、 がな 印 階 奉 精 絡 
かのため歐乂艇遊を志し 、 gf 
當 地を 中必 ごして を 化に 講演の 
旅を 績 けて 居る が、 近く 歸 威の 
途 日本へ もな もがる ごの 報が ぁ 
る。 ナィ ズ夫 、はべ ンガ か州ヒ 
デ ラバ！ ドの ち 巧で、 英歐 で デ 
ン バラ 乂學に 華んだ 事の ぁる 于 
ヤツ トバザ ヤア愣 ±5 長女、 一 
AA 尤 年の ホれ どい ふ ^>ら 取つ 
て 五十 歳、 いよ 全 インドの 哥敬 
を 一身 じを めて 居る おの 人 だけ 
じ、 十二 歲 5 時 早くら マ •トラス 
大學の 入 學が驗 にを 巧して 紳重 


_s おを たは わた 

父君は この 才を 巧で^ 巧 

をを じ 仕立てる 考 へで あつたか 
詩 さぅ 農 かで ホが いれん を 術に 
打 込んだ ごい ふ 父の 血を ずけ て 
神 一亟の 少女し もい つか、 ゎ （が 
かき 隸 巧は 芽ぐんで、 十 S 歲の 
時 長 詩 「湖水の がん』 を ものし 
て、 詩才ん 常なら 《 を 認められ 
十六 歳吳 陸に 留學 して。 ン ドン 

の キング ス •力 レッゲ じ 籍を澄 
き ’ 巧 《る 文學を 免め、 十九 歲 
じして 歸國 してを の 何年の 爲書 
もない々 化の 醫師 ナィ ズ氏 のら 
ごじ 嫁ぎ ' をー て ニち ニ 女を を 
ぐる 內 に も よき 妻、 よき 巧た る 
備 . 、詔 作を つぐけ ゴ ド モンド • 
ゴスの 激賞した 『時の 鳥』 ァ ー 
サ II • サィ モ A ズが 進んで 

.廢 文を 备い乌 をの お居』 
G ぞの 詩集を をけ じして、 を國 
詩 擅 じら 認められ たお、 その 內 


にもを 印 巧 じ 獨サ： を ホむな 错：谢 
く裔 く、- 九 ニ M 年 ホん の 辞 敬 
わかざる ダンデ^ — をが 釉 けれて 
なじ 投 せらる； や、 遂にが 巧 起 
つて 濁 立 運動 じ 愚 じ、 をのな 役 
者 ごしての 巧 動を 続けて 今 じ ま 
つて 居る。 をのを 巧度菌 は 議會 
の 溝-を、 ポン ベィ ホ 長 等の 重職 
じついて、 今や ナィ ズ 夫人のを 
は 世 巧 的 じな つた、 をれ ど ホ じ 
詩作の ペンを すて、 め k 想 S 書 
齋を 出で、， なしん を 開いて 街 
頭 じ 叫ぶ 率 どなつ た' 詩 じ 秀で 
た 夫人は また 驚くべき 雄 辯 家で 
ある 事^ 認め れ 、情 さぅ 豐か 
なをの 雄 辯は いつでも ホん の お 
坡の前 じ 

■人の 山 を 築かず じは 最か 
の ごい ふ、 婦人 生 渚の みじめな 
巧 巧 じかぅ した 人の お現した 事 
は眞に 奇蹟 ごもい ふべ （、夫人 
もまた W をの 昭か にもつ どを 力 
をいれてゐる<3事、 をの乂£ 
U ら 典雅、 溫 順、 楼 する 乂每じ 
ずべ て 凍い 枕 象を 輿へ ず じけ 疆 
かお ごいよ、 夫人の 嗦朝 はわが 
國の 婦人 達 I もよ きお 息で あら I 
ねばなる まい。 


拆巧 S わぶ 巧に ....：.. 

風邪を ぉ兰 らむ ！ 


ニュ ml ク市 衛生 局を 意 書發お 


ヮ シ ン ト ン からの報道じよ ^0 
£ 舊臘 クリスマス 現 かのを アメ 
ッヵ 流 わ牲咸 冒を をは 遂に 巧で 
入を 突破した ごの こどで あるが 
當化銜 生 巧の 蘭を よる ク 9 
スマ'. 現な の 温 去 一週間に な 一 
る 肺炎のを をは 六冉 一二 十 人で 
をの 前 遇の 五な 八 A よりを 化 
の 化ち を 示して がる。 最ら今 
凹の 流 威は 既報した 如く 化 年 
程の 惡性 でな < おつて 巧 巴 率 
はホ^:^-いものぇ巧巧の ぉ正月 
を 病が t 逆 ごすのは 馬鹿々々 
しいから 婪 、むがが をで ある。 
阿 ほ 衔年埼 の 誠 杏-」 よるが 年度 
の 巧 じ 率は 一昨年よ ト .も 稍々 增 
观し千 八に 掛 して 二 V 九 四で 
晒を 巧の 一 f •ととよ らお 加し 

て 管。 

X X 


衛生 局が 發 をした 流巧随 巧に 

凿 する 注 怠 書け 

□風邪をひか 3 い用必 は先づ 
-日旌 々ずを 洗 ふこ ご、 特に 
を 前 じこれ を 愚れ ない こご、 
風邪をひいた 人の 用 ひた 皿 や 
をの 化の 器具を 用 ひ；^* いこ. こ 
訟 邪を 引いた 人 じなる ベ {要 
也して 近附 かない こど、 天 侯 
じ應 じて 溫 かい 衣を 鲁 くる' こ 
£ 、事を 巧 や 居室は 風通しを 
がくして 能 ふ 限 b 太陽の ホ 線 
じ 觸れる こど。 

□旣に 風邪を 引い じ 人は、 瘦 
我慢を しない こご、 自 をで 勝 
手 じ 藥を用 ひ y いこ ど、 醫を 
の 勧めを きくこ V 」、 用 ひた 皿 
顔は 激湯 でめら うこ ど、 咳を 
する 時は ロを 覆 ふこ さ、 子供 
達には 接を しない こご 0 


南極 探險 除の 一巧 

氷 令 砕いて 極地へ 


よ 百嗤の 氷海に 投織 凱歌を 擧ぐ 
一万 一千 哩の 通信が 僅かに ニみ 


巧々 か 降誕 巧の 幫 びじ 辞て 居 
る 時、 義じ 南睐探 隙に 赴、 ねバ 
坤ド 中佐の ': 巧から ニユ 3 ! ク 
タキ ムス. 巧し 喜ぶべき 報道が を 
した ' 曰く 

礫隙隊 はかの 山を がきっ 
つ 船を 進め 碌 地を 距 ると 巧嗤の 
氷海に 巧 錦し こ^を 根據化 ミし 
て 若々 ん 類の 間じ閉 されて ゐる 
南極の 謎を 解く どい ふ 快報で あ 
る、 一巧が 乘 船した シチ •ォプ 
三ユョ ー ク號 S 乘 組な 除 陳自六 
十五 人は この 極地 じ 芽出度い 降 
誕 をを 祝た のみなら 中探險 用の 
犬 君 等 もこの H 始めて 船よ' な廣 
々どした 氷 おじ 上陸して 嬉 々ど 


戯れ、 彼等 もホ樂 しい クリス マ 
スを 祝つ たかで をる が、 をれ じ 
も濟 して 驚くべき こどは 

1 ためじ と/、 じ當地 
から 放送した ラ デォが 一巧 一千 
咽を 隔てた 彼方で 恰 かも 手 じ 取 
るが 如^ ラウド •スピ ^ ^ カ^ ~ で 
懲 き、 前人 ホ 開の 地に ジヤプ の 
轉陕な リズム じ 必も身 も 躍 b 上 
た ごい ふこと であを 今 巧の 探險 
はモ化白兰十年の夏までらか 
る ごい ふ 歷をホ 曾ち な 大化掛 の 
もので ブ ナイ — ^ カ^を 始め ごし 
てを ホ而 のな 志が 臟 をの h 飛行 
機で 化 顿を探 隙した バキド 中を 
を おが 官 VJ し、 乘船 もシチ •オ 


フ • ニ ユョ 一 •クど 命を して ホボ 
ヶンを 出發 したのは 八月 二十 五 
日の こど。 

' 碎か 船 V 」 おじ サ； \ ペトロ 

を 结發を ニヶ 目 ザ じこの 趣 化に 
到着した もので 霞糧 、飮料 水は 
云は や もがな、 學術 探驗じ 必要 
な 一頓を 具備， J 、 强 方な 無線 竜 
信で 證じ 文明の 化界 ゴ接觸 しつ 
つ ある も 巧で これを 化 年の 概雄 
探 験 じ 比 鞍し 了-交明の 利 薄が い 
かじ 進 ホして ゐ るかを 潍辨じ 物 
語て 居る。 


新年； S 觀題 

苗 家 朝 

濁 意義い ご 深し 

昭か四 年の 巧を 賴疆は 『巧 あ 
朝』 であるが 、をに 麗し 千 葉 
御 歌 巧 寄 人は 左の 如く 謹話し 
て 居る。 

敕 題を 『旧家 朗』 ど 仰を さ 
れ たのを 巧して 誠に 御 恵 ホの 深 
いこ ど 5 拜 察いた します、 中す 
も畏 いこ ごで あるが 御大 禮じ悠 
が、 ホ 基兩齋 田め 新穀を 天皇 陛 
下 親し < 供進 ホを ばされ たの も 
圖尘を 新た じしろ しめされた 御 
化 始めに 當 つて 皇祖の 神 菊 じ 御 
むく ひ 奉らせた まふ 

農 I ♦御 獎勵の 御 事から 巧 
察しても 目 おたき 新を の赫題 ミ 
河ん どなく 御圈聯 あらせられる 
やぅ 伺 はれを Q みならず 踏 下 じ 
はまた 特に 獅苑 的で 稻の御 親 栽 
を 試みさせ たまへ る 事も拜 察さ 
れ 、ます -^ 御 意義深く 拜 察さ 
れ まず 0 

藝術寫 M 展 

カメラ 惧樂部 ま 催 
當 化の 目 本 カメラ 俱樂 部では 
舊臓サ 化 曰ょ b 1 巧 お 日に 互 6 
西 四 番巧一 下目の グ ー ム 九を じ 
每 U 午後 一時から 八 時に 瓦ら 會 
員の 力作 約 五十 点を 陳列して 展 
覽會 を摧し 一般 邦人の お 寛を ホ 
導して ゐる 0 


出品 お.':! が 藤、 化が、 村 旧、 
鈴 木、 漆 間、 お 巧、 千 蛮、 澄 
巧、 長な 川、 喘 等み 
諸氏で ある ご。 

居酒屋 征化 着手 

新醬視 長官 ゥで 1 レン 氏け 就 
巧 後 譬療制 巧の 乂な 良を 計‘ りて 
化 人の 化 目を おきつ I あるが 更 
らに歲 ま ib は 合を 國 司を 部 ど 
協力して 不正。 る居牺 尾の 征伐 I 
じ 着手し 顆 酒の ためじ 倒れつ、 
ある 弊風を i 蹄ず る こご、、 な b 
が々 手配を して 檢舉 にが 事して 
ゐ るり 


腐賣— 巧— ホ (か 五】 

靑柳簡 會新營 業 

當地 ロング 五 1 力！ •ビ少 デ 

ング化 階目ト 貴を 屬類 を販賓 I 
てなる 靑 柳が 會 では 今 商大い じ 
巧 務を渡 張し な 巧の 營 業目錄 巧. 
外 新たに 篇眞 器械を 始め ごして 
ゲホ クター 蓄音機 資社 ご 特約の 

r 最巧ま ネ^ — ソフオ ニックの 虽田 

音 機 やを 幽 レコ！ ド 類 も 特櫃で 
お需 めじ 應 ずる こと it 占つ た。 


ぶ 巧の 御 煮し め 
新鮮なる 蒲げ こ 

お类 ホし いのを 楠ら へ 
て 居ます。 

忘年 會っ 新年 宴 會の御 
用命は お 馴染の ' 


料亭 


太陽 < 


西 六 卡五了 目！ 巧 八 

ト ラブ T 八ろ！. 養 闡ニ 


御ぶ 月 用品 

きそば、 特製 新鲜 かま ぼ 
こ 『赤 白』 お 正 巧の お襄 
しめ 等 

御用 命 5 お 顔 上ます。 

御 料理 

「斯」 

西 五十八 了 目 S 晒 0 

コごン バス 八 八 八 ニ 

を 化 


ず&燒 開業 

時下 歲晚 益々 御淸福 奉賀 ±模 
陳 を ホる 正月 巧々 ょら 左の 巧 巧 
じて 牛、 鳥、 魚の すき 燒御 巧理 
を 開業 巧 化 特にを は關西 スタ. 

於 じて 調理 巧 致 萬 事 じ 注意 邀强 
仕 b 候 間 是非 御 ホ ホの お 偏に 奉 
願 上 煩 先は 開業 御 披露まで' 

牛 鳥 魚ず き燒 御料 埋 

とき 啦 

44 ft 呈 h 写 置 
(電話 架設 中」 

もん 餅- 

例年の 通り ‘ 

ちん 離 仕 候 ， 

尙ほ H ホ H ょら 一巧 四 打 
迄は ちん 餅タ たにつ き 菜 
す 類は 臨時 休業 化 煩。 

御菓 4 

■松風. 軒 

卷壽司 御 注 义じ應 じます。 

木村屋 

. 當を评 铜 商脅氣 が. 
電話？ ジ H . T 八 五 ホ 八 


年末 綿 用 晶大賣 出、 し 


ザ始 

御 贈 慾 ロロ 脚 お 質 精 撰の 美術 雜貨 、玩具、 着物、 ラング 
類 等 識じ巧 憩 的な 思 物が 澤を 陳列して ぁ-- ますから 御 立 嘴 
の 上 わ 買 上げを 願 ひます ■ 
御が 理周 おは 最も 品 一切 洩れな く 取 揃へ まし 巧特 
じ お あ 巧 用の 新 數のモ 、旧作， もち ホ、 山め 芋、 を 裸 鍵 詰 
類、 御 薬 子 鏡、 御 祝儀 用品 其 他い ろ {到着 致しました か 
ら賣 切れ 爲牛じ お 單く御 帮命願 ひょ かす 
生潭菜 I が ■弊 巧。 ンググ アィ ランド 農場 産の 最も 新鮮 
な大狠 ，白菜、 葱、 午 旁、 其 化 里芋、 蓮 あ、 < ゎい、 どろ 
i 芋 等 も 取 揃へ て 居らまず . 

お刊雜 誌妻籍 類、 每便續 々到着して ゐ ます 

ちん 嫌が 例年の 通ら 御 注文 じ應 じます 
紐 育 巧 東 五十 九 T 目 ニニ 四 番地 

が 桐 兄弟 簡會 

電話 リー ゼン ト S 四 八 OS 四 八 一 0 ニ S 五 


日本 劇 『サクラ』 

た SAKURA3 

ウホ ルカ アホワ 井 トサ ィド 主演 

瘍所 

開瘍 十二月 サ 五日 

クリスマス 夜ょり 


L EGNUSS 

INSURANC 巨 BROKER 

巧 East お . ， 邮パ arki 1 y. 

Tel. W が 琴 in お 巧 


Nippon 

Dry Goods Co, 

け 81 む oadw 巧 • Ci む， 
Cor. 31s パ t. 

Te しお nnsyivania 巧卽 -51 

Roo 前が 5 


Nara Trading Go. 

1 51-5 th Avenue 

(Cor. ZUt み.） 

Td Aigonquin 38 が-が 


Imot 日 目 fo ん ， Inc. 

Formerly 

扣が uti が hi & む . 

け E ぉ t 17 化 SUU. 
Tel. Alp 叫 uin おが-目 7 


HA 削 TA & 邮， 

1 お- 1 が Fi 巧 Mve" 

げ or. 21s けり 
New Ifork City 
TeUi が 巧 u おの 狐 23 則 


Y が邮 A & 則 . 

W が cbandi が Srok が 
WHOII な 脱 0 化 Y 
246-5th Avenue 
む Ushiand が 削 


MOGI, MOMONOI, 
COMPANY, Inc. 

195 よ . 1 が h な。 N. y I 
Te パ iuyv 巧 ant おお - 6-7 i 


i 


<^> 


THE JAPANESE TIMES 
! 2 W. mh か.， New York City 
Telephone, Watkins 2909-10 
Published お mi-Weekly by 
JAPANESE TIMES CO. 

S. Midzutani, Proprietor 義 nd 
Publisher 

2>ub»crlpti 〇 n Kstest ' 5c. a 
copy. $5.00 per year, postage 
Included. > 

巨 ntered as second c(as8 口 lat. 
ter March 2 ん 1W7, r 〇 が 〇 ト 
ftce at New Vork, N. Y., under 
the Act of March 3. 1879. 


0 ぶぶ • じ ne 

大飯廊 船 會社 

巧 お 。8 WHI 巧 HMl 郎 iUllflG 
け SmERY 化 WEfiEWYtMCmf 
PH0 化 8QWUNS 郎な H 扣 S2-33 


WAUER & FLORIO 

CUSTOM TAILORS 

20 DEY ST., NEW YORK 
■ Near Church St. 

TK し. CO 氏 TLANDT 7557 •巧 58 


乘 - - 
車 

案 

船 

切 

I 化 


曰 

本 

郵 

船 

舊 

I 


i 舉 I 
! 店 響 

蓮が 巧 

送 / 1 

變禍 

1| 

! 弟 


I. 


N . Y . K . LINE 

社 會船郵 本日 


San ど 化 打と お说 Of む ce: 

551 Mark が St. 


Los Ai 延 el 的 0 巧た e: Seu な le O だた e: 

605 So かお Grand Ave Colma 田 BWsr. の r が Ave. 

N 巨 W YORK OFFICE: 

8-10 百 ridge St. T 巨し . BOW U NG GREEN 2262 
Chica 併 0 だ : ce : 100 W. Monroe SL 


0 
淪 
敦 

樣化 白を 
0 


あ 載 山 ^ 
化 


上米 巧經 翰が 
ま國 婆を 絡 育 
ず 鐵萬太 取 化 
遺事 ザ お 帆 
切 御 浮 C 
巧頓 岸婿芭 
、を 巧社奈 — 

農に をは 爲 かかみ 贼 
を 取 编款絡 
券 計觀洲 を 
等 ひを 巧 a 
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ブ卸 
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號屯 十ち 直 干 一 第 



iff- 


辜 



日曜 : h 】 


H 乂廿巧 ニ个年 H 巧 贈 


【六十】 


みお、 生命、 を ま 
貴 巧、 傷害、 自動 
車、 をが 險 あび 一 
切の が 險に恃 巧の 

便 • f 圧 あち、 ア メリ 
クン ■で キス プレ 

ス 會社發 わを 化 巧 
通用 爲替 、グラフ 
ト 、旅 巧 用 小切手 
等 お 扱 


諸雜貨 仲買、 卸販賣 

保 お商會 


觸 磁器 雜 貨卸賣 

春 巧廊會 


日本 陶撼 黑雜貨 類卸賣 

ホ 元ブ タザ ー ス 


日本 陶猶 器雜賞 

ラム プ卸賣 

奈良 貿易商 會 


H 本 お 服 反物 キ モノ 

テ 1 ブルク ロ ー ス類 

諸雜貨 .郵商 

懿 日本 ド？- グ J ブ蘭會 

特別 廉谐で 大勉强 巧 おわは 當 巧の 巧 長 


H 本觸 叢雜貨 
ドラィ ダ 1 ツぉ 販賣 

龍賊 巧 木 桃 ホ 組 




: . 去 f , 


東京 商 會特吿 


MMIB 27^ ) 

、 な!， 轉送 留攪— 

則 信 r 扱 ひ！ 

一 ヶ年一 弗な 上 一二 弗を 

御 便利で まを 

御 申 越は 今 

紐 育 東京 商會 

1 を W •萬を FN . Y . C . 
ぎ T 互 a 雪 法 59 


日當ら をき 大室 S つ 

集 W 1 裝歸靈、 シ ン グ 

でも 宜し、 ゴ^ 7 俱樂部 じあき 
摸 所。 


John タ C ち l^erry 

雷 We 呈置 / Ur W 臺羣 N . J . 



お義過 まと 年間 日本 紳± 諸を 
を顏を どして 第一流 理髮 師の定 
評を 蹲し 美術的 理 髮の释 を發渾 
をました が叮 一-瓦つ 正則を 旨 ご 
し尙ほ 値段 も今间 左の 如くな を 
乂勉强 を 致ます から 一層 深厚の 
御を 顧を 蒙 b 度頗 上ます 
散髮 六十 他 顔 制 二十 五 化 
顔 マ ツサ ー ジ ，.五十 他 
散髪、 顔 測 八十 お 他 
散髮顔 測へ ャト 三ック 】 弗 
散髮 シャム プ ー、 へャ I 
ダ レッシング 及び 最上 I j 0 
純粹 のへ ャト -- ック ) 

西 六十 五 了 肖 I 二十 一番 地 

フイ mn 床 

二人の 腕の 利ぃた 理髪師が 踰 
つて お 待せ すを 御 待遇 申 上 ま 
す。 午前 八 時 n 八 時まで 

ドう ンク hi: い ；^ 

イン ノ 1 ベ I シ ヨン トランクを 

物お乘 五十 仙ょ ち 十二 乘 を 十 他 
50 East 霉 h 資量 

レ、 t ブンク 約 五な 渦の 

トー^、 一 ^ ゥ ォ ドロ プ 

发び プチ ー マ ー トすン ク六弗 お 

十 触、 九 霜ち 十牠 、十二 弗 あ 十 
触、 少し 許ら 使 巧した 極 類 一 弗 
S 弗 あび お 弗 

夏 4- 巧 童 Ave ., C ミ. 夏 thSt , 尹 Y . 
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米 人 向き 

タリス マス 贈答 晶 

御正 巧用晶 
取 揃 ひました 

例年の 通り 

ちん 餅 仕 候 

夜間 開業 


桑 山. 商會 

ニ A EAST 芸 th WT : N . 产 C . 
さ 弓 e . すな ni 21 だ- 吉巧 


シアトル お 抑. (午前 十 時) 
■あ b ぞな乂 一巧 廿 四日 

あ ふ b かみ 二月 六日 
るん どんか (ホ 渚 おか) 一巧 十五 日 
▼一等 •横 演一化 五 巧 

但し ばリ すみ るん ごん かは 一 五 五 巧 
▼一一 富 日本 巧 左 五 巧ぎ 室 大を遼 家族 ま— 
▼御を 望に 巧り 一等 割引を 復 切巧發 巧を 巧を 

ロスアンゼルス お 化 (午後 一二 時) 

はわい 化.：. 一香 香 

'ら ぶら たか ニ丹廿 五日 
▼一等 横演 .ニー 16 巧 巧 ロ わい みま にらを を 弗 
▼择削 I 二等 日本 巧 瓦 十 化 巧 ► 3 等 日本 巧 五十 亞巧 
►ホ 港 羅な朽 あ 車 切得廢 蠢を戲 入御 幹旋せ 4 を 
▼紐 育 線バナ マ. 踏を 日本 支 邪 巧 度 物 おち 一 固 


八 ィカ ラな 紳± は 

化 立 服 をで ロ しま ^^ 

夫れ は 宜く身 じを ひ、. 是巧 けは をく、 を 
して お ホを ょら もを 持 もす る 事を 知つ て 
るからで す。 弊 巧は 多較 U ぁ紳 十の 御用 
を ホつ て 居ます。' 

n 化廣吿 じて 御 ホ 巧の 方に け 
みか 刹 引を しま 

御 注 义の恭 巧 じ 巧 はら やを も 巧 一度 巧て 
是て 下さい 

ゥ オル々— エンド フロリ ホ 巧 恥 巧 

j も — fin— — - —— 1 


ラム プ ぶび シルク シエー ド 

製造元 卸賣 手 攘商會 

H. Y. HETSCKA CO. 

15 至 男 1 2 妾ぎ N . y . 呈 y - TeL 呈 ef 置 31 



資本を を 巧 画 
拂这巧 資本を 六 モ巧曲 
な 立を 六 千 一二な 五十 巧 脚 

能赋 ニー ホ 銀 巧が を 支 巧 

本店 巧 京 巿日ネ 橋 お 本を 屋听 五を 巧一戏 

支 巧 小が 日本 巧を 巧 (星) 裏 

あを 崖を 都 大あ西 (大技) 神 戸 
廣島下 照巧奇 若が お 岡 長が 
上な なを まち 码水 


お出 乂爲替 ，を 信 おを' ホを を' 旅行 倍 用が 
巧を 信用が 其 化 一 股 お 巧 業 

乂辦 一二 囊銀 巧— ま 巧 

お 里 送を" 日本が 地 無キ巧 巧； 迪 まかを 
本店 預金 (を 巧 通知/ニ 稀) お 使 利 取 巧 
ネ 支店 東を (本 巧〕、 大 限、# タ> 京都 
巧が 化 名古属 、小稱 、上 お、 みを 


▼お 里を を 及びが をを (無手 お 巧)、 ホ！！ 
巧を1038;、 荷巧替な組取な、 信用がを 
巧 等 一巧を 巧 菜な 阐 巧が じ 取 巧 巧 仕 候 

諸 臺灣銀 巧— お 張 所 

本店 臺潰ま 化 

ち 巧 巧な、 巧な、 乂阪 、神戶 、上が、 巧 
ロ、 巧が、 Ms:、 灿 巧、 を 巧、 巧 束、 巧 

嘉坡 、スラバヤ 、タマ ラン、 パタ ビヤ、 を R 
々グ 々ッタ 、淪 巧、 其み 臺巧十 巧ケ巧 


一* 資本を を億圓 (を 額 巧を 巧) 

一、 積 立を 一億 ニな 五十 萬 旧 

內化本 支店 演 (本店) 巧 巧乂お 
神戶を 麟下顆 をを 夏 

橫濱ぶ 金銀 巧— ち 巧 

ホ 困を ま 店 = を 港 お 度み 巧 巧を 
巧 他 化 ホを 函ま巧 都市 ニ 支店 度ュ レ 
スを之 お 


本 巧大阪 化濱丑 T け 
お 育 支店 紐育ブ 0! ドゥで- 


.な 四十 九を 


館 試 住友 艱巧 

お (東京、 横漠 、おる 屋 、巧 都、 神 ロ、 岡 山 \ 
尾ノ 道、 廣 島、 お、 柳 巧 下 ノ^ ^ ぶ 
巧ち 巧 {巧 司、 小 倉、 巧 化、 睐 多、 义\ ちネ写 

本圓 寅を、 鄉里 も骚ぺ 

，て 御 便利 迅速 じ 御 お 汲 可中較 I 


本店 朝 おぶ ぶ 、, 
ま 巧 化 張 巧 か H 本 巧 化の 稱巧 都市， 巧が 
満洲、 支那のを 地 及び 浦 話 巧 お 

朝鮮 銀 巧 紐 育 出張所 

外 固 爲替一 おが 巧を 務靖 々御 便利 じ 取を 巧 
申 上 巧 


勝 本 證券 會巧 

一般ち 價莊 券ノ質 貝、 引を、 募集 

▲を 融、？ 之-一 挪ブ こ切ノ 業務 

巧 ぶ ISSS -VC V! も ブ 口 ， 々 ： ^^ーな 


お 學幽の 巧 果は實 じ 偉大な も 
のが ある ど 渐く國 民が 認めて 吳 
れ ました。 今を 巧領 加を 太邊で 
は 今日 迄が 日の ち 頭で あつた ォ 
.ラム々 おなでが をが 親日に 變 
I つて 其 新聞 スタ！ で 大鼓を 叩 
樣じ なつた b 、 閣僚を 部を 集め 
て B , e •抑の 總理タ か ミー 君が 
招待す る じど、 實じ驚 < べき變 
化です。 なは 沙港 商業 會議 巧の 
- 1 マン 君の 注意に 化って 今を 
ホ 國の學 校敎邮 達を して 日本を 
見學 せし むる 運動 ど、 それから 
おが 豫て考 へて 居る 日本の 英語 
化生を 在米 第二 化に 化 ゆる 事 ど 
第二 化 諸君を 巧が 日本に 留學せ 
しむる こど、 あび 巧學を 達を ホ 
園が 地の 學校 じ入學 せし わる ホ 
がを 上 b で、 國を上 じ も 非常の 
効果が あら 且つ 巧 年 もを 第で 一 
生を 誤つ 樣 i ； •ミを 見る よちは、 
くらまし か 知ら S こ VI を 一 あ 
じ 知らし め 度 ご 思な ます。 をれ 
じ 又を 日の 第二 お 達を ホ 本國じ 
還す 運動を 起したい ご 念願して 
居まず。 之 等は な 達の 腺 ホけ で 
出 巧る i ですから 早速 實巧 しま 
す。 政府 や 所謂を 志 家 達に 便っ 
て 居て は 百年 河淸を 待つ 棲な も 
のです から、 でぅ か 諸君 をん な 
方面に 御 同情 下さい。 

十一 巧せ 九 H 

水を 大巧 侍 お 中が 嘉壽 
御大 禮 記を 献上 品 

大 まで 

今 円 日本へ 發送 

別項 5 おくま 孫子 H 會 書記長 
は 御大 禮秦 が會よ b の 献上 おを 
携帶 二十 六 n 巧 半 華 麻-しを* 大 
使 館シ訪 間して 無事 現品の 受渡 
を 了した るが、' みを 郵囊 中じ收 
容 するとき は踰 送の 途中 破損の 
恐れ あり どて 「階屬 J ごして 發送 
する に 巧し 罐府 山中 巧 會支巧 長 
石 見 宇 一二郎 巧を 煩は し 更らじ 杉 
の 上箱を 調製し 内部の バッ キン 
ダを 巌棄 じして 充 かの 用意を 加 
へ 澄.、 じ 由。 巧 じ 献上 者 間 胸の 
を 名 ニ 千 ニな 余は 海軍 監督 巧の 
独 測 書-記の 健筆 じ依賴 しあ 裝。 
^ 地 山中 腐會 じがて 化 扱 ひブ火 
■の 革 じを 緣 ぉ施し 白 絹に I — 奉 
激を 名簿」 と 書せ， タ 標題を 化が 
した 由で ある。 

忘年 會ミ 新年 宴 

が內を 料亭 おじ H 本 俱樂部 等 
の 忘年、 新年を 宴 貪 中 決を せる 
かは 左の 如し ご。 

A 太陽 昨巧コ 。ン ビャ 學ホ約 
H 十 餘名怠 年會、 一 n 巧 西 尾 
氏 八 名 新年 宴 會。" 

公 東洋 館 昨が 陸軍 十餘 名、 一二 
糞 十 敵ち 忘年 會 、一日 ぉ 午 茂 
木 桃 井 紐 S 十餘 を、 同日が 原 
を 名 十餘名 新年 宴會。 

公 河 添 二十 九 U 巧が 志 おを 會 
cl 日本 お樂部 一 H 貧 員 新年 曾 

年 ホ 年始ん 敎會 

基督 降誕 巧ぶ 終っ たを 敎會中 
松道會 じて は 二十 八日 i ら 東部 
脚 學生大 會を開 お 中で あ b 巧 一二 
下 H じは 午後 ニ 時よ b 例の 如く 
ロ幡學 校を 師き 大晦日は 蒂 を、 

化 H は雜 煮の 變應 ある 由 A お 3 
巧 貧に ては 本日 限ら 當 みが 宿を 
化を を 巧 鎖 LH 愼學 校は 明 午前 

了时 よら ± 鹿 氏 お 夫ん 擔當 1 ベ 
: ■い. I ^ 


く 一二 十一 H は 午後 十一 時よ ら隘 
巧 祝禱會 あら 一巧-一 ハ 円 午を I ニ 時 
よ 6 瑶大 U る 新年 宴會を 催ず 第 
A が 育 H 本人 おを の 降誕が は 出 
席を 一二な 餘 名に 避し シ で リ ー 博 
モのオ か ダン 序曲 獨 奏じ始 6 小 
池 壽子媒 の マ ダレ バタフライ お 

唱ぁ b 喝采を 階し が 井 巧 固 翁の 
威 話 あら 盛况裡 に散會 した。 

山 室 軍 平 巧 消息 

自本あ 世 軍 司令 宫山室 軍ず 少 
おは 本 g 中旬 晚香坡 着の ユ ムプ 

レス •オブ •フラグ ス号 じて 加を 

太に 上陸 直に 東 巧し が 育を 擢過 
せず して 倫敦じ 赴きた るが、 同 
地方 じがけ る お 校 會議は 一巧 八 
a よ 6 開始 せらる、、 吿な 一巧 下 
巧 頃倫敦 よら 巧 紐す る豫 をで ぁ 
る 旨 當化救 化 軍 本部で 發 表した 

都錄 隆巧繪 行脚 

靑年 泮蠢家 都鷄隆 氏は 繪巧脚 
を 想 ひ 立ち去る 二十と H 紐 育 お 
發 グランド キ丰 一一 オン 方面を 經 
て 羅府地 ホ じ 巧で、 を 港 じ 至ら 
當を間 地じ滯 化の 上更ら じ緯巧 
脚を 繼績 する 由。 岡 氏を 巧の 住 
巧は パイン 街 一八 ニ化番 中が 醫 
師方 である ど。 

新年 拜賀 式擧巧 

元旦 お 午- 6 b 午後 一時まで 總 
領事館 ホ 催の 新年 拜賀 式を 日本 
俱樂 部に て擧 巧す る旨總 領事 雜 
よ b 吿 示が ぁつた。 當 H け 誰 人 
じても 參郝お ホる もじつ き 希薄 
者は 岡 時刻 巧に 來會 ぁ‘ り わし ど 

縫 旧 書記官 來紐 

伯 劇西觸 大使館 一等 舊記官 縫 
巧 榮四郞 巧は あせのを みまる ニ 

十と 円 ホ 紐 ホ テが ビル トモ T じ 

投宿 中なる が 一巧 十二 日 前後の 
便船 じて リオ じ巧發 のをを。 

春 旧 商會新 電話 

第お街巧凹十 ^ 番を旧商會は 
今回 新 電話を 架設し ア^ゴ ンク 
キン ニー ニ 比 on ニ 一二 九 一番 じ變 
更 した。 

を / お ~ 

參新丹 米ち 氏歸朝 中の 新 井領 
郞 氏を 息、 夫人み 息 同伴 二十 
日 着 桑の 春洋化 じて 歸米 去る 
二十 五 H 着が リゲヮ ー サイドの 
邸 じ 赴いた 

隹义ホ 义藏氏 おを 名會社 橫濱， 
本店 生糸 鉱 主任、 商 巧馳察 S 爲： 
め まる ホ 酉 H ホ 紐 當を滯 巧の 由 
•黛 お 良を 原を を 紐 育 支店 宾 
巧 巧々 お發約 H 四 ゲ巧滯 なの 
駐达 じて 一時 歸朝 
♦撤山 ホ 巧 巧 過 H 歸朝 せる 石 
ホ茂樹 及び 迫 水 乂常兩 巧の 後な 
ごして 當地 財務を 事務所 化 勤の 
爲め 去る 二十 二日 着が 
♦乾田 卯-氏 間 上、 撤田氏 岡 
道 着が 

♦矢 島慧氏 農が 技師’ 去る サ 
四日 着 紐 一巧 二日 西巧歸 朝の 尝 
参 磯永を 氏 台 縛總督 おが 外硏 
究 真、 去る 二十 六日 着が、 紐 育 
讯 ィサカ じ滯 がのを 

J 爾 說 お— 


♦紐 育 日本人 敎會 
强 ホぶ 

♦基督を 修道 會 
あ 替中必 の ホ 巧 
♦日本人 乘 巧な 窗 
凹 想 


淸 水が 師 
今 化 牧師 
宵 略 牧師 


中な 總 領事の 質問 ご 

同胞 第二 世の 將來 y 奈何 

先づ 第一 化の 腰掛 ホ 義を棄 てよ 


前 新嘉坡 なぜ お 領事 中島 淸一 
郞 巧は 夫人 同伴 本 U 出帆の ァメ 
:リ カン •リジ 3 ン號 じて が 任地 
I ナン ポオ n じ 向け 出 化の 苦で を 
j るが、 氏が 滞が 中， 在留 同胞 じあ 
I へた ニ 巧は 注目すべき もので あ 
つち 第一は 

世を 大戰 0 を 特に 圍運展 々ず 
ごして 進み 巧 ゆる ホ 面 じがて 
列 固の 指導者た る 地位 じある 
米函 みを 巧は 遠き 將 巧は 輕ら 
<据 きお 當の 年月 間持總 する 
ものと おを される が、 繁 をす 
る廣 じがて ま 本を 投じ 事業を 
餐 むのは 言 ふまで もな く 巧 利 
に械 違ない。 巧 留向胞 も 腰掛 
巧 思な を 菜て i ち义的 施設を 
考へ徐 々じ ホ 固々 內で 發废す 
る 2 を 計證 すべ 表では ある ま 
いか。 

躲 ニは 所謂 第二 化 問題は 化留同 
胞の胳 ホに 最もを 巧なる 關 巧を 
おするが、 第ニ世^>'職業、 敎育 
地位は 如何む るべき か 化 度に 關 
する 忠見如 W と 云 ふじ 巧ら 中島 
絶 領事は おじ おと 萬の 巧 人が 化 
おする 伯挪西 巧に 向け 每年 一巧 
を 中らざる 移 技 か 日本 ょら 渡が 
一ず る 事 貫に 顧みを 衆圍 太ず 洋沿 
岸 地方 じがけ る實 情を 調 蛮し 其 
墙を 化まざる 據 M 等 か 施設す る 
.所 ホら。 ごず る もの、 如く、 ブ 
ラジ^ じ 於て 目下 焦眉の急を 吿 
げつ i あるは 銜ホど 媛療の ニつ 
一で あつて サ > ボオ 0 じ 中 お 病院 
^ を 設立せ レ V 」 ずれげ 少ぐ ども 五 
十 萬 山を 要すべ きら 政府を （は 
ほ 間 ょら 未だ 巧經餐 をな おし 得 
ざるが ㈱ じがら 

化っ 化 問題 V 一が 决 する ご おじ 
■ 將來 おおすべき 第二 かご 所謂 
養卡闽 たる ゾラ ジ^ どの 問題 
を 今よ b 考究す るぶ を ホら ご 
よ 張して おる が、 紐 育 日本人 
7 食 理事 某氏は 詔る 『巾 島總領 


事の 着眼は 至棵 尤もで あつて 
現が 麗業勞 働 者を 歡迎 する ブ 
ラジ^ じがても 振て 濁 逸、 伊 
太 巧、 スペィン 等の あ 民 系 ご 
利尝 かなす るか、 感情の 疎隔 
を 巧た す 場を は 合 ホ 画 太平が 
沿岸に 於て 發生 せる ど 略 其 性 
質を 巧 ふす る排 H の氣 運、 蓮 
動の 出現 あるべき は 略 想像た 
難から ざるな 中島 總 領事の 質 
問に 街ず る 答 まは 轉 じて 之を 
南米の 新 天地 發 盛に 適用 （得 
る じ まるべき か。 ホ 國お部 地 
ホ じて 同胞が 歐渊 移民の 如く 
獨立自 營のモ 面じ乂 なる 活躍 
をな さ r る 原因は 多々 をる/へ 
きも 

日ホ資 易に 重きを 愚く 指 蕩階殺 
の 同胞 中 ょら' 製造業 者た b 、 
一廚 店の 經營 者たら むと オる者 
が 出ない C 換言すれば 指導者と 
して 好適 例を を 進を 示さ わ どす 
る 人物 魄 底せ るは 其 一因で あち 
假み 歸化權 はなく ども か 國入ご 
して 商工 業界 じ 雄がず べき アム 

ビシ 3 ンご ジン ィニ シク かなし 

のは 憤义的 施設^な し 得ざる 一 

因で あらぅ。 

幾 二世の 問題は 現 巧の 第一 あ 
隅 題 ご 密接の 關 係を ちし ニを 
相 難る ベから さるもので をる 
故 じ 第一 化 自身が 斷 々乎 ごし 
て 腰掛 主義を 一擲し、 棄みじ 
なつて 驚 ニ 化^ 爲 めじ 礎 おを 
造らむ'」 する 努力を なすなら 
ぱ是れ け おじ 第二 世の モ！ ラ 
タに 反映して 往 くじ 違 ひない 
隨て溝 ニ 化.； 勒し 島國的 思想 
を 抱 0 ず 大陸 的 お 想を 涵養せ 
しめ、 獨な 自治の 氣 風を 盛な 
ら 一 ^ めて ゆく、 郎^ 第二 おの 
敎 養に 對 する 大方が を 一を し 
て 誘が 指導ず るい* らば 其 お ホ 
に 光明を 認 むる じ まるべき は 
議論の 餘化お & るまい』 ご。 


出 淵 大使は ニ 巧 哩事會 へ 

..在留 同胞 ご 胸襟を 開いて 語らむ 

紐 宵 日本人 會 々を 祭 信 竹 治 巧ょ らお 網大 化に 宛て 理事 曾へ 招 
たがを をした るけ お 報の か < であるが、 去る 二十 ホ H 巧 ザ 御大 
趙 献上 おを 携帶巧 ホせ るを 攝子嘗 記 長け 型 二十と H 敬意を 表す 
ベ < 火 化を が 問 L たるに 大使 ょら H 本ん 會の 沿を、 性質、 事業 
等に 端し が々 質 牌 あら、. '一月 中旬 ボストン におく 磯會 ある も 華 
'府 へ歸 巧を 急ぐ 要が ホる 爲め 一巧の 理事 會 じは 臨席し 得ざる が 
ニ 巧 二十 ニ H (乂幡 畜化ュ ニグ プーシ テイ 俱樂 部に 於け る萬國 
ェ萊學 を乂待 (附秋 東を じ銷 かるべき) 米 國委臭 ま 催の 晚餐會 •し 
臨席の 前のを る じつき 右 前後の 一夕を 割愛すべし どの 巧 諾を巧 
へら 巧化抬 同化 ど 胸 條を銷 いて 語らい』 ごの 意を 视ら された ホ 


中が 前化證 ぃょり 

東京た ょり 

學生 見を 劇 希望 

拜 啓もう 尊ら 近く U りました 
御タ 柏で せう •今度の 見を 旅 巧 
じは 只ならぬ わ 化な じなら まし 
た、 學ホ速 も 無事 結 朝して 非を 
な 基び です、 化ら 九 n じ 着 京を 
の 後 あがのみ 械 めて 何 おじ も 失 
補して 居らまず。 諷じ濟 ま。 い 
どち へ。 がら 化 お ホです。 でう 
か议 紙を 姐 じて 御な びを：. ちつて 
て： ご：、。 御大 典の 閒胳も 今 H の 
タ床 御陵 《えそ 占'!。-, な b ま 

. — • _ i _ こ ■ こ： .. _ — I ' ' , 


す。 之から が 政 ホの ィタ チゴッ 
コで せぅ、 誠に 遲 ふべき 政を で 
す。 對支 外を も 遂に 巧き 詰 6 で 
W 交ら 出 巧 t * いを 樣 です。 巧 中 
さん も 運の よい 人 だ ど 人は 申し 
ますが、 ない のか 惡い のか、 园 
民は を磁 です。- お 巧な つてを 
骨 姑る； 德じ 政治が H 本の 現が 
でず。 則 がら 一向に 持 も 直す 模 
棱も あ， りよ せん。 こんな じ をん 
の 信用が 破溃 されて は 何も彼も 
肤 日です。 が 外の 祭 一線 じ 立つ 
问胞 諸ち に 化つ てが 剧救濟 のを 
をち へたら 巧 J た b して 戴く よ 
ら が‘ にを はない 巧です 6 



